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あらすじ：

凄惨な環境で生まれ育った男には戦いの才能があった。

惚れた人外の美女を手に入れる条件は自分の王国を手に入れること。

男の成長と様々なドラマ、そして激動の時代。

中世ヨーロッパにファンタジー要素を加えた異世界を舞台に戦いと成り上がり、そしてエロス加えた物語です。

（注意点）

基本的には楽勝展開ですがチートではありません。

主人公は容赦しません（特に男には）

毎話エロがあるわけではありません。




２０１９／10／27　本編完結しました！

余談等の更新は不定期です。

下記のツイッターで告知致します。




王国へ続く道①～⑧巻発売中　９巻　10月19日発売予定！

コミックス１～12巻　発売中！

是非宜しくお願い致します。




ツイッターです。

頻度は低いですが更新予定などを呟くので宜しければご覧ください。

https://twitter.com/yumizu_kai




掲載ページ:

https://novel18.syosetu.com/n3746ce/









世界観　地理・国家







　　　　　　　　　　　　　　　　　地理

　大陸

　世界全体を指す。

　西と南は海、北は氷の大地（果てを見たものはいない）、東は未開人の土地だが更に東には異なる文明が存在すると言う噂もある。

　大山脈

　大陸を東西に走る山脈。

　高さ８０００ｍ以上の切り立った山岳地帯で個人単位であっても超えることは不可能。

　事実上大陸を南北に分断している。

　二大河川

　大山脈から流れ出し西方の海に注ぐ大河。

　中央平原を通って北がノーステリエス河、南がテリエス河。

　河幅は広く大型船の運航も盛んに行われている。

　下流域では流れが遅いので遡上することも可能。

　大陸全土にとって極めて重要な水源かつ物流手段である。

　中央平原

　大山脈に開いた通路のような平原地帯

　東の未開人地帯に近い場所に位置しており、広さは南北４００ｋｍ東西１００ｋｍ

　更に周囲を森林地帯に囲まれている。

　気候は温暖で水も豊富、二大河川双方の通り道でもある。

　域内には多数の国家が乱立している。

　西部平原

　大山脈と西方の海の間にわずかに開いた平原。

　東西５０ｋｍ南北１００ｋｍ程度。

　二大国の中心部に近いため大会戦の舞台となった。

　恒常的に支配する国家は存在しない。

　大まかな全体図です。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国家

　オルガ連邦

　人口　　二千万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　平時二十万　　動員限界三百万

　支配域　大山脈以北全域

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　支配領域の広大さから封建制を取る。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　ガーランド帝国

　人口　　四千万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　平時百万　動員限界三百五十万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖で農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　近年の急成長により国内に様々な軋轢を残しており不安定要素もある。

　西部平原を舞台に幾度かオルガ連邦と百万人規模の戦闘を行うも決着はついていない。

　トリエア王国

　人口　　三十万

　支配者　−−−−

　首都　　トリスニア　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　平時八千　動員限界三万

　支配域　中央平原中部

　典型的な中央平原小国のひとつ。

　領域内に死の森として有名なエルグ森を持つ。

　北部隣接のアークランドとは幾度か戦争を行っている。

　アークランド王国

　人口　　二十万

　支配者　−−−−

　首都　　アークランド　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　平時四万人　動員限界四万人

　支配域　中央平原中部

　中央平原小国。

　軍の力が強い軍事国家、外交にも軍事的恫喝を用いる。

　よく訓練された強力な騎士団を保持している。

　周辺国と頻繁に軍事衝突を繰り返しており、長引く重い兵役によって国内は疲弊している。

　ゴルドニア王国

　人口　　百五十万

　支配者　ヒューベル二世

　首都　　ゴルドニア　人口六万

　制度　　封建制

　兵員　　平時一万　動員限界八万

　支配域　中央平原北部

　中央平原内最大の国家。

　中央平原の北端に位置し、ノーステリエス河や陸路で連邦との交易、交流が盛んに行われている。

　現国王ヒューベル二世の方針によって近隣国との平和安定を目指しており、その為に南部に隣接するアークランド王国に幾度か譲歩を行っている。

　平和安定によって国内経済は発展し政情も安定しているが、国王が極めて高齢で代替わりに不安がある。




　中央平原北部の地図です。
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プロローグ　１・２話　地下の目覚め

一話と二話をまとめました。

まとめて一話としてしまうとバックアップの管理でミスしそうなのでご容赦下さい。









薄暗い地下、小さな陽取り窓からかろうじて光が差し込むその空間には細かく区切られた小部屋が無数に並んでいる。

　牢獄のようなこの部屋で俺は横になっていた。

　横になっているだけで眠ってはいない。

ある騒音が安眠を妨害しているからだ。

　うるさい女だ、もっと静かに犯されればいいのに。

　響く音は女の声、媚を売ろうとしているのか快感を得ていることをアピールする嬌声が聞こえる。

「ここ」ではいつものこと、また監視役が好みの商品をつまみ食いしているのだろう。

　誰も気にかけないし、気にしてもどうしようもない。

さっさと終われとばかりに毛布……ダニだらけの布を被った。

　やがて声はなくなり静寂が戻る。

朝日が昇るまでそう長くはないが睡眠時間は多いほうがいい。

俺は目を閉じ、朝までの短い安息を満喫する。




　俺が「ここ」にきたのはまだ物心付かない時だ。

　気がついたらここに居た、来る前にどこにいたのかは知らないし、何故来たのかもわからない。

　俺自身の歳も一三か一四かと言ったところで正確なところはわからない。ある程度育ってから来た奴から聞く限り、親に売られたか、盗賊にでもさらわれたのだと言うことだ。

「ここ」はどういう場所なのかは簡単に説明が出来る。

　少年少女が集められ、抱かれたり殺し合いをさせられたりして変態客を楽しませるところだ。

　ジャンジャンと鳴らされる下品な音で目を覚まし、飛び起きる。

準備するのは身体一つだけだ。

今日もまた生きるか死ぬかの戦いが始まる。

　小部屋から出て食堂で吐瀉物のようなスープを流し込み待機する。

「フィニー、上で客がお待ちかねだ！　水浴びしたらさっさといけ！」

「ドラ！　てめえはご婦人の相手だ！　金払いがいい、下手打ったらただじゃおかねえぞ！」

「エイギル！　お前は試合だ、さっさと武器を選んで準備しろ！」

　監視役が怒鳴り、集まった奴らが散っていく。

　エイギルとは俺のことで、何かの神話に出てくる名前らしい。

以前の試合で相手を脳天から股下まで真っ二つにした時につけられた名だ。

　他の奴らの名前はよく聞こえなかったし、覚えてもいない。

どの道すぐにいなくなるから覚えるだけ手間なのだ。

　俺の相手として指名された男、といっても一五にもならない少年の顔色が変わる。

　試合というのはつまるところ客の前での真剣での殺し合いだ。

客は金を賭け、声援を送り、決着すればその凄惨な光景を楽しむのだ。

　一対一だけではなく、猛獣と戦わせる、あるいは小さな少女を一方的に嬲り殺すような趣味の悪い試合もある。

　相手の顔色の原因は俺だ。

俺は他の奴らと違って客をとらされることは少ない。

筋肉はよくつき、身長も低くないので子供を犯す変態の好みではない。

だが男として年増女の相手をするには愛想も可愛げもないからだ。

　俺の「ここ」での役目は試合だ。

そして試合における敗北はすなわち死である。

　俺は「ここ」での試合、数えて一〇〇戦余りを生き残った。

　俺は手枷、足枷を外されて試合へ向かう。

手に持つ武器は馴染みの大剣だ。

刃渡り１・２ｍ　重さ１０ｋｇはあろうかという分厚い両刃の両手剣

　身長が一六〇に届かない俺が持つと明らかに不恰好だが、刃こぼれと血脂だらけのこの剣で俺は今まで生き残ってきた。

　相手の装備は刃渡り６０ｃｍの片手剣と皮の丸盾のようだ。

剣を振り、感触を確かめている動作からは剣を握るのは初めてというわけでもないようだが

　お前の装備は間違った選択だぞと、心の中で呟く。

どのみち皮の盾で俺の両手剣は防げない。

勝機は懐に飛び込んでの一撃しかないのだ。

盾など動きと視界を妨害するだけでしかないのに。

　勿論声に出したりはしない。

相手が進んで死にやすくなってくれるのだから。

　大広間……といってもせいぜい二〇人が入れる場所に過ぎないが。

その中心に鉄製の柵に囲まれた「闘技場」があるのだ。

壁際には椅子が置かれ十数人の客が罵声とも歓声ともつかぬ声を上げる。

　彼らの中心に鎧と槍で武装した監視役と「ここ」の主、肥え太った豚のような男がいる。

　奴がいるなら観客の中によほどの上客がいるということなのだろう。

あの豚が、女を犯す、飯を喰らい酒を煽る、金を数える、以外のことをするのは相当のことだ。

　俺には関係のないことだが。

豚は、俺がいかに強いか、相手もそれに対抗できるかを語りたてる。

大げさな語りだが、実際にこれで賭け金が積みあがるのだから笑える。

　俺は相手とただ向き合う。

何も難しく無い。

勝てば食事がいくらか豪華になり明日を迎える。

負ければここで死ぬ、それだけの話だ。

　俺は左脚を前に一歩出して剣を右肩に担ぐように構える。

相手も盾を構え脇を開いて剣をこちらに突き出す。

　さあ戦いだ。

殺すか殺されるか、終わってみるまでわからない。

　いよいよ賭けも締め切られ会場にピリピリと緊張感が張り詰めていく。

これは正真正銘の殺し合い、観客達も「ここ」以外で見るには命の覚悟が必要なのだ。

　対戦相手とは３ｍ程離れているが激しい息遣いが聞こえてくる。

　戦いの前から息を荒げてしまっては勝てるものも勝てないだろうに。

　冷静に分析する、緊張もなければ油断もない。

ハンデとなりそうな体調不良もない。

一〇〇以上の戦いを勝ち抜いたいつもの通りの状態だ。

　ならば今回も勝てるだろう、もし思いも寄らぬ何かが起きて負けるとするならば……死ぬだけだな。

　ガーーンと濁った品の無い音は試合開始の鐘、同時に相手は叫び声を上げながら突進してくる。

　盾を前に突き出してのラッシュ。

３ｍの距離は一瞬で詰まり、動きの遅い大剣が反応する前に剣を突き刺す……その前に俺の大剣が相手を盾ごと吹き飛ばした。

　奴は武器こそ放さなかったが真横に吹き飛び、二回三回と地を転がった。観客からどよめきがおこる。

　相手は起き上がり、信じられないものを見るような目を俺に向ける。

直前までなんの動きもなかったのにと。

　なんの手品でもない、奴が片手剣を突き出すよりも俺が大剣を振り払う方が早かっただけのことだ。

　これが俺が今まで生き抜いてきた理由だ。

俺の歳で１０ｋｇの大剣を振り回すことができるのはどうやら異常らしい。

　吹き飛ばされはしたが未だ無傷と言っていい相手に向かって俺は駆ける。

　体勢を立て直すのを待つ義理はない、苦し紛れに盾を突き出すが重厚な鉄塊と言える剣は、盾ごと一太刀で左手、左脚を切り飛ばした。

「決まりだぁ!!」「三〇の損失だぞ!!」「やはりエイギルかっ！」

　凄まじい悲鳴と歓声が上がり勝負は決まった。

だが試合は決まったがショーは終わってはいない。

観客はとどめを、敗者への無慈悲な引導を期待して声を上げる。

　俺には敗者を嬲る趣味は無いが、こいつが死を免れる可能性はもうない。

ならば一思いにやってやるのが同じ飯を食った奴への最後の情けだろう。

　大剣がうなり、もがく相手の首を斬り飛ばした。

「おおっ!!」「やったぞ!!」「首が飛んだぞっ!!」

　最高潮になる歓声の中、控えの部屋に戻ろうとする。

俺の仕事はこれで終わりだ。

後は豚の部下が賭金を回収して周り、客が飛び散った血と人体を見ながら興奮を語らうだけだ。

　ところが戻る俺を二人の監視役が遮った。

そして槍の柄で突き、中央に戻るように促す。

　一瞬、思考するがすぐに答えは出る。

ここから、もう一つ余興があるらしい。

　一対一の勝負の後に狼が放されたり、三連抜きの勝負となったりすることはよくあることだ。

　案の定、もう一人の男が柵の中に入ってくる。

その男の顔は憎悪に染まり血走った目で俺を睨みつけている。

単に試合の前の威嚇とは思えないものだった。

　今斬った男の家族が何かだろうか？

今日の相手は妙に弱いと思ったが、こっちが本命でわざと目の前で肉親を殺させて憎悪を煽る趣向か。

「さあさあ！　次の相手は元騎士見習いドイル！　憎悪に燃える彼の勝利に賭ける方はいらっしゃいませんか！」

　次々と金が積まれる中、ドイルとやらは俺からまったく目を離さない。

やがて、賭けが締まり、両者は中央で向かい合う。




　騎士なんちゃらとか言うやつらは大抵上手く剣を使う。

俺は外の世界を知らないので騎士見習いが何かはわからない。

だが百を超える戦いの中で、そういう肩書きを持つ奴は往々にして剣さばきが早く正確であったことは知っている。







　一方ドイルの側もエイギルを分析していた。

　まだ子供の身体だが、あの大剣を振りまわせることは証明済み。

まともに受けたら剣はもちろん鉄の盾も役にはたたないか……

　だが奴に防具の類はない、突きが入れば一撃で決まる！　弟の仇、必ず討たせてもらう。

　ドイルの剣は細身でレイピアに近く、防具を持った相手では隙間を狙うしかない。

　だがほとんど裸同然で戦うこの場所では急所に入ればどんな武器でも即死なのだ。

ならば軽く取り回しのいいドイルの剣の方が鉄塊のような剣よりも有利と見るのは当然かもしれない。

　あの少年の剣は裸の相手に振るうにはオーバーキルなのだ。

ガーーーン

　開始の鐘が鳴ると当時、俺は腰を落とした姿勢で接近すると素早い一撃を首元に見舞う。

少年はそれをバックステップで紙一重に回避した。

　そして下がりながらの強烈な大剣の斬り上げによって、また後退を余儀なくされる。

　速い！　あの大剣を持つ者の速度じゃない！

　回避されるまでは想定内だが、まったく無駄のない回避からの反撃、あわよくば体勢を崩させてとの戦術は完全に破綻した。

　こんな所で戦っているだけあって剣筋は汚く型も我流か……

　ならばと少年の利き腕側から回り込む。

　これで奴は咄嗟に剣を振り払ってくるはず、よければ脇ががら空きにっ！！？？

　予想は正しく少年は剣を片手で右に振り払ったのだ。

　予想外だったのはその速度だ。

重い剣を片手逆向き、これなら十分に回避して攻撃に展開できると予想しての戦術だったが、迎撃の剣速は正に迅雷のような速さだった。

　そして轟音が響く。

咄嗟に盾を手放さなければ顔面を叩き割られていた……!!

　盾は真っ二つとなって柵に当たりカランカランと金属音を響かせる。







　肝を冷やすドイルとは対照的に俺の表情は落ち着いていた。

突進は二度見た、こいつの速度は速くない、問題ない。

　俺は剣を上段に構えて停止する。

その姿勢は余りにも無防備に見える。

だがそれは誘い、相手の速度を見切ったからこそできる罠。

　次仕掛けてきたら勝負はつく。







　一方ドイルも勝機を見出していた。

　奴は上段に構えた……飛び込むか……いや、先制で奴を殺せても剣が振り下ろされれば俺も道連れだ。

ならば先に奴に空振りさせてから……

　両者とも思考は一瞬、ドイルが飛び込み、少年はそれを叩き斬るべく剣を振り下ろす。

そしてドイルはそれを予期し、急減速し剣を回避する。

　ズドンと轟音が響き、観客から僅かに怯えたような声が上がるが大半の観客は勝負の行く末を見守るのに夢中で声も出ない。







　俺はゆっくりと振り下ろした剣を引き上げる。

ドイルには頭から股下まで深さ１０ｃｍばかりの切れ込みが入っていた。

そこから内臓をボタボタと地面に落として彼はゆっくりと崩れ落ちた。

　決着は俺が踏み込んだ最後の一歩、紙一重で回避するつもりのドイルを切り裂いた一歩だった。

　奴の戦術を読んで踏み込んだのではない。

ただ彼が「回避しようとするのを見て」更に一歩踏み込んだのだ。

　これが俺が命を繋いでいるもう一つの理由「動体視力」だ。

　今日もいつもと同じ、勝てる相手と戦って勝ち生き延びる。

予想外の負けは無かった。

　勝利と凄惨な決着が同時に訪れ、湧き上がる客。

満足そうな豚主人の拍手を受けて俺は控え室に戻っていった。

移籍しました。

Ｒ−一八シーン追加に思ったよりも時間がかかっています。

しばらくは毎日数話ずつ修正しながら載せて行きます。










第３話　脱走







「エイギル！　ご主人様がお呼びだ！　早くしろ！」

　試合を終え、水で返り血を洗っていた俺に監視役が命令する。

通常は試合が終わり血を洗うとすぐに足枷と手枷が着けられるがその時間もないらしい。

「ここ」において豚の命令は絶対だ、何をおいても行かねばならない。

もっと試合を長く続けろということだろうか。

　俺の試合は短い、大抵の場合は一撃、よくて二～三回剣を振ればそれで決まってしまう。

　興業主としてはもっと盛り上がる白熱した試合を望むのだろう。

そういう文句をつけられることは珍しくなかった。

「エイギルをつれてきました！」

「入れ」

　長い階段、豚の部屋にのみ通じる階段を登り、悪趣味な装飾のドアの前で監視役が叫ぶ。

返事はやたらに早く、豚主人も急いでいると思われた。

　ドアの向こうに居たのは二人。

お馴染みの豚主人と豪奢に着飾った三〇半ば程の女だ。

強い香水の匂いとヒラヒラしたスカートは「ここ」には到底馴染まない。

「エイギル！　こちらはメディーレ男爵夫人にあらせられる！　挨拶しろ！」

　監視役はドアのそばに下がる。

彼も許可がなければ話しかけられぬ程に身分が上の女なのだろう。

大方、今日の試合に豚が同席した理由はこの年増女が理由なのか。

「エイギルです」

「うふふ、先ほどの試合拝見したわ。まだ子供なのに随分と強いのね」

　夫人は一見上品そうな、しかし好色そうな表情で俺の胸板と腹に手を這わせる。

俺は普段の格好、つまりは腰部の布以外は何もつけていない。

「ふふっ子供なのに本当にすごい筋肉ね」

「光栄です夫人」

　この手合いにはただこう言い続ければいい、それが俺が過去の経験から学んだことだ。

「ぶひひ、失礼ですがメディーレ様、こいつでお遊びになる前にまずはお値段のお話を……」

　豚があくまで下手に下品な笑みを浮かべて呼びかける。

夫人は少しばかり顔をしかめて答える。

「わかっております、金貨二枚出しましょう」

「ぶひっ！　それはちと足りませぬ、なにぶんエイギルはうちの試合での一番人気、試合の後は身体を休める必要があります所を夫人のために特別にと」

　試合の後は身体を休めるなんて話は初めて聞いたんだけどな。

　心の中で嘲笑する、要はこの女は俺を抱きにきたのだ。

それも殺し合い直後で、返り血がついたような男に抱かれたいという変態的な欲望を満たしに来たのだろう。

「金貨二枚も出せば街の高級男娼でも買えるわよ！　それをこんな汚い……」

「ぶひひっメディーレ様のおっしゃいますこと、正にその通りにございますが、街の男娼にこやつほどの荒々しい男はおりますまいて」

　金貨銀貨とはよく聞くが一体どれほどの価値なのか。

俺は「ここ」しか知らない当然金貨の価値もまったくしらない。

　金貨二枚ってのがパン一個分だったらさすがに気分が悪いな。

などと考えていると交渉が決まらないのか豚がエイギルに命令する。

「エイギル、裸になれ！　それとお前は下に行ってこいつが使ってた剣をもってこい！　血のべったりついたやつをだぞ!!」

　どうやらこの女は野蛮な男がお好みのようだ。

　俺は文句一つ言わずに腰布を外す、そもそも全裸を恥じる考えがない。

　腰布を外し裸になると夫人の眼が熱を帯びる。

「ぶひひっいかがですがメディーレ様、こいつはまだ成熟してはいませんがなかなかの大きさでございまして」

「こんな少年に、これほど凶悪な物が……」

「ぶひー！　ただし、試合の後でたぎっておりますので、少々歯止めが効かず、強引なものになってしまうかもしれませんが何卒ご容赦をぶひっ」

「荒く、強引に、ですのね……」

　夫人は俺に近づき、逸物をゆっくりと撫でる。

この女は好みではなかったが、血が滾っている所を刺激されると本能が燃え、たちまちそそり勃つ。

手の中で硬くなったソレをメディーレと言う女は熱に浮かされたように見つめる。

コレが自分の中をかき回しているのを想像しているのだろう。

「ですが金貨一〇枚というのはあまりにもねぇ」

　どうやら主人は金貨一〇枚まで吊り上げていたようだ。

文句を言いながらも俺の逸物を擦り上げる手は止まらない。

いい加減にしてくれないと精が出てしまうのだが。

　そこで扉がノックされ監視役の一人が入ってくる。

先ほどの試合で俺が使い、二人の男の血と臓物に塗れた大剣を携えて。

「ご命令どおり持って参りました」

「ぶひっ、よしエイギルその剣を持て！　夫人に体を見せるようにだ！」

　先ほどの夫人の様子から見てもう一押しと見たのだろう、変態的な情欲を刺激するように命令する。

　だが監視役は俺に剣を渡すのを躊躇った。

何しろ今の俺には手枷も足枷もついていないからな。

これは楽しいことになるかもしれない。







「ぶひょっ何をしている！　ノロマ！　グズっ！　メディーレ様をお待たせする気かっ！」

　主人が怒声を上げる。

危険だが監視役は二人とも革鎧を纏い槍を持っている。

　真の意味で素っ裸のエイギルが反抗するようなことはないだろうし、それよりもこれ以上主人を怒らせれば給金に響く。

彼らの密かな楽しみ、少女の摘み食いもしにくくなるだろう。

「はっ申し訳ありません。エイギル持て!!」

　一人の監視役がエイギルに剣を手渡して後ろに控えようとしたその刹那。

血しぶきが舞う。

彼は困惑した表情のまま、床に首を落とした。







　バチュン

　音としてはこんなものだろうか。

人の命が消し飛ぶ音にしては案外に軽い音だった。

「えっ？」「ぶひっ？」「うぎゅ」

　三人が同時に声を上げたのは無意識のものだろう、何が起こったかわかっているのは俺ただ一人なのだ。

　三人が何が起こったか把握する前に更に状況が動く。

斬り上げで一人の頭をアゴ下から両断した俺は、返す太刀でもう一人の監視役を肩口から斜めに両断した。

革の鎧など何の役にも立たない。

「ぶほっ！　おまっ！　ぶひひっ！」

「いや……いやあぁぎゅ!!」

　ようやく状況が把握できた豚主人がドモリながらも何かを言う。

夫人が悲鳴を上げようとしたが、俺の剣は夫人の胸に突き刺さって悲鳴を止めた。

　夫人の身体はその勢いのままにタンスに突き刺さり、剣が引き抜かれると血泡を吹きながら前のめりに崩れ落ちる。

　これで脅威はなくなった。

当たり前だ、無抵抗の子供を嬲るしかしていない監視役と毎日死線を潜っていた俺、共に武器を持てば負ける道理が無い。

「おま……ぶひ！　……何故！　……どうして……ぶひょ！　……あり得な!!」

　俺はゆったりと剣を持ち直し豚主人の方に向かう。

「何故だ！　何故こんなことをする！　私を恨んでいたのか!!」

豚の口から飛ぶ泡を避けながらエイギルは語りだす。

「いや、あんたを恨んだことなどなかったよ」

「では！　何故だ！　何故!!」

「やってみたかったんだよ」

　一瞬の間ができる。

「な……んだ……と？」

「手枷も足枷もなく剣を手にしたら、俺はここにいる奴らを皆殺しにできるんじゃないかなって」

　豚主人は二の句を告げないようだ。

「今、剣を手にした時に思いついたんだ。今ならこいつらを殺して外に出られるんじゃないかって」

「馬鹿なことをっ！　どの道、外には武装した部下が何人もいる！　見つかって殺されるに決まってる！」

　豚の叫びを聞くたびに俺の心は冷静になっていった。

「そうかもしれない。でもそうじゃないかもしれない」

　笑いが漏れてしまう。

外に出られるのが嬉しいのか、それともこれから起こる殺し合いが楽しみなのか自分でもわからなかった。

「いつもは戦って勝ってもまた同じ繰り返しだったけど」

　豚主人と目があった。

「ひいっ!!」

「今度の戦いに勝てば外に出られるみたいだな」

　豚主人は悲鳴を上げる。

きっと俺はすごくいい笑顔だったのだろう。

　単純に楽しみだった。

うまくいけば外に出られるかもしれない。

外には何か面白いものがあるのかもしれない。

負ければ死ぬが、それはいつもと同じだ。

　俺は豚主人に背を向けて頭を割られた監視役の鎧を剥ぎ取り始めた。

鎧をはぎ、その下の布をはいで着用し始める。

どうせなら少しでも生き残る可能性を上げたい。

　身長が違うので合わないが、裾をちぎってサイズをあわせる。

初めて着ける革の鎧を苦労しながら装着していく。







　俺は動けなかった。

何より扉は奴の向こうだし、大声を出して人を呼べば俺は即座に殺されるだろう。

　無防備に背中を見せているが、太りきった俺があいつに奇襲しても勝てるとは到底思えない。

　俺はここにいる少女を犯す時ですら縛りつけてからでないと不安なのだ。

　それに希望的な観測もある。

こいつは一番恨みがあるはずの俺を殺さなかった。

無関係のメディーレ夫人さえ殺したのにも関わらず、だ。

「よし、着れた！　随分めんどうなもんだな、サイズも違うし」

　奴は幼児の頃からここにいるから常識なんてまるでないはずだ。

これはうまく宥めてやれば生き残れるかもしれん。

　奴は鎧を着終えて大剣を右手に監視役の槍を左手に持ち準備完了といった様子で俺に視線を移す。

「まぁあれだ、外の世界を見たいと言う気持ちもわかる。俺への恨みもあるだろうにお前は俺を殺さずにいてくれた。主人として多少の思いは持ってくれたんだと思うし、俺もそれに応えようじゃないか」

　貴族相手に鍛えた卑屈な営業スマイルを浮かべる。

「このまま出て行ってくれたら、私はしばらくここで大人しくしていようじゃないか、そうすればお前も逃げやすくなるだろう」

　だが期待は一瞬で裏切られる。

「恨み？　何か勘違いがないか？」

　そう根本的で致命的な勘違いがあるようだ。

「あんたに恨みなんてこれっぽっちもないぞ？　主人としての思いもない」

「ぶひっ！　では何故私だけ助けて……」

　少年は軽く笑った。

その目を見た瞬間、俺は死を確信した。

「だってあんたが一番弱い。だから一番最後でいいと思ったんだ」

　ただそれだけのこと。

一番弱い相手だから一番最後まで対処する必要がないというだけだ。

バチュン

　音が聞こえ、景色がぐるぐると回る。

床に付く前に意識は暗く消えた。







　俺は両手に武器を持ったまま扉を蹴りあけ階段を降りていく。

　扉を開けてまず目に入った男に大剣を一閃、絶叫しながら崩れる男を階段下に蹴り落とす。

　そのまま走って階段を駆け下り、何があったのかと上を見上げる男の眉間に槍を叩き込む。

痙攣しながら崩れる男から強引に槍を引き抜くと、長い廊下をただ走る。

　出口は知っている、いつも新しい子供が連れてこられる入り口は開く度に明かりが漏れるのだ。

「おい！　お前一体……てめぇえ！　何を！」

　革の鎧を見て一瞬監視役かと勘違いしたのだろう、慌てて槍を向ける男の腹に槍を突き刺し、そのまま槍ごと壁に突き立てた。

　その男の剣を奪いまた走る。

「おまえ!!　頼む、助けて！　出してくれ！」

　駆け抜ける廊下に面した小部屋にいる奴らが一斉に呼びかけてくる。

俺のように物心ついた頃から住んでいるものは少ない。

大抵は外の世界を知るもの、必死になって自由にしてくれと懇願する。

　俺は彼らを助けるために尽力する気はなかった。

生きたければ、何かが欲しければ戦って手に入れるべきだと。

　だが俺が逃げる助けぐらいにはなるかもしれない。

　剣が振るわれ格子が鍵ごと粉砕される。

まるで紙細工のように通路両側の格子が壊されていく。

　わっと子供達が飛び出し、出口へ向かって走る。

俺の通り道に当たらなかった部屋からは怨嗟と懇願の叫びが響く。

知ったことか。

　もはや、隠密性は欠片もない監視役は全て飛び出して、そこいらでもみ合いとなっている。

　槍の柄で打ち据えられてその場に倒れる者、あるいは抵抗した結果串刺しにされて絶叫している子供。

　地下の牢獄は今までとは別の意味で地獄と化したのだ。

その地獄に花を添えるのが俺の振るう剣だった。

「どりゃあ！」

　叫びとともに人が飛び散る、文字通り部品となって飛び散る。

剣は人を解体する肉切り包丁、槍は串刺しにした人をそのまま振るう人間ハンマー。

　俺が作り出す死の暴風が一〇人目の監視役を引き裂いたところで明かりの漏れる厚い木の扉に行き着いた。

　閂がかけられた木の扉も僅か数秒で破砕し、俺を先頭に子供達は光の下に飛び出した。

「これが、外なのか……」

　少しばかり動きを止める。

　地下からでも窓を通じて日光を感じることはできた。

だが柔らかな風と一面に降り注ぐ太陽、そして全力で走っても果てがない程に広がる空間、いずれも生まれてこの方感じたことがないものだった。

　子供達も思い思いの方向に逃げていく、隣の奴がどう逃げるか気にする余裕は無いのだろう。

　後ろからは追いかけてくる気配はない。

あるいは既に殺しつくしたのだろうか。

「何!?　あれ」「ひっひとごろし!!」

　出口周辺に居た人々が血まみれの集団が出てきたことで騒ぎ出す。

この施設は案外に人気のあるところに建っていたようだ。

だからこそのショーとして成り立っていたのだろうか。

「警備兵だ！　警備兵を呼べ!!」

　それを聞いた子供達が一切に走り出す、俺も何かはわからないが、とりあえず人がいなくなるまで走って逃げた。

「無事に賭けに勝って脱出できたわけだが、何をしようか」

　俺は脱出するために全力を尽くした。

しかし外の世界で何かしたいことがある訳ではなかった。

単に思いつきで外の世界に飛び出したに過ぎなかったのだ。

　そのうちなんとかなるかな。

　自分が無知であることは知っている。

ならば身を任せようと思った。

道に沿って歩けば何か面白いことにぶつかるだろう。








第４話　森の美女







　大虐殺の脱出劇を繰り広げてから半年後、俺は郊外にアジトを張る傭兵団の中に身を置いていた。

　何の知識も無い俺にできるのは戦うことだけだった。

それも身元の怪しさでは他に並ぶ者がない程だから、まともな兵士や護衛とはならない。

結局、同じような奴らが集まった傭兵団兼盗賊団に参加して暴れる他なかったのだ。

「お頭、んじゃその行商の隊列を追うってんですか？」

　尋ねたのはジェミーと言われる仲間で軽業を得意とするお調子者だ。

「おうよ、あの規模の隊商なんかこの辺じゃめったに出ねぇ、その上やつらは最寄の街で護衛を切り離したらしいぜ。こいつをモノにすりゃ一発大儲け、女も酒も食い放題よ！」

　豪快に笑う男はこの傭兵団の頭ロバーノと言う名前だったと思う。

山賊崩れと言っているがこの団自体が現役の山賊のようなものだ。

要は山賊の頭だ。

　奴らは仲間内で言い合っているが俺に話しかけて来る奴はいない。

俺が儲け話や女の話にあまり興味を示さないのを知っているのだ。

実際金にも女にもあまり興味はなかった。

　一方で俺の戦の実力はロバーノ他、全員が認めているので荒事では頼りにされている。

　今回も大規模な隊商を襲う以上、護衛を切ったとはいえ若干なりとも腕の立つやつはいるだろうし、商人だけでもかなりの数になる。

　戦闘を避けられないことは明白だった。

「でもよお頭ぁ～その隊商ってのはもう山脈のとこまで進んでるだろうし今から追いかけてもちっと厳しいぜ」

　隊商と言えば鈍重なイメージがあるが、馬車を潤沢に装備した隊商は貧乏な行商人とは違って結構な速度で移動するのだ。

　これは送り狼の盗賊を警戒すると同時に少しでも早く目的地に到着すればそれだけ商売のサイクルが短くなり利益が上がるからだ。

「んなことはわかってる、だから街道を追いかけるんじゃねぇ。エルグ森を突き抜けて近道するのよ」

　ロバーノがそう言った瞬間、周りが一瞬静まりかえる。

「親方……あそこはやべえぜ」

　ジェミーがおそるおそるといった口調で切り出す。

「なんでも森の奥には悪魔の巣があるとか」

「俺は悪霊が湧き出す沼があるって聞いたぜ」

「いやいやアンデッド共が森中にうごめいてるって話だろ」

　仲間達はそれぞれに自分の知ってる噂を語り始める。

　俺は武器を磨きながら聞き耳を立てる。

結局のところ俺としては出た敵と戦うしかない。

生き残るつもりだが死んだらそこまでだ。

「馬鹿野郎！　くだらねぇ噂なんか信じてんじゃねぇ！　そもそも今聞いただけでも同じ噂がトンとねぇ、好き勝手ホラ吹いてるだけじゃねーか」

　ロバーノは完全に噂を信じていないようだったが、仲間の一人が即座に反論する。

「でもよお頭、噂は確かにいい加減なのばっかだが、実際入って出てこない奴が多いってのはマジなんだ。あの森は本気でなんかやべぇんだよぉ」

なお食い下がる部下をロバーノは一喝した。

「うるせぇ！　俺はもう決めたんだよ！　ガタガタ言うやつは肉団子に加工して悪魔とやらの餌にしてやるぞ！」

　結局これが鶴の一声となって傭兵団二〇名はエルグ森への侵入を決定し移動を開始したのである。







「なんて快適な森なのか」

　それがエルグの森に入ってからの全員の共通な感想だった。

既に森に侵入して丸一日、悪魔どころかどこにでも転がっているゴブリンのような雑魚魔物どころか、狼や熊さえもまったく見ない。

そして果実やウサギ等、食料になりそうな生き物はやたら豊富ときている。

「これが悪魔の森なら、俺たちのアジトは地獄の一丁目にちげえねぇや」

全員がうなづく。

「これならアジトをここに移しちまってもいいかもしれねぇな」

「ちげえねえ　そうしようぜ」

　下品な笑いと声が上がる中、先行したジェミーが怪訝な顔で戻ってくる。

「お頭、前方にその……民家がありやす」

　全員に警戒が走る。

最寄の街から丸二日も離れたこんな場所に民家なぞあるはずもない。

しかも村ではなく家が一軒だけだという。

山小屋にしても奇妙だ、この森は呪われた森、狩人も入らない場所なのだ。

　警備隊の拠点か、それとも別の盗賊のアジトか。

　だがジェミーの次の一言で雰囲気は一変する

「家の中も覗いて見たんすが、とんでもねぇ美人が住んでるようです」

　途端疑惑の声が嘲笑に取ってかわる。

民家があるのは奇妙な話だが、そこに美女が住んでる、とまで行くと怪しさを通り越して妄想だろう。

女に飢えて木の股でも見間違えたのだろうと皆笑っていた。

　それでも見張りが必死に訴えるのでロバーノは笑いながら見張りの後をついていくことにした。

さして遠回りになるわけでもなし、何もないのを確認して笑い飛ばしてやろう。

ついでに罰として荷を余分に担がせてやるのもいい。

　周りの盗賊達もそんなロバーノの考えを察してかニヤつきながら文句を言わずについてくる。

一行はあるはずの無い家へ向かい進み……そして……




　たどりついた。

　森の中にぽっかりと開けた場所にそれはあった。

うっそうと茂った森の中、円形の草地が広がりその真ん中に立つ家が一つ。

　木製の小奇麗な家は決して大きくは無く、かつ物置のような狭さではなく人が暮らしていることを予想させた。

　家の周りには井戸と小さな畑があり、周辺の風景と完全に溶け込みのどかな農村の雰囲気をかもし出している。

　だがここは魔の森、あってはならぬ光景だった。

「おいおいマジかよ……」

ロバーノが思わず呟く、他の盗賊も目を丸くしている。

だが彼らはすぐに動き出す、ここでぼけっとする集団ならば傭兵稼業も盗賊も務まらない。

　すぐに全員が剣を抜き、うち数人が家に張り付き、木窓を薄く開けて中を覗き込む。

「はて、珍しい。お客人でありましょうか？」

　鈴の鳴るような美しい声

　雪のような白い肌

　そして美人と言うのが冒涜と思えるほどに整った顔立ち

　美の女神とも思える女性が窓から覗く男に語りかける。

白い、あまりにも白い肌に鮮明に浮き上がる真っ赤な唇から紡がれる音色。

武装した複数の男という異常事態を前にしても一片の怯えもなく、ゆったりと上品に話しかける。

　予想外なのは男達だった。

これで山姥でも出たのならば心の準備も出来ていようが、彼らが人生で見たことのないような美女。

　あまりにも美しい女の前に男達はどもるような詰まるような意味のない音を発することしかできなかった。

「ふふ、訪ねていらっしゃったのはそちら様でございましょうに。何を驚かれていらっしゃいますか」

　口に手をあてて美女が微笑する。

「見れば他にも大勢のご客人がいらっしゃるご様子。貧相な住まいにございましては到底お迎え入れること適わず、本来なればわたくしが門前にてお迎えするが礼儀と存じますが、なにぶんひ弱な身の上にて陽の下はご容赦頂きたく」

「そ……そうで存じまするのか！」

「も、勿論容赦してや……いたす……致しましょう……だっけか？」

　コロコロと鈴の転がるような声に盗賊達も応えるが、生まれてから敬語など縁のなかったものばかり、滑稽な返事でただ慌てふためいていた。

　それを聞いては美女がまた口に手をやりクスクスと笑い盗賊達の鼻の下は伸びきって、もはや会話はなりたたなかった。

　停滞を打ち破ったのは部下の様子に業を煮やして駆けつけたロバーノだった。

窓に張り付く部下を蹴飛ばして強引に覗き込む。

「てめえら何グダグダやってやがる！　さっさと何があったか言いや……が……れ」

　ロバーノも彼の部下と同じくしばしあっけにとられる。

だがすぐに彼の心に炎がともった。

　こいつはすげえ……見た事もねぇ程のいい女だ！　しかも身体も最高と来てやがる。

　立ち上がり窓越しにロバーノ達に微笑みかける彼女は全身を黒生地の服で覆っており、肩には同じく黒のショール、そして足首近くまであるロングスカートを身にまとっている。

　露出はまったくなく、顔以外に肌が見えるのは手先だけであるにも関わらず、大きく押し上げられた胸部は彼女が動くたびに柔らかく動き、張り詰めたロングスカートの中にはむっちりと肉の詰まった尻と太ももがあることは疑いようもなかった。

　これに比べりゃ隊商なんか些細なことよ！　こんないい女をモノにできる機会なんて二度とねぇ！

　ロバーノは許可を取ることなく扉を開けると家の中に踏み込んでいった。







　三人が室内のテーブルにどっかりと座り俺は扉の前に立つ。

室内は思いのほか暗かった。

薄い木と丸太で出来ている外見からは隙間から日光も入りそうに見えたが内側は灰を混ぜた蝋か樹液のようなものが塗りつけられ、隙間はなく壁色は黒一色と言ってよかった。

　昼間であるにも関わらず手元を見るにも苦労するほどに暗い室内には灯りは一切なく、薄く開いた窓から差し込む光のおかげでかろうじて視界は確保できている。

窓を閉じればこの家は月の無い夜と同じように真っ暗になると思われた。

　テーブルの上に油火も蝋燭もない。この女俺達が近寄るまでは窓も開けていなかったはず。真っ暗な中で何をしていたんだ……？

俺はなんとも形容しがたい悪寒を感じたが、事が起こってから考えればいいと思考を打ち消した。

　美女は俺のほうをチラリと伺ったが、強引に押し入った男達に対してもなんら態度を変えることはなかった。

「女一人の家ですので大したおもてなしもできませんが」

「いや、いらねぇよ。あんたみたいないい女を眺めるってのが最高のもてなしだぜ」

　ロバーノは美女の全身を遠慮せずに眺めている。

家の周りには自分の部下がいて相手は女一人、もう逃げられることもない。

遠慮は無用ということだろう。

「あら、嬉しいことをおっしゃられます」

　女は視線を気にもせずに軽く微笑むと柔らかに続ける。

「さてこのような辺鄙な場所に何をしにおいでになられたのでしょうか？」

「ここに来た理由はちーとばかし近道をしたかったからよ。んだらこんな森の中に家が一軒ポツンと建ってるじゃねーか。そりゃ確かめたくなるのが道理ってもんだろ」

　ロバーノが身を乗り出して美女に迫る。

彼が色欲を抱いていることは俺にもわかったし、美女に逃れる術がないことも分かっている。

「で、お前の名はなんてーんだ？　是非ともお聞きしたいね」

　美女はさも驚いた風に、多分に演技臭くもあったが

「名乗りを忘れるとはこれは失礼を、わたくしは　ルーシィ・ユークトヴァニア　と申します」

　全員に一瞬緊張が走る。

家名があるということはこの女は貴族、もしくはそれに近い存在であったということだ。

　しかし都市では力を持つ貴族の名もこんなとこでは何の役にもたたない。

ロバーノ自身も街道で貴族の一行を襲撃して財産と娘を頂いたこともある。

　しかしますますわからない。

何故名字を持つような女がこんな所で一人暮らしているのか。

「様々な事情がございまして、大層な名をちょうだいしておりますが、ただルーシィとお呼び頂きたく」

　女は名については深く語るつもりはないのか、話題を切り替えた。

「で、そのルーシィちゃんはこんな場所で一人で何をしてるんだい？　ここいらにゃ店どころか人も寄り付きゃしねぇ。到底女一人で生きていけるとも思えないんだがな」

「女一人なれば、食事も慎ましく済みますし、周りの畑を耕し、森に出ては命を頂き、かろうじて生きてこの家を守っております」

「ほぅ、そのなりで狩りが出来るってか！　見た目に合わず案外にたくましい嬢ちゃんじゃねぇか！」

　ロバーノが豪快に笑いルーシィの肩を叩きながらわざとらしく豊満な胸にも触れる。

　それでもルーシィはただ微笑むだけで何の反応も示さなかった。

だが俺はより一層違和感を感じていた。

　女だの貴族だのは関係ない、狩りをするための弓も矢もこの家にはない。おまけにかまどに張ってる蜘蛛の巣は一〇日程度のもんじゃない。

間違いない、この女はこの家で何も食べていない。

　悪寒はますます強くなる。

ロバーノを睨んで警戒を促がすが、美女の色香に溺れた彼には届かなかった

「決めたぜルーシィちゃん。お前は俺の女になるんだ」

　ロバーノはルーシィの手をつかみ抱き寄せる。

服の上から尻を撫で回すとムッチリと張った極上の感触が伝わる。

「あら、左様なこと申されましても、わたくしこの家を守らなければなりませんので」

　未だ平静を崩さないルーシィに他の盗賊二名も違和感を感じたようだ。

盗賊に囲まれた女がとる行動は無駄と知りながら必死に抵抗するか、泣きながら懇願するかのはずなのだ。

　だが、肉付きのいい豊満な女体の感触におぼれるロバーノは気づかない。

「聞けねぇな。お前はもうどうやっても逃げられねぇよ。どうしても嫌ってんならこの家を焼いてお前さんを引きずって行くだけの事だぜ」

「それは困ります、ここは大切な場所ですので」

　初めてルーシィがわずかに眉をひそめ困ったような表情を作った。

ロバーノはルーシィの尻を撫で回しながらも続ける。

「そもそもお前みたいな女がこんなとこでくすぶってるのは世界の損失ってもんだぜ。いい女ってのは男に抱かれてなんぼってもんだ」

　ロバーノはもう辛抱たまらんとばかりに胸にも手を伸ばした。

服を破ろうと力を込めたところでそっとルーシィの手が添えられた。

「……乱暴にされて服を破られては困ります。お抱きになりたいのでしたらお相手致しますのでせめてお一方ずつでお願いできませんでしょうか？」

　ルーシィはいよいよ覚悟を決めたのかロバーノの首に手を回すとそう訴えた。

「大人しくしてりゃ乱暴な扱いはしねぇよ。綺麗な宝石に傷つける奴はいねぇからな……おい！　てめぇらはちょっと外に出てやがれ！」

　辛抱たまらんとばかりにロバーノはハーフプレートのアーマーを脱ぎながら三人に退出を命令する。

古参の二人は笑いながら外に出て行くが俺は少しばかり躊躇する。

　この女は奇妙だ。何をとってもどこから見てもおかしすぎる、ここでロバーノと二人きりにすれば何がおきるかわからん。

　だがいよいよ、情欲の高まったロバーノは怒鳴り声を上げる。

「エイギルてめーもだよ！　後で食わせてやっからさっさと出て行け！　外に出たら他のクソ共がのぞかねえように見張ってろ！」

　本人の選ぶことだ。

どの道俺が何か言っても聞き入れる訳もない

　俺は考えを決めると素早く退出する。

ロバーノがズボンから取り出した汚いそれを見る趣味はないのだ。







「さあこれで邪魔はいねぇ。楽しもうじゃねぇか！」

　既に全裸になったロバーノはルーシィを抱きすくめ胸元に手を入れようとするが身体にフィットしている服は案外に頑丈で破れも伸びもしなかった。

　ならば、とロングスカートをめくりあげると絹だろうか、芸術品のような下着があらわになる。

肉付きのいい太ももにぴったりとした下着、触ると吸い付く極上の肌だ。

シミ一つ無い肌は病的なまでに白い。

彼が冷静なら気づいただろう、彼女の素肌が美しいだけではなく、体温のぬくもりがなかったことに。

「畜生なんて体だ……。こんな良い女見たことがねぇ！」

　ロバーノは強姦和姦に関わらず結構な数の女を抱いてきたが美貌と体、どちらか一つでもルーシィに匹敵する女はいなかった。

女の裸を初めて見た童貞坊やのように音がする程に勃起し、無意識にそれをこすっていた。

「後ろ向け！」

　ロバーノはルーシィに後ろから密着し、下着をずらしてモノを当てる。

むき出しになった彼女のソコは男を誘うように薄く開いていたが、処女と言われても信じられる程に淡く綺麗な色をしていた。

　その芸術品のような女の穴に黒く瘤だらけで汚いロバーノの逸物が侵入しようとする。

「お待ち下さいな、行為にも順序と言うものがございますわ」

　ルーシィは身体をひねって強引な抱擁を逃れると正面からロバーノの肩に手を回す。

正面から抱き合うと、決して小さくはないルーシィと比較しても巨大と言えるロバーノの巨体が際立つ。

「まずは口づけからです。お楽しみはそれからに致しましょう」

　甘くささやく声にロバーノがルーシィの唇を奪おうと強引に顔を近づけるが彼女は片手でそれを押さえると男の首筋に唇を寄せる。

　欲望に濁った中でロバーノは困惑する。

（首筋へのキスも悪くねぇ……だがなんで……なんでこいつの左手一本で俺の頭は動かせねぇんだ？）

　ルーシィの長い舌が首筋を嘗め回し、艶めかしく口を開く。

そして長い犬歯をロバーノの首筋に突き立てた。

　ただ噛み付かれた感触ではない。

凄まじい激痛と強烈な快感、限界まで勃起していたロバーノの逸物から噴水のように精が噴き出る。

そして体からあらゆる力が抜けていく。

首筋に吸い付く美女の感触を感じながらロバーノの意識は永遠に闇に消えた。








第５話　妖姫の園　＃







「おいおい、まじかよ一人ずつって言ってたのかよ」

　家の周りを囲んで待つ盗賊達の話題は言うまでもない先ほどの美女のことだ。

「俺達もあの女を抱けるのか！」

「どうせ俺達に回ってくる頃にはボロボロになっちまってるよ」

「ボロボロでも街の娼婦なんかとは比べられねぇよ」

「お頭がぶっ壊してないといいがなっ！」

　騒がしい周りを気にせずに俺は扉の前に立ちふさがる。

ロバーノの命令通り、覗きを潰すためにだ。

　仮にも半年、俺の戦い方を見ている盗賊達は覗きをあきらめて思い思いに妄想話を語っているのだ

　突然室内から連続して壁に何かが当たる音がする。

盗賊達は一斉に視線を移すがすぐに笑いに変わる。

「おいおい、お頭激しくやってんなぁ」

「なんとか大切に扱って欲しいぜ、俺達に回ってくるまでよ」

「前の貴族の娘なんか上玉だったってのに俺の番には潰れた蛙みたいになってたしなぁ」

　悪寒は高まり、俺は大剣を握る手に力をこめる。

説明はできないが何か起こる気がした。

地下の戦いでも感じたことのない悪い予感がした。

　扉がゆっくりと開く。

盗賊達が喜色の浮かんだ目で一斉に注目する。

　そしてロバーノが扉から飛び出してきて……

地面に激突し真っ二つにおれた。

「なっ!!!」

　あり得ない。

ロバーノが死んだこともありえないがそれ以上に死に方が間違っている。

彼の死体はまるで焼き菓子のように乾いた音を立ててぽきりと折れたのだ。

　さすがに予想外の展開だった。

人はどんな力を加えても、潰れたり引きちぎれることはあっても、綺麗に折れることなどあり得るはずもない。

　ガチャガチャと鉄の鳴る音が聞こえる。

全員が緩めていた装備をしっかりと付け直し、剣を鞘から出す。

　リーダーの突然かつ衝撃的な死、しかしこれで混乱して秩序を失うようでは生き残れない。

良くも悪くも修羅場を潜った傭兵兼盗賊団だ、やるべきことははっきりしている。

　頭たるロバーノは死に、危険は迫っている。

そして敵もわかっている。

あの場所には二人しかいなかったのだから。

　全員の剣が槍が全て扉に向けられた。

俺も扉から後ろに跳躍し、その奥を睨んでいる。

大剣を大上段に構えいつでも飛び込めるように足の筋肉に力をこめる。

　そして予想通りの人物が予想外の格好で静かに姿を現した。

美女は豪奢な金髪を揺らしながら一糸まとわぬ姿で扉前に姿を現した。

大きい胸はまったく垂れることもなく、大きな張りのある尻は思わず抱え込みたくなる美肉だった。

全員が一瞬呆気にとられるが、すぐに戦闘態勢に戻る。

　絶世と言ってもいい美貌も黄金率ともいえる肉体も健在ながらおかしな点が二つ。

　口元から大きな胸までが血に染まっていること。

そして爛々と輝く真っ赤な瞳だった。

　本来ならば一番最初に切りかかるのは俺の仕事だった。

だが今回は違う、本能と勘が警鐘を鳴らしている。

「これはだめだ」「こいつと戦ってはならない」と

　俺は飛び掛るのではなく逆に後ろに下がり美女との距離を１０ｍまで開けた。

　しかし全員が優れた勘を持っているわけではない。

槍を持った一人が突きかかる。

「ダメだ！　行くな!!」

　俺は叫ぶが間に合わない。

美女は男の槍の穂先を右手でつかむとそのまま引き寄せる。

「どあっ!!?」

　突き出される槍の穂先を掴むのも驚異的だが、引き寄せる力は完全に人外のものだった。

　男はまるで逆から吹き飛ばされたかのように美女に飛び込んでいく。

　そして美女は男の胸に向けて左手を突き出す。

　バキン

　男の下半身は引き寄せられるまま美女に吸い込まれ、上半身は彼女に押されて反対方向へ飛ぶ。

そして男は背中側に［く］の字に折れて血反吐を吐きながら地面に落ちた。

「「人間じゃない！」」

　全員の思考は一致していた。

人間の女はどんなに訓練しようが才能があろうがあんなことはできない。

　俺も人間離れした怪力と言われるがあんな真似はできない。

　俺達の……いや、人の勝てる相手ではない。

逃げる以外に生き残る可能性はない。だが逃げれるか？　やつの身体能力は怪力だけか？

　思考は巡り、美女に次の攻撃の時間を与える。

しかし美女は動かない。

扉前の日よけ屋根の下から出てはこないのだ。

　好機とばかりに弓やボウガンを持つ数人が矢を射掛ける。

ほとんどは軽く手で払われてしまうが、隙をついたのかボウガンのボルト一本が胸に突き立った。

　歓声が上がる、ボウガンは弓に比べて強力だ、至近距離から当たったならば甲冑の上からでも内臓に達し即死させることも少なくない。

しかもボルトは美女の胸に突き立っている。

　人間ならば間違いなく致命傷、よしんば生きていたとしても立ち上がれるはずがない。

　ましてボルトを引き抜いて投げ返すなど出来るわけがなかった。

　美女の胸の傷は瞬く間に癒え、頭にボルトの刺さった弩兵が痙攣しながら倒れこむ。

　さすがに全体が浮き足立って包囲は崩れ、各人が後退し始める。

いくら修羅場を幾度も乗り越えたとはいえこんな化け物の相手はしたことがない。

戦場では相手は矢を受ければ倒れ、剣で斬れば死ぬのだ。

　だが圧倒的優位にありながら美女は扉の前を動かない。

ただ周囲の男に裸体を晒し、にこやかにたたずんでいる。

　人外の美貌、暗い室内、干乾びた死体、再生する身体……御伽噺を信じるならば美女の正体は見当がつく。

「包囲して突撃だ!!　俺が決着をつける！」

　俺は大声で叫ぶ、一四かそこらの小僧の言葉に全員が従い陣形を組む。

その信頼は血と勝利で勝ち取ったものだ。

こと戦闘に置いては隊の中で、俺は信用に足る存在であった。

　美女が大剣を振りかぶる俺の方を見て微笑み怪しく舌を出す。

その刹那、彼女の周りを囲んだ一〇名ばかりの男が一斉に槍で剣で戦槌で襲いかかる。

　武器が届く前に頭を叩き潰される者、武器ごと放り投げられるもの、振りかぶったところで両手がないことに気づくもの。

　一瞬の間に四人が命を失い、二人が天高く放り投げられた。

運よく二名程が武器を突きたてることに成功するが、その代償として頭を手で握りつぶされた。

　生き残った者も、余りの惨状に思わず足が止まる。

わずか数秒の戦闘で決着はつき、まともに戦えるものがいなくなった。

　だがそれで十分。

全てが囮で陽動なのだ。

　俺は既に跳躍し、大剣を振りかぶっている。

最後の二人の顔面を素手で潰した美女の両手は塞がっている。

　両手で振りかぶった打ち降ろしは今だ誰にも弾かれたことも受け止められたこともないのだ。

必殺の一撃が落ちるまで刹那。

　それでも美女に焦りの色は微塵もない。

男の顔面を握りつぶしたまま自身の上まで無理やりに引き上げる。

彼女にとって男一人分の重さなど無いも同然のようだ。

　俺の剣と美女を結ぶ軌道に、無残な死体を持ったままの手が掲げられる。

このまま全力で剣を打ち下ろしても間違いなく止められる。

それでも俺は剣を振り下ろす…………。

　ことなく、右手一本で大剣を横に、美女の頭の上をなぎ払った。

　破壊音が響き家の玄関先、扉の上に伸びる玄関の上屋根が叩き壊される。

上屋根は分厚い木製の頑丈なものであったが、俺の大剣の前では小枝も同然に粉砕された。

　自分に振り下ろされるはずの大剣が軌道を変えたことに対応できず呆然と見送った美女の直前に着地し、すぐに後方に跳ね飛ぶ。

　御伽話を信じるならばこれでいけるはずだ。

　美女は無傷、壊されたのは屋根だけだ。

そして森の中の開けた空間、今日は気持ちのよい快晴だった。

　美女に太陽の光が降り注いだ。

「いやあぁぁぁ!!!!」

　悲鳴か叫びか、美女の余裕が始めて崩れた。

　ヴァンパイア、永劫に近い時を生き、人の生血をすすり人外の怪力を持つと言う。

　生き残った盗賊達も俺の目的とルーシィの正体に気づいたのだろう。

「ヴァンパイア！」「実在していたのか！」「呪われた森!!」

　口々に呟き、柄にもなく神に祈る奴までいる。

　ヴァンパイアは聖水と日光、とりわけ日光を浴びると瞬く間に燃え上がり骨にかえる。

はずだったのだが…………。

「うううぅ！　なんてことを！　なんてことを!!」

　美女は骨になるどころか、燃え上がることもなく跪いてただ飛び散った木片を見つめ叫んでいる。

　苦しんでいるというよりも怒っているような声になっているような。

　俺が伝説に悪態をついたその時、ついに美女が立ち上がった。

「よくも……よくも私の家を!!　大切な家を！」

　状況は更に悪化した。

今日は何をやってもうまくいかない。

思えば朝から水溜りを避けたら馬糞を踏んづけたんだったな、ついてない時はこんなもんか

「許さない!!　絶対に許さないからああぁぁぁ！」

　他の者は美女の豹変ぶりに完全に怯えてしまっていて使い物にはならないだろう。

それに今から逃げたとしても、間違いなく俺を追ってくるだろうしな。

皮肉に笑みを浮かべながら大剣を構える。

　怒りの叫びをあげていたルーシィが顔を上げた途端。

世界が凍りついた。

　爛々と輝く目がなお輝きを増し、まるで自分の顔に二つの赤い眼球が張り付いているような圧迫感と質量を伴うような圧力。

　経験したことのないこの感覚に思わず膝をつく。

身体は地面に張り付いたように動かない。

　強烈な耳鳴りは頭を割るかと思うほどだった。

やがて頭痛のためか視界がドンドンと赤黒く塗りつぶされていく。

だがその中でふとこの視線、この感覚に覚えがあることに気づいた。

　この感じは何かに似ている。何か不快で懐かしい。

　頭が痛み体が硬直する。

絶望と苦しみと悲しみを一緒にしたような不思議な感覚が渦巻いていた。

全ての負の感情をごった煮したスープのような視線だ。

諦めと絶望が混じったような感触。

　そうか……あれに似ているんだ。

俺と試合をしたやつらが最後に見せる眼、病気で処分される奴隷の眼。

怪我が腐って助からないと覚悟したやつの眼。

全部同じ、これは死に向かう眼なのだ。

　そう納得がいくと同時に圧倒的だった圧力が急速に軽くなる。

膝は地を離れ、頭痛は治まり、視界が開けていく。

感覚的には一瞬の出来事だったがそれなりの時間こうしていたらしい。

　よくこんな隙だらけの状態で殺されなかったものだ。

恐らくは一分以上へたばっておきながら、素早く行動しても仕方がない。

俺はゆっくりと深呼吸した後に周りを確認し、生き残っているのが自分だけであることを確認した。

　正確には美女は健在だがヴァンパイアはそもそも生きているのか死んでいるのかわからないので除外したのだ。

　仲間はみな自分自身の武器で自らを傷つけて絶命していた。

武器を取り落とした者は自らの爪でのどを掻き毟って凄惨な最後を遂げていた。

　不思議と理解に時間はかからなかった。

　あの眼は死を呼ぶ眼、死ななければならないことを受け入れる眼だった。

俺はあの眼を見慣れていた。

そして自分がそうではないこと、死を受けいれた奴らを尻目に戦い続けて生きることを選んでいたから生きて帰れたのだろう。

　美女の方に振り返るが彼女は先ほどの位置から一歩も動いていない。

　戻ったところで次の馬車に乗ってあの世に行く羽目になりそうだけどな。それでも決着が着くまでは生きるとするか。

　大剣を正眼に構えて美女と睨み合う。

　が、眼にはもう怒りは映っていなかった。

「へぇ……自力で抜け出しましたか」

　最初と同じ丁寧な口調に戻り殺気も消えてなくなっている。

「ああいうのは随分と見てきたんでね」

「むぅ、まだ大人になりきらぬ子供が見慣れていいモノではないですが」

　甘い口調は最初とは違う、子供をからかう言葉だった。

「あんたの方も随分とお怒りだったと思ったが治まったのかな？」

「治まってませんよ！　私の大切な家を壊しちゃって、こんなに壊れたら私ではもう直せないんですからね」

　不器用なんだから！　と腰に手をやって怒っている。

「俺達の頭を殺して死体をぶん投げりゃこういうことになってもおかしくないと思うんだが」

「そっちが勝手に来たのではないですか！　それにあの人、汚い手で私の服や下着に触ってくるし、おまけに血はアルコールまみれ、変な病気まで入って不味くてたまりませんでした」

　ロバーノ……病気持ちだったのかよ。

「それで俺としてはこのまま見逃してくれるならこれ以上は家に傷つくことなく円満に「ダメです」

　美女は強い口調で否定するがそれは殺意や怒りではなかった。

「貴方をここで逃がしたら、私が一人で家を修理して、死体を片付けないといけないではないですか」

　不器用で家の修理はできないとか言ってたな。

「そこは、お前はヴァンパイアなんだし食事がてら片付けるとかあるんじゃないか？」

「馬鹿なことを言わないで下さい！　死体の血を吸うなど腐肉を喰らうも同じです！　グールやゾンビにも劣る所業です！」

　どうやら生きたまま血を吸うのは譲れない線らしい。

「私も今更貴方を殺そうとも思いませんし、こちらの条件を飲んで頂けるなら見逃して差し上げますよ？」

「それは助かる。死にたくはない」

　どうやら生き残れそうだと余裕が出てくると全裸の美女というのは若い男には十分な凶器だ。

　男を反応させ、目を逸らす俺を見て、美女はにやつきながらより一層体を見せ付ける。

「条件一はまず家を直すこと！　貴方が盛大に壊したんだから責任取って下さい！」

「わかった。道具さえ貸してくれるならなんとか直してみよう」

「条件二はお仲間さんの死体を処分してきてください！　飛び散ってばっちいです」

　これもそう手間じゃないな、少し離れたところに穴掘って埋めればいい。

「了解した、だけどあんたが皆殺しにしたんだろうが、ばっちいはないんじゃないか」

「私は自分から一回も仕掛けておりませんよ。襲い掛かってきたから反撃しただけです！　飛び散ったのはミステイクですね。条件三は貴方の血を定期的に吸わせて下さい」

「ちょっと待て！」

　いきなり飛び出した弩級の条件に反射的に声を上げる。

「俺はロバーノみたいなミイラにならない為に、あんたの条件を飲もうとしてるんだぞ。血を吸われちまったら何も変わらないじゃないか」

「勿論吸い殺したりしませんよ。ちゃんと量を考えて支障がないように調整しますから。そうですね一〇日に一度ぐらい吸わせてもらえれば満足です」

　吸血うんぬんはこいつを信じるしかないが、一〇日に一度俺はここにこないといけないのか？

「吸い尽くさないというのは、お前の言葉を信じるしかないんだろうが、一〇日に一度は無理だ。それだと俺が身動きとれなくなる。ここから最寄の町まで片道二日かかるんだぞ？」

　さすがにここは譲れないと俺は語気を強める。

が、美女は何を言ってるのだ？　と言わんばかりの態度だった。

「えっと、何か勘違いをしているみたいですけど、貴方は私と一緒にここに住んでもらうんですよ？　その上で貴方の命は保証しますという条件です」

　つまりは俺に血を吸うための奴隷になれってことか、さすがに命の代償は安くはなかったか。

「随分と過酷な条件だな」

　短い言葉だが今までとは重みが違う、場合によっては一太刀浴びせての逃走も視野に入っている。

「はぁ、変に誤解して抵抗されても嫌ですし本音で言いましょうか」

　美女……ルーシィは真正面から俺を見る。

「初めて見た時からこの子は美味しそうだなと思いまして。なんとしても貴方の血が欲しかったんですよ。匂いで分かりますけど童貞でしょう？　初物の少年の血……ふふふ」

　思った以上に直情的で安直な答えだった。

先ほどとは違う、妙な迫力がある目で見つめられ、本能的な恐怖を感じてしまう。

「そ……そうですか」

「ですのでここも譲れませんね！　考えても見てください。久しぶりに吸った血が酒浸りの汚い中年！　しかも性病持ちですよ、口直ししないとやってられません！」

　どんどんルーシィの神秘的で妖艶な雰囲気が崩れていく、もはや殺し合いの空気には戻りようもないことに若干の安堵はありつつ俺にもどうしても譲れない一線があった。

「だがヴァンパイアに血を吸われた人間はヴァンパイアになったりグールになったりすると御伽噺で聞いたのだが。別に種族が変わろうが興味ないが自分の意思がなくなるのは絶対に受け入れられない」

　何もわからず人肉を求めて生きるのはごめんだ。

「貴方はグールとかヴァンパイアになりたくないですか？」

「もちろ「じゃあ変えませんから大丈夫です」ん？　ん？」

「吸血した相手を仲間にするか奴隷にするか、そのままにするかはこっちのさじ加減一つですからね。嫌なら変えたりしませんよ。だいたい仲間とかグールにしちゃうと、もう血を吸えないのに意味ないじゃないですか」

　なるほど、血が目的なのに同属眷属にしてしまうのは無意味だ、これは信頼してもよさそうだ。

　それでも葛藤がないわけではない。

期限がいつまでかわからないし下手したらここで永久に血袋として支配されることになるかもしれないとの思いがよぎる。

　相手はヴァンパイア、人間とは時間の流れが違うのだろう。

彼らの感覚ではほんの五〇年程度と思っているかもしれないのだ。

俺が考え込んでいるのを見たルーシィは少し空気を重くした。

「それに貴方には色々と教えてあげたいこともあります。貴方の生き方は色々と歪んでいますし、常識も全然足りてないように見えました」

　よもや吸血鬼に歪んでるだの、常識だの言われるとは…………

　どんな皮肉だと思わず笑ってしまう。

ルーシィは自分よりほんの少しばかり背の低い俺を胸の中に抱き寄せた。

「自分で言うのもおかしいかもしれませんが、これだけの戦いと殺戮を見てあなたぐらいの歳の子が平然としているのはおかしいんですよ。きっと今まで色々とあったのでしょう」

　更に胸の中にきつく抱きしめる。

柔らかい肉に顔が埋もれ、甘い匂いが意識をぼかした。

盗賊達が女の話ばかりしていた理由が分かった気がした。

体の奥から何かが湧き上がってくる。

「ここは何もありません。今までずっと走って来た分、少しばかり休憩していってはどうですか？」

　俺は体温のない背中に腕を回し、少しだけ抱きしめ返した。

裸の女を抱きしめる、それから先にするべきことがあるはずなのに俺にはわからなかった。

「そうだ、条件四と血をくれるご褒美がありました」

　新たな条件の登場に身体がビクリと緊張する。

「吸血と性衝動って連動しているんです。だから吸血と同じ一〇日に一度、私を抱いて下さい。勿論貴方が望むならそれ以上でもお相手致しますけど」

　抱きしめ返す力を一気に強くする。

下半身の痛みは信じられない程に張り詰めた男根がズボンに押えられているためだ。

ルーシィよりも身長が低い俺のソレは、ちょうど彼女の大事な穴付近を押し上げている。

「たっぷり教えてあげますからね♪」

　全裸の彼女がその圧迫感に気付かないはずもない。

わざと薄い金色の陰毛をこすりつけるように腰を動かして挑発してくる。

「はあっ！　はあっ！」

　彼女の言うとおり童貞の俺の理性は飛んでしまったらしい。

胸を掴み、腰を強く押し付けてがむしゃらに振りたくる。

自分でも愚かだと思うが、柔らかい感触と甘い匂いに体が勝手に動くのだ。

「うふふ、いくら頑張ってもズボンを履いたまま入ってはこれませんよ？」

　ルーシィは俺のズボンを降ろし、飛び出したモノをまじまじと観察する。

「ふむ、綺麗。やっぱり初物はいいですねぇ。形もいいですし」

　絶世の美女にむき出しの下半身を観察されるのは興奮するが屈辱でもある。

そんな俺の感情を知ってか、男根は初めての女を求めて腹に張り付く。

「こんなになってしまってはまともに話もできません。まずは童貞を切ってあげます」

「おいでなさい」と下半身をいきり勃たせたまま脇に抱えられてしまった。

俺はまだ子供だが、筋肉質で大人と比べてもそう軽くはないはずなのだが……。

　そのまま彼女の家に連れ込まれ、ベッドに放り投げられた。

「さあ、男になりましょうね。好きなように扱ってください」

　俺の隣に転がるルーシィ、好きにしてもいいと言う事なのか目を閉じて体の力を抜いている。

だが今まで女に興味がなかったので何をしていいのかわからない。

とりあえず傭兵団に買われていた娼婦や、戦利品として犯された女達が抱かれていた姿を思い出し、見様見真似でやってみることにしよう。

　乳房を舐め、尻を撫でて女の穴に指を入れる。

何度か繰り返した所でルーシィが笑い出してしまった。

「あはは、くすぐったいですよ！　童貞の坊やは変に考えなくていいんです。はちきれそうなソレ、もうお汁が垂れてますね。ソレを女に押し込むだけですよ？　自信がないなら私が乗ってあげましょうか」

　さすがに初体験とは言え女に好き放題されるのは男としてのプライドが許さない。

正常位で股の間に体を入れると一気に男根を押し込んだ。

ロバーノがこれをすると女達が泣き叫んでいた覚えがある。

余裕の表情を浮かべるルーシィに一糸報いようと思ったのだが。

「うっぁぁあ！」

　出たのは俺の声、根元まで押し込んだ途端、彼女の中の無数の襞が絡み付いて痛いぐらいに締め上げてきたのだ。

動きを止めてなんとか耐える。

「あら耐えましたか？　やりますね～。でもこれで終わりです」

　ルーシィの足が俺の腰に回り、胸を押し付けながら中の襞を蠢かせる。

今度は声を出す暇もなかった。

「うっ！」

　呻き声を上げた時には既に動脈出血のような射精が始まっていた。

信じられない程の快感に目を見開いていると、ルーシィが俺の頭を優しく撫でてくれた。

「ゆっくり、精が出るのに合わせて動くんです。そうすれば全部私の中に出せますからね～」

　射精は長く長く続き、一分程たってようやく終わった。

全てを出し切った俺はルーシィの胸に倒れこむ。

「すご……かった」

「お疲れ様です。これで童貞卒業、晴れて大人の男ですよ」

　大の字にベッドに転がる。

戦場で大戦果を上げた時のような感覚、満足感と誇らしさがあった。

何よりも横に寝転ぶ人外の美女を組み敷いて俺の精を注ぎ込んだ。

女をモノにする感覚は初めて味わったが素晴らしい。

腕枕でもしてやろうと手を差し出すがそこに彼女はいなかった。

「ん？　どこに……うわっ！」

　いつの間にかルーシィは俺の竿を口に含んで激しく頭を振っていた。

先ほどの刺激にも劣らない凄まじい快楽、一〇秒も持たずに再度射精しそうになってしまうが、彼女の動きはそこで止まる。

「若いんですから何度でもいけますよね？　さあ楽しみましょ」

「望む所だ！」

　童貞を切って自信がついた俺は力を取り戻した逸物をもう一度彼女の中に入り込ませ、腰を振る。

「どうだ！　気持ちいいか!?」

　傭兵達が娼婦に言っていた言葉を真似てみる。

ルーシィは一瞬ポカンとしたがすぐに薄笑いを浮かべた。

「ああん！　気持ち良過ぎるわ、死んでしまう！」

　わざとらしい演技だがそれでも俺は興奮してしまう。

「ルーシィ！　お前は俺の女だ、いくぞ、出すぞ！」

「あんっ貴方の女にされてしまうわ。ダメぇいま出されたら本当に虜になってしまう」

　俺はルーシィを抱き締めて二度目を注ぎ込む、だが終わった所で苦言が入った。

「うーん、早すぎて楽しめないですね……。まあ若いですし回数でなんとか」

　男にとってこれほど情けないこともない。

俺は死ぬ気でルーシィを満足させるべく挑みかかったのだが。




五回目

「はぁはぁ……もうそろそろ」

「まだまだ、しゃぶってあげますから頑張って下さいね」




九回目

「さすがにもう硬くならない……」

「そういう時はこうです！」

　ルーシィの指が俺の尻の穴に入り込んで奥のある部分をこすると痛みとも快楽とも分からぬ刺激で再び男根は硬さを取り戻した。

「うがっ！　なっなにを!!」

「さあ、もっとしましょうね～」




一二回目

「……もう、本当に、死んで、しまう……」

「大丈夫です。あなたは頑丈そうですから、こないだの男の子みたいには……いえなんでもないです」

　ルーシィが男根を口に含み、尻に指を入れる。

もう体は限界なのだが彼女は美人過ぎる。

美の結晶が男根に舌を這わせる光景が目に入ると再びいきり勃ってしまう。




一五回目

「お願いだ………………もう許してくれ」

　既に体を動かすことも出来ず、ただ上に乗ったルーシィが楽しそうに腰を振るのを眺めていることしかできない。

目に異物が入ったわけでもないのに涙が流れる。

物心ついてから目にゴミが入ってもいないのに涙を流すのは初めてだった。

「そうですねぇ、さすがにもう柔らかいですし、水みたいな汁しか出ませんし。じゃあ後一回だけしましょう！　激しくいきますからねぇ、覚悟して下さいよ」

　その最後の一度を味わうことなく、俺は遂に意識を落としてしまう。

　暗く曖昧な感覚の中ルーシィの声が聞こえた気がする。

「あら？　とうとう気絶しちゃいましたか。一六回ですか、種の量も多いし絶倫の素質もありますね。きっちり女を教えたら楽しめそうです」

　首筋に何かが這う。

そして鋭い痛みと、体から力が抜ける感覚。

「美味しい！　童貞を切ったばかりの少年の血、最高だわ！　あぁ飲み干したいけど……。我慢しないと、うーんつらいなぁ」

　俺の命はルーシィに吸い取られる寸前だったのかもしれない。








第６話　妖姫とお勉強　♯







　ゆさゆさと身体が揺すられる。

うるさいな、もう少し寝かせてくれ。

　柔らかなベッド、暖かい掛け布団をかぶって眠れるなどいつ以来か。

もしかすると生まれてはじめてなのかもしれない。

至福の時間を邪魔されたくはなかった。

　今までなら物音一つで飛び起きる、そうでなければ生き残れなかった。

でも今はもういい、ここには危険はない。

「そろそろ起きてください。もう陽も落ちましたよ。いつまで寝ているのですか～」

　鈴の鳴るような心地よい声が耳元で聞こえる。

声は起床を求めているのだろうが、より眠気を誘う……

「起きなさい！」

　声とともに一瞬の浮遊感、そして衝撃で飛び起きる。

「どわぁ！」

　慌てて周りを見回す。

どうやら天井まで放り投げられてベッドに落下したらしい。

なんて怪力だ。

「もう少し、優しく起こして欲しかった」

　目の前の美女に非難の目を向ける。

この家の主にして美貌の吸血鬼、ルーシィは腰に手をあててため息をつく。

「優しくしても起きなかったではないですか。丸一日も眠りこける人に容赦などありません」

　丸一日？　戦いの後、彼女にベッドに連れ込まれて……

「汁まみれになりながら童貞を卒業したんですよね？」

「……よく何考えたかわかったな」

　ルーシィは黒いドレスを押し上げる胸を自慢げにそらせる。

「Ｈな坊やの考えること程わかりやすいことはありませんから」

「それから一日寝てたのか」

「はい、昨日は私の下で気を失ってしまいましたからね。女に責められて泣いて失神などいくらなんでもあんまりだと思いますよ」

　そっちのほうも教育が必要ですね、と聞こえるがあえて無視する。

確かに女の下で失神など情けなすぎるが、初体験でルーシィの相手は厳しいと思う。

精だけではなく命まで搾りとられたような感覚だった。




「ではお勉強を始めましょう」

　準備を整えたところでルーシィが切り出す。

テーブルに向かい合わせで座り、灯りは窓から差し込む月明かりだけ。

真っ暗と言っていい室内に白い彼女の顔が異様な程映えた。

　どこの秘密会談かという雰囲気だが悲しいかなこの家には灯りと呼べるものがなかったのだ。

ルーシィにも言ってみたが「暗いほうが目は見えるじゃないですか」と吸血鬼的発言をされた。

「まずは常識として世界の地理のお話ですね。貴方はどこまで知っていますか？」

　俺の世界と言えばあの村とあの町と…………

「近場にあるあのリンゴみたいな名前の街だな。あの近くに俺達の野営地があったんだ。そこから北に行くと村があったが何もない貧しい村で名前も覚えてないな。それから左に行くとそれなりに大きな村が」

「ちょっと待ちなさい」

　ルーシィは驚いた顔で口を挟む。

「もっと大きな視点で話して下さいよ。国とか大陸とか」

　なんのことかわからない。

「あなたもしかして……ここがなんという国か知ってますよね？」

「国？　王宮なら俺が育った場所の近くの大きな街にあるらしいが、警備兵が多いし騎士団とかち合っても厄介だっていうんで皆近寄ろうとはしなかったな」

「そうじゃなくて！　名前！　国のなーまーえー」

「国は国でそこに王宮があるんだろ？　名前なんてあったのか」

　沈黙が流れる。

「まさかこれほどとは思わなかったわ……この子は戦うこと以外何も知らないってことなのでしょうか。こんなことが許されるなんて、あの人が生きていたらどれだけ悲しむか」

「なにをぶつぶつ言ってるんだ？」

「いいでしょう！」

　ルーシィはすっくと立ち上がる。

「今から貴方に人として必要な知識をしっかりと教え込みます！　ちゃんと身に着けるまでこの森から外には出しませんからそのつもりでいて下さいね」

「そんなものなくても生きていけるさ」「人として生きていけるように！　です。さあ始めますよ」

　生まれてから講義などうけたことのない俺にはつらい時間だった。

大人しく聞いていられたのはルーシィの「ちゃんと聞けたら昨日の続きをしましょう」のおかげだろう。

　女を知ったばかりの俺に美女の誘惑程、効果的なことはなかった。

　世界の構成はこうだ。

　まずは地理、我々が住むこの大地はただ［大陸］と呼ばれている。

　大陸の西には海があり、その向こうには別の土地があるといわれているが見てきたものはいないから伝説に過ぎない。

　南の果ても海、こちらも同様にその先がどうなっているかはわからない。

　北の果ては極寒の地、無限に続く不毛の土地と言われているが到底人が確認できる場所ではない。

　東の果ては蛮族の土地、数多の蛮族がひしめく未開の大地、その先には別の国と文明があると囁かれている。

　そして大陸の中央には大山脈、霞む程に高い上部は夏でも解けぬ雪に覆われ到底踏破できぬ壁がそそり立っている。

　大山脈は西部の海近くから東部蛮族の領域の更に東まで延々と続いているが切れ目が二箇所、西の海の手前、そして大陸の中央やや東、蛮族の領域に達する直前の箇所で開けている。

　それぞれ［西部平原］［中央平原］と呼ばれ山の民とて山頂にはたどり着けぬ大山脈に隔てられた南北を陸路で繋ぐ重要な場所となっている。

　特に中央平原には冬を除き全ての季節絶えることのない大山脈の清浄な雪解け水が集まり、大河となって山脈の南北に分かれ大陸の横断して西の海に注ぐすべての命を支えるテリエス川・ノーステリエス川を生む重要な土地だ。




　そして大陸には北と南を分割する二大勢力が存在する。

大山脈の北側全域を支配するのが［オルガ連邦］。広大な土地と二千万余の人口を有するが、海岸部分とノーステリエス川周辺を除く領域は荒野が大部分を占め、特に北部地域においては冬季の厳寒によって居住可能地域はそう広くない。

　連邦指導者はユトラント王が務めるが、広大な領土の中で居住が容易な地域に街や村が点在することになり、距離の問題から中央からの統制が及びにくい。

そこで連邦制を採用、各州の権限が強化されている。

　各州は貴族制の下に封建的制度をとっており長年続く統治機構は安定している。

平時には各州や各貴族がそれぞれに兵力を運用するが、戦時には最高司令官の下に統合され連邦軍を形成する。

　国力、軍事力共に高い強国だが広すぎる領土のため未開地域、特に東の蛮族と接する地域、北部の過酷環境の地域には治安と秩序が行き届いていないとも言われている。

　成立から五〇〇年を数える伝統的大国である。

　　一方山脈の南側地域を支配するのが［ガーランド帝国］。同じく広大な土地に四千万の人口を有し、一部砂漠や密林地域を除いては温暖で井戸水も豊かであり、居住可能領域は広い。

　特にテリエス川周辺部と海岸部では農商工業ともに非常に発展しており国内交易も盛んに行われている

　皇帝［ガーランド三世］によって統治される中央集権国家で近年、山脈南に点在した国家を次々と併呑し拡張した軍事国家でもある。

　貴族制は存在するが現皇帝の方針もあり、有力貴族の力は弱体化し皇室への一極集中が進んでいる。

軍は一部治安維持程度を除き帝国軍に一本化、指揮統率も全て皇帝直属の軍人達が行う。

　大陸最強を自認する国家だが強大化の際に多くの民族、国家を武力によって押さえ込んだため、国内に不満勢力も多く貧富の差も大きい。

弾圧は現在も続いており不安要素の一つとなっている。

　そしてエルグの森はどちらに属するのか。

答えはどちらでもない。

　エルグの森が位置する中央平原、南北４００ｋｍ東西１００ｋｍの平原地帯には帝国にも連邦にも属さない小規模な国家が点在している。

　中央平原領域に住む人口は八百万程度と言われているが、多くの小国が度々戦争、同盟を繰り返し領土も人口も変更が頻繁なのだ。

　中央平原は二大大河の源流でもあり気候も温暖で豊かな地域ではあるが、鉱山や街、河川港を奪い合って小競り合いが続いていることもあり高度な発展はしていない。

　また、お互いの対立が長く続いていることもあり、統一された大国の出現も考えにくい地域なのだ。

この状況が盗賊まがいの傭兵や価格差を狙っての詐欺師まがいの個人行商人達の流入を促がし、更なる治安の悪化に一役買っているのだ。

　そしてこの森があるのは平原西部の［トリエア王国］人口三十万程度の小国だ。

すぐ北部には人口二十万の［アークランド王国］があり伝統的に両国は非常に仲が悪い。




「ここまでは理解できましたか？」

「頭の中がグラングランする」

　休憩がてらお湯を飲んで一息つく。

「世界は俺が知っていたよりもはるかに大きくてたくさんの人だの街だのがあるってことはわかった」

「そう、今までの貴方の世界は小さな平原の小さな国の小さな街だったというわけです」

　そう言われると俺が本当に小さな存在と言われているようで落ち込む。

「もう！　落ち込まないで下さいよ！　私は貴方に大きな世界を知ってほしかったのです。別に知らないからって馬鹿にするつもりはありませんよ」

　ルーシィが後ろから抱きついてくる。

胸をしっかりと当ててくるのはわざとだ。

こうすれば俺が元気になると思っている。

まったく間違いはないけれど。

　俺が手を回して胸を触ろうとしたらさっと離れてしまった。

「地理のお勉強はこれぐらいですね」

　不満げな顔をする俺を無視して続ける。

「文字も読めるようになって頂きたいですしね。常識も足りてませんよね。戦いの事しか知らないんですものね。道は長いですよ」

　ここまできて拒むつもりはない。

どの道彼女とここでしばらく暮らすのだ、とことん彼女に指導してもらう覚悟はできていた。

だがその前に重要な問題があるのだ。

「何か食べさせてくれないか？　昨日から何も食べてないんだが」

　昨日ルーシィと戦う前に食べた昼飯から何も食べていないのだ。

ほんの一～二日で森を抜けるつもりだったため食料の備蓄はないし、隊でまとめて運んでいた食糧は脳漿と血にまみれていてさすがに食べる気にはならない。

　ルーシィはきょとんとした後言った。

「食べ物なんかないよ？」

「なっ！　食い物無しにどうやって！」

　ルーシィの指がこちらに向く。

なるほど、食料は俺の血ってわけだ。

「それでも食い物がないと俺が死んじまう、先に飯にしよう」

　真っ暗闇の中、ルーシィの助けを借りて家の畑から野菜をとって鍋で煮込む。

食べ物が不要と言っていた割りに、彼女は料理の手際もよく、やけにうれしそうに鍋をかき混ぜていた。

　こんな生活も悪くないかもしれない。

安全な家、食料、そして世話を焼いてくれる美女。

これ以上何を望むのかといわんばかりの環境。

　ルーシィには感謝しないといけないな。

傭兵団のやつらには悪いが俺は彼女に拾われて良かったと思う。

元々、それぞれが金目当てで集まっただけの集団、心情的にはそれほどの思い入れもなかった。

　仇を～との思いは欠片も浮かんでこなかった。

これは俺が特別に非情だからというわけではないだろう。

　俺はルーシィに対抗するために最善を尽くし、そして敗れた。

その結果の壊滅であってそれは彼らにとっても仕方ない死だったろう。

　それに何よりも、フケだらけの男と美しいルーシィの命を同じ重さとして比べることが間違っている。

「ん？　どうかしましたか？」

「なんでもない。ただ今日も女性を教えて欲しいと思っただけ」

ルーシィは唇に指を当てて

「そうですねぇ、そちらも教えることがいっぱいありますし。技術の無さと早いのは経験次第で直るかもしれませんが……うーん、道具の大きさはこれからの成長に期待するしかないですよね」

　俺は心を折られて崩れてしまう。

男にとっては一番言われたくない言葉だ。

「……そんなに俺のは小さいか？」

　ルーシィはふふんと馬鹿にしたような悪戯っぽい笑顔を浮かべた。

「歳相応ですけど、所詮子供の持ち物ですね。昨日だって私の奥に届かなかったでしょう？」

「もう一度やってやる！」

　短気な俺はルーシィに飛び掛るが逆にベッドに組み伏せられた。

力自慢の俺を左手一本でベッドに張り付けにしたのだ。

「これから貴方に女の扱いを教えるわけですから勘を取り戻さないといけません。まずは口取りの仕方から思い出しましょうか」

　ぺロリと唇を舐める姿は完全に捕食者のそれだった。

片手で俺を押えたまま簡単に下半身を脱がしていく。

「あら、もう勃ってるじゃないですか？　どうしてですか？」

「…………さっきからあんたの尻と胸を見てた」

　ルーシィは今日一番の嬉しそうな表情を浮かべる。

「可愛いですねぇ、少しご褒美を上げましょう」

　彼女は自身の胸元を緩めて乳房を出し、俺に見えるように揺らしながら男根を根元まで咥え込む。

彼女には馬鹿にされたが不本意にも見えた傭兵団達の逸物と比べても俺のはやや大きいと思っていたんだが……。

だがルーシィは硬くそそり勃つソレを難なく喉奥まで飲み込み、激しく頭を動かす。

激しい縦の動きに加えて、喉奥は蠢いて亀頭を刺激し、舌は妖艶に竿を嘗め回す。

「ぐっ！　出る！」

　ルーシィの頭を押えて喉の奥で放出してしまった。

開始からほんの三〇秒程しか我慢できなかった。

それでも量だけは本格的に出て、喉をごくごくと鳴らしている音がする。

へたをすると奉仕の時間より射精時間の方が長かったかもしれない。

「ぷはっ！　すごい匂いですねぇ……」

　出し切った俺はルーシィに押えられるまでもなく力を失ってベッドに倒れこむ。

「それにしても早いなぁ。そんなに良かったですか？」

　合わせる顔もないので布団を被って不貞寝する。

「昨日まで童貞だったんです仕方ないですって、それに量と勢いはかなりのものでした。しょげないで下さい」

　ルーシィは衣擦れの音をたてて黒一色の服を脱ぎ去り、ベッドに寝る俺の下に潜りこんだ。

「ほら女体のベッドですよ、遠慮なく使ってください。男の道具は使えば使うだけいいモノになりますから、しっかり練習して長持ちするようになりましょうね」

　俺は無言でルーシィに入って腰を振ったが、少しの刺激で大げさに反応してくれる彼女に気分よく行為をすることができた。

だが、何度も射精しながらしつこく続く行為を終わらせようと思ったらしい彼女が反撃に転じた。

「今日はこれぐらいにしてお休みしましょうね」

　身を起こして再びの口取り、しかも尻に指まで入れられての猛烈な責めに三連続で登り詰め、再び俺は意識を飛ばしてしまう。

　いつか絶対、ルーシィに性の悲鳴をあげさせてやると決意しながら。








第７話　背徳の楽園　♯







　窓から差し込む光で目を覚ます。

　ガンガンする頭を抱えて顔を洗い歯を磨く。

　一年の間、毎日繰り返してきた日課だ。

　朝食の準備のため竈に火を入れる。

　ここまでが俺の役目。

　後は俺の教師兼主人兼愛人を起こして一日が始まるのだ。

「ルーシィ、起きろもう日が沈むぞ」

　差込む光は夕日だ。

　俺は彼女と違って、真っ暗な部屋だと周りが見えないので夕日だけは差し込むように俺用の窓を付け加えたのだ。

　今もベッドで唸っている吸血鬼には大不評だったが、これぐらいは許されるだろう。

　生活のサイクルは夕方起床、夜から明け方までルーシィに勉強や世界の常識、情勢を教わっている。

　吸血鬼に常識や世界のことを教わるのは不自然に思えるかもしれないが、彼女は血を吸った相手の知識を吸収することができるらしい。

　年に数回は森を出て不幸な犠牲者を頂いているので知識もそれなりに蓄積しているとのこと。

　今、彼女の食欲は俺が一手に引き受けているので犠牲者はいない。

　吸血の時の絶対的な快楽、死の間際とは言え、他の男が味わっていたと思うと嫉妬に狂ってしまう。

　勉強の合間に壊れた物の修理や道具作りを行う。

　大抵深夜になるので、ここでも真っ暗な部屋が問題になったが、菜種を燃やす油皿のおかげで暗いながらも、ちまちまと作業できるようになった。

　愛しい吸血鬼は家が燃えるだのと文句を言ったが、髪をとかす櫛も、ほつれた着物も自分でなんとかするのか？　と言ったら大人しくなった。

　基本的にここにあるものは全て自作だ。

　最寄の街まで二日はかかるし、何よりルーシィが一人前の人間になるまで外の世界に出ることは許さないのだ。

　空が白んで来るとルーシィは窓を閉めて閉じこもり、俺は外に出て小さな畑を耕し、必要があれば森で獲物を取る。

　この周辺の森はまったく荒らされていないためか一〇分も探せば大抵何かしらの動物が見つかるのだ。

　この狩りは身体訓練にもなるので出来る限り行っている。

　ルーシィは貴方は身体より頭を鍛えなさいと口すっぱく言って来るが。

　朝日が昇りきる前には終わらせて家に戻り吸血鬼と夜の戦闘訓練を行う。

　戦闘訓練と言うのはベッド上の戦いで、負ければ恥辱を味わう。

　ここに来た当初は決まった性行為は一〇日に一度の吸血の時だけだった。

　後は俺が我慢できなくなり、ルーシィに泣きついて相手をしてもらうか、からかわれて意地になって押し倒して返り討ちに合うかだけだったのだ。

　だが最近は女を覚えた下半身に辛抱は聞かなくなり、毎日のように彼女を抱き、抱かれている。

　求めなければ体調を心配されてしまう程だ。

　大抵、一日二～三戦を挑むのだが勝率は一割程度だ。

　ルーシィ曰く、女を知って一年そこらの若造が五〇〇年を生きた自分に挑むなど愚の骨頂だそうだ。

　それでも最初の半年は一度も勝利できなかったことを考えるとかなりの進歩と言える。

　また、他の雑務で忙しくして、時間が遅れるとルーシィの側から誘ってくれることもある。

　寝物語に聞いたが、俺が必死に彼女の体を求める様が可愛らしくて仕方ないそうだ。

　男になりかけの年頃の少年、まして自分が童貞を切った相手が性欲をぶつけてくると言う状況だけで燃え上がるらしい。

　最近はベッドの技術も上がってきたと褒められる。

　絶世の美女が嬌声を上げてのたうつ様は男としては至高のひと時だろう。

　ルーシィは俺が強く攻めればしっかりと受け止めてくれるし、上手く責めれば褒めてくれる。

　勢い余って乱暴なことをしてしまっても「今のは痛いな、減点♪」と叱った後に、結局は受け入れてくれるのだ。

　美しすぎる豊満な教材を使い、荒い行為も受けいれてくれる優しい教師に教えられて成長しないはずがない。

　大抵はこうやって一日が終わるのだが例外の日もある。

　それは一〇日に一度、吸血のある日だ。

　吸血はルーシィにとって食事であり、嗜好品を味わうといったものではなく、定期的に吸わないと他の食べ物をいくら食べていても死んでしまうらしい。

　その間隔が一〇日なのかと聞いたが、やたら目を逸らすので問い詰めると一年～二年は大丈夫らしい。

　俺の血を一〇日ごとに欲しいと言ったのは、単に好みの少年の血をしょっちゅう味わいたいという、純然とした欲望に過ぎなかったわけだ。

　その時にじゃあ一年一回の吸血にしようと提案したが、それなら夜の戦いも年に一度にすると言われたのでこの提案は廃案になった。

　ルーシィの隣で生活しながらの禁欲生活など今なら二日で音を上げる。

　吸血時の快感も捨てがたい。

　吸血のある日は、その衝動が一番高まるのが深夜なので、大抵深夜に行われる。

　その方が圧倒的に味がいいらしい。

　この吸血は性衝動と激しく連動していて、首筋に噛み付かれた時の快感は尋常のものではない。

　全裸になっておかないと噛み付かれた時に種が噴き出るのでズボンが汚れるし向きにも注意しないと、勢いも激しいので食器や食材を汚してしまうこともある。

　吸血時の性衝動は吸う側も同じらしく、終わった後、ルーシィは辛抱たまらんと圧し掛かってくるし、何もしなくても彼女の淫液で水溜りが出来る程に敏感になっている。

　なんでも食事後の恍惚の中でその血の持ち主に抱かれる背徳感は筆舌に尽くしがたいらしい。

　俺が彼女から上げたベッドでの勝利はほとんどがこの状態の時に稼いだものだ。

　とは言え吸血された後は体が信じられない程重くなるので当初はまったく動けず、彼女のおもちゃのように遊ばれていた。

　だが、一方的に弄んでいるはずの彼女にも余裕がないことを見て取り、この状態の彼女を攻めるために体を鍛え、精神力を鍛えて頑張った。

　なんとか吸血後も動けるようになってあげた最初の勝利。

　ルーシィが俺の腕の中で叫び声をあげて絶頂し、終に崩れ落ちたあの時の満足感は最高だった。

　それ以来、吸血時には俺は圧倒的に有利に戦いを進めている。

　いつもの余裕を無くした彼女を焦らして淫らな言葉を言わせたり、屈辱的な姿勢を強いたりと楽しむ事ができるのだ。

　やりすぎて完全に理性を飛ばした彼女に襲われて、男根から血が出るほどに犯された苦い経験もあるが。




　この一年で知識も体力も以前より遥かに成長していると思う。

　もちろん女の扱いもルーシィに「毎日抱かれるのが楽しみ」と言ってもらえるぐらいには上達した。

　成長期の身体も成長し、つい先日身長でルーシィを追い越したのだ。

　筋肉も完全に成人のものに変わり、もはや子供の雰囲気はどこにも残っていなかった。

　だが何よりの成長は心だろう。

　戦って勝って生き残る、それで満点だった昔に比べて今の自分は遥かに多くのものが見えている。

　この閉鎖された森の中に閉じこもってさえ、世界は格段に広がったように思えた。

　野菜を作り、道具を作り、獲物を狩って、帰りを待つ女と一緒に食べる。

　今ならあの時ルーシィが言った意味がわかった。

「心が歪んでいる」今の俺が一年前の俺を見たら同じことを感じるのかもしれない。

　ルーシィ、ルーシィ、ルーシィだ。

　今の俺の何割が彼女で占められているのだろうか。

　彼女のおかげで俺は人になり、育てられて男にしてもらった。

　俺は彼女に惚れている。

　美人だとか抱きたいとかそれだけじゃない。

　俺は彼女と一緒にいたい、一生共に生きたいと思っている。

　それは叶わないだろう。

　彼女はきっとここから動かない。

　何があったのか聞き出そうとは思わないが、彼女にとってここは大切で、離れてはならない場所なのだ。

　そして俺が一人前になったら、知識をつけ心のゆがみを直したら、ここから追い出すだろう。

　それは最初から決まっていたことで俺も彼女も望んでいたことだ。

　気持ちが変わったのは俺の方だ。

　森の外に出られなくていい、それよりもずっとルーシィと一緒にいたい。

　毎日一緒に笑い、抱きまくり、出来れば子供も産んで欲しい。

　口に出したりはしない。

　それは俺に色々教えてくれた彼女の気持ちを裏切ることだ。

　今までやってきたことを全て無駄に終わらせることだろう。

　理想はなんだろうと考える。

　俺がここを旅立つ時にルーシィも連れて行く。

　そして彼女を引っ張って広い世界を旅し、気に入った場所で二人で暮らす。

　これが理想か、寿命の問題があるから俺もヴァンパイアにしてもらってもいいかもしれない。

　ここまで考えて矛盾に気づいた。

　その案だとお互い血が吸えないので二人で人を殺して回る事になる。

　だがそれでもいいじゃないか。

　きっとなんとかなる。

　俺がここから出る時には絶対にルーシィを誘おう。

　それだけを心に留めて、彼女を襲おうと近寄る。

　途端ぐずっていた彼女の瞳がパッチリ開いた。

「んふ♪そっちからきてくれましたね～私の勝ちです」

　一年の付き合いだが彼女のことはかなりわかってきた。

　本質的に彼女は相当のエロ女なのだ。

　何も言わずに抱き合ってベッドの上を転がってじゃれあう。

　このベッドも俺が横に広げたのだ。

　激しいプレイ中に転落事故が多発したから。

　しばらくじゃれて、仰向けに寝たルーシィは上に乗る俺の顔を片手で優しく胸に抱き寄せた。

　乳首を吸う俺を愛しげに撫でながら言葉を紡ぐ。

「たった一年なのに、こんなに成長して……本当に大きくなりましたね」

　この言葉でまた一つわかった。

　俺は母親の影も見ていたんだと。

　高まっていた情欲がふっと消えていく。

　このまま眠ってしまうのもいいかもしれない。

　照れくささを隠して誤魔化すように抱きしめ返した。

「ついこの前、ルーシィを抜いたからな。すぐにあんたを見下ろすことになるかもよ」

　思わず嫌味な返しをするのは我ながら反抗期の子供のようだ。

「えっ？　私をぬく？　見下ろす……あぁ！　そうですね、そっちもそうですね」

　困惑する声に我に返り、下半身の感触に気づく。

　母性を感じた女の手が俺の股間にあった。

「成長ってこっちのことか！　この淫乱女！」

「うふふ、さあ使い方はどうかしら？」

「やってやる！」

　仰向けに寝るルーシィの体を曲げて、結合部を見せ付けるように挿入し、最初から彼女の弱点をこすって腰を振る。

「あん♪そうそう、激しいだけでは駄目ですよ。女の弱い場所を狙えばゆっくりでも……あうっ！」

　たっぷりと弱点をこすり上げてから横向き、後ろからと角度を変えて擦り上げ、大洪水になったのを確認してから、一番奥まで刺さる後ろからの獣の交尾で一番奥を乱暴に突く。

「んぐっ！　そうっ！　女が高まってきたら奥を突くんです。体への愛撫とキスも忘れないで」

　言葉通り、キスを繰り返し、激しい動きと裏腹に優しく胸をなで上げる。

　ルーシィの中が変化し、絡みついて来る動きから搾り取るようにきつく締まった。

「うふふ、ピクピクしてきました。もう出ちゃいますね」

「くそっ！」

　このままではすぐに発射させられると見た俺はルーシィを正面から持ち上げての派手な体位をとって優位に立とうとしたのだが……。

「あははっこれ楽しいですね！　揺れるゆれるぅ～」

　ルーシィから余裕は消えなかった。

　逆に大きな乳房が目の前で激しく揺れ、俺の余裕がなくなってしまう。

　止めは耳に唇を寄せた彼女がもたらした。

「エイギルは大きいからとんでもない場所まで入ってしまうわ。一番深い場所で……さあ種付けして♪」

　そう言って耳の穴に長い舌を入れられ、全ては決壊した。

「があああ!!」

　槍で刺されたような呻きにも似た叫び声を上げる。

　俺の耳にも発射音が聞こえる程の大きな音をたてて、彼女の中に射精する。

「あっは！　すっごい量、見て見てエイギル、ほら！　お腹膨らんでる～」

　楽しそうにはしゃぎながらルーシィは膨らみ始めた腹を自慢する妊婦のように見せ付けてきた。




　一段落し、小桶に半分ほども出た精を女穴から吐き出すとルーシィは搾り取られてベッドで息をつく俺に腕枕を求めてきた。

「うーん、まだまだ技術は半人前ですね。せっかく道具も育ってきたんですからもっと頑張りましょう」

　楽しんだ割には辛口だったが少なくとも大きさには満足だったんだな？　と少しばかり誇らしかった。

　そして嬉しい事がもう一つ。

「種の量と発射の勢いはすごいですよね。どうなっているのか……」

　なんであれルーシィに褒められ気分はいい。

　後戯にと玉を舌で愛撫される快感に俺は再び勢いよく射精した。

　天井まで届いた射精に彼女は童女のように手を叩いて喜び、「こんなすごい男は初めて」と最高の言葉をくれたのだ。








第８話　旅立ち　♯







　俺がルーシィと出会ってから二年余が過ぎ、その時は突然訪れた。

「貴方に教えるべきことがもうなくなってしまいました」

　いつも通りの美しい声で

「ですので近いうちに貴方にはここを出て行く許可をあげます」

　ついにこの時がきたのかと、俺の心は落ち着いていた。

二年以上一緒にいるのだ、様子の違いはさすがにわかる。

ルーシィは他に教え忘れたことは無いか、伝えなければならないことはもうないかと、何回も考えた上で結論を出したのだ。

　だから俺も迷わない。

「わかった、すぐにでも出て行くことにする」

　ルーシィの顔が一瞬歪む。

この言い方だと出て行く日を待ちかねていたようにも聞こえるだろう。

身体も重ね、心も通じていると思ってた彼女にとってはショックだったのかもしれない。

だからすぐに続ける。

「ルーシィも一緒に来て欲しい」

　歪んだ顔がポカンと変わる。

「貴女がこの場所を大切に思っているのは知っている。それを押してお願いしたい、俺は貴女と離れたくない」

　彼女に使った事のない敬語を使う。

経験がないので間違っているかもしれないが、気持ちは伝わるだろう。

　しばしルーシィ一〇面相を観賞した所でようやく彼女は口を開くことに成功したようだ。

「気持ちはとても嬉しいです。でも行けません。私にとってここは残った最後の思い出の場所ですから」

　普段のからかうようないたずら口調とは違うはっきりとした拒絶だった。

俺の想いは彼女の過去に勝てなかったのだ。

「わかった」

　ぶっきらぼうにそれだけ絞りだした。

わかっていた結末とは言え、最愛の女を失うのは思った以上のダメージがあったようだ。

「ぷぷっ」

ルーシィが表情と声を崩す。

「うふ、本当に可愛い反応です。私がここから離れないことはわかっていたでしょうに」

「あんたは、貴女は俺のかけがえの無い女だから、なんとしてでも一緒に来て欲しかった」

「それなら、ここから出て行くのを拒否したらよかったんじゃないですか？　私は出て行く許可はあげましたが、出て行けとは言っていませんよ？」

　ルーシィと一緒にいたい、でも彼女の優しさを無駄にはできない、その選択はなかったのだ。

「本当にそうなのか？　俺がここから出て行かず、ずっと貴女のそばに居たいと言ったら喜ぶのか？」

　ルーシィはフッと小さく笑った。

「そうですね、喜びません。私はあなたに世界を見て欲しい。広い世界で自由に生きて欲しい。そう思って頑張ってきたんですから」

「だから俺はここをすぐに出て行くんだ。一日でも早くルーシィの望む俺になる為に」

「本当に、知識を得ても歪みを直しても、一直線なとこは変わりませんね。それは貴方のいいところですけど、人生の楽しみを逃しますよ」

　くるりと回って俺の胸の中へ飛び込んでくる。

「今の貴方なら大丈夫です。好きなように生きなさい。自分が望むことをして、自分が正しいと思う道を歩みなさい。そうやって貴方が自分で決めた道を楽しく歩くことが私の望みです」

　既にルーシィとの身長差は歴然、彼女は俺の胸板にちょうど納まる。

それでもその言葉は上位者のそれとして響いた。

俺を引っ張ってくれる人のものだと。

　返答は必要ない、抱きしめ返せばお互いに理解できる。

そして長い抱擁の後、俺は颯爽と去ろうとして

　ルーシィに腕を引っ張られてその場にひっくり返った。

「どこへ行こうというんですか？」

　あきれた声が響く。

「いやこのまま旅に「食料も水も武器も防具も無しに手ぶらでですか？」

「……」

「最寄の町までの道中に行き倒れてそこで終わりですか？　随分と広い世界になりますね」

　何も考えてなかった。

ふて腐れるようにしゃがみこむ。

「はぁ……ちゃんと準備はしてます。少し待ってくださいね」

　ルーシィは物置からゴソゴソと荷物を取り出してくる。

随分前から準備はしていたようだ。

　並べられたのは、革を張り合わせた鎧と小手とブーツ、そして鎖を巻いた盾、全てが高級品ではないが状態はよく、彼女が手入れしてくれていたと思うと感動がこみ上げる。

「ちなみに前にここに来て、私が食べちゃった人のなんですけど、綺麗だったので何かの役に立つかなと思って」

　…………最低限の防具は手に入った。

　後は乾燥肉や水を入れる皮袋などの小物が並び、旅をするには十分な装備が揃った。

　ここに来たときに全滅した盗賊達の財布から頂いた分とルーシィが持っていた分合わせて金貨が三〇枚。

　ここに居る限りお金など使いようもないことは二年住んだ俺も良く知っているので遠慮なく頂いておく。

そして肝の装備が二つ。

　一つは槍。

　長さは２ｍ強だが先端についているのは鋭い穂先ではなく半月の斧、刺すことも切り払うこともできるバルディッシュ。

その柄は一般のものよりもずっと太く刃も分厚くそして大きかった。

重量１５ｋｇはあろうかと言うその槍は鉄柱に斧がついたようにも見える。

「かなり昔のものなんですが状態も綺麗ですし、すごく重いのですが貴方なら使えるでしょう」

「ありがたく頂くけども、左手一本で差し出されても説得力がないぞ」

　二つ目はマント。

　一見ただの真っ黒い生地で作られたマントだが、よく見ると染めた後がある。

「そのマントは私の特別仕様です。ただの白生地にあるものを染み込ませてあります」

ふふんと胸をそらせるルーシィ、あるものを想像する。

「好色と言っても限度があるだろう、なんてものを染み込ませるんだ？」

「ちがいます！　血です！　私の血ぃ！」

というわけでルーシィ特製、吸血鬼の血染めマントのようだ。

　確かにただの生地よりも遥かに頑丈そうだ。

重さも普通の生地と変わらない。

　ルーシィによれば多分燃えないし、獣を威嚇する効果もあるそうだ。

そして何よりも素晴らしいのが、羽織るとルーシィを感じられることだ。

　準備は全て整い、いよいよ俺たちは無言となった。

長く居ても名残惜しくなるだけだ、俺は立ち上がろうと腰を上げた。

「出発は三日後にしましょう」

　かくんと拍子抜けする。

「なんでまた三日も開けるんだ」

　未練が増えるじゃないかとは言わない。

「もしかしたらもう会えないかもしれないのですよ！　ですから最後に」

　顔を赤くしうつむけるルーシィを抱きしめる、それが男の役目だと思ったからだ。

「無茶苦茶にいやらしく交尾しましょう！」

　どうせこんなことだろうと思ったのだ。




　俺はルーシィに二日間休み無く血を吸われた。

大量に吸っては出発前に死んでしまうので体中に歯を立てられて滲み出る血を少しずつ舐められたのだ。

特に酷かったのは逸物にも彼女の牙の跡を付けられたことだ。

「−−−−!!　−−−−−!!!」

　ねっとりとした口技で絶頂しようと言う所での仕打ちに俺は言葉にならない悲鳴をあげて精を撒き散らした。

それでも彼女は口を離さず、本当に男根から血を吸われたのだ。

「あぁ美味しかった……。こんなに良いならもっと早くやっておけば……」

　吸血鬼に付けられた傷はすぐ塞がるらしく、やがて穴は目立たなくなる。

それでも俺の怒りは収まらない。

「怒っちゃいましたか、ならなんでも好きなことをしてあげます。それで許して下さい」

　迷わず彼女の尻を抱えて不浄の穴を指で広げ、虐待された哀れな男根を押し当てる。

「ええっ！　お尻!?　……まぁいいんですけど、あまり激しくわあぁぁぁ!!」

　勿論聞き入れずに激しく動く。

ルーシィはこっちは頑として使わせてくれなかったので、最後に好き放題嬲ってやるつもりだった。

最初で最後かもしれない尻穴をたっぷりと楽しんで射精し、彼女を腕枕に乗せてまどろむ。

尻をさんざんに掘られて不満気だったルーシィも腕枕を気に入って機嫌を直した。

「どうだった？」

「まったく乱暴な癖は直りませんね！　……でもよかったです」

　ルーシィは腕枕に乗ったまま男根に手を伸ばす。

「はっきり言いましょう。貴方のこれは巨根です。よくぞここまで大きくなったものですね」

　女に大きさを称えられて喜ばない男はいない。

俺も誇らしげにモノを突きつける。

「貴方の歳ならまだ大きくなるでしょうし……将来はとんでもない大槍になるかもしれませんね」

「ルーシィも満足できるぐらい？」

　ルーシィはぷっと吹き出した。

「そうですね。私でも悲鳴を上げちゃうような巨根さんになっちゃうかもですね。……でも人間の女には丁寧に使うんですよ？　さっきみたいな尻穴攻めなんて絶対やってはいけません。私だってすぐ治っただけでしっかり切れたんですから！」

　額を指で弾かれる。

女が甘えてする光景だったが怪力のせいか本格的に痛い。

「さあ、少し休みましょう。目が覚めたらまた激しく交わりましょう」

　ルーシィは俺の上に乗り、多少柔らかくなった逸物を女の穴に咥え込み、倒れこんできた。

「言ってることとやってる事が違わないか？」

「いえ、このまま休むんですよ～」

　ルーシィは俺の首筋に噛み付いて血を吸うが、食事の時のように一気には吸わず、舌だけを動かして舐め取っているため意識が飛ぶことはなかった。

勿論、男根は彼女の中で音がするほどに硬くなったが。

「乳房、噛んでください。一気に吸うと毒だからゆっくりと……」

　ルーシィの意図を読んで真っ白で柔らかい巨乳に歯を立てる。

多少罪悪感はあるが、彼女の欲情した喘ぎを聞くとそれも無くなる。

　俺達は繋がったまま、お互いの血を舐めるように吸い合う。

腰を動かす事もなく、静かな射精を繰り返し、最後は絡み合ったまま眠りに就いた。

　その後も俺達は愛欲の沼でまぐわり続け、お互いの水分が全部入れ替わったと思える程に体液を交換しあった。




　そして遂に別れの時は来る。

吸血鬼との別れはやはり深夜、月明かりの下で鎧を着込み、黒い血色のマントをはおり、槍を肩に担ぐ。

「二年など私の生きてきた時に比べれば刹那のような時ですけれど、これほど濃厚な時間はありませんでした。本当に楽しかったですよ」

「俺にとっては人生の全てはルーシィと共にあったようなものだよ」

「ふふ、いい男になりましたね。女の勉強も合格です。でも……人間の女の子を私のつもりで責めてはダメですよ、死んでしまうかも。いやらしいエイギルはどうせこれから数多の女を抱くでしょうからね」

　最後まで艶でからかうところは彼女らしいと思った。

「最後にもう一度、俺ときてくれないか？」

「ダメです～♪」

　軽い口調、これで終わり。

俺はルーシィに唇を重ねる。

今日まで好き放題に抱いた彼女もこれで見納めかと思うとキスも長くなる。

やがて唾液の橋を引いてキスが終わる。

「あなたと一緒にはいけませんが、永遠の別れでもありませんよ」

俺が目を見開くのを見て彼女が囁く。

「出世して、貴族になって、王になって、この地を貴方の物にしたらおいで下さい。そうすれば妻にでも、愛人にでも、あるいは母にでもなりますよ」

　平民が貴族にましてや王に、それは妄想だ、あり得ざる戯言。

「あるいは月日が流れて、貴方が孤独のまま病気や老いに倒れ、自らの死を悟ったらおいでなさい。せめて膝枕で最後の看取りを致しましょう」

　これが救いだ。

どうせ世界を生きるなら王でも目指してみろと、高みを目指して頑張って、力尽きたら戻っておいでと隠れた声が聞こえる。

　だけども、もしも奇跡を起こして登り詰めたら、永遠に貴方だけの女になりましょうと声は続いた。

　もちろんルーシィのテレパシーではない。

俺が勝手に想像しているだけだ。

けど王になればルーシィを手に出来る。

一生を俺と共に生きてくれるのだ。

　最後のキスを交わして俺は二年余を、地上に出てからのほとんどを過ごした家を後にした。

　もしかしたら後ろから呼び止める声が、あるいは本人が抱きついて来るかもしれないなどと思いながら振り返らずに進んだが、結局朝日が昇り何事もなく俺はこの森を歩いていた。







　ルーシィは去る男の背中を見送っている。

いつかもこんなことがあったな～と。

知識と愛を与えて育てた少年が男になって去っていくのは感慨深いものがある。

　これでまた一人かぁ。

そう考えると少しばかり悲しくなるがやがて悲しみも癒えるだろう。

何せ時間だけは無限にあるのだ。

　でももし本当に彼が王になったらどうしましょうか。

ルーシィは下腹部に甘いしびれを感じて身震いし、家に帰っていった。

　抱いてくれる男はもういないけれど家中に残った彼の匂いが一人寝にも満足感を与えてくれる。

　彼の痕跡がこの家からなくなったら困るだろう。

今までのようにここに来る男や、少し遠出して少年を狩って吸い殺しても満足できないだろう。

あれ程の男は……心も体も逸物も、そう見つかりそうにない。

エロシーンの追加にも案外時間がかかるものですな










第９話　流浪の戦士







森に来た時とは反対方向に進む俺は、二年前に襲撃するはずだった隊商が着いた町［ロレイル］に到着した。

　盗賊団の拠点の近くだと昔の顔見知りもいるかもしれないので避けた。

なぜ今頃一人生きて帰ったと言われるのも面倒だからな。

　そこで俺はロレイルから更に北へ向かい、ここ　トリエア王国からその対抗勢力たるアークランド王国に入り、更に北へ北へ抜けて連邦の領土にまで行こうと考えていたのだ。

　元々国民だなんて自覚は微塵もない。

そして国境は広くて長い、身一つの俺は馬鹿正直に街道を進む必要はない。

　ルーシィ情報によると旅人や行商人、傭兵が中央平原を抜けて帝国や連邦に出入りするのは珍しいことではないとのことだ。

　特に連邦は城砦化された各都市以外の荒野は治安が良いとは言えない。

軍だけでは手が回らない為、各町がフリーの戦士を集めて盗賊や入り込んだ蛮族の討伐を任せることも多い。

武器を担いだ男も悪目立ちしないし、食いっぱぐれもないだろう。

　だが、まずは一晩の宿を探さなければいけない。

森を出てから四日間野宿を続けている。

　二年間毎日水浴びをしていた身としては匂いも汗のべたつきも気になるしベッドで眠りたい。

　ロレイルの町はトリエア王都トリスニアに次ぐ第二の都市で人口は三千人と中規模の町であり、周囲に簡単な石垣と木柵の防壁を持っている。

　隣国との戦争では度々拠点として利用されているため、王と周辺の農村集落の物資が集まり、町はそれなりの活況を呈していた。

町の入り口に向かうと木製柵の前に槍を持った衛兵が二名立っている。

「止まれ！　名と目的を言え！」

「エイギル！　傭兵だ！」

　本名を名乗る。

俺が脱走した王都トリスニア……例の施設は王都街壁外の周辺区にあったようだ。

王都に近いこの町では偽名を名乗っておくことも考えたが、「エイギル」というのは割りと有名な神話に出る神の名前らしい。

伊達で名乗る傭兵や盗賊は多く、特定されないと考えたのだ。

「個人傭兵か……えらく物騒な得物を持っているな」

「そろそろ北の平野で餓狼狩りをやるだろ。それだろ」

　もう一人の衛兵がやる気なさげに茶々をいれている。

彼にとっては一人の傭兵が町で騒ぎを起こそうが興味が無いのだろう。

「だが、狼狩りにはでかすぎる武器だな。マントのしたに鎧も着込んでるようだし余計なことを考えてるんじゃないだろうな」

　こちらの衛兵は職務熱心らしく、やはり重厚なバルディッシュが気にかかっているようだ。

「つまり俺は入れないということか？」

　入れないのならば不本意だが今日も野宿しかないだろう

「本来ならば入町税銀貨一枚を払えばいいんだが、正当な理由無く強力な武器を携帯しての入町は禁止しているのだ」

　俺は太古からある伝統的な理由を示すことにした。

衛兵に向けて金貨一枚を差し出す。

途端に二人の目の色が変わる。

「おいおい金貨だぜ！」

「間違いねぇ、王国金貨だ！」

「俺は通ってもいいのか？」

「狼狩りで魔物とかち合うこともあらぁな、槍と鎧は必要だな」

「何言ってんだグイン、こいつは槍なんて持ってねぇぜ、隠して持ち込まれちゃわからねぇな」

　衛兵から焼印された木片が渡される。

どうやらこれが入町税を払った証明になるようだ。

「市内での武器の抜刀、恫喝はいずれも懲罰！　相手が素手なら正当防衛でも懲罰だ」

「誰かぶっ殺したいなら、証人の多いとこで先に武器を抜かせるんだな」

話は終わりと思ったのか衛兵達は俺から視線を外し、金貨の取り分について騒いでいる。

　金貨一枚は暴利だが今日はゆっくりと休みたいしな。

それにどうやら傭兵の稼ぎ口もあるようだ。

　大陸での貨幣単位は統一されている。

金貨一＝銀貨一〇＝銅貨千だ。

　この比率は本来オルガ連邦における貨幣の交換比率なのだが、大陸において最も古くから続き、一度も絶えたことのない安定した貨幣制度のため各国が自国鋳造貨幣の重量を全てオルガ連邦貨幣にあわせて鋳造しているのだ。

　過去、独自含有量の貨幣を発行した国もあったが貨幣自体の信用が疑問視され自国民にさえ受け取りを拒否される事態となったのだ。

　つまり貨幣の種類は発行している国の数だけあるが使われる金銀は同じ重量なのでどの貨幣でも金貨一枚、銀貨一枚として取引されている。

支払い通貨を気にするのは王家や大貴族相手に支払う時ぐらいだろう。

　金・銀・銅以外の貨幣……大抵は銅貨以下の通貨だが、を各国が独自に発行している場合もあるが、こちらは共通性はなく自国内でしか使えない。

　町に入り大通りを歩くと宿泊所と屋台の物売りが見えてきた。

「うさぎの丸焼き銅貨三枚！　鳥なら一羽一枚だ！」

「りんご一つで銭貨三〇枚　最高に熟れてうまいよ～！」

「今朝出来立てのパンがたった銅貨一枚だ」

　物売りは声を張り上げ、なかなかに賑わっている。

陽は天頂を越えて随分たつ、夕刻までそう時間はなさそうで、夕食を済ませるものが出てきているのだろう。

　物の価格までルーシィに教わったわけではないが、売り子の叫びを聞くと食料品は銭貨や銅貨が主体でまとめて買っても銀貨に届かないだろう。

　そういえば壊滅した傭兵団の持ち金を集めた時もほとんどのやつらが銀貨すら持っていなかった。

隊長のロバーノが隊の運用資金か金貨数枚を持っていただけだった。

今の所持金のほとんどはルーシィがくれた金貨なのだ。

　まずは宿だ。

夕暮れも近い、町の中で野宿することになったら本末転倒だ。

「おにいさん、何か探してるのかい？」

　近場の宿にでも入ろうかとしていた時、後ろから声をかけられ振り返る。

一〇歳は超えたぐらいだろうか、身なりの汚い生意気そうな子供だった。

「駄賃をくれるんだったら案内してやるよ。初めての人にとっちゃここは結構迷うんだよ」

　ちょうどいい、片っ端から宿に入って条件を聞いていくのも骨が折れるだろう。

「そうだな、湯浴みのできる宿と両替商に案内してくれ」

　俺は金貨しか持っていない。

支払いには銀貨、銅貨が必須だろうしな。

少年の目が僅かに輝く。

「いいぜ、すぐそこだ。付いてきなよ」

　少年の後について歩いていく。

どうも両替商は町の通りよりも少しばかり奥まった場所にあるらしく少年は住宅の立ち並ぶ方向へ歩いていく。

　俺がどうもおかしいと思い始めたちょうどその時、少年の足が止まる。

そこは壊れかけた家が立ち並び両替商どころか住人も住んでいないように思われた。

「店なんかどこにいるんだ？」

「おにいさん、ぼんやりしてるねぇ……まだわかってないのかい？」

　廃墟と化して家からゾロゾロと子供が出てくる。

歳は一〇歳から一五歳ぐらいまで様々だが皆、一応に身なりが汚い。

なるほどこういうことか。

「案内する気がないなら早くしてくれ、宿屋と両替屋を探してると言っただろ」

少年達が顔を見合わせている。

「にいさん、本当にぼけてるなぁ、もう逃げ場なんかない。さっさと金を渡しなよ。両替商に行くってぐらいだから結構持ってるんだろ？」

「はやくださねーと、ひどい目に合うぞ！」「痛い目みるぞ！」

　周りのガキは棒切れ、屋根に上った奴は石を投げるらしい。

傭兵時代の勘はまだ生きていて、瞬時に状況は流れ込んできた。

「それと大層な槍持ってるみたいだけど、こっちは石と棒、言ってみりゃ素手なんだ。そんなもん抜いたら衛兵にとっ捕まってひどい目にあうぜ」

　そういえば入り口の衛兵がそんなこと言ってたな。

危うく忘れるところだった。

「そうだった。忠告してくれて助かったよ」

　少年達が激昂する、どうやら気に触ったらしい。

「いいからさっさと金を出せ！」

「やっちまうぞ！」

　俺は手で来いと合図する。

それが開始の合図だった。

「やっちまえ！」

　屋根から一斉に石が投げられ棒を持った奴らが殴りかかってくる。

　頭に当たる軌道の石のみ避けるか手で払う。

そもそもしっかりと作られた革の鎧には生半可な投石など効果がないのだ。

「うりゃあああ」「てりゃあああ」

　殴りかかってくるガキは棒を掴んで後ろに放り投げる。

まだ子供の身体は体重も軽く、面白いように飛んでいく。

それでも傷を負わせなかったせいか少年達の士気は萎えず、次々と襲い掛かってくる。

　いい加減埒もあかないので投げられた石でも掴んで一人ぐらい頭を叩き割ろうかと考えていると屋根の上で一人が叫んでいる。

「どけーーー!!　こいつで叩き潰してやる」

　どうやって持ち上げたのか、大きな丸太が横倒しのまま屋根の上から三人がかりで落とされる。

丸太は転がりながら勢いを増し俺の頭上に落下して…………

左手に受け止められた。

　落下した分、少々重かったが勢いさえとめてしまえばそれほどの重さではないな。

俺はもっと重いものを運ばされてきた。

　そして、タイミングが甘い！

　俺が丸太に打たれた隙を狙うつもりだったのだろう、棒を振りかぶって突っ込んできた少年の顔面を右手で掴みそのまま力をこめる。

最初は怒声をあげていたが、すぐに苦しげなうめき声に変わり、やがて絶叫に変わる。

　だが哀れな少年の頭が握りつぶされる前に救いは訪れた。

「クソガキども!!　何やってやがる!!」

「地下牢送りにされたいか!!」

　随分と派手に騒いだせいか衛兵数人がこちらに向かってきていた。

「やべぇ逃げろ！」

　少年達は一斉にいなくなる。

頭を掴んでいた少年にも情けをかけて離してやると、小便を漏らしながらフラフラと仲間の後を追っていった。

「あのクソガキども、いつかまとめてぶちこんでやる！」

「で、随分やられてたみたいだがあんた怪我は無いのか？」

「あぁ、問題ない。子供のすることだ」

俺は掴んでいた丸太を地面に置き、埃を払う。

「子供とはいえあれだけの人数相手によく無事だったなぁ。得物も抜いてないようだしな。一応聞くがなんでこんな場所で？」

「あぁ、子供一人に案内を頼んだらこうなった」

　衛兵が俺が見て一斉に笑う。

「こりゃ傑作だ！　ボロ着た餓鬼についてスラムにノコノコくるなんてバカは聞いたこともねぇよ！」

「あいつらは人目のあるとこじゃ、たかりとスリしかできねぇが、スラムの中だと徒党を組むからなぁ」

「なんにせよ、無事ならいい。あいつらは我々がいつか相応の報いを受けさせる。それであんたはどこに行きたかったんだ？」

　周囲の兵士が大人しくなったところを見るとこいつは隊長か何かなのだろう。

「湯浴みのできる宿を探している。後は両替商も」

「あいにく、この町じゃ風呂なんてあるのは貴族の屋敷か娼館ぐらいだな。だがそれなりの値段の宿に泊まれば、湯で体を拭くぐらいはできるだろう。大通り沿いの店なら大丈夫だ。両替商は同じ並びにある商館がやってる。野良にもそれらしいのはあるが、贋金を掴まされたくなかったら止めておくんだな」

　ああいうのはいくら取り締まってもいくらでも沸いて出るんだ。

隊長はため息を吐きながら苦笑した。

彼は信用の置ける人間なのだろう、兵士と言うものはもっと偉そうなものだと思っていた。

「ありがとう助かった。俺はエイギルだ、個人で傭兵をやってる。もしよければ名を聞かせてもらってもいいか？」

「なに、この町がクズだらけと思われたくなかっただけだ。俺の名はグレイ＝マギルス　衛兵第二小隊の隊長をやっている」

　本当に隊長だったか、それにセカンドネーム持ちにしては偉ぶるところもない、人間のできたやつだな。

「セカンドネームは気にしないでくれ。騎士爵家の三男でね、名はあるが貴族でもなんでもないのさ。それよりあんた背中のはすごい槍だなぁ、ハルバード、いやバルディッシュか？　刃の太さもうちの倍はありそうだ。全体が鋼製か？　そんな化け物背負ってどこに行くんだ？」

「この町で狼狩りがあると聞いたもんで、稼ぎになるかと思ってな」

「なるほど、確かにそいつなら餓狼の頭でも両断できそうだな」

グレイは合点がいったのかそれ以上追求してくることはなかった。

「ではそろそろ宿へ向かったほうがいい、餓狼狩り目的で傭兵やら周りの村の出稼ぎやらで人が集まってるからな。へたしたら宿が埋まっちまう」

　それは困る、今日はベッドで寝ると決めているのだ。

「わかった、ではこれで失礼させてもらう」

「お前とは気が合いそうだ。俺は普段大通りから東を巡回してるから見かけたら声をかけてくれ！」

　俺は勿論と手を上げると宿に向けて足を速めた。

「さて、お前ら。ガキどもが散らかした道を片付けるぞ！」

　グレイの指示に衛兵達が動き出す。

「くそっあのクソガキ共いつか殺してやる！」

「無駄に石ばっか投げやがって……」

　道が瞬く間に片付けられていく中で落とされた丸太を片付けようとしていた衛兵達がつぶやく。

「おいおい……嘘だろ……二人がかりでもビクともしねぇ……さっきのあいつ、これを左手一本で持ち上げてやがったのかよ……」

名前　エイギル

地位　個人傭兵

お金　金貨二九枚

武器　大型バルディッシュ

防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

仲間　無し

経験人数　一人




今回は初めて貨幣の話が出ます。

概ね金貨一枚十万円銅貨で一〇〇円ぐらいのイメージで書いています。

ただ中世の価値観なので全体的に物価、労働費は安めに設定しています。










第10話　餓狼狩り







「いらっしゃいませ。ようこそミランダ商店に」

　店の扉を開けた途端、店員が一斉に頭を下げる。

　店内には露店で売られているよりも明らかに高級と思われる商品が並んでいる。

　値札にも銀貨がメインで金貨以上の価格の商品も珍しくない。

　扉の前にいる少年が目の前で頭を下げる。

「失礼ですがお持ちの武器はこちらで預からせて頂きます」

　抵抗する意味もない。

　武器を大人しく手渡す。

　受け取った少年がひっくり返ったのは俺のせいではない。

「ようこそ、本日はどのような商品をお求めでしょうか？」

「ここで両替ができると聞いてきた」

　店員の顔に一瞬影が出る。

　両替というのは余りいい客ではないのだろう。

　しかし、それも僅か、すぐに愛想のいい顔に戻る。

「承知いたしました。こちらへどうぞ」

　店の奥まったテーブルに通される。

　両替専用の席なのか天秤や流通している金貨の絵柄と思われる紋章の図など鑑定用の器具が置いてある。

「本日はいかに両替致しましょうか？」

「金貨五枚を銀貨に換えて欲しい」

　ふところをじゃらじゃら言わせるのは好きじゃない。

　これぐらいが妥当だろう。

「かしこまりました。では念のため金貨を確認いたしますのでお出し下さい」

　店員は連邦金貨と重さを比べその後、光に照らして刻印を確認していく。

　金貨の規格は事実上統一されているので贋金でなければ種類は関係ない。

　店員も重さと大きさが問題ないことを確認し、紋章は一応確認しているだけのようであった。

　だが一枚の金貨を手に突然店員の動きが止まる。

　その後、紋章が乗っている図鑑らしきものをめくりながら見比べているようだがどうやら見当たらないらしい。

「申し訳ございませんが、少々お待ちいただけますか？」

　店員が早足で店の奥に消えていく。

　贋金とでも思われたら厄介だな、誰にもらったか答えるわけにもいかないし。

　だが、悪い予想に反して、出てきたのは衛兵ではなく小奇麗な格好の中年の男だった。

「大変失礼致しました。私、この店の主人、オギル＝ミランダと申します。先程はうちの者が失礼を致しました」

「構わないが、金貨に何か問題があったかな？」

「いえ、贋金ではないようなのですが、なにぶん見たことのない金貨と言うことですので、お手数ながら再度わたくしめが鑑定させていただきたく」

　オギルは金貨を布ごしに掴むと目を見開く。

「これは……!?　失礼でありますが、この金貨をどこで手に入れられましたか？」

　吸血鬼に餞別でもらったとも言えないので誤魔化すことにしよう。

「エルグの森に入り込んだ時に手に入れたものだ」

　嘘は言ってない。

「魔の森から無事に戻られたとは驚きですな！　しかしそれならば理解もできます。あそこならば」

「結局どういうことなんだ？」

　勝手に納得されても困る。

　森で色々と教えられてから自分が無知であることに落ち着かないのだ。

「これは、遥か昔に滅んだ王国で作られた金貨なのですよ」

　オギルは胸の前で手を組んで話を始める。

「今から四〇〇年程昔、現在のエルグの森周辺に王都を置き、我がトリエア王国とアークランド王国を含む領域を支配していた大きな王国があったのです。これはその国で使われていた金貨ですな」

　四〇〇年前の国の金貨ならば店員が知らないのも無理はない。

「金の比率は今のものと同じようです。いやぁ連邦金貨を基準とした鋳造が当時から行われていたことが確認できる歴史的な史料ですよ、この金貨は」

「では使えないと？」

「そうですね。比率は同じですが誰も知らない刻印では贋金と間違われることになるやも知れません。お使いにならないほうがいいでしょう。私はこの紋章を知っていたのは昔、祖父の通貨コレクションを見た覚えがあるからです」

　金貨を大事そうに机に置く。

「その金貨は戦火のせいか裏側が半ば溶けひどい状態でしたが祖父は自慢げに語っていましたよ。この金貨は過去の偉大な王国の遺産なのだ　とね」

　ここに新品同様の現物があるわけですがとオギルは苦笑いする。

「そこでご提案なのですが、この金貨をお譲り頂けませんか？　王国金貨で一〇枚出しましょう」

　俺はとっさに袋を確認したがやはりそうだ。

　出した袋の中には同じ刻印の金貨がまだ九枚あった。

　ルーシィから渡された金貨の半分近くがこの金貨だった。

　あいつは一体どこでこれを手に入れたんだ？　拾ったのか？

「いや、今回は普通の金貨を五枚だけ両替してくれないかな。この金貨は少し考えがあるんだ」

「そうですか、残念ですが承りました。もし、気が変わりましたらいつでも当店にお持込下さい」

「手間をかけてすまないな」

「いえいえこちらこそ良いものを見せて頂きました。そのお礼と申しましょうか、両替の方本来は手数料一割を頂くのですが、そのままの比率で交換させて頂きます」

　思いがけなく得をしてしまったようだ。

「こちら金貨五枚を王国銀貨五〇枚と両替致しました。では例の金貨お売り頂く気になりましたら是非とも当店優先でお願い致しますね」

　オギルと握手をして少年が必死に持ってきた武器を受け取る。

　結局のところ金貨について大した考え等なかった。

　単にルーシィからもらった特別なものを他の人間、まして男の手に売り渡したくはなかっただけなのだ。

　我ながら随分と惚れ込んでしまったものだと思う。

　ニヤけ顔での高笑いが聞こえるようだ。

　最後に見送りに出た店主に聞く。

「そういえば、滅びた王国の名前というのはなんて言うんだ？」

「歴史文献も余り残ってないので確かなことはいえないのですが、その道に詳しいものによると」




［ユークトヴァニア王国］と言う名であったとか……




　俺はミランダ商店を出て宿屋を探す。

　［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　愛する女の名前を忘れるわけがない。

　偶然はあり得ないだろう、彼女があの森に住んでいること、あの金貨を持っていたこと、そして名前、全てがＹＥＳと言っている。

　特にショックは感じなかった。

　むしろやる気が出たと言っていいだろう。

　絶世の美女にして五〇〇年を生きる吸血鬼、そして失われた王国の王族かもしれない。

　謎の多い女が男を惹きつけるというのは本当らしい。

　貴族になって自分の国を持ちルーシィの森を傘下に治める。

　幸いにルーシィは老いることがない。

　何十年かかっても絶対に迎えに行く、そして俺の女にしてやる、いやなってもらう。

　まずは湯のある宿を探さないといけないんだけどな。

　小さい目的にため息が漏れる。

　カラン　カラン

「いらっしゃーい」

　若い女の声で明るく迎えてくれる。

「聞きたいんだがこの宿は湯で体を洗うことはできるかい？」

「できるよーうちはおっきなかまどがあるからねー結構いっぱいお湯沸かせるんだ～。でも薪代もかかるし別料金かかっちゃうよ～？」

　一軒目でいきなりあたりを引いたようだ、ここに決めよう、若い女がいるのもいい。

「じゃあ頼もう、部屋と料金はどうなっているんだ？」

「うーん、今あいてるのは八人部屋が一泊銅貨一〇枚　一人部屋が四〇枚だよぉ　いい部屋もあるけどこっちは母さんに聞かないとわかんないや」

　　別に殊更いい部屋に泊まるつもりはない。

　一人部屋であれば十分だろうが湯の方が重要だ。

「ごめんねぇ今は餓狼狩りの季節だから結構混んでてさ、値段上がってるんだよ」

「構わないさ、俺も参加しようと思ってるしな。一人部屋でお湯のほうを頼む」

「ありがと～♪お湯は普通の桶でいい？　たっぷり使いたいならちょっと高くなるけどおっきな桶で持っていくよ？」

「大きな方で頼む、旅の間水浴びもできなかったからね。しっかりと洗いたいんだ」

「おにいさんそんなに匂わないけどなぁ。中にはすんごい人もいるからね～」

　そんな人に限ってお湯を使わないんだよ　と笑う。

　美人ではないが愛らしい女だなと思う、胸は貧しいけどな。

「じゃあ一人部屋で大桶にお湯で一泊銅貨四五枚だよ。お湯代が銅貨五枚は高いと思うけどその分すごいから期待しといてよ♪」

「期待しとくよ。では二泊で頼むよ」

　銀貨一枚を取り出して渡す。

「まいどありー、宿帳に名前書いて下さいね～」

　釣りを受け取り名前を書く。

「エイギル　さんかぁ、若い傭兵さんなのに綺麗に字がかけるんだね」

　書き取りを何万回もやらされたからなぁ。

「昔、色々あってな。君の名前も教えてもらってもいいかい？」

　手がはやーいと笑われる、間違ってはいないが。

「私は ［マリア］　だよこの ［小鳥亭］ の娘なんだ～」

「マリアでいいか？」

「いきなり呼び捨てだ～　私もエイギルって呼ばせてくれるならいいよお。お店は母さんと私と従業員の人が～……三人ぐらいいるんだよ」

　あまり細かいことを気にしない性格のようだ。

「この時期は人の出入りが激しくて手が足りないの、だからご飯はやってないから大通りの露店とかで買ってきて食べてねぇ」

「そうするよ。それと餓狼狩りってのは具体的にどういうものか知ってるか？」

　知らないで来たんだ　とまたケラケラと笑う。

「私もよく知らないんだけど、明け方に北口周辺で衛兵さんが馬車並べて何かやってたと思うよ」

　なるほど、確かに餓狼って言うからには狼退治みたいなもんだろう。

　夜に狼を相手にするのは賢いとはいえないからな。

「助かったよ、それじゃ今日はもう休もうと思うが準備はどれぐらいだ？」

「すぐにやるよ～　部屋の仕度とお湯沸かしとくからご飯でも食べておいで～」

　日は既に赤く日没も近いのだろう。

　外の露店にも人が増えてきている。

　そういえばこれまではこの時間に起床する吸血鬼仕様の生活習慣だったのだ。

　早く人間の時間に慣れないといけないな。

　それに明日に備えてしっかりと腹に入れておかねばならない。

　市場でパン一個と鳥の串焼き二本　締めて銅貨三枚也。

　野菜のたっぷり入ったシチューがあれば完璧だろうが贅沢は言えないだろう。

　串焼き一本を口に咥えながら宿へ帰ろうしたところにマントが横から引っ張られる。

「トマト買ってくださいませんか？」

　少女がざるいっぱいに入ったトマトを差し出している。

　悲壮な顔をしているのは日没近くになっても未だざるがいっぱいだからだろうか。

　よく見ると傷があったり、形が悪いな。

　大方こんなちっこい少女だ、卸す奴が悪いのを売ったんだろう。

「いくらだ？」

「あっ！　ひとつ銭貨三枚です！」

　俺は皿の上に残っている八個を全部買い銅貨三枚を渡す。

「あ、ありがとうございます！　お釣りはえっとえっと」

　少女は計算ができないのかわたわたと慌てる。

　計算ができないなら三つ銅貨一枚で売ったりしないと足りてるかどうかもわからんだろうに

　これは相当騙されてるかもな。

　釣りはいらないと言うとペコペコと頭を下げお礼を言おうとする。

「あのっ本当に、あり、ありが、むぐっ！」

　だから買ったトマトをひとつ口に押し込んでやった。

「落ち着け。お前の売ってたトマトだ、味は悪くないだろ」

　俺もかぶりついて見るが見た目に反して案外に熟してうまい。

　少女は売り物が完売して余裕ができたのかハグハグと頬張るが口が小さいのでなかなか食べ終わらない

　よくよく観察してみると歳は十を越えたところまだ完全に子供で女と呼べるものではないが整った顔立ちと金髪がマッチしている。

　格好が薄汚れているから可愛さが目立たないが、成長すれば美人になるだろう。

　今のうちに唾をつけておくのもいいかもしれない。

「嬢ちゃん名前は？」

「ひゃい！　ルウといいます」

　見てるこっちも変な気分になるほど緊張している。

「俺はエイギル、そこの小鳥亭に泊まってる。明日の明け方頃、軽く食えるものがあれば買っていくぞ」

「ありがとうございます！　明け方ならここにいますから、お願いします！」

　子供とはいえ明け方に商売を開始するのはおかしなことではない。

　明け方から愛し合う吸血鬼とその教え子が異常なのだ。

「結構な逸材だとは思うけども、収穫にはまだ数年はかかりそうだな」

「帰ってくるなりどうしましたか？　部屋の準備はできてますのでどうぞ～。すぐにお湯もお持ちしますからねぇ」

「こっちはもうすっかり食べごろだよなぁ」

　なんなんですか？　と変な顔をするマリアに先導され、尻をながめながら部屋に入る。

　部屋はなかなかに広く　机とそれなりのサイズのベッドがメインで鎧を入れる為の木箱がある。

　部屋は全面木製だが一部だけ石をはめられている床があり、体を洗うのはここで、と説明された。

　そして落ち着く暇もなく直径１ｍはある空の大桶と　小さいが深い湯が並々と張った三つの桶が運んでこられた。

　マリアによると大桶の中に入って三つの桶から湯を浴びて体を洗い、湯を石床のそばの雨どいに流すそうだ。

　床が腐るから石の部分以外にはこぼしてくれるなと念を押された。

「銅貨五〇枚で私が背中を流すサービスがあるよ」などと言うから即座に銀貨を差し出したら真っ赤になって冗談だと言われた。

「俺は大歓迎なんだけどな」

「明日は餓狼狩りに行くんでしょう～？　エッチなこと考えてないでしっかり稼いできてね～我が家のためにも」

「わかった。明日しっかり儲けたら改めてマリアにお願いするよ」

「そんないやらしい男の部屋にはいられないよ～明日は起こしてあげるから湯浴みしたらしっかり寝なさいねぇ」

　マリアが出て行き、体を洗い服を洗濯し、すっきりしたいい気分のまま柔らかいベッドに飛び込む。

　普通の一人部屋と言ってたがすごい快適じゃないか、これならしばらくここに居てもいいかもな。

　金貨は思ったよりも大金でしばらくの間は金銭に苦労することもないだろうが、経験がてら狼との戦いはちょうどいいだろう。

　何しろ俺はここ二年半まったく戦闘をしていなかったわけだ。

　森ではせいぜい体を鍛えるぐらいだったし、今日のガキとの騒動は遊びの域をでない。

　実戦の勘がすぐにもどればいいなぁと思いながら久しぶりの柔らかい寝床の感触に俺は眠りに沈んでいった。




　光を感じて眠い目をあけると扉を叩く音と声が聞こえる。

「おーい！　エイギルさーんもう夜が明けたよ～はやくおきて～」

　そうだ起きないといけない。

　随分とぐっすり眠れたのはやはり湯を浴びてすっきりしたからだろうか。

　扉をあけるとマリアがいる。

　朝の挨拶をしよう。

「やっと起きた。おはよぅござ……うわあぁぁ！」

　突然叫びだすとは何事だと自分の姿を確認する。

　昨日服を洗ってそのまま眠ったのだから当然全裸、しかも寝起きの宿命で俺のモノはしっかりといきり勃っている。

「ちょ!!　なんで裸!?　早く何か着てよぉ、っていうか太い！　大きい！　嘘でしょう……」

　マリアは盛大にパニックっているが俺は服が乾いているのを確認してゆっくりと着ていく。

　俺は女に自分のモノを見せるのは特に抵抗はない。

　ルーシィには立派に大人とのお墨付きをもらっているのだ。

　女を抱くための道具なのだから当然だろう。

　とはいえ晒して喜ぶ趣味もないが。

「はやく服着て！　ってなんで上から着てるんですか！　先に肝心なのを隠してくださいよっ」

「すまないな、膨らんじまうとズボンが入らないんだ。先に顔洗うから水を頼む」

「もぉ～信じられません！　何でそんな平気なんですかぁ」

　マリアは顔を逸らしながら水の入った桶を渡してくる。

　だが悲鳴を上げながらも最初からずっと視線は俺の股間から外れていなかった。

　顔を洗うとそれなりに収まってきたのでズボンを履く。

　もっとみるか？　と聞いたが返事はバタンと締められたドアだった。

　本物の槍を担いで部屋を出る。

　マリアは拗ねて奥に引っ込んでしまっていたので　「行って来るよ」とロビーで手を上げる。

　店の奥から手だけがフリフリと振られる。

　外に出たところで再び声がかかる。

「あのっ！　おはようございます！」

　ルウは昨日の約束を信じて小鳥亭の前で待っていたようだ。

「これっ！　あの、りんごですっ！　今朝とれたばかりだから新鮮で！」

　昨日もそうだが慌てふためいている子だな。

　二つで銅貨一枚らしいので四つ買って一つ頭に置いてやる。

　照れた笑顔で頭を下げる姿はなかなかに愛らしかった。

　りんごをかじりながら着いた時とは反対側の北口に向かうとそこにはマリアの言葉通り衛兵と二頭立ての中型馬車が何台か並んでいる。

　見知った声が響く。

「やあエイギル！　お前も今日から餓狼狩りに参加希望か？」

「おはよう。グレイのおかげで無事に宿も見つけられた。助かったよ」

「何、構わんさ。早速だが出発時間までそう時間がない。入町札を見せてから馬車に乗り込んでくれ」

　本来、詳しい内容も報酬も聞かずに参加するなどあり得ないのだが、恒例の仕事のようで他のやつらも詳しい話は無しに次々と乗り込んでいる。

　それに俺にはこの男が騙しの類を行うとは思えなかったためおとなしく馬車に乗り込むことにした。

「よーし！　出発だ！」

　六台の馬車に一〇人ずつが分乗して一斉に走り出す。

　幸いにしてグレイも同じ馬車だった。

「グレイ、実は俺は餓狼狩りについて狼を狩るってこと以外何もしらないんだ、教えてくれないか？」

「初めてだったのか！　随分と風格があるから常連かと思ったんだが……まあいい移動にしばらくかかるし、その間に説明してやるよ」

「すまんな、手間をかける」

「まずこの狩りの目的だが名前の通り狼狩りで間違ってない。ただ、より重要なのは半魔物化した狼、つまり［餓狼］を駆除するってことなんだ」

　野生動物が魔物化することはそう珍しいことではない。

　純粋な魔物はめったに現れないが動物由来の魔物は街道でも割りと見ることがある。

　その分、強さも大したことはなく脅威としては大したことはない。

「完全に魔物化してしまうと単体で行動することが多いんだが、餓狼の段階だと狼達もまだ仲間と認識するらしくてな。それでいて普通の狼より段違いに強いから、巨大な群れのリーダーになることが多い」

　つまりは魔物がリーダーの狼の集団となるわけか。

「そして冬になると森に獲物が少なくなってくる。餓えた狼達は普段は別々の群れが、次々と合流して巨大な群れになり、街道や集落のある平野部分に餌を求めて出てくるってわけだ」

「もちろん狼の群れならばそれほど問題はない。この辺の人間なら皆知っていることだし、行商人も町を渡る民間馬車も武装した護衛をつけたり数をまとめたりして対抗してる」

「だが餓狼が率いる群れだと不十分だと言うわけか」

「その通り、五〇人規模の隊商が壊滅したり、開拓村が全員食い尽くされたりしたこともある」

　五〇人規模の隊商となると武装した護衛も両手の指では利かないはずだ。

　それを壊滅となると餓狼自体の強さは未知数としても率いる狼の数は二桁ではないだろう。

「だから冬になる前に完全武装の傭兵や力自慢を森の近くに送り込み、やつ等を誘い出して叩くわけだまだ餌のあるこの時期なら群れの大きさも知れてるしな」

「それならやつ等が群れを組んで平原で出てきてからまとめて叩いた方が楽なんじゃないのか？」

「冬になってからだとすごい規模の群れになってこっちにも大損害が出るのさ。しかも軍隊が大人数でドカドカ向かって行ったら奴等はさっと逃げちまう」

　まさか狼に走って追いつけるわけもないしなと笑う。

「だからこそこの時期にできるだけ狼達を減らしておく必要があるのさ。特に餓狼を叩ければ冬になっても巨大な群れができにくくなるから最優先だな、餓狼は数が少ないから代わりの個体もそうすんなりとは出てこない」

「但し、今の時期は群れの規模が小さいからなこっちの人数が多いと警戒して攻撃してこない。だからこそ少人数のＰＴを広く配置するわけだ。勿論少人数の分危険も大きい」

　そりゃそうだ、狼の群れは統率のとれた軍隊みたいなものだ。

　少人数で相手するのはそれなりの力がいるだろう。

「怪我人は毎日のように出るし、今年も日によっては死人も出てる。ＰＴ全滅ってのは滅多にないがな」

　グレイはやはり嘘のつけない性格のようだがこの馬車に乗っているのは二人だけではない。

　横のやつの肩がビクリと震えたのには気づいて欲しい。

「その分報酬も危険手当込みだぞ。何もなくても朝から夕までで日当は銅貨五〇枚だ。狼を殺したらこっちも一体当たり銅貨五〇枚。こっちは両方の牙を抜いて証明してくれ。あんまり砕けていたり短かったりしたら無効とされるから気をつけろ」

「なるほど一日の参加で俺の宿と飯代が出るな」

　装備も自前って条件だからなとグレイは笑う。

「で、肝心の餓狼なんだがこっちは最低金貨二枚だ。強さによって上乗せがある。餓狼は強い程、牙が大きく赤くなるから牙を抜いてきてくれれば一発で強さがわかるのさ」

「なるほど、餓狼をドンドン狩れば一財産だな」

「そう上手くはいかないさ。名前はついてるが餓狼に出会うことってのは実はほとんどないんだ。会えれば運がいい……いや悪いかもな。餓狼と会ったＰＴは大抵けが人が出るし死人が出ることもままある。おまけにしとめ損ねて逃げられるなんてことも多いからな、お前の武器なら当たれば決まりだろうが」

「そうありたいな。餓狼と普通の狼の見分けはつくのか？」

「勿論だ。答えは見ればわかる、だ。でかくて速くて目が赤く光る、見間違えることはあるまいよ」

　赤い目には恐怖よりも愛情と情欲しか感じないってのも随分とまた……

「もうそろそろ到着だ、他に聞きたいことはあるか？」

「もう一つだけ。さっきからＰＴで行動するみたいな話が出てるが一人で参加しても構わんよな？」

　馬車の中の空気が凍る。

　グレイが思わず仰け反る。

「おいおい！　エイギルお前ＰＴ組んでなかったのかよ！　こういうのは事前に組んどくか、最低でも出発前に北口で交渉しとくもんだろうが！　いいＰＴが組めなきゃ参加見送るってのも常識だぜ」

　俺がマリアにモノを見せたり、ルウから買ったリンゴを食っている間に他の奴はＰＴ交渉してたわけか。

「一人だけで担当するってのも可能なんだな？」

「そりゃ、こっちとしてはダメとは言わんが狼が出たら命がなくなるぞ。俺はお前を無駄死にさせたくないんだ」

　町の衛兵にすれば傭兵など使い捨ての駒のはずなのだが、グレイは本当にいいやつだな。

「問題ないさ。俺は一人でも「ねえ、ちょっといいかしら」

　横から女の声が割り込んだ。

「あたいら色々予想外のことがあってあたいとそっちの奴の二人しかいないのさ。そっちも一人なら一緒にやらないかい？」

　話かけて来た女は歳は二〇を越えたぐらいだろうか、赤毛のセミロングで背は俺より少しばかり低いが女にしては高い。

　全身が筋肉質で引き締まっている。乳はまぁこんなもんだろう。

　同ＰＴと思われるもう一人は年齢は赤毛と同じぐらい、栗色の髪を肩下まで伸ばし背は小柄な方だろう。

　全身は女性らしく柔らかそうで胸と尻もしっかりと出っ張っている。

　女はこっちを見て不満とも興味なしともとれる表情で軽く会釈してきた。

　こっちの女性はそれほど乗り気ではないようだ。

「どうするんだ？　相手は女二人のＰＴのようだが」

　グレイの目が暗にやめておけと言っている。

　生死がかかった状況において仲間が比較的非力な女性というのはあきらかにマイナスだ。

　助力されないどころか負傷でもされれば足手まといを抱えて戦うことになるからだ。

「わかった。よろしく頼む」

　そしてグレイに親指を立てる。

　戦闘においては屈強な男の方がいいだろうが、一緒にいるなら断然女だ。

　しかもこの二人タイプは違うがなかなかの美人だ。

　この町で知り合ったマリアは貧乳だし、ルウは子供だ。

　大きなおっぱいが身近にあるのとないのとでは精神面で段違いなのだ。

「ま、そういう選び方をできる余裕があるならば大丈夫だろう。さあ！　目的地についたぞ１ＰＴずつ降ろしていくから馬車の後ろに乗ってるＰＴから準備してくれ！」

　言葉に出さずともグレイは俺の考えを読んだようだ。

　ますます素晴らしいやつだ。

「あたいはミレイ、シーラ村の出身で傭兵をやってる。得物はこの剣さ。よろしく頼むよ！」

　ミレイの掲げたのは刃渡り８０ｃｍ程度の両刃剣。材質は鉄のようだが刃は薄くなく一般的な男性が使う片手剣と同様の重さに見える。

　一般的な革の鎧に金属製の盾か、女が持つには重いだろうなかなかに力には自信があるみたいだな。

「あたしはカーラ、狩人やってた、弓で戦うから敵がこっちにきたら逃げるから」

　カーラの持つ弓は比較的大型で取り回しは難しそうだが、狩人ならばうまく扱えるのだろう。

　隣に置いた矢筒には色違いの羽をつけた矢が一〇本程度入っている。

　獣の皮を簡単になめしただけの簡易的な鎧は白兵戦を想定していないのだろう。

　だがそのおかげで豊かな胸と尻のラインがはっきり出ていて見た目がいい。

「俺はエイギル、傭兵だ。出身地は知らん。武器はこいつだ」

　特性バルディッシュを見せるとさすがに二人の顔色が変わる。

「化け物みたいな槍？　斧？　本当に振れるのかい？」

「もちろん、使えない武器は持たないさ」

「あたしの壁になってくれるならなんでもいいけど、ひっくり返って真っ先に死ぬとかやめてよね」

　自己紹介も終えたところで俺達の受け持ち場所に到着したらしい。

　馬車はいったん町に帰り夕方にまた迎えにくるのだ。

　グレイは馬車の護衛を行うために降りずにそのまま町へ帰るらしい。

　目標地点についたがグレイの話では狼は森の前に到着した時点で既にこちらを完全に把握しているらしい。

　後は油断していることを見せるために無駄話でもしていれば現れる可能性が高いとのことだ。

　俺としても女性二人と話をするのは勿論歓迎だ。

「さて、後は話でもしながら狼共が出てくるのを待つしかないわけだな」

「おっとその前に。今更なんだけど報酬は狩った数を山分けでいいかい？　止めを刺したやつってんでもいいんだけど揉めると厄介だしさ」

　どうやら前のＰＴはそれで分解したようだ。

「そうね。これであんたが見掛け倒しの愚か者でも臨時収入確定よね」

「カーラ！　嫌味言うんじゃねえよ！」

「随分と信用されてないな。早く狼が出てきてくれたら証明もできるんだが」

　カーラはプィと顔をそらして「どうだか」の一言。

　相棒のフォローをするつもりかミレイが積極的に話しかけて来る。

　社交的な性格なのだろう。

「あんた、随分とすごい武器持ってるけど。どっかの軍隊にいたのかい？」

「いや、傭兵団にはいたことがあるが正規の軍隊ってのは知らないな」

「へぇ、それにしては随分懐に余裕があるんじゃないか？　その鎧、普通の革じゃないだろ、張り合わせ方が上手いし使ってる革も上物さ」

「こいつも人にもらったもんだから詳しくはわからないんだが、随分詳しいんだな」

「まあね、前に革の加工場で少しばかり働いてたのさ。あたいのこの鎧もほとんど自作さね」

　ミレイの革鎧は見た目こそ粗い仕上げだが急所や狙われやすい腹などが分厚く、より実戦的に作られていた。

「自分で鎧をなんとかできるってのはいいな。俺の鎧も悪くなったら見てもらえるか？」

「いいけど当然手間賃をもらうよ」

「今日の報酬でそれぐらい稼ぎたいもんだ」

「そうなんだよなぁ。あたいらも結構カツカツでさ。参加代があるから宿代ぐらいはなんとかなるんだが、もう冬も近いし、しっかり稼いで保存食と毛皮を買って帰らないと家族もきついだろうしね」

「シーラ村出身だったか。傭兵は出稼ぎか？」

「まぁそんなもんだね。傭兵といってもここらから遠く離れるわけじゃないし。結構家にも帰ってるね……ここいらの農村はたいした名産もないし土地も肥えてないしね。農業以外に出稼ぎでもいかないとつらいのよ。あたいは一五の時に家をでたんだけど、傭兵ごっこで金稼ぐか町の路肩で腰振るかって話でね。男に媚売るのも趣味じゃないしこっちの道を選んだわけさ」

「カーラはどうなんだ？」

　一人でいるのもつまらんだろうと声をかけてみる。

「あたしは生まれた時から狩人。獲物が動物か人間かなんて些細なことよ」

　話は終わりらしい。

「あいつははぐれの狩人一家でさ。父親が病気で死んでから拘る場所も組織も無しに森で狩りをしてたまに野菜と交換して生活してたらしいのさ。んであたいとなぜかウマがあってここに至るってわけ。ひねくれモノだけど弓の腕は確かだよそこは信頼していいさ」

「ああ、俺は美人は信頼することにしてる」

　カーラがこっちを振り返る、すぐにまた悪態をついて後ろを向いた。

　話はきっちり聞いてるんだな。

「ずばっと来るね。でもカーラに乗るのは結構ハードル高いと思うよ」

　再びカーラが振り返りミレイを睨んで後ろを向く。

「今度はこっちから聞くけどさ、あんた出身地はどこだい？」

「わからない」

「わからないってなにさ！　こっちも色々話したんだ教えてもバチは当たらんだろ！」

「そうじゃない、本当にわからんのさ。物心ついた時は奴隷みたいなもんでね。売られたかさらわれたかとは思うんだがその前のことはとんと覚えてない」

「あぁ……わりぃ、んじゃいいわ」

　乱暴な言葉遣いをするわりに意外とこういうことは気にするんだな。

「別になんとも思ってない。その後で色々あって逃げ出して山奥の家で育ててもらってな。つい最近出てきたもんであんまり世情には疎いんだよ」

「へぇ随分運がいいんだね」

「そうだな。運がいいよ俺は」

　荒んだ盗賊団と引き換えに母と恋人を同時に得たんだからな、運が悪いはずが無い。

「なら今日もきっと」「きたっ！」

　カーラが立ち上がり弓に矢を番えて俺達の後ろに走りこむ。

　ミレイも剣を抜きカーラの視線を追う。

　俺も槍を右手に盾を左手に構え、カーラと同じ方向をみるが何も見えない。

「いる。草に隠れて伏せながら来てる。中央四　右手に二　左手二」

　これが狩人の目と言うやつか、大したもんだが俺としては槍を構える以外にできることはない。

　やがてカーラの声が小さくなり、ささやく様な響きに変わる。







「もうすぐ近くまできてる、多分中央の四が先に来るよ……三……二……一……今！」

　カーラが叫ぶと同時に背が高い草、といってもせいぜいひざ上程度の、中から四匹の狼が飛びだす。

　同時に一匹の眉間にカーラが放った矢が突き刺さり甲高い声を上げて絶命する。

　そしてミレイの剣も飛びかかる狼の腹を割いて草原に臓腑を撒き散らせる。

　奇襲が破られた狼は慌てて態勢を立て直そうとするが、一番危険な存在に対して無防備だった。

　反転しようとした狼の背中に鋼の刃が振り下ろされ、前足のつけねで両断される。

　狼を「破壊」した俺は振り下ろした体勢のまま軸足を踏ん張り槍を回転させる。

　四匹目の狼は刃のついた先端部分を咄嗟に回避し、柄に当たったことで両断されることは免れた。

　しかし、頭を潰れたリンゴのように破壊されて一言も発することなく地面に倒れこんだ。

「次、両側!!」

　カーラの叫びよりはやく左右同時に二匹ずつが攻撃に移る。

　ミレイが盾を構えて左の二匹に対処するが、右の二匹は思ったよりも後ろまで回りこんできており一番前方にいるエイギルを無視してカーラに突進する。







（しまった!!　思ったよりも入り込まれてた）

　自分は森で生きてきた。

　狼のやり方なんて知り尽くしてると思ったのに！

　もう弓は間に合わない。

　慌てて腰のナタを抜くが小柄な自分が狼の一撃を防げるかどうか

　狼があたしに牙をつき立てようとしたところで急停止した。

　理由は簡単だ。

　奴の横腹に分厚い斧のような穂先が突き刺さっていたからだ。

「せっかくの美人に傷をつけるわけにはいかないだろ？」







　俺は穂先に突き刺さった狼ごと槍を持ち上げ、もう一匹の頭の上に振り下ろす。

　ぐしゃりと音が響いて二匹のスクラップが完成した。

　これで残りは二匹、ミレイは二匹相手に盾をうまく使って安定した戦いを行っているが、狼の連携の前に攻撃の決め手に欠けるようだ。

　俺は戦いを続けるミレイの前に出て任せろとばかりに槍を振り上げる。

　ミレイは少しばかり疲れたのか俺のバックアップに回り呼吸を整えている。

　戦いなれたいい動きなのだろう。

　俺は一気に槍を振り下ろし地面を叩きつける。

　当然狼達はさっと飛んで回避するが空中にいる時間、そして着地し足を踏み揃える隙ができ、返して振り上げる槍が一匹を捕らえ空中へ跳ね飛ばす。

　追撃は必要ない、狼程度が俺の打ち上げを受けて生きているはずはない。

　もう一匹に振り返った時には、既にその狼ののど元にミレイの剣が突き刺さっていた。




「いやー危なかったねカーラ」

　ミレイがカーラの肩をぽんぽん叩く。

　もはや緊張感はない。

　先程の狼の群れは一〇匹で全滅させた。

　そして狼は仲間の血の臭いを敏感に察知しその方向には近寄らないのだ。

　更に狼狩りをするならば場所を移動せねばならないがそろそろ夕刻も近く本日はこれで十分ということで意見が一致したのだ。

「狼一〇体で銀貨五枚か三人で割れないな、一人分銀貨一枚つけにしとくか？」

　へー計算できるんだと関心するミレイの横にいるカーラは何も言わない。

「んじゃあたいの分につけにしといて明日の分で清算と行こうぜ」

「あたし……いらない」

　カーラが先程までとは違うぼそぼそとした口調で語りだす。

「何言ってんだっての、ちょっとやばくなったぐらいで報酬辞退してたらあたいなんか今頃餓えて死んでるよ」

「そうじゃない！　あたしは狩人で一番狼に詳しいはずなのに結局一番足引っ張ったのはあたしだった……これで山分けじゃ納得いかないんだよ！」

「変なとこで強情な子だねえ……」

　妙にプライドの高いカーラにミレイも手を焼いているようなので三人が全員幸せになる提案をすることにした。

「お前は俺に助けてもらったと思ってる、だから報酬は受け取らないと？」

「そう、あんたがいないときっとひどいことになってた。だからあたしの分の報酬はあんたが取ればいいよ」

「じゃあこういうのはどうだ、報酬は均等にわける。そしてカーラは助けてもらったお礼として迎えの馬車が来るまで俺に胸を触らせる」

「んなっ！！！？」

「ぷっ！」

　カーラは目を剥き、ミレイは吹き出す。

「カーラは俺に借りがなくなってプライドを保てるし、報酬は均等で禍根がなくなりＰＴが安定する、そして俺は柔らかい胸を堪能できる。どうだ？　誰も損しない」

「あんたもっと怖い戦闘狂って感じの男かと思ってたんだけど、すごいスケベ野郎だったんだねぇ」

　女が嫌いな男など歪んでる。

　俺の歪みはついこの間完治したのだ。

「で、どうする？　俺としては早く決めて貰ってできるだけ長く楽しみたいんだが」

「くぅう！　いいわよ、好きに触りなさいよ！　揉めばいいでしょ！　でも服の上からだからね！　それとそれ以外の場所触ったら手を切り落とすから！」

「こうしてカーラのおっぱいはスケベ男に陵辱されるのであった」

「うるさい！　黙れ！　ミレイ！　……って服の上からって言ったでしょ！」

「服の上からってのに鎧は含まれないだろ、せめて鎧の中に手を入れるぐらいはいいじゃないか」

「ちょっ！　あたし鎧の下は汗取りの下着だけなんだってば！　あっ！　ちょっ」

「約束は約束だ、馬車が来るまでよろしくたのむぞ」

　カーラの後ろに座り、脇から手を回して立派な胸を揉みほぐしていく。

　乱暴に掴むのではなくこね回すようにゆっくりとだ。

　鎧の下には薄い布をまとっているが感触はよくわかる。

「随分と汗かいてるな」

「あれだけ動いたのに仕方ないでしょ！」

「匂いもなかなか」

「かぐなぁ！」

　風呂にも満足に入っていないのかカーラからは汗の他にも色々な匂いが強い。

　臭いとも言えるが美女と言えるカーラから漂うとそう不快でもなかった。

　両手で胸を揉みながら耳に息を吹きかけると彼女は大きく反応した。

　乳房の真ん中には既にしっかりと立ち上がった乳首を感じる。

　わざと荒い息を耳にふきかけ、立ち上がった乳首を摘むように擦る。

「きゃあ！　ちょっと、いい加減にしてよ！」

「約束通り胸を触らせてもらっているだけだぞ？　馬車が来るまでだろ」

「胸って言ったけど……そんな敏感なとこまで……」

　最初は笑っていたミレイもカーラが蕩けていく光景に生唾を飲んでいる。

　静かになった空間で聞こえるのはカーラと俺の荒い息と規則的な衣擦れの音、俺が下着の上から乳首をこする音だけだ。

「んっ！　んっんっ…………ってちょっとぉ!!」

　突然カーラが大声をあげた。

「どうした？」

「あんたわざと当ててるでしょ！　それは約束違反よ！」

　女を感じさせてこっちも平気な気分ではいられない。

　男根が大きく立ち上がってズボンを押し上げ、密着したカーラの尻に食い込んだのだ。

「女の乳を触ってるんだ。別におかしなことじゃないだろ、こすりつけてる訳じゃなし」

「でも！　あっ!!　お尻当たってる……大きい……」

　議論する気はないので胸への愛撫を激しくして、耳に至近距離から息をかけ、勃ち上がったモノを彼女の割れ目にあくまで偶然、押し当てる。

　カーラの声が変わり、歯を食いしばる音が聞こえた。

　そろそろ決着をつけてやろう。

　コルク栓のようになった乳首を強めにつまんで引っ張り、約束を破って首筋を舐めた。

「んあぁぁぁぁ!!」

　カーラは大声を上げた後、ビクビクと痙攣して体を伸ばし、脱力してしまう。

　乳首はみるみる小さくなり、頭を俺に預けてきた。

「カーラ？　……まさかイッちまったのか？」

「そんな、わけ……ないで、しょう……」

　ミレイの言葉にカーラは荒い息で必死の言い訳をして立ち上がるが、腰が砕けてうつ伏せに倒れた。

　彼女のズボンの尻は水溜まりに腰掛けていたかのようにずぶ濡れになっていた。







「へぇあんた小鳥亭に泊まってるんだ。あそこ個室って結構な値段するけど綺麗なのよね」

「あんたらはどこに？」

「あたいらは～亭ってとこよ、そこの二人部屋。カーラが知らない人間が近くに寝てると眠れないって言うからさ。おかげで一泊銅貨二〇枚よ雑魚寝なら一〇枚なのに」

「いいじゃないか、寝るとこと食うものには金を惜しむべきじゃないさ」

「そんなの金もってるやつの理屈だよ！　ところでエイギルは明日も参加するのかい？」

「やってればいくよ。毎日じゃないみたいだしな」

「ほいじゃ明日も一緒に組んでくれるかい？　カーラも名誉挽回に燃えてるだろうしね」

「あぁ、よろしく頼む」

「んじゃ、明日また北口でな！　カーラも行くぞ、ってまだふらついてるのかい？　まぁあんなすごい胸の触りかた見たことなかったけど……」

　結局カーラは帰りの馬車ではぐったりとミレイにもたれてほとんど口を利かなかったが、俺が隣に座っても拒絶しなかったことだし、それほど怒っているわけでもないだろう。

　屋台で飯を買い、ルウからトマトを買い、宿に戻って湯浴みをして寝る。

　まだ二日しか繰り返していないことだが日課になっている気さえもする。

　明日も女二人と共に戦うわけだから格好をつけるためにも寝不足は避けよう。

　余談だが、カーラへの愛撫でその気になった俺の肉棒を大人しくさせるためにも湯浴みのついでに自分で搾っておこうと思ったのだが偶然にも湯の追加を持ってきたマリアにこすっているところを見られてしまった。

　散々に悲鳴を上げたマリアだが、視線は逸物から逸らされることはなかった。

　ここで中断すると眠るのに支障が出そうだったので、マリアを眺めながら桶いっぱいになりそうな精を出して追加の湯を求めたのだが、マリアはその場に桶を置いて脱兎のごとく行ってしまった。

　やはり自分で出してもいまひとつだな。

　娼婦でもいいから女に出させてもらいたいものだ。

名前　エイギル

地位　個人傭兵

お金　金貨一四枚（一〇枚使用不可の為）

　　　銀貨四八枚（銅貨は割愛）

武器　大型バルディッシュ

防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

仲間　ミレイ（剣士）カーラ（狩人）

経験人数　一人










第11話　ハードレット　♯







「じゃあ行って来るよ」

　マリアに呼びかけるが返答はない。

　今日は起こしにもきてくれなかった。

　さすがに昨夜の衝撃が大きかったのだろうか。

　今日で宿泊期限が切れているので銀貨を一枚置いて二日延長と伝えるとカウンターの下から手だけが伸びてきた。

「そこにいるのなら顔見せてくれればいいだろうに。あの程度でそんななら結婚したら死んじまうぞ」

「変態はさっさと仕事にいきなさい～！」

　明日までには機嫌も直るだろうと餓狼狩りの集合地点、北口に向かう。

　もちろんルウからリンゴを買うのも忘れない。

　リンゴもうまいがそれ以上に少女に今から水を撒いておけば育った後で美味しく収穫できるのだ。

「ようエイギル！　昨日は一〇匹を無傷で片付けたらしいな」

　今日も馬車の護衛はグレイ担当のようだ。

「俺一人でやったわけじゃないさ。それにＰＴに鋭いのがいたからな。奇襲さえなきゃ狼などただの犬だよ」

「だが、一人でもできたんだろう？」

　ニヤッとグレイが笑う。

　俺も笑い返す、が口には出さない。

　あいつらの機嫌を損ねてもつまらないしな。

「やあ、今日は早いんだね」

「おはよ」

　ミレイとカーラが合流してきた。

　カーラの態度が昨日よりも心なしか柔らかい。

「よう、今日もよろしく頼む」

「随分とうらやましいＰＴだな」

　グレイが茶々を入れてくる。

「さあ、ＰＴが揃ったなら乗り込んでくれ！　今日も楽しい餓狼狩りだ！」




　昨日と同じく馬車に揺られて森の近くまで行き無駄話に花を咲かせる。

　昨日と違うのはカーラも俺の近くに座っていることと、彼女の方からもたまに話を振ってくることだ。

「ここには一昨日きたらしいけど、さっそく騒動を起こしたって聞いたわよ」

「グレイから聞いたのか、あれはガキのいたずらに付き合っただけだ」

「そう、ところであなたの泊まってる宿って小鳥亭の個室よね、どうなの？　いい感じ？」

「ベッドも部屋も清潔で何より湯を持ってきてくれるのがいいな」

「贅沢してるわねぇ……町にきたらお金なんてすぐなくなるのよね。狩りの獲物なんて大した額にならないし」

　猪一頭が二日の宿代で消えるなんてあり得ないわと。

「それはカーラが雑魚寝を嫌がるからだろうがよ」

　カーラは口を挟むミレイをきっと睨む。

　今はあんたと話しているんじゃない　とでも言いたいのだろうか。

　ミレイはにやけ顔で「ハイハイ頑張って」と草の上に寝転ぶ。

「おほん、でも私も一応女だし何日も水浴びしないってのは問題よね！　汚れるし匂いもするし」

「お前、前に泥沼にはまった時はこの方が獲物に気づかれにくいとかなんとかどわっ！　ぺっぺっ！」

　カーラが寝転ぶミレイに足で土を飛ばす。

「それで昨日の狩りで差し当たって余裕もできたし、このＰＴならきっとこれからも稼げそうだからさ私たちも小鳥亭に移ろうかと思うのよね。ほらお湯もあるみたいだし」

　聞いてないぞ！　と騒ぐミレイを完全に無視してカーラは更に続ける。

「今日狩り終わったら、小鳥亭まで一緒にいってさ……どうせだしご飯ぐらい一緒に食べない？　同じＰＴなのに別の宿っていうのも変だと思うしね」

「俺は構わんさ。女が綺麗になるのはいいことだ。勿論一緒に飯を食うのも酒を飲むのも、ベッドで遊ぶの大歓迎だ」

「そこまではしないわよ！　ってことだからミレイ～今日は小鳥亭で部屋探すからね」

「ったく、勝手に決めんなよな～あんないい宿泊まるんだったらよっぽど稼がねえと割りにあわねーよ」

「いいじゃない、お金のことばっかり気にしてたら人生貧しくなるわよ」

　実際に貧しいんだけどな、と言いながらもミレイはそれ以上反対はしないようだ。

　何故か俺を見てニヤついているが、これは俺にカーラを食えということなのかね。

　それもいいし、新しい客を連れて行ったらマリアの機嫌もよくなるだろう。

「っときたわよ！」

　カーラの声で一斉に立ち上がり武器を持つ。

　本当に彼女がいると楽だ。

　群れは五匹で横一列になっているようだ。

「ならこちらから行く！」

　俺は槍を右に振りかぶり、手前のいかにもな草むらをなぎ払う。

　ぎゃいん！　と声が響き、血が飛び散る。

　手ごたえは二つ、続いて左に気配を感じ盾を勢いよく突き出す。

　まさに飛び掛らんとしていた狼が顔面に盾を受けてひっくり返り、ミレイの剣の餌食となる。

　残る二頭は慌てて逃げ出すが、一度場所が判ればカーラの弓からは逃げられない。

　急所に矢をうけたちまち仲間の後を追った。

「これで宿代は確保ね、どうせだし皮もはいでご飯の足しにでもする？」

「うーんこの時期、狼の皮は市場に溢れるし大した額になんないぜ。それよりまだ昼にもなってねぇ。場所を移動して次の群れを狙おうぜ」

「その辺は任せた。俺は昨日が初めてだったしな」

　俺達が場所を移動してもう一儲けと準備している時にカーラが妙なものを見つけた。

「ねぇ……あれ見える？」

「どれだい？　んーあたいには見えないな」

　カーラの視力は異常だ。

　本人曰く昼でも空に星を見ることもできるそうだ。

　視線を追うとうっすらと白い煙のようなものが見える。

「あれは火事……煙……いや狼煙か！」

　餓狼狩りでは通常朝に馬車で狩場に送られ、夕方前にまた迎えにくる。

　だが、想定外の事態によってすぐに迎えにきてもらわなければいけない時は狼煙を焚いて知らせるのだ。

　そして狼煙を焚くと参加費は経費として没収される為、ちょっとしたことでは焚いたりしない。

　そして、強力すぎる敵に遭遇して救援を求める場合はある粉を狼煙に混ぜて色をつける。

「一刻を争う重傷者でも出たのかね？　距離的に別の馬車組ＰＴのようだが」

　カーラが厳しい口調になる。

「いえ、どうやらもっとまずいみたい。赤煙が出たわ！」

　自分達だけでは対応できない。

　増援を連れて助けに来てくれ。

　赤煙はそういう意味だ。

「移動は中止だ！　多分我々の馬車も戻ってくる！」

　俺達は駆け足で元の場所に戻ろうとするが事態は更に進行していった。

「こんなっうそっ！　左手方向にも赤煙、さっき出てたやつの隣でも出た！」

「俺達に一番近い、ＰＴからも出てる、すぐ近くだ全員警戒しろ！」

「何が起こってるってんだ！」

「しらないわよこんなの初めてよ！」

　状況はわからないが一つだけわかる。

　餓狼狩りのＰＴは全てが危機に瀕しており、我々の前にも遠からずそれは現れるということだ。

「前方来るわ、数……は、えっと……」

「 ［いっぱい］ だろ？　俺にも見えてる。すごい数だ」

　前方にいるのはどう見ても五〇頭以上の狼の群れだ。

　以前の群れと違って隠れて近付こうという気もないのか堂々と横に並んで駆けてくる。

　これだけのＰＴから赤煙が上がっている以上、狼煙など上げても救援はこないだろう。

　やるかやられるかだ。

「この数、多分餓狼がいやがるな、エイギルとあたいは前に出る！　カーラは少し下がって援護してくれ、矢が足りなくなるから、あたいらに近い奴を集中的に狙うんだ　背中にも気をつけな多いぞ！」

「わかったわ！」

「いや、ミレイはカーラの傍で守ってやれ」

　俺は槍を担いで狼の正面に出て行く。

「何言ってんだい！　一人じゃ無理だよ！」

「あたしは大丈夫よっ　こないだみたいなことにはならないわよ！」

「女が後ろにいればやりがいがあるってもんだし……」

　盾を地面に放り投げ、バルディッシュを両手で掴んで頭の上に振り上げる。

「こいつを思い切りぶん回すってのも悪くない！」

　数十頭の狼が襲いかかってくる。

　標的は孤立している俺、狼はまず数が少なく孤立している者を狙う。

　だが孤立ではないのだ。

　単純に戦闘だけで言うならば後ろの二人は邪魔なのだ。

　俺が全力でこの鉄塊を振り回したら彼女らを巻き込んでしまうだろう。

　だが今は何も俺を縛るものはない。

　敵は全てこちらにきているし、槍の届く範囲に味方はいない。

　思えば全力で戦うのはいつぶりだろうか。

　相手が狼というのはちと寂しいが、それでものど元に食いつかれれば死ぬかもしれない。

　俺は心が燃え上がるのを感じた。
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「すごい……な」

「なによこれ……」

　目の前で繰り広げられる圧倒的な光景に私たちはただ呆然と見守るしかなかった。

　最初、彼が周り中を狼に囲まれた時私は最悪の事態を覚悟した。

　慌てて弓に矢を番えるが滑って抜けてしまう。

　こんな失敗するわけがないのに、彼が死んでしまうと思うと手の震えが止まらなかった。

　だが、彼にはそんな援護必要なかったのだ。

　飛び掛った狼達が槍の一振りで宙を舞う。

　大柄なものになれば普通の女性ほども体重のある狼がまるで木の葉のように飛んでいく。

　群がる狼達が次々と吹き飛ばされていくなか、何頭かは頭が回るのか脚を狙って身を低くする。

　危ない！　そう叫ぼうとした時、彼は石突で脚を狙った狼の頭を潰し、更に別の個体を蹴り上げる。

　彼は槍の使い手なんかじゃない、単純に戦いに慣れているんだ。

　槍のみではなく、手が脚が全てが狼にとっては一撃必殺の凶器だった。

　狼の牙は彼に届かず、彼は全て一撃で屠っていく、それは虐殺。

「あたいらって結局あいつの足手まといだったのかな……」

　ミレイが肩を落としている。

　そうかもしれない。

　戦闘については彼は我々の力など必要としていなかったのだろう。

「でも……悔しくないわ」

　彼よりも私は弱い。

　以前は悔しかったそれが今は全然気にならない。

　むしろ彼に守られていると考えると、心の中に得体の知れないものが広がっていく。
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　周りには一面狼の死体が転がっている。

　数は数えていなかったが、既に生きている個体は数えるほどだ。

　すると狼達が一気に下がり一頭がゆっくりと前に出てくる。

「おいでになったか」

　他の個体よりも二回り程大きい体は狼というより熊にも見える。

　そして何よりも爛々と輝く赤い目がこいつがただの獣でないことを示していた。

　ストンと音をたてて餓狼の首周辺に矢が刺さるが怒りの声を上げるだけで大した傷にはなっていない。

　それでも気に触ったのか餓狼がカーラに向けて一気に駆ける。

　その突進を横腹へ体当たりで阻止し、強引に俺と相対させる。

　バルディッシュを槍として構える、必要なのは一撃だけなのだから

　低くうなり今にも跳躍せんと身構えている餓狼に話しかけた。

「ここは通せない、あそこにいるのは俺の女だ！」

　突進する餓狼に放たれる強烈な突き。

　まるで稲妻のようなそれは、狼よりも遥かに分厚い骨の頭蓋骨を貫いて背中の中ほどまで突き刺さる。

　一呼吸おいて斧のような刃に切り裂かれた上顎が真っ二つに割れて崩れ落ちた。

「すごい！　とんでもねぇなお前は！」

「一撃で餓狼を仕留めるなんてそうそうできないわよ？　騎士でも上級に近い奴でないと……」

「なんであんたみたいなのが一介の傭兵やってるのよ」

「カーラ、あんたも言ってやれって」

　ミレイがカーラを振り返るがペタンと地面に座り込んで顔を赤くしている。

　弓も地面に置いてしまっている。

　さっきの餓狼の突進に腰が抜けたのか？　と思ったが、呆然としているのとは少し違う、俺に視線は固定されている。

「なるほど……完全に惚れちまったって訳ね」

　ミレイがやれやれと首を振る、なんのことかね。

「恐らく他のＰＴも同じことになってたんだろう、隣が全滅でもしたらこっちにくるかもしれない、カーラ、見張りを頼む」

「は、はいっ！　わかりましたぁ」

「話し方がおかしくなってんぞ？」

「うるさいわね！」

「ともかく、カーラはエイギルの言うとおり周りを警戒してくれ、エイギルはカーラの尻でも撫でながら体を休めときな。あたいは牙を集めとくから」

「えっ！　まぁ……いいけど」

　ミレイは自分ひとりで狼の牙を集めてくれるらしい。

　あいつらの口は死ぬほど臭いから正直やりたくなかったのでありがたい。

「ま、見てるだけで報酬にありついた身としてはこれぐらいはね」

　仕留めた狼、実に六〇頭、餓狼一頭を含めて周辺は地獄絵図を呈していた。

　せめて美女の汁でも撒いて中和しておこう。

　カーラの尻を撫で、隙を見て服の中に手を滑り込ませた。

　彼女は悶えるだけで抵抗せず、俺の指は容易に桃尻にたどり着いた。

　どうせだから大事なとこにでも指を入れてしまうか。

「あっ！　……んっ……もっと……あぅ！　そこは違う！」

　おっと間違えて後ろの穴に指が……。

「エイギル！　マジで尻触ってんじゃねぇ！　カーラもちゃんと見張ってろ！」




　やがて騎乗した衛兵を伴って馬車がやってくる。

「おお！　エイギルお前らのＰＴは無事だったか！」

　グレイは馬車ではなく馬に乗り、槍まで持った完全武装だ。

「あぁ、俺達にけが人はいない。狼煙は上げても仕方ないと思ってな」

「あぁ、言うまでもないが今日の狩りは中止、全隊撤退、これはロレイル衛兵隊の命令だ拒否権はない」

「大丈夫だ、もう十分狼共とは遊んだからな。これ以上はお腹いっぱいだよ」

　グレイは散らばる死骸に目を丸くする。

「こいつはすげぇな……餓狼の群れもおかまいなしか！」

「うちはエイギルのおかげでなんとかなったんだけど他のＰＴはどうなったんだい？」

　グレイの顔が曇る。

「他はひどいもんさ。六人ＰＴの連中でも死者を出してるところもある。最初に狼煙をあげたとこは三人だったんだが、駆けつけてみたら全員やられて食い荒らされてたよ」

「こういうことは結構あるのか？」

「とんでもない！　たまに死者が出るってのはあるが、今日は参加した奴らの二割がやられてる。俺の経験にないのは勿論記録にも残ってない」

　なるほど、なかなかの非常事態らしい。

「とにかく、頭使うのは町に帰ってからだな、今は早く馬車に乗ってくれ、特に餓狼の牙は忘れんなよ」

　馬車に乗り込むとそこに居る全員が憔悴しており、血を流しているのも多かった。

　御者の掛け声も心なしか焦っている。

「う……水……水……」

　入り口近くの男は腹を破られて口から血を吹いている。

　助からないだろう、腹の傷は狼に噛まれたものではなく鋭利な刃物で切られたようだ。

　餓狼の爪にやられたのか。

　俺は馬車の側面から顔をだし、併走しているグレイに話しかける。

「餓狼は他でも結構出たのか？」

「あぁ、俺も全体は把握できていないが、少なくとも拾った四つのＰＴのとこには全部出てる」

「四体同時とは豪勢だな」

「衛兵も共同で攻撃して追い払ったんだが、仕留めたのはお前ら含めて二頭だけだよ」

「まったく、こんなことになったら明日から餓狼狩りはしばらく中止だろうなぁ」

「そうだろうな、だが明日のことを心配するのはちょっとばかり早いかも知れんぞ」




　町へ向かう街道上、先に帰路についていただろう馬車が二台横転し、周りには人らしきもの、多分その一部と思われる部品が散乱していた。

「っ!!　総員警戒態勢!!　円陣を組め！　戦える奴は全員馬車の外に出ろ！」

　騎馬隊が一斉に集結し三六〇度警戒に入る。

　狩りの参加者も自らの武器を手に次々と馬車から飛び降りる。

　待ち伏せしていたのか馬車の陰からぬっとばかりに餓狼二頭が顔を出す。

　大きさは先程仕留めたのよりも更に一回り大きい。

「嘘だろ二頭も相手にするのかよ」「なんでこんなとこにいるんだ！」

　次々と罵声が飛ぶがこの本質はそんなことではない。

　餓狼とは狼よりもはるかに強力なので彼らを支配し大きな群れを作る。

　その餓狼が二体もいるということは彼らが支配しているのではなく、支配されているということ。

　つまりいるのだ。

　餓狼達を支配する存在が。

　オオォォォォォォォォオオオオオォォォォ

　太く、かすれた遠吠えが響く。

　前に立ちふさがる二頭の餓狼の脇から更に四頭が顔を出す。

　全員が凍りつくなか［ソレ］は現れた。

　体高は２ｍを超え、足は人の胴周りに等しく、体毛は純白だが犠牲者の血でまだらに赤く染まっている。

　そして燃えるような赤い目と信じられないほど長く、口から飛びだす（連邦北部に生息するサーベルタイガーのような）巨大な牙は真紅と言うほどに真っ赤に染まっている。

「ハードレット……」

　誰かが呟く、この地域に伝わる神話。

　森を荒らした愚か者を引き裂き、魂を地獄に送る狼の化身にして森の番人。

「馬鹿なことをいうな！　奴はただの馬鹿でかい餓狼に過ぎん！　戦わなければ生き残れん恐れるな！」

　グレイは大声を上げて部下を鼓舞しているが大型の餓狼が六体に化け物サイズが一体

　狩り組は勿論、衛兵達も絶望に顔を歪ませていた。

　当然そうなるよなと思う。

　一体でも苦戦する相手がこれだけいれば腰が引けるのも仕方がない。

　しかも前の二台を見る限り完全武装の衛兵もあまり役には立たなかったようだ。

　それでも俺には恐怖はなかった。

　理由は簡単だ、奴らはそれほど強くないからだ。

　先程の餓狼を仕留めた突きも実は牽制だったのだ。

　かわされるだろう、だがその後の攻撃に繋げる、そんなつもりで放った突きは奴の頭を両断した。

　俺は思った以上に戦いの神に愛されているのか、それとも魔の恋人のご加護か。

　奴等の中心に突進するのにそれほどの覚悟はいらなかった。

　餓狼たちが突進してくる男を視界に収める。

　その腹を割いて湯気の立つ臓物を味わうべく爪を振るおうとする。

　それを最後の思考に餓狼の首は宙を舞う。

　驚愕　混乱

　大した知能のない餓狼達の混乱が見える。

　何故？　ひ弱な小さい生き物に仲間が殺されるとでも考えているのだろうか。

　だが、彼らは逃げることはない。

　正体不明の小さい生き物よりも重大な脅威があるのだ。

　自分達を一噛みで殺してしまう絶対のボスが居る限り、逃げることなどできるはずもない。

　二頭目の頭を叩き割ったところでグレイが叫んでいるのが聞こえる。

　衛兵と狩り組みがそれぞれ何人かで一頭の餓狼に襲い掛かっている。

　鋭い爪の前に革の防具はたやすく切り裂かれる。

　よって刃の腹で受けて、柄で殴り、体勢を崩して頭を叩き割る。

　三頭目を仕留めたところで強い衝撃を受け押し倒される。

　どうやら側面から体当たりをされたようだ、槍は至近距離では使えない。

　赤い目が俺の喉笛を食い破ろうと口を開ける。

　赤い目に押し倒されて首に噛み付つかれる……なにやら連想して股間に滾るものはあるが彼女はこんな臭い口はしていない。

　噛み付く口を両手で抑え、渾身の力をこめて下顎を引きちぎり、悶える頭を殴りつけた。

　一発、二発、三発目で頭蓋が砕けて絶命させることができた。

　どうやら衛兵、狩ＰＴ連合も二頭を仕留めたようで大きな歓声が上がっている。

　だが歓声は断末魔の絶叫に打ち消された。

　ついにデカブツが動き出したのだ。

　衛兵の一人がその巨大な口に捕らえられ金属製の甲冑ごと噛み砕かれる。

　やがて悲鳴はやみ、ちぎれた上半身は地上に、下半身は胃の中に落下していく。

　咆哮が轟き死闘が始まる。

　傭兵らしき男が挑みかかるが爪の一閃で体を斜めに両断されて崩れ落ちる。

　衛兵隊が槍や剣で突いているが分厚い毛皮に阻まれて出血させることすらできていない。

　カーラだろうか、矢も射られているがまるで効果は見えない。

　グレイが馬を走らせ助走をつけての斬撃を見舞う。

　デカブツは苦悶の声を上げ僅かに毛に血がにじむ。

　だが奴はその巨体から想像できないほどの俊敏さでグレイの馬に喰らい付き首を引きちぎる。

　馬を失い、落馬したグレイを守らんと衛兵達が前に出るが爪の一振りで吹き飛ばされる。

「お前は死なすには惜しいな」

　デカブツの肩に強力な一撃が入る、初めて怪物が地面に倒れこんだ。

「前にお前が俺に言ったっけか」

「そうだな、今考えれば馬鹿な話だな」

　グレイは笑うがそれも一瞬、すぐに表情を引き締める。

「こいつは貸しだ、生き残ったら町の娼館でお勧めをおごってくれ」

「残念ながら当てがなくてね、部下の尻なら貸してやる」

「ならここで死ぬのも悪くないな」

　俺は死んだ誰かの剣だろうか、鋼で出来たそれを左手に持つ。

　この怪物相手に盾など邪魔なのだ。

　生き残った全員で囲み、連撃を加えるが決定打にはならない。

　防御を優先し出来る限り無理はしないようにしているが、それでも一人、一人と奴の爪に倒れていく。

「きゃっ」

　間抜けな悲鳴はミレイだった。

　血糊に足を滑らせたのか転倒してしまっている。

　それは余りにも致命的な隙で、怪物がそれを逃すはずもなく、彼女自身よりも太い腕が振り下ろされる。

　間に合え！

　ガギンと金属音が響き、剣と槍をクロスした俺がミレイと怪物の間に割って入った。

「怪我はないか？」

　彼女にとって股を開きたい英雄に見えることを祈ろう。

「あぁ、すまない！」

「こいつは俺が片付ける。下がっていろ」

　ミレイは何も言わずに後退する。

　自分の歯が立つ相手ではないと分かったのだろう。

　それっきり言葉はない。

　デカブツは爪を奮い、俺はそれを剣で叩きつけるようにして弾く。

　更に弾いてできた隙に右手の槍を奮い足を切りつける。

　何合も打ち合いが続くが、奴の足は確実に傷を負っていく。

　やがて業を煮やしたデカブツは牙で噛み砕くつもりなのだろう、強引に突進してくる。

　それを待っていたんだよ。

　俺は剣を投げ捨ててバルディッシュを両手持ちで振りかぶり奴の額に叩きつけた。

　ガチン

　あり得ない音が響き俺の槍が下に流れる。

　これはまずった、奴の頭蓋はまるで鋼のように硬く、刃が弾かれてしまったのだ。

　無論無傷ではない、奴の頭は皮膚がめくれ頭蓋骨が露出している。

　脳にもかなりの打撃を与えただろう。

　だがそれでも即死でなければ意味はない。

　奴の牙が届くほうが奴の死よりも早い。

　俺は奴に押し倒され、槍は飛ばされて地面に落ちた。

「エイギル!!」「いやあ!!　だめぇ！」「くっ」

　悲鳴が上がりミレイとカーラがこちらに来ようとしているのが見える。

　これ以上格好悪いところを見せるわけにも行かないな、彼女達をベッドに誘う時期が遅れていく。

　俺を噛みくだこうとする牙をかわしつつ、奴の両手を持ってそのまま起き上がる。

「さすがにぃぃ重いなっ!!」

　奴の胸毛（？）を掴み自分も倒れこみながら回転を利用して投げ飛ばす。

　まさか投げられると思っていなかったのか、頭から落下したデカブツは数秒、ばたつき起き上がれない。

　それだけの時間があれば十分、バルディッシュを拾い両手持ちで跳躍、奴の無防備な胸へ全体重を乗せて叩きつける。

　臓腑が潰れる感触があった。

　その位置にある臓腑は間違いなく心の臓、これで終わりだ。

　槍を掲げて勝鬨を上げる。

　全員が爆発したように歓声を上げカーラが泣きながら胸元に飛び込んでくる。

　こうして、今回の餓狼狩りは大損害と大きな戦果を上げて終わりを告げたのだ。

　さすがに疲れたので馬車に乗り込んだ後はカーラの膝枕で居眠りさせてもらった。

　町に帰り着き、グレイから今回は特殊ケースなので正式な報酬は明日伝えることになる、こちらから迎えに行くから宿にいてくれと言われて解散となった。

　約束通りカーラ、ミレイも小鳥亭について来たのでマリアを呼ぶ。

「よぅ機嫌は直ったか？」

「もう変なもの見せないでよねぇ～」

「今日は新しい客二人連れてきたから部屋のほう頼むわ」

「私たちは二人部屋でお願いするわ」

「うーん、二人部屋は空いてないんだよなぁ、八人部屋しか……」

「あぁ大丈夫だ、二人部屋に泊まってる二人組みの男、エイラとアリーだったかな、あいつらは今日餓狼に食われたから戻ってこない」

「エイラさん、アリーさん、……うわー本当にいるよ～嫌な事聞いたぁ」

　カーラとミレイは気にした様子はない。

　傭兵や狩人はたくましいからな。

　その夜は三人でそれなりに豪華な夕食を食べ酒を呑み、生還と大儲けの祝杯を挙げた。







　ミレイは先程からこれでもかと体を洗っているカーラを疲れた目で見ている。

「ねぇ、もう汚れてるとこない？」

「ねぇよ！　もう何回目だと思ってんだ！　綺麗なケツと乳がついてますよ」

「うーん、ねぇ脇の毛残ってない？」

「知るか！　なんで疲れてる時に女のケツだの脇だの見せられなきゃいかねーんだ！　油代だって安かねーんだぞ！」

　こんなもんか、とカーラは体を拭くと白いワンピースを身に着ける。

　生地が薄く、部屋着用に持ち歩いていたのだが普段着ている皮の服はそれほど動きを阻害しないため結局そのまま寝てしまい、ほとんど着る機会がなかったのだ。

　もちろん下着は洗濯中でつけていない。

　ナニをしたいのかはどんな鈍感な奴でもわかるだろう。

「で、そろそろ行くんだろ、早くしないとエイギルも寝ちまうぞ」

　直接名前を出したことでカーラの顔が染まる。

「そうね、戻りは朝になると思う……と言っても断られたらいい笑い話だけどね」

「ありえねーよ、あいつは相当な女好きだろ。しかも戦いの後は男が滾るらしいしな、あたいらと呑んでなきゃ娼館でも行ってたんじゃねーか」

「そうね。そう思う、でもごめんね」

「何がだよ」

「ミレイもそうなんでしょ」

　しばらく沈黙が続く

「あたいみたいなゴツゴツした女よりお前が相手した方があいつも喜ぶだろっ可愛がってもらってこい」

「あっ私のナタの鞘使う？　ちょうどいい太さでしょ」

「うっっせええええ!!　さっさといけ!!」







　湯を浴びてすっきりしたところでベッドに寝転びながらトマトを齧る。

　最近ルウの売るトマトの質が上がっている気がする。

　毎日トマト仕入れてるせいで目利きが上がってたりしてな。




　今回は狩り参加者だけではなく衛兵達も多数死亡した為、グレイは領主への報告や後始末に大騒ぎで今日は徹夜だそうだ。

　それに比べたら女と飯食って酒呑んでの俺は楽してるんだろうがな。

　娼館にでも行こうと考えていた俺にとっては俺の部屋での宴会はありがた迷惑の面もあったのだ、楽しかったけどな。

　思い出せば森を出てから一度も女を抱いていない。

　明日こそは娼館にでも行こう、今日はもう寝てしまうか。

　灯りを消そうとした時、扉がノックされる。

　ん？　こんな時間にマリアか？

　前の教訓から腰に布を一枚巻いてドアを開ける。

「なんだ～？　カーラか？」

「えぇ、部屋に入れてくれる？」

「あぁ、一体何の用か聞いてもいいか？」

　カーラはひざ下まである裾を腹が見えるまでめくり上げた。

　下着はつけておらず、栗色の毛と女の一番大事な場所が全て見える。

　野性味の強い彼女だが、下の唇は上品なピンク色をしている。

「言わせたいのだったら言うけれど」

「いや、必要ないよ」

　これ以上の問答は必要ない。

　俺も腰布をとって男根を晒し、素晴らしいものを見せてくれた礼に彼女にしっかりと見せ付ける。

「っ！　すごい……こんな大きいなんて」

　女の予感に膨らみ始めた男根を見てカーラが目を見開く。

　マリアと同じような反応だが、違うのは悲鳴をあげるのではなくゆっくりと手で擦ってくる事だ。

　カーラの服を静かに脱がすと横抱きにしてベッドまで運び、少しばかり乱暴に放り投げた。

「貴方のコレすごいわね。私に入るのかしら……壊れるかも」

「壊れても俺に抱かれ続ける分には問題ないだろう？」

　俺はカーラにのし掛かり、彼女の両手を押さえて突入体勢に、彼女は覚悟を決めたのか目を閉じて息を荒げる。

「恥ずかしいけど、私経験が無いの。貴方は女の扱いがうまそうだし、任せてもいいかしら？」

「あぁ、全部任せろ。というよりもう手遅れだ。今更抵抗しても俺はお前を犯す」

「んふ、いいわ。処女を奪って私をあなたの物にして頂戴」

　経験豊富と見られているが実は経験人数は一人だけで処女の相手などしたことが無い。

　格好悪いからとても言えないけどな。

　そのまま押し込もうとも思ったが準備の出来ていない女に押し込んでも痛みしかないと、口をすっぱく言われたものだ。

　まずはモノを女の入り口にこすり付けて女体をその気にさせる。

「あっ、また大きくなるの!?　男ってこんな??」

　女の入り口と肉の芽をこすり上げるとカーラは快感に震えだした。

　随分と反応がいいな、それに演技にも見えない。

　俺はモノを女穴に押し当て、力を込める。

「あっ！　痛っ！」

　カーラの女穴と処女膜は抵抗するが、ルーシィお墨付きの巨根の前にはなんの障害にもなりはしない。

　一瞬も持ちこたえられることなく、純潔はぶちりと音を立てて引き裂かれた。

「ああああっ!!　んぐっ！」

　鋭く叫んだカーラの唇を奪う。

　口付けは女を手懐ける最高の媚薬なのだそうだ。

　彼女も最初は目を見開いていたがすぐに舌を絡めてきた。

　カーラの中はきつく締まり、あまり大きくは動けない。

　正確には動けないことはないがあまり激しく動くと女の穴が裂けてしまうかもしれない。

　俺はゆっくりとした律動で感じる壁と一番奥を同時に攻めた。

　正常位から座位へと移行しゆっくりとした動きのままで延々と動く。

　声が漏れないのは最初のキス以降、唇をまったく離していないためだ。

　二人の唇からだらだらと唾液が流れ落ちる。

　唐突にカーラの側から唇が離された。

「ぷはっ、イイ！　すごいイイ！　もうだめ飛んじゃうぅ！」

　破瓜の痛みも消えたのか、あぐらをかく俺の上で何度か跳ねたカーラは大声を上げてそのまま後ろに倒れた。

　昇り詰めてしまったようだ。

　随分とあっけないな。

　今までルーシィしか経験が無かったが彼女はこの程度ではイッてはくれなかった。

　俺が必死に攻めて二～三回射精し、ようやく達してくれるかどうかと言う所なのだ。

　今、俺は半分も高まってはいない。

「最高だったわ……。ごめん、あたしだけで……体好きに使って？　もう慣れたから乱暴にしてもいいわ」

　ならばお言葉に甘えて全力で相手してもらおう。

「えっ！　ちょっと激しすぎ!?　ああぁぁぁ!!」

　さきほどのはお遊戯みたいなものだ。

　俺が全力で攻めると一〇分と経たずにカーラは意識を飛ばしてしまった。

　力が抜けた彼女を強く抱き締めて、一気に種を注ぎ込む。

「ぁぁぅ……ぅぅぅ……ひぃ……」

　意識を無くしながらも俺から手足を離そうとしないカーラを抱き締めて俺は種を注ぎ続けた。

　彼女の熱い潮を腹に受けながらこれで彼女は完全に俺の女になったと確信した。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一九枚

　　　銀貨四六枚（銅貨は割愛）

　武器　大型バルディッシュ

　防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

　仲間　ミレイ（剣士）カーラ（狩人）

　経験人数　二人








第12話　新たな旅路　♯







　宿屋の朝は早い。

大抵の客は朝日と共に起き出すため、ホストとしてはそれよりも早く夜明け前に起きる必要があるのだ。

まずは宿帳の整理とロビーの清掃、客が起きだす前に片付けないといけない。

特にこの時期は客の出入りが激しいので時間を取られてしまう。

「うわ～帰ってきてない人四人もいるよ～」

　昨日の餓狼狩りはとんでもない怪物が出て大騒ぎになったらしい。

宿泊者死亡で部屋が空くとかやめてほしい、掃除する時に怖いから。

　宿泊期限が今日の人にチェックをつけ空き部屋を確認、ロビーを綺麗にする頃には空も白んでくるのだ。

一階の客室からリンリンとベルが鳴る。

「はいはい、お水ですね～」

　朝一番に従業員を呼ぶのは寝起きに水をいっぱいと相場は決まっている。

言われてから運ぶと二度手間なので水差しとコップを持って行くのは経験のなせるわざ。

「あらっあの人のところかぁ」

　昨日の怪物を倒した張本人で槍の達人（酔ったおっさんが言ってたので眉唾だが）毎日湯を浴びる綺麗好きの男の人だ。

そういえば昨日はお仲間と夜までお酒を呑んで騒いでいた気がする。

「今日は大丈夫かなぁ」

　そして私は毎度あの人にとんでもない物を見せられているのだ。

一度目は真上を向いたアレをばっちり見てしまったし、二回目なんて手でなんか自分でしているとこを見せられたのだ！

すごい勢いで男の精が飛び出る光景は今でも鮮明に覚えている。

もしかして見せて楽しんでいるのか？　とも思ってしまう。

「そりゃものすごかったけど！　自慢したくなるのもわかる怪物サイズだったけど！」

　もしかしてあれは求愛行動で私は誘われてたのか？　等と考えているともう一度ベルが鳴る。

いけない、扉の前で妄想にふけってしまった。

　ドアをトントンとノックする。

「エイギル～お水お持ちしましたよぉ～　入ってもいいですかぁ？」

　おうと返事があったので慎重に扉を開いていく、また全裸だったらすぐに顔を隠さないといけない、勿論指の隙間は広く開けるが。

「ありがとよ、ここの水はうまいよな」

　良かった今日はズボンを履いている。

上半身は裸だがそれぐらいは気にすることも無い、むしろなかなか整った顔に逞しい肉体は大変に素晴らしく、女の身として嬉しさも感じると言うもの……。

「ひゃあああああ!!!」

「ん？　なんだ今日はちゃんと下は履いてるだろう？」

　あなたの格好には問題はない！　問題はベッドだ！

ベットの上には女性が寝ている。

いや違う、あれは寝ていると言うよりも転がっているといったほうがいい、栗色の髪をベットに広げ仰向けに寝転び、女性にあるまじく両足は完全に開かれ、時折痙攣している。

全身なにやらよくわからない汁にまみれ、さながら輪姦でもされたような風体だが顔は幸せそうに虚空を眺めていた。

　よく見れば昨日、エイギルさんがうちに連れてきた女性二人の片割れじゃないですか！

　手の届く範囲に女を連れ込んだら早速自慢の巨槍を披露しましたってか！

当然シーツも大惨事、客室のシーツは毎日私が取り替えて洗っているのに！

　洗えと？　あの男女のなんだかよくわからない汁にまみれた、いや浸されたと言っていいぐらいぐちょぐちょの一品を！　嫁入り前の私が洗うのか!?　しかも中心に血痕ついてるし処女か！　処女をあんな怪物で攻めてこんなにしたのか！

「エイギルぅどこぉ～いかないでぇ～」

　焦点の定まっていない目で女性が呼んでいる。

「掃除は後でいい」じゃないですよ、まだする気ですか？　今気づいたけどこの部屋すごい匂いです。

てかまだ私いるのにズボン脱がないでくださいよ、結局今日も見てしまったじゃないですか！

　甘い声をあげる女性の股を開いて、男根が挿入されていく光景に私は限界を迎える。

「へんたあああああい!!」







　朝日が昇りきり街の住民が働き出す頃、グレイがやってきた。

「おはようエイギル、早速だが昨日言っていた件だ！　衛兵団の本部まで行く付いてきてくれ。……ところでこの部屋は異様に臭いな、窓を開けないと体を壊すぞ」

　臭いのはついさっきまでカーラを可愛がっていたのと失神した彼女が色々垂れ流したせいだ。

彼女はミレイの手を借りて着替えさせ部屋に寝かせてきた。

あの状態ではとても同行はできないだろうし一日体を休ませてやろうという配慮だ。

　馬に乗ったグレイの後を俺達はゾロゾロと徒歩で付いていく、どうやらあの日の狩りに参加した全員の報酬を別の場所で受け渡すらしい。

　普段は余り縁の無い町の中心部、ロレイルをはじめ周辺の集落を支配するトリエアでも有数の貴族ビオレ＝フェイエルティン伯爵の館（以後伯爵）や町議会、王国代理人の館などが集まるエリアに向かうそうだ。

「この辺りはでかい家が多いな」

「そりゃそうだ、ロレイルは我が国でも二番目の町だからな、それなりに大きな商人や貴族も集まる」

とは言えと付け加えて

「アークランドと戦争になったら補給だなんだとごたつくし、国境の要塞が抜かれればこの町までは小さな集落ぐらいしかないからな。有力な商人や貴族の子弟なんかは来たがらないさ」

「それで［この町までの小さな集落］がやられてる間に防備を固めて守りきるってんだろ？」

　そういえばミレイも小さな村の出身と言っていたな。

何か思うところがあるのだろうか。

「おいおい攻めてくるのはアークランドの連中だぞ、俺達に当たっても仕方ない。それにそうならないように国境の要塞があるんだ」

　グレイが怒鳴ることもなく穏便に返したのは奴自身の人徳のためか、それとも何か後ろめたい思いがあるのだろうか？

そうこうしているうちに一行は衛兵隊本部に到着した。

石作りの建物の周りを大人の背丈程の石壁が取り囲み、戦争や暴動の際にはここが城としての役目を担うことが見て取れる造りとなっていた。

「ついたぞ、諸君にはこれから証拠品の提出を行ってもらい報酬の受け渡しを行うが今回の狩りでは衛兵隊にも多大の損害が出てしまった。そこで衛兵隊長と町議会が直々に今回の状況の説明を経験豊富な君達から聞きたいとおっしゃっているのだ、是非協力を願う」

　集まった面子の間からため息と不平が漏れる。

当たり前だ、誰が好き好んで面倒くさい説明等をしたがるものか彼らはただ金をもらえればそれでいいに決まっている。しかも町議会の爺達は細かな間違いや小さな矛盾をネチネチと指摘してくること想像に難くない。

「そういう話なら報酬はさっさと渡して何人かだけ呼びだせばいいだろうにさ」

ミレイも不満なようで声を上げて不平をたれるがグレイは涼しい顔で返す。

「先に報酬を渡してしまったら、君達の誰がわざわざやってくると言うんだい？」

「カーラは昨日たっぷり楽しんで、あたいはこんな役目かよ……」

　俺は不平を垂れる人々の中、昨日取り損ねた睡眠を補充すべくうつらうつらと船を漕ぐのだった。







「次の者共！　入れ!!」

　やたらと偉そうな声が響き、俺は飛び起きる。

「ここはどこだ？」

「寝ぼけてないで早く行くよ！　さっさと済ませてカーラの奴に文句言ってやる」

　会議室のような場所には円卓がおかれ、くたびれた爺と臭そうな中年幾人か、そしてもっとも上座にはあきらかに一人雰囲気の違う、武人の空気をまとった大男が座り、ついでにグレイもいた。

「衛兵隊長　グロック＝イグリス準男爵だ」

大男の声は低く重いが聞き取りやすい外見通りの迫力ある声だった。

「エイギル、傭兵をやっている」

「ミレイ、同じく傭兵です」

「貴様らが例のハードレットを倒したのだったな、奴の死骸はこちらで回収している。噂には偽りはないようだ、あんな馬鹿でかい餓狼なぞ俺も初めてみたわ」

　ふふと笑い言葉を続ける。

「最初はお前らの討伐数に混乱に乗じて嘘をこく愚か者と思ったんだがな」

　グロックは俺達が提出した牙をじゃらじゃらと遊ぶ。

「まさか三人でここまでの数を仕留めるとは大したものだ。聞けばハードレットの従える餓狼も四頭まで一人で仕留めたそうではないか」

「はっ自分が確認致しました！」

　グレイが後方に立ったまま声をあげる、いい奴だがあの時の借りは必ず返してもらう、できれば女で。

「ふむ、馬鹿正直なお前が言うならば間違いなかろう、これが今回の貴様らの報酬だ！」

　バランと目の前に狼や餓狼を退治した分の金貨が置かれる。

声は更に続いた。

「超大型餓狼……通称ハードレットは特殊で前例がない。よって奴を倒し全員の命を救った褒美として金貨五〇枚出す！　それで報酬に代えてくれ」

　オオッ！　と議場に声が響く。

金貨五〇枚といえば貧しい平民ならば一〇年は食いつなげる。

一般的な衛兵の俸給と比べても二人分はあるだろう。

「隊長殿！　さすがに金貨五〇枚はやりすぎでは？　ただでさえ今回の衛兵の犠牲、遺族への恩給や新しい衛兵の雇用など支出は馬鹿になりませんぞ」

「いや！　傭兵相手に成果には報酬で答えるのは必然、下手にケチれば我が町ひいてはフェイエルティン伯のお名前にも傷をつけることに～」

　色々と面倒くさい言い争いが続き俺が再び夢の世界に片足を突っ込み始めた頃、ようやく決着がついたようだ。

「……の事情を勘案し委細変更無く、この俺、グロック＝イグリス準男爵衛兵隊長及びロレイル町議会の名の下に金貨六二枚を褒章として与える！　以上」

　へぇ合計するとそんなにもなるのか……ちょっとした金持ちになったのではないだろうか。

　話は終わりだなと俺が退席しようとした所、いつのまにかグロック準男爵がすぐ傍にきていた。

でかい上に筋肉質なので圧迫感がものすごい。

「グレイから話は聞いた。ハードレットも供の餓狼も事実上貴様が一人で片付けたようだな」

「餓狼四頭はそうだ、でかいのはその前から色々とやっている奴もいた」

「だが、おまえ以外の奴はほとんど傷を負わせられなかった」

　余計なことを言うなグレイ、俺は早く帰りたい、そしてできればカーラをもう一度味わいたい。

「単刀直入に言う、我が衛兵隊に入らんか？　お前ならばこと実戦において誰よりも優秀な兵士となれる無論、俸禄も一般的な衛兵の二倍、一年金貨四〇枚出そう」

　こういうことになるとは思った。

ミレイは心配そうな目を向けなくても大丈夫だ。

「残念ながら隊長殿、ご提案はありがたいですが私は世界を見る旅をするつもりですので衛兵の任には耐えません」

　一応最低限の礼は尽くす、先程はこの人とグレイのみが俺の味方だったのだから。

だが俺の目的はこの地で王になることで兵士になることではない。

それにこの国に延々いてもあの女を失望させることになってしまう。

「そうか、残念だが仕方あるまい。俺も妻と地位がなければ自由に世界を見て回ろうと思った身、気持ちは分かる」

　なるほどこのおっさんも既婚者か、嫁が熊のような女でないとすればこの巨体に乗られる図はさしずめオークの繁殖風景だろう。

「衛兵の件は受けられませんが、先程は弁護頂き感謝しています。その借りを返すとはいいませんが、何か俺にできることがあるのならば言ってください」

　ミレイが余計なことを！　と言う顔をしているのでこっそり尻を触ってやったらしおらしくなった。

「ふむ、ならばもし東の村々へ行く機会があるならばそこにはびこる山賊共を討ってくれんか？　無論報酬は出す。都市から遠く離れたことに関しては衛兵は動けんのだが、東の村々から来る食料等はこの町にとっても有用だ。だが最近山賊共が勢力を増して被害が急増しているのだ」

「わかりました。東へ行く機会がありましたらやってみましょう」

　これで話は終わり俺達は帰路に着く。

「お前と同僚になれるかと思ったんだがな」

グレイは俺が誘いに乗らなかったのがやや不満げなようだ

「あんたは隊長なんだから同僚じゃなくて部下だろうが」

「金貨四〇枚ってことは隊長待遇ってことさ、町の力自慢にとっちゃ夢のような話だってのに勿体無い」

「俺には壮大な目標があるんだよ、後お前の借りはまだ返してもらってないぞ、娼婦を紹介してくれと言った筈なんだがな」

「わかったよ！　俺には本当に宛がないから今度部下に聞いて馴染みの娼婦でも紹介してやる。しかし本当に女好きな奴だな、いつか身を滅ぼすぞ」

「女で身を崩すなら本望」

そもそも人生の目的自体が一人の女を手に入れることなのだからな

「お前はいつまでこの町にいるんだ？　隊長も言ってたが今期の餓狼狩りは終わりだ、お前らは臨時のＰＴだったわけだし別行動になるんだろう？」

　そういえばそんな話だったのか、寝てたからよくわからん。

確かに俺達三人は餓狼狩りのためだけに臨時も臨時、馬車の中で組んだようなＰＴだ、彼女達も狩りが終わったらそれぞれの場所に帰るのだろう。

たった二日のＰＴだが胸の中に寂しさが浮かぶ。

「え？　あたしはエイギルと一緒に行くわよ」

　小鳥亭に戻り、報酬の分け前と今後について三人で話し合おうとした冒頭カーラは何を当たり前のことをとばかりに言い放ったのだ。

「元々、餓狼狩りが終わったらミレイはシーラ村に帰るし私はこの辺りで狩りとかやって生きてたし」

　例年この時期が終わったらミレイは得た利益で食料品なりを買って故郷の家族の下に帰るらしい。

その間カーラはすることがないので適当に放浪して適当な時期にまたこの町で会うのだとか。

「私はもうエイギルの女よ。あなたについていくに決まってるじゃない」

　カーラは一度惚れこむと情の深い女のようだ。先程ロビーでからかい半分に尻を触ったら下着を脱ごうとしたので慌てて部屋に入った。

「だが報酬は本当にいいのか？」

二人は報酬について一二枚を三等分で四枚ずつ、ハードレットの報奨金は全て俺が持っていけと言い張るのだ。

「あたりまえだろうが、そもそも狼だって全部あんたが倒してんだろが、あたいらはおこぼれに預かっただけだよ。まぁ今年はこれ以上稼げないし、くれるというならありがたく四枚はもらうけどそれ以上は図々しくなれねぇよ」

「あたしは抱いてくれるならそれ以上何もいらないわ、あなたの言うとおりにする」

「ならこの話はここまでだな、それでＰＴは解散と言うことになるんだろうけど、ミレイは実家に帰るんだよな？」

　シーラ村だっけか？　冬には帰っていると聞いた覚えがある。

「そうさ、毎年餓狼狩りが終わって金ができたら食料買って帰るんだよ。うちの村は冬になると碌な食い物が無いからね。チビ共が飢えちまう」

「そういえば山賊が出るって話をしてたな、シーラ村は大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃないさ。だから今考えてるんだ」

　どうやら金貨四枚は相当の大金らしい。

だがそんなに大量に食料を買っても荷馬車を借りて運ぶしかない。

山賊の域内で荷馬車を動かすなんて自殺行為だから結局自分で担げる分しか持って帰れないのだと。

「なら俺とカーラも同行しようか？」

　それならば徒歩でも荷は多く運べるし、荷馬車を使って山賊が出てもやりようはある。

問題は距離ぐらいだが……

「そんなに遠くないよ。あたいの足で五日、急げば四日ぐらいかね」

　決まりだ。

「俺とカーラも同行する。ミレイの村についてから隊長への借りの分、山賊でも退治するか」

「なら善は急げであたいはさっそく食い物とかの買出しに行ってくるよ。あんたらは……」

「ヤるか」「ヤりましょう」

「「よしヤりまくろう」」

　むしろそれ以外に何をしろというのか

しかし結局ミレイに連れ出されてしまった。

「この色魔共、真昼間から盛るなっての！　カーラも矢が空なんだから補充ぐらいしときな！　エイギルはもう結構な金持ちだろ、いい武器とか防具とか買ったらどうよ。乗れるなら馬もいいんじゃないか？」

　確かに馬はあればいいかもしれない。

速度だけじゃなく荷物を運べる量も増えるし、戦闘の時にも役に立つだろう。

「俺、乗ったこと無いんだよな」

　カーラの目が輝く。

「ならあたしが教えてあげる。私は小さい頃に馬を連れて移動してたから大丈夫、乗り方は教えてあげるし夜はあなたの上に乗るわ！」

　処女に覚えさせると大変なことになるようだ。

だが方針は決まった、カーラは矢を俺は武装と馬を、ミレイは食べ物を買い、明日の朝に出発することになった。

道中はカーラが馬に乗りおいおい教えてもらえばいいだろう。

　カーラを腕に巻きつけたまま、まずは武器を物色する。

欲しいのはナイフかそれに準ずるもの、昨日の戦いは至近距離では敵をぶん殴るしかなかったのだ。

　金をケチる必要もないので高級品を並べていたイメージのあったミランダ商店へ入る。

財布の中には七〇枚以上の金貨がある、足りないことはないだろう。

「ようこそお越しいただきました。お道具はこちらへお預け下さい」

　この間の少年が腰を踏ん張って槍を受け取る。

おぉ……耐えた！　人は進化するものだ。

「毎度ありがとうございます。して本日はいかなるご用件でしょうか？」

　店主のオギルはおらず身なりのいい青年が相手をしてくるが下手に出てきても金貨の件を聞かれそうでめんどくさい。

「ナイフを見たい。刃渡り３０ｃｍ程度で装飾は無用。できれば鋼かそれ以上の材質がいい」

　かしこまりましたとすぐにナイフが並ぶ。

無骨なデザインだが刃が太く、実用的なものを二本買い腰につける。

　一応防具も見せてもらおうとしたのだが

革系の防具では俺の装備以上の物はなく、金属製の防具は自重が極端に重くなるのであきらめざるを得なかった。

　ナイフは一本銀貨四枚、その他保存食や袋等もろもろ合わせて金貨一枚で支払いを済ませ、さあ出ようと言う時

「これはこれはエイギル様ではありませんか」

少しばかり脱出が遅れオギルに捕まってしまった。

「本日は例の物のご相談……ではございませんでしょうな。大きな武功を上げられ褒章を頂いたこと、噂になっております」

さすがに商人、耳が早い。

「本日は当店でのお買い上げまことに感謝いたします。しかるにナイフに保存食とはどこか遠出をされますのでしょうか？」

「シーラの村まで友人を送っていく。荷物もあるしちょっとばかり治安が悪いようなのでな」

　オギルはそれはそれはと大げさに嘆息する。

「確かに最近は東に買い付けに行かせた者が盗賊の被害に会う事が多く、商売に支障が出ております。うちの従業員も怪我をしたり人質にとられ身代金を払ったこともあります」

「傭兵崩れか？」

傭兵崩れの盗賊は統率がとれている上に集団戦の経験があるので厄介なのだ。

「いえ、どうもそうではなく周辺の村で食い詰めた輩が集まっておるようなのですが、このところ気候が悪く作物の出来が芳しくないようで食い詰め者も増えているのかと」

　なるほど、食うに困った農民が切羽詰って盗賊稼業か

「そのせいで行商人も寄り付かず、あの地域はますます困窮しているとのこと。実に愚かなことです」

　オギルのような大棚商人は年単位のスパンで物事を考えるが、困窮した農民は今日の食い物のことしか頭にないのだろう。

だがそれを非難するのも妙な話だ、人は三日食わなければ死んでしまうのだから、来年の今日を考えても意味が無いのかもしれない。

「ところで荷物があるとおっしゃいましたが、それならば荷馬車か荷車をお求めで？」

やはり商人としては優秀なようだこちらの言葉を逃がさない。

「いや、盗賊の出る所を荷馬車でトロトロ行くのもどうかとおもってな、騎乗用の馬を一頭探している」

　オギルの目が光る。

「それならば我がミランダ商店にお任せ下さい！　当店は衛兵の方にも軍馬を手配している実績もございますし、必ずご満足頂ける馬をご用意できます」

　大げさな仕草が怪しさをかもし出すが、他の馬屋が彼以上に信用できるということもなかろうと彼を信じることにした。

　ちなみにカーラは矢を選んでいたが、既存の商品は彼女にとってバランスが悪く、鏃のみ買って自分で作るらしかった。

さすが狩人、燃費のいい技能をお持ちのようだ。

　ミランダ商店が所有するらしい敷地には何頭かの馬が放し飼いになっていた。

　オギルが飼育員を伴って次々と説明するが今一つ納得できない。

馬には素人な俺だが生き物として覇気が無いような気がするのだ。

カーラもあまり乗り気ではなさそうだ。

「覇気がない、でございますか。何分騎乗用の馬ならば忠実さと使いやすさを優先させておりましてあまり気性の荒いものは去勢致しますので」

　ならば仕方ないと馬を諦めようかとも考えたが一頭の黒い馬が視界に入った。

他の馬と違いこちらに興味を示さず、もくもくと草を食んでいる。

他の馬よりも体高も高く足も太い、遠めに見るだけでかなりの迫力だ。

「あれはどうなんだ？」

　オギルと飼育員は顔を見合わせて苦笑した。

そんなに変な馬なのか？

「あれは来春三歳になる若馬なのですが、気性が荒すぎて騎乗はとてもできません」

「体格が大きいのは軍馬としては宜しいのですが、共に飼われている馬にもケンカを売る始末です」

　なるほど生まれもっての暴れ馬というわけか。

「つい先日も衛兵の偉い方が屈強さを気に入られまして乗られようとしましたが振り落とされて骨を折ってしまいました」

　黒馬が目の前に連れてこられるが確かにこちらにまったく気を許さず俺を睨みつけている。

気を抜けばすぐにでも蹴飛ばされそうだ。

「聞けばエイギル様は馬にお乗りになったことがないとのこと。ならば最初はおとなしい馬で経験を積まれまして……」

　オギルが何か言っているが俺の眼はこの馬から離れなかった。

向こうも視線を外さない、こいつは俺や他の人間を馬鹿にしているのではない。

単純に何かが気に食わないのだ。

　一体何が気に食わないのが、何が足りないのかを読み取ろうとする。

たっぷり一分程睨みあった後答えは出た。

分かってしまえば単純なことだ。

「カーラ、こいつに乗って見てくれ」

「女性の方が乗られるのですか!?　しかし……」

「わかったわ、肩を貸して」

　既に乗ろうとするカーラに飼育員とオギルが慌てる。

「ではすぐに鐙を「必要ない、カーラそのまま乗れるな」

「ええいけるわ」「そんな！　こいつにそのまま乗るなど、とんでもない！　怪我をなされて」

「乗ったわよ」

　カーラはかがんだ俺の肩からひょいと馬の背に乗る。

馬はブルルと一声啼いたが特に暴れることもなくおとなしくしている。

「はぁっ！」

　カーラは馬の腹を軽く蹴り、駆け足で走らせ、大きく牧場を一周回って戻ってくる。

　手綱がついていないので前かがみに抱きつくような姿勢だ。

手綱がないということは操作はできず、馬がカーラの意志を汲んで動いたと言うことだ。

「まさかそんな……」「あの暴れ馬が……」

　だがカーラが乗れても肝心の俺が乗れなければ意味は無い。

俺は乗馬は初めてなので鐙と手綱を改めてつけてもらう。

　再び不機嫌に動き始めた馬の耳をしっかりと撫でて話しかけて落ち着かせ飛び乗る。

「おおっ！　馬ってのはすごいな、これは世界が変わりそうだ！」

黒馬は若干不機嫌そうな様子を見せるが俺を振り落とすことはしない。

しばらくトコトコと歩きまわるともういいだろうとばかりにブルルと啼く。

「この馬をもらいたい、値段を言ってくれ」

「えぇっとこの馬は騎乗できない前提の価格になっておりまして、その、おとなしい現在とは価格が少々…………」「うわあああああ!!」

　オギルは乗りこなせるならばもう少し価格を上げられると考えたのか、歯切れ悪く答えるが、乗れるのか確かめようと黒馬に乗った飼育員が背中から振り落とされるのを見て沈黙した。

　結局価格は金貨二枚、鐙や馬用の簡易な鎧、水用、荷物用の皮袋に更に金貨一枚だった。

一級品の騎乗馬の価格は最低金貨二〇枚らしく、これは駄馬や食肉用の価格らしい。

「まったくエイギル様には驚かされてばかりです」

「そうか？」

「ええ、まったくです。後学のためにお教え願いたいのですがどうやってあの暴れ馬を？」

「あいつが暴れる理由がわかれば簡単じゃないか」

　それがわかったのはあいつと俺が似てたからかもしれないが

「してその理由とは？」

「男に乗られたくなかっただけだ。カーラが胸を押し付けたのも良かったのかもしれないな」

　オギルのアゴがカクンと落ちる。

確かにあの大きさに真っ黒な外見だ。

ご婦人が選ぶ馬ではなく、試し乗りするのは屈強な男ばかりだった。

「で……では何故エイギル様が乗っても振り落とされなかったので？」

「乗る前に奴に教えたのさ［俺に買われたら毎日カーラも乗るぞ］ってな」

　あんぐりと口をあけるオギルを置いてカーラを乗せた馬が上機嫌に通り過ぎていった。




　馬を連れて小鳥亭に戻るとマリアは驚いていたが元々馬を連れた旅人用の設備もあるらしく追加料金で水と餌も対応してくれるそうだ。

「それで名前はなんと言うんですか？」

　名前は考えてなかった。

一体どういうのにすれば

「シュバルツです」

「ん？」

「シュバルツがいいです」

　というわけで女好き黒馬の名はシュバルツになった。

「ところで、今日が宿泊の期限になるんだけれど次は何日の延長にしますぅ？」

　そうか、マリアにはまだ言ってなかった。

「悪いが延長は無しだ、明日の朝からちょっと遠出になるんでな。いつ戻るかはわからない」

　えっ、とマリアが凍りついた。

そんなに意外なことでもないだろう、俺がここにきてまだ四日しかたっていないのだ。

「そっか……そうなんだ……出て行っちゃうんだ……」

「そんながっかりするなよ、用が済んでまた町に来たらここに泊まらせてもらうよ。それとも俺のモノを見ないと落ち着かないか？」

　からかってやるがマリアはうん、うん、と生返事をしたままフラフラと奥に引っ込んでしまった。

「なんだありゃ」

「今夜……わかるかもしれませんよ、ミレイが戻ってるみたいなんで行って来るわね」

　一人になってもう一人町を出ることを知らせるべき人物を思い出す。




「そう……ですか」

　ルウは俺の横に座ってトマトを食べながら悲しそうに俯く。

この子は表情が基本的にネガティブなのだ、いつか爆笑させてやりたい。

「あぁ。餓狼狩りも中止になったしこれ以上ここに居てもすることがないしな」

「ですよね……ここも人が減ってなかなか売れなくなりましたし」

　なるほど、狩りが中止になって人が減れば露店の客も減るわけか。

定住してる層はそれほど露店を使わないだろうしな。

「あのっ！　東の村に向かわれるんですよね？」

　急に大声を出すのでびっくりしたがあぁと頷く。

「私も実はそちらから出稼ぎにきてまして、もし宜しければ一緒に連れて行ってくれませんか？　一人だと危なくて帰れないんです。最近隊商もなかなか出ないですし」

　なるほどこんなちっこいのがどうやって旅をしてきたのかと思っていたが、隊商にくっついて移動してたわけか。

それも盗賊の増加で中々でなくなったというわけか。

　確かにこの子が一人で歩いたら狼か魔物の餌食か盗賊に捕まって売り飛ばされる未来しか見えないな。

「故郷には家族がいるのか？」

「母がいます。ただちょっと怪我をしててうまく働けないんです」

　母に会いに行く少女を守るのも男の義務だな。

「わかった、明朝に出発だから準備して小鳥亭の前でまっててくれるか？　夜明けに来なくていいぞ、日が昇ってからゆっくりおいで」

　他の二人に相談無しに決めたが子供の一人ぐらい構わないだろう。

シュバルツは喜ぶだろうな、女が増えたし。

　ついでにグレイにもちょっと遠出と挨拶した。

そうか気をつけろと言われた。

それでおわりだ。

　小鳥亭での最後の夜、ミレイは馬が使えることを知って、かなりの量の食料を買い込んだらしい。

閉まりかける露店を回ってバタバタと慌しく駆け回っている。

　俺は特にすることもなかったのでシュバルツを触ったり（嫌そうだった）マリアをからかったり（怒っていた）カーラに奉仕させたり（悦んでいた）していたのだが、旅に備えてしっかり休息を取るとミレイが主張し、カーラは部屋に連行されてしまった。

　さすがに昨日は寝不足だったし今日は早く寝るのもいいかもしれないな。

カーラには悪いが不完全燃焼だった彼女と違って俺はすっきりしてしまったのでゆっくり寝られそうだ。

ベッドの上に横になりうつらうつらとし始めた頃ノックなしにガチャリと扉が開く。

　咄嗟にベット横のナイフに手が伸びるが暗闇の中にぼんやり浮かぶ姿がはっきりしてくると静かに手を下ろした。

「起きてる……よね？」

「あぁ今起きたよ」

　マリアは薄い布地の服を着てベッドに腰をかける。

何をしに来たのかはわかるが、まず彼女が切り出すまで待とう。

「もうすぐお別れだね」

「どうだろうな」

戻らないつもりはないが、戻る確約もできない。

「もっとお話したかったな」

「話だけか？」

「自信家だね。正直に言うよ、あなたに惹かれてた、抱かれたい」

「俺のモノを毎日見てたもんな」

「あれはっ！　……もういいよ、昨日の彼女は恋人？」

「いいや、違うよ。だが俺の女だ」

　灯りは彼女が持ってきた菜種の灯だけ。

ぼんやりと人影が浮かぶ中にクスクスと声が響く。

「悪い男だね、カーラさんはあんなに好いてくれてるのに」

　俺が起き上がるとマリアは明かりをテーブルに置く。

「気持ちが抑えられなくて来ちゃったけど、やっぱりカーラさんに悪いなぁとおもって」

　口をキスで塞ぎ、薄い生地のパジャマを剥ぎ取る。

「マリアは俺の部屋に水を持ってきた。そこで俺に襲われて抵抗したけど犯された。それでいい」

「ありがとう……じゃあ今から犯されちゃうね？」

　マリアを抱き寄せて胸を触り、股間に手を差し込む。

股は期待に少し濡れているが、細身の彼女に俺のをねじ込むにはまだ汁が足りない。

指を奥まで差し込んで女が感じる部分をこする。

「気持ちいいか？」

「うん……そこいいよぉ」

　感じる箇所を刺激しながら胸をじっくり眺めた。

マリアの胸はとても小さくまるで年端のいかない少女のようだった。

「うぅぅぅ……。小さいって思ってる」

「そうだな、小さくて可愛いよ」

　乳房は小さいが乳首はそれなりの大きさで股間の刺激に硬直しよく目立つ。

「は、恥ずかしい！　こんなにしちゃって！」

　照れるマリアの乳首を吸い上げ、俺もズボンの前をあけて既に硬くなったモノを見せつけた。

「うわっ！　やっぱり大きい！」

「マリア、触ってくれ」

　マリアはおずおずと手を伸ばして男根を握ろうとするが片手では回らない。

少し躊躇した後、両手でゆっくりと擦り始める。

俺もそれに合わせて彼女の股の穴をかき回す。

　しばらくの間、肌をこする音と水音だけが聞こえたが、やがて女の喘ぎ声が混じり始める。

「はうっ！　もう……そろそろ」

　マリアの中はしっかりと潤った、そろそろ頂くとしよう。

「じゃあいくぞ？」

「うん、でもその前に」

　言わせないで唇を塞ぐ。

それで正解だったのだろう、マリアは目を閉じて、しばしキスを楽しんだ。

　ベッドの端に彼女を横たえてベッドの横に立ち、開かせた股の間に入り込む。

この体勢ならば男根に体重がかかり、たっぷり「犯す」ことができる。

両手を彼女と重ね、指を絡ませて勢いよく腰を突き出した。

「っああああーーー!!!」

　細身の彼女の中は狭かったが、しっかりと濡れていたのがよかったのかズルリと一番奥まで飲み込み、子袋との境まで一気に埋まる。

「ふうーよく締まる。気持ちいいぞ」

「おっおぉぉぉ……んあぁ！　……」

　マリアはまだ衝撃から立ち直れていないのか荒く息をつき、言葉にならぬ短い声をあげていた。

だが犯すと言った以上遠慮はしない。

まずは一度胎を汚させてもらおう。

　深く突く動きで彼女を攻め立てる。

いつしか絡んだ手は離れ、俺の指は彼女の薄い胸に伸びて、彼女の手は俺の肩に乗せられていた。

一突きごとに泡だった汁があふれ、細い悲鳴があがる。

「あうう！　中で膨らんできたぁ……もしかして出るの？」

「ああ、受け止めてくれ」

　その前に避妊薬を～とよくわからないことを言っているマリアを無視して一番奥で動きを止め、濃い種汁を流し込む。

マリアは慌てたようにバタバタと抵抗していたが射精に入った男をか細い腕でどけられるはずもなく、俺の腕の中に抱かれてしっかりと全てを注ぎ込まれた。

「わー！　本当に種付けしたあ！」

「ん？　まずかったか？」

「まずいに決まってるじゃない！　外に出すか薬を使わないと……子供出来ちゃうよぉ！」

「そうか、悪かったな。でもこうなったら同じだろう？　さあ続きをやろう」

　マリアを持ち上げて壁に手を付かせ、俺の種でドロドロの洞窟に再び男根を差し込む。

「わー！　待って待ってー！」

「待たない。今度は本気で行くぞ」

「ええぇ？　さっきのは本気じゃなかった……ってそれよりもわー!!」

　後ろから激しく尻に叩きつけ、行為の後で緩んだ女体を責めたてる。

マリアは二度三度と絶頂する内に理性を失っていった。

「もういい！　妊娠していい！　だからもっと頂戴！　エイギルさんの精を下さい！」

　マリアの胸に可愛らしく勃った乳首を両手で摘んで体が宙に浮くぐらい強烈に突きあげる。

肉音が大きく響き、マリアが床に崩れようとするが許さない。

そのまま持ち上げてベッドに押し倒して突きまくった。

「もう限界だ！　いくぞ！」

「−−−−−!!」

　言葉も出なくなったマリアに突きこみ、俺も獣のような雄たけびをあげた。

玉が空になるのがわかるほどの勢いで濃い雄汁が流れ込み、二人揃ってベッドに崩れ落ちる。

俺の放出が終わるのを確認したかのようにマリアは意識を失った。

　ルーシィ以外の女は本当に簡単にイってくれる。

ベッドで女を満足させないのは男として最大の恥と教育された俺もこれで安心して眠れるな。

ちょうど油の残りもなくなって部屋は闇に包まれ、二人分の寝息だけが聞こえる。
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名前　エイギル

地位　個人傭兵

お金　金貨六九枚

　　　銀貨四六枚（銅貨は割愛）

武器　大型バルディッシュ　鋼のナイフｘ２

防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

仲間　ミレイ（剣士）カーラ（狩人）シュバルツ（馬）ルウ（ロリ）

経験人数　三人








第13話　シュバルツ　♯







　目が覚めると割と面白い光景になっていた。

　俺の腕の中にはマリアが寝ている。

　昨日の情事に満足して頂けたらしく俺の胸に顔をうずめてニヤニヤと幸せそうに眠っていた。

　これはいい、俺は昨日マリアを抱いたわけだしそのまま同じベッドで眠った記憶もある。

　おかしいのはもっと下のほう、布団から突き出ている尻だ。

「んっ、んっ、んっ」

　規則的に響く水音と女の声、更に股間から快感が伝わる。

　声にあわせて上下に揺れる尻には乗った覚えがあった。

　カーラが忍びこみ、俺の朝の硬直に口をつけているのだ。

　だが、他の女と同衾している男のモノを口に含むとは勇気があるのか常識がないのか。

　ルーシィの魂まで搾り取るような口技に比べれば余りにも稚拙だが、一昨日まで処女だったのだから仕方ないだろう。

　時折むせながらも必死に口に含む健気な奉仕を楽しもう。

　そのうちミレイが気づいて駆け込んでくるだろう、それまでは好きなようにさせておこう。

　すぐに精を放てるような奉仕ではないが、長く性感を味わえると考えればちょうどいい。

　朝のまどろみの中、しばらくゆるゆるとした奉仕が続き。さすがに放出欲が高くなって来た。

　射精間近で最高まで大きくなった俺のモノに苦戦しているカーラの頭を手で押える。

　俺としては口で受け止めて欲しかったのだが、目覚めたことに気付いたカーラが顔を上げて元気よく挨拶したのだ。

「あっ！　エイギルおはよー。あたしの口どうだった？　初めてだからそれほど自信はないんだけど……遠慮なく口の中へ種を頂戴ね」

　誤算だったのはカーラは俺の横に寝るマリアをまったく気にかけていなかったのだ。

　元気なカーラの声にマリアも当然目を覚ます。

「うーん。エイギルさん、おはようございま………………」

　マリアは寝ぼけ眼で俺を見て頬を緩め、カーラを見て固まる。

　一夜を過ごした男との甘い朝になるはずが、その男の肉棒には別の女がしゃぶりついているのだ。

　彼女に言い訳しようとしたがまったく動きを止めないカーラに下半身は限界を迎えて、男根が彼女の口の中で放出の脈動を開始した。

「んぶぅぅぅ！」

　昨夜マリアにたっぷりと出したのだが夜の間に作られた種汁は初めて男を咥える女が対処できる量ではなく、口を一杯にした後こぼれ出る。

「げほっげほっ！　ごめんなさい、すぐに飲むから！」

　別に何も言っていないが、カーラはシーツにこぼした種までも手につけて口に入れる。

「可愛いやつだな」

　俺は苦さに顔をしかめながらも種を口に運ぶカーラの頭をゆっくり撫でる。

「それでマリア、これには事情があってな？」

　返答は強烈なビンタと「女の敵！」の一言だった。







「ねぇエイギル、少し付き合ってくれないかしら？」

　三人で朝食を食べているとカーラがすりよってくる。

「ん？　どうした」

「旅に出るんだったら薬も必要だと思うの、昨日買い損ねたから」

「あぁそういえば結局シュバルツを連れて帰った後はどこにもいかなかったな」

　薬と言うのは大変な貴重品で他の雑品、食料品とは一線を画する。

　貴重なものになればとんでもない価格で取引されるものも多い。

　更にかなりの専門知識を持たないと真贋を見分けることもできないため、通常の商店ではなく専門の薬屋か薬師本人から購入するのが一般的だ。

「確かに旅に出たら怪我をすることもあるし、ミレイは何か持ってるか？」

「まさか、本格的な傷や病の薬となると金貨単位の取引が普通さ。そんな金があるわきゃないし、あたいらが買えるような値段の薬だとせいぜい唾付けときゃ治るようなもんにしか効かないのさ」

　だから勿体無いので薬は買わないらしい。

　なら金に余裕のある俺が買っておいてもいいだろう。

「わかった、俺も薬は必要だからな、行こうか」

「あたいはここで飯食ってるよ～旅の間は保存食だから詰め込んでおかないと」

　カーラに手を引かれて訪れたのは大通り沿いにある薬屋、店自体はこじんまりとしているが内装は綺麗だ、そもそも薬は大量に調達できるようなものではなく、大きい店にずらりと陳列したりはしない。

　ここは伯爵家御用達、王家の認証もある店でディスカウントはしないが信頼性は間違いないそうだ。

　店内に入るとそれっぽい薬から、あきらかに毒にしか見えない色のものまで様々な種類がおいてある。

　薬の世話になる機会がまったくなかったので俺は興味をひかれ、きょろきょろと見て回っていたがカーラはまっすぐにある薬を手に取る。

「これを買ってちょうだい、あなたのお金で」

　カーラが差し出したのは小さな陶器に入った、琥珀色のゼリーだった。

「銀貨一枚よ」

　値段的には何の問題もないが何故カーラがわざわざこれを俺に買わせるのかがわからない。

　カウンターに座る爺さんに銀貨を出して薬を受け取るとやけに意味深な笑みを向けられた。

　ついでなので傷薬も買っておこうと、爺さんに尋ねると「この薬ならばほとんどの怪我に効く」と握りこぶし程の陶器に入った薬を勧められた。

　この薬は相当に貴重な材料を使った傷薬で、化膿したり爛れた部分に塗れば急速に治癒し、肌の再生もよく、跡が残りにくいらしい。

　値段は金貨五枚、小さな壷にしては異常に高い。

　シュバルツ二・五頭分、だが薬無しでの怪我は即座に死につながる可能性もある、それに同行の女の肌に傷を残さないことを考えると買う価値はある。

　金貨五枚を手にしホクホク顔の店主にカーラの選んだ薬の正体を聞いてみたところ、あの薬はセイルという木から取れる樹液を元にした避妊薬で特に高価なものではないらしい。

　なるほど旅の間に俺に抱かれて妊娠したら困ると考えたのか。

　だが老人が続けて話すには、その薬を男が買って女に与えるのには特別な意味があると。

「お前は俺の愛人だ　体だけの関係だからこれを使って準備してろ」

　と言う意味になるそうだ

　プロポーズとは対極にある行為で本気の恋人の間ではどんなにお金がなくても女性が自分で買って準備するものらしい。

　わかったがわからなくなった。

　カーラは俺に「体だけの愛人だ」と言われて嬉しいのか？

　よくわからないが店内で薬を渡そうとするとするりと逃げて外に出て行く。

　店の外の人通りの多い場所で渡すことになり周りから視線が集中する。

　どうやら容器を見ただけで分かるほど有名な薬なのだろう。

　女性は俺達を蔑んだ目で、男性はカーラに色欲の目、俺には嫉妬と羨望の目をむける。

「ありがとうございます！　しっかり準備しますね！」

　カーラが大きな声を上げる。

　いつもと口調が違うのは間違いなくわざとだろう。

　更に多くの視線を受けてカーラは顔を上気させていた。

　息を荒げるカーラを連れて宿に帰る途中、革ズボンに手を突っ込むとぐっしょりと湿っていた。

　俺はこのとき彼女が変態への道を進み始めていることに気づいたのだ。




「あのっ！　よろしくおねがしまうっ！　あぅ……」

　宿に戻りシュバルツの準備をし終えた頃、ルウがやってきた。

　体の半分ぐらいありそうな荷物を背負っている。

「おう、ついてくる分にはかまわねぇが遅れんじゃねぇぞ！」

　ミレイは厳しいことを言うが本当に遅れ始めたら見捨てられない性格なのだろう。

「そ、別にいいけど」

　カーラはルウを観察し完全に子供と見て警戒を解いたのだろう、興味を失ったようだ。

　こいつは遅れたら本当に見捨てそうだから怖い。

　シュバルツは最初ミレイとルウを見て女が増えたと思ったのか随分とご機嫌だったが、ミレイが買い込んだ食料品を積まれて不服そうだ。

　だが軍馬の中でも大きな体格を誇るシュバルツは少なくない荷物を積まれてもまだ余裕がありそうでこのまま騎乗して駆けることもできるだろう。

　シーラ村までの道中は基本的に草の生えた平原で水を補給できる池もあるので若干の飼葉のみを持っていく。

　勿論、これも追加で消費する本人に搭載された。

　さあ、いよいよ出発だ。

　だがその前に。

　俺は小鳥亭の扉を勢い良く開き覗いていたマリアを引っ張り出す。

「また戻ってくる」

　いつとは言わない。

　唇を重ね舌を入れ三〇秒ねっとりとこね回す。

　唇を離すとマリアの腰が崩れ、しりもちをついた。

「…………お待ちしていますよぉ」

　誰の視線も痛くない。

　さあ行こうじゃないか
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　出発して半日で気づいたのだがカーラもミレイも体力があるのか歩くペースが早い。

　無論、俺も女の足に負けることはないので通常の隊商とは比べ物にならない速度で進んでいた。

　こうなると問題は大荷物を抱えた少女で、昼にもならないうちに見る見る遅れ始めた。

　ので今は荷物と一緒にシュバルツの背に乗っている。

「すいません！　私が馬に乗せてもらうなんてとんでもない！　綱をつけて引いてでももらえればいいですからっ！」

　と恐縮していたが、俺が馬に乗りルウを引っ張る光景はどう見ても人攫いにしか見えないので却下した。

　それにルウを乗せることでシュバルツの歩くペースが上がる効能もあったのだ。

　本当にスケベな馬だ、誰に似たのか。

　道中は特に何もなく進み、日が暮れ始めたので野営の準備を始める。

　街道から少し外れた林の中で焚き火を用意し毛布を被る。

　季節はもう秋も深い、この地域はそれほど冷えるわけではないがそれでも夜は毛布一枚では寒い。

　こういう時は仲間全員でくっついて眠り暖をとるのだが……

「ルウあたいらはこっちで寝るぞ」

　ミレイはルウに毛布をかぶせて引き寄せる。

「えっ？　あの？　エイギルさんとカーラさんは？」

「そのうちわかるさ、ほら明日もはえーぞさっさと寝ろ」

　しかし、嬌声と肉の音は静かな夜によく響き、ルウは彼らが事を終えた後も興奮と驚愕でしばらく眠ることができなかったらしい。




「なにもないのはのどかでいいが、道もないとはなぁ」

　思わず声が出る。

　ロレイルの南は王都トリスニア　北はアークランド王国に続く道と要塞群　西には連邦へ流れる大河ノーステリエス　しかし東には小さな村以外は何も無い。

　いつか覗き見た地図でもトリエア王国に東の隣国は無い、中央山脈に隣接するこれらの地域は戦略的意味も生産能力的にも乏しいため、各々の村を統治する小領主に戦時徴兵の義務のみ課して放置しているというのが王国の実情だった。

　故に小領主達には大規模な土木工事をする力はなく、草原が多い開けた土地でありながらも街道は獣道といっていいほどのもので泥濘や林沿いの倒木は放置され、交通の便は極めて悪かった。

　道中点在する小さな丘や小川も雨が降ればたちまち大きな障害と化した。

「道さえちゃんとしてれば二日でつける距離なんだけどねぇ」

「はい……私の母もいつも嘆いていました」

　ルウとミレイが出稼ぎに出るのもわかる、距離の割りに東の村と王国の中枢は遠いのだ。

「おまけに盗賊団まで出るっていうんじゃさすがに商人はよりつかんだろうな」

　商人達がそれでも東の村々を回っていたのは、僻地と言っていい村で農作物や毛皮を安く買い、更に町で作られた物がより高く売れるという果実あってのことだ。

　盗賊に根こそぎ奪われるリスクを犯してまで渡りたい橋ではない。

「ミレイは食料を随分買い込んだみたいだが家族が多いのか？」

「親二人にあたいが長女で下に女四人に男三人さ、男一人と女二人は畑仕事やってるが何分土地が痩せてるからなぁ。後のは全員まだチビっこいガキで泣くしかできねぇよ」

　なかなかの大家族らしい、一〇人家族の冬の食料とならば大荷物もうなづける。

「冬の間もカブはちょこちょこ収獲できるからな、それに近くの森にゃ細々と獲物もいるし」

　眠らずの熊が怖いけどなと笑う。

「ルウの家も家族は多いのか？」

「いえ！　うちは母と姉がいて、姉が畑と母を見てるんです。……母は去年大きな火傷をしてからあまり動けなくて」

　こっちはこっちで重かった。

「私はこんなだから畑仕事とかほとんどできなくて、どうせなら町でお金を稼いできなさいって」

　お金もあんまり稼げてないんですけどと加える。

「そうか、なら早く会えるように急ぐか」

「はいっ！」

　ちなみにカーラは俺と視線が合うと恥ずかしそうに服をめくり上げて胸を見せたり、騎乗の練習でシュバルツに乗っていると後ろから股間に手を回したり、俺に見つかる場所で自慰をしたりと変態街道を一直線に進んでいた。

　悪路に梃子摺りながらも順調に旅を続けた俺達が当初ミレイの故郷シーラ村まであと一日となった時、ついに異変が訪れる。

「エイギル見えたか？」

「一瞬だったからよくはわからんが何か居たな」

　丘に囲まれたくぼ地、周りの丘の上に先程から影が見えては消える。

　ここから丘までの距離はほとんど無い。

　狼ならばここまで近づかずとも匂いでこちらを追えるだろうし、そもそも風下以外の全方位に見え隠れするのも変だ。

「カーラ見えたか？」

「一瞬だったけど多分人」

　結論は出ただろう、隠れて追いかけてくる人が友好的であるケースは少ない。

「カーラ、ミレイこの場で周辺を警戒！　ルウは丸まっておとなしくしてろ！」

　シュバルツに乗せた荷物を外し、飛び乗る。

　張り詰めた空気を読んでかすぐに俺の指示に従う。

「どこにいくの？」

「周りの丘から矢でも射られたら厄介だ！　先に丘の上に出て先制する！　お前らは俺の後ろから来い！」

　俺はシュバルツの腹を蹴る、練習ではやったことのないギャロップ……全力疾走。

「速い」素直にそう感じた。

　ただでかいだけではない、例え他の馬と同じ大きさだったとしてもこの馬は遥かに速いだろう、走るために生まれてきたとも思える。

　生まれて初めて全力で走ったのだろうその背中は上機嫌に笑っているようだった。

　瞬く間に丘を登りきった所、やはりと言うべきか五人ばかりの汚い身なりの男達が斧や粗末な槍を持ち、こちらを見て目を剥いた。

「おい登ってきやがったぞ！」

「いつの間に!!」

「まず聞いておく、何故俺達を追いかける！」

　男達は少しの間沈黙し、仕切りなおしたように武器を構えて怒鳴り始める

「お前らが持ってる積荷を置いてってもらう！」

「女もだ！」

　ここまでは予想通り。

「断る」

「えっ？」「えっ？」

　間の抜けた奴らだな。

「俺は断ると言ったぞ。どうする、諦めて去るか？　それとも戦うか？」

　馬に乗った騎馬兵というものは歩兵に大変な威圧感を与える。

　ましてシュバルツは軍馬の中でもかなりの大きさを誇る、与える威圧感は並大抵ではない。

　びびって逃げてくれればそれにこしたことはないんだが

「なめやがって！」「たった一人の騎馬に何ができる！」

　どうやら交渉決裂のようだ。

　男達が武器を手にまずは俺を馬から引きずり落とそうと襲いかかってくる、だがその動きはあまりに遅く統率がとれていなかった。

　正面から襲ってくる男達にシュバルツが気を利かせて斜めに移動する。

　視界から馬の頭が外れ、俺は男達に槍を振るう、二本の槍と四本の腕が宙を舞った。

「●▲■!!!!!!!!!!!!」

　聞くに堪えない悲鳴を耳から追い出し、指示を出したリーダー格の男に突進する。

「ひいい！　くるなぁ！　くるなぁあ」

　男は背中を見せて逃げるがもう遅い、戦いの合図は出されてしまったのだ。

　降伏すればよいが逃走は戦闘終了の合図にはなるわけではない。

　殺し合いを吹っかけた以上、その責任を取るのもまたリーダーの役目なのだ。

　突進の勢いを利用した槍は男の背中に突き刺さり体の中心を貫いて腹から突き出る。

　またも聞くに堪えない断末魔、最近は女の嬌声しか聞いていなかったのに耳が汚染された気になるな。

　槍を振り、残る二人の前に男を放り投げてやる。

　口から血泡を吹きながらもがく男の姿に二人は腰を抜かした。

「ひっ！」

「武器をおいて去るならよし、戦うならば次はお前らだ」

　男達が武器を放り投げて走り去るのを確認し、俺は仲間の元へ戻る。

　別働隊が俺の不在に襲ってきたのだろう、ミレイとカーラが二人の男と切りあっている。

　足元には男一人が転がっており、優勢に戦えているようだ。

　そもそもあの二人は傭兵みたいなもんだからな、お姫様ってわけでもない。

　シュバルツがブルルといななく、助けに行くぞと言っているのだろう。

　勿論だ、あいつらは俺の女とその予備軍、そして小さな蕾だ。

　戦う四人に横合いから襲いかかった俺は一人の首を刎ね飛ばし、もう一人はシュバルツが突進の勢いそのままに踏みしだいた。

　ぐしゃりと潰れた音が響き戦闘は終了。

　最後の二人は叫ばなかったのがよかったな、これ以上男の悲鳴は聞くに堪えない。

「きてくれたか！」

「あぁ無事か？」

「問題ないわここの一人と、向こうの一人仕留めたわ」

　カーラが弓で丘の上の一人を仕留めたようだ。

「俺のほうもリーダーらしき奴と他に二人をやった。他も逃げ散った」

「もしかすると他の仲間がいるかもしれない、早めに移動しよう」

　盗賊達が馬を持っているとは考えられない。

　ならばルウをシュバルツに乗せて駆け足で移動すれば捕捉される可能性は低いだろう。

　だがそう甘くもなかったようだ。

　前方に一〇名程度の集団が道を塞いでいた。

　三名が弓を持っているので迂回して駆け抜けるのも危険だろう。

　だが、周りの丘にもう敵はいない、前方の敵が全てなら俺が一人飛び出ても後ろは安全だろう。

「ルウを頼む」

　相手は既に臨戦態勢、のんびり荷物を降ろしている時間は無いだろう。

　心配そうな少女を降ろして、シュバルツに飛び乗り

「全力で行くぞ、お前の本気を見せてみろ」

　いななきが高笑いに聞こえた。

　駆ける駆ける、信じられない速度だ。

　槍をあわせると１００ｋｇ近い俺の体と数十キロの荷物を積んでいるとは思えない。

　まるで裸で野を駆ける野生馬のように軽々と、それでいて巨人の進撃を思わせる重厚な蹄の音は一トンを超える重量の突撃を感じさせる。

　前方から矢が飛んでくるがあまりの速度と威圧感に照準が狂うのか当たらない。

　三人程が粗末な槍で迎撃を試みるがシュバルツは意にも介さず、軽く槍を飛び越え踏み潰す。

　俺の槍が回転するたび男の首、狙いを外せば顔の半分が吹き飛ぶ。

　シュバルツは一塊になった盗賊の集団に対し大きく八の字の描くように走りながら突入と突破を繰り返していった。

　そして六人目を馬蹄にかけた時、一斉に盗賊が逃げ出す。

　士気が折れたのだろう、彼らには黒馬とそれに乗る俺は死神にでも見えたのかもしれない。

（逃がすものか）

　そう聞こえたような気がする。

　だが皆殺しにせねば収まらぬというわけでもない。

「助かりたいものは武器を捨てて降伏しろ！　逃走は敵対行為とみなす！」

　既に村まではわずかだ、おとなしく捕縛できれば衛兵への土産にもなろう。

　だが彼らの選んだ選択は逃走だった。

「それもよし」

　俺は槍を構えなおす。

　俺の下で待ちきれぬとばかりにシュバルツが足を踏み鳴らす。

「いくぞ！　全員屠れ！」

　徒歩で逃げる男達がシュバルツから逃げ切れるはずもなく、この場に立つのは俺達だけとなった。

「もうちょっと大人しくやれなかったのかい？」

　ミレイがルウを抱きしめながら文句を言ってきた。

　俺の戦いぶりにルウはビビりまくり、血と臓物に塗れた俺の槍と前面を血に染めたシュバルツを見て終に気を失ったらしい。

「何よこれぐらいで、それじゃ生きていけないわよ」

　カーラは不満げだが、確かに一〇やそこらの少女には衝撃的な光景だったのかもしれない。

　目を覚ましたらりんごをあげよう。

「んで衛兵隊長から頼まれてた件はどうするんだい？　盗賊討伐の証拠って言ったら本人達を捕縛して連れて行くかもしくは……」

「首を刎ねて持っていくかよね」

　ルウには悪いがりんごはお預けだ。

　もう少し寝ていた方が彼女のためだろう。

　シュバルツの首元にプランプランと下がる麻袋、中身は先程の盗賊団のリーダーと思われる男の首だ。

　盗賊団は食い詰めた農民の馴れの果てだ。

　雑魚を持っていっても確認はとれないだろうと考えリーダー格の奴だけを持っていくことにした。

　ダメなら捨てればいいしな、重さ的にも大したことではない。

　だが誰も持ちたがらないので馬の首に下がっているのだ。

　やがて、ポツリポツリと畑が見え始め、ほんのわずかに隆起した丘の上に木柵に囲まれた家々が見えてきた。

　ミレイがクルリと振り返る。

「ようこそ、我がシーラ村に」
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　マリアの夜

「これもダメ……あれは論外……それも足りないなぁ」

　探しているのは棒状の何か、だがどれも太さが足りないのだ。

　熊手の柄や竹筒など色々試したが全部ダメだ。

　一番ぴったりなのは飯炊き用の薪なんだがあんなもの使ったら棘が刺さって大変なことになる。

　これも全部エイギルさんが悪い。

　今までは自分の指で十分だったのにあんな大きい物の味を覚えさせられてはもうたまらない。

　しかもただ逸物が大きいだけではなく、女の扱いもとてもうまかった。

「見たところ私より年下なのに……なんであんなに上手いんでしょうかねぇ」

　やがて誰かが忘れていった木の杖、持ち手が大きく膨らんだそれが一番太さが近いことに気づいて、彼女は忘れ主が取りに来ませんようにと願いつつ、丁寧に洗って部屋に持ち込む。

「エイギルさん！　あぁ激しく抱いてっその太いのを下さい！」

「大丈夫です。痛くても受けいれますからぁ！　根元まで入れてぇ!!」

　マリアの嬌声が夜の宿に甘く漂った。
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　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨六四枚

　　　銀貨四五枚（銅貨は割愛）

　武器　大型バルディッシュ　鋼のナイフｘ２

　防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

　仲間　ミレイ（剣士）カーラ（狩人）シュバルツ（馬）ルウ（ロリ）

　経験人数　三人








第14話　村巡り　♯







　俺達がシーラの村に到着してからどうやらひと悶着あったようだ。

　人口僅か七〇人のこの集落に武装した人間が三人入るということは大変なことらしい。

　ミレイは毎年のことなので問題はなかったが、特に馬に乗り、重装備な俺が一番問題だった。

　これを解決したのはミレイの取り成しと盗賊頭の首だった。

　あの盗賊団はシーラの村にも度々脅しをかけて自警団と小競り合いをしていたらしい。

　頭の首も確認できたし、何より村出身であるミレイが「彼がやっつけた」と証言したことが大きかった。

　こういう小さな村は身内の言うことしか信じないことが多いのだ。

　ミレイの家に食料を運び込んだことも良かったのだろう、食い物をくれる奴を責める奴は少ないからな

　ちなみにミレイの家に行くとワラワラと子供が出てきたのでリンゴをやった。

　子供の笑顔は裸の女と同じぐらいにいいものだ。

　憎き宿敵が地獄に行った記念に村の集会場でささやかな宴会が開かれる。

　出されるものは［かぶ］や［芋］などあまり贅沢なものではないが冬の備蓄を今使ってしまうわけにはいかないのだろう。

「随分とお強いようにございますが、どこぞやの騎士団のお方ですかな？」

　爺とまではいかないがそれなりに年配な男が話しかけてくる。

「申し遅れました、私はこの村で村長をしております［マトンラ］と申します」

「エイギルです、ただの傭兵ですよ」

「ほうほう、立派な馬をお連れですので勘違い致しました。平にご容赦を」

　一介の傭兵とわかった俺にもえらく腰が低いが何故か不愉快な気配がする。

「ミレイを送って頂いたとのことですが、もしや何かしらの親密なご関係で？」

　狙っているだけだからそうではない。

　そしてお前に言う義理はない。

「ミレイに聞くのが宜しいかと、隠すような関係は何もありません」

「それで今回のお礼なのですが見ての通り、冬も近い上に貧しい村でございまして」

「夕食と馬に餌を貰えるだけで十分です。後はどこか家を一晩貸して頂ければ御の字です」

　マトンラは露骨にほっとした顔をする。

　なるほどこれが心配だったのか、報酬を求められても出すものが無い。

　断って暴れられでもしたら大変だと。

「そうですか！　いやぁありがたい、家については勿論お貸し致しますとも！」

「感謝します」

　後はささやかな宴をカーラとルウを両側において楽しむ。

「ルウの村もここから近いんだろう？　明日中にはつけるだろう」

　俺と装備で１００ｋｇカーラが５０ｋｇ（？）ルウは３０ｋｇもないだろう

　シュバルツが荷物を背負ったまま俺を乗せて走ったことを考えれば三人を乗せても歩けるだろう。

　奴は間違いなく不満だろうが、女の尻が二つのれば大人しくなるに違いない。

　そうすれば時間は一気に短縮される。

「はいっ！　ありがとうございます！　っっっ!!」

　ふかし芋を頬張っていたルウが話を振られてむせる。

　可愛いやつだ。

「ところでエイギル殿、お連れの女性は貴方様のいい人で？」

「そうよ、あたしはエイギルの女よ」

　マトンラの問いにカーラが即答した。

「それがどうかしたか？」

　あの盗賊団と渡り合うだけあって自警団の練度も大したことはない、カーラに手を出すつもりなら全員まとめて叩き斬るのみだ。

「いえいえ、なんでもありませぬ、では家にご案内致しましょう」

「ちょっと待ってくれ、ミレイお前の家にルウを泊めてやってくれないか？」

「いいけどウチだとごろ寝になるよ？　それより空き家があるなら……分かったようちにおいで」

　そう、俺たちと一緒に泊まると大変刺激的な夜になってしまうのだ。

　それに同じぐらいの子供もいるミレイの家のほうがルウも楽しかろう。

　カーラにシュバルツの世話と手入れを頼み、俺はマトンラと共に家に入る。

　これは俺が世話を怠けているのではない。

　奴は女が世話をしないと極端に機嫌を損ねるのだ。

　戦場では俺ともなかなか気が合うのだが……もっとも気持ちはすごくわかる、俺も男に世話などされたくない。

　俺がカーラと離れたのを見たのかマトンラが耳元によってくる。

「美人の女性を伴われている方に申し上げるのも気が引けるのですが、我々の感謝の気持ちと致しまして、エイギル殿のお相手をする女を提供させて頂くこともできるのですが」

　つまりは春を売る女を提供するということか。

　女を抱かせてくれると言うなら断る訳もない。

「ご満足頂けるよう相手しますが、何分貧しい村です幾分か包んで頂けると助かります」

　さて、いくら提示すればいいのか、ロレイルの娼館では並の娼婦で一晩銀貨二～三と聞いた。

　女性を安く見る気はないが、この村に未婚の若い娘がたくさんいるとも思えない。

　となると若いだけの［逞しい］女が出てくる可能性もある。

　好みじゃない女に金を払うのは大変に腹が立つものなのだ。

「では頼もうかな、一晩で銀貨二枚出す」

「銀貨二枚ですか!!」

　どうやらいい値段だったようだが構いはしない。

「この銀貨二枚で俺に抱かれてもいいと思う女なら何人でもいい。勿論年齢は考えて欲しい」

「わかりました、複数でも良いとは剛毅ですな！　して年齢の件なのですが」

　俺は高齢の女を抱きたいと思うほど性獣ではない。そこは分かって欲しかったのだが。

「お連れの少女も囲っておられるならば、童女も含めたほうがよろしいでしょうか？」

「いらん！　若い大人の女だけにしてくれ」

　俺は変態ではないのだ




　と伝えるといっぱいきた。

　カーラと酒を呑みながらゆっくりしていると扉をノックする音。

　事前に伝えてあったのでカーラは落ち着いている。

　無論、彼女自身も参加することが条件だ。

　扉を開けると確かに若い女性、顔とスタイルはカーラに及ばなかったがそれは仕方ないだろう、カーラは相当な美女なのだから。

　その人数五人、しかも人妻も何人か混じっていた。

「旦那は出稼ぎ中なんだけど銀貨二枚あったら相当楽になるのよね」

「最近行商も少ないし来ても値段上がってるからさ」

「旦那とは親が決めた結婚なんだけど不細工な上、下手糞でさ。あなたを見てるとうずいちゃう」

　ここは男としての正念場だな。
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　俺は夜の空気を感じながら火照った体を冷ます。

　冷たすぎる井戸の水が今は大変にうまい。

「おわったのかい？」

　ミレイが隣に座る。

　酒の入ったカップを差し出すのでありがたく受け取る。

「あぁ、楽しかったよ」

「五人かぁ、村に新しい血を入れるもの兼ねてるんだけど、来年にはあんたの息子が何人いるかね」

　なるほど道理でカーラ以外は薬を使わなかった訳だ。

「でも放っておいていいのかい？」

「全員ちゃんと満足させたよ。もうお休みだ」

「本当にすごい男だね……カーラが惚れこむわけだよ」

「ルウはもう寝たか？」

「あぁ、ウチのチビ共に振り回されて疲れて寝たよ。今日は久しぶりに腹いっぱい食えて喜んでたんだろうね」

「そりゃよかった」

「正直言うとさ、今年の冬は相当厳しくなりそうだよ、備蓄も足りてないし畑の状況もよくない」

　俺には農民のことはわからないから黙るしかない。

「うちはあんたの運んでくれた食料があるからまだマシだろうけど、餓死者も出るかもしれない」

「そうか……」

「だからあたいもここから離れられないよ、やっぱり家族が飢えるのは我慢できない」

　それはつまりミレイの旅はここまでと言うことだ。

　しばらく滞在してまた戻るということじゃない。

　次はいつ会えるか分からないということ。

「だからさ、あたいも気持ちを言うよ。エイギル、あんたが好きだ、カーラに先は越されたけど気持ちは負けてないよ」

　ミレイは俺の眼を見て視線をずらさない。

「さすがに六人相手にした後にはつらいだろうけどっんぐ!!」

　キスで口を封じる。

「服を脱いでくれ」

　ミレイはもう何も言わず、スルスルと服を脱ぐ。

　鍛えられた体は女らしさとは別にある種の美しさを感じる。

　俺もすぐに全て脱ぎ捨てる、女に恥をかかせるわけにはいかない。

「うぉっ！　なんだこりゃ……とんでもなくでかいな、こんなのが」

「ここだと汚れそうだな」

「知り合いだらけのあの家には行きたくないねぇ……」

　俺たちは笑って抱き締めあう。

　野外だし面白い体位でもやってみよう。

　立ったまま肩幅に足を開かせ正面から抱きつく。

「お、おいハメるんだろ？　なら後ろ向かないと……」

　答えずに正面からミレイを抱き締めて下から突き上げてやった。

「あがっ！　そんな正面から！」

　この体勢だと腰の密着ができないので抜け易いそうだが、幸いにして俺の逸物は大きいのでしっかりと串刺しにしてやることができるのだ。

「どうだ？　正面から立ったまま抱かれるのもいいだろ？」

「いいよ、たまんない！　あたいも鍛えてたつもりだけど男の胸板はそそるよ」

　俺とミレイはお互いに腰を擦り合わせるように動き、その姿はダンスでも踊っているようだった。

　野外でやるのは解放的でいい、普段よりも更に逸物に血が流れ込む。

「でっかい上になんて硬さだ……。さっき六人の相手したんだろ？　底無しだね」

　立っての交尾にミレイも快楽を得ていたが流石に女の体で体力が尽きてきたらしい。

　足元がおぼつかなくなってきた。

「悪い、もう足が限界だよ。転がすかどこかに手をつかせてくれよ」

「その必要はないぞ」

　ミレイの太ももに両手を回して持ち上げる。

　両手と肉棒の三点で彼女の体は宙に浮いた。

「うわっ！　まじかよ、あたい結構重いのにこんな軽がると……」

「お前程度、軽いもんだよ。後は俺に任せろ」

「言われなくても持ち上げられたら、あたいにはもう何もできないよ。好きに嬲られるだけさ」

　遠慮無しの激しい動きで彼女を揺らす。

　休み無く責め続け、股間から愛液が流れ出るようになったので動きを緩めて顔を見た。

「すごい顔だな」

　涙とよだれを流し、口からは舌が覗く。

　町でこの顔を晒したら気が狂ったと思われるに違いない。

「唇を合わせろ。俺の唾液を吸うんだ」

　まだ理性は失われていなかったらしく、口をつけて必死に俺の唾液を飲み込んでいく。

　俺はミレイを片手と逸物だけで持ち上げ、空いた片手で彼女の尻を撫で回し、尻の穴に指を入れた。

「んんんんんーー!!!」

　突然の狼藉にミレイの舌が口の中で伸びきり、性器が音をたてる程に締まる。

　ちょうどいい、俺も発射したかったのだ。

「ぐおっ！」

　一声あげて牝穴に汁を放つ。

　直前に二桁近く射精していたので量はそれほどではなかったが勢いは失われていなかった。

「子袋に当たるっ！」

　ミレイは唇を離して後ろに仰け反り、絶頂を迎えた。

　あまりに勢い良く仰け反るのでもう少しで落としてしまう所だったが。

　射精が終わった後、脱力したミレイが呟くように声をしぼる。

「最高だった……今までで一番だった」

　俺に持ち上げられたまま舌を絡めるキス。

　さすがに逸物は硬度を失い、ミレイの中から抜け落ちる。

　それを追う様にボタボタと種汁が零れ落ちた。

「ふー俺もよかったぞ」

「なあ……もう限界だよな？　できないよな？」

　本当は限界に近いがミレイの欲しそうな顔を放置する訳にはいかない。

「口でしてくれれば出来る。どうして欲しいんだ？」

「獣の体位……後ろからガン突きして欲しいんだ。いやらしい女と思うか？」

　笑って彼女を降ろし、汁塗れの肉棒を咥えさせる。

「思うよ。エロい男女が二人だ。たっぷりやろうじゃないか」

　ミレイの口から大きさを取り戻した逸物を引き抜き、井戸の淵に手をつかせた。

「望みどおり後ろから激しくしてやる。覚悟しろよ」

「ふふ、あたいだって思い切り搾ってあんたの腰を抜いてやるつもりだよ」

　一息に繋がり、互いに全力で腰を振り合ったがあっという間に決着はついた。

　嵐のような猛烈な突きにミレイは涙を流して許しを請い、腰が砕け、足が立たなくなり、最後は手もつけなくなったが、それでも俺に腰を持たれて突かれ続けた。

　俺は意識を失いつつある彼女の耳元で囁きながら、緩んだ尿道から垂れ流される熱い飛沫を浴びてたっぷりと彼女の子袋に子種を注ぎ込んでやったのだ。







　翌日、一週間程度の保存食と水、そして僅かな飼葉、ルウの背負っていた大きな麻袋。

　昨日に比べて随分軽くなった荷物をシュバルツに積み込みカーラとルウを乗せる。

　俺も乗ろうとすると奴は不平を訴えるように首を振る。

　うるさい、世の中に女の尻を二つも乗せた幸運な馬が何頭いると思ってる。

　少しぐらいの不愉快は許容すべきだ。

「昨夜はすごかったわ」

「今度は二人で楽しみましょ」

「二人きりなんてあんた死んじゃうわよ？」

　昨夜の女たちが出発する俺の見送りに出てくる。

　少し下がったところにミレイが見えた。

　何もいわずに手を上げる。

　ミレイも何も言わず、投げキッスをする。

　周りの女達から黄色い悲鳴が上がる。

　この恥ずかしい挨拶は昨日、ミレイの耳元でお願いしたのだ。

　夢うつつに覚えていたのかと笑いながらシーラ村を後にする。

　シュバルツがぶるると啼き、せっかくのメスを逃がすのかと言っているようだ。

　うるさい奴だ、ミレイはもう俺の女だ、少しばかり離れるだけだ。

　腹を蹴って駆けさせる。

　三人を乗せているとは思えない速度で黒い巨体は駆けて行く。

　道中別の盗賊団と遭遇したが徒歩の盗賊達に対してこちらは完全騎乗だ。

　前を塞いだ一人を頭から真っ二つにしてやりそのまま走り去った。

　日もまだ暮れ始めない時間にルウの故郷（エルコ村というらしい）に到着した。

　ここでもやはり村民とひと悶着あったがシーラ村の時のように円満解決とはいかず銀貨一枚を払って村の周りの草と井戸水をもらう許可を得たのだ。

　カーラは今にも襲い掛かりそうな殺気を放っていたがまさか村人を斬って回るわけにはいかなかったのだろう。

「すいません！　すいません！　私はいい人ですと言ったのにごめんなさい!!　宿が必要ならウチにいくらでも泊まって行って下さい！」

　もともと、大げさに歓待されるつもりもなかったしルウを送りに来ただけ、それが済めばすぐに発つ予定だったのだ。

　ただルウの外見からその母と姉には非常に興味があったので挨拶だけでもと家に上がらせてもらう。

「あっ！　あの本当にありがとうございました」

「ルウの姉のクウと申します不出来な妹を送って頂き本当に感謝します」

　大当たり、年は一五程、一〇人が一〇人振り返る金髪美人だ。

「だれかいらっしゃってるの？」

　奥の部屋、むしろのようなものを垂らして仕切られているところから綺麗な声が聞こえる。

「母さん!?　起きてきたの？」

　クウが慌てて奥の部屋に入っていく。

　簡単な自己紹介と事情の説明をする。

　母親の名はメルと言うらしい。

「そうですか、ルウを送って頂いたんですね。私からもお礼申し上げます」

　相変わらずむしろの向こうから美しい声色が聞こえる。

「いや、こちらこそ娘さんに美味しい物を食べさせて頂きました、それに娘さんはいずれ美しい女性になります、そうなる前に機嫌を取っておこうと思っただけですよ」

　笑い声が聞こえる。

「まぁ正直なのですね、ルウも大きくなったら貰って頂きなさい」

　美しい声に品のある話し方、クウの母親なのだから最低でも三〇も半ばに近いはずだが声からはうまく歳をとった雰囲気を感じる。

　だが彼女は決して姿を見せようとしない。

「失礼ですが貴女ともう少し近くでお話させて頂いてもよろしいですか？　是非直接お顔を見ながら話したい」

　クウとルウが息を呑む。

「申し訳ありません。私はひどい火傷を負っておりまして、顔を合わせればきっと貴方をご不快にさせてしまうでしょう。どうかご容赦頂けませんか？」

「あのっ！　私町でトマト売ってたんで、トマト料理作りましょうか？」

　ルウのへたくそな話の逸らし方は置いておき、そういえばそんなことを言っていたなと思い出す。

「メルさん、私はあなたが美しい女性であると確信しています。例え外見がどうであろうと、です。だからこそ是非ともお顔を見せて頂けませんか？」

「エイギルさん！　いい加減にして下さい！」

　クウがついに怒り出す。

　ルウはワタワタしている。

「いいのよクウ、どうしてもと言うなら構いませんが、いい思いはしませんよ？」

　メルはむしろを押してゆっくりと顔を出す。

「うわっ！　なにそれっ！」

　カーラが無遠慮に声をあげたので頭をはたく、こいつは一人でいることが多かったからか遠慮が無い。

　だが何も知らない人間ならば皆同じ反応をするだろう。

　美しい金髪は健在だが、顔の右半分が崩れ腫れ上がり、鼻は変形し右目は塞がっている。

　火傷跡らしき爛れは右半身全体に広がり右手の指は傷同士がくっ付いてしまったのか五本の指が一つの塊になってしまっている。

　歩くたびに苦痛に顔を歪ませているのは服の下も同じ状況だからだろう。

　ずるずると足を引きずる歩き方で痛そうに俺の前に座る。

　確かにこれでは畑仕事どころか家事も碌にできまい。

「以前薬草を取りに行って山火事に巻き込まれました。命は助かりましたがこのように二目と見れぬ姿になってしまいました」

　今では娘に迷惑をかける日々ですと嘆息する。

「いかがですか？　気分のいいものではないでしょう？　私は奥の部屋に「もったいないな」

「あなたは間違いなく美人でいい女だ、内面も外面もな、それが火傷のせいでもったいない」

「……もう少し傷が治れば……この手では畑仕事はできないでしょうが他の手伝いぐらいは」

「それじゃいけない、貴女のような美人がそんな姿でいるのは世の男にとっての損失だよ」

　きっとこれは運命だったのだろう、ロレイル出発の間際カーラの変態行為に付き合ったついでに購入した傷薬がある。

　テーブルの上に薬壷を置き封を切る。

　メルとクウは怪訝な顔をしたがすぐに驚愕に目を開く。

「それは……ネキュルの膏薬ですか？」

「さて、俺にはわからないが怪我によく効く薬と聞いた」

「山で稀にとれるネキュルの葉を何度もこして作るそうで相当な高値と聞きますが」

　ネキュルの葉はたまにとれると高値で買い取ってもらえるから知っているとクウは言う。

　だがクウは厳しい目を崩さない。

「その薬なら母の火傷も随分よくなるでしょう、ですがその薬はとても高価なものです、なんの見返りもなく他人に使うとは思えません」

　メルは下を向いて沈黙しており、ルウは状況が読み込めずオロオロしている。

「あなたはそれを母に使って頂ける代償になにをお望みですか？　あたしですか？　ルウですか？」

　クウは俺が薬と引き換えに奴隷商人のようなことをすると思ったのだろう。

「言っただろう？　美人がこのままでいるのは耐えられないと、俺は美女が大好きなんだ」

「そんなの信じられません!!　苦しむ私たちの前に希望をぶら下げて！　あなたは最低です！」

　クウは苦しむ母の姿を見て来ただけに一層感情的になっているようだ。

　だがそこに思わぬ援軍が入る。

「違います！　エイギルさんはそんな人じゃありません！　困ってる私を何度も助けてくれて、トマトを食べてりんごが残って荷物も甘くて！　あれ？　あれ？」

　援軍は混乱した。

「それもきっとルウをどうにかしようとっ！　「やめなさい、クウ、思い込みで話をしてはいけませんよ」

　メルが優しくクウをたしなめた、農家の女らしからぬ品の良さが見える。

「エイギルさん。私は今のまま娘に迷惑をかけ続けて生きるならばいっそ命を絶とうと思っていました。ですので貴方のご好意に甘えたいと思います、ただその薬が高価な事は私もよく知っておりますし、私たちに対価を払うような当てはありません」

　カーラが横で寝てる。本当に好き放題だなお前……この空気でよく眠れるな。

「もし、薬の対価を求められるのでしたら私一人の身だけに収めて頂けませんか？　私でしたらなんでもお応え致しますので」

「母さん！」

　クウが大声を上げるがメルはにこやかに笑うだけだ。

「勿論、最初から私の目的はあなたですから、ちなみに旦那さんはいますか？」

「一〇年近く前に他界致しましたがどういうことでしょうか？」

「もし怪我が治り元の美しさを取り戻せたなら、一〇日だけ俺の女として愛させて頂けますか？」

　場の空気が止まる。

　ルウは女？　愛？　トマト？　とよくわかっていない。

　クウはパクパクと口を開いたり閉じたり、カーラは飛び起きて威嚇しようとしたのでシュバルツの世話を指示しておいた。

「私のような三〇の半ばを超えた大年増を抱くのに貴重な薬を？」

「ただ抱くのではありません、俺を愛してもらいます。が、それはこれからの行動で勝ち取りましょう」

　服を全て脱がせると案の定やけどは全身に及び、じくじくとわずかな出血を見せていた。

　全身に軟膏を塗ると次は丸まってしまった手を見る、これはいかに妙薬とは言え、普通に塗っても表面のやけどが治るだけで元には戻るまい。

　そこで、ナイフでくっついた指を切り離してから薬を塗ると提案した。

　クウは当然大反対し、ルウは卒倒したがメルはお望みのままに全て任せると言って来たのだ。

　そして今、俺はメルを椅子に座らせてナイフを向ける。

　クウとルウはカーラに頼んでシュバルツに乗せての散歩に行かせている、見ない方がいいだろう。

　木の切れ端を布で包んで口に噛ませる。

「いくぞ」

　　無数の失神と三度の失禁の末、ようやく全ての指がはなれる。

　大量の血が流れ出るが膏薬を塗るとすぐに出血は止まり、痛みも薄れたようでスヤスヤと寝息が聞こえだした。

　濡れた部分を綺麗にして身体全体に清潔な布を巻いてやる。

　これで明日どれだけよくなっているかだ。

　膏薬もかなり使ってしまった、なんとか完治するまでもてばいいが。

　翌日もその翌日も俺はルウの家に泊まってメルに膏薬を塗り続ける。

　薬の効果は確かに絶大で、本来治らないであろうやけど跡が日ごとに薄くなっていった。

　そして七日目の朝、昨日ついに膏薬を使い切り、さてどこまで治ったかと包帯を取るとそこには火傷などなかったかのような美しい肌が蘇っていた。

　右手も支障なく動き、右目も眼球は潰れておらずまぶたが爛れて塞いでいただけだったのか綺麗なグリーンの瞳が輝いていた。

　良く見れば何やら傷の跡らしきものはあるがこの美貌の前にはちょっとした埃に過ぎないだろう。

　完璧だ、やはりこの人は素晴らしい美人だった。

　クウもルウも涙を流して喜んでいる。

　メルは二人を抱き寄せ、今までの苦労を詫びているのか親子の時間が続く間、俺は嫌そうなシュバルツにでも乗って時間を潰すことにしたのだ。

　その夜、親子三人から色々な話を聞いた。

　メルは元々地方領主の屋敷で使用人をやっていたが手篭めにされ、孕まされて捨てられた所をここの農民だった旦那に助けられ、もう一人子を成したこと。

　その後の戦争で旦那は還らず領主も敗れ滅びたこと。

　山菜や薬草とりと旦那が残した小さな畑で食いつないでいたこと。

　山火事にあい火傷を負って働けなくなったこと。

　生活に困り周りの村民に借金を重ねていること。

　この冬までに返せなければクウが体で返済する約束をしたこと。

　色々なことを聞かされた。

「分かった全部任せろ」

　俺は周りの住民にメルの家の借金の総額を聞き出した。

　総額にして金貨二枚、即座に返済してクウにちょっかいをださないように言う。

　村民の一人はクウを狙っていたのか、色々とごねるが、女だけの一家と違い俺の前で凄む勇気は無いのか村の公証人の前で借金の完済を証明した。

　小さな畑もクウ一人では手が回らなかったのか荒れ始めていたのでカーラと俺も含めた総がかりで修復、更に少しばかりの開墾を行いかぶと芋を植えた。

　なるほど農家も色々と手間がかかって大変だが、メル達は自分たちでやる一〇倍は早いと喜んでいたのだ。

　ちなみにシュバルツは綱をつけて木の根っこを抜かされたことが大変に屈辱だったらしく不貞寝してしまっていた。

　最後にしばらくの生活費として金貨を一〇枚渡す。

　三人ともとてももらえないと拒んだが強引にメルの豊満な胸に押し込んだ。

　ここまで二週間、思ったよりも随分と長居になったができることは全部しただろう。

「どうだろう、貴女のために色々尽くしたつもりだが、少しは俺のことを気に入ってくれたか？」

　クウ、ルウの目の前でメルに迫る。

「本当にどうしてここまで良くしていただけるのか……」

「言ったろう？　貴女に気に入られてたっぷりと愛してもらうためだよ」

　メルの顔が朱に染まる。

　クウも母が俺に抱かれることに異存はないようだ。

　母が俺に惹かれ始めていると思っているのだろう。

「ただ、その、この家は区切りがございませんので子供達がですね」

「見せ付けてやればいいさ、やましいことをするわけじゃない、愛し合うだけだろう」

「あたしは平気よっ！　母さんは私たちなんて気にせずに好きな人と遠慮なく……すればいいよ」

「あわわわわわわはわわわわわ」

「ルウの目は私がふさいどくわ」

「あの～あたしを忘れてない？」

　割と本気でカーラを忘れてた。

　俺は本気で女を口説く時は他の女を忘れてしまうことがあるのだと初めて知った。

「まっいいけどね、少しぐらい譲ってあげるわ」

　カーラはシュバルツの手入れに行く。

　最近多いがまさか馬相手に何かしてるわけじゃないよな？　そこまで変態道に落ちていないことを祈りたい

「今夜から一〇日間、貴女は俺の妻だ。いいか？」

　メルは覚悟を決めたのか

「はい、是非とも」

　これ以上話はいらないだろう。

　すっくと立ち上がりメルを抱き上げ、ベッドに移動して放り投げる。

　わざと窓は全て開け放つ、まだ外は夕刻だ、明かりは多くお互いがくっきりと見える。

　窓の外を通りかかるものがいれば丸分かり、そうでなくても窓を開けているので声は隣の家に優に届く。

　更に部屋を仕切っていた、むしろ状のものを引いて落とす。

　これで隣の部屋にいるクウとルウには丸見えなんてものじゃない。

　さすがにメルが抗議の声を上げようとしたが……。

「これでいい、俺たちは誰に恥じることもなく愛し合うんだ。メルは俺の女だ、エイギルはお前の男だって教えてやればいい」

　下卑たものがない、直球のアプローチに一〇年間相手がいなかった女が目を覚ましたらしい。

　潤んだ目で俺の服を手際よく脱がせてまだ柔らかい逸物をパクリと咥えた。

「一〇年ぶりの殿方です。下手はお許し下さい」

「いや……上手いな」

　一〇年のブランクがあるとは思えないほど舌使いも頭の振り方も見事なものだった。

　更にわざと唾液を溜めて大きく水音を鳴らし聴覚からも興奮を高めている。

　大きく鳴る音に隣室から恐る恐るクウが顔を出し、母が男の性器を咥えている衝撃の光景に顔を真っ赤にして引っ込んだ。

　メルはやはり恥ずかしいのか、耳まで赤くしているがそれでも奉仕を止めない。

　彼女の奉仕を中断したのは膨らみ続ける俺のモノだった。

「んはっ！　こ、これ以上は顎が外れてしまいます……」

「十分だ、乗ってくれるか？」

　メルは経験が豊富そうだし騎乗位で動きを任せても大丈夫だろう。

「はい、構いませんが少し潤いが……この大物を受け入れるには」

　言葉を継がせずに正面から女の穴に吸い付き、肉芽を舐めて穴の中に唾液を送り込む。

　すぐにメルの男慣れした穴は洪水を起こし、部屋中に強烈な淫臭がただよう。

　彼女は濡れやすく、しかも女の匂いが濃い。

「変な匂いがします～」「こら！　大人しくしてなさい！」

　匂いは隣の部屋のルウとクウにも届いたようだ。

「では失礼致します」

　メルは娘達の声を聞かないふりをして上に乗る。

　沈んでいく男根が八割程入ったところでメルが申し訳なさそうに「これが限界です」と俺を見る。

　彼女なら根元まで入るかと少し期待したんだがな。

　試しに腰を掴んで引き寄せてみたが確かに一番奥が軋む感触があった。

「ひっ、おぉぉぉぉ!!　ご、ご容赦を」

　根元までの挿入は諦めるが面白い声を聞いた気がした。

　騎乗位で腰を揺らし始めた彼女に合わせて腰を突き上げ、激しくこすりあげる。

「おっ……おっ……おおおぉぉぉぉ…………あぉぉぉぉぉ!!」

　やがて口から溢れる獣のような声、しずしずとした普段のメルから想像もできない牝の叫びに気をよくした俺は上に下にと攻めまくり、隣人が覗いているのも気にせず、村中にメルが俺の女だと教えてやる。

　獣の声をあげ続けるメルを組み敷いていた俺も限界を迎えた。

　火傷の治ったメルは掛け値なしの美女だ。

　俺は少しばかり背徳的な感情に駆られてしまったのだ。

「メル、じっとしてろ！」

「えぇ？」

　メルの中から放出間近の逸物を引き抜き、彼女の顔の前に持っていく。

「えっ？　えっ？」

「ううっ!!」

　困惑したメルの顔に大量の精液が降りかかる。

「わっ！　きゃっ！」

　大量に飛び出した液はたちまちメルの顔をドロドロに染め上げ、続いて首、胸を汚していった。

　全てを出し切った俺は満足してベッドに腰掛けて一息つく。

「ふー良かったぞ」

「…………それは何よりです」

　メルの美顔は見るも無残になってしまった。

「嫌だったか？」

「突然だったので驚きました。それほど不快でもありませんが……すごい匂いです」




　事が終わったのを感じてクウとルウが部屋に入って来るが、変わり果てた母親の姿を見て、俺に変態の烙印を押すのだった。

　その後、カーラから避妊薬を受け取ってメルの中に塗りこみ、二回三回と続けて愛し合う。

　彼女は胎内に精を受けるごとに女を目覚めさせてゆき、夜が明ける頃には別人かと思えるほどの香り立つ色気を纏っていた。

「うふ、肉穴の蜘蛛の巣が取れただけですよ。後九日、淫らな年増女をエイギルさんの色に染め上げて下さいな」

　妖艶に笑うメルを前に逸物が萎える事はなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨五二枚

　　　銀貨三四枚（銅貨は割愛）

　武器　大型バルディッシュ　鋼のナイフｘ２

　防具　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

　仲間　カーラ（変態）シュバルツ（馬）

　経験人数　一〇人








第15話　盗賊団　♯







　俺とメルの関係は一〇日と期限を切ったことでより一層燃え上がる。

　家は勿論、薬草取りに行った山で、水浴びに行った川で、時には夜、村内で開放的に楽しんだ。




「おい金目の物を出せ！」

「この家にはそんな物はありません！　どうか乱暴はしないで……」

「ちっ！　ならお前の体を差し出せ、さもないと娘を攫って売り飛ばすぞ！」

「わかりました……抵抗致しませんのでどうか娘だけはご容赦を」

　家に押し入った暴漢は俺、哀れな母親はメルだ。

　勿論これはそういう遊び、行為を盛り上げる一貫に過ぎない。

「股を開け、大きく全部見えるように」

「は、はい……どうかせめて優しく……」

　メルの言葉を無視してまだ湿った程度の女の穴に強引にねじ込む。

「痛いっひどいです！　裂けてしまう」

「あぁ具合のいい穴だ……。よし決めた今日からお前は俺の女だ！　俺について来るんだ、いいな!?」

「そっそんな！　私には子供達が」

「逆らうとどうなるか……」

「ううぅ、クウ、ルウ、母の分まで強く生きて……」

　湿りが足りない穴を強引にかき回し、尻たぶをバシバシ叩く。

　上がる悲鳴により興奮が増すのだ。

「よし、俺の女になった証に種付けしてやるぞ。孕め！」

「いやああああ!!」

　涙を流すメルに種を注ぎこんだ。




「ふう」「ふう」

「どうだった？」

「もう少し無慈悲にしてもいいですよ。お尻ももっと強く叩いてもいいですし」

　メルは案外に本格志向だった。




「母さん、俺もう我慢できない。母さんを抱きたいんだ」

「駄目よ……私達は親子よ。許されないわ」

「そんな理屈もうどうでもいい！　母さん！」

「駄目っ！　あぁなんてこと……息子の性器が入ってしまうなんて」

「母さん、俺のはどう？　大きいだろう？」

「ええ、すごい大きさよ……。こんなに育っていたなんて」

「もうだめだ母さん。イクぞ！」

「それだけは駄目よ！　実の親子で子作りなんて狂っているわ！」

「孕め母さん！　もう母さんは俺の女だ！」

「だめえええぇぇぇ!!　息子がお腹の中に戻ってきちゃったあ！」




「ふう」「ふぅ」

「これはどうだった？」

「私に息子がいたらと思うと実は股間がうずいて……」

「………………」

　近親相姦の願望があるらしい。




「うふふ、貴方の大きな男根をしゃぶりまわしてあげるわ。遠慮せずに濃ーい種汁をどぴゅどぴゅ出してもいいのよ？」

　俺の眼前に大股を開き、反対向きに竿を舐める。

　よだれを垂らしてぺちゃぺちゃと舌の音を出す下品な口取りだ。

　完全に娼婦に成り切っている。

「追加料金をくれるなら中撃ちだってさせてあげるし、尻の穴を犯させてあげてもいいわよ。さあどうする？」

「なら尻を頼む」

「いいわ、スケベなお兄さん。さあ、お待ちかねの尻の穴よぉ。ビンビンに勃起した肉柱を汚い穴にはめ込んで頂戴。内臓の壁でこすってびゅーびゅー精を出すのよ」

　メルは腰を突き出して自分の両手で尻の穴を広げた。

　演技とは言え、クウやルウが見たら卒倒ものだ。

「この淫乱め、くれてやる！」

　叫んで挿入するが、入れるのは前の穴だ。

　最高まで勃起した俺のモノを尻に入れたら間違いなく切れる。

　せっかくの愛の期間に切痔を負わせることもない。

　尻穴に入ったことにするのだ。

「んはああ!!　きっつぅい！　お尻切れちゃうわぁ」

「いい具合のケツだな。よっぽど使いこんでるのか!?　出すぞ！　腹の中を汁まみれにしてやる」

「いいわぁ、淫乱娼婦の尻穴を汚しまくってぇ!!　種汁で浣腸してえ！」

「うおおお!!」




「ふぅ」「ふぅ」

「これは嫌じゃないのか？」

「まあ遊びですしね……。それより本当にお尻に入れても良かったですよ？」

「さすがに切れるぞ」

「いいですよ。貴方にされるなら痛みも楽しめそうです」

　しっかり準備した上で尻を掘ってやろう。




　他にもカーラと二人で姉妹での争奪戦や姫様ごっこなど様々な遊びを楽しんだ。

　メルはカーラから避妊薬をもらっていたため、妊娠を気にすることなく楽しむ事が出来たのだ。

　だが勿論、仕切りのない隣室にいるクウとルウには盛大に呆れられた。

　メルは妻として俺に接し俺もまたメルの夫として過ごした。

　美しさを取り戻したメルに気を取られる村の男もいたようだが、隠すつもりもない俺への愛を見せ付けられ、すごすごと引き下がるしかなかった。




　燃えるような一〇日間が過ぎ、俺とカーラは再び旅に出る日が来る。

「エイギルさん、ここで母と一緒に暮らしてくれませんか？　もし私たちがお邪魔なら家を出ます。あんな明るい母さん初めてです！　母さんにはあなたが必要なんです！」

　前日、クウからはこう持ちかけられたが、それに頷くことはできない。

　俺には世界を知る必要とそれによって叶えたい目的があるのだから。

　ルウは何も言わずただポロポロと涙を流していた。

　カブの漬物を口に押し込んでやるとポリポリ食べながらもっと泣き出した。

　シュバルツの準備は既にできている。

　荷物はほとんどない、ここからロレイルの町までこいつの足ならば二日とかからないだろう。

　見送りは三人、皆目にはうっすら涙を浮かべている。

　ひどい男だと自分でも思うが俺には譲れないものがあるのだ。

　メルは何も言わない。

　だが彼女も俺がここにいるのを望んでいるのはわかっている。

「また縁があったら迎えに来るよ」

　残酷な言葉だとはわかっているが言わずにはいられなかった。

「あまり待たせると私はおばあちゃんになってしまいますよ？」

「それでもいい、心は綺麗なままでいてくれ」

「ええ、あなたが私の最後の男。いつまでもお待ちしてます」

　メルと長いキスをする。

　続いてルウがやってきて右の頬に軽いキス。

　最後にクウがやってきたので同じく軽くと見せかけて唇に熱いキスをして舌まで入れてやった。

「■○◎△ーーーー!!!」

　絶句して暴れるクウに全員が笑い、口直しにメルともう一度キス。

「じゃあな」

　そして俺は手を上げて村を去る。




「母さん……」

　クウが心配そうに寄って来る。

「大丈夫、きっとまたいつか会える」

　抱きついてくる娘を抱きしめて誰にも聞こえない声でぼそりと

「あの人の分身も頂きましたし」

　メルはそっと腹に手をやり微笑んだ。

　ポケットからカーラにもらったが封の空いていない避妊薬が覗いていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　ロレイルまでの道程、シュバルツに乗って駆け足で走り抜ける。

　とはいえ生半可な馬の疾走とも言って良いほどの速度が出ていた。

　後ろに乗せたカーラも驚くほどの速度で景色が流れ、往路の苦労が嘘のように距離を重ねていく。

　盗賊の戦闘で荒地での走り方を覚えたのか、特に指示を出さずとも泥濘や倒木を回避し、少々の段差ならば跳躍する。

　このままロレイルに戻るならば恐らくその日のうちにでもついたのかもしれない。

　だが俺はそのままロレイルに戻るつもりはなかった、衛兵隊長との例の約束のためだ。

　既に盗賊団一つを壊滅させており、義理は果たしたとも言えるが証明できるものは何も無いので、はったりと取られても仕方ないだろう。

　ならばはっきりと証明しておこうと思ったのだ。

　借りを長く持つのはあまり好きではないのだ。

　それに当てもなく探すのではなく心当たりもある。

　俺も森に踏み込む前はしばらく傭兵と盗賊の中間のようなことをやっていたのだ。

　往路で一度街道周りの地形を見たことで奴らが張りそうな場所は見当が付く。

　街道をできるだけ広範囲に見渡せる高台になった場所で、かつそれなりの人数が身を隠せる横に広い尾根があること。

　そして可能ならば、すぐ近くに安心して野営できる見通しの悪い森か、植生の濃い林があるといい。

　水の確保の面から見れば近場に小川があるとなおいい、水と言うのは大量に必要な上に運ぶと、とんでもなく重いからだ。

　そしてその条件に当てはまる高台にシュバルツを駆けて乗りこむと…………いた。

　数にして四人、見張りだろうか適度に距離をあけて街道を一望できる場所に陣取っている。

「なんだお前は!?」「突然脅かすな！」

「ここで何してる？　お前らは盗賊か？」

　いきなりの詰問に盗賊達は顔を見合わせる。

「な、なにを意味わかんねぇことを、俺たちゃ狩人よ、獲物を追ってきたってわけよ」

　俺達が武装している上に荷物がないことを見たのかなんとか誤魔化そうとしているのだろう。

「あら？　それは変ね、こんなとこに隠れてたって下の獲物を狙うには遠すぎるし、風上に立って獲物がよってくるとは思えないけど？」

　カーラが男達の理屈を潰す。

　だがまどろっこしく問い詰めるつもりはない。

　俺は袋から金貨を取り出しわざとらしくジャラジャラと数える。

「もし、お前らがいい獲物を仕留めたなら買い取ってもいいんだぞ？」

　男達の雰囲気が一変し、武器が抜かれ殺気が立ちこめる。

「こいつは無理な話だな」

「俺たちの獲物ってのはあんたみたいな馬鹿な金持ちなんだからな」

「馬鹿な奴だ！　そのまま行ってりゃ助かったのによ！」

「有罪」さあこれで話をする手間も省けた。

　向かってくる盗賊の目玉に矢が突き立ち、ビクンと震えて倒れる。

　カーラの先制攻撃だ。

「貴方と同じ馬に乗って戦うなんて、濡れてきちゃう！」

　無視して男を突く。

　一撃目を剣を犠牲にして防ぐが、二撃目がのど元に入り血しぶきが飛びどさりと斃れる。

　動揺する暇も与えない、もう一人の頭に振り下ろしたバルディッシュが鼻まで食い込み、立っている男は一人になった。

　もはや決着はついた俺の槍が男の右手をとらえ男は崩れ落ちた。

「終わりね」

「あぁそうだな」

　俺達は馬から降りてカーラの胸を触り、服をめくる。

「あんっ！　ここでするのぅ？」

「戦いの後は燃えるんだよ！　おとなしくしてろ！」

　草むらの中に倒れてくぐもった声を響かせる。

　すると先程倒れた男が流血する右手を押さえながら発情している二人を伺う、足音を忍ばせて林に向けて歩き始めた。

　やばい奴がきて見張りが全滅したことを頭に伝えなければならない。

　そして何より死にたくない。

　あいつらがまぐわいを終えたら次にすることは盗賊退治の証拠に死体の首をとることのはずだ。

　彼は逃げる、仲間のアジトに向けてだ。

「カーラもういい、あいつが逃げた。服を着るんだ」

「えぇ～もう少しでいけそうだったのに…………」

　俺がいくら女好きと言っても死体だらけの野外で盛るほど獣ではない。

　最初から致命傷を避けたあいつを逃がしてアジトを特定するためだ、盗賊団にとって仲間なんてものは使い捨ての駒にしか過ぎないし、貧しい地域であればいくらでも集まる。

　だが、優秀な指揮官は農民上がりの盗賊団にはほとんど存在しないといっていいのだ。

　おれの見立てではこの地域の盗賊には優秀な頭がいる。

　地形をよんだ待ち伏せや、監視方法など食い詰めた農民の集団ができるものではない。

　そもそも盗賊の脅威が増したのはここ最近とのこと、いくら飢饉で食い詰め者が増えたとはいえ統一された組織力がないと大人数を動かすことはできないのだ。

　統率力に優れた頭を叩けば、襲撃方法も幼稚になり、仲間割れを起こして大した脅威ではなくなっていくのだ。

「馬なんか連れて行くと即座にばれるからな、お前はここで待て。カーラは俺と一緒に」

　シュバルツはそうかいとばかりに草を食み始める。

　馬を放置するなど本来はあり得ないだろうが、こいつなら大丈夫だろう。

　右手の出血はかなりの量のようで走る速度も遅く、点々と血が落ちて追いやすい。

　男を追いかけて林に入り込み、小一時間ほどでいくつものテントが並び立ち、たくさんの焚き火がなされているアジトと思われる場所にたどり着いた。

　毛皮やボロを着た男達がそれぞれの武器を手に談笑したり歩き回ったりしている。

　数は目に見える範囲でも一〇人以上、テントの中に恐らくは三〇人以上はいるだろう、かなり大規模な盗賊団と言っていい。

　男が這うようにして一番大きなテントに入っていく。

「ここが奴等のアジトね、でどうするの？　かなりいるみたいだけど」

「見張りがやられたって報告が入ればここから移動するか迎撃するかするはずだ。やつらがバラけたタイミングでリーダー格の奴を叩く」

　これならリーダー周りの最小限の人数を相手にするだけでいい。

　テントが開き大男が出てくる。

　革の鎧を着て大きな剣を肩にかついでいる。

　装備の状態がいい、恐らく奴がリーダーか幹部の一人だろう。

　だが予想外の光景が続く。

　周りの山賊より頭一つ小さい黒髪が続いて出てくる。

　同じく革の鎧を纏い抜き身の剣を手に何やら怒鳴っているようだが。

「女!?」

　甲高い声は山賊たちの怒声の中でも良く通り、彼女が女であることは疑いようがなかった。

　通常盗賊団にいる女など飯炊きや性処理、奴隷として売り飛ばされるために誘拐されてくるぐらいだ。

　だが剣を手に周りの盗賊達に指示を出している彼女がそうでないことはあきらかだった。

「それどころかあの女が頭かもしれないわよ」

　先程の大男が女と話してから周りの盗賊達に怒号を飛ばしている。

　あの女の副官的な立場にも見える。

「こいつはちょっと困ったことになったな」

　どうするか、と木の陰から一歩踏み出したとき、足元に引っかかるものを感じた。

「エイギル！　だめ！」

　カランカランカランカラン

　足元に張られたツルは木の間を伸びており、くくりつけられた金属片が音を立てる。

　盗賊達の視線が一斉にこちらに向けられる。

　作戦変更だな。

　盗賊達の反応は早く、俺とカーラはたちまち包囲され、援軍がいないか確かめるための見張りが次々と全周囲にむかって走り出す。

　見事な指揮だな。

　やはりこいつはやり方を知ってる。

　昔いた傭兵団もここまで見事にはできなかった。

「こいつがお前の言っていた女連れの騎士か？」

　女が右手を押さえる男に聞いている。

「へ、へえ！　頭！　こいつがドロン達をやりやがったんでさ！」

　なるほどこの女がリーダーで確定か。

　女は顔を歪めて男を蹴飛ばす。

「グズが！　それでノコノコ泳がされてここまでつけられたのか！」

「しかし、こいつ馬に乗ってませんぜ」

「近くには援軍はいないようでさ」

　盗賊が口々に状況を報告する。

　大男が身の丈ほどありそうな大剣をこちらに向ける。

「とするとこいつらだけか、クレアどうする？」

「仲間をやられてそのままってわけにはいかない。殺して見せしめに街道に転がしときな。女の方はお前たちで食っても構わないよ、ただ売り物になる上玉だ、あんまり傷つけるんじゃないよ」

　盗賊達から歓声が上がる。

　さて作戦変更はいいが、どうやってカーラを後ろに下げるか…………

　俺は槍を構えなおし、盾を手に取る。

「この状況だ、もうあきらめな。へたに抵抗すると苦しんで死ぬことになるよ」

「残念、まだ死ぬ気はないよ」

　全員に緊張が走る、全周包囲されている以上どこかを突破しなければ話にならない。

　前方の大男は強敵だろう、左手右手を攻撃してもあいつが動くだろう、ならば

　俺は盾を大男に投げつけるとくるりと後ろを向き、カーラを脇に抱えたまま後方を囲む男達をなぎ払う、咄嗟に盾を構えるが粗末なそれでは俺の攻撃は防ぎきれず二人が倒れる。

　怒号と悲鳴、人相手の修羅場は久しぶりだ。

　もう一人を蹴飛ばして包囲を破り、カーラを後方に投げると猫のようにクルクルと回って着地、間髪をいれずに弓を構える。

　盾が無い以上、細かい打ち合いをするのは不利、俺はバルディッシュを両手で持ち振り回す、狼の群れを相手にした時と同じだ。

　近づこうとした男の首や手が宙を舞う。

　周りは全て敵なのだから遠慮はいらない。

　斬って斬って斬りまくり、弾き飛ばして蹴り飛ばす。

　一〇人ばかりを屠った時、後ろで悲鳴があがる。

　弓で男達を翻弄していたカーラがついに掴みかかられたようだ。

　カーラは剣があまり得意でなく、近距離武器といえばナタのような短刀だけだ。

　慌てて助けにいこうと身を翻した時、黒い影が男の背中を踏みつけた。

「シュバルツ！」

　一トンを優に超える重さにバキバキと骨の砕ける音が響き男は血反吐を吐いて動かなくなった。

「よくやった！　シュバルツに乗って後ろから援護してくれ！」

　行動は早い、馬上からの弓は精度が甘く、しばしば無駄弾となったが追いかけようにも木々の間を駆けながら抜けるシュバルツに追いつけるはずもなく、へたに前に出た者はその重厚な馬体に跳ね飛ばされるか踏み殺された。

　そして何よりカーラの弓よりも深刻な脅威があったのだ。

「ば…………化け物だ」「こんなの聞いてねぇ…………」

　俺の周りには既に三〇近い死体が転がっている。

　いずれも損傷が大きく、俺自身もやつらの血に塗れて槍を振る。

　自然と俺は笑っていたらしい、ついに盗賊達が後ろに下がり始める。

　たまらずクレアと呼ばれたリーダーの女が前に出ようとしたが、大男が肩を押さえ前に出る。

「頭は簡単に前に出るもんじゃねぇ」

　大剣を振り上げた大男が出ると周囲の盗賊達は安堵したような表情を浮かべる、どうやら奴は相当腕が立つようだ。

「随分とやるじゃねぇか、伯爵傘下の騎士か？」

「いや、ただの傭兵だ、あんたこそ農民崩れには見えないな」

「昔、騎士をやっててな、悪いが無駄話してると頭にどやされる、いくぜ！」

　男が上段に構え、突進してくる。

　踏み込みも振り下ろしも速い！　今までの奴とは次元が違うな。

　回避はできず槍を振り上げて弾くがその重さに体勢が崩れる。

　男も同じだったようで驚いた目をこちらを見る。

　受身に回っては不利、徹底的に仕掛ける。

　槍を振り下ろし、振り上げ、なぎ払い、回して再度振り下ろす。

　その全てを男は受けきった。

　これだけの攻撃を人相手に防がれたのは初めてだ。

　笑みがこぼれる、これは虐殺じゃない決闘だ。

　攻め手は緩めない、五合六合と打ち合いが続き七合目で終に大男が弾き飛ばされ間合いが開く。

　男の剣は刃こぼれし、へこみも目立ってきた。

「てめぇ……なんて力だ」

「ここまで受けられるとは思わなかった。まだまだいくぞ」

　俺は再度打ち合わんと突進する。

　大男はこれ以上は不利と見たのか咄嗟に突きに切り替え、俺の穂先を滑らせる。

　奴の大剣は砕けたが、俺の懐に入り込んだ奴は腰の剣を抜いて俺に突きたてようとする。

　その剣をマントを被せた左手で掴む、このマントは一見ただの黒い布だが刃は通さない。

　呪われた吸血鬼の逸品なのだ。

「馬鹿な!!　動かん！」

　大男は両手で必死に剣を押すが俺の左手一本で掴まれたその剣はピクリとも動かない。

　手が切れないのはマントのおかげだが動かせないのは単純な力の違いだ。

　あぁこんな光景あったなぁと思い出す。

　ルーシィが遊びで訓練に付き合ってくれた時、俺の大剣を細腕一本で掴まれて最後は剣ごと投げ飛ばされたのだ。

　息が詰まってのたうつ俺を見て笑っていたっけか。

　必死に剣を引く大男に向かい槍を構える。

　お前は確かに強かった。

　けれど、俺のほうが強かったな。

　男を柄で吹き飛ばす。

　空中に浮いた男と目が合った。

（あいつは勘弁してやってくれ）

　そんな声が聞こえた気がした。

　俺の槍は大男を胸の下で両断した。

　シャワーのように鮮血が降り注ぎ、俺も周りの盗賊も、そしてクレアも真っ赤に染まる。

　一呼吸の後パニックが起きる、盗賊達が次々と武器を投げ出し、一目散に逃走していく。

　どうやら女首領の権力は大男の影響力あってのものだったようだ。

　女は呆然と半分になった大男を見つめている。

「アッシュ…………そんな…………」

　女が剣を向ける。

「やああぁぁぁぁ!!」

　盗賊全員が逃げ散った中、クレアは自分を鼓舞するように大声を上げて斬りかかる。

　その剣は速く、そして案外に重い斬撃だった。

　一合、二合と俺は槍の柄で剣を受け、三合目に弾き飛ばした。

「あっ!?」

　石突の一撃がクレアの腹に入り、彼女は胃の中のものを吐き出してうずくまる。

　戦闘は終わった。

　その後、無事に戻ったカーラとともに盗賊のアジトを物色する。

　テント以外に構造物はなく発見されればいつでも脱出できるようになっている。

　結局、クレアがいた大型のテントの中に、売り飛ばすつもりだったのだろう装飾品と金貨が一〇枚ほどあった他は粗末な武器と食料品が中心で回収できそうにはなかった。

「規模の割にはしょぼい盗賊団だな」

　恐らくクレアとアッシュとやらの大男が中核となり、そこに食い詰め者がくっついて出来たのだろう。

　金貨は命の掛金として頂いて、後はロレイルの衛兵に任せた方がいい。

　ロレイルに戻る準備をしていると両手両足を縛られたクレアが目を覚ました。

「私は……そうかあんたらに」

「おとなしくしてれば口を塞ぐのは勘弁してやる」

　クレアの鎧と剣を全て外し簡素な衣服だけにしてシュバルツに乗せる。

「私をどうする気だ」

「ロレイルに連れて行って盗賊討伐の証拠にする」

「こいつみたいに首だけにされないことをありがたく思うのね」

　アッシュの首は麻袋に入れられ、シュバルツに吊るされている。

　しかし結末は変わらないだろう。

　盗賊が統治機構に突き出されて生き残れる可能性はない。

「これであのおっさんにも借りが返せる」

「衛兵隊長だっけ？　あたし見てないけど」

　ゆっくりと馬を引きながら雑談しているとクレアが馬の上から叫ぶ

「苦しいことはわかっているが、頼む！　見逃してくれ！」

「あんたバカなの？」

　俺もカーラも相手にしない。

「頼む！　私はまだ死ぬわけにはいかないんだ！　他のものはなんでもやるから」

「あんたに今何があるっていうのよ」

「私は死ねないんだ！　頼む！　頼む！」

「死にたくない」ではなく「死ねない」というのが気になった。

　あの男も最後にクレアを心配する目をしていた。

「事情を話せ、場合によっては考える」

「エイギル!?　こんなおっぱいもない女に何考えてるの!?」

　結論は簡単だ。

　クレアはある国王に仕える、貴族の娘だった。

　その国が滅び、父も母も死に、配下騎士のアッシュが赤ん坊のクレアを連れて脱出、男手一つで育てた。

　傭兵団を渡り歩くうちにクレアも剣と戦術を覚えたが色々あってこの地域に逃げ、食うために盗賊団をやっていたと。

　どこかで聞いたような話、アッシュは主家を再興するまでクレアを守るつもりでいたようだ。

「ここで私まで死んでしまったらアッシュも無駄死にになってしまう！」

「しらないわよそんなの」

　カーラは冷淡だ。

「盗賊団壊滅にはこいつの首だけでも説得力はある」

　傍目にはそちらの方が自然だろう、アジトの位置もわかっている。

「……」

　クレアはアッシュの首が盗賊として扱われることに抵抗があるようだが、客観的には完全に盗賊だ、あきらめてもらうしかない。

「頼む！　私にチャンスをくれ！」

「エイギルどうする？　うるさいならこの場で首だけにしちゃうけど」

「私は彼に話しているっ!!」

　二人はそもそも相性が悪いのかもしれない。

　だが、俺の中では結論は出ている。

「放してやってもいいが条件がある」

　バッとクレアの顔が上がる。

「本当か!!」

「あー、そういうことね」

「二度とこの周辺で盗賊家業をしないこと」

「勿論だ、アッシュを失ったのもそのせいだ、別の生き方を考える」

「今夜一晩、俺たちの玩具になれ」

「でしょうね」

　戦闘は結構な時間続いたので既に日は落ち始めている。

　ロレイルまでは到底着けそうに無い。

「はぁっ!?」

　盗賊をやってたのなら捕まった女がどうなるかわかりそうなもんだが、変なところで人がいいのかもしれない。

「お前もカーラをそうしようとしただろ？　お前の相手は二人だけだ幸運だと思わないか？」

　クレアは少し屈辱的な顔を見せるが自分たちも盗賊としてやってきた報いと思ったのだろう、またここで返答を渋って俺の気が変わったら全てが終わりだ。

「わかった…………好きにすればいい！　だが朝日が昇ったら解放してくれ」

「いいだろう、だが朝日が昇るまでは俺たちの好きなようにさせてもらう」

　契約は成立したのだ。




「まずはこれを舐めてくれ」

　仁王立ちしたままモノを外に出す。

　クレアは眉をひそめるが、抵抗しても仕方が無いことはわかっているのだろう。

　諦めたように垂れ下がった男根を掴み、先を舌で愛撫する。

「これでいいか？」

「ああ、しばらくそのまま続けろ」

　クレアは根が真面目なのか一度了承したことに手を抜くつもりはないらしい。

　膨らんでいく男根に苦労しながらも舌を止めることはなかった。

「……もう十分勃ったと思うが」

　じゃあそろそろ頂こう。

「足を開くんだ。服は脱がなくていい」

「変態め……」

　クレアは下穿きのみを脱ぎ、草むらに寝転ぶ。

　ここまでして中途半端に容赦することはしない。

「痛っ!!」

　かなりの大きさになった逸物を叩き込むとクレアが痛みを訴える。

　処女を破ったかとも思ったが手ごたえはなかったし、出血もない。

「経験はあるのか？」

「……ある」

「相手は？」

「そんなことどうでもいいだろう!!　お前のがでかいから痛かっただけだ。続けろ！」

　言いながらもクレアの視線は首になったアッシュに向けられた。

　これ以上は追求しない方がいいな。

「ねーあたしも何かしたい」

　放置されたカーラが不満を訴える。

「ならここを責めてやってくれ」

　俺とクレアの結合部、ギリギリまで広がった穴の少し上、充血した肉の芽、女の絶対的な弱点。

　カーラが悪い笑みを浮べる。

　彼女がクレアの肉芽に口をつけた途端だった。

「ぎゃああああ!!」

　突然クレアが叫び、穴が異常な程締まる。

「少し強かった？」

「きっ貴様ぁ！　よくも噛んだな!!」

「大人しくしてろ」

　起き上がってカーラに殴りかからんばかりだったクレアを激しい動きで黙らせる。

　彼女は不満げに俺を睨むが、俺の動きからは快感も感じているのだろう。

　キスをしてやると不満げな顔のまま抵抗しなくなった。

　その後のカーラの容赦の無い攻めにも二人がかりの攻めにもクレアは耐え抜いた。

　代償として乳房には歯型がつき、尻には真っ赤な手形が大量についてしまったが。

「つまんないわね……そうだ！　シュバルツの相手させない？　あのサイズぶち込まれたらきっと面白くなるわよ」

「シュバルツ??　ま、まさかあの馬を!?　やめてくれ死んでしまう！　約束が違う」

　俺はカーラの頭を軽く叩き、クレアを宥める。

「お前をぶっ壊すつもりはないよ。なにせお前の中は結構……おうっ！」

　何度目かになる胎内への射精にクレアは身を震わせた。

「うぅ、好き放題しやがって」

「そういう約束だ。子を孕んだら運命だと思って育てろ」

「ふん！　私は一昨日アッシュに種を注がれた。子が出来てもあいつの種に決まってる」

「そうだな、ならもう一度」

「いい加減にしろぉ！」




　夜も更け、行為もひと段落した後、俺は少しばかりクレアと話をすることにした。

　最終的に俺の腕の中で絶頂したためかクレアの態度は柔らかい。




「アッシュは恋人だったのか？」

「…………そうでもあった、そして家族だった」

「俺を恨んでいるか？」

「戦闘で散ったのは仕方ない。だが恨んでいる。何より彼を殺した相手に抱かれている自分が許せない」

「これからどうする」

「川向こうの［ストゥーラ共和国］にでも渡ってみるつもり。あそこは交易で栄えてるから仕事もあるし、知った顔もいないしね」

「一から商売でもするのか」

「金と力を貯めないとどうにもならないしね。お金が足りないなら娼婦だろうがなんだろうがやるよ。そうでないと生き延びた意味がないもの」

「そうか、応援するってのもおかしいが衛兵には何も言わないよ」

　甘いキス。

　もう抵抗は無く、恋人として扱おうとも思ったが、これが彼女への罰であることも思い出した。

「こっちも頂くか」

「ん？　おい！　そこは違うぞ！」

　そういえば女の尻穴を掘るのは森でルーシィにやった以来か、少しばかり楽しみだな。

「違わないさ。俺はお前の尻穴を犯すんだよ」

　クレアが真っ青になる。

　男と女が尻で交わるなど想定していなかったのだろうか。

「ほらケツを出せ、夜明けまでは言う事を聞くんだろ」

「変態め……変態め……」

　クレアは中腰で尻を突き出す。

　まさしく野外で排便するような酷い格好になった。

　そこに後ろからひっつき、肉の杭をねじりこむ。

「うわぁ！　痛い痛い、無理だ！　入らない」

　クレアが大騒ぎする。

　これは間違いなく入らない。

　無理に入れれば生活に支障が出るレベルで無残に切れるだろう。

「ちょっと待って」

　横から割り込んだカーラが自分の中に溜まった俺の種をかき出すと逸物に塗りたくる。

　おまけに自分の唾液を大量に垂らして潤滑剤としてくれた。

「さあどうぞ、掘ってあげて」

　カーラのにやにや顔は収まらない。

　反面せっかく回避できそうだったクレアは渋い顔だ。

「クレア、行くぞ」

　潤滑剤の効果あってか今度はゆっくりと肉棒が埋まっていく。

　一番太い先が入りきった所で一気に奥まで押し込んだ。

「ぐっ！　うっ！」

　クレアが苦しげな声をあげるが先ほどと違って激痛と言う訳でもないらしい。

「あぁ……女の尻穴もいいもんだな。奥がないってのがいい」

「エイギルのは大きすぎるから一番奥まで入れらんないもんね～」

「お前らっ！　他人事だと思って！　ぐううう！」

　中腰の排便スタイルで俺に尻を犯され続けるクレア。

　さすがに可哀想だと思って後ろに倒し、楽な背面騎乗位に変えてやったのだが。

「ぐうう！　奥まで刺さる！」

　この方がより深くまで入り、腹が苦しいらしい。

　だが俺としては彼女の体重で根元まで差し込めて大変に心地いい。

「クレアの尻の中は温かいな、入り口が良く締まっていい気持ちだぞ」

「そんな事はいいからぁ！　早く終わってくれぇ腹が壊れてしまう」

　内臓と肛門を傷つけないようにゆっくりと出し入れを続ける。

　カーラを放置するとまた悪さをしそうなので横に立たせて指を入れてやる。

「ねえ、私もお尻……興味あるかも」

　カーラの声に興奮が高まり、クレアを貫く肉棒が更に大きさを増してしまった。

「膨らますなぁ！」

　そろそろ朝日も昇る。

　ここらでクレアを解放してやってもいい。

　俺はカーラから指を引き抜いてクレアの腰に当て、限界まで深い動きを繰り返した後、芽吹くことのない穴の中で大量に吐精した。

「ひゃあああ!!　お尻が熱いぃぃ！」

「うわぁ、すっごい。このびゅびゅーって音、種が出てるのよね？　私の時もこんな風に出てるんだぁ。あは、玉がビクビク震えて可愛い。舐めるね？」

　発射の途中で玉を舐められ更に大量の種汁がクレアの尻を襲うのだった。







「では約束通りここで放してやる」

「じゃあ、ぷぷっ、頑張って生き延びてね…………ぷぷ…………お尻に気をつけて…………ぷはは!!」

「放してくれたことには感謝する。だがお前らは変態だ！　せいぜい背徳的に交わっていればいい！」

　クレアは尻を押さえながら心持ち前屈みに去ろうとする。

　ズボンの尻は心なしか湿っている。

　無理もない、先ほどまでひどい音を立てて尻から精を吐き出していたのだ。

　陵辱に泣かなかった彼女が見ないで聞かないでと涙ながらに訴えるほどだった。

「待て！」

　俺は皮袋を放り投げる。

「水と食い物、それとお前の金貨が入ってる！　俺は盗賊じゃないんでな」

　クレアは中身を確かめ、俺に頭を下げる。

　カーラは不服そうだが、報奨金が出るとなだめる。

「感謝する……だがアッシュは返してもらえないか？」

「それはできない、お前らのやったことは盗賊だ、報いは彼一人が受けることになるが本望だろうよ」

　彼の最後の目を思い出す。

「水と食い物は尻の礼だ！　なかなかに具合が良かったぞ」

　カーラはふき出し、クレアは何かを言おうとして尻の痛みに悶える。

　ぎこちなく歩きながら去るクレアを見送って俺たちはロレイルの町に入った。
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　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨五二枚

　　　銀貨三四枚（銅貨は割愛）

　武器　大型バルディッシュ　鋼の剣（クレアからとった）　鋼のナイフｘ２

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

　仲間　カーラ（変態）シュバルツ（馬）

　経験人数　一一人








第16話　往くのは一人　♯







　朝日とともにロレイルの町に入った俺とカーラはその足で衛兵本部に向かう。

　町の中を生首ぶら下げて歩き回るのもどうかと思ったからだ。

「アッシュ！　鋼のアッシュか！」

　衛兵本部で袋を解いて衛兵隊長グロックは大声を張り上げた。

　アッシュはかつて様々な傭兵団に参加しては戦場を駆けた豪傑だったらしい。

「よもや、鋼のアッシュが盗賊共を率いていたとはな！　手ごわいわけだ」

　盗賊団のアジトの場所も教え、若干の生き残りがいるとも伝える。

「うむ！　後ほど伯爵に相談して確認するとしよう。だが頭が斃れた以上、もはや連中は大した脅威にはなり得まい」

　商人たちにも早速布告を出すらしい。

「そういえばアッシュは年頃の女をともなっていたと聞いたがそいつはいなかったのか？」

「さて、見当たりませんでしたが、情婦ならば混乱の中逃げたのでは？」

　クレアには尻の恩もあるここは約束通り誤魔化そう。

　まぁ情婦などどうでも良かろうとグロックは俺の肩をバシバシ叩く。

「ますますお前が欲しくなった！　年金貨六〇枚でも良いのだがな」

　その言い方はやめて欲しい。

　マッチョの愛人になれと言われているようだ。

「いえ、この度は借りを返したまでです。それにまたすぐに発つ予定なのです」

「ほう？　今度はどこに行くというのだ？」

　俺が北ですというとグロックは露骨に顔をしかめた。

「北か…………よもやアークランドに雇われるつもりではあるまいな？」

　そういえばトリエア王国とアークランド王国は仲が悪かったな。

「いえ、アークランドに居つくつもりもありません。もっともっと北へ行き連邦に入る予定です」

「ほう！　連邦か！　だがこれからの時期の連邦はノーステリエス川沿いを除けば雪と氷の世界だぞ」

「生まれてからこの国以外を知りません。それもいい経験かと」

　そうか、なら仕方ないなとまたも俺をバシバシ叩く。

　そして何やら金貨の入った袋を取り出す。

「約束通り報酬を払う！　金貨で一〇〇枚だ！」

　こいつは大きく出たな。

「とはいえ何も特別なことはない。アッシュは以前アークランドに雇われて我が軍の騎士を何人も仕留めたのだ。よってやつには懸賞金が五〇枚かかっていた」

　そして盗賊の討伐代五〇枚を足したということだ。

「前回と違って町議会は関係ないのですね」

「盗賊の討伐代はミランダ商店を始め町の商人連中が出すから町の懐は痛まん」

　なるほど自分の財布に関係なければお好きにどうぞということか。

「遠慮なく路銀にあててくれ。連邦は寒い、とにかく寒い！　馬もお前も毛皮のコートを被っていけ！」

　随分と重くなった財布を下げて、小鳥亭に向かう。

　さっきからカーラが無言だ、わかるのだろうか？

「よう」

「わっエイギルだぁ～会いたかった～」

　マリアがカウンターを出て胸に飛び込んで来る。

　そう長く会わなかったわけではないのに随分と熱烈な歓迎だな。

　すぐに部屋をとって連れ込もうかと思ったがその前に言わなければならないことがある。

「カーラ、マリア聞いてくれ」

「ん～？　なに？」

「………………」

「俺は明日、シュバルツを連れて北へ、アークランドを越えて更に更に北へ行きオルガ連邦に行くつもりだ」

　マリアが目を見開く、カーラは下を向いて何も言わない。

「オルガ連邦首都を目指すつもりだが、長い旅になるし危険も多いだろうだから」

「俺一人でいきたい…………でしょ？」

　カーラが続ける。

「あぁ、俺はお前を死なせたくない」

「そんなのあたしは「俺の問題だ、俺がお前を死なせたくない。お前の意思に関わらずだ」

「だが永遠にいきっぱなしと言うわけじゃない。必ずまた帰ってくる」

「どこかでも聞いた台詞ね」

　その通り、最近言いまくってるからな。

「その間にお前が危険な目にあったら意味が無いからな。小鳥亭にお前の部屋をとっておきたい」

　俺の都合でカーラを一人にする以上、住む場所と食い物には困らせてはいけないだろう。

「マリア、普段はここは飯も出すんだよな？」

「ええ、餓狼狩りの時は忙しいから出してなかったけど」

「一人部屋、飯つきで一年でいくらになる？」

「一年っ！　えっとえっと四〇に五に～えっとえっと」

「ちょっとエイギル！　私はまだ納得してないんだけど！」

　カーラに関しては問題ない。

「マリア、それとは別に一番いい部屋を一泊頼む、カーラの説得はベッドでする」

　結局宿代は食事込みで一〇〇日金貨五枚らしいので四〇〇日金貨二〇枚を先払いした。

　本来は一〇〇日だと割引があるそうだが、その分をマリアの小遣いにしていいのでカーラに気をかけてやってくれと言っておく。

　ちなみにスイート代は銀貨二枚この値段ならこっちにカーラを泊めてもいいと思ったが色々な付き合いがあるので長期はできないらしい。

　まだ日は高いが俺は精力的に動き、シュバルツに水と蜂蜜入りの飼葉を、なくなった薬を補充し（少しランクの低いものしかなかった）保存食を買い込み、昼過ぎには出発の準備は整ったのだ。

「さてカーラ、お前を説得しようかな」

　ヤる気満々の二人は赤面するマリアに案内されて小鳥亭スイートに向かう。

　小鳥亭の三階部分を使ったその部屋は中々に豪華で、大きなベットがある寝室とリビングに別れた二室タイプとなっていた。

　さあ、いざ交渉開始とカーラに近づいたところで彼女が切り出す。

「はぁ、どうせすぐに説得されて乱れまくるんだし先に言っとくわ」

「エイギルがそういう考えならあたしは従う。でも四〇〇日以内に絶対に戻ってきて！　何があってもよ？　もし戻ってこなかったら…………そこらの男に抱かれまくって膨らんだお腹であなたを迎えてやるから！」

「そりゃ困る。で、いつからお前を置いていくつもりだと気づいてた？」

「メル達と別れたときね。もしあなたがここに居つくつもりならあの三人を離したりしないわ。三人とも自分の女にして、並べて親子丼を楽しんだはずよ」

　表現がおかしいがなにも言わないことにする。

　それと俺は子供を抱く趣味は無い。

「ああ、この人は遠くに行くんだって。そして私も連れて行ってもらえないだろうなって」

　ふいーと息を吐くと

「一年も放置されれば女なんてどうなるかわかんないのよ？　女は浮気する生き物なんだから」

「浮気したければしてもいいさ、戻ってきたら取り戻すだけだ」

「…………本当にいい男よね」

　マリアが果実の入った水とお湯、そして濡れたタオルを持ってくる。

　何に使うかは分かりきっているため恥ずかしそうだ。

「マリア。俺たちは今日一晩中愛し合ってるから仕事が終わったらおいで」

　湯気を出して走り去ったマリアだが、その日の働きぶりは従業員も目を見張るものだった。

　その日はカーラと日の高いうちから延々と愛を囁きあい、夕方にマリアが合流してからも俺はほとんど休むことなく二人を楽しませ続けた。

　気を失ったカーラは床に転がされていた。

　さすがにソファかベッドの隅においてやったらどうだと言ったのだが変態にはこれでも十分と言って聞かないのだ。

　理由はマリアが仕事を終わらせ胸躍らせて部屋のドアを開いたまさにその時。

「ああ！　激しいいい！　エイギルの極太でかチン最高に気持ちいい！　牝汁噴いてイっちゃうよぅ！　もうこれ以外何もいらない、ぶっとい凶悪チンポだけあれば何もいらなぁぁい!!　マリア見てっ巨根ハメられて色狂いになるあたしを見てええぇぇ!!」

　以後聞くに耐えない淫語が続き、最後に自分の尻に指を入れてマリアに大量の潮をぶっかけたのだ。

　その時からマリアのカーラを見る目が汚いものを見る目になった。

　面倒見てくれるように頼んだのに大丈夫だろうか？

　更にクレアの時から気になっていたのか、カーラが尻への肉棒挿入を要求したところでマリアの視線は軽蔑度をあげた。

　トドメは尻での行為の後、マリアと俺に見るように要求してから部屋に置かれた緊急用の桶へ排便したことだった。

　さすがに俺もどん引きしたが、マリアの視線は汚物を見る目になっていた。
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　見送りはなかった。

　当然だ、俺の愛する二人はベッドから起き上がれない。

　二人に寝室で行って来るよ囁くと、かすれた声と定まらない瞳で「どうかご無事で」と返して来た。

　それで十分だ、カーラは俺の耳もとではなく股間に挨拶していたがそれもどうでもいい。

　女はどうした？　なんで一人だ？

　と言いたげなシュバルツに乗ってロレイルを北に出発する。

　心配するな、またいずれ縁があるだろうさ。

　俺はロレイルを出て北上し、その日のうちにアークランド国境に差し掛かる。

　両国は関係が悪く頻繁に戦火を交えるが、仮にも平時であったため国境の通過は可能だった。

　連邦から各国への通商もあり、平時に全面的な国境閉鎖は紳士協定として禁じられている。

　アークランド王国は人口二十万とトリエア王国よりも十万人少ないが軍事力の育成に力を入れており軍の精強さではトリエアを凌ぐようだ。

　首都は国名と同じアークランドで、神話時代の遺物が残されている場所とされていたらしい。

　その後の歴史研究で何の根拠もないことがわかったのだが地名、国名にはそれぞれアークランドが残っている。

　首都を囲むように配置された三つの都市はいずれも立派な外壁を保持しており、戦時には要塞として活用される。

　一方で軍事優先の結果か、各町の人口や発展具合には見るべきものはない。

　農村部においてもトリエアより重い税が課されており、最下層の農民や都市民の生活は困窮している。

　このようにルーシィ学校で習ったのだが、実際にきてみると確かにその通りだ。

　町に入ると宿屋や露店は少なくどこか寂れているようにも思えるが、町を闊歩する兵士の数はロレイルよりも遥かに多かった。

　商店主や露店でも女性や老人が多く、聞けば若い男には長期の兵役が義務化されているらしい。

　見るべきものは本当になく俺は旅路を急ぐ。

　戦争に備えてのことか馬用の飼葉は豊富なのが救いだった。




　町も寂れていたが農村や集落は更に悲惨だった。

　シーラ村のように土地が痩せているわけでもなさそうだが重い税のためか人々は貧しく、生活のために女子供が身売りすることも珍しくないらしい。

　俺が立ち寄り一晩泊まった村でも、夜、銅貨三〇枚でいいから抱いてくれと女が訪ねてきた。

　聞けば女は人妻で三人の子がいるが夫が兵役に出て食うに困り旅人相手に体を開いているのだと言う。

「子供は明日まで隣の家に預けているから遠慮なくどうぞ」

　そこまでさせて銅貨だけでは悪かろうと銀貨を一枚渡す。

「いいの!?　助かるわぁ。でも私の体そんなに大したものじゃないですよ？」

　ベッドに入り、服を脱がせると確かに性欲を誘う体ではない。

　碌に食べていないのだろうやせ細り、尻にもあまり肉はついていなかった。

　カーラの豊満な肉体を味わった後では一層寂しくなる。

　それでも銀貨の分は頑張ろうとしているのか股間に顔を寄せて男根を舐めしゃぶって来る。

「貧相な体だけど一晩尽くすから何でも言って下さいね」

　頭を押えるとむせるのも構わずに喉の奥まで飲み込んでいく。

「よくなってきた、そろそろ肝心な部分を使わせてくれ」

「ええ、それにしても大きなモノですね。こんな立派な人滅多にいませんよ」

　これでも最高潮には程遠いのだが。

　半立ちの逸物を当てて、抱き締めるが骨の感触があっていまひとつだった。

　俺が乗り切らないのを感じた女が少し趣向を凝らす。

「あの、挿入の前に夫に謝罪してもいいですか？　生きるためとは言え不貞ですので。……あなた今からあなた以外の男に抱かれます。あなたよりもずっと大きな男根に貫かれて悶えますがどうかお許し下さい。他人の種を胎につけられてもいつもあなたを思っています」

　本当の懺悔ではなく俺に背徳的な欲望を起こさせるための行為だろう。

　その効果はてきめんで辛抱できなくなった俺は彼女にのしかかって激しく腰を振り、二回戦ほど楽しむことが出来た。

　翌朝、俺が持ってきた食材を彼女に料理してもらい、朝食を食べる。

　彼女が食材の一部を隠していたのは子の為だろうと見て見ぬ振りをし、肉のスープを流し込む。

　それでも罪悪感があったのか、朝食を食べるテーブルの下に潜り込んで何も言わずに口奉仕をしてきた。

　彼女の栄養の足しになるのかなと思い、頭を押えてたっぷりと精を流し込んでやった。

「すごい量ですね……。昨日の夜も激しくて上手で、本当に夫のことを忘れてしまいました」

　俺の機嫌を取りながら肉棒を綺麗に掃除していく。

　さてそろそろ出発するとしよう。

「あのスープとパンがまだ……」

「もう腹いっぱいだ、残ったのは好きに食ってくれ」

　頭を下げる女を尻目に家を出る。

　入り口の所で漂う匂いに涎を垂らしているのはこの家の子供だろう。

　母親の呼ぶ声に嬉しそうに入っていく。

　その体は骨と皮だけと言えるほどに痩せてもはや少女か少年かもわからなかった。

　女は良かったが陰気な国で気分が悪い。

　これはもはや見るべきものはないぞと足早にアークランドを去る事に決めた。

　俺が農村部を抜けようとすると数百人はいると思われる農民の集団がぞろぞろと歩いている。

　山賊かとも思ったが、それにしては歳のいったものが多いし女もいる。

「我々の息子をかえしてくれ！」「税を軽くしてくれ！」

　彼らは兵役に出た働き手の返還と税の軽減を求めているのか。

　口々に叫びながら一行は王都アークランドの方向へ向かっているようだ。

　王や高位貴族に直接困窮を訴えるつもりなのだろう。

　あの困窮振りを見ては無理もないと、巻き込まれないように距離をとって進む。

　連中と俺の向かう方向は同じなのだがシュバルツで突っ切るわけにもいかない。

　こういう集団は時間が経つにつれ当初の目標から外れ暴力的になることも多いので、できるだけ接触はしたくないのだ。

　現に集団の一部は既に農具や棍棒などで武装している。

　のろのろ進む一団が小高い丘を超えた時、高いラッパの音が響き、農民たちがビクリと体を震わせる。

　目の前にはアークランドの国旗を掲げた兵士が展開している。

　両翼に一〇〇人ずつの弓兵と歩兵そして中央に五〇人程度の重武装の騎馬隊だ。

「鉄槍騎兵だああああ!!」

　叫びと共に一団から悲鳴があがる。

　どうやらあの重武装の集団は有名な部隊らしい。

　それを合図にしたかのように騎馬隊、鉄槍騎兵と言うのだろうか？　が突撃を開始した。

　全身と馬を鉄の鎧で覆い、２ｍの鉄槍を装備した騎兵は横一列になって槍を突き出しそのまま農民たちの群れに突っ込んだ。

　それは凄惨な虐殺劇だった。

　ろくな防具も持たない農民たちは次々と串刺しにされ馬蹄に踏みしだかれる。

　数百人の農民たちは瞬く間に数を減らし、残った者も逃げ惑い串刺しにされていく。

　ごく僅かの農民が散り散りに逃げるが騎兵から離れた途端に弓が降り注ぎ倒れていく。

　既に満足に動けるものはおらず騎兵隊はゆっくりと歩きつつ動くものに槍を突き立てている。

　もったいない、女性は確保して口説けばいいものを。

「貴様も一味か！」

　馬に乗った俺は目立つのかアークランドの軽騎兵二騎が叫びながら走ってくる。

「いや、俺はただの旅人だ！　敵意は無い！」

　改めて俺自身の格好を見る。

　革の鎧と小手ブーツに身を包み布で覆ってはいるが巨大な槍を担ぎ腰には短刀が二本。

　彼らが乗る軍馬よりも巨大で革の鎧に包まれたシュバルツに乗る。

　どこから見ても連中の指揮官か扇動者にしか見えない。

　これはダメだ。

「嘘を吐くな！　おとなしく武装を捨てて投降しろ！　貴様を連行する」

　まぁそうなるだろうな。

　素直に連行されたとして簡単に疑惑が晴れるとも思えない。

　まして女混じりの農民集団を皆殺しにする程ピリピリしてる奴らが、俺とだけ穏便に話し合いをするとも考えられない。

　そして俺はこの王国にもう興味はないし、今後訪れることも無いだろう。

　答えは出た。

　槍がうなり二人は馬上から吹き飛ばされる。

　切りかかってきたわけではないので刃を返して殴打したのだ。

　骨の一本は折れたかもしれんが仲間もいるようだし死ぬことはあるまい。

　俺の優しさに感謝して欲しい。

　軽騎兵が倒されたのは本陣からも見えたのか、残党狩りをしていた鉄槍騎兵が隊列を組みなおし弓隊が前に出てくる。

　一人に対するには過剰な反応だ。

　俺の後ろにまだ控えていると思っているのだろうか。

　街道は完全に塞がれている。

　迂回は地の利が敵にある以上シュバルツを疲れさせるだけで好ましくない。

　ならば突破しかないな。

　右翼左翼は弓隊がいる。

　数十の矢を同時に射掛けられれば防ぎきれるかわからない。

　俺よりもシュバルツに当たって足が失われればそこで終わりだ。

　ならば道は一つ。

　鉄槍騎兵の群れに飛び込んでしまえば弓隊は動けない。

　奴等の槍は細く長い、乱戦には向かず一度飛び込んでしまえばなんとかなる。

　無論死線を潜ることになるが

　あぁカーラを置いてきて良かった。

「行くぞ全力疾走駆け抜けろ！」

　黒い疾風が吹く。

　既に鉄槍騎兵の一団も走り始めており両者の距離はみるみる縮まっていく。

　弓隊が慌てて矢を射るが距離があるため高い放物線を描き、落下する時には既にシュバルツは走りぬけていた。

　俺と騎兵の距離は既に一〇もない。

　これで弓兵は動けない。

　細い槍が一斉に突き出され槍衾を形成した。

　ここに衝突すれば串刺しとなって絶命することは疑いない。

　だが俺は、正面から突き進み激突の直前に槍を振るう。

　突き刺すことだけに特化した槍は横合いからの鉄塊の衝撃には耐えられず、たちまち数本がへし折れて槍衾に穴があいた。

　シュバルツは減速しない、全力疾走の勢いそのままに空いた穴に突っ込んでいく。

　さすがに女好きなだけあって度胸だけは大したもんだと振り払った槍を構えなおす。

　俺とこいつどちらかがドジを踏めば生き残れないだろう。

　岩が転がるようなシュバルツの突進、その迫力に敵の馬が道をあけた。

　そうだろう、俺だってこんなやつに正面からぶつかるなどごめんだ。

　先頭の陣形が乱れ俺たちは奴等の只中へ飛び込んでいく。

　入ってしまえば取り回しの悪い槍は振るえない。

　長さでは俺の槍も同じだが、俺は近場の敵を柄で殴り倒す、連中の細い槍ではこんな芸当は出来まい。

　更に俺にとっては周り全てが敵だ、連中と違って同士討ちの危険など無視して振り回せるのだ。

　圧倒的な重量と怪力によって鉄の鎧が腐った木箱のように斬り壊されていく。

　中身のリンゴが潰れ真っ赤な果汁が飛び散るがまったくうまそうじゃないな。

　進路を塞ぐ敵を突進のままに串刺しにし持ち上げると槍が塞がり好機とみたのか周りを取り囲もうと騎兵が動いた。

　通常乱戦において相手を突き刺すのは愚考、それができるのは一撃離脱の状況か味方の援護が期待できる時だけだ。

　俺のように味方がいない状況で相手を突き刺してしまうと武器が塞がってしまい無防備となってしまう。

　引き抜こうにも人体に深々と刺さった刃物を抜くのは用意ではないのだ。

　それがわかっているからこそ騎兵達は剣を抜き、一斉に俺に切りかからんとしている。

　勘違いをしているな。

　俺は武器を失っていない。

　槍は超重量級の戦槌に変わっただけだ！

　突き刺した兵士ごと槍を回す。

　鎧と槍の重量含め１００ｋｇに迫る質量兵器を防ぐ手段などあるわけもない。

　ガオンと爆発音と言っていい音が響き、六人もの兵が宙をまった。

　振り回した拍子に突き刺した男も飛んでいったのでちょうどいい。

　続いて二、三人を切り伏せたとこでシュバルツがブルルと啼いた。

　どうやら全力疾走の上に槍を振り回したせいで疲れてきているようだ。

　さて、そろそろ突っ切れるかと考えていた時、俺の脇腹に熱い痛みが走った。

　革の鎧を貫いて槍が突き刺さったのだ。

　走り抜ける俺の側面からの一撃、腕が立つのかただのラッキーヒットか。

　腹は熱くしびれるが、まだ体は動く、血も吹き出ているわけではない。

　致命傷ではないだろう。

　ならば脱出に全力を尽くすだけだ。

　槍を引き抜いて立ちはだかる騎兵に投げつける。

　見事に顔面に突き刺さりひっくり返るように落馬するが次の騎兵が立ちはだかる。

　三人までを切り捨てたところで遂に鉄槍騎兵の一団を突破し平原に出た。

　矢が飛んでくるが散発的で命中しそうなものは全て切り落とした。

　鉄槍騎兵は隊のど真ん中を突っ切られて混乱を極めており、こちらを追うことはできないだろう。

　歩兵はもちろん騎乗の俺には追いつけない。

　これならば逃げられる。

　これだけの大立ち回りをやった以上、一刻も早くアークランドを出る必要があるのだ。

　出血は派手ではないが確実に続いており、傷は軽症ではない。

　ここでくたばったらカーラは他の男の子供を産みまくるんだろうな。

「好きな男がいるのに他の男の種で孕むの最高！」とか言ってそうだ。

　そう考えながら俺は更に北へ向かう。

　シュバルツもかなり疲労しているはずだが、ペースを落とすことなくかけ続けた。




　丘の上より一部始終を見ている四つの目

「見たか？　あの鉄槍騎兵がたった一人にいいように遊ばれていたぞ」

「一〇人は死んだようだ。ムルネ子爵も面目丸つぶれだな」

「あそこで転がってるのがそうじゃないのか？　ぶん殴られて落馬したのだろう。無様にもがいている」

「どうせなら真っ二つにでもしてくれれば最高の笑い話になったのにな」

「なんにせよあの男が向かったのは我が国の方向だ。早急に報告する必要があるだろう」

「そうだな、俺が早馬で行く。個人的にはあんなのと斬りあいはしたくないがな」

「同感だ。騎士を串刺しにして持ち上げるなど人の力じゃない。が、それはあの人の考えることだ俺達は正確に事実のみを報告すればいい」

　男達は影が消えるように立ち去り、倒れた兵士の悲鳴と貴族らしき男の怒号以外に聞こえるものはなくなった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一三二枚　（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。あくまで目安に）

　武器　大型バルディッシュ　鋼の剣（クレアからとった）　鋼のナイフｘ２

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ　上革と鎖の盾

　　　黒いマント（呪）

　仲間　シュバルツ（馬）

　経験人数　一二人








第17話　従者の少女







　俺は傷を癒すため、宿屋の一室で延々と眠り続けていた。

　傷は案外に深く、なんとか内臓に達しなかったのは盛り上がった筋肉と鎧が高性能だったせいだろう。

　薬を塗り、肉を食い、眠る。

　既にここに着いてから三日繰り返し、ようやく少しばかり動けるようになってきた。

　あれから俺は半ばシュバルツに任せて北へと進みアークランド北の隣国、［ゴルドニア王国］に入った。

　ゴルドニアは中央平原に散らばる国家郡の中でも有数の強国で人口百五十万を有し、相応の軍事経済力を持っている。

　特に同名の［王都ゴルドニア］は人口六万人を有する、中央平原最大の都市だった。

　強力な国力を誇るゴルドニア王国だが、北は中央平原の終わりを示す大森林を境にオルガ連邦と国境を接し他にも複数の国とも国境を持っている。

　政治体制は封建色の強い王政で各貴族の権力が強く王と言えども彼らの影響力を無視できなかった。

　現国王［ヒューベル二世］の平和的、悪く言えば事なかれ主義の政策もあって周辺国との衝突は少なく国内情勢もそれなりに安定していた。

　俺のいるのはゴルドニア王国王都ゴルドニアだ。

　怪我の上に馬に揺られてきた俺は適当な宿屋に飛び込み今に至るのだ。

　宿の人間は俺を心配しながらも面倒ごとは御免との態度だった。

　この場にマリアがいてくれれば断然早く治っただろうに。

　傷もある程度癒えてきた四日目の夜、俺はキシリと床の軋む音で眼を覚ます。

　ベッドに寝転んだまま薄目を開けて様子を伺う。

　どうやら招かれざる客は窓から侵入したようだ。

　足音を忍ばせて俺の荷物をゴソゴソと漁っている。

　暗くてよく見えないがかなり小柄なので子供か小さな女性だろう。

「財布はそこじゃないぞ」

「っ!!?」

　小さな影、月に照らされたその顔は一〇を超えたぐらいの少女だろうか、くすんでいるが珍しい銀髪をしている。

　跳ね上がるように飛び、窓際に位置どって警戒している。

　俺はむくりと立ち上がる。

　腹の痛みも我慢できないほどではなさそうだ。

「!!　っ」

　少女は懐から刃渡り１０ｃｍ程度の小さなナイフを取り出す。

　気づかれた以上は殺してでも奪い取るということらしい。

「リハビリにはちょうどいいか……おいで」

　少女は無言で身を低くして突っ込んでくる。

　案外早いな、突きも鋭い。

　これはなかなか戦闘の才能がありそうだ。

　油断をしていると大人でも喉を切り裂かれる結果もあり得るだろう。

　考えながら少女のナイフを叩き落とし、ベッドに押し倒す。

　少女は暴れるが、ナイフを失ってしまっては体格で圧倒的に勝る俺を押しのけるのは不可能だ。

「っ！　っ!!」

　このまま犯してしまおうかとも思ったが、少しばかり幼すぎる。

　子供を犯して楽しむ趣味も無い。

　俺は少女の両手を押さえつけたまま話をすることにした。

　最近女と満足に話していないので飢えていたのかもしれない。

「お前名前は？　何故忍び込んだ？」

　理由なんて分かりきってるが話の種だ、聞いておく。

「…………」

「話ぐらいはしてもいいだろう？　それとも無言を貫いて衛兵に突き出される方がいいか？」

「煤」

「煤？　名前が煤なのか？」

　少女はうなづく、まともな名前じゃない。

「髪が煤だらけだったから。目的は金」

　みもふたもないな。

「何故金が必要だった？」

「命令されたから」

　おお？　これはちょっと面白くなってきたぞ。

「誰に？　なんのために？」

「ミゲルに。お金を持っていかないといけないから」

　この少女は［ミゲル］の奴隷のような存在らしい。

　小さい頃に誘拐され、それからは様々な犯罪行為を行い、その金を渡していたそうだ。

「お前は今の生活に疑問はないのか？」

　盗みや強盗で生活する。

　他人がどう生きようと俺が文句を言うことでもあるまい。

　だが少女の「命令されたからやらないといけない」がひどく気に障った。

　小さい頃の俺自身を見ているようだったからかもしれない。

「持っていかないと食べ物がない。殴られる」

　この少女は得た金を自分で使う。

　もしくは違う生き方を選ぶ。

　どちらも思いつきもしないのだろう。

　誰にも教えてもらえなければ人は自分に意思があることすらわからないままなのだ。

「お前は今のままでいいと思ってるのか？　今よりいいものを食って、やりたいことをやって生きたくはないのか？」

「わからない。でもそんなことはできな「できるさ。お前が出来ないと勝手に思ってるだけだ」

「自分の頭で考えろ。できるできないじゃない。やりたいかやりたくないかだ」

「私に今以外の生き方があるの？」

「ある。生き方は無限にある。お前に見えていないだけだ」

「…………」

　少女は黙ってしまう。

「お前は今から俺に犯されたいか？」

「いやだ。されたくない」

「それでいい。俺を撥ね退けろ。できないなら俺を説得しろ。大声を上げてもいい」

「…………戦えってこと？」

「自分がそうしたいならな」

　俺がベッドから離れると少女は跳ね起きて窓際に転がるように移動した。

　少女の頭から数センチのところに鋼鉄製のナイフが突き刺さる。

　先程少女が出したものとは違う、刃渡り３０ｃｍの人を殺すためのナイフだ。

「そいつをやる。俺にもう一度襲い掛かるか、売り飛ばして金にするか、それとも自分を縛る鎖を断ち切るか、自分で考えて選べ」

　少女はナイフを手にしばらく沈黙していたが、来たときと同じように窓から去っていった。

　少なくとも俺に襲い掛かる選択はしなかったようだ。

　ここで油断をさせてもう一度侵入する度胸があればやられるな。

　そう思いながら俺は眼を閉じた。

　…………あの少女は風呂に入ったことなどなかったのだろう。

　押さえつけたベッドが臭い。

　俺がやっと眠りに就いた頃、再び窓が開きギシギシと音がする。

　まさかもう一度きたのかと驚いたが、先程と違って隠れるつもりはないらしく足音を立てている。

　そうでなければ完全に油断していた俺が気づけるはずもないのだ。

「どうした…………なるほどそういうことか…………」

　少女の格好は先程のまま、俺が渡したナイフも抜き身で持っている。

　違うのは全身に血を浴びていること、ナイフが血まみれになっていることか。

「鎖は断ち切ったか？」

「思いのほか…………脆い鎖だった」

　彼女は自分を縛る鎖を断ち切った。

　だが一つ疑問がある。

「なぜ俺の所に戻ってきた？」

「私はあなた以外の人間を知らない。だから聞きたい」

「何をだ？」

「私に価値はあるか？　あなたは私を手に入れたいか？」

　言葉は足りず、直球過ぎる。

　だが彼女の意思は伝わった。

「勿論だ。お前はなかなかいい動きをしていたし何より可愛い女と言うのはそれだけで価値がある」

「そうか。なら私を支配して欲しい」

「なに？」

「私に抵抗すること、選択することを教えたのはあなただ」

「それと支配に何の関係がある？」

「私は今までの生きかたを壊した。あなたは私に新しい生き方を教える義務がある」

　そんなものはない。

　そう思ったが確かに今までの生き方をぶっ壊す扇動をしたのは俺だ。

　受け入れるのはやぶさかではなかったが一つ気になることがあった。

「それだと今までと変わらないんじゃないのか？」

　鎖を断ち切って別の鎖につながれるのでは何の意味も無いのだ。

「違う」

　口調ははっきりとしていた。

「あなたに支配される。あなたと共に生きる。それは私の意思だ。私が決めたことだ。自らの意思で支配される、これは自分で生き方を選択していないのだろうか？」

　少女は鎖を自分に巻いて錠をかけることを選択した。

　ならばそれもいいだろう。

　いずれ世界を知り、飛び立ちたいと思うならば俺が錠を外してやればいいのだ。

　それまでは手元においてやろう。

　そしてもう少し育ったら味見させてもらおう。

「俺はここで落ち着くつもりはない。付いてきたら死ぬかもしれないぞ？」

　少しばかり脅してみるが少女にはもう何の迷いもないようだった。

「構わない。ここにいても同じこと。私はあなたに従いたい。どこまでも一緒に行きたい」

　俺は手を差し出す。

　握手するつもりだったその手の前に少女はひれ伏してキスをする。

　支配されるというのはこういうことらしい。

「では私はあなたに従う…………ええと」

「エイギルだ」

「エイギル様」

　様はいらないと言ったが彼女は聞かない。

　自分はあなたに生き方を教えてもらい一緒に行かせてもらう。

　様付けは当然だ、ということらしい。

　人に従われるというのは居心地が悪い気もするがこれも彼女の意思なのだとあきらめる。

「それでお前の名前は？」

「煤」

「それは本名じゃないだろう」

　そんな名前があってたまるか。

「煤以外には［お前］［貴様］［こいつ］と呼ばれていた」

　どうやら名前もなかったらしい。

「それは人の名前じゃない。…………そうだな、お前の名前は［セリア］。今日からお前はセリアだ」

「セリア…………セリア…………今日から私はセリア」

　少女、セリアは何度も噛み締めるように名前を呟く。

　実は前の通りで肉を売ってる女の名前なのだがそんなことは言わない。

　胸が最高にでかくて怪我がなかったら口説きたかったのだ。

　お前の胸が大きく育つようにとの願いがこめられた名前だから悪く思うな。

　話は決まったかと思ったが、セリアはまだ話したりないことがあるようだ。

「私はどのようにいればいい？」

「ん？　なんのことだ？」

「私はエイギル様にどう支配されればいい？　情婦？　それとも奴隷？」

　自分の立場が気になるのか、変なところで真面目なやつだ。

　情婦には惹かれるがセリアはまだ少し成長が足りない。

　俺の胸にも届かない背丈だし、夜伽を楽しむのも無理だろう。

　かといってカーラやミレイのような仲間というのも違う気がする。

「お前は俺の従者だ。俺の指示に従い、役にたってもらう。代わりに生活の面倒は見よう」

「従者…………わかりました。精一杯努力します」

　敬語になった。

　セリアの中での従者のイメージはそういうものらしい。

「ではさっそくお前に指示を出そう」

　セリアは背筋を伸ばして備える。

「井戸で水を汲んで来い！　その水で体を洗え！　髪の毛も忘れるな」

　季節はもうすぐ冬、水浴びにはつらいかもしれんがセリアはあまりに汚すぎたのだ。

　朝になったら湯を頼んで徹底的に体を洗わせるとしよう。

　綺麗になったセリアの銀髪はとても美しかった。
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　セリアとの出会いは俺にとってもありがたかった。

　食料調達や体を洗う湯の準備をセリアが行ってくれたおかげで俺は怪我の治癒に専念することができたからだ。

　その甲斐もあってここに着いてから一〇日目、セリアとあってから六日目には俺の傷もほぼ塞がった。

「セリア。お前のおかげで治療に専念できて助かったぞ」

「私がエイギル様の役に立つのは当然です。それよりも私の知識不足でご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　セリアは町の中で生きてきただけあってそれなりに知識は持っているようだが、奴隷生活のためか若干常識に欠けるところがあった。

　初日に血にまみれた服で出歩くわけにはいかないので「新しい服を買っておけ」と、俺の服と金を与えたのだが、主人の服を着るわけにはいかないと全裸で服を買いに行き一騒動起こしたのだ。

　少女を性奴隷にしていると噂が立ち最初の宿を追い出された。

　次の宿の方が設備も部屋もよく、結果的には良かったのだが。

「なんにせよ感謝している。この町にいるのも今日で最後だ。旅の準備は大丈夫か？」

　いよいよ明日はオルガ連邦に向けて出発となるのだ。

　冬でも比較的環境の安定している中央平原とは違い厳寒のオルガ連邦へと入るにはそれなりの準備が必要だ。

「エイギル様には服や毛布など色々なものを買っていただきました。絶対に耐えて見せます」

　本人はやる気満々のようだ。

「さて景気づけに酒でも呑みに行こうか」

「お供いたします」

　この｜固茹亭《 ハードボイルド亭 》は二階部分が宿、一階が食堂兼酒場になっている。

　ゴルドニアは豊かな街だけあって酒の種類も豊富で味もいい。

　俺はきつい蒸留酒を煽り、セリアは蜂蜜を垂らした弱い酒をちびちびと呑む。

　彼女は表情をまったく変えない割りに強くは無い。

　俺と同じ酒を呑んだ時には引き締まった顔のままで横倒しになって内容物を噴射した。

　マスターと下らない話をしながら僅かに赤くなったセリアを眺める。

「この時期に連邦に行くとはてめえも物好きだな」

「冬のオルガ連邦ってのも見てみたいからな」

「どうしても行くって言うならノーステリエス河にそっていくべきだね。あの地域ならまだ寒さも耐えられるレベルだ。それに船も使えるから速い」

　なるほど、船を使うのも一手か。

　だが俺は連邦の北部も見てみたいのだ。

「できれば北部にも行ってみたいんだがなぁ」

　マスターは真剣な顔をする。

「冬に北部へ行くなんて正気じゃないぞ。町と町の間隔も広いし頻繁に雪の嵐も起きる。巻き込まれたら人も動物も生きたまま凍って彫刻みたいになる」

　あそこは氷の地獄だよ、と呟く。

　マスターは連邦北部出身で若い頃ゴルドニアに移住してきたらしい。

　連邦は強固に確立した封建制があるので農民が故郷を捨てて移住することは簡単ではないのだ。

　仕方なく国境を越えて中央平原に渡り、身一つでこの宿を興し家庭を持ったそうだ。

　最初は尊敬の念をもったもんだが彼の嫁が今年一七になると聞いて一気に冷めた。

　ちなみに彼の名は［アンドレイ］、今年四〇になる髭の立派なダンディ大男だ。

　結婚したのは三年前、同じく連邦出身の［ナタリー］を見るなり一目ぼれしてプロポーズしたらしい。

　ナタリーは確かに美人だが俺の胸辺りまでしか背はなく、胸も尻もまるで子供のような女性なのだ。

　一三歳ぐらいと言うセリアと並べても身長は同じで胸と尻はセリアに分がある程だ。

　今でこれなのだから三年前はどんなだったのか…………

「悪いことは言わねぇ。嬢ちゃんもいるんだ安全な河を船で行くんだな。それと」

　こいつを使え。とモコモコの毛皮のコートを二着俺に渡す。

　一見、俺が着ても足元まであるフード付きのロングコートだが内側は二重構造になっており中に羽毛が入っているらしい。

　当然重く、普段使いするには厳しいコートだが冬のオルガ連邦を行くにはこれぐらいは必須で連邦北部の人間ならば皆持っているそうだ。

「こいつは俺が使ってたもんさ。俺はもう北に行くことはないからな」

　マスターは遠い目をして、自分も酒を少しだけ煽る。

　コートが二着あることに俺は言及しない。

　遠くを見る目には少しばかりの哀愁も漂っていた。

　その姿は男の俺が見てもさまになっており、ウエイトレスの女性が顔を赤くして見惚れている。

　だがその想いは届かない。

　男を虜にする立派な胸と肉付きのいい体のせいだ。

「嬢ちゃんが凍傷にでもなったら可哀相だからな。勿論金はもらうぞ」

「あぁ。厳しい旅になりそうだ助かるよ」

　しばらく酒を酌み交わし、夜も更け俺たち以外の客もいなくなったところでマスターは「本日は閉店だ。呑み終わったら戻りな」と言い残し奥に引っ込んでいく。

　ナタリーがそろそろ子供を欲しがっているらしい。

　きっと現場は山賊に犯される哀れな少女の図となっているのだろう。

「エイギル様。私たちもそろそろ戻りましょう」

　そうだなと腰を上げようとした所で横合いから声がかかった。

「夜分に失礼するよ」

　二人の男、武装はしていないが身なりはよく動きには隙がない。

　セリアは腰の後ろに手を回しナイフに手をかける。

「我々は怪しいものではないさ」

「君に話があるのだ」

「深夜に急ぎの用とは随分と怪しいものだが」

「それについては詫びるが、今でなければ君に会えないと思ってね」

　彼らは俺たちが明日町を発つことを知っているらしい。

　怪しさ一・五倍だ。

「手短に頼むよ」

　だが話を聞くぐらいはいいだろう。

　勝手に話させておけばいい。

　セリアに目で合図しておとなしくさせる。

「我々は傭兵団［夜明けの翼］の人間だ」

「そして君の…………エイギル殿の能力を高く買っているのだ」

　怪しさは限界を突破だ。

　傭兵団の人間に名乗った覚えなどない。

「今、ゴルドニアでは傭兵団を集めている。周辺地域での盗賊団撃滅とオルガ連邦に対抗する戦力増強のためだ」

「我々の団も王国と契約し団員の増強を進めているのだ」

　なるほど俺のトリエア王国での噂を聞きつけて勧誘に来たというわけか。

　だが…………と彼らは付け加える。

「盗賊団の討伐など軍だけで十分だし、オルガ連邦との関係は良好だ」

　なんだそりゃ？　意味がまったくわからなくなった。

「名は明かせないが我々はある高貴な方の意向を汲んで動いている」

「建前の部分で傭兵の数を集め、ある事に備えているのだ」

「では何故それを俺に明かす？」

「君のように特に高い評価をした人間には建前は除いて話すことにしている」

「勿論、真の理由については今ここでは話せない。我々と共に来てくれると決断してからになる」

「俺たちが明日この国を発つことは調べがついているんだろう？」

　彼らの情報収集能力は確かなようだ。

　ならばこその疑問だ。

「無論知っている。我々としては今すぐに参加してくれるのがベストだが、夜明けの翼も成立したばかりで形にするにはまだ時がかかるだろう」

「エイギル殿には我々が君を高く評価していると言うことを知っておいて欲しかったのだ」

「なら旅を終えた後でいつでも気が向いたらおいでと？」

　だとしたら相当に虫のいい話で胡散臭さも高くなる。

「時機を逃せば無意味になる。我々は王都郊外に拠点を構えているから出来るだけ早くきてくれることを祈るよ」

　話は終わりだと男達は立ち上がる。

　俺もセリアを連れて部屋へ戻ろうとする。

　すると後ろから男の声がかかる。

「君は優秀な戦士だ。だがそれ以上の高みに登りたいのならこれは好機だぞ！」




　俺の目的は自分の王国を手に入れること、そしてルーシィを手に入れることだ。

　確かにどこかの段階で肉体的強さだけではなく権力としての強さも必要になる。

　そのきっかけになるのだろうか。

「気になっておられるのですか？」

　セリアがベッドに転がる俺に呼びかける。

　ベッドは別々だが距離はわずかだ。

「私はあなたの行く先、どこにでもついていくつもりです」

　セリアの頭を撫でてやると恥ずかしそうに身を縮める。

「伽をしましょうか？　まだ育ってないですけど一応女ですし、何もないよりは……」

　俺が女を欲しがっているのに気づいているのだろう。

　俺のベッドに入ってこようとするが、デコを指で弾いて戻らせる。

　どうもセリアとそうなる気にはなれない。

　何より着替えの時に見たがまったく膨らみの無い胸に乳首だけがあるような体では抱き甲斐もない。

　怪しい男達の言っていたことも今考えるのはよそう。

　色々悩みながら連邦で氷の彫刻になったら笑い話にもならない。

　旅の途中で答えが見つかるかもしれないしな。

　いつの間にか寝息を立てているセリアから手を離し俺も目を閉じた。







　翌日俺達は固茹亭を出発する。

　後ろではマスターが見送ってくれている。

「無事に帰ったらまた来い。嬢ちゃんも連れてな。いいか必ず育つ前に連れて来るんだぞ！」

　また来る時はセリアには俺の傍を離れないように言っておこう。

　シュバルツはこれでもかと毛皮をかけられて暑そうだが久しぶりに女が一緒なので機嫌はいい。

　二人と一頭は北へ向かって歩き始めた。
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　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一三〇枚　（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　大型バルディッシュ 鋼のナイフｘ１

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　　　　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア

　経験人数　一二人

久しぶりにエロがなかったですね。










第18話　新たな同行者







　俺はシュバルツに乗り森の道を歩く。

　後ろからはセリアが必死に追いかけてくる。

「大丈夫です！」と叫ぶが充血した眼に口から泡を吹きながら走る様子はとてもそうは見えない。

　最初はセリアを乗せようとしたのだが

「主人と一緒に馬に乗るわけにはいきません。遅れはしませんからどうぞ騎乗して下さい」

　その結果がこれだ。

　シュバルツがぶるると啼いて、さっさと乗せろと言っている。

　俺に罪悪感、セリアに苦しみ、シュバルツに男のケツ。

　三者全員に何もいいことがないのでセリアを掴み上げて俺の前に乗せる。

「私まで乗っては馬が疲れて遅れます！」

　セリアは叫ぶがそれは間違いだ。

　シュバルツは軽いお前が乗ったぐらいで何の問題も無いし、そもそもおまえを気にしてゆっくり歩いていたのだ。

　彼女が乗った途端に満足げに首を振り、速度を上げたシュバルツを見て彼女も気づいたのか荒い息を吐きながらしょぼくれる。

　セリアには俺がクレアから取り上げた鋼の剣と俺が持っていた盾を与えている。

　彼女には少しばかり大きいが振らせて見ると意外に良かったのでそのまま持たせている。

　技量はないが、剣のセンスだけならば非凡なものを持っているようだ。

　俺たちが今歩いているのはゴルドニアから北、中央平原の北端にして連邦との国境に広がる大森林地帯を貫く街道だ。

　直線距離１００ｋｍを超えるこの森林は連邦と中央平原を結ぶ重要な道で街道としては整備されている。

　ただ左右には見通しのあまりよくない森が広がるため盗賊や侵入した未開人による被害が度々報告されてもいる。

「いざと言う時は私も戦います！」

　と意気込むセリアを足の間に乗せて可愛い尻の感触を楽しむ。

　シュバルツは背中一面に載せられた毛皮ごしの少女の足の感触を楽しんでいるようだ。

　ふと俺とシュバルツが似ているのではないかと言う妄想が浮かぶがそんなことはないのだ。

　延々と続く一本道を歩く。

　さすがに中央平原と連邦をつなぐ一本道だけあって昼の間は頻繁に人とすれ違う。

　街道沿いには随所に宿場があり粗末だがベッドと水とその他旅に必要な物品が購入できるようになっている。

　そのおかげで俺たちは最低限の荷物だけを持ち運ぶことで旅を続けられているのだ。

　依然訪れたシーラ村への道とは根本的に違う。

　連邦とゴルドニア王国の国力を見せ付けられている気がするな。

　日が暮れ始め、俺たちは最寄の宿場を見つけて今日の旅を終える。

　宿場には俺たちの他にも幾人かの人がいるようで馬小屋には複数の馬と幌付きの馬車が止まっていた。

「ベッドはあいてるか？」

「おお、今日は多いな！　あんたらで最後さ。運がいいな」

　宿泊代を払いロビーで飯を食う。

　普通の宿場では飯は出ないし、ベッドも一つの部屋にまとめておかれ居心地が良いとは言えないので眠る直前まではロビーで過ごすことが多い。

　そして宿泊客同士の会話にも有用な情報があることもある。

　俺もセリアを伴って会話に参加したが、あまりいい情報はなかった。

「お前も傭兵か？　随分とでかい槍を持ってるが見掛け倒しは命を落とす原因だぞ！　俺のように長年戦場をかけた傭兵は～」

　先ほどから俺に傭兵の心得とやらを語っている男はゴンドと言い自称歴戦の傭兵らしい。

　戦場を駆けた自身の英雄談が次々と出てくるが具体的な地名国名は覚えていないという不思議な男だ。

　よく激戦で負傷して奇跡的に助かっているらしいが体には傷一つ残っていなかった。

「おおぉ！　なんとそれは素晴らしい！　なんという！　正に鬼神のごとし！」

　ゴンドの話に大げさに反応している男はルーグといい商人だそうだ。

　そして部屋の隅には三人の女と一人の大男が座っている。

　全員に首輪がついており大男は腕に焼印が押されている。

　彼は商人と言っても奴隷商人、彼らは商品と言うわけだ。

　奴隷制はオルガ連邦……ゴルドニア王国ともに合法であり、ルーグのやっていることは違法なものではない。

　ルーグは連邦からゴルドニアに商売に向かう途中だそうだ。

「ルーグと言ったか？　お前は俺の強さをよく分かってるようだな！　…………そこで相談なんだがお前の奴隷達はなかなかいい女じゃないか。俺は近い将来かならず大物になる！　今のうちに投資しておくのも悪くないと思うが…………」

　暗に女を抱かせろと言うゴンドにルーグはまたも大げさに反応する。

「いやいや！　あなた様の武勇伝誠に見事でした！　ただ今日連れている女たちは見ての通り器量良しばかりでしかも全員処女にございます。王都の市なれば金貨一〇〇枚はするような上玉ばかりでございます」

「金貨一〇〇枚だと！　そんな馬鹿な価格があるものか！」

「いえいえ、特にこの上玉が処女となれば貴族様も食指を動かされますかと」

　ルーグが自慢げに一人の女性を立たせる。

　年齢は一七歳、奴隷とは言え見た目に気を使われているのか、腰まで流れる茶色の髪は美しさを失ってはいなかった。

　背は並といったところで全体的にスラリとした体形。

　晒し者になっているのがつらいのか俯いているが間違いなく美人、それもかなりの美人と言っていい。

　何より目を引くのが巨大な胸、服を破れんばかりに押し上げるそれは俺が今まで見た中でも一番のサイズだろう。

　身じろぎするたびにぶるんと揺れるとんでもないサイズの胸だった。

　彼女の横にいる二人の娘も悪くは無い。

　むしろ美人の部類に入るだろうが霞んでしまっていた。

「その他の娘もなかなかの上玉ですからな。味見をされてしまいますと価値が落ちてしまいますので…………勿論この娘金貨一〇〇枚、他の娘金貨五〇枚出して頂けるのでありましたら今すぐにでもお渡し致しますのでご自由にお楽しみ頂けますが？」

　一介の傭兵がそのような大金を持つはずもない。

　ゴンドはぶつぶつと言いながら黙るしかなかった。

　奴隷は持ち主の所有物だ、盗むのは勿論傷つければ賠償のみならず衛兵に捕まることもあるのだ。

　更にルーグはだめを押す。

「しかし、このような上玉ですから色んな虫が寄ってまいりまして、この男に番をさせているのでございます」

　奴隷の大男は娘達の番が役目らしい。

　男は未だ諦めきれぬ様子のゴンドをジロリと睨む。

　歴戦の傭兵様は丸腰の男の視線に怯えてすごすごとベッドに向かっていった。

「ところで貴方様も随分と美しい少女を連れておられますがご関係を聞いてもよろしいですか？」

　ゴンドを追い払ったルーグが視線をこちらに向ける。

　セリアは露骨に嫌そうだった。

「俺の従者だよ」

「ほほぅ。愛らしい従者でございますな！　旅の共には最高でございますな」

　夜毎に楽しんでいるんだろう？　少女趣味ですな？　と下卑た笑みを受かべる。

　無視してもいいのだがそろそろセリアが爆発するのでこの辺にしておこう。

「あんたの娘達はなかなかの美人揃い、眺めているのも悪くないんだがこの子はそろそろ寝る時間なんでな。失礼させてもらう」

「それは残念です！　貴方様も、もし金貨一〇〇枚…………」

　俺は手を振ってセリアと共に寝室に向かう。

　俺は金貨一〇〇枚を持っている。

　あの巨乳になら惜しくは無いが奴隷を買ったりしたらセリアの目が痛くなるだろう。

　自分を慕う少女の前で盛った獣の姿を見せるのは抵抗があるし、俯く女を金で自由にしてもつまらん。

　ベッドは大部屋にまとめられているので奴隷を除く全員が同じ部屋で寝ることになる。

　旅では女に縁がないことも多くセリアにちょっかいを出す愚か者がいないとも限らない。

「セリア、俺のベッドに来るか？」

「えっ？　は、はい！　よろしくお願いします頑張ります！」

　頑張らなくていい。

　少々肌寒いのでセリアを正面から抱きしめる。

　まだ子供だからだろうか彼女は体温が高くて暖かいのだ。

　そしてぎゅっと抱きしめると更に暖かくなるのもいい。

　俺が腕の中の暖かさを楽しんでいるとセリアが恐る恐る背中に手を回してきた。

「エイギル様……」

　胸元から上目遣いで見つめてくるセリア、男の胸板に埋まるなど俺にとっては悪夢でしかないがセリアは嬉しそうに顔をこすり付けている。

　胸元に柔らかい感触、セリアが胸にキスをしているらしい。

　結構な期間女断ちしているせいで薄い体の少女にも反応して股間に血が集まってしまう。

「あんまり密着すると犯してしまうぞ？」

「……」

　セリアは何も言わずにシーツを口に入れて噛み締めた。

　声が漏れないようにか……冗談なんだが。

　その時、シュバルツの嘶きが響きわたった。

　あいつは夜中に何をやっているんだと身を起こすが、続いて他の馬だろう嘶きも連続して聞こえる。

　俺とセリアは目を見合わせ、すぐに武器を手に取る。

　鎧を着る時間は無い。

　異常に気付いた男達がガチャガチャと武器を用意している。

　この街道は警備隊が定期的に巡回していることもあって比較的安全だが夜は別だ。

　夜のうちに襲撃し朝が来る前に森に逃げる。

　そうすれば警備隊の目に付くことも無い。

　盗賊か、もしくは蛮族共の集団と言うこともある。

　奴らは森の中をやってくるので軍もなかなか発見できないのだ。

　皆、武器を手にロビーへ向かう中、伝説の傭兵だけが熟睡してたので頭を蹴飛ばす。

　こんな奴でも盾ぐらいにはなるだろう。

　俺は窓の外を伺う、襲撃ではなく唯の馬泥棒の可能性もあるからだ。

　だが窓の外には一〇人以上の人影が見え、宿場の周りを包囲している。

　包囲している時点で馬泥棒ではない。

　目的が俺たちであることはあきらかだ。

　俺は全員に外の様子を告げ、戦闘準備を促がした。

「エイギル。傭兵だ」

「ブルーノ同じく傭兵」

「～～だここの主人、槍は使える」

「ーーです。行商人で戦いは…………」

「私は戦いなどできん！　代わりにこの奴隷が!!」

「マックだ」

「遅れたな！　我が名はゴンド！　数多の戦場を駆け、数知れぬ武功をぐごっ！」

　ゴンドを蹴っ飛ばし手短に紹介を終える。

　次に余計な手間をかけさせたら叩ききってやろうと思う。

　あの奴隷名前はマックと言うのか、体格もいいし使えそうだがなにぶん丸腰だ。

　実質戦闘可能なのは三人、さて何人生き残れるか。

　俺としてはセリアと俺自身が守りきれればそれでいいのだが、あの超巨乳はなんとか守りたい。

　あのサイズの乳は人類の宝だからな。

「敵の数は少なくとも一〇人以上なのでしょう。数ではこちらが不利です。ここは篭城して夜明けを！」

　行商人の何某が叫ぶが、そうもいかない。

　俺が外の奴らなら火でもつけてあぶりだす。

　そしてどうやら敵はコトを迅速に進めるようだ。

　既に至る所から煙が入ってきていた。

　悲鳴が上がる中、マックが主人に命令されて外への扉を開けようとするが、俺は彼の肩に手をやってそれを止める。

　火をかけて待ち伏せしている相手に対して唯一の出口から出るのは愚か過ぎる。

　剣を持ったブルーノと槍を持った店主に合図を送り、ゴンドを突き飛ばし、扉から外に放り出す。

　立て続けにゴンドに矢が刺さり、続いて数本の槍が突き刺さる。

　歴戦の傭兵は醜い悲鳴を上げて息絶えた。

「今だ！　いけ！」

　俺と店主、そしてブルーノという傭兵はハリネズミのようになったゴンドの脇を走り抜ける。

　ゴンドに槍を突き出していた男達は四人、ブルーノと店主が一人ずつ、俺が二人を切り倒す。

「弓隊を叩け！」

　ブルーノが叫ぶ。

　正解だ、弓で狙われていると身動きがとれない。

　敵は弓を構えるがゴンドに全員が射掛けたのかすぐに発射できそうな奴はいない。

　俺が一気に接近すると慌てて弓を捨て剣に持ち替えようとするが手遅れだ。

　二人を両断しもう二人の頭を叩き割る。

　これで弓は潰した。

　だが敵の人数は思った以上に多かったようだ。

　後方で悲鳴があがり振り返るとブルーノと宿場のおっさんがそれぞれ二人を相手に斬り結んでいるが、敵の数はまだ多い。

　小動物的な叫び声をあげて行商人が地面に引き倒され滅多刺しにされている。

　五人ばかりの男がブルーノとおっさんを突破して女達の方へ向かう。

（間に合うか!?）

　俺は全力で走るが奴等の方が早い。

　だが思わぬ援軍が現れた。

　三人の奴隷女に迫る敵の前に壁ができる。

　それは高速で動く木でできた壁、マックがテーブルを持ち上げて振り回しているのだ。

　武器とは到底言えないそれだが仮に当たれば即死してもおかしくない重量を持つ。

　しかも足を掴んで天板を前に振り回しているのでマックに攻撃が届かないのだ。

「うまいことやる！」

　だが危機は終わらない。

　二対一で戦っていたおっさんが遂に力尽き、胸に槍が突き刺さる。

　ブルーノは一人を切り捨てたがすぐに二人が追加され他の援護に回るのは厳しそうだ。

　マックの前に五人、ブルーノの前に三人。

　どちらを援護するか一瞬の迷いが生じた時、状況は変化した。

　マックの振り回すテーブルの下を転がるように飛び出す影。

　小さなセリアは攻めあぐねる敵の足首を這うようにして切りつけた。

　二人の敵が倒れ、気を散らした一人がテーブルに弾き飛ばされる。

　残る二人は目標を変えて小さな影を切り殺さんとするが。

「よくやったな」

　既に俺は目の前にいる。

　全力で振りかぶったバルディッシュが一人を両断、横ではない。

　頭から股間まで縦に両断した。

　信じられないような量の血が飛び散り体内の全ての物を撒き散らしながら湿った薪が割れた。

　残る一人は完全に心を折られたのか悲鳴を上げて逃げ出そうとするが、足元から突き出された剣に喉を貫かれ絶命した。

　一方ブルーノもついに最後の敵を切り倒し、セリアに足を切られて這いつくばっていた二人はマックがテーブルを叩きつけて潰れた果実に変えた。

　ブルーノはなかなかやる、一対三で相手を皆殺しとは。

　死体を調べるとどうやらこいつらは唯の盗賊ではなく東方から来た蛮族の類のようだ。

　槍や剣で武装しているのはここへ来るまでに盗賊なり、開拓村なりを襲撃していたのだろう。

　本来彼らは金属製品を持たないのだ。

　結局女奴隷三人に怪我は無く、セリアも転がった時に膝を擦り剥いただけだった。

　ブルーノもマックもほぼ無傷、おっさんと行商人何某が殺されたが人数の割には善戦と言っていいだろう。

　そういえばルーグはどこだ？

「ここに転がってるぞ」

　ブルーノがマックの後ろで気絶しているルーグをつつく。

　どうやらマックの振り回すテーブルに当たって気絶したらしい。

「…………」

　マックの顔色が悪い。

　主人に手を出した奴隷は大抵の場合は処刑される。

　不可抗力を受け入れる主人は少ない。

「お前はこいつに恩義はあるのか？」

　たまに良好な関係の奴隷と主人もいるのだ。

「…………ない」

　ならば話は早い。

　マックは勇敢に戦い、人類の宝を守った。

　こんな汚らしい男の為に死ぬのはもったいない男だ。

　ブルーノと俺はルーグを掴むと既に火が回り、燃え盛る宿場の中に放り込む。

　まったく需要のない豚の丸焼きができるだろう。

「彼は蛮族の襲撃に驚いて頭を打ち気絶した」

「そしてそのまま焼け死んだ。悲惨な最後だったな」

　俺とブルーノは握手を交わす。

　なかなかに気が合うやつだ。

　セリアが傍にじっと立っているので褒めてやる。

　思いのほか戦いのセンスがあるようだ。

　人に剣を振るう事に抵抗が無いのはそういうこともさせられていたのだろう。

「さて問題は後始末だ」

　ブルーノが切り出す。

　ルーグが蛮族に殺された以上、その所持品は遺族に行くのが法の定めるところだが残念ながら今回彼の所持品は蛮族に持ち去られてしまうのだ。

　つまり女奴隷三人とマックの扱いが問題となるのだ。

　それに宿場が蛮族に襲撃されたことも伝えないといけない。

「宿場の襲撃は俺が伝えよう」

　ブルーノはゴルドニア王国に向かう。

　次の宿場までの距離的にもそれがいいだろう。

「俺はゴルドニアへエイギルは連邦へ向かう。お前たちはどっちについて行きたい？」

　四人に問う。

「私は…………連邦に……」

「私もっ！」

「エイギル様にご一緒させて頂きたく」

　そうだろうなと思った。

　ルーグは連邦から来たのだ。

　彼女たちは連邦で「仕入れ」られたのだろう。

　どんな運命が待つにせよ、少しでも故郷の近くで過ごしたいと思うことは自然だろう。

　それに俺はセリアを連れていて、乱暴に扱っているようにも見えない。

　ひどい目に合う危険も少ないと感じたのかもしれない。

「俺は…………ゴルドニア王国に行きたい」

　マックはゴルドニアに向かいたいそうだ。

　ブルーノが少し顔をゆがめる。

　そりゃそうだろう、俺の方には美女三人、自分にはガチムチマッチョの大男だ。

「それじゃあルーグの馬車はお前が使え、女三人歩かせるわけにも行かんだろ」

　幸いにして馬屋は燃えておらず、ルーグの幌付き二頭立て中型馬車と行商人のロバが残っていた。

　これではあまりに俺に有利すぎるのでルーグの財布にあった金貨四〇枚は全てブルーノに渡したが、ブルーノは半分こちらに投げてよこす。

「総どりはよくない。これで共犯って奴だ。代わりに奴等の武器は俺が拾ってくさ」

　なかなかにいい男、もてそうだな。

　さっきからマックが尊敬の目で見ているぞ。

「それに女が手に入っても手間がかかるしな。馬車も俺にはいらんもんだ」

　女は多ければ多いほどいいから同意できないが馬車は必要だしこの二〇枚もこいつらに使うとしよう。

　速度は落ちるが寒さが予想される中での幌馬車もありがたい。

「ブルーノ、お前はゴルドニアに何をしに？」

「俺は傭兵だぞ。行くとすりゃ傭兵団に決まってる」

　あぁ何か繋がって来た気がする。

「ちょっと大きな儲け口があってな、詳細は言えないが…………」

　不思議と俺にも心当たりがあるんだ。

　夜明けの翼は随分と広範囲に募集しているようだ。

「もし縁があったらまた会おう」

　ブルーノの声は何故か何度も繰り返された。

　俺たちの準備も完了した。

　シュバルツにはセリアを乗せ、馬車に俺と三人の娘を乗せる。

　馬車を動かせるのが俺しかいないためだ。

　昔傭兵団で動かした程度だが、おいおいもっと慣れていこう。

　シュバルツが馬車をひく雌馬に熱い視線を送っている。

　本当に見境の無い奴だ、馬にまで興味を持つとは…………何か違和感があるな？

　シュバルツに乗せていた荷物も馬車に積みなおす。

　ちなみに俺たちの荷物は燃え落ちるまでにセリアが持ち出していたのだ。

　頭を撫ででやると、にこにこしながら出発準備を急いでいた。

　夜明けと共にブルーノとマックは南へ俺たちは北へと出発する。

　どうせまた会うことになるだろう。

　さてこれからしばらく後ろの彼女達とは一緒にいることになりそうだし親睦を深めておくのもいいだろう。

　今のように隅に固まっていられるのも困る。

「それで、あんたらの名前を教えてもらってもいいか？」

「アリサです。ご主人様」

「コレットです…………」

「ノンナと申しますわ」

　アリサはしっかりとした声で、コレットはあきらかに怯えている、そしてノンナ…………超巨乳の彼女はスカートの端を持ち上げて綺麗な挨拶を見せた。

　彼女だけ雰囲気が違う。

「それであんたらはどうしたいんだ？」

　えっ？　と全員が顔を上げる。

「望んで奴隷になったならどこかの町で売り飛ばすなり、このまま俺の物にしたりするがそうなのか？」

「ちっちがう！　違います！」「わたしも！」

　アリサは小さな町、コレットは農村出身で少し遠出した隙に盗賊に誘拐されそのまま奴隷商人に売り飛ばされたらしい。

　連邦の治安も大したことないのか、それとも美人の二人は最初からマークされていたのか。

「私たちの故郷は東部なので治安はそれほどよくないんです」

　ということらしい。

「それでお前らが故郷に帰りたいのなら旅のついでに送ってやってもいいが場所はわかるのか？」

　二人の目が輝く、場所は森を抜けてそのまま北上したあたりにあるらしい。

　街道沿いということなので立ち寄る町か村で名前を聞いていけばいずれわかるだろう。

　ただ連邦は中央平原内とは広さの次元が違う。

　単に北へ向かうだけと言っても一月単位の時間は覚悟しないといけないだろう。

　雪もひどくなるだろうし思ったような速度は期待できまい。

　そうなれば別の問題が生じるのだ。

　まだ子供のセリアでも最近情欲を感じつつあるのに一九歳と一六歳のアリサとコレット、そして二人よりも更に二つは頭の抜けた美人のノンナを近くにおいて耐えるというのはなかなかの苦行だ。

「はっきり言う。故郷にはちゃんと送ってやる。だから旅の間、お前たちを抱かせてくれないか？」

　信じられない展開に満面の笑みを浮かべていたコレットの顔が凍りつく。

「そんな…………いや…………いやあ！」

　突然暴れるコレットをアリサが押さえつけ。

「すいません！　コレットは今まで男達に色々とひどい扱いを受けたので思い出してるんだと思います。私が相手するからこの子は勘弁してあげて…………」

「いえ、私わたくしが致します」

　今までほとんど話さなかったノンナが良く響く声をあげた。

「それは」と口ごもりながらもアリサはどこかほっとした顔をする。

　ほとんど知らない男に処女を奪われるのは彼女も怖かったのだろう。

　一方ノンナは背筋を伸ばし「ピシッ」と言う音が出るかと思うぐらい綺麗な姿勢で座りこちらを向いている。

　だがその眼はわずかに揺れており、膝の上で組まれた手も震えている。

「遠慮しておく。あんたは確かにとんでもない美人だがそんな暗い目をした女を抱く趣味は無いな」

　何より気になったのはノンナの目、全てをあきらめたような目をしていた。

　他の二人とは違う、故郷に帰れるが男に犯されるのは怖い、そんな目ではなかった。

　まるで自分の帰る場所などもうどこにもないとでも言うような目だった。

　飛びぬけた美貌に巨大な胸、抱いて処女を奪えば最高の快感が得れるだろうが、それをしてしまうと永遠に彼女は暗い顔のままになってしまいそうだ。

　そんな陰気な関係は御免だ。

「色々抱えてそうだな」

　三人が目を伏せる。

　誘拐され盗賊から奴隷商人に渡っていったのだ。

　無事で済んでいるはずもない。

「約束しよう、今日一日は絶対にお前らに手を出さない。だから色々話してすっきりしろ」

　どの道、今日一日はまっすぐ進む以外に何もすることはないのだ。

　ゆっくりと女達の話を聞いてやり、自分から股を開いてくれるのを待つとしよう。

　コレットとアリサは誘拐された後、盗賊達に処女を奪う以外の全てのことをされたらしい。

　更に奴隷商人に売られてからも高く売れるようにと男への奉仕を覚えさせられた。

　毎日のように奴隷商人やその知り合いに口での奉仕を繰り返し、汚液を飲まされた。

　戯れに他の男奴隷の前で女二人で絡み、体中に自慰の精を浴びせられたと。

　コレットは泣きながら、アリサは暗い顔で語った。

　故郷に帰れても私たちはもう汚れてしまったと。

「あんたらは気の毒だと思うが、汚れたとは思わんな」

　俺は馬車を止めて御者台から馬車の中に入る。

　二人を両手で抱き寄せ、少しばかりきつく抱きしめる。

「そんなもんは洗えば終わりだ。教え込まれたことは愛する男ができたら使ってやればいい」

　頭を撫でながら続ける。

「女の奉仕がうまくて怒る男はいない。過去を気にする奴がいたらそんな小物はやめておけ」

　二人は抱きしめられてしばらく身を硬くしていたが、やがて力が抜け、俺の背中に手を回して大声で泣き始めた。

　その様子をノンナは寂しそうに、セリアはぶちぶちとシュバルツの毛をむしりながら眺めていた。

　やめてやれ、シュバルツは全身黒いから禿げると目立つ。

　再度出発した俺たちだが御者台にはセリアが座っている。

　俺は二人に抱きつかれたまま馬車の中だ。

　なんでもこなすセリアの才能にも驚いたが誰も乗っていないし手綱も引いていないのに勝手についてくるシュバルツにも驚きだ。

　あいつは本当に馬か？　魔法で馬に変えられたスケベ男なんじゃないかと思う。

　そして俺の両脇にはアリサとコレット、先ほどまで声をあげて大泣きしていたが泣き疲れたのか寝てしまった。

　今引き離すと起こしてしまうかもしれないし、何より心地が良いのでこのままにしているのだ。

「一九歳で泣き疲れてってのもなかなかに可愛いやつだな」

　アリサの頭を撫でる。

「安心したんだと思いますよ」

　ノンナが笑みを浮かべている。

　彼女は一七歳らしいがまるで母親のように達観して見える。

「今までずっとつらい目にあわれていたようですし、あなたの腕の中ならもうひどい目に合うことはないと安心したんだと思います」

「ノンナ……だったな。お前は大丈夫なのか？」

「ふふっ。私は盗賊に誘拐された訳ではございませんから。覚悟はしておりましたし」

　ノンナは借金か何かの代に売られたのだろうか？

　だとすれば帰る場所もない。

　結局は主人が変わっただけに過ぎないのかもしれない。

「つらくなったらいつでも抱き締めてやるぞ」

「はい。いつかお願いするかもしれません」

「すごい感触も味わえそうだしな」

「スケベな方ですね」と言われるが穏やかな笑みを見せているので怒ってはいないだろう。

　だが、瞳の奥の暗い光は最後まで消えることはなかった。

　セリアが御者台で騒いでいるので身を乗り出すと両側に広がる森が切れ、前方全てに地平線が見える広大な大地が広がっていた。

　ついに俺たちはオルガ連邦に入ったのだ。
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　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一五〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　大型バルディッシュ 鋼のナイフｘ１

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　アリサ　コレット　ノンナ

　経験人数　一二人








第19話　堕ちた青い血　♯







　オルガ連邦と中央平原の境は森林地帯に区切られているので明確にわかる。

　だがその区切りがなくても違いは歴然だろう。

　理由は寒さだ、冬の初めに差し掛かったこの時期、中央平原と連邦の領域内における温度差は歴然だ。

　頭上にはちらちらと雪も舞い始めている。

　御者台にいるセリアは分厚い毛皮のコートを着ている。

　俺や他の女達は幌馬車の口をしっかりと閉じ、中で身を寄せ合っているのでそれほど寒くはないが。

　ルーグは彼女達を連れて南のゴルドニアに行くつもりで厳重な防寒装備をさせていなかった。

　必然的に俺たちが用意した毛布を全員で被り暖をとっているわけだ。

　俺の腕の中で号泣してからアリサとコレットは目に見えて軟化し、今も俺の両腕に抱きついて一緒に毛布に包まっている。

　ノンナにも来るように言ったのだが二人に悪いと特製羽毛入りコートを着て少し距離を置いている。

　さすがにセリア一人を御者台に居させる訳にはいかないので定期的に交代するのだが、体温の高いセリアに抱きつくのもアリサとコレットの楽しみらしい。

　日も暮れかけた頃、宿泊できる町につけなかった俺たちは野営の準備を整えた。

　日が完全に落ちるまでまだ時間もあるので女達をシュバルツに乗せてやった。

　馬車馬よりも遥かに大きい馬にコレットは怖がっていたが俺が半ば無理やりに乗るよう促がしたのだ。

　鐙もあるし何よりこのエロ馬が女を振り落とすはずがない。

　案の定、馬側の全面協力でコレットは馬上の人となり、普通の馬とは比べ物にならない速度に、騒ぎながら馬車の周りを走り回っていた。

　いい感じだ。少女と言ってもいい一六のコレットには笑顔が似合う。

　アリサも乗りたいのか落ち着きがない。

　結局陽が完全に落ちるまでコレットとアリサに乗られ続けたシュバルツはお疲れの様子だったが、とても満足気だった。

　野営と言っても地面で寝るよりも馬車の中が断然暖かいので全員が幌馬車の中に入り眠りにつく。

　コレット達と連れ立ってから数日、全てがうまくいっているように思うがそうではないのだ。

　主に俺の下半身が大変なことになっている。

　さすがにそろそろ限界かなと思いながら毛布に包まった俺に救世主が訪れた。

「つらいですか？」

　アリサが皆を起こさないよう耳元で囁くように語り掛けてくる。

「最近その、すごく元気になってましたし」

　隠しようがないので特に気にしなかったのだが、しっかりと見られていたようだ。

「相手してくれるか？」

「まだその覚悟はないんですけど、手でなら」

　毛布の中でアリサをくすぐり、喉元や胸元にキスをする。

　アリサは笑いながら嫌がるふりをしてじゃれあう。

　遊ぶうちに逸物に血が流れ込み、隆々とズボンを押し上げてそそり立った。

　隠しようもない勃起にアリサも当然気付く。

「やっぱり溜まってるんですね。じゃあ失礼して……」

　アリサがズボンを降ろすと射精間近と思うほどに硬く大きくなった竿が飛び出る。

「なっ！　なんですかこれ!?　ものすごいんですけど!?」

「何といわれてもナニと言うしかない」

「すごい……盗賊達のなんか比べ物にならない。倍？　いえもっと大きい」

　俺がもどかしげに肩を押えると上目遣いに微笑んで、毛布の中に潜る。

　宣言通り手で出させてくれるようだ。

「すごい、片手じゃ無理ぃ」

「もっと激しくしてくれ」

「はぁい」

　毛布の中なので何をしているかは見えないがシュッシュと肉を擦る音が聞こえ快感が頭を抜ける。

　禁欲の中、女にしてもらう手淫は乾いた喉に注ぐ清水のように染み渡る。

　射精の呼び水にモノから汁が流れ、音が粘着質に変わっていく。

「気持ちいいですか？」

「ああ、いいぞ」

　普段では考えられない程の早漏だが、発射まで余裕がなくなってくる。

　小刻みに脈打つモノから彼女も気づいたようで、擦り上げのペースが一層速くなってきた。

「もう出るぞ！　溜まってたからな、すごい量が出そうだ」

「思い切りどうぞ～」

　最後まで彼女に強引なことをしなかったのが安心と好感を与えたのだろう。

　いよいよ発射の律動を開始した時、男根の発射口にアリサの舌が這った。

「頭抑えるぞ！」

　毛布越しにアリサの頭を持ち、腰を浮かせて射精する。

　玉から男根を通って鈴口を出るのが自分でわかるほど大量で濃い種が噴き出た。

「おう！」

「わっ！　うわあ！」

　うめき声を上げながら二回三回と腰を浮かせて発射を続ける。

　一分程続いた大量射精に毛布の中はすごいことになっているだろうが、今更止めることもできない。

　出すものを出して落ち着き、毛布をめくり上げた。

　我ながら耐えられないぐらいの男の匂いが立ち上る。

「汁まみれ……これ本当に殿方の種ですか？　まるで固形物……黄ばんですごい男臭いです」

　溜まった俺の精は魔物の一つスライムのようにアリサの顔に張り付いてはがれない。

　量も凄まじく、アリサは全身汁まみれ、毛布もぐっしょりで丸洗いしないと駄目だろう。

　だが一ヶ月ぶりの性欲はこの程度では終わらない。

「汁は拭かなくていい。まだ満足できていないんだ」

　俺はアリサに未だ萎えない逸物を握らせた。

　彼女は驚きながらも精に塗れた逸物を再び擦ってくれる。

　俺は汁だらけになってしまった彼女の頭を撫でながら更に四度、精を解き放った。
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　翌日

「何かありましたか？」

　久しぶりにセリアとシュバルツに乗っていると見上げるようにして彼女が尋ねてきた。

　あったとも、久しぶりのすっきりとした気分だ。

　むぅと彼女はうなり体重を預けてきた。

　今朝、セリアはアリサを後ろから睨みつけていた気もする。

　俺でもわかるぐらい精の匂いを漂わせていたからさすがに気付かれたのか。

　まだまだ子供の彼女だが女の嫉妬が目覚めて来ているのかもしれない。

　それから毎夜アリサは俺の毛布に入ってきて奉仕をしてくれるようになった。

　手淫はやがて口取りに、更に股に男を挟んで擬似的な挿入を楽しませてくれるようになった。

　さすがにここまですると狭い馬車の中では隠し通す事は不可能で全員の知る所となってしまった。

　夜の奉仕が始まると他の女も密かに顔をこちらに向ける。

　コレットは巨根を咥えるアリサを心配そうに、セリアは恨めしそうに、ノンナは薄目でチラリと見た後は大抵寝てしまう。







　旅は続き、寒さは増し、いつしか雪に覆われていない景色がなくなった頃。

「オルスクかい？　それならここの隣の町だよ。この道をまっすぐいけばすぐだよ、と言っても馬車で二日ばかりだけどね」

　ついにアリサの故郷まであと二日と迫ったのだ。

「生きて家族に会えるなんて思わなかったなぁ」

　アリサが呟く。

　救い主は一人でシュバルツに乗り、セリアは御者席にいる。

「神様って本当にいるんだね」

　返すのはコレットだ。

　ニコニコとしているノンナは何も言わない。

「エイギルさんいい人だったね」

「最近はノンナのおっぱいばっかり見てるけどね」

　クスクスと笑い合う。

「それでさ。アリサ、いいの？」

　コレットは笑いを止めた。

「毎日ご奉仕してるよね？　もし好きならこのまま別れちゃったら後悔するんじゃない？」

「といってもなぁ。一緒に町に居てと言う訳にもいかないし。せっかく帰れたのに家族にまた行ってきますもないしなぁ」

　家族はきっと自分のことをすごく心配して、探して、諦めているだろう。

　両親の泣き顔が目に浮かぶ。

　彼のことは男としても好きだがせっかく帰れた町を離れる選択は出来ない。

　ずっと自分の町にいてくれるのが最高で、もしそうなら喜んで嫁にだってなる。

　けどそれは叶わないだろう。

「私の言ってるのはもう抱かれちゃえってこと」

　アリサの顔が赤くなる。

　毎夜あれだけ恥ずかしいことをしているのに不思議なものだ。

「エイギルさんってすごいんでしょ？　彼に初めて捧げて、それで諦めるって言うのもいいんじゃない？」

　妹分の癖に生意気な、とアリサが反撃を開始する。

「さすが毎日盗み聞きして自分でしてるだけあるわね」

「なっ！　それは仕方ないでしょ！　あんな声だして音たてて隠す気ないじゃない」

　二人は向かい合って笑い合う。

　エイギルはスケベだがむき出しで匂い立つような男の魅力がある。

　助けられた二人としては股間を濡らすには十分だった。

「彼ともそうだけどコレットともお別れなんだよね」

「そうだね…………私、多分アリサがいなかったら狂ってたと思う。なんとか正気でいられたのは全部アリサのおかげ。本当に感謝してるわ」

「私もコレットに弱いところ見せられないって思いで頑張ったんだよ」

　二人がお互いを抱き締める。

「決めたわ、私エイギルさんに抱かれる。初めて捧げて滅茶苦茶にされて。それで家に帰ることにする」

「人の口から聞くと恥ずかしい…………」

　アリサがコレットを更に強く抱き締める。

「それで提案なんだけどさ。コレットも一緒にしない？」

「はあっ!?」

　セリアが何事かと覗くが、ノンナが転んだだけですと追い返す。

「だ～か～らコレットも一緒に二人揃ってエイギルさんに抱かれない？　ってこと」

「なんでそうなるのよ！」

「私たち苦しい時も悲しい時も一緒にいたよね。だから人生に一度の瞬間も一緒に味わおうよ。それともコレットはエイギルさんに抱かれるの嫌？」

「嫌じゃないよ。あげるならあの人がいい……でも怖いよぉ」

「でしょうね。きっとコレット一人だと踏ん切り付かないまま終わっちゃうよ」

　コレットは男に群がられ、好き勝手嬲られていた時を思いだす。

　その時も横で同じようにされているアリサは手を握ってくれたから耐えられた。

　寝床に、いやらしい顔で男がやってきた時は前に出てかばい、代わりに男の精を浴びせられていた。

　アリサと一緒ならどんな痛みにだって耐えられると思えた。

　まして嬲られる訳じゃなく、きっと気持ちよくしてくれるだろう。

「わかった。アリサと一緒ならきっと最高の初体験になると思う」

「うんっ！　ずっと夢見てたんだよ。王子様が私とコレットを救い出してくれて愛してくれるって」

　ちょっとスケベな王子様だけどねと笑いあう。

「でも…………エイギルさんが私を嫌がったら…………」

「ないよ」

　アリサはぴしゃりと言い切った。

「コレットがそういうこと怖がるから手を出さなかっただけよ。もし思わせぶりなことしてたら、今頃とっくに奪われちゃってるわ。あの人のスケベを甘く見ちゃだめよ」

　それより、とアリサは振り返る。

「ノンナ、あなたはどうする？　ここまで一緒に来た仲だしあなたも一緒にどう？」

　ノンナはニコニコとした笑いを崩さないまま言う。

「いえ、せっかくお二人の大事な時ですもの。お邪魔になっては悪いです」

　そうとアリサは食い下がりはしない。

　コレットも心の中ではアリサと二人がいいと思っているのだ。

　結局最後までノンナのことはわからなかった。

　あのひどい日々でも彼女は決して泣かなかった。

　いつもニコニコと笑っていたがいつも目が泣いていた。

　そして解放された今も彼女は一度も笑っていない。

　彼女はまったく救われていないのだ。

　後は彼に任せるしかないと考えて、コレットとアリサは男にどう抱かれるか、相談を始める。

　ノンナは笑みを浮かべながら虚空を見つめていた。
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　久しぶりにシュバルツを乗り回す。

　最近は馬車の御者ばかりやっているせいで馬に乗る感覚を忘れそうだったからだ。

　シュバルツは不服で女を乗せろと言っているようだが、戦いの場でドジを踏んだらお前も一緒に死ぬんだから頑張ってもらおう。

　今日聞いた所によるとアリサの故郷の町まではあと二日。

　明日中には着くだろう。

　今夜当たりもう一度本気で誘ってみようか。

　あれだけ絡み合った仲なのだからそろそろいい返事がもらえるかもしれない。

　日が沈み、野営の準備をする。

　馬車に積んだ薪を使い、火をおこし雪を溶かす。

　馬車があるおかげで以前より色々と荷物を持ち運べるようになったのだ。

　暖かいお湯を飲んで寝れば幾分か寒さもマシになる。

　すると馬車からセリアが出てくる。

　小さい肩を怒らせてこちらに歩いてくる。

　焚き火の前の雪に椅子替わりの薪をドサリとおいて腰かける。

「何を可愛らしく怒ってるんだ？」

「怒ってません！　かっ！　可愛らしいって！」

「外に出てると風邪引くぞ」

　既に夜は相当寒い。

　口から白い息を吐きながら外に居る意味は無いだろう。

「私はしばらくここにいますので！　どうぞ馬車の方に行ってください！　向こうの人が風邪引いてしまいますのでっ！」

　何を言っているのかわからないが毛皮のコートも着ているし焚き火もある。

　外にいたい時もあるのだろうとお湯を持って馬車に向かうと、厚着をしたノンナが馬車から出てくる。

　もこもこになっているがそれでも胸は隠しきれていない。

「エイギル様。どうぞ馬車にお入り下さい。私は外におりますので……」

　そう言ってセリアと同じく焚き火の前に座る。

　一体彼女達は何がしたいのかわからないがとりあえず寒いので馬車に入る。




　そこには楽園があった。

　馬車の中ではアリサとコレットが向かい合い、手を繋いでいる。

　何より重要なのは彼女達が一糸纏わぬ全裸と言うことだ。

「どうぞお脱ぎ下さい」

「二人一緒に愛して……」

　これ以上言葉を交わすのは野暮と言うものだ。

　彼女達は俺に抱かれたがっていて、俺も彼女達を抱きたい、それで十分なのだ。

「「私達を差し上げます。どうぞ召し上がってください」」

　二人の声が重なる。

　俺は全力で彼女達を味わい尽くすべく、服を脱ぎ捨てる。

　すぐに二人が俺の元に寄ってきた。

「コレットは体を舐めてあげて、私はこっちを元気にするから」

　性の奴隷として教育されていた彼女達は処女だが男の喜ばせ方は知っている。

　その技能をたっぷりと味わわせてくれるつもりらしい。

　セリア程ではないが小さいコレットは首までは届かないので、背伸びをしながら俺の胸や背中を中心に舌を這わせる。

　アリサは俺の前に跪き、種を造る玉を手で転がしながら竿を舐め上げ、先を口に含んだ。

「すごい筋肉」

　コレットが舌を這わせながら体を撫でる。

　森にいる間も体は鍛えていた。

　それに元々筋肉のつき易い体質らしかった。

「エイギルさんは体綺麗ですね」

「小汚い盗賊と比べるな。俺は綺麗好きなんだよ」

　旅の間は風呂がなく、冬に水浴びなど出来ない為、雪を沸かした湯で体を拭くぐらいだが、数年風呂に入らない奴もいる盗賊連中とは違う。

　そんな奴等の体を舐めさせられていたとは可哀想な女たちだ。

「少し足いいですか？」

　コレットが俺の後ろに回り、少しだけ躊躇した後に尻の穴を舐めようとした。

「そこはいい。キスが出来なくなるだろ」

　コレットを掴んで音をたてての下品なキス。

　すると股間で頭を振っていたアリサが声を上げる。

「んぶっ！　顎が外れるかと思った……急に膨らむんだもの」

　コレットとのキスで一気に興奮してしまったからな。

「ほーらコレット、見てよこれ」

「わっ！　すごい！　こんなに大きいの!?」

　毎夜の覗きは灯りが無かったのでよく見えてはいなかったのか。

「エイギルさん、横になってください。二人がかりで口をつけますから」

　言葉に甘えて横になると左右から二人の唇を寄せた。

　両側から揃った動きで竿が舐められ、時折先や玉を舐めまわす。

「大きいよね？」「うん、すごい怪物並」

　二人は漏れ出た先走りを吸引して更に続けた。

「奴隷商人達なんて玩具よ」「これに比べたら幼児のちんちんだわ」

　逸物を褒められて悪い気になる男はいない。

　二人も承知しているのか、俺の気分を高めるために大げさに褒めてくれる。

　その甲斐あってかいよいよ俺も限界が近づいた。

「アリサ、震えだしたよ」「もう出るわよ。どちらの口がいいかご指名あります？」

「じゃあコレットに頼もうかな」

　はーいとアリサは竿への奉仕に移り、コレットが小さな口で先に唇を寄せる。

　発射間近になって彼女の頭を掴むと不安そうな顔を見せたがアリサが微笑むと安心したのか力が抜けた。

　そして射精。

「んぶううう!!」

　想像を超える射精だったのか、コレットの口から精が飛び出し、横たわる俺の腹にこぼれる。

「あら、勿体無い」

　アリサがこぼれた精を舌で舐め取り、コレットも続いた。

　その光景と腹への刺激で逸物は萎えることはない。

「二人とも処女なんだな？」

「はい。間違いなく」「うん、高く売るために残されたんだけど」

　二人まとめて処女を貫くとは贅沢な晩餐になりそうだ。

「重ねて食べたい」

　仰向けになったアリサの上にコレットがうつ伏せに重なる。

　二人の花は上下にならんで濡れていた。

「あんな大きいモノ舐めたんですもの……」「男の人に愛されるのって初めてで」

　言い訳を聞きながら逸物を宛がう。

　さてどっちの花から散らそうか。

「アリサ、私怖い……」

「大丈夫、全部エイギルさんに任せましょう。きっと良くしてくれるわ」

「でも、あんな大きなの私に入らないよう」

「心配しないで力を抜いっ……あぁぁぁあーーー!!」

「アリサ!?」

　俺はまずアリサの中に一番奥まで差し込んだ。

　絹を裂くような悲鳴が上がり、彼女の純潔は失われた。

「アリサ!?　入ったの？　大きいの入っちゃったの？」

「ああぁぁ……太い……お腹がいっぱいになる！」

　顔を寄せ合う二人を尻目に腰を動かす。

　アリサは処女とは言え、体はしっかり女なので遠慮なく動いても壊してしまうような事は無いだろう。

　だが、片方だけだと不公平だな。

　破瓜によって血まみれになった逸物を引き抜き、コレットの処女穴に当てる。

「痛あぁぁぁいい!!」

　アリサと違って膜が厚かったのか失われる声も聞こえた。

「コレットぉブチンっていったよ？　女になっちゃったね」

　アリサは体格差のせいか、痛みにべそをかくコレットを慰めながらいつしか女同士の濃厚なキスを交わしていた。

　より興奮した俺は遠慮なく腰を振り、処女穴を行き来して贅沢に二つの女体を味わう。

　入れる穴を変える度に交互に嬌声が聞け、欲情は数倍に高まった。

　限界は訪れた。

　俺はアリサの中で射精を開始し、一〇秒程出してからコレットの穴に移り、最後まで精を出しきった。

　二人の中からは破瓜血と混じってピンクに濁った濃い精が音を立てて流れ落ちる。

　腰が立たない女達に自分から近づき、三人でのキスを楽しんだ。

　俺は仰向けに寝転び、コレットを顔の上にしゃがませる。

　女になったばかりの彼女の牝穴から愛液を直に飲み、逸物は再び硬さを取り戻す。

　天を向いたソレにすかさずアリサが乗り、馬車は激しく揺れ続けた。




「…………」

「…………」

　私とノンナは一言も話すことなく焚き火の前に向かい合っている。

　ノンナは相変わらずニコニコと笑い、私は不機嫌な顔を隠そうともしない。

　理由は明白。

　断続的に聞こえる女の嬌声とギシギシと揺れ続ける馬車のせいだ。

　全部この女が悪い。

　セリアはノンナを睨みつける。

　二人を抱かせるために馬車から出るように説得したのはこの女だ。

　色々と反対してみたがこの女は口が立つので敵わなかった。

　…………女の声が大きくなっていく。

　距離の離れたここからでもはっきり聞こえる。

　あの馬車の中では私の大切な人が他の女を抱いているのだ。

　イライラが止まらない。

　そもそもこの女は最初から気にいらなかったのだ。

　理由は勿論、エイギル様の視線を釘付けにしたこの巨大な乳…………ではなく！

　ニコニコ笑う顔と死んだ目だ。

　何もかも諦めたような目が気に入らない。

　それを嘲笑するような笑顔も気に入らない。

　でかい乳も気に入らない。

　綺麗な顔も気に入らない。

　………………気に入らない







　私は眉間にしわを寄せながら寝てしまったセリアに自分の毛布をかける。

　焚き火の前だから凍死することはないだろうが、風邪を引かせるのも忍びない。

（あの三人はきっと朝まで止まらないだろうし）

　今夜はここで明かすことになるだろう。

　故郷に帰れるアリサとコレットを羨ましいとも妬ましいとも思わない。

（自分だけが故郷へ帰れないならきっとそういう感情も持ったんだろうけど）

　私の故郷はもう無いのだ。

　あの日に全部消えてなくなってしまった。

　無いものは求めようがないのだ。

　あるのは私の心の中、暖かい過去の思い出だけ。

　そう考えると不思議と何をされても気にならなくなった。

　ずっと笑っていられるようになったのだ。

　汚らしい男に裸にされて胸を揉まれ、吸いつかれる。

　以前の自分だったら狂ったように抵抗していたに違いない。

　全身に汚液をかけられて、それでも笑っていられた時に自分が壊れてしまっていることに気付いた。

　色々あって今はすごく快適だ。

　汚いことも痛いことも全然されないし何より一緒に居る女の子達の泣き顔が笑顔に変わったのがいい。

　焚き火が消えてきてセリアちゃんが寒そうだ。

　薪は馬車の中だからとってこよう。

　失礼しますと幌をめくると、真っ最中だった。

　叫びながらコレットが後ろから突かれ、アリサがコレットに抱きついて女同士のキスを交わしている。

　私が入ってきたことにも気付かない

　アリサの奉仕を覗いた時に分かっていたけど本当に大きい。

　あの商人の三倍はありそうだ。

　小柄なコレットの穴は限界まで広がっているが、嫌がっているようには見えない。

　二人は強姦や性奴隷として使われているのではなく、愛する男に体を捧げているのだ。

　薪を取ると幌を閉じ、静かにくべて焚き火を大きくする。

　彼女達二人がいなくなったら私が彼の相手をするのだろうか？

　今までの男と違って優しく気持ちよくしてくれそうだが、あの大きさは散々汚されたとはいえ、処女の私としては痛そうだなぁと思う。

　いつも胸を見てるしおっぱいでしてあげれば満足してくれないだろうか。

　考えても仕方ないか、求めてきたらどんなことでも笑って応えるのが私の生き方なのだ。

　ぶつぶつと私への不平を寝言で呟くセリアの頭を撫でながら燃える火を見つめていた。







　翌日、俺たちはアリサを町に送り、家族と感動の対面を果たさせた。

　母親はアリサを見るなり叫び声を上げて駆け寄り長く長く抱き合っていた。

　その後、俺たちは歓待を受けたが彼女の家は町中の小さな一軒家で四人と馬三頭が泊まれるスペースはなかったため、食事だけを共にしてすぐに出発することにした。

「エイギルさん。最後にキスお願いします」

　俺たちはしばらくの間唇を貪り合う。

「私、あなたに助けてもらったこと、処女捧げたこと絶対に忘れませんから！」

「アリサ！」

　コレットとアリサも熱烈なキス。

　二人にキスをさせ続けたことで何か目覚めてしまったのかもしれない。

「全部全部！　忘れないからっ！」







　続いて二週間ほど西に進み、コレットの村にたどり着いた。

　同じように母親と兄弟が涙ながらに出迎え、コレットを抱き締める。

　そしてコレットを助けた俺たちを歓迎してくれ、楽しい食事が始まる。

　最後にコレットに甘いキスをし、髪を撫でてやった。

「元気でやれよ」

「うん、男の人怖かったけど上書きしてもらったし、もう大丈夫」

　出発の時コレットが俺の耳に唇を寄せる。

　なんだもう一度キスかとコレットを抱き締めると

「ノンナを助けてあげて。あの娘はまだ救われてない」

　それだけ言うとコレットは笑いながら手を振って家族の元に戻っていった。

　ニコニコと笑うノンナは寂しくなりましたねーと広くなった馬車の真ん中に座っている。

　いつもと変わらない。

　彼女の変化と言えば一つだけ。

　アリサとコレットが家族と抱き合った時、一瞬彼女の笑顔が変化したのだ。

　それは悔しさと怒り、いい感情ではないがその瞬間の彼女は目の色と表情が一致していた。

　彼女を助けてやろうじゃないか、本来の彼女を引きずりだして俺に惚れさせてやろう。

　季節は本格的な冬、極寒の大地を俺達は進んでいく。







　コレットを故郷に送り届けた俺たちはノーステリエス河を目指して南に向かっている。

　理由は簡単、これ以上進めないからだ。

　河沿いではなく冬の北部も見てみたい等と言ってみた俺だがコレットやアリサの故郷は連邦中部、それでも地面は凍土と化し真昼でも袋に入った水は凍り、火をおこさなければ水も飲めなかった。

　何よりこれ以上北に進めば馬が凍死してしまう。

　そして足を失えば俺たち人間もまた同じ運命を辿るだろう。

　連邦の強烈な寒さを身で知っただけでも収獲と俺たちは一路南下し河を目指したのだ。

　この旅の中でなんとかノンナをと考えていたのだがそれは意外と早く訪れた。

「南へ？　ああ河で船に乗るならここからざっと五～六日南下すれば港町に出るよ。町の名前は確か……」




　　［エレクトラ］




　かすかな仕草や一瞬の反応ではなく、ノンナの体が絶頂の時の痙攣のように跳ね上がる。

「なんですかあなたはいきなり」

　セリアが咎め、ノンナが笑顔を向けるがまったく笑えていなかった。

「エイギル様？」

「なんだ？」

「私、河よりも今の広い大地の方が好きです」

「そうか」

「だからこのまま西に行きませんか？」

「ダメだ南の方が街も多いし船にも乗ってみたいしな」

「エイギル様」

「なんだ？」

「私ゴルドニア王国に行きたいです」

「今更どうした」

「急に心境の変化が」

「ダメだ、まず連邦の王都を見てからな」

「我侭を聞いて下さったら私の胸を自由に」

「今すぐ力づくで揉みまくってやろうか？」

　なんとしてもエレクトラに行きたくないらしい。

　三文芝居にも飽きてきた。

「何故エレクトラを嫌がる？」

「…………私が住んでいた街だからです」

　まあそうなんだろうな。

　大方自分を売った家族と顔を合わせたくないと言った所か。

「エレクトラには行く。だがあまり顔を出したくないなら帽子か何か用意しよう」

「お願いします」

　ノンナはしょぼんと下を向く。




　数日後

「これがノーステリエス河か」

「すごい！　対岸が見えないです」

　大陸二大大河の一つノーステリエス。

　中央平原から伸び、西の海に流れ込むその流れは物流と農業を支える恵みの流れだ。

　その流域にある街は貿易の拠点となることが多く、大きく発展するのだ。

　ここエレクトラも地方都市でありながら三万人の人口を有する比較的大きな街だ。

　活気ある街を帽子を深く被った巨乳が歩く。

「顔、見えてはいませんよね？」

　心配そうにたずねるが問題ない。

　男の視線は伝説級の乳に集中して顔など見てないと言えば怒るだろうか。

「エイギル様！　見てください！　あの船まるで小山のようです！　それに布？　が付いてます」

　桟橋に全長４０ｍ高さ５ｍになろうかと言う巨船が停泊している。

　側面からは無数の櫂が突き出している。

　なにやら大量の物資を積み込んでいるようだ。

「あれは複合櫂船です。多分ここから［白都］までの穀物輸送だと思います。河を遡ることもできますし、風が良ければすごい速度で動けるんですよ」

　そういえば海に浮かぶ大型船は布を張ってオール無しでも進めると聞いたが河にも浮かんでたのか。

［白都］とはオルガ連邦首都のことで正式名称が歴代王の名前によって変わるので通称白都と言うらしい。

　セリアは河も船も初めて見るのか、普段仲が悪いノンナの言葉にも素直に感心している。

　俺も初めてだがさすがに騒ぐわけにはいかないからな。

　河岸には様々な露店が並んでいるが、その種類はとても豊富だ。

　見たことのないような果物から工芸品までさすが貿易拠点だけある。

　ノンナが黄色く小さい果物を手に取り「美味しいですよ」と言うのでいくつか買ってみる。

［みかん］と言うらしい。

　細い指で皮を向いて口に入れてもらうと甘いながらもすっぱい不思議な味がした。

　セリアも幸せそうな顔で頬張っていたがノンナだけは口をつけなかった。

　貿易港を有し地方の物流拠点たるエレクトラには多数の商人が店を構えており、その数はゴルドニアと比べても遜色ない。

　そして俺たちが商店を訪れたのは馬車を処分するためだ。

　ここまでとても役に立ってくれた馬車だが、船に乗るには邪魔になるし、西に進めば連邦の中枢に近づくので乗り合い馬車等の交通機関も整っているのだ。

　そして何より、シュバルツのように馬一頭ならともかく道を塞ぐ馬車は発展した都市では入場を制限されることもある。

　金を余分に払うぐらいならばいいが貴族か店を持つ商人のみしか認めないと言う街もあるとノンナは言っていた。

　野宿に有利な馬車だが、そのせいで野宿する羽目になれば本末転倒と言うものだ。

「雌馬二頭と中型の幌馬車ですね。品はそれなりですが随分と使い込まれておりますのでこの程度のお値段に…………」

　それでいいと言いかけるがセリアが口を出す。

「エイギル様。その値段なら向こうの馬屋の方が高かったはずです」

　ここが初めて来た馬屋なんだがな。

「お待ち下さい！　可愛いお嬢ちゃんに免じて…………」

　結局馬が二頭で金貨五枚、馬車が金貨五枚と中々の値段で売れた。

　セリアは雌馬を気に入っていたシュバルツが不機嫌にならないかと心配していたが特に興味を示さなかった。

「ご主人様に忠実になりましたね」

　セリアは言ったが俺は知っている。

　奴はここに来る前に雌馬二頭どちらとも交尾をしていた。

　一発やったら興味がなくなったとみえる。

　本当にとんでもない馬だ。

　後は西へ向かう船に乗るだけだが、長旅でセリアもノンナも疲れているし、シュバルツも蹄鉄を付け替えて少し休ませたほうがいいだろう。

　エレクトラは活気があるので人が多くその分宿も多い。

　長屋のような低級店から神殿のような高級店まで様々な宿が軒を連ねている。

　俺は女食住には金を惜しまない主義なので一番いい宿に泊まろうかと思ったのだが、ノンナが涙目で首を振る。

　どうやら高級な宿だと都合が悪いらしい。

　結局一人一泊銀貨二枚で三人部屋に泊まることになった。

　セリアに言わせればこれでも信じられないぐらい高級な宿らしい。

　一階が食堂兼酒場になっているのは固茹亭と同じだがより高級な料理が並んでいる。

　もっとも味はアンドレイの作る料理の方がよかったかもしれない。

　部屋の装飾も美しく、ベッドは広く清潔だった。

　しかし何より嬉しかったのは宿に浴場があることだ。

　無論、宿の全員が共有する大浴場だが、湯に浸かる快感を味わえることは至高だ。

「さて、荷物も置いたし早速風呂へ行くか」

　一刻も早く旅の汚れを落としたい。

「お供します」

「申し訳ありません。わたしはやはりこの街で顔を晒すのはちょっと」

「せっかくの風呂だ。少しぐらいいいんじゃないか？」

　少しばかり食い下がってみる。

「申し訳ありません。体は綺麗に拭いて置きますので……」

「エイギル様！　早く行きましょう！」

　余程重要なことがあるのか、確かにあの乳が風呂に入ってきたら全員の目をひきつけてしまうだろう。

　浴場は当然混浴なのだ。

　浴場には何人か人が居たが、俺もセリアも気にせずに湯を浴びて体を洗う。

　セリアをごしごし洗いながら成長を確かめてみる。

　胸はわずかに膨らみかけ、尻は締まっているが小ぶりだな。

　大事なところも確かめてみようと指を入れたが、小さな女の穴は俺の指一本でもきつく、可愛らしくきゅうきゅうと締めてくる。

　これでは俺の男根はまだまだ入らないな。

「あっあのう！」

　セリアが抗議の声を上げる。

　子供のような感覚でやりすぎたかな？

「次は私が洗います！」

　せっかくなので背中を流してもらう。

　最初は慣れない手で洗ってくれていたが、その内に体全体を使って洗い出した。

　息を荒くして必死に動いて体をこすりつけてくる。

　背中に硬くしこった乳首の感触を感じる。

「欲情してるなら指でイかせてやろうか？」

「そっそういう訳では！」

　慌てて否定するが乳首を押し当てる動きはやめない。




「おにいさん。お背中どう？」

　だがそんな健気な奉仕も不意の一言で終わりを告げた。

　後ろには全裸の女が立っており、膨らんだ胸と整えた陰毛を隠すことなく晒している。

「お背中流し銅貨二枚でやるわよ。女の穴を使うなら向こうの個室で銀貨一枚ね」

「なっ！　なっ！」

　見れば同じような女は何人もいて体を洗う男達に声をかけていた。

　大方、際どい洗い方をして男を欲情させ、春売りに繋げるのだろう。

「見てわからないのか!?　私が居る」

「はいはい、お嬢ちゃんはお風呂に浸かってキレイキレイしてなさいねー」

「なにがっ！　「俺はこういう子の方が好みなんだよ」

「あらら、童女趣味だったの。おにいさんお道具大きいから壊さないように気をつけなよ～」

　セリアが今にも手を出しそうだったので、少し未練はあるが追い払う。

　不名誉な誤解も旅の恥は掻き捨てだ。

「お前もすぐにむきになるな。乳首を立てて怒っても格好つかないぞ」

　声にならない音を立てるセリアを連れて湯の中にはいる…………あぁ極寒の中での熱い湯は最高だ。

　セリアは定位置、俺の足の間に入って来てちらりとこちらを見る。

　背中に感じる男根が、あの女の裸体で少し大きくなっているのが気に入らないらしい。

　許せ、男の宿命だ。

　二人でゆったりと湯を楽しんでいると隣に腹の出た中年の男二人が入ってくる。

「お隣よろしいですかな？」

「ずいぶんと可愛いお嬢さんだ」

　特に悪意は感じないので無難に挨拶を交わした。

　足の間のセリアは男達と反対側に移動させる。

「にいちゃんはエレクトラは初めてか？」

「ああ、中央平原から来たんだ」

「へぇ船でここまで？」

「いや陸路でだ」

　男達が感嘆の声を上げる。

　冬に陸路の旅をする奴は珍しいらしい。

　取り留めのない話をしているとセリアが俺に密着して体を隠していることに気付く。

　知らない男に近くで裸体を晒すのは嫌なのだろう。

　男達もそれに気付く。

「そんなに警戒しなくても大丈夫だよお嬢ちゃん」

「そうそう、俺たちはお嬢ちゃんをいやらしい目で見たりはしないから」

　妙に俺に接近してくる。

「それよりも……にいちゃんの方が気になって、な？」

「あぁ逞しい体してるし、アレもすげぇよな」

　彼らはツインベッドの部屋に二人で泊まっているらしい。

　俺はセリアを男達と自分の間に移動させる。

　彼女は抗議の声を上げるが、主人の危機に対応するのも従者の役目だ。

「ここは綺麗な街だろ？」

「あぁ。港を見るのは初めてだから見入ったよ」

「エレクトラは二〇〇年以上前から栄えるいい街なんだよなぁ。それを余計なことをなぁ…………」

「だよなぁ」

　男達は不満げな顔で語り合う。

「何かあったのか？」

「これからあるのさ。連邦政府はこの街の名前を変えるらしい」

「以前、ここを統治してた伯爵が反逆するって事件があってな」

　連邦は政治的には安定してると聞いたが。

「反逆自体は未然にばれて大したことにはならなかったみたいなんだけどな」

「その伯爵ってのも何代もここを治めてた名家だったもんで家名が街名と同じエレクトラだったのよ」

「それで反逆者の名前の街などあってはならないってことで改名されるらしいのよ。えーと、ルリロチスク？　ルルロレクス？　なんだっけかな」

「エレクトラの方が何倍もいいのになぁ。親父の代からここで商売してるのに今さらなぁ」

　街の名前が変わるというのも定住している人間にとっては大変なことなのだろう。

　俺みたいにあまり一箇所にいない人間にとってはそれほど重要ではないのだが。

　その後も色々と伯爵の反逆やその後の混乱、役所の遅れ、税の取立てに関する愚痴を聞かされた。

　男達の名前は［モーホ］と［ゲイダ］と言い、幼馴染で商人と職人をやっているらしい。

　驚いたことに世帯持ちで、家族の目を逃れて時折宿をとるそうだ。

　セリアものぼせて来たしそろそろ上がることにしよう。

「旅の疲れもあるのでここで失礼させてもらうよ」

「おぉ！　そうですか！　我々は二〇五号に部屋をとっているから」

「二〇五だぞ！」

　行くわけなかろうと湯から上がる。

　俺の股間に彼らの視線が集中しているが隠すのも気持ち悪い。

　セリアは胸と大事な部分を手で必死に隠してついて来る。

　だが男達はセリアには一瞥もくれなかったのだ。

　部屋に戻るとノンナがゆったりとした寝巻きを着ている。

　しばらくこの宿で休息すると決めていたので全員にゆったりした室内着を買ったのだ。

　服に余裕があるためか暴力的な胸が揺れる。

　丁寧に体を拭いたのだろう、埃や汗の匂いは消え髪も綺麗になっている。

　だが、さすがに頭からお湯を浴び、入浴したセリアの方がつやつやしているな。

　俺の視線を感じたのか、わざとらしく肌を見せつけながらベッドを準備するセリアをノンナはニコニコと見守っていた。

「そういえばノンナはこの街の出身なんだろ？」

「………………」

　何も言わないが続ける。

「さっき浴場で聞いたんだが街の名前が変わるらしいな」

　ノンナがコップを床に落とす。

　セリアが文句を言いながら拭いているが、ノンナの目は俺から外れない。

　どういうことだ？　と顔に書いてある。

「なんでも反逆罪で処刑された人間の名前のままでは都合が悪いとか言ってたな」

　ギリッ！　彼女の口からあり得ない音が聞こえた。

　笑顔はどこにもない、彼女は目の奥までも怒りに染まっていた。

「申し訳ありません。疲れているのでもう休みます」

「エイギル様が話されているのに寝るなんてどういうことです！」

　セリアは騒ぐがノンナは布団を被って動かない。

　これ以上は感情が抑えきれないと見たのだろう。

　俺はセリアを抱き寄せてそのままベッドに入る。

　一〇分もしない内に胸の中から寝息が聞こえ始めた。




　深夜

　セリアが寝息を立て、俺が寝たふりをする中、ノンナがむくりと起き上がりベランダから外を眺める。

　さすがに街は真っ暗だが河の周辺では停泊している船で焚かれている灯が星のようだった。

「ひゃっ！」

　俺はノンナを後ろから抱き上げるとドアで寝室と仕切られた居間に移りソファーに座らせる。

「お抱きになられるのでしたらベッドの方がよろしくありませんか？　それとも他にご要望が？」

「やりたいわけじゃない。いや、とてもやりたいが今はその話じゃない」

　彼女は表情を貼りなおすことに成功したのか笑顔で「なんでしょう？」と語りかけてくる。

　前置きや駆け引きは苦手だ。

「ノンナ…………エレクトラか」

　笑顔は粉砕され、壊れた水車のようにぎこちなくこちらを向く。

　この反応でもうわかったようなもんだが続ける。

「ノンナ＝エレクトラ伯爵令嬢で間違いないな？」

「ち、違うっ！　なにを言って！」

「時期的に一年前か、伯爵家が反逆の咎で取り潰されお前は奴隷になった。高級宿や上級商人はまだお前の顔を覚えている。だから街を歩きたくなかった」

「違います。私はそんなんじゃありません！　勝手なことを言わないで！」

「さっき風呂で会った奴に昔領主と取引したことのある奴がいる。聞いてみようか？　この娘に見覚えがありますかと」

　あいつらはそんな大物ではなくただ男愛を楽しむ者達なのだが。

「…………」

　ノンナは泣きそうな顔で黙ってしまった。

「反逆者の娘と思われるのが嫌だったのか？　それとも没落した自分を見られたくなかったか」

「反逆者じゃない！」

　ようやく仮面の下の声が聞けそうだ。

「父は何も悪いことはしていない！　盗賊事件が起きて、兵を、それでっ！」

　ある日、領内で大規模な盗賊団が周辺の町で略奪を繰り返していると知らせが入った。

　そこで兵を集めて領主自ら進撃した所、盗賊団など影も形もなく周辺領主は伯爵が連邦政府への反逆を企て兵をあげたと騒ぎ立てた。

　事情を説明するはずの使者は王都には到着せず、逆に連邦政府から事情の確認に派遣された大使は領内で暗殺された。

　連邦政府はこれを叛乱と正式に認め討伐軍を編成。

　自らが使者となって王都を訪れた伯爵はそのまま処刑され、続いて血筋も男子と夫人は処刑。

　女子は身分を奪われ奴隷として売り飛ばされた。

　これがエレクトラ伯爵叛乱事件の全容だ。

　伯爵領が周辺領主の間で分割されたこと、財産が中央に没収されたことを考えると陰謀の全容は見えて来そうだがノンナには関係ない。

　彼女はこの日、家族と地位と故郷の全て失ったのだ。

　そして今、エレクトラ伯爵家が存在したという最後の証も消えようとしている。

「お兄様達は館の前で絞首刑になり、姉は奴隷となるのを拒んで自害、残ったのは私だけです」

「なるほどお前の死んだ目の原因はこういうことか」

　ノンナはゆらりと顔を上げる。

　浮かぶのは全身を震わせる怒り、無理やり過去を引きずりだした俺に対してのだ。

「それで、あなたはどうしたいのですか!?　私の過去を聞いて嗤いながら犯しますか？　元貴族の娘として娼館にでも売りますか？」

「どちらでもない。俺はお前に過去ではなく未来に生きて欲しい」

　ノンナは何を言わずに下を向いている。

「お前に心の底から俺に惚れてほしい。過去を捨てて俺のものになってくれないか？」

　俺は彼女の肩に手を置いて囁く。

　女の震えが止まり、ゆっくりと体を離していく。

　続いて頬に衝撃、ノンナが全力で張った…………いや殴ったと言ってもいい。

「下がれ下郎!!　戯言を言うな！」

　部屋に響き渡る怒号、寝ていたセリアがドタドタと起き出す音が聞こえる。

「体が欲しくば抱くがいい。心が欲しくば愛を語ってやろう。なれど魂までは決して渡さぬ!!!」

　どこに隠し持っていたのか俺のナイフを取り出して自分の首筋に当てる。

「今は亡きエレクトラの栄光！　過去の誇りまでも忘れよと言うなればノンナ＝エレクトラ、伯爵家最後の血筋としてここで誇りとともに果てるのみ！」

　どうやら逆鱗に触れてしまったらしい。

　セリアが剣を持って飛び出し、ノンナを見てぎょっとなる。

　俺は片手でセリアを制するとノンナに更に語りかける。

「お前は過去の伯爵家が懐かしいか？　この街が欲しいか？」

「当然だ！　だが還らぬも「欲しいかと聞いている！」

　ノンナは一瞬たじろぐが俺の怒声にも臆しない。

「この街はエレクトラの誇り！　我らの祖先が築いた街、取り戻したいに決まっている！」

　ノンナは怒声を上げるが、目からはとめどなく涙が零れ落ちている。

　もはや感情を制御できないのだろう。

「なら俺はこの街をお前の手に取り戻そう。そう約束すればお前は魂まで俺の女になるか？」

　静寂がしばらく続き、ノンナは表情を緩めない。

「愚かなでまかせを！」

　彼女が自らの喉に突き立てようとしたナイフを俺は素手で掴む。

　血が流れセリアが情けない声を上げる。

「俺は必ずやる。絶対にお前にこの街を取り戻す」

「あなたのような一介の傭兵にそんなことできるわけがない！」

「そう思うならばお前にはできないだろう。せいぜいできるのは自分の首を切るぐらいだ」

　目を見開くノンナから力が抜ける。

「俺はやる。一〇年か二〇年かそれ以上かかるかもしれないが必ずやる！」

　ノンナの手からナイフを払う。

「一介の没落貴族のお前にできないなら俺が代わりにやってやる。だから、全部俺に任せろ」

　ノンナの足が崩れ、床に跪く。

「信じても…………よろしいのですか？」

「何もかも俺に任せればいい。お前がしなければならないことはもう何もない。俺の胸に抱かれていろ、そうすれば全てやってやる」

　ノンナはペタリと床に座りヒックと一つしゃくりあげた。

　あぁ、これは来るな。

　俺は血の付いたナイフを隠し、セリアに剣を戻すように言う。

　そしてついにダムは決壊した。




「びええええええんんんん!!!」




　深夜の騒動の結末は赤ん坊のような大号泣で締められた。

　今まで張ってきた気が全部切れてしまったのだ。

　滅びた伯爵家の末裔はもう唯の女の子に過ぎなかった。

「さて後始末だ」

　セリアの寝巻きを崩し、俺自身も全裸になる。

　ちょうど騒ぎを聞きつけた宿の従業員と客が部屋をノックしてくる。

　ドアを開けるとそこには着崩れた少女と全裸の男、そして号泣する女。

　俺が少女二人を弄んだ外道になれば丸く収まる。

　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一五六枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　大型バルディッシュ 鋼のナイフｘ１

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ

　経験人数　一四人

エロシーンの追加に新規一本と同じ時間がかかった……。

疲れた……。










第20話　誓いと宝剣　♯







「さてどういうことだったんですか？」

　時刻は昼、俺の部屋では裁判が行われている。

　ベッドの上に正座させられているのはノンナ、仁王立ちしているのはセリアだ。

「エイギル様に手を上げた上に怪我をさせたんですよね」

　ノンナのパンチは正直全然効かなかったがナイフを掴んだ手は盛大に切れて薬を使っても二～三日は痛みそうだ。

　ノンナは泣き腫らした顔でしょんぼりと俯いている。

　昨日の迫力はどこへやら今は歳相応の少女の雰囲気しかない。

「なんとお詫びしてよいか、本当に申し訳なく」

「いいさ。骨のある女は好きだぞ」

　ノンナが顔を上げ微笑む。

　その笑顔は偽りではない本当の表情だった。

「ですが、手を上げたのは許せません！　エイギル様、この女に罰を！」

　セリアだけが猛然と気を吐いていた。

「そうだな、ノンナ来い」

「はい…………」

　しずしずと歩み寄るノンナを四つん這いにさせ、スカートをめくって下着を降ろし、色白の華奢な尻を剥き出しにした。

　綺麗な尻に一瞬挿入してやろうと思ったがこれはお仕置きなのだ。

　尻を平手で強めにバシンバシンと叩く。

「ああっ！　いたいっ！　いやっ♪」

　五回程叩いて解放したがノンナは潤んだ目で俺を見上げ続けた。

　秘部を男に晒す屈辱的な格好をやめようともしない。

「罰せられてしまいましたぁ…………」

　甘い目で俺を見つめている。

「まだ足りないな。次はこれだ」

　俺はノンナに激しいキスをし、指を二本揃えて女の穴にねじり込む。

　強引な指入れで少し痛みを与えようと思ったのだが中はかなり湿っており、指は簡単に入ってしまった。まさか尻を叩かれて興奮していたのか。

「反省したか？」

「えぇもちろんですわ」

　俺はセリアの方を振り返る。

「これでいいか？」

「−−−−−−−−−−−−−−!!」

　得体の知れない言語で聞き取れなかった。




　その後ノンナは顔を引き締め、下着を上げて重い口調に変わる。

「昨日おっしゃったこと、全て信じます。その上でお越しになって頂きたい所があります」

　ノンナは帽子を深く被り先導して歩く。

　心情的にはもう必要ないそうだが、自分がここにいることが今の領主にばれるといけないからと。

　だが足取りにもう迷いはなく、凛と胸を張り歩くその姿は伯爵令嬢に相応しかった。

　目を伏せることも自分を誤魔化すこともない。

　その魅力的な後姿に惚れない男がいるだろうか？

　たどり着いたのは廃墟、焼け落ちたその建物の大きさから以前は壮大な建物だったことを思わせる。

「私の家です」

「そうか」

「公邸は今の領主に使われているようですが、中心部から少し外れたこの私邸で私は育ちました」

　ノンナは見せしめのためだろうか、焼かれた後も片付けられず朽ちるに任せられている屋敷の残骸を拾い上げる。

「ここに帰ることはもう二度と無いと思っておりましたが」

　俺がノンナを後ろから抱きしめようとするとスルリと逃れる。

「こちらです」

　ノンナは燃え落ちた屋敷の脇、小さな建物の前に立つ。

　その建物は総石造りのため表面が焦げているが燃え落ちてはいない。

「ここは宝物庫だったんです」

　内部は地下に向かう階段が続いている。

　各階に様々な宝が保管されていたのだろうが、徹底的に略奪されて石造りの棚以外は何も残っていない。

　ノンナはどんどん地下に降りていく。

　そして最下層、中心に豪華な大型の宝箱が置かれ、いかにも家宝が収納されていそうだった。

　勿論、こじ開けられていて中身は空だ。

　ノンナはそんな宝箱には用はないと奥の壁に手を添える。

「ここになります。鍵がないので壊して下さい」

　なるほど、この奥が本当の家宝の収納場所と言うわけか。

　奥の壁は一見、ただの石の外壁だ。

　豪奢な宝箱を前にここを叩くやつは頭がおかしい。

　俺はバルディッシュを振りかぶり壁に叩きつける。

　壁は案外に脆く、一撃で崩れ落ちた。

　中には金銀財宝…………では無かったが一つの装飾された金属の箱が置かれている。

　それは古びていて先ほどの宝箱ほど華麗ではなかったが歴史の重みを感じた。

　ノンナが静かに開くと中から現れたのは一本の剣

　長さは１４０ｃｍ、柄に宝飾はないが綺麗な刻印がなされていた。

　何より目を引くのが銀色に輝く刀身で、まるで宝石の如く美しかった。

「綺麗…………」

　セリアも思わず見とれる。

「これが我が家に初代より伝わる宝剣［デュアルクレイター］です」

「デュアルクレイターか…………」

　貴族が持つ宝剣にしては大きすぎるし名前も物騒だ。

「これは儀典用の剣ではありません。なんでも初代が精霊に授けられ、この土地を切り開き魔物と蛮族を打ち倒すのに使ったと」

　精霊うんぬんは伝説に近いですけど、と付け加える。

「そして…………」

　ノンナは剣を持ち上げて刃を下に胸にかかえる。

　俺とセリアは目を見開いた。

　あの剣の刀身は決して細くは無い。

　１４０ｃｍの大剣を女の細腕が持ち上げたのだ。

　不思議な点はまだある。

　実戦に使われた剣としてはあまりに綺麗過ぎるのだ。

　俺のバルディッシュは極めて頑丈だがボロボロと言ってもいいぐらいの傷がある。

　ましてや何百年も前から存在するにしてはさび一つ無い。

「この剣はミスリル、決して劣化せぬ金属で出来ていると言われています。軽く、そして何よりも頑丈です。このデュアルクレイターはエレクトラ家に残された最後の遺産…………」

　ノンナは剣を抱いて俺の前に立つ。

「あなたはいつの日か必ずこの街を取り戻してくださるとおっしゃいました。そして私の魂までも捧げよと」

　更に俺に近づく。

「あなたの覚悟が本当ならばこの剣も私の魂も全て差し上げます」

　迷いはない。

　俺は歩み寄り彼女の抱く剣を取り、彼女自身を抱きしめる。

「もしも約束果たされぬ時はあなたを呪いながら命を絶ちますからね？」

　耳元でぼそりとノンナが呟く。

「怖い女だ」

「貴族の女とはそういうものです」

　笑いながら俺たちが抱き合おうとすると間にセリアが入ってくる。

　仕方ないので彼女の右手をノンナ、左手を俺が握って歩き出した。

「まるで親子ですねエイギル様」

「違う！」

　セリアの叫びが地下に響く。




　デュアルクレイターは鞘から抜けば全ての人の注目を集める剣だが鞘にいれてしまえば上物の両手剣にしか見えない。

　しかも異常に軽い、持ち比べてみると腰に差した鋼のナイフと大差なかった。

　これで本当に物が斬れるのか心配になり、人のいない路地裏で壊れた樽を切ってみると、まるで熱したナイフでバターを斬るようにすっと切れてしまった。

　試し切りをしていなかったら戦いの場で自分を切ってしまっていただろう。

　これはすごい、と楽しくなり次々とゴミを斬ってノンナに頭突きされたのは余談だ。




　全てを終えて宿に戻るとノンナが切り出した。

「我侭を言ってもいいですか？」

「いきなりどうした？」

「先ほどの誓いで私の身も心も魂も全てあなたに捧げました」

「ああ、確かに受け取ったよ」

「そして今日私は多分エイギル様に抱かれて処女を散らすことになると思います」

「嫌でなければそのつもりだ」

「勿論嫌ではありません。そして全てを捧げた以上、エイギル様に身を任せるのが当たり前ですが……」

　身を任せたくないということか？

「そこを曲げて貴族の娘として抱いて頂けませんか？」

　どういうことなのか話が見えない。

　ノンナは俺に耳を寄せごにょごにょと要望を告げてきた。

「そういう演技をして欲しいと？」

「はい、最初ぐらいは夢の中でと……だめですか？」

　上目使いに俺を見上げるノンナ、俺は別に構わない。

　たまにはこういう変わったのもいいかもしれないな。

　そして騎士と姫様が紡ぐ愛の演劇は開始された。




「エイギル、足が疲れたの。マッサージして下さる？」

　ノンナは足を差し出すが、わざとスカートをまくり下着を見せる。

「そんなはしたない格好はいけませんよ」

「あら、何を見たというの？　下着？　それともあなたを思って濡れた女肉まで見えたのかしら」

　くすくすと笑う彼女に襲い掛かる。

「お嬢様！　もう我慢できない」

「あっ！　だめよ。少しからかっただけで本気ではないのです」

　唇を塞ぎ、服を剥ぎ取る。

「もう、戻れない。お嬢様頂きます！」

「あぁ私を守る騎士に犯されるなんて！」

　俺はノンナの両手を押さえて肉棒を挿入……するふりをして股の間を滑らせる。

「いたーーい。もうお嫁にいけないわ……エイギル責任をとって私を娶るのですよ」

「勿論ですお嬢様。今まで通り命がけでお守り致します」

「……なら許します。さあ貴方のノンナを優しく抱いて！」

　第一幕は悪戯な姫と騎士の物語




「エイギル！　帰ったのですね！」

「ええ、敵は破りました勝利です」

「さすが我が最強の騎士！」

　抱きつくとノンナの巨大な胸が密着する。

「……」

「エイギル？　どうしたのですか？」

「貴女は無知だ。戦場帰りの男がどれほど猛っているのかご存じ無い」

　俺はノンナをベッドに押し倒し、破り取る勢いで服を脱がすと胸に吸い付いた。

　同時に下半身の肉芽もつまむ。

「なっ！　なにを！　無礼はやめなさい」

「うおおおお!!」

　問答無用にノンナに男根を入れる……ふりをして腹に滑らす。

「いやああ!!　なんてことを！　主人の純潔を奪うなんて！」

「うるさい！　じっとしていなさい！　この乳が私を誘惑するのです」

　前から後ろから、挿入しているふりで肉棒を股でこする。

「やめなさい！　今なら戦功と相殺して許します……だからっ！」

「出しますよ！」

　ノンナが俺に爪をたてて抵抗する。

　演技は本格的だ。

「やめなさい！　主人を孕ませるなんて本気なの!?　種は駄目よ離れなさい！」

「ぐっ！」

　タイミングがあって上手く射精し、股から飛んだ精はノンナの胸にひっかかった。

「……なんてこと今日は月のめぐりも良い。孕まされてしまったわ。ひどい、こんな。うううぅぅぅ」

　ベッドに泣き伏せるノンナを優しく愛撫する。

　やがて彼女は顔を上げて、俺を拗ねた目で見つめた。

「いいわ、貴方には私の夫になってもらいます！　拒否すれば主人を犯した不敬罪で処刑です！　いいですね。ってまたするのですか？　いい加減に、ああっ！　駄目よその巨根は反則だわ」

　第二幕　戦帰りの騎士に犯される女貴族

「さて次は……」

　第三幕として親の決めた婚約者から姫を寝取る騎士を演じた後、更に妄想を語ろうとするノンナを抱き締める。

「えっ？　あの……」

「騎士とお姫さんも中々に燃えたが、俺はノンナ＝エレクトラ姫も抱いてみたいな」

　ノンナは顔を真っ赤にしてしまう。

「でも私は没落した唯の奴隷ですよ」

「没落した元貴族の令嬢が旅の傭兵と故郷を取り戻す約束をする。これはロマンチックじゃないか？」

　ノンナは少し考える。

「いい、ですね。言葉にされるとすごくいいです！」

「ではノンナ、そのままのお前の処女をもらいたい」

「ええ、差し上げます。元貴族の娘の処女、ご立派なお道具で引き裂いてくださいな」

　全裸でベッドの前に向かい合って立ち、肩を抱いてキスを交わす。

　驚いた事にお互いに肩に手をやっているのにノンナの胸が俺の腹に当たるのだ。

「すごい胸だな」

「ふふ、ドレスが半年で着れなくなって困ったものです」

　ノンナは俺にベッドに腰掛けるように促がし、自分は床に跪いた。

「大きな胸は好きですか？」

「当たり前だ」

　一秒の間もなく答える。

　大きな乳が嫌いな男などいるものか。

「正直な方です。ではご褒美に挟んで差し上げます」

　ノンナはその巨大な胸を持ち上げ、俺の肉棒を挟み込む。

　他の女にも褒められ、自分でも男根の大きさには自信があったがほとんど埋まってしまった。

　恐るべき巨乳だ。

　刺激としてはそれほど強くは無いが、目の前で大きく揺れる乳房に興奮は高まっていく。

　自分で持つのも重いのか額に汗を掻いて胸を動かしている。

　やがて俺の興奮も高まり、更に巨大化した逸物の頭が胸から飛び出た。

「私の胸から出てくるなんて……なんて立派な男根……このまま胸を汚しますか？」

「いや、まずは処女をもらうよ」

　せっかくだから凶悪なまでに張り詰めた男根で相手をしてやりたい。

　ノンナをベッドに転がし足を開かせた。

　彼女のソコは暴力的な胸とは違って慎ましかった。

　唇は薄く、毛も控えめで皮に包まれた肉芽だけが少しばかり大きかった。

「んきゃっ！　恥ずかしい！」

　今から乱暴する穴に口をつけて舌を入れて準備し、いよいよその時はきた。

　胸以外は華奢なノンナの腹に、限界まで大きくなったモノを乗せて下にずらす。

　さすがにノンナも緊張しているようで口に手をやって固まっている。

「いくぞ」

　程よく濡れた穴が肉棒に支配される。

　入り口は今にも切れそうな程に広がり、人並よりも厚い膜が千切れていく。

　たまらずノンナが声を上げた。

「あっ！　ゆっくりお願いします！」

「ん、一思いにした方が楽だぞ？」

「いえ、どうかゆっくりと純潔を奪ってください」

　そこまで言うならとゆっくり腰を進め、ぶちぶちと処女を引き裂く。

　こんなことをしたら余計に痛いだろうに。

「ぐっ！　痛い痛い！　ううぅー」

「痛いだろ？　一気にいこうか？」

「いえ、このまま！　もっとゆっくりと」

　変な奴だと時間をかけて処女を貫いてゆき、いよいよ音を立てて最後の抵抗がなくなった瞬間に謎は解けてしまった。

「痛あぁい!!　裂ける!!　あぁ気持ちいい!!」

　そして愛液は洪水を起こした。

　激痛の処女喪失でなんと果ててしまったのだ。

　ノンナは痛くされるのが好きらしい。

　そういえば先ほどの遊びでも基本的に男に襲われて犯される演目ばかりだったな。

　こういう趣向を持つ女もいるんだな。

　ならば遠慮はいらないと俺はノンナの痛みは無視して大きく腰を動かした。

　処女喪失から休憩も無しに動かれては相当に痛いはずだがノンナは涎まで垂らして悦んでいた。

　俺は彼女の枕のような乳房に顔を埋め、乳首を吸い、最後は両手で寄せた乳に埋もれて発射した。

「あっ！　あの今日は危ないので外にっ！　「うおおっ!!」……なんでもありません」

　巨大な乳の恩恵か比喩ではなくノンナの腹が膨らむほどの精が噴出した。

　数分かけて精を出し終え、引き抜こうとしたところでノンナが足を絡めてきた。

「頼れる方はあなただけ、子を抱えても末永く面倒を見てやって下さいね」

　要約すると孕んだらしっかり面倒を見ろということらしい。

　余談として、戦いを終えて水を取りに隣室の戸を開けると、自分の小さい秘所を同じく小さな指でかき回しているセリアと目があった。

「こっこれは！　違うのです」

　どうしようもない言い訳をしようとするセリアを制して指で肉芽をつまみ、穴の中の弱点を擦るとすぐに体を伸ばしてぐったりした。

　小さく噴き出す潮が可愛いな。

　口移して水を飲ませてから再びノンナの元に戻った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「よーし。全員乗り込んだな？　一度出たら後戻りはできねぇぜ！」

　船乗りが酒焼けしたかすれ声で叫ぶ。

　俺たちはエレクトラから白都、正式名称ユトラントグラード行きの客船に乗り込んだ。

　代金は一人当たり金貨五枚、シュバルツは一〇枚。

　小さいながらも三人で入れる個室のある船を選んだので、なかなかに高級な価格だ。

　安く上げるなら貨物船への便乗や船倉近くの雑魚寝部屋もあるのだが、ノンナやセリアを男臭い環境に置く訳にはいかない。

　また、白都は連邦西部にあり、中南部のエレクトラから船で河を下っても二〇日はかかる。

　それだけの時間を不愉快な環境で過ごすことは望ましくないだろう。

　せっかくなのでノンナともいちゃつきたい。

　船に乗り込み、初めて見る景色に騒ぐセリアと対象的に周りの部屋に挨拶周りをするノンナ。

　ノンナは元貴族令嬢だけあって平民の常識には疎いが、礼儀作法などに関しては完璧と言っていい。

　出自がひどい俺とセリアには完全に欠けている部分なのでありがたい。

「隣室に部屋を取らせて頂きました。今後ご迷惑おかけするかもしれませんが何卒…………」

　スカートを軽く持ち上げる挨拶。

　胸が大きく開いたドレスで丁寧に礼をするノンナに女は見惚れ、男は鼻の下を伸ばす。

　このドレスは部屋着として俺がノンナに買ったもので彼女は大変気に入っている。

　見目もよろしいので何も文句は無い。

　周辺の客はほとんどが裕福な市民か商人だったが、一部屋貴族が宿泊しており、ノンナはビクリと反応したが伯爵家に縁がある人間ではなかったのだろう、彼女を見ても胸に目をやる以外のことはしなかった。

「ふ、ふむ！　なかなかに礼儀を知った奴だ。下賎の身なれど免じて酒席に同席させてもよいぞ」

「貴族様と同席など恐れ多く、私、供の者がおりますので慎ましく粗食を頂きます故……」

　ノンナの胸を見て言い寄ろうとする貴族をかわし、なおも言い寄ろうと動く前にふいっと部屋に戻ってくる。

　さすがに社交界だなんだと鍛えられているだけはある。

　あの貴族がどう動くかなど予想済みだったのだろう。

　奴は未練たらしくこちらの部屋を見ているが、いざとなったら首をへし折って海に放り込んでやればいいだろう。

　ヒョロリとした奴の首なら片手でも折れそうだ。

「ふぅ、疲れました」

「見事なもんだな」

「体は覚えているものですね」

　一年間近くの間、彼女は性技や男の誘い方を教え込まれる生活をしていたのだ。

　それでも今の彼女からは上品な雰囲気が感じられた。

　魂に刻まれた立ち振る舞いは消えはしないのだろう。

「いずれエイギル様にも覚えて頂かないといけませんね」

「俺はそういうことには向いてない。お前に任せるよ」

「ダメです！」

　ノンナは腰に手を当てて怒る。

「エレクトラを取り戻すということは相応の力を持たねばなりません。ならば貴族にぐらいならないと話になりませんよ」

　確かにそうかもしれない。

　一介の傭兵や、うまく立ち回って傭兵団長になっても都市を手に入れるなどできるはずもない。

　しかも、オルガ連邦から奪い取るとなると一国の王となっても手に余るかもしれない。

「もしも途中で、できないなどと言うなればすぐにでも喉を裂いて自害致しますからね」

　ノンナが俺に抱きつき、抱擁を求める。

　抱き寄せると手が腰を弄って離れた。

　腰につけた短刀を奪われてしまったようだ。

「これは守り刀として頂きます。おいおい貴族の作法についてはお教え致しますね」

　ノンナは窓の外を見ているセリアに近づいて抱きしめた。

　セリアはギャーギャーと声を上げるが視線は窓から離さない。

　エレクトラでの一件から二人は随分仲良くなったな。

　両者は姉妹のようでセリアが食って掛かるのは俺との関係への嫉妬があるからだろう。

　俺がセリアを抱いてやれば全部解決するんだが、いまひとつその気にならない。

　やはりノンナの巨乳を見ていると貧相な胸が際立つのかもしれない。

　俺の目的は自分の王国を手に入れルーシィを自分の女にすることだった。

　それは今も揺らがないが、それだけではノンナの約束には届かないかもしれない。

　連邦を相手にするには並みの王国では到底不足なのだ。

　だがやってみせる。

　ルーシィとノンナを並べて抱くのもそれはそれは素晴らしいことだろう。

　ついでにセリアを乗っけてもいいかもしれない。

　想像して興奮した俺はセリアとじゃれているノンナに後ろから抱きつき、素早く下着を降ろして挿入する。

　突然嬌声を上げたノンナを不審に思ったセリアは後ろを見て絶句した。

　何しろ自分に密着した状態で交尾が行われているのだ。

　当然文句を言ってくるが火のついた俺とノンナはもう止まれない。

　いじけて布団に潜るセリアだが、隙間から覗いているのは明らかだったので、ノンナに目配せして至近距離での行為を続けてやる。

　声を殺しているつもりで、丸聞こえの自慰の音が布団の中から聞こえる。

　俺たち三人はそれぞれの方法で快楽を貪った。

　船は流れと風に助けられながら順調に白都へと航行を続けていく。
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　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一二四枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ

　経験人数　一五人








第21話　白都　♯







　約二〇日の航行の末、我々は白都、正式名［ユトラントグラード］にたどり着いた。

「こいつは、すごいな」

「しんじられないです」

「子供の頃に見たきりですが、やはり壮大ですね」

　白都を囲む城壁。

　そびえ立つ巨壁は白く輝き、都市の全域を隙間なく囲んでいた。

　俺たちは船を降り、港から白都へ向かう人の列に並ぶ。

　衛兵達は流れ作業で訪れたものに許可証を交付していく。

　白都は大城壁の中、更に小規模な城壁で各区画に分かれており、許可された区画以外には入れない。

　区画は身分階層によって四つ、二等民区画、市民区画、貴族区画、王城となっている。

　二等民区画とは主に他国からの移民や貧困層が住む。

　詳細な人数は把握されておらず、人頭税は課されないが治安の維持もほとんど行われない。

　彼らが市内に存在できる理由は戦時の徴兵や労役における労働力確保のためと言われている。

　他の区画からは王都市民とは認められておらず、強制退去や区画整理の立ち退き等も頻繁に行われる。

　市民区画とは一般の平民、商人や職人、その他様々な職業の者が住む。

　もっとも数が多く、一般的な都市と同じ構造となる。

　戸籍によって流入流出は正確に把握されており、人頭税が課される代わりに他の都市と比べ物にならないほど良好な治安を誇る。

　商店や工場、宿、娼館などほとんどの施設がある。

　貴族区画は貴族のみが居住し、僅かな人間のみが立ち入れる区画で、大規模な邸宅が並んでいる。

　王城はユトラント王の居城、王宮勤務者だけが住む特別な区画だ。

　全市での人口は六十万人、二等民を含めると八十万とも言われている。

　はっきりと区別された強固な身分制度がオルガ連邦の安定と発展を支えていた。

　二等民区画に入るには金はいらないが、市民区画に入るには銀貨五枚が必要で、貴族区画には貴族身分か、ある程度の地位の貴族の推薦が必要だった。

　俺たちには貴族の推薦などあるわけもないので三人分の入都税を払い許可証をもらう。

　前に貰ったものとは違って金属製の板に刻印されているのも国力の違いなのだろうか。

　ノンナに身元がばれないかと聞いてみたが

「私のような地方貴族の次女の顔を覚えている方など王都にはいないでしょう」

　と言うので安心してその美貌を晒している。

「この城壁いったいどれだけ…………」

　セリアが声を上げるのも無理は無い。

　大門をくぐったはずが頭上から城壁がなくならない。

　高さ３０ｍ以上、厚さ１５ｍの城壁が間を空けて三つ。

　王都を脅かすものなど存在しない、そう信じさせるに足る絶対の守りだった。

　ようやく城壁を抜けるとそこは正に白都。

　城壁、道、家々、そして中央に鎮座する王城、全てが雪で白く染まり陽に照らされて輝いていた。

　船に揺られて退屈していたシュバルツも興奮したのかブルルと啼いて周囲の人を驚かせた。

　市民区画内、その活気はエレクトラと比べても次元が違う。

　馬車が四台は優に通れる大通りを露店と人が埋め尽くし、更に商店も客の呼び込みをしている。

　ありとあらゆるものが有り、客は全てのものを求めていた。

　これは思った以上に難儀だぞ。

　連邦を敵に回すと言うことはこの国力を敵に回すということだ。

　俺にそれだけの力を手に入れることができるのだろうか。

「…………」

　ノンナが俺の肩にピタリとくっつく。

（今更逃がしませんからね）

　目がそう言っている。

　いいだろう、いい女のために無茶をやる、それも男の業というものだ。

　ノンナの大きな胸を揉みながら宿を探す。

「んっ！　このような人前で」

　肩から手を回して谷間に突っ込み、桃色の乳首を撫でる

　美女の上気した顔も相まって周辺の男の視線を一気に引きつけた。

「エイギル様……」

　セリアが反対側の手を掴み、上目遣いで俺を見ながら自身の胸に乗せる。

「ん？　ほらみかんがあるぞ」

　口に果物を入れて頭を撫でるとセリアが拗ねた。

　今まではこれで喜んでいたんだがな。

　宿も決まり、セリアとノンナを侍らせて夕食を楽しんでいると男が話しかけてきた。

「よう。いい女連れてうらやましいな！　市内の人間か？」

　二〇代の前半だろうか。

　軽薄そうではあるが悪人には見えない。

　男は軽装だったのできっと近所の人間なのだろう。

　ノンナがペコリと挨拶している。

「いや、今日白都についた。中央平原から出てきたんだよ」

　すげぇ！　と男は驚く。

　ここまで来るとさすがに中央平原からの旅行者などそういないのだろう。

「中央平原からだと河を船できたんだろう？　俺は船に乗ったことはないんだが美女との旅は格別だっただろう？」

　ヤリまくりか？　と男が茶化し、ヤリまくりだ、と俺が返す。

　セリアの中での男の評価はかなり下がったようだ。

「いいねぇ。で、この糞寒い時期になんでわざわざ？」

　男が酒の入ったカップを持ってくる。

　一緒に酒を呑もうということらしいが。

「冬の連邦ってのを見てみたかったのさ」

「そのためにわざわざ!?　かーすごいねぇ！」

　男は手酌で、俺の酒は無くなる度にノンナとセリアがついでくれる。

　男としての優位を感じるな。

「お前はいい体してるし冬の行事に参加してみたらどうだ？　市民でなくても参加できる物もある」

「行事？　一体何があるんだ？」

「市民以外で参加できるものとなると、冬の狐狩りとか冬季剣技大会とかかな」

　どちらも名前で想像がつくが黙って話を聞いておこう。

「狐狩りってのは雪原で狐を追う狩りさ。普通の狩りと違って雪で足元とられるから馬でも簡単に追いつけない。まぁ騎乗と弓の腕を競う競技だな」

　ノンナが複雑そうな顔をしている。

「剣技の方はもちろん戦いさ。といっても殺し合いじゃない、ちゃんと刃を丸めた剣でやるんだ。こっちは狩りと違って街の中でできるから観客も多いし、決勝近くなると貴族や王族も見てるって話だぞ」

「へぇそれも面白そうだな」

　だが狐狩りの方がシュバルツも使えるし、いいかもしれない。

「自信があるなら剣技大会の方が断然いいな！　優秀な奴には褒美と別に軍へ好条件で入れるとか貴族への仕官の口もあるらしい。この前優勝した奴は平民だったんだがなんと騎士爵を叙任されたんだぞ！」

　連邦の爵位をもらえばもしかして労せずエレクトラが手に入るかな？　とノンナに耳打ちしたが溜息をつかれた。

　連邦では世襲以外での叙任はありえず、彼の語る騎士爵は一代限りの名誉扱いで爵位が進むこともないし領地をもらえることも絶対にないらしい。

　やはり正攻法で行くしかないのか。

「そして何よりだ……剣技大会で上位まで行けば女にもてる」

　それは聞き捨てならないな。

「強い男に女は惹かれるってもんだろ。まして中央政府主催の大会で勝ち残ればちょっとした英雄だ！　貴族の娘を勢いで食えたって話もあるんだぜ」

「剣技大会に出るにはどうしたらいい？」

「簡単さ、あそこの広場で参加料払って名前登録しておしまいだ。あんたが連邦での前科もんじゃなきゃ弾かれることなんざねぇさ。ただ、覚悟はしとけよ？　刃はないと言っても鉄の剣だ、骨折るなんてざらだし死人も毎年結構出るんだから」

　そりゃそうだろう。

　俺だって剣の柄で人を殴り殺した事が結構ある。

「ちなみに俺も出る！　それなりに自信はあるから当たったら覚悟してくれよ！」

　軽そうな雰囲気によらず彼は戦士だったようだ。

「そういえば言い忘れてたな。俺の名前はクリストフだ！」

「俺はエイギル、もし会ったらよろしく頼む」

　情報を教えてもらった礼に一杯おごってやる。

　彼がほろ酔いで去り、俺はもう一杯とテーブルに視線を戻すと。

「あの男余計なことを！　…………エイギル様！　もう女は増えませんよね？」

「お体は大切になさって下さい。もし大怪我でもなされて夢破れる時、私が黄泉に旅立つこと努々お忘れなきよう」

　二人にはあまり歓迎されていなかったようだ。

　ちなみにシュバルツを退屈させる詫びにとビールを持って馬小屋に行くと器用に綱を外して隣のメスに乗っていた。

　本当に好色でどうしようもない馬だ。

　翌日、事は早い方がいいと宿近くの広場で剣技大会の申し込みをする。

「遅いぞ。今日の午後からはもう試合が始まる。もう少し余裕を持て！」

「ルールは防具、武器ともに用意された物を使うこと。武器は片手剣か両手剣から選択する。防具は革製のものだ。武器の喪失、相手の戦闘不能か降伏で決着、以上だ」

　ギリギリだったようだ。

　試合会場はそのままここの広場、初戦から何戦かは市内の適当な場所何箇所かで行い、ある程度実力のある組が勝ち残った段階で国立の闘技場での試合となる。

　王や貴族も観戦する国立闘技場で素人や雑魚共の見苦しい試合をさせるわけにはいかないということなのだろう。

　前回の優秀者や貴族、軍の推薦がある者はこの段階で参加することもある。

　俺は得体の知れない新参者なので一回戦から勝ちあがらねばならないが。

　実のところ簡単に勝ちあがれるかどうかはわからなかった。

　殺し合いというなら俺はかなりの所まで行く自信はある。

　だがこの大会では刃の無い剣、それも７０ｃｍ程度の片手剣と盾か、１００ｃｍ程度の両手剣の二種類から選ばねばならない。

　これが剣技大会であり怪力や奇策を競う大会でない以上当然のことだろう。

　だが俺は重量武器の一撃で勝負を決める戦い方をしてきたため、一撃が決定打にならない試合では決めきれないかもしれない。

　小手先の技術を競う戦いになれば我流の俺が不利になるのは明白だった。

　だがそれでも負ける気はない。

　連邦の爵位も名誉も必要ないが勝てば賞金もでるし何より女が群がるというのがいい。

　大勢の女を後ろ向きに並べて次々と味わう、以前、一度体験したあの遊びをもう一度やってみたいのだ。

　それに賞金が出ればその金で高級な娼婦と一戦交えるのもいいだろう。

　ノンナは相当な美人だが、同じ料理を何度も味わうと他の料理にも興味が湧く。

　食べ続けても飽きない料理は一人だけだ。

　あの甘味な味は二年半食べ続けても一向に飽きることなどなかった。

　いかん、これ以上彼女のことを考えると下半身がまずいことになる。

　もうすぐ試合が開始されるというのに二本目の剣を勃てて試合に出たら反則をとられるかもしれない。

　気持ちを静めるために応援に来たセリアの頭を撫で回すとしよう。

　昼を過ぎていよいよ試合開始の合図がされる時には何もない広場にかなりの人が集まっていた。

　複数ある試合場の一つに過ぎない広場だが白都の冬の有名行事とあってかなりの人間が仕事の手をとめて観戦しているようだ。

　セリアとノンナも少し離れたベンチに座っている。

　自分の女の前で無様な姿は見せられないな。

　次々と試合が始まっていくが、さすがに初戦だけあってかレベルの低い試合が多い。

　お互いに盾の影に隠れ、片手剣を突き出すだけの試合には観客からもブーイングが響く。

「初戦で俺と当たるとは不幸な奴だ！　いいか？　最強の戦士の条件とは～」

　俺の初戦の相手は、いつぞや盾になってもらった男を彷彿とさせる。

「つまり、敵味方の正確な技量の差を見極めてこそ最強たりえるわけだ!!」

　俺の知る限り最強の戦士は今から戦う相手に無駄口を叩いたりしない。

　俺は試合用両手剣の感触を確かめる。

　粗末だが最低限、大剣としての体はなしている。

　相手も同じと考えれば問題なかろう。

　試合開始の合図があり、男は口上を述べながら片手剣を頭上にかかげて自称必殺の構えをとり、俺はがら空きになった横っ腹に剣を叩き込んだ。

　鈍く肋骨の折れる音が鳴り、男は胃液を噴出しながら悶絶する。

　悪いが俺はこういうタイプの男が大嫌いなのでほとんど手加減はしなかった。

　初戦は二秒で終わり観客からはどよめきが起きる。

　試合は終わり銅貨五枚をもらった。

　セリア達に鳥の丸焼きでも買ってやろう。

　これで終わりかと拍子抜けだったが、序盤の試合は人数が多いので一日二戦はするそうだ。

　ほどなく名を呼ばれ両手剣を担いで会場に出ると見知った顔がいた。

「エイギル！　いきなり二回戦でお前と会うとはな！」

「クリストフか、なかなかに縁があるみたいだな」

「一回戦は見せてもらったが俺はあんな雑魚じゃねぇ、心して来いよ。不意打ちで怪我でもさせたら気分が悪いからな！」

　なるほどクリストフはなかなかの使い手らしい。

　見れば体も鍛えられ戦闘経験がありそうだ。

　これはさっきのようにはいかないだろうな。

　俺は剣をまっすぐ上段に構え、クリストフは右上に構える。

　お互いの視線が合い、笑い合う。

（どちらが勝っても恨みっこなしだ）

　試合開始の合図とともにお互いが突進し死闘が始まる。







　そして二秒で終わった。

　奴は俺の振り下ろしを受け止めることもなく肩口に直撃、剣を取り落として痛みに悶え転がる。

　クリストフはとても弱かった。

「ちょっ!!　おま!!　痛!!!　死!!!　おごご!!」

　俺は冷めた目でクリストフを見るが、人間としては嫌いではないので肩を貸して救護所まで運んでやる。

　観客は期待はずれの展開に不甲斐ない彼を罵っている。

「こ、こんなはずでは……」

「自業自得だ、罵られるぐらいは我慢しろ」

　体格が頑丈なのが幸いしたか、一応骨は折れていないらしい。

　妙に強そうだったから手加減無しで叩き込んでしまったが、怪我がなくて何よりだ。

　拍子抜けのままに一日が終わり宿に引き上げる。







「お疲れ様でした」

　部屋に帰るとノンナが三つ指ついて労をねぎらう。

　汗はほとんどかいていないが、使いまわしの鎧が臭かったので湯を使いたい。

　エレクトラでノンナと誓いを交わし、彼女の処女をもらってからは俺の性処理は全て彼女が行ってくれている。

　もちろん彼女も楽しめるように努力しているし、処女を貫かれてからのノンナは自分から積極的に性を貪っている。

　俺たちが交わらない夜はないと言ってもよく、彼女の子袋には常に俺の種が収まっているほどだった。

　但し、彼女は胸を除けば体格は華奢で体力もない。

　荒く攻めると日を跨いでへばってしまうことも多かった。

　なにしろ男を狂わせるためにあるような超巨乳は俺の獣欲を刺激し、理性を飛ばしてしまうのだ。

　幾度彼女の胸を精で汚したかわからないし、顔を埋めてそのまま眠った夜も多い。

　ノンナが俺の全身を拭き、ベッドの準備をする。

　彼女自身は既に全裸で、胸を揺らしながらシーツを整え、濡れタオルを並べてこちらに流し目を送ってきた。

「はしたない女と笑ってください……ここが……寂しいです……」

　ノンナは胸を持ち上げて自分の乳首を口に含む。

　世の女達が見たら血涙を流す、巨乳の女にだけ許された行為だった。

　そんなものを見せられて男が奮い立たないはずもなく、俺はベッドに飛び乗り、彼女自身の口から乳首を奪い取って強く吸う。

　有無を言わせずに大股を開かせ、間に入って手を押さえつけた。

　いざ結合と肉棒に手を添えた所で可愛い声の妨害が入る。

「あのっ！　エイギル様よろしいでしょうか？」

　いつもセリアは俺とノンナがこうなる時は気を使って寝たふりをし、布団の中で指を動かすのだが。

「どうした？」

「私もそろそろエイギル様の女になりたいです！　抱いてもらえませんか!?」

　ここに来るまでの色々な不満もあってついに爆発したらしい。

　だが改めて体を見るとまだまだ子供の体つきに見える。

　薄い胸を撫で、ぷくりと膨らんだ股間を指でいじる。

「もう少しだな」

「え？」

「今抱いたら壊れる。もう少し育ってから抱いてやるから、今はたくさん食べてゆっくり寝ろ」

「そんなぁ」

　セリアは泣き顔になるがすぐに気を取り直す。

「ならっ！　見せてください！　ノンナとのソレをすぐ横で見せてください！」

「なんだそりゃ」

「それは……恥ずかしいです」

「お相手させてもらう時のために勉強したいんです！　それに二人で愛し合っていると私だけのけ者にされているみたいで」

　セリアは真剣な顔をしているし、断るのも可哀想だ。

　ノンナは恥ずかしいと訴えていたが、自分の女を抱く様子を同じく自分の女に見せることは俺にとっては恥ずかしいことではない。

「私に欲情したらいつでも言ってくださいね！　いつでもねじ込んでもらっていいですから」

　ノンナを抱いた勢いであわよくば獣欲のままに抱かれてしまうというのも目的の一つらしい。

　俺たちが絡むベッドのすぐ横にセリアが腰掛ける。

「見てみろよセリア、ものすごい胸だろう」

「うー。羨ましいです。私の頭より大きい……」

　乳房を寄せて乳首を二つまとめて吸う。

　その様子をセリアはすぐ横で眺め、ノンナは恥ずかしさに顔を枕に埋めた。

「ここがノンナさんの女の穴……」

「そうだ。綺麗だろ、お前のと比べてどうだ？」

「毛は濃いですけど、唇は同じぐらいです」

　そうだろうな。

　ノンナの淫唇はまるで少女のように綺麗なのだ。

「あっ！　でもこれは私よりずっと大きいです」

「−−−っ!!」

　枕に顔を埋めたままノンナが恥ずかしさに絶叫した。

　彼女の肉豆はなかなかに大きく、感じ易い。

　俺が自分の女にしてから集中攻撃したこともあって、皮を脱ぎ捨てピンクの本体を晒している。

「つついてみろ、優しくだぞ」

「はい」

　優しくと言ったのにセリアは女の一番敏感な所をピンと指で弾いた。

「きゃああ!!!」

　思わずノンナが跳ね起きて叫ぶ。

　セリアはその敏感さに驚いているようだ。

　そろそろ本番をしっかり見せてやろう。

　音が出るほどに勃起したモノをノンナに押し込む。

　セリアはその光景を凝視しているが夢中なのか話しかけては来ない。

　粘着音を鳴らしながら動き、前に倒れてノンナに乗っかる。

　こうすると巨乳が俺の胸板でつぶれてクッションになり、大変素晴らしい感触なのだ。

「女の穴はこんなに広がるのですね……。これなら私だって」

　セリアは俺の尻を覗き込むように結合部を見ている。

　期待に応えてやろうと激しく動く。

「エイっ！　ギルっ！　様、激しいです！　壊れる」

「すごい音です。バコバコいってます！」

　ノンナには少し我慢してもらって猛然と動き、限界直前で動きを止める。

「セリア、今のが男女の行為だ。どうだった？」

「…………すごい」

　ハッと気を取り直すようにセリアが顔を上げる。

　熱心なのはいいが股から手を抜いたほうがいいぞ。

「もう俺は限界ですぐにでも出るぞ。触ってみるか？」

「では失礼します」

　セリアは恐る恐る俺のモノを触るが、ノンナの汁に塗れたその感触が案外気に入ったのか、珍しそうに両手で撫でて来た。

　寸止めしていた俺の竿は限界を訴えて動き出し、セリアが突然震えだした肉棒に驚く。

「えっ!?　動いてます！　どうすれば止まりますか!?　ここですか？」

　見せ付けるために亀頭部を除いてほとんどを抜き出していた肉棒、その根元をセリアはぎゅうと押えてしまった。

　搾られる感触に男根は限界を超え、俺はノンナの奥深くに押し込んで射精の体勢に入る。

「ぐっ！　もう出るぞ！　セリアよく見ていろ！」

「えっ？　えっ？」

「あうー……」

　慌てるセリアの目の前で制御不能になった男根は脈動しながら激しく射精し、ノンナの中を汁だらけにすると種は逆流し、至近距離で覗き込んでいたセリアの顔にも飛び散った。

「これが……エイギル様の子種」

　顔に飛んだ異臭の液体を戸惑いなく口に運んで顔をしかめるセリアを見ながら、俺はいつもの数倍の量をノンナに注ぎ込んだ。

　哀れ、妊婦のような腹にされてしまったノンナは翌日、洗っても拭いても子袋の奥から流れ出る精汁に苦労させられるのだった。







　大会二日目、俺の相手は子供と思うほどに小柄な中年のおっさんだった。

　開始の合図と共に小さいおっさんは身を限界まで屈めて突進してくる。

　剣は普通に構えると、下から来る敵には射程が短くなる。

　奴は身を屈めて突進し俺の剣をかいくぐり下半身に突きをくわえるつもりだったようだ。

「もらったあああ！」

「そうだな」

　奴は剣を俺の右手で弾かれ、顔面にローキックを〝もらって〟卒倒した。

「アホかこいつは」

　剣を突き出して突進など「今から突きます！」と宣言しているようなものだ。

　剣での突きは読まれれば簡単に弾けるのだ。

　おまけに攻撃のタイミングまで叫び声で知らせるとは。

　ここまで雑魚ばかりとは思わなかった。

　本戦は国立闘技場に行ってからか。

　四戦目の対戦相手も間の抜けた構えだ。

　選択したのは両手剣のようだが右手一本で構え左手には何も持っていない。

　案の定、打ち合うと奴は剣を大きく弾かれ、体勢を崩して後ろに逃げる。

　しかし奴は未だ片手での構えをやめない。

　次で終わりだ。

　俺が踏み出した時、左の太ももに鋭い痛みが生じた。

　軸足の痛みに思わず足を止めた所に奴が切りかかる。

　俺は咄嗟に剣で受けるが次は左の腕に痛みが走る。

　力任せに相手を弾き飛ばしいったん距離をとる。




　なんだいったい？

　太ももと腕を確認すると細い金属の針のようなものが刺さっていた。

　傷としても浅く出血もほとんどしていないが、どこから飛んできたのか。

「どうした！　逃げるだけか！」

　奴がにやついた顔で叫ぶ。

　これで合点がいった、あの顔は賭け事でいかさまをやっている奴の顔だ。

　俺は先ほどと同じように突進をしかけ奴の左手が動くと顔の前で剣の柄を構える。

　カツンと音が鳴り、布を巻いた柄に針がささる。

　奴は右手で剣を持ち左手で針を飛ばしていたのだ。

　反則だが予備動作がなく針自体も小さいので立会人にも観客にも気付かれない。

　俺が指摘しても落ちていた針でも刺したのだろう、証拠がないと強弁するに違いない。

　あるいは騒ぎたてれば奴の反則を証明できるかもしれないが、そんなつもりもない。

　戦いとは本質的には殺し合いだ。

　それを試合だ喧嘩だ、といった風に決まりを作って制限をかけているだけに過ぎない。

　奴はその決まりを自ら破ったのだ。

　ならば結論は一つしかあるまい。

　俺は再度突進する。

　奴は左手から針を飛ばすが、種がわかれば指で小石を飛ばす以上のことではない。

　目を狙ったのだろう針は顔をガードした革の小手に刺さる。

　無論、針ごときに防具を突破する威力は無い。

　奴は慌てて剣を両手で持ち俺の剣に合わせる。

　合わせたのではない。

　合わせさせてやったのだ。

　鍔迫り合いの中で俺は奴に顔を寄せる。

「大道芸はもういい。死ね」

　奴が驚いて顔を上げようとするが腹に前蹴りを入れて１ｍほど距離をとる。

　もう針は使わせない。

　剣を右上に振りかぶり頭に目掛けて振り下ろす。

　手品に頼る男に回避できる剣ではない。

　ボコンと壁をハンマーで叩いたような音が響き、奴は左に飛んで地に伏す。

　頭が割れて血と脳漿がこぼれ出し、観客から悲鳴と驚愕の声が響く。

　四試合目は決着した。







「やりすぎだっての」

　俺の宿の酒場、昨日は傷のせいで動けなかったクリストフが再び訪れ、俺を非難する。

　彼には事情を伝えたのだが、それでもあれはひどかったらしい。

「ああいうのは腕の一本でもへし折るのが相場ってもんだぜ。頭かち割るとかどんだけ怒りっぽいんだっての」

「その後の試合も緊張感が出たろ？」

「お前のせいで糞試合ばっかだったよ！」

　俺の後の試合は初戦によくある、互いに怯えながら剣を突き出す試合が頻発したらしい。

「過ぎたことだ。明日同じ奴がいたら首の骨で勘弁してやる」

「変わってねぇ！」

　残念だが俺はああいう手合いに容赦するつもりはない。

　もしやったのが女なら犯すだけで勘弁してやるが。

「しかしお前本当につええな。四戦目はともかく三戦目の奴は名の知れた傭兵だったらしいぞ？」

　小さいおっさんは有名な小さいおっさんだったらしい。

「闘技場まで行かないと女にもてないんだろう？」

「まぁそうだが、お前の連れの女、とんでもない美人だろ。さすがにあんな女はそうそういねぇぞ？　いくら選り取りといってもなぁ」

　こいつは何を言っているんだろうか？

「ノンナは当然俺の女だが、それ以外の女も選り取りで抱きたいじゃないか」

　笑顔のまま目が凍るノンナ。

　本人の前で言い放った俺にクリストフは今日一番の呆れ顔を見せた。







「今日は暇だな」

　本来ならば大会五戦目と六戦目、いよいよ実力者同士の対決となってくるはずなのだが

　俺の相手が二人とも棄権し不戦勝となったのだ。

　前日の試合のインパクトが強かったらしい。

　血と死体を見て怯えるようで剣技大会と言えるのかね。

　白都は盗賊とも戦争とも長らく無縁なので実戦の雰囲気に免疫がないのかもしれないな。

　勝手な想像をしているうちに試合が終わり、翌日の俺の相手が決まる。

「オオオオオオーーー!!」

　俺の七戦目の相手は［アゴール］王軍軽歩兵部隊の人間らしい。

　ここまで全て相手の剣を弾き飛ばして勝利を収めたということだ。

　王軍所属でありながら闘技場へ推薦されていないということは平民出身で上層部には軽んじられているのかもしれないな。

　試合を終えて会場を後にするがこちらを見て動きを止める。

　なるほど奴がアゴールか。

　決して大男ではないが筋肉は盛り上がりいかにも瞬発力に優れそうだ。

　目付きは鋭く、表情を変えずにこちらを見極めんとしているようにも見える。

　こいつはクリストフと違って本当に強そうだ。

　明日の試合が楽しみだな、今日は英気を養うために帰ったらすぐにノンナを可愛がるとしよう。




　ベッドで楽しんでいる最中に今日もクリストフと呑む約束をしていたことを思い出し、あえてノンナに伝言を頼んだ。

　乱れた髪とキスマークだらけの首筋と胸元を晒し

「今日はエイギル様はお忙しいのでごめんなさい」

　とだけ言って、いかにも待ちきれないとばかりに部屋に戻っていく彼女をクリストフは血の涙を流して見送っていたという。

　ノンナの胸の谷間を覗いている奴には彼女が誰の女かはっきりと示さねばならないのだ。

　翌日七戦目

「この前は随分乱暴な試合だったな」

　試合直前、アゴールが話しかけてきた。

　四戦目のことを言っているのだろう。

「こちらにも事情があってな」

「俺はああいう試合は気に入らん。お前はああならないように倒してやる」

　わざわざ、死なせないように注意するから安心しろと言いにきたのか。

　意味はわからんがお人よしなのかも知れんな。

「俺もなるべく死なせないように注意するよ」

　嫌味で言ったわけではなかったのだがアゴールがこちらを睨み、傍にいたノンナが顔を押さえる。

「あれでは相手を馬鹿にしたようなものです！」

　俺とセリアは？　を浮かべる。

　連邦の言い回しはよくわからないな。

　試合開始が迫り、俺とアゴールは会場の中心へ進む。

　さっきよりも目付きが鋭く殺気が溢れている。

　どうやら本当にお怒りのようだ。

　アゴールの武器は片手剣と盾、連邦軽歩兵の標準兵装だそうだ。

　開始の合図とともに俺が仕掛ける。

　右上段、左横なぎ、右横なぎ、引き戻して頭上からと四連撃を見舞うがいずれも盾で受け流される。

　さすがに盾を上手く使う。

　俺の攻撃が終わったところでアゴールは素早く剣を振り下ろす、速いだけで力の無い斬撃を軽く弾くと盾を突き出し、俺の体を弾き飛ばす。

　たたらを踏んだところに先ほどよりも更に速い突き。

　なんとか腕の力だけで剣を振って弾くが今までの敵とは勝手が違う。

　奴は両手剣を力に任せて振る奴との戦い方を知っている。

　奴の攻撃はまだ終わらない。

　一旦下がったと思ったのもつかの間剣を振りかぶっての突進、思わず俺は防ごうとするが、奴は俺の横を抜け、通り過ぎざまに全力で俺の剣を叩きつけた。

　なるほど最初からこっちの剣を払い落として勝利を得ようということか。

　そう簡単にはいかないさ。

　剣を弾かれた反動を利用して一回転、隙は大きいが奴も全力で剣を振っている、対応はできまい。




（いかん！）

　アゴールの直感が告げる。

　奴の剣を全力で打ちつけたまでは計画通りだ。

　だが弾かれた剣はしっかりと握られているし、何より剣に振られて回転しているはずの奴の顔に笑みが浮んでいるように見えたのだ。

　自分が鍛え上げた直感を信じて彼は後ろへ飛ぶ。

　刹那…………

　剣先が見えないほどの速度、とても叩き切るのがメインの両手剣の速度ではない斬撃が空を切る。

　もし後一拍、アゴールの後退が遅れていたら決着がついていただろう。

　あまりの鋭さと勢いに観客も一昨日の惨劇を思い出してか静まり返る。

　アゴールも分かっているのか表情は変わらないがふぅと息を吐いたように見えた。

「今のは肩だ、当たっても頭は割れないぞ」

「抜かせっ！」

　アゴールが動く、鋭いが軽い斬撃。

　彼が鍛錬を続けた対重量武器用の戦術なのだろう。

　この後に盾を叩きつけて体勢を崩し、最後の突きに繋げるのだ。

（だがもう見た）

　斬撃を弾くまでは同じ。

　そして盾を突き出すがそこに俺はいない。

　一歩間合いを外しての振り下ろし、最初に見せた様子見の連撃とは違う、全力での一撃だ。

　片手で受けられるはずも無く、奴の盾は地面に叩きつけられ、左手を突き出した体勢のまま前につんのめる。

　奴の右手には片手剣があるが、左手を地面に引かれるようにバランスを崩していては振ることも突き出すこともできまい。

　俺の剣は素早く持ち上がり喉元に突きつけられる。

「…………参った」

　歓声が響き渡り試合は終了となった。







　そして今、俺の宿の酒場でクリストフを交えて三人で酒を呑んでいる。

「お前を力に任せて剣を振るだけの乱暴者と思っていた。すまない非礼を詫びよう」

「いいさ。あんたも今まで当たった中で一番強かったよ」

「前があれでは素直に喜べんな」

　違いないと笑うとクリストフが不平を言う。

　アゴールは三〇歳で平民出には珍しく軍の中隊長をやっている。

　地味兵科の軽歩兵だからだと言うがクリストフに言わせるとかなりの出世らしい。

「明日には平民出はやはり、軍の恥を晒して、の大合唱だろう。今日ぐらいはたっぷり呑ませてくれ」

　悪いことをしたかもしれんな。

「だからあんたには闘技場にいって勝ち進んでもらわないと困る。そうすればあいつに負けたのならと、言い訳も立つからな」

「やれるところまでやるさ」

「お注ぎします」

　アゴールには健闘を称えてノンナを酌につけてやっている。

　クリストフと違って胸ばかり見ない所に自制心の違いを感じるな。

「もう後何試合も無しに闘技場試合になるはずだが最後まで油断するなよ」

「ああ、ここまできたら行って見せるさ」

「気が向いたら俺も応援にいってやるからよ！」

　闘技場は市民の娯楽としても存在しているので貴族席と市民席が存在する。

　だがその観戦料は決して安くは無いし、人気の試合がある日には完売し法外な価格で転売されることもあるらしい。

「ではエイギルは明日も試合だろう。我々が足を引っ張ってもつまらん。これでお暇する」

　アゴールはクリストフを連れて宿を出て行く。

　といってもこれから夜の試合が始まる訳だが。

　ノンナ曰く

「アゴール様も私の胸をちらちら見ていましたよ」

　俺からはわからなかった…………クリストフが時々見ているのはわかるが

「あれは胸に挨拶して胸と会話しているのです」

　女は胸への視線に敏感なようだ。

　今日は徹底的に巨大な胸を可愛がってやろう。

　両胸をそれぞれの手で痛みを感じる程に強く揉みしだく。

　痛みを訴えながらもノンナの顔は赤くなっていき、ポタリと音を立てて床を濡らす水滴。

　ノンナのスカートの中から遂に欲情の雫がこぼれ出したのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一二二枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ

　経験人数　一五人








第22話　闘技と女　♯







　ラッパの音が鳴り響き、兵士達が剣を掲げて行進する。

　伝統の冬季剣技大会開会式典が王立闘技場で行われていた。

　巨大な闘技場には立ち見を入れると万の単位で人が集まっているようにも見える。

　大歓声の中、中央の豪華な席に男が現れ、静かにせよと言わんばかりに両手を出す。

　徐々に歓声は止み、静けさを取り戻した場に兵士の声が響く。

「第二四代！　オルガ連邦の正統なる王にして支配者！　ユトラント陛下！」

　中年と老人の間だろうか、ゆっくりと手をかざしながら現れた男は何の遠慮もなくマントを脱ぎ落とし椅子に座って靴を足から放る。

　椅子の元に敷かれた絨毯には数々の果物や酒が用意されている。

　遠慮など必要ない、彼こそが連邦の支配者、ユトラント二世なのだ。

　再び歓声が闘技場に響く。

　アゴールを下した後、特に苦戦することもなく俺はここまで勝ちあがった。

　きっとアゴールが勝っていても同じ結末になっただろう。

　だがここからは違う、本当の強者は街での戦いなどせずに直接闘技場にやってくるのだ。

　試合の順も有名な者が最後に回り、街で勝ちあがったような者は最初の余興として戦う。

　それでもこの人数、街での試合とは比べ物にならない大歓声だ。

「エイギル殿は次の試合ですので、武器の選定と装備をお願い致します」

　兵士の口調も丁寧になっている。

　ここまで来るとそれなりの扱いをうけるってことだな。

　用意される武器もあくまで剣に限定されているが質がよくなり、様々な大きさがある。

　一対一なのであまり巨大な武器でも不利だろうが。

　デュアルクレイターと同じ大きさの剣を取る。

　かなりの重さだ。

　いよいよ俺は闘技場内に通されて闘技場での第一戦目が始まる。

　俺と対戦相手は中央で顔を合わせ、弁士が口上を述べる。

　地下の死闘を思い出して複雑な気分になったが口上はさらに不愉快だった。

「赤！　北方よりきたる戦士、巨漢のランディル！」

「白！　冷酷な殺戮者、血の演舞エイギル！」

　ちょっと待て、誰が殺戮者だ。

　一人叩き殺したぐらいでなんだというのだ。

　少し考えて、今まで自分が何人殺してきたかを思い出せず、殺戮者も仕方ないかと諦める。

　開始の合図、目の前の男は２ｍはあるかという大男で用意された中でも最大の剣と盾を持っている。

　分かりやすいタイプで大変結構。

「おおおおおぉぉぉぉ!!」

　叫び声を上げて振り下ろされる男の剣に剣を合わせる。

　激しい金属音が響き、火花が飛ぶ、何合か打ち合わされるうちに観客にどよめきが走る。

　俺が押しているのがそんなに不思議なのだろうか。

　２ｍのランディルが巨体とは言えない俺に打ち負けてじりじりと下がっていく光景は奇妙ではあるかもしれない。

　あいにく単純な力ではどんな大男にも負けたことは無いのだ。

　ついに辛抱できなくなったのかランディルが打ち合いをやめて巨大な盾を構える。

　少しばかり休息しようということだろう。

　だがそれを待っていた。

　盾を構える、視界がなくなるその一瞬を待っていた。

　俺は盾を持つ手の側に回りこみ、側面から奴の足、ふくらはぎに一撃を加え後方に出る。

「ぐあっ!!」

　両手剣の一撃にも大男は耐えるが、もはや挽回はできない。

　足を痛めて傾く体幹では俺の剣を受けきれず、遂に剣を弾き飛ばされ試合終了となった。

　終了の合図とともに崩れるランディル、良くも今まで立っていたものだ。

　観客からは盛大な拍手が巻き起こる。

　ここの観客は地下の試合のように強者が弱者を嬲り殺す凄惨な戦いよりも、強者に立ち向かう弱者という劇的な展開を望んでいるようにも思える。

　俺への盛大な拍手は有利な大男を打ち倒した若者への賞賛なのだろう。

　闘技場での試合は基本的に一日一回だ。

　ほんの数分程の戦闘だったが、金貨数枚が渡される。

　ノンナとセリアの観戦代に当ててもまだ余る。

　となれば行く場所は一つだ。







「ようこそおいでなさいました！」

　扉を開けると大勢の女性が一斉に挨拶をする。

　屋外は身も凍える寒さだが、室内にはいくつもの暖炉があり女性はみな薄着で扇情的な格好をしている。

　ここは市民区域にある娼館だ。

　セリアとノンナは試合の後、二人で親睦を深めろと部屋に押し込めて酒とつまみを与えておいた。

　ノンナは最初から最後まで無表情だったので間違いなく気付いているだろうが。

「これはこれはようこそ［妖精の木］へ！」

　丸々と太った中年女性が手もみをしながらこちらにやってくる。

「本日のどのような妖精をご所望ですか？　後ろに並ぶ妖精から選んで頂いても構いませんよ？」

　やはり実際に本人を見ないとわからないだろう。

　俺が振り返ると女性達は一斉にしなを作り、胸を見せ、裾を持ち上げる。

　女達は胸を強調するが、胸の大きさでノンナに勝てる女などまずいない。

　今回は肉付きの良い女が抱きたいのだ。

　ノンナは胸以外は細身だし、セリアに到っては胸と局部を隠せば男の子としても通るかもしれない。

　俺は一人の女性の肩に手をやる。

「いいか？」

「ありがとうございます。ご奉仕致しますね」

「あっとその娘は…………まぁ口技も上手いですしお楽しみ下さい」

　女主人は何かいいかけたがそのまま口を閉じた。

　この店は一般的な娼館だ。

　クリストフに聞くとあまり高級な店だと貴族相手の商売になってしまうのでむしろ標準やや上程度の店が最高なのだそうだ。

「一時のお楽しみなら銅貨五〇枚、一晩お楽しみならば銀貨二枚になります」

　案外に安い、そんな悪い店では無いように思うのだが、この女に何か問題があるのだろうか？

　時間や回数を決めて抱きたくは無いと銀貨二枚を渡すと店主は笑顔に、女も背中にしなだれかかった。

　個室に通され改めて女を眺める。

　髪は赤毛、背は女にしては高く俺より僅かに低いぐらいで、肉付きは良く胸もなかなかのサイズだ。

「メリッサと申します。本日は一晩宜しくお願い致します」

　メリッサはベッドに乗り、ぺこりと頭を下げる。

　俺も雰囲気に当てられたのか興奮が抑えきれず早速口付けをして服を脱がそうとするが、メリッサは俺の胸に手を当てて

「私が天国にお連れ致しますのでどうぞ楽に…………」

　だが興奮が高まった俺は止まらない。

　強引にではないが、メリッサの薄い服を剥ぎ取り全裸にしてしまう。

　メリッサは困惑しながらも局部を必死で隠していた。

「今から抱かれるのにそんなに隠しても仕方ないだろう」

「いえ…………それよりも私が奉仕致しますので」

　何かおかしい、病気でも隠しているのかとメリッサの手を掴み足を開かせる。

　そこには踏み荒らされた花園が広がっていた。

　メリッサの大事な場所は病気ではなくもっと直接的に破壊されていた。

「見られちゃったかあ」

「これは何があったんだ？」

「ここの娼館でじゃないよ。売られて自棄になっていた時分主人に反抗したのよね…………焼けた火箸やら刃物やら色々やられまして」

　メリッサは演技する必要がなくなったのか大の字にベッドに飛び乗る。

「ここに来てからはそれなりにうまくやってたんだけど、肝心の部分が壊れてるもんでなかなか客もとれないんですよー」

　技術には自信あるんだけどなぁ～とのびをした。

「ほらあたしって見た目はいいから結構初見の客入るんだけどベッドでばれて次が無いのよね」

「随分とひどいのか？」

「そだよー。一番奥まで壊れちゃってるの。子供は産めないしゆーるゆる。自分の手首だって入るかも」

　ケラケラと諦めたように笑う。

「んで、やめとく？　あの主人もがめついけど次があると見たら半分ぐらい返ってくるかもよ～」

「いや、構わん。相手してくれるか？」

「それって私を可哀想って思ってる？」

「いいや、良い女だからモノにしたいと思ってるのさ」

　メリッサは明るく笑った。

「あはは、娼婦をモノにしたいって。お客さん冗談きついよ？」

「娼婦も女だろ、俺はお前を堕とすつもりで抱くぞ」

「またまた冗談を」

　俺はメリッサを押し倒し耳元で愛を囁いた。

「お前が抱きたいんだ。キャンセルなんてとんでもない」

　メリッサも俺の発情を感じたのか弾けるような笑顔を浮かべる。

「本当？　いやぁ助かる、一晩のお客さんはありがたいからさ。サービスするよ～フィニッシュはお尻とかどう？　お兄さん好みだから許しちゃうよ」

　いや、俺はあくまで女を抱きたいのだ。

　あくまでメリッサの穴を楽しませてもらう。

「前戯で俺のを硬くしてくれ。後は俺がお前を抱くから」

　メリッサは眉間にしわを寄せる。

「だから～私のは壊れちゃって使えないんだってば！　自分で何度も言うの結構傷つくのよ？」

　いちいち話をするのも馬鹿らしいと服を脱ぎ捨ててメリッサの前にまだ柔らかい肉棒を突き出す。

　メリッサは顔前に出た男根に少しひるむが、さすが歴戦の娼婦、すぐに意図を察して口を開く。

「お道具大きいね！　任せて、技には結構自信あるんだから」

　しばらく奉仕を続けさせたが肉棒がいきり立つとメリッサが慌ててモノを口から出す。

「げほっ何これ…………！　すごい大きさ、こんなの見たことないよ」

　メリッサはすごいなぁとつついたり、撫でたりしながら観察している。

　だが俺にとってみればまだ中途半端で準備万端と言うわけではない。

「ここまで大きいと口だとうまくできないから胸も使うね～」

　しばらく熱烈な奉仕受けてついに俺も最高潮になった。

　メリッサは呆然とした顔で股の間から俺を見上げている。

「なに……これ…………お客さんってオークとか馬との混血とかじゃないよね？」

「失礼な奴だな。それより準備も出来たからそろそろいいだろ？」

　メリッサをベッドに倒し足の間に体を入れる。

「だから私はっ！　ってこのサイズだともしかして…………」

　俺が突入すると可愛い悲鳴が上がる。

「きゃあ！　な、なんで!?　きついよ、こんなの初めて！」

　ゆるゆると言っていたので遠慮無しに差し込んだのだがそうでもない。

　久しぶりに目にする豊満な尻や太ももに男根がいつもより膨らんでいるのかもしれないな。

　ぎちぎちと内部を広げながら奥深くまで挿入していく。

「……いい感じだ」

　彼女の締まりは傷のせいで失われていたが、俺には緩やかに包まれるこの感触が新鮮だった。

　他の女だと痛いぐらいに締まるし、慣れていないと穴が切れそうで心配になるのだ。

　それにまだ奥がありそうだ。

「まだ入りそうだな」

「えっ!?　その先は子袋…………んきゃあああ!!」

　ゴリュンと音がして巨根は本当に根元まで入ってしまった。

　彼女の奥は過去の非道のせいで子も産めないほどに痛めつけられてしまっている。

　そのせいで子袋への入り口も開き、それほどの抵抗無しに滑り込んでしまったらしい。

　俺は根元まで彼女に収まり、昔まだ成長途中であった時にルーシィと重なった感触を思い出していた。

　あの時は少しでも奥に入ってやろうと必死に腰を押し付けたものだ。




「あぁ具合がいい。最高だ」

「かはっ……信じられない……本当に子袋まで串刺しにされてる」

「痛いなら抜こうか？」

「だめ！　このまま続けて、たまらない……私の中で男が喜んでるう！」

　彼女にとっても性器を見せる度に男に失望されるのは屈辱だったのだろう。

「今までの男が短小揃いだったんだな」と言ってやると体を震わせて喜んでいた。

　俺の下になり上になりと腰を振りまくり暴れる彼女の姿はとても嬉しそうだった。

「後ろから突いて！　遠慮はいらないから乱暴に！」

　メリッサをベッドから起こして壁に押し付ける。

　一旦腰を引いて勢いよく叩きつけ、再び子袋を犯す。

　最初よりスムーズに根元まで入ることができた。

「あああぁぁぁーー!!」

　壁と俺の体にはさみ込まれて絶叫するメリッサの首に強く吸い付き、豊かな胸を強く揉む。

　彼女は必死に腰を合わせながらこちらを振り返る。

　娼婦の体は売り物、首を吸って後を残すのはまずかったかと思ったが、彼女は歯を噛み合わせる仕草を繰り返した。

　歯を立ててくれということなのか、遠慮なく首筋を噛ませてもらうとものすごい悲鳴、それも快楽の嬌声が上がった。

「あのぉ……」

　ドアが軽く開き、娼館にいる雑用の少女が顔を出す。

　あまりの絶叫に心配して見に来たらしい。

「向こうに、あうう！　いってなさい！　心配、ひいぃぃ!!　しないでぇぇぇぇ!!」

　涎を流すメリッサが息も絶え絶えに弁明し、退室を促がした。

　いい機会だから体位を変えよう。

　後ろから貫いたまま持ち上げ、ソファーに座る。

　彼女自身の体重で奥をえぐられ更に嬌声が上がる。

　この体勢だとキスも楽だな。

「もっと激しく！　奥まで突いて、突きまくって！」

　とはいえ既に肉棒は子袋に入っている。

　本来男が入ってはいけない場所であまり乱暴にすると体に毒だろう。

「いいの、気持ちよすぎるの！　もうどうなってもいいっ、壊して！　突き殺してえぇぇぇ!!」

　再びドアが薄く開く。

「壊す」「殺す」と物騒な単語のせいだろう。

　娼婦が客に無茶をされていないか確認するのも少女達の役目なのだ。

　既にメリッサは俺以外は見えていないのか注意もしない。

　銅貨を一枚、少女に放ってやり、大丈夫だとメリッサの快楽に歪んだ顔を見せてやる。

「イっちゃう！　肉豆を摘んでぇ！」

　メリッサの言葉通りにしてやると部屋の入り口まで飛ぶ勢いで潮を噴き、意識が飛んだ。

　少女はメリッサの体についても知っていたのだろう、彼女の穴をぎちぎちに広げる逸物を驚愕の顔で見ていた。

「これからも悲鳴が上がると思う。どうせならそこに居て見ていくか？」

　気絶したメリッサをベッドに横たえ、正常位で再び挿入する。

「んああっ！」

　メリッサが衝撃で目を覚ました。

　少女は部屋の隅の床に座りこんで鑑賞することにしたようだ。

　先ほどの激しい交尾から一転し、顔を撫でて優しくキスを降らす愛の営み。

　形のいい胸の上で手を滑らせ、一緒にゆっくりと腰を揺らす。

「あぁ優しい……素敵……」

　メリッサの手も俺の背中や太ももを撫でて緩やかに性感を高める。

　部屋の隅にいる少女にも気付いたようだが一つウィンクをしただけだった。

「そろそろ出そうだ。腰をあわせてくれるか？」

「ええ、一人でトんじゃって御免なさい。お腹が破裂するほど出してね」

　メリッサは悪戯な口調で言うが、ノンナが聞いたら「冗談にならないです」と言うところだろう。

　俺達は動きをあわせて高まり、ゆっくりとした動きを続けたまま絶頂を迎える。

「きて！」

　メリッサが腰を上げて再び俺を子袋の中に受けいれる。

「うおおお!!」

　最近無かった勢いでの発射が開始された。

「びゅびゅーって……」

　部屋の隅の少女にまで音が聞こえているのだろう。

　口に手を当てて驚いている。

「ええっ？　すごい音……お腹が……お腹が……」

　俺の発射が終わると少女が桶を持ってくる。

　大量に出たのは明らかなのでベッドを汚さないようにとの配慮なのだろう。

　メリッサを持ち上げて幼児に尿をさせるような格好で肉棒を引き抜いた。

「あっ！　リン見ないで！」

「……」

　メリッサの願いを無視してリンと呼ばれた少女は目を見開いて凝視している。

　俺の精はすごい勢いで逆流し、音も凄まじかった。

　子袋の中の分までゆっくりと腹を押して搾り出すと手洗い用の桶がなんと一杯になってしまった。

「我ながら凄いな」

「大きいだけじゃなくてこんなに……子供が産めたらなぁ」

　いや娼婦が孕んだらそれはそれで困るだろう。

　少女はとりあえず桶を持って退室するがあれをどうするつもりなのか。

「それで……後は休憩しますか？」

「そう見えるか？」

　メリッサの前に硬いままのモノを突きつける。

「いいえ、早速口取りしますね」

　精にまみれたモノを躊躇無く咥え、大丈夫かと心配するほどの勢いで頭を降り始める。

　その後も高まっては彼女の中に発射し、口や胸で復活させてもらうのを繰り返しながら、俺達は明け方まで交わり続けた。
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「よかったか？」

「すごかったぁ本当によかったよぉ……」

「俺もよかった。遠慮なく突けたし、お前は最高の女だよ」

「この巨根さ、私でもきつかったんだけど……今まで他の女にも使ってたんだよね？　片っ端から女を壊してたの？」

　失礼な全員まだまだ健在だ

「おっきなちんちんくん、可愛がってくれてありがとうね」

　メリッサは力を失った肉棒に軽いキスをする。

　締められた窓からうっすりと白い光が漏れてくる。

「あぁ…………夜が明けちゃう…………終わりになっちゃう…………」

　必死に俺を抱き締める彼女を撫でる。

「また来る。最後じゃない」

　メリッサは顔を上げると

「必ずね？　絶対ね？　待ってるよ」

　彼女は俺がたっぷり入った腹を押えている。

「あーあ、次エイギルさんが来るまで客取りたくないなぁ。ちょっと野暮ったい格好に変えようかな」

　せめて時間が来るまではせめて俺の女でいさせてやろうと痛いぐらいに抱き締めた。







「「ありがとうございました。またおいで下さい」」

　娼婦達が朝帰りの客に別れの挨拶をしている。

　メリッサはとても足腰が立つ状態ではなかったが雑用の少女に支えられて俺を見送りに来た。

　足をガクガク震わせる姿に周囲はどれだけ激しい攻めをしたのかと俺を見る。

　彼女は最後までキスや抱擁を迫り、俺に惚れ込んでいることは明白だった。

「あの子で大丈夫だった？」

　店の外で女主人が俺の横を歩きながら興味有りげに聞いてくる。

「あぁすごい具合がよかったよ」

「へぇ珍しいね。……本来娼婦は客を惚れさせるもんなんだけどあぁなっちまったらねぇ」

　メリッサはまだ見送りの声を上げている。

　俺が見えなくなるまでやめないだろう。

「ま、たまには来てあげてよ。あれもあれで可哀相な娘だからさ」

　もちろんとうなづいて俺は宿屋に帰る。

　闘技場に行くまでに食事する時間はあるだろうか？




　朝帰りした俺をノンナが出迎える。

「昨夜は楽しい時間を過ごされたようで何よりです」

「ああ、最高だったぞ」

「激しかったのですね。首筋に証が大量についていますよ」

「あぁ、すごい勲章だろう？」

「…………女の敵ぃ！」

　ノンナの飛び頭突きを受けとめてキスを交わし、俺は闘技場へ向かった。
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「赤！　近衛騎士団所属！　ルシフ＝ガドリスト騎士爵！」

「白！　奇跡の傭兵！　エイギル！」

　口上が大部マシになっている。

　俺はあれから何戦かを勝ちあがり、その報奨金でメリッサを抱き、ノンナに嫉妬されている。

　そして六戦目、相手が現役の軍人や貴族付きの騎士ばかりになってきた。

　さすがに広場での試合とは違って拍子抜けの相手と出会うこともなく、勝ち進むごとに苦戦を強いられるようになってきていた。

「おまえがエイギルか。平民の身でよくやる」

「光栄です」

　ルシフとやらは傲慢に、ではあるが試合前の挨拶をしてくる。

　貴族の平民への語り方はこれが標準なのだろう。

　だが試合に入ってしまえば関係のないことだ。

　開始の合図があるが両者飛び込んだりはしない。

　ルシフの剣は俺よりも一回り小さいものだがその分取り回しがよく、うかつに飛び込むのは危険だ。

　しばらく睨み合いが続き観客が不平の声を上げようとした時、ルシフが動いた。

　右上段の切り下ろしから左のなぎ払い、更に刃を返して体幹へ強烈な突き。

　俺は剣で受けるが最後の突きを防御しきれず肩をかすめる。

　苦し紛れに剣を片手で振り上げるが簡単に防がれる。

　追撃は無くルシフは一旦距離をとった。

「片手一本でこの威力。前の試合でも見たが、見かけに合わぬ随分な怪力だな」

「それしか能がないもので」

　次は俺から仕掛ける。

　突進しながら剣を大上段に振り上げる。

　奴は当然がら空きの胴体を狙うがそれはフェイク、剣を振り下ろすことなく胸に戻し奴の剣を受ける。

　なぎ払った剣と俺の突進の勢いが相殺され、お互いに近距離で体勢を崩すこの時が好機だ。

　腕の力だけでの全力の振り下ろし、お互いに体勢を崩しているから回避はできず剣で受けるしかない。

　そして単純なぶつかり合いになれば俺に分がある。

　大きな金属音が響き、ルシフは膝を付く。

　咄嗟に剣を上げて防御に入るが打ち合いはここからだ。

　一合二合と息もつかせぬ連続攻撃で奴を更に攻めて行く。

　このまま押し切ろうと振りかぶるがその隙を見逃さなかったのか、剣が足元をすくうように振られたことに気付き軽く飛んで回避する。

　ルシフはその間に反動を利用して回転するように起き上がり、再び正面からの睨み合いになった。

「すばらしい」

　お互いに息を整えている間に無駄話でもしようというのだろう。

「先ほどの攻撃凌げる者は近衛騎士にも何人いるか」

「あんたは凌いだじゃないか」

「俺は優秀だからな」

　戦いの中では口調など気にならないのだろう。

　ルシフはにやりと笑い、予備動作もなく切りかかってきた。

　奴の剣は速い上に踊るように向きを器用に変えてくる。

　単純に打ち合えばすぐに捉えられるだろう。

　二合打ち合って逃げるように距離をとる。

　チャンスは一度だ。

　俺は剣を右手一本に持ち替える。

「なんのつもりだ？」

　両手剣を片手で使うなど盾が無ければなんの利点も無い。

　だからこれは奇策だ。

　針は飛ばさないけどな。

「右手の気分なのさ」

「試合を投げたわけでもなさそうだな！」

　俺はほとんど全力疾走に近い速度で走り、飛び上がって剣を背中の後ろまで振りかぶる。

　これは誰が見ても下策だろう。

　飛び上がれば剣筋は固定されてしまうし修正もできない。

　しかも右手一本では威力も知れている。

　奴は不可解な顔をしながらも、受け流して無防備な俺に止めをさそうと剣を掲げる。

　そして驚愕に目を見開いた。

　剣は俺の右手にはなかったのだ。

　右手一本全力で振りかぶった剣を背中で左手に持ち替えての右なぎ払い。

　奴もまさか両手剣を背中で回すとは思っていなかったのか対応が遅れる。

　不自然な体勢で左手一本の中途半端な振り、だが相応の重量を持ったそれは無防備な相手に対するには十分だった。

　鈍い音が響き、ルシフの脇腹に剣が食い込む。

「ぐごっ！」

　蹲るように身を屈めるルシフの剣は俺の第二撃で宙を舞った。

　割れんばかりの歓声、ルシフは有名な騎士だったのだろう。

　完全な番狂わせに市民は熱狂し、貴族席でも立ち上がって拍手をしている者が点在している。

「騎士の戦い方ではない」

　ルシフはもう回復したようだ。

「だが、強い！　素晴らしい！」

　ルシフは握手を求めてくる。

　貴族が平民と握手することは本来ありえない事だ。

「戦場では戦い方うんぬんではないからな。お前は俺に勝った！　誇れ！」

　観客席のノンナが一生懸命頭を前後に振っている。

　頭突きにしか見えないが、頭を下げろと言うことか。

「光栄です」

　俺はルシフに頭を下げる。

　後で聞いた話によると公衆の面前で平民と握手などすればその貴族が平民と対等なのだと馬鹿にされる。

　よってこちらが恐れ多いと頭を下げて礼を示し、対等な関係ではないと周囲に知らせるとのことだ。

　貴族とは面倒くさいな。

　次の試合は三日後らしい。

　気付けば次が準決勝で開会前の式典が増えるため準備期間がいるそうだ。

　久しぶりに宿でゆっくりするのもいいかとノンナとセリアを連れて試合会場を出たところで人だかりができる。

「すげーなあんた！」「近衛を倒すなんて久しぶりにみた！」「傭兵？　どっかの騎士団じゃないのか？」

　もみくちゃにされ、適当に返事しながら道を歩いていると別の声がかかる。

「貴方がエイギルですわね」

　三人の女性、ひらひらとしたドレスに飾りつけた髪、そして香る香水。

　これ以上ないぐらいはっきりした貴族令嬢だ。

　この闘技場は市民区域と貴族区域に跨る様に設置され、どちらの身分の者も遠慮なく出入りできるのだ。

　全員年は二〇にならないだろうか、怖いもの知らずといった雰囲気が出ている。

「私わたくし達も話をしてほしいのだけれど」

　なるほど、今回貴族と無関係な存在で勝ち残ったのは俺だけだ。

　他の貴族の騎士や爵位持ちには気軽に話しかけられないが、俺にならと言う訳か。

　ノンナが丁寧に丁寧にと呟いているので俺なりに敬語を使う。

「そうだな、どう言った話をすればいいのですか？」

　ノンナがじたばたしている。

　まずったのか？

「まぁ！　無礼な言い方！」

「でもそういう野蛮なところもあってこそではありません？」

「ともあれ、このような場所では落ち着きませんわ。どこかお茶を飲める場所まで行きましょうか」

　こちらが断ることは考えていないらしい。

　期待していたから断らないが。

「付き人の方もどうぞ」

　俺にひっつくセリアは付き人、ノンナは眼中に入っていないらしい。

　ノンナは先に帰ると呟いて宿に戻った。

　可哀相だから今夜はしっかり可愛がってやろう。




　高級なカフェで令嬢三人に予選での話や旅での戦いの話などをかなり控えめに語ったが彼女達は

「なんて野蛮なっ！」「あぁ白都の外は危険が満ちているのですね」「私、眩暈が」

　と反応していたが、それでも次を促がす、刺激に飢えているのだろう。

　セリアは見た事もないお菓子をひたすら頬張っていた。

　時も経ち、そろそろお開きかとなったのだが令嬢方が顔を見合わせて笑っている。

「今日はとうとうあなたよ」「すごそうよ」

　他の二人に押し出されるように一人の娘が俺の前に出る。

　他の娘たちがクスクス笑う中、顔を赤くしたその娘は［クリスティーナ］と言っただろうか。

「ついてきなさい。従者の娘も」

　クリスティーナは外に出ると辻馬車を呼び、帽子を深く被って乗り込む。

　ガタガタと馬車に揺られる間彼女は一言も話さない。

　さっきまでは結構気さくに話したり笑ったりしていた娘だったのだが。

　やがて馬車はある建物の前で止まる。

「連れ込み宿か」

「馬車を待たせておきなさい！」

　クリスティーナは御者に金を多めに払うとセリアに馬車に乗って待つように伝える。

　セリアは何が起こったかわからず呆然と見送る。

　早足で俺の手を引いて投げるように受付に金を払い個室に入る。

「あぁ顔から火が出るかと思いました…………」

「随分と冒険しましたね。それで私…………俺は貴女を抱いてもいいのですか？」

「そっそうです！　私だけがまだでは格好が悪いですもの」

　どうやら彼女達三人は貴族令嬢の中での不良娘になるらしい。

　三人で頻繁に外出し遊び歩いたり、俺のような平民と話をしたり体の遊びをしたりしているそうだ。

　他の二人は既に処女を捨てており、クリスティーナだけがまだなのでからかわれているらしい。

　未婚の娘が平民相手に処女を捧げるのはとんでもない事でそのスリルがたまらないそうだ。

「さあ！　よろしいですわ！　お抱きなさい！」

　両手を突き出してこちらを見る。

　さすが貴族令嬢、全部脱がせろということらしい。

　寝転ぶだけの彼女に全てを準備してやる。

「貴族の女を抱けるなんて有り得ない光栄なのよ？」

　女に貴族も奴隷もないと思うがな。

「では、涙を流してありがたく味わいなさい！」

　口だけは良く回ったが。

　剥いて見ると確かにスタイルは整っており、あまり筋肉がないのか柔らかかった。

　前戯をしてやって準備も完了し、俺も服を脱ぎ去った。

「それはっ！　…………殿方は皆そんな大きなものをつけているのですか!?」

　どうやらそれなりに知識はあるらしい。

「そうです。だから初体験は痛みを伴うのです」

「でも、私の腕ほどあるのですけど……そんなもの股の穴に入る訳が無い」

「大丈夫です。女は子供を産むのですよこれぐらい大丈夫です」

　一々説明するのもめんどくさい。

　さっさと食ってしまおう。

「いきます。辛抱できなかったら俺を噛んでもいいですよ」

「そんな野蛮なことはしません！　それに初体験ぐらい……いっ、いぅ……きゃあああ!!　痛いいい!!」

　随分と慣れてきた処女食いだが最初の瞬間は何とも言えない。

　痛みを訴える女は哀れに思うし、早く気持ちよくしてやりたいと思う。

　だが一生に一度の痛みを味わわせるのはその女を支配した満足感も生むのだ。

　などと哲学的な事を考えながらクリスティーナを愛撫し、腰を動かしていった。
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「殿方とはこんな化け物を飼っていたのね。書物は嘘ばかり……でも気持ちよかった」

　彼女が恥ずかしげに避妊薬を出すので中に塗りこんでやる。

　避妊薬も上物らしく、事後に使っても大丈夫なようだ。

　さすがに子供を孕むわけにはいかないだろう。

　その指でもう一度彼女を昇らせて、俺たちは宿を出る。

「ではこれで失礼しますわ。後…………宿を教えて頂けますか？　別にまた会うとは限りませんけど！」

　これは必ずまた会いに来るだろうと宿を教え馬車を見送る。

　鳥の串焼きとリンゴを与えても機嫌の直らないセリアを連れて宿に戻るのだった。







「貴族の方々とのお話は楽しかったですか？」

　最近娼婦にはまっているのも知っているノンナの声は冷たい。

　しかも色々と事情を説明すると。

「えぇ!?　純潔を奪ってしまったのですか!?」

　怒りが驚きに変わった。

「未亡人や出戻り女の遊びではなく、未婚の娘の？」

　信じられないとノンナは首を振る。

　元伯爵家令嬢のノンナからすると思った以上にとんでもないことのようだ。

　未婚の娘の姦通、まして相手が流れの平民など、家から追い出される可能性も高いらしい。

「家の者にばれたらきっとエイギル様にも咎が来ますよ！」

　そうならないことを祈ろう。

　ノンナはため息を吐く。

「エレクトラを取り戻す前に女で身を滅ぼさないで下さいね…………」

　それはそれで本望かもしれないなとノンナを抱き寄せる。

　さっきのは前哨戦みたいなもの、本戦はこれから始まるのだ。




　破局は案外に早く訪れた。

　翌朝、宿の前に大きな馬車が止まりクリスティーナが使用人と思われる女性と二人でたっている。

　最初は早速遊びに来たのかと思ったのだが、それならこんな目立つことはしないだろう。

　俺たちが何事かと姿を見せると、彼女が駆け寄ってくる。

　頬は張られたのか赤く腫れ、目は泣きはらして真っ赤だ。

「グス……エイギル、さん。お母様がお呼びです。一緒に来て下さい、」

　俺は予定も無いしいいかと頷くが、ノンナは真っ青になっていた。

「ダメです！　行ったら牢に入れられるかも！」

　そもそも貴族令嬢が平民の迎えに出されるなんてあり得ない。

　屋敷直属の従者でも余るほどだと。

　つまり相手の親は二人に相当怒っているということらしい。

「そうなら逃げてくるさ」

　俺はセリアとノンナに宿で待つよう告げて馬車に乗り込む。

　クリスティーナは俺の前でずっとしくしく泣いていた。

　従者はたまに彼女の涙を拭いたり水を勧めたりしているが俺のほうを見ようともしない。

　やはりこれはまずいことになるかなと思うが今更どうしようもない。

　貴族区域に入っていく。

　俺は許可証を持たないのだが衛兵は馬車を見ただけで素通しだ。

　かなりの身分の貴族なのだろうか。

「こんなもんか」

　クリスティーナの家は確かに大きいが周囲に豪邸が並ぶ貴族邸宅の中ではそう目立つものではない。

　むしろ小ぶりといっていいだろう。

　クリスティーナは無言で俯いて歩き、その後ろを使用人に先導されて歩く。

　館の扉はさすが貴族、装飾が施され豪華絢爛と言っていいものだった。

「ようこそいらっしゃいました」

　クリスティーナの母親と思われる女性の年は三〇程度、髪は娘と違い金髪でどう見ても一五以下には見えない娘の母親としては異常に若い。

「クリス、奥の部屋にいってなさい」

「はい……」

　クリスティーナはとぼとぼと一人で去っていく。

　背中に哀愁が漂っているなと笑みが漏れてしまう。

「ここでは話せませんね。私の私室にご案内致します」

　妙な雰囲気は感じていた。

　そもそも娘の姦通相手を夫人が迎えるというもの変な話だ。

　貴族の作法に疎い俺でもそれぐらいはわかる。

「使用人にも入るなと言ってあるのでお茶も出せませんが」

「いえ、問題ありません」

　夫人と俺はテーブルを挟んで向かい合う。

「遅れました。私クリスティーナの母 ［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］と申します。夫は陛下より侯爵を賜っております」

　高級貴族だった。

　とっさに夫人を人質にとってノンナ達を助けにと考えるがまだその段階ではないだろう。

「私には及びも付かぬ高位のお方でありましたか。下賎の出故、礼儀知らずですがご容赦を」

「そうでしょうね。何しろ未婚の娘の処女を引き裂いたのですから」

　うむ完全にその件で呼ばれたようだ。

「娘は隠していたようですが、あんな種汁臭い匂いをさせて小股で歩けば、肉棒を淫穴にくわえ込んだのは明白というもの」

　侯爵夫人の口からあり得ない単語が聞こえた気がする。

「聞けば処女の娘を昇らせたとか、随分と女の扱いがうまいようですね」

　雲行きが別の意味で怪しくなってきたな。

「でも嘘はいけませんわね。娘の腕ほどもある肉棒が全ての殿方についているなど詐欺もいいところ」

　クラウディアはテーブルを回り込みこちらに近寄る。

「侯爵令嬢の処女を奪うなど首に縄をかけられても仕方のない重罪、なれど」

　夫人の手が俺の胸に添えられゆっくりと降りて来る。

「その女を泣かせる技と自慢の巨根、私に味わわせて頂けるならこの件、心に留めてもよろしくてよ？」

　侯爵家の母娘を抱くなど間違いなく処刑ものだろうが今更同じだ。

　それにクラウディアには娘にない成熟した、そして男に飢えた女の色気があった。

「では、お相手致します」

「ええ、満足できなかったら貴方を衛兵に引き渡すかもしれないわ。心して奉仕するのよ」

　クラウディアは椅子に座ったまま、履物を脱いで足を差し出す。

　舐めろと言うことらしい。

　俺が足をとって口に含むと満足げに微笑んだ。

　夫人は椅子に座ったまま動かず、俺は唇を体中に這わせながら一枚ずつ服を剥いで行く。

「私の体はどう？」

　少しばかりたるんで腹も出ていると言いかけたが間違えなく縛り首になるので自重する。

「美しいですよ。白く柔らかい、男にとってたまらない体です」

　男妾にでもなった気分だが、たまにはこういうのも悪くない。

　その後もしばらく愛撫と賞賛を続けたが、クラウディアが辛抱できなくなったらしい。

「そろそろいいわね！　任せるから気持ちよくなさい」

　もどかしいとばかりに自分で服を全て脱ぎ去る。

　全裸になった体は豊満でありながらもやや贅肉がつき、特に腹にはだらしなさも見えた。

　だが男を求めて上気したそれは乱暴な行為も受け入れられそうで興奮を誘う。

　思い切り抱き締めたら柔らかそうだ。

　俺は服を脱ぎながら夫人に近づき、唇を奪って胸を搾るように掴む。

　更に既に湿った穴に指を強引に押し込んだ。

「痛いわ！　もっと丁寧に！」

　抗議の声を出す夫人の耳に口を寄せた。

「最初に確認いたします。優しく扱いましょうか？　それとも強引に乱暴に荒々しく扱いましょうか？」

　顎に手をやって息を吹きかける。

　夫人が戸惑いながらも後者を選んだのは言うまでもない。




「こ…………これが…………娘を」

　夫人の前に愛撫で高まった肉棒を突きつける。

　息が早くなり、脅えるように後ずさった。

「こんなもの…………穴が破壊されてしまう…………娘もきっともうガバガバに」

「大丈夫でしょう。貴方はこんなだらしない体をしている。多少のモノは」

「こんな化け物多少ではないわ！　それによくも侮辱を！」

「うるさい、黙って犯されるんだ」

　唇を塞いでベッドに倒す。

　荒々しく扱うことを了承しているしな。

「やっやめなさい！　荒々しいと言っても限度が！」

　だが運動不足の貴族夫人が俺を押しのけられるはずもない。

　股を強引に開き、手を枕の上に押さえつける。

　クラウディアの肉穴はやや肉がはみ出て黒ずんでいる。

　使い込まれた肉穴だが、これはこれで興奮をそそる。

　押し込むと多少穴が広がり、夫人は痛みを訴えるが娘と比べれば随分と楽だ。

　最初から激しく動く事もできそうだ。

　彼女の嬌声は最初

「あんっ！　あぁ！　あはん！」

　と高いものだったがやがて

「おおぉぉぉっ！　あおおぉぉ！　んぉぉぉぉ！」

　と獣のような太いものに変わった。

　叫びは彼女が昇天するまで続き、俺に両手両足を絡ませて声をあげ続ける夫人は欲求不満の性獣女と言うに相応しい姿だった。

　俺の射精を受け、精を垂らしながら大股を開いてベッドに転がる彼女はお世辞にも美しいとは言えなかったが、性の相手とだけ見るならば中々に満足できる相手だと思う。




　目覚めた婦人を腕枕に置いて寝物語に聞きだしたところ、マロードル侯爵は西方の都市アルベンス周辺を治める貴族で本人は領地におり、白都には年始の挨拶と緊急事態以外はほとんど出てこない。

　この館は白都での私邸で公邸は別にあり、ここには自分と娘の他は使用人が少数いるだけ。

　自分は正妻だがこの年まで子供が産めず、疎まれて当主を白都で出迎えるという名目でここに送られた。

　クリスティーナは領地に何人もいる側室の子供だが素行が悪いので自分に押し付けられた。

　当主は自分に興味はなく、年一度、実家への申し訳程度に抱く他は男妾を連れ込んでも見て見ぬふりだという。

「それで男に飢えていたのか？」

「その言い方は…………そうですわね、飢えていました。それで娘から聞いたあなたの素晴らしい下半身、特大の肉棒に惹かれてお呼びしたわけです。でもこれほどに素晴らしい殿方だったなんて」

　娘の火遊びの話を聞いて男が欲しくなるとはとんだ淫乱だが、抱き心地はとてもよかった。

　クラウディアにはもう傲慢な貴族の態度はかけらもない。

　今の彼女は俺に甘える年増の淫乱女でしかなかった。

「あぁ、まだ足りないわ。もっともっと攻めてちょうだい愛しい人」

　俺の胸に顔を埋め、舌を這わせるクラウディアはやっと欲しいものを手に入れたのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨一三五枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ

　経験人数　一八人








人物紹介　22話終了時点（女性のみ）







　人名が多くなってきたのでまとめました。

　モブや死者、長期出てないキャラは省いてる者もいます。

　年齢は数え年になります。

　もし矛盾があったらご指摘下さい。




［セリア］

　一四歳　銀髪　身長１４８ｃｍ　Ｂ７１　Ｗ５４　Ｈ７６　呼び方　エイギル様　自分　私

　奴隷として犯罪行為の道具にされていたが主人公に自我を目覚めさせられる。

　狂信的忠誠を持つがその他の者には冷淡で言動がきつい。

　剣以外にも様々な分野に才能を持つ。

　性的なことに耐性がなかったが主人公の傍で慣れる。

［ノンナ］

　一七歳　茶髪　身長一六〇　Ｂ１１０　Ｗ６０　Ｈ８３　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　奴隷として輸送中、主人公に強奪される。

　滅亡したエレクトラ家の娘　主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　上品な仮面を被るが好色で被虐趣味有り。

［メリッサ］

　二四歳　赤毛　身長一六四　Ｂ９０　Ｗ５８　Ｈ８８　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが主人公とは相性がいい。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三二歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８８　Ｗ６７　Ｈ９２

　侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　娘の貞操を奪った主人公を呼びつけて自身を抱かせるが虜になる。

　主人公に極度に依存しつつある。

［クリスティーナ＝アルベンス＝マロードル］

　一八歳　栗髪　身長一五六　Ｂ８２　Ｗ５７　Ｈ８３

　側室の子で素行に問題があって白都に飛ばされる、

　夫人との関係は希薄で乱行の一貫として主人公に処女を捧げる。




　現在離れている女性

［カーラ］

　二〇代前半　栗色髪　身長一六五　Ｂ８８　Ｗ６０　Ｈ８８　呼び方　エイギル　自分　あたし

　最初の町ロレイルで主人公と出会い惚れる。

　元狩人で弓の名手で自由人。

　サバサバして遠慮が無く、好色で性的発言に抵抗が無い。変態趣味もある。

［ミレイ］

　二〇前半　赤毛　身長一七二　Ｂ８４　Ｗ６２　Ｈ９０　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

　実家はシーラ村で大家族、飢饉の可能性があり実家に戻り主人公と別れる。

［マリア］

　二一歳　栗色髪　身長一六四　Ｂ７４　Ｗ５８　Ｈ８０　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれる。

　臆病で荒事は苦手。

［メル］

　三五歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８６　Ｗ６０（？？？）Ｈ９２　呼び方　エイギルさん　自分　私

　貴族の愛妾だったが孕まされ捨てられた。

　山火事で大火傷を負うが主人公に助けられ抱かれる。

　夫の畑と二人の子供がいるので村を離れなかったがその腹には既に……

［クウ］

　一六歳　金髪　身長一五五　Ｂ７８　Ｗ５６　Ｈ８２

　メルの娘　主人公と母の仲を応援している。

　初キスを奪われる。

［ルウ］

　一二歳　金髪　身長一四〇　Ｂ？　Ｗ？　Ｈ？

　メルの娘　町に物売りに出ていた。

　臆病でおどおどしており、要領が悪くすぐドジを踏む。

　主人公に恋慕父親のように思い信頼を寄せている。




［クレア］

　二一歳　黒髪　身長一六三　Ｂ８０　Ｗ６０　Ｈ８２

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　逃がされてストゥーラ共和国に向かう。

［コレット＆アリサ］

　コレット一六歳　身長一五二　Ｂ７８　Ｗ５８　Ｈ７８

　アリサ　一九歳　身長一六〇　Ｂ８２　Ｗ６１　Ｈ８０

　連邦東部の村と町　在住

　誘拐され奴隷に売られるが主人公に助けられ故郷に戻る。

　二人まとめて処女を捧げている。

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとって恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。








第23話　帰路　♯







「「エイギル様！」」

　俺がクラウディアとの戦いに勝利し宿に戻るとノンナとセリアが涙目で抱きついてきた。

「エイギル様！　ご無事でしたか！　牢に入れられたかと思いましたぁ」

「私たち何かしたかったのにどうにもならなくて！」

　二人の頭を抱き寄せて安心させてやる。

「アルベンス＝マロードルだったかな？　ノンナは知っているか？」

「はい、アルベンスは大きな都市ですし、マロードル候は連邦の最有力貴族の一人ですもの。……まさか」

　ヨロヨロと距離を取る。

「昨日、抱いたのはその娘らしい。それでその母親に呼ばれた」

　ノンナの顔が真っ青になる。

　冗談にならない相手らしい。

「いっ今すぐに連邦を出ましょう！　帝国に行けば追跡はできないはず！」

「大丈夫だ。母親を満足させたら不問にすると言ってくれたよ」

　沈黙が訪れる。

「侯爵の御夫人を抱いた…………んですか？」

「あぁ、途中で何度も失神するぐらいに」

「この…………色情狂!!　なんで手当たり次第女を食べるんですか！　オークですか貴方は！」

　エレクトラ以来になるノンナの罵声といつもよりも強力な頭突きを喰らった。

　細目で睨むセリアを撫でて癒されよう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「赤！　第一近衛騎士隊長　セドリック＝オライオン子爵」

「白！　歴戦の傭兵　鬼神の剛力　エイギル！」

　よくも毎度色々な称号を考え付くものだ。

　歴戦なんて言った覚えは無いんだがな。

　セドリック隊長様は平民と話すことなど何もないらしく、無言で剣を構える。

　武器は両手剣のみ、サイズも同じ、つまりは条件はまったく同じと言うわけだ。

　開始の合図とともにセドリックは突進する。

　にらみ合いなどする気はないのだろう。

　自分の実力に絶対の自信があるのだ。

　その攻撃は以前戦ったルシフの倍は重く、速い。

　一撃の重さならばまだ俺の方が上だが速さが違うので当たらないし、隙を見せれば即座に負ける。

　一旦距離をとろうと後ろに飛ぶが、それ以上の速度で距離を詰めて来る。

　このまま決着を着けるつもりらしい。

　ならばと逆に懐に突っ込み鍔迫り合いに持ち込む。

　この状態では技量の差で相手に分があるだろう。

　それを分かっているのかセドリックは俺が動くのを待っている。

　俺が押すなら受け流し、逆に引くならそのまま押し込んで決められるだろう。

　わかっていてもどうにもならない袋小路だ、このままでは俺の敗北は間違いない。

　だからこそ俺はノンナに頼ることにしたのだ。

　つまり剣を引き、押し込んでくるセドリックの剣に思い切り頭突きをした。

　鍔迫り合いでの剣は振ることが不可能なので物を切ることはできない。

　これが刃のある剣だとしてもせいぜい額を切る程度だろう。

　さすがに予想外だったのかセドリックが揺らぐがここで押しても技量の差で切り返されておしまいだ。

　この頭突きの意味は単に距離を稼ぐためにある。

　剣を右肩に乗せるように左足を前に出して少し開く。

　防御も移動もない、ただ最高の一撃を繰り出すためだけの構えだ。

　奴と俺の剣の長さは同じ、奴が俺を仕留めるにはこの剣の結界に飛び込んでこなければならない。

　そして飛び込んで来る以上横なぎの回避は不可能、打ち合うか受け流すしかない。

　技量の占める比率は低下し、単純な速度と力の比率が高い勝負。

　さあ来いと俺は笑う。

　セドリックは苦い顔をするがこのまま睨み合いなど彼のプライドが許すまい。

　間合いギリギリまで接近し飛び込む振りを見せるが、俺も実戦を何度も経験している。

　筋肉の動き、目の動きはわかる、フェイントには引っかからない。

　セドリックの目が据わった。

　次は来るだろう、そしてそれを隠すつもりも無い。

　奴が少し笑った気がした。

　奴が飛び込み、俺が剣を振る。

　全身全霊の振りに打ち合いは不可と見た奴は俺の剣の軌道に対して斜めに受けて流そうとする。

　俺は力任せに角度を変えて奴の剣を叩き折らんとばかりに打ち付ける。

　観客席にも響き渡る金属音、セドリックの兜が宙を舞う。

　俺の剣は奴の兜を弾き飛ばし………………空を切った。

　無防備な俺の胴に一撃、前屈みになった俺の剣に一撃、俺の剣は手を離れ、地に突き刺さった。

　俺は冬季剣技大会準決勝で敗北したのだ。

　胴への一撃で詰まった息を整え立ち上がる。

　俺の前にはセドリックがたっていた。

「俺の勝ちだ」

　わざわざそれを言うために待っていたのか、案外に心が狭いな。

「あなたの勝ちだ」

　俺はそれだけ言うと立ち去る。

　後ほどノンナに聞いてみると多分俺を認めたから声をかけたのだろうと。

　つくづく貴族というのはめんどうくさい。

　嫌味にしか聞こえなかったぞ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「見事な勝利でした」

　部下が勝利を称える。

　セドリックが何も言わず、試合用の剣を投げ捨てて歩き出すと不思議そうな顔をしていた。

（そんなだから貴様はだめなのだ！）

　奴が先程の傭兵と戦っていればたちまち地面に這わされていただろう。

　セドリックは真剣ならば負けていただろう。

　傭兵の剣は彼の兜を捕えていた。

　刃があれば頭が割れていただろう。

　勿論、試合はセドリックの勝ちだ。

　そこになんの疑問もない。

　だが彼は爪の先ほども勝利した気になれなかった。

　セドリックは誰もいない部屋に入り、椅子を派手に蹴っ飛ばした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「ん？　完全に俺の負けだろう」

　残念会と称する酒盛りでクリストフとアゴールに俺は告げる。

　二人はあの試合を見ていたらしい。

「だが真剣ならあの一撃は兜の内側に届いていたかもしれないぞ」

　アゴールが言うその理屈はおかしい。

「あの試合は最初からお互いが刃の無い剣で戦う条件だ。剣同士の斬り合いで槍があれば勝てたのに、なんてほざくのと大差ない」

「そういうもんかね～」

　クリストフは空になったコップを置いて周りを見るが誰も注がない。

「お前も実戦を経験すればわかるさ。今ある装備で戦うのが実戦だ。真剣だとか一対多数だとか言うのは関係ないさ」

「恥ずかしながら俺も実戦経験といえばたまのモンスター退治と盗賊掃討ぐらい。とても有意義な実戦経験が積めたとは言えないからな」

「俺もだな～白都にいるかぎり戦闘なんかねーよ」

　戦わずに目的が達成できるならそれでいいじゃないか。

　俺だってルーシィが「気が変わったから結婚してくれ」と言ってきたら全部投げ捨てて一緒になるぞ。

　それだとノンナに呪われるが。

「さて、大会とやらも終わったしそろそろ他の街へいくかな」

「そうか、エイギルは旅の途中だったのだな」

「マジかよ～つまんねーな」

　クリストフ、お前はノンナの乳を見たいだけだろうが。

　ちなみにノンナは彼を一瞥した後、開いた谷間の部分にタオルを乗せた。

　この街は快適な場所だがここで立ち止まるわけにはいかない。

　一日を生き急ぐ必要もないが安穏と暮らす時間もまたないのだ。

　そして進む道は見えてきたような気もする。

　俺は王となって土地を得、しかも連邦に喧嘩を売らないといけないことになっている。

　だが安定した社会で成り上がるのは難しい、この連邦などその良い例だ。

　帝国は新興国家らしいのでどんな国になっているかはわからないが、やはり世界で混沌の色が強いのは中央平原だろう。

　多数の国がひしめき合い、勃興し滅亡する。

　その混乱の中に一旗上げる機会があるかもしれない。

「次はどこにいくのだ？」

　アゴールが口を開く。

「帝国を通って南周りで中央平原に帰ろうと思う。トリエア…………いやゴルドニアだな」

　俺の頭に何故か傭兵団「夜明けの翼」が浮んだ。

「南に行くなら四月初めがいいだろう。四月に入れば連邦南部地域の寒さは和らぐが終わりになると雨が多くなる、雨が降ったら道路は泥濘になって身動きはとれないぞ」

　アゴールは堅物でまじめ男だがいい加減なことは言わない。

　きっと信頼できる情報だろう。

「そうか。なら少しばかりゆっくりするか、セリアとノンナも行きたいところがあるなら財布から金を出して好きに行っていいぞ」

　市民区域は女が単独で出歩いても問題ない程治安は安定している。

　セリアとノンナは大げさに騒いだりはしないが嬉しそうだ。

「エイギル様はどうなさるのですか？　よろしければ一緒に」

「もちろん。手の空いている時は一緒にいくさ」

　俺も色々とすることがあるのだ。

「…………お道具もたまにはゆっくり休めてくださいね」

　ノンナの嫌味とも警告ともとれる声を聞きながら酒を呑む。







「あぁっ！　よく来て下さいました！」

　俺はクラウディアの私室で豊満な女の抱擁を味わう。

　といっても俺が押しかけたわけではない。

　そもそも俺では貴族区域には入れないので、彼女が迎えの馬車を出して俺を呼び寄せたのだが、同乗した使用人の視線が痛かった。

　王を目指す間男とは馬鹿馬鹿しすぎて喜劇でも演じられないだろう。

「さっそく…………と申したいところなのですがまずはこれを…………」

　クラウディアは皮袋に入った何かを取り出し机に置く。

　中身は一〇〇枚はあるだろうという金貨、さすが侯爵夫人だがどういうことだ？

「うふふ、遠慮なくお納め下さいな。どうせあの男が自分の見栄のために私に使わせるお金です」

　厄介払いしたとはいえ、白都で粗末な生活でもされては侯爵家の名折れとマロードル侯爵はクラウディアにかなりの金を渡しているらしい。

　ノンナに聞いたところによるとマロードル侯爵は大都市を有し、連邦でも有数の力ある貴族らしいのでその額もかなりのものになるのだろう。

「今まではその金を散財し、暇を潰しておりましたが、そのせいで娘もああなってしまいました…………」

　父に実家を追い出され、義母と気まずい生活で使える金はある。

　これでは放蕩娘になっても仕方あるまい。

「ですが、もうその必要もありません。私は貴方さえいれば私は幸せです！　他の肉棒などいりません！」

　クラウディアは俺をベッドに倒して胸から下にずり下がっていく。

　俺としては街を離れるからと別れを言いに来たつもりだったのだが、言い出しにくくなった。

　仕方ない、一戦終わってから考えるか。

　夫人は以前と違って肉棒を咥えて献身的に奉仕し、肉棒を叩き込むと屋敷に響き渡るような絶叫を上げて悶えた。

　俺も調子に乗ってしまい犬のように地に這わせて後ろから突き込んだり、前のお返しとばかりに足の指を舐めさせたりと非道の限りを尽くしてしまった。

　そして行為の後のまどろみの中、俺の胸に抱かれて愛を囁くクラウディアにそろそろ旅立つことを伝えたのだが……。




「この裏切り者！　あれだけ尽くしたのにっ！　下賎の者、さっさと去れ!!」

　結局クラウディアにこの街を出ることを伝えると散々罵られ、金貨の入った袋を投げつけられて追い払われた。

　行為の前に切り出していたら兵士を呼ばれたかもしれない。

　投げつけられた金貨入りの袋だが、さすがにこれで買い物をするのも躊躇われる。

　かといって返したりすれば更に馬鹿にしていると怒りそうだ。

　ここは正しい目的に使わせてもらうとしよう。




　正しい目的、つまり娼館［妖精の木］で使うことにしたのだ。

「ようこそいらっしゃいました」

　俺が扉を開き女主人が頭を下げる。

　後ろではメリッサが大きく手を振っている。

　だが今日は遊びにきたのではないのだ。

　腕を掴んで部屋に行こうとするメリッサを引き止めて女主人の前に連れて行く。

「彼女をここから連れて行くにはいくらかかる？」

　控える娘たちからどよめきが起きる。

　身請け話は娼婦の夢と言うことか。

「それは…………店の外で遊びたいということですかい？」

「いや違う。ここから連れ出して俺の女にするにはいくらかかるかと聞いている」

　メリッサは信じられないとばかりに口に手をあてている。

「そうだね。その子は器量よしだから、金貨一〇〇枚。それで決まりだよ」

「なっ!!　何馬鹿なこと言わないで!!　金貨一〇枚で私を買ったくせに！」

　メリッサは女主人に食って掛かる。

　金貨一〇〇枚など払えるわけが無い、話が潰れてしまうと思ったのだろう。

「黙りな！　私はこちらの旦那と話してるんだ！　あんたが口を出せる話じゃない！」

　身請け話には娼婦本人は口を出せない、それは娼館の鉄則なのだ。

「でどうするね旦那」

　女主人もこの価格で決まるとは思っていまい。

　交渉して半額で決まれば上出来とでも思っているだろう。

　セリアが色々と交渉しているのを見せられてきたので俺にもわかる。

　だがここで交渉するということはメリッサの価値を俺が下げていくということだ。

　自分の女の価値を下げることはない。

　別の女にもらった金で払うのがそもそも褒められたものではないだろうが。

「数えてくれ」

　金貨の入った袋を机に置く。

　ワッと歓声が上がりメリッサが泣き崩れる。

　主人も空気を読んだのか袋の中を一瞥するだけで数えることはしない。

「必要なら飾り立てて「必要ない。すぐに連れて行く、いいな？」

「あぁ。問題ないよ。もうその女は自由だ」

　メリッサはさすがに薄着すぎるので俺のコートの中に入れてそのまま店を出ていく。

「私っ他の男にっ！　ずっとあっあなたっ考えてて！　しんじ、信じられっ」

　しゃくりながら言葉を紡ぐ彼女の口をキスで塞ぐと宿に向けて歩く。

　背中に女主人の「よかったね」と妙に優しい声を聞いた気がした。

　宿にもどり部屋の前に立つ。

　腕には夢見心地のメリッサがひっついている。

　俺の部屋だ、扉を開いて中に入ることを誰も咎めまい。

　だがきっと部屋の中にはセリアとノンナがいるだろう、最近は女がらみの騒動ばかりで随分と心配させてしまったこともあって「新しい女を一人追加したぞ」とも言い出すのも悪い気がする。

　少しばかり言い訳を考えたが何も思い浮かばなかったので俺は考えるのをやめた。

「帰ったぞ」

「あっおかえりな…………さい」

「エイギル様、カフェで焼き菓子を…………」

　二人の動きが止まり目が細まっていく。

　一方メリッサの方は一瞬ピクリとしたがすぐに気を取り直したのか、

「メリッサといいます。今日からエイギルさんの女になりました。よろしくお願いしますね」

　きっちりと新入の愛人として挨拶をしたのだった。




　セリアはぎゃあぎゃあと大騒ぎ、ノンナはまたかと言わんばかりに頭を抱えている。

　さてこれでやることは片付き、未練なく出発できると思った矢先に再び厄介ごとが舞い込む。

　宿屋の前に三度馬車、本当に貴族はめんどくさい。

　だが馬車を降りた人間は予想とは違っていた。

「エイギル殿！」

　なんと馬車にはクラウディア本人が乗っていたのだ。

　あまりに場違いな格好に周りの注目が集まるが、夫人はまったく眼に入っていないようだ。

　これ以上目立つのもよくないと考えて部屋に引き込む。

　いきなりの訪問者に皆が驚くが、彼女は俺以外の人間は完全に無視している。

　高級貴族にとって付き人などは人扱いではないのかもしれない。

　ノンナが慌てて挨拶もそこそこにメリッサとセリアを部屋から連れ出す。

「先程は酷いことを言って御免なさい！　貴方がいなくなると思うと気が動転してしまって」

「それはいいのですが、このような所にご自分でいらっしゃってはよろしくないのでは？」

　遠まわしに迷惑だからさっさと帰れという。

　俺もこういう回り道を最近覚えたのだ。

「そんなこと些細なことですわ。私は貴方がいらっしゃらなくては生きてはいけないのですから！」

「そう言われましても俺は元々流れの旅人です。ここには家もございませんし、いずれは…………」

「ならばっ！」

　声がでかい。

「なれば私が家を用意いたします！　いえ、我が家の騎士として雇い入れればあの家に住んで頂くこともできます！　そうすれば私を抱き放題です！」

「いえですから……」

「我が家の使用人も摘み食いして頂いて構いません。若い女がいいのなら娘を好きに犯してください！　私が言い聞かせて人に話させるような事はしませんから！」

　クラウディアを抱きしめて落ち着かせる。

「すまないが俺はやらなければならないことがある。ここに居続けることはできない」

「そんな…………そうだ！　これを！」

　クラウディアはバックの中から金の装飾品や、宝石だらけで果物すら切れそうにない短剣など様々なものを取り出す。

「これも！　これも差し上げます！　だからどうか居なくならないで…………」

　俺は宝物を優しく彼女のバックにしまい直すとクラウディアを抱き上げてベッドに運ぶ。

「俺はこんなものが欲しくて貴方を抱いたのではないですよ。抱きたいと思ったから抱いたのです」

　クラウディアはもう言葉もなく両手を伸ばす。

　円満解決にはこれしかないだろう。

　肉棒に舌を伸ばそうとする夫人を押し留め、俺が奉仕すると言ってやる。

　金までもらったのだからこちらが尽くしてやらないと少々の罪悪感を感じるのだ。

　ベッドにうつ伏せにして自分の穴を広げさせる。

　以前性器を舐めた時、無秩序に伸びた毛が邪魔だと言ったのを覚えていたのだろう。

　そこはまるで赤ん坊のように無毛となっていた。

　肉のはみ出た淫穴と対比するといやらしい。

「子供みたいなつるつると熟れた穴か」

「言わないで！　仕方ないわ……貴方に会うまでの無駄な男に抱かれて牝肉がはみ出てしまったのだもの」

　遠慮なく口をつけて下品な音を立てる。

　最初は恥ずかしがっていたクラウディアもグイグイと顔に尻を押し付けてきた。

　少しばかりたるんだでかい尻は肉感的だ。

「あぁぁぁ気持ちいい。最高ですわ……。おおぉぉ……。何をっ!?　だめよ！」

　ついでだからと尻の穴にまで舌を入れてやると大騒ぎして面白い。

　よし、やってみよう。

「クラウディア、そのまま尻の穴を広げているんだ」

「えっ？　これ以上は、まさか!!」

　俺が肉棒を尻の穴にあてているのに気付き騒ぎ出すが、俺の命令には逆らわない。

　口で嫌よだめよと言いながら尻穴の奥が見える程に広げている。

　夫人に後ろからのしかかり、僅かに開いた尻穴を肉棒が埋める。

「あおおおおぉぉぉぉぉぉ!!!」

　えびぞりになった女が吠える。

　尻は少しばかり切れて血が滲むが、本格的に怪我をしたわけではないようだ。

「おおおぉぉ！　お尻がっ！　ご不浄にモノがぁ！」

「もっと下品に言うんだ」

「尻……尻……ケツぅ！　ケツ穴にでっかい男根がぶち込まれてます！　ケツ穴まで支配されたわぁぁぁ！」

　その後、尻穴に種を撃ちこまれたクラウディアは男でも女でもない野獣の叫びを上げて絶頂した。




　夫人の前後の穴を犯し終えた俺は、腰が抜けた彼女を胸に抱いて優しく語る。

　俺が女性と別れる時の常套句なのだ。

「何もこれが最後と言うわけではありません。貴方も俺も生きているのだからまた会うこともできるでしょう。それまで是非綺麗でいて下さい」

「はい…………はいっ！　わかりました。貴方のために精一杯努力いたしますわ！」

　これで一件落着か。

「ですが発たれるまでにまだ日はあるのでしょう？」

　雲行きが怪しくなってきたがこれぐらいは抱いた男の責任だろう。

「これから毎日参りますので、可愛がってくださいませ！」

　夫人が去った後、無言でシーツを換えるノンナとセリアからは邪気が溢れていたがメリッサは元娼婦だけあって「さすが、エイギルさんみたいにいい男はもてるね～あれ貴族の女でしょ？」とあまり気にしてはいないようだった。




　飛ぶように時は過ぎ、出発の時を迎えた。

　ロレイルを出て五ヶ月、馬一匹だった旅の共は三人の女に彩られている。

　クラウディアは馬車をくれると言ったが断った。

　彼女の俺への想いは病的だったのでこれ以上はまずいと思ったのだ。

　家宝の何某を渡そうとしたり、餞別に娘を犯していけと言ったり、さすがに少し異常性を感じたのだ。

　欲求不満の年増女の恐ろしさを思い知った気がした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　白都からノーステリエス河を渡り、西部平原を通って帝国に入り、テリエス河と海の河口にある帝都他、様々な都市を巡った。

　季節は更に流れ、再び空気が冷たさを帯びてきた頃、南周りに移動した俺たちは遂に中央平原にもどり、最初の国トリエア、仲間を置いた町ロレイルに到着したのだった。

「本当に久しぶりに戻った気がするな」

　考えてみればルーシィの居る森を出てからここに居たのはせいぜい一月もない。

　俺が森を出てからのほとんどの時間、俺は旅の中にあったのだ。

　だが忘れてはいない。

　カーラとマリア、それにここにはいないだろうメルやミレイもだ。

　一年は長い、彼女達は俺を待っていないかもしれないし、他の男のものになっているかもしれない。

　それならば取り返さなければならない。

　俺は一年ぶりに小鳥亭の扉を開いた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　ロレイル帰還時点

　名前　エイギル

　地位　個人傭兵

　お金　金貨三〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　毛皮のコート

　仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ メリッサ

　経験人数　二八人←！








第24話　新たなる道へ　♯







「いらっしゃいませ！　小鳥亭へようこそ」

　見たことのない女性がカウンターに座っていた。

「マリアを呼んでくれないか？」

「えーっとどういったご関係で……」

　背中に槍を担いだ男が主人の娘を呼び出すのは怪しすぎるだろう。

「エイギルが帰ったと伝えてくれればわかるはずだよ」

「はぁ……お待ち下さい」

　女性はこちらをちらちら伺いながら一応伝えに行ったのだろう店の奥に消えていく。

しばらく沈黙が続くが、ガチャンと奥から何かが割れる音と悲鳴、続いて足音が聞こえてくる。

「エイギルさーん！」

　マリアはスカートを翻してカウンターを飛び越え……損ね、ひっくり返ってから飛び込んで来る。

「本当に帰ってきたんですねぇ。よかったぁ～～～！」

　目に涙を浮かべて喜んでくれる。

これだけでも帰ってきた価値はあるな。

だが彼女を抱きしめる前に聞くことがある。

「宿賃はまだ足りてるはずだがカーラはまだここにいるか？」

　マリアは身を離すと俯き、暗い声で語り始めた。

「…………カーラはね」

「何かあったのか？」

「私たちずっと貴方を待ってたんだけどぉ、カーラは特殊な性癖がどんどんひどくなっちゃって、夏ごろに馬と交尾して……その馬と駆け落ちを……」




　マリアはしくしくと泣き、俺もそれが彼女の選んだ道かと遠い目をする。

お前は俺の手の届かない、手を伸ばしたくない所に行ってしまったんだな。

「変なこと吹き込むなぁ！」

　マリアと同じスカート姿のカーラが飛び出す。

さすがに冗談だとはわかってたけどな。

「カーラ、戻ってたのか。外にシュバルツがいる。奴は大きいから気をつけろよ」

「違う！　あたしが咥え込みたいのはエイギルのでっかいちんちんだけよ!!　貴方が帰ってくるまで恋人は木で作った張り型だけ！　マリアと一緒に貴方の大きさ思い出して交互に男役を……「わああああ!!」

　ロビーでのカーラの暴露をマリアが悲鳴を上げて押さえ込む。

夜まで仲良くなってくれて何よりだ。

聞けばカーラはボーっとするのは暇だが、いつ俺が帰ってくるかもしれないのでここを離れるわけにはいかないと、手伝いをしていたらしい。

「相変わらずだなカーラ」

「ええ、貴方は随分大きくなったみたい。体も心もね」

　自然と始まるキス、久しぶりのキスを楽しむつもりだったのだが、カーラの手が自分の股間に伸びたので額を指で弾いてやった。

「こんな所で盛る奴があるか」

「だってぇ……ひさしぶりだったんだもん」

　オホンと後ろで咳払い。

「そちらの方、紹介して頂いてもよろしいですか？」

「あれ？　エイギルさんの昔の女？」

　俺には旅の仲間が三人いる。

いつの間にか俺の横に控えるセリアを含め、三対二の視線がぶつかる。

「なにこのでっかいおっぱい」

「んなっ！　貴方こそさっきから聞いていれば公衆の面前で卑猥なことばかり、恥を知りなさい！」

　ノンナとカーラが睨み合う、新旧の女が早速ぶつかってしまった。

横ではメリッサとマリアが「よろしく」「こちらこそ」と挨拶をし合っている。

「それでこの女も食べるんでしょ？　なら大きな部屋じゃないとダメだよね」

「また公衆の面前で下品な！　恥を知りなさい！」

「何よ上品ぶって！　あんただってエイギルのでっかいの咥え込んで腰振ってんでしょ！」

　睨み合う二人は放置してマリアと話をする。

「長旅だったから今日明日はここで宿をとって休みたい」

「今日明日ってことはまた旅に出るの？」

　マリアの顔が曇る。

「いや、今度は遠くに行くわけじゃない。ゴルドニアにちょっと仕事の心当たりがあってな」

「ゴルドニアかぁ、あそこならいけない距離じゃないよね」

「それで相談なんだがアークランドを通らずにゴルドニアに行くってのは可能なのか？」

　以前に一戦交えたからな。

一年も前のことだが途中で捕まってもつまらない。

「それなら船で行けばいいんじゃない？　うちに泊まるお客さんの中にも結構ゴルドニア行く人多いし王都の方だから安全だと思う」

　なるほど船があったな。

「ここはノーステリエス河の上流だから流れも速いし、行くだけで戻れないけど速度は出るから結構早くつくと思う。ただ馬もいるしお金はかかりそう」

　背に腹は変えられないだろう。

だが心配なのは旅費のほうだ。

今までの長旅はかなりの出費だったからな。

なんとかゴルドニアにたどり着いても全員の宿賃もないのでは話にならない。

「お金のことなら大丈夫だよ～」

　マリアによるとカーラは一応働いていたため給料で宿賃を払うという計算で先に払った宿賃をほとんど返せるらしい。

「女を四人も囲うとお金かかるからね。向こうに行ったらちゃんと働いて全員面倒見ないとダメよ」

　言うまでもない。

夜明けの翼も傭兵団と言うからには活躍しだいで報酬が出るだろう。

もっとも一年もたってまだ募集をしているのならの話だが。

マリアは帳簿を確認して俺に返す分のお金を取り出し、

「ちょっと色つけておいたから、今夜は私を優先で可愛がってね」

　耳たぶをはむっと噛んで仕事に戻る。

さすがに四人＋マリアとなるとスイートでも手狭なのでいっそと六人部屋に通された。

ベッドも設備も粗末だが文句はない。

どうせ今夜は全員で楽しんで泥のように寝るのだから。







　夜、俺はベッドの端に腰掛ける。

「では失礼を致しまして……」

　ノンナが俺の上着を脱がせて綺麗にかける。

「お酒をどうぞ」

　メリッサが上物のワインを口移しで流し込んでくれる。

「久しぶりのご対面ね」「……恥ずかしい」

　カーラとマリアが床に膝立ちになってズボンを脱がせ、モノを取り出す。

「わっ私は何をすればっ！」

　俺に群がる女達の間からひょこひょこと顔を出すセリア。

捕まえて額にキス。

「……なんか違います」

　もう少し熟れたら嫌だといっても収獲するから我慢してろ。




「ぐっ」

　セリアとじゃれていると股間に快感が走る。

カーラとマリアが吸いついてきたようだ。

二人は左右から男根に舌を這わせ、交互に先にも吸いつく。

タイミングは見事でとても素人の技とは思えない。

上目遣いのままで時折、女同士舌を絡ませるのも興奮を誘う。

「お前達……女同士でそうなったか？」

　マリアは俯き、カーラは笑う。

「最初は二人でエイギルに奉仕する練習しようって張り型舐めてたんだけどさ、やっぱ舌とか絡むうちに興奮してきちゃって……やっちゃうこともあったのよ」

　この場合俺は女を二人共寝取られたことになるのだろうか？

「違います！　あくまで私達はエイギルさんに抱かれることを想像してシてた訳ですし……」

「このままじゃまずいと思ったから片方がエイギル役をすることになったのよね？」

「なんでもいいが、俺より女同士の方がいいのか？」

　二人は同時に否定する。

「そんなことない！　エイギルのでかちんが一番よ！」

「私も、エイギルさんに抱かれる方が……」

　ならいい。

もし女同士のほうがいいと言われたら壊れるぐらい激しく抱いて取り戻さないといけないところだった。

　二人は更に連携の取れた口取りを続けて俺を楽しませてくれる。

上半身ではメリッサが俺の乳首に舌を這わせ、ノンナがキスを求めてくる。

諦め切れずにいつの間にか全裸になったセリアが俺に何か奉仕しようと体を寄せて来たが、運悪く体勢を変えたノンナの乳が当たって弾かれた。

まるで戦槌のようなすごい乳だな。

「？　どうかなさいましたか？」

　しかも本人は胸で小さなセリアを弾き飛ばした事にも気付いていない。

　思わず笑いそうになったがそんな余裕もなかった。

男根は既に最大に勃っており、いつ精が飛び出てもおかしくない。

「すごい、ビキビキ音がするぐらい勃ってるわ」

「そうですね。それにこれってもしかすると……」

　二人がかりで楽しませてくれているカーラとマリアが顔を見合わせる。

カーラが肉棒……木で出来た張り型を持ってきた。

それをいきり立った俺の横に並べる。

「やっぱり全然違います」

「二回りも大きいわ。お別れの時は確かにこのサイズだったのに」

　きゃいきゃいと騒ぐが俺としては早く出させて欲しい。

限界間近で止められるのはつらい。

　悶々としていると横合いからメリッサが顔を出し、パクリと肉棒を咥える。

間をおかずに舌で亀頭を舐め、強烈な吸引。

「ぐっ！」「あっ！　盗られた！」「ええっ!?」

　限界間近でそれに耐えられるはずもなく、俺はメリッサの頭を押えて肉棒を喉まで入れて射精してしまった。

メリッサは喉奥で発射されてもむせることなく、嬉しそうな顔のまま喉を鳴らして種汁を嚥下していく。

「ぷはっ、ご馳走様でした」

「ちょっと！　横からさらうなんてひどいじゃない！」

「そうです！　私達が頑張っていたのに」

　メリッサは「ごめんね～」と謝りながらも反省した様子はない。

「だってエイギルさんが出したがってたの気付かないだもん。私達はエイギルさんの女なんだから楽しませてあげるのを優先しないと」

　それだけ言うとメリッサは再び肉棒に吸い付き、竿の中に残った精を吸引する。

ずるずると吸い出される感触に悶え、咄嗟に近場にあったノンナの乳房を掴んだ。

「うう、さすが元娼婦……技術じゃ勝てないわ」

「まま、そう言わず、せっかく愛妾四人が揃ったんだし「五人です！」……みんなで楽しんでもらおう」




　仰向けになったノンナの上にカーラを重ねる。

二人の穴を行き来し、互いの愛液に濡れた穴の間、腹に肉棒を滑らせた。

「二人はさっき喧嘩していたからな。キスをしろ」

　ノンナとカーラは渋い表情を浮かべるが、俺の肉棒が二人の敏感な所をこすると熱に浮かされたように互いに唇を重ねた。

　更にマリアが横から接合部を覗き込むようにして男根を舐める。

巨根が幸いして二人に根元まで挿入しても俺はまだ余るので、十分に口をつけられるのだ。

　そして止めはメリッサだ。

「ふふふ、これは店じゃ嫌で仕方なかったんだけど……今は楽しみ」

　俺の後ろに回った彼女は揺れ続ける俺の腰にしがみ付き……尻の穴を広げて舌を入れてきた。

「おっおい！」

　さすがに声が上がる。

少し口をつけるなんて生易しいものではない。

舌をねじ込んで尻穴を広げ、指を入れて男根の裏をこする。

そしてまた口をつけて尻穴を舐めまわす。

女にとってこれ以上屈辱的な行為はないだろう。

　だがその甲斐はあったというべきか、俺の肉棒は森を出てから、経験した事がないぐらいに硬くなった。

「い、いたい！」

　体内でどんどん大きくなるモノにカーラが音を上げる。

引き抜く時にも苦痛を感じたようで悲鳴が上がる。

仕方ない、二人の間に入れて……。

「んぐっ！　んぶっ！」

　だがその理性もメリッサの尻への愛撫に飛ばされてしまった。

「痛い!!　苦しいです、エイギル様ご容赦を！」

　カーラより体が華奢なノンナに強引な挿入、彼女の叫びに応えてやる理性は俺には残っていなかった。

激しい音を立てて責められ、白目を剥きかけるノンナを見てカーラがさすがに俺に訴えた。

「この子限界よ？　もう少し優しく「うおおおおお!!!」聞こえてないか……ご愁傷様」

　俺の猛烈な動きに耐えられずノンナは足をばたつかせながら失神、俺は強引に逸物を引き抜いて二人の間に滑り込ませ激しく射精した。

「わぶっ！　顔まで飛んだぁ」

「んごぼっ！」

　半分程出したところでマリアの口に突っ込んで大量射精し、彼女をむせさせる。

根元に鈍痛を感じるほどの射精をしながら叫び声を上げているといつの間にかセリアが傍にいる。

「んんっ!?　…………んっ、んっ、んー♪」

　抱き寄せて激しいキス。

メリッサに尻穴を舐められながら、セリアの唇を奪い、マリアの口内に射精する。

更に目の前には二つの重なった女体が俺の汁にまみれて痙攣している。

「あぁ……満足だ」

　いつもの数倍の量の種を吐き出して、俺はベッドに大の字に寝転ぶ。

メリッサやマリアが丁寧に後の処理をしてくれるのが気持ちいい。

セリアが口移しで飲ませてくれる酒を味わいながら、しばしの間まどろむことにした。




「してもらうだけじゃ不公平だからな。次は俺がしてやるから横に並べ」

　奉仕させるだけでは女の心は離れる。

こちらも尽くしてこそ愛が得られるのだ。

全員を全裸で四つん這いにしてベッドに並ばせる。

セリアが一番端に参戦しているが、お前はまだ駄目だと言っただろうに。




　まずはカーラだ。

「ふんっ」

「きゃあああ！」

　全員が先ほどの行為の余韻で濡れに濡れているため前戯は必要なく、ただ猛然と動くだけだ。

全力で打ち込み、カーラの子袋の入り口が軋むぐらい入れて八割といったところか、全部挿入したら怪我をするな。

体位を変えたり、細かな愛撫は必要ない。

ただ彼女達を絶頂させるために動くのだ。

「もっもうだめ！　飛ぶ！」

「いいぞカーラ！　イけ！」

　どんと最後に大きく打ち込むと長い悲鳴を上げてカーラが昇天、しばらく体を伸ばした後ばったりと横向きを倒れて気を失った。




「次はマリアだ」

「は、はいっ！　なるべく優しく～なんて」

「ふんっ！」

「いやああ!!」

　マリアはカーラより浅いな、それに狭いから刺激も強い。

そして悲しいかな、背後から手を伸ばしても乳房がどこかわからない。

乳首でも触っておくか。

「イきますーー!!」

　マリアも尻をあげたままベッドに突っ伏して気を失う。




「ノンナ」

「先ほどもうイきましたのでお手柔らかに……」

「ふんっ！」

「ひゃあああ！」

　ノンナは膝立ち四つん這いなのに、胸がベッドについている。

マリアのことを思うと天の不公平を思わずにいられない。

そして彼女は胸は特大だが、それ以外はむしろかなり華奢だ。

俺の肉棒も半分が限界でそのくせ感じやすく、こするとすぐに昇ってしまう。

尻を叩きながら奥を痛いほど突いてやると、シーツを握り締め、涙を流しながら失神した。




「メリッサおいで」

「ふふ、私は素人さんと違って甘くないよ？」

　望む所だ。

「ふんっ！」

「それっ！」

　俺がねじ込むとメリッサは四つん這いのまま股を開いてそのまま子袋まで受けいれる。

入った瞬間、竿全体に襲ってくるうねうねとした動きと快感。

慌てて引き抜こうとするが子袋まで入ってしまった逸物は容易に抜けず、メリッサも腰をひねりカリがひっかかって抜けないように調整している。

「ふふん、中が動くように鍛えたもんね♪」

　彼女は旅の間、俺を気持ちよくできるように色々と頑張ったらしい。

「こいつ、生意気な。成敗してやる」

　互いに激しく腰を動かし、性感をぶつけるが、三人を相手して射精していない俺の方が分が悪い。

既に男根は発射させろと硬さを増してきている。

だが、そのせいでメリッサが受ける刺激も大きく、徐々に彼女からも余裕が消えてきている。

　一〇分程、我慢比べが続いたところで遂に俺の肉棒が射精直前の痙攣に入った。

その動きは当然メリッサも感じる。

「お？　出ちゃうね。私の勝ちかな」

　メリッサが真っ赤に上気した余裕の無い顔で振り返る。

だがその油断が命取りになった。

彼女の股の力が抜け、音を立てて俺の肉棒が子袋から抜け出した。

「あっ！」

　慌てて胎を締めるがもう遅い。

既に発射秒読みになった俺は、限界まで硬く大きくなった逸物でメリッサの女穴と子袋の境目、本来なら堅く閉じているはずで、彼女の過去のせいで無残に口を開けているその部分を猛然と往復する。

「ひっ！　だめええええ!!」

　メリッサはここを男根が通過する瞬間に一番の快感を得るのだ。

性感帯と言うよりは精神的なものなのだろうが、ここは彼女にとって肉芽よりも敏感な弱点なのだ。

そこを激しく出入りされてはたまらない。

　舌を突き出し、泡を吹いて手足をばたつかせて昇っていく。

さあ止めを刺してやろう。

耳元に口を寄せる。

「俺のメリッサ。さあ、思い切りイってくれ」

　耳に舌を入れた瞬間、メリッサは宿どころか町中に響くような嬌声を上げて絶頂した。

「ぐう！」

　俺も限界に達し、僅かに遅れて彼女の中に精を注ぐ。

しばらく二人の動きは止まり、心配そうにセリアがメリッサの顔を見るが「ヒッ」と後ずさった。

男に見られたくはないだろうからあえて見ないが、きっと完全な白目でも剥いていたのだろう。

俺が精を送り込んでいる最中、突然メリッサがびくりと動いて潮を噴いた。

いや、噴いたなどと生易しいものではなく、バケツをひっくり返したようにベッドに撒き散らしたのだ。

　それを最後にメリッサから全ての力が抜け、俺が肉棒だけで支えている形になる。

やがて射精を終えた肉棒が萎えて抜け落ちるとドサリとベッドに崩れ、動かなくなったのだ。

なんとか勝利を得る事ができた。

ルーシィ以外の女に負ける訳にはいかないからな。

「ふうー疲れた。たっぷり犯ったな」

「……」

　目の前では小尻がふりふり揺れている。

誘惑するように穴を見せ付けてくる割には恥ずかしいのか真っ赤になった可愛い尻だ。

放置するのも可哀想だな。

「どれどれ」

　細い腰を掴んで男根を尻に当ててみる。

「……」

「……あん」

　たっぷり女を食べて半分ほどしか勃っていないモノだが、それでもきつそうだ。

中でいきり勃ったら破裂してしまうかもしれない。

「まだ入らん。これで我慢しろ」

　セリアを仰向けにし、隣で失神するメリッサの股間に指を入れる。

たっぷりと出した精汁を腹にこすり付けて、その上に肉棒を滑らせる。

体を密着させて腰を振れば挿入しているような気分になれるだろう。

「エイギル様！　もっともっと下さい！」

　セリアもその気になったようだ。




　その後、なんとか腰をずらして勢いで俺の男根を入れてしまおうとするセリアをかわして、最終的に彼女の顔と未熟な性器周辺に種をかけた。

セリアは俺と体をあわせて射精に導いたことが嬉しいらしく、満足そうな顔で眠りにつく。

俺もそろそろ寝ようと枕を探していると小さく声がかかる。

「エイギル少しいい？」

　カーラが横になったまま顔をこちらに向ける。

「起きてたのか？」

「ええ、技もソレも別れる前よりすごく成長してて死ぬかと思ったけど」

「そりゃよかった」

「メルとミレイはどうするの？」

　メルとは音沙汰なし。

ミレイの村は風の噂ではかなり深刻な食糧不足になったらしく、彼女自身ともまだ会えていないらしい。

「俺はこれからゴルドニアである傭兵団に参加するつもりだ。そこは普通の傭兵団よりも特別な存在らしくてな、うまくいけば彼女達もまとめて面倒見れるかもしれない」

「そっか。それでいいと思う。エイギルのやりたいようにさ」

　カーラは机に置かれ、先ほどまで散々に使われた避妊薬の入ったビンを手に取った。

「もしさ、うまくいって私たちみんなの面倒見れるようになったら……子供いいかな？」

「欲しいのか？」

「エイギルがいない一年本当に寂しかったよ。マリアと交代で貴方の役をやってお互いを慰めてたけど……帰ってきた貴方を見てお腹がきゅんってなったんだ。それでわかった、あたしはこの男の子供が欲しいんだって」

　カーラは俺の手をとって胸に抱える。

「そうだな、女がいいというのに男が文句をつけることはない。その時がきたら孕ませてやる」

　俺がカーラの腹をゆっくりと撫でてやると、種が胎の奥に入っていくのを想像したのか、ブルリと体を震わせる。

だがそれは興奮だけではなく、

「ごめんトイレにいきたくなって……足が立たないから運んで欲しい。あぁ外まで運ばせるのは悪いからそこの緊急用の桶でいいわ。後ろを向かなくても貴方になら……いえ正直に言うわ」

　俺はカーラの前に緊急用の用足し桶を置いてやる。

　すぅとカーラは大きく息を吸い込む。

「あたしのおしっこしてるところを見て!!　全部見て!!　見られたいのおぉ!!」

　カーラの大声で全員が起きて、俺の前で盛大に用を足す彼女に軽蔑の眼差しを向けるのだった。

本人は俺のあきれ顔と女たちの汚いものを見る視線を受けて恍惚としていた。







　翌朝マリアがなにやら準備に忙しい。

「何かあるのか？」

「何って明日ゴルドニアに行くんでしょう？　そう長旅じゃないけど準備は必要だよ～」

「お前も行くのか？」

「当たり前じゃない。私をあれだけ無茶苦茶にしておいて、じゃあさよならなんて許さないよぉ。ママにも女の戦いだから行ってくるって言ったら負けるなって、それに戻れない距離でもないしね」

　マリアは他の女たちの受けもよく全員が彼女を歓迎した。

出発前の準備で皆が動き回る中、ノンナが俺の耳元に口を寄せる。

「その時とやらが来ましたら私にも子を授けて下さいね」

　昨日のカーラとの話を聞いていたらしい。

「あの変態女にエイギル様の第一子を生ませるなどあり得ません。変態は馬とでも交尾していればいいのです！」

　絶対に負けませんと自分の腹にエールを送る。

何はともあれまずはゴルドニアに行ってからだ。

使い込んだ槍を確かめ、デュアルクレイターを鞘から抜く。

その輝きはまったく衰えていなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「エイギル、一年ぶりだな」

　固茹亭のマスター、アンドレイは一年ぶりに俺を見て事も無げに低い声を出す。

だがその手には既に二杯のカップと蒸留酒が用意されており心憎い気配りが見える。

渋く硬派な雰囲気にウエイトレスが潤んだ目でアンドレイを見つめる。

もし彼が誘えばベッドに連れ込むのは容易いだろう。

　だが俺は彼に尊敬の念は抱かない。

何故なら彼は俺の横に並ぶセリアのショートズボンから伸びる太ももしか見ていないし、彼女用の蜂蜜酒をにやつきながら作っているからだ。

「俺の他に五人いる。しばらく泊めてやりたいんだが部屋はあるか？」

「久しぶりに戻ってきたと思ったら随分と女をたらし込んで来たんだな」

　アンドレイは俺の前に酒を置き、自分も一杯煽る。

彼なりの歓迎の証なのだろう。

「惚れさせた女を連れて行くのは男の義務だろう。俺自身は宛がないこともないからな」

　酒を一気に煽る。

「金を払えば面倒は見てやる」

　それだけだ、部屋の大きさだの待遇だのをべらべらと話す必要はない。

面倒を見ると言った以上、彼は最善を尽くしてくれる、その確信を持つだけの信頼はあった。

　俺は案内された部屋に全員を案内し事情を話した。

以前に勧誘を受けた傭兵団があること、まだ募集しているのならば応じること、全員をまとめて面倒見れるようになるまでここで落ち着いて欲しいこと、店主のアンドレイは小さい女にしか興味がないこと、色々と話した。

「わかりました。私たちは傭兵団では足手まといになります。あなたの成功をお待ち申し上げます」

　戦いとは縁がなかったノンナとマリアは真っ先に承諾する。

カーラは渋り、自分も一緒に入るとごねたが、男が女連れで参加するとめんどくさいことになると説明し、旅に出たときとは違い拠点がこの町の郊外なので余裕があればいつでもここにきて抱いてやると約束して納得させた。

「私は戦いはできないけど情婦として一緒にいけないかな？」

　メリッサも少しばかりごねる。

「ほら、傭兵団だったら正規の軍隊と違ってそういうのも普通だし、なんなら隊長さんとかに媚売って、抱かれてエイギルさんの立場良くなるならそう使ってくれてもいいし……」

　メリッサは自分の体を使ってでも俺を押し上げてくれようとしている。

　だが俺が自分の女を他の男に抱かせるわけがないだろう。

睨んでやるとメリッサは察したのか「ごめんなさい」と一言謝りおとなしくなる。

これで全員納得したかと思ったが思わぬ伏兵がいたのだ。

「私はエイギル様について行きます！　貴方の従者として戦いに付き添うのは当然です！　それに私なら髪を切れば男としても通じますし厄介ごともありません」

　そういえばセリアの従者という扱いは未だに生きていた。

やたらと横にいたがるのはわかっていたが、本人は従者として尽くしているつもりだったのか。

「だが、お前に怪我でもされたら「エイギル様を守って負傷するならそれも従者の務めです」

　だが一番子供のセリアを連れていくのもな……どうにか断る理由を作れないか。

「傭兵団への同行は私にしかできないことです。どうか私に役に立たせてください……私に生きる意味を与えてくれたのはエイギル様じゃないですか！」

　セリアの決意は固い。

いつも子供扱いされていることに不満を感じていたのだろうか、それが彼女の選択ならば受け入れてやってもいいと思った。

「そうだな……なら俺の従者、仲間として一緒に行くか」

　セリアの顔が一気に明るくなり、他の女たちからは不満の声が上がる。

「えー！　あたしがダメなのにずるい!!　どういうことよ！」

「セリアさんお一人だけと言うのはやはり……妬いてしまいます」

「セリアちゃん危なくないのぉ？　こんなにちいさいのにー」

「その子だけでエイギルさんの相手は無理じゃない？　壊れちゃうよ？」

　セリアはもう撤回はさせないぞと即座に髪をナイフで切り、武器と防具の手入れを始めた。

セリアもいつまでも少女ではない、俺の愛妾になるのかそれとも従者となるのか、彼女自身に選ばせるいい機会かもしれない。

　ちなみにセリアの傭兵団入りに一番最後まで反対したのはアンドレイだった。

ノンナの胸にも、メリッサの扇情的な服装にもまったく動じない彼を説得したのはどう見ても一二～三歳にしか見えない一八歳の妻ナタリーだった。

「彼女も覚悟があるようですし応援しましょ」

「ああ、そうだな。全力で応援する。死ぬなよ！」

　彼はとてもちょろかった。




　期限があると言っていたからな、早いほうがいい。

俺の横で剣を腰に差して胸を張り気を吐くセリアと女が減ったと微妙な顔をするシュバルツをつれてゴルドニア郊外、傭兵団［夜明けの翼］野営地を訪れる。

「志願兵か！」

「エイギルだ。勧誘を受けた。一年前にな」

　入り口に立つ傭兵との問答の間に装備を確かめる。

金属製のハーフプレイトに一体型の槍、腰にはナイフ、見張り塔の上にはボウガンか、傭兵にしては信じられない程装備がいい。

しかも全員の装備は支給されたものらしく統一されている。

「隊長がお呼びだ！」

　傭兵に連れられて隊長がいるテントに向かう。

野営地では兵士たちが槍衾を組む訓練や騎兵の突撃訓練が行われていた。

「久しぶりだなエイギル」

　以前に見た顔が俺を迎える。

旅の前に固茹亭に押しかけてきた片割れか……名前は聞いていなかったはずだ。

「あの時は名乗ってはいなかったな、エイリヒ＝ラッドハルデだ。この夜明けの翼、全体の団長兼第一隊長をやっている」

「どうやら機会を逃すことはなかったようだな」

「そうだな、ぎりぎりだ。まずはこの団について軽く説明する必要がある。他のものは席を外せ」

　セリアも出ようとするが俺が引き止め、エイリヒもうなづいた。

「まず逆に問わせてもらいたい。君はこの団についてどう思った？」

　試されているのだろうか。

「おかしい傭兵団だな。まず立地だ。王都からこんな近距離に野営を許されるなどありえない。貴族や王族は傭兵団が目にはいるだけでも嫌がるものだ」

　続けてくれとエイリヒは目で促す。

「次いで装備、正規軍並に整っているし何より統一されている。そして訓練内容だ、槍衾や騎兵突撃の訓練をしている傭兵団など見たことがないな。少しでも傭兵に縁があったやつならすぐに異常と気づくだろう、これではまるで正規軍だ」

　エイリヒは大きくうなづく。

「君が怪力だけの猪武者でなくて安心したよ。その通り、この夜明けの翼は以前話した通りただの傭兵団ではない。以前話した建前をここにきてくれたからには外そうじゃないか」

　エイリヒは酒を注いで俺に渡す。

仕事中に飲酒とは結構な隊長様だ、無論いただくが。

「夜明けの翼を作ったのは現国王ヒューベル二世陛下の次男、第二王子［エルディオ］様なのだ」

　突然大物が出てきた。

「エルディオ様は現在内政大臣と工務大臣を勤められておられるが、領地を持つわけではないので自前の兵は持てぬ。だからこそ治安維持に必要な傭兵と言う名目で我々が集められたのだ」

　つまり我々はエルディオ王子の私兵と言う訳か。

「そして話はこれで終わらぬ。ここから先は不敬罪に問われるだろうが……現国王ヒューベル二世の命数はそう長くない。近頃病の程極めてひどく立ち上がることもできぬらしい。いつ崩御してもおかしくない」

「それが機会の期限という奴か」

「その通りだ。そして国王が崩御されれば、王位を継ぐのは長男で近衛騎士総監［ベルトリウス］第一皇太子になるだろう。あるいは実権は現宰相にして王弟［ディートリヒ＝アレンス公爵］に移ることになるかもしれん」

　自然な流れだ。

長男が王位を継ぎ、前王弟との間で実権を巡り水面下で争いを続ける。

珍しくもないありふれた話だろう。

「だが我々の雇い主たるエルディオ様はこの展開に不服なのだ。自分こそがゴルドニア王国を統べるに相応しいと考えておられる」

「我々は国王の崩御とともに第二王子を担いで正統な系譜とやらに異議を申し立てるわけか」

「その通りだ。ベルトリウス皇太子は近衛騎士総監として自前で動かせる戦力を持っている。つまりこれに対抗し力でもって宰相共々叩き伏せるのが我々の真の役目というわけだ」

　それならば理解できる。

盗賊ではなく正規軍、まして騎士団を相手にするならば普通に集めた傭兵では力不足だ。

そこで各国の武名の知れた者を集めて組み込み軍事組織を作り上げたというわけか。

「では入団の証明書だ。無論話をした以上事が終わるまでは脱退は許さない。君は兵を率いた経験はなさそうだがいい馬を持っているみたいだからな。第二隊の遊撃騎兵として配属しよう。日給銀貨三枚……その従者の分も含めて銀貨四枚だ」

　銀貨四枚あれば全員分の宿と食事代ぐらいは出せるだろう。

「しばらくは名目上の盗賊退治や街道に出る魔物の掃討をやってもらうことになるだろう。もちろん戦果をあげれば報酬は出すが、それよりも怪我をしないよう気をつけてくれ、本番は別にあるのだからな」

「この真の目的を知っている奴らはどれぐらいいるんだ？」

　全員に秘密となれば息苦しくて仕方ない。

「一～三の各隊長とその副官クラスならば全員知っている。だがどこに耳があるかわからん。この件については一切話さないでくれ」

　息が詰まる展開か。

「事が始まるまでの任務はいわば準備や訓練と言ってもいい、君の実力を示し隊内での信頼を得るよう努めるのが良いと思うぞ」

「随分俺を高く買ってくれているようだが、案外に口だけのへぼかもしれないぞ？」

「まさか、今こうしているだけでも君がもし乱心したらと思うと震えがくるよ」

　俺たちはカップの酒を一気に煽り別れた。

　旅は終わり傭兵生活が始まった。

だがきっと俺はもっと大きな波に巻き込まれて、いや飛び込んでいくことになるだろうと確信があった。
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名前　エイギル

地位　夜明けの翼　第二隊所属遊撃騎兵

お金　金貨二〇枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上革の鎧　上革の小手　上革のブーツ 黒いマント（呪）

仲間　　　シュバルツ（馬）セリア（従者）

宿待機組　ノンナ＝エレクトラ メリッサ　マリア　カーラ（ド変態）

経験人数　二八人








第25話　夜明けの翼①　序章







「お前か……ブルーノ」

　俺が配属された第二隊に挨拶に行くと以前連邦への道すがら異民族を撃退した時の戦友、ブルーノが隊長の椅子に座っていた。

「腕の立つ奴が来ると聞いていたがあんただったか、エイギル」

　優男だが剣技は素晴らしかった覚えがある。

　まさか隊長になっていたとは思わなかったが。

「俺がここにきたのはあれからすぐだ。この一年間色々と苦労したんだぞ」

　よろしく頼むと握手を交わす。

「早速だがこの傭兵団が普通とは違うことは聞いただろう。今後、人のいる場所では俺とは隊長として接してくれ、格式ばる必要はないが最低限の秩序は必要だ」

「異存はないよ隊長殿」

「うむ、君は武器も馬も集団戦だと浮いてしまいそうだから遊撃をやってもらう。要は俺の指示した場所や部隊について好きに戦えってことだ。前のお前の戦いを見た限り、好き勝手暴れさせるのが一番力を発揮しそうだからな」

　俺はそんな狂戦士のような戦い方をした覚えはないんだけどな。

「武器……はいらないだろうが防具は必要なら支給する。遊撃とは言えさすがに二人では苦しいだろう、もう一人腕の確かなのと一緒に行動させる」

　のっそりと登場したのはかつてブルーノと共に去ったマックだった。

　俺のバルディッシュと大差ないほどに巨大で重厚な戦槌を担いでいる。

「……」

「相変わらず無口な奴だ。久しぶりだなよろしく頼むぞ」

「あぁ、頼む」

「それとセリアの事だが一応従者と言うことになっているから男として扱ってくれ」

「戦場にまで連れてくるとは本当に女好きな奴だな……まぁいい問題を起こさんように注意しろ……そうだ聞いていなかったがお前とその子は何歳なんだ？」

「俺は一九、こいつは一四だ」

　実際には俺もセリアも自分が何歳かはわからないのだがノンナと相談してこう決めた。

「私が今年一八になりますから一つ上にしましょう」

　と割といい加減に決めたのだ。

　セリアは可愛いので一四歳ということにしておいた。

　一五歳だと女と言っていい歳だからな。

　実際の年齢は不明だ。

「そうか、案外に若いのだな」

　隊長公認で女を連れ込むことにも成功した。

　鎖帷子の防具を受け取るとセリア用の馬を選ぶ。

　日の浅い馬は信頼関係がないので使いにくいがセリアは何でも器用にこなすし大丈夫だろう。

「よぉ新入りの兄ちゃん、防具なんかの前に俺たちへの挨拶が先じゃねえのかい？」

　五人ばかりの男たちが防具を試着した俺たちを囲む。

　無頼、無法者という言葉が似合う男達、本来はこのような奴らで傭兵団は構成されるのだ。

「あぁよろしく頼む」

　俺は片手を挙げて声を上げるが納得しないようだ。

「おい、新入りの挨拶ってのはもっと頭を下げてやるもんじゃねーのか！」

「遊撃だがなんだか知らんが、傭兵にはルールがあんだよ」

「ご大層に従者まで連れやがって」

　俺に詰め寄る男たち、マックが俺に目で（こいつらをどうにかしようか？）と問うてくるが首を振って否定する。

「で、俺にどうしろと？」

「傭兵ってのは所詮力の世界よ。おまえに実力があるってんなら勘弁してやってもいいが」

　下卑た目でセリアを嘗め回すように見る。

　男に扮しているとは言えセリアの端正な顔立ちと帷子の隙間から除く足は欲望のたまった男にはさぞ魅力的に見えるだろう。

「大したことないならそっちの可愛い兄ちゃんのケツを少し貸してくれりゃ納得するってもんだ。俺のチンポはでけぇからケツがガバガバになっちまうかもしれんけどな！」

　セリアが剣に手をかける。

　相変わらず沸点が低いな、頭をポンと手ではたく。

「的当てでも、剣舞でも好きな「そうじゃないだろう？」

「ちまちま点数でもつけて評価するのか？　もっとわかりやすい方法があるだろう？」

　俺は転がっている両手剣を取ると空き地を指差す。

「直接殴り合えばすぐにわかりそうじゃないか。二人同時でもいいぞ？」

「ちっ後悔するなよ！」

　俺も案外沸点が低いのかもしれなかった。




　状況は一対二、あくまで稽古とは言え、刃のない剣などここには存在しないため真剣だ。

　マックが色々と説明するが、こいつらの立ち振る舞いから見て細かいルールは必要ない。

「試合開始！」

　合図と同時に俺は振りかぶり一人に襲いかかる。

　男は剣で受けるが剣ごと地面に叩きつける。

　肩が外れたのか情けない悲鳴を上げる男を放置して次の男へ向かう。

　あわててもう一人が剣を構えるが遊びのような構えだ。

　少しばかり地獄を見せてやろう。

　剣を下から振り上げ、刃のない側面で股間を強打する。

　鈍い音がして終わりだが、一瞬の後、男は泡を吹きながら股間を押さえて倒れこんだ。

「他にもいたような気がするが？」

　男たちの仲間は一斉に逃げ散った。

　これでいい、ああいう手合いには礼儀や言葉ではなく力で教訓を与える必要がある。

　夜明けの翼がいくら正規軍に近いとは言え、そんな人間だけでは数は揃わない。

　ああいう「伝統的な傭兵」の数も多く、今回の教訓は役に立つだろう。

　快適な職場になるように努力をしないといけないな。

「やはり強いな」

「俺はお前がテーブル以外の武器を使うのも見てみたいんだがな」

「近いうち出撃だ、その時に」




　その言葉通りか、俺が入団した翌日、俺のいる第二隊に出撃命令が下される。

　盗賊のアジトが見つかったらしい。

　本来は王国軍の兵士が対応して終わりなのだが、建前上街道の安全を図る部隊である我々が出撃する必要があるのだ。

　俺としても部隊全体の強さ、ブルーノの指揮など見てみたいことはたくさんある。

　そして久しぶりの人相手の戦いは勘が鈍っていないか確かめる好機でもあった。

「セリア、俺の傍から離れるな。俺の指示にはぶつぶつ言わずに従えいいな？」

「はいっ！」

　セリアには戦いのセンスがある。

　だが彼女の華奢な体ではひとつのミスが命取りになる可能性がとても高い。

　俺が徹底して守ってやらねばならないだろう。
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　夜明けの翼　第二隊　編成

　　騎兵隊

　重装騎兵（騎士団に匹敵）一部隊　　二〇騎

　軽騎兵　　　　　　　　　二部隊　　四〇騎

　遊撃騎兵（兵装混在）　個人単位　　二〇騎

　　歩兵隊

　軽歩兵　　　　　　　　　四部隊　　八〇名

　精鋭歩兵（ボウガン装備）二部隊　　二〇名

　長槍兵　　　　　　　　　三部隊　　六〇名

　弓兵　　　　　　　　　　二部隊　　四〇名

　輜重部隊（補給部隊）　　荷馬車一〇台
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　補給部隊も併せて総勢三〇〇名程度の部隊はゆっくりとした速度で王都から南東に向かう。

　通常は盗賊団相手にこのような大規模での行動はありえないのだが、隊長の説明によると母体が傭兵出身のため装備がいい上に、困窮するアークランドから流入した農民を吸収しかなりの人数になっているとのこと。

　隠れた理由では隊単位ではあるが全力出撃をすることによって、来るべき時に備えた軍事演習的な側面も期待されているようだ。

「これだけの規模になると盗賊退治というよりは戦争だな」

「はい。こんな行軍に参加するのは初めてです」

　セリアはシュバルツよりも二回りは小さい馬に乗って俺の横をついてくる。

　マックはなかなかに大きな馬に乗っているが本人がでかいだけに遅れがちだ。

　俺は槍とデュアルクレイターの様子を確かめる。

　剣を背負い、槍をシュバルツにとりつけている姿は異様と言ってもいい。

　統一された装備の軽騎兵部隊と比べれば俺たち遊撃騎兵はあきらかに異質だ。

　シュバルツが嘶く、当初は久々の戦闘の雰囲気に興奮していたが遅々として進まない行軍にいらついているようだ。

　騎兵の俺たちから見ると歩兵部隊、特に長槍兵の一団はまるで止まったままうごめいているようにも見える。

　さすがにいらついた騎兵部隊長が先ほど、騎兵のみでの先行をブルーノに進言して却下されたようだ。

　だが、連中が既に気づいていれば骨折りになるとして先程、偵察の騎兵が五騎程駆けていった。

　距離を考えればそろそろ帰ってくるのではないか。

「マック、こういった規模の任務は今までもあったのか？」

「あった。南の方ではアークランドの軍が盗賊に偽装して略奪をすることもある」

　なるほどそこまでアークランドの状況は悪化しているのか。

「こちらは団全て、その時は五〇〇名ぐらいだった。敵も同じぐらいで激戦になったが勝った。多くが死んだが、経験も多かった」

　なるほど偽装しているなら重装備な部隊はいなかっただろうが、それでも同数の正規軍を破るほどの力があるなら近衛軍相手でもある程度やれるかもしれないな。

「ブルーノ隊長は優秀だ。問題ない」

　マックはブルーノを高く買っているようだ。

　遠方に土煙が見え、騎兵が全力で駆ける。

　索敵の結果が見えたようだ。

　俺たちはブルーノの近くにいるので報告も聞こえる。




「敵は開拓村を占拠している模様！　敵数、屋外に数十から百の歩兵を確認するも屋内の詳細不明！　若干の軍馬を確認！」

　かなりの規模だ、騎兵を持つ盗賊となると少なくとも傭兵崩れだ。

　ただ一方的な展開にはならないかもしれない。

「全体行軍速度を上げよ！　夕方までに現地に到着するぞ。遊撃騎兵は前方に散開して展開！　敵の見張りが出たら生かして返すな」

　兵士達は不平を漏らしながらも速度を上げ、俺たちは一気に加速して二～三騎ずつごとに散開して展開する。

　妥当な判断だ、ここで敵に見つかったら全て水の泡だ。

　何もない平原では敵の目を盗むのは難しいが逆に見張りの位置もすぐにわかる。

　馬で駆ければ見張りが行動を起こす前に屠れるだろう。

　時間が少し遅いのが気になるが、ここまで来て野営を行うほうがリスクが高い。

　急いで行くしかないだろう。

「見張りだ！」

　遊撃騎兵の一人が叫ぶ、草むらから飛び出した男……まだ少年と言ってもいいだろうか、一目散に走って逃げていく。

「お任せ下さい！」

　俺が向かおうとするがセリアが一言叫んで急加速していく。

　セリアの馬は駿馬ではないが馬と人の速度差は絶対的だ。

　たちまち追いつくとセリアは剣を振りかぶり、追い抜き様にうなじに一閃。

　血しぶきが飛び散り少年は命乞いの声もなく倒れ伏した。

　セリアは何をやっても人並み以上にこなすが、特に剣と乗馬はかなりの才能を持っていそうだ。

　頭の回転も速いので勉学をやらせても大成する可能性もある。

　もしかしたら俺よりも出世する可能性を持っているかもしれないな。

　剣を納め、褒めて欲しげに戻ってくるセリアを見ながらそんなことを考えていた。

　その後も数人の見張りを片付けた遊撃騎兵を先頭にしばらく行軍していたが、先頭の騎兵が片手を高く掲げて馬を止めた。

　敵のアジトとなっている開拓村を見つけたようだ。

　これ以上は馬で進めば見つかってしまうので騎兵隊はここで待機、歩兵隊と合流の上での攻撃となるのだろう。

「歩兵が追いついたら一斉攻撃ですか？」

「あぁ、弓を射掛けてから歩兵隊による総攻撃、騎兵隊は後方を遮断、逃げる奴を皆殺しにしろ」

　遊撃騎兵一人の質問にブルーノが答える。

　盗賊は皆殺しが鉄則で捕虜など捕らない。

　仮に捕縛しても待つのはつるし首なので手っ取り早くその場で処刑してしまうことの方が多いのだ。

　遅れていた歩兵部隊が次々と追いついてくる。

　本来ならば体力の回復を待つのが一番良いのだろうが既に日は傾き始めている。

　夜を迎えれば連中を取り逃がす危険は格段に高くなるだろう。

「全隊配置につけ！　弓隊は静かに前方へ、斉射と同時に遊撃騎兵は各自手薄な箇所から村に侵入、歩兵部隊の攻撃を助けろ」

「セリア、マック、俺の後方から続け、討ち漏らした奴がいたら止めを刺せ」

「はっ！」「おう」

　俺を先頭に三角形のように位置取りし、弓隊の攻撃を待つ。

　こちらから見る限りでは村に居る連中はまったくこちらには気付いていないようだ。

　弓隊は村までかなり近づき、既に矢をつがえている。

　一部の敵が気付いたのかこちらを指差して騒ぎ始めているがもう手遅れだ、後は号令一つ。

「うてえ！」

　四〇の弓から放たれた矢は一斉に彼らの頭上に降り注ぐ。

　少なくない人数が倒れ、村中に警報だろうか、鐘の音が鳴り響き、家々から盗賊達が飛び出してくる。

「突撃！」

　二〇名の遊撃騎兵が駆け抜ける。

　村までの距離は時間にすれば一分もかからない。

　体勢を立て直す前に突っ込めば混乱は致命的になる。

「どこから行きますか!?」

　村には元々獣やモンスター避けの簡易な外堀と木の柵が設置されている。

　時間をかければ難なく破れるが馬で突撃するには障害になる。

　ならば柵も掘の無い場所、正面の門から突っ込むのみだ。

　正面の入り口にはさすがに警戒している盗賊がいたが、未だ何が起こったのか把握できていないようだった。

「おっおまえらは「盗賊狩りだ」

　門の前に立ちはだかる一人の首を飛ばし、もう一人を馬蹄で踏み潰す。

　櫓の上で弓を構える男の額に短刀が突き刺さる。

　セリアが投擲で仕留めたのか。

　入り口を突破して村内に侵入すると行く手を塞ぐように木製の杭をこちらに向け槍衾のようにした防護柵が置かれていた。

　柵の後ろには弓を手にした男が数人待ち構えており、騎兵が槍のような柵に立ち往生したところで仕留めようということなのだろう。

　だがシュバルツの速度は落ちない。

　あんな柵など問題ないと自信があるのだろう。

　ならばと俺も槍を構えて更に速度を上げる。

　一瞬の浮揚感、シュバルツは柵を飛び越えて着地し、弓兵一人を潰れた蛙に変えた。

　至近距離まで近づかれた弓兵など唯の木偶に過ぎない。

　慌てて距離を取ろうとする彼らに槍を振るい、三人ばかりが体の一部を失って倒れこんだ。

　少し離れた場所から狙いをつけていた男には槍を投げつけて標本に変えてやる。

　俺が武器を投げたのを好機と見たのか二人が弓を捨て剣を手に襲い掛かってくる。

　俺は背中のデュアルクレイターを引き抜いて一人を肩口から両断し、もう一人の首を刎ねる軌道で剣を振る。

　だが不思議なことにその男は何事もないまましばらく走り続けていた。

　やりそこねたか？　の思いが一瞬よぎるが、セリアがその男を屠ろうと剣を向けたところで男の肩から頭がポトリと落ちる。

　敵ばかりでなく、セリアもマックも俺自身もデュアルクレイターの切れ味に驚愕した。

　村の入り口を制圧された盗賊達は次々と後退していき、逆に入り口を探していた遊撃騎兵は続々と侵入し、盗賊を追って駆けて行く。

　村の中を騎兵が駆け回っている状況に盗賊達は完全に統率を失い、迫る歩兵隊の迎撃は愚か、防御体制も満足に整えられていないだろう。

「終わりですね」

　セリアが横に並ぶ。

「そうだな」

　盗賊達に出来るのはもはや時間稼ぎか逃走の二つだけだろう。

　時間を稼いでも仕方ないから現実的にはなんとか逃走しようとするのだろうが……

「軽騎兵です」

　盗賊達、特に女や戦闘力の低い者達だろうか。

　真っ先に村から逃げ出していた一団の横腹に軽騎兵四〇騎が襲いかかっていくのが見えた。

　日没まではまだ余裕はある。

　一〇〇やそこらの烏合の衆を殲滅するには十分だろう。

「あちらは決まりだ。俺たちは村の中で抵抗している奴らを叩き潰す」

　汚い標本から槍を抜き去り、血まみれのそれを肩に担ぐ。

　既に歩兵隊は柵を各所で乗り越えて村中で戦闘が行われていた。

　小高い丘の上に陣取った盗賊幾人かが、槍を振り回して歩兵と渡り合っていたので三人の突撃で乗り崩し、家に立て篭もる敵をマックの戦槌が壁ごと破壊し、畑の中を逃げる敵を次々に串刺しにしていく。

　決着のついた戦いの掃討戦はあまり気分のいいものではないな。

　だが命令は既に下されている。

　ただ機械的に殺戮を続け、日が暮れる頃には村内にも外にも生きている盗賊団はいなくなった。

「よし、戦闘は終了だ！　死体は穴を掘って適当に投げ入れておけ、狼やモンスターが来るから可能な限り放置はするな。残党に警戒しつつこの場所で野営だ」

　ブルーノの号令によって戦闘の終了は宣言され、皆の興味は殺戮から飯と手柄の計算に移る。

「一番槍はエイギルお前か！　突破口を開いたそうだな」

「あぁ。連中は盗賊にしては準備されていたが、ああも簡単に混乱するようではアークランドのちょっかいって可能性はないと考える」

「うむ、死体を眺めても子供に近い歳のものや女もいた。傭兵団が難民を巻き込み巨大化したって線で間違いないだろう」

「女まで皆殺しとは気分のいいものじゃないな」

「我々には正規軍に近い行動が求められている。女を売り飛ばして金にすると言う訳にも行かん」

　だから皆殺しか、世知辛いな。

　とはいえ開拓村の住民も同じ運命を辿ったことを考えると因果応報というものか。

「エイギル、お前はやはり戦闘力にかけては並ぶものがないな。俺からも褒美を弾むように言っておく、これからも斬り込み隊として頼むぞ」

　俺たちの夜明けの翼での初陣はこうして終わった。

　帰還後、特別褒章金貨一〇枚という他の傭兵団では考えられない贅沢な褒賞を貰い、しばしの休養となったのだ。

　セリアも貰った銀貨五枚を俺に差し出したが小遣いにしろと胸元に入れておいた。

　が、すぐに腹からチャリンとこぼれ出し、セリアは悲しそうな顔で自分の胸を見つめるのだった。
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　余談　女の戦い

　固茹亭

「いたっ！」「あら、ごめんなさい」

　廊下ですれ違ったノンナがカーラの足を踏む。

「ちょっと！　わざとでしょ!?」

「違います。少し考え事をしていまして」

　カーラが食って掛かるもノンナは余裕を持って受け流す。

「そんなでっかい乳ぶら下げてるから足元がお留守なのよ！」

「そうですね足元がなかなか見えなくて……胸が大きいのも良し悪しですね」

　とんでもない大きさの胸を突き出して自信満々に語る。

　旅の間、愛しい人を夢中にさせた胸に何も恥じることはないと言わんばかりだ。

「くっ！　この乳お化け！　乳牛！」

「なんとでも。エイギル様が好いてくれている胸です。貴方ごときに何を言われても動じません」

「乳首黒いくせに」

　ノンナの動きが止まる。

「あんた一八だっけ？　それであの黒さじゃ、あと何年もしたら真っ黒ね。きったない」

「気にしてることを！　少しばかり色が濃いだけです！　大きいと擦れてしまうからそれで！」

「そんなのエイギルには関係ないわね。真っ黒になったら捨てられちゃうんじゃない？　あーでも乳はいっぱい出そうだから母乳係ってとこかしら」

「エイギル様はそんなことしません！　それに貴方こそエイギル様より五つ程も年上ですよね。そろそろ肌の張りが気になる歳では？」

「なあっ！　まだまだぴちぴちだっての！　見もしないでよくもっ！」

「あら、ベッドでは手触りだけでしたが確かに水気が薄かったかと……」

　カーラは激昂し服を捲り上げる。

「見てみなっ！　このすべすべの肌！　あんたの言いがかりなんか……」

　頭に血の登ったカーラは周りが見えなくなる。

　大声での口喧嘩で部屋から出てきた人の前にカーラの上半身が全てさらけ出される。

　ぷるんと柔らかそうな胸に男達の視線が集まった。

「おー姉ちゃん。昼間からいいねぇ！」「どうせなら下も見せてくれよ」「銀貨一枚で相手してくれよ」

　野次を浴びるカーラからいつの間にか距離を置いていたノンナは、

「公衆の面前で裸体を露出ですか……これではいつ他の殿方に抱かれているかも知れませんね。エイギル様の女としてしっかり報告しておかなくては」

　胸を隠したカーラが真っ青になる。

「待って！　エイギルには言っちゃダメ！」

「あらあら、慌てるのはやましいことがある証ですよ」

　カーラの耳元によって、

「これに懲りたら今後言葉にはお気をつけ下さい。でないとエイギル様の前で口が緩んでしまうかも」

　ホホホと優雅に歩くノンナを見送りながらカーラが癇癪を爆発させる。

「第一ラウンドはノンナの勝ちっと」

　メリッサは焼き菓子を食べながら呟いた。
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　名前　エイギル

　地位　夜明けの翼　第二隊所属遊撃騎兵

　お金　金貨三〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　鎖帷子　上革のブーツ 黒いマント（呪）

　仲間　　　シュバルツ（馬）セリア（従者）マック

　宿待機組　ノンナ＝エレクトラ メリッサ　マリア　カーラ

　経験人数　二八人

しばらくエロシーンはないので一気にいきます。










第26話　夜明けの翼②　突撃隊







「よくやってくれた、今回の勲一等は君だぞ。我々の期待通りの働きだな」

　エイリヒは報酬の入った袋を渡す。

「敵の正面から踏み込んで蹴散らしたそうだな」

　俺の前に酒が置かれる、勿論遠慮なく頂く。

「今回の敵は二〇〇人近い規模だったそうだが、我々の損害は一〇人程度。まずもって上出来と言える」

「正直、この団の練度と統率には驚きました。俺がかつて居た所では力押しがほとんどでしたので」

　エイリヒも酒を煽る。

「最初は我々もそこいらの傭兵団とそう変わらなかった。形になってきたのは君が来る少し前のことだ」

「ブルーノ隊長の指揮も見事でした」

「だろうな。私の口から詳細を語ることはしないが、彼も昔はどこぞやの軍で兵を指揮する立場だった人間だよ」

　どうりで場慣れしているわけだ。

「そういう私も以前は爵位まで持っていた貴族だったんだがな」

　エイリヒは皮肉な笑いを浮かべた。

「だが、以前も言ったと思うがこれはまたと無い機会だ。ここにいれば普通平民には見れない夢を見れることもあるだろう」

「それは貴族に、ということでしょうか？」

「それもあるかもしれん、ということだ」

　話は終わり、俺は団長のテントを出る。

「エイギル様！」

　セリアが駆け寄ってくる。

　頭に手を置いてマックに話しかける。

「報酬は金貨一〇枚だ。お前の取り分は「必要ない」

「今日の突撃はお前の成果。余計な分配は必要ない」

　そういうならば無理に与えることは施しとなって侮辱になるだろう。

「明日一日はお前も休暇だろう、酒でも呑むか？」

「いや、よるところがある」

　ならば止めまい。

　王都で女達と楽しむとしよう。

　この野営地から王都までは徒歩でも一時間もかからないのだ。

　ましてシュバルツならば五分とかかるまい。




　俺が帰ると宿の部屋から四人の女が飛び出してくる。

　アンドレイはいくつか部屋を貸してくれてるみたいだな。

　女達、それもかなりの美女達に取り囲まれる俺に宿中から羨望とやっかみの視線が突き刺さる。

　特にメリッサの格好がものすごい。

　胸元はこれでもかと開き、角度によっては胸が全て見えてしまう。

　裾も自分で切り詰めたのか、ただ立っているだけでも太ももの際どい部分まで晒されている。

「私は他の娘と違って欠陥品だからさ、体を出してなんとか繋ぎ止めたいんだよ～」

　軽い調子で言っていたが結構気にしているのだろう。

　メリッサにははっきりとした立場を与えて安心させてやるのがいいのだろうが……

「ほらエイギルさん早く部屋いこう？」

「ええ、参りましょう」

「ちょっと両手塞がってるじゃない！　仕方ない……股間の手を「やめなさい変態！」




　部屋に戻った俺達は酒を飲んで歓談し、その内に欲情の火が灯る。

　濡れた目で見つめる女達に任せるとたちまち服を脱がされ、ベッドに寝かされた。

「もうがっちがちね」「すぐに女が欲しいですか？　それとも前戯を？」

　そうだな、今日は戦場帰りでもあるし体を休めようか。

「口でしてくれ」

「「「「はーい」」」」

　女達が股間に群がる。

　どうやら全員でするのではなく一人一人するようだ。

「少しいいですか？」

　メリッサが布を俺の頭に巻いて目隠しをした。

　こうするとより性感が高まるらしい。

「誰が奉仕しているか当てて下さいね」

　ノンナの声を最後に声は聞こえなくなり、快感と水音だけになる。

　さて、この感触は……。

「カーラだな」

「当たり～！　やっぱりわかるんだ」

　カーラの奉仕は性格と同じで大雑把だ。

　口に咥えて大きく頭を振るやり方で快感も大きいが歯が当たる事も多い。

　一気に射精したい時には最高なんだがな。




　さてこれは。

「これは……マリアだな？」

「えへへ、わかる？」

　マリアの奉仕は口に含んで舌で舐めるやり方だ。

　丁寧な愛撫だが、それだけで射精させるには少しばかり刺激が薄い。

　なので頭を掴んで腰を振り、射精する。

　全員の羨望を浴びながらマリアは口一杯にたまった精を飲み干していく。




　次は…………。

「ノンナ、上手くなったな」

「はい、体のお世話も女の仕事ですもの」

　ノンナは二人の中間のようなやり方だが、見分けるのに苦労は無い。

　何故なら彼女が口技に入るより先に太ももにずっしりと巨大な胸が乗ってくるからだ。




　さて順番的にはもう一人しか残っていないのだが。

「ぐっ！　うおおぉぉぉ」

　メリッサの口には思わず声が出てしまう。

　さすがに長年娼婦で食べてきただけあって腰が震えるような強烈な性技だ。

　男を絶頂させる強烈な奉仕から挿入前の準備、発射後の掃除まで様々な技で咥えてくれる。

「ふふっ、気持ちいいですか～？」

「たまらない。そのまま続けてくれ。もう出したい」

「はいな、では覚悟して下さい」

　カーラの何倍も激しく動くが歯は当たらない。

　下品な音が鳴るがそれさえも性欲を誘う。

「すごい……」「じゅぽじゅぽってこんなに音するんだ」「恥ずかしい」

　腰を使う必要も、頭を抑えて喉まで押し込む必要もない。

　何もせずとも無理やりに種を引きずり出される苛烈な吸い上げだ。

「おうっ！」

「んむっ！　んっんっんっ……」

　口内発射を全て吸い取られ、最後に根元にちゅっとキスをされて終了。

　目隠しを取ると全員がメリッサを尊敬の眼差しで見ている。

　特にセリアが真剣な表情でなにやら教わっている。

　前戯なら覚えていくのもいいかもしれないな。

　最近はセリアにもちょくちょく悪戯をしている。

　とはいえ既にノンナが俺の上に乗ってきているので、今は胸板で潰れる乳の感触を楽しむ事にしよう。
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「今回の出撃は交易路上の魔物の撃滅だ！」

　エイリヒは全団員の前で叫ぶ。

「王都から西へ向かう交易路上で魔物の被害が相次いでいる。よって我々は全軍を持って出撃！　広範囲に散り、周囲一帯の魔物達を全滅させるのだ」

「魔物の種類はゴブリンや餓狼、グールが中心だがオークも含まれているとの情報もある！　油断せず重武装で行くぞ！」

　王都の周辺で魔物が群れで出るとは珍しい、通常は洞窟の奥やアンデッドならば古戦場に散発的に出るぐらいだと思っていたが。

「私、あまりモンスターと戦ったことがありません……」

　セリアが不安げに語るが魔物と言っても雑魚は獣みたいなものだ、一部の大型種が出ない限り問題ないだろう。

「お前の腕なら雑魚は恐れることはないさ。でかいのが出たら俺の後ろに来い」

　セリアの頭を撫で、調子に乗って裾から手を入れたところで逃げられた。

　近くにマックが居たのを忘れていたな。

　全体の説明が終わった後はブルーノ隊長と作戦について話し合う。

「今回お前には予備に回ってもらいたい」

　なんだ、いきなり用済みなのか？

　俺の不満げな顔を見てブルーノは付け加える。

「ゴブリンなんかを蹴散らすのは普通の歩兵で十分だ。お前は少し後ろにいて敵の大群や大物が出た時に投入したい」

　そういうことなら異存はあるまい。

　雑魚を潰して回るのに快感を覚える性格でもないしな。

「大物と言えばオーク？」

「一応目撃証言があるのはオークだが、それ以上の存在にも注意しておく必要はある。王都近郊で魔物の集団が出るのは久しぶりだからな」

「まあ出てきたものを倒すだけですがね」

　ブルーノは笑う。

「お前はそれでいいだろう。せいぜいお役目が来るまではそちらのお嬢さんといちゃついていればいい」

　俺たちの第二戦、王都西部での魔物掃討任務に向け夜明けの翼は全隊出撃の号令とともに行軍を開始したのだ。
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「ひまだな」

「そういうことは私の体から手を離して言って下さい！」

　俺の手はセリアの股に入り、指が小さな割れ目に食い込んでいる。

　くちゅくちゅと水音がして案外スムーズに動く。

　子供なのによく濡れるようになったな。

「ベッドでは抱いてくれないのにどうしてこんな人目があるところでっ！　んあっ！」

「既に前では戦闘は始まっているみたいだけどな」

　ここは第二隊司令部、ブルーノが居るすぐ傍の丘の上だ。

　全隊が参加しているとはいえ広範囲に散開しているので、見晴らしがいいここから見ても豆粒が動いているようにしか見えず、戦局はわからない。

「あっ！　ああっ！　あああっ！」

　む、セリアが俺の手を押さえて仰け反り始めた。

　だが、そこで何か空気が変わる。

　俺は股から手を引き抜いて槍を確かめる。

「ええっ!?　そんなぁ、ここまでして……ひどいです」

　目のいい見張りが何もいってこないし、豆粒も特に崩れたりはしていないから順調に進んでいるのだろうか。

「あと少しなんです。それで気持ちよく……」

　見張りに動きが見えた。

「うー……もう自分でします」

「右翼で混乱！　敵の集団多数！　後退しています！」

　見張りが叫びブルーノと俺の目が合う。

「セリア、股をいじるのは中止だ行くぞ」

「ちょっ！　大声で言わないで下さい！」

　俺たちを含め騎兵一〇名程が丘を駆け下りて急行する。

　なるほどゴブリンの群れが一〇〇はいる、二〇人でさばくのは苦労するかもしれないな。

　だが奴等の武器は粗末なナイフや斧程度で、体格も人間の子供ほどしかなく、突撃する騎兵を止められるようなものではない。

　俺たち騎兵は横並びになって槍を前に突き出し、歩兵を追う群れの横腹に突っ込んだ。

　ゴブリンの叫ぶ耳障りな鳴き声が無数に響き、小柄なゴブリン共は次々と槍に刺され、馬蹄にかけられていく。

　シュバルツはゴブリンなど問題にならぬとばかりに踏み潰し、俺も密集しているところを見つけては槍を振るいまとめて彼らを骸に変えていく。

　僅かな戦闘で場の戦局は一変した。

　ゴブリンは散り散りになって逃走し歩兵たちが取って返して狩りはじめる。

「もういい。本陣に戻る」

　俺はセリアとマックに声をかける。

　セリアは三匹、マックは五匹を仕留めたそうだ。

「本陣に戻ったらまたしてやる。次は昇れるといいな」

　セリアは精一杯馬を飛ばして本陣に戻るのだった。




　その後も何度か出撃の機会があり、そのたびにセリアの欲求不満はたまっていったが、ついに見張りが大物を知らせる。

「左翼！　大物が出ました！　オーク三体！」

「エイギル！　行ってこい。だが怪我するなよ」

　戦場で怪我するなとはブルーノ隊長も無茶を言う。

　俺達が今までと同じように丘を駆け下り、現場へ向かうと状況は少しばかり異なっていた。

　頭を割られた歩兵の死体がいくつか転がっており、駆けつけた騎兵の一体が馬ごと棍棒に叩き潰される。

　オークの体長は３ｍ近く、手には丸太をそのまま持ってきたような太い棍棒を持っている。

　安全に行くならは囲んで矢でも射掛ければいいだろうが、あいにくこの部隊にはボウガンはないし弓兵も展開していない。

「セリア、俺の後ろからついて来い」

　オークへ向かい一直線に馬を走らせる。

　奴は棍棒を振りかぶり俺を潰そうとするが槍で弾き、駆ける勢いも利用して腹に一撃、深く割かれた腹から血が流れ臓物が覗く。

　続いてセリアが通り抜けざまに腹に槍を突きたて、更に手を切りつける。

　いずれも完全に入ったが、いかんせん力が足りず、オークの分厚い脂肪と筋肉を完全には貫けない。

　それでも深手を負い、足元がふらついた奴の頭をマックの戦槌が捕らえ、叩き割った。

　苦戦していたオークが倒れ伏せ、周りの兵から歓声が上がる。

　だがまだ二体いる、勢いを落とさないままもう一体、こちらは逃げる兵を相手に棍棒を振り回し俺に気付くのが遅れた。

　こちらに振り返ろうとするがもう遅い。

　バルディッシュは分厚い首を刈り取って血の噴水を作る。

　三体目を屠ろうと視線を移すが、そいつにはセリアのナイフが何本も顔面に刺さっており、最後の一本が目に突き刺さった時、ついに膝を付いた。

　すぐに味方の兵士が槍で滅多刺しにしてこれを仕留めた。

　本陣に戻る途中セリアの様子がおかしい、何度も何度も寸止めされた上に戦闘の興奮も重なってか血走った目で俺を、正確には俺の下半身を見ており今にも襲い掛かって来そうだ。

　可哀相だが、慰めてやる時間は無い、このまま戦闘が終わるまでは我慢してもらおう。

「巨大なオークが出ました！　この集団のボスと思われます！」

　いよいよ形振り構わなくなったセリアが剣の鞘を自分の股間に持っていこうとした時、見張りが叫ぶ。

　魔物の群れはある程度の強さと知性を持った個体に統率されることで普段は見られない場所に移動してくることがある。

　そして魔物の種類は同じでも時折特に強力な個体と言うのも生まれるのだ。

　そのオークが群れを統率していると言うのなら王都近郊にまで魔物の群れが現れた理由としては説明がつくだろう。

「既に弓隊やボウガンを装備した部隊もいる。お前が行かなくても決着は着くと思うが行くか？」

　必要はないのだろうが一度ボスとやらを拝んでみたかったのかもしれない。

　俺はゆっくりと股間に手を伸ばすセリアを自分の馬に乗せかえて駆けだした。




「囲め！　へたに近寄るな！　射殺すんだ」

　でかい。

　普通のオークよりも更に１ｍは高く、腕や足の太さも増している。

　持っている棍棒は館の柱と言われても納得するほどのものだ。

　奴の周りには原型を留めぬ死体が転がっており、中には馬か人かすら判別に困る程に叩き潰されたものすらある。

　だが奴の命脈はもう尽きている。

　周囲を二重の槍兵に囲まれ、数十のボウガンと弓が狙いをつけている状況ではもはや数人道連れにする以上のことはできないだろう。

　それをわかっているのか低い唸り声を上げながら周りを見渡すだけで攻撃しようとはしない。

　哀れだな。

　そう思ってしまった。

　強者が弱いものによってたかって殺される、それに少しばかり気分を害したのかもしれなかった。

　気付くと俺は馬を降りて囲みの中に入っていった。

「おい、お前近寄るな！　殺されるぞ」

「問題ない。俺が仕留めるまで手出しするな。囲んでいろ」

　俺は広くなった囲みの中でオークと向き合い槍をむける。

　さあ来い、お前の最後を飾ってやる。

　意図が伝わったのかオークも周囲全てに向けていた視線を俺だけに集中させる。

　機先を制したのはオークの方、柱のような棍棒を振り下ろす、辺りに転がる死体を見ればどれほどの威力かは想像がつく。

　だが俺はあえてその一撃を真正面から受けた。

　巨大とはいえ、ただの木に過ぎない棍棒に俺の槍が深く食い込む。

　今まで経験したことの無い打撃に思わず声が漏れる。

　だが、まだ死なない、この程度では俺は潰れない。

　渾身の力で棍棒を振り払うと勢いでオークが一歩後退した。

　周囲から驚愕、唖然といった声が漏れる。

　次はこちらの番だ。

　振り回される俺の槍をオークは受けるが先程の一撃と違い、全身の力がこもっているわけではない。

　一合、二合と俺が進み、奴が下がる。

　そして六合目、太い棍棒がへし折れ、半ばほどで千切れ飛んだ。

　俺は決着を着けるべく大きく振りかぶるが、棍棒が短くなったことでオークの動きも軽快になり、両者の一撃が交差した。

　ささくれ立った断面が俺の頬をかすめ、わずかばかりの血が飛び散る。

　俺の槍はオークの分厚い脂肪と筋肉を引きちぎり、腹を叩き割った。

　割れた腹からどさどさと臓物を大地に落としながらオークはこちらを向き膝をついた。

　通常、オークは痛みには鈍感で感覚器官を奪うか、致命傷を与えるまでは戦い続けることが多い。

　腹を割っても即座に動きを止めるわけではない。

　だがこのオークは俺のほうを向き、腹を押さえるようにして目を閉じている。

　自分の運命を悟ったのか、周りの雑兵に止めを刺されるのが嫌なのか。

　言葉は通じないが俺に止めを求めているのだろう。

　大きく槍を引き戻す。

「じゃあな」

　槍を突き出す。

　頭蓋を貫通し、後頭部から刃が突き出るとオークはビクリと一度痙攣し倒れこんだ。

　槍を大きく振って血を飛ばし、周りを囲む兵士を見る。

「死体を囲んでどうするんだ？」

　怒涛の歓声が鳴り響いた。
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「多数の魔物を駆除することに成功した上、群れのボスも倒した。これで残る魔物も逃げ散るだろう。ここいら一帯の安全は回復したと見ていい」

　エイリヒは作戦の成功を宣言し、俺たちは王都への帰路についた。

「今回もお前の活躍は聞いている。最後のボス相手の一騎打ちは頂けないがな」

　そういえば怪我をするなと言われていたか。

「とはいえ結果が全てか、お前は無傷で戦果を上げた、それが事実だからな」

　臨時報酬の入った袋が渡される。

　この傭兵団はやたらと金払いがいいな。

　人が集まる理由もわかる。

「実は話はそれだけではない。今回、遊撃騎士を中心に三〇名程度の個人武勇に優れる者を選出して突撃隊を編成する予定なのだ。そして君にはその隊長をやってもらいたい」

「それは俺が指揮をするということなのですか？」

「いや、基本的には指定された目標を撃破する局地的な戦闘部隊だ。だが扱いは各隊長に準じるものとするから第二隊からは離れるということになる」

　私の直轄ということになるな、と付け加えた。

「戦争では組織力と統率力が何よりも重要だ。だが各々の武勇で持って突破口をこじ開けることが必要となることもある。お前はそういう任務では並ぶものが無いだろう」

「俺は難しいことは考えず、部隊を率いて敵に殴り込み暴れるということですか？」

「簡単に言えばそういうことだ」

　エイリヒは笑う。

「もちろん給金は上がるし、専用のテントも用意する。……女を連れ込みやすくもなるだろう」

　セリアが女ということはばれていたようだ。

　顔を上気させて俺を見つめる姿は女そのものか、発情させすぎたな。

　断る理由はない。

「お受けいたしましょう」

「頼むぞ。隊内での地位は各隊長（第一～三）よりは下、部隊長（一〇名～二〇名指揮）よりは上ということになる。細かいことは言わないがトラブルは起こすな。以上だ！」

　しばらくは今回の被害の回復と突撃隊を含めた隊の編成の為に大規模な出撃はないとして王都で休暇を楽しめるようだ。

　セリアを悶えさせて溜まった欲望で女達を可愛がることにしよう。

　辛抱たまらなくなったのか謝りながら俺の手を使って楽しんでいるセリア本人も満足させてやらないといけないしな。
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　余談　女の戦い　カーラの策略

「最近、宿の方々の視線が厳しいのですが、何か心当たりはありますでしょうか？」

　そう、今までは殿方の胸への視線は感じていましたが近頃は何か軽蔑したような、それでいて恐れたような目を向けられるのだ。

　もしや、素性がばれたかと青くもなりましたがどうやらそれも違う様子。

　お茶の席でマリアやメリッサに聞いても言葉を濁すばかり、あの変態には聞きませんけど。

「おはようございます」

「ひっ！　おっおは……ございます！」

　まただ……小さな娘はこうして逃げてしまう。

　何度も鏡を見直しても異変は無く……

　ロビーで食事を頂こうとすると変態と鉢合わせしました。

　ただでさえ気分が悪い時に、しかし体面は取り繕わねば

「あら、おはようございます」

「ひい！　申し訳ありません！　失礼しました！」

　大きな声でカーラが叫んで逃げていきます。

　どうせ何かに悪乗りしているのでしょう、本当に気分の悪い。

「やっぱり本当みたいよ」「うそ……あんな綺麗なのに見掛けによらないね……」

　宿の従業員が話しているのが耳に入る。

　元貴族の習性かひそひそ話を聞きつける能力は高いのだ。

「申し訳ありませんが少しお話してもよろしいですか？」

　逃げようとするが一人の腕を優しく掴んで逃がさない。

「怒りませんから先程の話聞かせて頂けないかしら、怒りませんから」

　従業員を自分の部屋に引きずっていく。

「何故皆さん私に奇妙な目を向けるのでしょうか？　幼い娘は怖がったり……」

　いいにくそうにする従業員の少女に早くと促がす。

「それは……ノンナさん……いえノンナ様がカーラさんを苛めたりしているからかと……」

　ふむ、それならば心当たりはあるが目の無い所でやっているし、他の娘が恐れることもないだろうに、と考えるが嫌な予感がして問い直す。

「私がカーラさんに何をしているか、噂でも良いのでお教え願えませんか？」

　少女は顔を赤らめる。

「……公衆の面前で服を脱がせるとか、淫語を言わせるとか、想い人の前で排泄をさせて辱めるといったことを……」

「全部あの女が勝手にやっていることではありませんか!!」

「ひいっ！　ごめんなさい！」

「他に！　まだあるんですか！」

「はっはい！　言うことを聞かないと罰として他の男に陵辱させたり、魔物や動物とまぐわらせるとも」

　こちらは根も葉も無い嘘だ。

「だっだれがそんなことを!!」

「カーラさん本人です！　先日宿の外で放尿しているのを咎めた時にこれは罰なんだと、しないともっとひどい目に合うんだって……」

　あの女自分の趣味がばれたので私を悪者にしたのか！

「ノンナさん！　いくら同じ殿方を想う敵とは言えあんまりです！　カーラさんも口では明るく振舞っていますがこのままでは変になってしまいます！」

　あの変態！　もしこんな噂がエイギル様の耳にでも入ったら……

「ちょっとカーラと話をしてきます」

　鬼気迫る私の様子にカーラがひどい目に合うと思ったのか少女がすがり付いてくる。

「やめて！　馬はやめてあげて下さい。カーラさんが壊れて、壊れて！」

「離しなさい！　あの変態にはお仕置きが必要なのです!!」

　部屋の外で聞き耳をたてていた彼女の相方は「やめて」「馬」「壊れる」「変態」「お仕置き」の言葉を拾い、親友に待つ過酷な運命に涙するのだった。

　ノンナが恋敵のカーラを激しく調教しているという噂はしばらく消えることは無かった。
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　名前　エイギル

　地位　夜明けの翼　突撃隊隊長　給金 銀貨八枚／日

　お金　金貨五〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　鋼の兜　鎖帷子　鋼のブーツ 黒いマント（呪）

　仲間　シュバルツ（馬）セリア（従者）マック

　宿待機組　ノンナ＝エレクトラ メリッサ　マリア　カーラ（変態）

　経験人数　二八人








第27話 　夜明けの翼③　動乱







　新生した突撃隊は個人技に優れるが個人主義の者が多かったのでひと悶着はあったがようやく軌道に乗り始めていた。

　これは突撃隊が他の隊とは違い三〇名と少人数で部隊長を任命することなく、俺が全員を直接率いる方式なのがよかったのだろう。

　当初反抗的だった数名を訓練という名目で服従させれば後は簡単だった。

　突撃隊は敵の重要な場所に突破口を開くと言う役目を果たし、夜明けの翼の中でも勇猛かつ個性的な者が集まる隊として有名になっていた。

　突撃隊が団の中での地位を確固とした頃、ついにそれは起きた。

「国王ヒューベル二世陛下崩御!!!」

　野営地の天幕内で俺やエイリヒをはじめ、団の重要メンバーが食事を取りながら談笑している場に王都からの使者が飛び込んできた。

　全員が一斉に立ち上がる。

「ついにきたか！」

「全員は部隊に戻り臨戦態勢を整えろ！」

「輜重隊は矢とボルトを各隊に分配、食料は不要だ！」




　エイリヒの指示が飛びブルーノや各部隊長が一斉に飛び出していく。

　俺の部隊は三〇名しかおらず装備も個人が勝手に持ち込んだものが多いので他の隊長と比べて時間はかからない。

　エイリヒも自分が直接指揮する第一隊の準備を手早く終えると他部隊の状況を眺めていた。

　やはり彼は他の指揮官よりも一段優秀なようだ。

「これからどうするのですか？」

「エイギルか……我々は今のまま準備だけして待機さ、行動には彼の命令がいる」

　彼とはつまり第二皇太子のことか。

「彼は既にこちらに向かっている。さすがに宰相の王弟は老獪なだけあって馬鹿じゃない、こちらの動きには敏感だろう。王子としてはさっさとこちらに合流してしまわないと何が起きるかわからないからな」

「王子が到着したらそのまま、王都へ殴りこむのですか？」

　エイリヒはわからないと両手を広げた。

「なんの理由も無しに殴りこめば反乱軍だ。いかにゴルドニアの常備軍が少数とは言えまともに相手すればひとたまりもない。あくまで今回の件は家督相続のお家騒動でなければならない」

「結局王子様待ちか」

「その通り、我々は彼の剣だからな、策略を巡らせるのは専門外だな」

「では王都を焼くようなことにはならないと？」

　王都には女たちもいる、火の海になるような事態になるのならば先に脱出させないといけないだろう。

「うまくいけばそうだ。結局は彼の出方次第だろうな」

　会話を遮るように複数の馬が走る音が聞こえた。

「どうやらお着きのようだ。続きは本人から聞くといい」




　外に出ると場に不釣合いな六頭立ての大型馬車が数騎の騎士に護衛されて到着したところだった。

　エイリヒを含めてその場に居合わせたもの全員が跪いて頭を垂れる。

　馬車と同じく晩餐会にでも出るような格好で一人の男が降り立つ。

　男は豪奢な出で立ちに似合わない鋭い眼光を辺りに走らせながら軽く手を上げる。

　夜明けの翼の創設者、エルディオ第二皇太子が初めて自らの剣と合流したのだ。

「久しいなエイリヒ」

「お久しぶりにございます、殿下」

　エイリヒは地面に膝をついたまま顔を伏せて答える。

「ここに至り無為な礼は不要だ。顔を上げよ、皆の者もだ」

　改めて皇太子を見ると年の頃は三〇程度だろうか、凛とした顔立ちには王族の誇りと傲慢さを感じるがやはり野心を宿した鋭い瞳が特徴的だった。

「諸君！　敬愛する国王陛下は崩御された！」

　場には既に団の真の目的を知る者達以外も集まり始めている。

　だが、国王の崩御は既に伝えられている情報で特に動揺や困惑は見られなかった。

「そして諸君、更にわが兄ベルトリウス第一皇太子もまた世を去った！」

　これは初耳だ、さすがに全体がざわめく、さすがに父子揃って病死ということもあるまい。

　エイリヒがこちらを見て軽く目を閉じる。

　なるほど、ここからは策略ということか。

「無論、病ではない！　国王崩御に触れ、野心に溺れた宰相アレンス公爵が手を下したのだ！　奴は不遜にも王位継承権を簒奪せんと企み、甥である兄を害し、更には余も害さんと試みたのだ！」

　いつの間にか皇太子の周りには団員が輪を作って演説を聴いている。

　生まれもってのカリスマがあるのかもしれない。

「しかし、余は勇敢な騎士とともにその手を逃れた。卑劣な宰相の魔手は余を冥府に送ること適わなかったのだ。これは必然、王権を正道に戻すべしという神々と精霊の御意思である！」

　更に演説は熱を帯びて続いていく。

「更に！　死者の冒涜をも厭わぬ宰相は、余を取り逃がしたことを知り、自ら害せし兄の名を騙る影武者を立て近衛軍を支配し、余を裏切り者として処断しようとしている。この神をも恐れぬ巨悪を討つには諸君らの力が必要なのだ！」

　演説には皆興味を持っているようだったが所詮傭兵には国軍のような愛国心は少ない。

　正統性と義憤のみで全体を掌握するのは難しい。

　それを行うには肝心なものが必要なのだ。

「諸君らが余に王位を、ゴルドニアに正義を戻したならば多大な名誉のみならず、それに相応しい多くの金品、そして武功著しいものには爵位をも与えるだろう！」

　肝心なものが示された夜明けの翼は大歓声とエルディオ第二皇太子を称える叫びに包まれた。

　皇太子万歳、いざ王都へ、の叫び声の中、彼は手を上げながら会議用の大型テントの中に入る。

　ここにいるのは俺や団長と隊長そして輜重隊や各部門の重要人物数人だけだ。




「……ここには知るものだけか？」

　皇太子が先ほどの怒りと熱狂に震えた声から一変した冷静で淡々とした口調に変わる。

「はっ！　全員が目的を存じております」

「そうか。既に国軍には先ほどと同様の内容を伝える使者を送ってある。国王崩御の知らせと同時に出した故、宰相や兄上が余の反乱を知らせるよりも早く着く」

　確かに国軍の司令官にしてみれば宰相が第一皇太子を害して替え玉を立てたと知らせがあってから張本人の宰相、そして恐らくは第一皇太子と連名でエルディオ皇太子が反乱したと連絡があるのだ。

　一概にエルディオの方を信じることもないかもしれないが、どちらが真実がわからなければすぐには動けない。

　そして真実を確認している間にこちらは迅速に事を終えてしまう。

　最初からそう計画されていたのだろう。

「既に出撃準備はできています。ご命令があればいつでも出撃できます」

「傭兵団は集団で王都への接近進入を禁ずるとの法規はございますが」

「よい、非常時である。余の命により反逆者排除と秩序の回復のため王都への進軍を許す」

　エルディオの号令によって夜明けの翼は鉄と馬蹄の音を響かせながら王都へ向かい進軍を開始した。
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　俺と突撃隊は王都までの僅かな道、いつも通り全体の先頭にたって進軍していたがエイリヒによって中心部、つまりエイリヒとエルディオがいる場所へと連れられた。

　エルディオはさすがにあのキラキラの馬車で戦いに向かう気はなかったのか馬に乗り換えている。

「そちがエイギルか？」

　突然の呼びかけにとりあえず返事だけをすると

「そちのことは聞いている。単騎でアークランドの鉄槍騎兵に泡を吹かせたそうだな」

「ただ道を塞ぐので押し通っただけでございます」

　エルディオは僅かに笑った。

「ついでか、それはよい。我が国は幾度となく苦杯を舐めさせられていたからな」

　笑顔は見る見る冷淡な表情に変わる。

「アークランドのごとき小国に良いようにされていたのも父の弱腰のせいよ。本来ならばあの程度の相手一ひねりにできように……兄も今のゴルドニアを維持することにしか興味がない、区切られた中庭を世界の空と思い込んでいる哀れな鳥よ」

　それっきり話は終わりとばかりに黙り込んだエルディオは無言のまま前に出て行き、俺とエイリヒも両側を守るように速度を上げる。

　既に王都の城壁は目の前に迫っていた。

「きっ貴様ら！　一体何の真似だ！　王都への傭兵団の侵入は禁じられていることを知らんのか！」

　門を守る兵士が叫ぶがその声は震えている。

　何しろ夜明けの翼は全隊揃って千名を超えるのだ、戦闘になればひとたまりもない。

　更に後方ではすぐに門を閉められるように兵士達が集まっているのが見えた。

「余が許可した」

　エルディオが進み出て兵士に語りかけるが大半の兵士は困惑したままだ。

　ゴルドニアほどの国家になれば一般の兵士では王族の顔を見たことがない場合も多い。

　ましてや国王や王位継承権者でないエルディオの顔はあまり知られていない。

　やがて隊長クラスの人物、恐らくは貴族だろう、が現れ、慌てて膝を着いた。

「こっこれは殿下！　一体何事でございましょうか!?」

「知れたこと、兄を害し王位簒奪を目論む宰相を誅するだけよ」

「しかし！　我々には殿下は国王崩御の場より突如いなくなったと報告が……」

「誰の名で、だ？」

「……ベルトリウス皇太子殿下にございます」

「兄は既に斃れた。それは宰相の立てた替え玉に過ぎぬ！　これ以上、余の足を止めるようであればそなた達も宰相の手先と見做すほかないぞ！」

　隊長と兵士が顔を見合わせる。

　大逆罪は共犯といえども平民ならば一族全員が死罪、貴族でも直系家族は死罪で家は取り潰し、更に血縁の繋がる他家にも不名誉烙印が押される重罪なのだ。

「そなた達に合流せよとはいわぬ。ただ余を通せばそれでよい。後はいつも通り職務に励め」

「はっ！」

　隊長は兵士に指示を出して各所に散らせる。

　城壁の守備部隊に我々を無視するように伝えているのだろう。

　それにしてもエルディオのカリスマ性とはったり能力は大したものだと感心しながら置物のようにこちらを見送る兵士の間を行軍していく。

　市内に入ると最初何事かと出てきた市民が正規軍でないと気づくとたちまち悲鳴を上げて家に引っ込んでいく。

　だがエルディオが演説しながら通るもので市内に傭兵団が現れた恐怖と王族の言葉を天秤にかけているようで混乱しているようだ。

「殿下、市民は我々に困惑しているかもしれませんな」

「今は民を恐慌させねばそれで良い。どの道宰相と兄を片付ければ王族は余しか残らぬ」

　途中第三隊は一部を分割して宰相私邸と皇太子私邸へと向かわせ、突撃隊を含む第一隊、二隊はそのまま王宮へ向かい行軍して行く。

「今は一兵でも惜しいが、兄も宰相も少なくない私兵を抱えている。横槍を差されるほうが不都合であろう」

「王宮の近衛兵は想定どおり五〇〇名でしょうか？」

「そうだ。王宮の警備兵が二〇〇に近衛騎士が三〇〇、代々仕える者達のみで構成している故、そう簡単に増えはせぬ」

「第三隊の半分を分割しましたので我々は約千、奇襲をかけ乱戦に持ち込めば互角に戦えるかと」

「うむ。それに近衛を壊滅させる必要もない。二人の首を取ればそれでよいのだ……近衛も代々続くと言ったが凝り固まった保守主義者ばかりだ、この機に根こそぎにしてしまうもの良いかもしれぬが」

「いずれにせよ、王宮を城として篭られれば非常に厄介です。まずは門を打ち破り迅速に内部に侵入する必要があります」

　両者の視線が俺に集中する。

　仕方ないだろう、その為の俺であり、その為の突撃隊だ。

「隊に戻ります。準備ができたらいつでも合図を」

「エイギル、名は覚えた。頼むぞ」

　エルディオに一礼して俺は隊に戻り、王宮に突っ込むと宣言した。

「マジかよ」「近衛とやるのか……」

「何、ゴルドニアはここ三〇年まともに戦争なんてしちゃいない。剣術のお稽古しかやったことのないお坊ちゃま騎士を恐れることはないさ」

　ざわつく隊員を一喝したのはカールと言う若者……といっても俺よりはいくつか年上らしいが。

「うちはオークと叩き合いやって勝つような化け物がいるんだ。連中にちょいと見せてやったらおしっこ漏らしてママのベッドへ駆け込むさ！　ねえ隊長？」

　化け物とは俺のことかと軽く頭をぶつけてやる。

「俺も剣捌きには少しばかり自信がありましてね！　お高く留まった近衛の連中が本当の殺し合いでどこまで強いか確かめてやりますよ！」

　ゴルドニアの貧困層出身だと言うカールはお調子者だが剣の腕は確かでそこを見込まれて突撃隊に配属されたのだ。

　元々権威より腕を重視する傭兵団の中にあって更に腕に自信のある者が集う突撃隊だ、すぐに坊ちゃん騎士と腕試しをしてやろうと声を上げ始めた。

　声の中には従者枠で無条件参加したセリアと順当に力を評価されたマックも含まれていた。

　市街地の大通りを抜け、たどり着いた王宮前の広場には既に近衛兵が完全武装で待ち構えていた。

　その数およそ三〇〇、全員が騎乗した近衛騎士団の全てだった。

「恐らくは宰相の入れ知恵だろう。余が父の遺体の前から去ったと聞いて予期したのかもしれぬ」

　あの爺は無駄に直感が鋭いからなとエルディオは苦々しく呟く。

　何にせよ、これで完全な奇襲はなくなった。

　後は奴らを食い破って王宮に飛び込む道しかない。

　エルディオが近衛に兵を率いてきた正当性を呼びかけるが彼らは戦闘態勢を崩さない。

　それはそうだろう、彼らにしてみれば直属の上司である皇太子から命令をされて出動した訳で、毎日のように顔をあわせる皇太子が替え玉かどうかなどすぐにわかる。

「見苦しい理屈をこねられますな！　皇太子殿下と宰相様より既にエルディオ殿下は謀反人故、捕らえよとの命令が出ております。傭兵風情の集団をお連れになったことが何よりの証拠、最早言い逃れは適いませぬ！」

　隊長とおぼしき男の最後通牒によってエルディオは下がりエイリヒと俺が前に出る。

　演説は終わった、次は戦闘の時間なのだ。

「弓隊前へ！」

　近衛には弓隊はない。

　元々が宮殿警備と王族の護衛が任務なので必要が薄かったという面もあるが何より構成員のほとんどが貴族関係者の近衛において弓は下賎な武器と見なされていたからだ。

　だが戦闘になればそんな奇麗事は通らない。

　下賎だろうが矢が当たれば人は死ぬ。

「うてぇ！」

　一〇〇本以上の矢が一斉に近衛隊の頭上に降り注ぐ、重厚な鎧と盾に守られた近衛騎士はそう容易には倒せないがそれでも運悪い兵が次々と倒れていく。

　数度の斉射にしびれを切らせたのか近衛隊はこちらの弓隊を踏み潰さんと突撃をかけてきた。

　さあここからが俺達の役目だ。

「全隊、突撃！　敵を突破してそのまま王宮内に侵入。その後は各自疑わしい者は全部切れ！」

　俺を含めて突撃隊の面々はどの道、皇太子も宰相も顔を見たってわかりはしない。

　ならば怪しいものを全部切ってしまえと言う話だ。

　エルディオが言うには王宮に巣食う頭の固い連中はいなくなった方がやりやすいとのことで許可はもらっている。

　ただ王宮には女官や侍女など女も多数いるのでこれを切るのは許さないと厳命しておいた。

　叫びながら騎馬突撃する俺達に続いて重装騎兵や軽騎兵など広場を埋め尽くさんばかりの馬が突進を開始する。

　数では勝るが兵装では劣る、一部の兵を除いては剣の腕も敵わないだろう。

　まして王宮内は彼らの場所だ、突入すれば各自が戦闘しながら移動して行くことになる。

　長い戦いになりそうだと槍を抱えあげる。

　セリアとマックを従え、全部隊の先頭を切って突っ込んで行く。

　なあにどうって事はない、アークランドで相手をした時は隣も後ろも誰もいなかったのだ。

　後ろには味方がいて隣には仲間がいる、敵は前だけ、随分と楽なものだ。
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　名前　エイギル

　地位　夜明けの翼　突撃隊隊長　給金 銀貨八枚／日

　お金　金貨八〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　鋼の兜　鎖帷子　鋼のブーツ 黒いマント（呪）

　仲間　シュバルツ（馬）セリア（従者）マック（マッチョ）

　宿待機組　ノンナ＝エレクトラ メリッサ　マリア　カーラ（変態）

　経験人数　二八人








第28話　夜明けの翼④  新秩序へ







　夜明けの翼　王宮方面主力

　騎兵隊

　重装騎兵八〇騎

　軽騎兵　二〇〇騎

　遊撃騎兵四〇騎

　突撃隊　三〇騎

　　歩兵隊

　軽歩兵　二〇〇名

　精鋭歩兵（ボウガン装備）　六〇名

　長槍兵一八〇名

　弓兵一四〇名

　－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　近衛兵団

　近衛騎士団三〇〇騎

　王宮警備兵二〇〇名
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　片側からは赤と銀に彩られた華麗な集団、反対側からは黒と茶色がまだらに見えるくすんだ集団。

　ゴルドニア王国近衛騎士団と夜明けの翼の騎兵隊は王宮の前、普段ならば人々が行き交う街の中心で衝突した。

　先頭を行く俺は襲い来る波を掻き分けるように騎士を斬り倒しながら突撃していく。

　一騎がセリアにむかったので心配したが剣をうまく回避して手首を切りつけていた。

　後ろでも突撃隊の面々は善戦している。

　近衛騎士は重装備だが戦い慣れしていない、一騎で駆けて剣を振るう修練はしているのだろうが集団戦ではお互いの距離がうまくとれないようだ。

　隊列を組んでの行軍はできるが、そのままの全力突撃や戦闘はやったことがないのだろう。

　それでもプレートアーマーに包まれた騎士は仕留めがたく、一対一の状況では突撃隊の面々も剣で遅れをとっていた。

　少し脅かしてやるかと一際派手で、頭に羽の着いた、それなりの規模の隊長と思われる騎士に攻撃目標を絞る。

「下がれ下郎！　我はかの伯爵家に繋がる「やかましい！」

　口上を最後まで聞くこともなく槍を振り下ろすが、さすがに隊長というだけあってうまく防ぐ、だがそれで見事と引くような甘い舞台ではない。

　続けての連撃で三撃目を受けた槍がついにへし折れる。

「待て！　武器が……」

　途中まで言った所で隊長殿の首が飛ぶ。

　戦場で武器の交換などできるはずもなかろうに、周囲の近衛からはどよめきが起き、突撃隊からは歓声が上がった。

「良いぞ隊長！」「続け！　やっちまえ」

　たちまち周囲の近衛が崩れ、次々と討ち取られて突破口が開いていく。

　混戦が解消したので視界が通り、他の味方に目を向けるとあまり良くはないようだ。

　さすがに長槍隊に守られた本陣には手を出せないようだが、騎兵は数ではほぼ同等にも関わらず大きく劣勢で既に壊走しつつある。

　援護すべき歩兵隊もうまく踏み込めていない。

「あれ……まずくないですかい？」

　もちろんまずい。

　まずいが我々が助けに行っても戦局をひっくり返せるわけでもない。

　所詮突撃隊は三〇名の少数部隊、突破専門の部隊なのだ。

「本陣が無事なら問題はない、このまま近衛騎士団を突き抜けて王宮内に殴りこむぞ」

　セリアとマックは何も言わずに従い、他の兵も修羅場に居続けるよりはいいかと続く。

「王宮内に全員で整列して入れるわけじゃない。武装した奴といい服を着た爺とおっさんは切り殺すか捕らえろ！　女は殺すな！　略奪はするな後で褒美が出る、いいな！」

　おう！　と全員が叫んで突撃を再開する。

　そこからは大混戦となり、セリア以外の味方に気を使うこともできずにただ目の前の敵を斬り捨てながら前進するのみだった。

　ことあるごとに「我は何某」と名乗る奴が多かったが全て無視して斬り捨てていくのは幾分か可哀想ではあったのだが。

　斬った数が一〇を超える頃、ついに王宮への大門が視界に入った。

「おい！　門が開いてるぞ」

　騎士団を突破しても王宮そのものには警備兵がいるはずで当然門を閉ざして防備を固めているものと思われたのだが不思議なことに門は開け放たれ、警備兵は一列に並んでいた。

「奴ら騎士団が突破されるとは思っていないんだな。手柄を独り占めされないようにいつでも出撃できるようにってことだろう」

「そいつは最高ですね」

　生き残っている突撃隊は二〇名程度か。

　王宮警備兵が俺たちの存在に気づき騒ぎ出し、慌てて門を閉めようとするがもう遅い。

　一列縦隊で王宮敷地内になだれ込み混乱する警備兵たちをなで斬りにしていく。

　更にマックが巨大ハンマーのような戦槌で片側の鉄製門を通り過ぎざまに破壊した。

　もともと王宮の門は要塞の役目など想定されていないので頑丈なフェンス程度の強度しかないのだ。

　これで後続部隊は王宮内突入が容易になるだろう。

　瞬く間に庭を抜け王宮内に馬のまま入り込む、途中次々と警備兵が出てくるが陣形も組まない歩兵だけでは二〇騎の騎兵は到底止められず。ただ踏みつけられるのみだった。

　王宮建物内部ではさすがに馬では移動できないのでシュバルツから降り、適当に遊んで来いと尻を叩いてやる。

　王宮は広いとはいえ、さすがに柱や壁のある中では取り回しの悪い特製バルディッシュもシュバルツに載せて手放し、背中に差したノンナ印の宝剣、デュアルクレイターを抜き放つ。

　銀色に輝く煌きは目立つことこの上ないが、王宮に鎧姿で踏み込んでいる時点で目立つもへったくれもないだろう。

　セリアとマック、カールも同じく馬から下りて俺に続く。

「よし、こっちはこの四人でいい、あとの奴は四～五人ずつ集まって探して回れ！」

　指示を出し終えぬうちに警備兵が切りかかってくるがセリアが脇下の隙間からの突き一閃で仕留めてしまった。

「セリア嬢ちゃんもやるねぇ」

「うるさい、さっさと先に行け！」




　ちなみにセリアは遠征先での水浴びをカールに見られてから隊内では女ということがばれている。

　実力もなかなかのものだし、何より男だらけの隊の癒しとして認められているのだ。

　但し、セリアは裸体を見たカールを許さず、なんとか亡き者にしようとしているようだ。

「ふんがっ！」

　マックが部屋の扉を叩き壊して中を確かめている。

「カールは前、セリアは後ろを警戒しろ、マックは怪しそうな部屋の扉を開いていけ」

　マックが破壊しようとした扉から兵士が二人飛び出してきた。

「そして俺は片っ端から敵を切る！」

　気の毒な兵士達をバターのように両断し、王宮の廊下を血で染める。

「高級な絨毯が台無しですね」

　セリアも場慣れしてきてしまったようだ。

　居合わせた侍女が兵士の凄惨な最後に失神して崩れ落ちた。

「さすがに広いなぁ。片っ端から部屋を確かめていくわけにもいかないですしねぇ」

　カールが前方から顔を出した兵士一人を切り倒している。

　彼の言うことももっともだ。

　だが皇太子の居場所は王宮の中心部だろうが宰相がどこかの部屋に身を隠している可能性があるのだ。

「後続部隊もいずれ来る。今は怪しい部屋を調べながら王宮の中心部に向かうぞ」

　脱出を許してはならない。

　特に皇太子の脱出を許してしまえばこちらの虚言がばれて我々は正規軍に撃滅されるだろう。

「結局厄介な任務じゃないか！」

　俺は三人の兵士を両断しながら悪態をついた。

　飛び出す兵士を斬り捨て、脅える使用人達を尻目に次々と部屋を確かめて行く。

　もしや逃げられたかと嫌な予感を覚えた始めたとき、怪しい一団を発見した。

　数人の屈強な兵士に護衛された老人、赤のマントに豪華な服装、それなりの地位に居る人物である事は間違いないだろう。

　何より護衛に当たっている兵士の服装が近衛ではない。

　もし宮廷内に自分の私兵を連れ込めるとすればそんな人物は何人もいないだろう。

「問う！　貴方は何者か！」

　俺は逃げ去らんとする人物へ背後から大音声を上げる。

「下郎め！　討ち取れ！」「後続が居るかもしれん警戒しろ」

　兵士達がこちらに向かってくるがこれは当たり前だ。

「宰相閣下！　お早く！」

　ついに決定打が出た。

　俺たち四人は顔を見合わせて頷く。

「宰相アレンス公爵！　第二王子殿下の命によりその命貰い受ける！」

　俺が先頭になって宰相の一団に切りかかる。

　さすが宰相の私兵だけ会って技術も速度もあるようで俺の斬撃を完全に見切って受け止める。

　思わず俺は笑みを浮かべてしまった。

　当然そう受けるだろう、だがそれが命取りになる。

　兵士の剣は軽い音をたてて両断され、右手とともに宙を舞う。

　デュアルクレイターはただの鋼ならば容易く両断してしまう。

　続いてもう一歩踏み込んで横なぎに払い、鎧ごと兵士の胸を切り裂く。

「すげぇ……まるでバターみたいだな」

　カールが驚愕の声をもらす。

　二振りで二人が倒れ、動揺した兵士達が下がり始めるのを見て他の三人が一気に突進する。

　一度逃げ腰になった兵を立て直すには高度な指揮能力が必要だが、残念ながら宰相閣下はその方面には優れていなかったようだ。

　兵達は討ち取られ、そして逃げ散り、廊下には宰相が腰を抜かしてしゃがみこむだけとなった。

「第一皇太子はどこにいる？」

「おまえらはエルディオの手駒か……このようなことが」

「質問に答えろ。そうすれば長生きできるかもしれないぞ」

「皇太子は自分で即位を宣言して王の間にいる！　それよりも貴様ら、こんなことをして唯で済むと！」

　俺が目で合図し、カールが剣を振るって首を飛ばす。

　手早く梱包して皇太子の所に突入しないといけない。

「次は王の間だ！　さっさといくぞ」

　俺が声をかけるが誰も動かない。

「どうした？」

「……王の間ってどこなんですかい？」「俺もしらん」「私も」

　そりゃそうだ。俺たち平民が王宮の地理なんか把握してるはずもない。

　仕方あるまい。




　目に付いた扉を蹴破るとベッドの傍で震えているメイドを捕まえた。

「お前は王の間を知っているか？」

「こっころさないで!!　やだあ！　たすけぇ！　死にたくない！　許して!!」

　俺たち四人は抜き身の武器を持ち、全身血まみれ、刃からは血が滴っており、ついでにカールは腰に生首を下げている。

　平和に生きてきたお嬢さんにはちょっとばかり恐ろしい光景かもしれないな。

「いやあああああぁあぁぁ……」

　メイドは腰を抜かして水溜りを作りながら助けを求めている。

　これでは話にならない。

「んぐっ！」

　キスをして舌を入れ一〇秒ほどかき回す。

「落ち着いたか？　お前に乱暴したりはしない、名前は？」

「ひっ！」

　もう一度キス。

「名前は？」

「フランチェスカ……です……」

　メイドは少し落ち着いたのか、脅えながらも質問に答え出した。

　下からは未だに流れ続けているが問題ないだろう。

「よし、フランチェスカ。王の間の場所を教えて欲しい。お前には何もしない」

「王様の間は……東の……」

「ありがとよ」

　俺は王の間の位置を聞きだすともう一度キスをしてから走り出す。

　フランチェスカは唇を押さえて呆然と俺たちを見送っていた。

「……なんだ？」

「いや、大将の女好きも大したもんだと尊敬してたんですよ」

「濃厚なキスでしたね。どうせならあの女も切り殺してしまいたい」

　歪んだ尊敬や嫉妬を背に受けながらも王の間まで到着する。

「最初と違って全然敵がいないですね」

　恐らく突撃隊以外の部隊が騎士団の守りを破って突入したのだろう。

　王宮各所で戦いが起こっているに違いない。

「おぉ！　お前らも無事だったか」

　王の間へ突入のタイミングを図っているとブルーノと何人かの部下が見える。

　そしてその中心にいるのは……

「殿下自ら参られるとは」

「余の命令で兄を害するのだ。余が顔を出すのが道理であろう」

　肝は据わっている様で何よりだった。

「して宰相はいかに？　奴のこと既に逃げ算段であろう」

　俺はカールの腰の首を開く。

「先程、王宮廊下にて仕留めました」

　エルディオは大きく頷きわずかに笑みを見せる。

「うむ！　よくやった！　そちはやはり特別な物があるようだな」

「殿下、されどベルトリウス殿下を取り逃せば全て水泡と消えます」

　ブルーノが引き締め、エルディオも、うむと表情を変えた。

「兄はここか、ついて参れ」

　全員が止めるがエルディオは先頭を切ってドアを開け、大股で入っていく。

　王の間には二〇人程度の近衛隊に守られ、王冠をつけ杖を持ったベルトリウス皇太子が意外に冷静にこちらを睨みつけている。

「きたな反逆者。祖霊の守りしこの場所に良く顔を出せたな」

「祖国の歴史たがが一〇〇年、祖霊の加護も知れたものということでしょう」

　二人はにらみ合い、俺たちも前に出て近衛隊と睨み合う。

「兄上はご自分で即位なされたとか、二〇の騎士を率いる王座はいかがか？」

「王は民に秩序と安定をもたらすもの、世を乱すお前に王たる資格など無い！」

「秩序？　安定？　違いますな、王が民にもたらすのは繁栄、そして未来だ」

「繁栄は平和と安定抜きには成しえぬ！　父が生前よく言っていたことだ！」

「繁栄とは変わらぬ日々を維持することではない。昨日よりも良い今日、そして明日です。先王は事が起こるのを恐れ、昨日と同じ今日を求めたに過ぎない」

「貴様……父の理念を汚すか！」

「端からそんなもの問題にしておりません。私には大きな展望と未来が見えている、このような小さな戦いをやっている時間はないのですよ」

「もうよい！　まずは反逆者の首を刎ねて世に安定を！」

　ベルトリウスは近衛の総監を務めるだけあって武闘派なのだろう、自分で剣を抜いてエルディオに斬りかかろうとしている。

　だがエルディオは剣を抜くことも無く後ろに下がる。

「どうした！　臆したか！」

「私の剣はこの部隊、兄上とは違いますので」

　さあ準備は整った。

　すぐにベルトリウスを含めた近衛騎士と俺たちの切り合いが始まる。

「隊長、ここで一花咲かせれば爵位も見えてくるんじゃないですか？」

　斬りあいの中、カールが軽口を叩く。

　そうだな、やってみようじゃないか。考えてみればこの剣を持って大暴れしたことはなかった。

「セリア、マック、後ろに下がれ」

　俺の顔を見て二人が慌てて後ろに下がる。

　多分俺は笑っていたんだろうと思う。

　斬り合い音が響き、鎧の間を剣で突かれた男が悲鳴を上げて倒れる。

　そんな戦いの中に異質な音が混じる。

　上半身だけになった男が手で這いながら助けを求め、白目を剥いて歩く男が三歩目で縦に割れる。

「次は誰だ！」

　三人目の両手を飛ばした俺が叫ぶと近衛が後ろに下がっていく。

　近衛の高級な鎧もこの剣ならば関係がない。

　いざと斬りかかってきた男の胸に剣を突きこみ、股下に落とす。

　男の中にあったすべての臓腑が足元に流れ落ち、体が半分に割れて崩れ落ちていく。

　次の男の足を切り払い、地に倒れた男の頭を軍靴で踏み潰すと思わず口元が笑ってしまう。

　やっぱり俺は心の底で戦いが好きなのかもしれない。

　他の者では相手は不可能と見た近衛隊長……特別な鎧を来た中年の男が兵士を下がらせる。

「俺がやる！　そこのお前！　名乗りを上げろ」

「エイギルだ。家名はない」

「下郎らしき戦い方だ」

　隊長が～家なんたらと名乗りを上げるが興味はない。

　喉を狙っての横なぎ、咄嗟に隊長様は受けようとするがそれはできないのだ。

　ディアルクレイターの切れ味もあるが、そうでなくても俺の斬撃を剣を立ててまともに受けられる奴などそうはいない。

　甲高い音が鳴って剣が両断され、隊長さんは慌てて腰の剣を探るが遅れて手が地に落ちる。

　動きも遅い、武器を失えば後退するのが鉄則だ。

　所詮は実戦を知らぬお飾りと言われても仕方ない戦い方だな。

　三度目の斬撃が喉を切り裂き、彼は絶叫も上げれぬままに血溜まりに沈んだ。

「案外に弱いんだな」

　隊長の仇と飛び込んできた二人を半分にしてベルトリウスに向き直る。

　最強の部下だった隊長は殺され、他の部下ももう何人も残っていない。

　勝機は微塵もなく、降伏か死かの判断しか下せぬだろう。

　そして降伏したとしても王族としての扱いを受けるとは思えない。

　目の前のエルディオは今までの伝統的な王とは考え方が違うのだ。

　ならば答えは一つだ。

「エルディオ！　ゴルドニア王家の者として貴様を滅さん！」

　ベルトリウスが剣を構えて突進する。

　俺とブルーノは目でエルディオに確認するが、つまらなさそうに軽くあごをしゃくっただけだった。

　俺の剣がベルトリウスに突き刺さり地面に倒れこむ、すぐに無数の槍と剣が彼の体中に突き刺さり、ゴルドニアの第一皇太子は無残な最期を遂げたのだった。

　ゴルドニア王家先王ヒューベル二世、唯一の嫡子となった王子エルディオはこの日、過去を捨てると改名しアレクサンドロ一世を名乗る。

　彼は配下の軍に見守られながら血に塗れた王座に座り、アレクサンドロ一世として即位を宣言した。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル

　地位　夜明けの翼　突撃隊隊長　給金 銀貨八枚／日

　お金　金貨八〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　鋼の兜　鎖帷子　鋼のブーツ 黒いマント（呪）

　仲間　シュバルツ（馬）セリア（従者）マック（マッチョ）

　宿待機組　ノンナ＝エレクトラ メリッサ　マリア　カーラ（変態）

　経験人数　二八人　変更無








第29話　叙爵　♯







　一連の動乱、王宮前及び王宮内での大規模な戦闘から二週間。

　王国は宰相ディートリヒ＝アレンス公爵の反乱、第一王位継承権者ベルトリウス王太子の薨御を発表。

　それに伴って王位は第二王位継承権者エルディオが王位を継承（アレクサンドロと改名）

　その日のうちに叛徒アレンス公爵を始め、彼の協力者が捕縛され処刑されたと発表した。

　一部叛徒が証言したベルトリウス皇太子健在の話はアレンス公爵が用意した偽者であるとされた。

　貴族の子弟や、代々仕える者が多い近衛兵のほとんどが反乱に加担したとされたことは国全体を揺るがす大事件となり、多くの貴族達に疑惑と衝撃を与えた。

　だが、王位を継承できる人物はもはやアレクサンドロしかいないことと、その彼が既に王都と王宮を支配しているという事実の前に貴族達は不満を心のうちに納め、王位継承を支持する以外の選択肢を持ち得なかった。

　更にアレクサンドロ一世の名で今回の反乱は全て宰相とその腹心が計画し実行されたもので、加担した近衛兵達は宰相によって騙されただけとされた。

　故に王権を取り戻すために斃しはしたが、本人達に反乱の罪を問うことなく、また親族にも一切責は問わないものと宣言された。

　生き残った近衛兵達は今回の騒ぎが全てアレクサンドロの策謀であることは分かっていたが、下手に騒げばその時こそ大逆の責を問われることになる。

　そしてベルトリウスが殺害され彼には子もいなかったので、いくら騒いでも担ぐ神輿は失われていた。

　彼らは不満を口に出さぬ程度の地位を与えられて細分化されていき、徐々に辺境に散らされ、二度と表舞台に立つことはなかった。

　そして二週間が経った今、戦闘の後始末がほぼ片付き、いよいよアレクサンドロがゴルドニア王として戴冠する日がやってきた。

　本来は戴冠式は貴族と神官など一部のものしか参加できないはずだが夜明けの翼の部隊長クラス以上は反乱鎮圧の功労者として認められていた。

　しかしまぁ随分と嫌われたものだな。

　先程から自分の領土から飛んできたのだろう「本来の」貴族達が夜明けの翼の面々を刺すような視線で睨んでいる。

　彼らにとっては俺たちはチンピラ以外の何者でもないだろう。

　エイリヒからも無用なトラブルは起こすなと言われているし、おとなしくしているか。

　戴冠の儀式が終わりエルディオ……今はアレクサンドロが手を振り上げて演説を行う。

「この場に集ってくれた諸君、まずは亡き父と非業の最期を遂げた兄に哀悼の意を示す」

　よくもまぁ言えたもんだとこっそり持ち込んだ干し肉を周囲に見えないよう口に放り込む。

　その後もつらつらと悲しみと卑劣な宰相への怒りを語るアレクサンドロに居眠りしそうになったところで口調が一気に変わる。

「しかし！　余は父を尊敬しながらもその政策は継承せぬ！　我が国は中央平原最大の国家、それが近年の体たらくは何か！　アークランドごとき小国に領土を差し出し平和を請うているではないか！」

　周囲にどよめきが走る。

　世襲の王がこれほどまでに先王を批判するのはまずあり得ない。

「余は平和を求めるが土下座と貢物によってこれを得るつもりはない！　平和とは交渉と剣によって手に入れるものでなくてはならない」

　アレクサンドロは先王の外交政策、平和安定を明確に否定した。

「それには剣、すなわち軍の増強が急務である。この場に居る諸侯諸君はゴルドニア貴族として我が国の繁栄のため、協力してくれると信じている」

　どよめきは更に広がる。

　国軍の増強と諸侯への負担を求めているのは明白だからだ。

　そもそもゴルドニアは国の規模に対して国軍の規模が非常に小さい。

　先王の平和主義の中、全国の盗賊と魔物を討伐できる程度の戦力しか有さず、国家間戦争をまったく想定していない編成になっている。

　そして国家間での問題は基本的にゴルドニアが折れる形の交渉で決着を図っていた訳だ。

「強力な軍隊とそれを支える強大な王権が我が国の繁栄を支えるのだ！　もはや屈辱的な外交はない。各国は思い知るだろう、強きゴルドニアが戻ってきたと！　そして非道を働いた愚か者は恐れ慄くだろう！　自らが断頭台に上げられる恐怖にだ！」

　より高い地位にあると思われる貴族達は懐疑的な目を崩していないが一部の若い貴族は演説に聞き入り始めている。

　貴族とは言え自国が格下の国相手に頭を下げて気分のいいはずがない。

　領地を持つ貴族は自らの権益や負担を考えるのだろうが、若い貴族や土地を持たない貴族達にとってはアレクサンドロの演説は愛国心を揺さぶるのだろう。

「だが余は農民を狩り集めて数を揃えた烏合の衆を誇るつもりはない。我が国の繁栄には高度に訓練され、有能な者に統率された国軍が必要なのだ。……そこで諸君らの中から軍を率いるに相応しい人間には近々声をかけることになるかもしれぬ。その時は愛国心によりて余の呼びかけに応えて欲しい」

　貴族達の目の色が変わる。

　役職の中でも軍の仕事は花形だ。

　特に爵位の低い貧乏な家の出の貴族にとっては成り上がる唯一の手段と言ってもいい。

「最後に、先日の忌まわしき動乱によって近衛解体の憂き目を見た。王権が動いた今の時期にわずかでも軍の力が弱ることは許されない。よって余が組織し、反乱を鎮圧した傭兵団を正規軍に編入する。それに伴って、余が能力有りと認めた幾人かには爵位と軍での指揮官としての役職を与えることとする」

　傭兵団を正規軍に、平民に爵位を、さすがにこれには貴族達から一斉に抗議と再考を求める声が上がるがそれを制するようにアレクサンドロの声がますます大きくなる。

「余は先王と違い、国内においても平和と協調を唯一至高の手段とは考えてはおらぬ！　無用な争いなど好まぬが、我が国の繁栄を妨げる者には容赦なく剣を振り下ろすだろう！　例え多少の混乱が起ころうとも、だ！」

　貴族達の声が細まり消える。

　ここに居る全ての者が感じだはずだ、新たな時代の到来を。

　そしてその時代は決して甘く優しいものではないことを。

「とりあえずはそこらの宿にでも泊まっていろ。そのうちに殿下……陛下から呼び出しがあるはずだ」

　エイリヒの表情は明るい、夜明けの翼が正規軍に編入される以上その最高指揮官たる彼の叙爵と指揮官の地位は間違いない。

　彼自身有能でもあるし取り立てない理由がない。

「仲間もいるので固茹亭でしばらく骨を休めることにしますよ」

「お前も陛下の覚えはめでたい。次に会うときはお互いに苗字で呼び合うことになるかもしれんな」

　最後に夜明けの翼は解散となったので地位に応じて軍資金を分配し、これで俺は再び無職となった。
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「お前らいつの間にそんなことになってたんだ？」

　固茹亭に帰るとマリアとメリッサが飛びついてきた。

　対抗して抱きついてきたセリアも含めて女団子のような状態で部屋に帰ったのだが……中ではカーラとノンナがお互いの服を剥ぎ取って絡み合っていた。

　ベッドの上で息を荒げているところを見ると真っ最中だったのか？

「放っておいて悪かった。だが女同士に走るのは非生産的だぞ？」

「ちがう！」「ちがいます!!」

　良く見ると服は脱がされたというよりも破かれており、二人とも身体には擦り傷をつけている。

　女同士で行為していたのではなく取っ組み合いの喧嘩をしていたのか。

「で、理由はなんだ？」

「こいつが私のパンを！」「私の服を放り出して！」

　なるほど、どうでもいい下らない理由と言うわけだ。

　こいつらは元々仲が悪いからちょっとしたことで着火するのだろう。

「もういい。お前らは誰の女だ？」

「エイギルよ」「あなたの女です」

「じゃあ俺の女の身体に傷をつけた罰が必要だな」

　俺はカーラの手を引いて隣室へ引っ張る。

「きゃん♪　罰なんてダメェ」「そんな……カーラさんだけなんて……」

　カーラは嬉しそうに腕を絡め、ノンナは妬むように俺たちを睨んでくる。

　彼女達の想像は間違っていないがこれは罰なのだ。

　ドアを閉めてベッドにカーラを乗せる。

「あはっ、やっぱりあんな化け乳よりあたしのがいいよね？　あの女、乳はでかいけどそれ以外は大したことないし何より……「黙ってろ」えっ……？」

　俺のきつい声にカーラが驚く、甘い行為が始まると思っていたのか。

「いいか、ノンナは俺の女だ。あいつに乱暴した罰を与えてやる」

「そんなっ、あれはあの女がっ！」

　俺はもう何も答えずに下着に掴んで破り取り、手に唾液をつけてカーラの股間をまさぐる。

「乱暴にするの？　構わないけどね……ってちょっとぉ！　そこ違うよ!?」

　唾液に塗れた指が入ったのは尻の穴、二本まとめてねじ込むとカーラの顔が歪んだ。

　間髪いれずに肉棒を取り出し尻穴に当てる。

「待って！　せめてもっとちゃんと準備してよ！　いくらなんでも無理だわ!!」

「お仕置きだと……言ったろっ！」

　カーラの尻たぶを両手で広げてほとんどほぐれていない尻穴を一気に肉棒で埋める。

　ほとんど前戯の無い強引な挿入に彼女は絶叫してえびぞりになってしまう。

「いったーーーい!!　無理よ無理無理！　裂けちゃうぅぅぅ!!」

「どうだ！　反省したか!?」

「死んじゃう！　許してぇ、ひいいぃぃぃぃ」

　心を鬼にしてカーラを責め、いよいよ冷や汗が流れ落ちる程になったので引き抜いて解放してやった。彼女はしばらくベッドに突っ伏して泣いていたが、やがてヨロヨロと起き上がる。

　尻にタオルを当ててやると結構血が出ている。

　挿入していた感じでは完全に肛門が切れてしまったわけではなさそうだが。

「もういい、今日は休め、あと切れたなら薬を好きに使え」

「はい…………」

　ふらふらと退室するカーラを見送り、濡れタオルで逸物を掃除する。

　何の準備もない肛門姦のせいで色々な物で汚れてしまっている。

　このままノンナに突っ込むのはさすがに可哀想だからな。




　続いてノンナを捕まえてベッドに放り投げる。

　先ほどのカーラの絶叫と泣き顔を見たせいかノンナは完全に脅えていた。

　だが片方だけ容赦するわけにはいかない。

　俺の女同士で傷つけ合いなど、言語道断だ。

　しっかりと教訓を与えないといけない。

　色々と言い訳をするノンナだが一切聞いてやらず、下着を剥ぎ取ってベッドに四つん這いにする。

　ノンナの尻穴は小さく窄み、尻肉も豊満とは言えない。

「ノンナ、尻を掘られたことはあるか？」

「あっありません！　ですからどうかご容赦を……エイギル様のお道具はとても無理です……」

　ふむ、さすがに初物を無理に犯せば取り返しがつかなくなるかもしれない。

　お仕置きはしたいが拷問したり破壊したい訳ではない。

「じっとしていろ……」

　指でまずは拡張してやることにしよう。

　まずは小指一本

「あうぅぅぅ……大丈夫です」

　親指

「んぐっ！　…………なんとか」

　指二本

「きつい！　動かさないでぇ」

　指三本

「ひいいいいい!!　無理ですっ裂けるぅぅぅ!!」

　男根

「いやあああ!!　ぶちぶちいってます！　本当に無理ですからやめっ……きゃあああ!!」

　絶叫するノンナだが、慣らした甲斐あってなんとか飲み込んだようだ。

「おぉぉぉぉあおおぉぉぉぉ……お尻、尻ぃ…………壊れるぅ……」

　ドアの開く音に振り返ると、メリッサが湯の入った桶とタオルを持って現れた。

　尋常でない声に心配して見に来たらしい。

「カーラは無事か？」

「えぇ、切痔になるかもしれないから薬を塗ったよ」

　メリッサは面倒見がよくて助かる。

　マリアはこういう性的なことには耐性がないからな。

「もう勘弁して上げようよ。白目剥いちゃってるしこれ以上は体を痛めるだけだよ？」

　ノンナはベッドに突っ伏して尻穴に男根を挿して震えている。

　確かにもう十分かもしれないな。

　射精できなかったので硬いままの男根を引き抜く。

　引き抜かれたノンナの尻はぽっかりと大穴を開けていた。

「うあぁぁぁ……あっ!?　誰かっ！　お願い早く！」

　ノンナが必死に何かを訴えている。

　俺にはわからなかったが、メリッサは気付いたようだ。

「あっこれはダメだ。エイギルさん耳を塞いで後ろを向いて」

　メリッサが桶とタオルを持ってノンナを動かす。

　何が起こるのかは想像がつくが、男の情けとして見ないし聞かないし嗅がないことにした。




　ぐったりしたノンナがメリッサに支えられて泣きながら退室し、後にはモノを勃たせた俺だけが残る。

　お仕置きとは言え、女の尻を掘りまくった肉棒は精を十分に溜めていた。

　発射しなければとても眠れそうにない。

「マリア、セリアも来い、可愛がってやるから」

「……ど、どうかお手柔らかに……」

「エイギル様の責めになら耐えて見せます！　例え体が壊れても泣き言は言いません！」

　構える二人の緊張をほぐすのにはノンナを寝かしつけたメリッサの到着を待たねばならなかった。




　その後の三人での愛の行為も全員がいつもより少しばかり従順だった。

　行為の中でメリッサが一言。

「ノンナさ、薬で治る範囲だけど結構ぶっちりいってたの。だからかなり痛いはずなのに……すごく嬉しそうだったんだよね」

　カーラだけでなくノンナまで道を踏み外すことは辞めて欲しい。




　カーラとノンナはそれからしばらく、トイレでは布を噛み締めて痛みをこらえる羽目になり、両者ともに手を出す喧嘩はしないと協定を結んだらしい。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　翌朝

「傭兵団が街に入っての大騒ぎはそういう事情があったのですね」

　ノンナがなるほどと頷く、尻が少し浮いている。

「あの時は何が起こったかって思ったもんね、エイギル何も言ってくれないし」

　カーラも続く、尻が少し浮いている。

「すまん、国王崩御から即座に行動になったからな」

　メリッサとマリアが料理と酒を持ってくる。

「お呼びがかかるまでは何も予定が無い。しばらくあんまり相手してやれなかったからな。呑んで食べて楽しくやろう」

　実は一番食べ物に飢えているのはここ二週間王宮に缶詰で簡単なものしか食べていなかった俺とセリアだったりもする。

　最近はセリアばっかり構ってやっていた気がするのでマリアとメリッサを両脇に抱き寄せる。

　ノンナとカーラは不服そうだが尻が痛くて姿勢が崩せないのだ。

　さすがに少しやりすぎたかもしれないが、ああして身を寄せ合っているところを見ると仲の悪さは少し改善したのかもしれない。

　旨い物を食べ、両手の女から次々と口移しで酒が来る。

　やがて女達にも酒が回ってきたのか開放的になっていく。

　酒の余興にとメリッサが部屋の中心で踊り出した。

　それも唯のダンスではなく扇情的に体をくねらせ、節目で着ているものを一枚ずつ脱いでいく。

　男を誘ういやらしい誘惑の踊りだった。

　やがて彼女は全裸になるが、手やテーブル、椅子を使って肝心な場所が見えないように踊り続けた。

　見えそうで見えないのは余計に興奮を誘うが、踊り子に襲いかかっては興ざめなので自重する。

　更に他の女に囃されて、マリアまでもが卑猥なダンスに参加した。

　彼女はメリッサ程うまくないのでたちまち丸見えとなってしまうが、小さな胸だけは死守していたのが哀愁を感じさせる。

「んっ！　セリア??」

　ソファーに腰掛ける俺の上に毛布がかかり、その中にセリアの上半身が入ってくる。

　やがてズボンからモノが引き出される感触とそれが狭い口内に入り、舌でつつかれる感触が続く。

　他の女の前でしゃぶりつくのが恥ずかしいのか、毛布からは出てこないが、その舌使いは中々のものだ。

　セリアは戦闘だけではなく、様々な技能に才能を秘めているらしい。

　他の女達もセリアが俺をしゃぶっていることには気付くが、酒の勢いもあって黄色い悲鳴をあげるだけで終わってしまう。

　美女を裸で舞わせて、更に美女に酌をさせる。

　そして高まる獣欲は従順で健気な少女にしゃぶらせる。

　正に酒池肉林とはこの事で、どこの王侯貴族と言いたくなる光景だろう。

　やがて、メリッサとマリアが踊りつかれ、カーラとノンナが酔い潰れて宴は終わる。

　胃が種で一杯になってしまったセリアは腹から上がる生臭さに耐えながらも、満足そうに眠りにつく。

　王からの連絡、そう急いで欲しくないな。
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「エイギル殿はいらっしゃるか！」

　部屋の前についに王宮からの使者がきた。

　俺が扉を開けると立ち込める女の匂いに顔をしかめながらも使者は役目を果たした。

「アレクサンドロ一世陛下より本日王宮に来るようにとの知らせである！　準備せよ！」

「承りました」

　部屋に戻るとセリア以外の全員が呆然とこちらを見ている。

　そういえば王とうんぬんの話はセリアしか知らないな。

「新王から直接の呼び出しなんて……一体何をなされたのですか！」

　一番気にしているのはノンナだ。

　王から直接呼び出されることがどれだけ異常か一番知っているのだろう。

「まさかっ！　王の娘や妻に手を出したんじゃ!!」

　ノンナの尻をバシンと叩くと服を着て準備を整える。

　彼女は尻を押さえて「おぅぅ」と悶絶していた。

「同行者は二名までに願います。ではこれにて」

　使者は最後に爆弾を投下していった。

　たちまち女達が顔を見合わせる。

　セリアが素早く隣を確保するがこれは仕方ない、今までずっと共に戦ったのだ。

　だがもう一枠、セリアはどう見ても子供か本人の言うとおり従者にしか見えない。

　ならば隣にいるもう一人が正式な女と見られるのは間違いない。

　メリッサは不相応と思ったのか一歩引いたが、マリアとカーラとノンナの間に火花が飛んでいる。

　取っ組み合いにならないのは昨日のお仕置きが効いているのだろう。

　だが俺はもうパートナーは決めているのだ。

「ノンナ、頼めるか？」

　ノンナがたちまち笑顔になりカーラとマリアがむくれる。

「俺もセリアも正式な礼儀なんてものは知らないからな。ノンナが居れば格好がつくだろう」

　戴冠式の時も貴族達に睨まれていた気がする。

「はいっ！　お任せ下さい」

　拗ねるカーラとマリアには明日以降一人ずつ一日デートしてやると納得させた。




　ノンナは部屋にある全員の服から綺麗なものを選りすぐり、上品かつ大胆なドレス風に仕上げて俺の隣にいる。

　だが俺とセリアがどう見てもただの旅人と言った服装なので浮いているといってもいい。

「一応平民として無礼にならない服装にしたつもりですが……」

「いや、まぁいい。一応顔見知りだからな、服装ぐらいでどうともなるまい」

　はっとノンナはこちらを振り向く。

「やはり身内の女性を！」

「違う！」

　尻を叩いてやりたいところだがせっかくのドレスの尻が血まみれになってもまずいから自重した。

　内股で小幅に歩く様子は一見上品に見えるな、実際は切れた尻をかばっているだけなのだが。







　王宮に入り、案内役に連れられて王の間まで連れられる。

　全力で修理したのだろう、あの戦闘の跡はどこにもない。

　セリアが勿体無いと言っていた絨毯に広がった血の海の痕跡もなくなっていた。

　ただ壁につけられた剣跡だけは簡単に修理できるものではなかったのか、白く石膏で埋められているだけだった。

　控えの間に通されてすぐに入室が許される。

　ノンナが驚いているのを見ると普通はもっと待たされるのだろう。

　大国オルガ連邦と比べても意味が無いかもしれないが。

「エイギルか！　よくきた」

　アレクサンドロ一世は表情を緩め手を挙げ歓迎を示した。

　周りに侍る官僚たちが少しばかり厳しくなるが王はまったく気にしていないようだ。

「お久しぶりです陛下」

　ノンナとセリアは俺の斜め後ろで跪く、これが正しい作法なのだろうか。

「うむ。先程まで世辞だけを言いに来る貴族共と中身の無い会話よ。あれこそ時間の浪費と言うもの」

　王は近く寄れと合図をする。

「戦の詳しい話でも聞きたいが奴らの下らん会話のせいで時間が無い。簡潔に要件のみを伝えるがそちを軽んじている訳ではないぞ」

「承知しております」

「そちは反乱軍に支配された王宮への突破口を開いたのみならず、首魁アレンス公爵を討ち取るなどその功績比類なし！　その功績に報いるためにそちを騎士爵に叙爵し、軍の指揮官に任ずる」

　ノンナがピクンと動いている。

　だがこれはエイリヒから聞いていた話だ。

「ありがたき幸せです」

「そちは無駄な世辞がなく話が早くてよいな。俸給については他の者が伝える」

　王は細かな条件などは言うべきではない。

　そういうことは財務官僚の仕事なのだ。

「そちはゴルドニアに家を持たなかったのだな。十分な褒賞を出す故、それで王都に家を買うと良い」

　王はノンナに目を移し笑う。

「エイリヒに聞いたぞ。そちは大変な女好きらしいな、後ろの女性もその一人であろう。女達をあまり連れまわすのは良く無かろう。どっしりと居を構えよ」

　王は立ち上がり俺の目の前まで来る。

「余はそちを頼りに思っておる。本来ならば土地でも与えてやりたいが今、土地を割ると国内で何が起こるかわからんのでな。なに、いずれ新たな土地が生まれるその時まで待て」

　軽く頭を下げ、従士が差し出す報奨金を受け取る。

「騎士爵に叙した者には剣と鎧が与えられる。……そちに武器が必要かどうかはわからぬが鎧はあってもよかろう。だが、余の与えたものとて気にすることは無いぞ。余が一番欲するのはそちが鎧を重んじることではない、戦場での働きよ。そのために必要なら好きに扱え！」

　後は騎士爵叙爵のための儀式となるのだが俺には肝心のものが無い。

「叙爵となれば名字がいる。何か決めよ」

　突然の話に思いつくのは二つ、ルーシィとノンナの名字だがノンナを見ると首を振っている。

　さすがに連邦で反逆者扱いになった名字は駄目だろうか、それにノンナのことが連邦にばれるかもしれない。

　そしてルーシィの名字は勝手につけてもつまらない、いつの日か彼女を手に入れた時に堂々と名乗ってやればいい。

　ならば……

「ハードレットに致します」

　ずっと以前、ロレイルの町で耳にした怪物の名前を出す。

　語感が気に入っていたんだ。

「ほう、狼の化身の名か……物々しい名だがそちには合うているかもしれんな」

　王は剣を抜いて俺の肩に当てなにやら宣言する。

　俺はノンナが後ろから呟くのにあわせてそれに答える。

　王にはノンナの声が聞こえていただろうが儀典の文言など気にしていないのだろう。

　早々に式は終わり、俺たちは王宮を後にした。

　セリアも顔を覚えられており、上物の鋼の剣を下賜されていた。







「うふ…………うふふ…………ハードレット騎士爵家……ついに貴方様は貴族になられたのですね！　半分ですけど！」

　帰り道でのノンナは最高に浮かれていた。

　報奨金や俸給などお金にはそれほど執着しない彼女だが、この浮かれっぷりは半端ではなかった。

　半分というのは騎士爵とは半貴族の扱いだかららしい。

「まずは一歩、ゴルドニアならば王の覚えめでたければいずれ土地を持つ領主になることも！」

　ノンナは手を広げくるりと回って尻を押さえて顔をしかめる。

「そして私はエイギル様に娶られてその子を産むんですね♪」

　なにやら色々な妄想が広がっているようだ。

　せっかくの幸せな夢を壊すこともあるまいと、踊るように歩くノンナを引っ張って宿に帰る。

　しかし報奨金の箱がやたらと重い。

　後日送ると言われたがめんどくさいので担いできたのだが失敗だったのかもしれない。

　シュバルツを連れてくればよかった。

　宿に戻るとマスターのアンドレイを含めて全員がひっくり返るほど驚いた。

　平民から貴族になるというのはそれほど珍しいらしい。

　アンドレイも俺との話し方に苦労しているようだ。

「俺だって聞いたことが無いな……いや聞いたことがありません」

「やめてくれ、俺が何か変わった訳じゃないし、今まで通りでいい。ただ報奨金で家を買うつもりだからここは近いうちに引き払うことになるかもしれん」

「そりゃそうだな。だがこれで格好がつくじゃないか？　貴族様が愛妾を囲うってのは珍しい話でもないだろう。気になっていたんだが誰が本命なんだ？」

　アンドレイが爆弾を投下し、微妙な雰囲気になった女達を放置して目録を確認する。

　　報奨金　金貨千枚

　騎士爵年金　金貨五〇枚／年

　　軍俸給　金貨三〇枚／年

　俺は金貨千枚入った箱を担いで帰ってきたのか……重いはずだ。

　だが金貨の山は確かに見てて爽快だな。

　部屋に戻ったメリッサも目を丸くしている。

「すごいね～。私を買うのにポンと一〇〇枚出したのは驚いたけどその一〇倍だもんね」

「いい家、できれば風呂が欲しいな」

「あっ！　いいね！　お風呂でお酒呑んでさ～みんなでいちゃついて最高じゃない？」

　和気藹々と新居について語る俺とメリッサ、そして微妙な雰囲気の中で牽制し合う三人の女、新しい剣を眺めるセリア、戦いは終わり、少しばかりの平穏が訪れようとしている。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル＝ハードレット

　地位　ゴルドニア王国騎士爵　王国軍所属

　　　年俸金貨八〇枚

　お金　金貨一〇九〇枚（銀貨以下割愛）

（お金は旅費等で作中に出てなくても勝手に減ることもあります。目安に

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　シュバルツ（馬）セリア（従者）　ノンナ＝エレクトラ（変態）

　　　メリッサ　マリア　カーラ（変態）

　経験人数　二八人








第30話　家探し







　朝から全員を連れて買い物にでかける。

「エイギル様は貴族になられたのですから、それ相応のモノを持たねばなりません！　家、服、家具、そして使用人！　必要なものはいくらでもあります！」

　そして一番張り切っているのはノンナだ。

「家はおっきいのがいいけど後は適当でいいじゃん。それより美味しい物でもたべよーよ」

「おだまりなさい！　そんなことでは市井の者の失笑を買うのです。エイギル様が笑いものになってもいいのですか!?　……幸いにしてお金は潤沢にあります。さあ行きましょう」

「家具や服はわかりませんけど使用人はいなくても私家事はできるよ？」

　マリアは宿屋にいる時も部屋の掃除は欠かさなかった。

料理、洗濯、炊事をしないと落ち着かないそうだ。

「まずは服と家だな。後はおいおい揃えていけばいいさ」

　ノンナは実家の完成された貴族家を思い描いているのだろうが、俺は成り立ての半貴族、おおげさに考えることもないだろう。

「ではまず服を買いましょう。カーラ！　あなたも一応愛妾ということになるのですから下品な服はだめですよ！　特にメリッサさんは体を出しすぎです。そういうのは夜にその、で十分です」

　張り切るノンナに俺を含めて少しげんなりしていた。

カーラが「小うるさいおばさんみたい」と呟き、地獄耳のノンナが聞きつけて掴みかからんばかりになったので尻をポンと叩いてやる。

「うっ！」「ひぃっ！」

　お仕置きはいい具合に効果があったようで平和な買い物は守られた。

ノンナやマリアは普段から街を散策していたらしくすぐに当たりをつけて店を回っていく。




　入ったのは煌びやかな高級店ではないが裕福な市民や中小貴族向けの服を仕立てている店で置いてある生地は中々の上物で腕も確からしい。

さすがに女性の服への目は厳しいようだ。

「まずは全員分の正装とエイギル様の服は正装、よそ行き、室内着最低三着は欲しいです」

「正装はともかく、よそ行きと室内着まで新調する必要があるのか？」

「あります。親しい貴族の方に誘われたら正装や普段着で行くんですか？　その方が家にいらっしゃっても同じです。最低三着、できれば種類も増やさないと同じ服ばっかり着てると思われますよ！」

　最初のうちはノンナの独壇場だったが女性陣は元々服には興味があるらしく盛り上がってきていた。

ああでもないこうでもないと自分の服は勿論、俺の服も選び始め、面倒くさいので丸投げしているうちに全て決まってしまった。

　女性陣は正装と来客があった時の室内着の各二着、俺は正装、外出用、室内着、そして予備の四着と大量購入になってしまった。

「ありがとうございます！　可能な限り早く仕立てますが量がございますので少々お時間が……」

「ではエイギル様の分から先にお願いします。女物は正装から順に」

「承知致しました。ハードレット様でございましたか、完成した品からお届けしたいと思いますが」

「いえ、私が受け取りに参ります」

　そりゃそうなるだろう、何しろまだ家がない。

「？　さ、左様にございますか。では失礼ながら御代を……金貨五〇枚となりますが商品を引き換えに致しましょうか？」

「いや、今払う」

　金貨を渡すと丁寧な様子で数え始めた。

「ねぇ、服に金貨五〇枚ってどうなってるの？　値段書いてなかったけど」

「それなりの店になれば仕立て次第なので出来合い物のように値札などついていないものです」

「私なんか怖くなってきたよぉ、すごい値段だよね」

「うん……調子に乗っちゃってエイギルさん怒ってないかな」

「わっわたしは使う布も小さいので皆さんよりはマシなのです！」

　多分値段の大部分は俺の正装とノンナのドレスだろうな。

他の服は麻や羊毛なのに対して俺とノンナのものは絹が使われている。

彼女の腹黒い一面を見てしまった。

　金貨五〇枚といえばここ王都でも平均的生活をしている平民一家が五年以上生きていける額だ。

上流貴族相手の商売をしているような店でない限り、そうそうお目にかかる額ではない。

この店はそうではないらしく、店主のみならず従業員全員で頭を下げて見送られた。

「買った品に異常な高値のものはなかったと思いますけど何十着も服を買う人も珍しいですから……」

　とはノンナの弁だ。

「今回のことでもわかったがまず家を決めないと不都合が多そうだ」

　家無しの貴族が買い物するなど、どこの喜劇だ。

「そうですね、まず家から探しましょうか」

　家を買うといっても建てるのか中古を買うのか色々とあるが今回は一から建てる時間はない。

となれば中古でいい物件を探すしかあるまい。

「家のことは私もほとんどわかりませんので……」

　ノンナだけではなくこの中で家の売買などしたことがある者はいない。

ならば一般的な方法で行くべきだな。







「ようこそいらっしゃいました。私、王都にて家や土地の売買を行わせて頂いております［ミルダー］と申します。何卒よしなにお願いいたします」

「ハードレットだ。中古の住宅を買いたい。なるべく大きなものがいいな」

　その他、何頭かが入る馬屋や風呂が欲しいなどと色々希望を伝えてみる。

「なるほど、ご予算の方は？」

「そうだな金貨千「金貨八〇〇枚です！」

　ノンナが割り込んだ。

そういえば家具を買うとか言ってたな。

「八〇〇枚ですと大規模な邸宅は少々不足になりますが……」

　だめならば仕方なかろうと言おうとしたがミルダーは割り込んでくる。

「ですが、ハードレット様は例の反乱騒動での武功があった方！　特別に格安の物件をご紹介致しましょうではありませんか！」

　さすが商人、情報が早い。

まずは物件をご覧下さいと背中を押されるように現地に向かうことになった。

場所は市内の中心部に近い、中小貴族や裕福な商人の家が立ち並ぶ地区だった。







「うわぁ！　ひろいですね～。台所もうちの宿屋より広いです！」

「これはすごいね！　こんなところに住めるなんて信じられないよー」

　普段はあまり騒がないマリアとメリッサが珍しく盛り上がっている。

メリッサは家には人一倍こだわりがあるみたいだ、もしかしたら昔何かあったのかもしれない。

機会があればベッドの中ででも聞いてみようか。

「厩も中々の大きさよ、あれならシュバルツの他にも二頭ぐらいは入りそう」

「室内も広いのできちんとした家具が置けそうです」

「塀も高くてしっかりしています。警備はやりやすそうです」

　全員なかなかに気に入ったようだ。

だがまだ肝心の部分が見れていない。

「それで風呂はどうなっているんだ？」

「ええ勿論、この建物の最大の売りですから充実しておりますよ」

　案内された風呂は確かに広く、風呂自体は部屋一つ程度の大きさ、浴槽には五人ぐらいは入れそうだ。

「このサイズの浴槽は貴族の方の邸宅でも珍しいものでして……」

　浴槽とは嗜好品であり、貴族邸宅でもついているとは限らない。

まして何人もがまとめて入れる浴槽となるとかなり稀少と言っていいだろう。

「こちらの浴槽は外部の井戸から水をくみ上げてこちらの竈に～」

　要は井戸から水を一旦外にある大竈にくみ上げて熱し、適温になったら中から栓を抜いて浴槽に入れるわけか。

自分でやると一手間どころか外と中を行き来することになるから使用人を雇うことが前提か。

「これだけの広さで構造も外壁も頑丈、更に大規模な浴槽までつきまして金貨八〇〇枚はかなり割安かと存じますが」

　皆が納得しかけている中、セリアだけが無言でミルダーを見ている。

「ではこちらの書類が契約書となりますのでサイン頂ければすぐにでも権利書を譲渡致します」

　何故そう急ぐのか、焦りにも似た態度に少々不安なものを感じ契約書を確かめるが、価格と屋敷の場所は正確に書かれている。

これでは誤魔化しようがないだろうとサインをしようとするとセリアが手を掴む。

「エイギル様、この男おかしいです」

　耳元に寄って小声で言う。

「少々怪しいところはあるが契約書はおかしくないみたいだが」

「いえ、絶対に嘘をついてます。私には家の契約なんてわかりませんが、嘘をついている人間はわかります。信じてください間違いありません」

　そこまで言うならと契約書を皆の前でテーブルに置き、ゆっくりと確かめる。

ミルダーは平静を装っているがあきらかに焦っていた。

「な……なにか不備でも？」

「そういうわけじゃないが、サインの前に確かめるのは普通だろう？」

　さすがに俺にも怪しいことがわかる。

皆も不穏なものを感じたのか、そこいらから顔を出して契約書を眺める。

そして遂にメリッサが何かを見つけた。

「これ！　土地の借り賃が毎月金貨一〇〇枚ってなってる！」

　全員が小さな叫びを上げ、ミルダーの顔が引きつる。

「家が八〇〇枚、土地が一月一〇〇枚か……随分割高な賃料だな」

「そっそれはこれほどの家を安価で売るのですから当然のことです!!」

「なるほど、ではこういう販売方法もあるのか同業者に聞いて回ってもいいか？」

　ミルダーはこちらを睨みつける。

「ご勝手に！　しかし新貴族様には恨みを持つものも多いと聞きます。無用心な外出は控えられたほうが宜しいのでは？」

　安い挑発だがあえて乗ってやる。

「心配ありがとう、だがその新貴族になった戦いで近衛兵を二〇人ばかり斬ったんだが、それ以上の無法者が出るのかな？」

　セリアの腰には鋼の剣が差されている。

へたな回答をすれば一秒で首が飛ぶだろう。

「わっわたしは何も違法なことはしておりません！　条件についても契約書に書かれております！」

「その通り、私もお前が悪さをしているとは言っていない。ただ田舎者なもので都会での商売には疎くてな、今度陛下にお目通り適った時にでも話の種にするつもりさ。都会で家を買うのは難しい……とな」

　陛下に会う予定は無いし、だらだらと話し込む時間もないだろう。

だが俺が陛下に目をかけられた新貴族の一人であることを知っているのなら効果はあるだろう。

現にミルダーは真っ青になって震えている。

だが俺は別に悪徳不動産屋を成敗するつもりも改心させるつもりもないのだ。

「土地の賃料の件は記載のミスだろうから直してくれ、それとこの家は年季も入っている。少しばかり補修してくれれば金貨八〇「七〇〇枚！」……七〇〇枚で買うことに異存はない」

　ミルダーには選択肢はない。

だが彼にとっても金貨七〇〇枚ならば修繕費を入れてもほとんど損失はでないだろう。

人を詐欺にかけようとした代償としては軽すぎるぐらいだ。

それとノンナはあまりお金に拘らない方だと思っていたのだが今回のことで随分印象が変わった。

高級貴族の血が騒いで将来浪費家になったりしないだろうか。

　ミルダーはしょぼくれたような、ほっとしたようななんとも言えない顔で契約書を修正し、文字の読めるノンナとメリッサ、マリアが何回もチェックしてサインした。

「安い買い物になったわね」

「もう少しでお金を騙し取られる所だったんですよ！」

「こわかったぁ」

「……私もあんな感じで売られたのかも……」

「字が読めれば……私だって……」

　修繕工事が入るので入居は少し後になるがこれで家は確保した。

後は家具もろもろだが、ノンナの目が燃えているので任せるのがいいだろう。

俺にとっては職人が作ったソファーも切り株もあまり変わらないのだから。







　結局俺がセリアと家具職人の店でお茶と茶菓子で一服している間にノンナ達は金貨五〇枚分の様々な家具を買ったようだ。

ノンナは食卓テーブルを金貨一〇〇枚の高級品にしようとしてカーラとマリアに押さえ込まれていた。

「いい家具を持つのは優れた貴族のステータスなんです。高すぎるということはないのに……」

「ばっかじゃないの！　金貨一〇〇枚のテーブルなんて頭おかしいわよ！　金貨五枚のソファーってだけでも意味不明よ」

「わたしもちょっとおかしいと思いますよお、きちんと作られた物ならそれでいいと思います」

「テーブルが私と同じ値段かあ……売値だと一〇枚だからこのタンスと同じか……はは……」

　カーラだけではなく全員から集中攻撃を受けてさすがにノンナも妥協したようだ。

　家具は全て職人が作ることになるのである程度の時間がかかる。

家の修繕にあわせて搬入してもらうよう頼むとノンナは気を取り直し、

「次は食器です。食器こそ貴族のステータス、妥協は許されません！」

　できたばかりの騎士爵の家と伝統ある伯爵家を一緒にしても仕方ないと思うのだがな。

貴族から奴隷と言う最下層まで落ちてしまったのだ、色々とつらい思いもあったろう。

幸いまだ金もあるし好きにさせてやろうか。

　カーラとマリアが暴走するノンナを抑えるべく追いかけていく。

庶民風味の金銭感覚を持った二人がいるからそう無茶はできないだろうしな。







「問題は使用人ですね」

　セリアが声を上げる。

その通りだ、物は買ってしまえばいいが人が一番難しい。

幸いにして俺以外は女所帯だし、家事好きのマリアがいるので掃除や洗濯料理は問題ないだろう。

だがさすがに風呂の水汲みや火おこしまでやらせるのは気が引けるし、使用人不在だとノンナが納得しないだろう。

　女達にできない力仕事となると男ということになるが男を同居させ、もし彼女達に手を出すようなことがあったら余計な血が流れてしまうし、そもそも信頼のおけない者を家の中に入れるのも宜しくない。

「使用人を雇う時はどうやっていたんだろうか？」

　銀の食器を巡って騒いでいるノンナに聞いてみる。

「申し訳ありません。私もよくはしらなくて……」

　そりゃあそうか、貴族のお嬢様が使用人をどうやって雇うかなど知るわけもないか。

「でも、うちにいた家令は確か寄り子の家の次男だったとか……えーと執事は騎士爵家の……」

　貴族家出身の高級使用人について聞いても仕方ないが、ノンナの立場だと一般の使用人と会話をする機会などなかったのかもしれない。

「普通は親交のある家の縁故とかそんなものじゃないかな？」

　メリッサがぼそりと口を挟んでくる。

「うちもそんな大きくない家だったけど、商売やってて何人か人いたからさ……貴族の家のことはわかんないけどね」

　それで十分だ、ともかく信頼できる人がいればなんでもいい。

しかし縁故と言っても俺が知っているのはブルーノとエイリヒ隊長、後はアンドレイぐらいだな。

突撃隊の面々の知り合いなど雇うなら盗賊団にでも声をかけたほうがましだろう。







「で、俺のところに来たわけか」

　俺たちはぞろぞろと連なってブルーノの家を訪れた。

彼は借家を借りており、俺たちよりも落ち着いて家を探しているようだ。

「エイギル……いやハードレット卿と呼んだ方がいいのかな？」

　ブルーノをはじめ各隊長も騎士爵を与えられており、新貴族として俺と同じように王都の中に居を構える予定らしい。

彼の名字は［レンスター］と言い、以前に住んでいた地名からとったそうだ。

「私的な場では不要だよレンスター卿」

　茶化してやると、やめてくれと手を振る。

「とはいえエイリヒ……卿は俺たちよりも上の準男爵を頂いている。それに国軍増強のために奔走しているからとても使用人どころの話じゃないだろうがな」

「となるとやはりお前に聞くしかないな」

　残念ながらとブルーノは手を上げた。

「俺も一年前にここにきたばかりだぞ？　しかもほとんど傭兵団にかかりきり、信頼できる知り合いなどほとんどいないのだ。かろうじて……」

　後ろから二十歳そこそこの女性が現れる、すごい美人と言うわけではないがおっとりとして落ち着く雰囲気が感じられた。

何より子を宿した腹が大きく突き出していた。

「マリーだ。彼女とその家族は信頼できる。だから家を買ったら妹や弟に手伝ってもらおうと思ってな」

　ブルーノはマリーを優しく撫で、マリーも身を任せている。

結局のろけかと、対抗してカーラの股間に手を突っ込んでやろうかと思ったが発情して飛びついてきたら惨事なのでやめておく。

「今回は力になれないが、お互い味方の少ない新貴族だ。出来る限り力になるから何でも相談してくれ」

　それに異存は無い。

奴はなかなかにいい男だし力量も確かだ。

　だがこれであてはアンドレイ……ロリコンダンディしかいなくなったわけだ。







「使用人か……確かに難しい。うちで雇う従業員でも金を持って逃げるようなものはいたからな」

　アンドレイと話す時の定番、カウンターを挟んで酒を酌み交わしながら話をする。

「俺は興味ないが、お前の家は綺麗どころの女だらけだ。男を雇うのは危ないな。俺は興味がないが」

「余計な血は流したくないからな」

　ふんっとアンドレイは軽く笑って続ける。

柱の影でいつもの女従業員が顔を赤くしてみているぞ。

「仕事というのは重労働なのか？」

「井戸から風呂用に水汲みと釜戸焚きだな。他には掃除や洗濯か」

　マリアは家事をやる気だが手伝いが居たほうがいいだろう。

「水汲み程度は重労働とは言わん……そうだな心当たりがある。ついて来い」




　アンドレイが向かったのは石作りの建物、サイズは大きいがかなり痛んでいる、貴族や金持ちの家ではないだろう。

入り口を掃除している女性にアンドレイが声をかける。

「オレリア、元気にしてるか？」

「アンドレイさん！　いつもありがとうございます！」

　オレリアと呼ばれた黒髪の女性はペコリと頭を下げた。

女性は少女と言う年ではないのだろうが、とても背が小さく体も細身だった。

俺を含めて全員の視線がアンドレイに突き刺さる。

以前にアンドレイの性的嗜好については皆に伝えてある。

「今日はどのようなご用件ですか？」

「少し話したいことがあってな。ドロテアはいるか？」

「はい。母さんは今中庭にいると思います。……後ろの方々も？」

「あぁ、彼らは大丈夫だ、俺の知り合いでな」

　少女は俺たちを警戒しているのか、箒を放り出してアンドレイにくっつく、その態度は男というよりも優しい父親に対してのものに思えた。

　中庭……は本来の鑑賞用の庭ではなく様々な物が植えられて簡単な畑のようになっていた。

その中心で手入れをしてる女性、周りにはたくさんの小さい子供達が群がっていた。

「あら、アンドレイ。今日はどうしたの？　随分と大勢の方をお連れになって」

「アンドレイー！」「おじさん！」「きんにくー」

　子供達は一斉にアンドレイに群がっていく。

女性は四〇歳ぐらいだろう、体格は小さくないのだが痩せた手とこけた頬が印象的だった。

ノンナは痩せ細った体を見て驚いたように口に手を当てている。

「ドロテア、お前また満足に食ってないんじゃないのか？」

「ふふ、子供達が飢えなければそれでいいのよ。それにもうすぐお芋がとれるから大丈夫」

　アンドレイはポケットから酒場で出していた吹かし芋を取り出すがドロテアはそのまま隣の子供に渡してしまう。

「エイギル……ここって……」

　さすがに俺も気付いた。

ここは身寄りの無い子、捨てられた子を引き取って育てる孤児院だ。

「立ち話もなんですね、皆様こちらへどうぞ。みんなは遊んでいなさい、畑を踏んじゃだめよ！」

　子供達は俺たちに興味を示しながらも追いかけっこを始めたようだ。

俺たちは建物の中のテーブルに案内される。

ボロボロのそれは食事にも不都合が出るだろう。

「ここは元々没落した商家の屋敷を安く譲って頂いたのですが、なにぶん補修もできませんので」

　ボロ屋でごめんなさいね、と笑うドロテアはやせ細った顔とは裏腹に幸せそうだった。

彼女は元々商家の娘だったが、街で飢える子供達を見ていられずに実家を飛び出してこの孤児院を作ったとのこと。

アンドレイは孤児院に頻繁に食料などを援助していたそうだ。

「さて話なんだが、こいつはこないだの国王崩御の騒動で生まれた新貴族って奴でな」

「まぁ！　貴族様でしたか、これはご無礼を」

「そういう礼は不要だそうだ。続きだがそれで王都に家を買ったらしくてな、使用人を探しているんだが、知り合いも少なく縁故もないんで探しようがないらしい」

「それで……うちの子達をと？」

　ドロテアの目が少しだけ細められる。

「あぁ、使用人となれば住み込みで飯も食わせてくれる。お前のとこも少しは楽になるんじゃないかと思ってな」

「うちの子達はいい子ですけれども、貴族のお屋敷で働けるような礼儀は教えていませんよ？」

「それは問題ない。礼儀なんか俺も知らん。気にするのはノンナ……その胸の大きいのだけだ」

「なっ！」

「あら、では……お仕事の内容を教えて頂いても？」

「水汲みと火おこし、後は家事の手伝いぐらいか」

　ドロテアはいまひとつ乗り気ではないようだ。

奉公に出した子供達が売り飛ばされたり慰み者にされたりということを心配しているのかもしれない。

「ドロテア、俺はこいつとそう長い付き合いじゃないが悪い奴じゃないことは知ってる。お前の心配してることは起きない」

「アンドレイがそう言うなら……」

「それに見てみろ、こいつが連れてる女達が不幸に見えるか？」

「幸せだよ～」「私もね」「夜はふっといちん「黙りなさい変態！」「私は従者です！」

　ドロテアは笑顔を戻した。

「そうね、人を見る目はそれなりにあるつもりだけど彼女達は幸せそう。では何人ぐらいご奉公させて頂けますか？」

「とりあえず三人かな、水汲みはそれなりに重労働だからあまり小さい子だと困る。寝る場所と食事はこっちで用意する」

「それなら……オレリア、［クロル］［ミティ］［アルマ］を呼んできて頂戴」

　やがて少年一人と少女が二人がおずおずと顔を出した。

「クロルだ！　……です」

「ミティと言います、宜しくお願いします」

「アルマ……です……よろしく」

　クロルという少年は強がっているが震えている。

ミティは一番の年長者で落ち着いていそうだ。

そしてミティの背中から顔を出す少女がアルマ、この中では一番小さく露骨に脅えている。

「クロルは一二歳、ちょっと生意気なところはありますが体力はあります。ミティは一四歳でみんなのお姉さん、何でも器用に出来ます。アルマは一一歳です。少し怖がりですが……裁縫が得意なのよね」

「よろしく頼む」

　俺は握手の為に手を差し出すがミティ以外はいまひとつ緊張がとれないようだ。

フォローするようにアンドレイが声を上げる。

「お前らは今までドロテアに飯食わせて貰ったんだ。少しばかり働いて楽させてやりな。特にクロル、お前は男だろ、しっかりやれよ」

「おっおう！　当たり前だ怖くなんかねぇ！」

　クロルは俺の手を思い切り握ってくる。

それぐらい元気があったほうがいいな。

　アルマもぷるぷる振るえながら近寄ってくる。

頭を撫でてやると無言でミティの後ろに戻っていった。

「うちで働くと言っても所詮王都内だ。事情があればまたここに帰って来るのも簡単だろう。そう重く考えるな」

　また帰ってこれると言われ子供達の顔が明るくなる。

まだまだ子供の彼らが母親を恋しがるのは当然のことだ。

それだけドロテアがいい母親をやっている証明でもある。

「では詳しいことはまた後日だな。今は家が補修中だから完了したらまた伝えに来る」

　俺はそういって席を立つ。

「それとマスター。こいつで皆に何か食わせてやれ、ドロテアはしっかり食えばいい女に戻りそうだ」

　こっそりと少なくない額を渡すとアンドレイは何も言わずに小さく頷いた。

「それにしても随分と慕われているようだが、マスターに慈善活動の趣味があるとは……」

　言いかけて止まってしまう。

まさかそんなことはないだろう、彼は気の毒な子供達と献身的な女性に心打たれて彼女達を助けていたはずなのだ。

その崇高な志を不純な妄想で汚すことがあってはならない。

「幼女……いや子供が飢えるのは忍びない、それだけだ」

　聞かなかったことにしよう。

「たまにここに来るとな……群がってきやがる。幼女……いや子供達が」

　もう聞かなかったことにはできない。

ドロテアの人を見る目も怪しいものだ。

危険人物を出入りさせているではないか。

　肩を落とす俺と薄く笑うアンドレイの後姿はそれなりにハードボイルドに見えたかもしれなかった。







「聞いた？　あの子達の食費、三〇人もいるのに一食銅貨一〇枚もないんだって」

「……」

「金貨一〇〇枚のテーブル」

「っ！」

「椅子が壊れて仕方なく壊れた樽に座ってる子もいるんだって。お尻痛いだろうなぁ」

「……」

「金貨五枚のソファー」

「っ！」

　一方前を歩く男二人の後ろではカーラの棘がノンナに突き刺さっているのだった。

これからノンナは少しばかり節約を覚えるようになった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




名前　エイギル＝ハードレット

地位　ゴルドニア王国騎士爵　王国軍所属

　　　年俸金貨八〇枚

お金　金貨二五〇枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　シュバルツ（馬）セリア　ノンナ＝エレクトラ メリッサ

マリア　カーラ

経験人数　二八人

服代金貨五〇枚　内訳　日本円に直せば約五百万

※服代は他の品物に比べて高価な設定です。

エイギル　礼装　　一〇枚

　　　　　外出用　　二枚

　　　　　室内用　　二枚

　　　　　予備　　　二枚

　　　　　　　　　　　　計金貨一六枚

カーラ　マリア　メリッサ　セリア　四人分

（銀貨）　ドレス　八枚

　　　　　自宅用　二枚

　　　　　　　　　　　　計金貨四枚

ノンナ　　ドレス　二六枚

　　　　　自宅用　　四枚

　　　　　　　　　　　　計金貨三〇枚








第31話　再び会う顔







　王宮の奥、国王アレクサンドロ一世の名において王国の軍関係者を始め、各大臣や重要な貴族が集められた会議が催されていた。

「余は軍の増強について既存の部隊を強化するのではなく新たな軍団を創設することでこれを成し遂げるつもりだ」

「しかし！　それでは兵のみならず一〇人隊長、一〇〇人隊長クラスの人間から集めなければなりません！」

「やはり既存の軍団に兵士を追加する方が手間もなく増強が可能なのでは？」

「余も時は貴重と思う故、そう考えていた。これを読むまではな」

　王の手から紙の束がテーブルに投げられる。

「こ……これは？」

「各兵団から出された兵力の増強計画書……つまりどれだけの兵が必要かというものだ」

　全員が書類に目を通すが王が何を問題としているのかがわからない。

末席にいるエイリヒだけが渋い顔をしていた。

「わからんか、そうだろうな……三〇年の平和は長い。ラッドハルデ準男爵！　問題を指摘せよ！」

　全員の視線が集まりエイリヒは素早く立ち上がる。

［ラッドハルデ準男爵］それがエイリヒに与えられた爵位だった。

「はっ！　この編成は現在の兵士と同じ比率での増強を求めています。そして現在の兵団の役目が治安維持的な任務である以上、規模を大きくしたところで巨大な警備隊になるのみ、対外戦争には耐えません」

　つまり各兵団は単に兵士を増やすことのみが目的で具体的な軍の運用についてはまったく考えていないということだった。

「隊長の数が足りないと言ったがこの程度のこともわからない隊長などいくら居ても同じことよ。余が創らんとしている軍隊には必要ない」

「新軍を設立するとなると司令官が問題となりますが……」

　貴族達の目が輝く、兵団の司令官の役職が欲しくない者はいないだろう。

軍の家系に生まれた者にとっては最高に近い名誉でもある。

だが王は新職を貴族達の飾りにするつもりはなかった。

「ラッドハルデ準男爵、そちがやれ」

「それはっ!!」

　一斉に声が上がるが王は手で制する。

「余の決定だ。反論があるのか？」

　ほとんどの者は黙り込むが王軍総司令官のグドロア＝フーバー侯爵だけが異議を唱えた。

「兵団の司令官が準男爵など聞いたことがありませぬ、最低でも伯爵を宛てるが慣例！」

「では慣例は王たる余の判断に勝るというのか？」

「そのようなことはありませぬが……」

「ではそれ以外の根拠を示せ」

「ラッドハルデ……卿は軍の経験がありませぬ。傭兵団と正規軍では戦術も運用もまったく違ったものになります。なれば軍で経験を積んだものをあてるのがよろしいかと」

　王は大きく頷くが納得しては居なかった。

「フーバー侯爵、我が軍に本当の経験を積んだ者などおらぬのだ。先程ラッドハルデが指摘した通り各兵団の司令官さえ警備隊でしかない。三〇年の平和は牙を腐らせるには十分だったのだ」

　貴族達は顔を伏せる。

彼ら自身もわかっている。

自分たちが戦場に出たところで何をしたらいいのかはわからないのだ。

「現に我が国で最高の練度と装備を誇った近衛騎士も［寄せ集め］を相手に突破を許したではないか、結果的にはそれが反乱を鎮圧する決定的な要素となったのだが……」

　微妙な話題に全員が顔を見合わせる。

「余はゴルドニアを強国とする。それには対外戦争が必要になることもあるだろう、それに耐えうる軍を率いた経験のあるものはいないのだ。ならばより能力があると思われる者を余が選ぶ」

「しかしながらっ！」

　王はフーバー侯爵を睨みつける。

「フーバー侯爵、そちの発言が国を思ってのことであることは分かっている。だが余はもう決断したのだ！　王は余であってそちではない、話はここまでだ」

　フーバー侯爵が退けられては最早誰の意見も聞かないだろう。

「ラッドハルデ！　そちを新軍……そうだな中央軍と呼称する。この中央軍の司令官に任命する。規模は差し当たって一万名程度を想定するが兵科とあわせて更に必要なら言うが良い」

　ゴルドニア王軍の現在の兵力は約一万だが各都市に所属し分散していることを考えると総兵力と同数の軍が王都に誕生するのはかなり衝撃的だ。

ましてそれが一個の軍団となるとその力は極めて強大になる。

他に各領主がそれぞれに持つ兵はいるが長年動員など、なされていないので数も質も知れている。

数は増減があるがせいぜいあわせて数千だろう。

中央軍の創設は領主達に対する王の絶対優勢を保障することにもなるのだ。

「ありがたき幸せ！　身命を賭して励みます」

「うむ、卿は以前連邦に居たと聞く。新軍には伝統も格式もない。好きなように編成し、ただ強くあれ！　以上だ」

「はっ！」

　その後、募兵の拡大と一部徴兵の再開によって兵数を確保すること、先の反乱によって取り潰されたアレンス公爵家から没収した財産を軍費に当て、更にその荘園を全て国有地とすることが決定した。

　ゴルドニアの軍事力は確実に強化され、それに支えられる形で国内での王の権力も絶対的なものになりつつあった。

だがこの変化は未だ国外では正確には把握されていない……




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「御前会議で中央軍創設による軍備増強の話が決まったわけだ。その背骨には元［夜明けの翼］の面々を入れることになる。特に兵を率いた経験のある者は貴重だ。エイギル……ハードレット卿にも当然指揮官待遇で参加してもらうことになる」

　突然王宮からの呼び出しに出向くとエイリヒから怒涛の説明を受けたのだ。

目元には隈ができ、疲れが顔に出ていた。

「もちろん陛下からも言われていたことだ。異存はありません。しかしどんな部隊を率いるかぐらいは聞かせてもらえるのでしょう？」

「卿には騎兵を率いてもらうつもりだ。兵数は一五〇～二〇〇程度……連邦風に言うと騎兵中隊というんだが……陛下にも編成は好きにして良いと言われている、呼称は第一騎兵中隊にする」

　二〇〇人となるとかなりの数だ、剣を振り回すだけでは勤まりそうに無いな。

「これだけの人数を率いるとなると補佐する人間が欲しいですな」

　エイリヒは大きく頷いた。

「もちろんこちらでも出来る限り有能な副官を探すが人手不足でな、もし知り合いで有能な奴がいたら言ってくれ、なんとかする。もちろん唯の兵士も歓迎だ、一兵でも多く欲しいからな」

「旧突撃隊の面々は副官など務まりそうにないですしね。それとセリアは従士としてお願いします」

「あの娘は任せておけ、突撃隊の生き残りからも除隊していない奴は皆お前の隊に入れている。そもそもアクが強すぎて他の隊には馴染まん」

　突撃隊の生き残りとなると二〇人もいないはずだ。

ほとんどの兵は訓練から始めることになるのか。

「卿の隊が形になるのは急いで二週後程度になる。いい人材が見つかったらそれまでには報告してもらえると助かる」

「承知しました。ではそれまでは特に何もすることはないと？」

「忌々しいがその通りだ。これは司令官と官僚の仕事だからな……無事に中央軍が仕上がったら司令官として散々威張り倒してやるから尊敬の念を忘れるんじゃないぞ」

　軽口を叩く表情は明るい。

苦労はあるが軍の司令官を任されて嬉しくない者はいない。

ましてエイリヒのように上昇志向のある男ならなおさらだ。

　俺も出世しないといけないんだがな……

多分俺の目標はエイリヒと比べても何倍も大きいはずだ。

最終目標は女だがそれもまた本懐だ。

　森を出てからもう一年以上経つがルーシィの圧倒的な美貌と肢体は鮮明に思い出せる。

吸血鬼の呪いにかけられたと言われても疑いはしまい、あの官能の日々を思い出すだけで童貞の少年のように押さえが利かなくなるのだ。

　ふと我に返る、エイリヒとの話も終わり宿に帰る途中だったのだ。

このままでは往来の道すがら股間をそそり立たせることになってしまう。

適当な酒場にでも入って気を取り直すか。







「エイギル！　お前エイギルか！」

　酒場の扉を開いた途端、男の叫び声が響いた。

俺の名を知っている者はこの街ではそう多くないはずなのだが

それが男となれば尚更だ。

「お前かクリストフ！　いつゴルドニアへ来たんだ？」

　そこにいたのは旅で連邦を訪れた時に意気投合した男だった。

見かけ倒しの強さと剣技大会での二秒ＫＯは未だに忘れはしない。

「うるせぇ、それはもういいんだよっ」

　声に出していたようだ。

「それでどうしてゴルドニアに？」

「まぁ話せば長くなる……というより俺が話しても仕方ねーんだ。もう少し待ってりゃ話すべき奴が帰ってくるはずだぜ」

　再会を祝しての乾杯の音頭が終わらぬうちにもう一人が顔を出した。

「おい！　金もないのに勝手に酒を……お前もゴルドニアに来ていたのか！」

　現れたのは同じく連邦の剣技大会で知り合ったアゴール……こちらは本当に強かったはずだ。

だが彼は連邦の軍で歩兵隊長をしていたはずだが、これが理由というやつだろう。

「なるほど、これも縁かもしれないな」

　俺たちはアゴールも交えて杯を交わしたのだった。

　事情はこうだ。

闘技大会での敗北を貴族出身の他の隊長になじられたが軽くいなした。

腹を立てたそいつが訓練名目でアゴールを叩きのめそうとしたが返り討ちにした。

どうにも収まらぬ奴は夜道でアゴールを殺そうと仲間と襲撃をかけるが逆に皆殺し。

曲がりなりにも貴族を殺したアゴールはそのまま逃亡というわけだ。

「連邦では平民と貴族の差は絶対だからな。軍の任務では階級が優先されるが一度私的なことになるとまともな裁定はされないだろう」

　正当防衛など成立し得ないということか。

「中央政府の目が届きにくい東部へと逃げているうちにゴルドニアにたどり着いたわけだ」

「俺は偶然逃げるアゴールを見つけてな、このまま白都でくすぶってるのも嫌だからついてきたってわけさ！　旅は道連れってな」

「正直足手まといだったがな……噂ではゴルドニアで傭兵部隊の大規模な募集があると聞いたんだが、俺たちがついてすぐに国王崩御の後の混乱で終わってしまったみたいだな」

　到着したのは最近のことらしい。

せっかくなので酒を勧めながら今までの経緯を話してしまう。

「それは……エイギル……様は「今まで通りでいい怖気がする」エイギルが貴族か……一年で随分と変わったものだな」

「すげえよ！　ならどうだい？　俺を指揮官にでも推薦してくれよ」

　クリストフに率いられる兵が哀れでならないので止めておく。

だが、中隊を指揮していたアゴールの経験は是非とも欲しい。

クリストフも一兵卒ぐらいにはなるかもしれない。

「実は今、王国で新しい軍を編成していて俺はその指揮官に決まっている。だが人材不足で今なら俺の副官で通せるんだがどうだ？　但し俺の部下になるということだが」

「食うにも困る身に過分なことだ。よろしく頼む」「俺としては対等がいいって感じだがまぁいいぜ」

　俺はアゴールという有望な副官とクリストフという平凡な一兵卒を隊に加えることができた。

　二人はその日の宿賃にも困る状態だったので固茹亭に話をつけておくことにしよう。

幸い懐は暖かいので隊が成立するまでの宿賃ぐらいどうにでもなる。

「ところで国軍の募集は結構大々的にやっているはずだが参加しようと思わなかったのか？」

「国軍は規律が厳しいし給料が安いからなーどうせならもっと稼げる口がいいかな～っと」

「こういうふざけた事ばかり言う同行者が居たからだ。いざとなったら引きずってでも連れて行くつもりだったが」

　クリストフは見かけから入る上に中身を伴わない性質らしい。

俺は優秀な副官を得た訳だから結果的には良かったのだが。

「二週間ぐらい後に部隊が形になるみたいだ。それまではゆっくりしていてくれ。俺も同じ宿だが今補修している家が完成すればそっちに移ることになる」

「さすが貴族様は家も簡単に建てるってわけだ」

「感謝している」




　宿に戻った俺たちを五人の女が出迎える。

「おかえりなさい。……あなたはっ!?」

「連邦のスケベ男！」

　ノンナは咄嗟に胸の谷間を隠しセリアの目が鋭くなっている。

「よう！　ってまた女が増えてるじゃねーか！　五人ってお前……」

「よくこれだけ集めたもんだ」

　マリアは礼儀正しく、カーラは軽い挨拶で返す。

だがクリストフの視線は胸を大きく開いたメリッサに吸い寄せられている

それを知ってかメリッサもわざと見せ付けるように屈むと俺の手をとって胸元に抱いて耳を舐めてくる。

　カーラが対抗してワンピースの服をへそまで捲り上げ、あとは酒が支配する宴会へとなだれ込んだのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　春

地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

財産　金貨二五〇枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　セリア ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

部下　アゴール　クリストフ　シュバルツ（馬）

経験人数　二八人

エロ無しにストーリーが進むところは修正無しにいけるので早いです。










第32話　新居　♯







「ではこれで契約条件は満たしたということで……」

「あぁご苦労さん。王都にはいい不動産屋がいると話題にしておく」

　ミルダーはそそくさと退散していく。

あの脅えっぷりではもう関わってくる心配はなさそうだ。

　続いて家具が次々と搬入されていく。

ノンナは配置に拘りがあるらしく手伝いに召集したクリストフとアゴールをああでもないこうでもないと振り回している。

　さすがに俺の出る幕はないので搬入の終わったソファーにどっさりと腰掛けた。

高級品だけあって宿にあったものよりとても柔らかい。

「ふぅ……思えば一年半ぶりかな一箇所に落ち着くのは」

　あの森以来自分の家なんて縁がなかった。

　俺の横にカーラが腰掛けてくる。

「カーラか、他の奴らはどうした？」

「マリアは台所掃除しながらはしゃいでるわ。メリッサはお風呂周り見てる。セリアは外壁に抜け穴がないか見回るんだって、神経質よね。ノンナは……まだテーブルと椅子の位置取りで悩んでるわ」

　俺以外の全員も自分の家を持つのは久しぶりのはずだ。

はしゃがせてやればいいだろう。

「カーラも何か見てきたらどうだ？」

「あたしはいいわよ。正直、家にそれほど興味はないのよ」

　カーラの手が俺の膝に伸びる。

「私はあなたにしか興味ないの……こないだの約束覚えてる？」

　ズボンの中に滑り込む手をそのままにして髪を撫でてやる。

「なんのことだ？」

「エッチ、言わせたいのね……私たちはオスとメスの番いよ。オスが巣を作って、軍での仕事……餌もとってきたわ。じゃあメスは何をすればいいのかしら」

「本当に欲しいか？」

　カーラを抱き寄せて耳元で囁く、カーラの手も止まらない。

「ええ、あなたがよければ今すぐにでも薬は捨てちゃうわ」

　彼女の手をズボンから引きずり出して立ち上がる。

他の女の様子も見に行かないといけない。

「今夜からは自然のまま交わろうか。種がついたら言うんだぞ」

「ええ、早く孕みたいわ……」

　カーラは槍に触れていた手を丁寧に舐めながらとろけた目で俺を見送った。







「マリアどうだ？　厨房は？」

「エイギルさん。うちの厨房よりも広いし窯もいい感じだよ。本格的なお料理も作れそうです～」

「なら良かった。これからはマリアの手料理が毎日食べられるな」

「うんっ！　でもね使われてなかったからちょっと汚れてるの、大きいだけあっていろいろ掃除しないと……」

「なら明日来る子供達に手伝わせればいい。小さい手なら細かいとこも綺麗になるだろう」

　今日は俺たち家族だけだが明日には孤児院の子達が住み込みの奉公に来る。

「うーん、子供達に掃除させるのかぁ、なんか気が引けるよ～」

「掃除ぐらいで何を言ってるんだ。食材をたっぷり用意して腹一杯食わせてやれば子供も幸せだろう、それとも鬼のように疲れきるまでこき使うのか？」

「そ……そんなことしないよ～あっ！」

　マリアを抱きしめて耳元でこれからも頼むと囁いてやる。

「うん……頑張るよ……好きな人のご飯作ってお掃除して……ずっと夢見てた」

　真っ赤な顔で離れたマリアはできるとこだけはと床の拭き掃除を再開した。

揺れる尻を掴んで突いてやりたくなったが、ここで始めてアゴールやクリストフに見せることもないだろうとその場を離れる。







　庭は中々に広かったが手入れされていなかったのか草が生え放題で荒れていた。

庭には何の興味も無いとばかりにセリアが補修され新品のようになった壁に登ったり下を覗き込んだりして抜け道がないか確かめていた。

「穴は見つかったか？」

「いえ、一応まともな仕事をしたようです。崩れていた場所もきっちりと埋められてます」

　もっとも所詮は家の壁だ、その気になれば門を破壊するなり、超えることも容易いだろう。

外壁にそれほど気を使う必要も無いと思うが。

「エイギル様達、新貴族はあまり快く思われていません。エイギル様自身は雑魚共の襲撃など歯牙にもかけぬでしょうが、そういう輩が弱い部分を狙って来るのは十分考えられます」

　セリアは元々賢く頭が良く回る子だ。

少々心配性の所はあるが確かにそういう可能性もあるだろう。

「それでもここは民家だ、防御にも限界があるからな」

「……はい、私が居なければ戦えるのはカーラさんぐらいですから。本当は警備兵でも雇いたいんですがそれも信頼できるとは限りませんし」

「応急処置だが塀の上に鉄の棘……忍び返しというのか、あれを取り付けてもいいな。少なくとも時間は稼げる」

「そうですね！　門に鈴をつけておいて侵入者が入ったら皆さんに安全な場所、地下室か屋根裏に避難してもらいましょう」

　セリアは納得いったのか自ら鍛冶屋に出向いて注文してくるそうだ。

行動は早いし動作も機敏、話し方まで俺の忠実な部下になってきた。

女と言うことを忘れさせてはいけないな。

「では私は少し行って参り、んあっ！」

　肩を抱いて舌をねじ込む濃厚なキスをしてやる。

水音がなり、足元に口からお互いの唾液が零れ落ちる。

「ねぇあれ……」「うわっすごっ！」「あんな子供みたいな子に……」「でもあの子も応えてるよ」

　門扉の外でセリアを呼び止めたので当然ここは天下の往来、それも真昼間なので人通りも多い。

往来での熱烈なキスは特に女性達の興味を引いたのか露骨に歩く速度を落として横目で観察し、ひそひそ話している。

「んあっ！　ちょっ！　もう！　行って参りましゅ！」

　唇を離すとセリアは周りを見渡し、真っ赤な顔をして走っていった。

馬車に轢かれるなよ。

セリアの胸は結構膨らんできてる。

もしかしたら巨乳になるのかもな。







「おぉーすごーい」

　風呂場に行くとメリッサが試しに井戸から水を汲んでみたのだろう、石造りの浴槽の中に水が入っている。

「どんな感じだ？」

「エイギルさん、これいいよーここの石板を外すといつでも水が出るの！　本当は外で火を焚いてお湯にするんだろうけどね」

　外で調整をしておけば内側からは板を開け閉めするだけで湯量が調整できるようだ。

「ただ水汲みは大変だった～結構やったのにこんなちょびっとだし。満タンにしようと思ったら何百回も汲まないといけないよ」

　明日からその役目をするクロルだったか、一度やらせてみて無理そうなら俺がやってもいい。

「子供がつらそうだったら手伝ってあげてね。疲れてもお風呂でたっぷり癒してあげるから♪」

　派手で体を出す下品な服を好んで着るメリッサだが、子供や弱い者には基本的に優しい。

自分は元娼婦だからそれ相応の格好をしないといけないと思い込んでいる節があるな。

「メリッサ、この家はどうだ？」

「ん？　いい家だよ？　私がこんなとこに住めるなんて信じられないぐらいにね」

「前にお前が居た家よりも？」

　メリッサがビクリと震える。

「それは……いじわるな質問だね」

　悪かったとメリッサを抱き上げてあぐらをかく俺の上に座らせるように抱きしめる。

「あっ！　……んいいよ」

　メリッサは体を求められていると思ったのだろう。

胸元をはだけて足を大きく開き、このまま押し込むこともできそうな体勢になった。

「そうじゃない。お前の昔の家はもう戻らないかもしれないが、お前は俺の娼婦でも奴隷でもない」

　足を閉じさせて頭を撫でてやる。

「お前は俺の女だが、家族でもある。他の女もみんなだ。家族と一緒に居る家だ、そんなに気を使うな」

「んもう。いきなりなんだよう、別に私は普通にしてますよー」

　声色はいつも通りだが目元に少しだけ涙が浮んでいた。

「今度もう一着服を買ってやるよ。もっさりした格好のメリッサも見てみたい」

「私の売りはセクシーさなのっ！　でも一着ぐらいは気分転換にいいかもね」

　メリッサは再び身をゆだねて来るが、今度のそれは性欲を誘うものではなく、兄にじゃれる妹のように思えた。

「それで、明日来る子供達だけどさ。仕事以外の世話は私に任せてくれない？　私子供好きだったんだけどほら……産めないからさ」

「ああ、頼む」

　暗い顔をする前にメリッサを起き上がらせて尻を撫でる。

「あんっ！　もう人が深刻な雰囲気になってるのにっ！」

「今までのことはいい。これからはもっと楽しく生きてみろ」

　風呂から出る背中に「ありがとう……おにいちゃん」と聞こえた気がした。

俺の方が五歳も年下だと思っていたんだが。




　さて一周回って食堂に戻ると顎に手をあてて考え込むノンナ、持ち込んだ酒で一杯やっているクリストフ、床に座り込んで荒い息をつくアゴール、なんだこの光景は。

「やはり、中央よりもやや窓際に寄せるべきでしょうか……申し訳ありませんがもう一度動かしてもらえますか？」

「……何回目だと……思って……結局……さっきと……同じ」

　なるほどノンナの度重なる修正のたびにアゴールがこの重たそうなテーブルを動かしていたわけか。

だがもう一人の労働者クリストフは何故楽をしてるんだ？

「……テーブルを動かすのに片方が非力だと余計疲れるんだ」

「おれにはもっと向いてる仕事があるからなっ！　肉体労働はアゴールの旦那が適任だぜ」

　なるほど見掛け倒しのクリストフは邪魔になってると言う訳か。

俺が払った宿代の対価としての労働をサボるとはいい度胸だ。

部隊での訓練の前に教訓を与えてやらないといけないだろう。

「よしクリストフお前に最適な任務を与えよう、買い物だ」

「おっいいねぇ俺好みだ。値切った分は当然もらえるんだよな？」

「勿論だ、買ってきてもらいたいのは薪だ、一〇〇束程頼む」

　クリストフが凍りつく。

ちなみに一束は１０ｋｇ程度で銅貨二枚ぐらいだろうか。

銀貨を二枚渡してやる。

「おまっ！　冗談だろ……そんな持てるわけがねぇ！」

「大丈夫だ、ここから商店は近い、一回五束持てば二〇回で完了だ。よかったな」

「よくねぇ！　そうだ、お前馬がいたじゃないか。あれを貸してくれれば……」

「シュバルツがついて来るなら貸してもいいが、蹴り殺されても恨むなよ」

「終わったらマリアの飯を食わせてやる、大人しく行って来い」

　とぼとぼとクリストフが出かけていく。

これで少しでも中身が充実すればいいんだが……

「あのお調子者、サボり賃は高くついたな」

「あぁ、片側だけに陽が当たるのもおかしいですね。やっぱり奥の方に移しましょう」

　アゴールも力尽き、大の字に倒れこんだ。




　テーブル位置はようやくノンナのお気に召し、アゴールは解放され、井戸で水を被ってくるとふらつきながら去っていった。

「家具も揃ってようやく家になりました！」

「代償は伴ったがな」

　アゴールが部隊設立までに回復することを祈る。

「本当に貴族になってしまいましたね」

　ノンナは俺の肩に寄りかかる。

胸板一面に巨大な胸が当たる、まだ大きくなっているようだ。

せっかくなので触らせて頂こう。

「まだまだ道は長いがな」

「そうですよ。次の目標は準男爵、世襲貴族ですね」

「何か違うのか？」

「勿論です。準男爵位を賜れば子供に位を継がせることができます。そうすれば私たちの夢が適わずとも子や孫が……んっ！」

　少し痛みを感じる程度に胸を掴む。

「俺は子供に何かさせるつもりはない。やるのは俺自身だ」

「男爵から伯爵、辺境伯となって自分の軍隊を持ちますか？　それとも侯爵となって国を動かしますか？」

　ノンナも本気では言っていない、皮肉げに笑っている。

だが俺は本気だ。

「足りないな……連邦に挑むなど一貴族のできることではない」

「では出来ないではありませんか？」

　心地いい感触を揉んでいると勇気が出てくるようだ。

気も大きくなってくる。

「出来るさ。俺が王になればいい」

　元々ノンナの件がなくても俺はやらねばならない。

「それは……他の方の前では決して言ってはなりませんよ」

　ノンナは周囲を見渡して人がいないのを確認する。

「そうだな、今は夢物語だ。話しても不都合しかない」

「貴方を信じると決めたのです。死を迎えるその時まで信じてついていきます」

　ノンナは服の前を開いてしつこく胸を撫で回していた手を中に迎え入れる。

「ただし、保険はかけておきたいと思うのです」

「保険？　他の男にも頼んでおくってことか？」

　それは少し聞き捨てならないな。

「えぇ、その方はここにいます」

　ノンナの細い手が俺の股間に伸びる。

慣れた手つきでするりと侵入し、既に少し硬度を持つ男根に手を這わせ、更に滑り込んで玉を撫でる。

「ここに居る世継ぎを私の胎で育てて願いを聞いてもらうのです」

「だからそれは」

　ノンナが指で口を塞いだ。

「自身でやるのはわかっております。でももし貴方が斃れたら恨み言を言う相手が必要ですから」

「参ったな、俺一人じゃないのか」

「それが貴族と言うものです。今夜から子作りを始めましょうか、私はもう一八です。子を産むには早すぎることはありません」

　お返ししますと懐からセイルの樹液で作った避妊薬を取り出す。

カーラだけではなくノンナも種を狙ってくるとは男冥利に尽きるというものじゃないか。

「あっでも明日から孤児院の子達が来るんでした。薬は女の子達に上げた方が宜しいでしょうか？」

「俺を童女趣味にするな！　……だが年長の方の娘はセリアと同じ歳だったな」

　少し考え込むと、慌ててノンナが声を上げた。

「だっだめですよ！　ドロテアさんが信じて送り出してくれたのに犯して帰すなんて最低です！」

　なんだ冗談だったのか、少し本気にしてしまったじゃないか。

　万が一の時のために余った薬は保管しておいてくれ、と頼むとノンナは表情の無い顔で間違いのないようにと何度も念を押してきた。

俺に女性関係の信頼はまったくないようだ。

　さて復帰したアゴールを労って酒でも呑もうじゃないか。

薪を背負って往復するクリストフを肴にすればなお一層酒が進むだろう。

…………二束ずつで限界とはあいつは子供か！
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「よろしくお願いします」「……します」「よろしくだ！」

　朝日を浴びながら孤児院から来た三人衆が元気良く挨拶する。

左から年長のミティ、怖がりのアルマ、やんちゃ坊主のクロルだ。

ミティが引率して仲良く孤児院から歩いてきたらしい。

住み込みだから荷物を持って来いと言ったのだが全員小さな袋を一つ持っているだけだ。

孤児院の生活では私物などほとんどなかったのだろう。

「部屋に案内するわ、ついておいで～」

　世話役に立候補したメリッサが子供達を連れて行く。

短いスカートに更に深く入ったスリットを見て三人は顔を見合わせている。

先導して歩くメリッサの尻にクロルの視線が釘付けになっているが、あの色気に盛るなというのは無理な相談だ、触らない限り大目に見てやろう。

　部屋は三人一緒で広さは普通の客間程度

出来合いだが普通のベッドを三つおいてある。

一応物入れもある部屋にしたのだが荷物が少ないので必要ないかもしれない。

「ふかふかだー！」「ふかー」

　クロルは勿論ベッドで跳ね、アルマも転がっている。

メリッサが笑いミティが叱る、子供がいるだけで一気に家が明るくなった。

部屋を気に入ったのならそれに越したことはない。

「さて落ち着いたところで自己紹介ね。君たちのことはもう知ってるからこっちの紹介をするよ」

「まず、この家の主人、ハードレット騎士爵様です」

　全員がペコリと頭を下げる。

「ハードレッド様！」「ハートレッド様？」

　子供には覚えにくいかもな。

ノンナとセリアの目が釣りあがっているのでフォローしてやる。

「エイギルでいい。家の中ではな」

「エイギル様宜しくお願い致します」「……エイギル様」「様」

「次はこの人がカーラさん。きついことはっきり言う人だから何言われてもあまり気にしないでね」

「なによそれ！　あたしは優しいっての」

「後、奇行が目立ちますので絶対に真似しないように、将来お嫁にいけなくなりますよ」

　ノンナが口を挟み、カーラとにらみ合いになる。

　子供達は顔を見合わせて困惑する。

お前ら女の戦いを子供に見せるんじゃない。

「ゴホン、それでこの胸が大きい人がノンナさん。礼儀作法とかに厳しいから怒られないようにね」

「無作法を見つけたら指摘させて頂きます」

「陰険で粘着気質でしかも地獄耳、ヒソヒソ悪口なんか言ってたら化け物みたいなおっぱいで潰されちゃうんだから！」

「ひいっ！」「っ！」「……」

　子供達が脅えるがクロルだけは微妙そうな顔をしている。

おっぱいに潰されて死ねるのは男にとってそう不幸なことではないからな。

「ちょっとカーラ！　嘘を教えないでくださいますか！」

「あんただってあたしを変に言ったじゃない！」

「貴女の変態は事実でしょう！」

「何よ！　陰険女！　乳お化け！」

　俺は二人の間に入ると強めに腰から尻に手を這わせた。

またここが切れてもいいのか？　と。

「ひっ」「うっ」

「お前たちがいるとややこしくなる。自分の部屋でも掃除して来い」

「はぁい……」「はい……」

　うるさい二人はいなくなった。

メリッサに続けてと促がす。

「えっと……こっちの人がマリアね。お料理、洗濯、掃除、家事全般をやってくれるの。ミティとアルマは彼女のお手伝いをしてもらうことが多くなるからね」

「よろしくねぇ。家事は色々教えるから頑張ろうね」

　俺は家主だし、他の二人は個性が強かったので、普通の女性であるマリアに子供達は安心したようだ。

マリアは温和で優しい、きっとうまくやってくれるだろう。

「次に銀髪の女の子がセリアちゃん。みんなと歳が一番近いから話しやす……くはないかもしれないけど、軍にいて戦いとか得意だから何かトラブルがあったら頼ってね」

「セリアだ。エイギル様の従者をしている。主に無礼のないように」

　セリアは俺に甘える時と他の者へ向ける態度がまったく違う。

それにしても、もう少し愛想よくできないのか、今までで一番脅えているじゃないか。

クロルがセリアを見て顔を赤くするが睨まれて慌てて下を向く。

「最後に私がメリッサ、みんなのお世話をすることになってるから困ったことがあったらなんでも相談してねえ」

　見た目は完全に娼婦のメリッサだが子供には心根がわかるのだろう、子供達に不安の色は無い。




　メリッサは生活の話に移る。

「ご飯は一日三回、厨房で出すから寝坊しないようにね」

　食事が三回と聞いて三人の目が輝く、平均程度の家庭なら一日二食が基本だ。

孤児院では特に量も満足に食べられない時もあっただろう。

俺は食事には金を惜しまない、たっぷりと食わせてやるつもりだった。

「こっちにおいで～」

　メリッサがはしゃぐ子供達を連れて裏口から外に出る。

「ここがお風呂用の井戸と釜よ。水汲んでここに入れて火を焚くの、これはクロルの仕事になるわ。少しつらいけど男の子だし頑張ってね」

　風呂などみたことがないのか興味深く見つめている。

クロルは試しに井戸から水を汲んでいたが結構様になっている。

孤児院でも水汲みは男の子の仕事だったのかもしれない。

「お仕事が終わって家の人が入り終わったら君たちも入っていいからね」

　これも俺が言ったことだ。

不潔な奴が家をうろつくのは嫌だからな。

それにミティは結構育っている。

湯で磨いたら中々いい感じになりそうだ。

「これでだいたいおしまいかな。後はわからないことがあったらその都度聞いてね」

　すっとメリッサは三人に口を寄せる。

（ノンナさんとセリアちゃんに聞くのはなるべくやめた方がいいよ。多分怒られるから）

　ノンナがいなくてよかったな。

奴の地獄耳は多分聞きつけただろう。

三人は真剣そうに頷いている。

「それじゃ今日は軽くお掃除しようか。ミティとアルマ、女の子二人はマリアのお手伝いね。クロルは私と一緒にお風呂の準備だね。終わったらみんなで入ろうね」

　お風呂など入ったことがない子供達は歓声をあげ、張り切って掃除に向かって行った。

「よろしいのですか？　あんな緩い関係で」

　セリアとしてはもっと使用人として規律正しい関係を望んでいたのだろう。

根が真面目なだけに緩んだ関係に耐えられないのかもしれない。

「まだ子供だ、厳しくするだけじゃいい子にならん」

「私達はあの子達の親ではありません！　使用人として接するべきです」

「お前はそうやって接すればいい。理屈としてはお前の方が正しいからな」

　多分マリアやメリッサは甘やかすからそれでちょうどバランスがとれるだろう。

「それにあのガキ……私に色目を使いやがりました！」

　久しぶりにセリアから乱暴な言葉を聞いた気がする。

「お前は可愛いからな、男なら目がいってしまう。それぐらいは我慢してやれ」

「しかし！　私はエイギル様の女なのにそれを！」

「もしちょっかい出してきたら叩きのめしてやれ、但し怪我はさせるなよ」

「もちろんです。後悔させてやります」

　まぁ奉公先で主人の女に手を出そうとするなら痛い目にあった方がいいかもしれないな。

そうならないことを祈ろう。







「ふわぁあ～気持ちいい～」「アルマも……はぅー」

　クロルの頑張りによって、（最後はへばったので俺も手伝ったのだが）無事お風呂は焚き上がり、彼を除く全員で湯を楽しんでいた。

本来は使用人と家人は別に入るのだが今日は風呂の使い方を教えがてら全員で入ることになったのだ。

　風呂は広く、八人で入ってもまったく問題はなかった。

さすがに湯船に全員は不可能だったが。

「エイギル～私も洗って～」

「主人に体を洗わせるなどありえません！　私が洗って差し上げます！」

「痛い！　たわしじゃない！」

　当初は俺が一緒と言うことで怖がっていたミティとアルマだが、他の女達が次々と俺に群がるのを見て恥ずかしさよりも興味が勝ったようだ。

　堂々と裸体を晒していちゃつく光景にアルマは手で顔を塞ぎながらもしっかりと指の間を空けていたのだ。

「エイギルさんは湯船から出ないでね」

　メリッサが後ろから押さえるように抱きつく。

「なんでだ？」

「エイギルさんの男根、ギンギンじゃないですか」

　そりゃ女達の裸体を見れば反応するのは当然だ。

「ご立派だけど、子供にこんな凶悪な逸物を見せたらトラウマになっちゃいますよ」

　だがミティとアルマは湯ごしに俺のモノをばっちり見ており、風呂を出ると顔を見合わせて、「大きい！」「こわい！」とキャアキャア言いながら部屋に戻っていたのだ。

「あの、少しいいです？」

　風呂から上がろうとするとメリッサが言い難そうに切り出す。

「なんだ？」

「今からクロルをお風呂に入れるんだけど……私も一緒に入ってあげていいですか？　一人では寂しいと思うから」

　確かにせっかくの風呂に一人きりというのは寂しいかもしれない。

「だが、これからはクロルはずっと一人じゃないのか？」

　ミティとアルマと一緒と言うのも問題がありそうだ。

「そうなんですけど、せっかく人生最初のお風呂ですし……」

　多分、メリッサ自身が一緒に入りたいのだろう。

子供を産めない彼女にとっては、子供を風呂で洗ってやるというのも一つの夢なのかもしれなかった。

「クロルは男ですけどまだ子供ですし……だめでしょうか？」

「かまわないよ。あいつも汚れていたからな。しっかり洗ってやれ、あの歳でお前の裸を見たら夜は大変だろうけどな」




　薪をくべて額の汗を拭うクロルに風呂の中から声がかかった。

「クロル？　もう皆さん上がったから貴方もお入り」

「う、うん」

　まだ緊張感が取れない声で返事し、クロルは風呂場に向かう。

教えられたとおり、脱衣所で服を脱いで浴室に入り、固まった。

「いらっしゃい。ほら、冷えちゃうよ早くおいで」

「えっ？　えっ？」

　一人で入るものと思っていたクロルは浴室にいる美女に困惑する。

美女は少年にとって先ほど案内をしてくれた優しい人だ。

格好はたまに街角で見る娼婦のようだと思っていたが。

「お風呂初めてでしょう？　一人じゃ寂しいじゃない」

　ニコリと笑顔を浮かべる女性は女神のように見える。

だがクロルの視線は優しい笑顔よりも少し下、豊かな胸に吸い寄せられて離れなかった。

メリッサは床に置かれた低い木製の椅子に腰かけ、股間にタオルを乗せて隠しているが、形の良い巨乳はむき出しにしている。

「ほーら、ここにおいで」

　クロルは胸を凝視しながらメリッサの前に座る。

「どう？　痛くない？」

　目の粗いタオルでゴシゴシと背中をこすられる。

人生で初めて風呂に入るだけあってすごい量の垢が削げ落ちていく。

メリッサは幸せそうに少年の背中をこすり、笑いかける。

「うわーすごいね。自分でもよく洗うんだよー」

「うん……はい」

　メリッサはより強く汚れを落とすために力をこめて前のめりになり、胸がクロルの後頭部に当たる。

そのせいで少年はもう体を洗うことができなくなってしまった。

「どうしたの？　手を動かさないと」

「えっと、でもさ……」

　少年は股間を両手で隠している。

そんなことをしても男の性をよく知るメリッサには何の意味もない。

前も洗うからと手をどけられ、全てを晒されてしまった。

「あはは♪」

「ううぅぅ」

　クロルのそれは少年らしく皮に包まれてピンと勃っていた。

大きさはこの館の主人の大木に比べれば苗木のようなものだが、元気一杯、垂直に勃っている。

だが、クロルの年齢を考えればそろそろ皮を脱いでもいい頃だ。

メリッサはいい機会だし、ここも清めてしまうつもりだった。

「恥ずかしくないよ。男の子は女を見るとこうなっちゃうんだよ。でも皮を被ってるのは良くないから中も洗っちゃおう」

「えっ？　でも皮の中なんて……」

「ふふ、お姉さんに任せなさい」

　それ以外の部分を全て洗って湯の中に導く。

皮をめくり上げるにも湯の中のほうが痛みもないだろう。

（本当なら口の中でさっと剥いてあげるのがいいんだろうけど、さすがにね）

　メリッサの愛しい彼は少年に嫉妬するような器の小さい男ではないが、万が一怒ってしまえばクロルも追い出されてしまう。

目の前で恥ずかしさと興奮に震える少年が不幸になるのは見たくない。

「よし、むいちゃうよ～」

　湯の中でクロルの小さな根っこに後ろから両手を伸ばす。

「えいっ♪」

「あっ痛っ！」

　一瞬の早業で皮をめくり上げ、指を使って長年たまった垢を擦り落とす。

その動きは素早いが優しく、少年を傷つけないよう配慮したものだったが、初めての快感にクロルは腰を水面まで跳ね上げた。

「わっ！　大丈夫!?」

「はぁっ！　はぁっ！　はぁ……」

　ばしゃばしゃと水面を揺らして少年は腰を宙に向かって動かす。

へこへことあまりに無様な格好だが、今まで一度も精を出したことの無い少年が突然、美女に包茎を剥き上げられたのだから仕方ない。

「うーん、もしかして出した事無い？」

「出す？　おしっこを？」

「むう……」

　メリッサは少し考えた。

この少年の初精を搾り出す事など赤子の手をひねるようなものだが、愛しい人の嫉妬をかわないかと。

だが、口を使わせるわけでも無し、大丈夫だと判断した。

「クロル、湯から出て椅子に座って、ここの洗い方を教えてあげるから」

　少年は興奮に曇った目で従う、既にメリッサの言葉に反抗するような思考力は残っていなかった。

椅子に腰掛けたクロルに後ろから手を伸ばし、剥けたばかりで綺麗なピンクのソレを包んでこする。

「こうして皮を剥いて、特にこのくびれてるとこをよく洗うんだよ」

　メリッサ自身の唾液で滑らせた手で先の弱い部分を擦り、根元は別の手で締める。

洗い方の指導と同時に、何百人の男から精を搾り取った歴戦の技は凄まじい快感を伝える。

今日剥けたばかりの童貞少年が太刀打ちできるはずもない。

「うわぁ！」

　僅か数十秒の愛撫で、可愛い逸物は壊れそうなぐらいに痙攣し、少年が大人になった証に種が勢いよく飛び出した。

「あらら……出ちゃった」

　いつも見ている激しい射精に比べれば心配になるほど少ない精だが、それでも浴室の壁にまで飛んでいる。

これでも十分の大量射精、天井までぶちまける彼がおかしいのだ。

　メリッサは黄ばんだ濃い精を見ていないことにしてさっと湯で流す。

「はいおしまい。今度からは汚くならないように自分でちゃんと洗うんだよ」

　床にペタンと腰をついて荒く息を付く少年。

メリッサはクロルと共に上がろうとするが少年のモノがまだしっかりと勃っているのを見つけた。

（このままにするのも可哀想だし、少しおかずをあげよっかな）

「クロル、私は先に上がるね。水汲み大変だと思うけど、これから頑張って」

　正面から抱き締めるとちょうど顔に乳房が当たり、目覚めたばかりの男根が陰毛に包まれる。

それじゃあと体を離してメリッサは浴室を去った。

　メリッサは時間をかけて脱衣所で体を拭き、こっそりと浴室をうかがう。

そこではクロルが彼女の名前を呼びながら必死に男根を擦っていた。

「童貞君にあれだけしたら、空になるまで自分でするよね。子供達同士で間違いがあってもいけないし」

　少年にも喜んで貰えただろうし言う事はない。

ふとメリッサは指を広げて大きさを思い出す。

「うーん。五分の一……六分の一かな」

　少年に聞こえない事が幸いだった。




　その夜、メリッサを含め、女達は特別に注文した大型のベッドを使って六人全員で愛し合った。

少年を手淫したことに少しばかり罪悪感を感じる彼女だったが、比べ物にならない巨大な逸物の前に、その小さな感触も一瞬で吹き飛んで乱れてしまうのだった。

　ミティとアルマは新しい環境に寝付けず、遅くまで同じベッドで転がってじゃれて笑い合う。

　クロルは自分のベッドに潜って空になるまで擦り続け、いつしか眠ってしまった。

その日から少年はメリッサの裸体と胸の感触を思い出しながら、毎日自分で種を搾るのが日課になった。
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名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　春

地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

財産　金貨二四五枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　セリア ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

使用人　ミティ　アルマ　クロル

部下　アゴール　クリストフ　シュバルツ（馬）

経験人数　二八人

年上のお姉さんに剥いてもらいたかった……










第33話　中央軍結成







王宮前の広場、反乱鎮圧時に激戦の舞台になったその場所に三千に届く数の兵士が整然と並んでいる。

今日は新国王の肝いりで創設された、中央軍の結成式が行われていた。

「諸君、余はこの勇姿に……」

　国王アレクサンドロ一世の演説が続いている。

中央軍は最終的に、今の三倍以上の規模になる予定だという。

一刻も早く稼動させるために差しあたって現在の戦力で発足させたらしい。

「第一騎兵中隊はほぼ定数が揃っていますが」

　俺の隣にはセリア、反対側にはアゴールが騎乗して並ぶ。

彼には正式に俺の副官として配置してもらった。

セリアは不満そうだったが、さすがに彼女に指揮の助言をさせることもできない。

「軍団長が優先的に騎兵を配置してくれたからな」

　今だ兵数が揃わない軍団内で二〇〇の騎兵を有する俺の中隊は間違いなく主力と言っていい。

しかも騎士団と同様の装備を持つ重騎兵一八〇に偵察用の軽騎兵二〇、騎兵のみでの編成はモンスターや盗賊相手ではない戦いを想定していることはあきらかだった。

「数は揃いましたが、練度にはまだまだ不安があります。しばらくはひたすら訓練かと」

　連邦の完成された軍を見てきたアゴールにとってはまだまだ未完成の部隊なのだろう。

歩兵と騎兵ではまるで勝手が違うだろうがズブの素人よりはずっといい。

彼自身も真面目な性格で、隊のために最善を尽くしている、いい拾い物をしたものだ。

「我々の一番の役目は敵の陣地を突破することだ。まずは突撃突破の訓練を優先してくれ」

「はっ！」

　国王の演説が終わり、軍団は広場を出て王都をぐるりと一周行軍する。

行軍は貴族の館が立ち並ぶエリアを中心に行われ、中央軍の威容を外敵以外にも見せ付ける目的があるのは明白だった。

　中でも二〇〇の騎兵が鳴らす馬蹄の音は凄まじく、無邪気に手を振る子供と対照的に貴族達の中には苦虫を噛み潰したような表情を浮かべている者もいた。

　中央軍の創設は王国全土に布告され、軍団長エイリヒ＝ラッドハルデ準男爵の下、国王直属の兵としてゴルドニア主力部隊としての地位を占めることになるのだった。




「いやあ、疲れたぜ！　しかしとんでもない武装の部隊だよな～」

「口を慎め！　お前は一兵卒だぞ！」

　式が終わり、軽い口調で話しかけるクリストフをアゴールが制した。

セリアも鋭い眼で睨んでいる。

「わっ悪かったよ……調子狂うな……」

　彼は本当に一兵卒として配置した。

どう考えても指揮官としての技量を持っているとは思えなかったからな。

一兵卒としても正直平均以下の兵士だろう、数合わせみたいなもんだ。

「お前も本当に馬鹿な野郎だねぇ」

　元［夜明けの翼］組のカールが会話に加わってくる。

彼も自分には兵隊稼業しかできることがないと隊に残ったのだ。

お調子者で軽薄な性格の二人は馬があったようでよく一緒にいる。

違うのは実力があるか無いかと言う点だけだ。

「だってよぉカール、今まで普通に話してた相手に敬礼するってのは慣れないもんだぜ」

「傭兵ってのは金をくれれば敬礼するもんさ……お前は素人だっけか」

「しかし隊長も人が悪いぜ。どうせなら俺も小隊長ぐらいにしてくれればいいのに」

　兵達にそんな酷なことはできない。

クリストフに勤まるのは宴会部長ぐらいだ。

「そういう口はせめて自分の小隊で一番になってから叩け」

　中隊長以上になると個人的な武勇より指揮能力が重要となる場面も多いが、小隊長にはその隊で一番強い奴がなるのが普通だ。

見掛け倒しのお調子者についていく部下は居ない。

　アゴールは部隊の練度を高めるべく早速訓練に勤しむらしい。

貴族の中隊長はたまに見に来る程度でちょうどいいそうだ。

　確かに隊長が、ちょろちょろとうるさく顔を出したら訓練もやりにくいだろう。

「では、訓練はアゴールに任せる。何かあったらすぐに知らせてくれ」

　馬の走る音の中、敬礼に見送られながら訓練場を後にする。




「おい……あれが貴族の隊長様か？　昼間っから娼館にでも繰り出すのかねぇ」

「ばかっ！　聞こえるぞ」

「へっ聞こえたところで切りかかってくる度胸なんざありゃしねぇよ」

「お前知らないのか？　あの隊長はやべーんだぞ！　前の反乱で近衛二〇人を叩き斬って新貴族になった猛将なんだよ！」

「おまけに近衛隊長を半分にしたって話もあるぜ」

「噂では討ち取った奴を串刺しにして生き血を浴びるのが趣味らしい」

「屋敷に大量の女を囲って一日中ヤってるって話もあるよな」

「手当たり次第処女を犯してチンポは常に血まみれらしいぞ」

「屋敷に入った泥棒を殺して内臓を食ったって話も……」

　俺はどんな化け物になっているのか、だが舐められるよりはよかろうと放置しておく。

まさか兵士達も本気で全部信じているわけでもあるまい。

　それにつまらないことに時間をかけたくない、やりたいことがあるのだ。




　帰宅の途中、商店によって注文しておいたものを受け取る。

「それは……なんなのでしょうか？」

　当然のように俺について訓練場を抜けて来ているセリアが興味深そうに覗き込んでくる。

お前のための物だが家に着くまで秘密と言うことにしておこう。

「カーラ、メリッサ、時間はあるか？」

「ん？　子作りする？」

「はーい。大丈夫よ」

　それなりに広い屋敷を買ったので、家人の個室と使用人の部屋を用意してもまだ空き部屋はある。

その一つに小さなテーブルと椅子を持ちこんで買ってきたもの……何冊かの本を広げた。

「これは……なんでしょうか？」

「あたし字読めないや。読んでよー」

「これは……文字の練習ですか？」

　そういうことだ。

俺たちの中で文字が読めないのはセリアとカーラだけだ。

セリアは文字が読めないことを気にしていたし、これから先は文字が必要になることがあるだろう。

カーラはどうでもよさそうだが子作りだけしてるようでは獣だからな、知性もつけてもらおう。

「そうだ、セリア、カーラお前らも読み書きができるようになれ。メリッサは教師役として頼む」

　メリッサは読み書きだけではなく計算もできる。

ノンナも読み書きはよくできるがカーラとの相性が悪いし、セリアも苦手なようだからな。

「私でよければ喜んで、二人とも頑張ろっか」

「エイギル様……ありがとうございます……」

「えーめんどくさい」

　セリアは感動して涙まで浮かべていたが、カーラはやはりどうでもよさそうだった。

　なんとか知識を吸収しようと必死に勉強するセリアの姿は微笑ましいが、お菓子やベッドの行為につられてしぶしぶ勉強するカーラの姿のほうに俺は親近感を感じていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




昔　森の中で

「ほら、また間違えていますよ」

「ちまちまとこんなこと覚えてなんになる」

「まったくもう……。わかりました、次の書き取りで間違いがなければ坊やのおちんちんにすごいことしてあげますよ」

「すごいこと？」

「ええ、ほら私の舌は結構長いでしょう？　これがどうなるのかしら」

「…………」

「三回続けて完璧だったら一日だけ坊やの奴隷になってあげます。好きな時に好きな場所で……屈辱的なことでも痛いことでも思いのままよ」

「…………」

「裸で一日中犬のように這わされるのかしら？　それともベッドに大股開きで縛る？　これは大根ね、しかも土がついたまま……こんなものをねじ込むなんて非道な真似はしませんよね？　うふふ」

「集中したいから静かにしてくれ」

「あらあら、可愛い子～♪」
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「あの時は見事に一発で頭に叩き込んで、甘い恋人ごっこをしたんだったか」

　あれから勉強の効率が飛躍的に良くなった。

「？　エイギル様、ここがわからないんですが……」

「セリア、そこはこう書くんだ」

「あっありがとうございます！」

　勉強は俺たちがいちゃついているんじゃないかと疑ったノンナが覗きにきて、カーラと喧嘩を始めるまで続いた。

「ねぇエイギルさん。もし時間が空いたらさ」

「子供達に文字を教えてやりたい。だろう？」

「あ……うん」

「家事と風呂焚きが終わってからだぞ。マリアには全部終わるまでだめだと伝えておく。あいつは優しいからいくらでも譲歩しそうだしな」

「うんっ！」

　俺自身あまり本を読むほうではないが本棚でも買って集めてみようか。

カーラとノンナの言い合いの横で我関せず、黙々と書き取りを続けるセリアを見てそんな思いが浮んできた。
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一ヵ月後

「中隊ーー整列!!」

　金属音を響かせ、一八〇騎の重装騎兵が箱型に整列する。

騎兵が整列する難度は歩兵よりも格段に高い。

故にこれをどれだけ迅速にできるかどうかは戦場での陣形変更や移動速度の目安になる。

　我が第一騎兵中隊は完璧な陣営を僅かな時間で形成している。

間違いなく新生中央軍の中でもっとも早い。

「見事だな。一ヶ月でよくここまで鍛え上げてくれた」

「いえ、まだまだです。この半分の時間に短縮できます」

　アゴールは連邦の基準での精鋭部隊を目指している。

オルガ連邦軍の練度は中央平原諸国とは比較にならず、帝国と比べても優越しているのは常識だ。

「集団での突撃訓練もいい具合に仕上がっているな。後は弓を防ぎながらの実践的な突撃訓練をやってみるのもいいな」

　重武装の騎兵隊は歩兵にとっては最大の脅威と言える。

当然、弓など遠距離武器の最優先目標になるので、これを防ぎながら相手に突撃できるかどうかで戦場での活躍度はまったく変わってくる。

「はい。盾を掲げての突撃練習はさせているのですが……」

「先端を布で覆った矢を実際に撃たせろ。弓隊に話をつけておく。あれだけの防具を着ているんだ、当たっても大したこともあるまい」

「ではそこに塗料をつけて頭と胸に喰らった者には追加の訓練としましょう」

「それは名案だな」

　中央軍には比較的潤沢な予算が配分されている。

訓練に使う物資は十分に調達できるのだ。

「まだ完成したとは言えませんが、隊としてはかなり整ってきたと自負しております」

「そうだろうな、あいつらはもう実戦で使えるか？」

「わかりません」

　拍子抜けの回答に俺がアゴールを睨むとすぐに言葉を続けた。

「中央軍の中では優秀でしょうが、戦場で使えるかどうかは戦場でしかわからないでしょう。実戦経験が無い部隊はいくら訓練しても半人前に過ぎません」

　歴戦の傭兵を集めた夜明けの翼は最強の練度を誇った近衛隊を打ち抜いた。

アゴールの言うことはもっともだが、こればかりは俺やエイリヒになんとかできる話ではない。

まさか部隊を鍛えたいから戦争しましょうと言う訳にもいかない。

「それは俺たちの範囲を超える話だな。先程の矢を浴びる訓練の準備はしておく、引き続き鍛えてくれ」

「はっ！」

　共同訓練の話はエイリヒ……ラッドハルデ卿に話を通しておかねばなるまい。

「というわけですが許可して頂けますか？」

「うむ、騎兵が矢を浴びることは十分考えられることだ。必要な訓練だ、許可しよう」

「ありがとうございます。それともう一つ……」

「実戦経験か……さすがに俺の一存で戦争を起こすわけにもいかん……中央軍は精鋭として王都中に喧伝したからな、つまらん盗賊退治や魔物退治に動かすわけにもいかなくなった」

「当分は訓練するしかないですか」

「そうだな、兵士数は確実に増えている。このままいけば……」

　突然の来訪者が声を上げた。

「ふむ、それは余も考えておった」

「これは陛下！」

　エイリヒを始め全ての指揮官が膝を突く。

「立て、訓練を邪魔するつもりはないぞ」

「全員起立！　続けろ！」

　兵士達はより一層の激しさで訓練を再開した。

「余も実戦経験の無い軍がどれほど脆いかは知っているつもりだ。既に手は打ってある」

「恐れながらお聞きしても宜しいでしょうか？」

　王は俺とエイリヒ以外の人間がいないのを確認して口を開く。

「余は戴冠式で宣した通り、軍の増強に必要な費用を各領地貴族に臨時徴税として要求したが、渋る貴族も多くてな」

　無理もない、突然の臨時増税を「はいそうですか」と受けられはしないだろう。

「特にアルノード辺境伯と周辺の貴族共は連名で余に抗議文なるものを送ってきよった」

　辺境伯とは国境周辺に広大な領地を与えられた貴族で、その地位は侯爵と同様とされている。

国境に位置する性質上、独自に大きな兵力を持ち、高い地位とあいまって周辺貴族の中核となることが多かった。

「そこで余は今月を期限とする三倍の臨時徴税を課し、払わぬ場合は領内の鉄鉱山を国有化すると通達してやったのだ」

　無茶苦茶だ。

三倍の徴税もだが、鉄鉱山は金銀鉱山と並んで極めて重要な利権だ。

これを取り上げることは領地を召し上げられることに等しい。

「陛下……それでは」

　新王からの無茶な要求、周辺には仲間の貴族、そして独自の兵力もある。

となれば考えることは限られてくる。

「税なり鉱山なりを差し出すならよし。愚かな考えに至れば中央軍に実戦経験を、余に広大な国有地をもたらすだけのこと」

　王は以前より古参貴族の力を削ぎたがっていた。

今回のことをいい機会だと考えているに違いない。

「恐らく諸君達に活躍の舞台は与えられよう。準備は怠らぬようにな」

　王は去り、俺とエイリヒは実戦向け訓練の日程を繰り上げることを決定した。
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ゴルドニア南部　アルノード辺境伯領　辺境伯邸




「なんだこれは!!　愚かな王め！」

　男は王家の印が入った手紙を破り、机に叩きつける。

「ご主人様、王家の紋をそのような」

「やかましい！　あのような若造を王と認めた覚えは無いわ。道理のわからぬ愚か者よ！」

　怒鳴る中年の男はアルノード辺境伯、ゴルドニア南部、アークランド国境に領地を持つ古参貴族だ。

「ロランド伯爵はおられるか！」

「これは大声を、どうなされましたか？」

　ロランド伯爵はアルノード辺境伯と領地を隣接する貴族で両家は代々親密な関係にある。

既に五五を超える老齢だが、かつては王宮で手腕を振るった策士として有名だった。

「どうしたではありませんぞ！　伯の助言に従って連名の抗議文を送りましたが返答がこれだ！」

　アルノード辺境伯は破れた手紙を突きつけるようにロランド伯爵に見せた。

あまりの内容にさすがの老伯爵も息を呑む。

「っ!?　これは……あまりに無体な内容ですな。陛下も本気でこちらが受けると思うておりますまい。恐らくはこちらに臨時徴税を受け入れさせるための脅しではないでしょうか？」

　アルノードは少し冷静さを取り戻すが首を振った。

「奴はベルトリウス殿下とアレンス公爵を謀殺した男だぞ。同じように我らも亡き者にする算段かもしれぬ」

　先の反乱が王位争いの謀略であることは高級貴族の間では暗黙の了解になっている。

「確かに、その可能性は否定できませんか……我らがこの件の申し開きに王都へ出かけたところを一網打尽とする算段やも……」

「であろう！　ならばこのまま無視を続けるというのも手か」

「いえ、更に良い手がありますぞ。辺境伯のお手元にある兵を集結させるのです」

　アルノードはさすがにぎょっとした表情を浮かべる。

気に入らぬとは言え王は王、代々仕える古参貴族にとって大逆とは何よりの重罪だ。

「伯……何を言っておるかわかっておるのか？」

　だがロランド伯爵の表情は変わらない。

「王家の転覆を企てるわけではございません。我々の決意を見せ、王に譲歩させるのです。御領地周りの貴族は皆、代々近しい間柄、協力すればかなりの兵を集めることもできましょう」

「しかし、王は黙っておるまい。我らに兵を差し向けるのでは？」

「王軍は一万を数えますが各地方の警備に宛てられており、我らに向かわせる余裕はそうありませぬ。辺境伯と我ら周辺の貴族が農民共をかき集めれば五千や六千すぐに揃います」

「確かに……だが俺の兵は主にアークランド国境に配されておる。それを集めると国境ががら空きになってしまうぞ」

「それも手の一つです。混乱が長引けばアークランドとの国境が危ないことぐらい王も承知のはず。だからこそ、戦況を膠着させれば王の方が折れましょう。王が許せば大逆などにはなりませぬ」

「王都には中央軍とか言う新軍団が創設されたはずだ、数は五千とも言うぞ」

「アルノード辺境伯、冷静に考えなされよ。かような寄せ集めがまともな戦などできますまい。所詮は王の玩具、地の利は我らにあり、恐れることはありません」

「しかし……うむぅ」

　アルノードは頭では理解したが、もし事をしくじれば全てを失うことを考えて決断しかねていた。

「今回の件、我らが折れて納めても王家の監視は強まりましょう。ご領地での収入、王家に報告できるものばかりなら良いのですが……」

　辺境伯領は国境にあり王都から遠い。

監視の目は届きにくく、非合法な奴隷売買、関税抜けの貿易はアルノード家が裕福で居られる理由でもあったのだ。

　翌日、アルノード辺境伯家を代表とした一部貴族は王の権力濫用に抗議し、忠言が聞き入れられるまで王権の支配を受けないことを宣言、辺境伯領内に兵力を集結させたのである。
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名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　初夏

地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

財産　金貨二四五枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　セリア ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

使用人　ミティ　アルマ　クロル

部下　アゴール（副官）クリストフ　カール　シュバルツ（馬）

経験人数　二八人

勉強は大事ですよね










第34話　南方出撃







「南部貴族反乱」「アルノード辺境伯謀叛」

　衝撃的なニュースはたちまち王都を駆け巡り、平民貴族の区別なくその話題で持ちきりとなっていた。

　王宮内も例外ではなく官僚や、大臣も滑稽なほどに慌てふためき駆け回る。

「それでは緊急の御前会議を行います。今回の議題は……」

「無駄なことをするな！　反乱を鎮圧する算段以外に何があるか！」

　王の一喝に場は静まり返った。

「本来は会議も必要ない。叛徒が兵を起こし、我らはそれを鎮圧する。それだけではないか！」

　話は終わりだと席を立とうとする王に大臣達が食い下がる。

「しかし陛下、鎮圧と申しましても辺境伯は既に数千の兵を集めております。国境地帯からも兵を集めており国境警備は危機的な状況に……」

「彼らは王権の転覆を企んではおりません。陛下の、その、苛烈な通達に困惑しているだけかと……」

　大臣たちの態度は煮え切らない。

「そち達は何が言いたい？　余に叛徒共に譲歩し、頭を垂れて許しを請えというのか？」

「しかし、現に彼らを鎮圧する手段が我が国にはありませぬ、長引けばアークランドに付け入る隙を！」

　愚かな大臣共、そのアークランドを増長させたのは貴様らの無能故ではないか！

「案ずるに及ばない。そのための中央軍だ」

「しかし……あのような寄せ集め「これ！」

　表だって王の肝いり軍団を否定するのはタブーだ、事なかれ主義の大臣にそれほどの度胸はない。

「まずは中央軍を差し向けて奴等の鎮圧を試みる。軍が敗れればその時に改めて譲歩なり考えればよい。会議は終りだ！　余、自ら出撃命令を出す」

　王はこれ以上言うことはないと飛び出して行ってしまった。

「やれやれ、困ったお方だ……」

「自らも反乱によって王位に就いた様なものであろうに」

「まぁご自慢の玩具が壊されれば少しは現実が見えるようになりましょう」

　成立してまだ二ヶ月も経たぬ軍団を敵地に差し向けて勝利を得られるとは考えられない。

　せいぜいマシな戦いをして戦後に王権とそれに付く自分達の威光を失墜させることのないように願いたいものだ。

　大臣たちはため息を吐きながら戦後の講和条件について頭を悩ませるのだった。
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「ラッドハルデ……いやエイリヒ。いよいよ初陣が来たぞ」

「はい。陛下のご期待に添えるよう全力を尽くします」

　大臣たちに見せた激情は微塵も感じさせない冷静な口調で王は語る。

　激昂する姿も全て演技、最初からこうなることはわかっていたようなものだ。

「今回の出陣の目的は勝利のみにあらず。迅速で圧倒的勝利が必要なのだ。反逆者のみならず王国内全ての貴族共を震え上がらせるほどのな」

「心得ております」

「そちだけに明かすが、国内が片付いたら余はアークランドを攻める心積もりなのだ。そのためにはこのような小さな反乱に時間をかける訳にはいかん」

「アークランドですか」

「貴族連中を完膚なきまでに叩きのめせ、二度と余に逆らおうと考えるものがいなくなるようにな」

　エイリヒは無言で頷いた。

　容赦は必要ない、求められるのは衝撃と恐怖だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「出撃ーーーー!!」

　軍団長エイリヒが先頭に立って剣を抜き、号令をかける。

　すぐに各部隊長が復唱するように号令をかけ中央軍は整然と縦隊になって行軍を開始した。

　五千人にまで拡大された兵士の群れが規律正しく行軍する様は美しく、王都の住人は仕事の手を止めて大通りに集まる。

「アゴール、そう緊張するな。出撃命令が出た以上、隊長は俺だ。お前は補佐に全力を尽くせばいい」

「はっ！　いけませんな、中隊の弱点ばかりが浮んで心配してしまいます」

「お前にとっても実戦は久しぶりなのか？」

「ええ、若い頃に帝国との大会戦に参加しましたがあの時は一兵卒、人を率いての実戦はありません」

「それでも戦場の空気を感じたことがあるのは貴重だ。指揮に抜けを見つけたら遠慮なく言ってくれ」

　アゴールは頷いて他の騎兵隊と歩調を合わせるように指示を飛ばす。

　現在、中央軍には三つの騎兵中隊があるが、重装騎兵一八〇を有し、練度でも優れる俺の中隊が主力であることは揺るがない。

　命令のタイミングによって全体の戦局を左右することもありうるだろう。

　それにしても眠い。

　昨日出撃待機が出てから、しばらく会えなくなると女達、特にカーラとノンナが何度も求めてきたのでほとんど眠っていない。

　俺も餞別にと豪快に彼女達を愛し、挙句に大変な状態で失神してしまった二人を拭いてやるようにミティとアルマに言いつけたのだが、子供のアルマには男女の行為とその結果などわからない。

「お姉ちゃん、このべたべたしたのなに？」

「こ、これはね……男の人の愛と言うか……種というか……」

「変な臭い」

「だめよアルマ！　これに触ったら赤ちゃんが出来ちゃうのよ！」

「えー」




　思い出したら笑いがこみ上げてきた。

　俺が直接子供に手を出したりしないとは言え、あまり子供の教育にいい環境とは言えないな。

「エイギル様。どうしましたか？」

　セリアがいつの間にか横に並んでいる。

　騎兵隊には大型の軍馬が割り当てられているのでシュバルツの横に並んでも以前ほど高さに違いはない。

　彼女は昨日、ベッドの隅で寝てたから眠そうではないな。

「昨日頑張り過ぎたせいで少し寝不足でな」

　セリアは一気に顔を赤く染める。

「で、ですから昨日ご自重下さいと言ったのに……いえあの二人があんなに求めるからです！　身内の中とはいえ、まるで淫獣のように叫んで気を失うなんて！」

「そう言ってやるな。俺が攻めすぎたからああなったんだ、ベッドの上では大抵男が悪い」

「うぅ、それとあの二人なんですけど、最近、例の薬を使っていないみたいなんですがご存知ですか？」

　セリアは目敏いな、行為の前後の動きまでしっかり観察していたようだ。

「あぁ、知っているよ。あいつらは子供が欲しいらしくてな、家も買ったしいいだろうと思った。合意の上だから心配するな」

　セリアは複雑な顔で考えていた。

「それであの二人はあんなに……私ももう少し育っていれば……」

「孕んだら家で待機になるがいいのか？」

「それは嫌です」




　シュバルツはいい加減にしろとばかりに嘶いた。

　その声に周りの騎兵達の馬がわずかに乱れる。

　大型軍馬が集められた第一騎兵中隊の中にあってもシュバルツの大きさは別格だった。

　女好きも依然健在で、隊の世話係に体を触らせないのでしばらくセリアが世話をしていたが、今は専属で女の飼育員が面倒を見てくれている。

「セリア今回は戦争だ」

「はい！　活躍して見せます」

「それはいいがな……」

　手柄を求めて死んでしまうようなことになっては困る。

「お前が大人の女になったら子供を産ませてやる。だから死ぬなよ」

「ふえっ！　こっ光栄ですぅ！」

　反乱軍の本拠地アルノード辺境伯領までは通常の行軍で七日程だ。

　しかし辺境伯の領土は広く領内に入ってから都市までもまた二日程かかる。

　領内での地の利は完全に相手にあるので格段に強い警戒が必要になるだろう。

　それまではセリアの尻を撫でながら気楽に向かうとしよう。
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　七日後　アルノード辺境伯領　エイリヒ本隊

「野戦に出てくるとは予想外ですな。てっきり都市にでも立て篭もると思っていましたが」

　辺境伯の軍は領内の入り口に近い場所、小高い丘を中心に陣を張っていた。

「戦争の混乱で都市が焼かれるのを避けたかったのだろう。こちらには好都合だ」

　見た限り辺境伯の軍は歩兵が主体で騎兵は少ない。

　都市攻略も想定していたが野戦の方が有利に戦えるだろう。

「すぐに陣形を組め。奴らの方が位置が高い、矢が先に届くから注意しろ。盾を持つものを先頭にするんだ」

　訓練の成果か統率の取れた動きで陣形が作られていく。

　創設して二ヶ月の軍団の動きとは到底思えない。

　一方辺境伯軍は数としては同程度だが雑然とし、団子のように固まって見える。

　こちらが陣形を組んで前進を始めたのを見て、慌てて隊列を組みなおしている。

　だがその動きは緩慢で、隊列も良く見るといびつな線のようだった。

　それでも丘の上に陣取る有利は大きい、近づく歩兵隊に対してバラバラと矢が降り注ぎ、盾で防ぎ損ねた兵が倒れていく。

　山の上から放たれる矢は射程も延びるし、高度差によって威力も上がるため通常の歩兵が装備する革の防具を易々と貫通してくるのだ。

　しばらくの間、一方的に撃たれていた味方の前衛だが行軍速度を落とすことなく前進し、味方の弓隊も敵を射程に収めた。

「連続射撃、撃ちまくれ！」

　味方の弓隊からも矢が放たれ両軍の弓兵同士の撃ち合いが始まった。

　辺境伯軍の矢がバラバラと広い範囲に降り注ぐのに対して、射撃のタイミングと狙いをあわせた味方弓隊の矢は一箇所に集中的に突き刺さる。

　歩兵と違い、盾で自分を守ることの出来ない弓隊は攻撃に晒されると無防備だ。

　効果的な集中射撃を喰らい辺境伯軍の弓隊は次々と倒れ、目に見えて反撃の矢が減っていく。

　たまらずに敵弓隊が後ろに下がっていく。

　後方の大盾の影に隠れるのだろう、セオリー通りならここで防御に優れる長槍隊が出てくる。

「今だ、第一騎兵中隊に敵中央への突撃を命令しろ。最大速度だ！」

　命令はすぐに手旗で伝えられる。
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「隊長、突撃命令です」

　アゴールが背筋を伸ばして報告する。

「全隊楔陣で突撃！　俺に続け！」

「わっわたしも！」

　突撃を最優先で訓練しただけあって突撃専用陣形と言っていい楔陣への展開は早いな。

　敵までの距離はほんの少し、全力疾走で問題は無いだろう。

　シュバルツは速度に勝る馬を集めた中隊の中でも他を振り切ってどんどん加速していく。

　前方に展開していた味方の歩兵と弓隊が慌てて道を開け、その間をすり抜けるように二〇〇騎の暴風が吹きぬける。

「見ろ！　敵は弓兵と槍兵の交代が間に合っていない。このまま突っ込むぞ、減速するな！」

　辺境伯軍の前衛は逃げる弓兵と前に出ようとする長槍兵が交錯し、まともな隊列がとれていない。

　更に迫る重厚な騎兵に脅えた弓隊が命令を守らずに勝手に弓を放ったために混乱に拍車がかっている。

　この好機を逃す手はない。

　時折散発的に矢が飛んでくるが問題にならない。

　距離にして５０ｍ、接触まで数秒となった所で中隊が一斉に叫ぶ。

　オオオオォォォォォォォ!!!

　轟く声は敵軍にとって悪魔の絶叫にも聞こえたことだろう。
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　南部貴族陣営

「こんなの聞いてないぞ！」

　槍を構えながら俺達は口々に叫んだ。

　村に徴兵にきた貴族様は槍を持ってついてくるだけ、飯も食わせてくれるって話だったんだ。

　王様の軍が押し寄せてきた時も、睨み合いで油断しなけりゃ大丈夫だっていってやがったのに！

　最初の弓の撃ち合い、俺は盾に隠れていたけど味方の兵隊がバタバタ倒れていってた。

　俺も狩りで弓を使うことがあるが、高い所から撃つ方が絶対に有利なはずなのにだ！

　弓隊が逃げ出し、前に出て槍を構えろって命令された。

　慌てて行こうとしたんだが、逃げてくる弓兵の奴らが邪魔でまともに構えられないじゃねえか！

　そうこうしてるうちに相手の騎兵が突っ込んできやがった。

　全員が騎士様かってぐらいごつい鎧を来た奴らが一直線に俺のいる場所に向かってきやがる。

　畜生！　少しぐらい左右に逸れてもいいだろうに！

　弓隊の奴らが慌てて矢を撃ってるが全然効いていない、それどころか立ち止まって弓を構える奴らが邪魔で俺たちの長槍がまともに構えられないんだ。

「早くどけ！　邪魔なんだよ！」「押すな！」「もうそこまできてるぞ!!」

　連中が雄たけびを上げ、周りの仲間もみんなびびって逃げ腰になっちまってる。

　これはだめかな？　なんて考えてたら連中の中でもとびっきり大きい黒馬に乗った奴が先頭を切って乗り込んできやがった。

　道を塞ごうとした奴が馬に踏まれて潰れた蛙みたいな声をあげる。

　可哀想にあれじゃ即死だ。

　俺の同郷の連中が囲んで槍で突こうとしたけど、斧みたいな槍で真っ二つにされちまった。

　モモスにタイラ……いい奴だったのに。

「奴が指揮官だ！　撃ちとぐえっ！」

　お貴族様が剣を抜いて何か言ったけど槍の一突きで殺されちまった。

　他の騎兵も次々と雪崩れ込んでそこら中で仲間が倒されていってやがる。

　これじゃ勝てるわけがねぇ！

　俺は武器も重い鎧も全部捨てて一目散に逃げた。

　こんなとこで死ぬのは嫌だ！　村には女房と息子も待ってるんだから！
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　エイリヒ　本陣

「軍団長！　第一騎兵中隊は敵中央を完全に突破、敵は崩れています！」

「練度の違いが出たな、素早く長槍で槍衾を組まれていたらこう易々とは行かなかっただろう」

　それにしてもすごい。

　一当てで敵の陣はずたずたに引き裂かれている。

　特に先頭きって突っ込んだエイギルの周りで、人とその一部が木の葉のように宙を舞っている。

　現場ではおぞましい悲鳴があがっているだろう。

　奴の戦い方は敵の心を折る。

「装備から見て徴兵か募兵された農民でしょう。あれを目の前にしては逃亡も仕方ありますまい」

　参謀が感心したように言った。

「そうだな。俺だってあんなのが出てきたら逃げるさ、死にたくない」

　敵の陣形は騎兵がぶち抜いた中央に陥没するように崩れている。

　中央を救援しようと左翼右翼の部隊の向きが変わっていく。

「ここだな。歩兵部隊前進、敵を押しつぶせ」

「もはや、小細工は必要ありますまい。敵は完全に浮き足立っています。力任せに寄せれば押し切れましょう」

「そうだな。全軍に総攻撃を下令！　幕を引こうじゃないか」







　歩兵部隊が前進を開始した時、既に俺の第一騎兵中隊は敵の陣を完全に突破し、その後方に出ていた。

「敵を完全に突破しました！　方向転換してもう一度敵に突っ込みましょう！」

　大戦果にセリアが興奮気味に話す。

「いや、俺たちはこのまま後方へ出る」

「なぜですか!?　敵は無防備な背を晒しているのに……」

「俺たちがまた突っ込んで混戦になったら弓が使えない上、同士討ちの危険があるから歩兵部隊が思うように動けないだろう。俺たちはここにいるだけでいい、ケツに敵がいるってだけで敵には十分すぎるほどの脅威になるんだよ」

　アゴールも頷く、戦術としては正しいのだろう。

　だが、呆けているのもつまらない。

「総員、敵本体から離れないようにしつつ後方の輜重隊を叩け！」

　決着を見て逃げる前に物資を頂いておいても無駄にはならない。

　物資の運搬が任務の輜重隊には護衛も付くがその程度の兵力で重装備の騎兵を止められるわけもない。

　逃げようにも鈍足の馬車を引いていけるわけもなく、御者と護衛兵は血祭りに上げられて大量の食料は俺たちの手に落ちた。

　輜重隊を壊滅させ、隊列を組みなおした頃、丘の上から敵が後退してくる。

　中央軍の本体に押されているのだろう、敗走か後退か判断つきかねる下がり方だ。

　いっそ分かりやすくしてやろうじゃないか。

「そろそろいいか、アゴールもう一度行くぞ。決着をつける」

　既に本格的な混戦をしているのなら弓も撃ってこないだろう。

　勢い余って味方を何人か跳ね飛ばすことがあるかもしれんが、早く決着をつければ結果的には損害は減ることになる。

「全員、横陣を取れ。敵を手当たり次第にすりつぶせ」

　士気の高まった兵達は武器を掲げて声をあげ、横一列に突撃していく。




　中央を騎兵に破られ、更に歩兵部隊の総攻撃を受けて敗走しつつあった辺境伯軍は一度突き抜けた騎兵隊の突撃を背後から受けて完全に崩壊。

　中央軍全部隊による猛追撃の結果、五千の兵員のうち二千余が屍を晒す惨敗となった。

　総大将にしてアルノード辺境伯の長男、ドドリア子爵を始め、多数の貴族も戦死。

　ただ一戦で南部貴族連合は致命的な大打撃をこうむったのだった。

　中央軍の歩みは止まらない。

　一路、アルノード辺境伯が居を構える南部の町ザールに向かい、進軍を再開した。
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　名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　初夏

　地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

　財産　金貨二五七枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　セリア ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

　使用人　ミティ　アルマ　クロル

　部下　アゴール（副官）クリストフ　カール　シュバルツ（馬）

　経験人数　二八人








第35話　終焉







「ロランド伯！　どこじゃぁ！　どこにおる！」

　大声を上げながら髪を振り乱して屋敷を走り回るその姿に南部貴族の雄、アルノード辺境伯としての威厳は皆無だった。

「ロランド様は先程火急の用ができたとご自身の屋敷へ戻られましたが……」

　とりまきの下級貴族の一人がアルノードの豹変振りに恐る恐るといった具合で答えた。

「あの死に損ないの糞爺がぁ！　己だけ逃げよったか!!」

「そ、そのような無体な言い方はっ！　一体何が？」

　アルノードは机を力任せに蹴り飛ばした。

「我らの軍が王の軍に破れ、息子が死んだ！　兵もほとんどが殺されるか逃げ散ったわ！　……おのれ！　おのれ！　何が王の玩具よ、何が寄せ集めよ！　これではわが家はっ！」

　アルノード辺境伯は反乱を促がした上、真っ先に逃亡したロランドを口汚く罵る。

だが何を言っても自分が首謀者である事に変わりはないし、王家にもはや言い逃れができないこともわかっていた。

単に逃亡するだけなら可能だろうが、名門貴族としてのプライドもある。

全てを捨て、行商人や農民に身を落として生きるなどできようはずもなかった。

　屋敷に集まった貴族達も動揺を隠せない。

戦に破れた以上、王の軍がここに向かっていることはあきらかだ。

だが自分の領地に逃げ帰ったところで単独で王軍に対抗できるはずもない。

結局は辺境伯に頼るしかない、それが沈み行く船であろうとも……

　陰鬱とした空気の中、門番が走りこみ声を張る。

「王軍からの使者が参りました！」

　全員が立ち上がり、アルノードは激情を抑え平静を取り繕う。

「ここに呼べ」







「王からのお言葉をお伝えいたします」

　アルノードは憮然とした表情を隠さない。

高位貴族相手の交渉ならばそれなりの地位にある者を名代として送るのが普通だ。

伝言だけ携えた使者ではこちらとの交渉ができないではないか。

「余は講和を望む」

　おぉと貴族達に安堵の表情が浮ぶ、軍が敗れた今、これ以上の交戦を望まないのは皆の共通認識だ。

多少の権益や領地を召し上げられるのはこの際やむを得ないだろう。

「ただ余に反した以上、唯では収められぬ。講和の条件は反乱首魁アルノード辺境伯及び連名全貴族の刑死！　爵位は全て返上の上、領地は没収！　子息は王都に招集し安全を保障する」

「そんな馬鹿なことがあるか！」「これでは大逆罪と大差無いではないか！」

「ふ、ふふふ……そうか……これなら……ただの使者でよいはずよ……」

　アルノード辺境伯も完全な馬鹿ではない。

今すべてを理解した。

王は最初からこうするつもりだったのだ。

税を納めぬ貴族達の見せしめとして自分を生贄にするつもりなのだ。

「あ、アルノード辺境伯……これは何かの間違いです。こちらから王に使者をおくればあるいは」

「もうよい、もうよいのだ」

　ふらふらと立ち上がり、壁にかけた剣を手にとる。

全員何が起こったかわからず呆然とする中、アルノードは剣を振り下ろし、使者を斬り殺した。

「ああっ!!」「なんということを!!」「乱心召されたか!!」

　貴族達が顔を青くして叫ぶ、王からの使者を斬ってしまえば、最早何を言っても通らない。

ここにいる全員とその家族の死刑執行書にサインしたも同然なのだ。

「愚か者め、まだわからぬか。王は最初から我々を消す算段だったのよ！　臨時税に不満を言ったその時から……その後の仕打ちは全てこちらを激昂させるための挑発に過ぎん。結論は出ていた、今更どうにもならぬ……」

「そんなっ！　では誰かに助けを……」「国賊の我らを誰が助けるというのか！」

　貴族達はヒステリックに喚いている。

　アルノードは妙に心静かだった。

どうしようもなくなってしまえば人は案外落ち着く。

そして唯一の活路を思いついた。

「落ち着け、まだ手はある。押し寄せる王軍に打撃を与えてから救援を頼むのだ」

「救援と申されましても既に我々に味方する者など……」

「いる。南に、我々はアークランド王に忠誠を誓いその下に降るのだ」

　全員が言葉を無くす、まさに売国奴の所業、最悪の不名誉だ。

「考えよ、このままでは我らは死を選ばされ、家は潰れる。ならば汚名を被ってでも生き延びてこそ子や孫には恥を雪ぐ機会があろうというもの」

　既に道は一本しかない。

選択できるのは止まるか進むかだけだ。

ある者は子のため、ある者は命惜しさに、全ての貴族は進むことを決意した。




「ベルリド子爵はいるか？」

「ここにおります」

　白銀の鎧に身を包んだ武者、年のころは三〇程か、その容貌は凛々しく整い、一声かければどのような女でも股を開きそうな美丈夫だ。

「お前には我が家の寄り子として運命を共にしてもらわなければならなくなった。悪いが最後まで付き合ってもらうぞ」

「はい、あなたの娘カトリーヌを妻とした時より地獄の底までもお供する所存です」

「うむ、お前には我が家の騎士団を率いてもらう。既に我が息子も逝ってしまった……手柄を立てたならば我がアルノード家の養子となり跡目を継がせよう」

「おおっそれは素晴らしい」

「王国に武名轟く、ベルリド子爵なれば王軍を打ち払うことも容易いでしょう」

　貴族達の顔に若干の笑顔が戻る。

しかし青い顔に血色が戻ることは終ぞなかった。
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中央軍　野営地

　中央軍はアルノード辺境伯の拠点都市ザールを目の前に野営陣地を張っている。

敵に残された兵力は少ない。

都市に篭城するしか選択肢はないがそれも長くは続かないだろう。

そこに一つの報告がなされる。

「使者を斬った？　それが？」

　大したことなのか？　とエイリヒに尋ねる。

敵対している相手からふざけた事を言われたら俺でも斬ってしまいそうだ。

「これで彼らは王家そのものに弓を引いたことになる。和議はなくなり最後まで戦い抜くということになる」

「軍が負けてからの行動とは思えませんね」

「衝動的にやってしまったのかもしれんが、大方アークランドでも頼るつもりなのだろう」

　確かに後がなくなれば手当たり次第声をかけることになるだろう。

そして地理的に一番近いのはアークランドだ。

「だがそれも机上の空論だな。夜が明ければ総攻撃だ、都市に篭ったとて容赦はしない。山のように火矢を射掛けてやれば町は要塞から地獄の釜に変わる」

　町を焦土と化してでも勝利を得る方針は揺るがない。

「お前にも明日は活躍してもらうことになるが……もう一つ陛下直々の秘密任務がある」

　俺とエイリヒは二人だけでテントを出て林の中に入っていく。

セリアがついて来ようとしたが制された。

俺以外に知られてはいけないらしい。




　真っ暗闇の中、少しばかり待つと松明が四つ、八の字にゆれながら近づいてくる。

「合図だ」

　暗闇の中から人影が現れる。

二人は護衛と思しき屈強な男、二人は高そうな服を着た貴族だろう。

「これはこれはラッドハルデ卿、わざわざ軍団長様自ら、ご足労痛みいります」

　老齢の貴族は恭しく頭を下げる。

「ロランド伯、全てうまくいったようで何よりでございます」

　ロランド伯といえば連名で送られた抗議文にて、アルノード辺境伯の隣に名を連ねた南部貴族の実質的Ｎｏ２だ。

「いやいや、アルノード辺境伯はあまり策略に長けている方ではございませんので楽に……ご紹介おくれました。こちらは我が息子にございます。此度の件が片付きましたら家督を譲るつもりでして……」

　なるほど抗議文を送るところから反乱まで全て出来レースだったということか。

「それよりも首尾をお教え願いたい」

　余計な世間話は不要とエイリヒが急かす。

「はい、アルノード一派は街の中に兵を入れ、なんとか死守しようと試みております。更に今のところは外国の兵が入っている形跡はございませんな」

「そうですか、ならば予定通り明日の攻撃で彼らの命運も尽きる」

「それで……アルノード達が取り潰された後、当家に渡る土地について陛下からお聞きになってはおりませんか？　なにぶん幾度も危ない橋を渡ったものでして……」

　南部貴族を取り潰して土地を国有化、そのおこぼれをロランド家が受け取る。

そう王と話がついていたのだろう、この爺もだが陛下もなかなかに策略家だ。

　エイリヒは表情をまったく変えない。

「それについては陛下からお聞きになったままですな。それよりも此度の策略、家の者にも一切話してございませんな？」

　老伯爵は大げさに手を広げる。

「それはもう！　何しろ万が一にも漏れますれば間違いなく私は辺境伯に殺されますからな。知っていたのはこの息子だけ、護衛達も今ここで知ったことにございます」

「それならばよし……」

　俺とエイリヒは目で合図をする。

　背中のデュアルクレイターを抜き放ち、護衛二人を切り捨てる。

完全に油断していた護衛は何もできず、驚愕の表情のまま崩れ落ちた。

「なっなにを！」

　次に脅威になりそうなのは若い方か、へなへなで頼り無いが爺よりは力もあるだろう。

「ひ！　ひっ！　なんで、くそっ！」

　男は必死で剣を抜こうとするが留め紐を外すことを忘れているので抜刀できない。

俺の剣は邪魔されぬまま胸に深く突き刺さり、男の力が抜ける。

「せっせがれぇ！　何故このようなっ話が違いますぞ！」

　エイリヒは剣を抜いてロランド伯に迫る。

「裏切り者は裏切りによって命を落とす。何百年も前から言われていることですな」

　ロランド伯の目にエイリヒの剣が突きたつ。

哀れな老人はしばらくの間痙攣し、永遠に動かなくなった。

「卑怯なロランド伯爵は情勢不利と見るや、息子とともに逃亡を試みるが夜道で盗賊に襲われて命を落とした。そういうことだ」

　エイリヒは伯爵と息子の持ち物から高価そうなものを奪い、林の奥に投げ捨てた。

万が一死体が発見された時に盗賊の仕業と見せかけるためだ。

「怖いですな。策略と言うものは」

「俺も好きではないが策略抜きに政治は行えない」

　哀れな屍の服で剣の血を拭き取り、物言わずに帰路につく。

「お前がいると、こういった任務で戦力の心配をしなくていいのはありがたい」

　少人数同士の殺し合いならそうそう負ける気はしない。

「いつか俺も謀殺されるかもしれませんな」

「陛下はお前を新しい風として信頼している。そのような事はないさ……だがもし暗殺するなら一個中隊は必要だろうから暗殺にはならん」

　俺たちは明日の戦いに備えて酒を呑み、涼みもかねて屋外に散歩に行っただけ。

それだけのことなのだ。







　夜明けと同時に中央軍はザールの町に総攻撃を開始する。

ザールの町は辺境伯が館を構える南部の中心都市だが、対立の激しいアークランドに近い事もあって商工業も目立って発展はしておらず、人口も三千程度とそう大きくない。

　辺境伯の兵は街壁の上から矢を放ち、石を投げて応戦したが、弓隊が一斉に火矢を射掛けると町のいたるところで火災が発生。

これ以上は持ちこたえられないと早々に街壁を捨てて撤退、中央軍はさしたる犠牲なしに町への進入に成功した。

「我々は攻城戦ではあまり出番がありません。邪魔にならぬように後方で大人しくしていましょうか」

　街壁への攻撃はもちろん、狭い街路や家々が連なる都市内で騎兵隊に出来ることは少ない。

王都と違い、メインの道も町の広場にも騎兵がずらりと並ぶようなスペースはなく、アゴールの助言で部隊を小隊単位に分け、それぞれ近隣部隊の援護に回すことにした。

「エイギル様、戻りました」

　偵察に出していたセリアが戻る。

「各所で散発的な抵抗はありますが、大規模な部隊は居ません。ほとんど掃討戦みたいなものです」

「……妙ですな？　先の会戦で打撃を与えたとは言えここはやつらの本拠です。千や二千の兵がいても良いはずですが」

　アゴールは首を捻る。

だが俺には答えが見えていた。

「逃亡だな、辺境伯がどれだけの常備軍を持っているのかはしらんが普段から数千を持っていることはあるまい。反乱に会戦での敗北、徴兵された農民や傭兵は間違いなく逃げる」

　沈む船に乗るのはどこにも行き場がない奴だけだ。

連邦正規軍上がりのアゴールにはわからないのかもしれないが、傭兵や農民にとっては第一が自分で次いで報酬だ、確実に負ける状況になれば絶対に逃げる。

「さっき街壁にいた兵士も抵抗の意思はそうなかったようだしな」

「なるほど、では逆に今だ抵抗を続ける兵がいるならば……」

「辺境伯に絶対の忠誠を誓っている奴らか、もう逃げ場もない奴らだ。死兵となってるなら手ごわいぞ」

　予感が当たったのか、領主の館まで進んだ部隊が敗走したと伝令が来た。

「アゴール、どうせ俺たちは碌にすることがない。敵の最後の部隊ってのを見に行こうじゃないか」

「隊長も物好きな方ですな……お供いたします」







「どうした下賎の犬ども!!　これで終わりか！」

　勝鬨を上げる男の周りには重装備の騎士が並び、中央軍の兵士達の骸が転がっている。

苦い顔をしているのはブルーノ改め、ブルーノ＝レンスター騎士爵にして歩兵大隊長だ。

「ブルーノ、何があった？」

「領主の館に突入を試みたら突然現れてな、これがなかなかに手ごわい」

「我が名は、セシル＝ベルリド！　我が首を手柄としたい者はかかってこい！」

　指揮官らしき男が大音声を上げる。

随分と自信があるようだ。

　いざと一騎打ちを挑んだ騎兵が瞬時に切り捨てられて転がった。

「あいつは強いのか？」

「ベルリド子爵は王国でも一、二を争う騎士として有名だった男だ。麾下の部隊は恐らくアルノード辺境伯直属の騎士団、彼は辺境伯の寄り子で義理の息子だからな」

　勇者が率いる精鋭騎士団が館の門を守っているのかこりゃ厄介だな。

「「「矢を射かけようか」」」

　俺とアゴール、ブルーノの意見が一致する。

普通に考えればわざわざ決闘して部下を失う意味はない。

あいにく俺達は平民上がり、騎士の誇りを守るより楽に勝ちたい。

　雨のような矢とボウガン隊の攻撃で騎士団は馬ごと次々と倒れていく。

「卑怯者め！　騎士の誇りをなんと心得る!!」

　先程お前が下賎の犬と言ったではないか、馬鹿正直に開けた門の前に整列するような奴は戦争屋としては落第点だ。

　満足に動ける騎士も数える程になったがベルリド子爵は幸運にも矢を受けていないらしい。

「かくなる上は貴様らの勇者に一騎打ちの決闘を申し込む！　いざ参られよ！」

　俺とブルーノは顔を見合わせて失笑した。

決着のついた戦いで一騎打ちを挑むとは本当に軍人には向いていない奴だ。

さっさと射殺そうとブルーノがボウガン隊に指示を伝えるが、アゴールが前に出る。

「奴は軍人には不向きですが、降り注ぐ矢にも臆しておりませんでした。勇敢な戦士にはそれ相応の最後が与えられるべきかと……」

「お前が決闘を受けるのか？」

「はっ！」

　アゴールは強いが奴も単体としてみれば中々のものだった。

正直に言ってアゴールよりも数段強い。

優秀な副官をここで失うわけにはいかない。

俺も実は軍人には向いていないのかもしれないな。

「俺が出る、ブルーノいいな？」

「おいおい……本気か……」

　一騎打ちなど久しぶりだ。

愚かな事とわかってはいるが高揚する。

「我が名はエイギル＝ハードレット、引導を渡そう」

　シュバルツに乗って前に出る。

ベルリドの顔が喜色に綻ぶ、彼も心の底では矢が飛んでくると思っていたのかもしれない。

「下賎の中に置くには勿体ない男！　いざ参る！」

　突撃ではなく、お互いに馬を寄せて槍での戦いが始まった。

奴の獲物は無駄に装飾のついた豪華な槍だが、重さもあり動きも鋭い。

　俺の攻撃を受け流し、素早く反撃に転じる技量は確かなもので王国一の騎士の名も伊達ではない。

　だが負けてやる気もない。

様子見も終わり、全力で槍を叩きつける。

一合、二合、三合と打ちかかり、奴の体勢は崩れて四合目でついに馬から転げ落ちた。

「うごっ！　……まだまだ決着はついておらぬ！」

　素早く起き上がりこちらに槍を向ける。

俺もシュバルツから降りて槍を引き、突きの姿勢を取った。

　じりじりと距離を詰め、射程に入ったところで強烈な突きを放つ。

奴は自分の鎧の切れ目、喉元を狙うと予想して防御に入るがそれが間違いだ。

俺は奴の中心、一番頑丈な鎧で守られた胸部に突きを放つ。

当然、貫通することはできないが、超重量級の得物での一撃は奴を吹き飛ばすには十分だ。

　地面を転がり、起き上がろうとした喉元を刃が貫く。

噴き上がる血しぶきが戦いの終わりを告げた。

「勝鬨を上げろ!!」

「オオオオオォォォォォーーー！」

　ブルーノが音頭をとって彼の大隊と支援にきていた俺の隊の一部が鬨の声を上げる。

指揮官を失った騎士団は武器を捨てて投降、領主の館から勝鬨が上がるのを聞き、町に散った敵の部隊も抵抗をやめて反乱貴族の拠点、ザールの町は完全に陥落した。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

財産　金貨二五七枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

使用人　ミティ　アルマ　クロル

部下　セリア（従者）アゴール（副官）クリストフ　カール

シュバルツ（馬）

経験人数　二八人








第36話　母親　♯







　ベルリド子爵の死によって騎士団が降伏、それに続いて町内全ての敵が降伏し、戦闘は終了。

　騎兵中隊はアゴールの指揮の下、市内に分散して秩序維持に目を光らせ、俺はセリアや腕の立つカール他少数の部下とともにアルノード辺境伯邸に入った。

　市内では一部兵士による略奪や婦女子への暴行が始まっているとの報告もあり、秩序維持のためにエイリヒ団長やブルーノは走り回っている。

　もうアルノード辺境伯に逃げ場は無い。

　俺達だけでも逃げられる心配はないと考えたのだろう。

「ひいっ！」「何卒ご容赦を……」

　屋敷の使用人達は伏して俺を迎える。

　目には敵意はなく、脅えの色を浮かべていた。

　邸内の大広間に憔悴した貴族達が集まっている。

「アルノード殿はどなたか？」

　俺は甲冑姿のまま彼らの真ん中に踏み込み、全員を睨みつける。

　無駄に威圧するつもりはないが敬意を払う相手でもない。

「……名乗りもないとは下賎の輩よ」

「エイギル＝ハードレット騎士爵だ。あなたがアルノード殿か？」

　反乱に加担した貴族の爵位は陛下によって既に剥奪されている。

　貴族としての礼を尽くす必要はないのだ。

「そうだ、よもやこのような結末を迎えるとはな……」

「では貴殿を王家への大逆の罪で拘束します。他、連名で名前があった方も同様です」

「断る！」「死ね！」

　数人の貴族が剣を抜き斬りかかってくるが、警戒していたセリアとカールが瞬時に斬り殺した。

　剣などほとんど使ったことのない幼稚極まる動きで歴戦の彼らを倒せるはずもない。

　一人の貴族がすり抜けて俺に迫るが、抜刀するまでもない。

　芸術品と言ったほうがいい細身の剣を手甲で弾き、喉を掴む。

「がっ！　ぐっ！　ぉぉ！　ーーー！」

　グシャリと喉の潰れる音が鳴り、太った貴族は力なく崩れ落ちる。

「他にはおられませんか？　こちらとしても連れて行く手間が省けて都合がよいのですが」

　全員が剣を床に落としてうな垂れる。

「愚かな者よ、見苦しく抵抗してなんになるのか」

　アルノードは力無く呟く。

「それは助かります。貴方だけはなるだけ生かして連れ帰れと言われておりますので」

「皆の前で吊るす為にであろう？」

「さて、それは陛下にお聞き下さい。連れて行け！」

　貴族達は一列に並ばされ、囚人のように……囚人なのだが、連行されていく。

「家族はどうなる！　我等の家族は!?」

　一人の貴族が見苦しくも叫んだ。

「大逆罪の刑については平民上がりの我々より貴方の方がよくご存知でしょう」

　大逆罪は本人の他、直系の一族とその妻は処刑。

　傍系や血縁で結ばれた他家には不名誉烙印が押され事実上、出世と婚姻ができなくなる。

　貴族にとっては族滅と言っていい最悪の刑、それが大逆罪だ。

　絶望する人間の近くにいるのは辛気臭くていけない。

　兵達には引き続き邸内に潜んでいる者がいないか捜索するように命じ、その場を離れる。

　随行してくるのはセリアだけだ。

「お嬢様！　そのような恐れ多い！」

「もうこれしかないの！　お願いよ！」

　使用人の部屋と思わしき場所から聞こえる声、俺は扉を蹴り開いた。

「ひっ！」「っ!!」

　中にいるのは貴族の女性と中年の女性使用人、そして毛布に包まれた赤ん坊だった。

　貴族女性の方は連行の対象になる。

「御婦人、お名前を教えて頂いてよろしいか？」

「わたしくはっ、その、それは」

「お名前を教えて頂いてよろしいか！」

　女性はセリアが剣に手をかけるのを見て諦めたように名乗る。

「セシル＝ベルリドが妻、カトリーヌ＝ベルリドです……」

　ふむ、昨日エイリヒから貴族達の名前と関係について聞いたのだが眠かったのであまり覚えていない。

　どこかで聞いた気がする名前なのだが。

「アルノード辺境伯の次女です。後、ベルリド子爵……エイギル様が斬った騎士の妻です」

　セリアが覚えていてくれて助かった。

　ということはこの赤ん坊はベルリド子爵の子供ということか。

「この子は……使用人の子供です！」

　カトリーヌは子供を中年の使用人に押し付ける。

　いやいや、それは無理があるだろう。

　カトリーヌは必死に訴えているが使用人の方は迷惑そうでもある。

　巻き込まれれば命の危険もある、命を対価にするほどの忠誠は感じてはいないのだろう。

「使用人、答えろ！　これは本当に貴様の子か？」

　セリアがわざと高圧的に問う。

　俺から見ると可愛い強がりに見えるが剣を向けられた使用人には死神のように見えることだろう。

　中年女性は悲鳴を上げて土下座し、千切れるぐらいに首を振る。

「いえっ……いえっ！　違います！　この子はお嬢様の子供です！」

「そんな……」

　使用人はその場を走り去っていった。

「お名前をお教えください」

　子を守るように抱きながらカトリーヌが呟く。

「エイギル＝ハードレットだ」

「なっ!!」

　カトリーヌは口に手を当てて目を見開いた。

　自分の夫を仕留めた男の名は聞いていたのか。

　俺に憎しみの目を向けて……跪く。

「ハードレット卿、この子だけは容赦を……まだ乳を吸う赤子にございます。祖父の罪を背負うのはあまりに不憫……」

　夫の仇に頭を下げて慈悲を請う屈辱に肩を震わせる。

　だが、俺に言われてもどうにもならない。

「頭をお上げください。そのようなことをしても意味はありません」

　その言葉を拒否と受け取ったのか、涙を流して我が子を抱きしめ、腰の後ろをまさぐった。

　腰から出した短剣にセリアが剣を抜くが、俺は押し留めて首を振る。

　指ほどの刃しかない短剣で斬りかかる意思もあるまい、引き離されて処刑されるならばせめて共に逝こうというのだろう。

　涙と絶望に濡れてなお輝くほどの美人だ。

　子供と並んで死なせるには惜しい。

「爵位どころか貴族ですらもない、それでも子を生かしたいですか？」

　音が出るほどの勢いでカトリーヌが顔を上げる。

「もちろんです！　子が生きている以上の喜びがありましょうか」

「そして貴女自身には過酷な運命が待つ。全てを失う覚悟はありますか？」

「この子が生きているならばどんなことにも耐えられます」

　母は強し、面白い一芝居打ってみるか。

　嬉しい報酬もありそうだ。




　扉を開けると先程の使用人が部屋の前に立っていた。

　逃げ出したもののカトリーヌを憎んでいるわけではなかったのだろう。

　心配そうに地に伏せながら顔を上げるが、俺の担いでいるものを見ると悲鳴をあげて泣き出した。

「あああぁぁぁーーー!!　お嬢さまっ！　あまりにむごいっ！」

　俺の肩に担がれたカトリーヌは上半身を布に包まれ、真っ赤な血が滲み出ている。

　力なく垂れた足には血がつたい、彼女が息絶えていると考えるには十分だった。

　続いてセリアが赤ん坊を片手に抱いて現れる。

「赤子を奪おうとしたら抵抗したのでな、お前の気に病むことではない。部屋に戻り大人しくしていろ」

「ああ……カトリーヌ様……お許しを……お許しを……」

　案外うまく騙せた。

　泣き伏せる使用人以外に廊下に人はいなかったので担いだ尻を撫でてみる。

「……！」

　垂れ下がった足に力が入った。

　彼女を包む布地の血はセリアが先程斬った貴族達の血に塗れた剣を拭ったものだ。

　足から滴る血は心苦しくあったがカトリーヌの太ももを軽く傷つけた、流れる血がなければさすがに兵士は騙せないだろう。

〝過酷な運命〟の一環と思って我慢してもらおう。

　同じ手段で屋敷を警備する兵士達も騙し、赤ん坊は直接俺がエイリヒの所に連れて行くと馬に乗る。

　途中で邸内の執事を伴った兵士に遺体の身元を確認したいと、布を取られた時は焦ったがカトリーヌは見事な半開きの白目で死体の演技をして見せた。

　執事は悲痛な声でカトリーヌの名を出し、せめて丁寧な埋葬をと懇願するのみだった。

　セリアは赤子を抱いたまま無表情を貫いているが観察経験が多い俺にはわかる。

　あれは笑いをこらえている顔だ。

　肩に感じるカトリーヌの体温も上がっている。

　非常時とは言え恥ずかしかったのか。

　市内は戦闘の混乱に加え、若干の略奪もあったのだろう、燃えている家や破壊されて家財道具が散らばっている家が散見された。

「セリア、人のいない家でカトリーヌを着替えさせろ。顔と髪に灰をつけて汚く、服は地味な色で裾を切って娼婦のような感じにしろ」

「最後のはなんですか……」

「説明している時間はない。終わったら本陣へ連れてこい」

　セリアは疑いの視線を向けるが渋々、布にくるまれたカトリーヌを引きずって破壊された家に入っていく。

　さて、赤ん坊の方は堂々と正面から行かないといけないだろうな。

　カトリーヌと同じ方法が取れれば手っ取り早いのだが、赤ん坊に演技は期待できない。

　おぎゃーと泣かれれば全て水の泡だ。

「ハードレット卿、反乱貴族は全て捕縛したか？」

　俺はエイリヒが市内に構えた本陣に赤ん坊を持って帰陣した。

「集まっていたのは大方捕まえました。何人かは抵抗したので斬りましたがね。今、邸内を捜索していますので追加で何人か増えるかもしれませんが」

「構わんさ。アルノードさえ生きていれば他はどうでも良いと陛下からも指示を受けている」

「では俺の中隊を集結させましょうか、兵が戦後の町に散らばるのは良くないでしょう」

　言うまでもなく略奪や暴行のことだ。

　いくら兵を鍛えてもこればかりは完全に無くすことが難しい。

　まして傭兵団を中核に誕生した中央軍はその規律が緩いことも考えられる。

　エイリヒの顔も歪む。

「そうなのだ、事前に禁じてはいたのだがやはり皆無とは行かん。先程も家に押し入って女を犯していた兵をその場で叩き斬ったところだ」

「傭兵団上がりの宿命ですね。厳しい処置で考え方を変えさせるしかないでしょう」

　傭兵団にとっては勝利後の略奪と女への強姦は褒美の一部と言える程に一般的だ。

「唯でさえ他の貴族から風当たりが強いからな、攻撃される材料は潰していかねばならん……ところで」

　何か忘れているような。

「右手に抱いている赤ん坊はなんだ？　さらって来たのならお前も切らねばならんぞ」

　そうだ、赤ん坊を忘れていた。

　片手に赤子を抱えて略奪がどうだの語っていた光景は滑稽だっただろう。

「この子はアルノードの次女、カトリーヌの子らしい」

「奴の孫か……」

　エイリヒは苦い顔をする。

　大逆の刑ならばこの子は死刑だ。

　だが乳飲み子を死なせたいと思う人間はそういないだろう。

「俺も赤子を死なせるのは不憫と思う、王都に戻って陛下に話をさせてくれないか？」

「そうだな、陛下も鬼と思われたい訳ではあるまい。もしかすると例外と認めてくれるかもしれん」

「ではこの子は俺が直接連れて行くが構わないな？」

「赤子が逃げられもしまい、好きにしろ……ところで母親はどうなった？」

「死んだ」

「……そうか」

　エイリヒはそれ以上何も聞こうとはしなかった。

　彼を騙すことに若干の罪悪感はあるが、今度高い酒でも持っていって忘れることにしよう

　俺に割り当てられた天幕にはセリアと良い感じに薄汚くなったカトリーヌが座っている。

　服は地味な草色だが膝上まで足が出て、胸も谷間が見えている。

　だが本人が一番気にしているのは肩下で切られた髪のようだ。

　切り方も粗い、剣で適当にざっくりやったのだろう。

「どこからどう見ても戦乱で焼け出された娼婦だな」

　俺が戻るとすごい勢いでカトリーヌが赤ん坊を抱きしめる。

「くっ！」

　カトリーヌは屈辱に唇を噛む。

「エイギル様、それでこの女をどうするつもりですか？」

「カトリーヌ、そうだな彼女の名前は［トリー］町で娼婦をしてたが戦乱で焼け出され、俺が戦地での慰みにと連れて回る。これでどうだ？」

　さすがにかどわかしたと思われるのは嫌だからな。

「夫を殺した男に媚を売るなど……」

「この女！　せっかくエイギル様が命を救おうと言われているのにその口はなんだ！　今すぐ子供諸共切り捨ててやろうか」

　最近セリアが過激になってきている。

　元々気が強い上に容赦がない性格だからな。

　戦場に慣れて度胸もついてきたから尚更だ。

　カトリーヌはセリアの怒声に泣き出した赤子を守るように抱きしめる。

「セリア、少し黙っていろ」

「しかし！　何故こんな女のためにエイギル様が危険な道をいくなんて」

「私は自分の命など望んでいませんでしたっ子供の命さえ助かれば！」

　カトリーヌも助けると決めたのは俺だ、理由は美人だからだ。

　それ以外に理由はいらないだろう。

「じゃあここで自分はカトリーヌだと名乗り出るか？　すぐに捕まって王都で吊るし首だろう」

「これ以上屈辱を受けるのならそうします！」

「ならそうするしかないな。はっきり言おう、俺はおまえを抱くつもりだ」

「なっ！」

「はぁ……やっぱり」

　カトリーヌは絶句しセリアはため息を吐く。

「夫を……セシルを殺し、妻の私まで陵辱しようというのですか！」

「無理やりはしないさ。同意の上で体を開いてもらいたいんだけどな」

「聞かなければ子供を殺めますか？　この悪魔め……鬼畜にも劣る所業です！」

　そんなことはしない。

　子供については別の考えがあるのだが、口に出す前にカトリーヌはまくし立てる。

「いいでしょう。好きにお抱きなさいな、今の私はあなたに頼る哀れな娼婦ですから！」

　カトリーヌは誤解したまま自分で服をめくり上げてベッドに転がる。

「どうぞ貴方の粗末な物を使ってせいぜいお楽しみ下さい」

　目を閉じて顔を背ける。

　あからさまな態度だが晒された女体に戦いに高ぶった男の獣欲が湧き上がる。

　セリアは不機嫌極まる顔で赤子を連れて天幕の外に出て行く。

　カトリーヌはセリアに赤子を任せることが心配で仕方ないようなので、丁寧に扱えと念をおしておいた。




「夫はとても素晴らしい殿方でしたので、私は下衆を相手するのに慣れていませんの。もし嘔吐してしまったらごめんあそばせっ」

　彼女の服を剥いでいく俺にあくまで丁寧な口調で罵倒を浴びせる。

　これが彼女のせめてもの抵抗なのだろう。

「足を開いてくれ」

「セシルは男として素晴らしい人でした。夜も逞しく、それでいて優しく、みっともなくも何度も昇りつめてしまいましたわ」

　素直に足を開くが口は死んだ旦那を称え続けている。

　カトリーヌの穴を指でほぐそうとするが、まったく濡れておらず、指も入らない。

　仕方なく口をつけて舌で愛撫し、中に唾液を送り込む。

　肉芽を舐めていると女の匂いがし始めた。

「はしたない話ですが、夫の道具はとても大きかったのです。貴方の小さなお道具ではうまく抱かれて上げられないかもしれませんけど、出来る限り演技しますのでご容赦下さい」

　嫌味を連発するが、その心配はないと思う。

　服を脱ぎさって戦の後で滾った逸物をカトリーヌの顔の前に突きつけた。

「今でも夫に愛されていた時のことは鮮明に…………なっなんですかこれは!!　化け物が！」

　互いに既に全裸だ。

　俺はカトリーヌに覆いかぶさり、控えめな胸を撫でながら男根の位置を調整する。

　カトリーヌは灰に汚れているが、俺もまた戦った時のまま血と汗の臭いにまみれているからお互い様だ。

　呆然としているカトリーヌを尻目に男根は女穴にしっかりとあてがわれ、後は力をこめるだけだ。

「大きければいいという物ではない！　どうせ乱暴に女を苦しめることしか能がないのでしょう!?」

「そうでもないぞ。お前はわりと簡単に濡れてくれたからな。これなら楽に入る」

　彼女は俺に愛されたいわけではない。

　最低限の愛撫でいいだろう。

「ざっ戯言を……ひゃん！　くっ苦しい……いやぁぁぁ」

　みちみちと音を立てて俺のモノは沈み込んでいく。

　自慢していた旦那のモノの大きさはそれほどでもなかったようだな。

　とりあえず一番奥を確かめようと押し込む。

「ん？　これはなかなか……」

　カトリーヌの中は肉壁のひだが多く、押し込んでも引き抜いても擦れて気持ちいい。

　スレンダーな彼女だが、子供を産んでいるので俺の大きさでも壊れる心配はなさそうだ。

「ああ……お腹が……お腹がぁ……」

　ごりごりと彼女の肉ひだを味わいながら腰を前後させているとか細い悲鳴が上がる。

　ふと腹を見ると、俺が抜き差しする度に腹が盛り上がり、俺の肉棒の形がしっかりわかる。

「これはすごいな。中の具合もいいし、見映え以外もいい女じゃないか」

「ふんっ！　下品な男はせいぜい体だけ貪れば……あうっ！」

　最初濡れていなかったのでそういう体質かとも思ったがなんのことはない。

　中をこすればたちまち大洪水だ。

「はは、外まで流れてきたぞ」

「言うな下衆！　やめて、奥を突かないで！」

　なるほど彼女の弱点はここらしい。

　正常位で腰を軽くあげさせて、ノックするように奥をつく。

「いやっ！　あっあっ、んあぁーーー!!」

「ん？　おいおい……もうか？」

　カトリーヌの腰は激しく震え、モノの上に潮がかかる。

　僅か、数分間突いただけでイッてしまったらしい。

　特に激しくした訳でもないのだが……。

「ぁ…………ぁぁ……」

　絶頂して呆けるカトリーヌ。

　口からはもう罵倒は出ない。

「ーー！　ぎっ！」

「ん!?　ちっ……だめか」

　この隙に口付けをと思ったのだが、我にかえった彼女に唇を噛まれてしまった。

　仕方ない、もうしばらく味わってから再挑戦しよう。

　カトリーヌを持ち上げ、あぐらをかいた俺の上に乗せる。

　座位ならば彼女自身の体重もあって常に弱点……一番奥が押し上げられる。

　彼女も俺の意図に気づいて顔を逸らすが、向かい合った体勢で視線はどうしても絡む。

「肩に手を置くんだ」

　カトリーヌは向かい合った座位で俺の肩に手を置き、突き上げられるままに任せる。

　この体位では激しい動きはできないが彼女の名器をじっくりと味わうにはちょうどいい。

　ゆっくり文字通り腰を据えて責めようとしたのだが、またも数分で彼女が痙攣し出す。

「あぁぁぁーー!!」

　腹にかかる熱い飛沫。

　再び潮を撒いたらしい。

「……なんでよ……なんで感じちゃうのよ！　なんでこんなに気持ちいいのよぉ!!」

　自分の体に向かって悔しそうに叫ぶ。

　感じ易い女は人生を楽しめると思うんだがな。

　夫を殺した男に抱かれて絶頂するのが許せないのはわからんでもないが、もういない男よりも自分が幸せになるべきだろう。

　そして俺の中に少しばかりの黒い悪戯心が芽生える。

　この感じ易い女を徹底的に責めたらどうなるのだろうかと。

　そして悪戯をしない理由はどこにもない。

「カトリーヌ、激しく行くぞ」

「名で呼ばないで下さい。好きに嬲ればいいでしょう」

　彼女の太ももを抱え込み、折り曲げるようにのしかかる。

　腰を思い切り叩きつけられる体位だ。

　姿勢をとるなり猛然と動き、一番奥にめり込むほど叩く。

　太ももはがっちりと固定され彼女は逃れることはできない。

　結合部からは水音だけではなく、淫肉がこすれあう音まで聞こえる程だ。

　もちろんこちらが受ける刺激も大きいので、暴発してしまわないように歯を食いしばり、太く叫んで気をそらす。

「うおおおお!!」

「ひっ!!!　ひゃあぁぁぁ!!　ああぁぁぁぁ!!　ーーーーーーーー!!!!!!」

　彼女の叫びは俺に一〇倍し、最後は声ではない異音が吐き出された。

　股間には断続的に潮が当たり、顔はみるも無残に快楽に歪み、舌が突き出ている。

　ふと胸板を濡らす感覚に視線を下げると乳房から母乳が噴き出ている。

　赤子に授乳中だから当然出るのだろうが、不思議な興奮に逸物はより硬く大きくなってしまった。

「おぉぉぉぉ…………」

　彼女は最初、俺を引き離そうと細い手で胸を押していたが、やがて手は俺の肩に置かれ、そして胸板を撫でるようになり、最後は背中に回った。

　絶頂は唐突に訪れ、まずいと思った瞬間には種が飛び出す。

　逸物が脈動する度にカトリーヌは大きく震え、下腹部が膨らんでいく。

　俺を拒む為に使われていた手は射精中の腰に感謝するように優しく撫でるのに使われていた。

「ん……」

　発射しながら彼女の唇に口を寄せ、軽くつつく。

　彼女は意識を失っているわけではないが噛み付くことはない。

　少し舌を出して唇をなぞると、閉じられていた関門は薄く開いた。

「んっ」「んむっ」

　唇は重なり、舌が入る。

　カトリーヌはもう抵抗せずに舌を絡ませてきた。

　接合部で鳴る射精音とキスの音を聞きながら、絶頂に登った彼女と俺は余韻を楽しむのだ。

　いつの間にか俺とカトリーヌの両手は重なって握り締めあっていた。




「貴女は夫以外の男を知っているのか？」

　絶頂後のまどろみ、彼女は俺を受けいれてしまったことを悔やみながら、ぶすっと腕枕に乗っている。

「馬鹿なことを言わないで。貴方に強姦されるまで貞操は守っていました」

　人聞きの悪い。

　そんなことした覚えは無いぞ。

　だが、答えは出た。

「貴女の夫が上手かったんじゃない。単純に感じやすい体だったんだよ」

「何を馬鹿な！」

　カトリーヌは怒鳴るが自覚はあったのか不安げな顔を隠さない。

　これだけ淫乱な体をしているなら多少無茶をやっても大丈夫だろう。

　彼女を後ろから押しつぶすようにして挿入する。

「もうたっぷり出したでしょう！　やめなさい！　やめて……気持ちいいことやめてぇええ!!」

　その後、俺は三度ほど出させてもらい、カトリーヌは両手両足では数えられないほどに昇った。

　彼女は最後まで俺を否定する言葉を出し続けたが行動は伴っていなかった。

「やめなさい」と言いながら腰を振り。

「いい加減にしろ」と言いながらキスを繰り返す。

「助けて犯さないで」と言いながら両足を俺の腰に回して精をねだった。

　そのとろけた顔は夫の仇に犯される女と言っても誰も信じることはないだろう。

　そして何より俺は家に残した女達の何倍も激しく責め、徹底的に絶頂させたにも関わらず、カトリーヌは最後まではっきり意識を保っていた。

　色事の才能と言うのは誰が持っているかわからないものだ。







「セリア、もういいぞ」

「はい、失礼します」

　セリアはテントに入るなり異臭に顔をしかめたが、すぐに表情を戻す。

　カトリーヌは腰が抜けているのか、這うようにして子供を奪い、部屋の隅に座り込む。

「体ぐらい拭いたらどうですか、種が赤子につきますよ」

　カトリーヌは慌てて布で飛び散った種を拭き取り、すすり泣く。

　先ほどあれだけ乱れたのは無かったことにしたいらしい。

「軍団長から伝言です。後処理はブルーノと麾下の歩兵大隊のみで行う。他の部隊は明朝王都へ向けて帰還する。準備をせよ、と」

　さて、王都に帰ったら楽しませてくれた女の子供のため、王相手の交渉をしないといけない。

　英気を養う時間は一〇日ほどある。

　報酬は前払いでたっぷり頂くとしよう。

　王都へ帰るまで毎日俺はカトリーヌを抱き、彼女はその度に抵抗し、屈して悦び絶頂した。
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　死にたい。

　今までの人生でこんなことを考えたことはなかった。

　父は私に優しく家人も皆よくしてくれた。

　セシルとの婚姻は親同士の決定で式の日まで顔も見たことはなかったが、整った顔に式で赤面したのを覚えている。

　初夜からたっぷりと女の悦びを教えてもらい、やがて子を孕み、何不自由ない人生が続いた。

　だが永遠に続くと思われた幸せは一瞬で崩れ去った。

　父がなにやら貴族の皆様と兵を集めていると思ったら王国の軍が押し寄せてきたのだ。

　兄が戦死したとの報に涙したのもつかの間、王の軍が街まで押し寄せ、愛する夫は雄雄しく出撃し、あっけなく死んでしまった。

　慌てふためく父の友人から父が大逆の罪を犯しているのを知った。

　そこから先は良く覚えていない。

　この子を……ローズを守るために、夫の仇と聞かされた男に、地に頭をつけて懇願した。

　その男の天幕に連れ込まれ、ローズの命を盾に体を求められた。

　拒否など出来るわけがない。

　私とローズの命はあの男の手の中にあるのだから。

　せめてもの当てつけに、夫の話をしながら抱かれてやろうと思ったが適わなかった。

　男の性器は夫のそれよりもずっと大きく、形も凶悪で鉄のように硬かった。

　大きすぎるそれが引き裂くように私に入り込んで、夫が私に刻んだものを全て抉り取っていった。

　最後には胎が膨らむほどに種を出され、もう私の女の穴からはあの男の臭いしかしない。

　痛みに苦しむのならば良かった。

　陵辱され、痛めつけられるのならば体を裂かれてもローズのために耐え抜いて見せると決めていたから。

　だが違った、信じられない程気持ちよかったのだ。

　男には私が淫らな体だと、夫に抱かれて昇りつめたのもそのせいだと辱められた。

　そんなはずはない！　夫の仇に抱かれて感じることなどあってたまるかと顔を背けたのだが、私の体は私の心を裏切ったのだ。

　男の盛り上がった筋肉が、乱暴な動きが、人の物とも思えぬ巨大な肉棒が、私の体を虜にしてしまう。

　本格的な責めが始まるとすぐに甘い声が漏れ、口付けを受け入れてしまう。

　やがて男の首に吸い付き、手を背中に回し、最後には全身で男にしがみ付いて腰をくねらせたのを覚えている。

　絶頂の惚けた感覚の中で男に種付けを、男の種での妊娠を懇願さえした。

　夫を殺した男の胸で嬌声を上げて絶頂し、妊娠を要求して腰を振る。

　こんなふしだらで狂った女がいるだろうか。

　私は男の言うとおり淫らな女なのだ。

　王都までの一〇日間、男は毎日私を求め、私はその度に抵抗したが、一度火をつけられた体は言うことを聞かず、すぐに股を開いてしまった。

　夫にもしたことの無かった口での奉仕を行い、愛する子のために出る母乳を飲ませ、男の欲望のほとんどを胎で受け止めた。

　しかも一度たりとも力ずくで強姦されたことはない。

　それが余計につらく悲しかった。

　認めなければならない。

　私の体は男に惚れつつあるのだ。

　今は憎しみを糧に必死に持ちこたえているが、このまま体を手なずけられればやがて心も堕ちてしまう。




　本来ならばすぐにナイフで首をかき切って死ぬべきなのだが、今私が死ねばローズの命運も尽きる。

　なんとしても生き延びねばならない。

　そしてあの子が安全になったら命を絶とう、可能ならあの男も道連れに出来れば言うことはない。

　私の全てが男のものになってしまう前にそうなる事を祈ろう。
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　名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

　財産　金貨二五七枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

　カトリーヌ　ローズ

　使用人　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（従者）アゴール（副官）クリストフ（雑魚）カール

　シュバルツ（馬）

　経験人数　二九人








第37話　王の情け







　王都　ゴルドニア

「ラッドハルデ卿、ハードレット卿、今回も実に大儀であった。ここは公式の場ではないぞ、肩肘張らずともよい」

　凱旋式の後、中央軍は駐屯地に戻り、全ては平時と同じ態勢に戻った。

　その後、エイリヒと俺は王の〝個人的な食事〟に招かれテーブルを共にしている。

　王の立場で地位の低い準貴族と公式な席を持つわけにはいかないのだろう。

「アルノードの敗北を聞いて南部のみならず、全土の臨時税を出し渋っておった貴族達が一斉に送りつけて来よったわ」

　王が投げてよこしたのは膨大な税の目録だ。

　本来は財務官以外には見せてはならぬものに違いない。

　王も勝利の美酒に酔っているのかもしれない。

「所詮は日和見の臆病者ばかり、力を見せればすぐにこれよ」

　ふと笑いを止め、使用人達に向けて手を振る。

　席を外せの合図なのだろう、一斉に退室し三人のみが残ることになった。

「余の耳にはロランド伯がアルノードの元を出奔したと入ったが」

「そのようですが森を抜ける中、盗賊に襲われて息子共々行方が知れないとか……生きてはいないかと」

「そうか、ならばよい」

　暗殺の首尾もよく王は一層上機嫌になったようだ。

「卿達の忠誠には更なる爵位で報いよう。両名ともゴルドニアの貴族としてこれからも頼むぞ。ただこの話は正式な通達があるまで他言無用、この場はあくまで余の夕餉に過ぎぬからな」

「ありがたき幸せ」「以後も忠勤に……」

　いよいよ、世襲貴族の地位も見えてきた。

　ノンナが飛び上がって喜びそうだが新しいドレスは買わせない。

「本来は領地も与えてやりたいのだが、余っている土地は召し上げた南部の土地だけなのでな……そこに放りこむほど余も無情ではない」

　反乱に加担しなかった南部貴族達にとっても代々の隣人を殺した者が新しい住人となれば心穏やかではいられまい。

　褒美というより苦行の領地経営になるだろう。

「何、いずれまとまった土地を手に入れる。それまで待つが良い」

　王は話が終わっても使用人を呼び戻すことはなく、自らの手でグラスに酒を注いでいる。

　王がこれほど上機嫌を表に出すのも珍しい。

　切り出すなら今を置いて他にないだろう。

「陛下、実はご相談がございます」

　エイリヒが難しい顔をする。

　せめて自分の居ないところで切り出してくれと思っていそうだがそうはいかない。

「なんだ？　申してみよ」

「捕縛した反乱貴族の処遇についてなのですが、大逆罪でお裁きに？」

　王は呆けた顔を見せた後、笑い出す。

「ははは！　何を今更、これ以上分かりやすい大逆もあるまいて。卿は戦働きでは並ぶ者がないが、法には無知じゃな、良く勉強せよ。これぐらいのこと貧民街に住む土民とて知っていよう」

「お叱り恐れ入ります。大逆の罪なれば直系の者は幼子とて全て皆殺しとのことですが……」

「そう決まっておる」

「実は、アルノード辺境伯の次女カトリーヌの娘をザールにて捕縛致しました」

　場の空気が止まる。

　エイリヒは食が進んでいないようだ。

「父であるベルリド子爵は決闘の末に私が斬り、母カトリーヌも捕縛の際に抵抗の末、死なせてしまいました。この上、まだ乳飲み子の娘にまで手にかけるのは悪鬼の所業と戸惑っております」

　当初怒りの色を見せた王だが俺の言い訳を聞き、考え込んだ。

「ふむ……厳しさだけでは国は立たぬとも言う、余は民にも些いささか苛烈な王と思われているからな」

「相手はまだ何もわからぬ赤子です。逃しても将来の禍根とはならないでしょう」

　すかさずエイリヒの援護が入る。

「しかし、大逆罪の前例を崩すのは他の者にいらぬ誤解を与えるかもしれぬ」

「私には貴族社会のことはわかりませんが、市民は幼子を助けた陛下を必ず支持するでしょう」

　ここで論戦をやっても心象を悪くするだけだ。

　あくまで王の慈悲に期待するのでなくてはならない。

「一〇〇年以上も前に作られた規律に余が縛られることもないか……よかろうその赤子の命は助けよう、ただし幼子以外の根絶やしは揺るがぬ。その娘も将来貴族になること、貴族と婚姻すること全て認めぬ、ただの平民として生かせ」

　よし、満点だ。

　だがカトリーヌの正体がばれたら俺もおしまいかもしれないな。

「実は余も少しばかり困っておってな。大逆の罪は傍系や婚姻した他家にも不名誉烙印という形で及ぶのは知っておろう？」

「「は、存じております」」

「アルノードは南部貴族の中心人物なのだ。奴の家と婚姻で結ばれている家は多い。中央で重要な役職を勤める上級貴族の名前もあるのだ」

　辺境伯の地位と豊かな領土に飛びついて縁談を結んだ貴族は今頃震え上がっているだろうか。

「これら全てに不名誉烙印を与えるとなると混乱どころか国を二つに割る内乱になりかねん。ならば幼子の放免と合わせて、叛徒の家と縁を切ることを確約した貴族も同じく放免とするが良いかも知れぬ」

「あわせて放免料なるものを差し出させても宜しいかもしれませんな」

「名案だな。ラッドハルデ卿は政務の才能があるやもしれん」

　目的は達したので俺がこれ以上意見する必要はない。

　早く帰ってカトリーヌの体を味わいたいものだ。

　わずか一〇日間で彼女の体は俺に馴染み、口付け一つで抵抗はなくなるようになった。

　彼女を突いていると子を持つ人の妻を奪い取った背徳的な性感も得られる。




「では先程の話、近いうちに正式に発されるだろう。今日はここまでにしよう」

　俺たちは大きく一礼して王宮を去る。

「貴様と居ると冷や汗が出る」

　爵位を受けてからは俺のことを卿と呼んでいたエイリヒの口調が傭兵時代に戻っていた。

　それだけあの子の話題は緊張したのか。

「いつかお前がとんでもないことをしないかと心配でならん」

　カトリーヌを匿っていると言ったら卒倒するかもしれないな。
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「というわけだ。正式な布告までは表には出せないが、命の心配はもうない」

　カトリーヌとローズはとりあえず俺の家に連れ込んだ。

　隊では焼け出された娼婦と言っていたのでそのまま愛妾にするのだろうと誰も不審には思わなかった。

　俺は女好きで気に入った女は片っ端からやってしまうと思われているらしい。

　ソファーに座るカトリーヌに王が助命を受け入れたと伝えてやった。

「そうですか……」

「但し、当然、名は継げないし貴族として再起することはできない。平民として生きることになる」

　カトリーヌは俯いてただ頷いている。

「もう少し」「安全が確定するまで……」

　とぶつぶつと呟いていた。

「その布告はいつ？」

「陛下の考え一つだが二～三日中だろう」

「後三日……それなら……なんとか」

「さて、陽も落ちてきた。行こうか」

　カトリーヌを抱き上げて寝室に向かう。

　彼女の乳首は服の上からでもわかるぐらいに立ち、すでに情交の期待に包まれている。

　俺も立ち上がると男根が大きくズボンを押し上げるぐらいには興奮している。

　ベッドに引きずり込めば一瞬で乱れる淫乱女はなかなか抱き飽きない。







　私は男の腕に抱き上げられて寝室へと運ばれている。

　言うまでもなくこの後、散々に犯されるのだ。

　今日は深く、子袋まで突かれるのだろうか？

　それとも男の上に乗せられて腰を振らされるのか。

　できれば彼の大きな男根を舐める行為をしたい。

　男が私の口で感じて種を吐き出すのは気分がいい…………。

　違う、と首を振って我に返る。

　何故彼に奉仕したがっているのか。

　まずい、もう心まで堕ちかかっている。

　気を強く持たないと。




「あっ！」

「……」

　乳がとんでもなく大きな女と出くわした。

　この男はふしだらにも五人も愛妾を囲っている。

　いや、性獣のような男はきっと使用人の子供達も陵辱しているに違いない。

　小さな男の子もいたが少年のお尻で遊ぶ男もいると友人に聞いた事がある。

　私は男に抱き上げられたまま目を伏せる。

　愛妾の嫉妬を受けるのは気分のいいものではない。

「また、彼女をお抱きになるのですか……」

　だが彼女の非難の視線は男に向けられている。

　はて、このような場合、私に嫌味でも言うのが自然と思うが……父も兄も愛妾を囲っていたし、女同士の争いも何度か目にしたことはある。

　自分の飼い主に逆らうより邪魔者の女を叩いた方がよかろうに。

　関係ない、自分の運命はあと三日で尽きる。

　私は考えるのをやめた。







　ノンナの目が痛いな。

　これ程きつい目を向けられたのは彼女の身元の件で一騒動やらかした時以来だ。

　マリアとメリッサが俺に向ける視線も凍りつかんばかりだ、これも全てカトリーヌの誤解とセリアの口が足りないせいだ。

　王都に戻った俺は凱旋式の準備もあるのでセリアにカトリーヌを任せて先に家に届けさせたのだ。

　また女が増えたかとカトリーヌに皆が問う。

「失礼ですが、あなたはエイギル様とどのようにしてお知り合いに？」

「あの男は……夫を害し、子供の命を盾に私を陵辱したのです！」

　女達の顔が引きつった。

「どうか哀れと思って私とローズをそっとして置いて下さい。私にはあの男を拒むことはできませんが皆様と並ぼうと言う想いなどありませんから……」

　それっきりカトリーヌは壁際で子供を抱いてすすり泣く。

　当然、皆は驚いて何があったのかセリアに尋ねるが返答がこうだったらしい。

「あの女は反逆者の娘で夫も一味、エイギル様が夫を斬って、父も王都で縛り首」

「本来あの女も処刑されるはずだが助けました。戦いで昂ぶって女を欲されていたのではないか」

「子供については良く知らないが、体を開くことを条件に陛下に助命嘆願するそうだ」

　特に三番目がまずい。

　セリアも助命うんぬんについては良く知らないから、いい加減な説明になったのだろうが、これでは必死に子供を守る母親を犯し続ける極悪人ではないか。

　更にカトリーヌが部屋の隅で泣きながら、子供に夫との思い出話を語るものだからカーラ以外の女達は完全に誤解してしまったようだ。

　カーラだけは「オスが気に入ったメスを手に入れるのにつがいを殺すなんて当然」と気にしていないが。







　三対六個の白い目に耐えること数日、ついに王が広場にて全国民に直接の布告を行った。

「余はここに南部地域における反乱が完全に終息したことを宣する。此度の不幸なる事態は全て、権力の亡者たるアルノード辺境伯と奴に与する者によって招かれたものである」

　貴族達の反応は深刻な表情の者と更に深刻な表情の者に分かれている。

　アルノードとなにかしらの繋がりがある者もいるのだろう。

「余はこの卑劣な裏切りに大逆の刑を持って答える。全ての爵位と領地財産を没収し、直系一族は尽くを処刑する」

　広場に鎮座する不気味な台、多数のロープが吊るされたそれに追い立てられるように囚人が乗せられていった。

　先頭にはアルノードも見えるがボロを着せられ、薄汚れたその容姿に以前の面影はなかった。

「執行せよ！」

　男、女、老人、次々と嫌な音が鳴る。

　俺もさすがにこの光景を見るのは不愉快なので目を背け、近くの美女の尻と胸を眺めることにした。

　市民から悲鳴があがり、どよめきが起こる。

　台と遺体が片付けられると悲鳴は収まったが平民、貴族問わず、王を見る目は恐怖に染まっていた。

「悪は誅された！　皆は余を無慈悲な王と恐れるだろう。だが余とて人の子、大逆の咎あれど無垢な命までは奪いはせぬ」

　王の元に数人の幼子が集められる。

　歳はローズのような赤子から五つ程度の子までだろうか。

「この子らは大逆の咎ある者の親族！　なれど物の道理を理解できぬ幼子まで罰するは余の本意ではない。太古の法に縛られて無意味に命を奪う愚を余は犯さない」

「余はこの子らの罪を減じ、無罪放免とする」

「慈悲深き王！　万歳！」「アレクサンドロ陛下こそ真の王！」「臣民を愛する陛下よ永遠なれ！」

　王を称える声が上がり、それにつられるように集まった人々の間から歓声と拍手が沸きあがった。

　最初に声をあげた奴らをエイリヒのテントで見た気がする。

　彼から金を受け取っていた気もするが見なかったことにしよう。

　子供の助命劇に平民たちが沸きあがる中、ついでのように王は本題を告げる。

「この子らと同じく、叛徒と血の繋がりがある家についても反乱に加担する意志があったとは思えぬ。よってその家と縁を切り、忠義の証として、いくばくかの税を納めれば、不名誉烙印など押さずともその貴族家の忠誠に最早疑いはない」

　周りに居た貴族の一人が大きく安堵の息を吐いてその場に座り込んだ。

　不名誉烙印を押されれば出世と婚姻の道が絶たれる。

　貴族家にとっては緩慢な死に等しいのだ。

　その後も王の演説は続き、中央軍を更に増強し複数の軍団を組織することや戦功のあった者には褒美と爵位を与えることを宣言し、終幕となった。

　だが貴族達にとっては不名誉烙印の回避と税の捻出方法、アルノード達の死によって役職に空いた穴の後釜争奪戦の話題の方が重要だったようだ。

　互いに助言し、牽制しながら広場を去っていった。

　俺もカトリーヌのことに片をつけないといけない。




「布告は予定通り？」

「ああ、もうローズに命の心配は無い」

　俺はローズをカトリーヌに手渡す。

　いつもはひったくるように奪って二度と離そうとしないのだが、今日は柔らかいソファーの上に子供を置いてこちらに向き直った。

「では…………覚悟ください！」

　カトリーヌは机の果物ナイフを掴むと俺に向かって振り下ろした。

　全員が悲鳴を上げ、セリアが腰に隠していたナイフを抜くが間に合わない。

　俺の胸にナイフが突き立ち、服に血がにじむ。

「夫の仇！　父の仇！　えいっ！　どうだっ！」

　必死にナイフを突き立てて恨み言を吐く。

　だがナイフに貫かれた俺だが崩れ落ちはしないし、もちろん死にもしない。

　カトリーヌの非力に小さなナイフ、服と俺の筋肉を貫き、死を与えることなど出来はしない。

　だが放っておくと痛いし、何よりセリアに彼女が滅多刺しにされそうなので肩を軽く押して突き放した。

　それでもカトリーヌには強かったのか引っくり返るように床を転がる。

「……無理、ですよね。あぁ……わかっておりました」

　彼女はナイフを逆手に持ち替えて自分の首に狙いを定めた。

「ローズ、愚かな母を許して下さい。冥府であなたの成長を見守ります」

　メリッサが母の最期を子供に見せまいとローズに覆いかぶさり、他の女は状況に凍りついたままだ。

　セリアはカトリーヌなど興味ないとばかりに俺に走り寄る。

　そして鮮血が飛び散った。
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　変化なし

　名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国騎士爵　中央軍第一騎兵中隊長

　　　年俸金貨八〇枚

　財産　金貨二五七枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ＝エレクトラ メリッサ マリア カーラ

　カトリーヌ　ローズ

　使用人　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（従者）アゴール（副官）クリストフ（雑魚）カール

　シュバルツ（馬）

　経験人数　二九人








第38話　去る者来る者　♯







　夏の日差しは強烈に照りつけ、それなりの距離を歩いた俺は全身に汗を滲ませている。

　周りでは子供達が暑さの中、滝のような汗をぬぐう事も無く走り回って遊んでいる。

　ドロテアの孤児院は相変わらず貧しい暮らしだが、活気に満ちていた。




「ではこの子を頼む」

「えぇ、もちろん大切にお預かりしますわ」

「本来なら俺のところで育ててやるべきなのだが事情があってな。手元には置いてやれないんだ」

　俺はうちの使用人達の実家、ドロテア孤児院でドロテア本人にローズを手渡す。

「例の布告の子でしょう？　お任せ下さい、立派な大人にして見せますわ」

　エイリヒにも絶対にお前の所では育てるなと念を押されている。

　俺が直接育てると王のいらぬ誤解を招き、俺にもローズにもいい結果にならないと言われては諦めざるを得なかった。

　それに同居すれば成人する頃にはお前の子を抱えるだろうとも釘を刺された。

　心外な。

　他の平民に預けるにも人を間違えば奴隷に売られたり、性欲の餌食になる可能性もある。

　交友関係の広くない俺にとっては結局ここが一番信頼できた。

「飯や服に不自由させないでくれ」

　俺は金貨を一〇枚ほど取り出しドロテアに手渡す。

「他の子と区別は致しません。このお金は全員のために使わせて頂きますがよろしいですか？」

「もちろんだ」

　全員分ならばと俺はもう一〇枚の金貨を取り出すがドロテアは拒絶する。

「ここは孤児院です。生活に足りればそれで十分、財の貯蓄は不幸を招きます」

　孤児院に金があれば不心得者が盗みを企まないとも限らない。

　貧しい暮らしは不自由だが、有効な防犯対策でもあった。

「お金を使ってくださるというのなら、ハードレット卿のお力であそこの壁を補修して頂けませんか？　崩れると危ないですから」

　それぐらいならばまったく問題ない。

　すぐにでも手配しよう。

「ありがたい施しも頂きましたし……子供達と食事でもされて行きますか？」

「いや、俺が行っても子供が緊張するだけだろう。それよりもう一つ話があるんだ」







　俺の後ろに隠れた女を引っ張り出す。

「この女、トリーも一緒にめんどうをみてやってくれないか？」

　俺の後ろに立つのは髪を短く整えたカトリーヌだ。

「あら……うちは孤児院ですが」

「トリーは帰るところがない哀れな奴でな、この赤子を自分の子だと思い込んでいるんだ。乳も出るから赤子の世話をさせてやるといい」

「…………」

　こんな都合の良い話はないだろう。

　信じてもらえるとは思えなかったがカトリーヌのことは形だけでも他言できない。

　ドロテアの顔がふっと緩む。

「あらあら、それでは子供達の世話をお願いしましょうか。見たところ貴族のお嬢様のように綺麗な方ですけど子供の世話は大変ですよ。びしびし仕込みますからね！」

　ドロテアは全て分かったのだろう。

　それでも何も問うことはなかった。

「よろしく……お願い致します」

　カトリーヌは涙を流しながらローズに乳をやる。

　ローズは乳を飲みながら嬉しそうに母に甘えていた。
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　昨夜

　自分の喉を貫こうとしたカトリーヌのナイフを掴んで止める。

　ノンナの時もこうだったな、貴族のご令嬢は死にたがる習性でもあるのだろうか。

　血が飛び散るが、あの時のナイフと違って小さい果物ナイフだから痛みも知れている。

　ナイフを奪われ、俺の血を顔に浴びたカトリーヌは限界を迎えたのか糸が切れたように気を失った。

　一同からほっと溜息が漏れる。




「殺しましょう」

　俺の傷を手当しながらセリアが冷たく言い放つ。

「生かしていることだけで危険だというのに、エイギル様に刃を向けるなど救う価値はありません」

　この時間を利用して全員に大体の説明は行った。

　俺が非道な陵辱者という誤解は解けたと思いたい。




「赤ちゃんがいるのにそんなのだめだよ！」

　メリッサが珍しく声を荒げて反論した。

「子供は一人で勝手に育ちます。私もそうでしたし……それにこの女を殺せばメリッサさんが母親になることもできるのでは？」

「っ!!　この!!」

　メリッサが思わず頬を打とうと手を出すがセリアは軽く避ける。

　戦場で鍛えたセリアに女の平手など当たらない。

　だから俺が代わりに拳骨を落とす。

「あぐっ！」

「言い過ぎだ、しばらく悶えてろ。俺はカトリーヌを生かすと決めている。ドロテアの所に二人揃って預けようと思ってな」

「孤児院にですか……」

　俺のところで育てられないことは既に伝えている。

　メリッサは悲しい目で見るがドロテアなら大丈夫だろう。

「それに陛下からも褒美があるだろうし余裕がある分は援助もする。食うには困らせない」

「たっかいドレス買わなかったらもっと余裕があったのにね」

　好機とノンナを責めるカーラ、睨んでやると小さくなった。

「それに母親が近くにいる。それだけで十分幸せだろう」

　マリア以外は皆、母とはもう二度と会えない身だ。

　母親がいるだけで……と空気が和む。

　納得してもらったところでセリアが痛みから立ち直った。

　涙目が可愛いな。




「話はわかりましたがこの女、そのままと言う訳にはいきません。殺しはしませんがエイギル様を傷つけた罰は受けるべきです」

　思いつめ錯乱してのこと、見逃しても構わないが。

　だが罰の言葉に二人ばかりの女が反応した。

「いいお仕置きがあるじゃない。ねぇノンナ？」

「そうですね。あれはいいかもしれませんね」

　ノンナとカーラは気絶したカトリーヌを楽しそうに運んでいく。

　珍しく仲がいいな。

　マリアは溜息をついてタオルとお湯を用意するらしい。

　メリッサはローズを見ているそうだ。







「……ん、私は……なにを……ローズ！　あの子はどこ!?」

　ベッドで目覚めたカトリーヌは跳ね起きて子供を探す。

「メリッサが見てる。あいつは子供好きでしっかりしてるから大丈夫だ」

　カトリーヌは俺を睨み続ける。

「何故死なせてくれなかったんですか!?」

「美人が死ぬのは勿体無い」

「戯言を！　あなたにこれ以上陵辱されるなら死を「子供と一緒に過ごせるのにか？」

　彼女の表情が固まる。

「あの子は貴族家とは切り離して育てる。近くに知り合いの孤児院があってな、そこに預ける」

「孤児院なんて！　ひどいっ約束が違う!!」

　経営する人間によって孤児院は子供奴隷の供給所や変態相手の娼館もどきの地獄に変わる。

　それでも死ぬ運命の子供が生きることが出来るという意味では無いよりはマシなのかもしれないが。

「俺の知っている所はお前の言うような場所じゃない。本当に子供のことを考えているところだ」

「……信じろと？」

「明日連れて行く、自分の目で確かめろ」

　実際に見ないとわからないだろう。

「それにお前は俺を殺したら子供がひどい目に合うと考えなかったのか？」

「それは！　既に布告が出されれば無碍には……！」

「王が助けた子供の未来まで面倒を見ると？　売り飛ばされても誰も興味を持たない」

「う……」

　やはりあの戦いの後からは錯乱していたのかもしれない。

「済んだことだ、根に持つつもりはない。元々俺の業なのだからな」

「夫のことは戦の習いと諦めます。……恨みは消えませんが、ローズを助けて頂いたことには感謝しています」

「お前もそこの孤児院で働けるように頼む。きっと受け入れてくれるさ、平民トリーとしてな」

　カトリーヌが潤んだ目で見上げてくる。

　やはり相当の美人、しかも笑顔より泣き顔が映える女だ。

「これからもあの子と一緒に暮らせるのですか……？」

　無言で頷き、カトリーヌの頭を撫で付ける。

　そして落ち着いたのか顔を上げて




「それで何故、私は全裸にされているのでしょう。あなたも裸ですが」

　カトリーヌは全裸でベッドの上に転がされ、同じく全裸でベッドに腰掛ける俺、逸物は硬く腹に張り付いて既に臨戦態勢だ。

　彼女は今更ながら胸と股を隠す。




　そこにどやどやと女達が寄ってきた。

「仕置きです。エイギル様を傷つけた報いは受けてもらいます。明日歩けるといいですね」

　セリアがカトリーヌをうつ伏せにひっくり返し右手を掴む。

「ごめんね～でもやっぱりエイギルさんが怪我したのは事実だからね」

　マリアが申し訳なさそうに左手を掴む。

「すっごく痛いと思うけどまぁ私の男を傷つけた罰よね」

　カーラが右足を掴む。

「激痛もそのうち快楽に変わりますよ」

　ノンナが左足を掴む。

　それはお前だけだ。

「なっなに!?　こんなことしなくても抵抗しないわ？　どうしてみんなして！」

　俺は女達の手でうつ伏せ大股開きに押さえ込まれたカトリーヌの後ろから近づいて攻撃予定地を指でつついた。

　それで理解したのか彼女は大暴れするが四人に四肢を掴まれては、か弱いお嬢様には何も出来ない。

「そ、そんな場所を!?　この鬼畜！　ケダモノ！　悪魔！　淫獣！　馬並！　外道！　変態！」

　罵倒に悪い笑みを浮かべてソコ……尻の穴に逸物をあてがう。

　足を掴むカーラとノンナが見逃すまいと目を輝かせている。

　今日は随分と仲がいいな。

「行くぞ……」

「痛かったら叫ぶのよ。少し楽になるから」

「シーツを噛むのもいいですよ」

　お仕置き経験者二人は悪い笑みを浮かべて助言する。

　完全に悪人とその情婦に輪姦される女の構図になってしまった。

「ぐっ……きついな……。気をつけろ、跳ねるぞ」

　俺は抵抗を続ける尻の穴を突破すべく、腰を強く掴んで押し込んでいく。

　しばらく入り口は持ちこたえていたが遂に屈して、太い亀頭部の侵入を許してしまった。

「うわあぁぁぁぁ!!」

　カトリーヌは悲鳴を上げて手足をばたつかせる。

　マリアが危うく振り払われそうになったので、腰を引いてもう一度突く。

「ぎゃあああ!!」

　今度は容赦せずに根元まで一気に突きこんだ。

　カトリーヌはひとしきり叫んだ後、尻をあげたまま体を倒した。

　尻の穴は食いちぎらんばかりに締め上げてくるが、俺に快楽を与えるためではなく、必死に外に押し出そうという本能の動きなのだろう。

「ぎっちぎちね」

「入る時もメリって言ってました」

「慣らしてないケツ穴にエイギルのデカチンが根元まで入るなんて、この娘すごいわね」

「カーラさん……もう少し言葉を選んでください」

「なんて言うのよ？」

「ですから、えーっと……」

　カーラとノンナは接合部を覗き込みながら下らないことを言っている。

　カトリーヌは既に脱力してされるがまま、悲鳴を上げるだけで手足を押さえる必要もない。

「エイギルもそんなに激しく動いたらこの娘壊れちゃうわよ？　垂れ流しじゃこの先、生きていけないわ」

「そうは思うんだが……」

　俺は腰を動かしながら肉棒に感覚を集中させる。

　最初拒むようにきつく締まるだけだった尻穴が絡みついて来るのだ。

　それに尻の穴だと言うのに腸の汁なのかぬめりがこぼれて気持ちいい。

「これはたまらない。いいぞ！」

　思わず腰も激しくなってしまう。

「苦しんでないか？」

　一応顔が見えるセリアとマリアに聞いてみる。

「いえ、この女舌出して悦んでますよ」

「気持ち良さそう……。本当にお尻に入ってるんですよね？」

　セリアやマリアも拷問なような惨劇になったカーラ達へのお仕置きとの違いに戸惑っている。

「勝手なことを！　っあおぅ……んああっ！　喜ぶわけがっ！　あぁん♪」

「もういい、手を離せ」

　カトリーヌの拘束を解いて繋がったまま立たせ、尻穴を荒らしまわる。

　俺も余裕がなくなってきたのだ。

「尻を犯すなどっ畜生の所業っおおぉぉぉ!!　早くやめっ！　やめ……やめないでぇ!!」

「わっ！　こいつ噴いた」

　立ったまま尻を犯されたカトリーヌが潮を撒き散らす。

　彼女は相当に水っぽい女で、簡単な愛撫でも潮を噴く。

　抱いた寝床を駄目にしてしまう女なのだ。

　更に彼女は本格的に感じさせると……。

「おぉぉぉぉ！　見ないでぇ、皆さん見ないでぇぇぇ!!」

　更に潮。

　しかも今度は止まらない。

　放尿でもするかのように大量に噴射し、止まらない。

　彼女は激しく責めると脱水になるほど噴射するのだ。

　予想外の一撃に、逃げ損ねたセリアとマリアが汁塗れになって激昂している。

「俺も出すぞ！　激しくいく」

「好きに……すれば……してぇ!!」

　カトリーヌは立ったまま自分の太ももに手を置いて更に腰を突き出す。

　俺は彼女を羽交い絞めにして腰で持ち上げるように激しく深く尻穴を犯す。

「ねぇ……」「これ臓腑は無事なのかしら……」

　亀頭が見える程に引き抜いてから根元まで入れる激しい動きに女達も言葉を無くしてしまっていた。

　聞こえるのは俺の太い叫びとカトリーヌの快楽を訴える声だけだ。

「気持ちいい！　お尻いい！　こんないいなんてぇ！」

「カトリーヌ、いいぞ！　おうっ！」

　最後にバチンと音をたてて俺は動きを止め、奥の無い穴に精を放つ。

　射精を感じ、カトリーヌは無理な体勢のままこちらを振り返って舌を出してきた。

　キスをしてやると嬉しそうに舌を絡め、大量射精を促がして尻の入り口をきゅうきゅう締めた。

　止めと乳首を軽く捻ってやると母乳が出て、セリアが更に濡れてしまったのだった。

「んお……んぉぉぉぉぉ……」

　射精が終わるとカトリーヌは情けない声を上げながら深く刺さった肉棒を尻から抜き、汚い音をたてて、俺の種汁を尻からこぼした。

　我ながらとんでもない量が出たようで、まるで本当の排泄のように大量に噴き出す。

　普段なら行為が終わればすぐに女がモノに群がって来るのだが、さすがに親しくない女の尻に突っ込まれていた男根に口を這わせる勇者は居ない。

「…………ねぇ、どうせまだまだ犯すんでしょう？　好きに……しなさいよ」

　種汁を排泄し終えたカトリーヌは俺に向けて尻を突き出し、自分の手で尻穴と女の穴を開く。

　どちらでもいいと言うことだろう。

　俺は再び力を取り戻した逸物を彼女の尻に突撃させた。
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　同時刻　女達の驚き

「ね……ねぇノンナ？　あいつ血出てないね」

「そうですね。私たちの時はもっとすごいことになったのに」

「それに根元まで入ってない？　あたしたちもここまでは」

「ええ……完全に根元までずっぷり埋まっちゃってますね」

「痛がってなくない？　結構平気そうに見えるんだけど」

「手を離しても、もう暴れませんね……顔がとろけてますね」

「ノンナってさ……お仕置きの時気持ちよかった？」

「まさか！　痛すぎて死ぬかと思いましたよ。まぁ痛みは好きですけど……いえなんでもないです」

「私もエイギルに支配されてるって満足感はあったけど体は痛いだけだったわ」

「彼女、あきらかに気持ち良さそうですね」

「この声、私たちが普通に抱かれてイッた時の声だよね。潮撒いてるし」

「もう獣みたいに吼えてるだけに見えます。あっエイギル様が注いだみたいです」

「女って尻でイクんだね……舌まで出して」

　二人の声が揃う。

「「この女、とんでもない淫乱？」」
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　夜が明け、俺とカトリーヌはローズを抱いてドロテアの元に向かう。

「僅かな間ですがお世話になりました」

　カトリーヌはマリアとメリッサに丁寧に頭を下げる。

　世話になった自覚があったのだろう。

　ちなみにセリアには視線も向けなかったし、セリアも顔を背けている。

　彼女は潮と母乳に続いて、最後は尻から噴いた種汁までも浴びてしまった。

　狙ったのかと思うほど正確に飛んでたな。




「ねぇノンナ……明け方まで責められてて普通に歩いてたんだけど」

「ありえません……私なんて一週間はまともに歩けなかったのに」

　二人の間ではカトリーヌ改めトリーのあだ名は［サキュバス女］に決まったらしい。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「準男爵になった」

　あっけない言い方をしたが事実だ。

　今日王宮に呼び出され、王の前でなんとか大臣から

「エイギル＝ハードレットを準男爵に陞爵する」

　と言われて目録をもらった。

　妙に目録の額が多いのは領地を与えられない代わりに爵位と褒美で報いるとかなんとか。

　俺としても分かりやすい現金の方が領地よりやり易くていい、領地なんてもらっても適当な奴に丸投げしてしまうかもしれん。




　むしろその後のエイリヒとの中央軍の増強の話の方が長かった。

　中央軍は当初定数の一万名を達成し、更なる増強に入った。

　本来ならば俺は騎兵大隊を指揮するのが自然な流れになるのだろうが、特に重装騎兵は数が少ないので各隊の突破要員としてある程度分散させて運用する必要がある。

　六〇〇騎以上をまとめて運用するわけにはいかないのだ。

「今まで卿が指揮していた第一騎兵中隊を主力に新規編成の歩兵中隊三つで混成大隊にするつもりだ」

　兵力は八〇〇を超える。

　輸送部隊や偵察部隊も含めれば千近くになるかもしれない。

「強力な大隊だからな、しっかり頼むぞ」

　責任は重大だがアゴールもいる。

　なんとかなるだろう。

「それと卿も準男爵になったのなら、そろそろ自前の護衛隊を作ってみてはどうだ？」

「軍人に自前の護衛が必要なのか？」

「いやいや、軍を私的に動かすわけにはいかないだろう？　護衛隊ならばお前の私兵だからな法に触れない限り好きに使える」

「考えたこともなかったな」

「卿は自宅に女を囲って無防備なのだろう？　家の警備や外出時の護衛、戦場に連れて行けば卿を守る親衛隊の役目を果たせる」

　おれ自身の護衛はいらないが女達を護衛する者は確かに欲しい。

　だが余程信頼できるものでなければならない。

　護衛に食べられてしまっては本末転倒だ。

「卿ほど武力があれば急ぐことは無いと思うが今回の褒美もかなりの額だっただろう？　余裕があれば雇うことも考えてみろという話だ」

　軍での任務は今までどおり、訓練にパレードに色々と話をして解放される。

　王からもらった目録を見ながら考える。

　　報奨金　金貨千枚

　準男爵年金　金貨八〇枚／年

　　軍俸給　金貨六〇枚／年

　護衛隊の話は信頼できる者が居たら、でいいだろう。

　どの道領地を持たない俸給制の俺では大した数は雇えない。

　焦って狼を家に招き入れることは避けなければならないからな。




「へーお金いっぱい～」「すごいね」「また偉くなったんだね～」

　カーラ、メリッサ、マリアは単純にお金もらって偉くなったと喜んでくれた。

「すっ素晴らしいです！　準男爵は世襲できます！　これで私たちの未来もっ！」

「大隊長就任、おめでとうございます。エイギル様のお力が評価されて嬉しいです」

　二人の喜びは半端なものではなく、ノンナは爵位が上がったことに、セリアは軍での地位が上がったことが何より嬉しいようだった。

「準男爵家にはそれ相応の装いというものが……」

　買い物に出かけようとするノンナを全員が羽交い絞めにする。

「また無駄に高いもの買う気でしょ！　余計なことすんな！」

「無駄遣いはだめだよ～」

「痛い痛い、わかったからやめて下さい！　ちょっと、変なとこに指入れてるの誰！　カーラでしょ変態！」

　結局今回は新しい買い物はしなかった。

　金を貯めていても仕方ないが使い道もない。

　食事を豪華にしてミティ達使用人にもいい物を腹いっぱい食わせてやろう。

　それと指を入れていたのは俺だ、もみくちゃになった女団子を見てると我慢できなかった、許せ。

「おめでとうございます」「……ございます」

　マリアについて来たミティとアルマも祝ってくれた。

　二人もようやくこの家に慣れてきたようで、ミティは俺も含めて他の女とも良く話す。

　最初の頃はミティとクロル以外とは一切口を利かずに脅えるばかりだったアルマもマリア、メリッサとは話す姿を見かけるようになっている。

　さすがに俺と話す時は緊張しているが、以前のように固まりきってしまうこともない。

　二人の頭を撫でてやる。

　小さいアルマは足元がもつれるほど揺れるが嫌ではなさそうだ。

　夕食は豪華なビーフシチューと鳥の丸焼きにすると言うと二人抱きあって喜んでいる。

「エイギル様、来客が来ております。初めての方のようですがいかがなさいますか？」

　アルマが一瞬でミティの後ろに隠れた。

　セリアは二人を一瞥して俺の反応を待つ。

「ん、予定はないがどんな奴だ？」

「若い男性、名はレオポルト＝フーゲンベルグと申されるそうです。エイギル様と直接お話がしたいとのことで……［使用人が］　出ないので私が対応しましたが追い返しましょうか？」

「ひいっ！」

　ミティは俯き、アルマが脅える。

　アルマは以前セリアに俺の伝言を伝えに行き、「はっきりしゃべれ！　聞き取れない！」と怒鳴られて以降近づこうともしない。

　ちなみにミティもノンナに怒られた後、誰も居ない部屋でクッションをぼふぼふ叩いているのを見かけたことがある。

　それ以来ミティは表面上ノンナに笑顔を見せているが、通り過ぎると舌を出している。

　人それぞれ相性というのはあるものだ。

「いや、通してくれ。名字持ちを無碍にすることはできない」

　それに今日はもうすることがない。

　ミティ達をマリアの所に戻し、メリッサの下着丸出しエロ服を着替えさせ、カーラは本人を寝室に隠す。

　ノンナ曰くカーラはハードレット家の恥部、だそうだ。

「さて、何か面白い話ならいいんだけどな」




「レオポルト＝フーゲンベルグと申します」

「エイギル＝ハードレットだ」

「お会い頂き光栄です。ハードレット準男爵」

　俺が任命されたのは今日の朝なのだが、良く知っているな。

「耳が早いな……フーゲンベルグ殿」

「いえ、今知りました。陞爵おめでとうございます」

　カマをかけたのか、一体何がしたいのか。

「俺を馬鹿にするために来たのか？」

「これは失礼、他意はございません」

　俺の方も彼を良く観察してみる。

　歳は二〇過ぎか、俺と大差はない。

　体格はそう大きくないが体は鍛えられており、何よりも目が鋭い。

　頭は良さそうだが一筋縄ではいかない不気味さも感じる。

「それでフーゲンベルグ殿の用件は何なのか？」

「私を召抱えて頂きたい」

　彼は胸を張って堂々と言い放つ。

　今までも使用人や召使として雇ってくれという奴は何人もいたのだ。

　信頼性のないものばかりだったので断ったが中には最初から愛人狙いでしなだれかかってくる女もいた。

　セリアが蹴り飛ばして放り出したが。

　だがこれ程自信に満ちた奴はいなかった。

「俺はお前をまったく知らないんだがな」

　こちらも遠慮はいらない。

「はい。では自己紹介致しましょう。私はある南部の貴族の下で騎士を務めて居たのですが、主が南部反乱に参加致しました」

　男はまったく恥じることなく言い放つ。

「ほう、それで主家が取り潰しに？」

「はい。私が主を捕らえて王軍に引き渡しました」

　こいつはとんでもない大物か致命的な阿呆かどちらかだ。

　召抱えてくれと頼む場で前の主人を裏切ったと語る奴はいない。

　しかも、寸分も悪びれていない。

「それは王への忠義故か？」

「いえ、私が生き残るためです」

「そのために主人を死に追いやったと？」

「あの戦い、反乱貴族側に僅かの勝機もないことは明らかでした。状況も読めぬ愚者と共に冥府に行くつもりはありません」

　本来ならばここで叩き出しても誰も疑問には思わない。

　だが俺はこいつの話を聞いてみたくなった。

　この不遜な男が何故俺の元にきたのかを聞き出したかったのだ。

「経緯はわかった。では何故俺に召抱えられたい？」

「貴方自身並ぶ者のない戦士ですが司令官としてはそうだとは思えない。部下の方にも多数の兵の指揮、軍略、策略に優れる方は居ないご様子、ならば私が貴方の下で重要な地位につけると考えました。私はより高みに登りたいので」

　暗に馬鹿だと言われているのかもしれんが傲慢な言い分には目をつぶるとしよう。

　だがそれにしては行動がおかしい。

　これだけ無礼な口を叩いたのだ、遠慮なく指摘させてもらおう。

「お前の言っていることは矛盾していないか？　最初に言った通り俺は準男爵で大隊長に過ぎない。俺の上に立つ人間はいくらでもいるし、彼らに仕える方が高みは近いのではないか？」

「もしも、私が即座に爵位を頂き、軍を率いることができるならば王宮に向かいますが、相手にはされないでしょう」

　当たり前だ。

　裏切り者が爵位をくれと押しかけてきたら斬って捨ててもおかしくない。

「他に相手にされないから俺の所に来たということか？」

「いえ、私は貴方以外の方には会っておりません」

「それはなぜだ？」

　面白くなってきた。

　頼むから俺に惚れたとかは言わないでくれよ。

「理由は四つあります」

「一つ、先に申しました通り、貴方は大規模な兵の指揮や策略に長けておらず、部下にもそのような者がいないので、私が入り込む余地があること」

「一つ、新貴族の貴方には譜代の家臣がおらず縁戚のしがらみもない。私のような新参者でも重要な地位に就ける可能性があること」

「一つ、貴方自身が武勇優れて王の覚えもよく、読みも立ち回りもいい。主がより早く出世すれば私も上がることができます」

「一つ、これは今、話をして気づいたのですが、貴方は今に満足していない。何を目指しているのかはわかりませんが、私にはより高い地位をも求めているように思えます」

　俺は無表情を崩さない。

　この男の不気味さの原因が分かった気がした。

　一体どこまでこの男は知っているのか、気味が悪くて仕方ない。

　だが面白そうだと思った。

「正直に申しましてラッドハルデ軍団長と貴方を天秤にかけましたが正解を選んだようです。貴方の燃えるような野心はそうそう持てるものではない。高みを目指す方に仕えねば上へはいけませんから」

　この男の言うことは怖いぐらいに正しい。

　アゴールも俺も少数の兵を指揮して戦うことでは人並み以上だと思うが、これから千単位の兵を率いていけるかと言われれば疑問が残る。

　まして軍略など考えたこともない。

　使用人は孤児、屋敷の護衛は拾った少女だ、譜代の家臣など笑い話だろう。

　何より俺の王への野望までも感じとっているとは……理由が女だとは思っていないだろうがな。

「理由は分かった。お前の能力の高さも感じた。だがまだ肝心の部分が残っている」

「なんでしょうか？」

　男は聞き返すがこちらが問うことは分かっているのだろう、落ち着き払っている。

「主を裏切ったお前が信用に値するかということだ」

　いくら有能でも信じられなければ意味はない。

　むしろ害悪になるだろう。

「私は貴方の野心が続く限り、貴方が仕えるに値する主人である限り忠誠を誓うでしょう」

　つまり無能と見限ったら裏切るということだ。

　こういう関係も悪くない。

　個人的な信頼に基づかない、互いに上へ行くための関係。

　こういう人間も使いこなさなければならない。

　この男を使えなければ俺もそこまでと言うことだ。

「いいだろう。お前を召抱えよう。能力不足と判断すれば即座に出て行ってもらう。それでいいな？」

「もちろんです。ご期待に答えましょう」

「ではこれからは……フーゲンベルグと呼ぶか？」

「レオポルトで結構です。ハードレット卿」

　こっちの方がしっくり来るな。

「住居はあるのか？」

「ありません。可能なれば邸内に住まわせて頂ければと思うのですが」

　信頼はしていないが、この男が女に手を出したり、小金を盗んで逃げるとは思えなかった。

「では離れを与える。食事も作らせるから好きに食え」

　使用人の子供達と違い、近くにおいてやる必要もないだろう。

　一緒にテーブルを囲む気にもならないしな。

「お前がどれ程の事ができるか分かるまでは俺の従者の扱いにする。給金は月金貨一枚、活躍すれば褒美は別に出す。それで良いか？」

「はい。適切です」

　俺が評価されているみたいな言い方だな。

　元々最初の条件にこだわりはないようだ。

　すぐに能力を示す自信があるのだろう。

「私には世話係が一人いるのですが同室させても宜しいでしょうか？」

　求職中の身に贅沢なことだが俺もセリアを連れて歩いていた。

　許可してやると外に待たせていたのか一二か三の少女が現れた。

　着ているものは粗末だが汚くはない。

　レオポルトの横で頭を伏せている少女は心なしか彼にひっつき赤くなっているように見える。

「……」

「これの名前はニナです。……ハードレット卿、いかがしました？」

　荷物を運び込む許可を出し、連れてきたというロバも厩に入れる。

　俺のレオポルトの評価には、冷徹、豪胆、策略家、自信家、最後に童女嗜好の疑いが加えられた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　名前　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨一二四〇枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

　使用人　ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者）アゴール（副官）クリストフ（雑魚）カール

　シュバルツ（馬）レオポルト（従者）

　経験人数　二九人








☆人物紹介　３８話時点







　参考までに人名まとめました

　男の紹介はわりと適当です。

　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　一九歳　黒髪　ゴルドニア準男爵　王立中央軍第三混成大隊長

　主人公　怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がるが、細かいことを気にしないので策略、謀略は得意ではない。

　女好きで夜に強く、四〇までは守備範囲だが少女好きではない。







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（女）

［カーラ］

　二〇代前半　栗色髪　身長一六五　Ｂ８８　Ｗ６０　Ｈ８８　呼び方　エイギル　自分　あたし

　最初の町ロレイルで主人公と出会い惚れる。

　元狩人で弓の名手で自由人。

　サバサバして遠慮が無く、好色で性的発言に抵抗が無い。変態趣味もある。

［セリア］

　一五歳　銀髪　身長１５３ｃｍ　Ｂ７４　Ｗ５５　Ｈ７７　呼び方　エイギル様　自分　私

　奴隷として犯罪行為の道具にされていたが主人公に自我を目覚めさせられる。

　狂信的忠誠を持つがその他の者には冷淡で言動がきつい。

　剣以外にも様々な分野に才能を持つ。

　従者として従いながらなんとか抱かれようとしている。




［ノンナ］

　一八歳　茶髪　身長一六〇　Ｂ１１２　Ｗ６１　Ｈ８３　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　奴隷として輸送中、主人公に強奪される。

　滅亡したエレクトラ家の娘　主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　上品な仮面を被るが好色で被虐趣味有り。

　既に人外の巨乳だが、未だ成長中。

　圧倒的な巨乳のみならず、美貌もかなりのもので周囲の目を引く。




［マリア］

　二二歳　栗色髪　身長一六四　Ｂ７４　Ｗ５８　Ｈ８０　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれるが、臆病で荒事は苦手。

　胸が非常に小さく遂にセリアにも……。

［メリッサ］

　二五歳　赤毛　身長一六四　Ｂ９０　Ｗ５８　Ｈ８８　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが主人公とは相性がいい。

　子供を産めないせいか使用人の子供達をとても気にかけている。

　きわどい服を好んで着る。

［カトリーヌ］

　二二歳　金髪　身長一五六　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８２　呼び方　貴方

　金髪の美女。

　反乱貴族の娘で夫を主人公に斬られた上、父は大逆罪で処刑される。

　子供を助けるためと誤解し主人公に体を許す。

　現在、孤児院で娘［ローズ］と共に暮らしている。

　ヒステリックで思い込みが激しい。

　敏感で感じやすく、非常に淫乱で性へのタフネスが高い。




［ミティ］

　一四歳　黒髪　身長一五〇　Ｂ７５　Ｗ５５　Ｈ７６　呼び方　旦那様　エイギル様

　孤児院から働きに出て館に住む。

　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役でマリアを尊敬している。

　仕事は料理洗濯その他雑務、ノンナの嫌味に密かに腹を立てている。

［アルマ］

　一一歳　黒髪　呼び方（呼べない）

　孤児院組最年少。

　怖がりでいつもミティの影に居る。

　手先が器用で仕事は裁縫と編み物。

　話せるのはミティとクロルだけで、特にセリアが怖すぎて近くに来ると動けなくなる。

［ニナ］

　一二歳　茶髪　呼び方ハードレット様

　レオポルトが連れてきた世話係。

　彼の世話全般が仕事でわずかな恋慕を見せている。







　　　　　　　　　　　　　　　別居の女性

［ミレイ］

　二〇前半　赤毛　身長一七二　Ｂ８４　Ｗ６２　Ｈ９０　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

　実家はシーラ村で大家族、飢饉の可能性があり実家に戻り主人公と別れる。

［メル］

　三六歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８６　Ｗ（？？？）Ｈ９２　呼び方　エイギルさん　自分　私

　貴族の愛妾だったが孕まされ捨てられた。

　山火事で大火傷を負うが主人公に助けられ抱かれる。

　夫の畑と二人の子供がいるので村を離れなかったがその腹には既に……

［クウ］

　一七歳　金髪　身長一五八　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８４

　メルの娘　主人公と母の仲を応援している。

　初キスを奪われる。

［ルウ］

　一三歳　金髪　身長一四二　Ｂ７０　Ｗ５３　Ｈ７１

　メルの娘　町に物売りに出ていた。

　臆病でおどおどしており、要領が悪く、すぐドジを踏む。

　主人公に恋慕すると同時に父親のように思い信頼を寄せている。

［クレア］

　二二歳　黒髪　身長一六三　Ｂ８０　Ｗ６０　Ｈ８２

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　逃がされてストゥーラ共和国に向かう。

［コレット＆アリサ］

　連邦東部の村と町　在住

　誘拐され奴隷に売られるが主人公に助けられ故郷に戻る。

　二人まとめて処女を捧げている。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三三歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８８　Ｗ６９　Ｈ９３

　侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　娘の貞操を奪った主人公を呼びつけて自身を抱かせるが虜になる。

　別れに際しては娘までも差し出して引きとめようとした。

　現在は特大の張り型を愛用し、毎晩のように獣の叫びをあげている。




［クリスティーナ＝アルベンス＝マロードル］

　一九歳　栗髪　身長一五九　Ｂ８３　Ｗ５７　Ｈ８３

　側室の子で素行に問題があって白都に飛ばされる。

　夫人との関係は希薄で乱行の一貫として主人公に処女を捧げる。

　母の豹変に恐怖し、男性恐怖症になって乱行は収まった模様。




［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［アゴール］

　三〇代　マッチョ　副官兼中隊長　連邦出身　呼び方　役職名

　平民出の元連邦の歩兵中隊長　問題を起こし逃げてきて主人公の部下になる。

　真面目で忠実　優秀な戦士で部隊の運営能力、指揮能力も高い（中隊程度まで）女性には興味がないふりをする（むっつり）

［クリストフ］

　二三歳　マッチョ　一兵卒　連邦出身　呼び方　エイギル　隊長

　平民出　元連邦市民　アゴールの逃亡に同行する　見掛け倒しでとても弱い軽薄で意思も弱い　むき出しのスケベ 　明るいだけが取り柄　愛妾の女性陣に嫌われている

［カール］

　二三歳　優男　美形　中隊長　出身不明

　夜明けの翼時代からの部下　軽薄な口調と女性へのだらしなさが目立つ　優秀な戦士かつ指揮官　剣に極めて優れ一対一ではアゴールよりも強い

［マック］

　二九歳　身長２ｍ超　極マッチョ　筋肉だるま　怪力魔人　一兵卒　呼び方　主語なし

　元奴隷　主人公達に解放される　主人公に力比べで並ぶ唯一の人物　全身筋肉ゴリマッチョで、もはや怪獣　同じ奴隷商人に連れられていたノンナは苦手　女性経験は少ない

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二〇歳　細身　従者　呼び方ハードレット卿（男爵）

　主人公に直接訴え部下になる　非凡な才を見せるが詳細不明　本人の弁では大軍を率いる指揮能力と策略、謀略が得意　ニナを伴い主人公の館の離れに住む

［クロル］

　一二歳　子供　使用人　金髪　呼び方エイギル様

　孤児院組唯一の男で生意気に強がる。

　仕事は薪割りや風呂沸かし。

　セリアに想いを寄せるが手酷く払われた。

　メリッサには風呂場での一件以来頭が上がらず、感触を思い出しての自家発電を欠かさない。




　　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　二八歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぐ　王権を強化のために様々な策略を弄する　父の平和主義を否定し強国ゴルドニアを目指す　中央軍創設者　策謀に長け、冷酷な計算ができる　主人公他中央軍の面々を中心に能力のある者を重用

［グドロア＝フーバー侯爵］

　五〇歳　王軍総司令官

　軍の全てを統括する最高司令官だが中央軍は王自ら運営指揮するため影響力が無い。頭が固く王の信頼は無い

［エイリヒ＝ラッドハルデ男爵］

　三〇歳　中央軍軍団長

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　主人公とは個人的にも良好な関係にある。王のお気に入りの一人　新貴族

［ブルーノ＝レンスター準男爵］

　二五歳　中央軍第一連隊長

　夜明けの翼時代からの古参兵。一兵卒から今の地位まで上る。堅実な指揮と粘り強さには定評があるが爆発的な攻撃力には欠ける。

　主人公とはそれなりに良好な関係にある。新貴族




　　　　　　　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［アンドレイ］

　四一歳　髭　大男

　連邦からの亡命者、旅館、固茹亭のオーナーにしてダンディな渋い男。

　従業員の女性の間で圧倒的人気がある。

　三七歳の時、一四歳の妻ナタリーと結婚、育った女に興味を持てない重度ロリコン。

　そのせい？　か孤児院に色々と便宜を図っている。

［ナタリー］

　一八歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

［ドロテア］

　四〇歳　孤児院院長　痩せ

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　食事が改善したのか体つきも戻ってきた美熟女

［オレリア］

　一八歳　孤児院手伝い ちんまい

　孤児院で育った女性。孤児院でドロテアの手伝いをする。快活で子供っぽい女性。アンドレイの熱い視線を父親的愛情だと勘違いして慕う








第39話　知将







　レオポルトを召抱えて一週間、奴は館内で問題を起こしまくった。

但し全ての原因は奴ではなく家人の方にある。

　まずはセリアだ。

「あのような者がいなくてもエイギル様の従者は私一人で十分です！」

　珍しく俺に食ってかかるセリア、新参者が自分と同じ立場になることが不満で仕方ないと見える。

「奴の才を見極めるまでの便宜的なものだ。気にするな」

「そんな適当な気持ちでエイギル様の傍に居て欲しくありません！」

　これは失言だった。

自分の仕事が腰掛のように言われて辛抱たまらなくなったセリアは練習用の刃を潰した剣を二振り持ち出す。

「私のような小さな女に敗れるならば従者など務まりませんよね!!」

　どうやらレオポルトの実力を確かめるようだ。

練習試合ならば止める理由もない。

二人には絶対に怪我させるようなことをするなと言ってやった。

セリアの剣捌きには天賦の才がある。

体に当てたら終わりの練習試合ならば手ごわい相手だが…………




「ふえぇぇぇぇぇぇぇん!!」

　セリアが号泣しながら走り去る。

　試合時間は数秒、わずか一太刀。

先制攻撃を仕掛けたセリアの攻撃は読まれ、足をかけられ見事に転倒。

無様にひっくり返った所を後ろからこつんと一撃でセリアは敗北した。

　自分から言い出した試合、しかも主人の前でのあまりの醜態にいたたまれなくなったのか、セリアは顔を伏せて泣きながら走り去った。

「なかなかの速度でしたが目線がいけませんな。どこをどう攻めるのか丸分かりでした」

　今のセリアは下手な兵士よりも余程強い。

それを簡単にいなしたレオポルトは剣技の面でもなかなかの能力を持っているようだ。




　続いてノンナもやらかしたらしい。

「このような男を館に住まわせるなど、もし私たちが犯されでもしたらどうするんですか？」

　セリアほど激しくないがノンナもレオポルトが住むことには反対のようだ。

「こいつはそんなつまらないことをするような奴じゃない。俺が直接見て判断したことだ」

「エイギル様は私よりも先日あったばかりのこの男を信用なさるんですか？　陰気そうな顔をしていて信じられません」

　俺の横にいるレオポルトにノンナはチクリと嫌味を言う。

触発された訳ではなかろうがレオポルトが反論する。

「私は自分がハードレット様をより高みへ登らせると信じている。おまえは自身の身を案じ、愚かにもその可能性を潰すつもりなのか？」

　よくもここまで自信があるものだと思うが、レオポルトには非凡なものを感じる。

ここで追い出すのは俺にとってきっと不利益になるだろうと何も言わない。

「不遜な方！　それに随分と無礼な口の利き方ですね。私がこの家の者と知ってのことですよね！」

　レオポルトは俺とはまったく違う、無礼とも言える口調に変わる。

元貴族のノンナとしては我慢ならなかったのだろう。

「では聞かせてもらおう。おまえはハードレット様のなんなのだ？　奥方と言うならば非礼を詫び、座して許しを請おう」

　ノンナが固まる。

良く考えるとノンナは俺と一緒にいるだけで結婚もしていない。

王国の制度では側室も認められているが彼女はこれにも当たらず、立場はただの愛妾に過ぎないのだ。

「それは……えっと……」

　貴族制度に通じているノンナだからこそ今の自分が何者でもないことは分かるのだろう。

俺に助けを求めるように視線を向けるが結婚していると嘘を吐くのも意味が無いし、この場で誤魔化すと余計にこじれそうだ。

「なんでもないのだろう。ならば遊び女と変わらんではないか。何故ハードレット様に召抱えられた私が礼を尽くさねばならぬのか」

　理屈は正しいが本人の前でその女を批判するとは肝が据わっているのか図々しいのか。

俺が追い出さないことも想定済みなのだろう。

「うぅっ……この屈辱！　必ず後悔させますからね!!」

　ノンナは劇の悪役もかくやの台詞を残して肩をいからせ、胸をぶるんぶるん揺らしながら立ち去った。




「お前の言うことは正しいが家中に火種を撒くことはない。次からは女達にも最低限敬意を払ってくれ」

「はい。〝次からは〟ご婦人方を尊重致します。それでよろしいでしょうか？」

　今回のことは自分が正しいと主張しているのだろう。

それでいいと頷いてやる。

本当にあらゆる意味ですごい奴だ。




　そして話はこれで終わらなかった。

　暑い日の午後、強い日差しを避けて、室内でお茶を楽しむノンナが廊下を通るレオポルトを見つける。

「あら、レオポルトさんでしたか？　随分とお暇なんですね。屋敷をうろつかないでくれます？　犯されそうで怖いので。悲鳴が出てしまいそう」

　ノンナは顔を背けて専用の陶器製ティーカップでお茶を飲む。

「イグロット＝レビ作のティーカップですか？」

　レオポルトがティーカップを見るなり目を細める。

この男に芸術的な品を理解する力があると思っていなかったノンナはしばし呆気に取られる。

だが家中で芸術を解するものがいないことに不満を感じていた彼女は少しばかり嬉しそうだった。

「あら、オルガ連邦屈指の陶工、レビの作品がわかるとは意外でしたわ」

　ノンナは嬉しそうにカップをレオポルトに見せて語りだす。

「ご覧下さい、この勇壮な馬絵の見事さ、全体の繊細な作りは晩年の作ですね。若い頃の豪快な作品も見事ですが私はこちらの方が好みです」

　久々に知識を披露する機会を得てノンナは得意げに話し出す。

カーラに話しても「でかい方がいいじゃん、いっぱい入って」という返答しか期待できない。

「どちらでこれを手に入れられました？」

「露店で無知な商人が金貨二枚で叩き売っておりました。彼の作と知れば一〇〇倍の値でも買い手に事欠かないでしょうに」

　ノンナはカップを撫でながら上機嫌に語る。

「良いですか、このような素晴らしい逸品を持つことこそが貴族としての威厳と名声を高めるのです。私もこうしてエイギル様のお役に立てるのですよ？　貴方も最近は言葉遣いが直ってきたようですがもっと私達への敬意を忘れずに……」

「ふむ……偽物ですな」

　ノンナが凍りつき、溶けたと思えばたちまち真っ赤になる。

「まっまたもそのような！　無礼にも程がっ!!」

「レビの馬絵は有名ですが、彼は馬の事故で幼い息子を亡くして以降、一切描いておりません。このカップが晩年の作風であることを考えると矛盾します」

「それは……でも……」

　レオポルトの話に覚えがあったのだろう。

青い顔をしてカップを見ている。

「カップとしてもあまり出来は良くありません。せいぜい銀貨二枚といったところですか。目利きの来客の前でこのような品を使えば貴族としての威厳がなくなりますのでご注意下さい」

「まって！　このことをエイギル様に!?」

「当然です。ハードレット様の財から購入されたのでしょう？　従者として事実は報告せねばなりません」

　ソファから手を伸ばして崩れ落ちたノンナを置いてレオポルトは退室していく。

部屋からはとても美女の口から出るとは思えない陰惨な呪詛が流れ続けた。




　最後にカーラが特大のをやってくれた。




「ねぇ、レオポルトだっけ？　あたしを抱いてみたくない？」

　カーラは自分で胸の谷間を寄せて見せ付ける。

「あんたさえよければ遊んであげてもいいんだけどなぁ……」

　もちろん彼女の嘘だ。

指の一本でも触れたら悲鳴を上げるつもりなのだ。

女に手を出されれば彼が許すはずもない、早々に放り出されるだろうとの考えだ。

　カーラは別にレオポルトを嫌っているわけではない。

しかし、愛しい男の巣に入る人間は少ない方がいいのだ。

子供など数には入らないが、彼以外の男の匂いがするのは不愉快極まる。

「ねぇ～あたしの口、気持ちいいよぉ？」

　レオポルトはしばらく聞き流していたがやがて深刻な表情を作った。

「私には過分なことですが、残念ながら応えられません」

「エイギルが怖い？　ばれなきゃ大丈夫よ」

　もちろんばらすと心の中で呟く。

「いえ、私は実を言うと重度の少女嗜好でして、貴女のような大人の女性には欲情しないのです」

　衝撃の発言、さすがのカーラも絶句する。

そういえば彼は幼い少女を世話係として連れていたと思い出す。

彼女は性奴として使われていたのか。

「貴女は美しい。せめて格好が少女のものであったなら全てを投げうって襲いかかるかもしれませんが」

　これはチャンスだとカーラは思い立った。

「なら、あたし用意してくるわ！　特別だからね」

「私は厩の方におります。無理はなさらないで下さい」

　声の届かない距離ではないし悲鳴を上げればすぐに人が集まるだろうと思わず顔がにやつく。

この変態を早く追い出すつもりだった。

　使用人の部屋とは言え、そこにある物は私物だ。

家人であっても自由にできないし、しようと思う者もいない。

だがカーラにそんな常識は通用しなかった。

「うわっきつっ！　しかも丸見えじゃん！」

　カーラは使用人の部屋に忍び込みアルマの服を無理やり着たのだ。

最初はミティの服を着てみたが良く考えると彼女は女になりかかる歳だ。

重度の少女趣味を持つ変態が食いついてくるかはわからない。

そこでアルマの服を選んだのだが女性の中でもグラマーな体を持つカーラが小さいアルマの服を着るのだ。

　全身ぴちぴち、立っていても下着は丸見え、胸は収まらず胸元を開いて乳房を放り出し、手で押さえて隠すしかない。

「こんな格好裸より恥ずかしいわね……早く行きましょ」

　無理やりこんな格好をさせられたと言えば奴の追放は間違いないものになるだろう。

カーラは珍しく人の目を避けながら厩に向かう。




「来たわ！　どうこの格好？　そそるかしら？」

　厩に入るなりカーラは精一杯体をくねらせて、むき出しの下着から見える尻を振り、頂点だけ手で隠した胸を揺らす。

　そこにいるのは無表情なままのレオポルトとニナ…………ノンナとセリア、そして彼女が何より愛する男だった。

「「「「……」」」」

　沈黙が厩に満ち、シュバルツだけが興奮したように足を鳴らす。

「……エイギル達なんでここに？」

「シュバルツの世話と新しい蹄鉄を付けるんでな」

「その後セリアとエイギル様とでお出かけしようと」

「レオポルト？」

「ニナにハードレット様の馬の世話も任せることになったのでその説明ですな」

「……変態」

　ニナの小さな声がひどく大きく響いた。




　俺たちがカーラの奇行に呆然としていると。屋敷からバタバタと走る音が聞こえる。

「エイギルさん！　大変です!!　泥棒が入ってこの子達の部屋が荒らされ……」

　メリッサとマリアが使用人の子供達を連れて走りこんでくる。

マリアが包丁を握ったままなのは屋敷にまだ泥棒が潜んでいると思ったのだろう。

そしてカーラの格好を見て全員が沈黙する。

「わ……私のふくぅ……」

　アルマはミティに抱きついて泣き出してしまった。

普段はカーラとも仲がいいマリア、メリッサの視線も絶対零度、ミティでさえ軽蔑を隠さない。

「こっこれは違うの！　これはあいつが！　あいつがぁ!!」

　必死にレオポルトを指差すがさすがに意味がわからない。

奴は今までずっとここにいたのだ。

「俺とここで話していた奴がお前にアルマの服を着せてここに突っ込ませたと？」

　自分でも信じてもらえるはずのないことは分かっているのか、ついにカーラが切れた。

「お前のせいだああああ！」

　レオポルトに襲いかかるが小さい服のせいで足がもつれ、片付けられていた馬糞の山に突っ込んだ。

「うわぁ……」「ひぃっ！」「みちゃだめ！」「哀れな……遂に心が」「ふえぇぇぇえん」

　服が汚れてしまったアルマは大声で泣き出し、家人の醜態を見まいとレオポルトは静かに退出する。

「違うの！　違うのよぉ！　ノンナぁ聞いてよぉ、これは「寄るな、触るな、汚らしい!!」

　ノンナはいつか聞いた大声を上げて後ろに飛びのく。

全身馬糞まみれで服が絡まって立てずに這って来るのだ、俺でも逃げる。

「全員、とりあえず家に戻れ。アルマも新しい服を買ってやるから落ち着け」







　全員を厩から出してカーラに向き直る。

さすがに表情も声もきつくなってしまう。

「たらいを用意してやるから脱いで水を浴びろ。それから俺がいいと言うまで家の中には入るな」

　馬糞の臭いが消えるまでは近くに居て欲しくない。

ついでに馬鹿をやった罰としよう。

　カーラが泣き声をあげる。

「でも服がないわ……」

「今の時期なら凍えはしない。しばらく裸で庭にいろ！」

　季節は夏真っ盛り、夜になっても冷えることもない。

「そんなぁ！　まってよぉいかないでー！」




　カーラの全裸屋外生活はレオポルトが次の日の夜、事の次第を報告するまで続く。

報告は全員に伝えたが、カーラに同情する部分がまるでなかったので、小遣いを全て取り上げてアルマの服を買ってやる案が全員の賛成で可決された。




　余談だが、全裸で庭にいるカーラとクロルにひと騒動あったらしい。







「これ……水だと冷たいからお湯……」

「…………ん」

　カーラは一番汚いものを一気に水で落としたが、さすがに井戸水を浴びては冷える。

そこに気を利かせてクロルがぬるま湯を大桶で持ってきたのだ。

礼を言うこともなくカーラはそれを浴びる。

もう汚れはついていない。

「う……」

　当然ながら屋外で体を洗うカーラは全裸だ。

大きな胸に少年の視線は吸い寄せられた。

「何よ、発情してんの？」

「そんなことない！」

　メリッサと違ってカーラは遠慮せず、膨らんだ股間を指摘してくる。

「ま、あんたみたいなガキが勃てようがどうでもいいけどね」

　さすがにクロルもカチンときた。

「何だよ！　あんただって変態だろ。馬糞にまみれて遊んでたって！」

「違うわよ！　ガキが知りもしないで…………まぁいいわ。あーあ、今日は庭で寝なきゃ……エイギル怒ってたなぁ」

　愛する人に怒られることが一番堪える。

カーラは溜息をついて全裸のまま体を洗い続けた。

せめて明日会う時に、臭いを感じさせたくない。

「こっこれ」

　クロルは顔を逸らしながら薄い掛け布団を出す。

せめて夜寝るときは、との気遣いだ。

「……ありがと」

「いっいいから、俺が行くまで前……隠せよぅ……」

　カーラがにやりと笑みを浮かべた。

お湯と布団の礼もある。

愛しい男へのあてつけもあった。

カーラの中では、自分はレオポルトとか言う男に嵌められたのであって、自分から変態行為を嗜好したわけではない。

　これは彼の手違いだ。

償いに少しぐらい使用人に悪戯するぐらいは許されるべきなのだ。

「あんた見たい？」

　全裸のまま、クロルに近づく。

かつて見たメリッサの裸は胸だけで下半身はタオルで隠されていた。

だがカーラは完全に丸出しだ。

初めて見る大人の女の股間に視線が釘付けになった。

「ねえ？　見たいって言ったらいいことあるわよ」

「もっもう見えてるよっ！」

「まだ、あるわ。早くいいなさいよ。見たい？」

　少年が考える前に口が動いた。

「見たい！」

　カーラは一段とニヤつき、その場に座って足を開く。

「ほーら……」

　カーラ自身の手が女の大事な場所をゆっくりと広げていく。

にちゃりと音がして開いたソコは濃いピンク色だった。

普段から巨根に責められているので労せずに大きく開き、少年から内部までが丸見えになる。

食い付くように覗き込んだ少年がビクンと震えた。

「あっ!?　ううぅぅっ！」

　腰を震わせてうめき声が上がる。

周囲に生臭い臭いが立ちこめ、少年のズボンの前が濡れていく。

　生まれて初めての生々しい女の穴を見て、触れもせずに射精してしまったのだ。

クロルは顔を真っ赤にして慌てて駆け出す。

その背中にカーラの楽しげな笑い声が当たっていた。




　こうしてレオポルトを追い出そうとする試みは尽く粉砕され、もしくは自滅し、彼が女達に嫌がらせや色目を使うこともなかったため、皆渋々と受け入れざるを得なかった。

　後、クロルの夜の日課は一日三回に増えた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




王都郊外演習場

「第一小隊前へ！　進め!!」

　演習場では俺の大隊に新規編入された三個の歩兵中隊（一個中隊二〇〇人）が模擬戦を行っている。

もちろん槍や弓には布を巻きつけた殺傷力のないものを使用している。

それでも実際に数百人を動かす模擬戦の迫力は実戦もかくやというものだった。

　この模擬戦の目的はもちろん新規中隊の練度向上だが、それ以外にも隠れた目的があった。

「ハードレット様、二番小隊を捨石に右翼を回って包囲を試みて下さい」

　中隊同士の模擬戦、俺が指揮する中隊とアゴールの指揮する中隊を戦わせているのだが、俺はまったく指揮をせず、全てレオポルトの言うとおりに動かしている。

　ちなみにアゴールは連邦で長年歩兵中隊を指揮しており、勝手知ったるなんとやらで非常に強い。

最初に新生中隊長のカールと戦った時は瞬く間に圧倒、俺と戦った時も俺の不利で引き分けとなった。

引き分けにしたのは大隊長が負けてしまうと兵の士気に響くからだそうだ。

　そして今回、アゴール指揮の中隊がのた打ち回っている。

攻撃を試みればその起点に集中して矢を浴び、防御を試みれば見透かしたように側面に回られる。

今も側面から後方への半包囲状態で一方的に攻撃を浴び、陣形は崩れつつある。

　もしこれが実戦ならば兵はバタバタと倒れ、遠からず全滅するだろう。

　演習場の中央にある見張り台の上に赤旗が上がる。

高所から全体を見ている監督官が俺達の勝利を告げたのだ。




「お見事でした」

　騙したようで心苦しい。

「失礼ですが今回の指揮はエイギル様でしょうか？　一度目とあまりに性質が違ったもので……」

　さすがに気付くか、誤魔化す意味もない。

「今の指揮はこいつだ」

　召抱えた経緯について説明する。

「そうですか……随分と特徴的な」

　突然増えた同僚が主の館に住んでいるのは特別扱いしているようで気分のいいものではないのだろう、アゴールは微妙な顔をする。

だが彼の本質は軍人だ、自分よりも優秀な以上、優遇されることは受け入れるしかない。

本当は単に宿無し従者を兵舎に放り込む訳にもいかないから住ませているだけなのだが。

「しかし私もこのまま引き下がるわけには行きません。もう一勝負いきましょう」

　今度はレオポルトに直接指揮を取らせ、俺は見張り台の上でセリアと共に観戦する。




　その日の訓練は兵達にとっては過酷な猛訓練となったが遂にアゴールもカールもレオポルトから勝利を得ることはできなかった。

　訓練は終わり、俺は王都へ戻る馬上、レオポルトとこれからのことについて語り合う。

セリアは俺の隣に彼がいることが不満で仕方ないようだが

「言葉に嘘はなかったようだな」

「所詮は演習です。実戦で成果をあげてこそ価値があります」

　ただのほら吹きではなかった以上待遇について考える必要がある。

だがその前に聞きたいことがあった。

「歩兵中隊についてどう思う？」

「致命的に未熟です。新編成ならばやむを得ませんが陣形に習熟し、命令への反応速度を上げねば練度の高い軍相手には不覚をとります」

「アゴールとカールについてはどうだ？」

「指揮官として申しますと、中隊規模の指揮が限界の方々でしょうな。中隊以下に限るなら中の上と中の中でしょう。定石は把握しておられましたが、それ以上のことはできないようです」

　辛辣な辛口評価、共に戦った戦友を馬鹿にされてセリアは露骨に顔をしかめるし俺もいい気分ではない。

「失礼しました。ですが嘘は申しておりません」

　最初からこいつに細かい配慮や心配りなど期待していない。

俺は続けろと促がす。

「麾下の中隊をお任せになることは適任と言えるでしょう。差し当たっては十分です」

　こいつが十分というなら本当にそうなのだろう。

世辞を言うやつではない。

「ではお前がもう一つの歩兵中隊を指揮するのはどうだ？」

「ご命令とあらばお受け致しますが最善策とは言えません」

「自信がないと？」

「彼らよりもうまくやる自信はありますがそれだけです。私は作戦参謀職を希望します。必ずハードレット様を勝利に導くでしょう」

「なっ！　いきなり！」

　セリアが声をあげる。

大隊の中での参謀の地位は大隊長の下、副官と並ぶ高い地位だ。

昨日今日召抱えた者を付けるものではない。

だが今の模擬戦を見る限りそれが最善に見える。

「それはできないな」

「そうです！　当たり前です！」

「大隊参謀はあくまで軍の構成員だ。ラッドハルデ卿から任官される必要があるが反乱貴族の部下であったお前を認めるとも思えん」

「その通りです！」

「承知しております」

「だから、現在のまま従者として俺の傍にいて助言をしてくれ。いずれほとぼりが冷めるか、俺が出世すれば人事の裁量範囲も増える」

「ええー!?」

　セリアがうるさい。

「ありがたくお受けします」

　本来与えられるべき名誉も報酬も無く、ただ仕事だけが増える。

文句の一つも言うべきところだがレオポルトは二つ返事で了承した。

「不平はないのか？」

　レオポルトは俺と会ってから初めて、僅かに笑みを浮かべた。

「ハードレット様が領地貴族となれば軍師の肩書きで従軍し、私的に参謀役を果たすことができます。それは近く達成されるでしょうから」

　すぐに表情は消え、冷たい目で王都を見つめる。

男の昔話に興味はないが、こいつの有能さと冷えた心の秘密を知りたいと思った。

　俺がレオポルトから離れるとすかさずセリアがひっついてくる。

セリアは自分と俺の関係を奴に見せ付けるように甘えるのだった。
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エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長（八〇〇人）

　　　年俸金貨一四〇枚

財産　金貨一二二八枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

使用人　ミティ　アルマ　クロル　ニナ

部下　セリア（従者）レオポルト（従者）アゴール（副官）

カール（中隊長） クリストフ　シュバルツ（馬）

経験人数　二九人








第40話　予兆　♯







　ゴルドニア南部　アークランド国境地帯

「今日は良い風が吹くな」

　季節はいよいよ夏、これからどんどん暑くなるだろう。

　中央平原は夏も冬も過ごし易い地域と言われるがそれでも暑いものは暑いのだ。

「その風を浴びるためにこんな辺境に飛ばされるってのは割りにあわんぜ」

　同僚の兵士が愚痴る。

　言うな俺だってわかってる。

　俺たちは元々国軍の兵士としてゴルドニア近郊の町に駐屯していた。

　軍隊とは名ばかりで任務は犯罪者の取締りとたまに出る盗賊、魔物退治ぐらいだ。

　給料も悪くなかったし、女にももてた。

　それが南部の偉い貴族が反乱の末に断絶になったからってんで国境の警備隊に転属になったのだ。

　アークランドとゴルドニアの間には明確な国境線が引かれているわけではない。

　特に俺が配置されたノーステリエス河源流付近は延々と続く草原と丘陵しかない。

　アークランドは軍事力をちらつかせての恫喝を外交と勘違いしてるイカれた国らしい。

　そんなイカれた国との境に村を建てようなんて馬鹿は食い詰めた開拓民の連中ぐらいだ。

　俺たちの寝泊りする簡素な砦以外周りには何も無く、休みの日でも近くの街まで馬車で半日はかかる。

「いくら愚痴っても結局風を浴びるぐらいしかすることがないだろうが」

　俺達は二人一組で砦を基点に延々と歩いて見回りをするのが任務だ。

　町に居た頃は見回りが面倒で仕方なかったが、今となっては仲間としゃべり歩くこの時間が楽しみになっている。

　砦にいても何もない、風を感じられるだけ外に居る方が良いというものだ。

「異常はないか～？」

「異常なほど何もねぇ。こっちにもあっちにも村一つねぇ」

「ふざけんな、糞隊長殿は昨日と同じ報告だと昼寝でもしてきたって文句をつけてくんだよ。なんでもいいから報告することを探せ」

　舌打ちしながら俺と相棒は周囲を見渡す。

　奴等の領内に行き倒れでもいれば満点だ。

「アークランド国内は更に困窮の模様」とでも報告できる。

「おい、あれはどうだ？　羊の群れが歩いてるぞ」

　羊飼いか……五〇点　先週同じ報告をした。

「羊飼いに変装して偵察を行っている斥候がいる模様」だったかな。

「妙だな……羊ばっかりで羊飼いの姿がねぇ。逃がしたのか？」

　もし羊がこちら側にきてくれれば今夜の夕食が豪華になるな。

「それになんだか動きが揃っているな……間隔が綺麗に揃ってるし速度も一緒だ」

「あのなぁ……お前は羊しか見るものがねぇのか？　羊の歩き方なんてつまらねぇ事をいちいち報告するんじゃねえよ！」

　さすがにいらついて相棒に怒鳴るが声は届かない。

「敵襲ーーー!!!　アークランドだ!!!!」

　羊の毛皮が一斉に放り投げられ、鎧を着た兵士が現れる。

　畜生！　俺たちがのんびり見ている間にここまで近づかれた！

「逃げろ、砦に報告するんだ！　連中国境を越える気だぞ」

　俺たちは慌てて砦の方に走りだす。

　連中はその場から動いていない！　これなら逃げられる！

　俺と相棒は顔を見合わせて苦笑いを交す。

　直後、矢が突き刺さり、針鼠のようになった男達は地に倒れ伏した。
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　ゴルドニア王宮　数日後

「アークランドが侵攻だと？」

　王の前には南部からの至急を知らせる使者が跪く。

　徹夜で馬を換えて駆けたのだろう、息は荒く兵士に体を支えられようやく倒れずに済んでいる。

「はっ！　国境警備隊の砦を焼き、領内に侵入、行商人や開拓村に被害が出ています」

「規模を教えよ」

「未確認ですが少なくとも数百から千の兵が国境を越えたものかと」

　王は目を閉じて頷いた。

「大儀であった。水と食べ物をやってよく休ませよ」

　使者が退室すると王は傍に控える側近たち……大臣や軍の重鎮、そして王の個人的な要望でエイリヒもいる……に語りかけた。

「で、どう思う？」

「いつものことですな」「食料がないのでしょう」「あるいは農民の減少で作付けに支障が出たのやも」

　大臣たちの声には焦りも、緊張感もなかった。

「前王の時も数年に一度はあったことにございます。どうか落ち着かれますよう」

　それどころか王に落ち着くように促がす程の慣れた対応。

「そうか、これが父の遺したものなのだな」

　アークランドがゴルドニアに侵攻することは珍しくは無い。

　といっても本格的な侵略ではなく、小規模な兵で国境を少しばかり越え、小さな村を焼き、警備隊と交戦する。

　理由はこちらの警備隊が国境を越えたのでその報復と言うのが通例だった。

　そしてある程度戦ったところで本格的な交戦になる前に和睦しようと申し出る。

　条件は国家間の物資の交換、アークランドからは武具や奴隷、ゴルドニアからは主に食料や日用品だ。

　もちろん通常よりも遥かにアークランドに有利なレートで行われる。

　一方的に譲渡を要求しないのは対等な条件での講和だと言い訳するためだろう。

　前王はこの屈辱的な講和条件を平和には変えられぬと呑み続けた。

　それが三〇年続き、今ではアークランドは数年の間隔を置いて恒例行事のように侵攻を行っている。

　国力においてはアークランドを圧倒する我が国が何故アークランドのような小国にかくも屈辱的な［たかり］を許さねばならぬのか。

　当初からそう主張する者はいた。

　しかしアークランドは小国だが国力の過半を軍隊の維持に使う軍事国家だ。

　国力からは考えられないほどの兵力を持っているし、長年維持された軍は練度も高い。

　もし本気で戦えば膨大な犠牲が出ることは明らかだった。

　長年の平和に慣れた貴族達も平民も犠牲を受けてまでアークランドと雌雄を決することは望まなかったのだ。

　彼らが求める物資など豊かなゴルドニアからすればさしたる量ではない。

　ならば一時の屈辱に目をつぶればよい、そして前王の施策は支持されたのだ。

　だがもう違う、前王は既に死に、今王座に居るのは余だ。

　余は屈辱を甘んじて受けたりはせぬ。

　代りに大きな犠牲？　構うものか、償いに連中を殲滅してくれる。

　ゴルドニアは大きいだけのおとなしい老犬ではない。

　例の新貴族が決めた名字……伝説の狼、ハードレットのようになろう。

　自らの領域を侵した者は必ず引き裂き地獄に送る。

　例え自身が血まみれになろうとも、だ。

「フーバー侯爵、国軍は迎撃態勢にあるか？」

　話を振られた王軍最高司令官フーバー侯爵の歯切れは悪い。

「陛下の国土を守るべく全力を尽くしておりますが、なにぶん分散しておりまして……集めるにも時間がかかりますし、下手に奴らを撃退してもアークランドの本軍が出てくれば被害は甚大に……」

　無能者め！　貴様などに用はない！　総司令官としての顔をたててやったのみ。

「国軍はできぬか、エイリヒ、中央軍はやれるか？」

「やれます陛下」

　二つ返事に王は満足げに頷き、続きを促がす。

「王都から出撃しては強行軍でも五日はかかります。以前の反乱鎮圧の際、ザールに残した歩兵大隊を持って任に当たらせます。多少町の治安は乱れるかもしれませんが問題ないでしょう」

　フーバーや側近の軍関係者が苦い顔をする。

　彼らには中央軍編成や配置状況の情報もない。

　更には歩兵大隊と言う単位も中央軍独自のもので彼らの中で理解できる者は少ない。

　本来は国軍の中にある中央軍、しかしそれは王の意向の元、別の組織になりつつあった。

「しかし敵の兵力は多ければ千に届くと報告があったではないか、数的に劣勢で対応できるか？」

「ブルーノ卿の歩兵大隊は八〇〇、数では劣勢ですが侵入者はこちらの組織的抵抗を想定していません。本格的な戦いをするだけの編成も覚悟もないと考えます」

「それは危険だ！　報告が確実とも限らぬ、もし二千の兵がいたらどうする。敗北して兵を失った上に奴等の要求はより苛烈になるぞ」

　フーバーの取り巻きが声をあげた。

「余は貴様に発言を求めたか？」

　その男は俯いて沈黙したが納得はしていないようだ。

　だが一理ある、大抵の場合、斥候の報告は敵を多く見がちだが少なく見た可能性も否定できない。

　それに敵が最初からこちらの反撃に備えていれば同等程度の兵力では犠牲も多くなる。

「陛下、あの方のご意見も一理あります。そこで王都から増援部隊を出撃させようと思います」

　王の顔が曇る。

　エイリヒが自分の意見を曲げたのが気に入らないのだろう。

「しかし王都から出しても五日かかると申したではないか、それまで好き放題させておけと？」

「いえ、王都から出すのは第一騎兵中隊のみです。全隊が騎兵で構成された騎兵中隊ならば先立って通る町に補給の準備をさせておけば二日で着けます。更に侵入者は機動力重視で長槍は多くない、ならば重装騎兵は圧倒的な強さを発揮するでしょう。例え敵が二千でも主導権はこちらがとれます」

「なるほど、騎兵だけの部隊か……そして率いるのはあの男だな」

　周りがざわつく、この国の軍に携わるものならばあの男を知らぬ者はいまい。

　一人で精強な近衛隊の首を二桁並べ、近衛隊長を一刀の元に切り殺し、更に国内最強の噂まであったセシル＝ベルリド子爵を一騎打ちの末に切り捨てた猛将。

「ハードレット卿ならばちょうどよい。余の領土を侵した者が地獄に引き込まれる様、愚か者共に見せてくれよう」

　王は上機嫌に声をあげる。

　フーバーと取り巻きは歯ぎしりし、文官達は取り入る相手を変えるべきか頭を悩ませていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「戻ったぞ」「戻りました」

　既に陽が傾き始めた頃、俺とセリアは駐屯地から家に戻る。

　出撃は明朝、既に部隊の準備は完了し、全員に駐屯地での休息を許している。

　だが俺には他にやるべきことがあるのだ。

「クロル、急になるが風呂を焚け、最優先だ」

「アルマ、濡れタオルと飲み物を用意しておいてくれ」

「メリッサか、カーラを探し出して、風呂に入って俺の寝室に来るように言ってくれ」

　今日中に全員と腰が抜けるほど交わらねばならないのだ。

　カーラを呼びに行かせたのは彼女だけが居場所がはっきりしないからで、他の者はだいたい決まっている。自室以外では、ノンナはリビングか庭のテラスでお茶を飲んでいるし、メリッサは子供達の居る場所、マリアは台所でセリアは俺の横だ。

　以前カーラを探したら屋根に登っていたことや、地下の倉庫にいたことがあった。

　あいつの自由度は依然上昇中だ。

　セリアを部屋に戻し、とりあえず軽いものでも食べようと台所に入るとマリアが鼻歌を歌いながら尻を振っている。

　自作の掃除の歌らしいが、それよりも興味があるのは揺れている尻だ。

「～～♪」

　後ろから抱き締めて首元に吸い付く。

　マリアは突然のことに悲鳴を上げたが、その悲鳴さえも下半身に響く。

「マリア、そこに手を付け」

「なっなんですかぁ!?　だめですよぉこんなとこでぇ」

　抵抗を抑えて火の入っていないかまどに手を付かせ、尻を愛撫する。

　すぐに準備は整ったので、下着を引き降ろしてスカートをめくる。

　後ろからモノで三回ほど尻たぶをぺちぺちと叩いた後、濡れた洞窟にお邪魔した。

「あんっ！　太いよぉぉ!!」

　女達の中でもまだ進入していないセリアを除くとマリアが一番華奢だ。

　力一杯すると壊してしまうので腰を回して中をかき回し、時折突くのを繰り返す。

　服の前をはだけて胸を探すが見当たらない。

「……ん！」

　マリアが怒ったように手を重ねて胸に導く。

　小さな胸と対比すると大きな乳首を揉みほぐすと喜ぶように締めてきた。

　甘い愛の営みがいよいよ最高潮に達しようとした時、招かれざる観客が現れた。




「マリアさーん。廊下のお掃除終わり……ひいい!!」

　がしゃんとモップが倒れる音がする。

　ミティが掃除終了の報告に来てしまったらしい。

「えぇっ！　ここ台所？　なんでっ!?」

　本来ならば驚いて中断するはずだが、俺もマリアも後一歩の所まで高まっているので終われない。

「ミティっ!!　お願いっみないっ！　みないでぇぇ！　もうだめぇええ!!」

「マリア…………さん」

　いつも優しく、家事もうまい大人の女性として憧れているマリアが男に責められて顔を歪ませ、だらしなく舌を垂らして声をあげる様を呆然と見つめる。

　ミティは手で口を塞ぎながらも目が離せないようだった。

　まずマリアが達して俺を締め上げ、その刺激で追いかけて俺も種を放つ。

　俺の呻き声とマリアの叫び声を最後に俺たちの動きは止まり、俺はゆっくりマリアから離れる。

「ひいっ!!」

　再び悲鳴があがるのは白濁にまみれた俺のモノが見えてしまったからか、それともマリアが種をこぼしながら崩れ落ちてしまったからか。

　俺は放心状態になったマリアを抱き上げると風呂に向かう。

　まだ焚けてはいないだろうが今の時期なら水でも体は洗える。

　焚けるまで浴室でもう一度マリアを可愛がってやってもいい。

「すまんな。嫌なものを見せた……訳でもなさそうか」

　俺に言われてミティはやっと自分の手がスカートの中に入っていることに気付いたようだった。

　慌てて服を正して真っ赤になって俯く。

　ミティの泣きそうな顔は初めてみたな。

　まだまだ子供とは言え女に恥をかかせるわけにはいかないだろう。

「……えっ！」

　マリアを片手に抱いたままミティに口を寄せる。

　そのまま唇を奪おうと思ったのだが覚悟ができていなかったのか、硬く閉じた目から涙がこぼれる。

　無理やりしても仕方ない、俺は唇をずらして首筋にキスをし、強く吸って跡を残した。

「はわぁ……」

　最後に首から耳元までを舐め上げて顔を放す。

　ミティは腰が砕けてその場に座り込んでしまった。

　これで男の前で自慰した痴態も薄まっただろう。

　俺たちが風呂場に去った後、ミティが俺の舌とマリアの乱れようを思い出して再び下着に手を入れたのは知らないことだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　三日後　ゴルドニア南部　アークランド国境近郊

「斥候より報告！　敵の野営地を発見」

　俺、ブルーノ＝レンスターは、報告に沸き立つ各中隊長と副官の中にあって、密かに頭を抱えていた。

　命令は「王都よりの増援と合流し敵に対処せよ」だった。

　だが今を逃せば逆に敵の斥候がこちらを発見するかもしれない。

　そうなれば守りは堅くなるし、下手をすれば逃げられてしまうかもしれない。

「隊長！　攻撃をしましょう！」

　副官たちが迫る。

　だが斥候は敵を発見しただけで数や状況など詳細な報告は入っていない。

　追加で出した斥候の報告を待つのが最善だろう。

「今やらねば逃げられます」

　副官は以前のアークランドの襲撃で苦杯を舐めたらしく息が荒い。

　増援がもう少し早く到着してくれれば良かったのに……

「斥候より追加の報告！　敵数八〇〇、天幕を畳み移動準備中の模様」

「大隊長！　急がねば」

　敵数はこちらと同数だが移動準備中は無防備になっている、奇襲すれば勝てる。

　中隊長達は完全に焦れているし、もう限界だろう。




「全隊出撃、敵に奇襲をかけるぞ。丘の稜線を越えないように敵に近づけ！」

　部隊は一斉に動き始める。

　俺の隊は完全な歩兵大隊だ、偵察用以外の騎兵はいない。

　華々しい騎馬突撃はない。

　兵は一切の口を利かず静かに黙々と進んでいく……

　既に丘の向こうは敵の野営地だ。

　後は号令一つで奇襲は成功する。

　だが、ブルーノの口から出たのは突撃の号令ではなかった。

「全隊防御態勢!!!　矢が来るぞ!!」

　言い終わるやいなや、前衛に雨のような矢が降り注ぎかろうじて盾を構える余裕のあった者以外は次々に倒れていく。

「看破されていました！　敵主力は既に野営地にありません。丘の上に布陣しています！」

　なんということだ！　丘を登りつつあった部隊は矢の餌食となり、逆に敵が頂上に展開している。

　こちらは静かに移動するため細長く伸びた陣形となっているので敵のいい的だ。

「陣形を組みなおす。弓隊は前に出ろ、敵を頂上から追い落とせ！」

　俺の隊も練度は低くない。

　最初は逆に奇襲されて混乱したが、すぐに冷静さを取り戻して陣形を組みなおす。

　丘さえ取ってしまえば形勢は逆転する。

　歩兵が声をあげながら攻撃を繰り返す。

　だが声の大きさと比例せず、まったく進んでいない。

「中隊長より報告、敵の攻撃苛烈！　前に進めません」

「同じく前進不可！　矢が正確に前衛に飛びます。混乱が広がっています」

　俺の元に上がる報告は全てが悪いものだった。

　敵の指揮能力と練度が予想よりも高い。

　こちらよりも早く陣営を変更し、常に先手を打ってくる！

　誕生は傭兵主体とは言え、今の中央軍兵は大多数が募兵と国軍からの転籍によるものだ。

　つまり長い平和を謳歌した兵、訓練以外の実戦など先の反乱ぐらいしか経験したことが無い。

　一方でアークランドは毎年のようにどこかの国と武力衝突を経験している。

　指揮官と兵の経験が違いすぎるのだ。

「攻勢中止、方陣組め、まずは敵の射程外に出るぞ。緩やかに後退、慌てるな！」

　じりじりと部隊を下げ、やがて矢が届かなくなったのか攻撃が止む。

　よし、これで陣営を組みなおせる。

　敵が丘を降りればアドバンテージはなくなる。

　被害も許容範囲だ、まだやれる！

　だがそんな希望はすぐに打ち砕かれた。

　撤退するこちらにあわせて敵の一部が突出し側面を脅かしている。

　進軍速度も速く、こちらがいくら後退しても余裕を持って追撃してくるのだ。

　数は二〇〇ほどだが後退の際に陣形が乱れて対処できない。




「敵の右翼が分離！　既に我が側面に出ています。左翼中隊交戦！」

「敵本隊、突撃陣をとって丘を駆け下りてきます！」

「弓隊はどちらを狙えば!?　前ですか!?　側面ですか!?」




　前面に六〇〇、側面に二〇〇の敵、こちらは約一割を失い七〇〇……陣形変更もできぬまま崩れた方陣のような中途半端な防御をとっている。

　全ての要素が最悪の結末を予感させる。

「全滅する……」

　副官が呆然と呟き、俺も指示を出せない。

　既に各中隊は混乱していて細かい命令など聞けそうに無い。

　有効な命令は一つだけだ。

　逃げろと言うのか……命令無視をして攻撃を仕掛け、逆に罠にはめられて部隊を失うのか……

　これで俺の将来は閉ざされた。

　だが目の前で一方的に倒されていく兵を皆殺しになるまで戦わせても戦局は覆らない。

「全隊…………撤退っ!!」

　撤退を下令しようとした時、突如こちらの混乱が移ったかのように敵陣が乱れた。

　敵本体はこちらへの攻撃を放棄したかのように方向を転換し、側面に回りこんでいた部隊も合流する。

「一体何が…………」

　答えたのは轟音、歩兵同士の戦いの音もすごかったが、これに比べれば小川のせせらぎに過ぎない。

　二〇〇の重装騎兵隊が奏でる馬蹄の音が戦場を瞬時に支配した。








第41話　苛烈な制裁　♯










　俺は馬の背に立ち上がらんばかりに体を伸ばすがここからでは何も見えない。

「副官、一時指揮を預ける！」

　後方の高台に馬を駆けさせる。

　敵との戦闘中に指揮官が中心を離れるのは言語道断だが、今は状況を直接把握する方が重要だと思った。

　開けた視界に映るのは敵の側面に今にも突っ込まんとしている重装騎兵隊だった。

　敵軍は慌てながらも側面防御の陣形に移行し、少なくない量の矢が騎兵隊に射掛けられる。

　だが止まらない。

　甲冑に身を包み、更に盾を掲げて突進してくる騎兵は降り注ぐ矢を受けてなお、落馬する者はほとんどいない。

　騎兵はついに敵の前面と衝突して、派手な金属音と悲鳴が戦場に響く。

　剣も盾も鉄の塊と言える重装騎兵の前ではまるで役に立たない。

　ましてやそれが加速をつけた突撃となると悲惨と言っても良い光景が展開される。

　槍に刺し貫かれる者、鉄をまとった馬体に弾き飛ばされる者はまだいい。

　最悪なのは馬蹄にかかって地面に叩きつけられた奴等だ。

　次々と後続の騎兵達に踏まれ、もはや人であるのかそれとも獣であったのかさえもわからない。

　いかに戦いの経験があるとは言え、どうにもできないこともある。

　正面から踏み破られて、敵の前衛は完全に崩壊し、壊走状態に入った。

「あれは、ハードレット卿の第一騎兵中隊ですな。間に合いましたか……」

　近くに居た中隊長の一人が安堵したように漏らした。

　ブルーノ自身も密かに溜息をつく。

　踏みにじられつつある隊を立て直すべく、遅ればせながら本体後方から長槍部隊が現れ槍衾を作ろうと試みていた。




「動きを止めろ！　止めてしまえばなんとでもなる！」

　敵の指揮官が悲鳴のような声で兵を叱咤する。

　騎兵への対処はその機動力をどう奪うかにかかっている。

　堀、柵が理想だがそんなものがない平原では長槍で作る人工の壁が最適なのだ。

　だが完成しつつある槍衾に向けて黒い騎士が飛び出した。

「ハードレット卿!?　隊長が前線に飛び出てどうする！」

　思わず声が漏れてしまう。

　武闘派であることは承知しているが、まさか一騎駆けとはあり得ざる事だ。

　以前見たあの馬を使っているのだろう、とんでもない速度で槍衾に向けて一直線に突進していく。

　周りの兵士からも「危ない！」「やられる！」の声が飛ぶが、彼は軽々と槍衾を飛び越え、駄賃とばかりに二人の槍兵の頭を叩き割った。

　更に二人ばかりを馬蹄で踏み潰し、言葉を失っている槍隊の隊長らしき人物の上半身を奪い取る。

　離れたここからでも回転しながら飛んで行く胸から上の部分と、そして吹き上がる鮮血が見えた。

　彼は指揮官を討ち取ったことを確認するとすぐに向きを変えて長槍兵に襲い掛かった。

　長槍兵は後ろや側面からの攻撃には無防備だ。

　哀れな兵達は千切れとび、弾け、叩き潰される。

　指揮官が死に、更に後方から怪物に襲われては隊列を維持することなどできるはずもなかった。

　前から迫る騎兵の群れ、後方から迫る血まみれの怪物、とうとう兵達は崩れ、一目散に逃げ出したが騎兵の速度から逃げ切れるはずも無く、背後から槍で突かれてほとんどが絶命した。

　援軍に駆けつけた他の部隊も長槍隊の惨状を見て足が竦んでいるように見える。

　戦場にある以上、槍で突かれ、首を飛ばされて死ぬ、という光景に脅える事はない。

　それは戦場の日常風景とも言っていい。

　だが彼のそれは違う、人が千切れ、両断され、弾け飛ぶなどあり得ない光景なのだ。

「落ち着け！　矢でしとめろ!!」

　次々と矢が放たれるが、彼はまるで子供の投げたおもちゃを弾くように槍を回して打ち落とす。

　槍隊の後を追うのは彼に矢を放った弓隊だった。

　その頃には前衛を完全に叩き潰した後続の騎兵隊が追いつき、再び突撃が開始される。

「このままでは俺たちは道化だぞ！　全隊準備はいいな？　突撃だ！」

　俺の大隊もようやく混乱を収拾し騎兵隊の反対側から攻撃を再開する。

　戦況は一変し、敵はただ全滅しないようにあがき続けるしかなかった。

　それも長くは続かず、ハードレット卿を始め一部の騎兵が敵の中心を突破、指揮官とその取り巻きを皆殺しにしたところで敵全体が崩壊し、後はただ逃げる敵を追いかけ仕留めるだけの殲滅戦となった。







「ブルーノ、いやレンスター卿、久しぶりだな」

「久しぶりだハードレット卿……助かったよ」

　俺とブルーノは握手を交わす、既に殲滅戦となった戦場はお互い部下に指揮を任せている。

　アゴールは王都で歩兵中隊の訓練を行わせているので今回はレオポルトを随行させていたのだ。

　ちなみに奴は騎馬突撃の時しっかり後方に位置していた。

　もう少し前に出たらどうかと言ったが、流れ弾に当たる可能性もある先頭に指揮官が出るのは愚の骨頂と嫌味で返された。

　腹が立ったので逆に一騎駆けしてやったら、後でセリアにも怒られた。

「俺の到着を待って始めるんじゃなかったのか？」

　笑いながら言ってやる。

「面目ない……機会を逃すまいと先走ってこのざまだ……」

　ブルーノの大隊は二〇〇名以上を失っている。

　かなりの損害だ。

　俺の隊はせいぜい一〇名、それも馬がやられて転倒したが本人はすぐにでも復帰可能な奴も多い。

　運悪く矢が隙間に刺さって倒れた奴は四～五名だろう。

　運の悪い奴はどこにでもいる、止むを得まい。

　戦場に目を移すと既に崩壊してちりぢりに逃亡する敵兵をレオポルトは実に効率よく狩っている。

　敵がどう逃げるかわかっているようだ。

「陛下に申し開きをすることを考えると頭が痛いよ」

「最終的には勝った、エイリヒになんとかしてもらえるよう俺からも言っておくよ」

　ブルーノは数少ない信頼できる同輩だ。

　失脚させるのは惜しい。

「だが……俺の暴走を差し引いても奴らは確かに強かった。今までと違って易々とはいかないぞ」

　アークランドの兵が四万を数えることは周辺国では一般に知られている。

　そしてそれはほぼ全ての成年男子を徴兵することで確保している数字であることもだ。

「あの質の兵が四万か、今の我々ではまともにやればまずいことになるだろうな」

　中央軍は大幅に増強したと言ってもせいぜい一万五千、国軍とあわせても動かせるのは二万程度だ。

　戦争となれば徴兵も実施するだろうから数の上では互角だが質の劣勢はいかんともしがたい。

　ブルーノ麾下の歩兵大隊も王都で訓練中の兵士達に比べればかなりの精鋭なのだ。

「いずれにせよ、陛下には「敵軍の粉砕に成功」との急使を出しておく。王都に戻ったら奴らの精強さを陛下に直接伝えればいい」

「お前は陛下に直接呼ばれるお気に入りだからな」

　ブルーノは自嘲気味に笑う。

　自分の限界とやらに悩んでいるのかもしれない。

　だが、悩ませるのは後だ、俺はまだ陛下からの命令を伝えていない。

「陛下からお前の大隊に伝言がある」

「んっ！」

　ブルーノを始め彼の大隊が姿勢を正す、王からの伝言を伝えるものには敬意を払う必要があるのだ。

「……セリア」

「はい！」

　全員が怪訝な顔でセリアに向き直る。

　本来は従者などではなく俺が伝えねばならないのだが仕方ない、忘れたのだ。

「余の領土を侵せしアークランドの愚物共を徹底的に誅せよ。捕虜は不要、貴賎の区別なく、尽く首を刎ねて送り返せ。以上です」

　全員が言葉を失う。

　苛烈に過ぎる命令だが、王からの直接命令に異を唱えることは出来ない。

「まぁ生きている奴を皆殺しにするのは気分がいいものじゃないが、死体の首を切っても文句は言わん」

　殲滅戦が終わったら転がる死体の首を切って荷馬車に乗せて送り返せばいいだろう。

「部下が連中が略奪した物資を見つけたらしいから確認してくる」

　俺が早々に立ち去るとブルーノが文句を言ってくる。

「おい！　お前はこの命令を俺だけにやらせるつもりじゃないだろうな」

　もちろんそうだ。

「命令は部隊に下された、俺は増援、指揮官はお前だ。しっかり頼むぞ！」

　レオポルトが戻ったら奴にやらせるのもいい。

　非常に効率のいいやり方を考えつきそうだ。







「あいつらは挑発ついでに略奪か、やりたい放題だな」

　目の前には穀物や野菜、家畜が荷馬車に載せられている。

　和解だなんだと騒いでそのまま持ち帰るつもりだったのだろう。

「はい、あいつらいつか皆殺しにしてやりますよ」

　若い兵士は憤りを隠さない。

　奥の馬車には女性達が乗せられている。

　奴隷として連れ帰るつもりだったのか。

　女性達は我々の姿を見てもお互いに抱き合って震えている。

　辺境の開拓村に住む農民たちは王都の市民からは考えられない程に無知だ。

　我々中央軍の旗や紋章など知るはずも無く、アークランド兵と区別がつかないのだろう。

「怪我はないか？」

「ひっ！　は……はい……」

「俺たちはゴルドニア所属の軍だ。君たちを元の村に返す、安心して場所を教えてくれ」

　女達は顔を見合わせて困惑し泣き出すものもいる。

「村はもうありません……奴らに焼かれてみんな殺されて……帰るところが」

　そういえばいくつか開拓村がやられたと言っていたな。

　開拓村は一〇～二〇人の小規模な村だ。

　周辺に村が無い辺境や気候の厳しい場所に設置され、住人は元の場所を追放された者や元罪人など、他に行く場所が無い者がほとんどだ。

　大抵の開拓村は数年のうちに潰れるが、運良く残った村には人が集まり本格的な村になる。

　今回のような出来事は開拓村にとっては珍しくない不幸と言うわけだ。

「王都に戻る時に一緒に連れて行ってやれ、身の振り方は考えておこう。他の積荷は持ち帰るのも手間だ、全部ブルーノに預けておけ」

　女達の目が輝く、軍の階級など知るはずもないが口調と装いで俺が上の地位に居る人間だとわかったのだろう。

　本当に王都で暮らせるかもしれない、今まで脅えていた女達がいつの間にか体を寄せて来た。

「ではレンスター隊長に伝えて参ります！」

「ああ。それと俺は念のため哨戒に出るからしばらく戻らないと言っておけ」

「はっ！」

　若い兵士は馬を走らせる。

　きっと俺の哨戒名目の逃亡に気付いたブルーノに追求を受けるだろう、許せ。

　殲滅戦も終わりに近づき、兵達は死体を刺して生きていないか確かめている。

　俺の仕事も終わりだな。

　今回はただの増援だ、戦後処理は全部ブルーノに振って帰還準備に入るとしよう。

「あのう……私達は……」

　さすがに野宿しろとは言えないだろう。

　予備の天幕で雑魚寝させておこう。
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　アークランド陣営

　私は必死に馬を走らせる。

「イリジナ隊長！　どうかお助けをっ!!　ぐがっ」

「やめろ！　助けてくれ！　死にたくない！」

　部下が次々と討ち取られていくが振り向きはしない。

　助けようとした所で一緒に死んでやること以外は何もできないだろう。

　既に戦闘は終わり、今続いているのは一方的な虐殺、殲滅戦に過ぎないのだ。

「何なんだ一体！　どうしてっ！」

　私が指揮官となってからゴルドニアに仕掛けるのは初めてだったが、他の国以上にぬるい相手と聞いていたのだ。

　平和を何より愛し、国境を越えた途端に和平の使者をよこすと。

　最初の奇襲まではよかった。

　連中がこちらの野営地に送り込んだ斥候はすぐに発見できたし、移動準備を偽装して連中をおびき寄せて叩き潰す計画も順調に進んだ。

　私も隊の二〇〇人を率いて奴等の側面を攻撃し、あと一息で撃破できたはずだった。

「だがあいつらが！」

　狙い済ましたようなタイミングで騎兵、それも我が国の鉄槍騎兵に匹敵する重武装のそれが突撃してきたのだ。

　こちらは元々本格的な会戦を想定しておらず、兵の装備も動きやすさを重視した短槍や剣が主体だった。

　虎の子の長槍部隊も化け物みたいな騎士に壊滅させられた。

　そこから先は戦術も何もない。

　起ったことに対処するだけの場当たり的な指揮で精一杯だった。

　終局は陣を突破して司令部に乗り込んできたあの化け物騎士……私の目の前で司令と副長を叩き斬り、他の者も皆殺しにしたのだ。

　司令部が壊滅しては隊は維持できない。

　撤退の命令もろくに出せないまま、我々は逃げ散るしかなかった。

　あの騎士の目は忘れようもない。

　司令を縦に両断し、血で染まる大槍と鎧……瞬時に私の槍を弾き飛ばした男は、私が恥も外聞もなく悲鳴を上げて逃げると何故か追ってはこなかったが……。

　幸運なのは槍を失ったことと、私が大柄ながらも女で体重が軽いことだ。

　連中の主力である重装騎兵では身一つで逃げる私に追いつくことはできなかった。

　ひたすらに馬を駆け、やがて限界に達した馬が斃れる。

　草原を転がった後、思わず後ろを確かめるが誰も追ってきてはいない。

　見回した地形には見覚えがある。

　私は既に国境線を越えていたようだ。

「た……助かった」

　小娘のように足を内股に開いてペタリと座り込む。

　ちょろちょろと小水が漏れるが気にはしない。

　あの騎士を見てから逃げる間、ずっと垂れ流していたのに今更なんだというのか。

　当然ながら部下は誰もいない。

　ここで一人でも二人でも戻ってくるのを待つべきかもしれないが、私はそれをせず軍の拠点へ戻ることにした。

　万が一、敵がこのまま国境線を越えてくるとしたら一刻も早く味方に伝えなくてはならないから……。

　いや、嘘だ。

　本当は一刻も早く安全な所に帰りたかった。

　あの騎士が追いかけて来る想像が頭を離れない。

　震える体を抱きしめる。

「稀代の女傑」「ウォルス家の誇り」「未来の女将軍」

　何度、父からお前が男に生まれていればと言われたことか。

　小便を漏らして泣きながら震える今の私を見れば何人が呆気に取られるかわからない。

　私［イリジナ＝ウォルス］はその長身を縮こまらせて、一人歩き出した。
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〝不愉快なこと〟は概ね終わったそうだ。

　後は夜明けを待って荷馬車の群れをアークランドに歩かせて終わりだ。

　生首山盛りの荷馬車を番している見張りが気の毒でならない。

　夜も更けてきた。

　そろそろ行くとしよう。

　俺がのっそりと起き上がり、天幕から出ようとするとセリアが服を掴む。

「こんな夜更けにどこへ行かれます？」

「心配ない、ちょっと出てくるだけだ」

　毎度のことだセリアもわかったのだろう。

「……戻るまで起きていますのでお早くお戻り下さい」

　早くすませてこないと探しに行くぞということか。

　セリアに口付けしてしばらく舌で遊ぶ。

　赤くなってしなだれかかるセリアをベッドに寝かして天幕から出た。

　これでしばらくは時間が稼げるだろう。

　向かうのはもちろん、捕まっていた女達をまとめて寝かせている天幕だ。







「お待ちしてました」

　疲れと緊張からか泥のように眠っている女達の中で一人だけがすぐに跳ね起きて迎えてくれる。

　顔は特に美人ではないし食べ物も悪かったのか肌にも艶が無い。

　だがしっかりと張った胸と尻は戦いの後の男にはたまらない。

　セリアの方が何倍も美人だがあいつはまだ体も小さく、男根を挿入するには不安がある。

　献身的な口での奉仕と、股に挟んでの擬似的な挿入は楽しいが、やはり女の穴を突きたくなるのは本能なのだ。

　この女を立場を利用して抱くことになるが、向こうも王都で何かしら生きる道を紹介してもらおうと思っているので非道をしているわけではない。

「どうぞ、お召し上がり下さい」

　女は両手を迎えるように開き、股も開いて俺が来るのを待っている。

　躊躇せずにズボンの前を開けて男根を取り出し、女の上に乗った。

「……ここです。えっ？　これは……」

　天幕内は他の女が寝ているので真っ暗のままだ。

　お互いの顔すら良く見えないから位置を調整してもらわないと上手くできない。

　女が俺の逸物を女穴に導こうと手を添えて驚きの声を出した。

「お、大きい……！」

「怖いか？」

「いえ……好きです。大きいの……」

「なら楽しんでくれ」

「んああっ！」

　男根をめり込ませると小さくない声があがる。

　他の女を起こさないように口を手で押さえ、揺らすように体を動かす。

　女は俺の腰に手をやって動きを合わせ高めあう。

　その目じりから涙が流れた。

「痛いか？　やめるか？」

　女は「痛い」で首を縦に振るが「やめるか」と聞くとぶんぶんと首を横に振る。

　女が覚悟をしているなら遠慮はいらない。

　俺は腰を大きく振って激しく突き上げる。

　一突きごとに女が叫びを上げるが、口を塞いでいるので声にはならない。

　こうして闇の中で口を押えて腰を振っていると強姦しているみたいだな。

　見れば周りの女達も目を覚ましてこちらを見ている。

　これだけ肉を打つ音を鳴らして起きないはずも無いか。

「んあああ!!」

　もう声を隠す必要もないので手を口から外して肉芽を摘み、乳房を揉む。

　女を持ち上げて対面の座位をとり、乳首に口をつけると首を反らせて快楽を訴えていた。

「……犯されてるの？」「見ちゃ駄目、こっちに来るわ」「我慢しよう？　逆らっちゃ駄目殺される」

　周りの女達がひそひそと言葉を交わしている。

　どうやら忍びこんだ狼藉者に強姦されていると思っているらしい。

　俺はちゃんと女と話をつけたつもりなんだがな。

　誤解を解くため、ランプをつけて天幕内を照らす。

　灯りがあれば色々と見えてくる。

　女は自分で腰を振っているし、俺の顔にキスを繰り返し、表情は快楽に歪んでいる。

「気持ちいいです隊長様！　もっと、もっと突いてください」

　この言葉で彼女が俺に望んで抱かれていることを理解して貰えただろう。

　俺は彼女を強く抱き締めて射精する。

「あっ!?　隊長様の種が出てます……濃い……熱い……」

　何度か腰を動かして射精を終える頃には女がぐったりとしてしまったので、引き抜いて女を布団に転がした。

「あの人隊長さん!?」「きっとあの娘、体使っていい仕事場紹介してもらう気よ」

「ずるい！　私だって助けて欲しいのに！」「私の方が顔もいいわ！」

　女達の雰囲気が変わり、気持ちよく発射して戻ろうとしている俺の足元ににじり寄ってきた。

　その目には色欲以外の欲望も滾らせている。

　女達が服を脱ぎ始め、俺も仕方なく応戦しようとした所で外から声がかかった。




「エイギル様。緊急の要件です。入ってもよろしいでしょうか？」

　セリアの声に女達は一斉に寝た振りをした。

　抱いていた女は大股開きでへばっているのでせめてもの情け、足ぐらいは閉じてやろう。

　我ながら濃い固形物みたいな種が溢れているな、避妊薬もないし妊娠するかもしれん。

「無用だ。俺が行く」




　無言のセリアに手を引かれ、俺用の天幕に戻される。

　ベッドに寝かされて隣にセリアが入ってくる。

「緊急の要件は？」

「緊急に頭を撫でて下さい。忠誠にも対価が必要なのです」

　思わず笑ってしまう。

　普段子供扱いすると拗ねるのにな。

　俺が他の女といるのが気に入らなかったらしい。

　色情抜きに女に触れるのも悪くない。

「お前はよくやってるよ」

　頭を撫でてやるとセリアは俺の胸に顔を埋め、しばらくして寝息を立て始めた。

　セリアが俺を男として好きなのは分かっているが、もしかしたら父親か兄としての愛情も抱いているのかもしれない。

　俺がルーシィに抱いている感情も恋人であると同時に母であり姉なのだから。

　セリアの気持ちがわかる気がした。

　俺の心に他の女が浮んだのを感じ取ったのかセリアは全身を絡めるようにひっつき、俺もその温もりの中で眠りについた。
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　番外編　マリアの日常

　突然ですがハードレット家の財務担当に就任しちゃいました。

　前任のノンナさんが偽物ティーカップ事件の発覚で更迭されたからです。

　ノンナさんは未だにレオポルトさんの陰謀だと騒いでいますが、前々から無駄遣いの多い方だったのでしかたのないことですよね。

　なんでもカーラさんに任せるのは狂気の沙汰、メリッサさんは使用人の子達に財布がゆるゆるになるので不適任、小市民感覚の私がいいんだそうです。

　馬鹿にされた気がしますねぇ。

　今はエイギルさんがセリアさんと出撃してしまいましたのでお財布の権限は私にあるんです。

　昨日は四回もされて失神……今日は早速買い物で職権を乱用、新鮮な高いお肉と野菜を買ってビーフシチューを作りました。

　みなさん美味しく頂いて喜んでくれました。

　特に使用人の子達は喉に詰まるぐらい詰め込んでいます。

　アルマちゃんはセリアちゃんがいないこともあって一日ご機嫌なようです。

　ミティちゃんはノンナさんに自室の窓の掃除を二回もやり直すように言われてお冠です。

　なんでも指で窓枠をなぞって

「はぁ、貴女の感覚ではこれが綺麗なんですね。体も随分清潔なんでしょうね」

　とか言われたらしいです。

「あの嫌味！　陰険！　キィーーッ！」

　使用人が家人を批判するのはだめだけど、本人の目に触れる場所でもないし聞かなかったことにしてあげちゃおう。

「マリアさん！　今ノンナさんとカーラさんが旦那様と子供を作ってるって本当ですか？」

　どこで聞きつけたのか、まだ早いでしょうに……メリッサさんが口を滑らせたのでしょうか。

「マリアさんも参戦しましょうよ！　私ノンナさんよりマリアさんを［奥様］って呼びたいです」

　うーん、私はまだ子供は考えられないし～血筋うんぬんっていうのもあんまり興味はないからなぁ。

「でもカーラさんが先に恵まれるかもしれないですよ？」

　ミティの顔が歪む。

「あの変態かぁ……いやだなぁ……」

　あの事件以降、ミティとアルマの間でカーラさんの好感度は駄々下がり、［良くわからない人］から［意味不明な変態］にランクダウンしているのです。

　何故かクロルはカーラ姉さんと呼び、敬語で話すようになっていますけど。

「だめですよぉ、家の人を悪く言っては」

　直接の罵倒はダメですねぇ、エイギルさんに聞かれたら悪いことになります。

　この子達が追い出されるのは忍びないのです。

「ごめんなさい……でもだからこそっ！　マリアさんに参戦して欲しいんです！」

　はいはい、いずれね～と誤魔化して竃の火にうっすら灰をかける。

　微熱で夜通し煮込めばシチューはより美味しくなるのです。

　火事を出さないように万全の準備をして完了、さあお風呂に入って寝ましょうか。

「あのぅ……」

　厨房にある裏口から声が聞こえます。

　あけてみるとカトリーヌさん……今はトリーさんでしたっけ？　どっちでもいいや、が立っていました。

「あらお久しぶりですね～どうしました？」

　シチュー食べます？　と誘うがいらないらしいです、美味しいのに。

「あの、ハードレット……準男爵はおられないのですか？」

　はて、会いに来たなら正面から入ればいいのに……

「今は軍のお仕事で出かけちゃってるんです。しばらく帰らないかもしれませんよ～」

　激しく全員を求めたのは戦いに行く証拠です。

　心配だけど信じて待つしかありません。

「っ!!　そんな……いえ、なんでもないです。ありがとうございました……」

　カトリーヌさんはそそくさと立ち去りました。

　そういえばあんなに大事にしていた赤ちゃんを抱いてませんでしたね。

　孤児院ならばいくらでも面倒を見てくれる人はいそうですが……

　ふと足元を見ると真っ赤なハンカチが落ちています。

　先程掃除しましたからきっとカトリーヌさんの物でしょう。

　急いで帰られたようですし、今更追いかけても無駄ですね。

　また今度きたときに返しましょう。

　それにしてもこんな目立つハンカチ使うなんて意外ですねぇ……
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　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長（八〇〇人）

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨一二二八枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

　使用人　ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者）レオポルト（従者）アゴール（副官）

　カール（中隊長） クリストフ（雑魚）　シュバルツ（馬）

　経験人数　三〇人








第42話　嵐の谷間







　王都ゴルドニア　王宮




「以上が私の見た今回の合戦です。詳細につきましてはレンスター卿からご報告があると思いますが」

「うむ、ご苦労だった。卿を出して正解だった。それほどの精鋭がきておったとは余の誤算よ」

　出撃時と同じ二日の早足で王都に戻った俺は謁見の間で王に跪く。

　軍の規律から言うと、俺からエイリヒ、そしてフーバーへと報告を上げてから王の耳に入れるのが正しいが、これが守られたことはほとんどない。

　王は無用な手間を嫌うし、フーバーが報告に余計な細工をすることを疑っているのだ。

「しかし二〇〇名以上の損失は大きいです。今回の件で奴らも怒り心頭でしょう。新たな部隊を南部に張り付けて置くことも考えなければなりません」

　エイリヒは王の命によって必要な時に発言することを許されている。

　この権利は本来、各大臣と侯爵以上の爵位を持つ者だけに限られているのだ。

「であるな。フーバー侯爵、王軍から四千出して南部に置け」

　王軍は全土に散って一万だ、四千を南部に割くことは厳しい。

　しかも王軍には地域有力者の影響が強く、彼らの手元から兵力を引き抜くことは容易なことではない。

　だが、そのようなこと王には通じないだろう。

　王にとってはフーバーが王軍の責任者、下部の組織など知ったことではない。

「承知致しました……二ヶ月時間を頂けましたら……」

　王は王座のひじ掛けを叩く。

「二ヶ月！　アークランドの奴らは既に怒り狂って兵を集めているぞ！　一週で揃えて向かわせろ。まずはこの王都にいる兵を全て向かわせるのだ」

「しかし、それでは王都の治安が！」

「王都には一万五千の中央軍がいるではないか。破れる者がいるとでもいうのか？」

「それは……」

　中央軍自身が裏切ったらどうするのか？　とは言えない。

　それは創設者である王自身を侮辱することになるし、本当に中央軍が裏切ったなら王都にいる三千程の王軍に一体何が出来るというのか。

「それに各都市の警備についても今度は気にする必要はないぞ。余は短槍兵と軽騎兵を中心とした警備軍を都市ごとに設置する予定だ。そうなれば国軍は警備から解放され、晴れて戦場に赴けるな」

　事前に聞いていたのだろうか、文官達は無反応だが軍人は色めき立つ。

「陛下！　そのような話は聞いておりませんぞ!?」

「侯爵、警備軍は正確には王軍ではない。都市の治安維持や盗賊、魔物の駆除に当たるものだ。そちの配下になる者達ではないぞ」

「しかし……それでは指揮系統が……」

　彼はまだ気づかないのだろうか、王は指揮系統を重視している。

　その中に侯爵が存在していないだけなのだ。

　結局、王都の国軍三千がすぐに国境に向かい、続いて各都市から選出された千も同じく後を追うことが決定した。

　フーバー侯爵と取り巻き達は最後まで憮然とした表情を崩さなかった。







　会議が終わった後、大臣の一人が王の耳元に寄る。

「あれでは侯爵も立場がありません。あまり追い込み過ぎると血迷うこともありえますぞ？」

　王は笑いながら大丈夫だ、と大臣を下げさせる。

　そして心の中だけで語る。

　そうなれば最高の結果なのだがな、と。

　この国は王政だ、王は最高権力者だが国の統治には貴族達の力が不可欠になる。

　侯爵として軍の中枢にいるフーバーを意味もなく排除することはできない。

　逆になんらかの失態があれば中央から追い落とせるのだ。

　貴族達は一枚岩などでは到底なく、他者の失敗を喜んで責めるだろう。

　そのための舞台として国境の警備を用意した。

　中央軍と違い、国軍の人事や編成、訓練などについてはまったく干渉していない。

　国軍の不手際は即ちフーバー侯爵の責となるのだ。

　外敵を前に国内のいさかいは愚かに思えるが構わない。

　王都警備の国軍など賄賂を集めることと、利権を貪ることしか能がないのだ。

　例え皆殺しになったとしてもなんら国にとって損害とはなりえないのだ。

　さあ、次は中央軍の増強と新編成の警備軍組織について考えねばならない。

　建設的で有意義な時間が過ごせそうだ。










「さて家に戻るか……その前に皆に菓子でも買っていこう」

「はい。角の菓子屋が砂糖をたくさん使ったケーキを売っていました」

　セリアも女だな、王宮へ向かうまでにチェックしていたのか。

　もう一人の無表情は部隊のことでアゴールと話があるそうで同行していない。

「女の就職先も簡単に決まったしな」

「はい、また家に連れ込むことにならないか心配しました」

　女達は軍の駐屯地で働いてもらうことになった。

　卑猥なものではなく、飯係や衣服の洗濯などだ。

　戦地では兵士自身がやることだが王都に居る間は訓練に集中させたほうがいいとのエイリヒの方針だ。

　何しろ一万五千人もいるから女手も大量に必要になる上、性処理に使われるんじゃないかとの不安から市民に対して募集をかけても誰もこない。

　本当はちゃんと給金も出るし、夜は家に帰れる割の良い仕事なんだけどな。

　ちなみに俺が抱いたあの女だけは別の待遇となっている。

　隊の若い兵士が一目惚れしての熱烈なアプローチの結果、同居して身の回りの世話をするらしい。

　多分そのまま嫁になることだろう。

　腹に俺の種が入っていることを言ってしまったが、それでも愛していると言われて落ちたそうだ。

　なかなかに男前の兵士だ、目の前にいたら死なないように気を使ってやろう。




「帰ったぞ」「帰りました」

　出迎えたミティがバタバタと走って皆に知らせにいき、たちまち全員が集合する。

「うまそうな菓子を買ってきたから好きに食べてくれ」

　子供達は大喜び、マリアも甘い物が好きなので顔が緩む。

　だがもう一人の甘いもの好き、おまけに毎回長い出迎えの口上をあげる女が見当たらない。

「エイギル様、お待たせ致しましたわ」

　ようやく現れたノンナは他の女と違いドレスを着ていた。

　しかも胸元は巨大な胸が半分見える程大きく開かれ、深く入ったスリットは太ももだけではなく下着までも見えていた。

　こんなドレスを着るのは娼婦ぐらいで、ノンナが買うはずもないからアルマあたりに頼んで［加工］したのだろう。

「お勤めご苦労様でした……」

　挨拶のキスは皆としたが、舌を入れて胸を押し付けるのは挨拶ではないだろう。

　戦場帰りの男に美女の誘惑程効くものはない。

　一番乗りを奪ってそのまま一人で可愛がってもらおうという魂胆が見え見えだ。

　確かに長期の遠征で女に飢えていればこの場で引き倒して犯していたかもしれない。

「ありがとうノンナ、色っぽいぞ。夜はよろしく頼む」

「え……？　は、はいお任せを……あれ？」

　ノンナは少し当てが外れたようだ。

「エイギル様は戦場で見つけた女を散々抱かれましたので戦後の昂ぶりはありません」

　セリアが冷静に言い放つ。

　抱いたのは一回で次の日の夜からはお前に……と言いたいが黙っておこう。

「なっ！　今回は女を連れ帰ってこないから大丈夫だと思いましたのに！」

「抜け駆けとか汚いこと考えるからよ！　卑怯者」

「貴女に汚いなんて言われたくないです！　この馬糞女！」

「そんな前のことまだ引っ張って、粘着気質！　陰険性悪！」

「あらやだ、臭いがするから口を開かないで下さいます？」

　罵り合う二人は放置して風呂に入るとしよう。

　もちろんマリアとメリッサも連れて行く。

　風呂場で色々とすっきりするのもいいからな。







　それなりに楽しんで翌日、大隊訓練の視察を終えた後、久しぶりにアンドレイと飲もうとセリアを連れて固茹亭（ハードボイルド亭）を訪れたのだが、なんとも入りにくい。

「落ち着け、話を聞くんだ」

「うるさいっ！　裏切り者！」

　前の通りにまで大声が聞こえる。

　一体なにがあったのか

「声を荒げても解決しないだろう。まずは冷静になってくれ」

「こんなことって……許せない……殺してやる！」

「エイギル様！」

　話が物騒になってきたな。

　アンドレイには世話になったし状況は読めないが踏み込むべきだろう。

　セリアもそのつもりのようだ。

　扉をわざと蹴って開き、注目をこちらに集める。

「何の騒ぎだ？」

　見ると怒鳴っていたのはアンドレイの妻ナタリーで小さな手に包丁を持っている。

　責められていたアンドレイ本人は困った顔で説得していたようだ。

　ナタリーの怒気に客と思われる女性が少女をかばうようにして脅えている。

「エイギルか、ナタリーを止めてやってくれ」

「止めないで！　この人を殺して私も死ぬのっ！　でないと世間様に申し訳が……」

　よく見ればナタリーの腹は膨らんでいる。

　いつの間に妊娠させていたのか。

　どう見ても少女にしか見えない彼女だが年齢は一八だ、一応問題あるまい。

　妊娠した妻が夫を殺さんばかりに責めると言えばだいたい決まっている。

「浮気か……」

「魔が差した……申し訳ない」

　アンドレイはナタリーに深々と頭を下げている。

　女性からすれば納得できないかもしれないが、妊娠した妻と行為ができなくなれば他の女が目に入るものだ。

　何人も女を囲っている俺が言う事もできないだろうが仕方の無いことだと理解してやって欲しい。

「腹を立てるのもわかるが、男も罪な生き物なんだ。刺すようなことじゃあないだろう」

　同じ男としてここはかばってやるべきだ。

「ただ浮気しただけなら、私も男の業と見て見ぬふりします！　でもっ子供を作るなんて！」

　あぁ……浮気相手も妊娠させてしまったのか……これはめんどうになった。

　セリアも困惑顔から呆れ顔に変わっている。

「マスター……それぐらいは考えてやれよ」

「すまん……相手も望んだのでな。欲望に負けた」

　マスターはハードボイルドに顔を伏せるが、やっていることはかなり低俗だ。

「確かにマスターに言い訳の余地は無いな。だがそれでもこいつは二児の父になる身、殺すのはだめだ。ましてやお前の腹にも子がいるのだろう？　自分も子供も殺す気か？」

　ナタリーは包丁を取り落として泣き崩れる。

　アンドレイが咄嗟に抱きかかえにいくが振り払われた。

「揉めはするだろうがな、金を払って収めるなり、愛人にして囲うなり、やりようはあるだろう」

　アンドレイの店はなかなかの繁盛店、王都の平民の中では比較的余裕のある部類に入る。

　愛人の一人ぐらい囲う甲斐性はあるに違いない。

「そのつもりだ。悪いな世話をかけた」

　アンドレイは毛布をナタリーにかけてやるが投げ返された。

　相当に嫌われたな。

「で、孕ませた女は誰なんだ？　まさか一五、六の少女じゃないだろうな？」

　それが一番気にかかった。

　奴は少女趣味があるからな。

「あのぅ」

　店の隅で脅えていた女性が声をあげる。

　良く見れば以前からマスターに焦がれていた従業員の女じゃないか、私服だからわからなかった。

　胸と太ももに肉付きが良い彼女なら魔が差しても仕方ないのかもしれない。

　彼女にとってはついに願いが適ったのかもしれないな。

「いえ……私では無くて妹なんです」

「あたしです、アンドレイおじちゃんの赤ちゃんできたの……」

「…………」

「…………」

　俺とセリアは完全に沈黙した。

　ワーッとナタリーが泣き始める。

　外見は子供っぽい……というよりも完全に子供だ。

　それこそクロルやアルマと同じぐらいにしか見えない。

　だがナタリーの実例もある。

　彼女も一〇を超えたぐらいにしか見えないが既に一八だ。

「君はいくつだ？」

「一一です」

　淡い希望は打ち砕かれた。

「おい、マスター」

「最……悪」

　セリアの目も戦場のように鋭くなっている。

　もはや言い訳はできまい。

　一一の少女とまぐわって孕ませたのだ。

　ナタリーが世のために刺し殺そうとした理由が分かった。

「少しばかり幼かったのは認める。だが彼女の内面は立派な女だったのだ、俺はそこに惹かれてしまった……妻を愛する気持ちは揺るがないが禁断の恋というスパイスがな、ぐっ！」

　いつの間にか椅子に座って語り始めたアンドレイの側頭部にセリアのハイキックが炸裂した。

　崩れ落ちるマスター、だが悲鳴は上がらない。

　冷たい四対の目が彼を見つめるのみだ。

「あんたらも大変だとは思うが種がついたのは仕方ない。あいつにしっかり面倒見させてやれ」

「そうですね、二度と抱かれたくありませんけど、この子のためにも父親は必要ですし」

　ナタリーは諦めたように首を振った。

「あたしも赤ちゃん産みたい！」

「あぁリリー……こんなに小さいのに、マスタ……いえ、あの男許さない！」

　従業員……元従業員か、のマスターへの憧れは完全に消え去ったようだ。

　なんでも働いている自分を迎えに来た妹をアンドレイに紹介したのが始まりだそうだ。

　一一歳の少女に本気で愛を語り、一応合意の上で事に及んだらしい。

　毎日宿に出かける妹とマスターの関係に気づいた時には、既に胎に種がついてしまっていたとのこと。

　まさかこんな子供に、との思いがあって警戒していなかったそうだ。

　ナタリーは気絶しているアンドレイの股間を切り取ろうとしていたが一応、男として止めてやった。

「これも何かの縁だ、困ったら俺の所に言って来い。特にそちらのお嬢さんは大歓迎だ」

　場を弁えずに元従業員に粉をかけてみるがセリアに後ろから背中に軽い頭突きをもらう。

　ノンナ直伝の頭突きが継承されないことを祈る。

　カランカランと入り口の鐘が鳴った。

「失礼致します。……これはお取り込み中でしたかな？」

「いらっしゃいませ～不埒者を成敗しただけです。ご注文はなんでしょうか？」

　ナタリーが笑顔で接客する。

　さすが客商売の女だ。

「いえ、私は［セバスチャン＝ミゼルス］と申しまして職を探しております。ウェイターとして雇って頂けませんかとお願いに参りました」

　男は既に中年から初老に差し掛かっているが物腰がしっかりとしており、気品すら漂わせている。

　蓄えた見事な髭も含めて、酒場のウェイターでは役不足だろう。

「うーん……うちでは一応人数は足りちゃっているんですよね。あぁでも不道徳な男が一人消えるかもしれませんねぇ。一応お住まいを伺っても？」

「実は私、貴族のお屋敷で執事をしていたのですが、主家の都合で職を失いまして、今はそこの宿にて寝起きをしております」

「あら、それはお気の毒ですね。最近は王宮や貴族の方の間でも色々とおありみたいですし」

　［色々］に縁深い俺は棚から勝手に酒を出して呑む。

　セリアも我関せずと蜂蜜酒を頂いている。




「一応に故郷と呼べる物はあるのですが、二〇年も働いた家を首になったとも言い出せず、途方に暮れております」

「うーん、信頼できる方だとは思うのですけども、うちのような宿と酒場をやっているような店では」

　そこまで言って思い当たることがあったのかナタリーが俺を見る。

　セリアが俺を見る。

　俺はセリアの太ももを撫でる。




「改めましてセバスチャン＝ミゼルスと申します。アミリード男爵家で長年お仕えして参ったのですがこの度、御家が爵位返上となりまして使用人一同、暇を出された次第にございます」

　確かに俺の家には屋敷そのものを管理する人材が必要ではあった。

　食器などはマリアが管理しているが、ノンナがバカスカ買った高級品の管理には詳しくない。

　ノンナ本人も高級品を良く買うが鑑定眼は大したことがなく、商人のカモにされることも多い。

　メリッサも服だなんだと手入れしているが娼婦仕込の邪道と言える。

　カーラは破壊専門だ。

　全てまとめて管理してくれる人間がいれば非常に助かる。

「俺はエイギル＝ハードレット準男爵だ。知っているかもしれないが新貴族でな、お前のような執事や使用人は居ないんだ」

　孤児院の子達に使用人をやってもらっていると笑いながら言ってやる。

「私もまだまだ未熟の身にございますが、準男爵様のお役に立てるよう誠心誠意働きますので何卒お雇い下さいませんでしょうか？」

　この男は信頼できると感じた。

　礼儀正しく職を求めながらも縋り付くような下品さは無い。

　俺には大した学もなく、理屈をこねて人を分析することなど出来ないのだ。

　だから直感で行く、こいつは信用できる。

「決めるのは家人に面を通してからにしよう。道すがらでいいが何故執事をやっていたお前が酒場のバーテンになろうと思った？」

　ナタリーに酒代を払って固茹亭を後にする。

　アンドレイは当分起きそうにもない。

　彼が目覚めるまで股間が無事なことを祈ってやる。

「私も当初、執事や使用人として職を求めたのでございますが、今のご時勢貴族の方の財政は皆苦しく、新たに使用人を雇う予定のあるところは少なく、それも若い方を求められておりました次第です」

　なるほど、王は中央軍創設のために貴族達に負担を求めたが思わぬ所にツケは回っていているようだ。

「特に私の場合は前職の貴族の方が爵位返上となりましたので縁起が悪いと敬遠されたようです」

　貴族達は縁起を担ぐものだからな。

「俺はそういうことは気にしない。だがお前がまとめる予定の使用人も子供が数人だ、前に居た貴族家とは勝手が違うだろうが問題ないか？」

「はい、与えられた環境で最善を尽くすのが使用人の務めと心得ております」

「顔合わせの時は巨大な胸の女に注意して下さい。細かい所を突くのが大好きな方ですから」

　セリアもレオポルトの時と違ってセバスチャンは拒絶していない。

　ノンナが聞いたら怒るだろうかと軽く笑う。

　俺としてはもう雇用することは決めているのだがレオポルトへの皆の反応を考えると円滑にいくに越したことはない。

　反レオポルトの一角だったセリアが納得しているだけでも幾分か楽なのだが。







　俺の心配を他所にセバスチャンは家人に容易く受け入れられた。

　レオポルトの奴の無表情と違って愛想のよい笑顔と丁寧な物腰、更に初老に差しかかろうという年齢が安心を誘ったのかもしれない。

「私も異存はありません。宜しくお願い致しますね」

　特にノンナが上機嫌だ。

　多分こいつは執事が欲しかったのだろう、整っていく貴族の家にご満悦だ。

　メリッサやマリアも優しく笑っている。

　特にマリアはあまり人の上に立つ人間ではない。

　自分の代わりに取り仕切ってくれる人がいる方が安心できそうだ。

　子供達にも上司と言うよりも姉のように接しているからな。

　問題のカーラはセバスチャンを見るなり「枯れてそうだからいいか」と言い放って受け入れた。

　本当に失礼な奴だがセバスチャンは怒っていない。

　さすが経験豊富な執事、感情をコントロール出来ている。

　無事皆に受け入れられたセバスチャンだが顔に困惑を浮かべている。

「どうかしたのか？」

「皆様方のお名前は覚えさせて頂きましたが……どなたが奥様でしょう？」

　和気藹々のムードは凍りつき、女達はじりじりとお互いに距離をとる。

　戦が始まるのだ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長（八〇〇人）

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨一一六八枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

　使用人　セバスチャン（執事） ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者）レオポルト（従者）アゴール（副官）

　カール（中隊長） クリストフ（雑魚）　シュバルツ（馬）

　経験人数　三〇人

執事は私の中で全てセバスチャンと決まっています。










第43話　戦の足音







　アークランド北部　街道沿いの村

「なんという蛮行……一体何があったというのか」

　村人から大量の生首を乗せた悪魔の馬車が着いたとの知らせを受けて駆けつけてみれば、

　複数の荷馬車に満載された首は数百になるだろう、苦痛を浮かべた表情は正視に堪えない。

　数的にはゴルドニアに出撃した部隊のものとしか考えられないのだが、かの国との今までを考えると、にわかには信じがたい話だ。

「隊長！　こちらに来て下さい」

　部下の声に何事かと向かう。

「こちらの首なのですが」

「ブトレス司令官とボジョギフ副官か、どうやら彼らがゴルドニア侵攻軍のなれの果てである事は確定だな」

　部下は言い終わると茂みに入って嘔吐している。

　終わったら代わって欲しい、俺もここまできているのだ。

　特にブトレス司令官の首は縦に割られ、崩れる頭に無理やり兜を被せて形を整えていた。

　これをやったのは人間じゃない、悪魔かそれに類するものだろう。

「いずれにせよ。王都の偉い方がこれで黙っているはずがない。戦争が始まるぞ」

　声を大にしては言えないが、今のアークランドは混乱し疲弊している。

　王家が今だ絶大な権力を持つのは背後に強大な軍の威光あってのことだ。

　今回の件を放置すれば軍の威厳は曇り、引いては国家の有り方をも揺るがすだろう。

　戦となればまた民からの徴用が始まる。

　疲弊した彼らは今度こそ耐えられないかもしれない。

　彼の頭は惨殺された兵士達への哀れみでも怒りでもなく今後の不安でいっぱいだった。

　だがそれもいつものことだ。
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　アークランド北部軍　拠点

「イリジナ、貴官の行動は問題とされている」

「……」

　北部軍副軍団長［バレス＝リトバロル］伯爵は静かだが甘さのない口調で私への糾弾を続ける。

「君の中隊で逃げ帰ったものは僅かに一〇名、いずれもが撤退命令を聞かずに逃げた者だ」

　撤退命令など出せていない。

　司令部が崩壊し、指揮官唯一の生き残りの私が逃走したのだから当然だろう。

「君の報告ではブトレス司令以下、司令部全員が討ち死にしたとのことだが、ならば序列では君が司令官代理として全体の指揮を執るべきではなかったのか？」

　無茶を言うな！　あの状況ではもはや猫が指揮をとっても同じことだ。

　それにあそこで逃げていなければ私もあの悪魔の騎士の餌食にされていた。

　想像するだけで身震いがする。

「面目次第もございません……」

「君には期待していた。だからこそ女の身でありながら中隊長の地位につけたのだが、所詮パーティで踊りしゃべるだけの女と同じだったということか？」

「そのようなことは！　この雪辱はいずれっ」

「その機会が与えられるかどうか、これから司令官と審査する。場合によっては軍を追放し、牢に入れられることになるかもしれん。覚悟はしておけ」

　黙って俯く。

　戦闘中の逃亡は処刑と決まっている。

　部隊が崩壊した後の敗走と認めてくれればそこまで重い刑はないだろうが、女が牢に入れられるという意味ぐらいはわかる。

　特に敵前逃亡の売国奴となれば看守も囚人も容赦しまい。

　体中の穴を壊される覚悟がいるだろう。

　何よりそんな不名誉なことになったら亡くなった父に申し訳が立たない。

　イリジナは謹慎を命ぜられた部屋の中心で胡座をかく。

　どうか雪辱の機会を、そしてその際にはなるべくあの騎士には会いませんように、と。
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　ゴルドニア王宮

「ゴルドニア新王にあらせられましては即位より挨拶もままならず……」

「よい、もとより貴国とは機嫌を伺い合うような仲でもあるまい」

　王座の間、王の周りにゴルドニアの重鎮全員が揃う。

　何故か重鎮でない俺も王の命令で参加させられていた。

　中央に跪くのはアークランドからの使者、ついに来るべきものが来たらしい。

「貴国とは先代より友好関係にあったはずですが」

　たかりを続けることは友好関係と言うらしい。

「そのようなことどうでもよいわ。要件を申せ、余は暇ではないぞ」

　使者は頭を上げ、一段と大きな声をあげた。

「先日、我が領内にて大量の兵士の首が発見されました。状況から見て貴国の仕業と思われる。この蛮行いかなる事かご回答願いたい！」

「うむ。答えてやろう。我が領内に侵入し、兵士と民を殺した野蛮人の集団を発見してな、討伐したのだが奴らが何者か、とんとわからぬ。ただ南から来たことだけは分かったのでな、骸を放置するも哀れ、せめて首だけでも故郷に返してやろうという余の情けよ」

　慈悲深いであろう？　と笑う王に使者は顔を真っ赤にした。

「私は我が国の兵士が貴国の兵から攻撃を受け、報復として進撃したと聞いておりますが……」

「報復で民を殺し村に火を放つとは貴軍はなかなかに勇猛だの、羨ましいわ」

　王は一歩も引かない。

　使者も前王とまったく違うことに気付いたようだ。

「そこにいるハードレット卿は野蛮人共の首領を縦二つに割ったそうだ。随分と豪快な話だろう？」

　どうやら使者にこれを言いたいがために俺は列席させられたらしい。

　最中に王の使者に呼ばれたせいで中途半端に放置されているメリッサに謝って欲しいものだ。

　今頃一人寂しく慰めているだろう。

「此度の講和、厳しい条件になりますぞ……」

「そちは何を言っている？　戦争など起こっておらん。始まってもいない戦争で講和など珍妙なことだな」

「お言葉……確かに承りました。〝そのまま〟我が王に伝えます」

「うむ、頼んだぞ。それと何年かに一度、そなたの国と行っている交易だがな。もし今年も所望するなら、ここゴルドニアまで来てもらえれば話を受けようではないか」

　例え戦争になっても中途半端な講和などしない。

　屈服させたければゴルドニアまで攻めあがって来い。

　王はそう言っているのだろう。

「……失礼致します」

　使者が去った後、王座の間には奇妙な沈黙が流れる。

　間違いなく戦争になる。

　この場にいる全員が確信していた。

「アークランドの兵力は四万、我が軍はかき集めても二万五千、兵の練度を考えると倍以上の兵力差ですぞ」

　フーバー侯爵が不安そうに口を開く。

　真正面から戦えば本当にゴルドニアまで侵攻されるかもしれない。

「侯爵の役目は国軍を率いて最善を尽くすことだ。与えられた兵で最善を尽くせ、ラッドハルデ男爵も同様だ」

　軍に関しては今までに増して増強のための予算は出すと決定し、臨戦態勢のまま訓練と編成を続けよと結んで解散させられた。










　重鎮達が退席し、静かになった王座の間、ただ一人残ったのは新設された役職者にして王のお気に入り、外務卿［ケネス＝ボールドウィン］伯爵だ。

　老人ばかりの重鎮の仲にあって四〇を少し超えた年齢のケネスには保身に凝り固まらない野心と活力が見て取れた。

　外務卿とは高級貴族や王族が慣例的に行っていた外国との交流を一括して実行する役職だが、もちろん公式ならざる外交も統括する。

「して首尾はどうだ？」

「悪くありません。今は態度をはっきりさせていませんが結果を出せば一度にこちらに……」

「そうか、よくやった。引き続き働きかけを続けよ。条件は例の通りだ、いくらでも吹けばよい」

「はっ、では早速……」

　全て上手くいっている。

　アークランドを叩き潰せば周辺でのゴルドニアの優位は圧倒的なものになる。

　必要なのは戦闘での勝利、大軍同士の戦いでただ一度の勝利を納めることができればそれは成し遂げられるだろう。

　空の器に飲み物を注ごうとした侍女を抱き寄せる。

　少しばかり羽目を外してみたくなった。

　侍女は一瞬身を硬くしたが王に抱かれる利点に考えがいったのかおとなしく身をゆだねた。

「だめです、お許しを」と囁きながらも手を拒むことはなかった。
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「遠からず戦争になる。大隊の様子はどうだ？」

　俺は駐屯所に着くなり、訓練中のアゴールとレオポルトを呼び出した。

「歩兵中隊はなんとか基本戦術と陣形を滞りなく行える程度です。今アークランドの鉄槍騎兵とぶつかるとは考えたくないですな」

　アゴールは確実に歩兵部隊の練度を底上げしていたようだが、時間もなく、基本的な事を覚えさせるので精一杯だったようだ。

「ハードレット卿、時間がないのならば各中隊の連携訓練を行いましょう。騎兵への対応はこちらの工夫次第でなんとでもなります」

　レオポルトは更に兵としての経験がなくても良いから、と二〇〇名の人を求めた。

「訓練もしていない素人を二〇〇人集めても何にもなるまい。盾にでもする気か？」

　アゴールが厳しい目を向ける。

　奴はそういうのが嫌いだからな。

　それにレオポルトならやりかねないと言う思いもある。

「盾と言えばそうですが、彼ら自身の肉ではなく盾を作らせるのです」

　俺とアゴールには良く意味が分からない。

「彼らには槍も剣も不要、シャベルと木槌を持たせて戦場で迅速に陣地を作らせることを専門とします」

「工事専門の部隊を作るというのか？　そんな話は聞いたことが無いぞ」

　アゴールが声をあげた。

「存在していなかったので聞いたことはないでしょうな。重装騎兵を防ぐには高度に訓練された長槍部隊が必要です。ですが木の杭を並べれば簡単に阻止できます。そして杭を打ち込むのは子供でも出来る」

「だが敵が少し進路を変えれば意味がなくなるではないか、長槍隊と違って杭は動けんぞ」

「そうですな。どう誘い込むかが重要になります。それは私が考えましょう」

　やらせてみてもいいだろう。

　経験問わずの男手二〇〇人ぐらいエイリヒに言えばすぐに揃う。

　考えてみれば色々使い勝手が良さそうではある。

「わかった。ではレオポルトはその二〇〇人の他、隊の編成と戦術を考えよ。アゴールは引き続き歩兵隊の訓練を行え、連携訓練も行うが各人の技量向上も抜かるなよ」

「はっ！」「承知しました」




　レオポルト肝いりの新部隊は工兵隊と言う名で一〇〇人組が二つ、二〇〇人で早々に発足した。

　エイリヒは怪訝な顔をしていたが、未訓練の者二〇〇人はさして貴重ではなく、簡単に配属を許してくれたのだ。

　彼らには革の軽鎧と工具を装備させ武器は持たせない。

　念のため護衛に僅かな武装兵をつけたが本格的な戦闘など絶対に出来ない部隊だ。

　隊長には俺の独断と偏見で我が隊が誇る究極の筋肉だるま、マックをつけて置いた。

　彼ならば五人分ぐらいの仕事はしそうだし、軍の指揮官に土木工事に通じているものはいない。

　ならば彼の筋肉で隊員に忠誠を誓わせようと思ったのだ。

　レオポルトもどうでもよかったのか特に意見はしなかった。




　俺の隊も形だけは千人を誇る中々の部隊になった。

　騎兵や歩兵が陣営を組み行軍している光景を前に、一介の傭兵だった時を思えば遠くに来たものだと不思議な気分になってくる。

　そういえばセリアを王宮控えの間に置いてきたではないか。

　あいつのことだから馬鹿正直に呼びに行くまでいつまでも待っているだろう。

　すねる前に迎えに行かねばならない。
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　番外編　マリアの日常②

「こっちですか？」

　時刻は深夜、傍には抜き身の剣を持ったセリアちゃんがいます。

　私がお風呂の後、厨房に忘れた髪飾りを取りに戻った時のことです。

　裏口の扉の外でがさごそと言う物音と人の声らしきものが聞こえたのです。

　すわ泥棒か、慌てて扉を開けそうになりましたが泥棒が強盗になるかもしれません。

　非力な私では到底適わないでしょう。

　慌ててエイギルさんの部屋に向かいましたが途中、カーラさんの部屋から嬌声が聞こえています。

「突いて！　そこっ！　お豆摘んで！　乳首噛んでぇ…………ひいいいいい!!」

　廊下中に響くすごい声に少々げんなりしながらも少し冷静になりました。

　物音だけで泥棒と言うわけもなく、人の声も聞き違いかもしれません。

　自分の部屋でエイギルさんに抱かれている時に押しかけるのは淑女協定違反になってしまいます。

　エイギルさんの寝室なら乱入もありなのですが。

　この屋敷でエイギルさんとカーラさんを除いて荒事が出来そうな人は二人だけですがレオポルトさんは除外、こんな時間に思わぬ誤解をされても嫌ですから。

　というわけでセリアちゃんと一緒に裏口を開けると、油の小さな火に映されて植え込みに生えた尻が揺れていました。

「ない……ない……ここしか考えられないのに……どうして」

　尻がなにやら声を出しています。

「……」

　セリアちゃんは剣を鞘に納めるとお尻を蹴っ飛ばしちゃいました。

「ぎゃん！」

　尻が植え込みに突っ込んで悲鳴をあげます。

「貴女はこんな時間に何をしているんですか！　紛らわしい」

「いきなり蹴飛ばすなんてっ！」

　顔を出したのはカトリーヌさんでした。

「うるさい！　そのだらしない尻を刻まれなかっただけありがたいと思いなさい！」

「それでこんな時間に一体何をしていたんですかぁ？」

「えっと……落し物で」

　ピンと来た。

　きっとあのハンカチだ。

「それならちゃんと保管してますよ。もってきますねぇ～」

「あぁっ！　あとでこっそりっ……うぅぅぅ」

　ハンカチを渡しますとカトリーヌさんは大事そうに抱きしめて一礼すると去って行こうとしました。

　さすがに夜も遅いので泊まるようにと客間に泊まらせたのですが、セリアちゃんは真っ赤なハンカチ？　どこかで……などと呟いています。

　カトリーヌさんが脅えているのでセリアちゃんにもお礼を言って部屋に帰ってもらいました。

「さすがセリアちゃん。頼りになりますねぇ」

「いえ、屋敷の保安は私の役目ですから」

　小さな胸を精一杯反り返らせて部屋に帰っていきました、可愛いですねぇ。

　……育ってますね。

　さて一騒動ありましたが私も休みましょうか。

　廊下に出ると先程よりも大きな音量で嬌声が響いています。

　明日はカーラさんは朝食は無理、と頭に入れておきましょう。

　エイギルさんの相手を一人でしちゃうと昼過ぎまでは起きてこれない、体験済みです。

　後は筋肉痛に効く膏薬でも用意しておこう。

　それにしてもすごい声ですねぇ。

　私の時もこれぐらい出てると思うと恥ずかしくなっちゃいます。

　私の部屋はカーラさんよりも奥なので前を通り過ぎないといけないんですが……

　部屋の前ではミティがしゃがみこんでいます。

　良く見れば扉も僅かに開いてます。

　そのせいでさっきより音が漏れてたんですか。

　覗きは関心しないのでやめさせようと思いましたが、ミティの手がスカートの中で激しく動いているのを見て躊躇しちゃいます。

　あの姿を見られては明日まともに顔が合わせられないでしょう。

「あの調子ではすぐにミティも食べられてしまいそうですねぇ」

　愛しの人は本当に女好きですから、あんなに隙だらけでは彼女が純潔でいられるのもそう長くないはずです。

　ミティが口を押さえて体を震わせるのを見て頃合かと準備します。

「誰か起きてるんですかぁ？」

　見当違いの方向を明かりで照らします。

「っ！！！？？」

　転がるようにミティが逃げました。

　これでよし、後は扉を閉じて……閉める前に少し興味を引かれて中を見たらエイギルさんとばっちり目があいました。

　ミティ……貴女の恥ずかしい姿全部見られてましたよ。

　一際大きな悲鳴が上がってカーラさんが失神したようです。

　扉を閉めてそそくさと退散しようとしましたが、扉が開いて、腕を引かれてしまいます。

　無言のまま、エイギルさんの部屋に連れ込まれ、特別製の同時に五人は眠れる大型ベッドに放り投げられました。

　あぁ……明日は私も朝食はリタイヤ、作り置きを元にミティに頑張ってもらいましょう。

　彼の責めが始まって余裕が無くなって来た頃、喘ぎながら焦点が合わなくなってきた目で扉の方を見ると隙間から血走った目でミティが覗いていました。

　手はまたもスカートの中、懲りない子ですね。

　もしかして、いやらしいことが大好きのかもしれません。

　エイギルさんも私に目配せして笑っています。

　彼女のためにも派手にやるとしましょう。

　背面の座位にされてドアに向かって大きく足を開かれ、激しく突かれます。

　私は彼の首に腕を回してキスをねだりながらいつもより大きな声をあげてしまいました。

　ミティは私の意識がなくなるまでそこにいたと思います。

　途中からはもうわからなくなってしまいましたけど。







　翌日、昼前に起きた私にミティが向ける引きつった笑顔を見て、つい「どうでしたか？」と言ってしまいました。

　硬直してどもるミティ、何事もなかったかのように、ニコニコと笑顔で昼食の指示を出します。

　ふふふふふ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長（千人）

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨一一六八枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ

　使用人セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者）レオポルト（従者）アゴール（副官）

　カール（中隊長） クリストフ（雑魚）　シュバルツ（馬）

　経験人数　三〇人








第44話　アークランド戦争①　夜を焦がす炎　♯







　アークランドの使者との会談から一〇日、国境に移動した王軍部隊からアークランド軍と国境を挟んで武力衝突を繰り返しているとの報告が入った。

　数百単位の部隊が断続的に攻撃を仕掛けてきているとのことだ。

　既に国境周辺の開拓村には避難命令が出ており、南行きの行商人も皆、街で待機しているだろう。

　国境線が広いため、街道沿い以外の場所でも連続した戦闘が起っているらしい。

「国軍は侵攻する敵と互角に渡り合い、奪われた領土はありません」

　フーバーは使者の弁をそのまま王に伝える。

　だがこの場に居る誰もが、恐らくフーバー自身も互角に戦えているとは思っていない。

　敵が一気に侵攻してこないのは、今まさに大軍を準備中だからで、国境での戦いはこちらを撹乱するための小競り合いに過ぎない。

　そして恐らく、こちらが受けた被害の半分も敵は倒れていないだろう。

「近いうちに本格的な侵攻がくるな」

「間違いないでしょう」

　王の言葉にエイリヒが同調する。

　それに関してはフーバーも異存はない。

「中央軍の準備はどうだ」

「既に臨戦態勢にあります、命令を頂ければ二日で出撃できます」

　中央軍の総数は一万五千、この数が動けばアークランドも主力を出してくるだろう。

　必要なのは大きな会戦でただ一度の勝利だ。

　それで戦局は大きく動くのだ。

「ラッドハルデよ。余はそちを信じている。必ず勝利を得よ！」

「全力で！」

　エイリヒは立ち上がり退席する。

　机上の議論は終わった。

　後は全て戦場で決まるのだ。

「フーバー侯爵！　王軍も必要によっては残りの部隊、全て前線へ出してもらう。準備しておけ！」

「承知致しました！」

　本当は異議を唱えたいがその雰囲気ではない。

　数十年ぶりの戦争の空気に王宮内は異様な興奮に包まれていた。




「ハードレット卿、全て万全か？」

「あぁ、準備はできている。後は丸一日兵を休ませる。猛訓練が続いたからな」

「それは構わん。どの道、食料と水の積み込みに一日かかるからな」

　既に副官のアゴールから俺の大隊全員へ今夜から明日一日中の休暇が言い渡されている。

　他の隊も似たようなものだから、今夜は王都中の酒場と娼館は満員御礼だろう。

　だが酒と女を味わいに行く兵士達の顔に普段の休暇のような無条件の喜びは無い。

　戦争が近い事は一般兵士にも、町の子供にも噂として伝わっていたのだ。

「アゴール、カール、お前らも一日の完全休暇だ。必要なら娼婦を用意するぞ？」

「いえ……自分はあてがありますので……」「娼婦よりも町娘を口説き落とす方が趣味ですので」

　後で聞いたがアゴールはある未亡人から言い寄られて定期的に通っているそうだ。

　カールは各所で女を泣かせているらしい。

　背中に女に刺された傷跡が二箇所もあった。

　レオポルトの奴は戦術を練るとかで家には帰らないらしい。

　とことん面白みの無い奴だが、そういう奴もいるからこその世界だ。

　駐屯地から出て行く兵士の群れが途切れると次は入ってくる酒屋と街娼の群れだ。

　人口六万の王都に兵士全員が遊びきれる場所などない。

　あぶれた兵士は愚痴を漏らしながら馴染みの駐屯地で遊ぶのだ。

　街娼達にとっても稼ぎ時、相場以上の値でもすぐに肩を抱かれて消えていく。

　中には男同士で取り合いになった挙句、二倍の金をもらって二対一を了承した女もいた。

　客引きの必要などない正に入れ食い状態だ。

　開戦前の異様な熱気は王や兵士だけではなく町全体を飲み込んでいく。







「「「「「おかえりなさいませ！」」」」」

　家に帰るなり五つの女の声、入り口に布が張られて奥が見えない。

「エイギル様、あの男はそこに居ませんか？」

　ノンナの声が奥から聞こえる。

　レオポルトは駐屯地から帰らない。

　ニナが残念がるだろうから、明日彼女に飯でも運ばせてやろう。

「あぁレオポルトはいないがそれがどうした？」

「では……それっ！」

　布が引き落とされると広がる光景は花園。

　ノンナ、カーラ、マリア、メリッサ、セリア、五人の女達が一糸纏わぬ姿で並び立っていたのだ。

「セリアちゃんから明後日出撃の話を聞きました。大きな戦いになって当分戻れぬとも」

「だったら今日明日でたっぷりと私達を染み付けておこうってね」

「クロルとアルマには別館でセバスチャン様に使用人としての心得を叩き込んでもらっています。必要が無い限りこちらの館にはこないようにとも」

　唯一服を着たミティが言いながら目を伏せている。

「食事は下ごしらえ出来てますし、雑事には私が対応しますからたっぷり楽しんで下さい……」

　言い終わるなり女達が俺に群がって服を剥ぎ取っていく。

　たちまち全裸にされ、立ち上がりつつある男根をメリッサとカーラが交互に口に含んで完全にそそり勃たせた。

「うん、今日もご立派ね」「あはっ、巨根出来上がり♪」

　女達はそそり立った俺の逸物に軽くキスをしてから風呂場へと案内していく。

　そういえばカーラとメリッサは洗う前の俺を平気で咥えたが無理してないのか？

「んー？　全然いいよ。あたしエイギルの男臭いの好きだし」

「私も平気よ。そういうのが好きなら毎回洗う前に咥えるけど」

　とまったく気にならないらしい。

　だがしゃぶった後のキスに支障が出るのでやはり風呂を先にしよう。

　風呂場では床に寝転がらされて全身を綺麗に洗われる。

　一〇本の手が泡を持って体を這い回り、五つの唇が口、胸板、腹、そして男根にキスを降らせる。

「ご要望があったら言って下さいね。全員で徹底的に尽くしますから」

　ノンナが手で丁寧に体を洗うが、それより胸の感触が気になってしまう。

　女達が尽くしてくれるなら遠慮なく味わうとしよう。

「ノンナ、お前の手もいいが……胸で洗ってくれないか？」

「まぁ、スケベな方ですね」

　ノンナは嬉しそうに胸にたっぷりと石鹸を塗り、俺の胸から腹に覆いかぶさるようにして巨大な胸を押し付け、こすりつけてくる。

　圧倒的な肉感と重さ、男に奉仕する興奮に硬くしこった乳首の感触が何とも言えない。

「あー……最高だ」

　緩んだ俺の顔を見てノンナは満足げに微笑むが、対抗心を燃やしたカーラが肉棒への吸い付きを激しくしてきた。

　水音が激しくなり、無理やり玉から種を吸いだそうと強く吸引してくる。

「私だって負けないわ！」

「意地になっても仕方ないだろ……」

　必死で吸い付く顔に軽く触れて落ち着かせる。

「乗りたいか？」

「いいの!?　やったあ！」

　カーラは満面の笑みで尻をこちらに向けて肉棒を穴に合わせ、一気に腰を落とした。

　勢い余って彼女の最奥にミシリと肉棒が食い込み、悲鳴を上げるがそれでもすぐに腰を動かし始めた。

「あぁーやっぱふっとい！　また大きくなったんじゃない？　ちんちんのごつごつすごいわぁ！」

　たちまち涎を垂らして腰を振りたくる彼女の姿に今度はノンナの胸洗いが激しくなる。

　巨乳が俺の胸板でひしゃげて形を変え、腹から胸まで往復する。

　まるで乳を体洗いのスポンジのように使ってゴシゴシと洗ってくる。

「「あのぉ……」」

　淫らな光景に我慢が出来なくなったのかマリアとセリアが内股で俺に寄って来た。

　その股からは透明な汁が垂れている。

　マリアはともかく、処女のセリアまで淫汁を垂らすようになってしまうとは……。

「マリア、手の上に乗れ、指で可愛がってやる。セリアは顔に来い」

「はいぃ……」「え？　顔ですか？」

　セリアは俺の顔の近くに座りこんでどうすればいいかわからないようだ。

　とりあえずと戸惑いながらキスをして来る。

「どうした？　遠慮なく乗って来い」

「えっ？　顔の上に乗るんですか!?」

「心配するな。お前ぐらい乗っても潰れんよ」

「でも……そんな無礼な……」

　主人の顔の上に尻を乗せることに戸惑いつつも、遂に欲望が勝ったのかゆっくりと小尻を乗せてきた。

　尻が乗ると同時に小さな肉芽を甘噛みし、下品な音を立てて女の穴に舌を入れる。

　セリアは驚いて立ち上がろうとするが片手で尻を掴んで放さない。

　しばらく攻めていると腰が立たなくなったのか、大人しく俺の顔に尻を乗せたまま嬌声を上げ始めた。

　騎乗位で大きく腰を動かすカーラ、その接合部に口を寄せ、カーラと俺の両方を攻めるメリッサ、体中を乳で洗うノンナ、俺の手の上に乗り、肉芽を摘まれて絶叫するマリア、そして顔面に尻を乗せて嬌声を上げ、時折顔に潮の飛沫を浴びせてくれるセリア。

　これ以上幸せな入浴があるだろうか？




　その後、俺が射精する度に女達は役どころを変えて全員が全ての奉仕と愛撫を楽しんだ。

　但しセリアが俺の肉棒に乗るところは飛ばされてしまう、まだ彼女は挿入が出来ないからだ。

「うぅ……もう私も大きくなりました。きっと入りますから挑戦させて下さい」

　そう言ってのしかかってきた彼女だが、肉棒の頭を少し飲み込んだ所で悲鳴が上がる。

「ぎっ!!」

　限界まで広がった女穴に激痛が走ったらしく動きが止まってしまった。

　そしてメリッサとマリアにすぐさま中止させられてしまった。

「だから言ったろうが」

「うー……無理やりでもぶち込んでくれれば裂けていい具合に……」

　馬鹿たれ、とデコピンしてやる。

　そして全員が全ての行為を終え、風呂場にぐったりと寝転んでいる。

「みんなへばっちゃってるし、私も少し休憩するからその間セリアちゃんと楽しんだらいいよ」

　そう言ってメリッサもへたり込んでしまった。

　それほど激しく攻めた覚えは無いんだがな。

　ちなみにセリアは体力があるのか、挿入しなかったからか、元気を残している。

「エイギル様…………」

　せつなそうな顔で俺を見るセリア。

　仕方ない、あれをしてやろう。

　セリアの腹に泡を立てて、どっかりと男根を乗せる。

　泡に塗れた腹から未熟な女の穴までをゆっくりとこすり、アレを催促してやる。

　彼女の顔が見る見る喜びに染まって準備を始めた。

「はいっ！　どうぞ！」

　セリアは肉棒を股ではさみ、大きく突き出た先端を手で覆う。

「おー、セリアちゃん素股上手くなったね～。大きさ見ると素腹かもしれないけどね」

　なるほど、セリアが急激に上手くなったのはメリッサの仕業か。

　肉棒を股ではさむ擬似挿入の遊びはセリア一番のお気に入りでこれをしてやるとしばらく機嫌がいい。

　俺に挿入された気になれるからだそうだ。

「あぁ！　太い！　中が擦れて気持ちいいです！」

　中の感触があるはずもないのだが、俺へのサービスかそれとも自分が高まるための演技かセリアは本当に挿入されているように乱れるのだ。

　俺もそれに応えようとセリアの肩を掴み、今までで一番激しく動いた。

　我ながらものすごい動きにセリアも驚いている。

　この動きを本当の挿入中にしてしてしまったらメリッサでも苦しむだろう。

　腰を動かしながら首を舐め、発育途中の乳房を吸い、キスを交わす。

「こすれる！　こすれて……ぁぁぁぁっ！　もうだめ、抱き締めて下さい！」

　激しい動きのせいでセリアの肉芽がこすれ、高まってしまったようだ。

　他の女を抱く時のように昇天する彼女を抱き締め、腕の中での絶頂を味わわせた。

　小さなセリアは腕の中で激しく震え、うわ言のように「好きです」「愛しています」と繰り返しながら股に挟んだ俺のモノに勢いよく潮を浴びせるのだった。




　その後、俺達は寝室に場所を移して五人で絡まるようにして二日間愛し合った。

　二日目の夕方当たりで出撃前のセリアを集中的に攻めて失神リタイヤさせたが、それ以外の女には容赦せず、例え気を失っても肉棒を叩き込んで無理やり覚醒させ、また失神させた。

　女達を長く眠らせることはなく、俺に攻められて意識を飛ばしてから次に自分の番が来るまでの間が睡眠時間だった。

　そしてミティが運んできた食事を起きているものが食べて咀嚼し、口移しで他の女に食べさせる。

　とんでもない背徳の儀式は夜、朝、夜と延々と続いたのだ。
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　二日後　早朝

「セリア準備はいいか？」

「はい、完璧です」

　セリアは凛々しい顔を見せる。

　昨日の夕方には失神させてそのまま寝かせたので体調は戻っている。

「他の女は出てこないか」

「エイギル様が無茶苦茶に攻めるからです……皆ひどいことになってますよ」

「ううぅぅ……もう行くんだね、玄関までは見送れそうにないからここで言うよ。生きて帰ってね」

　メリッサが起きだして来たが腰が立たず、ベッドの上を這って来る。

　彼女は体のこともあって奥まで入るし、元娼婦の余裕を見せるので限度を忘れてしまうのだ。

「マリアは……っと床か」

「…………」

　マリアは完全に失神してしまって反応が無い。

　キスのついでに呼吸を見るが問題ない。




「死ぬぅ……死んでしまうぅ……」

　ノンナは大股開きでソファーにもたれかかっている。

　声は出ているが目は虚ろで意識ははっきりしていない。

　時々思い出したかのようにビクンと震えている。

　行為中、うわ言のように子を求めたので徹底的に注いだせいか、股の下にはまるで水溜りのように種が溜まっている。




「あう……」

「うわっ！　ちょっとカーラさん！」

　壁に張り付くように崩れているカーラが小水を漏らしてしまったようだ。

　セリアが止めさせようとするが舌を垂らした半開きの目を見て諦めた。

「エイギルぅ……もっとぉ……」

「ちょっ！　違います！　やめて、離せ！」

　カーラが虚ろな目でセリアに抱きついて股間をまさぐる。

　いくら探してもセリアにはついていないだろう。

　もう俺とセリアの違いもわからないようだ。

　カーラを持ち上げてノンナの上に乗せる。

「エイギルいたぁ♪」

「あぁ、もう死んでしまいますぅ♪」

　二人は股間をまさぐり合い、濃厚なキス交わして舌を絡めている。

　互いに腰を振っているのは、俺のモノを入れようとしているのだろう。

　完全に目を覚ましたら大惨事になるだろうからその前に行くことにする。




　扉を開けるとミティが背筋を伸ばして立つ。

「行ってくる」

「いってらっしゃいませ」

　表情も声も硬い。

　子供なりに心配してくれているのだろう。

「昨日は今までと違ってしっかり見れただろ？」

「ふぎゃっ!?」

　昨日は水や食べ物をミティに運ばせたときも行為はやめなかったし、男女のことを知りたいなら見ていけと言ってやったのだ。

　遠慮しながらも結構長い時間、顔を隠す指の間から見ていた。

　本人は今までの覗きがばれていたことの衝撃が大きいのかもしれないがな。

　これで緊張もほぐれただろう。

　ミティに皆の世話と部屋の掃除を命じて玄関に向かう。




「ぎゃあああああ!!　何よこれえええええ!!!」




　部屋からミティの叫びが聞こえるが気にしない。

「いってらっしゃいませ旦那様」

「いってらっしゃい」

「……らっしゃい無事で……」

「先に駐屯地で待っています。と」

　セバスチャンとクロルとアルマが馬を引いて玄関の外で待っている。

　ニナはレオポルトの伝言を伝えたようだ。

「無事に帰って……下さい」

　クロルが俺とは別にセリアに声をかけた。

「あぁ、行ってくる」

　セリアの男前な返答に頬を赤くしているがそれでいいのか？

　多分セリアの言い方は俺の真似だ。

「行って来る」

　女達にミティにセバスチャン、それぞれが一つ一つの門であるかのように通り抜け、その度に俺とセリアの目は変わっていく。

　ベッドで戯れる者の目から戦士の目、軍人の目にだ。

　最後に一人、カトリーヌが家の前の道に立っていた。

　わざわざ孤児院から出てきたのか。

「業が巡って死を招かないといいですね」

　チクリと皮肉を言う。

　構わず俺は唇を奪い、カトリーヌも抵抗はしない。

「ローズが育つまではあなたに助けてもらうつもりです。ここで死なないように……生きて戻ればまた女として相手してあげます。……乳も少しなら飲ませてあげます」

　普段ならこの辺でセリアが食って掛かりそうなものだが今日は大人しい。

　さあここが最後の門だな。

「いってくる」

　肉欲の楽しみは終わった。

　間をおかずに全隊出立、戦争が始まるのだ。

　さあ、鉄と血の世界へ行こうじゃないか。
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　数日後　行軍中

「さすがに恐ろしいのでしょうかね？」

　アゴールが母親に抱かれて泣いている子供を見て言う。

　村の全員が俺たちを見つめ、警戒していた。

　一万五千の軍は街道沿いに大蛇となって進んでいく。

　周辺の村々はこのような大軍を見たことが無いのか反応は二つ。

　呆然と眺めるか、脅えて逃げるかだ。

「レオポルト。敵はどう出ると思う？」

「私が敵ならばの話になりますが、我々本隊に複数の小～中規模部隊で早朝奇襲と夜襲を繰り返して兵力と編成を計ります。我々が痺れを切らして隊を割って対応したところに主力をぶつけ数的優位を得る。といった所でしょうか」

　なるほど、今もって敵の主力が現れていないのは襲撃している王軍の規模が小さく、本隊でないと判断されているためか。

　カードは後から切ったほうが有利になるのは決まっている。

「しかしうるさい奴らを無視する訳にもいかないな」

　夜毎に攻撃を受ければ損害は軽微でも兵の士気が落ちてしまう。

「そうですね。ですので敵に見つかる前に、こちらから先制して一挙に敵の前哨部隊をまとめて殲滅しましょう」

「それは理想だが、場所がわからんだろう」

「ならば集めましょう。囮を用意して奴等の動きを縛るのです」

「大軍をもう一つ出すのか？　そんなことできるなら一気に揉み潰せる」

　アゴールが口を出すがレオポルトは鼻で笑った。

　そういう所が反感を買うんだぞ。

「真昼間に来る訳ではありません。奴らが近づいてくるのは夜か明け方、兵の数を判断するのは兵の頭や胴体ではない。かがり火と天幕の数だけですよ」

「ラッドハルデ……エイリヒに話してみよう。休暇も無しに考えたお前の策がうまくいくかはっきりするな」

　思えば頭を使う戦闘などしたことが無かった。

　レオポルトがいないければ俺は大隊指揮官としてどこまで役目を果たせたものか。
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　四日後　国境地帯　某所

「よし！　全員揃ったな。今日はここで野営だ準備しろ！」

　王軍兵士達は息をついて腰を下ろす。

　だが安心はできない。

　この所、毎晩のように奴らの夜襲を受け、毎日隊の誰かが死んでいく状況なのだ。

　全体で最初四千いた兵力は既に二五〇〇、今本格的な攻撃を受ければ兵の疲労もあってとても守りきれないだろう。

　その中で全部隊集合の命令は期待させるに十分だ。

　防衛の任にあった我々が集められたということは代役が着いたのだ。

　うまくすれば王都に帰れるかもしれない。

　だが伝えられた集合地点付近に来ても交替の援軍はいない。

　ただ大量の天幕とたいまつが用意されているだけだった。

　中には少しばかりの兵がいたが今の我々よりも到底少ない。

　一〇〇人程度しかいないがこれだけだろうか？

　後は目印のつもりか藁のようなものが外周にぐるりと敷かれている。

　中にいた兵がなにやら旗を回収していく。

　そういえばこの旗の間を行軍しろってうるさかったな……中央軍の奴らは何を考えているのかわからねぇな。

　天幕を組み立てなくていいのはありがたいが夜襲への対策にはならない。

　たいまつ全てに火をつけろとの命令もわからない。

　それにこれを準備した奴らは無能だ、我々は最初の状態でも四千人、どう見てもこの天幕はその五倍はある。

　それに援軍がこなければ我々は結局夜襲に脅えて寝なければならない。

　今も丘の上に我々を追尾する奴らの軽騎兵が見える。

　追っても無駄だから無視するが……







「これでいいのか？」

「はい、既に敵の斥候が大野営地を見て慌てて戻っていきました。今頃は周辺の部隊をかき集めて夜襲の算段でしょうな」

　王軍が入った野営地を見下ろせる場所に俺達は密かに陣取る。周りにいるのは俺の大隊だけで本隊もそれぞれに散って配置についている。

「夜になるまでは弓隊を抽出して五人一組で丘陵の手前、稜線の下に配置して下さい。敵の斥候を狩るのです」

「さっきの奴は見逃したのにか？」

「こちらの場所を発見してくれなければ準備した意味がありません。ですが既に情報は与えました。第一報は誇張されがち、敵が得る情報は大げさで不正確な程良いのです。続報はいりません」

　斥候は最初の情報に基づいてこちらを探しに来るわけだから、どこに現れるかは大体予想がつくと言う訳か。

「だがここから野営地を援護するとしても距離がありすぎる。夜目の効くやつでも到底気付けんぞ」

　俺もアゴールと同意見だがあえて何も言わない。

　この流れは多分レオポルトに潰されるから。

「心配ありません。明かりは準備しています。敵の合図に合わせて灯すだけですな」

「お前に任せたんだ。最後まで信じるさ」

「ありがとうございます。さて、敵が私の想像できない程の馬鹿でない限り、日のあるうちに姿は見せません。一眠りして参ります」

　緻密なようで豪胆、奴のような人間を名将と呼ぶのかもしれない。




　夕方から兵達を休ませて夜も更けきった頃。

　俺の横で寝てしまっていたセリアがピクンと起き上がる。

「何か……います……」

　確かに気配を感じる、大勢だ。

　だが周囲は完全な闇の中、月明かりも乏しい。

　煌々と輝くのは野営地に不必要なまでに置かれた。たいまつの光だけ。

　弓隊には念のため準備をさせて置く。

　レオポルトの奴は敵が近づけば分かるといったがはてさて……

「うぎゃああああ!!」「ぐあああ!!」「ひいいい!!」「ひでぶっ！」

　遠くに悲鳴が聞こえる。

　それでも正確な位置はわからないが野営地の王軍は騒ぎ出す。

　敵に悲鳴を上げさせたのは多分落とし穴だ、穴の底には杭が上を向いている。

　野営地周りに何箇所か設置していたのは敵兵を絶叫させるためか……たちの悪い。

「合図を」

　たいまつを持った兵が手を野営地に向けてぐるぐると回す。

　すぐに野営地に残した兵が全方位に火矢を放った。

　火矢が周辺の草地を燃え上がらせる。

　もちろん普通の草は火矢程度の炎でこれほど燃えはしない。

　燃えているのは撒かれた乾燥藁、野営地を囲むそれは一気に燃え上がり、周囲一帯を照らし出す。

　映し出された敵兵は東に千西から千に南から二千程度だろうか。

　これだけの数の兵を闇の中で同時に動かすとは、我が軍には到底出来ない芸当だ。

　だが今となってはなんの利点もなく、ただむき出しの四千人に過ぎない。

「一斉斉射！」

　俺の大隊のみならず完全に身を隠した他の部隊や野営地にいる王軍からも矢が降り注ぐ、兵力差は即ち矢の数の差だ。

　逃げ惑う敵兵は矢に倒れ、足を滑らせて火に飛び込む者もいる。

「いいか！　突撃してはならんぞ。今は矢だけだ。絶対に行くな！」

　夜間で混戦になれば有効な攻撃ができなくなる。

　一方的に矢で射殺せる今が最高の状態なのだ。

「落ち着け、火に巻かれたわけではない！　この火は明かりに過ぎん！　すぐに野営地を離れろ。暗闇に逃げ込め！」

　敵指揮官の怒号が聞こえる。

　確かにそうだ、乾燥藁の量も知れているし到底全体を焼き殺すような火ではない。

「だが、もう逃げられない」

　レオポルトは弓隊へ更に外周への攻撃を命じた。

　再び火が付き闇夜を照らす。

　野営地近くとは違い、全周ではなく一部、最短ルートの逃げ道だけを火の壁で塞ぐように藁は置かれているのだ。

　そこで奇妙な光景が展開する。

　火から逃げようと走る兵士が次々と転んでいく。

　そして足を押さえて蹲り、苦しみの声をあげる。

「例の工兵隊か……」

「はい、簡単なことです。木杭を野営地に向けて低い角度で地面すれすれに埋めました。行きは踏んでいけますが帰りは足に刺さります」

　軽く土でもなすっておけば火があるとはいえ夜目に見つけるのは難しい。

　敵兵の逃げる速度が目に見えて落ちた。

　目の前に足から血を流して倒れる仲間が転がっているのだ。

　足元を確認しながら、おっかなびっくり進んでいくしかない。

　だが足が遅くなればそれだけ矢を浴びる時間が長くなる。

　剣が当たる音も馬蹄の音も無い。

　何しろ敵はこちらがどこにいるのかさえもわかっていないのだ。

　一方的に矢で撃たれ、火で焼かれ、杭を足に刺して倒れていった。

　火と矢に追い立てられるように本来逃げるべき道から外されていく。

「なんと無残な……」

　アゴールが呟く。

　敵を殺し味方を死なせない。

　戦争における究極の勝利とはこういうことだ。

　いいじゃないか、こういう戦いが出来るならいくらでもやればいい。

　だが力で押し切る戦いも必ず必要になる。

　俺とレオポルトの役割分担って奴だな。




　やがて空が白み始め、逃げそこなった彼らの前に中央軍主力一万五千が顔を見せる。

　既に半数以上が死ぬか怪我を負った彼らに生き残る望みはなかった。

　弓隊の独壇場であった夜戦の鬱憤を晴らすかのように騎兵と歩兵が襲い掛かる。

　逃げおおせた者は僅かで、多くのアークランドの若者が草原の露と消えた。

「これで敵の前哨部隊は消滅しました。後はこちらから国境を越えていけば敵は本軍を出さざるを得ないでしょう」

　レオポルトは煙が立ち上る中で表情一つ変えなかった。

「エイリヒにも伝えてある。俺の大隊が前に出て、奴らがやったようにいくつかの村を攻撃する」

　といっても、と嫌な顔を見せるアゴールに笑いかける。

「焼いたり殺したりする必要はない。旗を建てて占領を宣言するだけで十分だ。奴らが放置できるはずはないからな」

「激しい戦いになりますな」

「もちろんだ。そうでないと面白みが無いじゃないか」

　緊張するアゴール、無表情のレオポルト、笑う俺、三者はそれぞれの面持ちで進軍を開始する。
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　番外編　マリアの日常③

　時は遡って出撃命令が出る少し前

「ありゃ？　あれはカトリーヌさんじゃないですか」

　夕食の材料を買いに出た市からの帰り道、家の前を通り過ぎるカトリーヌさんを見かけました。

　声をかけようとしましたがそのまま通り過ぎてしまいます。

　何か用事があるんでしょうか？

　気にせず家に戻ろうとして足を止めます。

　例の赤いハンカチが家の柵に結んであるではないですか、あんなに大事そうだったのにまた落として……と思いましたがしっかりと結んであるところから見ると、ただ落とした訳ではなさそうです。

　意味ありげだったのでそのまま放置して家に入ります。

　すると自室から出てきたエイギルさんと鉢合わせしました。

「こんにちわぁ！　今日の夕食はチキンステーキと野菜のスープですよぉ」

「あぁ、楽しみにしてる。……ちょっと出てくるよ夕飯には戻る」

「はーい」

　軍隊のお仕事でしょうか？　でもセリアちゃんが付いてないところを見ると私用でしょうか？　何故か気になって掃除がてら後ろ姿を追ってみます。

　すると……先程通り過ぎたカトリーヌさんが前の道をまた戻ってきたではありませんか！　カトリーヌさんは横目でエイギルさんをチラリと見て挨拶もせずに反対側に歩いていきます。

　あっ！　ハンカチを回収しました。

　エイギルさんも何も言わずにその後を追います。

「ちょっと買い忘れた物があるのでもう一度行ってきますねぇ」

　ミティに告げて私も家を飛び出します。

　あの二人はカトリーヌさんが孤児院に入ってから一度も会っていないはずですが……

　二人はオープンカフェのような場所に座りました。

　私もこっそり近くの席を確保します。

　地味な外見が役に立ちます。

「ローズはどうだ？」

「健康よ……ドロテアさんも優しい人で良くしてくれる。まだ仕事全然出来ないのにね」

「あいつはいい人間だからな。飯は良くなったか？」

「そうね、あなたがお金を出したんですってね。どうせドロテアさんの股を狙ってるんでしょうけど」

「否定はしないな。いい女を抱きたいのは性だ」

「あきれた性獣ね。それで……暑くなって毛布にしらみが沸いたみたいでローズがかゆがって……」

　エイギルさんはいくらかの貨幣を渡しているようです。

「子供の乳は？」

「出る前にたっぷりあげてきたからしばらくは大丈夫よ」

「なら行くか。俺にも乳を少しおすそ分けしてもらおう」

「はぁ……私きっとあの子が乳離れする前にもう一人抱えるわ」

「いやか？」

「嫌に決まってるでしょ！」

「ならやめてもいいんだぞ？」

「馬鹿いわないで、もう前から一週間よ……狂ってしまう。今日だって孤児院の男の子達や下品な屋台の男に欲情しかけたんだから！」

「なんでこんな淫乱になったのかな。まだ二〇そこそこだろ？」

「二二よ！　あなたが散々私の中をひっかき回したせいじゃない！　責任とって満足させなさい」

「なら今日はこっちもくれるか？」

　エイギルさんの手が股……というよりお尻に回ります。

「いいわ……そこも貴方のサイズになっちゃったし。好きに使えばいいじゃない」

　二人は腕を組んでくっついたまま、〝休憩用の宿屋〟に向かっているようです。

「赤子を置いて男を咥えに来るなんてすごい母親だな」

「人に聞かれるじゃない！　それに貴方とした後は母乳の出が良いからローズのためでもあるの！」

「良く出るのか？」

「えぇ……噴水みたいに……」

　何の話をしているのか、これ以上はさすがに進めないので切り上げます。

「続いてたんですね……それにしても」

　殿方が女の胸ばかり見るのは仕方ないですけど、カトリーヌさんもエイギルさんの股間ばかり見て話してましたね。

　尻を撫で付けられた時の恍惚の顔も周りのお客がびっくりするようなだらしない顔でした。

　そもそも週一では狂うぐらい男を欲しているんですね。

「ノンナさん達が言うとおり、本当に淫乱な方なんですねぇ」

　愛しい男が他の女を抱き、あまつさえ母乳まで飲んでいるだろう中で作る料理には愛憎がたっぷりと入ってしまいそうだ。

「ノンナさん達にばらしてしまいましょうか？」

　笑いながらミティと厨房で料理、いつもの日課だけどミティの様子はどこかおかしかったです。

「いつもの笑顔と違う……魔女が鍋を……ごめんなさい！」

　うふふふふふふふふ
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　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　階級　中央軍第三混成大隊長

　部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一八〇騎・軽騎兵二〇騎

　　　三個歩兵中隊　各二〇〇人長槍・弓・ボウガン装備

　　　工兵隊　　　　二〇〇人

　計　千名

　軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　現在地点　ゴルドニア南部国境地帯

　戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

戦争編始まります。










第45話　アークランド戦争②　民の戦い







「抵抗する者は斬れ！　民には手出しするな。特に女は優しく扱え！」

　俺の大隊は国境をアークランド側に越えて目に付いた村々を襲っている。

　襲うといっても村を焼き払って村民を斬り殺すわけではない。

　警備隊を蹴散らして領主の館を焼き、ゴルドニア王家の旗をたてるだけだ。

　こんなことをしてもなんの意味もないが民の前で領主の館を焼いてやればアークランド王家の威信を貶めることになるらしい。

　本隊に先行して街道を進む俺達は偵察の役目も担っているのだ。

　対応しきれない敵が現れたらすぐに早馬を出して一目散に逃げる算段になっている。

「ゴルドニアの豚が！　覚悟～！」

　気勢を上げて斬りかかって来る騎士の両手を吹き飛ばし足蹴にした。

　仲間だろうか、小さな石造りの砦から更に三人ばかり飛び出してくる。

「名のある将とお見受けする！」「我らムート村警備隊最強の三人衆！」「ぐあああああ!!」

　口上が長いので終わる前に一人をぶった切ってやる。

　すると俺の脇から飛び出したセリアが剣を二度振り、後ろに跳ねて戻ってきた。

　数瞬おいて二人の男の喉から血が噴き出し、崩れ落ちた。

「お怪我はありませんか？」

「あんな喜劇役者に倒されたりせんよ。片付いたか？」

「はい。大した兵力はいませんでしたので」

　この村の領主の館は半城のようになっていたが所詮は村人の反乱に備える程度のものだ。

　周り中から火矢を撃ち込まれては対抗のしようもなく、業火に包まれようとしていた。

　火の中から騎乗した騎士が飛び出してくる。

　恐らくこの村の領主騎士なのだろうがさすがに多勢に無勢、一人の歩兵を斬った所で体中に槍を突き立られて絶命した。

　館も既に燃え盛っており、家人がいても生きてはいないだろう。

「民の代表を呼べ。国旗を掲げさせよ」

　村人は村内の一箇所に集められていた。

　別にこれからどうこうしようと言うわけではなく、家に残られると残党と民の区別がつかないからだ。

「この村の村長にございます……なにとぞ命だけは……」

「殺すならとっくにやっている。国旗を村の入り口と村の中心に立てろ。それと今夜は我々はここで野営する。開けた場所はないか？」

「この村で、ございますか？」

　村長は脅えた顔を見せる。

　一〇〇人も居ない村だ、一〇倍の兵士が近くにいるとなれば不安にはなるだろうが、既に日も傾いている。

　村の近くなら井戸も使えるし都合が良い。

　彼らの不安にまで配慮してやるつもりはなかった。

　過度に村民と関わるつもりも無い。

　もういいと村長を下がらせてセリアを横に呼ぶ。

「奴らが裏切って我々の位置をアークランドに知らせるかもしれません」

　それはない。

　村内に部隊の駐屯を許し、国旗を掲げさせている時点で村全員が裏切り者と見なされる。

　軍を呼んだりしたら自らが皆殺しに会うだろう。

「心配ない。日が昇ったらさっさと出発だ。お前も早く寝ろ」

　だがセリアは俺の前から離れない。

　潤んだ目で見上げてくるのでベッドに座ると足の間に入ってきた。

「楽にして下さい。全部私がしますから」

　セリアがズボンから男根を引っ張り出し、いざ咥えようと口を開いた時に外から呼ぶ声がした。

「隊長様、夜遅くに悪いんですがお話があるんです」

　セリアが舌打ちするが、口技を受けているから待てとも言えない。

　天幕から入ってきたのは女、まだ若いがいかにも賢そうな締まった顔をしている。

　そして目立つのは巨大な胸、ノンナ程ではないが娼館でも滅多にお目にかかれない程だ。

「あたしは村長の娘、［ヨグリ］と言います。隊長さんにお話があってきたんだ……です」

　一応敬語で話しかけて来るが使い慣れてないのか不自然だ。

「村長には話はもうないと言ったはずだが？」

「……」

　セリアもさっさと帰れと睨みつけている。

「話は簡単、あたし等も一緒に戦いますってことです」

　この女は何をいってるんだ。

「あたしらは今の王に散々苦しめられたからね。でも自分達だけじゃ王国の軍にはとても歯が立たない。奴らをぶっ壊せるんなら誰にだって付くよ」

　俺もかなり前にアークランドの村人達が集団で蜂起したのを見たことがある。

　この村にいるのも老人と女子供ばかり、若い男は病気で動けない一人だけ、しかも皆食べ物が足りていないのかやせ細っている。

　過酷な環境にあることは一目瞭然だ。

「だが民衆が蜂起するとしてまとめ役は村長か？」

　彼にそんな度胸があるようには見えなかった。

「違いますよ。父は一応村長だけどそんな気概はないですからね。普段からこの村の事はあたしが決めてるんだ。だから今回のまとめもあたしなんだよ」

　俺もセリアも渋い顔をする。

　農民達の蜂起は国内をかく乱する意味でも面白いが、彼らがまともな戦力になるとは到底思えなかった。

　肉の壁としての使い道しかない彼らに水や食料を補給する意味があるとも思えない。

　老人や女の足では我々についてこれず行軍速度も落ちるだろう。

　断ろうと口を開いた所で、ヨグリが服を全て脱いだ。

「なんのつもりだ？」

「信用してもらうための人質、後はご機嫌取りの貢物ってところかな」

　全てを脱ぎ捨てて迫ってくるヨグリの立派な胸に手が伸びかけるがセリアが横から突き飛ばした。

「無礼者！　貴様のような淫婦をお抱きになったらエイギル様が穢れます」

「痛いなぁ……淫婦ってあたし処女だよ？　隊長さん、処女引き裂いてみたくない？」

　大いにやりたいがセリアをお預けにしてこの女を抱いたりしたら彼女が暗殺を試みかねない。

「今は抱かん、お前らが言っている事、隊内で協議してみる。服を着て戻れ」

「今は……ですかエイギル様……」

　良く考えたら処女の肉体につられて譲歩した事になるんだな。

「よいのではないでしょうか」

「民を戦に駆り立てるのはどうかと思いますが象徴にはなるでしょうな」

　レオポルトとアゴールを叩き起こしてヨグリの提案を協議する。

　二人とも意外にも賛成のようなので理由を聞いてみる。

　まずはアゴールだ。

「彼らを引き連れることは、民が味方している我々の正しさを広めることになります。もっとも戦場では役に立たないでしょうから後ろに下げておく必要がありますが……」

　次はレオポルトだ。

「彼らは純軍事的にも役に立ちます。民衆とは転がる雪玉のようなもの、百が動けば千が動き、千が動けば万が動きます。この村の民を連れまわせば、他の困窮し不満のたまった村々からも参加者が増えて人数は膨らむでしょう。数が揃えばどんな未熟な兵でもそれなりに使いようはあります」

「だが人数が集まってもそれを維持する食料は無いぞ？」

「自分の村からいくらかの食料を持ってこさせましょう。徴発となれば反感を買いますが、自分達で食べるならば大したことはありません。それでも続かなくなったら、適当な敵部隊にぶつけて損耗させてやればよいだけのこと」

「また貴様はそんなことを！」

　アゴールが食って掛かるがレオポルトは気にせずに続ける。

「いずれにせよ、我々が民衆と共同で動くことそのものが敵にとっては脅威です。何しろ圧政で反乱の温床は国中にありますからな。敵は早急な対処を迫られ決戦を急ぐ、それだけでも意味があります」

「敵にぶつけるかどうかはともかく、連れて歩くことは決定だな。行軍速度を損なうからある程度体力のあるものだけを後ろからついてこさせるか」

　両者異存がないようで小さく頷いた。

　セリアだけは不満ありありの様子だが軍事的な決定に口は出さないようだ。

「エイリヒにお伺いを立ててる時間はない。独断で事後報告だけしておくか……」

　あいつなら少々無理を言っても大丈夫だろう。

「もし否定されたなら、彼らが勝手について来て、敵に全滅させられたことにしましょう」

　レオポルトの余りの発言にアゴールと言い合う声を聞きながら会議の終了を告げて個人の天幕に戻る。




「で、犯るんですか？」

「セリア、下品な言い方をするな」

　お前にはいつまでも清くあって欲しい。

「処女を食べるのは久しぶりですね」

　セリアは俺の性生活をかなり把握している。

　それだけ一緒に居る時間が長いからだと思っておく。

「食べはしない。悪く行けば切り捨てることになるかもしれない民の長だ。奪うのは戦争が片付いてからだな。それに先約がいるだろ？」

　セリアの不機嫌顔が明るく変わる。

「任せて下さい！　あのおぼこ娘には負けません」

　お前もおぼこ娘だろうに。

　その夜は村人にヨグリが俺の女になったと思わせるために同じ天幕に泊まらせたが指一本触れず、セリアの濃厚な口技を見せるだけだった。

　年下の少女が見せる慣れた情交をヨグリは顔を赤らめて食い入るように見つめていた。

　発射した精を少しだけ掬って口に入れてやると顔をしかめて苦いと訴える。

　こういう初々しい反応も可愛いもんだ。




　一夜が明け、俺の大隊は出発準備を完了している。

　ヨグリの率いる村人の集団、（便宜上義勇兵とすることにした）の人数は五〇名ほど、年が行き過ぎた者やあまりに幼い子供、そして動けない病人を除いたほぼ全員で、農機具や狩猟用の弓、木槌で武装しており、鎧はつけていない。

「これだけ連れて行くと村が崩壊するだろう。これは戦争だ、全員生きて帰れるとは到底言えないぞ？」

「覚悟の上だよ。このままでもどうせ村は滅びちゃう。みんな、ゆっくり死んで行くぐらいなら生き残る可能性に賭けたいの」

　そこまで言うなら気を使うこともあるまい。

　死に方ぐらいは自分で選ぶのもいい。

「全隊出立！　中隊ごとに予定の進路をとれ！」

　ヨグリの情報によるとこの先は小さな村が点在し、一日進んだ所に比較的大きな町があるそうだ。

　まずは中隊ごとに各村を襲撃させて町の手前で集結させる計画だ。

　工兵は俺が直接指揮する第一騎兵中隊に随行させた。

　騎兵の機動力を殺すような編成だが、今回は駆けるような戦い方はしないので問題は無い。

　義勇兵は各中隊に分散し、各村に姿を見せることにした。







「すごい……」

　ヨグリが声を漏らす。

　襲撃した村は住人一五〇人程度とヨグリの村よりはかなり大きく、領主の館に詰める兵士も多かった。

　だが二〇〇名の騎兵からすればアリの大小の違いに過ぎない。

　踏み潰しておしまいだ。

　わずか一〇分程の戦闘で兵士は骸と化し、領主は捕らえられその場で首を刎ねられた。

　燃え盛る領主の館を背に俺は村の占領を告げる。

　ここからがヨグリの出番だ。

「時間はかけられない。一時間で説得しろ」

「皆さん！　私は………………」

　領主の兵を瞬く間に始末したのが良かったのか、それとも並んだ重装騎兵が勇ましく見えたからか、いくらかの民が義勇軍に加わるが、ヨグリの村より反応は鈍い。

「王様の鉄槍騎兵に勝てるわけねぇ……負けたら皆殺しになるぞ……」

「どの道、領主の館を焼いたんでおしめぇだ、いっそ皆で逃げる準備でもするけぇ？」

　ひそひそと村人が話している。

　長年の圧政で王と軍への恐怖は染み付いている。

　彼らが本格的に俺達を信じるには大きな勝利が必要だった。

「思ったよりも少ないですが、元よりそれほど当てにしていたわけではありません。これ以上時間を割くことはないでしょう」

　レオポルトの意見に俺も賛同する。

　今日中に目標の町につかないと他の中隊とはぐれてしまうことになる。

「出発だ！　自分の分の食料を持ったら隊に続け」







　目標であった町、ヨグリによると［ダトロンの町］というらしい、近郊に到着したのは日もすっかり傾き夜も近くなってからだった。

　他の中隊は既に到着している。

　三つの中隊はどれも問題なく村を制圧していったらしい。

「義勇兵もそれなりに集まりました」

　義勇兵は全て合わせて約三〇〇名、一個中隊以上の規模になった。

　戦闘では盾ぐらいにしかならないかもしれないが……

「村の者が人質も兼ねて女性を差し出して来ましたが、頂いても構わないですよね？」

　カールの傍には彼にしなだれかかる女性、熱い目で彼を見上げて息を荒げている。

　俺に聞くまでもなくもう抱いてしまっているだろうが。

「規律がある。目に着くところでは控えろ」

　どの口が、と言いたげな顔でセリアが俺を見るが気にはしない。

　トップとは傲慢なものなのだ。

「さて、何より肝心なのは目の前の町の攻略だ」

　まだそれなりに距離はあるが、平原に作られた町は今までの村とは規模が違う。

　ヨグリによると二千人近い住民がおり、周辺の村々の中心的存在として一帯を支配する貴族が館を構え、普段から三〇〇程度の兵士がいるとのことだ。

　我々の工兵、義勇兵を除いた実質兵力は八〇〇、圧倒的有利とも言えるが、

「力攻めでは厳しいですな」

　町の周りには石が積まれ、各所に木組みの見張り台が見える。

　今までの村のように獣除け程度の柵ではなく、本格的な街壁を備えていた。

　レオポルトの言うようにこれを力攻めにするには相当な被害を覚悟せねばならないだろう。

「周りを囲んで火矢でも射掛けてみたらどうだ？」

「壁の上に立つ敵の矢が先に届くので結局被害は大きくなります。それに町ごと焼いては義勇軍を集める策は使えなくなります」

　確かに町人ごと焼き払ってしまってはまずいかもしれないな。

「では、後続を待ちましょうか？　三日も待てば追いついてきます。そうなれば奴らも逃げるか降伏するのではないでしょうか」

　アゴールの言うとおり、攻城兵器も備える本隊にとってはこの程度の町も街壁も一揉みだ。

　だがそれでは俺達が先行した意味がなくなる。

　本隊に陣をしかせ、攻撃準備を行わせればそれだけ行軍が遅れてしまう。

　ここはなんとか俺の大隊だけで片付けたかった。

「いや、なんとか俺達だけで片付けたいな。なんとかならんものかな」

「力攻めも火も使えないとなると、間者を送って門を開かせるぐらいしか……」

　アゴールも考え込んでいるが名案はないようだ。

「では敵に門を開けさせましょうか」

　レオポルトが口を開く。

　こういう時のお前だ、頼りにしているぞ。

「まずは今夜、荷馬車に大量の松明をつけて歩かせます。これで我が軍のほとんどが移動したと思わせるのです」

　それぐらいならば簡単なことだ。

「次に翌日、あの町から見えるのは我々が今いる丘までですから、丘の反対側に兵を伏せれば奴らからは見えません。そこに騎兵と歩兵中隊二つを隠します」

「やりたいことはわかったがここから町までは距離がありすぎる。奴らが油断して門を開いても、駆ける間に簡単に閉じられてしまうぞ？」

「はい。ですので奴らにここまで来て頂きます。ここまで呼び寄せてこれを叩き、逃げる敵と団子になって町に飛び込めば奴らは門を閉められません。仮に見捨てて閉めるならば外に出た敵は容易に撃滅できますので後は力攻めでも十分落とせます」

「呼び寄せる為の部隊が中隊一つか」

「そうです。そして何より大事なのは義勇兵です」

「義勇兵は実戦には使えんぞ？　指揮系統もいい加減だ」

「敵もそう考えるでしょう。我々は町の攻略を諦めて主力を移動、残った部隊は二〇〇と義勇兵が三〇〇です。これでも敵にすれば野戦を挑むには覚悟のいる数です。しかし寄せ集めの義勇兵が暴走して攻撃を開始、もちろん反撃を受けて敗走……そして混乱に歩兵中隊も巻き込まれて陣営を乱す……貴方が敵の指揮官ならばどうしますか？」

　もちろん追撃するに決まっている。

　城の兵は三〇〇、混乱した義勇兵など戦力にならないから二〇〇対三〇〇で勝ちを狙える。

「城の中に思った以上の兵がいる危険はないか？」

「いれば夜が明け、我々の主力がいないと判断した時点で仕掛けて来るでしょう。そうなればどの道我々のみでの攻略はできません。丘を出て救援に向かい後続を待てば良いのです」

　アゴールが口を開いた。

「話はわかった。だが我々の歩兵中隊はともかく義勇兵にそんな器用な真似ができるのだろうか？　看破されれば矢を射られるだけで無駄死にだぞ？」

　レオポルトは何事も無い様に言い放った。

「彼らにそんな演技ができるとは思っていませんよ。最初から彼らには何も教えないのです。ただ「全力で街を攻撃せよ」と命令を伝えるだけなのですよ」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　翌朝　アークランド陣営　ダトロンの町

「どうやら危機は去ったようだな」

　町の周辺の村々を統治する［コルトーザ＝ダトロン伯爵］は安堵の息をついた。

　彼の館は町一番の高台にあり、町の周囲が見渡せるのだ。

　前日の夕方に現れたゴルドニアの部隊は見張りの報告通り、夜のうちに移動したようだ。







「どうなることかと思ったが」

　敵の数は千を優に超えていた。

　周辺の村で狩り集めたのか、土民どもの集団も混じっていたがそれを抜いても強力な部隊だった。

　この町にいる兵士は三〇〇と少し、力攻めでこられたら危険な兵力差だった。

「こんな所にまで侵攻を許すとは前哨隊は何をやっているのか！」

　醜く太った体を揺らして憤る。

　ダトロンの町はゴルドニアとの国境地域と言える地域ではない、この町が要塞化されているのは近年多発する農民の反乱に備えてのことなのだ。

　その防御力に注目されてゴルドニア国内で暴れているはずの前哨部隊への補給物資集積場となっていた。

　前日から前哨部隊が壊滅したと語る愚か者がちらほら逃げてきたらしいが全て首を刎ねてやった。

　大方恐怖で狂って隊から逃げてきたのだろう、栄光のアークランドの名に泥を塗るゴミ共だ。

　次の物資の運搬に向けて市内には大量の食料や矢、飼葉が運び込まれている。

　もし万が一敵に町が落とされるようなことになれば、全て奪われることになる。

　そうなれば彼の伯爵位も危うい。

「敵の残存兵力は二〇〇と土民風情のみ！　打って出て撃破致しましょう！」

　配下の騎士が気勢を上げるが三〇〇対五〇〇だ。

　土民どもも壁にはなるだろうから互角の戦いになるかもしれない。

　この状況で危険を犯す必要はない、町を守りさえすればいいのだ。

「無理に打って出てなんとする。我らが役目は町の防衛と物資の運搬だぞ。へばりついている奴らなど今に北部軍団がやってくれば蹴散らしてくれよう」

「あのような奴ら、我らだけでも！」

　手柄が欲しいのはわかるがここで大損害を出すわけにはいかない。

　敵はゴルドニアだけではない、この機に乗じて反乱を起こす輩がいることも考えられるのだ。

　さて女でも抱こう、平民共から取り上げた女達を使用人として飼っているのだ。

　好きに陵辱して死ぬか孕んだら送り返してやる。

　今日は久しぶりに年増女でも苛めてみるか。







「敵襲！　敵が街壁に迫っています！」

　泣き叫ぶ女を押さえつけ、さあ事に及ぼうとしたところで見張りの大声に慌てて服を着る。

　女は服を持って逃げ去った。

　あの女、今夜は死ぬまで首を絞めてやる。

「どういうことだ？　敵は去ったのではなかったか!?」

「それが、残っていた兵のうち土民どもの方が叫びながら門に迫り、松明や油壺を投げつけて来ております！　木槌で門を壊そうとするものも！」

「おのれ！　下賎な屑が！」

　門は分厚い木製だが、火攻めに備えて前日から水と泥をかけているので燃え上がりはしない。

　群がった兵は罵声を浴びせ、気勢をあげるができることは火をかけることと、一部の者が木槌で門を叩くぐらい。分厚い門はびくともしない。

「いつまで好きにさせているのか！　矢を浴びせろ！　皆殺しにしろ！」

　門近くの壁上からバラバラと矢が降り注ぎ、悲鳴が聞こえ始める。

　そんな光景がしばらく続いたが後方の数人が逃げ出したのを皮切りに一斉に崩れ、一気に後ろへ逃げ始めた。

「ふんっ！　調子に乗るからこうなる。おとなしく畑でも耕しておればいいのよ！」

　だがここで驚くべき光景が現れた。

　遁走する農民達に巻かれて敵の正規軍と思われる部隊の身動きが取れなくなっているのだ。

　後方から観察し、隙を狙っていて墓穴を掘ったに違いない。

「敵は大混乱です！　今ならば撃破できます！」「千載一遇の好機です」「出撃をお命じ下さい！」

　騎士達が一斉に詰め寄ってきた。

　確かに今ならば容易に撃破できそうだ。

　奴等の主力も夜のうちに移動したならば相当に遠くまで行っていて、援軍には来られないだろう。

　何より最初にゴルドニアを破ったのがこの俺と言う名誉も悪くない。

「よかろう、出撃を許す。ただし深追いはするなよ！」

「「「はっ！」」」

　騎士達は一瞬も惜しいとばかりに自らの隊へと戻っていった。

「奴等の最後を見てくれよう」

　テラスに出た俺は女に酒を注がせながら勝利の約束された戦いを眺めることに決めた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

　階級　中央軍第三混成大隊長

　部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一八〇騎・軽騎兵二〇騎

　　　三個歩兵中隊　各二〇〇人長槍・弓・ボウガン装備

　　　工兵隊　　　　二〇〇人

　　　義勇兵　　　　三〇〇人

　計　一三〇〇名

　軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　現在地点　アークランド領北部

　戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

　　　村占領ｘ８
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　丘の稜線からわずかに顔を出して戦況を確認する。

義勇兵達は敵の追撃を受けながら敗走している。

少なくない被害も出ているようだ。

　支えるべき正規軍歩兵中隊も混乱に巻き込まれたのか防御に徹しながら後退するばかりだ。

城門からは次々と敵の騎士や兵士が出てきて戦力差は更に大きくなっていく。

　戦況は最悪で全てが悪い方に向かっていて、そして何もかも予定通りだった。




　一目散に逃げる義勇兵が丘を登りきった所で一騎の軽騎兵が丘に登りラッパを吹きならす。

途端に逃げるばかりであった歩兵中隊が足を止め、見事な方陣を組んで踏みとどまる。

　逃がすまいとばかりに出てきた敵の増援が追いつき、丘のすぐ下で大乱戦を演じている。

「「「突撃ぃぃ!!」」」

　全中隊長の声が重なる。

ここから先は敵との競争だ、弓の援護も細かい陣形も必要ない。

ただ逃げる敵よりも早く城門にたどり着くのだ。

　突如駆け下りてくる四〇〇の兵に、敵は謀られたことを知って目に見えて焦り始めた。

そしてその焦りは二〇〇の騎兵の突進によって恐慌となった。

　騎兵隊は俺を先頭に敵部隊に飛び込む、兵隊には前の敵のみ排除せよと厳命してある。

群がる敵兵を突き破るようにして一直線に城門に向かう俺達を遮るものは何もない。

　ほとんどの敵兵は後ろにいる。

これでは門は閉められないと安堵したが、予想に反して門は徐々に閉まり始めていた。

「ここで閉めても町の中には兵士がほとんどいない。守りきれんだろうに……」

　指揮官が馬鹿なのか兵士の独断か、突出した騎兵隊も間に合わない。

「シュバルツ、行くぞ！」

　腹を足で叩く、黒い巨体馬は見る見る加速し、騎兵隊をも置き去りにして飛び出していく。

門はゆっくりと閉まっていき、既に一人が通れる程も開いていない。

　完全に閉まる直前、俺はシュバルツから飛び降りると勢いそのままに槍を叩き付けた。

貫き通すことはできないが僅かに開き、向こう側で兵士が閂をかけようとしているのが見えた。

「ひいっ！」「化け物か！」

　兵士達が悪態をついているが構っている時間はない。

背中からデュアルクレイターを引き抜くと門の隙間から一閃。

閂に使われていた鉄板が両断された。

「嘘だろ！　鉄を切りやがった」「なんて怪力……いや剣がやばいのか!?」

　どっちもだよと門に手を付いて押し続ける。

閂がかからないのなら力比べだ。

こちらは俺一人、向こうは何人いるのか知らんが、扉はゆっくりと開いていく。

「そいつを殺せ！　突破されたら終わりだぞ！」

　慌てて町に戻る兵士達が俺に襲いかかろうとしている。

「体勢が悪いか」

　押しながら剣で戦うのはつらい。

　だが援軍が現れた。

「エイギル様！　後ろは任されます！」

　追いついたセリアが騎乗のまま迫る敵の首を掻ききった。

馬から飛び降りると俺の背中で後ろを向き、剣を構える。

「無理するなよ！」

　俺は門を押すが先程より向こうの人数が増えたのだろう、ほとんど動かない。

背中からはセリアが打ち合う音が聞こえる。

あまり時間をかけるとセリアも持ち堪えられないだろう。

「俺もやるぞ」

　図太い声が迫ってくる。

見れば２ｍを優に超える巨体が敵を跳ね飛ばしながら大股で向かってくるではないか。

最初オークでも現れたのかと思ったが、マックが出番の無い工兵隊を置いて助けにきてくれたらしい。

暑苦しいが良い男じゃないか。

「ふん！」

　何故かマックは上半身の鎧を脱ぎ去ると半裸で門に手をついた。

「ANGAAAAAAAAAAAAAAA!!!」

　マックが叫ぶと同時に、奴の筋肉が盛り上がり汗が飛び散る。

立ち上る男の匂い、鼻が曲がりそうだがそう言ってもいられない。

　二人で押し込むと門は徐々に開いていった。

そして遂に人が通れる隙間が出来たところで俺が中に飛び込んだ。

「はいってきたぞ！」「殺せ！　はやく！」

　こうなってしまえばこちらのものだ。

　門を押していた兵士を五人程斬ってやると均衡は崩れ、たちまちマックの力に押されて完全に開いてしまう。

最後まで抵抗し、門と街壁に挟まれた兵士達から果物を絞ったような音が聞こえて赤い絨毯が広がった。




「道は開いた。第一騎兵中隊、突撃せよ！」

　逃げ込んで来る敵は歩兵隊が挟み撃ちにして数を減らしている。

後は俺達がこの町の中枢に殴りこめば終わりだ。

「セリア怪我はないか？」

「大丈夫です！」

　だが見れば剣がかすったのか頬に小さな傷を作っている。

「こんなものほんのかすり傷です」

　強がるセリアの肩を掴んで傷口を舐めてやった。

身を震わせて真っ赤になるセリア、そして俺は女と血の匂いをかいで更に闘争心を高まらせる。

　町は全ての扉が閉ざされ、扉の前に物が積まれている家もある。

町民達も自分達を守るのに必死なのだろう。

こっそり外に出ていた少年を見つけたがすぐに母親が飛んできて泣きながら地に伏せていた。

「エイギル様！　前です」

　領主の館に通じる道の途中、箱やら家具やらを積み上げた防壁があり、その後ろに武器を持った町民が並んでいる。

「貴様らには国王陛下から町に住むことを許された大恩がある！　最後の一人まで戦い町を守り抜け！」

　その更に後ろには馬に乗った騎士らしき男が監督しているようだ。

騎士の勇ましい声とは違い、民の顔は泣きそうに見える。

「伯の館に行かせてはならぬ！」

　二人の馬に乗った騎士が切りかかってくるが手ごわくは無い。

一人は首を、一人は手を失って落馬する。

町民を切りながら進むのも気分が悪い、少しばかり脅してやるか。

「道を空ければ何もせぬ！　空けねばこうなる！」

　シュバルツに乗ったまま、手を失って地に倒れてもがく騎士に寄せていく。

「やっ！　やめろ！　たすけてくれーーぐえっ!!!」

　潰れたような悲鳴と聞くに耐えない音、後ろにいる騎士は激昂し、民は震え上がった。

「さあどうする！」

「貴様ら！　あのような蛮族に背を向けるは王陛下への背信も同じ、逃げるものは叩き切る！」

　民はあきらかに逃げたがっていたが後ろに剣をかざした騎士がいては逃げられまい。

　この距離だと……いけるかな。

　俺は槍を振りかぶって投げ槍のように投擲した。

咄嗟に狙われていることを知った騎士が盾を掲げるが、重量１５ｋｇの怪物槍は容易に盾ごと騎士に突き刺さった。

投げにはあまり自信がなかったがうまいこと当たってくれたな。

「得物を投げるとは……ひれ……ひれつ……ぐぶっ！」

　騎士が斃れ、俺が剣を抜いて近づくと農民達は蜘蛛の子を散らすように逃げ散って行った。

「きゃん！」

　武器とも言えぬ短い棒を持たされていた女が倒れてしまったようだ。

進む俺の前で腰が抜けてしまったのか頭を抱えて震えている。

何もする気はないが道の真ん中で丸まられると邪魔で仕方が無い。

女を持ち上げると殺されると覚悟したのだろうか、泣き濡れた目を開くがなかなか美人だ。

　キスをしてから道の端に置いてやった。

「しばらく隠れていろ。すぐに終わる」

「えっ！　あっはい……口を……吸われた？」

　女は何が起こったかわからないようだ。

「股まで手を伸ばすのかと思いました」

　セリアが俺の横でくすりと笑う。

こいつも戦場で軽口が叩けるぐらい場慣れしてきたらしい。

まだ少女と言える女が戦場慣れするというのもおかしいが、もうこいつは俺の隣にずっといるつもりなのだろう。

　ダトロンの町はそれほど大きいわけではない。

障害がなければ門から領主の館まではほんのわずかだ。

　高台にある館の前では兵士が槍を構えて抵抗の姿勢を見せているが、数はほんの数人だ。

やはり先程の追撃でほとんどの兵を町の外に出してしまったのだろう。

　二〇〇対数人、もはや嬲り殺しは間違いない。

それでも逃走せずに任務をまっとうしようとする姿はアークランド軍の規律と士気の高さを証明しているようだった。

　彼らの意志を尊重すべく、全員を切り倒して扉に手をかけるが内から鍵がかけられているようだ。

この期に及んで往生際の悪い、きっと豚のように外見も心も醜いに違いない。

「火をかけますか？」

　領主の館だけなら燃やしても何の問題も無いが、今までの村と違った豪華な建物だ。

何か重要なものが押収できるかもしれない。

火をかけるのは勿体無いし、扉を挟んでの力比べはもうたくさんだ。

「よし、こいつにしよう」

　倒れた兵士の中で一番体格が良く重厚な鎧を着込んだ者の背中に槍を突き刺す。

「ぐおっ！」

　なんだ、生きていたのか、悪いことをしたな。

　男を槍に刺したまま全力で扉に叩きつけた。

槍と合わせて重量は１００ｋｇを優に超えるだろう。

破城槌の代わりだ。

　一度目で扉がひしゃげたが、まだ完全に開いてはいない。

回転を利用して二度ぶつけた所で厚い扉が壊れて内側に倒れこんだ。

　これで生きていたら大したもんだと思ったが残念ながら息絶えてしまったようだ。

慌てて飛び出してきた邸内の騎士二人を黄泉への道連れにしてやったから悪く思うな。

　圧巻の光景に立ちすくんでいた部下達に馬を下りて突入しろと指差す。

「決着はついた。武器で抵抗してこない限り殺さずに全員生け捕りにしろ！　女は抵抗しても殺すなよ」

　甲冑を着込んだお前達がナイフでも振り回す女に殺されるならそのまま死んだ方がいいだろう。

　一斉に部下達が館に突入していく。

かなりの広さだがあれだけの人数を入れた、決着はすぐだ。

「私としては女こそ殺してしまいたいのですが」

「お前はやりそうだから俺の傍に置いてるんだよ」

「ただエイギル様に刃を向けたら刻んでやります。それは譲れません」

　セリアの前で無駄な抵抗をする女がいないことを祈ろう。







　決着はついた。

町の外では敵は包囲、殲滅され、生き残った者は降伏し、縄でつながれて町内に戻される。

そして邸内からは少々の戦闘音の後、顔を伏せた男達が外に出てくる。

「私が……コルトーザ＝ダトロンだ……」

　引きずり出された領主は思ったとおり醜悪な豚だった。

どこかで似た奴を見た覚えがあるが思い出せない。

　重要人物はこいつを含めて三人。

政務官のなんとかとこいつの息子が一人だ。

　取り巻きと思われる騎士が何人かいたが貴族の名乗りを上げようと剣を掲げた所で部下が滅多刺しにしてしまったらしい。

別に切りかかろうと剣を向けた訳ではなかったのだろうが、俺の部下に貴族の儀典とやらに通じている奴はほとんどいない故の悲劇だ。

今度少しばかり教えるとしよう、レオポルトあたりが。

「エイギル＝ハードレット、ゴルドニア準男爵だ。この町はゴルドニアの支配下に入る」

　後の二人が名乗ろうとするのを制する。

どうでも良い事は聞きたくない。

「まず、この町はゴルドニアの占領下となる。お前らは処刑だ」

　三人の顔が引きつった。

「降伏した相手を処刑とは貴族の礼を知らぬのか!?　野蛮人め！」

「必ず北部軍が貴様らを皆殺しにする。我らを生かしておけば恩情があるかもしれんぞ！」

「その北部軍だな」

奴らの情報が知りたいのだ。

「お前達が生き残るには俺に興味を持たせる情報を提示する必要がある。それができれば全てを教えた後、解放してやる気になるかもしれんぞ」

「そのような裏切りができるわけがなかろう！」

　豚は外見に似合わず忠義者らしい。

「なら予定通り、全員を処刑するだけのこと。こちらは益も損もない。構わんぞ？」

　三人は黙り込む。

豚息子は目に見えて脅えているが、見るからにアホそうだ。

こいつがしゃべっても碌な情報はないだろう。

「もうじき日も落ちる。飯ぐらい食わせてやるから三人で良く考えろ。誇りを守りたいなら翌朝叶う」

　それだけ告げると合流したレオポルトに目で合図してその場を離れる。

俺もレオポルトも三人が落ちると確信していた。




「こちらを見て下さい」

　アゴールに先導されて領主の物と思われる大型の倉庫に足を踏み入れた。

そこにあるのは膨大な物資、小麦粉に野菜の漬物、干し肉とより取り見取りだ。

今まで占領した村の状況から考えると、とんでもない量だ。

「恐らくこの町はアークランドの物資集積場所になっていたんでしょうな」

　俺達が叩きのめした前哨部隊の奴らも荷馬車隊を連れて居なかったが、ここから食料を得て動いていたわけか。

「かなりの量です。我々だけなら数ヶ月分の食料ですが持ち運ぶ訳にもいきませんな」

　本隊に渡すのが最善だろう。

だが本隊は独自に物資を持ってきている。

余って困ることはないだろうが、それほど重要ではない。

　そもそもゴルドニアはアークランドよりも経済的に何十倍も豊かだ。

敵の物資に頼って戦うようなことはしなくても良い。

「なら民を集めて戦勝祝いに宴会でもやってしまえ」

「よろしいのですか？　本隊に聞かずとも」

　アゴールは真面目だからな。

「この町の奴らと我々が一日無茶苦茶食ってもたがが知れている。責任は俺が持つから気にするな」

　それに全体的には圧勝だが義勇隊だけはひどい目にあっている。

少しばかり労いがあってもいい。

　義勇隊のところにも行ってやるか

「よう、生きてたか」

「……戦に必要な策だったのだろうけど、いっぱい死んだよ」

　ヨグリはやはり怒っている。

当て馬のようにぶつけられては怒るのは当然か。

「統率のとれた正規軍があのような失態を晒せば不審だし、わざとらしさも出る。農民兵だからこそできた作戦だ」

　嘘はない。

だが心の底では戦いに志願した以上、死ぬのは当然の思いもある。

例えそれが俺達に誘導されたものであってもだ。

「悪かったとは言わん、必要ならまた同じことを命令するかもしれん」

　ヨグリは少し考え込んでいたが明るい顔を見せる。

「わかった！　次も頑張るよ。みんなも説得する！　だけど……」

　笑みが消えて真剣な顔で俺を見る。

「戦いが終わって、ゴルドニアが勝って、アークランドの領土をあなた達が支配したら、私の村を優遇して下さいね……」

　これは直接的にきたな。

回りくどい言い方よりは分かりやすいが。

「私達は一番最初にあなたについて、一緒に戦って、死人も出た。だから賭けに勝ったらいい思いしたいじゃない」

「上が何をするかは知らんが俺はお前とお前の村を優遇しよう。これでいいか？」

「いい！　あ、あと私の純潔もついてくるから、その分も考えといてよ」

「勿論です。エイギル様に抱いてもらえる分を引いておかねばなりません」

　ヨグリと突如会話に入ったセリアが睨み合う。

微笑ましいとも言えるがセリアは本当に斬りかかる可能性があるので頭を撫でて連れて行く。







「早馬は出したか？」

「はい、ご指示通りに、明日の朝には届くでしょう」

　本隊には侵攻拠点として最適の町を確保したことを報告しておいた。

恐らく本隊はこの町に入ることになる。

先程の戦闘の折、何人かの騎士や兵士は南に逃亡していた。

遠からず町の陥落は連中の知るところとなる。

　地図で見てもこれ以上進まれれば敵首都を囲む城砦都市にも手が届く。

いつ決戦を挑んできてもおかしくない、より一層の緊張感が必要だろう。

「だが今日は周囲に脅威は無い」

　門も閉め直したし、見張りも立てた。

街壁に囲まれた都市を密かに夜襲することは不可能に近い。

「例の食料を町の者と兵士、敵の捕虜でも一兵卒には配ってやれ。ケチるなよ？　たっぷりとだぞ」

　セリアが俺の命令を各隊に伝えると歓声が上がる。

そのどよめきは兵士達から義勇兵、そして民へと広がっていき、祭りのような空気が漂い始める。

　町の人々は農村よりはマシとは言え、食糧事情はよくないようだ。

先程、口を吸った女も痩せてとても軽かった。

山と積まれた食料は住民達から俺の部隊への恐怖を消し、アークランドへの忠誠を減退させた。

　俺は騒ぐ民衆を尻目に元領主の館へと向かう。

やるべきことがあるのだ。







　館の中には使用人達がロビーに集められている。

領主と近い者が多いので解放するのは少し待たせたのだ。

わずかに男や老人がいるがほとんどが若い女ばかりだ。

「あの……私達はどうなるのでしょうか？」

　震える女達を代表して一人が声をあげる。

年は三〇に届きそうだがなかなかに美人だ。

　使用人達は皆きわどい服装をしており、家事よりも領主を性的に楽しませる為に集められたことはあきらかだ。

それも傷や痣を作っているものも多く、あまり丁寧には扱われていなかったように見える。

「領主は縄を打たれて転がされているし、兵士は皆死ぬか捕らえた。お前達は使用人の身分は失う、町に家族が待つなら帰ればいい」

　険しい顔をする女がいないのは一人として自ら望んで職を得たものがいないからか。

「帰る所が無い者は館の維持をしてくれ。いずれ俺達の本隊が来るからな。勿論給料は払うし食料も出そう」

　おずおずと一人の侍女が手を上げた。

「逃げようとしたら殴ったり首を絞めたりしないんですか？」

「女を痛めつける趣味は無い」

「帰っても家族に危害を加えたり……」

「俺はお前の家族など知らんぞ」

　わぁっ！　と歓声が上がり、女達が外に飛び出す。

大声で泣きながら外に出て行く少女もいた。

兵士がさすがに止めようとするが、行かせてやれ、と目で合図する。

　雪崩を打ったように少女や女達が家族の下に帰っていく。

あの豚は相当にひどい仕打ちをしていたらしい。

　ロビーに残った女は五人だけ、一番最初に声を上げた女も含まれている。

「お前達は残るのか？」

「私達は離れた農村から連れてこられました。一人では帰れませんから」

　今の状況では護衛隊をつけてやることもできない。

ここに居させるしかないな。

「では最初に言った通り、屋敷の維持を頼む」

　給料としてそれなりの銀貨を渡してやった。

「それとこれは個人的な頼みなんだが……俺も戦で昂ぶってな。ひどい仕打ちはしないから女として相手してくれる者はいないか？」

　全員の顔が硬直する。

男に抱かれること自体に恐怖感を持ってしまっているのか、誰も動こうとしない。

これは今日もセリアに頼まないといけないかな。

　だが少し間をおいてすっと手が上がった。

やはり最初の女だ。

「私がお相手致します。どうぞこちらに」

　兵士達が「隊長まただぜ」と笑いながら手を広げていた。

余計なお世話だ、最前線に送り込んでやるぞ。







　女は滞りなく先導するが、顔はやはり硬直している。

誰も言い出さなければ俺が機嫌を損ねて他の者もひどい目に合うと思ったのかもしれない。

心から受け入れてくれるわけではないが、ベッドに入ってしまえば言葉以外でもアプローチができる。

　案内された所は領主の寝室、あの男の寝ている所と思うと少し萎えるが、一番良い所に案内してくれたのだから無碍にもできない。

他の女も心配そうな顔でついてくる。

仲間をかばうような女だ、慕われているのだろう。

「では私はお相手致しますから、貴方達はしばらくしたらお飲み物を持ってきてね」

　他四人の女を置いて部屋に入り、早速とばかりに全てを脱ぎ去る。

「申し遅れました。私［リタ］と申します。か細い女の身ですので、お手柔らかにお願い申し上げます」

　丁寧に頭を下げる。

全裸の女に頭を下げられるのはなんとも淫靡だ。

「ではご奉仕致しましょうか？　それともすぐに体を味わわれますか？」

　まずはリタの緊張を解いて行かないといけない。

まずは挨拶代わりにと立たせたまま体中を舐めていく。

全体的に肉付きがよく、胸もそこそこで、何より尻が大きい。

太っているわけではなさそうだがたっぷりと肉のついた尻は抱き心地が良さそうだ。

　そして目立つのは全身の傷、それほど深いものはないが、擦り傷が多く、痣も浮いている。

あの豚は女の扱い方を知らないようだ。

「んあぅ！」

　後ろから尻に顔を埋めて女の穴に舌を伸ばす。

こんな良い女体を傷つけるなど愚かなことだ。

「御奉仕しますわ」

　一通りの愛撫をした所で、リタも俺の服を脱がせて股に顔を近づけていった。

「っ!!」

　ぶるんと飛び出た俺のモノに一瞬驚くが、何も言わずに舌を這わせる。

相当仕込まれたのか、戦で昂ぶった男には厳しい攻めだ。

耐えられずにリタをベッドに投げて上に覆い被さる。

「入れるぞ、いいな？」

「何卒、お優しく……」

　もちろん壊すつもりはない。

それにこれだけ大きな尻をしてるなら大丈夫だ。

「ふっ！」

「んあっ！」

　ずるりと男根を押し込むと十分濡れていたはずだが女が軋む音がした。

戦で昂ぶった分、いつもよりも大きくなっていたのかもしれない。

女の中がびっくりしたように痙攣している。

「大丈夫か？」

「ええ……とても大きなお道具ですので驚きました。どうぞ動いて下さい」

　そういうなら遠慮はしないと肉音をたてて打ち付ける。

正常位でリタの尻に乗るように腰を当てるとかなり気持ちがいい。

「逞しいお体……大きな逸物が心地いいです。んぐっ！」

　顔を歪めて冷や汗をかきながら言っても機嫌取りなのは明白だ。

だがここから気持ちよくしてやってこそ男の本懐なのだ。

　ただ突くだけではなく、腰を回してキスを与え、時折引き抜いて穴と肉豆を舌で遊ぶ。

一時間程の後だろうか、最初とは女の反応が完全に変わっていた。

「あぁっ！　そんなところを舐めるなんて！　気持ちいい、腰が動きます！　こんなの嘘です！」

　調子に乗って更に攻めると。

「もっとしてぇ、やめないで!?　根元まで入れてください！　壊れてもいい……いえ、壊して!!」

　理性と敬語もなくなった。

「あんな豚と比べ物にならないいい!!」

　リタの足ががっちりと俺に絡まる。

無理やり引き抜いて女が弱い壁を肉傘でこする。

「ああっ！　噴きますぅ……見てくださいね、すごいでますぅぅ!!」

　派手な音がしてリタが崩れるが俺はまだイっていない。

動きを止めない俺にリタが息も絶え絶えに抱きついて来た。

「優しく……しなくてもいいです。乱暴してください。貴方の胸の中で……立派な男根に貫かれて……抱き壊して下さい!!」

　俺が射精するとリタは両手両足を絡ませてぴったりと隙間無くしがみ付いてきた。

腰を浮かせても離れはしないと密着する。

しかも彼女の中は絶頂にうねり、とても気持ちよく欲望を発射する事ができた。




「良かったぞ……」

　行為が終わり、未だにしがみ付くリタを引き離す。

引き抜こうとすると彼女は渋ったが腕枕を用意してやるとすぐに飛び込んで首筋に唇をつけてきた。

緊張していた体も心もほぐれ、とろけた目で俺に甘えるリタはもう豚の物ではなく俺の女になった。







　腕枕の上で全てを語ったリタの話によると、領主は町や周辺の村から見目麗しい女を集めて使用人という名目で性の奴隷にしていたのだそうだ。

普通に抱くだけではなく息子や部下に預けたり、乱暴をしたりして楽しんでいたらしい。

避妊薬も貰えず、孕んだり病気になったりしたら捨てられるように追い出されたそうで、館内で責め殺された女も多かったらしい。

　あの豚の処遇を考える上で是非とも参考にさせて頂こう。

「それに比べてハードレット様は人としても男としても器が違いますわ」

　俺の腕枕に頭を乗せて甘く微笑む。

「度量も大きく、体も逞しく、女の扱いもお上手でハードレット様に比べたらあの男など豚小屋の汚いオス豚も同然ですわ……あの豚は自分の逸物を自慢していましたが、貴方様の半分でしたわ」

　痒くなるほどの賛辞だが愛おしそうに顔を擦り付けてくる仕草からは世辞とも思えなかった。

「あの男との口付けなど背筋に毒虫を入れられる程におぞましい思いをしたものですが……貴方様とならばまるで神の美酒を味わうようです」

「そうか？」

「えぇ、それにあの男が自慢していた逸物は女を苦しめるだけしか能がありませんでしたが、遥かに大きい貴方様のお道具で私は天に昇ってしまいました…………あぁ愛おしい」

　布団の中に潜って逸物にキスをする。

リタの緊張をほぐそうとしたが、ほぐしすぎて変なことになってしまったようだ。




　甘すぎる賛辞と後戯にそろそろ飽きてきた頃、ノックの音がする。

　そこに水を運んで来た女達が恐る恐る入室する。

四人全員で来たのは恐怖とリタを心配してか。

　四人はリタが俺に痛めつけられていることを覚悟してきたのだろうが、眼前には甘く蕩けた顔で俺に甘える彼女がいた。

「リタさん？　お相手は終わりましたか？」

「まさか！　これで終わってしまうなんて勿体無いですわ。それにハードレット様のお力はまだまだこれほどに……」

「ひっ」「わっすご！」「なにあれっ！」「馬っ!?」

　リタが掛け布団をめくると女達が驚愕の声をあげた。

布団の中で後戯を受けていた逸物は再び立ち上がっている。

俺を見てびっくりしなかった女はいないな。

そんなに化け物じみてるのだろうか？

「貴方達も一緒にお相手しませんか？　きっと全員揃って天国に連れて行ってくれますわ」

　女達は戸惑うが、リタが嘘を言う筈無いと信頼されているのか、新しい主人と仲良くなれば色々と有利との打算もあったのかもしれない。

女達は皆、黄色い声をあげて俺に甘えてきた。




　最初は皆一様に固かったが、一人ずつ絶頂させていく度に恐れは減って羨望が高まっていく。

三人を仕留めた後、最後の一人などは手を触れずとも、泉から湯が延々とあふれ、自ら指で入り口を開いて俺を迎え入れた。

　戦で昂ぶった俺の情欲は五人の女に一晩中叩きつけられて解消された。

女達はもう俺を怖れないし、内股を撫でれば女穴をひらき、尻に手をやれば壁に手をついて尻穴を広げる程に尽くしてくれるようになった。

　翌朝、全身に女達を絡みつかせて寝ていると、突入してきたセリアが表現しようのない奇声で起床させてくれた。
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エイギル＝ハードレット　一九歳　夏

階級　中央軍第三混成大隊長

部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一八〇騎・軽騎兵二〇騎

　　　三個歩兵中隊　各二〇〇人長槍・弓・ボウガン装備

　　　工兵隊　　　　二〇〇人

　　　義勇兵　　　　二四〇人

　計　一二四〇名

軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　　　　ヨグリ（義勇兵まとめ役）

武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

現在地点　アークランド領北部　ダトロンの町

戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

村占領ｘ８　ダトロンの町占領　食料物資奪取








第47話　アークランド戦争④　決戦　♯







「エイギル様……皆ロビーに集まっております。お顔を出されてはいかがですか？」

「もう少ししたら行く。急ぐこともない、ぐっ！」

　セリアが半開きの目で責めるように見る。

　急ぐことはないのだ。

　本隊からの指示を待ってからこの町を離れるか否か決定することにしたのだから。

　早馬が来るのは今日の夕方か夜だろう。

「そういえば、あの豚に与えた猶予は朝までだったか……だが命が延びて文句もないだろう」

「では待機と伝えておきます。なるだけお早くお願いします」

「ああ、分かった。うぅ！」

　セリアの目が更に細くなった。

　俺はベッドに横になっていたがセリアの視線は足元、異様に膨らんだ掛け布団に注がれている。

　中の一人が布団から顔を出した。

「朝の高ぶりをお鎮めしようと思ったのですが、もう行かれますか？」

「いや、続けてくれ。ここで止められても困る」

「承知しました。みんな、激しく行くわよ」

　布団の中の水音が一段と激しくなり、くぐもった声も聞こえる。

「すごい大きさよ。五人で口をつけてもまだ余ってるわ」

「玉も見て、こっちもすごいわ！　どれだけの種が詰まってるのかしら」

「昨日これを注がれちゃったのよね。もしかしたらさ……」

「この巨根で私達をあの豚から奪い取ってくれたのよね。ちんちんさんありがと～」

　ぴょこんと布団から別の女が顔を出す。

　口元が濡れているのが扇情的だ。

「あのう、領主……いえあのオス豚は村にいる家族を人質に脅してきていたんです。ですからあいつがいなくなったら嬉しいな～とか思います」

　俺が奴の生殺与奪を握っていると知って暗にアピールしてくる。

「あの男がいなくなったら完全にハードレット様の女になれるよね」

「なりたいよね～」

　囲っていた女達から口々に死を望まれる男に少しばかり同情するが、今だ女の体に残る痣を見ると当然の報いなのかもしれない。

「そろそろだ。頼む」

「はい～」「私は先を頂くね」「私横吸うわ」

　掛け布団で見えないことが余計に興奮を誘い、昨日あれほどしたにも関わらず大量に放出した感があった。

「ひゃっ！」「噴水みたい……」「口に入りきらないわ」「わぁ、水溜りになっちゃった」

　全員の頭を軽く撫でてやるとベッドを出て服を着る。

　リタと他の女の見送りを受けて俺はロビーに向かう。

　領主は女達の望む通りになるだろう。

　情報は吐いたらしいが素直に解放すると色々都合が悪い。




「待たせたな」

「「「「おはようございます」」」」

　待っていたのは中隊長三人とレオポルトにヨグリだ。

　まずは各中隊長に兵の状況について報告を受ける。

　正規兵の損害は大したことなく、町で休息できたこともあって疲れもない。

　いつでも出立できる。

　義勇兵はいくらかの損害を被ったが新たに流入した者も多く、数は逆に増えている。

　更にダトロン陥落を聞いた周辺の村々からの参加者もいるらしい。

　ダトロンは周辺の村の中心的存在であり、陥落によって未占領の村も含めて周辺地域の大半を影響下に置いたことになる

「で、あの豚は鳴いたか？」

「はい。こちらが北部軍の編成だそうです」

　いつの間にまとめたのか、詳細な情報が書かれた紙を差し出す。

　それによると北部軍の総兵力は二万、最高司令官は［ギーラ＝アスロディス］辺境伯、歴戦の軍人でアークランド最高と称えられる名将だそうだ。

　二万の中でも最も厄介と思われる鉄槍騎兵は二千、中央軍が重装騎兵を千も持っていないことを考えると脅威的な数字だ。

「その他に政務官の男からは周辺の地形や村々の情報を聞きだすことができました」

「息子の方はどうだ？」

　レオポルトが少し停止する。

「あの男は低俗なこと以外何も知らぬようでした」

　少し聞いてみたいが胸糞悪くなる話ばかりなのだろう。

「奴らが知っていることは全て話したか？」

「はい。これ以上彼らから有益な情報はありません。ですが政務官はまだ役に立つかもしれません」

　そうだな、政務官はこのまま拘束しておいて本隊に引き渡すとしよう。

　さて彼らの処遇についてだな。

「レオポルト、俺は彼らになんと約束した？」

「我らが興味を持つ情報を教えれば解放してやる気になるかもしれぬ、と」

　そのまま殺すこともできるが、それでは今ひとつすっきりとしない。

　約束は守ってやることにしよう。

「領主親子を連れて来い」







　引き立てられた領主親子を町の中心部にある広場まで連れて行き、縄を解いた。

　周りの家から人々が何事かと現れる。

「皆、よく聞け！　こいつらは元領主とその息子だ！　彼らは今から自由の身になる！」

　見覚えのある顔が恐怖に脅えている。

　町に戻った使用人の女だろう。

　ここで彼らが解放されれば報復に来るかもしれないと考えているに違いない。

　他の民の顔にも憎しみや不満がありありと見える。

「彼らは解放されるが、その後どこへ行くか、どうなるかについては俺の知るところではない」

　領主親子が抗議の声をあげるが黙殺し、わざとらしくやや小さく、しかし周りの民には聞こえる声で言ってやる。

「俺の部隊は戦後の処理に忙しくてな。町の治安までかまってやれん」

　俺は身を翻して館に戻る。

　豚がなにやら鳴いているが聞こえはしない。

　市民がじりじりと領主達との距離を詰めていく。

　特に元使用人の女などは血走った目で手に棒や石を持っていた。

　怒号と歓声が上がるが振り返りはしない。

　屠殺は見ていてもつまらないものだから。




　夕刻になって本隊からの早馬が訪れた。

　それによると本隊は一直線にこのダトロンに向かっているようだ。

　我々の任務も変更され、先行偵察の任務は終了。

　この町で防備を固め、本隊の駐留準備を進めよとのことだ。

　ダトロンの人口は一五〇〇、一〇倍の中央軍主力を全て受け入れることは到底できない。

　そこで壁に守られた安全な内部だけではなく、外部にも柵や堀を作って町の周囲全体を陣地としなければならないのだ。

「一般兵士は交代で簡単な作業を、専門的なものは工兵隊にやらせろ」

　にわかに忙しく動き始めた兵士達に民も不安な顔を見せている。

　大軍を歓迎する民はいない。

　それが他国の軍となればなおさらだ。

「ハードレット様の上司の方が来られるのですか？」

　見張り台にちょうどいいと、テラスから町を見渡す俺の後ろにリタが立っていた。

「あぁ、ラッドハルデ男爵、軍団長で俺の上官だな」

　その他の大隊長や参謀は俺と同格だ。

「その方のお相手もした方が？」

「あいつは前の豚みたいな奴じゃない。だが、なかなか男前だから抱かれたいなら好きにすればいい」

　リタはすっと口を寄せてくる。

「もしその方が女をご所望になっても他の娘に行かせます。私は行きません」

　他の娘のために身を捧げようとした女とは思えない言葉だ。

「私はハードレット様に心から惚れてしまいました。もう他の男に触られたくありません」

　足元に跪いたので股間に来るのかと思ったが足を丁寧に舐めてきた。

「もうすぐ三〇に届きますが、長く飼って下さいね」

　恍惚の顔で俺の足に頬ずりする彼女は支配されて悦びを感じる女のようだ。

　支配されるにも、今までが酷すぎたので俺に欲求が爆発したのだろう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　四日後　朝

「先鋒、良くやってくれた。戦果は聞いているぞ」

「何、雑魚を蹴散らしただけです」

　エイリヒの率いる中央軍が続々と町に到着する。

　俺の報告から決戦近しと判断したのか、周囲に散らしていた部隊も全て集め、文字通り全軍が集結しているのだ。

「間諜の報告によるとアークランド各地で不穏な動きが出ているそうだ。元々民の不満渦巻く国だからな、連中は早々に動きをとってくるだろう」

「いよいよですか」

「間違いないな、近いうちだ」

「セリア、全隊に陣地の構築を急がせろ、あまり時間はない」

「わかりました！」

　ビシッと敬礼して去るセリア、一片の乱れもない軍人のようなのに何故か可愛い。

「敵の数は二万だったか」

「北部以外の軍まで合流させては時間がかかる。恐らくこの二万が全てです」

　兵の数では国軍もあわせて互角、指揮能力も相手は名将らしいがエイリヒもなかなかのもんだ。

　目立って劣ることはないだろう。

　問題は兵の練度と重武装の兵の数だ。

「鉄槍騎兵二千か、厄介だな」

「ここは仕掛けるよりも仕掛けられるべきでしょうな」

「陣地を築いて防御に回るのか？」

「本来は攻撃側が仕掛けるものですが、時間が味方するのは敵ではなく我々です。物資は潤沢ですし、このままの状態が続けば民衆が次々と蜂起することもあり得る」

「焦るのは敵……か」

　無論レオポルトの受け売りだが俺の考えのように言い放ってやる。

　奴は気にもしないだろうが。

「とすれば物資の集積場があり、高台もあるここ以上に適した地はないだろう」

「そう思って防御陣地も構築しています」

「わかった。なら偵察をそこら中に放とう、可能な限り情報を収集する」

「それまでは陣地を強化し、兵を休ませましょうか。無駄に広い館ですので適当に部屋をとりましょう」

　本来は一番豪華な領主の部屋にエイリヒを泊まらせるべきなのだが、あの部屋は俺や使用人達の汁でまみれてしまっている。

　さすがにエイリヒも不快だろう。

　あの部屋は遊戯用として封印しておく。

「こちらへどうぞ」

　使用人がエイリヒを案内するのは馬鹿息子の部屋だ。

　封印された領主の部屋に継ぐ豪華さで格としては問題ない。

「ハードレット様はこちらの部屋に……」

　リタに案内されたのは一見、質素な部屋だがベッドだけが異様に大きい。

「この部屋の騎士様は性豪で使用人達にもよく手を出されていました。部屋は質素ですがベッドは特注で領主様よりもいい物なんですよ」

　リタをモノにしたことで色々な特典を得ることができるようになった。

「だが、椅子かソファーがないな、空いてる部屋から持ってきておいてくれるか？」

「気がつきませんで申し訳ありません！　とりあえずこれでご容赦下さい」

　リタが俺の目の前で四つんばいになる。

　座れというのか？







　それからしばらくは陣地構築と周辺の村や地形の把握以外には特に動くことは無かった。

　俺もリタを抱きまくる以外には特別なことはしていない。

　そう言えばメイドの一人がエイリヒに抱かれたそうだ。

　あいつもあまり遊ぶ方ではないが戦場生活でついに限界になったのだろう。

「丁寧で優しくて前の領主よりはすっごく気持ち良かったです。道具の大きさはそれなりでしたけどね」

　抱いた女が他の男の上で腰を振りながら逸物の大きさを語っているとは思うまい。

　女の共有自体は俺もエイリヒも、そしてこのメイドも遊びなのだから構わないのだろうが。

　メイドが俺の逸物に手を這わせて「あの人はここぐらいだった」と大きさを指摘してきたのでさすがに聞かなかったことにしてやろうと決めた。




　やがて腰を振っていた女が果てて、リタと交代する。

　順番は女一→リタ→女二→リタ、と言う按配だ。

　リタは完全に俺に惚れこんでしまったようで、他の女も一歩引いて彼女を優先している。

「エイギル様！　軽騎兵から報告……って、またヤってたんですか!!!」

「それよりも報告しろ」

「ええっと！　敵主力らしき部隊を発見、数は一万五千以上！　真南方向より徒歩半日の距離！」

　終に出たか、敵の主力だ！

「追加の偵察隊を出せ。全部隊に戦闘準備、俺もすぐに行く」

「偵察隊、既に出ています。私も準備致します！」

　セリアは跳ねるように飛び出していく。

　俺ものんびり女を抱いている暇はなくなった。

　リタも名残惜しそうに俺から離れようとする。

　だが俺はその腰を掴み激しく責めた。

　今までの合わせるような動きではなく叩きつけて壊すようなとんでもない動きにリタは何もできずただ振り回されるように揺れた。

　叫び声が漏れると思ったのかシーツを噛み締めて耐えるが僅かも持たなかった。

　破壊するような全力の責めについにリタが白目を剥いて崩れ落ち、シーツに黄色い染みが広がる。

　わずか三分ばかりで失神したリタを更に責めて俺も果て、服を着て部屋を出る。

「漏らしちゃった」「すごい責め……」「お腹膨らんでるのまさか種？」「うわぁ噴き出してきた！」

　女達の声を背に俺は戦場に向かう。







「ハードレット卿！　準備はいいか」

「いつでもいけます」

　全部隊が町前面への展開を完了した。

　篭城などするつもりはない。

　既に見張り台は敵の姿を視認している。

　兵士達の緊張感は既に頂点だ。

　やがて平原に立つ俺達にも敵の姿がはっきりと見えるようになった。

「見事だな」

　エイリヒが漏らすのもわかる。

　敵の軍は一糸乱れぬ見事な陣形のまま進撃していた。

　向こうもこちらがダトロンに布陣していることを知っているのだろう。

　一騎の騎兵がそちらに駆けくる。

　白旗を持っている、使者のようだ。

「栄えあるアークランド北部軍団司令官、アスロディス辺境伯の言葉を伝える。司令官はいずこか？」

「俺だ」

　エイリヒが前へ出た。

「貴軍の野蛮なる振る舞い許しがたし！　されどダトロンから兵を引き、奪った物資を返却するのであれば寛容の心を持って追撃せぬことを誓う、いかに！」

　物資不足に追い詰められているのは本当のようだ。

　応える道理は無い。

　使者は立ち去り、敵の動きが再開される。

「弓隊が先頭か」

　こちらも弓隊を前に出す。

　土を積んだだけの簡単な陣地だが平原では少しの高さと遮蔽物は貴重だ。

　こちらの様子は敵にも丸見えのはずだがまったく減速することなく進んでくる。

「うてー！」

　弓隊の指揮官達が吼え、先行してこちらから矢が放たれる。

「さすが、うまい」

　敵の先頭は慣れた手つきで大きな盾を掲げ、矢を受け止めた。

　倒れたものはほとんどいない。

　返礼とばかりに矢が打ち返され、いくらかの兵が倒れるが、陣地のおかげでこちらも数える程だ。

　今度はこちらから火矢が放たれた。

　同じく受け止められるが盾が燃え上がり、陣形が乱れる。

　その隙に連続して矢が放たれ、少なくない数が倒れていく。

「ここまでは基本ですな」

　レオポルトの意見に同意だ。

　この程度は馬鹿でも思いつく。

　そして次の対応は……

　敵の弓隊が割れ、隙間から叫び声を上げて歩兵が走りこんでくる。

　盾は小さく、矢を防ぐよりも打たれる前に飛び込もうというのだろう。

　二度斉射して弓隊が下がり、こちらも歩兵で応戦するようだ。

「今回はエイリヒがいるから楽に構えられるな」

「兵の練度に違いはありますが簡易とはいえ防御陣地はそれを埋めます。単純な攻めでは決着はつかんでしょう」

　俺の大隊の正面にも敵が押し寄せ、兵達が迎撃を開始している。

　重装騎兵は混戦では威力を発揮できないので後ろで待機だ。

「俺も前に出る。戦局が動いたら知らせろ」

「私も続きます！」







　その後、敵が歩兵を突撃させて俺達がそれを防ぐという展開が三度程続き、概ね同程度の損害が出た。

　敵も片翼に重点攻撃したり、わざと敗走したりと様々な戦術をとったがエイリヒは優秀な司令官だ。

　全て看破し、受け止められて、敵は正攻法で攻めるしかない。

　同数の敵を正面からの正攻法で打ち破ることは困難なのだ。

　戦況は膠着し、いたずらにただ損害が増えていく。

　俺も数えて三〇人の敵を斬ったが、大軍同士の戦いに影響を与えるようなことはない。

「次が来るぞ！　しっかりしろ！」

　疲れが見えてきた兵士達をあざ笑うように敵は四度目の攻撃を開始する。

　だがその歩みは最初に比べて遅く、陣形も乱れている。

　敵の兵士も疲れと無縁ではないのだ。

　条件は互角、兵士達は悪態を付きながらも隊列を組みなおした。

　だが突進してきたはずの敵は目の前で大盾を地面に突き立てて動かない。

　奇妙な行動の答えは味方の伝令から知らされた。

「敵重騎兵、中央に出現！　本陣危機！　至急増援されたし！」

　いかに見通しがいいとは言え、万同士の戦いとなると全体は把握できない。

　とはいえ騎兵の立てる音をどう隠したのか。

　思案にふける時間はない、総大将がやられれば大抵の軍は崩壊する。

　エイリヒがやられれば終わりだ。

　急いで駆けつけたいが、目の前の敵はそれを待っているのだろう。

　俺達が背を向けた途端に攻撃してくるのは間違いない。

「アゴール！　二個中隊と義勇兵でしのげ！　後退を続けてもいい」

「了解！」

　俺は歩兵中隊一個と直轄の騎兵を率いてエイリヒの本陣に向かう。

　背後では敵が攻撃を開始したのだろう、刃の打合わされる音が響き始めていた。







　本陣の状況は思ったよりもひどい、敵の鉄槍騎兵は既に防衛線を食い破り、続いて歩兵も乱入して各所で乱戦を演じていた。

　敵の動きを見て、状況を把握する。

　二方から包囲されながらもまともな方陣を保っている部隊、あれがエイリヒか。

　騎兵隊を先頭に敵を突き破るようにエイリヒに合流する。

「すまん！　助かった」

「状況は悪いな」

「歩兵が武器を持たずに渡り板を持ってきた。そいつを堀の上に放り出して正面から騎兵が突っ込んできたんだ。大盾は偽装、鉄板を持った兵を隠したかったんだ」

　騎兵は一定以上広さ、深さの堀は絶対に渡れない。

　それよりも破壊すれば通れる柵部を狙って突破しようと試みる。

　その裏をかかれたのか、槍隊の配置も偏っていたのだろう。

「何にせよ奴らを追い払わねばならん。敵陣に突っ込む！」

「手ごわいぞ」

「前に俺は一人で突っ込んだ事がある。それよりはマシだ」

　敵鉄槍騎兵は隊列を整えて、いよいよ本陣を踏み潰さんとしている。

　数はおよそ千、その横っ腹に手勢を率いて突撃する。

「敵襲！」「重騎兵か！　注意しろ」

　先頭に立つのは勿論俺だ。

　重装備の鉄槍騎兵は矢でも剣でも倒しにくいが、俺の大槍ならば、かかしと大差はない。

　跳ね飛ばし、叩き割る。

　セリアとレオポルトは器用に鎧の隙間から剣を差し込んで仕留めているが、俺に言わせれば奴等の方が余程神業だ。

「手強し！　いざ！」

　いかにもな騎士が槍を回して俺に迫り、器用に突いて来る。

　穂先を掴むと驚愕に目を開いたが遠慮はしてやらない。

　槍を掴んで放り投げられた騎士は味方の槍の上に落下して息絶えた。

　乱戦は延々と続き、さすがに息が切れてくる。

　ただ目の前の敵を突き、斬り、叩き潰す。

　俺の部下が敵を切り殺し、また斬り殺されている光景もゆがんで見えてきた。







「退却ー！　一時引けー！」

　なにやら下手くそなラッパが鳴っているなと息を切らしていると、周囲から敵がいなくなった。

「敵が引くぞ！　勝鬨を上げろ！」

「オオオォォォォーー!!」

　うるさいな、何をはしゃいでいるんだ。

　顔をあげると鉄槍騎兵が退却していくのが見えた。

　慌てて歩兵隊も逃げようとしているが疲れもあって足が遅いのでかなりの数が討ち取られている。

「エイギル様！　やりました！」

「とりあえずは危機を脱しましたな」

「隊長！　ってなんだこりゃ!!」「すげぇ！　これを一人でやったのか？」

　俺の周りには五〇騎ばかりの鉄槍騎兵が骸をさらしている。

　そういえばこれぐらい殺した覚えはある。

　驚愕の視線に包まれながら、血脂だらけになった槍と鎧を引っさげて、本陣に戻るのだった。

　部下に鎧と槍の掃除をさせながら居眠りをする。

　さすがにここまで疲れたのは久しぶりだ。

　心配したセリアに体中をいじくられたが怪我は無いようだ。

　さっきの戦いは敵が上手だったが、結果として押し返したし、敵の損害も小さくないはずだ。

　次の攻撃までは余裕があるはずだから少し寝てしまおう。

　セリアが布団に入ってきたのだろう、小さな柔らかい感触を感じながら眠りについた。







「エイギル様！　エイギル様！　……申し訳ありません！」

　疲れて泥のように眠る俺に平手打ち、跳ね起きるとセリアが頭を下げる。

「無礼をお許し下さい。ですが緊急事態です！　敵の一団が我々を迂回しようとしています。数は日が落ちてきているので不明です」

　間をおかずエイリヒが飛び込んで来る。

「迂回か？」

「そうだ、詳細はわからん。お前の大隊で念のため町の入り口を防衛してくれ」

　是も否もない。

　俺の大隊は先程の戦いでかなり戦力を落としているがそれでも軍団の中で最高クラスの大隊だ。

　町の門までは近い。

　いざとなれば援護はすぐだ。




　その考えを後悔することになるのは配置についてすぐ。

　一五〇〇ばかりの鉄槍騎兵、恐らく先の戦いで損耗した分を除く全部だろう、が見えた時だった。

「おいおい、空っぽの町に騎兵一五〇〇とは何を考えてるんだ」

　困った時のレオポルト、奴に聞けば何らかわかる。

「町を焼けば我が軍は拠点を失います。もしかすると町の食糧備蓄を取り返すつもりかもしれません。更にこう出るということは恐らく……」

　迫る騎兵が一騎、火矢を頭上に放つ。

　何か鉱物の粉が入っているのか、青く燃える火矢は天高く舞い上がる。

「やはり……全面夜襲です。敵は短期決戦で勝敗をつけるつもりです。それほど物資を欲しているとは予想できませんでした」

　オオオオオ、と地を這うような声が本陣から聞こえてくる。

　本陣に対して敵の夜襲が開始されたのだ。

「かくなる上は町を放棄して本隊に合流しましょう。町を失うのは痛いですが本隊が破れれば全て終わりですから」

　多少は焦っているのだろうが、そう聞こえない。

　どこまでも冷静沈着なレオポルトが正しいのだろう。

　手持ちの兵力で一五〇〇の重騎兵を破ることは不可能だ。

「町は放棄しない。だが大隊は本隊に合流する」

　レオポルトがさすがに怪訝な顔を浮かべた。

「それはどういう意味で？」

「この門は俺が守る。味方が夜戦で敵を蹴散らすまで守りきればここにいる鉄槍騎兵は袋のねずみだ」

「そんな無茶です！」

　セリアが叫ぶが悪いな、無視だ。

「門の後ろならせいぜい三人ずつだ。なるべく早く片付けて来い」

「死にますよ？」

「死なんさ。早くいかんと突撃してくるぞ？」

　レオポルトは俺が諦めていないのを見ると大隊の指揮をとって本隊に向かわせる。

　そして暴れるセリアを掴みあげて自らも去っていった。

「御武運を」

　そっけない一言を残して。




　敵はもう目の前だ。

　守りで馬に乗る必要はない。

　シュバルツにも後を追わせて門を閉めようとしたのだが、この馬鹿は門のこちら側に走りこんできてしまった。

　見届けてやるとばかりに後ろに下がって嘶く。

「久しぶりの死線か」

　デュアルクレイターの鞘を放り投げ、抜き身で地面に突き刺した。

　ノンナが見たら頭突きされるかもしれないな。

　手近にあった剣や槍を片っ端から刺して行く。

　門がドシンと揺れて閂代わりの剣が軋んだ。

　門を突破するのは簡単だ、防ぐつもりもない。

　だがその門から先に入った奴には地獄を見せてやる。

　槍を肩に担いで身を沈める。

　顔に手を当てて確かめるような無駄なことはしないが、自分が笑っていることは確信できた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

　階級　中央軍第三混成大隊長

　部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一三〇騎・軽騎兵二〇騎

　　　三個歩兵中隊　一八〇人　一五〇人　一二〇人

　　　工兵隊　　　　二〇〇人

　　　義勇兵　　　　三五〇人

　計　一一五〇名

　軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　　　　ヨグリ（義勇兵まとめ役）

　武器　デュアルクレイター（大剣）　大型バルディッシュ（槍）

　装備　上鋼のプレートアーマー　黒いマント（呪）

　現在地点　アークランド領北部　ダトロンの町

　戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

　村占領ｘ８　ダトロンの町占領　鉄槍騎兵撃退








第48話　アークランド戦争⑤　門の守護者　♯







　轟音を立てて閂が破壊され、門が開く。

「蹂躙しろ!!!」

　長い槍を突き出した騎兵が走りこんでいく。

　敵の拠点とされるのをただ見ているとは裏切り者が！　町民共め皆殺しにしてやる。

過去に鎮圧した複数の反乱でもそうであったように、民とは臆病で卑劣なのだ。

わずかな兵しか持たない領主は集団で嬲り殺すが、我々が来ると泣いて命乞いをする。

無論、一度とて聞き入れたことは無いが。

　昼間の戦闘は不本意な結果に終わったがその雪辱もかねて暴れよう。

さっさと片付けて、敵の本陣に突っ込む任務も待っている。

「おかしいな？」

　景色が上下反転する。

そして暗転。

自分の首が宙を舞ったことに彼は最後まで気付くことはなかった。







「まず二人！」

　突入して来た二騎の首を跳ねて立ちふさがる。

更に続く騎兵の馬に槍を突き立てて、引きずり倒した。

転げ落ちた兵は頭を砕き、馬には首をかききって止めを刺す。

　馬には悪いが死体が門の前に転がり、騎乗のまま駆け込んでくることはできなくなった。

障害物を跳躍するほどの高さがある門ではない。

「何者！」「道を空けよ！」

　うるさいので死んだ兵士の槍を投げつけて黙らせる。

言葉はいらない。

俺はお前らを殺すからお前らも俺を殺しにくればいいのだ。

簡単だろう？

　馬に乗ったままなんとか中に入ろうとする兵を切り裂く。

馬から降り、槍衾で俺を刺し殺そうとした兵の穂先を全てデュアルクレイターで切り払う。

唖然とする兵達の頭は綺麗に半分にしてやった。




　ありとあらゆることをやった。

槍を回し、剣を振り、落ちた武器を投げる。

　三〇人ばかりを骸にしたところで俺の肩にボルトが突き立つ。

門外からボウガンで狙われたようだ。

激痛が走るがまだ戦える。

　ボルトを引き抜き、好機と走りこんできた兵の顔を潰してやると再びボルトが次々と飛んでくる。

だが二度目はそう簡単に食らわん。

マントを掴んで体の前に持ってくる。

到底ボウガンの矢など防げそうにない布だが、こいつは特別製、矢など通さない。

丸まっている間に傷を確認しておく。

　深く、血が溢れているが臓器ではない。

血も噴出しているわけではないからしばらくは持つだろう。

　俺が大人しくなったので再び剣と槍を持って突入して来たようだ。

　マントを開いて槍を振るう、弾けるような音と人が倒れる四つの音、そして千切れた何かが落ちる音が三つ。

一つ足りないな？

確認すると脂で切れ味がなくなったのか一人の首が中途半端に千切れていた。

あまりに気持ち悪いので手で掴んでねじ切ってやる。

「俺はまだ死んでないぞ？　どうする？」

　ねじ切ったそれを片手に笑う。

「ボウガン！　前に出ろあの化け物を殺せ！」

　度胸の無い奴らだ。

俺は首を放り投げ、再びマントでボルトを止める。

　死と汗が舞う地獄のような光景。

だが中心にいるとそう居心地は悪くない。

　足に槍が刺さる。

お返しに頭に剣を刺してやる。

　ひしゃげた鎧の隙間に剣が突き立つ。

お返しに胴体を真っ二つだ。

　傷は次々と増えるが、流れる血の量に比例して心は落ち着いていく。

冷静に体を確認する。

既に満身創痍だが致命傷はまだない。

まだ戦える。

　何某と名乗ってから騎士が前に出てくるが、もうあまり聞こえないのだ。

何合か打合うと長年の限界がきたのか、ついに俺の槍がへし折れた。

心は落ち着いていたが、ルーシィとの絆が一つ切れてしまったようで悲しかった。

　騎士が勝ち誇るが何を勝った気でいるのかわからない。

耳障りだったので槍の恨みもこめて、折れた槍を首に突き刺して静かにしてやる。

ひしゃげた金属を無理やり押し込まれるのはさすがに痛そうだな。

　足に力は入る。

デュアルクレイターを引き抜いて上段に構えた。

押し寄せる敵を連続して１，２，３，４，５……二〇ぐらいまで切り捨てた。

息が切れて目の前が暗くなる。

血を失いすぎたかもしれない。

　まだ死ぬわけにはいかない。

ルーシィとの約束を果たしていないし、屋敷には俺を慕い、好き放題させてくれる女達がいるのだ。

ここで死ぬのはあまりにも勿体無い。

「な、なにをしているんだ！　一五〇〇の鉄槍騎兵が一人に釘付けにされているんだぞ！」

「しかし隊長！　既に一〇〇人も斬られて……」

「お前がいけ！　奴を切って参れ！　褒美は思いのままだぞ」

「そんなっ！　私では到底！」

　一〇〇人か、後一四〇〇もいると思うと気が遠くなるな。

　上司に言われて突撃してきた哀れな騎士を半分に分割する。

「一〇一……だったか？」

　笑いかけてやると敵の騎士と取り巻きが心持ち後ろに下がっていった。
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中央軍陣地　軍団長本隊　エイリヒ

「離せ離せ離せ離せ!!!!!!」

　もはや情緒不安定と言える少女をアゴールという副官が押さえ込む。

手を離せばすぐにでも町に向かってしまいそうだ。

　彼ら第三混成大隊は本隊の指揮下に入ってもらっている。

今の戦場においても重要な役割を果たしているが彼の従者、少し幼いが愛人も兼ているのだろう。

彼女の動揺はひどい有様だった。







　夜戦は最初のうち奇襲効果もあって押し込まれたが、今はこちらが優位に展開している。

敵味方ともに疲れ切った昼の戦闘の後、少しでも休めた我が軍と続けて夜戦の準備をせねばならなかった敵との違いが出ている。

　あきらかに敵兵は疲労のせいで息切れしているのだ。

だがこんなことは想定内のはずだ、敵の希望は町を焼き払った鉄槍騎兵が背後から我々に襲い掛かることだ。

　町が燃え、動揺した兵に騎兵の群れが突っ込む。

決着をつけるには充分な衝撃力だろう。

　一応長槍隊で備えをしているが一五〇〇の重騎兵にとっては紙のようなものでしかない。

　だが来ない。

町が陥落したのならこれ見よがしに松明でも焚いて街壁にアークランドの旗を掲げるはずだ。

　たった一人の男が食い止めているのだ。

彼の稼いだ時間で我々は敵を追い詰めていく。

　きっと奴は助からないだろう。

当然だ、一人で一五〇〇の騎兵を相手に生き残れたら、それこそ戦神か魔王の生まれ変わりだ。

彼の犠牲を無駄にはすまい。

先に敵の本隊を崩してしまえば奴らが町を焼こうとも勝敗は決する。

「右翼から行くぞ。矢を集中しろ！　全て火矢だ。敵を燃やして照らし出せ」

「早く！　早く行かないと死んでしまう！　エイギル様が死んでしまう！」

　戦いは続き、セリアの悲痛な叫びが夜空に響いた。
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「一五……二？　一五三か？」

　戦いながら数を数えるのは難しい。

脇腹に刺さった槍は返しがついて抜けず、体には数本のボルトが刺さっている。

右足は切りつけられて、思うように動かない。

　今一斉に突撃されたら防ぎようがないが、もうその心配はない。

門の周辺は腰まで骸が積みあがり、とても走り抜けられる場所ではないのだ。

「あのう……！　私達も！」

　俺の後ろには住民達が集まってきている。

最初は後ろから刺されるかとも思ったのだが、鉄槍騎兵が入ってくれば自分達も殺されるのがわかっているのか協力したがっていた。

　だが断った。

彼らにできることはない。

俺が引いて門の前を彼らが守ったところで難なく突破されるだろう。

　一五〇〇の騎兵を止めていられるのは門の狭い空間あってこそだ。

広い場所に出られてしまってはどうしようもない。

　泣きそうな顔で棒を持っている女性に呼びかける。

「心配いらないから家で寝てろ。傷が治ったら夜這いに行く」

　後ろを向いた所を見逃さずに敵兵が切りかかってきた。

「足が動かないのは不便なもんだなっ！」

　剣を掴んで自身の喉を貫かせ、続く二人目、三人目を切り捨てた。

「えーっと……一五六か。まだまだ多いな」

　見れば朝日が昇ろうとしていた。

街壁の上から見ればさぞ美しいに違いない。
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中央軍




「勝鬨をあげろ!!!」

「オオオオオオオオオオ!!」

　アークランド兵は逃げ散っていく。

疲労を我慢して戦い続けた兵士達がついに限界を迎えたのだ。

　小規模な崩壊、逃亡は瞬く間に全軍に広がり、敵は収拾を諦めてせめて秩序ある撤退を選ぼうとした。

　だがエイリヒはそれを逃すほど甘くも無能でもなかったのだ。

全面攻勢に移った中央軍は全ての場所で敵を撃破し、追撃し、手ひどく痛めつけたのだ。

　徹底した追撃をしたかったが、逃げる敵を追って敵地に踏み込むのは危険だし、更に価値の高い目標も残っている。

　敵本隊を撃破した今、後々の事を考えると鉄槍騎兵はここで殲滅しておきたい。

　各隊に町に向かうように指示を出すとセリアがアゴールに蹴りを食らわせて馬に飛び乗った。

「私に続け！　大隊長を助けに行く！」

　本気で彼の生存を信じている者はいない。

だがこのままではセリアは一人で突っ込むだろう。

　セリアは第一騎兵中隊のマスコットだ。

口やかましく、常に背伸びの彼女を可愛く思うものは多い。

みすみす死なせてしまっては男のプライドに関わるというものだ。

　彼女に続いて全体が動く。

既に勝ちは拾った。

後はそれがどれだけ気持ちのよい勝利になるかなのだ。







「あれはどういうこと？」

　街壁の前、門の場所に鉄槍騎兵が団子を作っている。

数は多く、千を超えるだろう。

市内を占拠するはずの彼らが未だ町の外に居る。

「まだ町の中に入れていない……だとしたらまだ生きている！」

　後ろから続く騎兵達もそれに気付いたのか速度を上げた。

　損耗し一〇〇と少しになった騎兵隊、だがそれが現れたと言う意味は大きい。

アークランド軍の敗走を意味する援軍の出現は鉄槍騎兵を動揺させた。

やがて数千の歩兵隊が現れ、彼らは大混乱に陥った。

　城門前で団子になっていたせいで思うように隊列が組めず、我先にと無秩序な撤退を始め、側面から槍で突かれ、歩兵に馬の足を払われて倒れていく。

　その光景に一瞥もくれずにセリアは門に走りこんだ。

門周辺には視界も通らないほどに屍が積みあがっており、彼女の馬も足をとられて転倒してしまった。

　落馬の痛みなどないかのように死体の上を転がって町に入っていく。

　そして見つけた。

全身血に塗れ、敵の槍をつっかえ棒のように抱えて立っている。

握り締めている剣は同居の女が捧げた宝剣だ。

「エ、エイギル様？」

　彼は立っているが目を開かない。

まさかと駆け寄ったが抱きついたセリアの尻が撫でられる。

「なかなか女らしくなってきたな……そろそろ食べてしまうかな」

「こんな時までそんな、いつでも、私はぁ、」

　抱きついたまま、号泣してしまった少女の柔らかい感触を感じながら男は意識を失った。
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番外編　マリアの日常④　　時は遡って出撃命令が出る少し前

「あぁミティごめんなさい。ちょっとお茶をこぼしてしまって……拭いて頂けます？」

　自分で拭きなさいよ！　しかも絨毯にこぼしてるじゃない！

「ミティ、お砂糖がなくなってしまって、買って来て下さいます？」

　買い物から帰った時に言わないでよ！

「ミティ、新しい服を試したいのですけど、少し胸を支えていて下さいますか？」

　大きすぎるわよ！　両手で支えても重い！　何食べたらこんなになるのよ！




　晩御飯の準備も終わった夕方の時間、ミティも掃除を終えて厨房で休憩中です。

げんなりした顔でノンナさんへの愚痴をこぼしてます。

「ノンナさん、私のことが本当に嫌いなんだろうなぁ。何も悪いことした覚えないんだけどなぁ」

　いえ、ノンナさんはエイギルさん以外は誰に対してもあんな感じですが。

「大丈夫ですよぉ。ミティは誰にも嫌われてませんって。いい子だってみんな知ってますよ～」

「うーマリアさん大好きです。ノンナさんは苦手、というよりも嫌いだなぁひどすぎるもん」

　うーん、ノンナさんも悪い人じゃないんですが、ちょっと貴族体質が抜け切ってないかもですねぇ。

本人にも言っておきましょうか。

でもまずは家庭内不和を取り除かないと

「ミティ、今日は夜大丈夫ですか？　皆が寝たぐらいに私の部屋にこれます？」

「はい？　大丈夫ですけど、どうされたんですか？」

　いいからいいからとほくそ笑む、きっと驚くでしょうね。




　そして夜

「こんばんわ～遅くにお邪魔します」

「呼んだのは私ですからね～。さあ行きましょう」

　どこへ？　と首をかしげるミティの手を引いてノンナさんの部屋に向かいます。

「えぇっ！　こんな時間に行ったらまた色々言われちゃいますよう……」

「心配ないですって、今日はノンナさんですから。ドアに耳当てて見て下さい」

　ミティはおそるおそる耳を当て、口に手を当てて真っ赤になった。

「マリアさん！　これ中で！」

　今日はノンナさんが可愛がられているのです。

静かにすれば耳を当てなくてもノンナさんの嬌声が聞こえます。

「ノンナさん体の準備をしてるんだと思いますよ。本当に始まったらこんな声じゃないですから」

　意外にもカーラさんに次いで声が大きいですからね。

「なんで私をこんな？」

「うふ、ミティは私のときも覗いていたでしょう？」

　ミティが一瞬で真っ赤になりました。

「そんっ！　そんなことっ!!」

「大きな声を出したら気付かれますよぉ。ノンナさんにも可愛い所がある事をよく見ましょ～」

　違う違うと否定しながらも音を立てずに扉を開く技術はなかなかに手馴れていますね。

これは相当経験を積んでいるようです。

　扉を開くと途端にノンナさんの声が大きくなります。

「ほら見て、いま一つになりましたよぉ」

「す、すごい。あんなにのけぞって声をあげてる……」

「ノンナさんが上になりましたね」

「腹立たしいぐらい胸揺れてます。あっ吸われてる」

　実はさっきからエイギルさんとは目があってます。

ミティを指さして微笑むとにやっとしておられました。

きっとミティ向けにサービスしてくれると思います。

「あらら、持ち上げられちゃいましたね」

「あんなこともするんですか!?　ノンナさんもう言葉になってないです」

　ただ声をあげるだけになってますね。

ああなるとそろそろだと思います。

「良く見ましょう。もうすぐノンナさんが可愛くなるから」

「えっ……何が……あっ！」

　ノンナさんが絶叫して痙攣、力が抜けて人形のようになってしまいました。

「あれって、そうですよね？」

「そう、昇り詰めちゃったの、でもエイギルさんが満足するまで終わらないですよぉ」

　人形のようなぐったりとしたノンナさんを更に責めます。

ノンナさんはされるがままですが本能でしょうか、足と手は絡みつけたままです。




「子供を、赤ちゃん、下さい」

　うわごとのように繰り返しています。

本当に子供が欲しいんですね。

「そろそろですよ」

「…………」

　ミティは唾を飲み込み、目を離しません。

エイギルさんもこちらに全てが見えるようにしています。

動きが止まりました。

あぁ、今まさに種付け中なんですね。

「マリアさん、あれはそうですよね？」

「えぇ、今、種を植えられてるんですよぉ」

　エイギルさんのはすごいですからね。

三〇秒はかかります。

「ノンナさん、大丈夫ですか？」

「えぇ、本人は最高に幸せになってますから」

　全て終わってエイギルさんが大の字に寝ました。

ノンナさんも気がついたのか大事な道具を口で綺麗にしています。

「ほら、必死に奉仕するノンナさん可愛いでしょう？　普段は嫌味なところもありますけど、こうしてみるとただの女の子です」

　ミティが小さい声でぼそりと

「それは好きな男の前でだけ媚びる性悪なのでは？」

「何かいいました？」

「いえ、なんでもないです！　それより私、男の人のアレが怖いです……。あんなのどう考えても無理ですよ！　私のアソコとか絶対破裂しちゃいます！」

「あぁ～あれはエイギルさんのが特別製ですね。普通の男の人はあの半分か三分の一ぐらいですよ」

　メリッサさんの弁ですが、私は見比べるほど他の人のを見てません。

「そっそうなんですか!?」

「ええ、それに種の量も普通の人はあんなお腹膨らむぐらい出ませんよ。男としてとってもすごい人なんですよぉ」

　最初に見たのがエイギルさんのなんてきっと他の人のを見るとがっかりしちゃいますね。

それともこのまま私達のお仲間になるのでしょうか？

「ねぇミティ？　あなたエイギルさんの女になりたいと思います？」

　どうせなのではっきりと聞きましょう。

「ええっ！　そんなのわからないですよお。少し怖いし」

　でも嫌じゃないんですね。

この調子では明日にでも食べられそうです。

エイギルさんはあまり小さい子は好みじゃないみたいですけど、ミティはここにきてからみるみる発育してますし、すぐにお仲間ですからね。

　ミティがうずうずと何か物足りなさそうだ。

私が居ては肝心なことができないですか。

「では私は部屋に戻ります。あまり長居してはだめですよ」

「はっはい！」

「あと、一つだけ。ノンナさんへの武器をあげます」

　ミティに耳を寄せる。

「うそっ！　そんなことしてたんですか!?　カーラさんを笑えないじゃない！」

「うふふ。ではおやすみなさい」

　私が部屋に戻るまで下着を降ろすのは待った方がいいと思うのですが……。




　翌日

「ミティ！　お茶の葉がなくなってるじゃない。買い足しておいてって言いませんでしたか」

　言ってない。

それに減る量が早いのはあんたがガバガバ飲むからだ。

だが今の私は地団駄踏んだりしない。

強力な武器があるのだ。

「申し訳ありません。昨日は屋敷周りのお掃除に時間を取られまして」

「掃除は日課でしょう。そんなこと言い訳には「どうも粗相をした者がいたようで！」

　ノンナが固まった。

「ひどく撒き散らされていまして、多分窓から撒いたのではないかと。私が［昼過ぎ］に見回った時にはまだなかったのですが」

　首まで真っ赤になったノンナが空っぽのカップに口をつける振りをする。

「明日、買い物ついでにお願いしますね。私は用がありますので！」

　ノンナは足早に自室へ退散してしまった。







「だから、人に見られるとあれほど！　させたのはエイギル様で！　抱えあげられてはどうしようも！」

「何よ、ぶつぶつ気持ち悪いわね。とうとう乳に頭まで支配されるの？」

　カーラを無視してノンナは消える。

　勝った、ついに勝利したのだ！　あのいじわる女を駆逐したのだ。

今日は最高の気分で洗濯物が干せそうだ。

　洗濯物満載のカゴを抱いてくるくると回りながら庭に出る。

いい日差し、更に回転数を上げてしまおうか。

「痛っ！」

　何かと衝突して引っくり返る。

カゴは安定着地してなんとか洗濯物を撒かずにすん……だ……。

　視線の先ではセリアさんが引っくり返っている。

すぐ傍では旦那様が苦笑、庭で剣のお稽古でもしていたのか。

後ろから私が激突したせいで前のめりに倒れこんでしまったようだ。

「いたた……気をつけろ！」

　セリアさんが声をあげるが、まだ自分の状況に気付いていない。

「可愛い尻が出てるぞ」

　旦那様が笑いながら指摘する。

　そう、私が裾を押さえる形になったのか短いズボンは下着ごと脱げ、すべすべ綺麗な小尻どころか性器までも見えてしまっていた。




「っ!!!!」

　セリアさんはすぐに隠し真っ赤になる。

当然、すぐに……。

「よくも……よくもエイギル様の前で恥をかかせてくれたな……。覚えていろ……」

　旦那様がいるせいか、怒声は控えめでしたが今までで一番の怒りを感じました。

一難さってまた一難、平和の訪れは遠いようです。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

階級　中央軍第三混成大隊長

部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一二〇騎・軽騎兵二〇騎（損害引）

　　　三個歩兵中隊　一五〇人　一三〇人　一〇〇人

　　　工兵隊　　　　二〇〇人

　　　義勇兵　　　　二五〇人

　計　八三〇名

軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　　　　ヨグリ（義勇兵まとめ役）

武器　デュアルクレイター（大剣）

装備　黒いマント（呪）

現在地点　アークランド領北部　ダトロンの町

戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

村占領ｘ８　ダトロン占領　鉄槍騎兵撃退

単騎でダトロン防衛　二〇〇人斬








第49話　アークランド戦争⑥　崩れる国家　落ちる小花　♯







　ゴルドニア王宮　深夜

「ラッドハルデ軍団長より至急報告！」

「おおっ！」「きたか！」

　王からはラッドハルデ男爵からの至急伝がきたら深夜でも起こせと命じられている。

　警備兵が急ぎ知らせようと駆けるが、その必要もない。

　王自らが側近をつれて現れたのだ。

「夜分遅くに無礼を致しますが軍団長よりの……「よい！　早く申せ！」

　使者の口上を遮る。

　王も緊張に顔が強張っている。

「はっ！　我ら中央軍は敵アークランド北部軍団主力とダトロンの町近郊で激突、激烈な戦闘の末、これを撃破！　敵は大損害を出し逃げ散りました！」

「オオオ！」「勝ったか！」「さすがラッドハルデ卿！」

　大臣級の高官や高級貴族がまるで一兵卒のように感情を出し、歓声を上げる。

「そうか、勝ったか！　よい……よいぞ！」

　王も感無量とばかりに天を仰ぐ。

「味方の損害も少なくありませんが、若干の再編の後、更なる侵攻も可能です」

「すぐに使者を出せ！　なるだけ早く侵攻を再開せよ、と。進むだけでよいとな」

　王はほくそ笑む。

　エイリヒが役目を果たし、王が事前に打った手は全て動き出す。

　王は心から高揚する。

　アークランドは、あの忌まわしき害虫国家は地図から永遠に消えるのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　同時刻　ダトロン　領主の館　一室　セリア

「なんとか持ち堪えられたようです」

　関係者が安堵の息をもらす。

　中でも私はへなへなと床に座り込んでしまった。

　ベッドでは二〇〇人を切り倒し、町を守った英雄、ハードレット卿ことエイギル様が眠っている。

「体中、傷のない所はございません。臓腑まで届いていたものもいくつか……いかに良い薬を使ったとはいえ、あれだけ血を失って生き残られたのは神に愛されていたとしか思えません」

　医者は正に奇跡と手を広げた。

「すぐに目を覚まされるでしょう。しばらくは絶対安静、栄養のある物を柔らかく崩して食べ、体を拭いて薬を塗りこむ。これで大丈夫でしょう」

　医者が去り、療養の邪魔になってはいけないと皆も続いて退室、私だけが残った。

「良かった……本当に良かった……」

　意識のない主人の手、縋るように顔を押し付けた。




　あの日、軽口を叩いて尻を撫でられ安心していたが、全身を染める血は敵だけのものではなかった。

　手当てをしようと壊れかけた鎧を脱がせて愕然とした。

　槍の穂先が、矢が、ボルトが、体中に突き刺さっていたのだ。

（助からない）

　咄嗟にそう考えた。

　もし同じ傷を負った兵を見つけたら苦しまぬよう、一思いに楽にしてやろうとするだろう。

　だがこの人はだめだ、絶対に死なせない。

　とりあえずベッドに寝かせなければならないが、門の外では未だ戦いが続いており人手はない。

　重い甲冑を捨て、担ぎ上げるように持ち上げて町の中に運んでいく。

　筋骨隆々とした主人は私の倍以上の重さだ。

　全身が悲鳴を上げ、筋肉が引きちぎれたように痛む。

　だが絶対に落とせないし引きずれない。

　手足がもげるならそれでもいい、一刻も早く安全な場所に寝かせなければ……

　そして主人が解放した使用人の家族に招かれてベッドを借り、医者を呼んでもらう。

　だが医者もその家族も表情は暗かった。

　誰がどう見ても致命傷、金はいくらでも出すと一番良い薬を使ってもらったが、流した血が多すぎて一晩もたぬとまで言われた。

　その日は民家の外、戸を守るように座り込んでいた。

　中にいてもできることはないし、主が死んでしまったら医者を斬ってしまいそうだったから。

　やがて医者の動きが慌しくなってきた。

　最初は最善を尽くして死を看取るつもりだったのだろうが、鍛えた体のおかげか、戦神の加護か、回復の可能性が見えてきたらしい。

　不衛生な場所では傷が腐るかもしれぬということで領主の館に運び込む事になった。

　失礼な話だが、一般の民家ではネズミや小蟲が這うのは普通だ。

　隊からマックを始め屈強な男が集められ、揺らさぬようにベッドごと運ぶ。

　そして今に至る。

　思えばあれから三日になるが一睡もしていない。

　彼が逝ってしまったら冥府でも共ができるよう、すぐに後を追うつもりで備えていたのだ。

　だがもう必要なくなった。

　安心して数秒で自分が眠りに落ちるのがわかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　アークランド　某所

「おめえ聞いたか？」

「何をだよ？」

「ばっかてめぇ、北部軍が負けたらしいぜ？」

「んな馬鹿な！　北部軍といやぁ王国最強の軍団、しかも名将アスロディス閣下が率いてるんだぞ？」

「それが間違いないらしい。ボロボロで帰ってきて駐屯地に篭っちまったってよ」

「最強の精鋭、鉄槍騎兵も半分しか帰らなかったらしいぜ」

　町で村で、噂は流れていく。

　アークランド王政府は悪質な噂を流したとして何人かを捕らえ、公開処刑したが人の口が閉じられることはない。

　農村のみならず、比較的恵まれていたはずの都市でさえ、市民の間に不穏な動きは広がっていった。

　高い税率、長期の徴兵、何もかもへの不満を押さえ込んでいた軍の威光が崩れた時、王国は内部から崩れ始めるのだ。

　だが自然に漏れる噂だけではこれほど急速に広まりはしない。

　人の集まる所に現れては噂を流し、また別の町へ行く。

　北からやってきた輩はアークランドに［真実］を広げていく。




「そんなこと言ったって最終的にはアークランドが勝つだろうさ。考えても見ろよ、今まで何十と戦って勝ってきてるんだぞ？　一つの戦場で負けたところでなんだってんだ」

「そうそう、馬鹿が騒いで政府に楯突いて殺される。今まで通りの結末さ」

　それでも長年の威光を信じる者も多い。

　下手に騒げば結局何も変わらなかった時、狩り出されるのは自分達だからだ。

「ほら見ろよ、南部から軍が移動してるぜ」

「戦力の補填かねぇ。北で割と盛大にやられたってのは本当らしいな」

　南部からやってくる軍の隊列、アークランド内では良く見られる光景だ。

「おかしくないか？　南部軍団の駐屯地はここより東だぞ？」

「南で演習でもやってたんじゃないのか？」

「いや、俺はずっとこの町にいたけど駐屯地を出たのは見てないぞ……」

　会話を遮るように町の鐘が鳴り響く。

　鳴らされるのは火事か野盗の襲撃、そして……

「敵襲!?」

「あの旗は南部軍団じゃねぇ！　トリエア王国？　嘘だろあいつら国境を越えてきやがった!!」

　この日から一週の間に、［悪政で民を苦しめ、地域の安定を乱した］として

　北部　ユレスト連合国　西部　ストゥーラ王国　マグラード公国　　南部　トリエア王国

　四カ国がアークランドに宣戦を布告、陸続きのトリエアとユレストは国境を越えて、河向かいのストゥーラとマグラードは混乱に乗じて港町に船で乗りつけたのだ。

　この国々はアークランドの横暴に耐えかねていたのも事実だが、裏ではゴルドニアからの戦後処理、領土の分割統治の話が持ち込まれていたことが大きい。

　それでもアークランド軍の強力さから二の足を踏んでいた彼らに決断させたのはダトロンでの勝利。

　平和国家として軍事力に疑問のあった大国ゴルドニアの勝利は、かの国のリーダーシップを復活させ、乗り遅れては分け前が減るとばかりに一斉に行動を起こしたのだ。

　最強北部軍団は破れ、周辺国は一斉に宣戦布告、そして民は次々と蜂起していく。

　貴族も農民も、そして軍人さえもアークランド王国の崩壊を予想せざるを得なかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　五日後　ダトロン

「おい、セリア便所ぐらい一人で行ける」

「ダメです！　絶対安静ですから起き上がってはいけません。あきらめてこの桶にどうぞ」

　少女に支えてもらって排泄などできるか。

　無理やり起き上がるが全身に痛みが走って動きが止まる。

　すぐにセリアに押さえ込まれた。

「エイギル様、傷口が開きます。お願いですから寝ていてください」

　俺は諦めて、大人しく横になった。

　それにしても鉄槍騎兵とは相性が悪い。

　前も傷を負わされた気がする。

「何か食べたいな」

「はいっ直ちに」

　セリアがテーブルに置かれた粥をスプーンで食べさせてくれる。

　こういう世話なら大歓迎なんだが。

「肉も食べなければ回復しません」

　硬い肉はセリアが咀嚼して口移しで食べさせてもらう。

　栗や梨も同じだ。

　本当は既に一人でも食べられるがセリアの口を貪るために黙っている。

　彼女も女と呼べるほどに成長してきている。

　回復しつつある体は掛け布団を盛り上げて自己主張し始めた。

「セリア……」

　小さな頭に手を添えるが「ダメです」と寝かされてしまった。

「もう一週間近い、そろそろ限界なんだが」

「種を出すには体力を使うと聞きます。ご自重下さい。もちろん女を抱くなんてもってのほかですよ？」

　セリアは真面目だから無理だろうな。

　リタあたりに頼んでみよう。

「ちなみに使用人達にはきつく言ってありますから。もしエイギル様に負担をかけるような行為に及んだらナイフで下の口を裂いてやると」

　セリアのことだから本当に遠慮なく言ったのだろう。

　求めてもやんわりと断られた訳だ。

「傷が治られたらいくらでもお相手しますし、使用人達と乱行されても何もいいません。なんなら町で綺麗所を見繕ってもきます。ですから今はどうか安静にして下さい」

　そこまで言われては仕方ない。

　だが治ったらセリアには俺の溜まりに溜まった雄を受け止めてもらうことにしよう。




「相変わらずな女好きだな」

　扉の前で待っていたのだろう、エイリヒが微妙な顔をして現れた。

　セリアがすっと下がる。

「これは、見苦しいところを見せました。何かありましたか？」

「あぁ、陛下から再侵攻の命があってな。軍団の再編も最低限だが完了した。明朝発つ」

　言いにくそうなのは俺を置いていくことになるからか。

　この体では付いていくとも言えない。

「わかりました。俺の大隊はどうしますか？」

「町の警備に回そうとも思ったが他の隊の損害も思った以上でな。悪いが俺の直轄として連れて行く」

「奴らも戦功を上げる機会が欲しいでしょう。お願いします」

「うむ、ここには治安維持用の警備兵を残していく。まぁアークランドに反撃に転じる機会はないさ」

　情勢は俺も知っている。

　四カ国の軍が参戦し、首都に迫っている。

　言いだしっぺのゴルドニアが先に首都を落とさなければ格好がつかない。

「では武功を祈ります」

「あぁ、お前も早く治して追いついて来い」







　エイリヒが去り、再び穏やかな時間が流れていく。

　エイリヒもアゴールもレオポルトも去り、残るのはセリアと俺だけだ。

「ご不満ですか？」

「いや、女を抱けないこと以上ではないさ」

　まったく、とセリアは笑う。

「眠りましょう、私も添い寝致しますから」

「そうだな、さっさと治してエイリヒを追わないとな」

　俺は清潔な服に着替えてから布団に潜り込んだセリアを抱きしめてそのまま眠りについた。

　だが、すぐに用を足していなかったことに気付き、結局セリアに手伝われてしまった。

「どうぞ、お出し下さい。支えていますから」

「…………」

　人生の屈辱の一ページだ。







　その後、ゴルドニアを始め諸国軍は自らを［討伐軍］と称して王都に向けて進撃を続けていった。

　アークランド軍の抵抗は頑強だったが、頻発する反乱に足を取られ、物資の輸送も滞る状況では満足な戦いもできなかった。

　特に蜂起した民に徹底的に狙われた食料の不足は深刻で、戦場では度々討伐軍を破ることもあったが、たたみかけることはできず、全体としてはじりじりと後退を続けていった。

　圧倒的不利な状況にありながらもアークランドは統率を失わず、討伐軍を足止めしながら王都へ後退していったが、どこからも援軍は期待できず、食べるものにも事欠く状況についに一般兵士からの反乱が発生する。

　彼らは長期徴兵での徹底した訓練で精強に鍛え上げられていたが、それは兵役を勤め上げて家族の元に帰るためであって、王国に殉じるためではなかった。

　軍内での反乱をうけてついにアークランド王政府は広域に展開しての抵抗を断念。

　残る全ての軍団に王都への入城を命令、更に手当たり次第、村や町から食料を徴発した上で火をかけた。

　アークランド残存兵力一万はかき集めた食料を持って王都に篭城、討伐軍もこれを取り囲み、戦況は膠着した。
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　二週後

「筋も臓腑も問題ありません。恐るべき回復力です」

　医者のお墨付きが出た。

　薬のおかげもあってか体調は怪我をする前とあまり変わらない。

「皮には跡が残りましたが……」

　全身傷のない所はない程だったからな。

　さすがに体には傷跡が目立つ。

「更に治療を続ければ一週で傷跡も治せますが？」

　そんなことをすれば更にエイリヒに追いつくのが遅れる。

　既にアークランドは王都に押し込められており、のんびり寝ている訳にもいかない。

　それに男の俺には傷跡は勲章のような物だ。




　診察を終え、股間だけをタオルで覆った状態のままセリアや使用人達に向き直る。

「傷はどうだ？　汚いか？」

「エイギル様が奮戦された証です。尊敬こそすれ、汚く思うことなどありません」

「それに……とても荒々しくて魅力的です」

　リタが肩に手をあて、ゆっくりと撫でさする。

　三週間近い禁欲のせいで俺は即座に反応してしまった。

「おほん！　ではもう診察は不要でございます。私はこれにて」

　目の前で始められては適わないと医者がそそくさと部屋を後にする。

　獣欲が制御できない。

　リタを抱き寄せて胸を掴む、愛撫ではなく痛みすら感じる程に力が入ってしまう。

「痛っ！　いえ、構いません。おつらいですよね……好き放題に嬲って下さい」

　噛み付くように口に吸い付き、脱がすのもまどろっこしいとエプロンドレスをめくりあげた。

　俺の槍も普段よりふた回りは大きい、獣のような交わりになるだろう。

　だが後ろから胸に小さい手が回される。

　セリアが情けなさそうな、それでいて怒ったような顔で背中に顔を埋めていた。

　そうだ、欲望に流されていた。

　俺を助けてくれたのもセリア、世話をしてくれたのもセリア。

　なら回復して一番に抱いてやるのも彼女であるべきだろう。




「リタ、他の皆も悪いが今は退室してくれ」

　セリアの目が輝く、リタはやれやれと言わんばかりに頷いて退室していく。

「セリア様はまだ女として熟しておられませんから。本気で責めたら壊れてしまいますよ？」

「余計なお世話です！　さっさと出て行きなさい」

「わかりました。ハードレット様、部屋前に待機しておりますのでご所望でしたらお呼び下さい」

　俺が好んでいたのを知ってかわざと尻を強調した歩き方で退室する。

　セリアは猫のようにフーっと威嚇していた。

　誰も居なくなった所でセリアと正面から見つめ合う

　何か気の聞いた事を言おうと思ったが必要ないと言葉を引っ込める。

　セリアも同じであるようだ。

　俺たちは出会ってからいつも一緒に居た。

　隣に彼女がいない方が少なかったのだ。

「おいで」

「はい」

　互いに全裸となって俺の腹にセリアが乗る。

　メリッサあたりに教わったのだろう、腰をくねらせて男を誘おうとしている。

　だが、欲情を誘うよりも笑いが漏れてしまう。

「何故笑うんですか!?」

「処女が余計なこと考えるな。男に任せてろ」

　転がって逆に俺がセリアの上になる。

　見慣れた裸体だがいよいよと考えると体格差が気になる。

　禁欲のせいで更に肥大化した肉棒が到底入るようには思えない。

「遠慮せずに下さい。やっと本当の意味であなたの女になれるんですから壊されても本望です」

　俺の躊躇を見取ったのかセリアが足を大きく開いて手を伸ばす。

　ひどく下品な格好だが不思議とそうは感じなかった。

　抑圧されていた下半身は早く女をよこせと急かす。

「優しくできないかもしれない。我慢できなくなったら大声で悲鳴をあげろ」

「あげたら中止になるんですね？　なら死んでもあげません」

　小さいセリアはシーツを噛み締めて、なんとしても悲鳴はあげないつもりらしい。

　準備をしてやろうと指を入れたが、いよいよの予感だけで愛液が滴るほどに濡れていた。

　俺はセリアの足の間に体を入れ、覆い被さる。

　彼女はすぐに手足を絡めて微笑んだ。

「いくぞ……」

「ーーー!!!　っっっ!!」

　シーツを噛みしめているので声は出ないが入り口に竿の頭を突っ込むところで既に痛いらしい。

　仕方ない、素股にしようと腰を浮かせるとセリアの足が回ってきた。

「ダメです！　今日こそは女にして下さい。……お願いです、壊れたって裂けたっていい……。エイギル様の女になりたいんです。声を出さなければやめないって言ったじゃないですか！」

　ふうと溜息を吐く。

　女にここまで言わせてやめるのも逆に残酷だ。

「わかった、もう言わない。覚悟しろ」

「はいっ！」

　俺は肉棒をセリアの狭い女の穴に押し込む。

　セリアの声無き悲鳴も、中の痙攣も無視して体重をかける。

　中が広がる音が聞こえそうなぐらいに広がったソコの少し奥、純潔の膜に肉棒が当たる。

「……」

「どうぞ」

　ちらっと顔を見ると早く破ってくださいと微笑まれた。

　豪快な腰使いもなく、少し力を入れるだけで膜は弾け、セリアは女になった。

　さすがに絶叫すると思ったが意外にも彼女は嬉しそうな顔のままキスを求めてくる。

　平気なのか？　と疑問に思いながらも求められて腰を使う。

　彼女の中には半分も入らず、あまりに狭い中は動く度に俺の肉傘を削り取るように搾ってくる。

「気持ちいいです！　素敵です！」

　指で触ってみると、セリアの女性器は、はち切れる寸前まで広がって無理やり肉棒を受け止めているが本人は気持ちよさげに声を上げる。

　痛く無いならいいかとしばらく突いてやると俺の肉棒が早くも射精を訴えて一段と硬度を増した。

　セリアを全身で抱き締めて振り回すように腰を使う。

　突く度、彼女の腹は俺の形に膨らんで、性器は痛々しいほど広がるが、口からは俺への愛と快感を訴える言葉が出続けた。

　口を吸っても、激しく突いても、優しく揺らしても、胸を吸っても、肉芽を撫でても、尻穴に指を入れても…………何をしてもセリアは喜び、もっとしてとおねだりしてくる。




「上に乗っていいですか？」

　セリアは俺の上になるとすごい勢いで腰を上下させ始めた。

　痛みを堪えているとも思えない。

「大きいよぅ！　好きですエイギル様ぁ！　もっともっと愛して下さい」

　下から手を伸ばしてセリアの膨らみかけの胸を揉んでいるとふと気付いた。

　彼女の体はびっしりと冷たい汗をかいており、それは明らかに異常だった。

　俺と交われたことが余程嬉しかったのか、セリアは心で痛みを除去してしまったのだ。

　だが体は激痛を訴えて冷や汗を出しているのだろう。

　それだけ愛されていると思うと誇らしいが心で快楽を得るにも限界が来てしまったようだ。

　俺の上で腰を振るセリアが一瞬停止したかと思うとパタンと胸に倒れこんでくる。

「あ、あれ？　体が動かない……。なんで!?」

　今度は体が身を守るために動きを止めたらしい。

　俺の胸の上で騒ぐセリアをぎゅっと抱き締めた。

「このままでいい。良く頑張ってくれたな。気持ちよかったよ」

「でも、まだご満足頂いてないです！」

「いや、お前が頑張ってくれたから俺はもう限界なんだ、いつでも出るぞ」

　本音だった、気を抜けば今にも放出が始まるだろう。

「でっでは！」

「動かずにそのまま感じろ。流し込むぞ」

「はい……いくらでも……」

　上に乗るセリアの尻に両手を回してしっかりと固定し、腹筋に入れていた力を緩める。

「おぉぉぉ……」

「あっ！　あぁぁぁぁぁぁ……」

　叫びでは無い静かな声を互いに上げる。

　自分でも何の音だ？　と思うほどの音量で種汁が噴き出した。

　溜まりに溜まった三週間分の欲望が処女を失ったばかりの少女の肉穴に流れ込んでいく。

　肉棒は狭い穴の中で大きく脈打ち、その動きがセリアの腹を通して俺の腹にまで伝わってきた。

「すごい……熱い……エイギル様の種……幸せ……」

　セリアの腹が膨らんでいくのが感触でわかる。

　濃厚すぎる精はぎっちりとはまった肉棒のせいで外に溢れる事もできず、セリアの女の穴から子袋に押し込まれて溜まっているのだ。

　射精はたっぷり三分ほど続き、肉棒が満足げに萎えると種がセリアから飛び出てベッドと床一面、更に壁にまで飛び散った。

　彼女の穴は無残に広がり、尻の大きさと比べると不安になるほどの大穴になってしまっていた。

「こりゃすごいな……」

「このまま戻らなければいいのに……そうすればエイギル様専用に……」

　それも困ると開いた穴に指を入れると、きゅうと小さく締まる。

　よし、まだまだセリアの狭い穴は楽しめそうだ。

「汁も大量に出て入りやすくなりました。まだまだ可愛がってください」

「無理はするなよ」




　セリアは最後に意識を失うまで

「もっと抱いて……抱き殺してもいいですから」

　と、うわごとのように呟いていた。

「俺の女を殺してたまるか。これから何度でも抱くんだからな」

　汗まみれのセリアを抱きしめると、女と少女の入り混じった甘い匂いがした。







「お邪魔致します」

　全てが終わった後、リタが入ってくる。

「あらら、すごい」

　普段なら他人の気配を猫のように感じ取るセリアだが、さすがに疲れ切って俺の胸を枕に寝息を立てている。

　シーツの赤い染みがセリアの成人を祝っていた。

　獣のような行為とは程遠い、静かな空気が流れている。




「この様子ではおこぼれはもらえませんね……」

　悪いが今は他の女を抱くよりもセリアに胸を貸していたい。

　他の女の匂いでも感じたのだろうが、僅かに呻いて抱きつく力が強くなる。

「濡れタオルお持ち致しました。お拭きするのはハードレット様ご自身の方が喜ばれますね」

　頑張ったセリアは体中に汗をかいている。

　その汗を拭いてやるのは行為後の定番だが、不思議と彼女相手だと父親になったような気になる。

　全身を拭いてやっても起きる気配はなかった。

　汁にまみれた性器や胸も拭いてやったが、そこには肉欲の空気はなかった。




「お邪魔のようですので今はお暇しますね」

　リタは二人に流れる空気を読んだのか大人しく引き下がる。

　このままでは少し可哀想だな。

「明日は早々に軍団を追って出立するが……明け方部屋に行く。鍵をあけておけ」

　ベッドから片手を伸ばして腰を撫でる。

　情欲の炎を灯らせた女を笑顔で見送り、セリアを抱きしめ直して眠りについた。







「ふぅ」

「リタさんハードレット様は……」

　扉の外で馴染みの使用人が不思議そうに尋ねてくる。

　リタも抱かれているはずと思っていたからだ。

「セリア様が満足させちゃったみたい。おこぼれはなかったわ」

「あんな華奢な娘が？」

「うふふ、代わりに夜這ってくれるって」

　キャアと声が上がる。

「でもハードレット様、すごい絶倫だと思ったけど小娘一人で満足しちゃうなんて、不完全燃焼だったんじゃない？」

「そんなことないわ……だって」

　間を持たせる。

「二人は静かに横になっていたけど、ベッドの周りは大惨事よ。まるで乱交でもしたみたい、天井まで飛び散っていたのよ！」

　夕方には不似合いな雀達の鳴き声が響く。







　翌朝、俺とセリアは轡を並べて出発準備を整えていた。

　兵は連れず、二人と予備の馬だけだ。

　セリアの馬ではシュバルツのペースに付いて来れないかもしれないからだ。

　目的地は討伐軍が包囲している王都アークランド。

　強固な城塞都市を攻めあぐめているらしいから俺が着くまでは大丈夫だろう。

「供の者は本当にいらないのですか？」

　セリアが心配そうに声をあげる。

　さすがにはぐれの部隊に遭遇すれば俺を守りきれないと不安のようだ。

「いざとなったらお前を乗せてシュバルツで駆ける。こいつに追いつける馬はいない」

　それにセリアを乗せるとシュバルツの速度は一気に上がる。

　軽いセリアを揺らして股の感触を楽しんでいるのは間違いない。

　俺も昨日楽しんだがあれはいいものだ。

「わかりました。んぐっ!!」

　いつも通り、ひらりと馬に乗ったセリアの顔が歪む。

　昨日の今日で馬に乗るのはつらいかもしれない。

「ほれ、使え」

　屋敷から持ってきた羽毛入りの枕を渡す。

　かなり不恰好だが二人しかいないし問題ない。

　恥ずかしそうに尻を枕に乗せるセリア。

　いかん今朝、徹底的に出し切ったはずなのにまた反応しそうだ。

　さっさと出発しよう。

「「「御武運を！」」」

　町に残る兵士や使用人達の声を背に受けて俺達は駆ける。

　いよいよこの戦争も終わりに近い。




「そういえばリタはどこよ？　あんなに惚れ込んでたのに見送りにもこないなんて……」

「今日は見てないわ。もしかしたら一緒に行けないショックで寝込んでるとか？」

　一人の使用人が恥ずかしそうに手を上げる。

「私、部屋を見に行ったんだけど、うつ伏せでお尻上げて失神してたわ……起こそうとしたんだけどハードレット様の名前を呼ぶばっかりで……」

「そういえば昨日、夜這いされるって言ってたわね」

「私、隣の部屋なんだけどさ。明け方に叩き起こされたわ。まるで獣が二匹、愛の囁きなんてとんでもない。お互いが叫び声上げてるんだもの」

「それに、大事なとこも広がっちゃって、後ろから覗くだけで子袋まで見えちゃってたよ……」

　一体どれだけ激しかったのか、使用人達は背徳と恐怖に身震いした。
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　エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

　階級　中央軍第三混成大隊長

　部隊 　セリア　一名

　計　一名

　軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　　　　ヨグリ（義勇兵まとめ役）

　武器　デュアルクレイター（大剣）騎乗槍

　装備　黒いマント（呪）騎兵鎧

　現在地点　アークランド領北部　ダトロンの町

　戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

　村占領ｘ８　ダトロン占領　鉄槍騎兵撃退

　単騎でダトロン防衛　二〇〇人斬

セリアが大人になりました。










第50話　アークランド戦争⑦ 　１つの終わり







　アークランド王国　王都［アークランド］　討伐軍陣地




「大隊長が帰ってきたぞ！」「不死身の猛将！」「二〇〇斬の戦神！」「不屈の女好き！」

　俺とセリアは王都を包囲する一角、ゴルドニア中央軍の陣で歓声に迎えられた。

　いつの間にか俺の噂は広がっていたようだ。

「よく戻られました。大隊長」

「ハードレット卿、良く戻った」

　アゴール達やエイリヒも出迎えてくる。

「セリア殿も大隊長の看病ご苦労でした」

「いえ、当然のことです」

「……何か雰囲気が変わったような」

「なんでもありません！　いつも通りです！」

　俺はエイリヒと今後の話をする。

「お前の大隊はあの時のままだ。指揮を返そう」

「はい。義勇兵はどうなりましたか？」

「ここに来るまでに逃亡した敵兵士も含めて数が膨れ上がったからな。一軍の扱いとして代表者をつけてある」

　なんでも既に数は二万近いとのこと。

　アークランド国民の一〇分の一だ。

　これで国家が維持できるはずがない。

　落城も時間の問題に思えるが……

「いまだ敵は粘っていますか？」

「相次ぐ反乱で逆に忠誠心の篤い者だけが篭城に参加しているからな、更なる離反は考えられない。都市自体も城塞と言っていいほど堅牢だ」

　立て篭もるアークランド軍は一万だが二万いる市民も何かしらの形で駆りだされているだろう。

　討伐軍は各国約四万、義勇兵を入れて六万だ。

　そして王都はかつて見た連邦の白都程ではないが分厚く、それなりに高い城壁に守られている。

　あの壁を壊すには相当の時間がかかる。

　それも相手が無抵抗だったとして、だ。

　それでも六万の数を頼りに本格的に攻めれば落とせないことはないだろうが時間はかかる。

　あまり犠牲を出せば不安定な立場の義勇兵は動揺するかもしれない。

「短期決戦ならば精鋭をぶつけての一点突破ですか、一箇所でも城門を破れば雪崩れ込んで数で圧倒できます」

「うむ、その線で何回か試したのだがな。城門は厚く、鉄で出来ている、破城槌も大弓も効果はない」

　独特の音をたてて投石器がうなり、油で燃えあがる石が飛んでいく。

「ああやって嫌がらせのように焼け石を放り込み続けているが、どこまで効果があるのやら」

　遠目に見ても大規模な火災は起こっていないようだ。

　扉が家々から離れているか、消火隊が仕事をしているんだろう。

「最悪、こちらには本国からの食料の供給があるからな。囲んでいればいずれ奴らは飢えて出てくる」

　だがそれをやれば彼らは文字通り飢え死にする直前まで抵抗することになる。

　そして軍の兵士が飢えるということは既に市民は死に絶えているということだ。

　そうなってしまっては王都は死都、占領の旨みもなくなってしまう。

「なんとかこちらでも考えて見ます。主にレオポルトが、ですが」

　エイリヒが笑った。

「そうだな、奴は優秀だ。いささか面白みに欠けるがな」

　良く見ていらっしゃる。




「と言う訳だ、何か名案はないか？」

　レオポルトは久しぶりの再会にも礼儀としての挨拶をする以外、何も変わらない。

「考えはあります。私の立場では進言が通りませんのでハードレット卿の帰還を待っておりました」

　俺の従者兼軍師では軍団長へ意見する権限はない。

　エイリヒが許しても周りの者が従わないだろう。

　形だけでも俺から言ったことにしないといけない。

「基本的な目的は今までの作戦と変わりません。一つの門に攻撃を集中して突破、そこから雪崩れ込んで決着を着けるのです」

　だが今まで夜襲をしたり、雨のように弓を降らせて強襲したりもしたが全て失敗、こちらの兵を無駄に死なせるだけになったと聞いている。

「問題は二つ、隠れる場所のない城門周辺で受ける集中攻撃と頑丈で破城槌も通らない門そのものです」

　集中攻撃は損害に構わず突破するとしても城門が破壊できないのは痛い。

　さすがにデュアルクレイターでも鉄の塊をバターナイフのように切れるわけでもあるまい。

　……いや切れるか？　試してみるか？

「止めて下さい、今度こそ死にますよ」

　声で出ていたのかセリアが口を挟んだ。

　随分といい匂いがする。

　処女を切ってから一気に女になったな。

「今の時期、晴れた日には風が西から東へと吹きます。都市の西で大量の火を焚いて煙を流すのです」

「なるほど煙で目隠しをして攻撃するのか、だがこちらの攻撃を事前に知らせてしまうんじゃないか？」

「そうでしょうな。しかし我々は連携も碌にできない連合軍です。正攻法が一番いい」

「敵に十分目隠しできるほどの煙が出るか？」

「無理です。そこでこれを使います」

　レオポルトがカゴに指す、そこには赤黒い色をした薪と……でっかい毛虫が入っていた。

「ひっ！」

　虫やネズミにあまり動じないセリアもさすがに一歩下がる。

　大きさは猫程もあり、無数の針がうねうねと動いている。

「……この気持ち悪い虫を敵に投げつけるのか？」

「薪のほうはノロルの木、触るとかぶれる毒木です。虫のほうはググリルといいまして、まぁ見た目通りの毒虫ですな。強い毒があります」

　セリアがいつの間にか退室していた。

　俺も出来れば寄りたくはない。

「これらを火に放り込めば毒の煙が出ます。大量に集めて燃やせば、殺すことはできないでしょうが、目や喉をやられ矢も投石も思うようにできません」

　いい考えだが煙がこっちにきたら、こいつに深呼吸させてやる。

「目くらましはこれでいいか……次に門だ」

「城門は敵の隙に乗じ、ハードレット卿が突撃して両断します」

「…………」

「冗談です。先の突撃で城門に迫った兵から情報を得ました。門はがっちりと作られ破城槌でいくらついてもびくともしなかったと」

　冗談から真面目な話まで真顔で通すからわからんのだ。

「だが地面は石畳を敷いてはいますが焼け石が落ちた跡は土がむき出しになっていたそうです。つまり、石畳を捲ってしまえば下は土です。深さ１ｍで２～３ｍも掘り進めば城門を下から潜って抜けられます」

　敵の前で穴掘りとは……頭上に盾か何かを構えればこちらが破城槌で叩いているのか穴を掘っているのかはわからないかもしれない。

　何人かが門を超えて門を開いてしまえば成功だ。

「もちろん、少数で敵の正面に出るわけですから袋叩きになります。ですがここで敵を蹴散らして門を開くだけの武勇があれば一挙に王都を落とせるでしょう」

　どうせ俺がやるんだろう。

　怪我が治ったばかりだというのに、またも死地を渡ることになりそうだ。

「いいだろう。エイリヒに伝える。どうせ現状は手詰まりだ、お前の案でやってみることになるだろう」

「準備は既にほとんど完了しています。ご指示があればいつでも」

　本当に手際のいい奴だ。

　この木と気持ち悪い虫も集め終えていると言う事か……

「きゃあああああああああああ!!」

　女の悲鳴、近くにはセリアしかいない。

　慌てて飛び出すとセリアが地面に転がっている。

　原因は話題の毒虫、集められたそれは、陣の一角に置かれた大量の木箱に詰められていた。

　最悪の見てくれを隠すのに被せられた布、セリアはその上に腰掛けてしまったようだ。

「えっエイギル様ぁ！　うねうねがあ、潰れて！　ぐちゅってっやあああ！」

　這いずる様に俺の足に抱きついて来る。

　涙を流して縋りつくセリア、これはこれでいいのものだ。

　原因が虫だとしても。

　少しばかり興奮してきた。

「セリア、尻に毛が刺さってるぞ」

「うそっ！　どこですか！　とって下さい！」

　必死に尻に手をやるが虫の針は覆いの布を通さなかったようだ。

　刺さってなどいない。

「こっちの天幕でとってやる」

　最初大人しく従っていたセリアは上半身まで脱がされてようやく気付いたようだ。

「エイギル様だましましたね！　ここではダメですよっ着いたばかりでこんな……」

　少しぐらいエイリヒに伝えるのが遅れてもどうってことはないのだ。

　破瓜の痛みもそろそろ消えただろう。

「あぁぁぁぁぁーー!!」

　立ったまま小尻に後ろから肉棒を沈めていくと、少女に埋まる大きな肉棒という背徳的光景とは裏腹に快楽を訴える声が長く伸びた。
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　翌　早朝

「もうすぐ日が昇りますね」

「あぁ、風も予想通りだ。夜明けと同時に火を焚こう」

　俺とエイリヒ、他の大隊長が見守る中、レオポルトの策は正に決行されようとしている。

　結局、門からの突入には俺も参加する。

　各国から個人的な戦闘力に優れたものを抽出したそうだ。

　門を開くことに成功すれば数万の兵が一気に雪崩れ込む、そうなればアークランドは最早どんな防御態勢もとれないだろう。

「火をつけろ!!」

　都市の西側からもくもくと煙が上がり始めた。

　敵も煙幕に気付き、西の城壁にあふれんばかりの弓兵が並ぶ。

　こちらが西から行くのは明白な訳だから正しい対応だがレオポルトの策はもう一段悪質なのだ。

「ついでに燃え殻を投石器で中に放り込んでやろう」

「生きたまま放り込まれた方が私は嫌ですけどね」

　セリアはあの虫がトラウマになったのか俺のマントの中に入って視界を塞いでしまう。

　大人の女になったと思ったが子供に逆戻りしたみたいだな。

「なんとも言えない臭いだ……」

　風上にいる俺達でさえ布で顔を覆う程の臭いだ。

　今頃壁の上にいる連中はさぞいい思いをしているだろう。

　ここからでは表情までは見えないが、不自然に動き出しているように見える。

「しばらく燻してやろう。奴らが壁の上から見下ろすのが嫌になるようにな」

　たっぷり二時間程の煙攻めにした後、破城槌を伴った大軍が門に進んでいく。

　今回、破城槌に役目はないが最初からこちらの手を読ませるわけにもいかない。

　兵達が強烈な臭いに不平を垂れる。

　全員に布を濡らして顔を覆うように指示したが目に染みるのはどうにもならない。

　かといって完全に煙を途絶えさせてしまえば、今までと同じように矢と石の洗礼を浴びてしまう。

　目を凝らして狙わなければならない敵と違って下を向いて歩くだけでいい分、我慢のしどころだろう。

　城門に近づくとさすがに猛烈に矢と石が飛んでくるが、これでも前回よりもかなりマシらしい。

　大盾を頭上に掲げて破城槌と工兵隊が城門へ向かう。

　さて穴が開くまでは俺にはすることがない。

　矢と投石から守るためセリアを抱き寄せる。

「エイギル様！　さすがに戦場ではダメです、何を考えているんですか！」

　お前こそ何を考えたんだ。

　単に守ってやってるだけだ。




　歓声と悲鳴、そして怒声、穴が掘れたようだ。

　さてそれではと城門に近づくが各国の勇士（？）達が一番槍を求めて次々と殺到し穴は順番待ちだ。

　工兵隊が二番目、三番目の穴を掘っているが行列に並んでまで死にに行きたいもんだろうか？

　どう考えても最初の何人かは殺される。

　突破できるのは敵が手間取った隙に入りこんだ奴だ。

　案の定、穴からは悲鳴ばかりが聞こえてくる。

　さすがにそろそろ突破しないと上から降ってくる石の量が増えてきた。




「どけ」

　俺は火攻め用の油壺に火をつけると穴の奥に放り込む。

　今度の悲鳴は敵のものだろう。

　ルーシィ印の万能マントを被って穴に飛び込んで火を突破、何人か火達磨となったせいで距離をとっていた敵の前に出る。

「あの火の中を!?」「おいこいつ見たことないか？」「まさか……ダトロンの悪魔!!」

　敵全体が一歩後ずさった。

　武勇伝も酒場で自慢する以外に役に立つことがあるんだな。

　後ろでは一緒についてきたセリアが器用に火を消している。

　あと少しすれば味方も続いてくるだろう。

「矢を放て！」

「隊長、こいつに矢は効きません！　ダトロンでは針鼠になるまで浴びせたのにピンピンしてやがる」

　それは誤解だ。

　死ぬほど痛かったし死に掛けた。

「ええい相手は一人だ！　一気に包めば問題ない行けぇ！」

　重武装の騎士だろう六人が襲いかかってくる。

　そして四振り、ミスリル製の宝刀、デュアルクレイターは四振りで六人を切り裂いた。

　続くつもりだった後ろの四人が動きを止める。

　来てくれれば楽でいいのにな。

　俺の方から踏み込んで四人を首なし人形に変えてやる。

　デュアルクレイターの切れ味は他の剣とは桁が違う。

　力を入れずに振り回すだけで容易に鎧ごと両断できるのだ。

「終わりか？　次は？」

「ば、化け物……」「本物の戦鬼だ……」

　敵が動揺している間にセリアが消火に成功、次々と味方が穴から出てきた。

　俺の役目はここまでだな。

「全員続け！　門の開閉装置を奪うのだ！」

　どこかの国の指揮官が勇ましく指示を出す。

　こうやって叫び声をあげるのはあまり好きではない。

　俺は門の開閉装置ではなく、固まっている敵の指揮官の方に走る。

　焦り、恐怖、絶望、三段階に表情を変化させた指揮官を切り倒し、西門での抵抗は終了した。

　程なくして門は開け放たれ、洪水のように兵士が雪崩れ込んでくる。

「大隊長、お見事です」

　アゴールがシュバルツの手綱を引いて入って来た。

　シュバルツはアゴールにふんっと息をかけるとセリアに擦り寄る。

　俺以外の男を乗せることは未だに無いようだ。







　そしてアークランド市内は地獄と化した。

　そこら中で討伐軍による略奪が行われ、家々には兵士が入りこんで女の悲鳴が聞こえる。

　財産や女を守ろうと抵抗した者は容赦なく殺されていった。

「戦争の終わりはこれが普通なんですがね」

「南部貴族反乱の時は内乱だから禁止令を出したが今回はな……」

　俺とエイリヒは顔をしかめる。

　不快に思ってはいるが兵士にとっては勝利の褒美のようなものだ。

　ゴルドニア中央軍には財産の接収のみ認め、強姦や殺人は罰すると令を出している。

　が、他国の軍隊に命令することはできないし、各国の常識では勝利後に女を漁り、抵抗する者を殺すことは黙認されるのが慣例だ。

　残党に付け入る隙を与えるとして、各国共通で禁止されたのは放火のみ。

「さっさと王宮を落とし、馬鹿騒ぎを収拾するか」

　市内各所で生き残ったアークランド兵が降伏の有無に関わらず嬲り殺しにされていた。

　王宮は門を閉ざし、若干の兵とともに依然抵抗の意思を見せているが、四方八方から投石機や、大弓で油を投げ込まれ、焼け落ちつつある。




「騎士様！　お助け下さい！」

　シュバルツの前に半裸の女性が飛び出してきた。

　服は破られ、胸が見えてしまっている。

　幸運だった、飛び出したのが男だったらシュバルツは多分止まらず踏んでいただろう。

　女を追いかけてきたのか兵士が何人か家から出てきた。

「その女、返してくれねーか？　服を脱がせる隙に逃げられちまってなぁ」

　どこの軍か確認しようとして止めた。

　町中が同じ状況だ、何になるというのか。

「悪いがこの女は俺が貰う。異存があるか？」

　兵士は怒声を上げようとするが、馬と鎧、そして従者から貴族と判断して、文句を言いながら別の得物を探しに行った様だ。

　剣でも向けたら皆殺しにしてやったものを。

「うううっ……」

　こちらの女は俺の言ったことを真に受け、今度は俺に犯されると思ったのか涙を浮かべる。

「嫌がる女を犯りはしない。クリストフ、彼女を本陣まで護衛しろ。無理に抱いたりしたら縛り首だぞ」

　たまたま傍に居たクリストフに任せよう。

　どうせ連れて行っても戦力にならないし、声のでかさと見た目の強さは彼女を守ってくれるだろう。

「了解ですよ……でも同意ならいいよな？　姉ちゃん、気持ちよくしてやるよ、どうだい？」

「嫌です」




　クリストフは女を狙う兵士に「隊長の女だから」と大声で言いながら下がっていった。

　また変な噂が立つなこれは。

「さすがですな」

「素敵です」

　アゴールとセリアが俺を褒める。

　俺は女と気に入った男には優しいんだ。

　さっさと王宮を落としてこの戦争を終わらせようか。
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　同時刻　王宮内

「火を消せ！」「だめですそこら中から火矢と油がっ！」「もうだめだ！　陛下を脱出させろ！」

　私は家宝の槍を抱いて立ちすくむ。

　誰がこのような日が来ると思っただろうか。

　王都を敵が蹂躙し王宮が焼け落ちる。

「イリジナ！　お前も火を消せ！」「もう火はいい！　陛下の護衛に」「陛下は先程倒れられた！」

　全てが終わるのだ。

　アークランド王家も軍も、そして私自身の命もだ。

　私が謹慎の処分を解かれたのはつい先日、許されたと言うよりも戦力が足りないので引っ張り出されたようなものだった。

　そして王都に入って反撃のための準備をしていた。

　しかしその機会はなく、今に至る。

　先程目の前で元帥閣下が火矢を受けて亡くなられた。

　普段ならば大騒ぎだろう、だが今は燃える閣下を誰も気にしていない。

　軍人として冷静に考える。

　逃げるべきか……だが逃げてどこに行くというのだ。

　アークランドが滅んだ今、私はただのイリジナだ。

　夜盗に身を落として日銭を稼ぐのか、幸い女だが武芸には自信がある。

　無駄な考えは止めよう、十重二十重に包囲されたここから逃げられる可能性はほぼ〇だ。

　せいぜい華々しく討ち死にするしかない……できれば最後は炎の中に消えたいものだ。

　普通に倒されてしまえば、大女とは言え女の体には使い道があるだろうから。




「イリジナ、生きていたか！　生き残られた王族の方々と馬を揃えた。血路を開くぞお前も来い！」

　今更突破？

「どこに突破すると言うのですか？」

「連中は街で略奪と陵辱に夢中だ！　一気に東門を突破する。外にいるのは義勇兵とか言う寄せ集め、少数ならば逃げられる」

　私の身分では到底謁見できない王族が名も知らぬお偉方に先導されて次々と現れる。

「街を出てしまえば後はいずこかに潜んで機会を待てばよい！　まずは脱出を……がっ!!」

　少し遅かったようだ。

　扉が破られて、敵……ゴルドニアの兵が次々と入ってきた。

「皆様！　下がって下さい！」

　こうなっては戦うしかない。

　万が一の可能性だが死ぬしかないよりはずっといい。

「我が名はイリジナ！　栄光あるアークランド軍人、いざ参られよ！」

　声を聞いて女と侮ったのか、不用意に近づいた敵兵を突き伏せる。

　今はとにかく外に出ることだ。

　ここはすぐにでも焼け落ちる。

　続いて寄せた敵も二人三人と突き伏せ、四人目を回した槍で跳ね飛ばした。

　私の活躍で周りの騎士達も息を吹き返し、王族を狙う敵を次々と仕留めて行く。

「こいつ手ごわいぞ！」「女と油断するな！」

　敵兵は距離をとって槍を向けるが、この間合いは槍の間合い、つまり私の間合いだ。

　ゴルドニアの弱兵に遅れなどとらん。

　神速で突き出された槍は敵が視認する暇もなく喉を突き破る。

　これなら突破できるか!?

「アゴール副長！　手ごわいですご注意を！」

　敵の雑兵が下がり、一人の男が剣を手に前に出た。

　装備も雰囲気も違う。

　こいつは手ごわいと確信するが、私とて一対一で遅れをとることなどない。

　無言のまま打ち合いが始まる。

　雑兵とは桁違いの速さと力でアゴールと呼ばれた男は打ち込んでくる。

　実力はもしかしたら互角と言えるかもしれない。

　何合か打合ううちにそう感じるが、ならば勝てる。

　奴のは上物だがただの剣、私のもつのは家宝の名槍、ただでさえ槍は剣に有利なのだ。

「せいっ！」

「ぐっ！」

　私の槍が男のももを掠め、血が飛び出す。

　男が一瞬動きを止めた。

　それで十分だ、私の槍は男の鎧を貫いて脇腹に刺さった。

「ぐはっ！」

　倒れ伏す男、致命傷ではないだろうが止めを刺している場合ではない。

「皆様こちらへ！　外に出ます！」

　貴人方を先導して外へ飛び出そうとすると外から小さな影が走りこんできた。

　咄嗟に防御すると、鋭い金属音と火花が散る。

　影は後ろに飛んで再び突っ込んでくる。

「ちいっ！」

　槍を突き出すが当たらない。

　影は小さく速い、地面すれすれを這うように走っているのだ。

　手には剣、槍を回して石突で弾こうとするがこれも回避された。

　なんてすばしっこい！

　影は剣を突き出し、私を下から貫こうとしているようだ。

「ええい！　これで！」

　槍を大きく回して影にわざと回避させた。

　大きな隙を見た影は一気に勝負を決めようと接近する。

　それを私は思い切り蹴り飛ばした。

「ギャン!?」

　私は並の男に体格で負けていない。

　鍛えた体は筋肉もついているし身長も一八〇ほどある。

　その私の蹴りを見事に受けて、影は壁まで吹き飛び気を失ったようだ。

　見ればまだ少女のようだ。

　驚きはするがまじまじ見ている暇もない。

「いくぞ!!」

　勢いに乗って先に飛び出した騎士達が帰ってくる。

　首だけとなって……。

　そしてそれは姿を現した。

　私を恐怖のどん底に陥れ、軍人としての破滅さえもたらしかけた存在。

　呼吸が荒くなって手が震える。

　構えた槍の穂先が遊んでいるように上下左右に揺れているのが自分でもわかる。

　それに出会った日、人生で初めて失禁した。

　それから逃げ帰って数日は夜に震えが止まらなかった。

　考えるだけで戦場が怖くなった。

　最近はようやく考えないことに慣れたというのに、本物が出てきてしまったではないか。

「大隊長申し訳ありません、遅れをとりました……」

「生きているか？」

「はい、なんとか。その女は手強い、注意を」

　男は槍を向けながら硬直する私を尻目に少女の下に向かった。

　気絶した少女を抱き上げ、息があるのを確認すると外に連れ出させる。

「待たせたな。行くぞ」

　そう言った男の目には以前にはなかった怒気が見えた。

「イリジナ！　何をしている。早く行くぞ」「どけ下郎が！」

　私の横を抜けて騎士達が男を排除しようと突進していく。

「だめだ！　そいつは！」

　騎士達の上半身は回転しながら床に落ち、下半身だけが外まで走って崩れ落ちる。

　圧倒的な破壊、何も変わっていない。

　次々と襲い掛かる騎士達、そして同じ早さで解体されていく。

　あれだけ善戦していた味方が瞬く間に私と貴人達を残すのみとなった。

「お前は降伏するのか？」

　つまらなさそうに男が言い、その声で我に返った。

　今更降伏などありえない。

「なにを！　やあああぁぁぁぁぁ!!」

　不自然なぐらいに叫び声をあげて恐怖を誤魔化し槍を突き出す。

　負け犬ほどよく吠えるとは良く言ったものだ。

　脅えながらも並の兵士ならば必殺の突き、だが簡単に避けられてしまう。

　ならばと私は渾身の力をこめて、回避できぬ体の中心に狙いを定めた。

　鎧ごと貫くつもりだったその一撃を男は回避しなかった。

　槍は動かない、男も動かない。

　槍先は男の手で掴まれていた。

　何故神速の一撃が見切られたのか？　何故男に混じっても強力の私が押しても引いても動かないのか？

　そんなことはもうどうでもいい。

　やってしまった、もうおしまいだ。

　男が槍を引くと飛びつくように私は引き寄せられてしまった。

　槍は手から離れ、男は私の目の前に居る。

　間違いなく殺されるだろう、殺されない理由がない。

　死を覚悟することはできたのに何故こいつの目の前にいるだけでこうも恐怖するのか。

　へたり込んだ私の顎を男の手が引き上げた。

　男の顔を見るなり耐え切れず盛大な水音が股間から鳴る。

　男は少し驚いたようだったが、仲間の血に塗れた顔を近づけてくる。

　恐怖と絶望は混じってわからなくなり、私の頭は何も考えないことにしたようだ。

　視界がぼやけたかと思うと意識が遠くなっていった。

　私が最後に見たのは血塗れの男の顔と、敵兵に斬り殺されていく王族達の姿だった。

　この日、アークランド王国も軍も跡形もなく滅び去ったのだ。
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　エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

　階級　中央軍第三混成大隊長

　部隊　第一騎兵中隊　重装騎兵一一〇騎・軽騎兵二〇騎　終戦時

　　　三個歩兵中隊　一四〇人　一二〇人　九〇人

　　　工兵隊　　　　一七〇人

　計　六五〇名

　軍部下　セリア（従者）レオポルト（従者兼軍師）アゴール（歩兵中隊長）

　　　　カール（歩兵中隊長）マック（工兵隊長）クリストフ（兵卒）

　　　　ヨグリ（義勇兵まとめ役）

　武器　デュアルクレイター（大剣）

　装備　黒いマント（呪）騎兵鎧

　現在地点　王都アークランド

　戦果　敵前哨部隊壊滅（共同）

　村占領ｘ８　ダトロン占領　鉄槍騎兵撃退

　単騎でダトロン防衛　二〇〇人斬

　アークランド城門突破　王族殲滅

戦争編終了です










第51話　国破れて山河あり　♯







　ひどく頭が痛い。

　寝てる場合じゃない気がするのに体が動かない。

　一体何があったんだっけ。

　ええと……王宮に突入してアゴールさんがやられて飛び出して……

「蹴られたんだ！」

　跳ね起きるとふかふかのベッドに寝かされていた。

　とっさに主人を探すが見当たらない。

　私はあの女にやられて……まさかエイギル様に、もしもの事はなかったか！

　ベッドから飛び出そうとするが頭痛を感じて思いとどまった。

「誰か！　誰かいないか!?」

「なんですか？」

　天幕の護衛をしていた兵士が顔を出した。

「エイギル様はご無事ですか!?」

　兵士は屈託なく笑って告げた。

「ええ、敵を全部やっつけて戻って来られましたよ。しかも敵の女騎士を担いでね」

　アゴール副長も重傷だが命の危険はないらしい。

　ふぅと溜息が漏れた。

　安心と呆れ、私が不覚をとった女騎士を仕留めずに連れ帰るとは。

　いずれ女として戦うかもしれない。

　決着の時に向けて体を休めるために再び眠りに就こう。
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「ではセリアは一度目を覚ましたのか？」

「はい先程、しかしまだ頭痛があるようで、またお休みになられております。医者も頭が揺れただけだと言っております」

　これで一安心だ。

　アゴールも傷病兵として治療中だが大丈夫そうだ。

　これでゴルドニアの未亡人を悲しませずに済む。

　セリアに軽くキスをしてその場を去る。

　まだせねばならぬことは多い。

　王都内の地獄絵図はひとまず終了し、市内は落ち着きを取り戻している。

　殺された夫に泣きつく妻、呆然と座り込む半裸の親子……。

　俺を見かけると恨みの目を向けるか、体を隠して俯く。

「随分とひどいものですね」

「そうだな、これだけやった後に戦後処理だ。先が思いやられるよ」

　エイリヒは頭を抱え、気休め程度の歓心を得ようと市民に食料の供給を指示する。

　家族を殺されてこの程度ではあまり意味はないだろうが何もしないよりはいい。

「それで我々はいつまでここに？」

　既にアークランド王族も殲滅し、国家としては消滅した。

　もしかしたら小規模な残党が出るかもしれないが中央軍が丸々残る意味もない。

「俺も後は政務官に丸投げして逃げたいのだがね、各国の軍が帰るまではそうもいかん」

　軍の力はそのままその国の影響力だ。

　他国よりも先に軍を引いてしまえば占領後の領土分割交渉で不利になることも考えられるのだ。

「近いうちに各国のお偉方が集まって会議でもやることになるだろうな。それまでは帰れんよ」

　だが帰れないのは現地最高司令官のエイリヒだけだ。

　俺はさっさと帰りたい。

「卿もだ、ハードレット卿。なんのために諸国にまで卿の武勇伝を喧伝したと思っている」

　なんてことだ。

「だが陛下も最優先で進めるだろう。そう長くは掛からん、それまでは体を休めていろ」

　そりゃ、それ以外にすることもない。

「ただし、市内の女を食いまくるのはやめておけ。唯でさえあんなことがあった後だ、余計な反感を買うぞ？」

「俺は常に合意の上です。問題ありません……そういえば捕獲した女騎士のことなのですが」

「昨日言っていた奴か。騎士家の娘らしいが大貴族や、軍の重鎮でもない。戦争の責を問うような身分ではないな。特に刑に処すことは考えていないから、放り出すなり抱くなり好きにすればいい」

　その言葉を聞けただけで十分だ。

　もし処刑することになったりしたら［うっかり逃げられて］しまわねばならなかった。

　これで堂々と話が出来る。

「あの！　ハードレット様」

　振り返ると昨日犯されかけていた所を助けた女だ。

「昨日はありがとうございました。おかげで……汚されずに済みました」

「女が、それもお前みたいな美人が他の男に犯されるのが気に入らなかっただけだ。気にするな」

「噂通り、女好きの方なんですね」

　噂について聞きたいが今は置いておこう。

　ついでなので家まで送ってやる。

　小さな家は焼かれたり破壊されたりすることなく残っていた。

　一人暮らしをしているそうだ。

「ではいく。何かあったら言って来い」

「待ってください！　あの……ハードレット様も私を抱きたいですか？」

「当たり前だ。いい女を抱きたくない男は病気だ」

　反射と思えるほどに即答すると女はもじもじと顔を赤らめている。

「まだ、覚悟はできませんが……正面から来て頂ければ拒みはしませんので……」

　今強引に押してもいけそうだが、せっかく惚れかけているのだ。

　完全に心を開かせるにはもう少し時間を置いた方がいいだろう。

　唇を奪って体を撫でる、今はこれだけだ。

「ありがとぅございましたぁ～」

　女はふわふわとした足取りで部屋の中に戻っていく。

　そういえば名前を忘れた、いや最初から聞いていなかった気もする。

　まぁいいか。

　寄り道をしてしまった。

　あの女騎士と話をしに行くのだった。




　途中、女に無理やりキスを迫る兵士を蹴っ飛ばした他は何事もなく、俺の大隊が接収している商家の邸宅に着いた。

　ここの商人は王家との関係も深かったらしく、屋敷内に兵を置いて抵抗したため、漏れなく皆殺しとなり空き家だったのだ。

　商家にしては大きな家、多分俺の家の何倍もある。

　その地下のワインセラーに女騎士は拘束されている。

　なにぶんアゴールを倒すほどの使い手だ。

　普通の部屋に閉じ込めて、もう大丈夫と言う訳にはいかない。

　分厚い扉には鍵がかけられ、手には皮の拘束具をつけられている。

「生きているか？」

「……」

　女騎士は敵意の篭った目で俺を見上げるが、すぐに下を向く。

　王宮で見たときからどうも様子がおかしい。

　小娘のように小さくなって震えている。

「食事や待遇に不満は？」

「……」

「返事をしろ」

　顔を上げさせると涙が流れた。

　今から陵辱される哀れな女のようで、槍を振り回していた彼女のイメージには合わない。

「食事は……十分だ。光を浴びたい……逃げないから」

「逃げないと誓うなら普通の部屋に移してやる。拘束も外そう、誓うか？」

「誓う。もう決着はついた。今更何をするでもない」

　俺としても女を地下に押し込める趣味はない。

　拘束を切ってやろうとナイフを取り出す。

「ひっ！　いやだ！　やめてくれ！」

　途端に女が取り乱し、頭に手をやって泣き出してしまった。

「拘束を切るだけだ。何故そこまで怯える」

　このままでは碌に話もできない。

　まずは恐怖を解きほぐさないとならないだろう。

　移動の間、女はまったく無言だった。

　部屋に入り、ベッドに腰かけさせて話を聞く。

「戦場では会ったが名前は知らないな。俺はエイギル＝ハードレットだ。お前の名は？」

「イリジナ、今はただのイリジナだ」

「そうか、イリジナ。まずは中央軍からのお前への処罰はない。残党狩りが終わるまで一時的に拘束しているだけだ」

「そうか……手間をかける」

　反応が薄いし、怯えている様子も変わらない。

　おかしいな？　処刑されることを怖がっていると思ったのだが。

「イリジナ、お前の身柄は俺が預かることになっている。酷い扱いをさせるつもりはない」

「感謝する……」

　これも反応がない。

　むしろ震えは増している。

　一体何を怖がっているのか、まどろっこしくなってきた。

「お前は何を怖がっている。処刑するつもりも苛め殺すつもりもないと言っているだろう！」

「ひいっごめんなさい！　お願いだから食べないで……せめて騎士として死なせてくれ！」

　こいつは何を言っているのか？

　ふと思い当たる、イリジナは死を怖がっているのではなく、単純に俺を怖がっているのかもしれない。

　王宮で気を失ったのは俺が近づいたからか。

「イリジナ、俺が恐ろしいか？」

「おっ恐ろしい！」

「何故恐ろしい？」

「鬼神のような戦い方と……人を食うと聞いたからだ」

　戦い方はわかるが俺は人を煮込んで食った覚えは無い。

「誰から聞いた？」

「食事を持ってくる兵士が扉の前で話していた。「隊長は女と見ればすぐに食ってしまう」「この女も大柄で激しくいける、食いでがあるだろう」「いつ食われるか賭けをしよう」と……」

　その話自体も心外だがイリジナは根本的に間違っている。

　騎士一家で下品な言い回しは知らないのかもしれないな。

「私の血と体は祖先から受け継いだもの、殺されるのはあきらめる！　だが食い殺すのは堪忍してくれ。せめて人として最後を迎えさせて欲しい」

　勘違いの上に思い込みも激しいらしい。

　言葉でわからせるのは骨が折れそうだが、幸い俺は男でイリジナは女だ。

　ここには二人きりだし、ベッドもある。

　より効果的な説得ができるだろう。

「イリジナ、服を脱ぐんだ」

「ひいっ！　やはり喰う気なのだな！」

「大人しくしていれば食わないでやる」

　イリジナに説明する方が骨が折れそうだ。

　実際には食ってしまうつもりだが、彼女の思っているのとは違うから嘘ではない。

「うぅぅぅぅ……」

　イリジナはもう俺の言葉を信じるしかないのだろう。

　服を脱ぎ去り、足元に落とす。

　脅えてはいるが脱ぎ方は豪快で胸や股間を隠そうともしない。

　よく今まで同僚に襲われなかったものだ。

　彼女の体は肉付きがいいというより非常に筋肉質だ。

　乳も尻もでかいが、引き締まっているので女性的な柔らかさは目立たない。

　そして何より目を引くのはその長身だ。

　身長は俺と並んでもあまり差が無く、筋肉のついた体から考えると男と殴り合っても遅れはとるまい。

「だが女の自覚は少し足りないな」

　手を伸ばしたのは脇と股間、特に股間は無駄毛がかなり盛大なことになっていた。

「私は未婚だ！　見せる相手などいない」

「現に今見せているじゃないか」

「それは……お前が勝手に見ているだけじゃないか」

　軍人らしく背筋を伸ばして直立するイリジナの足元にしゃがみこみ、股間に口をつける。

　無駄毛が邪魔だが、掻き分けてみると穴はピンクで美しい。

　それにセリアと同じ臭いがする。

「処女か？」

「未婚だと言っただろう！　当然だ」

　随分と硬い価値観を持っているらしい。

　その考えをほぐしてやらねばならない。

　イリジナを後ろから抱き締めて胸を掴み、肉棒を尻にこすりつける。

　身長が同じだから他の女と比べて当たり方が新鮮だ。

　両方の乳首を摘んで少し引っ張ると随分と可愛い悲鳴があがる。

「ひゃんっ！　何をする！」

　俺は答えず、彼女をベッドに押し倒す。

　乳首は驚くほど大きく勃っているし、女の穴もそれなりに湿っている。

　彼女の体格ならそれほど注意しなくても壊れはしない。

　後ろから腰を掴んで男根を閉じた下の唇にあてた。

「どこに当てて……！　それでは入ってしまうじゃないか、私は未婚でお前は恋人では……」

　うつ伏せに寝たイリジナに乗るようして男根を沈める。

　穴自体は大きめでよく広がっていたが、抵抗する彼女が強く締めたので侵入が止まってしまった。

「何をする！　乗るな、降りてくれ」

　抵抗するイリジナを完全なうつ伏せに潰し、上に乗って耳元で囁く。

「俺は化け物じゃなくて唯の男だ。恐れなくてもいい」

「う？　ほ、本当か？　腕一本も食べないか？」

　どれだけ変に思い込んでいるんだ。

「あぁ、だから心配するなっ、うっ！」

「ああっ！　痛っ!!」

　イリジナの緊張が緩んだ所で力強く腰を叩きつけ、純潔を奪う。

　全身で乗って体重をかけ、限界まで深く入れた。

「は……入ってしまった……。待て！　もしかして私はお前に犯されているのではないか!?」

　今になって気づいたのか？

　戦っている姿と脅える様子しか知らなかったがこいつはちょっと抜けている。

「たっ大変だ！　純潔を奪われてしまった！　強姦されてしまったぞ!!」

　再び暴れ出すイリジナだが、男根が深く刺さっているので逃れる事はできない。

　それにしてもすごい力だ、力を入れていないと跳ね飛ばされそうになる。

　だが暴れれば突き刺さった男根が彼女の中を刺激していく。

「んあっ！　股に刺さって……抜けぇ！　抜いてくれ！」

　叫びを無視して、俺は更に腰を押し付けた。

　メリッサのように子袋にまで入り込むことはできないが、それでも袋を限界まで押し上げて俺のモノは根元まで飲み込まれた。

「おぉ、根元まで入ったぞ。これはいいな……」

　俺のモノを根元まで受け入れてくれるのはメリッサだけだった。

　セリアは献身的に奉仕してくれるがモノは半分も入らない。

　しかもメリッサのように包まれるような感触ではなく、搾るような激しい締まりは新鮮だ。

　嬉しくなって腰を使う。

「あうっ！　ひいっ！　くっ苦しい、どうしてそんなに大きいんだ!!」

　抵抗するから余計に痛みと苦しみが出てしまっている。

　彼女はもっと楽しめるはずだ。

「イリジナ……抵抗するな、身を任せれば気持ちよくなる」

「犯されて抵抗しない女などいない」

「お前は、俺が嫌いか？　化け物で無いことはわかっただろう」

　イリジナはしばし抵抗を止める。

　もちろん俺の腰は動き続けている。

「私としては逞しく強い男は好きだぞ。だが敵同士だし、何より婚約者でもないのに性交など……」

「ならいいじゃないか。もう戦いは終わった、敵も味方も無いだろう。俺もお前と仲良くしたい」

「そ、それは……んっ！　何かしびれる……」

　話の間、抵抗をやめたことで快楽が高まってきたようだ。

　話しながら胸を掴んで揉みほぐすと、性器だけが僅かな抵抗を見せて締まり、肉棒を搾る。

「イリジナ……気持ちいいぞ」

「こ、これは……股がしびれて気持ちいい！」

「そうだろ？　これが男女の遊びだ。もっとよくなるぞ」

　股に手を差し込んで、肉芽を摘むと更に反応がよくなる。

　お互いに楽しんでいるとイリジナが何か言いたそうにしている。

「どうした？」

「私のような大女に物好きなことだが……お前は、私を愛しているのか？」

　突然なんだと思ったが女はベッドの中でもそういうのを大事にする。

　家の女達も愛していると囁かれながら抱かれると倍の速さで達すると言っていた。

　ここはあわせてやろう。

「あぁ、愛している。俺に身を任せるんだ。一緒に気持ち良くなろう」

　既に俺に対する間違った思い込みも恐れも解消したので目的は達した。

　後は自由にイリジナの体を味わうことにしよう。

「そっそうか……愛ゆえの狼藉か……これも男の性なんだな」

　イリジナの抵抗がなくなり、俺の男根は彼女の中を好きに暴れ回る許可を得た。

　豪快に腰をぶつけても、体重をかけてねじり込んでもイリジナは苦痛を訴えない。

　他の女だったら今頃大きな悲鳴が上がっているだろう。

　そして調子に乗りすぎて、放出欲が我慢できなくなった。

「イリジナ、出す！」

　両手で彼女の両手を押さえ、男根を根元まで、子袋を強く押し上げるまで入れた。

　全身で密着し、首筋に軽く噛み付いて俺は動きを止める。

「種が出てしまうんだな。これも運命か……受け入れよう」

　放出が始まり、しばらくお互いに体を震わせた後、自然と唇が合わさり、舌が絡んだ。

　それにしてもいい女体だった。

　俺がベッドに寝転ぶと、布団の中で鼻をすする音が聞こえる。

　さすがに少しばかり強引に処女を奪ってしまったから思う所もあるのだろう。

　そっとしておいてやろう。
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　一八〇分後

　俺は水差しに入った水を直に一気飲みする。

「ふう、お前も飲むか？　喉も渇いたろう」

「……いらない」

　俺の横で恐怖とは違う涙を流すイリジナ。

　処女を奪われたショックから立ち直った所で我慢できなくなって再び襲ってしまった。

　過激な体位が終わると大きな体を縮こまらせてメソメソ泣いていたが、俺を恐れることはなくなった。

「食うとは女を犯すことだったんだな」

　イリジナは俺の方を見ずに呟いた。

「痛かったか？」

「平気だ。敗軍の女が嬲られるのはよくあること、覚悟は出来ていた」

「少し乱暴だったな。すまない」

　イリジナを抱き寄せる。

　俺とあまり身長の変わらない彼女だが、胸の中で小さくなる姿には小動物的な愛らしさもあった。

「お前はこれからどうするんだ？」

　姿勢を変え、腕枕に乗せて語りかける。

「こうなっては覚悟を決める。おまえ……いや、ハードレット殿の妻として生きよう」

「なにっ!?」

　イリジナの体を撫でていた手も止まる。

「妻とは一体なんのことだ？」

　彼女はきょとんと俺を見上げた。

「何とはなんだ？　純潔を奪われ、種を仕込まれた。妻になる以外にどうしろと言うのだ？」

　だめだ、多分こいつは本気でそう思っている。

「さっき自分で敗軍の将うんぬん言ったじゃないか」

　抱いて捨てるつもりはないが結婚するつもりも毛頭ない。

「そういう覚悟もしていると言ったのだ。それに私の上で「愛している」「身を任せろ」と言ったではないか。強姦したかったのではなく、私を好いてくれていたのだろう？」

　ベッドの中で女に「愛してない」「抵抗しろ」などと言う男も稀少だ。

　どれだけ純粋なんだ。

「私はハードレット殿を受け入れ、ハードレット殿は私を愛している。二人が契りを結ぶのになんの支障がある？」

　そこまで言ってはっと表情を変える。

「まさか貴方は私など及びもつかぬほどに高位の家柄なのか!?」

「いや、ついこの前に爵位を受けたような貴族もどきだが」

「ならば問題ない。私も身分は大したことないが古い家柄だったからな。それなりに礼儀作法は教え込まれた。恥をかかせるようなことはないぞ」

　男女の在り方も古い作法でしか知らないのか、と思わず心で言ってしまう。

「だが、いきなり結婚と言われてもな」

「大丈夫！　私は見ての通り、尻も胸もよく張っている。丈夫な子を産み育てるから心配しなくていい」

　そんな心配はしていない。




　不毛な論議を遮ったのは廊下を走る音。

　軽快な音からはその人間が運動能力に優れ、かつとても軽量であることがわかる。

　俺はそんな奴に一人心当たりがある。

　バアンとノックも無しに扉が開け放たれた。

「エイギル様！　あの女をこちらに連れて…………いった……と」

　視線の先には腕枕に［あの女］を乗せた俺、シーツは乱れ、部屋には性臭が立ち込める。

　イリジナの胸や首筋には吸い付かれた跡が残る。

「お前は王宮での娘か！　あの時は敵同士だったからな、許してくれよ」

「て、手遅れでしたか……こうなるだろうと思いましたっ！」

「ん？　彼はお前の主だったか？　私は彼の妻になるのだ。これからは遺恨を忘れてよろしく頼む」

「つまとはなんです？　つまあ？　妻？　ツマーーーー！！？？」

　まずはセリアを落ち着かせよう、話はそれからだ。










「ですので抱かれたからと言ってすぐに妻になれる訳ではありません」

「なにっ！　純潔を捧げたのにか！」

「そうです。それを言うなら私だって、初めてはエイギル様だから……」

「その小さい体であの巨大な肉棒を突っ込まれたのか！　セリアは穴が大きいんだな！」

「声が大きい！　皆に聞かれるでしょうがぁ！」

　二人を連れて市内の見回りや部隊の状況を確認する。

　両者は最悪の出会い方にも関わらず案外気が合うようで、めんどくさい説明はセリアにさせているのだ。

　だがイリジナは軍生活が長いため軍の方式に染まっている。

　どこの軍隊でも重要なことが三つ

　上の命令に従う事、行動が機敏な事、そして声がでかいことだ。

　イリジナはよく通る大きな声でセリアの穴だの肉棒だのと言い放ち、周り中の人間の注目を集めていた。

　それに昨日から思っていたことだが、彼女は少し抜けている。

　周りの視線に気付いて、真っ赤になって声が小さくなった。




　一部の兵士は敵であったイリジナを見てぎょっとした顔をするが、俺の横にひっついて歩く姿に納得したようだ。

「あの騎士、完全に女の顔してるな」「隊長が下半身の槍で仕留めたんだよ、すげぇ男だよ」

　イリジナは赤いまま小さくなってしまったが俺は遠慮せずに抱き寄せ、尻を撫で回してやった。

「なっなにをする！　兵に見られるじゃないか」

「見せてるんだ。お前が完全に俺の女になったと思えば変な考えを起こす奴もいなくなる」

　イリジナは少なからず俺の隊の人間も殺している。

　なるべく軋轢を無くすには完全に堕ちて俺の女になってしまったと思わせるのがいい。

「そうなのか！　私のために苦労をかけるな」

　イリジナはならば、と胸元も緩めるが勢い余って豊かな胸が二つ外に飛び出してしまった。

　周囲の兵士から歓声が上がる。

「うわぁ！　何をしてるんですか！」

　セリアがびっくりして抑えようとするが身長が足りずうまくいかない。

「……そこまでしろとは言ってない隠せ」

　状況に気付いたイリジナは大声を上げる。

「うわっ！　皆、見るな！　スケベ共!!」

　いや、お前が放り出したんだ。

　これを境に兵がイリジナを見る目は、敵意が篭ったものから生暖かいものに変わった。

　なんとも言えない空気の中で焼け落ちた王宮を確認していた兵が走りこんでくる。

「ご報告です！　王宮近くに大規模な地下室らしきものを発見しました。もしかすると抜け道か隠し部屋かもしれません」

　俺とセリアは顔を見合わせる。

　これは緊急事態だ、もし抜け道があるなら王族や重要人物が逃亡した可能性がある。

　焼け落ちた王宮にいた貴族や王族は全員死亡と見なして確認していないのだ。

「急ぎ向かう、セリア、少しでいいから兵を連れて来い」

「はいっ！」

　胸を押えて真っ赤になっているイリジナの手を引いて連れて行く。

　この場に放置するわけにはいかない。




「ここです隊長！」

　未だに焦げた臭いが立ち込める廃墟の中、地下へと続く階段があった。

　分厚い石の蓋がされており、地下の空間は業火の影響を受けていないだろう。

「エイギル様！」

　セリアが一〇人程度の兵を連れてきた。

　これで十分だ、あまり大勢で行っても地下では身動きが取れまい。

　いざ突入と言う時にイリジナがあっさりと言い放った。

「ここは地下牢だな」

　カクンと力が抜けた。

「牢は離れた所に見つかったが？」

　放置されたからか罪人は全員死んでいたが。

「それは一般の罪人だ。この牢は王家に楯突いた者や他国の間諜などが送られる所だ」

　政治犯の収容所……見せしめのために王宮の近くに設置されていたのか。

「私も中に入ったことはないが、囚人を拷問し処刑する凄惨な場所と聞いている」

　あまり入りたくは無くなったが、放置しておく訳にもいかない。

　兵から槍を受け取ってイリジナに渡す。

「いいのか？」

「中では何があるかわからん。お前は俺の女だろう？」

　好戦的とも思える笑みが浮ぶ。

「そうだ！　お前の女だぞ！　いいだろう、役にたってやる!!」

　確かめるように槍を回して身にひきつける。

　見事な扱いだ。

　だが声がでかい。

　横のセリアが耳を押さえている。







　地下はイリジナの言うとおり凄惨の一言だった。

　篭城戦に入ってからは食料も渡されなかったのだろう。

　各牢の中には無数の死体が転がっており、腐り始めたそれの中には檻にしがみ付いていたり、自分の体に噛み付いたまま息絶えている物もあった。

「こいつはまた……」

「うげぇ！」

　戦いを経験した兵士達も腐臭と酷い光景に吐き気を我慢できぬ者も多かった。

　セリアやイリジナも口と鼻を手で覆っている。

「一応生存者がいないか確認しろ。いなかったら油でも撒いて火をかけてしまえ」

　とても隅々まで探し回る気にはなれない。

　隊長の特権で兵士に命令し比較的臭いのマシな入り口近くに陣取った。

「アークランド王国もなかなか暗部を持っていたじゃないか」

「私とて来たのは初めてだ。できれば見たくなかった」

　滅入る気分を会話で誤魔化すがセリアが入ってこない。

「ここは何かおかしいです。ご注意を」

　最初から最後までおかしい場所だが、セリアの直感は並ではない。

　俺も警戒して剣に手をかける。

「右、牢の中！」

　セリアが叫ぶのと異変は同時だった。

　先程確認した牢の中の腐った死体、かなり前に死んだはずのそれがむっくりと起き上がり鉄製の檻をガンガンと叩く。

「ゾンビか！」

　ゾンビは死体が怨念や邪霊に乗っ取られて生まれるアンデットの魔物だ。

　力はある程度強いが人であった時と大差なく、知能もない。

　ただ死体であるが故に突いたり切ったりしても意味はなく、肉体を破壊してしまう必要がある。

　ゾンビは人が良く死ぬ場所や、怨念のこもる場所で生まれやすい。

　この地下牢ほど栽培に適した場所もないだろう。

　全ての死体がゾンビ化しても不思議は無い。

　こんな不愉快な場所は久しぶりで失念していた。

　だがゾンビに頑丈に作られた鉄製の檻を壊すほどの力はない。

　念のため先に進んだ兵達に警告しようと声をあげたが……

「うわああああ!!」「ぎゃああああ!!」

　遅かったようだ。

「ちっ！　いくぞ！」

　駆けつけた先で兵士達が戦っていたのはゾンビだけではなかった。

「スケルトン！」

　スケルトンは骨だけのアンデットモンスターだ。

　発生条件はゾンビと大差ないがはるかに厄介だ。

　戦いの記憶が残っているのか、戦士のような動きを見せる。

　こちらも骨だけのため、体を破壊してしまうまで動き続ける。

「ぐえっ！」

　兵の一人がスケルトンに喉を突かれて絶命する。

　元軍人だったのかその動きは洗練されている。

「セリア下がれ、お前は不向きだ」

　セリアは相手の急所を正確に捉える戦い方をする。

　急所のないゾンビやスケルトンが相手では不利だろう。

「くっ！　援護します」

　自分でもわかっているのか、悔しそうに剣を投げナイフに持ち換えた。

「いやだああ!!」

　二人目の兵士がスケルトンに貫かれ、ゾンビに食いつかれて絶命する。

　数はスケルトンが四にゾンビ八といったところか。

　大方、拷問死して牢の外に放置された死体といったところだろう。

　兵を下がらせ、向かい合う。

　骨の分際で俺とさっきまでの兵士との力量差がわかるのか、剣を構えたまま静止している。

［ツライイタイアアア］

　知能がまったくないゾンビだけがフラフラと前に出てくる。

　こいつらにデュアルクレイターを使うのは汚物に刃を突き立てるようで嫌だ。

　死んだ兵士達の剣を両手に持つ。

「ふっ！」

　両手の剣で挟むように首を飛ばし、ゾンビの両手を切り落とす。

　まずは一つ。

　片足を切り飛ばして倒れた頭を踏み潰す。

　これで二つ。

　セリアのナイフが二体の頭に刺さる。

　無論この程度で動きは止まらないが、その隙に俺とイリジナが一体ずつ突き刺し壁に叩きつけて潰す。

　これで四つ。

　そこでついに止まっていたスケルトンが動き出した。

　俺は難なく一体をバラバラにするが、二体が与し易いと見たのかイリジナの方へ向かった。

　まずい、イリジナは槍だ。

　ゾンビよりもスカスカのスケルトンでは突くことはできない。

　助けに行こうとするが必要はなかったようだ。

「せいっ！」

　イリジナは槍を肋骨に引っ掛けると跳ね上げて天井にぶつける。

　強度がゾンビよりも脆いスケルトンはバラバラに砕けてしまった。

　もう一体の斬撃を軽く防ぐと槍を逆に持ち、石突で頭部に神速の三連撃。

　頭部が壊れてふらつくスケルトンに追撃の回し蹴りが炸裂、壁に衝突して粉砕された。

　強い、素直にそう思った。

　実戦ではセリアなど相手にならない。

　きっとアゴールや、カールよりも数段強いだろう。

　俺にあっさり負けたのは恐怖に冷静さを失っていたからかもしれない。

　兵士達も息を吹き返し、残ったゾンビを滅多刺しにして解体している。

　冷静に対処すれば武装した兵士が同数程度のゾンビに負けることはあり得ないのだ。

　残った一体のスケルトンと向かい合う。

　こいつだけ何か雰囲気が違う、最初から一対一を望んでいたように見えたのだ。

　セリアがナイフを投げるがソレは姿勢を一切崩さずに最小限の動きで弾く。

　そして俺だけを見て剣を構える。

　スケルトンはゾンビと違って僅かだが生前の持ち主の意思を持つこともある。

　魂に刻まれたそれが俺を最後の相手に選んだのだろう。

「手を出すな」

　更にナイフを投げようとするセリアを止め、デュアルクレイターを抜く。

　こいつは汚物とは違う。

　スケルトンが踏み込み俺が迎え撃つ。

　一閃、破魔の金属ミスリルで切られたそいつは粉々に砕けて消え去った。

　文字通り塵と消えた中に指輪が一つ。

　宝石もついていなければ金細工でもない、粗末な指輪だ。

　だが、何故かこの腐った場所に捨てていくのは忍びなく、拾い上げたのだった。

「死んだ兵を運び出せ！　ここに置くとゾンビになって起き上がるぞ」

　一刻も早く埋葬してやらねばならないだろう。

　ここにも用は無い。

　どこかへ通じる通路もなかったし、ここは予定通り焼き払ってしまおう。

「おおぃ……誰か……いるのか……」

　セリアとイリジナが反応する。

　声は牢の奥、死体があった場所から聞こえた。

　ゾンビは意味のある言葉を話すほどの知能は無い。

　となると上級種のグールか、もしくは……

「腹が減っているんだ……食べものは……ないかい？」

　生きた人間かだ。







　燃え盛る地下墓地から上がる煙を見ながら男は粥を貪っている。

「いやぁ本当に死ぬかと思いましたよ。ご婦人方を見た時はいよいよ冥府から迎えが来たかと」

「俺としては王都が他国に占領されている事に驚くものと思ったんだがな」

　男は食べる手を少し止める。

「そうですね。ゴルドニアがいるのは意外でしたが、それ以外は不思議ではないですよ。あのような無茶な政策ではいずれこうなることは見えていた」

　再び、粥を口に運ぶ。

　囚人への食事は一ヶ月以上前から止まっていたらしいが、男の檻にはたまたま天井から汚水がしたたっていて、それを飲み、生えたキノコや苔を貪って命を繋いでいたそうだ。

　大人しい話し方によらず、なかなかに逞しい男だ。

「そろそろ名前を聞かせてもらってもいいか？」

「これは申し訳ない。食うことに夢中になっておりました！」

　まぁ一ヶ月ぶりらしいからいいんだけどな。

「私は［アドルフ＝フールカ］と申します。名字はありますが貴族ではありませんのでどうぞ名の方で」

「アドルフか、反乱を企むようなタイプには見えんが何故あんな場所に？」

「この国……もうありませんか……旧アークランド王国で内政官として働いていたのですが、税の徴収と労役があまりにひどく、このままでは国が崩壊すると訴えたのです」

「それだけであそこに？」

「その際に今の政策がいかに愚かで短絡的かを長々と訴えまして、気がついたらあそこに」

　こいつはレオポルトと同じく、はっきりモノは言うが奴と違って世渡りはへたそうだ。

「あんな政府潰れてしまえと思っておりましたがこうなると困りましたなぁ。他国に占領されてしまっては働き口は無さそうだ」

　各国が旧アークランド領を分割統治するために当然自国の人材を連れてくる。

　役職を欲しがる貴族はいくらでもいるのだ。

　牢に繋がれていた男をわざわざ雇用する国はない。

「ハードレット様、いかがでしょう？　私は内政については経験もありますし、我ながら革新的な腹案もあります。貴方様の領地の経営に一役買って見せますので召抱えて頂けませんか？」

「お前の切り替えの早さも図太さも嫌いじゃない。だが残念ながら俺に領地はないんだよ」

「そうですか……困りました。満腹になったらまた考えると致しましょう」

　再び手と口を動かすアドルフ、今放り出して飢え死にさせるのも哀れだ。

　しばらく、飯ぐらいは出してやろう。







　その日からしばらくは変わったこともなく、俺はセリアとイリジナを交互に抱いて過ごした。

　そして噂は流れる。

「あの女騎士、隊長に完全に調教されちまって命令されれば、どこででも全裸になるそうだぜ」

「それどころか男狂いになって一日中モノを求めて腰振ってるらしいぞ」

「自分から犬のように扱ってくれって頼み込んだらしいしな」

「じゃあ俺達でも迫ればいけるんじゃねーか？」

「馬鹿言え、隊長の女を犯ったりしたら真っ二つにされるぜ」

「二〇一人目になりたきゃ好きにしろよ」

「そうだな、くわばらくわばら」

　誠に不本意だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　平時モード

　主人公　エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

　地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨千枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）

　装備　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ カトリーヌ（通い）

　使用人セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者兼愛妾）レオポルト（参謀）アゴール（副官）

　カール（中隊長） クリストフ　シュバルツ（馬）イリジナ

　経験人数　三七人








第52話　会議の表裏　♯







　ゴルドニア王宮

「本日は皆、よく集まってくれた。ゴルドニアの王として歓迎する」

　テーブルに座るのはアークランド討伐に参加した各国の代表、外交の責任者達だ。

「まずは菓子とお茶でも味わってくれたまえ。我が国一番の職人が作った物だ」

「これは見事ですな」

「さすが大国ゴルドニア」

　各国の代表は高価な白砂糖を使い、珍しい果実を散りばめたケーキを味わう。

「賞賛感謝する。さて、では本命のケーキを切り分ける話をしようではないか」

　全員の顔が引き締まる。

この会議の目的は他でもない、滅ぼした旧アークランド王国領土の分割にある。

　会議へ参加する条件は各国の全権委任者であること。

この会議での決定はそのまま各国の取り分となる。

「議長は王であり、更に最初の当事国であるゴルドニアの代表たる余が務める」

　各国代表は頷く、国力的にも参加兵力的にもゴルドニアが中心となるのは当然の結果だ。

「まずはユレスト連合の代表、要望を言ってくれ」

　ユレスト連合は今は無きアークランド以外に唯一ゴルドニアと直接国境を接する国家で北西部に位置する。

人口はゴルドニアの三分の一で五十万、軍事的にそれほど強力ではなく、ゴルドニアとの関係も良好だ。

「我が国は旧アークランド領とは地続きではありません。そこでアークランド西部、ノーステリエス河沿岸の港町とそこに隣接する領土を頂きたい」

「それは素直には頷けませんな！」

「その通り！　飛び地にあっても交易の通行権を認めれば良い！」

　ノーステリエス河源流を挟んでアークランドの対岸に位置するマグラード公国とストゥーラ共和国の代表が異を唱えた。

両国とも対岸に港を求めているのは明らかだった。

「まあ待ちたまえ。まずは要望を聞いているだけ、後ほど貴公らの意見も聞かせてもらう」

　結局この三カ国はそれなりに激論を交わし、最終的にそれぞれが妥協し、貢献度に応じて発展した港町を順に取得することで決着がついた。

　王は傍に控えるケネスと目配せをする。

この三カ国はどうでもよかった。

求めてくる物はわかっていたし、アークランドよりも遥かに発展した港町を持つゴルドニアにとっては重要ではない。

それに距離的にも王都を含めて中央部から東部全域を統治する能力がないことも明らかだ。

　問題はアークランドとべったり国境を接する国、トリエア王国だ。

歴史的にアークランドと紛争を繰り返していた経緯もあり、人口三十万の小国ながら一万以上の軍を派遣し、ゴルドニアと並んで討伐軍の中核を成した。

当然その貢献に応じた要求をしてくると思われた。

「三カ国の方々が要求された西部河沿岸の地域の分割案については我が国も異存ありません」

「して貴国は何を望む？」

　全員が息を呑んでトリエア王国代表が口を開くのを待っている。

「西部地域を除いた……アークランドの全域の南半分を頂きたい」

　おおっと声が上がった。

「半分か……」

「それはあまりにも……」

　三カ国の代表は気まずそうな表情で王の顔を見る。

この条件ではゴルドニアと互角と言うことになる。

国力差から見てもゴルドニアがすんなりと受け入れられるとは考えにくい。

「余から一つ尋ねたい。王都の扱いはどうなるのだ？」

「王都は地理的に見て南部に属しますので我が国の要求に含まれるとご理解下さい」

　これはだめだ。

各国の代表は頭を抱えた。

これではトリエア王国に有利すぎる。

アークランド全体人口の一〇分の一以上を有し、巨大な城砦都市である王都までも手に入れるとなれば、トリエア王国の一人勝ちだ。

　ゴルドニアはこのような条件受け入れまい。

下手をすれば交渉そのものが白紙になってしまいかねない。

各国代表は非難の眼差しで不遜な交渉者を睨むが、さすが外交に携わる者、ピクリともしない。

「それは素直に受けいれる訳にはいかんな」

　王の声はあくまで冷静だった。

「さあ、ここからが交渉だ。話し合うとしよう」

　王はケネスと目をあわせ頷く。

交渉は始まってはいない、既に終わった。

これから始まることは演劇、滑稽な喜劇だ。

　半日に渡る激論の末、終に結論は出された。

ユレスト連合・マグラード公国・ストゥーラ共和国

　アークランド西部地域一帯　港町及びその周辺を三分割

トリエア王国

　西部地域を除く南部全域、旧王都を含む

ゴルドニア

　西部地域を除く北部全般、東部辺境地域







　トリエア王国全権大使［ベルドー］伯爵は笑いが止まらなかった。

王都まで要求したのはゴルドニアの出方を試すため、よくて分割統治、こじれそうならばゴルドニアに渡すことになってもよいと考えていた。

　王都と言う大きな存在に目を向けさせることで本当に欲しかった南半分を交渉の主題にさせない思惑だったのだ。

　本来アークランドは貧しい地域ではない。

土地は農耕にも適し、鉄鉱石他、鉱山もそれなりにある。

南半分を確保すればトリエア王国の力は大きく上昇すると考えていた。

　だがなんと言うことだ。

南半分はもちろん王都の支配権まで認められたではないか。

最高以上、想像もしなかった程の成果だ。

「ゴルドニアの王は権謀術中に長けた曲者だという噂はガセのようだ」

　アークランド憎しで動いた、唯の若造だったということか。

　王が要求したのは旧アークランド東部、東の大山脈の始まりに近い辺境地域のみだ。

辺境極東部は北南問わずにゴルドニア領としたいのだそうだ。

　勿論、二つ返事で受けた。

我が国も旧アークランドも主要都市は全て西部と中部にある。

東部にはせいぜい人口千に届かぬ町が数個と集落があるぐらいで旨みはない。

　トリエア本国と陸続きとは言え、街道も整備されていないので徴税や作物の輸送にも事欠き、まともな統治などできそうにない。

おまけに東側隣接の山脈の開始部分、広大な荒地には山の民が住んでおり、時折揉め事を起こす。

支配しても面倒なだけの土地だ。

　さすがに何故そのような土地を所望するのか尋ねたが、王が即位する際に大量の新貴族を取り立てた。

彼らに渡す土地が不足しているからだそうだ。

　理解は出来る、貴族にとっては領地とは王に忠誠を誓う理由そのもの。

忠誠に見合う褒美がなければ瞬く間に心は離れる。

彼も貴族の扱いに苦心しているということか。

「もっともあのような土地を貰う貴族達もいい迷惑だろうが」

　国内の事情まで気さくに話すとは、あの王は愚鈍だが好感の持てる人物だ。

主と仰ぐのはごめんだが隣人しては申し分ない。

「最初はどうなることかと思ったが、これで我が家の将来も明るいな」

　この大成果は我ながら賞賛されるに相応しいものだ。

今回手に入れた土地の幾分かも褒美として下賜されよう。

おまけに愚かで気前の良いゴルドニア王と個人的な人脈も繋ぐことができた。

　本国帰還の道程、上機嫌な笑みを抑えることはできなかった。







「随分と大盤振る舞いですな」

　ケネスと彼直属の文官が王の周りを囲み、談笑している。

外交的に完全敗北したと言える内容だが、彼らの顔には陰鬱さも焦りもない。

「そうであろう？　在庫処分の商人にも劣るまい」

　王も上機嫌でワインを煽る。

　だがその余裕に入り込めない若い軍人は屈辱に震えていた。

「トリエアの奴ら、よくもふてぶてしくあのような！」

　王は「はて？」とケネスを見た。

「彼はまだ若く、物の道理が分かっておりませぬ。信頼できる奴ですが未熟なもので」

　王は笑みを戻す。

そして上機嫌に若い軍人に語りかけた。

「よく聞け、此度のこと最初から最後まで余の思うがままよ」

「恐れながら……意味がわかりかねまする」

「今回の戦争、各国が参戦した理由……大義名分は何であった？」

「アークランドの圧政に苦しみ、困窮する民を救うためです」

「その通り、そしてトリエア王国の人口は何人だ？」

　二つの質問に共通点が見出せない若い軍人は首をひねるが王の質問に答えぬ訳にはいかない。

「確か三十万……と記憶しております」

　王はうむと頷く。

「よく勉強しておるな。そう三十万だ、そして彼らが新しく得た領土には十万の民がおる。長年の圧政で疲弊した上、今回の戦争で荒れ果てた土地にいる十万だ、抱える民が多すぎるのだ」

「確かに……我が国は……」

　王は言葉を遮る。

「その点、北半分と東部辺境の人口は合わせて四万、人口百五十万の我が国からすれば木っ端に過ぎぬ」

　王は更に続けた。

「しかも彼らが得たのは南部、自らが侵攻し踏み付けた民、トリエア王国側も長年アークランドには恨みを抱いている。さて、美しい統治となるだろうか？」

「それは……」

　なるわけがない。

民と支配者、お互いが恨みあっている状況で予想されるのは圧政と蜂起の繰り返しだ。

　だが若い軍人は頭を下げたままで反論する。

「恐れながらお言葉を返します。アークランドの統治は苛烈であったと聞きます。民はそれよりはマシと受けいれる可能性もあります。そうなればアークランドは元々豊かな地、人口はそのまま国力となりましょう」

「その通りだ。だがそれには荒れ果てた土地を建て直すまで、民を飢えさせぬようにせねばならん」

　飢えが起これば過去も未来もない。

今を生き抜くために民は立ち上らざるを得ないだろう。

「我が国も万が一にも占領民を飢えさせぬ為、また開拓の準備としても食料が必要でございまして、既に中央平原南部諸国と連邦で買い付けを致しております」

　ケネスがうやうやしく王に報告した。

「そうか、［念のため］の買い付けに少々やりすぎたな。既に穀物の価格は三割も上がっていると聞くぞ」

「やむを得ません。食料がなければ始まりませんから」

　若い軍人は背筋が冷たくなった。

トリエア王国は貧しい国ではないが豊かでもない。

国土は広いが人口は三十万と少なく、とても十万人を養える穀物の余剰生産力はない。

　となれば外国から買うしかないが、価格は既につり上がっている。

トリエア王国が買い付ければ更に上昇するだろうし、中央平原最大かつ資金的にも最も豊かなゴルドニアとの買い付け競争に勝てるはずがない。

　トリエアの国民も憎き旧アークランドの民を養うために負担を背負うことに納得はすまい。

そうなればアークランドの南半分は地獄になる。

民は生きるために立ち上がり、トリエアの軍は彼らを叩きのめすことになんの躊躇もないだろう。

「万が一……だが、旧アークランドの民を苦しめる統治がなされたら、それは懲罰の対象になるかもしれんな。何しろ我々はそういう大義を掲げて、かの国を滅ぼしたのだからな」

　王の微笑が先程までと違ってひどく邪悪なものに見えた。

最初からこういう事だったのだ。

旧アークランドの国土など、どうでもよかった。

どの道支配した国ごと飲み込むつもりなのだから……。

「その点、東部辺境は戦争の被害どころか、国が滅びたことも知らないだろう。すぐにでも統治できる」

　ケネスと笑い合う、王を前に若者は凍り付いていた。

「どうした、急に覇気がなくなったではないか？　外交とは戦場、この程度のことで呆気に取られていては大成せんぞ？」

　ケネスは若者に聞かせるように王に報告する。

「あくまで万が一の時の話になりますが、トリエアの北西部はアークランドとの戦争に備えて要塞や城が点在しています……ですが東部辺境の国境は街道が無いこともあって手薄です」

「余の命で早急にこの地域に街道を整備しないといかんな」

「では……トリエア王国への侵攻をお考えに？」

「何を言うか、万が一の話に決まっておろう」

　王は若者の肩を軽く叩く。

「陛下、その東部辺境の領地、どのように配分を？」

　ケネスの取り巻き、文官達が王に尋ねる。

彼らは王が引き立てた優秀で、名よりも実を取る実務家達だ。

すぐにでも準備に入るのだろう。

「かの地は山の民共との争いもある所、武力に長けた者でなくてはならぬ。幸いにして新貴族にはそのような人間が多い、ラッドハルデや……此度の戦でも二〇〇人を斬ったと言うあの男もな」

　王は酒に飽きたのか、マントを羽織って退室していく。

「お前にこのような事を話したのは信頼の証、今は未熟なれど忠誠には応える。励めよ」

　ケネス達文官も次々と退室する。

「さて、トリエアがどこまで辛抱するか、三ヶ月？　半年か？　一年は耐えるか？　座して待とうではないか！」

　王の笑い声が響く。
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旧王都アークランド

　俺は以前助けた女の家にいる。

共に食事をとり、酒を呑み、そして上に乗っている。

食材もいい物とはいえないが軍の味気ない飯より何倍もいい。

「もうだめぇ！」

　女が叫びを上げて俺にしがみ付き、首を反らせる。

「よし、いけっ！」

　一際強く突き、精を放つ。

長く伸びる悲鳴を聞きながら小刻みに体を動かして種を奥に注ぎ込んだ。

　既に彼女とは何回目か、最初は痛がっていたが、今では悦びの色しかない。

行為が終わると縋りつくように胸に頭を乗せてきた。




「もうすぐ国に帰ってしまわれるんですよね……」

　女は俺の胸でくるくると指を動かしながらいじけるように言った。

「そう遠くないうちにな」

　エイリヒからもそろそろ帰還の準備をしておけと助言を受けている。

上の方では決着がついているのだろう。

「もう一回、今度は乗ってもいいですか？」

　女はこの街を離れないと言い切っている。

この体を抱けるのもあと少しだ。

「あぁ……太い、お手を、お手を……」

　女は男根を飲み込んで両手を俺と絡める。

女に全てを任せ、目を閉じて穴の感触を味わう。

先ほど出した種がぬめっていい感じだ。

　ちなみに避妊薬は使っていない。

「隊長様の子なら是非産みたいです。一人で苦労する事になっても後悔などありません」

　とまで言われては俺から薬を使えと言うのも野暮な話だ。

「うっ！」

「ああああぁぁぁぁ!!」







「ふぅ……」

　ベッドに倒れ伏した女に別れを告げて家を出る。

もう辺りは暗くなってきている。

早く駐屯地に帰らないとセリアが探しに来るだろう。

何故かセリアは俺の居場所を正確に突き止めてくるからな。

「あ、隊長さんじゃないですかぁ」

　また別の女の声、顔は知っている。

この近所の娘で混乱の中、踊り子の職を失って、今は兵士相手に娼婦をしているらしい。

「今日は兵士の人達忙しいみたいでお客さん捕まらなくてさぁ」

　他の国の軍も撤退準備に入っているようだ。

いよいよ帰還の時期は近いな。

「悪いが今日は相手できない。もう隊に帰らないといけないからな」

　娘はそれでも笑顔を崩さない。

「お金はいらないって、そっちの路地でちゃっちゃーとね。隊長さんに抱かれる時が唯一の癒しだからさお願い！」

　そこまで言われては仕方ない。

連戦といくか。




「はい、どうぞ！」

　路地裏の壁に手をついてスカートをめくる女。

下着は最初からつけていなかったようだ。

　肉棒を取り出すが、先ほどの情交の跡がしっかりと残っている。

それでも彼女は気にしなかった。

「激しくしてね。隊長さんの荒い腰使い好きなんだぁ」

「後悔するなよ？」

　笑いながら肉棒を勢い良く挿入しすぐに激しく動く。

中には潤滑剤に何か入れているのか滑って気持ちよかった。

開発されきった娼婦の穴、初心な女を抱いた後はこういうのも悪くない。




　立ったままの営みはすぐに終わり、娘は壁にもたれて息をついて股から種を垂らす。

無料でいいと言われたがそういう訳にもいかない。

胸元に銀貨を入れてやる。

「……ありがと。あーあ隊長さんがこの街に残ってくれればなぁ」

「俺はゴルドニアの軍だぞ。いつまでもいる訳無いだろうが」

「そうだけどさ～。多分この周辺の人……特に女はみんな言うと思うよ」

　助けた女が近所に噂を広め、俺の大隊も乱暴狼藉を取り締まったので評価は非常に高いらしい。

「ゴルドニアはいいんだけどさ、最悪なのはトリエアの奴らね。こないだもただ乗りの上、首絞めてきたんだから」

　現行犯ならば蹴り飛ばしてやるが、さすがに他国の軍隊で犯人捜しはできない。

「帰っちゃう前に隊長さんをもっと味わおうっと」

　娘は再び壁に手を付いてこちらを振り返る。

「今日はお金もらえちゃったしお仕事終わり！　次は後ろとかどう？　明日は休むつもりだから痛くしてもいいよ～」

　尻は久しぶりだ。

思わず肉棒が反応したのを見て彼女が笑う。

「切れるぞ？」

「大丈夫、隊長さんの巨根が入るように広げてきたから。いつか掘って欲しかったんだ～」

　両手で尻穴を広げる女、尻を使う性交にも慣れているのか、肛門は既に口を開いている。

男根の頭が当たると女はぶるりと興奮に震えた。

「わぁ……当たるだけで大きさの違いがわかるよ。どうぞ、ズンッ！　って一気にお願い」

　希望を汲んで腰ではなく肩を掴み、ズルンと根元まで挿入した。

「うはぁっ！　でっかい！　ひいぃぃぃぃ」

　血は出ていないが女の反応は尋常ではなかった。

「大丈夫か？」

「うん。お尻は大丈夫だけど、長さが……お腹の信じられない場所まで入ってる」

　冷や汗を流す彼女に無理をさせることもない。

「やめようか？」

「続けて、遠慮なく掘りまくっていい。最悪突き殺されてもそれはそれで幸せな最後の気もするしね。でも墓標にはちゃんと書いてね［巨根と尻穴性交に挑戦し、お腹を破られて死す］って」

　けらけら笑う女に余裕を感じて遠慮なく突かせてもらう。

娼婦として経験豊富な女が悶える姿を見るのも悪くない。

女は俺の遠慮のない攻めにのた打ち回り、最後は失禁して路地に小水を撒き散らした。







　腹の奥まで攻められて、立てなくなった女を抱き上げて家に送ってやろうとすると声がかかった。

「お楽しみでしたね。陣にはいつ戻られますか？」

　セリアは正確に俺を探知して、路地の前で待っていたのだ。

娘はやばいと呟いて、いそいそ家に帰っていった。

なんだ歩けるんじゃないか。

「街の娼婦、それも不浄の穴に入れるなんて病気になりますよ！」

「いつから覗いていたんだ？」

「それはいいのです！　それよりラッドハルデ男爵が戻ったら顔を出せと言っておられました」

　エイリヒか、いよいよ撤退の下令だろうな。

「エイギル様は見回り中と言っておきました。娼婦と遊んでいるなんて言えませんから」

　いいじゃないか、エイリヒはきっと気付いているぞ。

「娼婦が癒しを求めてくるなんて……惚れさせて連れ帰る気でもあるんですか!?」

　結局一番最初から見ていたらしい。




　怒るセリアを連れて訪れた本陣で告げられた命令は予想通り撤退だった。

出陣の時に比べて部下は随分減ってしまったが、ようやく家に帰れる。

　なかなか長期の遠征だった。

ゴルドニアにもそう思い入れがある訳ではないが、帰りを待つ女がいるのは嬉しいことだ。

「明日から早速撤退開始だ。敵はいないから中隊ごと、準備のできた隊から順次出発していけ」

「「「はっ！」」」

　各中隊長が答える。

ちなみにアゴールは怪我人のため、代理にレオポルトに指揮させている。

怪我が治るまでここにいろと言ったが、なんとしても帰ると聞かないのだ。

　明日は出発だ。

アークランド最後の夜を楽しもう。







　そして気合を入れた行為の後

「お前らは旅の準備はいいのか？」

「…………あぁぁぁ」

「ぁぅぅぅ……死ぬぅぅぅ」

　セリアとイリジナは俺の激しい愛を受けてへばってしまい返事は無い。

　最近は一日一〇回以上平気でできるのだが、変な呪いでもかかっていないだろうな？

二人の穴が壊れたように汁を流しながら震えるのを見てふとそう思った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　一九歳　秋

地位　ゴルドニア王国準男爵　中央軍第三混成大隊長

　　　年俸金貨一四〇枚

財産　金貨千枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）

装備　黒いマント（呪）

仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ カトリーヌ（通い）

使用人セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

部下　セリア（従者兼愛妾）レオポルト（参謀）アゴール（副官）

カール（中隊長） クリストフ　シュバルツ（馬）イリジナ

経験人数　三九人








第53話　凱旋式　♯







　俺の大隊は撤退の命令を受けてアークランドを出立。

　数日を歩いて、既に北部地域に至っていた。




「歩兵を置いてさっさと帰る訳にもいきません。まずはダトロンの町に入って合流しましょう」

　セリアが地図を見ながら計画を立てる。

　驚くべきことにセリアは既に、複雑な言い回しでなければほとんどの文章を理解できる。

　更に、足し引き掛け割りの基本計算もできるようになっていた。

　思い返せば、俺が夜中に便所に起きた時もセリアの部屋からはよく灯りが漏れていた。

　軍の仕事がない時は計算のできるメリッサの部屋に行ってもいた。

　必死に文字を覚え、計算を学んでいたのだろう。

　ルーシィの肉体を使ったご褒美に釣られて勉強した俺とは雲泥の差だ。

　頑張り屋のセリアを撫でてやろう。

「わぁ！　何ですかいきなりっ！」

　努力家で忠実で真面目、おまけに少女から美女へと脱皮しようとしている。

　隊内でマスコットのように可愛がられているのも理解できる。

　俺以外に向けられるきつい言動もよく効いたスパイスだ。

「これでもう少し俺以外にも愛想が良かったらなぁ」

「エイギル様以外に媚を売るなどありえません」

　可愛いやつ、頭を撫でてやろう。

「わぁっ！　恥ずかしいです」

「媚びは売らなくていいが……そうだなクロル辺りにはもう少し愛想良くしてやれ。あいつはお前に憧れているんだから」

　セリアの顔が怒気に染まった。

「嫌です。なんで私があんなガキに、ちょろちょろ寄ってきて鬱陶しい！」

　クロルに見込みはないようだ。

　外で苦労して風呂を焚いているのはあいつなのだから愛想笑いぐらいしてやってもいいのに。

「あれでもお前を心配している。帰ったら笑顔で挨拶の一つぐらいしてやれ、減るもんじゃない」

「それぐらいならば……私も大人の女ですから。建前だけはやりましょう」

　処女切ったばっかりの少女が大人の女か、笑えるが可愛いので撫でてやろう。

「わぁっ！　なんで撫でるんですか！」




「いやぁ仲睦まじいようで大変結構でございます」

「チッ」

　割り込んできたのはアドルフだった。

　行くあてもなく、どうしてもついて来たいというので臨時兵扱いにして連れてきてやったのだ。

　堂々たる馬体が並んだ第一騎兵中隊にあって、ロバに毛の生えたような奴の馬は滑稽だった。

　それとセリア、邪魔されたからと舌打ちは減点だぞ。

「お前も物好きだな。俺についてきても何もないぞ？」

「いえいえ、ハードレット様についていけと私の勘が囁くのです」

　なんだそりゃ。

　付いて来たいなら好きにすればいいが、王都に着いたら面倒は見んぞ。

「ふん、馬にも満足に乗れない、剣も振れない軟弱な男に何ができますか」

　アドルフは騎乗の経験がほとんどないのか、小さい馬を操るのも精一杯のようだ。

　更にレオポルトの時と同じくセリアが剣の訓練を挑み、数秒で気絶させた。

　剣を振るときに目を瞑る男を初めてみたな。

　貴族の令嬢辺りならやりそうだが。

「いや～私は根っからの平和主義者でして……荒事はからっきしなのですよ」

「エイギル様は武功優れた方です。あなたみたいな人がどう役に立つというのですか」

「ハードレット様は戦いにおいては並ぶ者はないですから、きっと半端に強い人は必要ないと思うんですよねぇ。その点私は武力は皆無、内務に特化していますし分かりやすいと思うんですが」

「今更何を言っても始まらん。王都までは連れて行く。その先はしらんそれだけだ」

　セリアも彼を無視することに決めたのか再び地図を見ている。

「この距離だと騎兵ならダトロンまで一日半、歩兵なら三日ですね。ペースを上げれば今日中に町に入れます。急ぎましょう」

　セリアがにこやかに告げるが間延びした声が邪魔をする。

「ふーむ、野営の準備をすべきだと思いますよ」

「なぜですか!?　この距離なら一日で着けます！」

「この辺りの村は考え無しに作られてますからね。街道もそれに合わせて結構蛇行してると思うんですよ。地図で見るよりも絶対に時間がかかりますよ。……まったくあれだけ直線の街道に合わせて計画的に村を作れと進言したというのに」

「いえ、あくまで距離で見るべきです。ここは一気に町を目指すべきです」

　アドルフはぶつぶつと昔の上司を批判している。

　セリアは意地になってしまったようだ。

　ここはずっと一緒に居たセリアを信用してやるべきだな。

「出来れば今日中に入ってしまいたいな。ペースを上げるように言え」

「はいっ！　今すぐにっ！」

　セリアは俺の信頼が嬉しいのか、軽やかに駆けて行く。

　彼女の上機嫌が続いたのは、ついに町の姿を見ることなく地平線に太陽が消えるまでだった。







「こ……こんなはずでは……」

　腰を折って沈み行く夕日を見つめる彼女の両目からは今にも涙がこぼれそうだ。

　結局、地図と異なる曲がりくねった街道に時間を取られて日没前に街につくこと適わなかったのだ。

　可哀想なので頭を撫でてやろう。

「もっ申し訳……うっ……うぅ……」

　泣いてしまった。

　行進を優先したのでほとんどの兵はろくに野営の準備もできず、焚き火の傍に丸まって寝る。

　かろうじて用意できたのは俺用と傷病兵用の天幕ぐらいだ。

　イリジナも木にもたれ掛かって眠っていた。

　彼女は野宿はなんとも思っていないらしい。

　そういえば土地勘のある彼女に聞けば良かったんじゃなかろうか。

　俺の沈黙を怒りと受け止めたのかセリアは泣きそうな顔で立ち上る。

「今日は責任をとって外で寝ます……」

　涙目で、とぼとぼと出て行こうとするセリアをベッドに引っ張り込んだ。

「これでは兵達に申し訳が……」

「いいさ、誰もお前を恨んじゃいない」

　兵達は夕日に向かってがっくりとうなだれるセリアを微笑ましく思っていただけだ。

　その程度のことで激怒するような小さい奴はこの隊では生き残れない。

　それに最終的には俺の決断なので責任は俺だ。

　むしろセリアを泣かせる遠因を作ったアドルフへの風当たりが強くなったかもしれない。

　完全なとばっちりだが、悪者は可愛い少女より新参の男の方がわかりやすい。

　ベッドの中でセリアの頭を撫で、ついでに尻も撫でるが彼女は気づいていないようだ。

　俺の胸に顔を埋めて鼻をすする彼女を見ていると情欲もなくなった。

　今日は久しぶりに何もせず、ただ引っ付いて寝ることにしよう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　一〇日後　王都ゴルドニア

「エイギル様、王都が見えてまいりました！」

　半年ぶりに見るゴルドニア、こうしてみるとその発展度がわかる。

　アークランドの王都と比べても遥かに大きく、華やかだ。

「あれがゴルドニアか……なんと豊かな」

　イリジナも初めて見るゴルドニアに目を奪われている。

「正方形の都市、周囲に伸びる街道……改善点はありますがここを造った人間はアークランドの政務官よりは遥かに優秀だったのでしょう」

　アドルフは感動すると言うよりも色々と観察している。

　あまり怪しい動きをすると警備兵に連れて行かれるぞ。

「ああっこのような場所でハードレット様と共にいられるなど夢のようです！」

　声をあげたのはリタ、馬がないので俺の前に乗せている。

　ダトロンで回収してきたのだ。







　一〇日前、ダトロンの町に到着した俺たちが警備の隊に挨拶しているとリタが飛び出してきたのだ。

　人の目も気にせずにキスの雨を降らせ、その夜は当然部屋に忍んできた。

　既にベッドでイリジナの上にいた俺だがリタは気にしなかった。

「いい男が複数の女を並べるのは当然です」

「そうなのか!?」

　俺の肉棒を体内に入れたままリタと話すイリジナ。

　彼女は男女のことには無知な上、素直な性格だ。

　何か変なことを吹き込んだらそのまま信じるぞ？

「現にこの館のメイド達も綺麗所はハードレット様に抱かれています」

「メイドをか!?　それは良くないことと聞いたぞ？」

　イリジナは硬派な騎士の家系だ。

　使用人に手をつけるのは弱い者いじめと忌避されていたらしい。

「もちろん強引にではありません。皆納得した上で体を開いたのです」

「納得したのか？　妻になりたいとは思わなかったのか!?」

「そんなことを考える前に皆コレに溺れさせられたのです」

　リタがイリジナに刺さったままの肉棒にゆっくりと指を這わせる。

「そうか……コレに屈服したのか……」

　イリジナも自分の腹を撫でる。

「イリジナ様がより気持ちよくなれるようにお手伝い致しますので私にもお情けを下さいませ」

　リタは俺の尻のほうに回りこんで玉を口に含んできた。

　決して強烈な刺激ではないがやわやわと舌で転がされる快感は腰の動きを増幅させた。

「わっ！　急に激しくなったぞ。それに私の中でまだ大きくなっている！　すごい!!」

　大きさが増したことでイリジナの中、女の弱点が強くこすられて彼女は両手で俺の頭を押えて嬌声を上げた。

　快楽に耐えられず、バタバタと脚を動かすが、体重をかけて押さえ込む。

　しばらく暴れていた彼女だが更に快感を与えると力尽きたのかシーツを掴んで悶えるだけとなった。

　口からは涎が垂れているし、そろそろ出してやったほうがいいかもしれない。

　ラストスパートに入ろうと腰の動きを変えると、リタはそれを敏感に察知し、音をたてて玉に激しく吸い付いた。

「おおぅ！」

「あんっ！」

　限界を迎えた俺が呻く。

　リタは一転して玉を優しく揉み、入りきらなかった部分の竿を射精の律動に合わせて甘く噛む。

　これはすごい、ものすごい勢いで精が噴き出ているのがわかる。

「リタ、やめるな続けろ……」

　思わず命令してしまう。

　射精中の愛撫はそれほどに気持ちよかった。

　こればっかりは複数の女を相手しなければ味わえない快楽だ。

「種汁が飛び出ている……。これほどすごいなんて……」

　イリジナが呆然と腹を押さえているが、その腹は心なしか種で膨らんでいるようにも見える。

「お、おおぅ…………」

　壮絶な発射の後、倒れ込んだイリジナに並んで俺も休憩しようとしたが、忠実なメイドは褒美を求めてきた。

「唇からも伝わる見事な射精でしたわ。次は私の淫らな穴へ……もう準備は整っておりますので」

　リタは棚に手をついてこちらに尻を向ける。

　既に女の穴はいやらしく開いて涙を流していた。

　ここで「ちょっと待ってくれ」などと言うのは格好がつかない。

　男根をしごいて無理やり勃たせ、リタの尻を鷲掴む。

「ハードレット様……いえ、ご主人様。淫乱メイドのリタを逞しい男根で躾けて下さいませ……」

　大きな尻をふりふりと動かすリタは入り込む俺の肉棒に体を震わせ、これでもかと尻を押し付けて悲鳴を上げる。

　彼女は巧みに俺を滾らせ、二回分の種を搾り取られてしまった。

　ちなみにセリアはこの日、地下で古い書庫を見つけ、めぼしい本を漁っている内に朝になってしまったそうだ。

　翌日、俺の両手を枕に眠る二人を見て地団駄踏んでいた。







　そしてダトロン出発の日、リタは俺について行くと聞かなかったのだ。

「これでもメイドとして長年務めました。屋敷の雑務も体のお世話もできます。不要になったら娼館にでも売り飛ばして構いませんから！」

　結局最後は一緒に行けないならここで舌を噛むとまで言われて馬の前に乗せたのだ。

　代わりにアゴールを置いてきた。

　傷口の調子が思わしくなく、顔色が良くなかったからだ。

　本人は大丈夫と言っていたが、既に戦争が終わっているのに焦ることはない。

　ここで無理して死んだら本当に馬鹿みたいだからな。

　メイドの一人に色々世話を頼むと言っておいたが……。

　勘違いしたのか、しばらく部屋に入った後、ハンカチを口に当てながら何やら頬を染めている。

　アゴールには楽しい療養生活になるだろう。







　そして今に至る。

　王都城門の前、撤退してきた部隊が集まっているようだ。

　数は万に届くだろうか？

　俺達の大隊は再編に手間取ったこともあって遅れてきたようだ。

「ハードレット卿、待ちくだびれたぞ！」

　エイリヒが駆けつけてくる。

「これでようやく入場できるな。主役がいないと始まらん」

　なんのことだろうか？

「では全隊行くぞ！」

　質問する間もなく号令がかかり、俺達は二列縦隊で王都に入っていく。

　城門を通過すると同時に大歓声。

　何百と言うラッパが鳴り、頭上からは雨のように花びらが降り注ぐ。

「戦勝万歳！」「ゴルドニアに栄光あれ！」「強力な軍よ永遠なれ!!」

　割れんばかりとは正にこのことだろう。

　王宮へ向かう大通りは人で溢れかえり、頭以外のものが見えない程だ。

「勝ち戦には凱旋式!!　常識だろう!!!」

　エイリヒが隣に来て大声で怒鳴る。

　そうしないとまったく聞き取れない。

　市民が兵士達に花束を渡している。

　親が子を渡し、肩に担いで手を上げる。

　長年ゴルドニアの敵といえば未開人を除けばアークランドしかなかった。

　その敵を打ち倒し、争いは消えた。

　旧王が三〇年かけても成しえなかったことを若い王がわずか半年と少しで成し遂げたのだ。

　民は王の偉大さを信じ、軍の強さ、そしてゴルドニアの未来を信じた。

　これはその喜びの爆発だ。

「あれを見ろ！　ハードレット卿だ！」「たった一人で城を守り、敵を皆殺しにしたらしいぞ！」

「アークランド王都の城門を引き裂いて勝利を呼んだって聞いたぞ！」

　エイリヒを睨むとふっと目を逸らす。

　誇張した噂はこいつのせいらしい。

「女が多いな」「知らないのか？　とんでもない性豪なんだぞ」

「抱かれた女はみんな色狂いになるらしい」「老婆から幼女まで女なら誰でも抱くとか……」

　エイリヒを睨むと逆に睨み返された。

　こっちの噂は自業自得か。

「すごい人……これ程の人がいたなんて……」

　色狂いと噂のセリアも興奮しているようだ。

　王都ゴルドニアの人口は六万だがここは中央平原諸国と連邦を結ぶ陸路の集約地点だ。

　様々な行き先の荷馬車が常に行き交う、隊商や行商人の拠点で、興味本位で訪れた者、集まった人を狙って商売する者もいて実際にはもっと増えているだろう。

　子供が飛び出し、セリアに花束を渡す。

　屈強な男よりセリアの方が渡しやすかったのだろう。

　複雑な顔で受け取ると頬にキスをされていた。

　したのが女の子でよかったな。

　男だったら血の雨が降っていたぞ。

「これっどうぞ～」

　俺の方にも子供や女性が花を持って集まる。

　シュバルツの体高が高すぎるので手が届かないようだ。

「ほらこい」

「きゃー♪」

　子供の腰を抱いて引き上げ、肩に乗せてやる。

　シュバルツの高さと加えて、未知の光景にはしゃいでいるようだ。

　セリアがうらやましそうに見ている。

　やってもいいが大衆の前で相当に恥ずかしい思いをするぞ？

　若い娘も俺の噂を聞きつけたのか集まっている。

　花束を受け取ろうと手を伸ばしたら突然キスされた。

「やっちゃったー！」「きゃー!!」「噂通りなら孕んじゃうよぉ♪」

　きゃあきゃあと女同士で騒いでいる。

　セリアの目が厳しくなるが歓迎している市民に怒鳴るわけにもいかず悶々としている。







　部隊はゆっくりと止まっているような速度で王宮へ向かい、市民の歓迎は長く続いた。

　王宮前の広場には既に舞台が設置され、王が壇上に立っている。

「勇敢な兵士よ。そしてそれを支えた市民よ。余はここに宣言する。我々は勝利した！」

　町全体が爆発したような歓声に包まれる。

「余は称え、賞賛する。誇り高きゴルドニアの臣民達を！」

　王を称える声が聞こえる。

　今はサクラを使うまでもなく、王への支持は国民全体に拡がっている。

「我々は勝った。だが慢心してはならぬ！　敵はどこにでもいて、諸君が無防備に眠る時を今か今かと待っているのだ！」

　ざわめきが広がった。

　凱旋の場で次の敵と言われても思い当たらない。

「だが案ずることはない。余は油断せぬ、ゴルドニアは油断せぬ。諸君らの献身と強力な軍の力があればいかなる敵が現れようと再び我らが勝利するのだ！」

　王の演説は市民にうけている。

　きっと何日も前から考えていたのだろうなぁと、居心地悪そうにしているイリジナの尻を撫で回す。

　兵士が密集しているのでばれることはないだろう。

　こちらを睨むが声を出すわけにもいかない。

　このまま穴に指を入れてやろうかな。

「この勝利は歴史に刻まれるだろう。そして勝利の英雄達もだ……エイリヒ＝ラッドハルデ男爵、エイギル＝ハードレット準男爵、前に出よ！」

　せっかくいい所だったのにお呼びが掛かった。

　睨むイリジナを背に壇上へ上がる。

「ラッドハルデ男爵。中央軍を指揮し、敵を破った功績比類無し！　余はその功に報いて伯爵号を与え、見合う領地を下賜することを誓う」

　男爵から子爵を飛ばして伯爵へ、正に英雄の扱いだ。

　俺もエイリヒが出世するのに悪い気はない。

　素直に拍手してやる。

「ハードレット卿。そなたは戦場での活躍、戦神のごとく。槍折れて、鎧砕けても民のため戦い続ける姿は、正に貴族の鑑！　余はその功を称えて子爵号を与え、領地を下賜することを誓う」

　おおっと盛り上がる市民を王は手で制して続けた。

「国のために折れた槍に替えて、余が新たな刃を授けよう」

　文官が二人がかりで持ってきたその槍は金と銀が輝き、持ち手には宝石が散りばめられている。

「その刃で余と国に仇成す敵を打ち払ってくれ」

　手に持ってみるとそれほど重くは無い。

　宝石だらけで持ちにくいな……力を入れてみる。

　うおっ、しなった！　ダメだ、これは本気で振ると曲がる！

　両手で力をこめれば折れるだろう、何が新しい刃だ。

　万が一にもへし折ったら多分死刑になるので丁重に扱う。

　俺は市民に向かい、大きく槍を掲げた。

　太陽の光が金や宝石に反射し神々しく見える。

　エイリヒの時よりも大きな大歓声が響き渡った。

　王の市民を盛り上げる才能は大したものだ。







　こうして式典は終わり、俺はようやく家に帰れる。

「いいか、その槍は大事に飾るんだぞ？　間違っても泥棒相手に振り回したりするなよ!?」

　エイリヒが念を押してくる。

　こいつが装飾品であることぐらいはわかる。

　鋼の甲冑を殴りつけたらこちらが折れるだろう。

「後、子爵位は今までと違って、貴族の中でもそれなりの地位だから町娘を簡単に食うなよ。お前は未婚なのだから向こうはその気になるぞ」

　それは保証できない。

　下半身に聞いて欲しい。

「領地の詳細は明日王宮で、だそうだ。大体見当は付くが……今夜女と遊びすぎて遅れるなよ？」

　エイリヒは最近小言が多い。

　人の上に立つと色々心配ごとが多いようだ。

　前回と違ってあれだけ盛大な凱旋式があったのだ。

　家の者も準備をしているだろう。

　俺も準備と覚悟が必要だな。

　落ち着いていながらも歩幅の大きくなっているセリアはいい。

　俺の腕にくっついたリタと、物珍しそうに周りを見るイリジナの言い訳だ。

　とりあえず女達の機嫌取りにケーキを買っていこう。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵

　　　年俸金貨一四〇枚

　財産　金貨千枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）宝槍（仮）

　装備　黒いマント（呪）

　仲間　ノンナ メリッサ マリア カーラ カトリーヌ イリジナ リタ

　使用人 セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（従者兼愛妾）レオポルト アゴール

　カール クリストフ　シュバルツ（馬）

　経験人数　三九人








第54話　領地貴族　♯







　凱旋式を終え、子爵任命の栄誉と新作のケーキを持って我が家に帰還する。

「もめると思うか？」

「思います」

　セリアは無慈悲に即答する。

「愛人が三人も増えたのです。皆さんが怒らないはずがないじゃないですか」

　ん？　イリジナとリタしかいないが……誰かついてきてるんじゃなかろうな？

「私です！　私も女になったじゃないですか！」

　今までも色々遊んでいたから意識していなかったな。

　セリアも俺の手で女にしたんだった。

「つくづくその体でよくあの太いのを受けいれたものだな!!」

「さしずめ破壊される少女という光景だったのでしょうね」

　イリジナとリタが茶々を入れた。

「うるさいです！　ここは家の近くなんだからやめて下さい。噂がたちます！」

　出たとこ勝負だ。

　二人をセリアの影に隠して何事もなかったように帰ろう。

「イリジナさんを隠すのは無理ですよ……私胸までしか身長ないんですけど……」




「「「おかえりなさいませ旦那様、良くぞご無事で」」」

　玄関でセバスチャンを筆頭に使用人達が出迎える。

　凱旋式からずっと待機していたのか。

　役目とは言え、ご苦労なことだ。

　挨拶を終えるとミティが弾けるようにリビングに走っていく。

　そこに家人の皆がいるのだろう、声が聞こえる。

「旦那様がお戻りになられました。ご無事です！」

　わあっっと黄色い声、だがすぐに……この声はノンナか。

「何人ですか!?　女は何人つれてます!?」

「お二人です！　でっかい方とちょっと年のいった方です」

「くふっ」

　セリアが顔を伏せて笑う。

　俺も笑いたいが止めておこう。

「はは……でっかい。確かにでかいな私は」

「今の子はなんて言うお名前ですか？　再教育しないと……」

「それで腹は！　腹の膨らんだ女はいませんか!?」

　ノンナの声は必死すぎる。

　声は近づいてきた。

　一番乗りはカーラ、飛び込むように抱きついてくる。

　熱く口付けをして体を離す。

　二番手はマリア、恥ずかしいのかちょんと口付けしてくる。

　三番手はメリッサか、舐めあげるようなキス、情熱的だな。

　最後はノンナ、さっき何かが倒れた音がしていたから、多分転んで出遅れたのだろう。

　久しぶりに見る胸は最高に破壊的だ。

　熱いキス、自然と胸に手が吸い寄せられてしまった。

　小柄なのに胸は両手にも収まりきらない。

　調子に乗って揉みしだくとノンナのキスが口から首に下がってきた。

「はいそこまで！　ここで始める気？」

　カーラの介入で正気に戻る。

「あなたじゃあるまいし、そんなことしません！　……それにさっき足かけたのカーラでしょう！」

「しーらない、乳がでかすぎてバランス悪いんじゃない？」

　横ではニナが頭を下げている。

　レオポルトは何も言わずに上着を脱ぎ、放る。

　受け止めた彼女は本人に見えないように顔を埋めて僅かに微笑んだ。

　ああいう静かな関係もある。

「ちょっとカーラ何脱いでるの!?」

「食事の前に一発やろうと思って、メリッサもやるでしょ？」

「そういうのはこっちじゃなくてエイギルさんが決めるの！」

「玄関先で脱がない！　この痴女！」

　こういう騒がしく、面白い関係もある。




　既に風呂が準備されているらしい。

　子供達にはケーキを渡して、風呂場には近づかないように言っておく。

　教育に悪いからな。

「特にミティ、今日は覗くなよ」

「なっ！　なんのことでしょう!?」

「見たいならはっきり言え、目の前で見せてやるから」

　真っ赤になったミティを置いてまずは皆で風呂に入るとしよう。

「あのぅ……それで出来れば後ろの女性を紹介してもらいたいんですけど……」

　マリアが尋ね、全員が頷く。

　もちろんそのつもりだ。

　風呂場でゆっくり紹介しようじゃないか。







　俺を中心に湯船につかり、入りきれない女は綺麗に磨かれた床に座ったり寝転ぶ。

　風呂場では無礼講と言ってから皆気にせずに脚を開いたり、横になったりしてくつろぐ。

　礼儀を気にするよりもゆったりと心を癒す場所だからな。

「「「「うわっ！」」」」

　館に居た女達が一斉に声をあげて俺を見ていた。

　……この傷か。

「戦争で受けたんだ。珍しくないことだろ？」

「珍しくないって、こんな全身に……大丈夫だったの？」

　カーラもさすがに顔色を無くして聞いてくる。

「大丈夫だ。ちょっと寝込んだぐらいだよ」

　本当は死に掛けたが終わったことで心配させても仕方ない。

「そう、良かった。でも傷跡になってしまうとすごく荒々しくて色っぽいわね。今夜はさ……盗賊になりきって強姦ごっことか「馬鹿をそっちにやって下さい！」

　メリッサがノンナの指示でカーラを回収していく。

「大事なお体ですのに、もっとご自愛下さい。それと失礼ですけど……お道具の方はご無事ですか？」

　ノンナが俺の股を覗き込み、竿と玉を丁寧に確かめる。

「何よ！　あの女のほうが変態じゃない！」

「違います！　殿方が戦場でお大事を傷つけて家が絶えた話もあるんですっ」

　この怒鳴り合いを聞くと落ち着いてしまう。

　イリジナとリタは目を丸くしているがいずれ慣れるさ。

「あの……姫を守り、傷ついた騎士、傷だらけの体で押し倒された姫は抵抗できない……と言う設定で今夜は一つ……」

　耳元でこっそりと言うノンナ。

　やっぱりカーラとお前は根元の所で気が合いそうだぞ。

　俺はイリジナとリタを促がして女達の隣に押しやった。

　今日のメインは彼女達を打ち解けさせることだ。

　女同士ゆっくり話してくれ。




「へぇ……アークランドの軍人さんだったんですか」

　メリッサが床に敷かれた布の上に横たわりながらイリジナと話している。

　アークランドと聞いて、マリアだけは微妙な顔をしたが、それ以外の女は特に無縁なので気にはしないようだ。

「あぁ、戦場で捕らえられてな。よく分からないままに純潔を散らされ種付けされてしまった。それで妻になるしかないと思ったのだが、まずは愛人になるのが当たり前と言われてな」

　セリアはふいと横を向いている。

　嘘を吹き込んだのは彼女らしい。

「エイギルさん……なんてことをさぞ痛かったでしょうに……」

「勘違いするな。強姦ではないぞ。愛していると囁いてもくれた」

　今回の目的は女達全員を打ち解けさせることだ。

　俺が口を挟んでもいい結果にはならないだろうから湯を堪能するふりをして無視する。

「あなたはメイドをされていたんですか？」

　マリアはリタのメイドと言う単語に興味深々のようだ。

「ええ、ただ他のメイド達と共に豚領主のおもちゃみたいに扱われてました。そこにハードレット様がやってきて豚を成敗、私を奪い取ってくれたのです」

　おー、とカーラとイリジナが拍手する。

　イリジナにとっては同胞領主が殺された話だったんだがな。

「それで他のメイド共々ハードレット様に体を捧げたんですが、私は身も心も堕とされてしまいまして……どこまでも付いて行こうと決めたんです」

「他のメイドと言うと何人ぐらい？」

「五人ですわ」

「全員がその……ベッドを共に？」

「ええ、最初はお礼にご奉仕差し上げようとしたのですけど、あまりにお道具が立派で技術もすごくて……私達が逆にのびてしまいました」

「私も娼館から救ってもらったの、娼婦やってたから経験はかなりあるつもりだったんだけど、それでも見たことないほどすごかったよ」

「えぇ、私も夢うつつにオークか馬に犯されているのではないかと思ったぐらいで……」

「あたしなんかあれが後ろに入ったことあるよ！　切れたけど」




　盛り上がってくると下ネタが次々出てくるのは男女とも同じか。

　女が七人も揃えば話は尽きない。

　最初は少しぎこちなかった二人も自然と溶け込んでいく。

　セリアだけは久しぶりの風呂を堪能しているのか話に絡んではこなかった。

「うぇぇぇ～……い」

　湯船に浸かって長く息を吐く。

　大人の女になるのは大歓迎だがおっさんにはなるなよ。

「ではイリジナさんもリタさんもこれから宜しくお願いしますねぇ」

　マリアが締めてお風呂パーティは終わった。

　カーラ以外は二人とも、さん付けで呼ばれているな。

　リタは一番の年上だし、イリジナは単純にでかくて威圧感があるからかもしれない。

「では二人とも部屋の準備もまだありませんので私の部屋に」

　セリアが二人を自分の部屋に引っ張った。

「どうしてだ？　ハードレット殿の部屋に行くのではないのか？」

「そうですわ、夜はこれからですのに……」

「皆さん半年も我慢されていたのです。今日ぐらいは譲ってあげましょう」

「あら？　構いませんけど……だってセリアさんは前戯だけでしょう？」

　ノンナがセリアの頭を撫でる。

　子供扱いしているようだ。

　だがセリアはその手を振り払った。

「ふふん、私も本当の意味でエイギル様の女になりました。ですので淑女協定にも参加します！」

　セリアはリタを見る。

　援護しろと言っているのだろう。

「……まぁシーツに咲いた赤花は確認致しましたが」

「抱いちゃったの!?」「とうとう……」「セリアちゃん大丈夫？　痛くない？」「あぁここにも童女趣味が……」

　少し膨らんできた胸を張るセリア。

　俺は女達に事情聴取として寝室に連行されてしまった。

　取調べ官は夜半には皆失神してしまったが。







　その夜

「おぉ、お前は確かクロルとか言ったか？　これからよろしく頼むぞ！」

「イリジナ？　さん。あぁ、こっちこそよろしく……おわあぁぁ!!」

　クロルが引っくり返る。

　無理も無い、イリジナは下半身を隠す下着だけの姿で大きな胸と引き締まった体が剥き出しだった。

「なっなんで服を！」

「あぁ今日はなんだかんだで槍を振れなかったからな。鍛錬を怠ると鈍ってしまう、一振りして汗を流していたんだ」

「それなら、風呂にでも……」

「そんな大げさなもんじゃないさ。水でも被れば事足りる」

　既に季節は冬、連邦の冬のように凍りつくわけではないが下着でうろつける気温ではない。

「軍では風呂などなかったからな。これぐらいどうと言うことはない！」

　半裸のまま槍を一振り、胸が大きくゆれる。

「っ!?」

「どうした？　なんだ膨らませたのか！」

　イリジナは遠慮なく言い放つ。

　まだ完全に子供扱いしているのだろう。

　それに彼女は男に混じって軍で生活していた。

　水浴びを従士の子供に見せるぐらいなんとも思わない。

　遠慮なく、服の上から股間を鷲掴んだ。

　淫靡な触り方ではなく、丸刈り頭を撫でるようなグリグリとした荒っぽい手つきだ。

「なっ!!　そんな乱暴な」

「ふむ……ハードレット殿より随分小さいな！　子供ならこんなものか？」

「うぅ……」

　少年はうなだれる。

　歳に関係なく、男に［小さい］［可愛い］は禁句だ。

　しかもイリジナの声は大きく、余計に心に刺さる。

「ふむ、お前は一三だったか？　しっかり鍛えてハードレット殿のように強い男になれば女の方から寄って来る、精進しろ！」

　イリジナは豪快に笑って股間から手を離し、頭を叩く。

　その拍子に胸がクロルの顔に当たった。

「あぅっ!!!」

「おっ、すまん力が入りすぎた。痛かったか？」

「い、いえ……大丈夫です……」

「そうか！　なら私は部屋に戻る。また明日な！」

　自分でも剛力の自覚があるイリジナは、頭を強く叩きすぎたのかと心配したのだ。

　だがクロルの悲鳴の原因は下半身にあった。

「……うぅぅ」

　顔に当たる巨乳の感触にクロルは暴発し、ズボンを汚してしまったのだ。

　冬の夜、凍えそうな寒さの中で下半身むき出しの少年は氷のような井戸水でズボンを洗うのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　翌日　王宮

「ハードレット卿……いやハードレット子爵。活躍は聞いていた。いい年をした余がまるで英雄伝を聞く子供のように心躍ったぞ！」

「勿体無いお言葉です」

　王宮に呼び出された俺とエイリヒは正式に陞爵と領地の付与の話を受けた。

　大々的に宣言した手前、取り消すことなどできないが正式な、宣誓やなんとかが必要らしい。

　俺達の賜る領地は旧アークランドの東部、トリエア本国とゴルドニアをまるで回廊のように繋ぐ土地だそうだ。

　随分と辺境らしいがエイリヒは予期していたのか表情を変えなかった。

「確かに街道からも離れた辺境で人口も多くない。だが西部・中部と違って戦禍をほとんど受けていない、統治はしやすかろう」

　王に続くように文官の一人が前に出た。

「王国の事業として街道の整備も進めています。いずれトリエア王国まで抜ける街道が通るでしょう」

　現在ゴルドニアから南部に向かう街道は西部に一本あるだけだ。

　河は源流に近いため、流れが速く溯上することはできない。

「我が国も主要な交易相手は連邦とは言え、南部平原諸国、さらには台頭してきている帝国との関係も無視する訳にはいきませんからな。街道が一本きりというのはよくありません」

　だがトリエア国境まで街道を敷いても、国境を越えれば昔メルやミレイと別れた村の周辺に出る。

　街道どころか曲がりくねった獣道しかないあそこで突き当たってしまう気がするが……

　まさか他国の領土に道を作っていくわけにもいかないだろうしな。

　とはいえ国の開発を俺が考えても仕方ない。

　何も言わずに聞いておこう。

「先程言ったように辺境ですが面積は広いです。東部地域は面積では我が国が得た占領地の半分近く、山の民が住む高地を入れれば何倍にも増えるでしょう」

　人口は八分の一程度ですが、と付け加える。

「山の民の領域は調査がなされていない場所も多く、将来性のある領土だと言えます」

　エイリヒは神妙に聞いているが俺は開発や調査と言われてもよくわからない。

　誰かに丸投げしてしまうことにしよう。

　一瞬誰かの名が浮んだが、窓から吹き込む風が侍女のスカートをめくり、気を取られ忘れてしまった。

　文官の説明は続く。

「ラッドハルデ伯爵領となるのは東部地域……便宜上アークランド回廊と呼びましょう。回廊の北側半分、我が国に隣接している方ですな」

　ふむ、綺麗に半分だ。

「ハードレット子爵領となるのは南側半分、トリエア王国に隣接しているほうになります」

　爵位は違うが面積的には同じぐらいになるのか。

「もちろん同等と言うわけではありません。北側の方が交通の便もよく、人も集まっております。面積は同じでも収入には差が出るしょう」

　へぇ、とお茶を飲んで聞き流す。

　後ろには従者としてセリアが控えている。

　彼女の暗記力は確かだ、問題ない。

　ここにきて王が再び語り出した。

「そなたを男爵を飛ばして子爵としたことには戦功以外にも理由がある。ラッドハルデ伯爵は軍団長として自分の領地ばかりを見ている訳にはいかぬ。そこで隣に領を持つそなたが代理人となり、治安の維持に当たって欲しいのだ」

　つまりは普段は王都から離れられないエイリヒに変わって俺が奴の領土もまとめて盗賊や山の原人から守るってことか。

　伯爵の代理が男爵では低い。

　よって子爵となるわけか、わかりやすくていい。

「では軍は解任ですか？」

「いや、戦時には国軍の部隊を預ける。だが差し当たって大きな脅威もない。そちが毎日訓練を眺める意味もなかろう。籍は残すが常任で部隊を率いる必要はない」

　確かにそうだ。

　軍の普段の訓練で俺がしていたことなど思い出せない。

　ならば戦争になりそうな時だけ呼ばれるのか……面倒くさくなくていいかもしれない。

　だが一つ疑問がある。

「率いる軍が無くては治安維持はできませんが……？」

　まさか俺一人で蹴散らせなどと悪魔のようなことは言うまい。

「心配ない。新たに東方独立軍を組織して送る。所属は国軍だが司令官はそなただ。この軍を率いて治安を維持、可能ならば蛮族を平定して領土を広げよ」

「この軍の維持管理費として国庫からハードレット子爵に一定額を支出致します」

　文官が補足する。

「無論、更に兵力を増強したいならば実費の範囲で増やせるだけ増やしても構わぬ。そなたの持つ兵が増えても余はなんの疑いも抱かぬし止めもせぬ」

　諸侯軍の急速な増強は王の疑いを誘うこともあるが、その心配は無用と言っているようだ。

「今のところ我が国がすぐに拡大できるのは山の蛮族の土地だけなのでな。出来る限り広げて構わん、褒美も出す」

　ゴルドニア北東、大山脈北の中央平原外には広大な蛮族の領域が広がるが、ここの蛮族は侵略を受けると普段争っている部族が共同で立ち向かってくる。

　かつて連邦が数十万の兵を派遣したが無残に敗走した歴史もあり手が出せない。

　その点、山岳の麓に住む山の民は他の蛮族と交流がなく、それほど強大な存在ではなかった。

　もちろん一地方としては十分な脅威となっていたが。

「では以上だ。兵と資金は準備出来次第知らせる。……これはお前達の問題だが、余はハードレット子爵が寄り子となってもいいと思うがな」




　俺とエイリヒは並んで退室する。

　上司だった人間がいるためかセリアは距離を置いてついて来ている。

　遠慮はいらん、胸に飛び込んで来いと言ったら「お戯れを」と返された。

「さて、ラッドハルデ……伯爵」

「もっとスムーズに言えるようになれ、恥をかくぞ？」

「寄り子とはなんでしょう？」

「……そうか、お前は貴族社会には疎かったな」

　エイリヒによると、寄り子とは貴族同士の主従関係。

　通常貴族同士は王に任じられた対等な身分で爵位の違いはあるが男爵は侯爵の部下ではなく命令を聞く必要はない。

　寄り子と寄り親はここに王家を介さない主従関係が生まれる。

　例えばある貴族が隣国や蛮族から侵攻を受けた場合、王家の命令がなければ他の貴族は助力する義務は無いが、寄り子と寄り親は独自に助け合う。

　また政治的にも寄り子は寄り親と同じ立場に立つのが当たり前で、多くの寄り子を抱える貴族の意向は陣営の意向となることも多い。

　王家としてもこの関係を把握しておけばキーとなる貴族に狙いを絞って政策への賛同を求めることで全体を動かすこともできる。

　そしてエイリヒは既に俺と同じような新貴族を中心としてかなりの寄り子を抱えているらしい。

　セリアはふむふむ頷いている。

「要は……軍での様に上司部下の関係になるわけだ。お前は俺の指示を聞き、俺はお前を助け、お前の行動の責任を取るということだ」

「俺の責任を……か」

　エイリヒの顔が一気に青くなる。

「おい、まさかお前は何か重大な問題を抱えていないだろうな!?」

　さて覚えが無いな。

「とにかく、陛下の御意志でもある。考えておいてくれ」

　とりあえず保留だ。

　せっかく上司が王様一人になったのにわざわざもう一度縛られる必要もない。

　エイリヒとはそんな関係がなくてもうまくやっていけるだろう。




　家での反応はまちまちだった。

　ノンナ

「ついに領地を頂けたのですね！　あぁ素晴らしい!!　これで栄誉が～～～貴族の～～～」

　カーラ

「またどっかいくんだ。お風呂よかったのに～また作ってね」

　マリア

「今度は田舎かぁ～どんなとこなんだろうね」

　セリア

「エイギル様の居る所が私の居場所です。なんで頭を撫でるんですか！」

　メリッサ

「この子達はどうなるのかな……」

　イリジナ

「ん？　蛮族？　盗賊？　腕が鳴るな！」

　リタ

「私はハードレット様とベッドがあるならばどこへなりと……」

　実に皆、好き勝手だな。

　だがメリッサの心配もわかる。

　この館を空けることになれば子供達の職もなくなるのだ。

　面倒を見て、勉強も教えていたメリッサは彼らを自分の子供のように思っている。

　置いていくのは断腸の思い……いやできはしないだろう。

　考え込んでいたメリッサが意を決したように前に出る。

　そして俺の目の前に土下座し床に頭をつけた。

　普段の飄々とした態度からは考えられない様子だ。

「エイギルさん。恩を仇で返す無礼を許して下さい……私、ここから離れたくありません！」

　やっぱりこうきたか。

　傍目に見てもメリッサが子供達に囲まれ、頼られて幸せそうにしていたのは目に見えていた。

　彼女が自分の小遣いで子供達にお菓子を買い、一緒にお茶する時間を大切にしているのは知っている。

　自分が得られないと思っていた幸せに包まれている日々をそう簡単に捨てられるはずがない。

「私を買って頂いたお金と今まで頂いたお金は体を売ってでも絶対返します。ですからどうか……」

　涙ながらに語るメリッサに女達は目を見合わせ、子供達も心配そうにしている。

「何をいっているのですか？」

　ノンナが口を挟んだ。

「使用人をクビにするなどあり得ません。領地を持つ貴族と言えど年に何度か、そして王に招聘されればすぐに王都に馳せ参じるのは当たり前です。その時宿にでも泊まるのですか？　屋敷は王都での住まいとしてこのまま維持します」

　だそうだ。

　俺などエイリヒからしょっちゅう呼び出しを食らいそうだしな。

　なら方針は決まり、名残惜しいが仕方ない。

「メリッサ、お前は王都に残ってこの家の面倒を見てもらいたい。もちろん必要な金は出すし子供達にもこのまま働いてもらっていい。それでいいか？」

　女一人を捨てたみたいな格好だが本人の希望だ。

　それに王都へは何度も来ることになるだろう。

　その度に抱きまくるつもりだし、他の男を引っ張り込んだりしていれば無理やり領地に連行すればいい。

「あ……あぁ……ありがとうございます」

　メリッサが抱きついてくる。

　子供達も彼女に抱きついて来る。

　メリッサの尻に顔を埋めたクロルをセリアが蹴っ飛ばす。

　そんな一幕だった。




　浮気防止のためにもメリッサを徹底的に可愛がらないといけないな。

「まだ領地がどんなところか見当もついてないからな。しばらくはここに一緒にいることになるぞ」

　強く抱きしめる。

「徹底的に可愛がってやるからな」

　罰はないが優しく後ろを頂くとしよう。

「きゃあ、後ろまで壊されちゃうよ……でも嬉しい」

　抱き合ってキスを交わし、抱き上げて寝室に向かう。

「「お元気で～」」

　尻同志となるカーラとノンナが手を振っている。

　やっぱりお前ら本当は仲がいいだろう？




　寝室につくとメリッサが俺の腕を出て、窓枠に手をついた。

　それだけの行為なのにいやらしい空気が一気に香る。

　こちらを振り返り、舌を出して体をくねらせながら、ゆっくりと前屈みになり足を開いていった。

　メリッサのスカートは膝よりもずっと高く、大きく切れ込みが入っている。

　前屈みになって脚を開けばめくらなくとも下着が見える。

「脱がせたい？」

「いや、見ている」

　俺がベッドに腰掛けるとメリッサは扇情的な笑みを浮かべて腰を振り出した。

　ゆらゆらと腰を揺らしながら自分の手でゆっくりと下着をずらしていく。

　十分に時間をかけて全てをさらけ出したところで動きが止まり指が彼女自身の性器に入っていった。

「……すごいな」

　立ったまま、こちらに尻を突き出しての自慰行為が開始され、メリッサは俺の名前を呼びながら派手に内部をかき回す。

　彼女の穴は緩いので自身の細指なら何本でも楽に入る。

「あは……」

　メリッサは動きを止めてこちらを振り返り、汁にまみれた指を見せ付ける。

　ズボンを脱いで下半身を出すと嬉しそうな顔を浮かべたが、俺が襲い掛かってこないのを見て、もっと自慰を見たがっていると理解したようだ。

　彼女は今まで自分に入っていた指を五本まとめて舐めて、俺に見せる。

「……やれ」

　言ってやると覚悟を決めたように指を全て……つまりは手ごと性器に入れ始めた。

　さすがに楽々入るわけはなく、ゆっくりゆっくりと侵入させていく。

「うっ！　うっ！　んぐっ!!」

　メリッサは苦しげな顔を上げながら遂に手首までを入れてしまった。

　やり遂げました、と言わんばかりの顔で俺を見る。

　性器に手を突っ込み、荒い息をつく彼女を見て俺の理性が焼き切れた。

　立ち上がり、完全に勃起した男根を揺らしながら体を密着させ、性器に食い込んだ手を掴む。

「……どうぞ」

　許可を得て、一気に手を引き抜き、彼女が絶叫する前に男根を叩き込んだ。

「んごぉぉぉ!!」

　子供達には聞かせられない声が出たな。

　今まで手が入っていた穴が俺のモノで広げられてメリメリと音をたてている。

　単純にメリッサの手首より俺のモノの方が太いらしい。

「突いて！　突いてぇ!!」

　腰に手をおいて激しく動く、濡れ切った穴はすぐに慣れて広がり、お互いに遠慮のない快感を得る事ができた。

　だがまだ不十分だ。

「踏ん張れよメリッサ」

「うん、きてぇ」

　メリッサの穴は二重構造だ。

　俺だけが味わえるもう一つの空間がある。

　既に限界まで硬くなった亀頭を一番奥に押し当てて力をこめる。

「あ……あ……あ…………あぁぁぁぁぁー!!」

　子袋に肉棒がめり込むのと同時にメリッサが悲鳴を上げる。

　根元まで入り込んだ俺は遠慮なく子袋を出入りして快楽を貪った。

　彼女以外誰もしらない快感は強烈らしく、一突きごとに愛液を撒き散らしてのた打ち回る。

　既に足の力は抜けているので倒れないように肉棒で支えているのだ。

「奥っ！　子袋の奥に当たるっ！　めりこむ！　おおきいぃぃぃ!!」

　これからメリッサと二人で交わる時は必ずこの攻めをしよう。

　万が一彼女が俺のいない王都で他の男になびいても、この交わりをしたら即座に取り返せるだろう。

　この乱れ方をみると彼女にとって普通の挿入は前戯みたいなものだ。

　乱れまくるメリッサを攻め立てて、そろそろ射精しようかと思ったところで目的を思い出した。

　今回は尻を掘ろうと思っていたのだ。

「あっ！　なんで抜いちゃうの!?」

　音をたてて引き抜くとメリッサが追いかけるように腰を突き出してきた。

　彼女も巨大な絶頂の直前だったらしい。

「今日は尻を使うっていったろ？」

「あ、そうだね。ごめん、あまりによかったから忘れちゃってた」

　さあ尻の準備をしようと思ったがその必要もない。

　股間からの愛液は手ですくえる程に流れ容易に肉棒と尻穴を汁塗れにできた。

　さて準備は整った。

「尻穴を犯されるのは初めてか？」

　そういえば俺はメリッサの尻穴を犯したことがなかっただろうか？

　前での行為が強烈なので覚えていない。

「娼婦だったからね……綺麗な場所はないわ。でもエイギルさんの巨根と比べたら玩具みたいなモノが入っただけよ。存分に荒らして下さいね」

　別に焼餅を焼いたわけではなく経験が少ないならゆっくりしないといけないと思ったのだが。

　遠慮なくやらせてもらうとしよう。

　ぬるぬるになった肉棒を尻穴に添えて後ろから肩を掴む。

　メリッサは一瞬身を硬くした。

　俺が後背位で肩を掴むと大抵の場合激しい腰使いになるのだ。

「ほら……めりこむぞ……」

「うぅぅぅぅ…………おぉぉぉぉ…………あーーー!!」

　亀頭さえめり込んでしまえばもう抵抗はない。

　根元まで押し込み、大きく動く。

　メリッサの尻は肉付きもよくて叩きつけがいがあるし、尻穴の中もよくうねって気持ちいい。

　だがメリッサはそれどころではないようだ。

「うっ！　うごけない！　奥まで刺さって……だめ、粗相する、ごめんなさい!!」

　勢いよく放尿が開始された。

　快楽に漏らしてしまったというよりは尻を犯される衝撃で噴き出してしまったのかもしれない。

　突きながら体を倒して後ろ向きの騎乗位で攻め立てる。

　あまり勢いよく突き込むと臓腑を傷つけそうなので奥まで押し込んで引き抜く、ゆっくりとした……かつ大きな動きに変える。

　最初は苦しんでいたメリッサも元娼婦のプライドか、すぐに立ち直って腰を動かすが、股間は完全に水漏れしており、尿と潮を交互に噴き続けていた。

　部屋中を水溜りにしながら後背位から騎乗位、正常位、持ち上げと体位を変え、いよいよ発射の時が来た。

「出すぞ！」

「ええっ！　思い切り全部出して！」

　最後は持ち上げたままの大量射精、メリッサは俺の頭にしがみついて、まだ残っていた水分を俺の胸に吹きかけた。

　尻の中に大量の種を送り込んだところでピクンとメリッサが震える。

「あっ……。ダメ！　抜いて！　これはだめよ。出ちゃう、本当に出ちゃう！」

　繋がっている腹からはぐるぐると音が聞こえる。

　あまりに大量の精が入ったせいで腹が動き出したらしい。

「そのまましてみろ」

　笑いながら言ってやるが、メリッサには普段の余裕も淫靡な雰囲気もなかった。

「だめだって！　それだけは許して、女の尊厳なのよぉ！」

　だが俺は引き抜かずにそのままベッドに倒して押さえつける。

　メリッサは涙を流してあらゆる懇願の言葉を吐いたが、ついに限界を迎えたようだ。

「……ごめん……なさい……汚します……」

　尻がぎゅぎゅっと締まって全身が硬直する。

　そして……何も起きなかった。

「どうした？」

「出ない…………ううぅぅ苦しい」

　尻穴を限界まで広げて俺のモノが入っているのに何も出て来るはずがない。

　メリッサは我慢の苦しさと俺の前で最悪の事態にならなかった安堵に責められていた。

　その苦悶の表情と蠢く腹に高まった俺は更に精を発射する。

「ええっ！　や、めて、ああぁぁ！　お腹が弾けるぅぅ」

「ふぅ……じゃあ抜くか」

「だっだめ！　今抜いたら部屋中すごいことになるから!!」

　俺はにやりと笑ってメリッサに語りかけた。

「じゃあどうするんだ？」

「このまま、トイレに……」

「繋がったまま？」

「……うん」




　その後、メリッサと結合したまま持ち上げ、俺達はトイレに向かった。

　途中示し合わせたように全員と廊下で遭遇し、メリッサは珍しく真っ赤になって俺の肩に噛み付いた。

　トイレでは大音量の土石流が発生したが彼女のため、見ないし聞かないことにしてやる。

　そして強引に風呂場に連れ込まれ、一時間もかけて徹底的にお互いの体を洗浄したのだった。




　メリッサの件、以外にも様々なことを決める必要があった。

　今までのように軍に属する中の一人ではない。

　領地を持つ貴族とは一城の主だ。

　統治から軍事、貴族同士の付き合いまで全て自分でしないといけない。

　寄り子となれば楽なのだろうが自由は大切なことだからな。

　王から派遣される独立軍の副司令官にはレオポルトを当てる。

　実質は奴が指揮することになる。

　奴の戦争の才能は確かだ。

　指揮能力が他の部下とは違いすぎる。

　アゴールやカール達はそのまま軍に残ることになった。

　せっかく軍の中で居場所を確立させたのに辺境に付いて来いと言うのも酷な話だ。

　それにアゴールは家庭環境も複雑だからな。

　ダトロンで傷を治す世話をしていたメイドが看病と性奉仕をするうち、奴に惚れこんでしまい、リタと同じように付いて来てしまったのだ。

　そしてゴルドニアには奴といい関係になっていた未亡人がいるので、まさに泥沼の状態になっている。

　この状態で奴を辺境に連れ出すほど俺は鬼ではない。

　何故かクリストフはついて来るらしい。

　そして俺が独自に自費で編成する部隊。

［ハードレット子爵軍］となるのだろうか、その隊長はイリジナにやってもらうことになった。

　とはいえ今の時点では兵士は彼女一人だ。

　クリストフがいたか、兵士は一・五人だ。

　これにはセリアが猛反発、私のほうが相応しいのにと、怒るは暴れるわイリジナに食ってかかるわ、最後は涙目になって拗ねてしまった。

　しかしセリアが隊長ではこれから兵を募集しようというのに冗談にしか見えなくなってしまう。

　それに手の届くところに撫でられる頭がないと寂しい。

　結局セリアは俺の副官で機嫌を直した。

　俺としても横にセリアがいればボーっとできるし居眠りもできる。

　素晴らしい人事だ。

　だがここで問題に気付く。

　俺の部下や知り合いには領地の運営が出来るやつがいない。

　正確にはレオポルトは出来るが奴は軍の指揮官なので留守にすることもある。

　そして忘れていた奴の存在に思い当たる。




「私の勘もなかなか冴えております。子爵様は必ず内政官を必要とされると思っておりました」

　飄々と現れるアドルフ。

　凱旋式の後、何の偶然か固茹亭に住み込みで働いていたらしい。

　その理由は出産、店主アンドレイの妻ナタリーは子供を産んで手が離せず、もう一人……リリーという、今年で一二歳の少女も鬼畜店主によって大きな腹を抱えさせられていた。

「すごい光景だな……」

　年端もいかぬ少女が膨らんだ腹を撫でながら編み物をしている。

　本人が満面の笑みなのが救いだ。

　ナタリーのアンドレイ制裁は続いているらしく、子供を産んでからも夜の相手はまったくしてやっていないらしい。

　アンドレイ曰く

「過去の過ちがな……追いかけて来るんだよ」

　らしい。

　この噂は孤児院にも伝わり、ドロテアは今までの恩もあるので表面には出さないがアンドレイが来た時は必ず男の子二人がその行動を監視している。

「で、お前は本当に内政官として優秀なのか？」

「自分ではそう自負しておりますが、判断はあなたが下されるべきかと……」

　それもそうだ、よし思いついたぞ。

「お前はこれから俺の所領に行き、代官としてとりあえず現地を治めてくれ」

　地図と旅費兼、当座費用としての金貨一〇〇枚を渡す。

　領内の一番大きな町を拠点とするつもりなので○をつけておいてやった。

　更に「今者は代官として～ハードレット子爵」と書いた書面を渡す。

　これで完璧だ。

「領民をできるだけ豊かにしてくれ。俺が行くまでは好きに判断しろ。頼んだぞ？」

「ええと……権限が大きいのはありがたいのですがこれは完全な委任では……」

　そもそも何をしろと指示をすればいいのかもわからないのだ。

　こいつの能力を見るのにもちょうどいい。

「その金の範囲でお前が考える最高の結果を出せ。それだけだ」

　アドルフは未だに困惑している。

「それでもしお眼鏡に適わなかった時は……」

「その時はこう言うかも知れない。その書面はなんだ？　覚えが無いぞと」

　アドルフは顔に手を当てて天を仰いだ。

「不退転の決意で精進します」

「頼んだぞ」

　普段からこれだけ機敏に動ければいいんだけどな。

　言葉には出さなかったが奴が金貨を持ち逃げする可能性もある。

　そうなったら単に俺の見る目がなかったというだけのことだ。







　さて、ではもう一つ手を打っておこう。

「何をなさるのですか？」

　セリアが目ざとく気付いたようだ。

「手紙を書く。後は小旅行だな」

「旅行ですか？　確かに軍での任は解かれましたし、戦も起こらないと思いますが……領地の準備をしなければいけない今ですか？」

「そうだ、今でも遅すぎるぐらいだが、ようやく落ち着いたからな」

　出しておいてくれと手紙をセリアに預ける。

　忠実なセリアは宛名を盗み見たりはしない。

　そして、後にそれを家中の女から責められてしまった。

　手紙は連邦の白都宛て、専門の速達便に預けても厳寒のこの時期、着くのに二十日はかかるだろう。

　返事が来るのにまた二十日、時間は十分ある。

　事故もよく起こるので三通同じものを出しておく。

「では急ぎ旅の準備をしますね！」

　セリアは自分が同行するものと疑っていない。

　少し心苦しいが。

「いや、お前は屋敷に残ってくれ。行くのは俺と……カーラだけだ」

　セリアの涙目に心が折れそうになるが、ここは譲れない。

　少々遅くなったが約束は果たさねばならない。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬
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　使用人 セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ
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　　　シュバルツ（馬）
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第55話　昔の女を訪ねて　♯







　拗ねるセリアと嫉妬に狂うノンナを家に残し、俺はカーラと二人で南へと旅に出た。

　目的は公にはもらった領地の下見と言うことにしている。

本当の目的は迎えに行くという約束を守るためだ。

「ねーねー。どうせなら私二人乗りがよかった」

　その通りだとシュバルツが嘶く。

　だが帰りには人数が増えるかもしれない。

さすがに一頭に何人も乗せてはシュバルツだってへたるだろう。

　道も貧相で村も少ない東部だが、旧アークランド地域に入ってからはさらにひどい。

飼葉と水の補給にいくつか村によったがどこも貧しい生活だった。

　一方で戦争の影響を直接受けた村は無く、ゴルドニアから来た俺達への反感もなかった。

本来ならば身軽な今、アドルフの仕事を確認しにいくのが良いのだろうがあえて迂回した。

「えー、この先が一番大きな町なんでしょ？　暖かいベッドでゆったりしたーい」

　カーラはごねるが時期的にアドルフが到着してまだ何日も経っていない。

さあ取り掛かろうという所で上司が来る程不快な事はない。

覗くのは帰り道でいい。




　ゴルドニアから目的地までは西側の整った街道があるならば徒歩でも一週間の距離だが、現実には二倍はかかるだろう。

だがシュバルツは悪路をものともせずに駆ける。

　一頭だけなら一日で駆けたかもしれない。

カーラの馬が疲れてしまうので三日の旅程となったが……







「見えてきたよ！　あれミレイの村じゃない？」

　二年前、オルガ連邦に向かう時に別れて以来だ。

シーラ村は昔見た時と同じように貧しかった。

　勝気な性格だったあの女は無事だろうか？

もしかすると他の男の妻になっているかもしれない。

二年は二〇を超えた女には長い時間だ。

「他の男の妻になってたら奪い取っちゃえばいいじゃない」

　カーラはあの頃から変わらない。

自分に正直に好き勝手生きている様は羨ましい。

　村に近づくと中から歓声が上がっている。

まさか遠目に俺を見つけて歓迎してくれている訳でもあるまい。

何事だろうと目を凝らすと目立つ赤毛に女としては立派な体格……見覚えのある奴を早速見つけた。

「猪だー！」「肉肉ー!!」「うまー」

　狩ってきた猪を担ぎ、足元に子供を群がらせたミレイが豪快に笑っている。

危ないからと子供を押しのけ、それでも優しく頭を撫でる彼女の視線が村の入り口に向けられる。

　旅人か不審者か、見極めるように細められた眼が驚きに大きく開き、知らずに涙が溜まる。

「ぎゃー猪落ちた！」「重いー！」「ぎええええええ!!」

　子供達が騒ぐ中、ミレイが走り寄る。

俺とカーラも馬から飛び降りた。

「よう、久しぶり」

「ほんとに……ほんとに……？　帰ってきたのか？　夢じゃないんだな!?」

　子供達は一度あっただけの俺の顔など覚えていまい。

いつも豪快で頼りになる姉が男に抱きついて子供のように泣いているのを不思議な顔で見ていた。

「ミレイ、あたしもいるんだけど？」

「カーラ!?　お前も懐かしいな！」

「いいわよ。女の友情なんて男の前では砕け散るんだから」

　かつての親友についで扱いされたのが気に入らないようだ。

機嫌を直すためにもパーティと行こう。

シュバルツに積んでいた荷を降ろす。

　香辛料に漬け込んだ肉と王都で買った酒だ。

肉は真冬の今なら三日で腐りはしない。

「お前も大物を仕留めたようだしな」

　子供達も立ち込める香辛料の臭いに興味深々のようだ。




「うまうまー！」「うまー！」

　そしてミレイの家で宴会は始まる。

子供達は初めて食べる香辛料と肉の味に酔いしれている。

「ほんとうにうまいねこれ……でもいいのかい？　高かったんだろう？」

　普通の肉とは比べ物にならなかったがここで言うつもりもない。

「いいのよ。今のエイギルにとってはそんなの些細なことなんだから！」

　カーラが自慢げに胸をそらした。

「今の？　そういえば今は何をしているんだい？　聞きそびれたけど」

「ゴルドニアの王都に家を買ったのよ！　しかもなんと貴族になっちゃったの！」

　ミレイは一瞬停止したがすぐに大笑いした。

「んな嘘信じないっての！　つくならもっと控えめにつきなよ。ったく宴会の余興にはなったけどさ」

「嘘じゃないっての！　ねぇエイギル！」

「本当だ。色々あってな……」

　ミレイが口に手を当てて驚く。

男っぽい彼女が見せる女の仕草は妙にそそる。

「嘘……じゃあ本当にゴルドニアに？」

「そう言ったじゃない。しかもこないだの戦争で活躍して王様に領地も貰ったのよ！」

　カーラは自分のことのように嬉しそうだった。

「アークランドが滅びたって言う戦争かい？　行商人から噂は聞いてたけど……まぁあんたならすごい活躍しそうだからね」

「あーくらんどせんそー？」「だとろんのきし～」「ばーどれっどー」

　子供達が肉を食べながらはしゃいでいる。

なんだ知っているんじゃないか。

「あぁ、行商人にくっついてきた話し屋が戦争の話を仕入れて来たらしくてな。ダトロンって街で門の前に立ちはだかった騎士がたった一人で一万人の敵を追い払ったって眉唾の話だよ」

　敵は一五〇〇人だし時間を稼いだだけなのだが、話し屋の誇張は仕方ないか。

「確かその騎士の名前が……ハードレットだったかな。私達が戦った特大餓狼のこともあったし、物騒な名前ってんで覚えてるよ」

「エイギル＝ハードレット、俺だよ」

「…………え!?」

「傷だらけだったもんね～男らしくて素敵だったけど」

「おにいちゃんせんじん？」「ばーどれっと～？」

　子供達が俺に寄って来るが、話を聞いてやるだけにしよう。

本当の話は噂よりもつまらないし、子供には生々しい。

「えっ？　えっ？」

　ミレイは未だに信じられないようだ。

「ま、それ以外にも色々話したいことはあるからさ。今夜ベッドでいっぱい話そうよ」

「な、ベッドってお前、子供もいるだろ！」

　カーラはまったく悪びれない。

「でもやるんでしょう？」

「ま、まあな？」

　ミレイが真っ赤になった。

子供達には固パンを蜂蜜につけたお菓子を与えておく。

隣の家にも分けて来いと言っておいた。

　さて二年ぶりにミレイを抱こうと思ったが、旅の間体を洗えていない。

家では毎日風呂に入っていたのでどうしても気になってしまう。

　二年ぶりの情交だ、綺麗にしておこうと三人で震えながら水浴びした。

「ぎゃー！　寒い寒い！　死んじゃう!!」

「さすがにあたいも限界！　毛布毛布！」

　女二人は全裸のまま毛布に包まって抱き合った。

俺も格好をつけているが本当は死ぬほど寒い。

三人で引っ付いてじゃれ合う。

「前からガタイは良かったけど、今は本当に逞しい、それに傷だらけ。身長も伸びてるし」

「前と比べてどうだ？」

　傷は女には生々しいかもしれないからな。

「今のほうが素敵だよ。女にはたまらない体……」

　ミレイを思い切り抱き締める。

体格のいい彼女が痛みを感じるぐらいに強く。

「二年は長かったな」

「あぁ、正直もう来ないかと思ったよ」

「お前、男はできなかったのか？」

　直球で聞いてやるとミレイは僅かにたじろいだ。

「いいじゃない、男の一本や二本気にするほどエイギルは小さくないわよ」

　男を本で数えるな。

「う、言い寄られたことはあるさ。子供も欲しかったからな……そのまま抱かれそうにもなった」

「許したのか？」

「いいや、唇を吸われただけ。そこであんたの顔が浮んで跳ね除けちまったよ」

　言い終わる前に唇を吸う。

ミレイを取り返す必要がある。

「ぷはっそう嫉妬するなって、あたいもいい年なんだから子供も欲しくて血迷ったんだよ」

「なら与えてやらないといけないな」

「ミレイもエイギルの見てみなよ。二年前よりずっとすごいから！」

　カーラが毛布の中に潜り込んで男根を咥える。

遠慮なく響く水音にミレイが顔を赤くした。

「いきなりしゃぶりつくって……もっとムードをだな……」

　すぐに俺のモノはそそり勃ち、カーラが毛布から顔を出す。

「ほら、エイギル立って！　ミレイに見せてあげなよ」

　仕方ないなと最高頂のそれをミレイの眼前に突きつけた。

「うぇっ!?　なんだよこれ！　大きいなんてもんじゃないぞ……あの頃からすごかったけど、これじゃまるで怪物じゃないか！」

「さあ楽しみましょ！」

「待て、さすがにこれは無理だぞ！　いくらなんでも裂けちまう」

「大丈夫だって～慣れれば最高だからっ！　すぐに腕ぐらい入るようになるわ」

　俺たちは二人でミレイを押し倒す。

カーラが女の穴と肉の芽を舐めしゃぶり、俺は乳首や唇を吸いながら逸物を体中にこすりつけた。

田舎で素朴に暮らしていたミレイと、乱交三昧だった俺たちの性的経験値の差は大きく、大柄な彼女は成す術もなく嬌声を上げて悶えるだけだった。

「しゃぶってみてくれ」

「おいしいわよ～」

　俺はぐったりとするミレイの顔に男根を乗せる。

自分の顔よりも長い逸物に彼女はたじろぐが、やがてペロペロと舌を這わせだした。

だが、その快感はあまりにも弱くまどろっこしい。

「もう！　そんなんじゃエイギルは満足できないわ。ほら我慢しなさい」

　カーラがミレイの頭を押えて固定し、俺を呼び込んだ。

「お、おい！　何を……んごぉ！」

　遠慮なく男根を喉まで挿入する。

息ができるように定期的に引き抜くが、挿入の度に喉がぼこぼこと膨らみ、どこまで男根が侵入しているのかすぐにわかる。

　興奮が高まったところで引き抜きミレイを解放した。

これ以上中で膨らませると喉が持たない。

「がほっ！　ごほっ！　殺す気かよ…………ひいっ！」

　文句を言おうと顔をあげたミレイの眼前には汁にまみれて更に凶悪度を増した逸物がある。

ミレイは圧倒されたのか尻餅をついてしまった。

「さあ本番よ。次は女の穴でこのでっかいちんぽを受け止めるの」

「こ……壊れちまう」

「心配するな、上手くやってやるから」

　俺が抱き締めてやると幾分か安心したようで抱き締め返してきた。

以前は大柄な女だと思ったが今になれば俺よりも結構小さいな。

……多分イリジナのでかさを見たからだと思うが。

「好きな体位はあるか？　それでやってやるぞ」

「う……膝に乗せて欲しい。あとキスも……」

　ミレイは体格に似合わず随分と乙女だった。

希望通り膝に乗せ、キスを交わす。

そして男根は女の唇に当たる。

「二年ぶり……お邪魔するぞ」

「ああ、おかえりなさい」

　膝に乗せたミレイの腰を押えて力をこめる。

久しぶりの感触、彼女の中が再び俺で埋められていく。

「うああぁぁぁぁぁーー!!」

「わっすごい音！　エイギル勢いよすぎ、裂けちゃった？　…………大丈夫そうね」

　少し力の加減を間違えてしまったのだ。

パクパクと口を開く彼女にキスを与え、腰をゆっくり振る。

ミレイの中は強く締まって気持ちいいが、今は多分裂ける寸前まで広がっているはずだ。

あまり強くはしてやれない。

　しばらくは呆然と俺に抱きついていたミレイだが、やがてキスや腰振りで応えてくれるようになった。

俺たちは久しぶりの愛を確かめ合っていたのだが、横槍が入る。

「おわぁぁ！　カーラてめえ何しやがる！」

　見ればカーラが指をミレイの尻に突っ込んでいた。

「だって二人だけで盛り上がってさ！　あたしも仲間入れてよ」

「だからって尻はやめっ！　ひぃぃぃぃ！」

　ぎゅうぎゅうと締まるミレイの中に、壁を通して動き回るカーラの指、さすがに我慢が出来ない。

「出そうだ」

「あたいも……イ……く……」

　俺達は抱き合ってキスをし、強く体を絡める。

カーラも指を三本に増やした。

「おう！」

「ああっ!!」

　種がミレイの中で迸り、駆け上がっていく。

カーラは射精の律動を刻む男根の尻穴から壁越しに押し、更なる射精を促がす。




　ミレイは俺にもたれかかり、愛しげに首筋に舌を這わせて愛を囁きながら意識を落とした。




「じゃあこっちには来ないのか？」

「あぁ、子供達も懐いてるしな。私がいなくなったら食料事情も厳しくなるし」

　まとめて呼び寄せようかとも思ったが王都の家にこの人数は厳しいし、領地は見てもいない。

適当なことは言えないだろう。

「そうか、だがこれからは頻繁に会える。気が向いたら抱きに来るさ」

「楽しみにしてる……てか見ろよこの惨状！　こんなになったらもう他の男じゃスカスカだぜ？」

　情事から間も無いミレイの穴には本当に拳ぐらい入りそうだ。

「助けが必要ならいつでもゴルドニアに来い。いずれ領地が安定したらこっちに来てもいい」

　熱い口付け、明朝発つと言ったがミレイは引き止めた。

「せめて明日だけは泊まっていきな。ちょっと言いたいこともあったからさ」

　何かはわからないが一日を急ぐ旅ではない。

快く了承しておいた。







　そして翌日。

「これはまた……」

「文字通りあんたが蒔いた種じゃないか」

　目の前には五人の女、いずれも赤ん坊に近い子供を連れている。

皆母の胸に抱かれて気持ちよさそうだ。

「二年前のあの夜、あんたが抱いた女達だよ。まさか全員孕ませちまうとはね……」

「そりゃあれだけ注がれたらね」「長いから奥まで入るのよ」「うちは一応旦那の子になってるけど」

　村に新しい血を入れるためでもあったので、俺にどうこうしろとは言ってこないが、全弾命中か。

「貴族だって言うとめんどくさくなるから秘密だぞ」

　ミレイが耳元で囁く。

エイリヒも言っていたな。

貴族に孕まされたとなると真剣に愛人を狙ってくる女も多いみたいだ。

　全員の子の名前を聞いて、頭を撫でてやる。

二人の女は既婚者だったので旦那の子ということになっているそうだ。

すまん旦那と心の中で頭を下げる。

「それで……子供産んでから一年たってそろそろ腹も落ち着いてきたんだけどさ」

「今度はお金はいらないから……新しい血をね……」

　昼から種付け、旦那のいる女もいたが狩りに出ているので問題ないらしい。

なんでも女達の間であの夜は一種伝説みたいになっているとのこと。

「しかたないな……相手してやる」

　女達の嬉しげな声が上がり、のしかかってくる母親達。

たちまち女団子が出来上がり、逸物が晒される。

「でかっ！」「また大きくなってる」「うっそぉ……こんな人間っているのね」

　その後、次々に男根をしゃぶられ、女の方から種をねだっては崩れ落ちていった。

背徳的だったのは彼女達が全員赤子持ち、つまりは母乳が出るのだ。

一人の女を組み敷いて突きながら、周り中から差し出される乳房を吸って母乳を飲む。

その興奮で男根は更に膨らみ、快感で突かれる女も母乳を噴いた。

腹いっぱいになるまで乳を飲み、全身にも乳を浴びて、白濁を女に注ぎ込む。

　背徳の限りを尽くした乱交は女達が全員満足するまで続いた。







「ふぅーすごかったぁ。巨根ってこんなに素晴らしいのね」

「うわぁ、穴がこんなに広がった。これじゃ旦那にばれちゃうよ」

「あなたを想って大根入れたとか言えば大丈夫じゃない？」

「私、今日は危ないのよね。旦那に悪いわぁ……二人目も違う男の種なんて」

「見て、まだ穴の痙攣が止まらないわ。潮が出続けてる」




　翌日、ミレイと五人の女達、そしてその子供に別れを告げる。

子供に指を握られると微妙な気分になるな。

次はエルコの村、できればこっちは連れて帰りたいな。




　二つの村は距離的には近い。

徒歩で歩けば時間がかかるが馬ならあっという間だ。

「さあ、着いたわね。ここでもきっと頑張らないといけないわよ？」

　カーラが股間を撫でてくる。

どうもこの辺りの村に来ると女を抱いているイメージしかないな。

「母さん。種まき終わったわ～」

「はーい。今手が離せないから薪割りもお願いできる？」

　懐かしい家はボロ屋であることに変わりは無いが、明るい雰囲気をまとっている。

外に居るのはクウだろう、中にはメルもいるようだ。

「さーて、一丁やりますか！」

　クウは腕まくりして斧を持ち上げる。

慣れてはいそうだが女の細腕にはつらいのか動作は緩慢だ。

「やってやるよ。任せろ」

　クウの斧を奪い取って薪割りを続けていく。

ふむ軽い、これなら二つ三つまとめても出来そうだ。

「えっ？　あれ？　えっと？　うそぉ!?」

　クウはしばらく呆然としていたがすぐに脱兎のごとく家に駆け出していく。

「母さん!!」

「どうしたの？　薪割りは？」

「それどころじゃない！　帰ってきたの！　あの人がっ！」

　家からバタバタと音が聞こえる。

「エイギル様っ！」

　二年ぶりに見るメルはもう三〇も後半のはずだが、老け込んだ印象はまったくなく、若い女には無い妖艶な美しさが漂っていた。

「久しぶりだな。薪、割っておいたぞ」

　答えず胸に飛び込んで来る。

せっかく薪を割ったのに。

「一日たりとも忘れはしませんでした！　この日が来るのを夢みてっあぁ愛の神よ……感謝いたします！　もう会えぬかと思っておりました」

　まだ時刻は夕方、村の人間は何事かとこちらを見るがメルには何も見えていないようだ。

貪るように唇を求め、愛を囁く。

放置すればその場で服を脱いでしまいかねない勢いだったが中断させたのは泣き声だった。

「おいで下さい」

　家に招かれると小さなベッドに子供が寝ている。

メルは抱き上げて母乳を与え、続いてスープのようなものも与えている。

「ちょうど乳の終わり時なんです」

　と一番の笑顔で微笑んだ。

　もう聞くまでもないが一応聞いておかなければならない。

「その子は……俺の子か？」

「はい。エイギルさん以外に体を許したりしません」

「うそっ！　私あの時確か……」

「避妊の薬は頂きました。使いませんでしたが」

　カーラがやられた！　と頭を抱えている。

「女の子です。スウと名付けました。黒髪はあなた譲りですね」

　スープに飽きたのか再び乳に吸い付く子供、シーラ村の女達とは違い、本当に自分の子供なのだという実感が湧いてくる。

やはり本当に愛した女との子供だからだろうか。

「もう立ち上がることもできるんですよ？　……今は眠ってしまいましたが」

　満腹になったのか眠りに落ちたスウを丁寧にベッドに寝かせる。

「では、これから貴方様は私達をどうしてくれるんでしょうか？」

　メルもこの家に思い入れがあるようだし、一緒に来てはくれないかもしれない。

「共に暮らして頂けるなら家も畑も全て差し上げますが……」

　メルは耳元でクウに聞こえないようにこっそりと。

「優しくして頂けるのならクウも」

　うふふと上品に笑うメル。

親子を一度にと言うのは経験がないが倒錯的で興奮しそうだ。

「まったくルウは何をしてるのよ、早く戻ってきなさいよね」

　クウの呟きで気付く。

そういえばあいつはいないな。

「山菜取りに出かけているのですが……普段は昼過ぎには戻るのに……」

　あいつはどんくさいからな、もしかしたら道に迷っているのかもしれない。

「探してくる。話はその後でな」

　メルの尻を撫でて発情を誘い、伸びる手を振り切って家を出る。

少し焦らした方が女を落とすのには効果的だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




同時刻森の中

「はあっはあっ！」

　私は必死で走るけど、元々足が遅いので彼らはどんどん近づいてくる。

なんでこんなことになっちゃったんだろう。

　山菜は順調に取れた。

おまけに薬草まで見つけて喜んだのに、最後に見つけたのは山賊だった。

「オラ！　待て！　逃げると殺すぞ」

　嘘だ、とまっても殺される。

　必死に逃げたけど、ついに足が絡まって転んでしまった。

「手間かけさせやがって！　おい、さっさと殺せ」

「待てよ、まだ子供だがなかなか器量よしだぜ。走らされた分味わってからやっちまおう」

　男達が私の両手両足を掴み、広げさせた。

非力な私ではどうにもできない。

　スカートをめくられて男の汚いものが大事な場所に入ろうとしている。

（助けて！　誰か！　……エイギルさん！）

　良くしてくれたあの人が頭に浮んだ。

もういないのは分かっているのに、このまま犯されて殺されるのは分かっているのに。

それでもあの人なら助けてくれそうな気がして……。




「どけ」

　私の足の間でひどいことをしようとしていた男が顔を蹴られて転がった。

「お前もだ」

　手を押えていた男も頭を蹴られて地に伏せる。

　これは幻覚だ。

きっと幻を見ているのだ。

ずっとずっと待っていた人が、想い続けていた人がそこに立っていた。







「怪我はないか？」

　見た限りギリギリ間に合っていたようだが。

「はい！」

　ルウは元気よく立ち上がる。

よし問題無い。

「てめぇも邪魔する気か！」「ぶっ殺せ！」「こっちは三人いるんだぞ！」

　俺は気が立っている。

だが選ばせてやろう。

「ここで自害しろ。それがお前らへの情けだ。楽に死にたいならな」

　カーラにルウを帰らせる。

あの子に見せるもんじゃない。

「何言ってやがる！」「嬲り殺してやる！」

　残念だ。







「ルウ大丈夫だったか？」

　すぐにルウに追いつき頭を撫でてやった。

「はいっ！　エイギルさんに助けて頂きましたから！」

　カーラがちょっとごめんよ～っとスカートめくって中を覗き込んだ。

「ひいいっ!!!　なにするんですかぁ!!?」

「うん！　膜も無事、問題ないわ」

　ルウがカーラをポカポカ叩く。

あと少し遅かったら後味が悪かったな。

「ところでその……あの人たちは……」

「あぁやっつけて追って来れないようにしたよ。殺してはいない」

「そうですか……」

　ルウはほっと息をついた。

自分を殺そうとした奴等の心配までするとは心の優しい子だ。

　そう、殺しては居ない。

三人は両足を切り落として放置している。

もう日が暮れる、その前に失血死できれば幸運。

もし死に切れなければ、冬の森で少ない餌を求める魔物や狼はいくらでもいる。

新鮮な生餌に盛大な晩餐会が開かれることだろう。

　ルウを家に届け、こちらでもささやかだが楽しい晩餐が開かれる。

狼の嬉しそうな声が森に響いているが気にしない。

　暮らしはそれほど豊かではないので客用の食器は一つしかなかったが、俺のコップはメルの口移し、食器はルウがあーんと差し出してくれるから不都合ない。

　クウが蚊帳の外になりかかったので前回の別れの時同様、ディープなキスをお見舞いしたが、今度は慌てふためいた後、背中に手を回してきた。

これは本当に親子まとめて出来るのかもしれない。

　宴の後はベッドと行きたい所だが、まずは言うことがある。

俺は自分が貴族になってゴルドニア王家に仕えていること。

戦争で活躍し領地をもらって近く移り住むこと。

「子供もまとめて面倒みる。ついてきてくれ」

「わかりました。お世話になります」

「早っ！　でもいいの？　この家……前の父さんの……」

「あわわわわわ！」

　俺も驚きだ、こんなに即決するとは思わなかった。

「家も畑も朽ち果てるにはもったいないですから。誰か買い取ってくれればよし、駄目なら村に渡しましょう」

　だがメルはなんの迷いも無いようだった。

「死んだ主人は言ってました。自分にもしもがあったら娘と自分を第一に考えろ、家も畑も必要なら売り飛ばせ。お前達の幸せが俺の望みだと」

　なるほど良い男だったじゃないか。

「私は貴方に惚れています。娘も幸せになる。この子は子爵様の落し胤です。何をためらいましょう」

　ありがたいが一つ問題がある。

それは前の男の言葉が出ると俺が嫉妬することだ。

「うふふ、嫉妬されましたか？」

「当たり前だ。前の男の話が出ていい気のする男はいない」

　メルは色っぽく立ち上がり寝室に向かう。

「スウちゃんはこっちです。見ちゃ駄目です！」

　気配を察してルウはスウを連れて隣の部屋に。

少し豊かになったのか寝室に扉がついている。

クウも退避しようとしたがカーラに寝室に放り込まれて、扉を閉められた。

「ちょっと！　カーラさん何を！」

「あら？　クウは見たいの？　いいわよ貴方ももう一八ですものね。興味があって当然だわ」

「母さん！　ってもう裸じゃない!?　エイギルさんも……ってうわぁ！」

　クウは部屋の隅で毛布を被ってしまった。

「これは……また大きくなられたんですか？」

　すごい……と呟いて手を這わせてくる。

ミレイや女達もだが何故肉棒が大きくなった事がわかるのだろうか。

二年も前のことなのにな。

「あんな巨大な逸物を叩き込まれたのです。大きさは体が覚えていますわ」

　ということらしい。

「あの頃はまだ大人になりきっていなかったのかもしれないな」

「まぁ……失礼ですが今、お年はいくつですか？」

「二〇になる、正確ではないがな」

　メルは今年で三七、かなりの年増だが抱き締めると、とても落ち着く。

年齢のせいか少し体がたるんで柔らかくなっているのもいい。

「ということは種を撒いた歳は一八……。私は自分の半分ぐらいの男に種付けされて孕んだのですね」

「言葉に出すと倒錯的だな」

「道理でまだ育っていると思いました。これはどこまで大きくなるんでしょうか？」

　メルはいいながら俺の上に乗ってくる。

「うっ！　大きくて……入らない……。えいっ！　あぁぁぁぁ!!」

　体重をかけた拍子にドスンと入り、悲鳴が上がる。

毛布を被って見ない振りをしているクウがビクンと震えた。

「ちょっと母さんに無理……させない…………」

　クウの抗議は俺の上で腰を振って涎を飛ばす母親の姿に尻すぼみになった。

「いいっ！　いいっ!!　ああっああっ！　オォォォォオオオォォォォ!!」

　そういえば忘れていたがメルは案外にケダモノのような声を出す。

「どうだ！　苦しいか？　優しくするか!?」

「こわっ……こわ…………壊してぇぇぇ!!」

　どうやら遠慮はいらないようだ。

呆然としているクウに見せ付けるように猛烈と動き、メルは舌を出して絶叫する。

ついに白目をむいてしまったので布団で隠す。

クウにはあまりに衝撃的な光景だからな。

　すると俺の胸に温かい感触が当たる。

そうか、メルも子に乳を与えているのだったな。

「メル、乳を飲ませてくれ」

　既に理性など残っていなさそうなメルだが、乳房を差し出してきた。

遠慮なく飲ませてもらう。

素晴らしい、母乳を飲みながら性器に種を叩き込むのは男として最高の瞬間の一つだろう。

　獣のように声を上げるメルに種汁を注ぎ失神させる。

男根を引き抜いて立ち上がると、目の前には呆気に取られているクウがいた。

傷だらけの体にまぶされた女の涎と乳、そして愛液と種汁にまみれていきり勃つ男根。

目の前にそんな光景を見たクウは

「きゅう……」

　失神してしまった。

もういい年だろうに初心な奴だ。







「この家と畑は買い取ってもらえたよ。はっきり言って捨て値だが……村長が持っていた馬車も貰ってきた。これでも適正とは言えないが、さすがに馬に乗るのは小さい子供にはつらいだろうからな」

　子供を連れて帰るのは計算外だ。

寒空を馬で連れ帰れば体調を崩すかもしれない。

「いえ助かります……私も腰が立ちません……壊されてしまったのかもしれません。まだ後二人ぐらいは産みたかったのですが……」

　顔は笑っている。

毎回気を使っている俺には冗談にならない。

　メルと三人の娘は長年暮らした家に別れを告げ、これでもかと毛布を詰め込んだ馬車に乗り込んだ。

行きほど速度は出せないが、五日もすれば王都に帰れる。

子連れで寄り道する訳にはいかないからアドルフにはもう少しばかりの猶予がありそうだ。

「エイギルさん。クウを前に置いてやってくれませんか？　景色が見たいそうなので」

　すぐに耳元でメルが囁く。

「昨日ので色々と溜まっているみたいです。いたずらしてやってください」

　貞淑なのか淫乱なのか、わからない彼女は不思議な魅力があった。

　馬車にはメルとルウがスウを抱く。

御者台には俺が乗り、足の間に真っ赤になったクウを乗せた。

　カーラは見張りも兼ねて単騎駆けだ。

都会生活でなまったらしいが、それでも彼女の目のよさと弓の腕は半端ではない。

ゴルドニアの自宅で鳥を射殺して焼き鳥にしようとしたことさえある。

　シュバルツは俺がカーラに代わって嬉しいらしい。

「あーあーまた一人！　夜は私も参加するからね！　激しくいくから、おしっこ撒き散らすから！」

「あら、変態的な趣味がおありなんですねぇ」

「あわわわ、スウちゃんは聞いちゃだめなのです！」

　ルウが慌ててスウの耳を塞ぐが気に入らなかったのか泣き出してしまった。

あわあわと無駄な動きが多いのも相変わらずだ。

　ミレイが残ったのは残念だが、領地が安定したら家族ごと連れて来れるかもしれない。

今はメルの一家と俺の娘……だけで満足しよう。

　母親の公認もある事だし、クウに悪戯する。

気付かれないように口に手を当てる彼女。

歳の割りに幼女のような性器に指を突っ込んでかき回す。

二回も昇らせてやれば昨日からの悶々も解消されるだろう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官

　　　アークランド南東部領主

財産　金貨八八〇枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）宝槍（仮）

装備　黒いマント（呪）

家族　ノンナ メリッサ マリア カーラ  リタ

　　　メルと三人娘（スウ実子）

使用人 セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

部下　セリア（副官）イリジナ レオポルト クリストフ

　シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

経験人数　三九人　産ませた子六人








第56話　舞踏会の夜







　メルと娘達を連れての旅、村や町に寄らず最短距離を進んだせいで逆に山賊、盗賊の類は出なかった。

奴らも人のいない辺鄙な場所では商売上がったりなのだろう。

　何事もなく旅を終えた俺達だが何事かあるのはこれからかもしれない。







「おかえりなさいませ！　……また増えましたか」

　ノンナもセリアも追求するつもりは無いようだ。

我ながら毎度毎度外に出る度、女を増やしている気がする。

少しは自重しないと屋敷が女で埋まってしまう。

「そろそろ、お部屋もありませんよ？　女を囲うのは男の甲斐性とは言え限度があります」

　ノンナはぶつぶつ言いながらも自己紹介、メルも俺が女を囲っていることは想定内だったのかニコニコとしながら丁寧に挨拶する。

　クウは別の女が出たことに衝撃を受けているようだ。

ルウはあまり分かっていない、多分いっぱい家族がいるなぁぐらいに考えているのだろう。




　少し心配したがメルとノンナは案外に早く打ち解けた。

「うちの変態とお知り合いと聞いて、どんないかがわしい人かと思いましたが上品で落ち着いた方で安心しました」

「いえいえ、ノンナさんこそ、その若さで随分しっかりしていらっしゃいますね」

　おぉ、我が家二大関門の一つノンナを早くも突破したようだ。

二人は性格が似ているのかもしれない。

気品があるが根がしっかりしているところや、少しばかり腹黒い気配があるところもな。

「娘さんが三人もいらっしゃるんですね」

　ノンナはルウに抱かれたスウを壊れ物のように優しく触る。

ぎゅっと手を握られて顔がにやけている。

「はい、クウとルウは私の連れ子でして、エイギルさんがまとめて面倒見てくださると」

「えぇ、本当に器の大きな方ですから、あれ？」

〝クウとルウは連れ子〟この言葉に違和感を感じたノンナが問い正すよりも早く真実は訪れたようだ。

「おいでスウ、この子は以前に頂いたエイギルさんの種ですわ。ほらお父様のご家族ですよ」

　スウがだぁだぁと声を出して手を握るがノンナは凍り付いてしまっている。

噴火する前に俺は退散するとしようか。

　がしゃんと陶器の割れる音がする。

顔を合わせることを避け、廊下でお茶を飲んでいたセリアがカップを落としたらしい。

すぐにドカンと扉を開けて突入して来た。

退路は閉塞されてしまった。

「お、お父様!?　エイギル様が孕ませたんですか!?　どうして私達より先にっ！」

「メルを抱いたのはお前達に会う前だよ」

　マリアとメリッサも驚いていたがこちらはそれほど悲壮な顔はしていない。

特にメリッサは子供に夢中だ。

指を掴まれて顔が緩みきっている。

イリジナは挨拶だけして体を鍛えているし、リタも歓迎の料理の買い物に出かけた。

「どうして避妊なさらなかったんですか!?　ただでさえそこら中で撒き散らかしているのに!!」

「エイギル様の子だけで村が出来てしまいますよ！」

　ノンナとセリアがどういう目で俺を見ているのかよく分かった。

「ちょっと！　母さんとエイギルさんの事でなんで指図されないといけないのよ！　あなた達より私達のほうが前から知ってるんだから！」

　セリアとクウが睨み合う。

感情に任せて食って掛かったクウだが、逆に睨みつけられて膝が震えだした。

セリアは戦場で何人も人を斬ってるからな、殺気が違うのだろう。

左手を腰にやるのはやめろ、今日は丸腰だからいいが……。

「口喧嘩で殺気を出すな」

「あいたっ！」

　セリアの頭をポコンと叩く。

殺気が消え、クウはフンっと強がってソファに座るが長い安堵の息をついていた。

「カーラ！　あなたはその時一緒にいたのでしょう!?　その……やりようはあったんじゃなくて？　野外で粗相をするだけが能じゃないのでしょう！」

「それはまぁ……ねぇ……って野外って何よ室内でもするわよ！」

　カーラが目で俺に確認してきたので黙ってやれと合図する。

さすがに女が薬を使わなかったから、なんて言い訳は格好悪すぎる。

「ノンナ、俺はメルとそうなってもいいと思って抱いたし、スウが出来たのも嬉しく思う。だからそんなに言わないでやってくれないか？」

「うっ！　ごめんなさい……子供やメルさんを憎く思っている訳ではないんです。ただ先に子を成されたのが悔しくて、不愉快な思いをさせたなら謝りますわ」

　しょげてしまったノンナ＆セリア、小さい方は俺が頭を撫でてやるから乳の大きい方はカーラに頼む。

よしよしと頭を撫でるカーラの手を振り払ってノンナが宣言する。

「しかし、跡継ぎはやはり男子であるに越したことはありません！　ハードレット家の跡継ぎは私がこの胎で産んで見せます！」

「うふ、頑張って下さいね」

　スウをメリッサにとられてすることがなくなったのかルウが俺の隣に来る。

セリアがまたも威嚇したのでほっぺたを引っ張ってやった。

「いひゃい！　いひゃいれふ！」

「ぷっ！」

　ルウが笑うとセリアはまたキッと睨み、彼女を怯えさせてしまう。

「どうしてお前はいつもそうキツイんだ」

「いひゃい！　ほほがひぎれまふ！」

　文字通り俺の蒔いた種だが、なんとか穏便にメル達を受けいれてもらうことが出来た。

　家にいる女達は関係を持った者だけで八人、遠からずクウも頂く予定だから九人か……

さすがにそろそろ全員と楽しく遊ぶだけと言うわけにもいかない。

　エイリヒにも正妻を決めないと揉めるぞ、とも言われた。

いずれ子が出来れば跡目だ、爵位だと大騒ぎになるのだそうだ。

話す姿が暗かったのはエイリヒ自身に何かあったのかもしれない。

元々貴族の家の生まれと言っていたような気もする。

　領地に移ってから決めよう、俺は問題を先送りにすることにした。







　……先送りした問題を再び再燃させる燃料が投下されてしまった。

「エイリヒの奴め、余計なことを……」

　郵便配達人ではなく、わざわざ家中の者を使者に出して運ばれた手紙。

何事かと急いで封を切ってみれば舞踏会のお知らせだ。

　王家主催の戦勝記念パーティとは別にエイリヒのラッドハルデ家が主催して行う会なのだそうだ。

新貴族はもちろん、伝統貴族からも友好的な者達を招待してやるらしい。

　伯爵ともなればこんなことをしないといけないのか、大変だな。

のんきに構えていたが日付を見て引っくり返る。

「今日の夜かよ！」

　使者は申し訳なさそうな顔でもう一通の手紙を差し出した。

　先程の正式な招待状、恐らく全員に送られたものとは違い、砕けた文面で書かれたそれには……

［お前には直接言おうと思って忘れていた。どうせ他の会の予定などないだろう。招待状には女性同伴可と書いたが一人だけだぞ、五人も六人も連れてくるなよ］

　と書かれていた。

よくご存知でいらっしゃる。

　玄関先で使者と家の主人が話すことは滅多にない。

さすがに家の者も何事かと覗いていたので招待状を見せてやった。

「舞踏会？　踊る奴？」「お祭りみたいな感じかな？」「貴族の舞踏会はもっと硬い感じだよきっと」

　カーラ、マリア、メリッサがかしましく話すがよくわかっていないのだろう。

俺も実はよくわかっていない。

前に強制的に出さされた国王主催の晩餐会では末席だったし、酒を呑みすぎて城内の池で水を飲んでいたぐらいしか覚えていない。

「一応エイリヒからは一人女性を連れても良いと書かれてるんだが……」

　全員が選んでほしそうにこちらを見ている。

だがまずカーラは論外だ。

彼女はいい女だが、あまり人に紹介できるタイプの女性ではない。

セリアならうまくやりそうだが俺が少女好きの汚名を被ってしまう。

　ここまで考えたが答えは出ている。

ノンナの視線は他の女と違って戦地に赴かんばかりに殺気がこもっていた。

隣のマリアとイリジナが少し距離をとっている。

「……ノンナ、頼めるか？」

「もちろん！　お任せ下さい！」

　生まれて初めて女の視線を恐ろしいと感じた。







　以前にノンナが購入し、「タンスの肥やし」「浪費の象徴」と非難され続けた豪奢なドレスがようやく陽の目を見るときが来たようだ。

　ドレスに身を包んだノンナは生来の美貌も相まってまさしく咲き誇る花だった。

顔だけで比較すればノンナは家の女達の中でも最も美しいのだ。

そして何より、ドレスを破壊せんとばかりに盛り上がった胸、これで振り返らない男がいれば尻を警戒したほうがいい。

「いかがでしょうか？」

「美しい……」

　思わず声が出てしまう。

ノンナはふふんと集まった全員に見せ付ける。

　女のおしゃれは男の気を惹くと同時に同性を威嚇するためにもある。

どこかでそんな言葉を聞いた気がした。




　いつの間にかノンナが頼んだ馬車に乗り、エイリヒの家……伯爵号をもらってから豪華な屋敷を買い取ったらしい、に到着した。

　ノンナをエスコートして屋敷に入ると参加者の目が一斉にこちらに向く。

半分はノンナの美貌に目を奪われて、もう半分は俺、エイリヒに次いで新貴族の重要人物Ｎｏ２であり、多大な戦果を王自らが称えた有名人でありながら、晩餐会にも舞踏会にも顔を出さないので謎の人物扱いされていると以前エイリヒから聞いた。

「ハードレット子爵、貴殿が舞踏会に参加するとは珍しいな！」

　話しかけてきたのはブルーノだ。

握手をして肩を叩き合う。

貴族としては下品な挨拶だが傭兵時代からの知り合いだ、構うまい。

「そっちは変わらないか？」

「俺はあの戦争では後詰めでな、大した活躍はできなかったが陛下の恩情で男爵位をもらえたよ。無論領地はないがね」

　袖が軽く引かれる。

自分を紹介しろと言うことだろう。

お前とブルーノは面識があったはずだが。

「それでこっちはノンナだ。俺の家で暮らしていて……」

　愛人とでも言えばいいのか？

さすがにこの場で言い放つとノンナの立場が無くなる気がする。

「お初にお目にかかります。過分にもハードレット様のご寵愛を賜り、このような場にもお連れ頂いております。何卒お見知りおきを……」

　優雅にスカートを広げて一礼、なるほどこう言えばいいのか。

「お前は……なるほど。貴殿は色々と有名だからな」

　その詳細について聞きたい、どうせ碌でもない噂だろう。

だが元奴隷だったと言えば、ノンナはもちろん、俺にも恥をかかせる事になる。

知らないふりをしてくれているようだ。




　俺とブルーノが挨拶を終えると周りの貴族達が次々と話しかけてくる。

ノンナ目当てかと身構えたが意外にも話しかけて来るのは俺ばかりだ。

「私、男爵号を賜っております～と申します」「何卒以後お見知りおきを」「ご勇名はお聞きして」

　俺はノンナの助けもあって失礼にならず、かつ卑屈に見られないように対応していった。

しばらく疲れる挨拶と紹介があった後、いよいよ主催者が顔を出した。

「ハードレット子爵。急な誘いでよく来てくれた。今宵は楽しんでくれ」

　楽しめるか！

俺がめんどくさがっているのを分かった上でにこやかな笑顔で言いやがる。

　社交辞令を言うふりをしてエイリヒが俺の耳元に寄ってきた。

「女を引き連れ、剣を担いできたらどうしようかと思ったぞ」

「俺はバーバリアンか！」

　実は普通の剣は持ってきたのだが入り口で取られた。

「そちらの女性は愛人か？　それとも室か？」

「身分はございませんが、〝特別に〟ご寵愛を賜っております」

　ひそひそ話に普通にノンナが反応した。

彼女の地獄耳を甘く見ていた。

愛人ではあるがその中では一番だ、と主張したいのだろう。

「そ、そうか……これだけ美しいご夫人を連れていればマシかもしれんが、貴族達の野心を甘くみるなよ？　子爵号を持ち、陛下から特別の扱いを受けるお前だ。舞踏会に正妻を連れてこないとなると群がってくるぞ」

　新貴族はいわゆる成り上がりの集団だ。

良くも悪くも血縁のつながりは持たない。

　一応、エイリヒを中心とした派閥は存在するが、血縁によるものではないので連携としては緩い。

ならば有望な者を自身の派閥に、もしくは一族を嫁がせて出世の恩恵に預かろうとするのは普通で、この場にいる伝統的貴族のほとんどがそれを目的としている。




「ハードレット子爵でいらっしゃいますね？　私はウォグローと申しまして……」

　この中年男は男爵らしいが見たことも聞いたこともなかった。

「本日出会えましたのも何かの縁、こちら我が娘にございまして……」

　娘はこれでもかと派手にめかしこみ、精一杯にこやかに微笑む。

体の肉付きは俺好みだったが美貌はノンナに数段劣る。

化粧を落せばさらに差は開くだろう。

それでもベッドに来てくれるなら歓迎するが。

　その後も娘や妹を紹介する貴族は次々と現れた。

中でもひどいのは

「この娘は血縁の家で不義に生まれまして、家中では居場所もなく、よろしければ行儀見習いとしてハードレット卿のお側に置いて頂ければ喜びましょう。無論、男女のことをお教え頂くのも受け入れるよう躾けてございますので……」

　現れたのは一〇歳にも満たぬ子供だった。

俺が女ならなんでも食い散らかすと思うなよ。

　エイリヒの言うとおり群がってきた貴族達を受け流し、社交辞令を言い合い、なんとか凌ぎきった。







「疲れた……本当に疲れた」

　一通りを終えて人の少ない休憩室でノンナとお茶を飲む。

「うふふ、お疲れ様です。どうです？　社交もまるで戦場のようでしょう？」

　貴族の戦場というわけか。

「あぁ……これなら槍を担いで戦場を駆ける方が楽だ」

「これをどうぞ」

　ノンナが渡したのはなにやら書かれた紙だ。

「お会いした方のお名前と爵位・役職、お顔の特徴、連れていらした方が書かれています。覚えておかれれば今後のお役にたちますよ」

「ありがたい。正直ほとんど覚えていなかった」

　ノンナはくすくすと笑った。

「だと思いました。あと、この印は私の胸を覗きこんだ人といやらしい陰口を叩いた人です。重要人物でなければ冷遇してやって下さい」

　ノンナと笑い合うが、ふと表情が暗くなった。

「エイギル様のお役に立てて嬉しいです。……でもやっぱり肩身が狭いです。娘や妹を紹介される度に心臓が跳ね上がりました。もしこの人を正妻に迎えたら私はどうなってしまうのだろうと」

　ノンナを胸に抱き寄せる。

わずかに周りに居る者が視線を送るが気にすることはない。

彼女が俺の女なのは公言している。

「気品だ、礼儀だと粋がってはいますが、所詮は奴隷上がりの女。この場にいる誰よりも下賎な女なのです……」

　震え出したノンナはいつもよりもずっと小さく見えた。

「お前を軽んじたりはしない。人に言えぬ約束もしたろう？　それにお前はここにいる誰よりも美しい」

「信じております。でも怖い、私はただの愛妾、いつ捨てられるかわからぬ不安が消えないのです」

　優しく口付けをしてやるがノンナの震えは止まらなかった。

「どうすればお前の不安は消える？」

「子が欲しいです……実はメルさんの子を見て内心発狂しそうになりました。あの人には確かな絆がある、でも私には！」

　こればっかりは授かりものだからな。

努力はできるが結果はわからない。

「努力は……そうだな、今夜もすればいい。だが他にお前の心を落ち着かせるものはないか？」

　ノンナは顔を上げて上目遣いに俺を見た。

目じりには薄っすらと涙が浮んでいる。

「正式に妻にして頂きたい……です。エイギル様はたかが形式と馬鹿にされるでしょうが、私はその中で生きてきました。貴方の愛を信じていますが、妻としての名が、形式がないと不安で仕方ないのです」

　更に強く胸に顔を埋める。

先程渡された紙、見るだけで人物の顔を思い出すことが出来る。

俺の為に懸命に書いてくれたのだろう。

彼らに聞かれるたび、自分は愛妾だと答えなければいけない屈辱に耐えながらだ。

　奴隷として全てを諦めたノンナを救ってやると言ったのは俺だ。

体も心も魂も全てだ。

不安に体を震わせる彼女を救えるのなら妻としてやればいい。

　一瞬ルーシィの姿が頭をよぎったが彼女はそんなこと気にはかけまい。

俺が妻を迎えようが何人女を囲おうが、笑ってからかうだけと信じられる。

「おこがましいことを申しました……お忘れ下さい」

　沈黙を否定と取ったのか、ノンナが体を離そうとするのを追いかけて抱きとめた。

「お前の不安が消えるなら簡単なことだ。細かいことは後でいい。今日、今からお前は俺の妻だ」

　ノンナがばっと顔を上げる。

目にもう涙はない。

「よろしいのですか!?」

「あぁ、二言は無い」

「そんな……うぅっ嬉しい……信じられない……」

　ノンナは鼻と口に手を当てて顔を伏せる。

それだけ喜んでもらえれば男冥利に尽きるな。







　給仕をしていたラッドハルデ家の侍女は突然始まったプロポーズに驚愕していた。

本来はもう休憩室ですることはないのだが、これを見逃す訳にはいかないと頼まれてもいない紅茶を入れて休憩室の隅に陣取る。

　そして感動の最後、男が女を抱きしめ、女がうれし涙を隠して崩れる。

ハッピーエンドの恋愛劇ような終幕に侍女は顔を赤らめた。

が、男に肩を抱かれて化粧直しに行く女、その伏せられた口元がしてやったりとばかりに釣りあがっているのに気付いてしまった。

　まさか、これを隠すために顔を伏せていたのか！

平民出身の侍女は貴族女の恐ろしさに背筋が寒くなるのだった。







　トイレで化粧を直したノンナは目を泣き腫らすこともなく、美しい姿で再登場し、俺の隣で精力的に舞踏会を楽しんでいる。

　先程までとは違い、全身から明るいオーラを漂わせる彼女は何倍も魅力的に見え、パートナーがいる男でさえも思わず目を奪われていた。

「ノンナはうまいな」

「貴族は礼儀とダンスが必修ですよ」

　不恰好に踊る俺をしっかりとエスコートしてくれる。

他の女なら足を踏みまくった上に押し倒してしまっていたかもしれない。

「妻ですもの、夫をよく見せるために全力を尽くしますわ」

　ノンナと踊るとどうしてもその巨大な胸が当たってしまう。

「大きくしては駄目ですよ。今夜の契りまでお待ち下さい♪」

　場の視線を集め、俺と手を繋いで踊る。

まるで妖精のようだと思った。

　宴も終わり、好き好きに談笑する者、家に帰る者がばらける中、エイリヒが再び声をかけてきた。

「今日のダンスは見事だったな……その女性、舞踏会の経験があるんじゃないか？」

「さて？　蛮族に襲われた所を助けた元奴隷だよ」

　ノンナの出生は家族の間だけの秘密だ。

エイリヒでも公言はできない。

「まぁいいか。それで貴族達の売り込みを聞いたのだろう？　気に入った女はいなかったか？」

　婚姻を結ぶなら派閥の関係もあるので一言欲しいそうだ。

「あぁ、妻にする女なら決めたよ」

　ノンナを引き寄せる。

　エイリヒは少しばかり驚くがすぐに納得した表情になった。

「そうだな、貴族の常識から言えば平民の愛妾を正妻になど常識外れも甚だしいが、お前はそんなものに捕らわれはしないか……」

　エイリヒはノンナに一礼する。

伯爵位にある者が平民に礼するなど有り得ない。

彼女を子爵夫人として認めたということだろう。

　ノンナもそれが分かっているのか一礼した後、口を押えて顔を伏せる。

また嬉し泣きか？　多いな。

　エイリヒと俺は少しばかり話をした後、共にグラスを空けて別れる。

「一度社交の場に出たら招待状の嵐だぞ。覚悟しておけ」

「夫のため努力いたします」

　鬱陶しい、そうそう出て溜まるか、と言う前にノンナに先を越されてしまった。

彼女は馬車の中でも徹底的に甘え、御者が溜息を吐くほどだった。







　家に帰ったのは深夜、日も変わろうかと言う頃合だ。

セリアとセバスチャン以外は皆就寝している。

「おかりなさいませ旦那様」

「遅くなったな」

「おかえりなさい」

　セリアはまだ起きていたのか、朝も早く起きて剣の鍛錬をしているのに大丈夫か。

「舞踏会はいかがでしたか……ノンナさん何を笑っているのです？」

「皆様がいらっしゃる時にお話しします」

　別にノンナは笑っていなかったが？

セリアはなにかと敏感だがこういう間違いもするのか。

「まぁそういうことだ。待ってくれていたのに悪いが今宵は特別でな。夜伽はノンナに頼むからもう休んでくれ」

　セリアにキスをする。

「いえっ私はそのようなつもりではなく、主の帰りを待つのは当然なのでっ！」

　期待していたのはわかっているがさすがに今夜はノンナを二人きりで愛してやるつもりだ。

「女の特別な日です……準備がありますので遅れておいで下さいな」

　ノンナはいつも通りの笑顔で風呂に向かう。

「ノンナさん？　何をそんなに笑っているのですか？」

　またか、セリアは今日はおかしいんじゃないのか？

「うふふ、セリアちゃん。おやすみなさいね」

　ジト目で見つめるセリアを振り切るようにノンナは足を速めた。

セリアは納得いかない顔をしているが頭を撫でて気をそらせよう。







　夜がさらに更けた頃、寝る前に飲んだ紅茶のせいかミティがトイレに起きる。

「うーん。旦那様とノンナさんもう戻られたのかなぁ。何かあったらまた嫌味言われそう……」

　寝ぼけ眼でフラフラとトイレへ向かうがノンナの部屋に灯りが灯っていることに気付いた。

「こんな時間に……されてるのかな。でも覗いちゃダメよね、ばれてたし」

　だが部屋の中からはどうも嬌声とは違う声が聞こえる。

駄目とは思いつつもつい扉に耳を当ててしまった。

「やったああーー！　やったわ！　やりました!!　ついにやりましわぁ!!!　夢みたい！　信じられない！　あぁ言葉が出ません！」

　ヒッっと漏れそうになる声を口を押えて閉じ込める。

言葉出まくってるじゃないですか。

「勝ちました！　私勝ちましたわ！　愛の神様感謝致します！　これでエイギル様は私の男！　私が射止めたのです!!」

　尋常じゃない奇声だ。

ギシギシ鳴る音はベッドの軋み。

どうやらベッドの上に乗って飛び跳ねているらしい。

頭がおかしくなってしまったのだろうか。

「後は子です！　子さえ成せば私があの方の一番!!　あぁ孕みたい！　私の卵はちゃんと子袋にいるでしょうか？　今からあの方の種が流れ込みますからね。しっかり受け止めるのですよ？」

　恐ろしくなって耳を外し部屋を離れる。

尿意は引っ込んでしまった。

やがて旦那様が来てノンナさんの部屋に入っていった。

また耳を当てるがいつも通り、情交の嬌声と肉を打つ音。

　激しい交わりだがいつもの音に何故かほっとしてしまった。

それにしてもさっきのはなんだったのか……寝ぼけて変な幻聴を聞いたのかもしれない。

今夜はもう寝よう。

　翌日、家を揺るがした重大発表の前にミティ一五歳おねしょの報は小さく消えた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官

　　　アークランド南東部領主

財産　金貨八六〇枚（銀貨以下割愛）

武器　デュアルクレイター（大剣）宝槍（仮）

装備　黒いマント（呪）

家族　ノンナ（妻） メリッサ マリア カーラ リタ

　　　メルと三人娘（スウ実子）

使用人 セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

部下　セリア（副官）イリジナ レオポルト（軍指揮官）

　シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

経験人数　三九人　産ませた子　六人








第57話　お家騒動　♯







　今日は何の予定もないので当然、家の者は全員在宅している。

　朝日がしっかりと昇った今の時間、家人は居間やベランダで朝食後のお茶やおしゃべりを楽しむ。

　使用人達は洗い物や洗濯、掃除に精を出すだろう。

　セリアとイリジナは体が鈍らぬように庭で鍛錬に勤しむことも珍しくない。

　だが今日は違う、全員が居間に集められていた。

　使用人も仕事の手を止め、普段あまり家人と親しく話すことのないレオポルトまで呼びつけられていた。

「オホン。本日は皆さんにお伝えすることがありまして、こうして集まって頂きました」

　全員集合の号令をかけた張本人のノンナが真ん中に立つ。

「いったいなに～？」「その服はパーティ用では？」「き、綺麗」

　ノンナは昨日のパーティに着て行ったドレスを身にまとっている。

　その姿は女神かと思うぐらいに美しいが、身内しか居ない家で着ると不自然極まりない。

　それでもクウやルウ、そしてクロルは顎が落ちるほど口を開けて見惚れている。

「エイギル様、エスコートをお願いします」

「ん？　なんだ一体」

　ノンナが腕を組み、胸を押し当ててきた。

　心地いいし抵抗する理由もない。

「昨日の舞踏会でエイギル様はたくさんの貴族の方から身内の女性を紹介されておりました」

　女達がざわめく、自分の愛する男に他の女が言い寄るのは気分のいいものではない。

「ですが、エイギル様はそれらの女性を意にも介しませんでした」

　ほっと安堵の息が聞こえる。

　前置きが長いな。

「ですが、傍にいた私にとってはつらいものでした……次々と紹介される高貴な女性！　比べて私はただの愛妾！　紹介される度に相手の嘲笑が見えるようでした！」

　共感があるのか、うんうんとマリアとメルが頷く。

　そこまで露骨な奴はいなかったと思うが……

「向けられる視線は胸を覗く下品なものと、体で取り入る淫婦めが、との蔑んだものばかり！」

「そりゃあんたが化け乳だからでしょうが」

「なんと低俗な輩！　許せんな！」

「……」

　カーラが突っ込み、イリジナは本気で激昂している。

　だが一番恐ろしいのはメル、何か思い出したのかまばたきをしなくなった。

「心が傷つき、立っているのもつらくなった私をエイギル様は優しく抱きあげ、好奇の目から救い出してくれました」

「さすがエイギルさんですね」「すごいです！」

　クウ、ルウ姉妹が拍手する。

　だがちょっと待て、俺が疲れて休憩室に行ったんじゃなかったか？　普通に歩いて……。

　それに語り方が詩人みたいになってきたぞ。

「そして、屈辱と不安に泣く私を抱きしめてこう言って頂きました」

「「「…………」」」

　皆が息を飲んで続きを待つ。

　メリッサが一番先頭だ。

　案外こういう語りが好きなのかもしれない。

　セリアだけが半目で疑わしそうに距離を置いている。

「俺と結婚しよう……俺の妻になってくれ！」

「あぁそんな！　恐れ多い！」

「男に二言はない。お前が望むなら……どうだ！」

「愛する方に求婚されてどうして断る女がいましょう！　今この時より私はあなたの妻です!!」

　一人二役、怒涛のラストシーンにノンナは、ハァハァと息を整える。

　どうも少し違う気がするが、元のセリフを覚えていないし、意味としては大きく間違っていない。

　必死の語りを邪魔するのも気が引ける、何も言わないで置こう。

「その夜、私とエイギル様は夫婦として愛し合いました。私は逞しい腕に抱かれ必死に訴えます！　子供が欲しい。愛しいあなたの子供が欲しいと！」

　アルマ、クウ、ルウの処女三人がゴクリと唾を飲み込む。

　もう一人の処女ミティは姿を見せない。

　さっき布団を持ってウロウロしていた気がするが……

「動きは激しくなり、高まる男女！　そしてお互いの愛が絶頂に達したその瞬間！　エイギル様は荒い息とは裏腹に優しい声で囁きました……いつまでも愛している……と」

「「「キャー!!」」」

　処女三人衆は赤面して顔を隠す。

　おかしいな、俺の記憶では上に乗って頑張ったのはノンナのはずだが。

「私とエイギル様はベッドに崩れおち、花瓶の花がポトリと床に落ちました。以上です！」

　息を整えて座るノンナに鳴り止まぬ拍手、語り部もかくやの名演技だった。

　事実かどうかはともかく、いい恋愛劇じゃないか。

　大人の愛に憧れる一六、七の少女には受けるだろう。

　だが、実際の関係者には……。

「ふっざけんじゃないわよぉおお!!」

「エイギル様に聞かなくてはわかりません！」

「ノ、ノンナと結婚するなら私はどうなるのだ!?」

　全員の目が俺に向く。

　ノンナの力が強く入る。

　少し震えてもいるようだ。

「色々と創作部分も多いが……大筋では間違っていない。俺はノンナを妻にするつもりだ」

「はあああああああーー!!?」

「私はどうなる!?　純潔だけ奪われて放逐か!?」

「母さんを孕ませて！　他の女と一緒になるなんてっ！」「いいのよクウ、母はこの子がいれば……」

「そっか……ノンナさんか……」

「　」

　カーラ、イリジナ、クウ、マリアが声をあげた。

　メリッサとリタは最初から妻になるとは考えていなかったのだろう、ノンナにおめでとうと言っている。

　一番深刻なのはセリアかもしれない。

　俺が認めた途端に倒れてしまった。

　意識はかろうじてあるようだが、茫然自失の状態だ。

　救護班、ルウ、アルマに出動をかけ、とりあえず自室のベッドに寝かせるよう言っておく。

　さあここからが俺の出番だ、きっと女達の心はやばいことになっている。

　まずは暗い顔をしているマリアだな。

「マリア……」

「えへ、大丈夫。ちょっとショックだっただけだから。思えばエイギルさんについて来たのも憧れだったしね……他の人みたいに救ってもらったとか、死ぬほど好きになってとかじゃなかったし。負けちゃうのも当然だよね」

　こういう話をする時は抱きしめるに限る。

「あう、えへ。やっぱりこうされると嬉しいなぁ。……でももうここには居られないんだよね？　今までもらったお小遣いでロレイルに帰るよ……」

「俺は変わらない。これからもお前を愛するし、他の女も愛するつもりだ」

「ええっ！　それはノンナさんに悪いよ。結婚してるのに他の女を……」

　キスしようとするとマリアが拒んだ。

　手をどけて強引に唇を奪う。

「妻でなければ愛せない訳でもないだろう。それにノンナ一人しか抱けないなら……壊れるな」

「そ、それは確かに」

　俺の相手を一人でしたら次の日昼まで起き上がれないのは女達の常識だ。

　まして毎日となれば一月で葬式が出るかもしれない。

「俺と居たくないか？」

「わからない……わからないんだよ……自分の気持ちもわからない」

　マリアは混乱しているようだ。

　下手に迫ってもいい結果にはならないだろう。

「ではこうしよう、俺たちが引っ越す時、この館にメリッサと共に残るんだ。そして俺への気持ちが消えなかったらいつでもいい、俺の領地に追いかけてきてくれ。もし気持ちが消えたなら、いつロレイルに帰ってもいい。必要なものがあったらなんでも言え」

　マリアは黙って聞いている。

「もし離れても気持ちが消えていないなら、もうお前の心は俺の物ってことだ。何を言っても離れられないし離すつもりもない」

「……私邪魔なんじゃ」

「勘違いするな。マリアが来たいなら大歓迎だ。俺は絶対にお前を邪険にしない。だが迷っているなら気持ちを確かめる時間があってもいいと思ってな。勿論体がうずいたら日帰り子作りも歓迎だぞ？」

　マリアは俯いて馬鹿と呟いた。

「分かった。そうするよ……メリッサも子供達もいるから寂しくないしね。男の人がいないから服装が乱れそうだけど……クロルがいたよ。最近私のお尻ばっかり見るんだよね」

　互いに笑い合って口付け。

　話はついたが、マリアも中々の美人だ。

　女だけの屋敷に男を呼び込まないとも限らない。

　これから引越しまでの間に体だけは堕としておかないとな。




　次はイリジナか。

　こいつはマリアよりも楽そうだ。

「ハードレット殿！　ひどいじゃないか！　私はもう放逐か!?」

「なんでそう思ったんだ？」

「何故？　妻がいたら他の女はいらないだろう？　じゃあ私達は用済みじゃないか！」

　ふむ、そういう考えか。

「イリジナお前の前にケーキと焼き鳥がある」

「うむ！　どっちも好物だ」

「お前はケーキを食べた、さあ焼き鳥はどうする？」

「無論食べる！」

「だろう？　結婚しても他の女も必要なんだよ」

「なるほど！　そういうことか…………待て!?　おかしいぞ？　男と女の正しい形は一対一のはずだ。焼き鳥ではない」

　ちっ無駄に知恵をつけたか。

「じゃあ、お前は今から俺に抱かれる。嫌か？」

「そんな雰囲気ではないだろう！　が、嫌ではない。散々に体を重ねた仲だ」

「ではここに独身で愛人もいない中年の男がやってくる。そいつの粗末なモノで抱かれる。どうだ？」

「何を言う！　そんな奴に体を許すわけがない！」

「そうだろう、そんな男よりも愛人を抱えた俺の方がいい。重要なのはそこに愛があるかだ。何人女を囲っているかなんてどうでもいいことだ」

　イリジナは頭を抱えて唸っている。

　ここらが彼女の限界のようだ。

「大体考えてみろ、この間の戦争で何人死んだ？　男が大量に死んだろう？」

「あぁ、今更恨み言はないがひどいものだった……」

「それだけ男が減ったのに男と女が一対一になってみろ。女があぶれてしまうだろうが」

　はっとイリジナが顔を上げた。

「二万人男が死んだら二万人女が余る。非力な女性は食うにも困ってしまう。彼女達を食わせられて、しかも皆を愛せる男が、たくさんの女を囲い子を成すのは素晴らしいことじゃないか？」

　イリジナはなるほど……と呟いていた。

「男は女を抱いて幸せになり。女は男に幸せにしてもらう。最高じゃないか」

「……そうだな！　素晴らしい！　ノンナが妻になっても私は愛される。うむ何の問題も無い！」

　アホの子の説得に思った以上に時間がかかった。

　マリアのジト目を受けて、さあ次だ。




　メルは愛妾として捨てられた経験もあるからな、厳しいかもしれない。

「私は貴方を信じて全てを捨て、ここに来ました。貴方の子も産みました。私は捨てられますか？　この娘達はどこかへ売られでもしますか？」

　思った以上に怒っている。

　静かであまり文句を言わないからわからなかった。

「そんなことはしない。お前を大切にする。嘘は無いよ」

「信じられません。私の過去はご存知のはず……その上でこの仕打ち、再び屈辱を受けるなら街で貴方の非道を訴えた上で自害して果てる覚悟もあります」

　メルはノンナには及ばないが、滅多に見ない程の美人だ。

　それだけに無表情になると威圧感さえ感じる。

「お前を俺の女にしたい気持ちは本物だ。言葉以外にどうしたら信じてくれる？」

「室に入れてください。正妻ではなくとも側室にして頂ければ私と娘への愛、信じましょう」

　当然か、メルはもう三七、いかに美人とは言え子供三人を抱えてどうかなる年齢ではない。

　もし俺に捨てられたら娘や体を売る以外にどう生きようもない。

「わかった。お前を側室にしよう。娘も必ず面倒を見る……これで信じるか？」

「二言はございませんか？」

「俺はお前を迎えにいく約束、守ったぞ？」

　数秒睨みあった後、メルの表情がくにゃりと崩れて笑顔になる。

　瞬間にわかった、はったりだったと。

「うふふ、母さん頑張りました。これで貴方達も堂々と言えますよ。ハードレット子爵家の娘だって」

　三姉妹を優しく抱き寄せる。

　クウとルウは先程の修羅場から何が起こったのかわかっていない。

「やられたな……大した覚悟だ」

　もし俺が激怒したら全てを失う可能性もあったのだ。

　既に土地も家も手放し、背水の陣でよくもここまで博打を打てたものだ。

「うふふ、年増女の経験と度胸を舐めてはいけませんよ」

「心に刻んでおくよ」

　今更文句をつけることはしない。

　男として愛する女に約束したのだ、違えることは出来ない。

「それにエイギルさんが非情に放り出すはずはないと確信しておりましたから。それに万が一激怒されてしまわれたら私達三人が全裸になって許しを請うつもりでしたし」

　確かにそれをされれば大抵のことは許してしまいそうだ。




　次はリタとメリッサか……

「私は何も問題ございませんわ」

「私も大丈夫かな？」

　リタが前に出る。

「私はハードレット様に惚れぬいてここに参りました。元より妻になろうなどおこがましい考えはございません。ただ寵愛を頂ければ使用人だろうと性奴だろうと構いませんわ」

　リタは人に支配されたい性癖があるのだろう。

　酷い扱いはしないがこれからもしっかりと支配してやろう。

「もし何か下さると言うのなら、皆様割となされているらしい……尻を掘って頂けると……」

　次にいこう。

「私も妻になれるなんて思ってないしね。なんてったってほら……産めないし……」

　特に言葉はかけない。

　同情しても何にもならない。

　ただメリッサを愛してやるだけのことだ。

「私はここの家が好きだしエイギルさんも好きだし子供達も大好き。妻が出来たって怒るわけないよ。それにさ……」

　メリッサは子供に聞こえないように耳を寄せた。

「私がエイギルさんから離れられるわけないわ。これで支配されちゃったからね」

　俺の股間をすっと撫でた。

　話は簡単に終わってしまった。




　さあ、マリアに次ぐ関門、見るからに激怒しているカーラだ。

「何よ！　言うことなんかないわ。あんな女と結婚なんて馬鹿じゃないの？」

「カーラお前と「あーあー!!　聞きたくない。あたし馬鹿だし話し合いとか苦手だし、ともかく嫌」

　話も出来ないんじゃどうにもならないな。

「いいわよ。ノンナのが大切なんでしょ？　私出てくし、エイギルの種なんかもういらない」

　どうも俺に怒っているというよりは……。

「ノンナ、おめでとーね、子供が出来たら言ってね。石投げてやるから」

　あまりの言葉にノンナだけでなく、全員が顔色を失っている。

　多分こいつは本気でノンナを憎んでいるんじゃない。

　負けたのが悔しくてやけっぱちになっているだけだ。

　元々子供みたいに本能で生きていた奴だからな。

　よく見ると散々に罵りながら目には涙が浮んでいる。

　子供が喧嘩中に泣き出しそうなのを我慢してるようなもんか。

「カーラ……聞け」

「聞かない……知らない……出て行く！」

　ノンナが誰よりも心配そうにカーラを見ている。

　仲は悪かったがお互い遠慮なく悪口が言える関係だったからな。

　俺に本当に愛想をつかせたなら仕方ないが、今のこいつを外に出す訳にはいかない。

　俺とノンナへの当てつけに何をするかわからないし、きっとカーラにとっても不幸なことになるだろう。

「カーラ落ち着け」

　カーラを捕まえるが暴れ出す。

「やめて！　離せ！　どっかいけ!!」

「子供達のめんどうを見ててくれ」

　メリッサは慌てて子供を連れて行く。

　ここだと危ないし子供達にいい影響もないだろう。

　カーラの部屋で説得することにしよう。

　心配なのかノンナもついて来た。

　部屋に入ると窓と扉に鍵をかけてベッドに放り投げる。

「何よ！　この状況でやるっての？　正気？　下半身でしかモノ考えられないのね」

　カーラの毒舌は案外心に刺さる。

　いつも懐いてくれていたから尚更だ。

　無理やりになるがなんとかベッドで説得しよう。

　失敗したら俺が強姦の咎を負うだけだ。

　服を無理やり剥いで、股間を舐める。

　こんな状況でも逸物はそそり立つ、罪な男根だ。

「ふんっ！　あんたのなんてぶっといだけじゃない。馬のがマシよ……んぎっ！　入れるなぁ！」

　唾液で最低限濡らしていたがカーラの中は乾いていて、まるで別人のように入れにくい。

　それでも腰に力を入れて押し込んでいく。

「ううぐ……痛いっての！　あれだけ抱いてまだあたしの体わかんないの？　下手くそ！」

　せめて少しでも苦痛を和らげようとノンナがカーラの胸や肉芽を舐める。

　ノンナが自分から他の女を愛撫するなど初めてのことだ。

　だが張本人だけに当たりはきつかった。

「ノンナ！　あんた舐めるんじゃないわよ！　汚い！　病気が移る！　んあっ!!!」

　だがそれでも女の性か、中は湿り、動きやすくなってきた。

　すかさず腰を大きく使う。

「うぐっ！　奥突けばいいってもんじゃ、あんっ！　乳吸うな！　ノンナの化け乳がいいんでしょ！」

　とりあえず一度注ごうと胸を吸って自分を高め、流し込んだ。

　ノンナも俺の尻を舐めて協力してくれた。

「ひゃあっ！　うぅぅぅ……また汚いの流し込んでくれたわね。どうせあれだけヤって孕まなかったんだから種無しなんじゃない？　でっかいだけの役立たず！」

　よくこれだけ罵声が出るもんだと感心するが、その後も延々と犯し続け、昼を過ぎた頃にようやくカーラは俺の腰に手を回してきた。




「……もう少し深く突いて、んっ！　……胸、触ってよ……」

　とりあえず意地になった心はほぐれたらしい。

　そろそろ話ができるかもしれない。

「ノンナを妻にするのが気に入らないか？」

「当たり前じゃない。あたし達が仲悪いの知ってる癖にぃ……これからどんな顔してノンナとエイギルに会えばいいのよおぉぉ……うぇぇぇぇぇん!!」

　声を上げて泣き出してしまった。

　素直に話を始めたし、もう無駄に痛い思いをさせることもない。

　腰の動きを止めて更に話を続けた。

「何が一番嫌なんだ？」

「ノンナを奥さんって呼ぶんでしょ？　それで二人が仲良くして、家族作ってさ、その家であたしはどこにいるのよぉ。いちゃつく二人を見ながら一日過ごすの？　悔しい！　認められない。でもノンナは読み書きできて美人で、色々エイギルの役に立てる。あたしは何もできないっ！」

　結局、居場所がなくなるのが寂しいから怒ってたわけだ。

　それに子供のような負けず嫌いが混じって自分でも収拾着かなくなったんだな。

「大丈夫、お前に寂しい思いはさせない。仲間はずれにしたりしない。今までと同じように遊んで、喧嘩して、ノンナの嫌味がちょっと強烈になるぐらいだ」

　なんでですか、とノンナが怒っている。

「本当？　あたしいらなくない？　エイギルはこれからもあたしを見てくれる？」

　当たり前だろ、と抱きしめる。

　思い出せばルーシィの次に抱いた女はカーラだった。

　こうして彼女の中に入って抱きしめていると十分に俺に慣れたはずの中が狭く感じる。

「最初よりもずっと大きくなったね」

　カーラは背中に手を回した。

　俺の考えが大事なところから彼女に流れ込んだ気がして嬉しかった。

「言っとくけどアッチのことだけじゃなくて心も体もってことだよ？」

　そして表情を曇らせる。

「あたしはダメだな。あの頃のまま、何も変われてないよ」

「なら少しずつ成長するか？　今のままでもいいし、変わってもいい。俺と一緒にな」

「うん……あたしも変わるよ……とりあえず文字読めるようになる……」

「あぁ、頑張ろうな。つらくなったら言って来い」




「オホン、それでカーラさんはいつまで夫と繋がっている気ですか？」

「ん～いつまでも……このまま時が止まればいいのに……」

「もういい加減離れなさい！」

　カーラはピョコンと起き上がった。

　快活な雰囲気は戻っており、もう心配はなさそうだ。

「あたし側室になる！　それでいつかノンナからエイギルを奪い取るわ！」

　さすがに黙っていられてないノンナが食ってかかり取っ組み合いになった。

　先程まで使われていたベッドの上の乱闘で二人はとても見れないほど汚液に塗れてしまっている。

　それでも二人は吹っ切れたような明るい表情をしていた。







「ごめんなさい！」

　カーラは全員を再度集めた居間で床に頭を付けて謝った。

「そしてエイギルの側室になったわ！　頑張ってノンナを蹴落とすから！」

「あなたなんかに負けません」

　いつもの二人が戻って皆、ほっと一息ついたようだ。

　カーラは俺の女の中では最古参だ。

　古いからいい物ではないが、全員がカーラは側室になるものと思っていたらしい。

　イリジナがなに？　側室？　と考え始めたのでクロルに稽古をつけてやれと言って庭にやった。

　槍を振って帰って来た頃には全て忘れているはずだ。

　さあマリアが少し難しいことになった以外はまとまった。

　だが最後の一人にして厄介な奴が残っているんだ。




「エイギル様……ここは私の部屋ですか……？　良かった、実は恐ろしい夢を見たんです」

「ノンナが俺の妻になる夢だろう？」

「いえ聞き違いですね。ノンナさんがエイギル様の馬になるんですよね。胸が地面にすれますね」

　現実逃避が痛々しい。

「お前は俺の副官だ、大事な俺のセリアだよ」

「……」

　セリアは俺の目をじっと見ていたが溜息をついて顔を伏せた。

「そもそも女九人横並びで囲っている方が不思議だったのです……いつかこういう日が来るとは思ってました」

　メル、リタ、メリッサ、カーラ、マリア、イリジナ、ノンナそしてセリア。

　一人多くないか？

「カトリーヌさんを通い妻にしてるでしょう！　こっそり出かけているのが気付かれていないとお思いですか？」

　なんだばれていたのか。

　ならこれからは部屋に呼ぶとしよう。

　話がそれたな。

「だったらどうして倒れたりしたんだ？」

「……」

「ほらこい」

　セリアを抱き起こして、ベッドに座る俺の足の間に挟みこむ。

　彼女はこの体勢が一番好きらしい。

　そのまま頭をわしゃわしゃと撫でてやると安心したようにもたれ掛かってきた。

「こんな可愛いお前をどうこうする訳ないだろう。言ってみろ、何がそんなにショックだったんだ？」

　それでもしばらくセリアは無言だったが頭を撫で続けているとぼそぼそと話しだした。

「他の方と一緒になられても……それが例え他の貴族の家とかの方でも……エイギル様が私を捨ててしまうとは考えていませんでした」

「信頼ありがとよ。その通りだが、ならなんでだ？」

「ごめんなさい。勉強不足でうまく言葉に出来ません」

「言い回しを考えなくていい。そのまま言え、何言っても怒らないから」

　お前が使えないような言い回しをされても俺がわからん。

「割り込まれる、と思ったんです。私はエイギル様の女だけど、他の人とは違う繋がりがあると思ってました。男と女だけじゃなくて……その……」

「親子……か？」

　セリアがビクリと反応した。

　当たりか、確かに俺を見る目はただの主人や恋人とは違っていた。

　俺も親がいないからよくわからなかったが……。

「はい……だから皆さんは恋人で男と女の関係だけど、私だけは違うって特別だって思いたかった」

　頭を撫でる手を止めるとセリアの手が伸びてきてもっと撫でてと催促する。

「メルさんがエイギル様の子供を連れてきた時は本当にびっくりしましたけど……単にそこら中に蒔いた種が芽吹いただけと納得させたんです」

　随分だな。

「でも、ノンナさんと結婚されて子供ができれば三人の家族です。妻と子……中途半端に育った私は異物です」

　セリアもカーラと同じ、俺に家族が出来て居場所がなくなることが寂しかったのか。

　彼女はより親子の情が強いみたいだが。

「せめて……メルさんに乗り換えませんか？　メルさんはお歳ですから数年もすれば女としてあがってしまいます。そうすれば私も女としての居場所がありますし」

　その言葉は心にしまっておこう。

　メルの恐ろしさをお前はまだ知らない。

「そうだな……お前は俺の絶対の一人になりたいのか？」

「なりたいです。でもなれません……エイギル様程の人はどうしても他の女を引き寄せます」

　お世辞じゃないとすれば相当高く見られている。

　ただ女が大好きなだけだ。

「じゃあ五人のうちの一人なら愛情は減ると思うか？」

「一緒に居る時間は減ります……でも想いが減るとは思いません」

「なら大丈夫。この先、子供が一〇人生まれようが一〇〇人生まれようが、セリアは絶対に入っている、愛情が減ることもないよ」

「一〇〇人……いえ、二〇人の女を五年抱けばしまいですか……」

　一〇〇人は言葉のあやだ、計算するな。

「わかりました。エイギル様の決めたことを覆すつもりもありません。こうやって私のために時間を割いてくれたことを嬉しく思います」

　セリアが立ち上がる。

　足取りはしっかりしている。

　もう大丈夫だ。

「他の方はどうでしたか？」

　マリアが迷っていることを伝えた。

「そうですか……マリアさんには是非残って頂きたいです。数少ない常識人ですし、あぁでも常識人なら女性を九人も囲う男を見限るかもしれません」

「言ったな」

「ひゃあ！　くすぐらないで下さい！」

　セリアを持ち上げ、くすぐってやる。

　揉め事が解決すれば男女の仲は深まる。

　じゃれあっていた俺とセリアにも情欲の火が燈った。

「抱いて、下さい」

「ああ」

　お互いに全裸になったところでセリアが少しばかり危険な提案をしてきた。

「あの……父さんと呼んでもいいですか？」

　さすがに噴き出すが、セリアは真剣な顔を崩さない。

　減るもんではないし構わないが変態になった気持ちだ。

「父さん。セリアは大きくなりました。父さんは私を抱いてくれますか？」

　セリアはもう入ってしまったらしい。

　ここでやめさせたら彼女に恥をかかせてしまう。

「あぁ、大きく、いやらしい体になった。見ろ、セリアがこうしたんだ」

　勃起した男根を触らせる。

　セリアは誘うようにベッドに横たわる。

「セリア、行くぞ！」

　細い足を持ち上げて中心に男根を入れる。

　あまりに狭い中だが、背中と腰に回る手足がもっと奥へと訴えてくる。

「あぁ父さん！　太い！　大きいです！　父さんのおちんちん気持ちいいよう」

　普段は使わない言葉が次々と出てくる。

　子供が父に甘えるようにしながらもやっていることは男女の交尾だ。

　背徳感が興奮を誘う。

「セリア！　気持ちいいか!?」

「気持ちいい！　大好きです父さん。もっとパンパンして下さい。父さんに突かれてると思うと心が飛んでしまいそうなんです」

　希望通り、突き方を変えてわざと大きい音を立てる。

　その音でセリアの興奮は更に高まっているようだ。

「遠慮しないでいいですよ？　私はもう大人です。父さんに育ててもらって大人の女になりました」

　俺もセリアの父親になった気がしてきた。

　興奮で更に男根が膨らみセリアの小さな穴は、はち切れそうな程に広がっている。

「すごいっ！　父さんのおちんちん大きいですっ！」

「あぁ、セリアの中も気持ちいいぞ！　もっと力を抜くんだ。裂けてしまうぞ」

「ダメです父さん、気持ちよすぎて勝手に穴が締まっちゃいます」

　言葉通りセリアの女穴は限界を超えて広がりながらも、まだきゅうきゅうと締まってきた。

　懸命に締まる穴だが、鉄のように硬くなった逸物に押し返され、逆にごりごりと擦られる。

「あぅっ!!　んきゃあ！」

「んっ!?」

　遂にセリアの肉穴は男根に屈して痙攣を始めてしまった。

　彼女自身も制御できない肉穴の痙攣、特にセリアは引き締まった体をしているのでその力も強い。

　並の男なら痛みを訴える強烈な締め付けだったが、それでも俺の男根には力不足だった。

「はは、よく締まるな」

「父さんごめんなさい！　穴が勝手に!!」

「いいさ。可愛いもんだ」

　力をこめてそのまま動かす。

　限界まで締まっている分、セリアのいい場所は男根で強く摩擦され、とんでもない刺激がセリアを襲う。

「父さん!!　んああぁぁぁぁ!!」

　可愛いセリアはピーンと足を伸ばし、シーツを掴んでえびぞりになった。

　目の焦点はぶれ、彼女は明らかに絶頂していたが、それでも俺は動きを止めない。

　更に肉穴をこすり、不自然なほど勃起した乳首を吸う。

「あっあっあっ！　あぁぁぁぁーー!!」

　再び足が伸びる。

　またも、ぎゅうと穴が締まった後、全身の力が抜けて穴も柔らかくなった。

　コルク栓のように勃っていた乳首も小さくなっていく。

「満足したか？」

「……はぁ……い。し、幸せ……です」

　セリアは一際大きな絶頂を味わい、恍惚の中にいる。

　だが狭い彼女の中を擦り続けた俺の肉棒からも既に種が出そうだった。

　竿がびくびくと脈打ち、玉から汁が上がってくるのがわかる。

「あぁ……父さんの精がちんちんを登って来てる……」

　密着しているセリアにも射精間近の律動はわかるのだろう。

　だが娘を妊娠させるわけにもいかない。

「セリア……出るぞ」

「いつでも出して下さい！　パパの子種をセリアに出して!!」

　言い方が完全に変わってしまったがそれよりも今は種を出すことのほうが重要だ。

「セリア、顔にかけるぞ！」

「えっ!?　か、かお？　わかりました……どうぞ受け止めます！」

　セリアは両手を顔の横に添えて目を閉じ、舌を出す。

「うぉおお!!」

　発射寸前の男根を狭い娘の穴から引き抜いて激しくしごきながら顔の前に持っていく。

　突き出た舌にこすり付けて性感を高め、射精を開始する。

「ぐっ!!」

「わぁ！　あつい!!」

　豪雨のような勢いで種が出て行き、セリアの可愛らしい顔に張り付いていく。

　このところ射精は女の穴や口の中ばかりでしているので、自分で発射しているのを見るのは久しぶりだ。

　驚くほどの量が飛び出して、セリアの顔中を白濁に染める。

「あぶっ、みゃっ！」

　余りに大量に出るので口はもちろん鼻の中にも入ったようだ。

　もう元の顔がわからないほどにどろどろになってしまっている。

「ふぅ……良かったぞ」

　俺は顔面への射精を終えて息をつく。

「父さんの匂い……顔中が熱くてベトベト」

　目が開けられないのか手探りで精を集めて口に運んでいる。

　目的は達した。

　セリアはこれからも可愛い俺のセリアだ。







　セリアはタオルで丁寧に体を拭っているが、さすがに異臭がする。

　風呂に入るべきだろう。

　服を整えて扉を開けると、顔を真っ赤にしたクロルとアルマが居た。

　水の入った桶を持っている、セリアを看病するつもりだったのか。

　だがまずい時に来たな、さすがに聞かれていただろうし何よりクロルがまずい。

「……聞いたか？」

　セリアが先程の甘える声とはまったく違う、ドスの効いた声を出す。

「えっとえっと……はぅぅ」

「ふっふん！　「父さーーん気持ちいいよぅ」だってよ！」

　アルマが縮こまり、クロルがからかうように言った。

　このぐらいのガキは好きな女にわざとこういう態度を取る。

　普段、邪険にされている分、反撃してやろうと言う考えもあったのだろう。

　だがそれは間違った選択だ。

　セリアは弱みを握られたらおとなしくなる女じゃない。

　そいつの口を塞ごうとするタイプの人間だ。

　セリアの気配が変わったことにクロルも気付いたのだろう。

　彼女が表情を変えないのは本当にやばい時だ。

　身を翻して脱兎のごとく逃げ出す。

「待てクソガキ！　その汚い舌を引き抜いてやる！」

　セリアが身を屈めた姿勢のまま、すごい勢いで駆け出した。

　クロルが逃げたのは居間の方だ、奴が居たと言う事はイリジナも戻っているし止めてくれるだろう。

「あぁあぁぁぁああ……」

　まずはこっち、殺気をまともに受けたアルマが漏らしてしまった。

　せっかく看病してくれたというのに、これで一段とセリアが苦手になってしまうな。

　結局ノンナが正妻になり、メルとカーラが側室になった。

　セリアとイリジナは職務に励み、メリッサとリタは今まで通りの愛妾でいいとのこと。

　マリアだけが、もしかしたら離れてしまうかもしれなかった。

　そうならないように王都に居る間は徹底して可愛がっておこう。

　感情が昂ぶったこともあってかその日は全員がとても激しかった。







　夜が明けて女達がベッドで寝息を立てる中、眠ることを諦めた俺は朝日を浴びて庭で剣を振る。

　デュアルクレイターが朝日を反射して、光の聖剣を持つ英雄にでもなった気分だ。

「お早いですな」

　レオポルトか……昨日は早々に引き上げたようだが。

「お前は俺の結婚に意見はないのか？」

「出世目的だけで言うなれば、より地位の高い女をもらうべきなのでしょうな」

　お前ならそう言うと思った。

　期待を裏切らないな。

「ですが、例え侯爵家の嫁をもらっても侯爵より上にはいけません。従う私は更に下でしょう」

　レオポルトの目は遠くを見ている。

「あなたが負傷されている間、ラッドハルデ卿の指揮下にいましたが、彼は優秀でした」

「なんだ？　鞍替えしたくなったのか？」

「いえ、彼は優秀で失策がなく、確実な手を打ちます……ですがそれだけだ。彼は優秀な司令官として軍を指揮し、王に気に入られ出世してそれで終わりでしょう」

　理想的な人生に聞こえるがな。

「私は昔から物事を先読みする癖があります。ラッドハルデ卿の将来は大体予想がついた……ですが貴方は見えない。明らかに愚かとも思えるし、しかし結果として飛躍している」

　レオポルトが振り返る。

　相変わらずの無表情だが、間違いなく笑っている。

　そう確信できる顔だった。

「私は人生で初めて思いましたよ。この人間は面白い、とね。貴方を見てしまえば他の……私も含めて他の人間の生き方など色あせて見えます」

「随分と似合わない口を叩くじゃないか。何か悪い物でも食ったか？」

「淫臭がここまで漂ってきますからな。その毒のせいかもしれません」

　鼻で笑いやがった。

「私は貴方の行く先を見てみたい。愚か者として早々に命を散らすのか、それとも千年先まで語り継がれる〝何か〟になるのか」

「案外平凡な領主貴族に落ち着いて、子供がいれば何もいらないとか言うかも知れんぞ？」

「ご冗談を、私には貴方の未来はほとんど見えないが一つだけはわかります」

　朝日が本格的に昇り、俺も奴も眩しさに目を細める。

「貴方に待つのは平凡な人生ではありません。無残な死か、巨大な栄光か、どちらかです」

「ついて来るか？」

「お供します。貴方について栄光を掴み、夢破れては地獄に落ちましょう」

「それだと俺がまるで人をたぶらかす魔物のようだな」

　レオポルトはなるほどと手を打った。

　どういうことだ。

「戦場で数多の命を奪い、夜ごと女を並べて堕淫を貪る。まさしく悪鬼の類ですな」

　言ってくれる。

　どちらかが死ぬまではこの関係は続くのかもしれない。

　レオポルトと身を寄せて肩を叩き合う。

　さて、そろそろ戻ろうか。

　そちらはニナ、こちらにはセリアが青い顔をしてこちらを見ている。

「えっエイギル様！　まさか男もお抱きになるのですか!?　男色はいけません！　それは修羅の道！」

　セリアへのデコピンで一日は動き出す。

　尚、ノンナは迫真の演技を聞きそびれたミティを呼び、もう一度最初から語っていたそうだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官

　　　アークランド南東部領主

　財産　金貨八六〇枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）宝槍（仮）

　装備　黒いマント（呪）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）

　メリッサ マリア リタ クウ ルウ カトリーヌ（通い）

　使用人 セバスチャン ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（副官兼偽娘）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（軍指揮官）シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

　経験人数三九人　産ませた子六人








☆人名紹介　５７話終了時










　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二〇歳　黒髪　ゴルドニア子爵　東方独立軍司令官　旧アークランド南東部領主

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　策略、謀略は得意でない。

　最終目標は王になることで女好きで夜に強く守備範囲も広い。

　更に育った逸物は化け物クラス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族（女）

［セリア］

　一六歳　銀髪　身長１５６ｃｍ　Ｂ７８　Ｗ５６　Ｈ７８　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公の副官として公私に渡って一番近くにいる。

　念願かなって主人公に処女を捧げ、愛妾としての役目も果たす。

　読み書き計算を覚え、様々な分野で才能を示す。

　狂信的忠誠は健在。

［ノンナ］

　一九歳　茶髪　身長一六〇　Ｂ１１３　Ｗ６１　Ｈ８４　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　主人公の正妻

　滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　地獄耳でネチネチと文句を言うタイプ。

　上品な仮面を被るが好色で被虐趣味有り。

　既に人外の巨乳だが、未だ成長中。

　圧倒的な美貌は家族の中でも飛びぬけている。

［カーラ］

　二〇代半ば　栗色髪　身長一六五　Ｂ８８　Ｗ６０　Ｈ８８　呼び方　エイギル　自分　あたし

　主人公の側室。

　もと狩人で弓の名手。

　現在の目標はノンナから主人公を奪い取る事で子作りに励む。

　変態趣味にも拍車がかかっている。

［メル］

　三七歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８６　Ｗ６３　Ｈ９２　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室

　貴族の愛妾だったが孕まされ捨てられた。

　山火事で大火傷を負うが主人公に助けられ抱かれる。

　一度別れるが再会、主人公の娘を出産した。

［クウ］

　一八歳　金髪　身長一五八　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８４

　メルの娘　主人公と母の仲を応援している。

　初キスを奪われる。

　主人公に恋慕しており、体も徐々に開発されつつある。

［ルウ］

　一四歳　金髪　身長一四五　Ｂ７２　Ｗ５４　Ｈ７２

　メルの娘　町に物売りに出ていた。

　臆病でおどおどしており、要領が悪く、すぐドジを踏む。

　主人公に恋慕すると同時に父親のように思い信頼を寄せている。

［スウ］

　一歳　主人公の実子

［マリア］

　二三歳　栗色髪　身長一六四　Ｂ７４　Ｗ５８　Ｈ８０　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれるが、臆病で荒事は苦手。

　主人公との今後について悩んでいる。

　胸が小さく、セリア、ミティにも鮮やかに抜かれてしまった。

［イリジナ＝ウォルス］

　二二歳　茶色　身長一八一　Ｂ９３　Ｗ６８　Ｈ８８　呼び方ハードレット殿　自分　自分　私

　私軍指揮官

　元アークランド軍人で主人公に捕縛され犯されて愛人となる。

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、アホの子。

［リタ］

　二八歳　黒髪　身長一七〇　Ｂ８８　Ｗ６１　Ｈ９２　呼び方ハードレット様　自分　私

　ダトロンの領主に見初められ使用人として玩具にされていた。その後主人公とベッドを共にし惚れる。

　家事能力が高く、人を使う力もある。

　被支配欲が有り、巨根好き。

［メリッサ］

　二六歳　赤毛　身長一六四　Ｂ９０　Ｗ５９　Ｈ８８　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが主人公とは相性がいい。

　子供を産めないせいか使用人の子供達をとても気にかけている。

　きわどい服を好んで着る。

　屋敷責任者として使用人の子供達と共に王都に残る予定

［カトリーヌ］

　二三歳　金髪　身長一五六　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８２　呼び方　貴方

　金髪の美女。

　反乱貴族の娘で子供を助けるためと誤解し主人公に体を許す。

　現在、孤児院で娘［ローズ］と共に暮らしている。

　ヒステリックで思い込みが激しい。

　敏感で感じやすく、非常に淫乱で性へのタフネスが高い。

　体は快楽に堕ちてもう主人公から離れられない。




［ミティ］

　一五歳　黒髪　身長一五三　Ｂ７６　Ｗ５６　Ｈ７８　呼び方　旦那様　エイギル様

　孤児院から働きに出て館に住む。

　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役でマリアを尊敬している。

　仕事は料理洗濯その他雑務、ノンナの嫌味に密かに腹を立てている。

　主人公に過激な性行為を見せ付けられ、欲求不満に。

　覗き常習犯。

［アルマ］

　一二歳　黒髪　呼び方（呼べない）

　孤児院組最年少。

　怖がりでいつもミティの影に居る。

　手先が器用で仕事は裁縫と編み物。

　話せるのはミティとクロルだけで、特にセリアが怖すぎて近くに来ると動けなくなる。

［ニナ］

　一三歳　茶髪　呼び方ハードレット様

　レオポルトが連れてきた世話係。

　彼の世話全般が仕事でわずかな恋慕を見せている。




　　　　　　　　　女（別居）

［ミレイ］

　二〇半ば　赤毛　身長一七二　Ｂ８４　Ｗ６２　Ｈ９０　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

　実家はシーラ村で大家族、飢饉の可能性があり実家に戻り主人公と別れる。

［クレア］

　二三歳　黒髪　身長一六三　Ｂ８０　Ｗ６０　Ｈ８２

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　逃がされてストゥーラ共和国に向かう。

［コレット＆アリサ］

　連邦東部の村と町　在住

　誘拐され奴隷に売られるが主人公に助けられ故郷に戻る。

　二人まとめて処女を捧げている。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三四歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８８　Ｗ７０　Ｈ９４

　侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　娘の貞操を奪った主人公を呼びつけて自身を抱かせるが虜になる。

　別れに際しては娘までも差し出して引きとめようとした。

　現在は特大の張り型を愛用し、毎晩のように獣の叫びをあげている。




［クリスティーナ＝アルベンス＝マロードル］

　二〇歳　栗髪　身長一五九　Ｂ８３　Ｗ５７　Ｈ８３

　側室の子で素行に問題があって白都に飛ばされる、

　夫人との関係は希薄で乱行の一貫として主人公に処女を捧げる。

　母の豹変に恐怖し、男性恐怖症になって乱行は収まった模様。




［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。

　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二一歳　東方独立軍指揮官　呼び方ハードレット卿

　主人公に直接訴え部下になる。

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

［アドルフ＝フールカ］

　二八歳　痩せ型　内政官（仮）　呼び方ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五五歳　痩せ型　執事　呼び方旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一三歳　子供　使用人　金髪　呼び方エイギル様

　孤児院組唯一の男　孤児院では男手として力仕事をやる　仕事は薪割り火おこし他

　メリッサ、カーラ、イリジナと逆らえない女性が増える。

　逸物の大きさに悩み、毎日が自家発電。

［クリストフ］

　二四歳　マッチョ　一兵卒　連邦出身　呼び方　エイギル　隊長

　平民出　元連邦市民　アゴールの逃亡に同行する　見掛け倒しでとても弱い軽薄で意思も弱い　むき出しのスケベ 　明るいだけが取り柄　愛妾の女性陣に嫌われている

　主人公の私軍に加わる予定。

［マック］

　三〇歳　身長２ｍ超　極マッチョ　筋肉だるま　怪力魔人　一兵卒　呼び方　主語なし

　元奴隷　主人公達に解放される　主人公に力比べで並ぶ唯一の人物　全身筋肉ゴリマッチョで、もはや怪獣　同じ奴隷商人に連れられていたノンナは苦手　女性経験は少ない

　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　二九歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぐ　王権を強化のために様々な策略を弄する　父の平和主義を否定し強国ゴルドニアを目指す　中央軍創設者　策謀に長け、冷酷な計算ができる　主人公他中央軍の面々を中心に能力のある者を重用

［グドロア＝フーバー侯爵］

　五一歳　王軍総司令官

　軍の全てを統括する最高司令官だが中央軍は王自ら運営指揮するため影響力が無い。

　頭が固く王の信頼は無い。

　中央軍の台頭によって実権を失い、人望も低下中。




［エイリヒ＝ラッドハルデ伯爵］

　三一歳　中央軍軍団長　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　主人公とは個人的にも良好な関係にある。王のお気に入りの一人　新貴族

［ブルーノ＝レンスター男爵］

　二六歳　中央軍所属

　夜明けの翼時代からの古参兵。一兵卒から今の地位まで上る。堅実な指揮と粘り強さには定評があるが爆発的な攻撃力には欠ける。

　主人公とはそれなりに良好な関係にある。新貴族

［ケネス＝ボールドウィン伯爵］

　四〇歳　ゴルドニア外務卿　王に取り立てられた新職大臣　陰謀策略が得意

［アゴール］

　三〇代　ゴルドニア中央軍所属の中隊長

　連邦からの亡命者で主人公の元部下。

　中隊長として水準以上の能力を持ち、個人的にも優秀な戦士。

　むっつりスケベで未亡人の下に通いつつ、ダドロンで看病してくれたメイドを連れ帰り囲っている。

　所属は離れたが主人公とは個人的交友が続く。

　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［アンドレイ］

　四二歳　髭　大男

　連邦からの亡命者、旅館、固茹亭のオーナーにしてダンディな渋い男。

　重度のロリコンで自分を慕う三〇歳年下の少女を孕ませ、人望は崩壊。

　以後家族と従業員からの目は冷たい。

　ナタリーとの間に息子がいる。

　最近は欲求不満からか孤児院に通い詰めている模様。

［ナタリー］

　一九歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　少女を孕ませたアンドレイを去勢しようと企んでいる。

［ドロテア］

　四一歳　孤児院院長　痩せ

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　食事が改善したのか体つきも戻ってきた美熟女　アンドレイ警戒中

［オレリア］

　一九歳　孤児院手伝い ちんまい

　孤児院で育った女性。孤児院でドロテアの手伝いをする。快活で子供っぽい女性。

　アンドレイの熱い視線を父親的愛情だと勘違いして慕うが既に……

人物紹介に矛盾点あったらご指摘下さい。

特にスリーサイズとかは怪しいです。










☆両国関係　５７話時点　簡易地図有り

両国の国力比較です。

もう少ししたら周辺国も追加するかもしれません。









　ゴルドニア王国

　人口　　百五十五万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口六万

　制度　　封建制

　兵員　　平時四万　動員限界十五万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原内最大の国家。

　中央平原の北端に位置し、ノーステリエス河や陸路でオルガ連邦との交易、交流が盛んに行われている。

　後継者争いの末に新王が即位、軍の増強と王権の強化が進む。

　伝統的な貴族から新しく王が取り立てた新貴族へと権力が移りつつある。

　アークランド戦争盟主として勝利し、かの国を解体、北部と東部を併合する。

　現在も急速な勢いで軍の増強が進んでいる。

　トリエア王国

　人口　　四十万

　支配者　−−−−

　首都　　トリスニア　人口二万

　制度　　封建制度

　兵員　　平時一万二千　動員限界五万

　支配域　中央平原中部

　典型的な中央平原小国だったが肥大化しつつある。

　領域内に死の森として有名なエルグ森を持つ。

　人口に比べて国土は広いが、辺境地域も多い。

　農業、鉱業ともに自給自足可能だが、特段豊かという訳ではない。

　アークランド戦争の結果、かの国の南半分と王都を併合。

　しかし、南部地帯は甚大な被害を受けており、更に国民同士の長年の反目もあって占領の果実は思うように得られていない。

　アークランド戦争後の中央平原北部、周辺地図です。

　中央平原北部地図
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第58話　領地の現状　♯







　一年で最も寒いこの時期、居間で暖炉に当たりながら暖かい紅茶を飲む。

　家人しかいないので礼儀もなく皆思い思いの姿勢だ。

　メルの膝枕に寝転んだ俺はノンナからカップを受け取る。

　太ももの感触は歳のせいか少しふっくらしてきたメルが一番いいのだ。

「あんっ、スケベな方です」

　メルの膝に寝ながらノンナの胸を触る。

　咎めるようにメルが額にキスして髪を撫でてきた。

　ゆったりと流れる時間、俺はまどろみに落ちようとしたが頭の中に突如それが浮かび上がったのだ。

「忘れていたっ!!!」

「んぎゃあ！」

　俺の声にメルとノンナが驚き、カーラが悲鳴をあげる。

　耳かきが奥に入ったらしい。

「どうしましたか？」

　セリアだけは落ち着いていた。

「あいつのことを忘れていた。そろそろ行こうと思っていたんだ」

　セリアの顔が歪む、舌打ちも聞こえるがそんなに奴と仲が悪かったか？

「ではヨグ「アドルフを領地に行かせたままだろう。そろそろ成果を見に行かないとな」

　セリアが目をぱちくりさせた。

「あぁ…………そっちですね。確かにそうですね、そろそろ確認に行きませんと」

「ん？　他に何かあったか？」

「いえ、何もないです。ないですから。行くなら準備をしませんと、馬なら三日でしたか…………シュバルツに二人乗りならば二日でいけますか？」

　セリアは二人きりで行く気満々だな。

　マリアによると、前回メルの迎えに置いていかれた時はずっといらいらしていたらしい。

　アルマが怯えて仕方なかったそうだ。

「今回はセリアも連れて行くが、私軍の募集もしたいからな。イリジナお前も来い」

　イリジナは俺の私軍指揮官だが目下構成員は自分ひとり。

　庭で槍を振り回す以外に特に用事はないはずだ。

「任せろ！　槍も戻ってきたし恐れるものは無い！」

　イリジナの機嫌がいいのは家宝の槍が戻ってきたため。

　王宮と共に焼失したと思われていたが、兵士の一人が拾っていたらしく、聞きつけて金貨二〇枚で買い取った。

　家宝とはいえ、装飾がごてごてついた派手な物ではなかったので兵士は額に驚いて二つ返事で譲ってくれたのだ。

「私もいくー！」

　カーラが耳の痛みから立ち直って飛び起きる。

　そしてノンナに拘束された。

「だめです！　セリアさんとイリジナさんはお仕事です。あなたは単に子作りしたいだけでしょう！」

「子作りだって側室の仕事よ？　何が悪いのよ」

「まずは正妻の私に子ができるよう協力しなさい！」

「横暴よ！　先に作って私がけんせーを振るうんだから！」

　余計な事を教えたのは誰だ…………

「一週間で戻るから大人しく待ってろ。今回は本当に仕事なんだ。あんまり領地を放置したら何か言われそうだ」

　領地貴族の中にも経営を代官に任せて、自分は王都にいる貴族も少なくないが、俺の場合は現地の治安維持も任務だ。

　まだ独立軍も渡されていないが、現地を見てもいないのはまずいだろう。

「それと王都で少し寄るところがある。二人は旅の準備を頼む」

　訪れたのは王都の鍛冶屋、俺も槍の新調を計画していたのだ。

　ルーシィに貰った槍は折れてしまった。

　折れた槍を前に少しばかり悲しい気持ちになったものだ。

　デュアルクレイターは凄まじい切れ味だが、抜くと輝いて目立ちすぎるし、馬上で振るには長さが足りない。







「俺だ。出来てるか？」

「はい。ハードレット卿、最優先で仕上げましたから」

　鍛冶屋は言葉とは裏腹に難しい顔をしている。

「どうした？　納得いかなかったのか？」

「いえ、槍の出来映えはなかなかのもんなんですが、大丈夫ですか？」

　鍛冶屋が差し出した槍は長さ３ｍ、太く大きな穂先が目立つ。

　異常なのは柄の太さと材質、唯でさえ太い柄は全て鋼で出来ている。

　持ち手部分には滑り止めもかねて表面に木材と革が張られているが、それを除けば鋼の塊だった。

「ご要望どおり頑丈ですよ？　こいつで打合えばどんな槍でもへし折れるでしょうが、馬上でなど、とても振れませんぜ？」

　俺は槍を受け取る。

　前の槍よりも更に重い、だが長さは馬上で使うには有利だし大きく重い穂先は敵を叩き潰し、なぎ払う俺の戦い方にぴったりだ。

　総鋼の柄は敵の刃を十分に受け止められるし、殴りつければ棍棒と同じ役目にもなりそうだ。

「これでいい。いくらだ？」

「かなりの量の鋼を使いました。手間もかかりましたんで金貨四〇枚は…………と」

　一財産だが、惜しむこともない。

　値切りもせずに金貨が入った袋を渡すと鍛冶屋はほっとした表情を見せた。

　気に食わないだのと文句をつけて代金を渋るのを恐れていたのだろう。

　こんな槍が俺以外に売れるとも思えない。

　使った鋼の量を考えれば鍛冶屋にとっても相当の博打だったはずだ。

「御代をもらってから言うのもおかしいんですが、さすがに重過ぎますぜ？　普通の槍、七本分の重さです。うちの弟子は力自慢の馬鹿ですが持ち上げるのもやっとで…………」

　俺は槍を持ち上げると片手でぶるんと大きく回す。

　両手に持ち替えて素早く、二度突き出す。

　店主があんぐりと口を開けた。

「大丈夫だ、この程度なら問題ない」

　後は重さにシュバルツを慣れさせるだけだが、奴は甲冑を着たセリアと二人乗りでもなんともないから平気だろうな。

「よくやってくれた。今後研ぎを頼むかもしれないから宜しく頼むぞ」

「へ…………へぇ…………」

　さっさとセリア達に合流しよう、三人しかいないからセリアを膝に乗せて悪戯するのもいいかもしれないな。

　イリジナが乗ったらさすがにシュバルツも苦しいだろう。







「親方～どうしたんだい？　そんなとこで阿呆みたいに」

　休憩を終えた弟子が呆然とする鍛冶屋を見て困惑する。

「どうしたも何もあるかよ。あの化物を片手で振りやがったよ」

「えっ、あの化物槍の注文主ですかい？　なんでも戦争の英雄って言う」

「馬鹿！　だからお前は脳まで筋肉って言われんだよ。ハードレット子爵、ダトロンの戦神だ！」

「そうそう、けど二〇〇人の重騎兵を切り倒したって信じられませんよ」

「俺も噂そのまま信じちゃいねぇけどな。だがあれを風車みたいに振り回しゃ、何人よってたかっても死体が積みあがるだけだろうな」

　弟子は感心して声をあげた。

　この偏屈な親方が他人を認めることなんて滅多に無い。

　語り部の話など全部嘘だと言い切るような頑固親父なのだ。

「すげーなぁ」

「また来られるかもしれねぇ。失礼すんなよ！　首と胴体が泣き別れだぞ」

　噂は真実と虚構織り交ぜて庶民にも広がっている。







「お待ちしていました。さあ参りましょう！」

「これお弁当です。干し肉では味気ないでしょうから最初の晩だけでもどうぞぉ」

　セリアとイリジナを引き連れて少しばかりの旅路。

　シュバルツは新しい槍を持って乗ると、「重いぞどけろ」と言わんばかりに抵抗したが、更にセリアを過重すると大人しくなった。

　実はお前、まだまだ余力があるんじゃないのか？

　本当にイリジナも乗せてみようか。




　俺たちはゴルドニア領を南下し、まずエイリヒの領地を通過している。

　領地は南部隣国となったトリエア王国と接する所にある

　北部では街道を整える工事が続いているがまだまだほんの一部だ。

　俺の領内まで工事が進むのにどれだけの時間がかかるのかわからない。

　そして気になったのはエイリヒ領内の村人の表情が優れないことだ。

　以前話した時には特段厳しい統治を行っているとは言わなかったし、苛烈なアークランド統治時代と比べると随分楽なはずなのだが。

　気になったので聞いてみることにしよう。

　幸い俺たちの格好は旅用の服でとても領主、貴族一行には見えない。

　手に持った武器は物騒極まるが。

「おーい、ちょっといいか？」

「…………なんだお前らは？」

　話しかけたのは農夫と思われる男だ。

　歳は四〇ぐらいか、若者ではないがまだ老け込む歳でもない。

　どうやら何かを植えていたようだ。

「作付けか？　こんな真冬に」

「芋だよ。今植えても駄目になることも多いが、運がよけりゃ夏前には取れる。今のままじゃとても乗り切れねぇからな」

「向こうの畑、冬小麦の作付けが出来てませんね」

　セリアが目ざとく発見する。

「人手が足りなかったんだよ。戦争に出ていた若者達が帰って来た時には寒すぎた。種まきの時期を逃したんだ」

　俺は戦後の処理に直接関わってないからわからないが、ここ辺りの村は交通の便の悪さも影響したのかもしれない。

「だが、帰って来た奴に何も食わさない訳にはいかないだろう。人数が増えた分苦しくなってるのさ」

　なるほど、帰還兵は農作業が出来ずに飯だけ食うと、タイミングが悪いとしか言いようがなかったな。

「だが、アークランドの時代より税は軽くなっただろう？」

　これはエイリヒが善政を敷いていると言うよりアークランドが滅茶苦茶だったからだ。

　聞いたところではよくて６０％、悪い領主だと８０％以上もあったそうだ。

　更に人頭税や兵役、労役など様々な義務が課される。

　ゴルドニアでは４０％前後と人頭税が普通で、必要によっては兵役が課される。

　人頭税の額もアークランドよりは良心的だ。

　他の国々も領主によって多少の上下はあるが似たようなものだろう。

　エイリヒもこの基準から外れているとは思えないから半分近くになっているはずだが。

「物納は軽くなったけどな…………街道整備費、治水代がうんぬんと結局あんまり変わらねぇ」

　セリアの目が細まった。

　街道を整備しているのは王国、エイリヒが課税するはずがない。

　治水工事の話も奴は何も話していなかった。

　新しい税が領主の許し無しで決まるはずがない。

　但し俺は除く、アドルフに全権委任したからな。

「その税は物納ですか？　それとも貨幣で？」

「貨幣で無いと受けとらねぇってよ。ここいらは商人も少ないから買い叩かれて余計苦しいのさ」

　決まりだ。

　税となった作物は直接王国への税や兵士の維持に当てられる。

　重量もあるし、現物はそうそう右へ左へ簡単に動かす訳にはいかない。

　不正をするとしたらポケットに入る貨幣だろう。

「しかし、私達が口を出すことでしょうか？」

　セリアが言うとおりこれはエイリヒ領内の問題だ。

　俺はなんの権限もない。

　不正をやっている者に、これはエイリヒの命令だと言われれば、その場では何もすることは出来ない。

　イリジナは色々と諦めたのかシュバルツとじゃれている。

　黙りこんだ俺たちを不審に思ったのか農夫が話し出す。

「で、あんたらはどこへ行くんだ？」

「［ラーフェン］だよ」

　俺たちが向かうのは俺の領地内で最大の町、ラーフェン。

　アドルフに渡した地図にもここに丸をつけておいた。

　最大と言っても人口は四〇〇人ほど、そもそも領地全体でも二千人程度しかいない。

　広いだけで何も無いとは正にその通りだ。

「ラーフェンか、あんたらは馬も立派だし距離は大したことないが…………途中で関所があるかもしれない。捕まると厄介だぞ」

「なに？　関所？」

　思わず声が出てしまった。

　そんなもの設置した覚えがないし、エイリヒも俺との領地の間に作るはずがない。

　一瞬アドルフかと思ったが、そんなことする馬鹿なら即座に放り出す。

「ああ、通行人や積荷に応じて税を取るんだと。他にもいちゃもんつけて何かしらせびるらしい」

　あんたは特に美人を連れているから厄介だぞと忠告された。

　だがこれはちょうどいい。

　税の話を正すより簡単に事が済みそうだ。

　俺が笑うのを見てセリアは頭を抱え、イリジナは何かを考えて一口残った硬パンを地面に埋める。

　まさかとは思うがパンは植えても生えてこないぞ？

　お前の善意は腐って消える。

　農夫に別れを告げてしばらく街道…………というのもおこがましい［前に誰かが通った跡］を進むと情報通り、槍を持った兵士が木を組んだだけの簡素な柵を道に置いている。

「止まれ！　ここから先に行くには通行料として…………銀貨一枚が必要だ」

　いくらか決めてもいなかったようだ。

　いよいよもって真っ黒で疑わしくすらない。

「通行料がいるとはしらなかったな」

「新しい領主様の命だ！　黙って従え！」

「そこの女もだ！　銀貨一枚、払えねば別の方法で通してやってもいいが…………」

　セリアの表情が消えた。

　兵士がもしセリアの体に触れれば即座に首を掻き切るだろう。

　だが殺しても解決しない。

「俺はこの向こうの領主を知っているが、関所を設けるなどありえない」

　兵士は一瞬慌てた顔を見せるがすぐに言い直した。

「我々はハードレット子爵領ではなく、ラッドハルデ伯爵領の兵だ。ここで領地を抜ける者から徴税するように言われた…………ました」

　俺が領主の知り合いと聞いてどういう言い方をしたものか判断できないのだろう。

　自領の終わりで関所とは嘘を吐くにも程がある。

「一度だけは口で言う。すぐにこの関所を勝手に作った奴。いないなら一番地位の高い奴を呼んで来い」

　兵士は顔を見合わせるがさすがに頭に来たのか怒声を張り上げた。

「調子に乗りやがって！」「ここで殺してもいいんだぞ！」

　鈍い音が鳴る。

　俺の槍…………その柄が兵士の鎧を打ち据えた音だ。

　刃ではないし、鎧の上からだから致命傷にはならない。

　ただ後ろに飛んでいくだけ、そして五回程転がって失神するだけだ。

「口で言うのは一度だけでしたね」

　セリアが言ってくれて助かった。

　俺はもう口を開けないのだから。

　もう一人の兵士は慌てて、上司を呼びに走った。







「私がラッドハルデ伯爵よりこの関所を任されている騎士エッボだ！　貴様ら事と次第によっては…………」

「なんだ？　続きを言え」

　出てきた上司が固まってしまう。

　俺の顔を知っているのかもしれない。

　俺はこんな奴知らないが。

「こっこれは…………えーどういう御用で…………」

「単に俺の領地に行こうとしたら関所があった。それ以外に何がある？」

　俺は既に槍を持っている。

　セリアも腰から剣を抜き、イリジナも槍を担いだ。

　もし強硬手段に出たなら一〇人ぐらいは何の問題もなく皆殺しに出来るだろう。

「えーこれはラッドハルデ伯爵の命で…………」

「そうか、俺は伯爵とは懇意だ。聞くのは容易いぞ？　「伯爵、関所を作ったらしいですな」それだけで、はっきりするが本当にいいんだな？　………………ヘッボ騎士だったな？」

「いえっ！　これは代官様の命でして、直接伯爵様がご存知かどうかは分かりかねますと言いますか」

　まどろっこしい。

　俺はヘボ騎士の足元を槍ですくい、転んだ背中を石突で押さえつける。

　男がもがくが立ち上がれるはずもない。

「すぐに消えろ。そして命令した奴に二度目はないと言え。次、目にしたら賊として叩き潰す。いいな？」

　彼らは柵を瞬く間に解体し、吹き飛ばされた兵士を引きずるように立ち去った。

「これで解決するでしょうか？」

「俺の領地の境に余計なことはしなくなるだろうが…………領民の税は変わるまい」

　だがこれ以上のことはややこしいし、面倒だ。

　そもそもエイリヒの領地なんだから奴がなんとかすべきなのだ。

　腐敗役人はいつどこにでも害虫のように湧く、彼らをぷちぷち潰す地道な作業は俺には向かない。

「だがこの分じゃ、俺の領地も思いやられるな」

「はい…………ですが、今度はエイギル様の領です。不届き者は切って捨てれば良いのです」

「串刺しだな！」

　イリジナが反応する。

　それにしても物騒な女達だ。

　俺の領内で勝手しているなら切っても誰も文句は言うまい。

　だが少し不安になって来たぞ。

　俺が領地に関して行ったのはアドルフを派遣したことと、金貨一〇〇枚渡したことだけだ。

　それ以来、領地経営なぞ何の興味も無かったから本当に放置していた。

　行ったら領民が誰も居なかったなんてことはないだろうな。

　心配で夜も眠れないな。







　眠れないからイリジナに夜這いをかけることにしよう。

　俺達は道を急ぐあまり、道中で日が暮れたので簡易なテントで並んで寝ている。

　セリアを起こさないようにゆっくりと動いてイリジナに覆いかぶさる。

「んん……。おお！　ハードレット殿、こんな夜更けにどうしたのだ!?」

　何も言わずに服を捲り、胸を揉んで乳首を吸う。

「んっ！　いきなり何を！」

　更に答えず、ズボンもずらして指を穴に入れる。

「わ、私を抱きたいのか？　突然そんな、風呂にも入っていないのに」

　確かに風呂に入っていないイリジナからは体臭がするが、ほんの数日、しかも冬の間のことなので性欲が消えるほどのものではない。

　女の穴の湿りを確認して準備をする。

　お互いに服は脱いでおらず、イリジナは上着を捲って胸を出し、ズボンは太ももまでずらしているだけ。

　俺に到っては男根だけを出している。

「うおっ！」

　いざ挿入と言う所で悲鳴を上げたのは俺だった。

　突然後ろからズボンを膝下まで降ろされ、玉に手が伸びてきたのだ。

「セリアか、どうした？」

「どうしたじゃないです。二人で始めるなんて酷いです」

　セリアは仕置きとばかりにカプリと尻に噛みついた。

　密かにいたそうと思ったのだがこうなっては仕方ない。

　まだ寒い季節だが、三人共下半身だけをむき出しにした格好で絡み合う。

　今から結合しますと宣言しているようでいやらしい。

　仰向けのイリジナの上にセリアを乗せて性器を並べて鑑賞する。

　体格差は歴然でセリアの顔はちょうどイリジナの胸に埋まっているようだ。

「おぉ、セリアは細っこいな。こんな体で戦場に出るとは大したものだ！」

　イリジナは上に乗るセリアの体中を遠慮なく撫で回す。

「やめて下さい！　……イリジナさんは大きいですね。筋肉もすごくてエイギル様に乗っているみたい」

　はっと気付いて俺を見ながら「エイギル様の方がずっと気持ちいいです!!」と訂正する。

　そんなことで怒りはしないのにな。

「どっちから先に欲しい？」

「私に！」「まず私はどうだ？」

　間をとって真ん中に入れよう。

　二人の性器の間に入れ、腹までこすりあげていく。

　もどかしげに揺れる二つの尻を撫でて肉芽にわざと肉棒をこすりつけた。

「ああっ！　気持ちいいです！」

「おぉっ！　豆がこすれる！」

　両方の穴から汁が流れ出し、たちまち男根はぬめりついてしまった。

　そのままセリアの中に押し込む。

　彼女自身の握りこぶしよりも太い先端がつっかえながらも侵入すると、腹が男根の形にもこりと膨らむ。

　絶叫が漏れてもおかしくない光景だが、聞こえるのは歓迎の言葉だ。

「ああっ！　逞しいモノがきましたぁ、嬉しい！」

　優先されたのが嬉しいのかセリアは飛び跳ねるように腰を振りたくる。

　イリジナも放置は可哀想なので指を入れて良い場所をこすってやる。

　二つの尻が悶え、嬌声が漏れて汁が飛び散る。

　しばらく少女の中をかき回して楽しんでいたが、いいことを思いついた。

「イリジナ、セリアを持ち上げろ。後ろからだ」

「こうか？」

　イリジナは両ふとももを掴むとひょいと簡単にセリアを持ち上げる。

　セリアは暴れたが足を持たれては動きもとれず、諦めて豊満な胸に背中を預けた。

　その状態のまま俺は再びセリアの性器に男根を突き込む。

　抱き上げられたセリアは俺たちに挟まれるようにして男根を叩き込まれているのだ。

「うわっ！　押さないで下さい。奥まで入るからぁ！」

　イリジナと動きをあわせて腰で持ち上げるようにセリアを突く。

「いつ見てもすごいな、腹ごしに男根の形がわかるとは……本当に苦しくないのか？」

「苦しいけど気持ちいいですぅ！　」

　イリジナの問いにセリアは蕩けた表情で答える。

　悶えるセリアに止めを刺そう。

「イリジナ、セリアの尻の穴に指を入れるんだ。ゆっくりと傷つけないようにな」

　声にならない悲鳴をあげるセリアを無視してイリジナの指が沈んでいく。

　しかも丁寧にと言ったのにかなりの勢いだ。

　がさつな彼女に細かな調整はできなかったか。

　……おい、いきなり三本も入れるやつがあるか。

「あああぁぁぁぁぁぁぁーー!!」

　穴を深く攻める男根、尻にみっちり入る指、そして首にキスするイリジナと唇を奪い、乳首を触る俺。

　全ての刺激がごっちゃになり、セリアは魔物かと疑う大声を上げて暴れようとした。

「ああぁぁぁーーー!!　あぁぁぁぁーー!!」

　セリアには珍しい獣じみた叫び、俺の前面にかかる液体は尿かと思ったが壊れたように出る潮だったみたいだ。

　そしてひとしきり叫ぶとセリアは俺にもたれかかり、唇にキスをしてから失神する。

　彼女は行為の後のキスが大好きで必ず求めてくるし、してやると幸せそうに眠りにつくのだ。

　それにしても今回の絶頂はすごかった。

　もしかしたら彼女は尻穴が弱点なのかもしれないな。

　さすがに男根を入れたら肛門を壊してしまうだろうから、指でつついてやるか。




「おぉ、見事にイったな。すごい声だったぞ」

「そういえば二人がかりでセリアを攻めたのは初めてか。案外こいつも乗り気だったし、今度二人で絡んでみるか？」

「むぅ、女を抱く趣味はないのだが……。ハードレット殿の命令ならば応えよう」

　酒を飲みながら女同士の絡みを眺めるのも素晴らしかろう。

　興奮してきたら乱入して二度美味しい。

「ところで私はまだ昇れていないのだ……。ハードレット殿も種を出していないみたいだし、情けをくれないか？」

　もちろん異存はないのだが、気を失ったセリアが前から抱きついたまま離れないのだ。

　寝息を立てているから意識はないのだろうががっちりと手足が撒きついている。

　仕方ない、このままやろう。

　俺はしがみ付くセリアを抱えたままイリジナと交わった。

　最初は苦労したのだが、俺の体温が上がるのを感じたのか、耳元でセリアの「愛しています」「もっとねじこんで下さい」と寝言が響いて興奮し、いつもより大量に発射してしまったのだ。

　一番小さなセリアと大きなイリジナだが相性は悪くない。

　共に戦場に行く機会もあるだろうし、楽しい連携が期待できそうだ。

　俺は水鉄砲のように種を逆流させるイリジナを片手に抱き、寝ながらもキスを求めるセリアを腹に乗せて眠りについた。




　翌日

「どうやら領民が四散した心配はないようです」

　セリアが馬上から前方を指差す。

　マフラーを懸命に巻きなおしているのは首元に広がる口付けの跡を隠すためだろう。

　ラーフェンまでもう少しの場所にある村、そこで村人が集まってなにやらやっている。

　作付けではないようだが、小さな村にしては中々の人数が動いている。

「すまん。ちょっといいか？」

「なんだい？　あんた旅人かい？」

　農民と思われる中年の女に話を聞いてみよう。

「そんなもんだ。ラーフェンへ行く。で、何をしている？」

「堆肥と土作りだよ。急ぐ訳じゃないんだけどまぁ出来る時にね」

　農作業について俺はほとんどわからない。

　だがこの村はエイリヒの所と違って村人の表情が明るい。

　地理的に考えても状況はエイリヒの領地とあまり変わらないはずだが。

「北の方では、色々と苦しいみたいだがこの村は大丈夫なのか？」

　女は村の様子を話すのに少々躊躇しているようだ。

　小さい村ほどよそ者を嫌う。

　親しく話し掛けて来たのが王家の徴税調査人なんてこともあるのだ。

　だがさすがに女二人連れで大槍を持った男が徴税人のはずもないと考えたのだろう。

　女が口を開いてくれた。

「それがね、ちょっと前に新しい領主様の代官が来て、今年春の人頭税を取らないって言ったのさ！」

「なっ!!」

　セリアが反応するが、今叫ばれるとややこしいので口を塞ぐ。

「しかも秋の収獲の税率も二割さ！　帰還兵が戻って食い扶持は増えたけど、税のための備蓄を食い潰していいならいくらでもやりようはあるからね」

「なななっ!!　んぐっ！」

　更にセリアが暴れるので口に指を突っ込んでやる。

「それに色々労役はあるんだけど金が出るらしいのよ。ただ働きじゃないならって男共は募集の度にラーフェンに行ってるよ。冬は家にいても出来ることは少ないしね」

　新しい領主の代官とは間違いなく、アドルフだ。

　村人の顔はエイリヒの領とは比べ物にならないほど明るかったし、飢えている様子はまったくなかった。

　よくやっていると言うべきなのだろうか？

「ところで兄ちゃん、そっちの娘トロンとしちゃってるけど村の中でおっ始めないでおくれよ？」

　いつの間にか口の中を指でかき回してしまっていた。

　セリアはすっかり大人しくなったが自分の馬に戻ろうとしない。

　仕方ない、こっちに乗せておくか。

「エイギル様……下さい……」

　セリアはシュバルツの上でズボンの留め紐を外し、俺の手を掴んで股の穴へ導く。

　まずはラーフェンでアドルフに会う、話はそれからだ。

　セリアの下の口をかき回し、悶える彼女を撫でながら馬を進ませていった。
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第59話　内政官と流れる民　♯







　ラーフェンに到着した俺とセリア、イリジナはとりあえず領主の館らしき建物に入ることにした。

「ようこそおいでなさいました。お知らせ頂きましたら迎えの準備をしたのですが」

　ラーフェン前領主の館にはアドルフが陣取っていた。

　わざわざ別館に居を構えていた辺り、いつ俺が来てもいいようにとの配慮だったのだろう。

「いやぁ、あまりに音沙汰が無いもので忘れられてしまったかと思いました」

　すまん、本当に忘れていたんだ。

「いよいよ使者でも送ろうとかいう時のご来訪、やはり子爵は何かお持ちですな！」

　相変わらず世辞を言っているのか馬鹿にしているのか分からんやつだな。

「それよりも村の者から聞きました。人頭税を免除、収獲の税も二割と勝手に決めたと、事実ですか？」

　セリアが出された茶も飲まずに食って掛かった。

　セリアは最近、読書が日課になっている。

　どこからか色んな種類の本を集めてきているので思わぬ知識を持っていることがある。

「はい、事実ですね」

　アドルフは相変わらず微笑んだまま答えた。

「どういうつもりですか、領民からの税はエイギル様の大事な収入。それを勝手に決めるとは、民を甘やかして人気でも取るつもりですか!?」

　ふむ、確かにここのところ出費が続いているな。

　今までは王からもらった褒美のおかげで金に困ることはなかったが、領地を貰った以上、後は自分でやれというのが普通だろう。

「まず、勝手に決めたと言うのは当たりません。私はハードレット様からこう任されました」

　アドルフは普段の俺の言い方を真似る。

　こいつは上司に嫌われるタイプだ。

「領民をできるだけ豊かにしてくれ。俺が行くまでは好きに判断しろ、とね。そして金貨一〇〇枚を用いて最高の結果を出せと、私はその通りにしました。借金は作っていませんよ」

　北のラッドハルデ卿領よりも領民には余裕があったでしょう？　と微笑む。

　確かに間違っていない、そう言った覚えはある。

　だがセリアは納得していない。

　金は使っていないが税は減免したというのは反則に近いだろう。

　真面目なセリアが認めるわけが無い。

「単に税を減らして領民を喜ばせると言うのは馬鹿でもできます！」

「この領地は貧しい。今のまま税をとってそれを還元しても発展は望めないのです」

「関係ありません。民に還元しなくてもエイギル様の収入になります！」

　アドルフはやれやれと言う表情でセリアから俺に視線を移して続けた。

「そこで私は母数を増やすことにしました。ひとまずは税を下げ、戦争で混乱した民の生活を安定させます。更にこちらの支出で灌漑を行い、農地を増やして収獲を増やせばどうなるでしょう？」

「お金がなくなるだけです！」

　セリアはなおも食ってかかる。

「違います。他の領地が占領の果実を得ようと重い税を課す中、我が領だけが軽い税、豊かな土地を持つのです。あなたが農民ならばどちらに住みたいと思いますか？」

　人口を増やすため、夜の夫婦にエールを送っても一五年はかかる。

　アドルフは近隣の土地から農民を集めようというのか。

　そのための看板として税の減免を掲げたらしい。

「だが大抵の領主は流民を禁じている。農民が来たくとも来れまい」

　農民の流出はどの領主にとっても良い事ではない。

　厳しく取り締まられるのが普通だし、流れ先がわかれば戦にもなりかねない。

「だからこそ今なのです。全てが落ち着き、安定する前の今です。戦争で死んだ者、命からがら逃げ帰った者の収拾がついていない今ならば流民かどうかの判断はあいまいです」

　アドルフは一冊の分厚い本を目の前に置いた。

「これは私が作った、ラーフェンを始め、周辺の村の住民帳です。誰がどこに住んでいるかまとめました。しかしながら穴だらけですのでいずれ改定せねばなりません。なぜならアークランドの旧支配層が一気に消えたため、情報が不正確でその場にいない者は周辺者に聞くぐらいしか確認方法がないからです」

「すごい……」

　セリアが本をめくる。

　そこには住民の家と名前、年齢から家族構成までが記載されていた。

　所々名前だけだったり、？　マークがついているのは本人がどこにいるか確認できていない者なのだろう。

　名前を横線で消されている者も多い、記載はしたが実は戦争や飢饉で既に死んでいた者なのだそうだ。

「見て下さい、この不正確極まる住民帳を。私がやってこうなのですから他の者にできるはずがありません」

　傲慢にも聞こえる言い方だが、この短期間でここまでのものを仕上げた能力は確かだ。

　俺なら一ページで投げて全部にセリアの名前を書きそうだ。

　セリア一セリア二セリア改とかな。

「ですので、今です。今ならば近隣占領地の領主も自分の民を把握出来ていません。いくつか家族か消えたところでわからない。もしばれて抗議が来ても、こちらも混乱しているのでわからないで通せます」

「むむむ……」

　セリアが唸っている。

　彼女の知識は本で見た程度、長年携わってきたアドルフに太刀打ちできるものではない。

　イリジナは途中で考えることをやめたようだ。

　出されたビスケットを一人で全部食べた上、セリアのお茶を狙っている。

「収入の話をされましたが、一〇〇人から四割とるのも二〇〇人から二割取るのも同じです」

　そりゃまぁそうだな。

「だがもし急遽、金が入用になった時、二割を三割にすることは四割を五割にするよりも遥かに簡単です。そしてその方が収入の伸びも大きい。損を抱えるのは僅かな間だけでいずれ必ず笑う日がきます！」

　アドルフには珍しく力を入れて力説している。

　ならやらせてみようと思った。

　俺が中途半端な知識と思いつきで何かをするよりも奴の方が良い方向に導くだろう。

「わかった。お前の計画通りにやっていい。何かあったら知らせろ」

　アドルフは俺が具体的な税率や政策に言及してこないことに驚いたようだ。

「任せると言っただろう？　お前の考えよりも優先することがあれば、委任を取り消して命令を出すからそれまでは好きにしろ」

「ありがとうございます。では早速相談なのですが」

「ん、なんだ？」

「現在、頂いた金貨にて村人達を雇い、治水や小道の整備に従事させております。これは積極的に労務に参加させる以外にも村人に現金収入を…………」

「わかったから。なにをして欲しいのか言ってくれ」

「金が無くなりそうです。追加を下さい」

　これ以上ない要約をありがとう。

「どれぐらい必要だ？」

「いくらでも、金貨一〇〇枚ならばそれ相応、一万枚ならばこれも相応のやり方があります」

　気前よく渡してやりたいが、実は今は余裕が無い。

　女達を含めてこっちに引っ越してくる費用も必要だ。

　俺の領地だから家はなんとでもなるだろうが、ボロにそのまま住む訳にもいかない。

　そして一番の使い先は近々やる結婚式だ。

　ノンナを正妻、カーラとメルを側室にとまとめて式を挙げるのだ。

　貴族を集めてのパーティはしないが身内の式としては盛大にやるつもりだった。

　メルとカーラは誓いの言葉だけで満足と言ったが、愛しの妻ノンナが涙を浮かべてこちらを見るのだ。

　最近彼女は俺の前でよく涙を見せるようになった。

「笑ってる！　この女、下向いて笑ってるから!!」

　などとカーラは言っていたが、俺が見るとノンナは顔を伏せて涙を堪えているようにしか見えない。

　こいつらは本当は気が合うのだし、もう少し普段から仲良くすればいいのにな。

　家が潰れ、奴隷に落ちて諦めていただろう結婚式だ。

　女の幸せらしいから少しばかり贅沢をさせてやってもいい。

　そう思ってそれなりに金をかけた式をすることにしたのだ。

　名も知らぬ領民達よりも自分の女を喜ばせるために金を使うのは当然のことだ。

「悪いが、色々入り用でそれほど渡せん。倍の二〇〇枚を渡そう」

　金貨を何百枚も持ち歩いているわけではないから後日送ると言う約束をしておく。

「ありがとうございます」

　アドルフは不平など一切言わない。

　本当にあるならある、ないならないのやり方があるのだろう。

「よろしいのですか？　そんな大金を…………」

「構わんさ。今の所必要なのは結婚式の金だけだ。当たってみたが金貨五〇〇もあればなかなか盛大になるらしいぞ」

「それこそ無駄です。…………ノンナさんは本当にお金がかかる女性ですから」

　それぐらい受け止めてやれる男でないとあの美貌と巨乳は手に入らないと言うことだ。

　そうだ、アドルフの話を聞くだけじゃない。

　今回の目的の一つを忘れていた。

「俺が司令官になる東方独立軍以外に私軍を創設するつもりだったのだが…………人は取れないか？」

　ただでさえ人手も資金も足りていないのに、時期が悪かったかもしれないな。

　アドルフは少し考えこんでいたが手を打った。

「いいのではありませんか？　盗賊まがいの集団が起こした事件も報告されておりますし、治安の維持も土地の魅力に影響しますから。それに…………」

「なんだ？　はっきり言え」

「軍隊は敵が居ない間、することがありません。ならば土木工事をやらせれば人夫を雇っているのと変わりません。臨時雇いの農夫達と違って技量も向上するでしょうし、精鋭として期待できそうですね」

　土木工事の精鋭にしてどうする。

　第一、敵がいない時は訓練するのだ。

　土木工事しかしていない軍隊など、それこそただの人夫の集団じゃないか。

　そこらへんはイリジナと相談してもらおう。

　こいつはアホの子だが、軍の経験は豊富だ。

　訓練や運用はまともに行えるだろう。

「イリジナ、まずは小規模でもいいから私軍の原型を作ってくれ。経費はアドルフに渡す分からなんとかしてもらう、できるか？」

「任せろ！　工事と言っても要は陣地の構築と同じだ。軍では必須の技能だからな！」

　これで今できることは全てやっただろう。

「後は領地を一応見て回ることにするからイリジナも付いて来い。可能ならその場で私軍の勧誘もやる」

「わかった！」「はい」







　二人を伴って何箇所か村を訪れるがどこも状況は似たようなものだ。

　多くない人口に豊かではなさそうな暮らし。

　だが民の顔に絶望はなかったし、食うに困っているようでもなかった。

　ラーフェンで軍の募集をすると伝えると案外に反応はいい。

　アークランド時代と違って給金が出ることが大きいのだろう。

「これなら本当に流民が流れ込んでくるかもしれないな」

「はい、しかしよろしいのですか？　金貨二〇〇枚と結婚式の費用、引越しを考えれば、手元には何も残りませんよ？」

「構わんさ。金に囲まれて喜ぶ趣味もない」

　なくなったらその時考えればいい。

「それに、もしかしたら少しばかり助けてくれるかもしれないしな…………」

「なんのことですか？」

　いやなんでもない。

　あらぬ期待はしないでおこう。







　見回りがてら、軍の創設を伝え、領主として顔を見せる。

　そんなことを繰り返し、そろそろラーフェンに戻るかと考えた頃、ただならぬ音が聞こえた。

「エイギル様！」「戦かっ！」

　セリアとイリジナもしっかりと聞き取っている。

　間違いない、これは刃を打合わす音と人の叫び。

「戦いの音だな」

　全員が武器を構え準備を完了した。

　直接は見えないが距離は遠くない。

　薄く広がる林の中だ。

「何人までやれる？」

「私は二……五人です！」

　無理するな、二人だな。

「五人までなら受け持つぞ！」

　イリジナは軍人、適当なことは言わない。

　本当に五人は大丈夫のはずだ。

「治安維持の一環だ。賊は逃がすな。叩き潰せ」

「はい！」「おう！」

　俺を先頭に、すぐ横にセリア、少し後ろに離れてイリジナが馬を並べて突入していく。

　新しい槍の使い心地を試させてもらおうじゃないか。







「お願いですからやめて下さい！　私達から奪える物なんて何もっ！」

「いーやいっぱいあるぜい。荷車も今夜食う飯も…………お前のいいケツとかな」

「くそっ皆を逃がすんだ。囲みを破れ！」

　この世には神などいない。

　今日ほどそれを感じたことは無い。

　私達が村を捨てて移住を決意したのは数日前のこと。

　戦争で荒れ果てた畑を立て直す希望を打ち砕いたのは占領者…………トリエア王国から来た代官だった。




「収獲時の税は我が国と同等の四割とするが、貴様らには戦争でかかった戦費の補填として三年間特別な税を納めてもらう！」

　皆が悲鳴をあげた。

　新しい税を考えれば以前と負担は変わらない。

　畑が戦禍で荒れ果ててしまった分、より生活は苦しい…………いやもう生きていけない。

「畑を立て直さなければ税も納められません。どうかしばしの猶予を下さい！」

　村長が必死に代官に訴えるが反応は冷たかった。

「うるさい！　我々は貴様達を圧政から解放してやったのだ。その対価を払うのは当然だろう！　アークランドの民はかつての王と並んで図々しいな！」

　代官の護衛が村長を蹴り飛ばした。

「いいか！　税の未納があれば貴様らを売り飛ばしてでも戦費は回収する。這いつくばってないでさっさと仕事をしろ！」

　私達は必死に働いたが冬の一番厳しい時期、次々と仲間は斃れていった。

　それでも春の人頭税は到底払えない。

　絶望の中、一つの噂が聞こえてきた。

「東のゴルドニア領、ハードレット子爵の領内では流民を受けいれてくれるらしい。春の人頭税もなく、収獲の税も格段に安いとか」

　所詮は噂、本来は長年過ごした村を捨てるなど考えられない。

　だが、私達にはもう選択肢はなかった。

　このままでは春までに飢えて死んでしまうし、生き残っても税が払えない村を代官がどう扱うか…………

　ゴルドニアが豊かな国なのは知っている。

　私達はもしかしたらに賭けることにした。

　有志十数人は一台の荷車に最低限の物を積んで東へ流れた。

　そしてまずは領主がいるはずの町ラーフェンへと向かう途中、林の中で盗賊に襲われたのだ。

「戦え！　女子供を守れ！」

「流民共は殺してもお咎めねぇ！　好きに嬲ってやれ!!」

　私達の中には数人の帰還兵がいて、鍬などの農具もあったので抵抗は出来たが盗賊は二〇人近い。

　とても守りきれないだろう。

　私は神に祈るのをやめて目を閉じた。

　次に来るのは突き刺される痛みか、盗賊に服を剥がれる感触かだ。

「ぎゃあああ!!」

　ものすごい悲鳴が聞こえる。

　思わず、耳を塞ごうとするがこんな下品な声の仲間はいない。

　薄っすら目を開くと、先程まで私をいやらしく見ていた盗賊が近くに座り込んでいる。

　ひっと声をあげてしまうが、よく見ると座っているのではない。

　下半身がなかったのだ。

「なんだてめぇは!!」

　返答せずに頭をかち割る。

　更に剣を構える手を切り落し、槍を回して数人を弾き飛ばした。

　幸運な者は盛大に転がってから立ち上がるが、不運な者は木に叩きつけられて絶命した。

「使い心地がいいな」

　新しい槍は上々の出来だ。

　頑丈なので荒く使えるのはもちろん、以前の物よりも重いので刃で切り裂かなくても容易に敵を倒せる。

　全体が長いものいい。

　後はルーシィの匂いがついていれば最高だったのだが…………。

「俺自身の力が上がっているのもあるかもなっ！」

　一人の胸元に強烈な突きが入り、革の鎧を貫通して反対側から刃が突き出た。

　自分に刺さった槍を必死に掴む男から力任せに引き抜く。

　男は断末魔をあげながら宙を舞い、周りの仲間と俺に血の雨を降らせた。

「なんて野郎だ…………」「化物かよっ！」

　足元に転がる死体は五体。

　奴等の戦意は消えかけている。

「六人目」

　こっそり後ろに回りこもうとした男の顔面に巨大な槍が突き刺さり、顔がなくなってしまう。

　仲間の下に返してやろうと、突き刺したまま放り投げようとしたのだが、持ち上げた所で首が千切れて大惨事になってしまった。

　さてもう来ないのか？

「まだ、一〇人は残っているぞ？」

　笑って誘ってやるが誰も来ない。

　臆病な奴らだ。

「くそっ！　あんなのどうしようもねえぞ！」

　盗賊達は後ずさりしたが、俺の近くにいるセリアに目をつけたようだ。

「あの小さいのをやれ、盾にしてやるんだ！」

　乱戦に備えて馬を降りていたセリアに男達が迫る。

　振りかぶった大剣や戦槌を振り下ろすがセリアはするりと回避し、足元を剣ですくった。

「ぎゃああ!!」「あしがぁああ!!」

　セリアの腕力では鎧を貫くことも、首を跳ね飛ばすことも難しい。

　だが鎧の無い足元、太ももの肉を裂かれれば人はもう立つことは出来ない。

　ただ倒れ込んでとどめを待つだけの哀れな存在になり果てる。

　彼女が転がる二人の首元に剣を突きたてたところに背後から剣が振られる。

　咄嗟に受けるが体格差のせいで体が流れてしまう。

　ここぞと男は剣を振りかぶるが、セリアは剣を手放して男の股下をくぐるように転がった。

「ちっ！　てめ…………ぁぁぁ……あああ…………ああああああああああ!!!」

　今までで一番の悲鳴が上がる。

　男の股ぐらにはセリアの短刀が突き刺さっていたのだ。

　転がる時に突き上げたのだろう。

　セリアは体の色んな場所にナイフを隠しているからな。

　男の大事な部分を貫いて腹にまで食いこんだそれは間違いなく致命傷だ。

　男はぶくぶくと血泡を吹いて崩れ落ちた。

　セリアは大丈夫そうだ。

　そしてイリジナに目を移すとさすがの大暴れ。

「ふんっ！　せいっ！」

　彼女の穂先はほとんど見えない程早い。

　踏み込む度に敵の胸と首に槍が食い込み、次々と倒れていく。

「これでどうだ！　くそ女が！」

　一人が仲間を貫いたイリジナの槍を掴み、抱え込んだ。

　槍は先っぽを捕まえられたらどうにもならない。

　だが奴はイリジナを甘く見ている。

「うっうわあああ！」

　イリジナは掴んだ男ごと槍を持ち上げた。

　驚いて空中で手を離した生贄を強烈な一撃が襲う。

　鎧ごと胸を貫かれた男は振り捨てられて、枯れ木の枝に突き刺さった。

　やはり、強い。

　技術もそうだが下手な男よりも大きな体格はそれ相応の腕力も有している。

　ベッドの上でも彼女を他の女と一緒に責めるには注意が必要だ。

　俺の激しい責めで我を忘れたイリジナは、危うく抱きしめていたマリアを締め落すところだったのだ。

　セリアは器用なのでうまく避けるんだけどな。

　普段のアホな行動からは想像もつかない強さでイリジナは既に約束の五人を屠っていた。

　素早く槍を振り回す彼女には容易に近づけず、距離をとっていても長いリーチの突きが時折盗賊の命を奪っていく。

「もっもうだめだ！」「逃げろぉ！」

　俺たち三人に半分以上の仲間を殺された盗賊が逃げに入る。

　だが逃がすつもりはない。

　この賊を逃がせば再び俺の領内で悪さをするだろう。

　せっかくの機会を逃すはずもない。

　シュバルツに乗って逃げる賊を追う。

　速度差は歴然、瞬時に追いついた。

　シュバルツは上で槍を振られるのが嫌なのか、俺が槍を構える前に次々と敵を踏み潰す。

　走る自重一トンの大馬に乗られては人の体が耐えられるわけもなく、腐った果実のように潰されていく。

　セリアのナイフが最後の男の後頭部に突き刺さり、盗賊団は全滅した。







「奴らは討ち取った。もう心配は無い」

　襲われていたのは流民か…………さっそくアドルフの掲げる看板に惹かれてきたらしい。

「あっありがとうございます！　私達はその、旅の者で！」

　俺を騎士か何かだと思ったのか必死に誤魔化そうとする。

　本来村を捨てて流れることは許されないことだからな。

「あんたらがどこから来たかに興味はないよ。怪我人もいるだろう。さっさと行くぞ」

　どの村に連れていくべきか俺にはわからない。

　一度ラーフェンに連れて帰ってアドルフに面倒見させよう。

　住民の把握もしたがっていたしな。

「失礼ですが、貴方様は？」

　荷車に乗せられていた女が声をかけてくる。

　若くて整った顔立ちだが痩せすぎているな。

「ハードレットだ。ここの領主だから罠にかけたりはしない。安心してついてこい」

　村人達が驚き、一斉に跪こうとしたのでやめさせた。

　俺はさっさと帰りたいのだ。

「いいから早く、準備して出発だ。ラーフェンまでは…………一泊だな」

　日は既に傾いている。

　馬を飛ばせば着けるが、徒歩の彼らを連れては無理だろう。

「なんとお礼を言っていいか…………何も返せるものもございませんが…………」

　女が深々と頭を下げる。

　返せるものはある。

　せっかくだから頂いておくことにしよう。

「んむっ！」

　俺は女にキスをし、すぐに舌を入れた。

　女は最初こそ僅かに抵抗したが、逆らうのはまずいと思ったのか、命の対価に口を吸われるぐらいは安いと思ったのか、すぐに大人しく身を任せてきた。

　キスは一〇分程も続き、女の腰がくだけたが、股に足を入れて無理やり支える。

　更にそばの木に体を押し付け、限界まで舌を奥にねじり込んだ。

　せっかくなので出発の準備ができるまで口を吸っていよう。

　更に一〇分程キスは続き、怪我人の手当ても終わったようなので切り上げる。

　女は俺が唇を離すと切なそうに舌を突き出して口を追いかけてきたが、早く平原まで出て夜営の準備をしないといけない。

　夜の林は狼や熊、魔物も出る可能性があるからな。

「そんな、ここまでしておいてぇ」

　女は名残惜しそうだが、セリアが無表情で引っ張って荷車に投げ込んだ。

　ふと股を支えていた膝を見ると水の後が出来ている。

　きっと女の股間は大洪水だ、もったいなかったかな。







　夜、比較的安全な平原で夜営をしたが、俺たちは日帰りの予定だったから何も持っていない。

　流民達も大層な装備は持っているはずも無く、焚き火で肉や食料を温め、囲んで寝る程度になった。

　寝ている俺の足元で草を踏む音。

　体を起こすと先ほどの女だった。

　何をしに来たのか、わかりきったことを問うほど野暮ではない。

「……どうぞ」

　女は立ったまま肩幅に足を開いた。

　寝ている俺からは焚き火の灯りでうっすらと大事な部分が見える。

　良く見ると汁が太ももからつたっていた。

「我慢できなかったのか？」

「意地悪……言わないでください……」

　あぐらをかいてズボンの前を開き、まだ柔らかい男根を取り出す。

「勃たせてくれ」

　女は股の間に座って両手で逸物を掴み、上下にこする。

　どうやらまったく経験はないらしく、口での奉仕など思いもよらないようだ。

　未熟だが情欲のこもった手つきに興奮は高まってすぐに男根は硬くなる。

　女は驚くように立ち上がった男根を見ている。

「もういいぞ、来い」

　座り直して竿を握る。

「お情け頂きます」

　女は胡座の上に座るようにして腰を落とすが、大きさに苦戦しているようだ。

　一生懸命女の穴を押し当てるが、逸物の先は彼女の拳ほどあるのでなかなか入らない。

　少し手伝ってやろうと腰を持って引き落とす。

「ああっ!!!」

　鋭い悲鳴が響き、女の体が痙攣した。

　男根はずっぷりと奥まで突き刺さり、接合部から血がにじむ。

　流血量から見て中を傷つけたのではなく、処女が裂けた血なのだろう。

　声が気になってセリアとイリジナの方を見るが戦いの疲れもあってか良く寝ている。

　一応念のため、俺の肩を噛ませて口を塞ぎ、腰を動かした。

　座ったまま好き勝手に動き、女は呻きながら肩に歯形を残して悶える。

「あうっ……うぅぅ」

　目に涙が浮んだ。

　夜這いしてきて抱かれるのが嫌だったということもなかろうし、破瓜の痛みに耐えているのか。

「俺の手を感じるんだ」

　手を尻に当ててから服越しにゆっくりと撫で上げていく。

　腰、腹、胸、首、そして顔だ。

　顔にまで持っていったところでキスをしてまた手を下げていく。

　もう片方の手は胸にやって粗末な生地ごと揉み解す。

「……ぁぁっ……んっ……」

　女の顔がほぐれていき、僅かだが快楽の声が漏れ始めた。

　もう腰を動かしても大丈夫だ。

「痛みが消えました……本当にお上手ですね」

「女を痛がらせる趣味はないよ」

　キスを交わすと彼女は再び肩に噛み付く。

　今度は悲鳴を堪えるためではなく、嬌声で周りを起こさないためだ。

　耳元で「素敵な方」と囁かれ、俺は腰の動きを激しくした。

　やがて限界が訪れる。

　どうしようかと女の顔を見ると、初めての男根を存分に味わって腰を使っており、水を差すこともない。

　自分から忍んで来た女だ、覚悟もあるだろうとこのまま中に射精することにした。

「胸を見せてくれ」

　それだけ言って唇に吸い付く。

　着衣のまま抱かれていた女は上着を捲って乳房を出し、すかさず俺がそれを掴む。

　女の乳房を揉みながら射精するのは気持ちいいからな。

　ぎゅっと乳房を掴み、女が少しの痛みに体を震わせた瞬間、勢いよく胎に種が飛び出た。

「うっ！　ぉぉぉぉ……」

「あっ！　あぁぁぁぁぁぁぁ……」

　俺たちの伸びる声が小さく消えていき、彼女の胎は俺の種汁で満たされた。

　射精が終わると女はゆっくりと立ち上がって俺に一礼し、ふらつきながら自分の寝床に戻っていく。

　彼女の歩いた後にぽたぽたとピンク色の汁が続いていた。

　今回はあまり痛がらせることなく処女を抱いてやれたな。

　考えれば俺も結構な数の処女を相手している。

　一つ伸びをし、仕事を終えた男根を仕舞って再び眠りにつくことにした。




　その頃、眠ったふりをしていたセリアは、腹いせに横でいびきをかくイリジナの鼻に枯葉を突っ込む。

　腹立ち紛れの行為は、彼女の盛大なくしゃみによって顔中唾液まみれにされるという代償を伴った。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官

　　　アークランド南東部領主

　財産　金貨九五枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）特注の大槍

　装備　黒いマント（呪）革製簡易鎧

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）

　メリッサ マリア リタ クウ ルウ カトリーヌ（通い）

　使用人 セバスチャン（執事） ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（軍指揮官）シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

　経験人数四〇人　産ませた子六人








第60話　結婚式







　盗賊どもを成敗し、流民を助けて若い女の処女を頂きラーフェンに送る。

　なかなかに領主としていい仕事をしたと思う。

　後はアドルフがなんとかするだろう。

「ご自分で槍を奮って賊を討つのは危険すぎます！」

　セリアは心配性だな。

「いや、素晴らしいぞ！　それでこそ領主の鑑、自らの槍働きで領民を守る。これこそ貴族の本懐だ！」

　イリジナは声がでかすぎる。

　民が何事かと驚いているじゃないか。

　昨日の女も体が疲れてついて行けなかったのか、荷馬車に乗せられている。

　俺と目が合うと顔を赤くして頭を垂れた。

　面白いから微笑んでやると俯きながら手を振ってきた。

「オホン」

　視界にセリアが割り込んでくる。

　罰として民の前で尻を撫でてやった。







　ラーフェン　領主の館（仮）

「ほぅ、さっそくですか」

「流れた民を賊から助けた、後は何とかしろ」

　俺に民を丸投げされたアドルフは名前と家族構成、年齢を記録してから全員をまとめて新しい村を建てさせるらしい。

「田舎の村では身内意識が強いですからね。既にある村に放り込んでもいい結果にはなりません。新しく村を建てれば余所者も何もないですから」

　既に何人かの帰還兵や流れ者が入ってきており、彼らに村設立の準備をさせているらしい。

「新村に関しては人頭税と共に実際の収獲があるまで税は免除します」

　何も無い平地に置かれて、さあ収獲税を払えといわれても不可能だろう。

　妥当だが無税でも彼らは一文無しだ、食っていけない。

「彼らの村はこのラーフェンから近い場所です。農作業の合間に労役をしてもらい給金か、現物の食料を支給します。ラーフェンを中心に村を配置することでこの町を物流の拠点に育てるのです」

　なるほど苦労はするが飢えることはないと、それでいて楽をしたいならさっさと畑を作って収獲をあげろと言う訳か。

　なかなか考えられているな。







「……君たちには以上の様にしてもらう。そして労役だが男は治水等の土木工事、女は布の仕立てや～」

　神妙に聞く民達にアドルフがこれからの事を説明していたが、話の終わり頃、昨日抱いた女がなにやらアドルフに耳打ちした。

「残念ながらその仕事は代官の私ではわかりかねますな。副官の方かご本人に聞かれては？」

　副官と聞いてセリアが女を睨むと慌てて立ち去っていく。

　一体なんだったんだ？




　セリアが町の様子を見に行っている隙にアドルフを呼んでこっそり聞いてみる。

「それが、領主様に抱かれるお仕事はありますか？　と聞かれまして」

　それは言わなくて正解だ。

　そういう役目も確かにあるし、俺としても歓迎したいのだが。

　昨日の件は何故かセリアの知るところとなっていたし、あの場で言ったら叩き出されていただろう。

　なんにせよ彼らの生きる道が見つかった。

　後味の悪い結果にならないで幸いだ。

　あの女、少し勿体無かったが名前も聞いていなかった。

「私兵希望者もいたぞ！　といってもまだ一〇人いるかいないかだが」

　イリジナはアークランド時代に一〇〇以上を従えた指揮官だ。

　さすがにこれでは寂しい。

「アドルフ、私兵もある程度人数が集まるまでは土木工事専用に使って構わん。……そうだな五〇人を超えたら使者をよこせ」

　さすがに戦争後だ、人夫の仕事もあるのにわざわざ危険な兵士を選ぶ者は多くはない。

　少しばかり時間はかかるだろ。

　クリストフとマックが俺について来るそうだから、一足先にここに送ってもいい。

　マックの怪力は土木工事でこそ真価を発揮しそうだ。

「ではハードレット様は王都にお帰りに？」

「ああ、結婚式の準備もあるんでな。本来はお前も部下として招待してやるべきなのだがなぁ」

「構いませんよ。ここからお祝い申し上げます」

　今の大切な時期にわずかでもアドルフをここから動かすのは良くない。

「私としてはハードレット様は金だけ出して王都で寝ていて下さる方がなにかと……いえこれは失言」

「そういうことを口に出すから地下牢でゾンビの餌になりかけたんだぞ」

　アドルフは優秀で領地経営もなんとかなるだろう。

　次は愛しの女達を喜ばせなければ。
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　二週後　王都ゴルドニア

　まだ寒さは続くが、以前よりは少し暖かく感じる。

　これからは日毎に過ごしやすくなっていくだろう。

　俺の横にはノンナが張り付くように寄り添い、一歩後ろにカーラとメルがいる。

　彼女達は皆が振り返るほど美しいドレスに身を包んでいる。

　俺たちは四人だけで王都内にある古代の神殿……ノンナが言うには愛の神を祭る神殿だそうだ。

　そこに建つ像の前で宣誓をする。

「俺はこの女を永遠に愛することを誓う」

「私はこの男を永遠に愛することを誓います」

　キスをして、ノンナは一端下がりカーラが前に出た。

「俺はこの女を永遠に愛することを誓う」

「あたしはこの男の子を孕みまくることを誓うわ」

　ノンナががくりと崩れた。

　だが神聖な儀式の最中に手は出せないので耐えている。

　続いてメルだ。

「俺はこの女を永遠に愛することを誓う」

「私はこの男を永遠に愛し、何もかも、体の隅から隅までを捧げることを誓います」

　ノンナが吹いた。

　婚姻の儀式とはフリーダムだな。

　これで誓いは全て終わりだ。

　愛の神の前で、当事者達が愛を誓う。

　婚礼の儀式はこれが全てなのだ。

　最近現れた唯一神がどうのという奴らはもっと儀典的な婚姻をするらしいがな。

　これだけの婚礼の儀式に何故それほど準備と金が必要かというとだ。

「さあ家へ帰りましょう。皆様は既にお待ちですよ」

　家に知り合いを呼び、美しい花嫁を披露しながら最高級の食材や酒で飲んで騒ぐからだ。







「美しい花嫁達に乾杯！」「美女に乾杯！」「でかすぎる乳に！」

　音頭はエイリヒが取り、ブルーノが続く、最後のクリストフはセリアにローキックをもらった。

　今夜は無礼講で皆好きに料理を食べて酒を呑み、他者に絡むのだ。

　今日参加しているのは貴族ではエイリヒとブルーノのみ。

　それに昔の部下、アゴール、クリストフにマック。

　そして馴染みのマスター、アンドレイとその妻ナタリーだ。

　後は家の者達と使用人で参加者は全てだ。

　エイリヒに言わせると信じられない程少ない参加者で不名誉烙印を受けた没落家並らしい。

　貴族の結婚式は両家の威厳を示すために借金してでも盛大に行い、可能な限り上の爵位の参加者を集めて権勢を示すそうだ。

　俺達は両家と言ってもノンナの家族は皆冥府だし、カーラもメルも俺たち以外に身内はいない。

　俺としても知らん貴族のおっさんに祝ってもらっても嬉しくない。

「俺が参加しているから新貴族にはまだなんとかなるが……舞踏会か晩餐会では紹介しろよ」

　身内だけの式だと貴族の繋がりとやらがまずいらしい。

　何がまずいのかは分からんがエイリヒが参加しているから大丈夫だろう。

「さあ、貴族だ、派閥だ、の話はもう終わりだ。食って呑もうじゃないか」

　俺が叫ぶとエイリヒも笑い、以前の舞踏会の時とは違って本格的に酒を煽りはじめる。

　無礼があってはならない舞踏会と違い、ここにいるのは馴染みばかり、酔っての乱行もお咎め無しだ。

　酒の質は舞踏会にも負けない物を並べてある、いくらでも飲ませてやろう。







　宴は続き、エイリヒがいよいよ酒で顔を赤くして寄って来る。

「型破りなおまえだ。式もさぞ突飛なものかと思ったが、式はまともでも花嫁が三人。まったくなんと言うべきか」

　エイリヒが周りに目をやる。

「屋敷は女だらけじゃないか。勿論手を出していない女などいないのだろう？」

　珍しく本格的に酔って絡んでくる。

　どうした物かと思ったがリタがウインクしてエイリヒの所に行く。

「伯爵様、貴方様のお話は噂に聞いておりましたの、是非直接お聞かせ願えませんか？」

　ソファに腰掛けたエイリヒの隣に座り、目を見つめる。

　リタの服装は使用人の物、本来客人の隣に座るなど許されない。

　だが胸元は緩み、俺を誘惑するためにスカートの丈は短く改造されていて太ももが見える。

　こんな女に隣に座られて怒る男はいない、まして酒も入っているのだ。

「そ……そうか？　じゃあまず夜明けの翼の創設から……」

　エイリヒがリタに話を始め、リタは俺にもう一度ウインク。

　気持ちはありがたいが嫉妬心も湧き上がるので、後日褒美もかねて失禁するまで責めたててやろう。




　ブルーノも珍しく顔が赤くなるほど酒を呑み、饒舌で口調も荒い。

「女にだらしないお前がこうも早く結婚するとはな？　孕ませた訳でもないのだろう？」

　メルは孕ませたというよりも既に産んでいたが。

「色々あってな。ちなみにノンナに結婚を申し込んだのはあの舞踏会の日だ」

「俺が苦労している時にお前は求婚していたという訳か！」

「なかなか有意義な舞踏会だった」

「俺など化粧臭い女に捕まって延々と下らん話をさせられていたと言うのに……」

「美人だったか？」

「半魚人が美形に見えるならそうなのだろう」

　俺とブルーノは大笑いして酒を酌み交わした。

　彼には既に子まで産ませた愛人がいるが、平民出身の彼女は公の場には出せないそうで独身貴族として縁組の問題を抱えている。

　これが貴族としての普通なのだろう。

　小腹も減ったし肉をとって豪快にかぶりつく。

　香辛料がしっかり効いて柔らかさも絶妙だ。

　商人によるとこれ一つで平民の半月の給料が出るそうだ。

　人数を搾っただけに、この場にある食品は全て最高級、王の食卓に並んでもおかしくないものばかり。

　金貨五〇〇枚はドレス代と食い物、酒、そしてあるモノに消えたのだ。

　足りないよりは余るほうがいいと、あきらかに俺たち全員でも食いきれない量を注文したが、明日になったらドロテア孤児院の子供に食べてもらうことになっている。

　たまには肉でもたっぷり食べないと成長できない。

　特に女の子の成長は重要だ。




「いいなぁ、いいなぁ……私もドレス着たかったなぁ……」

　ノンナのドレスを見てマリアが泣いてしまい、周りを困らせている。

　やはり心の中では俺の結婚に納得していないのかと思ったが……。

「美味しいなぁ、美味しいなぁ……このアップルパイ……どうやって作るんだろうなぁ」

　パイを食べながら泣いている。

　単に泣き上戸なだけだった。




「母さん！　エイギルさんとのハメハメどうなんですかぁ!!?　でっかいチンポでずっぽずっぽされて男汁がびゅうーって出るのぉ？」

「ちょっと、クウ!?　貴族の方もいらっしゃるのよ。無礼講とは言えそんな下品な!!」

「お×××ーー!!　ち××、××ぽーー!!　×××で××××を×××しちゃうのぉぉ!!」

　人生初の酒を呑まされたクウの口からは聞くに耐えない下の話……色話ですらなく、単に下品な単語の連呼になってしまっている。

　飲ませたのは……カーラか、大ジョッキで一杯のワインを煽ってしまったらしい。

　クウは飲むとこんなになるのか、普段興味ない振りをしているが頭の中は色事でいっぱいのようだ。

　結局クウは前後不覚になって退場、ルウはぺロリと酒を舐めて幸せそうに揺れている。




「エイギル様、こちらに来て頂きませんと寂しいです」

「食べ物も全部あたし達が食べさせてあげるわ」

「…………ノンナのお酒をどうぞ」

　俺の両脇にメルとカーラがやって来る。

　そしてノンナはなんと自分の胸を寄せて谷間に酒を注いでいた。

　この三人も顔が真っ赤だ、相当酔っているのだろう。

　他の客の前でのノンナの豹変に面食らっていると。

「ほらーやっぱり胸より股がいいって言ったじゃない！」

「そんな痴女みたいな真似ができますか！　胸こそ絶対です！　胸の大きい女が勝ちます！」

「ノンナさんだとおっぱい大きすぎてワイン瓶ごと入りますね」

　支離滅裂な会話の末、なにやら三人はノンナの乳がどれぐらいの物まで挟めるかと遊び始めたので放置しておく。

　妻同士の仲が良いにこしたことはない。




「頼む！　頼むよ!!」

「困ります！　私、あなたのことなんて知らないです！」

　こちらではクリストフがミティに土下座している。

　何かやらかしたのかと思ったが、どうやらこの阿呆はミティに求婚しているらしい。

　土下座してなんでも言うことを聞くから嫁になってくれと懇願しているそうだ。

「なんとかならない？　祝いの席で叩き出す訳にもいかないから……」

　困った顔でメリッサが俺に言う。

　ミティが彼女に助けを求めたのだろう、普段懐いているマリアはワインを煽って泣いているしな。

「よし、クリストフ。お前にチャンスをやろう。もしイリジナとの呑み比べに勝ったらミティを進呈しようじゃないか」

「そんなぁ！　旦那様ひどい！」

　ミティは抗議の声をあげるがメリッサは笑って宥めている。

「本当か!?　女との呑み比べなんてもらったようなもんだ！　勝ったらベッドを借りるぞ！」

「呑み比べか？　いいぞ！」

　イリジナが両手の肉を置いて立ち上がる。

　さらばクリストフ、全てお前の愚かさが招いたことだ。

「おい、なんでジョッキじゃなくて桶に酒を入れるんだ？」

「何をいっている？　そんなジョッキじゃ決着までに朝になるではないか」

　イリジナは底の抜けた酒豪＋大の酒好きだ。

　お前が意識を飛ばすまで面倒見てくれるだろう。




「セリア？　お前も大丈夫か？」

「もひろんでふ」

「よくわかった。さっさと寝て来い」

「はふ、おさけがほしいでふ」

　セリアは酒に弱いくせにすぐ飲もうとするからな。

　抱き上げてやるとすぐに寝息を立ててしまう。

　仕方なく彼女の部屋に運んでやる。

　他の男もいる所で余りに無防備だな。

　少し悪戯をしてやろう。

　ベッドに寝かせて、服を全て脱がし、枕元に二つのカップを置く。

　紙に筆跡がばれないよう左手で「昨夜は最高だったよ。愛しい君にまた会いたい」とメモを残す。

　完璧だ。




　セリアの部屋からの帰りに廊下でアルマと鉢合わせた。

　スウの面倒を見ていてくれたみたいだ。

　さすがに今日は母親のメルもスウを任せたらしい。

　ペコリと頭を下げるアルマ。

　そういえばさっき料理を羨ましそうに見ていたな。

　使用人が料理を口にできるのは冷めたり、宴が終わったりして下げられた料理だ。

　普段は割と適当で一緒に食べることもあるが、今日は客人もいるのでそういう訳にもいかない。

　俺は宴の場から、まだ出来たての肉が大量に乗った皿を掴みアルマに持たせる。

「これはもう冷めたから新しいのと交換してくれ」

　アルマは意味がわかったのか、頭を下げて嬉しそうに皿を持って走っていく。

　クロルやミティと一緒に食べるのだろう。




「お優しいですな」

　驚いて振り返るとセバスチャンが立っている。

　彼は武芸の心得はないそうだが基本的に気配が無い。

　なんでも執事はそこにいることすら主人に気付かれないことが理想なのだそうだ。

「そうかね」

　優しいなど自分で思ったことも言われたこともない。

「旦那様の周囲に女性が集まる理由がわかります」

「女に優しいのは下心からだよ」

「それだけではあのようにはなりません」

　視線の先でノンナとカーラがじゃれて、メルが笑っている。

「奥様と側室の方が建前もなく本気であれほど気を許しあっている。旦那様の器の賜物でしょう」

　褒められていると変な気持ちになってしまう。

　俺は酒をジョッキに注ぐとセバスチャンに押し付けた。

「これも古くなった。下げておいてくれ」

「かしこまりました。頂きます」




　セバスチャンのせいでなんとも言えない気分になったのでイリジナの尻を撫でまわしてやる。

　だが酒に夢中で気付きもしない、なんて女だ。

　ちなみにクリストフは撃沈して吐き出したのでアゴールに庭へと放り出された。

「あいつはいつまでも阿呆ですな」

「人生を楽しんでいるならいいじゃないか」

　アゴールと酒を交わす。

「三人の嫁ですか……それも美女揃い、特に奥方の美貌は輝くようですな」

　アゴールがこんな世辞を言えるとは思わなかった。

　だがお前も人のことは言えないだろう。

「お前も二人ばかりの女を楽しんでいるんじゃないのか？」

　アゴールが酒を吹いた。

「……ご存知でしたか」

「メイドがついてきたんだろう？」

「実はあれから一悶着ありまして」

　アゴールは服を捲って脇腹を見せる。

　そこには小型のナイフと思われる真新しい傷跡があった。

「刺されたか」

「はい、未亡人の方にグサリと」

　思わず笑ってしまう。

　そういえば俺も結構女のナイフで怪我をしている気がするな。

「今はどうしてるんだ？」

「どちらも家におりますが互いの仲はよくありません。婚姻の話など出そうものなら大騒ぎになります」

「常識的にはそうだろうな」

　俺もノンナとの結婚の際には少々揉めた。

「ハードレット様はどうやって女を納得させたのかお教え願えませんか？」

　説明出来る様な事ではない。

　流れと言うか……うーむ、難しい。

「とにかくベッドに引きずり込めばなんとかなる。二人まとめて相手してやれ」

　アゴールも実際二人を囲っているのだ、そういうこともしているのだろう。

「それが恥ずかしながら、私は彼女達をまとめて満足させる程の男ではないようで、特にメイドの方なのですが服を脱ぐと、いつも少し残念そうな顔をするのです。昔の男と何かを比べているような……」

　アゴールは酒のせいか普段語らない色の話題にも饒舌だった。

　すまん、メイドの昔の男は多分俺だ。

　激しい責めが大好きで簡単に失神したあの娘だろう。

　大きい、大きいと男根を撫でて喜んでいたメイドにとってアゴールの逸物は満点ではないらしい。

　力任せに責めまくれ！　乱暴なのも愛だ！　と助言してアゴールを置いてくる。

　真実には知らない方がいいことも多い。




　レオポルトは最初の乾杯の音頭以外はニナを従えて静かに酒を呑んでいる。

　本人達はあれでいいのだろうし、少女は幸せそうな顔で酌をしている。

　更にニナが酔ったふりをしてレオポルトに身を委ねるが、奴は振り払いはしない。

　二人の大切な時間を邪魔するのは忍びないな。




　さて、問題はここだ。

　アンドレイとナタリーの夫婦だ。

　ナタリーは子守に赤子を預けて来てくれたらしい。

　それだけ俺との関係を大切に思ってくれているのだろう。

　だが二人は並んで座っているが会話はなく、間に一人分の隙間が空いている。

　実は今日はアンドレイが孕ませた少女も呼んでいたのだが、いよいよ出産も近いので外出は控えていると断られた。

「せっかくのお誘い申し訳ありませんが、さすがにあの〝小さい体〟ですからお産も大変と思い、安静にさせております」

　ナタリーはわざとアンドレイに聞こえるように俺に説明する。

「あのような小さい体に欲情して、種を撃ち込むような男がいるとは信じられませんね！　あなた」

　今の彼女はまるで冷酷な魔女のようだ。

「全ては終わったこと。過去ではなく、未来を見て生きていく。それが人生だろう？」

　もうハードボイルドはいい。

　お前の評価は幼女好き一色に染まった、挽回不能だ。

　とは言え、昔助けてもらった恩もある。

　少し助け舟を出してやろう。

「彼も趣味が特殊なだけで悪い男じゃない。そう邪険にしてやるなよ」

「……一一歳の少女を手篭めにして孕ませるのは悪い男じゃないと？」

　そう言われると難しいが、あんたも子供にしか見えない。

　三〇後半の男が求婚してきた時点で気付いてもよさそうだ。

「昔のことを引きずるより未来だ。あんたとその子とどっちも幸せにすれば文句は無いだろう」

「それはそうですが……」

「これからはあの子と妻の二人だけを大切にしていく。そうだろう？　マスター」

　なんとか丸く治まったな。

「すまんがそれはできない」

　なんでわざわざ壊す！　この場は嘘でも一生大切にすると言えばいいものを。

「実はドロテアの修道院にいるオレリアと関係を結んでしまった、三人を大切にしよう」

　カコンと音を立ててナタリーのジョッキが床に落ちる。

　覚えている、あのアンドレイによく懐いていた歳の割りに幼い、子供のような女性だったな。

「彼女は俺を父親のように慕ってくれていた。だが俺は彼女を女性として愛してしまった。俺が彼女に想いを伝えると、戸惑いながらも体を開いて……」

　もう全ては手遅れだ。

　約定は裏切られ、平和は破られた、戦乱が巻き起こり、暗黒の時代が訪れるだろう。

　俺はゆっくりと席を外し、ナタリーは体調が優れないとしてアンドレイと共に帰宅すると告げた。

「お暇の前にクルミ割り器をお貸し頂けませんか？」

　ナタリーがミティに尋ねるが、背を押すようにして二人を玄関から見送った。

　男のクルミを割るならいっそ殺してやってくれ。




　二人を見送り、戻ろうとしたが玄関の脇に懐かしい真っ赤なハンカチ。

「来てたのか、なら何故招待を断ったんだ？」

　顔を出したのはカトリーヌだ。

　招待はしたが無視されていたのに。

「気が……向いたのよ」

　彼女が「気が向いた」程度の理由で子供を置いて来るはずが無い。

「祝ってくれるのか？」

「えぇ、おめでとう。ノンナさんが正妻とは母乳好きの貴方らしいわね。戦場で殺されて、妻子が奪われないことを祈るわ」

　カトリーヌの皮肉は無視する。

　彼女は俺を恨まないと心の安定が保てないのだろう。

　それに彼女は俺無しで生きられない体になっている。

　そのうちに心まで堕ちていくはずだ。

「あがれ、まだ料理も酒もある」

「いらないわ。ノンナさんにおめでとうと伝えて頂戴」

「あぁ、三人に伝えておくよ」

「三人ねぇ……性の獣に貪られて可哀想な人達」

　カトリーヌは爪先立ちになって唇を突き出す。

　三〇秒程のキス、彼女は体を離して立ち去った。

「言えば世話してやるのだがな」

　俺はカトリーヌが泣いているのに気付かなかったし、腹が少し膨らんでいることにも気付かなかった。

　彼女から言ってくるまでは気付かない。

　女が隠すつもりのことには気付かないふりをしよう。




　さあ宴もそろそろ終わりか、既に皆、果物やヨーグルト等に手を伸ばしている。

　未だに肉と酒を喰らっているのはイリジナとマックぐらいだ。

　エイリヒの「そろそろ」の声で客は帰り支度をする。

　この後、ブルーノの奢りで街の娼館に繰り出すそうだ。

　さすがにエイリヒは顔が売れているので無理のようだが、奴の英雄伝に惚れる女は多い。

　声をかければついて来る女はいるだろう。

「マック、お前はでかそうだから加減してやれ、壊すなよ？」

「……」

　マックは無言のまま静かに親指を立てた。

　荒れ果てた居間は使用人が総動員で片付ける。

　家人も皆、眠りに就くことになる。

　残ったのは俺とノンナ、カーラにメル。

　ドレスを整え直して俺の横にやってきた。

「いくか」

「はい」「ええ」「よろこんで」

　行き先は勿論俺の寝室。

　婚姻を結んだ夜、楽しい初夜の始まりだ。
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第61話　乱れ咲く三花　♯







「まずは私からお願いします」

　新婚初夜、いつもの夜とは違って一人ずつ順番に相手をすることにした。

　結婚しての最初の夜に一対一で愛されたいのは当然だろう。

　まずは正妻のノンナが一番に愛される。

「私達は隣の部屋で待っています。終わったら、いえノンナさんが気を失ったらお呼び下さい」

　俺が結婚式の前に他の女を抱かず、一週間程の禁欲状態にあったことは皆知っている。

　行為が自分達を失神させるぐらい激しくなることはわかっているのだろう。

　二人が出て行き、部屋には俺とノンナだけが残った。

「では、お願い致します」

　ノンナがベッドの横に立つ。

　花嫁のドレスを脱がすのは男の役目だ。

　壊れ物を触るようにゆっくりと手触りのよいドレスを剥ぎ取った。

　ノンナは生まれたままの姿になるが、一切を隠すことなく堂々と立っている。

　婚姻し夫婦となった以上、何も恥じることはないし、全てを見せる必要もある。

　それに隠すような体ではない。

　傷一つない新雪のような肌、華奢な体に目立つ巨大な胸、奮い立たない男はいない。

　俺も自分の服を脱ぎさって全裸になる。

　男根はこれ以上ないぐらいに天井を向いている。

「遠慮は要りませんよ。愛の神は宣誓した夫婦の初夜をご覧になっていると言われます」

　神様に覗かれているのか、ミティではなく。

「激しく交わることが愛の深さの証明になり、神はお喜びになるそうです」

　とんだエロ神様だが、その意見には賛成だ。

「じゃあ早速……の前にこれがある」

　俺はベッドの脇からビンを取り出した。

「それは？」

「見れば分かるさ」

　中身を部屋の床にぶちまける。

　最初は唯の小石であったそれは、ビンから出されるとすぐに様々な色に光り始めた。

「これは……魔晶石ですか？」

　知っていたか。

　この石は鉱山など、地下で稀に取れる宝石だ。

　魔力が結晶化したものではないとか言われてその名が付いた。

　空気に晒すとしばらく光を放ってやがて唯の石ころになる。

　淡く光るだけなので利用方法は特にないが、稀少なのでかなり高価……ビン一本分で金貨五〇枚の値がついていた。

「……なんて美しい、まるで違う世界にいるみたい」

　実用性が無いこの石が使用されるのは何かの儀式、そして男女の営みを盛り上げるためだ。

　床に撒かれた魔晶石は赤、黄、青、同じ色でもはっきりと光るものから淡いものまで様々で、満天の星空の中にいるようだった。

「さあ始めようか」

　石の光は強く無いが、これだけ大量にあれば、油の灯がなくてもなんとかお互いの顔は見える。

　俺はノンナを抱き上げてベッドに放り投げる。

　美しい光景に心奪われるノンナの太ももにそそり勃った男根を静かにこすりつける。

「……こんな、これほど素敵な初夜になるなんて……あぁ信じられない」

　覆いかぶさる俺に僅かの抵抗も恥じらいも見せない。

　キスをしながら穴を確かめるとノンナにはもう準備の必要はない。

　行為を終えた直後と言っても通じる程に潤っていた。

　仰向けになった彼女は全てを任せると足を開き、胸を自分で揉んでいる。

「今なら、どこまでも受け入れられそうです。思い切りドンと下さい」

「わかった。無理なら言え」

　ノンナの白い肌の上に肉棒を這わせてピンクの女穴にたどり着く。

　そこは今まで散々に踏み荒らしたはずだが、未だにとても綺麗だった。

　既に潤って薄く開いているが、それでも男根と比較すると、とても小さく入りそうにはない。

　だがもうこの穴は、そしてこの女は隅から隅まで俺のモノなのだ。

　遠慮せずに勢いよく腰を打ちつける。

「あぁぁぁっ!!!」

　男根は普段よりもずっと深く、ほとんど根元まで埋まった。

　彼女の胸が突きこみの勢いで大きく揺れる。

　一瞬苦しそうな声をあげた彼女はやがて落ち着いて、俺にキスの雨を降らせた。

　手を伸ばして男根とそれが突き刺さっている自分の穴を確かめ、隙間がない事に笑みを浮かべる。

「やっと、根元まで全部受け入れました。正妻として誇らしいです」

　ノンナはかつてない程に盛り上がっていたが、それでも俺の男根は華奢な体には大きすぎるのだろう。

　冷や汗が出ているし、柔らかい腹を撫でるとくっきり俺の形がわかるぐらい膨らんでしまっている。

「大丈夫です。どうぞ好きにお責め下さい」

　このままではいけないな。

　俺はノンナを後ろ向きにする。

「えっ！　それは」

　ノンナは俺と向かい合って愛し合いたかったのだろう、若干の抵抗を見せた。

　だが、俺はノンナを後ろ向きにして太ももを掴み、持ち上げる。

「きゃあ！　これは!?」

　こうすればノンナからは寝室に散らばった光が全て見えるはずだ。

　特に彼女はムードに影響されることが多い。

　この幻想的な光景の中で愛せば、腹にサイズ違いの物が入っていても快感を得れる。

「なんて美麗な……。この美しさ……言葉に出来ませんわ！　星空が部屋にあります！」

　俺はノンナを後ろ向き、前向きと持ち変えて可愛がった。

　彼女を持ち上げて揺すると乳ゆれが凄まじく、ばふばふと音をたてている。

　こんな光景を目に出来る男が世界に何人いるのか。

　それが更に俺を硬くし、結果二人共に刺激を与えてしまう。

「エイギル様！　愛しております！」

　正面から抱きつかれると胸から腹の体全体で乳が潰れてたまらない。

「ノンナお前は俺の妻だ！　俺の女だ！　これは俺の乳だ！」

「はい！　はい！　ノンナは全てエイギル様のものです！」

　少しばかり乱暴に愛を叩きつけるがノンナはそれを受けいれた。

　激しい行為はしばらく続く。







「あぁぁぁーー!!」

　ノンナが昇天し、俺も射精する。

　接合部から二人分の汁が噴き出るが、そんなことは気にせず動き続ける。

　二人きりの愛の時間はノンナが気絶するまで続くのだ。

　奥深くまで突き刺さって既に二度射精している。

　一度引き抜いて中の種を流し、水を飲む。

　しばしの休憩をしているとノンナが俺の顔の上に胸を乗せてきた。

「うふふ、どうですか？」

「あぁ、最高の胸だよ」

　乗った胸を揉み、乳首を舐める。

　ノンナの乳首は暴力的な胸と比べると、とても小さい。

　本人は少し色がついてきたのを気にしているようだ。

　だがこの程度で気にしていたらメルが発狂するぞ。

「いつ見てもすごい胸だな……こんな女見たことないぞ」

「あら、私もエイギル様のような巨大な男根は見たことがありませんよ？」

　顔を見合わせて笑い合う。

「勝負させるか？」

「喜んで♪」

　俺はベッドの真ん中に立ち、ノンナは足元に跪いて男根を見上げる。

「では参ります」

　ノンナは自分の乳房に涎を落とし、男根を挟み込んだ。

　女達に大きい、化け物と言われる俺のモノがすっぽりと覆われていく。

「……頭が出ました」

　だが全てを包むことはできず、先っちょが飛び出してノンナの眼前に出る。

　恐らく今まで性を貪っていたソレはとんでもない匂いだろう。

　たまらずノンナが舌を伸ばすが途中でやめる。

「胸だけで気持ちよくなって頂きます！」

「はは、任せるぞ」

　ノンナは自分の胸を器用に動かして俺をこする。

　単純に挟み込んでこするだけではなく、乳首を竿にあてたり、深く挟んでから胸を揉み解したりと様々な愛撫をしてくれた。

　快感自体はそれほど強いものではなかったが巨乳が男根を挟み込み、自在に動いてこね回す様は視覚からの快楽を一気に増幅するのだ。

「あっ、そろそろ種が出るんですね？」

「わかるか？」

「うふふ、伊達に何百回も精を受けてはいませんわ」

　事実、既に俺はいつでも発射できるほどに高まっていた。

　このまま胸に包まれて出したいが体にかけるのも芸がない。

「どう受けましょう？」

「挟んだまま飲めるか？」

　ノンナはにっこりと笑った。

「もちろんです。たっぷりお出し下さいね」

　ノンナの動きが変わり胸が音を立てて動く。

　体全体を使って既に射精寸前の筋が浮き出た男根を攻め立ててくるのだ。

　巨大で柔らかいノンナの乳房は肉棒を優しく刺激した。

「出るぞ！」

「んもっ！」

　鋼鉄のように硬くなった男根が一度大きく震え、射精を悟ったノンナが口に咥える。

　その頭を俺は本能で押さえつけてしまう。

「おっ！」

　玉に鈍痛がするような大量の射精となり、音をたてて精がノンナの口に流れ込んでいく。

　最初彼女は必死に喉を鳴らしていたが飲みきれないと思ったのか、より奥まで咥え込んで直接体内に種を落とすことにしたようだ。

「おぉぉぉ……」

「んぼっ……んぐっ……んん……」

　長い長い射精が終わり、彼女の腹まで入った男根をゆっくりと引き抜いた。

　さすがに満足した男根は小さくなっている。

　対称的にノンナはベッドにへたり込み、荒く息をついていた。

「はぁっ！　はぁっ！　ご覧下さい。一滴も残さず飲みました」

　ノンナは口を開いて俺に見せ付ける。

　彼女の腹には大量の精が溜まっているのか綺麗な口から精の匂いが漂う。

「よく頑張ってくれたな。嬉しいよ」

「夫の精を飲み干すのも正妻の務めです」

　正妻とは随分淫らな生き物だな。

「ではそろそろ……さすがに一晩中独占する訳にも参りません」

　ノンナは口元を拭いてベッドに横たわる。

　交替の時がきたようだ。

　体力を消耗し、情欲の火もついている今のノンナを本気で攻めれば容易に失神するだろう。

　今までの攻めはムードを味わわせるゆったりとしたものだったのだ。

「少し淫らな姿を見せてくれ」

　俺の男根は先ほどの大量射精で萎えてしまった。

　ノンナの裸体を見ればある程度硬くはなるが、どうせなら完全にそそり立った状態で相手したい。

「こういうのは……いかがでしょう」

　ノンナは寝転んだまま自分の乳房を掴み、口元によせて乳首を口に含んだ。

　マリアやセリアが見たら悶死するかもしれない羨ましい自慰行為だ。

　股間に血が流れ込む音がわかる。

　一瞬で逸物は天井を向き、ノンナから喜びの声が漏れた。

「よし、気持ちよく飛ばしてやる」

　俺は仰向けのノンナに覆いかぶさり、彼女の好きな正常位で男根を押し込む。

「あぁん！」

　ノンナは悲鳴を上げるが彼女の中はいつもより遥かに柔らかく、簡単に入っていく。

　そのまま胸板で巨乳を潰し密着する。

　彼女はこうやって抱き締められるのが大好きなのだ。

　俺の背中に回そうとする手を頭の上で押えつけ、激しいキスを見舞う。

　男根は足を腰に回し必死に密着しようとしてきた。

「ノンナ……」

「エイギル様……」

　互いの名前を呼びながら腰を振る。

　床に転がった満天の星空の中で肉を打つ生々しい音が響き、女は潮を噴き、涎を流して嬌声を上げる。

　小さな絶頂が何度も繰り返され、ノンナは自分の限界を感じたようだ。

「次で……とび……ます……。お顔……みせて……」

　最後は美しい光景よりも俺の顔を選んでくれたらしい。

　至近距離から見つめあい、痙攣を繰り返す穴から男根を引き抜く。

　ノンナは不満を訴えない、次に何が来るか知っているのだ。

「ふんっ！」

　引き抜いた男根を勢いよく再突入させて一番奥、子袋の入り口までズドンと突いた。

「ああぁぁぁーーーー!!」

　ノンナは全身で俺にしがみ付き、背中に爪を立てた後、ゆっくりと力を失ってベッドに沈んだ。

　断続的に股間に潮が当たるが、それも弱くなっていく。

　彼女の口から静かな寝息が出始め、男根を引き抜いて逆流する精をタオルでぬぐう。

「ふう……いつもよりかなりすごかったな」

　見ればノンナの穴は開ききってしまった。

　完全に緩んでしまったかと不安になる。




「大丈夫です。これならばすぐに元に戻りますわ」

　慌てて振り返るとリタがシーツを持って立っていた。

「すごい、幻想的ですね。こんな中で愛する殿方に抱かれては女はいちころです」

「リタか、悪いが今日は俺たち四人だけにしてくれ」

　さすがに新婚初夜まで他の女に手を出す気はない。

「存じております。ですが他の女の想いで濡れたシーツに乗るのは気分がよくありませんよ？」

　ノンナとの跡、シーツにはかなりの水分が含まれている。

　リタは手早くシーツを替えると飲み物を置いて退室しようとする。

「すまんな助かった」

　さすがにこのままだとカーラも不快だったろう。

「いえ、私の献身はいつか男根で還って来ると信じておりますから」

　リタはそそくさと退室する。

　ノンナを抱き上げて隣室に用意したベッドに運び、カーラを呼んだ。




「うわ……綺麗」

　カーラも部屋の中の星空に見とれている。

　後ろにまわりこんでドレスを脱がせながらベッドにいざなう。

「ノンナの匂いがする……」

　それは仕方ないな。

　あれだけ愛し合ったのだから。

「嫌か？」

「ううん。実はあの女のこと、そんなに嫌いじゃないし」

　聞こえてないわよね!?　と隣室に続く壁を叩いて厚さを確かめる。

　やはり二人は本当に仲が悪くは無かったんだな。

「でも今は私のだから。ノンナの匂いは追い払うわ」

　一番ノンナの匂いが付いている場所。

　彼女の一番奥まで入っていた男根を口に含む。

　最初から搾りとるような本気の口技、がさつな性格が出ているのか時折歯がかすめるが硬くなった男根にとってはいい刺激だ。

　仁王立ちした俺の足元、床に座っての愛撫はムードには欠けるがカーラは満足気だった。

　激しい動きに興奮を高めた俺が頭を押えようとすると口が離されてしまう。

「最初が口じゃ味気ないわ」

　最後に口に溜まった唾液を逸物全体にまぶしてぐちゃぐちゃと数度こする。

「乗っていい？」

「もちろん。してもらってばかりだな」

「いいわよ。何も初夜は男が攻めるものって訳じゃないでしょ」

　カーラが腰を落として受け入れる。

　だが、座り込まずに少し腰を浮かせている。

　彼女も俺を根元まで受けいれるのは苦しいらしい。

「くはぁ……この巨根、いつもながら凶悪ね。へたなロバとかより絶対大きいわよ？」

「お前もよく揺れるな」

　思わず揺れる二つの房を手で掴んだ。

　カーラは引き締まった体にグラマラスな肉体を持っている。

　揉むと連動するように穴が締まった。

「そうよ、私だって実は結構大きいのよ？　あの女が化け乳なだけよ」

　カーラも十分巨乳に分類される。

　ノンナが巨大すぎるので他の全員が霞んでしまうだけだ。

　本当に可哀想な胸なのはマリアであって……。

「他の女のことは考えちゃ駄目」

　カーラが首筋に噛み付いた。

　お前が話題を出したのだろう。

「わかったのか？」

「うん、膨らむもん」

「悪かったな。……それとそろそろ動いてくれないか？」

「いいよ、見ててね」

　カーラは両手を頭の後ろで組んで腰を使い出す。

　動きは単純な前後上下ではなくダンスを踊るように回転や仰け反り、前屈みになって胸を吸うように促がすなど多彩なものだった。

「どう？　いい？」

　カーラは俺の胸に片手を置き、片手を自分の腰に置いて踊る。

　胸はぶるんぶるんと動きまわり、更なる興奮を誘う。

「すごい動きだな。練習したのか？」

「うんっ、股にまくら挟んで「エイギルエイギル～」って夜な夜なね……膨らんだ！」

　自由人の彼女が毎夜俺のために性技の練習をしていたと聞いて燃えないわけがない。

　俺は辛抱できなくなって彼女の腰を掴み、猛然と突き上げる。

「んはっ！　すごい!!　……後、メリッサにも少し教えてもらったわ」

　カーラとメリッサが絡み合って練習している光景を妄想してしまう。

「……さっきより膨らんだ！　浮気モノぉ!!」

　カーラは俺の胸に両手を置いて激しく腰を動かす。

　先ほどまでの楽しませる動きではなく、精を受け取る為の動きだった。

「エイギルっ！　好きぃ！　いつまでも愛するわっ!!」

「カーラ、お前はいつまでも俺の女だ！　うっ！」

　俺の動きが止まったのを見てカーラは腰をおとして固定する。

　そして打ち上げられる種を感じて硬直し、胸の上に崩れてきた。

「びゅう、びゅう、びゅう、……一二回脈打ったね」

「数えるな、照れる」

「んふ、明日ノンナ達にも何回か聞こうっと」

　妻同士の仲は心配ないようだ。

　これから俺達は死ぬまで共にいるのだ。

　それは俺と女達だけの関係ではなく、女同士の繋がりでもある。

「あはっ！　量すごいねっ！」

　カーラが男根を抜くと俺の腹に種溜まりが出来る。

「もったいないわ」

　それをすくって性器に塗りこむカーラ、壮絶な光景に再び逸物は立ち上がる。

　それを見て彼女は立ち上がり窓まで移動した。

「あんまり時間かけると夜が明けちゃう、メルに悪いわ」

「気遣いなんてお前らしくもない。明けても全員が満足するまで続けるぞ？」

「元々そんなねっとりって性分でもないわ」

　カーラは壁に手をついてこちらを振り返る。

　先ほど塗りこんだ精で性器周りはドロドロだった。

「思い切り激しくして。家中に聞こえる悲鳴をあげちゃうぐらい」

「変態だな」

　立ち上がってカーラの後ろにまわりこむ。

「うちの女はみんな変態よ。だってエイギルの化け物チンポで喜ぶのよ？　うちの家は淫乱の巣窟なの」

　きっとノンナやセリアは猛反発するだろうな。

　だがカーラのこういう遠慮の無さが気に入っている。

「じゃあ淫乱女に仕置きといくか」

「ええ、巨根拷問で責めてちょうだい」

　尻を掴んで挿入する。

　すると俺の突き込みにあわせてカーラは思い切り尻を突き出し、子袋の入り口までめり込んでしまう。

「んきゃあああ!!」

　カーラは宣言どおり、家中に聞こえる悲鳴をあげた。

　そこからは嵐のように交わり、壁から机、ソファー、ベッドと後ろから接合しながら動き回った。

　もちろん腰は常に揺らされているので観客がいたらさぞ滑稽な姿だっただろう。

　だが実際には壮絶な交尾で、ソファーに押し付けて射精し、ベッドに転がして射精、床に足をついて射精と攻め立てて、カーラは嬌声を上げ続けていた。

「ねっねぇ！　もっと奥まで入らないかな？　子袋の中までさ。メリッサはやってるよね？」

　カーラは興奮極まって危険な提案をするが、子供も作りたいだろうし胎を痛めることはさせたくない。

「子供が欲しいならやめとけ。代わりに他の何か楽しいことをしてやるよ」

　カーラは既に最後の絶頂が近いらしいので止めの体位を選ばせてやろう。

「このまま後ろでいいわ……ただ、場所を……」

　カーラに促がされて窓際まで移動すると彼女はなんと窓を開け放った。

　更に窓から大きく身を乗り出し、風を感じている。

「これでいいわ！　激しく攻めて！」

「……聞こえるぞ？」

　聞こえるなんてもんじゃない。

　最早聞かせているの間違いだろう。

「女を抱いているだけじゃない。近所に知られるのはいや？」

　ノンナが頭を抱える姿が見えたが、今日ぐらいはいいか。

　どうせ俺の女好きは王都中の噂だ、知ったことか。

「そらっ！」

「あんっ！　……ああああああああ!!!!　んあああああ!!　きゃあああああ!!」

　挿入にあわせてカーラは息を思い切り吸い込み、ものすごい声で窓から絶叫した。

　明らかに快楽で上がった声ではなく、彼女の趣味嗜好だ。

　時刻は深夜、それなりに広い屋敷とはいえ、さすがに近所中に声が響く。

　真っ暗闇の中、隣家に小さな油の光がいくつもついた。

「ぶっといチンポきた!!　もっと突いてぇぇぇ!!　んほぉぉぉぉ!!　チンポ最高ぉぉぉぉぉ!!」

　カーラは外に向かってわざと聞くに耐えない下品な叫びを上げる。

　間違いなく隣家には丸聞こえ、俺の女狂いの評判に尾ひれが付くだろう。

　馬鹿カーラ!!

　ノンナが目を覚ましたのだろう。

　隣室から声が聞こえたが、さすがに大事な時間なので入っては来ない。

「人に聞かせるのもいいが、それよりもっと二人で楽しまないか？」

　俺としては人に見せるよりも二人で激しく愛し合いたいのだ。

「わかったわ。……でも、正直こうして下品なこと叫んで、人に聞かれてると思うと……」

　カーラの股間は洪水を起こしていた。

「もう好きにしろ……」

　俺は気にせずカーラを後ろから突きまくり、カーラは卑猥な叫びを上げる。

　既に家中の人間は起きていたし、隣の家の窓も開きだした。

　それでも俺達は遠慮なく愛し合い、いよいよ最後の瞬間を迎えた。




「もう出るぞ！」

「私も……限界っ！」

　既に卑猥な叫びを上げる余裕もなくなった彼女を後ろから抱き締めて首筋に吸い付く。

　俺の女だという証の跡をつけながら種を発射する。

「全部っ全部してっ！　お願い！」

　全部と言いながらカーラがこちらを振り返る。

　そして俺の指を口に入れて更に尻を揺らす。

「こういうことかっ！」

　全部の穴という意味らしく、強引に口内に指をねじ込み、もう片方の指で尻穴をほじってやるとカーラは満足げに窓にもたれかかって崩れ落ちた。

　さあ、次はメルかと思ったがカーラはまだ意識を飛ばしていない。

「もち……あげて……さいご……に」

「ん？」

　男根を引き抜き、後ろ向きのままカーラを抱えるように持ち上げる。

「そのまま……窓に……」

　なんだ？　と窓まで連れて行くと彼女は激しい交わりに薄く腫れた自分の性器を指で広げる。

「みてぇぇぇぇ!!　全部みてぇぇぇ!!」

　カーラの中から俺の種と大量の尿が噴き出し、月明かりに反射して綺麗な輝きを放っていた。

　窓の外へ放尿を終えると彼女は満足げに意識を失ってしまったのだ。







「……変態ですわね。家中どころか町中に響いていましたよ」

　リタが再度現れてシーツを替える。

　だが今回は床まで汁まみれになっている。

「普段のカーラさんから想像はつきましたが」

　と、リタは雑巾を出してこれも素早く処理した。

「ひどい変態……でも幸せそうなお顔ですね」

　静かに眠ったノンナと違って、カーラは目は半開きで舌を出し、足も下品に開いている。

　まさに陵辱されましたという格好だが、幸せそうに頬は緩んでいた。

「では次はメルさんですね。最後ですので遠慮なくベッドもお部屋も汚して下さい」

　リタは部屋の掃除を終えて退室していく。

　別に俺は部屋を汚して回るつもりはないんだが。

　酷い有様のカーラを待機部屋に運ぶとノンナがぺちぺちと頬を叩いている。

「……この変態、幸せそうな顔して……本当に変態」

　カーラの介抱はノンナに任せよう。

　さて次はメルだ。







「うぅ、夫が女を抱く音を隣室で延々聞かされるのはつらいですよ」

　メルは少しお冠だった。

　まずは口付けを交わして石の光の中で踊るように愛撫し合う。

「すごい、まるで星空ですね。こんなものを用意して、本当に女をとろけさせるのがお上手です」

　この石は女達に大好評だ。

　さすがに高価だが余裕があったらまた試そう。

「あの、先にドレスを脱がせて頂けませんか？　あまり高まってしまうと、大変なことに」

　よくわからないがドレスを剥いでキスを続ける。

　興奮が高まって強く抱き締めた時、理由に思い至った。

　胸を濡らす感覚に目をやるとメルの胸から白い乳が噴き出していたのだ。

「あぁっ恥ずかしい！　仕方ないではないですかっスウが乳離れしたばかりなのです！」

　今までスウに与えていた母乳で乳房が張ってしまい、刺激を与えられたら出てしまうのだそうだ。

　恥ずかしくはない、素晴らしい。

「胸で挟んでくれ」

「ええっ!?　挟むのですか？」

　メルもそれなりの乳の大きさを持つが、絶対王者のノンナや豊満なカーラ、メリッサがいる中ではあまり目立たず、奉仕で使うことはほとんどなかった。

「エイギルさんのは大きすぎて私のサイズではうまく挟めないですし、今胸をいじると、その」

「構わないからしてくれ」

　メルは仕方なく、母乳で張った乳房で肉棒を挟み込み、上下に動かす。

　その行為はメルにも少なくない刺激をもたらして……。

「おぉっ！　出た」

　乳首から白い噴水が噴き出て俺の体全体に降りかかる。

　メルはなんとか抑えようとするが乳房に男根を押し付けて刺激してやると更に盛大に噴出していく。

「もうっ！　こんなことしたら飛び散るのは当たり前です。最初からそれが目的でしたでしょう！　……ええっこうなれば最後までお付き合いしますわ、乳にまみれてお楽しみください」

　開き直ったメルは激しく体を動かし、俺の体もベッドも彼女の母乳だらけになってしまった。

「搾らせてくれないか？」

「本当に仕方のない方……お好きになさいませ」

　メルをベッドの端に座らせて後ろから抱きかかえ、乳房を揉む。

　たちまち母乳が飛び出るが量は少なかった。

「もっと根元からゆっくり搾って頂ければ……」

「こうか？」

　メルの助言通りにすると倍する勢いで母乳が出る。

　もったいないのでカップに入れておいた。

　集めた母乳を見せるとメルは真っ赤になって顔を背けてしまう。

　前戯も終わり、そろそろ一つにと体勢を入れ替える。

　男根はまだまだ元気で十分メルを喜ばせられるだろう。

　ふとメルが俺の男根を見ながらしんみりと語り出した。

「いつもながら……二〇近くも年下の男に抱かれて悦ぶ年増女なんですね、私は」

「おまけに母乳まで噴いてな」

　茶化してやるとメルは俺の大事な部分を強めに握る。

　思わず声が漏れてしまった。

「ええそうです。この怪物で狂わされてしまった哀れな女です。あげく子を産まされて妻にされました」

　子も妻もお前が望んだことだろう？

　というのは野暮だ。

「女として終わるまでこの怪物にお世話になるんですよね」

「終わっても穴が閉じる訳じゃないだろう？　綺麗でいればいつまでも抱いてやる」

「精一杯気を使いますね」

　お互いの性器をいじりながら会話を続けるが先に音を上げたのは俺だ。

「さあ来い」

　あぐらをかいて上に呼んだ。

「頂きます」

　彼女も既にこれ以上ないぐらい湿っている。

「ううっ!!　あはっ！　ふぅ……この体勢だと激しく動けませんけど、いいのですか？」

「ああ、これでいい。これがいいんだ」

　この体勢ならちょうどメルの胸が顔に来る。

「うふふ、中に入りながら乳が飲めるからでしょう？」

　ばれていたか、その通りだ。

　どうも俺の本能は女性の母乳を求めるらしい。

　もしかしたら母の愛などと、二〇の男には恥ずかしいものを求めているのかもしれないな。

「いくらでもどうぞ。スウも乳離れしましたし、全て飲んでくださって構いません」

　挿入の刺激で既に乳首に汁が滲んでいる。

　俺は噛み付くように吸い付いた。

「んあっ！　せっかく子が乳離れしたのに、大きな赤子が出来てしまいました」

　左右交互に乳首を渡り歩いて吸いまくる。

　メルの母乳はまだ十分に喉を鳴らせる量が出る。

「うまいな……癖になりそうだ」

「んもう、あっ！　大きな男根を突き刺しながら、んっ！　そんな無邪気なっ!!」

　腰をゆっくりと動かしながら胸に顔を埋めて母乳を飲む。

　メルはそんな俺の頭を優しく撫でてくれた。

「母乳が欲しいのでしたらいくらでも差し上げます。ですがもうスウも大きくなり、そろそろ出なくなってしまいますよ」

「それはもったいないな」

「ですが方法はあります」

　メルは俺が差し込まれ心持ち膨らんでいる腹を撫でる。

「三人とも安産で生みました。年期は入っていますが、まだまだ仕込めますよ」

　メルは三七歳、後二～三人は産ませられるだろうか。

　種付けに想いを馳せていると股間が脈動しだした。

　思いのほか興奮していたのか随分と早漏になってしまいそうだ。

「あら？　もうですか？　あっ!?」

「ぐっ！」

　膝に乗るメルを抱き締めて腰を突き上げる。

　一瞬の後、メルの腹がゆっくりと膨らんでいった。

　男根がぎっちりと入っているので零れることも無い。

「二人を散々抱いてまだこの量ですか……。次のお産の準備をしないといけませんね」

　俺は体勢を変えようとするがメルは肩を押える。

「できればこのままでは駄目ですか？　若い男に乳を与えて種をもらう。本音で申しまして信じられない程の快感です」

　俺を抱きしめる体は興奮で赤く染まっている。

　メルの顔にもまったく余裕はなく、激しくしなくても気を飛ばしてしまうだろう。

　体もそれに答えて大きくなった肉芽が股間に当たる。

　汗ばんだ体には無駄な肉も僅かについているが、柔らかくて抱き心地は最高だ。

「お前は三〇の後ろになっても美しいな」

「突然何ですか？」

「若い女にも負けない肌、美貌、そして種をつけたくなる腰と腹……」

「なっ！　なにを言うんですか、もう恥ずかしい！」

　メルがいくら文句を言っても俺は乳を頂く合間に様々な賞賛を贈る。

　当然腰は止まることなく動き続ける。

　吸われ、突かれ、褒められて、ついにメルが限界を迎えた。

　ゆっくりとした動きの中で彼女は痙攣し、俺の頭を抱き締めて果てたのだ。

「ぐうぅぅぅぅぅ、あっ！　あぁぁぁぁぁ……」

　ゆったりとした絶頂、だがここで予想外の事が起こってしまった。

「ああっ！」

「ん？」

　腕の力が抜けたせいで全体重がかかり男根がより深く入り込む。

　特別な夜に性感が高まっていたせいか子袋の入り口が緩んでいたのだ。

　そしてメルは三人を産んだ経産婦で比較的無理なく子袋が開く。

　にゅるりと音を立てて逸物の先が子袋を覗く。

　出産の時以来の痛み、そして男に全てを許した快感。

「っーーーーーーーー!!」

「うぉっ！」

　メリッサでしか味わった事のない子袋を犯す感触に射精が始まる。

　そして俺が子袋の中に直接射精した衝撃はメルの頭を飛び回り、彼女は声も出すことが出来ず、娘には見せられない、快楽に歪んだ顔で失神した。

　彼女の胸からは壊れた噴水のように母乳が飛び散ったのだった。







「全員満足なさったみたいですね」

　三度目のリタ、母乳だらけのシーツを手早く交換する。

「もう夜が明けます。私は一睡もできませんでしたわ。この礼は後日、体に下さいね」

　リタはニコリと笑って退室しようとする。

「雑役婦みたいなことをさせて悪かったな」

　リタはメイドのような服を着ているが俺の愛妾だ。

　無理やり押しかけたとは言え、使用人とは違って別に仕事をしなければならない訳ではないのだ。

「お気になさらず。ハードレット様のお役に立てるならば」

　それにふと気になった。

　何故リタはここまで尽くしてくれるのかなと。

「リタ、お前はどうしてそんなに俺に尽くしてくれる？」

「下心ですわ」

「金か何かか？」

「いえ、違います」

　リタは振り返ると俺の股間を指差す。

「私、殿方のモノと申しますか……。端的に言うなれば巨根が大好きなのです」

　言葉が出てこない。

「初めてハードレット様のモノを見たとき、何かの冗談かと思いましたわ。馬もかくやの大きさでしたし、形も素晴らしい。大きく張った肉傘、大量の筋が這う竿、おまけに鉄のような硬さ……全てが完璧ですわ！」

「お、おう」

「実際に抱かれてみれば見た目以上の素晴らしさ、死んでもいいと思いました」

　ですので、とリタは静かに言う。

「この素晴らしい男根で可愛がってもらえるのでしたら悪魔にだって魂を売ります。ハードレット様の足を舐めて小水をかけられるぐらいのことなればなんのこともありません」

「そ、そうか」

「ですのでこれからも遠慮なくこき使って、たまに逸物を叩き込んで下さいませ。それだけで私は幸せでございますわ」

　もともと支配されることに喜びを感じる女ぐらいに思っていたが、案外に闇は深かった。




「あのぅ……」

　扉が開き、ノンナとカーラがいそいそとやってきた。

　初夜の後、共に眠りたいと考えるのは自然か。

「うぅん」

　意識を飛ばしていたメルもすぐに気付くだろう。

「そろそろ朝だ。今日は夕方までゆっくり眠ろうか」

　二人がベッドに飛び込んでくる。

　眠っているメルを右手、左手にはカーラ、そしてノンナを体の上に乗せて俺達は眠りに付くのだった。








第62話　帰って来た手紙







「うーむ……」

　俺は激しい運動の後のけだるさを感じながら起き上がった。

　体にまとわり付く三人の女を起こさないように丁寧に引き離す。

　光を失い、ただの石ころとなった物を足でよけながら窓を開いた。

　日は既に高く昇っている。

「……うーん」

「……ぐえ」

　ノンナが寝返りをうち、巨大な乳がカーラの顔に被さった。

　おお、完全に鼻と口を塞いでいる。

　カーラは手足をじたばたとさせ、ついに乳を掴んで押し退けた。

「ぷはっ何よこれ！　新婚早々殺しに来た訳!?　受けて……ノンナ臭い」

　ノンナの顔がべたべたした物、多分メルの母乳に塗れている。

「そういえば昨日の最後は止まらなくなっていたな」

「でもつついても出ないよ？」

「やめてやれ、いつまでも垂れ流しの訳ないだろうが。吸ったらまだ出るだろうが」

「そうなの？　ちょっと味見してみるわ」

　俺も名残惜しい、片方もらってもいいだろうか。




「うーん、顔がべたべたします。…………どういう状況ですか？」

　ノンナが起きると目の前には眠りながら体をよじるメルと、その乳を片方ずつ吸う俺とカーラ。

　たっぷりと朝のミルクを頂いて今日も一日が始まる。







　明け方まで勤しんでいた俺たちは昼過ぎまで寝ていたはずだがそれでも居間に来ていない女は多い。

　昨日の様子から見てマリアとクウは完全に駄目だ、今日一日はきっと起き上がれないだろう。

　メリッサも少し頭を抱えている。

　今日も元気なイリジナは夜明けと共に起きて元気に庭を走っていたらしいが。

「今日ぐらいはいいか。新婚の俺たちも一日いちゃつこうか」

　ソファに腰掛け、美女三人にお茶や菓子を口に入れてもらう。

　こういう贅沢な生活もいいじゃないか。

　だが平穏は長く続かないものだ。




「うわあああああ!!」

　叫び声、セリアの声だな。

　あんなに取り乱すのは珍しい。

　どたどたと足音をたてて彼女が現れる。

　起きたばかりなのか髪は寝癖でひどいことになっていた。

「エ、エイギル様っ！　昨日、私どなたに部屋にっ!!」

「ん？　それは……」

　セリアは手に持っている紙を咄嗟に隠す。

　あぁそういえば昨日そんな悪戯をしたかもしれない。

　もう少し乗ってやろう。

「そういえば酔い潰れたお前をクリストフに運ばせたが、随分と長く話していたんだな」

　セリアががっくりと膝をついた。

　頭を抱えてぶつぶつと呪詛を吐いている。

「どうしてこんなことに……消さないと……口を封じないと」

　セリアが覚悟を決めたように顔を引き締めた。

「エイギル様、クリストフさんはどこにおられるでしょうか？」

「昨日は娼館に行くと行ってたからな。朝帰りで今頃軍の宿舎で寝ているんじゃないか？」

「娼館ですか……少し出てまいります」

　セリアがものすごい形相で外出準備をしている。

　まさかこの嘘が元でクリストフに可愛い彼女を取られるようなことはないだろうな。

　彼女が奪われたらノンナを奪われるのと同じぐらいのダメージを受けそうだ。

　だがその心配はなさそうだった。

「……セリア？　お前はどこにいくつもりなんだ？」

　短刀を太ももに忍ばせ、剣を持つ。

　飛び出しナイフや、見たこともない暗器を体につけていく。

「シュバルツをお借りします。確実に仕留めねばなりませんので！」

「待て、どこで何をするつもりだ？」

「事情は後で説明しますからっ！　離して下さい！　あの男の口を封じねば私はエイギル様の傍にいられないのです！」

　あの男の首さえ掻き切ってしまえば！　と騒ぐセリアは泣き叫び、何事かと人が集まってくる。

　結局俺は悪戯を白状し、新妻三人からも白い目で見られることになってしまった。







「ぁぁぁぁ、よかった、本当によかった、あの男に汚されて、汚液を注がれたと思って、うっうぅぅ」

　セリアは口から魂が抜けるような声を出して、その場にへたり込む。

　涙腺が決壊し、顔を手で覆って泣き出してしまった。

　そこまで嫌ってやることもなかろうに、クリストフは阿呆で無能だが悪人じゃないんだがな。

「……どうしてこんなつまらない嘘を吐くんですか？」

「エイギル～やりすぎ。泣いちゃったじゃない」

「冗談は人を選びますよ。ほらセリアちゃん、ルウと一緒にご飯を食べて落ち着いてらっしゃい」

　いや、俺はあまりにセリアが無防備だったから……と言おうとしたが皆行ってしまった。

　さっきまで女に囲まれて楽しく茶を飲んでいたのに、今はセバスチャンと二人きりだ。




「女をからかう代償は大きいな」

「女が泣けば言い訳は通りません」

「経験があるのか？」

「無駄に齢を重ねております故」

「この砂糖菓子は美味いな」

「私が作りました。こちらに袋詰めがございます。ご機嫌取りに使われるのがよろしいかと」

「すまんな」

　淡々と話すセバスチャンとの会話は孤独を癒すオアシスだ。




　セリアは泣き顔のまま居間で食事をし、俺の非道は二日酔いで寝ているマリアとクウ以外の全員に広がってしまったのだった。

　但し、クロルだけは初めて見るセリアの弱々しい泣き顔に惚れ直してしまい、不毛な片思いを続けることになってしまったようだ。

「セリア、悪かった。……ちょっとした悪戯のつもりだった」

「いえ、私こそ取り乱しました。エイギル様だけの体をあの下品な男に抱かれたと思って」

　本当にセリアはクリストフが嫌いだな。

「詫びではないが、これをやるよ」

　セバスチャン特製の砂糖菓子だ。

　袋にたっぷりと詰まってある。

「これは……お店の物ではないですね。美味しい！」

　セリアは密かにお菓子好きだ。

　周辺の菓子店のメニューは網羅しているし、新商品の情報も早い。

　彼女の部屋に夜這った時に見たが、各菓子店の推定焼き上がり時間をまとめた紙を張っていた。

　そういう所まで真面目な奴なのだ。

「気に入ってくれたら幸いだ。どうか今回のことは流してくれ」

「いえ！　元々気にしてはいないです！　びっくりして泣いちゃっただけで！」

「だが、これから酒には少し注意しろよ。本当に他の男に持って帰られることになるかもしれないぞ」

「気をつけます…………」

　神妙な顔をするセリア、俺の中にまた悪戯心が湧いてしまう。

「目が覚めたら横に裸のクロルが寝ていたりしてな」

　クロルがセリアに惚れていること。

　そして望みがまったくないことは当人達以外みんなが知っていることだ。

　笑い話で終わらせるつもりだったが、セリアから殺気が出始めた。

「もし……その様な失態をしましたら、あいつの竿と玉を切り取ってエイギル様にお詫びします」

　クロルが血迷わないことを祈ろう。




　数日は何事も無く流れた。

　ちょっとした事件としてノンナが俺との愛の行為を許可制に。

　つまり、側室以外はノンナに許しを得てから俺に抱かれるという方式を提案したのだが、女達の絶対反対と与党カーラの造反もあって潰された。

　正妻の横暴にお仕置きを求める声は大きく、ノンナは夜、愛妾達の前で公開処刑……俺に尻が真っ赤になるまで叩かれる罰を受けた。

　しかも顔では泣きながら、裏切り者カーラにぐっしょりと濡らしていることを指摘され、被虐趣味の変態との噂が流れて大きく威信を失墜させたのだ。

　これは夫婦の秘密だが、その日以来二人きりの時にノンナはたまに尻を叩いてくれとねだる。







　だが、そんな小さな事件は吹き飛ぶことになる。

「旦那様。お手紙にございます」

　俺は少し驚いた。

　手紙を持ってくるのは大抵ミティかアルマだ。

　稀にカーラが横からさらっていくことはあるが、色々と忙しいセバスチャンが直接持ってくることは少ない。

「三通……いえ、二通と一個でありましょうか。一通に王家の印がございました故」

「見せてくれ」

　内容は最近本格的に詰めていた話、東方独立軍が二千名の兵員を持って正式に発足したのだ。

　近く設立式をしてそのままラーフェンへと移動させる。

「ついにきたな。これで領内の盗賊共は一掃されるだろう」

　何しろ、人口二千の領内に同数の武装兵が入るのだ。

　盗賊の立場になれば、これほど割りに合わない職場はないだろう。

「二千人分の補給物資は王国から支給されるとは言え、ここまでの兵力を何故辺境に配置するのでしょうか？」

「表向きは山の蛮族の征伐でしょうな」

　セリアの問いにレオポルトが答える。

　山の蛮族、今は大人しいがいつ現れるかわからない。

　人数は正確にわかっていないが、数百人ではきかないだろう。

　そして彼らは農民と違って女子供まで全員が戦力と言っていい。

　それを考えれば二千の兵士は異常な数ではない。

「それが建前ですか？」

　セリアは最近レオポルトの言うことにも耳を傾ける。

　自分よりも戦術、戦略に詳しいと認めて吸収しようとしているのだろう。

　奴にはセリアに手を出したらニナを頂くと言ってある。

「そうですね。答えは中央軍にあります」

　エイリヒの中央軍は傘下部隊を第一軍団から第三軍団まで分けて既に三万を超える規模にまで増強され、今も強化されている。

　これはアークランド戦争で受けた損害の回復と言うには無理がある。

「中央軍の増強を考えれば答えは明白です。陛下は北部諸国全てに仕掛けるつもりでしょう」

「そんな！　彼らは味方なのでは!?」

「外交に敵味方はありません。利益があるから手を組む、それだけです。今のゴルドニアにとって彼らと友好を深める意味はありません」

「とすれば最初に仕掛けるのはどこだと思う？」

「トリエアですな。ユレスト連合とは国境を全面に接していますが、かの国はゴルドニアとの交流も深く、両国に血縁を持つ貴族も多い、出来れば戦わずに吸収したいでしょう」

　セリアはメモを取っている。

　そのメモ落すなよ？　外交問題になりそうだ。

「東方独立軍は横槍か」

「そうです。中央軍が南下するのにあわせて我々も南下します。トリエアは兵力的に劣る上、更に我々のために辺境に兵を裂くことを強いられます」

　ですが、とレオポルトは付け加えた。

「今の段階では無理でしょう。理由なく攻めれば侵略として他の国に介入の口実を与えます。彼らにとってはゴルドニアの豊かな土地は魅力的でしょうから。今の戦力で北部諸国全てを敵に回せばゴルドニアの勝算は薄い」

「なんらか開戦を正当化する口実、大義名分が必要なのか」

「そうです。それが何かはわかりません。私は政治にはあまり詳しくありませんので」

　これだけ語れれば十分だ。

　なんにせよ言葉通り蛮族の相手だけをすればいい訳ではないのだな。

「口を挟みまして申し訳ありません。他のお手紙はいかがいたしましょう？」

　つい夢中になってしまった。

　セバスチャンが差し出す手紙を確認する。

「これはアドルフか、セリア……」

　軽く見てセリアに渡す。

　奴の手紙は長い、前回は最後まで必死に読んで結論が「何事もなく順調でした」だった。

　よってセリアに任せる。

「これは…………あの男っ!!」

　内容は問題なかった。

　ただ前回返信したセリア代筆の手紙が、誤字と言い回しのおかしさを添削されて帰って来たのだ。

　暴れるセリアを放置してセバスチャンに最後の一つを出せと言う。

　だが、片手を差し出す俺に忠実な執事は躊躇していた。

「どうした？」

「いえ……これは手には余りますかと」

　セバスチャンが持っているのは箱、重そうなそれにはどっさりと手紙が入っていた。

「なんだこれは…………」

　とても一通ではない。

「それが、これで一通なのでございます。オルガ連邦からの専属配達人が参りました」

　専属の配達人は速達便よりも更に速い、一通を届けるためだけに馬を潰しながら駆けるのだ。

　もちろん値段も半端なものではない。

　こんなことが出来る人間はごくごく限られる。

　確認するまでも無いが一応送り主を確かめよう。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］ 我が愛しのエイギル様へ

　だろうな、分かっていた。







「オホン、それでは皆さんの意見を聞きたいと思います」

　手紙を前にしてノンナが音頭を取る。

　セリアが報告してしまったのだ。

「さすがにこれは正妻であるノンナさんに知らせないわけにはいきません」

　ということらしい。

　この中でクラウディアを知っているのは、ノンナ、セリア、メリッサの三人だけだ。

「それで何故あの方に手紙なんか書いたのですか？　厄介なのは分かっていたではないですか」

　三人以外はいまひとつ理解していない様子だがノンナの追求が始まった。

「以前、寝物語に話をしてな……」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　過去　　白都

「はぁはぁ…………よかったですわ。貴方のこれは女を殺す宝剣です」

「貴女こそより淫らになりましたね。燃えましたよ」

「あぁ愛しい人！　そんなに私を喜ばせないで頂戴！　たまらなくなってしまうわ！」

　俺はベッドに寝転がり、手を差し出す。

「おいでクラウディア」

　腕枕に乗ったクラウディアは俺へのキスを止めない。

「愛しい人、もうすぐ行ってしまうのですね……あの男の妻でなければ共に行くものを」

　あまり連れて歩きたいタイプではないが言わないのが優しさだ。

「私にできることがあれば何でも致しますわ。金子が欲しいなら揃えますし、女が欲しいなら使用人から綺麗所を差し上げます。貴族の女がお好みなら娘も差し上げます。どうぞ犯してやって下さい」

　昨日、同じことを目の前で言い放たれてからクラウディアの娘、クリスティーナは俺だけでなく母も怖がって引きこもってしまっている。

「大丈夫ですよ。旅を続けられる分の金はありますから、それより薬はいいのですか？」

　いうまでも無く避妊薬だ。

「ああっ！　本当に忌々しい!!　あのようなつまらない男の妻であるために貴方の種を受け取れぬなんて。私が孕めなかったのもあの男のせいに違いないわ。エイギル殿のように濃い種汁ならば今頃は！」

　クラウディアは感情の起伏が激しい。

　俺に犬のようにべったりと甘えたかと思えば、夫への理不尽で激しい怒りに燃える。

　名門貴族に嫁ぎながら子を産めぬことで随分と追い詰められたのだろう。

「愛しい貴方と、もしこのまま永久の別れになれば私は壊れてしまいます。せめて文を送る先だけでも教えてもらえませんか？」

「そう言われましても根無し草ですから。いつどこにいるとは言えないのです」

「……やはりそのように不安定な生活よりも、私の館で騎士をなさった方がよろしいのでは？　何もかも貴方を優先致しますのに」

「私もいつかどこかの町に居を得て、腰を据えるかもしれません。そうなったらこちらから貴女に文を出しますよ」

「本当ですね？　楽しみにしておりますわ！　覚えていてください、貴方は私の一番、全てなのです。望むことはなんでも言って下さい。貴方を振り向かせるためならば何でも致しますから……」

　クラウディアは俺に体をこすりつけ、力を取り戻した男根を再び飲み込む。

「太い、大きいわ！　腹を突き破って頂戴！　おぉぉぉー!!　淫らな私をチンポでハメ殺してぇ!!」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　今

「ここに腰を据えたのも確かだしな。金をもらって体をもらって、それっきり知らんと言うのも酷い話だと思って手紙を出したんだ。文のやり取りでも出来れば捨てられたとも思わんだろう」

「その結果がこれですか……」

　クラウディアの手紙は優に五〇通はある。

　筆跡から見て全て女性の文字、恐らく代筆無しで本人が直接書いたものだろう。

「高貴なお方への無礼を申しますが、この方は遊ぶには宜しくない女性かと思いますわ。自分で申しますが、私も男への愛が重い女と自覚しております。ただこの方は度を越えているものと見えます」

　リタも不安そうに切り出す。

　遊ぶために手紙を出した訳ではないんだけどな。

　寝物語とは言え、約束もあったし、領地経営の助けに金を貸してもらえるかも、との下心もあった。

　エイリヒも貴族同士の繋がりは大切だと言っていたしな。

「大事なのは当主との関係です。夫人を寝取ってどうするのですか」

　ノンナの冷たい声は聞かなかったことにする。

「それで結局どういう内容かわかったか？」

　さすがに長すぎるのでセリアに頼んで書いてあることを要約してもらう。

「……ぐぅ、こんな不快な読書は初めてです」

　セリアは時折舌打ちしながら延々と文を読んでいる。

　要約文が全然進まないところを見ると、ほとんどが意味のない、俺への賛辞や愛の言葉が並べられているようだ。




　しばらくの間、セリアは呻り、いらつき、溜息をついてようやく完成させた。

「で、できました。……私は少し休憩を頂きます」

　セリアはふらふらと食堂へ向かう。

　精神的にやられて甘い物でも補給するのだろう。

　さあ彼女の戦果を見ようじゃないか。




　愛するエイギル様へ　～略

　約束を守って頂いて感謝します。～略

　まさかゴルドニアの貴族とは驚きました。～略

　領地もお持ちになられたのですね。～略

　領地経営は大変でしょうからなんでも言って下さい。

　いくらでもお助け致します。～略

　ゴルドニアは王が代替わりし、戦争もあったと聞きます。

　我が家はゴルドニア王家とも繋がりがありますので、一度新王に挨拶に参ります。

　勿論建前で、本当は貴方様に会いに行くのです。～略

　貢物をいっぱい持っていくので期待して下さい。～略




「……なんだこりゃ」

　内容だけなら手紙一枚で十分だ。

　後の四九枚は延々と無駄な賛辞が書かれていたのか。

　時折セリアの顔が赤くなっていたことを考えると卑猥な言葉も並んでいたのだろう。

「予想はしていたが、こっちに来るのか」

　とは言え、白都からゴルドニアまでは長い旅路だ。

　まして貴族の夫人が旅するならば移動速度は俺たちが行った時の何分の一かだろう。

　それに連邦の寒さは厳しく、冬の旅はまず避けるものだ。

「今は冬だから出発できまい。連邦の遅い春を待ってから出発……旅程二ヶ月で、着くのは夏真っ盛りの頃だな」

　と軽く計算してみた。

「甘いです」「ありえないかな」

　ノンナとメリッサが即座に否定してきた。

「この手紙を見て下さい。こんなもの私は今まで見たことがありません。はっきり申しまして異常です！　こんなものを送る人が素直に春を待つとお思いですか？　もう既に、いえ、この手紙を書いた時には既に旅路の途中だったかもしれません」

　ノンナはそう言うが冬の旅路は本当にきつかった。

　他国王家への挨拶ならば、付き人や使用人で大人数になるだろうし速度もでない。

　本当に耐えられるだろうか？

「私が白都で見た限りだとエイギルさんへの執着がすごかったよね。さっき聞いた話でも娘だって望めば差し出すって言ったんでしょ？　途中で使用人が死んじゃうとか気にしないで全速力で来ると思うよ」

　メリッサもノンナと同意見のようだ。

　俺の考えが甘いのだろうか。







　後日、東方独立軍の設立式の場で答えは出た。

「ハードレット卿、では宜しく頼むぞ」

「はっ確かに陛下の軍、お預かり致します」

　設立式は終わり、二千の兵は俺の指揮下に入った。

　二日程の準備の後、ラーフェンへと出立する。

「うむ、それと卿にはもう一つ知らせがある。オルガ連邦の貴族、マロードル侯爵家から使者があった。なんでも余に挨拶に参るそうだ。即位以来、混乱が続いておったから遅れた、とな」

　知っている。

　とは言わない。

「侯爵本人は領地を何ヶ月も離れるわけにいかぬので夫人が来るらしい。言うまでも無く我が国にとって連邦との関係はこれ以上ない程に重要だ。そしてマロードル侯爵家は連邦の中でも伝統ある家柄でな」

　それも知ってる。

　もちろん言わない。

「過去に我が王家とも血を交わしたことのある家柄なのだ。一貴族家とはいえ無碍にはできぬ。そして夫人は先の戦争での卿の武勇伝を聞き、興味を示しておる」

　連邦の高級貴族が中央平原の小競り合いに興味を持ったとは思えない。

　この短期間で俺が手紙に書いた名字から調べたと思われる。

　なかなかの執念と行動力だ。

「そこで卿には夫人の接待役として、もてなしてやって欲しい。名門貴族のご夫人だ、刺激的な話に飢えておるのだろう。戦の話でもしてやれば満足するはずだ」

　絶対に満足しない。

　彼女は刺激的な行為を求めている。

「卿は女にだらしがないと噂だったがな。妻を娶ったと聞く、マロードル侯も心配せずに済むだろう」

　多分二人きりになった途端に夫人は全部脱いで抱きついてくるだろう。

　賭けてもいい。

「謹んでお受けいたします」

「うむ、到着時期だが……白都とは別の場所におったのだな。三週程、春には着くそうだぞ」

　再び女の執念を見た。

　更に王家へ使者が来たのは俺に手紙が来た日よりも遅かった。

　空恐ろしいものを感じたが、俺もクラウディアを抱いた時よりも色々と成長している。

　執着だ執念だと言っても、要は俺に惚れた女が抱かれにやってくるだけだ。

　返り討ちにしてやろうじゃないか、と笑みがこぼれてしまった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　冬

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主

　財産　金貨八〇枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）特注の大槍

　装備　黒いマント（呪）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）

　メリッサ マリア リタ クウ ルウ カトリーヌ（通い）

　使用人 セバスチャン（執事） ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（独立軍副司令官）シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

　経験人数四〇人　産ませた子六人








第63話　東方独立軍始動　♯







「全軍出立！」

　俺の号令で東方独立軍は列を成して街道を南下していく。

　目的はラッドハルデ伯爵領、及びハードレット子爵領の治安維持だ。

　エイリヒの領に入ったところで軍は大きく散開し、横に広くならんで行進していく。

「戦術的に考えれば頭のおかしい隊列だな」

　隊を横に引き伸ばして進むなど、愚の骨頂。

　敵に遠くから発見される上に全ての攻撃に脆い。

「目的はこけおどしです。問題ないでしょう」

　レオポルトが横に並ぶ。

　この馬鹿な行軍の目的はそこら中で目撃されることだ。

　盗賊も村人も、近くにいれば皆二千の兵を目にするだろう。

　やましい者は震え上がり、そうで無い者は安心する。

　それだけでも十分に効果的だ。

　心配された兵による村人への狼藉もない。

　不本意だが、俺のひん曲がった噂が役にたっていた。

「その強さ鬼神のごとく」

　町を背にし、押し寄せる万の敵を相手に一歩も引かず、斬り捨てること二〇〇人。

　女子供には優しいが、狼藉を働く者は一片の容赦も無く叩き殺す…………

　設立式では兵士の俺を見る目がどことなく脅えているようにも見えた。

　俺もこんな噂通りの人間が出てきたら怖い。

　そもそも元はと言えばエイリヒが悪い。

　これから兵士諸君は俺の指揮下に入って仕事することになる。

　その内に真実が見え、慣れてくるだろう。

「レオポルト、隊を分けて賊退治だ。エイリヒの領内は任せる。俺はこのままラーフェンへ向かって俺の領内を掃討する。一週もあれば終わるだろう」

「はい。承知致しました」

　レオポルトは東方独立軍の副司令官として指揮を執ることになっている。

「私は！　私は何をすればいいですか!?」

　横からセリアが主張してくる。

　馬の体格差もあって彼女の頭がちょうどいい按配になっていたんだが、腕置きと言うと怒るだろう。

「お前はラーフェンに着くまで槍騎兵を率いて本隊の外周を警戒。できるだけ森や茂みの怪しい場所に近づいてやれ、多分それだけで賊は逃げ散る」

　少人数の盗賊にとって、騎兵の集団は悪夢だ。

　姿を見せるだけで慌てて逃げ出す。

「逃げ散った賊にも遠慮はいらん。可能なら殲滅してしまえ」

「了解です！　騎兵隊続け！」

　セリアの号令にしたがって槍騎兵が駆けて行く。

　当初は兵達に舐められていた彼女だが、尻を撫でた大男を二人ばかり気絶させてから認められたようだ。

　決まり手は金的蹴りと顎へのハイキックだ。

　セリアは体の成長に合わせて順調に強くなっている。

　今までも戦いの才能はあったが、あまりに体格が小さいので出来ることが限られていたのだ。

　体が育ってくれば結構な線まで行きそうだ。

　女としての部分も育ち、胸部対決ではマリアを破り、クウやカトリーヌを射程に入れている。

　調子付くセリアはノンナをも打倒すると意気込んでいるが無謀な挑戦だろう。

　人は王になれるかもしれないが、王は神にはなれない。

　あれはそういうものだ。

　セリアの乳勝負に思いをはせていると、伝令が来た。

　先ほど離れたばかりの彼女が早速賊を発見、攻撃しているらしい。

　一応報告に伝令は出したが圧倒的有利、援軍不要らしい。

　援軍を出してくれと言われても駆けまわる騎兵を追いかけていくのは骨なのだが。

「やはり槍騎兵は便利に使えるな」

　先ほどセリアが連れて行った槍騎兵とは言葉通り槍を装備した騎兵だ。

　武装が強力な大槍なのに対して、防具は貧弱で革鎧を着ているだけ、馬体もほとんど防御されておらず剥き出しに近い。

　偵察や伝令に当たる一般的な軽騎兵に本格的な槍を装備させたようなものだ。

　正面から長槍隊に仕掛けたり、弓隊の標的になれば大きな被害は避けられない。

　騎兵同士の戦いでも不利な立場に置かれるだろう。

　だが軽量なので、金属鎧をまとった重装騎兵よりも迅速に移動でき、馬の疲れも少なく持久力も高い。

　それでいて、槍を並べての騎馬突撃など騎兵としての活躍は十分にできる。

　広い領地を素早く駆け回るには最適の部隊だった。







　本格的な兵力を得て、俺とエイリヒ領内の治安は急速に改善していく。

　俺が到着してから続いた一週間ばかりの掃討作戦で領内の盗賊達はほぼ壊滅したと言っていい。

　一方エイリヒ領内で蔓延していた役人の不正行為も、直接的な物に関しては排除されていった。

　領内を兵士が動き回っている状態で不法な関所や無法者と共謀しての強盗補助などはできない。

「代官の私的な税に関してはどうにもならないけどな」

「搾取の種類が減っただけでも民にとっては朗報です。そもそも他領主の民がどうなるかなど関係ありません。私達の役目は治安の維持だけです」

　そりゃそうだが、セリアにはもう少し優しくなって欲しい。

　ただ彼女の言う事は正論だ。

　汚職だなんだは内政の分野、エイリヒが自分でやることだ。

「代官が好き勝手やってるって話は伝えておいた。後は奴次第か」

　ふとセリアがピクンと反応して一点を指差した。

「右！　賊らしき集団が森から逃げます！」

　まだ残っていたか、しぶとい割りに頭の悪い奴だ。

　軍隊がこれだけ大暴れしてるんだ。

　さっさと逃げておくのが賢い盗賊だろうに。

　見つかっては終わり、抵抗も逃亡もままならず、たちまち捕えられた。

「自分達は狩人だと訴えていますが。いかがしましょう」

　ここらに村などない。

　逃げれぬと踏んだら民のふりか、行動が遅い上に往生際も悪い。

　救いようが無いな。

　俺は手を振り下ろす。

　たちまち盗賊達に次々と槍が突き立てられた。

「貧相な土地だから賊も少ないと思ったが、結構な数がいるもんだな」

　場所から考えて村や行商人を狙ったものではない。

　恐らくトリエア統治下からの流民を捕まえて奴隷にでも売り飛ばそうとしていたのだろう。

「ですが、今日は一日回ってこいつらだけです。さすがにもういないのでは？」

「そうだな、今日で一斉掃討は終了する。後は通常の警備で問題ないな」

　兵達から歓声が漏れる。

　彼らもこんな何もない場所で汚い盗賊を探すのは飽き飽きしているはずだ。

「全隊転進！　ラーフェンへ向かう！」

　分割したレオポルトの隊もそろそろ戻ってきているはずだ。




「よくぞお戻りに」「任務は完了です。現地の警備兵に引継ぎました」

「今日は三人集まったぞ！」

　ラーフェンに戻った俺を出迎えたのはアドルフとレオポルト、そしてイリジナだ。

　イリジナの役目は私軍の創設、討伐作戦には参加させず、ずっと町で募兵させていたのだ。

「ご苦労だったな」

「いえ、強力な敵がいる訳でもありません。唯の作業です」

「こちらは少し問題があります」

　アドルフが割り込んできた。

　こういう遠慮の無さは大したものだ。

「どうした？　思ったよりも流民が集まらないのか？」

「いえ、逆ですね。想定よりもずっと多くの民が流れております」

「なんだ、なら問題ないじゃないか」

　アドルフは溜息をついた。

　セリアの目が釣りあがる。

　こいつはどこの国にいても、いつか地下牢に放り込まれるぞ。

「多すぎても都合が悪いのです。食料や家の確保もありますし、以前に労役に報酬を出して養うと言ったではありませんか」

　そうだったか？　よく聞いていなかった。

　セリアが頷いているのでそうなのだろう。

「人がいるならここラーフェンに住まわせて町を拡張したらどうだ？　何も農家だけが生きる道でもないだろう」

「このような辺境の町に新しい職など……ありますね」

　そう、ある。

　四〇〇人の町の近郊に兵士二千人の駐屯地があるのだ。

　彼らだって休みの日には酒を飲むし、飯を食う、服だって換えるかも知れない。

　今は町の許容量がまったく追いついていないので駐屯地内で済ませているが、できるなら皆、町で飯や酒を食いたいと思っているだろう。

　兵士達の士気を考えても町の拡張は好ましい。

「いいですね。人頭税や収獲税と違って商売の税は日銭で手元に入る。王家が払った兵士の給金が間接的にこちらに還元されるわけですか！」

　そこまで考えてはいなかったがな。

「いいでしょう、やりましょう。但し、軌道に乗るまでしばらくの間は持ち出しばかりです。頂いた金貨二〇〇枚では少し厳しくなるかもしれません」

「金は大丈夫だ。まず問題ない」

「はあ……？　理由をお聞きしても？」

　昔抱いた貴族の奥様が贈り物を持ってやってくるからだとは言えない。

　それにしても我ながら領地経営に女の金を見込むとは相当だな。

　当てが外れたらエイリヒに借りればいいか。

　何、豪華な舞踏会を開くぐらいだ、余裕はあるのだろう。

「ともかくそういうことでやってくれ。渡した金貨二〇〇枚でしばらくはやれるだろう？」

「わかりました。領主はハードレット様ですからね。仰せのままに致しますが、もう一つ厄介なことが」

　まだあるのか。

「民の流れ元ですが、大多数は西のトリエア王国占領地域で、これは想定通りです。ただ北西のゴルドニア占領地域から流れて来る者も増えてまいりました。我が領の噂は旧アークランド全域に広がっているようです」

　確かにそれはまずい。

　ゴルドニアの他の貴族から領民を引き抜いているとは……。

「よし、このことは秘密だ。向こうが怒鳴り込んできてから対処しよう」

　わざわざこちらから状況を教えてやる事はない。

　もしかしたらうまく凌げるかもしれないからな。

　これで方針は決まった。

　俺は数日休んだらまた王都へ戻らなければいけない。

　忙しい事だが、クラウディアの接待を王から命じられている。

　自慢ではないが彼女は手紙から見ても相当俺に入れ込んでいる。

　一週程度滞在して帰るなど有り得ないだろう。

　長期戦になるかもしれない。

「マロードル侯爵夫人の接待役でしたか。高位貴族の奥方ともなれば礼儀作法にもうるさく、色々と我侭もおっしゃいましょう。ご心中お察ししますよ」

　アドルフの言葉は正確ではない。

　クラウディアは俺が目の前で酒を飲もうが、机に足を乗せようが、例え尻を撫でてもきっと怒らない。

　そして濡れた目で迫ってくることは容易に想像できる。

　向こうは相当な覚悟を持って来ているだろう。

　俺も相応の覚悟が必要だ。

　今日は早めに休んで英気を養うとしよう。

「では俺はこれで休む、セリア、イリジナ可愛がってやるぞ」

「大声で言わないで下さい！　……お供します」「ああ！　久しぶりだ。たっぷり頼むぞ！」

　二人の肩を抱いて寝室に向かう。

　レオポルトは無表情、アドルフは両手を広げて肩をすくめる。




「あっ！」

　女の声に目をやる。

　いつか助けて、夜這いに来た女か。

　モップを持っているところを見ると館の掃除をしてくれていたのか。

「掃除役になっていたのか」

「あっはい！　少しでもお側にいれるかな、と」

　可愛いやつだな、名前は覚えていないが。

「お前も来るか？」

「なっ！」「ぬっ！　新顔か？」

「……お世話になります」

　セリアが不満気だが、撫で回して機嫌を取る。

　イリジナは女になにやら語っている。

「いいか、ハードレット殿はすごいぞ！」

「はい、存じてます。こんなぐらいですよね」

　女が手を広げる。

「いやいや！　更に燃えた時はこれぐらいにはなるぞ！」

　俺は三人を伴って寝室に入る。

　来るべき決戦に備えて演習を行おうじゃないか。







「あっ！　あん！　そこはだめです！」

「ここはどうだ？　うむ、可愛い豆だな」

　ベッドの上で抱き合っているのはイリジナとセリアだ。

　セリアは最初抵抗したが、俺がずっと見ていることと、キスだけは許さないことを約束させて渋々女同士の絡みを受けいれたのだ。

　体格差があるのでイリジナが半分身を起こし、セリアを持ち上げる形で互いの性器を愛撫している。

「イリジナさん！　あまり乱暴にしないで下さい……そこはエイギル様に捧げた大事な場所なんです！」

「わっ悪いな、よし！　ゆっくり……これでどうだ！」

「いきなり三本も入れるなぁ!!　このぉ！」

「わっ！　手首ごとは無理だぞ！　こら！　壊れるじゃないか！」

　俺はその光景をソファに座って正面から鑑賞している。

　女同士の絡みをこうやって鑑賞するのも楽しいな。

「お前らあんまり乱暴するなよ。口を使ったらどうだ？」

「……うぅぅぅ、まさか女の穴を舐めることになるなんて」

「セリアの穴は小さいな！　おぉ中も綺麗なピンク色だぞ！」

　口でなら乱暴になることもないだろう。

「いいぞ、そのまま続けるんだ。そうだ、ゆっくり竿を舐め上げろ」

　そしてソファには連れ込んだ女が横たわり、俺の男根に舌を這わせている。

　彼女の処女は俺が切ったが口での奉仕経験は無かった。

　これから誰かと恋愛をして結婚する事にもなるだろう。

　口技を覚えておけばきっと男は喜ぶに違いないので、教え込んでやることにしたのだ。

「うー!!　私もエイギル様のモノが舐めたいです」

「私はセリアのここを舐めるのも悪くないけどな！」

　三つの水音が響き、女達の絡みは徐々に盛り上がっていく。

　イリジナが深くまで舌を入れた途端セリアの足が伸びた。

「ああっ！」

「ん？　汁が出たぞ？　昇ったか？」

「イってない！　絶対にイってません！　エイギル様以外でなんてありえません！」

　あの足の動きは多分、ちょっとイったのだろう。

　援護してやるか。

「セリア、こっちを向け。俺に見せながら昇れ」

「は……はい。わかりました」

　セリアはイリジナに性器を舐められながら自分で胸をいじり俺の名前を連呼する。

「エイギル様、好きです。愛しています！　もう……だめええぇぇ!!」

　少しばかり距離はあるがセリアは大きく叫ぶと俺に向かって手を突き出して絶頂した。

　これで彼女の中では俺の指示で昇天したことになる。

「んっ、んっ、んぼっ！」

　股の間では女が懸命に奉仕する。

　そろそろ彼女にもご褒美をやろう。

　女を持ち上げて膝に乗せる。

　いよいよ挿入かと身構えるが、悪いがまずはセリア達の相手をしてやらないといけないからな。

　俺は女の股に手を差し込む。

　片手は大きくなった肉の芽をこすり、もう片方は穴の中に入れる。

　女を絶頂させるため、敏感な部分への集中攻撃だ。

　先日まで処女だった女が対抗できる訳も無い。

「ひぃぃぃぃぃーー!!」

　面白いぐらい足が跳ねて首が振られる。

　止めに肉芽を包む皮を強引に剥いてやると全身を一度震わせた後、自分の腕に噛み付いた。

「おっと!!」

　血が滲むほど強く噛んだので、口を開けさせるが、女は既に自我を保っていなかった。

　ばしゃばしゃと潮を撒き、舌が大きく突き出される。

　痙攣が治まるまで抱いてやり、意識を失ったのを確認してからソファに寝かせる。

「やっと私も気持ちよくなれるのだな！　よろしく頼むぞ！」

　俺は音が鳴るほど勃起した逸物を揺らしながらイリジナに覆い被さる。

　セリアも復活して、すかさずイリジナには許さなかったキスをねだってきた。

「咥えてくれ、上手かった方から胎を膨らませてやる」

　二人の女は先ほどまでの絡みを忘れ、奪い合うように俺の男根に群がってきた。




　その後も演習は過激を極め、翌日腰が立った女はイリジナだけ。

　特に名も知らぬ女は失神したまま俺達三人に攻められ、大股開きで舌を出して白目を剥いた見るも無残な姿になってしまったのだ。
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　同時刻　ノーステリエス河沿岸　港町

　一艘の船から次々と荷が降ろされる。

「これは王家への贈り物だ！　落したりしたら磔だぞ！」

　水夫達は文句を言いながらも普段からは考えられない程の丁寧さで荷降ろしを行う。

　そんな中、一際豪奢な衣装に身を包んだ女性が現れる。

「奥様、足元にお気をつけ下さい」

　使用人が手を差し出すが豪奢な女性はその手を払う。

「いらないわ、自分で歩けます。それよりも早く荷を降ろしなさい。まったく、ゴルドニア新王へ挨拶するだけなのに……このようなたくさんの贈り物など不要だったのです」

　そもそも新しい王になど何の興味も無い。

　ただの口実にすぎないのだ。

「奥様、此度のゴルドニア訪問は王の代変わり以来、初となります。公式な使節に準ずるものですので贈り物も相応のっ!?」

　豪奢な女性は使用人の頬を平手で打って言葉を遮った。

「うるさい！　荷降ろしを急がせなさい、あなたも手伝うのです」

　使用人は困惑しながらも水夫に混じって動く。

　女性は侯爵夫人、彼が口答え出来るような相手ではないのだ。

「ああっもう！　あの方をお待たせしてしまうわ。もし嫌われたらどうしてくれるのですか」

　一行はここに来るまでに相当の無理を重ねた。

　冬季の出発に加え、日が落ちてからも強行軍を続けており、途中で何人もの人足が倒れたが夫人は意にも介さなかった。

　ただ急げと、それを繰り返すだけだったのだ。

　使用人達は当主様、マロードル侯爵より特段急げとの指示は受けていなかったが、夫人がここまで言うからにはゴルドニア王家となんらかの約束があるのだろうと無理を続けたのだ。

　本当の理由を知るものはごく一部だ。

「その箱は一番丁寧に扱うのよ。傷をつけたら首を刎ねてやるから！」

　水夫が慌てて箱を二人で持ち直す。

「私の貢物を気に入って下さるかしら、金貨だけでは味気ないですものね。あぁ早く会いたい」

　自分の体を抱きしめる。

　そうすることで、男に抱かれた感触を思い出しているようだ。

「待っていて下さいね愛しい人。貴方の女、貴方のクラウディアが参りますわ」

　残りの旅程は一〇日程、だがクラウディアは常識通りの速度で進むつもりはない。

「さあ、早く仕度なさい。出発よ」

　ただれた恋に溺れる侯爵夫人の一行は再び陸路を進み始めた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　春

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主　私軍三〇

　財産　金貨七〇枚（銀貨以下割愛）

　武器　デュアルクレイター（大剣）特注の大槍

　装備　黒いマント（呪）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）

　メリッサ マリア リタ クウ ルウ カトリーヌ（通い）

　使用人 セバスチャン（執事） ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（独立軍副司令官）シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

　経験人数四〇人　産ませた子六人








第64話　進撃の夫人　♯







　ゴルドニア王宮

　貴族達が正装で整列し、王座にはアレクサンドロ王が悠然と座する。

　その貴族の中に俺も立っている。

　今日はセリアの同行が認められなかったので暇でしかたないな。

　この場に並ぶ権利を有するのは男爵以上の爵位を持つ者と王の兵士、使用人だけらしい。

　ラッパの音が響き、優美な衣装に身を包んだ王宮兵士が高らかに宣言する。

「アルベンス侯爵の名代、クラウディア＝アルベンス＝マロードル夫人、ご到着です！」

「通されよ！」

　王は大げさに宣言する。

　俺たちはそのために待っていたのにわざわざ演技をすることもないと思うが、貴族はめんどくさいな。

「ハードレット卿、国賓だ。いつものような態度は取るなよ？」

　隣のエイリヒが釘を刺してくる。

　そういえばそうだった、どうもクラウディアが来ると言われても緊張感がない。

　実は昔の女なんだ、とでも言えばエイリヒは卒倒するのだろうか。

　赤の絨毯の上を歩く貴人、久しぶりに見るクラウディアの印象は以前とはまるで違っている。

　背筋を伸ばし、ドレスを揺らして歩く姿はこれぞ貴族と感じさせる。

　クラウディアは王の前に進み出ると優雅に一礼。

「お初にお目にかかりますわ、アレクサンドロ一世陛下。この度は夫の名代として参りました。国賓として過分な厚遇、感謝に堪えません」

「遠路はるばるよくぞ参った。そなたとマロードル侯の誠意、感謝する」

　クラウディアは姿勢を戻してにこやかに語り出した。

「ご挨拶遅れましたこと、夫に代わってお詫び申し上げますわ。我が家と陛下の御身には似た血も流れておりますのに」

　マロードル侯爵家は昔、ゴルドニア王家より妻を娶ったことがあるらしい。

「なんの、余の即位より不幸ながら戦禍が続いた。いたし方のないことだ」

「寛大なお言葉感謝致します。早速にございますが……我らが主にして偉大なる王、ユトラント二世陛下よりの書簡を預かってございます」

　貴族達の間から僅かにどよめきが起きた。

　手紙を預かっているという事はクラウディアの訪問には連邦の最高権力者、ユトラント二世の公認があるということだ。

　彼女の重要度は更に増すだろう。

　クラウディアが恭しく文を取り出し、王が立ち上がってそれを受け取る。

　本来は王が直接受け取るなどありえない。

　オルガ連邦はゴルドニア王国の友好国、しかし長年の力関係は間違いなく連邦が上位だ。

　ただの国王同士の関係ではなく、序列に近いものがある。

　王とはいえ不敬は許されない。

「確かに受け取った」

「次に陛下への贈り物がございます。こちらをどうぞ」

　クラウディアは贈り物の目録を渡す。

「うむ、感謝する。余からも返礼として贈ろう」

　王の側近がクラウディアに目録を渡す。

　当然の事として両者共準備していたらしい。

「交換するならそれぞれ自分で貰っとけばいいじゃないか。重いもの抱えてこなくてもなあ」

「それが貴族の礼と言うものだ。それとハードレット卿、無駄口叩くなと言ったはずだぞ」

　エイリヒに怒られてしまった。

　ご苦労さんとばかりにクラウディアを見ていると目があった。

「っ！」

　クラウディアの顔が見る見る喜色に染まる。

　今にも踊り出さんばかりの笑顔で俺から視線を外さない。

「では、すぐに歓迎の宴を始めよう。紹介したい者もいる。夫人を休憩室へご案内せよ！」

　そのまま使用人に連れられてクラウディアは退室していく。

　彼女は最後まで必死に俺に視線を送っていた。

　最初は俺とは異質な貴族然とした印象を受けたが、あの目は俺の知っている色に狂った女だった。

「晩餐会の場で陛下は卿を接待役として紹介するだろう。無礼をして怒らすなよ？」

「大丈夫だよ。絶対にな」

　クラウディアが俺に無礼をされたぐらいで怒るはずがない。







「エイギル＝ハードレット子爵だ。先のアークランド戦役では余も心躍るほどの活躍を見せた男よ。我が国の案内もこの男にさせよう」

「初め……まして、宜しくお願い致しますわね、ハードレット卿」

　クラウディアの目は潤み、声は震えている。

　だがさすがにこの場で抱きつかない程度の理性は残していたらしい。

「うむ、卿の武勇伝には夫人も興味を示しておる。案内がてらに聞かせてやれ」

「はい。お受け致します」

「この男なれば、剣を持たせておけば護衛もいらぬかもしれんな。では頼むぞ」

　王とクラウディアはテーブルに着き、当たり障りの無い話をしながら食事をしている。

　だが、規則的な音が彼女の足元から聞こえている。

「さっさと終われ」貴人に相応しくない貧乏ゆすりの音はそう聞こえた。







　食事が終わり、舞踏会が始まる。

　貴族達は次々と主賓のクラウディアに挨拶していくが、ふと彼女が顔を手で押さえた。

「……申し訳ありません、気分が少し優れませんの、長旅の疲れが出たのかもしれません」

「それはいけませんな」「ご休憩を」「これ使用人、水を持て」

「少し休めば楽になりましょう。ハードレット卿、申し訳ありませんが風に当たれる場所に連れて行って頂けますか？」

　軽く腕にもたれる格好だが、掴む力はとても体調が悪いとは思えない。

　息が荒いのは衰弱ではなく興奮のせいだろう。

「承知しました。こちらへどうぞ」

「お大事に」「ハードレット卿、丁重にな」

　演技は完璧だ。

　俺はクラウディアをバルコニーや休憩室ではなく、中庭に連れ出した。

　人目のある所では彼女の希望に添えないだろう。

　しなだれかかる彼女をベンチに座らせる。

　会場から少し離れた中庭には誰もいなかった。

「大丈夫ですか。マロードル夫人？」

「…………違いますわ。あの男の名でなんて呼ばないで、私はクラウディア。貴方の女よっ！」

　クラウディアは俺の胸に飛び込んでくる。

　彼女は口紅をハンカチで拭い取ると顔中に嵐のようなキスを見舞った。

「貴方を失ったあの日から、ずっとこの日を夢見ておりましたわ！　愛しい人、我が心の主人！」

　ここまで言わせて、されるだけというのも失礼かと、俺もキスをしようと顔を寄せるが、顔はこれでもかと化粧されている。

　崩れてしまっても困るし、そもそも化粧臭いのは好きではない。

　唇を下げて首筋に口づけする。

「あっ、ここで？　いえ、私は貴方様の女、御心のままに致しますわ」

　口をずらしたのを性愛の情と勘違いしたクラウディアはドレスの中から下着を抜き取ってしまった。

　さすがにここでするわけにはいかない。

「…………やめるんだクラウディア。まだこの後もパーティがあるだろう？」

「そんなもの適当に体調が悪いと言って退席します。所詮は建前の事、いかようにでも」

　彼女の唇に指を重ねる。

「俺を困らせないでくれクラウディア。接待役として陛下に任じられているんだ」

　彼女は顔を化粧の上からでも分かるほどに紅潮させ、しおらしくなった。

「申し訳ありません。貴方を困らせるつもりはなかったの。つい愛が溢れてしまっただけ……お願いだから嫌わないでちょうだい」

　いやいやと首を振りながら俺の胸に顔を埋める。

　相変わらず感情の起伏が激しい。

「そんな器の狭い男に見えますか？　さあ下着を履いてパーティに戻りましょう。これからも時間はあります」

　だがクラウディアは動かない。

「すぐに戻っては先ほどの嘘がばれますわ。もう少しだけここに……」

　何故俺の前を開けようとする。

「私、貴方に奉仕する日を夢見て練習したのですよ？　使うのは口だけ、貴方様の服も乱しませんので安心してお楽しみ下さい」

「んむぅ……」

　クラウディアはズボンから逸物を取り出すと柔らかいソレを躊躇うことなく喉の奥まで飲み込む。

　まだ勃ってはいないソレを少しむせながら喉で擦って刺激する。

「洗っていませんよ？　せめて拭いてからのほうがいいのでは？」

　昨夜風呂に入ったきりだし、何度も便所にも行った。

　なんの準備もしていないそこは清潔とは言い難い。

「ぷはっ！　構いませんわ。貴方のお道具が汚れているなら口で清めますわ。なんなら小水でも飲みましょうか？」

「いや、平気ならいいのですが」

「硬くなってきました。続けますわね」

　勃ち始めたソレを再び喉奥に収めるが、先ほどよりも遥かに大きくなった逸物は喉一杯に食い込んでいるようだ。

　息ができないらしく、定期的に口から出して息をついている。

「大きいですか？」

「ええ、巨大ですわ……。以前に可愛がって頂いた時よりもずっと……んぼっ！」

　我慢ならないとばかりに腰にしがみ付いて咥え込む。

　見れば片手が下着のない股間に伸びてくちゅくちゅと音を鳴らしていた。

　エイリヒには無礼がないようにと言われたが、礼儀どころか小便をかけても怒らなさそうだな。

　馬鹿なことを考えながら奉仕を続けさせる。

　しばらくの間、中庭に淫らな水音だけが鳴る。

　クラウディアは随分と気持ちよく男根をしゃぶってくれるが、そろそろ時間もない。

　万が一誰かが探しに来たら大変な事になる。

「そろそろ時間がありません。激しくお願いします」

　わかったと頷くとクラウディアは勢いよく頭を振り出す。

　逸物は喉の奥に食い込み、何度もえずくが動きを止めようとはしない。

「えごっ！　んごっ！　うぇっ!!」

　すごい音を立てながら奉仕をする女の姿に俺の精も上がってきた。

「クラウディア……」

　頭を押えて意図を伝えるとコクリと頷く。

　了承を得て、俺は思い切り頭を押え、逸物を喉深くねじり込んで腰を振る。

　あまり時間をかけると息が詰まってしまうので数回腰を振って射精。

「んんんんん!!　んんん…………」

　ビチビチと精が当たる音を鳴らして頭を解放し、男根を引き抜く。

「んぐっ！」

　クラウディアは引き抜くなり口を押えて俯く。

　激しく喉を突かれた上にそれなりの量を射精されたのだ。

　嘔吐も仕方ないだろうと後ろを向いてやるが、彼女は顔を上に向けて上がってきたモノを飲み込んだ。

「……吐かれた方が楽なのでは？」

「とんでもない！　愛しい人の種汁を一滴たりとも無駄にしてたまるものですか！」

　愛が重いな。

　更にクラウディアは竿の中の汁も欲しいと何度も吸い付いてきたのだ。

「では戻りましょうか……あぁ、この場でこのオチンポを味わえたらどれだけいいことか……今夜は悶々と眠れませんわ」

　曲がりなりにも一方的に奉仕してもらったのだ。

　少しばかり役に立とう。

「両手で輪を作ってください」

「？　こうですか？」

　クラウディアが両手で作った輪、その中に男根を差し込む。

　男根は手の輪を通り抜けて彼女の顔面に迫った。

　そのまま三度程往復させる。

「どうですか？　これは夜の共になりますか？」

「すっすごい!!　巨大なモノが迫ってきます！　ああ、口が勝手に開いて……」

　逸物が顔に近づく度に蛇のように彼女の口から舌が伸びる。

　だがもう一度始めてしまっても仕方ないのでその度に腰を引いて逃げる。

「さあ、終わりです。戻りましょう」

「そんなぁ……」

　そそり立った逸物を無理やりズボンに仕舞い、服を整えた。

　クラウディアも名残惜しそうな顔をしながらも諦めて服を直している。

「今夜は今のを思い出してください」

「ええ、今夜は貴方の逸物で体中の穴をほじり回される想像をして、気が狂うまで自慰しますわ」

　気が狂ってしまっては困るんだがな。

　明日以降も接待役は俺なんだ。




　その後、クラウディアは何事も無かったかのようにパーティに戻った。

　しばしの歓談の後、宴は終わり、彼女は国賓用の離宮に宿泊するらしい。

「ではハードレット卿、今宵はありがとうございました。明日は王都を案内して頂けるそうですが……本当に楽しみです。〝貴方自身〟のことも色々とお教え下さいね」

　クラウディアはぺロリと口の周りを舐めて去っていく。

　周りの貴族は俺の武勇伝の話だと思っているのだろう。

　だが彼女が望んでいるのはもっと激しいことだ。

　明日に備えて今日は早めに寝るか。

　そういえば彼女の下着は結局俺のポケットにある。

　高級そうな絹の下着だし、女達の誰かにあげようか。




「絶対にいりません！」「いらないわよ、汚い！」「いりません。捨てて下さい」「いらないよ……」

「それはちょっと嫌だな」「ご命令なら履きます……うぅ」「小さくて入らないぞ！」

「いりません。常識でお考え下さい」

　家で事情を話すと全員が受け取りを拒否してしまった。

　仕方ないのでクロルのベッドの上に乗せておいてやる。

　あの年齢なら色々と使い道があるだろう。







　翌日、俺は昨日可愛がったノンナを腕枕しながらまどろみの中にいる。

　クラウディア来訪に危機感を覚えたのか、昨日の行為は激しかったのだ。

　元々あまり体力がないので、夜半には気を失ってしまったが、それでもその細い手が俺から離れることはなかった。

「可愛いやつだな……」

　ノンナの髪を優しく撫でる。

　夢の中でも俺と愛し合っているのだろう、顔がにやついている。

「うぅん……捨てないで……いかないで……エイギル様ぁ……なんでも……しますからぁ……」

　顔が急に泣き顔に変わってうなされる。

　起こしてキスでもしてやろうと思ったがその前にノックがある。

「朝から失礼致します。入室しても宜しいでしょうか？」

　セバスチャンが来るという事は必要な事だろう。

「構わない入れ」

　俺は腰だけをシーツで覆い、ノンナには布団をかけてやる。

「王宮より知らせが参りました。マロードル夫人がお呼びとのことです」

　いかに俺が接待役とは言え、王の離宮に泊まるわけにはいかない。

　夫人が領内の観光に出たいと思えば俺に使者を出し、迎えに行くことになっている。

　絶対に観光ではないだろうが。

「わかった行こう」

　仕度をする前にノンナにキスをする。

　彼女は疲れ切っているのか、セバスチャンとのやり取りにも目を覚ましていない。

「安心しろ。俺はクラウディアよりもお前だ、なにせ妻なんだからな」

　うなされていたノンナの表情が少しだけ緩んだように見えた。

「よし、何か簡単に食べる物を用意させろ。すぐに出かける」

「既に食堂に整っております」




　三〇秒後

「奥様、お茶の用意は如何いたしましょうか？」

「…………すぐでいいです」

　むくりと起き上がる。

　豊かな乳はシーツで押えただけだがセバスチャンは既に初老、欲情の目を向けることはない。

　ノンナも彼の前ならば過度の気は使わない。

「普通に御見送りすれば宜しいのではないでしょうか？」

「いいのです。例の女とまぐわる時、私の泣き顔が浮ぶでしょうから」

「……左様にございますか」

「セバスチャン、エイギル様には私が涙を流していたと報告して下さい。そうすれば外出の前にもう一度来て頂けるはずです」

「かしこまりました」

「はぁ、さっさと連邦に帰らないかしら」

　ノンナは不満げに呟き、ベッドに転がった。







「エイギル様！」

　クラウディアが俺に飛びついてくる。

　慌てて回りを見るが王の兵士はいないようだ。

　これを王の関係者に見られるとまた厄介なことになる。

「お待たせ致しましたね」

「いいえとんでもない！　本来私の方からお伺いしたかったのですが、兵士の方が案内役は呼びつけるのが慣例なんていうんですもの。お恨みしないで下さいね？」

「それでいいのです。私と特別な関係にあることが知れれば厄介な事にやりますから」

「そう思って従ったのですわ。そうでなければあのような兵士引っぱたいて貴方の所に向かいました」

　さあ参りましょうとクラウディアは俺の手を引く。

　護衛役や世話役が何人かついて来ようとしたが全て追い払っていく。

「うるさい！　私が良いと言っているのです。ここで暇を潰していなさい…………あら、お見苦しい。御者、一番の馬車を用意しなさい。クララは共に来るのですよ」

　クラウディアは使用人達を叱り飛ばし、合間に俺に愛想を振りまく。

　なるほど不安定すぎる。

　使用人達の苦労が見えるな。

　結局市内観光には四頭立ての大型馬車に俺とクラウディア、御者と付き人の少女四人だけが乗って出かけることになった。

「しかし、本当に豪華な馬車ですね。これほど中が広いとは」

　馬車の中は装飾もさることながら単純に広かった。

　更にワインや軽い食べ物なども備わって、今まで俺が乗った馬車とは次元が違う。

「本当は六頭立のもっと快適な馬車があったのですが、船に乗せられないと言うのですもの」

　これが連邦とゴルドニアの豊かさの違いだ。

　ゴルドニア王都では四頭立ては極稀にいるが、六頭立てなど見た事がない。

「それとエイギル様……他人行儀な敬語は嫌ですわ。私達の仲じゃありませんか」

　なら遠慮はいらないな。

　俺も敬語を使うのは苦手だ。

「じゃあクラウディア、使用人を降ろしてしまってよかったのか？」

「もちろん、彼らは邪魔なだけです。護衛なんてエイギル様がいれば要りません。一応付き人にはこの子がいますし」

　それが気になっていた。

　先ほどから俺たちの横に遠慮がちに腰掛けているこの娘、ショートの銀髪はセリアに似ているが活動的な雰囲気のある彼女とは違っていかにも大人しそうだ。

　冷静な雰囲気で何事にも動じそうにない。

　歳は若いが、すぐに美人になるだろう。

「ああ、クララですね？　ご挨拶なさい」

「クララと申します。奥様に買って頂き、使用人としてお仕えしています」

　クララは自己紹介するとすぐに馬車の隅に戻る。

　クラウディアと俺の関係を知っているのか、邪魔しないように配慮しているようだ。

「昨夜は人目もありましたから口で受け止めることしか出来ませんでしたが、この馬車ならば大丈夫ですわ。御者、ゆっくりと走りなさい。それと見た事聞いた事は全部忘れるように！」

「かしこまりました奥様」

　御者側の窓が閉まり、クララが両側の窓も閉める。

「体が燃えてしまうようです」

　クラウディアは一気に服を全て脱ぎ捨てた。

「さあ、可愛がって下さいまし！　この瞬間に焦がれて参りました……抱いて、いえ犯して下さいな」

　彼女にはまったく余裕はないようだ。

　これ以上女に恥をかかせる訳にもいかない。

　俺が前に立つと必死の形相で服を脱がせる。

　興奮するクラウディアに全て任せることにした俺は全裸のまま馬車の座席に足を開いて座る。

「凄まじい巨根……昨夜ベッドに入ってからこれに貫かれることを妄想してひたすら自分を慰めたのですわ……ようやく私の穴を埋めてくれるのですね。この時を何度夢見た事か」

　クララなど最初からいないかのように、クラウディアは大股を開いて俺の上に乗る。

　触ってもいないのにボタボタと汁を漏らす穴を自分の手で大きく広げ、腰を降ろしてきた。

　が、その動きは淫裂と男根がキスをした所で止まる。

　男の上で大股開き、おまけに両手で穴を広げている。

　場末の娼婦ですらここまでやると恥らうだろう格好のままクラウディアは俺を見て語り出した。

「五回ですわ……」

「何がだ？」

「私の穴が貴方様と別れて以来、男を咥えこんだ回数です」

　クラウディアがどんな性体験をしたか、少しばかり興味が沸いてきた。

「誰だ？」

「たまに白都に来るあの男……主人が四回と男娼が一度です」

　夫はわかる。

　というよりも俺が好き勝手踏み荒らしただけで、本来クラウディアは顔も知らぬ彼の妻なのだ。

　だが男娼とは……俺に会うまでは乱行三昧だったとは聞いていたが。

「お許し下さい。貴方に火をつけられた女の体に二年は長すぎたのです……」

「その五回、良かったのか？」

　クラウディアは首を激しく横に振る。

　がに股で男根を添えて話す姿に笑いを堪えるのに苦労するな。

「まったくダメですわ。あの男の粗末な逸物、下手くそな交わりはもちろん話しになりませんでしたが、女を抱くのに慣れた男娼でさえも貴方の教えてくれた強烈な交尾に比べれば子供の遊戯でした」

　言いながらクラウディアは肉芽を自分で擦り始めた。

　変な形になっている。

「ですのでそれ以降、一度も呼びませんでしたわ。それよりも張り型を使って貴方様のお名前を叫び自慰するほうがずっと気持ちいいですもの」

「それほど心待ちにしてくれていたとは男冥利に尽きる」

「ええ、それで……その……」

　クラウディアが腰を動かし、肉棒に穴をこすりつける。

　ああ、俺の命令を待っていたのか。

「いいぞクラウディア。お前の穴を味わわせてくれ、腰を落として受けいれろ」

「はいっ！　参ります！」

　クラウディアは一気に腰を落としてズドンと奥までねじ込んだ。

「ぎゃあああああああ!!」

　穴の広がっているメリッサや体格のいいイリジナでもこんなことをしたら悲鳴を上げる。

　高貴な淫婦はまるで腹に剣を突き立てられたように悲鳴を上げた。

「っ！」

　クララが窓を薄く開けて周りを伺い御者に指示を出す。

　馬車が速度を上げたのは周りの人間が不審に思うほどの声だったのだろう。

「大丈夫か？」

「えぇ……今まで短小の相手ばかりでしたので、広げておきました……ぐぅぅぅ」

　お前がいいならそれでいいと遠慮なく腰を使う。

　クラウディアは歯が鳴るほどに噛み締めながら腰を追随させてくる。

　彼女を膝に乗せて感じたのは一つだ。

「うむ……」

「お気持ち宜しいですかっ！　もっと腰を振ります！」

　女にしては随分重いな。

　彼女はメルよりいくつか下のはずだが明らかに前見たときよりも腹が出ている。

　俺の上で弾む度に腹の肉もつれて動く。

「まぁこれも醍醐味か」

「？　どうかされまして？」

　床で年増が若い女に優るのは性技と熟れた包容力のある肉体だ。

　この無駄な肉も抱き締めるには心地いい。

「なんでもないよ。ほら！」

　腰を掴んでたるんだ尻にバスンと叩きつける。

「んはぁ！　いいですわぁ。もっと激しく胎を荒らしてください！　私の穴も胎の奥までも支配して下さいませぇ！」

　互いに腰をこすり付けあいながら高まっていく。

　乳を吸い、尻穴をつついてと色々な悪戯をしている内にある事が気になった。

「お前の肉芽は随分と捲れているが……どうしたんだ？」

　陰毛を剃っているのと、過去の乱行のせいか黒いビラビラがはみ出しているのは知っているが、彼女の肉芽はこんなに捲れていなかったはずだが。

「よく気付いて下さいました。実はゴルドニアに来る前、貴方様が攻めやすいように肉芽の皮を切り取ったのですわ！　敏感な豆は貴方のためにいつでも剥き出しにしております！」

　少しばかり悪寒がしたが、せっかく俺のためにしてくれたのだ。

　味わってやるのが情けだろう。

「よし、クラウディア、肉豆を俺にこすりつけろ」

「ええ、そのために準備したのですもの。ただ、自分で擦っても容易に潮を噴いてしまうほどに敏感なのです。愛する人に押し当てたらどうなるか……」

「構わんさ。潮でも小水でも遠慮なく漏らせ」

「では……失礼をして」

　クラウディアは俺の陰毛にこすりつけるように腰を動かす。

　そして即座に絶頂した。

　だが俺は絶頂に飛び跳ねる彼女の腰を押さえつけ、更に激しく……まるでモップで床をこするような勢いでゴシゴシと淫核を毛でこする。

「ひぃぃぃぃぃーーー!!　ああぁぁぁぁーー!!」

　激しい水音を立ててクラウディアが失禁し、恥じらいに顔を隠すが許しはしない。

　豆を指で掴み、まるで自慰を覚えたての少年がするように激しく擦る。

　もちろん腰を動かして子袋を突き上げるのも止めはしない。

　本来なら痛みを感じる動きだが、もう彼女には何をやっても快楽に変換されるだろう。

　さて、終幕としよう。

　体勢を入れ替えてクラウディアを組み敷き、屈曲位に持ち込んだ。

　激しく音を立てて打ちつけ、もちろん肉芽をこするのもやめはしない。

　クラウディアのたるんだ尻がいい具合にクッションになって心地いいし、言葉にならぬ声でアウアウ赤子のように喘ぐ女を見ると男としての優越感を感じる。

　ふと視線をずらすとクララが表情の無い顔だが、こちらを見ている。

　ミティと同じような歳の彼女も激しい性交に興味津々のようだった。

「出るぞ！」

「だひ、だひて……おおぉぉぉぉ!!」

　クララに目配せして近くに来いと言ってやる。

　クラウディアにはもう何も聞こえていないだろう。

「ふん！」

　腰を深く入れて、肉芽を抓る。

「あおおおぉぉぉぉぉ!!」

　一際大きな声が上がり、肉棒がまるで手で掴まれたように締め上げられる。

　その締め付けをたっぷりと味わってから淫乱夫人の奥深くにたっぷりと精を放った。

「きたあ!!　種汁きたわぁぁぁ!!　おちんちんが噴いたぁぁぁぁぁ!!」

「……音がするなんて」

　クラウディアは大絶叫、クララは接合部から射精音がするのに驚いたようだ。

　メリッサが言うには俺の射精音は有り得ないらしい。

　すごく溜めて量が多い人だと「ビュッ」と音が聞こえることもあったようだが、俺のように延々と鳴り続けるとんでも無い射精は見たことがないと言われた。

「お、奥様!?」

　クララが慌てている。

　それも当然だ、クラウディアの腹が少しずつ膨らんでいるのだから。

「心配するな、俺の種だよ。それより何か受けられる物を持ってきたほうがいい。萎えたら噴き出るぞ」

　そう言って笑ってやるとクララは慌てて何かを探しているようだった。

　久しぶりのクラウディアの肉体だったが随分と美味しかった。

　クララが受けを準備するまで肉棒を萎えさせぬように目の前の女体に体を倒す。

　柔らかい体に包まれて居れば膨らむことはあっても萎えることはありえないのだ。







「良かったか？」

　しばらくして意識を取り戻したクラウディアの髪を優しく撫でる。

「ええ、最高です……いつも貴方に抱かれることを考えて慰めておりましたが、想像に数倍致しました」

　クラウディアは俺の足元に跪いて股間から足の指までを舐めている。

　特に足の先を舐めるなど、貴族にとって遊びにしてもあるまじき行為だが、爪先を幸せそうに咥える彼女にはそんな常識は届かなかった。

　クララにとっても、普段高圧的な奥方が奴隷のように足を舐めるのは衝撃だったようで、驚いた表情を隠さない。

　性交を見せてから彼女の能面のような顔が崩れている。

　やはり女は表情豊かな方が可愛らしいな。

　俺が奉仕を受けながらクララを見ているのに気付いたらしい。

「あら、クララが気になりますか？　小娘ですが中々の器量よしでしょう。奴隷市で見つけましたの」

　クララは僅かに頭を下げる。

「一年ほど前でしたか使い潰しの男手が欲しかったのですが、オークションでたまたまこの娘を見かけまして、ついでに買ってしまいました」

　さすがに「ついで」との言い方に少し不快感を感じる。

　クララも悲しそうな顔をしている。

「それ以上は言うな。気分のいい話じゃない」

「えっそんな……怒らないで、謝りますわっ」

　途端に慌てるクラウディア。

　なんとか俺の機嫌をとろうと思ったのか、奉仕を一気に激しくする。

　クララは何故俺が話をやめさせたのかわからないのだろう、不思議な顔をしてこっちを見ていた。







　その後、俺たちは適当にゴルドニアの名所と言われる場所を回ったが、説明は適当極まった。

　何しろ俺だって知らないのだ。

　目的は移動途中と休憩中のまぐわりだったのだからクラウディアも興味は無い。

　一応、俺自身の武勇伝は寝物語に聞かせたが。

　日も落ちて、クラウディアは離宮へ戻る時間だ。

　国賓である以上、治安の悪い王都の外へとほいほい出るわけにはいかない。

　人妻の彼女が外泊などもってのほかだ。




「名残惜しい……。ですが今日は濃厚な時間でございました。明日もお呼びして宜しいでしょうか？」

　嫌とは言えない。

「少し朝は遅めに頼むよ。下半身が疲れてしまうからな」

　これから家の女達を抱くから疲れるんだけどな。

「まあ、わかりましたわ。それと明日は贈り物がありますのでエイギル様のお宅に寄ってもよろしいでしょうか？」

　正直来て欲しくはないが、領地発展のためだ。

　もらえるものはしっかり貰っておかなくてはならない。

「ええ歓迎します。家人もいるが……」

「嬉しい。うふふ、これはお礼です。ご覧下さいな」

　クラウディアがスカートを捲りあげると口紅で太ももの際どい場所に数字が書かれている。

「精を受けた数を書いてみました！　滞在が終わるまでにいくつになるでしょうか。五〇？　一〇〇？」

　淫乱で愚かな女だが俺に懐いている以上、優しくはしてやる。

　離宮に着くまでのわずかな間に俺は指で夫人を昇らせて、この日の餞別とした。







「あぁ、疲れた」

　家に戻ったのは日も完全に落ちた頃だ。

　戦場で疲れ切ったことはあるが、こんなにどろりと残る疲れは初めてだ。

「セリア、ルウ、もう風呂は入ったか？」

　こういう時は小動物のような二人と一緒に風呂に入って癒されたい。

「えっとえっと、今から入るところです」

「はい。今出た……いえこれからです。ご一緒します」

　セリアは明らかに濡れた頭を拭いていたが、可愛いやつだ。

　他の女を呼んでしまうと、どうしても乱交になってしまうからな。

　せめて風呂では全てを忘れて疲れを癒そう。

　明日も忙しくなりそうだ…………。







　翌日

「まあ、こんな貧乏臭い屋敷なんて！」

　ノンナが凍りつき、メルの瞳の光が消える。

　クラウディアを屋敷に入れて最初の一声がこれだ。

　出迎えた妻、とりわけ装飾や家具を選んだノンナへの侮辱以外の何ものでも無い。

「あら、安っぽいカップ……私は気にしませんが、壊れてエイギル様が怪我でもしたら大事ですわ」

　そのカップはノンナが直々に選んだ来客用の物だ。

　それなりの品とは言っていたが……。

　ノンナは完全に引きつった顔でなんとか笑顔を作りクラウディアに礼をする。

「私はエイギルの妻、ノンナ＝ハードレットと申します。以後よしなに」

「同じく側室のメル＝ハードレットと申します」

「あらそう、よろしく。あら？　これが戦功の褒美に頂いた槍なのですね。美しいわ、正にエイギル様の武功と同じ輝きですのね」

　見事に視界外だな。

　妻たちの前で平気で腕を絡めてきた。

　そして呼び方もエイギル様になったようだ。

「あ、あの、マロードル夫人？　私、エイギルの妻なのですけれど…………」

　ノンナがたまらず迫るが、クラウディアは俺の隣から動かないし、視線も俺から離れない。

「さっき聞いたわ。私を馬鹿だと思っていらっしゃるの？」

「ぐぬぬ…………」

　さすがにノンナが今まで見た事が無い顔をしている。

　だが連邦侯爵家の力を知っているノンナは俺の立場を悪くしないためにも強くは出られない。

　カーラは絶対に殴りかかると思ったので、お菓子を持たせてドロテアの孤児院に遊びに行かせている。

　一緒に行かせたクウ、ルウの姉妹には夜まで帰すなと行ってある。

「クラウディア、お前にとっては見るものも少ないだろう。それよりくれるものがあるのだろう？」

「そうでした！　待っていてくださいね」

　彼女が連れてきた、屈強な男奴隷が次々と家に何かを運び込む。

「まずはお金です。このような貧しい暮らしをされてはお体に毒ですから。あぁこんな粗末な場所に住んでいらっしゃると分かっていればもっと沢山持って来ましたのに……」

　箱いっぱいに詰められた金貨に家人も使用人も凍りつく。

　百や二百ではない、あきらかに数千枚はあるだろう。

「このようなつまらない物は置きまして、これはいい物ですよ！」

　運び込まれるソレ。

「おぉぅ……」

　自分でも聞いたことの無い声が出た。

　それは甲冑、見事なフルプレートアーマーだった。

「戦場で怪我などされないよう、最高の出来の物を用意致しましたの。更に英雄に相応しい美しい仕上げにしておりますわ」

　鎧は確かに素晴らしい。

　恐らく下位貴族や騎士ならば家宝とするような逸品だ。

　甲冑は光に照らされて美しく輝く……そう輝いているのだ。

　鋼の表面に隙間無く敷き詰められた黄金によって。

「綺麗……」

　確かに綺麗だ、何しろ見た目には金そのものだからな！

　こんな者を着て戦場を駆ける奴は真性のアホだ。

　敵の攻撃よりも味方の視線に殺される。

　これを着るなら全裸でセリアに突っ込みながら指揮を執った方が恥ずかしくない。

「あ……ありがとう、感謝するよ」

　俺も大人になった。

　なんとか感謝の言葉が出た時に確信する。

　セリアが顔を背けている、笑ってやがるな。

「なんのエイギル様の壮健を祈ればこそです。そしてこれです」

　クラウディアは俺の指に指輪をはめた。

「ちょ！」「おい！」

　ノンナとメルがさすがに声を出す。

　メルからどすの利いた声が聞こえたが気のせいだ。

「うわぁ……」

　続くのはメリッサの声、彼女は宝飾品にはそれなりに詳しい。

　だが指輪についた石の高級さに感心する声ではないだろう。

　石は確かに美しい、そして大きい、大きすぎるのだ。

　隣の指二本に被さる程にでかい宝石がついた指輪。

　これで腹でも出ていれば成金の金貸しだ。

「最後はあちらになります。丁寧に、傷つけたら絞め殺すわよ！　あらやだ、おほほ」

　奴隷が慎重に持ってきたもの、それは大きな絵画だった。

「さあご覧あれ！」

　クラウディア自身の手で幕が落とされる。

「「「「「「……………………」」」」」」

　沈黙が支配する。

　普段から女が多く、にぎやかなこの家で昼間に耳鳴りがするほどの静寂を感じることは初めてだ。

　絵は写実的に描かれたもので、男と女が抱き合っている。

　女は貴族なのか高価そうな服を乱して男にしなだれかかり、男は荒々しく女を抱き寄せている。

　まるで今にも動き出しそうな見事な絵画だった。

　問題は女がクラウディアに瓜二つなことと、男がそこはかとなく俺に似ていることだ。

　偶然と思いたい。

「私に焼きついたエイギル様の面影を画家に伝えて描かせましたの。よく描けているでしょう？」

　必然だった。

　女達はあんぐりと口をあけて、文句も出てこない。

　妻のいる男の家に、自分と男が抱き合う絵を贈る。

　痛い、痛すぎる。

　実はクラウディアはもう狂ってしまっているんじゃないかと不安になる。

「是非、お目に届く所に置いて下さいな。私はいつでも貴方と共にありますから」

　頭が痛くなって来た。

「そうだわ、軍隊にいらっしゃると聞きましたので、お役に立つ物をお持ちしました。私は軍隊のことに無知なので説明もできませんが、庭に置かせますね」

　俺に耳を寄せてくる。

「国王陛下への献上品にする予定だったのですけど、私の大事な人は貴方ですから」

　半分横流し品らしい。

　これで本当に全部か。

「先ほどの金貨何枚あるかわかるか？」

「いえ、適当に持ってきましたので、二千、いえ三千でしょうか？　その程度ですわ」

　俺は使用人に命じて数えさせる。

　ミティやクロルは手が震えてうまく数えられないようだ。

　一方、セバスチャンはとんでもなく早く、数える手が見えない。

「五千枚……全然違うな」

「あら、ほんの倍ぐらいじゃありませんの」

　さすが侯爵夫人、金銭感覚が狂っている。

　俺は紙に金貨五千枚の借用書を書いてクラウディアに渡す。

「こんなっ！　私はあなたに貢ぐつもりで持ってきたのです。金貸しのような真似などしませんわ！」

　どの道、俺がこんな大金を用意できるわけがないんだからすぐに出所がばれる。

　何故マロードル夫人が俺に金を貢ぐのか、すぐに夫人が俺の言いなりになっていると答えが出るわけだ。

　俺の女に対する噂はひどいからな。

　そして俺は王に呼びつけられて、エイリヒが真っ青になる。

「俺のプライドだと思ってくれ、女性に金を貢がせて安穏と暮らすのは心苦しいんだ」

　割とそれは気にならないんだけどな。

「分かりました。ではこうしましょう」

　クラウディアは借用書に書き加える。

　返済期間　無制限

　利子　　　無し

　条件　　　一月に一度、手紙にて現状を知らせる事

「これで私は貴方に捨てられる不安に気を揉む事も無いわけです」

　いいだろう、どうせ返すあてもない。

　月に一度の手紙ぐらいは出してやるべきだ。

　……まさかクラウディアからもあの長文が毎月届くのか？

「さあ、終わりましたわ。このような屋敷でもベッドはあるのでしょう？　愛を語らいましょう」

　さすがにそれはノンナとメルが発狂してしまう。

　慌てて外に連れ出すことにした。

　クラウディアの背を押して屋敷の扉を出た直後。

「あの女！　調子に乗ってぇ！　厚化粧の豚女が！　丸焼きにしてやりたい！」

「ノンナさんこれ、クッションどうぞ。後おたまです」

「キィィーーー!!　国賓でなければ引っぱたいてやるのに！　このっこのっ！」

　柔らかい何かを叩く音、すまんノンナ、よく耐えてくれた。

「メルさん？　包丁なんか持って危ないですよ？　……それは今夜使う予定の鶏肉ですが、ええっ!?　そんな振りかぶって!!　血が飛びますって！　お顔にも血が！」

　こっちは危険な匂いがする。

　今夜の鳥肉は怨念が籠ってゾンビになったりしてな。
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　その後、クラウディアは何かしら理由をつけて滞在日程を延期し、最終的に滞在は一ヶ月に及んだ。

　その間、毎日のように俺を呼びつけて馬車の中で交わったのだ。

　途中からは馬車の中に大量の布団を持ち込んで、さながら動くベッドとなっていた。

　密室で肉を叩きつけ合う俺達と置物に撤する御者、そして給仕や体を拭く、付き人のクララ。

　それが俺たちの一ヶ月の日常になっていた。

　そしていよいよクラウディアの滞在最終日となる。




「どうぞ」

　俺が一戦終えて息をついているとクララがワインを差し出す。

　能面のようだった彼女は随分と俺に気を使ってくれるようになった。

　この一月、クラウディアはクララに対して人とも思わないような態度を度々見せた。

　俺はその度に彼女をかばってやったし、行き過ぎをたしなめた。

　そのおかげかクララの態度も柔らかくなり、主人がいない時ならば下らない話にも答えてくれるようになったのだ

「お前は主人の浮気を見てなんとも思わないのか？」

　クラウディアは完全に気を失っていて少しも動かない。

「はい、私のご主人は奥方様です。領主様は顔も知りませんから」

　そんなもんか、連邦の侯爵家ともなれば家もたくさんあるし、一使用人は把握していないんだろうな。

「だが毎日見せられるのはつらくないか？」

　買われた使用人とは言え、年頃の娘だ。

　あまりに生々しい浮気の現場に密着するのは嫌だろう。

「いえ、大丈夫です。それに」

　何だ？　と聞いてやる。

「白都のお屋敷にいる間、奥様をお慰めしていたのは私ですので」

　何をやっているんだこいつは。

　クラウディアを軽く足でつつく。

　クララが声を潜めて耳を寄せてくる。

「奥様は私に布団を被せ、張り型を持たせて、後ろから乱暴にとおっしゃいました。多分ハードレット様に責められていると見立てていたのかと」

　二人でくすくすと笑う。

「それに奥様はひどいんです。私は奥様に買われるまで処女だったんですけど、買われたその日に張り型で奪われました。私の細い体が憎らしいって……ほら奥様少しお腹が出ておいでですから」

　確かにクラウディアは歳の近いメルと比べても体系はかなり緩んでいる。

　仕事は全て使用人に任せて美食と観劇ばかりしているのだから当然か。

「それでハードレット様からの手紙が届いた時に焦っておられました。「なんてこと！　こんなだらしの無い腹では嫌われてしまうわ！」でも次の日にはケーキを召し上がっていましたわ」

　話が盛り上がり、つい声も大きくなる。

　だがそれが悪かった。




「……クララ、あなたどういうつもり？」

　いつの間に起きたのかクラウディアが怒りの声をあげる。

　最初は照れ隠しに怒っているのかと思ったがどうやら本気だ。

　考えてみるとクラウディアは使用人には容赦がなかった。

　ましてクララの行為は俺への告げ口に聞こえただろう。

「申し訳ありません！」

「あなた…………私とエイギル様の仲を引き裂くつもり!?」

「いえそのような、あうっ」

　俺が反応する前に平手がクララを打つ。

　手加減はまったくされていない。

「このっ！　買い取ってやった恩も忘れて！　お前など娼館にでも売り飛ばしてやる！」

　倒れこむクララを足蹴にしようとする女主人。




　二度目の頬を打つ音。

　打たれたのはクラウディア、打ったのは俺だ。

「あ……ぁぁぁぁぁ……」

　相当に加減したので痛みはそれ程でもなかろうが、ショックが大きいのか、へたり込んでしまう。

「いいか、俺たちはちょっとばかり笑い話をしただけだ。主人を話題にするのは不適当かもしれんが、本気でぶったり、売り飛ばすような事じゃない」

　クラウディアは下を向いている。

　まずったか？　王に告げ口されたり金を返せと言われると困る。

　だが予想は変な方向に外れた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめなさいごめんなさい許して下さいごめんなさいごめなさい許して下さいごめんなさい」

「ひっ！」

　突然謝罪を連呼しながら地に頭を付く主人にクララが思わず悲鳴をあげる。

　クラウディアの俺への執着を忘れていた。

　俺に手を上げられた、完全に嫌われたと思ったのだろう。

　だがこれはチャンスだ。

　まずは地に伏してひたすら謝る彼女にキスをする。

「大丈夫、お前を嫌っているわけじゃない。もう少しこの子や使用人にも優しくして欲しかったんだ」

「ほんとうに？　私嫌われておりませんの？」

　もう一度キス

「もちろん、俺のために色々尽くしてくれたお前を嫌う訳が無いだろう？」

「ああ、良かった。貴方に嫌われたら私もう生きてはいけない……」

「これからは使用人、特にクララには優しくするんだぞ？」

　髪を撫でながら優しく言ってやる。

　一度叱ってから優しくすると女性は落ちると誰かが言っていた気がするな。

「ええ、もちろんです。貴方様の言いつけですもの、これからは毎日良い食事をとらせてベッドも家具も買い与えますわ」

　何か違う気がする。

　だが彼女は更に俺の機嫌をとろうと思ったらしい。

「そこまでこの娘をお気にかけるのは、もしかしてお気に召しましたか？　それなら言って下されば良いのに……クララ、スカートをめくってエイギル様に大事な所をお見せしなさい」

「……かしこまり……ました」

　恥ずかしそうに下着を降ろして俺に綺麗なそれを見せるクララ。

　クラウディアに処女を奪われたらしいが、綺麗なピンクの穴はまったく男慣れしていない。

　俺はそれをじっくりながめた後、クラウディアを怒鳴りつけた。







「ここにいらっしゃいましたか」

　ここは離宮の入り口、時は既に夕暮れ、クラウディアはかえって早々寝てしまったらしい。

　使用人達が慌しく帰路の旅準備をする中、クララが俺の横に座った。

「いいのか？　主人の傍にいなくて」

「はい、ダメですけどもう奥様は私を叱れません」

　怒鳴りつけた後、狂乱状態になったクラウディアをクララと二人で愛撫し「二度とクララを物扱いせず自分の娘として扱う」と誓約させた。

　もし、クララがいなくなったり怪我や病気をしたら、お前を嫌いになるとも言っておいた。

　もちろん最後の思い出が怒声と言うのも憐れだし、叱った後でたっぷりと甘い行為をしてやった。

　俺もそれなりに女を抱いてきたと思うが、顔を撫でて愛を囁くだけで絶頂した女は初めて見た気がする。

「どうして私にこんな良くしてくれたんですか？　奥様の機嫌を損ねる方が怖いでしょうに」

　クララの目と顔には生気が戻っている。

　人間として話せる女はやはり魅力的だ。

　俺は太ももに手を這わせる。

「可愛い女を守りたくなるのは当たり前だろう？」

「……結局奥様の言った通り私をお気に召したんじゃないですか」

「けど俺はお前の体が欲しいんじゃない。心も欲しいんだ」

「奥様がとんでもなく美化して語るからどんな方かと思えば……唯の女好きじゃないですか」

「嫌いになったか？」

「いえ、私も引っかかってしまったみたいです。胸がどきどきします」

　クララは頭を俺の肩に乗せる。

「お前は化粧臭くなくていいな」

「奥様が聞いたら狂ってしまいますよ？」

　笑い合い、手をとって人の来ない庭師の道具小屋に連れ込んだ。

　人が覗いていないのを確認してクララのスカートをめくって下着をずらし、ズボンから飛び出た男根を握らせる。

「私、張り型しか経験が無いから……この大きさは怖いです」

「何もしなくていい。任せろ」

「いつ人が来るかもしれませんから脱がさないでお願いします……」

「余計な心配はしなくていい。いくぞ？　俺の女になれ」

　肉棒に唾液を塗りつけ、尻を掴んでゆっくりと入っていく。

　彼女はセリアよりも小さく、俺が抱いた最年少の女かもしれない。

　当然、穴も小さく、かなり無理のある挿入になってしまったがクララは袖を噛み締めながら耐え抜いてくれた。

「ふー、ふー」

　逸物は半分も入っていないが、クララの体は限界のようだ。

　さすがに体が小さすぎて攻めようがない。

　後ろから抱き着いて胸に手をやり、小刻みに腰を動かす。

　快楽を与えてやれるかどうかはわからないが、せめて俺の種だけでも与えてやろう。

「あうぅ……」

　俺にされるがまま体を揺らされるクララだが、クラウディアへの性奉仕の経験からか、次第に腰の動きを合わせてきた。

「無理しなくていいぞ？」

「いえ、尽くしている方が体も楽なんです」

　ふむ、なればちょっと試してみよう。

　少し強めに突いてみる。

「あわっ！　だめです痛い！」

　だめか、残念だが子供のような大人しい性交をするしかないようだ。

　ゆっくり、浅く、腰を動かしながら胸と肉芽を刺激していく。

「あのっ、あのっ！」

　クララが何か訴えているので良く見ると、彼女の足が地面から浮いていた。

　俺が少し興奮して力が入ってしまったようで今の彼女は男根だけで浮いている状態だ。

　どうせならばとそのまま持ち上げて突いてやる。

　彼女の体重は羽みたいなものだ。

　クラウディアの半分ぐらいじゃなかろうか。

　あまり長く時間をかけても見つかる危険が増える。

　そろそろだと耳元で伝えると、彼女は首を捻って目を閉じた。

　女がキスを好むのは万国共通だな。

　唇を合わせて舌を絡めながら、俺は宣言することなく射精した。

「んんっ!!」

　射精前の興奮で奥まで入れてしまわないように鉄の意志で自制しつつ入り口近くで発射する。

　奥まで入らないせいかボタボタと種が流れ落ち、小屋の中に水溜りが出来てしまった。

　明日庭師が気付かないことを祈ろう。

　射精にあわせてクララも軽い絶頂、本人が言うのはピリッとした気持ちよさが味わえたそうだ。




「初めての男はどうだった？」

「すごかったです。奥様が狂ってしまうのもわかります」

「ばれたら俺たちはひどいことになるな」

「ハードレット様はいいですよ。私なんか火あぶりにされちゃいますよきっと」

「もしばれたら俺から求めた、自分は俺の女だから手を出すと許されない、とでも言ってやれ」

「そうします」

　二度三度キスをして、クララも戻ろうとする。

　念のため予防線を張っておこう。

「クララ、この金を持っていけ」

　使い勝手のいい銀貨をまとめて渡す。

「これは？」

「向こうに戻ったら毎月俺に手紙を出せ、もし途切れたら俺からクラウディアに問い質す」

「こういう所に女性が絡め取られるんですね。わかりました、近況でも報告します」




　こうしてクラウディアとクララは去った。

　俺は多大な労力と若干の家庭内不和と引き換えに、大量の資金といくつかの高級ゴミを得たのだ。

　接待役の任も終わり、いよいよ王都から俺の領地へ、ラーフェンの館へ家族を連れて行くことになる。

　その夜、クラウディアの帰国に喜んだのか、関係を持っている八人全員の女がベッドに群がった。

　新しい酒の栓が抜かれてお祝いムード、特にノンナはこれ以上ない程嬉しそうだ。

　領主の館にはもっと大きなベッドがいるな。

　俺は女体の布団に包まれてそう思わずにいられなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　クラウディアの奇妙な贈り物

　レオポルトと並んで、納屋にしまったソレについて考える。

「これは、前にあいつが運びこんだ物だな」

「えぇ、何の説明もありませんでしたが、金属製なので錆びぬよう手入れだけはしています」

　本人も分かっていないみたいだったからな。

　武器と言っていたが、でかい金属の棍棒にしか見えない。

　なにやら袋に詰まった砂と箱の中身もセットのようだ。

「お前何かわかるか？」

「見たことはありませんが知識として見当はつきます……が明言はしかねます」

　レオポルトは博識だな。

　俺にはやはりオークが振り回すような金属の棒にしか見えない。

　中を空洞にして重量を軽くしている？　それならもっと細く作ればいいのに。

「いずれにせよ、王都で試せるものではありません。領地に運ぶまではここに保管しておきましょう」

「ま、好きにしてくれ」

　なにより昨夜の疲れがとれない。

　クラウディアがいなくなったと思ったら八対一だ。

「もげてしまうかもしれん」

「人は苦境を乗り越えれば強くなります。女性はまだ増えるのでしょうから、訓練と考えられては？」

「やかましい」

　しかし本当になんなんだろうな、この鉄の筒。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　春

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主　私軍五〇

　財産　金貨五〇五〇枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　装備　黒いマント（呪）黄金の鎧（笑）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）

　メリッサ マリア リタ クウ ルウ カトリーヌ（通い）

　使用人 セバスチャン（執事） ミティ　アルマ　クロル　ニナ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（独立軍副司令官）シュバルツ（馬）アドルフ（内政官）

　経験人数四一人　産ませた子六人

元々一話五千～八千文字を目安にしていたのですが二万近くになってしまいました。

さすがに元の区割りにこだわらず分割すべきだったかもしれません。










第65話　急襲







　クラウディアが帰国してから数週間が経ち、俺はいよいよ自領への引越しを決断した。

　最終的に決断した理由はアドルフからの手紙で、元領主屋敷の主だった部分の改修が終わったという連絡が入ったからだ。

　旧アークランドを支配する領主達の統治がよほど悪いのか、民の流入はアドルフの予想を超える速度で現在も続いているらしい。

　俺がクラウディアから借りた……断じて貢がせたわけではない、例の金があるので食料の供給や人夫を雇う賃金には不足ないが、治水や街道整備にも人数を入れればいいと言うものではない。

　それでもただ穴を掘って埋めるだけの作業をやらせるわけにもいかず、館の改修はちょうどいい労働力の使い道になり捗ったそうだ。

　レオポルトはニナを連れて少し前に出発している。

　軍の副指令官として準備があるらしい。

「これとそれも持って行きましょう。後これも要りますね」

「馬鹿じゃないの？　椅子なんて向こうにあるわよ」

「あら、ルウだめよ。その椅子は穢れた人が座ったから封印してるの」

「お母さんなんか怖い、スウが泣いちゃったよぅ」

「移動など槍と鎧、後は飯さえあればいいだろう！　なぁセリア！」

「私は貴方と違います！　お菓子表はミティにあげますね。向こうにお菓子屋できないかなぁ……」

「エイギルさん。どさくさにまぎれてお尻触らないでください！　母さ～ん」

「ハードレット様に触って頂けてるのですからもっと感謝して下さい。私なら突き出しますわ」

　女の買い物も騒がしかったがそれに数倍してやかましい。

　何しろ赤ん坊を除いても一〇人が引越し、うち八人は女だ。

　女達に任せるといつまでかかるか分からないのでセバスチャンに選別させた。

　こちらをすっからかんにする訳にもいかないので何もかも持ってはいけないのだ。

　残る者は孤児院組三人と家人では二人、一応メリッサには屋敷の女主人、マリアには使用人の管理を行う女中長としての肩書きを与えておいた。

　管理といっても悪戯を叱って、お小遣いを上げる程度のことしかないだろうが。

「クロル、屋敷に残る男はお前だけだ。万が一の時は皆を守れ」

「はっはい！」

　俺は剣を一振りクロルに渡す。

　クロルはイリジナに付き合って鍛錬していた。

　子供だが、うまくやれば一太刀ぐらいは入れられるかもしれない。

「死ぬのは最初、逃げるのは最後、それが男だ。いいな？」

「おっおう！」

　それなりの重さはあるが、毎日水汲みと薪割りをしていた体は容易にそれを支えた。

　何が役に立つかわからないな。

「……」

　セリアが無言のままクロルの頭を撫でた。

　自分からクロルに触ったのは初めてだな、可愛いので頭を撫でてやろう。

　大中小と人間が頭を撫でて繋がる姿は滑稽だ。

「あの！　セリアさん。俺あなたに言いたいことが！」

「聞きたくない。では行きましょうか」

　クロルはまだまだダメだな、そこは黙って見送るところだ。

　しかもマリアの説教つき。

　そりゃセリアは俺の女だ。

　主の女に言い寄ればひどい目に会う。

「まだまだガキだな」

　セリア、あいつはまだこっちを見てるからハンカチで手を拭くのはやめてやれ。

　女を信じられなくなるぞ。

　女達とセバスチャンが馬車に乗り込んでいく。

　四頭立ての大型馬車と荷物用の馬車が何台かあり、中々に盛大だ。

「エイギルさん……」

　マリアとメリッサはしばしの別れ、涙をためている。

　二人を両手に抱きしめて三人で舌を絡めるキス。

　通行人の夫人が子供の目を塞いで走り去るが知った事ではない。

「毎週手紙書くからね」「私も書きますよぉ」

　王都と俺の領地を結ぶ配達人は週に一度の出発だ。

　これでも王宮の文官に無理やり押し込んだ。

　爵位が初めて便利に使えた気がする。

「あぁ、行ってくる」

　それだけ言って馬車に乗り込む。

「たまにはこっちに来てね！」「気持ちの整理がつくまで迷惑かけます」

「「新しい女が増えたら教えて下さいね!!」」

　今は真昼間、人通りも多い。

　好奇と羞恥と僅かな軽蔑の視線を受けて俺達は王都を後にした。







　王都から俺の領までは荷馬車を連ねたこの速度では優に一週はかかる。

　周りには王都で集めた私兵が三〇名ほど護衛にあたっている。

　俺がいるとはいえ、これだけの人数だと目が届かないかもしれないので揃えたのだ。

　万が一、盗賊が出てノンナのティーカップが割れでもしたらえらいことだ。

「エイギル～あの甲冑着ないの？　綺麗じゃない」

　カーラが言っているのは例の黄金鎧、荷馬車の後ろに鎮座して美しい輝きを放っておられる。

　王都に置いておこうとも思ったのだが、見た目からして家に泥棒を引き寄せそうなので褒美の宝槍と一緒に持って来たのだ。

「あの槍を持って鎧を着込めば……ッ！」

　セリアが顔を伏せて笑う。

　そんな成金騎士になりたくはない。

「しかし本当に何もないところですね。連邦の辺境みたいです……」

　ノンナは初めてだったな。

　昔奴隷として売られ、運ばれる途中に見た光景と比べているようだ。

「何言ってる。まだここはエイリヒの領に差し掛かったところだ。俺の領地はもっと何も無いぞ」

「えぇっ!?　しかし村も畑もありませんよ？　これ以上何が無いというのですか」

　俺は下を指差してやる。

「まだここには道があるじゃないか」

　ノンナはショックを受けたようで、傍にいたルウを抱きしめる。

「わっわっなんですか？　うぅーおっぱい大きい……潰れます～」

　俺も対抗してセリアを抱きしめる。

「はうっなぜ突然？」

　この抱き枕は俺専用だ。

　そしてさっきから頭を乗せているのはメルの膝になる。

　何回か往復した道だが、これほど快適なのは初めてだな。







　良い事があればいつか同じだけ悪い事があるものだと、どこかで誰かに聞いた覚えがある。

　俺の領地に入り、明日にはラーフェンに着けるぞと皆で新居への期待を話していた時、悲鳴が全員を貫いた。

「敵襲ーーーー!!」「右手だ!!」「方陣を組め！」

　私兵が大声で叫ぶ。

　がちゃがちゃと鎧を着て走る音、剣を抜く音が聞こえる。

　だが、その音はすぐに悲鳴や怒号にかき消される。

　おかしい、ここはそれなりに開けている。

　敵が走ってきたとしてもかなり前から視認できるはずだ。

　待ち伏せか？　と考えたが答えは耳から入って来た。

「エイギル様！」「ハードレット殿！」

「わかっている。…………騎兵だ。それも多い！」

　騎兵が立てる蹄の音に緊張はなお一層高まった。

　セリアとイリジナは既に武装を完了、カーラも弓をいじっている。

「セリアは俺と来い。イリジナ、セバスチャンは馬車を守れ。カーラは可能なら敵を撃ってくれ。無理はするな」

　セリア、イリジナはあっと言う間に馬車の外へ飛び出していくが、戦闘に縁のなかった女達、特にクウとルウの動揺は激しかった。

　意外に度胸があるのかノンナとメルは落ち着いている。

「ノンナ、皆を頼むぞ」

「どうかご無事で」

　馬車を飛び出すなり、目の前に馬に乗って大きなナタを持った男が現れる。

　咄嗟に槍で突き落としたが、もうここまで押し込まれているのか。

　私兵隊は何をしている。

「ハードレット卿、奴ら盗賊ではありません！　蛮族共の集団です！」

　味方の男はそう言うなり、背に矢が刺さって倒れこんだ。

　なるほど山の民が降りて来たわけか。

　全員が騎乗……俺たちよりもかなり小柄な馬を使っている。




「ちっ！」

　更に矢を番える馬上の蛮族に倒れた男の剣を投げつける。

　セリアの投げナイフを真似てみたが……失敗だ、柄の方が顔面に当たった。

　まあ落馬したからよしとしよう。

「エイギル様！」

　セリアが走りよる。

　相手が全員騎馬ではセリアの剣では戦いにくい。

「馬を狙え、奴らは軽装だ。馬から落としてしまえ！」

　蛮族は統一されていない革の鎧をまとっていたが、馬にはほとんど防具はない。

　かろうじて鞍が乗っている程度で鐙もついていなかった。

「鐙なしで騎乗戦闘か！　大したもんだっ！」

　通り過ぎざまに俺の首を刎ねようとした男の剣を弾き、逆に馬から落とす。

　すぐにセリアが二度三度と剣を突き立て絶命させた。

　そのセリアに向けて矢が飛ぶ。

　かろうじて横合いから弾いたが危なかった。

　この混戦ではシュバルツを探している時間もない。

「手当たり次第だな！」

　奴等の戦術なのか騎乗のまま速度を維持して、走りぬけざまに首を斬ろうと突進してくる。

　一人目の剣を小手で弾いて首を貫き、二人目の剣は潜ってかわし、手を掴んで引きずり落とした。

　三人目は前の二人がやられたのでやり過ごそうと思ったのか、馬の背に伏せたので、馬の顔面に槍を叩き込んで、馬ごと地面に引き倒す。

「ぐぎゃ！」

　地に落ちた二人目に槍を突きたてとりあえず凌いだ。

　苦境にあった兵士達から歓声が上がる。

　だが依然不利に変わりない。

　少しずつ状況は見えて味方も対応し始めているが、四方八方から突進を繰り返す敵に翻弄されている。

「カーラ、敵の数をおおまかでいい。そこから見えるか？」

　カーラは弓を持って馬車の屋根に上がっていた。

「ざっと五〇、全員騎兵よ！」

　まずいな、こっちは三〇程度だ。

　しかも半分近くが既に負傷して使い物にならない。

「そりゃあ！」

　でかい掛け声でイリジナが敵を突き殺す。

　彼女の槍は重厚ではないが、軽装の騎兵相手には相性もいい。

「何人だ！」

「七人！　ていりゃ！」

　俺は三人か、負けていられないな。

　再び敵が三騎で突進してくる。

　同じ戦法ばかりでは飽きてしまうぞ。

　リーチ差を生かして奴らが振りかぶる前に両手を叩き落す。

　二組四本の腕が宙を舞い、最後の一人は驚いた顔のまま首を飛ばしてやった。

　イリジナのような綺麗な倒し方ではなく、血しぶき飛び散る派手で醜いやり方だ。

　その分、敵味方の士気へ与える影響も大きい。

　突進の後、再び戦いに戻ろうとしている騎兵が次々と倒れていく。

　カーラの矢が飛んでいるのだ。

　彼女の弓の腕は軍の人間と比べても相当のものだ。

　速度を落としたところを次々と射抜き、距離が遠い場合は馬を狙う。

　こちらの抵抗が激しくなってきたのを見て奴らはいったん下がるようだ。

　統率のとれた動きでたちまち引いていく。

「敵撤退します！」

「油断するな。奴らは騎兵、こちらは逃げられない。完全に撤退するまでは方陣を崩すな」

　カーラは追い討ちするように矢を射掛けるがそれに気付いた一騎の蛮族が剣をしまう。

「カーラ！　戻れ！」

「えっ？」

　騎兵は弓に持ち替えると後退しながら後ろ向きに矢を放つ。

　矢は正確にカーラを捕えて彼女は馬車の屋根から転がり落ちたが、地面に落ちる前にセバスチャンが受け止めて馬車内に引きずり込んだ。

「カーラさん!!」

「何！　やられたか！」

　セリアとイリジナが慌てて馬車に戻る。

　鐙無しでの背面騎射……こんなことが出来る奴はゴルドニアにはいない。

　いや鐙の上から正面の敵に当てられる者も何人いるか。

　完全に油断していた。

　蛮族の技術を我々の物差しで見ていた。

　乱戦が終わり、やっとこちらを見つけたシュバルツがトコトコとやってくる。

　カーラの負傷を知っているのか、馬車に頭を突っ込もうとしているようだ。

「状態はどうだ？」

「矢を受けたのは右の腹です。それなりに……深い」

「薬を使いますが、出血も多い。動かしてはいけません」

　傷を確かめるリタに指示を出すセバスチャン。

　すぐに薬が塗られるがカーラは全身から汗をかいて意識もあいまいだ。

「セリア、イリジナ馬車を守れ。セバスチャン、カーラを頼んだぞ」

「お任せ下さい旦那様」

　矢を射掛けられて反撃するのは当然だ。

　戦いの中で悪意の見える行為ではなかった。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　俺の女を傷つけた以上、理屈など無い。

　皆殺しにしてやろうじゃないか。

「敵、もう一度来ます！」

　敵は隊列を組み直して一斉に突進してくるようだ。

　数は少し減ったがそれでも四〇、構えているのは弓。

　まずは騎乗斉射でこちらに打撃を与えてから突っ込もうというのだろう。

「敵は馬の上から正確に矢を撃つぞ！　突撃して来ても盾から顔を出すな」

　シュバルツに飛び乗ってこちらも隊列を組ませる。

　既に一〇人程度になってしまったが馬車を守るだけなら持ちこたえられる。

　彼らは守るだけでいい、攻めるのは俺に譲ってもらわなければな。

　俺もいるぞとシュバルツが嘶く。

　そういえばこいつを一番可愛がっていたのはカーラだったか。

　セリアもお気に入りだがこいつは豊満で野生的な女の方が好みらしい。

　敵が一斉に突進してくる。

　味方は盾を構え、間から槍を突き出す。

　俺は斃れた敵を串刺しにして馬上に上げ、俺の前に置いた。

　そして、突撃して来る敵に向かって単騎で逆に仕掛ける。

　敵は多少混乱するが、俺一人の為に全体を動かす事はないと思ったのか、正面の一〇人程度だけが矢を放ってきた。

　狙いは信じられない程正確だが、それが仇になった。

　矢は正確に前に乗せた死体に突き刺さり、シュバルツには当たらない。

　針鼠になった死体を捨てると槍を掲げて突っ込む。

　敵は慌てて次の矢を番えるが、互いに向かい合っての騎馬突撃では一瞬で距離が詰まる。

　敵が矢を放つよりも俺の槍が奴らをとらえる方が早かった。

　全力でのなぎ払いに正面の三人が纏めて吹き飛ぶ。

　両断された者、柄に当たって頭を割られた者、中途半端に体が千切れて、のた打ち回っている者。

　阿鼻叫喚の地獄絵図に動きが止まった一人の喉に槍を突き刺し、隣の騎兵に叩きつける。

　風音がして至近距離から矢が飛ぶが、距離が近いのでこちらも矢がよく見える。

　矢を掴んで笑ってやると撃った男は悲鳴をあげて弓を取り落す。

　普段なら戦意をなくした敵は無視するが、今回はそう言うわけにもいかない。

　残念だが首を飛ばさせてもらった。

　シュバルツの巨体が敵の中を走り、血しぶきが舞う。

　敵の一部は馬車を守る兵と戦いになったようだが、敵の中心が俺に気を取られているせいで圧力が足りず、攻めきれていない。

　同時に左右から向かってくる二騎、片方を槍で貫き、もう片方は剣を掴んで引き落とし、そのまましばらく引きずってやった。

　地面にこすって何度か岩が当たった所で解放する、もう生きてはいまい。

　泡を食って一騎が逃げ出したが俺の槍の方が速い。

　顔を見ると少年と言える程に若かった。

　そういえば蛮族には兵士という区別はなく、一族全員が戦うと聞いたことがあったな。

　考えながら少年の腹を貫き、槍を振って投げ捨てる。

　見れば既に馬と人、一〇組以上の骸が転がる。

　一度馬車の方に向きを変えようと減速すると両隣に並ぶように蛮族が剣を抜いて切りかかってきた。

　片方は俺が槍を振り下ろして馬ごと切り裂く。

　もう片方はその必要もなかった。

　シュバルツが不意に寄って、敵の馬に体をぶつけたのだ。

　敵の馬は比較的小型、明らかに倍以上の重量を持つシュバルツの体当たりに体勢を崩して頭から地面に倒れ込んだ。

　あの倒れ方では馬も乗り手も無事ではないだろう。

　馬車周りの戦闘も有利に進み、敵は攻めあぐねている。

　後ろで暴れまわる俺の叫び声と仲間の断末魔を聞きながら攻めには集中できなかったと見える。

　敵は馬車の攻撃をいったん諦め、俺を仕留めるべく全員の弓をこちらに向けようとしている。

　そこで見逃さなかった。

　連中の一人、特徴的な兜をつけた体格のいい男、その男が俺に剣を向けてから敵が一斉に方向を変えた。

　あいつが指揮官か。

　距離は少し遠いがやれるだろうか。

　一斉に矢を放たれれば厄介だ、やるしかあるまい。

　槍を後ろに引き、力の限り投げつける。

　投槍と呼ぶにはあまりに巨大なそれが低い風切音をたてて飛んでいく。

　宙を舞う巨大な槍は即座に視認され、指揮官は盾を構えた。

　更に部下と思われる男がかばうように前に出て……その全てを貫いて槍は地面に突き刺さる。

　子供に悪戯された虫のように、二人の男は地面に張り付けられた。

　壮絶な悲鳴、即死の断末魔と違ってすぐに終わらない声が戦場に響き続け、敵は明らかに動揺している。

「ーーー!!!」

　デュアルクレイターを抜き、声ならぬ叫び、腹から搾り出した音をあげて俺は動揺する敵に突っ込む。

　馬車側でも状況を把握したのかイリジナを先頭に反撃が開始された。

　剣は馬上ではリーチが短いが、シュバルツはそれを知ってか、敵のぎりぎりを通過してくれる。

　大根でも切るように首を落としながら槍に張りつけられた指揮官の所まで到着した。

　指揮官を失った敵は既に戦意を失い、無秩序な撤退に入っている。

　皆殺しにとは思ったが、騎兵無しに逃げる敵を全滅させることはできない。

　無念だ。

　二人を貫いたままの槍を掴む。

　さすがに男二人が刺さったまま持ち上げては、太い槍とはいえ、ゆがんでしまうかもしれない。

　足をかけて一気に引き抜く。

「ぎゅわああぁ！」「ぐぎゃあ！」

　二人分の悲鳴はうるさいな。

　思わず一人に剣を突きたててしまった。

　残るは指揮官の男だけか。

　情報を聞き出そうかと思ったが、蛮族である以外になんの情報が必要なのだろう。

　それに腹に大穴の空いたこの男を延命させるのは難しい。

　カーラと同じ薬を大量に使ってどれだけ生きられるかだ。

「そいつは……まさか捕虜に？」

　逃げる敵を何人か仕留めたセリアがとうとう振り切られて戻ってくる。

　聞きながら不満が顔に出ているな。

　お前もカーラのことで怒ってくれて嬉しいよ。

「いや、必要ないな」

　こいつが悪人かどうかはわからん。

　生きる手段としての略奪だったのか、他の理由がある襲撃だったのかそれもわからん。

　だが俺たちを狙ってカーラを傷付けた。

　運が悪かったな。

　俺は男の顔に足を乗せて力を込める。

　頭蓋のつぶれる音が戦闘終了の合図となった。







「負傷者を荷馬車に乗せてすぐに出発だ!!」

　兵もそうだが、何よりカーラを早く町に運ばなければならない。

　ラーフェンには東方軍が来た時に一緒に数人の医者も連れてきた。

　この辺りの村に運ぶよりはずっといいはずだ。

「カーラ大丈夫か？」

「ぇぇ、なんとか、お腹熱いけどね」

　カーラは戦闘の間に意識を取り戻したようだ。

　矢を抜いたセバスチャンによると致命傷ではないが、安心できる傷でもないと言う事だ。

「ぅー子供産めるかなぁ」

「子袋は外れてる。それにあんな矢よりもずっと大きなモノが入ってるんだから問題ないだろ？」

「はは、そうだね。すんごい槍が刺さるもんね」

　カーラは笑い、周りの女達も笑うが、声は引きつっていた。

　傷は筋肉を通過して臓腑にまで届いているかもしれない。

　特別な薬がなければ致命的になる可能性もあったのだ。

「疲れた……寝る」

　ノンナの膝枕でカーラは意識を失う。

　慌ててノンナは揺すろうとするが、起こしてもできることはないと止めた。

　ラーフェンまでは寝かせてやるほうがいいだろう。

　馬車の御者はセバスチャンに交代している。

　奴の方が技量が高いらしい。

「セバスチャン。静かに急げ！」

「承知致しました」

　矛盾した命令にも文句一つ言わない。

　馬車は速度を上げてラーフェンへ向かう。
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　ラーフェン　翌日

「傷口が腐る前に薬を使ったのが良かった。これならば大丈夫ですな」

　医者はカーラの傷を確かめて言う。

　全員から安堵の息が漏れた。

　臓腑まで傷が届いているのでしばらくは流動食のみ、二週間もすれば完全に治るらしい。

「せっかく新居に来たのに寝たきりって最低～」

「あなたが早速やらかすと領民の不安を買います。しばらく寝ているぐらいでちょうどいいのです」

　カーラが大丈夫と聞いてノンナの悪口も戻ってきた。

　他の女達もやれやれと部屋を決めて荷物を整理している。

「ねー私ってご飯どうするのー？」

「使用人が持ってきます。ベッドで食べて下さい」

「ねー私トイレはー？」

「そこの桶にどうぞ。お得意でしょう？」

　ノンナとカーラの力の抜ける会話が聞こえてくる。

　だがレオポルトの顔は緩まない。

「この度は災難でしたがご無事で何より、ですが事は終わっていません」

「どういうことだ？」

「ハードレット卿への襲撃は一部です。他の村々からも攻撃を受けたとの報告が多数。山の民が大挙して動いていると判断されます。数は恐らく数百から千かと」

　遂にきたのか。

「今はどうなっている？」

「襲撃は東方の村々に散発的です。治安維持に当たっている東方軍が個別に戦闘していますが、損害も出ています」

　追い払うだけでは堂々巡りか、カーラの事もあったし叩き潰してしまいたいな。

「レオポルト、東方軍全部を使えば奴らを殲滅できるか？」

「人を皆殺しにするのは不可能ですが、奴等の拠点を潰し、部族としての機能を消滅させることならば」

　いいだろう、先手は取られたがやられてからの反撃も劇のようで悪くない。

「村の警備に出ている部隊に下令しろ。全部隊はラーフェンに集結だ。村々の民を連れて戻って来い」

　まずは害虫退治だ。

　徹底的にやろうじゃないか。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　春

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主　私軍七〇

　財産　金貨五〇五〇枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　装備　黒いマント（呪）黄金の鎧（笑）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル　カトリーヌ

　使用人 ニナ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四一人　産ませた子六人








第66話　蛮族制圧戦争①　張られた罠　♯







　ラーフェンに到着してから一週間、町はかつてない混雑を見せていた。

　それもそのはず、警備に出ていた東方軍が民を連れて戻ってきたのだ。

　町は民でごった返し、奇妙な活気が生まれている。

「一応は資金的にも余裕がありますから、彼らをしばらく養うぐらいはできますが……」

　アドルフは不満げな表情を隠さない。

　この状況は町の治安に不安を生じさせるし、村から民を退去させては農地も荒れるし収獲も見込めない。

　内政官としては一言言わずにはいられないだろう。

「問題ありません。一月でカタがつきます」

　レオポルトはアドルフとは対称的にまったく表情を動かさない。

「兵糧攻めか」

「はい。山の民と言いますが実質は高原に住む遊牧民です。彼らには土地を奪って畑を耕す発想はない。こちらの村を襲ったのは、女やすぐに食べられるものを奪うつもりだったのでしょう」

　だがそのどちらも軍が引き上げた。

　村はもぬけの殻だ。

「奴らは食料を求めてよりこちらの領域へ入り込んできます」

「そこを叩くのか？」

「そうです。ですがハードレット卿も体験された通り、奴らは野戦では非常に優秀です。まともに戦えばこちらも痛い目を見ます」

　レオポルトはいくつか印がついた地図を広げる。

「私に兵五〇〇と人夫をそれなりにお貸し下さい。奴らを叩く罠を張ります」

「任せよう」

「待って下さい！　人夫と言いますが彼らは農民のようなものです。戦場に連れて行けば犠牲が出ます！　そうなれば戦後の収獲や村の維持に支障が！」

　レオポルトとアドルフが視線を合わせる。

　間に雷が走ったように見えた。

「まずは勝つこと。でなくば内政など意味はない」

「違いますね。形振り構わず勝利しても土地が荒れてしまえば意味はないでしょう」

「戦いに破れれば、豊かな実りも敵の手に落ちる」

「民と土地が健在ならば一〇年後二〇年後に再び取り返すこともできます」

　おぉ、なかなか面白い戦いだ。

　うちの戦いはノンナとカーラばかりだからな、たまには違った戦いもいい。

　セリアも興味津々のようだ。

　もう少し見ていたいがこんなことをしている暇は無かった。

「レオポルト、何も人夫を戦場に立たせるわけではないんだろう？」

「はい。罠を作るのに必要なだけです。犠牲もでないでしょう」

　こいつは今までいくつも成果を上げてきたのだ。

　信用してもいい。

「アドルフ聞いた通りだ。人夫を殺すわけじゃない。それに懐に蛮族を抱えていては領地の発展もままならないぞ？　いつ今回のように襲撃されるかわからないんだ」

「………………」

　アドルフは黙り込む。

「とりあえず東部の開発は後回し、その分の労力を、全て安全なラーフェンとその近郊の発展に回せ。さっきも言ったように一月でカタをつける」

　奴には悪いが、今は戦争なのだ。

　平時に優秀な文官が戦時に足を引っ張ることもよくあると聞く。

　戦争は俺とレオポルトに任せておけ。

「レオポルト、さっき言った兵と人夫を連れて行け。俺も隊が揃い次第、全て連れて行く」

「感謝します。合流地点はここにしましょう」

　地図の一点を指し、俺も受ける。

　用件が済むとレオポルトは早々に立ち去った。




「まったく、ハードレット様も軍人ですからなぁ。私には分が悪い」

　拗ねたように言うアドルフに思わず笑ってしまう。

「そりゃそうだ。俺は傭兵上がりで軍人から貴族だぞ？　内政の見識を求める方が間違ってる」

　だが、と付け加えた。

「この戦いが終われば辺境のこの土地が戦禍に襲われることもないだろう。そうしたらお前の役目が俄然重要になるわけだ」

　アドルフは息を大きく吐いた。

「なるべく早く、犠牲を少なく終わらせて下さいよ？」

「どの軍人もそうしたいと思っているだろうな」

　俺は軽く笑ってその場を離れる。

　戻った部隊を纏めて出撃準備だ。

　セリアがアドルフの前に砂糖菓子を一つ置いてやっていた。

　慰めているつもりなのだろうが、セリアの可愛さに奴が惚れたらどうするのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　五日後　領内東部　レオポルト分割軍

「放て！」

　一〇〇の弓隊から放たれた矢が一斉に降り注ぐ。

　目標は五〇人程の蛮族共、弓隊を村に隠して奇襲したのだ。

　彼らは荒地でも馬を乗りこなし、馬上で剣も弓も上手く使う。

　ならば頭の上から矢を降らせてやればいい。

　矢の雨の中では騎乗技術など関係ない、運が悪ければ矢を受けて死ぬだけだ。

　しかも奴らはまともな鎧を着ていない。

「敵こちらに突進してきます！」

「手筈どおりだ。まず投槍を投げ、更に近づいたら短刀を投げろ。騎手を狙うな、馬を傷つけろ」

　奴らは馬から落としてしまえば、子供や女まで混じった寄せ集めの民兵と変わらない。

　脅威なのは乗馬の技術と騎乗射撃の能力だけだ。

　一部の敵が馬上から見事な弓の腕で、屋根に登って矢を放つ味方の弓兵を倒していく。

　だが、村内に誘い込まれ、疾走することの出来ない敵に横合いから歩兵の群れが突っ込んで滅多刺しにしてしまった。

　敵は五〇、味方は五〇〇だ。

　自由に動いて、逃げと攻めを繰り返せる草原での戦いでなければ、最初からなぶり殺しにしかならない。

　敵が村に踏み込んだ時点で決着はついていたのだ。

　蛮族の集団が斃れ伏し、わずかな残りが逃げ散るまでほとんど時間はかからなかった。

　これで三つの敵部隊を壊滅させた。

　そろそろ敵も気付くはずだ、木っ端な村にはもう何も残っていないと、より大きな村に向かうべきだと。

　そして我々が大きな部隊で動いている、撃破するには自分達も集まらねばならないということもだ。

　人夫達も順調に作業を続けている。

　じきに完成するだろう。

　さっさとこのような下らない戦いは終わらせて、肝心の戦争への準備を万全にしたいものだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　東方軍本隊

　レオポルトが与えた五〇〇の兵で暴れていると報告を受けた。

　既に複数の敵部隊を壊滅させたらしい。

　村に兵を潜ませての待ち伏せ奇襲、物資輸送の幌馬車の中に兵士を満載させての囮作戦と、やりたい放題だそうだ。

　山の民は強力だが、あまり大規模な戦術や策略の類は使わないし、逆に見破れもしないようだ。

　レオポルトは最悪の相手だろう。

　合流ポイントまではもうすぐだ。

「前方に蛮族と思われる集団を発見！　五〇名前後です」

　俺も一つぐらいは潰しておかないと格好がつかないな。

「騎兵隊は続け！　踏み潰すぞ」

　あの時とは違って女の心配をしなくていいから気が楽だ。

　イリジナもセリアも自分の身を守れるぐらいは強くなってくれている。

　俺を先頭に騎兵数百が蛮族の集団に突入。

　盾と槍で矢を防ぎ、突っ込んで二人ばかりを両断する。

　矢が馬鎧に当たったシュバルツが「やばかったぞ」とばかりにチラリとこちらを見た。

　蛮族は弓の腕は見事だが、矢の質は悪い。

　鉄や鋼の甲冑を貫通するのは難しそうだ。

　もっとも隙間を狙うだけの技量があるので油断は出来ないが。

　三人目を斬った所で騎兵隊が一斉に飛び込んできた。

　突撃前に弓で少なくない数が倒されたが、俺が飛び込んでいるのに引くわけにもいかない。

　結局人数に任せて押し切ったようだ。

　これでいい、連中は数が少ない。

　こちらと一対一で殺しあっていたら先にいなくなるのは相手の方だ。

「押し潰せ！　撃滅しろ！」

　四人目の首を柄で叩き折り、五人目を殴って落馬させる。

　運悪く五人目はそのままシュバルツに踏まれて悲鳴は消えた。

「はっ！」

　セリアのナイフが一人の喉元に命中し、無言で落馬していく。

　俺も彼女に対抗して奪った剣を投げるが、今度は柄でも刃先でもなく、剣の横っ腹が当たってしまった。

　それでも鼻を潰して仕留めたのだから成功！　と数えていいだろう。

　俺が八人程しとめたところで戦場に動くものは味方だけとなり、遠く逃走した敵の敗残兵に聞こえるように勝鬨を上げたのだ。







　その日の午後、俺とレオポルトは予定の地点で合流を果たした。

「次々と敵を撃破しているようだな」

「滅茶苦茶な方法で敵を撃破されたようですな」

　首を絞めてやろうか。

「陣を張るのはこの村か」

　レオポルトが布陣しているのは名前はわからないがそれなりに大きな村だ。

　元は一〇〇人程度が住んでいたらしい。

「はい。地形と状況から考えてここが一番好都合でしたので」

「例の策か、完成したか？」

「こちらでは完成しましたが、後二つ足りません。敵が集団をまとめて大部隊になってくれることと、天候ですな」

「そのために今まで敵の小部隊を叩いていたんだろう？」

　敵は大抵五〇人程度の部隊…………恐らく一族かなにかの単位なのだろう。

　その単位では罠に嵌めても効果が薄い、なんとか大部隊にして一気に殲滅したかった。

　五〇人の集団では絶対に対処できないほどの兵力を見せればあるいはと踏んだのだが。

「効果はありました。現に敵が集まりつつあると斥候からも報告が上がっております」

「ではもう一つダメ押しと行こうか」

　俺の部隊は潤沢な物資を持って来ている。

　山のような小麦や酒の樽を町の目立つ所に積み上げてやる。

　いつ敵の斥候が来ても見つけられるようにな。

「なるほど、奴らは単純ですからな。ハードレット卿だからこそ思いついたのでしょう」

　いつも思う、こいつ実は俺を馬鹿にしているだろ。

「既に全軍が集結した訳だが……敵を待ち伏せるだけと言うのもな」

「騎兵は適当に散らしましょうか。いざとなってもすぐ戻れますし、万が一奴らが血迷ってラーフェンの方向に向かったら牽制する必要があります」

　おいおい、今あそこには僅かな兵しかいない。

　襲われたらひとたまりもないぞ。

「可能性は極小ですが、世の中に絶対はありえません。しかしそれを恐れては何もできないでしょう？」

「そうだな……こちらの準備はこれでいいとしてもう一つの天候ってのはなんだ？」

「雨が僅かでもいいので降れば完璧です」

　雨か、そういえば最近降っていなかったな。

「季節的に雨は十分期待できます。無ければ天運無しとして、その時考えましょう」

「天運か、お前がそんなものを信じるようには思えないがな」

「私はこれでも信心深いですよ。利益をもたらすなら、いかなる神にも頭を垂れるでしょう」

　それを不信心者と言うのだ。

「兵には少し酒でも出そう。さすがに今日、明日に敵が現れて襲ってくることもない」

「そうですね。夜陰に乗じて敵の斥候が来るかもしれません。こちらの油断と豊富な物資を見せてやれば寄って来る可能性も上がります」

　お酒!?　と目を輝かせるセリアだがお前には限りなく蜂蜜に近い蜂蜜酒だけだ。

「酒か！」と口に出たイリジナはどうしたものか、こいつに飲ませると兵士一〇人分は消えるだろう。

　しかも、いくら飲ませても水と変わらない反応しかしないので物資の無駄と言うものだ。




　命の覚悟して出かけた戦地での宴会に兵士達は多いに盛り上がった。

　平時の飯とは違い、食べ放題に飲み放題、士気は大いに上がった。

「エイギル様どうぞ……」

　セリアが酌をしようとするが手には何も持っていない。

　見れば口が膨らんでいた。

　口移しで酒を飲ませる気らしい、顔は真っ赤で目の焦点が定まっていない。

「おい、セリアに酒を飲ませたアホは誰だ！」

「うん？　しょぼくれた顔で蜂蜜を飲んでいたから私がたっぷり飲ませてやったがまずかったか？」

　言った通りのアホの子だったか。

　二人まとめて成敗してやる。

　乱暴にするから覚悟しろよ。




　一戦終えて夜風に当たりに出ると面白いものが目に入る。

　今回の遠征には給仕や飯炊きとして雇った若干数の女性も同行している。

　レオポルトが策に自信を持っているようだったし、女を同行させることで敵の攻撃を誘う算段もあった。

　その飯炊き女の手を引き、人気の無い所に連れ込もうとしている兵士が目に入ったのだ。

　叩き切ってやろうと近づくと、兵士はやばいとばかりに逃げようとした。

　だが女は兵士の手を掴むと、俺に向かって頭を下げ、金を示す身振りを取る。

　なるほど、飯炊きの給料に加えて臨時収入を得るつもりだったのか。

　娼婦の営業にまで口を出すことは無い。

　顔を背けて手で「行け」と言ってやる。

　行軍中、やたら疲れた顔をしている女がいたのはこういうことか。

　てっきり行軍速度について来れないのかと思ったが、今度からは容赦せずに速度を上げてやろう。

　水音が聞こえ、目をやると一人の女が井戸のそばで軽く水浴びをしている。

　一商売終わったらしいが、客が早かったのかまた余裕がありそうだ。

「あら、隊長さん。嫌だわ恥ずかしい」

　咄嗟に体を隠した女の肩を抱く。

「まだ……営業中か？」

　女は笑みを浮かべて隠した体を晒す。

「隊長さんなら特別に深夜営業しちゃう」

　とはいえ明け方まで攻め続けては俺もつらいし、この女も本業が差し障る。

　あっさりと抱く事にしよう。

「そこの天幕の影にいきましょ。お望みなら口取りから全部しますけど」

「いや、肝心なことだけでいいよ」

　影に連れ込んで逸物を取り出す。

　女のそこは今さっきまで他の男を咥えていたせいか既にぬめっている。

「うわでかっ！　噂通りの女殺しなのね……」

「怖気づいたか？」

「まさか。こんなもの味わえる機会なんてそうないもの。軍隊についてきてよかった」

　軽く口を合わせてから中に侵入する。

　半分ほど埋まった所で一度動きを止める。

「ぐぅ……大きすぎぃ。もう少し奥があると思うけど」

「頂くよ」

　肩を掴んで強く腰で押すと更に数センチ程中にめり込む。

「あああぁっ!!　そこっ！　そこが一番奥よ！　ふっとい、ぎちぎちいってるぅ」

　間髪容れずに後ろから腰を尻に当てて音を鳴らす。

　深夜には響く音だが、耳をすませばそこら中で体を合わせる音が聞こえている。

　その中の一人になるだけだ。

「たまんない！　こんなの覚えさせられたら戻れなくなるじゃない！」

　穴の中に残っていた他の男の精を肉傘で掻き出し、首についた口付け跡の上に更に強く跡をつける。

　今この時ばかりはこの女は俺のモノだった。

「隊長さん！　私もう昇っちゃう！　激しくして！」

　女の求めに応じて腰を激しくし、乳首を摘んで少しだけ引っ張る。

　膣内が痙攣するのを感じて更に強く二、三度強く腰を打ちつけると女は絶頂の声と共に仰け反った。

「ああおぉぉぉぉーー!!」

　ぎゅうと男根に刺激を与えて崩れ落ちる女。

「あぁ……よかったわぁ。ひっさしぶりに本気でイったぁ……」

「悪いがまだ俺は終わってないぞ？」

「あ、そうだったね。すぐに……あれ？　腰がたたないや、ちょっと休憩していい？」

　にっこりと笑ってやる。

「だめだ」




　へたりこんだ女にのし掛かり強烈な出し入れを開始する。

　女の悲鳴は口付けで塞ぎ、手も頭の上に上げて遠慮なく叩きこむ。

　腰の動きもそうだが、絶頂が近づき、硬さを増した男根が穴を削っているせいで刺激が何倍にもなっているのだ。

「なかなかいい穴だな。気持ちいいぞ」

「激しすぎる！　死ぬっ死ぬぅぅぅぅ!!　ああぁぁぁ!!」

　少し口をあけてやったらすごい声が出たので再び口付け。

　そろそろ終わりにしようか。

　女の脇に手を入れてがっちりと固定し、一番奥を叩いて動きを止める。

　女がとうとう白目を剥いてしまった。

　股には暖かい感触、多分失禁したのだろう。

　温水を感じながら一声呻いて射精し、小刻みに何度か突き上げる。

　娼婦はこ慣れているだけあって多少の無茶はできると思ったがやりすぎたか。

　一分程続いた射精の間、白目を剥いて泡を吹く女を愛撫しながらそんなことを考えた。




　終わった後、完全に意識を失った女を放置する訳にもいかないので井戸水で洗ってから俺の天幕に連れ込み布団に寝かせる。

　イリジナは寝たら中々起きないし、セリアは酒の影響もあって普段の鋭敏な感覚は残っていないようだ。

　むにゃむにゃと寝言を言っている裸のセリアを抱き寄せて体を絡めて眠りについた。

　暖かいな。




「うにゅ……エイギル様っ！　なんだお前は!!」「んん……おお、気付かなかったぞ、新しい女か？」

「うーん、太いちんちんがぁ……。んっ、隊長さん？　おはようございます」

「出て行けぇ！」

「飯をとってくるぞ！」




　寝起きに女の大声は頭に響く。

　特にセリアは声が高いから怒鳴るときつい。

　さすがに同じ床はまずかったか。

「ほら、昨日は無理させたな」

「金貨!?　ひゃー太っ腹ぁ。またいつでも呼んで！　なんでもさせてあげますからっ」

「早く出て行けえぇ！」

　セリアが乱れた服のまま女を追い出した。

　そして空を見上げている。

「どうした？」

「黒い雲です、一雨来るかもしれません」

　昨日の今日でもう降るとは、町に帰ったらレオポルトを神殿にでも参らせようか。

　にやにやする俺を不思議そうに見るセリア。

　一時間も立たずに天から雨粒が落ち始めた。

　雨はその後、半日ほど降り注ぎ、また青空が戻った。

　見た目には何も変わらない、村の周りは畑とまだ開拓されていない草原や林だ。

　近くには治水水源の小川もあるが、そもそも氾濫するほどの大雨でもなかった。

　特に何事もなく二日が発った今日、土はまだ僅かな湿り気を帯びているが、種植えしやすい土になった以上の感覚はない。

　本陣が騒がしい。

　どうやら散っていた偵察の騎兵が敵を発見したようだ。

「蛮族の集団が東よりこの村に迫っています！　数は千を超える模様！　一直線にむかってきます」

　どうやら先日の宴会や山と詰まれた食料はしっかりと見つけたらしい。

　今まで撃破した分を考えれば恐らく敵の全軍だろう。

　勝てば奴等の命運は尽きる。

「レオポルト、雨はあったぞ。策は完成したか？」

「滞りございません。いつでもいけます」

　全員騎馬の連中の行軍速度は異常だ。

　恐らく今日の午後にはこちらに到着するだろう。

　だが既に策は成っている。

　安心してやつらを迎え撃とうではないか。

　その前に重要な事が一つある。

「俺は策とやらを聞いていないのだが、一体なんなんだ？」

　近くにいた兵士が不安に顔を青く染めた。

　そう心配するな、今聞けばいいことじゃないか。

　そして戦は始まる。








第67話　蛮族制圧戦争②　沈む騎兵







　睨み合う両軍の間に異様な静寂が流れている。

　前方には千以上の蛮族が集まっている。

　隊列を組まず団子のようになっているので正確には数えられないが。

　全員が騎乗しており、その気になれば三分もあればここまで駆け込んで来るだろう。

　これだけの数が揃うと敵ながら壮観ですらある。

　やや高台になった村に陣取る俺の軍は約二千、数では倍近いが防御施設もない開けた場所で千以上の騎兵を相手にすると考えると優位とは言えない。

　それに求められるのは完勝だ。

　やつらをここで完膚なきまでに撃破し、更には彼らの領域まで追いかけて徹底的に殲滅する必要がある。

「まずセオリー通り行こうか」

「はい。長槍隊騎兵防陣、弓隊は内部に」

　対騎兵戦闘の定番、長槍隊に壁を作らせ、その後ろに弓隊やボウガン隊を配置する。

　敵騎兵は串刺しになるつもりがなければ速度を落として槍を振り払うしかない。

　そこに矢を射掛ける、傭兵の一〇人隊長でも知っている常識だ。

　長槍隊を先頭に味方は進んでいく。

　槍と弓が敵の足を止めれば通常の歩兵が雪崩れ込んで乱戦に持ち込んで騎兵の機動力を殺すのだ。

「これで決まれば拍子抜けだな」

　俺の隣にいるのはいつものセリア、副司令官のレオポルト、一〇〇人まで膨らんだ私軍の指揮をとっているイリジナだ。

「それならば話は早いのですが、できるなら決まって欲しくありません」

　レオポルトが答える。

「何故だ？　せっかく準備した事が無駄になるからか？」

「違います。このまま敵を撃破してしまえば大多数が逃げ延びるでしょう。我々の騎兵の数では全てを追いきれませんから。半分も帰れば連中の拠点でまた戦いです。ならばここで決めたいですね」

　ふむ、兵達には悪いが全体を見ればこういう発想もある。

　死なないよう適度にやってくれと思いながら戦況を見守る。

「我々はまだ出ないのか!?」

　イリジナは今にも飛び出しそうだが、今回は駄目だ。

「作戦がある。我々はここで待機、私軍も本陣の守りから動かすな」

「そうか……」

　そうむくれずセリアを見習え、撫でてやるだけで何の文句もなさそうだ。

　隊列を組んでゆっくりと進んでいく味方に対して蛮族の集団は依然混然と団子になっている。

　奴らは常に五〇人程度で行動していた。

　これほどの大人数で行動したことがないのかもしれない。

「連中が動くぞ！」

　イリジナが叫ぶ。

　一人の蛮族、頭や肩に派手な鳥の羽のような物をつけており、特別な地位にいることを思わせる。

　その男は全員の前に出ると剣を抜いて迫る味方に向ける。

「来るな」「ええ来ますね」

　蛮族たちの間から叫び声があがり、味方に向けて一斉に突進していく。

　動きは揃っているとは言いがたいが、無秩序に走っているにも関わらず、衝突も落馬もしない。

「馬の扱いに関してはとても敵わんな」

「我が軍の騎兵にも見習わせたいですね」

　敵味方の距離は一気に近づく。

　味方は突撃に備えて、前進を停止して槍を突き出す。

　一方、蛮族は速度落とすことなく槍の林に突進していく。

「まさかこのまま突っ込む気では!?」

　セリアが俺の顔を見上げて来る。

　可愛いが、そんな訳はないな。

「連中の騎射技術を忘れたか？　弓で長槍隊を崩すつもりだ」

　だが、その時にはこちらの弓隊の射程にも入る。

　最初の衝突で痛み分けになれば数で優る俺たちに天秤は傾くだろう。

　だが予想に反して、敵は矢を放たないままにこちらの陣に接近してくる。

　まさか、と思った瞬間、彼らは一斉に方向転換し、こちらの隊列に沿うよう横に走り始めた。

　そして横向きのまま、長槍隊に矢を浴びせかけたのだ。

　突撃して来るものと判断して、盾を置き、槍を力一杯向けた所に至近距離からの猛射を浴びて長槍隊は一気に崩れた。

　更に攻撃は終わらない。

　先頭の騎兵が横向きに次々と矢を放った直後に崩れた隊列に後続部隊が突っ込んだのだ。

　槍の防御がなくなってしまえば後ろにいるのは無防備な弓兵だけだ。

　とても騎馬突撃を防ぎきれる訳はなかった。

「見事なもんだ。ばらばらに見えてちゃんと戦術があるじゃないか」

「そうですね。騎乗技術に自信があるので綺麗な隊列を組む必要がなかったのでしょう」

　俺とレオポルトは冷静に分析するがイリジナとセリアは騒ぎ出した。

「おい！　前衛が破られてしまったぞ!?　このままでは隊の中心まで食い込まれてしまう」

「あの数の騎兵を見れば全体が崩れます。こちらも騎兵をぶつけて止めましょう！」

　俺も状況がわかっていなければ同じように慌てたかもしれない。

　ちらりとレオポルトに目をやる。

「全軍に撤退令を」

　レオポルトはラッパ手に命令し、いくつものラッパが吹き鳴らされる。

　撤退の合図だ。

　兵達は呆然とそれを聞いた後、一斉に退却し始めた。

　この状況での退却とは敗走以外にありえない。

　逃げ遅れることは死を意味し、皆先を争って撤退していく。

「エイギル様！」

　セリアがうるさいが頭を撫でる以外には何も答えない。

　俺達があっけなく崩れたのを好機と見たのか、蛮族達は一気に決着を着けようと怒涛のごとく押し寄せ、味方と入り混じって深く食い込んできた。

「頃合です」　「よしやれ」

　レオポルトが合図を送り、見張り台の上に乗った旗手が真っ赤な旗を揚げた。

　それが合図だった。

　特に大きな音がするわけではないし、大岩が転がってくるわけでもない。

　ただ静かに、戦場に水が流れてきた。

　自分達に向かって流れてくる水に両軍が動揺する。

　洪水は気候が安定している中央平原においては最も恐ろしい自然災害の一つなのだ。

　一時恐慌状態に陥った兵だが、混乱はすぐに終息する。

　理由は簡単だ、流れてくる水はくるぶしからせいぜいが脛までしかなかったからだ。

　そして人を押し流すほどの勢いもなく静かに流れ、やがて水は止まった。

　敗走中であることも忘れて、兵達はお互いに何だったんだと顔を見合わせた。

「川を二日も堰き止めた割にはこんなものか？」

「ここの川は湧き水が源流の小さいものですからね。雨で増量されてもこんなものでしょう」

　用意された策とはこのこと。

　治水用に整備されていた、ため池を臨時に拡張して水を溜め込んで合図で堰を破壊、より低い位置にある平地に水を流し込むのだ。

「わかってはいたが、切り札にしては見た目が寂しいと思ってな」

　これが猛然と流れる濁流で、敵を全て押し流すというなら劇的なんだけどな。

「それでは我が方の兵も壊滅してしまいます。……それに地味ではありますが決着はつきました」

「決着？　あの程度の水、せいぜい水溜りを作って……」

　そこまで言ってセリアが驚きに目を開いた。







　戦場の状況は一変していた。

　歩兵を展開していた味方は足を泥に濡らす程度だが、蛮族達の惨状は目を覆わんばかりだった。

　先ほどまでの見事な馬捌きが嘘のように、馬ごと倒れる者、バランスを崩して落馬する者、なんとか立て直そうとした結果、隣とぶつかって揃って落馬する者、見るも無残に混乱していた。

「これは一体なんなんだ!?　やつらはどうしたというのだ？」

　イリジナの疑問にはレオポルトが答える。

「この土地は元々低湿地で水はけの悪い場所、畑として開拓するために周辺が治水されているので少々の雨ならば問題ないが……」

　レオポルトは決壊した堰を見る。

「大量の水を投入すれば瞬く間に泥濘に変わる」

　泥濘は騎兵にとっては致命的だ。

　自重のある馬は緩くなった泥に入れば動けなくなるし、無理に動けば足を折ってしまうこともある。

　軽快に駆けることなど到底できない。

　足の止まった騎兵などただのでかい的に過ぎない。

「撤退命令を取り消せ。全軍総攻撃だ、騎兵は迂回して乾いた場所で敵を待ちうけろ」

　ラッパが鳴らされ、逃走していた兵は敵の追撃が無くなった事もあって隊列を組み直す。

　一方で敵は隊列などとんでもない、一人一人がなんとか泥から抜け出そうとあがくので精一杯だ。

　各指揮官から攻撃命令が下され、矢が降り注ぎ、長槍隊が槍衾を組んで襲い掛かる。

　足をとられて動けない騎兵は無抵抗な生贄のように討ち取られていった。

　一部の敵は馬をあきらめて歩兵として戦うが、馬を下りてしまえば装備、体格、統率、全ての面で彼らは劣っているので、やはり次々と討ち取られていく。

「できれば俺も行きたいがな」

「やめろよ」とばかりにシュバルツが嘶く。

　こいつは重いから盛大に沈みこむことだろう。

「ご自重下さい。もはやハードレット卿が出るまでもありません。兵の手柄を取ったと言われますよ」

　たまには司令官として後ろで見ているだけというものいいか、つまらないけどな。

　それよりも気になることがある。

「レオポルト、奴らを皆殺しにする意味はあるか？」

「殺しておいた方が良いと思いますが？　逃げられるとまた来るでしょう」

「逃がしはしないが、足を取られて動けない奴らは殺すまでもない。捕縛してしまってはどうだ？」

　レオポルトは首をひねった。

　相手が騎士団ならば捕縛して身代金を取るという選択肢もあるが、山の民ではそれも望めない。

　それどころか貨幣という概念を理解しているかどうかも疑問だった。

「意味があるのですか？」

「彼らの中には女も見えますからね。エイギル様は助けた上で片っ端から食べるつもりなんでしょう」

　セリアが口を挟み、空気が凍った。

「違う、それもあるがそれだけじゃない。奴らは優秀な騎兵だ。もし懐柔できるなら農夫から兵を募るよりもよっぽど有用だと思ったんだよ」

　セリアがやっぱり遊ぶ女も欲しかったんですねと言い、レオポルトは少し考え込んだ。

「……そうですね。いい兵にはなりそうですが、懐柔が可能かどうかは判断できません。できるだけ生け捕りにせよと命じておきます。捕縛してどうにもならないようなら改めて殺せばいいですから」

　馬が使えないので徒歩の使者が各部隊に向けて走る。

　命令が伝わるまでに殺された奴は運が無かったと思って諦めてもらおう。

　なるべく美人は殺さないで欲しいものだ。




　湿地での戦闘は概ね方が付き、なんとか抜け出して逃走した者には待ち構えた槍騎兵が襲いかかった。

　途中に殺戮から捕縛に切り替えたため、殺し尽くした訳ではないが、泥濘には多数の山の民の死体が転がっている。

　中には子供や女もちらほらと見える。

「若い女が死んでいるのを見ると気分が悪いな」

「連中は全てを兵としてぶつけたのです。斃されるのは当然のこと」

　セリアはそう言い切るが、少年とも言える亡骸を見た時には目を閉じて眉を寄せていた。

　兵達は残党狩りを行っている。

　生きている者には降伏を迫り、抵抗したものや、もはや助からない者には刃を突き立てる。

　敵兵約一二〇〇、殺した者五〇〇、捕縛した者六〇〇、逃げ切ったものは一〇〇にも満たなかった。

　対して東方軍の損害は一〇〇余、私軍と人夫達に損害はなかった。

　敵の兵力は完全に崩壊し、こちらはこのまま行軍を再開できる。

　既に軽騎兵が敵の拠点を確かめるべく、逃げる敵を追尾している。

　戦術的にも戦略的にも完全な勝利と言って良かった。

「問題と言えばこれか」

　水浸しになった上に二千名以上が入り乱れて戦った土地。

　アドルフが苦労して治水し、畑にした土地は無残に荒れ果てた。

「説明はお前からしてくれ」

「了解しました。治水がなければ最初の雨でぬかるんで策は成りませんでした。彼も喜ぶでしょう」

「……いや、やっぱり俺がする」

　こいつに言わせたら間違いなく喧嘩になる。

　面倒な説明をするのも上司の責任だろう。まったく鬱陶しい。

　今日はイリジナを抱き枕に寝てやろう。

　あいつは強く抱きしめても平気だし、肉感的で抱き締め甲斐があるからな。








第68話　蛮族制圧戦争③　山の雷鳴







　蛮族の大集団を泥濘の罠に嵌めて破った俺たちは敗走していく生き残りを追って、彼らの領域に軍を進めて行く。

　追尾していた軽騎兵は彼らの騎乗速度の速さに振り切られたが、大体の方角はわかった。

　過去の襲撃規模から考えて、先の一戦で致命的な打撃を与えたのは間違いない。

　慣れない土地での戦いとなるが、数で圧倒できると考えられたのだ。

「しかし、何も無いことにかけては俺の領地が一番だと思っていたが、ここには敵わないな」

　見渡す限りの荒野、だがそれは平坦ではなく、でこぼことしながらも、なだらかに傾斜している。

「ここを更に東に行くと大山脈となります」

　大陸を南北に隔てる大山脈、中央平原で切れるその山地がこの先から再び現れる。

　その山頂は到底人の行ける所ではなく、一説には頂上は高さ一万ｍを超えると言われている神の領域だ。

「さすがに大山脈本体には誰も住めませんからな。山の民は山脈に続くこの荒野に住んでいます」

　俺のためにレオポルトが講義してくれている。

　ありがたいが、馬鹿扱いされているようで腹も立つ。

　この領域は不毛だが広大だ。

　自由に逃げ回られたら見つけるのは不可能だが。

「方向さえ見当が付けばなんとかなるでしょう」

　彼らの生活には馬が欠かせない。

　戦闘だけではなく、狩りにも移動にも使用され、成人であれば一人一頭の馬を持っているらしい。

　そして馬の維持には大量の水と飼葉が必要だ。

　山の民の技術レベルは低く、荷馬車や陶器の壷さえも略奪で奪う以外には満足に作れない。

　特に重量がかさむ水を大量に運べない以上、彼らの移動はどうしても水場や草原を渡っていかねばならない。

　方向さえわかれば小川や池に見当をつければ良い。

「ほう、そこまで知っておられましたか」

　レオポルトが目を丸くする。

　そうだろう、特に彼らの技術レベルや一人一頭の馬所持などはお前も知らない情報だったろう？

「蛮族の女から寝物語に聞きだしたんですよね？」

「余計な事を言うんじゃない」

　セリアにデコピンする。

　良い感じに入ってしまい額を真っ赤にして悶えている。

　先の戦いで捕えた捕虜は連れて歩くわけにもいかないので、手だけを縛って一〇〇名程度の兵を監視に村に置いてきた。

　兵は減ってしまうが、既に決着はついたと思われ、今更一〇〇の兵を惜しむことはなかった。

　その中で好みの娘をベッドに連れ込んだのだが、山の民は男女の技術についてもそれほど進んでいないのか、それともその娘がうぶだっただけかはわからない。

　娘は涙を流してよがりまくり、俺が一度精を放つ間に二桁昇天した。

　一夜明けると女は完全に俺の虜となってしまい、色々なことをなんでも話してくれたのだ。

「方法はどうあれ貴重な情報です。さすがですな」

　こんなに嫌味な「さすがです」は聞いたことが無い。

「あの女性、私に「隊長様の妹様ですか？」なんて聞いてきたんです！　しかも私がエイギル様には妻が三人もいるって言ってやったら「四人目に推薦して頂けません？」だそうです!!」

　そういえば山の民では強い男は妻を複数持つのが普通と言ってたな。

　あれはアピールだったのか。

　だがさすがに昨日今日会った女を妻にはしたくない。

「だめですからね、次こそは私……じゃなくて無節操に女を食べていたらいずれ痛い目見ますよ」

　セリアはいつも必死で、見ていて楽しい。

　だが最近はイリジナに影響されたのか声が大きくなってきた。

　周り中に見られている事を知ったら真っ赤になってしまうな。

　無益な会話でもしていないと山以外に何も見る物がないこの領域では退屈でたまらない。

　さっさと連中を見つけて討伐してしまいたい。

　今なら何もないラーフェン周辺でも刺激にあふれて見えるだろう。




「前方の川原、蛮族のものと思われる天幕群を発見しました」

　前衛の報告で状況は一気に動き出す。

「槍騎兵、敵と戦わずに後方へ回りこめ、連中は女子供も全員騎乗すると考えろ。包囲しないと逃げられるぞ」

「弓隊を先頭に持っていけ。奴らは弓騎兵だ。長槍では防ぎきれん」

　各部隊は戦いの経験から彼らがどれだけ厄介か身を持って知っている。

　少数とはいえ油断することなく隊列を組んでいく。

「戦いになるのか」

　俺は率直な気持ちを口にした。

「彼らのやり方は未知数ですから」

　レオポルトも心の中では疑問に思っているだろう。

　敵はこちらに気付いて慌しく動いているが、攻撃に備えて武装して馬に乗るものは僅かだ。

　ざっと見た感じではせいぜい一〇〇程度、あとは老人や小さい子供ばかりのようだ。

　こちらは多少減ったとはいえ、私軍を含めればまだ二千近い、さすがに戦いにはならない。

　数を見せれば降伏すると思ったのだがな。

「こちらの槍騎兵が後方に回りこみました。完全包囲です」

　セリアが告げる。

　これで奴等の命運は完全に尽きた。

「奴らは抵抗するつもりだろうか？」

「どうやらそのつもりのようです。騎兵が隊列を組みつつあります」

　もちろんそんなことはレオポルトが許さない。

　隊列を組み終わる前に弓隊が全力射撃を開始し、まともに動く前にほとんどが倒れていく。

　さて、後は火でもつけて焼き払うかと言う所で一人の男が現れた。

　ド派手な衣装を着た男はこちらに向かってなにやら大声で叫んでいる。

　どうやら一騎打ちを所望しているようだ。

「一騎打ちか……」

「だめですよ!?　もう決着はついています。今更危険なことをするなんて無意味です！」

　セリアは俺が突っ込みかねないと見たのか釘を刺してくる。

　だが無意味ではない。

　篭絡した娘の情報によると彼らの指導者はもっとも力の強い人物がなる慣習があり、一対一の決闘によってそれは決められる。

　今叫んでいる男は飾りから見ても恐らく族長か酋長だろう。

　俺が奴を倒せば残る敵は全て抵抗を辞めてこちらに投降するかもしれない。

「せっかくの優秀な騎兵達だ、皆殺しにしてしまうには惜しい」

　それにここで彼らを皆殺しにすれば降伏させた奴らまでどう出るかわからない。

　カーラの負傷のこともあるが、昨日俺に抱かれた娘に免じて許すとしよう。

　セリアの溜息を背に俺は前へと進み出る。

　決して戦いたかっただけではない。

「我が聖域を汚す愚者よ！　大地と御山の怒りが恐ろしくば我が求めに応じ、神聖な決闘において決着をつけようぞ！」

「別に山は恐ろしくないが、受けてやろう」

　男は四〇代ぐらいだろうか、山の民の例に洩れず体格は小さいが、歴戦の戦士といった外見だ。

「おぉ！　勇者がいたか。我等の戦いを御山も見ていらっしゃるぞ。いざ尋常に参る！」

　男は喜びの声を上げて、馬を走らせ、矢を放ってきた。

　決闘で弓か、と思ったが、そもそも彼らは弓と剣で戦う民、こういうこともあるのだろう。

　それに矢自体はそれほどの脅威でもない。

　真正面から狙って放たれる矢など簡単に見切れる。

　槍で払いのけて一気に距離を詰めてやろう。

　男は俺の大槍を見て、接近戦を行わず距離をとって弓で仕留めようとしているようだ。

　馬を見事に操って障害物を盾に距離を保とうとする。

　だが俺が一声かけると距離は一気に詰まった。

　単純なことだ、奴の馬ではシュバルツからは逃げられない。

　シュバルツは普通の軍馬と違って足も太く、頑強だ。

　多少の障害物など弾き飛ばして疾走し、俺の大したことない騎乗技術を補って自分で最短コースを判断するのだ。

　代償に求めるのは美女による世話とブラッシングだ。

　これをやらないとすぐに拗ねる。

　瞬く間に彼我の距離は１０ｍに詰まり、逃げ切れないと見たのか男は剣を抜く。

　ナタのような１ｍ弱の剣、俺は３ｍの大槍。

　そちらは弓を使ったのだから、卑怯と思うなよ。

　心の中で呟きながら、槍を振るって男の首を狙う。

　必死に剣で防ぐが圧倒的な腕力の違いに剣は飛び、腕が逆に曲がる。

「っ!!!」

　悲鳴を上げる暇もなく、戻す槍が首をバスンと跳ね飛ばした。

　さすがに四〇程の小男に斬り合いで負けるわけがなかった。

　頭部を失った体が崩れ落ち、馬は静かに止まる。

「長は死んだ！　まだ戦うか！」

　俺は周囲にいる山の民に向けて叫ぶ。

　彼らは動きを止め、剣と弓を地に落とす。

　逃げ惑っていた女達も俺の元に集まり、地面に伏せた。

　どうやら娘の言った事は正しかったようだ。

　これで民達の長は俺になったのだろう。

　レオポルトが指示したのか、東方軍からの攻撃もピタリと止んだ。

　戦いは終息した。

　蛮族……山の民の撃滅ではなく、彼らを従える形でだ。

　山の民の一人が首を無くした長の飾りを剥いで俺の所に持ってくる。

　本当のバーバリアンになったみたいで抵抗があるが、丸く治めるためには着る方がいい。

　そう思って手を伸ばすが、その時、雷鳴が轟く。

　俺に跪き、飾りを差し出した山の民の男は雷に打たれて無残に焼け焦げ、絶命したのだ。

　この戦争はまだ終わっていなかった。







　最悪の気分だ。

　何しろ勝利を掴んだと思った瞬間に人間の丸焼きを見せられたのだから。

「エイギル様！」

　セリアが慌ててこちらに向かってくるが、手で制する。

　今は雲ひとつない晴天、普通に考えれば雷など落ちようがない。

　これが何かはわからないが明らかに悪意のあるもの、ならばセリアを傷つける訳にはいかない。

「認めぬ、認めぬぞぉ！」

　地を這うような声。

　さして大きくはないが、耳に不快に残る声だった。

「山を崇めぬ愚かな民が長に就くなどあってはならぬ。掟を曲げても我は認めん！」

　不気味に飾られた天幕、馬や羊の頭骨……まさかとは思うが人骨らしき物まで吊るされたそこから、のそりと一人の人間が現れる。

　もはや服とは呼べない朽ちた布を大量に纏い、顔どころか口以外には何も見えない。

　男か女かもわからないそいつはボロ布をドレスのように引きずってゆっくりと向かってくる。

「認めないのは結構だが、まず名前ぐらい名乗ってもいいんじゃないか？」

　ソレは少しばかり停止し、また不快な声を張り上げた。

「愚か者共よ。控えよ、崇めよ。我こそは御山の化身［ドルバーガ］罰を望む者のみ顔を上げよ！」

　悲鳴が起こり、山の民達が一斉に地に伏せて許しを請う。

　彼らは先ほどまで族長を倒した俺に対しても頭を下げていたが、それとはまったく違い、震えながら許しを乞うていた。

　一方で東方軍の兵士達はもちろん頭は下げない。

　それが気に触ったのだろうか、ドルバーガは怒声を上げた。

「御山を崇めぬ愚か者共に死を!!」

　途端、奴の持つ杖に光が走り、兵士達の真ん中に光の筋が走った。

　先ほどに数倍する轟音、数人が瞬時に黒こげとなり、その周りの一〇数人も吹き飛ばされて転がる。

　大きなどよめきが走った。

「魔法使いか！」

　話には聞いた事がある。

　精霊を操り、火やら風やらの不可思議な力を行使する奴等のことだ。

　生まれついての才覚が必要で、大抵は国や大貴族に囲われて厚遇されるので一般的に目にする事は極めて稀だ。

　そして数が少ない分、情報も曖昧で、不確定な部分が多い。

　ある者は魔法など派手なびっくり箱に過ぎないと言うし、ある者は使い方によっては大軍同士の戦いの勝敗さえ左右するとも言う。

　要は一口に魔法使いと言っても個人の力量差が大きく、雑魚からとんでもない破壊力を持つ者までいるらしい。

　過去にルーシィから聞いた話だと大抵の魔術師は一人、二人を倒せるぐらい。

　まとめて何人も倒せるのは優秀な奴らしかった。

　離れた敵をまとめて一〇人以上吹き飛ばす目の前のこいつは間違いなく一級品の魔法使いだ。

「あの娘はこんなのがいるって話はしてなかったんだが」

　あえて言わなかったのか、彼女程度では分からない存在だったのか。

　いずれにせよ、動揺は東方軍全体に広がっている。

　抑えるためにも、すぐに指揮官の判断で矢の雨が降るだろう。

　一〇人を瞬殺したこいつは大したもんだが二千の相手に勝てるはずはない。

　だがそうなれば混戦の中で死者も出るし、せっかく降伏させた山の民も再び蜂起するかもしれない。

「俺がやるしかないな」

　槍を構え直して、周りの人間に離れろと合図した。

　守ってやるつもりはないが、傍にいられても邪魔だからな。

「貴様も御山に楯突くか！」

「あんたがすごいのはわかったが決着はついている。大人しくすれば命は助かるぞ」

　降伏勧告のつもりはなかった。

　ただ相手の攻撃を誘う合図にしたかった。

「抜かせ愚か者がっ！」

　杖に光が集中する。

　俺は一気に前進し、奴に斬りかかる。

　だが奴の杖から光が飛ぶ方が早く、俺は咄嗟に槍で光の束を弾こうとして

　盛大に吹き飛ばされた。

「ぐう…………！」

　胸の奥から自然と空気が漏れ、視界が揺らいだ。

　戦いの最中にいつまでも寝ている訳にはいかないので起き上がるが、全身が痺れているようだった。

　こんな感触は初めてだ。

　確かに槍で弾いたと思ったのだが、まったく魔法ってのはわからない。

「なにっ！　我が魔法を受けて何故滅さぬ！　貴様魔物の類か」

「体から変なもん飛ばすお前の方がよっぽど怪しいがな！」

　俺が飛ばすのは女への愛だけだ。

　体内に入れば子になる愛だがな。

「打ち止めか？　なら次は俺の番か」

　強がってはみるが槍を握る手が痺れて思うように力が入らない。

　見れば手のひらは生々しく火傷していた。

　黒焦げにならなかったのはマントのおかげかもしれないな。

　槍よりもずっと軽いデュアルクレイターを引き抜いて再度突進をかける。

　呪文の間に講釈を垂れていた所を見ると光の魔法は連続で撃てるわけでもなさそうだ。

　距離は２０ｍといった所、突進する俺にとっては僅かな距離で、奴はとても素早く動けそうにはない。

　剣が届けば決着はつくだろう。

「抜かせ！　滅せよ魔のもの！」

　俺は奴に迫り、光は飛んでこない。

　それならばやれる。

　そう思って剣を振り上げた時、奴の杖が今までとは違う光り方をする。

　先ほどの落雷のような轟音ではなく、バチバチと焼けた油の弾けるような音が響き、奴を中心に周囲ぐるりと光の壁が現れた。

「おいおい、どれだけ芸を持ってるんだ」

　光の壁は地面の草を焦がしており、触ったらまずい事は分かる。

　俺たちの動きが止まったのを見て、兵が奴に向かってボウガンを放つが、矢は光の壁に当たった瞬間に燃え上がり、弾かれてしまった。

「こいつに触ったら、またさっきみたいにひどい目を見るな」

　火傷した手のひらが痛む。

　マントからも焦げた匂いがしている。

　このマントまで失ったら泣いてしまうかもしれない。

「だが、結局それしか方法がない」

　俺が火柱でも出せるなら、ぶつけて対抗してみてもいいが、残念ながらこの体と剣しか武器はない。

　デュアルクレイターを大上段に振りかぶり、息を大きく吐く。

　荒い雄叫びと共に剣を振り下ろした。

　一か八か、ノンナ印の宝剣を信じることにしたのだ。

　剣が光の壁に当たると、柔らかい物を無理やり斬ったような手ごたえと、先ほど体を焼かれたのと同じバチバチと激しい音が鳴る。

　どうなるのかはわからないが、今出来ることは力任せに押し切ることだけだ。




　そして俺は賭けに勝ち、美しく輝く宝剣は光に弾かれることなく、逆に壁を断ち切った。

　山の民と東方軍兵士から揃った歓声が沸き立つ。

　壁は切り裂かれたあと、霧が晴れるように消失していった。

「なにぃ！　御山の加護を、我が神力を断ち切るとは一体お前は！」

「さあなんだろうな！」

　お話をする気はない。

　壁を抜いて奴に迫る。

　奴は再び光の束を至近距離から俺に放つ。

　だが無駄だ、この剣は既に光を切り裂けることを証明して見せた。

　もうお前の魔法は喰らわない。

　飛翔する光の槍を一刀両断し、奴の体を蹴り飛ばす。

　無様に引っくり返った背中を踏みつけて、剣を振りかぶった。

　後ろで二つ爆発音が起こる。

　斬った魔法が後ろに飛んだらしい。

　運の悪い兵士には俺ではなく、こいつを恨んでもらおう。

「やっやめ！　私を殺したらバチっ！　バチが当たるぞ！　山崩れがっ！　雪崩が！」

　一気にこいつへの興味が薄れる。

　こいつは山の使いとやらでもなんでもない。

　少しばかり強力な魔法使いで山の民を畏怖させていただけ。

　自信ある魔法を破られて慌て、死の淵にあっては命乞いするただの人間だった。

「あんたの芸は凄かったよ。じゃあな」

　野菜のヘタを取るように、奴の首は胴を離れた。




　割れるような大歓声が山に響く。

　東方軍兵士は全員が両手を上げて俺を称えていた。

「ゴルドニア最強騎士だ！」「魔法も恐れるに足らず！」「無敵の隊長を称えよ！」「すごい女好き！」

　最後の奴は後で張り倒すとして、歓声は悪い気分ではない。

　今回は割と危なかった。

　手と全身を手当てしないといけないし、何よりマントが気になるな……燃えて穴だらけになってないといいが。

　一方、山の民も恐れの対象であった奴が死んだ事で、服従の対象が俺だけになったのか、再び俺の周りで頭を下げてきた。

　今後こそ本当に終わった。

　俺は全員に勝利と戦闘の終了を宣言し、涙目で駆けつけたセリアに手当てをしてもらうことにした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「もう！　こんなになってるじゃないですか」

　戦後の処理はレオポルトは任せてセリアの手当てを受ける。

　手が酷いが、それ以外にも鎧を着ていたはずの場所が火傷している。

「本当に雷に打たれたみたいだな」

　俺は傭兵団時代に不幸にも雷に打たれた奴をみたことがあり、その火傷がこんなだった。

　もっとも、そいつは全身が爛れてすぐに死んだが。

「兵士達が黒焦げになったのを見たでしょう！　どうして無茶するんですか!?」

　槍で弾けると思ったからだが、セリアの求めているのはそんな答えじゃないはずだ。

「悪かったよ。心配させたな」

　涙目のセリアを抱き締めて優しく言う。

　大人しくなったセリア、これで正解だな。

　ちなみにイリジナは薬をゴシゴシ塗りこんできたので立ち入り禁止にした。

　そして肝心のマントだ…………。

「かなり焦げて穴が空いてますね。もう新調したほうがいいと思いますが」

「…………」

「エイギル様？　縫い直すにも見た事のない材質ですし、捨ててしまっては？」

「セリア、それ以上言うな」

　思った以上に声が冷たくなってしまった。

　薬を塗ってくれる手が止まった。

「も、申し訳……ありません」

　セリアが青くなってしまう。

　手当てをしてくれているのに悪いことをしたが、これだけは譲れない。

　このマントを捨てるなど、とんでもないことだ。

　俺は再び涙目になってしまったセリアを撫でながら、マントの匂いをかぐ。

　焦げ臭さの中に懐かしいあの小屋の匂いがした気がする。
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「山の民の様子はどうだ？」

「落ち着いています。逃亡を試みる者もありません」

　レオポルトと戦後の事について話す。

　山の民は毎回決闘によって族長を決めるので俺が前の族長を殺したからと言って特に珍しい事でもなく、禍根もないらしい。

　だがめんどくさいのは彼らの統治体制だ。

　彼らは族長を絶対の存在としてその命令に従って各一族の長が動く。

　つまり完全な中央集権体制だ。

　唯一族長に意見できるのが呪術師だが、これは俺が殺してしまったので該当者がいない。

　俺が彼らの長になってしまった以上、俺が指示しないと何も決められないし、何もできないのだ。

　それを教えてくれたのが俺の隣に座っている少女だ。

　名前は［ピピ］といい、前族長の娘だが、二〇人もいた妻の子の一人なので特に思い入れはないそうだ。

「で、ピピは俺に協力してくれるのか？」

「族長様に協力するのは当然だ。なんでもやる。族長様にどこまでもついていく」

　はっきりとした口ぶりに躊躇はない。

　なんでも草原の民（山の民以外の人間のことらしい）が族長になるのは初めてなので自分達のことをわかってもらう必要がある。

　同時に強さが評価される山の民の中では、前族長を一刀に切り捨てた俺は偉大な男と見なされており、その機嫌も取りたい。

　ならばどんな男にも喜ばれる貢物、つまり美女を差し出すという結論に至ったらしい。

　美女というにはピピは幼いが、本人が言うにはこうだ。

「ピピぐらいの年の女を自分の色に染めるのが男の喜びと聞く」

「ピピは体が小さいから男が支配できる。男は女を支配して喜ぶ」

　随分と文化が違うようだ。

　嫌いではないがな。

　いずれにせよ、俺たちには山の民の情報は少ないのでピピが俺の元に来てくれるなら支配もしやすい、遠慮なく頂いておく事にした。

「それで俺たちが引き上げたら彼らはどうするのだ？」

　ピピの表情は暗い。

「わからない。草原に行った者はほとんど帰ってこなかった。このままでは狩りも難しい。いっぱい子供を作って数を増やして、狩りのできない弱った者は間引くしかない」

　確かに大した人数のいない彼らが千人以上の健康な人口を失えば危機的だろう。

　だが山の民の生き残りは捕虜としている。

「それについては一族の長達になるのか。彼らに伝えてくれ、帰らない人間の半数程度は捕まえたが殺していない。俺に忠誠を誓うなら帰そう」

　ピピの目が大きく開く。

「半分帰れば大丈夫だ！　さすが偉大な族長様、長達に知らせてくる！」

　急いで駆け出す姿はまだまだ子供で愛らしい。

　可愛い娘のような感覚だな。

「…………」

　セリアがなんとも言えない顔をしてこちらを見ている。

　自分の立ち位置が奪われると警戒しているのかもしれない。

「そう警戒するな。お前は俺の可愛いセリアだよ」

　セリアの顔がふにゃりと緩む。

「族長様！　長達も喜んで忠誠を誓うと言った。それと偉大な族長が連れる女が三人なのは少ない。好きに二〇人ばかり選んで連れて行っても良いと言っていた」

　セリアの顔が引き締まった。







　山の民との戦争は俺が彼らを吸収する形で終わった。

　彼らには契約書や条約と言った文化はなく、そもそも紙もない。

　ただ、山の見える場所で俺の前に一族の長達が跪き、忠誠を誓う。

　これが忠誠の儀式らしい。

　俺は捕虜の解放を約束し、彼らとの交渉役兼貢物であるピピを連れてラーフェンへの帰路についた。

「だめですからね。まだ小さいのに抱いたらダメですよ」

「なぜだ。ピピはもう女だ。偉大な族長様の子が欲しい」

「あなたはエイギル様のを見てないから言えるんです！　そんな小さい体では無理ですよ」

「何をみてないのだ？」

「ん？　それはアレのことだろう？　ハードレット殿のでっかいちん、いたっ！」

　イリジナの頭を叩いて黙らせる。

　形は交渉役だが、また女が増えてしまった。

「うぅ、また女が増えました。ノンナさん達になんて言えば……」

「いいじゃないか、ピピは使者みたいなものだよ」

　セリアはそれでも納得しない。

「いいえ！　すぐに食べちゃうに決まってます。それに昨日知らない女性が二人、床に入りましたよね!?　朝二つの紅花がシーツに咲いてましたよね!?」

　あれは仕方ない。

　一族の長、二人から自分の娘に偉大な種を頂きたいと言われたのだ。

　しかも美人だったのだから断れるはずもない。

　騒ぐセリアを押さえながらイリジナの追求をはぐらかす。

　焦げたマント、折れた槍、ルーシィの贈り物が傷ついていくなか、今のこの瞬間が少しずつ重要さを増していく気がした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数一九〇〇

　　　アークランド南東部領主　私軍一二〇

　財産　金貨五〇五〇枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　装備　黒いマント 黄金の鎧（笑）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル　カトリーヌ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（山の民）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四四人　産ませた子六人

蛮族制圧戦争最終章です。

二つの話を文字数の都合で一つにしてます。










第69話　山の民の戦後　♯







　俺たちはピピを連れてラーフェンに戻る。

　戦闘さえなければ山の民の領域とラーフェンの距離はそう遠くない。

　ピピなどは馬が良ければ二日でついてみせると豪語していたのだ。

　さすがに二日とはいかなかったが、軍をラーフェンに戻して全てを平時に移行、首を長くして待っていたアドルフに結果を伝えてやる。

　単に山の民を皆殺しにした訳ではなく支配下に置いたこと、そして少なくとも俺が生きている間は彼らの襲撃はないので安心できるということ。

　ついでに一つの村の耕作地帯を全部ぶっ壊したこともサラリと伝えた。







「なるほど、では山の民は陶器や荷車さえも自分達では作れないと？」

「そうだ。たまに草原の民……ここに来て奪う。それでしか手に入らない。でも、もうしない」

　この場にいるのは俺とイリジナとピピ、そしてアドルフにレオポルトだ。

　山の民の産業や交易についてアドルフがピピと話したいというので話をさせてやったが……。

「三〇近い男が子供相手に内政の話ですか」

　レオポルトが俺の言いたい事を代弁してくれた。

　だが当人達は非常に真剣のようだ。

「それでは武具に関してはどうしているのですか？」

「鎧は死んだ馬や、食べた羊の皮を使う。武器は奪うか、食べ物と交換する」

「それは誰と交換するのですか？」

「ん。山には火の民がいる。食料や家畜と交換に鉄の武器をくれる」

　アドルフは横でイリジナとじゃれている俺に耳打ちしてきた。

「これは重要情報です」

　俺には物々交換で武器をもらうとか、どうでも良い話にしか聞こえなかったが。

「彼らの武器、矢じりや剣は質は悪いですが鉄です。つまり山の民の領域、我々の知らないところに鉄を作る場所があります」

　まぁそりゃそうだろうが、だからなんだと言うのだ。

　鍛冶屋なんかどの町にもあるし、ラーフェンにだって二軒あるぞ。

　山の民が技術に劣るといえ、別段おかしなことでもない。

「ああもうこれだから軍人は嫌なんです！　いいですか？　鉄を武器にする鍛冶はどこにでもあります。ですが我々は彼らと交易していません。つまり彼らは自前で鉄鉱石を調達しているんですよ」

　なるほど、ということは彼らの領域内に鉄鉱山があるということか。

「ピピ、鉄鉱山って知ってるか？　鉄の元になる石が埋まってる場所なんだが」

「知らない。族長様、鉄は鉄だ。石ではない」

　うむ、まったく知らないようだな。

「いずれにせよ、必ず鉄鉱山はあります。ここは交易路からも外れていますから、鉄の輸送にも費用がかさみます。自前で調達できれば好都合です」

「そこらへんは任せるから好きにやってくれ。それより肝心なことだ」

　肝心な事とは、山の民の食糧事情改善と軍への組み込みだ。

　彼らは基本的に狩猟と遊牧が主体だ。

　気候が変われば、獲物が激減する事もあるし、移動先で草が枯れていれば連れ歩く家畜も死ぬ。

　ピピによるとそれが原因の食料不足も珍しくないし、飢饉で人を間引くこともしばしばだったそうだ。

　そして間引く者の人選は例の呪術師が行っていたらしい。

　あの悪趣味な飾りは本物の人骨か…………。

　それをこちらから食料供給してやれば、彼らは毎日全員で狩りをする必要もなくなるし、人手が余れば俺の私軍に組み込める。

　彼らの騎乗射撃の能力は中央平原では並ぶ者がないだろう。

　少なくとも俺は馬で駆けながら横や後ろの目標を正確に射抜ける奴を他に見た事がない。

　彼らは成人であれば皆それができるらしいし、実際にカーラが射られて証明された。

　粗末な弓矢を我々の物に交換すれば、更に威力を増すだろう。

　ちなみにカーラとピピを会わせた時には一悶着あったが、トイレの意義がわからないピピが野外で致しているのを見かけてから、何か共感するものがあったらしく対立はなくなった。

　すぐにノンナに厳重に躾けられ、ピピもトイレを使うようになったが。

「それは結構なのですが、実は最近食料、特に穀物が考えられない程に値上がりしておりまして……さすがに一五〇〇人を超える山の民に無償で提供してはこちらの財布が持ちません。交易という形にして、こちらで換金できるものを入手したいのですが」

　アドルフが口を挟む。

　確かに今はクラウディアに貰っ……借りた金貨があるが、全員を養い続ける事など出来ない。

　万が一金を使い果たして無心に行ったら、今度こそ間男として白都で飼われてしまうかもしれない。

　しかし、山の民の技術レベルは知れているし、狩りの獲物や家畜を交易品にしてしまえば食料が減って本末転倒になってしまう。

「何かピピの周りでいつも余っていて、あげても問題ないものはないか？」

「いらないもの。狩りのできない無能な者はいらない」

　さすがに奴隷売買に手を染めるつもりはない。

「それ以外にだ。何か物とか道具とか」

「…………馬だ」

「馬は必需品じゃないのか？」

「生まれつき小さい馬、暴れる馬は乗れないから使えない」

　なるほど、彼らは馬に引かせる荷車を使わないから、馬に荷物を運ばせることが効率的ではない。

　結果、乗れない馬にはあまり用がないのだろう。

　それに彼らは馬の交配にも詳しく、多数の馬を誕生させている。

　当然、使えない馬の絶対数も多くなる。




「そういう馬は肉にする。割と美味い」

　哀れな末路だ。

「それはもったいないですね。乗るには適さぬ馬も荷馬車を引かせたり、農耕馬として十分な需要があります」

「ピピ、そういう馬を我々に渡して、代わりに食料を渡すとしたら長達は受けると思うか？」

　彼女は可愛く首をひねる。

　この姿を見ると悪戯したくなってしまうが我慢しよう。

「誰も反対しない。いらない物で欲しい物が手に入るのは素晴らしい」

「なら馬と食料の交易にしよう。馬ならいくらでも需要があるから領内で使ってもいいし、王都でもすぐに売れるだろう。細かい比率を考えるのはアドルフに任せるがあくまで彼らに従軍の余裕を作るのが目的だ。搾るような比率にするなよ？」

「承知しました」

「後は交易をスムーズにするためにも山からラーフェンへの街道が必要です。できれば山の民からも労働力を提供してもらえるとありがたいのですが……」

「それは無理だろうな」

　彼らは基本的に体格が大きくない。

　単純な力作業はそれほど得意ではないだろう。

　それにこういう問題もある。

「ピピこれを知ってるか？」

　ハンマーを見せてやる。

「鈍器だ。獲物を叩くと血を流さずに倒せる」

　レンガを見せてやる。

「石だ。脆そうだ」

　手押し車を指差す。

「？？？」

　こういうわけだ。

「この状態のやつらを教育しながら工事するのか？」

「おいおい、教えていきます…………」

　アドルフは諦めていないようだ。

　幸か不幸か想定以上の民の流入もある。

　労働力はそう心配しなくてもいいんだろうに。

「族長様」

　ピピが袖を引っ張ってくる。

「我々は族長様に従うと誓った。食料も交易も関係ない。必要ならば一族を引き連れて戦いに出る」

　ありがとよと撫でてやる。

　ピピはセリアと違って、頭よりも首筋から背中にかけて撫で降ろされるのを好む。

　ぞくぞくして気持ち良いそうだ。

　やけに色っぽい顔に少し硬くなってしまう。

「では二〇〇程度の人数で何回かに分けてこちらに来させましょう。優れた弓と騎馬の腕を持つとは言え、集団行動ができねば軍として使えませんし、我々の馬や弓矢に慣らす必要もあります」

　レオポルトは話題が軍のことに向いたと見て発言するが、ピピは答えない。

「お前は族長ではない。ただの草原の民だ。ピピ達が従うのは族長様だけだ」

　この反応どこかで見た気がする。

　珍しくこの場にいないどこかの誰かに似ているな。

　撫でる頭がないのは寂しいからピピを撫でておこう。

　会議と呼ぶには緩やかな話し合いで、鉄鉱山の探索、交易の実施、定期的な訓練が決定した。

　鉄鉱山に関しては既に軽騎兵を探索に出し、他二つはピピを使者に出そう。

　後、途中からいびきを立てていたアホにはレモンを口に突っ込んでやる。

「んもおっ!!　すっぱいぞ！　なんだ！」




　全て決まって全員が動き出す。

　俺はセバスチャンが入れたお茶を飲みながらリタの尻を撫でる。

　女の嬉しげな声を聞きながら、ふと頭に何かが引っかかっている事に気付いた。

　何か女と約束をしたような、していないような。

　なんとか思い出そうとするが、「今度また抱いてやる」「時間ができたら会いに行く」と約束した女の顔ならばいっぱい浮んでくるが、肝心なものが出てこない。

　結局思い出すのを断念して、リタをベッドに引っ張り込むことにした。

　まだ日は高いが、戦いから間もないし少しぐらい堕落してもいいだろう。

「ベッドにいくぞ」

「喜んでご奉仕致しますわ」

　手を引いて部屋に向かう途中にノンナを見つけた。

「あら、エイギル様、お話し合いは終わられたのですか。……陽も高いうちから女ですか」

　ちょうどいいのでノンナも一緒に行くか。

「ええっ私はこれからお茶でもと……うぅ仕方ありません。妻の務めは何よりも優先ですね」

　名前も出てこない女のことを考えていても仕方ない。

　たっぷり楽しむとしよう。




　部屋に入るとノンナとリタが並んで立ち、俺の顔を見る。

「ノンナは脱ぐんだ、リタは下着だけ脱げ」

「はい」

「まぁ、承知しましたわ」

　ノンナの凶暴な胸が晒され、細身の体と相まってアンバランスないやらしさが見える。

　一方リタは膝上まで詰められた改造エプロンドレスを捲ってこちらに尻を向け、わざと性器が見えるように下着を降ろしていった。

「楽にしていてください。今お脱がせしますわ」

　リタが俺の服を脱がせて行く。

　ただ脱がせるだけではなく、首筋や胸元にわざと触れ、興奮を高めているようだ。

　下着が降ろされ、男根が飛び出たのを見て先をすかさず咥える。

　だがこれにノンナが待ったをかけた。

「リタさん！　私だってそれ……したかったのに！」

　以前の尻叩き以降、ノンナは正妻うんぬんと言い張ることは少なくなったが、それでも目の前で妻の自分がお預けを食っているのは納得できないようだ。

　リタはぐちゅりと音をたてて既に唾液塗れにした逸物を舐めながら答える。

「奥様は是非ともハードレット様と愛を囁き合い、素晴らしい愛を楽しんで下さい。下半身の淫らな欲望は私が……」

　そう言って再び男根を含み顔を振る。

「エイギル様ぁ」

　ノンナが寄って来たので立ったままキスを交わし、髪を撫でる。

「お前は日毎に綺麗になるな」

「エイギル様が愛を下さるおかげです。女は愛されればそれだけ美しくなるのです」

「んっ！　んっ！　んっ！　んぼっ！」

　肩を抱いて優しくさする。

「美しい肌だ。まるで絹みたいだな」

「毎日気を使っておりますもの。貴方からその言葉を頂くために……」

「んもっ！　んぼっ！　んぐっ！　んんーーー!!」

　上半身は恋愛劇のような甘い展開だが、足元にはリタがしゃがみこんで下品な音を立てている。

　見ないふりしていたノンナだが、とうとう限界にきたようだ。

「ちょっと！　そんなぐちゅぐちゅ音がする中でどう愛を囁けというんですか!!」

「ぷはっ！　お気になさらず」

「するに決まってます！」

　思わず笑ってしまう。

「ベッドへ行け、可愛がってやる」

「「はい！」」

　リタはすぐにベッドに乗るがノンナが動かない。

「あのぅ……」

　そうだった、ノンナの大好きな奴をやってやろう。

　彼女の背中と足に手を回して横抱きに持ち上げる。

　そしてそのままベッドに移動し放り投げる。

「あんっ♪」

　どさりとベッドに落ちてノンナは嬉しそうな悲鳴を上げた。

　これをされると今から犯される気分になって気持ちが入るらしい。

　リタが羨ましそうに見ているな。

　やってもいいが、まず先ほどまでの奉仕でいきり勃った男根を満足させてからだ。

「頼むぞ」

　俺もベッドに乗ると二人の前に硬くなったソレを突きつける。

　今度はなんの躊躇も無くノンナも口をつけてきた。

「んっんっんっ！　今日もご立派……」

「んもっ！　んん～！　鉄のような硬さ……」

　ノンナが竿を舐め、リタが先を咥えて吸引する。

　やはり二人同時の口奉仕はたまらない。

　これは組み合わせを変えて全員試してみる必要があるな。

　夢が広がる話だ。

「はあ……はあ……」

　いつもよりも更に大きくなった男根に巨根好きを公言しているリタの興奮が限界に近いらしい。

「奥様、お願いです。これを先に味わわせてください。このままでは狂ってしまいます」

「むぅ、私だって……いえ、仕方ありませんね」

　リタのエプロンドレスで隠れた股間、そこから滴った汁は既にベッドを大きく濡らしていた。

　興奮が限界にあるのは本当らしい。

「ありがとうございます。ハードレット様ぁ」

　ここでじらしても面白いが先ほどの濃厚な奉仕の礼もあるし、素直に入れさせてやろう。

「いいぞ、乗って来い。ノンナは膝枕してくれないか？」

「ああっ嬉しい！　やっとこの巨根が……おおぉぉぉ!!」

　リタはノンナが枕元に来るのも待ちきれないとばかりに飛びつくように乗ってきた。

　一気に入った男根が彼女の一番奥に当たって中が軋む。

「巨根はいったぁ！　いいっ！　デカチンいいです！」

　痛みに顔を歪めながらも即座に腰が動き出し、ベッドを軋ませ大きく動く。

　着衣のままの行為なので接合部が動きに合わせてチラチラと見え隠れするのがたまらない。

　胸が揺れるのを見れないのは残念だと思っていると、視線で気付いたのかリタは胸元を開いて胸を放り出した。

　着衣のまま胸だけが外に出て揺れる様は素晴らしく淫靡だ。

「リタさん、まるで性獣みたいですね」

　ノンナに膝枕してもらい、顔を見ようとするが乳で見えない。

「……」

「はい、これが欲しいんですよね」

　ノンナが前に屈んで、乳房が顔全体に押し付けられる。

　その通りだと思いながら柔らかい感触を味わう。

「すごぉぉぉい！　また大きくなるぅ！」

　リタの悲鳴が現状を正確に伝えてしまった。

「あら、ご満足頂けて嬉しいです」

　ノンナの顔は見えないが満足げに笑っているのがわかる。




「リタ、後ろを向いて尻をこっちに向けろ」

　すぐにリタは向きを変えて大きな尻が前で揺れる。

「本当に大きなお尻ですね。太っているわけでもないのにどうしてこんなに大きいのか」

　リタの尻は体格から見ても非常に大きい。

　むちむちに肉が詰まった尻は男に捧げるためにあるように見えた。

　にやりと悪い笑みをノンナに向けて……顔は見えないので正確にはノンナの乳に向けてだ。

　指を二本、彼女にしゃぶらせる。

「んぷっ、いかがしましたか？」

「こうするんだよ」

　嬌声を上げながら腰を動かすリタの尻に手をやり、俺を一杯に咥え込んだ女の穴、その少し上にある小さな蕾に指を当てる。

「ひゃっ！　ハードレット様！」

「ええっ!?」

　遠慮なく指を根元まで挿入、リタだけではなくノンナからも悲鳴があがった。

「ああっ！　ご不浄に指が、指がっ！」

「エイギル様、そんな酷いことは……」

　酷い？　何がひどいというのか？

　リタの顔がノンナに見えるよう、振り返らせた。

「指が尻穴にぃ、あぁぁ気持ちいいです!!」

「ええっ!?」

　尻穴の中で指を動かすとリタは突如痙攣を始めた。

「いいっ！　尻穴いいです！　でも足りません……男根を、巨根を尻に叩き込んでください！」

「馬鹿言え、これからノンナも相手するんだ。これで我慢しろっ！」

　指をもう一本増やして尻を広げてやるとリタは跳ね上がった。

「あぁーーー!!　お尻が燃えるぅぅぅ!!」

　リタは俺を締め上げて前のめりに倒れる。

　尻穴で絶頂したらしい。

「そんな……お尻で達するなんて、信じられません」

　リタから引き抜いて彼女をベッドの隅に転がし、ノンナにのしかかる。

　俺は出さなかったので硬さも大きさも最高潮を保ったままだ。

　ノンナの白い腹にドサリと男根を乗せる。

「待たせたな、さあ始めよう。それでどちらにする？　尻か？」

「こっこんなものお尻に入ったら死にます！」

　本気で抵抗するノンナが微笑ましく、素直に前に入れて腰を振る。

　ノンナは安心したように悶え、甘えながら高まっていった。

「種を出される時は深くまで突きこんで下さいませんか？」

「かまわんがどうしてだ？」

「種が子袋を膨らます感触が案外に心地よく……」

　華奢なノンナだと俺のモノを根元まで入れるわけにはいかないのだが、加減しすぎて浅くなると種が外に噴き出してしまう。

　きっちりと子袋まで送り込んで欲しいらしい。

「なら大きく足をひらけ。見映えなど気にせず、がばっとだ」

「こうでしょうか？」

　ノンナは普段の上品な仕草からは考えられないほどぱっくりと足を開く。

　それがまた興奮を誘い、元々リタに高められていた俺の逸物は動き出した。

「あっ！　どうぞっ！」

　ノンナは縋るように俺の顔に手を添えて射精を受け止める準備をする。

　だがここで横槍が入った。

「尻穴の快感、女だけではありませんわ……是非堪能下さいませ」

　呆けた声でリタが囁き、ノンナを突く俺の尻穴に何本もの指を入れたのだ。

「ぐああああ!!」

「ええっ！　ちょっ！　膨らんでっ！　きゃああぁぁぁ!!」

　射精間近だった俺は刺激で激しく絶頂し、思った以上の大量の種が流れ出す。

　更に男根も限界を超えて大きく膨らんだのだ。

　ノンナは極太になった男根に穴を広げられ、更に当たる音が部屋中に響く勢いでの射精を受け止める事になってしまった。

「ぐう！　止まらん！　ノンナ!!」

　射精は終わりがない程に激しく続き、ノンナは流れ込む大量の精に悲鳴を上げて枕を掴んだ。

　足を大きく開いていたせいで彼女の子袋は種の奔流から逃げられない。

「すごい……尻穴からも飛び出す噴水がわかりますわ」

　リタは遠慮なく、俺の尻を指でほじり続けた。

　久しぶりに目の前に光が走る程の絶頂を味わってしまう。

「あぁぁぁぁぁ………………」

　ノンナは大きくなりすぎた男根と射精に意識を失い動かなくなった。

　半開きの目で失神した姿もとても美しかったが。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　永久に続くと思われた射精も終わり、ノンナから男根を引き抜く。

　大量の精が逆流し、ベッドは水浸しになってしまった。

「いかがでしたか？　……あの、お顔が怖いですわ。何か粗相を？」

　ノンナの仇を討たねばならない。

　俺はリタを正面から抱いて壁に押し付け、立ったままの体位で突き上げる。

　太ももを片方抱えあげて片足立ちにして腰を使う。

　一度メイド相手にこれをやってみたかったものあるが今は復讐戦だ。

　立ったままの行為でリタの力が抜ければその分だけ体重で男根がめり込む。

　失神でもしようものなら子袋まで突き刺さるかもしれない。

　知ってか知らずかリタは甘えるように腰をこすりつけて喜んでいた。




　結局、意識を飛ばしたノンナが起きて最初に見たものは、「ご主人様、許して下さい」と悲鳴を上げるメイドの姿だった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　同時刻　旧アークランド北部　ゴルドニア統治区域

「今日、ムルニの家の娘が身売りするってよ」

「しかたねぇ。あそこはガキが五人もいるんだ。到底無理だよ」

　誰々の家の娘が身売りする。

　夫が畑を置いてきつい鉱山労働へ出かける。

　聞き慣れた話になってしまった。

　それも当然、税率に無理があるのだ。

　税自体は確かにアークランド時代よりも低くなった。

　だが、その代償として戦乱で畑は荒れたし、副業として作っていた小物製作も安価で質のいい品がゴルドニアから流入して売れはしない。

　結局アークランド統治時代と暮らしはそれ程変わらない。

　少しばかり良くなってもあの時代が最悪だっただけで、今が良いわけではないのだ。

　確かに未来に希望はある。

　これから畑は整っていくし、人口も安定していくだろう。

　それでも今を生きるために、娘達は娼館に売られて行き、男達は命をかけて鉱山で働かないといけない。

　旅人でも泊まれば貴重な現金を得るために妻や娘まで抱かせようとしている。




　話が違うではないか！

　私達は義勇軍としてアークランド王国と戦った。

　村人は何人も斃れ、それでも新しい時代のために戦ったのだ。

　軍を率いていた貴族にも村を助けてくれるとの言質をもらったのに。

　トリエア王国統治下よりはマシと聞くが、この状況で到底優遇してもらっているとは思えない。

　聞けばその貴族は戦争の英雄として領地を貰っているらしい。

　流れてくる噂によると、その貴族は辺境の地にあって極端に安い税率で善政を敷き、周辺から流れてくる民も温かく迎え入れて、生活の場を与えていると聞く。

　そんなことよりも先に果たすべき約束があるはずなのに！

「父さん。私ちょっと行ってくるわ」

　今まで大人しく待っていたがもう限界だ。

「そんな、貴族様に直接訴えるなんて罰をもらってしまうぞ。ここは文でも出して穏便にだな……」

　父はそんなだからダメなのだ。

　文なんか出しても貴族の目に入る前に部下に握りつぶされる。

　訴えに出た知り合いの女を罰するような狭量な男なら何が貴族と嗤ってやればいい。

「いえ、行きます。彼らへの協力も元は私が提案した事。成果も必ず持ち帰ります」

　私はもう父の意見は聞いていないとばかりに貴重な食料を袋に詰めて馬に乗る。

　小さくあまり価値の無い馬だが、女の私一人ぐらい乗せられるだろう。

「私が帰らなかったり、死体で戻ったらあの英雄の噂は虚構、所詮狭量な貴族と笑ってやって下さい」

　危険を犯しても面と向かって一言いわねば気が済まない。

「おおい、村の為にもあまり無茶はするんじゃないぞヨグリ！」

　父の声を無視して馬を進める。

　もし、万が一忘れているようなことがあったら引っぱたいてやる。

　エイギル＝ハードレット子爵様！




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主　私軍一五〇

　財産　金貨五〇二〇枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　装備　黒いマント 黄金の鎧（笑）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル　カトリーヌ

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（山の民の使者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四四人　産ませた子六人








第70話　女難の連鎖　♯







「よくぞお戻り下さいました」

　メリッサとマリアが両手をついて迎えてくれる。

　俺は今、王都の家に戻っている。

　原因はメリッサからの手紙だった。

　ラーフェンから王都まではシュバルツならば二日、他の馬なら三～四日だろうか。

　戦争は終わったとはいえ、山の民との交易の話もあるしそう長く空ける訳にはいかないのだが用件が用件だけに仕方ない。

「こちらへどうぞ」

　二人はもっと笑顔で迎えてくれると思ったが、やはり同じ女としては怒るか。

　客間としてやや大きめのベッドを置いていた部屋に通される。

　そこにいたのは少し疲れた顔をしたカトリーヌと…………眠る髪の黒い赤子だ。

「五日前にお生まれになりました。お手紙に書きました通り、孤児院はホコリも虫も多いので、こちらの部屋をお産と休息に使って頂いております」

「そうか、頑張ったな」

　俺が短く言うとカトリーヌは照れたように顔を逸らして赤子を撫でる。

「お部屋を貸してくれてありがとう……本当は私を家に入れちゃいけないんでしょ？」

　カトリーヌからは普段の棘が取れている。

　こうして見ると子供っぽさすら感じる雰囲気と顔だな。

「出産直後に放り出す程鬼畜じゃないさ。ゆっくり休んでいけ」

「うん。それでね…………。なんでもない」

　カトリーヌが言い出さないなら俺が何か言う事もないだろう。

　彼女はただ孕んで子を産んだ、それだけで「何か言うことがあるのでは!!?」

　メリッサが食って掛かってきた。

　マリアの後ろからは使用人の孤児三人組も顔を出しているが、みんな半目で居心地が悪いな。

「エイギルさん！　あなたの子供なんでしょう？　どうして何もしてあげなかったんですか!?」

　メリッサが珍しく怒声を上げる。

　世話しなかった事か、てっきり家外の女に子供を産ませたことに嫉妬していると思ったのだが。

「カトリーヌさん、お腹押えて倒れたんですよ？　助け起こしても、エイギルさん以外には何も話せないって！　貴方がいないならこのまま道で産むって言い出して！」

　腹を大きくしてからもちょくちょく姿を見せたのは俺に気付いて欲しかったのか。

　言い出さないからてっきり隠してると思っていたのだが。

「最後は無理やり家に引きずり込んでベッドに寝かせましたけど。今でも父親が誰かは言ってくれないんです。エイギルさんから聞いてあげて下さい」

　メリッサは怒気を滾らせたまま、道を空ける。

　俺がベッドの前に立ってもカトリーヌは普段の態度からは考えられないぐらいしおらしかった。

　いつもは獣だの犯されるだのと元気がいいのに。

「カトリーヌ」

「はい……なんですか」

「俺の子か？」

　下を向いて声が小さくなった。

「違うわ」

「カトリーヌさん！」

　メリッサが大声を上げた。

「そこらへんの男に抱かれたら出来ちゃった。ごめんなさい、迷惑かけたわね。体が戻ったらすぐに」

　俺はカトリーヌにキスをして抱き締める。

「俺の子だな？」

　抵抗していた手が背中に回り、爪を立てる。

「そう、だよぉ…………貴方の息子ですよぅ。出来ちゃった、おろせなかったよ……ダメだったのに、私が貴方の子供産んじゃダメだったのにぃ！」

　そこから先は何を言っているかわからない嗚咽だった。

　しばらく、落ち着かせるように抱き締め、声が消えた所で再度話しかける。

　いつの間にか、その場には俺達しかいなかった。

「後は任せろ。なんとかしてやるから心配するな」

「赤ちゃん殺さない？」

「大丈夫だよ」

　王にばれればおしまいだが、そもそもカトリーヌが生きている事が言い訳できないことだ。

　秘密の一つや二つ同じことだな。

「良かった…………」

　カトリーヌは崩れ落ちた。

　子供の処遇が心配でずっと気を張ってきたのだろう。

　彼女はいつも子供のために命を賭けている。

　毒を吐いてばかりだがいい母親だ。

「悪かったな、気付いて欲しかったんだな」

「そうですよ。わざわざお腹目立たせて通ってたのに。口でしかできないなんて言ったら誰でもわかるでしょうに」

　カトリーヌはいつもの毒ではなく拗ねたような口調で責めてくる。

「気付いてたぞ。言ってくるまでは黙ってようと思ったんだよ」

　ぽかりと頭を殴られる。

「ばか……女の敵」

　彼女はそのまま俺の胸に飛び込んで来て、深く埋めたまま、もごもごと話し始めた。

「今日で終わっちゃった。昔のことはおしまい」

　顔を見ようとしたが埋めたまま動かない。

「堕ちたわ……完全に、心までね。子供も生まれて、もうどうしようもない」

　ぶつぶつと胸の中で呟かれるとくすぐったい。

　下半身が反応してしまいそうになるが、さすがに出産五日の女は抱けないだろう。

「これを」

　カトリーヌは顔を上げると小さな指輪を差し出した。

「なんだこれは？」

　俺へのプレゼントにしてはタイミングがおかしいし小さすぎる。

　これでは小指ぐらいにしか入らない。

「主人から貰った指輪なの、隠してた思い出の品はもうそれしかないわ。売り飛ばし……いえ、できればハンマーか何かで潰して」

「いいのか？」

「ええ、もう必要ないわ。私はあの人の未亡人じゃなくて貴方の……情婦よ。子供まで産まされて、これからずっと玩具にされる。それでも幸せを感じてる哀れな情婦」

　カトリーヌは俺の子供を産み、心まで堕ちた。

　俺たちは契約の証のような甘いキスを繰り返し、小さな指輪は同意の下に失われた。







「どうなりましたか？」

　部屋を出ると全員が廊下で待機していた。

　メリッサが代表として聞いてくる。

「カトリーヌは俺の女になった。これから子供……［アントニオ］共々この家においてやる。もちろん孤児院にいる子もな」

　息子の名前はアントニオとした。

　といってもカトリーヌが既に考えていたらしく、俺はそれを認めただけだ。

　全員からほっと息が漏れた。

　どうやらカトリーヌは歓迎されているようだ。

　本当は俺の領地に連れて行くのが一番なのだろうが、さすがに産後すぐの女と生まれたての赤子を連れて旅はできない。

　しばらくこの家で面倒を見てもらおう、メリッサがいるからなんの心配もない。

「正しい判断だと思います……ですが」

「お説教です」とメリッサに別室へと連れて行かれる。

　正しい女の扱いについての説教は延々と続いていく。




「女の嘘に気付かない振りは二流です」

　なるほど。

「気づいている事に、気付かせた上で気にしないのです」

　ふむふむ、そうか。

「カトリーヌさんは以前から貴方に助けを求めていたはずです」

　そうかもしれないな。

「女が真に求めることに気付いてこそ一流の女殺しです」

　よくわかった……ん？　何か違う気がする。

　メリッサの説教で俺は少しばかり女の扱い方が上達したかもしれない。







「メリッサ！　激しいよ」

「あはは、ここはどう？」

「やーー!!」

　問題が解決して、今俺はメリッサとマリアの絡みを見ている。

　以前から何人かの女にはやらせているが、今回は少し趣向が違う。

　彼女達は口や手で互いを愛撫するのではなく、股間には大きな張り型が入り、その両端を互いに挿入して腰を振っているのだ。

「それにしてもでかい張り型だな」

「特注品だよ。これでもエイギルさんのより一回り小さいけどね」

　最初からメリッサとマリアが楽しむために作られたのかアンバランスな大きさだ。

　メリッサ側の方がより太くて長いのはご愛嬌だろう。

　性を楽しむ為に作られた道具は二人の女の汁に濡れていやらしいオーラを放っている。

　これを注文……きっとマリアには出来ないからメリッサが行ったのだろうが、している姿を想像するとそれだけで逸物が勃ってくる。

「あーん、もっと手加減してぇ！」

　最初はお互いが腰を使っていたが、経験値の違いから次第にメリッサが有利となり、今はベッドに倒れ込んだマリアを一方的にメリッサが攻めている。

　そういえばマリアは以前、ロレイルでカーラと二人になった時もこういうことをしていたらしい。

　潜在的に女同士の素質があるのかもしれない。

　メリッサに突かれて甘い声を上げているマリアに一抹の不安を感じ、俺も参戦すべくベッドに乗る。

　ライバルの張り型を二人から引き抜いて、本物を味わわせてやった。

　それにしても俺が王都を出てからそれほど時も経っていないのにこの張り型はしっかりと使い込まれているように見える。

「どれぐらい二人でしているんだ？」

「えーっと……あはは」

「えへ」

　女達は俺に組み敷かれた中で笑い合う。

「「昨日はしなかったよ？」」

　つまり毎日してたんだな……。

　間男の影がないことに喜ぶべきか、女同士の愛が育ってしまった事を嘆くべきか。

　変な嫉妬に激しくなった攻めは限度を超え、マリアばかりかメリッサまでも泡を吹くほどに猛烈な性交になってしまった。

　終わった後に張り型を入れてみると、俺の男根の形になってしまった女の穴にはゆるゆるだった。

　うむ、これでよし。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　数日後　　ラーフェン

「可愛いお子さんはいかがでしたか？」

「新しい女はいつこられます？」

「カトリーヌ？　あぁ、あの淫乱女ね」

　帰って早速三人の妻から詰問される。

　もうこういった修羅場はうんざりだ。

「カトリーヌは産後だからな、しばらくは向こうにいるよ。息子の名はアントニオ、元気だったぞ」

　やっぱりねと女達には、それほど驚きの色は無い。

　事前にメリッサの手紙で知っていたし、カトリーヌは知らない顔ではない。

　突然子供を連れて現れたメルとは違った。

　だが一人ノンナだけはがっくりと崩れ落ちた。

「や……やられた。男子を先に産まれるとは、くうっ！　どうして私には子ができないのか」

　自分が死んだ後のことなどわからないが、家督うんぬんを言うならばカトリーヌは情婦でいいと言っているから子供の面倒さえ見てやれば問題ないとは思うのだが。

「そんな甘言は言えません！　男子を持った女は本当に強いのです！」

　ノンナは涙目で訴えるが、貴族出身は彼女だけで他の女は特に気にした様子もない。

　セバスチャンが食事の準備が出来た事を伝えると解散してしまった。

「エイギル様！　他の女は次々と孕ませるのにどうして私には種がつかないのですか！」

　そう言われても、ノンナ本人の希望もあって多めに抱いてやってるつもりなんだぞ。

「今日は寝かせませんよ！　空になるまで頑張ってください」

　そこまで言われては男として引けないと二〇回戦まで頑張ったらノンナは熱を出して寝込んでしまうのだった。







「調査の結果ですが、山の民の領域内にかなり大規模な鉄鉱山が見つかりました、ほとんど手を付けられて居ない上に大規模に剥き出しになって……」

「交易に関しても快く受けいれてもらい、既に数十頭が届けられました。利用すれば農地の更なる……」

「山の民の訓練ですが二〇〇人一組として交代で行っています。我々が与えた弓に少々てこずっているようですが、それでも中央平原に並ぶ者の無い優秀な弓騎兵と言えるでしょう。今後は……」

　眠い、眠すぎる。

　昨夜、頑張り過ぎたせいでアドルフとレオポルトの言う事がほとんど耳に入ってこない。

　幸い今日は隣でセリアがメモをとっているので後で聞けばいいだろう。

　それにしてもカトリーヌの件ではメリッサに攻められ、帰ってきたらノンナに種をせがまれ、最近は女関係で疲れることが多い。

　セリアは「抱き捨ててきた女の怨念かもしれません。このままではもげ落ちますよ」などと下らないことを言ってくる。

　そのくせベッドに誘ってやると甘く鳴くのだからおかしなものだ。

「族長様どうした？　ピピが役に立つぞ」

　心の癒しにピピを撫でる。

　セリアが泣きそうな顔でこっちを見るので彼女の頭も撫でてやろう。

　もちろんメモは止めさせない。

　こういう関係もいいな。

　しばらくピピは抱かずにこうやって愛でることにしよう。

　俺がピピを撫でて恍惚とする中、それはやってきた。

「旦那様、少しよろしいでしょうか？」

　セバスチャンが俺に耳を寄せてくる。

「お客人が来ておられるのですが」

「ん？　誰だ？」

「それがハードレット子爵に直接お話すると」

　俺はそんな相手を通すなと、セバスチャンに非難の目を向ける。

　ここは俺の領地、いわば俺は最高権力者だ。

　相手の方からいきなり来て、俺が会う相手と言えば貴族かその紹介状を持つ者ぐらいだ。

　偉ぶるつもりはないが、会いたいという全員に会っていては一日中来客になってしまう。

　そこをこなすのも執事の役目のはずだ。

　セバスチャンがそんなつまらないことをするとは珍しい。

「ただ客人は女性でございまして、鬼気迫るご様子。もしや何かのお知り合いかと」

　セバスチャンまで俺をそんな目で見るのか。

　だが少し考えただけでも「孕んだ、助けてくれ」と言いそうな女の顔が何人も浮ぶ。

「…………会うよ」

「こちらへどうぞ」

　もしそうなったら生活費を与えて、ラーフェンに住まわせてやればいい。

　そう思って玄関に向かったが、目の前には最大級の女難が控えていた。




「お久しぶりだね、ハードレット準男爵様。今は子爵様に出世されたとか」

「！　お前は…………」

　俺は女と聞いてひっついて来たセリアを見る。

　彼女の口が動く、助かった！

「ヨグリ……久しいな」

「ええ本当に、名前も忘れる程ですね」

　しっかり聞かれていたか。

「いきなりでびっくりしたよ。一体どうした？」

「…………」

　突然黙られても困るな、こいつには手を出していないから孕んだということは無いはずだが。

　セリアが顔に手を当てて俯く、変な奴だな？

「この大嘘吐き!!」

　ヨグリが拳を握り締め、俺に殴りかかってきた。

　だが、傍にいるセリアが大人しくしているはずもなく、ヨグリは腕を掴まれて足を払われ、地面に叩きつけられた。

「無礼者！　ここで手打ちにするぞ！」

　いつ取り出したのかセリアはナイフをヨグリの首筋に突きつける。

「やれるものならやりなさい！　約束を違え、懇願にきた女を殺す卑怯者！」

　これはまずい、セリアの顔から表情が消えた。

　多分このままナイフを突き刺すぞ。

「止めろセリア」

　玄関で刀傷沙汰をしてもつまらない。

　別室で話を聞こうじゃないか。







「我が村は今苦境にあります」

　ヨグリは俺を非難する言葉を交えて強烈にまくし立てた。

「義勇兵として命をかけて戦った村人達にハードレット様は確かに約束したじゃないですか、私達を優遇して下さるって！　でも何もないじゃないですか！」

　この状態の女に何を言ってもだめだ。

　メリッサに言われたことを思い出せば女が真に求めている事、今はただ溜まった鬱憤をぶちまけたいだけなのだろう。

　そしてその先に求めることは相当に覚悟がいることだ。

「はっきり言って下さい。私達を助けるの？　助けないの？」

　はあと溜息一つ。

　セリアはさっさと追い払えと目で訴えるがそうもいかない。

　事実、話を聞いているとヨグリの村の領主も愚かなことをしている。

「助けてやるよ。何をして欲しい？」

　セリアが逆に溜息をついた。

「あの領主を追い払って欲しい」

「それは不可能だ。同じゴルドニアの貴族だからな」

「なら、村人全員をハードレット様の領地に移住させて！」

　それならば不可能ではないな。

「もし、俺の領地に来るなら受け入れるぞ」

「領主は流民を警戒しているから、村ごとの移動なんて到底できない。だから……」

　ああ、嫌な予感がする。

「全員をこの領地に連れ去って」

　こういう時の悪い予感は大抵当たるのだ。

「俺に人攫いをしろと？」

「できない？」

「軍隊率いて、味方の領土に押し入って民を連れて行くなどできるわけがないだろう」

「ならば我々が向かうよ。全員で一丸となって領主の軍隊を突破する！　ハードレット様の領へ向かうぞって」

　そんなことをすれば反乱だ。

　もしその領主の軍隊を突破できても、ヨグリの村から俺の領地までは結構な距離がある。

　途中の領主の軍隊が次々と襲い掛かって間違いなく全滅する。

　ヨグリもそれをわかって言っているのだろうが。

「わかったよ。俺がなんとかする。お前は町で適当に過ごしていろ」







　今更村には戻れまい。

　そしてセリアとイリジナを呼びつける。

「東方軍は使えない。私軍と……そうだな山の民から何人出せるかピピに聞いてみようか」

「なっ！　正気か!?」

「無茶苦茶です！　そんなことをしたら！」

　セリアとイリジナは顔を青くしている。

　当然か、俺は同じゴルドニア貴族の土地に侵攻するつもりなのだから。

　だが、反論は聞かない。

　約束は約束、何を持っても果たすのは俺の意地だ。

　それにこんな程度の約束も守れずに、王になる約束が果たせるものか。

「ヨグリ、正直忘れていたが今から約定を果たす。それでいいな？」

「勘弁してあげる」

　そういいながらヨグリは服を脱いでいく。

「餞別か？」

「ううん、契約の証。今こそもらって」

　イリジナとセリアの前で全裸になったヨグリはどうすればいい？　とばかりに俺を見る。

　他の女二人はパクパクと口を開いていた。

　俺がソファに横たえてやろうとすると彼女が抵抗する。

「待って、私は貴方に愛されるつもりはないわ。だから優しくはしなくていい。ただ処女を破って頂戴」

「俺としては互いに盛り上がりたいんだが」

「ダメ、それはみんなを助けた後よ」

　仕方ないとソファに手をつかせる。

　男根は急展開で準備も無いのであまり元気とは言えなかった。

　だがこの方が高まっていない女にねじ込むにはちょうどいいかもしれない。

　本気の逸物で強引にすればヨグリの性器は壊れてしまう。

「いいわ、破って」

　俺は男根を当てて腰を突き出す。

　滑りは足りないし、処女穴は狭い。

　それでも力任せに腰を突き出し、処女膜を圧迫した。

　ヨグリの処女は随分と頑丈で、きつい性格の本人を写すようだ。

　だがその抵抗も裸の女を触って徐々に膨らみ始めた逸物の前では無力だった。

「んっ！」

「っ!!　痛っ!!　ぐうぅぅぅぅ!!」

　ヨグリは思った以上の痛みに思わず叫びかけたがソファを噛んで我慢したようだ。

「うおっ！　音がしたぞ」

「ぶちり……処女が破れた音ですね。憎らしい」

　気付けばイリジナとセリアが至近距離で結合部を観察している。

「っ！　見るなぁ！」

　頑丈な処女は出血も多く、太ももに血を流しながらヨグリは女二人を威嚇した。

　喧嘩させてもいけないので余裕がなくなるように腰を使う。

　快楽よりも痛みが強いのか、必死にソファを噛んで堪えるヨグリ。

　もっと気持ちよくやりようはあるが彼女は本心からそれを望んでいない。

　呻きと腰が当たる音だけの交尾が続く。

　だが、気持ちはどうあれ、男は女を攻めていると高まるもの。

「中で……膨らますなぁ！」

　最初入った時から膨らみ続ける男根にヨグリが声を上げる。

「エイギル様は酷い人です。処女に押し入って中で膨らますなんて……きっと穴を破裂させるつもりなんですね。可哀想に、この人は女として使い物にならなくなりますよ」

　セリアはヨグリにむけて精一杯憎たらしく言うが、どうしても可愛さが抜けない。

　それに俺の体を撫で回すお前の手が逸物が膨らむ原因でもある。

　だが、このままでは本当に壊れてしまうかもしれない。

「お前のためだ」

　ヨグリの肉芽をこすり、胸を攻める。

　イリジナにも手伝わせて全身を撫でさすった。

「やめっ！　処女だけあげますって……」

　徐々に彼女の中はぬめりを帯びて動きやすくなってくる。

　それでもやはり苦痛の方が大きいのか、いよいよ冷や汗も多くなって来た。

　早めに出してやろう。

「セリア、イリジナ頼む」

　ヨグリを突きながら玉や胸に奉仕してもらい、急速に精を高めていく。

　一気に種を登らせての射精。

「うっ！」

「えっ？　…………えええっ!!　ちょとぉぉぉぉ!!!」

　ドクドクと中で脈打つ男根を感じてヨグリが暴れ出した。

　無理やり射精途中の肉棒を引き抜いたので全身に精を浴びてしまう。

「わっ！　かけるな！　…………うそぉ、中に出したぁ!!」

　引き抜いた時には少なくない量が彼女の中に流れ込んでいたが、それがどうしたのだろうか？

「どうした？」

「どうしたじゃないわよ！　処女あげるだけって言ったのに、種付けするなんて酷いわ！」

「そういうものか？」

「あったりまえよ！　こんなにたくさん……うぅ、とても掻き出せない」

「そうか避妊薬使ってなかったのか」

「そんな薬買うお金あったら食べ物買ってたわ！」

　セリアが渡した避妊薬を懸命に塗りこむ。

　それでも先に子袋の中まで種が入ってしまっては孕む可能性も〇ではない。

　強力な薬は副作用もあるし、うちにはどうしても妊娠したくない女はいないのでそれほど強い薬は置いてない。

「未婚だろ？　気にするな」

「するわよ！　私はちゃんと愛してくれる人と結婚して家庭が欲しいの！　慰み者なんて嫌よ！」

　もういいわ、とヨグリが立ち上がる。

「処女は契約通り捧げました。おまけに種まで撃ち込んだんだから絶対に村のみんなを助けてもらいますからね！」

　さてどうしたものか。
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第71話　黄金の騎士







「ぐっ!!」

　肉棒がびくびくと脈打ち、下に組み敷いた女の中に種が飛び出て行く。

　五回目か六回目か、女は少し震える以外は反応しない。

　三度目の絶頂時に大声を出したのを最後に意識を失ってしまったのだ。

「うっ、……ふぅ」

　腰を小刻みに動かして射精を続ける。

　そろそろ玉の中も空だ。

　うつ伏せに寝転ぶ女から男根を引き抜く。

　穴は未だに狭く、肉傘が入り口でひっかかるので少し力を入れねば抜けない。

「あぅっ！」

　つい先日まで処女だったヨグリにはまだ俺のモノはきついのだろう。

　放心していた彼女は刺激と僅かな痛みで覚醒したようだ。

　拗ねるような目で俺を睨み、自分の中からこぼれる大量の種に眉をひそめた。

「約定を果たすって言ってくれたけど、あれから何もしてないじゃない。体だけ貪って……本当に嘘はないのよね？　もう手遅れかもしれないけど先に子供だけこさえられても困るのよ？」

「勿論嘘はない。だが俺一人が馬で飛び込んで全員を連れて帰れる訳がないだろ？　準備がいるんだよ」

　ヨグリを抱き寄せて胸を愛撫する。

　後戯をしっかりすれば尖った女も優しくなる。

「町の外に軍隊がいたじゃない。あの軍隊を使えば領主なんてイチコロよ！」

　だが仲間が心配なのかヨグリは興奮して立ち上がろうとし、呻いて膝をつく。

　まだ痛みがあるのだろう。

「大丈夫か？」

「平気、あなたのがでかすぎるから悪いの！　これもう丸太じゃない……。それより！　軍隊はみんな普通に訓練してたわ。あなたが隊長なら命令一つで動かせるんでしょ？」

「あのなぁ……お前の村の領主は俺と同じゴルドニア所属だぞ？　王国の正規軍を動かせるわけがないだろう」

「軍隊の違いなんてよくわかんないけど……じゃあどうやるの？」

　王国とは無関係、そして王ではなく俺に忠誠を誓っているやつらを使うんだよ。

「エイギル様失礼します！　……が終わっていたようで何よりです。山の民の長が、配下を率いて予定地点に到着しました」

　セリアは股の穴から俺の種をこぼすヨグリを忌々しげに見ながら報告を入れる。

　これを待っていたのだ。

　それにしても早い、急使が一日かかっていることを考えると僅か二日で数百人を率いてやってきた。

　俺の要請があればいつでも駆けつけるというのは嘘では無いらしい。

「山の民って……蛮族のこと？」

「目の前で蛮族と言うなよ。ピピが機嫌を損ねるからな。まあ、そういうことだ」

　彼らはアレクサンドロ王どころかゴルドニア王国の存在さえ認識していないだろう。

　ただ草原の民として、他の国と混同して認識しているはずだ。

　あるのはただ俺への忠誠だけ、最高の私軍と言えるだろう。

　更に彼らは全員が騎兵で迅速な行軍ができ、今回の作戦には適任だ。

　装備をわざと自前の物にすれば蛮族の襲撃だと思わせることができる。

　やれやれといった顔でセリアの後ろからレオポルトが現れた。




「蛮族が襲撃し村人を拉致、その後ハードレット卿が領内に逃げた彼らを討伐し、民を救出します。しかし蛮族は多数の民を拉致しており、民も自分がどこから来たかわからない。区別がつかないので全員の面倒をここで見るという筋書きです」




　というのが彼の案だ。

　お前はこういう馬鹿な戦いには反対だと思ったけどな。

「無論反対です。なんの益もない上に危険だけがある。そもそもがその女の口を塞げば済む話です」

　ヨグリがレオポルトを睨むが、全裸であることに気付いて慌ててシーツで体を隠す。

　だがレオポルトは彼女の丸見えの巨乳を一瞥もしなかった。

　こいつは本当に不能か重度の少女趣味ではなかろうか。

「ですが子爵はどの道やるのでしょう？　ならば考え無しに殴り込まれるよりはマシな筋書きを考えたということです」

「面倒をかけるな」

「以後自重して下さい」

「ピピも行くぞ！　長にも言われた。常に傍にいろと、そうすればいずれ種付けしてくれると」

　俺のピピに下らないことを教えた長の名を聞いておかねばならない。

　もうピピは返さないぞ。

「では私も準備いたします」

「いや、セリアとイリジナはダメだ」

　泣きそうな顔をするがだめだ。

　セリアは昔の俺の軍では有名だった。

　もし今から行く領主の兵に一人でも顔を知っている者がいれば即座に誰の指示かばれてしまう。

　イリジナも同じ理由で不参加だな。

「そんな！　それではピピに副官と娘の位置が取られ…………ではなく。それではエイギル様ご本人が出撃されるのはまずいのでは？」

　確かにその通り、俺の顔を知っている人間の数はセリアやイリジナどころの騒ぎではない。

　それに本人が見つかったら言い訳のしようもなくなってしまう。

　だから顔でも隠そうと思っていたんだが。

「顔を隠しても、シュバルツに乗って大槍を振るえば気付かれますよ」

　デュアルクレイターは論外として馬と槍もか……。

　しかし俺以外の人間には山の民は従わない。

　訓練はしているが、まだ俺以外の上官の元で作戦行動などできないのだ。

　そして、今回の侵攻は蛮族扱いされることを前提に行動するわけだから周り中全てが敵だ。

　やはり使い慣れた武器とシュバルツを使うべきだろう。

　作戦は上手くいったが俺が捕まった、では話にならない。

「どうしたものか……なんとか目立たないように山の民と同じ格好をしてもだめか」

「ありえませんな。山の民の粗末な武器の中であの大槍を持てば余計に目立ちます」

「なんとか名案はないか？」

　レオポルトは仕方ないと息を一つ吐いた。

「何かを隠すには方法は二つあります。一つは木を森の中に……しかしこれは木が目立ちすぎてできません。もう一つは黄金の隣に隠すのです。たとえ丸見えでも黄金に気を取られて見落とすことになります」

　わからないな？　どういうことだ？

「つまりは大槍や馬に気が行かない程に奇抜で目立つ何かを用意すればいいのです」

「そんな変な物に心当たりは無いし、今から用意するわけにもいかんだろ」

　ヨグリのような女一人が駆けて来たのだから状況は逼迫しているのだろう。

　ここから一月も待てと言ったら彼女に刺されかねない。

　刺し貫くのは俺の役目であるはずだった。

「あるではないですか。今すぐ用意できてとびっきり目立つ、文字通りの黄金が」

　俺の頭にある物が浮び、きっとここにいる全員同じ物を想像しただろう。

　あまりに恥ずかしいので、丁寧に梱包して人目につかぬ倉庫に放り込んだアレだ。

　今も薄暗い倉庫で眩く光っているであろうソレを想像して俺は頭を抱えた。







「全員続け！　言っておくが途中で行商人や兵士を見つけても放置しろ。大規模な部隊と遭遇したら逃げろ。お前達の機動力なら可能なはずだ」

　並んだ山の民は四人の長に率いられた二〇〇人。

　本当はこの三倍は用意できたのだが、へたに大軍にすると逃げるにも身を隠すにも不利だ。

　セリア情報によるとヨグリの村を含めた地域を管轄しているのは［ペドー男爵］と言い、エイリヒと近い新貴族の一人だそうだが、俺は顔も名前も知らない。

　なんでも叙爵に当たって彼の性癖が名字に影響しているらしいがよく知らない。

　彼の領土は他の貴族の領地に囲まれ、特に外敵も存在しないためそれほどの大兵力はいないだろうとの判断だ。

　むしろ恐れるべきは彼の領土に到着する前に発見されて周辺領主から追い回されることだ。

　よってできるだけ隠密に、かつ迅速に行動しなければならない。

　更に町の人間にも出撃を知られてはならないので、夜間の静かな出立となる。

　最近は山の民を定期的に呼びつけて訓練しているので彼らが町の近くにいることは不自然ではないし、そのうちの二〇〇人が抜けたとしてもそう気付かれはしない。

　隣にいるのはピピとヨグリだけだ。

　ヨグリは最初、置いていくつもりだったが、迅速に事を運ぶためには土地勘のある彼女が必要だった。

　彼女の乗馬能力には不安があるので村人を運ぶために連れていく馬車に一人ちょこんと乗っている。

「ピピ、お前は俺の近くにいろ」

「ピピは戦えるぞ？　弓も剣も並の男よりも上手い」

　訓練で見た彼女の弓の腕はカーラを凌ぎ、しかもそれを騎上で行えるので言っていることに嘘はない。

　だがカーラの負傷以降、どうにも女を前に立たせるのに躊躇してしまう。

　イリジナだけは死にそうにないので安心できるのだが。

「それでもピピは俺の傍にいろ。そのほうが俺も楽だ」

「ならそうする。ピピは族長様に従う」

　ピピを撫でながら前進し、いよいよ俺の領地の境界線だ。

　この先は誰と遭遇するかもわからない。

「…………鎧を持ってきてくれ」

　自分でも驚く程、覇気のない声が出た。

　荷車から持ち出された輝くソレ…………黄金に輝くクラウディア特製のフルプレートアーマーを着込む。

　周囲の山の民は輝く騎士の登場に歓声を上げていた。

　確かにこのドギツイ格好で現れれば槍も馬も気にならないだろう。

「ぴったりなのが憎らしいな」

　クラウディアは俺の体格を正確に覚えていたのだろう。

　採寸したわけでもないのに大きさはぴったりだ。

　彼女と別れてから成長した分も考えられていたのか本当にぴったりなのだ。

「しかも案外軽くて動きやすいな」

　高度な金属加工がされた甲冑は案外に軽く、割と自由に動ける。

　これで余計な装飾がなければ愛用の品になったかもしれなかった。

「族長様。キラキラ綺麗だぞ」

「ぷっ華麗な騎士様ね」

　やめろお前ら、死にたくなる。
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　数日後　ペドー男爵領内

　街道から外れて移動したのが良かったのか、ここまで特に他の領主の軍や兵士との遭遇はなかった。

　山の民は元々道など必要としないため、原野を行軍しても速度は落ちない。

　だが、人口の多い西部に近づくにつれて、農作業中の村人や狩人達に目撃される事も多くなって来た。

　彼らは多数の蛮族の集団に慌てて逃げていく。

　きっと自分の領主に伝えているのだと思うが、その前に事を成して帰還する予定なのであえて捨て置いたのだ。

　それに目撃者を殺して回ったら本当の蛮族の集団になってしまうからな。

「何にしろ早く目的を達成しないとまずいことになる」

　道中の各領主が討伐軍でも出してくれば面倒だ。

　風のように吹き抜けないといけない。

「ヨグリ、お前の村はこの辺りだったか？」

「ええ、そこの丘を越えたら、うちの畑が見えるはずよ。でも気をつけて、村の近くには領主の荘園があって兵士が何十人かいるわ」

　荘園とは領主の財産としての土地になる。

　村人を働かせて税をとるのではなく、収獲が１００％自分の収入となる土地なのだ。

　労働力は大抵の場合、周辺の住民を労役で働かせるか、奴隷を購入して働かせるかだ。

　ペドー男爵の場合は前者のようだ。

「自分達の畑が荒れて食べていけないのに領主の畑を延々と耕させられる気分は最悪だよ」

「なんにせよこちらは二〇〇の騎兵だ。数十程度の守備兵など問題にならない。見知らぬ貴族とは言え、同士討ちはこころ苦しいから逃げ散ってくれるとありがたいんだがな」

　ヨグリと話しているうちに丘を越える。

　なるほど丘の上から見ると村の畑が広がる中に柵で区切られた土地がある。

　あれが荘園、中心に建っている比較的大きな家が領主の館だろうか？

「族長様、気付かれたぞ」

　ピピが言うなり村と荘園で鐘が打ち鳴らされた。

　村人に逃げ散られると面倒だ、急ぐとしよう。

「最初に言った通りだ。村人を片っ端から馬に乗せて馬車が待機してる場所まで連れて来い。村人は絶対に、兵士は出来る限り殺すな。よし、いけぇ!!」

　山の民達は騎乗のまま横一列に並んで叫び声を上げながら村に突入していく。

　うむ、誰がどう見ても蛮族の集団だ。

　彼らの装備は見た目を蛮族のままにしておく必要があったので今までと同じ革の粗末な鎧だが、弓は強力な合成弓に、矢もバランスがよく飛距離の出る物に換えている。

　最初は武器が変わったことに少しばかり戸惑っていた彼らだが、すぐに慣れてその性能に喜んでいた。

　彼らは山から降りて襲撃を繰り返していた時よりも間違いなく強力になっているはずだ。

　農作業をしていた村人が逃げる間もなく次々と捕まっていく。

　村人もこちらの数と馬蹄の音に驚いたのか、思うように抵抗はできず、作戦は円滑に進んでいく。

　だが、屋外に居た村人は大方運び終えた所で問題が起きてしまった。

　農作業に参加していなかった子供やその母親が四方八方に逃げ出したのだ。

「ちっ！　何故逃げる！」

　ピピが苛立ちを声にする。

　だが当然だろう、異民族が襲撃してきて村人を次々と捕縛していく。

　人の親なら子供を連れて必死に逃げ延びようとするだろう。

「だが困ったな。全員集めるのは時間がかかりそうだ」

　時間が掛かれば領主の兵も集まってくる。

　今は荘園の警備兵しかおらず、数の差から領民を無視して館に閉じこもって震えているが数が集まれば余計なことをしてくるかもしれない。

「族長様、足を撃ってとめよう。ピピなら確実に当てられる」

「やめろ」

　額にデコピン、どんな形であれ村人を攻撃してしまってはパニックになる。

　現在順調に捕縛が進んでいるのはこちらが直接攻撃しないからだ。

　もし血を流せば村人達は死にもの狂いで抵抗することになる。

　そうなれば余計に作戦は遅れる。

「私に任せて」

　いつの間にか俺の横にはヨグリが来ていた。

　荷馬車の所で村人を落ち着かせる役をさせていたはずなのだが。

「さっき父が来たわ。安全だって言わせてるから問題ない」

　娘に使われる父親か、滑稽だな。

　ヨグリは大きく息を吸い込むと女とも思えないものすごい大声を上げた。

「村のみんな！　私はヨグリよ！　この人達は危害を加えない！　安心して付いて来てぇ!!」

　正に大音声、村の隅々まで響いた大声に逃げていた母親や子供の足が止まる。

　ヨグリはこの村の実質的なリーダーだった。

　村人達はこちらに目を向け、ヨグリの姿を確認すると逃げる足を止めて、自分から山の民の馬に乗り始めた。

「一発か、大したもんだな」

「当たり前よ、つらい時も苦しい時も一緒に生きてきた仲間だもの。疑うなんてしないわ」

　新しい村を作らせたら俺の命令でヨグリを村長にしよう。

　今のおっさんは明らかに力不足だ。

　ヨグリの説得もあって村人の連行は順調に進み、ほとんどの人間を運び終えたが、戦いの音がないことに違和感を感じたのか荘園の警備隊が館から次々に顔を覗かせた。

「ちっ、閉じこもって震えていれば良かったのに」

　彼らは村人が自発的にこちらに付いて来ているのを見て、異民族の誘拐ではなく、村人の逃亡と見たのだろう。

　愚かにも逃げる民に弓を向けたのだ。

「危ない！」

　ヨグリが叫ぶが間に合わない。

　赤ん坊を抱いて逃げる母親の背に矢が突き立つ。

　倒れ込む母親はそれでも子供を守ろうと必死に胸に抱え込む。

　だが警備兵は更に弓を引き絞っていた。

「サマーサ！　いやぁ！」

「ピピ、許す。やれ」

「任せろ。的は大きい」

　ピピは弓を引き絞り、少し静止した後に矢を放つ、

　彼我の距離は倒れた母親を挟んで１００ｍ近い。

　ピピの放った矢は放物線を描き、横風に曲がりながら母親を狙っていた兵士の喉下に突き刺さった。

「すごい……」

　ヨグリが思わず声を漏らした。

　横風の中でこの距離を命中させられる兵士は王国全体でも何人いるか、しかもそれを成したのはまだ大人に成り切らぬ少女だ。

「横風は難しい。的がうさぎなら外れてた」

　ピピを撫で、すぐに母親の元に向かう。

　彼女が矢を放ったことで俺が攻撃の許可を出したと思ったのだろう。

　山の民から一斉に矢が放たれ、警備兵の頭上に降り注いだ。

　ピピ程ではないが狙いは正確で至近距離からの射撃のように領主の兵はバタバタと倒れていく。

　一方、対抗して放たれた警備兵の矢はほとんどが風に流されて見当違いの場所に落ちた。

　警備兵が壊滅したことで俺は安全に倒れた母親の元に行く事ができる。

　駆けつけて抱きおこしてやる。

　痩せてはいるが尻によく肉がついているいい女だ。




「……っ！　子供、子供をお願い……」

　幸い赤子は無傷だったが、母親の背には深く矢が刺さっている。

　強引に抜けば血が流れて致命傷になるかもしれない。

「早く……子供を……」

「お前もだよ」

　俺は赤子と母親を同時に担いでシュバルツに乗せる。

「貴様！　蛮族の分際でふざけた格好を！」

　警備兵の隊長と思われる男が馬で駆けて来る。

　仲間が次々と倒れる中で一人来るとは大した度胸だ。

　そしてふざけた格好なのは俺自身が一番わかっている。

　このままだと矢で射られるので味方に手をかざして止めさせた。

「貴様ら野蛮人ごときが栄光のゴルドニア王国を敵に回すと後悔するぞ！」

「逃げる母子に後ろから矢を射る兵にしては立派な事を言うな」

　蛮族に言い返されると思っていなかったのか、男はしばし固まるが、すぐに憤怒で顔を真っ赤にした。

「貴様！　名を名乗れ！　一騎打ちで決着をつけようぞ」

　名乗れるわけがない。

「名は無い。決闘なら受けるぞ」

「ちっ名すら無いか。いくぞ黄金の戦士よ！」

　鬱陶しい名をつけてくれた男は剣を抜いて馬を走らせてくる。

　俺の大槍が見えないわけではないだろうに、何故真正面から突っ込んでくるのか。

　勇気はあるが蛮勇なだけでは、やはり荘園の警備兵長ぐらいしか務まらないのだろうな。

　俺は槍を振り下ろして柄で男の体を打ち、地面に叩き落した。

　男は勇敢だったが俺の打ち降ろしを防げる程の力も技術もなかったようだ。

「ぐあああ！」

　男が断末魔の悲鳴をあげる。

　無謀なだけの男を殺すまでもないと思って柄で打ったのだが、シュバルツが奴の下半身を踏み潰してしまったのだ。

　さすがに腰から下が潰れてしまっては止めを刺さないのは逆に苦しめることになるだろう。

　せめて痛みを感じぬように胸を一突きに仕留め、馬を戻す。

「もっと鮮やかに行くかと思ったんだが……警備兵に大損害を与えて隊長を殺したとなれば絶対にばれる訳にはいかんなぁ」

　ばれたら間違いなく反逆罪だ。

　女達を連れて逃走しないといけないだろう。

「族長様はやはり強いな！　しかも黄金の戦士だな」

「サマーサを早くこっちに！　……ありがとう黄金の戦士」

　味方までが俺の心を殺そうとしてくる。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）
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　　　アークランド南東部領主　私軍一五〇　山の民ｘｘｘｘ
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　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ
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　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四五人　産ませた子七人
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　俺たちはヨグリの村の民全員を馬車と馬に分乗させ、ペドー男爵領からの帰路にある。

　村人拉致作戦……では男爵の兵を相手に盛大にやらかしてしまったが、できればこれ以上他の領主との戦闘は避けたい。

　このまま速やかに俺の領内に侵入し、討伐されなければならないのだ。

「サマーサは大丈夫なの？」

　かなり荒っぽい作戦だったが重大な負傷者はサマーサと呼ばれる母親だけだった。

「俺は医者じゃないからなんとも言えんが、矢も綺麗に抜けたし出血量も大したことはない。後は傷が腐らなければ命に関わる事は無いと思うが」

　質のいい薬が無い以上、絶対の保証はできなかった。

　子供のためにも助かって欲しいとは思うが。

「サマーサの旦那は病で死んじゃってさ、あの子は忘れ形見。彼女までどうにかなったら……」

「いずれにせよ急ぐことに変わりはない。馬を飛ばす以外に出来ることは無いさ」

　ヨグリは村民でいっぱいになった馬車を少しでも軽くする為に俺の前に乗っている。

　行きと違って重くなった馬車は明確に行軍速度の足を引っ張っていた。

「もっといっぱい馬車を持ってくれば良かったのに」

「無茶言うな、領内から馬車をかき集めたら秘密もへったくれもなくなるだろ。最悪馬の背に乗せて行こうと思っていたんだ」

「ふうん……。で、私の股に入り込んでる手は何よ？」

　馬を飛ばすと言っても満員馬車の疾走程度、シュバルツにとっては早足に過ぎない。

　さして揺れる事もなく、俺がヨグリを愛撫するのになんら支障はなかった。

「弄んでくれてるけど、私は処女をあげるって言っただけで貴方の性奴になるって言った覚えはないんだけど」

　今回はセリアもイリジナもいないし。ピピはまだ小さい。

　強引にしている訳じゃないんだからいいじゃないか。

「それに好き放題抱いてるけど私まだ未婚なのよ？　どぷどぷ中に出すし……。孕んだら側室にでもしてくれるの？」

「お前を妻にしたら色々と面倒くさそうだなぁ」

　今回のことはアークランド戦争の時からの約束だから仕方ないけどな。

「当たり前よ。税とか労役とか事あるごとに直訴してやるんだから」

　アドルフが爆発しそうだから妻にするのは遠慮しておこう。

「だから……種をつけるのは勘弁してよ。他は好きにさせてあげるからさ」

　それならば早速と胸に手を伸ばすと払われた。

「好きにしていいと言ったじゃないか」

「サマーサが大変なのに戻るまではダメ。彼女が助かったらさせてあげるから」

　哀れな母親の生を願う理由がもう一つ増えた。

　だがヨグリは俺を甘く見ているな。

　今までの攻めは処女を奪ってすぐだったので大分遠慮していたのだ。

　帰ったらたっぷり狂わせてやるとしよう。

「ピピにはわからない。族長様は偉大で強い男だ。なんで種付けられるのを拒む？」

　ヨグリとの会話にピピが入って来る。

「何故って面倒も見てもらえないのに子供だけこさえられたら大変じゃない」

「お前の仲間がいるだろう？　孕んだ女を助けてくれないのか？」

「そりゃ助けてくれるけど未婚の女が子供抱えてたらふしだらでしょ！」

「なぜだ？　強い男に種を付けられるのは喜びだ」

「あーもう、ならあんた達は好き勝手まぐわればいいじゃない！」

「もちろんそうだ。族長様が求めれば皆が受けいれる。幼い子供でも人の妻でもだ」

「ちょっとそんなことしてるの!?」

「してない。大人の女を何人か摘んだだけだ」

　我々と山の民の文化の差は大きいようだ。

　双方をまとめて運用するには結構な手間がかかりそうだな。

　俺たちは帰路、何回か一〇〇人規模の各領主部隊と遭遇したが、こちらの人数を見て二の足を踏んだのか仕掛けてくることはなく、振り切りながら俺の領内に帰り着く事ができた。







「ご無事で何より、荒事になったようですな」

　領内の合流ポイントではレオポルトが待ち構え、そのまま山の民は訓練に移行する。

　俺はこっそりとその場を離れて鎧を脱ぎ捨てラーフェンに帰るのだ。

　黄金の騎士の正体は村人にも知られてはならない、俺の心の平穏のためにもな。

「少しばかりまずい怪我人が出た。医者に見せてやってくれ」

「承知しました。では怪我人はそのまま馬車で向かわせます。それ以外の村民はこちらに」

　なんだなんだと村人が集まり始めている。

「全員に宣言する。諸君らを誘拐した蛮族は今掃討された！」

　村人達がぽかんとした顔をしている。

　更にレオポルトは続けた。

「その上で問う、諸君らが元居た場所に帰りたいならば今すぐ解放しよう。だが諸君らが……自分がどこから来たのかもわからないというならば、この地で生活する事を認めよう」

　その場から通り過ぎながら様子を見ていたが元の土地に戻ることを選択する者はいないようだった。

　これで約束は果たした、後はサマーサが助かってくれれば後味も悪くないのだが。
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　旧アークランド領　トリエア王国領有部

「ふむ。今年の実りはこの程度か……」

「はい……なにぶん戦が終わって始めての収獲ですので畑が荒れまして」

　二人の男が実り始めた小麦畑を見ながら言葉を交わす。

　一人は傲慢に、もう一人は卑屈に腰を曲げながら。

「この程度の実りでは話にならん。税は前年の収獲を基準に行う」

「そっそんな！　戦の前を基にするなどあまりにも非常識です！」

　傲慢な男は卑屈な男を睨みつける。

「無礼な口を叩くな！　小麦がなくともお前らは卑しく雑穀やら野菜やらを作っておるのだろう。一年ぐらい食いつなげ」

「小麦畑を優先にせよとのご指示、今は良くても冬の蓄えは……」

「ええいうるさい！　とにかくそういうことだ。後はお前が説得しろ！」

　傲慢な男は去り、卑屈な男……この村の村長の元に村人達が集まる。

　隠すつもりもない会話は周辺にいた村人にも聞こえていたのだろう、顔は暗い。

「村長……あいつらは俺たちに死ねと言ってるんだ」

「もうだめだ、本当に飢え死にしてしまう」

　全員が絶望に包まれた中で一人の男がポツリと言った。

「……東へ行こう。例の噂は知ってるだろう？　ハードレット子爵の領に逃げるんだ」

　噂は全員が知っている。

　暗い中では明るい希望を探す物だ。

　税がない、労役に給金が出る、村ごと移住させてくれる。

　全てを信じるお人よしは少ないが、それでもここよりも生きやすいのは間違いない。

　今までは代々暮らしていた土地を捨てるなど考えられず、子供のように「いいなぁ」と羨むばかりだったがこうなっては他に希望は無い。

「けど最近他の村でも脱出する奴らが多いから領主の兵が見回ってるらしいぞ？　見つかったら荘園の奴隷にされて死ぬまで働かされると聞く」

「今だって同じようなもんだ！　飢えて死ぬのと何の違いがある」

　村長は村人達を抑えて言う。

「みんなで行こう……一人二人で行っても盗賊の餌食になるかもしれないし、領主の兵に良い様にされてしまう。村のみんなでいけばきっと！」

　村長の声に全員がしばし沈黙した。

　村の全員で立ち上がり領主にも抵抗する。

　それは逃亡ではなく反乱に近い。

「なら、隣村の奴らも誘おう！　あいつらも同じ領主に支配されてるし状況は同じはずだ」

「出稼ぎに出てる若者を呼び戻そう！　あいつらは元々軍に居たんだ。きっと荒事では頼りになる！」

「ランドンの家の納屋に戦争から持ち帰った槍が隠してある！　クワや鎌よりは良いぞ！」

　次々と村人達が意見を出していく。

　彼らを過激な行動に駆り立てた原因は領主の無慈悲な態度だけではない。

　アークランド戦争時、民衆が武装蜂起すると言う前例が無ければ領主への反逆など恐ろしくて出来なかったかもしれない。

　あるいは、どこの土地でも変わらない統治がされていれば諦めて現状を受けいれたかもしれない

　だがそうではなかった。

　彼らはかつての王国に力で反抗した経験があり、軍で戦に慣れた若者もいる。

　そして重い税に押し潰されずに済む場所、という希望もある。

　彼らが周辺の民を集め、武器を手に鬨の声をあげるまでそう時間はかからなかった。




　寒村の二つ三つ、数にして一〇〇人にも満たぬ数で始まった農民の連携と強引な逃走劇。

　その噂は瞬く間に周辺に広がっていった。

　主に圧政の度合いが高いトリエア王国統治下で、飢えと貧困が深刻な村から次々と蜂起していったのだ。

　彼らはネズミのように隠れて逃亡を試みるのではなく、自らを狩ろうとする盗賊を返り討ちにし、領主の張った網を食い破った。

　大人数を揃えた集団の中には逃走ではなく、領主を攻撃することを選んだ者達もいた。

　前回の戦争から一年も経たずして旧アークランド領内の統治は、少なくともトリエア王国側に関しては音をたてて崩れていった。
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「大変なことになっているようです！」

　人生の汚点たる黄金騎士英雄伝からしばし経ち、ようやく俺が心から記憶を追い出した頃、アドルフが血相を変えて俺の私室に飛び込んで来た。

　ソファに座る俺の足元にはメルとカーラが屈み込み、左右から俺のモノに舌を這わせている。

「ちょっとなによ！」「もう少し配慮して下さいね」

　二人はアドルフに悪態をついて舌をとめ、俺のモノをズボンの中に戻す。

　大きくなっているので苦戦しているようだ。

　アドルフは居心地悪げな顔で後ろを向いていた。

　まだまだ甘いな、レオポルトなら無表情のまま用件を語り始めているところだ。

「それで何が大変なんだ？」

「オホン。我々の西、トリエア王国占領地内で住民反乱が頻発しているようです」

「ほー。それで？」

　正直余り興味が無い。

　トリエア王国の問題ならばゴルドニアの王から命令が下る事もないだろうし、放っておけばいいだろう。

「それがそうは行きません。彼らの蜂起の理由の一つは我が領を始め、東部ゴルドニア領への移動なのですから」

「？　どういうことかわからないな」

「つまりは我が領に逃げたい。だが領主の兵が居て逃げられない。ならば徒党を組んで兵を撃破してしまえと言う訳です」

「それはまた豪快な逃亡劇だな。我が領内に入ったら武装解除させろ。それを聞かなければ唯の暴徒だ。殲滅してしまえばいい」

「幸いにして我が領内で問題を起こす民は今のところいませんが……。事はそう簡単ではありません。今日も五〇人、一〇〇人といった単位での移民が来ています。これはもはや流民と言った規模ではありません」

　元々二千人程度しか居ない領、一度に数百人規模で人が雪崩れ込めば様々な問題を起こす。

「食料が足りなくなるか？」

　だがアドルフは否定する。

「いえ、それに関しては王都の商人と話が付きました。年単位で大量に購入することで市場価格よりも安い値段で仕入れています。既存住民との軋轢もさほど心配要りません。無人の土地は多くありますし、そもそも彼らは元々同国民で勝手に国境が引かれただけ、それほど深刻な対立はありません」

「お前の言う事を聞いていると何も問題がないように思うが、心配なことを言ってくれ」

　部屋の隅で待機しているカーラとメルが苛立っている。

　奉仕も終盤でそろそろベッドに入る予定だったのだ。

「これだけの数では住民の管理うんぬん以前の問題です。彼らがどこに向かっているかは領主やトリエア王家も把握しているでしょう。恐らく彼らから、もしくはゴルドニアの王家を通じて抗議と国境の封鎖を求めてくるでしょう」

　俺としてはそれよりもこの前の事がばれてペドー男爵が殴りこんで来る方が心配だな。

　トリエアの連中はせいぜい抗議と国境警備の強化を求めてくるぐらいしかできない。

　さすがにお前の所の税率が低いから上げてくれ、労役の給金を支給するな、なんてことは言えない。

「だが、民の流出は彼らの落ち度でこっちの知った事ではない。流れた民は地位を捨てた奴隷も同然のはずだ。再び土地を与えた所でなんの非もないな」

　土地を捨てた農民はなんの身分もない浮浪者の扱いになる。

　領内に勝手に入った浮浪者をかき集めて新しい村を作っただけと強弁できないこともない。

　相手とは間違いなく喧嘩になるだろうが。

「それに俺の領土西側のほとんどはトリエアとの国境だ。全部を警戒するには多数の兵が必要だ。何故俺がそんなことをやってやらなきゃいかん。そこまでしてやる理由は無い」

　アドルフも同意見なのかゆっくりとうなづいた。

「もちろんです。ですので今回はトリエア側や王国からそのような話があるだろうことだけ心に留めて置いて下さい。あと反乱の今後によっては我が領でも対策が必要になるかもしれません。それはレオポルト殿の範疇になると思いますが」

　アドルフは内政、レオポルトは軍事、俺は女遊びと役割分担はしっかりしている。

　セリアは内政と軍事どちらにも関わろうと懸命だが、まだまだ未熟で言い負かされては涙を呑んでいるようだ。

「そうだな。……だがこんな話は後々会議でも開けばいいことで私室に飛び込んでくるようなことか？」

　現に我が領で事が起こっているわけではない。

　至急の知らせという程のものではない。

「私達の裸がみたいんだったらもう少し後なら良かったのにね」

「隙あらば参加しようとしたのかもしれません。いやらしい」

「違います！　……私はアークランドの農村部出身です。そこでの混乱を必要以上に重大に捉えてしまったのかもしれません」

　以後気をつけますと、アドルフは頭を下げた。

　場が若干暗くなる。

「なら許してあげる。じゃあ続き、抱いて～」

　カーラがスポンと一気に全裸になった。

　もちろんアドルフにも丸見えになっている。

「っ！　失礼します」

　慌てて退室するアドルフ

「ぷっあの慌て方、もしかしたら童貞かもしんないわよ？」

　ケラケラと笑うカーラ。

　だが俺以外の男に裸を見せたのは許せないな。

　こいつは俺の妻になった自覚が足りていない。

　カーラの体は隅から隅まで俺のものなのだ。

　エスカレートする前に少し釘……よりも太いものを刺しておこう。

「え？　もうするの？　怒って……ちょっとまた!?　お尻はだめ！」

　メルも半笑いでカーラをうつ伏せに押さえつける。

　俺は半端に奉仕を中断されて、依然いきり勃つ男根をカーラの後ろの門に添える。

　騒ぐカーラの腰を押さえつけ、ゆっくりと挿入していく。

「わー、きついきつい！　大きいってばあ！」

　以前にお仕置きをした時は盛大に切れてしまったが今回はメルが気を使ってか大量の唾液を接合部に落としていく。

　唾液が潤滑液の代わりをしてカーラのそこは切れてしまうことなく根元まで俺を飲み込んだ。

「あああぉぉぉ……お尻、変な感じ」

　カーラは結構豊満な体をしているが、前では俺のモノを根元まで受けいれることはできない。

　可能なのはメリッサと、無理やりねじり込んでイリジナがぎりぎりできるぐらいなのだ。

　だが奥底が無い尻ならば最後まで入れてしまうことができた。

「うわあ……。ぱつんぱつん、後少しでも膨らんだら切れちゃいそうですね」

　メルが興味深そうにカーラの尻を撫でる。

　俺は気にせず動き続け、時折強くカーラの乳を掴む。

「もっと覆いかぶさって！　全身引っ付けて欲しいの」

　カーラに限らず女達は俺と密着しての行為を好む。

　後ろから尻穴への挿入だと触れるのが男根のみで寂しかったのかもしれない。

　密着するとカーラがわざと力を抜いて俺に押しつぶされるようにベッドに埋まった。

　彼女は完全に快楽を感じていて、もはやお仕置きになっていないが仕方ない。

　俺も先ほどの奉仕のせいでそれほど余裕はないのだ。

　尻に発射されると女はしばらく後処理に苦労するらしいからそれでお仕置きとしておこう。

「尻の中に出す。もっとあげろ！」

　カーラが突き上げた尻に叩き込むように打ち付け、背中に吸い付く。

　しばらく動くと十分に奉仕されていた俺は限界を迎えた。

「ぐぅっカーラ!!」

　うつ伏せで尻だけを上げた姿勢のカーラを後ろから強く抱き締めて放出する。

「うぅぅ、エイギルが膨らむわ…………あっ出た!!　すごい量よ、今度は私のお腹が膨らんじゃう」

「音が聞こえますね」

　メルの言うように結合部からは放出の音が何度も聞こえている。

　俺とカーラの動きはお互いにゆっくりになり、ベッドに崩れ落ちる。

「お腹の奥がすごい熱い。ものすごい出たんじゃない？」

「あぁ、腰が軽くなったよ」

「いきなり抜いちゃだめよ。準備も何もしてないんだから汚いことになってるかも」

　メルが俺に目隠しをしてから引き抜き、すぐに濡れタオルで拭いていると思われる感触が続く。

　突然尻を使われた時は俺に見せないように後始末するのが女達と俺の約束になっている。

「うぅ、最初からカーラさんのお尻に入れたら私がつらいじゃないですか」

　メルには可哀相なことをしてしまったかな。

「じゃあ、二人で風呂にいくか。湯の中で可愛がってやる」

「私もお尻が落ち着いたら行く……でも時間かかりそう。奥まで汁だらけよぉ～ああっ音聞かないで！」

　何も聞かずに置いていくのが優しさだ。




「お情けをお願いします」

　俺のモノを綺麗に洗ったメルは、全裸で風呂場の椅子に腰を掛ける俺の足の間で頭を下げた。

　メルは支配のされ方、男をその気にさせる方法をよく知っている。

　上目遣いで俺を見上げながら先っちょに軽いキスを繰り返し、俺が襲い掛かるのを待っているのだ。

　肩を掴んで押し倒すと何の抵抗もなく倒れて俺を股の間に迎え入れた。

　既にメルの手は頭の後ろに、足は腰に回っており、少し腰を押し出すだけで事は成る。

「奥まで一気に行くぞ。痛みがあったら言え」

「いつでも歓迎しますわ、あっ……おぉぉぉ……」

　遠慮なく一番奥まで押し込み彼女の子袋の口までぎっちりと埋める。

　普段は比較的上品なメルだが、男根を挿入する時と絶頂する時は獣のような声を上げるのだ。

　そのギャップが俺にも性感を生み、いつもよりも激しい動きを叩きつける。

「あうっ、くうっ、あぁっ大きいです。素敵っ！　気持ちいい、もっと奥を突き上げてください！」

　激しく突きながらメルの乳首を口に含み強く吸い上げる。

　既にスウへの授乳はしていないのだが俺が行為の度に吸い上げるのでまだ母乳が出るらしい。

「もう！　また乳を吸うのですか？　エイギルさんが吸うから全然止まらないんですよ」

「止まらなくてもいいだろ、なんならもう一人仕込んでやる」

　腰を強くし、風呂場にバスンバスンと肉の当たる音が大きく響く。

　メルは俺の尻を優しく撫でながらも口では嫌がる。

　燃え上がった男が抵抗する女に興奮を高めることを知っているのだ。

　嫌がりながらも男根で喘ぐ女の乳を吸う、その倒錯的な光景に興奮して限界が近くなってきた。

　メルは俺の側室、完全に俺の女だ。

　自分の女を組み敷いて種付けするのに何の抵抗もない。

「出すぞ、孕めっ！」

「はい！　濃い種を下さい！　私も……限界です！　ううぅ!!」

　呻き声を上げて腰を強く打ち付けるとメルは腰に回した足を外してピンと伸ばす。

　こうすると一番奥まで男根が入り、精がいっぱいに流れ込むらしい。

　射精が始まり、俺達は同時に大きく長い声を上げる。

　メルは俺が射精し易いように出ている最中も腰をゆっくりとゆすって受け止めてくれていた。

　その甲斐あってか、先ほどカーラの尻に出した時よりも更に大量の種がメルの子袋に入っていった。

「いつもながらものすごい量ですね。種汁で胎が膨らむなんて……」

　長い射精を終えた俺が腰を引こうとするとメルが再び腰に足を回してそれを拒む。

「もう少しこのままでお願いします。カーラさんが来るまで繋がってましょう」

　メルはそういうと口を軽く開けて舌を出す。

　そういえばメルもキスが大好きだったのに、突いている間してやらなかったな。

　罪滅ぼしとばかりに熱いキスを見舞い、やがて興奮して抜かないままに行為を続ける。




　処理を終えてやってきたカーラが最初に見たものは、遂に力を失ってメルから抜け落ちる俺と、浴場の石床に大きな水溜りを作るほどに零れ落ちた大量の種汁だった。

　特に行うべき事も無い中、愛欲にまみれた日々は続いたが、やがて来るべきものは来た。







「我が名はマドラン！　トリエア王国エスコラ伯爵の名代として参った！　突然のご訪問にて申し訳ないが至急の用件にてハードレット卿にお取次ぎ願いたい」

　屋敷の前、数人の供と馬上で声を上げる騎士。

　俺とアドルフ、レオポルトは瞬時に何を言いに来たのか理解していた。

「めんどくさいのが来たぞ」

「むしろ遅すぎたとも言えるでしょうな」

　俺は勉強しているセリアの頭を撫でるのに忙しいのだ。

「俺は持病の仮病だ。お前ら二人で受けておいてくれ」

　セリアを連れて退散しようとするが二人のみならず、セリアにまで止められてしまった。

「ハードレット卿が直接伺わねば向こうは納得しません。長居されると余計に面倒ですよ」

「場合によっては即断が必要です。同席を」

「私も会談にご一緒します」

　こうなったらやむを得ない、適当に相手してやることにしよう。

「お初にお目にかかります。私マドランと申しましてトリエア王家より騎士爵を賜っております。今回は我が寄り親たるセヴェリ＝エスコラ伯の名代としてまかりこしました」

「遠路はるばるご苦労だった。俺がハードレットだ。用件を伺おう」

　他国貴族との会談では色々と面倒くさい手間がかかるらしいが、全て省略した。

　マドランとやらは少し面食らったようだが、彼も見るからに騎士然とした武官タイプ、華美な礼など求めていなかったのかすぐに本題に入った。

「つい先日我が領内にて一部の農民が反乱を起こしました」

　レオポルトの顔が僅かに動いた。

　領内での反乱など貴族にとってはいい恥晒し、例え世間に知れ渡っていても自分から口にするようなことではない。

　それだけ切羽詰っているということなのだろうか。

「それは大変ですな」

　あくまで無表情、なんの興味も無い風に返す。

　実際何の興味もないんだけどな。

「我らを始め、不徳の致す所お恥ずかしい限りですが……。して本題はここからなのですが、その不逞の農民共がどうやら貴殿の領地を目指して逃亡を計っているらしいのです」

「それはまた厄介だな」

「ええ、奴らは武装していますので万が一にもハードレット卿にご迷惑をかけることになってはなりません。そこで国境の警備をお願いしたいのです」

　アドルフの言った通りだな。

「そちらの気遣いは感謝するが出来ぬ相談だな」

「……理由をお伺いしても？」

「言うまでもないことだが、我が領の南は貴国の本国、西は貴国の占領地に全面的に面している。その全てを警備する事など出来るはずもない」

「勿論全てとは言いません。ですが一部でも捕縛できれば他の者への威嚇にもなりましょう」

　彼らの目的は全員を捕縛する事ではなく噂を潰すことなのだろう。

　理想の地のように噂されている俺の領土で兵に捕縛されたとなれば彼らの希望は潰える。

　希望がなくなれば農民達は現状を受け入れ大人しく従うだろうということだ。

　意図はわかるが付き合ってやる義理は無い。

「我が領は広大な上に人口も限られ、街道も整備されていない。領内とは言え主要な町や村以外まで警備に手を回す余力は無い」

「この町の郊外に大規模な軍が駐屯しておりました。騎兵も多く見受けられましたが？」

「それは蛮族への備えだ。我々の東の山に近い場所から頻繁に降りてくるのでな。彼らを動かしてはいざと言う時に対応がとれん。先日も蛮族共が我が国のロリ男爵の領土まで侵入してな、奴らを討伐したばかりだ。それにそもそも我が領ではその農民反乱とやらの被害は出ていない」

　すぐに「ペドー男爵です」とレオポルトから修正が入った。

　既にいくらか時間も経っているし情報は入っていたのだろう、マドランは沈黙する。

　彼らにとっても異民族は深刻な脅威だ。

　武装した小規模な農民ごときよりもそちらに備えるのは正当性がある。

　既に山の民は従えているし、ペドを襲撃したのは俺自身なのだがそれは知らない話だ。

　何しろゴルドニア王国にも完全制圧との報は上げていない。

「……貴殿の領内で他の領から流れた民を人足として雇い、あまつさえ土地を与えて村を作らせているとの情報もありますが」

　マドランは厳しい目を俺に向けるが笑いを持って返してやる。

「浮浪者や乞食のような奴らを放置すれば治安も乱れる。かといってただ飯をくれてやる余裕もない。幸いにして土地ならいくらでもあるから農業でもさせて食い扶持を稼がせているだけだ。そもそも奴等が前に農民だったのか奴隷だったのかなど、俺の知らぬところだ」

「聞けばハードレット卿は領民に異常に安い税を課し、土地の無い民には有償の労役につかせるとか……それでは他領から流民を呼び寄せているようなものですぞ？」

「さて、俺は武官出身で領地の経営には無知でな。興味もないから内政官に丸投げしている。だが我が領の税や労役の話が貴国に関係あるか？」

　険悪な空気が流れるが、こちら側もマドランも譲らない。

　お茶を持ってきたメイドだけが冷や汗をかいて慌てている。

　胸が大きいな……今夜ちょっと誘ってみるか。

「話がそれだけならこれ以上話すことはないだろうな。我々はそちらの兵がそちらの領内で何をしようと気にしないし農民が反乱したからと気にする事もない」

　だが我が領の事には口を出すな、不始末は自分だけで納めろ。

　そう意味を込めて睨みつける。

「残念です、子爵。既に我が王家を通じてゴルドニアの王家にも事情は伝わっているはずですが」

　この恫喝が彼らの最後の切り札だろう。

　だが俺にはエイリヒと言うクッションがある。

「ならば我が王から話があり次第考えるとしよう」

　下を向いて何やら呟いた後、部下に一声かけてすぐに馬で去る。

　思った以上に簡単に片付いてよかった。

「「成り上がりの野蛮人が」らしいですけど。また喧嘩したのですか？」

　会談していた応接間を出るとノンナが待ち構えていた。

　あの呟きを聞き取ったのか、陰口は叩けないな。

「まあそうだな。きっと今頃悪態を吐きながら親分の伯爵様のお家に向かっているだろうさ」

　ノンナは溜息をついた。

「あんまり貴族相手に喧嘩腰だと良い事になりませんよ」

「構わんさ。どうせ本格的に喧嘩を売る度胸もない」

　普段の仕事に戻ろうとするアドルフとレオポルトを呼びとめ、セリアの尻を撫でてから言う。

「レオポルト、東方軍の訓練を切り上げて休息をやれ。イリジナ……はいないか、探し出して私兵をまとめさせろ。ピピは悪いがまた山に走ってくれ、長達に今度は二〇〇じゃない、食料は用意してやるから子供以外、戦力になる全員を連れて来いと言え！」

　ノンナだけではなく全員が思わず声を上げた。

　無理もない、これは動員だ。

「アドルフ、聞いた通りだ。山の民が千近く来ると仮定して三五〇〇程度の兵員が……そうだな一ヶ月食えるだけの食料をかき集めろ」

「……一体何をなさるつもりなんですか？」

　俺は真剣な顔を作ったつもりだったが思わず少し笑ってしまったようだ。

「理屈も理論もない勘なんだが、戦争の匂いがしてきたんだよ」







　その後、状況は徐々に動き始める。

　俺の協力が得られなかったトリエア王国は地方領主だけでは手に負えないと考えたのか王軍を投入。

　国境を厳しく警備し、俺の領土に向かう農民の集団を次々と血祭りに上げていった。

　だがこの処置に憤慨した農民達の集団が広範囲で合流、その規模は数千にまで膨れ上がり、王軍を強行突破せんと一路東進を開始していった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官　兵数二千

　　　アークランド南東部領主　私軍三〇〇　山の民ｘｘｘｘ

　財産　金貨四五〇〇枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　装備　黒いマント 黄金の鎧（笑）

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）

　王都　メリッサ　マリア カトリーヌ アントニオ（息子）

　　　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（山の民の使者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四五人　産ませた子七人








第73話　トリエア紛争①　嘆きの丘







「国境付近に数千のトリエア王国軍が配備されたようです。小規模な農民の集団は片っ端から潰されています」

　沈痛な顔のアドルフと無表情のレオポルト、だが事実は変わらない。

　トリエア王国は見せしめも兼ねて逃亡農民を虐殺しているらしい。

「今度はマドランに言ったのと逆だな。奴等の国内で何をしていようと我々が口を出すことじゃない」

「更に詳細な情報を収集すべく偽装した軽騎兵に国境を越えて偵察させています」

　レオポルトはさすがに抜け目はない。

　万が一拘束されたらそんな奴は知らんと否定するだろう。

「程々にしておけよ？　それで噂以上のことで分かった事はあるか？」

　アドルフの情報は基本的に行商人や民から話を聞いてそれを分析しまとめたものだ。

　案外に正確だが軍のことについてはほとんどわからない。

「数は五千程、騎兵や弓兵がバランスよく編成されています。間違いなく王国軍ですね」

「王国軍五千を国境に展開したのか。下手するとこっちと衝突になるとは考えなかったのか」

「それはハードレット卿が喧嘩腰で話をしましたから……嫌がらせも入っているのでしょう」

　尻の穴の小さいやつらだ。

「他には？」

「はい、今まではこの兵力は広く薄く展開し、農民の集団が東に向かうのを待ち構えて撃破していたようですが、一昨日あたりから国境付近の地点に集結を始めているようです」

「集結？　国境でも越えてくるのか？」

「それをする意味がありませんな。ここから先は確認中なので今の時点では推測になりますが……」

　言ってみろと促がしてやる。

「偵察の騎兵からは農民達の集団が合流しつつあるとの報告がありました。恐らく集団が巨大化し、散開していては対処できないほどの規模になったのではないかと」

　かつての戦争の時、義勇兵は数万の規模にまで膨れ上がった。

　国土を分割された今、そこまでの規模は無理だろうが、それでも数千の単位になれば五千の兵力では全力で当たらないといけないだろう。

「なるほどな……とはいえ放置する訳にもいかない。こちらの使える兵はどれぐらいだ？」

「東方軍が二千、私軍が三〇〇、山の民……弓騎兵隊が千です」

　軍に取り込んだ彼らをいつまでも山の民と呼ぶわけにもいかない。

　弓騎兵として呼称することにしたのが、常識が違いすぎるので他の部隊との共同作戦は不可能で俺が直接指揮を執る必要があった。

「三三〇〇いるなら、仮に連中が侵攻して来ても十分に対処できるな」

　広い領土を考えて東方軍でも私軍でも騎兵比率は多いし、弓騎兵は名前通り全員が騎馬編成だ。

　ゴルドニア製の弓矢と鎧を与えた彼らは兵数以上の活躍をしてくれるだろう。

「それでどうしましょうか？　現時点では領内にも特段の脅威はありません。これらの兵力は全て自由に動かせますが」

「全てをまとめて動かすのは初めてか、いい演習になるだろう。国境地帯に張り付けろ」

　アドルフがさすがに異を唱えた。

「トリエアは唯でさえ反乱で気が立っていますし、以前の会談でこちらに不信感を抱いています。ここで国境付近に三千以上の兵を置けば彼らを刺激し、へたすると偶発的に戦闘に……」

　俺とレオポルトは顔を見合わせた後、アドルフを見る。

「何か問題があるのか？」

「そうなることもあるでしょうな」

　アドルフの溜息は慌しくなり始めた館の騒音にかき消された。
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　数日後　西部国境周辺




　集結したトリエア王国の軍と、西部に行軍してきた俺の軍は国境地帯で顔を合わせる。

　西部では、なだらかな丘を国境線としており明確な基準はない。

　ただ丘の向こうはトリエアで丘のこちらはゴルドニアと言う曖昧な線が引かれている。

　どうせ周りには村も畑もないので地形を基準にする以外に方法はない。

「全員、特に弓騎兵に厳重に伝えろ。「丘に登るな」とな」

　両国は敵対関係ではないし、交易も特に制限無く自由に行われている。

　よって国境線を厳重に警戒している訳ではないし、個人が街道以外を越境しても特に咎めはない。

　だが武装した軍が越えると意味が違ってくる。

　挑発ならいくらでもしてやるが、先に仕掛けるのは限度を超えているだろう。

「大丈夫だ！　族長様の命令あるまで動かない！」

　俺以外の命令を聞かない弓騎兵との連携を素早く行うためにピピも連れてきている。

　移動途中も彼らは他を放置して前進していた。

　ここが今後の課題だな。

「それとせめて隊長とか呼べ、族長と呼ばれていては色々と良くない」

　部下に族長などと呼ばせていては、蛮族の王にでもなった気になる。

「わかったぞ偉大な族長様！」

「…………でどうだレオポルト」

「奴らの目の前では丘に登れないので櫓を作って見張りを上げていますが、状況は斥候の報告と同じです。五千程度の兵が国境を塞ぐように展開しています。但し、陣はトリエア側に向けて張られており、こちらへの攻撃ではなく反乱者の逃亡を迎え撃とうという事でしょう」

「そうか、全軍を率いてきたのは少し先走ったかもしれないな。だが来てしまったものは仕方ない。連中が引くまでこちらも居座るか」

　国境の丘を越えないように再度厳命し、陣を張る。

　トリエア側でも丘の下から生えるように立ち並んだ物見櫓に気付いたようだ。

「軽騎兵が一騎、丘を越えてきます！　白旗を所持、使者のようです」

　セリアが声を張る。

　演習も兼ねているのでセリアもイリジナもおおよそ軍に関わる者は全員連れてきているのだ。

　それにしても早速文句を言いに来たって訳か。

「私はトリエア王国軍第二派遣…………」

　毎度名乗られると一々聞く気がなくなるな。

「……してハードレット卿自ら軍を率いてこられたのにはいかなるご理由がお有りか!?」

「農民狩りかは知らんが、俺の領土に隣接する場所で五千の兵が動いているのだ。呆けて見ている領主の方が稀少ではないか？」

「全ては我が領内のこと、ハードレット卿にはご関係が……」

「勿論関係ないし咎めるつもりも無い。備えとして我々も自分の領内で軍を動かしたに過ぎない」

　使者はこちらが農民と連携して挟み撃ちにする可能性を警戒しているのだろう。

　そのつもりなら見つけた瞬間に襲い掛かっている。

「そちらの軍が国境線を犯したり、攻撃を加えてくるようなことがなければ我々は何もしないさ」

「……そのお言葉嘘はございませんな？」

「試しに国境線でも踏み越えてみるか？」

　しばらく無言で睨みあった後、使者は反乱を鎮圧するのみが目的で、領土を侵犯する意思はまったくないと伝えた上で去っていった。

「使者に言ったことは事実ですか？」

　レオポルトにとって使者は騙す為にいるのだろうが生憎俺はそうではない。

「勿論本当だ。奴らが領内でいくら農民を狩ろうとも俺が手を出すことではないからな」

　ヨグリの場合は俺の個人的な約束のために行動したが、本来領外の民になんら思い入れは無い。

「もっとも、攻撃でもしてくれば一気に叩き潰してやるがな」

「さすがに連中も馬鹿ではないですからね。反乱で大変な時期にそのような愚考はしないでしょう。実際に行軍し陣地を築き、戦場の空気を感じると言う経験も貴重です。無駄にはならんでしょう」

　特に山の民改め弓騎兵隊にとっては俺たちの軍隊がどう動くのかをしっかり見せておかねばならない。

　ピピの頭を撫でていると草原の民代表セリアも対抗して密着してきた。

　両手で女の頭を撫でているとここが戦場とは思えない。

「前方に新たな部隊です！　数は……不規則な陣を組んでいるため詳細不明。数千規模！　一直線に国境線に向かってきています」

　思わず口笛を吹いた。

　絶妙のタイミングで俺たちはここに到着したらしい。

「農民達の集団ですな」

「一応確認しておこう」

　俺は自ら櫓を登る。

　簡易な物なのでそう何人もは登れないが、俺とセリアぐらいなら問題ないだろう。

　隣の櫓にレオポルトも登っているようだ。

　イリジナも見たがったが重量オーバーで却下された。

「農民の寄せ集めにしてはなかなか整った行軍じゃないか」

「アークランド軍が解体されてから日も浅いです。従軍経験がある者が統率しているのでしょう」

　そういえば今のアークランド領内には従軍経験がある者が溢れている。

　義勇兵として戦った農民達に帰還兵、大規模反乱の土壌はしっかりとあったというわけだ。

「それでもあの陣形では突破はできないだろうな」

　秩序はあるが陣形は無茶苦茶だ。

　逃亡が目的であるので女子供も含まれており、彼らを中心に守っている以上、迅速な移動や陣形の変更はできないだろう。

「数も万には届かないようです。これではトリエア王軍五千を相手に勝利を得る事はできません」

　レオポルトからも否定的な意見が出る。

　となると正面から激突して混戦にまぎれて俺の領内に雪崩れ込むぐらいしか可能性はないか。

　農民達の目的は勝利ではなく逃亡なのだからな。

　さすがにトリエア王国軍も俺の軍の目の前で領内に逃げ込んだ民を攻撃する事はできない。

「こっちとしては見物する以上の事はできないか」

「そうですね。いずれにせよ民が死ぬ事も王軍が損害を出すこともトリエアの国力を毀損します。隣国の弱体化は喜ばしいこと、民が殲滅されて王軍にも大損害が出るのが理想ですな」

　ヨグリがこの場に居たらレオポルトに殴りかかっていたに違いない。

　セリアはふむふむと頷いていた。

　戦略を勉強するのはいいことだがレオポルト化はしてくれるなよ。

　心配なので悪戯しておこう。

「ひゃん！」

　鎧の隙間からセリアの大事な所を指で撫でる。

　突然の可愛い声に櫓に一人残った見張りの兵がこちらを向くが前からは見えない。

　セリアも必死で表情を戻しているので兵士は丘向こうに視線を戻す。

（エイギル様！　止めてください！　兵にばれます！）

　小声で訴えてくるセリアを無視して俺の指は大事な場所に入り込んだ。

　腰をくねらせて抵抗するが既に入り込んでしまった指をどうすることもできないし、中はしっとりと湿って本気で嫌がってはいないと教えてきていた。

　既に知り尽くした未熟な洞窟を指でかき回し、彼女が一番好きな場所を擦り上げる。

「はう！」

　そこを擦られるとセリアは嬌声を上げて感じるのだが、今は目の前に兵が居る。

　必死に袖を噛んで我慢している姿を見るともっと意地悪したくなるが、兵の前で醜態を晒させるのも可哀想だから一気に決着を付けてやることにした。

　セリアの耳元に口を寄せて一言。

（可愛いぞセリア。ほら昇ってしまえ）

　言いながら一番好きな場所を強く擦る。

「っ!!!!　−−−!!」

　必死に袖を噛み締めて絶頂の声をこらえるが、体勢は前屈みで俺に捧げるように突き出された尻は大きく震え、一呼吸置いて太ももを大量の汁が伝った。

「はぁはぁ……」

　荒く息を付くセリアだが誰にもばれなかったと思ったのか安堵の表情を浮かべた。

「ハードレット卿、もうよろしいでしょうか？　いよいよ始まるようです」

　無情にもレオポルトに最初から見られていたことを知ったセリアは顔を真っ赤にし、なんとか取り繕おうと試み、どうしようも無い事に気付いて俺の胸に顔を埋めてきた。

「決着は見えているが一体何人が転がり込めるか、だな」

「せいぜい一〇〇人程度だと思いますし、それが理想です。大量に逃げおおせれば混乱も予想されます」

　俺達は反乱農民とトリエア軍の決戦を見守る。

　さて、どういう結末を迎えるのか、見届けさせてもらおうじゃないか。

　両軍の先頭が国境地帯を目の前に、叫びを上げて衝突していった。
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　農民集団内

「エンディゴ行くぞ！　なんとしても女子供を突破させるんだ！」

　ばらばらの装備を纏った農民達が叫び声を上げながらトリエア軍に突進していく。

　叫びをあげたこいつと俺は旧アークランド軍からの親友だ。

　やたらと正義感の強かったこいつに引っ張られる形で俺はこの反乱に加わったのだ。

「全員聞け！　まともに奴らと戦わなくていい。あの丘を越えれば俺たちの勝ちだ！」

　物は言いようだな。

　一兵卒とはいえ何年も軍に在籍し、幾度も戦場を駆け抜けた者達には分かっている。

　こんな雑多な集団で軍隊を相手にするなら三倍は数が必要だ。

　見たところ、こちらは八千で相手は五千といった所、絶対に勝てない。

　無茶苦茶に前進し混乱に乗じて国境を越えることが唯一の方法なのだ。

　先鋒同士が衝突し、戦闘が起こり始めた。

　戦闘は集団の中でも従軍経験があり、鎧や槍の装備もある奴で固めているから、ある程度は互角に戦えるだろう。

　だが一枚後ろに下がると槍や剣だけで鎧の無い者、更に後方ではクワや鎌を持った農民になってしまう。

「側面から騎兵が来るぞ！」

　本来なら長槍を立てて防ぐのだが装備も練度も足りていない。

　無視して突き進むしかない。

　矢が降り注ぎ、騎兵が好き放題に女や老人を切り倒していく。

　近くに来た二騎は馬の足を払って落としてやったが他の騎兵は放置するしかない。

　防戦など無意味、前進だけが望みなのだ。

「ぐわあああ!!」

　敵兵を五人まで斬った相棒が六人目に腹を貫かれた。

　動きの止まった奴はたちまち滅多刺しにされてしまった。

「エンディゴ行け!!　止まるな！」

　もとよりそのつもりだ。

　最後の一撃が相棒の声を遮る前に走り抜ける。

　目の前に出る敵は倒し、ひたすらに駆ける。

　守るべき女や子供も数を減らし、既に数えるほどしかいない。

「裏切り者の土民風情が死ね！」

「やかましい！」

　馬に乗ったお貴族様の槍を避け、逆に太ももに槍を突き立てる。

　錆びだらけのなまくらだ、さぞかし痛かろう。

　昔のアークランド軍ではお前のような下手くそは補給部隊の護衛がいい所だ。

　無様に泣き叫ぶ貴族を嗤いながら、他の者を誘導しつつ駆け抜ける。

「あと少しだ！　丘を登りきれば追撃は来ないぞ」

　後方で仲間がまとまって包囲されているせいか、こちらへの追撃が緩い。

　これならば逃げられる。

　先頭の者達が歓声を上げながら丘を登り終え、駆け下りていく。

　トリエア軍も丘を登り始めた集団のことは諦めたようで後方の集団を殲滅することに全力を尽くすのか追撃してこない。

　後方の奴等は残念だが最初からこういう形になるのはわかっていた。

　それにしても生きる事に興味のなかった俺が生き延びて、夢を語っていた相棒が死ぬとは皮肉なものだ。

　丘を半ばまで登ったところで無意味と知りつつも後ろを振り返る。

　そこである光景を見てしまったのだ。

　小さい子供を守りながら逃げる夫婦、だが疲労のせいか速度は遅く、トリエアの兵に追いつかれた。

　必死に抵抗する父親はすぐに斬り殺され、母親の胸にも剣が突き立つ。

　突然の両親の死に泣き叫ぶ子供に向かって数度剣が振り下ろされ、兵士達は別の目標を探して去る。

　恐らくは今そこら中で行われている事なのだろうが、俺の頭には電流が走った。

　俺にはほんの一ヶ月前まで妻と子が居た。

　重い税のせいで食うことにも困り、俺がなんとかつまらない仕事で日銭を稼いでいたのだが、まだ小さかった子供は貧しい生活には耐えられなかった。

　そこで妻は代官の元になんとか恩情をと願い出たそうだ。

　だが、代官の屋敷を訪れた妻は対価にと体を要求され、子供のためにと応じてしまった。

　そして案の定、妻は体を好き放題に遊ばれて後は知らぬと放り出された。

　食料難は続き、子供は弱って死んだ。

　我が子を失い、体まで弄ばれた妻は全てを失ったと思ったのだろう。

　俺が子供を埋葬して帰ると妻は家で自害して果てていた。

　あの時から俺の時は止まった、生きる事に何の意味も無くなってしまったのだ。

　恨みも悲しみも無くなり、ただ呆然と生きていたのだ。

　だからこそ相棒に連れられて、あきらかに勝算の薄いこの反乱にも躊躇なく参加したわけなのだが。

　目の前でまた一つ家庭が終わった。

　きっと今、何百と言う親子が死んでいるのだろう。

　止めなければならない。

　心に目覚めた感情は怒りだ。

　奴らを叩き潰さなければ、俺の味わった悲しみはいくらでも繰り返される。

「だが、俺がとって返しても何もできん……」

　怒りに任せて丘を駆け下り、連中に切りかかっても相棒と同じ運命だ。

　数人の敵を斬って捨てても何も変わらない。

　その時、丘を登りきった連中が何かを指差して叫んでいる。

　立ち並ぶ物見櫓、これはと丘を登りきるとそこには数千の軍隊が並んでいる。

　敵の待ち伏せかと思ったが攻撃してくる様子は無い。

　更に目を凝らすと彼らの旗は……。

「ゴルドニア軍！　俺たちを助けてくれるのか!?」

　この数の兵がいればトリエアを退けることができるかもしれない。

　しかも異常な数の騎兵だ。

　農民を叩く事を考えてきたトリエア軍にとっては不利な相手のはずだ。

「おーーい!!　助けてくれ！　向こうで皆がやられているんだ！」

　大声で呼びかけるが返答は無い。

　よく考えれば丘の下から櫓を立てて戦況は見ていたはず、助けに入るつもりならとっくに来ている。

「ただの見張り……。いや、国境を越えられないのか」

　トリエアとゴルドニアが共同でアークランドを潰したことは誰でも知っている。

　領内での出来事に干渉するようなことはしないのだろう。

「だめか！　……だが、それなら何故こんな大軍を国境地帯に？」

　俺の脇を走りぬける者達は安全圏に転がり込むのに必死で勿論俺の声など聞いてはいない。

　答えはないが櫓の上から強い視線を感じた。

　目をやると黒いマントの貴族らしき男の視線、傍にいる甲冑姿の美少女が戦場では珍しい。

「戦鬼ハードレット!!」

　あの顔には見覚えがある。

　ダトロンの戦い、従軍していた俺の目の前で味方をボロ切れのように吹き飛ばした悪夢とも思える騎士だった。

　目指すのが彼の所領であることは知っていたがまさか本人が出て来ているとは！

　その目を臆することなく見つめる。

　助けてくれ、今そこで仲間が殺されている。

　あんたなら助けられるはずだ、と。

　だが、奴は動かない。

　それでも目は俺から逸らされなかった。

　ふと奴が少しだけ笑った気がした。

　愚かな俺を嘲笑する笑いではなく、劇的な何かを求めている。

　そんな笑いに思えたのだ。

　誰も何も言っていないが、少なくとも俺はそう感じた。

「いいだろう、どうせ捨てたような命だ。最高の劇を見せてやろうじゃないか！」

　俺はトリエア軍側に振り返って丘の頂上に立つ。

「聞け！　トリエアの無能共、女子供を嬲り殺すしか能のない屑に教えてやる！　俺こそが反乱の首領、愚鈍な貴様らに反旗を翻した張本人だ!!」

　自分でも信じられない程の声が出た。

　周辺の兵が一斉にこちらに振り返る。

　舞台にただ一人立っているようで悪くない気分だった。

「他の民などいくら殺しても同じ事、俺は再び舞い戻り、別の場所で反乱を起こしてやる！」

　トリエアの兵が集まり出す。

　都合がいいことに弓兵を前に立てている。

「どうした？　俺を殺さねば何度でも繰り返すぞ！　もっとも貴様ら素人の矢など目の前からでも当たらんだろうからな。好きに撃てばいい」

　弓兵の一部が激昂して弓に矢をつがえるが、指揮官が慌てて辞めさせる。

　さすがに単純な手にはひっかからない。

　見れば既に周辺の兵は全て俺を包囲するように丘の下に集まっている。

　だが誰一人丘を登って俺を捕えようとはしない。

　この国境線に足を踏み入れる勇気は無いのだ。

「どうした！　無能！　愚鈍！　屑！　敵を撃つこともできない臆病者か！」

　響き渡る大音声に彼らの歯ぎしりが聞こえるようだ。

「全隊に告げる、絶対に撃つな！　ゴルドニア領に撃ち込んでしまうぞ！」

　貴族らしき男が馬で弓兵の前を走りながら叫ぶ。

　俺はその貴族も罵ってやるがこちらを睨む以外に行動は起こさない。

　早くしなければ戦闘が続いている後方で民が全滅してしまう。

　何か突破口は無いかと目を凝らし、見覚えのある旗を見つけた。

　軍にいた俺はいくつかの貴族の旗はわかる。

「貴方はメザレ子爵ではありませんか！　私は貴方の領地の領民でした。弟君はご壮健ですかな？」

　顔が歪んだのは見るからに筋肉質な大柄の男、顔は初めて見たが彼が子爵らしい。

「これは失礼！　弟君は私が殺してしまったのでした！　ご遺体は確認されましたか？」

　勿論嘘だ。

　名も知らない奴に領民の反乱でメザレ子爵の弟が殺されたという話を聞いていただけだ。

「貴族を殺めるとは下賎な土民風情が！」

　これはいい、メザレ兄は見た目どおり短気な性格のようだ。

「弟君は豚のような立派なお体と鶏のような勇敢な心を持っておられました。亡くなられたこと誠に残念でなりません」

「おのれおのれ！　死者を愚弄するかぁ、誰ぞあいつを黙らせよ！」

　顔を真っ赤にして怒鳴るメザレ兄の命令で彼の部下が槍を構え、弓を引き絞る。

「メザレ卿、落ち着け！　これは敵の罠だぞ」

　周囲の貴族達が必死に宥めているがここまできては収まりがつかないだろう。

「弟殿の最後をお教えしましょう。尻穴に鉄串を刺し、生きたまま丸焼きに致しました。豚のようなので美味そうかと思ったのですが鳴き声はまるで羊でしたよ」

「うぉぉぉぉぉ!!　撃てぇ！　あの野蛮人を！　人非人を反逆者をっ！　殺してしまええぇ!!」

　主人の怒りに任せた命令に兵は逆らえない。

　矢は次々と弓を離れ、俺に向かって飛翔してくる。

　まるで時の流れが遅くなったかのように一本一本を見ることが出来た。

　両手を広げて矢を待ち構えて目を閉じる。

　一本、また一本と矢が俺の体に突き刺さっていく感触がはっきりとわかった。

　だが、数十本の矢が正確に一人の人間に突き刺さるような正確な射撃ができるはずもなく、数本は的を外れて手前の地面に突き刺さり…………。




　数本は頭上を飛び越えて、丘の反対側に飛んでいった。




　体に一〇本以上の矢が刺さっても痛みはまったく感じず、ただ満足感だけがあった。

　首をひねってハードレット卿に向かって笑ってやった。

　面白い劇だったろう？　これでどうだ？

　目が霞み、彼がどんな顔をしていたかはもう見えなかったが出来ることは全てやった、後悔はない。

　冥界で妻と子に会えるだろうか？

　ゆっくりと暗くなっていく視界の中に失われた家族を探して手を伸ばし、俺の意識は完全に闇に落ちた。
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　ゴルドニア陣地

　戦況は予想通り、トリエア軍による虐殺が始まり、少数の民が間隙をついてこちらの領に転がり込む。

　だが一人の男が足を止めてこちらに救いを求めた。

　勿論、そんなことを聞いてやる義理は無い。

　だが男はこちらに悪態を付くのではなく、俺に向かって薄笑いを浮かべた後、トリエア軍を挑発し、全身に矢を浴びて絶命した。

　結果で言うならばこれだけだ。

「エイギル様！」

　奴がこの世に残した最後のもの、それは我が軍の陣地まで飛び込んだ数本の矢だけだった。

　的を外した流れ矢は力無く飛んで地面に突き刺さる。

　だがその一本が隊列を組んでいた兵の足に突き立った。

　不運な歩兵は足を押えて倒れ込んだが、傷は深くなく軽い止血をするだけで済むだろう。

　だが、それでもトリエア軍の放った矢が国境線を飛び越えて我が軍の兵士を傷つけたのだ。

「レオポルト、これは奴らを攻撃する理由になるか？」

「明確に。越境して矢を放つなど宣戦布告も同然です。勿論事故であれば交渉の余地はありますが」

　丘の上で針鼠になった男はこれを狙っていたのだろう。

　わざとらしい演技は失笑ものだったが、その度胸は大したものだ。

　奴が命を拾うのは簡単だった。

　ただ数歩丘のこちらに駆け込めば、もう誰も男に危害は加えなかっただろう。

　今も丘の上に転がる男の顔はやり遂げた満足感以外には恐怖も苦痛も映していない。

　随分と愚かで面白い男だった。

　少なくとも目の前で民を殺して回っているトリエア軍よりは。

「レオポルト、セリア、全軍に攻撃命令を出せ」

「はっ！」

「全面戦争になるでしょう。宜しいのですか？」

「勝算はあるだろう？」

　俺は考えていないが、こいつには何かありそうだ。

「そう悪い未来にはならんでしょうな」

　期待を裏切らない奴だ。

　では戦争を始めようじゃないか。




　櫓を降りると既にセリアから命令が伝わっていたのか、全軍が部隊ごとに隊列を組んでいる。

　後は俺の号令一つだ。

「全軍へ告げる！　今、丘向こうのトリエア王国軍より我が軍へ攻撃があった。これは明確な敵対行為だ。よってこれより我が軍はこの脅威を排除すべくトリエア王国内へ侵攻する！」

　どよめきはない。

　矢が飛んだのは全員が見ているし、戦いを恐れない程度には訓練しているつもりだ。

「前進の前にまずは意趣返しといこうじゃないか。弓隊、弓騎兵、丘向こうへ斉射一〇〇倍にして返してやれ！」

　千以上の鉄の雨に続いて、全軍が丘を越えてトリエア領内に雪崩れ込んでいく。

　ゴルドニアとトリエアは互いに敵対している訳ではない。

　この戦争は俺が始め、俺が戦うのだ。
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　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏　　戦時モード

　部隊

　東方独立軍二千

　騎兵五〇〇　弓兵三〇〇　歩兵一二〇〇

　通常私軍   三〇〇

　騎兵二〇〇　歩兵一〇〇

　弓騎兵 千

　騎兵千

　計　三三〇〇名

　軍部下　レオポルト（東方軍副司令官）セリア（副官）イリジナ（通常私軍指揮官）ピピ（連絡役）

　現在地点　トリエア王国東部国境地帯

　戦果








第74話　トリエア紛争②　怒涛の侵攻　♯







「メザレ卿…………なんということを！」

「ゴルドニア側に矢が！　ただでは済みませんぞ！」

　丘の上で叫ぶ名も無い土民は骸と化した。

　だが兵士達からの歓声はなく、周囲の指揮官、貴族達も呆然としている。

　それも当然、メザレ子爵が挑発に乗って放った矢は憎き反乱者の命を奪ったが、捕え損ねた矢は丘を越えてゴルドニア領内に飛び込んだ。

　しかも向こうには相手領主の軍が陣を張っており、その頭上に矢を降らせたことになる。

　多くの民も兵も蛮行を見ており、もはや言い逃れは出来ない。

「メザレ卿、貴様！」

　全体の司令官、必死に兵を宥めていた男が自分の努力を無為にしたメザレに詰め寄った。

「ログジール殿、詰問は後です。まずはゴルドニア側になんらかの弁解をせねば厄介なことになります！」

　参謀の男はうなだれるメザレを睨みつけながらもログジールを諌める。

「うむ、至急使者を送れ。なるべく地位の高い者をだ」

「未だ半数以上が農民共を狩っておりますので少しばかり手間取りますが可能な限り急ぎます」

　参謀は馬を走らせていく。

「メザレ卿、此度のことでゴルドニアとの交渉、不利を強いられるだろう！　覚悟しておけ！」

　ログジールは今後の交渉のことに頭を悩ませる。

　非はどうしようも無い程に彼の軍にあった。

　流れ矢で貴族の子弟でも傷ついたとでっち上げられても文句が言えないし、金銭賠償で済めばよいが土地うんぬんの話になると厄介だった。

　国境線の変動は国家間の話、どうしても本国政府に報告する必要がある。

　余りに無様な結末は彼の指導力に疑問がつき、王家の覚えも悪くなる。

　本当に余計なことをしてくれた、と再度メザレ子爵を睨みつけた所で彼の悩みはなくなる。

　金銭賠償も領土の割譲も、もはや問題ではなかった。

　それどころか使者を送る必要もなくなってしまったのだ。

　数本の矢の誤射など、どうでもいい。

　彼らの頭上には鉄の雨、千を超える矢が降り注いだのだから。
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「突撃!!」

　俺の号令一つ、騎兵隊が一斉に突撃を開始する。

　矢の雨を見舞い、混乱する敵を叩き潰す、騎兵突撃の手本のようなやり方だ。

　東方軍の槍騎兵と重装騎兵、そして山の民改め弓騎兵隊の集団が瞬く間に低い丘を駆けあがる。

　弓騎兵は丘の頂上で停止して、高低差により威力を増す矢を次々と放っていく。

　粗末な弓矢から更新されたゴルドニア製の矢は以前とは比較にならない威力で、重装甲のプレートアーマーで無ければ鎧の上からでも敵を打ち倒して行く。

　重装騎兵と槍騎兵はその援護の元で敵に突っ込んでいくのだ。

　敵には長槍隊も散見したが矢の嵐の中で陣を組めずに蹂躙されていく。

　長槍がいくら対騎兵に強力とは言え、それは正面から受け止めてのことで、左右に回られてしまえばただの鈍重な歩兵に過ぎない。




「民を虐げる卑劣漢め成敗してやる！」

　槍騎兵の先頭をきってイリジナが突っ込み、馬上から槍を振るって次々とトリエアの兵を突き伏せている。

　母国の民が虐げられていることに憤りを感じているのだろう。

　民にとって一番酷かったのはアークランド軍なのだが純真な彼女にあえて言うまい。

「そりゃあ！」

　五人ほど仕留めたところで槍隊の群れに阻止されるが、たちまち丘の上から矢の雨が降る。

　槍隊はすぐに崩れ、またもイリジナの乱舞が開始される。

　暴れ回る彼女を見ていると俺も血が騒いでくるな。

「レオポルト、指揮を任せる」

「程々に」

　客観的に見ても俺は本陣で指揮をとるより戦場で暴れまわった方がいいだろう。

　元々全体の指揮はレオポルトがとっているようなもんだからな。

「お供します」

「ピピも行くぞ」

　セリアとピピ、それに選抜した一〇名程度の随伴騎兵を連れて馬を駆けさせる。

　さすがに一騎駆けは止めてくれとレオポルトとセリアに頼み込まれたのだ。

　レオポルトが言うには俺が勝手に死んだら隊が崩壊するので迷惑なのだそうだ。

「そんなヘマはせんのだがな」

　敵の只中に突入し、突然の全面攻撃に慌てふためいている貴族と思われる騎乗の男の首を飛ばす。

　事ここに至った以上、攻撃をためらってもなんの意味も無い。

　それに数的には敵が五千、味方が三千強、多少農民達の戦いで損耗していると考えても劣勢なのはこっちなのだ。

　敵が混乱している内に徹底的に叩いてしまうのが最善だ。

「なっなにごと!!」

　慌てている指揮官の胴を貫き、護衛と思われる歩兵を踏み潰す。

　槍を振り切った所で横合いから斬りかかって来た歩兵は咄嗟に左手で殴りつけた。

「ぐぇっ！」

「ひっ！　怪物！」

　誰が怪物だ。

　ぶん殴ったら頭が潰れただけじゃないか。

　失礼な兵を返り血まみれの左手で掴み上げて首をへし折る。

　敵兵が俺に武器を向けたまま引いていった。

　彼らは山の民や、多分俺の兵と比べてもあまり勇敢とは言えない。

　そういえばトリエアはアークランドに対してもあまり攻勢には出なかったな。

　すると、こちらを目掛けて大きなランスを振りかざした三騎の重装騎兵が駆けてくる。

　敵にも状況に素早く対応出来る奴はいるらしい。

　俺も槍を振り上げて迎え撃とうとするが、接触までのわずかな間に三人は喉下や視界確保のために開けられていた顔面に矢を受けて落馬していった。

「族長様！　ピピの腕はどうだ」

「ほんの一〇秒で三射か……。たいしたもんだ」

　騎乗射撃の正確さだけを注目していたが斉射速度も速い。

　ピピは山の民の中でもかなり優秀な部類らしいが、戦場を見ても弓騎兵は一方的と言って良い程にトリエア軍を圧倒している。

　ただでさえ平地では強力な彼らは複合弓と良質な矢を得てその能力を倍化させていた。

　彼らの体格に合わせてか馬は大きくないので、直線に駆ける速度は普通の騎兵に劣る。

　だが、逃げながら後方を射れる彼らを追撃するのは至難の技だ。




　トリエア軍は奇襲によって打撃を受けて、早くも逃げに入っている。

　壊滅という程の被害ではないが、突如始まった戦闘に士気が折れたのだろう。

「弓騎兵は逃亡する敵を後ろから撃て！　重装騎兵と槍騎兵は農民と戦闘中の敵に突っ込め！」

　いくら精緻な射撃精度を持つとは言え、くんずほぐれつの大混戦を演じている中に矢を打ち込めば無差別に殺傷することになる。

　後々めんどくさいことになりそうだからな。

　俺は重装騎兵の先頭をきって農民とトリエア軍の乱闘の中に飛び込み、手当たり次第に敵を斬る。

　斬った敵が細切れになって飛んで行く。

　トリエアの兵士は勿論、助けたはずの民達でさえ呆然としているし、年若い女などは失神してしまう者もいた。

　別に残虐に殺したい訳ではなく、槍が重量級なのでどこを斬っても千切れてしまうのだ。




「何故ゴルドニア軍が！」

「話はついていたのではないのか！」

　戦場で「何故」だの「どうして」だの言っても仕方ない。

　状況に対応できない二人の騎士は槍に体の中心をぶち抜かれ絶命する。

「エイギル様、敵は全戦線で崩れています。歩兵部隊も参戦させれば壊走するはずです」

　セリアが馬の上で膝立ちになって目線を高くし、状況を把握しようとしている。

　かなり無理のある姿勢だから落ちてくれるなよ。

「それでいこう。あくまで偶発的な戦闘だからな、敵を殲滅する必要もない」

　ふと混乱する敵の中、一目散に逃亡を計っている一団を発見した。

　馬に乗った一人の男を囲むような陣を組み、その全員が目立つ派手な戦装束を着ている。

「司令官か……。せっかくだから叩いておくか」

　槍でも投げてやろうかと思ったが距離は５０ｍ以上あり、馬で駆ける相手に当たるとは思えなかった。

「ピピ、あの派手な中心の奴だ。狙えるか？」

「やれる。当てたらご褒美くれるか？」

　可愛いやつだ、後で密かに持ってきた菓子でも与えてやろう。

「風が横向きだ、少し待つ」

　ピピは指を唾液で濡らして空にかざす、そして風がやんだ一瞬、素早く弓を構えて矢を放つ。

　待っていた間に彼我の距離は１００ｍ以上開いていたが、矢は斜め上に上がってから吸い込まれるように男の側頭部に命中した。

　突然馬上でピンと立ち上がり、そのまま落馬する男。

　頭に矢を受けては即死は免れない。




「突入ー！　敵を蹴散らせぇ！」

　セリアの可愛い叫びで歩兵隊も突入を開始、騎兵にやりたい放題に分断されていたトリエア軍の戦列は歩兵の突撃によって完全に崩壊し、農民達にまで追撃を受けながら逃げ散って行った。

「ご褒美、期待している」

　戦いが終わったと見たピピが器用にシュバルツに飛び移り、俺の胸に顔を埋めて来たところでお互いの思っていた「ご褒美」が違うことに気がついた。

「エイギル様勝利です！　……あなたは何故エイギル様と同じ馬に？」

　半目のセリアに答えず、へたり込んだ農民達の間を駆け抜ける。

　農民達の反応は一様に好意的だった。

「ゴルドニア万歳！」「もうだめかと思いました」「あの人、ハードレット卿よ!?」「ご本人が……」

　セリアやレオポルトが陣を整える間、民を落ち着かせる必要がある。

「全員聞け！　この度の戦闘はトリエア王国が国境を越えて我々に攻撃を仕掛けたことに起因する。諸君らの反乱に加担する訳ではないが、俺の領に入る事を止めはしない」

　全員から歓声がおこる。

　彼らになんら思い入れは無いが、抱き合って泣いている姉妹を見ると善行をした気にもなる。

　できるならまとめて抱いてしまいたい。

「但し、領内に入る際に武器の持ち込みは許可しない。剣や槍の類は全部置いていってもらう」

　武装解除さえしてしまえば後はアドルフに任せられる。

　あれから少しばかりレオポルトと話したが彼らに構っている時間は無いのだ。

　だが、喜び先を急ぐ農民達の列に加わらない者達もいた。




「ハードレット子爵様、俺達は反乱に加担したけど農民ではなく常備軍の兵士でした。アークランドがなくなって以来行き場がなくなって……、子爵様の軍に加えてくれないでしょうか？」

　こういうやつらは本来傭兵にでもなるのだが、トリエアの占領政策はそれを許さなかったのだろう。

「ならラーフェンまで農民と共に行き、そこで私軍として新たに雇用しよう。今はダメだ」

　これから行う作戦は速度と統率力が問われる。

　ただでさえ敵地に入りこむのに得体の知れないものは連れて行けない。

　寄せ集めで数だけ増やしても足手まといなのだ。







　民達は東に去り、準備は完了した。

「レオポルト、王家へは伝えたか？」

「はい、既に王国へ偶発的な武力衝突が起きたと早馬は出しております。この馬は王都につくまでに二日、帰るまでに二日、四日以内に事を完遂する必要があります」

「では急ごうか」

　並んだのは騎兵と輜重隊の馬車のみ、足の遅い歩兵は民達の護衛兼監視としてラーフェンに帰らせた。

　この先に必要なのは圧倒的な速度なのだ。

「全軍行くぞ！　逃げたトリエアの連中を追い越してやれ」
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　二日後　王都ゴルドニア

「……何をやっているんだあいつは」

　手紙を見たエイリヒは血が引いていくのを自覚した。

　内容は三つ。

　西部国境近郊にてトリエア軍が反乱農民と交戦、警戒のため出撃

　同場所にてトリエア軍より攻撃を受けて反撃、これを撃破

　脅威を完全に排除するために敗走する敵を追ってトリエア領内に進軍を開始




　簡潔に書かれたその文はエイリヒが全ての公務を中断して王に拝謁を求めるに十分な内容だった。

　王家にも同じ内容の手紙がいっているはずだ。

「こないだ領地に引越したと思ったら早速紛争を起こすとは……」

　エイリヒの周りには誰もいないが彼はぼやかずにはいられなかった。




「陛下にはご機嫌麗しゅう……」

「やめてくれエイリヒ、お前にまで世辞を並べられてはうんざりしてしまう」

　王……アレクサンドロ一世は使用人を下げさせた後、跪くエイリヒを立たせた。

「では失礼致します。今回、突然拝謁を求めましたのは……」

　王はわかっているとばかりに手紙を差し出した。

「余の所にも文は来ておる。ハードレットがやってくれたようだ」

　王も困ったものだと手を広げ、苦笑いを浮かべた。

「私の監督不行き届きです。申し訳ございません」

「何を言う、ハードレット卿は余が子爵号を与えた貴族、そちとは同僚ということになる。余以外の誰に責任を取らせるわけでもない」

　理屈上はそうだが、この場にエイリヒがいることが新貴族の代表として事態への関与を求められていることに他ならない。

「なんにせよ起きた事に文句をつけるのは愚者のやることだな。この紛争をどう収めるか卿の意見を聞きたい」

「文では先制攻撃を受けたとあります。これが事実ならば多少のやりすぎは許容されるでしょう。ただ問題は証人となる者が逃亡した民……トリエア側から見れば反逆者しかいないことです。彼らは民が自分達に不利益を与えるために虚言を言ったと言い張るかもしれません」

「ふむ、まずはハードレット卿に兵を引かせることは前提か？」

「それは、今回のことが偶発的な衝突である以上、まずは兵を引いて停戦することが前提と存じますが」

　エイリヒは当然のことを聞き返した王に怪訝な顔を向けるが、王は無言のまま考え込む。

「文が出されたのは一昨日のことだろう？　二日の間にどこまで進撃しているかだな」

　エイリヒは持参した地図を机に広げる。

　彼も何度も軍を率いた歴戦の将軍、軍団の進軍速度は手に取るようにわかる。

「トリエアの軍を壊走させたとのことですから西部にはまともな敵はおりません。好き放題進撃できるとなると現在はこの地点、今から早馬を出して到着まで二日とすればこの［メース］とか言う町の近郊まで達するでしょう」

「案外に進めないものなのだな」

「兵が行軍できるのは休憩を除けば一日六時間程、まして土地勘の無い敵地でありますし、この試算も行軍がうまくいっていると仮定してのことにございます」

「ではこのメースの近くで停止せよとの命令を出そう。同時にトリエアに撤兵を前提とした交渉の使者を送る。これでいいな？」

「はい。それが最善かと、但し国土に踏み込まれた彼らが感情論で停戦を蹴ることもありえます。一応中央軍も臨戦態勢を整えます」

　そこで王は珍しく歯切れ悪く言葉を紡ぐ。

「エイリヒ、これはちょっとした仮定の話なんだが。ハードレットに好き放題やらせればどこまでトリエアを引っかき回すと思う？」

「……。あえて質問は致しませんが、彼の指揮下にある東方軍の練度装備は中央軍と差はありません。私軍と合わせて兵力的にも三千が限度のはず。騎兵が多いので平原では敵を押し込むかもしれませんが、中部以西の城塞都市には手が出ないでしょう。いずれトリエアが本格的な軍を召集すればとても太刀打ちできません」

「では、トリエアが奴に兵力を向けたところで中央軍が北部から雪崩れ込めばどうだ？」

　エイリヒは一瞬顔を上げるがそのまま続ける。

「トリエアは地図から消えます。ですが……」

「我が国は大義を失い周辺国全てを敵に回すことになる……であろう」

「はい」

　王は溜息を一つ吐く。

「これも仮定の話だが、中央軍はどれぐらいでトリエア王国を潰せる？」

「奴らの主力を釣り出せれば二ヶ月。防衛体制に入られれば神に尋ねざるを得ません」

　トリエア軍はそれほど精強ではないが、長年のアークランドとの抗争の中で北部国境には城塞が存在している。

　連なったそれは重厚な要塞群となっており、軍事力で劣るトリエアがアークランドの本格的な侵略を免れていた要因でもある。

　これを正面から抜くのは攻城兵器を集中しても容易なことではない。

「兵力差は日に日に開いています。占領地から奴らを叩き出すのは容易でしょう。しかし本国となると……」

「東部から迂回してもだめか」

「道が悪すぎて大軍を動かすのに適しません。東部の街道は未だ建造中です」

「まだ少し早かったか」

　王は苦笑いを浮かべる。

「よかろう。但し、いかにハードレット卿が戦に強いとはいえ、預けた兵力は二千程度、本格的な兵力で攻められては奴の領土まで押し込まれるだろう。牽制は必要だな」

「ではそのように……。それにしても五千の敵を一触で破ったとありますが、本当ならばやはり大したものです」

　王は声をあげて笑いながら姿勢を崩す。

「奴は素行は悪いが法螺を吹くような奴ではない。戦場においてはあれほどの男は滅多におらんと思っていたが兵を指揮しても一流のようだな」

　エイリヒは知っている。

　彼が強いのは自身が槍を振るってのこと、数千規模の兵を指揮する能力は決して高くない。

　それを補っているのはあのレオポルトとか言う部下だ。

　自分の部下は勿論、エイリヒ自身と比べても兵を率いる能力、策を用いる能力は卓越していると推測していた。

　特に人材を探して回っているようでもないが、あれほどの逸材をどこから拾ってきたのかとエイリヒは嫉妬にも似た感情を覚える。

　だからこそエイリヒの疑問は尽きない。

　あれほど頭の切れる男がいるならばこのような偶発的な戦闘で深入りする意味がないことはわかりそうなものなのだが、と。

「先ほど言ったように公式にはハードレット卿はそちの部下でもなんでもない。早馬は王家の名で余が出す。そちは安心して屋敷に戻っておれ」

「承知致しました。が、安心は出来そうにありません。次に奴が何をしでかすか胃を病みそうです」

　王が大声で笑い、エイリヒは頭を下げて退席する。

　エイリヒの頭の中では、ペドー男爵から寄せられていた蛮族襲撃の知らせとその被害報告、そして損害を埋めるための借金の申し込みは遥か後ろに順位付けられた。

　奴には領民から生まれたばかりの赤子に淫らな行いをしているとの訴えも上がっている。

　親身になってやる意味は心情的にも無かった。
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　三日後　旧アークランド　トリエア王国領土

「王家から返事が来たそうですな」

　使者は夕闇の中、馬を走らせてきたようだ。

　聞けば当初考えられていた場所に我々がおらず、到着が一日遅れたらしい。

「あぁ、読んでみろ」

　レオポルトに手紙を渡すと俺の後ろに居た、セリアが移動する。

　俺より身長の低いレオポルトなら後ろから覗けると必死に爪先立ちしている。

「メースの町を攻撃せずに停止して、停戦交渉を待て……ですか」

　おお、イリジナがセリアを持ち上げた。

　暴れながらも見やすくなって大人しくなったな。

　さて俺達が今いるのは今朝方占領した町で接収した貴族の館なのだが。

「メースってのはこの町の名か？」

「違います。この町はバレオラ、旧アークランド中部の中心都市です。メースは二日前に通り過ぎました。あの領主騎士が大音声を上げて……」

　弓騎兵の前に出て決闘がどうのと大音声を上げて針鼠にされた騎士がいたところか！

　あれからピピを通じて山の民の連中に余裕があったら最後まで言わせてやれと教えたんだったな。

「今更、あそこで止まれと言われてもな」

「いい兆候ですな。ゴルドニア軍でさえも我々の行軍速度は予想外だったのでしょうから」

　国境からメースまでの距離よりも、メースからここまでの距離の方がずっと長い。

　俺たちの進軍速度は我ながら脅威的で中央軍で経験した速度の三倍以上だった。

　街道の状態に影響されない弓騎兵が主力であったことや、他の騎兵隊にも原野での迅速な行軍の練習をさせていたことが大きかった。

　道も満足に無い辺境の領土に慣れさせた副産物と言えるだろう。

　俺達は最初から国境付近の町や村を取るつもりはなかった。

　敵の敗走と混乱に乗じて主要都市にまで食い込むことを狙っていたのだ。

　保持できるはずはないが、それなりの規模の都市を取れば貴族や商人の財を接収することもできる。

「まるで山賊ですな」

「提案したのはお前だ」

　それに都市を押さえれば交渉でも有利に働くだろう。

　もし強引に奪い返すつもりなら町ごと焼き払って引き上げるだけのこと。

　機動力に圧倒的な差がある以上、主導権は常にこちらにある。

　こちらは逃げたくなればいつでも撤退できるのだ。

　バレオラは人口数千人の比較的大きな町で、街壁も備えている。

　駐屯軍はおらず、突然現れた我々にその防備が機能することはなかったが……。

　本来ならばこの規模の都市の防衛を放棄するはずは無い。

　だが先日の会戦の後、逃げ散ったトリエア王軍は敗走を続け、更に本隊の敗北を知らない兵糧輸送の輜重隊が撃破されて軍団を立て直す望みは断たれた。

　彼らは西へ西へと敗走を続ける以外何も出来なくなったのだ。

　バレオラを守る警備隊は千を超える騎兵の前に抵抗することなく降伏。

　都市内の貴族達は我先にと着の身着のまま街を飛び出した。

　捕まえることも考えたが当人達が居ない方が落し物を拾いやすいので放って置いたのだ。

　それに建前はあくまで俺の領地への脅威を排除することだから街に居る貴族をどうにかすると面倒臭い。




「使用人はどうにかしたんですね。今朝、半裸でベソをかいている娘がいました」

「あれは口説き落としたんだがキスと愛撫で泣いてしまっただけだ。襲ったわけじゃない」

　経験がない良家の娘だったらしく、男の生々しい欲望にいよいよの所で脅えてしまったのだ。

　まさか裸にして全身を舐めたところで泣き出すとは。

　それはともかく、王家からの命令に従うことは困難だ。

　さてどうしたものか。

「事情だけ説明して命令は無視しましょう。戦場で優先されるのは現場の判断であるべきです」

「そうだな。停戦を待つという方針は破らないのだから場所については少し大めに見てもらおう。エイリヒの胃が破れる前にさっさと交渉がまとまるといいが」

　バレオラの周りには十分な数の斥候を出しているから大軍が来ればすぐに逃げられる。

　トリエア貴族や御用商人は脱出し、それ以外の民は総じて好意的だ。

　ここは原野に陣を張って停戦を待つ事を考えれば天国のような環境だ。

　交渉事はレオポルトに任せて俺は楽しむとしよう。







「政治の話は仕舞いだ。イリジナ、セリア、伽をしてくれるか？」

　時刻は既に深夜に近い。

　戦の後、欲望をぶつけようと連れ込んだ女には逃げられてしまったので体は滾っている。

「任せてくれ！」「はい、お願いします」

　イリジナは寝室に入るなり服を全て脱ぎ捨てる。

　対してセリアは下着だけは残している。

　俺の手で下着を剥がせることで興奮を誘おうとしているのだろう。

　セリアは勉強家なだけあってメリッサやリタからも夜の作法も学んでいるので油断ならない。

「ぬう……私よりセリア殿の方がいいのか」

　イリジナの拗ねた声を浴びながらセリアの下着をゆっくりと降ろす。

　セリアの引き締まりつつも柔らかい小尻と、ほとんど隙間無く閉じた女の穴、そして薄く茂った銀色の毛が全て露になった。

「く、口付けを下さい」

　策を弄してみたものの恥ずかしさは消えなかったのだろう。

　真っ赤に染まった顔を両手で隠し、兵に号令する時とは比べ物にならない小さな声でセリアが呟く。

　綺麗な白い尻を掴んで性器に舌を這わせ、豆を吸う。

「あうっ！　恥ずかしいです」

「俺のモノに合わせて大分広がってきたな」

　頻繁に俺の男根を受けいれているセリアの穴は体格の割にはよく広がる。

　もう少し広がればしっかりと腰を使って動けるようになりそうだ。

　奥まで舌でほじろうとしたが鼻に毛が当たる。

　最初に出会った時はほとんど生えていなかったが、今はしっかりと生え揃っている。

　髪と同じ銀色の毛は手入れされていて汚らしさは無い。

「あぅぅ、そこも嬉しいのですが、出来れば上の唇にも……」

　立ったまま、正面からセリアを抱き締め熱いキスを見舞う。

　女の香りに逸物が立ち上がり、ズボンを圧迫する。

「もうお勃ちになってます。すぐに楽にしますね」

　セリアは手際よく俺の服を脱がせ全裸同士で再び抱き合う。

　硬度を増した男根が彼女の腹から胸へと張り付いた。

「いつ見てもすごいですね……。見る度に凶悪になっている気が、あっ！」

　セリアを横抱きに持ち上げてベッドに放り投げた。

　乱暴な行為だが彼女を含めてこれを好む女は多い。

　今から抱かれるのだと心が昂ぶるのだそうだ。

　特にノンナはこれに愛の囁きを加えれば愛撫せずとも大洪水を起こす。

「そのまま楽にしていろ」

　力を抜いたセリアを仰向けにして小さな芽に丹念なキスを繰り返す。

　十分に潤った所で、両足首を掴んで大きく股を開かせ、肝心のモノを押し込むのだ。

「ひうっ！」

　まずは先の一番太い部分。

「はううう！」

　続いて竿をゆっくりと入れて抱き締めて休憩だ。

　かなり穴は緩んだはずだが、限界まで広がってなお、ぎちぎちと音がする。

　しっかりと濡らしてもゆっくり、少しずつ挿入しないと痛みが出てしまうようだ。

　しかも彼女自身は絶対に痛いと言わないので冷や汗の量で痛みを推察してやるしかない。

　今回はよせた細い眉が緩んだので本当に快楽を感じてくれているはずだ。

「どうだ？　気持ちいいか？」

「はいっ！　遠慮せずに奥まで突いて下さい」

　言葉に甘えてセリアの奥を突き上げ快楽を貪る。

　奥まで埋めても俺の逸物は半分ほど余ってしまうのだが、小さい穴を押し広げる感触と必死にしがみ付く可愛い女に俺は昂ぶっていく。

「エイギル様！　エイギル様ぁ！」

　男の動きに翻弄されながらも俺の胸や首筋に必死のキスを繰り返す。

　その健気な動きと音がするほどに締まる女穴に高められて最後の時を迎えた。

「セリア、しがみ付け」

「はいっ！　お情けを中にっ！」

　両手両足でしがみ付く彼女の首筋に強く吸い付き、溜まった精を放出した。

　発射を感じた彼女は長く伸びる高い声をあげながら徐々に体の力を抜いてゆき、ベッドに倒れこんだ。

「しゅきです。あいしていまふエイギル様ぁ」

　目の焦点は定まっておらず、微妙に呂律も回っていない。

　しっかりとイってくれたようだ。

　それなりに育ってきた乳房を優しく揉み乳首を吸う後戯をしてやってから男根を引き抜く。




「待たせたなイリジナ、準備は……出来ているようだな」

　イリジナは俺とセリアの行為を見ながら自分を慰めていたようだ。

　既に指が三本入っているところを見るともう愛撫は必要ない。

「どう抱かれたい？」

「後ろから……荒々しく頼む」

　ベッドではなく机に手を付いて尻を向ける彼女に突入し、部屋には激しく肉を打つ音、乱暴な男の声と女の上げる喜びの悲鳴が響く。

　途中、興奮が極に達した俺が腰を掴んで強引に根元まで逸物を押し込んだ所でイリジナは潮を撒きながら崩れ落ちる。

「あぁぁ……。根元まで入っているぞ、だめだ！　汁が止まらないぞ」

　勿論俺は容赦せずに床に倒れこむ彼女にのしかかって更に腰を打ち付け続ける。

　ベッドの上ではセリアが身を起こし、俺たちの獣のような交わりを見て自分の指で快楽を得ていた。

　イリジナに放出し体を離せば、セリアは遠慮がちに求めてくるはずだ。

　次はどう攻めてやろうかと考えると興奮で更に逸物が膨らむ。

　さすがのイリジナの穴もギチギチに広がり動きにくくなってきた。

「太い……太すぎるぅ。まるで腕を入れられているようだ……」

　押さえつけられたイリジナから苦しげな声が漏れる。

　気がそれたな、まずは俺の下にいる女を可愛がってやらなければいけない。

「イリジナ、今から激しくいくぞ。遠慮なく感じるんだ」

「わ、わかった。気を失うかもしれないが遠慮なく種を出してくれ」

　俺は咆哮し、イリジナは体に似合わぬ高い悲鳴を上げる。

　彼女の体を折れ曲がるぐらいに突きまくり、言葉通り失神したイリジナの体を揺らし続けながら女穴の奥に種を付ける。

「さあこい」

　イリジナから引き抜いた種汁まみれの逸物はまだ力を失っていない。

　ぽたぽたと床に汁を垂らすそれをセリアは遠慮なく自分の中に導き、再び俺と女の声が響く。

　夜は更けていく。
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　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏　　戦時モード

　部隊

　東方独立軍五〇〇　騎兵五〇〇

　通常私軍  二〇〇　騎兵二〇〇

　弓騎兵　 千 騎兵千

　計　一七〇〇名

　軍部下　レオポルト（東方軍副司令官）セリア（副官）イリジナ（通常私軍指揮官）ピピ（連絡役）

　現在地点　トリエア王国（旧アークランド）中部都市バレオラ

　戦果　トリエア王軍五千撃破

　　　複数の町、村を陥落　中部中心都市バレオラ陥落








第75話　トリエア紛争③　仮面の停戦交渉　♯







　王都ゴルドニア

「これは明確な侵略行為ですぞ！」

　男は声を荒げ、周りの者は口を利かない。

　更に男はまくし立てた。

「わが国は貴国を友好国として信じてきました。その結果がこれでは関係を見直さざるを得ません！」

　男はトリエア王国から派遣され、ゴルドニアに常駐している大使だ。

　両国は少なくとも今までは友好であり、それぞれに常駐の大使を置いている。

「国境地帯での衝突につき、土民から様々な証言があることは存じています。しかし本格攻撃はゴルドニア側から行われ、更に国境を跨いで侵攻したことに最早いかなる言い訳もありますまい！」

　この場にいるのはトリエアの大使とゴルドニア王の他、外交や軍事の高官達。

　事実上大使が王宮に怒鳴り込んできた構図なのだ。

「そなたの言いたい事はわかるし、怒りも理解する。だがそのように怒鳴ってばかりでは話もできぬ。まずは椅子に座って茶でも飲んで落ち着くが良い」

「無用です。このままで結構にございます」

　大使は直立したまま姿勢を崩さない。

　彼自身の怒りもあるが本国から断固たる意思を示せと下令されているのだろう。

　言葉通り心の底から激怒していると考えるのは早計だった。




　王は悟られぬように溜息をついてエイリヒを見る。

　視線を送られた軍団長も大使の視界に入らぬようにして顔を歪ませている。

　大使の抗議している内容は既に最新ではないのだ。

［トリエア軍が農民反乱鎮圧に繰り出した国境地帯で紛争が発生］

［ゴルドニア貴族の軍が本格的な攻撃を仕掛けてトリエア軍を撃破しそのまま領内に侵入した］

　大使が抗議している内容はここまでだが既に状況は動いている。

　ハードレット卿に率いられた軍は既に旧アークランド中央部まで進出、地域の中心都市を制圧している。

　当事者本人から直接知らせを受けた王と、トリエア王宮を経由する大使との情報の誤差が出ているのだ。

　王の計画はハードレット軍の急速な進撃のせいである程度の修正を迫られる。

　本来ならばこの場にて先に仕掛けたのはトリエア側だとの証拠があると言い放つつもりだった。

　ハードレット卿が嘘をつくとは考えられない。

　嘘をついて責任を逃れるつもりならそもそも侵攻したりしないだろう。

　先制攻撃はトリエア側、それに対応して反撃し、戦闘になり、国境の安全を図るために最寄の町まで進軍したという線で押し通すことが計画されていたのだ。

　無論トリエア大使は容易には受けいれないだろうが水掛け論に出来ればそれで目的は達成される。

　双方に責有り、痛み分けと解決できればゴルドニアは大した損害もないので構わなかったのだ。

　だが占領したと連絡のあった都市、バレオラは東部ではなく中部の都市だ。

　さすがに国境の安全うんぬんを語るのは不可能だった。




「そう熱くなっては何も考えられぬだろう。余もこの件についてもっと良く考えたい。しばし休憩としようではないか」

　王は一方的に宣言すると席を立つ。

　大使は憮然としていたが周りの人間が退室していくのを見てようやく席に着き、紅茶を飲み干した。




　退室した王は隣室で腹心のみを前に大きな溜息をつく。

「ハードレットはやってくれたな」

　外務卿ケネスも続いた。

「今日中には大使にも報が届くでしょう。今であれです。憤死でもされたら事ですな」

　ケネスはトリエア王都トリスニアに常駐している大使から悲鳴のような文が来ているとも述べる。

「エイリヒ、お前の予想は外れたな」

「申し訳ありません……。よもやあれほどの行軍速度とは予想もしませんでした」

　エイリヒの心の中ではいまだ若干の混乱が続いている。

　例え軍を全て騎兵で編成しても三日でバレオラに到達するのは驚異的だ。

　しかし既に事実がある以上、それについて議論する事は無意味だった。

「ハードレット卿はバレオラで停止、防衛体制に入っているようです。大軍が来るまでは持ちこたえるので停戦交渉に入ってくれと」

　ふむ、と王とケネスが頭を捻る。

「元々余はトリエアを仮想敵国と想定していた。敵となることには問題が無い……だが早すぎる」

　王の予定ではもっと領内が混乱してからトリエアに統治能力がないことを周辺国に訴えた上で事を起こすつもりだったのだ。

　その頃には更に軍は強化され、トリエアとの戦力差は開いているだろう。

「旧アークランド領内で農民反乱が多発していますが、概ね武力にて鎮圧されています。今の時点で統治能力を否定しても各国の理解を得るには苦しいでしょう」

「であろうな。やはりまずは停戦せねばならぬ。幸いにしてハードレット卿の損害は小さく、トリエアの損害は大きい。ここで戦をやめてもトリエアの混乱は更に広がる、我らにとって損は無い」

　裏の御前会議はまずは停戦で意見の集約を見る。

　だがそれをどうトリエア側に納得させるかが問題だった。

「トリエアはバレオラ失陥を受けて更に態度を硬化させるでしょう。戦況は我々有利ですから停戦は受けるでしょうが、賠償金や関係者の処罰を求めてくる可能性があります」

　王は考え込む。

　彼は将来の敵に譲歩して優秀な戦力であるハードレット卿を罰するつもりはなかった。

　そして出来れば一銭も払わずに事を納めたい。

　これは金の問題ではなく、国家としての威信の問題だ。

「エイリヒ、中央軍を演習と称して南部地域に移動させよ。その上でケネスは全面撤兵のみを条件に停戦交渉を進めるのだ」

　この言で分からぬ程の無能を王は重用してはいない。

　意図を汲んだ臣下たちは頭を垂れる。

　鋭い剣は斬りつけるだけではなく、目の前にちらつかせるだけで十分効果を発揮する。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　同時刻　バレオラ

「なるほど、こちらが大軍でないと見て、準備もそこそこに押し寄せて来たと言う訳か」

「あれだけ盛大に破った上、まだそう日も経っていません。国軍だけではあの数は揃いません。周辺の領主貴族達にも総動員をかけたのではないでしょうか」

　城門に並んだ俺とレオポルトは街を包囲するように展開しつつある敵軍を分析する。

　数はざっと六千と言った所か、こちらに対して一応数だけでは絶対有利と言える。

「攻城戦をやると考えれば数はこんなものでしょう」

「城と言う程の壁も塔もないけどな」

　バレオラは地方の中心都市、旧アークランドでは一定以上の都市は全て街壁を持っている。

　だが、大きさ高さには大差が有り、国内中部に位置し、敵がどこにもいなかったこの町の街壁はお世辞にも立派とは言えない。

　本格的な攻撃に対して延々と持ち堪えられるものではなかった。

「では撤退なさいますか？　敵は混成軍、迅速な行動には不向きです」

　こちらの兵は全員が騎兵、防御戦には向かないが逃げれば絶対に追いつけない。

「いや、エイリヒは前の知らせで停戦交渉をすると言っていた。交渉中に敗走はよろしくない」

「ふむ、我々が始めた戦争ですからな。弱みは見せない方がいいですか」

　これは王家に対してのアピールでもある。

　今後の事を考えると、戦争を起こして敗走し、王家に助けてもらった、とはしたくない。

「では彼らと戦いますか」

「そうだな、奴らを蹴散らせれば最高だ」




　普通の方法ではだめだろう。

　総騎兵の異常な編成は圧倒的な移動速度を持つが反面攻城戦には不利だ。

　優勢に戦うには野戦をやるべきだが三倍以上の敵に正面から突っ込むのも馬鹿のやることだ。

「レオポルト、奴らはいつ仕掛けて来ると思う？」

「あの調子では町の前に陣を張るのに日暮れまでかかります。到着早々夜戦を仕掛ける度胸がなければ明朝、朝日と共に来るでしょう」

「俺もそう思う。こちらが少数と踏んで来たんだ。徒に遅らす意味は無いからな」

　よし方針は決まった。

「朝、敵が仕掛けてきたと同時に門を全開にして打って出る。そのまま雪崩れ込めば敵が野戦陣形を組む前に蹴散らせるぞ」

　攻城戦と野戦では陣形はまったく異なる。

　上から矢を浴びる事が前提の戦いでは兵は盾を構えて散開しながら進むし、攻城兵器を前に立てて来るだろう。

　騎兵の天敵、長槍の集団陣は攻城戦では降り注ぐ矢の的になる。

　まず正面に持ってくることは無いだろう。

　兵の士気を考えても門を破るつもりの敵の前に騎兵の大群が飛び出せば少なくない動揺が期待できる。

　レオポルトはしばらく考え込んでいたが

「甘く言えば上出来です。しかし足りません」

「……」

　こいつの言い方は少なからず俺の堪忍袋の緒を削るのだ。

「失礼。ですが問題点があります。この街の門は狭く、敵の侵攻方向……恐らく西側正面でしょうが、そちらに対して兵力の投入に時間がかかり敵に対応の時間を与える上、各個撃破の危険もあります」

　確かにこの街壁が小さく門も大きくは無い。

　せいぜい二頭が並んで通れる程度の大きさしかないし、千を超える騎兵が通りぬけるのは骨だ。

　直前だと間に合わず、間に合うように門を潜れば敵に対応の時間を与えるだろう。

「他の方向の扉から同時に出てもだめか」

「同じです。分散する上に時間がかかるので敵は防戦準備をするでしょう。ですので、基本的な考え方はそのままで小細工をしましょう」

「なにをするんだ？」

　レオポルトが俺に耳打ちをする。

　お前、それはとんだ大細工だぞ。
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　明朝

「全軍進撃開始！　大盾を前に出せ、破城槌を守れ」

　朝日が昇る中、トリエア軍が進撃して行く。

　数千の数がいるとは言え、街を完全に包囲できるほどの数ではない。

　当初、隊内で兵力の分散も議論されたが安全策をとって正道を行き、西側門に攻撃を集中することとなったのだ。

　一度手痛く敗北している彼らは二度目の敗北を過度に恐れた。

　そもそも両国が完全な敵対関係でない以上、戦争は停戦を前提とした限定的なものになる。

　交渉を有利に進めるにはまずは一度でも勝利を得る必要があった。

　例えゴルドニア軍の逃亡を許しても都市の奪還は確かな勝利となる。

「長槍隊、側面へ展開しろ。他の門から出てくるかもしれん油断するな」

　すぐに兵で埋め尽くされる正面の門からは出て来ることは考えにくい。

　騎兵が出撃するならば他の門から出て側面攻撃を仕掛けてくる可能性が高い。

　そもそも騎兵は攻城戦では不利、野戦に持ち込むのは常識だ。

　司令官はそう判断した。

　盾を構えながら進んでいくトリエア軍の頭上に突如大量の矢が降り注ぐ。

「盾を離すな！」「死にたくなかったら止まるな！」

　ばらばらと降り注ぐ矢はほとんどが外れるか、盾で止まった。

　斃れたのは運の悪い奴が少しだけだった。

　弓隊がすぐに応射するが敵の姿は見えない。

「壁の上にいないぞ？」「壁越しに射撃しているのか……」

　防御側の大きな利点である街壁上からの攻撃をして来ないことに一般兵達も不審な顔を見せる。

　いずれにせよ壁か門を破って町に侵入することが勝利の絶対条件だ。

　彼らは少しでも早く城門にたどり着こうと脚を早める。

　そしてついに先頭が門にたどりつく。

　城門の前に大盾を並べ、破城槌を呼び込むのだ。

　バレオラの街壁も門も決して重厚ではないがそれでも手持ちのハンマーで破れるものではない。

「上から石も油も落ちてこない。矢ですら適当に飛んでくるだけか」

　既に兵は城門の前に張り付き、破城槌が門への攻撃を開始しつつある。

　今更この門から兵を出せるはずはないし、他の門にも動きは無い。

　もしかしたらゴルドニアの主力は既に撤兵したのではないか？

　門を破壊したら中はも抜けの殻かもしれない。

　そんな空気が漂い始める中、いよいよ破城槌が門の前に到着した。

　何人もの兵が勢いをつけて城門を叩く。

「えっ？」「は？」

　まるでそんな声が聞こえたようだった。

　城門はただ一押しでガランと倒れたのだ。

「馬鹿なありえん……」

　曲がりなりにも城門だ。

　まるで予め外されていたとしか思えない。




　呆気にとられた声が上がるがすぐにそれは悲鳴と絶叫に取って代わられる。

　理由は敵兵が現れたからでもなければ矢や油が降ったわけでもない。




　トリエア軍の目の前に立つ街壁、突破しようとしていたその壁が彼らの手を煩わせることなく、彼らの頭上に崩れ落ちてきたのだ。

　盾も鎧も落ちてくる街壁を構成していた大石の前には何の役にもたたない。

　城門を叩いていた破城槌が兵ごと潰され、慌てて逃げた者の頭上にも容赦なく石は降り注ぐ。

　転がり落ちた石は真下の兵だけではなく、転がった先にいる兵達も容赦なくひき肉にしていく。

　壁の崩壊は門の真上から始まり、連鎖的に左右に広がっていった。
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「やっぱり大細工じゃないか」

「？　なんのことですか？」

　こちらの話だ。

　作戦は運も味方して見事に決まった。

　昨日から門周辺の壁の土台を削り、内側から石を抜いて不安定な状態にしておいた。

　その壁を敵の突撃に合わせて内側から丸太で一斉に押しただけだ。

　ちなみに扉は最初から開いていた。

　留め具も全て外していたので破城槌で叩かなくとも手で押せば内側に倒れ込んだだろう。

　敵がいざ突入しようとした最高のタイミングで崩れたので相手は随分混乱しているが本来はもっと早く倒す予定だったのだ。

「倒れなかったらと思うとひやひやしたぞ」

「とはいえ、不安定にしすぎて敵が来る前に崩れれば目も当てられませんからな」

　もちろん目的は敵に打撃を与えることではない。

　そう高くも無い壁の一部が崩れた所で全体から見れば大した損害が出るわけではない。

　目的は一つ、狭い門を広くする為だ。

　現に門ごと崩して目の前には広い空間が出来ている。

　おまけに押し寄せていた敵は大混乱、これぞ正に神の加護と言うやつか。

「レオポルト、お前が最後に祈った神を覚えておけ、ご利益があったぞ」

「残念ながら幼少の時分でしたので記憶にございませんな」

　俺は槍を正面に向ける。

　レオポルトも抜刀し、剣を頭上に掲げた。

　既に全隊は突撃陣形を組み終えているのだ。




「道は開いたぞ！　全隊突撃！　踏み破れ!!」




　壁が崩れる轟音が止んで間もなく、兵達の雄叫びと馬が駆ける音がとってかわる。

　目の前には動揺して慌てふためくトリエア兵……ただの的が大量に配置されている。

　崩れて開いた空間には騎兵が数十騎横に並べる。

　転がる石と潰れた死体を飛び越えながら騎兵の集団は駆けて行く。

「蹂躙しろ！」

　崩落自体は小規模だったので土煙は長続きしない。

　視界が通り、弓騎兵が一斉に矢を放つ。

　先ほどまでの適当な射撃とは違い、確実に仕留めるための正確な射撃だ。

　悲鳴が鳴り響き、バタバタと崩れ落ちる敵兵、そして矢の雨が収まると同時にレオポルト率いる槍騎兵と重装騎兵が突っ込んだ。

　絶叫と馬蹄の音が交差してさながら地獄絵図だ。

　敗走する敵の背に槍を突きたて、転んだ敵は踏みしだく。

　左右に分かれて逃げた兵は逃げ延びたが後ろに……突撃の進路上を逃げる兵は片っ端から狩られていく。

「うわぁぁぁぁ!!」「悪魔だぁぁぁ!!」

　崩れた壁に下敷きになったのは敵の前衛の中でもほんの僅かだ。

　だが潰されなかった敵も何が起こったかわかっていない。

　先頭を切って突撃した俺の槍が振るわれる度に敵の命が消えていく。

　刃が当たれば両断され、柄が当たれば跳ね飛ばされる。

　目の前に転がっていた２ｍはありそうな大石をシュバルツが飛び越え、後ろに隠れていた槍兵の頭上に着地した。

　こいつは今まで何人を踏んだか覚えていないが、縦に踏むのは珍しい。

「進めえぇ!!」

　踏み潰した兵の上で叫びを上げる。

　部下達は雄叫びを上げて続き、敵は腰を抜かして逃げていく。

「両側に長槍兵！　こちらに向かってきます」

　いつの間にか隣に来たセリアが叫ぶ。

　なるほど、俺たちが他の門から出てくるのを警戒して本陣から離して左右に配置していたのか。

　今となっては本陣を守る最後の希望は手の届かない位置にあるわけだ。

　長槍隊は強力だがその長い槍は迅速な行動の妨げになる。

　咄嗟の事態に移動するには適さない。

「通り過ぎ様に矢を射掛けてやれ」

　慌てて本陣に戻ろうとする彼らに弓騎兵が横向きのまま矢を降らせる。

　たちまち陣形は崩れて足が止まる。

　これで十分だ。

　もう彼らは俺たちが本陣に突っ込むのを邪魔する事はできない。

　本陣を守る最後の砦、敵の弓兵が立ちふさがるが、弓兵は攻城戦において重要だ。

　つまり大半は門の付近まで接近していたため既に突き破って後方に置き去りにしている。

「陣形崩すな！　矢など知れている」

　矢が降り、軽装備の弓騎兵は矢を受けて倒れる。

　だがその数は圧倒的に少なく、もう手遅れだ。

　長槍に守られていない弓兵では騎兵は防げない。

　矢が届く距離を馬が駆けるのはあっと言う間、矢を放つ機会は一度かよくて二度しかない。

　そして距離を詰められれば……。

「ぎゃああああ!!」「うわあああ!!」

　槍を大きく振り、弓兵数人を一度に吹き飛ばす、

　少し遅れて弓騎兵の面々が剣を抜いて戦列に突っ込む。

　彼らは騎射が一番の売りだが、騎上での剣さばきも悪くない。

　接近を許した弓兵相手に遅れをとるはずもないのだ。

　至近距離まで迫られた弓兵など虐殺の被害者でしかない。




　弓兵の戦列を突き抜けると敵の見た目が変わった。

　地味な黒や茶から、鮮やかな赤白黄色と綺麗な装飾がついている。

「本陣はここらしいな！」

　綺麗に彩った槍兵を槍で突き刺す。

「おぎゃあああ!!」

　上がる悲鳴も少し違う。

「敵の司令官を探しましょう」

　セリアが槍を構えて突進してきた騎士の馬にナイフを投げつけ落馬させた。

「卑怯者」だの叫んでいるが横にいる俺ではなくセリアに向かって行った時点で器が知れる。

　気分が悪いからシュバルツで踏んでやった。

　さて、司令官を探すのだが、このような状況で司令官はどう動くか。

　勇敢な司令官ならば味方を鼓舞して立て直そうとする。

　蛮勇ならば一騎打ちでも挑んでくるか。

　臆病ならば味方を置いて逃げ算段だ。

　そして往々にして貴族の司令官と言うのは最後のタイプが多い。

「まぁそうだろうと思ったよ」

　戦場からの最短距離、つまりは真後ろに向かって一直線に逃げる騎兵の集団が目に入る。

　華麗な鎧は司令官か高位の指揮官だろう。

　味方を捨てて逃げるなら降伏でもした方が安全だし見苦しくもないと思うのだが。

「ピピ」

「あい」

　ピピは矢を真上に向けて放つ。

　加工された矢からはピューンと高い音がして周辺の部下は一斉に音が鳴った場所の下、俺に目をやった。

　彼らの前で槍を逃げる騎兵の群れに向ける。

「やれ！」

　たちまち百を超える矢が逃げる集団に降り注ぎ、全員が落馬した。
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　数時間後

「さて、あなたが司令官で宜しいのですか？」

「…………」

　髭を蓄えた偉そうな中年の男と俺はテーブルを挟んで向かい合う。

　男の頭には包帯が巻かれているが大した怪我ではない。

　馬のケツに矢が刺さって振り落とされた時に切れたらしい。

「黙っていてはわかりません。相応の扱いを受けたいならご自身の身分をおっしゃって下さい」

　言いつつもこいつが司令官である事は他に息のあった者に聞いて知っている。

　単に自身の口から確認したかっただけだ。

「……そうだ。捕虜として栄誉ある扱いを求める」

「もちろんですよ。伯爵」

　俺が爵位を知っていたことに驚く男を置き去りにして退室する。

「丁重に扱え」

　兵士の一人にそう言ってやることが俺の心配りの全てだ。

　兵を置いて逃げ出した彼に特段の敬意はない。

　相手も俺に気を使われたくなどあるまい。







「どうでしたか？」

「何もないさ、彼はひと段落……多分停戦になるまでここに軟禁する。危害は加えんさ」

　部屋を出るなり寄って来たセリアの頭を撫でながら語りかける。

　逃げる騎兵の群れを矢で落とした所で戦闘は終了した。

　本陣が撃破され、司令官が倒れれば大抵の場合戦いは終わる。

　共に逃げていたお付の者のほとんどは即死か、致命傷を負ったので止めをさしてやったのだが、どういう訳か奴はほとんど無傷だったのだ。

　決着後、敗走する兵士を追跡する意味もないので逃げるに任せ、降伏した者については武装解除した上で彼ら自身が設置した天幕に押し込んである。

　トリエア兵の大半は憔悴しきって、蜂起するとは思えなかったが一応見張りに兵を割かねばならない。

「いっそ全員が揃って逃げてくれれば楽なのにな」

　見張りにはこっそり逃げるなら追うなといってある。

「見事な勝利でした。でも街壁が崩れてしまいました」

　そう、街壁は基礎から崩したので我々の手では修復不能だ。

　だが外向きに崩したので町に被害はないし、そもそも最初から撤退予定なのだからどうでもいい。

　戦いの象徴的な遺物にはなるかもしれんな。

「セリアも良く頑張ったな」

「はいっ！」

　頭を撫でてやると嬉しそうに抱きついて来る。

　手は頭から顔に移動し、更に胸から股間へと。




「今後のことなのですが」

「ひっ！」

「ん？」

　後ろからレオポルトの声がかかる。

　セリアは飛びのいて毛が逆立つほどに威嚇するが彼は一瞥もしない。

「いつ停戦が発効してもいいように撤退の準備を進めるべきかと思いますが」

　トリエアの軍は見たとおり、王軍と領主貴族の混成軍だった。

　見るからに絞り出した軍勢でしばらくの間、次が出てくることはないだろう。

　もう戦闘は起こらずに停戦となることは俺にも予想はつく。

「そうだな。当初の計画通り準備してくれ、委細は任せる」

「わかりました。それでは」

　レオポルトは去っていく。

　戦が終わった直後だというのに忙しい奴だ。

　奴が去ると同時に威嚇していたセリアが再びしなだれかかってくるが。

「あのぉ……」

　再び声がかかった。

　振り返ると弓騎兵の女兵士だ。

　元が山の民の彼らは女も戦場に出る。

　そしてその技量は男にも劣らない。




「あたしは今日の戦いで八人も仕留めた……褒美が欲しい」

「それは帰ってからだ。戦果を確かめて本当なら評価してやる」

　俺がその場で適当に褒美を出すと隊内で不満が溜まるらしい。

　だが女は動かない。

「欲しいのは金じゃない……。族長様の種が欲しい。私は今年で二〇だから強い子供が産みたいんだ」

「なぁっ！」

　セリアが驚き、俺も顔を上げる。

　女は体格は大きいが胸は貧しそうだ。

　だが戦いの後の興奮を互いにぶつけ合うのは悪くなさそうだ。

　俺は女の前に立って強引に唇を奪う。

「褒美どころか痛い思いをするかもしれないぞ？」

「大丈夫、それも褒美だ」




　女を持ち上げて適当な部屋に運び、ソファに投げる。

「全部脱げ」

「はい」

　女は躊躇なく服を脱ぎ去った。

　あまりの思い切りについ悪戯心が芽生える。

「足を広げてくれ」

「はい」

　がばっと目の前で開脚し、股間があらわになった。

　戦いの直後だけにむわっとした汗の匂いがする。

　これでも恥じらいはないか。

「女の穴を開いて中身を見せてくれ」

「こう？」

　指でくぱっと穴を開く。

　綺麗なピンクだが期待した恥じらいは見れなかった。

　山の民は子作りは当然のことで恥ずかしさは無いらしいな。

　あきらめて俺も服を脱ぐ。

　戦で昂ぶっているので実はそれほど余裕はなかったのだ。

　全てを脱いで、さて挿入しようとベッドの方に振り向くと女が口を押えて真っ赤になっていた。

「なっ！　なななな！」

「どうした？」

　体を見てみるが特に何もない。

　まさか今更、勃起した逸物に恥らっているわけでもなかろう。

「お、大きい!!　これほどとは！」

「あん？」

「すごい！　兄様に見せてもらったモノの倍以上ある！　すごい！　すごいよ族長様！」

　さっきまでの態度が嘘のように股間に擦り寄ってくる。

　そして興味深げに両手で逸物を撫でている。

　俺が驚いているのに気付き、我に返ったのか咳払いをして口調を戻した。

「こんな大きい男がいるなんて……。服を着たまま勃ったら破ってしまうんじゃないか？」

　破れはしないがどんな服だろうと盛り上がってわかるのでそれなりに苦労している。

「そんなに大きな逸物に興味があるか？」

「うん！　兄様が言っていた。男根の大きい男は器も大きいって。こんな巨大な男根を持っている族長様は、きっと一番偉大な男なんだろう」

　モノの大きさで器を決めるのは山の民の迷信なのだろうか。

「それはお前たちの間では一般的なのか？」

「いや、兄様が教えてくれた。兄様は物知りだから」

　随分と兄が好きらしい。

「他にも色々と男について教えてくれた」

　雲行きが怪しくなって来た。

「将来、夫を持つ時のために男根の手入れの方法も教えてくれた。こうするんだろう？」

　女はモノを両手で掴んで唾液を落とし、ゆっくりとこする。

「兄様は私がいい妻になれるように毎日これを教えてくれたのだ」

　もう何も言うまい。

　兄様に体よく遊ばれていたんだな。

「さあ、準備は出来たから種を注いで欲しい。遠慮は要らない、妻になった時にてこずらないよう、兄様が処女の膜を予め男根で破ってくれたのだ。これで肝心な時に痛みを感じずに済むとな」

「…………」

　無言のまま、指で広げられた穴に押し込む。

　兄に調教されていた穴は狭いがこなれていた。

「ああっ！　やっぱり大きい！　あぁっ苦しいけど気持ちいい！」

　兄様悪いな、あんたの妹の穴、随分と広げてしまったよ。

　しかも妊婦にして返すかもしれない。

「子を！　強い子をくれ！　種をくれ！」

　色々とあったが挿入中に妊娠を懇願されると気分はいいものだ。

　一応抱くのは初めての女なので壊さないように加減して腰を使う。

　胸がないのが寂しいな、顔を埋めたら肋骨が当たる。

「変な感じだ、何か……来るぅ！」

　ビクンと震えて女は仰け反る。

　兄様に随分と感じやすくされてしまったのだな。

「おい、傷になるぞ」

　女は快楽に悶えるあまり自分の手を噛んでいた。

「噛むなら俺の肩でも噛め」

「すまない……遠慮なく」

　そして女は俺の肩ではなく首筋に噛み付いた。

　急所を噛む奴があるか、とやめさせようとしたが、首筋に歯が食い込む感触に懐かしい記憶が甦った。

　愛しいルーシィが笑いながら俺をからかい、キスをしてくれ、そして首に牙をたてて血を吸う…………。

　その瞬間に走る快感と首にかかる息、歯が食い込む痛みの感触……。

「あっ！　うわぁぁぁぁ！　な、なんだこれ！」

　女の中で俺の逸物がグンと膨らむ。

　自分でも制御の出来ない快感に、どれだけ大きくなったのかわからない。

　悲鳴をあげる女から抜いてやろうとしたが、あまりに大きくなってしまったので中に肉傘が引っかかって抜けないのだ。

「あー！　あーーーーー!!」

　腹を破裂させんばかりに膨らむ男根に女は悶え、ついに失神してしまった。

　じょぼじょぼと尿が漏れ出る。

　俺の方も訪れる突然の絶頂感に我慢が出来ない。

　女の無い胸を無理やり摘み、乱暴に押さえつける。

「うぉぉぉぉぉぉぉ!!!」

　自分でも信じられない程の叫び声が出た。

　一瞬尿が出てしまったかと思える程の精が噴き出る。

「うおぉ！　ぐあぁぁぁ！」

　女の腹ごしに俺の逸物が脈打っているのが見えるほどの律動。

　そして耳からもはっきりと聞こえる種の放出音。

　女の腹が一気に膨らみ、それでも止まらない。

　意識を失って緩んだ穴から無理やり引き抜くがそれでも精は止まらず、気を失っている女の体中に種がへばりついていく。

　射精が終わると途端に肉棒は小さくなる。

　たった一度の射精で何もかも出切ってしまったかのようだ。

　あまりに勢いの良い射精だったので玉にわずかな鈍痛が走る。

　ソファの上では女が便を漏らしたような音を立てて股間から種を噴いていた。




「一体なんだったんだ？」

　改めてソファに寝る女を見るがそれほどの美女ではないし胸も貧しい。

　技巧も凄かったわけではなく、むしろ稚拙でメリッサの足元にも及ばない。

「とすればあれか……」

　首筋を撫でる。

　たまたまに、この女の甘噛みがルーシィがいつも血を吸っていた場所を正確に捕えたのだ。

　童貞喪失からしばらく……俺の性が育つ間の期間、ルーシィの吸血とそれに続く濃厚な性行為は最高の快楽だった。

　首筋を噛まれて魂に刻まれたそれが甦ったらしい。




「思わぬ性癖を見つけてしまったな」

　笑いながら女に毛布をかけてやる。

　これだけの量だ、彼女は子供を抱えることになるだろう。

　大量射精のせいで高まりも静まった。

　腹が減ったな、水浴びでもして何か食おう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　男が立ち去るのを見て少女……セリアがひょっこりと顔を出した。

　愛する男が他の女を部屋に連れ込んだので拗ねながらもこっそり覗いていたのだ。

　隙あらば参戦するつもりだったがその機会はなかった。

　だが、それよりも遥かに大きい収獲があったのだ。

「エイギル様の性感帯は首筋へ歯を……」

　愛しい男は何人もの女を囲っているし、既に正妻も側室もいる。

　だがこの情報は誰もしらないはずだ。

　少女の鋭い目は彼のどこに歯が立ったのかを正確に見ていたし、決して忘れるような事もない。

　その後の暴力的な射精、引き抜かれた男根は普段彼の巨根を見慣れているセリアから見てもとんでもない大きさになっていた。

　いつも愛する人の前以外では精一杯強がっているセリアの眉と口元は緩みきっていた。

　二人だけの秘密……これほど甘美な響きはない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏　　戦時モード

　部隊

　東方独立軍四八〇　騎兵四八〇

　通常私軍 一九〇　騎兵一九〇

　弓騎兵　 九八〇 騎兵九八〇

　計　一六五〇名

　軍部下　レオポルト（東方軍副司令官）セリア（副官）イリジナ（通常私軍指揮官）ピピ（連絡役）

　現在地点　トリエア王国（旧アークランド）中部都市バレオラ

　戦果　トリエア王軍五千撃破

　　　複数の町、村を陥落　中部中心都市バレオラ陥落　バレオラ防衛・トリエア混成軍完全撃破








第76話　停戦交渉　♯







「痛い～お腹が壊れちゃうよぅ……」

「大丈夫、女はこうなるように出来てある。心配せずに足を開いていろ」

　以前に後一歩の所で泣いてしまった女の中にやっと入ることが出来た。

　既に処女の証は破られ、鮮血がシーツを染めている。

　トリスニアの商家次女だというこの女はバレオラに土地を得た領主貴族のところへ働きに出されていたらしい。

　もしかしたら、手付きにさせて関係を深めようと言う実家の思いもあったのかもしれない。

「キスぅ……」

「んっ」

　一度逃げた彼女だが、再度丁寧に口説き落としたのだ。

　処女だけに痛みが勝っているようだが、中はひだが多くてよくうねる気持ちの良い穴だ。

　怖がりだが顔立ちもいいし、慣らしていけば男好きするいい女になるだろう。

「すごぃきすぅ……」

　性については無知らしく、キスで舌を入れただけで顔を上気させている。

　腰を動かしながら脇をくすぐったり、腹をつついたりして遊ぶ。

「きゃっ！　やだぁ、くすぐったいですぅ」

　肉棒を中に納めたまま女は体をよじって笑う。

　破瓜の痛みや緊張からも気がそれたようだ。

　処女を下手に攻めると男が怖くなってしまうからな。

　そうならないように性交の楽しさを教えてやるのが初体験を頂いた男の務めだ。

　あまり長い時間入れていても痛みが増す。

　そろそろ射精してやろうと体をがっちりと固定して強めに腰を振る。

「あっ！」

　女も俺が何をするかわかったのか覚悟を決めたように目を閉じる。

　しばらくは痛みに耐えて貰い、いよいよとなって胸に吸い付き、男根を一番奥に押し当てて固定する。

「ぐっ」

「ひゃぁぁぁ!!　流れ込んでくるよぅ！」

　腰を揺すって二度三度と精を放ち、肉棒が動きを止めたところで引き抜く。

「良かったぞ」

「はい……」

　行為の後に一言、そう言われるだけでも全然違うと昔メリッサが言っていたな。

　女は嬉しそうに目を細め、広がってしまった自分の中から種がこぼれるのを不思議そうに眺めている。

「疲れたろう？　かまわないからこのままベッドで休んでおけ」

　ここは接収した元貴族の屋敷に設けた俺の部屋だから誰にも邪魔はされない。

　しばらくは喪失の余韻を噛み締めるのもいい。




　水を置いて部屋を出るとドアの前にセリアが立っていた。

「どうした？　覗きたかったのか？」

「違います！　連絡があったのですがそれほど急ぐ事でもありませんので終わるのを待っていたんです」

　随分と落ち着いている。

　以前なら何か理由をつけては突入してきて女を威嚇していたのに。

「接収予定物資の目星がつきました。鹵獲品の積み込みも順調に行っています」

「レオポルトから直接か？」

「そうです。何かあるのですか？」

「いやいい」

　バレオラに寄せる敵を撃破した今、周辺に敵はない。

　かと言って停戦交渉を考えると周辺を略奪して回るわけにもいかない。

　王都が結論を出すまですることがないのだ。

「壁はどうしましょう？　あまりに無防備ですから少しでも修理しておきますか？」

　西側の壁は門周辺が盛大に崩れ、盗賊も傭兵も入り放題だ。

「いや、盗賊が俺たちに仕掛けてくるはずもないし、この街を支配するわけでもなし、放置しておけ」

「わかりました。それにしても凄い数の荷馬車ですね」

　町の大通りには大きさがバラバラの多数の荷馬車を並べている。

　四頭立ての大型のものからロバに引かせるものまで様々だ。

「持ち主に対価は払ったよ。トリエア軍の物は鹵獲したがな」

「数千人分の装備、全てを持って帰るつもりですか？」

「可能ならな」

　地方領主の兵に多い粗末な装備は重いだけなので捨てて行くが、貴族や騎士がつけている甲冑はへたな宝石よりも高価なものが多いのだ。

　ふむふむと考え込む姿が可愛いのでほっぺたを撫で回してやる。

「わあ！　やめっやめっ！」

「こちらはレオポルトに任せてある。お前は心配しなくてもいいぞ」

「わかりましたからほっぺたを引っ張らないで下さい!!」




　この紛争を始めたのは俺で、当然費用もすべて俺個人の持ち出しだ。

　連勝したとは言え被害も出ているし、軍を動かすにはかなりの金がかかる。

　実戦経験を積む事が出来たが、これで終わりでは割りに合わないのだ。

　撃破した敵軍が放棄、もしくは解除した装備も持って帰れば使えるし売り飛ばしても金になる。

　できれば偉そうなおっさん達の身代金も取れればよいがそれは停戦の条件に入るだろうな。

　それにこの街には領主を始め、貴族が住んでいた家や裕福な商家もあったようだ。

　色々と置いていったのだからもらってもいいだろう。

　市民を放置して真っ先にとんずらしたのだ。

　それぐらいの不利益は受けてもらう。

　案外実入りのいい遠征になるかもしれない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　王都　ゴルドニア

「以上のことから開戦の責については置くとしても、ゴルドニア側が過剰な攻撃を行ったのは明白、停戦に際しては損失の賠償と国境線の修正を……」

　ベルドー伯爵は厳しい顔を作りながらアレクサンドロ王に訴える。

　バレオラ失陥に加えて、奪還を試みた軍団までも壊滅させられ、トリエア王政府は最早大使を通じての交渉では解決不能と判断した。

　そこでアークランド戦争後の領土交渉においてゴルドニアから有利な条件を勝ち取り、更に王とも個人的な友好関係にあると声高に語っていたベルドー伯爵に白羽の矢がたったのだ。

　当初否定的だった彼だが社交界で毎度武勇伝を語っており「あれだけ言ったのだから」と言う周りの声に押される形で特使としてゴルドニアへと赴くこととなったのだ。

「それは妙な話だな。開戦の責が無いのなら我が国が賠償することもあるまい」

「しかし、現に大なる損害が発生しています。貴国が与えたこの損害を補填してもらわねば……」

「我が国と貴国は友好国、此度のことは余の臣下と貴国の間に起きた不幸な事故に過ぎぬ。それとも我が臣下……ハードレット子爵が何か道義に反する非道な真似をしたか？」

「それは把握してございませんが……」

「むしろ余の得た情報によると貴国の軍は逃げる民を虐殺し、その末に我が軍に向けて矢を射掛けたということらしいがな」

　ベルドーは目を逸らせる。

　その通り、とは口が裂けても言わないがあまりに無様な結末だ。

「叛徒が言う妄言にございます。本気になさいませぬよう……」

　どんと王は机を叩……いたのではなくティーカップを少々乱暴に置いた。

「先制攻撃を受け、更に国土深く踏み込まれた……もしこれが敵対国との戦争であれば賠償金を支払うのは貴国の方だろう。だが余は無条件の撤兵に異存はないと言っている。国境まで兵を引き、互いに事を忘れる。それでよいではないか」

　だがベルドーはその条件には頷けない。

　トリエア王国がハードレット軍との交戦で失ったものはあまりに大きかった。

　国境で撃破された軍からも少なくない損害が出たし、バレオラ奪還を試みた軍は粉砕されて大多数が降伏、どれだけの被害が出たのかさえもわからない。

　累計で撃破された総数は一万を超える。

　彼らの装備は多くが失われたし、輜重隊を撃破されて奪われた物資の量も馬鹿に出来ない。

　ただでさえ穀物が高騰している上に占領地での反乱頻発で物資不足だと言うのにだ。

　この上で賠償が得られなければ王政府にとっても大きな打撃になる。

　何よりゴルドニア王国軍相手ならともかく辺境の領主相手にトリエア王軍が二度敗れた。

　何もなかったように講和しては王国の威信は丸つぶれになる。

　今旧アークランド領で頻発する農民反乱を力で押えこんでいる状況でそれは大変によろしくない。

　ベルドーの希望はゴルドニア王が噂と違ってそう手ごわい交渉相手ではなかったことだ。

　以前の交渉でもそうだった。

　ならば下手に出てはならないとあえて厳しく迫る。

「賠償が受けいれられぬのならば、残念ながらすぐに停戦と言うわけには参りません。ハードレット卿は随分と我が領の奥深くにおられるようですし、彼と彼の軍は残念な結果に終わるかもしれませんぞ？」

　嘘だ。

　バレオラ奪還に失敗した時点で周辺に有力な軍は居ない。

　王軍主力は王都トリスニア周辺にいるし、諸侯軍を集めるとしても、二度も寡兵で勝利を得た精強なハードレット軍に挑む事を周辺領主は受けいれないだろう。

「余は貴国との戦争など望んでおらぬ」

　ベルドーの顔に安堵が浮ぶ。

「だが、双方に望まれず起こる戦争もまた多い」

　顔が強張った。

「貴国がかの者を殲滅しようとするかどうか、余に一々知らせる必要は無い。だが、その行いは余を不機嫌にさせる」

　王は言いながら窓を開き、王都を全体を俯瞰する。

「ゴルドニアは大国だ。そして相応の軍も揃いつつある」

「……それがどうされました？」

　王は振り返る。

　笑ってはいたが、視線はベルドーの目から離れない。

「此度のことには関係ないが、余は軍を更に精強にすべく演習を行わせている」

　そういえば駐屯地にいる兵が少なかった事にベルドーは思い至る。

「演習にちょうどいい地形が南部にあったのだ。三万の大演習、是非とも成功させたいものだ」

　ベルドーの顔から血の気が引く。

　三万の大軍が南部に向かっている。

　この時期に唯の演習と思えるほど彼も平和にボケてはいない。

　ただでさえ農民の反乱とハードレット軍の侵攻で混乱している今、まともにゴルドニア正規軍三万とぶつかればどうなるか考えるだけでも恐ろしい。

「お戯れを……そのような示威行為、貴国の孤立を招きますぞ。いかにゴルドニアが大国とはいえ、四ヶ国を同時に敵すること適いますまい」

「唯の演習だ。だがあえて仮定の話に付き合うとすれば……」

　王は微笑む。

　穏やかさも友情も微塵も感じさせぬ攻撃的な笑みだった。

「その時には三ヶ国であろう。既に殺された者にとり、下手人がいかなる罰を受けるかは重要か？」

　もはや両者とも言葉は発さなかった。

　王はこれ以上何も話す必要がなかったし、ベルドーは何も言えなかった。

　今のトリエアがゴルドニアの本格攻撃にいくらも持ち堪えられないことは明らかだ。

　いずれゴルドニアが周辺国から武力制裁を受けるとしてもそこにトリエアの姿はきっとない。




　王が紅茶のおかわりをゆっくりと楽しみ終わるまで沈黙は続き、カップを静かに置く音が大きく響く。

「ベルドー伯爵、停戦だ。剣を納めて互いの家に戻る。それでいいではないか」

　ベルドーは全権委任の特使、彼が失意のままに頷いた時点で両国の合意の下、停戦は成立した。

　条件は以前の国境線まで即座に撤退し、捕虜は全員解放、そして双方共に戦時責任を問わない。

　更に国境地帯に衝突防止のための緩衝地帯を設けることに決まる。

　ベルドーはアレクサンドロ王の恐ろしさを噛み締めていた。

　誰が評判よりも甘い王か、この王は益あるならば平原全土を戦火に巻き込むことも厭わぬだろうと。

　だが、目下彼の一番の心配事は、この知らせを母国に持ち帰った後、自分がどのような扱いを受けるかということだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　一週間後　バレオラ

「停戦だそうだ」

「ふむ」

「そうですか」

「戦争は終わりか！」

「てーせん？？？」

　この場にいるのは俺、レオポルト、セリア、イリジナにピピだ。

　驚きの声はまったくない。

　予想できた結末だし、それを前提に戦略を立ててきた。

「して条件は？」

「無条件かつ即時の撤兵、捕虜も全て解放。それだけだな」

「ほぅ、王も案外に優秀のようですな」

「そうだな、それとレオポルト、王に聞かれたら不敬罪になるぞ」

「御前では言いません」

「いずれにせよ、停戦と決まった以上長居は無用だ、貰うものもらってさっさと帰ろう」

「まるで盗賊か傭兵の群れですね」

　セリアが茶化す。

「本物の盗賊なら女も頂いていくさ」

「……やっぱり盗賊じゃないですか。例の子だけではなくメイドを二人お食べになったでしょう」

　よく見ているな。

　乳のでかいメイドと年増のメイドを美味しく頂いたのだ。

　もちろん強引なことはしていない。

「レオポルト、鹵獲品と……略奪品の積み込みは済んでいるか？」

　停戦条件に戦時責任は問わないとあった。

　ならば紛争中に略奪した物資も返却しなくていいのだ。

「はい、滞りありません。特に武具の類はざっと価値のありそうなものだけでも山のようにございます。さすがに積みきれませんので幾分か置いて行くことになりますが」

「構わんさ。我々が去れば盗賊も来るかもしれんし少し残してやるぐらいでいい」

　街を守る壁はぶっ壊したからな。

　街のいい女が盗賊に好き放題陵辱されるのは気分が悪い。

「兵達が持って帰りたいなら好きに持って帰らせろ」

　もちろん好き勝手な装備にさせる訳にはいかないが持ち帰って売り飛ばせば彼らにとってもいい臨時収入になるだろう。

　個人単位の略奪を禁じている分、何か実入りがないと彼らの士気も上がらない。

「武具はともかく金貨や宝石の類は持って帰りたいですね」

　会話が益々盗賊化してきたな。

「優先して積み込んでいます。持ち出し防止用に記録した程度の目録ならございますが」

　見せなくていいと突き返すとセリアが受け取って書き写している。

　本当に真面目な奴だな。

「準備が出来ているなら明日にでも撤兵する。居座る意味は無い」

「「「はい！」」」「あい」

　まだゴルドニアに居付いて二年も経っていないのに何回目の戦争だったろうか。

　しかもこれからもまだまだ続きそうだ。

　本当に戦闘や戦争に縁のある人生らしい。

　兵への命令と準備の最終確認のために足早に退室する部下達を見ながら寝室へ向かう。

　命令を出せば俺のすることはもうない。

　優秀な彼らは全てをうまくやってくれるだろう。




「おやすみですか？　ではシーツを……きゃっ!!」

　廊下にいた年増のメイドを脇に抱え上げて股に手を突っ込み下着を降ろす。

　尻を剥き出しにしてわたわたと慌てる彼女を抱えたまま寝室に入っていくのだった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官 二千

　　　アークランド南東部領主　私軍三〇〇　山の民 約千

　財産　金貨二千枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室）メル（側室）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）

　王都　メリッサ　マリア カトリーヌ アントニオ（息子）

　　　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四九人　産ませた子七人








第77話　２つの祝福　♯







　ラーフェンの街はざわざわと落ち着かない雰囲気に包まれていた。

　原因は帰還した騎兵の大群と持ち帰って来たものすごい量の戦利品だ。

「まるで民族大移動だな。荷車は一〇〇台はあるんじゃないか？」

「大型が一五と中型以下が七五ですが内二〇は水と飼葉です」

　セリアは良くそんな細かいところまで覚えている。

　大したもんだが、要らぬ気を使いすぎかもしれない。

　小さな事に気を取られて大局が見えなくなってはいけない。

「はぅー！　真剣なことを言いながらほっぺたを伸ばさないで下さい！」




「よくぞご無事で、領内の方は特段変わったことはございませんでした。……それにしてもまた凄い量ですね」

　ロバのような小さい馬に乗って駆けつけたアドルフも度肝を抜かれたようだ。

　何しろ剣や槍など重量の割りに価値のある物は千単位で持って帰って来た。

　それ以外にも高級そうな防具や弓矢と一軍を編成できそうだ。

「これは……さすがに置き場所がございませんね」

「ほとんどは売り飛ばす。貴重品は少ない、槍や普通の鎧は適当な空き地に積んで幌でもかけとけ、宝飾品や金貨は屋敷に運び込む」

「一体何をやってきたんですか？　まさか……」

　アドルフは不審そうな声を出す。

　概ねお前の予想通りだ。

「貴族や政商が置いていった物を貰っただけだ。一般市民は落し物をしなかったから安心しろ」

「程々に願いますよ……」

　心配そうな声を出しながらアドルフは何人か連れて戦利品を数えている。

　正確な目録でも作るのだろう。

　あいつは人も土地も財産も一覧を作って文書にまとめようとする。

　セリアも似たようなことをするが肝心なとこが抜けていたりする。

　それに対してアドルフはまったく抜けもミスもない。

　大した才能だが、ちまちまと面倒くさい事ばかりでよく気が滅入らないものだ。

　今度女遊びにでも連れて行ってやろうか。




　あいつはどんな女が好きなのだろうと考えながら、帰還した部隊の庶務をレオポルトに任せ、セリアとイリジナを連れて屋敷に戻る。

　腰元にピピもくっ付いていたな。

　それほど長期間の遠征ではなかったが、屋敷に残した女達を抱きまくりたい。

　ノンナの巨乳に包まれ、カーラに奉仕させよう、メルの母乳がまだ出るといいが……。

　ついでにリタの尻を叩いてやってもいい。

　期待に胸と股間を膨らませて扉を開けるとそこには奇妙な光景が広がっていた。

「「お帰りなさい！」」

　カーラとメルが飛びついてきてキスをする。

　良く見れば揃いのゆったりとしたワンピースを着ている。

　丈は長いが捲ればそのまま挿入できそうだな。

　リタとクウ、ルウ姉妹も遅れて挨拶してくる。

　ここまではいいのだが……。

「…………」

　ノンナが膝をついてがっくりと肩を落としている。

「どうした？」

「……ぅぅぅ、おふたりに聞いてください」




　するとカーラとメルが満面の笑みを浮かべ、お互いの手を握り合いながら声を揃えた。

「「私達、孕みました！」」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　驚いたのはセリアの叫び声だけだ。

　抱く時は精汁に漬け込むほど出してやったのだ。

　むしろ孕まない方が不自然だ。

「そうか、よくやった。おいで」

　二人を抱き寄せて頭を撫でる。

　両方とも俺より年上、メルにいたっては一七も上なのだがそれでも可愛い俺の女だ。

「えへへー、急に気持ち悪くなってさ。なんか病気かと思ったらメルも同じだったのよ」

「お医者様にも見てもらいましたから間違い有りません」

　カーラは褒めて褒めてと抱きついてくるし、メルは俺の手をとって腹を撫でさせる。

　まだ日が浅いらしく触ってもわからないが、この中に俺の子がいるのだと思うと不思議な感覚だ。

「どうしてやればいいのかわからないが……安静にすればいいのか？」

　何しろ子育てなどとはまったく縁が無い人生だった。

「うふふ、心配しなくても産むのは女の仕事です。今まで通り扱ってくだされば十分です。自慢になりますが、私は三人産んでおりますからカーラさんにアドバイスも出来ます。ご安心下さい」

　妊婦熟練兵のメルがいるのは心強い。

　カーラだけだと何かと心配だ。

「あたしも屋根に登ったりしないわ。あとお腹が冷えるから外でおしっこも控える」

　それは最初からするな。

　今でも外でやっていたのか……。

「メル、カーラが変なことをしたら遠慮なく咎めろ。カーラもメルの言う事を聞けよ」

「はーい。エイギルの子だもん。大切にするわ」

「承知しました。時期も同じぐらいですし、一緒に丈夫な子を産みましょうね」




　リタ、クウやルウ、歩き始めたスウも現れて、ワイワイと盛り上がりながら二人を囲む。

　立ち直ったセリアが壊れ物に触るような手付きで慎重に腹を撫でていた。

　イリジナも絶対に強くするなと念を押されて指先でちょんちょんと触れている。

　二人の腹に見た目の変化は無いが、それでも中に宿る命にセリアもイリジナも興味津々だった。

　和やかな雰囲気が流れる中、一人陰鬱な空気を背負った女が一人。

「そう気にするな。折角なんだ祝ってやれ」

「勿論、祝福致します。そうではなくて孕めない自分の胎を恨んでいると言いますか、情けない思いといいますか……」

　事実、俺は「正妻だー」と主張するノンナに少し気を使ってやり、多めに抱いてやっていた気がする。

　その上で自分だけ種がつかなかったことを気にしている。

「そういうこともあるさ。お前はまだ一九だろう？　これからも抱きまくるのだからその内孕むさ」

「でも先に男を!!　…………もう生まれていましたね。確かに焦っても仕方ないかもしれません」

　ノンナは俺の胸に顔を寄せて小さく「ありがとうございます」と呟いた。

　何のお礼を言ったのがわからないが、とりあえず抱き締めてやった。

「あーー!!　ノンナがヤってる！」

　穏やかな時間を砕いたのはカーラの大声。

「ヤってません！　抱き締めあっていただけじゃないですか」

「ならその手は何よ！」

　ノンナの手はいつの間にか俺の股間を撫でていた。

「これは、お大事が盛り上がってきたからつい……その」

　ノンナと抱き合うことはすなわち乳を押し付けられることに等しい。

　戦場帰りの男根はすぐに女を貪れと主張してくる。

「これから本当にやるんだからいいだろう」

　だが孕んだ女はさすがに抱けないな。

「さすがに男根を入れることは出来ませんが、口や手でお相手します。まだ腹も目立ってませんのでお気持ちが削がれることもないでしょう？」

　メルとカーラにとっても久しぶりだから欲情しているのかもしれない。

「では風呂に行くか。リタお前も来い、可愛がってやる」

「ありがとうございます」

　家に待たせた女は全員可愛がってやらないとな。

　濃厚な性交が女との関係を良好に保つ秘訣だ。




「ではイリジナさん。私達も別の場所で体を洗いましょうか」

「そうだな。邪魔は出来んしな、そうだ！　どうせなら二人でいじりあって慰め合わないか!?」

「しない!!　せめてエイギル様が居ない所で言ってください!!」

　あっちはあっちで楽しそうだ。




　ラーフェンの領主屋敷の風呂は急ごしらえで当初王都のものより狭くて貧相だったが徐々に改築されて大きくなっている。

　既に王都にあるものよりも立派かもしれない。

　何しろここは俺の領地なのだから好き放題だ。

「また大きくなったんだな」

「えぇ、王都の物も大きかったですけど、さすがに全員が同時に湯には入れませんでしたからね」

　風呂場に入るとすぐにメル、カーラ、ノンナ、リタが俺に湯をかけて体を洗ってくれる。

　ノンナとリタは自分達の体を石鹸で泡立てた布でしっかりと拭き、泡だらけの体のまま圧し掛かって体中で俺を洗ってくれた。

　カーラとメルは腹が押されるのは良くないので、メルが唇、カーラが逸物に吸い付いた。

「ハードレット様は何もしなくていいですわ。私達が全てやりますから寝ていて下さいな」

「久しぶりだと本当に太く感じる、口に入らない。うわっ玉重っ！　溜まってるわね」

「エイギル様、出してはダメですよ。たっぷりたまった濃い汁は是非私の中に……」

　女達は俺の体を尻の穴まで洗い終えると湯船に導く。

　夏の気温も考えてぬるく張られた湯は長湯をしてものぼせる事はなさそうだ。

　湯に入るなりノンナを後ろから抱き締めて沈み込む。

「まずはお前に溜まった精を叩き込んでやらないとな」

「嬉しいです」

　ノンナは湯の中であぐらをかく俺の上に乗り、ごそごそと腰の位置を調整して肉棒を捕まえると自分で挿入していった。

「あぁぁ……久しぶりのエイギル様が入ってくる…………」

　一番奥まで飲み込み一〇秒ほど味わうように停止した後、ゆっくりと動き始めた。

　動きに合わせて湯が跳ねる水音がする。

「随分ぬるぬるだな。待ち焦がれてたのか？」

「はい、この罪作りな男根に焦がれていました……きっと戦地で何人も女を貪ったのでしょうね」

　ほんの数人だ。

「今はお前の肉棒だ。存分に味わってくれ」

「はい！　胸を触ってくださっても……「私達がやるわ」

　カーラは会話に割り込むなりノンナの胸に吸い付く。

　悪ノリしたのかメルも笑いながら反対側の胸に吸い付いた。

「ちょっと！　貴方達何をっ！　あっだめ！　乳首を吸ってはだめです!!」

　ちゅうちゅうと吸う音が俺にも良く聞こえる。

　口をつけるだけではなく本格的に吸引しているらしい。

　ノンナが二人を引き離そうとしたので両手を押えてやる。

「エイギル様！　どうしてぇ！　ああっカーラ噛んじゃだめぇ!!!」

　こんな面白そうなものを終わりにするのは勿体無い。

「本当に大きいわね……。こんな化け物があるから私達が貧乳に見えるじゃない！　化け物退治してやるわ！」

　カーラは乳首を摘んで引っ張る。

　ノンナは仰け反って叫び声を上げた。

　あまり乱暴な行為は咎めるが、それほど強くしている訳でもないし、何より締まりだしていい感じだ。

「これだけ乳房が大きいのに乳首はこんなに可愛い……。でも少し色が濃いですね。えいっ♪」

「色の事は言わないで！　気にして……ああああぁっ!!　メルさんが噛んだ！　やめてぇ!!」

　メルは乳首に歯を立てる。

　ノンナが腰まで浮かせて大きな声を上げた。

「メル、あんまり痛くしてやるなよ」

「ごめんなさい♪」

　本気ではないと思うがノンナの乳首には歯型が残ってしまった。

　メルは大人しそうな見た目と物腰からは想像がつかないほど容赦が無い。




　その後もカーラとメル、孕んだ側室組の徹底攻撃を無抵抗に受け続けることになったノンナはぐったりとしてしまう。

「ノンナ？　まったくやりすぎだ。ぐったりしてしまっただろう」

「「ごめんなさーい」」

　まったく反省していない声が二つ聞こえる。

　だが体から完全に力が抜けている今なら奥の口もより開いているかもしれない。

　うまくいけば彼女の望みをかなえてやれるだろう。

　嬲られ続けた彼女の巨乳を掴んで腰を突き上げる。

「ノンナ！　孕め!!」

　ぐったりとしたノンナの全身が水面から飛び出る程に腰を突き上げて射精する。

　温かい風呂に浸かっていたのが良かったのだろうか、固形物のような濃い精が逸物を通って飛び出していくのがわかる。

「あっ……出てます」

　射精の勢いで気を取り戻したノンナが嬉しそうに腹に手を当てる。

「メル、ほらほら触ってよ。びゅびゅーってわかるよ」

「あら、本当ですね。いつまで跳ね続けるのでしょう」

　側室組は水面に飛び出た結合部、ノンナに入りきらなかった部分の逸物を触って騒いでいる。

　その刺激で更に大量の精が飛び出す。

「ノンナ～わかる？　今びゅうびゅう音立てて流れ込んでるわ。きっとすぐに私達の仲間入りね」

「これだけ大量の種です。きっと今頃お腹の中でノンナさんの卵が滅茶苦茶にされているのでしょうね」

　接合部を見られながらの淫らな物言いにノンナはぶるっと体を震わせた。

　やがて長く続いた射精も終わり、腰が降りてゆっくりとノンナが湯に沈んで行く。

「ふぅ、気持ちよかったぞ。お前はどうだった？」

「最高でした……。たっぷりと頂きましたし」

　逸物が抜けて流れ出る精を勿体無さそうに押えながら湯から上がるノンナ。

　よし、じゃあ次だな。

「リタ、お前も欲しいんだろう？　抱いてやるからこっちに来い」

　湯船の外、椅子に座って必死に自分で穴をいじっていたリタは自慢の尻を揺らしながら俺の上に腰をかけてくる。

　乗ってくるでかい尻に再び逸物は力を取り戻していった。







「お酒と果汁どっちがいいですか？」「お肉もありますよ」

　湯上りの俺と妻達はソファにゆったりと腰掛けてクウ、ルウが用意してくれた飲み物を味わう。

　普段はセバスチャンかリタがやってくれるのだが、執事たる彼は今夜の凱旋式の準備に忙しいし、リタはアウアウ言いながら風呂場で尻を揺らしているだろう。

　すこし過激にやりすぎた。




「ハードレット様、よろしいですかね？」

　両手に妻達を抱いて飲み物を楽しんでいるとアドルフがやってきた。

　ノンナの白い目、カーラの露骨な舌打ち、メルの微笑に冷や汗を垂らしながらも一枚の紙を机に置く。

「これは？」

「先ほど作った戦利品の目録です。武具や宝石は価値がわかりませんので数だけ、現金に関しては正確に集計してあります」

「ほぅ、この短時間によく数えたな」

「短時間と申しましても……昼前に帰還されて既に日が落ちておりますが」

　そんなにヤっていたのか、どうりで打たれ強いはずのリタがああなってしまうわけだ。

「武器は私軍用にある程度使うかもしれんが、宝石だの美術品だのは全部売り払って金に換えるつもりだ。買い取る商人の当てはあるか？」

「あれだけの量、ラーフェンの雑貨屋に毛の生えたような商人にはとても無理です。ゴルドニア王都の豪商ならばいくらでも可能でしょうが……。よろしいのですか？」

「ん？　普通に考えれば王都で売り払うべきだと思うが」

「あまりお勧めできませんね。当然ですが王都の豪商は全て王家と密接な関係があります。あれらの品物は分捕り品でしょう？　その詳細まで王家に知られては思わぬ負担を強いられかねません」

　なるほど、確かにトリエアと言う仮初ながらも友好国から略奪したというのは褒められない。それにもしも大金になるのであればなんだかんだと課税があるかもしれない。

　王都の文官共は領主貴族から税を取る機会を常に狙っているらしいからな。

「公式には責められることはないが喧伝する事もないか、だがそうなると当てはあるのか？」

　アドルフは胸を張る。

　戦争が終わって平和になれば彼は俄然存在感を増す。

「マグラードかストゥーラ……後者の方がいいでしょうか。あの国は商業で発展している国家ですので、規模の大きい商家もたくさんあります。しかも国家の影響下にない商人も多いので都合が宜しいかと」

「ストゥーラか……河の向こうじゃないか。わざわざ呼びつけるのか？」

「商人は金の匂いがすればどこにでも飛んできますよ。しかも第三国の彼らに売り払えばモノは堂々とトリエア王国を通れます」

「お前がそう言うならそれでいいさ。高く売るならどこに売ってくれても問題ない」

「そこは交渉ですね。残念ながら宝石や芸術品は専門外ですので価格の見当がつきません。この弱みをどうにか隠して交渉しないといけませんが」

「…………」

　ノンナが目を輝かせる。

「ノンナ、お前はだめだぞ」

　彼女の目があまり信用できないのはウチに転がるいくつかの偽物が証明してくれている。

　頬を膨らませても駄目だ。

「宛が無いのだから言っても仕方あるまい。出来る限りでなんとかしろ。商人の選定も任せる」

「承知しました。ではこの金貨の目録だけはお渡ししておきます」

　その目録には様々な通貨の詳細と金貨四千枚相当と書かれていた。

「ふむ……」

　思っていたより無かった。

　大金ではあるが、そもそも軍を動かすのに三千枚近い経費がかかっている。

　財を持つ商人たちはしっかり現金は持って逃げたらしい。

　貴族家から持ってきた高そうな甲冑や宝石に期待しよう。

「今回の紛争は貴重な経験になりました。新しい戦術にも見当がつきましたし、赤字では無いのですから十分すぎる成果と言えるでしょう」

　いつの間にか来ていたレオポルトが口を出す。

　商人うんぬんの話は専門外と見て、出てこなかったらしい。

　ウチの部下は専門が分かれているのが救いだ。

　ただでさえアクが強いのに分野が重なれば毎日が大乱闘だ。

「そうだな。民の中に元兵士の連中もいただろう。奴らも私軍に取り込むようにイリジナに言っておいてくれ。私軍の規模も増えていく、連携も上手く行くようにな」

「はい、東方軍はいずれ王に返す軍です。新しい戦術の主力は私軍と弓騎兵を中心に組むつもりです」

「頼むぞ」

　それだけ言ってレオポルトは去っていく。

　邪魔者がいなくなったので左右の女達を抱き寄せる。

「奉仕してくれるか？　今のうちに楽しんでおきたい」

　体を休めたらすぐに王都に出立しないといけない。

　王から特に呼び出しが来たわけではないが、エイリヒからの個人的な手紙ではすぐに来いとかなり強い調子で書いてあった。

　どうせ文句を言われるのだろうと溜息をつき、肉棒にしゃぶりつくメルの頭を押えて精を流し込んだ。

「胎にも腹にもエイギル様が入っております……」

　両手を腹に添えて恍惚とするメルが口を離すとすぐにカーラが口を開く。

　ノンナも、もの欲しそうに指を咥えている。

　今のうちに女を抱き溜めておかねばならない。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官 一九五〇

　　　アークランド南東部領主　私軍三〇〇　山の民 約千

　財産　金貨六千枚（五千枚借金）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室孕）メル（側室孕）スウ（娘）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）

　王都　メリッサ　マリア カトリーヌ アントニオ（息子）

　　　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四九人　産ませた子七人

盆休みは更新できるかなぁ










第78話　百合の花　♯







　王都ゴルドニア

「ハードレット卿、よく参った。アークランド戦勝式典以来か……久しいな」

「はっ、此度の件、王の手を煩わせましたこと申し訳なく思っております」

　王を前に頭を下げる。

　王都についた途端エイリヒが現れてそのまま王宮に連れ去られたのだ。

　メリッサ達と楽しんでから行く予定だったのだが。

「なぁに、少し軍を動かすフリをしてやっただけのこと。予定されていた演習は既に中止とした。失われた物は何もない」

　なんだ、なら何も問題ないじゃないか。

　女達と一発やってからでも良かっただろう。

　エイリヒに視線を送ると睨まれた。

「して、損害はどのぐらい出た？　治安維持や国境防衛に支障は無いか？」

　それに関しては問題ない。

　損害自体微々たるものだし、反乱農民の中に従軍経験がある者も多かったので私軍に関しては逆に大きく増強されているだろう。

「はい。損害は微々たる物です。特に兵の補充の必要はありません」

「ほぅ、余には数千を相手に二度戦ったと報告されているが……。その上で損害がほとんどなかったと？」

「そうなります」

　一戦目は完全な奇襲、二戦目も相手の度肝を抜いてからの突撃だ。

　一方的に有利な状況を作ってからの攻撃に損害もそう多くない。

　何より一気に突破して中部まで侵攻した為、敵が防御体勢を築けなかったことが大きい。

「そうか、さすがに我が王国一番の猛将が率いる軍、精強だな」

「勿体無いお言葉です」

　王からは特に怒りも不快感も見て取れない。

　これならば特に謝罪に来る意味もなかったと思うが。

「……だが、今回の事は色々と余の方針を狂わせた」

　王の声が急に冷たくなる。

　やっぱり怒られるんじゃないか、なら変な期待をさせないで欲しい。

　王が手を振ると一部の文官、武官を除いた者が一斉に退出して行く。

「これより先の話は他言を禁ずる。……余は密かに次の敵をトリエアと定めていた。故に時が来るまでは仮初の友好に油断させておこうと思ってたのだがな」

　そういえばレオポルトが次の敵はトリエアだろうと言っていた気がする。

　だが「ああそう」とでも言ったら激怒するだろうし大げさに驚いておく。

「此度のことでトリエアは疎か、周辺国が我が軍を警戒し始めている。少々厄介なことになる」

　停戦の後、今まではほとんど放置されていた国境線にトリエアの警備兵が配され始めているらしい。

　好機が来ても急襲して一気に制圧とは出来なくなったわけだ。

「文官の中には外交を掻き乱したとして、卿にしかるべき罰を与えるべきと言う声もある」

「恐れながら！」

　エイリヒが口を挟もうとするのを王を手で制した。

　かばってくれるつもりだったのだろう。

　今度からノンナの谷間を見ても許してやろう。

「今後一〇〇年平和が続くならば余も考えぬではないが、今それはあり得ぬ。卿をこのような小さな事で罰するのも下らぬ、故に行動で返してもらおう」

　エイリヒも俺も怪訝な顔をしているかもしれない。

「これから先、卿とトリエアの国境には少なくない兵が駐屯するだろう。城塞や陣地が作られるかもしれんが、それを押してなお問う」

　王は少しばかりの間を置いた。

「余の号令一つでトリエアの防御を食い破り、東から奴らを脅かす事が出来るか？」

「勿論、容易いことです」

　兵力も築かれる防衛陣地も不明で分かるわけがないがこの場で躊躇は得策ではない。

　言ってしまえばどうにかなる。

　その効果あってか王は厳しくした顔を再び緩めた。

「よかろう、ならば未来の武勲と相殺し、此度のことは不問とする」

　王の手が叩かれ、外に出ていた者達がどやどやと再入室してきた。

「では、ここまでとする。後は自由にせよ」

　ゴルドニアの最高権力者はゆったりと王座に腰を降ろして紅茶を飲む。

　俺は一礼して退出しようとしたのだが、そうもいかなかった。

「ラッドハルデ伯、ハードレット卿、今度の外交について是非知って頂きたいことが……」

「…………ハードレット卿、逃げるな」

　結局、数時間に渡って内政職の貴族からの叱責と文官からの丁寧な愚痴を聞かされることとなった。

　エイリヒが言うには俺が途中で二度も居眠りしたせいで余計に長引いたらしいが。

　何はともあれ詰問は終わったらしい。

　罰が下されることもなかったし、久しぶりに王都の女達を抱きまくる事も出来る。

　そう悪い事ばかりではないだろう。







　俺がどうなるのかと控えの間で緊張していたセリアを拾って久しぶりに王都の家に帰る。

　今回随行したのはセリアとノンナだ。

　セリアは当然だが、ノンナは久しぶりに王都で買い物がしたいと言っていた。

　密偵セリアによると結構な額の金貨をこっそり馬車に積み込んでいたらしい。

　ラーフェンは人口の流入が急激に進んでいるとはいえ、未だにど田舎と言っていい。

　少しぐらいは大目にみてやろう。




　先に家に帰っていたノンナ達が知らせていたのだろう。

　家に入るなり全員が手厚く迎えてくれる。

「「ようこそお帰りなさいました」」

　メリッサとマリアが三つ指をついて迎えてくれる。

　そして後ろからカトリーヌが息子を抱いて現れた。

「おかえり……なさい」

「あぁ、体調は大丈夫なのか？」

「万全です。えっと、なんて言っていいのか」

　カトリーヌは息子を抱き上げて欲しいのだろうが、横の方で邪気を放つノンナを気にしている。

　彼女も高位貴族家出身、先に愛妾に男児を産まれた正妻がどんな気分か想像できるのだろう。

「そんなに心配するな」

　アントニオと名づけられた息子を抱き上げてやる。

　改めてみると随分と顔立ちが整っている。

　母が飛びっきりの美女なので当然といえば当然か。

「これは将来随分な女垂らしになるかもしれないな」

「絶対になります……だって父親がねぇ」

　カトリーヌが言うにはアントニオを取り上げた産婆から性器がとても大きいですねと言われたらしい。




　横合いから放たれるものすごい邪気、気がつけばノンナが涙目で俺を睨んでいる。

　こうやってクラウディアはあんな風になったのかもしれないな。

　ノンナにつらい思いをさせてはならない。

　抱き締めてキスをし、頭を撫でる。

「お前にも可愛い子が生まれるさ。何しろこんなに美人なんだからな」

　顎を持ち上げてもう一度キスをしてやると邪気が消えた。

　うむ、これでよし。

「やっぱり、アントニオもああなってしまうのでしょうか……」

　カトリーヌの声は聞こえない。




「メリッサ、家をよく守ってくれたな。大事なかったか？」

「はい、ただ……その」

　言いにくそうなので抱き締める振りをして耳を寄せる。

「マリアがね……ごめんなさい」

　それは俺も心配していたことだ。

　マリアはトリエアでずっと育っており、家族もトリエアの都市ロレイルにいる。

　限定的とは言え母国と衝突したことに心を痛めているかもしれない。

　もしかすると今回の件で俺を見限って故郷へ帰るかもしれない。

「マリアは俺から離れてしまったか？」

「そ、そうじゃないの！　そうじゃないんだけど……」

　メリッサには珍しく言いにくそうに言葉が詰まる。

「別にお前もマリアも責めたりしない。言ってくれ」

　彼女は意を決したように頭を下げた。

「ごっごめんなさい！　エイギルさんが居ない間にお互い慰めあってたんだけど、ちょっと調子に乗っちゃって……マリアが私に…………惚れちゃったみたい」

　顎がかくんと落ちそうになった。

　聞くとトリエアとの紛争は限定的であり、市民の間ではほとんど話題になっていないとのこと。

　マリアもそれ程気にしていないそうだ。

　更に詳しく話を聞いてみると男のいない寂しさもあり、張り型を使って毎夜行為していたらしい。

　最初はお互いに気持ち良くなれる遊びのようなものだったそうだが、段々とマリアの様子が変わりだし、今では昼でも傍にいるだけで頬を赤らめたり、恋人のように甘えてくるそうだ。

「お前の手管に落とされたって訳か」

「私もエイギルさんがいなくて寂しくてつい熱中しちゃってたからね……。でもマリアも」

「ここから先は言葉じゃなくて本人に聞く。ベッドの用意をしてくれるか？」

　男と女が話し合うには一番いい場所がある。







「では……久しぶりに宜しくお願いしますね」

　俺とメリッサ、そしてマリアは寝室に全裸で立っている。

　互いに恥ずかしがるような関係ではないはずだが、マリアはメリッサの後ろに半身を隠していた。

「マリアどうした？」

「えっと、なんか恥ずかしくて……。それに男の人のがちょっと怖くて」

　女の予感にそそり勃つ逸物。

　女達を睨みつけるように屹立したそれにマリアは恐々と視線を送る。

「女同士ばかりに慣れてしまったか？」

「えっ!?」

　マリアは何故とばかりに目を開いてすぐにメリッサを見る。

「ごめんね……やっぱり私達はエイギルさんの女だから一応言わないとさ……」

「うー……」

　真っ赤になったマリアを乱暴にベッドに放り、股間に口をつける。

　毎日のように極太の張り型を入れていたそこは適度に緩んでこなれた穴になっていた。

　マリアは俺の頭を押えてメリッサに助けを求めるように視線を送るが、勿論助けは来ない。

　最近ご無沙汰とは言え勝手知ったる体だ、穴に舌をいれて肉豆を吸えばすぐに快楽に屈する。

「あうっ!!」

　それほどの時間もかけずに頂点は訪れ、マリアは足を伸ばして穴をぎゅっと締め脱力した。

　惚れたのが女、それもメリッサとなれば別段腹も立たないがマリアをみすみすくれてやるつもりは無い。

　マリアの華奢な体には不釣合いの逸物を入り口に押し当て、腰を突き出す。

「あぁぁ……入っちゃう」

　メリッサとの情交で広げられた穴、その極太張り型よりも更に大きい俺のモノはマリアの中を押し広げながら挿入されていく。

　張り型よりも太く長くそして何より肉の温かさがある逸物が入ってマリアは一気に女液をあふれさせた。

「ふう、前よりも穴が良くなってるじゃないか。メリッサも随分広げたんだな」

「あはは……ごめんなさい」

「あんっ!!　太いよぅ！　奥がすごい！」

　女同士の愛に溺れてしまっても肉棒の快楽には勝てないらしく、マリアは嬌声を上げながら俺の手をとり、唇を求める。

　これなら大丈夫そうだな。

「女同士しか受け付けない、男は見るのも嫌」なんて事になっていたら一日中犯しまくって矯正するつもりだったのだが。

　なら女同士も含めて遊ぶとしよう。

　まずは一度射精しておくか。

「マリア受け取れ！」

　半分ほどが余っている逸物を限界までねじ込み、彼女の肩を押さえ込んで射精する。

　今回王都へ来て初めての射精だ、それなりに長く続くだろう。

「あっ!!　だめっ!!」

　マリアが俺の下でもがいているが、もう止まらない。

　たっぷりと出し続けているとやがて彼女の力は抜けて大人しくなった。

　メリッサが「あちゃー」と言いながら困った顔をしている。

「あぁ、よく出た。急に暴れてどうしたんだ？」

「今回帰って来るって知らなかったから、避妊薬が……」

「する前に使おうと思ってたんだけどね」

　なるほど、女同士で楽しむのに避妊薬はいらないからな。

「嫌だったか？」

「ううん、そんなことはないんだけど。赤ちゃん作る覚悟が無かったし、それに……」

　マリアはメリッサを見て言葉を詰まらせた。

「子供が出来たらメリッサと別れると思ってるのか」

「うん……もちろんエイギルさんのことは好き、大好き。世界中の男性の中で一番だよ。でも私はメリッサがいないと」

　メリッサは苦笑いしながら顔を逸らした。

　まさか女に寝取られるとは思っていなかった。

　しかも寝取った女も俺の女だ、一体どう言えばいいのだろう。

　まあいい、種をつけて腹を膨らませてしまおう。

　子供を産ませればまた気分も変わるだろう。

　それにこれはこれで楽しみ方もある。

　マリアから肉棒を引き抜き仰向けに転がす。

　中から大量の種が飛び出しシーツを汚すがどうせすぐにグシャグシャにするから問題ない。

「メリッサ、マリアを張り型で責めろ。いつもお前がやっているようにな」

　メリッサは俺の意図に気付いたのか少し微笑んでいそいそと張り型を取り出す。

　やはり持って来ていたか。

　片方を自分の穴に押し込んでマリアに圧し掛かろうとするがそうではないと止める。

「メリッサが下になるんだ。マリアを上に乗せて倒れこませるんだ」

「あぁ……。マリア、気をしっかり持つのよ」

「え？　う、うん」

　俺の言葉通りの体勢となって女二人は腰を使い出す。

　普段から騎乗位も慣れているのかスムーズを腰を動かし、時折濃厚なキスも交わしている。

　目の前で激しく揺れる女の尻に逸物は先ほどに劣らずの硬度を取り戻した。

「あん！　いいよメリッサ！　突いてぇ！」

　快楽に喘ぐマリアと対称的にメリッサは心配そうな顔を崩さない。

　体勢まで指定した俺が何をするかわかっているのだろう。

　多分その予想は正しい。

「えっ？　何を？」

　俺はメリッサの上で跳ねているマリアの腰を後ろから掴んで肉棒を当てる。

　彼女の女の穴には既に張り型がぎちぎちに入っているが、後ろの穴は空いている。

　マリアは初めてだったかな？　思いながら逸物についた精を潤滑剤代わりに尻穴を蹂躙した。

「ふぎゃあぁぁぁああああ!!」

　猫を踏んだ様な声が響く。

　極太の張り型と俺の巨根、その二本がマリアの尻と女を貫いて二つの穴を限界まで広げている。

「お尻ぃぃぃ!!　わぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　血も出ていないし大丈夫だとは思うが念のためにメリッサも俺も動きを止める。

　マリアはひとしきり叫んだ後、ぐったりとメリッサの胸に倒れこんでしまった。

「マリア、大丈夫？」

「メリッサぁ、お尻が、お尻がぁ……」

　涙目になって訴えるマリアにメリッサは優しく語った。

「マリア、痛いかもしれないけど頑張って耐えよう。エイギルさんのこと好きでしょ？　私もエイギルさんが大好きだしマリアも好き。三人で一つになってるんだよ？」

「みんなで一つ？」

「そう、こうやってマリアと引っ付いてると張り型ごしにエイギルさんのアレを感じるわ。マリアも私達の二本をしっかり感じて」

「わかったよ……。でもぎゅって抱き締めててね、キスもお願い」

　話がまとまった所で俺は腰使いを再開する。

　俺とメリッサは交互に腰を動かしてマリアの穴を攻め立てた。

　マリアはメリッサにしがみついて必死に耐え、最後の瞬間を迎えた。




「いくぞ！」

「きゃぁぁぁ!!」

「ひゃあ！」

　尻穴への激しい射精。

　少しでも尻穴の奥へ捻じ込もうと腰を押し付けた所で意外にもメリッサから悲鳴が上がった。

　ほとんど失神してしまったマリアから力が抜け、俺の腰の力が全部彼女にいってしまったらしい。

「はっ張り型が奥まで、あぁぁぁぉぉぉぉ!!」

　二人の子袋の入り口まで入っていた張り型、マリアのそこは本当の行き止まりだがメリッサは違う。

　圧し掛かる二人分の体重でついに子袋の関門は突破されてしまったらしい。

「よっと」

　尻穴を串刺しにしたままのマリアを抱き上げるが彼女の中に張り型は残っていない。

　それは明らかにおかしい深さまでメリッサに突き刺さっていた。

　びくびくと震えているマリアの尻を犯したまま張り型を掴んで引き抜こうとするが、男根を模したかえしが子袋の入り口にひっかかって抜けない。

「ま、待って！　石鹸か何かで緩めてゆっくり……」

「メリッサ、俺の女を寝取った奴には罰が要ると思わないか？」

「ええっ！　まさか、そんな……!!　あぁぁぁぁぁーーー!!」

　処女のような悲鳴をあげるメリッサから張り型を引き抜く。

　メリッサの目が焦点を失い、潮が部屋の端まで飛び散る。

　壊れたようなガクガクと痙攣するメリッサは俺の肉棒以外で本当の絶頂を得てしまったらしい。

　だがまだ宴は終わらない。

　マリアの尻から逸物を引き抜き、軽く拭いてメリッサの穴、広がり切った子袋まで挿入する。

　そのまま彼女を上に乗せてベッドに倒れ、尻たぶを掴んで思い切り広げる。

「マリア来い、尻の穴を犯してやれ」

　呆けた顔のマリアがふらふらと揺れながら張り型を装着し、メリッサに後ろから覆いかぶさって行く。

　再びメリッサの快楽とも苦痛ともとれる悲鳴が響いていった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　数日後

「良い買い物が出来ました」

「また無駄遣いを……」

　ノンナがほくほく顔で新しい服や食器類を撫で、セリアが溜息をつく。

　セバスチャンを領地に置いてきたのであの内のいくつかは偽物を掴まされているだろう。

　ノンナの娯楽に金を使ったと思おうか。

　俺の横にはメリッサとマリアが隣合って座り、猫のように甘えてくる。

　三人での激しい性交は俺たちの心の絆を更に強くしてくれた。

　たまに女二人でキスをしているがそれぐらいは大目に見てやろう。

「そろそろ領地に戻ろうかと思う」

　メリッサとマリアが寂しそうな顔を見せるがずっとここに居る訳にもいかない。

　領地経営や日頃の訓練はレオポルトとアドルフにほとんど任せているがトリエアが国境付近に兵力を増強しているという情報もある。

　守備的な増強だろうが俺がずっと不在となれば変な気を起こさないとも限らんしな。

「マリアは……ついてこないか？」

「ごめんね、メリッサを一人には出来ないよ」

　そして女同士濃厚なキス。

　ノンナとセリアも呆れている。

　メリッサ一人を置くのもかわいそうだな。

　この数日で半年分は抱いてやったからよしとするか。

　二人の穴が開きっぱなしになるほどやりまくったのだ。







　帰還の時がくる。

　領地へ連れて行くのはローズとアントニオ、二人の子供を連れたカトリーヌだ。

　アントニオは赤子で旅には心配があるが、既に治安は安定しており季節も良い。

　カトリーヌも産後の床から抜け小旅行ぐらいは問題なさそうだ。

　何より彼女を連れて行かないといけない理由もあった。

　お産の床から出たカトリーヌは一年間男に抱かれていない反動か、強烈に発情していたらしい。

　メリッサが言うにはこのままだと、その内にクロルを咥え込んでしまうか、最悪そこらの男に抱かれてしまうかもしれないほどだったらしい。

　元々カトリーヌは淫乱な体を持つ女だ。

　一年の男断ちはとんでもない苦行だったのかもしれない。

　そして彼女の素性、今現在彼女とローズが俺の家で暮らしている状況は非常にまずい。

　故に彼女は明るい内は窓際に立つ事も出来なかった。

　俺の領地に連れ込めば目も届かないし、自由に外出も出来るだろう。

「いこうか、カトリーヌ」

「……」

　カトリーヌは無言のまま赤子を抱き、ローズの手を引いて俺に続く。

　行きとは違い彼女と赤子を馬の後ろに乗せるわけにもいかない。

　用意した揺れの少ない上質の大型馬車に乗せる。

「凄い数の馬車……荷馬車ですか？」

　セリアは馬車に乗り込みながら同伴する大量の馬車を見て声を上げる。

「あぁ、エイリヒが東方軍に追加はいるかと言ったのでな。兵は要らんから大型の荷馬車をくれと言ったんだ」

　実際には五〇〇～千程度の増強は可能と言われていたが、損害分の僅かな補填だけで十分と断った。

　これからは私軍を中心に軍を組み立てる方針なのだ。




　目の前には三〇台の大型荷馬車、最新の二頭立てで速度も出る。

　兵よりも高くついたとエイリヒはぼやいていたな。

「レオポルトがなんとか調達しろとうるさくてな」

　必要だったのは騎兵の行軍にも追随できる高性能な荷馬車なのだ。

　これで奴の考えていた戦術も現実的になってくる。

　御者に操作を任せて馬車に乗り込む。

　中には毛皮が一面に乗り、寝転んでも快適だな。

　セリアは万が一に備えてか剣をしっかりと腰につけて姿勢良く座る。

　ノンナは買い物に疲れたのかこてんと横になった。

　そして俺もゆったりと大の字に寝転び、カトリーヌは俺の肉棒に吸いついた。

「なっ!!」「いきなり何を!!」

「……何をしてる？」

「んっ！　んぼっ！　んぐっ！」

　カトリーヌは質問にもまったく答えずに必死に逸物をしゃぶっている。

　顔は真っ赤に染まり、息継ぎをするのももどかしそうだ。

　激しくて気持ち良いがセリアが爆発しそうなので顔を掴んで引き抜く。

「いきなりどうした？」

「はぁっ！　はぁっ！　我慢出来ないのっ！　お願いしゃぶらせて、狂っちゃう!!」

　カトリーヌは俺の手を振り払って再び逸物を喉奥まで咥えこんだ。

　激しい水音、そして喉に当たってむせる声が聞こえるが彼女が動きを止めることはない。

　家より人数の少ない閉鎖された場所に入ってついに性欲が爆発したらしい。

「一年ぶりの男……でっかいちんちん美味しい、たまんない!!」

　涙を流して必死にモノをしゃぶる女を振りほどく程冷たくは無い。

「セリア、ローズと遊んでやれ。ノンナは……アントニオに乳でも吸わせてやれ」

「子の前で始めるなんて淫乱女が……」「何故私が他の女の赤子に乳など……出ませんし」

　ぶつぶつと言いながらもセリアはローズを抱きかかえ、ノンナは巨大な乳を放り出して玩具代わりに吸わせている。

　それを確認することもなくカトリーヌは俺の肉棒を貪り続けた。

　彼女に溜め込まれていた性欲は凄まじく、朝方に出発した時から日が沈むまでしゃぶり続け、一〇度以上の射精を全て飲み干した。

　アントニオに乳をやる時でさえ俺の肉棒を口から出すことは無かった。

　しゃぶりながらずっと自分で掻き回していた性器は腫れ上がってしまったが、指は止まらなかった。

「「どれだけ淫乱なんですか……」」

　肉棒を奪われ、寂しく並んで自慰をするセリアとノンナの声が忌々しげに馬車に響いた。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　秋

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官 二千

　　　アークランド南東部領主　私軍六〇〇　山の民 約千

　財産　金貨五九〇〇枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室孕）メル（側室孕）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）カトリーヌ　セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）

　子供　スウ（娘）ローズ（義理）アントニオ（息子）

　王都　（メリッサ愛マリア） ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数四九人　産ませた子七人








第79話　残った禍根







　トリエア王国　王都トリスニア

　王宮内での会議は紛糾していた。

　今回の紛争は、国民に対しては東部地域での限定的な紛争、つまらない衝突と伝えられており街角の自称賢者達が長々とうんちくを垂れる以外にそれほど話題となることもなかった。

　だが紛争の結末は軍関係者や王宮にこそ大きな衝撃を与えていた。

「王国軍が一辺境領主に二度も撃破された」

　この事実は軍の威信を大いに失墜させる。

　それは反乱者を勢いづかせ、周辺国に勘違いをさせるかもしれない。

　そして何より文官貴族達の軍組織への介入を招くのだ。

　そのままを伝えるわけにはいかなかった。

　だが実際に出た損害は隠しようが無い。

　トリエアは現在常備軍の形態をとっており、人員は王宮の把握するところとなっている。

　戦死者の数や失われた装備の補填などを隠し通すことは不可能だった。

　だからこそ軍は敵の数を誤魔化すことにした。

　捕虜となった者達の証言からバレオラを陥落させたのは二千にも満たぬ騎兵ということは分かっていたが、報告は騎兵二千歩兵四千の六千人規模による侵攻となされた。

　少なくとも撃破された軍と同規模でないと言い訳ができなかったのだ。

　それにより彼らは中部までの侵攻を許した本質、驚異的な進軍速度と言う要素を見失うことになった。




「ゴルドニアは我等の敵だ！　逆侵攻すべし!!」

「いや、不逞農民にこそ先に対処すべき！」

「そのためにも今は対立を避け、傷ついた軍を再生することが先決ではないか？」

　貴族達は自身の主張に声を張り上げる。

　政軍に詳しくない、位が高いだけの貴族までも吠えるせいで会議は混沌を呈し、一部の良識ある貴族や王は頭を抱える。

「静まりたまえ！　この場はこれからの国の方針を議論する場、場末の酒場ではないのだぞ！」

　声を張った人物はトリエア王国宰相、デュノア侯爵だった。

　軍事的造詣の深い人物ではなかったが、堅実な統治手法は国土に安定をもたらしていた。

　そして彼は先のアークランド戦争への参戦にも反対の立場をとっていたのだ。

　現在うまくいっているのだから自ら混乱の渦中に飛び込むことは無い、と。

　結局は武官を中心とした勢力の圧力に動いた王の決断によって彼の意見は退けられたのだが、今回の混乱によってある意味ではその先見性は証明されたといえる。

「デュノア侯！　では貴公は一体どうお考えか!!」

「左様、貴公の優れた意見をお聞かせ願いたい」

　国王……トリスニア三世の心配そうな視線に頷いて宰相は前に進み出る。

　一応は王を除けば最高者たる彼が前に出たことで喧騒は収まっていく。

「まずゴルドニアが我らの領土への野心を持っていることは明白、此度のことも一領主との衝突だが我々の戦力を探り、国内を混乱させる意図を持ったゴルドニア王の後押しがあったこと疑いない」

「その通り！」「ゴルドニア討つべし！」

　宰相は野次を無視する。

「しかしゴルドニアに攻め込むなど愚の骨頂、それこそ奴等の思う壺だ。戦力で劣る我らはたちまち押し込まれ、周辺国も先に手を出した我らをかばいはすまい」

　野次を飛ばしていた貴族達は下を向き、やがて黙り込んだ。

「そこで今は停戦協定を遵守し、国内の反乱軍をまずは一掃することが重要だ。……ベルドー伯、卿がゴルドニアとの激しい交渉の末に勝ち取った停戦条件をもう一度教えてくれたまえ」

　宰相は軽蔑を含んだ目で顎をしゃくる。

　今まで部屋の隅で小さくなっていたベルドーはびくりと肩を震わせおずおずと前に出る。

　彼が横を通る度に貴族達が小さく悪態をつく。

「…………まずはゴルドニアは我が国の領土から即時撤兵致します。これは既に実行されています」

　ベルドーは唯一の成果とも言える条件を小さな声で語る。

　だが貴族達は誰も称えないし一言も口を開かない。

「それは確認している。他の条件を言いたまえ」

「偶発的な戦闘を避けるために東部国境線に互いの軍が入れぬ緩衝地帯を設けます……」

「攻め込まれた上に緩衝地帯か！」「実質的に領土を削られたも同然ではないか！」

「そうではありません！　緩衝地帯には村も町もなく特に支障はありません!!」

　ベルドーの言い訳に一人の武官が静かに止めを刺した。

「つまり我々は反乱軍が緩衝地帯に逃げ込んだら何もできぬのだな？」

　場に沈黙が流れる。

　だが宰相は容赦しなかった。

「それで終わりではないだろう」

「はい……禍根を残さぬ為、戦時の損害については互いに不問に致します」

　ベルドーが小さな声で怖々と発した途端、怒号が飛び交った。

「売国奴が!!」「無能者め、散々に語っておきながら！」「恥を知れ！」

　停戦の条件については既に周知されており、この場で議論する意味はない。

　宰相はベルドーを犠牲の羊として吊るし上げるだけのためにこの場に立たせた。

　そうすることによって怒りの矛先を彼に向け、自らの方針への感情的な反対を鈍らせるためだ。

「もういいでしょう。ベルドー伯もう宜しいですぞ」

　宰相はベルドーを追い払うように下げ、再び口を開いた。

「このように相当に不利な停戦ではありますが、今は過去を嘆いても仕方ありません。まずは現有兵力でもって反乱を徹底的に掃討、彼らの抵抗を根絶やしにします。その上でゴルドニアに対抗するため本国において徴兵を実施します」

　困惑と疑問の声が上がる。

　トリエアは各領主の私兵を除けば基本的には募兵による常備軍だ。

　民を徴兵したことは過去アークランドとの戦いで戦局が悪化した時など数える程だった。

「併せて傭兵の雇い入れも行い兵数を一気に揃えます」

　そこで一人の貴族が手を上げた。

「兵を集めることに異存はないがゴルドニアの中央軍とやらは既に四万を超え、近々五万に届くまでに増強されていると聞く。我々はいくら民から兵を集めても三万がいいところだろう。奴らと単独で事を構えることは到底できませんぞ？」

　傍に居る者から「弱気な」「臆病者」などと陰口が聞こえるがその貴族はまったく動じていない。

　トリエアはかき集めても最大三万、傭兵を大量に雇い入れるにも財政的に長く維持する事はできない。

　それに対してゴルドニアは人口から考えても十万程度ならば問題なく集まるだろう。

　これでは勝負にならない。

「私は軍事的な事には詳しくないが、それでもまともに戦えば兵力差で勝機は薄いことぐらいはわかる。だが兵力差を埋める手段があることもまた知っている」

「城か……」

　宰相は大きく頷いた。

「左様、我が本国北部と占領地の間に城塞群を築く。幸い長年アークランドからの防衛線であったこの場所には既に要塞が存在する。それを更に延長し、強化するのだ」

「なるほど……あの要塞は長年アークランドを食い止めていた護国の盾、更に強化すると考えればゴルドニアとて突破できまい」

「占領地など最早お荷物、奪われても国力にはさほどの影響もあるまい」

「更に今回我々に痛手を与えた東の領主、ハードレットへの対策もせねばならん。奴の軍の強さは精強な騎兵隊にあるらしい。そこで東にも防御陣地を構築する……がこれは堀と柵を持つそれなりの物で十分だ。騎兵さえ止めてしまえばさほどの脅威でもないだろう」

「なるほど……さすが宰相」「うむ、要塞戦ならば我らに利がある」

「ゴルドニアを押さえ込んで奴らの兵力を拘束した上で非道を訴えればマグラードもユレストも我らにつく。そうなればゴルドニアは兵を引くことになるだろう」

　ゴルドニアの豊かな領土は各国にとって垂涎だ。

　大義があり、しかも兵力が南部に集まっているとなれば周辺国は間違いなく飛びつく。

「なるほど宰相の案は素晴らしい。だが既存の要塞群を強化するだけではなく東部に新しい防衛陣地を築くとなれば莫大な労働力が必要になる。とても徴兵と両立出来るとは思えない」

　土木工事も徴兵も最も必要なのは若い男だ。

　両方十分に振り分けられるほどトリエア王国は若者を抱えていない。

「心配ない。労働力、それも使い潰せる者達がいるではないか……。反乱の鎮圧に際しては降伏を認め、処刑を中止するよう下令する。奴らを労働力として使うのだ」

　元々反乱に加担するような奴らを兵に出来る訳も無い。

　ならば使い道に迷う事もない。

「しかし処刑を廃せば反乱者に対して甘くはなりませんか？」

　宰相は道理の分かっていない指摘にくすりと笑う。

「そうでもないぞ。どの道全員が働いた末に死ぬのだ。縛り首よりも効果的だと思うがな」




　トリエア王が意見を挟む事はなく、ロレイル以北の城塞の強化、東部地域での防衛陣地構築、そして一般の民からの徴兵が決定された。

　トリエア王国はゴルドニア王国との本格戦争を想定して動き始めたのだ。
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　ラーフェン

「随分集まったものだな」

　目の前にはバラバラの防具、ほとんどがトリエア王国の物なのが皮肉だが……に身を包んだ兵士達が整列している。

　紛争の原因となった大規模な農民反乱、俺が途中から介入したのでかなりの数が生き残って領内に受けいれることになった。

　その中で特に独身者達はかなりの割合で農民よりも兵士となることを選んだのだ。

「領内の人口バランスが崩れるほどの数です。治安面での不安がありませんか？」

　セリアが眉を寄せながら心配そうに言う。

　アドルフがつけている住民帳を全部見たわけではないが今回の件だけで四千人は流入したはずだ。

　元々二千しかいなかった領民、流民達を受けいれていったことを考えても同数以上の数が一気に雪崩こんだことになる。

　こうなると受け入れたと言うより合流したと言ったほうがいいかもしれない。

　閉鎖的な環境の辺境に大量の人員が流れ込んだのだ。

　元が同国民とは言え、少ないながらも軋轢は生まれている。

　そこを解決するのもアドルフの仕事としておこう。

「山の民に元々の領民、そして流れてきた農民か、いよいよもって混沌としてきたな」

「ですが彼らはゴルドニア王室の意向によらず動かせる戦力です。弓騎兵と並んでこちらを主力として考えるべきでしょう」

　レオポルトは独自軍をメインに軍を構築するつもりのようだった。

　ちなみに新しく私軍に入った者達は個人の適性ごとに兵科を決めるという名目で、同郷者を出来るだけばらばらの部隊に配置している。

　完全にこの地に馴染むまでは顔馴染み同士を離すことで反乱を防止するらしい。

　一度反乱を起こした者は領主に背くことに抵抗がなくなり、またやる可能性が高いそうだ。

「出来れば家庭を作らせ、家族を村町に置かせればその心配もないのですが」

「流民達にも独身者は多く居た。男と女はそのうちくっつくだろ。それよりも奴らの練度はどうだ？」

「問題ありません。むしろ今までの私軍よりずっと優秀ですな」

　やはり旧アークランド軍の者が多いからか装備は歪でも動きは整っている。

　へたをすると正規軍である東方独立軍よりも規律がありそうだ。

「一年の空白があってこれです。先の戦争、もしアークランドが万全の状態で戦っていたら勝敗はどうなっていたかわかりません」

「順調そうだな。規模が大きくなったらイリジナには荷が重いかもしれん。お前が積極的に見てやれ」

　イリジナは軍人としてはアホの子ではないが千に届くような部隊を指揮した経験は無く、今の力量では前線指揮官の域を出ない。

　レオポルト無しにはまとめ切れないだろう。




「兵士以外の民は馴染んでいるか？」

　反対側にいるアドルフに声をかけてみる。

「ここまで多いと溶け込ませるのは無理です。別の勢力として村を作らせ、手に職のある者はラーフェンに居住させています」

　こちらは同郷の者を出来る限り固めているそうだ。

　初顔合わせの者達と濃密な連携が必要な農作業をやれと言うのは酷にすぎるからだ。

　勿論武器の類は一切保有させていない。

「道具職人や簡単な鍛冶屋までラーフェンに置いては村の生活に支障が出るんじゃないのか？」

「そうです。彼らは本当に簡単な物以外、クワも水瓶も全てラーフェンに来なければ調達する事はできません。村内での物々交換ではなく農作物を売りもしくは労役で金を稼いでラーフェンで使う、この循環が商業の活性化を促がしましてひいてはより大きな商業圏～」

　後半はあまり聞いていなかったが、要は各村々に自給自足されては商人は商売にならない。

　ラーフェンを中心に物を売って買わせることで商人を呼び込むらしい。

　商人が大量に来ることになれば物は高く売れるし安く買えて得だそうだ。

「商人云々は俺にはわからん。お前に任せるが、これだけの人数の家を確保するだけでも骨だな」

「はい、労役の一貫として家の建設と街壁の建設も進めていますが手はまだまだ足りませんね」

　ど辺境、しかも軍が間近に駐屯しているラーフェンに誰が攻めて来るのだと思いもするが街壁は防御陣地であると同時に治安の象徴、領主の威信を示す物でもあるらしい。

　無いと住民は不安になるし、商人も店を構えるのに躊躇するそうだ。

「軍の中にも陣地構築の部隊を作って頂いたのでそれも利用させてもらっています」

　レオポルトも頷く。

　人数に余裕が出来たので以前に中央軍で編成した工兵隊を規模は小さいながらも再現したらしい。

　工兵隊にとって堀や柵の建設はいい練習になる。

「問題はひたすらに金がかかるのですが……」

　セリアの目が釣りあがるので尻を撫でて落ち着かせる。

「今年を乗り切れば来年からは税も取れるのだろう？　金がなくなりそうなら止める。それまではお前の好きにやれ」

　そういえば資金調達で思い出した。

「例の略奪…………戦利品の売却の件はどうなった」

　宝石など持っていても仕方ない。

　ノンナが名残惜しそうに眺めていたネックレスは確保してあるしな。

「ストゥーラの商家いくつかに声をかけています。日を変えて呼びつけ、買取価格を比べて一番高値を出す者と取引しようかと」

「そうか、ならそれでいい任せた」

　取引を円滑に進める為にも一応商人が来たら会ってくれと言うことらしい。

　美人ならそいつに決めよう。




「族長様！　ピピも話があるぞ!!」

　ピピがピョンと抱きついて来る。

　ワンピースのような服を着ているが太ももに当たる股の感触が柔らかい。

　下着をつけていないだろ。

「わっ！　ピピあなた尻がっ!!　下品なことをしないで下さい!!」

　セリアからもむき出しの尻が見えたようだ。

　騒ぐセリアを怪訝な顔で見ながらピピは言葉を続ける。

「族長様の馬はすごいな！　夏前に種付けした牝馬が全て孕んでいたぞ」

「あぁ…………あれな」

　山の民は積極的に馬を交配させて生産を続けているが、品種的に比較的小さく平原での速度はゴルドニアの軍馬に劣る。

　その分小回りは効くし、荒地や原野を移動するならば優越しているとも言えるが、山の民の長達がどうせなら大きな馬も欲しいと言い出した。

　そこで年がいったり怪我をした軍馬を渡し、紛争前のわずかな期間だがシュバルツにも種付けさせてみたのだ。

　するとあの色情馬は一日一〇頭以上に種付けしたのだ。

　普通は一日の内に何回も出来ることではないらしいが……。

　終わった直後から他の牝馬に迫っていったらしい。

　一日の終わりにはげっそりと痩せ、それでもまだ交尾していたらしい。

「シュバルツはすごい！　ピピも馬の交尾は良く見るがあんなのは初めてだ。桶をひっくり返したみたいに種が出てたぞ！　牝馬に蹴られても気にも留めなかった。ただ…………」

　ピピが少し言い澱んだ。

「ただ、シュバルツはオスの根っこも大きすぎて小さい牝には入らない。それに交尾が激しいから終わったら牝がへばってしまって大変だった」

「デカチンに絶倫か、とんでも無いエロ馬だな」

「…………」

　セリアが俺を半目で見ている。

「なんだ？」

「いえ、なんでもありません。これからも戦場でさぞ気が合うことでしょう」

「それに種付けした牝馬が全部孕んだ！　あんなに優秀な種馬は見た事無いぞ！　きっと子供達もすごいのが生まれるぞ」

　生まれた馬が役に立つのは何年も先だが、ピピは本気で喜んでいる。

　将来を見据えた馬の生産がいずれ役に立つ時がくるかもしれない。

「シュバルツはまるで族長様みたいだ！　すごいオスだぞ!!」

　何を馬鹿なことを、やっぱりピピはまだまだ子供だな。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　秋

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 東方独立軍司令官 二千

　　　アークランド南東部領主　私軍一二〇〇　山の民 約千

　財産　金貨五四〇〇枚　（軍備内政で継続消費－五〇〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室孕）メル（側室孕）クウ ルウ

　リタ（メイドもどき）カトリーヌ（淫乱）　セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）

　子供　スウ（娘）ローズ（義理）アントニオ（息子）

　王都　（メリッサ愛マリア） ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト（独立軍副司令官）アドルフ（内政官）シュバルツ（エロ馬）

　経験人数四九人　産ませた子七人

話ばっかりになりました。

こういう時もあります。










第80話　族長として







　ラーフェン

　今この町では昼夜を問わずに建築の音が響いている。

　昼はそこら中で家を作り町の周囲に堀を作る音、夜は煌々と焚かれた松明の下で昼の作業に使う資材を作る音が鳴り続ける。

　紛争時の大量受け入れ以降も細々とながら民の移動は続いており、トリエアとの間に設定された非武装緩衝地帯には逃亡者を援護するため、彼等自身による扶助組織も存在しているらしい。

　流入した者は多くが農業開拓者として未開地に派遣されるが、それでもラーフェンに留まることを選んだ者も少なくない。

　家の需要はいくらでもあり、建てる為の資金も差し当たっては足りている。

　足りていないのは人手と材料……正確に言うならば原料はあるが加工する能力が足りていない。

　丸太だけがあっても家は建たないのだ。

「これからの季節は農閑期なので労役に応じる者も多くなるとは思われますが、同時に寒さを防ぐために家の建造を急がねばなりません。他の領土からの出稼ぎ者も受けいれるべきでしょう」

　中央平原における冬はそれほど厳しくはない。

　真冬でも仕事は出来るし、移動にもほとんど支障は出ない。

　それでも掘っ立て小屋で冬を過ごすのは酷だろう。

「間に合いそうにないなら狭い長屋でも作って押し込んでしまえ。タダで住ませてやってるのだから文句は言わせん」

　新しく移ってきた者に対して家は無料で与えている。

　もちろん仕事に必要な設備や家具、その他もろもろは知ったことではなく、外側だけの話だが。

　借金として税に上乗せしても良かったのだが移住してきて最初から借金まみれでは気分が悪かろうと思ったのだ。

　せっかく作った家の中で餓死でもされたらつまらない。

「このままでは早々に資金は尽きます。略奪……戦利品の売買の荷が益々重くなりますな」

「その通り、お前がしっかりしないと民が飢えるぞ？」

　領主はあなたでしょう。何を無責任な、とアドルフは笑う。

「俺は自分の女を守ることに精一杯だからな。領民はお前達に任せた」

「こんな酷い事を言う領主は初めてです。もっとも言わずに行動で示す輩はいくらでもいましたが……そうだ、女と言えば先ほど北の町から移住を希望する者達がいたのですが」

「ん？　毎日来てるだろう、一々報告しなくてもいいぞ」

「そうなのですがどうも娼婦の集団らしく、町の風紀を考えますと一応お伺いを立てようと……」

　何を言っている。

　肉体労働で疲れた体には水と同じぐらい女が必要じゃないか。

　一応後で顔だけは見に行こう。
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　数日後

　延々と私兵の増強と訓練、そして建設の様子を見守るだけしかすることがない。

　アドルフもレオポルトも、俺の確認が穴の空いたザルであることは良く知っているので自分の手で完璧に仕上げてから実行してくれる。

　おかげで俺は昼間から、新しく作った執務机に座って酒を飲んでいられるのだ。




「根元からゆっくり舐め上げてくれ」

「はい、こうですね」

　机と椅子の間に入ったエプロンメイド服のリタが俺のズボンを少しだけ降ろして奉仕している。

　狭い空間なのでそれほど激しい動きはできないが温かい女の口にゆっくりと含まれるのも悪くない。

　手を差し入れて肩から胸を撫でるとリタは胸元をほどいて乳房を露出させた。

　うむ、よくわかっている。

　これが触りたかったのだ。

「また上手くなったか？」

「ぷはっ！　ええ、巨根の含み方を練習しましたわ。んぶっ」

　それだけ言うとまた言葉は途切れ快感が走る。

　刺激が強くないのでなかなか射精できそうにはないが、このままゆったりと過ごすのも悪くない。

　カップに入った酒を煽った所でバーンと執務室の扉が開かれる。

　ノックも無しに無礼なことをするのは……カーラかピピぐらいだ。

「族長様！　仲間の所に帰りたい」

「ぐっ……。突然どうした？　連絡の為なら好きな時に帰っていいと言っただろう」

　扉を開け放つ音に驚いたリタが肉棒に歯を立ててしまった。

　怪我はないが少し痛む。

「そうじゃない！　しばらく向こうにいたいのだ。出来れば訓練中の仲間も連れて帰りたい」

　いきなり過ぎるが俺に愛想でもつかせたのか？

　リタが御免なさいとばかりに噛んだ場所を丁寧に舐める。

　机は俺の方向からしか足が入らない。

　向こう側に手をつくピピにはリタは見えていないのだ。

「まさか！　族長様は最も偉大な方だ。そうではなくて敵が来るから戦士達を今だけ集落に戻したい」

　山の民の住む場所からラーフェンまでは彼らの足なら集団で動いても二日ほど、そこで普段は交替で二〇〇名程度ずつこちらで訓練し、他の者は戻って狩りや遊牧をしている。

　その二〇〇名までも戻って欲しいと言うからには何かまずいことが起きたのだろう。

「敵とはなんだ？　あの辺に盗賊など出るはずもないが……」

「普段は会わない部族と進路が重なった。こっちは数が減ってるからちょっと不利……」

　彼らは水のある場所を移動しながらの遊牧を続けている。

　戦争に駆り出したせいで移動のサイクルが狂い、他の部族と出会ってしまったらしい。

「お前ら以外に部族が居たのも初耳だったんだけどな」

「ん？　言ってなかった。ピピ達が一番草原の民に近かったから多分会ったことが無かった。本当はピピ達が一番大きくて強かったけど……」

　我々が言う所の略奪に下りて来る蛮族とはピピ達の部族のことだったらしい。

　だが討伐戦で数百の戦士を失った影響は大きいようだ。

　これは少し考えてやろう。

　リタの頭を押えて喉奥まで逸物を入れる。

「わかった。訓練中の者は帰ってもいい。但し俺にも少し考えがあるからピピは町で待っていろ」

「あい。皆に伝えてくる！　あ、そういえばあの暗いのが族長様を探してた。娼館街で見たぞ」

　暗いの、とはレオポルトの事だ。

　だがあいつは何故俺を探すのにまず娼館街に行く、領主の館の執務室というこれ以上ないぐらい正当な場所に居ると言うのに。

　ピピが退室していく。

　レオポルトと話をせねばならないがそそり勃たせて行く訳にもいかない。

　ここまで大きくなったらズボンにも入らない。

　リタを机から出して両手で頭を押える。

　コクリと頷いたのは乱暴にしてもいいという合図だ。

「うごっ！　んぼっ！　がぼっ!!」

　頭を掴んで猛然と腰を振り、喉を過ぎて臓腑にまで届くほど肉棒を奥まで入れる。

　リタは涙目になって苦しげな声を上げるが自分でも頭を振っているし、俺の尻に回った手も離れない。

　しばらく無理やり口を犯されているような光景と音が続き、限界を迎えた。

「うぉっ！」

「んぼぉぉぉ!!」

　喉奥への射精、女への残酷な仕打ちにも思えるがリタはこれを好む。

　聞くと喉の奥で巨根が跳ねて射精するのがたまらないそうだ。

　発射が終わって喉から引き抜くとリタは床に倒れこむ。

　根元まで入れる口淫だと射精の間は息が出来ないのでいつもこうなる。

「いつもながら大丈夫か？　もう少し浅い所で発射しても十分気持ちいいんだが」

「はぁっ、はぁっ、これがいいです。巨根に命まで奪われそうな瞬間がたまりません」

　リタは証明するように股間を見せ付ける。

　そこは水浴びでもしたかのように濡れていた。

　リタは浮いた目で愛しげに肉棒に頬ずりし、丁寧に舐め回して汚れを落としてくれた。

「良かったぞ」

　頭を撫でて部屋を出ようと扉を開くと。




「きゃっ！」「ひっ！」「わっ！」

　ドアを開けると三人のメイドが飛びのいた。

　耳を当てて聞いていたらしい。

　皆若く、二〇にもなっていない女達ばかりだ。

　ラーフェンは人手不足とは言え、非力で特に技術もない若い女が出来る仕事は多くない。

　頼る者がいなければ作業者の給仕や簡単な編み物ぐらい、後は開き直って男に抱かれる仕事かだ。

　そんな彼女達にとって館の使用人はつらくも汚くもない人気の職らしかった。

　そして俺の愛妾ではあるが長年メイドの経験があるリタは彼女達のリーダー的存在だった。

　その彼女が乱れる様に興味があるのは年若い女としては当然のことかもしれない。

「……あなた達、何をしているのですか？」

「それはそのぉ……」「リタさんを探して……」「声がここから聞こえたので……」

　皆が目を逸らす。

　口元から垂れる精を拭きながらリタが種臭い息で説教をしている。

　レオポルトを探す途中も思い出して笑ってしまう光景だった。







「これを見せたかったのか？」

「はい、一度お見せした方が早いかと存じまして」

　ラーフェンから少し離れた草原、目の前にあるのは以前にクラウディアが持ってきた鉄の塊だ。

　やや上に向けられて地面に杭を打って固定している。

「これは武器なんだよな？」

　少なくとも振り回して相手を殴りつける棍棒では無かったわけだ。

「そうです。今から実際にお見せします」

　数人の兵が動いて黒い砂を入れ、鉄球を中に転がす。

「狙いはあれです」

　１００ｍほど先には石が積まれ、擬似的な城壁を模していた。

　厚さ的にはあれがずっと続くと考えれば、それなりに立派な城壁と言える。

「撃て」

　レオポルトの小さな号令と共に鉄の筒に火が近づけられる。

　その瞬間に雷鳴のような轟音が響いた。

「なんだ!?」

　鉄の筒から大量の煙が立ちこめ、視界が一気に悪くなる。

　風に流されて煙が消え、石壁を見てみるとそこにはバラバラに散乱した屑石が散らばっていた。

「…………こういう武器か」

「はい、鉄の筒の中でこの砂……火薬を爆発させて鉄球を飛ばします。威力は見ての通りですな」

　破壊された壁はこの為に作られたであろう低く狭いものであったが、もし同じ厚さの城壁に対して使用しても大穴を開けることは間違いないだろう。

　しかも破城槌と違ってこれだけの遠距離からその破壊をもたらす事が出来る。

　使い方によっては面白い事ができそうだ。

「難点は重いことです。兵が担いで移動することはほぼ不可能、大型の荷馬車を一台占拠しますし、設置するにもそれなりの時間がかかります」

「馬車は仕方ない。それでも破城槌よりは小さくて動かし易いさ。面白いな」

「えぇ、鉄球はこちらでも作れないことはないのですが火薬はどうやって作ったのか、あるいは採取したのか見当も付きません。肝心な所で使う事にしましょう」

「確かにあんな砂は見たことない。連邦では取れるのかもな」

「例の御婦人に聞いて下さい。これがいくつかあれば戦術の幅が広がりますので

「……下手なことを書くとまた来るかも知れない」

「よいではありませんか、わざわざ持ってきて頂けるのならこれほど好都合なこともございません」

　レオポルトは他人事だと思って好き放題言いやがる。

　次クラウディアが来たらイラつくノンナとメルの世話はこいつに任せよう。

　それと肝心なことを忘れていた。

「弓騎兵の件は知っているな」

「はい、私に一報もなく勝手に帰還の許可を出した件ですな？」

　あえて無視して続ける。

「どうやら山の民の間でも争いがあるらしい。これに介入することをお前はどう思う？」

　レオポルトは僅かな躊躇も無く返す。

「領土的には無意味と言えるでしょう。彼らの地は鉱山などを除いては不毛の地、必要な場所にだけ砦を築いて守ればそれで十分です。むしろ争いで弓騎兵の兵力を損なう方が問題です。出来れば土地を捨てさせこちらに全員を連れてきてもらいたいですな」

　ピピ達は絶対に受けいれないだろう。

　だがレオポルトは声のトーンを変える。

「しかし現時点では意味のあることかもしれません。土地を支配するのではなく、安全に通行できるようにする為にです」

　トリエア王国と戦争になった時の戦略について言っていたな。

　ならば決まりだ。

　領主としても個人的な感情としても援軍に行ってやろうじゃないか。

「手持ちの騎兵を全て揃えて準備させろ。俺が直接率いる」

「承知しました。しかしまた騎兵だけですか、優遇されているのか貧乏くじを引いているのか」

　そう言われても広大な山の民の領域を駆け回るのに歩兵はついてこれない。

　ピピ達も敵も馬に乗って走り回るに違いない。

「なぁに、いずれ本格的に戦争になれば歩兵が命運を握る時も来る。しっかりと訓練しておいてくれ」

「では御武運を、死なないで下さいよ」

　本当に口の減らない奴だ。




　用意できた兵力は槍騎兵（軽装騎兵）が七〇〇騎に重装騎兵が三〇〇騎だ。

　これにエイリヒからもらった大型馬車が水や飼葉を積み込んで続く。

　何しろ山の民の領域には荒野が続き、いつ水や食料の補給が得られるかはわからないからだ。

　とにかく広い俺の領地では騎兵がいないと話にならないので中央軍と比べればその比率は非常に高い。

　弓騎兵も試しに作ってみようと思ったが無残な結末に終わってしまった。

　弓を射るのと駆けることの両立はつけ焼き刃では到底不可能らしく、三人目が落馬して死んだ所で諦めた。

　しかたなく数人に一人の割合でボウガンを持たせて見たが、どの程度役に立つかは未知数だ。

「では出立しようか」

「あい！　族長様が来てくれるなら百人力だ！」

「任せろ！」

　同行するのはイリジナとピピだ。

　ピピは当然としてもイリジナは私軍の訓練に必要だと思ったのだが。

「彼女ですか？　居ないなら居ないで問題ありません」

　とレオポルトが言っていたので連れて来た。

　奴はもう少し配慮を知るべきだし、一緒に来れると喜んでいたイリジナはもう少し頭を良くするべきだ。

　ちなみにいつも横にくっついているセリアは一昨日から食あたりだ。

　イリジナと一緒に屋台で食べた肉が腐っていたそうだ。

　ちなみにイリジナはケロリとしている。

　医者に見せたが命には支障ないが数日は下痢がひどいとのこと。




「わたし……も……同行します……あううっ!!」




　そこまで言ってトイレに駆け込んだセリアの音を聞くのも忍びなく、そのまま出撃してきた。

　家の女達にもセリアが追いかけて来ないように捕まえておけと言っておいたから大丈夫だろう。

　少しばかり体を休ませよう。

「族長様、あのキラキラ鎧は着ないのか？　格好良かったのに」

　雑音を排していざゆかん。
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第81話　騎兵戦闘　♯







「ようこそおいでなさいました族長様！」

「おぉ、彼らは族長様の戦士達にございますか！」

　ピピの案内で彼らの部族と合流し各一族の長達に迎えられた。

　そういえば長達に会うのは討伐戦以来だな。

　しわくちゃの爺さんや、真っ黒に焼けたおっさんばかりだから別に会いたくも無かったが。

「族長様が来たからにはもう安心だ。ベレン族の連中なんか怖くないぞ！」

　ピピが大きく声を上げて周りの者が歓声を上げる。

　相手の名前も初めて知った。

　基本的にはピピ達の部族と変わらないらしいので名前なんかどうでもいいか。

　どの道潰してしまうのだ。

「このまま進めばすぐにベレン族とかち合うでしょう。もう日も暮れますので今日はここで止まりましょう。ごゆるりとなされて下さい」




　連れて来た兵達は山の民に混じって天幕や焚き火の周りで野営している。

　ピピ達の部族の総数は優に二千を超えているが、年端も行かない子供も多く、戦力になるのは千と少しだろう。

　先の紛争では目一杯戦士を出してくれたらしい。

　その忠誠に応える為にも今回は役に立ってやろう。

　用意された天幕に入ると一面に毛皮が敷かれてカーペットを引いた部屋のようになっている。

　ベッドはなく床に直接横になるらしい。

「餓狼と鬼ウサギの毛皮を用意させたぞ。ふかふかで温かい」

　ピピも同じ場所で寝るらしくピョンと中に飛び込むが、毛皮は柔らかく衝撃を吸収し、痛みは感じていないようだ。

「これはすごいな……こんな上質の毛皮は見たことが無い」

　イリジナも俺の女と言うことで当然同じ床で寝る。

「当然だ。餓狼も鬼ウサギも結構手ごわいし、なかなか出ない。その毛皮を何重にも重ねてる」

　結構な貴重品らしい。

　三人揃って横になると旅の疲れからか眠気が襲ってきた。

　イリジナを抱こうかとも思っていたのだがせっかく上質の毛皮を汁だらけにすることもない。

　今日はこのまま寝ようか。

「まってくれ族長様！　偉大な族長様の床に女がたった二人なんて駄目だ。威厳がなくなる」

「なに？」

「部族の皆も族長様が連れている女が少ないのを心配していた。草原の町に置いてきたと説明しておいたが、偉大な男はいっぱい女を侍らせないといけない。長達に声をかけてもらった」

　ピピが手を叩くと天幕の中に次々と女が入っている。

　上は三十路に届く女から下はまだ子供と思える女まで様々だ。

「族長様は年増も好きみたいだから」

　ピピ、それはメルのことじゃないだろうな。

　絶対に本人に言うなよ、暗殺に来るぞ。

「「「失礼いたします」」」

　そして俺が固まっている原因は女が多いからではない。

　彼女達が全員一糸纏わぬ姿だからだ。

　途中で服を脱いだのではなく、最初から全裸だった。

「その格好で外を歩いてきたのか？」

「はい？　もちろんです。族長様に侍るのですから」

「この程度の寒さなら大丈夫です」

「当たり前ではないですか」

「族長様の下に伽に行くのは女の誉れだ。裸でも何も恥ずかしくないぞ。ピピも脱ぐ」

　毎度ながら山の民との恥じらいにおける相違点は大きいらしい。

　あっと言う間に全裸になったピピに対抗するように全裸になったイリジナを左右に抱いてもう寝ることにする。

　乱交としゃれ込むにも体も心も疲れたのだ。

　女達も侍ること自体が目的のようで特に求めては来なかった。

「……枕も毛布もないのか」

　敷かれた毛皮は最高に暖かいが毛布がないと体は冷えてしまう。

「枕も布団もあるぞ」

「どうぞ」「暖めます」

　豊満な女が枕元にうつ伏せになり尻を揺らす。

　乗れということだろうか。

　柔らかい尻に頭を乗せて横になるとたちまち女達が俺の服を全て剥ぎ取り、上に覆いかぶさってくる。

　なるほど……女尻の枕と女体の布団か……最高の贅沢だな。

　裸同士で女体と密着していると確かに暖かい、だが乳首の当たる感触は駄目だな、股間が硬くなる。

　いかなる高価な枕や布団よりも素晴らしい最高の寝具を味わいながら俺は瞳を閉じた。

　夢うつつに女達の声が聞こえていた気がする。

「見て……これまだ柔らかくて勃ちきってないのにこんなに大きい」

「前の族長様に抱かれたことあるけど……ビンビンに勃ってもこれよりずっと小さかったよ」

「男の中の男って感じね」

　逸物に軽く息がかかる感触がする。

「ねえ、これ完全に勃ててみない？」

「駄目よ、起こしちゃったら怒られるわよ」

「そんな狭量な人じゃないって、舐めてみる」

　股間に温かい舌が這う感触がする。

　稚拙ながらも竿や亀頭を這い回る舌に少しずつ肉棒は大きくなっていく。

　八分目ほど勃ったところで女が舌を離した。

「う、うそぉ……」

「信じられない」

「ひぇぇ……」

　女達は俺の大きさに驚いているようだった。

　危ないものに触れるように恐々と何本もの手が撫でて来る。

　最初にいじっていた女達以外にも次々と参加者がいるようで小さな悲鳴と驚きの声が上がっていた。

「ピピ様とイリジナさんってコレを受けいれてたの？」

「イリジナさんはまだわかるけど……ピピ様はね」

　山の民は男も女も体格が小柄だ。

　戦士に選ばれるような女は彼らの中ではがっしりしているらしいが、それでも身長でノンナを超える者は多くない。

　イリジナは彼らの中に入ればとんでもない大女なのだ。

「ぬぅ、あったかいぞ」

「あぅ、潰れる……」

　薄目を開けるとイリジナはピピを抱きかかえて熟睡している。

　ピピは苦しそうだ。

「入れてみる？」

「無理よ、裂けるわ」

「でも勃てておいて放置なんて失礼よ」

　ヒソヒソ声が続き、結局最初に舌で愛撫した女が責任をとって射精させる事になったらしい。

　先ほどの悪戯のような舌使いとは違い、先を口の中に入れるような愛撫が続く。

　他の女も手伝っているのだろう玉や竿にも刺激が走る。

「まだ大きくなるよ……」

「これじゃ馬だよ。いえ、ウチの馬よりもきっと大きい」

　逸物を褒められて悪い気はしない。

　複数人の愛撫と併せて気分は高まり、いよいよ肉棒も脈打ち始めた。

「あっ、ビクビク動いてる。お種が出るわよ」

「ほら、床を汚しちゃうわ。咥えて咥えて」

「口に入らないぃ……んぼっ！」

　奉仕していた女は他の女に押えられて口の中に逸物を含まされる。

　歯が当たった刺激で遂に決壊し、玉からどくどくと精が駆け上がる。

「うっ！」

「んーーーー！！！？？」

　寝たふりをしていたがさすがにうめきが漏れてしまった。

　女の口は一気に膨らみ、こぼれると思ったのか他の女に助けを求めた。

「ええっ!?　そんなに出るの？」

「とにかく、私が替わるわ！」

　女達は口が一杯になる度に交替していき、八人目が限界を訴えた所でようやく射精が止まった。

　ほとんどの女が話せなくなってしまったのでしばらくの間無言が続き、喉を鳴らす音だけが聞こえる。

「げほっけほ、種濃い。喉を通らない」

「口からでも妊娠しちゃいそう」

「大きすぎて顎が……」

「ほら、掃除しましょ」

　一〇本近い舌が肉棒とその周囲を這い、全ての汚れを舐め取っていった。

　そろそろ頃合か。

「ん……。どうした？」

　さも今起きたかのように体を起こす。

「いっいえ、なんでもありません。逸物があまりにご立派だったもので見とれていました」

「どうぞ気になさらずお休み下さい」

「そうか、なら休ませてもらうぞ」

　俺は一番最初に口をつけてきた女、大量の精を飲んで未だに咳き込んでいる彼女を抱き締めて転がる。

「ええっ！」

「お前のような体つきが好みなんだ。抱き枕になってくれ」

「はい！　光栄です！」

　他の女達の羨望の眼差しを受けながら俺の胸の中で微笑む女に少しばかり逸物は硬さを取り戻した。

　横では眠り込んだイリジナがピピを本格的に締め上げ始め、他の女が四人がかりで必死に引き離していたのだった。
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　二日後

「見えた！　ベレン族だ！」

　山の民と共に二日ほど行動し、ようやく活躍の時がきたようだ。

　戦わぬ者は子供や家畜を連れて後ろへ下がり、戦士は弓と剣を持って馬に跨る。

　俺が連れて来た騎兵達も次々と準備を整えて行く。

　遠目に見えるベレン族は俺たちと同じくバタバタと準備を整え、戦闘体勢を整えている。

　数は団子になっているので数えにくいがこちらより大幅に多いようにも見えない。

「出会っていきなり戦いか？　話し合いもしないのか」

「ベレン族とは前に水場の事で争った。戦うしかない」

　よくはわからんが彼等なりの掟があるようだ。

　戦うだけの方がわかりやすくていいがな。

「隊列を組め！　三分でだ！」

　彼らとこちらの違いがまず現れる。

　敵は山の民特有の一族ごとの編成、五〇人程度ずつに固まった集団として行動する。

　こちらは訓練の成果もあり、綺麗な横隊を整えていった。

　先頭に弓騎兵、その後ろに重装騎兵が並び、側面には槍騎兵が分散して展開する。

「連中が動き始めましたぞ！」

　一人の長がこちらに向け突進を開始してきた敵を指差すが声には困惑も恐れも無い。

　彼らは俺を完全に信じ、偉大な族長がいるのに敗北などあり得ないと口々に叫んでいたのだ。

　その期待に応えてやらねばならない。

「突撃だ！」

　こちらも敵に真正面から突撃を開始する。

　自他の距離は徒歩ならば一時間はかかりそうな程開いていたが、互いが騎馬で突進したので瞬く間に詰まっていく。

「撃てぇ！」

　ここで自他のもう一つの相違が出た。

　使用する弓と矢の性能だ。

　ベレン族が山の民の伝統的で粗末な弓と矢を使用しているのに対して、味方は高性能な合成弓を使っている。

　矢も洗練され、射程も威力も高い。

　それでも以前の戦いで、弓の打ち合いにおいて山の民が優位にたっていたのは幼い頃から鍛え上げた圧倒的な技量故だが、今回はお互いの技量は同じだ。

　ならば武器の性能差はそのまま戦力となる。

「すごい……！」

　同じく弓を放とうとしていた敵が次々と落馬して行く。

　ほんの数秒先んじただけだがその効果は絶大だった。

　弓騎兵は弓を仕舞い、剣を抜き、矢受けの盾を掲げる。

　とんでもない相対速度から考えて二発目を放つ余裕は無い。

　そこで敵も矢を放ち、弓騎兵が落馬していくがその数は敵に比べれば微々たる物だ。

　盾が矢を弾くし、鎧の性能も違う。

　そのまま互いに進路を変えることなく敵味方はものすごい速度で交差する。

「これだけの数が騎馬突撃ですれ違うなど滅多に見る機会はないぞ」

　重装騎兵の先頭で馬を走らせながらイリジナと顔を見合わせて笑った。

　イリジナも戦場に慣れているので恐れはなく楽しそうにさえ見える。




「足を止めるな！　突き抜けろ!!」

　悲鳴と怒号が響き、すれ違い様の斬り合いが開始された。

　剣が振るわれ、男女問わずの首が宙を舞う。

　馬を制御出来なかった者は敵と正面衝突して互いに吹き飛んでいった。

　だが凄惨な戦闘は長く続かない。

　互いに減速しないので一瞬ですれ違ってしまうのだ。

　山の民同士の戦いでは大抵の場合、突進しながらの弓の撃ち合い、その後は足を止めて馬上で斬り合うか、互いにすれ違って再び弓を撃ち合うらしい。

　敵もすれ違ってからの撃ち合いに備えようとしたのか後ろを振り返ったが、まだ終わっていない。

　弓騎兵の次は俺達、横一列に並んだ三〇〇の重装騎兵がいるのだから。

「っ!!　前にまだいるぞ!!」

　敵の指揮官が叫ぶがもう遅い。

　機動力で劣る重装騎兵はまともにやれば、射程外から弓騎兵に良い様にされてしまうだろう。

　だが既に自他の距離は詰まり、弓を構える時間はない。

　更に速度に乗ってしまっているので進路を大きく変えることもできない。

　真正面からぶつかれば軽装の彼らは鉄の塊のような重装騎兵の敵ではない。

「弾き飛ばせ!!」

　敵味方が接触した途端、爆発したような轟音が鳴った。

　味方が突き出した槍に次々と敵が串刺しになり、接触した敵は重量差で弾き飛ばされた。

　敵も慌てて剣を抜いて切りかかるが隙間に当たらなければ鋼鉄の鎧には歯が立たない。

「せりゃあ！」

　イリジナの槍もすれ違い様の敵を串刺しにして放り捨てる。

　馬だけが難を逃れて後方に走り去っていく。

　負ける訳にはいかない。

　俺を守ろうとする護衛の騎兵を押しのけて、すれ違い様に槍を一閃、上半身を失った敵が崩れ落ちるのを見て、次の敵の喉下に刃を突き刺し肩から切り離す。

「もう一つ！」

　更に敵を殴りつけようとしたが涙目を向ける女だったので頭上を掠めて後ろの中年男の頭を砕いた。




「このぉ！」

　もう少しで完全にすれ違うと油断した時、腕に熱い感触が走った。

　一人の兵士に斬り付けられたらしい。

　血が流れるがそれほど深くはない。

「ちっ！」

　イリジナが反転しようとするが俺は手で制する。

　斬り付けたのはまだ少女とも思える女だったし、今反転しても追いつけない。

　かえって作戦を崩す事になる。

　鎧の隙間を狙った腕前を褒めるべきか、自分の油断を責めるべきか。

　流れる血を舐めてみる。

　自分の血の味というのは久しぶりだ。

「ハードレット殿！　大丈夫か!?」

「族長様が手傷を！」

「大したことない。女につけられた傷だ、治りも早いさ」

　周囲の者が一瞬動揺するが傷が浅いと見て胸を撫で下ろしたようだ。

　さあ、最後の締めに行こうじゃないか。

　ピピが矢を真上に放つ。

　今回の矢は音ではなく、ヒラヒラとなびく赤い布がついている。

　音では馬蹄の轟音にかき消されて聞こえない可能性があるからだ。




　敵は大きな損害を受けて隊列を乱している。

　最初に突き抜けたこちらの弓騎兵が反転してくるのはわかっているので、足を止めて素早く方向転換し、対抗するか逃亡するかを決めないといけない。

「その余裕はないんだがな」

　響く鬨の声、側面に散っていた槍騎兵が横合いから猛然と襲い掛かったのだ。

　敵はすぐに弓に持ち替えて槍騎兵を射落として行くが、方向転換の為に団子になっているため中心部分の兵は弓を使えないし、二度続いたすれ違い戦闘で弓や矢を失った者も多い。

　更に少人数に分散して四方から押し寄せる槍騎兵を一網打尽にすることは出来ず、近接戦闘が始まった。

　お互い軽装備なのは同じだがナタのような剣だけの敵に対して、２ｍの槍とボウガンを装備する槍騎兵の接近戦での有利は明らかだ。

　速度差もほとんどないので距離を詰めてしまえば、矢を撃っては逃げるという戦法も使えない。




「決着はついたな」

「たった一度でベレン族を滅ぼした！　やったぞ！」

　ピピは大喜びしているしイリジナは俺の負傷を気にしながらも笑顔を浮かべる。




　弓騎兵が取って返したところでベレン族は後方の非戦闘員も含めて全員が降伏した。

　俺は彼らの降伏を認め、ベレン族はピピ達の部族……正確には俺の部族に吸収されたのだ。
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第82話　辺境の覇者　♯







　俺は巨大な天幕の真ん中で家畜の骨で組まれた椅子に腰掛けている。

　頭にはなにやらよくわからない被り物が乗せられた。

　おまけに毛皮のマントまで肩にかけられてしまっている。

「これが族長の証だ。似合っているぞ」

　ピピは褒めてくれたが本当に蛮族の親玉といった風体になってしまった。

　セリアや……レオポルトがいなくて本当に良かった。

　イリジナならば一晩寝たら忘れるだろう。

「偉大なる族長よ。敗者たる我らへの寛大な処遇、感謝と敬服を申し上げます」

「あぁ、今後俺に忠誠を誓うならば無体な扱いはしない」

　気を取り直して目の前に跪く男達に告げる。

　少し傲慢に見えるかと思ったがこれぐらいがちょうどいいらしい。

　両手にはイリジナとピピが際どい格好、太ももと胸元が丸見えの簡素な服を着てしなだれかかる。

　もっともピピに胸元はないが。

　いかにも性奴隷だが山の民の間では族長は多くの女を侍らせることが権威の証になるとのことだ。

　更に足元にはピピの部族から出張した女達が一〇人程も侍っている。

「女も家畜も奪わないとは底知れぬ器の持ち主と感服致しました」

　山の民同士の戦いでは決着がついても皆殺しにはしない。

　大抵の条件は族長を殺し、女と家畜を奪い去る。

　奪われなかった女もその場で犯されるのだそうだ。

　犯された女が孕むことで新しい血を入れているのかもしれないな。

　今回はそれら全てを行っていない。

　彼らの族長もその地位を奪っただけで殺してはいないのだ。

「お前達とはこれからは族長様の下に一つとなる。よって何も奪わない。さあ、友好の宴を開こう！」

　味方の長達の一人が大声で言い放った。

　おおっ、と声が上がりそれを合図に豚の丸焼きを始め、肉を中心に次々と料理が登場してくる。

　大量の酒も振舞われ、俺の左手側に今まで味方をしてくれた長達、右手側に新たに味方となった長達が座り宴会が始まる。

「随分とあっさりしているな。何度も争っていたのに恨みはないのか？」

　酒を飲みながらこっそりとピピに尋ねてみた。

「過去は敵、今は友、友を恨む理由は無いぞ？」

　非常にわかりやすかった。

　だがこちらの常識のほうが俺好みではある。

　宴は大いに盛り上がり、俺は各一族の長達と杯を交わして行く。

　これで彼らは心から俺に忠誠を誓うのだそうだ。

　一度誓った忠義は俺が死ぬか、不義理を行うまで破られる事はない。

　裏切りを働けば山の神の怒りを買い、一族の魂ことごとく地獄に落ちると信じられているらしい。

　イリジナが見た目以上にきつい酒を浴びるように呑んで長達の大歓声を受ける中、一部の長達が俺の前に進み出た。

「族長様、ピール族……いえ、新たな友の長に聞きましたが族長様は女を二人しか連れていないとは誠ですか？」

「今回連れて来たのはそうだが家……草原にはもっといるぞ」

「ほぅ、一〇〇人ほどですか？」

「そんなにおらん。一〇人ほどだ」

　俺をなんだと思っている。

　王都の噂だと五〇人を囲っている性の怪物らしいがな。

「少ない！」「それはいけませんぞ！」「たった一〇人とは……草原の民の目は節穴か！」

　長達は口々に声を上げ、天幕の外に走り出て行く。

　悪い予感しかしない。

「族長様！　ご覧下さい！」

　声に呼ばれて外に出てみるとそこには本当に一〇〇人はいそうな程の女達が並んでいた。

「顔の良い者、乳の大きい者、尻が大きく子を沢山産める者、皆良い女達です。是非ともお傍に置いて下さい」

　まるで奴隷市のような光景だったが女達の表情は明るい。

　例えこの場でひんむいて犯しても誰も拒みそうにはなかった。

　一〇〇人近い女との大乱交には少なからず憧れるが、この場で抱けばやはり連れて帰らないといけないだろう。

　これだけの女を連れて帰ったらノンナが卒倒してセリアの頭の血管が切れてしまう。

「いや、うーん……」

　我ながら女を前に情けないことだが、長達は目を輝かせ、女達も乗り気だ。

　ここで断るのは族長としても男としても格好がつかない。




「うーん、お前たちでは厳しいかもしれないぞ」

　天幕の中からイリジナが現れた。

　さすがに樽ごと酒を喰らって少しばかり赤くなっている。

「何が厳しいのですかな？」

　長達は少しばかりイリジナにきつい目を向けた。

　女が嫉妬心から他の女を拒んでいると思っているのだろう。

「お前たちの体格は小さいからな。これを見てみろ」

　イリジナは何の戸惑いもなく俺のズボンを引き降ろし、逸物を外に放り出した。

　接近した時に強烈な酒の匂いを感じた。

　さすがに呑みすぎて前後不覚になっているな。

「わあっ！」「大きすぎる！」「馬ですね……」「あれは無理よ」「萎えてあんなに」

　女達が一斉に声を上げるがさすがに脅えの色が見える。

「なんと！」「これはまた……」「巨槍ですな」「うちの息子もあれぐらいあれば」「うふっ」

　長達に晒すのは非常に不本意だがイリジナは強く抱きついて離れない。

　殴り飛ばす訳にもいかないのでどうしようもないのだ。

「見ての通りの大槍だ。もちろん女を求めたら何倍にも大きくなるぞ。お前たちの体格では厳しいんじゃないのか？」

　山の民は全体的に小柄だから恐怖感も更に強いようだ。

　女達からも「壊れる」「子が産めなく……」と言った声が聞こえる。

「だからハードレット殿の相手を出来る女は限られているのだ。つまり……」

　イリジナはそこまで言って寝てしまった。

　地面に転がしてズボンを上げる。

　アホの暴走だが利用させてもらおう。

「と言うわけだ。女の体を壊すのは本意ではないので全員は抱けない。……もし新しい血が欲しいなら俺の兵達の相手をしてやってくれ」

「確かに女の腹を壊すのは頂けませんな……」

「致し方ありますまい。お前たち、好きにせよ」

　女達は俺の兵士、めったに会わない彼らの言う所の草原の民にも興味があったのだろう。

　きゃいきゃいと騒ぎながら去っていく。

　兵にも少しばかりいい思いをさせることができそうだ。




「しかし、新しく加わった我らが何も差し出さぬ訳にもいきませぬ」

　山の民の間では族長に貢物を差し出すのは当然のことらしい。

「うまい料理と酒だった。随分と家畜を潰したのだろう？　それで十分だ」

「いえ、それでは我等の忠誠を山の神もお疑いになります。別に貢物は用意してございますが……」




　そこに一人の男……以前ベレン族の族長だった男が現れる。

　今はその地位を奪われ、ただ一族の長として俺に忠誠を誓っている。

「ピピ様が族長の女として侍っているのに我らから女を出さぬ訳にもいきません……きなさい」

　現れたのは山の民にしては大柄の女性だった。

　年の頃は俺と同じか少し下、胸は慎ましいが整った顔は日に焼けて小麦色になっており、健康的な色気を漂わせている。

　特徴的なのは先ほどの女達と違って体を出す服ではなく、彼らの戦装束を纏っていたことだ。

「戦士なのか？」

「はい、このように体格も良く族長様の巨槍のお相手も務まりましょう。武芸も達者ですので是非色々と使ってやってください」

「ルナと申します。槍働きから夜伽までなんでも申し付けて頂きたく存じます」

　ルナと呼ばれた女性は深々と頭を下げる。

「よろしく頼むぞ」

「勿体無いお言葉恐悦至極にございます……」

　言葉がおかしい、というよりも馬鹿丁寧なのか。

　あまり女からは聞かない言葉遣いだ。

「ルナは幼い頃より草原の民に興味があったのですが、我らには学ぶ術もなく、ようやく手に入れた書は遥か昔の写本でございまして」

「古臭い言葉遣いを覚えてしまったと」

　幼少期に覚えこんでしまっては矯正は難しいな。

　これはこれで面白いから構わないが。




　ふと彼女の傍にいる従者と目が合う。

　その途端、従者の目は驚愕に大きく見開かれた。

　あぁそういえば戦いの中で俺を斬り付けた女だな。

　今更どうでもいいことだが向こうは気にしているようだ。

「あのっ……あのっ!!」

「どうした？」

「いえ……何も無い……」

「そうか」

「？　ルビーがどうかなされましたか？　彼女はルナの妹にございまして従者として同行させようと思っていたのですが何か不都合がおありで？」

「いや、なんでもないさ」

　脅えた様子で下を向くルビーの頭を軽く撫でて杯を受けとり、ルナと忠義を交わす。

　これで全て終わりと思ったが長達は俺たちを宴会場となっている天幕から少し離れた所に案内した。

「男と女には別の形での忠義の交わし方もございましょう」

　なるほど、それは確かに必要だな。

　俺はルナの肩を抱いて天幕に入っていく。
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「御飲み下さいませ」

　ルナが差し出す酒を一口呑み、いよいよ行為が始まる。

「では、是非ご賞味を」

　ルナは身につけた防具を外し、下着を取り去る。

　豊かではないが引き締まった肉体は素晴らしい逸品だ。

　特に褐色の太ももは今すぐにもしゃぶりつきたくなる。

「俺の方も頼む」

　ルナは微笑んで俺の服を脱がせる。

　全てが取り去られ、半ばほど立ち上がった逸物が跳ねる。

「うっ！　……凄まじい逸物、感服いたしました」

「まだまだ大きくなるぞ。口は使えるか？」

「はい、殿方への奉仕、鍛錬を積んでおります」

　ルナはまず玉と先端にキスをし、竿をゆっくりと舐めてきた。

　そして逸物がしっかりと立ち上がると口を限界まで開いてソレを咥え込もうとする。

「っ!!?　も、申し訳ありません!!」

　だが知識としては知っているようだが実際に咥えた経験はないのだろう、歯が盛大に亀頭をこする。

　慌てて頭を下げるが別にそれほど痛みは無い。

「本当はあまり経験がないのだろう？　心配しなくても平気だ。気にせず続けてくれ」

「……はい。恐れながら未熟者……まだ膜付きの未通女にございます」

　経験は少ないと思っていたが処女とは思わなかった。

　股を開かせて股間に指を入れてみる。

「ふむ、膜があるな」

「……恥ずかしゅうございます……ご容赦下さい」

　いきなりひっくり返して覗き込んだのはやりすぎたか。

　だが処女とわかればこちらが準備してやらないといけない。

「奉仕はもういい。俺がしてやるから楽にしていろ」

「えっ？　でもそんな恐れ多い」

　言葉を無視して僅かに膨らんだ胸を愛撫し、首筋に舌を這わせ、性器から尻を撫で上げる。

　奉仕などされなくても褐色のいやらしい肉体を好き放題出来るとなれば嫌でも逸物は最高潮になる。

　しばらく体を触ってルナを高めてやり、顔が蕩け、乳首と肉豆が硬く立ち、女穴が汁音を鳴らしだした所でいよいよ俺の女にする儀式を始めることにした。

　彼女を仰向けに寝かせて股の間に入り込む。

　逸物を腹の上に置くとルナは少しだけ脅えた声を出した。

「なんという大槍、悦んで的となりましょう。我が純潔、見事引き裂いて下さい」

　言葉と表情が一致していないが焦らしても苦しめるだけ、一思いに遂げさせてもらう。

　肉棒を穴の入り口に押し当てる、ルナは大柄らしいがそれでも体格はカーラ以下だ。

　このままでは入りそうにないので悪いが少し力をこめさせてもらおう。

「ふん！」

「っ!!　ううううぅぅぅぅぅ!!」

　一気に肉棒が進入し肉の膜が音をたてて裂ける。

　ルナはうめき声を上げた後、顎をそらせてパクパクと口を開いている。

「痛かったか、しがみつくなり噛み付くなり好きにして気を紛らわせ」

　そういいながらも腰はこすり付けるように動かす。

　少し待ってやる方がいいのだがこちらも褐色の美女相手に理性が砕けつつあるのかもしれない。

　腰が勝手に動いてしまう。

「す、すばら……しいっ、快感にございまする……体がしび……しびれて!!」

　涙をこぼしながら必死に嘘を吐くルナを抱き締める。

「嘘言わなくてもいいぞ。処女が痛がる以外何もできないのは当たり前だ。むしろ俺の責任だよ」

　ルナを強く抱き締めて腰を使うと少しだけ緊張が緩んでいるように感じた。

　貧しい胸は仰向けにしてしまうとほとんどなくなってしまうが、硬い乳首の感触だけでも俺の興奮を沸き立たせる。

　部屋にはルナの泣き声と肉を打つ音だけが鳴り続ける。

　このままだと射精にかなり時間がかかりそうだ。

　そう考えていると後ろから暖かいモノがのしかかってきた。

「お姉ちゃんの分も私がご奉仕をします」

　圧し掛かって来たのはルビー、いつの間にか全裸となって俺の背に胸をこすりつけて来たのだ。

　姉と同じく褐色の肌に引き締まった肉体、だが胸には芯があって将来性はルビーの方が高いかもしれん。

　二人の女に挟まれて性感は高まっていき、いよいよ種が玉から上がってきた。

「このまま種を出したい……孕んでも構わんか？」

「もちろんです！　偉大な族長様の種を誰が拒みましょうか」

　ルナも歓迎してくれるようなので遠慮なく中に射精することにした。

　最後とばかりに腰の動きを強める。

「ああっ!!　激しい！　太い！　膨らんでいきます!!」

　肉棒に精が流れ込んで一気に膨張する。

　ルナは俺の肩に手をやったまま声にならぬ悲鳴を高々と上げた。

「ひぃぃぃぃーーー!!」

「うおぉぉ!!」

　最後にバチンと腰を打ちつけて体を固定し、一気に精を流し込んだ。

「あぁ、よく締まる。食いちぎられそうだ……」

「ぁぁぁぁぁぁぁ…………ぉぉぉぉぉ…………」

「お姉ちゃん……こんなに種を注がれて……妊娠しちゃうのね」




　たっぷりとルナに射精し、逸物を引き抜いて一息ついたがルナは動かない。

　見れば俺に抱きついた格好のまま失神してしまったようだ。

　慌ててルビーが駆け寄って介抱している。

「大丈夫だ。そのうち気がつく」

　俺に抱かれた女が失神することは珍しくなく、さすがに慣れてきた。

「慣れてますね……。その大槍では当たり前ですか」




　ルビーは少し責めるような口調になるがまだ終わっていない。

「ルビー……だったな、次はお前だぞ」

「えっ!!?」

「合戦で一目見た時から会いたかったんだ。なかなかの美女でよかった」

　顎をあげさせて逸物を目の前に突き出す。

　先ほどまで彼女の姉を攻め立てていた逸物は両者の汁にまみれている上にまだ萎えてはいなかった。

　ルビーは思わず後ずさり、ペタンと座り込む。

　男の乱暴な獣欲を誘うその姿に俺は興奮してルビーを持ち上げ、ルナの横に放り投げる。

　そのまま覆いかぶさって体重をかけ、暴れる両手を押えて唇を奪う。

「いやぁ！　乱暴にしないで！」

「じっとしていろ！」

　胸に吸い付き、強引に股に手を入れてかき回す。

　姉よりも体は小さく未熟だがそんなことは関係ない。

　この少女が壊れても構わない、今すぐ俺の肉棒叩き込んで胎を支配してやる。

　ルビーは必死に抵抗しようとするが俺の腕に残る傷跡を見て力を緩め、しくしくと泣き出した。

「ぐすっ、えぐっ…………」

　泣き出したルビーの両足を掴んで大きく開かせ、信じられない程に膨張した肉棒を押し当てて腹を破らんばかりに突き出す……前にふと理性が戻った。

　女を泣かせる趣味はないし目の前でべそを書いているのはまだ子供にも近い女だ。

　何故俺はこんな獣のようになっているのか。

　逸物もここまで膨らむことは珍しい。

　心当たりは一つだけだ。

「盛ったか？」

「どうかご容赦を……私が全て受け止めるつもりだったのですが、よもや失神してしまうなんて」

　気を取り戻したルナが床に頭を付けて詫びている。

　どうやら最初に呑まされた酒に媚薬の類が入っていたようだ。

「ご無礼致しました。せめてたっぷりと楽しんで頂こうとの浅知恵でございました」

　やれやれ、女に土下座されては怒るわけにもいかない。

　まして自分をたっぷりと味わわせようとした末のことだ。

「もういい。だがこれの責任はとってくれ」

　媚薬のせいで逸物は歩きにくいほどに巨大化し、硬くなりすぎて痛い。

「もちろんです。壊して頂いても構いませんので押し込んでください」

　そういってルナは自分で穴を広げるが、そこは先ほどの情事でも一杯一杯だと訴えるように赤く腫れていた。

　先ほどよりもずっと巨大化した逸物を叩き込めば間違いなく壊れる。

　せっかく手に入った女を初日で壊すような愚行はしたくない。

「妹の上に乗れ、二人分の女体で擦り出させてくれ」

「あ……承知致しました」

　ルナはルビーに乗り、二人の股の間に逸物を受けいれた。

　ずるりと滑った肉棒が姉妹の間を往復する。

「ルビー、悪かったわね。お姉ちゃんのせいで怖い思いをさせちゃって」

「ううん、いいの。……ちんちんが胸の上まで来てるよ。すごすぎる……」




　しばらくは興味深く肉棒を観察していたルビーだが、俺が動きを調節して肉の豆をこすり始めると一気に余裕がなくなったようだ。

「ううぅー丸太でお股をこすってるみたいだよぉ」

「お姉ちゃんも……気持ちよくなってきちゃった！」

　どうせなら二人共登ってもらおうと指を女の穴に差し込んでいい場所を擦ってやる。

　姉妹揃って処女ならこの感触は初体験だろう。

「ひっ!!　あぁぁぁぁぁ!!」

「お姉ちゃんっ!!　姉さっ……!!　あーーーー!!」

　二人が仰け反って絶頂するのにあわせて俺も精を発射する。

　媚薬の影響が本格的に出てきたのか、体中の水が精になってしまったかのように飛び出し、姉妹は文字通り全身汁塗れとなってしまった。

「ルビー……」「お姉ちゃん……」

　二人は抱き合いながら精を浴び続け、ぐったりと崩れ落ちる。

　俺も余りに出しすぎたせいで眠気が高まり、大の字に寝転ぶ。

　こうして山の民の姉妹は俺の女となった。
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　その後しばらくの間、俺は二つの部族を引き連れて山の民の領域を駆け回り、近隣の部族を次々と吸収して言った。

　彼らには彼等なりの移動方針があるらしく、助言を受ければ他の部族を見つけ出すのは容易かったのだ。

　そして最大の部族二つを吸収した俺に敵は無く、ほとんどの部族は鎧袖一触に撃破、あるいは戦う前から降伏させて忠誠を誓わせることに成功していった。

　無論山の民の領域は広大で、そこに住むすべての部族を従わせる事など出来ないが、少なくとも今回でゴルドニアやトリエア領土と隣接する領域に俺に反目する者達はいなくなった。

　従えたとは言っても全ての部族を合流させてしまえば水場は荒れ、家畜に食べさせる草はなくなる。

　それに俺たちの生活様式を彼らに押し付けても何の意味も無い。

　俺が彼らに強いるのは定期的に訓練に呼びつけることと、有事の際に戦士を送らせることだけだ。

　後のことは今まで通りやれとしたことも彼らの忠誠を得るには良かったのかもしれない。

　彼らはこれからも狩りをし、遊牧し、山を崇めて暮らすのだ。




　そして俺が帰還する最後の夜。

「こんな数が集うのは初めて見た……」

「そうね……すごいわ」

　ピピとルビーが驚きの声を上げる。

　目の前に集う山の民の数は子供や老人を含めれば万に届くかもしれない。

　俺が戻れば彼らは再び一族や部族単位の集団に戻って荒野に散る。

　記念すべき大集結の光景だ。

「難しく考えることはない。今まで通り暮らし、俺が来いと言ったら戦仕度をして来い。それだけだ！」

　演説という柄ではないので極めて簡単に宣言する。

　しばらくの間沈黙が続き、これは外したかと不安になったが小さな声が聞こえ始める。

「これほどの大人数を従える……大族長？」

「いや、彼は王だ。山の神に選ばれし、我らの王！」

「偉大なる我らの王だ!!」

　山の民は大歓声を持って俺の短い言葉に答えた。

　鳴り止まぬ大歓声が当たりに響く。

　熱気に当てられたのか、連れて来た兵士、東方軍や私軍の兵士達までも大音声を上げている。




「これで王になったと認めてくれたらいいのにな」

　俺の呟きにイリジナが首を捻る。

「いや、なんでもない」

　従えた部族ごとに新しく置いた指導者に全てを委ね、ピピとルナ、ルビーのみを連れていく。

「長達も喜んでいたぞ。新しい血がたっぷり入ったって」

　運のいい兵士の下には夜ごと山の民の女が忍んで来たそうだ。

　見ればいくらかの兵士は情が移ったのか女を連れて帰っている。

　思わぬ婚姻奨励にもなったようだ。

　さて、連れ帰った姉妹を見たノンナとセリアの反応でも想像しようか。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　晩秋

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍二千　弓騎兵約千（他訓練中）

　財産　金貨三六〇〇枚（軍備内政で継続消費－千）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室孕）メル（側室孕）リタ（メイドもどき）カトリーヌ（淫乱）

　セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）ルナ　ルビー

　子供　スウ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　王都　（メリッサ愛マリア） ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（……）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト　アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数五〇人　産ませた子七人








第83話　セリアの受難♯







「エイギル様!!」

　屋敷に戻るまでもなく、ラーフェンの町が見え始めた所で一騎の騎馬が走りこんできた。

　肩口やや下で揃えられた銀髪を靡かせた女は可愛い俺のセリアだ。

　軍が戻る前に出した軽騎兵から帰還予定を聞き出したのか。

　セリアを置いて遠征に出たのは初めてだから寂しかったようで、馬を並ばせるなりシュバルツに飛び移ってきた。

「エイギル様ぁ、どうして置いていっちゃうんですか！　せめて場所だけでも知らせてくれたらすぐに後を追いましたのに！」

　いつもは他の者の目がある場所では硬い態度と言葉遣いを崩さないセリアがいい感じに乱れていた。

　目には涙も浮んでいる。

　目的地がわかっていればすぐに追いかけてきたのだろうが、山の民の領域は広大な上、土地に明るくない者が踏み込めば死も覚悟せねばならない厳しい土地だ。

　さすがに飛び込んではこれなかったらしい。

「なぁに体調が悪かったのだろう。たまには体を休ませるのも大事だ」

「ほんの数日のことです！　この一ヶ月私がどれほど寂しい思いをしたか……んんっ！」

　セリアを抱き寄せて唇を奪い頭を押えて舌を入れる。

「んぶっ……、んあっ!!　んんんっ!!」

　濃厚で激しいキスは長く続き、互いの唾液でいっぱいになった口から唾液が溢れてシュバルツのたてがみを汚す。

　何をする、とばかりにシュバルツが何度も振り返るが、俺たちがやめないので諦めて歩を早めた。

　さっさと帰り着くことにしたらしい。

　たっぷり一〇分ほどキスをしてセリアを解放し、口に残った彼女の唾液を飲み干す。

　久しぶりだとうまく感じるな。

　セリアも同じように喉を鳴らし、先ほどとは違う涙で潤んだ目で俺を見つめるが至近距離でこちらを覗いているイリジナの視線に気付いたようだ。

「はっ！　いえ……これは!!」

「いいんじゃないか？　情熱的で素晴らしいと思うぞ」

「ええ、いいモノ見せてもらいましたよ」「激しいキスですなぁ」「ここで始めてもかまいませんよ？」

　セリアは隊列を組んで行進中の軍団に飛び込んで来たのだから当然全員の注目が集まっている。

　その上で一〇分もキスをすれば最早言い逃れは不可能だった。

　顔を真っ赤にした彼女は言い訳を諦め、俺のマントを引き寄せて包まってしまった。

　その頭をマント越しに撫でながら町に帰還していく。







　町に入ると出発時と同様に沢山の人間が石を積み、穴を掘り、家を建てている。

　だが町の内部には明らかに建物が増え、そこら中で建設途中の家が見える。

　更に柱を立てて板を張っただけの粗末な建物も点在している。

「これはなんだ？　家なのか？」

「あれは家が出来るまで野宿と言う訳にも行きませんので簡易的な住居だそうです」

　ふむ、見映えは悪いが雨風は凌げるし火でも焚けば冬が来ても問題ないか。

　一度にきちんとした家を短時間で用意できるはずもないしな。

　民は今もちょこちょこと入って来ているし、必要な建物だ。




「堀も作ったんだな」

　ラーフェンには開発中の町内部からかなり余裕を持たせて街壁が作られ始めていた。

　と言っても大規模に石を積み上げてはおらず、低い石垣の上に木の壁を作り、空堀を掘る程度のものだ。

　これでも魔物や野犬の侵入は十分防げるし、軍隊が攻撃するにしても何もないよりは遥かに厄介だ。

「私もこの外壁の建造には関わっているのです！」

　セリアがむんと胸を逸らせる。

　おお、胸が服の上からでもしっかりわかる。

　大きくなったなセリア。

　セリアが関わった部分は余りに細かすぎて覚えていないが、会えなかった期間を取り戻すように頭と尻を撫でながらささやかな自慢話を聞いてやった。




「というわけなんです！　私が居なかったらここの部分は……」

「そうか、セリアは可愛いな」

　会話を続けながら駐屯地で兵を解散させ、そのまま屋敷に向かう。

「それでここの形状なんですが…………どうして六人も？」

　兵達が解散した後、屋敷に向かうのは俺とセリア、そしてイリジナとピピの四人のはずだった。

　何事もなかったようについて来るルナとルビーにセリアは疑惑の目を向ける。

　彼女達は東方軍と私軍の中にあって山の民の戦い装束を着ているので最初から浮いていたのだ。

「あなた達は何故駐屯地に戻らないのですか？」

　セリアは帽子を深く被った彼女達の顔を覗き込み、ようやく二人が女である事に気付いたらしい。

「おんなっ!?　…………まさかっ！！？？」

　バッと俺に振り返る。

「私もルビーも族長様のお役に立つべくまかり越しました。故に傍に付き従うは必定です」

「あたしはお姉ちゃん……姉様の付き人だから」

「ではもう既に……」

「はい。私の純潔は族長様に散らされてございます。奥の奥まで掻き回して頂きました」

「あたしは入れられてないけど……体中にかけられた」

「うぅ……やはりこうなりました。いえ、大丈夫です。むしろ二人で済んで良かったと考えましょう。ピピとイリジナさんだけでは抑えようもなく……一〇〇人を乱れ食いしてもおかしくなかったのです」

　セリアは何やらぶつぶつと呟いた後、再び胸を張ってルナに対峙する。

「エイギル様は既に妻が何人もいますし、妻以外の女も囲っておられます。なのでまずはご紹介をさせて頂きます！」

「先ほどの熱烈な口付けを見るに貴女もその一人なのですね？」

　気勢を張ったセリアだが、先ほどの痴態を至近距離で見られていたことを思い出し、真っ赤になって再び俺のマントに包まったのだった。







「はぁ、ピピと同郷ですか」

　一通り家人との紹介を済ませた後、ノンナとルナが話し込んでいた。

　俺が見た限りノンナはかなり露骨に威嚇していたがルナがそれをモノともしていない。

　古風で馬鹿丁寧な口調に気をとられがちだが彼女は少しだけイリジナと同じ匂いがする。

　反面ルビーはノンナの嫌味を正確に捕えて上目遣いに睨みつけている。

「はい、一族の誇りをかけて族長様にお尽くし致します。轡を並べよと言うなれば従い、夜伽をせよと言うならば全力を持って」

　ノンナは溜息を吐き、指を折って数えている。

　貴族の生活を知っているノンナは、当主が妻以外にも女を囲うことを特段咎めはしなかったが、人数的にそろそろ彼女にとっても未知の領域に入っているのかもしれない。

　そんなノンナを肴に風呂上がりの俺は酒を飲み、そして両側にいるカーラとメルの腹を優しく撫でる。

　種がついてから六ヶ月ぐらいらしい彼女達の腹はもうぽっこりと膨らんでいた。

　体を冷やさないように一日中暖炉に火を入れた部屋でゆったり過ごしているそうだ。

　今からの時期は寒くなるから、特にカーラのトイレに気をつけなければいけない。

「さすがにこのお腹だとヤれないわね」

「裸になって体を冷やしても良く有りませんからね」

　カーラの腹に耳を当ててみるが何も感じなかった。

「たまに動くんだけどね……子供生まれたら気が狂うほど抱いてね？」

「私も死ぬほど抱いて欲しいですね」

　妊婦二人といちゃついているとルナと話をつけたノンナが少しいじけた様な顔でこちらに来た。

「むぅ、もう種がついているのに次の話をしないで下さい！　ここに空いている胎があるんですから」

　ノンナがスリムなままの自分の腹を撫でさする。

「やるか？」

「ええ！　今日こそは種を」「はい」「もちろんです」「私もお願い」

　女達は一ヶ月ぶりの情事をノンナに独り占めさせるつもりはなかったようだ。

　セリア、リタ、カトリーヌが俺の腕をとって寝室へ導く。

「私達もいかない？　気分だけでもさ」

「そうですね。久しぶりにエイギル様のお道具を見せてもらいましょうか」

　カーラとメルもついてくるようだ。

「まっまって下さい！　なんで私が置いて行かれ、あぶっ!!」

　慌てて走りよってきたノンナが躓いて派手に転倒した。

　乳がクッションになって頭を打たなかったようで何よりだ。







　部屋は妊婦のことを考えて暖炉に強く火が焚かれ、運動するには少し暑いぐらいだが、汗にまみれて交わるのもいいだろう。

　俺は全裸になってベッドに腰掛ける。

　逸物はまだ高まっておらず、だらりと垂れ下がっている。

　目の前には四人の女が顔を上気させ、その時を待っているのだ。

「ノンナ、お前からおいで」

「はい！　一番乗りを頂きますね」

　ノンナは嬉しそうに服を脱ぐと、音が鳴りそうな勢いで巨乳がこぼれ出た。

「では失礼して……」

　ノンナはベッドの端に腰掛けて足を開く俺に正面から乗ってきた。

　逸物を掴んで自分の中に導こうとする。

「んしょ……あれ……えいっ」

　まだ半分程しか勃っていないモノはうまく入らないらしいので、ノンナの腰を掴んで手伝ってやる。

「ほら……こうだっ！」

「ああっ!!　は、入りました……。久しぶりだと少しびっくりしますね」

　しばらく呼吸を整えてノンナは腰を振り出す。

　最初はこすりつけるように腰を振っていたが上下への動きに変えさせる。

　理由はもちろん揺れる胸を見たいからだ。

「ノンナの乳首は可愛いな」

「嬉しいです！　たっぷり味わって下さい」

　ノンナは俺の頭を抱き締めて胸をこれでもかと押し付ける。

　素晴らしい感触に今だ七分程の硬さだった逸物が膨張する。

「ええっ!?　中で膨らんでっ！　だめ……だめぇぇぇぇ!!　このままでは私だけイってしまう！　どうか少しご容赦をっ！」

「一ヶ月もほったらかしたんだ。今日は遠慮せずに気持ちよくなれ」

　言葉通り俺の射精よりも女達に快楽を与えてやるつもりだった。

　ノンナの気持ちのいい場所をこすり、一番奥をズシンと突く。

　数回繰り返しただけでノンナは限界を迎えたようだ。

　俺の頭を胸に押し付けたままノンナは後ろに首を反らせて悲鳴を上げる。

　この部屋は俺と女達が交わる為に作ったので壁は厚く、窓もしっかり閉まるので声は漏れにくい。

　ノンナは遠慮なく獣のように吠えて硬直し、穴をきつく締めた。

「おっと」

　後ろに倒れこんでしまったノンナが床に落ちないように受け止めて、唇を重ねてベッドに寝かせる。

「よっ」

「あぐぅ！」

　射精していないので硬さを失っていない逸物をやや強引に引き抜き、残った女達に振り返った。

「次は誰にする？」

　女達は完全に勃ち上がった逸物に少し気をとられたが、すぐにリタとカトリーヌが太ももにしがみついてきた。

「下さいませ……この巨根でリタを嬲って下さいませ！」

「私も欲しい。私の体をこんな淫乱にしたくせに一ヶ月も放置するなんて酷いわ……」

　奪い合うように逸物に舌を這わせてくる二人だが、カトリーヌの方がより余裕がなさそうだ。

　リタは俺を誘惑する為に肉棒を舐めているが、カトリーヌは本当に我慢が出来ないようだ。




「悪いなリタ、カトリーヌ乗って来い」

　リタは仕方ないとばかりに下がり、カトリーヌは満面の笑みで正面から乗って来る。

「いくわっ！　久しぶりのチンポっ！」

「うおっ」

　彼女は完全に勃起した逸物に飛び乗るようにして一番奥まで飲み込む。

　全体重をかけたので一番奥がミシリと音をたてるがカトリーヌはまったく痛みを訴えない。

「いいっ！　いいわぁ!!　ちんちんが入ったぁ！　大好きなちんぽぉ!!」

「……うわぁ」

　傍で見ていたカーラとメル、そしてセリアも呆れた顔を浮かべる。

　だがそんな事は気にも留めないでカトリーヌは肉棒を咥えこんだまま「チンポチンポ」と連呼して腰を振り続ける。

　その動きはノンナの何倍も激しかった。

「あおぉぉぉぉ!!　もっと強く抱いて！　背骨が折れるぐらいにっ！　乳首もお豆もつねってぇ！」

　さすがに殺してしまう訳にいかないのでカトリーヌのそれほど大きくない胸に吸い付き、強く抱き締める。

「ん？」

　吸い付いた途端に口の中に大量の液体を感じる。

「母乳を噴いたのか」

「そうよ、私は貴方に抱かれると乳がいっぱい出るのよ。アントニオはいっぱい飲むからっ、無茶苦茶抱いて、いつでも母乳噴く体にして!!」

　カトリーヌは二児の母、それもアントニオは今一番母乳を必要としている。

　なら大事な乳首に乱暴するわけにはいかない。

　替わりにと尻に手を回し、遠慮なく人差し指を突き立てる。

「お尻!?　いいわ、そっちも嬲って、好き放題にしてちょうだい」

　カトリーヌは俺に尻をいじられながらも腰の動きを緩めることはなかった。

　だがカトリーヌの性欲に最後まで付き合ってしまえばかなりの時間がかかってしまう。

　まだリタとセリアが残っているのだから一気に決着をつけてやる。

　尻の穴に指を三本入れ、乳首に吸い付く。

　更に体を少し離して肉の豆を指で強く摘んだ。

　肉豆への乱暴は他の女なら刺激が強すぎて痛みを感じるかもしれないがカトリーヌなら大丈夫だ。

「そんな同時に！　もうだめですっ！　飛びます！」

「遠慮なく満足しろ。久しぶりの絶頂だろ？」

「目！　目を見てください！」

　カトリーヌは俺の顔を両手で挟んで正面から見つめあわせる。

　普段絶頂が近くなったらカトリーヌは目を閉じたり仰け反ったりするのだが、今日は見つめあったまま昇天したいらしい。

「ああ、お前が昇る淫らな顔を見ていてやる……いけ！」

「あっ……あぁぁぁぁぁ!!　ああぉぉぉぉぉーーー!!　んひぃぃ!!」

　最後とばかりに豆に爪を立て、尻穴を強くほじると、俺の目を見たままカトリーヌは絶頂し、口元から涎を垂らしてもたれかかって来た。

　胸に大量の温かい汁、手も触れていないのに噴出した母乳が流れ、穴は肉棒を絞め殺さんばかりにきつく締まる。

　数分の間絶頂は続き、やがてカトリーヌの目がゆっくりと閉じて行為は終わった。

「ノンナ、そっちにおいてやれ」

　意識を失ったカトリーヌをノンナに任せる。

「……うぅ母乳いいなぁ。私だって孕めばたっぷりでそうなのですが」

　ノンナは自分で巨大な乳房を持ち上げて乳首を吸う。

　当然ながら乳は出ないようだ。




「次はリタか、おいで」

「待ち焦がれました」

　リタは後ろ向きで尻から俺に圧し掛かり、肉棒に手を添えて股間に導く。

「どちらに致しましょう」

「女の方で頼む、セリアもいるからな」

「かしこまりました。んぐっ!!」

　リタは体重をかけて肉棒を飲み込んでいく。

　射精せずに女を抱いているので肉棒は最初よりもずっと硬く大きくなってきている。

　順番を間違えたかもしれない、一番最初にセリアを抱いてやるべきだったかな。

「いいですわぁ、凄まじい巨根！　また大きくなったのではありませんか？」

　目の前で揺れるリタの大きな尻を撫でながらゆっくりと体を後ろに倒した。

「お前もでかい尻だな」

「いやですわ……。見ないで下さい」

　残念ながら視界のほとんどはお前の尻だから見ないことは不可能だ。

　リタは一度抜ける寸前まで引き抜き、また深く入れるを繰り返し、大きく擦ることで俺に快感を与えようとしてくれている。

「余りに長いので、腰が追いつきません」

　必死になって動くリタの尻には汗が浮き始め、少し疲れたのか腰の動きも緩やかになってくる。

「お気持ちよくないですか？」

　三人目であるにも関わらず俺が射精しないので、不安そうな顔で振り返る。

「いや、今日はお前たちを昇らせてやろうと思ったんだ。遠慮なく気持ちいいように動け」

　リタは安心したように顔を緩めて擦り付けるような動きに変わる。

　目の前で剥き出しになっている尻穴がひくひくと動くのを見るのはそこはかとなく楽しいな。

「根元まで入れたいのですが……まだこんなに余ってしまいますわ」

　リタは悲しそうな声を上げて、肉棒の入りきらなかった部分を撫でる。

　今のところ俺を根元まで受けいれられるのはメリッサとイリジナだけ、多分カトリーヌはいけそうだが怪我をしそうなのでやっていない。

　だがリタは尻も大きいし、相応に性器も余裕がある。

　過去に調教されていたせいで開発されて程よく緩んでもいる。

　もしかするといけるかもしれないな。

「リタ、根元まで欲しいか？」

「もちろんですわ」

「痛みを覚悟するなら挑戦してみるか？」

「是非っ!!」

　よし、ならば穴の一番奥まで俺のモノにしてやろうではないか。

　リタの姿勢を修正し、腰を突き上げる。

「あぁぁぁ……入ってきます……今までよりずっと深く……」

　あと一息まで飲み込んでいくがあと一息の部分が入らない。

　リタは体を弾ませて体重をかけ、必死に入れようとするが彼女の子袋の入り口は必死に抵抗して挿入することはできなかった。

「これ以上っ！　入りません!!」

　仕方ない、手伝ってやるか。

「リタ、手を頭の上で組むんだ」

「こうですか？」

　背面の騎乗位で俺に乗るリタは手を俺に見せるように頭の上で組む。

　それを見て俺はリタの尻を掴み、力任せに引き寄せて肉棒を根元まで挿入した。

「え？　………………っ!!」

　リタは最初何が起こったかわからないようだったが、袋に肉棒が食いこむ音は確実に聞こえたはずだ。

　そして時間差で快楽と痛みが押し寄せる。

「あ……ああ……ああぁぁぁぁぁぁぁ!!　あがぁぁぁぁ!!!」

「ちょ！　エイギルだめだって！　リタ白目剥いてるわよ!!」

　俺からはリタの顔は見えないが尋常ではない顔をしていたようでソファから鑑賞していたカーラが声を上げた。

「あああぁぁぁーー!!　やめっ!!　ないでっ!!　おおおぉぉぉ!!」




　リタは途切れ途切れの声で必死に止めるなと叫び、最後は潮と尿の混合物を撒き散らして失神した。

「ぐっ……抜けないな。セリア、ちょっと引っ張ってくれるか？」

　セリアに手伝ってもらって逸物をリタから引き抜く、子袋まで食い込んだ逸物が抜けるとそれが刺激になったのか再びだらしなく潮を噴き始めた。




「風呂場で洗ってやってくれ」

　部屋の前で待機していたメイドたちにリタを預ける。

　メイドは舌を出して股間から断続的に潮を噴き続ける彼女を困惑しながら風呂に連れて行った。




「さて、最後になったな」

「いえ、大丈夫です。それに今までで一番すごいことになってます」

　セリアの指摘通り俺の肉棒は大変な事になっていた。

　リタで一度射精しようと思っていたのだがああなってしまってはそれ以上腰を振ることは出来ない。

「お前だときつくないか？　なんなら一度口で発射させてくれればある程度萎むが……」

「いえ、このままドンと来て下さい！」

　セリアも処女を奪った頃に比べれば穴も慣れ、体も大きくなっているから大丈夫かな。

「体位は何がいい？」

「最初のをお願いします」

　ベッドに腰かけて足を開く。

　セリアも抱き締めあって出来る座位が大好きだったな。

　だが最初と比べて我慢を続けている逸物は凶悪さを増しており、反り返ってへそどころか鳩尾の辺りにまで張り付いていた。

「苦しかったら遠慮せずに言え、別に中止じゃない。一回出してからまた抱いてやるから」

「大丈夫です。いきます」

　セリアは俺に跨るとゆっくりと腰を落としていく。

　当然根元まで入るはずもなく、半分もいかないうちに彼女の一番奥を先で感じる。

「あぅぅ……。き、きつい。でも、いけます！」

　相変わらず穴は張り詰めてぎっちりとしているがそれでもなんとか動けそうだ。

「あっ！　ああっ！　あんっ!!」

　セリアは可愛い喘ぎを上げながら中腰のまま腰を振って肉棒を擦りあげた。

　中々に体力を使う動き方だと思うが、軍で鍛えた成果なのかもしれない。

　ある程度動いたら動きを止めて中を締め、キスをねだるのも忘れない。

「セリアちゃんうまくなったわね」

「ほんと、娼婦みたい」

　外野の野次も気にせずに腰を動かし続けるセリア。

　四回戦目ということもあって俺の方は最初から限界に近かった。

　余裕なく息を荒げて胸を吸う俺を彼女は優しく撫でてきた。

「悪いな、先に出そうだ。続けてやるからまず出してもいいか？」

「ええ、もちろんです。こういうのも新鮮で……いいです」

　セリアは俺の頭をなで続け、俺は彼女の尻を両手で掴んで腰を突き上げ、射精を開始する。

「おうっ！」

「あはっ!!」

　たっぷりと溜まった精が流れ込み、セリアは体を反らせて快楽を味わう。

「むう……射精は私の中が良かったのにぃ」

　ノンナの恨み言も無視して長く射精は続き、やがて出し切って力を失った肉棒が抜け落ちた。

　音を立ててセリアの穴から滝のように種がこぼれる。

「ふぅ、良かったぞ」

「私もです」

　だがセリアはまだ昇っていないはずだ。

「口で奉仕してくれればすぐにもう一度……」

　セリアが俺を押し倒し、柔らかくなった肉棒をドロドロになった穴の入り口に添えて耳に口を寄せて言った。

「その必要はないと思います」

　セリアはそのまま口をずらして首筋をぺろりと舐める。

　彼女がこうやって甘えてくる事はよくあるので抱き締めて好きな様にさせていたのだが、次に来たのはキスではなく痛みだった。

　セリアは俺の首筋に甘噛みというには少しばかり強く噛みついた。

　皮膚に歯がめり込んでいく。

　やめさせようとしたが、それを阻んだのは一気にそそり立った逸物だった。

　信じられない勢いで肉棒は膨張を続け、勃起の勢いだけでセリアの穴に食い込んで行く。

「きたっ!!　ふっ太い!!」

　既に先ほどの射精前の大きさを超えて膨張した逸物はまったく動かないままセリアを攻め上げていた。

　この感触は以前に体験したことがある。

「お前、見ていたのか？」

　セリアは知らないとばかりに顔を逸らすが、その顔もすぐに歪んでいく。

　馬鹿なことをしてくれた。

　あの時の女よりもセリアの方が美人だし思い入れもある。

　同じことをしても肉棒の反応は違ってくる。

　肉棒の膨張はまったく止まらない。




「膨らむのが止まらないっ!!　ああーー！　エイギル様、壊れちゃいますぅ!!」

　先端は既にセリアの奥をぐいぐいと押し上げているし、竿には彼女の穴がぎちぎちと広がる音まで伝わって来ている。

　もう俺自身で制御も出来ないし感覚的にはまだまだ大きくなりそうだ。

　さすがにこれ以上はセリアが壊れてしまう。

　仕方なく、無理やりに引き抜こうとしたが中で張り詰めた肉傘が引っかかって抜けない。

　そして無理やり抜こうとしたせいで肉棒が刺激され、精が噴き出した。

「うわぁぁぁ!!」

　いつもとは比べ物にならない激しい射精にセリアは俺の上で悶え、腹が膨らみだす。

　他の女達、離れたソファに座るメルとカーラまで音が聞こえたらしく、何事かと寄って来る。

「ってなによこれ!!」

「こんな大きく!?　でもまったく動いていなかったのに」

「どうして？　いえそれより大丈夫ですか？　セリアちゃんが壊れてしまう……」

　他の女達が異常に気付いて覗き込んできた頃には既にセリアの意識は曖昧で股間からは絶え間なく汁が流れていた。

「エイギル様、とりあえず萎えさせてください」

　無茶を言うな。

「あー…………あーー…………」

　セリアは俺の胸に顔を埋めて長い声を出し続けていた。

　更に膨らむ肉棒に潮を噴いて答える。

「仕方有りません。引き抜きましょう！」

　失神したカトリーヌを除く三人がかりでセリアを抱きかかえるが肉傘は返しのように穴に食い込んで離れない。

　そして中が擦れる刺激で再び射精が始まり、セリアのすっきりしていた腹が更に膨らむ。

　引き抜こうとする試みは何度か繰り返されたがその度に射精が始まり、セリアの腹は大きくなっていった。

　しっかりと食い込んだ逸物はもう女の力では抜けない。

　特に妊婦の二人は力をこめるわけにはいかないのだ。

　それに俺が無理やり抜いたらきっとセリアの穴は切れてしまうだろう。

「だ、だめです。抜けません…………。って！　なんですかこのお腹！　妊婦の二人より出てるじゃないですか!!」

　セリアの腹はもういつ生まれてもおかしくない程に膨らんでいる。

　これ以上注いだら腹が破裂しそうだ。

「もう抜こうとするのはやめてくれ、きっとまだまだ出る」

「ど、どうしていきなりこんなことに……」

　自分の性感帯を語るのも恥ずかしい。

　とりあえず全員満足させたしこれでいいだろう。

　俺の上で悶えているセリアを抱き締めて枕に頭を置く。

「もう抜けないんだからいいじゃないか。さすがに出しまくったから疲れた。おやすみ」

　ゆったりとしていれば肉棒もこれ以上膨らまないだろう。

「そ、そんな突き刺したままで寝るなんて……」

　ぶつぶつと言うノンナを片手に抱いて失神したカトリーヌも抱き寄せる。

　妊婦二人組みも俺の足元に来たようだ。

　静かになった寝室で

「やりました。独り占めです……」

　臨月の妊婦のような腹を抱えて、セリアが小さく呟いた。
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　翌朝

「あ、セリアおはよう。チンポ抜けたの？」

「……はい、ご心配かけました」

　俺に連れられてふらつきながら歩くセリアにカーラが無遠慮な挨拶をお見舞いした。

　朝になって萎えたソレを引き抜いた瞬間はすごかったな。

　叫び声を上げながら種を撒き散らすセリアはもう一度見てみたくもある。

「昨日あんなことになってさ。お尻は大丈夫？」

　尻？　尻穴に何かした覚えは無いが。

「は？」

「いやだってさ、こないだもああなってたし、緩んで大変なことになったんじゃないかと」

「いうなぁ!!」

　セリアがカーラに襲いかかるが、妊婦に何をすると俺が首根っこを捕まえた。

「セリアってね、エイギルが行っちゃったって知って慌てて追いかけようとしたのよ」

　やっぱり追いかけようとしたのか。

「それで体調も戻らないまま馬に飛び乗ってさ……」

「うわあぁぁぁぁぁ!!　むぐっ！」

　面白そうなのでセリアの口を塞ぐ。

「止める私達を振り切って馬に乗った瞬間に固まっちゃって、ゆっくり降りてきたのよね」

「んごぉぉぉ!!　んんんんんん!!」

「漏れたのか？」

「全部出たみたいよ」

「…………」

　セリアは力なく座り込み、泣き出してしまった。

　可哀想なことをしてしまった。

　少し気をつかってやろう。




「お前が望むなら今度そういう事もやってみるか？　トイレか風呂になるが……」




　セリアにポカポカと胸を叩かれつつ、頭を撫でてやっていると扉がゆっくり開いて気まずそうにアドルフが現れた。

　セリアの目から涙が吹き飛び、カッと開かれた。

「聞きましたね？」

「ハードレット様、そろそろ例の商人との面談を行って欲しいのですがね。いえ何も」

「そうだな。随分待たせてしまったな」

「聞いていたのでしょう？」

「そうですよまったく……とりあえず見積もりで高値を付けた数人に絞っておりますので、都合が宜しければさっそく招きたいのです。聞いてませんよ」

「そうだな。だが値段で一番高い奴に決めるんじゃなかったのか？」

「聞いたでしょう!!」

「そうなのですが値段以外にも色々とございまして、有望な数人と実際に顔を会わせて最終判断を頂きたいのです。ぷっ……」

「構わないけどな。何も予定はないから好きな時に呼んでくれ」

「わすれろぉぉぉぉ!!」

　資金もすごい勢いで減っているらしいし、さっさと売り飛ばして金にしようか。

　暴れるセリアを押さえつけながらアドルフを退室させる。

　彼女の痴態を想像すると興奮してきた、今日は尻を恥ずかしく責めてもいいかもしれない。
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第84話　商談







「では、何卒色よいお言葉をお待ちしております」

　腹の出た中年の商人が深々と一礼して退室していく。

「…………」

「聞くまでもないかもしれませんが、グルゴード商会はいかがでしたでしょうか？」

「却下だ、却下。あんなのと取引する気にはならん」

　俺は机の上に置かれた茶を飲み干して乱暴にカップを置く。

　アドルフは深い溜息をついた。

「しかし、地位のある商人となればある程度年のいった男になるのがほとんどです。それを……」

　アドルフの言葉を遮る。

「別に不細工だからうんぬんではない。あの顔を見たか？　どう見ても腹の腐った強欲な奴だぞ」

「外見で判断されるのは適切とは思えません」

「じゃあ賭けるか？　あいつが善人か悪人か。俺は悪人、お前は善人だ」

「それは……まぁ商人とは総じて欲深い者共です。契約条件さえ守れば問題ありません」

「なら最初からお前が決めればいい。俺は奴を信じられん。それだけだ」

　ぬぅ、とアドルフは黙り込んでしまう。

　彼も言いたい事は鬱陶しいぐらいにはっきりと言う男だ。

　それが黙り込んでいるということは強弁できるほどの自信もないのだろう。

「しかし、物を長く抱えていても仕方有りません。我々には宝石は無用で金貨が必要なのですから」

　そこは頭の痛いところだな。

　最終的には誰かと契約しないといけないのだ。

　美女商人が体と引き換えに取引させてくれとでも言ってこないものか。

　そうすれば一割ぐらい安くても問題はないのだが。

「次はフィリッチ商会ですね。今までの商家と比べれば規模や歴史では劣る中堅所ですが、その分こちらとの取引を大事にすると思われます。来ているのは……東部地帯の担当者だそうです」

「東部地帯？　人の少ない田舎の土地に担当者を置くのか」

　商人は人と物が溢れる土地で成り立つ生業だ。

　農村との取引程度なら行商人で十分、わざわざ担当を置く必要もない。

「恐らくは新たに頭角を現した新人……もしくは余りに使えないので左遷された愚者でしょうか」

「……こいつも期待出来そうに無いな」

　だが見た目はともかく勝手な想像で判断する訳にはいかない。

　とりあえずは会ってみないと始まらない。

　息の臭い男でなければいいが……。




　使用人を使いに出してすぐに部屋の扉がノックされる。

　早いのはいいことだ、少し印象が良くなったぞ。

「フィリッチ商会の者でございます。入室してもよろしいでしょうか？」

　おぉ、女の声だ。

　かなり印象が良くなったぞ。

「あぁ、入れ」

「失礼致します。この度は当商会にお見積もり…………」

　入って来た商人らしき女は素晴らしかった。

　まさかとは思ったが本当に若い女、それも美人がやってくるとは思わなかった。

　服装は派手だが、けばけばしくはなく、それでいて上品な色気を漂わせている。

　体はしっかりと隠しながらもスカートに入った切れ込みと首から胸への露出は絶妙で、下品にならない程度に女を漂わせる見事な装いだ。

　だが女商人はドアを開け、満面に愛想を振りまく笑顔のまま凍りついてしまっていた。

　俺自身の格好を確かめるが別にモノも出ていないし勃起してズボンを押し上げていることもない。

　はて凍りつく要素はあるだろうか？

「どうしましたか？　早く入ってきて下さい」

　アドルフも怪訝な顔をして促がすが、その時カーラが応接室の前を通りかかる。

　扉を開けた姿勢のまま硬直している女を不思議そうに眺め、すぐに大声を上げた。

「あぁーーーー!!　あの時の尻女！」

「っ!!」

　カーラが知っているのか？

　尻女……、おお！　思い出したぞ！

　ずっと昔にルーシィ以外で初めて尻を掘った女じゃないか。

「シリアか!?」

「クレアです!!」

　そうだ、クレアだ。

　逃がしてやった時にストゥーラに行くと行っていたじゃないか。

　もう今生会うことはないだろうと思っていたが、世界は狭いものだ。

「お知り合いですか？」

「あぁ昔抱いた女だ」

「…………私は少し席を外します」

　アドルフは溜息をついて席を外す。

　カーラはクレアの肩を押して室内に押し込み、俺の対面のソファに座らせた。

　クレアは最初、建前を守ろうと思ったのか固辞しようとしたがカーラが強引なのと、腹が大きいのを見て抵抗する訳にもいかず、諦めてされるがままに着席する。

　クレアとは愛し合っていた訳では断じてない。

　むしろ憎しみを持たれたまま別れたと言っても過言ではないが、それでも見ず知らずのおっさんよりは話をするのが楽しみでもある。

「あの後、お互いに色々とあったようだが……尻は大丈夫か？」

「垂れ流しになってない？」

「大丈夫よ!!」

　クレアは一瞬言葉遣いを考えたようだが、こうなってしまってはもう商談も何もお仕舞いだと開き直ったのか、丁寧に言い直すことはなかった。

「はぁ……ゴルドニアの新貴族有望株からのお呼びって聞いたから気合入れて来たのに、どうしてこうなっちゃうのよ……」

　クレアは諦めた顔で机の上の紅茶を飲む。

　その行動は非礼なのだろうが動作は上品で洗練されていた。

「俺もお前が商人をやっているとは驚きだったな」

　俺も服を緩め、姿勢を崩す。

　変な格好で応対すると噂になって威信を損ねると言われて堅苦しい格好をさせられていたが昔の知り合い相手なら必要ない。

「あれから血反吐を吐くぐらい苦労したんだから……。あの時返してもらったお金のおかげで本当にみじめなことにはならなかった、それは改めてお礼を言うわ」

　クレアはペコリと頭を下げる。

「それでどうやって商人になったのよ」

　カーラも昔の知り合いの出世話に興味があるようだ。

　左遷だなんだと言ったがそれでも商家で担当地域を持つのは並大抵のことではない。

　地域内の支店、そして行商人との契約や、職人の囲い込みまで全てを統括する彼女の裁量と資金力はそこらの個人商店主など足元にも及ばない。

　俺と別れての二年やそこらで登り詰めるのはちょっとした物語になっているはずだ。

「…………言わなきゃだめ？」

「聞きたいな」

　クレアは仕方ないとあまり上機嫌ではない顔で話し始めた。

「ストゥーラってのは商人の力が強くてね、あんまり政府に力はないのよ。前のアークランド戦争だって商人が河のこっちに拠点が欲しいからって政府に圧力をかけたのよ」

　なるほど、商人が国を動かせるのか。

「だからここで成り上がるには商人だって思ってね。今の商会の支店長に取り入って……あぁもう言うわよ!!　情婦になって店で働かせてもらった！　これでいいんでしょ！」

　俺は続けろと促がし、クレアはお茶を飲み干して話を続けた。

「一店員だったけど色々修羅場も潜って、賭けにも勝ったのよ。もちろん努力もしたわ。商人の事なんて何も知らなかったからさ。ここ最近まともに眠ったことなんてないし、本だって何百冊読んだかわからないわ」

　そういえばクレアはやや濃い目の化粧をしている。

　目の下のクマを誤魔化しているのかもしれない。

「女としての武器も使った。重要なお客さんとか有力者も上に乗せたし、商会の中でも女が好きそうな奴には片っ端から抱かれて色々面倒みてもらったの」

「尻で？」

「ちゃんと前よ！　尻を掘ろうとしてきた奴なんて貴方達ぐらい!!」

　クレアも随分と苦労して出世していったようだ。

「毎夜太った男の上で腰振って、男が寝た後も朝日が昇るまで勉強して、やっと地域を任せられるまでになったのよ」

「こんな辺境だけどね」

　カーラ、この流れは彼女の努力を称えてやるところだ。

「そうよ！　でもそれでも良かったのよ。地域担当になれば権限も裁量も増える。ここで成功すれば有力な商家として独立する事も夢じゃないと思ってね」

　商人の事にはそれほど詳しくないがクレアは最終的には自分の商家を立ち上げるつもりらしい。

「大きな案件もないこの地域でせっかくの大口、それも有力貴族と繋がれると思って来たのに……」

「そりゃ悪かったな」

「はぁ……じゃあ私は帰るわ。知らない仲でもないんだから、体使った話とか昔盗賊だったとか噂にしないでね」

　そう言って席を立つクレアを引き止める。

「何故帰る？　まだ何も話をしていないじゃないか」

「何故って……盗賊やってた私とお金の話なんか出来ないでしょ？」

「商人ってのは客の言葉を聞く前に結果を決めつけるものなのか？」

「大抵の場合そうですけど……」

　うむ、今後商人と話をするのはアドルフに任せよう。

　気を取り直して言い直す。

「俺はお前と取引しないと言ってないぞ」

　クレアの目が見開かれた。

「でも……」

「出自で言うなら俺が貴族だと名乗る方が不自然だ」

　盗賊と奴隷のどちらの方が地位が上かは面白い話題かもしれない。

　いい機会だ、クレアに対抗して俺の出世話でも語ってみようか。

「身の上話をするのは老けた証拠らしいわよ」

　カーラの変態事件は三倍ぐらい誇張して語ってやろう。







「なるほど……あの事件の裏はそういうことだったのね」

　クレアは驚いた事にゴルドニアの政変からアークランド戦争までほとんどを正確に把握していた。

「商人にとって政治の時事話は必須ですから」

　さすがに俺の戦争での話は士気高揚を兼ねた誇張された物と見ていたようだが。

「アッシュが一方的にやられたのだから……。強いのは当然でしょうね」

　クレアに少しばかり影が落ちる。

　俺が彼女の最愛の男を両断した事実は月日では消せない。

「もうそれほど気にしていませんよ。あれがあったから私も成り上がることが出来たのだろうし……沢山の男を咥えこんでいる私にアッシュの仇を、なんて言う資格はもうないわ」

　俯いたクレアに近づいて肩を抱き、キスをしようとしたがトンと肩を押された。

「さあ、身の上話も終わりましたし商談と参りましょう！」

　残念ながら味見させてはくれないようだ。







「売却品のリストは既に行っていると思います。後は最初に提示された金額からどれ程の上積みがあるかのお話になります」

　帰って来たアドルフがクレアと交渉を開始し、カーラは腹を撫でながらうたた寝している。

　アドルフがクレアとシテいないことを確認しながら恐る恐る入って来るのには笑えたな。

「失礼ながら当商会は割高な料金を掲げてあわよくば……なんて悪徳な商売はしませんわ。ですので上乗せ出来るのはせいぜいご挨拶程度となります」

「それでは他の商会に遅れを取るかも知れませんよ？　それなりに大口ですので当然何件か声をかけていますので」

「まあ、それは困りましたわ。でもこの値段よりも高く買う商会は本当にまっとうな所でしょうか？　万が一にも詐欺に会わぬよう、良くご確認されたほうが宜しいかと」

　随分と交渉は熱を帯びている。

　出来れば紅茶ではなく酒でも呑みながら観戦したいな。

「これ以上の上積みは出来ませんが、当商会から何か商品を購入頂けるのでしたら相殺と言う形で割安に融通致します」

「それはありがたいですが穀物に割り引きは無いのでしょう？」

「穀物は随分と高騰しておりまして当商会でも十分な在庫がございませんので仕方ないのです」

　そういえば穀物が随分と高騰しているらしい。

　うちは定額で購入しているからダメージは少ないが人口が増加しているので冬に向けて足りなくなるかもしれない。

「お言葉ですが、買取ご希望の商品には武具や軍用品などの嵩張る物が多く輸送にも手間がかかります。その分もお考え頂きたく存じます」

「当領内は治安も安定しておりますし警護にそれほど費用が必要とも思えませんが？」

「トリエア王国を通れませんのでゴルドニアから遠回りせねばなりませんでしょう？」

　俺とアドルフの動きが止まる。

　さすがに時事には詳しい、あれが紛争の略奪品としっかりと把握していたようだ。

　あの荷をトリエア経由で輸送すれば没収される危険は大きい。

　最短距離で船に乗れないとなると荷駄隊の経費も嵩むし、盗賊や魔物の群れに会うリスクも膨らむ。




「では武具類はこちらの手で運ぶのでその分を上乗せして……」

　アドルフは優秀だが細かすぎて相手をうんざりさせることがある。

　ここはこれ以上ごねるべきではない。

「アドルフ、そこらへんでいいだろう。少しは美人に花を持たせてやれ」

　今後もクレアとは信頼出来る相手として商売を続けたい。

　毎回単発の取引でこんなめんどくさい交渉はごめんだ。

　それに少し花を持たせれば美味しいことがあるかもしれないじゃないか。

「値段としてはこれでいい。ただし俺の領内から河までの護衛はこっちでつける。その分は上乗せでも何でもしておいてくれ」

　これは経費節減だけではない。

　俺の領内はほぼ安全だと自負出来るが、エイリヒ領から占領地を通る間はそうではない。

　これだけの買い付けをして万が一積荷を失えばクレアはおしまいだろう。

　経費としては差し引きマイナスかもしれないが行軍の練習にもなるしちょうどいい。

「それとこの荷の出所は出来る限り秘密にしてくれ。特にゴルドニアの関係者にはな」

　何人もの商人に見せているので機密と言うほどではないが言いふらされたくは無い。

「はい、勿論顧客の情報をぺらぺらと話したり致しませんわ」

　先ほどと違って話し方も貴族に対するものとなっていた。

　彼女なりのけじめなのかもしれない。

「これは別件なんだが、フィ……フェ……フェラッチ商会で武具の製作っていうのはやっているのか？」

「フィリッチ商会です」

「製作はしておりませんが多くの職人を知っております。御用命があれば用意致しますわ」

「合成弓が欲しくてな。数はかなり多くなりそうだから作れそうなら教えてくれ」

　現在弓騎兵には掻き集めた弓を与えているが、サイズや作りが違うので射程も少し異なるのだ。

　一軍として運用するには出来るだけ同じ装備を与えておきたい。

　吸収した部族のことを考えると五千近い弓が必要になってくるが、この数はさすがに俺やアドルフが個人商店や行商人から掻き集めてなんとかなる数ではない。

「弓ですか、承知しました。数によっては本店にも掛け合いますので概数をお知らせ頂けませんか？」

「約五千」

「……本店に回すしかないですわね。しかし合成弓の新作は値も張ります。いかに割安にするとはいえ、かなりの高額になってしまいます」

　ふむ、戦利品を売って資金を得ようと言うのに大量買いしてしまっては本末転倒か。

　それに弓騎兵も準備訓練している状態で今すぐ彼らを戦場に出す訳でもない。

「そうか。ならある程度の数ずつ継続的に買う形にしようか」

　それならば他の売却品も用意できるし、来年には収獲や人頭税も見込める。

「是非ともそれがよろしいですわ」

　クレアの顔が輝いた。

　彼女としても本店に回すより、少しずつでも自分の商圏の中で処理できる方が儲けに繋がるのだろう。

　ちらりとアドルフの顔を見ると無言のまま僅かに頷いた。

　この条件で問題無いようだ。

「まったくハードレット様は美人に弱い」

　アドルフは甘い条件に俺が譲歩してしまった、とすることでクレアへの貸しとするつもりなのだろう。

「ハードレット子爵様、今後とも宜しくお願い致しますわね」

　クレアが深々と頭を下げる。

　こちらから谷間が丸見えになることも意図しているに違いない。

　わかっていても俺のモノは硬くなり始めてしまったが。

「これからも良いお取引をしたいと思いますので宜しければここラーフェンに店を構えることをお許し願えませんか？」

　それは好都合だ。

　地域担当のクレアが常駐する訳では無いだろうがいつでも連絡できるのはありがたい。

「では毎月の税率は「構わんぞ。好きにすればいい」………………」

「っ!?　ありがとうございます。特別のご贔屓感謝致します」

　クレアはニコニコと感謝を述べ、アドルフに睨まれる。

　最後に何かやってしまったらしい。

　まったく交渉事は難しい。

　二つの対照的な視線を浴びながら俺とクレアのサインがされた契約書を手に取った。

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　売却

　武具一式　　金貨二千枚

　宝石類　　　金貨一万枚

　装飾品　　　金貨八千枚




　購入

　穀物　　　　金貨二千枚

　弓（五〇〇張） 金貨二千枚




　差し引き

　金貨一万六千枚

　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　やれやれ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二〇歳　晩秋

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍二三〇〇　弓騎兵約一五〇〇（訓練中）

　財産　金貨一八五〇〇枚（軍備内政で継続消費－六〇〇）（売却益一万六千）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）カーラ（側室孕）メル（側室孕）リタ（メイドもどき）カトリーヌ（淫乱）

　セバスチャン（執事）ヨグリ（食客）ルナ　ルビー

　子供　スウ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　王都　（メリッサ愛マリア） ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（私軍指揮官）ピピ（従者）

　レオポルト　アドルフ（内政官）シュバルツ（馬）

　経験人数五〇人　産ませた子七人








第85話　個人的商談　♯







　商談の後もクレアはラーフェンに留まっている。

　荷馬車隊が到着するのを待っているらしい。

「この取引には私の命運がかかってますから、荷は自分で運びますわ」

　商人も命がけだな。

　クレアは今、俺の屋敷に逗留している。

　なにしろラーフェンには高級な旅館なんて物は存在しない。

　一応作ろうとは考えているがまだ土台しか出来ていないのだ。

　そこで要人は俺の館に泊まらせることにしているのだ。




　そのクレアに呼ばれて彼女に貸した部屋を訪れると、見るからに高級な酒を振舞われた。

「どうぞ、連邦から取り寄せた最高の品でございますわ」

　軽く煽ってみるが香りも味も素晴らしい。

　酒の味が分かると自惚れるつもりはないが、この酒がいい物であることは即座に理解できた。

「これはうまいな」

「気に入って頂いて嬉しいですわ」

　ここにはアドルフも居ないし他の人の目もない。

　特に丁寧な言葉を使う必要はないと思うのだが。

「もう日も変わる時刻でしょうに、音も火も消えませんのね」

　窓から町を一望すれば無数のかがり火が光虫のように揺れ、木材を加工する音が響いている。

　日が昇るまでは翌日に向けて資材の製作を行う。

　篝火の下での作業は効率が悪く、徹夜組には給金を多めに払うので良い方法とは言えないが、何より重要なのは本格的な冬が来るまでに一軒でも多くの家を作ることなのだ。

　お陰でこの町に住む者の間では寝るときに耳に詰める綿が必需品になっている。

「聞けば民のために家を作って無償で提供しているとか。そこまでなさる理由はなんですか？」

　理由と言われてもわからない。

　別に奴らに尽くしてやるつもりもないし、領地を発展させるためだろうか？

　そこらへんはアドルフの領分だ。

「他の貴族の方はそういったことよりもご自身の趣味、宝飾品や華麗な武具などに財を使うものですが」

「光物に興味は無いな……。武具も綺麗なだけのやつはごめんだ、戦で使えて価値がある」

「あの化け物みたいな槍ですね。あれを振り回すなんてどんな怪力なのでしょうか」

　クレアはいつの間にか俺の隣に座り、腕を興味深そうに触ってくる。

「失礼しました。つい興味があったもので」

「好きにすればいい」

　女に体を触られて嫌がる理由は無い。

　クレアは息がかかるような近くまで寄って会話を続けた。

「これだけの開発、給金以外にも材料購入の出費も多いのでは？」

　よく労役者にも給金が出ていることを知っていたな。

「私にお任せ頂けたら深夜に非効率なことをしなくても完成した部材を持ってこさせますわ」

　私〝共〟が外れた。

　本店は絡まない話にするようだ。

「有り難い話だが今は必要ない。それだと力の無い者や女子供の職がなくなる。彼らを養うことも労役の目的の一つだからな」

　実は深夜の部品製作の競争率は高い。

　町に住む女子供が出来る少ない仕事の一つだからだ。

「なるほど……。兵の増員も大きな規模で行っているとか、何故そこまでの増員を？」

「…………」

「ごめんなさい。この二年色々と気を張っていたせいで何にでも興味を持ってしまいますの」

　クレアは俺の太ももを軽く撫でながら謝罪する。

　彼女は交渉の時とは違う比較的ゆったりした服装なので前屈みになると谷間がしっかりと見えた。

「秘密と言う訳じゃない。トリエアとの紛争は知っているだろう？　ああいう事もある辺境の地だ。武力無しには始まらんよ」

「では今後も軍の拡張はお続けになるのですよね？」

「そうなるだろうな」

「彼等の武具や雑品の手配も私にお任せ願えませんか？」

　クレアは上目遣いで覗き込んでくる。

　それはこちらとしても考えていた。

　剣や槍など大きさが同じならなんでも良い物は戦利品をそのまま部下に与えていたが、矢や荷車や馬車なども、これから私軍の規模が膨らめば色々と入用になるだろう。

　その度に俺やアドルフが駆け回るのは時間の無駄だし高くもつく。

「だめでしょうか……もう決まった相手が居るのでしょうか……」

　クレアは俺の膝に乗り上げるようにして上目遣いにこちらを見てくる。

「決まった相手なんて居ない。必要になったら頼むよ」

　パッとクレアの顔が輝く。

「ありがとうございます！　それでご提案なのですけど今回の売買の代金……差引き金貨一万六千枚なのですが、幾分かをお預け願いませんか？」

「ん？　どういうことだ？」

　買ったら金を払い売ったらもらう、それ以上のことはよくわからない。

「たとえば金貨一万枚の現物をお渡しせずに書面に残します。そして私から物をお買いになったらそこから引いていくのです」

　ふむ、貸しておくようなものか。

「しかし、俺に何の益がある？」

「大量の金貨を持てば保管も手間です。もし、賊にでも奪われれば大損害ですがお預け頂ければその心配はありません。我々としても一々金貨を持ち運ぶには危険が伴います」

　この近辺では盗賊は少ないとは言え断言は出来ない。

　トリエアの貴族から略奪した俺が言うのも笑えるが危険は減るだろう。

　だがそれでは、クレア以外から買い物をする時に余計手間がかかって……あぁそれが目的か。

「そうすればお前以外の商人から物を買いたくなくなるな」

「……要請があればちゃんと運搬しますわ。それに！　お預け頂けるなら多少の値引きは致します！」

　どの道クレア以外に大口の取引はない。

　いいんじゃないかと思ったが少し意地悪をしたくなった。

「だが金貨に囲まれて寝てみるのも悪くないぞ」

「ご冗談を、そんなご趣味には見えません」

　俺のすぐ傍に座り笑顔を崩さないクレアだが、心なしか焦りが見える。

　これからも物は買うと言っているのだから金を渡すことになってもそれほどの痛手にはならない。

　彼女が焦る理由はないはずだが。

「金貨一万六千枚か、見たこともない大金だから一度見てみるのもいいな」

「……そうおっしゃらずに例の合成弓についても次回からは割安にしますから」

　考えてみればおかしい。

　クレアは既に荷馬車隊に出発の文を出したはずだ。

　彼らは代金としての金貨も持ってくるわけで今更金額を変更すれば悪戯に金貨を右左と動かす事になる。

　成立するかわからない取引のためにそんな大金をクレア自身が持ち運んでる訳もない。

　じっと目を見ると、クレアの笑顔の下には借金取りに追われるような焦りが見えた。

　クラウディアが五千枚ぽんと持ってきたから失念していたが、よくよく考えれば金貨一万六千枚はとんでもない大金だ。

　都市の商人でも到底そんな資金は手元にないし、クレアのような商会の地域担当でも間が悪ければ……。

　まして彼女は赴任して日が浅いし、まだ有力な顧客も掴みきれていないだろう。




「……俺に見透かされるようではまだ甘いな」

「な、なんのことでしょう？」

「随分と自信満々に博打を打ったな。無いんだろう？」

　クレアは笑顔のままだらだらと汗を流した。

「さてフィリッチ商会に連絡を……」

「お待ち下さい！」

　クレアが俺に覆いかぶさるように接近してくる。

　俺は半笑いのまま言ったので本気でないことはわかるはずだが。

「私達は取引相手です。でもその前に男と女ですわ……お互いをもっと信用する方法があるとは思いませんか？」




　クレアが俺を見上げ、俺は黙ったまま足を開く。

　ソファから降りた彼女はそのまま足の間に入り、股間に顔を埋めた。

　ズボンの股間に顔をこすりつけながら両手でゆっくりとそれを降ろしていった。

「もう二年も経ちますのね。あの時はこのお道具にたっぷりと犯されました」

「尻までな」

「言わないで下さい。恥ずかしい」

　クレアは飛び出した肉棒を口だけで器用に弄ぶ。

　単に快感を与えるだけではなく、上目遣いにこちらを見て、切なげに息をつきながらしゃぶる姿は男の征服欲と庇護欲を掻き立てる。

　真っ赤な紅を引いた唇が肉棒にキスを繰り返し、先を咥えた。

「うまいな……あの時とは比べ物にならない」

　あれから何人の男をしゃぶってきたのだろうか。

「ハードレット様への愛故ですわ」

　よくも言えたものだが、奉仕されながら言われては悪い気分にはならない。

「大きい……昔も丸太かと思うほどでしたけど、今と比べては貧相に思えるかもしれません」

　再び口をつけるクレア、わざと大きな音を立てて肉棒をしゃぶり、時折口から出して大きさを褒める。男に取り入るためとはわかっているが、それでもこれほど健気に奉仕されると勘違いしたくもなる。

　頭を押えるとされるがままに腰に両手を回し、喉奥まで深く入れていく。

　つい性感が高まって腰を突き出してしまったが抵抗はせず、ただ涙目で俺を見上げてきた。

　そうされてしまっては力を緩めざるを得ない。

　しばらくの間奉仕は続き、腹に張り付くほど反り返った肉棒が口から抜かれ、クレアはソファに四つん這いになった。

「これほどの立派なお道具は見たことありません……。血管が浮き出て、凄まじい男の匂いです」

　最近は女達にでかいでかいと言われるせいで大きさを褒められることが誇らしくなってきてしまった。

　俺は彼女のドレスの中に手を入れて下着を抜こうとする。

「必要ありませんわ」

　クレアはドレスを捲り上げ、黒いレースの下着を晒す。

　その下着は真ん中、一番大事な部分に大きく切れ目が入っており、広げれば女が丸見えになっている。

「いやらしい女だ。最初からこいつを咥えこむつもりだったのか？」

「ハードレット様の男の魅力に心が蕩けてしまうのです……」

　それ以上は聞かずに後ろから肉棒を下着の割れ目、女穴の入り口に当てる。

「はったりと見破られたのですから今宵私はハードレット様の牝奴隷……。犯し尽くして下さいな」

「勿論そのつもりだ！」

　尻に両手を添えて腰を押し出す。

　一番太い先がメリメリと中に入っていった。

「ああっ!!　すごいですわ！　私の女が……一番大事な場所が支配されてしまう!!」

　押し込もうとするが中ほどまでで引っかかって入らない。

　するとクレアは自分の尻を持って思い切り両側に広げた。

　肉棒が一番奥までずるりと入り込む。

「入ったぁ！　今までの男なんて全部飛んでしまいましたわっ！　もう貴方だけ、貴方だけの女です！」

　甘言を聞きながら腰を動かしクレアの内部を貪る。

　穴に事前に潤滑剤を入れていたのだろう、よく滑って気持ちいい。

　動きもただ締まるだけではなく、引き抜く動きに合わせてギュッと規則的に締まり、より高い快楽を与えてくれている。

　どうすれば男が喜ぶのかをよく知っている女の動きだった。

「ああ、太すぎる……。もう少しゆっくり動いて下さいな、穴が裂けてしまいます」

「ん？　そうか」

　俺が動きをゆっくりとした物に変えるとクレアはしばらく感じていたがふいに快楽を訴え始めた。

「だめっ！　何かが来ます……。ああっ!!　あああぁぁ!!!　突いて下さい！　壊れるまで!!」

　こちらを振り向いて舌を出し、今度はもっと強くしてとねだる。

　擦っているうちに性感が高まったのかもしれない。

　俺のモノがそうさせたと思うと気分も良い。

　望みどおり激しく腰をぶつけ、彼女はソファを転げまわるように前後した。

　それにしてもドレス姿で下着もつけた女をそのまま抱くのは新鮮でいいな。

　今度ノンナにでもやらせてみようと思いつつクレアの両手を掴んで逃げられないように固定する。

　胸にも手を回して乳首を摘むと喜ぶように穴が締まる。

「あぁ……気持ちいいぞ。そのまま締め続けてくれ」

「私も凄くいいです！　逞しい男性に抱かれるのがこれほどいいなんて、本当に惚れてしまいますわ！」

　振り返って熱い目で俺を見つめるクレアの唇を奪い、奥を攻め続ける。

「ハードレット様……私もうイきそうです」

「俺も出そうだ」

「でもお金の事が心配で……最後の一昇りがなかなか……」

　クレアはそう言うと暗い顔をして穴の締まりを緩めてしまう。

　俺は絶頂の為、肉棒への刺激を求めて四つん這いの彼女を後ろ向きのまま腰の上に抱え上げた。

「それはもういい！　なんとかしてやるから集中しろ！」

「ありがとうございます！　これで心おきなく……いけますぅぅぅーー!!」

　肩にもたれるように首を反らせ痛いぐらい強烈に締め上がる女穴に俺も限界を迎えた。

「うぉぉぉ!!!」

　これでもかと腰を突き出して勢い良く射精、数十回の律動を全て彼女の中に注ぎこんだ。

　俺達は射精を感じながら見つめあい、濃厚なキスを続けていった。







　長い射精が終わった後、クレアと共にベッドに寝転び、彼女に腕枕しながら酒を楽しむ。

　彼女は汗ばむ俺の胸に顔を埋めていた。

「最高に良かったぞ」

「私も久々に仕事のことなど忘れてしまいました」

　嘘をつけと言わないのが男の器量だと思う。




「結局、手元に金はどれぐらいあったんだ？　いくら預ければいい？」

「六千はお渡しできますし、もう向かっています」

　これは参った。

　半分以下の資金で博打を打ったのか、いつか破滅するぞ。

「私は新参者ですもの。他の方と同じことをしていてはのし上がれません」

「随分と剛毅なことだ」

　クレアの胸を触ると返礼に肉棒を手でこすって来た。

「なら一万は預けておく」

「ありがとうございます」

　胸から走る快感、乳首を舐めてくれているようだ。

　返礼にこちらも穴に指を入れ、ざらざらした壁をゆっくり擦る。

　俺の種がたっぷり入ったそこは熱く滑る。

「ねえハードレット様……」

「そのハードレットってのは一々硬いな。他の言い方はないのか」

　どうも名字で呼ばれると仕事をしているような気分になる。

「では……エイギル様……誠に失礼ですが、ベッドの中でだけ敬称を省いてもいいですか？」

「ああ、好きにしろ」

　抱いた女に呼び捨てられても腹は立たない。

「愛しいエイギル……。これからも可愛がって下さいませ」

　クレアは口移しで俺に酒を飲ませる。

　上質な酒を美女から頂くと二倍美味い。

　よし、もう一戦と肩を抱くが先に言葉を紡がれた。

「あんっ！　また穴が戻りませんの、もう少しお話しましょう。エイギルのモノが大きいからですよ」

　仕方ないと引き下がる。

　肉棒は既に勃ち上がっているのだが……。

「そういえばあの馬はまだ元気ですか？　大きな黒い……」

「シュバルツか、元気だよ。女好きのひどい馬だ」

「まぁ、うふふ。実は私、馬がとても好きなんです。最近ゴルドニアの東部から結構な数の馬が売りに出ておりまして……馬を育てている所を見れるかと楽しみにしていたのですけど、見当たりませんね」

　馬はここらでは育てていないな。

「馬はもっと東、山の民の領域だ。彼等が乗るのに適さない奴を売っているんだ」

「……山の民の領域で飼育を？　いえ、その言い方では彼らを手懐けたようにも聞こえますが」

　彼らのほとんどは俺に従っている。

　今更襲撃などないからな。

「そんな所だな。奴らは乗れない馬は馬肉にするらしい。さすがにそれは勿体ないから、穀物と交換でどっちにもいい取引だ。物々交換だからお前達商人には旨みはないかもしれんが」

　クレアは微笑するが、顔がずいと近づいてくる。

「あの領域は未知のことが多いですから興味がありますわ。他に珍しい物はありませんか？」

　随分と冒険心があるようだ。

「見渡す限りの荒野で水辺に草地が広がるぐらいだ。探索も中々難しくてな……そういえば鉄鉱山があったそうだ。これは別に珍しくもないか」

「まぁ鉱山が？」

「そうだ、質も良いんだが、わざわざ鉄鉱石を王都まで運んでも仕方ないからな」

　鉄鉱石は重要な品だが所詮は原料なので単価は低い。

　そのくせにやたらと重いので長距離を運搬するには向かないのだ。

　アドルフもなんとか利用しようと考えているようだが妙案はない。

「……現地で精製して鉄の塊として運べば……。いえ、いっそ町ごと作って製品まで……」

　クレアはぶつぶつと何やら呟いている。

「山の民の妨害はないのですよね？」

「ん？　あぁ、あそこは大丈夫だ」

　鉄鉱山を見つけたのは今となってはそれほど遠くではない。

　既に従えた部族しか周りにはいない。

「もしかしたら鉄を出荷するお役に立てるかもしれません。是非、お見せ頂きたいですわ」

　クレアはずずいっと再び顔を近づけてくる。

　キスしてやったが目を逸らさない。

「わかったよ。ただ都会の女が気楽に行くような場所じゃないぞ？」

「私は元盗賊です。厳しい環境も平気ですわ」

　クレアが胸を張り、形の良い乳房が揺れる。

　もう限界だ。

「きゃっ！　エイギルは女好きですね」

「これで我慢できる男がいるか。次は全裸で絡み合おう」

　クレアを全裸にして肉棒を叩き込み、上質な穴をたっぷりと味わって行く。

　交わりは俺が三回目を発射し、クレアが大声を上げて失神するまで続けられた。
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「クレア様……大丈夫ですか？」

　一人の少女がベッドの上で寝息を立てるクレアに声をかける。

「ええ、起きているわ。ハードレット卿はどうだった？」

「はい、随分と上機嫌でしたよ」

　クレアの表情が緩む。

　男はしっかりと満足し、資金の問題も解決したならば何も問題はなかった。

「お疲れ様でした」

「凄かったわ。後一時間も続けられていたら本当に失神したかもしれない」

　クレアは少女から水を受け取って一気に飲み干す。

「資金問題は大丈夫よ。他にも色々有意義なことが聞けたわ」

　ベッドに寝そべって足を大きく開く。

　少女は先端に柔らかい綿のついた棒を湿らせてクレアの女の穴に差し込み、種を掻き出した。

「ものすごい量ですね……。どれだけ出されたのか」

「そうよ、すごいの。最初中で放尿されたかと思ったわ」

　クレアは過去、そういう変態行為にも歯を食いしばって耐えたのだ。

　処理が終わると少女は手に軟膏や油を塗って性器の中と周辺をマッサージする。

「んっ！　ローリィ、念入りにやってね。今日は相当無理したから」

　彼女達二人は主従の関係にあるが、それ以上の深い絆を持っていた。

　ローリィと呼ばれた少女は豪商の娘に生まれたが一年前に親が商売に失敗して破産。行き場がなくなった彼女はクレアの元に身を寄せた。

「随分と広がって……。そんなに大きかったのですか？」

　クレアは声を大きくした。

「大きいなんてもんじゃなかったわ。さすがにあんなのは初めてよ」

「昔の知り合いなんですよね？」

「それほど大げさじゃないけどね。昔も大概大きかったけど、今は人か疑いたくなる程よ」

「クレア様のここは大事な交渉の道具ですものね」

「ローリィ、貴女も人の事は言えないでしょう」

　クレアは取引の為、出世のために必要なら躊躇なく体を使ったが、ローリィもまた同じで、起伏が少なく一五の歳よりも幼く見られる彼女の体を好む相手とはクレアの指示で床を共にすることも珍しくなかった。

「そうですね。必要とあれば……ハードレット卿とも」

「あなたじゃ無理ね、腹まで引き裂かれるわよ」

　二人は笑い合う。

　ローリィはクレアの指示で沢山の男に抱かれたが別に恨みもなかった。

　二人でのし上がる、その為に必要ならばなんでもするつもりだった。

　ローリィ自身、自分の才覚に自信があったし、クレアのそれも認めていた。

　他の男の商人に劣っているつもりは無かったが、商売の世界でも女と言うだけで被る不利益はある。

　ならばそれを補う為に女が持つ武器を使うことに戸惑いがあるはずもなかったのだ。

　幸いにしてクレアもローリィも美しく生まれついたので効果は絶大だった。

「それに貴女みたいな小さい女は好みじゃないみたい。後、強姦を楽しむ趣味は無いわ。女が恥じらうよりも快楽に溺れる方が燃えるみたいね」

　クレアは先ほどの一戦で感じたことを口に出し、ローリィがそれをノートに書き留める。

　この趣味をまとめたノートが流出すれば悶死する男は百近いだろう。

「贅沢品には興味なし。但し奥方の一人が宝石のサンプルを嬉しそうに見てたから買うかもしれない。武具も実戦本位で装飾は厳禁、酒は好きみたいだから、同じものをもっと取り寄せて……そして何より女、あれは相当な女好きよ」

「館も女性で埋まってましたからね」

「テクも一級品、自称色事師なんて目じゃないわ。それに気遣いも出来るから……下手な女だと一発で心まで絡め取られるわ」

「いい男ですね」

「そうね。でも私達は彼の虜になるわけにもいかないでしょう」

「そうですね。女好きは私達にとっては幸いです」

「一時はどうなるかと思ったけどまた賭けに勝ったわ。ラーフェンに地域の本店を置いてもいいかもしれない。ここはまだまだ伸びるわよ」

　クレアは裸のまま立ち上がって窓に揺らめく火を見つめる。

　その彼女にローリィは後ろからナイトガウンを着せた。

「信じられないことだけど山の民の行動を制御してるみたい。馬の出所もそこよ」

「まさか……確かに最近討伐戦をやったと聞いておりますが」

　緻密な情報網を持つ商会とクレアだが、さすがに山の民の領域まで届くほど手は長くない。

　出発の情報は掴めるが文明化されていない場所で何をやってきたかはわからない。

「ただの討伐じゃなくて支配したのかもしれない。確認が必要だけど本当ならすごいことよ」

　中央平原ではどんな地域にも商人の色はついている。

　行商人しかこない辺境でもその行商人が物を仕入れ、また売却する所を辿れば最終的に大きな商会に繋がっているのだ。

　だが例外もある。

　それが山の民の領域、あそこは全ての国家と同じように商人にとっても未知の土地。

　完全な真っ白なのだ。

　まだ誰もあそこの価値には気付いていない。

　蛮族が支配する不毛の地と考えている。

「ハードレット卿にも食い込みましたしね」

「ええ、預け金も頂いたから実質私が彼の専属商人ね」

　先日の買取に破れた他の商人達もそれほど気にしていなかった。

　一発だけの大口取引を大手の商会はそれほど重視していない。

　将来性ある土地を統べるハードレット卿と繋がっているのは自分だけとの思いがクレアを笑顔にさせる。

「これは運が向いてきたわね」

「ええ、今が勝負の時と思います」

「家を建てる材木、そして人夫……奴隷でもいいから調達なさい。後、武具の職人を囲い込むのよ。これからきっと大口で入るわ」

「はい」

　ローリィが素早く手紙をしたためるのを見ながら更にクレアは続けた。

「先ほどは裂けると言ったけど、場合によっては貴女も彼に抱かれてもらうから。覚悟はしておいて」

「わかりましたクレア様」

「それと強い潤滑液と痛み止めみたいなものはあったかしら？」

　ローリィが文を書く手を止める。

「昔色々あってね。彼は、私の尻に興味を持ってるみたいだから必要なら掘らせようと思って……あのサイズがそのままだと尻の穴が再起不能になるわ」

　ローリィはクレアの覚悟に感服を禁じえなかった。
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第86話　子供達　♯







「あぁぁぁ…………」

　ゆったりと湯船に身を沈め、両手両足を大きく開く。

　思わず大きく息が漏れた。

　時期は一年の内で一番寒い季節、その上今日は特段に寒く雪もちらついている。

　その中で熱めの湯に入るのは最高の気分だ。

　風呂場の窓をあけると、ラーフェン名物とも言われる夜間の作業の灯りが見える。

　雪の中必死に働く民を尻目に入浴とは優雅だが、このぐらいは領主の特権だ。

　頭まで浸かって暖まろう。

「～♪」

　湯の中に完全に潜っていると入り口が開き、鼻歌を歌いながら誰かが入って来た。

　といってもここに入れるのは俺の家族ぐらいだ。

　果たして誰だろうか。

「ん～♪　あったかーい。お風呂っていいなぁ……」

「お姉ちゃん、先に行かないでよぅ！」

「ルウがどんくさいからでしょ。なんで服脱ぐだけでそんなに時間かかるのよ」

　静かだった風呂場が一気ににぎやかになった。

　クウ、ルウ姉妹はとても仲が良く、食事も風呂も一緒にしているようだ。

　そんなことを考えていたが、そろそろ息が限界になってきた。

「ほらルウ、さっさと体洗ってお湯に入ろう。風邪引いちゃうわよ」

　クウの言葉の途中で俺が湯から顔を出して立ち上がる。

　湯を汲もうと体を屈めていたクウの顔がちょうど俺の股間の前にあった。

「え……お湯？　え？　ちん……」

「お前らも風呂か？」

「……ちん…………ち……」

「はわわわわ！」

　クウは突然の事に視線を固定したまま固まってしまった。

　ルウは体を隠す布を探したが何もないことがわかると恥ずかしそうに手で割れ目だけを隠した。







「もう！　何で隠れてるの!?」

　気を取り直した姉妹と湯に入りながら文句を聞く。

　別に隠れていたわけじゃない、頭まで入っていたらいいタイミングで入って来ただけだ。

「でもこうしてエイギルさんと一緒に入るの久しぶりです」

　ルウは俺の横に座り、肩に頭を乗せてきた。

　もう胸も割れ目も隠すのはやめたらしい。

　頭を撫でてやると嬉しそうにはにかむ。

「うぅーでも男と女なのに……」

　反面クウはまったくリラックス出来ていない。

　というよりも俺の股間のモノをチラチラと見て落ち着かないようだ。

　本人はさりげなく目をやっているつもりらしいが、見られている方からははっきりわかる。

　ノンナの言っていた通りだな。

「見たいか？　ならそう言えばいいのに」

　俺は立ち上がってぶらりと下がる逸物を見せ付けた。

「ひいっ！　ちっちがう！　ちがいます!!」

　そう言いながらも視線を外さない。

「女が男に興味を持つのは当然だろう。ほら触ってみろ」

　クウの手をとって逸物に添える。

　目を逸らしながらも手はふにふにと動き続けていた。

「柔らかい……母さんを抱く時はあんなに硬くなってたのに」

「今は女を求めてないからな……さっきまでカトリーヌとノンナに絞られてすっからかんだ」

　一応裸の女は傍にいるがルウはまだ膨らみかけの子供、クウは大事な場所をしっかりと隠している。

「もう！　母さんのお腹がいよいよ大きくなってきたのに！」

「そろそろだな。体調はどうだ？」

「うん、大丈夫そう。スウの時よりも余裕があるみたい。やっぱりエイギルさんが傍にいるからだと思う……」

　元気な子供が生まれて欲しいと二人で言い合う。

　だが逸物を握らせながら子供の話をするのも奇妙な光景だ。

「大きくなるのを見てみるか？」

「ええっ!?　そんな、別に見たくない……けど」

　とても見たいんだな。

　クウの胸を隠す手をほどいてゆっくりと乳房を撫でる。

　決して大きくは無いが貧乳でもない。

　手に収まるにはちょうどいいサイズの乳は若いだけあってハリがある。

　既に乳首が硬くなっているのは俺のモノを見て興奮していたのかもしれない。

　クウは隠しているが案外にスケベだからな。

「あっ！　んっ！　気持ちいい……。うわぁぁ…………ムクムク大きくなってくる」

　逸物は脈動しながらドンドン大きくなり、やがてしっかりと勃ち上がった。

　斜め四五度になった逸物はクウを威圧するように影を落とす。

「あっと言う間に石みたいになっちゃった……」

　驚くクウに更に近づき、顔から首に男根を這わせていく。

「なあクウ、そろそろ俺を受け入れてみないか？」

　答えないクウを湯から上げて風呂の縁に手を付かせた。

「うぅ……だってそんな大きいの入らないよ……」

「女の体はそう出来てる。試してみろ」

　後ろから抱き着いて男根を割れ目に当てて力を入れていく。

　先がぷくりと膨らんだクウの性器を押し、いよいよ入るとなった所でクウが身を離した。

「ごめんなさい！　怖いっ!!」

「そうか……わかった」

　クウは本気で怖がっている。

　処女喪失はお預けだ。

「じゃあせめてこいつを静めてやってくれ」

　縁に腰をかけ、クウを引き寄せた。

　手でこすろうとするのを更に抱き寄せ、目の前に突きつける。

「く、口で??」

「ルウも一緒にどうだ？」

「はわわわわ!!」

　目の前で俺と姉の行為が始まりそうな雰囲気にルウは顔を半分沈めて見守っていた。

　折角だから参加させてやろうじゃないか。

　まだまだ子供だがモノを舐めさせるぐらいは問題ないだろう。

「さあ頼むよ」







「んっ……ルウ、先っちょお願い」

「うん、きゃっ！　跳ねた！」

　風呂の縁に腰をかけ、姉妹を湯につけたまま男根をしゃぶらせる。

　こうすれば彼女達が湯ざめする事も無い。

　二人とも口淫は初めてのはずだが姉妹だからか息は見事にあっている。

　クウは恥ずかしがりながらも結構大胆にしゃぶってくるし、ルウの小さい舌もたまらない。

　これから定期的に姉妹で奉仕してもらうのもいいな。

「んっ！　硬い」「んんっ！　大きい」

　ただ残念なのは口の中に咥えこんでもらえないことだ。

　もっと練習させて喉まで飲み込めるように鍛えないといけない。




　弱い刺激だったがたっぷり三〇分程奉仕が続き、肉棒が発射を訴えて震え始めた。

「もう出るぞ、両側から吸い付くんだ」

　俺は姉妹の頭を抱えると肉棒に押し付け、天井を仰いだ。

　二人も熱に浮かれたように肉傘の根元に吸い付き、舌で撫でる。

　玉から一気に熱いものが上がってくるのを感じる。

　しゃぶっている彼女達にも伝わったらしく、驚いて目を丸めた。

「おうっ！」

「きゃっ!!」「わっ！　出た!!」

　びゅびゅっと音を立てて、精が飛び散り、姉妹の顔を汚し、湯に落ち、天井に張り付いた。

「やめるな！　もう少し舐めていてくれ！」

　発射に驚いて口を離そうとする姉妹の頭を抱え込み、最後まで発射を続ける。

　弱い刺激での発射だったが射精は長く続いた。

　全てを出し切って肉棒は垂れ下がり、俺も湯に滑り込む。

「あぁ…………良かったぞ…………」

「顔中べたべた……」

「わぁ～天井まで……」




　それからしばらくゆったりと湯に浸かり、俺は先に上がる事にした。

「寒いからな、ゆっくり入っていけ」

「そういえば、脱衣所に服がなかったですよ。だから誰もいないと思ったのに」

「そりゃ全裸で来たからな。ノンナ達を抱いてそのままだ」

「……それで帰りも全裸なの？」

「これからセリアを抱くからな」

「「………………」」

　あきれる姉妹の視線を浴びながら脱衣所を出る。

　どんな形でも女の視線を浴びるのはいいものだな。
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　しばらく後

「冬季の間は農作業が出来ないので労役に人が集まって～」

「へぇ、それはいいな」

「弓騎兵は基礎的な訓練を終え～」

「そうか、それはいいな」

「依然私軍への志願者は増えていますが人口とのバランスから～」

「ほう、それはいいな」

「「聞いてないでしょう！」」

　アドルフとセリアの声に叩き起こされる。

　いかんあまりに退屈な報告なので寝ていたようだ。

　レオポルトは文句こそ言わなかったが勝手に許可を得たと判断して立ち去った。

「要は特に変化無く、いつもの延長だろう？　わざわざ報告しなくてもいい」

「そういうわけにはいきません。そもそもハードレット様が勝手にフィリッチ商会への預け金など作るので購入の自由度が……」

　アドルフの話は一々長い。

　内政官と言うのは基本的に無駄話が多いんだ。

「いいですか？　物資購入と言うのは多方面に分散することで遮断のリスクを減らし……」

　その時、廊下からバタバタと大きな足音が響いてくる。

　執務室の扉がノックも無しに開かれた。

　開いたのはピピでもカーラでもなくメイドの一人で、挨拶も無しに大声を上げる。

「メル様が産気づかれました!!」

「アドルフ、話は後だな」

「仕方有りません」

　セリアも異存はないのか小走りに俺の後ろをついて来る。

　居間に向かうとメルがメイドとセバスチャンに抱えられて寝室に向かう所だった。

　既に時期に来ているので邸内に産婆を常駐させているのだ。

「……エイギル様っ……いよいよっ赤子がっ」

「ああ、わかってる。付き添うか？」

「いえっ、子を産む時は女は獣に……、見てはダメですっ」

「そうか、ならここにいる。頑張って来い」

　メルは冷や汗を垂らしながら寝室に入っていく。

　扉が閉められて部屋の前は異様な静寂に包まれた。

　見れば同じく大きな腹を抱えたカーラも心配そうだし、ノンナも目を閉じ、どうか無事にと祈っていた。

　イリジナとセリアもどこか落ち着きが無い。




　出産は命がけの大仕事だ。

　全員が緊張し、長丁場に備えてリタが水や軽食を用意しようとした矢先だった。

　メルが寝室に入ってほんの一〇分程、おぎゃあと赤子の鳴き声が聞こえてきた。

「ん？　生まれたのか？」

「え？　まだ湯も沸いていないのですが」

　だが扉は開かれ、産婆が俺を迎え入れた。

「元気な女の子にございます。神のご加護か信じられない程の安産にございました」

「早く産湯を！　まだ湧いてないの？」

　あまりにストンと生まれたもので産湯すら少しばかり待たねばならなかった。

「メル、お疲れ……なのか？」

「うふ、正直疲れてもおりませんが。赤子は健康ですか？」

「あぁ元気だそうだ」

「よかった……。また女の子、四人も揃っては将来とてもにぎやかでしょうね」

　極めて短時間の出産だったのでメルの顔に疲労の色はない。

　赤子を抱いてニコニコと笑う彼女に軽くキスをして退室する。

　産後はなるべく他の者と一緒にいないほうがいいそうだ。

「女の子ですか……四人もすごいです」

「母さん無事でよかったぁ……」

「名前を考えないといかんぞ」

「そこは正妻たる私が…………エカチェリーナはいかがでしょう？」

「クウ、ルウ、スウ、エカチェリーナ？　あんたセンス無いわね」

　こちらもワイワイと子供の名前で盛り上がっている。

　名前なんてどうでもいい、メルも赤子も無事ならそれで満点だ。

　祝いに使用人達に酒でも振舞うかと思ったとき、うめき声が聞こえ出した。

「うぅぅぅ……痛、痛い……なにこれ……お腹がぁ……」

　見ればカーラが蹲って腹を押えている。

　全員が一斉に顔を見合わせた。

　またもどたばたと全員が走り回り、産婆がメルの元から呼び出されてカーラを連れて行く。

　まさか同日に産気付くとは思っていなかったので部屋の準備が出来ていない。

　メイドたちもシーツや何やと持って慌てて走り回っている。

「同時か……とすればあいつらを重ねてヤった時に種がついたのかな」

「こんな時に下品なこと言わないで下さい！」

　ノンナも先ほどまで軽口を叩いていたカーラの豹変にかなり動揺して余裕がなくなっている。

　メルと違ってカーラは初産だから少し苦労するかもしれないな。







　と思ったのだが産婆が女の赤子を抱いて出てきたのは三〇分後だった。

　本当に初産かと疑いたくなるほどの安産で、産婆も拍子抜けだったらしい。

「随分と赤子の道が広がっていましたので楽に通れたようです」

　どういうことだろうか。

　ノンナとリタも顔を見合わせる

「まぁ赤子の頭ぐらいは……ですね」「出入りしていますものね」

　と言い合っていたらしい。




　何はともあれ、俺の家族は新たに二名増えることになった。

　名前はメルの子がミウ、カーラの子がエカチェリーナ……お前らやっぱり仲いいだろう。

「まだです……まだ私にも世継ぎを産む機会は残されています！」

　ノンナもいよいよ本気になったようだ。







　大変なのはその後だった。

　子が産まれたのを吹聴して回るつもりはなかったのだが、セバスチャンが私生児でないならば近しい知り合いには文を出すのが一般的と言うものでエイリヒにだけは出してみたのだ。

　すると来るわ来るわ、名前も知らないような貴族や商人から祝いの言葉や品が次々と届いた。

　変り種では生誕祝いの歌や生まれた日に蔵に入れたワインの権利書などがあった。

　後は三歳の息子との縁談を求めてくる馬鹿もいたし、もっとひどいのは今は胎の中なので息子だったら婚約をという大馬鹿までいた。




「生まれてすぐに結婚相手を決めるのはそう珍しいことではありませんが？」

　奴らの馬鹿っぷりをノンナに話すとあっけらかんと返される。

　貴族社会とやらにはついていけないかもしれない。

　そもそもエイリヒが言いふらしたのが悪い。

　今度会う時はまた何か困らせてやろう。




「だとするとあまり時間の猶予はありません」

　セリアが隣に来ている。

　可愛いので顔と頭を撫で回す。

「わぁっ！　髪がぁ！」

　髪をセットしていたのか、悪い事をしてしまった。

　セリアは髪を直しながら更に続けた。

「この前使者が来たではありませんか。春に招集がかかっております。春の大演習があるので手勢を連れて王都へ登れと王直々の命令です」

　そうだった。

　もう季節は春に近い。

　弓騎兵達にも招集をかけねばならない。

　王都で久々にメリッサとマリアにも会える。

　エイリヒの事は置いておくとしよう。
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第87話　王都での些事







「全軍、進軍開始!!」

　俺の号令一つ、ラーフェン郊外に集結した軍団は北に向けて進み始めた。

　王の求めに応じて春季演習に参加するため王都へと移動するのだ。

　この時ばかりは町中で行われている作業も止まり、大人も子供も奪い合うように高所に登って軍勢を見送っている。

　町に残るのは少数の警備隊のみだ。




「不在の間に仕掛けられたらひとたまりもないんじゃないのか？」

「盗賊ならば不完全ながら街壁もありますし防げます。トリエアだとすれば愚か極まります。王国全軍が演習に集結している時に仕掛けるなど狂気です」

　国としてはそうでも俺は町を焼かれたら大損失だ。

　それにカーラとメルも残している。

「族長様……いえ、子爵様の土地が危機とあらば我らの戦士が駆けつけます故ご安心召されますよう。お子も奥方も必ずや我らの手でお守り致しましょう」

　もし警備隊で対処出来ない敵があれば山の民が総力を上げて救援、最悪でも家族を脱出させてくれる約束になっている。

　今は彼らを信じるしかないか。




「メリッサ達に会うのは久しぶりです」

「私も彼女達には世話になったし……」

　軍の中心には大型の馬車に乗ったノンナやカトリーヌもいる。

　同行していないのは出産から日の浅いカーラとメル、そして娘達だけだ。

　というのも今回の演習は単に軍事的な目的だけではなく、普段は領地にいる貴族達を王都に集めて顔を見せることも目的となっている。

　それなりの期間向こうにいるならと、家族も連れて行くことにしたのだ。

「前にノンナ達を領地に移動させた時はとんでもないことになったけどな」

「ピピは知らないぞ！」

　あの時は山の民の襲撃を受けてしまったが今や彼らは味方だ。

　更に引き連れている兵は八千に届く。

　町にいるよりも安全であるかもしれない。

「エイギル様、今回の部隊をまとめました。演習の時に把握して無かったでは恥をかかれますからしっかり覚えておいて下さいね」

　セリアが綺麗にまとめた編成表を差し出してきた。

　文章のまとめ方にも個人差があって面白い。

　レオポルトの書類は必要最低限の事しか書いてないし、「このぐらい説明しなくても分かれ」という雰囲気が文から漂って腹が立つ。

　アドルフの文は丁寧に説明してくるが本当に細かい事まで書き連ねるので長い。

　こちらの細かいミスや不手際までしっかり指摘されていて同じく腹が立つ。

　クラウディアの手紙は九割が無駄文で中身はほぼ無い。

　腹は立たないがやる気を削がれる。

　ノンナもそういう傾向があるな……。

　最近ノンナが子供の事で焦っているのかクラウディア化してきているのが心配だ。

　そう考えるとセリアの文は良く纏められており、変な皮肉も入れてこないので腹も立たずに読めるのだが、肝心な所でたまに抜けていることがある。

「後一歩と言う所だな」

「？　何がですか？」

　セリアの頭を撫でて編成表を眺める……あ、誤字だ。

　東方独立軍

　兵数二千

　歩兵一二〇〇　弓兵三〇〇　槍騎兵三〇〇　重装騎兵二〇〇

　私軍

　兵数三千

　歩兵一五〇〇　弓兵五〇〇　槍騎兵七〇〇　重装騎兵三〇〇

　弓騎兵

　兵数三千

　弓騎兵三千

　輜重隊

　大型馬車五〇台

　総計八千名もの大軍だ。




　実は弓騎兵の動員には一悶着あった。

　山の民の長達が演習の意味を理解できなかったのだ。

「演習？　なんですかそれは？」

「戦いではないのですか？」

　俺がどう説明したものかと考えているとこちらの生活に慣れてきたピピが代わりに説明してくれた。

「草原には族長様の他にも沢山の戦士を従える者がいる。彼らが集まって戦の稽古をする。連れて来る戦士が少ないと弱い族長として馬鹿にされる」

「なんと！　それはいかん！」

「ならば一族ことごとく引き連れて草原の民に我らが族長の偉大さを示しましょうぞ!!」

　やめてくれ。

　王都に民族大移動でもされたら兵がいないより数倍恥をかく。

「その必要はない。数だけではなく優秀な戦士を連れていくことに意味がある。訓練し、装備も与えた三千で十分だ」

「そうでしょうか……」

「戦士を皆引き連れればその倍は出せますが」

　ありがたいが、鎧が揃わず、毛皮を着て走り回る戦士たちを連れてはいけない。

「三千ならば食い物に困らないか？」

　山の民の戦士は同時に狩人として獲物を取る役目もある。

　あまり動員してしまうと彼らの生活に支障が出るのだ。

「族長様から屑馬と引き換えに頂けている食料もあります。飢えることなどありません」

「半分残ればなんとでもなります」

　よしならば決定だ。

「それで演習とやらに侍らせる女は一〇〇人程でよろしいでしょうか？」

「馬鹿者！　力ある者達が集まるのだぞ！　三〇〇はいないと格好がつくまい!!」

　三〇〇人の山の民の女に囲まれて王都に行ったら蛮族王と噂されるだろう。

　その後、なんとか長達を収め、戦士を連れて出発にこぎつけたのだ。







「それにしてもあの女、幸せそうだった」

　ピピが俺とセリアの間に馬を入れてきた。

　セリア……本気で殺気を出すな。

「きっと次代の族長になる」

　ピピの言うあの女とは俺の首の性感帯を見つけてくれた女の事だ。

　動員に訪れた時、大きな腹を抱えて走り寄って来たのだ。

　子供の名前を決めて欲しいと言うので男と女それぞれに言ってやったら大喜びで戻っていった。

「ピピも族長様の子が欲しいぞ」

「私にもやや子を頂ければ光栄です」

　ルナまで割り込んできた。

　彼女はピピよりも戦士として優秀かつ、統率力にも優れているので弓騎兵を束ねさせている。

　彼らは俺以外の部外者の命令を聞かないし、さすがにピピが隊長だと戦術に支障をきたすからな。

　東方独立軍は直轄、私軍はイリジナが隊長になっている。

　だがこれらは実際には混成で運用するのでほとんどは俺が直接面倒を見る。

　参謀としてレオポルトを置き、セリアは副官だ。

　無表情のまま馬に乗る参謀と、なんとかルナを押しのけようとしている副官に目をやる。

　随分と大げさな役職がついたものだ。




　歩兵にあわせて行軍する為、王都への道のりは結構な時間がかかったがエイリヒ領の中程まで入ると整備された街道に行き当たり、一気に行軍がスムーズになる。

「もうここまで延びてきたんだな」

「我らの領まで伸びれば物流も一気に加速するでしょう」

　レオポルトは専門外としてそれ以上語ることはなかったが、この街道が繋がればいよいよ鉄の搬出も現実みを帯びてくる。

　クレアがさっさと道を延ばせ、王家に働きかけろとうるさいんだ。

「それにしてもエイリヒの領内は大丈夫なのか？」

　見たところトリエア側ほど破滅的ではないが小麦畑の雑草をむしっている民の表情は明るくないし、体も痩せている。

「致し方ないでしょう。皆がハードレット卿のように資金に恵まれているわけではありません。例の御夫人からの借金と略奪で得た金を抜いて見て下さい」

　うむ、かなりのマイナスだ。

「だが警備隊の士気もあそこまで低いか」

　エイリヒの領内には軍と呼べる物はない。

　盗賊団や蛮族への対処には俺が当たることになっているからだ。

　だが日々の犯罪や小さな盗賊まで一々面倒を見れる訳ではない。

　そこで警備兵程度の者達はいるのだが……。

「俺たちを見るなり槍を捨てて両手を上げたぞ」

　演習に向かう味方に降伏するとは滑稽な話だが、もし俺たちが敵だとして、戦うことは無理でも知らせに走るなりしなくてはならないのだ。

「子供が産まれたのを言いふらしたのと併せて何か言ってやろう」

「先の紛争の事で倍になって帰って来るだけだと思いますが」

　なんとも言えないイライラ感がある。

　ピピを隣の馬から抱き上げて前に乗せる。

「ぬあっ！　族長様、顔をこね回してはダメだ。元に戻らなくなる！」

　ピピが暴れると、逸物に尻が当たる。

　ピピやルビー達、山の民は体が引き締まっていて素晴らしい。

　いつか機会があったら長達の勧めるように一〇〇人と乱交して種を撒き散らすのもいいかもしれない。




「エイギル様、西方向から何やら向かってきます」

　丘を越えて派手に着飾った騎士が数名やってきた。




「演習に参加するゴルドニア貴族とお見受けする！」

「ハードレットだ。そちらは」

　騎士達は俺に礼をすると口上を述べる。

「我らはオルドーヌ子爵の騎士！　我らもまた、王都へ向かう道中に有り、先触れとして駆けて参った。我らの兵が先に街道を使うのでしばしこの場で待機……」

　その時後方から弓騎兵の集団が小走りで俺と騎士を追い抜いて行く。

　先ほど道が良くなったので前方にまとめて隊列を整えようと指示を出していたのだ。

　数は千騎程のはずだ。

　騎士の言葉は両側を走り抜ける馬の音で聞こえなくなった。

「敬礼！」

　俺の横を通り過ぎる時、兵達は剣を掲げて行く。

　数分の間、轟音が続きようやく彼らは通過していったようだ。

「すまんな。で、なんだっけ？」

「……王都までご無事に往かれますよう」

　騎士達は去っていく。

　なんなんだあいつらは？




「どちらが道を譲るか、貴族家はそういうことにもこだわるのです。家柄や家の力、後ろ盾の強さも関わる結構大事なことなのですよ」

　馬車の窓から顔を出すノンナと話しながら、街道脇によって俺に複雑な顔を向けるオルドーヌ子爵の兵達を追い抜いて行く。

　悪いなとばかりに手を上げて挨拶したら先ほどの騎士は苦虫を噛んだような顔をしている。

　本当に変な奴だな。
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　王都ゴルドニア

「よくぞお戻りなさいました旦那様」

「久しぶりだなメリッサ、マリア。堅苦しい挨拶をするな」

　玄関前で迎えるメリッサの尻を撫でて唇を奪う。

「もうっ！　せっかく上品に挨拶したのにっ！」

　怒るメリッサにくっついているマリアにも濃厚なキスをして尻を撫でる。

　マリアには女同士の愛に完全に落ちないよう男を思い出させる必要がある。

「あっ！　あぁぁっだめっ!!」

　性器に指が入ったところでセリアからストップがかかった。

「エイギル様、先に王宮に行かねばならないのでは？」

　そうだった。

　まずは兵を駐屯地に入れ、その後王宮へ演習参加の挨拶へ行く。

　エイリヒにも家で一発やってから行こうと思うなと言われていた。

　ノンナやカトリーヌが家に入って行く中、仕方なくシュバルツに乗る。

「…………」

　セリアが何故か前に乗っているのは気にしないことにしよう。

　王都までゆっくりと馬を進めながらセリアの頭を触り続ける。







　王宮では貴族達がわらわらと集まっていた。

　謁見の間に通されるのを待っているのだろう。

　その中にエイリヒを見つけた。

「ラッドハルデ卿、言いたい事がありまして……」

　子供のことを言いふらしたことに文句を言おうと話しかけたが言葉を被せられる。

「ハードレット卿、やりすぎだ」

「は？」

「兵数の話だ。八千も連れて来る奴があるか！　辺境伯でもいいとこ三千だ。お前は子爵なんだから余り無茶をするな……。見たところ東方軍もそのまま連れて来てるみたいだが治安対策は大丈夫なのか!?」

　怒涛の言葉攻めを喰らってしまった。

　さてどうしたものか。

「問題はありません。王軍は演習に参加させるために連れて来ましたが、領地に残した予備兵力だけでも十分治安維持に対応できます。先日蛮族制圧の作戦を行い、彼等の脅威は減退しました」

　本当は予備兵力とはその蛮族達なのだがな。

　アドルフ、レオポルトと話し合った結果、蛮族を完全に従えたことは報告しないことにした。




　クレアを抱いた翌日

「アドルフさん、山の民の領域に有望な鉄鉱山があるらしいですわね。しかも彼らを従えてもう障害はないとか……。寝物語に語って頂けましたわ、あまり話しすぎるのもお互いの利益になりません。今後お気をつけられてはいかがでしょう」

　と釘を刺されたそうだ。

　彼女にしてもライバルが増えるのは望ましくないのだろう。

　別に嘘を言うわけではない。

　山の民の全てを取り込んだわけではなく、奥地には俺に従わない少数の部族もいるだろう。

　よって完全に制圧と言えば嘘になる、そういうことにしておこう。




「まだ予備兵力があるのか、陛下から自由に私軍を増やして良いとは言われていたが限度と言うものがあるぞ……」

　エイリヒの小言は続くが、神妙に返事しつつ聞き流す。

　こっそり手を伸ばして隣のセリアの尻を撫でよう。

　声を出すわけにはいかない彼女は真っ赤になって耐えていた。

「そういえばここに来る途中、ラッドハルデ卿の領民が随分と困窮していたように見えたのですが」

「はっきりと言う奴だな。まぁ間違いではない。戦乱の混乱から今だに立ち直っていないのだろう。苦しいのは知っているが、必要以上に税を軽減する事もできない」

「代官が好き放題にやっているのでは？」

「前の奴は余分な税をとって私服を肥やしていたから処断したんだが……後任も程度の差はあれ不正をやっているのかもしれない。何分俺は王都からほとんど離れられんから目が届かん」

「それほど多忙なのですか？」

「お前の起こした紛争と後始末も一因だぞ」

　これ以上突っ込むと余計な事を言われるかもしれない。

　エイリヒの領民達には気の毒だが、こいつが少しでも領内に目を配ってくれることを祈ろう。




「ラッドハルデ卿、ハードレット卿、王がお会いになられます。お通り下さい」

　大臣の一人に呼ばれて入室を許可された。

　せっかくもう少しでセリアが昇天したのにな。

　濡れた穴から指を引き抜いてエイリヒに続く。




　恒例になった王への挨拶、らしくも無い言葉を使って頭を垂れる。

　率いた兵の多さに驚かれ、蛮族への勝利を称えられ、そして身分に不相応な兵の数に釘を刺される。

　まとめればそれだけのことだ。

「領主達が揃い次第、本格的な演習を開始する。言わずとも分かると思うが今回の演習は軍事的な意味よりも周辺国と民草に軍の力を見せ付けるのが主だ。醜態を晒さぬように頼むぞ」

「「はっ！」」

　王は心なしか疲れた顔にも見える。

　領地貴族には広大な所領を持ち、周辺貴族を統括する力のある者も多い。

　彼らを呼びつけておいて、みんなまとめてよろしくな、では済まないのだ。

　一人一人呼びつけて挨拶を受けねばならないし、晩餐会や舞踏会も毎日開かれる。

　前王に比べて王の権限は遥かに強化されているが、面倒臭いという理由だけで有力貴族と喧嘩するほど王は愚かではないらしい。




「俺だったらそれほど愚かだろうけどな」

「何の話ですか？」

「なんでもないさ」

　さあ帰って、メリッサやマリアも交えてやりまくろう。

　カトリーヌはそろそろ辛抱出来なくなっているだろう。

「ハードレット卿!!　先日はお子が生まれたそうで何よりです！」

「…………」

「いやぁここでお会いできてよかった。実は今夜我が家で晩餐会を開くのです。久々に王都にこられたのですから何卒親睦を深めましょう。ラッドハルデ伯もハードレット卿は今夜ご予定がないので是非にとおっしゃって…………」

　そう愚かにもなりきれんようだ。
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　夜

　晩餐会の帰り、俺は夜風を浴びたくなり、ノンナだけを馬車に乗せて家に帰した。

　最初、ノンナも一緒に降りると言ったが、王都とは言え彼女のような美女に夜道を歩かせるべきではないと諭したのだ。

　別に街娼を探そうと思ったわけではない。




「あぁん、すごい！　こんな逞しい貴族様初めてですぅ!!」

「ここはどうだ？」

「大槍が入りますぅー！　奥過ぎて苦しいですっ！　でも気持ちいいっ!!」

　たまたま目についた娼婦が必死に買ってくれと訴えるので情が移ってしまっただけなのだ。

　時間もないので裏路地で立ったまま行為を行い激しく突く。

「そろそろ出そうだ。中でいいか？」

「中は、困っちゃうわ。でも銀貨一枚追加してくれるなら」

　最後まで言わせずに銀貨を胸元に捻じ込み、腰を突き上げて射精する。

　女の足は浮き上がり、肉棒の律動に合わせて体を震わせる。

「ああ、種が流れ込んで来る……。巨根の貴族様に孕まされちゃったかも」

　うちの女は美人揃いだが、たまにはこうして外で摘み食いも悪くない。




「うぅ、立てない。お願いそこの長屋まで……」

　腰が抜けた娼婦を自宅まで送り、サービス代わりに口で逸物を綺麗にしてもらって表に出る。

　思わぬ事が起きて遅くなってしまった。

　早く帰らないと心配させてしまう。







「やめて!!　いやぁぁぁ!!」

　女の悲鳴と布を破る音、そして何かを殴りつけるような音が聞こえる。

　最初は俺と同じように娼婦が裏路地で客をとっているのかと思ったが悲鳴は尋常ではない。

　やがて口を押えられたのかくぐもったような声に変わる。

　聞いてしまった以上は確かめないといけないだろう。




「やめろ！　姉さんを放せ！」

「うっせえクソガキ、もう一発殴られてぇか！」

「んんーーーー!!」

「くぅ～気持ちいいぜ。こいつはたまらねぇ!!」

　もしそういう遊びだと気が悪いだろうから音を立てずにひょいと覗き込むと、四人の男が二人の女に乱暴しているようだ。

　一人は妹だろうか、背中を踏みつけられてうつ伏せに地面に倒されている。

　顔には殴られた跡も見える。

　もう一人、恐らく姉の方は仰向けに倒されて男に乗られ、犯されている。

　妹を押さえ込んでいる男以外は腰を振る男を笑いながら見ているようだ。

　残念ながら遊びではないらしい。




「おい」

「あん？　ぎゃっ！」

　俺は姉を犯している男の髪を掴んで後ろに思い切り引っ張る。

　男の逸物が抜け、そのまま後ろの壁にぶつかった。

　手には大量の毛髪が頭皮ごと残っている。

　すまんな、禿げにしてしまったかもしれん。

「なっなんだてめぇ！　何しやがる！」「ぶっ殺されてぇか！」

　残る三人が悪態をつくが路地裏でこそこそ、しかも四人がかりで女を犯すような輩の言葉を気にすることもない。

「その子から足を離してさっさと消えろ」

　俺は別に警備兵ではないからな。

　禿げになった男に免じてここで逃げれば許してやる。

「「ふっざけんなぁ!!」」

　男二人が懐からナイフを取り出した。

　剣に比べれば玩具のようなサイズだが、刃物が出たので本気で相手をしてやる。

「おい……こいつ貴族じゃないのか？」

　妹から未だに足をどけていない男がやや不安げに言った。

「その通りだ。さっさと消えれば許してやるぞ」

　別に奴らを叩きのめしても仕方ない。

　権威を振りかざしてみたのだが。

「へっ！　こいつは丸腰だ。殺して捨てちまえばわからねぇよ！　やっちまえ!!」

　二人の男が飛び掛ってくる。

　殺して溝にでも捨てれば確かにわからないかもしれない。

　だがその動きでは無理な話だったな。

　刃物を持つ相手に遠慮はいらない。

　先に来た男の顔面を全力で殴りつけた。

　拳は鼻先に命中し、鈍い音が響いて壁まで吹き飛ぶ。

　更に気を取られたもう一人のナイフを持つ手を掴み、動きを封じる。

「おっおい……さっさと立てよ！」

　無理だろうな。

「おい！　……ひいっ！　死んでやがる」

　鼻をめり込ませた上に骨を砕いた手ごたえもあった。

　まず生き残れないだろう。

「痛てぇぇぇやめろろぉぉぉぉ!!」

　掴んだ手に力を込めて行く。

　痛みにナイフが地に落ちるが力を緩めはしない。

「やめろぉぉぉぉ!!　ああぁぁぁぁぁぁ!!!」

　手からはミシミシと音が鳴り、最後にベキリと大きく鳴って男が絶叫した。

　手を押えて倒れ込んだ男はもう戦えまい。

　凄まじい絶叫が夜の町に響き渡る。

「これだけの大声だ、すぐに人が来る。さっさと逃げろ」

　だが最後の男は妹の背中に乗せた足をどけようとはしない。

　この期に及んでもまだ女を苦しめるかとさすがに腹が立ち、前蹴りで男を跳ね飛ばした。

「ちがっ！　足がっ！　すくんでっ！」

　なんだ、仲間がやられて脅えて動けなかったのか。

　それは悪い事をした。

　胃が破れたのか血反吐を吐きながらのた打ち回る男に心の中で軽く詫びて妹を抱き起こす。

　幸い、殴られた顔以外は軽い擦り傷で命の心配はない。

「僕より姉さんを！　お姉ちゃん！」

　ふむ、なかなか姉思いのいい子だ。

　汚いものを見せられた後だけに癒されたように感じる。

「あんたも大丈夫か？」

　姉は呆然と俺を見ているが妹の声に気を取り直して、布切れにされてしまった衣服を必死に集めて体を隠した。

　見た限り外傷はなさそうだが、残念ながら最後まで犯されてしまっていた。

　怪我はないがこちらの方が深刻だな。

　姉に上着をかけてやり、絶叫を聞いてようやく駆けつけた警備隊の相手をする。




「何の騒ぎだ！　名を名乗れ！」

「王国子爵、ハードレットだ」

　警備兵は俺の服装と顔を確認して慌てて敬礼した。

「失礼しました！　ハードレット卿、如何なさったのですか？」

「狼藉者が女に乱暴していた。止めに入った俺にも襲い掛かってきたからそこに転がしてある。二人は息があるはずだ」

　手首を砕いた者と禿は死んでいないはずだ。

　血を吐いてのたうっていた男はぐったりしている。

　もうだめかもしれんな。

「貴族様の言うとおりで、僕達助けてもらって……」

　妹が必死に訴えてくれるが兵はあまり聞いてはいない。

「倒れている奴らを拘束しろ！」

「それで、俺とこちらの女は帰ってもいいか？」

「はっ！　状況から見てこいつらに非があるのは明白です！　お送り致しましょうか？」

「必要ない。ナイフが出るとは王都も夜は物騒なんだな」

「面目もございません……」

　警備兵は責められていると思ったのか頭を下げて元凶の男達にきつく当たっている。

「余計な事をしやがって！　歩け禿!!」

　自業自得だ、仕方あるまい。

　俺は女を家まで送ると言って後の事は警備兵に任せた。







「大丈夫か？　種を入れられてしまったのなら湯のある宿に行ってもいいぞ」

　落ち着いて姉を見てみると胸も大きく、おっとりとした雰囲気の美人で、これは力ずくでモノにしようと思う男がいても不思議ではなかった。

　反面妹は胸もなく、体も貧相で情欲はそそらない。

　短く切られた髪は手入れされていない。

　道理で犯されなかったわけだ。

「出される前に助けて頂けましたから……あの、家はすぐそこなのでもう……」

　犯された直後に男に傍に居られたくは無いか。

　ここは素直に去るとしよう。

「あっあのっ！」

　妹が俺の前に出て頭を下げる。

「ハードレット様！　格好良かった！　僕と姉さんを助けてくれてありがとう！」

「ああ、これからはあんまり夜遅く出歩くなよ」

　深々と頭を下げる姉妹。

　特に妹は俺を熱く見つめてくる。

　少しだけお礼をもらうことにしよう。

「えっ!?」

　妹の顎に手を添えて優しく唇が触れるだけのキスをする。

「えっ？　ええっ!?　なんで!?」

　混乱する妹、姉も口に手を当てて驚いている。

「いやだったか？」

「嫌……じゃないけど……なんで？　僕……僕は……」

　嫌がっていないならいい。

　妹の頭を撫でてその場を立ち去る。

　久しぶりに良いことをすると気分がいいものだ。




　その後、帰宅した俺はこの善行をノンナに自慢したのだが、酒が入ったせいで娼婦とのやりとりまで語ってしまい、頭突きを浴びる羽目になった。

　うまくいかないものだ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二一歳　春

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍三千　弓騎兵三千 最大六千

　財産　金貨九九八〇枚（六八〇〇）（材料二〇〇）（労役費四〇〇）（遠征四〇〇）（ノンナ二〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）リタ（メイドもどき）カトリーヌ（淫乱）メリッサ　マリア

　セバスチャン（執事）ルビー　　ミティ　アルマ　クロル

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　領地　カーラ（側室）メル（側室）ヨグリ（食客）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数五一人　産ませた子九人








☆人物紹介　87話終了時点










　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二一歳　黒髪　ゴルドニア子爵　東方独立軍司令官　旧アークランド南東部領主　山の王

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　策略、謀略は得意でない。

　最終目標は王になることで女好きで夜に強く守備範囲も広い。

　股間は今も成長中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族（女）

［セリア］

　一七歳　銀髪　身長１５８ｃｍ　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ７９　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公の副官として公私に渡って一番近くにいる。

　念願かなって主人公に処女を捧げ、愛妾としての役目も果たす。

　読み書き計算を覚え、様々な分野で才能を示す。

　狂信的忠誠は健在だが主人公以外に気を許す家族も居る。

［ノンナ］

　二〇歳　茶髪　身長一六〇　Ｂ１１３　Ｗ６１　Ｈ８４　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　主人公の正妻

　滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　資金的に余裕が有る中、浪費癖が顔を出す。

　上品な仮面を被るが好色で被虐趣味有り。

　人外の巨乳は見る者を圧倒する。

　美貌は家族の中でも飛びぬけている。

［カーラ］

　二〇代半ば　栗色髪　身長一六五　Ｂ９２　Ｗ６２　Ｈ８８　呼び方　エイギル　自分　あたし

　主人公の側室、実娘エカチェリーナを出産。

　ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、変態趣味に拍車がかかっている。

［メル］

　三八歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８８　Ｗ６５　Ｈ９２　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、実子スウ、ミウの二人を出産。

　貴族の愛妾だったが孕まされ捨てられた。

　山火事で大火傷を負うが主人公に助けられ抱かれる。

　一度別れるが再会し側室になる。

　四人の娘に囲まれているが、更に子供を作ることを希望する。

　主人公とクウ、ルウの関係を公認している。

［クウ］

　一九歳　金髪　身長一五八　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８４

　メルの娘　主人公と母の仲を応援している。

　初キスを奪われる。

　ルウと共に主人公と愛撫をし合う関係になる。

［ルウ］

　一五歳　金髪　身長一四八　Ｂ７４　Ｗ５５　Ｈ７４

　メルの娘　町に物売りに出ていた。

　臆病でおどおどしており、要領が悪く、すぐドジを踏む。

　主人公を父親として慕う一方、愛撫し合う仲で情欲も燃え上がらせている。

［イリジナ＝ウォルス］

　二三歳　茶色　身長一八一　Ｂ９３　Ｗ６８　Ｈ８８　呼び方ハードレット殿　自分　私

　元アークランド軍人で主人公に捕縛され犯されて愛人となる。

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、アホの子。

　体格が良いので主人公に激しく攻められることも多い。

［リタ］

　二九歳　黒髪　身長一七〇　Ｂ８８　Ｗ６１　Ｈ９２　呼び方ハードレット様　自分　私

　ダトロンの領主に見初められ使用人として玩具にされていた。その後主人公とベッドを共にし惚れる。

　家事能力が高く、人を使う力もある。

　被支配欲を持ち、大の巨根好き。

　年々大きくなる主人公に心からほれ込んでいる。

［カトリーヌ］

　二四歳　金髪　身長一五六　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８２　呼び方　貴方

　金髪の美女。

　反乱貴族の娘で子供を助けるためと誤解し主人公に体を許す。

　娘ローズ、主人公の実子アントニオを出産

　そのこともあってノンナとの関係は微妙となっている。

　非常に好色で淫乱、男を求めて理性を失うことも。

　体も心も落ち、過去の夫を忘れて主人公に全てを捧げる事を誓う。

［ヨグリ］

　二二歳　黒髪　身長一六三　Ｂ９８　Ｗ６０　Ｈ８２

　アークランド戦争最初の農民蜂起の立役者。

　主人公に村の優遇を約束させるが忘れられて押しかける。

　その後、果たされ、処女も捧げる。

　現在は食客として主人公の傍におり、同郷の村人を守るために奮闘している。

　かなりの巨乳。

［ピピ］

　一三歳　こげ茶髪　身長一三八　Ｂ６８　Ｗ５３　Ｈ６３　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民　主人公に斃された前族長の娘

　山の民の長との連絡要員

　主人公の子を産む事を望んでいるが余りの体格差からマスコットとして扱われている。

　弓の腕は山の民の中でも極めて優秀

［ルナ］

　二一歳　薄茶髪　身長一六二　Ｂ７７　Ｗ５８　Ｈ７５　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　剣を含めて武芸に優れ、統率力もある。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

［ルビー］

　一七歳　茶髪　身長一五〇　Ｂ７６　Ｗ５５　Ｈ７４　呼び方　族長様　自分　あたし

　ルナの妹、姉の従者として同行する。

　武芸に優れ、以前の戦いで主人公に手傷を負わせている。

　その事を現在も気にしている模様。

［スウ］

　二歳　メルの娘　主人公の実子

［ミウ］

　一歳　メルの娘　主人公の実子

［アントニオ］

　二歳　カトリーヌの息子　主人公の実子

［エカチェリーナ］

　一歳　カーラの娘　主人公の実子




「家族　王都」

［メリッサ］

　二七歳　赤毛　身長一六四　Ｂ９０　Ｗ５９　Ｈ８８　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが主人公とは相性がいい。

　子供を産めないせいか使用人の子供達をとても気にかけている。

　きわどい服を好んで着る。

　屋敷責任者として使用人の子供達と共に王都に残る。

　娼婦のテクでマリアを堕としてしまい、どうしたものか悩んでいる。

［マリア］

　二四歳　栗色髪　身長一六四　Ｂ７４　Ｗ５８　Ｈ８０　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれるが、臆病で荒事は苦手。

　胸が小さいがもう気にしてはいない。

　メリッサと女同士の愛を育み、毎夜張り型を使って愛し合う。

［ミティ］

　一六歳　黒髪　身長一五三　Ｂ７８　Ｗ５６　Ｈ７９　呼び方　旦那様　エイギル様

　孤児院から働きに出て館に住む。

　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役でマリアを尊敬している。

　仕事は料理洗濯その他雑務。

　主人公に過激な性行為を見せ付けられ、欲求不満に。

　覗き常習犯で最近もメリッサとマリアの行為を覗いている。

［アルマ］

　一三歳　黒髪　呼び方（呼べない）

　孤児院組最年少。

　怖がりでいつもミティの影に居る。

　手先が器用で仕事は裁縫と編み物。

　話せるのはミティとクロルだけで、特にセリアが怖すぎて近くに来ると動けなくなる。

　身近にいる唯一の男、クロルが気になっている。

［ニナ］

　一四歳　茶髪　呼び方ハードレット様

　レオポルトが連れてきた世話係。

　彼の世話全般が仕事でわずかな恋慕を見せている。

　女として成長し始めるが主は無関心。




　　　　　　　　　女（別居）

［ミレイ］

　二〇半ば　赤毛　身長一七二　Ｂ８４　Ｗ６２　Ｈ９０　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

　今はトリエア王国東部の故郷の村で農作業に狩りにと奮闘中

［クレア］

　二四歳　黒髪　身長一六三　Ｂ８０　Ｗ５７　Ｈ８２

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り、現在は中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　主人公との取引に将来性を感じている。

［ローリィ］

　一五歳　金髪　身長一四五　Ｂ７２　Ｗ５１　Ｈ６８

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の性能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　クレアと共にのし上がろうと試みている。




［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三五歳　金髪　身長一六〇　Ｂ８９　Ｗ７１　Ｈ９５

　侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　娘の貞操を奪った主人公を呼びつけて自身を抱かせるが虜になる。

　別れに際しては娘までも差し出して引きとめようとした。

　一度主人公を尋ね、様々な贈り物をする。

　愛欲の火は再び燃え上がり、月一度、主人公の手紙を楽しみに待っている。

　美食が過ぎたためか太り始めている。

［クララ］

　一五歳　銀髪　身長一四八　Ｂ７４　Ｗ５０　Ｈ７０

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　月一度主人公へ出す手紙は重要な連邦事情の情報源。

［クリスティーナ＝アルベンス＝マロードル］

　二一歳　栗髪　身長一五九　Ｂ８３　Ｗ５７　Ｈ８３

　側室の子で素行に問題があって白都に飛ばされる、

　夫人との関係は希薄で乱行の一貫として主人公に処女を捧げる。

　母を尻目に堅実に結婚相手を探している。

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。




　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二二歳　参謀　呼び方ハードレット卿

　主人公に直接訴え部下になる。

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

［アドルフ＝フールカ］

　二九歳　内政官（仮）　呼び方ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　領地の内政をほぼ一手に担う。

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五六歳　執事　呼び方旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一四歳　子供　使用人　金髪　呼び方エイギル様

　孤児院組唯一の男　孤児院では男手として力仕事をやる　仕事は薪割り火おこし他

　メリッサ、カーラ、イリジナと逆らえない女性が増える。

　王都の屋敷に唯一人の男として日々悶々と過ごし、毎日五回の自慰を欠かさない。

［クリストフ］

　二五歳　マッチョ

　私軍の一兵卒

［マック］

　三一歳　身長２ｍ超　極マッチョ　筋肉だるま　怪力魔人　工兵隊長　呼び方　主語なし

　元奴隷　主人公達に解放される　主人公に力比べで並ぶ唯一の人物　全身筋肉ゴリマッチョで、もはや怪獣　同じ奴隷商人に連れられていたノンナは苦手　女性経験は少ない

　新たに私軍の工兵隊長に任じられる。




　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三〇歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぐ　王権を強化のために様々な策略を弄する　父の平和主義を否定し強国ゴルドニアを目指す　中央軍創設者　策謀に長け、冷酷な計算ができる　主人公他中央軍の面々を中心に能力のある者を重用

　陰謀をめぐらせ、トリエア王国を追い詰める。

［グドロア＝フーバー侯爵］

　五二歳　王軍総司令官

　軍の全てを統括する最高司令官だが中央軍は王自ら運営指揮するため影響力が無い。

　中央軍の台頭によって実権を失い、人望も低下中。

　挽回の機会を狙い、硬い頭をフル回転。

［エイリヒ＝ラッドハルデ伯爵］

　三二歳　中央軍軍団長　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　主人公とは個人的にも良好な関係にある。王のお気に入りの一人で新貴族筆頭。

　一方で中央での職務が多忙で領地経営には頭が回らず代官に任せきり。

［ブルーノ＝レンスター男爵］

　二七歳　中央軍所属

　夜明けの翼時代からの古参兵。一兵卒から今の地位まで上る。堅実な指揮と粘り強さには定評があるが爆発的な攻撃力には欠ける。

　主人公とはそれなりに良好な関係にある。新貴族

［ケネス＝ボールドウィン伯爵］

　四一歳　ゴルドニア外務卿　王に取り立てられた新職大臣　陰謀策略が得意

　王と共に陰謀を立案

［アゴール］

　三〇代　ゴルドニア中央軍所属の中隊長

　連邦からの亡命者で主人公の元部下。

　中隊長として水準以上の能力を持ち、個人的にも優秀な戦士。

　むっつりスケベで未亡人の下に通いつつ、ダドロンで看病してくれたメイドを連れ帰り囲っている。

　所属は離れたが主人公とは個人的交友が続く。

　二股がばれ、未亡人に刺された。




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［アンドレイ］

　四三歳　髭　大男

　連邦からの亡命者、旅館、固茹亭のオーナーにしてダンディな渋い男。

　重度のロリコンで自分を慕う三〇歳年下の少女を孕ませ、人望は崩壊。

　以後家族と従業員からの目は冷たい。

　ナタリーとの間に息子がいる。

　最近は欲求不満からか孤児院に通い詰め、オレリアに手を出した。

［ナタリー］

　二〇歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　少女を孕ませたアンドレイを去勢しようと企んでいる。

［ドロテア］

　四二歳　孤児院院長　痩せ

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　食事が改善したのか体つきも戻ってきた美熟女

　最近は塞ぎこむことが多い。

［オレリア］

　二〇歳　孤児院手伝い ちんまい

　孤児院で育った女性。孤児院でドロテアの手伝いをする。快活で子供っぽい女性。

　アンドレイの熱い視線を父親的愛情だと勘違いして慕うが迫られ体を許してしまう。

　妻との不仲が続くアンドレイの性を一手に受け止めるが本人は幸福。




「敵国」

　トリエア王国　国王

　トリスニア三世

　無難な王で失政も少ないが決断力に欠け、デュノア侯爵他、有力貴族の意見に押し切られる事が多い。




　トリエア王国　宰相

　デュノア侯爵

　頭が切れ、指導力もあるが内政畑出身で軍事に関する知識は豊富ではない。

　ゴルドニアに対しては城塞を築き、守勢に撤して周辺国の介入を待つ消極的方針をとる。








☆87話　終了時点　国名










　オルガ連邦

　人口　　二千万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在二十万　　動員限界三百万

　支配域　大山脈以北全域

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　支配領域の広大さから封建制を取る。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　最大の脅威たるガーランド帝国の動向に神経を尖らせている。

　一方、中央平原での争いについては辺境の小火程度に考えており、特別の興味は無い模様。

　但し一部有力貴族がゴルドニア援護を唱えている。




　ガーランド帝国

　人口　　四千万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在百三十万　動員限界三百五十万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖で農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　近年の急成長により国内に様々な軋轢を残しており不安定要素もある。

　西部平原を舞台に幾度かオルガ連邦と百万人規模の大会戦を行うも決着はついていない。

　連邦への優位を確立すべく、大規模な軍拡を始めている。




　ゴルドニア王国

　人口　　百六十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口六万

　制度　　封建制

　兵員　　現在八万　動員限界十六万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原内最大の国家。

　中央平原の北端に位置し、ノーステリエス河や陸路でオルガ連邦との交易、交流が盛んに行われている。

　後継者争いの末に新王が即位、軍の増強と王権の強化が進む。

　伝統的な貴族から新しく王が取り立てた新貴族へと権力が移りつつある。

　アークランド戦争盟主として勝利し、かの国を解体、北部と東部を併合する。

　現在も急速な勢いで軍の増強が進んでいる。




　トリエア王国

　人口　　三十九万

　支配者　トリスニア三世

　首都　　トリスニア　人口二万

　制度　　封建制度

　兵員　　現在四万　動員限界六万

　支配域　中央平原中部

　典型的な中央平原小国だったが肥大化しつつある。

　領域内に死の森として有名なエルグ森を持つ。

　アークランド戦争の結果、かの国の南半分と王都を併合。

　しかし、南部地帯は甚大な被害を受けており、更に国民同士の長年の反目もあって占領の果実は思うように得られていない。

　東部地域でゴルドニアと武力紛争を起こし、甚大な被害を受ける。

　その後、ゴルドニアを仮想敵国として国境線の要塞化を進め、同時に市民の徴兵を開始した。




　ストゥーラ共和国

　人口　　二十二万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口五万

　制度　　共和制

　兵員　　現在三千　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国。

　常備軍はなく、必要に応じて傭兵を集めて軍を組織している。

　反面食料生産力は低く、輸入に頼る。

　商人の力が強く、有力な商人の意見は国家を動かす。

　共和制は有力商人のせめぎ合いの中、腐敗が横行している。

　アークランド戦争参戦の結果、対岸地域に領土を得る。




　マグラード公国

　人口　　六十二万

　支配者　−−−−

　首都　　オドロス　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在二万　動員限界八万

　支配域　中央平原北部

　ストゥーラ共和国と隣接し、同じく河に面するが、政治体制が強権的で商業は発展していない。

　反面、大型の鉱山を抱えており、鉱工業が比較的盛んだが、高性能なオルガ連邦の品と比べると安かろう悪かろうを抜け出せない。

　食糧生産はかろうじて自国民を満たせる程度。

　アークランド戦争参戦の結果、対岸地域に領土を得る。

　ゴルドニアの急速な軍拡に危機感を持っている。




　ユレスト連合

　人口　　五十二万

　支配者　なし　評議会

　首都　　バーレラ？　人口一万

　制度　　貴族連合

　兵員　　現在三万　動員限界六万

　支配域　中央平原北部

　元々は森林や辺境地域を支配する豪族達が寄り集まった評議会。

　小規模な都市がそれぞれ各貴族の拠点となっており、首都は存在しないが、最大の都市バーレラが外交上の拠点とされている。

　隣接するゴルドニアとの結びつきが強く、ゴルドニア貴族と個人的友好、及び婚姻関係にある者も多い。

　トリエア・ゴルドニア間の対立に困惑し、立ち位置を決めかねている。
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　中央軍の各部隊、そして集結した各諸侯軍の指揮官たちが吼える。

「第二騎兵中隊前へ!!」「各部隊に分かれて進撃せよ」「アーナフ騎士爵を進ませろ」

「重マロフ騎士団よ、その力を見せるのじゃ!!」




「……」

「これはひどい……」

　俺と隣に並ぶセリア、レオポルトも憮然とした表情を崩さない。

　中央軍は連邦式の編成……二〇〇人の単一兵科による中隊単位を基準として、必要に応じて分割、合流させていく方式をとっている。

　俺の私軍も東方独立軍と共に運用する事からこれに準じている。

　更にまったく適合していなかった弓騎兵達にも出来る限りの訓練と再編成を行っているところだ。

「しかしここまで好き勝手だと逆に気持ちの良い物ですな」

「……他人事ならばな」

　レオポルトが笑みさえ浮かべて皮肉を垂れる。

　それほどに諸侯軍の編成は好き勝手だった。

　小規模なものでは領主自らが部下を直接率い、騎馬も弓も槍も混在した団子になって進んでいる者も居る。

　軍五〇〇名を二個の部隊で成しているのに指揮官の身分差からか、一〇〇名と四〇〇名に分けられていることもあった。

　勿論兵科はばらばらだ。

　言い出したら問題点は限りないがどうにも気にかかるものがもうひとつ。

「おぉ、ハードレット子爵ではありませんか！　さすがの大軍勢にございますな。しかし我が兵も負けてはおりませぬぞ」

　現れた中年男は以前舞踏会で見た気がする。

　ノンナによると新貴族に〝理解ある〟伝統貴族のはずで胸ばかり見る印がついていたはずだ。

「ご覧ください！　アークランド戦争でも従軍し、鬼神のごとき活躍を見せた我が、鳳凰雷撃烈風豪槍騎士団にございます」

「……色々と凄そうですね」

「…………」

　セリアが無表情になった。

　レオポルト、お前は聞こえないように鼻で笑っただろう。

　どの辺りが雷撃で烈風なのかはわからないが、とりあえず鳳凰を鎧についた真っ赤なひらひらの布で表現しているのはわかる。

「いやいや、軽装ではありますが我が、黄金稲妻騎士団も負けてはおりません！」

　この騎士団に到っては黄金でもないし、まして稲妻であろうはずがない。

　演習に参加する貴族のほとんどが大なり小なり自作の騎士団を連れてきており、往々にして長ったらしい上に意味のわからない名称がつけられている。




「やはり軍事演習と言うよりは貴族たちを集めてのお披露目会に近かったか」

「かもしれません。だからこそ大軍を連れて来た意味もあったというもの。領地に居ては中央での影響力が薄れがちです。適度に存在を示しておくのはプラスに働きます」

　レオポルトと言葉を交わしていると演習地にちらばる各諸侯軍を押しのけるように雲霞のような大軍が何陣にも分かれて押し寄せてきた。

　ゴルドニアの主力、エイリヒ麾下中央軍本隊だ。

　大軍でありながら統率が取れており、乱れぬ見事な行軍を見せている。

　今まで嬉しげに自分の軍を見せびらかしていた貴族達は押しのけられる形になったので不快そうな表情を浮かべている。

「なるほど、無秩序な諸侯軍と統率された中央軍を対比して圧倒し王の権威を高める意図でしょう」

　レオポルトが囁き、セリアがうんうん頷く。

「だが、そこらの奴らはいらつきこそすれ、圧倒されているようには見えないが」

「彼我の違いもわからない阿呆は最初から問題にもなりません」

　ふむ、そういうものか。




「あ、あれほどの数の戦士がいようとは……草原の族長恐るべし……」

　同伴しているルナが中央軍を見て目を丸くしている。

　山の民は全員が揃っても一万そこそこ、中央軍だけで七万近い。

　全てが集結しているわけではないが、それでも圧倒的な光景だ。




「ハードレット卿、事故はないか」

　軍を並べ終えるとエイリヒが俺の部隊の方にやってきた。

　その顔は今までの個性的諸侯軍を見せられていたせいかやや疲れている。

「問題ありません」

「っ!!」

　ルナは俺が軽く頭を下げるのを見て衝撃を受けたように固まっている。

　あまり見せないほうがよかったか。

「ん？　そっちは……また増えたのか。女を増やすのは好きにすればいいが軍に同行させるのは褒められんぞ」

「ルナは指揮官として優秀です。女として連れ込んだのではありません」

　ルナは視線が集中するのを見て慌てて馬を降りた。

　族長の俺よりも高位の人物にどう対処していいかわからないのだろう。

「演習中だ、馬上で良い」

　そしてエイリヒに促されて再び馬に飛び乗る。

「ほぅ、軍馬に飛び乗るなど並の婦女子に出来ることではない。唯の愛妾ではなかったか」

　だからそういってるだろう。

　だが、俺の戦場で傍に置いている男はレオポルトだけ、女はセリア、イリジナ、そしてルナ、これだけ並べれば女好きの噂を否定しがたくなってきた。

　俺が考え込んでいるとエイリヒが部下となにやら話し込んだ後、再び声をかけてくる。

「ハードレット卿、貴殿も部下も色々とうんざりしていたように見える。鬱憤晴らしではないが本格的な実戦演習をやってみないか？」

　エイリヒが提案したのは同じく新貴族として領地を受けた男爵との実戦形式の訓練だった。

「数は相手と同数の六〇〇、兵科は歩兵のみだ。見たところ騎兵が多いようだが、さすがに騎兵を実戦訓練させるわけにもいかんからな」

　騎兵は武器を使わなくても存在そのものが脅威だ。

　まして軍馬として訓練されている馬ならば突撃中に前に出た者は踏み潰すだろう。

　歩兵六〇〇となるとレオポルトでは役不足か……俺がやってもいいがカッとなってしまいそうだ。

　ならば……。

「セリア、お前が指揮しろ」

「ええっ!?」

　セリアは驚いて目を丸めるが、この程度の数の指揮は任せてもいいと思う。

　イリジナは既に同数程度の指揮はやっているから新鮮味がないしな。

　まして演習なのだから失敗したってどうってことはない。

「お前が適任だ。やりたくないか？」

「いえっ!!　是非やります！　やらせて下さい!!」

「すぐに準備しろ」




　見ればエイリヒが目を丸めている。

「ハードレット卿……相手はお前ほどではないがそれなりに戦いに優れた奴だ。女の相手をさせられる程呆けた奴ではないぞ」

　いいじゃないか、面白そうだし。

　それにセリアなら正直良い所まで行くんじゃないかと思っている。

　勝率を上げる為にももう一押ししてやろう。

「セリア、もし勝利出来たら今晩一対一でたっぷりと可愛がってやるぞ」

　可愛い彼女は顔を真っ赤にしながら矢のように飛んでいった。




「訓練開始!!」

　俺達が櫓の上から観戦する中、共に六〇〇の歩兵隊が前進していく。

　一定まで近づいたところで弓隊からの射撃が行われ、互いの頭上に矢が降り注ぐ。

　矢と槍の先には分厚く布が巻かれ、殺傷することがないように配慮されているがそれでも当たれば痛いし転んで踏まれれば死ぬこともありえる。

　あくまで実戦を模した訓練なのだからその程度の危険は覚悟しなければならない。

「それで出なかったのですな？」

「うむ」

　頭でも殴られたらカッとなって相手を叩き殺してしまいそうだ。

　自慢になるが俺の力で殴りつけたら布巻いてようが人は死ぬ。

「おお、動いたぞ」

　エイリヒが面白そうに声を出した。

　矢の撃ち合いの中、先に崩れたのはセリアの方だ。

　矢が集中した中心部分の兵が耐えかねたのかやや後ろに下がり始め、踏みとどまった両翼に対して窪んでしまっている。

　当然相手はこの機を逃すまいと中心部分に攻撃を集中し、分断して一気に撃破を試みるだろう。

「「これは……」」

　レオポルトとエイリヒの声が被る。

　俺にも不自然に思える。

　いくらなんでも崩れるのが早すぎるし、崩れ方が大きすぎる。

　案の定、相手が一気に中心に攻撃を集中するも、崩れかけていたのが嘘のようにセリアの中心部はそれ以上一歩も下がらない。

　そして左翼、右翼がたちまち側面からの攻撃を開始した。

「半包囲になったぞ！」

　エイリヒが大きな声を上げた。

　なんだかんだでこいつが一番楽しんでいる。

　正面の敵以外に側面からも攻撃されれば難しい戦いを強いられる。

　だが半包囲されれば両側面から攻撃を受けることになる。

　この状況では部隊は急速に消耗し、ごり押しすることは不可能だ。

　半包囲に陥ればすぐに側面への援護か撤退かを行わなければ瞬く間に部隊は崩壊する。

　相手は両翼の部隊に攻撃を加え、なんとか打開しようと試みたようだが遂に諦めて部隊を下げ始めた。

　だがセリアはこれで良しとはしないだろう。

「おお即座に追撃に移ったぞ！　女が率いているとは思えんな」

　エイリヒは心底楽しそうに言う。

　指揮能力と言うよりも性格的な問題かもしれない。

　セリアは元々攻撃的な性格だ。

　守勢に回る必要がなくなればすぐにでも前に出る。

　セリアの隊は右翼に比重をかけ、相手の周りを回転するように激しい攻撃を加えている。

　攻勢失敗から連続して続く戦闘に相手の兵は対応出来ておらず後手に回っているように見える。

　何よりセリアの兵はほとんどが敵と交戦しているが、相手は回転の反対側に居る兵士のほとんどが何が起こっているかも分からずに遊兵となってしまっている。

「しかしこれは失策です。一番疲労した中心部の兵を左翼の兵と交代させながら攻勢に出れば一気に崩せたでしょう」

　レオポルトに言わせればまだまだらしいが、それでもセリアの隊は相手を圧倒していく。

　指揮官として一人だけ馬に乗ったセリアが剣を掲げて大声を上げた。

　たちまち陣形が変わり、綺麗な凸型陣形が出来上がった。

「突撃だ！　一気に勝負をつけるつもりだぞ!!」

　エイリヒは本当に楽しそうだ。

　実は中央軍の指揮を部下に投げてこっちに遊びに来ただろう？

　相手もそれに対応して方陣を組もうとするがセリアの突撃命令が一歩早かった。

　崩れた敵に弓を浴びせてからの全体突撃。

　演習とわかっているが、兵達が叫んで突進する様を見ていると血が高ぶるようだ。

　戦術書通りの攻撃で、相手の部隊は引き裂かれ、中央突破を許して大混乱に陥った。

　エイリヒの指示で布付の矢が飛ばされ、訓練は終了。

　セリアの勝利となったのだ。

「少女を性処理に囲っているかと思ったがとんだ雌の狼だったな」

　エイリヒは面白いものを見たと満足げに笑っていた。







「最後の突撃、あの状況では綺麗に陣を整える必要はない。味方の統制よりも敵の混乱の方が有利なのだからより早く突撃を開始すべきだった」

「……」

　戦いが終わった後、セリアがレオポルトに何か言われている。

　セリアは憮然としながらもセリア帳にメモをとっているようだ。

　以前、居眠りの隙をついて見てみたが、あの手帳には国家機密のような外交情報分析から街の美味しいお菓子情報までが混在している。

　ちなみにセリアが下痢で大変だった日のページにはインクがぶちまけられ、真っ黒になっていた。




「セリア、よくやった」

　レオポルトと違って俺は手放しに褒めてやる。

　訓練とはいえ戦い、要は勝てばなんでもいいのだ。

　これからはセリアにも兵を任せて良いかもしれない。

「ありがとうございます！　そっそれでっ……」

「明日は休養日にしておけ、腰が立たないぐらいに可愛がってやる。どういうのがいい？」

「……」

　セリアは何も言わずに抱きついてきた。

　こうしていると指揮官などとんでもない、唯の可愛い俺のセリアなのだが。
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　夜

「あぁぁ!!!　気持ちいいよぅ！　とんじゃいますっ!!」

　天幕の中、ベッドに仰向けになったセリアの足を大きく開かせ、股の間に顔を入れて性器を徹底的に舐める。

　セリアは恥ずかしいのか枕を抱きしめて顔の半分を隠していた。

　だが遠慮はしない。

　引き締まった細い太ももをがっちりと掴んで、激しい水音を立て、穴に舌を入れながら唾液を送り込み、隙を見て尻の穴にも舌を伸ばす。

「お尻は汚いです！　やめて下さい！」

　必死に暴れるので口を離すが女の洞窟からは蜜が溢れ、尻穴もわずかだが開いている。

　明らかに体は嫌がっていなかった。

「いやか？　こんなに潤んでいるのに」

「恥ずかしいですし……汚い部分を舐めさせるわけには……」

　セリアの両穴に指を入れながら顔を近づける。

「今日、俺はお前のなんだった？」

「えっと、その……父さんです……」

「なら遠慮するな。俺はお前のどこでも舐めてやる。ただ気持ちよくなってくれればいい」

　指を抜き、緩んだ開いた尻の穴と女の穴を舐め回したが今度は抵抗はなかった。

「父さん！　気持ちいい、もうだめっお潮が出ちゃう!!」

　穴の中が震え始めたので口をしっかりとつけ、ついでに鼻を肉の芽にこすりつけて刺激する。

「あっ!!　あーーーー!!」

　セリアは枕を放り出して俺の頭を両手で押さえ、激しく痙攣した。

　同時に口の中に大量の潮が流れ込んでくる。

「はぁっ、はぁっ、……ごめんなさい。父さんの口の中に潮吹いちゃいました……お返しに今度は私が」

　既に俺もセリアも全裸だ。

　セリアは息を荒げたまま四つんばいになって近づき、硬くなった逸物を両手で抱えて口を開く。

「セリアの口は小さいからな。咥えなくてもいい、全体を舐めてくれ」

「はもぉ、わはりまひた」

　セリアは硬くした舌を出し、丁寧に丁寧に肉棒全体を舐めていく。

　最初はベッドの上に座った俺の股の間に身を入れて奉仕していたが、興奮が高まって逸物がそそり勃つのにあわせてどんどん身を前に進ませてきた。

「どんどん硬く大きくなります。……太ももに乗ってもいいですか？」

　頭を撫でて微笑んでやると太ももを跨ぐ様にペタンと腰を落として更に肉棒を舐めしゃぶってくれる。

　舐めながら太ももには止め処なく愛汁が流れ落ち、小刻みに揺らして肉豆をこすりつけてもいるようだ。

　ゆるゆるとした奉仕にも快感が高まり、先走りの処理にセリアが喉を鳴らさなくてはならなくなったところで肩を押して身を離させた。

「前に立って体を全部見せてくれ」

「はい！」

　セリアはベッドの脇に立ち、足を肩幅に開いて俺に全てをさらけ出した。

　手は頭の上で組まれ、彼女の体を隠すものは何もない。

　ゆっくりと体を回して前も後ろも全てが見えるように動くセリアを見ていると肉棒が更にグンと大きくなる。

「どうですか？　……おかしい所、ありませんか？　やっぱり股間の毛は全部剃った方がいいですか？」

「剃らなくていいさ。銀の毛は綺麗だよ。体も随分育った……胸も立派に女だし腰つきもいやらしくなってきたな」

「エイギル様……全部、エイギル様にあげるためなんです。その為に私はいやらしくなったんです」

　セリアも俺に全てを見せて興奮が高まっているせいで設定を忘れているらしい。

　視線は完全に俺の肉棒に吸い寄せられている。

　ゆっくりと肉棒をしごいて見せ付けてやると、たまらなくなったのかセリアは両手を頭から降ろして自分の穴を広げて見せてきた。

　ここまでさせたら入れてやらねばならない。

　ベッドから跳ね起きて一気に距離を詰め、腰を抱いて持ち上げる。

「このまま串刺しにするぞ？」

「はい、抱きしめあったまま貫いてください」

　俺とセリアは硬く抱き合ったまま腰を調整し、彼女の中心に杭が打たれていく。

「いきます…………貫いてっ!!!」

　セリアはまるで落下するような勢いで俺とつながり、一気に肉棒の半分が入り込んだ。

　この長さがセリアの限界だ。

　既にセリアの子袋は肉棒に押し上げられて悲鳴を上げていることだろう。

「もっと！　エイギル様のちんちんをもっと奥まで入れたい！　根元まで受け入れたいです!!」

「これ以上入れたら壊れる。体を揺らして感じていれば気持ちよくなるぞ」

「うぅ、体が壊れても、子供が産めなくなってもいい……エイギル様が傍に居て可愛がってくれるならどうなっても幸せなのに……」

「そう言うな、いつかお前に子供を産ませるのも俺の楽しみなんだからな」

　言いながらセリアを上下に揺すって快楽を得る。

　彼女は喘ぎを上げ、愛液を撒き散らすことで俺の行為に応えてくれる。

　その後は立ったままだけではなく、抱き締めたまま座り、壁に押し付け、寝転んで密着し責め続けた。

　どんどん歪んで行く可愛いセリアの表情を見ながら絶頂の準備は整う。




「失礼します」

　俺が射精に向かっているのを感じてセリアは俺を更に膨らまそうと首筋に噛み付くつもりのようだ。

「こら、前にやって大変なことになっただろうが」

「あの時に穴が広がりましたから、今回も大丈夫のはずです」

　セリアの顔を触って首筋から口を離させる。

「肉棒が膨らんでお前の苦しむ姿を見たら心が萎える。このまま気持ちよく出させてくれ」

「……わかりました。でもいつかもっとガバガバになってエイギル様のを根元まで受け入れて見せます」

　なにやら気合を入れるセリアの首筋に逆に吸い付き歯を軽く立てる。

　血が出るほどではないが、うっすら俺の歯型が残り、彼女を完全に支配した感覚を得た。

「あっ!?　まさか！」

　セリアが慌てて抱き締めてくる。

「すまんっ出る!!」

「あああっ!!　父さん！　種が出てるぅぅぅ!!」

　腰は止めたままだったが支配欲が射精を促し、突然膨らんだ逸物が激しく脈動し始めた。

　セリアは絶対に逃がすまいと両足を絡め、これでもかと締め付けてくる。

　軟弱な逸物の男なら痛みすら感じただろう強烈な締め付けを押し広げて種汁を彼女の奥に注入する。

「父さん……父さん……」

　セリアは設定を思い出したのか耳元で呟きながら、長く続く射精を受け止めて恍惚とした。

　子袋に入り込んだ種が腹を膨らませ、逆流した種は入り口から勢い良く飛び出た。

「あぁ……気持ちいいな。セリア、すごくいいぞ」

　射精しながら飛び出た精を指ですくってセリアの口に持っていくと、愛しそうにペロペロと舐める。

「父さん、愛しています……この世界の何よりも……誰よりも……」

　少し心に棘が刺さった気がしたが激しい口付けと絡み合う舌に思考は溶けていった。

　俺達の天幕の外には護衛の兵士が立っており、セリアがそれに気づいて真っ赤になるのは翌日のことだ。
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　トリエア　ロレイル近郊

「建設は順調のようですな」

　作業の音が響く中、派手な色彩のマントを纏った貴族が馬上から全体を俯瞰する。

　それは王都から離れることは少ないトリエア王国宰相、デュノア侯爵その人だった。

「勿論です宰相閣下、当初の計画よりも前倒しで進んでおります」

　宰相と言葉を交わす貴族は血気盛んな若者ではなく、たっぷりと蓄えた白い髭を撫で付ける初老の貴族である。

　彼は古くからの将軍であり、北部国境に築かれている要塞司令官になる予定でもある。




「ほぅ、飢饉が逆手に出たという話、本当でしたか」

「はい、飢饉で食料もなく、かと言って厳しく警戒されている中での蜂起は最早行えません。ならば少なくとも日々の食料だけは供給される要塞建設の仕事に従事するより占領地民には選択肢がありません。囚人のみならず食い詰めた者が大量に従事しております」

　老貴族は占領地民との呼称を使う。

　既にトリエア本国は旧アークランド地域を永続的に支配し、利益を得ることを諦めた。

　今はただ来るべきゴルドニアとの戦いに向けての緩衝地帯及び、労働力の供給拠点としての価値しか見出していない。

「曲がりなりにも反乱せずに生きる道があれば臆病な者はそちらを選ぶものです」

「…………」

　しばし二人は言葉を止めた。

　例え飢え死にしない程度の食べ物が貰えるとは言え、要塞建設は反乱者をすり潰す程に過酷な作業だ。

　いずれほとんどが病気や過労で斃れることになると知っていた。

　二人は話題を変える。




「見た限り既に要塞としてはかなり完成してきておりますな」

「何、元々数十年かけて作り上げた北方の城砦群に手を加えただけです」

「これだけの要塞であればゴルドニアが十万の大軍を差し向けたとしても容易に突破は出来んだろう」

「勿論です宰相。私は老いたるとは言え、城の建設にはそれなりの自信があります。重厚な城砦を幾重にも堀と柵で結んでおります。投石器などで崩れるような代物ではありませんし、一つ一つ陣地を陥とすとなれば莫大な時間と犠牲が必要でしょう」

　宰相はうむと頷いた。

　既に国内では徴兵も進んでおり、数万の単位で新規兵力を投入できる。

　経験の浅い彼らは野戦では頼りにならないが、篭城戦ならば数通りの成果を出してくれるだろう。

　間諜の情報によるとゴルドニアの兵力約八万に対してこちらは半分の四万、重厚な要塞に篭ることを考えれば決して不利ではなかった。

「それよりも東方の……例の奴に関してはいかがしておられるのでしょうか？」

　老貴族は更に言葉を紡ぐ。

「それほどの大兵力では無いと言え、我らの王国軍を複数回破り、たちまち中部まで侵攻した手腕は侮れません。奴らにかき回されては肝心の北部での戦いにも支障が出ます」

「対策は打ってある。東部の国境地帯には簡易だが堀と柵を中心とした陣地を築く予定だ。隣接する占領地は守りきれんが、守備兵は襲撃があればすぐに食料を焼き、井戸に毒を投げ込んで撤退するそうだ」

　東部方面には経験の豊富な司令官を赴任させている。

　つまらない失敗はしないだろう。

「彼らの主力は多数の騎兵だ。柵と堀の陣地に当たれば優位は消えるし、水と餌は嵩張る。全員分を持ってくる訳にもいかんから、村々を焼いて物資を与えなければすぐに進軍は止まるだろう」

　ほとんどは軍人達の受け売りだがそれで十分。

　宰相たる彼が軍の云々について詳しい必要はなかった。

「最悪東部地域は荒らされても良い。周辺国が介入してしまえば奴も辺境で暴れるどころではない」

　念のためいざ戦時となればそれなりの部隊を東部国境に張り付けることになっている。

　彼らが対騎馬戦を考えた陣地を利用しつつ防戦に徹すれば以前のように侵攻出来るとは考えられない。

　宰相の頭の中で最優先なのはゴルドニアの主力が南下してくると思われる北部国境に違いなかった。

　この要塞が持ちこたえられるかどうかで全ては決まるのだ。

「くどい確認になるが、ゴルドニアの全軍相手にどれだけもたせられる？」

　老貴族は胸を張る。

「東部を除く全ての兵力をこの要塞に集中して頂けるなら現時点でも一年は楽に……秋まで時間があれば五年攻め続けても陥ちぬ要塞にして見せましょう」

　宰相は周辺国を動かすのに必要な時間を半年と見ていた。

　それだけもてば各国の説得も出来るし、ゴルドニアの国内にも不安の芽が出てくるだろう。

　一年は十分過ぎる時間と言えた。

「素晴らしい！　だが、念には念を入れ、更に強力な要塞に仕上げてくれ。資材も資金も最優先で回す」

「ありがたきことにございます。アークランド健在の折、城に固執するから守勢になると嫌味を言い続けられた時分より考えますと夢のようにございます……ところで宰相閣下、この要塞は各城には名前がありますが、全体としては無名です。これだけの大要塞、「北部要塞」ではいささか寂しいかと」

　国政の場でもしかめっ面が多い宰相は珍しく笑みを浮かべて答えた。

「伯爵よ、この要塞は貴方の子供に等しい。ならばその名をつけるのが道理という物……我がトリエアを守る無敵の要塞の名は［マジノ要塞］としようではないか」

「おぉ……！　永遠に残る護国の要塞に我が名が……これ以上ない光栄にございます!!」

　宰相とマジノ老伯爵は部下に持たせたグラスで乾杯する。

　延々と続く石の壁、その威容があらゆる脅威から王国を守ると信じぬ者はいなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二一歳　春

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍三千　弓騎兵三千 最大六千

　財産　金貨九三五〇枚（六六〇〇）（内政資材二〇〇）（労役費四〇〇）（ノンナ三〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（妻）リタ（メイド？）カトリーヌ（淫乱）メリッサ　マリア

　セバスチャン（執事）ルビー（ルナ従者）ミティ　アルマ　クロル

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　領地　カーラ（側室）メル（側室）ヨグリ（タダ飯喰らい）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数五一人　産ませた子九人

書きかけを仕上げました。

本格的な更新再開は月曜からになります。










第89話　小さな人妻の憂鬱　♯







　数週続いた春季演習も終盤に差し掛かり、華美な装飾を見せびらかすように動き回っていた諸侯軍にも疲れと飽きが見え始めていた。




「それにしてもお前の軍の編成はおかしいぞ。いくら俺たちの領地が広いとは言え、全体の半数以上が騎兵などまともな編成とは思えん」

　演習中エイリヒは事あるごとに俺の所にやってくる。

　他の領主の部隊はほとんど見るに耐えないとは言え、新貴族を中心に使い物になる私軍を持っている奴らもいる。

　彼らと比べても俺の所にいる比率が明らかに高い。

　俺はセリアやイリジナ達といちゃついていたいと言うのに。

「歩兵と騎兵を分離して訓練しているのには理由があるのか？」

　さすがに訓練内容を見ただけで歩兵と騎兵の連携よりも各個、運用しようとしていることに気付かれた。

「騎兵と歩兵を並べて行軍しては速度が死にます。陣地攻撃ならばやむを得ませんが、野戦ならば分けた方が騎兵の機動力を有効に機能させることが出来ます」

「ということです」

　レオポルトが俺に耳打ちし、俺が語尾だけ付け加えてエイリヒに説明する。

　エイリヒは呆れた顔を見せた。

　補足するならば普通の騎兵隊ならば敵に十分訓練された長槍兵が居れば完全に止められてしまうからこのような編成は出来ない。

　だが弓騎兵は長槍兵に対して非常に有効で、他の騎兵と連携させれば騎兵隊のみでも十分に敵の防御を突破できるのだ。

　だが説明したら多分更に質問が来るのでしない。

　イリジナが股間を押えながらエイリヒが立ち去るのを待っているしな。

　先ほど大量に中に出してやった汁がドロドロと流れ出してきているようだ。




「どんな形でもいい。実戦に耐えるよう訓練しておいてくれ……聖光だの烈風だのは勘弁してくれよ」

　エイリヒもかなりうんざりしていたようだ。

　少しだけ笑みが漏れたが、すぐに真剣な表情に戻った。

　とうとうイリジナの太ももに白濁汁が流れて出してしまった。

　我ながら凄い量だな。

「ここから先はこの場に居る者だけの話だ」

　セリアが慌ててメモ帳をしまう。

「お前には説明の必要はないが……トリエアと我が国は遠からず開戦することになる」

　俺は黙って頷く。

　本当に説明の必要もないことだ。

「そのトリエアだがどうやら旧アークランド地域の防衛は放棄しているようだ。移住していた貴族や大商人達が次々に本国へと引き上げている。旧王都都市アークランドの城壁修復作業も中止されたようだ」

「占領を諦めて本国の統治に専念すると？」

　そうやって小さくまとまったほうが内政も治安も安定することは確かだ。

「いや、依然重税と反乱への容赦ない弾圧は続いている。統治を諦めたというより我が国と事を構えるに当たっての戦略上の判断だろう」

「トリエア本国の北部には城がありましたか」

「うむ、北部の町をアークランドから守るための城砦群だったのだが、最近その城砦群が大規模に改修、増強されているようだ」

　ふむ、完全に受身に入ったという事か。

「他にも徴兵を行って軍を増強しているらしいが、これに関しては我が国のほうがペースは早い……だがあの城砦は一〇〇年近くの間、築城を続けられた重厚な物だ。城同士が連携できるように改修されてしまえばいかなる大兵力とは言え一朝一夕には抜けん」

「馬鹿正直に西部の街道を通って行く必要はないのでは？」

　いかなる要塞とは言え、無限に続く訳ではない。

　防御しているのは西部の主要街道と平原地帯だけのはずで東部まで伸びている訳ではない。

「それがそうもいかん。まともな街道があるのは西部のみ、東に行けば遠回りの上、原野を行けばとんでもない時間がかかる。道中に規模の大きい町もないから兵糧の調達もままならん」

　中央軍は今や七万に届く規模に膨らんでいる。

　食料だけでも調達するにはかなり大きな町を押える必要があるし、ゴルドニア本国から輸送するにもまともな街道が無ければ不可能に近い。

　かといって兵力を絞って敵地のど真ん中を遠回りするのは懸命とは言えない。

「しかし切れ目なく延々と続くわけでもないでしょう？」

「それが本当に弱点らしきものが無い。無論切れ目はいくつもあるが、沼地だったり崖だったりな。そんな所に突っ込めばそれこそ一網打尽にされる」

　トリエアは伝統的に防御的な戦術が得意と聞いた事がある。

　こと築城に関しては彼らに利があるようだ。

「となれば正面突破を？」

「現時点ではそれが最も確実だと思っている。職人を集めて大型の投石機や大弩を作らせているが、時間がかかるかもしれん」

　そういえば俺の軍に攻城兵器はほとんど無かったな。

　例の火を噴く筒ぐらいか。

　後で少し分けてもらおう。

「俺たちの領の西側にも奴らは防御陣を築き始めていると言う。お前も前回のように易々と突破する訳にはいかんと思うが、なんとか東方から連中を脅かし、少しでも要塞の兵力を引っ張り出してくれ」

「わかっています」

　国境付近でなにやらちょこちょこやっているのは知っている。

　こちらも対抗して防御陣を作ろうと主張する者も居たがどうも守勢に回るのは性に合わない。

　やられる前にやってしまうべきなのだ。




　エイリヒは演習後も状況に変化があったら王都に呼び出すかもしれんと嫌な宣告をしてくれた後、去っていった。

　セリアはやり取りを頭のメモ帳に記載中らしく目を閉じて考え込んでいる。

　イリジナは俺の種が全部出てしまい、真っ赤になっている。

「レオポルト、今の話どうにか出来るか？」

「はい、細かい戦術はこれからですが大まかには」

「そうか、強力な攻城兵器は必要か？」

　必要ならエイリヒに駄々をこねて貰ってこよう。

「必要ありません……が、あっても困らないので貰ってきてください」

　なんだそりゃ。

　俺が頭を下げるのを無料と思ってないだろうな。

「そもそも……いくら強大とは言え、動けぬ要塞が動く軍団に勝てぬのは自明の理。どんな大巨人でも動かぬのなら小人にも倒せます」

　これだけ自信満々なのだからなんとかなるのだろう。

　次はルナの穴に精を注ぐとしよう。
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　数日後、演習終了後　　王都ゴルドニア

「「「乾杯」」」

　演習は終了し、俺たちは王都の酒場に繰り出した。

　さすがに兵全員を呼ぶわけにはいかないので、酒場に呼んだのは一部の指揮官のみで、兵向けには駐屯地に酒を届けておいた。

　女は自分の金で買え。




「族長様どうぞ一献」

「悪いな」

　ルナが俺の横について酌をしてくれる。

　セリアとイリジナは先に帰らせた。

　酒に弱いセリアは言うまでもないが、ザルのイリジナに飲ませたら店の酒がなくなる。

　それにあまり多くの女に囲まれていると新しい出会いもなくなってしまう。

「どうぞ」

「いやぁ悪いねぇ……姉ちゃんいいケツしてんなぁ。どうよ一発？」

　クリストフは一兵卒なので本来駐屯地にいるべきなのだが、昔の誼で同席している。

　俺の私軍では指揮官が不足気味なので、適性のある者は身分など関係なく次々と隊を任せている。

　それでも奴が未だに一兵卒なのはそういうことだ。

「はいはい、お尻を撫でたいならせめて自分のお金で呑みなさいね」

　酒場の女にも袖にされたようだ。

　クリストフががっくりと肩を落とした所で酒場の中心、それなりに立派な舞台に数人の女が上がって余興の踊りを始めた。

　露骨に裸体を晒す訳ではないが、露出が多い上に切り込みが深く入った服を着て大胆に踊る様は情欲を煽る。

　いつの間にか店の隅には踊り子と同じような服を着た女、多分娼婦が何人も待機しており、男達が辛抱出来なくなるのを待っている。

「乳だっ！　乳首を見せてくれぇ!!　もう少しっおぉぉぉ毛が見えたぞおお!!」

「…………」

「……下賎な」

　普段、人を悪く言わないルナがクリストフを蔑む。

　俺も上品ぶるのは好きではないが、さすがにこれは酷すぎる。

「うっひょーー!!　ぷりっぷりのケツだあ！　しゃぶりつきてぇ!!」




「あの……ハードレット子爵様で宜しかったですか？」

　至近距離で踊り子を見ているクリストフの席に先ほどの酒場の女が座る。

「あぁ、そうだが」

「今夜はうちを使って頂いてありがとうございます。父も一月分の売り上げが出たって喜んでました」

　別に何か特別な理由があった訳ではない。

　王宮での報告の後に一番近そうな店だっただけだ。

「代金も前払いで貰えて、ハードレット様は本当にいい貴族様なんですね」

　貴族が代金を踏み倒すのはもはや定例行事だ。

　特に軍上がりの新貴族にはその傾向が強いとエイリヒが嘆いていた。

「酒の代金を払うのは当然だろう。中々雰囲気もいいし、感謝される謂れもないな」

「うおおおーーーー!!　乳首が見えたああーーー!!」

「「…………」」

　あのアホ放り出してやろうか。

　踊り子に色欲の目を向けている男達には娼婦が次々と声をかけているが、クリストフは無視されている。

　さすがの娼婦も抱かれる男は選びたいようだ。

「ねぇ、ハードレット様。ここには変な人もいますし、もし宜しければ二階の部屋で特別なお礼もありますけど……」

　ちらりとルナを見ると小さく頷いてくれた。

　彼女はセリアよりもずっと女遊びには寛容で気にしていないようだ。

　酒場の娘の腰に手をやり、そのまま二階へ続く階段へと連れて行く。

「……ふふ、実は私、結構遊んでるんです。たくましい男の人をたっぷり味わわせて下さいね」

　望む所だ。










「ああああーーー!!　太ぉいぃぃぃ!!　硬ぁいぃぃぃ!!　何これぇぇぇ!!　もう死んじゃう!!　いやぁぁぁ!!」

「まだ俺はイかないぞ。もう少し頑張ってくれ」

「無理無理ぃぃ!!　ひいいいぃぃ！　苦しいのに気持ちいいよぉ!!」

　えびぞりになった女の腰を掴んで激しく腰を使う。

　遊んでいると言っていただけあって体は開発されており、愛撫にも敏感に反応してくれたが、穴は狭い。

　無理やり押し広げる形になってしまっているが、女の中は感じるようで奥を突くとよがってくれる。

　それほどの美人ではないが悲鳴を上げながらもしがみ付いてくる姿は可愛い、もっと激しくしてやろう。




「あ…………ぁぁぁ……ぁぅ……」

　しばらく腰を振っていると女は俺の下でのびてしまった。

　そろそろ出したいんだけどな。

「おーい、そろそろ出したいんだが、このまま中に撒いてもいいか？」

「ぁぅぅ……気持ちいい……壊れる……」

　女はうわ言のように声を出すだけでまともに会話は成立しない。

　避妊薬を使っている様子はなかったがこれも何かの縁、構わない。

「うぅっ」

「…………あぅぅぅ」

　腰を固定して肉棒を押し当て射精する。

　奥の奥まで入り込むように子袋を押し上げながら精を出し終え、後戯をしてから毛布をかけてやった。

　女はがに股を開いて舌を出した凄い格好だ。

　口元からは涎がシーツに延々と流れてしまっている。

　これは当分目を覚まさないな。

「俺はもう帰る。なかなか良かったぞ」

　軽くキスをし、階段を降りると宴は終わってしまっているようだ。

　男達は駐屯地へ寝に帰ったか娼婦を連れてどこぞの宿にしけ込んだのだろう。

「お帰りなさいませ。お疲れ様でございました」

　ルナは俺を待ってくれていたようだ。

　他の女を抱いてお疲れ様と言われると、どうにも居心地が悪い。

「あぁ、待たせて悪かったな。俺たちもそろそろ……」

　帰ろうかと言おうとしたが、気になるものを見つけてしまった。

「……」

　無言のまま宴の後でやや散らかっている店の隅に座って静かに酒を煽っている小さな少女。

　知らなければ拳骨の一つでも落として子供はさっさと寝ろと言う所だが、あの女性はれっきとした大人……確か二〇になるはずだ。

「ナタリー、こんな時間に何してるんだ？」

　彼女は変態ダンディ、アンドレイの妻ナタリーだった。

　いつ見ても一〇を超えたぐらいにしか見えない。

「あ、ハードレット様……こんな所で会うなんて」

「演習終わりの宴会だ。そっちこそこんなところで何してる？」

　ナタリーは何も言わずに俯く。

　少しばかり話を聞いてやる必要がありそうだ。

　まだ酒が残る樽から酒を取り、ナタリーの横に腰掛ける。

　待ってくれていたルナには悪いが、小遣いをやって家に帰そう。

　あまり人を集めてする話ではないだろう。

　最初は挨拶や社交辞令が多かったナタリーだが、酒が入って行くにつれ少しずつ本音を語り出す。

「家に居場所がないんです……。あの小さな子、リリーにも子供が生まれて、新しくオレリアさんも同居し出して……」

「マスターはあんたに相当惚れていたと思うが」

「騒動があってからあまり口を効いてませんから。他の二人が夫と仲良くしていると逆に私が浮いてしまって、夫だけじゃなく、他の子ともあまり口を効かなくなったんです」

　ふむ、それで自分の家の酒場ではなく、こんな遠くまで来たわけか。

　見れば目には涙が浮んでいる。

　幼すぎる見た目のせいで子供が泣いているようにしか見えないが内容は随分と複雑だ。

「マスターを許してやるわけにはいかないのか？　あいつは……少女好きだがそれに目を瞑れば悪い奴じゃないだろう」

「今更、きっと……」

　ナタリーは下を向いて黙ってしまう。

　困ったな、夫婦の問題だけに俺に任せろとも言えない。

「勇気を出してみろ。何かあったら俺も助けてやるから」

　こう言うのが精一杯だな。

「ほんとうに……助けて下さいますか？」

　ナタリーは俺の懐に入り、涙を溜めた目で上目遣いに見上げてきた。

　ん？　雲行きがおかしくなって来た。
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「見てもいいですよ」

「……そうか」

　転がるように状況は変わり、今は何故か連れ込み宿に二人で居る。

　しかも俺達はどちらも全裸で、ナタリーは小さな布で局部だけを隠している。

　そして俺はベッドに腰かけ、全てが剥き出しだ。

　ちらりとナタリーに視線をやると恥ずかしそうに布を開いて胸と薄く開いた女の穴が見える。

　胸はまったくなく、経産婦だけあって色の濃い乳輪の中心に乳首がピンと立っている。

　股間は当然のごとく無毛で、剃り跡もないので元々生えていないのかもしれない。

　割れ目は一本筋を引いただけで、子を産んだはずなのにまるで幼女のような外観だった。

　女の全裸を見ているのに逸物は勃ちあがらない。

「こんな体……色気ないですよね。やっぱり変態にしか好かれない体なんです」

　ナタリーはまたも涙ぐんでしまう。

　どうも幼女を泣かせているようで決まりが悪い。

　勃ててやるしかないだろう。

「ナタリー、口で出来るか？」

「はい……あの人にそれなりに仕込まれましたから」

　少しばかり罪悪感は感じるがここで放り出したら他の変態の餌食になるかもしれない。

　覚悟を決めて慰めてやろう。

「頼む」

　ナタリーを股の間に座らせて逸物を握らせる。

　どう見ても変態的な光景だが彼女は二〇歳なので目を瞑る。

「すごい大きさ……それとも夫が小さいのでしょうか」

　ナタリーの小さな手では勃っていない俺の逸物でも抱えるようになってしまう。

　小さな彼女は肉棒を抱きしめるようにして舌を這わせる。

「ここ、どうですか？」

「もう少し下を頼む」

「こうですか？」

「そこはいいな……。おぅ……」

　女に逸物を舐められれば外見には関係なく逸物は勃ちあがってしまう。

　ナタリーは膨らみ始めた逸物に目をぱちくりさせていた。

「こ、こんなモノ入る女がいるんですか!?」

　うちの女は全員入るな。

　だがナタリーにはさすがにどうだろうか。

「何もかも……忘れさせてください」

　ナタリーは逸物が硬くなったのを見て口を離し、胸元に飛び込んできた。

　見上げる彼女と目が合うと静かに目を閉じる。

「んっ！」

　唇が合わさり、舌を絡めあう。

　彼女の舌は体同様小さかったが、キスには慣れているのか器用に俺の舌に絡み、唾液を飲んでいった。

　しばらくキスが続いた後、どちらからともなく唇が離れ、ナタリーはベッドに横になって足を開く。

　いよいよ挿入してくれと言うことらしい。

「力を抜いていろよ」

　小枝のように細い足を摘むように持って限界まで開き、性器にキスをして唾液を流し込む。

　試しに指も入れてみたが一本でギリギリだった。

　正常位の体勢で肉棒を割れ目だけの女穴に押し当てる。

　片手でナタリーのすべすべの肌を撫で、もう片方で肉棒を擦り続ける。

　常に刺激を与えていないと子供を抱いているようで萎えてしまうのだ。

「どうぞ遠慮なく、ズドンと下さい。忘れさせてください」

「ん……」

　ぐっと押し当てるが到底入りそうにもない。

　ナタリーは痛みが出たのかシーツを噛み締めた。

「よっ」

　もう一度更に力を入れて押し付けてみる。

　ギチリと音がし、先端が僅かにめり込む。

「あぐぅうう!!」

　ナタリーはそれでも限界なのかシーツを噛んだまま声が出た。

　このまま押し込んだらきっと彼女の性器は俺のサイズに広がり、元には戻らないだろう。




「ナタリー、マスター……アンドレイに抱かれた時を思い出してみろ」

「な、なんですかいきなり。それよりも早く入れてください」

「いいから思い出せ、あいつに初めて抱かれたのは新婚初夜か？」

「そうですけど……今はそんなことどうでもいいじゃないですか」

　俺はナタリーの腰を持ち上げ、仰向けに寝る彼女からも互いの性器が丸見えになるようにした。

「モノが入ったら完全に浮気だ。俺達はアンドレイを裏切ることになる。二度と抱いてもらえないかもしれない。それでもいいのか？」

「……最近はもう全然抱いてもらってません」

「じゃあこのまま押し込むぞ？　穴は広がって俺の形になる。それでもいいんだな」

　俺は見せ付けるようにゆっくりと肉傘をめり込ませていく。

　そしてあと少し力を入れたら先端が完全に入ってしまうところで腰を止めた。

　ナタリーの顔には動揺と怯えが浮んでいる。

「わかった。ナタリー、お前を俺の女にするぞ」

　今までより遥かに強く細腰を掴み、深い挿入を予感させる。

　ナタリーの手が俺の胸に当たった。

「いやぁ!!　やめてぇぇ!!」

　彼女の非力な腕など物の数では無いが、ゆっくりと体を離す。

「やだぁ……私、アンドレイの奥さんで居たいよ……」

　ベッドに座り込んでしくしくと泣き始めたナタリーに布団をかけてやる。

　なんとかうまくいったようだ。

　このまま奪って、とでも言われたらどうしようかと思った。

　これで夫婦の仲も少しはうまくいくだろう。




「ほら、服を着て出るぞ。どうせ何も言ってないんだろ、あいつが心配してる」

　だがナタリーは動かない。

「私のことをちゃんと考えてくれてたんですね」

　嫌がる女を抱かなかっただけだ。

「アンドレイへの気持ち思い出しました。本当にありがとうございました」

　ベッドの上で頭を下げるナタリー、そして彼女はベッドの上に座って足を伸ばす俺の上に座ってきた。

「ん？　なんだ？」

「コレを膨らませたまま出るわけにはいかないじゃないですか。こんな大きいと服も着れません」

　ナタリーは性欲を処理してくれるようだが、俺の上に座る姿は父親の膝に乗る子供にしか見えない。

「こすり出しますね」

　かなり大きく膨らんだ逸物自体に乗るようにして両手でゴシゴシとモノをこする。

「あはは、まるで私にちんちんが生えてるみたい」

　精を吐かせるためだけに強く擦られる肉棒はビクリと跳ね、その度にナタリーも動く。

「本当に大きい、これってやっぱり男の人の中でもとんでもなく大きいんですよね」

「どうだろか、他の男と見比べるような気持ちの悪い事はしないが、よくでかいとは言われるな」

「ですよね……だって私の腕より太いし、男の人の平均ってどれぐらいなんでしょうか？」

　それこそ知らん。

　自分以外の肉棒など見たくも無い。

「アンドレイはこのぐらいなんです」

　ナタリーは中指を見せ、少し考えて人差し指に変えた。

　アンドレイ……お前が少女にこだわるのは悲痛な理由があったんだな。

　俺が悲しみに浸っている間もナタリーはゴシゴシと肉棒を擦り続け、肉棒はいよいよ発射態勢に入った。

「わっ、動き出した。出ますか？」

「あぁ、もう出るぞ。いくぞっ!!」

　思わずナタリーの薄い胸に手を伸ばし乳首を摘む。

　彼女を乗せたまま腰を突き上げ、射精を開始する。

　挿入が無く焦らされた分勢いは強く、今日は一度しか射精していないこともあってかなりの量が飛び出ている実感があった。

「ひいっ！　天井に！　部屋中に撒き散らして……なんでこんなに出るのぉ」

　びゅうびゅうと音を立てて部屋が汁まみれになって行く。

　天井にも飛んだ精はぼたぼたとベッドに落下し、ナタリーの顔に男の匂いを染み付けた。

「こんな噴水みたいになるんだ……」

　呆然とするナタリーの顔を拭き、服を着せて部屋を出る。

　掃除に入った中年女が悲鳴を上げていたので足早に逃走することにしよう。







「ナタリー！　無事だったか！」

「アンドレイ……ごめんなさい」

　ナタリーを固茹亭まで送ると周辺を探していたアンドレイが彼女を抱き締める。

　他の女二人も心配そうに顔を出す。




「夫婦の不仲も程々にしておけよ」

「世話になったな」「ありがとうございました」

　アンドレイ夫婦に頭を下げられるとなんだが心がむずむずする。

　マスターは俺が自棄酒飲んでいるナタリーを見つけて送っただけと思っているが、実際には唇を奪い肉棒を舐めさせた上に全裸に剥いて射精を手伝わせたのだ。

　ま、挿入していないので浮気ではないだろう。




　色々あって明け方近い帰宅になってしまったが、それでも女達はうつらうつらしながらも待ってくれていた。

　ノンナの巨乳に顔を埋めて、メリッサに喉まで肉棒を咥えさせる。

　そして両手でカトリーヌとリタの胸を掴む。

　後ろからはルナとセリアが競い合うように尻の穴を舐めてくる。

　やはり女はこうでなくてはな。




　後日ナタリーに聞いたことだが、この夜は夫婦の間に久しぶりかつ濃厚な営みがあり、これ以降三人でマスターに仲良く抱かれているそうだ。

　他二人もアンドレイしか男性経験がないので男根は指ぐらいの大きさと信じているそうだ。

　彼のユートピアに触れることはすまい。
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第90話　幽霊屋敷







「幽霊？」

「はい……一応警備隊に来てもらったらしいんですけど、大勢だと出てこないらしいです」

　メリッサは俺の横で全裸で横たわる。

　体中には多数の口付け跡が残り、情事の後の余韻に浸っているのだ。

「手ごわいというならともかく、見えないんじゃどうにもならないな」

「家族の人も怖がってただでさえ微妙な関係がますますぎくしゃくしているとか……」

　この話はアゴールが購入した中古の家の話だ。

　しっかりした一戸建ての割りに代金が安いと飛びついたらおまけがついていたらしい。

「エイギルさんは幽霊とか苦手じゃないんですか？」

「別に平気だ」

　人を殺すと幽霊になるならば俺の肩には山のように乗っているに違いない。

　なのに今まで一度も見たことがないのだから居ないのだろう。

　居ても何かしてくる訳じゃないなら放置しておけばいい。

　汚い分、ネズミや虫の方が問題だ。

「それならアゴールさんにお力を貸してあげたらどうです？」

　メリッサは一応この館の主人代理となっているので王都にいるアゴールやその女と度々交流があるそうだ。

　ちなみにアゴールの女、王都にいた未亡人と連れ帰ったメイドの仲はかなり悪いらしい。

「あいつとは浅い仲でもないし構わんが……そう時間も取れないしな」

　館にはもうノンナ達もレオポルトもいない。

　演習の終了にあわせてレオポルトに隊の指揮を任せて領地へ帰らせ、ノンナ達の馬車も同行させた。

　以前の事もあるし大軍の中に置いておくのが一番安全だからな。

　歩兵交じりで鈍重な行軍になっているから俺は後から出発しても十分間に合うのだ。

　とはいえ、あまりだらだらしていると先に着かれてしまう。

　そうなれば山の民の解散やその他が面倒くさいし、レオポルトがまた文句を言いやがる。




「一日ぐらいならいいか、確認してやって出て来ないなら仕方ない」

「きっと喜ばれますよ。警備隊二〇人を呼ぶより頼りになるって言ってましたし」

　そう言われると悪い気はしない。

　明日にでも行ってやろう。

「……それで、あの……そろそろやめてあげません？」

「ん？　どうした」

「ですから、マリアがもうひどいことに……」

　視線を下に戻すと組み敷いたマリアがとても人には見せられない顔で失神していた。

　メリッサと話しながら腰を動かしていたのでやりすぎてしまったらしい。

　さっきから定期的に温かくなっていたのは気を失ったマリアから噴き出る潮だったようだ。

「そうだな、休ませてやるか。…………ぐっ!!」

　最後に腰を激しく動かし、ぐったりとしたマリアを抱き締め種を送り込む。

　だらしなく緩んだ顔中にキスを降らせながら薄い胸を撫でる。

　細身のマリアの体は俺の肉棒が跳ねる度に動いているようにも思えた。

「たっぷり出てますね。そろそろマリア妊娠しちゃうかも」

「早くそうしてやりたいなっ！　うおおっ！」

「カーラとメルさんの子供も見たいなぁ、よいしょっと」

　マリアの上で射精する俺に胸を押し付けてくるメリッサ。

　俺は発射を終えるとまったく硬さを失わない肉棒を引き抜き、二人分の体液にまみれたソレを掴んでメリッサに圧し掛かっていった。

　ちなみに唯一残ったセリアはメリッサの策略か唯の好意か、夕食に出た、見た目以上にきつい酒を飲んで引っくり返ってしまっていた。

　翌日、体中口付け跡と種汁だらけで俺の部屋から出てきたメリッサにえらくご立腹だったらしい。
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　当日昼

「ここが新居か？　なかなかしっかりした家じゃないか」

「はっ！　それだけになかなか諦めがつかず……お手数をおかけします」

　アゴールの買った家は明確に一般市民向けでそう大きくはなかったが石造りで屋根もしっかりと作られており、粗悪なレンガで造られた家も散見する平民住宅街の中では高級な住まいと言ってもいい。

「見た感じ古そうでもない。中は血みどろなのか？」

「いえ、中も整っております。まだ何も手を加えていません」

「家の外でグダグダ言っても始まらん。実際に見てみよう」

　アゴールとセリアも引っ付いていたので皆で踏み込む。

　ドアを開けて中に入るがアゴールの言ったとおり別に露骨に荒れている訳でも血が飛んでいる訳でもない。

　少々埃っぽいが売りに出ていた家と考えれば不思議もない。

　全員が入るとドカンと大きな音を立ててドアが閉まる。

　今日は風が強かったかな。

「え、エイギル様……ドアが開きません」

「今から調べるんだから玄関を開けることはないだろ」

　セリアが意味の分からん事を言っている。

　さあ探索しようじゃないか。

　家の中は窓が全て閉まっているので昼間なのに薄暗い。

　開けようとしても開かないので仕方なくランプに火を灯す。

「窓が一つも開かないぞ。こっちの修理の方が問題じゃないのか」

「前に来た時は問題なく開いたのですが……」

「…………幽霊などいない……絶対にいない」




　玄関から続く長くない廊下を通り、台所に入る。

　そこは綺麗に掃除されており、小奇麗なテーブルが置かれていた。

「なんだ家具をもう入れているのか。終わったら軽い物でも作って食おう」

　軽く言ってみたがアゴールの返事が鈍い。

「……まだ何も入れておりません。昨日はこんなものありませんでした」

　そんな馬鹿なと見直すとテーブルはなく、竃には蜘蛛の巣が張っている。

「ん、おかしいな。全部揃っていると思ったんだが……ここには何もいないようだ次へ行こう」

「は、はぁ」

「…………私は何も見てない。見ても見間違いです」




　続いてリビングに入るとボロボロのテーブルと椅子が置かれている。

　壁際には目立つ大きな肖像画と古ぼけた燭台が置かれている。

　肖像画はやや不気味に見えるがクラウディアが持って来た代物よりはずっとマシだ。

「随分傷んだ家具だな」

「入れ替えようとしたのですが……その出来ませんでした」

　出来ない？　この程度なら俺が担いで外に放り出してもいいぞ。

　試しに椅子に座ってみると軋むこともなくまだまだ使えそうだ。

　このまま置いてもいいんじゃないかと言おうとした時、部屋がにわかに明るくなる。

「うおっ！」「ひいっ!!」

　燭台に火が灯ったようだ。

　これでわざわざランプを持ち運ばなくてもいい。

「蝋燭持っていたのか、ランプだけじゃ視界が悪くて困っていた」

「つけておりません……。それに燭台一つでこんな明るくなるはずがありませんが」

「…………いやぁ……いやぁ」

　確かに蝋燭一本にしては随分明るいが明るい分にはいいじゃないか。

　近づいてみるが綺麗な大きい蝋燭が据えられているだけだ。

　部屋を見回すが特に何も無い。

「お、椅子を持ってきてくれたのか、悪いな」

「ひとりでに椅子が動いて……」

「…………」

　いつの間にか足元に来ていた椅子に座って伸びをするがアゴールは真っ青になり、セリアはぶるぶると震えている。

　セリアがこんなになるのは珍しい、戦場には慣れても幽霊は怖いとは可愛いじゃないか。




「次は寝室にしよう」

　比較的大きな寝室にはベッドは残っておらずガランとしている。

　化粧台らしき物だけが残っているが鏡が割れてしまって使い続けることは出来ないだろう。

　セリアは背筋をピンと張っているが俺にぴったりくっ付いて離れない。

　その時部屋の壁からバンと音がした。

　全員の視線が集中すると更に三度音が鳴る。

　アゴールは剣を抜いて辺りを見回し、セリアは俺に抱きつく。

「おおげさな、鳥でも当たったんだろ」

「四回もですか!?」

「じゃあ近所の悪ガキが石でも投げたのか。後で引っぱたいてやれ」

　そこまで言って俺はセリアの方を振り返る。

「な、なんでしょう……」

「ん、見間違えだ。割れた鏡にな、お前の後ろに女が映ったんだが居なかった」

「うわぁぁぁ!!」

　セリアは跳躍して俺の懐に飛び込んできた。

　身軽だが大げさだな、見間違いと言ってるだろうが……ん？　また映った。

　まるで首でも吊っているみたいに見えるが、昼間に暗いせいか目が慣れないのだろう。

「ここも白か、案外引越しで過敏になっていて見間違えたのかもしれないぞ」

「なんでですか!?　全部屋真っ黒じゃないですか!!」

　セリアが大声で叫ぶ。

　とはいえ、実際に目の前に出てきてくれないとどうにもならない。

　一応、たちの悪い魔物の可能性も考えてデュアルクレイターを持ってきたが見えない敵は切れないぞ。

「大勢で押しかけると出ないらしいが、四人でダメならお手上げだぞ」

「警備隊のときは窓も開きましたし妙なことは一つも起こらなかったのです」

「そうですね。もう何もないです。さあ。帰りましょう」

　アゴールは困った顔、セリアは帰りたいようだ。

「せっかくここまで来たんだ。全部の部屋を見て置こう」

　残る部屋は寝室や客間など三部屋だ。

　手分けして一気に見てしまおう。

「嫌です!!　私はエイギル様から離れません!!」

　セリアが俺に抱きついて離れなくなった。

「そう言うな。アゴールの女が怖がってないんだ。十分強いお前が恐れる事は無いだろう」

「……へ？」

「……私の女とはなんでしょうか？」

「何を言ってるんだ？　お前が連れて来た女だろ、例の未亡人か？　随分顔色が悪いがちゃんと食わせてやっているんだろうな」

　最初からお前の後ろにぴったりくっ付いていたじゃないか。

「わ、私の女は幽霊が退治されるまで絶対にこの家にはこないと言っておりまして……」

「う、うしろ……」

　二人がゆっくりと後ろを向き、例の女と目を合わせる。

　女は愛想をしたのかゆっくりと微笑んだ。

「おわぁぁぁーーー!!」

「ぎゃああああーーー!!」

　アゴールは飛びのいて頭を打ち、セリアはその場で泡を吹いて失神してしまった。

　いくらなんでも失礼に過ぎる。

　少し詫びておこうと話かけようとしたが女はいつの間にか俺の後ろにいた。

（帰れ、出て行け）

　何も聞こえていないのにはっきりと声がわかる。

　へんてこな感覚だった。

　女の顔は醜く歪み、恨みや憎しみの感情が見て取れた。

　あぁ、なるほど、こいつが幽霊だったのか。

（殺す、殺す、憎い、殺す）

　頭に響く声は意味をなさない罵倒に変わっていた。

　よく見れば顔を歪めているが原型は悪くないし、青白い肌だがスタイルもなかなかだ。

　乳は服を持ち上げているし、結構な巨乳ではないだろうか。

「そう顔を歪めるな美人が台無しじゃないか」

（憎い、憎い、殺してやる）

　女は歪んだ顔のまま一気に近づいて来て俺の首に手を回す。

　口元に笑みを浮かべながら首を絞めてくる。

　これが男なら張り倒してやる所だが、生憎女に絞め殺されるほど弱くは無い。

　一瞬苦しく感じたが気を張ればなんともなくなった。

　こいつは幽霊で物理的に締められている訳ではないようだ。

「ふむ……」

　試しに幽霊の肩に手をやってみるとしっかりとは掴めないが曖昧に触っている感触がある。

　なんとか触れそうだな。

　鬼の形相で首を絞める女の幽霊の肩を掴んでキスをする。

　おお、確かに触れた感覚があったぞ。

（っっ！！！？？）

　女がばっと距離をとった。

　信じられないという顔をしている。

　歪んだ顔よりはずっと綺麗だ。

「そういう顔をしていれば怖がられることもないだろうに」

（うるさい！）

　ちゃんと会話が通じるようになったので今度はこちらから近寄って更にキスをしようとする。

（来るな！）

　女は壁をすり抜けて逃げ回るがどうやら家の外には出られないらしい。

　狭い家でいつまでも逃げる訳にはいかず、ついに寝室の一つで手を掴むことに成功した。

　近くからよく見るとやはり相当の美人だ。

　垂れ下がった髪を整えれば更によくなるだろう。

（の、呪いを！　んむっ！）

　すり抜けられないようにがっちりと掴んでキスを繰り返し、胸と尻を撫でる。

　うーむ、変な感覚のせいであまりよくわからない。

　だが幸運にもこの部屋にはベッドがある。

　ゆっくりと話が出来そうだ。

　女をベッドに倒してキスを繰り返しながら顔を撫でる。

　幽霊は呪いだの怨念などと頭に呼びかけて来たがしばらくキスを続けていると何も言わなくなった。

　唇を離すともう逃げようとはしない。




「さて、なんで幽霊？　になったのか聞かせてくれないか？」

　女はボサボサの髪に顔を隠したまま、再び頭に声を送り込んでくる。

（捨てられ……裏切られ……首を吊って……離れられない）

　要約するとそれなりに裕福な平民の娘だった女はある男と恋に落ちた。

　だが男の狙いは実家の財産で家が潰れるまで貢いだ女はあっさりと捨てられ、絶望と罪悪感からこの家で自殺した。

　その後、自分の怨念に縛られたのかこの家から離れられなくなったらしい。

（最近、自分がわからなくなる。このままだと、魔物に）

　最初の頃は人としての意識がはっきりしていて、無意味に人を脅かすようなことはしなかったが、最近は気を抜くと自分が何をしているかわからなくなっているらしい。

　キスされた衝撃で理性が戻ったのだそうだ。

（その剣で、私を、消して）

　女はデュアルクレイターに手を伸ばす。

　少しだけ鞘から出た刀身に触れると火傷したように手が爛れ始めた。

　デュアルクレイターはミスリル製、ミスリルには魔を払う力がある。

　幽霊にも効果があるのは初耳だったが……。

（魔物になる前に、消えたい）

　怨念を残して死んだ人の霊が長い間憎しみを抱えると厄介な魔物になると聞いた覚えがある。

　この女もそうなりかけているのだろう。

　だが、美人をこのまま消してしまうのは余りに勿体無い。

　女はくたびれたワンピースを着ており、首にはくっきりと縄の跡がある。

　自殺した時のままになっているのだろう。

「わかった。貫いてやる……名前を聞かせてくれないか？」

（ケイシー）

　ケイシーはベッドに横たわったまま目を閉じる。

　最後の瞬間を待っているようだが、その顔には人としての笑みが浮んでいた。

　俺は位置を調整し、彼女を一気に貫いた。




（−−−−!!　何するのぉ!!!）

　デュアルクレイターはベッドの横に立てたまま、俺は肉棒を取り出し、ワンピースの裾を捲り上げてケイシーの股間に挿入したのだ。

「うーむ、やっぱりふわふわとした感触だな。だが悪くない」

（ぬっ抜いて！　なんでっ！　こんなの強姦よ！　訴えてやる！）

　頭の中で騒ぎまくるケイシーは先ほどよりも更に人間味が増している。

　腰を動かしながら騒ぐ彼女に語りかける。

「お前のような美女より金を選ぶようなつまらない男しか知らないまま消えるのは悲しいだろう」

（それとこれとは別よ！　絶対泣き寝入りしないんだからっ!!）

　生前の彼女は随分と勝気な性格だったらしい。

「もう入ってしまったから仕方ないだろ。せめて気持ちいい場所を教えてくれ」

（……うー。入り口近くの浅い所よ……）

「任せろ」

　彼女の胸元をはだけさせ、予想通りの巨乳を触りながらゆっくりと腰を動かす。

　今気づいたが彼女の体は幽霊だけあって半透明で差し込んだ逸物が透けて見える。

　柔らかく撫でられる様な独特の感触と相まって不思議な気分だ。

　試しに力を入れてみると逸物が腹を突き破ったように飛び出る。

　どうやら彼女の体はふわふわした何かで出来ているらしい。

（何この丸太！　まさかこれ、男根なの!?）

　微笑んで口付けをして行為を続けた。

　彼女は「犯された」「ひどい男だ」と連呼しながらも包み込むように手足を回してくれた。

　普段、あまり乱暴にしてしまうと女を壊してしまうが彼女だとその心配もないので遠慮なく、豪快に腰を使う。

（激しい……彼とは比べ物にならない腰使い）




　他の女を抱くよりも刺激が弱いので時間はかかったがそれでも絶頂は訪れる。

「ケイシー、前の男なんて忘れて俺の女になれ。そうすれば怨念もなくなるだろう」

（強姦しておいて自分の女になれって言うの？　…………でも男らしい所は嫌いじゃない。いいよ貴方の女になる）

「もうイきそうだ……！　出すぞ!!」

（……お好きにどうぞ）

「うおおお!!」

　ケイシーの奥深くまで捻じ込んだつもりだったが半透明の彼女には底は無い。

　噴き出した精は彼女の体を通り抜けてベッドや壁に飛び散った。

　アゴールには秘密にしよう。

（うわぁ……ものすごい量、妊娠しちゃう）

　する訳無いだろと考えながら精を出しきりベッドに崩れる。

　かなり埃っぽいのでむせてしまった。

（ねぇ……どうせならここで死んでいかない？　貴方と一緒に居れば魔物にもならなそうだし）

「馬鹿言うな。こんな所で死んだら俺が怨念になる」

（でも、私ここから出れないし……今となっては消えたくもない。貴方と一緒に居たいよ）

　なら出ればいいじゃないか、変な奴だな。

　俺はケイシーの手を引いて玄関を開け放ち外に出る。

　ほら、なんの抵抗もなく出れたじゃないか。

（出れた……出れたよ!!　陽の光……いつぶりだろう）

　ケイシーは感無量で外を飛び回り……飛び回る？




「ぎゃあああああ!!」

　表を歩いていた中年の女性が引っくり返って泡を吹いた。

　外に出るのは夜にしようか。

「これでお前は自由に生きれる……もう生きてないか。ともかく好きに出来る。さあどうする？」

（決まってるわ。貴方に……ずっと憑いていきます!!）




　こうしてアゴール新居の幽霊事件は解決した。

　奴にはとても感謝されたが、ケイシーは見える人間には割りとはっきり見えるらしく、自宅に連れて帰るとミティとアルマが失禁、反面メリッサとマリアは首をかしげるだけだった。

　セリアも涙目でこちらを睨むので仕方なく地下の倉庫にいてもらうことにしたのだ。

　彼女は長い間一人きりだったこともあって数ヶ月程度放置されてもなんともないらしい。

　その後、領地に戻る際にはケイシーも連れて行くのだが出発間際。

「一緒に行かれるんですよね？　家に残ってないですよね!?」

　とミティ、アルマが必死に訴えるので一声かける。

「いるか？」

（ここにいるよ）

「「…………」」

　また漏らしたじゃないか。

「まったく表で漏らすなんて……」

　セリア、お前もアゴールの家で盛大にやっただろう。

　ショートパンツが全面濡れるほど漏らして失神したはずだ。

「じゃあ領地へ戻ろうか」

「はい！」

（うん）

　シュバルツに乗る俺の後ろにケイシーが抱きつく。

　嬉しそうな嘶きが上がった。

　お前は幽霊でもいいのか、本当に見境のないエロ馬だな。

「今回はお手間をかけました！　……ところで寝室の壁に異臭の液体がへばり付いていたのですが、あれも幽霊退治の時の何かですか？」

　いざゆかん。
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　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数五三人　産ませた子九人








第91話　魔物退治







　セリアともう一人連れて領地に帰った俺を待っていたのは体調も完全に戻ったカーラとメル。




「ほーら、パパに抱っこしてもらいなさい」

「こら、パパの指を噛んじゃだめでしょ」

「アントニオ、絨毯の外は汚いから、はいはいするなら中だけになさい」

　カーラの娘エカチェリーナを抱き上げ、メルの娘ミウに指を噛まれながら、カトリーヌの息子アントニオが四つん這いで動き回るのを見守る。

　こいつらが全部俺の種から出来ていると思うと不思議な気分だ。

（可愛いね）

「なんかぞわぞわする……肩の辺りに何かがいるような」

　カーラが振り返り、首をひねる。

　ケイシーがカーラの肩に顎を乗せて赤ん坊を見ているのだ。

　どうやら見えない奴にはまったく見えないようだ。

　一体どういう基準なんだろうか。

（臆病というか細かいことを気にする人には見えるみたい）

　なるほど、俺は案外臆病だったらしい。

（貴方は特別、私に触って……強姦するなんて他の人に出来るわけない）

　何を言う、最後は受けいれたのだからあれは和姦だ。

　だが細かいことを気にする奴には見えるというのは本当だろう。

　セリアにはばっちり見えているし、ミティやアルマにも見えていたようだ。

　帰宅した時にレオポルトとセバスチャンも凝視していたように思う。

　そういえばアドルフにはまだ見せてないな、夜に脅かしてやるか。

（私は玩具じゃないよ）

　ちょっとした悪戯だ。

　それにしても考えるだけで会話できるのは便利だな。

「エイギル様！　子供の相手もいいですが私の新しいドレスも…………」

　ノンナが胸の大きく出たドレスを着て乱入してくる。

　俺が構わなかったのが不満だったんだな。

　うむ、巨乳が際立って素晴らしい、だがその格好を他の男に見せるのは妬いてしまうな。

「ノンナどうした？　突っ立ってないでこっちに座れ」

（この人見えてるよ）

「ぎょわあああ!!　おふんっ」

　慌てて逃げ出そうとして身の軽くないノンナはこけてしまった。

　そして胸のクッションが弾む。

　彼女は前向きに倒れたら怪我はしなさそうだ。







「……というわけだ。色々あって憑いて来た」

（よろしくね）

「よろしくと言ってます」

　ケイシーの言葉も見えない人には届かないのでセリアが代弁する。

「よろしくって!!　幽霊ですよ！　透けてるんですよ!!」

　ノンナは大騒ぎするが他の女達はきょとんとしている。

「見えない幽霊がいるから宜しく」と言われて困惑するのは当然だろう。

　セリアは帰り道で慣れたようでもうケイシーとの会話にも抵抗が無い。

　並べて抱いてやったのがよかったな。

「……ちなみに彼女はエイギル様に抱かれてます」

（照れるね）

「幽霊を犯したのですか!?　一体何考えてるんですか！」

「見えないですけど」「美人だったのね」「穴があるならありえるわね」

　やはり見えないとうまく紹介も出来ない。

「ケイシー、なんとか見えるようになる方法はないか？」

（うーん、もっと怨霊っぽい時は大抵の人に見えてたみたいだから、ちょっとやってみる）

　ケイシーは頭に手をやってぶつぶつと呟き始めた。

（あの男に捨てられて……絶望……首を……椅子から……苦しくて……恨み……憎しみ……）

　ケイシーの顔が歪み、首に縄の跡が浮き出て行く。

　目は見開かれ、肌の色も失せていった。

　女達の顔色もみるみる青くなって行く。

　無事、可視化に成功したようだ。

（私はここにいる！）

「「「「ぎゃああああああ!!!」」」」

「「「びえええええ!!」」」

　女達は悲鳴をあげ、赤ん坊は泣き出す。

　メルは子供を守って亀のように丸まってしまい、リタはテーブルに倒れてティーポットを盛大に壊す。

　カーラが咄嗟に投げつけたカップは的を外してカトリーヌに命中、ノンナはその場で気を失って頭から床に倒れこみ、セリアがなんとか支えた。

　地獄絵図になってしまった。

　狂騒は俺がケイシーにキスをして元の姿に戻すまで続き、女達は全員トイレに行ってしまう。

　床にはいくつもの水あとが尻の形に広がっている。

　結局、女達全員の意見でケイシーの可視化は却下され、彼女が物なら持てることを利用して常に大きめのヌイグルミを持ち歩かせることになった。

　ケイシーも快くこれを受け入れ、知らないうちに傍に居られる気持ち悪さはなくなった。

　ぬいぐるみがふわふわと屋敷内を移動する光景は最初こそ使用人達に不気味がられたが特に悪さをするわけでもないので次第に皆、慣れていった。

　但しぬいぐるみを持ち帰ったりすると毎晩枕元に女が立ち、「返して返して」と言われる悪夢を見るので手を触れないことが不文律となっているらしい。




　ケイシーの件では一騒動あったが、その後は開発や訓練以外に特にすることはなく、平凡な日々が流れていった。
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　一ヵ月後

「ああっ!!」

「うおっ!!」

　カーラを押さえつけ、肉棒を根元まで叩き込んで射精する。

　出産を経験したカーラの子袋は入り口を広げ、押し込めば肉棒が入り込むことが出来る。

「ああ……いいぞ！　まだでる！」

「すごいわ……一滴もこぼれてこない……直接中に溜められちゃったら絶対孕むぅ……」

　擬似的に妊婦腹になったカーラを解放する。

　両方の乳から大量に母乳が噴出し、ベッドに甘い香りが漂った。

「もったいないな」

「あうっ！　そんなにちゅうちゅう吸われたらエカチェリーナの分が……っていくらでも出るか」

　カーラもメルも随分と乳が出る。

　子供に与えるだけだと乳が張って大変なので俺が毎日飲んでいる。

「メルも張って痛いらしいから飲んで上げてね」

「あぁ、明日の飯の時にでも頂くか、ベッドに呼べないとつい忘れてしまう」

「それはエイギルが容赦なく抱いたせいよ。子供産んで半年でまた孕ませるなんてひどいわ」

　メルは月のモノが止まったので念の為に行為は控えている。

　彼女自身の感覚としては多分種がついたらしい。

「メルもすごいわよね。もう三八なのにさ……ああいう孕み易い女もいるのね」

　当たり日はだいたいわかる。

　少し前、やることが無かったので昼間から酒を呑み、女でも欲しいなと思ったタイミングでメルが乳が張るので吸ってくれと部屋に入って来たのだ。

　もちろん乳吸いだけで終わる訳はなく、力任せに肉棒を叩き込み、子袋の中に入ったまま何度も何度も射精した。

　酔いもあってそのままメルの上で眠ってしまい、彼女は腹を膨らませる程の種を腹に入れたまま肉棒で栓をされて一晩過ごすことになったのだ。

「こらーあたしの上でメルのこと思い出してる！　私もどうせすぐに仲間入りよ！」

「種が出てるのわかるか？」

「分かるわよ。こんな大きいの……でも凄いのは大きさだけじゃなくて石のように硬いのよね。それに入れてるだけでわかるぐらいゴツゴツ……」

　カーラはゆっくりと腹を撫でる。

「最初に抱かれた時とは比べ物にならないぐらい大きくなったし、何より女の汁を吸って黒くなってきたわ。どこから見ても歴戦の巨チンね」

　嬉しい事を言ってくれる。

　抱き締めて互いの顔中にキスを繰り返す。

　カーラとじゃれ合っていると恨めしそうな声が聞こえた。

　といってもケイシーではない。

　彼女はあまり夜に強くないので暗くなったら寝てしまうのだ。




「…………」

　ノンナがベッドの横で繋がっていちゃつく俺とカーラを見下ろしている。

　その表情はケイシーよりも余程怖かった。

「貴女達はぽんぽん孕むのに何で私に子が出来ないんですかぁ！」

　ノンナは跳躍しベッドに飛び乗ってきた。

　巨大な乳が俺たちに覆いかぶさる。

「おっぱい重いわよ！　卵がないんじゃないの！」

「だまりなさい！　こうなってはこれから一週間ずっと繋がりましょう。種汁を胎の中にずっと溜めておけば絶対に孕みます!!」

　常にノンナを抱えたまま生活するのか。

　それはそれで面白そうだが夫婦揃って変態の噂が立つな。

「種ーー!!　種を下さいーー!!」

　ノンナは俺を押し倒して上に飛び乗ってきたが、カーラが悪戯で肉棒の位置をずらしたので尻に突き刺さってしまい、愛する正妻はしばらく肛門に薬を塗る羽目になった。







「軍の増強はひとまずここまでですな。これ以上は短期とは言え維持能力を超えます。以降は訓練によって戦闘能力を高めることと致しましょう」

　装備もほぼ全て行き渡ったから上出来だ。

「春の人頭税は概ね問題なく徴収しました。しかし去年の秋以降に流れてきた民からは取りようがないので免除しております。計算しても大した収入にはなりません」

　最初から期待していない。

　今年の収獲はいい感じになるかもしれないな。

「つまりどういうことだ」

「特に急ぎ達成することはなくなりました。トリエアに関しても彼等自身か王都の動きが無ければこちらから仕掛ける訳にも参りません」

「内政も同じく、治水や街道の整備を労役として続けている他、変わりありません。……例の商会がうるさいぐらい鉄鉱山とラーフェンを繋ぐ道を作れと言って来るぐらいです」

「クレアの商会の建物も完成したらしいな。クレアはよく見るが住んでるのか？」

　商会の名前は覚えていない。

　この前フリッチン商会と言ったらアドルフにもう「あの商会」でいいと言われたのだ。

「いえ、忙しく出入りしてますよ」

　こんな辺鄙な所に何度も来ても仕方なかろうに。

　用事があれば呼ぶからその時来ればいいものを。

　しかし、見事に俺のすることが無いな。

　暇なのは結構だが、たまには何かしたくなる。

「よし、俺が訓練でも「やめて下さい。怪我人が出た方が手間ですので」

「なら治水の視察でも「おやめ下さい。勝手に特別報酬を出されては混乱します」

　腹の立つ奴らだ。

　いいさ、セリアかピピを探して撫でていよう。







　ピピを見つけ出し、膝にのせて顔を揉み解しながら癒されていると町の一角がなにやら騒がしくなってきた。

　事故でも起きたのかと思いながらどうせアドルフが処理するだろうとピピの首筋を撫で続ける。

「族長さまぁ、なんだがぞくぞくする」

　まだ子供に近いピピの褐色肌はすべすべで触り心地が素晴らしい。

　いつまでも撫でていたい。

　だが至福の時間は長く続かない。

　先ほど別れたアドルフが部屋に入って来たのだ。




「ハードレット様、今南部の村から急使が来ました。村が魔物の襲撃を受けたそうです」

「ふむ、そうか」

　珍しくもない。

　領内は最初に大掃除したが細かな魔物や盗賊は小バエのようにいつの間にか沸く。

　それなりの広さの土地なら常に確認し続ける事も不可能だし、出てから叩くしかない。

　その為に兵がいるのだし、村ごとに自警団もいるだろう。

「それが数が多いらしく民が何人か殺されたと、なんとか撃退したそうですが近くに巣があるのか何度もやってくるので兵を派遣して欲しいと懇願しております」

　ふむ、自警団で対処不能かつ、人死にが出るとはなかなか規模が大きいのかもしれない。

　早めに叩かないと増えてくる。

「レオポルトに言って何十人か兵を…………いや言うな。兵はすぐに派遣する」

　知らせのあった村は新しく建てた村でラーフェンから近い、馬なら一日だ。

　ピピの頭をぽんぽんと叩いて立ち上がる。

　いい暇つぶしになりそうじゃないか。

「……先にレオポルト殿に伝えるべきでしたか」

　アドルフの溜息を背に受けて甲冑を着込み、鼻歌を歌いながら槍を持つ。

「族長様と一緒に戦うのは久しぶりだ。ピピも魔物退治は出来る。頑張る」

　ピピもついて来るつもりのようだが……アドルフの前で服を脱ぐな、あと下着を履け。
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　翌日

「ほんの数日だ。無理についてこなくても良かったんだぞ？」

　甲冑を着て兵をまとめている所をセリアに見つかり、彼女もそのままついてきてしまった。

　色々と首を突っ込んでいるセリアは職務もあったはずだが。

「エイギル様に随伴するより重要な職務などありません！　それに……」

　ちらりと俺にじゃれつくピピを見る。

「二人きりで行かせたら戻る時にはピピも非処女です。エイギル様が子供とて放置するはずありません」

　ピピに俺のモノは入らん。

　いや、さきっちょぐらいならなんとかなるだろうか……。

　セリアは二人きりと言ったがそれは家族だけの話で、実際には俺とセリアを先頭に私軍から五〇人程度の騎兵を連れてきている。

　いくらなんでも三人で救援に乗り込む程愚かではない。

　そして、この程度の数ならば勝手に連れて来てもレオポルトの訓練に支障も出ないはずだった。




「見えてきました。あの村です」

　俺とピピがじゃれるのに青筋を立ていたセリアが前方を指差す。

　近場とはいえ、丸一日馬で歩いたの一休みしようと思ったのだがそうもいかないようだった。

「右を守れ！」「一匹入ったぞなんとかしろ！」「女達にも何か持たせろ！」




　村からは半鐘が鳴り響き、外周に村人達がクワや斧を持って集まり、ゴブリンの集団と戦っている。

　距離があるので詳しくは見えないが、楽に戦えているようではない。




「全隊突撃陣形」

　よく訓練されている私軍は瞬く間に突撃陣形を完成させた。

　だが俺はそれを待たずして単騎で突進を開始する。




「畜生数が多すぎる！」「このままじゃ……」

　目の前には村人三人にゴブリン一〇匹、数で押されつつある彼等に文字通り横槍を入れた。

　断続的な鈍い戦闘音が続く中、大音量が鳴り響く。

「シュバルツ、弾き飛ばせ！」

　俺の声に応え、シュバルツは蹄で小鬼一体を踏み潰し、二体を足で蹴り飛ばす。

　同時に俺も大きく槍を振り、三体が瞬時に下半身だけとなった。

　村人もゴブリンも呆然とする中、一度振りぬいた槍を頭上に上げて振り下ろし、残る二体を潰れたイチジクに変える。

　ゴブリンは群れることしか能のない１ｍ程度の小さな魔物だ。

　まともに武装していれば恐れるような奴らではない。

「危ない後ろ！」

「ギッ!!」

　村人達が叫ぶ。

　残った一体が馬上の俺に飛び掛って来たようだ。

　鳴いてくれるとわかりやすくていいな。

「ふんっ！」

　槍を両手で回し、飛び掛るゴブリンを柄で思い切り叩く。

　小気味いい軽い音が鳴り、小さな魔物は小石のように跳ね跳んで、村の周りに臨時に打たれた木の杭を軽々と飛び越え、中心に落下した。

　村の女達の悲鳴が上がるがさすがに生きているはずがない。

　それにしてもよく飛んだ。

　一〇体を皆殺しにした所で、セリアが指揮する兵達が追いつき、村の他の場所に押し寄せていたゴブリン達を一掃していく。

　クワや斧で武装した農民と２ｍを優に超える槍を持つ槍騎兵では戦闘力が違いすぎる。

　ゴブリン達はほとんど何も出来ずに殺されていき、僅かに残った個体が手に持った木製の槍らしきものを捨てて更に南の林への逃げ散って行く。

「追撃は不要！　村の周囲を警戒せよ！」

　セリアのよく通る声に導かれ、兵達は村を囲むように走り、打ち漏らしがいないか確認していく。

「領主様の軍隊だ！　助かったぞーー!!」「ご本人もいるぞ」「これでもう安心だぁ」

　家に隠れていた女や子供達も次々と現れて歓声を上げる。

　だが、村に来る敵を撃退していても埒が明かない。

　南の林にまで追いかけて巣を壊す必要があるが……。

「今日は日も落ちる。一晩休んでから叩き潰そうか」

　兵達からも安堵の声が漏れる。

　丸一日歩き続けてすぐに戦いは嫌だったようだ。

　今日のところは被害の報告と奴等の種類について聞くだけでいいだろう。







「この度は見事なご活躍、まさか御領主様自ら……」

「礼は不要だ。被害と奴等の詳細を教えろ」

　ゴブリンを何体すり潰した所で自慢にもならない。

　村の代表者……以前にどこかで見た覚えのある男は語り始める。

「死者が六名、重傷で動けぬ者が一〇名、それと……女三名が犠牲になりました」

　村の人口が一〇〇人にも満たぬことを考えると甚大な被害と言っていい。

「自警団には鎧や武器もあったはずだが、何故ここまでの被害が出た？　大物がいたか？」

「いえ、今のところ少し大きい個体もいましたがゴブリンだけでした。しかしその数は信じられないようなものでして最大の被害を出した襲撃では数百の数で押し寄せて参りました」

　ふむ、大人の男なら武芸の心得がなくてもゴブリンには勝てる。

　だが一人で何体も相手するにはそれなりの装備と技量が必要だろう。

　せいぜい数名の自警団ではいかんとも出来なかったか。

「しかしわかりません。ゴブリンなど小虫のごとく湧きますが、それほどの大群が急に沸くとは……」

　セリアも首を捻っている。

　それほどの大集団が居たならば以前領地を掃討した時に気付きそうなものだ。

　打ち漏らした数匹程度が僅か二年でここまで大群になるものだろうか。

「いずれにせよ、武装して経験もある兵だ。落ち着いて当たれば遅れはとらん。予定通り明日、林に踏み込んで巣を破壊してやろう」

「はい、兵にも伝えてきます」

　セリアが腰も軽く、さっと立ち上がって走っていく。

「巣の位置などはわかっているのか？」

「いえ……何分防戦一方でして、とても奴等の本拠を探る余裕はありませんでした」

　それもそうか。

　林に踏み込めば向こうから出てくるだろう。

　その時、隣家から絹を裂くような女の悲鳴が聞こえた。

「いやああぁぁぁ!!　もう殺して！　私を殺してよぉぉぉ!!」

　何事かと俺達は表に出る。

　他の村人も集まってきていた。

　家の中では女が悲鳴を上げながら暴れ、夫らしき人物が必死に宥めようとしている。

　最後には業を煮やしたのか押し倒して口を塞いでしまった。

「何事だ！」

　痴話喧嘩にしては女の態度が鬼気迫っている。

　夫は慌てて女を放し、女は更に暴れようとするが俺が厳しい目線をやると黙り込んでしまった。

　後ろから村の代表が耳打ちする。

「彼女は先の襲撃で逃げ遅れまして、子供を殺されたのです。しかも彼女自身も何体ものゴブリン共に犯されまして……それで気が触れてしまったようです」

「……女三名の犠牲とはそういうことか」

　ゴブリンの分際で女を犯すとは贅沢な奴らだ。

　ますます一掃してやらねばならない。

　とりあえず女を宥めてその場を離れるが疑問は尽きない。




「奴らは性欲よりも食欲を優先させる魔物だったはずだ。女だけ食わずに犯すとは少し妙だな」

「そうかもしれません。三人の女はいずれも犯された後、巣に運ばれかけている所をなんとか助けたのでございます」

「普通のゴブリンなら巣に食料として運ぶなら滅多刺しにして殺してからのはずだ」

　ゴブリンは１ｍ程度の小さい魔物だ。

　非力な女でも抵抗されればうまく運べない。

　先に殺してしまうのが当たり前だろう。

「申し訳ありません。私の浅知恵では考えが及びません」

「ふむ……」

　ピピとセリアを連れて来たのはあまり賢明でなかったかもしれない。

　どうせならマックとクリストフにすればよかった。

　筋肉達磨相手ならゴブリン共の性欲も失せるだろうし、万が一クリストフのケツが犯されても気の毒だったなの一言で済む。







「ケイシーが居ればちょっと見てきてもらえるんだけどな」

　実はラーフェン出発の前に少し様子を見てきてくれと先行させたのだ。

　だが、それなりの時間が経ったにも関わらず、出発すると街壁の前に居た。

　彼女はふわふわと空を飛べるが速度は普通の娘が歩く速度と変わらないし、風に吹かれると戻ってくる。

（向かい風で前に進めないの）

　幽霊というよりは凧に近かった。

　仕方なく馬に乗せて行こうとも思ったのだが、野宿は暗くて怖いし背中が痛くなるから幌付きの馬車でないと嫌だと言い出したのだ。

　首筋にうっすら縄の跡が浮んできたので兵達の士気のためにも連れて来るのを断念したのだ。

　野戦で彼女に協力してもらうことは難しそうだ。

「たかがゴブリンの群れ、力押しでもなんとかなるかな」

「くれぐれも気をつけて下さいね」「ゴブリンでも油断すると死ぬぞ！」

「わかったわかった」

　セリアとピピの言葉を聞き流して俺は床に入った。

　戦いは明日だ。
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第92話　魔窟







　魔物に襲われた村に到着した翌日、襲撃してくるゴブリン共の巣があると思われる南の林に向かう。

「本当に近いですね。これではいくら撃退しても意味がありません」

　セリアの言うとおり村と林の距離は徒歩でもわずか、馬なら飯を食う暇もないぐらいだ。

　ゴブリンが住み着く前は木を切って材木にしたり、行商人に薪として売ったりと村にとって重要な場所だったらしい。

「こんな近距離に巣があるのに大群になるまで気付かなかったのか」

「一気に大繁殖したのでしょうか……」




　見張りらしきゴブリンが度々草むらから顔を出し、慌てて逃げようとするが、的当てのようにピピに射殺されていく。

　高速で動く狼や鹿を獲物としてきたピピにとって、がに股で不細工に走るゴブリンなど物の数ではない。

「三匹目だ！」

「いいぞ、帰ったら射止めた数だけ撫でてやる」




　ピピの活躍もあってか奴等の集団が出てくるより前に林に到達する事に成功した。

「エイギル様、どうしましょうか、それほど植生も濃くないので騎馬のまま侵入する事も不可能ではありませんが……」

　平原と違って上下の概念にも気を配らないとならない場所ではどうしても騎兵は対応力で劣る。

　林とは言え、木が点在しているために全力で駆けることも出来そうにない。

「いや、このまま行く。相手はゴブリンだからな、馬の高さはそれだけで有利だ」

　ゴブリン達の身長は１ｍ程度だ。

　これなら木の上からの攻撃にさえ気をつければなかなか兵には届かない。

　馬がやられても歩兵として戦えるだろう。

「わかりました。全員騎乗のまま林に進入！　縦隊で早足！」




　僅か五〇とは言え、蹄の立てる音はなかなかのものだ。

　それほど感覚が鋭敏でないゴブリンも聞き逃すことはないだろう。

　すぐにでも大群が来ると思ったが特に変化はない。

「林の中はゴブリンまみれかと思ったが案外そうでもないな」

　先ほどから何体かがこちらを見つけて慌てて逃げて行くが、村長が言うように何百といるようには思えない。

「はい、妙に静かですね」

「おかしいぞ。鳥も獣もいない……ここはまるで死んでるみたいだ」

　ピピが不安げな顔を見せる。

　シュバルツが他の馬より高いせいでバシンと俺の顔に枝が当たり、音に慌ててセリアが抜刀する。

　彼女も落ち着かないようだ。

「痛い……。シュバルツもっと身を屈めて歩け」

　シュバルツが無茶言うなとブルンと嘶く。

　まったく、こいつとも随分長く一緒にいるのだからもう少し気をつかってくれてもいいだろうに。

　この春、屋敷の馬車馬を孕ませたのはお前だろう。

　最近、妙になついていると思ったら手の早いことだ。




「ギィッ!!」

　突然汚い泣き声が聞こえ木の上から黒い塊が降ってくる。

　よく見ると竹を切っただけの槍を持ったゴブリンだ。

「鳴いてくれるのは本当に助かる」

　木から跳んで来たそいつを空中で串刺しにして後ろにポイと捨てた。

「ギィーー！」

　それを合図にしたかのように次々と木の上からゴブリン共が飛び降り、四方から襲いかかってきた。

「隊列そのまま！　速度駆け足、前方一〇人隊は前、それ以外の者は交互に左右に対処せよ！」

　森での奇襲など十分に想定された事態で、慌てるようなことはない。

　停止してしまえば囲まれて不利になるが、馬で移動し続ければゴブリンの足で包囲する事は不可能だ。

　隊の先頭は立ちふさがる個体を踏み潰しながら移動、隊列の中間にいる兵は寄せてくる奴らを次々と突き伏せて行く。

「ざっと一〇〇ちょいか、全然数が足りない」

「はい、こいつらは音に気付いて慌てて出てきた奴らでしょう。大半は巣にいるはずです」

　セリアは言いながらも剣を振るい、小鬼の頭を叩き割り、腹を裂く。

　ピピも近距離で素早く矢を射る。

　見た目は可憐な美少女だが、場慣れしているのがはっきりわかる。

「ほいっと」

　ゴブリンの頭に槍を突き刺し持ち上げる。

　そこに現れたもう一体も同じく串刺しで二体目。

　最後に現れた盾を構えた少しばかり大きい奴を盾ごと貫き、三つ重ねた団子が出来た。

「族長様、これだけ数が居れば手ごわいホブゴブリンもいる……」

「そんなすごいのがいるのか？」

　ピピは言葉を止め、セリアが続けた。

「多分、槍の一番先に刺さっているのがそれかと……」

「こいつか、他よりでかいし防具を持っていたから変だとは思ったんだ」

　盾を掲げたまま息絶えている個体を改めて見てみると人と同じぐらいの身長があった。

　槍を振って三体とも投げ捨てる。

　所詮はゴブリンだということだ。

　こちらの被害はほとんどなく、ゴブリン達の死体が積みあがって行く。

　いつも襲撃している狩人や村人とは違うと感じたのか生き残った個体が逃走を始めた。

「よし、奴らを追え、巣に逃げるぞ」

「追いつかないように速度を絞れ。逃がせ」

　渡りに船とはこのことだ。

　林の中を探し回る手間が省けた。







「楽にいけると思ったんだがなぁ……」

　肩を落とす俺の前に出てきたのは深そうな洞窟、この目でゴブリン達が逃げ込むのも確認した。

「この林は素直に巣を作るには拓けすぎていたのでしょうね……」

　洞窟だと馬は勿論入れないし、槍の使い方も難しくなる。

　おまけにゴブリンが溢れていることを考えるときっと臭くて汚い。

「はぁ……全員馬を下りろ。徒歩で行くぞ」

　だが巣を放置して帰っては何の意味も無い。

　山のような油があるなら流し込んで火でもつけてやるんだが。

　それが出来ない以上、中に踏み込む以外道は無い。

「先頭は松明を持て、槍は取り回しが難しいぞ。飛び込まれたらすぐに剣も抜けるようにしておけ！」

　セリアの指示で兵達が次々と洞窟に進入して行く。

「洞窟の中で増えていたから気付かなかったのだろうか」

「かもしれません。見たところ掘られたようには見えませんし、運悪く天然の大洞窟に居ついたのかと」

　厄介な所に巣を作ってくれる。

　おまけに入ってすぐに横合いから一体が飛び出し、反射的に殴り殺したら変な汁がついた。

　ゴブリンは不潔だし、体液も臭い。

　こんなことならレオポルトに任せれば良かった。




　洞窟は大規模で深いわりに構造は単純で迷いそうにはない。

　入り口から続く狭い通路、人が並んでは通れない程度の通路を降りて行くと地下に円形の大空洞が広がり、その大空洞に隣接して部屋のようにいくつかの小さな空洞があるようだった。

　その大空洞にお待ちかねの光景が広がっている。




「ざっと……五〇〇、木の無い場所で良かったですね」

　セリアも兵もその数にやや圧倒されている。

「ギギーーー!!」「ギイイィィ!!」

　汚い声が洞窟中に響き渡り、大変に不愉快だった。

「族長様……いくらなんでもこれは……多すぎる……」

　ピピが弓を構えながらも俺の傍によってきた。

　なぁにこれぐらいがちょうどいい。

　これで待っていたのが一〇〇体、一人二匹ずつ潰しておしまいではあまりに張り合いがないではないか。

「ピピ、後ろに下がって弓で援護だ。セリアはピピを守ってやれ」

「しかし、それでは！」

　槍を思い切り掲げる。

　天井はそれなりに高い、振り回しても擦ることはなさそうだ。

「全力で振り回す。距離を取るんだぞ」

　笑って槍を両手で持つと近場の兵が慌てて距離を取る。

　敵に背を見せてまで俺を避けることはないだろうに。

「一人当たり一〇体だ。行け！　殲滅しろ!!」

「オオオオーー!!」

　兵達が叫び声を上げ、ゴブリン達もそれに合わせて一層大きな鳴き声を上げる。

　先頭に立って突っ込んだ俺がまず敵に一太刀浴びせた。

「どおりゃあ!!」

　両手持ちで全力のなぎ払い。

　まとまって駆け寄って来ていた集団が五体程、部品になって飛び散った。

　大きなサイズに切れた部品は後ろに飛んで他のゴブリンを直撃し、転倒させる。

　大勢の仲間が突撃する中での転倒は命取りで、原型もないほどに踏み潰されているだろう。

　一振りで一〇体、達成してしまったかもしれない。

　振り切った槍を巻き戻して更になぎ払い、体ごと回転して全方位の敵を吹き飛ばす。

　懐に飛び込んで来た敵もいたが、蹴り飛ばせば動かなくなる。

　１ｍ程度のゴブリンにとって俺の蹴り、それも鉄を張ったブーツでの一撃は致命傷になる。

「さすがに多いな！」

　俺の周りには一〇〇体近くが群がっている。

　力も速度も大したことないが一人では手が足りない。

「これを使うか」

　槍を片手持ちに変え、空いた手で片手を失ってもがいているゴブリンの足を掴む。

　少し短いが、棍棒代わりに使えるだろう。

　壊れてしまっても替えはいくらでもある。




　簡易棍棒を持ち替えながらしばらく暴れ、雑魚共を切り倒すというよりも吹き飛ばして行く。

　三体目の足が千切れた所で敵は正面から来るのをやめたようだ。

「ギッ！」

　背後から聞こえる声に反応して身をひねり、突き出される槍を避ける。

　先端に石のついた原始的なそれを掴んでへし折った時、醜いゴブリンの顔に明らかな恐怖が浮んだ。

　案外高い知性があるのかもしれないと考えながら、へし折った槍を脳天に突き刺す。

　更に飛び掛ってきたゴブリンを避けると躓いて前のめりに倒れた。

　そいつの頭に足を乗せて周りを見渡す。

　俺が前に出過ぎたせいで兵達とは離れて包囲されてしまったらしい。

　セリアが心配そうに声を上げているが、こちらは案外楽しく戦っているぞ。

　全体の戦況も概ね悪くない。

　何人か怪我人が出て入り口へ続く通路の方に下げられているが、数の違いで囲まれているにも関わらず崩れているようには見えない。

　２ｍを超える槍が並んだ方陣を攻めあぐねているようだ。

　足元にはかなりの数の死体が積みあがっているし、このまましばらく耐えれば楽になっていくだろう。

「ぎぃーー!!　ぎぃーーー!!」

　おっと頭に足を乗せたままだった。

　体重を乗せて踏み砕き、周りを見回す。

　ゴブリンはしきりに威嚇の声を上げるが飛び掛ってはこない。

　試しに槍を突き出し二体程突き殺すが、囲みを広げるだけだった。

　ちょうどいいのでセリアの所に戻るとしよう。




「エイギル様！　もう！　飛び出して無茶しないで下さいとあれほど!!」

「大丈夫だよ。戦況は？」

「負傷八、内、危険な者は二名です」

　結構やられたな、だが敵の数は明らかに減っている。

　あと一息だ。

「生き残ったら全員に娼婦を買ってやる。一番多く仕留めた奴には高級娼婦複数に相手させてやるぞ！」

　オオッ、と歓声が上がり、疲れで下がりつつあった槍衾がやる気になった肉棒のように角度を取り戻して行く。

「前進開始！　押し戻せ！」

　突け、引け、と号令にあわせて槍が動き、正面の敵が次々と倒れて行く。

　最初の位置より押し込まれていた分を瞬く間に取り戻し、更にどんどん前進していく。

　ゴブリン達は数も減り、及び腰になりつつあった。

　だが、逃げ散っていないところを見るとこちらの後ろにあるのが唯一の出入り口なのだろう。

「ふっ！」「やっ！」

　正面では押されつつある敵は時折、仲間を踏み台にして跳躍し、こちらの槍衾を飛び越えて飛び込もうとしているようだ。

　しかし、空中でセリアのナイフかピピの矢に打ち落とされ、汚い落下物と成り果てている。




　戦局は決し、後は残さず潰していくだけと思われたが大きな斧が槍衾を叩き、兵達が尻餅をついた。

「でけぇ……」「こいつがボスか！」「それにしてもでけぇ！」

「遂にボスのお出ましのようだな」

　セリアに笑いかけるが彼女は蔑んだ目でボスを睨んでいる。

「卑猥な……汚物めっ!!」

　ボスの大きさは俺と同じぐらい。

　やや大きめのホブゴブリンと言ったところで目を剥くほどの大きさではない。

　だが問題は鉄の甲冑を着た奴の股間だ。

　そこにはぶらぶらと大きな逸物が揺れていた。

　普通のゴブリン達も特に股間を隠しているわけではないので剥き出しと言えばそうなのだが、こいつは明らかにでかかった。

　セリアが醜悪な光景に耐えかねたのか、ナイフを投げるが、一本は鎧に阻まれ、もう一本は斧で弾かれた。

　こいつは実力的にもボス、単に逸物がでかいだけではなさそうだ。

　ごり押しすれば兵から死人が出るかもしれない。

「グオォ」

　ボスはナイフを投げたセリアを見つめ、股間を大きくさせて行く。

　セリアが犯したくなる良い女なのは事実だがそれは万死に値する。

「俺がやる。下がっていろ」

「所詮子供の腕ほどです！　大人の腕ほどあるエイギル様のを見せ付けてやってください！」

　ここで見せ合いしろと言うのか。

　セリアは叫んだ後で、俺の逸物を見慣れていると公言したことに気付いて真っ赤になった。

　雑魚ゴブリン達は、もう俺に襲い掛かる勇気はないらしく、ボスの後ろに隠れて叫びを上げている。

　こいつを倒せば後は殲滅するだけだろう。




「ふっ！」

「グゴッ」

　魔物相手に名乗りを上げる必要もない。

　一息に飛び掛って喉元を突くが、そいつは斧を横にして受け止めた。

　続いて胸元、腹と狙うが全て斧を合わせてきた。

　盾も無しに器用なことだ。

　醜い外見で大したものだと感心していると、俺がひるんだと思ったのか斧を振り上げてきた。

　同じく槍を上げて刃を合わせる。

　途端、奴は後ろに滑って体勢を崩す。

　振り回す槍は突きとは比べ物にならない程に力がこもっている。

　まして俺の槍は多分奴の大斧よりも重い。

　力比べをしたのが運の尽きだ。

　間髪入れずに二撃目、三撃目を繰り出し、奴がなんとか受け止めるが、その度に後退していく。

　そして全力の四撃目で斧がひしゃげ、同時に奴も膝を付いた。

「グゴォォォ!!」

　慌てて腰につけていた棍棒に持ち替えたが、木製のそれで俺の一撃を防げるはずもない。

　棍棒は両断され、右手が中程から千切れ飛んだ。

「ガアアアァァァァ!!!」

　決着だな。

　嬲り殺すのもどうかと思うが、ゴブリン共の数は未だに多い。

　自分達のボスが死んだことを見せつけ、奴らを逃げ惑うネズミの集団にする必要があった。

　千切れた手を押えて叫ぶボスの脳天に全力で槍を振り下ろす。

　ドスンと槍が大地を叩く音が鳴り、少しの静寂の後、ボスが縦に割れる。

　全身の体液と臓物が全て地面に流れ落ち、とんでもない悪臭が漂った。

　ボスの後ろにいたゴブリン達は鳴くことも忘れて呆然とその光景を眺めている。

　もはや奴らに戦意はない。

「残りを潰せ」

「全員かかれ！　皆殺しにしろ!!」

　セリアの掛け声で突撃する兵士達と逃げ惑うゴブリン、決着は見るまでもなかった。

　逃げ場のない地下で、鬼ごっこのように兵士がゴブリンを追いかけ回し、死体に変えて行く。

　すぐにその場に動ける魔物はいなくなった。







「ほとんど潰したと思うが一応横の洞窟も確かめておこう。せっかく臭い思いをしたのに半年でまた元通りではつまらない」

「はい、手分けして探せ！　残っていたら知らせろ！」

　兵達は数人に別れて、確かめて行く。

　大半は腐肉が置かれている貯蔵庫や、便所として使われていたようだが、またも問題が発生する。




「うわぁぁぁぁぁ!!」「火があぁぁぁ」

　兵士二人が火達磨になって大空洞に転がり出て来る。

「なんだ、油壺でもひっくり返したか？」

　他の兵士が群がって叩いて火を消したが両名はかなりの火傷を負ってしまった。

「中にゴブリンがっ！　魔法を使うっ！」

　魔法を使うゴブリン？

　そんな不思議生物がいるのだろうか。

　セリアとピピを見るが首を振る。

　兵達が恐々こっちを見る。

　俺が最高指揮官だからな、魔法使いにはいい思い出は無いが仕方ない。




「邪魔するぞ！」

　馬鹿馬鹿しくも挨拶して、小部屋のようになった横穴に入ると同時に火の玉が飛んで来る。

　魔法の火は俺……が槍に突き刺したゴブリンを燃え上がらせる。

　何かが当たったような手応えはなく、単純に炎だけが飛んで来ている。

　ならば作戦通りいけるだろう。

　入り口から魔法を放ったと思われるゴブリンまでの距離はそれなりにあり、このまま走りこんでも斬りかかる前に火達磨にされる。

　槍を投げてもいいが突き刺さったゴブリンを引き抜く手間がいる。

　なので俺は反対の手に持った石を投げてやった。

　重さは槍と同じぐらい、そこらに転がっていた不恰好な石だが当たれば結構な威力があるだろう。

　石は目標に向かって水平に飛んで行く。

　放り投げられたそれを防ごうとゴブリンは両手を前に突き出すが、両手がへし折れる音に続いて頭が割れる鈍い音が響く。

　魔法使いを石投げて倒すなど笑い話だな。

　一応確認するが両手両足がビクビクと痙攣し、確実な死が見て取れた。

「……こんな豪快にいかなくても私やピピが仕留められました」

　馬鹿言うな。

　お前たちの綺麗な肌が火傷したら大変だろう。

「しかしこれは……本なのか？　ゴブリンが本を？」

「魔法といい、かなりの知性があったようです。こんなのは聞いたことがありません」

　考えても仕方ない。

　さっさと洞窟を確かめてこの臭い場所から出て行こう。

　だが、異常はこれだけで終わらなかった。




「こっ！　これを見てください!!」

「おい！　大丈夫か!?」

　それなりに大きな空間、そこには信じられない光景が広がっていた。

「ひどい……」

「…………」

　臭い洞窟の中でも一際……鼻が曲がる猛烈な悪臭が漂うそこには見た限り一〇〇人では収まらないほどの女が横たわっていた。

　皆が一糸まとわぬ全裸で、誰一人こちらに気付かない程に死んだ目をしている。

　床中に溜まっている汚液はゴブリン達の精液だろう。

　直前まで犯されていたのか、股からドロドロと垂れ流している女も少なくなかった。

「……全員を呼んで来い。助け出すぞ」

　兵士達が抱き起こしても全身汚液まみれの女達は虚ろに目を開き、反射的に股を開くだけだった。

「く、臭せぇ……」「なんて臭いだ」

　排泄物は垂れ流しの上、汚いゴブリンに抱かれ続けた女達は凄惨な有様で、兵達も情欲を感じる余地はなさそうだった。

「まずは外に運び出せ。一〇人程度で先発隊を組織、周辺の警戒と……小川か池があったら報告しろ」

　その時、一人の女が腹を押えて苦しみ始める。

「痛い！　痛い痛い!!　いやだ……産みたくない！　嫌だよぉぉぉ!!」

　聞くに耐えない悲鳴と粘着質な音の後、ギイギイとさっきから聞き慣れた鳴き声が聞こえる。

　女はゴブリンの子を産み落としていた。

　更にその鳴き声に呼応するように更に奥の部屋から同じ鳴き声が聞こえる。

　ボロ布で仕切られたそこを覗くと百に届くゴブリンの赤子、そして子供と思われる小さなゴブリンが這い回っている。

「おぇぇぇぇ!!」

　兵の一人が溜まらず吐き戻す。

　これがゴブリンの急速な増殖の答えだったわけか。

「女達を急いで外に運び出せ……それとこの部屋の前に何か積んで蓋をしろ。女達を外に出したら火をかける」

　俺もこれほど気持ちの悪い光景を見たのは久しぶりだ。

　足元の小さいゴブリンを部屋の奥に蹴り飛ばし、両肩に女を担いで外に出る。

　先ほどまで勝利に浮かれていた兵達も表情が消え、沈黙したままで淡々と行動していた。




　忌々しい洞窟の入り口が煙突のように大量の煙を吐き出すのを木の切り株に座って眺める。

　洞窟内のあらゆる燃えそうな場所に火が放たれ、内部は火炎地獄と化しているだろう。

　特に繁殖に使われていた部屋には油を撒いた上で火を放った。

「しばらく見張っていろ。何も外に出てこないようにな」

　兵士に命じると俺は助け出した女達の所に向かう。

　彼女達は森の香りとうっすら指す日の光を浴びて徐々に理性を取り戻しつつあった。

「どうだ、話せそうか？」

「ほとんどは無理です。ですが何人かは……」

　大丈夫そうと思われる女に声をかける。




「ゴブリン共は皆殺しにした。話ができるか？」

「……うん、うん、だ、だ、大丈夫。な、なん、なんとか」

　濡らしたタオルで顔をぬぐって、流し込むように水を飲ませる。

　それで女は少しばかり落ち着きを取り戻したようだ。

「ありがとう……もう大丈夫だよ……」

「よし、お前たちは何故あそこに捕まっていたんだ？」

「私は……飢饉で逃げる途中に襲われて……男は殺されて……」

「他の女は？」

「わかんないのっ！　あそこに連れ込まれてから犯され続けて休む暇もなくてっ！　私……五体もっ！　五体も産んで!!」

　これ以上聞くのはやめたほうがいいな。

　まずは村に運んで体を休ませてからだ。







　村までそれほど距離はないのだが、自力で歩ける女はほとんどおらず、馬に乗せるだけではなく、兵が背負って運んだ為、帰り着いた時には夜になっていた。

「女達はどうだ？」

「泥のように眠ってます。心も体も疲れきっていたのかと」

　あまりの悪臭に最初は受け入れを渋った村人達だが、俺が一睨みして黙らせた。

　幸い夏場だったので井戸水でそのまま洗ったのだが余程しっかりと洗わないとあの匂いは取れない。

　それに女達は体を洗うよりも眠りたかったようで、気絶するように寝てしまったのだ。

「帰り道に小川があっただろう。あそこで全員に水浴びさせよう。汚いだけではなく病気になる」

「そうですね……。数えると一五〇人もいました。よくもこれほど集めたものです」

　女達から断片的に聞いた所によると彼女達は一度に集められたわけではない。

　トリエアから俺の領土へ小集団で逃げる途中にゴブリンたちの襲撃を受けた女が多いようだ。

「女がゴブリンの繁殖に使われることもあるらしいですが……。普通であれば何百も集めることは出来ません。女が護衛なしで大勢移動することなどありませんから」

　そして大量に集められた女達が次々と孕まされたので、ゴブリンたちは一気に数を増やした訳だ。

　ゴブリンの子は種付けから一ヶ月も経たずに生まれ、赤子も二週間ほどで大人になるそうだ。

　一〇〇人も孕ませる女がいればたちまち千の単位になる。

　数百で止まっていたのは餌不足による共食いと集団内序列争いの殺し合いが原因だ。

「今現在、孕んでいる女もかなりいます。町に連れて行く前になんとかしないといけません」

「先触れを出して詳しい奴を来させよう。ゴブリンの子を産んだりしたら町に居場所がなくなる」

「エイギル様は彼女達を連れ帰るつもりですか？」

　それしかないだろう。

　ここに連れて来られたということは一緒に逃げた男達は殺されている。

　身寄りなど居ない者がほとんどだ。

「そうですね……仕方ありません」

「なあに、心配はいらん。体さえ戻れば後は俺が慰める」

「それが心配なんですよ!!」

「族長様、ついに女を一〇〇人抱くのか！　ピピも入れて欲しい！」

　途端にうるさくなった二人を抱き締める。

　手の届く限り、こいつらは俺が守ってやろう。
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ダークな感じになってしまいました。

次回以降はもっと明るくなりますのでご安心を。










第93話　心の癒し　♯







　カラカラと軽い音を立てて荷馬車の群れは進んで行く。

　ゴブリンの巣から救い出した女達の治療の為にもいったんラーフェンまで連れて帰る必要があったのだが、さすがに歩けとは言えないので荷馬車を迎えによこさせたのだ。

「皆、随分と落ち着いたようです。一時はどうなることかと思いましたが」

　セリアの言う通り、悲惨な境遇にあった女達は脅え、泣き、死のうとした者さえいたのだ。

　だから食い物を腹いっぱい食わせ、酒を飲ませてなんとか心を取り戻させた。

「大きかったのはあの夜襲だと思います」

　女達を助けた次の夜、僅かに生き残ったゴブリン達が自分達の繁殖道具を奪い返そうと村に夜襲をかけてきた。

　女達はゴブリンを見て狂乱状態になったが、彼女達の目の前で俺と兵士達が奴らを叩き潰した。

　集団を率いていたホブゴブリンを叩き斬った時の俺を見る女の目はまるで救世主を見るようだった。

　何人かの女は無意識に股に手をやってさえいたのだ。




「私達、時間もわからなくなるぐらい長く囚われてましたから……体も淫らにされてしまって」

「領主様、凄く格好良かったです。それに兵士の方々も信じられない程の男前揃いで……」

　助けた女の中でも心身共に力の戻ってきた者達は積極的に話しかけて来る。

「男前？」

　セリアが首をひねった。

　確かに俺が連れた部隊は別に美顔を集めている訳ではない。

　それなりに見れる奴もいれば豚とどっこいの不細工もいる。

　だがゴブリンは魔物の中でも最上級に醜悪で汚らしい。

　そんな奴等の相手を長くさせられていた女達からすれば人間であれば大抵の男は美しく見えるらしい。

　ちなみに兵士達には女に手を出すなと厳命していた。

　犯されまくって心が壊れかけていると思ったのだがこの様子では余計なお世話だったかもしれない。

「お前達にはまず町の外で治療を受けてもらう。体調が悪かったら遠慮なく言え」

「「「はーい」」」

　元気に返事をする者もいればまだ活力が戻らず、頷くだけの者もいる。

　建前は彼女達がこれから暮らすラーフェンの町の住民に見苦しい姿を見せては今後暮らしにくいだろうと言う配慮。

　本音は町の中でゴブリンの子供でも産まれたら厄介なので先に治療するのだ。

　女も一五〇人並べば壮観だ。

　しかも子の産める適齢期の女ばかりで、一帯に色の匂いが漂っているようだ。

　もう襲ってしまおうかと思い始めた頃、ラーフェン近くの平地に張られた天幕の群れが見えてきた。

　女達の治療用に設けさせた場所だった。

「女を天幕の中に運んでやれ！　尻ぐらいは触ってもいいが丁重に扱え」

　兵士達が次々と荷馬車から女を降ろし、抱き上げて運んで行く。

　普段、水樽や物資を持たせれば文句ばかり垂れる男達だが、まったく愚痴は出なかった。

　女の方も、もう歩けない者はいないはずだが、頬を赤らめて身を任せている。

　運んでいる最中に唇を合わせていた男女も居たが見ない振りをしておこう。
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　数日後

「御領主様、例の女達の治療が完了致しました」

　自宅に戻った俺に報告に来たのはラーフェンの医師長をしている老人……この町に最初に連れて来た医者だ。

　人口が爆発的に増えたのでラーフェンには今それなりの数の医者がいる。

　彼らをまとめ上げ、俺と直接話をするのが彼の役目だ。

　今回の治療は女達の人数が多いこともあって複数の医師が付きっ切りとなっている。

「治療内容に付きましては薬と……」

　もう言わんでいいと手で遮る。

「女達にも名誉がある。詳細は不要だ。もうゴブリン共の影はないのかそれだけでいい」

「そうですか……。では、女達は普通の女性として生活できます。但し一部の者は心の問題を抱えております。これは医者にはどうこう出来ません」

「うむ、それは俺が考える。ご苦労だった」

　医師長は一礼して退室する。

　では向かうとしよう。

　部屋の外ではセリアが俺が出てくるのを待っていた。

「エイギル様、先のゴブリン討伐に参加した兵は門の前に集めさせておりますが……今更彼らに何の用があるのでしょうか？」

「必要な事さ」

「では私もご一緒に参ります」

「ダメだ。お前は屋敷にいろ、ピピも来ないように見張っているんだ」

　セリアはショボンと音が出るような情け無い顔になる。

　だが今日はだめだ、教育に良くない。







「というわけだ。明日には全員をラーフェンへ連れて行く。しばらくは生活は見てやるから家族を探すなり新しい生き方を見つけるなりすればいい」

　そして……と付け加える。

　ここからが本題なのだ。

「つらい過去を忘れ、心の傷を癒すには男に抱かれるのが一番いいと思う。お前達が望むのなら……だがお前達を助け出した兵達がここにいる。抱かれてみるか？」

　女達だけで無く、何も伝えずに召集に従って来た兵士達も驚いた顔をする。

　だが表情と視線以外は誰も動かない。

　これは悲しい結果に終わるだろうか。

「あの……私皆さんに抱いて欲しい……です」

　大人しそうな外見の女が恐る恐る手を上げた。

「私も人間の男を思い出させて欲しい」

　三〇ぐらいの妙齢の女が手を上げる。

「皆さん美形だし……正直嬉しいかも」

　セリアと同じぐらいの娘が手を上げた。

　何人かが手を上げて抵抗がなくなったのか、一斉に手が上がり始める。

　女達には心と体の癒しを、同時に兵士達には戦勝の褒美にする計画はうまくいった。







　また日も落ちない中、そこら中で男女が絡み合っている。

　この催しに参加した女は一〇〇名と少し、亡くした男に操を立てる者、つらい境遇の中で女同士の愛が生まれてしまった者には食べ物と酒だけを与えて一足先にラーフェンへ向かわせた。

　ここにいるのは男の腕の中に入り、男を股の中に入れたい女だけなのだ。




「ゴブリンなんかじゃない人間の男、最高よぉ……」

　三〇過ぎと思われる年増の女が筋肉質な男に跨って嬉しそうに腰を振っている。

　下になった男も大きな乳に興奮したのか腰を掴んで猛然と動き、二人は抱き合って呻き声を上げる。




　その横では若い女……それも男好きするいい体をしている。

　当然のように男が群がって尻と性器そして口と、三本の肉棒が入れられ揺さぶられていた。

　さすがにやり過ぎなのでやめさせようとしたが口から肉棒が抜けた途端に女の嬌声が上がる。

「凄いよぅ、こんな良い男が三人も抱いてくれるなんて。もっと遠慮なく動いて、好き放題にしていいよ。人間の種、いっぱい入れてぇ！」

　再び女の口に肉棒が入ると目を閉じて頭を動かし、射精を促がす。

　彼女は涙を流しながら嬉しそうに乱交を楽しんでいた。




「本当に……俺でいいのか？」

「貴方こそ、私みたいな女でいいの？」

「いいも何も……あんたみたいな美人が俺に？」

　向かい合って座っている男女。

　男……俺の兵士の方には見覚えがある。

　戦いではなかなかに勇敢で腕も立つが、外見は豚と人間の混血にも見える程のド不細工だ。

　男同士なら気にならんが、どう考えても女に好かれる顔ではない。

　一方女の方はまだ大人になり切っていない年で胸も尻も小ぶりだが、顔立ちはかなり整っている。

　普段なら残念ながら男の方は相手にされることもないだろう。

「胸、あんまり無いけどそれでもよかったら抱いて下さい」

「う……うおぉぉぉ!!」

　男は興奮し女に飛び掛って行く。

　あれでは女が脅えてしまうぞ。

「きゃあっ！　もう、赤ちゃんみたい」

　だが少女は脅えることもなく受け止め、男の顔に手を添える。

「格好いいですね」

　男は完全に理性を飛ばしてしまい、猛然と腰を振っている。

「俺でいいのか!?　ならっ！　俺の妻になってくれるか!?」

「あうっ！　うん、いいよ！　もらってくれるなら、あなたの妻になる!!　ああっ、いっちゃう！」

「うおおおおおお!!」

　男は少女を軍で鍛えた腕力で持ち上げ一番奥を突き上げている。

　傍目には完全に強姦だが、少女は男の頭を抱いてキスを繰り返していた。

　正に美女と野獣、たっぷりと楽しんでくれ。

　……町に入って他の男を見たら大丈夫だろうか、ここからやっぱりいやとでも言われたらあの兵士はきっと立ち直れない。

　人の行為ばかり見ていても仕方ない。

　俺も誰かにお相手願おうと表に出ると、まだ服を着たままの女二人が両手を掴んできた。

「領主様いた～」

「こっちこっち」

　女に手を引かれるままに治療に使われていた大きな天幕に導かれる。

　中に入った途端、むんと熱気を感じた。

　季節は夏とは言え、日も陰りつつある夕刻とは思えない暑さだ。

「「「いらっしゃい」」」「「領主様だぁ」」「「お願いします～」」

　それもそのはずで、広いとは言え、せいぜい一〇人程度の診療スペースしかない場所にざっと三〇人の女達が入っていたのだ。

　迎えに来た女以外は全員が全裸で体中にうっすらと汗が滲んでいる。




「これはまた大漁だな……」

「他の兵士さん達も嫌じゃないけど、私達は領主様だけに抱かれたかったから。ここで待ってたの」

「領主様……格好良かった」

「美形で強くて、その上私達に優しくしてくれて。これで惚れない女はいないわ」

　美形の部分には疑問符がつく。

　別に不細工だとは思っていないが、別段美しい顔をしているとも思わない。

　美形だと言ってくれるのはセリアだけで、色眼鏡がかかっているからそのまま受け取れない。

　助け出してからほとんど人に会わずにここで治療していた為、男の顔の基準が未だにわからなくなっているようだ。

　だが、同じ抱かれるなら美形に抱かれていると思っていたほうが癒しにもなるか。

「領主様にしか抱かれたくない女で集まったんですけど沢山になってしまって……いいでしょうか？」

「当たり前だ。女が多くて嫌がる奴は男じゃない。来い」

　きゃあと歓声を上げて女達が群がってきた。

　瞬く間に服は剥ぎ取られ、何人もの女の圧力で仰向けに押し倒される。

　まるで女の雪崩のようだった。

　奪い合いように唇にキスが来て、あぶれてしまった者は首筋や顔にキスを降らせる。

　そして下半身の方でも遂に最後の一枚が剥ぎ取られた。

「うわっ！　おっきぃ」

「すごーい！　まだ柔らかいのにこんなに太い。これ勃っちゃったらどうなるの？」

「オスの香り……でも臭くない。いい匂い」

　女達は一時期の陰鬱とした様子から考えれば別人のように明るくなっている。

　体からゴブリンの影が消え、しばらくの生活にも困らないようにしてやったことが大きいようだ。

　やはり女は明るく淫らなのがいいな。

「早く舐めておっきくしようよ」

「いっぱいいるから場所がないよう」

「……お尻の穴が舐めたい」

　さすがに股間に群がりすぎて場所がないようだ。

「体に乗ってもいいぞ。お前達ぐらい重くもない」

「これだけ筋肉質ですもんね……では失礼して」

　顔に尻を向ける形で二人の女が乗ってくる。

　うっすら開いた穴から汁がぽたりと腹に落ちた。




「ん……ぐっ……おおっ！　これはすごいな」

　女二人と同時に舌を絡ませるキスをしていたが、下半身から走る快感に思わず仰け反ってしまう。

　見れば、俺の肉棒には重なり合うように女達が群がり、一〇枚も舌が這っている。

　先と竿は勿論、玉も尻の穴に近いところにも口がつけられ、吸引されて舐められる。

「あん、先っちょ次私ぃ……」「どんどん大きくなって来た。竿にもう一人いけそう」

「失礼かもしれませんけど……お尻の穴に舌を入れてもいいですか？」

　この期に及んで羞恥心を持つ意味は無い。

　一〇の口が激しく立てる水音は凄まじかったが、これでもまだ半分以上の女はあぶれているのだ。

「私達もしたいよー」「もう乗っちゃう」「きゃっ！　重いってば」

　業を煮やした待機組が奉仕する女の上から俺に舌を這わせてくる。

　全身を這い回る舌に女達の荒い息、そしてむせ返るような性の匂いがますます肉棒を硬くしていく。

「うひゃぁ……これはすごい」

「あいつよりね……」

「うん、あの汚いボスよりもずっと大きい」

「だめっ!!　我慢できない」

　このままでは発射してしまうと思っていたところに一人が辛抱堪らないと上に乗り、肉棒を両手で持って自分の穴に導いた。

　周り中の女達から不満の声が上がるが、上に乗った女は挿入する体勢のまま動かない。

「ちょっと！　やるんだったら早くしてよ！　私達だってしたいのに」

「ご、ごめん……大きすぎて入ら……」

「いい加減にして！　ほら早く！」

　言葉を言い切ることも出来ず、周りに太ももを掴まれ、強引に腰を落とされた。

　女の細腕とは言え、四人に引き落とされたので一気に根元近くまで肉棒がめり込む。

「っ!!!　んああぁぁぁぁーー!!」

　肉棒に色々と掻き分ける感触があった。

　間違いなく子袋の中までめり込み、先端の肉傘が口を突破しているはずだ。

「おっ……おぉぉぉぉ……こんな……奥っ」

　女はあまりの衝撃に激しく震えているが周りは容赦なく背中と太ももを掴んで動かし続けた。

「おいおい、せっかく楽しもうとしてるのにそんな強引にするなよ」

　俺は転がって体位を正常位に変え、女を守るように覆いかぶさる。

「ほら、ゆっくり味わえ。入ってるのがわかるだろう」

「はい……はい……。大きすぎて裂けそうな程です」

「痛いか？　抜くか？」

　女は首が千切れんばかりに横に振る。

「このまま動いて下さい。裂けてもいいから、あと出来ればキスも……んむっ！」

　キスをしながらゆっくりと動く。

　先ほどまでの狂騒のような水音とは違い、規則的な粘着音が鳴る。

「ううぅ……独り占めされた。いいなぁ……」

「言っても仕方ないわ。順番を待ちましょ。領主様ならきっと全員に肉棒を下さるわ」

「あの……お尻の穴を舐め回してもいいでしょうか？」

　ゆっくりとした動きだが、そう長く経たずに組み敷いた女の痙攣が始まる。

「いきっます、ごめんなさい！　私だけっ!!」

「いいさ。俺の腕の中でいけ」

　包み込むように抱き締めて最後にズンと少しだけ強く突く。

　女は声も上げず、びくりと大きく震えて脱力した。

「お疲れ、どこかに寝かせてやってくれ」

　幸せそうな顔で失神した女から肉棒を引き抜き、あぐらをかいて座る。

　射精していないので逸物はますます硬く大きくなっていた。

「次は誰が来る？」

　俺の上に座ろうと女達の尻が押し寄せてきた。
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　六時間後

「あはぁぁぁーーー!!」

「おうっ!!」

　正常位で腰を思い切り叩きつけ射精する。

　意識を失いつつある女に口付けを与え、その目が閉じられるまで見守った。

　これで一〇……いや一一だったかな？

　引き抜くと同時に三人が群がり肉棒を舌で綺麗にしていく。

　もう一人は尻を舐めている。

　こいつは最初からずっと肛門を舐めている気がする。

　延々なめられたせいで変な気分だ。

「次はお前にしようか、体位は何がいい？」

「あ、後ろからお願いしたいです……犯すみたいに激しく」

　任せておけ、腰を抜いてやる。

「領主様？　大丈夫なんですか？　もう何時間も腰を振りっぱなしですけど」

　これぐらいなら普段から家の女相手にやっているからな。

　八人に三回ずつぐらいなら問題はない。

「……私達、もしかしてすごい人に体を捧げたのじゃないかな？」

「明日を迎える前にヤリ殺されたりして」

　声を聞きながら、激しい攻めに絶叫する女の尻を押えて更に激しく動く。

　天幕の中はとんでもない匂いと暑さになっていたがゴブリンの巣と違ってこういう匂いなら大歓迎だ。
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　更に六時間後

「そら！　いけ！」

「あぁぁぁぁぁぁーーー!!」

　太ももを持って持ち上げた女の股間から潮と尿、それに俺の精が撒き散らされ、首がもたれてくる。

　あぅあぅと声は出ているが、既に意識はないだろう。

「これで二五人、全員いけそうだな」

　さすがに肉棒の硬さも失われてきたが残る女には巨乳が多い。

　顔を埋めればまた復活する。

「ば……ばけもの……」

「体中に種が詰まっているの……？」

　失礼な。

　俺は水を一気飲みし、残った女に圧し掛かる。

　暑さのせいで全身汗まみれだが、その香りも今は性欲をそそるスパイスでしかない。

「上下に重なり合って舌を絡めろ。交互に突いてやるぞ！」

　いまだに一人が尻穴を舐めてくる。

　半日舐めっぱなしとは、どれだけ尻にこだわっているのか。




　既に前戯や奉仕で高まりきっていた四人の女はあっと言う間に達し、重なり合って寝息を立てる女達の仲間入りをした。

　最後に残ったのは一人。

　燃えるような赤い髪の女は身長がかなり小さいが子供と言う訳ではない。

　胸もなく尻も小さいその娘は小さな声で囁くように言う。

「あの……お願いが……」

「尻に入れて欲しいんだろう？」

「っ!?　どうして？」

　そりゃ延々尻の穴を舐められればな。

　それに自分の尻穴にも指が入っている。

　どれだけ好きなんだ。

「では……お願いします……」

　ぼそぼそと小さい声で何を言ってるのかわからない。

　王都のアルマが大きくなった感じだな。

「じゃあキスするぞ」

「大丈夫です……汚いし、私の口はお尻の穴専用です」

「じゃあ入れるか。お前は体が小さいからな、尻が裂けないようにしっかり濡らして……」

「えいっ」

　女が自分の尻の穴に指に入れて大きく広げる。

　そこは前の穴よりも遥かに大きく、臓腑が見える程に広がっていた。

「……ゴブリン共にやられたのか？」

「……自分で」

　もはや何も言うまい。

　肉棒を添えて一気に尻の穴を犯す。

「深いな……奥まで楽に入る」

「……あ、ぁぁぁぁぁぁぁ」

　女の尻穴は柔らかく、行き止まりなどないように俺の巨根を飲み込んで行く。

　遂に根元まで入ってしまい、女は無言のまま体を震わせていた。

　しまった、やりすぎたか。

「おい、大丈夫か？」




「ぁぁぁぁぁ…………っ!!　でっかぁぁぁぁぁい!!　ケツいいよ、ケツゥゥゥ!!　待ってた！　こんな極太チンポをケツ穴にハメるの待ってた!!　あぁぁぁ臓腑まで届くっ！　おっほぉぉぉぉぉ!!」

「…………」

　さっきまでの大人しいぼそぼそ声はどこへやら。

　戦場であげる雄叫びのような音量で叫びまくっている。

　いつの間にか上に乗った彼女はジャンプするように跳ねて尻の中をごりごりとこすっている。

　凄まじい腰振りに肉棒が削られているようだ。




「うぅぅん……何ぃ……」

　性交の声とは思えない大絶叫に意識を飛ばしていた女達が起きてきた。




「おがぁぁぁぁ!!　ぶっといチンポで尻穴広がる！　長すぎて口からでるぅぅぅ!!　最高ぉぉよぉぉ!!　巨根で尻穴ほじくられるのたまらなぁぁぁい!!」




「なによこれ」

「俺も聞きたい」

　次々と起きて来る女達と顔を合わせて溜息をついた。

　結局この女は延々腰を振り続け、二度精を絞った所で尻に挿入したまま失神した。

　涙と鼻水、涎を垂れ流したその顔は歓喜に満ちていた。
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　明け方

「ふーあっついな」

　天幕を上げると「ぶわっ！」と音が聞こえる程の勢いで空気が入れ替わるのがわかる。

　明け方の涼しい気温もあって冬のようにも感じた。

「今日は楽しかったです。贅沢を言うなら二回戦……」

「体力は持つんだが時間がな……」

　セリアには朝戻ると言ってある。

　彼女が寝坊などするはずはなく、今頃はもう起きて俺を待っているだろう。

　そして日が昇りきっても帰らなければ絶対に探しに来る。

　この光景を見せたら卒倒してしまうかもしれない。

「じゃあこういうのはどうです？」

　女達三〇人、正確には尻穴中毒の一人を除いた二九人が野外で膝を突き尻を向ける。

「お好きな尻を味わってください」

「荒くしていいですよ」

「無茶苦茶に突いて日が昇りきる前に私達を失神させて下さいね」

　ここまで言われたら引き下がれない。

　たとえセリアを卒倒させることになろうともだ。

　履いたばかりのズボンを降ろして肉棒を露出させ、気に入った尻を両手で掴む。

　周りでは夕方から乱交していた兵士と女達が起き始めている。

「領主様、野外でやってるぜ」

「てか何人並んでんだよ！　全員犯るのか？」

「うおぉぉっ！　でけえ！　なんだよあれ」

　見られるのは趣味ではないが今更戻れないし、何より涼しくていい。

　躊躇せずに肉棒を叩き込むと、たちまち快楽の声が上がった。

「あの極太で貫かれりゃ、女はたまらんよな」

「うちの女房だって一発で寝取られちまいそうだ」

「……ちょっと、女房って何！　さっき私に嫁にもらってやるって言ったじゃない！」




　周囲がうるさいが気にせず腰を使う。

　一人一人射精していてはミイラになってしまうので、イかせてすぐに隣に移る。

　女達も今回はじっくりとした愛よりも激しい快楽を求め、腰をあわせてくれたのでバタバタと倒れる。

　なんとかセリアが来るまでに全員を昇らせてやれそうだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「…………」

「迎えにきてくれたか。じゃあ家に戻ろうか」

「…………」

「馬ならひとっ走りだから朝食にも間に合うな。バターをたっぷり乗せたパンを山ほど食いたい」

「…………」

「ピピは大人しかったか？　あいつはジャムが好物だから食わせると大人しくなるぞ」

「あの」

「なんだ？」

「地面が汁まみれなんですけど」

「そうか」

「この後、天幕を片付けるの私なんですけど、どうせ中も汁まみれ、隠しても無駄なんですけど」

「飯にしよう」




「ケツぅ……領主様ぁ……もっとケツ穴にくださぁい……」

「こらっアリス！　少し黙りなさい！　今はだめなのっ！」




　天幕の中から声が聞こえた。

「クレアに頼んで珍しいお菓子取り寄せてやるからな」

「……とびっきり甘いのでお願いします」




　買収工作も虚しく、朝食後、助走をつけたノンナの飛び頭突きを喰らう羽目になってしまった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二一歳　夏

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍三千　弓騎兵五〇〇 最大六千

　財産　金貨六四五〇枚（五七〇〇）（内政資材一〇〇）（労役費二〇〇）（医薬品・医者一五〇）

※全財産六四五〇　貸し立て五七〇〇　手持ち七五〇です。

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（怒）カーラ（側室）メル（側室孕）リタ（メイド）カトリーヌ（淫乱）

　セバスチャン（執事）ルビー（ルナ従者）ヨグリ（タダ飯喰らい）ケイシー（お化け）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八三人　産ませた子九人

前作の反動で完全エロ回に……次回からストーリー進みます。










第94話　予定された開戦







「今年の秋だ」

「そうですか」

　これだけで意味は通じる。

　俺と話しているのは中央軍最高司令官、かつゴルドニア王国伯爵……つまりはエイリヒだ。

　普段王都から出てこない奴もやっと自分の領地を見に来る気になったらしく、ついでに俺の所にも立ち寄ったのだ。

　そして交わされた言葉は秋の開戦を意味していた。

「やはり収獲時期を狙ってですか？」

　中央軍をはじめ、ゴルドニアの王軍は常備軍がほとんどだ。

　一方トリエアは徴兵された農民も多く、収獲時期に戦闘となればそれだけで不利となるだろう。

「それもあるが、一番の理由は周辺国の動きだな。収穫期に衝突となれば彼らもトリエアに与して迅速に行動を起こす訳にはいかなくなる。その間に一気に勝負をつけるのだ」

　ゴルドニアとトリエアの他、この地域には国境を陸で接するユレスト連合、大河を隔ててマグラード公国とストゥーラ共和国がある。

　いずれも単体の国力ではゴルドニアの敵ではないが、トリエアとの戦争中に背後をつかれれば厳しい。

　裏を返せば、トリエアとの決着さえついてしまえば三国が連合してもゴルドニアは戦うには覚悟のいる相手となるだろう。

「一息に落とす……ですか」

　トリエアは人口や経済力ではゴルドニアに大きく劣るが、国土の広さはなかなかのものだ。

　短期決戦と条件をつけるなら厄介な相手になる。

「本国付近に作られている要塞に対抗する為、我々もかなりの攻城兵器を用意した。それでもって要塞を正面から突破し、一気に王都を陥落させる。卿は予定通り、東方から食い込み奴等の兵力を誘引、あわよくば東部地域を侵食していってくれ」

「はい」

「東部にも正面程ではないが防御陣地が作られていると聞いている。それほど数はないが、攻城兵器をもってこさせよう」

「そのことなのですが」

　別に極秘でやってもいいのだが、どうせなら中央軍と連携した方がうまくいくだろう。

「開戦後、すぐに……………………」




　エイリヒはしばらく俺の言葉を黙って聞いていたが肘をついて考え込む。

「お前の作戦がうまくいけば確かに戦況を一変させるだろう。だが不確定要素が多すぎるし、山の民の領域を安全に通行出来ることも保証されておらん。そこで足止めを食えばかえって状況は悪くなる」

「結果が悪くとも要塞の攻略に変化はないでしょう。うまくいけば良し、悪ければ変わらず。分の悪い賭けではないはずです」

「俺はそうだがお前は失敗すれば致命的になるぞ？　……いや、お前も修羅場を潜っている。こんなことは言う必要もなかったな」

　エイリヒは軽く頷いて立ち上がる。

「よし、好きにしろ。自身の強運を信じておけ」

　こうして俺とエイリヒの簡単な会談は終了した。







「時期は秋だ。どう仕掛けるのかはしらんがな」

　簡単な会食後にエイリヒを見送り、レオポルトとアドルフ、ついでにセリアも集める。

「秋ならばギリギリなんとかなりそうです」

　アドルフが安心したように呟いた。

「なんだ、長引くとまずかったのか？」

「あたりまえです。弓騎兵は普段山にいるからいいですが私兵三千はこちらの丸抱えなんですよ。困窮していた民を集めていたので日々の衣食住さえあれば給金に不満は出ませんでしたが、まともに払えばたちまちすっからかんです」

　兵達がまともな給金がなくても離反しないのは、軍にいれば飢えたり家無しになる心配がないからだ。

　困窮する辺境の地ではこの二つは決定的に重要だった。

　だが、ラーフェンを中心に俺の領内は安定してきつつある。

　そうなれば他の職種と比べての薄給はいい影響を与えないだろう。

「戦場に出れば略奪……いや、敵物品の個人的接収の機会もある。勝てば士気もあがるだろう」

　アドルフもレオポルトも頷く。

　セリアも頭に俺の手を乗せながら頷く。

「開戦と同時に仕掛ける。エイリヒの中央軍とも連携出来そうだ」

「はい、準備は進めておきます」

　山の民にも使者を出しておかないといけないな。

　ルナは昨日攻めすぎて動けず、ルビーが介抱している。

　ピピに行かせるか。

「クレアは町にいるはずだから呼んでくれ。あとイリジナには兵の訓練を減らして兵を疲れさせないようにしろと伝えろ」

「開戦は秋では？　まだ夏も盛りです。すぐに動く必要はないのでは？」

　セリアを抱き寄せて頭を撫でまわし、髪をぐしゃぐしゃにする。

「わぁ！　何するんですかぁ」

「実際の戦場は大抵決まった通りにいかん。こういうのはほとんどが早めに動くと思っておけ」

「はぁ……」

　セリアはいまひとつ納得していないようだ。

　彼女は本を中心に知識を得ているので型にはまりがちの所が見える。

　その辺をレオポルトからでも学べればいいが、結構頑固だからな。

　最後にセリアの頬っぺたを伸ばして席を立つ。

　クレアは商売人らしく行動が非常に早いからな。

「アドルフ、出兵を考えると正直金に余裕はなくなる。ちょうど収獲の時期だ。労役を絞って人夫を農村に戻すことも考えておけ」

「承知致しました」

　細かい所は任せておこう。

　最悪金が足りなくなったらクレアに借りられるだろうか。

　金に関しては厳しそうで少し怖いな。







「本日はお呼び下さりありがとうございます」

　クレアは従者の少女を伴って本当にすぐに現れた。

　さすがやり手の商人だけあって行動が早い。

　よく見なければ息を荒げていることにも気付かないだろう。

「急に呼んですまんな。まぁ茶でも飲んで息を落ち着けてくれ」

「ご心配をかけました」

　クレアが形だけカップに口をつけてから用件を切り出す。

「食料と銅を張った水瓶を調達して欲しい」

「食料ですか？　今月分の穀物は既に納入したはずですが？」

「穀物じゃない。塩漬け肉と思い切り硬く焼いたパンをこれぐらいだな」

　レオポルトと話して概ねこれぐらいと見当をつけた紙を見せる。

「これは……軍隊を動かすのですか？　……いえ失言でした」

　俺が少しだけ厳しい視線を送るとクレアはすぐに謝罪する。

　いい女とは言え、べらべらと話す訳にはいかない。

「矢と馬車の換え車輪、色々書いてあるからこれを見てくれ。これには全体の数を書いているので調達出来る分は頼む。後は町の職人にでも割り振ることに……」

「ご心配には及びません。この町の商人、職人とは契約を結びましたので私におっしゃって頂ければ全部手配致します」

　いつの間にかそういうことになっていたらしい。

「なら頼む。火急ではないがそう余裕もない」

「すぐに揃えましょう」

　クレアは俺が書いた汚い字を見ながらすらすらと手紙を書く。

　書く速度が早い上にとんでもなく綺麗な字だ。

「時期がわかり次第、すぐにお知らせに参りますわ」

　そう言ってクレアは立ち上がり、俺の目の前に立った。

　視線が合わさるとすっと背伸びをして唇にキスをして来る。

「また、時間がありましたら可愛がって下さいませ」

「町を発つのか？」

「はい、トリエア内の行商人達と少し揉めておりまして、私がいって決着をつけ「だめだ」え？」

　俺は退室しようとしていたクレアの手を引き室内に引っ張り込んだ。

「しばらくの間、トリエア王国内には入るな」

「しかし、私は商人ですので……」

「もう一度いう。絶対に行くな……いいな？」

　ここまで言えばもう完全に気付かれているだろうが仕方が無い。

　クレアが巻き添えで傷付くよりはいい。

「承知致しました……貴重な情報をありがとうございます」

　セリアが「なんで言うんですか」とばかりに睨んでくるが気にしない。

「では私はこの町に留まることにしましょう」

　クレアは手紙を部下に預けて部屋に戻る。

　そして彼女の手を掴んだ俺の手を優しくさする。

「時間が出来てしまいました……どう過ごせば宜しいでしょうか？」

　するりと密着した彼女は身長差もあって上目遣いになり、見下ろせば服の間から胸の谷間が見える。

　それにくっついた彼女の腹が俺の股間のモノを圧迫し、硬さが増してしまう。

「今日はローリィもいますし……より楽しんで頂けますわ」

　ローリィと呼ばれた少女は見た目通り、子供のようで無邪気な笑顔を浮かべる。

「ローリィと言います。クレア様からすごく素敵で優しい方だって聞かされてました。こういうこと……あまり経験無いですけど、ローリィも子爵様に遊んでもらいたいです！」

　その顔に強制の色はなく、純粋に俺に抱かれたがっているように見える。

　だが外見も仕草も完全な子供、ピピよりは育っている程度でしかない。

「さすがに入らんだろう……」

「大丈夫ですよ？　ローリィ頑張ります！　それにハードレット様になら壊されても嬉しいし……」

　少女は軽く握った両手を口の前に置いて熱っぽい目で俺を見る。

　あまり小さい女には興味が無い俺でも抱いてみたくなる程に愛らしい。

　アンドレイだったら即座に服を脱ぎ捨てることだろう。

　試しに少しだけ味見しようかと伸ばした手の先にセリアがいた。

「エイギル様にはまだやる事が残っています。クレア殿は退室して下さい」

「いや、特にないが……」

「あるんです！」




　セリアが必死なので仕方なく味見は諦めて彼女達を退室させた。

　少女の方はちょっとした余興だったが、クレアを抱きそびれたのは勿体ない。

「あんな媚を撒き散らすような女は嫌いです。ああいう女に限って裏があるんですよ！」

「女といってもまだ一〇やそこらの子供だろうが」

「……その子供を抱こうとなさっていたので？」

　本気で抱こうとしていた訳じゃない、ちょっと味見をだな。

（あの子、結構肝は据わってるよ？）

　にゅっとケイシーが天井から出てきた。

　ドアから入って来い、びっくりするから。

（あの子見えてたよ。さっきの話の途中でちょっとだけ覗いたら目があったから）

　さっき？　お前いなかったじゃないか。

（後ろの壁から半分だけ顔出したの）

　そういうことをするな。

　見える客は引っくり返る。

（目はあったのに全然動じなかった。あんな小さいのにすごいね。筋肉もりもりの男の人でもおしっこ漏らしちゃうようなのもいるのに）

　見かけ倒しはこの世に蔓延してるからな。

　だがちょっと信じられない、あんな小さい無邪気な子が幽霊なんて見たら泣き出してしまいそうだ。

　見えてなどいなくて、たまたま視線をやってただけじゃないだろうか。

（確かに見たんだけどなぁ……）

　ケイシーはぶつぶつ言いながら机においてある果物をかじる。

　最近この幽霊はモノを食うのだ。

　それと頭の中に直接ぶつぶつ言うのはやめてくれ、頭痛がする。




「それはそうと、せっかくの女を食い損ねた責任をとってもらおうか」

「そっそれは……まって下さいここじゃ嫌です。部屋に戻っ……だめっケイシーさんが見てる！」

（見てるよー）

　セリアを後ろから羽交い絞めにして強引にショートパンツと下着を一緒に降ろし、肉棒を添える。

　彼女は身長が伸びてきたので腰を落とせばなんとかこの体位も出来るようになった。

「いつ入れても……せまいな」

「あぁぁぁぁ……エイギル様はいつも太くて硬いです……メリメリって……裂けちゃいますぅ……」




　セリアは俺に後ろから激しく犯され、ケイシーに鑑賞されながら絶頂した。
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　しばらく後　トリエア王国内

「準備はいいな？」

「問題ない」

「順調だ」

　十人程の男達が短く言葉を交わして手に持った武器、槍やボウガンを確かめる。

　男達が身に纏っているのはトリエア王国正規軍の鎧だ。

　最近の大規模な徴兵によって、トリエア王国内で兵士の存在は珍しくない。

「よし、来たぞ」

　男達の視線の先では、それなりの規模の隊商がゆっくりと歩を進めていた。

　数台の馬車に騎乗した護衛がついているが緊張感はない。

　ここは往来の激しい大街道、盗賊も魔物も居つく所ではない。

　国家間の緊張もあるが戦闘が起こっていないならば商人達が商売をやめる理由にはならない。

　だが、結果は無残だった。




「いけっ!!」

　飛び出した男達が隊商の前に立ちふさがる。

　突然飛び出してきた者達に護衛が反応するがトリエア王国の鎧を見て動きを止めた。

　隊商の責任者である中年の男が進み出て、卑屈な笑顔で書類を掲げた。

「お勤めご苦労様です。こちらがトリエア王国から頂きました通過の許可証になります」

　中年男は臨時の検問をスムーズに通過するために最善の行動をとった。

　そして彼は媚びた笑顔を張り付けたまま首を地面に落とす。

「なっなにを!!」

　部下と思わしき商人、そして護衛が目を剥く。

「やれ！　皆殺しにしろ!!」

　たちまちボウガンが護衛を射落とし、逃げ惑う商人達が殺されていく。

「やめっ！　やめてくれ！　俺達はただの商人……こんな！」

「お前達はゴルドニア人、それで十分だ！」

　顔面に剣が突き立ち、甲高い悲鳴が上がって哀れな商人は動かなくなった。

　殺戮はすぐに終わり、馬車の周りに動くものはなくなった。

「金目のものを全部奪って馬車に火を放て！　すぐに誰かが駆けつけて来るぞ。その前に逃走する」




「三件目ともなれば慣れたものですな」

「本当の盗賊になった気分だよ。だがそれも終わりだ、十分に役目は果たした」

　男達は予め深く掘っていた穴にトリエア軍の防具と武器を投げ込んで念入りに土をかける。

　彼等の役目はこれで終わり、あとは家族の待つゴルドニアに帰るのだ。

「既にここらではトリエア軍がゴルドニア人を襲って殺していると噂になっております」

「他の者もうまくやっているのだろう」

　今の襲撃の際にも略奪に夢中で気づかない風を装い、あえて護衛の男を逃がしている。

　彼は死に物狂いでゴルドニアに逃げ帰り、事の次第を王国に訴えるはずだ。

「塊になって逃げては人目につく、ここで一旦お別れ……次は王都でだ。捕まるなよ」

「「「はっ！　ゴルドニアに栄光を！」」」




　それほどの時間をおかず、ゴルドニア王国は自国の商人や旅人をトリエア王国兵士が殺害しており、その報復と蛮行の阻止のためとしてトリエア王国に宣戦を布告した。

　周辺国に対してはあくまでこれはトリエア王国の野蛮な行為が原因であると主張し、全ては自作自演で領土を奪わんとするゴルドニアの陰謀だと主張するトリエア王国との間で水掛け論の様相を呈したのだった。

　こうして、アークランド戦争での共闘から二年経たずして両国は全面衝突することとなった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二一歳　夏の終わり

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国子爵 アークランド南東部領主　山の王

　麾下軍　東方独立軍二千　私軍三千　弓騎兵六千

　財産　金貨一三〇〇枚（七〇〇）　（労役 一五〇） （兵糧・物資 五千）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）リタ（メイド）カトリーヌ（淫乱）

　セバスチャン（執事）ルビー（ルナ従者）ヨグリ（居候）ケイシー（お化け）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八三人　産ませた子九人








第95話　北部動乱①　開戦







「ハードレット子爵様宛、陛下よりの使者、至急面会されたし!!」

　明け方に響く大音声。

男はラーフェンの町に騎乗のまま疾走して乗りこみ、直接俺の屋敷の玄関まで乗り付けた。

本来ならは無礼として手打ちにされてもおかしく無い行為だが、男はそれが許される唯一の職務……王直属の火急急使だった。




「きたか」

「あぅ……」

　イリジナの性器からズルリと男根を引き抜き、倒れ伏す彼女をベッドに残したまま、ローブだけを羽織って部屋を出る。

使者は使用人の許しを得て室内に入っており、応接間に行くまでもなく廊下に出て俺の前に進み出た。

「朝方に御免！」

「俺こそこんな格好ですまんな」

　強い性臭が漂い、直前まで女を抱いていた事はあきらかだが、使者はまったく気にしない。

「王のお言葉！　我が国はトリエア王国に宣戦を布告せり、ハードレット子爵においては直ちに戦闘行動を開始せよ。王国への忠誠を示せ。以上でございます」

「全て了解した。必ずゴルドニアに勝利をもたらすと伝えてくれ」

「はっ!!　ではこれにてっ！」

　急使は一度も腰を降ろすことなく、来た時とは違う馬に乗って駆けて行く。

俺の返礼はそう急いで伝える必要もないと思うのだがそれが奴の役目なのだろう。

「いよいよ来ましたか」

「すぐに準備を整えます」

　レオポルト、セリア、ルナは既に目を覚まして並んでいる。

イリジナもボタボタと股から汁をこぼしながら、甲冑を着込んでいた。

「時期は若干早いが、概ね計画通りだ。全員いいな？」

「「「はっ」」」

　ざっ、とそれぞれの部隊指揮のために散って行く。

皆優秀な奴らだ、俺が見るまでもなく準備は整えられるだろう。

「どうぞ」

　ノンナとカーラ、そして腹がまた少し大きくなったメルが甲冑を持ってくる。

「おう」

　三人の手も借りて甲冑を纏っていく。




　完全武装で玄関を開け放つと全ての兵士に召集がかかり、娼館や酒場から飛び出す兵、自宅を持つ兵が妻とキスを交わして出てくるのが見えた。

　俺の館の隣に立てた簡易な長屋、以前救い出した女達一五〇をとりあえず生活させるための家……からも半裸の兵が何人も慌てて出てきていた。

女達のこれからのためにも男を連れ込むのは構わんと言ってあるからだ。

守ってもらいたい思いが強いのか兵士の人気が高いそうだ。

俺に抱かれた三〇人は他の男に抱かれていないと主張していたが。

　俺の姿を見ると女達は皆深々と頭を下げた。

「こちらに」

　リタがシュバルツの手綱を引いてくる。

本来、彼女は馬など扱えないがシュバルツは女に引かれれば抵抗しない。

　俺に配慮して屈むこともしない不遜な馬に飛び乗り、町の外へ向かう。

女達が振る手が最後まで止まることはなかった。




「準備はどうだ？」

「準備していたとは言え五千の兵です。もう少しだけ時間がかかります」

　町の外で集まりつつある兵達を見ながらセリアの報告を聞く。

そりゃそうか、「行くぞ」「ほい」と言うわけにもいかない。

これならノンナかカーラを犯してくれば良かった。

朝は射精できなかったから腰が重い。

「あのぉ……」

　小さな声に振り返るとカトリーヌが天幕の影からこっそりと覗いている。

一対一で挨拶したくて追いかけてきたのだろう。

ちょうどいい。




「えっ？　何を!?　そんなつもりじゃ……甲冑着たまま!?　いえ、嫌じゃない……むしろ嬉しっあがっ!?　うぅぅ貴方がいない間も思い出して自慰するから……もっと激しく。お尻の穴だって切れていいから無茶苦茶に犯しまくってぇ……」

　物陰に入ったとはいえ、駐屯地での交わりは他の兵達にも覗かれてしまう。

美女が肉棒を受けいれて悶絶する光景は独り身かつ娼婦を買う金もない兵士達が玉をすっきりさせるのに役立ったらしい。




　カトリーヌの尻穴が開きっぱなしになった頃、ちょうど兵の出発準備が整った。

「エイギル様、全隊準備かんりょ……うわぁぁぁ!!」

「わかった。出立だ」

　迎えに来た屋敷の使用人にカトリーヌを預け、軍団の先頭に立つ。

「多くは言わん。敵と戦い、叩き潰す。全軍進め!!」

「「「「「オオオーーー!!」」」」」

　町中の民が見送る中の出撃だ。

久しぶりに人相手の実戦、楽しみだ。







　それから丸一日は直接トリエア本国に乗り込める南の国境へ向けて行軍し、何も無い原野で人目がないことを確認して軍を分割する。

「では私達はここから更に南へ行く！　武運を祈る！」

「お前もな、例え敗北しても絶対に死ぬなよ」

　イリジナを抱き寄せキスをすると、昨夜大量に飲ませた精の匂いがした。

　彼女には軍の一部、東方軍全てと私軍の歩兵隊を任せて西部のトリエア防衛陣地に当たらせる。

エイリヒから貰った攻城兵器も全て彼女に預けて西進を続けさせるのだ。




「残った部隊は進路変更、東へ向かう」

　僅か千の騎兵のみになった俺の部隊は歩兵と更に鈍足な攻城兵器を切り離し、東へ向かう。

「こんなことなら最初から東へ向かえば手間もないのにな」

「それでは町に間諜が居れば不審に思うでしょう」

　レオポルトが律儀に反応する。

「始末はついたのだろう？」

　夏の終わり頃、工事中の建物で火事が起こって数人の男が死んだ。

不幸な事故だが、人が集まればそういうこともあると大事件にはなっていない。

そして刀傷のある焼死体は人知れず集団墓地に埋葬されたのだ。

「絶対はありません。把握できていない者が居れば機会を逃すかもしれません。……それよりも私は命を助けた女の方が気になります」

　判明した間諜には女も居たが、罰も兼ねて徹底的に犯したら男狂いになってしまい、今は町の娼館で元気に客をとっている。

クリストフに偵察に行かせたが、本当に楽しそうに仕事しており、ハードプレイからねっとりとした攻めまでなんでもありの人気娼婦らしい。

彼女が俺の男根欲しさに口を割ったので間諜をまとめて排除出来たのだし、それなりに幸せにはなって欲しい。




「偽装進撃の分を計算しても二日あれば山の民の領域に入れます。ルナさんが先行していますのですぐに彼らと合流できるでしょう」

　山の民には決戦と伝え、使い物になる者は全て従軍せよと命令した。

俺が治めた部族達全てから戦士たちが押し寄せてくるはずだった。

「走り回って忙しいが、上手くいけば面白い戦いになる」

「必ず成功します！」

「失敗するように作戦を立ててはおりません」

　博打もたまには悪くない。







　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




一〇日後　南部国境線　トリエア軍防御陣地

「全員その場に停止！」

「大弩が来るぞ！　首をもがれたくなかったら頭を下げろ！」

　指揮官が叫び、兵士がその場にしゃがんで頭を下げる。

途端、兵達の頭上を巨大なボルトがうなりを上げて飛翔する。

背後に据えられた巨大な弩から放たれたそれは前方の柵を突き破り、鈍い音を立てて地面に突き刺さる。

「柵が破れたぞ！　あそこから行け！」

　破れ目から一気に侵入しようとした兵達に雨のような矢が降り注ぐ。

たちまち半数が倒れ、残る半分も盾を頭上に掲げて撤退するのが精一杯となった。

　寄せ手は国境を突破せんとするイリジナ麾下のゴルドニア軍四二〇〇、守り手はトリエア軍東部国境防衛軍約三千。

兵力では若干攻め手が有利であったが簡易とは言え、点在する防衛陣地はその優勢を消していた。

　ゴルドニアの弓隊から矢が放たれるが、それほどの打撃を与えているようには見えない。

まれに投石機からの焼け石が砦に落ちて悲鳴が上がるが発射にも時間がかかり、燃え上がった火もすぐに消し止められてしまうので決定打になりそうではなかった。




「イリジナ隊長、攻撃失敗です。敵の陣地を落とすのは一箇所に兵力を集中して損害覚悟で抜くしかありません」

「いや、その必要はない。損害を出来るだけ抑えつつ、散発的に手薄な所に仕掛けるだけでいい！」

　進言した指揮官は不満そうに下がっていった。

それも当然、同じ戦法で手薄な部分を狙って仕掛けて既に三度目の失敗だ。

敵陣地は高度に連携していて、攻撃があればすぐに兵力を集中させてくる。

対応の暇なく騎馬で突破しようにも堀と柵が随所に作られ、騎兵は満足に動けない。

「しかし長い槍だな！」

　トリエア王国側は前回騎兵にいいように掻きまわされたのを教訓にしたらしく、６ｍはありそうな超長槍を使っている。

あれを並べられては騎兵突撃など自殺行為でしかない。

「疲労した隊を休ませろ。交替で次の隊を投入するのだ！」

　進展しない攻撃に流れる時間、本来ならば頭を抱えるべき状況だがイリジナは平然としている。

最初から彼女の目的は敵陣地を華麗に突破することではなかった。

無論、出来そうなら試してみるが、今の状況を見るに容易ならざることは明らかだ。

彼女自身、四千もの大軍の指揮を円滑に行う程、才に恵まれているとも思っていない。

　彼女の主から下された命令は敵にこの防衛線を突破しようとしていると思わせることだけ、被害を出来るだけ絞って自身も怪我しないようにと厳命されている。

「心配するな、絶対に敵は崩れる。我々はただ攻め続ければ良い」

　不安げな顔を浮かべる兵士達の中でイリジナは自信に満ちた顔を変えなかった。
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トリエア本国　最東部　開拓村

　日はまだ高く、村人達が農作業に精を出す中、二人の兵士は机を囲んでカード遊びに興じている。

一人は二〇を過ぎた程の若者で、もう一人は四〇に届こうかと言う中年だった。

「ゴルドニアと戦争になったらしいぞ」

「へぇ……大国ゴルドニアとか、やべぇんじゃねぇの？」

「だよなぁ、若い頃ゴルドニアの王都に旅したことあるがやばかったぞ。道は全部石畳、家は二階建てで土が見えないのよ」

「また出たよ。あんたが若い頃って何十年前だっての、なんの参考にもならねぇよ」

「ちっ生意気言うようになりやがって……そらっ上がりだ！」

　中年男がカードを放り、机に乗った銅貨をポケットに入れる。

「くそっ！　またかよ、イカサマやってんじゃねーだろうな」

「これが年の功って奴だよ若造」

　辺境も辺境、山の民の領域も近いこの場所に住む人間はほんの五〇人程、守備兵も彼等二人だけで蛮族、盗賊には歯が立たない。

村人同士の喧嘩を治め、はぐれの狼や魔物から村を守る。

そして手に負えない事態になれば助けを求めに行くのが仕事だった。

「くっそ、もうすぐ収穫だ。なんか手伝って小遣いでももらってくらぁ」

「おぉいってこい。俺の酒代のためにな」

　若者は愚痴をこぼしながら見張り塔を出て行き、暇になった中年兵士はゴロンと横になって昼寝を試みる。

戦争など遠い場所の話、こんな辺境の地に敵が来る前に勝敗はついている。

「せいぜい頑張ってくれ。俺は寝る」




　独り言を呟いて大の字に手を伸ばした時、扉が派手に開けられた。

「やべぇ!!　おきろおっさん！　蛮族共が降りて来やがった!!」

　中年兵士は跳ね起きる。

この地で一番怖いのは洪水、次に蛮族だ。

慌てて窓から身を乗り出して山の方を見る。

一度確かめてから目をこすり、再び眺めるが何も変わらない。




　数百ではない。

　千でもない。

　五千を優に超える大騎兵団が村を包み込むように進んできていた。

　誰もが呆然とその光景を眺めていた。

もはやどうしようもない。

それが全員の心の内だった。

「おっさん……どうするよ。連絡に？」

「馬鹿言うな……この状況からどうやってだよ」

　騎兵隊は村を両側から通り過ぎ、そのまま西へと向かって行く。

「おいおい嘘だろ……あれを見ろよ」

　中年兵士が指を指し、若者の顎が落ちる程開かれた。

蛮族の集団と思っていた騎兵の群れ、彼らは黒一色に染められた旗、そしてゴルドニア国旗を高々と掲げていた。

「奴ら……山の民の領域を超えてきやがったんだ」

「そんな馬鹿な！　あいつらは女は犯し、男は食う亜人の群れじゃないのかよ！」

「現に東から来てるじゃねか！　この村の東にはもう蛮族の集団しかいねぇんだよ！」

　中年の兵士はいったん槍を持つが、すぐに床に放り投げた。

「大変なことになる……軍はみんな国境に張り付いてる。ここから西には誰もいないぞ……」

　開拓村はこれ以上ないほどに東の外れに位置しているが南北だけで言えば中部にあたる。

ここに連中が現れたとすれば北の国境に張り付いている味方は分断されてしまう。

「……ラドフ……どうするよ」

　若い兵士が珍しくおっさんではなく名前を呼んだ。

その声はあきらかに脅えていた。

「どうするってお前、そりゃあな」

　ラドフは若い兵士の槍を奪って床に放り、代わりに酒の入ったカップを渡す。

「どうしようもねぇよ。俺達が生き残るにはここで奴らを刺激しないように寝てるしかねぇな」

　ラドフは散らばったカードを再び集めるのだった。
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「開拓村、通り過ぎました。放置でよろしいですか？」

「構っている時間はない。馬がいれば奪え、徒歩で知らせに出ても手遅れだからな」

　先頭をきる俺とセリアの後ろに続く兵の数は七千に達する。

私軍から連れて来た騎兵が千に弓騎兵が六千だ。

「こうなるとどっちが本隊かわからんな」

「ピピ達は族長様と一つ。手足だ」

　ピピの言う通り、限界に近い動員にも山の民は文句一つ言わなかった。

食い物だけは困窮したらアドルフに言えといってあるが。

「それにしても本当に無人ですね。兵士など一人もいない」

「山の民の領域を通るなど思ってもいなかったのだろう」

　あそこは不毛の乾燥地がほとんどで、とても行軍など出来る場所ではない。

可能だったのは予め、飼葉や水を決まった地点に保管しておいたことと、何度も下見して行軍に適したルートを割り出したからだ。

　山の民に一切妨害されず、しかも彼らに道案内までさせるという前提がなければ出来ない行軍で、トリエアが想定出来なかったのは当然だ。

「レオポルト、イリジナが苦戦しているだろう。いくらか率いて奴等のケツをとってやれ」

「では、弓騎兵を千借ります」

　たったそれだけでいいのか？

敵は四千のイリジナを止めているのだぞ。

「突然後ろに回った時点で敵は崩れます。追撃できるだけの兵力があれば十分です」

「そうか……ピピ、レオポルトについていってやれ」

　山の民は俺から離れると途端に命令への服従が鈍くなる。

俺の女、ピピかルナが一緒にいる必要があった。

「それから……この村、ここは絶対に戦場にするな」

　言うまでもなくミレイの村だ。

彼女の村はイリジナが戦っている場所から近い、荒らすわけにはいかない。

「女でしょう？」「女ですか……」「女か！」「現地妾にございますね」

　うるさい、さっさといけ。

　こうして俺の本軍は敵の防衛線に阻まれることなくトリエア本国に侵入、西への進軍を開始した。
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余談　軍旗　戦争勃発前

「旗か……」

　ことの発端はセリアの一言だった。

「演習の際、他の貴族達には自分の旗があったようです。私軍も大きくなってきましたし、この際作ってみては？」

　旗で戦争が出来る訳でもないが、それで兵の士気が上がるならと少しばかり考えてみた。

「剣、槍はありきたりで自分の旗がわからんようになりそうだ」

「軍に関わる貴族であれば大抵そういう旗にしますからね」

「セリアは何か考えているのか？」

「失礼ながら……こういうのはどうかと……」

　セリアが紙に書いたそれは槍を振るう戦士の絵、見た瞬間に俺だとわかるぐらい上手かった。

町で書けば金が取れる腕前だと思うが……。

「自分の絵を旗にする程、恥知らずじゃないぞ」

「はい……」

　セリアがしょぼんとなってしまう。

それにしてもこの絵はまた美形に書かれているな。

彼女に俺はこう見えているのだろうか。




「何の話ですか？」

　俺達がもぞもぞやっているのを聞きつけたのかノンナがやってくる。

「まぁ軍旗!?　それは素晴らしいですね。戦場だけではなく色々な所で掲げるものですから、是非私に書かせて下さいな」

　そして出来上がった絵に凍りつく。

「どうですか？　優雅に広げられた大きな翼、強さと美しさの象徴である獅子に翼のついた伝説の魔獣……その名も「なにこれ？」

　ノンナの声が大きかったので聞きつけたカーラまでもやってきた。

「グリフォ……「ゴキブリ？　夏は嫌よねあいつら羽出して飛ぶし」

　バーンとノンナが机を叩いた。

「あんな汚いのと一緒にしないで下さい！　これは美しい魔獣なんです!!」

「何よ！　あんたの絵が汚いのが悪いんでしょ！　だいたいそんなのエイギルに関係ないじゃない」

　羽の生えた芋虫じゃなかったのか……言ったらまたノンナが拗ねる所だった。

「私がエイギルに相応しい旗を書くわ。これを旗にしたらきっとみんな驚くわよ～」




　カーラがすらすらと書いたそれは確かに俺に関係が深く、見覚えすらある。

ついさっきもしっかり見たものだ。

うむ、これ以上ないぐらい驚いた。

「…………カーラさん」

「あほカーラ……」

「ん？　何？　うまく書けてるでしょ？」




　カーラが書いた絵は天に向かってそそり勃つ男根だった。

これを掲げて行進したら確かに一番目を引くだろうな。




「こんなもの軍旗にしたら末代までの恥です!!」

「ゴキブリよりいいでしょ！」

「……どっちもだめですよ」

　セリアが疲れたように溜息を吐く。

二人の喧嘩を眺めていると腹を抱え、更にミウに乳をやりながらメルがやって来る。




「何事ですか？　まぁ旗」

　何書いてもあの二人よりマシですからと投げやりになったセリアに促がされ、メルも筆を取る。

「出来ました。どうでしょう？　絵心なくて下手なのですが」

　書かれた絵は優しい日差しを浴びた草原、そこを飛ぶ数羽のハトがモチーフになっている。

彼女が言うとおり決して上手くないが、心の優しさと温かさが滲み出た落ち着きのある絵だった。

「……で、この優しい旗を掲げて殺し合いに行くんですか？」

　その通り、軍旗にはまったく適さない。




　その後もぎゃあぎゃあと大騒ぎしながらもまったく内容は決まらない。

もう軍旗などなくていいと思ったがその時、ノンナとカーラが揉み合って紙に真っ黒な染料がついてしまった。

「もうこれでいいだろう」

　紙は一面に真っ黒、なんの模様も柄もない。

これなら手間も少ない。

「えーそんなのつまんない。男根にしようよー」

「そんな怖い旗よりゴキブリの方がいいですよ」

「却下、これで行く。セリア、後は任せた」

「はい、すぐにかからせます！」

　メルはもう旗に興味は無い様で絵を赤子に見せてあやしていた。

それとノンナ……お前途中から自分が書いた絵、ゴキブリだと認めているんだな。

　こうしてハードレット軍の軍旗は黒一色の旗となったのだった。




　少し後、アドルフと雑談をしながら軍旗の話題を出す。

「黒より赤の方が良かったかな？　目立つしな」

「赤旗……ですか。私は軍旗について口を出す権利はありませんが、赤は余り好きません。赤を見ると心がざわざわするのです」

　ふうん、血の色でもあるしな。

荒事が得意でないこいつからすると嫌なのかもな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




エイギル＝ハードレット　二一歳　晩夏　戦時

隷下部隊

　イリジナ（四二〇〇）

騎兵五〇〇　弓兵八〇〇　歩兵二七〇〇　工兵二〇〇

　直轄軍（七千）

騎兵千　弓騎兵六千




軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官）イリジナ（隊長）ルナ（弓騎兵指揮官）

　　　　ピピ（弓騎兵指揮官）

現在地点　トリエア本国、東部

戦果　なし

視点変更が多めになりました。










第96話　北部動乱②　森を抜けて　♯

下に画像ついてます









「トリエア軍、東部守備隊降伏」

　イリジナの救援に向かわせたレオポルトからの第一報だった。

　正面に四千の敵を抱えて善戦を続けていた東部守備隊は千名の弓騎兵に後方を遮断された途端に士気を失い壊走、追撃と殲滅戦の後に生き残った者は降伏したらしい。

「降伏した兵は武装解除してそのままイリジナさんが連れて来るそうです」

　捕虜にとってはイリジナが居たのは幸運だった。

　行軍を急ぐ状況で捕虜は正直いらないし、放置すれば後ろで厄介なことをするかもしれない。

　レオポルトだけなら捕虜がいつの間にか居なくなる可能性もあった。

「殺せと言う訳ではありませんが……歩兵隊が遅れるのは痛いです」

　セリアも苦い顔をしている。

　俺達は行軍しながらイリジナに預けた隊と合流しようと思っていたが、その予定は更に遅れそうだった。

「東部方面に敵はほとんど残っていないだろう。急がなくてもなんとかなるさ」

　口には出さなかったが弓騎兵とその馬にも疲れが見えている。

　何しろここまで一〇日近く、毎日かなりのペースで行軍してきたのだ。

　水と餌はたっぷりあったとは言え、体格の小さい彼らの馬では少々厳しかっただろう。

「確かに東部は陥落したも同然です。ですがトリエアの重要拠点は全て西部ですし、このペースでは対応の時間を与えてしまいます……。それにこの先にはエルグの森と言う深い森があって通れません」

　ぴくりと肩が震えるのがわかった。

「北側に迂回すれば要塞正面……中央軍と合流する事になってしまい急襲の意味がなくなります。当初の計画通り南に迂回出来ればいいのですが、敵も待ち構えているでしょう。時間をかければ我々は孤立してしまいます」

　あの森がある。

　セリアが何か言っているがもう耳には入ってこなかった。







　その後、さしたる抵抗も受けずに、一週程ゆっくりとした行軍が続き、エルグの森が見える所にまで進出した俺達は追いかけてきたレオポルト・イリジナと合流する事に成功した。

「すまん、随分と待たせてしまった！」

「仕方有りませんが、今から森の南迂回はだめかもしれません」

　当初の計画では敵の包囲撃破後、イリジナの歩兵隊が強行軍で合流して南回りに森を迂回し、王都に迫る予定だった。

　騎兵だけで行っても西部にある本格的な城砦都市には歯が立たない。

　歩兵隊と攻城兵器の力が必要だったのだ。

「斥候からの報告によると近衛と思われる軍団が森の南側に展開、陣地を構築中とのことです」

　やはり敵に十分な猶予を与えてしまったらしい。

　やれば撃破できる自信はあるが、損害も出るし敵と違ってこちらは補充が効かない。

　賢明な選択とは言えないだろう。

「こうなっては作戦は一旦中止し、北から回って中央軍と合流するのが最善かと」

　レオポルトはイリジナを軽く睨む。

　こいつが捕虜を皆殺しにして行軍すべきと主張したのは容易に理解できる。

　イリジナが視線を浴びて小さくなった、それでもでかいが。

「もしもエルグの森を難なく抜けられるとしたら状況は変わるか？」

「エイギル様、あの森は行方不明が多発する危険な場所です。探索隊を出し、誰も帰って来なかったと文献にありました。魔物か自然現象かはわかりませんが踏み込むのは危険です！」

「見たところ相当に植生も濃いようです。とても大軍、それも騎兵は進めないでしょう」

　セリアとレオポルトが否定する。

　ピピとルナもだめだよとばかりに首を振っていた。

「もしもと言った。ここを一直線に抜けたら状況は変わるか？」

　再度同じことをきつい口調で言い放つ。

「変わります。この森を抜ければ敵の真裏に出ます。敵が森を通れない以上、我々を阻む者はなく、戦争全体にとって決定的な一手になるでしょう」

　そうか。

　次に来るのは王か屍になってからと思ったが因果なものだな。

「全軍、森の中心に向けて進軍しろ一列縦隊だ」

　前方にはトリエア兵の影も見えない。

　トリエアの人間にとってこの森に入れないのは常識、陣を敷く必要もないのだろう。

「まじかよ……」「生きて帰れるのか？」「隊長の言う事だからな……」

　一部事情を知っている兵士から不安の声が上がるが一睨みして黙らせた。

　魔の森に入るのと俺の槍が頭に振り下ろされるのと、どちらが危険かわかっているようだな。

　びびりまくっていた捕虜達は少数の見張りをつけて森の入り口に置いていくことにする。

　ここまで連れて来れば万一反乱しても脅威にはなり得ない。

「その前に……」

　捕虜の顔を一人一人確認して行く。

　出来るだけ男っ気の少ない女のような顔立ちの奴を選び、股間を握って逸物の大きさも確認し、より小さい者を二名選び出した。

「や、やはり女に飽きて男をっ!!」

「族長様、男同士はダメだ。山の神もお怒りになる」

「ハードレット殿、私が男装するから好きなだけ尻を掘ればいい！　だから男同士はやめるのだ！」

「男同士、交替で尻を……」

　違う、そうじゃない。

　ぎゃあぎゃあと騒ぐ女達を押えながら、俺は全体の先頭を切って森の中へと進んで行く。







「次の大木……その赤い木を左だ。両側が沼だから俺の通った所から離れるなよ」

　うっそうとした森の中、さすがに馬も歩兵と同じ速度しか出ないが、それでも全員が欠けることなく行軍している。

「エイギル様……この森を知っているのですか？」

　さすがにわかるか。

　水場や危険な沼、果実の木が固まって生えている場所まで知っていればな。

　ここはまったく昔と変わらない。

　もう何年も前の事なのに地形が手に取るようにわかる。




「この右手は崖だ。茂みが隠しているから気を着けろ」

　うさぎを追って転がり落ちたことがある。




「そのリンゴは食うなよ。似て非なる物だ、えらい目に合うぞ」

　夏になっている時点でおかしい。

　これはリンゴではなく彼女が植えた得体の知れない実だ。

　辛くて苦くて腹を壊す。




「小道……か」

　木の間からひょろりと伸びる獣道、よく見ないとわからない程に狭い道を掻き分けて進んで行くとあの小屋が見えるはずだった。

　ふとこのまま進んでいってしまおうかと思った。

　道の途中だが、ちょっと寄って見たと挨拶すれば優しく迎えてくれるかもしれない。

　それとも日が差すこの時間、大股を開いて寝息を立てているだろうか。

　目元に小虫が止まり、手で追い払うとうっすら湿っていた。

　涙を流して泣きつけばもしかするとずっと置いてくれるかな。




「エイギル様？　どうなさいました？」

　セリアの声で我に返る。

　何を馬鹿な、俺は王になって堂々とルーシィを迎えに来る。

　先っちょだけと懇願するような情け無い真似は出来ない。

　根元までぶち込んでやる。

「捕虜を連れて来い」

　手を後ろ手に縛られた二名の捕虜、彼らを小道のすぐ傍の木にくくりつける。

「なっなにをするんだ！　やめろ！　解いてくれ！」

「助けて、こんな所に置いていかないで!!」

「一体なにを？」

「無闇に嬲り殺すのは好かない……」

　セリアが疑問、イリジナが非難の目を向けるが、俺は気にせず出発した。

「この森を無事に抜けたいならあれが必要なんだ」

「やはり魔性の類が何か!?」




　生贄でも取るように言われてルーシィは怒るだろうな。

　彼らは俺から彼女へのプレゼントのようなもの……ちゃんと彼女好みの美少年を選んである。

　女顔で逸物が小さい奴を選んだのは俺の嫉妬心から、どうせ吸血の時に発情して交わるのだろうし、男らしい奴に彼女が抱かれると思うと狂いそうになる。

　捕虜の悲鳴が聞こえ続ける。

　すまんな、ここは彼女の散歩コースでもあるから今夜お前達は死ぬことになると思う。

　だがその前に最高の経験が出来るだろう。

　……考えると戻って男根を切り取っておきたくなるから先を急ごう。




「エイギル様……この池で水の補給を」

「ここはだめだ」

　強い口調にセリアがびくりとする。

「毒水でしたか……わかりました。全員聞いたな！　ここは飲めない先へ進め！」

　本当はすごく美味い。

　だがこの池に兵や馬が入るのは我慢できなかった。

　ここは俺達が水浴びに使っていた池なのだ。

　池の中の真ん中にある人サイズの岩、ルーシィとこの池で交わる時は必ずあそこに手をつかせた。

　俺が必死に腰を振っても彼女は笑いながらもっと激しくしてと馬鹿にしてきた。

「はぁ……」

　溜息をついて隣のセリアの胸を触ってみる。

「なっ！　突然何を！」

「……寂しいな」

「なぁっ!!!」

　一日中セリアは涙目で常に怒っていたが、理由は終ぞわからなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　目の前には全裸のルーシィが立っている。

　俺も全裸で逸物は見たこともない程、そそり立っていた。

　彼女は何も言わずにしゃがみこみ、舌を這わせる。

　口技は堪らなく気持ちよかったが長く続けさせるつもりはない。

　何よりも彼女と繋がりたかった、少しでも奥に俺を入れたかった。

　硬くなり過ぎて腹に張り付いてしまう男根をこすりつけるように穴に合わせ、腰を突き出す。

　メリメリメリと穴が裂けて行く感触があったが、彼女はにこやかに笑って手を伸ばしていた。

　一番根元まで突きこみ、子袋の奥まで差し込んだがそれでも挑発するような笑顔は崩れない。

「うおぉぉぉぉ!!!」

　今なら腹を破裂させるほどの射精が出来る。

　腰を限界まで振っていると、意識が戻った。







「夢……か。俺は覚えたてのガキか……」

「随分とうなされてました。大丈夫ですか？」

　覗き込むようにセリアが顔を出している。

　心配をかけてしまったな。

「だが、なんで男根が出ているんだ？」

　俺は下半身を剥きだしにされていた。

「それは……あまりに勃起しているので服が破れてしまうかと思って」

　確かに夢の中で出てきた程の勃ち方だった。

　それに快楽が登ってきている。

　あと少し起こされなければ夢精していただろう。

「なんでこんなに大きく……これが入る女なんていませんよ……」

　セリアは両手で包むようにしたが回りきらなかった。

　彼女には絶対に無理だ。

　だが明日にも戦いがあるかもしれない状況でせっかく休息しているイリジナやルナを起こす訳にもいなかい。

「入れる事は無理かもしれませんが、挟むくらいはできますよ」

　セリアは俺の上に乗り、股で逸物を挟んで上下に擦る。

　まだ彼女が処女だった時、なんとか俺を楽しませようと覚えた技だ。

「セリア、ちょっと待て」

「気持ちいいですか？　もっと擦りますね」

「うおっ！」「えっ？」

　夢の中で限界まで高まっていた俺は僅かな時間で限界を迎えてしまう。

　ゴロリと体勢を入れ替え、セリアの眼前に震える逸物を持って行く。

「顔にかけるのですね……どうぞ」

　セリアは目を閉じてその瞬間を待つ。

「うおおおぉぉぉ!!」

　信じられない程の快感を伴う射精に雄叫びを上げてセリアの顔を汚す。

「わっ！　わっ！」

　小水よりも勢いのある射精が続き、汚す所のなくなった顔から胸、腹、股と順に精をかけていく。

「転がれ！」

「お尻にもかけて下さるのですね」

　セリアをうつ伏せにして更に背中と尻に精をかける。

　彼女の全身を白濁まみれにした所でふらりと気が遠くなりかけた。

「お水をどうぞ。本当に出しすぎです。死んでしまいますよ？」

　水を差し出すセリアは全身種塗れ、ものすごい異臭を放っていた。

「すまん、抑えが利かなかった。臭くないか？」

「ものすごく臭いです。でも嫌いじゃないです」

　ぬちゃりと汁まみれの体を抱き締めるセリアに笑いかけてベッドに横になった。

　全てを出し切ったのですっきりと眠れそうだ。

　意識が落ちる直前セリアが何か呟いた気がした。

「ルーシィって誰ですか？」




　翌日、森の切れ目から飛び出した俺達の目の前にトリエア軍の姿はなく、無人の草原が広がっていた。

「どうだレオポルト。うまくいっただろう？」

「あの森を抜けられるなら最初からそう言って頂ければもっと楽に作戦を立てられました」

　こいつこそルーシィに食ってもらえば……いや、嫉妬に狂いそうになるのでやめておく。

　涼しい顔のままレオポルトが告げる。

「では作戦通り、敵要塞の後背を突きます。まずは王都からの補給拠点たるロレイルの町へ」

　マリアの故郷にして俺にとっても思い入れのある街だ。

　なるべく被害が出ないようにしないとな。

「全隊へ告ぐ。魔の森とやらは踏破したぞ。もはや恐れるものは何もない、突き進め！」

　ウオォォォォォーー！

　一万人の大歓声が吹き上がり、大地を揺らさんばかりだった。

　森の中心を抜けたことで当初の計画よりも要塞までの距離は近い。

　全てはうまく回っている。

　エイリヒに見せ付けてやろうじゃないか。




　盛り上がる中、セリアとイリジナがなにやら話していた。

「ところでセリア殿に言おうと思っていたのだが……」

「なんですか？　焦らしてあなたらしくもない」

「すごく……臭いぞ……それに全身がカピカピしている」

「セリア臭いぞ」

「戦場とて水浴びぐらいはなさるべきかと」

　ピピとルナも参戦し、セリアは声にならない叫びを上げた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二一歳　晩夏　戦時

　隷下部隊一一二〇〇

　歩兵二七〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵八〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵六千

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（カピカピ副官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

　現在地点　トリエア本国西部

　戦果　トリエア軍東方守備隊壊滅（降伏）










　分かりにくいので侵攻方向地図です。
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森が長くなって戦闘まで行きませんでした。

次回は戦闘入ります。










第97話　北部動乱③　無敵要塞、迂回さる







　トリエア西部　ロレイルの町

　ロレイルを始め、一帯の町村を領地とするフェイエルティン伯爵の甲高い声が鳴る。

「東部守備隊は何をやっているのだ！　よりによって全面降伏とは、忠義の臣であるなれば全員死すまで戦うべきであろうに！」

「左様にございます」「まっこと許しがたき不忠者」「万死に値しますな」

「敵はエルグの近くまで来ているだろう……トリエア軍の栄光も落ちたものよ」

　不機嫌の理由はそれだけではない。

　今まで彼はこの一帯の大領主として大きな力を持ち、王家にも堂々とものが言える存在だった。

　だが、ゴルドニアとの関係悪化で状況は一変、防衛を重視するとして宰相デュノア侯爵だけではなく、武官が領地内で幅を利かすようになった。

「北部要塞の司令官も本来俺がなってしかるべきだろうに、何故あのような老いぼれに任せる！」

「左様にございます」「まっこと信じがたき愚行」「失笑に値しますな」

　伯爵はあえて正式名称とされたマジノ要塞とは呼ばなかった。

　彼の役職は要塞に対する補給の司令官、爵位で同等とは言え要塞司令官マジノ伯爵の部下と見られても仕方なかった。

「あのような老いぼれではいつ要塞が抜かれるかもわからん。そうなれば俺の領土はたちまち侵略されてしまうのだぞ！」

「左様にございます」「まっこと懸念すべき事態」「恐れるに値しますな」

　伯爵自身、軍を率いた経験がまったく無く、マジノ伯爵が防衛戦の専門家でアークランドの度重なる侵攻から国土を守り抜いた軍人であることは考えていない。

「バッカー男爵、ドゥアホウ男爵、オロウカ準男爵。視察に行く、続け！」

「立派にございます」「まっこと素晴らしき献身」「尊敬に値しますな」

　彼に出来るのはとにかく兵達の前に頻繁に現れ、補給の作業に色々と口を出して自らの存在を知らしめることだけだった。




　四人が自領の町中にも関わらず多数の護衛を伴って町中を視察し、兵士達の引きつった賞賛の言葉をあびている時、見張り台に立つ兵士から大声が上がる。

「馬が一頭こちらに向かっております！」

　伯爵は取り巻き三人と顔を見合わせた。

「敵か？　いやまさか単騎で来るまい。森に展開した近衛の使者……よもやまた敗北したのではあるまいな。お前達はどう思う？」

「「「わかりませぬ！」」」




　馬に乗った者は門の前まで到達し、開門の音声を上げるものと思われたがその場で大声をあげる。

「至急報告！　敵はエルグ森を突破した模様、既に近郊にあり！　時間の猶予無し、直ちに防衛体制を整えられたし!!」

　鬼気迫る使者の叫びだが伯爵と取り巻きは焦りではなく呆れに支配されていた。

「エルグ森を突破？　そんな事できるわけがないだろう……」

　兵士達もにわかには信用していない。

「森を迂回すれば近衛と戦闘になっている。万が一負けるにしても時間はかかるし、使者も近衛から来るはずだ」

　門の外に居る男はどう見ても近衛兵には見えなかった。

「とすると敵の撹乱工作かもしれん」

　騎兵単騎ならば夜陰に乗じて近衛兵の目を盗むことも出来たかもしれない。

「ひっ捕らえて取り調べを……」

　伯爵の言葉は最後まで続かなかった。

　見張り台に上っていた全ての兵が発狂したような叫び声を上げたからだ。

「「敵襲ーーーー!!　ものすごい数の騎兵！　一直線に向かってきます!!」」

「何を言って……」

　うっすら聞こえ始めた地響きが大きくなっていく。

　軍に居た者なら誰でも聞いたことがある音、軍馬の大群が立てる死の行進曲だ。

「どけっ!!」

　伯爵は見張り台に駆け上り、兵を押しのける。

　その眼前には悪夢のような光景、数千の騎兵が何十もの列で向かってきていた。

　後部は彼らが立てる土煙でまったく見えない。

　恐れを含んだ目で見積もった数も決して過大とは思えなかった。

「じょ、城門をしめろぉぉ!!　外に居る者は見捨てて構わん!!」

　迫る騎兵の十分の一でも町に入れたら最早どうしようもないことは明らかだった。

　兵も迅速に動き、すぐに門が硬く閉ざされ、閉門前に飛び込まれる事態は避けられる。

　ロレイルの街壁は戦に備えて幾分か強化されていたが主軸は更に北部の要塞であったのでたがが知れている。

　それでも伯爵は可能な限り持ちこたえ援軍を待つしかなかった。

「お前達も早く指揮を取れ！　兵士を率いるのだ！」

「あわわわわ」「ひえええええ」「およよよよ」

　取り巻きの三人は腰を抜かして尻餅をついている。

　彼らは役にたたぬと伯爵が直接指揮を執ろうとした時……。




　爆音と何かが砕け散る音。

　伯爵が振り返りたくない本能を押さえつけ音の方向に目をやると、そこには粉々になった木片が散らばり、街壁に大穴が空いていた。

「な……何が……」

　呆然とする誰かが言い終わらぬ内に更に轟音が鳴り、もう一箇所大穴が空く。

　もはや防壁としての役目を果たせなくなった壁から兵士達が離れ、破れた部分から騎兵の群れが飛び込んで来る。

「こんなことが……信じ……られぬ……」

　呆然と天を仰ぐ伯爵と取り巻き三人の言葉は蹄の音にかき消されていった。










「壁に大穴が空きました。槍騎兵、市内への突入に成功しています」

　レオポルトの感情の無い声も随分と昂ぶって聞こえる。

　例の鉄筒が壊れてなくて何よりだ。

「無理やり馬車に積みましたからな。少しばかり心配しましたが」

　攻城兵器を伴った歩兵達は後方から追いかけてきている。

　彼らを伴って攻撃すればロレイルは容易に落とせるだろうが、それでは町が火の海になる。

　マリアの家と母親もこの町にいるのだし出来れば迅速に落としたいと強力なアレだけを積んできたのだ。

「発射を続けさせろ。侵入口は多いほうがいいからな。味方に当てるなよ」

「善処します」

　レオポルトが腕を振り下ろし、三度目の発射音が鳴る。

　見張り台に当たったのかトリエア兵が飛び降りた後、バキバキと音を立てて台が崩れていく。




「俺も行って来る」

「はぁ、またですか。ハードレット卿は後ろで座っていて欲しいのですが」

　そう言うな。

　祭りを後ろで見る程つまらないことはない。




「エイギル様が出られる。護衛隊続け！」

　セリアが叫び、三〇人の重装騎兵隊が続いてくる。

　単身の突撃を心配するセリアが私軍騎兵の中から三〇人選り選って護衛隊なる物を作り上げたのだ。

　貴重な重装騎兵を俺専属にするなどレオポルトが許さないと思ったが「司令官が勝手に死ぬよりマシ」と認めやがった。

　兵馬共に体格がよく武芸に秀でる者で編成されており、槍とボウガンを装備した部隊は少数だが最精強とも言える。

　ちなみに中に混じったセリアはその小ささでとても目立つ。

　そして隊の人数は正確には三二人、セリアともう一人はクリストフだ。

　元の隊から役に立たないと放り出され、俺に泣きついて入りこんだこいつは隊の中で最弱である。

　セリアは隙あらば戦死させようとしていそうだ。




「行くぞ！」

　町に向かう間に空いたもう一つの穴から侵入すると目の前に数人の兵士が立ちふさがる。

　この状況でなお抵抗するとは大したものだ。

　一人の槍を弾き飛ばし、腹を刺して投げ捨てる。

　もう一人は俺から距離を取ろうとした所で横合いからセリアの馬に弾き飛ばされた。

「民を殺すな！　町への放火も一切許さん、兵だけを討て！」

　斬りかかってくる甲冑姿の騎士の首を飛ばし、胴体を敵兵のところに跳ね飛ばす。

「ひいっ！」「一撃で……」

　雑兵は士気を失い、槍を置いて逃げ出した。

　そうだ、出来るだけ抵抗せずにいてくれれば町も壊れない。




「せいやぁぁ!!」

　裂帛の掛け声をあげ、全身鎧を纏った騎士が大きな槍を掲げて突進してきた。

　そういえば双方がこういう突撃をする試合があったな。

　槍自体は太く突き専用で切れ味はなさそうだ。

　金属音が鳴り、敵騎士の馬だけが走り去る。

　騎士の槍は俺の胸……正確には胸の前で受け止めた俺の手の中にあった。

　そして敵は槍の柄を握ったまま信じられない顔をして空中で揺れている。

　突撃してくる騎士の槍を掴んで持ち上げただけなのだが……。

　柄を離さなかったので落下せずにすんだらしい。

　槍を下ろして地面に降ろしてやると騎士は剣を捨てて跪く。

　抜いたら斬ろうと思ったが命拾いしたな。

「騎馬突撃を受け止めた？」「化け物だ……」「俺達の敵う相手じゃない！」

　後ろで槍を構えていた騎士と兵も武器を捨てて逃げ散った。

　この付近で抵抗する者はいなくなったようだ。




　町の外周付近はほぼ制圧され、戦いは市街地、貴族街、そして領主の館へと移って行く。

　ロレイルにはそれほどの兵力が居たわけではないし、兵は重武装してもいなかったが、それでも頑強に戦っていた。

　こちらが町を焼くような攻撃を自重したことも大きいが、それでも寡兵でよく戦ったと言えるだろう。




「斉射開始！　一〇連射！」

　だがその抵抗も領主の館を守る最後の部隊が弓騎兵五〇〇から各一〇発……五千の矢を浴びて全滅し、事実上終了したのだった。

「終わりか」

「ですね」

　横に並んだセリアは全身が血まみれだ。

　俺と馬を並べて戦える喜びに五人を血祭りに上げたらしい。

　護衛隊はさすがに精強で被害無しに一〇〇人以上の敵を屠っていた。

　……いや、クリストフだけが槍がかすって落馬し頭を打って休んでいる。

　本当に使えない奴だが、あれはあれで面白い。

　馬を下りた護衛隊を伴って領主の館に侵入、抵抗を諦めた兵の間を通って大広間まで歩いて行く。

　そしてそこに佇む甲冑を着た貴族と対面した。

　貴族は中年程度、兜はつけていないが全身に重厚な鎧を纏っている。

　顔は髭を伸ばし、髪形を整えた貴族然とした格好であまり強そうには見えない。

「トリエア王国伯爵、バロッド＝フェイエルティン！　名を聞こう!!」

「ゴルドニア王国子爵、エイギル＝ハードレット。御領主か？」

　エイギル？　と声が聞こえたが目の前の貴族は反応しない。

「左様！　フェイエルティン家の名誉にかけて一騎打ちを所望する」

　伯爵はガチャリと音を立てて剣を向けるが、剣先は震えているし、鎧が重いのか動きにくそうだ。

　明らかに剣の扱いも知らず、鎧も着慣れていない。

「お待ち下さい伯爵!!　ハードレット……殿は以前この町に来た事がおありでしょう!?」

　横から口を出す屈強な男、その野太い声と外見は忘れようもない。

　以前に餓狼退治の報酬を受け取り、部下にと勧誘されたロレイルの衛兵隊長グロックだった。

　考えてみればここにいるのは当然か、懐かしいが昔話をする訳にもいかない。

「あの時は世話になった。まさか敵同士になるとは思ってなかったよ」

「……名字はあの時の……因果なものだ」

　だがこれ以上言葉を交わすのは伯爵に無礼だ。

　俺は視線を戻すが、グロックは伯爵の前に進み出る。

「フェイエルティン伯！　これも縁、私が決闘を代行し「ならん!!」

　今までの甲高い声とは違う迫力ある声にグロックも後ずさる。

「ここは我が一族が守るべき土地、衛兵隊長のお前には関係ない。……民を守るが貴様の使命、俺が敗れたら降伏せよ」

　伯爵は再び剣を構える。

　志は立派だが到底勝負になりそうにはない。

　頭でも殴って失神させるか。

「ハードレット卿、手加減不要ぞ。貴族にとって土地は命、俺を殺さねばこの地は手に入らぬと知れ！」

　ふむ……そこまでの覚悟があるならば手加減は失礼だな。

　実力は伴っていないが、その覚悟は嫌いではない。

「クリストフ、剣を貸せ」

　俺の槍やデュアルクレイターでは不公平だ。

　せめて武器だけは同じような物を使おう。

　俺は剣を右手一本で持ち、伯爵は両手で正眼に構える。

「とおぉぉおおぉーー!!」

　伯爵が気合をこめたらしい奇声を発して剣を振り上げ切りかかってくる。

　その動きは余りに遅く、余りに無防備だった。

　頭上で剣を容易く弾き、伯爵は体勢を崩す。

　そして横に一閃。




　ボトンと伯爵の首が落ち、胴体がその場に崩れ落ちた。

　剣を振り、血を払ってから顔の前に持ってきて軽く頭を下げる。

　死を覚悟しつつ向かってきた根性には軽く一礼ぐらいはいいだろう。

　同時に周り全ての兵と貴族、グロックもまた剣を捨て、兜を脱いで跪く。

「完敗にございます」「まっこと信じがたき武勇」「服従に値しますな」

　なにやらへこへこして来る三人の貴族を無視して、グロックに町全ての兵を降伏させ、武装解除するように伝えた。

　わずか二時間余りの戦闘でロレイルは陥落、マジノ要塞への補給拠点は失われた。
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　三日後　マジノ要塞　中央城砦

「ゴルドニア軍、中央に兵力を集中しています」

「慌てるな、六番隊に応射させろ。間断なく矢を放って疲弊させるのだ」

「三番陣地が炎上しています！」

「心配ない。慌てずに消火してから屋根を付け直せ」




　マジノ伯爵は自身の名がついた要塞の司令官として指揮をとっていた。

　その指揮は派手に気勢を上げるものではないが、部下のあらゆる報告に的確に命令を下していた。

　どっしりと構えた老将ならではの落ち着きと、長年の防衛戦における実績が部下達に大きな安心感を与えていたのだ。

　正面には中央平原ではまず見ない規模の大軍、ゴルドニア中央軍と諸侯軍八万以上が展開していたが、老将に焦りはない。

　百以上の投石機から飛んでくる焼け石や油壷、雨のように降り注ぐ数万の矢も要塞の機能をなんら破壊出来てはいなかった。

「まずは冷静に、何かあったら一息ついてから考える。この要塞は一息ついたところで揺らぎはしない」

　野戦と違って篭城戦は状況が猫の目のように変化する訳ではない。

　忍耐力と緻密な計画がものを言うのだ。

　轟音が鳴り、焼け石が砦の上に設置された矢避けの屋根を破壊する。

　だが崩れ落ちる屋根を見ても誰も慌てはしない。

　城壁の上、その床には小さな穴が空いており、そこに木の杭を差し込んで台を作り木の屋根を乗せる。

　城壁の上に届く矢は大抵が遠距離から放物線を描いて降り注ぐものだ。

　天井が付けば弓の撃ち合いで兵の被害を劇的に減らせる。

　勿論投石機や大弩には耐えられないが、壊れれば投げ捨てて新しい屋根をつければいい。

　はめ込み式の簡単な構造の屋根は破壊されても数分で元通りに修復されていた。




「マジノ伯！　この数日の猛攻にも要塞はびくともしていません！」

「逆に敵は三度に渡り大損害を出して引いております！　ここは一度追撃して見ては？」

　老将はにこりと笑って首を振る。

「はは、危険な考えだぞ。今うまくいっているのにそれ以上を望む、それが破綻の一因になる」

　全体が見渡せる窓際に寄り、あくまで優しく語りかけた。

「時間は我らの味方なのだ。冒険する必要があるのは敵であって我々ではない。ただ敵の仕掛ける冒険を見抜き、潰していけば勝利は転がり込んでくるよ」

「はっ、出過ぎたことを申しました」

「いいさ、若者とはそうでなくてはならん。落ち着くのは爺になってからで十分だよ」




　ゴルドニア軍が中央に兵力を集め強引に突破を図る。

　だが、攻め手の矢はほとんどが屋根で止まって効力を発揮せず、逆に打ち下ろされる要塞兵の矢は猛烈な勢いでゴルドニア兵を打ち倒していった。

　散発的に屋根ごと兵を吹き飛ばす投石機も重厚な要塞本体にはなんら打撃を与えられていない。

　高くそびえる城壁にいくつもの穴、意図的に作られた口が開いてボウガンが突き出され更に多くのゴルドニア兵士の命を奪って行く。

　いくらかの兵は城壁に取り付くが、城壁の穴は狭くて入れず、結局は梯子をかけて登るしかない。

　その間も延々と矢を浴び続けるのだ。

　それなりの兵が城壁に取り付くと矢がやみ、ボウガンの窓が閉まる。

　一番上の窓から火のついた油が大量に流れ落ち、梯子をかけようとしていた兵士を残らず焼き殺した。




「ゴルドニアの第四次攻撃撃退！」

「ですが敵騎兵が東の林を抜けて迂回を試みています」

　いくら堅牢な城砦とは言え、脆弱な部分はある。

　地形の関係で高い城壁が作れず、簡易な砦と柵しか見えない部分を狙ってゴルドニアの騎兵が突破を試みたのだ。




「マジノ伯！」

「あそこには槍隊を配置してある。心配いらない」




　騎兵は堀の隙間を一気に駆け抜けようとしたが、先頭が隙間に入ったところで地面が沈み込む。

　巻き込まれるように後続も転倒し、忽ち大混乱に陥った。

　堀には隙間などなく、薄い板を被せて土をかけただけに過ぎない。

　数人の歩兵なら問題ないが大群や重い馬が乗れば深い堀に落ち込んでしまう。

　隠されていた陣地から次々と槍兵が飛び出し、隊列を乱した騎兵を追い払い、堀に落ちた兵を皆殺しにしていく。

　騎兵に続こうとしていた歩兵にも矢の雨が降り、転がるように後退していった。




「慌てることはない。冷静に対処すれば必ず敵を防げるものだよ」

　老伯爵の部下は引きつった顔を恥じるように元に戻して微笑んだ。

「それよりもロレイルに出した使者はまだかな？」

　老将の唯一の懸念は補給の問題だった。

　毎日ロレイルから矢や油が届くはずなのだが、一昨日から届いていないのだ。

　要塞内にも備蓄庫はあるのですぐに困る訳ではないが、無視出来る話でもない。

「フェイエルティン伯爵は私のことを嫌っていたからね……こういう話はしたくないが」

「伯への嫌がらせで補給を滞らせているならば愚かな事です。それどころではないでしょうに……」

「国家の一大事だからね、些細な手違いだといいのだが」




　バタバタと音がし、兵士が司令室に飛び込んで来る。

　その慌てようは静かな老将、部下と対照的だった。

「慌てずに正確な報告を……」

　老将は兵を落ち着かせようと柔和な笑みを浮かべるが、兵はそれを無礼にも遮った。

「敵の一団がエルグ森を抜けてロレイルを襲撃!!　町は陥落、フェイエルティン伯爵はご戦死!!　繰り返しますっロレイルは失陥しています!!」

　部下達は一瞬我を失い、それでも尊敬する上司の言葉通り心を落ち着けて老将を振り返る。

「マジノ伯……どう対応すれば」




　老将は目を見開き、呆然と口を開いている。

　動揺した目に冷静さはかけらもなく、震える手をテーブルの紅茶に伸ばす。

　その手からカップが床に滑り落ち、砕け散った。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　晩夏　戦時

　隷下部隊一一二〇〇

　歩兵二七〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵八〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵六千

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

　現在地点　ロレイル

　戦果　トリエア軍東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取








第98話　北部動乱④　整った舞台







　トリエアが誇る城砦群、マジノ要塞に南側から三台の馬車と数十の騎兵隊が接近する。

　城兵が矢を射掛けるよりも早く、馬が切り離されて馬車に松明が投げ込まれた。

　あらかじめ油が撒かれていたのだろう、馬車は瞬く間に燃え上がり、大きな炎を上げる。

　特殊な染料が燃え、赤い煙がもくもくと立ち上る。

　騎兵は南に向けて去り、馬車は延々と燃え続ける。

　すぐに城から出た兵士が消火に走るが馬車が丸ごと大きな松明となった為、簡単には火が消えない。

　赤い煙は遥か遠くからも視認出来るほど、高く高く上がっていった。







　同時刻　ゴルドニア中央軍陣地

　犠牲だけが積みあがり、進展しない攻城戦の中、重い雰囲気で軍議が続く。

　時折、武官の怒号が響くが結論には至れない。

　不毛とも言える論議を打ち切ったのは三箇所から立ち上る赤い煙だった。

　赤い狼煙の報告を聞き、真っ先に天幕を飛び出したのは軍団長のエイリヒだった。

　確かめるように二度見直し、強く目を閉じる。

「諸君、この不毛な議論の意味はなくなった」

　全員の視線がエイリヒに集中する。

「ハードレット卿が東方よりマジノ要塞の迂回に成功した。要塞は孤立し補給線は断たれた」

　おぉっと声が上がる。

　一部の武官は非現実的な程の大迂回を信じ切れていない様子だが、合図の狼煙はどう見ても要塞の南側から上がっていた。

　いかに理屈をつけようとハードレット子爵の軍が要塞の南側に回りこんだ事は認めなくてはならない。

「諸君、すぐに五回目の総攻撃だ。我々からの狼煙は要塞を燃やしてあげようではないか！」

　指揮官達は兵士達に迂回に成功したことを喧伝し、落ち込みつつあった士気は復活していく。










　同時刻　マジノ要塞　中央城砦

「……司令官、南から正体不明の騎兵が接近し馬車を燃やして退却したそうです」

　老将は俯いたまま訂正する。

「気を使わなくてもいい。ゴルドニアの別働隊が狼煙を上げたのだ。この天候、正面の敵にもしっかりと見えただろう。すぐに総攻撃が来る……準備したまえ」

　四度の攻撃を弾き返したはずの司令部内は異様に暗い。

　後方に回り込まれた以上、要塞は完全に孤立した。

　彼らを撃退しない限り補給はもう来ない。

　いかに頑強な要塞とは言え、矢が尽きれば戦えないし食料がなくなれば兵は逃げ散るだろう。

「後方からの補給を前提に備蓄を絞りましたからね……」

　マジノ要塞には四万の兵が集結している。

　トリエアに余剰食糧は少なく、四万人が何ヶ月も食えるだけの量を一気に集める事はできなかったのだ。

　多数の兵は毎日飯を食い、水を飲む。

　当初、老将に微笑んでいた時の女神は今やゴルドニアに寝取られた。

　何もしなくとも刻、一刻と追い詰められていく。

「マジノ伯、敵はそれほど多数ではありません。こちらから兵を出して追い払えば補給は繋がります」

「それは考えていた。だが、農民に毛の生えたような徴兵が一丁前に戦えたのは城砦に守られているからだ。迂回してきたのは先の紛争で暴れまわったハードレット卿の軍だろう。精強な奴らの騎兵と野戦でぶつかればどうなるか……」

「ですがこのままでは陥落は時間の問題です！」

「斥候によれば彼らは一万の兵力、騎兵が半数以上だ。まともに戦うには二万はいる。それだけ差し向ければ正面の敵を支えられん。戦えば要塞は今落ちる！」

　士気に関わるので口には出さないが老将は自分の指揮能力にも疑問があったのだ。

　城砦を守り、敵の攻撃を遮断する守備的な戦闘には自信があったが野戦となれば話は違う。

　一瞬のうちに戦況は変わり、僅かな躊躇が敗戦を招く。

　若かりし頃アークランドとの戦争に指揮官として従軍した彼は野戦も経験したが結果は酷いものだった。

　ハードレット卿は野戦を得意とする猛将、多少有利があっても彼と野外で戦って勝てるとは思えなかったのだ。

「だが希望はある」

「王都からの援軍……ですか？」

　若い士官は懐疑的な声を出す。

　確かに絶望的状況の篭城戦を覆す要素は援軍しかない。

　だが王都に残る兵力は三千程度、これは城砦都市としての機能を維持するのに最低限の数だから動かせない。

　となればエルグ森の南から必死に戻ってきているだろう近衛だけが頼りだが、彼らも数としては五千程度しかいないはずだ。

　練度装備がいいとは言え、一万に届くゴルドニア別働隊を追い払えるかどうかは極めて怪しかった。

「それだけでは……ないのだよ」

　老将は無理に笑って見せた。










　同時刻　トリエア王国　王都トリスニア

「なんとかマジノ要塞を孤立から救わねば！」

「しかし、そんな兵力がどこに？」

「近衛がもうすぐ帰って来る！　数で不利とは言え死力を尽くさば「気持ちだけでどうにかなるか！」

「要塞には四万もいるのだぞ？　一万や二万出して自力でロレイルを奪還するべきで……」

「そんなことをして本体が抜かれれば十万近い兵が雪崩れ込んでくる！　それこそおしまいだ」

「そこをなんとかするのが要塞司令官の力量であろうに！　マジノ伯の力量を過大評価したのは……」




　紛糾する議論が責任論にすり替わって行く前に宰相は王の前に進み出る。

「偉大なる王よ。我が軍と要塞は苦境に立っております」

　王は宰相を見下しながらも目は落ち着き無く泳いでいた。

「エルグ森を抜けるとはな……ハードレットとは狼の化身であると聞いたがまさか本当に魔物の類ではないのか？」

　宰相は王の御伽噺に付き合っている暇はなく、無視して言を続ける。

「このままではマジノ要塞は兵糧も矢も尽きて敵の手に落ちましょう。そうなる前にロレイルを占領する敵を撃破せねばなりません」

「ご、ゴルドニアと講和するのはだめなのか？　少しぐらい領土を譲ってもいいのだぞ？」

　ありえない、と宰相は心の中で吐き捨てる。

　宰相はアークランド戦争の終焉からのゴルドニアの行動は今考えると全てはトリエアそのものを飲み込むつもりであり、トリエアがこのままの形で居られる講和など結ぶはずがないと考えていた。

「私が放った密偵によるとゴルドニアは占領した土地でアークランドの不貞分子と手を組み、トリエア人を見つけ次第、皆殺しにしております」

「そ、そうなのか……ならば講和など出来ぬな」

　事実ではない、王に和平だ講和だと騒がれると厄介なことになると考えた宰相の虚言だ。

「しかし手持ちの兵が足りぬのも事実、周辺国は「収獲の時期近し」「双方の言い分に甲乙付け難し」として参戦を見合わせております」

　絶望的な状況に全員の表情が曇る。

「しかし、私が幾度も交渉を重ねた結果、マグラード公国から援軍を引き出すことに成功致しました」

　おおっと会議室が活気付き、王も椅子から身を乗り出した。

「なんと！　援軍に来てくれるのか!?　して数は？　時期は??」

「数は一万、近衛と併せれば十分に戦えましょう……そして増援の時期なのですが」

　ごくりと全員が唾を飲み込む。

　ここで二ヶ月と言われれば絶望的状況は変わらないのだ。

「開戦初頭よりストゥーラを経由してこちらに向かい、既に王都の南部に船で到着しております」

　どよめきが怒号に変わる。

「なっ！」「馬鹿な！」「王の許可なく、他国の軍を国土に入れたのか」

「宰相……それがどういうことかわかっておるのか？」

「外患の誘致ではないか！　一族まとめての死罪に値するぞ」

「直ちに処刑してくれる！」

　激昂する貴族と静かながら大きな怒りを表す王を相手に宰相はひるまない。

「今は国家存亡の危機、私を処刑なさればマグラードの援軍は動けず、我が国はゴルドニアに飲み込まれるでしょう」

「……宰相、もしその援軍によってマジノ要塞を救うことが出来たなら救国の英雄とし、外患誘致の罪と相殺する。じゃがもし破れることあれば一族全て本来の刑にて処することになるぞ」

「しかと心得ております」

　なんとも言えない緊張した雰囲気が漂う中、御前会議は終了。

　宰相は王命にて運命の決戦を見届けるべく、マグラード援軍一万の元に向かっていった。
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　同時刻　ロレイル

「あーーー!!　死ぬ！　死ぬぅ!!」

「肉棒で女が死ぬわけないだろうが。ここはどうだ？」

「ひぃぃぃーーー!!　太いのでいいとこ削られる！　気持ち良過ぎてイキ死ぬ!!!」

「ここでイくか!?　ほらいけ!!」

　肉棒で一番奥を何度か叩いて射精する。

　女は両手で顔を覆って獣のような絶叫を上げた。

　随分と敏感な娼婦だな。

「あぁぁぁぁ!!　ひぃぃ!!　あーあー！　あおぉぉぉぉ……ぉぉぉぉ…………」

　胡座をかいた上に座らせた女は首が折れる程のけぞり、白目を剥いて倒れてしまう。

　言葉通り死んでしまったように見えるがちゃんと息はしている。

　股間から潮が出続けているな、水を飲ませないと脱水しそうだ。

　この娼婦はやたらヘコヘコしてくる三人貴族の一人が連れて来たのだ。

　女自身も乗り気だったので抱かせてもらったのだが、とんでもなく感じやすい体質だったらしい。




「エイギル様……終わりましたか？」

　セリアが入室し、えびぞりになっている女を軽く睨んだ。

「ああ、美味い女だった……そろそろ狼煙が上がっている頃だな」

　ズルンと音を立てて萎えた肉棒が抜け落ちる。

「はい。確認出来れば中央軍も一気に攻勢をかけるはずです」

　この数日、俺と全部隊はロレイルに留まりつつ体力の回復に努めている。

　何しろ山の民の領域から延々と行軍を続けていたのだから兵の疲労もかなりのものだ。

　要塞向けであった食料や物資が町には溢れているし、一万の大軍も十分に養える。

「我々がここに居る限り要塞への補給は続かん。大半の兵は休めるはずだ」

　トリエアは王都からマジノへなんとか補給を続けようと散発的に荷馬車隊を出している。

　だが、こちらの騎兵による哨戒網にひっかかり次々と血祭りに上げられていた。

　ロレイルという一大拠点無しにあの大要塞をまともに維持するだけの物資を輸送することは不可能なのだ。

「向こうは手詰まりだろうな」

　倒れた女の胸をゆっくりと揉み解す。

　意識はないはずだが心地よさげな声が出た。

「はい、逆にこちらもこれ以上出来ることはありません。多少の攻城兵器があるとは言え、王都には手が出ませんから」

　要塞を後ろから突いて見るのも面白いが、その隙にロレイルを奪還されれば元も子もない。

　ここは女でも抱いて待つのが最善だ。

「それにしても要塞の司令官は随分と消極的ですね。このままではジリ貧なのはわかっているはず。兵力を割いて私達に当たって来ると思いましたが」

「エイリヒを恐れているのかもな……。冒険をせず、危険を犯さないことを第一に考える奴もいる」

　もしくはまだ完全に追い込まれていない。

　何か希望を持てるものが残っているかと言うことだ。

「それが援軍なら面白くなるな」

　女から手を放して服を着る。

　彼女は俺を探して必死に手を伸ばしていた。

　悪いが今日限りだ、いい男を見つけるんだぞ。




「これはこれはハードレット様！　女の味はいかがでございましたか？　奴はこの街最高級の娼婦でございまして……」

　俺に娼婦を紹介した貴族が扉の前で待っていた。

　見た事ない程高速で手もみしている。

「ボッケー男爵だったか。良かったぞ、女は丁重に帰してやれ」

「バッカーにございます。ではでは、何卒我らの今後の安寧も……」

「反抗せぬ限り危害は加えん。それ以外は戦時だ、何も決まってない」

　バカ男爵は不満げな顔を浮かべるが気にする必要もない。

　伯爵を討ち取った後、こいつを含め三人の取り巻きに「お前らは抵抗するか？」と剣を向けたのだ。

　一人は母親の名を呼んで泣き出し、もう一人は大量に失禁し、こいつは音を立てて脱糞したのだ。

　こんな筋金入りの腰抜けに何かする度胸はないし捕虜も民もついて行くはずがない。

　三人の特技はそれぞれ、女・酒・大道芸人　を手配することらしかった。

　生の神も生まれの差配を間違えたようだ。

　太鼓持ちにでもなれば才能を発揮出来ただろうに。

「どけ！」

　セリアに怒鳴られて男は慌てて廊下の隅に寄る。

　大の男が一七の女に脅えるなよ……。




　セリアを伴い、会議室として使われている領主の館の食堂に入る。

　中には既にレオポルト達が揃っていた。

「ハードレット卿、狼煙は無事上がりました。これでマジノ要塞はこちらに大兵力を向けることは出来なくなりました」

「そうか。他に考えることはあるか？」

　レオポルトはテーブルに広げられた大きな地図に兵士をかたどった駒を置いて行く。

　すまん、兵士の玩具で遊ぶのかと思って少しバカにしていた。

「まずマジノ要塞は正面の中央軍と当たっています。王都との連絡も我らが遮断しているので効果的にこちらに兵を向けることは出来ません」

　ふむふむそれはわかる。

「次にエルグ森の南から王都に向かっている近衛兵です。数は五千王都へ向けて進んでいるのを斥候が発見しています」

「五千か、ならあの時叩いても良かったな」

「それでは時間を失いました。……これも数から考えて積極的に仕掛けて来るとは考えられません」

　そうだろうな。

　奴らは防衛陣地に篭ることを前提とした兵力だ。

　二倍の敵から町を奪還するには絶対的に不足している。

「そしてこれです」

　レオポルトはトリスニアの南にある小さな港街に駒を置く。

「そんな所に兵力が？」

　セリアも思わず口を挟んだ。

　戦場から離れた小さな港街に無駄な兵を配置しているのは明らかにおかしい。

「広範囲に散らした斥候が見つけました。詳細は不明ですが数も千や二千ではありません」

「とするとトリエアではないな」

「はい、ストゥーラかマグラード……恐らくは」

「ストゥーラはない。あの国は全傭兵だ、募集をかければ商人達はすぐに気付く」

　クレアは最近、国は傭兵をちょびちょび雇っている程度と言っていた。

　大規模な募集をした様子はない。

「でしょうな。マグラードは他の周辺国と違い、我が国をかなり警戒しておりました。トリエアが勝利し少しでもゴルドニアの国力が落ちることを望むでしょうから」

「となればその援軍と戦闘になるか」

「恐らくは……ただこの状況、マグラード側も困惑しているに違いありません」

　なんのことだ？

　わからんからとりあえずイリジナの大きな尻を撫でよう。
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　数日後　トリスニア南　マグラード公国軍陣地

「予備兵力がないですと!?」

　叫び声を上げたのはマグラード公国伯爵にして遠征軍の最高司令官［ラドガルフ］軍団長。

「要塞線には敵の主力が押し寄せて来ておりますので兵力を余らせる余裕はなく……」

　迫力に押されるように歯切れが悪く応えるのは今さっき到着したデュノア宰相である。

「兵力を遊ばせるのと予備兵力を置くことは違います。予備が無くては突破・迂回されれば即座に戦線全体が崩壊してしまうではありませんか！　今回の事もそれが主因では!?」

「い、いま近衛の兵五千がこちらに向かっておりますのでそちらと合流することは可能かと……」

「強行軍で戻った兵をそのまま戦いに出しても思うように戦えません。兵は道具とは違いますぞ」

　宰相が俯いたのを見てラドガルフは密かに溜息をついた。

　戦前に援軍の算段について密談を重ねていた時は優秀な人物に思えたが、いざ戦争となるとその素人ぶりが目立つ。

　軍人の家系に生まれ、一〇を過ぎた頃から軍と共にあった彼にとってはまるで信じられない事ばかりだったのだ。

　当初の計画では要塞が敵を食いとめ、有利ならば敵が疲弊した所に急襲、不利ならば要塞の援護に入る予定だった。

　敵の大迂回があきらかになってその計画は潰れたが、それでも敵が一万であればトリエア軍の予備兵力と共同で当たれば十分撃破出来ると踏んでいた。

　だが予備兵力無しとなれば話は難しい。

　駆け戻って疲弊した近衛五千にはそれほど期待できない。

　そうなれば敵味方一万のほぼ同数で仕掛けなければならない。

「何卒……この戦いに敗れれば我が国の命運は尽きます」

　宰相が爵位、役職共に低いラドガルフに深く頭を垂れる。

　いかなる理由があってもトリエアがゴルドニアに吸収されれば本国の意志に反する。

　その国土は広大になり、マグラードが到底太刀打ち出来ない相手になるだろう。

「ここは決戦しかないか……」

　ラドガルフは今まで幾度も死線を抜けてきた。

　一度とてしくじっていればここには立っていなかっただろう。

　今回もあくまで同数、必ず勝てるとは言えないが敗色が濃いわけでもない。

　ここは賭けるべきところだった。

「やむを得ません。現有兵力のみでいきましょう。近衛は一応追随させて下さい」

「要塞にも挟み撃ちにすべく兵を出せと使者を……」

　ラドガルフは黙って頷く。

　連絡が不安定で時期を逃すだろう増援にそれほどの価値はないが、要請しても困るものではなかった。




「漆黒の旗を掲げるハードレット……魔狼の軍か、相手にとって不足はあるまい」

「頼みますぞ！　この戦いには我が一族の未来が……」

　宰相の言葉を受け流し、兵に向かって剣を掲げる。

「諸君、出撃だ。敵はアークランド戦争で名を馳せた猛将、ハードレット卿率いる軍だ」

　兵達は微塵も揺るがない。

　そう訓練されていた。

「これを撃破し、諸君の武名を飾れ。行くぞ！」

　おう、と短い掛け声が上がり、マグラード公国トリエア派遣軍一万名は行進を開始する。

　この動きはすぐにゴルドニアの斥候にも発見され両者の衝突は時間の問題となった。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

　隷下部隊一一二〇〇

　歩兵二七〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵八〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵六千

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

　現在地点　ロレイル

　戦果　トリエア軍東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取

うーん、今回も戦闘無しに語りばかりになってしまった。

最近こういうのが多いかもしれません。

次回は間違いなく戦闘が入ります。
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　目の前にはさらさらと流れる小川。

　そして所々で緩やかに盛り上がった小さな丘の他、特に遮るものの無い草原。

　そして沢山の旗を掲げ、鋼鉄に身を包んだ軍隊が見える。




「敵はやはりマグラードでした。彼らの旗が見えます」

「そうだな。だがもうどうでもいいだろう？」

「そうですな。最早ここに至っては敵を叩くのみです」

　小川を挟んで俺と敵の軍は対峙している。

　ロレイル近郊、僅かに南の草原、大河ノーステリエスに注ぐ小川を挟み、睨み合いが続いている。

　川とは言え雨が降っていない今、水深はせいぜい太ももまでで流れも穏やか、周りより少し低くなっている事と砂利道でやや走りにくい事以外、両軍にとってさしたる障害にもなっていなかった。

　人も馬も超えるのは容易い小川を挟んで睨み合っているのは何も無い草原での心理的な境界線になっているだけだろう。

「レオポルト、川に前みたいな細工を敵がしてはいないだろうな？」

「地形的に無理です」

　ふむ、ならば安心しておくとしよう。




「敵数はマグラード軍と見られる軍勢約一万、トリエアの近衛軍が五千、計一万五千です！」

　セリアが告げる。

　計算が出来たな偉いぞ。

　兜の上から頭をグシャグシャに撫でるが、セリアは強張った顔のままだ。

　そんなに緊張することもなかろうに。

「さて行こうか」

「はっ」

　レオポルトの指示で弓騎兵が三つの大集団に分かれ、歩兵と槍騎兵、重装騎兵が隊列を組んで行く。

「前進開始！」

　突撃ではない。

　全体が同じ速度でゆっくりと敵との距離を詰めて行くのだ。

「今回は突撃しないで下さいよ」

「最初から突っ込んだりしない」

　敵は隊列も見事に整ったままこちらに合わせるように前進している。

　ここで一騎駆けすれば一瞬でお陀仏だ。




「敵は戦闘正面を広く取るようですね」

　相手はどちらかと言うと横に広く隊列を組んでいる。

　マグラード軍と近衛軍は隣接して面積を増やしていた。

「横に広くとれば突破は容易になりますが、反面迂回は難しくなる。敵は騎兵の突撃を阻止する自信があるのでしょう」

　ふむ、そういえば東方の守備隊もとんでもなく長い槍を使っていたな。

　試しに当ててみるか。

「ルナに伝えろ、弓騎兵一番隊を率いて右翼の近衛に当たれ」

　使者が走り、弓騎兵二千は瞬く間に進路を変えて速度も上げて行く。

　ルナの隊は近衛兵の正面で少しだけ停止して隊列を整え、次の瞬間叫び声を上げて突撃を開始した。

「弓騎兵一番隊、突撃開始」

「敵が弓兵を前に出します」

　敵の隊列から弓兵が出て一斉射撃、弓騎兵が矢を受けてバタバタと落馬するがそれほどの数ではない。

　返礼にと味方も突撃しながら射撃し、同じ程度の数の敵が倒れる。

　さすがに全力疾走のままの射撃では精度が落ちるようだ。

　互いに軽微な被害のまま距離は詰まり、敵近衛軍は弓での撃退は無理と判断したのか弓兵を下げ、例の６ｍはありそうな超長槍を装備した部隊が出てきた。

　一斉に立てるとまるで針山、とても騎兵が進めそうにはない。

　更に間からはボウガンも多数顔を出している。

　だがここからが弓騎兵の真髄だ。

「全隊停止、乱れ撃て！」

　ルナが叫び、弓騎兵はその場に停止して次々と矢を放つ。

　統制された一斉射撃ではなく、各人ごとに狙いを定めて放っていく自由度の高い戦法だ。

「恐れるな！　馬上で弓など狙いは不正確、こちらを混乱させ、ぐえっ！」

　敵槍隊の指揮官が喉と目に矢を受けて落馬していった。

　残念だが彼らの射撃精度は貴様達の弓隊よりも遥かに高い。

　特に停止状態での射撃となれば百発百中といってもいい。

　敵のボウガンも慌てて射撃するが、距離が遠い。

　弓には十分に射程圏内でも、風に乗れず重量の小さいボウガンのボルトでは満足な成果は得られない。

　超長槍を両手で構えている為に盾を持てない兵は無防備な的でしかなく、面白いようにバタバタと倒れていった。




「知ってはいたが凄い射撃速度だな」

「はい、自由に射らせれば通常の弓兵と比べても二倍以上でしょう」

「ピピはもっと早いぞ！」

　よしよしとピピの顎下を撫でてやる間も一方的な的当ては続く。

　敵の弓隊も援護しようと槍隊の後ろから曲射を開始したようだが、視界がないので命中率は知れている。圧倒的な優勢に変わりはない。




「くそっ！　槍隊を下げろ、弓隊を前に出して反撃するんだ」

　敵の陣形が再び変わっていく。

　敵前で二度も陣形変更など愚行なのはわかっているだろうがそれしか取り得る道はないのか。

「訓練通りだ」

　敵は射撃を続ける弓騎兵が二千なのか、一五〇〇なのかを数える余裕はなかったようだ。

「突撃！」

　横に広がって射撃していた陣が割れ、縦に並んだ五〇〇の一団が剣を抜いて突撃していく。

　陣形を変更し、槍隊と弓隊が交錯するこの瞬間を待っていた。

　距離はボウガンのボルトさえもなんとか届くような近距離、加速のついた騎兵突撃に対処する時間などない。

　後方から駆ける彼らを隠すための横陣でもあったのだ。

　彼らの超長槍は隊列を組めば硬いが、兵同士が交錯するような状況では振るえも構えられもしない。

　剣の間合いになれば間抜けに突っ立つしかない。

「ルナさん敵に突っ込みました！　残りの弓騎兵も剣に持ち替えて突撃を開始！」

「イリジナ、行け」

「おう！　任せてくれ！」

　イリジナは槍騎兵の半分、五〇〇を率いて崩れつつある右翼……近衛兵の一団をさらに右へと回りこんでいく。

　軽装の槍騎兵では側面とは言え超長槍の防御を突破するのは難しい。

　だがそれでも迂回され、包囲される危険を感じさせるだけで意味があった。

　既に敵はルナの隊に踏み込まれ、陣形を乱して混乱しているのだ。




「ぐえっ」「ひぎぃ」

「速度を落とすな、突破しながら斬り捨てろ！」

　弓騎兵の剣は通常兵士のそれと違い、真っ直ぐではなく湾曲して三日月のようになっている。

　これにより、すれ違い様に敵を斬ることが容易くなるし、剣が刺さってしまうこともない。




「もう弓騎兵と言うのもおかしいかもな」

　新しい名称でも考えるかと雑念を持っていると、状況は更に動き出す。

「敵中央から騎兵隊出現！　約二千、前方を通過して右翼の支援に向かいます」

「ほぅ、さすがに手を打ってきましたか」

　セリアの綺麗な声が鳴り、レオポルトが馬鹿にしたような口調で言い放つ。

　ここから見る限り、中央と左翼のマグラード軍はそれ自体で完成した軍勢だった。

　右翼のトリエア近衛とは連携が甘いと見たがその通りだな。

「俺なら放置するが連合軍ならそうはいかんのだろう」

　手を掲げ、弓騎兵の二番隊、二千騎が敵と併走するように斜めに突進して行く。

　出来ればこの機に敵の騎兵を叩いておければ言う事はない。

　すぐに射撃が開始され、少なくない敵騎兵が矢を受けて落馬して行く。

　だがマグラード軍はよく訓練されているらしく、慌てずに駆けながら隊列を槍隊が並ぶギリギリまで寄せた。

　追いかけようとした二番隊に対して中央陣地の弓兵から大量の矢が降り注ぎ、同じく少なくない数が倒れて行く。




「ふむ、手ごわそうだな。二番隊を下げろ。ルナとイリジナも撤退させろ」

　セリアの指示で色つきの火矢が上がる。

　弓騎兵二番隊が反転、ルナの一番隊、イリジナの槍騎兵が敵陣を抜け、後ろから大きく回って自陣に戻ってきた。

　弓騎兵は近接戦闘も十分行えるが敵の騎兵とまともに斬り合えば武器の違いもあって有利ではない。

　利点を殺してまで無理に接近戦をする必要はなかった。

「撤退を出せばすぐに戻る。この速度が最大の強みですな」

　レオポルトは重厚なものより機動性を重視する。最近見ててわかった。

　俺はでかくて重いものが好きなんだけどな。




「ルナさん、イリジナさん帰陣しました。敵の増援騎兵の損害は軽微ですが、右翼には甚大な損害を与えたようです」

　見れば右翼は再攻撃に備えて槍衾を再建しようとしているようだが、至るところに兵が倒れ、混乱して隊列を乱している者もいる。

　指揮官が怒号をあげて、なんとか隊列らしきものは出来ているがもう積極的に動く事は出来そうになかった。

「右翼はしばらく置物だ。ルナ、よくやったな」

「勿体ないお言葉、恐悦にございます」

　後はそのしゃべり方をなんとかしような。




「敵の隊列に変化があります。中央が左翼と合流している模様！」

　セリアの声に再び前方を見る。

　そこには見たことのない陣営が生まれていた。
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　トリエア・マグラード連合軍陣営

「よもやこれ程とは……」

　遠征軍の最高司令官、ラドガルフはうめくような声を上げる。

「凄まじい攻撃力です。まさか騎兵が長槍隊を打ち破るとは思いませんでした」

　ラドガルフの部下も驚愕を同じくする。

「騎兵は槍隊の防御陣形で防げる」

　目の前の光景はその常識をいとも容易く打ち砕いた。

「辺境の蛮族は馬上で上手く弓を使うと聞きます。奴らを取り込んだか傭兵として雇ったか……」

「どちらかなのかこの場では良い。今の陣形では二の舞になるぞ。左翼を合流させて編成を変えろ」

「はっ！」「承知！」

　手旗が振られ、たちまち陣形が変化して行く。

　ゴルドニア側も、先ほど襲撃に参加した部隊が陣地に帰還中であるため、一時的に混乱している。

　つけこまれる危険がないのは確認済みだ。

「もし最初から我らのど真ん中に来ておれば大混乱になったかも知れん」

「その意味ではトリエアが的になってくれて助かりました。あの弓術、矢を防がねば戦いになりません」

「ざっと精度で三倍、速度で二倍か。奴等の騎兵が六千だと三万六千の弓隊と同じだ。まともに受けてはズタズタにされていたな」

　ラドガルフと部下は息をつきながらも笑い合う。

　戦場では思わぬ不運も幸運も落ちてくる。

　それも全て実力のうちだった。

「重装歩兵、前部側部に展開完了しました！　突破陣形完成です！」

「右翼のトリエア軍はどうなさいますか？」

「放っておけ、混乱した部隊など足手纏いだ。背負って戦える程甘い相手ではない」

　後ろで宰相がなにやら言っているがラドガルフも部下も無視をする。

　今は戦場、文官の出る幕はない。

「まずは彼らの戦術を見せてもらった。次はこちらの戦いを見せてやろう」

　部下達はラドガルフに不敵な笑みを向ける。

　歴戦の彼等に恐れはない。

「全隊進撃開始！　食い破れぃ！」
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　ゴルドニア陣営

「鉄の……箱？」

　セリアが思わず呟いたその通りの光景。

　敵軍の正面には重防備の歩兵が繰り出し、身の丈ほどもある大盾を突き出している。

　盾の間からは長槍が突き出し、それが全面に続く陣形なのだ。

　奥行きが深い巨大な鉄の箱と言える陣形が八個、そして騎兵が左右に千ずつ。

　それが鳴り響く銅鑼に合わせ、一糸乱れぬ足音を立てながら進んできた。

「方陣とも違います。速度は遅いようですな」

　見るからに重そうな全身鎧に大盾まで持った歩兵が正面にいる。

　とても機敏には動けそうになかった。

「見物していても仕方ない。弓騎兵、二番三番隊突撃せよ」

　彼らが陣を崩せば他の騎兵と歩兵によって決着を付けられる。




「突撃！」

　ルナが再び兵を率いて突進して行く。

　両翼の敵騎兵は動かず、弓騎兵は正面の塊に接近して一斉に矢を放つが大盾に阻まれてほとんど効果がない。

「正面が硬いのは見ればわかる。曲射しろ、隊列の真ん中から崩せ」

　弓騎兵四千は正面の敵を諦め、陣形の真ん中へと雨のように矢を撃ち込む。

　だが敵はまったく速度を落とさずに進撃を続けている。




「盾は頭上にも掲げられているようです。あれでは矢が通りません」

　レオポルトが冷静に言い、セリアが慌て始める。

　もっと余裕を持て、まだ負けていないだろう。




「くっ！　正面の敵に射撃を集中、盾の隙間を狙って倒せ！　むき出しにしろ！」

　ルナの指示に従って全員の矢が集中し、正面の敵が幾人か倒れる。

　だが、飛び込む隙もなく一列後ろの兵が前に押し出し、穴を塞いでしまった。

　さらに盾の隙間から弓が斉射され、防ぐ盾のない弓騎兵が打ち倒される。

「……っ!?」

　正面突破は不可能と見たルナが迂回して側面に回りこんでいくが、攻撃を開始しない。




「恐らく側面も正面同様固められているのでしょう」

「まさに鉄の箱だな」




　弓騎兵は弱点を探すように周囲を走るが、他の箱からも矢を浴びて逆に兵を失ってしまっている。

　後方に回りこもうとした弓騎兵に対して敵の騎兵が動く。

　四千対二千と優勢ではあるが、周囲からの矢を浴びては上手く戦えないらしく、適当に交戦して再び正面に戻ってきた。

　敵の弓射程から逃れたルナが泣きそうな顔でこちらを見ている。

　どうやら攻め手がないらしい。

「レオポルト、何かあるか？」

「ありますがすぐには無理です」

　騎兵での蹂躙も画期的な策もないなら正攻法しかない。

「弓騎兵二番三番は後方に回って休息、他の隊は全て前進！」

「なるべく川際に追い込んで下さい」

　すぐではないがレオポルトには何かあるらしい。

　頼りにしておこう。




「突撃!!」

　最近は弓騎兵ばかりが目立っていたが他の兵もしっかりと鍛えている。

　その成果を見せてもらおうではないか。




「「「「ウォォォォォォ!!」」」」

　雄叫びを上げて歩兵隊が疾走、敵の正面にぶち当たる。

　凄まじい金属音が鳴ったが、正面の盾の壁は破れない。

　正確には何人かは倒れたのだがすぐに後ろの者が穴を塞いでしまうのだ。

　それでも矢とは衝撃力が段違いの剣や槍で殴られれば敵の正面は少しばかり乱れる。

　その隙をついて内部に槍を差し込むような猛者もいたが、すぐに後ろがせり出して放り出されている。

　逆に突き出される槍で串刺しにされる味方の方が多かった。

「芳しくないな……」

「あの盾をなんとかしないと戦えません……」

　セリアも悔しそうに呟く。

　編成の半分を占める弓騎兵が止められては不利は明らかだった。




「敵騎兵動きます！」

　こちらが攻めあぐねるのを見て勝負をつけに来たのか、敵の騎兵が左右から挟みこんでくる。

　片方はルナの弓騎兵が一斉射撃で止めて乱戦に持ち込んだが、もう片方が箱とぶつかっている歩兵に迫っている。

「レオポルト、指揮を任せる。セリア、行くぞ！」

「はいっ！」

　敵騎兵の片割れは千、こちらは予備に残した重装騎兵五〇〇、面白い勝負だ。




「俺に続け！」

　レオポルトの溜息を聞きながらセリアと護衛隊を率い、先頭に立って敵に突っ込む。

　騎兵同士の戦いでは接近は一瞬だ。

　側面に迫る敵に兵から上がりかけていた悲鳴が、俺と重装騎兵が突っ込んだことで歓声に変わる。

　重装騎兵は強力だが重く遅いのでどうしてもシュバルツに乗った俺が頭一つ前に出てしまう。




「一気に敵を蹴散らしてマグラードの精強さ、万国に見せつけぐぎゃっ!!」

　俺と同じく先頭を切っていた貴族の頭を槍で刎ねる。

　先頭は危ない、来世では気をつけろよ。

　貴族に続いていた二騎を構えた盾ごと吹き飛ばし、一人の槍を左手で奪う。

「そらっ！」

　迫りつつある敵に槍を投げてみた。

　重い槍は一頭の馬に突き刺さり、後ろ二騎を巻き込んで派手な転倒を見せてくれた。

　足の緩まった俺にセリアが追いつく。

「また一人で！　エイギル様に遅れをとるな！　蹴散らせ！」




　俺を先頭に矢じりのような突撃陣形で敵の騎兵隊と衝突、勢いのままに切り裂いていく。

　周囲にいる護衛隊は重武装もあって圧倒的有利に戦っているようだ。

　やはり騎兵同士の戦いではこちらに分がある。

「その姿、勇名轟くハードレット卿とお見受けした！　勝負、勝負！」

　槍を振り回しながら突っ込んできた中年の騎士の槍を受け止め、思い切り巻き上げる。

　槍は毟り取られて宙を舞い、諦めて目を閉じた騎士の喉下を一突きして仕留めた。

　正面から突き出された三本の槍、一本目を弾き、二本目を避け、三本目を掴んで兵ごと振り回し三人ともを落馬させた。

　大乱戦だ、セリアは大丈夫か。




「しっ！」

「ぎゃっ！」

　セリアは馬上で槍を器用に避け、小手の隙間に剣を入れて手首を飛ばしていた。

　本当に上手く戦う。

　剣捌きでは俺は到底敵わないだろう。




「勇名轟くハードレット卿との一騎打ち、アーー!!　卑怯なりー！」

　叫ぶ男の顔面に矢が刺さった。

　ピピは本当に容赦がないな。

　せめて首だけは俺が飛ばしてやろう。




「だっだめだ！　強すぎる！　撤収ー!!」

「引け引けーー!!」

　しばらく戦闘が続き、半数以下になった敵がついに逃走を始めた。

　見ればルナの方も名誉挽回とばかりに敵騎兵を撃破し、追いかけ回している。

　騎兵戦ではまず勝利と言っていいが、全体としては芳しくない。

「敵の箱陣形はほとんど崩せていません！　味方の損害も拡大しているようです」

　最初こちらが仕掛けた時よりも随分と押し込まれている。

　レオポルトが指揮してあれなのだから本当に手ごわいのだろう。

　よし、援護してやろう。

「全体、負傷者と武器を失った者は後退。それ以外は俺に続け！」

「やるんですか？」

　その通り。




　約千人でなると思われる鉄の箱八つ、一番味方を押し込んでいる一つに狙いを定め、側面から突進する。

　矢が次々と飛んでくるが全て振り払う。

「矢は通じんが投槍ならどうかな！」

　先ほど敵の物を拾っておいた。

「それは馬上槍です……投槍じゃありません」

　セリアの呟きを無視して完全に盾で防御された側面に全力で投げつける。

　槍は突き出された盾に阻まれてしまい……ボコンと音を立てて防いだ兵ごと陣の中へ弾き飛ばした。

　やはり投槍は矢とは威力が違う。

「だからそれただの槍です……普通の人は投げれる物じゃありません……」

　すぐに穴は別の兵士によって防がれるが、構わずそのまま突っ込み、今度は自前の槍を叩きつける。

「ぎゃあ！」「どわぁ！」「ぬあっ」

　盾を構えたまま兵士が三人奥へ飛び、大きく開いた穴から陣の内部が見て取れた。

　大盾を持った兵士が正面、側面の外周を何列にも埋め、所々に弓兵や槍兵が配置されている。

　道理で穴を開けてもすぐに塞がるはずだ。

　同時に三人が後ろの兵まで巻き込んで吹き飛ぶことは想定外だったのか、代わりの兵士が出てくるのが遅れている。

　これは好機だ。

　シュバルツの巨大な馬体を寄せ、槍を振って次々と兵士を切り捨てる。

　セリアや部下も追いついて開いた穴に飛び込み、傷を広げて行った。

　だが敵も必死に槍を突き出して抵抗し、何本かがシュバルツを傷つける。

　それほどの勢いもなく、大した傷ではないが「痛い痛い」と声が聞こえるようだ。

　こいつの巨体ではいい的になってしまう。

「ちょっ!?　エイギル様!?」

　俺はシュバルツを飛び降りると敵の真っ只中に飛び込み、溜めを作ってから思い切り槍を回す。

　出せる精一杯の力を込めた一撃だ。

「ひえっ！」

　金属がひしゃげるような爆音が鳴り、セリアが飛んで来た敵兵に悲鳴を上げた。

　うむ、槍の長さの範囲に生きている敵はいなくなった。

「げぇっ!!」「一〇人を吹き飛ばしたのか!?」「ありえねぇ……」「怪物だ！」

　敵にでも褒められると気分が乗ってくる。

「ぐおおおぁぁぁ！」

　獣のような叫び声を上げて槍を更に振り回し、ついでに落ちていた敵の槍も反対側に持って近くの敵を手当たり次第に突きまくった。

　ふと、最高の射精の時はこんな声が上がるんじゃないかと思う。

「うわぁぁぁ！」「人間じゃねぇ！」「誰かとめろぉぉぉ!!」

　近づく敵は次々と手足を失い、運が悪ければ首が飛ぶ。

　鉄の箱だった陣形は完全に崩れ、穴が開いたと言うよりもへし折れたように曲がっていく。

　重装騎兵達も徒歩になって必死に戦っている。

　そして遂にバタンと大きな音がした。

　外周すべての大盾がその場に捨てられ、敵兵が陣形を崩して壊走し始めたのだ。

「崩れたぞ！　ひき潰せ！」

　崩れてしまえば重装備の歩兵など足の遅い亀でしかない。

　襲いかかった弓騎兵と馬に乗りなおした重装騎兵が次々と仕留めていった。




「やりました！　敵の陣形を潰しました！」

　セリアが大喜びしているがやっと一個だ。

　俺もかなり疲れたし周りの味方は肩で息をしながら天を仰いでいる。

　このまま他の七個も潰すというのは不可能だった。




　重装騎兵を率いて本陣に帰り、さあ水でもと息をつく間も無い。

「ハードレット卿、もう一度出てください」

「……なんでだ？」

　なんでレオポルトに命令されなけりゃならん。

「敵の正面に隙が出来ます。突破力が必要なのです」

「何故隙が出来るか言え」

　さすがに疲れた。

　適当な理由なら少し休みたい。

「敵は我々の部隊を押し込み、もうすぐ川まで押し戻します」

　見ればわかるが、むしろこちらが押されているじゃないか。

　それに川に誘い込んでも浅く緩やかだ。

　敵がそれで崩れるとも思えない。

「我々が川まで押されてから側面に回ろうとしたらどうなるでしょうか？」

「敵も方向転換して対応してくるだけだな」

　いかに鈍重とは言え、方向転換に手間取る程愚かでもあるまい。

「彼らは銅鑼に歩調を合わせているようですが、川の周囲は高さも均等ではありませんし、足場の状況も違います。同じ歩調で歩いても隊列は乱れていきます」

　レオポルトは真剣な顔を作る。

「そこを破城槌……失礼、ハードレット卿が叩いて突破口として下さい」

「おい……今、言い直しただろう」

「御武運を祈ります」

　見れば敵軍の箱陣は七個全てが上手い具合に並んで川原に差し掛かりつつある。

　押されていると思っていたが、お前はこれを狙ってやったのか？

「押し返せと言うなら出来ましたが決定打にはなりませんので」

　大した奴だ。

　暴言は許してやろう。







　本陣から一斉に青く光る火矢が放たれる。

　それを合図にそれまで正面で交戦を続けていた部隊が一斉に後退、右回りに迂回し側面へ回る動きを見せた。

「ふん！　今更迂回などさせるか、全隊左転回だ、正面に捕えて押しつぶせ！」

　敵指揮官が叫び、見事な動きで瞬く間に鋼鉄の箱は向きを変える。

　歩を早めるつもりなのか今までよりも早いペースで銅鑼が鳴る。

　迂回しようとする味方を追い詰めるべく川沿いに進むマグラード軍、その隊列が少しずつ崩れ始めた。

　左は今までの同じ速度なのに対して川に近い右側が徐々に遅れ始めたのだ。

「何をしている！　歩調を合わせろ！」

　指揮官が必死に怒鳴るがズレは止まらない。

「ちっ！　足場か！」

　修正を命じようとした時、弓騎兵から雨のように矢が降り注ぐ。

　それも遅れつつある敵の右側へのみだ。

　盾で防御し、さしたる損害は出ないが矢の衝撃を受けながらの行軍で更に歩幅はおかしくなっていく。

「間隔を戻せ！　早足やめ！」

　銅鑼のペースが落ちるが、全体の動きが変わっても歩幅の違いは埋まらない。

　遂に鋼鉄の壁に裂け目ができ、内部が覗いた。

「停止！　隊列を元に……」

　それを許すつもりはない。

　同じ様な状況に陥った全ての部隊に反転した味方がぶつかって行く。




「俺達も行くぞ」

「はい！」「ピピもいく！」

　槍を置き、デュアルクレイターを抜いて徒歩で敵に突入。

　盾もろとも二人を両断し、もう一人は素手で頭を潰して盾を奪う。

　巨大な盾は１０ｋｇ程の重さで左手でも十分持てた。

　突き出して来る槍を盾で防ぎながら体当たりで槍をへし折り、敵を吹き飛ばす。

　こういう技が剣技であったかもしれん。

　右から迫る敵を蹴り飛ばし、倒れた所を盾の角で殴り殺した。

　こんな技はなかっただろうな。

「蛮族だ！　蛮族が出たぞ！」「いや、オークだ！」

　失礼な奴らめ、叩き殺してやる。

　血風が吹き荒れ、ほとんどの相手を一刀で斬り倒しながら可能な限り陣形を乱す。

　やがて敵陣は崩れに崩れ、もはや箱として機能しなくなったので味方を下げる。

「助かったのか？」「隊列を組みなおし……」

　必要がなくなっただけだ。

　盾の防御を失った頭上に無数の矢が降り注ぎ、面白いように敵が倒れて行く。

　必死に落ち着かせようとしていた指揮官に向かってボロボロになってしまった盾を投げると見事に命中した。

　それが最後の引き金になったのか、陣形は完全に崩壊し壊走が始まった。




　他の陣でも俺が大暴れしたことが少し影響したかもしれないが結局、陣形を乱した敵は最後まで立て直すことが出来ずに次々と崩壊、遂に最後の敵が崩れ落ち逃走を始めて俺達の勝利が確定した。




「勝鬨をあげろ！」

「「「ウォォォォォーー!!」」」

「おー、キャーーーー!!」

　昂ぶった気持ちを抑えられずについセリアの性器深くまで指を入れてしまった。

　すまん、今晩は好きなだけ可愛がってやるからな。

　いくつかの隊が勢いのままに壊走するマグラード軍を追撃して行く。

　止めはしないが全体での追撃はしない。

　あくまでロレイルを守ることが最大目的だからな。







「さて、凱旋と行きたい所だがまだやる事が残っているな」

「ええ、残っていますね」

　レオポルトと意見が一致した。

　ルナとイリジナも目を輝かせている。

　視線の先には緒戦で撃破された近衛兵がいる。

　彼らはどさくさに紛れて北、ロレイルに向かっているようだ。

「疲弊したとは言え、まだ我ら弓騎兵は十分にやれます」

　もはや勝敗はついた。

　矢も町に戻ればいくらでもあり、惜しむ必要はなかった。

「近衛兵の装備は奪った者が自由にしていいぞ」

　疲れ果てていた兵達の目の色が変わる。

　近衛兵が少なくとも金銭的には最上級の装備を持っていることは誰でも知っている。

「遠慮はいらん……殲滅しろ!!」

　騎兵、歩兵が入り混じって突進して行く。

　勝鬨を上げて士気上がる味方。

　敗残の敵。

　弓騎兵の矢の雨が敵を引き裂く前から勝敗は決まっていたも同然だった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　マグラード、トリエア遠征軍

「軍団長！　どうかご無事で！」

　地面に倒れた指揮官の一人が敬礼をして崩れ落ちる。

　彼は腹に矢を受けてもう歩けない。

　歩けない者を担いでいく余裕など、どこにもなかった。

　男はラドガルフの父の代から仕えた部下だった。

　兵は盾を捨て、鋼の鎧を捨て、最後には剣まで捨てて走る。

　相手には騎兵がいる、追撃を受ければたちまち追いつかれてしまう。

　敗残兵の末路を知らぬものはいなかった。

「……」

　ラドガルフは一言も話さない。

　無駄口を叩く体力さえも勿体無かった。

　少しでも早く船に戻り、本国へ逃げ帰らなければならない。

「軍団長ご無事で！」

　一人の騎士が振り返り、追撃する敵と剣を合わせる。

　そしてすぐにボウガンによって射殺された。

　彼はラドガルフが結婚祝いに剣を贈った男だ。

　反転しての徹底抗戦と喉まで出かかったが、口をつぐむ。

　ラドガルフの豊富な経験は今抵抗しても殲滅以外の選択肢がないことを知らせていた。

　今はただ、唇を噛み締めて逃げるしかない。

　やがて後ろが静かになりゴルドニアは追撃を諦めて去って行く。

　予想通り徹底した追撃はなかった。

　ロレイルから遠く離れてまで追って来る訳がなかったからだ。

「集合しろ……全員撤退だ」

　普段野太い彼の声にも張りが無い。

　兵士も裸同然の姿でふらふらと集まってくる。

「やられた……徹底的に……これほどの敗戦など……」

　集まってきた指揮官達にも足りない顔が山ほどいる。

　兵をざっと数えたが一万の兵は三千も残っていない。

　卑怯な仕打ちではなかった。

　真正面から戦って死力を尽くし破れたのだ。

　だがそれでもラドガルフの心は荒れている。

　長年知った部下、子供の頃から面倒を見てきた騎士の多くがこの地に散った。

　最後まで捨てなかった剣を抜き、天に掲げた。

「戦の神よ御照覧あれ！　俺は必ず奴と再戦し、打ち倒す！　この命にかけて!!」

　日焼けした顔、その目からは女々しいからと部下にも禁じた涙が流れ続けていた。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

　隷下部隊九四〇〇

　歩兵二千　騎兵一三〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五二〇〇

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

　現在地点　ロレイル

　戦果　トリエア軍東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅
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　戦いから二晩経ち、ロレイルで兵も俺もゆっくりと休んでいた。

残る有力な敵は要塞方面だけだ。

今更出てくる危険も少なく、斥候をしっかり出していれば安心して休める。




「背中はどうですか？」

「あぁ、気持ちいいぞ」

「本当に踏んでもいいのか？」

「ああ、腰にはお前ぐらい重いのがちょうどいい」

「族長様、足を少しお上げ下さい。香油を塗りますので」

「少し冷たいが……気持ちいいぞ」

「ピピも揉む！」

「こら、顔をいじるな」

　セリア、イリジナ、ルナ、ピピのマッサージを受けてうつ伏せに横たわる。

まだ朝だが戦場では結構無理をした、少しは体を労ってやってもいい。

勿論俺も女達も、ついでにピピも全裸だ。

「シュバルツの具合はどうだった？」

　あいつは戦場で二、三の傷を作っていた。

深くないとは言え、槍傷は軽いわけではない。

「それが……先ほど様子を見に行ったのですが隣の馬と交尾してました」

　なんて奴だ。

「傍にはへたったメス馬が二頭いまして、三頭目だったのかと」

「酷いエロ馬だな。一度に三頭と交尾するとは去勢した方がいいかもしれん」

「「「…………」」」

　なぜ全員で俺の顔を見る。




「そういえば今日は評議会をやっているんだったか？」

「はい、レオポルト……さんが参加しています」

　セリアはまだレオポルトにさん付けするのに抵抗があるようだ。

「ま、あいつなら上手くやるだろう」

　占領政策だの町の運営責任者を認めてくれだのとうるさかったのだ。

あいつなら理性的かつ容赦なく決定してくるだろう。

「俺は今日は少し出かける。一人でいいから皆は体を休めておいてくれ」

　彼女達も戦場では頑張った。

たっぷりとした休息が必要だ。

「むぅ……」

　セリアだけではなく全員が不満げな顔をする。

「心配するなちゃんと気持ち良くしてやる」

　俺は体中に香油を塗られたまま立ち上がり、勃起した逸物を女達の前に突きつける。

「最初に欲しい奴はねだるんだ」

　セリアは仰向けに転がって両足を抱え上げ、イリジナはうつ伏せになって自分で尻たぶを広げて性器と尻穴を丸見えにした。

ルナは少し趣向が変わり、ベッド横の柱に股間をこすりつけながら肉棒をねだる言葉を紡ぐ。

　全員素晴らしいがまずはでかい尻が肉感的なイリジナからだな。

ピピも無毛の性器を広げているがまだまだ未熟だ。




「いくぞ……ふんっ！」

「きたぁぁ!!　太すぎるぅぅ」「うぅ～」「あぅ」

　イリジナが叫び、残る二人が不満気な顔をする。

待たせないように二人の穴にも指を差し込んでかき回す。

「ピピ、イリジナの上に乗って俺の顔に尻を向けろ」

「あい！」

　肉棒をぶち込むには幼すぎる女穴だが、舌の味ぐらいは覚えさせてもいいだろう。

「舌がにゅるにゅる……股がぴりぴりするっ！」

　熟れた女は最高だが、たまには幼い穴もいいモノだな。

　朝の乱交が始まり、やがて女の嬌声が四つ上がって静かになった。










「ふー腰が軽くなったな」

　二時間程腰を振って玉の中の汁を全部吐き出し、ベッドに倒れる四人の女を置いて町へと繰り出す。

途中シュバルツの様子を見に行ったのだが寝てやがった。

一発やったらお休みか、いい身分だな。

傷を確かめて、既に治りかけていることを確認する。

「大丈夫だな」

　傷をバシンと叩いてその場を去る。

後ろから色ボケ馬が暴れる音が聞こえた。




　向かうのは小鳥亭……マリアの実家だ。

戦争のことはマリアも聞いているだろうし、優しいあいつはきっと親のことを心配しているに違いない。

戦火に焼けたわけではないが、念の為安否を確かめておかないといけない。




「邪魔するぞ」

　懐かしい入り口を開けて中に入ると、カウンターにマリアが立っている。

「なに……!?」

「いらっしゃい……と言いたいとこだけどお客さんじゃなさそうだね」

　よく見ればマリアよりは随分老けているし、声にも貫禄がある。

びっくりした、いつの間にか戻っているのかと思ったぞ。

「残念ながらな、商売は暇か？」

「当たり前だよ！　占領されてる町に旅人も行商人も来やしない、お客〇だよ！」

　そりゃそうだ。

この中年の女性が入り口近くの椅子に座っているのも他にすることがないからだろう。

従業員達も暇そうにお茶を飲んだりおしゃべりしたりしている。

「すぐに戦争も終わる。少しの辛抱だ」

「はぁ？　あんたに何が……ってあんたまさか！」

「この町に入っているのは俺の軍だ」

　女性と周りの人間が色めき立つ。

少し警戒したが殴りかかってくる訳ではなさそうだ。

それでも態度は明らかに硬化、というよりも警戒しているようだ。

「別に何かしようと来た訳じゃない。貴女はマリアの母親で間違いないか？」

　顔立ちもそっくりで聞くまでもなかったが一応確認をする。

「あぁそうだけど娘に何か？」

「娘から聞いてないか？　俺が彼女を預かったんだが」

　女性の顔が驚愕に染まった。

「じゃああんたがエイギルっ!?　……いえエイギル様かい!?」

「個室で話そう、案内してくれ」




　宿の一室、俺の要望でテーブルに酒が置かれて向かい合う。

「あの娘は……今つらい思いをしているんだろうね」

「待遇には問題がないはずだ。マリアは俺の女だ、下らないことはしない」

　敵国うんぬんと言うつもりなど微塵もない。

「信じてもいいんだね？　あの子は今どうしてるんだい？」

「王都ゴルドニアで不自由なく暮らしている」

「愛人として？」

「そうだ、俺はマリアを愛しているし面倒はしっかり見てやるつもりだ」

「はっきり言うね。でも安心したよ、愛人とは言え大切にされてるみたいでさ。旦那が死んで以来、必死で育てた一人娘だからね……可哀相な事になっていないかと気が気じゃなかった」

　女性は気が抜けたように脱力し、カップの酒を煽る。

結婚の時に揉めたことや、メリッサに惚れて同性愛者になってしまったことは伏せておこう。

俺が種をつけて孫を作ってやれば問題ない。

　そういえば肝心な事を聞いていなかった。

「名前を聞いてもいいか？」

「おっと娘の事で忘れてたよ。あたしの名前は［パメラ］この宿の主人だよ。娘を宜しく頼むね」

　俺も精一杯優しく笑いかけ、心配事がなくなったパメラと酒を酌み交わす。

さばさばした性格の彼女は酒もいける口だった。

楽しい酒の時間が過ごせそうだ。







「……で、どうして私の上に乗ってるんだい？」

「さあ、どうしてかな？」

　パメラをソファに押し倒して唇をやや強引に奪う。

舌をねじ込み、唾液を送り込んでいく。

「ぷはっ正気なのかい!?　あたしはもう四五だよ。それにマリアを囲っておきながらんむっ！」

　再びキスをしながら胸元をはだけさせる。

パメラは四五にしては少し若く見えるが、日に焼けた肌と、はっきりし始めている皺は中年に差し掛かった女性と一目でわかる。

「胸が立派だな。マリアとは違う」

「そうなのよ！　あの子全然育たなくて……ってそういうことじゃなくてさ！」

　パメラの胸元を開き、見えた乳首に吸い付いて転がす。

彼女の全身がびくりと震えた。

「今、男はいないんだろう？　旦那に操を？」

「いや旦那はもう十何年も前だし、男もいないけどさ。あんたマリアの男だろ、母親のあたしを抱いてどうするんだい！」

「あんたと話してて良い女だから抱きたくなった。それだけだ」

「マリアから聞いてたけど本当に手が早いっ！　こらっ乳首を吸うなっての！」

「精一杯気持ちよくするから、抱かせてくれ」

　言いながらズボンの前を開き十分硬くなった逸物を取り出す。

「でかっ!?　なんだいその怪物は！　こんなものをマリアに入れてたのかい……そりゃ堕ちるわ」

「嫌なら抵抗してくれ」

　パメラの下着を剥いで下の口に逸物を当てる。

そこは年相応に黒ずんでいたが逆に生々しく性欲を誘った。

「やめっ……だめだってば」

　パメラは俺の肩に手を突っ張って抵抗する。

ゆっくりと腰を沈めながら手が抵抗をやめなければ諦めようと思っていた。

「だめ……だよ」

　手が力を失い肩から胸に降りて来る。

どうやら許可が出たようだ。

「いくよ」

「だめ……」

　逸物は狭い穴を押し広げながら入って行く。

パメラは衝撃に目を見開いていたが、やがて俺の頭に手を回して抱き締めてきた。

「ほら、ずっぽりと入ったぞ」

「あぁ……やっちまったよ。娘の男に抱かれちゃったよ……」




　それから諦めたように彼女は唇を重ね、自らも腰を振って来る。

熟れた穴は男日照って久しいらしく、狭くも感じるがそれでもねっとりとした感触は素晴らしい。

「まったくっ！　こんなっ！　あんっ！　おばさん抱いてっ！　楽しいのかねっ！　んあっ！」

「楽しいさ、これはどうだ？」

　奥を強くドンドンと突く。

「あぐっ！　良いけど少し痛い、あんたのでかすぎるんだよぉ」

「じゃあこれは？」

　入り口付近を亀頭でこする。

「それいいっ！　たまんないよっ！」

　乳を吸いながら腰を使い、たまに変化をつけるために体位を変える。

やがてパメラはキスをやめて舌を出し、天井だけを見るようになった。

「もういくのか？」

「あぁっいってしまうよ！　あぁぁぁぁぁぁ、いくっ!!!」

　パメラの両手両足が絡み、持ち上げるようにして二度三度突いて止めを差した。

「あぉぉぉぉ…………ぉぉぉぉぉぉぉ…………」

　長く伸びる獣のようなイキ声を聞きながら精を中にたっぷりと出す。

今日はもう出ないと思っていたがびゅるびゅる音を立てて出ている。

俺も案外絶倫だったんだな。







「酒はいるかい？」

「気が利くな」

　ベッドに横になったままパメラの口移しの酒を頂いた。

ゆっくりと乳房と股間に手をやるがもう抵抗も逃げもせず、恥ずかしそうに微笑んでくれる。

「すごく良かった……巨根なだけじゃなくて上手なんだね。あの娘なんて一溜まりもなかったろ？」

「ひぃひぃ言ってくれるぞ」

「このデカチンでマリアを孕ませて孫を作るんだね……」

　パメラはまだ十分に硬い逸物を撫で続けていた。




　その後しばらく、マリアの事など当たり障りの無い話をしてから服を着る。

パメラも服を整えるが、股間から溢れ出す大量の種汁を見て苦笑している。

「マリアに余計な事言わなくて良いからね？」

「はは、そうだな」

　俺は最後にキスをしてから小鳥亭を後にした。

そろそろ評議会とやらも終わっているだろう。

レオポルトが色々と言って来るはずだ。













「すごかったぁ」

　男が宿を出てからパメラは心配する従業員達に大丈夫と微笑んで自室に戻り、ベッドに倒れこむ。

「まだ股間が痙攣してる……なんて男だい……」

　マリアがある程度育ってから、三〇そこそこの頃には寂しさもあって何人かの男と関係した事もあったが次元が違う。

「とんでもない巨根に気を取られたけど、女の扱いも化け物級に上手いじゃないのさ」

　舌を突き出して涎を垂らすなど人生で初めてだった。

「マリアもいい男見つけたねぇ」

　実の娘にありえない嫉妬が浮ぶ。

「あたしも男、見つけてみようかね」

　そういえば裏の雑貨屋の主人が最近言い寄ってくる。

歳は五〇ぐらいで釣り合いは取れていた。

「好色そうだけど悪い男じゃないしね。あの逸物は到底無理だろうけど」

　パメラは鏡の前に座り、久しぶりに本格的な化粧を始めた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




当日　夜

「そろそろマジノ要塞を落としましょうか」

　レオポルトが淡々とした口調で切り出す。

退屈な評議会うんぬんを聞き流しているといつの間にか話題が移っていたらしい。

「落とせるものなら落としたいがな」

　さっさとエイリヒと合流し、王都を落としてこの戦争を終わらせたい。

だがあの要塞は城砦都市などとは比べ物にならない程、頑強だ。

　幾度か偵察を繰り返し、外側はだいたい判明したが正面と比べれば遥かに脆弱な後方もこちらの兵力では手が出せそうになかった。

「エイリヒを信じて突入してもいいんだが敵は四万だからな」

　野戦なら勢いに乗って数倍の敵を分断、撃破することが出来るかもしれないが、要塞内での戦闘でそんな真似は出来そうにない。

結果、ここに居座って補給線を断ち、エイリヒが落すのを待っているわけだ。

「我々が要塞を直接攻撃して落すことは不可能です。ですが結果として陥落させることならば不可能ではありません」

　レオポルトが説明を開始する。

「まさしく小細工だなぁ……」

「ラッドハルデ卿が鈍くなければ上手く行きます。期待外れならば逃げて帰りましょう」

「やるだけやってみるか」

　失敗したらパメラでも味わいながらごろごろしよう。

あのむせ返るような熟れた香りは癖になる。







二日後

　俺達は要塞の後方に布陣し天幕を張る。

兵力的には圧倒的劣勢だが、敵が積極的に仕掛けてこないのはわかっている。

それにもし夜戦を仕掛けて来るならばそれはそれで好都合だ。

「急げ、日が落ちる前に準備を終えるのだ！」

　工兵隊が中心となり、怒号の中で設営が進んで行く。

マックが杭を一〇本纏めて持ち上げていた。

様子を見にいったら奴の汗が飛んで来た。

もう二度と行かん。

　敵にしっかりと監視されているであろう陣地は数万が収容できるほど巨大に構築されている。

今の兵力から考えればまったくの無駄だが、これも策略の一つだ。

「うまくいけばさっさと終わるんだけどな」

　やがて日は落ち始め、天幕の周りの松明に火が灯された。

さあ作戦開始だ。




　歩兵のみならず騎兵も馬を降り、松明を持たずに月明かりを頼りとして東の丘の向こうへと消える。

そして予め丘向こうに用意していた大量の松明を手に取り、陣地に向かい行軍する。

到着すると松明を陣地に残し、再び暗闇の中を丘向こうへと急ぐ。

これを何度も繰り返すのだ。

「これで敵に見破られたら間抜けだよなぁ……」

「斥候さえ潰せば敵には確かなことはわかりません。この要塞の敵は慎重なようですが、そういう人間は得てして臆病さを兼ね備えているものです」

「ま、だめだったらお前がセリアに文句を言われてしまいだがな」

　往復させている兵士は弓を装備する兵以外、約三千だ。

彼らを六回程往復させた後、行動を開始する。

「弓を持つ者は総員前進！　要塞に火矢を浴びせろ！」

　約六千の弓が一斉に矢を放ち、夜空が美しく彩られた。
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マジノ要塞内部

「マジノ伯！　緊急報告です！」

　日が暮れてすぐ、南側の監視に当たっていた兵が走りこんでくる。

「南側に展開していたゴルドニアの別働隊に大規模な援軍が到着した模様です！」

　司令部全体からうめき声が上がる。

「バカな！　あの数が森を越えてきただけでも信じられないと言うのに更に援軍だと？」

「そんな別働隊がいる情報は無いぞ！」

　情報は確かになかったが明確には否定できない。

東部守備隊の壊滅以来、東部は完全に手付かずで、もしゴルドニアの軍団がいるとすれば自由に移動出来るはずだからだ。

本国からの使者も遮断され遠回りしてくる古い情報ばかりで当てにはならなかった。




「とにかく見張り台に！」

　指揮官達が争うように見張り台に登って行く。

「おぉ……これは……」

「なんということだ！」

　見えるのは延々と続く松明の灯、敵は南東の丘を越えてきているらしく、丘からは途切れることなく火が移動し、敵陣へと入っていた。

「これだけの数、へたすると更に万だぞ」

「前方に八万、後方に二万か……」

　これが前方への援軍なら打つ手はあるが、そもそも防御を考えられていない後方へ回りこまれればどうしようもない。

むしろ今まで後方からの攻撃を受けなかったのが不思議なぐらいだった。

「援軍は来ないのだろうか……」

「どうすればいいのだ……」

　食料は残り二週間程度、矢や油も既に心もとなくなっている。

兵に詳細は伝えていないが雰囲気で感じるのか士気は目に見えて落ちていた。

「諦めるのは早計だぞ」

　マジノ伯爵が杖をつきながらゆっくりと見張り台に上がる。

「何事も確認出来るまでは信じてはならぬ。まずは心を静め冷静にだな」

　だが言い終わる前に響く怒号と悲鳴。

要塞の至近距離に一斉に火が灯り、数千の火矢が降り注いだのだ。

「司令官、矢が来ます中へ!!」

　押し込まれるように見張り台から城内に戻されたマジノ伯の顔色が悪いのは矢を浴びたからだけではない。

「どう見ても数千の火矢……一万の軍にそれだけの弓兵がいるはずがない！」

「やはり敵は数万の援軍を後方に！」

　もはや老将の言葉は届かない。

更に止めの追い討ちがかかる。

「要塞前方の敵主力が一斉に動きました！　総攻撃です!!!」

　ゴルドニアの主力までも動いたとなれば援軍の到着を待って行動を起こしたとしか考えられない。

突然放たれた火矢を見て一気に動けるほど八万もの軍団の身は軽くないのだ。

明らかに計画されていたものだったのだろう。

「マジノ伯……こうなっては」

「言わなくて良い。わかっているよ」

　もはや要塞は持たない。

後に待つのは徹底的な虐殺だけだ。

老将はこの場にいる若者と民から集めた兵を皆殺しにする選択は出来なかった。




「諸君！　君達はよく戦った。こうなったのは私の無能さと戦運の無さ故だ。諸君は胸を張りたまえ」

　老将の言葉に全員が直立不動の姿勢を取る。

「私はこれ以上諸君の命を無駄に失わせる事は出来ない。選択の責任は私が全て取ろう」

　伝令が呼ばれ、少しの間が出来るが誰も口を利かない。

「城兵の命と引き換えにゴルドニアに……降伏する。行け！」

　伝令がベッドのシーツを使った大きな白旗を持ち、前後双方のゴルドニア部隊に向けて走っていく。

老将も部下もその場に居た兵も、それ以降誰も口を開くことはなかった。
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エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

隷下部隊九四〇〇

歩兵二千　騎兵一三〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五二〇〇

軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

現在地点　ロレイル

戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

マジノ要塞陥落（共同）

一〇〇話になりました。

特に何という訳ではありませんがお祝いにチキン（国産）でも食べます。










第１０１話　北部動乱⑦　穴倉に差す光







　降伏したマジノ要塞の城門が開放され、隔てられていた南北が繋がる。

　門を潜ってエイリヒ麾下の中央軍が途切れぬ長蛇の列を成して行軍して来た。

「久しぶり……と言うほど時も経っていませんか」

　迎えるように兵を並ばせ先頭には俺が立つ。

「お前の功績だ。それにしてもよくぞ平原を横断する大迂回を成功させたものだ」

　握手をしてエイリヒと合流、捕虜の監視と要塞管理の兵を残してとりあえずロレイルに向かう。

　……到底町には入り切れないが。




「それで王都近郊の残存兵力はわかるか？」

「王都には警備隊か守備隊かがいるでしょうが、目立ったものはそれだけではないでしょうか？」

　正確には王都付近の各領主の軍もいるかもしれないが、数も練度も話にならない。

　現に俺と近衛・マグラード連合軍が衝突した時も動かなかった。

　今頃領地に篭って震えているに違いない。

「……全兵力を要塞に入れていたのか？」

「近衛が出張って来ましたが粉砕しました。生き残りは落穂程度、考える必要はありません」

「そうか、援護無しによくやってくれたな」

「それよりも……」

　ふとマグラードについて兵の前で話していいのか考えたが、どの道俺の兵は全員が旗を見ている。

　今更同じ事だな。

「その近衛軍と連合していたマグラードの軍とも戦闘しました。かろうじて撃破しましたが、犠牲も大きくかなりの精鋭でしたよ」

「マグラード!?　トリエアに偽装していたのではなく軍旗を立てていたのか？」

「はい、兵も皆目撃しています」

「うぅむ……」

　エイリヒは俺との話を中断して使者を呼び、王都への伝言を伝え始めた。

　この情報はそれ程に急を要することなのだろう。




「兵を偽装して裏から援護するのは十分考えられることですが、軍旗を堂々と立てるのはゴルドニアと明確に争う姿勢の現れです。普通に考えれば戦争になるでしょう」

　レオポルトは後ろから小さな声で教えてくれる。

　まだ終わらんかもしれんな。

　戦争は構わんが少しぐらいは休みたい、女も食べたいし。

「さんざん貪っているでしょうに……私の腹にまだ種が残ってますよ」

　セリアが腹をさすりながら愚痴をこぼす。

　イリジナとルナも顔を赤らめる。

　昨日のイリジナ、ルナ、セリア、ピピの女体タワーは素晴らしかった。




「すまん、王都に至急伝えるべきと思ったのでな。さてとりあえずはロレイルで兵を休ませるが、その後の王都への進軍……お前も来るな？」

「同行します」

　王都の陥落を持って恐らくトリエアとの戦は終わる。

　それをロレイルで寝て待つのもつまらないし、何より同行の誘いは褒美でもある。

　王都突入の後、貴族や大商人の屋敷は略奪の対象となるだろう。

　その果実を入手する権利が与えられるという事だ。

「分かっていると思うが民に対しては……」

「財産の接収は貴族邸と家紋を掲げる商人のみ、承知しています」

「うむ、お前の軍は私軍と思えない程統率が取れている。心配あるまいか」

　領主軍によく見られる農民や流れ者に武器を与えただけの軍を突入させれば犯すわ殺すわと大変なことになる。

　少なくとも俺の軍は命令に従うだけの秩序は持っているし、規律を破る者には厳しい制裁がある。

「もはや趨勢は決したとは言え、敵も門を開く訳ではないだろう。数日休息してから王都へ向かう……話をすべき者もいる」

　エイリヒはちらりと視線を移す。

　そこには周囲を兵に囲まれた要塞司令官、マジノ伯爵が馬上でうな垂れていた。
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　一週間後　王都トリスニア

「うてぇ!!」

　指揮官の掛け声とともに数十の大石が飛んで行き、落下地点から悲鳴が上がる。

　後を追うようにいくつもの巨大なボルトが飛翔していく。

「弓隊、斉射！」

　一瞬日が陰り、矢のカーテンが降り注ぐ。

　街壁の上で弓を構えていた敵がパラパラと落下して行った。

「敵の弓兵、ほぼ壊滅の模様です！」

「破城槌を出せ。城門を破って正攻法で行くぞ」




「エイギル様？」

　エイリヒの命令に一瞬前に出ようとしてしまった。

　これも全部レオポルトが悪い。

　ゆっくりと破城槌が進んで行く。

　亀かと思う速度は格好の的だが、もうトリスニア守備兵に迎撃の余力は残っていない。

　最初の破城槌が門に到達し破壊を開始、やがて二番目三番目も到着し、ほどなく門は打ち破られた。

「第一兵団、第二兵団は突入。第三兵団は周辺待機、第四兵団は予備としてここに待機」

「全部隊突入、民への扱いは命令した通りだぞ！」

　エイリヒの軍の一部と俺の軍が突入を開始する。

　最初から勝敗は見えていたのだ。

　王都の守備兵はせいぜい三千程度、こちらは要塞に置いて来た者を除いても七万に届く。

　多数の攻城兵器も保有しており、マジノ要塞と比べれば玩具のような防備の王都トリスニアなど一揉みだった。




「降伏しても良さそうなものでしたが」

　エイリヒに無駄口を叩いてみる。

　この状況で降伏しないほどトリエアは勇猛でも戦に飢えているようにも見えなかった。

「そういえば妙だな。使者も来ないし守備兵はまるで連携出来ていなかった。戦う前から混乱していたようだ」

　この状況だから兵の士気が低いのは当然にしても脆すぎる。

　余計な犠牲が出ないのはありがたいがな。

「言っても仕方ないありませんか、私も出てきます」

「勝敗の決まった戦いで死ぬなよ」




　俺は傷の癒えたシュバルツに乗り、セリアを伴って突入部隊に続く。

　シュバルツにどことなく元気がないのは傷のせいではなく、治療の間メス馬とやりまくって疲れているからだ。

　いよいよ去勢を考えねばならない。




　市内に突入し、脅える民を宥めながら王城に向かっていると路地からトリエア兵三人が飛び出す。

　さて、戦闘かと槍を向けるが反応はおかしい。

「待ってくれ！　俺達にはもう戦うつもりはない！」

「降伏する。殺さないで……」

「王も逃げたのに抵抗する訳はねぇ」

　兵士達は一斉に槍を捨てて跪く。

　なんだつまらない。

　だが、王が逃げたとはどういうことだ？

「これは噂なんですが……王族と上位の貴族達は昨日の夜に船で河へ出たらしい」

「上官は否定してたけどそれ以来何も命令がこねぇ……間違いねぇよ」

「俺達を捨ててマグラードへ逃げちまったんだ！　薄情な王のために死ぬつもりはないんだ！」

「これはラッドハルデ卿に伝えるべきでは？」

　セリアの言うとおりだ。

「こいつらを本陣に連れて行け」




「だがそうなるとまともに抵抗する敵はいないだろうな……」

　王が逃げたのに必死に国を守る奴は忠臣を越えて馬鹿に近い。

　よく見れば市内からは略奪や破壊の音は聞こえるが絶叫や金属音といった戦闘の音は聞こえない。

　もはや抵抗する敵がいないのかもしれない。

「つまらん」

「これでいいのです。エイギル様が傷つかなくて何より……」




　キャア！　と聞こえた悲鳴に目をやると俺の兵士の一人が女を担いで物陰に連れ込もうとしていた。

　俺は強姦を禁じたはずだ。

「おい止まれ」

　兵士はイラついてこちらを見るが俺の顔を見て真っ青になる。

「何をしている」

「こっこれは……」

　女を引き剥がし兵士を座らせる。

　セリアが剣を抜き、兵士がぶるぶる震え出した。

「俺は強姦するなと言ったはずだな？」

　女は明らかに嫌がっていたぞ。

「は、はい！　あのこれは……申し訳……」

　セリアが剣を振りかぶる。

「頭を地面について請え、全力でだ!!」

　兵士は俺に土下座し必死で懇願した。

「どうかお許し「俺にじゃない、この女だ!!」




「えっ？」「ええ？」「ええっ？」

　セリアと兵士と女の声が重なる。

　何も変な事は言っていないが。

「お前はこの女を抱きたかったんだろう。ならば全力で請え！」

　兵士は混乱しているのか上擦った声で絶叫する。

「お、お願いです！　貴女のような美女を抱きたい！　優しくしますのでどうかやらせて下さい！」

「えー……美女か……まぁ乱暴にしないなら……私も初めてじゃないし……」

　お許しが出た。

「よし、行って来い」

　起こしてやると兵士は首を捻りながら今度は女を優しく抱き上げて物陰へと向かう。

　それでいいのだ。

「…………」

「そういえば何でお前は剣を抜いたんだ？」

「……女を犯したら死罪では？」

「強姦したら死罪だ。和姦は構わん」

「…………」

　セリアの溜息と冷たい視線は王城が陥落するまで続いた。







　夜

「やはり王族は誰もいなかったようだ」

　エイリヒとテーブルで向かい合って茶を飲む。

　こいつは最高司令官としてやる事が多いので一杯やる訳にはいかないらしい。

「司令官になるべき高級軍人もですか？」

「そう、捕えた重臣は病に臥せった大臣だけだったよ」

「やはり……マグラードですかね」

「そうとしか考えられまい。ストゥーラやユレストがそんなことをする意味はないし、現に軍を送ってきていた訳だからな」

「河を更に下って連邦へと言うことはないですか？」

　エイリヒは嘲笑気味の笑いを浮かべた。

「ただの民として生きるつもりならあり得るがな。あいにく王族と言うのはそう簡単に権力を捨てられるものじゃない。いずれ国土に戻ると考えればマグラードしかあるまい」

　今のは王には秘密だぞと笑う。

「しかしそうなると厄介ですね。追いかける訳にもいきません」

　船を持たない我々が河向こうにいく術は無い。

　トリエアは河の上流にあたり、幅は狭いがそれでも数キロの幅はある。

　泳いだり丸太を抱えて渡れる距離ではない。

「それに関しては王都の判断を待つしかるまい。王とケネスの野郎……いや外務卿が何やら考えているだろうよ」

　エイリヒは露骨に嫌そうな顔を浮かべ、口調が傭兵に戻っていた。

　外務卿は確か王の腹心だったはずだ。

　王都での権力闘争も色々あるんだな。

「とりあえずはトリエアの国土を制圧する。各領主を従わせないとな」

　それも問題ない。

　王都が落ちた以上、領主達が逃亡した王家に従う訳がないのだ。

　雪崩を打って降伏と服従を申し出て来るだろう。




「市内はどうだ？　無節操な略奪や殺しは起きていないだろうな？」

「ええ、禁を破って処断した者も何人かいますが概ね秩序は保たれています」

「そうか……ではこれで一段落だ」

　エイリヒは椅子に深く座る。

　このまま寝かせてやりたいがもう一つだけ懸念がある。

「あの処刑台の事はわかりましたか？」

「あぁ……病気で寝ていた大臣に聞いたよ」




　王宮前の広場、そこに十数人の男女が吊るされていたのだ。

　トリエアの重臣達が逃走の前に吊るしたのだろうが、あえて囚人を処刑してから逃げる意味がわからなかったし、彼らの格好は明らかに高位貴族のそれだったのだ。

　どうでもいいとも言えるが、気になったので調べてもらっていた。

「あれはトリエア宰相デュノア侯爵の一族だそうだ。なんでも王の許可なしに他国の軍を招き入れ、敗北後行方知れずになったらしい。見せしめに家族だけ刑を受けたと言うわけだ」

　マグラードの援軍はそれか。

　一番苦戦したのは彼等だけになんとも言えない気分だ。

「とりあえず降ろして火葬した。それほど重要な事でもない……宰相も行方不明だしな」

「激戦でしたから殺してしまったかもしれません」

「いいさ、今更こだわる事でもない」

　エイリヒは今度こそ椅子にもたれかかった。

　部下の一人が毛布を持って来る。

　これ以上長居は無用だろう。

「では私はこれで」

「あぁ、本当によくやってくれた」

　部下がチラチラとこちらを気にしている。

　鎧を着て男装しているが女の匂いがする。

　ここは早く退散してやろう。




　エイリヒの天幕を出たものの、まだ眠くない俺は少しばかり歩く事にする。

「こんな時間に散歩ですか？」

　後ろについて来るセリアはいつも通りだ。

　壁に手を付かせて野外で楽しもうかとも思ったがどうも気分じゃない。

「風に当たるのもいいかと思ってな」

「夜は大分冷たくなってきました。もう本格的に秋になります」

　セリアを並ばせて頭を撫でる。

　嬉しそうに目を細め、されるがままに頭を揺らしている。

　たまにはこういう時間もいい、そう思っていたのだが。







　記憶の片隅に残っていた景色に穏やかな雰囲気は邪魔されてしまった。

　地下へ続いていた階段は石で埋められているが見間違いは無い。

　前の建物、地形、そして見える並木……かなり昔から何も変わっていない。

　関わる必要などないのはわかっていた。

　だがこれも何かの縁かも知れない。

「エイギル様？」

　セリアの声を無視して上に立つ建物をノックする。

　見た感じは寂れた宿屋だったがノックと同時に扉が開く。

「……これはゴルドニアの……一体何の御用でしょう」

「奥を見せてもらいたい」

「当方はしがない宿屋にございましてやましいものは何も……」

　第一声に「やましくない」と言う奴は大抵やましい、俺も覚えておこう。

　男を無視して中に入り、室内を見渡す。

　不自然に部屋の隅に敷かれた絨毯を持ち上げると、地下への階段が続いていた。

「てめぇ！　いい加減に！」

　殴りかかってくる男の首を片手で掴んで持ち上げる。

「がっ……ぐぇ……ぎ…………」

　気管が締まり、骨が音を立てて行く。

　あと少し力を入れれば男の命を奪うのは容易かった。

「この下に案内しろ。そうすればお前は死ななくてすむぞ。いいな？」

　男はこくこくと頷き、解放してやると激しくむせる。

「早くしろ」

　首を押えて歩き出した男の後に続いて地下に降りて行く。




「エイギル様……？　ここは一体」

「ちょっとした縁でな……。気持ちのいい場所じゃないだろうから出ていてもいいぞ」

「まさか、お一人で行かせる訳にはいきません！」

　出来ればセリアには見せたくないがここで問答をやっても面倒なことになるので連れて行こう。




　長い地下への階段を下るとずっと昔に見慣れた景色が広がっていた。

　あの時……俺が地下から脱出した時、兵も主人も殺したが施設を破壊した訳ではない。

　持ち主が変わったのだろうし、町の隅にこんな地下施設を手に入れようとする奴の考えることなど概ね似てくるのだろう。

　牢のような小部屋に入れられた子供達、汚物の臭いと悲鳴は何も変わっていない。

　奥から聞こえる悲鳴は少女が犯されるか折檻されているのだろう。

「こ、これはっ！」

　セリアは驚いて俺にしがみ付く。

　すると狭い通路の先から声が聞こえてきた。

「くそっ！　戦争のせいで貴族も商人も閉じこもっちまって客がこねぇ……このままじゃ餓鬼の飯代の分だけ赤字だぞ。おう、バロボてめぇ見張りは……って客人ですかい？」

　見るからに金に汚そうな男、太っていない分俺の時よりも若干マシなだけの男が俺達を見る。

　残念だが客じゃない。




「ゴルドニア軍だ。この施設を接収する」

　主人らしき男と周りの者がどよめきを上げた。

「ゴッゴルドニア!?　なんの権利があってそんなっ!!」

「見たところ子供の奴隷が随分酷く扱われているようだが」

「ど、奴隷をどう扱おうと持ち主の勝手だろうがよ」

「俺と一緒に表へ出てそう主張してみるか？」

　奴隷売買自体は合法で問題はない。

　買った奴隷を無碍に殺したりするのは違法かもしれないが俺は法には詳しくない。

　だが、歪む主人の顔を見る限り違法な要素がてんこ盛りだったのだろう。

　それにそもそも……。

「占領軍が土地を接収するのに権利がいるのか？」

　わざと憎たらしげに笑いかける。

　どうせ調べれば違法に連れて来た子供奴隷だろうが、手間は省きたかったのだ。

　主人は取り巻きと顔を見合わせた後、剣を抜く。

　いいぞ、期待通りだ。

「たった二人、殺して穴倉に詰めちまえばわからねぇ!!　やっちまえ!!」

　それを待っていたのだ。

　これで法や権利の議論は必要ない。

　反乱者として処理出来る。

　襲い掛かって来る二人にデュアルクレイターを一閃。

　ゆっくりと斜めにずれていく上半身を見送って、地に落ちた二本の剣を両手に持つ。

　デュアルクレイターは大切なのであまり汚い物を切りたくない。

　狭い通路ではそう何人も並べる訳ではなく、敵は二人ずつ斬りかかって来た。

「戦場と比べれば楽なもんだな」

　押し寄せる男達の頭を叩き割り、首を飛ばす。

　交差させるように剣を振るって両手を切り落とし、蹴り飛ばす。

　俺が派手に動いて出来た隙につけこもうとした者の手首がポロリと落ちた。

　セリアもよくわかっていないがとりあえず俺の敵を叩くことにしたらしい。

「こ、こいつ知ってるぞ……ゴルドニアの怪物、戦鬼ハードレット!!」

「ありがとな」

　叫んだ男の脳天から縦に剣を叩き込むが、なまくらなので腰の上で止まってしまった。

　上半身だけが半分に割れて酷いことになっている。

　新種のモンスターになって倒れ伏した男が最後の兵だったようだ。

　正確には最初に案内を頼んだ男が腰を抜かしているが奴はまだ必要だ。

「で、お前が残ったわけだが」

　主人は引きつった笑みを浮かべる。

「数々の無礼申し訳ないっ!!　ハードレット卿と言えば……女っ、女をいくらでも差し上げます！　こちらの部屋には上玉がおりますし各牢にもそれぞれ……」

「女を貰うのにお前が生きている事が必要なのか？」

　この汚いおっさんはいらない。

　血糊にまみれて完全になまくらになった剣を頭に叩きつける。

　潰れたトマトから飛び散る汁をよけて案内役を立たせた。

「一〇人が……あっと言う間に……」

　なんだ一〇人しかいないのか。

　闇の施設も経費が大変なんだな。




　セリアに兵を呼びに行かせ、その間に牢に入れられていた子供達と一部混じっていた女性も解放して行く。

　大人の女は解放と同時に狂喜して俺に抱きつきキスを降らせたが子供達はよく分かっていないようだ。

　あまりに幼すぎる頃からここにいると、それが当たり前で外の世界など知らないのだ。

　俺も昔はそうだったからな。

「これから先にどうなるか、それは自分で決めることだ。好きに生きろ」

　傭兵団はお勧めだ。

　もしかすると美女に飼われるかもしれん。

　案内役が最後に開いたのは重厚な扉、中には見るからに痛そうな道具が並んでいる。

「折檻部屋か」

「へ、へぇ」

　真ん中にはぐったりとした少女……いや、少女と言うには少し育っている。

　セリアと同じぐらいの歳だろう。

　直前まで激しく犯されていたのは股から零れる精でわかる。

「あ……乱暴しないで……痛いのは……嫌です……」

　涙を流して俺を見た女の目が驚きに開いた。

「あ、あなた……まさか……」

　だが女は俺の後ろにいた案内役を目にすると顔を伏せて泣き叫ぶ。

「やだっ！　もう痛いのは嫌ぁ!!」

　会話にならなくなったので女を抱き上げて移動させる。

　全身痣だらけで汚れているが顔立ちは悪くない。

　こんな美女は丁寧に扱ってこそ輝くというのに馬鹿どもはどうしようもないな。




「エイギル様！」

　セリアが護衛隊を連れて地下に入ってくる。

　屈強な護衛隊の面々も余りの惨状に顔をしかめていた。

「子供達はいったん本陣で保護しろ。怪我や病気の者は医者に見せてやれ」

　護衛隊は次々と牢を破壊し、子供達を連れて行く。

　だが中には既に息が無かった者もいるようだ。

「……上で火葬しろ」

　自分の境遇と重ねて腹を立てる訳ではない。

　そもそも俺も別段不幸だったとは思っていないが、ただ胸糞悪い。




「ほら、こっちに来い」

「嫌ぁ！　痛いのやだ！」

　先ほどの女の声、どうやら護衛隊にも抵抗しているようだ。

　完全に脅えてしまっている。

　どうしたものかと思っていると女はふらふらと歩いてきて俺に抱きついた。

　なんだ俺は平気なのか？

「…………」

「まぁ構わんが、ついて来い」

　仕方なく女を抱き上げてそのまま地上に連れて行く。

　他の子供達の中なら平気なようで、一緒に馬車に乗せて本陣に送る。

　女は最後まで俺を見つめていた。

　一目惚れか？

　そして再び地下へ降りる。

　後始末が必要なのだ。

「だ、旦那……俺はどうなりますかい？」

「まだ全体の案内が終わってないだろう？　まずはそれからだ」

　案内と言いながらも俺は先導して地下を移動する。

　そして男に軽く話しかける。

「さっきの女、手こずらせてくれたな」

「へぇ！　まったくであの糞女が」

「お前に随分脅えていたがかなり犯したのか？」

　笑みさえ見せ、冗談めかして言ってやる。

「へえ……まぁそれなりには」

「味は良かったか？」

「あの女、穴の具合は最高ですぜ！　是非旦那も味見してみれば……ってここは部屋じゃありませんぜ」

　地下の牢獄の隅、重い鉄製の蓋が付けられている。

「そこの蓋は二人がかりで開けるもんで、そもそも開ける時は気をつけねぇと……」

　俺は蓋を持ち上げる。

　中は深い竪穴が掘られており、底は暗くて見えない。

　ゴソゴソと音がするのは腐肉を漁るネズミか屍がゾンビとなったのだろう。

「ここは……「死体や弱った奴を放り込む所だろう？」

　昔と同じ目的で使われているんだな。

　俺の顔を見て真っ青になった男の襟首を掴んで引きずっていく。

「旦那！　こんな約束がっ!!」

「約束か……」

「案内すれば殺さないって!!」

「すまんな、忘れたよ」

　男を穴の中に放り投げる。

　かなり落下したが、下に死体が重なっていて死ななかったのだろう、絶叫は止まらない。

　うるさいのでそっと蓋を閉める。

　さて帰ろう。




　翌朝

「随分と暴れてくれたらしいな」

　早速エイリヒに怒られる。

「司令官としては……まったく余計な事を、占領直後の人心が混乱している時に暴れて人死にを出すなど言語道断だ」

　そして溜息をついて言い直す。

「男としてはよくやった。お前はそうでないとな」

　不安定な奴だ。




　だがエイリヒ以上に王都は不安定だったらしい。

　数日後、王都からの使者が伝えたのは終戦ではなく、北へ向かえとの命令だった。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

　隷下部隊九六〇〇

　歩兵二一〇〇　騎兵一三〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五三〇〇

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）

　現在地点　トリスニア

　戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

　マジノ要塞陥落（共同）








第１０２話　北部動乱⑧　北部大乱　♯







「勅令！　ハードレット子爵を北部方面軍司令官に任じる。同時に中央軍より兵力を分けて北部地域へ移動せよ」

　エイリヒと俺、そして中央軍の指揮官達が並ぶ中で王都からの使者が高らかに宣言する。

一瞬、「家で寝たいから辞退します」と言ってみたくなったが倍面倒くさくなりそうなのでやめておく。

「謹んでお受けします」

　最初から受けないといかんなら返答などいらんだろうに。

　使者の弁はまだ続いているが俺は関係なさそうなので後ろに下がって後ろ手にセリアの尻を撫でる。

今までは鍛えて締まった尻だったが、最近女らしく柔らかい肉がついてきている。

今夜は久しぶりに激しく腰を叩きつけてみようか。




「陛下からの命令は聞いた通りだ。俺はここで残党の掃討と地方領主達の平定に当たる。ハードレット卿、アクス卿にはそれぞれ一個兵団を与える」

　中央軍は現在五つの兵団ならなり、一つの兵団は約一万五千の兵で構成されている。

エイリヒ直轄に二つ残し、マジノ要塞に一つ、俺とこの真面目そうな男に一つずつが配されるらしい。

「アクス卿は捕虜を移送後、河沿いにて待機だ。マグラードが敵に回った以上河を越えてくる危険がある。本国を空には出来んからな……その前にやってもらうこともあるのだが」

　わからないでもない。

今ゴルドニア本国に残っているのは警備軍のみで戦力的にはかなり劣る。

仕掛けられれは苦境になるだろう。

「ハードレット卿は北部へと移動、勿論お前の私軍も連れて行け。物資に不足があれば遠慮なく言え、こちらから供給する」

「了解しました。しかしなんで私が軍司令官に任じられたのでしょうか？」

　エイリヒががくりと首を落した。

「……卿は有事には兵を指揮してもらうと陛下から下令されていたはずだが」

　そうだったかな？　昔過ぎて覚えていない。

「まぁいい、それで……」

　エイリヒは周りに目をやって首をしゃくった。

司令官クラス以外は出て行けと言う事だ。

やむなくセリアの尻穴に食い込んでいた指を解放する。

「……漏洩の危険を避けて使者には伝えられていない密命がある」

　いやな予感がしてきた。

「ハードレット卿は北部に移動次第、ユレスト連合の領土に侵入してもらう。和平破りになるが考慮する必要はまったくない。遠慮なく首都までいけ」

　ほらきた、絶対厄介なことだと思ったのだ。

「トリエアを倒し……マグラードが敵対する中、ユレストを攻めるのですか？」

「トリエアが倒れたからだよ。これでユレストが叩ければもはや河のこちらに敵はいなくなる。周辺国に遠慮する必要もなくなるからな」

　それにとエイリヒは付け加えた。

「ユレストは明らかに我々との戦いを避けたがっていた。逆に言えば刺激を避けるべく国境地帯も手薄だ、奇襲すれば一気に国土奥深くまで押し込める」

　和平破りに宣戦布告無しの攻撃か。

やりたい放題だな。

「戦争の理由は後で何か見つけておくそうだ。そしてアクス卿、卿は旧アークランド内の港町……三ヶ国が領有しているその地域を占領しろ」

　ストゥーラにまで手を出すらしい。

ここまで行くと逆に清々しい。

「攻撃はハードレット卿がユレストに侵攻すると同時が好ましい。出来れば事前に日にちを合わせておけ」

　アクス卿とやらは俺を見て一礼する。

見た目通り真面目そうな男だ。

「直ちに準備にかかってくれ！」

　家に帰ってノンナ達を抱きまくるのは当分お預けのようだ。







「えー第三兵団の兵士諸君……」

　俺は新たに俺の指揮下に入った第三兵団一万五千人……要塞戦で少し減ったのか一万三千人を前に演説している。

　直接彼らを指揮する指揮官や兵団の参謀などは誰も変えていないので特に変化は感じないと思うがそれでも顔見せはしないといけない。

アクス子爵だったか、彼は元々中央軍の副将だからこんな苦労はないのだろうが。

「エイギル様、兵達に舐められないようにしっかりお願いします」

　後ろからセリアが耳打ちする。

兵達は舐めると言うより怖がっているようにしか見えないのだがな。

俺がなんと言おうか考えているとレオポルトが前に出て大声を上げる。

「眼前の敵に挑めば生死は運次第。だが命令に反して逃亡すれば待つのは確実な死だ。敵とハードレット卿、どちらがより恐ろしいか心に刻め。そして優れた武勲には相応の褒美をもって報いる。諸君らの精強さは知っている。今まで通りの力を示せば必ず敵を打倒出来るだろう」

　おい、なんて事を言う。

兵士達が完全に脅えているだろうが……俺はそんなに怖くないぞ。

「最初はこの程度で良いのです。ハードレット卿が悪鬼でないことはおいおい気付くでしょう」

　俺がこっそり覗いているエイリヒに気をつかって、心にもない忠誠だ愛国心だとたわ言を並べている間も兵達の背中はピンと伸びきっていた。

俺の名前が一人歩きして変なことになっていそうで嫌だな。




　その後、各指揮官と参謀とも挨拶を終える。

彼らは兵団として一つの完成した指揮命令系統を持っている。

エイリヒが仕上げた部隊に異物を入れてしまうと混乱してしまうだろう。

よって俺が司令官になる以外、兵団長を含めて何も編成を変えなかった。

　私軍と併せて俺は二つの軍を率いることになったが、今までも似たようなものだったのだから問題あるまい。

「では、明日には北へ向かい出立する。皆、今夜は好きに飲んで食え」

　食料も酒も中央軍の物だ。

死ぬほど呑んで構わない。

俺も上質そうな肉と酒を持って帰ろう。







　色々とやることが多く、深夜になってしまった食事。

セリアと二人テーブルに座り上質な肉と酒を味わう。

「こうして二人きりで食事するのいつ以来でしょうか」

「どうだったかな」

　ちなみにルナとピピはもう寝てしまい、イリジナは兵に混じって酒を飲んでいる。

余分に酒樽が一つ空になることだろう。

「この肉、柔らかいですけど火が中まで通ってませんね」

「俺は少しぐらい赤くて血が滴ってるほうがいいけどな」

「エイギル様らしいです」

「どういう意味だ？」

「秘密です」

　セリアは俺を熱っぽい目で見つめてくる。

食事の後は濃厚な行為になるだろう。

だが今はとにかく腹が減っている。

　肉を大きく切って口に運ぶ。

やはり最高に美味い、これだけの肉は戦場ではなかなか食べられない。

いいモノを食べたせいか肉棒も滾り出し、股間に快感が走る。

這い回る舌は水浴びもしていない汚れた逸物を綺麗にするように舐め回してくる。




「このジュポジュポって音なんですか？　まるで口で……」

　セリアがテーブルクロスの下を覗き込む。

そこには一人の女が座り込み、俺の肉棒を咥えて頭を振っていた。

「曲者！　いつの間に!!」

　セリアが剣を取りに走るのをとめる。

肉棒を口一杯に咥えているが、この顔には見覚えがある。

「セリア、剣はいらんぞ。……お前は他の子供と一緒に保護させていたはずだが」

「んもっ……んももっ！」

「口から出して話せ」

　気持ちいいが意思疎通が出来ない。

「ぷはっ、あの場所、痛くないけど……男の人がいっぱい居て怖い。エイギルの所に居たいよ」

　はて、こいつに名を教えただろうか。

「貴様！　エイギル様を呼び捨てなんてどういうつもりか!!　衛兵、なんでこんなのを通した！」

　セリアが外に立つ衛兵を怒鳴りつける。

「はっ！　その女がハードレット卿の……性奴隷と自称し、夜の世話に呼ばれたと」

「そんなたわ言を信じたのか!?」

「申し訳ありません！　ですが……毎晩どなたかが訪れますので今夜もと疑いませんでした！」

「もういい怒ってやるな」

　怒鳴り散らすセリアを黙らせて部屋の隅に座らせておく。

彼女は剣に手をかけたまま女を睨みつけていた。

「で、本当はなんのために来たんだ？」

「エイギル、様の奴隷として可愛がって欲しくて」

　それじゃ変わってないだろうが。

「だから貴様は！　もごもご……」

　セリアが怒鳴ると女が脅えるので手で蓋をする。

「覚えて……ないよね？」

「すまんがまったく」




　女は学がないのか幼稚な単語しか使えなかったがそれでもぽつぽつと話し始めた。

要は俺が地下の穴倉に居た頃、まだほんの子供だった彼女も一緒にいたらしい。

そして俺が脱走した時に叩き壊した牢にはおらず、ただ逃げる俺を見送っていたとのことだ。

「なるほど、あの中でよくその年まで生き延びたな」

　あそこに居た子供は劣悪な環境で乱暴に扱われることもあり、ほとんどがすぐに死んでしまう。

俺は戦い勝ち続けることで生き延びていたが、昔から知っている奴など誰も残っていなかった。

「エイギル……様「呼び捨てでもいい」エイギルが逃げた後に新しいご主人様が来て、私を気に入ったの。それで部屋で毎晩ずっと抱かれていたから……」

　なるほど、主人のお気に入りになって部屋に連れ込まれたわけか。

毎晩犯されるのは悲惨だが、環境はいいし食事も貰えるだろう。

うまく取り入れば長生きできる。

俺の時もそうだったが、大抵は飽きるか壊されて牢に戻ってきていた。

「私のあそこ、具合がいいみたいで何年もずっとあの男の所に居たんだ」

　それには大変興味があるが今は襲い掛かるべきではないのはわかる。

「では何故あの仕置き部屋に？」

　こいつを見つけた時はとても主人のお気に入りには見えなかった。

他の男にも輪姦され、拷問を受けていたように見えた。

「少し前に男の人に売られたの……でもそこでドジしちゃって返品されて」

「あぁ大体分かった」

　貴族に売られたが家宝の壷でも割ったのだろう。

頭に来た貴族は主人の所に怒鳴りこみ返品するから金を返せと言う訳だ。

やってることは頭から尻尾まで非合法、貴族に脅されれば嫌とは言えまい。

主人は腹いせにこの女を拷問する。

「ならぎりぎり間に合ったんだな」

「うん、きっともうすぐ殺されてたと思う」

　女は俺の腕に縋りつく。

「あの時からずっと……貴方のこと考えてた」

　それがよくわからない。

助けた時も他の兵士はだめで俺だけは嫌がらなかった。

同じ所にいたのは聞いたが、あそこは子供同士で仲良しをやる場所じゃないし、単に脱出する所を見ただけの女が俺の名前を覚えているのは妙な話だった。

「覚えてない？　貴方が大人相手に勝ってお客さんがすごく喜んだ時……」

「何百と試合はやったからな……さすがに覚えてない」

「その夜、私が貴方の牢に行ったんだよ？　前の主人の気まぐれでね」

　言われて見れば思い出してきた。

戦いの後、寝ていると小さな少女が入ってきて全裸で絡み付いてきたことがあったような。

「うん、それで抱かれようとしたんだけどチンチンが大きくて入らなくて……エイギルがもういいって」

　そういえばそんなことがあったかもしれない。

あの頃は別に女に興味が無かったからな。

子供だった……。

「でもそのままだと怒られるから必死に口で舐めて……その間中ずっと髪を撫でてくれたよね」

　そこまでは覚えていないな。

小さな子供が咥えて来たことは思い出した。

「何百回男に犯されたかわからないけど嬉しかったのはあの時だけ、だからよく覚えているんだよ」

　女は更にもたれかかって来た。

「他の男の人は痛いことするし、乱暴で大嫌い……。だからエイギルと一緒に居たいの。私ココを使うこと以外何も出来ないけど、男達は喜んで入れてたからきっと気持ちいいと思うの」

　彼女はなんの躊躇もなく服を捲り上げ、下着をつけていないソコを見せ付けてきた。

「もごっ！　そんな汚いものを見せるな！　エイギル様は、もがっが！」

「汚い……よね。うん、数え切れないぐらいされてきたからね。でも私なんでもするよ？　どんなことでも我慢するからお願い……飼ってくれませんか？」

　余計な事を言うなとセリアの頬っぺたを引っ張りながら女を抱き寄せる。

「まだ名前も聞いていないな」

「無いの……人によって好きに呼ばれてたから。だから出来れば「レア、でどうだ？」

　女は噛み締めるように何度か呟き、弾けるような笑みを見せた。

助け出した時から初めて見たその笑顔は年相応に魅力的だった。

　短くて学の無い彼女でも覚えられるし、呼びやすくて愛らしさもある。

我ながらいい名前だ。

平らげた肉とは関係が無い。

「抱いて下さい。壊れるほど激しく、私を貴方の玩具にして下さい。レアは貴方の物になりたいです」

　抱きついて来るレア、奴隷にするつもりはないがここまで言われて抱かない訳にはいかない。

今後のことはこいつを俺の女にしてから考えよう。




　拗ねるセリアにキスをしてやり、イリジナに任せる。

「そうむくれるな。明日可愛がって貰えばいいだろう。今夜は私と寝よう！」

「嫌です！　イリジナさん自分の寝相分かってるんですか？　絞め殺そうとするでしょう！」

「はっはっはっ！　今日は大丈夫だ！　たんまり酒も飲んだしな！」

「余計悪いでしょうが！」

　うむ、しょげかえらなくて良かった。

明日はしっかり甘やかしてやろう。




「えっと、では」

　レアはベッドの上に乗り、両手をついて頭を下げる。

「粗末な体ですがどうぞご賞味下さい」

　覚えさせられたのが丸分かりの口上を聞き流し唇を奪う。

「さて、では奉仕してくれるか？」

　ズボンを降ろし肉棒を取り出す。

「やっぱり大きい……あの頃から凄かったけどそれとも比べ物にならない」

　レアはゆっくりと根元から舐め上げるように舌を這わせ、唾液を塗りつけてくる。

だが舌を使って全体をよく舐めてはくれるが奥まで咥えてはくれない。

「もっと奥まで頼めないか？」

「ごめんなさい、大きすぎてこれ以上は歯が当たってしまうよ……歯を抜いてもらえれば」

　痛い事を言うな、萎えるだろうが。

「当たってもいい。お前の歯ぐらいどうってことはないさ」

　レアの頭を押えてゆっくりと喉まで挿入して行く。

途中で歯がこすれるがそれも快感の一部でしかない。

「いいぞ、うまいな」

　レアは俺が頭から手を離しても必死に奉仕を続け、息が出来なくなってようやく肉棒を解放した。

「がほっ！　ごほっ！　げほっ！」

「頑張ってくれたな。ありがとな」

　頭を撫でてやると途端に真っ赤になる。

全裸で肉棒を咥えるよりもこっちの方が新鮮らしい。




　そしていよいよ彼女の穴を味わうことにした。

「どうぞ……」

　大きく広げられた股の間に入り、肉棒を腹に乗せてレアの性器をいじる。

レアはセリアよりもやや背が小さく、逆に体の凹凸は少し大きい。

そして筋肉がついて引き締まったセリアとは対称的に体全体が柔らかく、地下にいたせいで肌色は病的に白い。

そして体中に残った傷と痣の後、時間が経てば治るのが幸いか。

「あいつらは本当に女の扱いを知らないな」

　優しく胸を撫でながら性器の中に指を入れて行く。

「もう濡れているのか？」

「濡れてないと怪我するから……自然に」

　感じている訳ではなく体の反応か。

今日は徹底的に感じさせてやらないといけない。

　レアの中深くまで指を入れて驚いた。

外見はやや黒く、肉もはみ出して散々踏み荒らされていた事が見て取れるが、中は緩々ではなく異様に締まる。

入り口が特に強く締まり、奥の方にいくと穴の中にはびっしりとヒダがある。

そして周り中のそれがうねうねと指を擦ってくるのだ。

「これに肉棒を入れたらたまらないだろうな」

「いつでもどうぞ」

　レアはニコリと微笑む。

その笑みは演技ではありえない。

「じゃあお邪魔するよ」

　名器の予感に更に硬さを増した肉棒を女穴に数度こすりつけてから突入していく。

「んっ!!」

「狭いな」

　やはり入り口は狭い。

力を入れ、ズリュンと肉棒が入り込むとレアが仰け反った。

「かはぁっ大きいっ!!　こんなの初めて!!」

　レアを気持ちよくしてやる為にもまずは一番奥を探ろうと入れれるだけ入れてみる。

痛みを感じさせないようにゆっくりと体を進めていき、肉棒のほとんどが収まってようやく奥にたどりついた。

「あぁぁぁぁぁぁっ!!」

「これは……おぉぉぉ……すごいな」

　奥を突いた途端、レアだけではなく俺の口からも声が出た。

まずは深い、まさかこの小さな体に俺の肉棒がほとんど入ってしまうとは思わなかった。

それに奥に到達した途端、入り口は痛いほどに締まりヒダが蠢く。

動いていないのに全体がうねって肉棒を刺激してくるのだ。

挿入して早々に玉から種汁が上がってくるのを感じる。

「これは凄い名器だな」

「好きに突いていいですよ？　たっぷり楽しんでね」




　腰を動かし始めて分かったが彼女は散々擦られたせいで入り口付近では快感を得る事は出来ないようだ。

肉豆も皮が取り去られているが、刺激されすぎたせいか性感は鈍い。

だがその分一番奥を突いた時の反応は激しかった。




「な、なに？　なにか体の奥がぞくぞくするよぉ……変になっちゃう」

「レアは男に抱かれて感じたことなかったのか？」

「男の人に抱かれるのはお仕事で気持ちいい事じゃないよ、でもなんかおかしいよぅ」

　挿入している部分からドッと汁が流れ出す。

放尿でも潮吹きでもなく、初めての快楽に愛液がドロドロと流れ出しているのだ。

「よし、このままいかせてやる。掴まってろよ」

「イク？　女もイクの??」

　口をキスで塞いで猛然と腰を動かす。

レアは痙攣し俺にしがみ付き、手足をばたつかせて最後にピンと伸ばして脱力した。

「んんーーーーー!!?」

「うおぉぉぉぉぉ!!!」

　汁にまみれたヒダに絡みつかれて、俺もまた同時に絶頂する。

俺の射精にあわせてレアのヒダは蠢き、入り口は締まる。

淫らな動きに促がされて五分以上射精は続いた。




「体が勝手に動く……これがイクなの？」

　レアは荒い息を突きながらベッドにうつ伏せになり尻からは大量の汁を流している。

その穴に指を入れ、覆い被さるように抱きついて背中と首筋にキスを繰り返す。

「すごく気持ちいい。男の人はお汁を出したら終わりだと思ってた」

　ひどい交わりしか経験してなかったんだな。

顔をこちらに向けてキスをしてやる。

「今までの男よりよかっただろう？」

　レアは必死に体をひねってキスを受けいれながら言葉を紡ぐ。

「比べ物にならないよ。男に抱かれるってこんなに気持ちいい事だったんだね。これなら毎日だってしたいよ」

　彼女は逸物に手を伸ばし、ゆっくりと上下させる。

竿に残った種がドロリと流れ出る。

「ちんちんで遊んでもいい？　こんな大きなの初めて見たの」

　無邪気に逸物をいじるレアの頭を優しく撫でる。

　俺は本音で言えばレアに特段の思い入れは無かった。

彼女は子供の頃の思い出を大事にしているようだが、俺にとってはようやく思い出せた程度の事だったのだ。

　それでも今のこいつは美人だし、逸物を弄びながら上目遣いにこちらを見る姿も庇護欲をくすぐる。

俺がこいつを放せばきっと泣くだろう。

　少しだけ想像してみる。

レアが俺以外の男を上に乗せて泣きながら体を揺すられている。

男は彼女の名器に夢中になり、腰を激しく動かして射精する。

レアは鋭い悲鳴を上げて腹に種を打ちこまれ……。




「気分が悪いな」

「えっ!?　何か痛かった!?　すぐ直すよ、教えて？　怒らないで！」

「すまん、独り言だよ。おいで」

　逸物をしゃぶっていたレアを抱き寄せる。

「ごめんね……エイギル以外の男の人には酷い事しかされなかったから気になってしまうの」

「周りの男が下らない奴ばっかりだったんだな。これからは俺がたっぷりと本当の男を教えてやる」

　レアは嬉しそうな顔を向ける。

「貴方の奴隷にしてくれるの!?」

　女を奴隷にして飼う趣味はないな。

「奴隷じゃない。そうだな、俺の愛人だ」

　強く抱きついて来るレア、また愛人が増えてしまったが仕方ない。

もっと逸物を鍛えて多くの女を相手出来るようにならないとな。







「ねぇエイギル。こっちがまだ残ってるよ？」

　レアがベッドに四つん這いになって肛門を広げている。

「口も女の穴も支配してもらったけど、ここはまだ他の男に使われたままだから」

「小さい尻だ。裂けるぞ？」

「別にいいよ？　エイギルのおちんちんで裂けたら貴方の物になれたってことだもん」

　健気なレアに逸物も硬さを取り戻し、圧し掛かる。

　深夜に喜びの悲鳴と獣のような叫びが響いた。




　翌日俺を起こしたのは嬉しそうに痔の薬を塗るレアに事を悟って絶叫したセリアの声だった。







　二週間かけて俺の軍はユレスト連合との国境まで行軍、そのまま何の躊躇もなく国境を踏み越えた。

二万を超える我々に対して国境警備隊が出来ることはなく、戦うこともなしに逃走、国境の粗末な防衛陣地は全て焼き払った。

国土深くまで踏み込んでいく我々に対して、まったく臨戦態勢になかったユレストは軍の集結すらままならず、王都近郊までなんの抵抗もなく踏み込むことに成功したのだ。




　時を同じくしてアクス卿率いる軍も宣戦布告無しに三ヶ国が河の東岸に持つ港町とその近郊地域を蹂躙した。

攻撃を予期し、撤退していたマグラード以外の二カ国は完全に虚をつかれて一方的に粉砕、御用商人を務めていた商会も含めて徹底的な略奪と破壊にあった。

　三ヶ国とマグラードに逃亡したトリエア王族はゴルドニアの横暴に対して団結しての制裁を主張したが時既に遅かった。

トリエアの国土は完全に制圧され、ユレスト連合は国土深くまで侵攻を受けて防戦一方、マグラードとストゥーラは河東岸の拠点を失って攻勢に移ることは出来なかったのだ。

　トリエアと旧アークランド全土を制圧したゴルドニアの国力は既に周辺国とは隔絶しつつあった。
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ユレスト連合　首都バーレラ

「ゴルドニアの狂王め、なんたる非道!!　宣戦布告も無しに踏み込むとは！」

「我らの友好をなんの躊躇いもなく踏み砕きおったわ！」

　ユレスト連合の中心都市バーレラにて代表達の評議会は紛糾する。

この国は元々地方の豪族や有力者が寄り集まって形成され、唯一の王や支配者は存在しない。

軍に関しても各代表の兵を集めて協議の末、司令官を決めることになっていた。

　一方代表全員に優劣がないので意見が反すれば決定には時間がかかり、迅速な行動は取れない。

最近のゴルドニアの動きに対して国境を強化するべきだと提案もあったがゴルドニア貴族と婚姻関係にある貴族達の反対で何も決定できず無意味に議論を重ねるばかりとなっていた。




「だからゴルドニアは信用出来んと言ったのだ！　こうなった責任は誰が取る！」

「バカな、そもそも戦争になったのは貴様らが刺激したからではないのか!?　わが国もトリエアに宣戦していればこんなことには……」

　怒鳴りあいの議論を収拾すべき議長も同格であって強制力がない。

「既に国土に踏み込まれている……口で言っても通らんだろうな」

「しかしゴルドニアを敵に回して勝ち目などありますか？」

「ストゥーラ・マグラードは我らの味方だ。協力すれば……」

「馬鹿者！　奴らは河を隔てている。陸続きの我らとは違うのだぞ」

「まずは状況を整理しようじゃないか」

　代表貴族の中でも一番年のいった男がゆっくりした調子で声を上げる。

同格同士であればより長寿の者が尊ばれることが多い。

「敵の数はどのぐらいだね？」

「約二万と報告があります」

「集まった味方は？」

「約三万です」

　老人は微笑んで手を広げる。

「ならばまだ我らが有利ではないか。血相を変えることもない」

　周りの貴族達の表情も緩む。

老人はそれ以降口を開くことはなかったが、その影響は大きかった。




「何を置いてもまずは首都に迫る敵を撃破せねばなりません。これについては異論はないですな？」

「「無論だ」」

　議長の提言を皆が聞き出し、議場に秩序が戻る。




「ではまず揃った三万の兵の司令官を決めなければなりません」

「議長！　北方の荒熊、ハットネン将軍がよろしいかと」

「おぉ！　アークランド戦争でも少数で敵を撃破した彼ならばゴルドニアなど一揉みよ！」

　議場が盛り上がるが別の代表が手を上げる。

「なんの鉄壁のヒューティア将軍が適任でしょう！」

「女将軍ヒューティアか!?　いかなる大軍も弾き返す防戦の達人！」

　またも議場に微妙な空気が流れた。

「防衛戦なのだからヒューティアで良かろう！」

「何を言う！　敵を追い払うには撃破するしかない。ハットネン以外有り得ぬ！」

　わぁわぁと議場が再び騒がしくなり議長が頭を抱える。

だが一つの声がそれを制した。

「皆お待ち下さい！　何も一人に絞ることはありませんぞ！」

「どういうことだ？」

「軍を割って指揮させるのか？」

　声をあげた男は高らかに宣言した。

「わが情報によると敵を率いるのは、かの猛将ハードレット卿です」

　議場に小さな悲鳴が上がる。

「ですが案ずる必要はありません！　彼はゴルドニア王軍と自らの私兵をどちらも率いているとのこと、これでは彼の勇猛さも半減しましょう」

「そう……なのか？」「まぁ二つの軍を一人が率いるのは苦労するかもしれん」

「我々は逆に一つの軍を二人の将軍に率いさせるのです。二将軍どちらにも同じ指揮権を与えれば片方が見落としても、もう片方が補います。攻めに強いハットネン、守りに強いヒューティア、どちらの利点も兼ね備えた最強の軍団となるはずです！」

「おぉ……彼ら二人が手を組むならばこれ程心強いことはない」

「一人の司令官より二人のそれが勝るは道理！」

　議場を歓声が支配し、議長も満足げに頷く。

　こうして三万の規模を持つユレスト連合軍は同格とされた将軍二人に率いられ、ゴルドニア軍撃退のために出陣することになった。
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エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

隷下部隊

私軍　九八〇〇

歩兵二二〇〇　騎兵一三〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五四〇〇

中央軍第三兵団　一万三千

歩兵一万　騎兵千　弓兵二千




軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）レア（下半身世話係）

現在地点　ユレスト連合　バーレラの東

戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

マジノ要塞陥落（共同）

後半状況説明になりました。

次回再び戦闘です。










第１０３話　北部動乱⑨　森林の会戦







　ユレスト連合中部　平原地帯

「もうここらへんは王都ゴルドニアよりも北なんだよな？」

「はい、そのはずです。ユレストの中心都市バーレラは案外に北にありますから。んもっ」

「寒いわけだ、河沿いにあってくれればもっと楽にいけたのに」

「それだと河を渡るマグラードの援軍を気にせねばなりません。北にあることは彼らにとっても不幸です。んむっ」

「うぅ、セリア……様、邪魔しないで下さいよ」

「これは私の仕事です。んもっ！」

「ちんちんの扱いなら負けませんよっ」

　朝、行軍が始まる前の天幕の中で二人がかりの奉仕を受けている。

　椅子に座った俺の足元にはセリアとレアが跪き、左右から逸物に舌を這わせているがどちらが口に含むかで奪い合っているようだ。

「こらこら喧嘩するなよ」

　二人の頭を両手で撫でてやると両者は目を細める。

　彼女達はどちらも頭を撫でられるのが大好きなのだ。

「セリアさんは軍のお仕事でご主人様の為に頑張って下さい。下半身のお世話は私がしますから」

　レアは他の人間がいる前ではご主人様と呼ぶようになった。

　さすがに部下の手前、子供感覚で名を呼び捨てさせる訳にはいかない。

「なっ！　私は戦場でエイギル様のお世話を全てするんです！　あなたこそ……ああっ計ったな！」

　セリアが声を上げる為に逸物を口から出すと素早くレアがソレを咥える。

　憤ったセリアが実力行為に訴えようとするのを捕まえてキスを交わす。

　絡まる舌の感触で逸物に更に血が入っていく。

「膨らんだよ。遠慮なく口の中に出して下さいね」

　レアはむせながらも喉の奥まで逸物を飲み込み、激しく頭を振り出す。

　男を絶頂させようとする動きだが、それが適うことはなかった。




「ハードレット卿、よろしいでしょうか？」

「ひゃあっ!!」

　セリアがキスを中止して飛びのく。

　天幕の入り口はいつの間にか開かれレオポルトがいつもの無表情で立っている。

「……よろしいように見えるか？」

　こいつは他の部下と違ってまったく遠慮が無い。

「見えませんので言い換えます。軍議を行いますので中断してすぐに来てください」

「…………すぐ行く」

　まったく無粋な奴だ。

「んぶっ！　んもっ！」

　レアはレオポルトを一瞥したが気にせず奉仕を続けている。

　彼女は俺に奉仕する姿を人に見られても気にしない。

　俺が望めば人のいる屋外で俺に抱かれることも平気だろう。

　一方でセリアは口を拭いながらレオポルトを睨みつけて真っ赤になっている。

「レア、もういいぞ。口から出すんだ」

「えっ？　でもこんなに大きいままじゃご主人様苦しくない？」

　苦しいし、このままではズボンに入らんな。

「私はハードレット卿の下半身を見て喜ぶ趣味はありませんので、早く仕舞って頂けますか」

　レオポルトに見られていると思うと急速に萎えた。

　セリアを連れてこの無粋な男についていく。







「では軍議を開始致します」

　兵達は野営の撤収を進めている中、中央軍第三兵団を含めた指揮官達が司令部に集まる。

「その前に……ハードレット卿の部下とは言え爵位も持たぬ者がこの場で発言するのはおかしくないのですか？」

　中央軍指揮官の一人が主張する。

　レオポルトの事だろう、奴は俺の私軍では副司令の立場にあるがゴルドニア王家からは何も与えられていない一般市民に過ぎない。

　特に爵位を持つ指揮官にとっては奴の弁に従うことに納得が出来ないらしい。

「私はハードレット卿の命によって進言しておりますが」

「それならば貴族身分にある別の者でもよかろうが」

　めんどくさいな。

　レオポルトを助けてやるのも癪だが、唯でさえ会議は嫌いなのに実がない形式議論などもっての他だ。

　俺は中心の机にドンと肘をつく。

　前に叩いたら壊れたから加減したのだ。

「俺が認めた。それ以外に何か必要か？」

　中央軍指揮官達は一瞬後ろに下がる。

「し、しかし王家の威光のためにも序列は重要です」

　中央軍の中枢は新しく爵位を与えられた新貴族で占める。

　しかしその肥大化に伴って伝統貴族の子弟や騎士の経験者からも多数の指揮官を迎えていた。

　彼らは成り上がりの新貴族と比べて、より権威や序列にこだわる。

　あぁ面倒くさい。

「王家の威光か……それには序列や権威を重視するより一番いい事があるぞ？」

　貴族達の視線が集中する。

　美女がいればいいのだがあいにく男だらけ、それもむさい。

「勝てばいいのだ、何をしてでも勝てばいい。その為にこいつは必要なのだ。もし敗れでもしたならその時に文句を受け付けようじゃないか」

　机に肘をついたまま全員を見渡す。

　異論は無くなったようだな。




「続けてくれ」

「はっ、まずは敵の位置ですが、斥候によるとこの位置です」

　レオポルトは我々の目標地点バーレラの少し東を指す。

「近いな、双方が向かえば今日の夜には出会うかもしれん」

「それでは森林地帯にて遭遇します。植生はそれなりで、なんとか軍の展開は可能ですが、我が軍には強力な騎兵隊が存在しています。なるべくその優位性が生かせる平原を戦場とすべきでしょう」

　レオポルトはチラリと中央軍の指揮官を見る。

　強力なのは弓騎兵を始め俺の私軍だ。

　今のは事実であると同時に指揮官達へのちょっとした嫌味でもある。

　やっぱりこいつを援護してやる必要はなかったかもしれない。

「それが理想だが相手が乗ってくるか？　敵地で戦う以上戦い急ぐのはこちらだぞ」

「相手が森林に篭る場合には第三兵団が交戦、有利ならば押し切り、不利ならば後退して釣り出すのも手です」

「我らに敗北せよと!?」「それでは当て馬ではないか！」

　どうやら俺の出番のようだ。

「そのまま押し切ってしまえばわざと負ける必要はない。むしろ戦果を上げる好機と思うが？」

　彼らはレオポルトに反発しているが愚者ではない。

　兵も指揮官もエイリヒに鍛えられた一級品の部隊だ。

　そのまま押し切ることも不可能でないかもしれない。

「……了解しました。我らの強さ見せ付けてやりましょう」

　第三兵団の兵団長［ヘルゲン］男爵がゆっくりと口を開く。

　直属の上司の発言に他の指揮官達は口を閉ざした。

「任せるぞ。委細についてはレオポルトと打ち合わせてくれ」

　彼は夜明けの翼出身の新貴族、勝利が何より重要であることは痛い程わかっているだろう。

　何しろ新貴族は王の反逆の結果、貴族になれたのだからな。

　さて、戦闘は明日だろうか。

　軍議も終わったが、すぐに行軍だレアを抱き損ねてしまった。

　彼女の切痔は治ったし尻穴をもう一度支配してやろうと思っていたのに。

　セリアも並べて抱いてやれば二人はもっと仲良くなる、今度しよう。
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　ユレスト連合軍　軍議

「敵が森に入る前に叩くべきだ!!」

「いや、森に引き込んで叩くほうが良い！　慣れた森なら我らに利がある！」

　ユレスト連合軍の軍議は荒れている。

　だが多数の意見がぶつかっている訳ではなく、発言しているのは二人のみ。

　同格とされた［ハットネン］［ヒューティア］の両将軍が方針の違いを明確化させていた。

「森で敵を撃破しても追撃には不利、取り逃がしてしまう」

「撃破さえすればここは我が地、防戦成功ではないか！」

「何を言う、ゴルドニアは強大だ、追い払うだけではすぐに援軍を得てまた押し寄せてくるぞ。完全に撃滅してこそ国土が守れる」

「それで敗北しては元も子もない。まずは今の敵を撃退し、守りを固めるべきではないのか？」




　周りでは参謀達が困った顔を見合わせている。

　同格の最高司令官同士の議論に彼らが割って入ることは出来ない。

　止める者の居ない激論は数時間続き、遂に決着を見た。

「まずはヒューティア将軍の意見通り、森入り口付近での待ち伏せにて敵を迎え撃つ……」

「そして敵が敗走を始めたらハットネン将軍の意見通り、平原まで出て徹底的な追撃を行う……」

　森の奥深くではなくあえて入り口付近で待ち伏せする事により、敵が森に散らばって逃走する事を防ぎ、追撃に向く平原へと追いやる戦術だった。

「納得致しました……では我々を指揮するのはどちらの将軍様でしょうか？」

　参謀と指揮官が尋ねる。

「防戦は私が指示を出そう」

　ヒューティア将軍が声を上げる。

「追撃は俺に任せろ」

　ハットネン将軍が野太い声を出す。

「……では敵が反攻に転じた場合は？」

「「状況に応じて臨機応変に対応する!!」」




　ユレスト連合軍は両将軍の指揮の下、進撃を開始した。
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　ユレスト連合北部　ロンベルク森林

「我々だけで敵を撃破するつもりで行くのだぞ！」

　中央軍第三兵団一万三千名は森の直前で陣を張った本隊から別れ、森林内に踏み込んでいた。

　後方ではハードレット私軍兵が陣を張り、騎兵も待機している。

　情勢不利となれば平原まで後退して共同で当たる算段になっている。

「レオポルトとか言う生意気な輩の鼻を明かすのだ！」

　だが指揮官たちは自分達だけで敵を撃破するつもりだった。

　敵の数は三万近いと情報は入っていたが精強との話も聞かないユレスト兵が数だけ集まっても十分に勝利を狙えると考えていたのだ。

「敵は脅えたか？　このままバーレラまで行けてしまうかもしれんぞ」

「ははっ、それはいい」




　言葉に答えたのは無数の矢の雨、笑った兵士は口の中に矢を受けて即死する。

「敵襲だ！　盾を構えろ!!」

　最初の斉射こそ少なくない兵を殺したが、矢が来ると分かっていれば十分に防げる。

　それだけの訓練は積んでいた。

「敵を確認しろ！　両翼を伸ばせ、包囲されるな」

　森の狭い道に密集していた兵士は一斉に散開し、弓隊が応射を開始する。

　すぐに敵が森の中で横一列に陣を張り、待ち伏せしていた事に気づいた。

「敵は向こうだ。包囲されぬように注意して正面から当たれ」

　兵団長ヘルゲンの指揮の元、最初の混乱は終息し歩兵隊を前に弓隊が援護する形での反撃が始まった。

　奇襲ならともかく正面からぶつかれば兵の強さでゴルドニアが勝る。

　そう考えて接近戦を選択したのだ。

　攻撃陣は敵に合わせて横一列、そもそも森林内では立ち並ぶ木に邪魔されて複雑な隊列は組めない。

　それでも衝突と同時にユレスト軍の陣形は一気に乱れ、各所で後退し始めた。




「ふん、この程度のものか。所詮ユレストなど我が属国に過ぎん」

　指揮官の一人が悪態をつく。

　ユレストとゴルドニアの結びつきは昔からあるが、辺境の土地が多いユレストを見下す貴族も多い。

「……」

　だがヘルゲンの口元は緩まなかった。

「おかしい……。あれほどの差が出るとは思えん」

　目の前は木々に遮られて視界は悪いが、明らかに敵を大きく後退させている部分と頑強な抵抗にあってほとんど進めていない部分がある。

　そのせいで横一列の陣形はデコボコに乱れている。

「各指揮官は何をしている。あんなに突出しては危険だぞ」

「木で視界が悪く隣の状況が見えないのでしょう。特に敵を大きく後退させている隊の周囲は植生が濃いようで……」

　そこまで言ってヘルゲンと参謀は顔を見合わせる。

　彼らも実戦経験は豊富だ。

　これはどう考えても罠だった。

「全体を下げろ！　罠だぞ！」

　ヘルゲンの声が届く前に状況は一気に変化する。

　押し込んでいた隊と進めなかった隊にできた隙間、そこから次々と伏兵が現れ、前に進み過ぎた部隊が包囲されていく。

「なっなんだ!?」

「いきなり敵がっ！」

　優勢から瞬く間に絶対不利となり、包囲された部隊は混乱を極める。

　他の部隊が救援に向かおうとするがそれまで防戦に撤していた正面の敵が一気に攻勢に転じ、余力はどの部隊からもなくなった。

「兵団長……！」

「両翼に広げた部隊を中心に集めて……」

　包囲された部隊を救うため、両翼に展開した兵力を集めようと命令する。

　だがそれもまた裏目に出た。

「両翼部隊から伝令！　敵の別働隊が側面に出現、交戦中です！」

　本隊の包囲を防ぐ為に左右に展開した部隊が激しい攻撃を受けていた。

　彼らが撃破されればたちまち全体が包囲攻撃を受けることは間違いなかった。

「兵団長、このままでは包囲されます」

「あの防御からの反撃……そして素早い包囲作戦、見事な指揮だ」

　ヘルゲンは一瞬天を仰いだ。

　既に勝利は得られないだろうが終わったわけではない。

　忌々しいがあのレオポルトとか言う男の立てた作戦通りに後退し、森を抜ければハードレット子爵の強力な騎兵隊が待っている。

「どの道、後退しか手段はなさそうだな」

　ヘルゲンは全部隊に撤退を指示する。

「絶対に背中を見せて逃げるな！　抵抗しながらゆっくりと後退するんだ！」

　ヘルゲンは中央軍の中でしっかりと訓練された兵がこの程度では崩れないとの自信があった。

　第三兵団は敵に圧倒されながらもゆっくりと元来た道を後退していく。










「第三兵団より連絡、森の中で有力な敵と遭遇し戦闘になるも状況不利、撤退してきます」

「だ、そうだぞ」

「そうですか」

　レオポルトは予想通りといった様子でまったく動じない。

　俺も特に慌てはしない。

　既に歩兵隊を前列に陣を引き、臨戦態勢をとっているのだ。

　騎兵隊はなるべく低い場所で、歩兵の後ろに隠しているが何分平坦な土地だ。

　よく見ればすぐに気付かれるだろう。

「構わないでしょう。追撃に勢いのついた敵がそう簡単に止まるとは思えません」

「ならいいがな」




　レオポルトと無駄話をしながらセリアの尻を撫でていると森との境界から溢れるように兵が飛び出してきた。

「いよいよ来るぞ。臨戦態勢をとれ」

「ふむ、壊走している訳ではありませんな。兵の数も目立って減っていない。ヘルゲン兵団長はまずもって及第点と言えるでしょう」

　本人に聞かせてやったら烈火のごとく怒るだろうな。

　最低限の秩序を保ちながら後退してくる第三兵団の最後尾と入り混じるように敵の兵が姿を現す。

「族長様！」

「ルナ、まだダメだ。敵が完全に森の外に出てからだ」

　敵からもこちらの陣は視認出来たはずだが、少数と見たのか構わず追撃を続行してくる。

　平原に出て空間が開け、逃げる味方は周り中を囲まれていく。

　敵は更に包囲を厚くすべく、森を出て殺到していった。

　頃合だろう。

「弓騎兵、全力斉射の後、突撃開始」

　弓騎兵五千余が一斉に駆け出す。

「重装、槍騎兵は俺に続け」

　毎度ながら後方の指揮をレオポルトに任せ、槍を掲げて突撃する。

　ゴルドニア国旗に並んで黒一色の旗が揚がり、騎兵の波が打ち寄せていく。

　何度経験しても突撃のこの瞬間は気分が高揚する。

　まるで今から処女の中に突入する男根になった気分だった。

「蹴散らせ!!」




　敵は予想外に多かった騎兵を見て慌てて槍隊を並べる。

　だがその頭上に二度、合わせて一万近い矢が降り注ぐ。

　トリスニアからごっそり持ってきたからな。

　エイリヒは呆然としたことだろう。

　盾を構える暇もなく槍隊の隊列は崩れ、俺を先頭に騎兵隊が突っ込んだ。

「どけっ!!」

　ずたずたにされた長槍の列を整えようとする指揮官の胸を鎧ごと貫き、槍にぶら下げたまま敵の真ん中に突撃していく。

　突っ込む騎兵の進路に当たらない敵には弓騎兵から無数の矢が降り注いだ。

　槍隊の防御はあっと言う間に崩壊し、俺達の前には通常歩兵、短槍や剣で武装した兵が立ちふさがる。

　まずはこいつらを撃破して包囲されている第三兵団を救援しないといけない。

　全滅させたらエイリヒが怒りそうだ。

「シュバルツ、牝を孕ませるだけが能じゃないだろう？　突っ込め!!」

　慌てて追いかけてきた護衛隊を伴い、敵中深く飛び込んでいく。

　突き出される槍を払いのけ、もしくは掴んで兵ごと放り投げて道を開き、いい具合に密集した所には槍を振るってまとめて蹴散らす。

　足を止めて打ち合いをやることに意味は無い。

　第三兵団を戦力として復帰させれば戦局は一気に有利となる。

「この馬なんだっぐぎゃっ！」「あぶっ！」「ぐぇぇぇ!!」

　突撃の途中ガタガタと鐙が揺れるのはシュバルツがあえて敵を踏みつけながら移動しているからだ。

　普通の馬より遥かに重いシュバルツは甲冑ごと兵士を踏み砕きながら平気な顔で走り続けている。

　繁殖だけが能じゃなくて何よりだ。

「なんだこいつら！」

「今までの奴らと違う……」

「真っ黒な旗!?　悪魔の軍隊なのか？」

　長槍や弓がなければ歩兵が疾走する騎兵を止めることは至難だ。

　一方的に敵を切り裂いていくが、兵力的な打撃はそれほどではないだろう。

　完全に叩き潰すには第三兵団の兵力が必要だった。

「隊列を組め！　足を止めてしまえばこちらのぶげっ!!」

　短槍で密集し、なんとか抵抗しようとした敵兵をまとめて吹き飛ばし、馬に乗った指揮官の顔面に槍を突き立てる。

　シュバルツが微妙に蛇行して息のある兵を踏んでいく。

　こいつは男にはまったく容赦がない。




「我が奥義を受けよ！　炎電疾風!!」

「ほらよ！」

　声のでかい騎士の奥義を手で受け止め、返礼に首を飛ばしてやった所で敵が途切れ、包囲されていた味方との合流に成功した。

　敵の包囲を打ち破った俺と護衛隊に続いて、槍騎兵や重装騎兵も次々と追いついてきた。




「み、味方だ！」「助かったぞ!!」

　歓声を上げる兵に対して大声を張り上げる。

「まだ終わっていない。今度はこちらの番だぞ、正面の敵を押し返せ！」

　うおお、と歓声が上がり、味方は一気に正面への圧力を高める。

　まだ正面と側面の二方向から挟撃される形なのだが、援軍の到来は兵の士気を跳ね上げるのだ。

　逆に敵はこちらの合流を許して浮き足立っている。

　ちょうどいいタイミングでレオポルトも攻撃を開始したようだ。

　弓騎兵も敵の周囲を回りながら矢を射掛けては突撃を繰り返していた。




「ハードレット卿、申し訳ありません。深入りし過ぎました」

　ヘルゲン兵団長が騎乗のまま走り寄って来た。

「いいさ、概ね計画通り、多少の手違いはあるものだ」

「敵の指揮は非常に巧みです。ご注意を……」

「指揮が巧み……？」

　そうだろうか？

　俺が突撃を開始してから敵は何一つ満足な手を打てていない。

　今もただ混乱するのを放置しているし、かなり無能な将だろうと思っていたのだが。

「ハードレット卿が攻勢に転じてからどうも敵が乱れているようです」

「最初の斉射で将が死んだか？」

　不運にも最初の一撃で率いる者が死んでしまうことはある。

　そうなれば軍はたちまち崩壊してしまうだろう。

「そういう訳でもないようですが……」




「後退だ！　森まで後退するのだ！」

「前進だ！　眼前の騎兵を叩いて再度包囲を試みるのだ！」

　それにさっきから敵の指揮官が叫んでいる事が矛盾している。

　陣形も防御的なものと攻撃的なものが入り混じり、結局何の意味もない意味不明な陣形になっている。

　よくわからないがこれはまたと無い機会だった。




「ヘルゲン卿、何が起こっているかは知らんが好機には違いない」

「勿論です。全隊、ハードレット卿の目の前で汚名返上せよ。総攻撃だ！」

「私軍全てに伝えろ、総攻撃だ。徹底的にやれ！」




　第三兵団と俺の私軍全ての部隊が一斉に攻撃を開始する。

　敵は部分的には見事な立ち回りを見せた所もあったが全体としては脆くも崩れ、森へ向けて敗走を開始していった。

　ともすれば完全に崩壊しそうな状況だったが、馬に乗った将が現れて兵の間を走りまわり、大声を上げて敗走に秩序を与えている。

　整然と撤退する敵に対して壊滅的な打撃を与えるのは難しい。

　打ち落とそうかとも思ったが少し距離が遠いし、そして何より……。

「あれは……女か？」

　まどろっこしいとばかりに将が兜を脱ぎ捨てると長く美しい金髪が風に靡く。

　髪を張り付かせ必死の形相で指揮を執っている女の顔は、それでも戦場という野蛮な場所に不釣合いな程に美しい。

　可愛いではなく美しいと言うのが相応しい女だった。

　戦場で不意に美女を見たせいか、朝からお預けを喰らっていた逸物がむくむくと大きくなっていく。

　美女はほとんどの兵が撤退したのを見て、こちらを一瞥してから自らも森に入っていった。

　出来ればあの美女には傷はつけたくないな。




「勝利です！　追撃しましょう!!」

　セリアが叫んで突っ込もうとするが襟を掴んで持ち上げる。

「あぅー、何するんですかぁ！　降ろしてください！」

「敵は秩序を失っていない。下手に追いかければ反撃を貰うぞ」

「賢明です。森では騎兵は有効に使えません。待ち伏せされれば厄介なことになります」

　いつの間にか傍に来ていたレオポルトも俺の味方をする。

　ヘルゲンも異論はないようだ。

「今日は日も傾いてきている。森の手前で陣を張るぞ……奇襲に備えて歩哨を立てるのを忘れるな」




「あぅ……そろそろ降ろして下さい……」

　駄目だ。

　戦いのご褒美と先走ったお仕置きを兼ねて胎に種をぶち込んでやる。

　あの女のせいで逸物が鎧を押して痛いのだ。

　セリアを持ち上げたままその場を去ろうとしたが、レオポルトが立ちふさがる。

「ハードレット卿、敵の動きが妙だったことに気付かれましたか？」

「あぁ、ヘルゲンは最初見事な指揮だったと言っていたがそうは見えなかったな」

　かと言って彼が自分の失態を隠すために嘘を並べているようにも思えなかった。

「その事でご相談があります。早急に……」

　セリアを陵辱するのはお預けか、逸物が破裂しそうだ。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

　隷下部隊

　私軍　九五〇〇

　歩兵二一〇〇　騎兵一二〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五三〇〇

　中央軍第三兵団　一万一千

　歩兵八五〇〇　騎兵九〇〇　弓兵一六〇〇




　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）レア（夜のお供）ヘルゲン（第三兵団長）

　現在地点　ユレスト連合　バーレラの東

　戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

　マジノ要塞陥落（共同）・ユレスト連合軍撃退








第１０４話　北部動乱⑩　夜戦２つ　♯







「それで、言いたい事とはなんだ？」

　レオポルトからどうしても聞いて欲しいことがあると言われ、セリアを抱くのを諦めて奴と二人テーブルを囲む。

「先ほどの会戦での敵の指揮、ハードレット卿も不自然を感じたと思います」

「確かに……こちらが突撃を開始してから相手は何もしなかったな」

　唯一の反応だった槍隊を前に出す戦術は言わば常識であり、上の指示がなくても現場の指揮官が勝手に行う事だろう。

「敵が飛びぬけた無能と言うことも考えられますが、それならば森で第三兵団が撃破していたでしょう」

　そうだな。

「敵は命令を受けていなかったと言うよりも、ちぐはぐな命令に混乱していたように見えました。攻撃陣と防御陣が入り混じり、前進する兵も居れば後退する兵もいる……これは将が戦死した時の反応とは異なります」

「それは俺も感じたが、つまりどういうことだ？」

「詳しくはわかりません。ですが敵が指揮系統に致命的な問題を抱えていることは確かです」

　レオポルトは表情を変えないまま声だけを強める。

「そこで敵の指揮を最大に混乱させる戦術を取りたいのです」

　事を急ぎ、かつ敵を大混乱させる戦術と言えば……。

「夜襲か」

「はい」

「戦闘直後だぞ？　兵の疲れもあるんじゃないか？」

「今回私軍の歩兵達はほとんど戦闘に参加しておりません。疲労も少ないでしょう」

　私軍歩兵は弓隊と併せても三千もいない。

　敵は三万近かった、撃破したとは言っても追撃戦が出来ていないからそれほど兵数は減っていない。

　さすがに荷が重いのではないだろうか。

「数で押す訳ではありません。任せて頂ければ必ず敵に打撃を与えましょう」

　このまま敵を帰せばどこかでもう一戦必要になってしまう。

　こいつがここまで言うなら任せてもいいかもしれない。

「撤退する敵兵の中に間者を紛れこませています。夜の森でも敵の位置は突き止められます」

「そこまで準備しているなら止めるのもな。歩兵隊と弓隊を全て預ける。やってみろ」

　レオポルトはコクリと頷いて足早に去ろうとするが、呼び止める。

「失敗してもなるべくお前は死ぬなよ」

　こいつがいなくなると面倒が増える。

「それと敵の指揮官に女……美女がいる。こいつは殺すんじゃないぞ」

　レオポルトは眉間に皺を寄せて嫌そうに頷いた。

　それでいいのだ。
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　夜　森林内　ユレスト連合軍陣地

　ユレストの兵達は泥のように眠っている。

　昼間の大激戦は彼らの体力も気力も奪い去っていた。

　勝利を得たのなら気分の高揚もあろうが、敗北とあっては疲労は倍加する。

　それは兵を率いる者達も例外ではなかった。

「散々……でしたね」

「……最悪の結末だ」

　ヒューティア、ハットネン両将軍はぐったりと軍議用の机に突っ伏す。

　敗退が決定的になった後、なんとか崩壊を免れようと奔走した二人は一般兵よりも遥かに疲れていたが、重責を担う身として気を張っていたのだ。

　それでも疲れからかハットネンは服装を緩め、将軍としては威厳のない格好を晒している。

　ヒューティアもかっちりと首まで覆っていた服をはだけさせ、口調も将軍としての威厳あるものから素の話し方に戻っていた。

「あれ程の速度と破壊力があるとは……あれでは指揮の交替など間に合わん」

「音に聞こえたゴルドニアの猛将ハードレット、噂に劣らぬ男ですね」

「いっそどちらかが全体の指揮を執るか？　そうすればなんとか対応出来るかもしれん」

「今更ですね……兵の士気も酷いものです。一度戻らねば再戦など出来ませんよ」

　ヒューティアの溜息のような声にハットネンも肘をついて肩を落す。

「そうだな。それに指揮権の統一など我らだけで決められぬか」

　彼等は自ら指揮権を奪い合っていた訳ではない。

　そもそも同格の将軍二人など不都合が出る事は明らかだった。

　だが任命は評議会の仕事であって彼らがそれを勝手に変えることなどできるわけがない。

　二人にはそれぞれ推挙した領主達がいる。

　勝手に現場で地位を変えれば下に置かれた側の将軍を推した領主達は黙っていまい。

　自分達を差し置いて内紛になるだろうし、へたすれば兵達も派閥ごとに割れてしまうかもしれない。

　そうなれば戦闘以前の問題だ。




　ぐったりと突っ伏した女将軍の胸元から谷間が覗く。

　巨乳と言っていいそれは彼女の美貌と相まって男の視線を吸い寄せる。

　まして戦場で昂ぶった後ではたまらない。

「なぁヒューティア将軍、疲れを癒すためにも我らが少し仲良くなって見ないか？」

「……貴方は奥方がいるでしょう」

「そう硬いことを言わず……俺も少しは自信がある。上手く扱ってやるから英気をだな」

「硬くて結構、生まれてこの方こういう性格です。私へ求婚したいなら奥方とお別れになってからにして下さい」

「求婚ではなく一発をだな……」

　ヒューティアが背筋を伸ばして服をきっちりと整えた。

　明確な拒絶のサインにハットネンは再び溜息をつく。

　その時だった。




「敵襲ーーーー!!」

「夜襲です！　敵の位置は不明、そこら中にいます!!」

　二人はバッと立ち上がり甲冑もつけずに剣だけ持って天幕を飛び出す。

「バカな！　敵地で夜襲だと!?」

「夜の森林で我らの位置を突き止めたのか!?」

　慌てて外に出ると既に四方から火矢が降り注いでいる。

　既に全周を包囲されているようだ。

　矢の密度は濃くないが天幕は次々と燃え上がり、地に落ちた矢も秋を迎えて積もった落ち葉を燃え上がらせる。

　疲れきって眠って居た兵士達にとっては地獄のような光景に見えたに違いない。

　防戦態勢に入る前に混乱し、慌てふためいて逃げ惑う。

「くそっ、兵がこれではどうにもならん！　敵はそれほど多くないようだが」

　ハットネンが見る限り全周を包囲されている割には矢の数が少ないし、仕掛けて来る敵も多くは無い。

　味方の兵さえ落ち着けば十分に撃退できると考えられた。

「とりあえず別れて兵を落ち着かせよう！　このままでは皆逃げ散ってしまう！」

　ヒューティアの提案に二人は頷き、別れて兵を掌握せんと試みた。







「そこのお前」

「はっ！　一〇〇人長殿！」

「敵の数は多くない！　まずは西へ後退して陣形を整えるのだ！　周りにもそう伝えよ！」

「了解しました！」

　兵士は走りながら命令を叫び、周りの兵もそれに従っていく。

　だが彼らが西に向かっていると別の指揮官が立ち塞がる。

「お前ら何をしている！」

「西側へ後退して陣を整えるとの命令が……」

「そんな訳があるか。敵は少数だ。距離を詰めて攻撃を仕掛け包囲を破るのだ」

「しかし……」

「ヒューティア将軍直々の命令だぞ！　四の五の言うな、早くしろ！」

「了解しました！」




　ヒューティアは先の戦いで矛盾した二つの命令が敗北を招いたことを理解しており、ハットネンが出すだろう攻撃的命令と矛盾しない形で兵を統率していた。

　不幸なのはハットネンもまた優秀で彼女と同じ考えから防御的な命令を出していたことだった。

　両者は互いに配慮して自分の苦手な戦術を選択し、結局は食い違った。

　ユレスト兵は右往左往して混乱を極め、ついには無秩序な敗走を開始する。

　制御不能となった壊走を最早止めることはできなかった。




「まてっ！　撤退など許さんぞ！　指揮官、すぐに兵をまとめて……ぐおっ!!」

　ハットネンの体に矢が突き立つ。

　矢を引き抜いて斬りかかろうとした彼に更にドスドスと矢が突き立ち、最後は喉元にボウガンのボルトが刺さり、彼はばったりと後ろに倒れて動かなくなった。

「ハットネン将軍がやられたぞ!!」

「もうおしまいだ!!」

　唯一の将軍となったヒューティアも、既に指揮うんぬんの問題ではなく、なんとか兵を生かして逃がす以外には出来ることはなかった。

　その絶望的な戦いもゴルドニアの援軍の到着で終焉を迎える。

　奇襲が予想以上の成功となったことで殲滅戦を実行すべく、足の速い騎兵隊が駆けつけて来たのだ。




「もはやこれまでか……」

　ヒューティアは覚悟を決めて馬を降り、殿に立つ。

　もはや軍の崩壊は明らかで自分に出来ることはない。

　国家滅ぶとも一兵でも多くの兵を家に帰してやるつもりだった。

　勢いに乗って迫るゴルドニア兵を立ち続けに三人斬り捨て、気勢を上げる。

　自分が嬲り殺される前にいくらかの兵は逃げ切ることが出来るだろうと剣を構える。

　その彼女の前に一際大柄な馬に乗った騎士が現れた。
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「駆けつけてみたら終わっているな」

「ええ、敵は崩壊しました。後は殲滅戦に手が必要だっただけですのでハードレット卿が来る必要はありませんでした」

　眠気眼をこする騎兵は戦力としては大きく落ちるだろうが、逃げる敵を追いかけて仕留めるだけならば問題はない。

　既に敵は崩壊し、無秩序に逃げ散るだけだった。

「先ほど敵の大将らしき者を討ち取りました」

「まさか女か!?」

　殺すなと言ったのに勿体無い。

「いえ、男です」

「ならいい」

　連れて来た騎兵達が次々とユレストの兵を狩って行く。

　これならイリジナに任せて俺はセリアの股を舐めていれば良かったと思い始めた時、燃え上がる天幕の光に照らされて美女が踊っていた。

「あれは……」

　剣を合わせる火花が散り、体を回して兵士を切り倒す。

　殺されているのは俺の兵なのだが、その戦いはとても美しく見えた。

　三人目の首が飛ばされ、兵達は思わぬ強敵の出現に足が止まってしまう。

　それでいい、殺してしまってはだめなのだ。

「弓隊待て、俺が仕留める」

　手ごわい敵を射殺そうとしていた弓兵を制して進み出る。

　奇襲するつもりもないのでシュバルツから飛び降りて言葉をかけた。




「ハードレットだ。お前は？」

　美女は一瞬驚いた顔を浮かべたがすぐにきつい顔に戻る。

「マイラ＝ヒューティア、将直々の勝負光栄っ!!」

　身を落としすごい速度で切りかかってくる。

　反撃の暇もなく槍で受けると横に動きながらの連続攻撃が舞うように飛んで来た。

　息もつかせぬ連続攻撃だが受け続けると女の息の方が上がっていく。

　確かに恐ろしく早いが俺の目は彼女の攻撃を正確に捉えていたし、何より一撃が軽い。

　これなら百回受けても疲れはしないだろう。

「どうしたっ！　そちらからも来い！」

「ふむ……」

　俺が槍を横に一閃すれば彼女が防御するしないに関わらず決着はつく。

　だがそれでは殺してしまうかもしれないし、間違いなく傷をつけてしまうだろう。

　既に限界まで勃起している逸物のためにも彼女には無傷で居て欲しかった。

「はあっ!!」

　斬撃では無理と判断したのかマイラは俺の鎧の隙間を狙い神速の突きを繰り出してきた。

　ああ、これで助かった。

　半歩身を引いて槍を振り上げる。

　キンと高い音が響いてマイラの細身の剣は根元からへし折れた。

　呆然とする彼女に近づいていく。

「ここまでですか……父上、母上……お先に逝きます」

　マイラは剣を捨て、目を閉じて天を仰ぐ。

　俺はそんな彼女の体を抱き締めた。

「なっなにをするの!!」

「殺すつもりはない。……ちょっと話をしようじゃないか」

「りっ陵辱するつもりですね！　ヒューティア家の者としてその様な屈辱を味わうならば死を！」

　マイラは舌を噛もうとするがその前に口をこじ開けて指を入れる。

　噛まれる痛みもこの良い女を抱けるならば安いものだ。

　そして抱き締める力を強めていく。

「や、やめ……ぐっ……がぁ……息が……」

　骨を折ってしまわないように気を付けながら抱き締めていくとヒューティアはじたばたと抵抗した後、ぐったりと意識を失った。

　障害がなくなった兵士達が一斉に追撃を再開する。




「さて、これで戦いは終わりか」

「殲滅戦を続行します。敵に踏みとどまる隙を与えるな、徹底的に叩き潰せ」

　レオポルトはあえて肩に担いだ女には触れない。

　セリアも諦めた顔で護衛隊の指揮を執り、追撃を続けていた。

　もう俺が指揮を執る必要もないだろう。

　気を失ったマイラをシュバルツに乗せようとすると首を回して股間の臭いを嗅ぎ出した。

　やめんか、これは俺の女だ。







　翌朝

「うぅん……ここは……」

　しばらく後、マイラがゆっくりと目を覚ます。

　痛めつけた訳ではないのによく眠っていた。

　余程疲れていたのだろう。

「目が覚めたか？」

「ん……お前はっ！　ここはどこです!?　あれからどうなったのですか!?」

「ここはゴルドニアの陣の中、俺の天幕だ。ユレスト軍は完全に撃破されて散り散りだ」

「……そうか、私は敗れたのでしたね」

　マイラは肩を落とす。

　しばらくは普通の尋問を行い、彼女がもう一人の男と共に軍を率いていた事を聞きだす。

　彼女は国家の命運も悟っているのだろう。

　特に口をつぐむことはなかった。




「一軍に二人の将か、お前らはアホなのか？」

「返す言葉もありません……」

　うなだれるマイラ、彼女自身もわかっていたらしい。

　上がバカだと苦労するな。

「もう決着はついた。じゃあ次の事にいこうか」

「はい……」

　処刑でもされるような悲壮な顔をするマイラ。

　俺は彼女に手を貸して立ち上がらせる。

「ここに手をついてくれ」

「外に出るのではないのですか？」

「いやここだ」

　天幕内に置かれた鎧入れに手をつかせる。

　重量があるから安定するだろう。

「もう少し腰をあげるんだ。足をもう少し開いてくれ」

「？？？　一体なんなのですか？　これから処刑ではないのですか？」

　美人を殺すなんてとんでもない。

　突くのは別の槍でだ。

「うむ、素晴らしい」

　俺はマイラのズボンと下着をまとめて降ろし、剥き出しになった白い尻に逸物を乗せる。

「え……一体なにをするの……ええええっ！！！！？？」

　マイラは振り返って驚きの声を上げた。

　何を今更叫ぶ。

「なっ何をしているんですか!?　それはなんですか!?」

「何って男根に決まっているだろうが」

「男根がそんなに大きいはずないでしょう！　さては魔物の類……あんっ！」

　騒ぐマイラの性器に指を入れてかき回す。

　彼女の穴は綺麗なピンクで薄く生えた毛も色欲をそそる。

　尻の穴は小さくすぼまって可愛らしい。

「あんたは素晴らしい美人だ。抱かせて欲しい」

「嫌に決まっているでしょう！　ふざけているのっ!?」

「ふざけてなんていない。俺はこいつをぶち込みたい……素晴らしい美女のお前にだ」

　逸物を入り口に当てて上下に擦る。

　許しが出ればすぐに押し込むつもりだった。

「くっ！　殺しなさい！　犯されるなら舌を噛むと言ったはずです!!」

　それは駄目だ。

　こんな美人が死ぬのは人類の損失だからな。

「じゃあこういうのはどうだ？　お前が俺の女になれば捕虜たちの待遇を改善しよう」

　最後まで兵を思って踏みとどまった彼女だ。

　これは交換条件になりそうだった。

「ひ、卑劣な……捕虜の命を盾に取るとは……」

　別に従わなくても捕虜を虐待するつもりはない。

　言う事を聞けば一食、肉を追加してやろうと思っていたのだが。

「では、好きに犯しなさい……その後に私は命を断ちます！　媚びも服従もしますからお好きに！」

　それも駄目だ。

　俺はこれからも抱きまくりたいのだ。

「じゃあこれはどうだ。もしお前がこれからずっと俺のモノになるなら、例えユレストが滅んでもお前の家に特別な配慮をするように王へ進言してやろう」

　マイラがピクリと体を震わす。

　将軍たる彼女は間違いなく貴族家の出、貴族にとって家系の維持は自分の命よりもずっと重要らしい。

「ほ、本当ですか？」

「あぁ、今までと同じとはいかんだろうが断絶は避けられるようにしてやる」

「ヒューティアの名が……残る」

　マイラは立った後背位体勢のまま尻と性器を剥き出しにしたまま考え込む。

「二言は……」

「無い。俺も爵位を持つ者だ」

　本音は爵位などあまり興味はないんだけどな。




　一分近い沈黙の後マイラがこちらを振り返った。

「わかりました……貴方の……女になりましょう」

「感謝する。では早速」

　俺はマイラのくびれた腰をがっちりと掴み腰の位置を動かす。

「待って！　私まだ処っ!!」　「いくぞ……そらっ!!」

　腰を強く掴んだまま勢いよくバチンと打ちつける。

　今日は寸止めが続いたので逸物はより硬く大きくなっており、辛抱出来なかったのだ。

　力任せに挿入すると耳に聞こえる程の音がブチンと鳴った。

「ん？　これは……」

「痛ぁ−−−!!　私、処女なのにぃ!!　酷い、酷いぃぃぃ!!」

　処女だったのか……なら俺の逸物をろくな愛撫無しに入れたのはまずかったな。

　しばらく動かずにいてやろう。




　しばらくの間マイラはシクシクと泣いていた。

　そして涙目をこちらに向ける。

「この外道……処女を嬲って楽しいですか!?」

　可愛いので楽しい、と言いかけたが絶対怒るのでやめておく。

　答えずにキスを迫り、逸らされる顔を捕まえて唇を吸う。

「お前程美しい女に入れてこのままでいるのはつらい。動いてもいいか？」

「好きに……すればいいでしょう。でも中には出さないで、子が出来てしまいます」

「ああ、わかった」

　俺は彼女の後ろに立ったまま、腰を揺らす。

　処女を失ったばかりの彼女を激しく攻めるのは可哀相だが、それでも溜まった種が腰を早めてしまう。

　彼女の純潔の血と体を守る為に出た愛液がぐちゅぐちゅ音をたて、腰を当てる音と共に室内に響く。

「い、痛い……もう少しゆっくりお願いします」

「すまん。お前の中は狭いな……」

「貴方の逸物が大きすぎるんですよ。小さい頃に見た兄や父のモノとは比べようもないです」

「だがお前のこれもなかなかだぞ？」

　密着するように体を倒し、マイラの胸を開くと、ボロりと大きな胸が飛び出す。

「でかい乳に美しい顔、よく締まる穴……最高の女だ」

　乳を揉みながら腰を動かしキスを交わす。

　だがマイラの目には涙が浮んでいた。

「うぅぅ……耐えなさいマイラ、これも家の為、兵の為」

　いかん、これでは強姦になってしまう。

　なんとか彼女を気持ちよくしてやらないといけない。




「こういうのはどうだ？」

　ずっぽりと差し込んだまま腰を回転させるように使い、マイラの中にゆっくりとした刺激を与える。

「あっ……それの方が痛くありません」

　しばらく動きを続け、慣れてきた頃にトントンと奥を突く動きを加える。

「あっ！　それは痛いっ！」

「あぁわかっている」

　数回で突くのをやめ、再び腰をゆっくり回す。

　更に左手は乳房を優しく揉んで、右手で肉の芽を撫でる。




　こみ上げてくる精を我慢しながら交互に動きを繰り返していると徐々にマイラの顔が緩み始めた。

「気持ちよくなって来たか？」

「痛みに慣れて来ただけです！」

　嘘なのはどっぷりと濡れ始めた穴の様子でわかる。

　逸物もスムーズに動かせるようになってきた。

　乳首も肉芽もピンと立ち、これで感じていないと言い張るのは処女ならではだな。

「ああん……んあっ！　んっ!!」

　腰を回す動きから奥を突く動きに移らずにそのまま腰を止める。

「えっ!?　ど、どうしたんですか？　終わりですか？」

「奥……突いて欲しいか？」

「そんな事はありません！」

　腰は動かさずに胸と肉芽だけを触り続け、更に言葉を交わす。

「そう意地を張るな。お前は処女……新兵のようなものだ。俺はそれなりに経験を積んでいるし、気持ちよくされてしまうのは仕方ない。受けいれれば二人共、もっと気持ちよくなれる」

　キスを交わしてから鼻同士が触れるぐらい近くで続ける。

「一言……気持ちいいと言えば、激しく動いて気持ち良くしてやる」

　マイラは拗ねたような目で俺を見つめて聞き取れない程に小さい声でぽつりと呟く。

「気持ち……いいです。もっと良くして……」

　よし、これで和姦になった。

「うおぉぉぉぉぉ！」

「きゃあああああ!!　激しい！　激しいけど気持ちいい!!」

　先ほどまでの動きが嘘のようにバンバンと音を鳴らして打ちつけ、立ったままの彼女が前後に大きく揺れるほど腰を使う。




　激しい動きに我慢して高まっていた俺はすぐに限界を迎えてしまった。

「いくぞマイラ！　ここから種が出るぞ!!」

　マイラの片手をとって玉を触らせる。

　今日の寸止めのせいで触ってわかるぐらい膨らんでいるはずだ。

「外にっ！　中は駄目です孕んじゃう!!」

「わかってる。お前もそろそろだろう、いってしまえ!!」

　外にまで聞こえているだろう二人分の声と腰が当たる音を気にもせずに激しく動き、いよいよ竿まで種が上がって噴き出る瞬間だった。

「出すぞ！」「きゃっ!?」

　マイラの言葉通り、外で出す為に引き抜こうとした瞬間、彼女が掴んでいた鎧入れが倒れてしまったのだ。

　重いそれの下敷きになれば怪我してしまうと俺は彼女をかばって横に転がる。

　だが突き刺さったままの男根はそのせいで更に深い場所まで侵入、彼女の子袋に食い込んでしまった。

「きゃっ!!　そんな奥まで駄目っ!!」

「ぐあっ、すまん、もう限界だ!!」

　最後の瞬間に子袋をえぐる感触を与えられた逸物が限界を超え、噴水のように種を噴いてしまう。

「うぉぉ!!　ぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　互いの耳にまで聞こえる凄まじい射精音、それに合わせてマイラの腹が膨らんでいく。

　相当な量が出てしまった。

「え？　……嘘？　出てる……中で出てるの？　嫌ぁぁぁぁぁ嘘つきっ!!　裏切り者ぉ！」

　俺の下敷きになったまま騒ぐマイラだが俺の射精は止まらない。

　さすがに絶頂の最中に逸物を引き抜くほどの理性は残っていなかった。

「すまん、つい出てしまった」

「ついじゃないです！　ひどい、大量にびゅるびゅる……孕んでしまう……」

　しっかりと全部出し切った俺は彼女から体を離し、怒る彼女をなんとか宥めようと試みる。

「なぁ機嫌を直してくれ。あれは不可抗力だ」

「嘘つきにかける言葉はありません！　うぅ……出てこない程奥に……もうこれは手遅れだわ」




　仕方ない。

　体で説得しよう。

「ええっ！　なんでまた！　いい加減に……」

「一回たっぷり出てしまったんだ。もう二回も三回も同じだろう」

「そんな訳がっ、ああっ!!　ドロドロのまま入れてはだめです!!」




　結局彼女が陥落するのは五回戦目で、焦らしまくって大声で種付け射精を懇願させ事なきを得た。
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　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時

　隷下部隊

　私軍　九四〇〇

　歩兵二千　騎兵一二〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五三〇〇

　中央軍第三兵団　一万一千

　歩兵八五〇〇　騎兵九〇〇　弓兵一六〇〇




　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）レア（夜のお供）ヘルゲン（第三兵団長）

　マイラ（捕虜）

　現在地点　ユレスト連合　バーレラの東

　戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

　マジノ要塞陥落（共同）・ユレスト連合軍撃破








第１０５話　北部動乱⑪　水の壁







　朝日が昇る。

　股間がすっかり軽くなったな。

　昨夜の戦いでは邪魔になるぐらい玉が重かったが全て吐き出せたようだ。

「エイギル様失礼致します！　捕虜の尋問は……」

　セリアは天幕に入ってくるなり二度深呼吸して心を落ち着けている。

　大人になったな。

「予想はしていましたがこの惨状は酷いですね」

「幸せそうだろ？」

「何もわからなくなっていそうです」

「はひ……ハメて……大きい……太い……妊娠……種付け……」

　マイラはベッドにうつ伏せになって腰を浮かせている。

　意識は無いはずだが尻は揺れ続けていた。

「エイギル様は常識外の絶倫なのですから少し手加減をしてあげて下さい。水溜りになるほど出さなくても……」

　ふむ、胎内に発射した時の反応が良かったからひっきりなしに種をつけてしまったのだ。

「薬は使われたんですか？」

「いや、使ってなかったみたいだな」

　セリアは首を軽く振った。

「また子が増えますね」

　そう簡単に出来るかはわからないが、出来たらちゃんと面倒をみてやるさ。

　何しろマイラはもう俺の女なのだから。

　ふりふりと揺れる尻を撫でると返事をするように汚い音がして種が溢れ出した。

　その後、セリアとレアを抱いてやってから行軍を再開する。

　目標の町、バーレラまでの間にもはや阻む者は無い。
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　一週後　ユレスト連合代表都市　バーレラ　評議会

「ではこれより停戦協議を開始します」

「停戦？」

　俺が発言者を睨むと男は背中を丸めて椅子に座る。

「貴殿らは対等な交渉をするつもりなのか？」

　ヘルゲン兵団長も呆れた声を出す。

「あ、あくまでこれは和平の為の交渉ですので……」




　バーレラまで進軍した後、さて攻城戦と準備を開始したのだが門は開け放たれ、使者がやってきた。

　評議会で話し合いを行いたいと言うので降伏と見なしてやってきたのだが。

　この後に及んで〝停戦〟の交渉とは度胸があるのか現状の見えぬ馬鹿なのか。

　マイラから話を聞いた限り後者だろうな。

「我々は全会一致でマグラードとの断交を決定した。今後はゴルドニアと同盟を結び、共に戦う所存なのだ。マグラードからは共闘の申し出が来ていたのだがそれを全て……」

　最後まで愚かな理屈を聞く必要はない。

「勘違いしないで頂きたい。我々は貴方が差し出す全てのものを自ら入手できる。逆にこちらが求める全てを差し出してもらうことが終戦の条件だ」

「で、では我々には何を保証してくれるのでしょうか？」

　無表情のまま答える。

「貴殿らの生命・安全、それ以外に保証できる物は何も無い」

　彼らが抵抗すると言うなら構わない。

　連合軍が敗退した今、バーレラ以外に散らばる各領主達に残された兵力は限られている。

　彼らの町を片っ端から焼いて回るのみだ。

「横暴だ!!」「そもそも条約破りをしておいてなんと傲慢な！」

「正確には貴殿らと家族にはゴルドニアに移って頂き、そこで食うには困らぬ生活を保障します」

　レオポルトが付け加えた。

　そう言えば王からの使者がそんなことを言っていたか。

　領主達はワイワイ騒ぐが一人の領主が挙手をした。

「聞けばハードレット卿はゴルドニア子爵とか……良いのですかな？　私を始めここにはゴルドニアと縁戚にある者も多いですぞ。今も大臣職にある某侯爵は我らに味方するやもしれませぬ」

　某と言われても俺は大臣の名前など一人も覚えていない。

　だいたいその某大臣がここに助けてきてくれるのか。

　これだから交渉ごとは好きではない。

　ましてそれが血縁だ人脈だと人任せになってくると最悪だ。

「この交渉は王から……」

　反論するヘルゲンにもう言葉はいらんと黙らせる。

　護衛隊の面々に指示を出し、締め切られた会議場の窓を全て開け放った。

「な、何を……」「これは……」

　窓が開かれたのを合図に響き始めた規則的な音が会場を揺らす。

　それは議場の周りを幾重にも囲んで行進する兵士の足音と馬蹄の音だ。

　声すらかき消す軍靴の音、俺が一声かければ三〇分と経たずにバーレラは業火に沈むだろう。

　俺は円卓に座る代表領主達を見ながら一番奥に移動する。

　そして机を思い切り叩く……凹んだ、すまん。

「無条件の降伏、是か非か？」

　口を開く者は誰もいなかった。







　こうしてユレスト連合を無条件にて降伏して併合する事に成功。

　彼らの武装解除と占領統治を予定通りゴルドニアから来た政務官と第三兵団に任せて俺と私軍兵は南下を開始することになる。
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　二週間後

「南へ北へ忙しいな……」

「やむを得ません。今回の作戦は陛下自らが督戦されるらしいですから」

　セリアの言うとおり、今向かっている町［アルトバーグ］はゴルドニア本国内にある港町で連邦との貿易拠点として栄えている。

　王は王都を出て近衛隊まで率いてこの町に既に入っているらしい。

「攻撃目標は言うまでもなくマグラードでしょう」

　アルトバーグの対岸には当然マグラード公国がある。

　河を隔てているからには上陸作戦が必要で港町へ兵を集めるのにそれ以外の理由が考えられない。

「しかしマグラードには水軍があると聞きます。我が国にそんなものがありましたか？」

　ここ何十年かは小さい小競り合いを除き、他国へちょっかいを出して戦いを起こす国家はアークランド以外にはなかった。

　その脅威が河向かいにあったマグラードはそれなりの規模の水軍を保持している。

　一方でゴルドニアは武力での対抗をしなかったので賊退治を超えたまともな水軍は保持していない。

　河を使っての貿易は盛んなので船自体は多数持っているだろうが丸腰の民間船に兵を乗せて突入するなど有り得なかった。

「行って見ないとわからんが……王もそこまで愚かではないだろう。何か手があるのだと思うが」

「そうですね……ところで前に乗せておられるレアのことなのですが」

「なんだ？」

　セリアと並んで馬上で会話しながら前にはレアを乗せている。

「彼女、微妙に腰が浮いてますよね？」

「まぁそうだな」

「下半身が見えないようにわざわざマント巻いてますよね？」

「おしゃれだろ？」

「馬の振動にしては過剰に揺れてませんか？」

「そうか？」

「顔が火照って自分で口を押えてるんですが」

「そうかもしれんな」

「……入ってますよね？」

「あまり大きな声で言うなよ？」

「んぐぅっ!!!」

　レアが自分の指を噛み締めて仰け反る。

　射精音は行軍の音に混じって周りには聞こえないだろう。

「……次は私がそっちに乗ります」

「ああ、おいで」

「ピピも！」

　行軍は楽しく続いた。







　アルトバーグに到着した俺達は王直々に迎えられる。

「ハードレット卿、待ちわびたぞ！　今回の活躍まさに比類無し!!　最高の戦士とはわかっていたが兵を率いてもこれほどとは余の目を褒めていいのか、悪いのか」

　王は領主の館に臨時に設置された王座から駆け下り、俺の手を掴む。

「まだ敵は残っておるから具体的には言えぬが、誰よりも多大な褒美を与えることは確約しようぞ」

　それは助かる。

　派手に戦費も使ったから今頃アドルフは這いずり回っているだろう。

「マグラードへの上陸作戦……それが最後の課題ですか」

　王は俺の手を放し視線を河に向けた。

「うむ、ストゥーラも一応敵ではあるが、かの国は傭兵が主力、我が国との戦いに傭兵も集まるまい」

　傭兵だって馬鹿ではない。

　敗色濃い陣営に参加する酔狂な者は数える程だ。

「ストゥーラの政府からも中立で居たいと文もきている。事実上敵はマグラードのみだが……そちが打撃を与えたこともあって兵力ではこちらが優勢、上陸してしまえば勝ったも同然よ！」

　既に港には無数の船が停泊しており、トリエアを平定し終えた中央軍の兵士達が次々と乗船している。

　圧倒的な光景だった。

「敵は有力な水軍を持つと聞きます。丸腰で？」

　王は大きく笑って俺の肩を叩く。

「ははは、余は将としてそちに及ばぬだろうがそこまで愚かではないぞ？　マグラードの水軍など一捻りよ！」

　王が指差す先、そこには三〇隻の大型船が停泊している。

　民間船とはまったく違う細長い形状に横腹からは異常な程多数の櫂が突き出ている。

　帆も備えているようで風の力を借りて航行する事も出来るのだろう。

　何よりその甲板には投石機や大弩などの兵器が備えられていた。

「連邦から購入した戦闘船よ！　これが到着したからにはもはやマグラードの水軍など恐れるに足らん」

「これはまた……」

　俺は水軍についてまったくの素人だが見るからに強そうだった。

　この船があればマグラードの水軍を蹴散らせるのかもしれない。

「明日にもこの船を先頭に立てて河を渡るぞ。卿の兵も疲れているとは思うがマグラードでも一番槍をとってその武勲に更なる輝きを添えてみてはどうか？」

　ここまできて王の要請を断る理由もない。

　承諾の返事を返そうとしたが、そこで横槍が入る。




「お待ち下さい陛下！」

　声を上げたのは諸侯軍として参加していた伝統貴族達だ。

「ハードレット子爵の軍は既に多数の戦いに参加しております。比べて我らの軍は要塞戦に参加したのみ……我らも兵も活躍の機会を求めて燃えております。必ずその闘志を持って多大なる戦果を上げて見せましょう!!」

　そういえばこいつらはトリエアが放棄した旧アークランド領を占領した他は要塞攻撃しかしていない。

　要塞も正面から攻め落としたとは言いにくいし、思うところがあるのだろうか。

「……ぬ、そちらにも先鋒の上陸後は続いて河を渡ってもらう予定だが……」

　いくらゴルドニアに多数の輸送船があるとは言え、十一万と同時に運べる訳ではない。

　中央軍の兵団が既に乗船していることを考えると残る枠は数千程度、俺に回ってくるなら弓騎兵でも乗せようと思っていたのだが。

　さてここは張り合うべきかと考えていると、ふと腹が痛み出した。

　そういえば昨日海河沿いの村で手に入れた貝から変な臭いがしていたな。

　気にせず食ったが少しばかり腹に悪かったかもしれん。

　明日出撃となればこれから色々と準備がいるし、下痢腹抱えてはつらいな。

「陛下、我が軍は十分に戦うことが出来ました。先鋒はお譲りすべきと考えます」

　別に一番に乗り込んでも仕方ない。

　だいたい兵は死にたくないのであって好き好んで先頭をきりたがるのは上の者だけだ。

　貴族達の顔に喜色が浮び、王が少しだけつまらなさそうな顔をする。

「そうか……ならば余が言う事はない。では先鋒任せるぞバンド伯、オルドリエン…………」

　仕方あるまい。

　セリアのように皆の前でぶちまける訳にはいかないからな。




　翌日




　後続隊としてゆっくりと準備を進める俺達の前で数百の船が一斉に対岸を目指していく。

　河の流れを計算してやや斜めに進んでいくので距離は遠くなるが、それでも二時間もかからずに上陸となるだろう。

　俺達は街の高台に陣取って観戦と洒落込んでいた。

「水上戦を見るのは初めてだ。楽しみだな」

「私もです」

「私もだ!!　すごい迫力なのだろうな!!」

　セリアとイリジナも目を輝かせている。

　ちなみにピピとルナは生まれて始めてみる河自体に圧倒され、今も呆然としている。

　さすがにマイラを連れ歩く訳にはいかないので借り上げた民家の一室に置いている。

　レアは戦争に興味がないらしく、俺に甘えるばかりで河を見てはいない。




「エイギル様！　始まります!!」

「いよいよか」




　目標になっている対岸の港町からマグラード側の戦闘船が飛び出してくる。

　距離があるのでよくは見えないがこちらの戦闘船より随分と小さいが数は多いようだ。

「布が四枚……味方は八枚ですね」

「上に兵士が二〇人ずつ乗ってるぞ！」

　ルナとピピははっきり見えているらしい。

　すごい視力だ。

「味方が撃ち始めましたよ」

　味方船から次々と火の玉が飛んでいく。

　投石機で焼け石でも飛ばしているのだろう。

　ほとんどがそのまま河に落ちていたが命中した一隻が途端に燃え上がって沈んでいく。

　距離が詰まるにつれて大弩も放ち始めたのか燃え上がる敵船が増えていく。

　敵も打ち返しているようだがあまり効果は上がっていない。

「これは……決まりですね」

「やったか!?」

　どう見ても一方的な展開にセリアもイリジナも勝利を確信したようだった。

　だが状況は徐々に変化し始める。

　敵船は河の流れに逆らうように味方船を迂回し、後方の輸送船を狙う進路をとったのだ。

「輸送船だけでも叩くと言うことでしょうか？」

　さて、俺は素人だ。

　水軍については勝った負けたと騒いで観戦するしかできない。

　敵船を行かせまいと味方の戦闘船が舵を切ったのと同時に敵が一斉に進路を変え、互いが向かい合う形で一気に距離を詰め出す。

　すぐに味方は投石機や大弩での攻撃を開始するが川上から下ってくる敵は流れに乗って動きが早く、反対に味方は逆らっているので鈍い。

　すれ違い様、敵船が次々と燃える物、恐らくは油の壷か何かを直接投げつけているらしい。

　瞬く間に一〇隻近い味方の戦闘船が燃え上がる。




「やられたか!?」

「だが突き抜けてしまえば今度はこちらが川上です。戦局はひっくり返るのでは？」

　だがセリアの言葉とは違い、敵は完全に突き抜ける前に進路を変えて味方と密集した状態で併走し出したのだ。

　よく見ると味方は流れに横腹を晒してふらついているのに対して敵は問題なく機敏に動いている。




「大きさですね」

　レオポルト居たのか!?

「味方船は大きい分流れの影響を受け易く小回りも効きません。連邦の戦闘船は河の下流……大きな川幅とゆっくりとした流れの中で戦うことを前提としています。ここは狭く急すぎるのです」

　密集した状態で敵味方は壮絶に戦っている。

　ピピによると乗り込んで斬り合いすらやっているらしい。

　混沌が続く中、一部の敵が戦場を回りこんで上流に出る。

　そして流れを味方につけた上、櫂を出して速度を上げ始めた。

「突っ込む気か!?」

「衝角突撃!!」

　密集しての戦闘で思うように舵の切れない味方の横腹目掛けて次々と敵が突っ込んでいく。

　加速のついた突撃に腹を抉られた戦闘船は次々と傾いて沈んでいく。

　浮いている船も火を投げつけられてまともに戦闘の出来る状態ではない。




「ここまでだな」

「はい、敗北です。早く兵の乗った船を下げなければなりませんが……手遅れのようです」

　戦闘船を無力化した敵船団は後方で戦闘の行く末を見守っていた輸送船に突進してくる。

　慌てて逃げ出そうにも何百と密集した鈍重な輸送船は素早く動けない。

　火で攻撃される事を覚悟し、兵達は桶に水を汲んでいる。

　敵は全船で突撃はせず、数隻の船だけが味方の輸送船団に接近してきていた。

「あれはなんだ？　何故まとめてこない」

「……私も水上戦は専門外ですのでわかりかねます」

　だがその答えはすぐにわかった。

　櫂を全力で漕ぎながら向かってきていた船がいきなり業火に包まれる。

　自分で油を撒いて火を放ったとしか考えられない。

　乗組員が河に飛び込み、火達磨となった無人の船がこちらの船団に突っ込んできたのだ。

　油壺程度は覚悟していただろうが燃える船そのものが突っ込んで来るのは誰にとっても想定外だった。突っ込まれた船は瞬く間に火達磨となり、付近の船にまで延焼し始めた。

　逃げる場所の無い河の上で火に覆われた船団から次々と兵士が飛び込んでいく。

　中には火に追われて鎧のまま飛び込む者もおり、当然ながら二度と上がってこなかった。

　敵は船団がパニックになったのを確認し、延焼しない距離にまで接近して火矢を撃ち掛ける。

　それ自体が燃える松明となった輸送船団は夜を迎えても延々と燃え続け、街を不気味に照らしていた。

　王の肝入りだった大型戦闘船三〇隻は五隻を残して河に消え、後に続いた二万の兵士達の内、生きて大地を踏めた者は二千を超える程度であった。

　河を越える手段を失ったゴルドニアはマグラードへの攻撃手段を失い、中央平原北部全域を支配するという王の野望はマジノ要塞よりも硬い水の壁に阻まれた。

　全体としてみれば圧倒的な勝利となった大戦争は最後の最後で後味の悪い結果を残したのだった。







「しかし危なかった。もし先走って出撃していたら俺達も今頃死んでいたな」

　俺の代わりに出て行った貴族達は一人も帰ってこなかった。

　俺の下痢に感謝して欲しい。

「下痢……ですか……うぅぅぅ」

　セリアはトラウマになっているようだ。

「う、うん！　ご主人様が望むなら……私できるよ！　大好きなご主人様のなら汚されるぐらい平気！」

　レアは何を言ってるんだ？

　俺にはわからない世界の話だろうか。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二一歳　秋　戦時　（終了）

　隷下部隊

　私軍　九四〇〇

　歩兵二千　騎兵一二〇〇　弓兵七〇〇　工兵二〇〇　弓騎兵五三〇〇

　軍部下　レオポルト（参謀兼副総司令官）セリア（副官・護衛隊長）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）レア（夜の従者）マイラ（性捕虜）

　現在地点－－－－－－

　戦果　東方守備隊壊滅（降伏）・ロレイル奪取・マグラード軍撃破、トリエア近衛軍殲滅

　マジノ要塞陥落（共同）・ユレスト連合軍撃破・ユレスト無条件降伏

北部動乱終了です。










第１０６話　王との交渉







　中央平原で何度目かの冬がやって来る。

　戦争は終わった。

　トリエア王国・ユレスト連合は地図から消えてゴルドニアの一部となったが、マグラード公国はゴルドニアの水軍を破り、河を越えさせなかった。

　これによってゴルドニアがマグラードへ侵攻する手段はなくなったが精鋭の遠征軍が痛手を負ったマグラードも河の東岸に上陸してゴルドニアと一戦交えるだけの余裕はなかった。

　両国は互いを完全な敵国と認識しながらも交易路を叩き合う不毛な戦いを選択せず、一年間の期限付き休戦協定を結んだ。

　軍役を終えた俺はそのまま領土へ帰ろうとしたが、案の上の凱旋式が待っている。

「お前なあ……「終わったから帰ります」と言う訳にいかんのはわかるだろう……」

　エイリヒが呆れた顔で俺の隣に並ぶ。

　凱旋式はアークランド戦争の時にやったぞ。

　二回同じ事をしても飽きるだろう。

　乱交でもさせてくれるなら何百回でも歓迎だが。

「それに最後の敗北は中々痛かったでしょう。手放しに凱旋出来るのですか？」

　エイリヒはがっくりと肩を落す。

「痛いさ……とんでもなく痛い。だがだからこそ以前より盛大にやるだろうな。ここで中途半端にしたら民は勝利の実感を得られまい」

　更にエイリヒは愚痴のように続けた。

「一個兵団一万五千が丸々沈んだんだぞ。俺が編成と訓練にどれだけ時間をかけたか……。兵はまた最初から集めて訓練するとしても指揮官は取り返しがつかん。これは時間をかければいいと言うものではないからな」

　指揮官の育成は兵の何倍も手間がかかるし最低限の教養を持っていなければ時間だけかけても無駄だ。

　必然的に貴族・騎士の子弟が多くなるが、この中から軍に向いた人間を訓練しなければならない。

　一万五千人分のそれを一挙に失ったエイリヒの苦悩は大きいだろう。

　俺はほとんどをレオポルトに丸投げしているから気にならないのだが。




　兵を率いたまま王宮前広部へ向かう途中、前回と同じく市民の歓迎を受けるが今ひとつ熱気は足りないようだ。

　前回はアークランドが悪役として分かり易かったが今回のトリエアとユレストは長く友好国だった。

　勝利したと言っても領土が広がった以外の達成感はないのだろう。

「王が民に向かっての演説で戦果を広めたらしいが……最後のあれも含めると死者も相当な数だ。もしかすると今後一揉めあるかもしれんな」

　エイリヒが冷静に語る。

　それでも俺達が通りかかると歓声は盛り上がる。

　どうせ相当に誇張して俺達の戦果を語ったのだろう。

　英雄にされるのは悪い気分ではないが俺のはどうもおかしいのだ。

「ハードレット子爵だぞ！」「電撃のような進軍で敵の要塞を潰したらしい！」

「マグラードも叩き潰したと言っていた！」

　ここまではいい。

「敵の重装歩兵を手で引き裂いたらしい」「投石機と並んで大岩を投げつけたとも！」

「敵の女将軍を捕えて肉奴隷にしたらしいぞ」「女を一〇〇人並べて一晩で全員妊娠させたとか」

　この辺りからおかしくなる。

　俺はシュバルツから飛び降り直接民の所にいく。

　歓声の中で何人かと握手するがそんなことはどうでもいい。

　お祭り気分で出てきていた若い娘達の集団がいたのだ。

「うそぉこっちに来たわ！」「すごい！　エリス、あんたファンなんでしょ!?　ほらほら」

　キャアキャアと騒ぐ娘達、その内の一人の肩を掴んでキスをする。

「えっ!?　んっ！」

　呆然とする女だが、舌を入れると力を抜いて俺を受けいれてくれる。

　一〇秒程濃厚にキスをして隣に娘に移る。

「わたしも!?　んっ！」

　並んだ娘達に次々と舌を入れる口付けを交わす。

「すごい……噂通りなんだ」「はぁはぁ……ものすごいキス……濡れちゃった」

　最後の女は俺に憧れていたらしい。

　キスの後腰が抜けてペタンと座り込んでしまった。

　五人の娘達全員の唇を奪うと嫌そうな顔で待っていたシュバルツに再び飛び乗った。

　これで王との交渉に向けての英気は養えたな。

「……卿はどこまで女好きなんだ」

　エイリヒの冷たい視線も気にはならない。

　俺には背後から必死に住所を叫んでいる娘達の声がある。

　セリアが涙目で睨んで来る。

　気にしなくても今夜は気が狂うぐらい抱いてやるさ。




　そして王宮に到着した俺達は別々に謁見する事となった。

　待機室にはいつも通りのセリアと特別にマイラを連れて来た。

　約束を果たさねばならないからな。

「ハードレット卿……敵将の私が王への謁見など良くない結果となるのではないでしょうか？」

　マイラは心配そうな顔を見せる。

「心配してくれるのか？　大丈夫だよ」

「違います！　貴方のことではなく我が家名の話です！」

　なんだ、がっかりだ。

　惚れていてくれると思ったのに。

「だいたい貴方が私にしたことは強引に処女を奪って種を注いだだけではないですか!?　これでどうして惚れろと言うのですか？」

「気持ち良かっただろ？　あれだけ鳴いたのだから」

「なっ！　女の……その良い場所をこすられればどうしても声は出てしまいます！　心はありません」

「「ゴホン!!」」

　セリアと待機室にいる王付文官が同時に咳払いをした。

　マイラは顔を伏せて真っ赤になってしまう。

　エイリヒの話は早く終わらないかね。

　さっさと帰ってメリッサやマリアを抱きまくりたい。




「ハードレット子爵　お入り下さい」

「ようやくか……マイラいくぞ」

　未だに抵抗するマイラの腕を引っ張っていく。




「ハードレット卿……アルトバーグでも話したが此度の戦果は並ぶ者の無い素晴らしきものだ。余は最大の賞賛をもってこれを称える」

「勿体無いお言葉です」

「貴殿の私軍は幾度の激戦を潜り抜けて尚、僅かな損害であると聞く」

　そういえばそうなのだろうか……。

　それでも数百の弓騎兵を失った。

　痛くない訳ではない。

「随分と差がついたな。［アビントン］子爵」

　王は冷徹な目を俺の斜め後ろに送った。

　そこには晒し者にされるように一人の貴族が膝をついている。

「貴殿は余の戦闘船を失い、将兵を海に沈める以外に何かしたことはあったか？」

「……面目ございません」

　どうやらこの男が水上軍を率いていたらしい。

　ずっとここに置くとは嫌味なものだ。

「勝ち戦に泥を塗った貴様は吊るしてしまいたい所だが……戦勝の後に絞首刑も縁起が悪い。ハードレットやラッドハルデに感謝せよ」

「陛下の温情には返す言葉もありません……」

「ふん、裏切りはともかく無能は責めようもない。貴様に期待した余への罰と諦めるわ！」

　ネチネチと嫌味を言う王はノンナが好きな芝居の小姑みたいだな。

　まさかエイリヒの時もこれをやっていたのか？




　王はひとしきりアビントンをなじった後、俺に向けて再び賞賛の言葉を浴びせる。

　そして話は褒美の話となった。

「以前に武勲の先払いと申したが、それはトリエアの国境を破るまでのこと。マグラードの援軍を蹴散らしユレストを屈服させただけでも十分な武勲と言える。故に陞爵し伯爵の地位を与える！」

「ありがたき幸せです」

　少し偉くなったようだ。

「本来は南部国境を任せて辺境伯としたかったのだが、文官や大臣共がうるさくてな。そちも爵位にこだわっておる訳でも無し。しばらく辛抱してくれ」

「して、爵位以外の恩賞にございますが」

　王の後ろに控えていた中年男は確かケネス＝ボールドウィンと言ったか。

　エイリヒが文句ばかり言っていた奴だ。

　確か外務卿だったはずだが王の腹心として色々と助言しているのだろう。

「ハードレット卿ほどの将軍を内地に置いても仕方ありますまい。ここは領地から南側へトリエアの土地を与え南部諸国への備えと山の民の平定をお任せしてはいかがでしょうか？」

「ふむ……そちに任せれば二つの脅威を押さえ込めるな」

　山の民は既に抑えてある。

　南部諸国とやらはほとんど知らないが土地が増えるならいいだろう。

　増えた手間はアドルフが吸収して俺には回ってこない。

　だが一つ絶対に譲れないことがあった。

「恐れながら申し上げます」

「うん？　どうした？」

　王は俺が褒美について意見を言ったのが意外だったようだ。

　今までは特段何も言う事はなかったからな。

「褒美に関して……二つほどお願いしたい事がございます」

「二つとは欲張ったな。申してみよ」

　王は笑いながら椅子に深く座った。

「一つはトリエア本国にあるエルグの森……あの森を頂きたいのです」

　王は地名を把握していないらしく無言でケネスを見る。

　ケネスは王の足元に地図を広げる。

「トリエア内では呪われた森と有名です。故に開発もまったく進んでおらず道さえ無いものと」

「そのような森、領有しても仕方あるまい。何か特別なことでもあるか？」

「要塞を迂回する際、敵の意表をつく為あの森を抜けました。私にとっては幸運の森とも言えるので是非我が手に納めたいのです」

「そのような不毛の森を欲しがる奴もおるまい。別に構わんが領地から地続きにとなると与える領土が大きすぎるな……」

　ならば飛び地でも構わなかった。

　あそこを利用して利益を上げようなどとは到底思っていない。

　他の奴に荒らされないように守る必要があっただけだ。

「よろしいのでは？　広いとは言え人口の集まる中枢ではありませんし、そもそもの領地が辺境の地。伯爵……将来的には辺境伯となって頂くのであればどうということは有りますまい」

「他の有象無象共に分けていくよりはよいか……。下手に分ければまたややこしい繋がりが出来てくる」

　どうしてかケネスがやたらと俺を助けてくれる。

　まさか俺の尻を狙っているのだろうか。

　トリエアの占領に際してエイリヒは既存貴族に一切所領を安堵しておらず、それに不満を抱いて降伏しなかった領主は例外なく焼き払った。

　つまりトリエアの国土は丸々王領となっており、好きにすることが出来た。

「よかろう。そちにはエル……グ？　だったか。その森までの領土を全て与えよう」

「ありがたき幸せです」

「してもう一つはなんだ？　トリスニアでも欲しいか？」

　王の顔には笑顔がある。

　まだ我侭が言えそうだ。

「この者のことです」

「ユレスト連合軍団長マイラ＝ヒューティア……恥ずかしながらハードレット卿に降りこの場にまかり越しました」

　思った以上に堂々としている。

　てっきり慌てて舌でも噛むと思ったがさすが女の身で一軍を率いただけある。




　王の周りにいた文官達から思わず声が上がる。

「……ハードレット卿、愛人でも引っ張ってきたかと思ったがよもや敵将とはな。さすがに意表を突かれたぞ」

　王の目は鋭い。

　さすがに事前に言っておくべきだったかもしれない。

「この女は戦場で降り、従順でございます。ここに来る前も全て調べましたので危険はございません」

　女の秘密のポケットはきっちり調べた。

「まぁよい……それでその女が一体何の用だ？」

　言い出そうとするマイラを制する。

「彼女が降ったことが勝利の一因となりました。その後の占領においても彼女自身とその一族が果たした役割は大きく……何卒家名の存続をお許し願いたく存じます」

　本当は決着がついてから捕まえて犯したのだし、彼女の家族など誰も知らん。

　降伏交渉は力任せにねじ伏せた。

　嘘も方便と誰かが言っていたからな。

「ならん。協力的であったとて旧領を安堵しては収拾が付かん。ただでさえユレストは我が国の貴族と縁戚にある者が多いのだ。我も我もと押し寄せて来るぞ」

　王の否定は中々に強いものだった。

「旧領の安堵ではなく何か役職を与え、貴族としての家名を残して頂ければ……」

　王がもう一度否定の口を開く前にケネスが進み出る。

　そして王に耳打ちした後、俺との間に入って口上を述べた。

「よいではありませんか陛下、男爵位でも与えて交易路の警備長にしておけば丸く治まりましょう」

「それでは縁戚の貴族共が騒ぎ出すぞ？」

「陛下への忠勤を示せば何かしらのお役目と少々の領土も貰える。そう思わせておけば下らないことを考える奴らも減りましょう」

「他の者には領土が欲しくば相応の忠誠を示せとも言えるか……」

「はい。此度のユレストへのやりよういささか強引でしたからな。このまま放置するよりも救いの道を残して置かれたほうがよろしいかと」

　王はしばし目を閉じて考え込むがふっと息を吐いて表情を緩めた。

「……わかった。余の名においてマイラ＝ヒューティアにゴルドニア王国男爵の爵位を与える。所領については、一旦全て返上させた上で改めて幾分か与えよう」

「あ、ありがたき幸せに存じます」

　マイラは王に頭を下げた後、俺に潤んだ目を向けてきた。

　これは今夜何を望んでも断らない目だ。

　少々無茶なこともやってみようか。

　それにしてもケネスは本当に俺の尻を狙っているんじゃないだろうな。

　あれほど助けてもらう事をした覚えは無い。

「ハードレット卿……此度のことはそちが特別な戦功を挙げた故の特別な配慮だ。二度はないぞ？」

「心得ております」

「これ以上の褒美はさすがに他の者と均衡を欠く。よってこれにて全褒賞とする、良いな？」

　アドルフの困った顔が見えたがこの状況で「お金も欲しいです」とはさすがに言えん。

　俺はただ深く頷くしかなかった。

「そちの私軍も十分な規模となった故、もう東方軍を置く必要もあるまい。必要あればまた軍の司令官に任じて指揮権を与える」

　これも異論はない。

　正直王から与えられた東方軍は普段扱いに困るのだ。

　山の民の脅威も無いしそれほど必要ではない。

　そして謁見は終了し、待機室でセリアと合流した所で思わぬ人物が追いかけてきた。

　俺の尻を狙っている可能性のあるケネスだ。

「ハードレット伯、是非ともお話がしたいのですが……」

　来た、これほど早く行動を起こすとはさすが武勲無しに大臣となっただけある。

　だがそう易々と尻穴を許す訳にはいかん。

「ボールドウィン伯は他の貴族達の謁見に同席せねばならぬのでは？」

「なぁに、ラッドハルデ伯、ハードレット伯以外は儀典のようなもの、他の文官で十分足ります」

　ケネスはなんとしても俺の尻を奪うつもりらしい。

　だがこいつには恩があるし、追い払う訳にはいかない。

「その話は二人きりで？」

「出来ればそれが望ましいのですが……」

　やむを得ん、二人きりの闘いになるが尻は絶対に許さん。

「セリア、マイラ、外でレオポルト達と待っていろ」

「本当にありがとうございました……お待ちしております」

　ケネスがいなければ濃厚なキスと抱擁でもあったのだろうが残念だ。

　セリアもまた自分を追い払ったケネスを忌々しそうに見ているが俺の命令に仕方なくその場を去る。




　ケネスの案内で王宮内の一室に入るなりカーテンが閉められ、奴はゆっくりと椅子に座る。

　同時に俺も全力で肛門を締める。

「ここにお呼びしたのは……今度の事について是非お話をしたかったからにございます」

　ケツの話ではなかったらしい。

　だが油断は出来ない。

「今度……ですか。それはそうと先ほどはご助力感謝します」

　一応は礼を言っておこう。

「なんのなんの、ハードレット卿が新たな領を手に入れる事は好ましいことです。ユレスト貴族達のことも少しばかり救済してやるべきと考えておりましたからな」

　それに……とケネスは声を潜める。

　陰謀を巡らすような人間はレオポルト一人で十分なんだが。

「私は……いささか現在の状況に不満を持っております」

　謀反の誘いでもするのだろうか？

「現在、ゴルドニアの主力はなんと言っても中央軍です。今回の戦で少なくない犠牲を出したとは言え、諸侯軍が弱体化した今となってはその兵力は圧倒的です」

「それはまぁ……陛下の意志でもありましたからな」

「諸侯軍から力を取り上げ、陛下の元に集める。これに関してはなんの異論もありません。……私が憂いているのはその強大な軍を唯一人の人物が手中に収めていると言うことです」

「……」

　エイリヒの事か。

「これは妄想、私の愚かな悪夢の話ですが……もしラッドハルデ伯が王国に反旗を翻した時、それに対抗できる力がどこにあるでしょうか？」

　無いな。

　中央軍は今でも五万以上の兵を持つ軍団だ。

　諸侯軍は王の方針で弱体化、他の軍は町の守備が任務の警備軍しかない。

　まずもって相手にならないだろう。

「しかし中央軍の中でも貴方への畏敬の念は強い。更に精強な私軍も持っておられる」

　つまりそういうことか。

「ラッドハルデ伯は今回の褒賞として幾分かの金銭を下賜されたようですが爵位に変化はなく、貴殿と同格なのですよ？」

　ケネスは俺をエイリヒに対抗させたいわけだ。

「貴殿はラッドハルデ伯が束ねる新貴族の中に組み込まれている訳でもない。何しろ広大な領地をお持ちでいらっしゃるのですから」

「あいにく、エイリヒ……ラッドハルデ卿とは古くからの付き合い。敵対は有り得ないが」

「ははは、勿論ですとも。今やゴルドニアの矛とも言える両人が敵対するなど正に悪夢！　しかしながら貴殿にはラッドハルデ伯を超えるだけの器量がお有りだ。もし……万が一そうなるならば、私はいつでも貴方の味方だとご承知下さい」

　それだけ言ってケネスは席を立つ。

　そして最後に更に声を潜めた。

「陛下は決してご機嫌を損ねておりません。領土と爵位で済んで胸を撫で下ろしておられますよ」

「どういうことでしょう？」

「此度の戦争、特に河に消えた戦闘船はかなりの出費でしたからな。いかにゴルドニアが大国とは言え金は無尽蔵ではありません。金貨の不足はかなりの物、今後徴税官の活動が活発になるかもしれませんぞ」

　その会話を最後にケネスと俺は部屋を出る。

　ケネスとエイリヒが対立していることは知っていたがなかなかドロドロしているな。

　だがその対立のおかげで俺は助力を得ることが出来たし、王が金に困っていることも知ることができた。山の民の領域での鉄鉱山開発、少し細工をさせる必要があるかもしれないな。




　今度こそ王宮を出るとセリアやイリジナ、ルナにマイラと勢ぞろいだ。

　ピピは俺の肩に飛び乗ってきた。

「さて、一旦疲れを癒す時間が必要だ。俺達も家に戻るとしよう」

　王都の屋敷でしばらく息をついてから領地に戻ることにする。

　兵達にとっても凱旋式の後の休息は貴重だ。

　何しろ戦勝に浮かれている民、特に若い娘は英雄たる兵士達に股が緩くなる。

　男前ならば入れ食いだろうし、少々の不細工でもチャンスはある。

　俺も久しぶりにメリッサとマリアをしゃぶりつくしたい。

「よし、帰ってヤリまくるぞ!!」

　喜ぶイリジナとルナ、既に股を濡らして俺の手を導くレア、やや恥じらうセリア、少しばかり抵抗するマイラ、俺の肩車で体を揺らすピピ……お前また履いてないな。

　さあ乱交だ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二一歳　冬

（数え年）

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部領主　山の王

　麾下軍　私軍 再編中

　財産　金貨－二〇〇枚　（労役費八〇〇）（屋敷維持費二〇〇）（劇場設営ノンナ五〇〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）リタ（メイド）カトリーヌ（淫乱）

　セバスチャン（執事）ルビー（ルナ従者）ヨグリ（？？？）ケイシー（お化け）

　マイラ（未定）レア（自称肉奴隷）




　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　王都　メリッサ　マリア　ミティ　アルマ　クロル

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ピピ（従者）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八七人　産ませた子九人

今回は話ばっかりでした。

勿論次回は濡れ場あります。

祝　ラーフェン劇場完成

辺境東部地域唯一の劇場は観劇が趣味の伯爵正妻に主導されて完成しました。










第１０７話　全員一緒　♯







「これはすごいな」

　王都の屋敷に戻った俺を出迎えたのは相変わらず色っぽいメリッサ。

彼女のような妖艶な女は三十路ぐらいが一番美しいのかもしれない。

大きいスリットから覗く太もも、凝視されていることがわかってかわざとゆっくり動かしている。

　そして十分に女になったミティと変わらずビクビクしているアルマ。

クロルは毎日の蒔き割り風呂焚きのせいか子供には違いないが前より逞しくなっている。

　だが何よりもマリアだ。

彼女は長かった髪を切り、これでもかと膨らんだ腹を抱えて微笑んでいる。

「孕んだか」

「はい、戦争のせいでお知らせ出来ませんでした」

　俺はマリアに近寄って優しく腹を撫でる。

マリアも幸せそうに目を閉じた。

だがやがて気まずそうにぼそぼそと声を出す。

「あの……今回の戦争はトリエアとですよね？　ロレイルも戦場に？」

　マリアの言いたい事はもうわかった。

「母親に会ってきたよ。サバサバしたいい女じゃないか。もちろん無事だ」

「あっ……そっかぁ……母さん無事なんだ……」

　へなへなとなったマリアを抱きとめる。

やっぱり気になっていたんだな。

「もちろんだ。あんないい女を傷つける訳ないだろう。歳は喰っていたが十分美味……」

「えっ？」

　しまった口が滑った。

「さて食事と風呂でも……」

「待って下さい」

　がしりと肩を掴まれる。

「母さん……もう四五ですよ？　エイギルさんの二倍以上ですよ？　もうおばさんですよ？」

　腹の大きい妊婦なのにすごい力だ。

「いい女は歳を経てもいい女さ」

「こ、この色情狂!!」

　連れ帰った女達を紹介する間もなく愛する女に殴られた。

非力なマリアでは羽が触ったようなものだったが。







　その後、紹介を済ませた女達と一緒に風呂にはいる。

こちらは特に問題ないみたいだな。

「それはエイギルさん毎回女性を増やすからね。さすがに慣れちゃいますよ」

　メリッサは大きな乳房を隠すことなく見せ付けながら微笑む。

マリアはミティに手伝ってもらって体を流している。

もう出産も遠くないので湯に長くは浸からないそうだ。

「それにしてもこの風呂が小さく感じるとは思いませんでした」

　女だらけの状況に少しむくれたセリアにキスをする。

「お風呂なんて初めてだよ……すごいね」

　レアはこれでもかと体を洗ってから湯船に浸かっていた。

クロルの努力で保たれる温度と時折流れ混んで来るお湯に興味津々のようだった。

　イリジナはピピとじゃれている……おい、ピピが沈んでるぞ。

ルナもセリアとマッタリしていないで同郷を助けてやれ。

　ちなみにマイラはここにはいない。

挨拶が終わると王都に連れて来られている一族の元へ知らせにいってしまった。

今日抱けないのは残念だが嬉しそうにソワソワしているのを見せられては駄目とも言いにくい。

帰ってきたら気絶して失禁するまで抱く事にして行かせてやった。

「それにしても……前より大きくなってるよね？」

　メリッサが湯の上に飛び出た俺の逸物を軽くつつく。

湯船の中に座って勃起すると水面から飛び出してしまうのだ。

「はい。一回り大きくなってますし性能もかなり……」

「確か一晩で三〇人を二度相手したんだったか！」

　セリアが答え、イリジナがいらんことを言う。

「三〇!?　ひゃー……」

　メリッサがさすがに驚いた声を出し、肉棒をぐねぐねと遊ぶ。

マリアを洗っていたミティも手を口にやって目を丸くしていた。

更に硬くなるじゃないか。

「ですから今夜は私達も参加しますね……メリッサさんだけでは本当に死んでしまうと思います」

「そうよね……わかった。じゃあ全員で可愛がってもらおうか」

　そう言ってメリッサは俺の隣にやってきた。

反対にはイリジナがやって来たので両手で彼女達の肩を抱く。

ルナとセリアは湯船の中を四つん這いでやってきて見上げながら太ももを撫でてくる。

堪らず俺の肉棒は更に膨張し、肉傘がまるまる水面まで出てしまった。

「あ……欲しいな」

　レアが口を開いて咥えようとするがメリッサに止められた。

「レアちゃん……だっけ、今はマリアに譲ってあげてくれない？　ほら抱かれることは出来ないからさ」

「そ、そうですね。ごめんなさい!!」

　ぺこぺこするレアとややのぼせ気味のピピには俺の顔の上に尻を乗せるように言う。

「失礼するね？」

「ピピも！」

　両側に抱いた巨乳を掴む。

「もっと鷲づかんでもいいですよ～」

「こっちもだ！　痛いぐらいが男らしいぞ！」

　セリアとルナは太ももから尻までを撫でまわす。

「私は胸を太ももに当てます」

「もう少し尻を上げて下されば……ご不浄の穴も指でお慰め致します」

　立ちあがる肉棒に恥じらいながらミティがマリアを支え、湯の中に木製の椅子を置いた。

腹の大きいマリアはこれを使って入浴しているらしい。

「無理はないか？」

「もちろん……では頂きますね」

　マリアはゆっくりと肉棒を飲み込み、大きさに慣れると頭を振り始めた。

　顔に乗る女尻の肉穴と尻穴を嘗め回して潮を浴び、両手に巨乳を掴みながら腰と太ももに水中での愛撫を受け、尻穴にも交互に指が入ってくる。

そして肝心な肉棒を俺の種で孕んだ妊婦が大きな腹を抱えながらしゃぶるのだ。

「最高だ……素晴らしいぞ」

　本音が遠慮なく口から出る。

女達は気をよくして更に動きを激しくする。

　レアは早々に舌で達して大量の潮を撒き、イリジナとメリッサは巨乳を揉まれながら乳首を吸ってくる。

セリアとルナの細い指が尻穴に入ってくるのもたまらない。

　思わず腰が浮き上がってしまい。

交替に顔に乗ったピピが慌ててしがみ付く。

　たまらん、これこそ俺の理想なのかもしれん。

俺が目を閉じて快楽に仰け反ったのを見て他の女達も思い思いの場所に舌を這わせていく。

射精欲が高まるがもう少し快楽を味わおうと押さえつける。

その度に肉棒は精を溜めて膨らんでいった。

「大きい……」

　メリッサが思わず声を出した。

「前も怪物だったけどまだ成長してるねこれ……」

「ええ、私も日毎大きくなっているように思います」

　セリアも同意する。

「ピピは少し悲しい。こんなに大きくなってしまったらピピに入らない。破裂してしまう」

「私達はきっと他の男から見ればガバガバだな！　もう短小男など入ったかもわかるまい！」

　イリジナの声がでかいので外にいるクロルが慌てて何かを落としたようだ。

「それでもいいよね私達はエイギルさんの女なんだからさ」

「もちろんです。エイギル様に満足頂けるならいくらでも穴を広げます」

「私も……ご主人様に犯してもらえるならどうなってもいい」

「主に仕えるは女人の務め、穴を広げられることに何故戸惑いましょう」

　全員が俺にしがみ付いた所でどうしようもない限界が来た。

膨らんだ逸物はマリアの口に半分も入っていない。

それでも彼女は喉奥まで飲み込んでおり、根元まで入れたら胃袋に入ってしまうだろう。

妊婦には余りに酷だ。

「マリア！　出すぞっ！　全身にかける!!」

　湯から立ち上がりマリアの目の前に迫る。

我ながらすごい量が出そうだ。

口に出せば息を詰めてしまって、妊婦には危険だと考えた。

「どうぞ！」

　マリアも覚悟を決め、顔を差し出す。

「うおぉぉぉぉ!!」

　自分で猛烈にしごきそのまま出そうとしたが後ろから伸びた四本の手が肉棒を掴む。

セリアとルナの白い手が肉棒を掴んでゴシゴシと擦り続ける。

俺は種を出すだけでいいらしい。

「きゃあ!!」

　種は音を立ててマリアに降り注ぎ、一瞬で彼女の顔をドロドロにしてしまう。

「腹にもだ！」

　大きくなった彼女の腹、俺の種を宿したそこにも大量に精をかける。

普段のように自分で肉棒をしごくのと違い、四本の手がそれぞれ動くので規則正しくない撒き散らすような射精律動になっている。

　たちまち全身種まみれになったマリアはうっとりと流れ落ちる種汁を口に含んだり、手で掬っていた。

だがまだ俺の射精は終わっていない。

「ミティにもだ！」

「へっ!?　わたし??」

　マリアを支えていたミティに肉棒を向け、残り汁を発射する。

大半はマリアにかけ終えたがそれでも顔を白濁まみれにするぐらいは残っている。

「ひぇぇぇ!!」

　ミティの顔に種汁をひっかけてようやく肉棒は柔らかくなって湯に沈んでいく。

「ふぇぇぇ……かけられたぁ……」

　ミティは顔についた種を掬ってペロリと舐め、俺達の視線に気付いて慌てて流し落とした。

「こらエイギルさんっ！　ミティにかけちゃ駄目じゃないですか」

　メリッサに怒られてしまった。

そういえば彼女は子供達を大事にしていたな……だがミティも一六だ。

そろそろ男に犯されてもいい時期だろう。

中々の美少女になっているしどうせなら俺が奪ってやってもいいな。

　俺の視線に気付いたのかミティは真っ赤になって俯いた。




　そして乱交はベッドに移っても続く。

「あおっ！　……まだ半分……」

　騎乗位で圧し掛かり久しぶりの肉棒を味わったメリッサが、余った肉棒を指で撫でる。

「まだ、奥じゃないだろ？」

「うん……いくね。おぉぉ……あぉぉ!!」

　獣のような声を出してメリッサの子袋の中に逸物が入っていく。

メリッサは女の穴を荒らされた分、子袋への挿入が容易でしかも性感帯もここにある。

「きたっ……久しぶりに子袋を貫かれたぁ!!」

　他の女が口を開けて見守るような激しい腰使いで音を立てながら肉棒を体の一番奥でこする。

「うそぉ……余っちゃってる……やっぱりエイギルさん大きくなってるよぉ」

　今までは根元まで入った肉棒が少しだけ余っている。

メリッサは女として納得できなかったようだ。

「一番奥まで入れるのが……私の……あぁぁぁぁぁーー!!」

　自分で自分の腰を押えて無理やり捻じ込んだメリッサはなんとか根元まで肉棒を押し込んだが、ショックで大量に潮を噴き、そのまま倒れこんでしまった。

子袋の入り口はもちろん穴全体が激しく痙攣するのはメリッサには悪いが気持ちいい。

どうせなので出させてもらおう。

「ふん！」

　一度竿半ばまで引き抜き、もう一度根元まで押し込む。

再び大量の潮を浴びながら子袋内での激しい射精。

その頃にはメリッサも意識を取り戻し、腰を合わせてくれた。

「いやーまいった……私でも手に余る巨根だね。その内全力で使える女がいなくなっちゃうよ？」

　軽い口調で言いながらもメリッサはベッドに沈んで息を荒げる。

周りを見渡すと他の女達も足を開いて俺の肉棒が突き刺さるのを待っている。

だが、ただ上に乗るだけだと変化がないな。

「だったら……強姦ごっこでもしてみる？」

　メリッサが衣装棚から全員分の荒い生地で出来た着物を取り出す。

「これ安いのだから破いても平気、この方が気分出るでしょ？」

　全身がその服を着るとまるで貧民街にいる女のようにだった。

「さあ、好きな子を襲って犯しちゃって」

　強姦に喜びを感じる訳ではないがこれは遊びだ。

開き直って楽しむ方がいい。







「いやっ！　やめてぇぇ!!」

「大人しくしろ！」

　セリアを仰向けで床に押し倒し襟を掴んで力を入れる。

粗末な着物は音を立てて破れ、形のいい胸が飛び出た。

すかさず口に含んで乳首を転がす。

「いやだっ！　やめ……離れて！」

　胸に吸い付く俺の頭をポカポカと叩くセリア。

だがそんなか細い抵抗を無視し、股の間に体を入れて逸物をうっすら開いた穴に当てる。

「もう濡れてるな、欲しかったんだろ」

「ち、違う！　それはただ怖くて」

「諦めろ、もう逃がさん!!」

　セリアの破れた服から覗く肩を抱いて思い切り肉棒を捻じ込む。

「いやぁぁぁ!!」

「どうだ？　いいか？　気持ちいいだろ？」

「やめて下さい……抜いて、お願いします」

　セリアは首を横に振ってすすり泣くがどうしても口元がにやついている。

演技しても嬉しいのは隠し切れないらしい。

「ほら出るぞ、俺の種が噴き出るぞ!!」

「やめて下さい！　中はだめっ！　妊娠しちゃうぅぅ！」

「おうっ！」

「いやだぁ！」

　セリアは俺を押しのけようとする演技をするが足が腰に絡みついている。

それでもセリアが嫌がる声と胸を押す抵抗を感じながら精を吐き出していく。

「ふぅ……どうでしたか？」

「嫌がるお前と言うのもなかなか新鮮だったが……足まで絡めてそんなに欲しかったのか？」

「仕方ありません。心の底から嬉しいのです……次回からはもっとうまく演技します」

　激しい行為に疲れたらしいセリアは枕を受け取って寝息を立ててしまう。




「ハードレット殿っだめだ……私達は上官と部下なのだ！」

　イリジナは体がでかすぎて服を着ても性器も尻も丸見えだ。

それでも俺は服の胸元を破いてイリジナに肉棒を押し付ける。

「イリジナ、これは上官命令だ。大人しくケツを出せ！」

「そんな理不尽な命令は騎士道に反し……やめて……だめだぁ！」

　ミチミチと肉棒が沈んでいく。

「ああ……犯されてしまった……ハードレット殿どうかご容赦を……これ以上は」

「お前はこちらにケツを向けていろ。俺が楽しみ終わるまでな」

　イリジナを後ろから攻めながら両手を掴んで引っ張る。

手を引かれ胸を前に突き出すような姿勢でイリジナは俺の肉棒を受け続ける。

「いいケツだな……これはどうだ？」

　マリアが妊娠して使えなくなった張り型をイリジナの尻穴に差し込む。

俺のよりもかなり小さいらしいがそれでもイリジナの尻は張り切れそうな程広がっている。

「どうだ、両穴攻められて気持ちいいか!?」

「やめてくれぇ……し、死んでしまう」

「中で擦れて気持ちいいぞ……あぁ出る。全部出してやるからな」

　イリジナがこちらを振り返る。

「だめだ！　私は今日危ないんだ！　妊娠してしまう」

「いいじゃないか……孕んだら俺の愛人として飼ってやるぞ！　孕めイリジナ!!」

　勢い良く射精音が鳴る。

「うわぁぁぁ!!　だめだぁ!!」

　しばらくお互いに体を震わせてから身体を放す。

演技とは言え本当に出したので股間から床にボトボト精が流れた。

「どうだった？」

「尻と……一緒に……凄かったぞ……」

　崩れ落ちるイリジナをセリアの横に寝かせる。

どうも演技がいい刺激になって普段より感じているらしい。




「い、いけません！　私は人妻、不貞など出来ようはずもありません！」

　ルナは人妻になりきっている。

変な書物か劇でも見たのかわからんが合わせてやろう。

「いいじゃないか奥さん。旦那にわかりはしない。……ほらこれを見ろ」

　逸物をルナの前で揺らす。

「う……大きゅうございます」

「旦那のよりも大きいだろう？　これが今から奥さんの中に入るんだ」

　ルナは抵抗するように後ずさり、ベッドに躓いて上に転ぶ。

俺は歩を早めてルナの上に乗り首筋にキスをした。

「自分からベッドに行ったんだからいいんだろ？」

「ち、違う……これは転んだだけ、決してお誘いした訳では……」

　俺は何も言わずルナの服を首から裾まで破ってしまう。

「綺麗な穴と胸だ。これが今から俺のモノか」

「何を愚かなっ！　全て我が主様の……」

　肉棒を穴の入り口でこする。

「今日から俺が……お前の主だ!!」

「あっ!!　おやめ下さ……あっあーーー!!」

　肉棒はルナの一番奥深くまでを抉り、同時に俺は首元に噛みつく。

「痛っ！　何をなさるので」

「お前は俺の男根を受けいれた……これはその証しだ」

　首筋には傷にならない程度の噛み跡がついている。

「な……なんということをこれでは主様にばれてしまう」

「もうお前は俺の女だ。主のことは諦めてせいぜい喘げ」

　猛然と腰を動かしてルナを揺さぶる。

最初指を噛んで耐えていた彼女はやがて両手で顔を覆い、最終的には両手で俺を抱き締めて声をあげる。

「俺が嫌なんじゃなかったのか？　お前は無理やり強姦されているのに、これじゃ唯の浮気だろう」

「も、もういいのです……主様などどうでも……貴方様に……このデカチンに永遠に服従いたしますぅ！」

「よく言った。お前はもう俺の女だ!!」

　ルナを持ち上げ、限界まで男根をめり込ませて射精する。

見かけによらず狭いルナの中はたちまち俺の精でいっぱいになり、外からもわかるぐらい膨らんでいく。

「たっぷり出たぞ。妊娠するんじゃないのか？」

「はい、きっと孕むでしょうが、子は主様の子として育てます。貴方には迷惑をかけませんのでご安心下さい」

「よし、これからもヤリたくなったら呼び出す。すぐに来るんだぞ？」

「もちろんですわ」

　ルナは下品に股を開いてしゃがみこみ、汁だらけの肉棒を丁寧に舐める。

強姦と言うには少し違うがこういうのもいいかもな。

「どうだった？」

「言葉に出来ないのですが……心の奥から何やら表現できぬ興奮が……」

　……こいつは浮気しないように監視していないと寝取られそうだ。




　次のレアはすごかった。

「ぎゃああああ!!　痛いぃぃぃ!!　死んじゃうぅぅぅ!!」

　例の如く服を破いて挿入した途端、断末魔のような悲鳴が上がる。

「こ、これはどうだ？」

「痛い痛い痛い痛い、ひぃぃぃぃぃ!!　たすけてぇぇぇぇ!!」

「…………」

　強姦ごっことは言ったがここまで現実的だと萎えてしまう。

レアは今まで環境に恵まれていなかったのでこういうのに慣れてしまっているのだろう。

やや柔らかくなってしまった肉棒で中をこすり続けると穴の動きから十分に感じていることはわかるのだがものすごい悲鳴は収まらない。

「痛い！　痛いよぉー！　おまんこ裂けたぁ！　苦しいっ死ぬぅ!!」

「お、おい……本当に大丈夫……」

「うん、演技だよ」

　そうかと再び腰を動かす。

「ぎゃああぁ!!　誰が助けてぇぇぇ!!　神様ぁ！　いっそ殺してよぉぉぉ!!」

「…………」

　結局射精する事には成功したがなんとも複雑な気持ちになった。

俺は悲惨な強姦でも射精することが出来たんだな。

「どうだった？」

「うん良かった。ご主人様に強姦されてると思うと全然つらくないよ。なんなら本当に痛くしても良かったんだよ？」

「いや、遠慮しておく……次は違うプレイで楽しもうな」

「ん？　いいよ」




　その後、ピピへの愛撫から全員含めての乱交に雪崩れ込み、俺は喉を潤す酒を流し込みながら全員を可愛がった。

「いくぞ！」

　うつ伏せにベッドに寝るメリッサに全身を密着させて射精する。

既に意識は無いので返事はなかった。

さすがに五回目だからな……久しぶりの体に燃えてしまった。

　逸物を引き抜き、枕元においてある酒を一気に煽る。

冬の夜は冷えるので窓を閉め切っていたのだが逆にものすごく暑い。

体中の水分は種汁と汗で出ていってしまったかもしれない。

酒で補充しておかねば。

　何も喰わずに腰を振りたくっていたせいかすきっ腹に酒は流石に回るな。

「俺もそろそろ寝るか」

　まだ逸物は硬いが抱く女がいない。

酔いにふらつく足でベッドの空いている空間を探しているとドアがキイと開く。

「旦那様～マリアさんお眠りになりましたよ。わっ、この部屋暑い。それに臭いが……」

　マリアを見てくれていたミティがひょっこり顔を出した。

まだ女がいるじゃないか。

　俺は逸物をそそり立たせたままゆっくりとミティに近づいていく。

「旦那様飲み物ですか？　わわっ前ぐらいは隠してくださいよお」

　ミティは手で顔を覆うが指の隙間は空いている。

その仕草が更に興奮を誘う。

「ミティ……いいだろ？」

　肩を抱かれ、逸物を押し付けられて初めてミティは求められていることに気付いたようだ。

「ええっ!?　冗談ですよね？　だ、だめ……嫌です！」

　なんだまだ強姦ごっこは続いていたのか。

酔っていて考えがよくまとまらない。

「大人しくするんだ。よくしてやるから」

「やっ待ってください！　酔っておられますよね！　メリッサさん～」

　メリッサは五回戦の影響で目を覚まさない。

演技が随分とリアルかつレアのように生々しくもない。

「尻を出すんだ……」

「いやぁ……」

　エプロンドレスを捲り上げ、下着を引き抜く。

先ほどの荒い服とは違うから破らないようにしないとな。

「旦那様正気に戻ってください！」

「ぷりぷりした可愛い尻だな」

　一六の尻は真っ白でハリがある。

セリアより筋肉がないから柔らかさはすごいな。

顔を尻に押し付けてキスを繰り返した。

「やっ！　あんっ！」

　声をあげるミティの尻をひとしきり舐め、抱き上げてソファの上に押し倒す。

股を大きく開かせて女の穴を舐めるのだ。

「ひいっ！　だめーーー!!　恥ずかしいですーー!!」

　声を無視し、頭を必死に押えてくるミティの性器を舐めまわす。

臭いも無いし綺麗に洗えている。

随分と狭いがセリアも受けいれられたのだからきっと大丈夫だな。

　俺は性器が濡れてきたのを確認すると立ち上がり、ミティの顔前に逸物を持って行く。

「さあ、舐めるんだ」

「ひっ！」

　この様子では技術は期待できないだろうが挿入前に唾液で湿らせておけばスムーズになるだろう。

ミティは最初抵抗していたが恐る恐る舌を出しぺロリと舐める。

「もっと唾液をまぶすんだ……傘をしっかり舐めろ」

「うぅぅぅ……ふぇぇぇ……」

　ミティは口をぐちゅぐちゅと動かして唾液を溜め、垂らすように肉傘を濡らす。

俺は彼女の唾液を竿全体に塗りたくるようにこする。

その後も少しだけ出した舌で男根の先を突いてくるがまだまだ咥える度胸はないようだ。

十分唾液もついたしこれぐらいでいいか。

　ミティの脚の間に入ってこれでもかと大股を開かせた。

さすがに何をするかはわかったらしい。

「えっ!?　やだやだー！　犯さないで下さい旦那様っ！」

　ミティが暴れてうまく肉棒が入らないのでソファに座り、彼女の太ももを抱え挙げて背面座位をとる。

それにしても嫌がる演技は絶妙だな。

男の乱暴な支配欲をそそりつつ、痛々しすぎはしない。

「ミティは俺達の行為を覗いていただろう？　本物が味わえるぞ」

「やだぁ……せめてもっとムードを……こんな強引になんて酷いです……」

「ははは、いい感じの演技だな。興奮してきた」

　ミティの太ももをゆっくりと落としていく。

彼女は体をバタつかせて抵抗するが太ももをがっちり掴まれては身をひねっても抜け出せない。

いよいよ男根が粘着質な音を立てて股の穴に密着する。

「暴れるなよ、尻の穴に入ってしまうぞ」

「ひいっ！」

　ミティは諦めたのか両手で顔を覆ってしまった。

最後まで演技してくれた方が燃えたのだが……まぁいいか。

「ほら……わかるか？　ゆっくりと入っていく」

「あ……ぁぁぁ……」

　肉棒は狭いミティの穴を掻き分けながら突き進む。

最後の抵抗としてミティはなんとか股を締めようとしていたがそんなものなんの妨害にもならない。

ミチミチと女穴は押し広げられていき浅すぎる壁に当たる。

「ん？　随分浅いな」

「わ、私処女！　お願いです旦那様、ここまでで堪忍して下さい！」

　泣きそうな声の堪忍して下さいに更なる興奮を誘われ思わず腰を突き上げる。

か弱い彼女の処女はプチッと小さな音をたてて失われた。

「きゃぁぁぁぁ!!　いたぁぁぁい!!」

　ミティの中は随分と狭い。

鍛えているわけではないので強烈な締まりではないが構造そのものが狭いのだ。

中は普通だったが奥を突くと反射的に締めて来るのが心地いい。

「なかなかいいな。ぎちぎちだ」

「やだやだー！　マリアさん！　メリッサさん！　ドロテア母さん！　助けてぇ!!」

　まるで本当に強姦されているような声を出すミティ。

その悲鳴は俺が彼女持ち上げて突き、さらに窓枠に手をつかせて後ろから攻めている間も続いていた。

　そして最後の瞬間、ベッドの空いている場所にミティを押し倒す。

「出すぞ!!」

「……やめ……てぇ」

　ミティの肩に手を回し、がっちりと捕まえて射精する。

小柄の彼女は射精の度に震えるように痙攣したがやがて脱力していった。

頬に伝う涙を舌で舐めてやるがすぐに次が出てきてしまう。

そんなに痛くしたつもりはないんだが……。

　朝日も昇ってきているし酒の量も多かったせいで意識が揺らいでくる。

そろそろ眠るとしよう。

俺はミティに圧し掛かり、肉棒で繋がったまま眠りについた。







翌日

　俺はベッドの端に腰掛けたまま女達に責め立てられている。

口で奉仕してくれるなら大歓迎なのだが残念ながら言葉で責められているのだ。

「見損ないました!!　まさかミティを強姦するなんて!!」

「そんなことはしないと思っていたのに……心まで色魔になってしまったんですか？　この子もパパが色情狂だと悲しみますよ」

　メリッサとマリアが一番厳しい。

特にメリッサは烈火のごとく怒っている。

「使用人を強姦するのはいけないことだぞ」

「……ミティも夜のエイギル様に近づいたら犯されることぐらいはわかったはずです」

　セリアがかばってくれるが今ひとつ喜べん。

「族長様が好きに女を犯すのはダメなのか？」

「草原の民達は族長様であっても合意の上で行為せねばならぬようです」

　ピピとルナはよくわかっていない。

「その……悪かったな」

「……ぐすっ」

　ミティは裸の上からナイトガウンをかけられた格好でむくれていた。

「痛かったか？」

「……いえ、途中からはそうでもなかったですけど。でも、酔った勢いで処女を……ふぇぇ」

「悪かったよ。好きなお菓子をなんでも買ってやるから」

「私の処女はお菓子と交換できません!!」

　さてどうしたものか。

「俺に抱かれるの嫌だったか？」

「旦那様には感謝してますし男の人としても素敵だと思います。でもお酒の勢いで処女を散らされるなんてあんまりです！」

　ミティはメリッサにぎゅっと抱きついてしまった。

まだ子供だな、収獲時期を誤ったかもしれない。

「……ではエイギルさん。これからドロテアさんに謝りに行ってもらいます」

「ドロテア？　何故だ？」

「彼女から大切にすると預かったミティを犯したんですよ！」

　謝るぐらいなら別にいいが。

ドロテアもいい女だしな、もしかするとそこから発展するものがあるかもしれん。

「それと、ミティを側室にしてあげて下さい」

「ええっ!?」

「側室？」

　これにはミティのほうが驚いた声をあげる。

「これを見てくださいよ」

　メリッサはミティをひっくり返して性器を広げる。

「ひゃあああ!!」

　ミティは全員の前での開帳に悲鳴をあげた。

「こんなにガバガバになっちゃって……これではもうエイギルさんのモノしか合いません。娶ってあげるのは当然でしょう？」

　メリッサは指を三本突っ込み、出入りさせる。

それも十分な辱めだと思うがな。

「それには考えもある。まず全員に話がある……それからドロテアの所に行こうか」

「はい……」

　ミティは服を戻してメリッサから離れ、腹の大きいマリアに近寄った。

マリアならこんな狼藉はしないだろうしな。







ドロテアの孤児院

「そうですか……ミティに手を付けられましたか」

「少し強引で悪かったとは思うが不幸にはしない。これから面倒も見て行くつもりだ」

「母さん。私も犯されたのはびっくりだったけど旦那様の事嫌いじゃないし……」

「女の幸せは沢山あります。私にはハードレット様が女を不幸にするようには見えないわ。ミティ、女好きの殿方に惚れると嫉妬することも多いでしょうけど、きっちりと尽くして幸せにしてもらいなさい」

「母さん……」

「任せておけ」

「育て上げた満足感もありますし……私から離れてしまった悲しさもあります。複雑なものですね」

「うん、母さんに育ててもらって私こんなに大きくなったんだよ。ありがとう母さん！」

　抱き合う女二人、とてもドロテアに一発どうだという雰囲気ではなくなった。

それと別の用件もあったんだ。

「ドロテア……それで提案なんだがな」

「なんでしょう？」

　ミティと体を離してこちらを向き直る。

やはりしっかりした性格が目にも出ている。

少々の年増だが抱きたい女だ。

「王都の屋敷の管理、あんたに任せたいんだ」

「お屋敷……？　申し訳ありませんが私はこの孤児院の管理で精一杯、とても手が回りません」

「わかっている。だからここの子供をそのまま屋敷に連れて行けばいい。隙間風の吹くここよりは随分暮らし易いはずだ」

「まぁ……貴族様の屋敷にそんな……」

「実はな、ミティも含めてメリッサ達を領地に連れて行こうと思っている。だが信頼できる管理者は少ないし、使わなければ家は傷む。ドロテアには屋敷の管理人として維持費と給金は渡すし、子供達は使用人とすればいい。ここよりは子供もお前も楽に生きて行けるはずだ」

　ドロテアはさすがに驚いた顔を見せた。

「身元も知れぬ私や孤児達に家を任せると……？」

「身元はしらんがあんたの人柄は知っているつもりだ」




　ドロテアはしばし考えた後、深々と頭を下げた。

「何卒宜しくお願い致します」

「屋敷の案内は適当にさせる。来週には発つからそれまでならいつでも来てくれ」

　そしてドロテアが顔を上げたタイミングで近づいてさっと唇を奪う。

ぬるりと舌を入れて数秒口内を舐めてすぐに放す。

「なっなにを！」

「魅力的だったのでついな。契約の証しとでも思ってくれ」

「浮気性な殿方……ミティの今後の苦労が偲ばれますわ」

　そういいながら口元を拭うドロテアだが頬はうっすらと赤くなっていた。

　俺はパクパクと口を開いたまま言葉を失っているミティを置いて屋敷に戻る。

今夜ぐらいは親子一緒に寝るといい。







　そして出立の日、俺達家族は全員が揃って旅の準備をする。

女達だけではなく、クロルとアルマも一緒に行く。

クロルは十分に育って俺と共に来る覚悟が出来ていたし、アルマも怖がっていたがクロルにくっついてなら大丈夫のようだ。

彼女はどうやらクロルに想いを寄せているようだ。

　子供達がついて来るのでメリッサもここに留まる理由は無く、マリアもメリッサが行くなら私もと芋づるのように全員が同行することになったのだ。

　心配なのはもう腹が十分大きいマリアを冬の旅に出すことだったが、それも解決できた。

「すごい馬車……六頭立てなんてあったんですね」

　ケネスから伯爵への陞爵祝いにと贈られた大型馬車。

くれると言うので貰っておいた。

セリアは色々心配していたがな。

　馬車はかなりのサイズで王都内では大きすぎて使えないので町の外に待機させている程だ。

一方ラーフェンでは土地だけはあったので路は大きくとっているから走れるだろう。

　内部には十分な空間とクッションが用意されている。

更に車体そのものもオルガ連邦製の最新技術が使われているらしく荒地でもあまり揺れない。

馬車には暖房器具まで備えられているのでマリアも体を冷やさずに移動することが出来るのだ。

「これはすごい……さすがゴルドニア……」

　一族から俺への感謝の品を持って帰って来たマイラも馬車を見て驚いている。

彼女の地位はゴルドニア男爵と言う以外にはまだ不安定なのでとりあえず食客兼愛妾としている。

本人は軍人にしろ、愛妾と呼ぶなとうるさいが。




「しかし……なんで奥にベッドがあるんですか」

　セリアがやや棘のある声を出す。

「マリアがゆったり寝れるようにだ」

「……エイギル様が女を抱くのに使うんじゃないのですか」

　それもある。




　家族全員が乗り込み、周りの兵士達に出発の号令をかけようとした所で怒鳴り声が聞こえた。

「だから言ってるだろう、便乗など認められん！　何を考えているのだ無礼だろう！」

「そこをなんとか……ハードレット様にはご恩が……」

「伯と知り合いと言うのか？」

「いえ、以前町で……」

「そんなもの凱旋パレードで皆見ておるわ馬鹿者！」

「姉ちゃんをいじめるなっ！」




「なんでしょうか、私行きましょうか？」

　セリアが馬車の窓から顔を出す。

お前が行くと余計揉めそうだから俺が行く。




「どうした？　何の騒ぎだ」

「こ、これはハードレット伯！　お騒がせしました。この女達が自分達も同行させろと馬鹿な事を申しておりまして……」

　見るとおっとりとした美人と快活そうな少女だ。

どこかで見た覚えがある。

「こやつらハードレット伯の顔見知りと吹きまして、すぐに追い払います」

「ハードレット様！　この路地で姉さんと僕を助けてくれたよね!?」

「本当にありがとうございました」




　思い出した。

犯されていた女とその妹か。

どうも最近強姦に縁があるな……もう少し女を大事にしろと言う事だろうか。




「ふむ、同行したいのか？」

「はい、私達は王都の酒場で働いていたのですが先日首になりまして……」

「僕は悪くない！　姉さんの尻を触ってた変態親父を蹴っ飛ばしただけなのに！」

　多くは聞くまい。

「で、ラーフェンに来たいと？」

「はい。最近はラーフェンに人も集まり仕事も多いと聞きまして……。それにハードレット様のご領地で働くのも何かの縁かと存じます」

「でも姉さんは体が強くないから寒空を歩いていけないんだ。だから……空いてる荷馬車に乗せてくれないか頼んでいたのにっ！」

　ふむ、別に女二人ぐらい荷物でもない。

さすがに名も知らぬ女を家族の馬車には乗せられないが荷馬車にでも乗せてやればいいじゃないか。

「適当な荷馬車にでも乗せてやれ、帰路なら空いているだろう」

「は……はぁ……しかしそれでは他に示しが……」

　見れば俺達の隊列の後には幾人かが続こうとしている。

軍隊の後ろをついてくれば盗賊や魔物の心配は無い。

兵士に何かされる危険性はあるのでそれだけ俺の軍が信用されているのだろう。

　だが俺の軍は行軍速度が速いので置いていかれる危険も多いと評判らしい。

荷馬車に乗せてもらえるならワラワラと寄って来るかもしれない。

得体の知れない者まで物資と一緒に乗せるのは不安がある。

「ならこうだな」

　おっとりした豊満な姉の肩を抱いてキスを交わす。

最初身を硬くした姉もすぐに力を抜いて身を任せてくる。

ぽってりと厚い唇は吸い心地がよく、太っていないのに体全体も柔らかい。

これは確かに夜道を歩けば犯されてしまうだろう。

「ぷは……キス、お上手ですね」

　たっぷりと唾液を交換した後、唇を放して次は妹の肩を抱く。

「だ……だめだよ。僕、ぼくはおと……んんっ!!」

　姉とは対照的に薄い唇、体も小さく肉もついていない。

抱き締めたまま尻を撫で回すときゅっと力が入って可笑しかった。

「ぷは……ハードレット様……こんな……僕おかしくなっちゃうよ」

　妹は股間を押えて屈みこんだ。

濡れてしまったのかもしれない。

「見ての通り、こいつらとはちょっと遊ばせてもらってな。荷馬車ぐらいには乗せてやれ」

「はっ！」

　兵士が姉妹を空いている荷馬車に乗せる。

些細な騒ぎはあったがさっさとラーフェンに帰ろう。

「女がまた二人……」

「セリア、顰めてばっかりだと眉間に皺が残るぞ」

「顔を揉み解さないで下さい！　あぁ～戻らなくなります～」

「ピピもやるぞ！」

「私もだ!!!」

「私も非力ながら……」

「俺も……」

「ピピやめなさい！　ルナさんまで……痛ったーーー!!　イリジナさん千切れる!!　……よくも触ったな！　このガキ殺してやる!!」

　調子に乗って顔に触れ、セリアに蹴り飛ばされたクロルをアルマが必死にかばう。

頬っぺたの感触が気に入ったのかイリジナがその剛力で揉み解し、悲鳴をあげるセリアの頭を撫でながら俺の太ももで寝てしまったレアの髪をすく。




　ノンナ達は元気だろうか。

また無駄遣いしてアドルフと揉めていなければいいが。
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第１０８話　ラーフェン狂想曲　♯







　ゴルドニアから全員を連れてラーフェンに戻る道中は特に問題もない穏やかな旅だった。

　もっとも東方軍を切り離したとは言え、数千規模の軍隊だ。

　盗賊や魔物にとって仕掛けるのは勿論、周辺をうろつくだけでも自殺行為だろう。

　後ろからぞろそろと付いて来ていた便乗旅人達の顔にも緊張感はない。




「……他の事考えてます？　気持ちよくないです？」

「いや、気持ちいいぞ。出来ればもっと奥まで咥えてくれ」

「はーい」




　時刻は深夜、少し喉が渇いて起き出したのだが馬車の外で水を飲んでいるとレアが来たのだ。

「えっちなことしてもいい？」

　こう言われては断れない。

　皆気持ちよさそうに眠っているし、特にマリアの睡眠を妨害すべきではないので声の出ない口取りをしてもらっていたのだ。

「喉までいくよ……んごっ」

「うっ！」

　喉が肉棒をこする。

　口の中とは違うゴリゴリとした感触に思わず声を上げてしまうが、その時に視線を移したせいで傍の草むらからクロルが気まずそうにこちらを見ているのに気付いた。

　そういえばさっきゴソゴソしていたな、小便でもしていたのだろう。

　俺達が馬車の前にいるので戻って来れないようだ。

　寒空の中悪いがもう少し耐えてもらおう……詫び代わりに少し良い目を見せてやるか。

　レアのスカートに手を入れ、下着をずらす。

　ショートパンツをよく着るセリアと違ってレアは短めのスカートを好む。

　俺の股の間に四つん這いになっている今の状況でそんなことをすればクロルの位置から彼女の性器は丸見えのはずだ。

「んんっ!?　入れちゃうの？」

「いや、触りたかっただけだ。続けてくれ」

　レアの口奉仕を受けながら手を伸ばして性器を指で開く。

　彼女の性器は幼い頃から使い込まれている分、セリアよりも生々しい形をしている。

　肉がはみ出し、糸を引いた女穴はクロルのような童貞のガキには堪らないだろう。

「……っ!!　っ!!」

　更にごそごそし始めた。

　自慰でも始めたらしい。

　思ったとおりの反応に笑えてしまった。

　あいつも留守の間しっかり仕事をしていたみたいだし、女達を守るために少しばかり剣の稽古もしていたようだ。

　覗きで自慰だけはあまりに哀れだな。

　日々の労働で体も出来てきている。

　そろそろ女を教えてやってもいい頃だろう。

　俺がまた考え事をしているのに気付いたレアがジト目で見上げてきた後、動きを猛烈にする。

　それなりに高まっていた俺は一気に引き上げられ射精のための脈動に入ってしまった。

「ぐ……いくぞ」

「♪」

　レアの思う壺だが仕方ない。

　彼女の頭を押えて喉に押し込み、精を放つ。

「んんーー!!」

　それだけでは悔しいので剥き出しになった彼女の穴に指を入れて豆をつねった。

　たちまちレアは大量に潮を噴き、尻を上に向けて痙攣する。

「あうっ!!」

　同時に草むらからも呻き声が聞こえる。

　さて三人ともすっきりしたし馬車に戻ってもう一眠りするか。

　口付けを交わしながら馬車に戻り、程なくしてクロルも戻ってきたのだが……。

　レアの穴は童貞には刺激が強かったのか、全員が寝静まった後で再びこすり始めた。

　だがここには感覚の鋭敏なセリアがいる。

「このガキ！　何を盛っている！」

　たちまち目を覚まして股間に一撃。

　セリアよ……勃起している逸物に蹴りを入れるのは同じ男として痛々しいからやめてやれ。




　些事はあったが概ね旅は順調で予定通りの日数でラーフェンの街壁が見えてきた。

「へぇ……これはなかなか」

「立派な街じゃないですか」

　メリッサとマリアも感心した声を上げた。

　周辺のど田舎具合からもっと朽ちた町を想像していたのかもしれないな。

　ここもかなり発展してきている。

　町の中は壁で見えないが町周辺の原野だった場所には治水がなされて農場が広がっている。

　時折北へ向かう荷馬車とすれ違い、行商人達が突如現れた軍隊に脅えるが、俺とわかって帽子をとって挨拶してきた。

　商業もクレアが店を構えてから急速に発展しているらしいからな。

　町の発展に思いを馳せていると雲ひとつない青い空に何やら異物が見える。

　最初鳥かとも思ったそれはふよふよ漂いながらも確実にこっちに向かってくる。

　時折風に流されて左右に揺れる白い異物、それは白髪を風に漂わせて飛んでくるケイシーだった。

　相変わらず遅いな……飛んではいるが多分俺が普通に歩いたほうが早い。

　窓から顔を出す俺とセリアに手を降りながら降り注ぐ日の光の中を飛んでくる幽霊は今ひとつ神秘性がない。

　生前運動が苦手だったと思わせる鈍さで梃子摺りながらもなんとか馬車の屋根にしがみ付いたようだ。

（おかえりー！）

「「ぎゃあああああ!!」」

　まったりとしていた馬車の天井からケイシーが顔を出した。

　突然突き出た顔面にミティとアルマが絶叫する。

　ミティはメリッサに抱きつき、アルマはクロルに抱きつく。

　こういう時に飛びつくのは本当に頼りにしてる人間だ。

　ミティはメリッサとマリアを姉のように思っているから当然としてもクロルにも頼ってくる女がいるんじゃないか。

　寂しく人の行為を覗いて逸物をこすらなくてもアルマを抱いてしまえばいいのに。

　アルマはまだまだ子供で俺の食指は動かないがクロルとなら年齢も近いし十分食えそうだが。

　逸物も小さいようだし、アルマを傷つけないだろう。

「ケイシー……いきなり顔を出すのはやめろ」

（ごめんねー）

　天井を通りぬけ俺の胸元に擦り寄ってくる幽霊。

　頭を撫でてやると実体があるのかないのか独特の感触が伝わってくる。

「え？　ご主人様どうしたの？　ミティさんもアルマもなに？　これぬいぐるみ……」

　そうかレアは見えないんだな。

「ちょっと事情があってな。幽霊を飼ってるんだ」

（ペットじゃないよ）

「へぇ……幽霊までやっちゃうんだ。やっぱりご主人様はすごいね」

　なんで飼ってると言えばヤッたになるんだ。

　間違っていないが。

「また得体の知れないものを……」

（ケイシーだよ　変なのじゃないよ？）

　マイラは見えているようで顔が強張っていた。

　声を上げないのはさすがに元将軍、肝が据わっている。

　それとケイシー、気付いてもらうために首から熊のぬいぐるみを下げているのはいいが、使い古して汚れている上に所々破れて綿が飛び出している。

　これが飛んできたら余計不気味だから直してもらえ。




　幽霊の勘なるものが働いて一足先に迎えに来たケイシーと共にラーフェンへ帰還。

　民衆の大歓迎を受けながら兵を新設された町の広場に集めて解散させる。

　しばらくは戦争もないだろうし町の警備隊だけで十分だ。

　戦功確認と褒賞の分配を行ってからしばらく全員を休暇とするのだ。

「あぁ忙しい！　みんな今日は入れ食いよ！　お尻も解禁して三人がかり四人がかりも頑張んなさい！」

　娼婦達も気合が入っている。

　何しろ悶々とした兵士達が褒賞を受け取って金が出来る。

　今夜以上に娼婦が稼げる夜はない。

「人手が足りないわ！　姉妹でも母親でも……可愛いなら弟でもいいから連れてきなさい！」

　おいおい大枚はたいて男の尻を犯す羽目になるのはあんまりだろう。




　弓騎兵達にも解散を伝えて山に返す。

　しばらくは故郷で体を休めて欲しい。

「それなりに犠牲も出た……長達にも悪かったと言っておいてくれ」

「何をおっしゃいます。我ら族長様の弓であり剣。戦い倒れることは戦士の誉れ」

「必ずこの埋め合わせはすると伝えてくれ」

「有り難き幸せにございます」

　連絡役となっているルナ・ルビー姉妹とピピもしばらく帰してやることにする。

　近いうち山の民の所に顔を出す、それまでは里帰りもいい。

　その他の雑務はレオポルトやイリジナに任せていいだろう。

　早く屋敷に戻って女達を抱き締めたい。







「よくぞご無事で「エイギルおかえりーー!!」

　三つ指ついて迎えるノンナを弾き飛ばしてカーラが飛びついて来る。

　ノンナは押されて床に激突したが胸がクッションになったようだ。

　リタやカトリーヌも着飾った格好で迎えてくれた。

「お帰りなさいませ」

「本当は服なんて着てない方がいいんでしょうけど」

　よくわかっているな。

　今日の夜は全員全裸にして遊ぼうな。

　最後にクウとルウを伴ってゆっくりと歩いてくるメル、腹はマリアと同じぐらい大きい。

　最近のメルと言えば妊婦姿しか見ていない気がする。

　本当に孕み易い良い女だ。

「ママ～」

　メルと俺の娘、スウはもう歩けるようになったらしくトコトコと歩いてきたので持ち上げ肩に乗せる。

「パパ高いーママー」

　子供と戯れながら床に突っ伏したノンナを抱き起こす。

　お前はいつもこんな感じになってるな。

「うぅバカカーラ覚えてなさい……。いつか天誅を、んむぅ」

　まずは正妻のこいつにたっぷりとキスをしてやらなければ。

　舌を絡めていると怒りも溶けていったようで、大人しく胸の中に収まって来た。

「ああ……エイギル様の胸の中は本当に落ち着きます」

「俺も最高の気分だよ」

　問答無用ででかい。

　胸元の開いたドレスからはみ出た胸がひしゃげて張り付いてくるのだ。

　ノンナは胸が開いたドレスを好んで着る。

　カーラは胸を見せびらかしたいからだと言っていたが本人には切実な事情がある。

　胸を全部しまってしまうと苦しくて仕方ないそうだ。

　家族以外いない所ではテーブルに乗せてくつろいでいるのも知っている。

　巨乳にも悩みがあるようだ。

　話を聞いたカトリーヌやクウからは表情がなくなっていたが。

　他の女達には少しばかり待ってもらい、ノンナを抱き締めて何度もキスを交わし、頭や肩を撫でる。

　ノンナも胸を押し付けながら、俺の顔を触り胸に頬ずりする。

　改めて彼女を顔を見る。

　本当に美人だ……これ程の美人はルーシィ以外には見たことがない。

　奴隷商人から奪った時は美しいながらも子供っぽさが残っていたが、今や完成した美女として圧倒的な色気を放っている。

　少々の無駄遣いも我侭もこの美貌と巨乳を自分のモノにしておくためには仕方ない。

　それに外見以外も可愛い所のあるいい女なのだ。

　ノンナの首筋にキスをしながら背中から尻を撫で、膨らんできた逸物を腹に当てる。

　彼女はしばらく子猫のようにじゃれていたが思い出したように動きが止まった。

「さて……無事にお帰りになって何よりと致しまして少しお話がございます」

「あー私も流石に気になってね」

「言える立場じゃないんだろうけど私もちょっとね」

　カーラとカトリーヌも目の光が鈍い。

　メルはお腹を押えながら子供達を連れて退避してしまった。

　空気が変わってしまった。

　ノンナに手を引かれて歩いていく。

「寝室はこっちだぞ？」

「そちらは今夜ちゃんとお相手しますので」

「風呂はここだが……」

「終わったらお背中お流しします」

　ノンナは裏口から外に出てしまうと屋敷敷地から出て、隣の建物に向かっていく。

　そこはゴブリンから助け出した女達のために臨時に立てた仮住まいだ。

　まだ残っていたんだな。

「どうぞ」

　ノンナは入り口の前で立ち止まって俺を先に行かせる。

　なんだろうかと扉を開いて中に入ると……そこには俺が抱いてやった三〇人の女達が集まっている。

「「「お帰りなさい!!」」」

　全員が一斉に帰還を祝ってくれるのはありがたいが少し気になることがある。

「……二〇人です。二〇人も孕みました！」

　一人ずつ数えていく俺を見てノンナが声を張る。

　そんなに怒らないでくれ……やったのだから出来ることもあるさ。

　それに三〇人犯して二〇人が孕んだというならそんなものだ。

「あの日が孕まない日だった女もおりますし」

「種をもらえてない娘もいますから」

「私も……お腹……大きくないです」

　赤毛の女……確かアリスだったか。

　お前は尻でしかやっていないのだから孕む訳がなかろうが。

「アリスあれからお尻中毒がひどくなって……箒とかとにかく棒があったら入れちゃうのよ」

「いい加減にしとかないといつか怪我しちゃうわよ」

「だって……お尻に何か入れてないと寂しくて……」

　変態性癖の話はいい。

「それでお前達の腹の子は……全部俺の子か？」

「「もちろんです！」」

　全員の声が揃う。

　ボテ腹抱えては他の男も貰ってくれないだろう。

　面倒を見てやるしかあるまい。

「エイギル様……領民がこの建物をなんと言っているかご存知ですか？」

「知らんぞ」

「領主様のハーレム、です！　当然ですよね！　こんなに女を集めて孕み腹の女までいるのですからっ！」

　ちなみに俺に抱かれなかった女達はぼちぼち町の男達に貰われていっているようだ。

　おかげで中も広くなっているし、少し改装して噂通り女を囲う建物にするか。

　屋敷にこれだけの人数を入れてしまうと手狭だし使用人達も大変だからな。




「冷静にならないで下さい！　私はまだ子を頂いてないのにこんな……これでは私が子を産めない女みたいじゃないですか!!」

「落ち着けノンナ、誰か茶を入れてやってくれ」

「はい」

　尻穴女こと赤髪のアリスがティーポットを差し出す。

　火もないのに随分熱いな……まぁいいか。

「ほら落ち着け」

「……ふぅ」

　ノンナは紅茶を一気飲みして平静を取り戻す。

　それでも俺に向けられた瞳は不安に揺れていた。

「大丈夫だ、お前は俺の妻じゃないか。大切にするよ」

「うぅ……本当ですよ。捨てたら自害してケイシーさんのように化けて出ますからね？」

（一緒に幽霊やる？）

「やりません！　エイギル様はそんなことしません！」

（残念）




　ばたばたした騒ぎを聞きつけてかアドルフがやって来た。

　町の様子を見るとこいつも留守の間に色々とやってくれていたようだな。

「おぉアドルフ、留守の間は「こちらをご覧下さい」

　せっかく労ってやろうと思ったのに言葉を被せてきやがった。

　差し出された書類には無数の文字と数字が書き込まれている。

「それでどこにサインすればいいんだ？」

「違います。これはハードレット様が留守の間の収支報告書ですので今更サインして頂いても意味がありません……ここをご覧下さい」

　アドルフが最後の部分を指差す。

　そこには金貨四〇〇と書いてあり先端に変な記号が書いてあった。

「それが最終報告……つまり現在の財になります」

「四〇〇枚か……随分減ったが仕方ないだろう」

「その記号は反転、つまりマイナスです。金貨四〇〇の赤字になっています」

　赤字だったのか。

　そりゃ良くはないな。

　クラウディアから借りた金貨五千枚は忘れるとしても赤字では色々と滞る。

「誰かから借金したのか？」

「いえ、ラーフェンの資金的に余裕のある者……主に商人に対して複数年の人頭税を一気に納めれば一部を割り引くとして集めました。税の前借りです」

　なら誰からも金は借りてないのだからまだ大丈夫だな。

「楽観的過ぎます……まあ良いでしょう。今回も大変なご活躍だったと聞きます。王からの褒賞金も」

「領土をもらっただけだ。色々あってな現金はない。領土はかなり広くなったからまた宜しく頼むぞ」

「……では鹵獲品を売却して」

「売却益は兵への褒賞でほとんどなくなりそうだ。何しろ今まで薄給でこき使ったからな。気前よく払ってやらんと兵も付いてこない」

「ではどうするんですか!?」

　アドルフには珍しく声を荒げる。

　それだけまずい状況なのだろう。

　まぁ落ち着けと再びアリスが持ってきた茶を渡す。

「失礼ながら言わせて頂きますがこれでも私はハードレット様が戻られるまで綿密に計算して最低限の労役を維持しつつ赤字を避ける計画を組んでおりました！」

「ほう、計算違いか？」

「奥様……ノンナ様が私に黙って勝手に劇場建設の話を商人とつけてしまったのです！　その材料費等々含めて金貨五〇〇枚、これが無ければ金貨一〇〇は残っておりました!!」

　後ろを振り返るとノンナがいない。

　カーラが仕草で逃げたと示す。

　町の広場横に作られていたのはそれか……。

　それほど豪華ではないが屋根もついており、一〇〇以上の客席を備えた立派な劇場だった。

　実用的な物から作っていくアドルフにしては珍しいと思っていたのだが。

「しかしそれも含めてお前に任せていたのだが」

「領主の正妻が契約してしまえば、私の許可がなくても商人も大工も動いてしまいます」

　そりゃそうか。

「というわけでこれ以上は私の力ではどうにもなりません。ハードレット様の責任で借金するか、民に臨時増税を課し恨まれるか、全ての労役を止め使用人を首にして亀のように収獲を待つか選んでください」

　なかなかに厳しい三択だな。

　とりあえず先送りにしよう。




「これ以上何か問題は起こってないか？」

　まだ騒いでいるアドルフを置いてカーラに聞いてみる。

「あー、まだもう一つあったわ。ヨグリのことよ」

「ヨグリは家にいたんだな」

　てっきり同郷の村へ行っていると思っていた。

　屋敷にいるなら迎えに出てきてくれても良さそうなものだが。

「まだ昼過ぎだしきっと寝てるわね」

「なんだそりゃ」

「とりあえずこっち来てよ」

　カーラについて再び屋敷へと戻っていく。

　ヨグリが使っている部屋の前までやって来るとノックも無しにドアを開いた。

　後ろにはいつの間にかノンナが戻ってきている。

　後で少し話をしようか。

「ちょっと！　いつまで寝てるの！　エイギル帰って来たのに迎えにも来ないなんて!!」

　部屋はカーテンが締め切られ昼間とは思えないほど薄暗い。

　ヨグリはベッドの中のようだ。

「んん……まだ明るいじゃない……あぁ、貴方帰ってきたんだ……おかえり……ぐぅ」

「寝るなバカ！」

　カーラとリタが布団を掴んでヨグリを放り出す。

　薄い寝巻きだけのヨグリは布団の外の寒さに震えて覚醒したようだ。

「ちょっとぉ寒いじゃないのぉ」

「早く部屋着に着替えて下さい。みっともない」

　普段メイドとして女達の中では下に出ているリタの口調もきつい。

「うぇぇ……」

　ヨグリは俺の目の前で寝巻きを脱いで全裸になり着替えて行く。

　性器は剥き出し、胸も揺れているがあまりのだらしなさに逆に色気を感じない。

「だれか暖かい飲み物～」

「ご自分で持ってらっしゃい!!」

　なるほど、これはひどい。

　あんなに活動的で村の人間のことを考えていたヨグリがどうしてこうなってしまった。




「私、役者とか向いてると思ったのよ」

　ヨグリの口から出た第一声がこれだった。

「それでここに来た旅芸人とかと一緒に劇をしたんだけどああいうのって基本夕方以降でしょ？　だからどうしても朝寝夕起きになっちゃうのよ」

　彼等は芸を披露するのが夕方なだけで準備はずっとしてると思うが。

「エイギル様の女だからと言い張って押し込んだんです。旅芸人達は技術も論外だからなんとかして欲しいと私に泣き付いてきました」

　ノンナが耳元で補足する。

　そうだろうな、あいつらは結構な苦労で芸を会得している。

　一朝一夕には出来んだろう。

「でもやっぱり今ひとつ乗れなくてさ……脚本のほうがいいかなって」

　ああ……なんというか。

「ゴミのような脚本を一座に押し込み、彼らは涙目で私になんとかしてくれと懇願を」

　ノンナもちゃんと民の声を聞いてやっているんだな。

「それもなんか違うのよね～。劇の脚本だと、どうしても限界があるって言うか……人が演じるって言う制約があるじゃない？　私はそういうものに縛られたくなかったのよ。だから今は物語を書いてるのよ」

　嬉しそうに机の上に置いてあった書きかけの本を差し出す。

　セリアが受け取って中を見るが一ページ目から顔が歪む。

　語るに及ばずか。

「村の人たちも前よりずっと楽に暮らせてるみたいだし、私も自分の新しい生き方を見つけたのよ」

「ずっとゴロゴロ何もせず、食事と晩酌だけ受け取りに食堂に来られます」

　リタも腹に据えかねているようだ。

「思い出したように町に出ては詩人や語り屋にちょっかいかけてますね」

　カトリーヌも追撃、今や町で見かけたら詩人達が逃走するほどの迷惑女になっているそうだ。




「しかも男遊びまでしてるのよ！」

　カーラが大声を出す。

　さすがにそれは聞き捨てならん。

　ヨグリは正式に愛妾にした訳ではないが俺の屋敷に他の男を連れ込んでいるとなれば穏やかではない。

「ハーネスとはそんなんじゃないわ！　彼も物語を書く同志なのよ。今は詰まっちゃって生活にも困ってるけどいずれ歴史に残る名作を生み出すわ！」

「どこがよ！　あんなの単に無職のヒモ男じゃない！　あんたの貢いだ金で遊び回ってるのよ」

　女達には定期的にいくらかの小遣いを渡しており、ある程度は自由に買い物できるようにしている。

　ヨグリにも同じように渡していたはずだが男に流れていたとは。

「ノンナの馬鹿は論外だけどあんたも今日から小遣い無しよ！　お金が足りないんだからね！」

　金の話になると再びノンナが逃走を図るが今度は捕まえた。

「ええー！　困るわ、ハーネスに紙とインクのお金を貸してあげるって約束なのに！」

「そんなもん全部酒か娼婦に消えてるわよ！　あんたいい加減にしなさいよ！」

　無駄飯喰らいのヨグリに味方する者はおらず、押し切られた彼女は拗ねて寝てしまった。

　よくもそれだけ寝れるもんだ。

　これも外で遊んでるならとりあえず大目に見てやろう。

　妻と言う訳でも無し、男遊びまで口出しすまい。

　屋敷で見たら首をへし折ってやるがな。

　女達を抱こうと思っていたのに問題山積ですっかり萎えてしまった。

「あの……これには事情がですね……」

　俺に掴まれて必死に言い訳するノンナ。

　そういえばずっと昔こんな感じで抵抗するノンナの尻に乱暴したことがあったな。

　想像して逸物も立ち上がってきた。

　言い訳はベッドで聞こうか。




　夜

「ごめんなさいっ！　寂しかったんですっエイギル様はいないし……子も無いし私ずっと一人でぇ」

「それで劇場を勝手に建設か？」

　ノンナは仰向けに倒されて俺の肉棒を叩き込まれたまま言い訳する。

「せめて好きな劇を観て寂しさを紛らわそうと思ったんです」

　両手で顔を覆って泣き出してしまった。

「まったく仕方の無い奴だな」

　妻のやったことは夫のやったことだ。

　こいつが財政を悪くしたなら俺がなんとかしてやらないといけない。

「エイギル様も悪いのです……ずっと私の傍にいて下されば寂しくないのに」

　そういって顔を覆う手を外し首筋に抱きつく。

　巨大だが張りのある胸が当たり、乳首の感触がはっきりとわかった。

「軍務もあるんだから無理なのはわかっているだろう」

「せめて子供を下されば、あの女達を孕ませまくった種……どうして私につかないのか」

　それは俺も不思議に思う。

　ノンナには百で効かないほど射精しているのに中々出来ないな。

「もっと強く抱いてください！　私のすべてをエイギル様に捧げます」

　俺は体勢を変えてノンナを上に乗せ、両方の胸を寄せて乳首を吸った。

「あぁ……たまらん……こんな化け物乳はお前だけだよ」

「化け物肉棒もエイギル様だけです」

　ノンナは笑ってきゅきゅっと穴を締める。

　俺達は腰を動かし合い快楽を貪った。

「勝手なことをして御免なさい……どうか許して下さい」

　ノンナは腰を揺らしながら俺の胸にしがみついて乳房を押し当てる。

　上目遣いがとんでもなく可愛い。

「仕方ない奴だ。次からはアドルフにちゃんと相談するんだぞ？」

「勿論です！　やっぱりエイギル様は女の我侭に怒るような器の狭い方じゃありませんよね」

　ノンナが強く抱きついて来る。

　俺も彼女の尻を掴んで突き込みを激しくして行き、やがて二人の会話は喘ぎと悲鳴、そして俺の呻き声だけになっていった。

「「「ノンナに甘い！」」」

　他の女の声が聞こえた気がした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬　年度変更

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部一帯領主　山の王

　麾下軍　私軍 再編中

　財産　金貨－四〇〇枚　（労役費一〇〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

　リタ（メイド）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）

　ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル

　別行動　ピピ（従者）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八八人　産ませた子九人








☆人名紹介１０８話時点










　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二二歳　黒髪　ゴルドニア伯爵　東部大領主

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　反面、策略・謀略は得意でない。

　最終目標は王になることで女好きで夜に強く守備範囲も広い。

　大量の女を孕ませておりハーレムの建造も準備中。

　股間は今も成長している。

（女）家族

［セリア］

　一八歳　銀髪　身長１５８ｃｍ　スレンダーで締まっている　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公の副官として公私に渡って一番近くにいる。

　念願かなって主人公に処女を捧げ、愛妾としての役目も果たす。

　読み書き計算を覚え、様々な分野で才能を示す。

　狂信的忠誠は健在だが主人公以外に気を許す家族も居る。

　イリジナ、ルナとは軍務一緒なので仲も良い。

［ノンナ］

　二一歳　茶髪　身長一六〇　超巨乳スレンダー　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　主人公の正妻

　滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　かなりの浪費癖が有る。

　上品な仮面を被るが好色で被虐趣味有り。

　美貌は家族の中でも飛びぬけている。

　子供が出来ないことに悩んでいる。

［カーラ］

　二〇代後半　栗色髪　身長一六五　グラマー　呼び方　エイギル　自分　あたし

　主人公の側室、実娘エカチェリーナを出産。

　ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、変態趣味に拍車がかかっている。

　はっきりと物を言う。

［メル］

　三九歳　金髪　身長一六〇　孕み中　ややグラマー　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、実子スウ、ミウの二人を出産。

　貴族の愛妾だったが孕まされ捨てられた。

　山火事で大火傷を負うが主人公に助けられ抱かれる。

　一度別れるが再会し側室になる。

　四人の娘がいるが五人目を妊娠中。

　主人公とクウ、ルウの関係を公認。

［クウ］

　二〇歳　金髪　身長一五八　スレンダー

　メルの娘　主人公と母の仲を応援している。

　初キスを奪われる。

　ルウと共に主人公と愛撫をし合う関係になる。

［ルウ］

　一六歳　金髪　身長一四九　つるぺた

　メルの娘　町に物売りに出ていた。

　臆病でおどおどしており、要領が悪く、すぐドジを踏む。

　主人公を父親として慕う一方、愛撫し合う仲で情欲も燃え上がらせている。

［メリッサ］

　二八歳　赤毛　身長一六四　グラマー　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが巨根の主人公とは相性がいい。

　子供を産めないせいか使用人の子供達をとても気にかけている。

　きわどい服を好んで着る。

　娼婦のテクでマリアを堕としてしまい、どうしたものか悩んでいる。

　王都からラーフェンに移った。

［マリア］

　二五歳　栗色髪　身長一六四　貧乳　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれるが、臆病で荒事は苦手。

　胸が小さいがもう気にしてはいない。

　現在主人公の子供を妊娠中

　メリッサと女同士の愛を育み、毎夜張り型を使って愛し合う。

［イリジナ＝ウォルス］

　二四歳　茶色　身長一八一　がっちり筋肉質　呼び方ハードレット殿　自分　私

　元アークランド軍人で主人公に捕縛され犯されて愛人となる。

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、アホの子。

　体格が良いので主人公に激しく攻められることも多い。

　指揮官としての経験を高めている。

［リタ］

　三〇歳　黒髪　身長一七〇　ややグラマー　デカ尻　呼び方ハードレット様　自分　私

　ダトロンの領主に見初められ使用人として玩具にされていた。その後主人公とベッドを共にし惚れる。

　家事能力が高く、人を使う力もある。

　被支配欲を持ち、大の巨根好き。

　年々大きくなる主人公に心からほれ込んでいる。

［カトリーヌ］

　二五歳　金髪　身長一五六　スレンダー　呼び方　貴方

　金髪の美女。

　反乱貴族の娘で子供を助けるためと誤解し主人公に体を許す。

　娘ローズ、主人公の実子アントニオを出産

　そのこともあってノンナとの関係は微妙となっている。

　非常に好色で淫乱、男を求めて理性を失うことも。

　体も心も落ち、過去の夫を忘れて主人公に全てを捧げる事を誓う。

［ヨグリ］

　二三歳　黒髪　身長一六三　巨乳グラマー

　アークランド戦争最初の農民蜂起の立役者。

　主人公に村の優遇を約束させるが忘れられて押しかける。

　その後、果たされ、処女も捧げる。

　安定した暮らしにいつしか堕落し、舞台や脚本、物語などに手を出すがいずれも付け焼刃で才能はない。

　ハーネスと言う自称物書きに貢いでいる。

［ピピ］

　一四歳　こげ茶髪　身長一四〇　子供体形　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民　主人公に斃された前族長の娘

　山の民の長との連絡要員

　主人公の子を産む事を望んでいるが余りの体格差からマスコットとして扱われている。

　弓の腕は山の民の中でも極めて優秀

［ルナ］

　二二歳　薄茶髪　身長一六二　スレンダー貧乳　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　剣を含めて武芸に優れ、統率力もある。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。

［ルビー］

　一八歳　茶髪　身長一五二　スレンダー　呼び方　族長様　自分　あたし

　ルナの妹、姉の従者として同行する。

　武芸に優れ、以前の戦いで主人公に手傷を負わせている。

　その事を現在も気にしている模様。

　姉よりも胸は大きい。

［ミティ］

　一七歳　黒髪　身長一五四　中肉中背　呼び方　旦那様　エイギル様

　孤児院から働きに出て館に住む。

　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役でマリアを尊敬している。

　酔った主人公に犯され処女を奪われる。

　将来的に側室にしてもらう約束をして領地へと移動した。

［アルマ］

　一四歳　黒髪　ちんまい　呼び方（呼べない）

　孤児院組最年少。

　怖がりでいつもミティの影に居る。

　手先が器用で仕事は裁縫と編み物。

　クロルに密かに恋慕している。

　セリアを恐れているがクロルの為ならば……。

［ニナ］

　一五歳　茶髪　呼び方ハードレット様

　レオポルトが連れてきた世話係。

　彼の世話全般が仕事で明確に恋慕を見せている。

　女として成長し始めるが主は無関心。

［ケイシー］

　見た目二〇半ば　白髪　身長一五五　中肉中背（可変）

　王都の家に取り付いていた幽霊

　主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる（細かい性格の人間により見えやすい）脳内会話可能

　空を飛べるが運動神経が悪く風があるとまともに飛べない上に遅い。

　夜の野外は怖がるので外出不可。

　捨てられる・首吊りなどの言葉を引き金に怨霊化することも……。

［レア］

　一〇代後半　金髪　身長一五三　セリアよりやや豊満　呼び方　ご主人様

　主人公が居た地下の施設から救い出される。

　主人公に極度に依存し、セリアとは違う絶対従順で尽くす。

　怒られると著しく脅えてしまう。

　性技は達者

［マイラ＝ヒューティア］

　二六歳　金髪　身長一七〇　ややグラマー筋肉質　呼び方　ハードレット卿

　元ユレスト連合軍司令官

　主人公に破れ、捕縛されて犯される。

　王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公について行く。

　軍才があり、特に防御戦においてはユレスト最高の将軍だった。

［アリス］

　一〇代後半　赤髪　身長一五〇　寸胴貧乳

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。

　普段は声が小さく大人しい。

　尻穴趣味で主人公の逸物すら容易に飲み込む。

　普段から何か尻に入れていないと落ち着かない程の中毒。

　燃えるような真っ赤な髪は赤毛とは違って……。

［スウ］

　三歳　メルの娘　主人公の実子

［ミウ］

　二歳　メルの娘　主人公の実子

［アントニオ］

　三歳　カトリーヌの息子　主人公の実子

［エカチェリーナ］

　二歳　カーラの娘　主人公の実子

（女）家族以外

［ミレイ］

　二〇後半　赤毛　身長一七二　グラマー筋肉質　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

［クレア］

　二五歳　黒髪　身長一六三　標準

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り、現在は中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　主人公との取引に将来性を感じている。

［ローリィ］

　一六歳　金髪　身長一四六　子供体形

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の性能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　クレアと共にのし上がろうと試みている。




［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三六歳　金髪　身長一六〇　重度ぽっちゃり

　侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　娘の貞操を奪った主人公を呼びつけて自身を抱かせるが虜になる。

　別れに際しては娘までも差し出して引きとめようとした。

　一度主人公を尋ね、様々な贈り物をする。

　愛欲の火は再び燃え上がり、月一度、主人公の手紙を楽しみに待っている。

　美食が過ぎて腹が飛び出す。

［クララ］

　一六歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　月一度主人公へ出す手紙は重要な連邦事情の情報源。

［クリスティーナ＝アルベンス＝マロードル］

　二二歳　栗髪　身長一五九　標準

　側室の子で素行に問題があって白都に飛ばされる、

　夫人の有り様を見てしっかり生きる事を決意。

　ある伯爵家の長男と婚約し嫁入りが決まっている。




（特別）

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。

　最近美味しいオヤツを頂いた模様。




　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二三歳　参謀　呼び方ハードレット卿

　主人公に直接訴え部下になる。

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

［アドルフ＝フールカ］

　三〇歳　内政官（仮）　呼び方ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　領地の内政をほぼ一手に担う。

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五七歳　執事　呼び方旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一五歳　子供　使用人　金髪　呼び方エイギル様

　孤児院組唯一の男　孤児院では男手として力仕事をやる　仕事は薪割り火おこし他

　メリッサ、カーラ、イリジナと逆らえない女性が増える。

　日々悶々と過ごし、毎日五回の自慰を欠かさない。

　今だ童貞

［クリストフ］

　二六歳　マッチョ

　最精鋭部隊である護衛隊の一員だが隊内最弱のお情け任用。

　本人は実力で勝ち取ったと信じている。

［マック］

　三二歳　身長２ｍ超　極マッチョ　筋肉だるま　怪力魔人　工兵隊長　呼び方　主語なし

　元奴隷　主人公達に解放される　主人公に力比べで並ぶ唯一の人物　全身筋肉ゴリマッチョで、もはや怪獣　同じ奴隷商人に連れられていたノンナは苦手　女性経験は少ない

　新たに私軍の工兵隊長に任じられる。

　寡黙で黙々と仕事をこなす。




　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三一歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぐ　王権を強化のために様々な策略を弄する　父の平和主義を否定し強国ゴルドニアを目指す　中央軍創設者　策謀に長け、冷酷な計算ができる。主人公他中央軍の面々を中心に能力のある者を重用し国軍を一新。

　水軍の敗退によって北部統一を挫かれ資金難に直面する。




［グドロア＝フーバー侯爵］

　五三歳　王軍総司令官

　中央軍の台頭によって実権を失い、人望も低下中、子飼いの貴族も次々離反。

　挽回の機会を狙い、硬い頭をフル回転。

　ケネスに接近を試みている。

［エイリヒ＝ラッドハルデ伯爵］

　三三歳　中央軍軍団長　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　主人公とは個人的にも良好な関係にある。王のお気に入りの一人で新貴族筆頭。

　一方で中央での職務が多忙で領地経営には頭が回らず代官に任せきり。

［ブルーノ＝レンスター男爵］

　二八歳　中央軍所属

　夜明けの翼時代からの古参兵。一兵卒から今の地位まで上る。堅実な指揮と粘り強さには定評があるが爆発的な攻撃力には欠ける。

　主人公とはそれなりに良好な関係にある。

　戦勝の後領地を得る。

［ケネス＝ボールドウィン伯爵］

　四二歳　ゴルドニア外務卿　王に取り立てられた新職大臣　陰謀策略が得意

　エイリヒの中央軍独占に危機感を抱き主人公に接近する。

［アゴール］

　三〇代　ゴルドニア中央軍所属の中隊長

　連邦からの亡命者で主人公の元部下。

　中隊長として水準以上の能力を持ち、個人的にも優秀な戦士。

　むっつりスケベで未亡人の下に通いつつ、ダドロンで看病してくれたメイドを連れ帰り囲っている。

　所属は離れたが主人公とは個人的交友が続く。

　二股がばれ、未亡人に刺された。

［ローマン＝ヘルゲン］

　中央軍第三兵団兵団長　男爵　新貴族

　一時的に主人公の軍に組み込まれる。

　機動力と突破を重視した主人公の戦術に強く印象を受けた。




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［アンドレイ］

　四四歳　髭　大男

　連邦からの亡命者、旅館、固茹亭のオーナーにしてダンディな渋い男。

　重度のロリコンで自分を慕う三〇歳年下の少女を孕ませ、人望は崩壊。

　以後家族と従業員からの目は冷たい。

　ナタリーとの間に息子がいる。

　最近は欲求不満からか孤児院に通い詰め、オレリアに手を出した。

　ナタリーとは和解。

［ナタリー］

　二一歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　いくつかの揉め事はあったがなんとか元の鞘に戻る。

　しかし一度見た主人公の裸体を忘れられない。

［ドロテア］

　四三歳　孤児院院長　痩せ

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　食事が改善したのか体つきも戻ってきた美熟女

　主人公に数十年ぶりのキスを貰ってから体が疼く夜も。

［オレリア］

　二一歳　孤児院手伝い ちんまい

　孤児院で育った女性。孤児院でドロテアの手伝いをする。快活で子供っぽい女性。

　アンドレイの熱い視線を父親的愛情だと勘違いして慕うが迫られ体を許してしまう。

　妻との不仲が続くアンドレイの性を一手に受け止めるが本人は幸福。




「他国」

　トリエア王国　国王

　トリスニア三世

　無難な王で失政も少ないが決断力に欠け、デュノア侯爵他、有力貴族の意見に押し切られる事が多い。

　敗戦し国土を失ってマグラードに亡命。

　トリエア王国　宰相

　デュノア　侯爵

　頭が切れ、指導力もあるが内政畑出身で軍事に関する知識は豊富ではない。

　ゴルドニアに対しては城塞を築き、守勢に撤して周辺国の介入を待つ消極的方針をとる。

　敗戦後、一族すべてを処刑され本人は行方不明に。

　マグラード公国

　ラドガルフ　軍団長

　マグラード伯爵で遠征軍司令官だった。

　主人公との交戦で戦力を大きく失い、幹部も多数戦死して撤退。

　再戦による勝利を誓う。

人物紹介矛盾点がありましたらご指摘下さい。










☆国力１０８話時点










　オルガ連邦

　人口　　二千万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在二十万　　動員限界三百万

　支配域　大山脈以北全域

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　支配領域の広大さから封建制を取る。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　最大の脅威たるガーランド帝国の動向に神経を尖らせている。

　一方、中央平原での争いについては辺境の小火程度に考えており、特別の興味は無い模様。

　但し一部有力貴族がゴルドニア援護を唱えている。




　ガーランド帝国

　人口　　四千万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在百三十万　動員限界三百五十万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖で農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　近年の急成長により国内に様々な軋轢を残しており不安定要素もある。

　西部平原を舞台に幾度かオルガ連邦と百万人規模の大会戦を行うも決着はついていない。

　連邦への優位を確立すべく、大規模な軍拡を始めている。




　ゴルドニア王国

　人口　　二百五十五万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口七万

　制度　　封建制

　兵員　　現在六万　動員限界二十万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原内最大の国家。

　中央平原の北端に位置し、ノーステリエス河や陸路でオルガ連邦との交易、交流が盛んに行われている。

　旧アークランド・トリエア・ユレストを併呑し勢力を拡大している。

　中央平原北部全域の統一も試みるがマグラード水軍に敗北して頓挫し一年の期限付き和平を結ぶ。

　度重なる戦争と軍拡で財政的にやや余裕を無くしている。

　ストゥーラ共和国

　人口　　二十万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口五万

　制度　　共和制

　兵員　　現在三千　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国。

　常備軍はなく、必要に応じて傭兵を集めて軍を組織している。

　獲得した河東岸の領土をゴルドニアに奪取されるが隔絶した国力差から形だけの抗議に留める。

　マグラードからの統一圧力に晒されている。




　マグラード公国

　人口　　六十万

　支配者　−−−−

　首都　　オドロス　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在一・五万　動員限界六万

　支配域　中央平原北部

　ストゥーラ共和国と隣接し、同じく河に面するが、政治体制が強権的で商業は発展していない。

　大型の鉱山を抱えており鉱工業が比較的盛んだが、ゴルドニアの拡張によって交易相手がなくなり財政的に圧迫されつつある。

　食糧生産はかろうじて自国民を満たせる程度。

　ゴルドニアと軍事的に衝突、水上戦の勝利によって上陸を阻んだがトリエアに援軍として派遣した精鋭軍団を撃破され陸上兵力は苦しい。

　財政的な問題から急速な軍備拡大も難しい。







　地図





[image: ]



頂いた地図に更新しました。

感謝です。










第１０９話　女達の問題　♯







　ラーフェンに戻った夜。

「ああん、あぁーー!!」

　ノンナの言い訳を聞きながら腰を振っていると彼女は俺の背中に爪を立て昇天してしまった。

「いいとこに当たったか？」

　尋ねてみるがノンナは体を震わせて答えない。

どうやら本格的に昇ってしまったらしい。

「そんなに激しくしたつもりはないんだが」

「エイギルのはでっかいから入ってるだけでもすごいのよ。それにノンナだって……心の底から本気で惚れてるのよ？　そんな男に久しぶりに抱かれたらあっと言う間よ」

　カーラが口を挟む。

　そんなもんだろうか。

ノンナに優しくキスをしてベッドの左に転がす。

次はカーラだな。

ベッドの上には女達全員が仰向けに転がって俺に抱かれるのを待っているのだ。




「いくよ」

「あっ、入る……」

　ゆっくりとカーラに入り腰を動かす。

まったく激しくはない穏やかな動きだ。

カーラにも話す余裕がある。

「思えば私がエイギルの女の中で最古参よね」

「……そうだな」

「ふふ～私が一番昔からエイギルを知っている～」

　しがみついてくる彼女にセリアから異議が入る。

「間が空いてます！　一緒に居た時間なら私の方が長いです！」

「ふふーん。それでもこの中で一番最初にエイギルのチンポ味わったのは私だもん」

　カーラは仰向けになったままセリアの方に顔を向けて悪戯に笑った。

「こら、挑発するな」

　トンと強めに奥を突く。

「あぅっ！　ごめん。ほんと大きいなぁ……それがすっぽり入ってる自分にも驚き」

「体も俺だけの女になったんだよ」

　抱き締めて首筋を吸う。

「そ、そうよね……あ……だめっ!!」

　首筋に舌を這わせた途端カーラが仰け反って悲鳴を上げた。

股間には温かい感触、彼女もあっと言う間に昇ってしまった。

「こんなゆっくりなのに……うそぉ……エイギルのキスだけでぇ……」

　一旦ぐったりとなったカーラは身を起こすと俺の股間に顔を寄せた。

「気持ちよくしてくれてありがとう。これからもよろしくね」

　肉棒に挨拶してから先端にキスし、彼女はベッドに横になった。

　さすがにまだ射精は出来ないのでカーラを左に転がす。

勢い余ってノンナの胸に突っ込み言い合いを始めた。

これを聞くと落ち着くな。




「マリア……はやめておくか」

「うん、ごめんね。妊娠初めてだから無理するのが怖いの」

　マリアは少し離れて椅子に座る。

「代わりにここでずっと見てるよ」




「メルはいいのか？」

「はい、お腹で擦ってくださいね」

　挿入は出来ないがメルは妊娠に慣れているので余裕がある。

もう臨月と思えるほどに膨らんだ腹に優しく肉棒を擦りつける。

「この中に俺の子がいるんだな」

「そうですよ。エイギルさんのこれから飛び出た種が……私の腹で育ちました」

　圧し掛かれないので腹から性器にかけて肉棒をゆっくりと往復させて快感を得る。

射精には厳しいしメルも昇れはしないだろうが穏やかな時間が流れる。

女が多すぎるので心に余裕があるのかもしれない。

その気になればここの女を食いつくし、屋敷のメイドを貪って、ゴブリンから助けた女達を犯して回ることだって出来るのだから。

「ん、動いたな」

「うふふ……パパのチンチンを感じたのかもしれません。今度は男の子でしょうか」

　メルはもう三九歳といい年で腹に居る子は五人目だ。

「俺は最近お前の妊婦姿しか見ていないな」

「ええ、産んだ端から孕まされていますからね。三〇も後半になって三人も産むとは思いませんでした」

　メルは自分のことを三〇後半と自称する。

三八・九と言うと機嫌を損ねるし、出入りの商人が四〇と間違えた時には蹴り出したらしい。

「しかしその子を最後でやめた方がいいんじゃないでしょうか？　体にも負担になりますし」

「そうね……さすがにね」

　ノンナとカーラが口を揃える。

それはやっかみではなく本当に心配しての口調だった。

　女にとって妊娠出産は一大事件だ。

若い女でも産後に命を落とす話は珍しくない。

ましてメルの歳では命がけの行為のはずなのだ。

「それはわかっているんですが……。実はクウとルウを産んだ時よりずっと楽だったんです」

「そうなのか？」

　クウを産んだ時と言えば二十歳程度、子を産むには最高の年齢だったはずだ。

「はい……少しいきんだだけで、こうポンっと出てきました」

　なんだそりゃ。

「この子のお陰ですね。張った肉傘で私の中を広げてくれたのです」

　メルは体を動かして俺の肉棒を両手で持って口に入れる。

腹がベッドに付きそうな妊婦に男根を咥えさせるのは背徳的だが最高だ。

「んっんっんっ！　ぷは……口で出しては他の方が不満ですからこの辺で……」

　俺の肉棒が更に硬くなった所で口を離すメル。

「私、これからもエイギルさんの子供生み続けたいです。一人でも多くの子供に命を与えてあげたいの」

「そうか……」

「もし私に何かあってもクウもルウもいるし、皆さんもきっと面倒見てくれます」

「それ以上言わなくていい」

　仮定であってもメルがどうにかなる話など聞きたくもない。

キスで口を塞ぐと彼女はにっこり微笑んだ。

「これからもドンドン孕ませて下さいね」




　妊婦のメルは特別席……もう一つの小型ベッドに座らせ、次はメリッサに圧し掛かる。

「どうぞ～」

　愛撫無しに逸物を入れるが彼女の中はゆっくりと受けいれて行く。

彼女の性器は過去の非道で壊されてしまい穴の部分にはほとんど締りがない。

今は俺が硬く大きくなっているのでぎちぎちだが並の男なら快感は得れないだろう。

「ん……入った。ごめんね緩くて」

「そうでもないがな。それにまだだろう？」

「うふ、そうだね」

　メリッサは足を一層大きく開き少し腰を浮かせる。

彼女への挿入は子袋まで入れて完成するのだ。

「よっと！」

「ああぁっ!!」

　慣れた手つきで腰を抑え、メリッサの協力も得て力をこめる。

ごりゅんと肉の音が鳴り、逸物は子袋の奥まで入り込んだ。

「今の音聞こえた？」

「はい……子袋が犯された音なんですね」

　カーラとノンナが興味深げに見ている。

彼女達では余程蕩けていないとこれをやったら激痛だろう。

だがメリッサは気持ちよさげに腰を躍らせている。




　嵐のような交わりではなく言葉を交わしながらの静かな行為。

こういう穏やかな雰囲気で進めるのもいいな。

「なぁメリッサ、子供……欲しいか？」

「ん、大丈夫だよ。クロル達もいるし寂しくないから」

　だがクロル達も確実に大人になってきている。

メリッサの歳ならば小さな子供がいるほうが自然だ。

「こればっかりはどうにもならないしね」

　一度彼女を医者に見てもらったが、傷ついたばかりならともかく一〇年近くも前の傷は最早薬でも手術でも治せないそうだ。

「医者についてはいい話を聞いたら診せるつもりだが……それよりも養子なんてどうかと思ってな」




　ラーフェンは人の需要が多い事もあって職につけずに物乞いをして生きるような者はほとんどいない。

女達も次々と貰われていくので不幸な子供の割り合いは多くはないがそれでも〇ではない。

　特に娼婦の子供は仕事に差し支えるので孕んでも流されたり産んでも省みられないことが多い。

売れっ子の娼婦は欠かさず避妊薬を使うので、子を産むのは売れない貧しい娼婦が多く、子供は厄介者扱いされてしまうことが多いのだ。




「家柄だの血筋だのは知らんが、赤子のうちに貰ってくれば子供も違和感はないだろう」

「でも、やっぱり血が繋がってないと家の中で可哀相なことにならない？」

「俺がそんなことすると思うか」

　言葉を遮る。

「思わないよ……子供、子供が私の胸の中に……」

「ここには女が多いし妊婦もこれからひっきりなしに出る。乳の心配もないだろう」

　特にカトリーヌなど母乳噴射機かと言うぐらい大量に出していた。

「孕ませまくるらしいですよ」

「堂々と宣言する所がエイギルよね」

「何より私に種を……」

　女達の声は聞かないことにする。

「子供を抱いて、散歩とか出来るんだよね」

　メリッサの中が締まり始める。

おいおい、妄想で感じ始めているのか。

「そうだぞ。なんだったらいっぱいでもいい。お前の周りが子供だらけになるかもしれないぞ」

　哀れにも望まれぬ子供、メリッサなら幸せにしてやれるだろう。

「いっぱいの子供達……あぁぁぁぁうそっ!?　だめっ!!」

　メリッサは幸せな妄想だけで昇ってしまった。

子袋の入り口が強く締まってから少しずつ緩んでいく。

快楽ではなく精神的な喜びで達してしまったのだ。

「じゃあ考えておいてくれ」

「うん。本当にありがとう」

　メリッサは快楽攻めで失神させた時よりもずっと幸せそうな顔でベッドの左へ転がっていく。

「いらっしゃーい」

「子育てなら五人の母がいますよ」

「私はエイギル様の実子が良いです！　子ーー!!」




　次のカトリーヌは待ちきれないとばかりに自分の指で穴をかき回していた。

「そら手をどけろ。これが欲しかったんだろ？」

　メリッサにも射精できずに音がする程勃起した男根を添える。

「あぁ……やっときた。男がやっときたぁ……」

　カトリーヌは定まらぬ目で涎を垂らして肉棒を見つめていた。

「そらっ！」

「ああん！　あ……いや……ああぁぁぁぁおぉぉぉぉーー!!」

「おい、うそだろ!?」

　既にシーツを濡らすほど愛液を垂らしていた穴に腰を合わせて奥まで挿入する。

それだけでカトリーヌは痙攣し始め、本格的に達してしまったのだ。

獣のような叫びが寝室に響く。

「どれだけ溜まってたんだ」

「はぁはぁ……仕方ないじゃない。何ヶ月も男無しだったのよ」

　カトリーヌはかなりの淫乱で男がいないと生きていけない。

知ってはいたが入れると同時に深く絶頂するとは思わなかった。

「ああっ……男いい。逞しい男いいよぉ……久しぶりだよぉ」

　俺はゆっくりと腰を動かすがカトリーヌは待ちきれないとばかりに全身を擦り付けて来た。

ひっきりなしに腹に当たる温かさは噴きっぱなしになっている潮だ。

「張り型で我慢できなかったのか？」

「もちろん毎日使ってたわよ！　あれがないと一週間で狂っちゃう……それでも男の腕に抱かれないとおかしくなってきちゃうの」

　酷い淫乱、男好きだ。

「先に告白しちゃう……浮気、しかけた」

　それは捨てて置けないな。

「どういうことだ？」

　俯いて謝るカトリーヌに代わってカーラが声を出す。

「出入り商店の店主が病気でさ。代わりに来たのが若い息子でね。真っ赤な顔してふらふら部屋に引っ張り込もうとしてたのを私が止めたのよ」

「ごめんなさい……若い男見たら何もわかんなくなっちゃって」

　カトリーヌは俺に貫かれたまましょぼんとうなだれる。

それでも腰は止まっていないが。

「本当に淫乱なんだなぁ」

　とは言え彼女を色狂いにしてしまった一因は俺にもある。

ただ責めるだけなのは酷だろうが、他の男に抱かせる訳にはいかない。

「よし、これで行くか」

「あう？　あああっ!!」

　カトリーヌをベッドに押さえつけてお仕置きに強く腰をぶつける。

一〇度程で白目を剥いてしまい、噴水のように潮を噴く彼女を解放した。

「うわ、人間噴水ですか？」

「水飲ませてあげて、脱水しちゃうわ」




　慌ててカトリーヌを介抱する女達、俺は王都から運んできた荷物を漁りメリッサ対応型特注の双頭張り型を取り出す。

「「うわぁぁぁぁぁ!!」」

　メリッサとマリアの悲鳴が上がるが気にしない。

それをメリッサに渡してカトリーヌの上に乗せる。

「へ？　一体何を……」

「こいつでカトリーヌを可愛がってやってくれ」

　カトリーヌとメリッサは顔を見合わせてから声を上げる。

「い、嫌です。女同士なのにメリッサさんに抱かれるなんて！」

「私もこういうのはあんまり……」

　すると横合いから大きな声が上がった。

「駄目です！　メリッサは私と愛し合っているんです!!」

　大きな腹を抱えたマリアが激昂している。

腹の子供に悪いから落ち着け。

「ちょっとマリア！　あんまり言っちゃ……」

「愛し合って？」

「まさか女同士で本気になったの？」

「なんて背徳的なっ！」

「ま、待ってよ引かないで！　私だってエイギルさんのモノが一番……」

「メリッサ、私に飽きちゃったの!?」

「そういう訳じゃなくてね……マリアもエイギルさん好きでしょ……」

　変な修羅場をメリッサとマリア、そして絶頂の余韻に浸るカトリーヌをまとめて終わらせる。

　メリッサとカトリーヌは張り型で正常位に繋がり、マリアが横から入ってカトリーヌの乳房を吸う。

最初抵抗していた三人だが、俺の愛撫もあって高まると自然に絡み始めた。

「これからは欲しくなったらメリッサに可愛がってもらうんだぞ？」

　男ではないが肉体の温かさがあれば大分違うはずだ。

「そ、そんな……あうあっ！」

「カトリーヌさん。ここはどう？」

「そこ……いいっ！」

「ならここはどうかしらっ！」

「だめっ!!　あぁぁーーー!!」

　その気になったメリッサは張り型を使って巧みにカトリーヌを責めている。

これで彼女が浮気に走る事はないだろう。

マリアもカトリーヌを受け入れつつある、何も問題はない。

「あるわよ……女同士でこんなになって」

「わ、私の女はエイギル様専用です。張り型なんぞ入られてたまるものですか！」

　カーラとノンナは問題があるようだが。




　メリッサがカトリーヌを攻めながら上気した顔を向ける。

「エイギルさん。後で肉棒の型……取らせてもらえませんか？　張り型が小さく感じますから」

「あぁいいぞ」

「聞いたっ!?　今度からはもっと大きな張り型が入るの！　こんなので音を上げてちゃだめよ！」

「メリッサ！　メリッサぁ!!　いくぅぅぅ!!」

　盛り上がったメリッサは案外に強引なんだな。

全員まとめて俺の女だ、好きに絡めばいいさ。

　交わり続ける女三人を置いて次に移る。




「リタ、来るんだ」

「忘れられているかと思いました」

　まさか、お前の尻は戦場でも結構夢に出た。

「尻を出すんだ」

　リタだけは後背位で抱きたい。

でかい尻を掴んで叩き付けたいのだ。

「ええ、どうぞお召し上がりを」

　リタは躊躇なく後ろを向き、尻を向けて尻たぶを広げる。

糸を引いた性器だけではなく尻の穴までも開いて見える。

「でかくていい尻だ」

　頭を近づけて尻穴と女穴に舌を入れて十分に潤し、一度も射精していない逸物を突入させた。

「んをっ！　ふ、太い……」

「お前は巨根が好きだったな」

　リタは巨根狂いで大きければ大きい程いいらしい。

「俺のはどうだ？　満足できる巨根か？」

「勿論です。太い……長い……しかもかたぁい!!」

　腰を動かす度に中がこすれ、一番奥に肉棒が当たると体全体が揺れる。

それほど激しくしている訳ではないのに尻がでかいせいでバチンバチンと肉の音は大きい。

「腰を下げろ。乗るぞ」

　リタを四つん這いからぺたりとベッドにうつ伏せにして完全に乗ってしまう。

こうすれば柔らかい尻全体を感じることが出来るのだ。

「大きなお道具が奥まで……たまりません……」

　この体位では相当力を入れないと激しくは動けない。

だがリタの反応は良く、このままゆっくりとしても十分に満足してくれそうだ。

少し話でもしようか。

「なぁリタ、お前はどうしてメイドをやっているんだ？」

　リタは明確に俺の女にしたはずだから家でゆっくりしてもいい。

なのに彼女は使用人を統括して日々家事に勤しんでいる。

「私は個性が尻しかありませんから。お尻を振ってメイドをやらなければエイギル様に忘れられてしまいますわ」

「そんなことは「冗談です」

　リタは振り返ってにっこりと笑う。

「私は他の方よりも美しくありませんし年増でもあります。お情けで置いてもらっているのにだらける訳にはいきません。使用人を使うのは慣れていましたから、そちらならお役に立てますから」

　なるほど、彼女は俺に惚れこみ、頼み込んで女にしてもらったと思っている。

捨てられる危機感は他の女よりも高いらしい。

こういう時はどうすればいいか。

「お前避妊はしているのか？」

「はい？　もちろんですわ。孕んでは家事が出来ませんし、中撃ちを拒むなんて非礼ですわ」

　それだな。

「これから避妊薬は使わなくていい。出来たら遠慮なく休んで産め」

　リタは驚いた顔でこちらを見る。

「お前は俺の女だろ。子を産むのも仕事だ……嫌か？」

「とんでもありません！　信じられない光栄です！」

　リタは俺を抱き締めようとするが乗られているので出来ない。

体勢を入れ替えて正常位にしてやるとぎゅうとしがみ付いてきた。

「このでかいケツだ。子供も楽に産めそうだな」

「夢のようです……愛する人の腕に抱かれ……傍で生活し……子供までなんて」

「その上、巨根も味わえるしな」

「茶化さないで下さい！」

　リタは笑いながらこつんと頭をぶつけてきた。

「でもお仕事は続けて構いませんでしょうか？　働いていないと落ち着きませんし、お役に立てていることが嬉しいのです」

　リタは厳しいメイド長として使用人達に恐れられているらしい。

だがそれでも困った時に頼りになるので人望は高いそうだ。

彼女に使用人をまとめて貰うのは俺としてもありがたい。

「勿論頼むよ。ただし子が出来たら遠慮なく休め……それと」

　リタの耳へ口を近づける。

「これからは仕事中も常にいやらしい下着をつけるんだ。股に穴が開いたようなすごい奴をな」

　リタは顔を赤らめてこちらを見る。

「気が向いたら仕事中のお前を後ろから捕まえてスカートをめくりあげ、そのまま……」

「そ、そんなメイド達に見られてしまうわ……」

　リタの頭の中では既に絵になっている。

「お前のでかい尻から肉棒が出入りするのをメイド達は顔を真っ赤にして見ているだろうな。お堅いメイド長は仕事中に主人に抱かれて喜ぶ変態だ」

「だめです……次どのように顔を合わせれば良いのか」

　リタの耳を軽く噛む。

「メイド達には「なんでも無い」と言い張るんだ。股から足首まで種を垂れ流しながらな」

「ああ……そんな、そんあぁ……ああぁぁぁぁぁ!!」

　リタが仰け反り、両足が腰に絡んできた。

彼女も激しく攻めてはいないのに言葉と妄想で昇ってしまった。

　女の新しい攻め方を発見した気がする。

これからも活用していこう。

リタをベッドの左側に転がすがカトリーヌとメリッサが声を上げて絡んでいるので起き上がってノンナ達の所まで歩いていった。




「次はミティだな。今後は優しく……」

（わたしも）

　ミティに手を伸ばそうとするとベッドの中からにょきっとケイシーが生えた。




「幽霊なのに抱かれたいのか」

　ケイシーと会話するだけなら心で思えばいいのだが、見えない女にはわからないのであえて声に出す。

（うん繋がると安心する　生きてるって実感が沸くの）

　いや……根本的に間違ってるぞ。

　それでもふわふわした独特の感触のケイシーを抱き締めてベッドに倒す。

流れるように性器をあわせると、中もやはり今まで感じたことのない感触だ。

（あっ入る　気持ちいいね）

「それは良かった。お前はどこが弱いんだ？」

（入り口の上と　あとは一番奥かな）

「ここか？」

　入り口周辺を肉の傘でこするとケイシーは心地よさげに声を上げて目を閉じる。

「次は奥だな」

　肩を押えて思い切り肉棒を捻じ込む。

遠慮しなくても怪我する心配は無いと思ったのだが

（ぎゃーーー!!　だめぇぇ！　奥過ぎ　子袋突き破って内臓まで入ってるからぁ！）

「なんだそりゃ……」

　彼女の体は独特のふわふわだが余り力を入れると体の中までめり込んでしまう。

それで怪我するわけでもなく、抜くと元に戻るのだが……。

仕方なく力を弱めて引き抜くとケイシーはふぅと息を付く。

（びっくりした　死ぬかと思った）

　もう何も言うまい。

「あのぉ……エイギルさん？」

　メルがおそるおそる話かけてきた。

なんだろうか。

「そこにケイシーさんがいるのでしょうけど……見えない私にとってはエイギルさんが一人うつ伏せで腰を振っているように見えていまして……少々格好が悪いです」

　ケイシーは見える人間と見えない人間がおり、細かく神経質な人間は見え易いらしい。

　セリアやノンナはばっちり見えるがカーラやメルは見えていない。

イリジナに至っては気配すら分からず、普段から細かい所も見ていないので目印のぬいぐるみにも気付かずに足を踏まれたとケイシーが怒っていた。

　見えない人間から見ると俺は一人でへこへこ腰を振っていたことになるのか。

カーラも微妙そうな顔でこっちを見ている。

「ケイシー……上に乗ってくれ」

（はーい）

　これで少しはマシだろう。

ケイシーは嬉しそうに俺の上で跳ねてしばらく遊んで満足したようだ。

　浮けるというのは画期的で、人間の女では不可能な体位を楽しむことが出来た。

見えない女からはただ肉棒がそそり立っているだけだが……。

「なんて変態的な遊びをするのですか……」

　見えるノンナからは苦言を呈されてしまった。

　満足したケイシーは左へ飛んでノンナとカーラの間に入る。

大分慣れてきたな。




「さてミティ、あの時の埋め合わせだ」

　ミティは胸と性器を手で隠して少しだけ脅えている。

初体験が少し無理やりになってしまったからな。

今回こそは楽しませてやる。

「ほら、股の手を外すんだ。痛くしないよ」

「ほ、本当ですか？」

　ミティはちらちらと逸物を見ている。

彼女の体には大きなそれが怖いのだろう。

「まだ入れないさ。まずは舌だ……」

　股を開かせて顔を入れ、性器を丹念に舐める。

新品のように綺麗だが、既に俺が開封してしまった女の穴だ。

　穴を舐め、中に唾液を送り込んでドロドロに変えていく。

更に肉豆にも鼻をこすりつけて刺激していく。

「ひゃっ！　くすぐったい！」

「それだけか？」

　今度は優しく豆を口に含んで舌で転がす。

「うにっ……気持ちいい」

　そうだろう。

この間のお詫びも兼ねて徹底的に愛撫してやる。




　延々と続く股間への舌攻撃にミティの体は上気し、自然と足が大きく開いてきた。

中もひく付いてきた、そろそろ止めといけそうだ。

「おいで」

　ミティを膝立ちにさせて正面から強く抱き締める。

そして右手を穴の中で暴れさせて最後にぎゅっと肉豆を摘んだ。

「あっ!!　きゃぁぁぁーーー!!」

　ミティは快感にどう反応していいかわからなかったのか鋭く悲鳴をあげ、マリアとメリッサが心配そうにこちらを見るが、これは嫌がったものではない。

快感に反応仕切れなかっただけだ。




　証拠にミティは俺の右手を汁だらけにしてゆっくりとベッドに横たわる。

さて、他の女と同じように言葉をかけてやろう。

「ミティどうだった？」

「気持ちよかった……です」

　仰向けにして正面から抱き締めて頭を撫でる。

「この間は悪かった。酷い事したな」

「はい……すごい怖くて痛かったけど……もういいですよ」

　言葉の間にキスを降らせる。

「私、本当は旦那様に焦がれてました……もっと雰囲気良く抱いてくれればきっと受けいれたと思います。まだ少しチンチンは怖いですけど」

　すねるミティを撫でる。

更に片手を性器に伸ばして再び指を激しく動かす。

「んんっ！　そこは……んあっ!!」

「これからは気をつける。ミティを泣かせることはしないさ、もうお前は俺の……女だからなっ！」

「ああっ！　え!?　まさかっ」

　ミティが驚いた顔でこちらを見た。

今の瞬間に俺は肉棒をミティに挿入したのだ。

「ほら、入ってしまった。痛いか？」

「うそ……痛くない。あんなにチンチン痛かったのに」

　前は愛撫も碌にしなかった。

今回は俺の唾液とミティの愛液で股間は大洪水、きつい彼女の中にもなんとか入る。

「これからはいっぱいしような。たっぷり甘やかしてやるぞ」

「はぅ……」

　胸に抱きつき体を揺らし合う男女。

これでミティに男への恐怖が残る事も無いだろう。

「ラーフェンの近くに綺麗な池がある。夏になったらそこに行って一緒に泳ごうか」

「泳ぐ？」

「そう、お互い全裸になって水遊びだ。気が向いたら……これでも遊ぼう」

　ミティの手をとって肉棒を触らせた。

「で、でも私泳げないし……」

　言いながらも肉棒をさする手は止まらない。

「なら俺が抱いて入ってやる。繋がったまま水に入るのもいいぞ？」

「繋がったまま……泳いで……」

　ミティの中が締まり始めた。

やはり効果覿面だな。

「それまでに俺の肉棒に慣れておくんだ！」

「はっはい！　私……頑張る!!　あああぁぁっ!!」

　ミティは俺の胸の中で絶頂し意識を失っていった。




「マリア、頼むよ」

「約束は守ってあげて下さいね」

　幸せそうに気を失っているミティをマリアの隣に寝かせると妹のように頭を撫で始める。




「これで全員だな」

「ヨグリは？」

「あの怠け者はお酒を飲んで寝ていますわ。もう放り出してはいかがです？　エイギル様の女でも無し」

　リタの言葉は棘だらけだ。

もう少し大目に見てやれ。

あれでも前は村のために気を張っていたんだ。

「それでその……一度も発射なされてない種の件なのですが」

　そういえば雰囲気と会話で絶頂させていたから俺は精を出せていない。

逸物は爆発しそうな程パンパンだし玉もずっしりと重い。




「ここに胎の空いている正妻がおります」

「そうだな。久しぶりにパンパンに注いで見るか」

　ここぞとばかりに立ち上がったノンナはそのまま横になろうとするが許さない。

「へ？　立ったままですか？」

　俺は答えずにノンナを持ち上げ、立ったままノンナの一番奥まで逸物を捻じ込む。

「ひゃああ!!」

「無駄遣いの罰よ。こうしてやるわ！」

　女達も立ち上がり次々とノンナに愛撫と言う名の悪戯を行っていく。

「こらっ！　やめなさいっ！　ああっ！」

　ノンナは抵抗しようとするが性器に俺のモノが刺さっているので身動きは取れない。

俺も突き上げをやめるつもりは無い。

　しばらく好き放題に嬲られたノンナだがメリッサが張り型をつけたまま迫って来た所でとうとう悲鳴を上げてしまった。

「まさかそれをお尻に……い、いやです!!　エイギル様助けて！」

　俺はノンナに優しくキスをする。

「よし、やってしまえ」

「いくよ～」

「いやぁぁぁぁぁ!!」

　づぶづぶと尻穴に張り型が沈みノンナが声にならない悲鳴を出す。

女穴も激烈に締まり両手両足がピンと伸びる。

「大丈夫、エイギルさんのよりは細いよ」

　メリッサの言葉も聞こえていないだろう。

涙と涎で崩れてしまった美貌だがこれはこれで愛おしい。

逸物ももう限界だ。

そろそろ発射させてもらおう。

「行くぞノンナ、噴き出るぞ」

「あぁぁ……種……赤ちゃん……」

　動きが激しくなったのを見てメリッサは張り型を引き抜き、他の女達も離れる。

絶頂の瞬間だけは二人きりにしてくれたようだ。

「ノンナ」「エイギル様」

　見つめ合ってのキスと同時に精が噴き出る。

溜まりに溜まっただけあってすごい量と勢いが自分でもわかる。




「ねぇ、私ってエイギルしか経験ないからわかんないんだけどさ。男の射精で音が鳴るのっておかしいのよね？」

「そりゃねぇ」「ありえませんよね」

　元娼婦のメリッサと男を知っていたメルが答える。

「出された時にびゅって感じることはあるけど……」

「こんな部屋中にびゅるびゅる音が鳴るような射精音なんて有り得ないですよ……」

　悪いな、まだ半分も出てないんだ。

「それと聞くまでもないと思うけど」

「「ありえません」」

　カーラの疑問を先回りで否定する。

「射精で腹が膨らむなんて見たことも聞いたことも……って今見てますね」

「パンパンですね」

　五分程たっぷり射精し、ノンナを擬似的に妊婦にしてやって解放する。

これで全員相手したな。

次に行こうか。




「お願いします」「可愛がってね」「叩き込んでくれ！」「私は別に……」

　セリアとレア、イリジナにマイラが裸で並ぶ。

マイラ以外は自分で性器を触って準備を完了しているようだ。

　彼女達は戦争の間、俺と一緒にいたので女達の淑女協定によって後回しになったのだが、全員満足したしもういいだろう。

「さあ、みんなで楽しませてくれ」

　逸物に再び血が入り、立ち上がって行く。

四人を抱き寄せてベッドに倒され乱交が始まるのだ。




「ちょっと！　ノンナが種噴いたわよ！」

「桶持ってきて下さい！」

「ああっおしっこまで漏れてるわ！」




　あちらも大騒ぎだな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部一帯領主　山の王

麾下軍　私軍 再編中

財産　金貨－四〇〇枚

武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

リタ（メイド）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）

ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル

別行動　ピピ（従者）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）レオポルト（参謀）

アドルフ（内政官）クレア（御用商人）シュバルツ（馬）

経験人数八八人　産ませた子九人

エロ回……というより女の子とのお話回ですね。

次回は問題を解決します。










第１１０話　金足りぬ、借りねば







　閉じられた木窓の隙間からうっすらと朝日が差し込んでくる。

隙間があるならば冬の空気が入ってきているはずだが室内のむんとした熱気のせいでまるで感じない。

「うーむ」

　ベッドの上を這って窓を開けようとするが手を付く場所もない。

女の乳と尻がベッドを埋め尽くしている。

　一番近いこの白い尻は誰だろうと揉んで見る。

「あんっ……エイギル様……素敵……」

　セリアの尻だった。

転がしてレアの上に乗せると、どちらからともなく絡み合う。

「エイギル様……」「ご主人様……」

　是非仲良くやってくれ。

　更に女肉を掻き分けていくと大股開きで寝ている女……上半身は毛布に埋まってわからない。

試しに触ってみる。

「んあっ！」

　穴が指に吸いついて来る。

この動きはカトリーヌだな、女穴まで男を求めていやらしいとは……。

　そして最後に出たのは島。

うっすらとしかない光でもはっきり分かる程のでかさ、我が妻ノンナの超巨乳だ。

仰向けにも関わらずデンと上を向いたそれは呼吸に合わせてゆっくり揺れている。

「むにゃ……何よこれ……でかいわね」

　隣に寝るカーラが忌々しげな寝言を言いながら乳に吸いついた。

「赤ちゃん……お乳の時間ですよ……」

　ノンナも夢を見ているようだ。

早く子供が出来るといいな。




　窓を開けると朝日というよりは昼に近い。

さすがにそろそろ全員を起こそうと思い一気に開け放つ。

「ん……失礼しました！」

　まずはセリアが全裸のまま、ばっとベットから立ち上がる。

「もう朝か!!」

「おはようございます」

　イリジナとマイラも朝日に反応して素早く起床、さすがは軍上がりだ。

（あぁーーーーーー!!）

　頭の中に直接響く悲鳴。

　イリジナがケイシーの足を踏んでいる。

お前にはまったく見えていないのだろうが必死に太ももを叩いているから足を上げてやれ。

「では私は顔を洗ってきます」

「私も行って来よう!!」

　セリアとイリジナは連れ立って去っていく。

イリジナが朝からでかい声を出すので他の女達も起き始めてきたようだ。




「……これはひどい」

　その場に残ったマイラが呟いている。

「何がだ？」

「何ではありません。こんなにいっぱい女を侍らすなど褒められることでないのはわかるはずです」

「お前も昨日はその一員だったろうが」

　後ろから座位で乳首を摘んでやったら大喜びだったはずだ。

「あれは冷静さを欠いていただけです！　私は色事の経験は少ないですので！」

　そういえばこの前まで処女だったな。

「伯爵ほどの方が妾を持つのは当然でしょう。しかし夜毎は一人に絞るべきです。このように入り乱れての乱交など……ふしだらです」

　マイラは案外に貞操観念が高いようだ。

そんなだから二五で処女だったんだ。

「細かいことを言うなよ。乱交も楽しいもんだろ？」

「し、知りません！　それに館の外にも女を囲っているそうではありませんか！」

「あぁ、三〇人だったか。二〇人程妊娠したらしいからな。半年もしたら騒がしくなるぞ」

　マイラは口に手を当てて絶句する。

「二〇人……ここは淫獄ですか……」

　その時トントンと扉がノックされる。

「失礼致します。ご起床なさっておいででしたらお茶と湯をお持ちしました」

　屋敷のメイドだ。

躊躇わず扉を開く。

「っ！　失礼致します」

　一瞬戸惑ったのは俺が全裸だからか室内に漂う壮絶な淫臭のせいか。

「おう、ありがとう。ここに置いておくからお前らも好きに飲め」

　受け取った茶をテーブルに置き、俺も水浴びでもしようと部屋を出ようとする。

「あ、あのっ!!」

　メイドに呼び止められた。

あぁお前は最初から居てくれているメイドだな。

ずっといるのに何故か名前がわからない。

「私も……旦那様がご無事に戻られて嬉しいです。良かったです」

　潤んだ顔で俺を見上げて来るので顎を掴んでキスしてやろうとするが胸に手を当てて辞退された。

「唇なんてもったいないです。是非ここに」

　メイドはまだ全裸の俺の足元にしゃがみこみ、女達の淫液にまみれた逸物の先にキスをする。

「いつでも犯して下さいね」

　微笑んでそれだけ言い、小走りで部屋を出て行く。

「い……淫獄」

　慌てて服を着たマイラの震える声が聞こえた。







「さて、問題を一つずつ片付けていこう」

「その気になって頂いて幸いです」

　執務室にいるは四人、俺にアドルフ、レオポルトそしてセリアだ。

軍事も内政も大体これで回る。

我ながら広がった領土の割りに小さな統治機構だ。




「まず金がないんだな？」

　アドルフに問う。

「そうです。手元資金は枯渇し、その日払いの給金は払えません。現在は領主凱旋のため休暇として労役を止めておりますが長く続けば金に困る者も出てきましょう」

　労役は治水や道路を作るだけではなく農地や定職を持たない者の貴重な働き口なのだ。

彼らを放置すれば盗人や盗賊に身を落とすこともある。

「ふむ、レオポルト。トリスニアでの略奪品などがあったはずだが兵士達への褒賞を差し引くと残らないか？」

「残りません。戦功にもよりますが一般的な兵で民の年収程度の報酬を配っています。過分に思われるかもしれませんが、以前の紛争から連戦の間も衣食住以外まともな給金を出していないことを考えると兵の士気維持には必要でしょう」

「今回は犠牲も多かったからな」

「家族がいる者には見舞い金も必要です」

　自分が死んだり怪我で動けなくなった後、妻や娘が娼館行きでは兵は集まらない。

遺族がしばらく生きていける分は出してやる必要があった。

「では残らんか」

「厳密に言えば少々残りますが使えませんな」

「どういうことだ？」

「最低限の金は軍事費として残す必要があります。空では何かあった時遠征用の食料も準備できません」

「しかし今は領地の財政が優先では？」

　レオポルトにアドルフが噛み付く。

だがそれは最終手段としたい。

俺の領内で盗賊の被害が激減しているのは俺の意味不明な武勇伝と強力な軍事力あってこそだ。

兵が動けないとわかればずるずると悪化するだろう。

「いざとなったら切り崩すしかないかもしれん。だがその前にアドルフ、お前の方では何とかできないか？」

　アドルフは頭を抱えてテーブルに肘をつく。

セリアの目が釣りあがっている。

俺でなかったら怒鳴られるぞ。

「方法だけなら山ほどあります。ですが負債の先送りばかりです、今年は凌げても来年以降どんどん厳しくなるでしょうし……あまり多用すると気付かれて資金難が露見するかもしれません」

「例の鉄鉱山はどうだ？」

「現地は確認しました。上質で有望な鉱山ですが道が完成していないので輸送が出来ないのです……。荒地をゆっくり運ぶには鉄鉱石は嵩張り過ぎます」

「道を完成させるにはまた金がいると言う事か」

「クレアさんの強い提案で道幅を広く取りましたから手間も時間もかかります」

　そういえばクレアは鉄鉱石にこだわっていたな。

下手すれば北のエイリヒ領やゴルドニア行きの道よりも広くて立派な道が伸びつつある。

アドルフにしても整備された道は途中の町村にも恩恵有りと考えてのことらしいが。




「春には人頭税も入りますが大口は既に先払いしていますし……労役再開と兵士の復帰を考えると雀の涙です」

　ならば金に困った者が古来からする事は一つだ。

「借りるか」

「……やっぱりそうなりますか」

　アドルフはがっくりと肩を落とし、セリアも眉をひそめる。

借金を喜ぶ奴はいるまい。

「私も少し考えはしたのですが事情が変わっております」

　アドルフは書類を差し出す。

ラーフェンに店を構える商人達の一覧らしい。

こいつは本当にちまちま書類をまとめるのが大好きだ。

「彼ら商人に商売上の優遇と引き換えに借金でもと思ったのですが全て破綻しました」

「何故だ？」

「ここに記載されている商人全て、現在はフィリッチ商会の傘下に入っています。地域担当の許可無しに優遇の約束など出来ないと言われました」

「クレアか……やり手というのは本当だったのか」

「元々ラーフェンには大商会は居ません。大きくなった行商人や大農家が転じた商人ばかりですからね。資金力で圧倒されたのでしょう」

　アドルフは更にバツがついた書類も見せる。

廃業・破産した商人らしいが時期がまったく一緒だ。

恐らくクレアの傘下に入るのを断って潰されたのだろう。

「やってくれるな」

「この問題は後で考えるとしまして、クレアさんに話をするしかありませんね」

「いいだろう。むさい男に金を借りるよりはマシだ。呼んでくれ」

　アドルフは席を立ち、最後に一言。

「借りるなら盛大に借りてください」

「借金が膨らむぞ？」

「金貨一〇枚返せない男は奴隷に売られますが、金貨千枚なら高利貸しも待つしかない。そういうものです」

　面白い発想だな。




　アドルフが退席した後、クレアが駆けつけてくるまで時間が空く。

「レオポルト」

「なんでしょうか」

「今回もらった領地でトリエアの南……南部諸国と領地が繋がったな」

「そうですな」

「何か条約や協定はあったか？」

「一部とは単発的な交易協定はあります。しかし領土を一切接していなかったので和平その他は何もありません。王都が交渉しているのではないでしょうか」

「どれぐらいの脅威かわかるか」

「情報が少なく現時点では判断しかねますが、我が領地の南と接する国家は弱国ですのでそれほどの心配はないと推定します。ゴルドニアに仕掛ける勇気はないでしょう」

「もし俺個人とその国が戦になるとすれば王都はどう動く？」

「ゴルドニア王家が正式に和平協定を締結する前ならば特に問題はないでしょう。今は南部諸国との関係をそれほど重視しているとも思えません」

「そうか……ま、情報だけは集めておいてくれ。南部国境までの行軍路も念のためにな」

「承知しております」

　借金だけが生きる道と言うのも悲しいから手は打っておこう。

セリア、顔が引きつっているぞ？

それとメモ帳に書くなよ、ばれると厄介になるから。







　そしてクレアがやってくる。

ローリィとか言う幼く見える少女も一緒だ。

「この度は戦勝おめでとうございます」

「ありがとう、遠慮はいらん座ってくれ」

　席に立ったままで居ようとするクレアを着席させてメイドに茶を出させた。

うちの茶葉はノンナがこだわるのでやたら質がいい。




「では……ハードレット伯爵様、この度はいかようなご用件でしょうか？」

　クレアはチラリとセリアを見た。

俺以外の人間がいると「エイギル様」とは呼んでくれないようだ。

「金を貸してくれ」

　空気が一瞬止まった。

「……いきなりですわね」

「俺が金に困った理由に興味があるか？」

「なくも無いのですが……まぁ今は問いませんわ。いかほどでしょうか？」

「金貨二万枚」

　再び空気が止まった。

「金貨二万……大金なのはご存知ですよね？」

「もちろんだ。前にお前が張った賭け金の二倍だからな」

「……痛いところを突きます」

　クレアは上品な動作で茶をすすり再びこちらを見つめる。

「伯爵様にとっては金など領地や名誉、武力と並んだ一つの要素に過ぎません。ですが私達商人にとって金は何よりも大切なものです。命と等価と言ってもいいですわ」

　そういうもんか。

商人にはほとんど興味がなかったから理解は出来んが。

「伯爵様に例えれば手元の女性を他人に預けるような物です。預け先を誤ればもう帰ってはきません」

　それは困るな。

「使い道をお教え願えませんか？　以前の恩もありますのでお貸しするのはやぶさかではありませんが私にとっても覚悟のいる金額、安心させてもらいたく存じます」

「今までと変わらず治水や街道整備の労役費と材料代だ。今入れておけば秋の収獲高も上がるだろう」

「収獲が上がって……金貨二万を返せるようになるのですね」

　クレアは疑わしい目で見ている。

まず無理だろうな。

今年の収獲は例年より遥かに大きくなるだろうが人口も増えているし山の民にも供給する。

売却に回した分で金貨千枚にもなるかどうか。

「それと……鉄鉱山への街道整備だ」

　ピクリとクレアが反応した。

「アドルフも納得済みだが随分と立派な街道だからな。普通の道よりもずっと金もかかる。そもそも山の民の領域での作業は唯でさえ負担が大きい」

　日々の往復は出来ないし周辺に泊まれる村も無い。

水さえ馬車で運んでいかないといけない場所も多い。

「道が完成すれば本格的に鉄鉱石が出せるんだろう？」

　クレアは俺を見ながらチラリとセリアに目をやる。

信頼できるか聞いているのだ。

「セリアは俺の一部みたいなもんだ。問題ない」

　セリアの目が垂れた。

メモを忘れないでくれよ。

「ではお話しますわ。私は掘り出した鉄鉱石をそのまま運んでくるだけのつもりではありませんの」

「よくわからんな……。鉄鉱山で鉄鉱石以外の何が採れると言うんだ」

「実は伯爵様が戦地に赴かれている間に配下の者に現地を見に行かせましたの。アドルフ様とご一緒に」

　奴もそう言っていたな。

クレアも部下を派遣していたのか。

「ええ、伯爵様の旗を立てれば蛮族……失礼、山の民の襲撃もまったくなかったそうでした」

　クレアはもう俺が山の民を手中に入れたことを知っているらしい。

「話を戻して……現地を見た者は鉄にかなり詳しい者ですが、それでも目にした事のない程上質の鉄鉱石が掘り出され、周辺の小川にも砂鉄が大量に蓄えられているそうです」

　ほう、鉱石の品質など俺にはわからないが上質なのに越したことはない。

ノンナも俺には同じに見えるルビーの輝きの違いについて一晩語る。

「あそこはただの一鉱山ではありません。ゴルドニア……いえ中央平原全体で見ても鉄の一大生産地になる可能性があります！」

　クレアの言葉が熱を帯びてくる。

「そのための広く整った道です。いかに良い品とは言え運べねばなんの儲けにもなりませんから」

「それは分かったが鉄鉱石以外を運ぶとはどういうことだ？」

「はい、鉄鉱石はいくら高品質でも重量当たりの値は知れています。ですので鉱山の近くで鉄を精製し、より純度の高い鉄塊……や鋼の塊にしてから輸送するのです」

　クレアも鉄の生産については詳しいはずもなく勉強したのだろう。

「最終的には鉄や鋼の製品にまで加工すれば更に利益は上がるはずです」

「だがあそこはラーフェンからもそれなりに距離がある。鉱夫と食料ぐらいは送れるだろうが精製だの加工だのと言われてもなぁ」

　クレアは突然立ち上がり両手を開く。

抱き締めて欲しいのかと近寄ったら逃げられた。

「あの鉱山を中心に町そのものを作るのですわ！　食料も水も周りになければ毎日運べば良いのです。整備された大きな道を食料と水を積んだ大型馬車が山へ向かい、帰り道には満載の鉄製品を積み込んでくる……そして私達に莫大な利益をもたらすのですわ!!」

　熱く語るクレア。

そういうことは後でアドルフと議論させるとして借金は大丈夫と言う事だろうか。

「ではその壮大な計画の為にも金は貸してくれるのか？」

　クレアは熱くなった自分を恥じるようにペタンと椅子に戻る。

「お貸ししますわ。但し鉱山の開発が進まなければ困ってしまいます。そこでこういうのはいかがでしょう？」

　クレアが合図するとローリィが紙を用意しすらすらと契約書をしたためて行く。

「まず金貨一万枚、これはそのまま屋敷にお運びしますので好きにお使い下さい。残る一万枚は我々が預かりまして鉱山への街道建設の資材・人夫を提供させて頂きます」

「予め半分は使い方を決められていると言う訳か……」

「それともう一つ」

「貴様いい加減に……！」

　怒鳴ろうとしたセリアを押える。

余裕の顔で口をつぐんだクレアに続きを促がす。

「この鉱山町の計画は全て私に任せて欲しいのです。鉄の売却から町での商売、物資の輸送まで全てです。……無論治安や徴兵には口出ししませんが」

　勝手に了承したらアドルフが怒るのだろうな。

「わかった。細かい事はアドルフと相談しろ」

　絶対怒るだろうな。

「ありがとうございます。伯爵様の不興を買うような事は致しませんわ」

　クレアの顔は目に見えて綻ぶ。

さてこれは演技か本音か。

「次は利息額を決めましょう」

「この上利子まで取るのか」

「……伯爵様、この世に利息無しに金を貸す商人はおりません」

　呆れられてしまった。

セリアもこれには口を出せないようだ。

だがこれ以上アドルフを怒らせるのも困るな。

奴が胃痛ででも倒れてしまえば俺の仕事は一〇倍ぐらいになる。

少し交渉をして見よう。

「なぁクレア……」

　執務室のテーブルから立ち、クレアの座るソファに腰掛ける。

「あら、なんでしょうか？」

「俺達は男と女なんだからもっと協力出来るはずじゃないか」

　クレアの太ももに手をやって優しく撫でる。

薄い生地を通してはっきりと肉の感触がわかった。

「男女とお金の話は分けませんと」

　どの口で言う。

　丁寧に拒もうと胸に置かれた手を取って指を口に含む。

綺麗な指に舌を這わせながらもう片方の手をとってまだ柔らかい股間を服の上から触らせた。

「あん……目がありますのに」

　セリアは全員に聞こえるでかい溜息をついて退室していった。

クレアも手を振りローリィを退室させる。

「クレア、今日はお前をお姫様のように楽しませてやるから利子は負けてくれないか？」

「利息の相場は年間二割……エイギル様の信用を考えましても一割は頂きませんと」

　クレアをベッドに押し倒しスカートをめくりあげ、装飾が施された下着を丁寧に降ろして股の間に顔を入れていく。

「たっぷり舐めてやる……もちろんこれも味わわせてやるぞ」

「数ヶ月ぶりですが……やはり大きい……棍棒のよう……」

　硬く立ち上がった男根を触らせた後、遠慮の無い音を立てて性器に口をつける。

「ああっ!!　舌が……エイギル様の……エイギルの舌が穴に入ってきます!!」




　女を味わうことが交渉にもなる。

やはりクレアを御用商人にした方が都合がいい。

アドルフにも良く言っておこう。

「エイギル!!　もっと舐めて下さい！　豆を豆を噛んでぇ!!」

　その日はたっぷり時間をかけてクレアを喜ばせ、彼女はふらふらとローリィに支えられて帰っていった。

交渉の甲斐あって二年以内の返済ならばという条件で利子は〇となった。
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フィリッチ商会　ラーフェン東部本店

「金貨二千枚の殿方は美味しかったですか？」

　疲れきってベッドに横たわるクレアにローリィはやや棘のある言葉をかける。

「嫌味を言うんじゃないわ」

　クレアはタオルを顔にかけて息をつく。

「すっごかった……。演技無しにあんな処女みたいな声出たの初めてよ」

「それは何よりです」

「思わずお金なんて返さなくていいからもっと抱いてと言いかけたわ」

　クレアは悪戯に笑うが本気でない事はローリィも知っている。

彼女が何をしても今の地位を手放すつもりがないことは明白だ。




「腕の中で悶えて利息はいらないと叫ぶ。これからも可愛がってやりたくなる女商人でしょう？」

「お金より男の方がいいのですか？」

「まさか、貰えるなら金貨一枚だって逃がさないわ。でも今回はこれでいいの、彼にこれからも可愛がって貰う方がずっと大切よ」

「今回の戦功で伯爵陞爵……領地も辺境とは言え小国に匹敵する程ですね」

「そうよ。絶対に逃がさないわ」

　クレアの目は疲れていたがそれでも爛々と輝いている。

「しかし金貨二千枚、欲しかったですね」

　中小の商家であれば吹き飛ぶような大金だ。

クレアにとっても軽くは無いはずだが気にした様子はなかった。

「そうでもないわ。何しろ貸したお金は金貨二万枚……失敗したら私は見せしめに場末の娼館で潰されるか、変態の肉人形ね」

「私もお供でしょうね」

　二人は顔を合わせて笑う。

彼女達は一心同体、クレアの破滅はローリィのそれでもある。

「それだけの額を賭けるのに二千枚なんて些事よ。それに……半分の一万枚は街道建設の資材と人夫を雇うのよ？」

　クレアはあまり良くない笑みを浮かべる。

「資材なんて大口で買って叩けば二割以上の利益になる。人夫は工事に娼婦でも連れて行って上がりを跳ねれば給金の二割は戻せるわ」

「結局一万の二割……二千は確保しているのですね」

「損はないし、彼には媚を売れたわ。おまけにあの逞しい身体と逸物も味わえた……悪くない結果よ」

「羨ましい限りですね」

「彼には今までも武具に工事にと随分儲けさせてもらったしね～。穴の手入れをお願い、少し痛むわ」

　クレアは股を大きく開いてローリィに股間の手入れをさせる。

真っ赤になったそこは快楽の代償を示している。

「このまま彼の女になってしまわれては？」

　妻にはなれないだろうが愛人となるだけでも領内では他の商家を威圧できる。

「ただそれをやると他の顧客がねぇ。仕入れのとこにも身体で引っ張ったスケベはいるからなぁ」

　ローリィのマッサージを受けながらクレアは足をパタパタと動かす。

「時期尚早ですか」

「そうね。鉱山も動いて儲けが莫大になったら……その時はおねだりしようかな」

「そうなったら私も愛妾に推薦して下さいね。贅沢したいですので」

「嫌よ、貴女にはまって伯爵が幼女趣味になったら困るわ」

　ローリィが外見とはまったく異なる性技の持ち主なのはクレアも承知の上だ。

彼女を抱くために赤字で動いた愚かな商人もいる。

　クスクスと笑う二人の女。

金貨二万枚という平民であれば千人単位で命が買える金はその笑いの中で動かされていった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王

麾下軍　私軍 再編中

財産　金貨九四〇〇枚 （労役一〇〇）※鉱山系以外

（一万枚は鉱山・街道開発専用）借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）

ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル

別行動　ピピ（従者）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

経験人数八八人　産ませた子九人








第１１１話　鉄の山に向かって　♯







　窓の閉まった薄暗い部屋で女と言葉を交わす。

「ええ!?　明日からまたお留守なんですか？」

「ああ、戦地に行く訳じゃないから少しだけだがな」

「せっかく一緒に居れるようになったのにぃ」

「むくれるなよ。その分ほら……ここはどうだ？」

「あっ気持ちいい。唯でさえ三〇人の一人なんだからもっと構ってよぉ」

「ははは、じゃあもっと腰を振るんだ」

　部屋の中に肉が当たる音が鳴ると女はそれ以上何も言うことなく、ただ舌を突き出して嬌声を上げる。




「終わった？」

「まだよ、今～が抱かれてるわ。次は私だからその次ね」

「ずるいあんた二回目でしょ？」

「あんただって最初に口に貰ってたじゃない」




　部屋の外から順番待ちの女達の声が聞こえてくる。

　助けた女達に一時の仮住まいとして作ったこの建屋は粗末ではないが壁も薄いし長持ちするようには出来てない。

　彼女達の中で三〇人はこれからも俺に囲われたいと言っているし、もう少しいい物を建てないとな。




「ひぃぃぃぃ!!」

　後ろから突いていた女が絶頂してベッドに突っ伏す。




「交替してくれるか？」

「はーい！」

　廊下で待っていた女が涎を垂らす女を回収し、ベッドに飛び乗った。

　男根は種汁と愛液でドロドロなので十分にそのまま入る。

「んあっ!!　極太……すごいわぁ」

　キスだけを交わしてからの挿入で部屋は再び嬌声に満たされた。




「「「ありがとうございました」」」

　女達に見送られ、領民が俺のハーレムと呼ぶ建物を後にする。

　たまには屋敷の女達だけではなく彼女達にも構ってやらないとな。

　孕んだ二〇人の腹を撫でに行くだけでも随分と喜んでくれる。




　腰も軽くなったので上機嫌で屋敷に戻ったのだが。

「囲った妾はおいしゅうございましたか？」

　言葉と同時に背中へ衝撃、ノンナに頭突きされたらしい。

　これは拗ねている時の頭突きだな、本当に怒っていたら助走をつけて飛んでくる。

　背中にドンと当たった頭はそのまま擦り付けられる。

　振り返って肩を抱いてやると胸に顔を埋めてきた。

「もう女を作っただのとは申しません。エイギル様の逸物は常に女の中に入っていないと耐えられないのでしょう」

　昨日はちゃんとお前の中にも入ったじゃないか。

「それよりも戦地から戻られて日も経たないのにまたお出かけなのですか？」

　ノンナは心配そうに顔を上げる。

　胸を押し当てての上目遣いは凶悪だな。

「今回は遠征じゃない。鉱山がどうのと話があってな、一度見に行って来るんだよ。活躍してくれた山の民の所にも顔を出さねばならんが……せいぜい二週程だ」

「むぅ……」

　それでも不満げなノンナの頭を腕で包む。

「アドルフとクレアも連れて行くのに戦いはしないよ。心配するな」

　アドルフは多分傭兵経験のあるクレアよりも弱い。

　男手ではあるが間違いなく護衛対象だ。

「クレアさん、フィリッチ商会の方ですよね？」

　女は気にしないといった傍から嫉妬かと思ったがノンナは表情を緩めている。

「あの方は良い方です。見てくださいこのネックレス、連邦製の真珠がついた高級品です。銀の細工も美しく……」

　品は献上品だったらしいが、きっとその品以上の物を買わされるだろうな。

　商人として修羅場を潜ってきたクレアにしてみれば欲望の分かり易いノンナは与し易い相手なのだろう。

　反面、宝石にも菓子にも興味がないカーラには苦戦しているらしい。

　そもそもあいつは突然に突拍子のない事をするからとても読みきれん。




　さて二人以外の人選はどうするか。

　セリアは当然ついて来るとして後は護衛隊を数人と……。

（私も行きたい）

　山の夜は不気味で怖いぞ。

　お化けも出るかもしれん。

（怖いのやだ　やめとく）

　それでいい。




「あのご主人様、私も連れて行ってくれませんか？」

「レアか……」

　さすがに少し躊躇する。

　レアは体が強そうにも見えない。

　護衛も少ないし万が一何かに襲われでもしたらアドルフを見捨ててでもレアを守ることになってしまう。

「でも山は何もないんだよね。夜のお世話がいりませんか？」

　確かにそれは必要だが。

「必要ありません。私が全てこなします」

　ほら嗅ぎつけてセリアが入って来た。

「エイギル様の護衛も補佐も夜の世話も全部私がしますので安心して待っていなさい」

　二人は同じぐらいの年齢だろうか。

　活発なセリアと大人しいレア、すらりと引き締まったセリアと少し丸みを帯びて柔らかいレア。

　俺に忠実なのは一緒だが、セリアが役に立とうと様々な分野に努力するのに対して、レアは絶対的な従順さで答える。

　しろと言えば町の真ん中でも股を開いて俺に奉仕するだろう。

「セリアさんは護衛もするんだよね？　裸で御奉仕してたら守れないよ？」

「そんなもの夜の間だけ歩哨を立たせれば！」

「私がご主人様の下半身を満足させるからセリアさんは命を守る。分担しよう？」

「貴女がエイギル様としてる横で剣を抱えて見てろと言うんですか!?」

「ひいっ！」

　あんまりと言えばあんまりな提案にセリアが怒鳴り、レアは縮こまる。

「セリア、怒鳴ってやるな。こいつも言い方をしらないんだ。挑発した訳じゃない」

　俺がレアに手を貸すと彼女はぎゅっと抱き付いてきた。

　セリアの眉間に皺が寄る。

「あそこは逆に盗賊は少ない。魔物は心配だが護衛隊もいるしなんとかなるだろう。夜はお前ら二人まとめて可愛がるから心配するな……なんだったらセリアは鎧を着たまま抱いてやろうか？」

　想像したのか一気にセリアが赤くなった。

「そうだね、二人がかりの方がいいよね。セリアさん、一緒にチンチン舐めようね」

「使用人もいるのにそう言うことを言わないで下さい！」




　こうして人選は完了した。
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　翌日

「では参りましょうか」

「便乗させて頂きますね」

　馬車と馬が連なってラーフェンを出発する。

　まずは鉱山を視察、そして山の民への戦勝の労いだ。

　連れて行くのはアドルフとクレア、そして彼女子飼いの鉄の専門家だ。

　今回はクレアは自分の目でも確認するらしい。

　そして俺の夜のお供のレアとセリア、彼女が率いる護衛隊が一〇名程と高速馬車が数台。

　それが今回の一行だった。




「それにしてもお前はもうちょっとなんとかならんのか？」

　馬を馬車に合わせて早足で駆けさせながらアドルフに声をかける。

　セリアも追い討ちをかける。

「主を置いて馬車になど……」

「いやぁ面目ない」

　護衛隊と俺、そしてセリアはそれぞれ馬に乗っている。

　馬車に乗っているのはクレアとレア、そしてアドルフだ。

　レアは馬に乗れないし、クレアも高級商人としての服装なので大股開きは宜しくない。

　問題はアドルフ、こいつのロバのような馬ではついてこれない上に荒地を駆けられるのか大変怪しい。

　他の馬に乗り換えるにも騎乗が下手くそで振り落とされそうになったのだ。




「おお！　領主様じゃ！」

「馬鹿、手を止めろ！」

　道中の村でなにやら作業をしている農民達が俺達に気付いて集まってくる。

「不要だ。先を急ぐからそのままでいい」

　冬も盛り、小麦の世話など無いと思っていたが農民は忙しく動いている。

「大根や白菜がそろそろ収獲です。この大きな道が出来てから行商人達もよく来てくれますので小麦以外も金になります」

「何しろこの道、しっかり固められて横に石まで置かれてますから少々の雨ではびくともしません」

　村人が差し出した大根を一本もらう。

　これなら勝てそうだな。




「その為に道に沿って村を作ったのですけどね」

「経路を決めて定期的に一台で回った方が安く上がりますわね」

　馬車の中からアドルフとクレアの声がする。

　なるほど、ラーフェンから鉱山まで続くこのでかい道も繋がるまで遊ばせて居る訳ではないのか。

「領内東部は今となってはどこよりも安全な土地ですから投資の価値はあります」

　山の民を従えトリエアを潰した今、脅威と言えば河向こうのマグラードぐらい。

　俺の領土の東側は絶対の安全地帯と言える。




「手が空いたら魔物を掃討しましょう。そうすればもっと安全になります」

「あら、では我が商会から傭兵か狩人を紹介しましょうか？」

「紹介金が要りそうなので結構です」

「あら、うふふ」

　二人の会話についていけないレアがちょこんと顔を出して俺を見ている。

　微笑んでやると弾けるような笑顔になった。




　その後、しばらくは整った道の上をかなりの速度で移動できたが、前方に沢山の天幕が見えてきた。

「ここが道の端か」

「はい、工事中の場所ですね」

　位置としてはギリギリ山の民の領域に入る前ぐらいか、ここから先は水も少ないので一層苦労するかもしれない。

「おぉ、これは御領主様」

　監督らしい太った中年の男が出てくる。

　だが醜く肥え太っているのではなく筋肉の上に脂肪を纏っているように見えた。

　真っ黒に焼けた肌と合わさってまさに肉体労働の為に生まれてきたようだ。

「捗っているか？」

「へぇ、きつい分給金がいいですからね。皆気張っとります」

　人夫達の中には冬にも関わらず半裸になって土を掘り、石を持ち上げている者もいる。

　身体からは臭そうな汗の蒸気が上がっていた。

　少し発破をかけてやろう。

「皆聞け!!　俺は一週もすればまたここを通る。それまでに手抜き無しであの木まで道を伸ばせれば全員に金貨一枚特別褒賞を出そう。監督には一〇枚だ」

　指差した木は相当遠い。

　だが効果はてきめんだった。

「てめぇら、さっさと動け！　怠けてる奴は血祭りにするぞ！」

「暗くなる前にあそこまでは進めろ！」

　監督のみならず人夫同士も声を上げて作業を加速させていく。

　他より良い待遇とは言っても所詮は技量の要らない街道建設、金貨一枚は給金一月分に近い。

　まして監督への一〇枚は一財産だ。

「人夫二〇〇人はいますよ。また金が……」

　アドルフは溜息を付くがこういうのは勢いが重要だ。

　一気に進めてしまえばその後の作業にも弾みがつく。




「他に何か問題はないか？」

　怒声を上げる別の監督に声をかける。

「へえ、飯も水も大丈夫ですが、一つだけ……」

「言ってみろ」

「ここは西と違って蛮族の領域が近いからか見たこともない魔物が出るんです。人夫達も力自慢が揃ってますから餓狼やゴブリン程度なら袋にしちまうんですが、最近妙な黒い獣がここいらに出るんです」

「黒い……か」

　さすがにそれだけじゃわからん。

「でかくて力も強いんでさ……徒党を組んでぶん殴ればなんとか追い払えますが、夜に一人で居るとこを狙われて殺される人夫まで出る始末です」

　それは困るな。

　だが目の前に居なけりゃなんとも……。

　護衛隊を何人か置いていこうかとも考えていたのだが




「出たぞー！　黒いのが出やがった!!　棒か斧持ってこい!!」

　ふむ……大変都合がいい。

　黒いのとやらはこちらを値踏みするように距離を取りながら周りを回る。

　はぐれている者がいないか確かめているのだろう。

　魔物は群れではなく、力自慢何十人を蹴散らせる自信もないらしい。

　容姿は極めて大きな猫のようで大きさは馬に近い。

　首から顔にかけてふさふさとたてがみが生えており、牙は口からはみ出る程にでかい。

　色は呼ばれている通りの全身真っ黒だ。

「護衛隊！　仕留めろ！」

　セリアが指示を出し、護衛隊が槍を掲げて走っていくが武装した兵と戦うつもりはないのか黒いのは逃げていく。

　足も速く重武装の護衛隊では追いつけない。

「もういい。深追いさせるな」

「しかしここで仕留めねばまた来ます！」

「仕留めるさ」




　護衛隊が戻り、後を追うように戻ってきた魔物とシュバルツに乗った俺が正対する。

「行け」

　シュバルツが一気に駆けて行く。

　一人で来たので魔物は少し考えたようだが俺の槍を見たせいか同じように戦いを避けて後ろへ走る。

　だが逃げ切れない。

　シュバルツが本気で駆ける速度は他の馬の比ではない。

　魔物は途中から速度を上げて疾走するがそれでも距離は見る見る詰まっていく。

　表情など無い顔に驚きが浮んだように見えた。

　逃げ切れぬと悟ったのだろう。

　黒い魔物は疾走をやめて踏みとどまり、逆にこちらに向けて走り出す。

　見るからに肉食獣、巨大だが所詮は馬のシュバルツを恐れることはないのだろう。

　対面となった事で距離は一瞬で詰まり、魔物はまずシュバルツの足を噛み砕き俺を地に落とさんとして顔を横向きに飛びかかってきた。

　甘いな。

　シュバルツは槍衾さえ飛び越える。

　魔物の上をひらりと跳び越え、ヒヒンと笑った。

　馬鹿にしたような嘶きに激昂した魔物は正面から飛びかかってくる。

　シュバルツの高い背に乗る俺に直接届く跳躍だった。

「じゃあな」

　それは実に突くに都合がいい高さだ。

　こいつは色々と俺に合わせてくれるいい奴だったな。

　右手で突き出す槍、全力の突きは口から入り、跳躍でしなった背中の途中から突き出した。

　確かめるまでも無い致命傷だ。

　詰まったような呻きを一瞬だけ上げて魔物は息絶える。

　力なく地面に倒れたそいつから強引に槍を引き抜いた。

　あまり無茶したら全鋼鉄製とは言え折れてしまうかもしれん。

　これからは注意しよう。

　ヒヒンと嘶くシュバルツは「終わったのか？」とばかりにこちらを見る。

「終わった。次からは避けるだけじゃなくて踏んでやれ、槍が汚れて気持ち悪い」

　ふんと息を慣らしてシュバルツはセリア達の所へ戻っていく。




「馬上から一撃かよ」「ありえねぇ……」

　人夫達は呆然としているが護衛隊には変化が無い。

　戦場の方が何倍もきつかったからな。

　彼らは俺の傍で見慣れている。

「魔物の死体だが、血を抜けば肉は喰えるかもしれん。明日に向けて精をつけておけ」

　それだけ言って再び馬に乗る。

　ここから先が大変なのだ。

「……何人か行って捌いてこい」

「お前らこれからは手抜きするんじゃねぇぞ」「見つかったら口からケツまでドスンだぞ」

　そんなことするか。




　夜

「んぷ……んぼぉ、んんっ」

「んっんっんっ、ん～～～！」

　夜営のため軽く幌を張った馬車の中でセリアとレアの奉仕を受ける。

　大きく開いた両太ももそれぞれに手をかけて二人は丁寧に肉棒を舐めてくれる。

「レア、先がいい。もっと強くしてくれ」

「ふぁい……んっんっんっ!!」

　レアは口をパンパンに膨らませ精一杯奉仕する。

　対抗するようにセリアも奉仕を激しくしていく。

「豪快にお楽しみですね」

　馬車の端で毛布に包まってこちらを見るクレア。

　荷物がなく足を伸ばして寝れる馬車は一台しかないので彼女も同乗しているのだ。

「参加するか？」

　女は多いほどいい。

「遠慮しておきます。睨まれてしまいますから」

　セリアが威嚇するように視線を向けていた。

　余計なことは考えるなと彼女の頭を掴んで喉まで入れると、多少咽ながらも嬉しそうに奉仕を再開した。

　しばらく奉仕を続けさせた後、肉棒が痙攣し出したのを感じてセリアが喉まで飲み込み、レアが玉を口に含む。

　言葉に出さなくても射精のタイミングがわかるらしい。




「うっ!!」

「んぶっ!!」

　セリアの頭を押えて射精し、半分程出してからレアと交替させて彼女の胃にも流し込む。

「はぁはぁ」

「ふぅ……」

「さあ汁を交換しろ」

　口元を種だらけにした二人を促がし、女同士でキスをさせて口中に残る種汁を交換させていく。

　こういう日々の触れ合いが女同士の連携を生むのだ。

「冷静に考えるとすごい光景ですわね。女二人が腕ほどの巨根と戯れるなんて」

　観察しているクレアに笑いかけながらレアの尻を掴まえて性器に肉棒を捻じ込んでいく。

　セリアは抱き寄せて唇を奪う。

「俺の女達だからな。どこで抱くにも躊躇はいらんだろう」

「見れば二人とも年齢よりは若干幼くも見えますわね。少女が好きならうちのローリィをご賞味なさいます？　いつでも閨に向かわせますけど」

　女を後ろから突きながら問答するのも笑えるな。

　当のレアは快楽を味わっているのかまったく気にしていないが。

「ローリィか。見た目の割りに随分しっかりしていたな」

「ええ、楽しめると保証します。もしもっと小さな……幼女がお好みなら別にご用意しますけど」

「俺はそもそも少女趣味じゃない」

　それといつからクレアは人買いになった。

「必要があればですわね。でもこれ程の美女はそういませんけど」

　俺がレアの穴に精を流し込むのを見ながら女商人は微笑む。

　その笑みは仰向けに寝た俺の上にセリアが乗ってきてからも続いたが、室内に漂うもう一人分の淫臭とこっそり動く商人の右手は見逃さなかった。




「ハックション!!」

　さて、そろそろ終えてアドルフを中に入れてやらないと風邪を引くな。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王

　麾下軍　私軍 護衛隊五〇名　他再編中

　財産　金貨九二〇〇枚 （労役二〇〇） 借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）

　ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル

　別行動　ピピ（従者）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八八人　産ませた子九人








第１１２話　火の民、地の民







　俺達はラーフェンから数日の行程を経て目的地である鉱山候補地にたどり着いた。

「早いな、山の民の領域まではもっと時間がかかると思っていたが」

　まして今回は馬車まで連れているのにだ。

「これが街道を整備すると言う事です。道があれば同じ足でも二倍三倍の速度で動けるのですよ」

　アドルフがここぞとばかりに熱弁を奮った後に鼻をすする。

すまんな毎晩セリア達を抱く度に外へ出てもらったからだな。

「いえ、こちらも頭の横で行為されるのはたまりませんからね」

　ではこれで貸し借り無しとしよう。




　改めて山に近づいてみる。

東には山頂が霞んで見えない巨大な大山脈、その大山脈の子供のようにポツンと西側に突き出た岩山が例の鉱山らしい。

　ポツンと言っても高さはここから数百メートルあり、もし中央平原内に有れば十分以上に目立つ山だ。

表面は岩肌が剥き出しで木も草も生えていないが傾斜はそれほどではなく、所々の切り立った場所を避ければ山頂まで楽に登れるだろう。

　ただの岩山に見えなくもないが全体的に赤茶けているようにも見える。

山の所々からは湧き水が溢れ出しているが量は少なく本格的な農耕が出来そうではない。

それになにか変な色、変な臭いがする。

「前回も見せていただきましたが素晴らしい鉱山です。表面は赤い屑石に覆われていますが……」

　クレアが連れて来た男……名は忘れた。

その男は岩山のくぼみを見つけてハンマーで叩く。

「一皮剥けば中には上質の鉄……これなら少し精製するだけで最高の鉄になります」

「では山に穴を掘っていくのか？」

「はい。そうすれば大量に石が取れますし……」

　彼は近くを流れる小川に入って行く。

「山の中に入らずともこういった小川からも砂鉄が大量に取れます。ここいら一帯は鉄の塊と言っても良い程の土地ですよ」

　なるほど、そこまで言うなら開発を急いでもいいかもしれない。

「どうせならば小規模な炉ではなく大規模な溶鉱炉を作ってしまってもいいかもしれません」

　アドルフが口を出してくる。

「鋼ならばより上質な……」

「何より鉱石の大量集積……」

「鉱夫だけではなく……」

　アドルフとクレアが言い合い始めたので俺はセリアと輪を抜ける。

どうせ聞いても何がなんやらわからない。

わからんことは任せるに限る。




　ふと目線をずらすと山際にこっそり立つ小屋が見えた。

煙突からはうっすらと煙が立ち登っている。

暇なのでちょっと見てこようか。

「あれが山の民が言っていた火の民と言う奴らか……食べ物と鉄を交換してくれるとか」

「はい、友好的で攻撃してくる事はないと話してましたが警戒はしておきます」

　セリアの指示で護衛隊が防御体勢を取り始める。

「いきなり襲い掛かって来ることもないと思うが、念のため先に話を通しておこう」

　後々、揉めても下らない。

それにどうせ敵対するなら最初に叩いておくに限る。




　シュバルツに乗って近づいてみるとほんの数軒と思っていた小屋は山肌のくぼみに隠れるように何十も立ち並び、小さいながらも集落を形成している。

小屋は木製では無く、焼いた粘土か土かわからないもので作られていた。

　そのほとんど全てから煙が上がり、カンカンと金属を打つ音が聞こえてくる。

どうやら鉄を作る民と言うのは本当らしい。

「なんだ、最近こねぇと思ったら突然……」

　蹄の音を聞きつけたのか小屋の一つからのっそりと煤に汚れた男が出てくる。

山の民が交換に来たのと勘違いしたのだろうその男はあきらかに異質な鎧と武器を纏った俺達を見てひっくり返って大声を上げた。

「お前達何者だ！　草原の民か!?　今度は攻めてきたのか!?」

　男の悲鳴に各小屋から次々と人が出てくるが一様にこちらを見て目を剥いている。

「ちっ」

　セリアが抜刀しようとするのをやめさせる。

「落ち着け、あれは敵意じゃない……脅えているんだよ」

　武器を持ち出して来た訳ではないし数十程度だ。

完全武装の重騎兵である護衛隊をどうにかするのは無理だろう。

とは言え少しぐらい脅えてくれた方が話しやすいか。

「ここの村長……長と言うのかは知らんが、とにかく話が出来る奴を連れて来てくれ。攻撃して来ない限りこちらも手は出さん」

　そう言ってセリア達にはあえて戦闘態勢を維持させ続けた。




　案内されたのは集会場のような比較的広い小屋、と言っても人一〇人入れるかどうかの小さい建屋だ。

護衛隊を入り口に置いて中に入ると中にはよぼよぼに見える老人が座っていた。

顔は黒く煤け、片目は潰れている。

「わしがここのまとめをやっとる［フランメ］という」

「エイギルだ。山の下で領主をやってる」

　どうせ言ってもわからんだろうし紹介は適当でいいだろう。

「早速だが皆脅えている。目的を教えてくれんか？」

　小屋が見えたから来ただけなのだがそれでは話が繋がらない。

「この山からは鉄が採れるだろう？」

「もちろん、我らは鉄を叩いて生きている」

「らしいな。俺達も鉄が欲しい。だからここから掘り出そうと下見に来たわけだ」

　前置きを置いても仕方ない。

彼らを苦しめるつもりはないが遠慮するつもりもない。

「……わしらを追い出すか」

「いや、邪魔をしないなら気にはしない。お前達こそ俺達が採掘を始めたら邪魔するんじゃないか？」

　そこまで言ってふとおかしな事に気づく。

山の民と日常的に関係があるようだったからてっきり彼らと似たような一族と思っていたが、このフランメと言う男、老いぼれてはいるが身長は一八〇近く体格もいい。

大の男でもほとんどが俺より頭一つは小さい山の民にしては随分と大きい。

「あんたは山の民じゃないな」

　フランメは目を閉じてゆっくりと頷いた。

「左様、わしは山の民ではない。もう四〇年以上も前に草原……国の名も忘れたが、戦火で焼け出され、野盗に追われてここまで逃げ、行き倒れ拾われたのよ」

　フランメは俺を先導して集会場の外に出た。

そこには心配そうにこちらを見る者が集まっている。

「わしのように草原から来た者、部族が戦や病気で滅んだ山の民、そしてその混血。ここはそういう者達が集まった所だ」

　集まった者を見ると確かに背も肌も差が大きい。

「ほう……それは面白いな」

　山の民の領域に入れば死あるのみと思っていたが違う物語もあったんだな。

だがそれにしては人口が少ない。

せいぜい４，５０人ほどしかいない。

「さっきの話だとあんたがここに来てから四〇年だったか。随分前からあるのに寂しい集落じゃないか」

　フランメは笑って言う。

「食い物が無い。水も悪い、赤子など出来ても八割は生きられぬ」

　フランメは食料用と思われる籠に入ったソレを投げてよこす。

それは燻製にした大きなネズミだった。

「これなど最高のご馳走よ。小虫にキノコに苔……おおよそ草原で暮らしていた頃には考えられぬ物まで漁っている。時折山の民が鉄の道具と交換に肉をくれるが最近はめっきり来なくなった」

　すまんな多分俺が大半の部族を傘下に置いて武器を渡したからだ。

こじれそうなので言わないでおこう。

「何より水、山から流れる湧き水は口に入れると毒になる。わかってはいるが他に水がないからこして飲まねばならん。それに赤子などは耐えられんのだ」

　随分と哀れな生活をしているようだな。

人数的には大したことはないし攻撃的でもない。

放置していても問題なさそうだ。




「なるほどわかった。俺達は山を掘り鉄を作る。だがあんたらをどうこうしようとするつもりはない……砂鉄でも集めてくれば食料や水と交換することもあるだろう」

　妨害して来ないからこれ以上話をするつもりは無い。

鍛冶集団として期待しないでもなかったが山の民が以前使っていた粗悪な剣、あの程度しか作れないのであれば製作者としての彼らに価値は無い。

どこかから鍛冶屋を集めてくるしかないだろう。




「山を掘る……それは相当に揉めますぞ」

「何？」

　フランメは立ち上がり立てかけてあった大剣を抜く。

「貴様!!」

　セリアが咄嗟に抜刀して前に出るが斬りかかって来る訳ではなさそうだ。

「それは……」

　目を引かれたのはその剣、薄暗い室内でもはっきりわかる輝きと鋭さ、王都の鍛冶屋でも滅多にお目にかかれない逸品だ。

「あんたが作ったのか？」

「そうだ……そして二度と作れん」

　俺は再び腰を落す。

もう一度話をする価値はありそうだ。




「我らは何十年も鉄を打って来たし代々受け継がれた物もある。決して粗悪品しか作れない訳ではない」

「ならば何故山の民に渡さなかった？」

　貴重な食料を定期的に持ってきてくれる彼らに嫌がらせをする意味は無い。

「材料が取れぬからだ。ここには木も少なく、山の表面の石は質が悪い。もっと良い燃料も質のいい鉄もあるにはあるが……」

「どこにある？」

「山の奥……少し掘ればすぐに出てくる」

「なら掘ればいいだろう。阿呆ではあるまいし」

　だがフランメは首を振った。

「山を採掘すれば彼らと揉める。こちらは人も少なく活力も無い、とても揉め事など抱え込めん」

「彼ら？」

　一呼吸置いてゆっくりと発音する。

「山の中に住む者……亜人達だ」










　集落を後にした俺はアドルフ達が騒いでいる場所に戻る。

「亜人ですか？」

「そう聞いた」

「まぁ数十人ぐらいの集落、危害を加えないならば放置すれば宜しいでしょうが亜人とは面妖な」

「せっかく上手く回りそうな時にケチをつけたくないですねぇ」

　アドルフとクレアが溜息を付く。

亜人など見たことないが吸血鬼もいるんだからきっといるだろうな。




「亜人か魔物かはたして今度は地下に住む人間か、わからんがせっかく来たのだからさっさと決着をつけてしまいたい」

「しかしこの山の中と言われても……」

　山は大山脈に比べれば子供のような大きさだが、巨人の子供は巨人には違いない。

数百人で捜索しても何ヶ月かかるかわからないだろう。




「向こうから出てきてくれればいいんだが……山の中と言えば洞窟のような所か」

　試しに無数に空いている洞窟の一つに向かって大声を上げてみる。

「この山に住むものがいれば出て来てくれ!!」

「……いや無理でしょう」

「さすがにあまりにも……」

　後で言うな。

俺も恥ずかしくなってきた。

　照れ隠しも兼ねて試掘用に持ってきたハンマーで洞窟の入り口をぶったたく。

音でも響いて出てくればいいのに。

「あ、危ない!!」

　セリアの声に反応して飛びのくと突然洞窟の天井が落ちる。

叩いた衝撃で落盤が起きたのか。

「ハンマーで山を崩すなんて……本当に人ですか？」

　少し落盤しただけだろう。

大げさに言うんじゃない。

　これ以上は何も出来ないのでとにかく町の予定地でも決めようとした時、なんと返事があった。




「ゴルアァァァァーー！　入り口を壊したのはだれだぁぁぁぁ!!」

「見ろ、返事があったぞ」

「全員警戒!!」

　山の洞窟から次々と人が出てきてたちまち囲まれてしまった。

手には斧やハンマーを持っている。

「貴様らか！　入り口を破壊した奴等は！」

「……怒ってますね」

「そりゃ玄関をハンマーで壊されれば怒りますね」

　セリアとアドルフが溜息をつく。

彼らは武器を手に持っているが殺気よりも怒気が強い。

それほどたちの悪い連中とは思えない。

「ちょうどいい。お前らと話がしたかったんだ」

　飛び出してきた奴等の身長は山の民よりずっと低い。

だが身体付きが小さいのではなく体格のいい男を縦に圧縮したようなすごい体型だ。

言葉も通じるし魔物ではない、これが亜人と言う奴らか。

「何？　話？　俺らの山を殴っておいて……」

「そういきり立つな、殺し合いが好きな訳じゃないんだろう」

「当たり前だ！　俺らは野蛮なゴブリン共とは……」

　先頭に立って怒声を上げていた男の持つハンマーを片手で素早く取り上げて肩に担ぐ。

随分重いな……俺の槍に近いんじゃないか。

「俺のハンマーを片手で!?」「なんじゃこいつは」「お、おい先に行くな」

「こっちも殺し合うつもりなんて無い。山の事で話があっただけだよ。さあ話の出来る奴の所に案内してくれ」

　勝手に彼らが出てきた山の中の穴に入って行くが、奥が暗い上に入り組んでわからん。

その上狭くて頭をぶつけそうだ。

「馬鹿、こっちだ。勝手に動くと戻れんようになるぞ」

　ハンマーを奪った男が慌てて前に出て、灯りを持って前を歩いてくれる

こいつはいい奴だな、ハンマーを返そう。

「投げるな馬鹿!!　なんて力だ……本当に人か……？」




「エイギル様……」

「はぅぅ……」

「ここまできたら覚悟を決めねばなりませんね」

　セリア達も仕方なくついて来ている。

他の男達は女達に興味津々のようでちょろちょろと周りをうろついている。

「女に手を出すなよ。手を出したら戦わねばならん」

「出すか！　それにこんなでかい女など趣味じゃない」

「でかい!?」「私も!?」

　男達を冷静に観察するとほとんどがレアよりも低く、セリアよりも高い者は一人もいない。

面白い奴らだ。

「あんたらは人間なのか？」

「俺らは長くここに住むドワーフ族だ。俺らから見ればお前の方が人には見えん。軟弱な草原の民が何故俺のハンマーを片手で持てる？」

「何故息が出来るかと問われても答えようがないな」

「まぁいい。争うつもりもなさそうだし［バルバノ］の所に連れて行く」

「バルバノ？　それがあんたらのリーダーか」

「俺らにリーダーなどいない。皆好きに生き、好きに作る。バルバノは一番賢く、力が強いからお前と話をするのに適任だ」

　交渉に力が関係あるのだろうか……。

　後ろに目をやるとセリア達を囲むように自称ドワーフ達が歩いているが危害は加えそうにない。

セリアやレアを興味深げに眺め、触れようとして睨まれ驚いて飛びのく。

クレアは大きすぎるのか少し距離を置いて眺めている。

　アドルフには男だからだろうか、遠慮なく近づいているな。

「な、なんでしょうか？」

「お前の足はなんでそんなに細いのだ？　折れてしまわないのか？」

「手も細い、岩を持ったら砕けてしまうのか？」

「ひょろりと長いだけで軽そうだ。持ち上げてもいいか？」

　アドルフが質問攻めにあっているのを見て笑ってしまった。

お前もこれを機に少し鍛えてもいいかもしれんぞ。




　暗い坑道をしばらく歩くと大きく開いた空間に出る。

以前のゴブリンの穴を彷彿とさせる空間ではあるが周囲には灯りが焚かれ、やや煤臭くはあるが腐臭はせず、清潔に保たれている。

十分に人が生きていける空間と見て取れた。




「バルバノ！　入り口で暴れた奴を連れて来た。話がしたいらしい」

　先頭の男の声が穴に響き、のっそりと一人の男が出てきた。

片手には大きな金属製のカップを持ち、腰には重そうな金槌を差している。

太い手足に長く伸びた髭、周りの同族よりもかなり大きな体。

「どう見てもボスだな」

　ゆっくりと歩いてくるバルバノなる男は俺の前にゆっくりと立ちはだかった

さあどんな交渉になるのだろうか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王

麾下軍　私軍 護衛隊五〇名　他再編中

財産　金貨九一〇〇枚 （労役一〇〇） 借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）大槍

家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）
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クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

経験人数八八人　産ませた子九人








第１１３話　深遠から来るもの







　地下の空間、その真ん中でバルバノとか言うドワーフと向かい合う。

「お前はでかいな」

「そうか」

　丸太のような腕と足を持つバルバノは俺を見上げてそういった。

　やったら喧嘩になるだろうが頭に手を乗せたい高さ……ちょうどセリアと同じぐらいの身長だな。

　物凄い筋肉と対比するとなんともアンバランスに見える。

　これでも周りのドワーフ達よりはずっと背も大きいのだ。

「うちの玄関を壊したそうだな」

「返事が無いのでノックしたら壊れた。悪かったよ」

　バルバノはそれ以上は聞かずに金属製のカップを俺に渡し飲み物を注ぐ。

　何気なく手にとったが、そのカップは精巧な細工が施されている上に金のように輝いている。

　ノンナがいなくてよかった。

「飲め」

　促がされて軽く一口飲む。

「ぐ……」

　一瞬毒かと思うほどの強烈な感覚、今まで飲んだことがない程強い酒だった。

　それでも一気に煽ると男の表情が少し緩む。

「わしらに何の用だ？」

「この山で鉄を掘りたいが先客が居たらしい。一言声をかけようと思ってな」

「ドワーフのことを誰から聞いた？」

「岩陰で細々と鉄を打ってる奴らだ。亜人としか聞いていなかったが、ドワーフと言うんだな」

　バルバノはふんと息を吐く。

「わしらの山を穴だらけにする気か？」

「山中住処と言う訳でもなかろう。そっちの枕元はどけてもいい。それとも鉄を取られるのは嫌か？」

「馬鹿を言うな。鉄なんざ山中どこにでもあるし、んなものに興味はない」

　それだと話がおかしくなるな。

　鉄を作っていた連中は山を掘ったら大変なことになると言っていた。

「なら何故、火の民が掘ったら怒ったんだ？」

「決まってる。あんな陰気な奴らが山に入ってくると思ったら怖気がする。最初に会うた時も「何をしている」と声をかけたが……争いは好まんだの住み分けがどうだのほざくばかりで酒の一つも飲みやせん」

　気持ちはわかる。

　火の民の連中は食い物も水も悪いせいか陰鬱とした雰囲気が漂っていた。

　厳しい生活なので仕方ないのだろうが長く話したり一緒に居たい相手ではない。

　俺は空にしたカップを前に出す。

　バルバノは少し驚いたがかすかに笑みを浮かべて酒を注ぐ。




「なら俺達が掘るのは構わんのか？」

「少しは面白そうな男だが……」

　バルバノは立ち上がって壁に立てかけてある斧を両手で掴む。

「人間の男はひょろ長いだけでひ弱と聞く。そんな奴らと顔を合わせるのもつまらん」

　俺の目の前に斧を差し出してきた。

　片手で掴むが重過ぎて斧は地面に落ちてしまう。

「俺と力比べしろ。勝ったら鉄でもなんでも好きに掘れ」

　彼は壁からもう一つの斧を取って大きく頭上に振り上げる。

　飛び出そうとするセリアを制して俺も斧を両手で持ち上げ、振りかぶる。

　どんな材質なのかわからないが信じられない重さだ。

　俺の槍の倍以上あるだろう。

「上げたか！」

　バルバノは俺が構えるのを見て嬉しそうに叫ぶ。

　要は殴りあって勝てばいいのだ。

　分かり易くて大変結構。




「うごぉぉ」

　空気が漏れるような叫びを上げてバルバノが斧を振り下ろす。

　その動きは剣技と考えると非常に鈍重だがそれでも全力で受ける。

　鈍い速度からは考えられない轟音が鳴り、俺も奴も互いに弾き飛ばされた。

　超重量級の武器同士、遅くても生半可に受ければ叩き潰されてしまう。

「ふんがぁ！」

　弾かれた回転を利用して更にバルバノが仕掛けて来る。

　一度わざと空転してから遠心力を乗せての一撃、俺も渾身の振り下ろしで迎え撃つ。

　再び鈍い音が鳴り、奴の攻撃を受け止めることには成功したが反動で後ろに弾き飛ばされた。

　正面から武器を合わせて弾かれるなどいつ以来だろう。

「次はこちらの番だな」

　距離があいたので走りよる力も利用して振り下ろし、身をひねって横になぎ払う。

　武器が重いので遅くはあるが十分に力のこもった攻撃だった。

「おお、重い！　重いぞ！」

　それでもバルバノは正面から受け止めて一歩も下がらない。

　身長はセリアと同じだが体重は俺よりもずっと重いだろう。

　低身長で短足のこいつは重心が安定して動かないのだ。

　こういう相手と斧で殴り合うなど初めてだ。

「面白い！」

　両手で斧を掲げ限界まで振りかぶる。

　隙だらけのありえない構えだが相手も付け込むつもりはまったくないらしく、斧を回して受けるつもりのようだ。

「があっ！」

「ふんっ！」

　渾身の一撃同士がぶち当たり、轟音が回りに走る。

　俺もバルバノもその場から動かなかったが衝撃の強烈さを物語るように合わさった斧の真下から土煙が周囲に散っていく。

　骨が軋む程の衝撃に顔が歪むが奴も同じなのか歯を食いしばっていた。

　この当たりは互角だったようだ。

「つかんな」

「そうだな」

　勝負が付かない。

　正直彼を殺せと言うならできるだろう。

　力をいなして首や足を飛ばすぐらいの技量はある。

　だがそれでは何の意味も無い。

　これは力比べなのだ。

　俺は斧をその場に置く。

　単純な力比べにはもっといい方法がある。

「いいだろう！」

　意図が伝わったのかバルバノも斧を置いて突進してくる。

　俺達は素手のまま、がっぷり四つに組んで押し合う。

　わかってはいたが、こいつはとんでもない剛力だ。

　ゆっくりと俺の足が後ろに滑り出すが、俺が力を入れると奴の体が宙に浮きかけた。

「ぬうっ！」

　奴はさっと身を放し、上半身の衣服を脱ぎ捨てる。

　何故か俺も対抗して上部の鎧をその場に落す。

　半裸になった俺達は再び距離を詰めて勢いよくぶつかった。

　激しく肉が衝突する音が鳴り、毛だらけの肌の感触に悪寒が走るが今はそれ所ではない。

　お互い全身全霊の力を込めているのだが、力が拮抗している為かまったく動かない。

　ただボタボタと汗だけが滴っていく。

「筋肉同士がぶつかってるわ……男の体がむんむん……素晴らしい」

　今のは誰だ。

　気が散るだろうが。

「うがああああ！」

　バルバノは勝負に出たらしく、一際大きな声を上げて押し出してくる。

　さすがに耐え切れず、俺はどんどん後ろに押されていく。

　だがまだ決着ではない。

　腰の筋肉に力を入れて奴の重みを支える。

　毎夜何千回と女の上で腰を振ってきたのだ。

　腰の筋肉には何よりも自信がある。

「うおおおぉぉぉぉ！」

「わしを持ち上げるだと!?」

　ゆっくりとバルバノの体が宙に浮いていく。

　持ち上げられた事など無かったのだろう、その顔は驚愕に染まっていた。

　奴の腕を掴まえて重たい体重を腰で支え、そのまま後ろへと思い切り投げ飛ばした。

「ぐわぁっ！」

「投げた！」「バルバノが飛んだ！」「決着だ！」

　いつの間にか俺達の周りには沢山のドワーフ達による観戦の輪が出来ている。

　さて奴は大丈夫か。

　手加減出来なかったので本気で投げ飛ばしてしまい、バルバノは転がって壁に突っ込んだがさすがに頑強な男、何事も無かったかのように起き上がる。




「負けた!!」

　野太い声で彼は叫ぶ。

　周囲のドワーフが歓声を上げる。

　彼らに嫉妬や不愉快は見えない。

　純粋に力比べを見て楽しんでいたようだ。

「お前の勝ちだ！　呑め！」

　バルバノは先ほどの五倍はありそうなでかいカップに酒を零れるぐらい注いでよこす。

　そして自分も同じサイズのカップで酒を一気に煽る。

　結局勝っても負けても呑むんじゃないか。

　正直この酒は異様にきつく、先ほどの二杯でかなり回っているのだが、ここで断るのもつまらないと一気に煽る。

　呑み終わると再び注ごうとするので仲間の所に行く振りをして躱す。

　これ以上呑んだら倒れてしまう。

　後、セリアは絶対に駄目だ。

　一口で倒れる。

「無茶しないで下さい……これ鎧です」

　俺に鎧を差し出すセリアは顔が赤く、ちらちらと剥き出しの上半身を見てくる。

　普段全裸を見慣れているだろうに。

「すごい筋肉だね」

　レアも俺の汗だらけの体にちょんと触れる。

「はぁ、はぁ、むんむんの男……はっ！　なんでもありませんわ」

　さっきのはお前かクレア、危うく負けかけたぞ。




「ではこれで山を掘るのは認めてくれるか？」

「勿論だ。お前は面白い奴だし力も強い。人間ではなくドワーフに生まれれば良かったのに」

「我らの新しい友だ!!」

　一人のドワーフが高らかに叫び、全員がカップを片手に酒を掲げて一気に呑み干す。

　見れば女らしきドワーフや小さな子供まで酒を一気飲みしている。

　彼らにとっては水代わりなのだろう。

　ちなみに女ドワーフは男と同じく縦に圧縮されているのはいいとしても髭と胸毛は価値観の違いを感じてしまう。

　セリアとレアを連れて来て本当に良かった。




「今夜は泊まっていけ。山の中は人間には快適でないかもしれんが外で野宿よりはずっといいだろう。酒もいくらでもある」

　酒はいらんが魔物の心配が無い柔らかい寝床はありがたい。

　遠慮なく泊まらせてもらうとしよう。




　夜

「なぁ……いい加減こいつを可愛がってくれないか？」

「もう少しだけ……申し訳ありません」

「後でなんでもするからもうちょっと……」

　セリアとレアが俺の腕や胸を撫でてキスを繰り返す。

　逸物はとっくに硬くそそり勃っているのだが中々触れてくれないのだ。

「すごい筋肉です……」

「たまらないよね」

　バルバノとの勝負を見て何かが入ってしまったらしい。

　腕や胸をすりすりと擦り、頬ずりされる。

　辛抱たまらん、こうなったら無理やり犯してやろう。

　叩き込めば観念するだろうとセリアをひっくり返した時だった。

「友よ、起きているか！　まずいことになった。目を覚ましてくれ」

　バルバノがノックも無しに寝室に飛び込んできたのだ。

　女二人が悲鳴を上げて毛布を被ったせいで俺は全身剥き出しになる。

「……どうしたんだ」

「地虫共が沸いた。友の力も借りたい、来てくれ」

　何かはわからんがただ事ではないらしい。

　行くしかないが逸物が勃ちすぎて服が入らない。

　セリアかレアに口ででも……。

「友よ……男根がでかいな。俺もでかいがそこまでではない」

　彼自身も寝起きなのか半裸のバルバノが頷きながら言う。

　一気に逸物は萎えて俺は問題なく服を着ることが出来た。




「で、詳細を教えてくれ何があった？」

　俺の横にはセリアと護衛隊の面々が完全武装で揃っている。

　レアとアドルフ、そしてクレアは安全な部屋でドワーフ達が守ってくれるそうだ。

「地虫と言われても俺にはわからん」

「来ればわかる」

　それだけ言ってバルバノはずんずんと山の奥深くに進んでいく。

　彼は力比べの時に使った斧を背中に担いでいる。

　あれだけの重量を持って楽に歩くのは大したものだ。

　屈強なドワーフの背中を見ながら曲がりくねった坑道を進んでいくと突然天井が動いた。

「地虫だ！」

　バルバノが叫び、斧を振り上げるよりも早く、俺の槍がソレを刺し貫く。

　人でも動物でもない不愉快な鳴き声が鳴り、ソレはボトリと地面に落ちた。

「蜘蛛……でしょうか？　特大の」

「そう見えるな」

　形自体は見慣れた蜘蛛、よく壁に張り付いていて家主を驚かす程度の虫だ。

　だが大きさは異常で足を含めると人程もある。

　セリアなど頭からかじられてしまいそうだ。

「ぬうん！」

　続いて現れた一匹をバルバノが斧で地面に張り付ける。

　大蜘蛛は重たい斧の一撃で弾けるように砕け散った。

　緑色の汁が飛び散り、すえた異臭が立ち込める。

「そこにも！」

　セリアが天井に張り付く蜘蛛を見つけて、両手で二本のナイフを飛ばす。

　それは正確に胴体を捉えたが仕留めきれない。

「かかれ!!」

　護衛隊の三人が槍を次々と突き刺して地面に落とし、更に滅多刺しにしてようやく仕留めた。

　大きいだけあって仕留めるにも手間がかかりそうだ。

　ましてここは上下左右が壁の坑道、蜘蛛相手に立ち回るには最悪の環境と言っていい。




「こいつらは後どれぐらいいるんだ？」

「いくらでもいる！　沸き穴を塞がねば……」

　バルバノも焦りを感じているのか小走りに坑道内を駆けて行く。

　今更だが足が短すぎるので胴体だけが移動しているようで滑稽だな。

　坑道を抜けるとむんと熱気のする部屋に出た。

　並んだいくつもの炉には火が灯っている。

　ドワーフ達が金属を加工する為に使う部屋なのだろう。

　だが今ここは鍛冶の音ではなく戦いの音が支配している。

　天井や壁も含めて大量の蜘蛛が張り付いており、ドワーフ達もハンマーや斧を持って応戦していた。

「友よ、頼んだ！」

　言われるまでもなく戦うしかあるまい。

　蜘蛛相手に言葉など通じるはずも無い。

「護衛隊は円になれ。上下左右何処からでも来る、天井も見落とすなよ」

　それだけ言って俺は槍を抱えて突進、ドワーフに前脚を伸ばしていた蜘蛛を横合いから突き刺し、振り回して投げ捨てた。

　更に頭上から落ちてくる一匹を柄で殴りつけて壁で潰す。

　身を低くして突進して来た一匹は上から刺して地面に縫いつけ、頭らしき場所を踏み潰す。

　所詮は蜘蛛、硬くはないが動きが早いし変則的だ。

　ドワーフ達の武器であるハンマーや大斧では相性が悪いぞ。

「ぐあっ！」

　近くで一人のドワーフが噛まれたのか腕を押えている。

　再度襲おうとした蜘蛛を下から振り上げた槍で弾き飛ばして空中で両断する。

「大丈夫か？」

「こ、これしき……う、ぐぐぐぐぐ……」

　傷自体は肉までだったがその男は口から泡を吹いて悶絶してしまう。

「気をつけろ毒持ちがいるぞ!!」

　バルバノが叫ぶ。

　そういうことは先に言ってくれ。

「セリア、傷を負うな。安全にいけ!!」

「はい！」

　セリアは太ももまで垂らしたマントを捲って短刀を取り出し踊るように投擲する。

　一撃で殺すのは難しいが天井に張り付いた蜘蛛を狙って地面に叩き落としてくれるだけでも楽になる。




「危ないぞ!!」

　右手に二、左に一、そして後ろに一か。

　タイミングを合わせたように同時に飛びかかって来るが、そっちの方がありがたい。

「ふん!!」

　一息溜めてから槍を全周に回す。

　柔らかい肉を打つ音が鳴り、四匹の大蜘蛛は一瞬で吹き飛んだ。

　三体は壁に衝突して潰れ、一体は火の入った炉に飛び込んで聞くに耐えない断末魔を上げる。

「これで終わりか!?」

　動きの止まったもう一体に全力で槍を振り下ろしてバラバラにして吠える。

　蜘蛛の体液は嫌な臭いだが人間の臓物よりはまだマシと言うものだ。

　周囲のドワーフからも歓声が上がり、勢いを取り戻して次々に蜘蛛を仕留めているようだ。

　毒を受けた者は後ろに引きずって行かれ口に酒を流し込まれている。

　お前らはなんでも酒なんだな。




「きりがないぞ。どうすればいい？」

「この先に沸き穴があるはずだ！　落盤で奈落と繋がってしまったのかもしれん」

　なんのことかわからんがこの先だな。

　ごついドワーフが倒れる毒などセリアが受けたら大変だ。

　早く片付けねば。




　バルバノの先導で更に進むと天井のやや高い、小さな広場のような場所に出る。

　だが部屋の中心は大きく陥没し、部屋のほとんどが穴になってしまっていた。

　穴の底は真っ暗でどこまであるのかわからない。

「ここか……奈落まで穴があいてしまっとる！」

　穴からはワサワサと嫌な音を立てて大蜘蛛が登ってくる。

「どうするんだ？　底に火でも投げ込むのか？」

「奈落は広大だ。そんなことをしても意味はない……穴を塞がねば……」

　登ってくる蜘蛛を突き刺し、弾き飛ばして穴に落としながらバルバノは頭上を伺っている。

　後ろに回った一匹に対してセリアが前脚二本を切り飛ばし、頭に剣を突き立てる。

　早くしてくれ、セリアが怪我する。

「よし……あそこを……いかん!!」

　バルバノが何かを見つけたと思った途端にこちらを振り返り、短い足で飛翔してきた。

　悪い予感を感じてセリアを掴んで後ろへ転がる。

　刹那の間の後、穴から奇怪な何かがにょきりと生えて護衛隊の一人を串刺しにした。

「ごぶぁ！」

　哀れな部下は何が起こったかわからないままに鎧の上から腹を破られてそのまま穴に引きずり込まれてしまう。




「こいつは……参った」

　奇怪な物の正体はすぐにわかる。

　それは巨大な蜘蛛の足……今までの大蜘蛛など比べようもない、５ｍはあろうかと言う特大蜘蛛だった。

「ぬぅぅ……」

「これは……」

　セリアもバルバノも声を詰まらせている。

　見た目からして人間の勝てる相手ではない。

　これを倒すには開けた場所で軍隊が必要だ。

「だが贅沢は言えん」

　こんなのを後ろに通したらドワーフ達は忽ち全滅するだろうし、そうなればレア達も危ない。

　ここで仕留めてしまうしかない。

　俺は覚悟を決めて槍を構える。

　３ｍのそれがあまりにも小さく見える。

「出来るのか!?」

「やるしかないだろ」

　それだけ言って俺は突進し、蜘蛛の前脚をなぎ払う。

　それなりの手応えはあったがでかいだけあって両断は出来なかった。

　そこから間髪置かずの反撃で複数の脚が襲いかかりる。

　二撃までは受け止め残りは回避するしかなかった。

　回避した先にまた脚が振り下ろされ、転がって避けた所で牙が来る。

「ちっ！」

　反射的に蜘蛛の頭を切りつけるが力が入っていないので致命傷には程遠い。

　こいつは厄介だ。

　何しろ相手の足は八本もある。

　身体を支えるのが四本で残り四本が攻撃に来るのに対してこちらは槍一本だ。

　しかも相手の攻撃が鎧の上からでも致命傷になるのは兵士で実演済みだった。

　せめてもう一つ武器がいる。

「バルバノ、斧を貸せ」

「斧？　……わかった」

　俺に余裕がないのがわかったのかそれ以上聞かずに大斧をこちらに投げる。

　超重量級のそれは地面に突き刺さり重い音を立てる。




「いくぞ怪物」

　左手に槍を持ち換え、右手一本で大斧を持ち上げる。

　槍も相当な重量だったが斧は更に二倍以上ある。

　片手一本で支えるのは相当にしんどいが、力比べの時と違って命がかかっている。

　それにこの重さなら奴を仕留めるに足るだろう。

　大槍と斧を掲げて突進していく。

　振り下ろされた前脚を受けずに躱し、地面に突き立った所で思い切り斧を叩きつける。

　ドンと太い木を切るような音がして脚の一本が千切れた。

「まず一つ！」

　奇声を上げる巨大蜘蛛に更に迫り、襲いかかる脚を払う。

　更に頭上から降ってくるもう一本を斧で迎撃するが中途半端な体勢だったので半ばまで食い込んで止まってしまった。

　だがまだ終わらない。

　食い込んだ斧を槍で叩き、無理やり脚を切り飛ばす。

「これで二つ！」

　だがそこで残る二つの脚が同時に襲いかかり、咄嗟に武器を交差して防ぐが弾き飛ばされてしまう。

　壁にぶち当たった衝撃で息が詰まる。

「エイギル様ぁ!!」

　セリアが短刀ではなく腰の剣を投擲したが分厚い体皮に阻まれて刺さりもしない。

　お前は大人しくしていろ。

　俺はまだ死なん。

　止めを刺そうと振り下ろした脚を斧で縦にかち割り、最後の一本は空振りさせてから素手で抱えるように掴んで力を込める。

　もさもさした毛の生えた脚は最高に不愉快なはずだがなんだか癖になるな。

「おぉぉぉぉ!!」

　脚に抱きついたまま関節と反対に捻ると湿った音がしてベキリとへし折れた。

「四本！　終わりか!?」

　だが巨大蜘蛛はのた打ち回りながらもこちらに向きを変え、全力で突っ込んでくる。

　脚ではなく牙……あるいはもう全身で潰すつもりなのかもしれない。

「それでいい。これでお前に刃が届く」

　でかすぎて立たれると脚以外には攻撃が届かなかったが牙を使ってくれるなら頭も近い。

　決着と行こうじゃないか。

　突進してくる敵の機先を制して槍を投擲する。

　槍は概ね正確に頭部に突き立つが、体皮が硬いので奥までは貫けず致命傷ではない。

　だがそれでいい。

　目の間に槍が刺さり、一瞬動きが止まった敵に向かってこちらから走り寄って体当たり。

　本体にしても無意味なので突き刺さった槍の柄に激突する。

　耳が潰れそうな鳴き声が響き、３ｍの槍の中程までが頭にめり込んだ。

　のた打ち回る巨大蜘蛛、だがまだ終わりではない。

　槍を手放し両手で大きく大斧を振りかぶる。

　大きく息を吸い込んでから跳躍、巨大蜘蛛の頭部に渾身の一撃を振り降ろした。

　洞窟中に響いていた奇声がピタリと止み、巨体はゆっくりと崩れ落ちていく。

　ぱっかりと割れた頭から洪水のように大量の緑体液が流れ出す。

　力を失った巨大蜘蛛はそのままずるずると穴の底へと滑り落ちていった。

　しまった槍を持っていかれてしまった。

　気に入っていたのに。

　周囲に静寂が訪れる。

　バルバノもセリアも護衛隊の面々も誰も言葉を発しない。

　まだ事態は収拾していないだろうに。

「早く穴をなんとかしないのか？　次同じのが出たら俺も逃げるぞ」

　俺の言葉で我に返ったバルバノが慌てて前に出る。

　手に持っているのは斧程ではないが大きなハンマーだ。

「この割れ……ここか！」

　バルバノは短足で器用に飛び、ハンマーで天井の一点を殴りつける。

　するとバキバキと岩が割れる音がして、頭上から石の破片が次々と落ちてきた。

「この部屋を崩す！　外に出ろ！」

　慌てて全員が穴の開いた部屋から逃れると同時に天井が崩れ、開いた穴の上に無数の岩が落ちていく。

　落盤はしばらく続き、やがて部屋は完全に岩と土に埋まってしまった。




「穴は塞いだ……後は部屋の口を塗り固めればもう心配はない」

「それは何より、俺は疲れたよ」

　俺の鎧を剥ぎ取り、必死に怪我がないか調べるセリアに身を任せて四肢を伸ばす。

　今こそ酒が欲しかった。

「結局あいつらはなんだったんだ？」

　セリアの確認が終わるまではだらだらと言葉を交わしたい気分だ。

「山の底……わしらが掘り進む坑道よりずっと深くには奈落がある。奈落は地下に無限に広がり得体の知れん魔物共で埋め尽くされているらしい」

　もっとも見て戻った奴などいようはずもないが、と付け加える。

「まれに落盤のせいで奈落へ続く穴と坑道が繋がってしまうことがある。それでも奈落はどこまでも深く、魔物はそうそう登ってこれないのだが……」

「蜘蛛は登ってくるよな」

「友よ、お前がいなければ大惨事になっていただろう。ここのドワーフが滅びたかもしれぬ」

「それも巡り合わせだ」

　彼らの為に命を張った訳ではない。

　セリア達を守るためだったが結果は同じ事だ。

　治療が終わり大怪我がないのを確認したセリアが服を戻す。

　護衛隊も死んだ一人以外に大怪我した者はいないようだ。

「先ほど死んだ男に家族はいるのか？」

「いる」

　奴が妻に見送られていたのは覚えている。

　バルバノが頭を下げる。

「わしらの不手際ですまんことをした。償いはしよう」

　それも巡り合わせかもしれない。

　他の九人は生き残った。

　奴の運が悪かったとも言える。

「お前の槍も失われてしまったな」

「そうだな……」

　あれがデュアルクレイターだったらノンナが大泣きするところだった。

　その意味ではまだ幸運だった。

　バルバノは勢い良く立ち上がる。

　足が短いので高さはそれほど変わらない。

「よし！　友の新しい武器はドワーフが作ろう！　どんなのがよい？　斧か？　戦槌か？」

「いや、槍で頼む。毎度化け物を相手する訳じゃない」

　人間相手に彼らの斧は重すぎる。

「そうか……わかった。次はいつここに来る？」

　山の民の所に行ってからだ。

「正確ではないが一週程か」

「一周とはなんだ？　どこを回るのだ？」

「……飯を二〇回食う頃だ」

「いいだろう。それまでに仕上げて置く」

　バルバノは逞しい胸板をどんと叩く。

「なるべく頑丈なのにしてくれ。細かい装飾や華美なのは適わん」

　王からもらった宝槍とかな。

　実はこないだ興味で振ったら少し曲がった。

　反対にも曲げたからばれないと思うが。

「ドワーフは頑丈な物しか作らん。頑丈で重厚な物だ！」

　それは随分と俺好みだ。

　楽しみにしていよう。




「ではそろそろ話は終わろう。奴らを追い払った記念に浴びる程酒を呑むぞ!!」

「うおおおお!!」「新たな友に！」「強き友に!!」

　入り込んだ蜘蛛を駆除し終えたドワーフ達が巨大な金属の瓶で酒を持ってきて、そのまま大宴会が始まったのだ。

「怪我人には酒！」「毒には酒！」「勝利にも酒！」

　大宴会は夜通し続き、セリアは臭いで倒れ、レアも一口で倒れた。

　アドルフはカップ一杯の酒を呑まされ、青くなって隅で吐いている。

　滅茶苦茶だがこちらの方が陽気でいい。

　死んだ兵には気の毒だが暗くなっても生き返る訳ではない。




「人間の友よ、お前は女好きと聞いたぞ」

　突然一人のドワーフが酒を片手に話しかけて来る。

　いきなりなんだ？

「どうだ、彼女は未亡人で男を欲しがっている。一晩遊んでみないか？」

　横に連れている女……なのか？

　彼女が熱っぽい視線を向けて来る。

「ドワーフの女もいいぞ。人間と違って肉がみっちり詰まって重厚だ」

　重厚が女への褒め言葉とは珍しい。

　やはり文化の違いは大きい、この未亡人も濃い体毛と体型がまたすごいな。

　イリジナを縦に押し潰して毛深くしたらこんな感じになるのだろうか？

　きつい酒を呑んだせいか、こういうのも新鮮な気がして来た。

「そこの部屋を使え」

　男は指を立てて微笑み、俺は女の手をとって部屋に入る。







　翌日、目覚めると俺の腕を枕に重厚な女性が顔を赤らめ寝息を立てていた。

　胸毛が当たる……ここに来てからやたらと毛に縁があるな。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王

　麾下軍　私軍 護衛隊五〇名 他再編中

　財産　金貨九千枚  労役（一〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（ニート）

　ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル

　別行動　ピピ（従者）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数八九人　産ませた子九人

久しぶりに戦闘書こうと思ったら長くなりました。

エロが犠牲に……










第１１４話　成人の儀　♯










　山の入り口に背の低い男達が並ぶ。

　ドワーフ達が穴から出てくるのは珍しいらしい。

　彼らは俺を見送るために出てきてくれたのだ。

「ではまたな」

「おう、友よ。飯を後一八回食うまでに武器は揃えておく」

　ちゃんと数えていたんだな。

　豪快な性格の割りに律儀な奴らだ。

「酒も積んで置いた。少ないかも知れんが移動の間に味わってくれ」

　瓶六つ分も積んだのか。

　あの馬鹿みたいにきつい酒をこの少人数で呑める訳無いだろうが。




　苦笑しながらドワーフ達と別れる。

　ここまで来ていれば山の民との合流はすぐだ。

　ゆっくりいけばいい。

　馬車に乗っていたレアをシュバルツに乗せる。

　俺の前に置かれたレアは不思議そうにこちらを見上げる。

「どうしたの？」

「大したことじゃない。ゆっくりしていればいい」

　手綱を持ったまま右手をレアの股間に入れる。

　彼女は少しだけ驚いたようだったが抵抗せずに足を緩める。

　手は短いスカートの中、そして下着の中に入って行く。

「あん」

「すべすべだな……」

　レアは股間の毛が無い。

　元々薄いらしいが俺を楽しませる為に綺麗に剃り落としている。

　今はその無毛の感触を味わいたかった。

「くにくにするだけ？　中に指入れちゃってもいいよ？」

「いや、これでいいんだ」

　レアの女の入り口、無毛の唇をこねる。

　ついでに服を少し捲ってすべすべの脇腹も撫でる。

「はう？　どうしたの？」

　性質の悪い女じゃなかったが毛深い女はしばらく食傷だ。

「わ、私も剃ります！　つるつるに！」

　セリアの整った股の毛は銀色で綺麗だから好きなんだけどな。

　たまには気分を変えるのもいいか。

　今夜は無毛の穴を二つ重ねて交互に犯すというのも悪くない。

「硬くなってきた。お尻が持ち上がるよ～」

　それまではレアの尻にこすりつけて遊ぼうか。

「自分でいじくってもいい？」

　兵も見てるからあまり派手に身体を出すなよ。




「……ハードレット様の旅に随行するのは初めてですが、人前でも平気で女性を触るのですね」

「ここまで行くと逆に剛毅にも見えますわ」

「エイギル様、わ、私も……」

　アドルフとクレアの呆れた声に視界に入ろうとちょろちょろするセリア、軍での行軍と比べれば和やかなものだ。
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　山の民の領域

「偉大なる族長に乾杯！」

「大いなる勝利に！」「一族の繁栄を！」「斃れた者の魂に！」

　山の民達は俺の来訪と共に移動をやめて宴会を始める。

　周辺の中小部族も続々と集まってきているようだ。

　遊牧する家畜の餌の関係でまとまって行動してはいないようだが共通の族長を頂いたために争いがなくなり、以前よりもずっと安定した生活が出来るそうだ。

　その証拠に前回の出征前に種付けたのだろう腹の大きな女が多い。




「今回は損害も出たがよくやってくれた」

「なんの、我らと族長様の強さが草原に知れたのなら本望」

　各一族をまとめる長達……一〇〇人近くいる彼らに声をかけて酒を注いでやる。

　酒はドワーフからもらった物、酒を大事に抱えても仕方ないので宴会で飲んでしまうことにしたのだ。

「ぐっ……さすが族長様の火酒……これはすごい」

　全員には到底足りないと思ったがほとんどの者は小さなカップ一杯が限界のようだ。

　それだけこの酒は強い……瓶六つ分あるんだぞ。




「族長様もどうぞ」「……どうぞ」「ピピも呑むぞ！」

　俺の周りには先に戻っていたルナとルビー姉妹、そしてピピが侍る。

　装いは普段の動き易いものではなく、精一杯着飾った晴れ着なのだろう。

　セリアとレアもさすがにここでは譲るつもりなのか面白くなさそうな顔で離れていた。

「ん……何から何までしてくれるのか」

　ルナがカップを持って酒を、ルビーが肉を俺の口まで運んでくれる。

　ピピはあぐらをかいた俺の上に座って時折キスしたり股間に尻をこすりつけたりしてきている。

　その状態のまま長達に酒を注ぎ言葉を交わしているのだ。

　王都の貴族やノンナが見たら卒倒するような無礼だろうな。

　だがここではそれも普通、誰も族長に女が侍るのは当然と気にもしない。

　むしろ三人ではなくもっと埋め尽くすべきじゃないか、と言う声さえする。




「まさしく蛮族の王ですわね……」

「ハードレット様がここに生まれていたら今頃中央平原はまずいことになっていたかもしれません」

　クレアとアドルフは最近息があっているな。

　俺がルナとルビーの乳を服の上から遠慮なく鷲掴みにしていると一人の長が前に出てくる。

　彼は比較的大きな部族の長だったからもう挨拶は済ませているはずだが。

「族長様……宴の中で興を削ぎますが、一つ手間をかけて頂いてもよろしいでしょうか？」

「手間？　今回は感謝を言いに来た。少々のことなら構わんぞ」

「おぉ！　ではおいで下さい」




　連れられて外に出るとそこに四人の男が並んでいる。

　宴に盛り上がっている周囲とは違って皮の鎧を着込み、彼らの正装たる飾りをつけている。

　顔は緊張に引き締められているが良く見ると、全員大人の男と言うにはまだ幼い。

「彼らは？」

「この者達は長の血筋の者、春がくれば成人となって戦士を率いる立場となる者共です」

「なるほどな」

「我が部族では成人となれば族長に挑むことが許されています。そして力を示せば相応の物を要求出来るのです」

「つまり族長の立場は力で奪い取る事もできると？」

「はい、無論死を覚悟した戦いですので容易には挑みません。ですが族長様は草原におられて顔が見えませんでしたので……止めたのですが」

　普段一緒にいないから舐められた訳か。

　こいつらはまだ子供だったから戦場に来なかったのだろう。

　周りの者に止められてもこのぐらいの年齢の男は止まるものではない。

「せめて族長様の戦いでも見ていれば馬鹿なことも考えなかったのでしょうが……いかんせん掟では挑戦は認められています」

「いいさ。受けてやろう」

　少年達の顔がぱっと輝き、すぐに緊張に締まる。

「挑戦とはどうするんだ？」

「一対一、弓と剣で戦って勝負をつけるのみです」

　わかりやすくていいな。




「挑戦が始まるぞ！」「馬と武器を持て!!」

　周囲が騒ぎ出し、少年達は馬に飛び乗る。

「俺にも武器を用意してくれ」

　槍はなくなったしデュアルクレイターを使ったらさすがに不公平だ。

　用意された片手剣を掴み、シュバルツに乗ろうとすると長の一人が申し訳なさそうな顔をする。

「あれは私の倅です。馬鹿なのか言う事を聞きません。族長様に挑むなど恐れ多いというのに……」

　だが顔に浮ぶのは申し訳なさよりも心配だ。

　勿論俺のではないだろう。

「心配するな。殺したりせんよ」

　子供相手に殺しにかかるまでもない。

　長は目を閉じて大きく頭を下げた。




　俺と最初の少年は馬に乗って向かい合う。

　仕掛けてこないのは俺が弓を持っていないのを怪訝に思っているからか。

「俺に弓はいらん。遠慮なく撃って来い」

　叫ぶと同時に少年は大きく声を上げて馬を走らせ、馬上から矢を放つ。

　矢は正確に飛んでくるが正面からなので楽に掴める。

　正面からの突撃で距離は一気に詰まるのに、それでも少年は三発の矢を放った。

　大した射撃速度だ。

　二本を素手で掴み、一本は剣で掃う。

「やぁぁぁぁ!!」

　少年は弓を捨て、剣を抜いて斬りかかって来る。

　体格差のある俺に正面からの突撃、本来ならばすれ違い様に首が飛んで終わりだが、今回は剣を狙って弾き飛ばす。

　同時に襟元を素手で掴んで引っ張り上げ、拾われた猫のように腕一本で持ち上げる。

「参ったか？」

「ま、参りました……」

　シュバルツに乗る俺の腕に掴まれてプラプラと揺れながら少年は降参した。

「さて次だ」




　次の少年は肉弾戦は無理と諦め距離をとったまま次々と矢を射掛けてくる。

　山の民にとって決闘では弓の腕も重要で別に卑怯ではない。

　だが、一対一の状況で何本矢を射っても同じ事だ。

　飛んで来る矢が正確に見える以上、当たる事はありえない。

「矢を掴んでる……」「子供が族長様に挑んだのが間違いだったんだ……」

　外野の言葉に腹を立てたのか、矢がなくなったのか、少年は遂に剣を抜いて飛び込んで来る。

　弓の腕はなかなかだった、これからも頑張れよ。

　剣を合わせた途端に少年は馬からころんと落馬する。

　手加減はしたのだがあまりに手応えが軽すぎて加減を間違ったかもしれない。

　下は荒地ではなく草が生えて柔らかいから大丈夫だろう。

「次だ！」




「うおおおおおお!!」

　次の少年は一番体格が大きい。

　弓が通じないので小細工はやめたらしく、いきなり真正面から突っ込んで来る。

　その意気だけは買うが最悪だ。

　あきらかに自分より大きく強い相手に正面から突っ込めば万が一にも勝ち目はない。

　少し教訓を与えてやろう。

「ぐああああ!!」

　すれ違い様に剣の鞘で胴体を一撃。

　鎧の上からで命には支障ない、しばらくのたうち回るがいい。

「最後！」




「やっやあぁぁぁぁ」

　気の抜ける掛け声。

　前の三人がやられるのを見て脅えてしまったようだ。

　とりあえず矢を放ってから回り込んで剣を向けて来るが見るからに覇気がない。

「があぁぁぁ!!」

　正面から睨んで叫び声を上げてやると完全に脅えて士気を失った。

　彼の馬もそれを感じ取ったのか棒立ちになってしまう。

　戦意喪失、まだ子供だ。

　これから度胸もついていくだろう。




　こうして少年達の挑戦は終わった。

　血が流れなかったことで見守っていた大人達も安心して宴会に戻る事が出来たようだ。

「この馬鹿者共が、族長様に敵う訳ないと言っただろうが」

「正面から行く奴があるか、族長様がその気なら縦に真っ二つだぞ」

　少年達は大人に囲まれて馬鹿だの愚かだのと言われているがその表情は明るかった。

「挑戦も終わりました。後は山に誓いを立て、妻を娶って成人となります」

「妻？　まだ少年だろうに」

「女の方も似たようなものです。若造同士ですが共に居ればすぐに大人になりましょう」

　なるほど……戦士たちを少なからず戦争で殺してしまった罪滅ぼしだ。

　子孫繁栄に少し協力してやろう。




　夜

　天幕の中には家畜や魔物も含んだ様々な毛皮が一面に敷かれ、ベッドはないがふかふかと心地いい。

　この天幕は俺の為に用意されたもので当然ここで女を抱くことになる。

　前には全裸で座るルナ、ルビー、そしてピピがいる。

　彼女達を貪るのは当然でルビーも処女を喪失する覚悟でいるだろう。

　だが少し変わったこともある。

「あ、あの……族長様？」

「俺達までどうしてこの天幕に？」

　目の前には今日俺に挑んだ少年四人とその妻となる女……といっても年も似た少女が四人だ。

　長の血筋である彼らはまず成人になったら妻を娶り、更に力に応じて女を増やして行くらしい。

「決まっている。お前達は初夜だろう？　戦士としてはまだ未熟だがせめて夜の戦いで勝てるようにな」

「そ……そういうものなのですか!?」

「偉大な族長様にお教え願えるなら光栄です！」

　いやお前らの掟などまったく知らんが。

　若い少年達と混じってするのも新鮮と思っただけだ。

「こちらにも処女がいる。どうせなら仲間が居た方が安心するだろう」

「……覚悟は出来ています」「ピピも遂に女になるんだな!?」

　言ってみたがルビーは入ると思うがさすがにピピは無理かもしれない。




「服を着たままでも仕方ない。脱ぐぞ」

　俺はそう言って上着を脱ぎ始める。

　ルナ達は既に全裸だが少年たちはまだ寝巻きを着ている。

「はぅ……」

　少女達は夫となる少年以外に裸体を見せるのに抵抗があるのか少し躊躇していた。

　良く見ればルビーも身体を手で隠している。

　ルナはさすがに男を知っているので、少年たちを微笑ましげな表情で見ながら裸体を晒し、ピピは股を広げて転がっているが。

「お前らの妻だろう。こう抱いてやれ」

　俺は全裸のルビーを優しく抱き締めてそのまま床に転がす。

「あ……」

　ルビーは俺だけに包まれたので恥ずかしさが消えたのだろう。

　身体をかばっていた手を解いた。

「い、いくぞ」「は、はい」

「こい！」「ええ……」

　少年たちも俺に倣って自分の妻を抱き締め服を優しく剥いで行く。

　やがて少女達は皆裸にされてしまったが、童貞の少年達が目の前に女体を晒されて冷静で居られるはずもない。

　たちまち胸や太ももにむしゃぶりついていた。

「きゃあ！」「あぁ！　せめてキス」「恥ずかしいよぉ」

　女達は豹変した夫に困惑している。

　勢いでしてしまうのもいいんだがあまりに急すぎる。

　これだから童貞は……。

「むしゃぶりつくのはいつでも出来る。まずお前らも服を脱いで優しくキスをしてやれ」

　俺の声で我に返った少年たちは破り取るように自分の服を脱ぎ捨てて少女の前に全てを晒す。

「うおっ、お前でけえな」

「へへ、そうだろ？」

「お前……それ……」

「何も言わないでくれ……」

　少年たちは飛び出た互いの逸物を比べあっているようだ。

　今から全員が女を抱くのだから恥ずかしがることもない。

　少女達は恥ずかしそうに顔を覆いながらも隙間からしっかり夫のモノを観察していた。

　俺としては男のモノなど見ても仕方ない。

　でかい奴もいれば小さい奴もいるだろう。

　一人ついてないのがいるな、いやほとんど見えないがあれで勃っているのか……哀れな。

「失礼します」

　ルナが俺のズボンを下げて逸物を取り出す。

　すると今まで少年らしく騒いでいた四人と少女達の空気が止まる。

「で、でけぇ!!」

「大きいなんてもんじゃない。あんなの腕じゃないか！」

「俺達が勝てる訳なかったんだよ……」

「大根……なんで俺のはもやしなんだ!!」

「ひぃぃ……」

「あんなの入るの？」

「ルビー様死んじゃう」

「でもルナ様は入ってるのよね？」

　新郎新婦八人の視線が俺の肉棒に集中する。

　見世物じゃないぞ、それにまだ八割しか勃ってない。

「ほら、キスしてやれ」

　そういって俺はルナに軽くキスをし、ルビーには覆いかぶさって激しく唇合わせる。

　少年たちも俺の真似をするように自分の妻と唇を合わせ始めた。




「ルビー……可愛いぞ」

「そ、そんな事言って……こんな皆でなんかおかしいです」

「横に誰が居ても関係ない。お前は可愛い、俺はお前を抱きたいんだ」

　再びキスをして姉よりも少しだけ大きい胸を触る。

　キスの度に乳首は硬くなっていく。

　もう少し続ければ周りなんて気にならない。

「失礼しますね」

　ルナがルビーに被さって愛撫を続ける俺の股に顔を入れて逸物を口に含む。

　更にピピが尻の方に回って肛門に口をつけてきた。

　何重もの刺激で男根は更にそそり立っていく。

　天幕の中にはいくつもの口付けの音と逸物をしゃぶる音が響く。

　ルビーを始め処女の娘達もその淫靡な空間に毒されて段々と羞恥心が消えていったようだ。

　しばらく水音を鳴らして、俺はいよいよルビーの処女を奪うことにした。

「お、大きすぎます……」

「大丈夫だ。洪水のように濡れている。全部任せろ」

　見れば他の男女も俺に倣って正常位で繋がろうと逸物を当てている。

　俺に続くこともないのにな。

　とはいえ、童貞が好き勝手やるよりは女も気持ちいいだろうか。

「よし、入れてやれ」

　少年達が一斉に腰を押し出す。

「ああっ！」

「おっき、痛ーい！」

「きゃっ！」

「ん？」

　少女達がそれぞれ処女喪失の痛みを訴え、顔が歪んだので男の動きが止まってしまった。

「生殺しにする方が悪い。一気にお前らの女にしてやれ！」

　俺もルビーの太ももを掴んで一思いにズンと奥まで突く。

　ぶちりと逸物が純潔を引き裂く感触があった。

「あああっーー!!!　いたぁぁぁい!!」

　さすがにサイズ差で痛がるのは避けられない。

　ルナとピピが両乳房を愛撫して俺もキスをしながら全身を優しく撫でる。

　強張った全身がゆっくりと落ち着いて来たのを見てから腰を使い始めることにした。

　ゆっくりとした抜き差しにもう悲鳴は上がらず、未熟な動きだが女穴が絡みついて来る。

　鼻から抜けるような小さな喘ぎ、首筋を舐め上げて乳首を刺激するとその吐息は徐々に大きくなっていった。

「慣れると結構いいだろう？」

「はう……苦しいです。族長様」

　ルビーはそういうと俺の腕を優しく掴む。

「傷……まだわかります」

　ルビーに切りつけられた跡のことか。

　ほんのかすり傷だしもっと深い傷跡はいくらでもある。

「気にしてないさ……それよりも」

　俺はルビーの腹に手を置く。

「ここの膜を引き裂いたのは俺だ。その傷は一生残る……これでお互い様だろ？」

　ルビーは少しだけ笑うと力を抜いて身を任せ、好きにして下さいとばかりに目を閉じた。

　完全に俺のモノになったルビーを貫いて腰を振りながら童貞共はうまくやっているかと視線を移す。




「うおおおおぉ!!　ティロォォォ！　俺のティロォォォォ!!」

「きゃあああ!!　激しいよぉ!!」

「うわぁ！　出るっ出るっ!!　うっ!!」

「ええっ!?　もう!?　早い……」

「どう？　気持ちいい？」

「早く入れてよぅ……え？　入ってるの？」




　最早何も言うまい。

　童貞の初体験などあんなものだ。

　とりあえず行為としては上手くいったようだし、次回から頑張るがいい。

　俺もルビーを満足させてやらないといけないしな。

　優しく抱き締めながらねっとりと彼女を抱き、ルナやピピの助けも借りて少しずつルビーを頂点まで持ち上げていく。

　そしていよいよ彼女が俺の肩を掴んで大きく震えた所で一度ドスンと奥を突き、そのまま精を放った。

「ああっ！　だめっ！」

　ルビーは溺れる者が丸太を掴むように必死に俺にしがみ付いて身を震わせ胎内に精を受けていった。

「お疲れさん。よかったぞ」

「あり……がとう……ございまし……た」

　ルビーは微笑みながら崩れて寝息を立ててしまう。

　処女喪失から絶頂までのセットで疲れてしまったらしい。

　このまま寝かせておいてやろう。

　次はピピだが……。

　無理だろう。

「そんなことはない！　ピピだって！」

　わかったわかった。

　もう少し大きくなったらな。

　俺はピピの性器に吸い付き、豆を舌で集中攻撃して絶頂させる。

　無毛のそこは舐め易く、潮を噴出しても止めることなく愛撫を続けてそのまま意識を飛ばしてやった。

　小さい体から流れ出る愛液を飲み干してルビーの横に寝かせてやる。




「お疲れ様にございました。妹の初物をご賞味頂きまして感謝致します」

「こちらこそだ。美味しかったぞ。これからもどんどん抱きたいな」

「えぇ、如何様にも。我ら揃って族長様の女にございます。どちらが先にやや子をもらいますでしょう」

　ふむ、弓騎兵の統率を考えればルナが孕んでしまうと痛いが、軍の任務と女体を比較すれば女体が勝るのだからそうなってしまったら仕方ない。

「ふふ、出来るだけ交互に孕むようお抱き下さい」

　姉妹に交代で子を産ませる。

　奇妙な背徳感に逸物が立ち上がる。

　そういえばまだルナを抱いていない。

「入れるぞ？」

「はい、歓迎致します……あら」

　ルナの怪訝な視線を追うように目をやると少年たちの内の一人が寂しそうにこちらを見ていた。

「どうした？」

「いえ……なんでもありません」

　既に彼らの初夜は終わりかけているようで少年の足元にはぐったりした少女が寝ている。

　他の少年二人は女を満足させる前に射精して寝てしまったようで不満気な少女達が悪態をついていた。

　残った一人は更に悲惨で必死に腰を振っているのに女が寝てしまったらしい。

　泣きながら性交を続けている。

　そっとしておこう。




　少年の視線は俺ではなく犯されようとしているルナから離れない。

　だいたいは分かった。

「ルナに惚れていたか」

「……」

　沈黙は答えだ。

　こいつは他の奴よりも頭一つ強かった。

　憧れの女が俺に取られて奮起した事もあったのかもしれない。

「ルナ様にずっと焦がれていました……。凛としてそれで少し抜けていて……俺が傍に居れたらって」

「ありがとう［ギド］、でももう私は族長の女ぁぁぁぁあああ!!!」

　話の途中で肉棒を叩き込む。

　大きく張った肉傘がルナの穴を蹂躙し大きな嬌声が上がる。

　悪いがこいつはもう俺の女だ。

　誰にも渡す訳にはいかん。

　焦がれていた女性の豹変に呆然とする少年、ギドに声をかける。

「ルナはもう俺の女だ。俺が抱いて俺が守る。……お前には別に守るべき女がいるだろう？」

　ギドが視線を落すとそこには涙目で彼を見つめる少女、今日から彼の妻になった女だ。

　さすがに責められるかと思ったが女はギドの胸に飛び込んだ。

「知ってたよ。ギドがルナ様が好きだって……それでも私はギドが好き！　貴方の妻は私よ！」

　うむ、うまくいったらしい。

　ギドは他の少年達と違ってちゃんと女を満足させていたからな。

　やはり女との関係をうまく回すにはしっかり抱いてやらないといけない。




「じゃあ始めるか」

　俺はルナ組み敷いて突く。

　ギドの妻も対抗心があってか並んで交わる。

　二組の立てる肉の音だけが鳴り続けていく。

　それにしても惚れた女を取り返すために俺に挑むとは中々面白い奴だ。

　少し褒美をやろう。

「ギドと言ったな？　ルナの感じている顔を見たいか？」

「ええっ!?」

「二度は言わんぞ」

「……見たい」

「んなっ!!」

　妻に睨まれながらも言い切る所が益々気に入った。

　俺は肉棒を入れたままルナを四つん這いにしてギドの近くまで移動させる。

「さ、さすがにそれは恥ずかしゅう……あああーーー!!」

　そして後背位でがっちりと尻を掴み、猛烈に腰を振る。

　たちまち理性を飛ばしたルナは目を開き、口を開いて舌を突き出す。

　バンバンと肉を叩く音とルナの絶叫のような嬌声。

　ギドとルナの距離は息がかかるほどに近い。

　現にだらしなく開いた口から飛ぶ唾液がギドにもかかっていた。

「はぁ……はぁ……」

　ギドはゆっくりと手を伸ばしてルナの胸……貧乳で揺れるほどはないそれに手を伸ばそうとする。

「……」

　だが俺はそれを睨みで止める。

　見せてはやるがルナは既に俺の女、もう触れさせる訳にはいかない。

「くっ……うぉぉぉぉ!!」

「きゃあ！　なに!?」

　ギドはうなり声を上げ、嫉妬に狂いつつあった新妻を後ろ向きにして肉棒を叩き込む。

　がむしゃらな腰使いだが女は確実に感じている。

　ルナへの想いも全て自分の妻にぶつけているのだ。




「こちらも負けてられないな」

　俺もルナを持ち上げるようにして更に腰の動きを激しくする。

　後ろから乱暴に男に突かれる女二人は近寄っていき、やがて手を組み合ってキスまで始めた。

　そこまでさせるつもりはなかったが女同士なら大目に見よう。

「ぐっ……あああっ!!」

　見ればギドの妻の穴からは精が流れ出している。

　猛烈に腰を振りながらギドは何度も中に射精しているようだ。

　まだ早漏だがその絶倫ぶりは経験を積めばいい男になるかもしれない。




　やがて俺を除く三人の意識が曖昧になってくる。

　そしてギドの妻が最後の絶頂を迎えた。

「ギドっ!!　好きぃぃぃ!!」

「出すぞ!!」

　新婚二人は最後には互いに舌を絡めあって昇り詰め、抱き合ったまま倒れ込んで寝息を立てだした。

「エイギル様！　愛しております!!　あぁぁぁぁ……」

　そしてルナも俺に愛を囁いてから崩れて意識を失った。

　俺は肉棒を引き抜いて水を一気に煽る。

「一仕事したな」

　だが困った。

　結局ルナでは射精できなかったので逸物が収まらない。

　股間から処女血を流して寝ているルビーにもう一度捻じ込むのは可哀相だな。




「「あのぅ……」」

「なんだ？」

　声をかけてきたのは二人の新妻、男が先に寝てしまった可哀相な女達だ。

「折角の初夜が中途半端だったし」

「族長様もまだ満足されてないみたいですし」

　新婚初夜から浮気とはなんて好色な女達だ。

　実にけしからん。

「さあ乗って来い」

　あぐらをかいて両手を広げる。

　子が産まれ易いように穴を拡張しておいてやるのも族長の務めかもしれない。

　ついでに種まで注いでやるのもいいだろう。

　念の為、他に起きている者がいないか確認しておく。

　最後の一組、もやしサイズの少年が腰を必死に振っている。

「どうだ！　いいかっ！　気持ちいいか!?」

「すー……すー……むにゃ」

　あっちは何も見えていないようだし、ばれることもないだろう。




　翌朝

　まどろみの中で少年たちの声が聞こえる。

「昨日は凄かったな」

「あぁ女ってのは最高だな」

　ギドの声ではない。

　さすがに疲れてまだ寝ているのだろう。

　先に寝てしまった二人組の方だ。

　自分達の嫁……完全にへばって意識を失っている彼女達を見てなにやら騒いでいる。

「いつの間にか寝ちまったけど俺ってすごいな……見ろよ嫁の股、種汁がドロドロに零れて一発で子が出来たかもしれないぞ」

「俺だって自覚はなかったが、すごい巨根だったみたいだぜ。嫁の穴……ほらこぶしが入りそうなぐらいガバガバになってるぜ。女を抱いたらここまで膨らむみたいだ」

　おめでとう。

　いい夢を見てくれ、俺は疲れた。
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第１１５話　新しい武器と部下　♯







　翌朝

「褒美はいらない？」

　歓迎の宴会、そして初夜の手ほどきの翌日、長達に戦功の褒美を渡して帰路に着こうとしたのだが辞退された。

「我らの忠誠は山への誓いの元にあります。対価など不要です」

　だがそれはあまりにも一方的だ。

　要らんと言うならそれでもいいが、何も無しでは家族を失った者に不満が残るかもしれない。

　無理やりでも何か言わそう。

「俺がやりたいのだ。何か言え」

　長達は顔を見合わせると、それではと口を開いた。

「では死んだ者が多かった一族……その一族の女に族長様の強き子種を与えて下さい。族長様の子種……きっと一〇〇年先まで我らの力となりましょう！」

「族長様の血を継ぐ戦士がいれば怖いものなどない」

「千人にも勝る！」

　彼らにとって優秀な血は貴重らしいし、俺にとっても女を抱いて種を撒き散らすのは至福だ。

　これほど好都合な褒美もない。

「わかった、いい女を頼むぞ。他には無いか？」




　するともう一人の長が口を開いた。

「族長様のお傍にいる護衛は草原の戦士達ではございませんか？」

「ああ、そうだな」

　彼らはセリアが選抜してそのまま率いている俺の護衛隊、実質セリアの部隊と言っていい。

　少数だが体格・武芸共に一般兵より秀でた精鋭部隊だ。

「族長様の傍を守る戦士が草原の者だけとは口惜しい。我らの戦士にもその役目をお与え願いたい」

　ふむ、構わんが護衛隊に入れると言う事はラーフェンで暮らすことになる。

　全員をピピやルナ達のように特別扱いはしてやれないが大丈夫だろうか。

「草原の生活に馴染むよう言い聞かせます。頭の固くなっていない若い者を選びましょう」

　それならいいか。

「褒美とは別だがお前達が安心して戦えるように食料は更に多く供給する。安心して腹いっぱい食え」

　アドルフも俺を見て頷く。

　そもそも彼らが求めたのは褒美とも思えぬことだけ、これぐらいはしてもいい。




「では今回はよくやってくれた。しばらくは全員を招集するような事は無いと思う。今まで通りに訓練の時はラーフェンまで来てくれ」

　長達は一斉に頭を下げる。

「さて……それで俺はどこで女達に種を与えればいいんだ？」

「こちらです族長様」




　案内された先には選ばれた女が全裸で俺を待っていた。

　容姿も考えてくれたのだろう、十分に美人で若く乳も比較的大きい。

　町で見かければ金を払ってでも相手してもらいたい女、まして全裸となれば逸物を勃てるには十分だ。

「だがこれはちょっとな」

　さすがにやりにくい。

「お気にならさず、どうぞ種付けてやって下さい」

　問題は女と俺の愛の場に中年の女性が正装で座っていることだ。

「母様……私、少し怖いです」

「何を言っているの。偉大な族長様の種を頂くのよ。女としてこれ以上の幸せは無いわ」

「そうなのですけど……族長様のお道具は馬のように大きいと聞いていて……」

　俺の種付けの見届け役として一族の女が一緒にいるらしく、今回それは母親だった。

　母親の前で娘を抱くとはなかなかに特殊な状況だ。

「これは男女の戯れではありません。族長様から種を頂く神聖な行為ですから」

　母親の前で娘を犯す、しかも女の脅えようからして処女だろう。

　考えても仕方ない。

　逸物も勃ってしまったしとりあえず入れてしまおう。

「これが入るんだぞ」

　ズボンを降ろして勃ち上がった逸物を晒す。

「ひぃぃ!!　やっぱり馬!!」

「こ……これは……!?」

　母親と娘は顔を見合わせて声を上げた。

　考えるのはやめだ。

　母親が呆然と逸物を眺める中、娘に被い被さって性器を愛撫していく。

　脅えてしまっているから自然に緩む事は期待できまい。

　一通り穴を愛撫してから最後に口を付けて溜めた唾液を送り込む。

　これで最低限怪我することはないだろう。

「痛むなら遠慮なく爪でも歯でも立てろ。気にはせん」

「は……はい」

　正面から抱き締めるようにしての挿入。

　唾液でドロドロになっていた女穴はそれでも狭く、力をこめても入っていかない。

「あっ……あぁぁぁぁぁぁ……あぁぁーーー!!　あぁーー!!」

　女の悲鳴だけが大きくなるのに業を煮やして肩を掴んで腰を送る。

　膜が破れる音が聞こえて一気に肉棒が入り、一番奥に当たるのを感じた。

「悪い、少し痛むぞ……そらっ！」

「ひぃぃぃぃーーーー!!」

　同時に背中に爪が立ち、肩に歯が食い込む。

　本当に遠慮なく噛み付いてくれたようだ。

　肩から血が流れるのを感じる

「こ、こら！　族長様になんて「構わん。女に噛まれるぐらいどうってことない」

　慌てる母親を制してゆっくりと腰を揺すっていく。

「いくらでも噛め、ゆっくり揺らすから力を抜いていくんだ」

　くぐもった悲鳴を上げる女は目を閉じたまま、コクコクと頷く。

　俺も結構な数の処女膜を引き裂いたな。

　本音で言うなら、熟こなれた女と激しく交わるのが好みなのだが……誰にでも初めてはあるか。

　俺のはでかいらしいからどうしても処女は痛がらせてしまう。

　どうにか最初から快楽を与えてやることは出来ないものか。

　そんなことを考えながらゆったりと腰を振り続ける。




　なんとか早く射精してやろうと思ったのだが、刺激が弱いので無理やり高まっても数十分かかってしまった。

　女は痛みと圧迫感で既にぐったりしてしまっている。

　早く出してやねば。

　首筋を舐め、乳首を摘んで俺自身の興奮を高めていき、ようやく肉棒が発射の動きを始めた。

「種が出るぞ……さぁ孕むんだ」

「ふぁい……種……孕みます……」

　だらんとした女の手を母親が取って見守っている。

　俺は腰の動きを変えて激しく数度打ち付け、被い被さって抱き締める。

　男に強く抱き締められると娘は気持ちよさげに小さく呻いた。

「うおぉ……」

「あぅっ！」

「種が……すごい勢いで……」

　射精の音が鳴り、女の腹が膨らむ。

　一瞬で妊婦のようになってしまった娘の腹を信じられないような顔で母親が撫でている。

「あぁ……まだ出るぞ……もう少しだ……」

　腰を動かしながら処女の中に種を植え付けていく感触に思った以上に精が噴き出た。




「ふぅ……」

「お、お疲れ様でございました」

　逸物を引き抜くと大量の種が逆流して噴き出し、娘はそのまま呆然と天井を見上げて口を利かない。

　母親はとりあえずの挨拶をしてくるが視線は娘から出たばかりの逸物から離れなかった。

「少し汚れてしまったな」

「そ、そうですね」

　娘の愛液と種汁で汚れた逸物はまだ硬さを失っていない。

　俺は立ち上がると母親の前に逸物を突きつける。

　母親への口取りを求めているのは本能で理解できるだろう。

　当然その後に挿入が待っていることもだ。

「わ、私はもう種を頂くには年を取りすぎて……」

　口を利かずにそのまま前へ出ていき、母親の顔の前にゆっくりと逸物を近づけていく。

「次の女もお待ちでしょうし……」

　拒絶しながらも母親は逸物が近づいて来ると魅入られたようにソレだけを見ながらゆっくりと口を開いて舌を突き出してきた。

　理性ではなく女の本能が男の逸物を求めているのだ。

　息は異常に荒く顔は上気している。

　その伸びた舌に逸物の先端が触れようとする直前。




「族長様、終わられましたでしょうか？　次の女の準備出来ております」

　嬌声が止まって静かになったからか天幕の外に居る長が声をかけてきた。

　母親は我に帰ったようにさっと身を放し、俺も追いはしない。

　後少しだったんだけどな。

「この娘は最高に美味かった。もし子が出来たなら任せてもいいのか？」

「は、はい！　もちろん我が一族が立派に育てます!!」

　もう少しで俺の逸物をしゃぶる所だった母親は動揺を隠せていない。

「もし縁があったら……次はしゃぶらせてやる」

　母親の耳元でそう呟き、耳たぶを軽く舐め上げる。

　彼女は短い声を上げてその場にへたり込んでしまった。

　処女を喪失した娘の目の前にもかかわらず服の上から自分の胸を掴み、股間にも手が伸びていた。

　可愛い年増だ。

　さあ次に行こう。

　その後、俺は全部で七人の女を相手し、同じく七枚の膜を破ることになった。

　人数としてはそれほど大したことはないのだが、処女に気を使わないといけなかったので妙に疲れた。

　それでも全員に大量の種を撃ち込んだのでお目付け役は皆、子が出来たに違いないと大喜びしていた。







　こうして褒美の種付けも終わり、山の民達に別れを告げる。

　ピピとルナ、そして俺の女にもなったルビーを連れてラーフェンに帰るのだ。

　そして帰りの人数は行きよりもずっと多くなっていた。

　山の民が護衛隊に加えてくれと差し出した戦士達が三〇名、いずれもラーフェンでの生活に適応できるように若者ばかりだ。

　そこには初夜の世話をしてやったギドの姿もある。

　彼は長の息子と言う立場でありながら自ら志願したらしい。

「何も新婚早々故郷を離れることもなかろうに」

「いえ……俺も新しい世界を見てみたいですから」

　子供に冒険心は必要かもな。

「俺も族長様のように大きな男になりたいのです」

　それはいいが何故俺と自分の股間に目をやる。

「何かしてやれる訳じゃないが働きには答える。……だがさっきのは減点だったぞ」

「申し訳ありませんでした……」

「さっきの」とはギドが俺に付いて来ると言った際、新婚の妻を残して行こうとしたことだ。

　ギドに惚れ込んでいる彼女は承知しながらも涙を浮かべていた。

　そこで少女を摘みあげてギドの馬の後ろに乗せてやったのだ。

　満面の笑みで背中に抱きつく女の気持ちもわからんようではいい男になれんぞ。

　俺が嫁の住む所ぐらい用意してやれないと思ったのか。

　改めてギドを見ると身長はセリアよりも少し大きい程度で体格は逞しい。

　年齢を考えればまだまだ育つだろうから優秀な戦士になる可能性はある。

　元々山の民は体が大きくないしな。

　顔立ちはまだ男になりかけの子供といった所だが男の俺が見ても整った顔をしている。

　夜も処女・童貞同士の交わりでただ一人女を昇らせていた。

　俺と比べると逸物が小さいのが気になるが、経験を積んで早漏が治ればいい男になりそうだ。

「ギド……私幸せすぎて怖い……」

「こら、族長様の前でいらんことをするな」

「うん……ずっと一緒だよギド」

　甘い雰囲気を漂わせる新婚二人をセリアが睨む。

　そんなにきつく当たると逆に痴態を見られた時に恥ずかしいぞ。

「なんでしょう？」

　セリアが話しかけてくる。

　山の民の所ではあまり構ってやれなかったな。

「色々と役目があった。放置して悪かったな」

　頭を撫でてやろう。

「処女を並べて裂いていくのも立派なお役目なんですね！」

「それだけじゃない。種を注ぎこんでようやく完成だ」

　セリアは更にむくれ、すごいねと拍手したレアの頬っぺたを引っ張って八つ当たりしている。

　二人まとめて頭を撫でてやるから機嫌を直せ。




「いやはや、山の民の話は聞いていましたが実際に見ると文化の違いが目立ちますね」

　アドルフも実際に彼らを目にした事で考え方も変わったろう。

　こいつはなんとか労役やその他の開発に彼らを使えないかと考えていたようだが、無理な事が分かったに違いない。

　彼らは荒野を駆ける民だ、一所に留まって何かするのは無理だろう。

「いくら人から聞いても一度見ないことにはわかりませんね。貴重な経験です」

　アドルフはなにやら考え始めたようだ。

　職務熱心で結構、領民の生活はお前の肩にかかっているのだ。




「私も……素晴らしい経験をさせて頂きました」

　続いてクレアが声を上げる。

「何か面白い事はあったか？」

「ええ、大変に参考になりましたわ」

　本来は俺の部下でもないクレアに見せるべきではなかっただろう。

　だが借金も受けてくれたし、これからは鉱山の開発でも協力してもらうことになる。

　ある程度は信頼しないとな。

「あまり言いふらさないでくれよ」

「もちろんです。折角の情報、皆に教えてしまっては価値も薄れます……それに伯爵様に不都合を成しても仕方ありませんわ。私達の利益は共にあるのですから」

　しなを作って寄りかかってくるクレア、セリアとレアにはない成熟した色香に思わず股座に手が伸びるが逃げられてしまった。




「しかし商人の私としては山の民の生活よりも鉱山……そしてそこに住む亜人達に興味がありますわ」

「そうか？　奴らは山からそう出てきそうにないぞ」

「だからこそ稀少価値があるのです。これをご覧下さい」

　クレアが取り出したのはドワーフ達が酒を呑むのに使っていた金属製のカップだ。

　いつの間に持ってきたんだ。

　別に貴重品の扱いでもなかったが。

「鉄でも青銅でもありません……貴金属にも見えますが違うようです」

　彼らは山の中からほとんど出ないのだろう、木製の品という物をまったく持っていなかった。

　全て山で掘り出した金属を加工して使っている。

　そういえばバルバノが使っていた斧も材質は鉄ではなかったな。

「ぶつけても踏んでも壊れない強度を持っていますが、それでいて華麗で細かい装飾がされています。私がこれを貴族に売るとすれば金貨二〇枚と言いますわ」

「そう思うなら返しておけよ」

　あいつらは気のいい奴だがちょっとしたことで怒りそうだぞ。

「彼らの品を入手して売り捌けば……しかし何を対価に……いっそ女でも宛がって……毛深……太……」

　クレアはカップを見ながらぶつぶつと考えこんでいる。

　こういうのは俺の領分じゃないから商人の彼女に任せておこう。

　だがカップの装飾を見る限りドワーフ達の作るものは装飾がありながらもあくまで頑強に作られているようだ。

　これは頼んだ槍も期待出来そうだな。
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　数日後　鉱山（予定地）

「戻ったぞ！　槍は出来ているか!?」

　赤茶けた山の前に立ち、適当な穴に向かって叫んでみるが反応がない。

「顔も知っているのです。中に入られては？」

　セリアに言われてそれもそうかと前に出るが動きを止める。

「どれが正解の穴だ？」

「……」

　目を逸らす。

　山には結構な数の洞窟があるし広大な上に見た目が同じなので前にどこから入ったのかわからない。

　適当に入れば中で遭難してしまうだろう。

「困りましたね」

　俺としてもここでだらだら過ごすつもりはない。

　早く町に戻って美味い飯を食いたいし、待っている女達も抱きたい。

　特にノンナはあまり待たせると拗ねてまた無駄遣いを始めるだろう。

「ハンマーを貸してくれ。音を鳴らそう」

「……またやるんですか」

　呼びかけても出てこないならノックするしかない。

　受け取ったハンマーを振りかぶって適当な洞窟の側壁をぶっ叩く。

　岩の割れる音が大きく鳴った。

「そら、今回は落盤しなかった。そう毎度毎度崩れるもんじゃないさ」

　そう言った途端、暗闇のずっと奥の方から腹に響く地響きが鳴る。

　少し間をおいて洞窟の入り口に土煙が噴き出してきた。

「……崩れたじゃないですか。しかもかなり奥の方で」

「偶然だ。たまたま落盤が起きたんだろう。こういうことも「またお前かぁああああ!!」




　ドワーフ達はきつめにノックしないと出てこないのだな。







「友よ。約束の槍は出来ている。さっきちょうど最後の飯を食い終わったからな」

「そうか。律儀だな」

「ドワーフは約束を守る。特に酒を酌み交わした相手とは」

　ドワーフ達の穴の中、バルバノと向かい合って酒を呑む。

　何かする前には絶対に呑むらしい。

「これだ」

　差し出された槍を灯りにかざして確かめる。

　それは褐色と黒の間のような色をしている。

　長さは３ｍと少し、穂先には斧のような刃がついているが返しはなく、遠慮なく突いて抜けるだろう。

　以前の槍よりも重いが重心の位置が完璧で、試しに振り回しても体が崩れない。

　持ち手は俺の手の形に僅かに窪んでおり、皮を巻かなくても滑らない。

　小手をつけても素手でも問題なく扱えるだろう。

「素手で組み合ったから手の形がわかった」

　むさくるしい取っ組み合いも無駄にならなかったようだ。

「切ってみろ」

　差し出されたのは鉄らしき金属の板だ。

　遠慮なく槍を回して横に両断する。

　耳障りな金属音が鳴って板が千切れ飛ぶ。

　デュアルクレイターと違い、バターのように切れてしまう訳ではない。

　あくまで叩き切っている感覚だが鋼の槍と違ってこちらが軋んでいる感触が一切ない。

　これなら何百回切っても槍が折れることはなさそうだ。

「頑丈さは保証する。ドワーフが作るものは全て頑強だがその中でもこいつはとびっきりだ」

　素晴らしい。

　これなら戦場で大暴れしても折れてしまう心配はあるまい。

　遠慮なく頂いておこう。




　礼を言った所でふと槍の別の一面にも気付いた。

　決して派手な色ではなくデュアルクレイターのように輝くこともないが、良く見ると槍の表面には細かな模様が刻まれている。

　槍の機能性を損なわぬ位置に丁寧に刻まれているその紋様は芸術について無知な俺が見ても美しかった。

「友への贈り物にただの棒ではつまらん。強度には影響ないようにしている」

「よくこの短時間でこれだけの装飾が出来たな」

「わしらにとって鍛冶は酒の次に大事な事だからな、造作もない。……本当はもっと重くしようと思ったのだが、両手に武器を持つと考えるとこの辺りがちょうどよかろう」

「二度とあんなことやってたまるか。だがこれでいい、これ以上重くなったら俺はともかく馬がばてる」

　斧と大槍の両手持ちなど、もうやる機会もないだろう。

　あの晩はさすがに筋肉が痛かった。

「ところでこの槍の材質はなんだ？　鋼ではなさそうだしこんな色は見たことが無い」

「馬鹿な！　友へ送る品に鉄を使うようなことはせん！　それはもっと特別な物だ」

　彼はなにやら金属の名を言っていたが聞き覚えが無かったので忘れてしまった。

「そんなことはどうでもよかろう。余った材料で剣もこしらえて見た」

　そう言ってバルバノは槍と同じ色の剣を取り出す。

　刃渡りは８０ｃｍ程、大型の片手剣程度だろうが。

「友が持つには小さいが腰にでも差しておけ」

　彼としてはついでに小物を作った感覚らしく槍ほどの思い入れはないようだ。

　遠慮なく頂いておく。

「対価……ではないが干し肉を持ってきた。酒のあてにでもしてくれ」

「肉か！　それは楽しみだ。洞窟ネズミの肉は水っぽいからな」

　それだけ言って酒を飲み干せばそれ以上語ることはない。

　バルバノも俺もだらだらと無駄話を楽しむような性質ではない。

「では俺は帰る」

「そうか、友よまた来い」




　これだけで終わりだ。

　俺達はドワーフの住処を後にする。

　やり残したことはもうない。

　後はラーフェンへ向かって帰るだけだ。

「そうだ、セリア」

「はい？　なんでしょう」

「使うか？」

　先ほどバルバノから貰った剣を渡す。

「ええっ!?　よ、よろしいのですか!?」

　俺は普段あまり片手剣は使わない。

　剣の間合いで戦うならデュアルクレイターもある。

　実用重視に作られた剣だ、腰の飾りにするよりセリアが使った方がいい。

「ありがとうございます！」

　セリアはいささか過剰と思える程に喜んで剣を抱き締めている。

　それだけ喜んでくれるといい気分だ。

　セリアは試しに振るつもりなのか鞘から出して振りかぶろうとしている。

　あぁ……なるほど。

「ぐ……重い……」

　俺にとっては少し大きな片手剣程度だが、セリアにとっては両手剣になる。

　素早く動いて敵の鎧の隙間を攻めるような戦い方のセリアにとっては勝手が違うようだ。

「……今までの剣を使え、戦場で変なことすると死ぬぞ」

「次の戦いまでに絶対使いこなせるようになります!!　筋肉をいっぱいつけます！」

　やめてくれ。

　筋肉達磨になったセリアは可愛くない。

　それでも涙目で剣を手放さないセリアを抱き寄せて頭を撫でまわす。

　最近伸ばし始めたセリアの髪の毛がぐしゃぐしゃになり、情けない声が上がった。




　さてこのまま何事もなくラーフェンまで行けると思ったのだが。

「族長様、後ろから黒獣がついてきてます。三体！」

　そうはいかなかったようだ。

　新しく護衛隊に加わったギドが叫ぶ。

　黒獣とは行きに道路建設の所で仕留めたあいつのことか。

　俺の目ではまだ何やら動物がいることしかわからないがこいつらの視力は非常に優秀だ間違いないだろう。

「ふむ、あの魔物について詳しいか？」

　ギドに聞いてみる。

　俺は殺せることと黒いことしか知らないからな。

「はい、奴等は我々の暮らす場所ではたまに出ます。肉は美味いけど強いから犠牲者も出やすいので自分から狩りには行かないですが」

　なるほど肉が美味いのか……。

「こっちが大人数だと距離を置いてついて来て……油断して一人になる奴を狙うんです」

　それで三体ゆっくり付いてきてるわけだな。

　さすがに四〇人の武装兵には手が出ないようだが、このまま道路建設の現場まで連れて行くわけにもいかん。

「ここでやる。ギド、嫁をレアと一緒に馬車に入れておけ」

「え？　でも族長様、奴は大人数で追っても逃げてしまう。足が早いから馬でも追いつけない……」

「何を言ってるんだ、俺とお前でやるんだよ」

　呆然とするギドに発破をかけて俺の横に並ばせる。

　一緒に戦うと言い張るセリアとルナには馬車の護衛を任せた。

　以前戦った手応えから言えば俺一人でも三体ぐらい屠れる。

　ギドの技量と度胸を見てみたかったのだ。

　俺に挑んだ時の腕から見てそう簡単にやられる事もないだろう。

「いくぞ」

「は、はい！」




　俺達は並んで馬を走らせる。

　魔物三体は突っ込んで来る騎馬に一瞬逃げの体勢をとるが、こちらが二人だけなのを確認してか逆にこちらに向かって走ってきた。

　奴らにとっては願ってもない狩りのチャンスと言う訳だ。

「はっ！」

　ギドが素早く矢を射る。

　立て続けに飛んだそれは一体目の顔と首に突き刺さるが致命傷にはなっていない。

　魔物は苦悶の叫びを上げながらも速度を落さなかった。

　ギドはこれ以上矢を射る余裕はないと判断して剣を抜く。

　なかなかいい判断じゃないか。

　魔物の方も馬ごと喰らおうと真正面から走りこみ、足を狙ってくる。

　ギドはギリギリで馬の方向を変えて紙一重で魔物の牙を躱す。

　そして馬から身を乗り出し、すれ違いの勢いのままに顔面を切りつけた。

　魔物の大きな体躯に対してギドの剣は馬上で振るう小型の物だが、さすがに勢いがついているため顔を深くえぐったようだ。

　牙が跳ね飛び、もんどりうって引っくり返る。

「族長様!!　前から来てます!!」

　ギドばかり見て忘れていた。

　俺の方にも一体来ていたな。

　シュバルツが余所見するなとばかりに嘶く。

「そうだな！」

　槍を向かってくる敵に合わせて勢いよく突き出す。

　ドワーフの頑丈な槍なら真正面から叩き込んでも折れはしないと考えたのだが……。

　穂先についた斧のような大きな刃が魔物の顔面を叩き割り、首元まで貫いて外に突き出た。

　もはや絶叫することもない。

　びくりと一度震えて横倒しに絶命する。

　この槍、切れ味も鋼より上だが、何より魔物の体重の乗った突進を正面から貫いて、しなりも軋みもしない。

　この槍ならばどんなに乱暴に使っても折れることはないだろう。

「ちょうどいい試し切りだった」

「一撃で……」

「ギド、呆けている暇はない。そっちに行ったぞ」

　最後の一匹が俺とギドを見比べてから、ギドの方に走っていく。

　こっちにくればよかったのに。

　ギドは慌てて馬を走らせるが一呼吸遅れた。

　俺も援護に向かうがこのままでは俺が追いつく前にギドが追いつかれる。

　魔物は普通の馬よりも早いのだ。




「一息間に合わん。なんとかしろ！」

　ギドは一瞬情けなさそうな顔をしたがすぐに顔を引き締める。

　持っていた剣を投げ捨てると弓に持ち換えて狙いを定める。

　近距離で弓というのは血迷ったようにも見えたが。

「しっ！」

　後ろから馬に食いつこうとする魔物に向けて身をひねって至近距離から矢を放ち、それは正確に敵の右目を撃ち抜いた。

　同時に馬体を左へと急速に傾ける。

　当然速度は落ち、魔物は一気に仕留めようと飛びかかるが見事に空振りして地面を転がる。

「なるほど、潰した目の方に曲がったのか」

　咄嗟に中々の判断力だ。

　こういう直感的な行動が戦場で命を救うことも多いだろう。

　魔物はすぐに起き上がって再びギドを追おうとするがもう遅い。

　俺が追いついた。

「そらよ」

　肉が美味いらしいからあまりボロボロにしてもいけない。

　鋭く振り下ろした槍は地面に突き刺さり、魔物の太い首がぼとりと落ちる。

　これで血抜きも楽になるだろう。

「ギド、一頭分はお前の戦果だ」

「一頭……？」

　戻ってきたギドが不満そうな顔をする。

　二頭仕留めたと言いたいのだろうが、目を潰したこいつはまだまだ死んで居なかったし……。

　槍を両手で振り下ろし、後ろから迫っていた敵の脳天を叩き割る。

「最初の奴に止めを刺せていないぞ。半殺しが二頭で一頭分だ」

　笑いながら槍を拭う。

　新品が一発で血まみれだ、後で水を使って綺麗に洗っておこう。

　ギドは憮然とした顔で頭のかち割れた魔物の死体を蹴り上げた。

　まだ甘い部分はあるが及第点だな。

　見込みは十分ありそうだ。

「死体を潰すなよ、馬車の後ろにでもくくり付けて運ぼう。ボーナスついでに持って行ってやる」

「この魔物……ここでしか取れないのなら特産品になりますかね？」

　アドルフが呟く。

　さて、うまく狩れるならなるんじゃないかな。

　それよりも早く帰ろう。

　山の民は全体的に乳が小さいからな。

　レアは比較的大きいが巨乳と言うほどではないし、乳に飢えているんだ。

　ノンナにカーラにメリッサに……帰ったら巨乳に包まれて遊ぶのだ。

「いやらしいことを考えてらっしゃいますね」

　セリアがジト目を向けて来る。

「いきなりなんだ？」

「前……お隠し下さい」

　視線を降ろすとズボンは限界まで盛り上がって破れそうだ。

　ギドは唖然と、彼の新妻は咄嗟に顔を隠した手の隙間から見ている。

「……俺はちょっと休憩も兼ねて馬車に入る。レアおいで」

「はーい」「わ、私も！」

　まずは前哨戦だな。
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　財産　金貨八六〇〇枚 労役（一〇〇）ボーナス（二〇〇）
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鉱山関係少ししつこくなってきてますね。

次回から他の話に移ります。










第１１６話 真冬の怪談







　ゆったりとソファに腰掛けてアドルフの報告を適当に聞き流して承認を出す。

何を言っていたかはもう覚えていないが必要ならセリアに聞けばいい。

だらだらとしているうちに夜になってしまった。

「もう……貴族にとって自分の領地は何より大切なものなのですよ？　あんまり部下の方に任せっきりでは危ないです」

「そうは言っても正しいのか間違っているのかさえわからん。任せておけばいいだろう」

　もたれかかっていくとノンナは膝枕をしてくれた。

俺がセリアに悪戯する時のように顔を触ってくるがすべすべとした指で触られる事に不快感はない。

「あの人に全部任せては駄目です。だってあの人私が買い物しようとすると邪魔するんですもの」

「それはお前がやりすぎるからだ」

「あいたっ!?」

　ノンナのデコを指で弾く。

ちょっとした装飾品や食器程度なら奴も何も言うまい。

お前の無駄遣いは規模がでかいんだ。

例の劇場も旅芸人が公演するにはでかすぎる。

「むぅっ！」

　ノンナは仕返しとばかりに胸を顔に乗せて来た。

最高の気分だがすごいボリュームで息が出来ない。

押しのけるには惜しいがルーシィとの約束もあるしこのまま乳で窒息死する訳にはいかない。

どうしたものか……。

「ねぇ……ちょっといいかしら」

　この声はカーラか。

「なんでしょう？」

「エイギルに用なんだけど化け乳が覆い被さってて顔が見えないわ」

　あぁ至高の感触が離れてしまった。

「産婆が言ってたわ。マリア近いうちに産気付くって」

　あぁそうだな。

そろそろマリアの子も生まれるし続いてメルも五人目を産むだろう。

春過ぎには別館の女達も一斉に産気付くはずだ。

何しろ種が付いたのは二〇人同じ日だからな。

「……」

　ノンナが静かだ。

こういう話題が出たらいつも嫉妬して騒ぐか、種を寄越せとベッドに向かうのにな。

「まぁ授かり物です……いずれ私も頂くでしょう」

　妙に大人しくて気持ち悪いな。

何かあったのだろうか。




　聞いてみようと身を起こした時、バタンと居間の扉が開かれる。

現れたのはヨグリ……いつもは飯以外はほとんど部屋から出ないのにな。

　居間への入り口は二つある。

玄関側から入って来たと言う事は今まで外にいたのか、珍しい。

「っ!?」

　だがヨグリは俺達には声もかけず、慌てて部屋を走り抜けて自室へ続くドアへ向かう。

「なんですか!?　主人に挨拶もしないなんて!!」

　ノンナは怒り心頭、俺も確かに今のは酷いと思ったが

「ヨグリ？　あんた顔どうしたのよ？」

　カーラが素早くヨグリを追いかけて腕を掴む。

さすがに彼女は俊敏だった。

「離して！　なんでもないからっ！」

「なんでもないって腫れあがってるじゃない……」

「だから！　「見せろ」

　ヨグリを捕まえて顔を押さえる。

彼女の顔は頬から顎にかけて赤く腫れていた。

傷自体は珍しくもない打撲だ、息をするぐらい頻繁に見てきたし骨も大丈夫そうだった。

彼女が兵士の一人なら水でも飲んどけと言うだけだろう。

　だが女が負ったとなると話が全然違ってくる。

「殴られたな？　誰だ」

「…………」

　ヨグリは顔を伏せて答えない。

「どうせあのハーネスとか言うクズ男でしょ」

「そ、それは……」

　なるほど［ハーネス］か、名前だけで探すのはちょっと手間だな。

俺はデュアルクレイターを肩に担いで外に出ようとする。

「待って！　ハーネスを殺す気!?」

　死ぬか死なんかまではしらん。

ちょっと手と首を斬り落すだけだ。

　止めようとするヨグリを捕まえてソファに座らせる。

顔にはリタが慌てて持ってきた冷水で冷やしたタオルを当てる。




「じゃあ何があったか説明しろ。何も言えないなら、そいつを刻んでから考えるぞ」

「……わかったわ」




　話としては簡単だった。

ヨグリはハーネスとか言う男のために自分の小遣いを貢いでいた。

彼女が言うには物語を書く紙やペンを買う為らしいが、まともな本が仕上がることも無かったらしいからお察しだろう。

　そして小遣いが止められた後、「これからお金は上げられないけど応援している」と言った所で男が激昂、なんとか金を持ってこいと言われ、抵抗するヨグリと揉めた末に殴られたらしい。

　結局その時の言い合いの中で男には物語を書くつもりなどなく、酒と遊びの金に消えていたことを知ってしまったと言う訳だ。

「まったく……わかりきってるじゃない。馬鹿なんだから」

「なんでエイギル様が近くにいるのにそんな駄目男にひっかかるんですか」

　カーラとノンナが容赦なく責め、ヨグリは頬を冷やしながら泣いてしまっている。

口の中が切れたのか話し方もぎこちない。

「だって……だって皆私を馬鹿にするのに……ハーネスだけが分かってくれて……うぅぅぅ……」

「怪我人をこれ以上責めるな。もう自分で分かってるだろう」

　ヨグリの頭を撫でてやると俺の太ももに突っ伏して大声をあげて泣き出してしまった。

こいつは田舎育ちだからな、甘い言葉に騙されたのだろう。

「はぁ……女には甘いわね」

「そうです。主人から貰った財を無駄に使って……」

「あんたに言う資格ないわよ」

「なんでですか!?」




　言い合い始めたノンナとカーラを置いてリタを呼び、泣きながら寝てしまったヨグリを任せる。

「一応医者に見せておけ、顔だから傷が残らないようにな」

「はい……おでかけですか？」

「ああ」

　単に騙されて捨てられたと言うならヨグリに見る目が無かったと言って仕舞いだが、殴ったとなってはそうはいかない。

殺しはしないが相応の報いが必要だ。

　だが扉を開けた所で思わぬモノを見てしまう。

（お金だけとられて　捨てられて　顔まで殴られて）

　扉の前に立っていたのはケイシー、騒ぎを聞きつけて来たのだろうが表情は蒼白……というより真っ白で目から黒目が失われている。

おまけに首筋に縄の後が浮き出て行く。

（許せない　女を騙す男許せない　許せない　許せない　許せない　あぁぁぁぁあああぁぁぁぁ）

「ひっ！」「なにっ!?」

　頭の中に直接絶叫が聞こえる。

ノンナ達もびっくりして言い合いをやめていた。

　ケイシーのどちらかと言うと抜けている柔らかい感じの顔が歪み、白目を剥いて口からは血が流れる。

どこからどう見てもこの世に未練を残して死んだ怨霊そのものだ。

（あぁぁぁぁぁぁぁぁ）

　ケイシーはそのまま壁を突き抜けて町の方へ行ってしまう。

その速度はいつもとは比べ物にならない程だった。

もしかするとハーネスとか言う男の所にいったのだろうか。

「さすがに放置しておく訳にはいかんな」

　このままではケイシーがまた怨霊に戻ってしまうかもしれない。

男に制裁を加えた上で彼女を回収しないと……。

　足元にはケイシーが普段存在を知らせるために首から下げているクマのぬいぐるみが落ちていた。

「う……」

　拾い上げてみたが彼女のナニかが伝わってしまったのか、単純な作りの安っぽいぬいぐるみは独りでに全身をぐねぐねと動かし、目が全周に回転している。

害はなさそうだが、正直かなり気持ち悪くて持っていたくない。

「ともかく追いかけるしかないな。……これ持っててくれ」

　廊下で見かけたメイドにぬいぐるみを渡してそのまま外に出て行く。

「旦那様お出掛けでしょうか？　あら、これは……ぎゃあああああああぁぁぁぁ!!!」

　玄関を出た所で凄まじいメイドの絶叫が聞こえた。
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同時刻　ラーフェン　酒場

「ハーネス、今日は安酒だけか？　しけてんな」

　カウンターに座って酒を呑む男の後ろから二人の男が声をかける。

「いつもは横に女侍らせて機嫌よく飲んでるくせによ」

「……うるせぇ。ちょっと事情が変わったんだよ」

　男二人はハーネスの両隣に座り、嫌味に笑う。

「へへ、ついにたかってた女に愛想付かされたんだろ」

「お前は女の財布に合わせて贅沢さが決まるからな」

「うるせぇって言ってるだろ!!」

　ハーネスは男二人を振り払って乱暴に席を立つ。

酒代の銅貨をカウンターに叩きつけて店を出る。




「糞が……あの女、機嫌よく金出してりゃいいってのに」

　既に完全に日が落ちた町で灯を灯しているのは娼館と酒場だけだ。

収入のないハーネスには娼婦を買う余裕はない。

「殴ったのは失敗だったな……さすがにもう引っ張れねぇ」

　言った分だけ金を出してくれる都合のいい女だったのでこれ以上は無理と言われてカッとなった。

「本当に領主の女……だったらやべぇが大方一回手を付けられただけの使用人だろ」

　それに本当に領主の女だったとしても他の男と宜しくやっていた事がばれれば彼女の方が立場がない。

なんとしても隠そうとするだろう。

「あー、頭は弱かったが良い身体してやがったなぁ……もっとバコバコやっときゃ良かったぜ」




　自宅に帰り着き、扉を乱暴に開く。

そのまま寝てしまおうと木張りの床に転がろうとした男の動きが止まる。

「お、お前……ヨグリ？」

　部屋の真ん中に女が後ろ向きに立っている。

ハーネスの呼びかけには答えない。

「さっきは悪かったよ。殴ったのは謝る！　だからまた二人で一緒に本でも書こうぜ」

　女は後ろを向いたまま微動だにしない。

「……なんだよ！　黙ってねえでなんとか……」

　苛立った男が肩に手をかけると女はゆっくりと振り返った。

　黒目のない死んだ目、だらりと口から出た舌、そして首にくっきりと分かる縄の跡。

絶句する男に向かって女は手を前に突き出す。

（よくも　よくも　捨てたなぁ）

「ひっ!?　な、なんでおまぁ……ひぃぃぃ!!」

　男が腰を抜かして倒れこむとソレはゆっくりと左右に揺れながら近づいていく。

良く見れば揺れてはいるが足は地面についていない。

ゆっくりとした動きの割には早い速度で女の手は男の顔に届き……

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　間一髪男は転がるように外に飛び出した。

腰が抜けて立て無いので四つん這いのまま無様に逃げる。

「くそっ！　なんだありゃ!!　まさかヨグリの奴、首吊りやがったのか!?」

　だとすれば繋がる。

「畜生、一発殴っただけで勝手に死んで祟るなんざありかよ！」

　足元の石を拾って投げつけるが素通りしてしまう。

斬ったり殴ったり出来る相手ではないらしい。

（許せない　許せない　許せない）

「やめろ!!」

　頭の中に直接流れ込んで来る声を振り払うようにハーネスはなんとか立ち上がって逃げる。

深夜とは言え、発展の著しいラーフェンの夜は無人ではない。

まばらながらも道を歩く人間にハーネスは助けを求める。

「お、おいあんた！　頼む助けてくれ、追われてるんだ!!」

　彼が泣きついたのは酒場の用心棒らしき大男だった。

「あん？　何にだ？」

「あそこだよ！　女の亡霊が俺を殺そうと……」

　用心棒はハーネスが指差す方向……地表近くを浮遊しながら迫る女の幽霊を一瞥する。

「けっ酔っ払いか。どけ、邪魔だ」

　そしてハーネスを蹴り飛ばす。

「な、なんでだよ！　いるだろうがすげぇ形相の女が!!」

「寝言言ってんじゃねぇ！　店の壁に小便でもひっかけたら殺すからな」

　用心棒はそれっきり口を利かない。

「見えてないのか……」

　もしかすると幻覚なのかもしれない。

（絶対に許さない　殺してやる）

　頭に恨みの篭った顔が響く。

「幻覚なんてありえねぇ!!」

　その後も数人に助けを求めるが

「なんだこいつ？」「頭がおかしいんだよ……行こうぜ」

　と、まったく相手にされない。




　仕方なくハーネスは大通りを離れて見通しの悪い路地に入って逃走を開始する。

だがなんとか振りきろうと逃げるうち、袋小路に入ってしまった。

目の前には三方に高い壁があって乗り越えられそうにはない。

「やべぇ……いやもう振り切ったかもしれない。これだけの家に人が住んでんだ。そうそう俺を見つけることなんて」




（見つけた）




「ひいっ！」

　女の姿はまだ見えないが確実に見つかったと感じる。

一直線にこっちに向かってきているのだ。

背中を壁につけたまま必死に前方の道に目を凝らすが何も見えない。

「どこだ……どこに……」

　感じるのは首筋への悪寒。

壊れた風車のようにゆっくりと首を上に向けると……そこには壁から頭を突き出す女の姿があった。

（見　つ　け　た　ぞ）

「うわぁぁぁぁぁ!!」




　ハーネスはもはやここまでと頭を押えてしゃがみこむ。

だが最後の瞬間はやってこなかった。

薄っすら目を明けると信じられない光景が広がっている。

「ほら大人しくしろ」

　見るからに強そうな若い男が女の幽霊を片手で捕まえているのだ。

幽霊は大暴れしているが素手で掴まれたまま抜け出せていない。

男は明確にこいつが見えているし、問題なく押えられるようだった。

「……た、助かった」

　ハーネスの口から一〇秒続くような溜息が出る。

「糞女に祟られて死ぬなんて絶対ごめんだぜ」

　その言葉に目の前の強そうな男が反応する。

「こいつはお前を追いかけていたんだよな？」

「あぁ、助かったぜ。どうよ一杯奢るから「ところで」

　男が強い調子で言葉を遮る。

「お前の名前はなんて言うんだ？」

　ハーネスはこいつめ随分と強引な奴だと気分を損ねるが、それでも死を感じた直後の事なのでなんでも許せる気分だった。

「俺か？　俺はハーネスってんだ。ところであんたは……」

　ものすごい衝撃がハーネスの顔面を襲い、何が起こったかもわからぬままに彼は意識を失った。
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「ふむ、こんなもんか」

　振りぬいた拳は目の前の男の顔面を見事に捉えて壁まで吹き飛ばした。

鼻は横向きに折れ曲がっているし、前歯は全部砕けただろう。

滑らせるように殴ったので命までは失うまい。

男女の差を考えればこれぐらいで相応の罰としておくか。

　残るはこっちだ。

俺は男を殴ったのとは逆の手で捕まえた暴れるケイシーを見る。

（殺す　悔しい　復讐　憎い）

　完全に暴走して怨霊化してしまっている。

キスでもしてやれば戻るかもしれないが、顔がすごいことになっているし、ここまで悪化してしまってはもっと過激な行為が必要かもしれない。

「とりあえず入れてみようか……」

　幸い人通りもない。

準備のため力を緩めた瞬間にケイシーが逃げ出し、ハーネスに近寄って手を伸ばす。

　彼女の半透明の手はハーネスの頭の中に吸い込まれるように入って行き、途端に男がバタバタと全身を暴れさせ始めた。

意識は無いままのようだが口からぶくぶくと泡を吹き出している。

あきらかに何かまずいことが起きているようだ。

「こら、もうやめとけ」

　後ろから今度は両手で捕まえ、羽交い絞めにして壁に押し付ける。

さすがに顔を見ると萎えてしまうのでこのまま後ろから入れてしまおう。

　その後、泡を吹きながら痙攣するハーネスの横で憎しみを垂れ流す怨霊に肉棒を入れ、周囲を気にしながら腰を振る。

　最初は猛烈に暴れていたケイシーだが段々と理性が戻り始めると甘い声を上げて尻を自分から動かし始めた。

　女を抱いている所なら別に見られても構わんが、見えない人間から見れば俺が一人で肉棒を出して腰を振っているように見えるからな。

変態にはなりたくない。




（気持ちよかったぁ　ごめんね　ヨグリさんが酷い事されたの見て訳わからなくなっちゃった）

「次から突然は止めてくれよ」

（この人の頭めちゃめちゃにしちゃった　ごめんね）

「いいさ、こいつの運がなかったんだ」

　こうしてケイシーは元に戻った。

　尚、彼女のぬいぐるみはそれからも延々とぐねぐねし続け、気持ち悪すぎるという家族と使用人の意見で箱に入れて町の外に埋められた。

　ケイシーが言うには恨みの塊みたいになっており、近くに置くだけで良くないモノらしいので誰かが掘り出したりしないことを祈ろう。

（女の子に酷いことしたら　私が出るよ）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王　ドワーフの友

麾下軍　私軍 護衛隊八〇名 他再編中

財産　金貨八四〇〇枚 労役（二〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍

家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（傷心中）
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第１１７話　お仕置き　♯







　居間に女達が集まり、中心にはノンナがどんと座って威圧感を撒き散らしている。

　俺は今は関わらないで欲しいとノンナが言うので端に座ってレアとセリアに囲まれてお菓子を楽しむ。

　レアは口が膨らむほどいっぱいにお菓子を放り込んで幸せそうに目が垂れている。

　セリアは静かに味わっているが口に放り込む速度はレアより早い。

　女性陣で一番お菓子が好きなのは実はセリアなのだ。




　だが和やかな俺の周りと違ってノンナの周りは緊張感が漂っている。

「ヨグリさん。怪我は大丈夫ですか？」

　同じ高さの椅子なのにヨグリは地べたに座っているようにも見えた。

「おかげさまで、なんとか」

　まだ冷やしたタオルを当てているが傷は残らないそうだ。

「おほん、では早速お聞きしたいことがあります」

「はい……」

「貴女をそんな目に合わせた男……その男と寝たんですか？」

「なっ！　何をいきなり！」

「答えなさいヨグリさん！」

　怒鳴りつけるようなノンナの剣幕に堪忍してかヨグリは小さく頷いた。

「寝たんですね？」

「……はい」

　そうだろうとは思っていたが気分のいいモノじゃないな。

　セリアを撫でて癒されよう。




「エイギル様の屋敷で暮らし、小遣いまでもらっておいて他の男に抱かれるなんて……」

　ノンナは信じられないとばかりに天を仰ぐ。

　彼女は一々動作が劇のようだ。

　だが他の女も非難するような視線を向け、ヨグリはますます小さくなる。

「はぁ……もう言っても仕方ありませんね。ではヨグリさん、怪我がよくなったら早々に荷物をまとめて出て行ってくださいね」

「え？　なんで？」

　ヨグリはポカンと口を開いた。

「当たり前でしょう！　他の男に抱かれる女をどうしてエイギル様が面倒見ないといけないんですか。同郷の方が近くにいるのでしょう？　そちらの村にお戻りなさい」

「そんなぁ……私まだやりたいことがあるのに」

「村に戻ってやりなさい。自分でラーフェンに家を買っても構いませんし」

　ヨグリは泣き声を上げて懇願するがノンナの態度は冷たい。

　他の女も助け舟は出さない。

「うー……そんなお金ないわ」

「なら頑張って美味しい小麦を作ってください」

　ノンナは話は終わりとばかりにお茶のおかわりを要求し、セバスチャンが迅速に応える。

　この老人は空気のように気配を消している上に、目の前で何が起こっても微動だにしない。

　万策尽きたヨグリは視線を俺に投げてくる。

　目が助けてくれと言っているが、彼女の後ろからノンナのきつい視線も投げられているのだ。

　残念だがちょっとした縁で一緒に居るヨグリと愛するノンナでは後者を優先するのは当然だな。

「お前の同郷は新しい村で問題なく暮らしている。飢える事もないしお前が戻っても歓迎してくれるんじゃないか？」

　逆に村に戻らないヨグリを心配しているかもしれない。

　いい機会だ。

「美味しいご飯……お酒……お風呂……」

　ヨグリは泣きそうな顔のまま四つん這いで俺の所に這って来た。

　上目使いが可愛いな。

「ねぇ……エイギル様ぁ……私出て行かなきゃ駄目？」

「駄目です」

　後ろからノンナの追撃が入るがヨグリは俺の説得に専念するようだ。

「はぁ、処女をもらった仲だ。嫌だと言うのを放り出すのも気が引けるが」

「馬鹿は一度痛い目見なきゃわかんないのよ」

　カーラが遠慮ない言葉をぶつけた。

　そう言うな、顔を殴られたのは十分痛い目だろう。

「そうだよね!?　お願い……もう他の男に近寄ったりしないしお金も無駄遣いしないからぁ」

　太ももに縋りついて前後に揺する。

　まるで小さな子供みたいなおねだりだが、大きな胸が当たって気持ちが揺らぐ。

「まったくしょうがないな……なら「駄目です!!」

　ノンナが絶叫した。

「他の男に身体を開くような女と一緒に暮らしたくありません!!　エイギル様は私とその女とどっちのを選ぶんですか!?」

　まぁ落ち着け。

「ヨグリをここに置くには二つ条件がある……一つは毎日ゴロゴロしないように規則正しく生活しろ、別に役目も与える。二つ目は俺の渡した金を変な男に貢いだ罰でも受けてもらおうか」

　身体を開いた事は気分が悪いが俺の女ではなかったからな。

「それと、これ以上ここに居るってことは俺の女になるってことだ。浮気は許さんし、俺の好きな時に抱かれてもらう。勿論子供も出来るかもしれんぞ」

「子供もかぁ……まぁ仕方ないわね」

「この女……!!　エイギル様甘すぎます!!」

　遂に物理的に動いたノンナを押し留めながら言葉を続ける。

「まぁ聞け、まず役目のことだが、お前の同郷がいる村とその周囲の村の状況を毎週一回、詳細に報告してもらう。当然自分の目で見に行くんだぞ？　護衛はつけてやる」

　丸一日かかるぐらいの範囲をアドルフに調整させよう。

　これを毎週やらせればベッドに根を張ってしまうこともないだろう。

　彼女の報告に何か期待する訳ではないが堕落を防ぐ意味がある。

「毎週周るの？　めんどくさいなぁ……」

「お前いい加減にしろ。張り倒すぞ」

　今の乱暴な声は誰だ？

　メルの方から聞こえた気がするが目をやると優しい顔で腹を撫でている。

　クウとルウが驚いた顔で母親を見ているが気のせいだろう。

　突然の野太い声に他の女は機会を失ったようだ。

「なら出て行くか？」

「わかった……やります」

「よし、後は罰の事だが……」

　少しばかり痛く抱いてやろうと思ったが言い出す前にノンナが遮った。

「待って下さい！　どうせエイギル様のことですからいやらしいことをさせるのでしょうけど」

　よくわかったな。

「少し痛くして終わりでは軽すぎます！　罰の内容は私達が決めます!!」

「ん、まぁ構わんが……あまり酷いことは駄目だぞ」

「ちょっと待ってよ！　私は「だまらっしゃい、浮気女！」

　ヨグリの抗議を黙らせて女達は全員で固まってヒソヒソ話を始めた。




「……尻を裂いて再起不能に」

「…………野菜詰めて」

「…………馬と」

「…………便を」

「黙りなさい馬鹿カーラ！」

　なにやら不穏な単語が断片的に聞こえてくる。

　ヨグリは脅えて俺を見てくるし、女性陣は更に盛り上がっている。




「……??」

「……じゃない？」

「……舌を……歯も……」

「メル……あんた怖いのよ」




「ひぃぃぃ……」

　あまり過激な事を言うなよ。

　脅えてしまってるじゃないか。

　やがて結論が出たのか女達は輪を解いた。

「エイギル様の要望通りいやらしいことでもあります」

「いや別にそういう事ではないんだが」

「覚悟してるわ……」

　あまりに酷い罰なら辞めさせるが少し楽しみだな。

　女達がヨグリに罰を説明すると彼女の顔が段々と歪んでいく。

　確かにかなりつらい罰だが、痛い事でもないし苦しいことでもないな、むしろ笑える。

「いいだろう。それを罰にしようか」

「そんなぁーーー!!」

　こうして罰は決定した。







　翌日　朝

　俺が家に居る時、飯は家族全員で食べる。

　今も食堂に集まった全員の前に料理が並べられている。

　いないのはヨグリだけだ。

「いつもご飯だけは起きて来るんですけどね」

「今日は罰を受ける初日だからな。さすがに抵抗があるんだろう」

　言っているとドアがゆっくりと開いてヨグリが入って来た。

　俯いて静かに歩いて末席に座る。

「揃ったな、じゃあ喰おうか」

　全員が食事を始めるが、今年三歳になった娘のスウがヨグリを見続けている。

「ママ～はだかんぼ」

　使用人達もヨグリを見ながらヒソヒソと話をしている。

「変態……」

「変態よ」

　それも当然、ヨグリは一糸まとわぬ全裸なのだ。

　使用人達もさすがに顔を顰めている。

　俺が女を抱く中で使用人に見られることはよくある。

　リタを空き部屋に連れ込んで挿入中にメイドが掃除に来たこともあるし、メイドを部屋に待機させたまま妻達を抱くことも珍しくない。

　だがそれでもさすがに食堂や廊下を全裸で歩き回る女はいない。

　俺に抱かれている訳でもなく、一人で裸になっているのはどう見ても変態の所業だ。

　早く食べ終えて部屋に戻るつもりなのかヨグリは食事を一気に掻き込む。

「ヨグリさん下品ですよ。もっと落ち着いて食べてください」

「うぅ……鬼ぃ……」

「何とでも言いなさい浮気女」

　ノンナはまったく容赦がないな。

　これが女性陣が決めた罰……ヨグリは一週間の間、一切服を着てはいけないらしい。

　もちろんメイドや男の使用人の前でも剥き出しでいなければならない。

　暖炉には余分に火を入れているので廊下以外はそれほど寒くはないだろう。

　全裸のヨグリを観察しながら飯を食う。

　以前よりも全体的に肉付きがよくなったのは食っちゃ寝の生活で少し太ったようだ。

　股間の毛も濃いな、手入れをしてなかったみたいだ。

「うわーん！　こんなのいやぁ！」

　泣き言を言うヨグリ。

　だがここで許してしまっては罰にならない。

　しっかり一週間務めてもらおう。




　その後、罰は緩和されることなく一週間続きヨグリは裸体を晒し続けた。

　屋敷のメイドには軽蔑の目で見られ、出入りの商人の間でも話題となった。

　そして何より豊満な体をしているヨグリは庭師や調理担当など若い男達にとって格好の自慰の対象となっていたらしい。

　ちなみにクロルもモノが擦り切れるぐらいこすっていたと、ケイシーが笑いながら報告してきた。

　あまり覗いてやるなよ、新しいぬいぐるみをつけておかないとな。

　ヨグリはこの一週間で随分やつれてしまった。

　ちゃんと罰も受けた事だし少し甘やかしてやろうかな。




「と言う訳だから甘やかしてやる。何か希望はあるか？」

　夜にヨグリの部屋に訪れ、駄文を書いている彼女の頭を撫でる。

「……明日から服着て部屋出れると思うだけで十分幸せよ」

　まぁそう言わずにと机から彼女を持ち上げてベッドに移して服を剥ぐ。

　ついでに俺も服を脱いでおこう。

「要は私の体が欲しかったの？」

「そういうことだ」

　以前より少し柔らかくなったヨグリの身体をぎゅっと抱き締める。

　彼女は抵抗せずにされるがままにベッドに倒され、俺の頭に手を回してきた。

「ごめんなさい……他の男にされちゃって……」

「もういい。長い間構ってやれなかったからな。これからはそうはいかんぞ」

　熱いキスを交わし、逸物と女穴を愛撫し合う。

　どうせなら前の男と比べさせて抱き、寝取る気分を味わおうか。




「俺のモノはどうだ？　あの男よりも良いか？」

「良いも何も大きさが違い過ぎるわ。これだけ大きいのに石みたいに硬いし……これに勝てる男なんているの？」

　うむ、逸物勝負では勝った。

　次は技術だな。

　ヨグリを逆さにして上に乗せ、股間に口を付け、彼女には逸物を咥えて貰う。

　これは前の男との勝負なのだから徹底的に愛撫しよう。

「ちょ！　いきなり激し！　わぁっ！　すごいよぉ……」

　物凄い水音を鳴らしながら穴を徹底的に攻めるとあっと言う間に逸物への愛撫はなくなり、散々声を上げた後に潮を顔に浴びせられた。

「ごめん……噴いちゃった……こんなの我慢できないよぉ」

「すごい量だったな。前の男より良かっただろう？」

「今日はそういう趣向なの？　……比べ物にならない。ハーネスはちょっと触ってからすぐ乗ってきて腰振るだけだったから」

　愛撫の技術も俺の勝ちだな。

　いよいよ本番と行こう。

「入れるぞ？」

「ゆっくりね、あと深呼吸させて」

「大げさだな」

「久しぶりだもの。この大きさは覚悟がいるのよ」

　力を抜いていくヨグリの腰を押えてゆっくりと逸物を沈めていく。

「あぅぅぅ……ふっとい……んぐっ!!」

　以前より奥まで入った。

　肉が付いた分、前よりも余裕が出来ているんだな。

　それでもまだ八割程度しか入らないが。

「あう、子袋まで届くし……何より極太、入れてるだけでお腹が広げられていくみたい」

「俺の方がいいだろう？」

　言いながらゆっくりと動かし、肉傘で入り口近くの弱い場所をゴリゴリこする。

　途端に愛液が溢れて逸物が生暖かくなる。

「そりゃこんなの堪らない……。硬い傘がこすれるっ!!　ああっ!!」

　入り口をこすり、感じ始めたのを見て更に奥を強く突く。

　ヨグリは悲鳴を上げながら悶えるが許さない。

　もう他の男が見えないように完全に俺の逸物の虜にしておこう。

「ああーー!!　も、もういってる!!　ひぃぃぃぃ!!　すこ、少し休ま、うあぁぁぁぁ!!」

　女の抵抗などか弱いものだ。

　両手を頭の上で押さえつけて腰を動かし続ける。

　何度か本格的に昇天したらしく潮を撒いて身体を痙攣させるが腰の動きは止めない。

　途中で一度意識を失ったが、構わずに奥を勢いよく突きまくって強制的に目覚めさせる。

　快楽地獄のような性交を数時間続け、水分の補給も兼ねて腰を止めてヨグリを起こす。

「あぅ……はぅ……あひ……」

「どうだった？」

「いい……すごい……あぁ死んじゃうよ……ハーネスのなんて比べ物にならないわ。もうこれだけでいい……このチンポすごいよ……」

「もう俺以外に抱かれないか？」

「うん、もうエイギルさん以外のチンポなんていらない。これで徹底的に可愛がって……」

　可愛い奴だ。

　じゃあそろそろ終わりにしようか。

　腰の動きを再び速めると何度も絶頂と失神を繰り返していたヨグリはすぐに限界を迎える。

　俺も精が玉から上がってきている、これが止めになるだろう。

「ヨグリ、お休み」

　ドシンと一番奥に逸物を食い込ませ精を放つ。

　組み敷いた彼女は無言のままで口を開いて仰け反った。

「あぁ……たっぷり出るな……」

　俺の呻きとヨグリの声にならない息が漏れるような叫び、そして精が飛び出る粘着質な音が鳴る。

　腰を小刻みに振って種を出し切った時、股間に温かい感触が広がる。

　また潮を噴いたのかと思ったが量が多すぎる上に異臭までしてくる。

「あーあ、漏らしたのか」

　調子に乗って昇らせ過ぎてしまったようだ。

　逸物を引き抜くと、がに股のまま更に尿が零れている。

　ベッドも酷い状況だ。

　これは使用人達に相当な手間をかけるだろう。

　ただでさえ全裸生活のせいでヨグリの評判は地を這っている。

　その上、ベッドに小便を撒いたとなれば使用人達からも酷い扱いを受けるかもしれない。

　俺は風呂に行きたいし、メモを残しておくか。

　紙を探すがヨグリが物書き用に揃えている紙しかない。

　これは結構貴重らしいし、メモに使ったら可哀相だな。

　仕方ない、ヨグリの身体にインクで直接書いておこう。

　書く場所が少ないから文字数を絞らないといけない。

「放尿は命令」これに俺の署名をして置こう。

　これで放尿は俺のせいになってヨグリが攻められることはなかろう。

　さて、風呂でも入るか。




　翌日、使用人達の間でヨグリが俺に罰を受け、肉便器として調教されてしまったという噂が流れた。

　使用人達の目が厳しくなることはなかったが生暖かい視線を向けられることになってしまったようだ。

　更にヨグリの方も全裸生活のせいで耐性がついてしまったのか、人前での性交にも抵抗がなくなってしまい、セバスチャンやメイドのいる居間でも平気で逸物をしゃぶってくるようになった。

「ついに場所も弁えずに……風紀の乱れここに極まれり!!」

　マイラのこめかみに血管が浮ぶようになり、彼女は何かを決意したようだった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　私軍 護衛隊八〇名 他再編中

　財産　金貨八二〇〇枚 労役（二〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）マイラ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（他称肉奴隷）

　ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル　ピピ（従者）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）レオポルト（参謀）

　アドルフ（内政官）ギド（護衛）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数九九人　産ませた子九人

ちょっと時間がないのでストーリーが止まってます。

次回は別視点行きたいですね。










第１１８話　次への準備







　王都ゴルドニア　王宮

「余はマグラードとの関係を永続的なものにするつもりはない」

　重臣達を前にゴルドニア王は静かだが重々しく宣言する。

　それは停戦が終わればいつでも再度侵攻するという意味だったがその場にいる者に驚きは無い。

　王がマグラードとの一年停戦を望んで受けいれた訳でないことは明白だったし、戦力が整えばその期間さえも破って侵攻を開始するものと理解していた。

「財務卿、国庫の具合はどうか」

「は……残念ながら春の人頭税を前提としても我が国の財政は近年無い程逼迫しております」

　王の機嫌は目に見えて悪くなり会議の空気は重い。

「アークランド戦争から続く大戦争が短期間に二度、その戦費は軍の拡張と並んで莫大な出費です。更にその……西岸への上陸失敗による損失の補填が追い討ちを……」

「よい、余のミスでもあった。口に出しても咎めはせん」

「は……。戦争によって得た領土……特にトリエアの大都市は王領となっておりますが、一年二年で戦費を補填する程の税収が上がるわけではありません」

「トリエアからの略奪品は足しにはならんか」

「残念ながら王家がマグラードに脱出した際、王家の主要な財宝はほとんどが持ち去られていました」

　王家以外の貴族の財は接収したが、莫大な戦費を補填出来るほどあるはずもない。

　王は不機嫌に報告を了承し、続いて外務卿たるケネスを見る。

「トリエアを併合したことで南部諸国への道も拓けた。交易など出来んか？」

「現在外交官を送って接触を試みています。しかしながら長年の隣国であったトリエアを武力で潰した我が国への警戒感は強く、即座に大規模に交易を始める雰囲気ではないようです」

　長年の隣人が突然殴り倒され、話でしか聞いたことのない者がやってきた。

　そして手を伸ばしてこれから仲良くと言われても信じることは出来ないだろう。

　信頼の醸成には相応の行動と期間が必要だった。

「更に我が国にとって最大の交易相手、オルガ連邦との交易にも影が落ちています。連邦との交易は大口のほとんどが船を使って行われています。その両岸の国家が敵対していますので……」

　陸路街道も整備されているが馬車で遠路を行く交易は効率が悪く、冬季は更に条件が悪くなる。

　よって北部や東部など限られた地域や金のない行商人以外は基本的に河を使う。

　だが船は大量の品を積める分、沈んだり奪われれば名のある商会でも引っくり返る程の損害となることもある。

　停戦中とは言え、敵対する両国の間を通る交易から手を引いたり、規模を絞る商人も少なからず出てきているのだ。




「やはりマグラードを一息に潰せなかったのが痛かったな。ラッドハルデ卿……軍の建て直しはどうなっている」

「現在中央軍は五個の兵団、七万五千の規模にまで兵力を回復しておりますが新たに募兵した者は練度が低く訓練にはしばらくの時間を有します」

「仕方あるまい。余もすぐに行動を起こせるとは思っておらぬ故、十分に鍛えよ。資金に関しても優先的に入れる。マグラードを取り除けば財政も回復しよう。逆に梃子摺れば少々節約した所で意味は無い」

「ありがとうございます。して王はどの辺りまで軍の拡張を考えておいでですか？」

　王は僅かに不機嫌顔をやめて笑みを浮かべた。

「八個兵団十二万、この程度がゴルドニアの力から考えれば適当だろう」

　会議室から声が漏れる。

　軍人からは期待の声、内政官からは不安含みの驚愕の声だ。

「は……ではそのように編成いたします」

　ゴルドニアはトリエア王国、ユレスト連合を吸収したことによって人口は二百五十万を超える国家となっている。

　人口から考えれば余力は十分だが、武力で併合した両国の民が進んで軍に加わるとは考えにくく、十二万と言う数字はそれほど余裕のある数字ではなかった。

「これだけあればマグラードも圧倒出来よう。して何か問題はあるか？」

　王は笑顔で構想を語る。

　機嫌を取るなら「何も問題ありません」と答えるべきだったがエイリヒは残念ながらそう言えなかった。

「残念ながら二つ程あります」

「……言ってみろ」

「一つは広大になった国境線です。トリエア併合で発生した南部諸国との国境線はともかく、マグラードを警戒するには河沿いの全域に兵を置いて監視せねばなりません。……残念ながら今、河を支配しているのは彼らです。その気になれば彼らは何処にでも上陸出来るでしょうから」

「ふむ……広域に兵を分散してしまっては訓練にも編成にも支障が出るな」

「はい、一応大きな町に駐屯地を作って警戒していますが。それでも範囲が広すぎます」

　中央軍はそもそもがまとまって強力な敵と戦う為の部隊であって日々の警備や治安維持の為の部隊ではない。

　そういった役目には別に警備軍がいるが、彼らは装備のこともあって本格的な侵攻には対抗出来ない。

　双方が役割を分担することが必要だが、残念ながら両者の指揮系統は完全に異なる。

　王軍総司令官グドロア＝フーバー侯爵との確執もある。

　彼は軍の最高司令官に任じられているが更に上位者たる王が直接中央軍司令官エイリヒに命令を出すのでその地位は形骸化している。

　但し中央軍以外の王軍、つまり警備軍にはまだ影響力を持っており自らの地位を誇示しようとする。

「そうだな……こちらが動けぬのもいい機会。思い切って軍の形も変えるとするか」

　そう言って王は側近に文書を持ってこさせる。

　思いついたように言いながらもしっかりと準備され、機会を待っていたことは明らかだった。

「本日を持って全ての王軍・国軍を解体する。そして新しくゴルドニア王国軍を立ち上げ、全てを統合するのだ。中央軍・警備軍・近衛軍、王領の治安部隊も全てだ」

　これにはさすがに武官、文官全てから驚きの声が上がる。

　驚いていないのはエイリヒとケネスのみ、事前に伝えられていたのだろう。

　そして何より呆然とした顔をしているのは王軍総司令官グドロア＝フーバー侯爵だった。

「お、お待ち下さい！　総司令官の私は何も聞いておりませんぞ!?」

　慌てて王に食い下がるが、反応は冷たかった。

「そうであろう。余が今決断したのだ」

「しかし一声ぐらいは……」

「余の決断にそちの助言が必要かは余が決めることだ」

　王は冷淡に言って全員の顔を見る。

　エイリヒを除く武官達も一様に不安げな顔をしている。

　大規模な再編成、それも裏を知らなければ王の気まぐれにも思える状況だ。

「心配はいらぬ。部隊の人事や編成まで変えはせん。軍に無用の混乱を起こすことは本意ではない」

　王の言葉にほとんどの武官が安堵の息を漏らすが、表情が凍ったままの者達もいる。

　第一声で自らの総司令官たる地位が奪われることが確定したフーバー侯爵とその側近達だ。

「新たに編成するゴルドニア王国軍はその傘下に今の中央軍、警備軍、そして近衛をも統合する。その最高司令官には……」

　全員に緊張が走った。

　王の言葉から考えれば新生王国軍は王が持つ兵力全てを統括する強大な組織だ。

　その最高司令官となれば権力は一大臣とは比較にならない。

　その地位に相応しい人物は格で考えるならば元王軍総司令のフーバー侯爵以外にはないが、彼が王に嫌われていることはこの場の全員が知っている。

　まさかとの思いで全員の視線が一人に集中する。

「ラッドハルデ伯。戦功、能力、いずれで考えてもそちしかおるまい。受けてくれるか？」

「非才の身なれど、一命を賭してお受けいたします」

　王に野次を飛ばす訳にはいかないが不満や驚愕などが地を這うような呟きとなって議場を満たす。

　ゴルドニアの軍権力は王の下、エイリヒに集約されたのだ。

「さて、これでそちは思うとおりに全ての軍を動かせる。警備軍と……中央軍と呼ぶ必要ももうないか、何か相応しい名を考えておこう。……それらを好きに配置、増強することが出来る。これで問題は解決するか？」

「勿論です陛下」

「よし、委細は後で詰めよ。話が飛んだがもう一つあったな？」




　あくまで話の中で出てきただけと言う流れにフーバー侯爵は思わず立ち上がった。

　本来は数ヶ月かけて議論され、年単位の時間を持って実行される大改造なのだ。

「お待ち下さい！　国家の軍の一大事をそのように安易に決めてはなりません！」

「安易？　侯爵はゴルドニアの支配者たる余の決断、余の令を安易と言うのか？」

「う……そういう訳ではありませんが……」

「ならば何か」

　あくまで王の言葉は冷たい。

　ここまでつらく当たることも無かろうにと言う同情の空気さえ場には漂う。

「わ、私とて今まで王軍の総司令を務めてきた自負がございます。なんの落ち度もなく、唐突に役目を奪われては他の忠勤の者達への動揺も広がりましょう」

　王は少しだけ考えるふりをする。

「ふむ、今回の事はあくまで再編であって、そちへの咎めのつもりはないのだが……。無役と言うのも無慈悲に過ぎるか。ではそちは警備軍の司令官でもやるか？　どうせ今までとやることは大差あるまい」

「それはっ!!」

　今までとは根本的に違う。

　あくまでエイリヒの上官として位置していながらも事実上中央軍に手出し出来なかった今までと違い、王国軍の下にある警備軍司令官になることは正式にエイリヒの部下となることだ。

　代々続く侯爵が新興伯爵の配下となる。

　到底受けいれられることではなかった。

「そ、それはあまりにも無体……」

「なんだ我侭な奴だな。ではそちは予備役の司令官として置こう。戦時に〝必要があれば〟ラッドハルデ伯の判断でそちに兵団を任せることになる。それでよいな？」

　これでも配下に付く事は変わりない。

　だが常時指示を受ける訳ではなく、伝統的にも総司令官より爵位に優れる老将が予備役として非常の備えにされることは珍しくなかった為、尊厳は傷つかない。

　もっとも本当に召集されるかは甚だ疑問であった。

　フーバー侯爵は力なく席に着き、周りの取り巻きはざわざわと騒いでいる。

　彼だけではなく、彼についてきた者にとっても一大事だった。




「話が折れてしまったな。もう一つを聞こう」

「はい、兵力の増強に関しまして、一兵卒の増強はなんとか予定通りに進めておりますが中級指揮官の数が圧倒的に足りません。希望者はいくらでもおりますがそれなりの技量を持った者となりますとほとんどいないのが実情です」

「指揮官？　育てる訳にはいかぬのか？」

「実戦経験は不問にするとしても基礎的な教育すら受けていない者を一から教練する訳にもいきません」

「……既存の騎士と貴族の家系に限られるか」

「はい」

　騎士や貴族の嫡子などは最低限必要な教育を受けている。

　しかしながら伝統貴族の彼らの中にはエイリヒ他、新貴族が要職を占める中央軍への参加をよしとしない者達も多い。

　よほど困窮していれば別だが、領地を持ち、家にも余裕がある彼らがわざわざ王の軍へ参加する必要もなかった。

　そしてエイリヒが事実上軍の頂点となったことで更にこの傾向が強まることが予想された。

「余からも再度軍への参加を呼びかけはする。だが強制することもできんな……。教育か……ふむ、それについては余がなんとかする。当面は現状で最善を尽くせ」

　王は面白そうな笑顔を浮かべる。

　エイリヒもそれ以上は語らない。

　最高司令官として最善を尽くすことが彼に与えられた使命、それよりも上位のことは王が成すべき事だった。

「軍はより効率的にするが、内務もそれに応じて効率化せねばならん。外務、財務、商業、農業と別々に意見を集めるのは非効率であるし、無用な齟齬や誤解を生むことにもなる」

　次は内務かと文官達に緊張が走る。

「ボールドウィン外務卿、そちが大臣達をまとめよ。外務は兼任でこなせ」

「は、身に余る光栄にございます」

　再び場はざわめくが当人とエイリヒは動じない。

　全て予め決まっており、機会を待っていただけのことだったのだ。

　それでもエイリヒの表情にはやや不愉快な色も見える。

「名称は……そうだな政務総監とする。ラッドハルデ卿もこれにあわせて軍務総監としよう。この二つの新職を持って我が国はより一層の発展を成すだろう」




　微妙な顔をする文官達の中で喜色を放っているのはケネス子飼いの者達、更にエイリヒ子飼いの新貴族達も喜びの表情を浮かべる。

　一方で憤怒に染まっているのは元王軍司令官本人とその一派だった。

　今にも切りかからん程の殺気を纏い、会議終了の合図と同時に一言もかけることなく全員が退席した。

　反面、実質はケネスの下に置かれることとなった大臣達も不愉快な顔を浮かべているが、事前に根回しをしていたらしく表立っては反発せず心にもない賛辞を述べる。

　こうして本来宰相が行う役割が政軍と分けられる形で二人の人間に担われることとなった。

　両者は互いに祝福を交わしながらも最後まで笑みを向けることはなかった。
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　同時刻　ラーフェン

「ヨグリがノンナにいびられてる？」

「そう、事あるごとにネチネチと聞いてるこっちが不愉快よ」

「ヨグリさん。働かずに食べるご飯は美味しいですか？」

「あら、おでかけ？　今度はどんな男と逢引ですか」

「ヨグリさんもお体を大事に、例の男の種でそろそろ腹が膨らむのでしょう？」

　カーラの声真似に思わず笑ってしまう。

　ノンナの真似が一番うまいのは間違いなくカーラだ。

「まぁヨグリが悪いのはわかるけど、あんまり追い詰めてもいけないでしょ」

　ヨグリは元々気が強い方で言われるまま小さくなる女ではない。

　言い返せないのは負い目があるからだが、罰も受けたし仕事も与えた、これ以上責めるのも可哀相だ。

「ノンナの嫌味は本当に腹が立つらしいからな」

　ミティを抱いた後のまどろみの中で聞いたことがある。

　喧嘩になってもその場で終わってしまうセリアやカーラと違ってノンナはいつまでも言ってくるらしい。

「ノンナは粘着気質なのよ。……ちなみに直接言っちゃだめよ？　ヨグリが告げ口したと思われたらもっと酷くなるから」

「カーラも気が回るようになったんだな」

　以前のこいつは無遠慮の塊みたいだった。

「あたしも成長したってこと。ミティと違ってヨグリには味方いないしエイギルが気にしてあげて」

「あぁ、俺も家の中で喧嘩されたらいい思いはしない。ノンナをなんとか宥めてみるよ」

　カーラが言うにはヨグリを直接責めるのはノンナで一番やばそうなのがメルらしい。

「それとね、私ちょっと外出してきていいかな？　くぅ……こすれる」

　カーラは言いながら顔を少し歪めて腰を上げる。

　射精して少し柔らかくなったが肉傘が引っかかって抜けないようだ。

「構わんが遠出なのか？」

「うん、そうね。一週間ぐらい出るかも」

「長いな」

　カーラは結構自由に外出して、町の外を馬で走ったりもしているようだが一週間は無かった。

　だからこそ許可を求めたのだろうが。

「うん、用事があるのよ。エイギルにも良い事だからさ」

　あえてぼかしたのだから言う気はないのだろう。

「外出は構わんが危なくないか？　妻を危険な旅に出すわけにはいかんぞ」

「んー、まぁ絶対安全じゃないだろうけど、それを言ったらどこにもいけないしね」

「じゃあ護衛を「いやよ、そんな知らない人と一緒にいるの」

「なら俺も「今エイギルいなくなったらノンナがヨグリを苛めまくるわよ」

　少し心配だが仕方ないか。

「せめてシュバルツに乗っていけ。あいつなら盗賊や魔物は振りきれる」

　それに万が一の時、奴は命に代えても女を守る。

　特にカーラには特別なついているからな。

「ん、そうね。シュバルツならあっと言う間に着けそう」

「それと……浮気するなよ」

　冗談めかして言ってやる。

　もしカーラが浮気したら俺は相手の男を殺してしまうだろう。

「しないわよ。あたしがどれだけエイギルに惚れてるか知らないの？」

「すまんな、知ってるよ」




　あついキスを交わす。

　キスの中で俺の逸物が再び硬くなるのを感じたカーラが悪戯に言う。

「でもシュバルツのモノを興味本位で味わっちゃうかも」

「こいつめ、帰って来たら隅々まで調べてやる」

　カーラは笑いながらソファに転がってうつ伏せになる。

「隅々ってどこまで？」

　振られる尻、散々使われてうすく開いた穴ときゅっと窄まった穴。

　どちらもだらしなくしてやる。

　カーラの腰を掴み、逸物を普段より高い場所に当てた。

「いやん、お尻を掘られちゃう」

「覚悟しろ……」

　腰を突き出すが中々入っていかず、掴んだ尻が白くなるほど力をこめる。

　こちらを使う時はかなり無茶をしないと入らないのだ。

「が……ぐ…………ぐぅ……おぉぉぉぉぉぉ…………!!」

　カーラの声も可愛いものから獣のように変わっていく。

　尻を切らないようにゆっくりと腰を進め、遂に根元まで押し込んだ。

「はぁ……はぁ……ふー、ふー」

　カーラは冷や汗を垂らしながら息を荒げるが以前のように出血したり激痛を感じたりはしないようだ。

「カーラ、いい尻の穴だ。気持ちいいぞ」

「エイギルに広げられたのよ……それでもぎちぎち……いいわ、ゆっくり突いて」

　言葉に甘えてゆっくり、本当にゆっくりと体全体を動かしてカーラの尻穴を味わう。

　尻穴の中はとても熱く、入り口が根元を締めるので更に大きくなってしまった。

「あぁっ！　痛くて……苦しいのに……気持ちいい!!」

　ほんのわずかな動きでもカーラはびくびくと震えて大きな声を出す。

　尻穴での交わりは本当に女を支配した気になるな。

　嗜虐的な快感を得ながらゆっくりと腰を動かしていると扉がすっと開く。

「誰かいますか？　ハードレット卿に軍の再編のことで……うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　現れたのはマイラだった。

　彼女はレオポルトと並んで休暇を終えて再び召集されている兵士の訓練に当たっていたが、その報告にきたらしい。

「見ての通りだ少し待ってくれないか？」

「ノックぐらい……！　あぅ、エイギル……なんで見られて膨らむのよ！」

　カーラはマイラに文句を言おうとしたが逸物が膨らんだせいで余裕がなくなった。

　仕方ないだろう、女に見られながら女を抱くのは結構好きなんだ。

「ノックも何もここは居間です！　こんな場所で交わるなんて……ひぃいいいい!!」

　今度はなんだ？

「し、尻で!?　ありえない……なんて不道徳……不潔な!!」

　俺の逸物が尻に突き刺さっているのを見て尻餅をついてしまったらしい。

　どうにも雰囲気じゃなくなってしまった。

　一回抜くか。

「抜いちゃ駄目！　そんなカチカチのまま引き抜かれたら肉傘でお尻が裂けちゃう！」

　そういえば前にカーラと尻でやっていた時にノンナが来て慌てて抜いたんだったか。

　その後しばらくカーラは薬の世話になっていた。

「というわけだ悪いな」

　俺は尻餅をついて呆然とこちらを見るマイラの前でカーラの尻を犯し続けた。

　俺もカーラも尻穴での背徳的な交わりに興奮し、二頭の獣となって声をあげ、絶頂したのだ。

「行くぞ！」

「きてっ！」

　最後の瞬間カーラを持ち上げ、床に座り込むマイラの眼前に結合部を晒すようにして大量に射精した。

　逸物は根元まで沈み、臓腑を圧迫される感覚にカーラは全身から汗を流しながら流れ込んでくる種汁をたっぷりと味わったのだ。

　長い射精が終わると逸物は役目を終えて小さくなり、自然と尻穴から抜け落ちる。

　その瞬間にカーラは顔を青くして腹と尻を押さえてゆっくりと部屋を出て行く。

　尻穴を使った後は何も言わずにトイレにいかせてやるのが暗黙のルールだ。

　俺は種汁が多いので便秘の解消にはいいらしい。

「さてなんの用だった？」

「……逸物を拭いて下さい!!　そもそも早くしまって下さい!!」

　細かい奴だな。







「オホン、それではご報告します」

「マイラ、そこは汁が飛んでるぞ」

「ひいっ！　……軍の訓練は順調、但し本格的に数を戻すには時期尚早とのことです」

「そうだろうな……」

　戦争前は三千居た私軍だが、確固たる目標がないのにその数を維持するのは難しい。

　何しろ彼らは他に食い扶持がないのに加えて戦場での略奪品を自分で取れるからこそほとんど無給でも集めることが出来たのだ。

　ラーフェンもそれなりに発展してきており、今では兵士以外にいくらでも働き口はある。

　更にすぐには戦争をする予定もない。

　となれば当然、人並みの賃金を求めるはずで、月金貨一枚でも毎月三千枚が消えることになる。

　まともな練度の兵士なら月二枚求めても不思議ではない。

　とても今の収入では維持出来ない。

「それと新たに得た領土、所属は変わりましたが現状手付かずで、便宜上我らに降伏したトリエア時代の領主がそのまま代官として管理しています」

　アドルフも言っていた。

　今はどの道、手も金も足りないから彼らに任せて放置し、余裕が出来てからなんとかするらしい。

「兵を春までに千程度まで揃え、弓騎兵千と合わせて軍を形成して南部地域を周ります。これは新領主が誰か民に知らしめると共に、現在の代官達の更迭や配置換えを判断した際の抵抗を潰す為でもあります」

　新領土は戦時中に一度中央軍が清掃している。

　その際に兵力は奪われているので二千もあれば十分だろう。

「威嚇しつつ、こちらの好きなように人事をいじるってことだな」

「そうですね。レオポルト殿は激発してくれればありがたいとも言ってました」

　あいつらしいな。

　そうすれば代官の元領主は一族まとめて皆殺しで大変わかりやすい。

「そしてこれは私からの要望と提案なのですが……」

「ん？　言ってみろ」

「若干の軽騎兵と三〇程度の軽歩兵をお預け願えませんか？」

「何に使うんだ」

　マイラは俺を軽く睨む。

　怒られるような事をした覚えはないが。

「ラーフェンの町の風紀を正すのです！　娼館に立ち入り検査し、街娼を取り締まります！　無頼の輩は町から放り出し、いかがわしい酒場に変わってもっと健全な店を！」

「却下だ」

「何故ですか!?　このままではこの屋敷のみならず町全体が淫獄となってしまいます！」

「若い男が多いのに娼館と色の店を無くしてどうする。それこそ女を犯すぞ」

「そ、そうならないよう厳罰を持ってこれを誅します!!」

「機嫌よく働いて女を買ってる奴らを囚人にしてどうする。それこそ損失だ……それに娼館を潰したら娼婦も行き場がなくなる。路肩に座って銅貨数枚で股を開くしかない」

「べ、別の職を斡旋するのです」

「今まで男に抱かれることしかしてこなかった女達にか？　そういう教育も悪くないがいきなりは無理だ。人は一週間食わないだけで死ぬんだぞ」

　マイラは育ちが良いし性格もあってか色事を良く思わない所がある。

　特に娼婦や卑猥な催しをする酒場等は嫌悪していると言ってもいい。

「勝手な取締りは許さんが発想は悪くない。何人かつけてやるから変な店を見つけたら教えてくれ」

　普通の娼館なら問題ないが町が大きくなると色々なものが増えてくる。

　小さな子供を抱かせる店や、違法に捕えた奴隷を扱う店もあるかもしれない。

　そういうのを潰していくのは正しいことだし、もしかすると美女を救って俺の女に出来るかもしれない。

「もちろんです！　法に触れる輩は全て一掃してやりますとも！」

　マイラは決意を新たにズンズンと部屋を出て行く。

　本当に大丈夫だろうか。




　小腹が減ったな。

　中途半端な時間だが料理人に言って軽い物でも作ってもらおう。

　一つ伸びをしてから廊下を食堂に向けて歩いていると甲高い声……ノンナか。

「ヨグリさん！　昼間からまたふらふらしているんですか!?」

「ち、違うよ。ちょっと小腹が空いたからパンでも貰おうと」

「まぁ、調理人と浮気でもするつもりなんでしょうか」

「そんなことする訳ない！　なんでそんなこと!!」

「きゃっ!?　私に殴りかかるつもりですか？　野蛮で浮気性なんて救いようが……」

「手なんて出してないのに……」

　あぁ……こういうことか。

　まったく困ったもんだ。

　俺が気付いていない振りをして顔を出すとノンナは一瞥してから俺の胸に飛び込んできた。

「エイギル様！　この女、怠けているのを注意したら私に乱暴するんです」

「そんなぁ……」

「わかったよ。注意しておくから居間に行っているんだ」

　ノンナは俺にキスをしてからその場を立ち去る。

　だが注意して見ていると廊下を曲がる所で邪悪な笑みを浮かべていた。

　彼女の少し黒い所も可愛いんだがな。

「さてヨグリ」

「はい……ごめんなさい」

「謝ることはしてないだろ？　聞いてたよ」

　ヨグリは安堵したように俺を見るが目には少し涙が浮んでいた。

　彼女も性格は直情的でネチネチと言われることに慣れていないのだろう。

「私が悪いのは……わかってるから我慢するよ」

「罰は受けたんだ。俺は気にしてない……但しノンナと他の女に何を言われても絶対に手を出すな。それをやったら俺はかばわん」

「うん、分かってます」

　よし、ならばいい。

　少し助け舟を出してやるか。

「メリッサはお前がちゃんと生活していればしつこく責めて来る事はない。困ったら助けてもらえ」

　メリッサはマリアとカトリーヌと一緒に居る事も多い。

　マリアも優しい性格なのでヨグリが再び堕落しなければつらく当たることはない。

　二人程話せる人間がいれば孤独感もないだろう。

「ありがとう……」

「後、イリジナも面白い奴だぞ」

　あいつは馬鹿だからな。

　そもそもなんで揉めたのかもわかってなさそうだ。

「どうしてもつらくなったら言え、なんとかしてやる」

　あくまで俺はヨグリより妻達を優先する。

　だが彼女達を立てたままヨグリを救ってやることもきっと出来る。

「うぅ、なんで私こんないい男の所に居たのに他の男に目が行ったんだろう……」

　ヨグリが鼻をすすりながら抱きついてきた。

　柔らかい乳が腹に当たって潰れる。

「そうだ、もっと俺に惚れてくれ。他の男なんか見えないぐらいにな」

「うん、もっと惚れるよ。身も心も上げちゃいたくなるぐらいに……」

　俺に抱きつくヨグリの頭を撫でているとワイワイと騒がしい一団が廊下を通る。

　腹の大きいメルを中心に二人の幼児をそれぞれ抱き上げたクウとルウだ。

　彼女達はヨグリが泣きながら肩を震わせているのを見て、俺に軽く挨拶して足早に通りぬける。

　そしてすれ違い様。

「調子に乗るなよ」

　発生源のわからない低い声。

　一瞬ケイシーを探してしまったが彼女はさっきベランダで日光浴したまま眠っていた。

「ひぃっ！」

「……まぁメルにはあまり近寄らない方がいいかもな」




　その後、何者かがノンナにヨグリが俺の胸で泣いていたことを密告し、怒り狂ったノンナを宥めるのに少々の手間を取られてしまった。

　全て綺麗にとはいかなかったが、それでも潔く頭を下げてメリッサやマリアに面倒を見て貰い、なんとかヨグリが完全に孤立することは避けられたようだ。

　ちなみにヨグリの書いている物語を暇つぶしに読んでみたが、文が絶望的に幼稚で見るに耐えないが話自体は結構面白かった。

　ちゃんと表現や文体を勉強したらそれなりに見れるんじゃないだろうか。




　いよいよ冬も終盤となった頃

「失礼致します。旦那様、お手紙が来ております」

「セバスチャンか」

　手紙は一通が王都から、春の召集命令だ。

　普段は領地にいる領主貴族も年一度は王都に赴き、王に挨拶して臣従を確認する必要がある。

　今年は冬に戦争が終わって王に会っているが、それでも慣わし通り春には行かねばならんらしい。

　まぁそれはいい。

　年一度の命令ぐらい聞いてもバチは当たらない。

「もう一通……か」

「一通にございます」

　もう五〇通と言ってもおかしくない紙の束を前に俺は溜息をついた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　私軍 一三八〇（弓騎兵千）

　再編中

　財産　金貨七七〇〇枚 労役（二〇〇）召集一時金（三〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍

　家族　ノンナ（正妻）カーラ（出張中）メル（側室孕）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾孕）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ヨグリ（更正中）

　ケイシー（お化け）セバスチャン（執事）ミティ（愛妾）アルマ　クロル　ピピ（従者）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ（息子）クウ ルウ　ローズ（義理）

　部下　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数九九人　産ませた子九人








第１１９話　ラーフェン町案内







「うぅ……またこれを読むんですか？」

　げんなりしているセリアの前にはテーブルにどっさり乗った紙の束がある。

　差出人は言うまでもなくクラウディアだ。

「普段のやり取りだと一〇枚分ぐらいだ。これだけ送って来たってことは何か違うことがあるんだろう」

「ご自分で読んで欲しいです……」

　普段は俺に忠実で文句など言わないセリアが嫌そうな顔を隠さない。

　俺だってこんな無駄だらけの文を全部読むのは御免だ。

　しかもどうでもいい賛辞や挨拶の中に重要な用件が紛れているから読み飛ばしも出来ない。

「お手紙かぁ、すごい量だね」

　俺の傍にいるのはセリアとレアだけだ。

　ノンナやメルも顔を出したのだがあの女の手紙など見たくもないと連れ立って外食に行ってしまった。

「読めないからわかんないや」

　レアにも字ぐらいは教えてやらないとな。

「オホン……ではまとめますね」

　セリアが変な汗をかきながら手紙を読んでまとめていく。

　その内容は




「新年あけましておめでとうございます」

「今年の春、ゴルドニアの王都に赴かれると聞きました。日程を合わせて私も参ります」

「今回は公的な役割ではありませんので自由に動けます。ご領地にもお邪魔したいです」

「面白いおみやげも手に入ったので楽しみにしていて下さいね」

「会えると思うだけで胸が破れそうです。クララも連れていきますので気が狂うほど性交しましょう」

「会えない間に少しだけ体がだらしなくなってしまいました。怒らないで下さいね」







「ふむ、今回はそれなりに内容があったな」

　俺なら手紙半分、無駄話の多いアドルフでも二枚で収まるだろうか。

　机に突っ伏してしまったセリアに果物のジュースと砂糖菓子を与えて復活させる。

「本当にあの豚女は……手紙にも益々太ったと書いてますよ」

　豚女と言ってやるな、金貨五千枚をポンとくれた恩人でもある。

　あれがなければ領地の発展もかなり遅れていた、その砂糖菓子を売っている店も出ていなかったかもしれないぞ。

「今回はこっちまで来るらしいじゃないですか。絶対余計なことしますよ……」

「目に余ったら俺が言うさ。二年も構ってやれなかったんだ。少し舞い上がるのは仕方ない……おみやげもくれると言っている」

「気が狂うほど女を抱けますしね」

「そうだな」

　成長したクララを抱くのも楽しみだし、俺はクラウディアも疲れるが結構気に入っている。

　あのだらしない身体は抱き締めると筋肉がないので柔らかいし、激しくできるのがいい。

　狂ったように俺を求めてくるのも優越感を感じて嫌いではない。

「毛深くもないしな」

「お金にも余裕がないですし、逸物を突き込んで金貨を吐かせるぐらいの扱いでちょうどいいんです」

　しかし屋敷の女達からは蛇蝎のごとく嫌われているな。

　また彼女達を刺激する妙な贈り物で無ければいいのだが。

「とは言え春に王都に行く時だからまだ少し間はある。その間にノンナ達に心の準備をさせて置くか」

　言いながら俺はソファから立ち上がる。

「あぅ……これからだったのに」

　話に入れないレアが俺の前を開けて逸物に舌を這わそうとしていたらしい。

　勿体無いが今日は街を見て周ることになっている。

　あんまりさぼるとアドルフがうるさい、帰ったら可愛がってやる。

「私も同行します」

「いや、一人でいい。セリアは少しゆっくりして身体を休めておけ」

　セリアは頑張り過ぎるからな、家では少しだらけるぐらいでちょうどいい。

「……女を作りませんよね？」

「外出する度に女を抱くと思ってるのか？」

「はい」

　即答された。

「今回は女目当てじゃない。ぶらぶらと街を見回るだけだよ」

　セリアは不満げな顔をしていたが同行できないとわかるとソファに深くもたれて目を閉じた。

　さっきの手紙の要約でやっぱり疲れていたんだな。

「セリアさん大丈夫だよ。さっき少しだけ大事な玉も触ったの、発射したら軽くなるからわかるよ」

（私も憑いていこうか？）

　ええい、ついて来るな。

　ケイシーは呪いの人形となってしまったぬいぐるみに変わってアルマ手作りの可愛い女の子人形を首から下げている。

　これなら見えない使用人達にもそれほど恐怖は与えないだろう。

　最初に見たときより少し毛が伸びているようだが気のせいか？

「ともかく行って来る。セリアは大人しく居眠りでもしていろ」

　さっさと済ませて帰って来るか。

　玄関前でメイドに清掃の指示を出していたリタに舌を絡ませる濃厚なキスをしてから外へ出る。

「はぁ、はぁ。な、なにを見ているのです……はぁ、はぁ、早く掃除の続きをなさい！」

　真っ赤な顔でメイドを叱っているのが可愛いな。

　あ、シュバルツがいない。

　そういえばカーラを乗せて行ったんだった、仕方ない徒歩で行くか。




　久しぶりにゆっくりと歩いて街を見て周る。

　小高くなった屋敷のある丘から降りると大路が南北と東西に二本走っている。

　この大路に分けられるような形で街は四分割されている。

「街壁を広く取りすぎてまだスカスカだ……どれだけ将来の事を考えたのか」

　アドルフの指示で大きく囲われた街壁のせいで四つの区画はどこも壁近くまでは伸びていない。

　特に南東側の区画はほとんどが土のままで子供達が走り回っている。

　街に兵を入れる時は便利だったがな。

　それでもそこら中で家が建てられているから、ラーフェンの人口は今も増え続けているのだろう。

　もう万を超えているだろうが正確にはアドルフの台帳を見ないとわからない。

　そしてその二本の大路が交差する場所、街の中心点とも言えるもっとも人の往来が激しい最高の場所にノンナが劇場を建てたのだ。

　最近完成して、公演もしているらしい。

　屋敷からも近い場所なので少し覗いて見よう。




「これは御領主様！　おい、皆集まれ!!」

　劇場の管理を任されている者達が俺の顔を見てどやどやと出てくる。

「ぶらりと来ただけだ。気にせず仕事に戻ってくれ」

　軽く中を見てみるが客の入りはまばらだ。

　立ち見まで想定した百以上の客席はほとんどが空席だった。

　なにやら劇が演じられているがぱっと見、路上でやっている旅芸人の演劇と変わらない。

「ま、こんなもんか」

「申し訳ありません……」

　劇場の支配人らしき老人が頭を下げる。

　別にお前のせいでもなかろうに。

「なにぶんこの街に住む者は新しく生活を始めたばかり……いまだ演劇や歌劇などにはそれほど興味を示しておりません」

　王都でもこういう劇を見るのは金持ちか貴族連中だ。

　庶民は劇を見る時間があれば働くし、金があれば美味い飯を買う。

　まして若者など劇よりも女と酒だろう。

「更にラーフェンには本格的な劇団はなく訪れた旅芸人が演じておりますが……」

「この程度なら路肩で見た方が安上がりか」

　やはりノンナが思いつきで作ったような劇場が盛況になるはずもないか。

「劇団や歌い手は王都に集まるものです。なかなか地方都市……失礼ですがラーフェンは王都の人々にとっては田舎のイメージしかないでしょうから」

「だろうなぁ」

　今でこそ王都からの道も通じ、それなりに発展しているが今までは原野と言っても問題なかった。

　都会文化の象徴である劇関係の人間が好き好んでやって来る所ではない。

「近く王都へ行く機会もある。声ぐらいはかけてみるが……期待は出来んな。有望な旅芸人の一座でもあったら適当に押えておけ」

「承知しました。それと奥様のことなのですが……色々と運営にご助言頂いておりまして……」

　老人の困った顔で全て察した。

「困ったら俺に直接言って来い。アドルフじゃノンナは止まらんだろう。不在の時はカーラに言えばなんとかなる」

「お心遣い感謝致します」

　ノンナを止められるのは俺かカーラぐらいだ。

　レオポルトも苦手のようだがさすがに門外漢だからな。

　だがこれでまた仕事が増えてしまった。

　アドルフもこれ幸いとばかりにノンナ関係のトラブルは俺に振ってくるだろう。




　劇場を出て商店が並ぶ場所へ向かう。

　大通り沿いには比較的大きな店舗や旅館、わき道に入ると小さな店や露店、そして見るからに怪しい店がある。

　下手に大きな店だと俺の顔を知っているだろうし一々挨拶されるのも面倒くさいので流し見る。

　これらの店は別々の商店主がいるが大本の系列としては全てクレアの傘下に入っているらしい。

　アドルフは多様性や独占がどうのと文句を言っていたな。

　売り物は食料品や衣料品が多く、装飾品などを置いている店はほとんどない。

　まだそんな物が売れるほど民が豊かでないのだろう。

　大通りにある高級菓子屋を支えているのは間違いなく俺の屋敷の女性陣だ。

　ラーフェンは貴族や騎士がいないと言う特徴がある。

　何しろ俺以外に爵位を持つのはマイラしかいない。

　特権階級が居ない分、変なしがらみもないが逆にぜいたく品の需要も少ない。

　せいぜいそれなりに成功した商人ぐらいだろう。

「人が増えれば成功するような者も出るか」

　独り言を言って露店で鳥の骨付き肉を買う。

　大きくかぶりつきながら歩いていると袖を掴まれた。

「お兄さん、鶏肉に合うレモンがあるよ！　今なら……領主様!?」

　まだ幼さを残す少女、果物売りのようだ。

「そうだな、一つ貰えるか」

「はい！　御代はいいです。領主様のおかげで母も私も飢えないで暮らせてますから！」

　元気な少女だ。

　税を決めるのはアドルフで俺は適当に判を押してるだけなんだが。

　好意でくれるものに金を押し付けるのは悪いな。

「じゃあ頂く。何か礼をしないとな」

「大丈夫です！　でもどうせなら領主様と口付け～なんてね！」

　ケラケラと笑う少女。

　それはお互いの為によさそうだ。




「あっ！　あっあっ!!　気持ちいい!!」

　少女を人目の無い路地裏に連れ込んでの愛撫を続ける。

　彼女はロングスカートの下には短い麻の腰巻を下着代わりにつけていた。

　つまり捲りあげれば脱がさずとも性器に手が届くのだ。

　立ったまま壁に手を付かせ、後ろから指を穴に入れて女のいい場所と肉豆をこすってやる。

　処女らしいから指で奪ってしまわないように気を付けないといけない。

　奥まで入れずに指で浅い場所を丹念にこする。

「すごいっ！　自分でするのと……比べ物に……あああん!!」

　何しろ戦いと同じぐらいこういうのは慣れているからな。

　レモンのお礼代わりに気持ちよくしてやろう。

「何かぞわぞわ……あっ！　おかしい何か変ですっ!!　あっあっ……あああぁぁぁぁーー!!」

　少女がびくりと震えて足元に潮が飛び散った。

　無事指で達することが出来たようだ。

　力が抜けて崩れてしまいそうになる少女を支えて振り向かせ、舌を絡める濃厚なキス。

　しっかりと唾液を交換してから汚れていない木箱に座らせる。

「確かに口付けは頂いた。後これも売ってもらうぞ」

　少女の売っていたレモンを籠ごと貰い、銀貨を胸元に入れる。

　対価としては十分だろう。

「領主さまぁ……すごいよ……素敵……」

　さて次は何処に行くんだったか。




　レモンを齧りながら街壁の方向に向かう。

　一応囲いは出来ているようだが、堀を掘ったり見張り台を増築する作業が続いていた。

　俺に気付いて監督らしき人物が出てくる。

「御領主様自らおいで下さるとは……」

「見に来ただけだ。気にするな、食うか？」

　籠一杯のレモンを一人で食べると味覚がおかしくなってしまいそうだ。

　見れば普通に働いている者の他に、首輪をつけられた男達が作業しており横には警備兵が槍を持って見張っている。

「奴らはなんだ？　奴隷など入れた覚えは無いぞ」

　アドルフが人員不足で勝手にやったのだろうか？

「彼らは囚人です。ご領地内で犯罪を犯した者……泥棒と人を傷つけた者を中心に集めています」

「強制労働か？」

「いえ、飯と水以外は何も出ない一日仕事ですが、労役を選択すれば牢に入る四分の一の期間で罪が赦されます。選択したのは彼ら自身です」

「なるほどな」

　飯と水が十分出るならとりあえず死なないし、牢に二年が半年になるならこちらを選択する男は多いだろう。

　牢に押し込める手間が省けて労働力として利用もできるとはなかなか賢いやり方だ。

「だが逃げて街で何かするような奴はいないだろうな？」

「逃走は無条件で死罪です。首輪は人の力では外れませんので逃げてもすぐにわかります。今の所逃走した者はおりません」

「ならいい……ざっと四〇人か。今日の晩飯に肉を一品つけてやれ」

　金貨を一枚渡しておく。

　たまには肉でも食わんと力も出るまい。

「聞いたかお前ら！　さぼった奴に肉はやらんぞ。働け!!」

　目に見えて全員の作業速度が上がった。

　我ながら安直な手段だ。

　改めてみるとラーフェンの周りには今までの簡易な木壁の外側に堀と石垣が出来つつある。

　見張り台も一定間隔で建っているし、ここに警備兵が詰めると考えれば夜陰をついて魔物や盗賊団がこっそり侵入することは不可能だろう。

　軍隊を防げるかは大変怪しいが、十分街民を守る役目は果たしている。

　街壁の完成はその実際の強さ以上に市民に安心感を与え、移民も促進する。

　アドルフが広くしすぎたのでどうなるかと思ったがようやく完成も近くなったな。

　さて次は何処へ行くか、まだレモンが一〇個以上残っている。

　口の中がすっぱさを感じなくなってきた。




　トコトコと歩いていくと空き地に武器を持った男達一〇人程が集まっている。

　最初は警備隊か訓練中の軍かと思ったがどうやら違うようだ。

　一般人が武器を持って集まる事は厳重に禁止されているはずだが。

「これは領主様！　おいてめぇら！　領主様が見えた、武運が上がるぞ!!」

　見るからに荒くれ者といった風体の大男がでかい声を張り上げる。

　まぁレモンを食って落ち着け。

「俺達は今から出発でさあ、なぁに黒獣ごとき一〇でも二〇でも狩って来ますよ」

　大男は槍を担いで他の男達とともに馬車に乗り込んでいく。

　彼らはそのまま門を通って街の外に出て行った。

　はて、なんなんだろうか。

「まぁ伯爵様　こんな所までご足労頂くなんて」

　声に振り返ると息を乱したクレアだった。

　俺が来たと言うので急いで駆けつけたようだ。

「とすると今のはお前の関係か？」

「はい、アドルフ様を通じて許可を頂いたのですけど……」

　そんな物俺が知っている訳がない。

　基本的に書類など見ないで判を押すし、それもめんどくさい時はセリアが代わりに判を押す。

　彼女には俺の印と同じ物を与えているのだ。

「彼らは狩人の一団ですわ」

　俺の困惑を感じ取ったのか説明してくれるようだ。

　ものわかりのいい女で助かる。

「狩人？　街にわざわざ集めるのか？」

　それに槍やボウガンで武装して何を獲るというのか。

「ええ、彼らが獲るのは例の黒獣……山の民の領域で出たアレです」

　あの魔物か、それなら理解できる。

　アレを狩るにはそれなりの装備と人数が必要だろう。

「あの魔物の肉はそのまま焼くのは勿論、干し肉にしても美味なので高値で売れそうなのです」

「確かに美味かったな」

　俺も試しに食べてみたがかなりの美味さだった。

「しかも山の民の領域にしか出ませんので実質私達が独占です。これはいい商売になると思いまして契約した狩人や傭兵を向かわせたのですけど……」

「帰って来なかったと」

　クレアはヨヨヨと泣き崩れる。

「死亡時の補償を契約に入れていたので大損害ですわ」

　そっちか、怖い女だ。

「伯爵様は軽く屠っておられましたが、あれを仕留めるのは随分な手間なのです。怪我や死亡のリスクを考えると、とても子飼いの者を向かわせられません」

「で、あいつらは？」

「彼らが黒獣を狩ってきたら私達が高額で買い取ります。現地までの足も保証しますし、そもそもあの大きな体です。専用の馬車がないと満足に持ち帰れません」

「彼らは成果で報酬が出る傭兵みたいなもんか」

「はい、肉の売値から考えても一〇人でかかって二～三匹仕留めれば並の月収は超えます。命を賭けて挑む馬鹿……失礼勇者はいくらでもいるのです」

　先ほどの男達が哀れに思えてきたが納得の上だから仕方ない。

　大きな利益を狙うには相応の危険を伴う。

「この方法なら損害が出ようが出まいが安定して利益が上がりますからね」

「魔物の買取額と肉の売値の差はどれぐらいだ？」

　クレアはホホと上品に笑う。

　随分と儲かっているようだ。

　領民があまり死ぬのも困るが必要なことでもある。

　あの地域に魔物が溢れていては工事にも支障が出るし、街道が出来ても簡単に往復出来なくなる。

　出来れば街道沿いを中心に狩りまくって根絶やしにしてもらいたい。

　本来は兵士の仕事をやってもらい儲けまで出るのだから俺にとっても悪い事は無いか。

　そうこうしている内に街の外から馬車が入って来た。

　随伴する荷馬車には黒獣の死体が二頭乗せられている。

「なんとか二頭だ……グレスとマローダーが……」

「だが分け前は増える……やつらは運がなかったんだ」

「これで今月は安泰だぜ。呑んで奴らを忘れよう」

「大きな獲物ですわね。新鮮ですし捌いて領主様の所にもお持ちします。晩餐にお使い下さいな」

　怖い女だ。




　余談だがこの狩りは極めて危険だが実入りが大きいとラーフェンの民の間では有名になっており、運と実力に恵まれれば月の収入が金貨二〇枚を越える者もいるそうだ。

　借金を返せなくなった者が一発逆転を狙って狩りに参加することも多く［馬車に乗る］との陰語まで成り立っているらしい。

　他にも仕事があるクレアとキスをして別れる。

　クレアはわざわざ人目のある所でキスをねだり、自分が俺と懇意だと他の者に見せ付けていたようだ。




　日も落ちてきた、そろそろ巡回も終わりだ。

　大体街中を見たと思う、後はあそこを見て終わりだ。

　露店で一杯酒を煽り、訪れたのは夕方以降に盛り上がる場所……娼館と飲み屋が並ぶ場所だ。

「にいさん一発どう？　銀貨一枚でいいわよ」

「お前の顔じゃあ高いな、半分ってとこだぜ」

「しけてんね……んじゃこれでどうよ」

「うお！　すげぇ乳だ！　いいぜ買ってやるよ」

　ちょうど兵士の訓練も終わり、労役も終わる時刻だ。

　通りには若い男が溢れて女を物色し、娼婦の方も盛んに男に声をかける。

　金の無い男は路地から手招きする街娼に、金が入った男は煌々と光る娼館に入って行く。

「このままどこかに入りたくなる」

　だが視察に出て娼館にいって帰ったらセリアの冷たい視線は免れない。

　屋敷に帰れば娼館でもお目にかかれない美女が並んでいるのだから我慢すべきなのだろう。

「あ、領主様じゃないですか」

「え？　本当？」

　店の前に出て際どい格好で客引きをしていた娘達が駆け寄ってきた。

　彼女達は娼婦として流れてきて、店を紹介してやったから面識がある。

「今日は遊びにきてくれたんですか？」

「領主様ならいくらでもサービスしますよ～？」

「お店の子に声かけましょうか？　一〇人がかりでも大丈夫だと思いますよ」

　大変魅力的な提案だが朝帰りになったらセリアがここに飛んでくる。

　他の場所ではなく、真っ先にこの娼館街に探しに来るはずだ。

「いや、視察みたいなもんだ。遊ぶのは別の機会に頼む」

「えー残念」

「領主様の有名な巨根味わってみたかったのに……」

「知り合いに聞きましたよ？　馬より大きいって」

　女達は服の上から股間を撫でまわして来た。

　娼館街では身体を使った客引きも珍しくないので目立ってはいないようだが。

「うわっ!?　本当に大きい！」

「この大きさで柔らかい……勃ってないんですよね」

「待って膨らんできたわ。すごい、きっと腕ほどあるわよ」

　三人の色っぽい格好をした女に撫でまわされては堪らない。

　このままベッドに連れ込まれる前に退散しないといけない。

　もったいないが……。

「暇が出来たらこいつを使って可愛がってやるよ。後……無茶をさせる店や小さい子供を抱かせている店がわかったら警備隊に教えてくれ褒賞は出す」

　下手にこちらが調査するより内部から漏れる情報の方が正確だ。

「わかりましたー」

「遊びに来るのまってまーす」

「たっぷり奉仕するよ～」

　女達は明るく挨拶して再び客引きに戻った。

　顔色もいいし悪い環境ではないようだ。

　娼婦とは言え女は大事にしないとな。

　これでだいたい終わりだ。

　さっきの刺激で逸物も硬くなってきたしそろそろ帰ろうか。

　帰ろうと考えていた時、ふと目の前に酒場の看板が見える。

　ふむ、一杯ひっかけて行くのもいいかもしれない。

　屋敷の方が酒は上質ではあるが、たまには外で飲む雰囲気もいい。




　店に入るとそこは一応看板通りの酒場だった。

　ただ場所を反映してか灯りは暗く、ウエイトレスのスカートは短い。

　そして店の中心にあるステージでは際どい格好をした踊り子が扇情的なダンスを披露していた。

「きつい奴を一杯頼む」

「へい」

　店内が暗い事もあって誰も俺の身分には気がついていない。

　この方がゆっくり飲めるからいいんだがな。

　酒をのみ、安い干し肉と漬物を摘みながら踊り子のダンスを眺める。

　女と一緒ではこういう店でゆっくりはできないからな。

　たまにはこういう時間もいい。

　踊り子がなかなか興奮するので露店の釣りでもらった銅貨を束ねて投げてやると、微笑んだ後に紐で留められていた下着を外してこちらに大きく股を開いた。

　他の客からも歓声が上がり次々と銅貨が投げられる。

「おかわり、いりますか？」

「ああ、頼むよ」

　給仕の女性が声をかけてきたので追加の酒をもらってチップを渡す。

　随分と綺麗な声だなと顔を見ると見覚えがある。

　以前強姦されていた所を助け、その後、馬車に乗せてラーフェンに連れて来た姉妹の姉の方だ。

「ここで働いていたのか？」

「？　あっ!?　ハードレット様!?　むぐっ」

　大声を上げそうだったので口を塞ぐ。

　騒がれたらばれるじゃないか。

「お客さん、味見するなら女も納得してからにしてくだせぇ。あとこちらにも銅貨二〇枚でさ」

　店員が釘を刺してくる。

　なるほど店員自身と折り合いがついたら抱いてもいいが店に二〇枚入れる訳か。

　娼館ではないが際どい酒場だ。何もこんな所で働かなくてもよかろうに。

「あっ！　姉さんに乱暴してるなっ！」

　おっと妹の方も出てきたようだ。

　相変わらず元気がいいな。

　妹は勢いよく出てきたが相手が俺とわかると途端に真っ赤になる。

「久しぶりだな。三人で話でもするか」

　俺は店員に合図して二人と折り合いがついたと伝えた。

「銅貨四〇枚か？」

「い、いえ！　お代はいりやせん。失礼致しました！」

　どうやら気付いた客の一人が俺の事を伝えてしまったらしい。

　これではどの道ゆっくり出来ない。




　店の二階は納得した店員と遊ぶ場所になっているらしい。

　廊下を歩いているとギシギシとベッドが揺れる音も聞こえる。

　突き当たりの部屋に姉妹を連れて入ると部屋からはすえた臭いがする。

　あまり清潔とは言えない店だ。

　三人揃って適当に腰をかける。

「さて、ラーフェンでの暮らしはどうだ？　随分と場末の店で働いているようだが」

　姉妹は少し苦い顔をした。

　あまりいい思い出がなかったのだろうか。

「最初は普通の酒場でウエイトレスをしていたんですけど……」

「ちょっと料理をひっくり返したぐらいで姉さんを責めるんだもん！」

　なるほど姉の方はおっとりしていると思ったが見た目通りだったわけか。

「それから少し男の人向けの酒場に移りまして……」

「姉さんの尻を触るから蹴り飛ばしたらクビにされた！」

　王都でも同じようなことをやっていたな。

「なんとかこのお店に拾ってもらいまして……体を売らなければ普通の酒場ですから」

「皆姉さんにいくらだってしつこいんだ！」

　そりゃこの豊満な体とおっとりした雰囲気は男ならそそられる。

　俺でも金を出して抱けるなら買うだろう。

「色々と苦労があるようだな」

「ラーフェンにも悪い男が多いんだよ！」

「ううう……姉さんが悪いのよ。無用心だったの……」

　話を聞くとラーフェンに来てからも姉の方は二回犯されたらしい。

　路地に連れ込まれて一回、以前の店の従業員とお酒を呑み、酔い潰されてそのまま犯されたのが一回。

　王都にいる時も実は二桁に届く程、頻繁に強姦されていたらしい。

「……そこまで行くとお前の方にも何か問題があるかもな」

「ごめんなさい……私無用心だって良く言われまして、気をつけてはいるんですけどつい……」

　見た目からしておっとりとして付け込み易そうだ。

　しかも美人なのだから危なすぎる。

「なら一層こんな店で働いて居たら喰われるだろう」

「はい……でも他に働き口がないんです」

　俺はふうと溜息を付く。

　これも多生の縁か、少し面倒をみてやろう。

「わかった。なんとかしてやる」

　姉妹の表情が明るくなる。

　ここは俺の領地だ、俺がなんとかすると言えば間違いない。

「ありがとうございます！」

「ハードレット様はやっぱりすごいや！　他の卑怯な男なんかと違うね！」

　しばらく感謝の言葉と賛辞を受けていると姉の方がゆっくりと立ち上がって部屋を出ようとする。

　実はこの場で感謝の印に味見と言うのも期待していたんだが。

「［シャロン］はハードレット様に焦がれておりました。茨道の覚悟も出来ていますのでどうか可愛がってやって下さい」

　姉……［レティシア］はそれだけ言うと静かに退室していく。

　なるほど、妹には口を吸ったり色々していた。

　俺に惚れてくれているならありがたい。

　まだ少々青いが収獲させてもらおう。

「ハードレット様……僕、精一杯頑張りますから宜しくお願いします」

「あぁ可愛がってやるぞ」

　まずは抱き締めてキスを交わす。

　真っ赤な顔で懸命に舌を絡めるシャロンは可愛らしい。

　胸を揉んでやろうと手を伸ばすがほとんどわからない。

　マリアと同じで胸は無いな。

　しばらくキスをして、さていよいよ体を貰おうと服を脱いでいく。

　恥ずかしいのかシャロンは自分は脱がずに俺の方ばかり見ている。

「どうした、ここまで来て恥ずかしがることはないだろう」

　俺は全てを脱ぎ捨てて全裸になり逸物を晒す。

「ひゃっ!?　嘘だ……こんな大きいなんて……僕の……何倍……」

「ん、怖くなったか？」

「ううん、覚悟は決めたよ。僕は……捧げる」

　シャロンはそういうと制服のズボンをぺロリと半分降ろして尻をこちらに向けた。

「いいよ……僕のお尻……掘って下さい」

「最初から尻か？　普通に前を使ってやるが……」

「僕がハードレット様に入るなんて恐れ多いです!!　僕が受けますから!!」

　何を言っているのかわからないがとりあえず尻を掘ってほしいなら遠慮はしないぞ。

「いきなり尻だと大きさも違うし切れるかもしれん」

「構いません！　例え切れてもハードレット様に捧げる覚悟ですから!!」

　そこまで言うなら掘ってやるか……アリスという尻穴中毒がいるからな、こういう趣味の奴は結構多いのかもしれない。

「じゃあ行くぞ、力を抜け」

　ベッドに後ろ向きに乗ってズボンをずらし、尻だけを出しているシャロン。

　彼女に上から圧し掛かるようにして尻穴に逸物を当てる。

　一応唾液で濡らしておいたがかなりきついだろう。

「ぐっ」

「あぅぅぅ!!　い、痛い!!　裂ける！」

「お前が尻穴と言ったんだろう。ほら覚悟しろ」

　更に強く腰を掴んで男根を突き出すが入っていかない。

　こうなったら体重をかけて押し込むか。

「あがぁぁぁぁ!!　も、もうだめぇぇぇぇ!!!」

　強引に挿入しようと考えていると突然シャロンがビクビクと痙攣し始めた。

「なんだ昇ったのか？　入ってもいないのに」

「うっ！　あっ！　まだ出る！　止まらないよ！」

　ズボンで性器を覆ったまま潮を噴いたらぐしょ濡れになってしまうだろうと前を確認すると不思議な光景が広がっていた。




「…………？」

　ズボンの前は大きく盛り上がり、そそり勃った何かが断続的に震えているのだ。

　大きさは違うがなんとも見覚えがある。




「…………!?」

　盛り上がりを掴んでみると硬く勃った何かがある。

　到底肉豆の大きさではない。




「あっ！　うっ！　あううっ！」

　快楽の声を上げ続けるシャロン、俺はこいつのズボンを掴んで勢いよく引き降ろした。

「ああっ恥ずかしいよ！」

　そこには期待した穴は無く、見覚えのある棒と玉がぶら下がっていた。

　おまけに棒はドクドクと精を放っている。

「……おい、なんでこんなものがぶら下がっているんだ？」

「はぁ……はぁ……えぇ？　そんな当たり前だよ……」

　絶頂を余韻から立ち直ったシャロンが俺に潤んだ目を向けた。

「だって僕……男の子だよ？」

「…………？！！？」

　聞いた事のない変な声が出た。

　俺は男に濃厚なキスを繰り返し、あまつさえ尻穴に肉棒を入れようとしていたのか……。

　そそり勃っていた逸物が一瞬にして縮みあがる。

　ここまで小さくなったのは初めて見た。

「あの……僕のお尻を犯してくれるんだよね？」

「……随分と色々な誤解があったようだ働き口の件に嘘はない急用があるのでこれで帰るから姉さんによろしく伝えておいてくれ」

　早口でまくし立て、転がり出るように店を後にする。

　危なかった……もし逸物をシャロンの尻の中まで突き立てていたら大切な何かを失っていただろう。

　早く女だ、女を抱きまくらないと心がおかしくなってしまう。




　俺は屋敷に帰るなり出迎えたレアを半裸に剥いて股間に顔を埋める。

「わっわっいきなり？」

「んなっ、廊下で突然何を……ひゃあっ!!」

　文句を言おうとしていたノンナのドレスもめくって性器を舐める。

　呆然と見ているメイドに指示を出そう。

「女達全員に寝室に来るように言え、気絶するまで抱きまくってやるとな」

　メイドは俺の迫力に脅えながらも走り去っていく。

　結局その日は朝日が昇るまで女にまみれて心の傷を癒す事に成功した。

　ああ危なかった。
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第１２０話　ミレイ合流　♯







「今日は一段と冷えるな」

「暦ではそろそろ温かくなってきてもいいんですけどね」

　今日の寒さは今年一番ではないだろうか、浴室の中でさえ湯から出ていると少し寒い。

　女性達も手早く体を洗って次々に湯船に入っていく。

「ねぇミティ、ちょっと持っててくれません？」

「……お乳ぐらいご自分で支えられないんですか？」

　既にミティは俺の愛妾なのだが、ノンナは今までと同じように指示を出す。

　ミティも不満はありそうだがノンナに逆らう勇気もないようだ。

「仕方ないじゃない。誰かに持っててもらわないと下側が洗えないんです」

「「ぐぬ……」」

　主に乳が豊かでない女達から絞り出したような声が聞こえる。

　文句を言いながらもミティはノンナの乳を持ってやっているようだ。

　それにしてもでかい、今までの人生でノンナに匹敵する巨乳を見たことが無い。

「あ、ご主人様少し大きくなったよ」

　風呂椅子に座る俺に後ろから抱きつくようにして体を洗っていたレアが無邪気に告げる。

　ノンナは誇らしげに胸を反らせたが、拍子にミティに乳ビンタが入った。

「いたっ！　なにするんですか！」

　バチンとミティが乳を弾く。

　おぉ遂にミティが反撃に出たぞ

「きゃあ！　千切れるじゃない！」

「こんなに大きいんだから片方でいいんです！」

「良い訳ありません！　エイギル様に気に入ってもらってる胸ですのに」

　ノンナがミティがぎゃあぎゃあと騒ぐ。

　ミティも俺の側室になる予定だしノンナに一矢報いる度胸はいいが早く入らないと風邪を引くぞ。

「……ノンナさんは卑怯よ。巨乳に美貌って最初から条件が違いすぎるわ」

　どこかから誰かの声が聞こえた。

「あ、また大きくなったね」

　仕方ない、ノンナ達が全裸で暴れているから色々丸見えなんだ。

「大きい方が洗いやすい」

　レアは背中は自分の体をこすりつけて洗いながら逸物を両手でゴシゴシ洗う。

　一応洗っているのだろうが敏感な場所を重点的にこするので硬くなってしまう。

「コレ、いっぱいの女の人に入るから綺麗にしておかないといけないね」

「自分で洗うからわざわざ洗ってくれなくてもいいんだぞ？」

「だめだめ、偉い人はちんちんを女の子に洗わせるんだよ」

　その曲がった常識を修復してやらないといけないな。

　だが今は任せておこう……背中に当たる乳首がはっきりとわかるぐらいになってきた。

「お前も乳首が硬くなってるぞ」

「うん、大好きなご主人様のを触ってると興奮しちゃう」

　レアの頭を撫でて泡を流し、湯船に入ろうと立ち上がる。

　大人しく風呂に入るつもりだったのに逸物が勃ちあがってしまったじゃないか。

　湯船に入ろうと足を上げた所で逸物に快感が入る。

「どうした？」

「……ごめんなさい……目の前にソレがあったからつい……」

　風呂のふちに顎を乗せてゆっくりしていたカトリーヌが突然俺のモノに舌を伸ばしたのだ。

　無意識に肉棒を舐めてくるとはこの淫乱女め。

　カトリーヌにもキスをして湯船に浸かる。

　あぁ、レアが勃たせたせいで水面から先端が飛び出てるじゃないか。

「なんで深くお風呂に浸かっているのに逸物が飛び出るんですか……」

「大き過ぎです。おまけにこんなに傘が張って……固くて……黒くて……」

　まったりと湯に浸かっていた女達が赤らんだ顔で近づいて来る。

　カトリーヌに至っては口が開いて舌まで出ている。

　目も虚ろで咥え込む気が満々のようだ。

　冷静なセリアまで飛び出た先端に顔をよせて臭いを嗅ぐように息を吸っている。

　全員まとめて発情してしまった。

「皆さん！　一日中まぐわっていては頭が馬鹿になってしまいますよ!!」

　大声を上げたのはマイラだ。

　浴槽の隅で持ち込んだ酒を呑んでいたイリジナが「呼んだか？」と反応する。

「とにかく、そういうのは夜ベッドで致して下さい！」

　マイラは湯から飛び出た俺の逸物に風呂桶を被せる。

　かなり滑稽だが、女達は冷静さを取り戻したようだ。

　もしかして先端から変な瘴気でも出てるのだろうか。

「うー……ちんちん」

　レアだけは未練がましく桶を揺すっている。

　あんまりいじるな、湯船の中で射精したら全員まとめて妊娠してしまうぞ。

　右手でレア、左手でセリアを抱き寄せて大きく息を付く。

　そうだ、皆の気持ちが落ち着いた所で話があったんだった。

「なぁ、実は二人程使用人として雇いたい奴がいるんだが……」

「「「「女ですね!?」」」」

　全方位から大声を出された。

　浴室では反響するから頭が痛い。

「あー……まぁ一人は女だ。もう一人は男の姉弟だ」

　苦い経験だ、女と信じてもう少しで男の尻に肉棒を差し込む所だった。

「どのような技量をお持ちで？」

　メイドを束ねているリタが近寄ってきた。

「詳細は知らん。酒場でウエイトレスをしていたらしいが……少し鈍い所もあるみたいだ。転々とする羽目になっていたからな」

「……それではメイドは難しいかもしれません。屋敷には高価な品も多いですので」

　うーん、俺は調度品を壊された所でどうと言う事はないが、ノンナのティーカップでも割ったらえらい事になる。

　標的がヨグリからレティシアに変わって集中攻撃に合うことは容易に想像できる。

「料理や洗濯も出来るようだが」

「料理人は既におりますし……洗濯も高価なものが」

　ノンナの高価な服や下着を伸ばしたり破れば同じことだ。

　物事を機敏にこなせるなら普通の食い物屋や酒場でずっと働けているだろうしな。

「いっそ体のお世話をさせては？」

「職を世話してやると言ったからな……。俺の伽役にしてしまうのも違う気がする」

　レティシアは鈍そうだから俺の世話係にすると言えばホイホイ付いてきそうだ。

　だから簡単に犯されてしまうんだろうな。

　さてどうしたものか。

「飯屋でもやらせるか」

　庶民相手の飯屋なら普通の技量でもなんとかなる。

「従業員としても勤まらないのにですか？　すぐに潰してしまうのでは？」

「店舗を用意して仕入れ先もこっちで考えてやれば……」

「「「……」」」

　リタやセリアが沈黙する。

　なんだ？　潰さないように考えてるだけじゃないか。

「結局屋敷の外で囲うんじゃないですか……」

「対価に体を求めたら完璧ですね」

　やかましい。

　レティシアは放って置くとそのうち奴隷にでも売られてしまいそうだ。

　アドルフにも話をつけておこう。

「一応紹介に連れて来る」

　それだけ言ってイリジナの酒を勝手に呑む。

「ああっ！　私の酒を！」

　風呂場でガバガバ呑んでるんじゃない。

　残りは没収だ。

「仕方ない……取ってくるぞ！」

　愛すべきイリジナは全裸のまま食堂まで酒を取りに走って行ってしまった。

　まぁ奴は風邪引くまい。
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　翌日

「レ、レティシアと申します!!　皆様にはご、ご機嫌うるわし……みゃっ！　し、舌を……」

　ソファに腰掛けるノンナやメルに向かってレティシアが頭を下げる。

　異様に緊張しているのはドレスを着込んで貴族然としたノンナがきつい視線を向けるからだ。

　この場で土下座するのはおかしいぞ、とりあえず頭を上げろ。

「おほん、エイギル様が特別に配慮してくださったのです。無駄にならないよう努力なさい」

「は、はい!!　本当にありがとうございます!!」

　昨日のうちに警備兵詰所の建設予定地を少しずらして店の敷地を確保した。

　大通り沿いで街の中心に近く人通りはかなり多いが警備兵詰所が近いので無法者は出ないだろう。

　店兼住宅の建設は大工組合に最優先として捻じ込んだから今日から早速取り掛かっているはずだ。

　仕入れもクレアに言っておいたので各商店が安く卸してくれるだろう。

　これで潰れたらもうどうしようもない。

　それこそ夜伽でもさせるしかないな。

　アドルフからは「他の商店に示しが付きません。これっきりにして下さい」を一〇倍めんどくさい言い回しで言われたが気にはしない。

　レティシアが頭を下げる度にゆさゆさと胸が揺れる。

　約束を守ってこれだけ尽くしたのだからきっと俺に好意を持ってくれているはずだ。

　いずれ心も体も堕として俺の女にしてしまおう。

　だが問題が一つある。

「ハードレット様、僕達のためにここまでしてくれるなんてすごいよ！　……この前はごめんなさい。僕一人気持ちよくなっちゃって……次は絶対頑張るから！　お尻が裂けても絶対気持ち良くするよ！」

　シャロンの甘えるような声と同時にノンナとセリアが信じられないような顔でこちらを見てくる。

「ついに男を掘ってしまわれましたか……。いえ、時間の問題と覚悟しておりました。なるべく人目につかないように願います」

　ノンナが悲しそうな顔になる。

　まだ掘ってない、俺は汚れていないぞ。

　しかし、よく外見だけで男とわかったな、俺は今でも実は付いていないんじゃないかと思えるのに。

「……エイギル様の汚点……残すわけには」

　セリアは殺気を抑えろ。

　まさかシャロンを消すつもりじゃないだろうな。

「ここで暮らさせる訳ではないが顔だけは覚えておいてくれ。店が出来たら食いに行くかもしれん」

　挨拶を終え、外の空気を吸うついでに二人の肩を抱いて送ってやる。

　レティシアの目には純粋な感謝と好意しか見えないがシャロンの目がおかしい。

「ハードレット様……ボク、いつでもいいよ？　なんならここでも……」

　あきらかに憧れや好意を超えた発情の瞳、ノンナの巨大な胸が揺れていた時にはなんとも無かったのに、俺が肩を抱いただけでズボンの前が盛り上がっている。

「……俺に男色の趣味は無いぞ。ほら行け」

　シャロンの尻をバンと叩く。

　クロルや新たに護衛隊に入ったギドにもよくやる自然な行為だが

「あぅっ!!　あっ!!　……出ちゃったよぉ」

「あらら、もう仕方ないわね。うちに帰って洗濯しましょ」

　レティシアも弟が取り返しのつかない所に行ってしまう前になんとかしてやれ。

　よくも悪くもおっとりして心が広すぎる。







　前屈みで去るシャロン達を見送ると馬の嘶きと普通の馬より随分と大きな馬蹄の音、シュバルツか。

「カーラ帰った……おい、どういうことだ？」

　予想通りカーラがシュバルツに乗って帰って来た、そこまではいい。

　問題は積荷の方だ。

「んーーー!!　んんーーー!!」

　縛りあげられ、目隠しに猿轡までされた女が馬の後ろに乗せられていたのだ。

「あ、エイギルただいまー。んー疲れたー」

「……用事は人攫いだったのか？」

「違うわよ。言っても聞かないから無理やり連れて来たの」

　何も違わない。

「ちゃんと元居た場所に帰して来い。うちでは飼えん」

「えー!!　せっかく連れて来たのに！」

　カーラはそう言って哀れな女の目と口を解放する。

「んはっ！　てめぇなんてことしやがる!!　殺す気……エイギル？」

「ミレイか、懐かしいな」




　拘束されていた女はミレイだった。

　もう一年以上になるのか……トリエア東部の故郷から連れて帰っては来れなかったのだったな。

　そのうち紛争になって遊びに行く所ではなくなった。

　だが彼女の村も今では俺の領地だ。

「忘れてたでしょ？」

「はは、まさか」

　顔を見て思い出した。

　いつか迎えに行こうと思っていたのだ、嘘じゃない。

「薄情な伯爵様だけどミレイもこれからはエイギルの傍にいるってことでいいわよね？」

「ああ構わん。十分に余裕もある」

　俺とカーラが話を進めているとミレイが怒鳴り声を上げた。

「良い訳ないだろ!!　あたいがいなくなったら村が困るって言っただろうが!!　寝込みを襲って誘拐しやがって!!」

　おお、女に怒鳴られるなんて久しぶりだ。

　可愛いからキスをしようとしたら避けられた。

　ミレイは力も強いし俊敏だからな、忘れていた。

「何が問題なのよ？　もう冬も終わるし飢えてもなかったじゃない」

「こんないいとこに住んでるお前達にはわかんないかもしれないけど、春には人頭税があるの！　うちは作物の余裕なんかないから狩りでもして肉か毛皮を換金しないと……」

　そういえばもうすぐ春の人頭税の時期だな。

　アドルフが最近目の下が真っ黒なのはこれが理由だったか。

「お前の村はシーラ村、だったか？」

「そうだけど……」

「なら今年は無しにして置こう」

　シーラ村は一〇〇人もいない寒村だったはずだ。

　財政にはまったく影響がないだろう。

「は……？」

「シーラ村は俺の領地だが」

　俺は正式に王から領地をもらっている。

　税を〇にするのも一〇倍にするのも勝手のはずだ。

「よかったわね。これで心配ないわ」

「そんなこと代官が許すはずが……」

「代官が俺の命に逆らう訳なかろう」

　そんなことをすれば三日で軍隊が挨拶に行くことになる。

　呆然とするミレイを抱き締める。

　筋肉質で女の柔らかみは少ない、彼女が苦労して働いた証しだった。

「家族から餓死者は出たのか？」

「ううん、なんとかなった。腹は減らしたけど大丈夫だった」

「そうか、頑張ったな。だがもういい、後は俺がなんとかしてやる」

　考えればミレイはずっと放置していた。

　俺の女にしておきながら苦労ばかりだったようだ。

　これからは女の幸せを味わわせてやる……気になるなら村ごとこっちに移住させてもいい。

　俺には既にその力がある。

「あ……あたいは……」

「お前は俺の女だろ、なら俺に頼れ。対価は……こっちをもらう」

　抱き締めたミレイの尻を撫でて胸を鷲掴みにする。

　たちまち逸物が立ち上がって彼女の腹を押した。

　少しずつミレイの力が抜けていく。

　ムードは高まってきた、ここは厩の前で使用人達も結構行き来しているが野外の交尾と行こうか。

「はーいそこまで」

　ズボンの前を開きかけた時にカーラがミレイを引き離す。

　いい所だったのに。

「私もミレイもお風呂も入ってないのよ？　まず綺麗にするから寝室で待っててよ」

　ちゃっかりお前も抱かれる気なのか。

　確かに抱き締めた時少し臭かったからな。

　しっかり洗ってきてくれ。




　久しぶりの女が食えるといきり立つ逸物を宥めながら寝室に向かう途中、怪訝な顔をしたノンナが声をかけてきた。

「あの、エイギル様？　カーラの馬鹿が見知らぬ女性と風呂に向かっていたのですけど……どなたなのですか？」

　ノンナは面識がなかったか。

「あいつはミレイと言ってな。昔の知り合いだ……カーラの親友だよ」

「はぁ……カーラの……」

　ノンナは僅かに不機嫌な顔をして頬を膨らませている。

　こいつらは憎まれ口を叩き合いながらも仲がいい、自分の知らない昔の親友と言うのは気分がいい物じゃないかもな。

「ミレイは言葉遣いは粗暴だがいい奴だ。これからここに置くと思うが色眼鏡で見ないでやってくれ……それとカーラはお前の事もミレイに負けず好きだと思うぞ」

「そ、そんなことではありません！　そもそもカーラの馬鹿が変態仲間を増やしたのかと心配になっただけです!!」

　ぷいと顔を逸らすノンナが可愛くてつい舌を入れるキスをしてしまった。

　だがそのせいで逸物が彼女に当たり、いきり立っている事に気付かれてしまったようだ。

「……女を風呂に入れ、股間も膨らませて寝室に……昔の女にこれから大槍を振るうのですね」

　いかん矛先がこっちに向いた。

　退散するとしよう。







「お待たせ～」「お、おう久しぶりだな」

「そうだな、おいで」

　俺は全裸でベッドに腰かけている。

　カーラとミレイは薄い寝巻きを着ていたがすぐにカーラが剥ぎ取った。

　生まれたままの男一人と女二人だ。

「まず体を見せてくれないか？」

　久しぶりのミレイの体だ、貪る前に鑑賞しておきたい。

「ほら、胸隠さない」

　カーラがミレイの手をどけて頭を上に持って行き、全身を晒させる。

　良く筋肉のついた体、痩せているせいもあってかより目立つ。

　それでも胸と尻には柔らかい肉がついており、男を興奮させるには十分な体だった。

　そしてもう一つ。

「毛を剃ってるんだな」

　ミレイの股間も脇もつるつるだったのだ。

　うちでも大抵の女は脇などは整えているが、股間の毛までまったくない女は多くない。

「ミレイの奴、脇も股間ももっさりだったのよ。だからあたしが全部剃ったの」

「しかたないだろ！　毛に構っている暇なんかなかったんだよ……こんなつるつるにしやがって、子供みたいじゃないか！」

　大柄で筋肉質、そしてやや乱暴な言葉遣いのミレイがつるつるか。

　少しだけ逸物の角度が上がった。

「ねぇエイギルもミレイに体、見せてやりなよ。もうすごいわよ」

　カーラに促がされてベッドから立ち上がる。

　ミレイの視線はずっと逸物にある。

「どうだ？　久しぶりに見ると」

「あぁ……相変わらずでかいな。頭の中で描いてたのよりずっと大きい」

　俺のモノを妄想してくれてたのか。

「なによ、見てるのちんぽだけ？」

「ち、ちげぇよ！　すごい筋肉……それに傷跡もいい感じに残って格好いいと思うぞ。野性味のある男が好きな女にはたまらない」

「お前はどうだ？」

「あたいも好きさ……」

　ミレイは正面から抱きついてキスをねだってくる。

　応えてやろうとしたがカーラが足を引いて床にしゃがませてしまった。

「急に何を……ひぃっ！」

　こうなるとミレイの目の前には俺の逸物が来る。

「見なよ、でかいでしょ？　それだけじゃなくてほら」

　カーラはミレイの手を掴んで握らせる。

　しばらくは玩具にされていてやろう。

　後でお前達を玩具にしてやるのだからな。

「どうよ？」

「石みたいだな……大きいのにこんな硬いのか」

「まだまだ、これで八分ってとこ。まだまだ大きく硬くなるわ」

「カーラ、お前破裂しないのか？」

「んー慣れれば平気よ、まぁガバガバにはされるけどね」

　カーラは更に逸物を掴んでミレイに近づける。

「それにすごい匂い、雄の匂い、そして黒い……何十人……へたしたら百人は女を仕留めてきた槍なの」

「百人……」

　ミレイは呆然と逸物を見上げている。

「見ててね」

　カーラは人差し指を逸物にあてて、尿道からゆっくりと中に入れていく。

「うぉ……」

　思わず声が漏れてしまった。

「おい！　怪我するぞ」

「大丈夫よ、ほら見て、発射口もこんなに大きいの、ここから勢いよく種が噴き出すんだから。中で受けたらお腹が膨らむぐらいのすごい量なのよ」

　逸物の中へ指を入れられた刺激で既に最大になっている。

　そろそろ女が欲しい。

「最初は譲ってあげるからしゃぶりなよ」

　ミレイはゆっくりと肉棒に近づいて口を開く。

　最初は脅えたようにゆっくりと先端を舌でつつく。

　俺はミレイの頭に手をやってもっとしてくれと腰を突き出す。

「んぼ……」

　開かれた口の中に収まっていく逸物、ミレイが大柄でよかった。

　遠慮なく深く逸物を突き刺せる。

「んぼぉぉぉぉ!!」

　少し口を突き出すと喉の奥まで入っていってしまった。

　ミレイが慌てて俺の尻を叩く。

「んぶはっ！　殺す気か！」

「悪い悪い、つい奥まで入れてしまった」

「ちゃんと手加減してるわ。本気でやられたら胃袋まで入るもの」

「……怖いぞ。もうこんなに勃ってるんだから口はいいだろ。ベッドで肝心な所を攻めてくれよ」

　ミレイはベッドに乗って大股を開く。

　こういう所は豪快だな。

「じゃあ久しぶりに頂く」

「ああ、絶対きついだろうから勢いよくドンと来てくれ。生殺しは勘弁な」

　ミレイの性器が天井を向くぐらい体を曲げさせ、真上から逸物を当てる。

　体重をかけて一気に貫くのだ。

「うぅ……裂けちまうかな」

「いいじゃない。これからミレイはエイギルの女として生きるんだから。エイギルの逸物だけを受けいれて子供を産んで……穴が裂けてぴったりになるなら丁度いいじゃない」

「そうだな……村の様子を見に帰るぐらいいいよな？」

「奴隷商人じゃあるまいし監禁などしないよ。いつでも会いにいけばいい」

「至れり尽くせりだね。わかった覚悟決めたよ、裂いてもいいから来てくれ！」

　よし、遠慮なく叩き込んでやる。

「いくぞ……ふんっ!!」

「ぎゃああああああ!!」

　ミレイが足をピンと伸ばした後でバタつかせる。

　覚悟を決めたといったじゃないか。

「おおおぉ……気持ちいいな。どうした？　裂けてないぞ」

「馬鹿っ！　穴じゃなくてっ!!　子袋に!!　うわぁぁぁ!!」

　ふむ、体重をかけ過ぎて一番奥に当たった後、子袋までめり込んでしまったようだ。

　通りで根元まで入ったと思った。

「血も出てないし問題ない。続ける」

　そう言って暴れる太ももを押さえて腰を振る。

　肉傘が返しになって子袋からは抜けないが、竿を肉穴、先を子袋に包まれる感触は最高だ。

「最高だ……お前はどうだ？」

「痛いし苦しい……でも……たまんない」

　ミレイは俺にしがみ付き胸の筋肉に舌を這わせる。

　対抗して俺も首筋を軽く噛んでやった。

「カーラ以外の人目はないぞ、大声あげろ」

「……おぉぉぉぉ……おおあああぁぁぁぁぁーーーーー!!!」

　ケダモノのように叫びだしたミレイを抱きしめて腰を使う。

　ミレイには衝撃だったようだが、実はメリッサと頻繁にやっていることもあって子袋の中に挿入しての腰ふりは慣れている。

　激痛だけにならないように的確に攻めてやろう。

「すっごいやり方、まるで魔物の交尾ね」

　カーラが笑いながら俺の後ろに回る。

「今されたらミレイが苦しむぞ」

「まさか、苦しんでないじゃない」

　そう言ってカーラは俺の尻の穴に口をつけて舌を入れる。

　たちまち逸物が更に膨らみ、ミレイは屋敷に響く声を上げて絶叫した。

「ほら感じてる」

　その叫びは苦痛ではなく快楽、流れる涙と涎で汚くなってしまった顔は幸せそうに歪んでいた。

　その顔を見ていると俺もこみ上げてくる。

「ミレイ、女の巡りはどうだ？」

「お、女？　今日は卵を抱えてると思うけど……」

　まさかとミレイは枕元に避妊薬を探すがそんなものはない。

　俺の女になったのに使うことはないだろう。

「まってくれ！　今日はマジでやばい！　まだ村の奴らにも何も言って!!」

「ミレイ……」

　俺はミレイの顔に両手を添えて顔を近づけていく。

　彼女も蕩けた顔で目を閉じる。

「元気な子を産んでくれ。うおっーーー!!」

「ええ!?」

　筋肉のついた太ももを押えて腰を一層突き出す。

　カーラも感じとってか尻穴から口を離して後ろから玉を舌で転がす。

　そのお陰もあって、普段の射精よりもずっと大量に種が飛び出て行く。

「なんだよこの腹……嘘だろう」

　びゅうびゅうと激しい音が鳴り、ミレイの腹が膨らんでいく。

　射精は数分続いてミレイは妊婦のような腹を押えて呆然としていた。

　硬度を失った肉棒が子袋から抜け落ちるとカーラがすぐに桶を性器の下に置く。

　寝室に備えられたこの桶は女の間で種桶と言われている。

「あぁ……出てる……」

　一気に逆流した種汁が桶に溜まっていく。

「まだ少し……悪いな」

　ミレイの枕元に寄って逸物をしごくとそれなりの量の残り汁が飛び出し、顔を白く染めていく。

「あぁ……孕んじまったよ……こんなの出来てるに決まってる……あたいも遂に母親か……」

　ミレイの言葉にカーラが反応した。

「あ、そうだ！　あたしも子供産んだのよ。可愛いのよ、見る？」

　場が沈黙する。

　そして怒鳴り声。

「えええーー!!　なんでそれを早く言わないんだよ!?　お前が母親!?　子供？　えーー!?」

　続きをやる雰囲気ではなくなった。

　彼女達はもうエカチェリーナを構うことで頭がいっぱいだ。

「でも子供放って旅なんていいのかよ」

「んー、まぁうちは面倒見てくれるしね」

　母親と子供だけなら不可能なのだろがウチには女性が多い。

　特にメルとクウ、ルウは子供の面倒を見るのが大好きだし、母乳が出る女も多い。

　子育ては非常に楽なのだ。

　但しイリジナだけは一人で子供に触れることを禁じている。

　不公平だとぶー垂れていたが、セリアやピピすら弾き飛ばす事の多いあいつに子供の世話など怖くて任せられん。

　ケイシーも何度も足を踏まれて怒り心頭、怨霊化までして威嚇したがそれでもイリジナには見えないらしく、追加で頭を踏まれたそうだ。




「さて、一発やった後は酒でも一杯……」

　カーラ達が出て行ったのとは別のドアを開くとノンナが倒れこんできた。

　ドアに耳をつけていたらしい。

「何をしてるんだ？」

「いえ、なんでも……」

「ミレイに焼餅か？　そのままカーラに言えば喜ぶぞ」

「むぅ……馬鹿にされます」

「可愛い女だ」

　やはり酒より女にしよう。

「おいで」

「……お相手します」

　ノンナを抱き上げてベッドに放る。

「桶に出ている種よりもいっぱい出して下さいね」

　まかせておけ。

　失神しても可愛がってやる。
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第１２１話 姉妹喰い　♯







「エイギルさんお願いがあるんです」

　まだまだ寒い日の午後、メルの部屋のソファで彼女に膝枕をして頭を撫でる。

　今にも産まれそうな大きな腹に気をつけなければならないが、五回目ともなればメルは落ち着いたものだ。

　居間ではなく、ここでくつろいでいるのはミレイの村の人頭税免除を勝手に通達したことでアドルフが俺を探し回っているからだ。

　見つかれば長々と文句を言われることは間違いない。

　さすがに女達の部屋には踏み込んで来ないだろう。

　カーラとミレイは連れ立ってこの町の名産になりつつある黒獣のステーキを食べに出かけた。

　他の町にも塩漬けや燻製としては出荷されており、それでも十分にうまいらしいがやはり生を焼いて食べるのが最高で、それは肉が新鮮なラーフェンのみで味わえる逸品だ。

　ノンナはカーラがいないと張り合いがないのか買い物に出かけてしまった。

　ミティが嫌々引っ張っていかれたのが笑えたな。

　ぼーっと考えているとメルに念を押されてしまう。

「聞いてますか？　お願いがあるんです」

「あぁ悪い、何でも言ってみろ」

　これがノンナのお願いだったらそれなりに覚悟がいるがメルは無茶は言わない。

　どうせ可愛いお願いだろう。

「クウとルウをそろそろ犯してあげてくださいな」

　思わず呑んでいた果汁が喉に詰まる。

「クウはもう二〇です。このままでは行かず後家になってしまいます」

「ここにいる限り恋人を作らせる訳にもいかんか」

　クウ、ルウ姉妹は扱いは俺の義理の娘だが、割と頻繁に肉棒をしゃぶらせているし愛撫もしている。

　事実上俺の女だから他の男にくれてやる事は出来ない。

　だが今の関係のまま歳をとらせるのも酷い話だな。

「はい、愛妾にしてお気に召したら側室にして頂けると嬉しいです」

「お前はそれでいいのか？　酷く扱うつもりは毛頭無いが娘が愛人にされるんだぞ？」

　母親の気持ちはわからないが気分のいいものじゃないと思ったが。

「構いませんよ。下らない男の妻になるよりエイギルさんの愛人の方がずっと幸せになれますから」

　それにずっと一緒に居れますしね、と付け加える。

　母親の許可も出たし、俺としても処女を引き裂くのは望む所だ。

「多分ルウは受けいれてくれそうなんだが、クウは少し怖がっていてな」

「ちょっと生々しく見せつけ過ぎましたね」

　メルはクスクスと笑う。

　クウは俺とメルの獣のような交尾を見て恐れが出てしまっているのかもしれない。

　目の前で母を失神させたこともあったしな。

「でもそんなことを言っておばさんになってしまっても可哀相です。無理やり押さえ込んで肉棒を叩き込んでしまえばどうですか？」

　母親の言葉とは思えん。

「ふふ、絶対に幸せにしてくれるんですから母として文句はありません。お膳立ては私が致します」

　そう言ってゆっくりと体を起こし部屋を出て行く。

　優しく腹を撫でながら一言。

「今年で三九……ギリギリだと思いますけど頑張ってもう一人。娘と同じ男の種で腹を膨らます……素敵だと思うんです」

　孫を望むのはともかくまさか娘と並んでの妊娠を望んでいたとは……。

　少しだけ驚いたが肉棒は勃ち上がってしまった。

　メルの出産予定は春……夏前にはもう一度種をつけられるだろうか。

「この部屋でゆっくりしていて下さい」

　メルは灯りを消して部屋を出て行く。

　何故かはしらんが大人しく寝て待つか。




　メルが立ち去って少し経ち、部屋がノックされる。

「母さんきたよー」「お湯です～重いよ～」

　許可を得ることなくクウとルウの姉妹が部屋に入ってきた。

　二人は桶いっぱいのお湯と清潔な布を持っていた。

　あぁ……獲物が調味料と一緒に来たわけだ。

「なんで灯り消しちゃったの？　もーめんどくさいなぁ」

　クウはまず視界を得るため窓を開けようとしたようだ。

　そして二人が部屋に入ったところでバタンと扉が閉まる。

「え？　風？　見にくいからルウ開けて」

「えぅー開かないよぅ……」




　彼女達が寝ていると思っていたメルの声が扉の外からする。

「うふふ、さあ二人まとめて可愛がってもらいなさいね」

「えっ母さん!?　じゃあここにいるのは……」

「よう」

「「エイギルさん!?」」

　二人は薄暗い中で俺を見つけて怪訝な顔をするが、ズボンが逸物で盛り上がっているのを見て察したようだ。

「はぅ……そっか……いよいよなんだ」

　ルウは顔を赤らめて俯く。

「ちょ……母さん開けて！　犯されちゃうよ!!」

「うふふ、頑張ってね。慣れればあの太いの最高よ」

　クウは扉に駆け寄るが開かない。

「ここを押えていればいいのか！」

「ええ、それでみんな幸せになるわ」

「そうか!!」

　外からイリジナの声が聞こえたのでクウも扉を押すのを諦めたようだ。

　クウとルウ、二人で押してもイリジナはびくともしないだろう。




「そう怖がるなよ。いつもは愛撫してくれてたじゃないか」

「それはそうですけど……いざ失うとなると……って！　もう脱いでるの!?」

　俺は今の騒ぎの間に服を脱ぎ捨てて全裸になっている。

　そしてルウを横に立たせて可愛いリボンつきの服を一枚ずつ剥いでいる。

「まずいつも通り咥えてくれ」

「うぅ……怖いよ」「お姉ちゃん大丈夫だよ」

　全裸のルウとしっかり服を着たクウがベッドに座る俺の股の間に入りこみ、両側から舌を這わせる。

　姉妹を並べてしゃぶらせるのは格別のものがあるな。

　いずれ母のメルも加わるだろう。

「わっおっきくなった」

「何かいやらしいことを考えたのよ」

　細い手四本が肉棒を掴み、二つの可愛い舌が這い回る。

　快楽だけならば喉まで咥えて頭を振ってほしいが、じれったいのもいい。

　時折肉棒が跳ね、姉妹から出る小さな悲鳴も素晴らしい。

「ふに……」「ルウ、そんなとこに舌を？」

　ルウが先端に口をつけ、舌を尖らせて尿道に沈ませようとしている。

「ああ、いいぞ。もっとやってくれ」

「ふぁい」

　姉妹なだけあって連携が取れている。

　尿道を刺激されて震える逸物、クウはその根元から肉傘までゆっくり舐め上げて射精を誘う。

　下から上へと這い上がる彼女の舌を追うように種が上がって来ているのだ。

　いつの間にか俺は二人の頭を抱きかかえて股間に引き寄せていた。

　小柄な二人には少し強引だったかもしれないが、嫌な顔をすることなく奉仕を続けてくれている。

　やはりこいつらは俺の女だ、誰にも渡しはしない。

「ぐ……」

　ルウの徹底した尿道責めに腰が持ち上がる。

　激しい動きではないが続けられれば遠からず精が飛び出すだろう。

「よしもういいぞ……このままだと出てしまう」

　二人は口元を唾液と俺の先走りで濡らして上目にこちらを見た。

「ふぇ？　出さないんですか？」

「もうピクピクしてるのに……」

「今日はお前達を貫いてやりたいからな」

　言いながらクウを抱き締め、手早く服を脱がせる。

　我ながら女の服を脱がせるのがうまくなった。

　薄暗くて手元が見えない中でもあっと言う間だ。

「う……やっぱりしちゃうの？」

「ああ、決めたよ。お前達は俺の女にする。どうしても嫌なら逃げろ」

　そそり立って筋が浮き出した肉棒を晒して二人の肩に手を置いた。

「お姉ちゃん……私エイギルさんに抱かれたい……」

　ルウがクウに一声かけて、ゆっくりと俺の前に立ちしなだれかかってきた。

　股間を指で確かめると、既に泉が溢れ出しているようだ。

　ルウが小さい頃から俺に好意を寄せていた事は知っている。

　幼なかったので手は出さなかったのだが、まだ体は小さいが既に一六、そろそろ食べてしまってもいいはずだ。

「お前の初めて、俺にくれるか？」

　ルウを抱き上げ、顔を近づけて優しく聞く。

「うん！　私の処女……貰ってください」

　呆気にとられるクウの前で濃厚なキスを交わす。

　いつの間にか入り口は開いており、メルがベッドの横にやって来ていた。

「好きな体位で奪ってやる。どうされたい？」

「あの……上に座って……その……」

「こうだな」

　ベッドの端に腰掛けて、大きく足を開いて向かい合うようにルウを乗せる。

　逸物がルウの体にくっつく。

「はぅぅ……胸まであるよう」

「ははは、根元まで入れたりしないから安心しろ」

　ルウにやったら本当に死んでしまいそうだ。

「さあ自分で入れてみろ」

　促がすと俺の太ももの上に立ってゆっくりと性器に肉棒をあてがう。

　不安定ではあるが軽いルウの体を支えるなど片手で十分だ。

「あぅ……太いよぅ……痛ぁい」

　泣き虫のルウはすぐにポロポロと涙をこぼすが、中止する気はないらしく腰はゆっくりと沈んでいく。

　だがそれも処女の証しにひっかかるまでだった。

「はぅぅ……これ以上入らないよぉ」

「お、奥まで入ったの？」

「そこを突き抜けたらお前は女になる。どうする？」

　ルウの狭い穴から考えて最初は激痛になってしまうだろう。

　だがルウは必死に首を振った。

「ううん、今奪ってほしいです。私臆病でこれ以上動けないから……エイギルさんが……」

　涙で崩れた顔で必死に笑みを浮かべるルウ。

　いつの間に部屋に入ったのか、横で見ているメルもコクリと頷く。

「わかった。行くぞ」

　俺はルウの肩を上から掴み、ぐいと下に押す。

「みぃぃぃぃーー!!」

　可愛い悲鳴、彼女の処女膜は何の抵抗も出来ずに破れて俺のモノは一番奥を叩いた。

「あぅぅぅーー!!　痛い、痛いよぉぉぉ!!　ママぁ!!」

　母さんではなくママと呼び、仰け反って悲鳴を上げ続けるルウ。

　結合部から処女の血が流れている感触がある。

「ルウ！　やめてあげて痛がってる!!」

　クウは必死で訴えるがメルがそれを制してルウを後ろから抱き締める。

「ルウ、貴女は今エイギルさんの女になったの。ほらお腹に入ってるのを感じてみなさい。痛いだけじゃなくて温かいでしょう？」

　メルがルウのお腹を優しく撫でる。

　ルウの薄い腹は俺の逸物の形に盛り上がっていた。

「痛いけど……うぅ……温かい……私エイギルさんの女になれたのかなぁ？」

「ええ、貴女はもう大人の女よ。でもまだ一つだけ足りないわ、我慢して腰を動かしなさい。種を絞れば完璧よ」

「ママぁ……でも……」

「これから貴女はエイギルさんに守ってもらって面倒を見てもらうの。必ず幸せにしてくれるわ……だからその痛みは受け入れなさい。今は女の試練だから耐えて腰を動かすのよ」

　ルウはメルに諭されて決意したように俺を見る。

　そしてゆっくりと腰を動かし始めた。

「えいっ！　えいっ！　うあっ！　んんっ!!」

　苦しげな声を上げながらルウが俺の上で腰を動かす。

　メルは女の試練と言っていたが苦しいだけの初体験は悲しいだろう。

　指に唾液をつけてルウの股間に伸ばす。

　ルウの肉の豆をくりくりと摘んでやる。

「ひぃぃっ!!」

「気持ちよくしてやる。好きに腰を動かして限界になったら言え」

「は、はい!!」




　ルウの尻を支えながら豆をいじり、拙い腰使いを味わう。

　あまりに幼稚な腰振りだが、子どもの頃から知っている彼女を女にしたことと、きつすぎる女穴に締められて徐々に快感は高まっていく。

　口技で散々に攻められていたのもよかったな。

「ルウ、そろそろ出るぞ。避妊はいいのか？」

「うん！　赤ちゃんできてもいいよぉ!!」

　ならば遠慮はいらない。

　最後だけは強く突かせてもらおうと腰を掴み、あるのか無いのかわからない程度の胸を強く掴む。

「あぐっ！」

　多少痛みを与えてしまうが男の性と許してくれ。

　三度、座ったまま持ち上げるように腰を突き上げてから抱き締める。

「ううっ!!」

「あぅぅぅぅぅ!!」

　中々に激しい射精だ。

　肉棒が脈打つのに合わせてルウの体も震える。

「え？　これでてるの？　中に出ちゃったの？」

　クウが慌てている。

「触ってみろ」

「……わっ！　ドクドクしてる!!　ルウ出されちゃった……」

　クウが突き刺さった俺の肉棒を後ろから触る。

　半分以上入らなかったので触りやすいはずだ。

「あぁぁ……はぅぅぅ……きゅぅ……」

　俺の上で必死に頑張っていたルウがついに限界を迎えてくにゃりともたれかかってくる。

　意識を失ってしまったようだ。

　ちょうど射精も終わってきたな。

「よく頑張ったな」

「これからは母さんと同じね」

　ベッドの端にルウを横たえるとメルが優しく声をかける。

　心なしか意識を失っているルウの表情が緩まった。




「さあ次はクウだ」

　ルウから引き抜き、血と愛液と種汁にまみれた肉棒を突き出す。

「ひぃぃぃぃ!!」

　さすがにこれは刺激が強かったようだ。

　お湯で濡らしたタオルで綺麗にして再度突き出すがクウは脅えて後ずさる。

「お前は体も出来ているしルウほど痛くない。しっかり前戯もしてやるからおいで」

「でもぉ……でもぉ……」

「クウ！」

　それでも渋るクウをメルが一喝する。

「貴女が今何不自由なく暮らせているのはエイギルさんのおかげなのよ！　今までは母さんの娘だったけどもう二〇よ、女として覚悟を決めなさい!!」

「ううー……」

　メルは一転して優しい声になる。

「心配しなくても母さんの見た限りエイギルさんよりいい男はいないわ。この先の人生でどんな男を見てもつまらなく感じちゃうはずよ。怖がらず股を開きなさい」

　メルに促がされるまま、クウは先ほどと同じようにベッドに腰掛ける俺の上に乗ってきた。

　ルウと同じ体勢だが違うのはこちらに背中を向ける乗り方だ。

「はは、クウは母親離れできないな」

「うぅ……だってぇ」

　これも可愛いだろう。

　クウは先端だけを穴に入れて目の前にいるメルと手を繋ぐ。

「ママぁ……」

　この姉妹は切羽詰るとママと呼ぶようだ。

「さあエイギルさん、どすんと」

「ええっ！　そんなぁ」

　さすがにそれは可哀相だと処女膜まではゆっくりと進めていく。

　それでもギチギチと音が鳴るようで、クウも呻きを上げている。

「まぁ、太い肉棒がクウに入って行くわよ。すごい光景」

「言わないでよママ！」

　やがて肉棒が入っていかなくなる。

　ここを突き抜ければクウは女になるのだ。

「キスゥ……」

　振り返ってキスをねだるクウに濃厚なキス。

　その後ろからメルが仕草で「入れて入れて」と伝えてくる。

　タイミングとしては上々か。

　クウの腰を押えて一気に入れる。

　ルウと違って体は出来ているしある程度強引でも大丈夫なはずだ。

　それよりも苦痛を一思いに終わらせてやりたい。

「よっ！」

「あ……あぁぁぁぁぁーーー!!」

「まぁ、ぶちりといったわ。あらあら、お腹が膨らんじゃってる」

　メルはクウのお腹に手を当てていたようだ。

　叫ぶクウの苦痛を和らげようと豆と乳房を触ってくれている。

「大丈夫だ。女は肉棒を受けいれるように出来ている。身を任せろ」

「あぐっ！　でもっ！　こんな馬みたいなのは例外かもっ!!」

「こらクウ、馬とは何ごとですか。馬がこんな良い形してる訳ないでしょう……傘が張って……筋ばって……慣れるとたまらない逸物なのよ！」

「え？　ママ？」

　孕んだメルは一年近く抱いてない。

　子を産んだらまた抱いてやろう。

　俺は後ろ向きに倒れて背面の騎乗位になって腰を動かす。

　このほうが奥への出入りが少ないので痛みも少なかろう。

　ルウが耐えたのに情けないが痛みを与えても仕方ないからな。

「あ……これ少し気持ちいいかも……」

　ほぅ、クウのいい場所にはこの体位で当たるのか、覚えておこう。

「母さんも手伝うわ。ほら、良くなりなさいな」

　メルも腹に負担をかけないようにベッドに乗って結合部を舐める。

　クウの性器と豆は優しく舌で、俺の肉棒にはたまに甘噛みを交えて強い刺激を与えてくる。

　こらこら、そんなに上手く舐められてると更に膨らんでしまうぞ。

「うーん、ルウより少しある程度か」

　二人重なって寝転んだまま両手で両乳房を掴む。

　おお、乳首がまるでコルク栓のように立っている。

　乳房の大きさと比べると、とても大きい。

　痛みと快楽が混じってこうなったんだな。

「乳首はでかいのにな」

「ひどい！　気にしてるのに!!」

　いい具合に緊張もほぐれてきたようだ。

　乳首を摘んでこする。

「ああん……それ……いいよ」

「お前の母さんはこれをすると勢いよく母乳を噴くんだぞ？」

「まぁ！　そんなこと言わないで！」

　メルが抗議し、クウが笑う。

　大分緊張もほぐれたようだ。

「後ろから少し激しく突いてもいいか？」

　こくりとクウは頷く。

　体位をさっと変え、四つん這いにしたクウの腰を掴んで後ろから腰を打ちつける。

　パンパンとリズミカルな音が鳴り、苦痛のうめきではなく、高い嬌声が聞こえる。

　体の出来ている彼女はもう感じ始めているようだ。

「私はここで見てますね」

　俺達がうまくいきだしたのを見てメルはベッドを降り、椅子に座って笑顔で見ている。

「激しくするぞ!!」

「はいぃ」

　クウの上半身をベッドに潰し、のしかかって腰を振る。

　乳が触れないので背中を撫でてみたが、綺麗な肌と体型だな。

「く、苦労してるんです。お菓子美味しいし」

「嬉しいぞ。いい体だ」

　嬉しそうな顔を浮かべたクウだが、激しい腰使いにすぐに眉を寄せて悶え始める。

　一番奥をどすどす突いて見るが痛みはほとんどないようだ。

　遠慮なく気持ちよくならせてもらおう。

「これはどうだ」

「ああっ！　深い!!」

　両手を引いて上半身を持ち上げて猛烈に突く。

　体がまるで玩具のように揺れている。

　激しい動きに俺の肉棒も高まってくる。

「膨らんできたぁ！」

「もう出るぞ!!　どこがいい？　中か!?」

「な、中は駄目！　まだ赤ちゃんの覚悟無い!!」

　残念だが仕方ない。

　子作りはもう少し後だな。

「よし外に出すぞ。最後は激しく行く」

「これ以上激しく!?」

　クウをひっくり返して正常位となり、肩を抱え込んで腰を激しく動かす。

　我ながら処女にやる腰使いではない。

「うーん……このバチンバチンって何～？　お姉ちゃん!?」

　目を覚ましたルウが俺達の激しい交わりに目を見開いている。

　ふと見るとメルもさすがに心配そうな顔になっている。

　あまり続けたら本当に傷つけるかもしれないな。

「よし……出るぞ!!」

「はいっ！」

　次の瞬間クウの両手と両足が絡んできた。

　いつも擬似挿入として股で擦っているから、癖で密着したのか。

「おい！　放さないと中に出てしまうぞ……ううっ！」

「え？　ああっ!!」

　慌ててクウが手足を離し、既に射精の動きが始まった肉棒を急いで抜く。

「うおぉぉぉ!!」

　中腰のまま激しく肉棒をこすり汁をクウに向かって撒き散らす。

　股間はもちろん、腹、胸、そして顔まで塊のような種汁が断続的に飛んで全身を汚していった。

　射精は五分程続き、彼女は汁まみれになってしまった。

「お姉ちゃん……すごい」

「これはまた……」

「…………タオルをとってくれる？」

「ああ……良かったぞ。次はお前ら姉妹並べて犯したいな」

「いやらしいですぅ」「すけべ……」「うふふ」

　俺もどろどろに汚れた肉棒をタオルで拭こうとしたがその必要はなかった。

「ルウ」「うん、お姉ちゃん」「母さんも一緒よ」

　姉妹と腹の大きい母親が足元に来て舌を出す。

　メルがずっぽりと喉まで肉棒を咥え、クウとルウが竿から玉についた汁を綺麗に舐めとる。

　背徳の親子姉妹三人の口技は最高の快楽だ。

　肉棒がすっかり綺麗になる頃には先ほどよりも大きくいきり立ってしまった。

　そしてベッドに目をやるとクウとルウが重なって尻をこっちに向けていた。

「「姉妹並べてどうぞ」」

　これは辛抱ならん。

　俺はいきり立った槍をひっさげて姉妹の穴に突撃していった。







「あぁ玉が軽い」

「桶一杯で効かないぐらい出しましたからね」

　ふにゃふにゃになった肉棒を弄びながら俺の隣に寝るのはメルだ。

　姉妹は完全に失神して俺の足元にひっついている。

「こいつらは俺の女になったな」

「ええ、子を孕んだら側室にしてあげて下さいね」

　メルは俺の腕に乗って微笑む。

「まだやることが残ってる。親子で妊娠するんだろう？」

「うふふ、すけべです」

　甘い会話に参加するように邪魔が入る。

（うふふー親子でえっち、みーちゃったー）

　ケイシー幽霊でも覗きはやめてくれ。

　彼女は首から下げているぬいぐるみがひっかかるので壁の通り抜けは出来なくなったがドアから顔だけ出して中を覗くのはお手のものだ。

（みーちゃったーみーちゃったー）

　そのままドアから顔を引っ込めて廊下に戻っていく。

　まったくいつか天罰が下るぞ。

「メル殿ー!!　ちょっと聞きたいことがあるのだが!!」

　このでかい声はイリジナか、この音量なら屋敷の隅からでも聞こえそうだな。

（いったーーーーい!!　足踏んでるからぁ!!　え？　ぎゃあああ!!　また踏んだぁぁ!!）

　天罰早いな。
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予告した通りにいきませんでした。

本来クロルの話とセットだったのですが尺が長すぎたので二つに分けます。

一話増えて次々回から王都です。










第１２２話　漢の教育　♯







「エイギルさんお願いがあるんですよ」

　メリッサの部屋で膝枕の上に乗って耳かきをしてもらう。

　彼女はこういった繊細な作業を丁寧にしてくれる。

　下着が見えるような短いスカートを履いてくれているのは俺へのサービスだろう。

　カーラとミレイはイリジナと連れ立って酒屋に行ってしまった。

　なんでも王都からの上質の酒が入ったそうだ。

　残念だがイリジナが行ったから今日で品切れかもしれない。

　ノンナは先日の浪費がばれて今月は買い物禁止となってしまった。

　セリアとマイラに見張られながら、ぶすっとお茶を飲んでいる。

「あのー聞いてます？」

「あぁなんだった？」

　この間もこんな展開だったな。

「クロルの事なんですけど」

　クロルはこっちへ来てからもよくやってくれている。

　薪割りや風呂焚きの仕事は必要なくなったが、女性達が暮らす屋敷での重要な男手として活躍している。

　さすがに新しく雇った信用のない奴を女達の場所で自由にさせる訳にはいかないからな。

「何か不満でも言っていたか？」

　それなりに長い付き合いだ、小遣い値上げぐらいならセバスチャンに言っておいてやろう。

「いえ……その最近自慰がすごいんですよ。ミティが夜中にクロルの部屋からうめき声が聞こえるんで何事かと覗いたらしていて……私も気にしてみたら毎日何度もしてるみたいなんですよ」

「……なんで俺がクロルの自慰に関わらんといかんのだ」

　したければ別に一〇でも二〇でも好きにすればいい。

　女達に手を出すのは許さんが自分でこするぐらいの自由はあっていいだろう。

「でも毎日夜遅くまでしてるし……あんまりいい事じゃないと思うんですよ」

「じゃあどうするんだ？　俺が男根ばっかりこするなと言えばいいのか？」

「だめだよ！　あのぐらいの男の子にそんな事言ったらすごいショックになるから！」

　メリッサはクロル、ミティ、アルマを自分の子供のように思っている。

　だが俺にとってはあくまで頑張っている少年に過ぎず、正直それほど気にならない。

「このままじゃあ性欲が暴走して誰を襲っちゃうかもしれない……」

　そうなったらクロルを追い出すことになる。

　メリッサもそれを心配しているようだ。

　だがクロルの性欲の三大戦犯はカーラ、イリジナ、メリッサだ。

　カーラはわざと下着や胸を見せてからかう。

　イリジナは水浴びや風呂の後、平気で全裸でウロウロする。

　そしてメリッサは服装も雰囲気も男にとっては毒だ。

　メリッサは優しくクロルに構ってやってるつもりでもズボンの前が膨らんでいることは何度もあった。

「アルマがクロルに惚れてたろ？　ちょっと手引きしてやれば解決するんじゃないか？」

「ええっ!?　アルマはまだ一四だよ？　そんなのだめよ!!」

　クロルも一五だろう、少し早いがお互い同意してるなら構わない。

「だめだめ！　子供でも出来ちゃったら大変！　童貞と処女なんて何するかわかんないよ？」

　本当に母親だな。

「じゃあなんだ、童貞でも切れば解決か？」

「そうだね、卒業すれば少しは落ち着くと思うけど……」

　ふむ、自慰の世話などごめんだが勤労の報酬として女を教えてやるのはいいかもしれんな。

「娼館でも連れて行ってやるかな」

「娼館かぁ……病気とか大丈夫かなぁ」

　メリッサは自分も娼館に居た事があるので色々と裏事情も知っているのだろう。

　心配そうに頭を抱えている。

「許されるなら私が童貞を切ってあげてもいいんだけど……クロルのサイズじゃガバガバだからなぁ」

「俺もガキに嫉妬する訳じゃないが時期が悪い、ヨグリの事もあったからな」

　ノンナやメルも敏感になっている。

　いらん火種を投げ込むことはない。

「やはり娼館にしよう。後腐れがない。病気がない最上級の相手を用意してやるよ」

「そうだね……ごめんなさい。こんなこと相談して」

「いやいいさ。男になったクロルがアルマとうまくいったら見せ合いながらまぐわるのもいいな」

　メリッサは苦笑しながら否定する。

「だめだよ。エイギルさんには絶対わからないだろうけど、男って自分より大きな男根見たら落ち込むんだよ？　クロルだって横で何倍もあるおちんちんが出たら落ち込んで萎えちゃうよ」

　そんなものか。

「なんにせよ任せろ、クロルを男にしてやる」

　耳かきも終わったので顔をメリッサの股に向け下着をずらして性器にしゃぶりつく。

　こうなることがわかっていたのか中にはいい香りの香油が塗りこまれていた。

「んふ～お互いにしましょ」

　俺とメリッサは互いの性器をしゃぶり合う。

　メリッサは性技がうまいのでこの体勢では中々の強敵だ。

　負ける訳にはいかん。







　放心して動けなくなったメリッサをベッドに横たえ、食堂に向かう。

　今の時間、クロルは食事準備の手伝いをしているはずだ。

「クロルはいるか？」

「はい、何か用ですか？」

　クロルも最初と違って無礼な口は利かなくなった。

　子供の頃は許されたが大人になればそうはいかない。

　セバスチャンが教育したのだろうが、まだ完璧ではないな。

　俺に言われたくも無いだろうが。

「仕事は抜けていい。ついて来い」

「え？」

　クロルは不思議そうな顔をするがセバスチャンは無言で行けと合図する。

　日々の仕事が主人の令より優先する訳が無い。




　普段着に着替えたクロルを伴って街に出る。

　本人はまだ何かわからないようだ。

「買い物の荷物持ちか何かですか？」

「違う、来ればわかる」

　向かうのは当然娼館街、その中でも一番の高級店とされる店に入る。

「ええっ!?　ここは？」

「早く来い」

　戸惑うクロルを連れ込むと店の主人が出迎える。

「よくぞいらっしゃいました御領主様」

「急に悪いな、今日は俺だけじゃなくこいつも相手して欲しいんだ」

　まだ何が起こったかわかっていないクロルを前に押し出す。

「これはこれは……どのような相手がお好みですか？」

「ほら言え」

「ええっ!?　俺はそんな、よくわからんないと言うか」

　ええいまどろっこしいな。

「いい体をした妙齢の女と小柄で引き締まった若い女はいるか？」

　クロルが好きなのは要はメリッサとセリアだろう。

　似たような女がよかろう。

「はい、ご用意いたします」

「技術のある女を頼むぞ。後、俺にも一人つけてくれ余裕のある女と言うか……」

「大きなお道具を受け入れられる女をご用意致します」

　さすが高級店、よくわかってくれる。




「あの……エイギル様？　一体これはなんですか？」

　通されたのはこの娼館の中で最高の部屋、つまりはラーフェンの娼館で最高の部屋だ。

　広い部屋には華美な装飾があり、湯まで流れている。

　最高クラスの娼婦を指名したものだけが通され、労役の給料だと二月分が飛ぶらしい。

「決まってる。今までよく働いてくれた褒美代わりにいい女で童貞を切らせてやろうと思ってな」

「ええ!?」

「童貞は見ればわかる。メリッサもセリアも俺の女だから抱かせる訳にはいかんぞ」

　二つ真実を指摘されてクロルは黙ってしまう。

　そこに三人の女が入室してきた。

　一人目は美貌こそメリッサに劣るが豊満さは上だな。

　特に乳のでかさはかなりのものだ。

　二人目はクロルよりも背が小さく、やや筋肉質で引き締まっている。

　歳はクロルと同じか少し上ぐらいだろう。

　そして俺についてくれた娘は顔こそやや整っている程度だが乳も大きく尻も張っている。

　体全体に少しずつ肉が乗って柔らかい感じで、乱暴に突いても平気そうだ。

「「「失礼致しまーす」」」

　三人は体のラインどころか乳首や陰毛まで透ける薄い生地のワンピースを着ている。

　服としては機能しておらず男を煽るためだけのものだ。

「お召し物を失礼します」

　動揺するクロルを二人がかりで全裸に剥いていく。

　たちまち全裸にされてしまったようだが男の裸を凝視しても仕方ない。

「頼むよ」

「はい、御領主様。失礼があったら教えて下さい」

　娘は俺の服を一枚ずつ脱がせて丁寧に畳んでいく。

　そしてズボンを降ろした所で停止した。

「うわぁ大きい……噂には聞いていましたけどこれほどのお道具とは」




　クロルの方でも女達が声を上げていた。

「あは、結構たくましいのね」

「わー腹筋割れてる～」

「そ、それなりに鍛えていたから」

「わっなかなかいい感じの根っこだね」

「剥けてるね。立派だよ」

「そ、そうかな？」




　あっちも楽しくやれているようだ。

　だが娼婦のすごいは大抵お世辞だぞ、興が冷めるから言わないが。

「うそぉ……勃ってないのに片手じゃ回らないよ。これが勃ちあがったらどうなるの……」

　こっちも楽しむとするか。

「がちがちになったら捻じ込んでやるからな」

「きゃあ、壊されちゃう。でも楽しみ、こんな巨根初めてですもん」

　言いながら女は股の間に座りこんで舌を這わせる。

　むくむくと大きくなった逸物はたちまち天をついた。

「予想通りの馬並ですね。どうなさいますか？」

「選択肢があるのか？」

「はい、私結構頑丈だから色々出来ますよ。強姦風味で犯すなら受けますし、まず奉仕で出すのも……」

　最後まで言わせずに押し倒し、薄い服を剥ぎ取って股を開かせる。

　このまま少し力を入れるだけで肉棒は奥まで入っていくだろう。

「このままズドンはありか？」

「んふ、ありです。……んあぁぁぁぁぁぁ!!!」

　腰を押し出すと八割方めり込み、一番奥をドシンと突いた。

　反射的に穴が締まり中の肉ヒダが絡みついて来る。

「いい穴だな。肉ヒダだらけで良く締まる。それも濡れてドロドロだ」

「わ、私少し穴が緩いのが欠点なんですけど、こんなきついなんて、大きすぎるぅ……お汁が止まらないんですぅ」

　正常位で体重を預けて圧し掛かり、ゆっくりだが大きく腰を振る。

　乱暴にする気はないが彼女は俺の女ではなく、ちゃんと金も払っている。

　少しばかり自分勝手に抱かせてもらってもバチは当たらないだろう。

　一突きごとに女は嬌声を上げ、体を震わせる。

　俺を心地よくさせるために演技しているのかと思ったが胸板で押し潰している乳房からも汗を大量にかいているから本当に感じてくれているようだ。

「感じてくれているのか？」

「はいぃ……私奥深くてちょっと緩いからあんまりギチギチにされるのに慣れて無くてその……」

「大きいのが好きか」

「だ、大好き！　巨根最高に好きです!!」

　嬉しくなって腰の動きを激しくすると娘は涎まで垂らして悶え始めた。

　もう娼婦として奉仕してくれている感はまったくないが、これはこれでいいか。

「言っておくが今日は一晩で買わせてもらっている。一晩中突いてやるぞ」

「そんな死ぬ……死んじゃうよぉ……」

「肉棒に突かれて死ぬのは嫌か？」

「あぁ!!　あああっ!!　いいよ、死んでもいい。巨根に責め殺されても幸せだよぉ！」

　反応のいい場所を肉傘でこすってやると女の脚がぴんと伸びてからゆっくりと下がってくる。

　絶頂したのだろうが俺が腰を止めてやる理由もない。

　更に激しく動かすともう一度脚が伸びきり今度は下がることなく震え続ける。

　絶頂が連続しているようだ。

「弱点を見つけたぞ」

「いやぁ……見つかっちゃったぁ」

　腰を強く掴んで固定し、一番良い場所を削り取るように激しくこする。

「−−−−−−!!!!」

　もはや声にならない悲鳴、俺の背中に爪を立てて女は大きく仰け反り、長い息を吐いてから意識がとんでしまった。

　それでも俺はまだ出していないので腰振りは続ける。

　中は力が抜けてかなり緩くなったがその分俺が膨張したので十分に気持ちがいい。

　射精するために腰を振りながらクロルの方を見てみる。




「うあぁぁぁ!!　もうだめだ!!」

「んぶっ、んぼっ、んんんん!!」

「あらら、二回目出ちゃったね」

　クロルはベッドに倒されて二人がかりの口奉仕に悶えるしか出来ないようだ。

　豊満な方の女が口で種を受けたらしく、顔の前までいって口を開く。

「ほら、坊やの種汁こんなに出たわよ。見ていてね」

　女が口の中に出された精を見せ付けた後、喉を鳴らしてそれを飲み込む。

「んはっ。坊やの種汁飲んじゃった」

「お、俺の種を……」

「次はどうする？　もう一度口に出す？　それとも……」

「こっちに注ぎ込む？」

　女達はクロルの目の前で性器を指で広げていた。

　童貞がその魅力に逆らう事は不可能だろう。

　俺は抱いている女の向きを変えてうつ伏せにして後ろから貫き、クロルの方を眺める。

　童貞喪失の瞬間ぐらいはメリッサに報告してやろう。

　クロルが選択したのは若い方の女の方だ。

　メリッサよりセリアを選んだ訳か、次からセリアがクロルを蹴飛ばしても何も言わないでおこう。

　若い女は仰向けになったクロルに乗って胸に手を置き、慣れた手つきで逸物を性器にあわせる。

「いくよ～ほいっと」

　女の尻が落ち、男の情けない声が上げる。

　なるほど童貞卒業は同じぐらいの女に騎乗位で乗られてか。

「童貞卒業おめでとう。って……出ちゃった？」

　女が苦笑しながら腰を優しく振って気持ちよく射精できるように合わせてくれている。

　入った瞬間とは情けない。

「あららー萎えちゃうね。……んふふ」

　女は悪い顔を浮かべてクロルに口を寄せる。

「私ね、避妊してないの。だからもしかしたら坊やの種が私のお腹に入って……」

「ええっ!?」

「卵を捕まえたら……坊やの子供が私のお腹に出来るよ。坊やの種汁が女を孕ませるの」

「そ、それは……」

「あはは、大きくなってきた。このまま続けるね、体位を変えたくなったら言って、好きに突かせて上げる」

　高級娼館の娼婦が避妊していないはずがない。

　完全に嘘だが男にとって美女を孕ませるのは夢の一つだからな。

　さすがにクロルなどコロコロにされている。

「っとこっちもそろそろ……出すぞ」

「……あへぇ……」

　聞こえてないようだ。

　まぁいいか。

「おう！」

　腰を強く打ちつけて射精する。

　九割まで入ってしまった。

　もう少し入れたら子袋に突っ込んでしまうだろう。

「あぉぉぉぉぉ…………」

　意識の無いまま声だけが漏れ、腹が膨らんでいく。

　長い射精になりそうだ、これでもかと立った乳首でもしゃぶりながら出させてもらおうか。




「ほら坊や、もっと強く腰をぶつけても大丈夫よ」

「あはは、お尻がきゅってなってるわ。もう少し足を開いたらお尻の穴を舐めてあげるわよ」

　クロルは後背位で豊満な女を抱きながら若い女に尻穴を舐めてもらっているようだ。

　羨ましい、俺も参加させてもらいたいものだ。




「……ん。あっ気を失ってました？　申し訳ありません!!」

　抱いていた女が目を覚ましたようだ。

　慌てて身を起こすが自分の体の異変に気付く。

「うぐ……お腹が苦しい？　えっ？　なんで私妊娠しちゃてるの!?」

「慌てるな、それは俺の種だよ」

　腹をゆっくり押してやる。

　途端に汚い音を立てて穴から汁が噴き出る。

「すごい量……避妊薬を使ってても……孕まされそう」

「さあ失神していた分、奉仕してくれ」

　射精したばかりで少し疲れた。

　逸物は元気なままだが少し休憩させてもらおう。

　ベッドに深くもたれて腰を突き出す。

　女はすかさず口奉仕に入り、失神していた罪滅ぼしか喉の奥まで咥えてくる。

　さすがに上手いな。

　うちで口技が上手いのはメリッサとレアだが並べるとレアの方がかなり上手い。

　メリッサがあくまで喜ばせる奉仕なのに対して、レアは自分の身を気にせず来る。

　前に深く咥えてくれと言ったら窒息するまで喉奥に入れていたからな。

　心から俺に抱き殺されるのも本望と思っているようでこちらが注意してやらないといけない。

　この女の技量はさすがに人気嬢らしいだけあってメリッサより上手い。

　だがレアよりはやや下だ。

「んぼっ！　んんーーー!!　んっんっんっ!!」

　先ほどの償いも兼ねてかなり激しい。

　これはもう駄目だな。

「あぁ……出るぞ。奥まで突っ込んでもいいか？」

「ん」

　肉棒を咥えたまま頷くので頭を押えてゆっくりと奥まで押し込んでいく。

　喉を超えて更に奥に入り、遂に根元まで収まった所で射精を開始する。

「んごぉ……んぼぉ……」

「ああ……いいぞ……」

　最高に気持ち良かったがあまり長く射精すると窒息してしまうので適度で切り上げて引き抜き、残りは顔にかける。

　女はむせながらも顔をこちらに向けて精を浴びてくれた。

「良かった。よく飲んでくれたな」

「ふぅ、ふぅ、飲んだって言うか胃袋に直接流し込まれた感じでしたけどね」

　女は苦笑いして次の要求を聞こうとしたが体力が限界なのかへたりこんでしまう。

「あれ？　体が動かない……うそぉ……」

「いいさ、良く頑張ってくれた。気持ちよかったぞ」

　調子に乗って激しくしすぎたようだ。

　これ以上彼女を抱いたら倒れてしまうだろう。

「ありがとう。遠慮なく眠ってくれ」

　金貨を一枚チップとして胸に挟んでやる。

　女は恐縮していたが疲れきっていたのかやがて寝息を立て始めた。




　相手がいなくなったのでクロルから一人分けてもらおうか。

「五回も出しちゃったからもう打ち止め？」

「休みたくなったらゆっくり寝てね？　一晩中二人でしゃぶっていてあげるから、抱きたくなったらいつでも起きておいで」

　どうやらあちらも終わったようだ。

「うふふ、実はし終わって小さくなったのを口に含むの好きなんだぁ。玉ごと口に入れちゃお」

「あぁ……」

「あーあ独り占めされちゃった。じゃあ私は坊やの乳首でも…………あ……あがぁぁぁぁ!!」

　クロルの後ろから乳首に手を伸ばそうとしていた若い女が断末魔のような叫びを上げる。

　原因は俺が後ろから腰を掴んで穴に肉棒を押し込んだからだろう。

　うむ、さっきの女よりもずっときつくて狭いな。

「ど、どうしたの？」

「あぁぁぁぁぁーー!!　太いのが入ったぁ！　なにこれぇー裂けちゃう!!」

「ごめんな。相手が居なくなったもんで俺の相手もしてくれ」

「うそ……あの子は男三人がかりの相手もしてるのに。こんなあっと言う間にへたっちゃったの？」

　豊満な女は驚いた顔をしているが俺が突いている若い女はそれどころではないらしい。

「ひぃぃぃ!!　こ、こんなの入れられたらあっと言う間よぉ!!　だめぇぇぇ!!」

　ばしゃりと股間に潮がかかる。

　感じている訳ではないから反射的に出てしまったのだろう。

「あぁ、ぎゅうぎゅう締まる。これはこれでいいな……」

「あーーーー!!　ああああーーー!!　ひいいいーーー!!」

「すごい顔……」

　クロルが思わずと言った様子で声を漏らした。

　俺が後ろから突いているので女の顔はクロルを向いている。

　叫び声から考えてもとんでもない顔をしているのだろう。

　もう少し楽しませてやろう。

「ひっ……そこは……」

　女を突きながら指を尻の穴に入れていく。

　途端に肉棒は痛い程締め付けられ、女はえびぞりになって大声を上げた。

「大きくなってきたね」

　クロルの肉棒も復活したようだ。

　せっかくの童貞卒業、俺が女を奪っても仕方ないな。

　女を回転させて正面から抱き締める。

　そのまま後ろに倒れて寝転んだ騎乗位の体勢にする。

「クロル、こっちも試してみろ」

「えっ？」

「そ、そっちも!!?」

　クロルに向けられた女の尻、その尻たぶを両手で掴んで大きく広げる。

　すぼんだ尻穴が丸見えのはずだ。

「尻は使えないか？」

「準備はしてましたけど……前にこんな極太入れたままで……」

　準備しているなら問題ない。

　だがクロルはここまで来て戸惑っているようだ。

「クロル……お前はセリアが好きなんだろう？」

「え、ちが……」

　隠さなくてもいい。

　好きなだけなら罪ではない。

「後ろ姿が似てないか？」

　女の体型はセリアにそっくりだ。

　顔は違うがクロルからは後ろ姿しか見えない。

　クロルは俺と違ってセリアの全裸を見慣れている訳ではないから細かい違いはわからないはずだ。

「…………」

　案の定、大きく唾を飲み込んで女の尻にゆっくり手を伸ばしている。

　五回射精したらしいが、男根も立ち上がっているようだ。

　俺に比べれば随分と小さいが、歳もあるしこんなものか。

「どうした？　来ないのか？」

　来ないなら俺一人で楽しもうと思った時だった。

「せ、セリアさん!!」

　クロルが女に覆いかぶさり、尻穴に肉棒を押し込んだ。

「あぐっ！　痛い!!　もっと優しくして!!」

「ご、ごめんなさい……」

　女に怒られてしょぼんとしながらも腰はカクカクと動かす。

　その滑稽さに思わず笑ってしまう。

　女に別の女を重ねるなど失礼極まるが童貞の夢を叶えるため大目に見てもらおう。

　俺の上に乗っている女に後でチップを出すと囁き、要望を告げる。

　女は苦笑いしながらも受けてくれた。

　そして口調を変化させてクロルを怒鳴りつける。

「こ、このガキ！　よくもお尻に早く抜け……ああっ！　エイギル様と二穴なんてこんな……あー!!」

　本当にセリアにやったら即座に首を落とされるだろうがこれは遊びだからな。

　現にクロルの腰は目に見えて激しくなっている。

「くぅ……あぁ……お尻が焼けるっ！　チンポが二本も入って……イってしまう!!」

「セ、セリアさん!!　うおおおおーーー!!」

　クロルは呻き声を上げて射精しそのまま崩れてしまった。

　もちろん演技なので女の方は昇った訳ではない。

「う……かなりでてるわ」

　クロルは女の尻に大量に射精して、そのままベッドに崩れてしまった。

　渾身の力で精をひねり出したんだな。

　童貞卒業のいい思い出になったろう。




「さて、じゃあお前達も飛ばしてやるぞ」

「お手柔らかに」「二人仲良く失神しよっか、あはは」




　二時間程攻めてやると言葉通り女二人は失神し、尿まで漏らしてベッドに転がることになった。

　いやぁ良かった。

　やはりたまには娼婦の技術を味わうのもいいな。




　翌日

「……なんですか？」

「いや……なんでもないです」

「後ろから何を見てると聞いている！」

「なんでもありません！」

　その後、クロルがボーっとセリアの後ろ姿を見ることが多くなった。

　更に今まで買い食いや小物に使っていた小遣いをこつこつ溜めているらしい。

　まさか娼婦にはまってしまったのだろうか。

　メリッサに言うと怒られそうなので黙っておこう。

　しかし昨日は楽しかった。

　思わず居間で顔が緩んでしまう。

「随分と幸せそうなお顔、昨夜はそんなに楽しかったですか？」

「上着からもバラの香りがします。きっと素晴らしい場所だったのでしょう」

　ノンナとセリアがきつい。

　セリアはクロルとだけ外出したのに嫉妬しているな。

　反面メルとマリアの妊婦組はまぁまぁとにこやかだった。

　だがマリアの表情が突然変わる。




「あれ？　なんか痛い、う……い、痛い!!　痛いよ!!」

　途端に全員が色めき立つ。

「ちょっと、生まれるわよ！」「早く産婆！」「屋敷にいないの？」「まだ先かと思ってました!!」

　どたばたと皆が走り回るがマリアの限界は早かった。

「もうだめ……生まれるぅ!!」

「ええー!?　ちょっと待ってまだ準備出来てないよ！」

「とりあえず何か敷いて！」

「まだ駄目です！　引っ込めて下さい！」「馬鹿ノンナ、無茶言うんじゃないわよ！」

（あわわ　どうしよう　どうしよう　大変だ）

　慌ててソファにクッションをおいて清潔な布を敷くが産婆が来るまではどうしようもない。

　正直頭上を壁にぶつかりながら飛びまわるケイシーが鬱陶しい。

「ああっ！　エイギルさん見ないで!!」

　産婆は間に合わず、限界に達したマリアが服をはだけて股を開く。

　既に敷いた布は血まみれになりお産が始まってしまったようだ。

　慌ててメリッサやカトリーヌが駆け寄っていく。

　男には見られたくないだろうと無事を祈りながら後ろを向く。




「あああーーー!!」

　マリアの叫び声が聞こえた次の瞬間におぎゃおぎゃと赤子の泣き声がする。

　まさか……ほんの三〇秒程だぞ。

　振り返ってみるときょとんとした顔のマリアと赤ん坊、まぁ……生まれたんだな。

「男の子……一瞬でしたね……」

　全てを見ていたセリアが呟く。

「初産でこんな安産だなんて……」

　メルも唖然としている。

「私の時も大したことなかったけどね」

　カーラが呟く。

「やっぱりエイギルさんのおかげだろうね。その……拡張されてる訳だし」

　メリッサも好き放題だな。

（大変だ　大変だ　どうしよう　えらいこっちゃ）

　こちらを見ずに飛びまわるケイシーを捕まえて大人しくさせる。

　ちょうどその時ドアを開けて産婆が飛び込んできた。

　後の処理は任せるとしよう。




　こうしてマリアに初めての男の子が誕生し［クロード］と名づけられた。

　ノンナもニコニコと歓迎してくれたがどうにも張り付いたような笑顔が気になるな。

「それにしても」

「ですよね……」

「うん……」

「「「赤ちゃんなのになんでこんなにおちんちんがおっきいんだろう」」」

　しらん、俺を見るな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　しばらく後

「では行ってくる。留守は任せた」

　冬も終わりかけて春も近い。

　いよいよ王都へ年一度の謁見に行かねばならない。

　連れて行くのは王への正式な謁見なので正妻のノンナ、俺と別行動は考えられないセリアとレア、王都見物に行くカーラとミレイ、ドロテアに会いたいミティ・クロル・アルマの三人組だ。

　メリッサも来たがったが産後のマリアとカトリーヌの下半身を面倒見てもらわないといけないので残ってもらった。

　そう長くはならない、我慢してもらおう。

　それ以外にはアドルフもレオポルトも置いて行く。

　人頭税徴収の大事な時期だし、私軍も再編中だ。

　マイラはゴルドニアの爵位を持っているから絶対に同行せねばならない。

「王都は楽しみですがいかんせんあの豚が来ると思うと憂鬱です」

　ノンナはなにやらいじけてしまっている。

　王都で流行の服を買って演劇を見れば少しは機嫌も直るだろう。

　だから懐に入れている金貨五〇枚については何も言わないでおこう。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵 ゴルドニア東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　私軍 一八〇〇（うち弓騎兵千）

　再編中

　財産　金貨六五五〇枚 労役（一〇〇）旅費（七〇）ノンナ（五〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍

　王都随行　ノンナ（正妻）カーラ（側室）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）

　ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）セリア（副官）ギド（護衛）マイラ（治安官）

　家族　メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）リタ（メイド長）

　カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

　部下　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数一〇四人　産ませた子一〇人








第１２３話　夫人跳ぶ







　王都ゴルドニア　王宮　大広間

「諸君、先の戦勝から間も無いが未だゴルドニアの敵は一掃されたとは言えぬ。余は諸君のより一層の忠誠と献身を期待する」

　王宮に隣接して新設された巨大な石造りの大広間。

　国賓を迎えた大規模な舞踏会や、こうして貴族達を集めるのに使うらしい。

　大国としての見栄の一つと言うことだろう。

「戦勝によって領地を得たものも多い。されど重要なのはあくまでその土地もゴルドニア王家の庇護の下にあってこそ……」

　王の全員への演説が続く。

　何百人と並んだ全員が貴族と言うなら爵位もさしてありがたみがないな。

　思わず大あくびが出てしまうが、俺はわらわらといる貴族達に埋もれる形で後ろの方にいるので見つかる心配はあるまい。

「もう、本当に適当な方ですね」

　横に並んだマイラが小声で非難し、肩でトンと突いて来た。

　返礼に尻を掴むと手をつねられた。

　セリアなら顔を真っ赤にして触らせてくれるというのに。

「王国への忠誠は戦時の勇猛さ！　平時には税を納める事によって証明される！」

　王の演説が続く中、俺達は小声で話続ける。

「でも宜しかったんですか？　こんな後ろにいて」

「へたに前に出たらあくびも出来んし、お前の尻も触れんだろう」

　言いながら再び尻に手を伸ばすとマイラは爪を立ててきた。

　痛いじゃないか。

　隣の貴族がこちらを睨んできたが俺と目が合うと慌てて視線を逸らす。

　実は王の演説が始まる前、並ぶ順番で妙な争いが起きていたのだ。

　なんでも身分が高い者ほど前、王に近い位置に並ぶらしいが単純に爵位だけで決まる訳ではなく、役職や戦いでの褒賞も影響するらしい。

　特に伝統貴族と新貴族は長年の貢献と直近の戦果を比べて争い、武官と文官はこれまた争う。

　お互いに比べる物の土壌が違うので決着が着かず、人脈や親族の身分まで持ち出してなんとか席次を決めたらしいが、不満たらたらでまだ睨み合っている貴族達もいる。

「ハードレット卿は伯爵、しかも戦争での功績も突出しています。席次は最前列でも不思議ではないのですが」

「その功績の一つはお前相手だからな」

「……むぅ」

　ちなみにマイラは戦後に敵国からの登用なので席次は最後列、下手をすれば騎士爵や準男爵よりも下になるだろうが俺が隣にいるので誰も何も言わない。

　貴族同士の交流をほとんどしていないせいか、周囲を見ても見事なまでに誰も知らない。

　女も居ないし早く終わらないだろうか。

「……であるから、領地を持つものは王国に貢献すべく戦費の……」

　しまった屁が出た。

　音は無いが最近肉が多かったからか酷く臭い。

　マントをさりげなく動かして周囲に散らそう。




　結局、王の新年の挨拶は

「勝ったけどまだ敵はいるから油断するな」

「国庫に金が無いから協力してくれ」

「裕福な領地には徴税人を送るかもよ」

　に要約される。




　　久しぶりに王都に来たのだしエイリヒと酒でも飲んでアンドレイやアゴールの様子でも見よう。

　刺されて墓の中だったりしてな。

　全体での挨拶が終わり、各貴族達は王が退室した大広間で大小の塊になって談笑している。

　何しろ普段は領地から出てこない領地貴族も多いからこの機に親睦を深めようと言うのだろう。

　きっと晩餐会の誘いや子供の結婚話が飛びかっているはずだ。







「ハードレット卿」

　こっちに来たかと振り返るとエイリヒだった。

「久しぶり……という程でもありませんか」

　戦勝式典からそれほど間も無い。

「そうだな……時間はあるか？」

　時間は無限にあるが、俺の使える分は限られている。

　と、ノンナに連れられて見た劇のセリフでも言えば知的に見えるかと思ったが、喧嘩を売っていると思われても困るのでやめておく。

「あります」

「では少しついて来てくれ」




　エイリヒに連れられて大広間を出て、彼に与えられたらしい王宮内の一室に入る。

　マイラはどうしていいかわからず、とりあえずついて来たようだ。

「王宮内に部屋があるとは大出世ですね」

　王宮内に執務室があるのは大臣以上の役職にある者だけと聞いた。

「うむ、ヒューティア男爵は少し席を外せ」

　あぁやはりマイラは駄目か。

　だが彼女がいなくては話の内容を誰が覚えると言うのか。

　今気づいた、セリアを待機室に忘れてきた。

「ラッドハルデ卿、大丈夫です。彼女は……」

「信頼出来る」はついこの前まで敵だったのだから通らんな。

「我々の味方で」当たりまえだ、敵でどうする。

　うーむ。

「彼女は俺の女です。問題ありません」

「っ!!」

　マイラは驚くが否定すれば追い出されると耐えたようだ。

「……彼女は王から爵位を貰った貴族だぞ。寄り子の貴族を自分の女にしてどうするのだ」

　エイリヒは天を仰ぐが、すぐに落ち着きを取り戻した。

　さすが歴戦の男、立ち直りが早い。

「この件は俺の心に留めておくから口外するなよ。まったく問題を起こさない方が少ないな」

　エイリヒはマイラの前にも水差しを置く。

　同席してもいいと言う事だ。

「話がそれたな。単刀直入に聞くがお前は俺の味方か？」

　おかしな事を言う。

「はぁ、一度とて敵になったことはないと思いますが？」

　エイリヒはそれでも真剣な表情を崩さない。

「ボールドウィン伯……こう呼ぶのも気に食わん。俺とケネスが寄り子全体を巻き込んで色々と対立しているのは知っているだろう？」

　しらん。

　だがしらんと言うと前置きが長くなるので頷いておく。

「ケネスの奴が卿との親密さを触れ回っている。あまり姿を見せない卿をいつでも舞踏会に呼べるだの、奥方に贈り物をしたら粗暴な噂とは違う丁寧な礼状が来ただのとな」

　あぁそう言えば今度王都に来たらなんとやらと手紙が来ていたな。

　基本的に礼状などは全てセバスチャンに書かせている。

　俺より何倍も丁寧な文を書いてくれるのだ。

　何しろ自分で書いた事が一度も無いので、彼の字が俺の直筆と思われているのかもしれん。

「勿論、奴の弁を信じてどうこう言っている訳ではない。だが奴に贈られた馬車に乗ってやって来る所を見るとあながちガセでもないのだろう」

　馬車まで知っていたのか。

　あの馬車は暖房はあるし、揺れは少ないしで快適なんだ。

　ベッドも完備しているからゆったりと女も味わえる。

「俺の派閥の中にはお前がケネスに取り込まれたと動揺している者もいる。だからこそ確認しておきたいのだ。お前は今でも俺の味方か？」

　軍人とは言え王宮勤めだと文官がやるような権力争いに忙しいんだな。

　俺には無理そうだ。

「ボールドウィン卿には色々と助力してもらいました。それでもいざとなれば貴方につきます。最初からずっと俺は味方だったはずですよ」

　エイリヒの表情が緩む。

　この一言が聞きたかっただけらしい。

　だが出来ればケネスには言わないで欲しい。

　馬車は便利なんで返したくない。

「そうか、ならいい。だが、あまり奴に近づきすぎると俺の部下や寄り子達が動揺する。奴の誘いを断れとは言わんが、少なくとも同程度はこちらの集まりにも参加してくれ」

　あぁ余計な手間が増えた。

　クロルかギドを変装させて俺の代わりに出来ないだろうか。

　無理だな、逸物が小さすぎる。

　その後は和やかな雰囲気の中でエイリヒと雑談した。

「卿は既にゴルドニアでも有数の大領主だ。隣接している貴族達との付き合いはあるのか？」

「いえ、ほとんどないですね」

「ふむ……周囲の者も卿と顔を繋ぎたがっているだろう。たまにはラーフェンで舞踏会でもやってはどうだ？」

　エイリヒは少し笑う。

「お前の周囲の領主は伝統貴族も多い。取り込んでくれればこちらの勢力も増える。正直俺はケネスに舌では敵わんので伝統貴族達の多くは奴に流れているのだ」

　伝統貴族達は本来エイリヒもケネスも新参者として敬遠している。

　だがフーバー侯爵の失脚で王宮の権力が彼らに二分された今、嫌々でもどちらかに付かねばならない。

　気に入らないのでどちらにもつかない等と意地を張る貴族は稀少だし、そういう奴は出世できない。

　二択となれば乱暴な新貴族の軍人を中心に束ねるエイリヒよりも比較的自分達のやり方に近く、言葉たくみに煽てて懐柔するケネスを選択する者達が多いのだそうだ。

　だがそれは王宮内での話であって領主貴族達にとって状況は異なる。

　年に一度か二度赴くだけの王都の事情よりも自分の領地の方が大切だ。

　近隣の大領主と別陣営に属するメリットはほとんど無い。

「特にお前は……評判がすごいからな。近場の奴はなんとしても友好関係にあろうとするだろう」

　先のトリエアとの戦争、火種はその少し前、俺がかの国と起こした紛争だと言うのが貴族達の共通認識だそうだ。

　一国相手にでも喧嘩を売り、軍を叩いて都市を略奪して帰って来る。

　言葉にすればそうなのだが、細かい事情が色々あったんだけどな。

　いずれにせよ俺が変に恐れられているのは間違いない。

「わかりました。領地に帰ったら周辺に声をかけてみます」

「うむ、その時はこちらにも知らせてくれ。俺の陣営からも誰か行かせる」

　ノンナに教えれば嬉々として新しいドレスを買いに行くだろう。

　こっそり買ったルビーのネックレス、アドルフが欠損金として計上していたぞ。




「政治の話ばかりは疲れました」

「そうだな、本来俺も柄じゃないんだ」

　エイリヒが苦笑いして伸びをする。

　こいつも本来は軍人であって王宮での勢力争いは得意ではない。

　無駄に有能なのでなんとかこなしているが、だからこそケネスに遅れを取りつつあるのだ。

「中央軍の再建は順調ですか？　随分河に沈みましたが」

　エイリヒはがっくりとテーブルに突っ伏した。

　こんな姿を見せるのは珍しい。

「お前は本当に遠慮なく言ってくれる……。兵士はともかく指揮官が足らん。そう、話はそれだ」

　そう言ってエイリヒは書類を出す。

　そのまま横に渡そうとしたがマイラは怪訝な顔、あぁセリアがいないのか。

　仕方ない自分で読もう。

「王立の……教育機関ですか？」

「そうだ。兵を率いる才能の前にもっと基礎的な教養が必要だからな。平民の子どもを教育して将来の指揮官を育てる。軍人に向かん者もいるだろうが、教養があれば内政官や代官の口もある」

　なるほど、平民達を教育すれば各貴族の色に染まっていない指揮官が得られる。

「しかし、それでは時間がかかりませんか？　数年後の人材も必要でしょうが、今現実に足りていないのですから」

「うむ、子供だけではなく、成人前後の者達に高等な教育を施す場所も設ける。騎士の子弟や平民でも豊かな家の子供は基礎教育を受けている者が多いからな」

　貴族の子弟はこないだろうが、と付け加えて笑う。

　なるほど、子供を最初から教育する場所と、ある程度学のある者に指揮官としての教育を施す場所の二つを設けるのか。

　それなら後者は一年もあれば指揮官と出来そうだ。

「ここで学んだ者は優先的に軍の指揮官として登用し、昇進も早くなるだろう。狙いは……騎士家の次男三男や出世を狙う商家の息子だな」

　なかなか面白い。

　最初からこういうのがあればセリアにでも学ばせてやってもよかったが、既に彼女は軍の指揮経験もあり、教養もあるからな。

「既に少人数ではあるが教育機関……国立学校は稼動している。お前も軍の人間として少しぐらい授業をやってもいいんだぞ」

　なんでそんな面倒くさい。

　断ろうと思ったがマイラを見ると目が輝いている。

　人に教えたいタイプなのだろうか。

「機会があればお邪魔します」

　とりあえず可能性だけは残しておこう。

「そう言えば俺は未だに軍の人間なのですか？」

　エイリヒが再びテーブルに突っ伏した。

「……先ほどの陛下の言葉を聞いていなかったのか！　お前は正式に予備役の方面軍司令官に任命された。戦時には複数の兵団を任せるぞ！」

　予備役とはてっきり名誉職と思っていた。

　一個兵団一万五千人と考えると中々の数だ。

　とはいえ本格的な戦争はまだ計画されていない。

　切羽詰ってから考えよう。

　その後しばらくエイリヒと話をし、そろそろと腰を上げる。

「しばらくは王都にいるのだろう。今日長話することもない」

　男としらふで長話もつまらない。

　王宮内の執務室で酒を煽る訳にもいかないしな。

「近いうち俺達の舞踏会か晩餐会の招待状を送る。絶対に来るんだぞ、ケネスの方に先にいくなよ、また揉めるからな」

「わかりました」




　領地も貰ってよかった。

　毎日政争していたら気が滅入って病気になるか逃避して色狂いになってしまいそうだ。

「後者は手遅れです」

　久々に口を開いたと思ったらそれか。

　お仕置きしてやる。

「ひゃん!!」

　無理やり股間に指を入れたら間違えて尻の穴に入ってしまった。

　奇怪な声に廊下にいる使用人達がこちらを振り返る。

　涙目で抗議するマイラの頭を撫でながら屋敷へ帰るとしよう。

　ちなみに放置されていたセリアはすっかりむくれて待機室で膝を抱えて座っていた。

　顔を揉み解して機嫌をとろうか。




　屋敷に帰ると困った顔のドロテアと不機嫌ノンナ。

　俺の顔を見るなり声を上げる。

「エイギル様……屋敷を孤児院にするつもりなんですか？」

「お前には言ってなかったか？」

「ドロテアさんに屋敷を見てもらうのは知ってましたけど子供全員を入れるなんて!!」

「……ドロテア母さん、ボク達ダメなの？」

「……オホン、その家具とか色々高価なものもありますのに小さな子が傷でもつけたらいけません」

　子供が泣きそうになっているのを見てノンナの怒気が下がる。

　こいつも非情な女じゃない、ただ貴族の常識で物を見てしまうだけだ。

「別に汚れてない。綺麗なもんじゃないか」

　むしろカーラやイリジナが居る方がよほど危ない。

　奴らは二大破壊者だからな。

　花瓶を落としたカーラはともかく、イリジナが門扉に突っ込んで壊した理由が未だにわからない。

「お金にも余裕がないのに」

「あんたが言う？」

　カーラの突っ込みは正しい。

　ドロテアも子供達も無駄遣いはまったくしないし、子供達も皆で掃除をしてくれるので管理費も含めて、月当たり金貨数枚しか必要ないらしい。

　これは毎月のノンナのお茶とお菓子代程度だ。

「それより今エイリヒと話してきたんだが、近くの領主達と交流うんぬんの話が出てな。ラーフェンに帰ったら適当に晩餐会でもやろうかと思う」

　ノンナの目が輝き出す。

「金は出してやるから流行のドレスでも買ってきたらどうだ？」

　やはり文化の中心は王都、ラーフェンが発展してきていると言っても衣服、特に高級なものでは天と地ほどの差がある。

「ミティ！　行きますよ！」

　ノンナは思惑通りドロテアのことを認め、ミティを引っ張っていく。

　一人では荷物を持ちきれないと見たミティが子供達を更に何人か引っ張っていく。

「エイギルはまた甘やかす」「知りませんよ？」

　カーラとセリアが溜息を付く。

　いいじゃないか、可愛くなるのだから。

「お前達も何か買ってきてもいいんだぞ？　せっかく王都に来たんだから金は気にするな」

「……では少し外出してきます。レアも連れて行きますね」

　セリア達は菓子屋をめぐるのだろう。

「んーじゃあミレイを案内してくるわ」

「お、王都か……服装はこれでいいんだろうか」

　王都と言っても王から物乞いまで幅広く居るから好きな服で行け。

　マイラやギドも外出して行き、屋敷は静かになった。

　正確には子供達がいっぱいいるんだが俺の前で緊張しているのか無口になってしまっている。

「ほら来い」

　一〇歳ぐらいの女の子を抱き上げて膝に乗せる。

　最初は少し怖がっていたが口に甘い焼き菓子を放り込んでやると瞬時に顔が緩んだ。

　お菓子目当てに他の子供達もわらわらと寄って来る。

　甘い物や贅沢品は一切与えられていないようだが満足な食事が出来るようになった彼らは順調に育っているようで痩せ過ぎている子はいない。

　もう少し育って大人になりかかったら女の子には愛を囁いてみよう。

「あらら、申し訳ありません」

　ドロテアが慌てて頭を下げる。

　彼女も四〇を超えている割には若く見える。

　やはり満足に食べられていなかったので痩せて年老いて見えていたんだな。

「向こうには果実の汁がある。好きに飲んで来い」

　膝の上の少女を降ろす。

　ドロテアの腰や胸元を見ていると大きくなってきてしまった。

　幼い少女の股間に逸物を押し当てる訳にはいかん。

　さてドロテアと酒でも飲んで、隙あらばベッドに引っ張り込もうか。

　彼女に話しかけようとした時だった。




　玄関前で複数の馬の嘶きが聞こえる。

　そして車輪が石畳を擦る音。

　蹄の音が多い、複数立ての大型馬車か？

　それで思い出した。

　王都に来ると言っていたではないか。

　彼女が俺よりも遅くゆったりと旅をしてくるはずがない。

　急いで玄関を開けたその途端だった。




「愛しの方!!」

　目の前に真っ赤な壁が広がる。

「愛する方！　私の男！　貴方のクラウディアが参りましたわ!!」

　馬車から飛び出したクラウディア、真っ赤なドレスを着た彼女はなんの戸惑いもなく俺に向かって跳躍したのだ。

　女とは思えないすごい跳躍力、文字通り飛翔してくる。

　避けたら頭から地面に突っ込むかなと思いながら手を広げて受け止める。

「うぐっ！」

　クラウディアは俺に手だけではなく足まで使ってしがみ付く。

「あぁ言葉が出ません！　二年……二年は長くございました。愛しい、あぁ愛しい!!　服が邪魔、体も邪魔だわ。何もかもなくして貴方と一つになりたい、溶けてしまいたい、貴方を食べてしまいたい……いえ私が食べられてしまいたい、貴方の一部になってしまいたいですわぁ!!」

　息継ぎも無しに存分に言葉出ているじゃないか。

　だが俺は呻いた原因はそこではない。

　単純に重いのだ、多分イリジナよりも重い。

「そんなに抱きつかれるとキスも出来ないじゃないですか」

　俺がそう言うとクラウディアはすぐに飛び降りてキスをしてくる。

　何の遠慮も無い音を立てるキス、普段は俺の方から女に舌を入れるのだが、クラウディアは喉まで届けと舌を捻じ込んでくる。

「ぷは……昼間から人目に付くのもつまらない。さあ家へ入れ」

「ええ、お邪魔致します!!」

　馬車からは手回りの荷物だけを持ったクララが降りてきてペコリを頭を下げる。

　前に抱いた時はまだ子供だったが二年で見違える程美しくなったな。

「さあさあさあさあ！　ベッドに参りましょう!!　巨大なお道具をおしゃぶりしますわ。私の淫らな穴も嬲って下さいませ！」

　やや年上の子供が小さい子の耳を塞ぐ。

　ノンナ達がいないのは幸いだった。

　帰って来る前に落ち着けばいいが。

「ドロテアまま～紅い豚さん飛んだよ～」

「こ、これ！　静かになさい！」

　クラウディアには幸い聞こえなかったらしいが、俺とクララは思わず笑ってしまう。

　チラリと視線が重なり、合わせるだけの軽いキス。

　彼女も久しぶりに会えた俺の女なのだ。
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　カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

　部下　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数一〇四人　産ませた子一〇人

最近どうにも設定を書き込み過ぎてしまいます。

次回はほぼ夫人オンリーになると思います。










第１２４話　爛れた情愛　♯







　俺に少しでもくっつこうとするクラウディアをなんとか椅子に座らせ、軽く酒と軽食を用意させる。

「貴女は私より随分前にゴルドニアについていたのですか？」

「つい三日程前です。この三日間股が疼いてたまりませんでした……女がひっきりなしに涙を流すので何度も下着を交換して……」

　クラウディアは何の遠慮もない。

　彼女の頭には俺に抱かれる事以外何もないようだ。

「奥様、あまり下品ないい様ではハードレット様に呆れられますよ」

　クララが口を挟むとクラウディアは今気づいたように口に手を当てる。

「まあ！　私ったら何で下品な……これもエイギル様を想う故です。ご容赦下さい」

「いえ、構いません。二年ぶりですが益々魅力的になられました」

　世辞を言いながらクラウディアの全身を眺める。

　一言で言うと太い。

　二の腕と太ももはむっちりと言える範囲を超えつつある。

　顔に露骨な贅肉が付いているわけではないので十分女としての魅力はあるが体型はかなり崩れている。

　だが不思議なのはもっとも目立つはずの腹がしっかりとくびれていることだ。

　大きく張った尻と比べると少し異常だと言える。

　興味を引かれて、彼女を愛を語らうように抱き寄せ、尻と腹を撫でてみる。

　だがクラウディアはそれを性愛の要求と受け取ったようだ。




「ああ……愛しい貴方の手が私の尻に……あぁぁぁぁ堪らない!!」

「おい……」「奥様!!」「わっ！」「見ちゃダメ！」

　欲求不満の侯爵夫人はあろうことか給仕する子供達や雑用に立たせているクロルの前で突然胸元を破るように広げて乳房を放り出したのだ。

　自分で両の乳房を揉みながらこちらに熱い視線を送ってくる。

　この調子なら俺が大通りで自慰しろと命令すればきっとすぐに始めるだろう。

　クロルは途端に股間を押えて前屈みになる。

　童貞を切ったのにまだ敏感なんだな。

「奥様おやめ下さい！」

「抱いてもらうの……男根を叩き込んでもらうのよ……」

　クララが必死に止めるがもはや話の通じる状態ではない。

　食事や会話など無用だったか。

　仕方ない、このまま抱いてやろう。

　俺は口調から敬語を消して命令するように言う。

「そこまで言うならすぐに抱いてやる。寝室に来い」

　夫人の手を強引に引き、引きずるように寝室へと連れ込む。

「犯されるのね……無理やり押さえつけられて強姦されてしまうのだわ」

　胸を丸出しにして何を言っているんだ。




　寝室に入り、無言で服を脱がそうとしたがクラウディアは意外にも抵抗し、ベッドに手を付いて尻をこちらに向けた。

　そしてドレスの裾を捲り上げて高価そうな下着を破り取る。

「前戯などいりません。叩き込んでください」

「すごいことになっているな」

　そこはまるで水浴びした直後のように濡れている。

　性器が濡れているという次元ではなく、太もも全体が濡れ、足首まで幾筋も愛液が垂れているのだ。

「まず体を触りたいから全裸になれ」

「そ、それは……このままで構いませんので好きに突いて……」

　またも抵抗する。

　言った途端に脱ぎ捨てると思ったのだが何を隠しているのか。

「奥様、ハードレット様との濃厚な時間を過ごされるのであればもはや隠せません」

　部屋には情事の手伝いにクララも入っていた。

　クラウディアも当然のことと気にしていない。

「で、でも」

「お覚悟なさいませ」

　クララは夫人のドレスの紐を解き、足元に落とした。

　現れたのは全裸ではなくぎちぎちに締められたコルセット、あぁこのせいで腹が締まっていたのか。

　そのきつすぎるコルセットが解かれると音がしそうな勢いで腹の贅肉が広がった。

　なるほど、たるんだ二の腕と太ももにふさわしい腹回りだ。

「ああっ!!　見ないで下さい。仕方ないのです、白都の食べ物には女を太らせる魔法がかかっているのですから」

　嘘付け、食っちゃ寝してるからだろうが。

　だがこの体は鑑賞するには醜いが、抱き締めて肉棒を叩きこむと考えるとなかなか具合が良さそうだ。

　大きい尻は肉棒をしっかり包んでくれるだろうし、これだけ体に肉がついていれば大柄でないクラウディアを乱暴に突いても痛めはしないだろう。

「抱けないなんておっしゃらないで！　貴方に嫌われたら私生きていけないわ！　そうよ、剣でこの醜い腹を切り落とせば」

「クラウディア」

　全裸の彼女を持ち上げてベッドに放り投げる。

　覚悟が出来ていれば甲冑を着た騎士よりは軽い、投げるぐらいは出来る。

　ベッドに引っくり返って動揺する夫人に被さるように乗り、手を取って服の上から肉棒を触らせた。

「どうだ？」

「おおきゅうございます。この巨大な逸物……夢に見ておりました」

「お前のたるんだ体で大きくなったんだ。これでもお前を抱けないと思うか？」

　クラウディアは体を隠すのをやめて両手で俺の肉棒を撫で続ける。

　口は半開きになって顔は上気し、発情期の犬のような顔だ。

「失礼致します」

　クララが後ろから抱きつくようにして俺の服を脱がせてくれる。

　その手付きはたくみでたちまち俺も全裸となって肉棒が飛び出した。

「大きい……夢に見ていたよりもずっと大きい……素敵だわ」

「…………すごい」

　クラウディアだけではなくクララまで目を丸くしていた。

　毎日見ているとわからんが、二年前よりもかなり大きくなっているようだな。

「お前は俺の女なんだな？」

「はい！　もちろんですわ！」

　人妻が断言したな、俺もノンナ達を寝取られないよう注意せねば。

「じゃあ勝手に太った罰だ。口で満足させてくれ」

　言うが早いかクラウディアは俺の肉棒を咥え込み、激しく頭を振る。

　こいつが突然発情したせいで風呂に入っていないが汚れも気にせずに口に含んで必死に舌で嘗め回している。

「んぼっんぼっんぶっ!!」

　その奉仕は熱烈だが荒さも目立つ、勢いは良いが、がつがつ歯が当たるし時折飲み込みすぎて喉を突いて激しくむせる。

　それでも三〇半ばの女が嬉しそうに俺の肉棒を咥えている姿は興奮を誘う。

「なかなかいいぞ。反対になって尻をこっちに向けろ」

　逆らうことなく彼女は肉棒を咥えたままベッドの上を回転する。

「でかいケツだな。よくもぶくぶくと太ったものだ」

　バチンと尻を叩く。

　一度行為が始まってしまえばクラウディアは優しく丁寧にするよりも乱暴に扱われることを望むのだ。

「んぼぉっ、それは!?」

「やめて良いとは言ってない。肉棒が欲しければ奉仕を続けるんだ」

　慌てて彼女が口奉仕を再開し、俺は目の前の豊満すぎる尻を叩き、乱暴に開いて女の穴や豆をこする。

　少し荒すぎるかと思ったが穴からは湧き水のように愛液が染み出し、俺の胸に水溜りを作った。

　それも潮のように薄い汁ではなくねっとりとした濃厚な汁だ。

　しばらくそのまま奉仕させているとクラウディアの尻は真っ赤になり、ものほしそうに左右に揺れる。

　献身的に奉仕してくれたしそろそろ楽しませてやろう。

「奉仕はもういい。仰向けにして脚を限界まで開け、自分で穴を広げるんだ」

「はぁ……はぁ……」

　いよいよの挿入に発情夫人は言葉もない。

　言った通りベッドに転がり、大股を開いて穴を限界まで広げる。

　俺はその上に圧し掛かるなり肉棒を捻じ込んだ。

「あああっ!!」

　大きく開かれた足を掴んで更に広げながら遠慮なく体重をかけて突きこむ。

　乱暴な行為も肉付きの良すぎるクラウディアは受け止められるはずだ。

「おぉ、気持ちいいぞ!!」

「わ、わたしくも……おおおおぁぁぁ!!　おおおぉぉぉぉーー!!」

「はは、まるで獣だな」

　大きく腰を引いて打ち付けると肉棒は九割ほどめり込む。

　あと少しなのだがこれ以上押し込むと鋭い悲鳴が上がるのでここらが限界か。

　こいつは人妻、俺は牝穴を借りているのだから壊す訳にはいかんだろう。

「気持ちいいか？　どうだ、もっと優しくか？　激しくか？」

「ああうううあぁぁぁぁあーーーーおぁぁぁぁぁぁ!!」

　何を言っているかわからんからとりあえず激しくしよう。

　短い間隔で鳴り響く肉の音に混じって小さな水音、ちらりと視線を動かすと正常位で交わる俺達の結合部を後ろから見ながらクララが自慰をしている。

　彼女も可愛がってやらないといかん。

「膨らんだぁぁぁぁぁひぃぃぃぃ!!」

　クラウディアは白目を剥いて叫び続ける。

　白目で鼻水、涎を垂れ流す顔は少し気持ち悪いので首筋に吸い付いて顔を見ないようにする。

「まずは一発出してやる。中か？　顔か？」

「どっちもぉぉぉ!!」

　贅沢な奴だ。

「いくぞ、しがみ付け！」

「んひぃ」

　クラウディアは全身を絡ませて俺にしがみ付く。

　肉棒の先端を子袋の入り口に固定して一声呻く。

「ぐっ!!」

　途端肉棒は痙攣し射精が始まる。

　入り口から精が噴き出し夫人の胎内に流れ込んでいくのがわかる。

「おっ…………」

　太い絶頂の叫びが短く上がり、全身の力が抜け落ちた。

　イキ声を上げようとして失神してしまったらしい。

「よっと」

　気にせずにたっぷりと射精しながら肉棒を抜き出し、更に顔にかけていく。

　温かい種汁を顔面に受けて夫人は意識を取り戻したようだ。

　次々と飛んでくる汁を顔で受け止めながら、こぼれそうな汁を両手で集めて口に運んでいる。

「俺の種はうまいか？」

「臭くて……粘ついて……最高の味です」

　射精を終え、下品な音をたてて汁を吸い込む彼女の頭を撫でる。

「綺麗にしろ」

「喜んで……」

　射精を終えたが未だに固さを失わないそれを差し出してしゃぶらせる。

　汁はとれたが今度は唾液まみれで綺麗になっていないぞ。




「私の体……どうでしたか？」

「見た目は悪いが中々に美味かった。だがやはりもう少し痩せた方がいいな」

　俺は痩せている女より豊満な女が好きだが限度もある。

　クラウディアを問題なく抱けたのはきっとドワーフ女を抱いたおかげだ。

「うぅ、やはりたるみすぎたでしょうか」

「歳もあるから少しぐらいは仕方ないが、垂れ下がる腹は良くない」

　クラウディアを転がして俺の体の上に乗せる。

「逸物はまだ萎えていない。上で動いて少しでも運動するんだ」

　そこにクララが口を挟む。

「少しお待ち下さい。奥様、避妊薬を使われておりません。後でも大丈夫なものがありますので」

　行為の後から使っても効果が出る薬はとても高価らしいが彼女に金銭的な制限はない。

「興が冷めるじゃない。いいのよ、私の腹はどうせ十数年も子を孕めなかったのですから」

　それだけ言って彼女は肉棒を掴んで腰を落す。

「おぉぉぉ……太いわぁ」

「奥様……」

　体重で奥深くまで入り、子袋にめり込んでいく感触で彼女は身を震わせる。

　聞く耳を持っていない彼女にクララも諦めたようだ。

「気持ちいい!!　尻を掴んでください!!　私の醜く太った尻をお仕置きしてぇ！」

　激しく腰を動かしながら叫ぶ。

　どうやら罵ってほしいようだ。

「腹を揺らして気持ちいいかこの牝犬、いや豚だな。この牝豚、もっと腰を振れ！」

「いやぁ、ひどい！　ひどいわぁ!!」

　泣き声を上げながらも緩んだ笑みで腰を振るクラウディア、室内の温度はいつの間にか上がり、じっとしているクララですら汗が滲むほどだった。

「お前のせいで部屋が暑いぞ。汗まみれで腰を振って楽しいかこの牝豚が」

「楽しい！　楽しいですわ！　汗まみれの交尾最高ですわ!!」

「豚の上に淫乱か！　救いようが無いな！」

「救ってぇ……エイギル様の男根で淫乱豚をお救い下さいぃぃ」

「男根？　もっと下品に言え」

「あぁ……肉棒……逸物……」

　尻を思い切り叩く。

「もっと下品にだ!!」

「痛いぃ！　ち、ちんぽぉ、極太黒チンポで救ってほしいのぉ！」

「よし、言い続けろ」

「ちんぽ、ちんぽぉ……ちん……だめぇ!!　股間が熱いわ、焼けてしまう!!」

　クラウディアはもう絶頂が近いようだ。

「熱くなったらどうなる？」

「イクわ！　極太チンポでイきまくって穴が焼けちゃう！　焼き豚になってしまうわぁ!!」

「淫らな女だ。いくらでも昇っていいが、腰は止めるな。俺が言いというまで振り続けるんだ」

「ああぁぁぁ!!　イぐうぅぅぅ!!」




　その後、下品に叫び続けるクラウディアの胎に騎乗位のまま俺は三度射精した。

　彼女はその倍は昇り詰めたようだが、失神しても許さずに起こして腰を振らせ続け、ベッドは彼女の汁と汗でまるで放尿でもしたかのような惨状になった。

「奥様……酷い格好」

　欲求を解消した人妻はベッドの上に大の字になって股間から種を流し、舌が半開きの口から出ている。

　尻は叩かれて真っ赤に腫れ、性器は使われすぎて開いたまま肉をはみ出させていた。

「尻も使ってやろうと思ったがこれ以上やると死んでしまうな」

「そしてハードレット様が未だに勃起しているのが信じられません」

「まだ目的を果たしていないからな」

　クララの目の前に性器を突きつける。

「奉仕すればいいですか？」

「いや、最後までしたい」

　クラウディアは朝まで目を覚まさないだろう。

　下手すれば数日寝込むほど抱きまくった。

「……お相手致します」

　クララはクラウディアから隠れるように部屋の隅に行って壁に手を付く。

「避妊はいいのか？」

「実はこの部屋に入る前に塗りこんで参りました」

「期待していたんだな……よっと」

「あうっ!!」

　クララに後ろから肉棒を入れるとしっかりと濡れていた。

「んん、狭い。良く締まる」

「二年前から男の人は入っていませんから。でも狭いのでは無く、入る肉棒が太いのです。ぐぅ……」

「存分に味わえ、失神させてクラウディアの横に並べてやる」

「そんな、ご容赦を……」

「だめだ」




　俺は容赦せずにクララを失神させ、クラウディアと並べた。

　意識の無い二人を重ねて遊ぼうかと考えていると玄関からノンナの悲鳴が聞こえる。

　見れば外は薄暗い、時間切れのようだ。







「エイギル様、外の馬車は!!?」

「クラウディアが来たんだよ」

「あの女はどこに!?」

「寝室で寝てる。明日まで目を覚まさんよ」

「もぉぉぉーー!!　うちに入れるなんて何考えてるんですか!?」

　ノンナが愉快な悲鳴を上げる。

「あんたこそ何考えてるのよ。馬鹿じゃないの？」

　カーラの指摘に帰宅したセリアやレアなど全員が頷いた。

「なんでですか!?」

「後ろ見てからいいなさい。この馬鹿」

　ノンナの後ろにはミティと連れられた子供達が両手いっぱいに荷物を持っており、更に持ちきれなかった分なのか、菓子、お茶、食器、アクセサリー、毛皮を持った店員達が続いている。

「俺はドレスでも買えと言ったんだが……」

「ドレスは特注ですから少し日がかかるのです」

　なるほどそっちもしっかり注文していたか、乳がでかすぎるから既製品など入るまい。

「あたしには連れ込んだ女よりあんたのがずっと問題に思えるわ」

「そんなことありません！　これは必要なものです！」

　貴族を集めるには一応高い食器だの家具だのが必要だからな。

　だがノンナの鑑定眼は今ひとつ信じられないのでセバスチャンに一度見せることにしよう。




「そういえばケイシーはどこだ？」

　セリア達にくっついて行ったように思ったが。

「さっきまでレアの肩に乗っていたんですが」

「ええっ!?　そうなの？」

　その時びゅうと外で強めの風音が鳴った。

　今の時期、強い風が吹く日が多い。

「……まさか飛ばされたのか」

「探してきます!!」







　日が落ちきった頃、ようやく路地裏で泣いているケイシーを発見することが出来た。

　俺を見つけるなり胸に飛び込んで来る。

（怖かったよう！　暗いし　道わかんないし　お化けが出たらどうしようって！）

「よしよし大丈夫だ、お化けなんている訳が無い」

（うぅ　あの木の影に何かいたんだもん）

　見間違えだから怖くないぞ。

　さあ家に帰ってご飯にしような。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　私軍 二千（うち弓騎兵千）

　再編中

　財産　金貨五八四〇枚 労役（一〇〇）召集（二〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍

　王都随行　ノンナ（正妻）カーラ（側室）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）

　ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）セリア（副官）ギド（護衛）マイラ（治安官）

　クラウディア（重量級人妻）クララ（付き人）

　家族　メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）リタ（メイド長）

　カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

　部下　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　経験人数一〇四人　産ませた子一〇人








第１２５話　役者魂







「よ、ようこそおいでなさいましたマロードル夫人。朝食をどうぞ」

　俺との情事の末に失神し、翌日の朝まで寝続けたクラウディアがドレスを着込んで食堂に現れる。

　ノンナとカーラも正装で迎え、正妻のノンナが引きつった顔で社交辞令を述べた。

「あら、ありがと」

　俺が言うのもおかしいが、相手の旦那と寝ておいてここまで堂々としているのはさすがと言う他ない。

「そちらのお席へどうぞ」

　ノンナが用意した席はテーブルを挟んで俺の対面で結構な距離がある。

　客人を主の向かいに座らせるのは正しい。

　だがクラウディアが無茶をする可能性を考えてか俺の両隣にはノンナとカーラが座り、割り込みが出来ないようにしてる。

「ここがいいわ」

　だがクラウディアの行動は予想を超えた。

　彼女は俺の膝の上に座ったのだ。

「んなっ！」「ちょっとあんた！」

　たまらずカーラもクラウディアに掴みかかろうとする。

　彼女は遠慮がないから本当に張り倒す可能性もある。

「クラウディア、これでは落ち着いて食べられないよ。ちゃんと席についてくれ」

「あぁ申し訳ありません！　私ったらなんて無作法を！」

　彼女は慌てて腰を上げ、俺にキスをしてから席につく。

　涙目のノンナとイラついたカーラに睨まれながら食べる食事はあまり美味くなかった。




　食事の後、クラウディアの指示で次々と荷が運ばれてくる。

　おみやげはありがたい、今回は奇怪なものがなければいいが。

「エイギル様、先にお贈りした鎧、お役に立ちましたか？」

　セリアが反射的に顔を下に向ける。

　笑ってやがるな、大いに役には立ったがばれたら大変なことになるし、言いたくもない。

「あぁ……役に立ったよ」

「それはようございました！　あれから私気付きましたの。鎧と槍があっても盾がなければ万が一にも敵方の槍がお体に刺さるかもしれないと！」

　そうなったら私生きていけませんと太ももにしがみ付いてくるが話が進まないので離れさせる。

　嫌な予感しかしない

「なので今回は盾をお持ちしました」

　現れた盾は磨かれた鋼鉄製で掘られた装飾はいささか華美だが十分実用に耐えるように見えた。

「無骨に過ぎると言ったのですが……鍛冶屋が聞きませんの」

　前回の鎧で自分のやっていることに疑問を持ったのかもしれんぞ。

「いや、これのほうが……「ですから!!」」

　クラウディアは盾の表面の装飾、複数の窪みに宝石をはめ込んでいく。

　ルビーにサファイヤにエメラルド……。

　鋼の強固な逸品はたちまち悪趣味な成金仕様と化してしまった。

「これで優美になりましたわ」

　鍛冶屋はこの窪みをつける時どんな気持ちだったのだろうか。

　でっかい宝石は外して普通の盾として使わせてもらおう。

　それとノンナ、宝石に見入るんじゃない。

「ついでにこれも作らせました。あまりに無骨なので護衛の従者にでもお与え下さいな」

　使用人に持たせた剣をぽいと置く。

　試しに抜いてみると研ぎ澄まされた片手剣、長さは１ｍ無い程度で刃渡り６０ｃｍ程度だろうか。

　やや小さいが室内で使うにはこれぐらいの方がいいだろう。

　重さも軽いし、デュアルクレイターのようにものすごい存在感もない。

　盾よりこっちの方が役に立つかもしれない。

　町中で槍や大剣を持ち歩く訳にもいかないしな。

「そしてこれがとっておきの贈り物です!!」

　クラウディアは片手剣など興味がないように次を運び込む。

「絵か……」

　もう嫌な予感はせず、確信に変わった。

「ご覧あれ！」

　幕がとられると、以前と同じように俺らしき人物とクラウディアらしき人物が書かれていたが、状況は更に悪化している。

　仁王立ちした男は逸物を剥き出しにしており、その先端は女の股に突き刺さっている。

　凄いのはその大きさで、優に人の背ほどあって頭より太い。

　こんなものを勃てたらバランスを崩して倒れてしまうだろう。

　少しばかり羨ましいが。

「少し誇張してしまったかもしれませんが、愛ゆえですのでご容赦下さいね。若手ではありますが有望な画家のパトロンになりまして……六ヶ月かけて仕上げさせたのです」

　高位貴族の援助を得るためとは言え、こんな頭のおかしい絵を半年描き続けた画家の心境たるやいかなるものか。

　よく見ると、女の方は腰は見事にくびれ、スマートな手足を存分に伸ばして快楽を表している。

　世辞は世渡りのコツなんだな。

「ありがとう嬉しいよ」

　俺も画家の世渡りを見習って礼を言い、クラウディアの顎から首までを優しく撫でる。

　途端に息が荒くなり、続ければ昨日のように服を脱ぎ出すかもしれないのでいい所で辞めておこう。




「後は伯爵になられ、領地も持たれているならば色々とご入用でしょうから幾分かの金貨もお持ちしましたわ……本当はもっと持ってくるつもりだったのですけど、あの商人！　我が家への恩を忘れてけちをするんです！　まったく恩知らずな!!」

　クララが後ろから耳を寄せてくる。

「金貨は一万枚あります。奥様が旦那様の名を出して、出入りの商家から借金なされたのです。ただ日頃の浪費もあって事前に商家の方は旦那様から上限を決められていたらしく……」

「だろうな」

　俺も領地を持って分かったが金貨一万枚はそれなりの領地を持っていてもすごい大金だ。

　クラウディアの我侭にそれだけ出せるのは旦那も大したものだな。

　しかも下らない絵や宝石などにも少なくない額が使われているだろう。

「それでも男妾に貢がれなくなったので支出はあまり変わらないらしいですよ。今回のためにドレスや宝石の贅沢も控えておられましたから」

　長くいる使用人に聞きましたとクララが付け加える。

　今までずっとこんな出費を続けていたのか……さすが大陸に冠たる連邦貴族だな。

「ノンナ、あんたもその内こんなになるんじゃないの」

「成りません！　変な事言わないで下さい」

　カーラがノンナとじゃれている。

　俺もこれぐらいの贅沢をさせてやれればいいんだがな。

「後これが例のものです」

　クララがこっそり差し出す書類を受け取る。

　そこには鉄の筒……大砲と言うらしい　に使う燃える粉の詳細について書かれていた。

　鍛冶屋に現物を見せた所、大砲自体は材料と手間はかかるが作れないことはないらしい。

　だがどうしても燃える粉の製法がわからなかった。

　クララが調べるにも禁制品らしく、普通の手段では不可能で、手紙に書いて出す訳にもいかなかった。

「軍の人に聞きだすのに苦労しました」

「よくやってくれたな」

「奥様だけではなく、私も貴方に惚れこんでいます。忘れないで下さいね」

「もちろんだ」

　クラウディアに見えないように軽くキスをする。

「使用人の子供まで!?」

「あの目、エイギルに惚れこんでるわ。もう絶対抱いちゃったはずよ」

「乾く暇がないとは本当ですね」

　ノンナとカーラは揃うと一〇倍やかましい。




「そしてこれが一番お見せしたかった品ですわ！」

　どんな巨大な物が出るのかと思っていると差し出されたのは小さな箱に入った一〇程度の小瓶だった。

　薬か何かだろうか。

「これはアボラの実をすり潰して漬け込んだ酒です」

　ノンナが頭を抱えたが他の者はわからない。

　何かわからないのでクララに説明を求める。

「アボラは連邦の極北にのみ生える低木です。冬季に実を付けますが収獲は非常に困難で……」

　唯でさえ不毛の連邦極北、しかも冬季となれば十分な装備を持っても命の覚悟が必要だ。

「とても強力な媚薬ですわ!!　男も女もこれを飲めば丸一日は性の獣になります。男根は萎えることがありませんし、女の泉が枯れることもないでしょう。試しに使用人に使ってみたのですけど、すぐにメイドに襲い掛かって一晩中犯していましたわ」

　ほほほ、と笑うクラウディア、以前に使用人に優しくしろと言ったはずだが……まぁクララ以外の使用人まで面倒見れん。

　好きにさせておこう。

「私でも中々手に入らないのです。全て差し上げますからこれを使って私を目茶目茶に……」

　再び息が荒くなって手が股間に伸びる。

　全員の前で自慰されると困るので髪を撫でで気を逸らせよう。

　だがこれは一番の贈り物かもしれない。

　こんなものを使って女をモノにするような卑怯な事はしないが、屋敷で楽しむには最適だ。

　気が狂うほど乱交するのも一興だからな。

「さあ、今日は何をしますか？　白都に比べれば貧相ですが歌劇でも見に行きますか？　それとも腰が抜けるまでまぐわりましょうか？」

　しばらくはクラウディアに付き合いながらノンナ達の機嫌を取る日々が続きそうだ。




　その後、クラウディアの旦那、マロードル侯爵から直々に文が届いた。

　さあ一大事と思ったが、内容は我侭な妻が迷惑をかけて申し訳ないというものだった。

　連邦侯爵として尊大な書き方ではあったが、

　妻が以前接待役をしてくれた貴殿を頼ってゴルドニア観光に行くと言って聞かない。

　我侭なので多大な迷惑をかけると思うので予め謝っておく。

　もし損害を出したら連邦侯爵の名誉にかけて補償する。

　と内容には苦労が偲ばれた。

「妻が他の貴族に無作法をやれば当主の不名誉にもなりますからね。苦労されているのでしょう」

　ノンナが背中から顔を出して文を覗いてくる。

「侯爵がわざわざ俺にか」

　オルガ連邦は中央平原の国とは隔絶した巨大国家だ。

　一応国交があるゴルドニアとは関係を持っているが、辺境の国家として対等とはまったく思っていない。

　ゴルドニアの伯爵とて連邦貴族の内では男爵程度の扱いを受けるだろう。

「どうせ連邦内でも迷惑をかけまくっているんですよ。あの御夫人は」

　夫人の滞在先にはまず謝罪から入るのが癖になっているのかもしれない。

「だが心が痛むな」

　俺は夫人に迷惑や損害を与えられているどころか、彼の財産から金貨や贈り物をもらい、更には妻の体までたっぷりと味わわせてもらった。

　おまけに娘の処女を抜いたのは俺ときている。

　もし顔を合わせる機会があったら、大抵のことは我慢して彼を立ててやろう。

「我侭な妻を持つと苦労が絶えませんね」




　俺は無言でノンナを見つめてから彼女をソファに押し倒して味わった。

　体をぶつけ合う激しい交わりではなく、唇を合わせながら愛を囁きあって甘く繋がるとてもゆっくりした男女の営みだった。







　数日後

「まだまだね、話になりません。出直してらっしゃい」

　クラウディアが厳しい口調でダメを出し、うな垂れた女性が退室していく。

　俺とノンナはそれを二人で眺めている。

「ちょっときつすぎでは？」

「お前に意見があれば優先するぞ」

「いえ、私も今の人はどうかと思いましたけど」

　俺達がやっているのはラーフェンの劇場の為に抱える劇団員探しだ。

　どうせ今の劇場の状態では赤字ばかりで出演料など払えないことはわかっているので俺が給金を払って雇い入れて公演させる。

　人気が出てくれば売り上げから出すように変えればいいだろう。

　俺が雇って金を出すことになるので当然人選もやらねばならない。

　各劇団からあぶれた者や有望な新人などを中心に数は集まったが、劇団の中心となるべき女優が見つからないのだ。

「他の人達は今後の成長に期待するとしても、ある程度の技量を持った者が中心に座らなければ劇団として成立しません」

　と言うノンナの弁でこうして面接をしているのだ。

　クラウディアはそれを聞いて首を突っ込んできたのだが、遊び歩くことにかけてはノンナなど足元にも及ばない彼女の鋭い目は的確だった。

　最初は渋っていたノンナも厳しい目で演技を見る、磨かれた遊び人魂を認めたようだ。

　ノンナに審査を任せても良かったのだが、評価すればどうしても落とした者に禍根を残す。

　今度も彼女は王都で劇を見ることがあるかもしれない。

　夫としてはできるだけ妻を悪くは思われたくないので、悪いが部外者であるクラウディアに矢面に立ってもらうことにしたのだ。

「すごく楽しそうですけどね」

　クラウディアは嬉々として粗の見えた女優候補に毒を吐いていく。

　楽しいならいいんだ。

「それにしてもすごい数だな」

「それはそうです。ラーフェンは遠いですが劇場付きの劇団で主演を張れるんですもの。しかも給金まで保証されているのですから食えない新人は飛びついて来ます」

「役者も大変なんだな」

「生き馬の目を抜くような世界ですもの。舞台に出るためだったらなんでもしますよ」

　ノンナは我が事のように胸を張る。

　胸が大きいので許そうじゃないか。




　その後もクラウディアによる厳しい面接が続く。

「この娘とこの娘は頭一つ抜けていますわ。二人はタイプが違うのでどちらが優秀だとは言えませんが」

「二人か……ノンナ、どう思う？」

「私はこちらの方が好き……うーん、でもこちらも……」

　判断付かずだな、わかった。




「近いうちに結果を知らせる。今日はここまででいい」

　二人には結果を伝えずに手間賃だけを渡して帰らせる。

　まだ領地に戻るには少し日がある。

　それまでにどちらがいいかはっきりすることもあるだろう。

「では外食でもするか？」

「申し訳ありません。私これからお茶会があるんです……」

　そういえばノンナは新貴族の奥方達と茶会と言っていたな。

　こういう妻同士の付き合いも重要らしいから是非頑張ってきてくれ。

「私はゴルドニアの財務大臣から家での会食を申し込まれておりまして、しかしエイギル様の為ならばそのようなもの行かずとも！」

　俺が責められるから行ってくれ。

　非公式な訪問とは言え、身分が高いと色々あるんだな。

　むしろそのほとんどを切っているから、こうしてこちらの用事にも付き合ってくれるのだろう。




　セリア達も劇のことはわからないので買い物や食事に行ってしまっている。

　少しぶらぶらしてくるか。

　腰にクラウディアからもらった片手剣を差して玄関を出て行く。

　この武器が町中で人目を引かない唯一の武器だからな。

「あの！」

　家の敷地を出た所で門の影から声をかけられた。

　さっそく剣の出番とか思ったが違うらしい。

「あぁ、さっきの面接のか、どうした？」

「先ほどの演技では伝えられていないことがありましたので是非伯爵様にもう一度見てほしいのです」

「……お前だけ見るのは不公平になるからな。それにさっき見て分かったと思うが俺は演技について素人だ。見せてもあまり変わらんぞ」

「構いません！　尊敬する伯爵様の前でもう一度機会が欲しかっただけなのです。よろしければお食事でもしてからどうでしょうか？」

　ふむ、どうせ飯は食うつもりだったからいいか。

　この女……確か［リリアーヌ］だ。

　女優志望だけあって美人だし、美女と並んで飯を食ったほうが美味いだろう。

「いいぞ、店は知っているのか？」

「ええ、いいお店がございます」




　リリアーヌに先導されて酒場兼飯屋に入ったのはいいのだが、軽く食べて酒を飲んだ所で彼女に手を引かれて二階の部屋へ連れられる。

　そしてあれよという間に事は進んだ。

「伯爵様……作法は存じておりますわ。是非女の中も面接して下さい」

　全裸でベッドに横たわるリリアーヌは扇情的に体をくねらせて指を咥えている。

　めくれる毛布からチラリと見える尻は美しいほど白い。

「おいおい、こういうのは少し卑怯じゃないか？」

「あん、伯爵様のお手が私の胸に……」

　ぬ、手が勝手に胸を掴んでしまった。

　彼女の体全体は豊満だが腹は引っ込み、美しいくびれがある。

「女優ですもの、厳しく節制しております。でも肉はちゃんとついていますから伯爵様の男を満足させて見せます」

「しかしなぁ……演技で互角だったのだからこういうやり方はあまり関心せんな」

「まあ、互角だったのですか!?　でしたら……場外での戦いも、ああぁーー大きいっ!!」

　ぬ、肉棒が勝手に女穴に入り込んでしまった。

　よくうねるいい穴だな。

「私を選んで頂いたらこの体は伯爵様の物ですよ？　互角でしたなら奥様方に一言お願いできませんか？」

　俺に揺らされながらリリアーヌは耳元で甘く囁く。

「うーん、だがせっかく女達が審査をしたのに俺が決めてしまうのもなぁ……ううっ！」

「あっ！　出ました……すごい量……男らしい射精です」

　ぬ、勝手に玉から種汁が噴き出してしまった。

　とりあえず全部出してから考えるとしよう。




　射精が終わり、俺達は並んで毛布に包まる。

　大雑把な交わりになってしまった償いに優しく全身を撫でる後戯をしてやると、彼女も返礼に俺の肉棒をゆっくりとこすりながら腕枕に乗ってきた。

「実は私、ある劇団で主演を張っていたんです」

　彼女が出した劇団の名は王都でも一、二を争う人気の所だった。

　そもそも俺が名を知っている時点でかなりの有名所だ。

「ですが売れなかった頃、食べるに困って安酒場で裸の踊りを見せていた事がばれてしまって、劇団から追放……噂が回って他の中小劇団も拾ってくれませんでした」

　王都の有名劇団は良くも悪くも醜聞にうるさい。

　旅芸人や地方の芸集団ならば、むしろそういう所から成り上がるものらしいが。

　特にリリアーヌの場合は若くして登り詰めたやっかみもあって事実以上の酷い噂まで流れたらしい。

「その後、かかる声は色事が前提の劇場や、悪いとそのまま売春宿でした」

　リリアーヌはそれを全部断って主演時代に貯めていた金だけで食いつないでいたらしい。

「私は女優になりました。誇りにかけてもう売春はしません。そうなるならのたれ死んだ方がマシです」

　一度登り詰めた誇りが彼女にはある。

　俺は娼婦を悪くは思っていないんだけどな。

「俺の愛人になるのはいいのか？」

　リリアーヌは媚びるでもない決意に満ちた笑みを浮かべる。

「ちゃんとした演劇をさせてくれるなら……女優として舞台に立てるならなんだってします。汚れた尻の穴でも舐めますし、一〇〇人の男に嬲られろと言うなら受けましょう。全ては女優として生きるため」

　金稼ぎで男に抱かれるのは嫌だが、目的のためならなんでもするか。

　こういう考えは嫌いじゃない、いい体もあるがそれ以上にリリアーヌの心根に興味が沸いた。

「追放から既に半年……このままでは私は女優として潰れてしまいます。今回が最後のチャンスと思ってますから、選んで頂けるならなんだって致します」

「面白い女だな」

「そうでしょう？」

　俺達は見つめ合って笑う。

　ちょうど逸物も復活してきた。




「女優としての演技を少し見せてもらおうか」

「ふふ、こういうのはどうです？」

　リリアーヌは俺を床に立たせてベッドに倒れる。

「兄様！　私達は兄妹、交わるなど許されません！」

　面白い趣向だ。

「好き合っている同士、愛し合って何が悪い」

　俺の演技は見るに耐えない下手なものだが、リリアーヌは即座に対応する。

「兄様はこの家の跡取りとして許婚もいらっしゃる身！　妹とまぐおうたなどとばれては廃嫡に！」

「後を考えて愛を選んだりはしない」

　彼女を押し倒して乳を吸う。

「止めて下さい！　私がどれほど兄様を想い、焦がれていたか……ようやっと諦めが付いたというのに……これではまた燃え上がってしまいます!!」

「リリアーヌ……」

　俺の演技はここらが限界だ。

　だが彼女の演技は止まらない。

「全て兄様のせいですわ……消えかけた種火に油を注いだのです。背徳の沼、不徳の奈落に堕ちるのです。きっと未来なんて無い、先に待つのは破滅だけ。それでも……刹那の欲に身を焦がしましょう」

　俺が何も言わずに再び性器に肉棒を沈める。

「兄様の肉柱、幾度夢に見たことか……これほど気持ち良いものとは……好きに動いて下さいませ。妹の処女を引き裂いたその棒で長年共に育った体を蹂躙して下さい」

　リリアーヌの演技はさすがのもので劇的な言い回しながらも仕草や表情に演技とわかるものがない。

　ノンナと妹遊びはたまにするが次元が違う。

　これが本物の女優か。




　しばらく劇の当事者となった俺はいつもより早く限界を迎える。

「いくぞ！」

「兄様、出すのですね。妹を孕ませるのですね……どうぞ血を分けた私の最奥に!!」

「おおおっ!!」

　射精の瞬間、リリアーヌは全身で俺に抱きつく。

　そして種が出るのを感じると抱きついたまま腰をくねらせて射精の快感を増幅させた。




「あぁ……良かったぞ」

「うふ、ありがとうございます。それで選考の件は…………ふふ、ありがとうございます」

　俺は何も言っていないのに目を見てから勝手に礼を言い出した。

　何故分かったのだろう。

「では下に戻ってもう少し御飲みになられますか？」

　ベッドから起き上がったリリアーヌの手を掴む。

「次は姉でお願いできないか？」

　ふふんとリリアーヌが微笑む。

「ご無礼しても？」

「ベッドの男女に無礼などあるか」

　それではとリリアーヌはベッドにうつ伏せになった。

「あら、エイギルいたの？　ちょうどいいわ、少し体をマッサージしてくれないかしら」

　姉遊びは妹遊びの何倍も燃えた。




　結局主演女優としてラーフェンに迎えるのはリリアーヌに決定した。

　これは公平な審査の結果であって俺の押しがあったわけではない。

　断じてない。







　王都での生活はつつがなく続く。

　エイリヒ派の舞踏会に参加し、ケネス派の晩餐会で世辞を言う。

　家ではクラウディアを楽しませつつ、ノンナの機嫌もしっかり取る。




　少しばかりうんざりしてきたある日だった。

　ノンナと護衛のセリアを連れて舞踏会から帰り、屋敷の前に着くとドロテアが泣きそうな顔で飛び出してきたのだ。

「どうした、血相を変えて」

「子供が……子供が二人戻らないんです!!　ちょっと買い物に出ただけなのに……」

　時刻は既に翌日になるだろう。

　近場の市場までの道で迷うはずが無い。

　ケイシーのように風でどこかに飛ばされた訳ではあるまい。

「わかった。もう暗いから女達は家に戻れ。適当に探して見つかる所にはいないだろう」

　彼らは贅沢をしないために質素な格好をしていた。

　孤児を連れ去る輩が目標とするには十分だ。

「そんな……メメル……アミー……」

　ドロテアはしゃがみこんで泣き出す。

　家の近所を探していたカーラやミレイも言葉が出ないようだ。

「何とかしてやるから、まず落ち着いて家に入れ」

　小さい嵐が吹きそうだ。
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第１２６話　子供と熟女　♯







　子供二人が行方不明になった。

ドロテアからそれを聞いてから正装を脱ぎ捨て、動き易い革服を着て鋼鉄製の小手を付ける。

「まず状況を説明しろ。出来る限り詳細にな」

　俺が聞かされたのは買い物に出た子供二人が戻らないと言う事だけだ。

「メメルとアミーが……もし戻らなかったら。ああっ！　私が代わりに行けばよかった!!」

　ドロテアは動揺して話にならない。

代わってマイラが同じく着替えながら説明する。

「いなくなったのは少女二人、八歳と一二歳でいずれも小柄です。外出は夕刻前、日は十分高く近場の市場への買い物で短時間で戻る予定でした」

　少女二人がちょっとした買い物で行方不明か。

「違法の奴隷商人か何かだな。日のある内に、にぎわっている市場からの道中で二人同時だ。かなり慣れていないと出来ない」

「ああっ……」

　ドロテアが頭を押えて倒れこんでしまい、慌ててミティや他の子供達が支える。

「どうしますか？」

　セリアは既に準備完了したようでドワーフ製の剣を持っている。

さすがにマイラとセリアは戦慣れしているので緊急事態でも慌てない。

「夕刻に誘拐したとしても運ぶ時間が無い。夜に幌馬車など走らせれば警備兵の目につく、止められたら最後だからそんな危険は犯さないはずだ。売り飛ばすにしても子供を動かすのは日が出てからだ」

「ではそれまではどこか建物の中に？」

「だろうな。今夜中に見つければ取り戻せる」

「本当ですか!?」

　ドロテアがばっと顔を上げる。

「可能な限りやるから家で大人しくしていろ。ギド、クロル、屋敷を守れ。セリアとマイラは来い」

　恐らくは孤児を適当に狙ったのだろうが家の子供を狙った可能性もある。

ノンナやクラウディアも家にいるし戦力になる全員を連れて行く訳にはいかない。

「護衛隊を入れれば圧倒できますが」

「王都内で兵を集めたら警備隊がうるさい。説明する時間が惜しいし、へたに大人数になれば勘付いて逃げられるぞ」

　王都の外に出られたらお手上げだ。

少女達は変態の玩具か娼館行きだろう。

　俺とセリア、マイラの三人は軽装備に剣を持って夜道に出て行く。

重装備で歩き回っては結局警備隊に咎められて時間を食うからな。

　心配するドロテアの声を遮るように扉が閉まり、閂がかけられた。

それでいい。

「まずはどこをお探しに？　犯罪者達が溜まりそうな場所ですか？」

「貧民街を当たってみては？」

　セリアとマイラが進言するがいずれも却下だ。

広い王都で怪しい場所をしらみつぶしなど朝までに一〇分の一も回れまい。

「娼婦を探す」

「「はあ!?」」

　大声出すな目立つだろうが。







「ハードレット様!?　王都にいらしてたのね。今日はお客つかなくてさ～安くしとくから一発……って女連れ？　三人がかり？　いいけど私、女と絡むのは苦手よ？」

　夜道で知り合いの街娼を見つける。

彼女には何度か相手頂いているのだ。

「今日はそうじゃない。実はな……」

　子供達が行方不明になったと思われる場所を伝え、そこで小さい子供を狙っている違法奴隷商人の噂を聞いていく。

ああいう輩は行きずりではない。

警備兵や住民の目を掻い潜るには十分な経験と土地勘が必要なのだ。

「あー……あそこか……なら多分あいつらか……」

「アジトの場所を教えてくれ」

「うーん、一応こっちの元締めとも付き合いあるみたいで……あんまり言えないと言うか、ここで商売が続けられなくなるというか……」

「教えてくれ」

　俺は金貨数十枚が入った袋を手渡す。

これで一年や二年は生活出来るはずだ。

「げっ!?　こ、これ全部金貨!?」

「ここに居られないならラーフェンへ連れて行っていい店を紹介してやる。早く教えてくれ」

　セリアが剣を抜いている。

頼むから早く答えてくれ。

「あそこらで子供狙ってるのは多分バロルの一派だよ。アジト……かどうかはわかんないけど、大通りからそっちに入った青い屋根の倉庫によく出入りしてるみたい」

「よし行くぞ」

　セリアとマイラを連れて教えられた場所に走る。

「あっ！　連れてってくれるって話忘れないでよ？」

　後ろ向きで手を軽く上げて応える。

場所さえわかればなんとかなる。

「蛇の道は蛇……ですか」

「その通り、たまには女遊びも役に立つだろ？」

「それは認めますけど……結局また女作ってたんですね」

「ノンナには内緒だぞ」




　軽口を叩きながらも早足は止まらない。

娼婦に教えてもらった倉庫街に向かうと青い屋根は一つだけだ。

俺が先頭になり、横をセリア、後ろをマイラが固めた。




　口を開かずに入り口の前まで行くが表向きは普通の倉庫と変わらない。

ドアに耳を当ててみると、男二人が雑談しているが内容は聞き取れない。

ええい、面倒くさい、突入して間違っていたら権力を利用して揉み消そう。

　ドアを乱暴に叩く。

「っ!!　や、やま」

　暗号か、普通の倉庫なら詰めている奴がこんなことは言わない。

　クラウディアからもらった剣を引き抜き、扉を思い切り蹴飛ばす。

それほど厚くなかった木製のドアは壊れて室内に倒れ込んだ。

「ぐえっ!!」「誰だ！」

　ドアの前に立っていた男はドアと共に倒れ、もう一人が剣を抜こうとする。

「しっ！」

　だがそれよりも早くセリアが転がり込んで胸元に剣を突き立てた。

ドワーフ印の剣は革の鎧の上から易々と男の体を貫いたのだ。

「慣れてないな。前にはあまり出るなよ」

　だがその動きはいつもよりも遅い。

重い剣に引っ張られている。

「はい」

　剣は正確に心臓を貫いていたらしく引き抜くと天井近くまで血が噴き上がる。

間髪いれずにセリアは剣をドアの下敷きになっていた男の頭に振り下ろす。

容赦の無さは相変わらずだな。

「相当音を立てました。警戒されているはずです」

　周囲の部屋からガタガタと音が聞こえる。

次からは武装した奴らと戦うことになりそうだな。

「子供を移動させられませんか？」

「子供を奪還に来たとは思わんよ。こんな商売してる奴らは往々にして敵が多いからな」

　死体の首筋を掴んで持ち上げ、廊下へ続くドアを開いて放り投げる。

途端にダンと音が鳴って死体にボルトが突き刺さった。

「行くぞ」

　ドアから飛び出すと廊下の端にはボウガンを構えた男が見える。

慌てて再装填しているが、数秒で出来るはずがない。

「ひぃぃ!!」

　突進する俺に間に合わないと踏んだのかボウガンを捨てて腰のナイフを取り出すが、あまりにも頼りない。

　相手の武器など考えない走りながらの全力の横薙ぎ。

「ぎぇ……」

　防ごうとして突き出したナイフは右手に握られたまま宙を舞う。

構っている時間が惜しいので止めは刺さずに走り抜けた。

「やめてくれ、あぐっ！　ごがっ！」

　後ろに続く二人が同じように切り払ったようだ。

さすがに生きていまい。




「おら、ここにいろ!!」

「やだぁ……おうちにかえしてぇ……」

　男の怒声と少女の泣き声、あの部屋か。

　少女の声が聞こえた部屋のドアを蹴るが、向こうから何かで蓋をしているらしく開かない。

「どうするよ！」「いったん窓から出ようぜ、人を集めて嬲り殺してやる」

　外に出すと厄介だな。

「どうしますか？」

「マイラ、いけるか？」

「もちろんですがドアが無理となると窓まで回りこまないと……」

　廊下と部屋を隔てる壁は木製、それも丸太を積んだような厚いものではない。

男の声からして一人はこちら側の壁際にいる。

俺は剣を床に差して両手を徒手にして振りかぶる。

「まさか……無理ですよ」

「本気ですか？」

「ふん!!」

　両手の拳をぶつけると、壁が破れて両手が突き抜けた。

「なっ!!　なんだぁ!!」

　壁際に居た男を掴んだ手応えがあったので、思い切り壁に向かって引っ張る。

バキバキと音を立てて壁に大穴が開き、男が引っ張り出されて来た。

これでもう一つ入り口が出来たな。

「化け物っ!!」「ひぃぃぃ!!」

　室内には他に二人の男がいたが、開いた穴から突入したセリアとマイラが対峙している。

「お前は！　ハードレット伯!?」

　引っ張り出した男は剣を抜いている。

何も持っていない俺では距離を取れば不利、このまま仕留めよう。

「ノンナ、技を借りるぞ」

「何言って、ぎゃっ」

　男を掴んだまま勢いよく頭突き、一撃で男の額から血が噴き出す。

剣を取り落として悶える男を放さず、更に二撃三撃と頭をぶつけ、四撃目で額が陥没して全身が痙攣した男を投げ捨てて剣を拾う。

「無事か？」

「こちらは大丈夫です。子供達を」

　マイラとセリアはそれぞれ敵と切り結んでいた。

部屋の隅では子供達が頭を抱えて震えている。

さあ、助けようと思ったのだが。

「くっ……このっ！」

　セリアの旗色が悪い。

ただでさえ彼女のスタイルに合わない重い剣、大きいので室内で振り回せないことも不利に働いている。

相手が素人に毛の生えた程度で助かった、これが熟練した騎士なら既にセリアは死んでいる。

「セリア下がれ、子供を頼む」

「まだやれ……いえ、下がります」

　セリアが子供達の方に向かうのを見てマイラも攻勢に出た。

気にかけていてくれたんだな。

「くそ、女の分際で、この……ぐわ!!」

　敵の剣を受け流してから屈みこむように膝を一閃、思わず下がった頭部を鮮やかに飛ばす。

マイラはイリジナのように男相手に腕力で圧倒するような戦いは出来ない。

だが、女性としては十分大柄で筋肉質な彼女の一撃は決して非力ではなく十分打ち合いは出来るし、その技量たるや見事なものだ。

剣技においては彼女以上の者などまずいない。

「援護します」

「必要ない」

　敵を片付けたマイラがこちらに来ようとしたが必要ない。

「うおおお!!」

　俺と対峙する男、セリアが苦戦したのは剣だけではなさそうだ。

戦帰りだろうか、なかなかに鋭い動きをする。

だがそれでも。

「こんなもんだな」

　男の斬撃を受けて一歩下がってやると、一気に崩そうと全力で剣を振り下ろして来たのだ。

その一撃を横に動いて躱し、床を叩いて致命的な隙を晒した男の脇腹を横に払う。

「ぎゃあああ!!」

　飛び散る鮮血、刃は中ほどまで体に食い込んだ。

男は溢れ出す臓腑を押えようと丸まったまま絶命する。

「子供は無事か？」

「はい、大丈夫です」

　セリアは二人の少女を無事確保したようだ。

両手で目隠しをしながら不器用に宥めていた。

　良い仕事だぞ。

首は飛ぶわ臓腑は出るわで室内は大変なことになっているからな。

「セリアは子供達を頼む」

　子供さえ取り返せば奴隷商人に用は無い。

さっさと家に帰るとしよう。




　しかし事は終わらないようだ。

「愚かだな」

　外に出ると、そこには革の鎧を着て短槍や剣を持った男一〇人程が待ち構えていた。

リーダーらしき男が大剣をこちらに向けて吠える。

「このまま帰れると思っていたのか!?」

「その方がお互いの為だったからな」

　俺はマイラとセリアを子供達の所に残して前に出る。

これだけの人数だ、子供を狙うアホが出るかもしれない。

「子供と後ろの女を差し出せば命は……」

「やかましい。さっさと来い」

　武器はクラウディアからもらった一本だけだがなんとかなるだろう。

「お、おい。あいつハードレットじゃないのか？」

「鬼神ハードレット……一〇人ぽっちで勝てるのか？」

　さすがに王都で俺の顔は売れているようだ。

凱旋式二回もやったからな。

「よく見ろ臆病者、奴が持ってるのは片手剣一本！　戦場で振り回した大槍がどこにあるんだよ!!　殺して埋めちまうぞ!!」

　リーダーが叫び、男達がそれもそうかと剣を構える。

いいぞ、逃げ散られると鬱陶しい。

「死ねやぁ！」「うらあ！」

　先陣を切って飛び込んできた二人の遅い剣を避けて切り上げる。

一人は膝から下、もう一人は首がポトリと地に落ちる

重騎兵とやるなら厳しいが、お前ら程度なら片手剣でも十分だ。

槍があったらもっと楽だったがな。

「足がぁぁぁぁ!!」

「うるさい」

　悲鳴を上げる男の顔面を蹴って黙らせた。




「さあ次は？」

「お前ら囲め！　槍で突くんだ！」

　短槍を持った男が気合の叫びをあげて突いて来る。

回避できないように体の中心を狙っているようだ。

おかげでとても掴みやすい。

「な……」

　がっちりと穂先を掴み、持ち上げる。

その隙に後ろから切りかかって来た奴は剣で喉をついて切り裂く。

うわ、血が飛んできた……汚いな。

　男が槍を諦めて放したので、くるりと回転させて逆に喉元に突きつけてやると、そいつは引きつった顔で笑う。

「は、ははは」

「ははは、おかしいか？」

「ああ、俺は実は、ぐぎょ!!」

　右目深く槍を返してから残った奴らに振り返る。

残りはリーダーを入れて六人だな。

「早く俺を殺さないと朝になるぞ？　違法奴隷取引の刑罰はなんだったかな？」

「くそ！　一斉に行け!!」

　五人が全方位から襲いかかってくる。

正面の一人の剣を剣で受け、もう一人は鋼鉄製の小手で弾く。

三人目の槍の穂先は体を捻って回避し、素手で顔面を殴りつけて地に倒す。

「すまん!!」

「うわぁ！　何しやがる!!」

　斧を持った奴が背後から切りかかるが、直前で避けると男は体勢を崩して前のめりに進み、剣を構える別の男の太ももに斧を突きたてた。

　全方位からの攻撃は槍など射程のある武器でないと同士討ちを誘発する。

まして素人集団には難度の高い攻撃だ。

　斧を持つ男の背を蹴飛ばして二人まとめて転がし、鍔迫り合いとなっている敵を力で押し切る。

非力な男は俺の力を抑え込めずにひっくり返ったので頭を半分にかち割った。

「ひええ!!」

　一人がリーダーの悪態を無視して逃げ出したが問題は無い。

暗闇を光る物体、セリアが投げた短剣が飛翔して後頭部に突き刺さった。

「ぐぅ……いてぇ……」

　殴りつけた男が潰れた鼻を押えて起き上がろうとしたので優しく剣で喉を裂く。

残るはリーダーの男と同士討ち二人組だ。

　太ももに深く刺さった斧を抜こうと必死にもがく男の首を後ろから飛ばすと、哀れ味方に大怪我させられた男は泣いて命乞いをしてきた。

　まぁこいつが誘拐を主導した訳でもなし、もう戦えないからいいかと思ったのだが。

「ぐげ」

　俺が背を向けて距離を開けた途端に短刀が眉間に突き刺さった。

あぁセリアに助けろと言ってなかった、悪いな。

「さて一人残ったわけだが」

「ちくしょう!!」

「お前は主犯だろうから逃がす訳にはいかん。残念だが逃げても追いかけて必ず殺すぞ」

　言いながら一歩ずつ近づいていく。

　リーダーらしき男は大剣を構えた。

剣だけで見れば俺のほうが不利だが、震える剣先を見れば負ける気はしない。

「うおおおお!!」

　男は剣を大上段に構えて突っ込んで来る。

隙だらけ、さあ腹を裂いてやろうと剣を横に構えた所で突然男が足を振り上げた。

大通りではないここの地面は土、しかも近頃は雨が降っていないので乾燥している。

奴は足で砂を飛ばして目潰しをしてきたのだ。

「エイギル様!!」

「外道が!!」

　セリアとマイラの声が聞こえる。

俺が屈みこんだのを見て男は高笑いしながら飛びかかってきた。

　きっと勝利を確認し、その瞬間を見据えるべく目を開いているだろう。

「ほらよ」

「わっ!!」

　屈んで砂を掴んだ俺はそれを思い切り男の顔面に投げつける。

案の定こちらをしっかり見つめていた男は目を押えてしゃがみこんだ。

「目がーー!!　あぁぁぁぁ!!」

　足で飛ばした砂がそう都合よく目に入るわけないだろう。

目潰しとはこうするんだよ。

「「…………」」

　女達の無言が怖いのでさっさと決着をつけよう。

「助けてくれぇ！　俺だってやりたくなかったんだぁ!!」

「そうか、だが人生とは大抵そんなもんだぞ」

　高く振り上げた剣を、視界を失い闇雲に剣を振る男の肩口に振り下ろす。

　夜陰を裂くような大きな断末魔が響いた。







　人気の無い倉庫街とは言え、派手な金属音と悲鳴を撒き散らせばさすがに警備兵が駆けつける。

ここでも俺は貴族の特権と彼らの頂点たるエイリヒの名を出して後の処理を任せ、子供達を連れて屋敷に戻る。

あまり時間をかけるとドロテアが胃に穴をあけてしまうからな。




「よお、帰ったぞ」

　門の前で警戒していたクロルの頭を軽く叩いて扉を開けさせた。

途端にドロテアが普段からは考えられない表情と動きで飛び出してきた。

「ままー」「母さんごめんなさい！」

「あぁ……あぁ……メメル、アミー……良かった。本当に良かった!!」

　ドロテアは子供を抱きしめて泣き出してしまった。

子供達も緊張が解けたのか釣られて泣き出す。

さて、臭い男の血だらけだ、さっさと風呂に入ろう。




　セリアとマイラと並んで風呂に入る。

マイラは珍しく背中をせっせと流してくれた。

セリアは前に陣取って体の前面を洗ってくれる。

「珍しいな、お前が体を洗ってくれるなんて」

「今日の貴方は尊敬に値します。最後はアレでしたけど……子供をかどわかす人以下の獣に正しい戦いなど必要ないでしょう」

　マイラは丁寧に背中を洗い、時折胸を押し当ててくる。

女好きの俺へのご褒美らしい。

「申し訳ありませんでした……」

　反面申し訳なさそうな顔で俺の胸板を洗うのはセリアだ。

今日の不手際を恥じているらしい。

確かに苦戦した相手は彼女がいつもの装備でいるならば仕留められたはずだった。

「やはり実戦は使い慣れた武器にしろ。あの剣は訓練しながら慣れて行け」

「はい……」

　俺はセリアを抱き締める。

「怪我がなくてよかった。子供も無事、満点だ」

「あうぅ……」

　セリアはゆっくりと抱き締め返してきた。

ピンと立った乳首が心地いい。

「忘れるな。俺はお前が一〇人敵を屠っても擦り傷を負えば悲しいんだぞ」

　潤んだ目を向けるセリアにキスをする。

よし、今度は俺が背中を洗ってやろう。

すべすべの綺麗な肌だ、傷などつけたらもったいない。

「……」

「マイラもしっかり洗ってやるから心配するな」

「違います！」




　体の洗い合いは終わり、仲良く並んで湯船に浸かる。

「……まぁ当然ですか」

「仕方ないです」

　湯船から飛び出す逸物。

女と洗い合いをしてそのまま終わる訳がないだろう。

しかも血を見て昂ぶっているのだ。

「二人でしゃぶりましょうか」

「はい」




　マイラとセリアが逸物に舌を這わそうとした時だった。

「お風呂中に申し訳ありません。失礼ですがお背中を流させて頂いてもよろしいでしょうか」

　ドロテアの声、彼女がこんなことを言うのは初めてだ。

許可を出すと薄い湯浴み着を着た彼女が静かに入ってくる。

「おくつろぎの所申し訳ありません」

　彼女は土下座でもするように頭が低い。

そんなに気を使わなくてもいい。

女が増えて怒る訳が無い。

「子供達は大丈夫だったか？」

「はい、疲れているようでひとしきり泣いて寝てしまいました」

「そうか……下半身の方もか」

　あまり想像したくないが小さい子供が好きな変態も多い。

知り合いにも心当たりがある。

「はい、いかがわしい事はされていなかったと」

「なら良かった」

　俺は笑顔で湯船から出て椅子に座る。

もちろん立ち上がった男根は大きく揺れる。

「う……」

「どうした、背中を流してくれるんだろう？」

　彼女は一瞬驚いたように口に手を当てたが、セリア達に大きく頭を下げてから俺の背中に回った。

「行きましょうか」

「あぁ……また一人女が増えました」

　マイラがセリアを連れて湯から上がる。

今回はドロテアに譲るようだ。

セリアは複雑そうな顔をしていたので耳元に口を寄せる。

「明日、二人で外出しようか。美味い物を一緒に食べてから、連れ込み宿で腰が抜けるまで抱いてやる」

「はぅ」

　顔を真っ赤にしたセリアは急に大人しくなって風呂から上がっていく。




「皆様の団欒を邪魔して本当に申し訳ありませんでした」

　ドロテアはこれでもかと床に頭をつけて謝る。

女を地に這わせる趣味はないんだ。

彼女を起こして背中を流してもらおう。

「少しでも早くお礼を言いたくて、堪え性がなく本当に……」

「謝罪はもういらんぞ。前も頼めるか」

「はい」

　前に回ると当然立ち上がった逸物が目に入るだろう。

「す、すごいお道具ですね。これほど巨大な……」

「これも洗ってくれ」

「は、はい！　これでミティが……穴が破れませんでしたか？」

「ははは、大丈夫だ。今ではいい声で鳴くぞ」

「あの子達は本当に幸せです。私も長く孤児院をやっていますが、飢えのせいで病に倒れた子もいましたし、今回のように行方知らずになってそのまま帰って来なかった子もいました」

　その子の顔を思い出したのかドロテアは涙を浮かべる。

先ほどの大泣きの跡もしっかりと残っていた。

　湯浴み着の上からだが尻と胸が大きくなったように思う。

育った訳がないからまともに食べられるようになって痩せていた体が戻ったのだろう。

以前は子供に食べさせるため、自分はほとんど食べていなかったようだ。

　ゆっくりと逸物を手で洗うドロテアの頭を撫でる。

「俺の手の届く範囲なら守ってやる」

「なんてお礼を言ったらいいのか……」

　ふむ、完全に信頼を得たようだ。

「なんならラーフェンに来るか？」

　だが彼女はゆっくりと首を振る。

「それは無理です。前の孤児院、今でもたまに子供が捨てられているんです」

　毎日、朝早く、昼前、夕刻と三回帰って確かめているらしい。

王都は人口が多い分、捨てられる子供も多い。

戦争のせいで税金も上がったらしく数は増えつつあるそうだ。

「ラーフェンに行けば王都に捨てられる子を救えません」

　根っからの善人だな。

どう育てばこうなるのか、それとも人としてそもそも違うのだろうか。

「心配なのはこれ以上子供が増えたらハードレット様にかけるご負担も増えます。そうなったら」

　孤児一人の生活費などノンナのお茶請け一食分ぐらいじゃなかろうか。

「心配するな、ここで手狭なら他に場所を借りてやってもいい」

「そこまでしてもらうなんて理由が……」

「お前は孤児の面倒を理由があって見ているのか？」

「そうではありませんが」

「それに俺には理由があるぞ」

　顔を上げたドロテアに顔を近づけてキスを迫る。

「ドロテア、お前が欲しいんだ」

「なにを、んむっ!!」

　舌を絡める濃厚なキス。

バタつく手を掴んで逸物をしごかせる。

　彼女は最初驚いて目を開いていたが、やがて目を閉じ、されるがままに逸物をしごく。

キスを終えてトロリと目を潤ませる彼女の眼前に勃ち上がった逸物を突きつけた。

「今日はキスだけじゃなく、これで最後まで相手してもらいたい」

「あぁぁ……」

　ドロテアの小さな口がゆっくりと開き、歯に当たりながらも逸物が入っていく。

よし、このまま抱いてしまおう。

　だが喉まで肉棒が入った所でドロテアは抵抗し、ずるりと口から出してしまった。

「嫌か？」

「いえ、ここでしては子供に見られるかも……」

　まぁ火を焚いているのはクロルかもしれんしな。

「俺の寝室で寝ていろ。飯を食ってから夜這いに行く」

「本当にこんなくたびれた年増を？　奥様を始めあれだけの美女が揃っていますのに」

「ノンナは最高の女だ。セリアもマイラも……お前もな」

　女の数だけ愛があってもいいはずだ。

「勿体無い言葉です。醜い年増の体ですが……お望みでしたら戯れにお抱きください」

　許可が出た、ああ楽しみだ。




　戦闘で減った腹を満たしてから寝室に向かう。

ベッドに入っているドロテア、横に座って毛布ごしに体を撫でる。

どうやら全裸のようだ。

「頂くぞ」

　小さく頷いたドロテアの上に乗る。

うつ伏せの彼女に覆い被さり、逸物を添える。

尻がまだまだ細いので十分深くまで刺さりそうだな。

クラウディアならこの体位では根元までは怪しいが。

「そら……」

「うぐっ!!」

　苦しそうな呻きが漏れた。

やはり痩せすぎだ、もっと肉を付けないと俺を受け止めきれないぞ。

「いいか、これからは子供だけじゃなくお前も腹いっぱい食うんだ。金は遠慮なく俺に言え」

「そ、それは……ああっ！　太い、長い!!」

「お前は……もう俺の女なんだからな」

　言うなり腰を掴んで持ち上げる。

ドロテアは幼児が放尿させられるような格好になってしまう。

「こんな、恥ずかしい！」

「お前だって小さな子はこうやって尿をさせるんだろう？　ほら、小便でも出してみるか？」

「辱めないで下さい！　私は貴方様より二〇も年上……」

　彼女は顔を真っ赤にして両手で隠す。

それに合わせて熟れた性器がきゅうと締まる。

「お、締まっているぞ。もっと辱めてやる」

　わざと汁音が鳴るように激しく上下に揺らす。

するとドロテアの薄い腹は俺の逸物の形に盛り上がる。

「ははは、腹越しに逸物がわかるぞ。もっと肉を付けないとな」

「こんな大きいものが……私の中に？」

「ああ、お前の四〇穴はもう俺のものだ。触ってみろ」

　ドロテアは不自然に膨らんだ自分の腹を撫でる。

「男が食い込んでます……こんな感触生まれて始めてです……」

「普段は母親やっているお前だ、たまには女……いやメスになってみるのも悪くないだろう」

　持ち上げた彼女の背中を軽く噛み、俺の証しをつけていく。

「だめぇ、私は母親なの……みんなの母親……」

　ドロテアをベッドから動かし、壁に手を突かせて強烈に突く。

「母親は夜、夫に抱かれるもんだろ。子供が寝たら情欲に溺れて何が悪い」

　バチンバチンと肉の音が大きく響く。

「夫……恐れ多い……気持ち良い!!　うあぁぁぁぁぁ!!」

　年増の彼女から小娘のような叫びが漏れる。

男経験が少ないのか俺の思うままだな。

「ここは……どうだ！」

　肉豆をきゅっと摘む。

「ひぃぃぃぃーーー!!　だめぇぇぇぇぇ、気持ち良過ぎる!!」

「これは？」

　乳房に手を伸ばし、両乳首を摘んで軽く引っ張る。

「痛ぁぁぁい!!　いやぁぁ!!」

「ごめんな」

　乳首を放し、優しく乳房全体を撫でる。

「あぁ、それはすごくいいです」

　よし、もっと恥ずかしいことをしてやろう。

「これはどうだ？」

　尻穴に指を当ててゆっくりと押し込んでいく。

指一本でも狭いな、これは当分肉棒は無理そうだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　少し入れただけなのに反応はすごかった。

嫌がりながらも性器の興奮が高まっているせいか快楽は止まらない。

尻穴への刺激でとうとう絶頂が始まり、性器が強く締まる。

「はは、派手にイったな」

「あぅぅぅ!!　あぉぉぉぉぉ!!」

　肉棒を奥まで差込み、全身で抱き締めて絶頂が終わるまで首筋にキスをしてやる。

肌の張りはやや失われているがこれはこれでいいな。




　たっぷりと数分叫んだドロテアは崩れようとしたが肉棒に支えられてなんとか壁に手を付きなおす。

息は絶え絶えで口から落ちる涎を拭う余裕もないようだ。

「良かったか？」

「はい……お上手ですね」

「沢山抱いてきたからな」

「悪い殿方です」

「今日からお前はその悪い男の女なんだぞ」

　見つめ合って笑い、キスを交わす。

「俺も結構気持ちよくなっているんだ。このまま中で射精していいか？」

「あ……それはご容赦を、まだあがっていませんので孕んでしまいます」

「いいじゃないか。人手がいるなら助けるぞ」

「いえ、私の子供はあの子達です。自分の子が出来たら贔屓するかもしれませんから」

　目は決意に満ちている。

無理に孕ませるのは望む所ではない。

「わかった。少し耐えてくれ」

　ベッドにドロテアを仰向けにして正常位で腰を振る。

先ほどよりも激しい腰振りに彼女は悲鳴を上げながらシーツを掴む。

悶える女の乳房に吸い付き、跡が残る程に吸い上げる。

「激しい!!　ひいいぃぃぃ!!　壊れるぅぅぅ!!」

　言葉に反してドロテアの中は先ほどよりも余裕がある。

ずっと使ってなかったせいで狭くなっていたんだな。

しっかり広げておいてやろう。

　足首をもって体を落すようにドスドスと突いていると、いよいよ射精が近づいてきた。

「行くぞ!!」

「ああっ!!」

　逸物を一番奥まで押し込み、射精の震えを始めてから一気に引き抜く。

「ドロテア！　お前は俺の女だ!!」

「熱っ！　すごいお種……」

　引き抜いた男根を掴んでこすると塊のような濃い精が飛び出る。

ドロテアはたちまち顔からつま先まで白濁の種汁にまみれていった。

「うおおおーーー!!」

　吠えながら射精を続ける肉棒を口に押し込む。

「んぼぉぉぉぉ!!」

　口から種汁が逆流するまで出した後、うつ伏せに転がして肉棒を尻穴に押し当てる。

「あっそこはだめ！」

　きつすぎて押し込むことは不可能だが、少しでも彼女の体内に種を入れたかったのだ。

ほとんどは尻穴の周りに零れ落ちたが、少しずつは体内に入っているようだ。

「入ってる……お尻の穴から熱いのが……」

　たっぷりとした射精を終えると俺はそのままベッドに倒れこむ。

今日は疲れた、ドロテアも一度満足していたしこのまま寝かせてもらおう。




「ありがとうございます。貴方こそ……私達の神様です」

　夢うつつにご大層な者にされた気がした。







　翌日、無断で風呂に入るのを躊躇したドロテアは種汁まみれのままノンナに入浴の許可を求めて全てがばれてしまった。

　朝起きた俺をノンナの頭突きが襲う。

真似をした孤児が隣の子供に頭突きして泣かせてしまっているじゃないか。

　そんな騒ぎの中、昨夜助けた少女二人が寄って来た。

「ハードレット様」「様ぁ」

「ん、どうした？」

「私達もハードレット様の女になりますー」

「ハードレット様、女好きー」

　誰が吹き込んだのだろう。

「そうだな……もう少し大きくなったら俺の女にしてやるぞ。だからいっぱい食べていっぱい寝ろ」

「わかりましたー」「たべるー」

　やりすぎると向こうで朝から二枚目のステーキを食べている御夫人みたいになるから注意しろよ。

ちなみにクラウディアは昨日は夕食後すぐに寝てしまい騒ぎには気付かなかった。特に興味はないようだ。

　王都への滞在もそろそろ終わりだ。

領地へ戻ったら新領地を巡らないといけない。

その前に他の女……特にメルとクラウディアを会わせるのが心配だ。




「ドロテア母さん、ハードレット様にたねじる？　かけられたの？」

「すきすき同士だからおちんちん咥えたって本当？」

「ええっ!?　もう、どこでそんな!!」

　出て来いケイシー、覗いてたな。

教育に悪い幽霊はお仕置きしてやる。

（ごめんなさいー　ほっぺたのびるー　わたしなかなか戻らないんだからー）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

麾下軍　私軍 二四〇〇（うち弓騎兵千）

再編中

財産　金貨一万五千枚 娼婦情報料（四〇）労役（二〇〇）召集（二〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 宝石の盾　上鋼の片手剣

王都随行　ノンナ（正妻）カーラ（側室）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）

ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）セリア（副官）ギド（護衛）マイラ（治安官）ドロテア（愛妾）

クラウディア（重量級）クララ（付き人）

家族　メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）リタ（メイド長）

カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

部下　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）レオポルト（参謀）

アドルフ（内政官）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一〇六人　産ませた子一〇人








第１２７話　夫人ＩＮラーフェン　♯







「ここがエイギル様のご領地ですのね!!」

　クラウディアが馬車の窓を全開にして身を乗り出す。

慌ててクララが腰を掴み、俺も支えてやった。

お前は重心が怪しいんだからあんまり乗り出すと転げ落ちるぞ。

「王都と比べればまだまだ寂しいですがね」

「本当に何もありませんわ……こんな辺境に貴方様を飛ばすなんてゴルドニア王家は無能揃いですわ」

　はっきり言ってくれるな。

少しだけ腹が立ったが悪気はなさそうなので流すとしよう。

これでも王都から立派な街道が通り、橋もついたので随分旅は楽になったんだぞ。

「最近見つけた魔物の肉が美味ですから、到着したら是非味わってください」

「まぁお肉は大好きですわ!!」

　だろうな、朝昼晩と分厚いステーキを召されるお方だ。

夜毎に激しい性交をしていなければ更に膨張していただろう。

「馬車もいいですが私は貴方と二人で馬に乗るのも良かったですのに」

　道中、クラウディアの希望でシュバルツに二人乗りしたことがあった。

初めて乗る女の尻を楽しみにしていたシュバルツだったが、彼女が脅威の跳躍を見せて背に飛び乗った時の表情は忘れない。

馬にも苦悶の顔と言うのはあるらしい。

　それからシュバルツはセリアかカーラを背に乗せ、さりげなく馬車から離れてついてきている。

奴が女の尻を恐れるとはな。

　町が近くなると街道沿いには畑が広がる。

冬小麦は既にある程度育っており、冬の間に開墾された場所には春小麦の種まきが進んでいる。

この一年は治安も安定していたし随分と収獲も上がっているだろう。

　アドルフも一安心だろうと眺めているとクラウディアが一言。

「あら土民、わらわらと数が多いですわね」

　自分の領地でそんな事言ったら反乱になるぞ。




　ラーフェンに到着し、ほぼ完成した街壁を越えると大通り沿いには兵がずらりと並んでいる。

「全隊敬礼」

　馬車の横に並んだレオポルトの号令で全員が一斉に槍や剣を掲げる。

ふむ、既に予定された二千は揃っているな。

　今まで馬車群を守るように併走していた護衛隊の更に外を騎兵が包むようにして屋敷へと進む。

町の中で守ってもらう必要はないのでこれは儀典のようなものだ。

これだけの数が並んでも通れる大通りは王都よりもずっと広く作られている。

「俺が馬車の中と言うのは格好がつくまい」

　俺はシュバルツに移り、ついてこようとするクラウディアは馬車に残す。

民の前で馬がひっくり返ったら最悪だ。




　屋敷に着くと使用人一同がこれまた玄関に並んでいる。

その中心にいるのは屋敷に残った側室のメル、正式な妻として孕み腹を抱えながらも凛としている。

時期的には既に臨月でいつ生まれてもおかしくないはずだ。

「おかえりなさいませ旦那様。〝いらっしゃいませ〟マロードル夫人」

　メルはいらっしゃいませ、をこれでもかと強調する。

そんなことを気にする女ではないと思ったがクラウディアは妬ましげにメルを見ている。

よく見れば視線は腹にあるようだ。

「……エイギル様のお種で孕んだのね……妬ましい……羨ましい……」

　危険を感じてか、メルが腹をかばい、メリッサとクウがかばうように前に出た。

まさかとは思うが変なことをさせてはならない。

「どうかしたか？」

「いえ……ただ羨ましかっただけです。この腹にもエイギル様の御子を抱えることができたなら……」

　何言ってるんだ人妻。

　緊張がなくなったので俺はまずメルを後ろからゆっくり抱き締め、次いでメリッサ、マリアと抱き締めてキスしていく。

「お戻りになられましたか」

　顔を出したアドルフは脇に書類を抱えている。

さっそく俺に仕事させる気か。

少しからかってやろう。

「ああ帰ったぞ」

　女達と同じようにアドルフを抱き締める。

勿論キスなどしないが。

「私には男色の趣味はありません！　止めて下さい」

　俺にもないが、こいつが慌てるのは少し笑える。




「ハードレット卿、再編した軍の編成、今後の増強と訓練の方針です。目を通しておいてください」

　レオポルトは儀典で歓迎は終わりとばかりに顔を合わせるなり実務に入った。

「その前に、今帰ったぞ」

　アドルフと同じように抱き締めて言ってやる。

「春先の新領地巡行に向けての編成は済んでいます。いつでも出発できますが、内政官の随行も必要でしょう。そちらは部外なので伯から通達を願います」

　完全に無視された。

男の角張った体を抱いて耳元でこいつの声を聞き続けるのは不快以外の何者でもない。

アドルフをからかった喜びが途端に霧散してしまった。

セリアで補充しなければ。

「わぁ！　突然なんですか！　ひぃ、お尻を掴まないで下さい！」

「レオポルト、巡行は実戦を想定した装備と編成で行く。根拠はないが何か起こりそうな気がする」

「承知しました」

　クラウディアが帰ってからだから慌てることはないがな。

少しばかり柄にもなく思案に耽っているといじり続けたセリアが牝の顔になってしまった。

お前の呆けた顔を見てクロルが小さな逸物をおっ立てているぞ、正気に戻れ。




　その日の夕食はクラウディアの接待も兼ねて黒獣肉のステーキがメインとなる。

肉はだいたい半キロずつ焼かれている。

その程度の塊で焼くのが最もうまいのだそうだ。

　俺は一人で喰えるが、女達には多いので大抵二人で分けている。

勿論イリジナは一人で喰うが……その肉がクラウディアの皿に丸々二つ乗っている。

ニヤリと笑ったメルの大歓迎を装った皮肉だろうが彼女には通じていない。

「まぁ！　これが話しに聞いたお肉ですのね。見た目は普通の牛肉とそれほど変わりませんけど」

　彼女は非常に手馴れた手付きで上品にナイフを使い肉を頬張っていった。

「な!?　こ、この味は……」

　クラウディアは最初よりも大きく肉を切り、口いっぱいに運ぶ。

「なんという美味!!　白都でもこれほど美味しいお肉はございません!!」

　上品な手付きのまま高速で肉を口に運んでいく。

「美味しい！　美味しいですわ!!」

　添え物の野菜やスープは無視して肉だけを次々に食べていく。

パンにも手を付けていない。

「うまうまうま……げぶっ！」

　うおっ口から飛び出た。

「失敬……美味しいですわぁ!!」

　この肉を嫌いな者はいないのだが、クラウディアの壮絶な食べっぷりに俺も含めて全員の手が止まってしまった。

皮肉で丸二枚用意された肉は瞬く間に胃袋へと消えていく。

「あら、なくなってしまいましたわ」

　そして綺麗になった皿、良く見ると小さく切られた肉がわずかに残されている。

「こほん」

　そして思い出したかのように野菜をちょいとつつく。

　ノンナに教えられたマナーだったか、確か料理を僅かに残して食器を置かないのは……。

「失礼致します」

　セバスチャンがクラウディアの皿にもう一枚ステーキを置き、彼女は嬉しそうにまた食べ始めた。

「すごいわね」「まさか全部食べてしまうなんて」「胸が悪くなってきました」

　同席していたカーラ、メル、ノンナの三人が思わず顔を見合わせる。

今までこんなことをやってよく肉玉にならなかったもんだ。

だがここまで来て無粋な事は言うまい、好きなだけ食べてくれ。

　結局クラウディアは肉三枚と沿えの野菜、スープ、パンも全て平らげた。

「うぷ……少し食べ過ぎてしまいましたわ」

「少しじゃないわよ」

　カーラの小さな声は聞こえなかったようだ。

「これでは太ってしまうかもしれませんので少し散歩しましょうか。クララ、付いてらっしゃい」

「少しの散歩で賄えますか、白都まで歩いて帰ればいいのに」

　メルの囁きも聞こえないようだ。

「護衛隊、何人かで守れ」

　暴漢に誘拐でもされたらえらい事だ。

簡単には持ち運べないだろうが。

「ではまた夜が更けてから……」

　ドアが閉まる。

そしてその途端だった。




　ブオオオォォォ

「奥様っ！　音が大きゅうございます!!」

「大丈夫よ、ドアを閉めた後だから聞こえないわ……うっ」

　ブボッ　バボボ

「もう、奥様！」




　すまんな、うちのドアはお前の家みたいに最高の材質ではないし、隙間もあるから音は漏れる。

それにしてもでかい屁だな……。

「ノンナ文句言ってきなさいよ！」

「嫌です。なんで私があの豚の屁を嗅ぎに行かなければいけないんですか」

「あんなの嗅いだら流産してしまいます」

　妻達にもしっかり聞こえていたようだ。

「エイギル様！　今日は私達先に風呂に入りますから」

「一応客人だから一番風呂に入れてやりたいんだが……」

「あの女の尻が先に湯に浸かるなら今日は水浴びで済ませます！」

　そういうな、金貨の山も色々な贈り物もくれたんだから。

「なら無駄遣いばっかりしてたノンナだけ入ればいいのよ。豚の煮汁で体洗えば目も覚めるでしょ」

「キーーー!!」

　クラウディアとこいつらが仲良くするのは無理だろうな。







　こうしてクラウディアの愉快なラーフェン滞在期は様々な軋轢の中、表面上は何事もなく終わった。

彼女はなんとか新鮮な黒獣の肉を持って帰ろうとしたようだが、さすがに白都まで保つはずがなく、泣く泣く燻製にした肉を馬車に積んで帰ることになったのだ。

「あの人、滞在中一匹まるごとぐらいの量食べたんじゃないですか？」

「馬程の大きさだぞ。さすがに……」

　今日の朝も二枚目を食べているクラウディアが目に入る。

「無いと思うんだがなぁ」

　自信がなくなってきた。




　そしていよいよ出発を明日に控えた最後の夜。

「……ここに永住することは出来ませんでしょうか」

「貴方は人の妻です。そこは聞き分けてください」

「ああ忌々しい!!　いっそあの男が病に倒れれば……駄目ですわ。それではエイギル様にお贈りする品にも事欠きます！」

　一応夫の財を食いつぶしてる自覚はあったんだな。

それにこっちも女達との関係は無茶苦茶になるし、ノンナを一〇倍したような浪費癖の彼女を養うだけの甲斐性はないからご自重願おう。

「せめて今晩は狂ったように交わりましょう」

「ええ、ええ！　狂いますわ。性の獣になりましょう」

　そう言ってクラウディアは例の媚薬が入った小瓶をあけて水差しに混ぜる。

「うふふ、エイギル様はもとより絶倫。媚薬など使うまでもありませんでしたが……使ってしまえばどうなるのでしょうか」

　今更ながらこの薬に信用が置けない。

飲んだら死なないだろうか。

「失礼します」

　俺の躊躇を見たのか横から進みでたクララが水差しからカップに水を注いで飲み干す。

「大丈夫にございます」

　彼女は再び壁際に戻った。

ふむ、クララが言うなら間違いないか。

「さあ、さあ……」

「では頂きましょうか」

　クラウディアと俺は並んで水を飲んでから軽くキスと愛撫を繰り返す。

ふむ、やや体が熱い程度だが。




「うううぅ……。もう……しわけ……ありません」

　声が聞こえて目をやるとクララが壁にもたれたままずり落ちる。

顔は上気し、股間からは漏らしたように汁が溢れていた。

「申し訳ありません！」

　彼女は一声謝って下着を抜き取り、自分の指で激しく股間をかき回し出したのだ。




「すごい効き目でしょう？」

「あぁ、クララはコップ一杯、俺達は……」

　大きなジョッキで思い切り飲んでしまった。

　次の瞬間、どくんと体が脈打ち、股間に熱いものが流れ込むような感触がある。

「うぉぉぉぉ……」

　クラウディアとの愛撫で半分勃っていた逸物が見る見る巨大化、普段の最高潮を超えてそそり立ち、バチンと音を立てて腹に張り付いてしまった。

「ぐっ！」

　肉棒の先からは汁が飛び出す。

射精してしまったと思ったが、どうも先走りが出ているようだ。

思考が歪んでいく。

　女だ、なんでもいいから女が欲しい。

不細工だろうが歳を食っていようが、幼女でも構わない。

とにかく女の穴に肉棒を捻じ込みたい。

抵抗するなら強姦してしまえばいい。

「はぁはぁ……女だ……女をよこせ」

　自分で逸物を握ると普段よりも相当にでかい。

構わない、無理やりねじり込んでしまえばいいのだ。

「女はここにありますわ」

　この薬は男女共に効果があると言っていた。

同じ量を飲んだクラウディアも相当なもので、大股を開いて穴を広げ、そこからはまるで流れ出すように愛液が出ている。

「うぉぉぉ！　女!!」

「男ぉ!!」

　もはや愛撫も手加減も必要ない。

俺は抱きついて来る夫人を投げ飛ばすように寝かせて両手を掴む。

脱臼しそうな程開かれた股間に、腰の動きだけで逸物を添えて一気にねじりこむ。

「そらっ！」

「きゃああああ!!」

　肉がきしむ音が二度、一度目は巨大化しすぎた肉棒が彼女の穴を無理やり広げる音。

二度目は子袋の入り口が無理やり開かれた音だ。

　このサイズの逸物が勢いよく入れば普段なら激痛しかない。

女によっては大怪我をするかもしれない。

「出るぞ!!」

「あひぃぃぃぃーー!!」

　だが俺達の口から漏れたのは絶頂の叫びだ。

薬は性欲を増強させるだけではなく、興奮も助長するようだった。

　夫人は手足をバタつかせるが射精は止まらない。

このままでは腹が破裂してしまうな。

そうなったら穴が一個減ってしまう。

「じっとしていろ！」

　夫人を転がし、肉傘がひっかかる逸物を無理やり引き抜いてから腹を押す。

「ぐぅぅぅぅ」

　押し出されるように種汁が外に飛び出し、腹が萎んでいく。

「よし、これでまだ出せる」

　再び逸物を捻じ込んで腰を猛烈に動かす。

これは射精の為の動きではない。

既に俺は射精している、その上で更に強烈な刺激を得るため、女体を完全に味わうためなのだ。

「あがぁぁ……きぼちいい……」

　体が大きく揺れる出し入れにクラウディアの意識は飛びかけている。

それでも激しく奥を突くので失神することもできないのだ。

「ええい、緩くなった」

　意識が薄くなったせいか、それとも広がってしまったのか女穴の締りが緩い。

俺は更に強烈に快楽を味わうべく、クラウディアをうつ伏せにしてから尻穴を広げる。

「おしりぃ……だめ……あおぉぉ……」

「だまって……いろ!!」

　夫人に完全に圧し掛かってから巨大化した逸物を押し込む。

肉の軋む音は先ほど以上だ。

「さ、さける!!」

「ち……」

　裂いてしまってはまた穴がなくなる。

俺はまぐわる為に用意されていたヌルヌルとした液体を尻に塗りこみ、その上で再度侵入していく。

　そして俺が見ても巨大な逸物は狭すぎる穴を掻き分けていったが、半分程が入った途端にズルリで根元まで入った。

「ひぃぃぃぃーーー!!」

「入った……入ったぞ!!」




　そこから先はあまり覚えていない。

腰を狂ったように振り、夫人も狂ったように快楽の叫びを上げながら尻穴でまぐわり続け、最後には大量に射精して二人揃ってベッドに倒れ伏したはずだ。




　ふと、口に水を注がれる感触で我に帰る。

俺はベッドの上に大の字に寝転んでいた。

「正気になられましたか？」

　水を飲ませてくれたのはクララ、口移しで入れてくれたようだ。

「ご安心下さい。この水には何も入っていませんから」

　それはよかった。

さっきのようなことを小柄なクララにしたら間違いなく壊す、悪く行けば死んでしまうかもしれない。

「クラウディアは？」

「失神したまま私が屋敷の使用人にお預けしました。酷い有様でした。お尻に出されすぎたのか廊下の途中で決壊して噴水のように種汁とご不浄を……」

「いや、言わなくて良い」

　意識がないのが幸いだな。

「私は量が少なかったので早めに戻りましたが……この薬がこれほどとは思いませんでした」

「一瓶まるまる使ったからじゃないのか？」

　もっと少なければ互いに発情した燃える行為が出来るのだろう。

量が多すぎて完全な獣になってしまった。

「そうかもしれません。何しろ……」

　クララがベッドに乗って俺の股間に手をやる。

確かクラウディアに腹の破裂を心配するほど射精したはずだが、それでも肉棒は垂直にそそり立ち、玉もパンと張っている。

「お前もまだか？」

「理性はありますが……」

　見ればクララの太ももにも女の臭いがする汁がつたっていた。




「やるか」

「お願い致します」

　今ぐらいが体は興奮しながら理性もあるいい状態かもしれない。

「舐めてくれ」

　ベッドの上に仁王立ちになって肉棒をクララに突きつける。

「喜んで」

　彼女は両手を添えて、真正面から亀頭に舌を這わせた。

「申し訳ありません。大きすぎて口には入りませんので舌で奉仕を」

　薬の力で増強された逸物は彼女の太もも程もある。

限界まで開いても顎が外れてしまうだろう。

「いいさ、俺も薬のせいで堪えがなくなっているからすぐに出るぞ」

　丁寧に竿を両手で撫でながら、肉傘の周囲を回るように舌が這う。

時折顔が正面に来てペロペロと飴を舐めるように先端を愛撫してくる。

「なかなかやるじゃないか。誰か男で練習したのか？」

「まさか、ハードレット様を想って張り型を舐めていたのです」

　光景を想像すると肉棒が脈打つ。

「本当に丸太ですね……薬とは言えこれほどになるとは」

「口と股に挟んでこすってくれればいい」

　穴には無理があるだろう。

「いえ、裂けても女の穴で受けいれます。女の意地です」

　そうか、なるべく怪我などしないようにしてやろう。

「不快ならばご指摘を」

　クララは俺の肉棒を固定して小指をゆっくりと尿道に入れていく。

反対の手はこれでもかと竿をしごき、その勢いで入った小指も肉棒の中で細かく揺れた。

「痛いですか？」

「いや、巨大化しているせいかな。最高の気分だ」

「では止めです」

　肉傘に軽く歯を立てて、スーっとこする。

硬くなりすぎた肉棒はその動きを痛みではなく強烈な快感として受け取った。

「出すぞ!!」

「きゃっ！」

　クララを突き飛ばして顔の前に跨り、顔面への射精。

噴射するような勢いで種が噴きだし、彼女は真っ白になった。

「あぶっ！　こぼっ！　んばっ！」

　それでも彼女は両手を顔の横に寄せてすべてを受け止めようとしている。

健気な姿に更に精が噴き出す。




「あぁ……出たよ」

「それはようございました」

　クララの姿はもはや少女なのかそれとも少年なのかもわからない。

わかるのは精にまみれているという事だけだった。

「顔拭くか？」

「もし支障がないなら、このまま入れてもらえませんか？」

「不快じゃないか」

「いえ、まったく。今日が最後の夜です。ハードレット様の強烈な匂いに包まれて過ごしたいのです」

　可愛い事を言っているようだが、種汁にまみれた顔でいたいと言う事だ。

「変態め」

「お嫌いですか？」

「大好きだよ」




　クララをベッドに仰向けにして圧し掛かる。

彼女はされるがままに足を開き、俺が肉棒を穴の入り口に当てるとシーツを噛んだ。

小さい彼女に痛みが来るのはわかっている。

絶対に耐えるという意思表示なのだろう。

下手にじらしても仕方ない。

「ふん！」

「−−−−−−!!」

　メキリと音がして肉棒が半分近く入り込んだ。

女穴は……裂けていないのが不思議なほど広がっている。

「狭いな、これほどか」

「ぐ……どうぞ、腰をお振り下さい」

　しかしなぁと顔を見るとクララは微笑む。

そして顔に付着した精を手ですくっていやらしく舌を出して舐めていく。

精一杯、淫婦を演じてその気にさせようというのだ。

分かってはいるが乗ってやる。

「では遠慮なくもらう」

　腰を振るとクララは演技を忘れて、たちまち顔に手をあてて悶えている。

せめてもと片手で彼女を抱き寄せて胸に包み、背中をゆっくりと撫でてやった。

「苦しい程の……巨根ですが……これに慣れれば……どんな行為も……」

「よしよし、可愛いやつめ」

　半ば彼女を持ち上げるように腰を振り、時折いたずらに尻穴を指でつついていやる。

そもそも敏感になっていた俺達はたちまち絶頂の丘に登って行った。




「いきそうだ」

「私も飛びそうです！」

　顔を見合わせて笑う。

「どういう止めがいい？」

「抱き締めて欲しいです……それと抱き上げて……」

「こうか」

　クララの尻を持って正面から抱き上げる。

勿論肉棒は入り込んだままだ。

「支えてやるから仰け反るなり、手を伸ばすなり好きにしろ」

　軽い彼女の体重など片手でも十分だ。

「は、はい……あっあっあっ!!　あああぁぁぁぁぁーーー!!」

　両手を広げて思い切り仰け反る彼女を支えながら腰を突き上げて俺も後を追った。

「うぉぉぉぉぉぉ!!!」

　薬の効果は薄まったが残っていたのだろう。

普通とは違う、無理やり持っていかれるような絶頂。

いつもの絶頂の方が達成感はあるが、こういう遊びもたまにはいいな。

「…………」

　後ろに仰け反ったまま意識を失ってしまったクララ、彼女を人形のように持ったまま狭すぎる穴に射精を続ける。

ドンドン膨らむ腹、泡を吹き始めた彼女を気の毒に思うが精を出しきって逸物を縮めないと傘が引っかかって抜く事が出来ないのだ。

「もう少し出るから悪いな…………ん？　あぁやってしまったか」

　完全に力の抜けたクララからの失禁が俺の太ももと床を濡らしていく。

清掃のメイドにボーナスを払っておこう。




「また来ますわぁァァ!!!」

「ではお元気で」




　クラウディア一行の滞在は終わり、彼女は泣く泣く祖国へ去る。

客人がいなくなったのでいよいよ新領地への巡行が開始されるのだ。

「総員並べ！　全軍はこれよりハードレット卿に続いて行軍を開始する。領内とは言え、気を緩めるな、不手際は伯の名誉を傷つけると知れ!!」

　レオポルトが叫び、行軍が開始される。

領内の事、それほど時間はかかるまいが、嵐が吹きそうな予感がしていた。




　余談だがクラウディアが帰った日、屋敷の庭で中年の庭師と清掃のメイドが激しくまぐわっていた。

庭師はメイドに誘われたと言うし、メイドはなんでそんなことをしたのかわからないと泣く。

両者をクビにするとリタは息巻いていたが、俺がなんとか取り成してやった。

多分俺達が残した水のせいだからな。

　メイドにはボーナスに色をつけてやろう。

庭師には何も無しだ、あのメイドはなかなかうまそうだからな。

今度俺も頂こう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

麾下軍　私軍 二五〇〇（うち弓騎兵千）

財産　金貨一四三〇〇枚 接待費（二〇〇）旅費（一〇〇）労役（三〇〇）召集（一〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 宝石の盾　上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

リリアーヌ（女優）

経験人数一〇六人　産ませた子一〇人








第１２８話　巡行







　軍は整然と隊列を組んで南へ向かう。

今回の巡行は旧トリエア領主を暫定的に代官とした新領地への視察と人事の変更が目的だ。

軍を率いているのは新しい支配者を知らしめることと、旧領主達に変な気を起こさせないための威嚇だ。

よって巡るのは新領地のみとなる。

「まずは南東に進んでリゴルの町に入ります。この町は……」

「人口五〇〇程度の小さな町で昔は周辺を統治するなんとか子爵が住んでいた」

　レオポルトの言葉を遮る。

この町の近くを拠点に盗賊として悪さをやった。

覚えてる奴がいないといいが、さすがに少年だったし見てもわからんか。

「ご存知でしたか。斥候によると代官としての統治はやや厳しい程度です。自前の兵士は農民への威嚇用、我々の脅威となるものではありません」

「そうか」

「事前に夏前に訪れると伝えております」

　うむ、二ヶ月近く早いな。

どうせわざとだろうが。

「厳しい統治を許した覚えはないんだが」

「あくまで暫定的な処置として統治の委細は代官に任せました。さすがに新領地全てには手が回りませんでしたからね。劣等な統治も無秩序には勝ります」

　アドルフも内政官としてこの巡行に同行している。

あくまで目的は直接の戦闘ではなく、代官の仕事の確認もあるので彼の力が必要だった。

レオポルトが口を挟む。

「領主が代官と名を変えても戦争前と変わらぬ厳しい施政、そこにハードレット卿が颯爽と現れて代官を更迭、もしくは叱責して民の生活は改善される。これで民から反乱の芽は消えるでしょう」

　やはりレオポルトの方がアドルフよりも黒い。

間違いなくうちで一番根性が曲がっているのはこいつだ。

「はぁ、民を苦しめるのは本意ではありませんが中途半端に乱れれば長く不幸は続きます。一時の痛みと我慢してもらいました」

　アドルフはこう見えて案外人情家だ。

民衆への過酷な政策は余程の必要がなければ取らない。

「妙な気を起こす輩が居たら成敗してやります！」

「串刺しだぞ！」

　セリアとイリジナが意気込む。

女達が一番好戦的と言うのも笑える話だな。

他にもルナとマイラが随伴し、それぞれ部隊を率いている。

「兵数は二千だったな」

「はい、弓騎兵が千・歩兵六〇〇・弓兵と槍騎兵が二〇〇ずつです。他に重装騎兵たる護衛隊が一〇〇、これはハードレット卿の護衛専任となります。これは二度目ですな」

　最後に余計な事を言わずに機嫌よく教えてくれればいいんだ。

ラーフェンも既に一万以上の人口を有する大きな町になった。

空には出来ないので五〇〇程度の兵は残している。

周囲に敵などいないんだがな。




「リゴルが見えてきました」

　町には街壁はなく、地形に溶け込んで遠くからはわからない。

周囲には畑が広がって大きな村といった感じ、少年の頃見たのと変わらない。

「ひっ！　軍隊!?」「隠れて！」

　畑作業をしていた農民が慌てて近くの林に逃げ込んでいく。

「恐れるな！　我々はこの地を統治するハードレット伯爵の軍だ！　民に危害を加えるものでない」

　マイラとイリジナが大音声を上げて農民達を宥める内、その声が聞こえたのか、町の中から一〇程度の馬が走り出てきた。

「御領主様!?　巡行は夏前になられるとご連絡を受けておりましたが……」

「変更になった。食料は自前で用意している。歓迎も無用、問題はあるまい」

「はぁ……」

　見るからに嫌そうな顔、叩けばいくらでも埃が出そうだな。




　寂しい町の様子とは対象的に豪華な館に案内されて向かい合う。

まず口を開いたのはアドルフだった。

「さて、まず民へ課している税の件ですが」

「春の人頭税は文でご指示された通りの量を納めました」

「はい、ですが民に聞き取った限り、実際には余分に課していたようですな」

「そ、それは街道や農地の開墾費用に当てる工事費用なのです！」

「では、増えた農地と街道を教えて下さい。すぐに確認してきます」

　アドルフはこれ見よがしに分厚い紙束を取り出す。

いつの間に作ったのか、そこには地域の街道や農地が詳細に記録されていた。

新規に街道や農地を作ったのなら見比べればすぐに分かるだろう。

「ぐ……」

　詰まると言う事は嘘を並べたと言う事だ。

大方贅沢な屋敷の内装にでも消えたのだろう。

「貴方に任せた民は二千、一人当たり銀貨五枚の差異で千枚ほどが消えていますな」

「これは間違いなのです!!　ハードレット伯、どうかご容赦を!!」

　元トリエア子爵……今は一介の代官は青い顔で俺だけを見ている。

「ふむ、数字はもういい」

　俺はアドルフの言葉を遮った。

「俺は善人だからお前の言葉を信じよう。何かの間違いだったのだろう」

　代官の顔が綻ぶ。

「すまなかった、計算も出来ないようなお前を代官に任じたのは俺の失態だよ。現時点を持って職を解いてやる。これからは数字の事など考えずゆっくりと過ごしてくれ」

　再び彼の顔が真っ青になった。

「そんな！」

「命令が聞こえなかったか？　この屋敷は代官に与えられたものだ。早急に引き払って町に家を借りるなり、外で畑を耕すなり好きにしろ」

　レオポルトは俺にすがり付こうとする代官を遮って冷たく告げ、俺達は立ち上がる。

回るべき場所は多い、さっさと片付けて出来ればメルの出産前にラーフェンに帰りたいのだ。




「く……侵略者めが……我らの土地を……」

　代官は鋭い視線を入り口に立つ二名の護衛騎士に送った。

代々仕えたのであろう彼らは剣に手をかけようとする。

俺はその場で少し止まって彼らを睨みつける。

「やめたほうがいいと思うが」

　俺の手にはデュアルクレイターがある。

襲ってくるならば両断するまでだ。

「う……」「くぅ……」

　俺の噂は知っていたのだろう。

騎士達の手は剣を握る直前で止まっていた。

　元代官は声は出さないが騎士達に必死に目で訴えているようだ。

大方、騎士が斃されれば自分は知らんとでも言うつもりだな。

騎士達は精悍な男だ、流れも読めぬ愚者に殉じることはない。

レオポルトに合図する。

「すぐに新たな代官が来る。その護衛には経験のあるものが登用されるだろう。忠実にこなせば相応の待遇を約束する」

　レオポルトの声と同時に騎士たちは再び元の直立不動に戻る。

彼らにも養うべき家族がいる。

生活が保証されるならば、どうして不利な戦いに飛び込むだろうか。

　がっくりと項垂れた代官に背を向けて屋敷を後にする。




「反乱しないでしょうか？」

「ありえません。反乱などすれば皆殺しに合うのは我らの兵数を見れば明らか、騎士にも兵にも登用の道がある事を示した今、騒ぐのは代官一族だけでしょう。それも他の者に押さえ込まれます」

　セリアの問いに答えるようにレオポルトが口を開く。

「では、代官の交代と人頭税の軽減の旨、民に大々的に伝えて参ります」

　元領主が騒いでも、周りの騎士と民がついて来なければ子供の駄々と変わらない。

利益を度外視してでも従いたくなる人格者にも見えなかったからな。

後顧の憂いなく他に移れる。




「あの、税が軽くなるのは本当なのですか？」

「代官様への献上品も不要ですか？」

　僅か一日で噂は町と周辺の村々に広がったようで、翌日からの行軍で民は逃げるどころか兵士達に近寄ってきた。

だが一兵卒に聞いてもわからんぞ。




「本当だ。来年からは銀貨五枚分軽くなる。通行税だの献上品などは一切不要だ」

　困った顔をしていた兵士に代わって答えてやる。

「おぉ……生活が随分と楽になります」

「前の代官にいつか娘を差し出さねばならぬと覚悟していました……」

　娘まで要求していたのか。

分かっていたらもう少し手酷い追い出し方をしてやっても良かったな。

　歓迎に変わった反応を楽しんでいると大きなシュバルツに追いつくため、小走りになりながら一人の少女が花を差し出す。

ふむ、美少女だ。

「ありがとう。嬉しいよ」

　少女は朗らかな笑みを浮かべた。

快活で明るそうな子だ。

「失礼だがいくつかな？」

「今年で一七です！　新しい領主様は逞しいお方ですね！」

　よし、いける。

「全軍、一旦休息だ」

「……まだ一時間ほどしか歩いていませんが」

「早めに昼飯を取らせよう。腹いっぱいの方が足も進む」

　セリアのジト目を受け流し、「もう？」と怪訝そうな顔の兵士達を尻目に少女の手を引く。

あそこの藪の中で語らおうじゃないか。




　一時間後、全裸で涎を垂らした少女に服をかけてキスをする。

処女をもらってしまったがそろそろ行かないといけないんだ。

「領主様……素敵ぃ……いかないでぇ……」

「お前も良かったぞ。いずれ機会があったらまた抱いてやるから、いい女になるんだぞ」

「なります……領主様のためにいい女になりますぅ……」

　ふらふらと伸びる少女の手を優しく包んでから首筋に強く吸い付く。

せめて唇の跡を残しておいてやろう。

あ、避妊薬を塗ってやるのを忘れた。

一七ならば普通に子も産めるからいいか。




「「処女の具合はどうでしたか？」」

　セリアがマイラに漏らしたらしい。

藪の前では二人が咎める視線を向ける。

「狭かったな。きゅうきゅう締まった」

「行きずりで純潔を奪うなど外道のすることです！」

　マイラはお堅いな。

「悦んでいたんだからいいじゃないか」

「うぅ……エイギル様にかかったら女は鳴くに決まってるじゃないですか！」

　嬉しい事を言ってくれるセリアの頭を撫でる。

髪を乱してやろうと思ったのだが行軍中だからか束ねている。

今夜寝床でぐしゃぐしゃにしてやろう。

「ハードレット殿！　私も撫でてくれ！」

　優に男二人分の昼飯を平らげたイリジナが頭を寄せてきた。

お前はでかいんだからもう少し屈め。

「族長様、私も寵愛頂けませんか？」

　よしよし、ルナも撫でてやるぞ。

「……」

　無言で頭をこちらに寄せるマイラ。

案外に可愛い女だ。




　その後数日の間、旧領主の代官がいる町や村を回りながら領地の状況を確かめていく。

多くの者が領主だった時の気分のまま、自分の財とする為に俺が要求した以上の税を取り、勝手な特権を行使していた。

　彼らの五割は脱税、横領に民への横暴で即更迭、つまりは論外だ。

三割は一応不正は見つからないものの忠誠心に難があり、隙あらばよからぬ方向に動くだろうと見て、理由をつけて更迭。

代官として続けさせられるのは二割程度だった。

「これだけの代官の人選は大変だぞ」

「一応ある程度は目処をつけてありますが……足りないかもしれませんね」

　さすが八割が更迭とは想定外だったのだろう。

アドルフは頭を抱えていた。

　代官は遠隔地の統治を実行するのだからある程度の独立性を持ち、内務や治安維持に対してある程度長けていないといけない。

ラーフェンの統治ですら事実上アドルフが一人でやっているのだから代官として有能な人材を多数見出すのは簡単ではない。

「お前に任せるよ」

　追加の人選はアドルフに丸投げしよう。

「私が倒れたら仕事は全てハードレット様に行くんですよ」

　少しだけ考えておいてやろうか。




　次の目的地までの道すがら、中規模の村を通り過ぎようとした時だった。

「おお！　軍隊だ！　領主様が連れて来てくれたんだ!!」

「やったぞ！　これで娘も助かる!!」

　なにやら農民達が騒がしい。

突然現れた軍隊を恐れないとは珍しい、少し話を聞いてみよう。

両手を上げて喜ぶ臭そうな中年の男に声をかける。

「一体なんのことかわからん。説明しろ」

　途端に男達は肩を落とした。

「ち、違うのか……」

「やっぱり領主様が俺達の言う事なんて聞いてくれる訳がないんだよ」

「聞くか聞かないかは今から判断するから話してみろ」

　男達の話によると、戦後の混乱の中で近くの森に大規模な盗賊団が居付いたらしい。

　作物や女も盗られ、困り果てて代官に何度も頼んだが聞いてくれなかった。

泣きに泣いてようやく二〇人程の討伐隊が派遣されたが、盗賊団の数はそれに倍し、討伐隊は逆に追い払われてしまったそうだ。

　代官は損耗を村民のせいにして増税までしたので彼らは訴えを諦めてこの土地を離れるか、それとも盗賊に合流するかとまで追い詰められていたそうだ。

「ふむふむ」

　隣にいるアドルフが話を聞きながらなにやらメモしている。

あのメモはここの代官にとって致命的になるかもしれんな。

「二〇の兵士がやられたとなると４，５０か」

　練度も低い代官の私兵だから二倍の盗賊には十分負ける。

この辺りの村々を襲って食えているのだから一〇〇もいることはなかろう。

「ただ行軍するだけでは兵も退屈だろう。少し血を見せてやろうか」

　五〇の盗賊が相手では戦いにもなるまい。気晴らしのようなものだな。

そうだ確認しておかねば。

「盗賊の襲撃で殺された者……特に女の犠牲者はいるのか？」

「はい……ルッグの娘は犯される時に抵抗したら剣で腹を刺されて……」

「俺のいとこの娘も首を絞められて、畜生！」

　よくわかった。

「全隊に伝えろ。演習みたいなものだが切られれば死ぬ、気を入れていけよ」

　更に続ける。

「奴らは兵ではなく害虫だ、容赦はいらん。攫われた者を殺さないように気をつけて皆殺しにしろ。降伏はない、虫は白旗など掲げん」

「「「はっ！」」」

　一斉に皆が散っていき、セリアがすごい顔をしながら槍を持ってきてくれた。

健気だが、お前の筋肉が切れてしまうから自分でやるよ。
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盗賊アジト

「ううっ！」

「いやぁ……」

　汚い垢だらけの男が女の尻を抱え込んで一声呻く。

射精の快楽に腰を揺らす男と、泣き続ける女。

周りでは同じように女を犯している者や、笑いながら酒を飲んでいる男達がいる。

「あぁーよかったー。ほれ泣いてねぇで飯を作れや！　ぼさっとしてるとケツも犯すぞ！」

「うううぅぅぅ……」

　ボロボロになった服を戻して女が立ち上がったとき、ドアが開け放たれる。

「お頭！　敵襲だ!!」

　全員が色めき立ち、悪態をつきながら女と酒を投げ捨てて武器を手に取る。

「ケッ領主の兵がまた来やがったか！」

「領主も今じゃゴルドニアの犬、代官だっての。今度も返り討ちにして装備を頂こうぜ」

「前はいい金になったからな！」

　盗賊達はげらげらと笑いながら戦いの準備を始めた。

　盗賊達は戦後の混乱の中で領主が軍を解体されて力を失っているのは知っていた。

来るとしてもせいぜい二〇や三〇の兵で士気も練度も低い。

領主の町で雇われた兵士が町から離れた村々の為に命を賭ける理由はなく、金にもならないとあって少し不利になれば逃げ散ってしまうのだ。

「待て！　今回は……違う……」

　見張りはそこまで言ってその場に崩れ落ちる。

だが盛り上がる盗賊達は彼の背中に突き刺さった矢に気づくことはない。

討伐が無いのをいい事に集まったならず者達で五〇人にまで膨れ上がった人数も彼らの強気を後押ししていた。

「よーし、野郎共！　代官の兵をぶっ殺したら報復に村でも襲って女を攫うぞ！」

「うおおおーーー!!」




　士気も高まり、野蛮な叫び声を上げながら手に剣や斧を持ち、錆の浮いた鉄の防備を身につけて飛び出していく。

「うおおおおーーーー!!」

　隠れ家を出て小さな森を飛び出す。

「うおおぉぉ！」

　眼前にいるのは粗末な革鎧を着た代官の兵ではなく、一列に並んだ騎兵隊と鎖帷子を着込んだ歩兵隊。

「うおおぉ……？」

　その数は千を下らない。

盗賊達を見るなり号令が下り、突撃が開始される。

「うぎゃああああ!!」

「逃げろぉぉぉ!!」

　盗賊達は森に逃げ込む前に槍騎兵に追いつかれ、次々と背後から串刺しにされていく。

中には武器を投げ捨てて跪いた者もいたが、容赦なく突き刺されるか、馬蹄に踏みにじられた。

　なんとか森に逃げ込んだ者の頭上にも容赦なく矢が降り注ぐ。

たった一度の斉射、それでも一二〇〇の矢玉は狙いを付けずとも盗賊達ほとんどの命を奪った。

「あ、ありえねぇ……なんだよあの数は」

「あの真っ黒な旗、見覚えがあるぞ！　戦鬼ハードレットの軍勢だ!!」

「嘘だろ、あいつ自ら俺達を潰しに出てきたのかよ！」

　もはや逃げる以外の選択肢は無い。

僅か数人になった彼らが後ろを振り返ると既に森の中に騎兵が入ってきている。

それほど深い森ではない、すぐに追いつかれるだろう。

「逃げ切れねぇ！　女だ……女を人質にしてなんとか」

「頭ぁ、奴らがそんなの聞いてくれるのかよ！」

「わからねぇがそれ以外に道は……」

　唐突に周りの声が途絶え、頭目が振り返ると共に逃げていた子分二人の首がなかった。

「お前が頭でいいんだな？」

　見上げるほどの大きな馬に乗った男、頭目に向けられた重厚な槍の先には血が滴っている。

「た、助けて……」

　反射的に頭目は武器を捨てて命乞いをする。

「攫った人間は？」

「あ、あそこだ。助けて……」

　男は指差す方向をチラリと見てから穂先をずらす。

　息をついた瞬間、大きく回された柄が胸に当たり、筋肉質で重いはずの体が高々と舞い上がった。
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「エイギル様！　もう一騎駆けは駄目だと言ったじゃないですか！」

　怒り心頭のセリアが護衛隊を連れて追いかけて追いついてきた。

仕方ないだろう、シュバルツと他の馬では足の早さが違うのだ。

それに残っていたのは三人だけだ。

「ん？　頭目らしき奴はどこにいった？」

　距離が近かったから血を浴びるのが嫌で柄で弾いたんだが落ちてこない。

「あれのことですか？」

　セリアが指差した場所で先ほどの男が大声を上げて暴れている。

「道理で落ちてこないわけだ」

　男は吹き飛んだ先、３ｍ程の高さで木の枝に突き刺さっていた。

枝は腹を貫通しており、即死ではないが助かりようがない。

「ま、降ろさなくていいだろう。それより奴のアジトに向かう」

「今度は私の傍にいて下さいね！」

　俺の前に立つセリア、守ってくれるつもりのようだ。

可愛い可愛い。




「嘘……助け？」「助かったの!?」

　扉を蹴破ってアジトに入ると、女達は一瞬呆然とした後、一斉に抱き着いて来る。

五人か、一人は完全な子供だな。

　彼女達は俺の胸で泣いている。

試しに尻を触って見たが興奮で気付いてもいない。

性器にも手を伸ばそうとしたがセリアに止められた、残念だ。

　他に奴隷として連れて来られた男達もいたようで同様に涙を流している。

「こいつは山賊の一味のようです」

　奥を調べていた護衛隊が一人の男を引っ張り出してくる。

「お、俺も無理やり連れて来られたんだ!!　それでこいつらを見張れ、逃げられたら殺すと……」

　女の方に視線を移す。

「違う！　こいつは山賊の一味で昨日も私を犯した！」

「この女、でまかせを！」

　うむ、女を信じよう。

「こいつらの槍も置いてあるな」

「はい、質が悪いので没収するような物ではありませんが」

「何本かでこいつを串刺しにして入り口に晒しておけ」

　もしかしたら、今ここにいない盗賊の一味がまた戻ってくるかもしれない。

いい見せしめになるだろう。




　男の悲鳴を無視してその場を去る。

さあ時間を食ってしまった先を急ぐとしようか。

　おぉ、頭目は枝に刺さったままか、まだバタバタ動いているな。

自業自得だ、諦めてカラスにつつかれていろ。

「お前達もついて来い、故郷まで送ってやる」

　言いながら三〇ぐらいの女の尻を撫でてみる。

「あっ……その、私が欲しいんですか？」

「勿論欲しいさ。この大きな尻は魅力的だ」

「私はどうですか!?」「あたしの体は？」

「全員魅力的だよ。盗賊なんぞには惜しい良い女だ」

　全員をまとめるように抱き締める。

「嬉しい……」「素敵……」「逞しいこの腕で私達を救って下さったのね」




　馬車の中で女達四人をまとめて抱き締め、舌を絡める。

「コロンも抱いて？」

　だがさすがに一人だけいた少女はまだ抱けない。

「盗賊達には犯されたよぅ」

「あんな短小共と一緒にするなよ」

　女四人とキスで既に勃起してるモノを見せ付ける。

「すごい……盗賊なんかとは比べ物にならないよ……せめてコロンも舐めていい？」

　それぐらいならいいか。




「ハードレット様はいらっしゃいますか？」

「種付け中です!!」

　アドルフとセリアの声が聞こえる。

セリアの声がきつい。

これは手荒く扱われた女性への慰めなのだ、決して欲望のままに種付けしているわけではない。

「あぁん、よそ見しないでぇ」

「悪かったな。これはどうだ？」

「あぁぁ!!　すごいふとーい!!」

「盗賊に散々荒らされたはずなのに……」

「御領主様の逸物はギチギチで苦しいわ」

　あぁ、やはり女はいいな。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

麾下軍　二六〇〇

弓騎兵千 歩兵六〇〇 弓兵二〇〇　槍騎兵二〇〇　護衛隊一〇〇　ラーフェン待機五〇〇

財産　金貨一四七〇〇枚 軍経費（千）労役（一〇〇）不正財産没収（＋一五〇〇）一部は民に還元

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

リリアーヌ（女優）

経験人数一一一人　産ませた子一〇人








第１２９話　溜息の名将







　木っ端盗賊団を根絶やしにした後、女達を村々まで送り巡行は続く。

　女達の家族は救出の幸運を喜びながらも、犯され続けた彼女達の体や心を心配して涙していた。

　だが女達は暗く沈むことなく、別れの際には俺に必死に手を振ってくれたのだ。

　中には性の奴隷でいいから連れて行ってくれと言う者もいたが、危機から脱したばかりで冷静な判断も出来ないのだろうと諭して家族の元に戻してやった。

　成長途上の少女を除く全員の胎内に避妊無しの精を撃ち込んでしまった。

　出来たら是非育てたいと言うので遠慮なく出させてもらったのだ。

　山賊にも散々されたようなので俺の種で追い出せていたらいいな。







　そして再び兵を連れての行軍に戻る。

「次はどこだったか」

　いい加減同じ事の繰り返しに飽き飽きしてきた。

　アドルフの声にも心なしか覇気がない。

「ザン＝ドラの町ですね。エルグ森から見て南東、ラーフェンからは真南に近く、周囲には耕作に適した土地が広がり、多数の農村が点在しています。地域の中心都市となりますので人口も比較的多く、あくまで周辺地域との間に限られていますが街道や橋も整備されています」

　ふむ、田舎の中核都市というわけか。

「ですがここの代官からは人頭税がまだ納められておりません。何かしら理由をつけて遅延しています」

「今更驚かんがな」

「元トリエア王国の伯爵です。無駄にプライドが高いのかもしれません」

「必要があれば武力で押えましょう」

　レオポルトが口を挟む。

　抵抗するならば容赦することはない。

「戦いか!!」

　イリジナは待ちきれないと槍を振るう。

　盗賊相手ではつまらなかったようだ。

「話ぐらいは聞いてやるさ」

　叩き殺すのはそれからでも遅くない。




　ザン＝ドラの町に入ると目についたのは武装した兵士の集団だった。

　特にこちらを妨げるわけではなかったが、数百と集められた兵は警備兵と言うには多すぎる。

「イリジナ、警戒しておけ」

「おう！　こちらに向かってきたら串刺しにする！」

　とは言え、この程度の数と装備では俺の連れて来た軍に太刀打ちは敵わない。

　反乱の準備でもしていたが予定より早く俺が来たのかもしれない。

「この様子では内政の話にはなりませんかね……」

　アドルフは両手を広げて溜息をつく。

　反乱の疑いありとなれば問答無用で処断だ。

　彼の出番は無い。

　そんな覚悟で元領主の館に踏み込んだのだが、反応は想像とはまったく異なった。

「これは御領主様、随分とお早いお着きで……」

「早すぎて歓迎の準備が間に合わなかったか？」

　マイラが集まった兵の方を見ながら皮肉を言う。

　さて、首を跳ねようかなと槍の準備をしておく。

「いえ、色々と問題がありましてその、もちろん少々の時間を頂ければ私のみで解決を……」

　何かがおかしい。

　どうも叛乱をしくじったと言う雰囲気ではない。

　切りかかろうとするセリアとイリジナをとめて話を聞く。

「はっきり言え、何があった」

　代官は大汗をかいて歯切れが悪い。

「これは限定的な物にございまして！　いずれ独力で解決できる小規模な……」

　俺はテーブルにドンと足をかける。

「何があったかだけ答えろ！」

　代官はがっくりと項垂れて小さな声で話し始めた。

　それによると

　領内で小規模な農民反乱が発生

　初期のうちに兵を集めて鎮圧に向かうも撃退されて失敗

　反乱軍は林に囲まれた丘、天然の要害に陣取って統治を離脱、独自の統治機構を築いた

　噂を聞きつけた周辺の農民が集まって規模が拡大

　鎮圧すべく民を徴兵して数百人規模の討伐隊を幾度も送るが全て撃退された




　ということらしい。

　表の兵は討伐隊、人頭税を納めていなかったのは戦費がかさんで払えなかったのだ。

　なんとか俺が来る前に鎮圧してしまおうと死に物狂いだったのだろう。




「民に背かれた上に戦って敗北するとは……この無能が！」

　マイラの怒気は荒い。

　領主貴族にとって民に反乱されるなど恥ずべきことで、まして農民軍への敗北などもっての他だった。

　代官の失態は当然領主の失態になるので彼女は怒ってくれているのだろう。

　だが今こいつを責め立てても仕方がない。

「その事は後だ。数はわかっているのか？」

「合流した農民は数千とも言われておりまして……ですが女や子供も混じっていますので戦える数はこれよりも少ないかと……」

　よくわかっていないんだな。

「レオポルト」

「既に斥候を、一両日中にはおおよそ状況は把握できるでしょう」

　反乱軍が拠点を構えた場所はここからそう遠くない。

　軽騎兵が駆ければすぐだ。

「この件はお前の能力を超えるようだ。表の兵は俺が預かるから自室で沙汰を待て」

　反乱で無いなら処断する必要はない。

　もちろん代官の地位は奪うつもりだが。




　翌日戻った斥候の報告では反乱農民達の数は約三千、独自の統治機構を形成して生活を営んでいるとのことだ。

　しかし女や子供、老人も多く、戦闘可能なのは千程度とのことだった。

「危険な兆候ですな」

　基本的に軍事面には口を出さないアドルフが深刻な顔をしている。

「武器を持って騒ぐだけならば減税や罪の免除で懐柔しても良いのですが、独自の統治を行っているとなると捨て置けません。権力二つが並び立つことになります」

　奴の顔は暗い。

「残念ですが看過出来ません。例え民に多数の死者を出すことになっても武力で鎮圧すべきです」

　こいつにしては珍しい強硬な意見、それほど問題は深刻らしい。

　次いでレオポルトが報告する。

「目標は天然の要害ではありますが林は十分馬で通れますし、丘も切り立った崖ではありません。防御施設も簡易なものが主体です」

　ならば野戦と同じように攻めることも可能か。

　一応代官が抵抗して町や屋敷に立て篭もることを想定してある程度の攻城兵器は持って来ているが本格的な城攻めなど出来ないからな。

「よし、では出発……」

「ハードレット様にはここですべき事が多々あります！」

「敵は実質、寄せ集めの農民兵千。私だけで十分です」

「……むぅ」

　結局鎮圧はレオポルトに任せ、俺はアドルフとザン＝ドラに残ることになってしまった。

　久しぶりに暴れたかったのだが。




「彼らの統治を粉砕することは必要です。しかし決着後の民の扱いに関してはあくまで寛大に……」

　アドルフは鎮圧に向かうレオポルトにしつこく繰り返しているが奴は答えない。

　奴は女子供でも平気で皆殺しにしそうだ。

　保険をかけておこう。

「マイラ、レオポルトの観戦役として随行しろ。指揮権は無い、観戦だけだ」

「はい！」

　爵位があるので常識的にはレオポルトより上位になってしまうからあくまで観戦役を強調して置く。

　賢明な彼女はレオポルトの指揮に口を出すことはないだろう。

　二人同時の指揮は彼女が敗北して処女を奪われた原因でもあるしな。

　だがあくまで模範的な彼女は戦いが終わった後で無用の殺戮が行われれば騒ぎ立てるはずだ。

　レオポルトもいっそ根こそぎと言う訳には行くまい。

「……」

　レオポルトは無表情のまま背を向けるが僅かに苦笑しているようにも見えた。

　奴に任せておけば問題あるまい。




「しかし巡行は正解だったな。問題が出るわ出るわ」

「私の苦労がわかって頂けましたか？　もし私がいなければラーフェンの周り、今までのご領地もこうなっていたのですよ」

　大規模な反乱となると役目外になるアドルフは俺の横でゆったり茶を飲んでいる。

　自分で言うのもどうかと思うが功績は認めざるを得ない。

　少なくとも現在、ラーフェンからの一帯は非常に安定していて反乱など思いもしない。

　突発的に出たオークのせいで警備兵が怪我したなどと、小さな情報がいちいち俺の耳にまで届くほどだ。

「褒美に帰ったら綺麗所でも見繕ってやろう」

「結構です。私はハードレット様と違って花畑など求めておりません。妻は一人で十分です」

　なんだ、つまらん。

　斥候が駆けるのとは違い、二千近い兵の行軍には時間がかかる。

　その間は領地にいる時のようにアドルフの話を聞くばかりになるだろう。
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　数日後

「領主、いえ代官様はクビになるんですか？」

「私達もクビですか？　弟もまだ小さいから苦しくなります……」

「ははは、代官はクビだがお前達は今まで通り仕事してくれ、いずれ代わりが来るさ」

　心配そうな顔を向けて来るメイド二人に優しく教える。

　彼女達はパッと明るい顔になった。

　どの町でも権力者の使用人の給金は他の職種よりも優遇されている。

　一方で体を奪われたりする危険もある訳だが。

「安心したら早く鎮めてくれ」

　メイドの一人はソファで横になる俺の上に乗って逸物を性器に当てたまま止まっているのだ。

「はい、でも……おっきくて怖いんです」

「十分濡れている。大丈夫さ」

　辛抱たまらなくなって腰を掴み、ゆっくりと引き寄せる。

「ああぁぁぁぁ、入る……苦しい！」

　逸物はゆっくりと胎内に入っていく。

　メイドはエプロンドレスを着たままで下着だけを脱いでいる。

　結合部はスカートで見えなくなったがこれはこれで興奮するな。

「そんなにすごい？」

　もう一人のメイドが俺の首筋を舐めながら震える彼女の手を掴んだ。

「うんっ、太いだけじゃなくてごつごつしててこすれるの！」

「痛くないの？」

「大きいから少し苦しいけど……御領主様お上手だし、あんっ！　気持ちいいよぉ」

　嬉しい事を言ってくれるメイドの尻を撫でて胸に吸い付く。

　彼女はたちまち昇りつめて倒れこんできた。

「うわぁ……一〇分と持たずに昇っちゃった……」

　肉棒を引き抜き、驚いているもう一人に突き出す。

「お前もすぐにこうしてやるよ」

「慣れてらっしゃるんですね。昨日もメイド長に……」

　あぁ、昨日も三〇ぐらいのメイドを空き部屋に連れ込んで食べたな。

　最初は少し抵抗していたが、愛撫してやると自分から腰を振りまくる淫乱な女だった。

　覗かれていたのか。

「メイド長、人妻なんですよ？　町には亭主と子供が三人もいるのに……。今日も顔を真っ赤にして領主様を見てました」

　それは知らなかったが俺にも妻と子がいっぱいいる。

　互いに楽しんだという事で対等と思っていて欲しい。

　メイドの尻と性器をたっぷりと舐め、後ろから腰を掴んで挿入する。

「ああっ！　私もこの太いお道具の虜になってしまうぅ!!」

「たっぷり感じろ」

　この女は経験が豊富なのか穴に十分な余裕がある。

　気持ちよく射精させてもらおう。




　しばらく彼女を味わい、奥に射精した所でドアが勢いよく開いてセリアが飛び込んできた。

「エイギル様！」

「今出しているから少し待ってくれ……うぅ！　おぉぉぉぉ……」

「種付けしている場合ではありません！　討伐隊のレオポルトさんから早馬です！」

　報告が一〇分遅れても大差なかろう。

　あぁ……まだ出る。

　しまった、また避妊を忘れた……セリア達は何も言わずに使ってくれているからつい忘れてしまう。




「討伐隊が反乱軍に撃退されました!!　犠牲が多いので再編成のため撤退するとの報告です!!」

「なに？」

　思わず腰を突き上げてしまい、射精中の逸物が子袋に入る。

　使用人の前でする報告ではないがセリアも動揺しているのだろう。

　メイド二人が既に失神しているのが救いか。

「一時的に攻撃を止めて体勢を立て直すと言う事か？」

「違います！　この町まで退いて来るとのことです！　敗走……敗北です！」

　一瞬セリアが何を言っているのかわからなかった。

「レオポルトが寡兵の農民軍に負けた……？」

　本当だとすれば残念だが女を犯している場合ではない。

　するべき事は山ほどある。

「セリア付いて来い」

　逸物を無理やり引き抜いて女二人をベッドに投げておく。

「はい！」

　まずは敗走してくる軍のために体勢を整え、何があったかを把握せねばならない。
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　農民軍　拠点　中枢

「連中が完全に撤退して行きます!!　勝利……勝利です!!」

「戦鬼ハードレットの軍を退けたのか……!?」

「やった……やったぞぉぉぉ!!」

　村中に歓声が響き渡る。

　勝利に吠える男達の中で一人の男が雰囲気にそぐわない大きな溜息を吐いた。

「はぁ……きつかった。やっぱり強い、兵がすごく強い。おまけに指揮もとんでもなく優秀だよ」

「おいおい、あんたがそんなでどうするんだ。現実はこうだ、お前は勝って奴らは負けたんだ」

　咎めるように周りの男が声をかけるが表情に不快感はない。

　こんなやり取りもいつものことなのだ。

「でも今回は犠牲も結構出たよ。そもそも僕は反乱には反対だったんだよ。なのに君達が蜂起しちゃうもんだからどうにもならなくなったじゃないか」

「今更ぶつぶつ言うなよ。損害は確かに大きかったが連中は俺達の何倍も犠牲が出たはずだぞ！　あんたがいてくれれば俺達は無敵だ！」

　屈強な男達に称えられ、背中をバシバシと叩かれている彼は周りより頭一つ低く、体格も貧相で、屈強な戦士には程遠かった。

　そして口を開く度に文句と弱気の弁が出る。

「だいたい僕はリーダーなんてやりたくなかったんだよ。隅の方でお茶でも飲みながら本を読み、たまに口を出すぐらいがちょうどいいのに……やる事は多くていざ負けたら真っ先に吊るされる最悪の役回りじゃないか」

　不吉にも程がある言い方だが、日頃からずっとこうなので周りはまったく気にしない。

「はぁ……特に馬上から弓を撃ってくる部隊は凄かった。もう負けるかと思った」

「散々に蹴散らしといてよく言うぜ……もっと自信持てよ、あんたはゴルドニア最強と言われるハードレットの軍を追い返したんだ。あんた以上の男なんて俺は見たことねぇよ」

　最高の賞賛にも彼の表情は冴えない。

「そう、僕達はハードレット伯爵の顔を潰したんだから絶対また来るよ。悪さなんかしないから放って置いてくれないかなぁ……無理だよなぁ。あ、僕は酒は駄目なんだ、お茶を頼むよ」

「相変わらずの下戸だなぁ……こういう時ぐらい飲めよ［トリスタン］」

「僕がカップ一杯の酒で吐いて、二日は寝込むのを知ってるだろう。ここはうるさすぎるからちょっと外で本でも読んでくるよ」

　トリスタンは喧騒を離れて一人見張り台の上に登って横になる。

　仰向けに寝て本を片手で持ち、もう片方の手で安物の欠けた陶器のカップを持つ。

「はぁー……なんでこうなったのかなぁ」

　彼の大きな溜息は夕焼けに溶けて消えた。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　二〇五〇

　弓騎兵八〇〇 歩兵三〇〇 弓兵二〇〇　槍騎兵一五〇　護衛隊一〇〇　ラーフェン待機五〇〇

　財産　金貨一四五〇〇枚 労役（二〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）

　リリアーヌ（女優）

　経験人数一一四人　産ませた子一〇人








第１３０話　猛獣突進







　前日

「敵拠点の包囲、完了しました」

　全指揮を任されたレオポルトの指揮の下、討伐軍は反乱軍が立て篭もる丘を遠巻きに包囲することに成功した。

　兵力の問題もあって密度の濃い包囲ではないが、例え反乱者が戦力を集中して包囲を破っても、すぐに弓騎兵の執拗な追撃を受けて壊滅するだろうと思われた。

「弓隊、いぶり出せ」

　レオポルトの指示が飛び、十分に訓練された部隊は迅速にそれに応える。

「斉射二連、撃て！」

　敵の拠点は大きな丘にあり、周囲は全面が林となっている。

　どう見ても兵を伏せるのは林の中だ。

「二発撃ったら確認せよ。騒いでいるようならば更に二発、反応がないなら別の地点を撃て」

　各弓兵が次々と林に矢を放っていく。

「ぎゃっ！」「うわっ！」

　計画通り、悲鳴が上がった場所には更に集中的に矢が降り注ぎ、

　敵の待ち伏せを崩すと共に、その陣形も把握されていく。




「我々の側に集中して兵を伏せているようですね」

　観戦役のマイラが口を出す。

　指揮権はないが口を開くぐらいの自由はある。

「歩兵隊、敵陣地正面を攻撃、強力な反撃を受けたら交戦しつつ撤退せよ」

　レオポルトが再び指示を出し、矢が止んで歩兵が前進していく。

「威力偵察ですか。まあ妥当ですね」

「斥候によれば敵兵は多くても千を超える程度、うまくいけばこのまま抜きます」

　四百の歩兵が前進していく。

　彼らが林に踏み込んですぐに激しい戦闘音が聞こえ始めた。

「何の工夫もなく最短距離に防御兵力を配備していたようですね」

　やがて四〇〇の兵が後退しながら林を抜け出して来る。

　追い払われた形になったわけだがレオポルトもマイラもそして指揮官の誰にも動揺はない。

　最初から想定内の行動だ。

　貧相な装備の農民兵が訓練された正規軍を追い払うには強固な陣地か優勢な兵力が必要だ。

　林の中にそれほどの防御設備は見えないから、少なくとも倍の八〇〇は正面にいたのだろう。

　これは想定される敵兵力のほとんどであり、逆に言えば正面以外はがら空きと言う事だ。

「槍騎兵、後方に回って拠点に突入せよ」

　たちまちに槍騎兵二〇〇が駆けて行く。

　彼らの心の拠り所、守るべき村が焼け落ちれば反乱は終わりだ。

　いかに戦闘員が残っていようとも最早満足に抵抗はできない。

　誰もが勝利を確信したが、丘から火の手は上がらない。

　代わりに飛び込んできたのは苦戦の報告だった。

「丘の後方で敵の主力と遭遇しました！　敵は千近く、圧倒的不利です！」

「わかった。撤退を許可する」

　レオポルトは冷静に指示を出し軽騎兵は本陣へと戻ってくる。

　それなりの損害が出たようだが、重要なのはそこではなかった。

「後方に千ですか？」

　マイラが呻くように声を出した。

「移動させた……いや迅速で正確すぎる。最初からそれだけの兵力がいたと言うことか」

　レオポルトも渋い顔をする。

　何しろ敵の兵力は想定の二倍、状況は一気に厳しくなった。

　それでもまだ十分目的は達せられる。

　敵が二倍でも農民と戦士の差は大きい、装備も考えれば十分に圧倒出来るはずだった。

「敵が多数であるならば兵力の分散は無意味だ。弓騎兵の半分と歩兵隊・槍騎兵は正面に攻撃を集中、弓兵と弓騎兵の半分はこれを援護せよ」

　兵力を集中しての強行突破、損害は出るかもしれないが一番早く片がつく。

　正面攻撃を直接率いるイリジナの号令と共に攻撃が開始された。

「全力斉射！　突撃!!」

　先ほどの攻撃が遊びだったと思える程、猛烈に矢が降り注ぎ、直後叫び声を伴っての突撃が始まる。

　林の中に兵が飛び込み、壮絶な戦闘音が聞こえるかと思いきや、何も聞こえなくなった。

「何があったのでしょうか？」




「伝令！　林正面に敵影無し！　簡易な陣地の他、何もありません！」

　さすがに周囲の顔色が変わる。

「移動した？　これほど迅速に……だとすれば後方にいたのは最初の……」

　動きが完全に読まれている。

「全隊下がれ」

　だが遅すぎた。

「待ち伏せです！　攻撃隊両側面を包囲、敵数不明!!　挟撃されています！」

「なっ！　待ち伏せ挟撃!?　こちらの攻撃する場所がわかっていたのか！」

　マイラが慌てる。

　レオポルトのとった攻撃地点は最善だった。だからこそ同レベルの者にとっては先読み出来る。

「レオポルト殿！　このままでは!!」




　レオポルトは冷静に考えをまとめていく。

　移動しにくい林の中で側面からの挟撃、この状況は部隊の練度と装備の差を十分に埋める。

　放置すれば大損害が出るだろう。

　隊を分けて両方の敵に対処しようにも、林の中では上手く動けないし、何より敵がどれだけいるのかもわからないだろう。

　外部からの援護が必要だった。




「弓騎兵隊、林に突撃し攻撃隊を援護、包囲されていればこれを破って救援せよ」

　弓での援護のため残した弓騎兵の残り半分は有効な予備兵力だった。

　前後での防御が敵の機動によるものならば、兵力は最初の想定通り千だ。

　五〇〇の弓騎兵による突撃は状況を十分挽回出来る。

「緊急時です。指揮には関与しないので私も行きます」

　マイラも馬に飛び乗り弓騎兵と共に突撃を開始していく。

　これで状況は挽回出来るか、少なくとも大怪我になる前に攻撃隊を救い出し体勢を立て直せる。

　皆がそう信じていたのだが。




「伝令！　正面に防御陣地有り！　攻撃隊後方に対騎兵の防御陣地有り！　突破できません!!」

「なに!?」

　攻撃隊が一度通り過ぎた場所に防御陣地などあるはずがない。

　もしあるとすれば……。

「最初からここまで読まれていたのか」

　あらかじめいくらかの兵を穴の中にでも伏せ、最後までまったく動かさない。

　そして正面に集中した兵力が通り過ぎると同時に穴を飛び出し、隠しておいた柵などを引っ張り出して陣地を組み立てる。

　最初から組み立て易いように考えられていたのだろう。




　そんな付け刃の陣地は長持ちしないし、このままでも五〇〇の弓騎兵はいずれ突破するだろう。

　だがその時には攻撃隊が大損害を受けている可能性が高い。

「……」

　バリと歯を噛み締める音、傍にいた兵は周りを見渡すがこれが無表情なレオポルトから発せられたとは思いもしなかった。

「射手、撤退信号だ」

「え？」

「早くしろ」

「はっ!!」

　染料の染み込んだ布が巻かれた火矢、染料ごとに異なる炎の色は全隊への通達を示す。

　撃ちあがった矢は射手が始めて撃ち上げる色　［全面撤退せよ］の合図だった。




「……」

　敵の追撃を阻止するために残った弓隊に指示を出しながらレオポルトは口から何かを吐き出す。

　それは唾ではなく、砕けた歯の破片だった。
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　今　ザン＝ドラの町

「なるほど、最初から動きを読まれていたと」

　町に敗走した討伐隊から状況を聞き取る。

「はい、敵兵の練度は決して高くありませんでした。兵力も当初の予測通り千を大きく超えることはないでしょう。あの程度の兵では臨機応変な動きは取れません。最初からどう動くかを決めていたと思われます」

　すっかりしょげているマイラとイリジナに比べてレオポルトは申し訳無さも悔しさも表情にはない。

　だがそっちの方がやりやすくはある。

　延々と反省されても意味は無い、大切なのはこれからだ。

「いずれにせよ、敵は手ごわいか」

「正確には敵の指揮官です。兵力も練度も装備も我が方が勝っていましたから」

　レオポルトが言うと同時にイリジナが珍しく下を向いて情けない顔を浮かべた。

　つまりは指揮官の質だけで全てをひっくり返されたということだからだ。

　だが最も屈辱を感じているはずのレオポルトはまったくの無表情だ。

「彼らは地形を上手く使います。私の不手際で兵力もかなり損耗しましたので、現状での奴等の撃破は困難であると言えるでしょう」

「次は俺も出ようと思ったんだがな」

「僭越ながら私は指揮能力でハードレット卿に勝ります。お出になっても私以上の結果を出せるとは思いません」

「なっ！　敗走して帰っておいて何をぬけぬけと!!」

　セリアが顔を真っ赤にして怒鳴る。

　まぁそう怒るな、こいつに遠慮など期待するほうが間違えている。

　それに指揮能力に関しては事実だ。

　多分俺が指揮していたら更に酷い結果になっていただろう。




「いずれにせよこのままにはしておけませんね。敗北の噂が流れれば治安が乱れるかもしれません」

　アドルフとしては反乱軍うんぬんよりも領内全体の治安が気になるのだろう。

「勝利を得るには何が必要だ？」

　聞くまでもないがマイラとレオポルトに一応意見を求めた。

「大量の兵力です。彼らの兵力が千と限定されている以上、多数にて全方位から同時に攻撃を仕掛ければ対処出来ません」

「弓騎兵とラーフェンの民に召集をかけて五千も揃えれば踏み潰せます」

　まぁそうなるだろうな。

　だがそれには時間がかかる、メルの出産には絶対間に合わない。

「時間が問題だ」

「そうですね。噂を広げない為にも迅速に鎮圧して頂く方が好ましいです」

　アドルフは俺の意見に賛成のようだ。

　一方マイラは文官に口を出されるのが不愉快なのか頬を膨らませる。

　だが負けて帰った負い目もあって言い出せないようだ。




「一晩兵を休ませよう。負傷した者以外は再度出撃だ」

　アドルフ以外の全員が複雑そうな顔を見せる。

　敗走し、兵力の減った部隊で再攻撃など賢い戦術とは言えない。

「これは命令だ。すぐに準備しろ」

　反論を聞くつもりはない。

　なぁに次も負けたら尻尾を巻いて帰ればいい。

　こちらは何回負けても次がある、連中は一度の敗北で終了。

　最初から圧倒的に有利な戦いなのだから、気楽にやろうじゃないか。

「仕事の無い奴は寝ろ、疲れた頭で考えてもいいことはないぞ」

　そう言うと意外にもレオポルトが席を立ち、下級の指揮官になにやら伝えて部屋に入ってしまった。

　本当に面白くないのに面白い奴だ。

「なんですかあの人は！　そもそも敗走の責任は彼にあるというのに！」

　激昂するセリアを宥める。

　咎めるつもりなら自由に左遷でも更迭でもしろと言うのだろう。

　自分の進退を決めることは奴の役職外のことだ。

　奴は自分の出来る最善をやっている、疲労で作戦に支障が出ないよう最善を尽くしている。

「それにな、奥歯を自分で噛み砕くのは相当な力だぞ」

「はい？」

「なんでもない。セリアは可愛いな」

「わぁ！　今はそれどころではないんです！」

　セリアの髪をぐしゃぐしゃに乱してから退室させる。

　残念ながら今日は彼女を休ませる必要があるから抱けないのだ。




「あのぅ……」

「あぁお前は」

　声に振り向くと人妻メイドが顔を赤くしていた。

　ただ一回の性交で俺に惚れてしまったようだ。

「お情けを頂きたいんです……避妊も要りません。旦那に昨日抱かれておきましたので、なんでも好きなように……妊娠しても大丈夫ですから」

「可愛い女だ、ベッドに来い」

　肩を抱いて部屋に入る。

　戦いの前に英気を養わねばならない。

　メイドを着衣のまま抱くと燃えるな。




「出してやるぞ、そら！　孕め!!」

「熱いっ！　すごい量……貴方ぁ優秀な子種をもらっちゃったぁ……きっと丈夫な四人目が……」
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　数日後　反乱軍拠点近郊

　兵を再編成し、そのまま再度行軍して目標へ向かう。

　敗北の後とあって兵の士気は低かったが俺が直接出たので堂々とぶーたれる奴はいなかった。

　特に弓騎兵の士気は一気に上がっている。

　やはり彼らは俺がいないと今一つ駄目なようだ。







「ここか……確かに攻め辛そうだがごり押し出来ないこともないな」

「林の中は全域に入念に準備された罠が張られています。残念ながら見た目以上に突破は困難です」

「ふむふむ」

　なるほど全域か。

「罠は落とし穴でも？」

「そのような固定されたものではなくて、木の間にロープや柵を張り、木杭を引きずり出して構築するようなのだ……」

　直接白兵戦を行ったイリジナが渋い顔をした。

「つまり何処にでも一瞬で展開出来ると言う訳だな」

「動きを読まれていればそうです」

　ふむふむ、なら話は簡単だ。

　だが最終確認をして置こう。

「レオポルト、お前はこの兵力での最善の方法はなんだと思う？」

「……部隊を二つに分け、右側面と左側面に兵を等分に分けて攻撃します。減ったとは言え絶対数では未だに優勢です。まったく同時に仕掛ければ敵も同時に対処する訳にはいきません」

「問題点は？」

「敵には陣地があります。読まれれば二：八と兵を分けられ、二は陣地を利用して防御に撤し、八は兵を伏せて奇襲をかけられれば片面が不利となります。救援にいこうにも外側を回る我々より内側を回る敵の方が速く、結局損害だけが出て有利点が失われることになります」

　お前がそれだけ小難しいことを考えているならば大丈夫か。

「敵の指揮官はお前より優秀か？」

「……大きな優劣はないかと」

　よし、これで行こう。

「全軍を正面に展開。弓騎兵と槍騎兵を先頭に歩兵は後方、弓兵は適当に援護させろ」

「正面は敵の厄介な罠が……」

「どこにあるかもわからないんだろう。ならどこから行っても同じだ」

　驚くマイラの頭を撫でる。




「突撃陣を組め」

「「ええっ!?」」「よし行くぞ！」

　セリアとマイラが驚き、イリジナが気勢をあげる。

　ルナは着々と準備を進めている。

「いきなり正面突撃ですか？　状況がわからないのに？」

「どうせ見ても分からない。こいつが読み負けるような相手だ、俺が頭を使って勝てる訳無いだろ」

「……」

　レオポルトは無言のまま動かない。

　読み負けたと言われて実はちょっといらついているな。

「お前は俺が突撃するとわかったか？」

「予測していました。しかしながらそれは私がハードレット卿の性格を知っているからです。もしも噂に流れる武勇伝しか情報がなければ、馬鹿みたいな正面突撃よりも備えるべき戦術は多いはずです」

　ならいい。

　敵の嫌がることをするのが戦争だ。

　部隊は頂点を敵に向けた鋭い三角形に陣形を取る。

　この陣を組めば突撃が来ることには気付いているはずだ。

　だが奴らは兵の練度や能力が高い訳ではない。

　あくまで優秀な指揮官に率いられて善戦しているのだ。

　練度の低い部隊は指揮官から末端まで指示が飛ぶのに時間がかかる。

　あるいは焦って伝令がミスをする可能性もある。

　彼らは強力なリーダーに率いられた弱兵、混戦に持ち込めば半分の数でもこちらが勝つ。

　必要なのは綿密な計画ではない、速度と圧力だ。




「突撃ーー!!」

「オオオオオーーーー!!」

　急がせたので決して綺麗な陣形ではない。

　いびつな三角形のまま全部隊が走り出し、その先頭には俺と護衛隊が位置している。

　馬蹄の音で叫び声すら聞こえない。

「ハードレット卿」

　いつの間にかレオポルトが横に来ている。

　こいつは後ろにいてこそだと思うのだが。

「彼らは所詮農民です。統率を崩すのは恐怖、なるべく恐怖を与える斃し方をして下さい」

　なんだそりゃ。

「生きたまま敵を引き裂いて臓物を引きずり出したり、生き血をすすれば完璧です」

「ふざけるな」

　お前は俺をなんだと思ってるんだ。

　だが意図はわかった、レオポルトはそれだけ言って後ろに下がっていく。

　せいぜい派手に行こうじゃないか。

　林の中から一斉に矢が飛んでくるが弾幕は薄く、勢いも少ない。

　この程度では到底俺達は止まらない。

　林に飛び込んだ瞬間、シュバルツが突然跳ねた。

　見れば木と木の間に縄が張ってある。

　なるほど、突撃を見て咄嗟に用意したのか、この簡単な罠なら数十秒で用意できる。

　シュバルツはそれを見つけて飛び越えたようだ。

「残念、こいつは特別製でな」

　呆然とこちらを見上げる敵兵二人に槍を振るう。

　服装は完全に農民だ。

　二人は木の間を逃げようとするも、ドワーフ製の槍は木ごと彼らを両断する。

「縄があるぞ!!」

「うわっ！」「わぁぁぁ!!」

　後ろから追いつく護衛隊と弓騎兵の数騎が転倒する。

　慌てて後ろの騎兵は速度を落として縄を避けようとするが

「速度を落とすな！　駆け抜けろ！　引っくり返ったら運が悪いと思え!!」

　俺の怒号に再び速度を上げる。

　それでいい、少なくとも敵中で足元を気にしながら進むよりは勝算がある。

　騎兵隊は速度を落とすことなく林に突っ込み、全速で駆けて行く。

　罠にひっかかる者もたまにいるし、林内を全速で走るのはさしもの弓騎兵にも難度が高いらしく、木にひっかかって転倒する者も続出した。

　だがそれでも全体から見れば大した数ではない。

　敵の軽装歩兵はなりふり構わぬ突撃に泡を食って逃げ出そうとするが追いつかれて仕留められて行く。

「お前ら足を止めるな！　隊長は先頭にいるぞ」

「もたもたやってると隊長に妻娘を寝取られるぞ！」

　全員が血走った目で損害に構わず前進していく。

　特に山の民からなる弓騎兵は俺がいることもあって士気は頂点に近い。

「偉大な族長様に敗戦させるわけにはいかぬ！　死して御山に還ることこそ誉れと知れ!!」




　入り口を守っていた敵を蹴散らし、または追い抜いてたちまち林の半ばまで到達したが、そこで問題が顔を出す。

「馬防柵か」

「前回もあれが突然現れて……」




　前方に見えるのは２ｍを超える木の柵、普段は基礎となる一部の木杭以外は横倒しにして偽装していたらしい。

　さすがにシュバルツでも飛び越えるのは難しい。

　迂回は読まれている上、時間もかかるだろうし、方向転換中は格好の的だ。

　接近して柵を壊すにも槍を持った兵が柵の後ろに備えている、簡単にはいくまい。

　だがルナは慌てることなく進み出る。

「偉大な族長様自らのご出馬、続けて敗れる訳にはいきません。我らの覚悟をご覧下さい」

　弓騎兵はルナの言葉に続くように剣を抜き、一斉に突撃していく。

「御山の神よ、我らの戦いをご照覧あれ！」

　馬防柵からは槍が突き出し、更に手前には逆さに地面に打たれた木杭までがある。

　急造品だが騎馬突撃には厳しい相手だ。

「ウオオオォォォォ!!」

　それでも彼らは止まらない。

　柵の向こうの敵兵にも動揺が見える。

　衝突の前に彼らは一斉に馬に目隠し、そのまま柵に突っ込んだのだ。

　馬に目隠しした弓騎兵の先頭は速度をまったく落とすことなく馬防柵に突っ込む。

　木杭や槍に貫かれ、致命傷を負った馬や人が次々と絶命していく。

　だが命を失っても、全力で駆けていた馬体がその場に急停止する訳ではない。

　杭に飛び込んで悲鳴を上げる馬は足をもつれさせて転がるように転倒する。

　その重量は人馬合わせて数百キロ、急造の柵を叩き壊すには十分だ。

「ひぃ！」

「なんだこいつら、狂ってやがる！」

「ありえねぇ!!」

　馬に目隠ししたのは激突の瞬間まで速度を維持するためらしい。

　次々と柵が壊れ、転がる馬の死体が敵兵を巻き込んでいく。

「まったく無茶をする……俺達も続くぞ。遅れをとるな！」

「おう！」

　弓騎兵の壮絶な戦い方を見せられて罠への恐怖も鈍ったようだ。

　歩兵隊、槍騎兵、すべての兵が壊れた隙間から、そして槍に突かれながらも強引に柵を引きずり倒して突破してく。

　俺も後ろで構えている訳には行くまい。

　槍を両手で持って頭の後ろまで振りかぶる。

「どっせい！　ってな」

　全力での横なぎで柵の上半分を吹き飛ばす。

　鉄の補強が無い木製で助かった。

　高さが半分になれば十分だ。

　指示を出さずともシュバルツは跳躍して柵を飛び越える。

「ぎぇ！」

　わざわざ向こうで槍を構える敵兵の上に着地する当たりこいつも根性が悪い。

　豚が絞められたような声が出たじゃないか。

「ひ……こいつ……まさか……」

「は、ハードレット！」

「よろしくな」

　一声挨拶をしてから槍を一振り。二人が首や肩から上を失う。

　運良く刃ではなく柄に当たった男は気持ちよく吹き飛んで木に当たり、くの字に折れた。

　派手にいけと言われていたな。

　なぶり殺すのは趣味でないが、死んだら同じか。

「ぐえっ！」

　逃げようとする敵を背中から突き刺し、そのまま持ち上げて次の相手に向けて振り回す。

　木にぶち当てながら振り回したので、刺さった男が千切れ砕けてひどいことになる。

　更に綺麗に首を飛ばすのではなくあえて狙いをずらして頭の途中や縦半分に吹き飛ばす。

　頭蓋に刃があたるがこの槍なら大丈夫だろう。

　当然、鮮血が飛び散り、俺も周囲も血まみれになった。

　汚いな。ここは風呂もないだろうしもう開き直るか。

　右手に担いだ槍には二人が串刺しにされて呻き声をあげ続け、その隙にと飛び込んできた一人を左手で捕まえて頭を掴む。

「なんだよあれ……」

「化け物だ……」

　俺は恐怖の声に笑みを返しながら見せつけるように俺は左手に力をこめていく。

「あ……あが……やめ……ぐびっ！」

　ぐしゃりと頭が潰れる。

　ついでにと槍に刺さった二人も空高く投げ捨てる。

「ま……魔王だ……」「悪鬼と戦うことなんか出来ねぇ!!」

　敵兵はとうとう柵の防衛を諦め後ろに下がるようだ。

　味方も次々と突破していく。

　一旦、騎兵が陣を突き抜けてしまえば徒歩の兵は逃げるしかない。

「追え、片っ端から討ち取れ！」

　味方騎兵が逃げる敵の背中に矢を叩き込み頭を剣で叩き割る。

「や、やめて！　ぎゃあああ」

「ひぇぇぇぇ!!」

　損害が出た分、指揮官も兵も目が血走っている。

　降参すると叫んだ敵の両眼球を二本の剣が同時に貫き、おびえて伏せる者を容赦なく馬蹄で踏み潰す。

　戦場では勢い余ることもある……が何よりもさっさと勝利してしまいたい。

「殺して回るのは後だ。突破した者から俺に続け、前進だ！」

　再びシュバルツを駆けさせて林を走る。

　眼前にいる敵兵は背を向けているので後続の為にも片っ端から突き刺し、踏み潰していく。

　既に敵兵の統制は崩壊したように見えるが、このまま終わらない予感がする。

　その後も散発的に見られた罠を犠牲を出しながらも強引に突破していく。

　柵を越えて以降、大規模な防衛線は無かった。

　農民兵だけあって一度突破されると総崩れで逃げ散った。

　放置しても再集合してこちらの後背を脅かす心配はなさそうだ。

「この向こうが奴等の拠点です!!」

　林を抜けた前に広がるのは急勾配の丘、岩山ではないからなんとか登れそうだ。

「敵の弓兵です！」

　その稜線には弓兵が展開している。

　これは十分予想できた定石通りの展開だ。

　バラバラと矢が振り、何人かの味方が斃れる。

　だが盾を持った兵を効果的に倒すには精度も威力も足りていない。

　林を抜けてきた弓騎兵が応射を開始すると、高低差の優位を覆し、瞬く間に敵兵が倒れていく。

　まともな斬り合いや撃ち合いをやれば優位は明白だった。

「坂を登れば我らの勝ちだ!!」

　歩兵の指揮官たちが叫び声を上げて這うように丘を登っていく。

　だが随分と急なので速度は声に比べれば寂しいものだ。

　俺も続くが、馬では駆けることは出来ない。

　這うような速度でゆっくりと登っていると前方から数人の敵が顔を出す。

　そして次の瞬間、無数の大石と丸太が坂を転がり落ちて来た。

「ぎゃああああ!!」

　我先にと急いでいた兵が次々と潰れていく。

　慌てて戻ろうとした者が急勾配で足を滑らせて一番下まで転がっていく。




「くっここまできて！」

　セリアが苦虫を噛み潰した。

　弓兵は矢で援護してくれるが向こうの敵が見えないので効果的ではない。

「さすがにここでは戦えないぞ！　一旦引いてもっと緩やかな場所から……」

　イリジナも気を抜けば下に転がってしまう坂で攻撃を受けるのは下策と見たようだ。




「エイギル様、危ない!!」

　セリアが叫ぶ。

　丘の上から巨大な丸太が転がってくる。

　こんなでかい木を良く探してきたな。

「セリア、イリジナ、横へ飛べ」

　イリジナに槍を預けて両手を構え、身を低く落とす。

「無茶ですよ！」

「ふんっ!!」

　転がる丸太を受け止める。

　さすがに物凄い重量と勢いで足がずるずると滑っていく。

　なんとか鋼鉄のブーツを地面に突き刺して勢いを殺していくが、随分と下まで落とされてしまった。

　だがここからだ。

「があああああ!!」

　丸太は重い、今まで持ったどの武器よりも重く、到底持ち上げることなど出来ないだろうが、枝を落とされたそれは転がすならば比較的容易だ。

　坂道を丸太を押しながら蟻のような速度で一歩ずつ坂を登っていく。

　坂に伏せるようにへばりついていた兵が俺を見て目を剥き、ちゃっかりと後ろに付いて来た。

「こんな丸太が一人の力で動くんだな」

「馬鹿、領主様は人じゃねーよ」

　好き勝手言いやがって、後で妻を犯すぞ。

「何をしている！　お前達も押せ!!」

　指揮官が我に返って叫ぶ。

　俺の隣に味方がひっついてきた。

　若干楽にはなったがむさくるしくなってしまった。

　上からはまだ石や丸太が降ってくるが、押している特大丸太に弾かれて横へと逸れていく。

　敵は慌てて矢を射かけようとしたが、稜線から顔を出せば坂の下から狙う弓騎兵が正確に射抜く。

　俺達は大汗をかきながら丸太を押して前進し、終に坂の上まで登りきった。

「げっ！」

「うそだろ……」

　石を落そうとしていた敵兵が信じられないように声を出す。

　悪いがこれが現実だ。

　本当に重かった、鬱憤晴らしをさせてもらおうか。

　丸太を離して剣を抜く。

　後ろに続いていた兵も一斉に横に展開した。

　敵の後ろには村らしきもの、もはや策の介在する余地はない。

「叩き潰せ！」

「殺せぇ!!」

　延々と攻撃を受け続けた味方の士気が噴き上がる。

　標的と獲物は逆転したのだ。

　さあ終焉の時だ。
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　少し前　反乱軍拠点

「最初から正面に全力突撃？」

　全体を見渡せる場所に陣取ったトリスタンは軽い声をあげる。

「あいつら馬鹿なのか？　いきなりど真ん中かよ」

　傍にいる男達が嘲笑するがトリスタンは笑わない。

「はぁ……これを一番やって欲しくなかったよ。これじゃなんのごまかしも無いからね」

　途端に周りの男の顔色が変わる。

「おいおい、大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃないよ。一応の備えはしてるけどね」

「うお、林の入り口に突っ込んだ……縄の罠があったはずだが……」

「気にせず突っ込んできたのかぁ。すごいなぁ無茶苦茶だ」

　トリスタンの言い方に周りの男達が笑う。

　これで敵は確実に罠に嵌ったと考えたのだ。

「勝利の美酒を準備しないとな」

「うーん、それは待ったほうがいいな。正直かなりまずいよ……正面の陣地に柵を立てろと言っておいてくれないかな」

「柵だな。分かった」

　トリスタンの指示は単純明快だ。

　それは彼自身の好みや性格ではなく、単に反乱軍が複雑な命令を実行出来るだけの組織ではないからだ。

　元農民がほとんどで指揮官に兵卒経験者がいる程度ではとても長い命令は実行できない。

「進め」「下がれ」「～をしろ」「隠れろ」

　命令は極端に単純化する必要があった。

　複雑な移動や指示を実行するには事前に動きを決め、何度か練習するしかなく出せる命令は限られる。

　先読みしなければ臨機応変に対応出来るような戦術は取れない。

「しかし、何故突撃がまずいんだ？　猛獣と同じじゃないか？」

「だからだよ、僕は名将ハードレット伯爵を相手にするつもりだったからね。猛獣用の罠なんか仕掛けていないよ」

　策の九割が無駄になったと溜息を吐く。

「それに策の掛け合いなら上手くやれば犠牲も少なく敵を追い払えるけど、正面から殴り合いになったら敵も味方も損害が大きくなる。向こうはまた兵を補充してくればいいけど、こっちはそう言う訳にもいかない」

　こうなるから反乱なんて、とこぼれ出した愚痴を止めたのは数少ない馬を持つ伝令の報告だった。




「正面の馬防柵、突破！　奴らいかれてやがる、馬が目かくしで飛び込んで柵を破りやがった」

「あちゃー本格的にまずいな。これは突破されるよ。丘の上の人達に準備をさせておいて」

　伝令はまだ言葉を続ける。

「中でも一人やばいのがいる。味方を何人も槍に突き刺して細切れに……あれは人間じゃねぇ！」

　心当たりは一人しかない。

「はぁ……絶対ハードレット伯本人だよ。嫌だなぁ、領主が出てきたんだから簡単には引かないよ？　困るなぁ、今から謝ったら許してくれないかなぁ」

「何馬鹿なこと言ってんだ！　反乱軍だぞ俺達は、負けたらお前も俺も縛り首だ！　いや、殺してくれたら慈悲深い、散々拷問されるかもしれないぞ」

「そうならないように祈ろう、僕は馬にも乗れないから逃げられないしね」




　やがて林の入り口から怒号が聞こえ始める。

　終に相手が林を抜けたのだ。

　弓兵が迎撃するが逆にほとんどが倒される。

「うそだろ……なんで高所から撃つこっちが全滅するんだ」

「それだけ練度と装備が違うんだよ。ウサギ相手に訓練している訳ではないだろうしね」

　トリスタンは手をあげて合図を出す。

　村から丘の端に向けて道のように細い丸太が並べられ、その上を大石やより太い丸太が押されていく。

　これによって女や老人の力でも石や丸太を運搬でき、絶え間ない攻撃が可能だった。

「あの急な坂は上から物を投げられ続けたら登れないから、敵は多分丘の低い東側に迂回してくるよ。落とし穴と火の準備は出来ているかい？」

「ああ、ばっちりだ！　火達磨にしてやるぜ！」

「さて、これでなんとか夜までは……」




　トリスタンは言葉を切り、呆然と坂の下を見つめる。

「驚いた……あの丸太を坂下から転がして来るなんて」

「うそだろ……あれは一〇人がかりで動かしたんだぞ！」

　まとめて敵を潰すつもりで転がした特大の丸太が逆にこちらの矢や石を防ぐ盾になっている。

　平地でも一〇人単位でやっと転がせる重量のそれが坂道を逆に登ってくるなど想定出来るはずもない。

「このままじゃ西から突破されるよ。東の備えをこちらに戻そう」

「馬を持つ伝令はどこだ!?」

「さっき東に行ったぞ！」

「呼び戻せ！　いや、誰か走って伝えろ!!」

　伝令はどこにいったのか、命令は伝わらず挽回の機会は失われていく。

　トリスタンは溜息を付く。

　呆れるのは筋違い、彼らも自分も農民だったのだから戦争など上手く出来るはずがないのだ。

「はぁ、本当はどこかの町で静かに本屋でもやりたかったんだけどなぁ。猫でも膝においてさ」

　どうやらそれは叶いそうもない。




　やがて丸太を先頭に坂を登り終えた敵兵が味方と衝突している。

　数は少ないが、凄まじい覇気で瞬く間に味方は蹴散らされていく。

　特に大きな槍を振り回す男が壮絶で味方が次々と解体されていく。

　八人がかりで飛び込み、全員が下半身だけになったのを見て味方の士気は完全に崩壊した。

　そしてに投石がなくなったことで坂全体から湧き出すように敵が現れる。

「トリスタン！　登られちまった！　次はどうすればいい!!」

「はぁ……」

　大きな溜息を一つ落としてトリスタンは両手を左右に広げ首を振った。
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第１３１話　反乱鎮圧　♯







「武器を捨て抵抗を止めれば殺しはせんぞ」

「う、うそだ……反乱が許されるはずがねぇ！」

「どうせ皆殺しにされるんだ！」

　そうか、残念だ。

　手を大きく振り下ろすと村を守るように並んだ反乱軍の頭上に矢の雨が降る。

　盾を持たない彼らは面白いように倒れていく。

　既に丘の外周は押さえ、弓騎兵や弓隊も丘の上に展開している。

　防御陣地はもう無いし、そもそも彼らの村の全てが矢の射程内、その気になれば火矢を使って全てを焼き払うことも容易だ。

　もはや策など立てられないことは俺にもわかる。

　必死の形相で襲い掛かって来る男二人、最初の男は脳天から股下まで縦に両断し、次の男は腹を蹴り飛ばして倒れた所で頭を叩き割る。

　決着がついた戦いで民を殺して回るのも空しいが抵抗するならばただの叛徒で俺の民ではない。

「おら！」「この！」

　両側面から突き出された槍を屈んで避け、中腰のまま槍を一周。

「うわぁぁぁ！」「脚がねぇ！」

　二人の男が両足を失ってのたうち回っていた。

　護衛隊が次々に剣を突き立てて絶命させたのは彼らにとっても救いだろう。

「ひぃ……」

　周りに居た四人が皆殺しになって最期の一人は戦意を失ったようだ。

　見ればまだ若い女、戦場に女を出すなよ対応に困る。

　槍を一閃して手に持っていた農具を弾き飛ばして抱き寄せる。

「死にたくない……助けて……」

「なら、これで勘弁してやろう」

　唇を奪って舌をいれ、指を服に差し込んで勢いよく性器に捻じ込む。

　するとぶちりと手応えがあり、女が小さく悲鳴を上げた。

　なんだ処女だったのか勿体無い、後で肉棒で奪えばよかった。

「痛……ぐぅ……」

　唇を離すと女は股間を押えてその場にへたれこんだ、もう抵抗はしないだろう。

　護衛隊に連れて行けと目で合図する。

「痛い痛い、やめてぇ！」

　セリア、気に食わないのはわかるが髪を掴んで引っ張っていくのは感心せんぞ。

「もう決着はついているのに降伏しませんね」

　マイラが溜息混じりに言う。

　確かにこれ以上は虐殺にしかならないが、降伏しないなら手を止めることは出来ない。

「反乱は皆殺しが原則です。降伏しても無駄と考えているのでは？」

　女をどこかに放りこんだセリアが戻ってきた。

　俺の指についた処女の血を拭き取ってから少し睨む。

「本当にそうしてやるのが後腐れはありませんが」

　レオポルトも決着と見て前に上がってきたようだ。

　ちなみにイリジナは今も一番前で大暴れし、ざっと見ても一〇人は仕留めている。

　無駄な虐殺はしない彼女だが、抵抗する敵を殺すのは当たり前の事だ。

「それもいいんだが農民を率いてここまで抵抗した奴の顔が見たくてな。お前も興味があるだろう？」

「後学のための参考にはなるかもしれません」

　ふむ、じゃあ出てこさせるか。

「弓隊火矢をつがえろ。あの一番でかい建物を狙え、あれだけを燃やせ」

　村の中心にある大きな建物、おそらくは奴等の中枢だろう。

　燃やせば士気は落ちるし周りに建物が密着してないから延焼で村が焼け落ちることもあるまい。

　号令と同時に一〇〇以上の火矢が正確に建物を捉える。

　消火しようとする試みも見えたが木製の建物に一〇〇の火矢ではどうにもならず、たちまち巨大な松明のように燃え上がった。




「反乱軍に告げる。今降伏すれば首謀者以外は助命しよう。抵抗すれば村を焼き払い、全員を殺す」

「う、うそだぁ」「だまされるなどうせ……」

「このままではお前達の家族も確実に死ぬ。降伏すれば俺が約束を守ると言う可能性が残るぞ？」

　反乱軍の兵士達は沈黙する、燃え盛る炎と背後で子供を抱いて脅える家族。

　やがて一人また一人で武器を捨て、ついに戦いは終わった。

　さて顔を拝んでやろう、美女ならば最高だ。







「そんなに甘くないか」

「はあ？」

　反乱の首謀者達を並んで跪かせ、周りを俺の護衛隊が固める。

　全員ががくりと項垂れ、一言も口を開かない。

　俺は民の助命は約束したがこいつらの命は保証していない。

　彼らは他の者に引きずり出されるようにここに連れて来られたのだ。

　重要なのは全員がむさくるしい男だと言う事、しかも汗だらけな上に垢だらけで盗賊と大差ない風体だった。

　彼らとグダグダ話をする意味は無いな。




「おい、さっきの戦いの指揮をしていたのは誰だ？」

　一番前にいるガタイのいい男に槍を突きつける。

「お、俺達も助けてくれるなら、ぎゃ！」

　セリアが男を蹴飛ばした。

「勘違いするな！　お前達は反乱者だ。エイギル様の温情でまだこうして生きているだけで交渉など出来る立場じゃない！　なんならここで殺、ふほぉ……やめてくだはい！」

　蹴ってしまっては話にならないので頬っぺたを揉み解して落ち着かせる。




「お前達は処刑するつもりなんだが、正直に答えれば気が変わるかもしれんぞ？」

　蹴飛ばされた男も含めて全員の視線が隅に座る小柄な男に集中する。

「はぁ……やれやれ」

　疲れたような大きな溜息が聞こえた。




　他の首謀者達には興味がなかったので適当に監禁させておいた。

　指揮をとっていた男とはゆっくりと話したかったのでテーブルに座らせて向かい合う。

　横にはマイラとレオポルトが座り、セリアは警戒するように男の後ろに立つ。

　イリジナは他の奴らを尋問するらしい、奴らに少し同情する。

「さて、名前は？」

「トリスタン、姓はありません。伯爵殿」

　貧相な体はとても従軍経験があるようには見えない。

　かといって唯の農民と言うにも違和感がある。

「ふむ、見事な指揮だった。よもや寄せ集めの農民に苦戦するとは思わなかった」

「光栄です。こちらもあんな無茶苦茶されるとは思いませんでしたよ。名将と蛮勇、二つの顔を使い分けられては打つ手はなかったですね」

　トリスタンは両手を広げて溜息をついた。

　さっきから溜息の多い奴だな、それに俺の顔は一つでもう片方はレオポルトだ。

「それはいいか。だがお前のような頭の切れる奴が何故反乱など企てた？　勝算があると思ったか？」

　農民が反乱して新しい秩序を作るなど貴族が認める訳が無い。

　いくら善戦しても領主の俺や、手に負えなくなれば王国軍が鎮圧に乗り出して潰されるのは目に見えている。

　代官は俺の課した税以外にも何かしら取っていたようだし、腹に据えかねて後先考えず暴発したのかと思ったが、こいつはそんな愚かな選択をしそうには見えない。

　と言うよりも自分から何かをしようとするタイプには見えない。

「あー……理由は税率やら労役やらなんとやらと言っていましたねぇ」

「言っていた？　お前が頭だろう？」

　トリスタンはまた溜息をついてテーブルに突っ伏した。

　無礼な態度にセリアが掴み上げようとするのを手で制する。

「僕……私はある村の、前村長の息子でして、両親は病で死に、農民ながらも長く続いた家で畑も広く、その畑を人に貸して延々と本を読んで暮らしていたわけです。村長を継ぐつもりもなかったので」

　農民の中では恵まれた立場だったらしい。

「ところが周りの村人と小作人達がいつの間にか村の役人を吊るしたんですよね」

　まるで他人事、ひどい言い様だ。

「大変だなぁと思いながら、家で本を読んでいたのですが当然と言うか、元領主……代官の兵が押し寄せて来ました」

　そりゃそうだろうな。

　村にいる役人を殺してそのままと言うことはあるまい。

「いかに重税を課していたとはいえ法は法、役人を殺した者が罰せられるのは当然と思っていましたが……代官の兵は犯人探しではなく村の家々を手当たり次第に燃やし、家人を殺したり陵辱したりと好き勝手を始めたんですよね」

　あの代官には大きな減点をくれてやろう。

　俺が帰るまでの幸せな自室軟禁をせいぜい楽しめ。

「これは一大事、このままでは私の家も本も燃えてしまうと思いまして、村人の蜂起に加わったのです。それで彼らを指揮して代官の軍を追い払い、その場は事なきを得たんですけど」

「待て、村人を集めて代官の兵を破ったのか？」

　それも待ち構えたのではなく咄嗟に出て行ってだ。

　こいつは簡単に流したがそうそう出来る事ではない。

「はぁ、何分家に篭り切りで色々な書物やら読んでおりましたので戦術のいろはぐらいは」

　こいつで［いろは］なら俺の王への野望はお先真っ暗だぞ。

「ところが簡単に勝ちすぎたもので村人達が無駄に盛り上がって、周辺の村々を巻き込んで自分達の楽園を作るだのなんだのと……さっさとマグラードにでも逃げようと言ったのだけど」

　トリスタンは反乱軍など作るつもりはなかったようだ。

「何度逃げよう、僕はいかない、と言っても聞いてもらえず。お前が頭だ、お前は無敵だとね。はぁ……結局家に残る訳にもいかず、愚かと知りながらもここに来たわけです。その後はご存知でしょう？　代官の兵が来ては追い返すの繰り返し、それも今回で終わったわけですが」

　またも奴は深く大きな溜息を吐き、セリアとマイラに睨まれて気まずそうに目を伏せる。

「そもそも僕は人にあれこれ言うのも言われるのも向いてないんだよ。わかっているから一人で本を読んで楽しく過ごしていたのにどうしてこうなるんだ。人生は自分で決めると言うのはまったくの誤りだよ、自分の力ではどうにもならない。後一〇年早く生まれていればどこかの町に本屋でも開いて……」

　なにやらぶつぶつと独り言を言い出した。

　レオポルトとはまったく性質が違うが随分面白い奴だ。

　それに軍人としての経験も教育も無しにあれだけの指揮を取れる者などまずいない。

「さて、お前の処遇だが」

「はぁ……首謀者は処刑ですね。私も別に貴方を恨んでやった訳ではありませんし、せめて一思いに苦しまないように……いえ、それでも怖いので眠り込んだ時にサクッと」




「俺の所に来てみないか？」

「はぁ？」

　間の抜けたような声が上がる。

　マイラが驚いた顔でこちらを見、セリアはトリスタンの態度に髪が逆立つ程に怒っている。

「正気ですか？　反乱者を登用などと」

「こんな無礼な男を!!」

　セリアよ最近お前の声もイリジナ並になってきたな、毒されつつあるぞ。

「お前の軍才は殺すには惜しい。俺の元に来れば反乱の罪は不問にしようじゃないか」

　こいつは間違いなく優秀だ、抱え込めば俺がすべき軍の仕事は減るし、戦場で槍を振り回していればよくなるだろう。

「嫌です」

　思わずテーブルについた肘が滑った。

　まさかこの状況で断るとは思わなかった。

「貴様！」

　可愛いセリアよ剣を抜くな。

　こっちに来て膝にでも座れ。

「そもそも仕事するのが嫌なのに軍人なんて目眩がします。私は命令を聞くのもするのも嫌なんです」

　飄々とした態度はアドルフに似ていると思ったが決定的に違うところがあった。

「一生野蛮な軍人として馬車馬のように働かされるなら死んだ方がマシです」

　こいつはそもそも働く事が嫌いなのだ。

　地位も権威も必要なく、民の為にとの思いも薄い、だらだらと日々を過ごしたいのだ。

　ならば話は早い。

　にやりと笑みが出た。

「な、なんですか？」

　トリスタンがそれに気付いて嫌そうな顔になった。

「では登用は諦めよう、だがお前の気が変わるかもしれない。処刑しては取り返しが付かないから……そうだな一〇年ぐらいの労働刑にしようか。朝から晩まで肉体労働だ」

　トリスタンの顔が引きつる。

「お前の指揮能力に期待してたくましい男ばかりの班に入れてやろう。もちろん寝床も一緒だぞ」

「く……」

　こいつにとって一〇年の重労働など死にも勝る仕打ちだろう。

　だが自分で命を断つような度胸も無いはずだ。

「もし俺の部下になるならラーフェンに来ることになる。本屋もあるしより多くの本が読めると思うんだがな」

「ぬぬぬ……」

　おお、揺らいできたか。

　後一押し何かがあればいいのだが。

「……心を静めたいのでお茶を入れてもいいですか？」

　お茶好きか、これは幸運だった。

「ラーフェンには行商人が扱っている物とは比べ物にならない良い茶が揃っているぞ。俺の妻が色々凝っているのでな」

　これは本当だ。

　ノンナのせいで中央平原のみならず連邦各所の茶葉まで集まっている。

　王都にも匹敵する品数です、と豪語してカーラに頭を叩かれていた。

「わかりました……でも期待しないで下さいよ。軍人なんて何の興味もないんですから。今回の件で人に期待されるのが嫌になったんです」

「わかったよ、期待してるぞトリスタン」

「はぁ……この選択、一〇年後の自分が必死に止めているような気がするよ」

　最期まで溜息を吐き続けたトリスタン。

　さすがに死闘を演じた兵の手前、いきなりお前達の指揮官です、とは言えないのでとりあえずは俺の従者として連れて帰ることにする。

　こうして本屋とお茶を対価として俺は一人の男を手に入れた。

　無論抱くつもりはない。







「レオポルト、お前は思うところがあるか？」

　土をつけられたこいつは複雑なものがあるかもしれない。

「いえ、有能な者が増えるのは良い事です」

「本当に？」

「はい、下らない感情などありません」

　本当の本当に？　と更に顔を覗き込むと溜息を付かれた。

　こいつの溜息はトリスタンの何倍も腹が立つ。

「私よりも機嫌を取るべき相手がおられるのでは？」

　レオポルトの視線の先には頬をパンパンに膨らませて分かり易く怒っているセリアと、冷静な顔だが明らかに拗ねているマイラが居る。

「行って来る。後の処理は任せた」

「わかりました」

　決着もついたし女の機嫌を取るとしよう。







「んぶ、んっ！　んっ！　んっ！」

「ちゅぶ、んんーー……んぼっ！」

　俺はベッドに寝転び、逸物をそそり立たせている。

　その肉の塔にマイラとセリアが両側から舌を這わせ、交互に口に含んでいた。

「いいぞ、最高に気持ちがいい。もっと激しくするんだ」

「ふぁい」「ほぉい」

　激しくなった水音を聞きながら目の前の尻を抱き寄せる。

　胸の上にはルナが座り、尻と性器を口の前に差し出す。

　それを遠慮なく舐めしゃぶり、快楽の叫びを上げさせるのだ。

　最初は「族長様に風呂にも入っていない尻を舐めさせるなどとんでもない」と言っていたルナだが、勇敢な戦いに対する個人的な礼だと言うと恥ずかしげに尻を乗せてきた。

　彼女は性器や尻穴を舐められるのが大好きだが、失礼だからと言い出せなかったのだ。

　証拠に舌を入れてやるとぐいぐいと尻を押し付けてくる。

　そしてイリジナは太ももを枕として使わせてもらい、乳房を手で愛撫してやっている。

　随分と硬い枕だがこれはこれでいい。

　乳首を摘んでしごくと大きな喘ぎが出た。




「ん、また出そうだ。次はマイラだな」

「あぁ、わかった」

　四人の女は愛撫を中断し、俺はマイラを抱いて転がり組み敷く。

「んんっ」

「あうあっ!!」

　十分に濡れた肉穴に挿入して最初から激しく腰を振り、両手を互いに絡めたままで射精。

　首と胸にキスや甘噛みで後戯をして再び仰向けに寝る。

　女達はそれぞれの位置を変えて再び愛撫を開始した。

　献身的な愛撫を受けて、射精が近づいたら一人を愛して射精する。

　これを繰り返すのが女達の間で好評だったのだ。

　なんでも最期の瞬間に一対一なのがいいらしい。

　普段は淫行にうるさいマイラも死線を潜った後で昂ぶっているのか随分と積極的だった。

　それでも男としてはまとめて味わいたいものなので、最後の一発は楽しもう。

「よし、最後だ！」

　大柄なイリジナを仰向けに寝かせて、マイラとルナに肉棒をしゃぶらせる。

　セリアにはキスと思ったが彼女は俺の性感をより高めるべく尻の穴を舐めてきた。

「うおっ!!」

　一声呻いて肉棒を口から抜き、イリジナに向けて射精する。

　たちまち彼女は股から顔まで種汁にまみれてしまった。

「よし、舐めるんだ」

「ええ」「はい」「イリジナさん……」

「おおっ!?　全員でか!?」

　女三人がイリジナの体に飛び散った俺の精を舐めていく。

　その中で乳首や性器にも舌が這い、イリジナは盛大に悶え始めた。

「動くな」

　そのままだとセリアなど弾き飛ばされてしまうので両手を押えて動けなくする。

「あぁっ！　柔らかい女の舌が体を這うぞ!!」

　種を舌ですくい、味わう中で変な興奮が高まったのだろう。

　マイラとルナの舌がイリジナの腹の上で当たり、そのまま絡み合ってしまう。

　やがて二人は顔を上げて濃厚なキスをし始めた。

　うむ、戦場に出る女同士、仲が良いに越した事はない。

　二人が音を立てて交換するのは唾液だけではなく、掬い取った俺の種汁だ。

　これはたまらんな、最後と思っていたが再び逸物が勃ち上がってしまう。

　目ざとくそれを見つけたセリアがこちらに尻を向けて手で性器を開く。

「エイギル様、ここに昂ぶりを受け止める穴があります」

　負けじとマイラもルナと絡んだままこちらに性器を向けて来る。

「こっちにもあります。それも二つ」

　そしてイリジナはいつの間にか寝転んだまま、肉棒を舐めている。

　まだまだ夜は終わらない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　二一三〇

　弓騎兵八〇〇 歩兵四〇〇 弓兵二〇〇　槍騎兵一五〇　護衛隊八〇　ラーフェン待機五〇〇

　財産　金貨一三八〇〇枚 労役（二〇〇） 増築（三〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室孕）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者仮）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一一四人　産ませた子一〇人








第１３２話　沙汰♯







「うぅ……ぐすん…………」

　ベッドに横になり、隣に寝る女の頭をゆっくりと撫でる。

　腕枕をしてやろうとするが女は顔を逸らし、毛布に顔を埋めてさめざめと泣いている。

「そんな強姦された処女みたいに泣くなよ」

「その通りなんですけど!!」

　がばっと起き上がって大声を上げる女、なんだ元気あるじゃないか。

「あっやだ！　また!?」

　女を押し倒し、半分程硬くなった逸物を押し込むとさっき注ぎ込んだ種汁が潤滑液となってスムーズに入っていく。

「また入れられたぁ」

「そう嫌がるなよ。気持ちよくしてやるからさ」

　それだけ言って腰を使いだすと女は子犬のような声を出してしがみ付いてくる。

　やっぱり感じてるんじゃないか、口だけ嫌がるとは可愛い女だ。




　反乱の鎮圧後、俺は即座に領土に帰りたかったのだがアドルフとレオポルトに阻止されてしまった。

　反乱者には俺が直接沙汰を下さないといけないらしい。

　そこで下した沙汰は三つだ。

　首謀者数人　処刑か鉱山行き強制労働五年

　直接戦闘に加わった者　投獄三年もしくは無償での労役半年

　追随した民　不問




　直接戦闘に加わった者は全員が投獄ではなく無償の労役を選んだ。

　反乱する気力があるなら労役ぐらいはこなせるだろう。

　但し男達はほとんど反乱に加わっていたのでこのままでは残された女子どもは飢えてしまう。

　そこで反乱軍の拠点となっていた村を開拓村として一年間だけ税を軽減することになった。

　これで亭主が労役から戻るまではなんとかなるだろう。

　懲罰的な無償労役とは言え報酬がないだけで仕事は普通と変わらない。

　次々と人夫が倒れていく程、過酷なわけではないのだ。

　問題なのは首謀者達の方、彼らも全員が処刑よりも鉱山での重労働を選択した。

　クレアがようやく鉄鉱山の目処が付いたと言っていたので預けてしまおう。

　どうなるかは知らん。

　そして今俺の下で可愛らしく泣いている女、こいつは俺に槍を向け、指で処女膜を破られた女だった。

　沙汰通りならこいつも半年労役にいかねばならないが、女の身ではつらいだろう。

　そこで一晩俺の女になれば戦いに参加していた事は見なかったことにしてやると言ったのだ。

「あぅ……アソコがしびれる……気持ちいいよぅ！」

　こうしてこの女は指で半端に破られた純潔を全て引き裂かれ、俺の下で悶えているのだ。

「そら……出るぞ」

「え!?　また出すの？　避妊を……」

　女の声を無視して腰を掴んで中に出す。

　一晩限りだが自分の女を孕ませようとするのは当然だからな。

「うぅーー!!　すごい出てる……孕むぅ、でも中で脈打つの気持ちいい……」

「あぁいい。最高だったぞ」

　精を出しながら耳元で女の名前を呼んでやる。

　その度に女はぶるりと体を震わせて顔が赤くなっていった。

　処女を落すのにも慣れてきた。

　そろそろ夜も明ける。

　逸物を引き抜いて寝転がると今度は恥ずかしそうに腕枕に乗ってきた。

　抱き寄せて撫でてやると静かに寝息を立て始める。

「こいつで六人目か」

　同じように戦闘に参加して捕えられた女は六人、既に全員に肉棒を叩き込み、二人の処女を破った。

　半年の労役と引き換えだ、悪く思わないで貰おう。




「……そろそろ出発の予定ですけど。延期されますか？」

　突然の声に入り口の方を見るとセリアが顔を半分だけ出してこちらを見ている。

　もう日は昇ってしまったらしい。

　一眠り出来ればよかったのだが仕方ない。

「いやいい、行こうか」

　女を起こさないようにゆっくりとベッドを抜け出して服を着る。

「正直、気が進みません。護衛隊だけでも……」

「他の馬を連れると飛ばしても二日かかる、奴らも戦いではよくやってくれた。無茶はさせたくない」

「それが彼らの仕事ですよ」




　今回の巡行は全て終わった。

　後はちょっとした始末と帰還だけなのだが歩兵を連れているので普通に帰れば一週程かかる。

　そこで後始末は全部レオポルトとアドルフに任せて俺だけシュバルツに乗ってさっさと帰ることにした。

　さすがに文句を言われるかと思ったが。

「ハードレット卿の仕事は終わりました。支障はありません」

「荒事が終わった今、ハードレット様が居ても女に余計な事をするだけなので構いませんよ」

　あの二人首を絞めてやろうかと思ったぞ。

　但しセリアだけは死んでも一緒に行くと聞かないのでシュバルツに二人乗りすることにしたのだ。

　新たに得た領土は治安がまだ完全ではないが、シュバルツなら盗賊も魔物も振りきれる。

　そもそもゾロゾロと護衛を連れて歩くのは好きではない。

「よし、行こうか」

　シュバルツに飛び乗り、セリアを前に乗せる。

　このエロ馬はセリアの尻が密着すると喜びの嘶きを上げ、巨体に似合わない矢のような速度で駆ける。

　メルの出産に間に合うといいな。




　道中　些事

「お？　馬が単騎で駆けてきやがるぜ」

「いいね、単騎なら俺達三人でもなんとかなりそうだ」

「女を乗せてやがる、しかも上玉だ！」

　無法者達は天の恵みと剣を持って道に飛び出す。

「やいやい！　金と女を追いて行け！」

「さもないと命はねぇぞ！」

「お嬢ちゃん、これから三人がかりで良い事を……ぐえっ！」

　一人の男の目に短刀が突き刺さる。

「はべ！」

　一人は大槍で頭が砕かれる。

「ふんぼ！」

　最後の一人は狙ったように進路を変えた馬に蹴飛ばされて首が後ろに折れ曲がった。

　巨大な馬は速度を落とす事なく走り去り、残された三つの死体は顔を出したゴブリンが引きずるように巣穴へと持ち帰っていった。
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　ラーフェン

「ふむ、ついた」

「何事も無く着きましたね」

　セリアは良く頑張ったとシュバルツを撫でる。

　日はまだ十分に高い。

　こいつは歩兵が一週かかる道を僅か数時間で走り切ったのだ。

「よくやった。今から屋敷の馬小屋に帰って牝馬と交尾していいぞ」

　ヒヒンと嘶き、俺達を降ろして勝手に馬小屋に向かう。

　あいつ本当は言葉がわかっているんじゃないだろうな。

　呪いで馬に変えられたエロ男の可能性もある。




「さて帰ろうか」

「先触れを出していないので皆さん驚きますね」

「普段見れない顔が見れるかもな」

　言いながら玄関を開ける。

　勿論、知らせていないので使用人の出迎えは無い。

　屋敷の廊下から聞こえる馴染みの声、メルの気の抜けたそれが聞こえて来た。




「母さん、そんな格好で……も～」

「いいじゃない、お腹の子もなかなか出てこないし楽な服にしないと」

　クウと話ながら歩くメル、腹は大きく出産には間に合ったようだな。

　服装は極めてゆったりとしており、腹は冷やさないようにカバーされているが胸の部分はかなり適当だ。

　少し屈めば乳首が見えるかもしれない。

「よう」

　メルと俺の視線が合う。

「え？　なんで？」

「なんでと言われてもな。帰って来たぞ」

「えっ？　エイギルさん？　どうして……私こんな格好で!!」

　慌てて胸を隠すが今度はもっさりした裾が目立つ。

　いいじゃないか妊婦は外見よりも子供を気にかけるべきだ。

　その格好が楽ならそれでいい。

「やだ！　クウ、上着を貸して！」

「そんな、私これ脱いだら下着だよ！」

　おお、慌ててる。

「こんなだらしない格好でエイギルさんの前になんて…………」

　慌てていたメルが停止した。

「痛……嘘……来ちゃったかもしれません」

「ええ!?　誰か！　産婆さん呼んで!!」

　慌てたショックで出てきてしまうらしい。

　これは間に合ったと言うのだろうか。




　メルが娘に伴われて準備された部屋に入る。

　そして数分後、おぎゃあと泣き声が聞こえる。

「出産ってこんな簡単なものなんだな」

「私の読んだ本ではもっと大変で命を落とす事もあるらしいのですけどね」

　うちの女は簡単に産むからな。

「元気な男の子ですよ。……正直私は必要ないのかと思い始めました」

　産婆が複雑そうな顔をしている。

　万が一もあるから頑張ってくれ。




「お疲れさん」

　部屋に入り、毛布に包まった我が子を抱くメルを優しく撫でる。

「五人目で男の子が来ました……あら、見てくださいこんなにおちんちんが大きいです。父親譲りでしょうね」

　うちに生まれる男の子は産婆も驚く程、性器がでかいらしい。

　赤ん坊のモノなんか見比べた事がないからわからんが。

　誰の子かわかりやすくていいと、カーラは言っていた。

　子供はギルバードと名づけられた。

　メルはもっと短い名前が良かったらしいが、男の子は家を継ぐ可能性があるやらと女性陣がわいわい騒いでこの名前に決まった。

「そういえばノンナがいないな」

　帰宅からメルの出産までばたばたしたので挨拶も出来ていない。

　名付けなんて言うと真っ先に出て来そうなものだが。

「メルが男の子産んだって知って寝込んじゃったわ。お腹が空いたら出てくるでしょ」

　ノンナも面白い女だ。

　早く子供が出来るといいな。




　窓の外に目をやると真新しい建物が見える。

「完成したんだな」

「ええ、ごめんね。またお金使わせてさ」

「構わんさ」

　新しく見える建物はゴブリンから助け出した女達のために建てた臨時の住処、結局二〇人が妊娠してとても臨時で済ませる訳にはいかなくなったので本格的な住居に改築・増築したのだ。

　決して豪華な作りではないが頑丈でしっかりした作りで、個室や大広間も作った。

　俺が抱いた女達以外はラーフェンに流入してくる男達に次々と貰われていき、残ったのは妊婦二〇人を含む三〇人だけだ。

「あいつらも俺に遠慮しなくても良かったのに」

「無茶言っちゃだめよ。エイギルのコレを味わったら他の男じゃ寂しいわよ」

　カーラが後ろから抱きつくように逸物を撫でる。

　おいおい、勃ってしまうだろうが。

「今夜はこの丸太で散々に可愛がってね」

「任せろ、失神させてやる」




　カーラを片手に抱き、一度見てみようと新しく出来た建物に入っていくと女達が歓声をあげて群がってきた。

「これはすごいな」

　総員三〇人、二〇人は妊婦で種が付いたのは夏の初めだからそろそろ臨月に近く、大きな腹が並んでいる。

「もう言い訳なくハーレムよね」

「そうなのかな」

「私達はそのつもりでしたけど？」「町の友達にも領主様に遊んでもらってるって……」

　わいわいと騒ぎながら服を脱がされてしまう。

　カーラも仕方ないと諦めて自分も服を脱いでいる。

「えへへー領主様の巨根～」「待って、すぐ濡らすから抜け駆けしちゃ駄目よ！」

　まだ孕んでいない女は咥え込もうと準備を始めた。

　誰かが窓を閉めて室内が真っ暗になる。

「ちょっと！　灯りつける前に窓閉めないでよ。見えないじゃない」

　女達が文句を言い出すとパチンと指が鳴る。

　途端、燭台に火が灯った。

　うむ、明るくなった。




「おぉ、いきなりか」

　ベッドに腰掛けた俺の肉棒に女が群がり何枚か分からない程の舌が這う。

　さらに胸元や首筋、顔から足まで全身に女が群がって舌が這い回ってくる。

「これはすごい、舌だけで出してしまうかもしれない」

　燭台の灯りで足元を見てみると肉棒とその周辺に群がっているのは全員が妊婦だ。

　穴を使えない分、愛撫に気合が入っているのだろう。

　俺の種が芽吹き、パンパンに張った腹と黒く着色した乳首、やがて子が生まれれば目の前の妊婦の群れは母乳を噴くのだ。

「きゃっ跳ねた」「興奮なされてるのよ、集中しましょう」

　産後の女を並べて全身に乳を浴びることを想像すると不覚にも早く昇ってしまいそうになる。

　我慢する事も無いからぶっ放すか。

「出るぞ、浴びたい奴は前に来い」

　妊婦が押し合いながらベッドの前に並んで顔を差し出す。

　その中の一人の頭を掴んで肉棒を口に入れ、何度か出し入れしてから引き抜く。

「うおぉ!!」

　すかさずカーラが股下に潜って玉を舐め、射精を助けてくれた。

「きゃっ！」「あぶっ！　溺れる!!」

　まるで激しい放尿の勢いで精が飛び出し、女達の顔面を汚していく。

　目の前に居た女達に精をかけ終えて射精は終わる、だが彼女達はその後も互いの顔についた精を舐めあいながら床に転がって素晴らしい光景を見せてくれていた。

「萎えない……」

「さすが……」

　次はまだ孕んでいない女達に肉棒と種汁を叩き込まねばならない。

　萎えている場合ではないだろう。

　薄暗い室内に浮ぶ真っ赤な髪、まずアリスにしようか。

「おいでアリス」

　ベッドに引き込んで仰向けに転がし、性器に肉棒を当てる。

「えっ……そこ？」

「そもそも尻ばかりと言うのがおかしいんだ。たまにはこっちで……ふん！」

「痛っ!!」

　アリスは俺が奉仕を受けている間も自分で尻をいじっていたので当然準備出来ている思っていたのだが、穴はまったく濡れていない。

　乾いた小さい女の穴は肉が直接こすれて痛い。

　アリスも同じらしく嫌そうな顔で俺を見ている。

　男としてこれではだめだ。

　なんとか彼女を気持ちよくしようと乳や首筋を愛撫してやるがまるで反応してくれない。

　そしてとうとう。

「あの……大きすぎて痛い……です。やめてもらっても……いいですか？」

　彼女からストップがかかってしまった。

　本気で嫌がっているので仕方なく肉棒を引き抜く。

「気持ち良くなかったか？」

「正直全然……」

　男として少し悲しいし恥ずかしい。

　俺もまだまだということか。

　苦し紛れに尻穴を指でつつく。

「ほあ！」

　一度ちょんとつついただけで大声が上がった。

「…………」

　指を尻穴に入れてやる。

「あおおおお!!」

　一瞬で目がうつろになり、舌が飛び出して股がばっと開く。

　何故か空しいな。

「この尻穴中毒が……こうしてやる！」

　肉棒を掴んで勢いよく尻穴に突入させた。

「ちょっ！　エイギルだめよ！　死んじゃう!!」

　俺がいきなり根元まで突っ込んだのでカーラが慌てて止めに来た。

　俺のサイズをいきなり捻じ込めば尻穴は無残に切れてしまうだろう。

　だがそれは普通の女ならだ。

「んほぉぉぉぉ!!　お尻ぃぃぃー尻穴に極太デカチン入って来たぁぁぁ！　突いてぇ！　内臓まで突いて！　ケツイキするぅぅぅぅーー!!」

　アリスはこうなるのだ。

　両手を頭に置いて大絶叫、顔は発狂したと言われてもおかしくない程崩れている。

　だがその中でも尻をくねらせる動きは止まらない。

「もっと何か尻に入れて！　腕も一緒に突っ込んでいいからぁ！」

　さすがに肉棒と腕を同時に突っ込んだら死んでしまうぞ。

「死んでもいいの！　ケツ嬲られて死ぬなら本望！　ケツ死にしたいの!!」

「……変態」

　あまりの惨状にカーラが呟く。

　この瞬間、我が家最強の変態はカーラからアリスとなった。

　普段は大人しくてあんまり話さないんだけどな。




　結局アリスは尻で二度精を絞り、自身は数十回達してベッドに崩れた。

　他の女達の相手もし、行為後の穏やかな時間が続く。

「ねぇ……アリスのお尻、普通にあたしの腕が入りそうなんだけど、この子トイレとか大丈夫なの？」

　アリスは暇さえあれば尻をいじっているからな。

　とんでもない物まで入れているうちに広がりきってしまったそうだ。

　俺の腕枕で寝ていた女が呆れたように答えた。

「ほとんど我慢は出来ないみたいですよ。外出先で唐突にと言うことも」

「同志!?」

　やはりカーラも我が家の有力な変態であり続けた。

「さて帰るか、まず窓を……暗いな。灯りが消えてしまってる」

　足元には妊婦を含めて転がっているはずだから勘で動くのは良くない。

「ん」

　うつ伏せに倒れこんでいるアリスが指先にポッと火を灯す。

　お、これで窓が開けられるな。

　勢いで順番を狂わせてしまった。

　今頃屋敷の女達は怒っているだろう。

　アリスの絶叫はどこまで聞こえたかわからない。

　ノンナが寝ていてくれているのが救いか。




　だが玄関を開けた瞬間

「私を放置して愛人と乱交とは何事ですかぁ!!」

　跳んで来たノンナの頭突き、と見せかけた巨乳プレスを受けてしまった。

　結構な圧力だったがこういうのなら大歓迎だ。

　元気で何より、さあ子作りしようか。




　翌日

　早めに起きて大股を開いて寝息を立てる女性達を撫でているとノックの音。

「セバスチャンにございます。旦那様に至急お知らせすべき事がございます」

「入れ」

　セバスチャンが下らないことを言うことはない。

　そして全裸の俺とベッド一面に転がる女を見ても顔をゆがめることもない。

「お客人にございます」

「客人？　朝から突然か？」

　朝早く、予定も無しに押しかけてくる無礼な奴は門前払いだ。

　だが彼がそれをしないと言うことは必要があるのだろう。

「客の身元は？」

　有能な執事はゆっくりと発音した。

「モルト王国、ムルーニー侯爵と名乗られております」

「侯爵！」

　がばっとノンナが起き上がる。

　ゾンビかお前は。

　モルト王国……確か南部に新しく国境を接した国だったな。

　美味しそうな名前だ。

「侯爵となれば放置もできまい。着替えるから少し待たせておけ」

「ミティ！　ミティ！　ドレスはどこですか!!」

「うーん、太い……」

　良く寝ているミティを叩き起こすとは可哀相に。

　レオポルトもアドルフもまだ戻っていない。

　久しぶりに俺が考えて交渉しないといけないな。

「……なんで槍を持つんですか？」

　セリアの突っ込みで気付く。

　そうだ交渉だった、槍はいらないな。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　麾下軍　再編中

　財産　金貨一三七〇〇枚 労役（一〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者仮）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二〇人　産ませた子一一人

活動報告に書いた通り、明日から少し休みます。










第１３３話　南からの使者







「モルト王国侯爵、［バボン＝ムルーニー］です」

「エイギル＝ハードレット……ゴルドニア伯爵です」

　名前だけ名乗ったらノンナがポムポムと脇腹をつついてきたので爵位も伝える。

「妻のノンナ＝ハードレットでございます」

　ドレスの裾を摘んで丁寧な一礼。

　侯爵はうむ、と頷きながらチラチラと胸元を見ている。

　このスケベ野郎が。

　ムルーニー侯爵とやらはどこにでもいそうな中年親父に見える。

　それほど根性がひねているようではないが、どう見ても切れ者には見えない。

　上物の衣服を身に着けている以外、侯爵と言える要素は何もなかった。

　ゴルドニアの侯爵には偉ぶった嫌な奴もいたが、それなりの雰囲気というものがあったんだがな。




「爵位は相手が上ですが、国家の格が違います。失礼にならぬよう、かつ下手にも出ないように」

　ノンナのアドバイスに基づいてあくまで対等に堂々と握手する。

「よろしく」

「うむ、よろし……いてて……」

　ちょっと握手しただけで痛がるな。

「どうぞお座り下さいな」

　応接間に置かれた上質のソファーに向かい合って座り、お茶が置かれる。

　互いにゆっくりと紅茶と茶菓子を味わった後、さりげなく用件を切り出すらしい。

　面倒くさいことだ。




「して今回はいかなるご用件ですか？」

「うむ、我がモルト王国とゴルドニアの友好を深めに来たのですぞ」

　王都へ行けと思わず声がでかけた。

「はぁ、残念ながら私はゴルドニアの外交職にはありません。力になれそうにはありませんが？」

　ムルーニーはさっと手元の紙を見る。

　何かをメモしている様子ではないな。

「ならば代わりに貴公とだけでも友好を結びたい」

　俺は代用品か、こいつ張り倒してやろうか。

「話が見えませんな。突然侯爵殿が現れ、ゴルドニアとの友好、そして私個人との友好と言う。真意をお教え願えませんか？」

「え、えーと……」

　再び手元の紙束をぺらぺらと捲り始める。

（ん～？）

　お、ケイシーが天井から顔を出してきた。

　あの紙に何が書いてあるか見てみてくれ。

（うーん、なんか箇条書きになってるよ。書き方が難しくてわかんない。昨日遅くまで起きてたから寝なおすよぉ）

　スポンと顔が引っ込む、こんなこったろうと思った。

　するとムルーニーがゴホンと一声せきをした。

「我が国は隣国との平和を望む。貴国の行動について口出しをするつもりはないので、まずは隣国として平和条約と交易を行いたい。国境を広く接する貴公と個人的に良好な関係を築くことが両国の平和的な架け橋になると思うのだが？」

　一転まくし立てるように外交を述べる。

「貴国と我々は特に衝突している訳では無し、交易においてもなんら王国から言われてはおりませんのでお望みならば条件次第で問題なく行えますが」

　交易で利益が出るならそれでよし、平和条約が厄介だが、トリスタンのせいで思った以上に損害も出たし、積極的に攻撃するのは避けた方がいいかもしれない。

　それに必要があれば結ぶだけ結んで踏み潰してしまえばいい。

「おおそうですか！　ならば……」

　再び男は紙束を捲り、大きく頷いた。

「ならば、一度我がモルト王国首都［ビアード］を訪れ、［セレスティナ］陛下と会って頂きたい。そうすれば話も一気に進みましょう」

　ノンナから即答で受けるなと書かれた紙を見る。

　あぁそういうことか。

「はぁ、それは光栄ですが私はゴルドニア王家に仕える身、安易に他国を訪れては我が王も快く思わないでしょう。少しばかりお待たせすることになるかもしれませんが宜しいですかな？」

「それは当然でしょうな。ではご都合が付きましたら是非ともお知らせ下さい」

　こいつも紙を見ながら必死に話していたんだな。

「ところで……ラーフェンでは非常に美味な肉が味わえると聞いたのですが」

「……セバスチャン、宴の用意をしろ」

「かしこまりました」

「おお！　これはかたじけない！　返礼と言ってはなんですが、我が祖国自慢の美酒を持ってきておるのです。肉とよく合う最高の物ですぞ」

　こいつは嫌味な所もないし悪い人間ではなさそうだが、よくも悪くも力を持つ者には見えない。

　本当に侯爵か怪しくなってきたが、飯を食わせてやるぐらいはいいだろう。

　持ってきたと言う酒も少しばかり楽しみだしな。




　結局会談では俺とモルト王国が戦争状態に無い事の確認と今後の交易・平和について話合うために、時期を見て彼らの首都ビアードを訪れることだけを決めた。

　その後侯爵は散々に飲み食いして上機嫌で帰って言った。

　これが貴族同士の交渉かとノンナに聞いてみたが複雑そうな顔だったのでそうでもないのだろう。

　ただ奴が持ってきた酒は黒獣の肉と引き換えにしても惜しくない物だった。

　ドワーフの酒も旨かったがきつすぎて量を飲むと潰れてしまうのだ。




「まぁ何事もなくて幸いでした」

　セリアとノンナがほっとしたように呟いた。

　別に客人を迎えるだけで何事かあるわけないだろうが。

　レオポルトとアドルフがいないと何も出来ない訳ではないぞ。

　それに奴は実質、唯の伝言屋に近かった。

　後は人柄は良さそうなのでご機嫌取りと言ったところか。

　少なくとも侯爵の地位にある者と話すような内容ではなかった。

「レオポルトとアドルフにも考えさせよう……あと王都にも知らせないといけないのか」

「当然です。王に内緒で隣国に赴くなど裏切りの心有りと見られますよ」

　助言してくれたノンナの頭を撫でて胸を揉む。

「もう！　リビングでは駄目です」

　あぁ俺のおっぱいが逃げてしまう。

「寝室でなら好き放題揉むなり、吸うなりしていいですから」

　ノンナの後ろに控えるメイドが赤くなった。

　初心な娘だ。

「そういえばあのメイドの姿が見えないな。一番最初からいる……」

　ラーフェンへ逃げてきた流民の女で俺が処女を貰って屋敷のメイドとして雇った女、俺や妻たちの傍でよく働いてくれていたんだが。

「あのメイドはリタさんが暇を出していましたよ」

「なぜだ？　よく働いてくれていたのに」

　クビにするなどあんまりだろう。

「……給金はちゃんと出しています。心当たりはありませんか？」

「俺は一言だって暇を出せなど言った覚えは無いぞ」

　ノンナは拗ねた目でこちらを睨む。

「彼女は妊娠したんです！　腹が膨らみ始めたので町に戻らせました！　本当に心当たりはありませんか!?」

「あぁーなるほどなー」

　ありすぎる、献身的に仕えてくれる彼女に興奮して圧し掛かった事は何度もあった。

　急に求めたので避妊薬を準備出来ないままに致した事も多い。

「あの娘、最後まで誰の種かは明かしませんでしたけど、エイギル様以外考えられないので特別な待遇にしてあります」

「そうか、ありがとうな」

「ぶぅ……」

　ノンナは頬っぺたを膨らませて俺の膝に頭を乗せてくる。

　よしよし、今晩は久しぶりに一対一で一晩過ごそうな。

　覗き見ケイシーには晩飯に酒を出してやろう。

　酒を飲むとあの幽霊は翌日昼まで起きてこない。

「「「「……」」」」

「お前達はまた後日だ」

　メリッサ他の女性陣達がドアから半分顔を出す。

　こらレア、モノをひっぱり出すんじゃない。
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　数日後

「「また余計なことを約束して……」」

　兵を連れて戻ったアドルフとレオポルトの第一声がこれだった。

　誠に面白くない。

「いいだろうが、別に今事を構えるつもりで無し」

「交易と申しますが彼らの特産と必要としている物は？　その価格差は？　関税はいかがするのですか？　街道の治安は？」

「そんな些事は後から詰めればいいだろう」

「誰がやるのですか？」

　それはお前しか居まい。

　俺が聞いてもトンとわからん。




「モルト王国は必要とあれば攻撃も予定されていたはずですが、その為の調査についてもそれなりに手間をかけていました」

　次はレオポルトか。

「確かにそうだが、今回の事で兵の損耗も大きかった。秋過ぎにはマグラードとの停戦も切れる。今から事を構える訳にはいかないだろう」

「はいはい、僕のせいですね。煮るなり焼くなりお好きにどうぞ」

　トリスタンが投げやりな調子で言う。

　馬に乗れない上に徒歩で移動するだけの体力もないので荷馬車に積まれてきたらしい。

　不本意にも連れて来られたことがあって少々いじけているようだ。

「今は兵力の増強が第一ですが、資金確保の選択肢を一つ閉ざすのは賢い選択肢ではありませんでした」

　レオポルトはトリスタンの無礼な発言を無視して続ける。

「クレアも鉄鉱山が軌道に乗りつつあると言っていたから大丈夫だ！　それより巡行の成果をまとめてくれ、大まかに把握しておきたい」

　俺の隣にいるセリアがな。

　二人は溜息をついて兵を解散し、ゴソゴソと資料を持ち出す。

　トリスタンは我関せずと、本を持って荷馬車の奥に引っ込んでいった。

　後でイリジナに引きずってこさせよう。

　奴の住居は館内の一室にしてやる、一軒家など与えたら引きこもりそうだ。




　その後、イリジナが文字通り襟を掴んで引きずってきたトリスタンも交えて報告会となった。

「二一になって初めて奴隷として売られる人の気持ちがわかりましたよ……」

「屋敷内に個室をもらって何が奴隷ですか」

　トリスタンの愚痴にマイラが噛み付く。

　こいつの個室には比較的大きな部屋を選んだが、それでも家から持ってきた物凄い量の本が入りきらず、書籍の保管部屋は大きく増設された。

　本来真っ先に噛み付くはずのセリアが大人しいのはそういうことだ。




「雑談会なら別にやろう。まずはレオポルト、秋へ向けて戦力はどうする？」

「給金の制約が無いならば、前戦争での経験者を優先的に呼び戻し、三千までは練度の高い兵がすぐに揃います。それ以上となれば訓練から始めることになりますので期間も費用も倍かかります」

　ふむ、通常兵が三千あれば弓騎兵と併せて五千、六千は揃うな。

　マグラードと衝突の時は王国の兵が使えるだろうし、これ以上急いで揃えることもあるまい。

「では予定通り三千まではすぐに揃えてくれ。その後も……急ぎはしないが一万程度を目標にしようか」

　すぐに一万人も揃えたら給料も出せんから領地の発展に合わせてになるが。

「ではこうしましょう。希望者に月銀貨二枚を支給して毎週訓練を受けさせます。それ以外の日は自由にさせ、戦となれば呼び寄せます」

「なるほど、それならば軍事に無駄に人材を奪われることはありませんね」

　アドルフも異存はないようだ。

　月に銀貨二枚程度では生活は出来ないが週一度の仕事と考えればいい小遣い稼ぎになる。

　普段から週一度でも鍛えられていれば素人を訓練するのとは手間も期間もまるで違う。

　ラーフェン近郊の村からも男が集まれば自警団の強化も期待できるだろう。

「よし、それでいってくれ」

「では相応の費用を頂きます」

「仕方ありませんね」

　この案はなかなか面白そうだ。

「それと例の鉄の筒……」

「大砲ですね」

「大砲の生産はどうなっている？」

「いくらか作りましたが試し撃ちで弾け飛ぶ粗悪品も多く、使い物になるのは現時点で四門のみです。それも以前贈られた連邦製に比べれば射程、精度ともに大きく劣ります」

　やはりそう上手くいかないか。

「ですが製作を続ける意味はあります。我々の重大な欠点は攻城戦能力の不足です。これが克服出来るならば価値あることでしょう」

「そうだな、では続けてくれ」

　これで軍の話は終わりだ。

　横ではトリスタンが「大砲ってなんです？」とセリアに聞いていた。

　セリアが手振りで説明すると、なるほどと一つ頷いて再びボーっと視線を宙に浮かせていた。

「待って下さい！」

　軍の話は終わりと思った所でマイラが突然声を上げた。

「ラーフェンの人口は既に都市と言える程に増えています。伴って治安の悪化も散見しています」

「そうか？　概ね平穏だぞ」

「……表向き悪党が幅を利かせることはありませんが、地下では非合法奴隷の流入や組織的な犯罪組織があるらしいとの報告もあります」

　アドルフが補足した。

　なるほど、街が大きくなると、どうしても影も生まれるか。

　ゴルドニア王都も治安は悪くないが先日のような悪党共はちょこちょこと出ているようだ。

「悪漢が根を張ってからでは手間もかかります。そうなる前に対処する組織が必要です！」

「既に警備隊がいるだろう。彼らは良くやっていると思うが」

「警備隊の役目は、盗賊や魔物から街を守ることと、起こった騒動を治めることです。地下に潜った輩を狩り出すようなことは中々しません……それに少し知恵のある悪漢共は警備隊と敵対せず味方につけようとするでしょう」

「賄賂か」

　表だって俺や警備隊に反抗するような組織は馬鹿もいい所でたちまち根絶やしにされるだろう。

　取り入って来るのが普通だ。

「警備隊の行動は各隊長に任されていますので、所詮は大きな自警団の域を出ません。その行動について常に監視している訳でもありませんし……隊長が買収されてしまえば容易に活動できるでしょう」

「それは考えたくない事だが、仮にそうだとしてお前はどうするんだ？」

　マイラはむんと胸を張る。

　ゆさりと揺れた、なかなか大きいな。

「警備隊以外に私が直轄する治安兵を下さい。日常の警備や獣退治ではなく、悪漢共の捜索と殲滅を専門に行い、法に触れる愚か者共を根絶やしに致します」

　前もこういうことを言っていたな。

「あまり厳しすぎるのもいかんぞ」

　酒と色の無い町などつまらない。

「このままではラーフェンでも子供達が誘拐されるような事も起きますよ!!」

　それを言われると弱いな、マイラなら賄賂を取ることもなかろうし、やり過ぎないよう俺が見ていればいいか。

「わかった、お前に任せよう。但しゴミ共とただの不埒者の区別はつけるんだぞ。やりすぎたら取り上げる」

「はい！　任せて下さい！」

　こうしてマイラの元にラーフェン治安隊が発足した。

　人数は五〇人、警備隊から切り離された独自の指揮権を持ち、町内部の違法行為のみに対処する組織だ。

　武装は軍ほど強力ではないが革鎧と槍や剣のみの警備兵とは違い、鉄の鎧や盾、ボウガンで武装し、軽騎兵まで保有しているので都市内で蠢く悪漢程度が太刀打ち出来るものではない。

「いいんじゃないかな、うるさい奴らがいなくなれば静かになるし」

　トリスタンは何か思うところがあるようだ。




「さて、ではアドルフ色々と頼む」

「色々なんて言わないで下さいよ。武官ばかり増えますけど一番仕事が多いのは私だと思うのですがね」

　トリスタンの愚痴が移ったらしい。

「えーではまず基本的な事からです。新領土含めた領内の人口は約十四万人、ラーフェンには兵を除いて一万五千が住んでいます。新領地は全部の村を回った訳ではないので今後変動するかもしれませんが概ねこんなものでしょう」

「十四万か……随分多くなったな」

「辺境の東部と違って中部まで領有しましたからね。問題はラーフェン近郊と新領地の環境の違いです。代官を変えはしますが今まで集中的に開発したラーフェンの住み易さは突出しています。ですので領内での領民の移動が……」

「あー、その辺りはお前の考えでいいから好きに対処してくれ」

「……まぁいいでしょう。そして今年春の人頭税収入と不正金の没収等々含めまして」

　何やら書類を取り出した。

　こいつはひたすら書類を書き、それを延々と保存している。

　読んだら暖炉にでも投げ込めばいいと思うのだが。




　人頭税

　都市人口三万

　　　人頭税金貨一枚　計金貨三万枚

　農村人口十一万（うち開拓村三万は免税）

　　　人頭税銀貨二枚　計金貨一万六千枚

　没収金　金貨一万四千枚（民への還元後）




　　　　総計　六万枚

　農村部が都市部と比べて低いのは別に収獲に応じて税がかかるからと、街壁や警備隊に守られて安心できる都市住民と自警団を作って盗賊や魔物に備えなければならない農民の違いだ。




「六万枚か凄い額だな」

　そういえば昔から金に困った経験が無い。

　案外金に愛されているのかもしれない。




「そしてこちらが支出です」

　王国献上金　　金貨五千枚

　もろもろ経費　金貨一万五千枚




「「待ちなさい!!」」

　マイラとセリアが声を上げる。

「なんですかこれは!?　こんなものが通るはずないでしょう!!」

　確かに酷い、アドルフが横領するとは思わんがこれで納得する領主はいまい。

　すると彼は溜息をついた。

「ですよね、ハードレット様が嫌がると思ったのでやめたのですが……いいでしょう」

　使用人に合図をすると手押し車一杯に乗った書類が現れた。

「もういい。わかった」

　俺は早々に目を逸らしたがセリアは食いつくように調べている。

　無駄な手間だと思うんだけどな。

　経費とは徴税人や警備隊の給金、細かい街道の整備や屋敷の修繕など多岐にわたっている。

　正直確かめようがない事も多いが、アドルフが悪事をしないと判断したのは俺だ、一々疑っても仕方がなく、何かあれば俺の責任となるだけのことだ。

「むっ！　これはなんですか!?」

　目を凝らしてチェックしていたセリアが何か見つけたようだ。

　そこにはフィリッチ商会……クレアへの付け払いと書かれていた。

　いや、それに突っ込むのはやめてくれ。

「金貨四〇〇枚……尋常ではありません！　こんなものエイギル様は許可されておりません！　使い込みではないのですか!?」

「それは是非お話したかったのです」

「俺は聞きたくない」

　顔を背ける俺に構わずアドルフは厳しい顔で話し始める。

　セリアよ……いらんことを指摘してくれたな。

「内訳はこちらです。ルビーの指輪、真珠の飾り物、連邦にしか生えない高価な木製の丸テーブル……全てこの街では手に入らず、クレアさんに頼んで取り寄せたものです」

「「……」」

「なんでしたら彼女に頼んで確認してもらいましょうか？　そしてそれらが今どこにあるのかも」

「……いえ、結構です。御免なさい」

「せっかくなので言わせて頂きます。そもそもですね……」




　アドルフの愚痴は延々と続き、セリアは途中で逃げ出してしまった。

「ちょっとノンナさんに注意してきます」

　うまい言い訳を考えやがった。

「そんなことよりも今後の事だ。代官が足りないんだろう？」

「はい、私の方でも探してみますが、何しろ能力だけではいけません。従順な人物であることが求められます」

　代官は目の届きにくい所で働く訳だから不正をしようと思えばいくらでも出来る。

　毎度今回のように巡行して行く訳にはいかないので能力よりもむしろ俺への従順さが求められる。

　今回クビにした代官達も決して無能揃いではなかったのだ。

「代官については考えがある。これを見てくれ」

　広げたのは王都へ出した書簡の返礼、正式な物ではないがそれぞれエイリヒとケネスからの物だ。

　ケネスからの手紙にはモルト王国と俺のことについてだ。

　ゴルドニアは小国たるモルト王国との外交関係をそれほど重視していない。

　平和条約にせよ、領主として個人的に訪問するにせよ、干渉しないので好きにしろ。

　但し王国も勝手に動くのでそちらが優先、それだけだった。

　と書かれていた。

　そしてエイリヒからの手紙が今回の肝だ。

「ほぅ……これは……」

　軍指揮官を育成するために作られた国営の教育機関、主な目的は軍人の育成だが、伝統貴族で占められている政務官や文官達の中に一石を投じるために内務の教育も行っているらしい。

　しかし、現在職にあるものは彼らを容易には認めないし、文官は軍人とは違って大抵の場合老人になるまで死なないので人数に不足は出ない。

　僅かな空きも大抵は身内の血縁や主従関係で処理してしまうのでせっかく教育を受けても働く場所がないのだ。

「卒業者をこちらに派遣してもらうわけですか」

「奴らにとっても遊んでいるよりは箔も付くし、何よりいずれは王都で一旗と考えているのだから、ここでつまらん不正はしないだろう。しかも貴族家出身でなければしがらみもない」

「なるほど……それは一理あります。ハードレット様にしては考えられています」

　アドルフは俺以外の所に居ればいずれ地下牢行きだろう。

　元はエイリヒから彼らの働き口が無いかと聞かれたことだが。

「最初の卒業者が出るまではまだ時間がある。それまではなんとかしろ」

「僕の村、僕の家限定なら僕が代官やりますよ」

　黙れトリスタン、お前はラーフェンから帰さん。




　嫌な顔をするアドルフに残りを丸投げして会議は終わる。

　さて、これで目処はついた。

　王都の許しも出たしモルト王国にでも行くとするか。

　［セレスティナ］陛下というのが大変に気になる。

　名前から考えれば少しばかり傲慢な美女王に思えてならない。

　酒もうまかったし、閨に招かれるような事にならないだろうか。

「……ハードレット卿、何故股間を膨らましているのですか？」

　マイラの冷たい声で我に返る。

　気付けば執務室には彼女以外誰もいない。

　各々の仕事に向かったのだろう。

　耳を澄ませばセリアとノンナの言い合いが聞こえる。

　今出て行けば巻き込まれるからしばらくここにいようか。




「マイラ」

　前を緩めて立ち上がった逸物を取り出す。

「いきなり出さないで下さい！」

「お前を味わいたいよ」

「……不本意ですが勃たせたまま室外に出ればいらぬ誤解を招きますから」

　マイラはロングスカートから下着を抜いて椅子に座る俺の上に乗ってきた。

　互いに小さく声を上げながら肉棒がめり込んでいく。

　俺のモノがすんなり入っていくという事は相当濡れていたんだな。

　たっぷり精を注入してやろう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万　中心都市ラーフェン 一万五千←人口 ｎｅｗ

　麾下軍　二三〇〇

　財産　金貨五〇七〇〇枚 税収（＋四万）軍報酬＋遺族支給金（三千）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者仮）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二〇人　産ませた子一一人

戻りました。

間が空いた上に数字を色々と出したので矛盾があったら是非感想で指摘して下さい。










第１３４話　南の小国　♯







「いい眺めだな」

　俺はソファに腰をかけ、背中には枕を積んでゆったりともたれる。

「もうこんな……」「恥ずかしいのに」「うぅ……エイギル様が変態になっています」

　室内にはムンとした女の匂い、普段なら情欲をそそる素晴らしい匂いなのだが、これだけ濃いとさすがに香ばしいと言う次元ではない。

「あっ！　イくぅっ！」

　セリアが一瞬震えてぐったりするが、すぐに体を起こす。

　目の前のベッドでは出産から間がないメルを除いた一九人が全裸で開脚して自分の穴を指でいじり、俺は酒を飲みながらそれを鑑賞しているのだ。

「あう！」

　続いてカトリーヌが震えて潮を撒く。

　既に三〇分近く自慰させているのでそろそろ絶頂し始める女が出始めた。

「どうした？　やめていいとは言ってない。続けるんだ」

「もう……自分でなんて寂しいわ。早くハメて欲しいのに……」

　文句を言いながらもカトリーヌは再び指を穴に入れ、胸を掴んで喘ぎを上げだす。

　既にベッドの端と床は二〇人近い女の愛液と潮で水溜りのようだ。

「ご主人様、そんなになってるの可哀相。私しゃぶるよ？」

　レアが言いつけを守って自慰をしながら四つん這いでこちらにやってくる。

　目的はさすがにそそり立っている俺の逸物だ。

「駄目だ。それよりお前のもっと恥ずかしい姿を見せてくれ」

「はい～」

　レアは普通の開脚ではなく後ろに転がるような体勢でいじり始める。

　うむ、尻の穴まで丸見えだな。

「恐れながら」「お手伝い申し上げます」

　女達の自慰を見ながらつい逸物に伸びた手に女の手が被さる。

「御領主様が自慰なんてダメですよ」

「男根のお世話は女にさせないといけませんわ」

　両側から手を伸ばしたのは二人のメイド、飲み物や体を拭く為に同室してもらっていた娘達だ。

　孕んだメイドの代わりに雇ったのだが、つい先日二人まとめて手を出してしまった。

　処女を裂いてからはよく懐いてくれている。




「うー、私がやるのに……」「私だってエイギル様のお世話がしたいです」

　文句を言うセリアとレアにも配慮してメイド達には手だけでこすらせる。

　自慰の代わりのようなものだな。

「今でも信じられない、こんなのが入ったなんて」

「痛かったよね～体が裂けたかと思った」

　メイド二人はどちらも小柄で片手では回らず、両手で上半分と下半分を分担してこすっている。

　俺は酒を飲んでいるだけで目と股間から快楽が押し寄せてくる。

　これなら噴水のような射精が出来そうだ。




「隣の奴と絡んでくれ、右の奴が上に乗るんだ」

　自慰を続ける女達に指示を出す。

　あまり一緒に抱かない女の組み合わせが面白い。

「どうぞ、遠慮なく願いますわ」

「お、おう……悪いな」

　リタがミレイを上に乗せてぎこちない愛撫を受けている。

「女同士なら大丈夫ですよ」

「でもエイギル様以外に唇なんて……うむっ！」

　最近床では積極的なルウがセリアの唇を奪っている。

　セリアは不本意なようだが俺の命令なので抵抗出来ないらしい。

「ちょっとぉ！　これなんなの？　ぎゃあ!!」

（ここがいいの～？　それともここ？）

　カーラが人形に乗られてその小さな手で敏感な豆をいじられている。

　もちろん本当はケイシーがやっているのだがカーラには人形しか見えないのだ。

「この浮気穴……こうしてやります!!」

「ぎゃっ！　無茶しないで……って何で入っちゃうの!?」

　ノンナがヨグリに乗り、無理やり手首まで挿入したようだ。

　俺の目の前で堂々とヨグリを攻められるとあって気合が入っている。

「忌々しくもエイギル様の肉棒を頂いているんでしょう!?　私の腕より太いのだから……えいっ！　入るに決まってるじゃないですか！」

「やぁぁぁ!!　堪忍してぇ!!」

　案外すんなり入っているから怪我することもなかろう。

「いたーーい!!　イリジナさん……らめぇぇぇ!!」

「む！　悪いな！　次は優しく……これはどうだ!?」

「いたいってばぁぁぁぁぁ!!」




　クウがイリジナに攻められている。

　こいつはがさつだから大変だな。

「あの……あぶれたのですけど」

　カトリーヌは一番端にいたので相手がいなかったようだ。

　仕方ないな。

「一人は寂しいだろう。俺に乗ってもたれて来い」

　カトリーヌの顔がパッと輝き、他の女から恨めしげな声があがった。

　焦らしに焦らした女穴は沼地のようになっており、水音をたててにゅるりと入る。

　嬌声を上げるカトリーヌを首元にずらし、九組の女の絡みを見ながら腰を揺らしていく。

　全員が雰囲気と淫らな香りに酔っているのか恍惚としながら体をくねらせ、愛液を垂らしていた。




　しばらくカトリーヌを抱きながら女同士の乱交を鑑賞していると逸物が限界を訴える。

「ぐ、出そうだ、全員こっちに来い」

　慌てて女達が絡みを解き、部屋の中心でカトリーヌを持ち上げたまま仁王立ちになった俺の周りに円を作った。

「いくぞ」

　最後にドスンとカトリーヌを突いてから肉棒を引き抜く。

　床に倒れ込んだ彼女はすぐに身を起こして後ろから抱き着いて肉棒を激しくしごく。

「うおおおおお!!」

「「「「きゃっ!!」」」」

　文字通り噴水のように精が飛び出し、女達の顔を汚していく。

　一人ずつ丹念に種汁をかけ、目が開けられない程汚してから次に移る。

　レアやカーラはなんとかしゃぶろうと舌を伸ばすが頭を掴んで阻止する。

　全員平等にかけてやらないとな。

　一九人全員を種汁まみれにして、更にそれを呆然と見ていたメイド二人も頭を掴んで精をかける。

　射精が終わるとメリッサが丁寧に肉棒をしゃぶって綺麗にしてくれた。

「皆ありがとう、最高の射精だったよ」

「いえ、私達も新鮮でしたし」

「こういうのもたまにはいいよね」

　女達はきゃいきゃいと騒ぐがカトリーヌが未だ自慰をやめずにこちらに来た。

「でも、私達まだ昇れてない……ですわ」

　もちろんこのままにしてはおかないさ。

　ベッドに仰向けに転がり、逸物を再びそそり立たせる。




「さあ乗って来い。好きなだけ動いてやるぞ」

　女達は順番を巡ってぎゃあぎゃあと再び絡み合い始めた。




　翌朝

「んん、良く寝たな。……まだ少し腰がだるい」

「当たり前です。二〇以上も射精されたのですよ？　普通の男なら干からびています」

　朝のまどろみの中でセリアが腹に顔を乗せてきていた。

　彼女は早起きして俺の寝顔を見ていたらしい。

　女達も朝日に反応して微妙に動いている。

　へたばってしまっている者はいない。

「一回ずつでしたからね。どうでしょう？　毎日全員を一回ずつ相手してもらえれば欲求不満もないですし、動けなくなる事もないんですが」

　俺が女二～三人を相手に頑張ってしまうと相手は大抵丸一日へばってしまう。

　体の弱い女は熱を出してしまうこともあるのだ。

「ふむ、それもいいな」

「……冗談だったのですが、毎日二〇人なんてありえないですよ」

「そうか？　昨日ぐらいなら俺はなんとかなりそうだ」

「エイギル様、最近一段と絶倫になっていませんか？　そのうち一日中女を抱いていないと満足出来ない体になってしまいそうで怖いです」

「そうなったらセリアと一日中繋がっていようかな」

　もう肩よりずっと長くなった綺麗な銀髪を優しく撫でる。

「それも悪くないです」

　舌を絡める愛情のキスから首筋への性愛のキスへと流れる。

「こら、そこを噛むな」

　セリアが俺の首筋に噛み付こうとして来るのをとめる。

「そこを攻められると分別がなくなる。朝から獣のような交尾になってしまうぞ」

「構わないです」

　それに弱点を責められて巨大化した男根はセリアにはまだきつい。

　我ながら経産婦専用と思えるほどの大きさなのだ。

「朝日を浴びながらのんびりお茶でも飲もう」

　手を叩くとベッドの隅で寝ていたメイド二人がぴょんと立つ。

「お茶を入れてくれ、全員分……いや一つ多くだ」

「はい！」

　さすがにリタが鍛えただけあって全裸のまま素早く部屋を出て行く。

　さてお茶が来るまでセリアともう少しいちゃつくか。

「うーん……馬鹿カーラ、ここはトイレじゃない……むぅ」

　その時、ノンナが寝返りをうち、ぶるんと胸が顔を出す。

「おぉ……これぞラーフェンの至宝。うっ！」

「えい！」

　俺の余所見に怒ったセリアが肉棒にかぶりつき、甘い空気は淫らな空気になってしまった。

　結局激しい水音で女達全員が目を覚まし、メイドがお茶を運んできた頃には十枚以上の舌が絡み合う、口技合戦となってしまった。

「おいおい、それぐらいにしといてくれ。今日はこれから南部のモルト王国に出発するんだから」

「だからです。どうせその国で散々他の女に入るんですから、私達の臭いをつけておかないと」

　そう言ってノンナは他の女を押しのけて喉まで飲み込む。

　少しばかり出発は遅れそうだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　数日後　モルト王国内

「どう思うセリア？」

「とても豊かな土地のようです。でもそれほど発展しているようには見えませんね」

　モルト王国内に入った俺達はゆっくりと周りを見ながら首都ビア−ドに向かっていた。

　俺はさっさと行きたかったのだが、馬数頭で到着し「来たよ」とはいかないので仕方なく護衛隊五〇名を連れている。

「なんで僕まで……」

　連れて来たのはセリアとカトリーヌ、そしてトリスタンだ。

　セリアは当然として、カトリーヌは今まで顔が障すのであまり堂々と出歩けなかった。

　ゴルドニアと関係の薄いモルト王国なら彼女の顔を知る者はいないだろうし、たまには遠出させてやりたかったのだ。

　裏の目的は夜の相手をして貰う為、セリアを本気で攻めてしまうと次の日起き上がれなくなってしまい、役目に支障が出てしまう。

　だがカトリーヌなら問題はないし、そもそも彼女はいくら攻めても朝にはケロリとしているからな。

　マイラは治安隊の件で忙しいし、多忙を極めるレオポルトとアドルフを連れて来るのは論外。

　ルナやイリジナも自分の部隊の事で忙しい。

　そしてトリスタンは無理やり引っ張ってきた。

　毎日毎日本ばかり読んでいると馬鹿になってしまうぞ。

「馬鹿でいいのでそっとして置いて下さいよ」

「いいからお前もどう思うか言って見ろ」

「うーん、確かに実りはありそうですね。でも治水や畑の整理はまるで出来てない。元々土地が豊かなだけで統治者が優秀と言うわけではないでしょうね」

「はい、農民とも話しましたが王家への思いは可もなく不可もなくといったところです」

　トリスタンの意見をセリアが補足する。

　他国のことなどどうでもいいが、種を撒いているだけでそれなりに収穫があるとは羨ましい土地だ。

「モルト王国はもともと完全な農業国、軍も強くないけど農地以外はほんと何もないので戦争してまで奪取しようと言う国も無いでしょうねぇ」

　レオポルトの情報では前王はそれなりに賢明で周辺国の間をうまく立ち回っていたらしい。

　首都はビアード、人口は二十万程度で常備軍は二千人程、非常時には農民を徴兵して一万人程度まで集められるようだ。

「これは脅威にはならないな」

　そもそも拡張思考がないようだからな。

　俺達は農作業中の農民達の間を通っていくが、特に警戒されてはいない。

　今まで戦乱に揉まれていないので軍隊への恐怖がないらしい。

　一人の小娘など物珍しそうに俺に向かって手を振っていた。

「平和ですねぇ……あぁ僕もこっちに逃げれば良かった。今からでも遅くないですかね？」

「俺とシュバルツから逃げ切れると思うならやってみるか？」

「……やめときます」

　そもそも馬に乗れず護衛隊として随行したギドの後ろに乗っている時点であり得ない選択肢だな。




　俺達は特に問題なくビアードまで達した。

　事前に知らせているとは言え、首都の街壁の中に武装した護衛隊は無理だろう。

　武装解除か街壁の外で待機させられると思ったのだが、なんとすんなり通れてしまった。

「この国大丈夫か？」

　さすがに王宮の中に護衛隊は入れなかったが、俺は武装したまま王の直前まで通される。

　槍を持って立つ衛兵はわずか六人、その気になればきっと王の首を取れる。

「暢気な国ですねぇ」

　トリスタンもさすがに呆れているようだ。

　セリアも腰につけた剣をどうしたものか考えているようだ。




「ゴルドニア王国伯爵、ハードレット卿とその従卒、入られよ！」

　謁見の間に続く、金が張られた豪華な扉がゆっくりと開く。

　いいんだな？　本当に槍持って入っていいんだな？

　衛兵に槍を見せつけるように確認を取るが「どうぞお入り下さい」と愛想のいい笑顔で返された。

　俺ならこんな奴はクビにする。




　中に入るとそこにいたのは以前俺の領地に使者として来たあの侯爵と彼よりも上座にいる老人、恐らく国政の要職者だ。

　他にも幾人かの男達が並んでいる。

　王座は空席だがこれは当然、招かれたとは言え個人的な訪問を王が座って待っているなどあり得ない。

　王座の前で俺を先頭にセリアとトリスタンが後ろに付く。

　俺は王が出てくるまでは立ったままだがセリアとトリスタンは跪く。

　あぐらをかいて座ろうとしたトリスタンの足をセリアが思い切り踏み付けた、痛そうだ。

　すると王座の裏からなにやら声が聞こえ始める。

「セレスティナ陛下！　そんなに走られては転びますぞ」

「あぁ、御髪が乱れております」

「いいのじゃ！　妾ははよう行きたいのじゃ」

　バタバタと複数人の足音が聞こえた後、王座の横から飛び出た人は早足で動いて王座にぴょんと飛び乗った。

　宝石の散りばめられた正装、引きずるほど長いマントには豪奢な装飾がされている。

　美しく伸びた金髪の上にはノンナが涎を垂らすような豪華な冠を頂いていた。

　どこから見ても一国の女王の装い、だがそれでも俺は確認せずにいられなかった。

「セレスティナ陛下であらせられますでしょうか？」

　王座に座る者にこんなことを聞くほど無礼な事はない。

　現に後ろに控える老人の顔が顰められた。

　だがそれでも聞かずに居れなかったのだ。

「うむ！　妾こそモルト王国の王、セレスティナ＝モルト＝コルティスなるぞ！」

　だが女王は不機嫌には思わなかったらしい。

　元気に明るく答えてくれる。

　全員が跪き、俺も一応の礼に片膝を折る。

　しかし尚、納得はいかない。

「そちがハードレット伯爵じゃな？　バボンから話を聞いてワクワクしておったのだ！　そんなつまらない格好をせずにもっと近くで話をするのじゃ」




　豪奢な衣装に包まれていたのはどう見ても一〇やそこらの少女だったのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万人　中心都市ラーフェン 一万五千人

　麾下軍　一五〇〇（弓騎兵除く）

　財産　金貨五〇三〇〇枚 労役（二〇〇）軍召集（二〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（更正中）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（ドナドナ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二二人　産ませた子一一人








第１３５話　小さな女王







「では語り屋が言っていたことは本当なのじゃな!?　たった一人で城門に立ち数千の敵を蹴散らしたとな！」

　俺はモルト王国の女王、セレスティナと謁見している……はずなのだが。

「地の底から這い出た大蜘蛛とな!?　どれぐらい大きいのじゃ？　昨夜便所に出た蜘蛛はこんなだったのだぞ」

　王座に深く腰掛けた彼女の足は床に届かず、話に興奮してパタパタと両足を動かす。

　どう見ても子供に作り話を聞かせているようにしか思えない。

「陛下、また語り屋などと下賎な者を王宮にお呼びになったのですか？　いけませんぞ、必要ならば爺がお話し致します故……」

「嫌じゃ！　爺の話は遅いし詰まる。聞いておったら妾まで婆になってしまう」

「これは手厳しい……」

　民家の一室ならば微笑ましい少女と祖父の会話なのだろうが生憎ここは王宮なのだ。

　話の腰が折れた所で必要な話だけはして置こう。

「ところで陛下、この度お呼び頂いたのは和平と交易の件と使者の方より聞きました」

　俺は爺と呼ばれた男に視線をやりながら少女に呼びかける。

　彼女に実権がないのは明らかだ、ならばこの場で一番王に近い位置にいるこの老人が本当の実力者なのだろう。

「む、そういう難しい話は爺とするのじゃ」

「代理として承ります」

　爺と呼ばれていた男は摂政［ラボイ］侯爵と名乗った。

　案の定摂政がついていたか。

「我が国はトリエア王国と相互不可侵の協定を結んでおりました。その協定は五〇年近くに渡って守られ続けておったのですが」

「トリエアは消えましたな」

「消えた？　どこへいったのじゃ？」

「陛下、お菓子にございます」

「おお、砂糖菓子は大好きじゃ！」

　俺と摂政の話に退屈したのか口を挟んで来るセレスティナに傍付きメイドが菓子を与える。

「左様、トリエア王国は消え、貴国が新たな隣国となりました。我が国は隣人が変われど平和を求める思い変わらず、幾度か不可侵条約を申し出ましたが色よい返事がありませんでな」

　受けるはずがない。

　そもそも相互不可侵条約とは互いに脅威に思っているからこそ成り立つ。

　容易に叩き潰せる相手と対等な条約を結ぶ意味が無い、我が王はそれほど甘くない。

「あまーーいのう！　もっと欲しいぞ」

「陛下、あまり食べると歯が虫に食われますよ」

「その中で貴殿が軍を動かされました故、我々も気が気ではなかったのですぞ」

　巡行では確かに兵を動かした。

　だがほんの二千、国家が脅威に感じる数ではないはずだが。

「ハードレット卿の武勇伝、語り部の口から南部諸国にも伝わっております。その猛将が軍を動かしたとなれば心穏やかではいられませんぞ」

「それに関しては詫びましょう。だがあくまで戦後処理の一貫のようなもの、侵略の意図など無いことは既に兵を戻したことでも明らかなはず」

「はい、されど条約という確証があれば尚安心です」

　ふむ、どうしても不可侵を結びたいらしい。

　レオポルトとも相談しているし別に構わんのだが、チラリとトリスタンを見る。

「こんなに和平和平と……「怖い」「戦いたくない」と叫んでいるようなものですね。いいんじゃないですか？　どうせ攻めないんですし。こんな稚拙な交渉する相手など脅威にもならないでしょ」

　ふむ、受けても良いか。

「先ほど言った通り、我々も不可侵条約を結ぶ事に異存はありません」

　おお、と場の雰囲気が一気に和む。

「それは素晴らしい事ですな。して……ゴルドニア王家も同じ考えと思ってもよろしいのですかな？」

「条約はあくまで私と貴国の間のみですが、ゴルドニア王国もそれに反対する意思は持っていないでしょう」

「おお！　では早速調印致しましょう！」

〝今は〟だ、王の心の内など知るわけがない。

　俺と不可侵を結んでも王が一声かければたちまち消し飛ぶのだが、わかっているのだろうか。

「暢気と言うかなんと言うか」

　同意だが声に出すなトリスタン、聞こえるぞ。




　俺の前にテーブルと椅子が引き出される。

　そして予め用意していたのだろう条約文を出してきた、準備のいいことだ。

「陛下、ご署名を」

「ん……できた！」

　摂政はセレスティナが署名したそれを俺の前に持ってくる。

　汚い字だな……それに菓子を食った手で触ったから砂糖がついているぞ。

　念のためセリアが確認した後、署名をする。

　それほど気にしなくても何か気に入らないことがあったら無視してしまえばいい。

　侵略を止めることが出来るのは軍と城壁であって紙切れではないのだ。

「あら特徴的な字」

　やかましい。

　最近こういうのは全部誰かに書いて貰っているんだよ。

　特に狭い場所にきっちり書けとか言われると調子が出ない。

「次は交易の件なのですが」

　セレスティナの方を見ると王座の上でうつらうつらと船を漕いでいる。

「そろそろ昼寝のお時間なのです」

　傍付きメイドが困ったような顔をしている。

「では陛下には後で承認のみ求めましょう」

「承知致しました。さあ陛下、行きましょう」

「にゅう……起きたらまた話を聞かせて……」

　それだけ言って小さな女王はメイドの背中で眠ってしまう。

　歳相応、ただ甘やかされた子供以外の何者でもない。

「では場所を変えましょうか」

　それがいい、もっとゆっくり座れる場所で無いとな。

　出来れば美人のメイドもつけてくれ。




　そうして案内された場所は当たり障りの無い会議室だった。

　同行した宰相の他に部屋には二人の男が座っている。

　あいにく美人で巨乳のメイドはいなかった。

「お連れ致しましたディエゴ様」

「うむ、ご苦労だったな」

　ラボイは部屋に入るなり一人の男に深く頭を下げる。

　わからないな、彼は摂政だったはず、ならば上位者は国王たるあの少女しかいないはずだが。

「申し遅れた。余は［ディエゴ二世］……今はただディエゴと言ったほうが良いか。セレスティナの父だ」

「これはこれは……」

　一応前王にも礼をする。

　今日は礼儀ばっかりで息が詰まりそうだ。

　てっきり両親が死に、やむなく少女が王位を継いだと思っていたのだが前王は十分健在ではないか。

　確かに若くはないが老いぼれている程でもない。

　少なくとも少女を王にするよりは自分でやった方がいいように思う。




「あの子も幼くして即位したから中々話し相手もおらぬ。使用人は恐れ多いと長話など出来ぬし、ラボイの話は退屈と言っておる」

「未熟で恐れ入ります」

　ディエゴは遠い目をして更に語る。

「血を分けた兄達もセレスティナとまともに話をすることもない……そなたのように遠慮なく語ってくれるものは珍しいのだ」

　十分に遠慮したつもりなんだが足りなかっただろうか。

　そんな事を心配するなら娘に王位を譲らず自分でやればいいものを。




「ははは、怪訝そうだな。余がセレスティナに王位を譲った事、それほどに意外か？」

「興味はございます」

「そうかそうか、ならば交渉の前の余興もかねて……」

　ディエゴは話し好きらしく、それほど聞きたくも無いのにベラベラ話し出した。

「話しちゃうんですねぇ……」

　トリスタンは呆れたように息をつく。

　セリアも驚いていた。




　内容はこうだ。

　ディエゴにはセレスティナ以外に二人の息子がいた。

　どちらも二〇半ばと既に立派な大人だが、互いの仲がすこぶる悪い。

　長男は根暗で陰険、次男は傲慢で乱暴と性格も悪く、善人のディエゴとは合わなかったようだ。

　反面セレスティナは母が病で死んでからも、父を慕う可愛い末娘だったらしい。

　そこでディエゴは考えた。

　このまま自分が死んだら絶対に跡目争いが起きるし、へたをすると可愛いセレスティナが殺されたり政争の道具にされるかもしれない。

　ならば自分が元気な内にセレスティナを王にしてしまえば兄達は手出し出来ないだろうと奇策を考えついたのだ。

　こうして少女は王になった。

　めでたしめでたし。

「アホが極まってますね。民も哀れな」

　トリスタンが極小で囁き、俺も大きく頷いた。

　まあ好きにやってくれればいいんだけどな、他国の話なのだから。

「そんな国家の大事を他国の人間に話すのも信じられないですねぇ」

　呆れる俺達を尻目にディエゴは上機嫌で更に延々と語り出す。

「我が娘は本当に心の優しい良い子でな。そちらに使者として出したムルーニー侯爵も元は男爵家だったのだが、冬の川に落ちた子供を自ら飛び込んで助けたらしい。それを聞いたあの子がいたく感動して侯爵の称号を授けたのだ」

　もう驚きはしない。

　子供のすることに文句を言っても仕方ない。

「その後も色々あって我が国には侯爵家が八家も並んでしまったが、全てあの子の優しさ故だよ」

　無茶苦茶だ、もはや爵位と言っても名ばかりだろう。

　小さな女王を傀儡とするのではなく本当に実権も与えているのか。

　ディエゴの中では娘を大事にしてやっているつもりなのだろう。

　だが彼は絶対に後悔する。

　善人が幸せになれるのは周りが皆善人の時だけだ。

　知ったことではないけどな。

　さて、交易の話を進めよう。




「交易と言っても我が国から出せる物は小麦と酒ぐらいなのだ」

　そうだろうな、調べはついている。

　俺の領地でも治水に開墾と色々やっているが商業や工業よりも農地が軌道に乗るには時間がかかる。

　食い物確保の先は多くて困ることはない。

　細かい所は後でアドルフに調整させるとして、とりあえず交易を開始する事だけ合意を得た。




「うむうむ、これで我が国もまた安泰だな。余も安心して余生を送れる」

「はは……」

　俺の引きつった笑みを勘違いしたのか、ディエゴはまた無駄口を叩き始める。

「内政や外交ならばラボイや余が助けてやれるが、軍事に関してはからっきしでな……我が愚息も鼻息ばかり荒いが親の贔屓目にも軍才は乏しい。そなたと戦になったらどうしようかと思っていたのだ」

　それを聞いて俺が不可侵を破り捨てて侵攻したらこの男はどうするのだろうか。

　やらないけどな、秋にはマグラードとの停戦も切れるし。

「だが我が方にも勇将はおるのだぞ」

　そういってディエゴは後ろの男に視線を移した。

　こいつは最初から一言も発さずに直立不動で立っていた。

　ただの護衛にしては礼服が豪奢と思っていたのだが。

「紹介しよう。我が国最高の将軍、［ブルータス］辺境伯だ。領内の荒事は全てこの男が治めているのだ。あえて王都から離れて住み、外敵に目を光らせている忠義の者でもあるのだぞ！」

「我が身命はモルト王家と共にあります」

　うやうやしく礼をするブルータス、平和な国の名将と言っても怪しいものだが、なんとも言えない雰囲気のある男だ。

「ハードレット伯、以後宜しく」

「こちらこそ」

　握手をした途端、こいつは殺気とともに強く手を握ってくる。

　やられっぱなしも腹が立つので俺も睨みつけて手を握ってやる。

「うぐ……」

　骨が軋み、ブルータスは思わず手を離した。

　勝った。

「何をやってるんですか……」

　トリスタンの溜息を背に勝利に酔うのだ。

「お父様～お客人はこちらにいらっしゃいますかぁ？」

　昼寝から起きたのだろう、セレスティナの声が聞こえる。

　話の続きを考えておかないといけない。




　セレスティナは底無しに俺の話を聞きたがり、気付けば夜になってしまっていた。

　晩餐を済ませた後、俺達は王宮内、それも女王の寝室のすぐ近くの部屋を与えられたのだ。

　さすがに周りの者は止めたが、子供とはいえ女王が命令してしまえば覆すことは出来ない。

　子供の駄々がそのまま通ってしまうのだ。

　止められるのは前王だけだろうが、ディエゴは娘に甘く、叱りつけるなどとんでもないことだ。




「……というわけなのじゃ。面白いじゃろう？」

「ええ、愉快な話ですね」

　俺に与えられた寝室内で寝巻き姿のセレスティナは部屋を歩き回りながら色々と語り続ける。

　そのほとんどは他愛もない事だったが王宮からあまり出る事のない彼女には貴重な経験なのだろう。

「ハードレット卿は優しいのう。本当の兄のようじゃ」

　そりゃ子供とは言え一国の王に向かって「もういいからさっさと寝ろ」とは言えない。

　それにまだまだ子供だが顔立ちは恐ろしく整っている。

　大人になれば目を剥くような美人になるぞ。

　美人候補に冷たくする訳にはいかないからな。

「陛下には実の兄上がいるとお聞きしましたが？」

　セレスティナは途端に口数が減ってしまった。

「［イラリオ］兄様も［パブロ］兄様も嫌い。表面だけヘコヘコするくせに事あるごとに妾を憎しみの目で見るのじゃから」

　セレスティナはソファに座る俺の上にぴょんと飛び乗ってきた。

　お付のメイド二人が短い悲鳴を上げる。

　慌てて受け止め、持ち上げてゆっくりと立たせる。

「力持ちじゃの、腕も筋肉でムキムキ」

　ニコリと笑ってベッドに飛び乗り足をパタパタ落ち着き無く揺らす。

「そなたの名は……エイギルと言ったかの？」

「はい、エイギル＝ハードレットです」

「ならエイギルと呼んでもよいか？　ハードレットだと長い」

　王に名で呼ばれるのはいかがなものかと思ったが子供のやることだ。

「私は構いませんよ」

「なら決まりじゃ！　エイギル、ドワーフの話の続きを聞かせてくれ!!」

「承知しました。ドワーフは女も皆毛深く腋や股の間まで密林のように……」




　やがて夜も更け、しょぼしょぼの目をしたセレスティナが自分の寝室に帰っていく。

　最初はここで寝ると言い出したのだがさすがにお付のメイドと一緒になって追い帰した。

　何かの弾みで穴に指でも入ったら戦争になってしまうからな。

　女王が帰ったのを見て、寝室の隣にある使用人の待機部屋からセリア、カトリーヌ、トリスタンが顔を出す。

「子守お疲れ様でした」

　トリスタンはアドルフやレオポルトよりも恐れを知らんな。

　吊るされても助けてやらんぞ。

「いつ肉棒を取り出すんじゃないかと冷や冷やしていました」

　俺は子供を抱く趣味はない。




「それより今日の事で何かあるか？」

「そうですね……穀物の交換比率が割安で……」

　セリアの声に被せるようにトリスタンが言い切る。

「あのブルータスと言う男、近く叛乱しますよ」

　全員が止まる。

　セリアも口を開いたまま固まっていた。

「根拠は？」

「引き算です。前王の無駄話に出てきた彼の武勇伝や経歴、そこから疑われない為の偽装とおぼしき行動を引いていけば叛乱のための準備行動が残りました」

「近いとはなんだ？」

「話で聞いた限り、最近の行動には粗が目立ちます。隠し切れなくなったのか、隠す必要がなくなってきたのかはわかりませんが、いずれにせよ時期が近いと言う事です」

　俺はセリアに目をやるがわからないと首を振る。




「なるほどな。分かった、それを前提に考えておこう」

「疑わないのですか？」

「俺がお前を召抱えると決めたんだぞ？　自分の行動を疑っても仕方ない。外れたらその時考えるさ」

「はぁ……それはまた剛毅なことで」

　とはいえ、今裏切られたら困る。

　帰ろうと思ったら王都ごと包囲なんて冗談にならない。

「それは大丈夫ですよ。貴方を巻き込んで殺せばゴルドニアとの戦争、叛乱どころではなくなるので少なくとも帰るまでは延期でしょうね」

　それは安心、だが女王の運命は悲しいな。

「王となった以上、免れないことです。哀れと思っても仕方ありませんよ」

「そうじゃなくてだな。あれはとんでもない美人になりそうだ、後五年も育てれば最高の女に……」

「もう寝ましょう」

「そうですね」

「床の準備をします」

　お前ら息が合ってるな。

　だがトリスタン、お前はどうするつもりだ？

「いえ、使用人の部屋よりそこのソファの方が寝やすいと思いまして」

「状況がわからないのか？」

　セリアは薄着になってトリスタンを睨んでおり、カトリーヌはシーツに潜り込んで全裸になっている。

「今から三人でまぐわるんだが、そこにいるか？」

「み、見たら殺します！」

　セリアの怒声を浴びたトリスタンは今日一番の大きな溜息をつき、毛布をもって使用人の部屋に引っ込んでいった。

　そして俺達は三人で激しく愛しあったのだ。
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第１３６話　愚かな兄弟　♯







「このまま中に出して！」

　俺は大きく腰をぶつけながらベッドに広がる金髪を撫でる。

「いいのか？　お前は人妻だろう」

「いいの、妻である前に女……今はこの巨根から精を注がれる以外のことは考えられないわ!!」

　よしよしと頭を撫でて足を高く上げさせ、深く深く突き込む。

　悲鳴と区別のつかない嬌声が上がり、背中に爪が立てられる。

「よし出してやる。俺のは濃いからな、きっと孕むぞ」

「はい！　貴方のお種で私の卵を奪って!!」

「気付いているか？　そこで旦那が見ているぞ」

「ええっ!?」

　彼女は俺に正常位で組み敷かれ、大きく足を宙に上げたまま視線だけを動かす。

「あなた……ごめんなさい。この大きな男根美味しいんです。今からお腹に種を出されて……領主様の強い子を孕んで家に帰りますから許してぇ……」

「出るぞぉ!!」

「あなたぁ！　私が孕むところみてぇ!!」

　腰を強く押し付けての射精、低く呻きながら一番奥で精を出し、入り口まで引き抜いては再び強く奥を突くを繰り返す。

　女は両足を腰に絡め、背中に手を回して仰け反って悲鳴を上げ続ける。

　ドクドクと種が流れ込んでいく。

　そして俺達は呆然とする夫を尻目に行為後の濃厚なキスを……。




「……朝から何を遊んでいるんですか」

「おはようセリア」

「きゃあ！」

　セリアの呆れた声にカトリーヌは慌てて男根を引き抜き体を隠す。

　女同士なんだから気にしなくてもいいのにな。

「……僕もいるんですが、目を開けてもいいですか？」

　カトリーヌに毛布を被せておこう。

「いいぞ、何の用だ？」

「はい、先ほど使用人の方から王兄殿下が会いたいと言っていると伝言されました。あの、伯爵も股間を隠しませんか？」

　見られて恥ずかしいものではないからな。

　女の汁にまみれた逸物は良く頑張ったと思う、褒めてやってくれ。

「あぁ……朝のスープが出て来そうですよ。僕はちょっと散歩してきます」

「王宮内を勝手に歩いていいのか」

「謁見の間と私室にさえ踏み込まなければ好きにして良いらしいですよ」

「本当に温い国ですね」

　セリアも呆れたように呟きながら俺に服を着せていく。

　汚れた逸物は口に含んで綺麗にしてくれた。

　カトリーヌも一緒に来るようだな。




　ドアの外で待っていた若いメイドの後をついていくと案内されたのは王宮内に作られた訓練場だった。

　何人かの兵士が剣を合わせたり馬を走らせたりしている。

「へえ、一応は形になっているんだな」

　とは言え、他国に来てまで槍を振り回すつもりはない。

　それに俺はあまり模擬戦が好きでないのだ。

　やはり実際の戦闘で生身の人間を切り捨てた方が鍛錬にはなる。

　観光気分で眺めていると訓練場の一角で愉快な演劇が行われていた。




「きぇぇぇぇええええええ」

「うわぁぁぁ！　参りましたぁ！　パブロ殿下には到底敵いません」

　パブロと呼ばれた男、体格はそれなりにいい若者が不細工な構えで剣を振り下ろし、屈強な騎士がそれを受け損ねて剣を飛ばされ地に倒れこむ。

　だが、騎士はどう見ても剣が合わさった瞬間に自分で投げていたぞ。

「はぁはぁ……貴様こそ腕を上げたな……俺も息が切れた……はぁ……」

「人生で一番の力を出しましたがとても殿下の武勇に太刀打ちできませんでした！」

「そうか。うむ、大義であった。訓練に戻ってくれ」

　男は満足げに微笑み、お付からもらった布で汗をぬぐう。




「パブロ王兄殿下、ハードレット卿をお呼び致しました」

　俺を迎えに来たメイドが跪いて男を呼ぶ。

　だがその瞬間に場の空気が止まった。

「……貴様今なんと言った？」

「え……？　ハードレット卿がいらっしゃいましたと……」

「その前だ！」

　パブロは跪く若いメイドの顔面を蹴りつける。

　メイドは地面を転がり、鼻から血を流しながら地に伏せた。

「俺を王兄と呼ぶなと言っただろうがこのクズがぁ！」

「お許し下さい！　どうかお許しを!!」

　パブロは伏せた頭や肩を勢いよく踏みつける。

　華奢なメイドだ、死んでしまうぞ。

　俺が止めに入ろうとした時、間に摂政のラボイが割って入る。

「お待ち下さいパブロ殿下、その者は最近入った新米故、不手際があったかもしれませんが、ここはこのラボイに免じてご容赦を……」

　パブロは尚もイラついた顔を隠さないがさすがに摂政を蹴るわけにはいかず、悪態をつきながらメイドに唾を吐きかけて解放した。

「う……うぅぅ……」

　ボロボロになってしまったメイドは慌てて他の使用人達が連れて行く。

「ふん、貴様も小娘の守ばかりしておるからあのような愚か者を召抱えることになるのよ」

「平にご容赦を……」

　騎士相手に八百長試合を楽しんでいるなら可愛いものだが、女の顔を蹴るとは見下げ果てた。

　ここが戦場ならば首をゆっくり反対向きに回しやるのだが。

「もうよいわ！　してそちがハードレットか？」

　貴様に呼び捨てされる覚えは無いぞ。

　俺はお前の部下ではない。

「そういう貴方様はどなたですかな？」

「ぐ、聞いていなかったのか！　俺はパブロ＝ダラス公爵、ディエゴ二世の息子よ！」

　あえて前王ディエゴ二世の息子ときた、よほど今の王を認めたくないらしい。

「国王陛下の兄君でいらっしゃいましたか、これはご無礼を」

　なのでわざと言ってやる。

　ゴルドニアでの政争を見てきたからこれぐらいの嫌味は言えるようになった。

「誰が……王兄だと!!」

「はて、弟君には見えませんが？」

「貴様……」

　俺に掴みかかろうとしたパブロから笑顔のまま視線は動かさない。

　すると寸前で動きが止まり、鼻を鳴らして傍にいた使用人を肩で突いた。

　大笑いしてやりたかったがこれ以上やると暴発しそうなのでやめておこう。

　セリアとカトリーヌも心配そうに見ているしな。




「してこの度はなんの御用ですか？　殿下」

　俺が殿下と言ったのでパブロは少し機嫌を直したらしい。

「知れたこと、お前の噂は聞いている。幾分怪しい所はあるが大国ゴルドニアにあって並ぶ者の無い剛の者という話だ。俺もモルトの中では訓練相手が見つからぬほど武芸には自信がある。ならば戦いたくなるのは武人の業と言うものであろう」

　女を殴るばかりで戦場に出たこともないだろう男が武人とは笑えるじゃないか。

　思わず浮んだ俺の笑みを承諾と受け取ったのだろう。

　パブロは勝手に納得して武器の準備を命じ始めた。

「俺は実戦志向だからな。刃を丸めた剣では力が出せぬ、怪我を恐れずに試合ってくれるか？」

　実戦志向か、やめてくれ笑いが止まらない。

「さすが……豪胆だな」

　パブロが少しイラついた顔を見せる。

　まさか今のは俺への脅しだったのか？

　こんな奴との試合は面白いはずもない、さっさと終わらせて町を見学しよう。




　パブロは真剣を持ち、俺にも同じように剣が渡されるが刃は少しばかり丸められていた。

　こっちの方が都合がいいか、間違えて首を飛ばしてしまったら冗談では済まない。

「ハードレット卿……何卒ご配慮下さい」

　俺の横に来たラボイが申し訳なさそうな顔で耳打ちしてきた。

　わかっている、殺さないように気をつけるさ。

「いえ、その花を持たせると申しますか。殿下は今まで負けたことがありませんので……」

　知るかそんな事、さあ始めよう。

　女を痛めつける以外にどれ程の力があるか見てやる。




「はじめ！」

　一騎打ちの模擬戦が始まると俺の応援は女二名、残りは皆パブロに声援を送る。

　満足げに微笑んではいるがよく見てみろ、誰一人顔が笑っていないぞ。

「どりゃあああ!!」

　大上段に振りかぶった切り落とし、腕力頼みの一撃だ。

　俺の部下が実戦訓練でこれをやったら蹴り飛ばしてやる所だが、まさかこれで仕留めようと言うわけではあるまい、力比べか面白い。

「ふん！」

　あえて俺も剣を振り上げて打ち合わせる。

　力で遅れを取ることはないだろうから、少なくとも揺らぐはずと思ったのだが。

「え？」

「ん？」

　打ち合わせた瞬間パブロの手から剣は消え、真後ろに飛んでいった。

　騎士が慌てて避けた地面に突き刺さる。

　剣ぐらいちゃんと握れ。

「う、今のはちと手が滑ったわ。代わりの剣を持て！」

　どうした実戦志向、戦なら首が飛んでいるぞ。




「次こそは……ふんがぁ！」

　上は駄目なので横にしたらしい。

　容易く見切って後ろに下がる。

　続いて剣を返しての反対向きの薙ぎ、これも躱すと肩口から回しての振り下ろし。

　軽く剣を当てて弾いてから、軽く撫でるような横薙ぎ……さすがに受けとめられたがパブロは反動で大きく後ろに下がっていく。

「ぬうん、やるな!!　だがまだまだだぞ！」

　小さいセリアと訓練していた頃を思い出す。

　力を入れすぎて転んだセリアは泣きながら「まだいけます！」と剣を構えていたもんだ。

　これが美女ならもっと優しくしてやってもいいんだが。

「隙有り!!」

　俺が思い出にふけっているとパブロが喉元を狙って突いてきた。

　もうこれ以上付き合ってやることもない。

　遅い突きをギリギリまで引き寄せて軽く小手で弾く。

　パブロの剣は完全に逸れてしまったが、突進の勢いは止まらず俺に突っ込んできた。

　その手と胸倉を掴み、奴自身の勢いも借りて思い切り投げ飛ばす。

「うわぁぁぁぁぁーーー!!」

　パブロは訓練場の鳥となり、飛翔した後に墜落した。

　ごろごろと何度も回転し、やっと止まると叫び声を上げる。

「ぎゃあああ！　痛いぃぃぃーー死ぬ！　死んでしまうぅぅ!!」

　土の上で転がって死ぬならどの道長生きできまい。

　擦り剥いた所はちゃんと洗っておくんだぞ。

　つまらない顔を浮かべて審判を見る。

「し、勝者、ハードレット卿!!」

　静まり返る訓練場、拍手はセリアとカトリーヌだけだ。

　だが無言を貫く騎士の中にも俺にだけ見えるように指二本で無音の拍手してくれる者達が居た。

　やはりパブロは嫌われているようだ。

「くぅ、剣の試合で投げ飛ばすとは外道な！　ちゃんとした剣だけの戦いであれば俺が勝っていたに違いない！」

「実戦形式の戦いしか知らぬので野蛮な戦い方で申し訳ありませんでした。〝王兄殿下〟」

　一礼し、苦笑する摂政と使用人達を置いてその場を去る。

　なにやら悪態をついているパブロの言葉は聞こえなかったことにしよう。

　何、パブロにもまだまだ可能性はある。

　体を鍛え、剣技を磨き、性格を直して、頭を良くすれば稀代の名将になれるだろう。

　顔も良くすれば女にもてるかもしれないな。
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　翌日

「お父さん……中に出したら妊娠しちゃうよ」

「いいじゃないか、俺達は愛しあっているんだから」

　抱き寄せて唇を奪う。

　彼女の穴は俺の巨根を受けいれてギチギチに広がっている。

「でも、周りの目があります」

「構わないさ。俺達は親子で恋人にもなるんだ……ほら感じてみろ。胎の中で俺のが動いているだろう。もう限界まで種が上がっている。お前がいいと言ってくれればすぐに飛び出すよ」

　潤んだ二つの目が俺を見つめる。

　既に答えは出ている、後はきっかけだけなのだ。

「さあ言ってごらん。俺に妊娠させて欲しいって」

「うぅぅー」

　あぐらの上に乗った彼女を小刻みに数度揺らし肉棒で中をこする。

「あ……あぁ……」

「ほら言うんだ、俺の可愛い娘だろう」

　言いながら乳首を軽く噛む。

　敏感なそこを噛まれて遂に理性が飛んでしまったようだ。

「あ……あぁぁ……な、中に出して下さい！　パパの種汁をお腹に打ち込んでセリアを妊娠させて下さい！　パパに私の卵をあげちゃいます!!」

「よく言った！　出すぞ……ううっ!!」

　我慢を重ねたせいか勢い良く精が噴射される。

「あぁぁぁーーー!!　種汁きたぁ!!　セリアいっちゃうよぉぉぉ!!」

　互いに硬く抱き締めあいながら腰だけを擦り合わせ、セリアは必死に俺の唇を奪い、俺は種で膨らんでいく腹を優しく撫でる。

　潮が断続的に噴出し、太ももが温かくなっていった。




「パパって……朝から何を不道徳なことをやっているんです」

「おはようカトリーヌ」

「うわぁぁ!!」

　セリアが慌てて毛布に頭を突っ込んだ。

　隠れたつもりかもしれんが可愛い尻が丸見えだぞ。

　しかも種が垂れている。

「また使用人の方が呼んでいますよ」

「……目を開けてもいいですか？」

　ぷりんと突き出たセリアの尻にシーツを被せてやる。

「いいぞ、もうパブロとやらの相手は御免なんだが……」

「今日はイラリオ殿下のお呼びらしいです」

　あぁ兄は二人いたんだったな。

　今度はまともであって欲しい。







「弟がご迷惑をかけたようだな」

　この男も王兄として公爵位を持ち、イラリオ＝ベルゼイと名乗っているらしい。

　もっとも高位の爵位を乱発しているこの国ではどれほどの力があるのか甚だ疑問だが。

「これは秘密にしていてくれ。弟は幼少の頃より誰彼構わず喧嘩を吹っかけ、王子として相手が抵抗出来ないのをいいことに一方的に暴力を振るうような男だったんだ」

　今も変わらないな。

「軍記や武勇伝に憧れて武人を気取っているが、少々体が大きいだけで特に何かに優れているわけでもなく……当然実戦の経験などあるはずもない。軍の後ろに隠れて行った盗賊退治を二年たった今でもしつこく語る。そもそも自分に都合のいい事以外聞かないのだから、武芸の師事もまともに出来ない」

　雲行きが怪しい。

「あれは到底王の器じゃない。せいぜいが賄賂を求めて暴れる警備隊長といった程度だ……そもそも」

　イラリオは俺がうんざりしているのも分からずに延々と弟の陰口を叩き続けた。

　みればトリスタンも嫌そうな顔をしている。

「だから私は弟の部下にも毎日忠告してやっているのだよ」

　それは忠告じゃなく、唯の嫌がらせだ。

　パブロの無能は言われなくてもわかる。

　こいつは聞いていた通りの根暗で陰険、ディエゴが名君に見える。




　その後も低い小さな声でこの男は延々とパブロ、摂政、父、そして遠まわしではあるがセレスティナの陰口を叩き続けた。

　よくこれだけ人の悪口が出てくるものだ。

　しかも実のある批判がまるでなく、ただ「ここが悪い」「ここが気に入らん」の連呼だったのだ。

「それで……殿下は私に一体どのようなご用が？」

「色々と言ってしまったがこの国にも色々と問題のある人間が多い、卿には彼らの欠点を分かっていてほしかったのだよ」

　なんだそりゃ、人の悪口を言う為に呼んだのか。

　もう限界だ、理由をつけて退室しよう。

　俺はこの腐った男とは絶対に友人にはなれない。




　適当な理由で退室して部屋に戻る途中、カトリーヌが溜息をついた。

「あの男、貴方がトイレに行っていた間に延々と私達に貴方の悪口言ってましたわ」

　だろうな、意外でもなんでもない。

「腕っぷしに頼るのは三流、頭の回る人間につかないと未来はないそうです。セリア嬢を抑えるのが大変だったのですから」

「エイギル様のご迷惑にならないなら、あの糞男の鼻を削ぎ落としてやったのですが」

　トリスタンが苦笑いする。

「あいつとは仲良く出来そうか？」

「まさか、同じ馬鹿でも彼は不愉快な馬鹿ですから」

「だろうな、奴ほど不愉快な人間は……ん？」

　何かひっかかる。

「この無礼者！」

「いえ、比較したのはパブロ殿下の方ですよ。セリア嬢こそ誰と比べたのですか？」

「えっ!?　ち、違うんです！　決してエイギル様の事じゃないんです!!」

　涙目で腰にすがりつくセリアを宥めながら中庭から空を見上げる。

　セレスティナが王と言うのも異常なのだが兄二人は更に酷そうだ。

　パブロがブンブン飛び回るうるさいハエならイラリオは居るだけで不快な湿ったナメクジか。

　これなら王座には何も出来ないセレスティナ印のひまわりでも植えて置く方が見映えよろしかろう。

　彼らの下につく羽目にならなくてよかった。

　ゴルドニア王国万歳だ。

「ところでカトリーヌはさっきからそれほど不快な顔を見せないな。ああいうの嫌いじゃないのか？」

「男としては大嫌いですよ。でもまぁ……屋敷の女の間でも普段から結構陰口は飛ぶので……」

　これ以上は聞かないことにしよう。
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　余談　南部出発以前　ヨグリ更正記

「うーん、駄目だなぁ」

「つまらないですねぇ」

「見るに耐えません」

　メリッサとマリア、カトリーヌの渋い顔にヨグリはがっくりと肩を落とした。

　彼女はセリアやセバスチャンにきちんとした文章を教わりながら再び物語を書き進めていた。

　そしてある程度形になったところで比較的仲の良い三人に見て貰っていたのだ。

「やっぱり文が幼稚？」

「いえ、それは大分よくなってきてるんですけどね」

「内容が突飛すぎるんです。突然魔王を退治した騎士が姫を迎えに来ると言われてもね」

「だってぇ……やっぱり王道は勇者と姫が……」

「もっと身近な話で書いて見たらどうですか？　勇者や姫なんて実感が沸かないのでまともな話が書けないんだと思います」

「なるほどなるほど……」




　こうしてヨグリが仕上げた話は意外にもラーフェンに創設された劇団、特にリリアーヌに気に入られて演目として採用されたのだった。

「あぁ！　なんということ、私は貴方のような優しい方を裏切り、あんな愚かな男に体を開いてしまうなんて!!」

　リリアーヌが主役を演じるその演目の時間は、空席を探すのが困難になる。




　内容は夫が出稼ぎに出ている寂しさから、つい街のごろつきと浮気をしてしまった妻の物語。

　ごろつきに騙され、酷い目に合った妻を夫は許して優しく抱き締める。

　だが、夫に恋心を抱いていた小姑は執拗に妻をいびる。

　自分の非を認め、いじめに耐える妻が最後に真実の愛に気付くと言う話だ。

　浮気や小姑の嫁いびりという生々しい話が貴族階級のいないラーフェンで、特に庶民の妻を中心に大いに受けた。

　ラーフェンが発展する中で人妻達が劇場に足を運ぶ余裕が生まれたことも原因だったのかもしれない。




　そして新演目とあっては彼女が見に行かないはずもない。

「新劇、下賎な話ではありますが……中々に面白かったですよ」

　ノンナは居間でお茶を飲みながらメリッサとカーラにほくほく顔で語る。

「そ、そっか……」

　メリッサは気まずそうに目を逸らす。

「ねぇノンナ、あんたあの劇を誰が作ったか知ってる？」

「はて、知りませんね。なかなかの才をお持ちのようですし今度支配人にでも聞いて……」

「聞かなくてもいいと思う!!」

　突然メリッサが大声を出した。

「な、なんですか!?　まぁ脚本家を聞いても仕方ないですけど」

　ノンナは再び笑顔になって話を続けた。

「何よりあの小姑が本当に憎たらしかったですね。ネチネチといつまでもいびり続ける……よほど性根が曲がっているのでしょうね」

「そうよね」

「大きな胸を揺らして夫にしなだれかかる所など本当に嫌味でした」

「そうだね」

「もしモデルがいるならば、とんでもない性悪女に違いありません」

「そーよねー」
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万人　中心都市ラーフェン 一万五千人

　麾下軍　二一〇〇（弓騎兵除く）

　財産　金貨四八八〇〇枚 労役（二〇〇）軍召集（三〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（寝取られ妻）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（近親相姦娘）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二二人　産ませた子一一人








第１３７話　お遊び　♯







「トリスタン、どうだでかいか？」

「大きすぎますよ」

「ならこれは？」

「それなら……ぐっ！　やはり私には無理……です」







「……カトリーヌさん、扉を開けてくれませんか？　私には勇気がありません」

「私も嫌……愛する人が男の尻に入っているの見たら立ち直れないわ」

　扉の外から女達の声が聞こえる。

何を躊躇っているのか。

内側から一気に開け放つ。




「ひい衆道！」「どちらが攻め手……」

「何を言っているんだ？」

「「あれ？　トリスタンとお楽しみだったのでは？」」

　何を言っているかわからんぞ。




「今日はこいつにも剣を持たせようと思ってな」

　だがトリスタンはまともな剣は勿論、小型の片手剣でも重いと言い出すのだ。

「いやはや面目ない。でも僕が剣を持っても自分の太もも以外何も切れないと思いますよ」

　情けない奴だ。




　この国での俺達の毎日は、まずセレスティナと二時間程の長い朝食を取り、彼女が政務を行っている間は王宮や町を散策する。

そしてその話を夕食で彼女に聞かせる。

夜は俺の部屋に来た彼女に昔の話や適当な作り話をしているとやがて眠ってしまうのだ。

　なんとも平和な話だがトリスタンによればその平和はあまり長くはないようだ。

国が騒乱になれば今回結んだ和平や交易の件も無意味になって無駄足になってしまうのだろうか。

「それでも王宮内部や街の様子を見れただけでも価値がありますよ。いずれここに踏み込む機会があれば大いに役に立つことでしょうね」

　出来ればあの子を泣かせたくはないがな。




　街の中、適当な店で昼食を取る。

ここでは俺の顔は割れていないし特段豪華な服を着ている訳でもないから気を使われる事も無い。

だが南部と北部では服の種類が微妙に違うようで現地の人間でないことはすぐに分かってしまう。

　昼食を終え、セリアとカトリーヌには紅茶、俺とトリスタンには軽く酒が出されたのだが。

「僕も向こうに行っていいですか？　こんな量を飲んだら死んでしまう」

　トリスタンは匂いだけでも駄目なほど酒に弱いらしい。

「構わんが女に手を出すなよ？」

「僕がセリア嬢に襲いかかってから何秒で殺されるか賭けますか？」

　まぁそうだな。

下手すればこいつはカトリーヌにもやられそうだ。




　三人から離れて一人酒を飲んでいると隣に女が座ってきた。

「ねぇお兄さん、いい体してるわね……あたし見とれちゃった」

　ん、昼間から娼婦だろうか。

「あたしの旦那夜まで帰ってこないんだけどさ……どう？」

　女は前屈みになって胸元を広げ、胸を見せてきた。

なかなか大きな胸にピンクの乳首が乗っている。

歳は二〇後半ぐらいだろう、匂うような下品な色香が漂っている。

「いくらだ？」

「お金なんていらないわよぉ、目的はこれだけ」

　女の手が股間に伸び、服の上からゆっくりと逸物をさすってくる。

「あたしの家に行きましょ、時間はとらせないわ」

　ここまで誘われては行くしかあるまい。

「セリア、重要な用件があって少し行って来る。待たなくていいから適当に……」

「「……」」

　すまん、後で埋め合わせはする。




　女に案内されるまま、女の家へと招かれて抱き合ったままベッドに倒れる。

「さあ楽しみましょ」

「あぁ、お相手願うよ」

　互いに剥ぎ取るように服を脱がせあってから女の股を広げる。

さっきから女はちらちらと何かを気にしている。

もっと集中して欲しい。

「うっわ、でか！」

　俺の逸物が勃ちあがると女は口に手を当てる。

「今更駄目と言ってもやめないぞ」

「構わないけど……ちゃんと濡らしてよ？　裂けちゃうから」

「任せておけ」

　女の股に顔を突っ込んで徹底的に舐めしゃぶる。

誰に遠慮する必要もないのでじゅるじゅる大きな音を立てながら顔中を愛液まみれにして愛撫を続けた。

「んっ!!　んあああ！　すごいわ、何この舌技……どんだけ女の穴舐めてきたのよ!!」

「わかるか？」

「わかるわ、すっごく慣れてる」

　この女の穴は良く濡れるが少し匂いがきついな。

締まりは良さそうなので肉棒を突っ込めば気持ちいいだろう。

「俺の方も頼むぞ」

　女を反対向きに上に乗せ互いの性器を舐められるよう、位置を調整していく。

「うひゃあ……目の前に来るとびびるぐらいの大きさ……あたしもかなり男咥えて来たけど、さすがにこれはないわ」

「少しぐらい歯が当たってもいいから激しく頼むぞ」

「ええ、任せ、んひゃあ！　だめっそんな攻められたらこっちが出来ないってば！」




　しばらくの間相互に愛撫し合ったが女は早々に限界を迎えてしまった。

「あーもうだめ、これ以上は耐えられないわ。もう乗っていいわよ」

　女がちらちらと入り口を気にする回数が増えた。

ちゃんと鍵は閉めたぞ。

「わかった、お邪魔するよ」

　女を四つん這いにして後ろから肉棒を添える。

モルトで食べる初めての女だ。

悪いが少し荒々しくいかせてもらおう。

「あんたのはでかいからゆっくり……」

「ふんっ!!」

　肉棒は限界まで濡れている穴を削りながら滑り込み、一番奥にぶち当たる。

さらに勢い余って最奥を押し広げながら子宮を押し上げた感触があった。

「おう……一番奥まで入ったぞ」

「あ……あ……あああぁぁぁぁぁぁ!!」

　凄まじい叫び声が出た。

「ん、痛かったか？」

「あぁぁっぁぁぁぁーーー!!」

「それとも気持ちいいのか？」

「うあぁぁぁぁぁーー!!　ひぃぃぃーー!!」

　言葉になってなくてわからん。

とりあえず激しく腰を当てるとしよう。

良く締まる、これはいい穴をもらったもんだ。

　ついでに尻にも深く指を入れてやると女は連続で絶頂して何度も失神する。

だが人形を抱いても詰まらないので、その度に奥を思い切り突いて気付けをしてやるのだ。




　女の愛液が股間下、涎が枕に水溜りを作った頃、突然扉が開いた。

入って来たのは男、しまった旦那が帰って来たか？

「てめぇ人の嫁に何してやがる!!」

「む、すまんな。だが強姦ではない。信じてくれ」

「あぉぉぉぉ!!　んひぃぃぃぃ!!」

　だが男は女を心配する様子は見せずに懐からナイフを抜いて俺に迫る。

「人の女とヤってタダで済むと思ってないよな？　堪忍して欲しかったらあるだけ出しな！」

「なんだ美人局だったか」

「んぎぃぃぃーー!!　死ぬぅぅぅ!!」

　それなら人妻を抱いた罪悪感も無い。

夫婦関係を破壊してしまわなくてよかった。

「……それとてめぇそろそろ腰を止めろよ……」

「すまん、もう少しで出そうなんだ」

「ふっざけんな！　痛い目見ないとわかんねぇか！」

　男がナイフを振りかぶり、俺が受け止める為に仕方なく腰を止めた時だった。

「あんた、いいから外に出てなよ！」

　俺に突かれている女が四つん這いのまま涎にまみれた顔で亭主を怒鳴り上げたのだ。

「な、なんだよリジー。お前が合図をくれねぇから仕方なく俺から入って……」

　こいつらは常習の美人局夫婦らしい。

「いいから出てろって言ってんだよ！　本当にいいとこなんだ！　邪魔したら殺すから！」

「と言っているが？」

「くっ……終わったら落とし前つけてもらうからな」

　亭主はすごすごと外に出て行く。

それでいいのか？

「さあ邪魔者は消えたよ……あたいに止めをさしておくれよ」

　女の口調からは演技が消え、本気のやや乱暴な言い方になっている。

俺ももうすぐ出そうだし遠慮なく頂こうか。

　先ほどの倍以上の速度で腰を動かし、片手で乳首を抓り上げる。

狂うほどに感じているのだから荒い刺激も十分に気持ちいいはずだ。

「んぎぃぃぃぃ!!」

　案の定女は舌を出して涎を飛ばす。

「俺ももう出そうなんだ。このまま中に出してもいいのか？」

　もちろん避妊薬など持ち歩いていない。

「今日は……危ないから……」

　駄目か、仕方ない口の中にでも注ごうか。

「危ないから……中に出してぇぇぇ!!」

「おいおい、亭主が外にいるんだぞ？」

「いいのよ！　あんたみたいなすごい男初めてなんだよ。あんたの子供が欲しい……頼むよ、奥にびゅっと種を打ち込んでおくれよ」

　孕みたいと言うなら男が拒否することはないだろう。

「では行く、俺のは濃いらしいから本当に孕むぞ？」

「いい！　迷惑かけないから、亭主と育てるから遠慮なく……出してくれよぉ!!」

「おうっ！」

　女の尻を両手で引き寄せて打ち込み、一声呻く。

一瞬遅れて、精が湿った音を立てながら穴に流れ込んでいった。

「きたぁぁぁぁ!!　多い！　濃い！　熱いぃぃぃぃ!!　もう絶対孕む、孕んだわぁ!!」




　腰を押し付けたままゆっくりと動かし、最後の一滴まで注ぎ込む。

女はひとしきり叫んだ後、尿を垂れながら完全に失神してしまった。

しばらくは何をしても起きなさそうだ。

「よっと」

　逸物を引き抜くとベッドに零れた尿の上に大量の種が重なっていく。

もうこのベッドは使えないだろうな。




「……」

「悪いな、嫁の穴を借りたぞ」

　散々喘ぎまくる妻の声を聞いたせいかナイフを持つ男はかなり疲れているようだ。

「で、俺に襲いかかるか？」

「ぐ……殺してやる！」

　男はナイフを構えて突っ込んできた。

そのナイフを持つ手を捕まえて強く握る。

「いででででで！」

　ぽとりとナイフを落とした所で男を解放してやった。

普段なら俺に刃を向けた男など殺すところだが、妻をたっぷり味わわせてもらったのだから少しは配慮してやらないとバチが当たる。

「声をかけて来たのはお前の嫁だ、これにこりたら美人局なんてやめとくんだな。せっかくの色っぽい女を他の男に抱かせることはないだろう」

　圧倒的な力の差がわかったのか男はナイフを拾おうとはしない。

そのまま立ち去ろうとしてふと思い出した。

「これをやる」

　金貨を一〇枚男の手に置いてやる。

「き、金貨!?　一〇枚!?」

「お前の嫁はいい穴をしていたから本当に濃いのが出たんだ。多分俺の子を孕んでしまっていると思うから子供を育てるのに使ってくれ」

　それだけ言ってその場を去る。

呆然とする男は家に入って行き、妻のあまりの惨状に奇声を上げていた。

これで彼らは美人局をやめるだろう。

街の治安維持に貢献してしまったようだ。

　夕食の時、俺はセレスティナに今日の散策についてなんと話していいものか頭を抱えることになった。
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一週間後

「もう帰ってしまうのか？」

　セレスティナが王座でしょんぼりとしている。

「ええ、私も領地を持つ身ですからいつまでも留守にしている訳には参りません」

「ぶぅ……ずっとここに居れば良いのに」

　二週間ばかりで随分と懐かれたな。

「そうじゃ、そちにモルト王国の爵位をやるぞ！　子爵？　伯爵？　侯爵でも良いぞ？」

　そんなことをするから侯爵だらけになるんだ。

ブルータスが無表情のまま引きつっている。

ニコニコと見ているのは摂政と前王のディエゴだけだ。

兄貴二人の様子は眼に入らない、不快だからな。

「いえ、恐れながら必要ございません。それに陛下の部下になってしまっては恐れ多くてお話をすることも出来ませんよ」

「む、それはだめなのじゃ」

　彼女は王座から飛び降り、俺の所まで走ってくると高そうな指輪と食べかけのお菓子をくれた。

「土産にあげるぞ」

　お菓子を手放す時の方が名残惜しそうだったのが笑える。

「では……またいずれ縁がありましたら」

「うむ、いつでも待っておるぞ」

　二度と来るなと悪態をつくパブロに、またの手合わせ楽しみにしております〝王兄殿下〟と挨拶してから謁見の間を出る。

最後までセレスティナはブンブンと手を振ってくれていた。

　そして入り口まで見送りに出たブルータスと視線が合う。

奴はこちらを見極めるような厳しい目をしていた。

少女王と暢気な前王にアホが二匹、こいつも大変だなと考えて思わず少し笑みが出てしまった。

「っ！」

　途端に奴の顔が引きつる。

あぁ、トリスタンの言っていたことは本当だろうな。

理屈はないが、こいつはいずれ裏切るだろう。

そんな確信があった。
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余談　鉱夫の募集

　フィリッチ商会、ラーフェン地域本店の会議室でアドルフとクレアが向かい合う。

「鉱山の稼動に必要な人の手配、簡易的な町の建設と資材の調達は全て我が商会でやらせて頂きます」

「それはありがたい話ですが税は負かりませんよ？」

「ええ、もちろんですわ。でもそれには領主様方の義務も果たして頂きたいのです」

「はて、なんのことでしょうか」

「治安の維持ですわ。鉱夫達は喧嘩っぱやく、黒獣も今だ町近くに出ることもあります。自警団では対応に限界があります。特に今は町に集まった人を嗅ぎつけてか黒獣の群れがいくつも目撃されています。一斉に襲われでもしたら大損害が出ますわ」

「軍を出すとなるとまたレオポルトさんと言い合いですねぇ」

　内政はアドルフ、軍事はレオポルトと役目はしっかりと分かれている。

治安維持は内政の範囲でもあるので警備隊や自警団はアドルフも動かせるが、それ以上の力が必要となるとレオポルトと話し合う必要がある。

　そして彼は今、兵の増強と訓練を最優先にしているので、明確な敵もいない遠く離れた鉱山地域まですんなり兵を出してはくれないだろう。

自警団で対応しろと言われるのは間違いない。

　領主本人が居れば一声で決まるのだが生憎不在だった。

同じく彼がいなければ山の民も動かない。

「急を要しますか？」

「出来れば今日中にも兵を出して貰いたいほどに」

「わかりました……今日中かはわかりませんが、明日には出発できるよう話をします」

　人夫の手配から建設資材調達まで商会任せにしているのだからこちらも誠意を見せる必要があった。

「ところで鉱夫はもう揃っているのですか？」

「それなりに、もちろん追加のあてがあるならいつでも歓迎ですわ」

「よくもまぁ揃いましたね」

　鉱夫は重労働で危険な職のため好んで選ぶ者は少ない。

奴隷や囚人が主体になっている鉱山も多く、商人がこんな短時間に集められたのは不思議だった。

「うふふ、それは秘密ですわ」

　クレアははぐらかすように微笑んでその日の会談は終わる。




　その帰り道、仕事が山積みのアドルフは手早く食事を取ろうと屋台の飯屋に座る。

隣には何かに脅えたような男がちびちびと酒を飲んでいた。

「おうおうセミールはん。ここなとこに居たんかいな。探したんやで」

「ひっ！」

　脅える男に声をかけたのはにこやかに微笑む男とガタイのいい大男。

微笑む男は一見愛想良さそうだが、見開かれた目に不気味さが宿っている。

「用件はわかっとるやろ？　金貨一〇枚の返済……今日が期日や」

「あぁわかってる……けどちょっと仕事のあてが外れてちょっと手元には……」

「あんさん、先週もそないなこと言うてはぐらかしたなぁ」

　笑いながら大男が距離を詰める。

　誰が見ても高利貸しの取立てだ。

民を破滅させていくような高利の金貸しは禁じているが、規定以下の利率で貸しているなら返せない方に問題がある。

　そもそも借金があるのに働かず、昼間から酒を飲んでいる時点でお察しだろう。

そう思ってアドルフは口を出さないことにした。

「ど、奴隷に売るのはやめてくれ！　俺は……」

「アホな事言うたらあきまへんで。わしらは領主はんが出しはった法に従ごうて、まっとうに商売してるんやで。せやけどセミールはん」

「は、はい」

「銭ぃ返してくれたら客やけど、返してくれへんのは盗人や。銭の恨みは恐ろしいで？」

「ひいいい!!」

　金貸しは一瞬恐ろしい顔を作った後、再び笑顔になってセミールと言う男の前に紙を置く。

「あんさんも無職のまま金貨一〇枚ぽんとは返せんやろ？　せやったらわしが職の面倒も見てやるでぇ」

　出された紙は何かの契約書らしい。

「馬車に乗るのは勘弁してくれ！　俺は黒獣なんかと戦えねぇ、死んじまうよ！」

「わかっとるわ。あんさんにはそんな腕っ節も根性もないやろ。これは別口や、仕事は少々きついけどな命かけて戦うようなもんとちゃう。毎日真面目に働いてたら金貨一〇枚ぐらいすぐに返せるで」

「ほ、ほんとうか？　騙そうとしているんじゃないのか？」

「あほう。金返す言うて嘘ついたんはあんたや、わしらやないわな？」

　男は碌に文字も読めないのだろう、言われるままに紙にサインをする。

金貸しは満足気に頷くと男の肩を抱いて歩き始めた。

「どこにいくんだよ？」

「そらあんた、雇い主に挨拶いかなあかんやろ。任せとき、悪いようにせえへんから」




「……」

　アドルフは横目で書類を覗いていた。

内容は一年間の鉄鉱山勤務、その給料から借金と利息、そして遅延金が天引きされるらしい。

利率はギリギリ、本当にギリギリ許された範囲内だった。

「この街の金貸しも全部フィリッチ商会の傘下に入っているはずですね」

　取り締まり対象になるような違法な高利貸し以外は全て彼女の手の中だ。

「彼女ほどの商人が何故ちんけな個人貸しを傘下にと思いましたが……こういうことですか」

　男が哀れでもあったが書類には不備は無いし、違法な部分もない。

あくまで合法的に彼は鉱山で働くことになるだろう。

「恐ろしい女性です」

　アドルフは簡素な飯をかきこんで席を立つ。

これからあの無表情な男と厄介な交渉をしないといけないのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十四万人　中心都市ラーフェン 一万五千人

麾下軍　二四〇〇（弓騎兵除く）

財産　金貨四八一〇〇枚 労役（二〇〇）軍召集（三〇〇）鉱山地域への兵派遣経費（二〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

クレア＆ローリィ（ナニワの……）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一二三人　産ませた子一一人








第１３８話　情報官来訪







　モルト王国からの帰り道、土産に持って行った鋼の武器や農耕馬などの返礼にもらった、馬車に乗り切らないほど大量の酒と共にゆっくりと歩を進めていく。

モルト王国はラーフェンからだと王都ゴルドニアよりも近い。

「今回は犠牲が出なくてよかったな」

「ええ、戦いばかりも困ります」

「ははは、それに今回は女を連れ帰ることも無いぞ」

「……」

　セリアが無言になり、カトリーヌがこつんと背中に頭をぶつけてくる。

なんだ、誰も愛妾にしなかっただろうが。

「足元を見てから言ってください」

「彼女達はラーフェンへ行きたいと言うから乗せただけじゃないか、別に愛人にした覚えは無いさ」

　馬車の中には二人の女を乗せている。

彼女達は同じ村の出身でラーフェンにいる親戚を頼って出稼ぎに行きたいと言うので乗せてやったのだ。

「そんな姿にしているのに？」

　カトリーヌが呟く。

確かに女達は全裸で荒く息をついている。

しかも足は広がり、股間からは俺の分身が流れ落ちていた。

「ちゃんと合意はとったぞ」

　赤い顔で「お好きにして下さい」と言ってもらった。

「エイギル様に耳を舐められ、全身を愛撫されては断れる女なんていません！」

　予想外だったのは二人共処女だったことだな。

言ってくれればもっと優しくしてやったのに。

「うぁ……」「おぅ……」

　頭を撫でてやると嬉しそうに笑みを浮かべる。

女の穴は大きく広がっており、しばらくまともには歩けないだろう。

ラーフェンに到着するまでに元に戻るといいな。







　ラーフェンに帰り着き、館に入ると使用人達が走りまわっている。

先触れは出していたので出迎えはきっちりとしているが空気がおかしかった。

「何があったんだ」

「は、はい！　実は」

　メイドの声を打ち消すように叫びが聞こえた。

「こっちでも一人よ！　誰か手を貸して！」

「お湯が足りないわ！　持ってきて頂戴！」

　怒号が飛び、使用人達がバタバタと走っていく。

まるで野戦病院だな。

どれ様子を見に行くか。

　皆の目的地は俗にハーレムと言われている別館のようだ。

渡り廊下を歩いていると、後ろから布を抱えたメイドがすごい勢いで走ってきた。

「領主様！　失礼をば！」

　俺の横を一礼だけして走り抜ける。

セリアがとがめようとしたが鬼気迫る様子に自重したようだ。

「あぁ……そろそろですもんね」

（大変だ　大変だ　どうしよう　大変だ）

　ケイシーが混乱しながら八の字に飛びまわっている。

あ、柱にぶつかって落ちてきた。

顔がへこんでいるので手で形を整えておいてやる。




「手を貸そう」

「え？　領主様!?　そんな恐「いいからよこせ」

　メイドが桶で運ぼうとしていた綺麗な水を樽ごと持ち上げて運び込む。

運んだ先では産婆が獅子奮迅の働きを見せていた。

　別館で囲っていた女達二〇人が産気付いているらしい。

無論全員ではないが、ゴブリンから救っての乱交で孕ませたので種付けた日が同じだ。

どうしても出産日は重なってくる。

「そっちの人は大丈夫、取り上げるだけよ。こっちは良く見ていて、血が多かったら教えなさい！　清潔な布を早く、多ければ多い程いいわ」

「命の危ない者はいないか？」

「領主様、ええ皆さん概ね安産ですよ」

　その割には苦しそうな声も多いが。

「痛い痛いーー!!　死んじゃう!!」

「我慢なさい！　女でしょ！」

「これはどっちにおけば……あれ……うわ、私も来ちゃった！」

「もうお一人、産気付きました!!」

「アリス！　お尻いじってないでお湯沸かして！」

「手首まで入れちゃったら抜けなくなったの……」




「これでも皆さん十分安産です。今までのお産が女を舐めているような出産だったのです」

「まぁいい。命が危ない奴がいたら遠慮なくいい薬を使ってやれ」

「はい、助かります!!」




　その後、僅かな日付の間に二〇人全員が出産し、幸いなことに流産・死産は一人もおらず、母体も皆無事だった。

「二〇人全員が健康に生まれるなんて……」

　呆れたように言う産婆。

「いいじゃないか、健康なのに文句はあるまい」

「勿論そうなのですが……領主様のソレのご利益なのでしょうか」

　出産は本来命がけの行為で、子供も女も一割程が死んでしまうのが普通らしい。

二〇人の母子が一人も欠ける事がなかったのは驚くべきことなのだそうだ。

この老女の力も大きいだろう、特別な褒賞を出しておこう。

「褒賞もありがたいのですが一つお願いしてもよろしいですか？」

「あぁ何でも言ってくれ」

　すると老女は二〇後半の女を連れて来た。

さして美人ではないがおっとりした落ち着く雰囲気の女だ。

「娘にございます」

「ふむ」

　大きな腹、既に臨月に近いだろう。

「失礼致します」

　そういって娘は俺の前を開いて逸物を取り出す。

さすがに妊婦は抱かないぞ、流産してしまう。

「どうか元気に生まれますように……」

　だが娘は取り出した逸物を撫でながら願をかけているようだ。

「もっと真剣にお祈りしなさい。きっと元気な子が生まれるわよ」

　これが産婆のやりたかったことらしい。

俺の逸物は安産の精霊ではないぞ。

「どうか元気な子をお授け下さい」

　そんな事は知らんが、モノを撫でて満足するならいくらでも撫でてくれ。




　そして町に妙な噂が広がり、視察に出ると妊婦達が俺の逸物を撫でてくるようになったのだ。

興奮して襲い掛かろうにも妊婦ではどうにもならない。

仕方が無いので出産後にこっそり摘んでやることにしよう。

「アドルフ、子供が二〇人生まれたから別館をもう少し増築したいのだが」

「……」

　これでよし。
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「これが鋼の塊か、初めて見たよ」

　ラーフェン街壁近くに並んだフィリッチ商会の隊商、彼らの馬車に重量限界まで満載されているのは稼動し始めた鉱山から取れた鉄、そして少量ではあるが鋼だ。

「鍛冶屋でもなければ機会はありませんからね。でも間違いなく鋼の塊ですわ」

　ラーフェンから鉄鉱石を交易に出しても重く安いので赤字は必至だが、塊に精製すれば話は別らしい。

既に鉱山の近郊には石を鉄にするための施設も出来つつあるとのことだ。

「今はまだ生産は限られていますが、高炉が完成すれば何倍もの量を供給できます。むしろ掘り出す鉱夫と運ぶ馬車の数が心配になるほどです」

　周辺の村からラーフェンに集めた木材を製鉄の燃料として鉱山町に運び、帰り道に鉄を積ませるらしい。

さすが商人、馬車にも無駄な動きをさせないな。

「製鉄か……結構な技量が要りそうだがそんな人材がいたんだな」

「肝心な部分は囲った職人を使いましたけど、あの場所に住んでいた者達……火の民でしたっけ？　彼らを雇って働かせています。何しろ食うに困って子を殺すほどに困窮していた者達ですから多少安くて厳しくても……「コホンコホン」

　クレアの後ろでローリィがせきをする。

やりすぎるなよ。

「最近は王都で鉄価格も上昇していると聞きます。さぞ大きな儲けが出ていることでしょう」

　アドルフが口を出してきた。

通常領主としては鉱山の使用料や出荷する製品に税金をかけたりするらしいが、鉱山町の建設から人の手配までクレアにやってもらっているので譲歩も必要だった。

　燃料の木材や人件費、馬車の経費などを引いた、「上がった利益」に応じて税金を徴収する。

つまりは彼女が儲ければ儲けるほど、こちらもいい思いが出来るのだ。

「まぁ、うふふ。そうでもありませんわ、大赤字かもしれませんのに」

「それも夏前にしっかりと吟味させて頂きます」

　アドルフとクレア間に火花が散る。

ちなみにこの件に関してはアドルフに一任すると約束させられた。

クレアが上で腰を振る度に減税されては敵わないそうだ。




　隊列が準備を整えて王都へ向けて出発しようとしている中、一人の女が馬車を覗きこんでは、なにやらメモしている。

「アレは……？」

　セリアも目敏く気付いたようだ。

「間諜でしょうか？　捕えます」

　馬から飛び降りるなり、一気に加速したセリアは相手がこちらを振り向いた時にはもう至近距離にまで迫っていた。

「!!」

　女が口を開く前に後ろに回って首筋にナイフを突きつける。

「動くな、大人しくせねばこのまま掻き切るぞ」

　見事な手並み、やはり素早さに関してはセリアに勝てる者はまずいない。

「離しなさい無礼者！　私はゴルドニアの……」

「いいから来い！」

　セリアに引きずられるように俺の前に連れて来られた女はセリアを睨みつけて叫ぶ。

「離せ！　私はゴルドニア名誉騎士爵にして情報官、［レベッカ＝ブレイズ］だ！　無礼は許さんぞ！」

「離せセリア」

　まったく信じていないセリアに解放を命じて俺が前に出る。

「ハードレットだ、証明できるか？」

　女は一瞬驚いた顔を浮かべたが、すぐに懐に手を突っ込んで王家の印が入った書類を取り出す。

「見るぞ」

　そこにはこいつの名と身分が確かに「情報官」と記されていた。

ふむ、本物のようだ。

「確かに。部下が悪いことをしたな」

　セリアはしょぼんと小さくなってしまう。

そんなに気にするな。

「だが来るなら知らせてくれればそれなりの準備をしたのだが」

　名誉爵とは本人限りの爵位、家も作れないし世襲も出来ないが、彼女個人に限っては貴族として扱うと言う事だ。

こちらも貴族として扱わないといけないが、俺とは爵位にかなりの違いがあるのでそれほど気を使うことはないだろう。

「いえ……それには及びませんので……」

　レベッカは気まずそうに眼を逸らす。

情報官とは初めて聞く役職だが俺にとってあまり歓迎出来る訪問ではなさそうだ。

「そう言わずに食事でも取ろうじゃないか。美味い肉があるよ」

　埃をはたいて立ち上がったレベッカを観察する。

短い黒髪の小柄な彼女はやや冷たい雰囲気があるが、十分に美人だ。

ハーフパンツと長めのブーツの間に見える足はほっそりとしていて折れてしまいそう、体の肉も全体的に薄く、ぴっちりしているはずの上着だが、胸の盛り上がりはまったくない。

　抱くとすれば圧し掛かっては苦しいだろうし、後ろから小尻に叩き込んでは体を痛めてしまう。

やはり上に乗せてやるか、いっそ持ち上げてやるのがいいだろうな。

「ハードレット卿、いかがなされました？」

　レベッカの声で我に帰る。

いかんいかん、頭の中で彼女を持ち上げて腰を振っていた。

「なんでもないですよ。さあ行きましょうか」

　腰に手をやってエスコートしながら少しだけ尻を触ってみる。

やはり引き締まった小尻だ、顔の上に乗ってもらうのも捨てがたいな。

むくむくと大きくなる逸物を見られないように気をつけながらレベッカを案内する。







「さて、ではご用件をお聞きしても宜しいでしょうか？」

　食事を終えた俺は茶を飲みながら、あえてなんでもないように語りかける。

出来ればベッドで話し合いたいのだが、彼女は表情を緩めず、冷たい雰囲気を崩さない。

「お話する様な事ではないのですが」

「理由も言えずに領内で不審な行動を取るのではセリアの対応は間違って無かった事になりますかな？」

　少しぐらい対立もあった方がベッドに入った時に燃えるだろう。

「……人払いを」

　言葉と同時にセバスチャンと使用人が退室する。

セリアは居座るつもりのようだがそれではレベッカが納得しまい。

「すまんな」

「うぅ……」

　泣く泣く退室するセリア、残ったのは俺と彼女だけだ。

今ここで襲いかかってなんとかモノにする事は出来ないだろうか、いや無理かやめておこう。

「隠し通せぬのでお話します。今回の訪問、失礼ながらハードレット卿にある疑いがかかっております」

　なんだろうか、王に貰った宝槍をひん曲げたことか？　それともカトリーヌの事だろうか。

山の民を従えたのがばれたか？　まさかクラウディアの旦那が何か言ってきたのだろうか。

考えれば一杯秘密があるぞ。

「伯の領からの隊商が馬や、先ほども出た見た事もない肉、更に最近では精製された鉄までを運んでいることに王宮は注目しております」

　なんだそんなことか。

いつかばれる事だし、悪いことをしている訳でもない。

カトリーヌやクラウディアの事よりもずっとマシだ。

「なにしろ辺境未開の地、色々と新しい発見もありましてね」

「王宮は伯が南部国と密交易を行い、関税抜けをしている疑いを抱いています」

　それは予想外だった。

確かに突然色々な産物が流れてくればそういう疑いを抱くのかもしれない。

特にゴルドニアは軍備増強を進めている上、大規模な鉄鉱山があるマグラードとの交易が出来ない状況にあり、関税さえ抜ければ他国から鉄を輸入しても十分に利益が上がるほど鉄の価格は高騰している。

「それで隊商の調査ですか」

「他国から来た荷ではなかったようですが、ラーフェン内に大規模な精製設備はありません。疑いは未だ晴れておりませんよ」

　どうしたものか、この場で突っぱねても彼女には情報官の肩書きがある。

強権でどうにかするのは得策ではない。

　鉄鉱山の場所を教えて馬を貸してやれば、何も知らずに一人でトコトコ向かう彼女は高確率で黒獣の胃に収まるだろうが、美女を死なせることは出来ない。

　安直に鉄鉱山や山の民の事を知られるのも良い選択肢ではないだろう。

とは言え、このまま嗅ぎまわられれば思わぬ事がばれてしまうかもしれない。

　俺が考えているのを見てレベッカは周りを確認し、すっと顔を近づけてくる。

これはありがたいと俺も唇を寄せる。

「違います！」

　なんだ残念。

　耳元に口を寄せてきた彼女は部屋の外には絶対に聞こえない小さな声を出した。

「領地内を嗅ぎまわられるのが不愉快な事はわかります。領主には言えぬ事もあるのでしょう」

　レベッカは少し考えてからまた話す。

「しつこく調べはしませんから何か手柄を下さいませんか？　情報官は新設された役職なのでライバルは皆横並び、頭一つ抜けたいのです」

　ふむ、俺も情報官など聞いた事がなかったからつい最近出来たのだろう。

最初に踏み出した一歩が後々の大きな差となる事は多い。

よし、この美女に乗せられてやろう。

アドルフとクレアに叱られることになるだろうが仕方あるまい。

「供給される鉄の詳細ならどうかな？」

「十分です」




　俺は鉄鉱山の発見と開発、そしてついでに周辺に出る黒獣の事について話した。

「鉄鉱山……蛮族領域にそのようなものが……」

　一方で彼らを支配していることは伏せる。

「最近ようやく軌道に乗ってね。あの領域も陛下は自由にしろとおっしゃった、自国内なので関税の話にはならないでしょう」

　王都での商売の税は今でもクレアが払っているだろう。

「確かに……ですが鉱山となれば税がかかる。いえ、王宮と利益を分ける話になるかもしれません」

「そこはなんとかうまく言っておいてくれると助かる」

「……私は王国の情報官、貴方の部下ではありませんよ？」

「だから命令ではなく頼んでいるんだよ」

　レベッカは少し考える。

「その鉱山を直接見せてもらう事は？」

「護衛付きならば」

　護衛は二つの意味がある。

一つは彼女が黒獣の胃に入らないように、もう一つはいらん所に顔を突っ込まないようにだ。

「お願い致します。……それと今回の件、伯に直接教わったのではなく、私が独力で突き止めた事にしてもよろしいでしょうか？」

　その方が大成果となって出世の助けになるのだろう。

「いいですよ、この訪問は私が貴方を食事に誘っただけとすればいいでしょう」

　俺の女好きは良くも悪くも知れ渡っている。

レベッカのような美女に声をかけるのは息をする程に当然と見られる。

「木材を運搬する馬車は明日にでも出ます。それに便乗して行けばいいかと」

「助かります。王宮には良いように報告しておきますね」

　さてここからが本番だ。

「馬車が出るのは明日なのですが、食事に誘っただけでは不自然です。是非一晩泊まっていきませんか？」

「はぁ……あまり親しくするのは互いに良くないと思うのですが」

「では一発……いえ、少し休んでいくだけでもどうでしょう」

「……宿を探して参ります。今後も良い関係を築いていきましょう」

　レベッカは丁寧に一礼して去ってしまった。

あぁ、締まった小尻……きつめの美女が逃げてしまった。




「もうよろしいでしょうか？」

　客人が帰ったのを見てリタが入室してきた。

「リタ、しゃぶってくれないか？」

「いきなり何を？」

「頼む、咥えて欲しいんだ」

「わかりました……御奉仕致します」




　リタは机の下に潜り込んで口技を始める。

だがここは食堂なのでやがて使用人達が次々と入ってくる。

テーブルクロスの下に潜り込んだリタはメイド達に気付かれることなく奉仕を続け、遂に俺を射精させたが、種が喉に入って盛大に咽てしまい、一〇人近いメイドに逸物を咥えて居る所を見られる羽目になったのだった。

「……悪かった、道具みたいに使ってしまったな」

　レベッカに振られたもんもんをぶつけてしまった。

悪い事をしてしまったな。

「いえ、私はハードレット様に使って貰えると嬉しいですわ。どんな嗜好でもお付き合い致します」

　健気な女だ、俺もきっちりと応えてやらないといけない。

「今夜は閨においで、詫びも兼ねて一晩中可愛がってやるぞ」

「光栄ですわ」

「このでかい尻が真っ赤になるまで腰をぶつけてやる」

「そんなに言われては……垂れてきてしまいます……」




「ね、ねえ。私達見えてないのかな？」

「メイド長が旦那様にべた惚れなのは知ってたけど……すごいね」

　メイド達が真っ赤な顔で見守る中、リタの尻をなで唇を奪う。

そろそろこいつも妊娠させてやりたいな。










「それで言ってしまったと」

「いう訳ですわね……」

　アドルフとクレア、レオポルトが溜息をつく。

これは失敗だったかな？

「しかし、そう悪手ではないでしょう。町や街道の建設に多数の人夫を動かし、鉄を出荷する以上露見は時間の問題でした。今回の事は王宮から情報官なるものが来た時点で選択肢は少ない」

　レオポルトが俺をかばってくれるとは珍しい。

「まぁそうですね。下手に隠してそのままばれるより、多少なりともマシな報告になるかもしれません」

　アドルフも俺がばらした内容については許容範囲と見たようだ。

「ふむ、お名前が分かれば押えられますわ。名誉の騎士爵ごとき、金貨二〇〇も積めば……」

　賄賂はやめろ、そういうのが効くようには見えなかった。

「反対にそのレベッカ＝ブレイズ情報官を押し上げるのも手です。情報は全ての基本です。こちらの息のかかった人物に出来ればその利点は計り知れません」

「そういう考え方もあるか」

「例えば山の民の領域で彼らが集結しつつある……などと彼女が掴むのはどうでしょう」

「おいおい、嘘を言ったら余計立場が悪くなるぞ」

「嘘ではありません。情報を掴ませてから本当にすればいいのです。ハードレット卿が山の民を動かし、それを討伐する……ふりをして演習でもすればいいのでは？」

　黒い奴だ。

だが面白いな。

押し上げてやればいずれあの美女を抱けるかもしれない。

細い太ももを抱えて顔面に騎乗させたいものだ。

「ハードレット様……」

「あらまあ」

　アドルフとクレアの呆れた声、レオポルトは既に退室したようだ。

見れば逸物が大きく勃起し、ズボンを盛り上げていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　春

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十四万人　中心都市ラーフェン 一万五千人

麾下軍　三千（弓騎兵除く）

財産　金貨四万七千枚 労役（三〇〇）軍召集（六〇〇）別館増築（二〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

リタ（メイド長）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

クレア＆ローリィ（ブラック商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一二五人　産ませた子三一人








第１３９話　女王の危機　♯







「どう？　こっちの方がいいかな？」

「ああ、その大きい振り方の方がいい。やっぱりメリッサの腰使いは最高だな」

「ふふ、技術はまだまだ負けないよ」

　ベッドの上、俺に乗ったメリッサは胸に手をついて腰を動かす。

　その激しい動きと肉の当たる音に同じくベッドに入っているヨグリとマリアはやや呆然としている。

「レアちゃんもすごく上手いから私も、うかうかしてらんない」

　確かにレアは嬲られ続けていたので年齢の割りにとんでもない性技の持ち主だ。

　生来の名器な上に、痛みも怪我も恐れずに捨て身で来るのでメリッサよりも凄いこともある。

　だが、騎乗位での腰振りではまだメリッサに分がある。

「お前達も乳をくれ」

「あ、うん」「どうぞ～」

　ヨグリが差し出す巨乳をもみしだいて乳首を舐める。

「わ、まだ大きくなるね。いつか私の穴でも受け止められなくなっちゃうかも。よーし……ううぅぅ！」

　メリッサは腰を止めてから更に体重をかけていく。

　ミチミチと音を立てながら逸物は子袋の中に入っていく。

「いいぞ、気持ちがいい」

　貧乳故に、覆い被さるようにして差し出されたマリアの乳を咥えて吸い上げる。

「あん！　お乳……美味しい？」

　この中で母乳が出るのはマリアだけだ。

「あぁ、クロードの分は大丈夫か？」

　息子のクロードは乳をよく飲むらしいからな。

「大丈夫だよ～エイギルさんに抱かれるとお乳いくらでも出るんだ～」

　俺の逸物を撫でると安産になるという噂と一緒に、俺に抱かれると乳の出が良くなるなんて下らない噂も流れていたな。

　……そのお陰で先日も出産後の人妻を三人程頂く事が出来たのだが。




「ごめんなさい！　私もう!!」

　子宮内で肉棒を攻めていたメリッサが限界のようだ。

　体を倒させてキスをしてやると安心したように微笑み、ぶるりと体を震わせる。

「おっ……おおぉぉぉぉ!!　あぅぅーー!!」

　メリッサは俺の胸の中で絶頂し、ビクリビクリと何度も痙攣してぐったりとなった。

「良かったか？」

「はぁ……はぁ……はい。もう動けない……」

　よしよし、横に転がって眠っていろ。

「さあ、次はお前達だぞ」

「「はい！」」

　ヨグリとマリアは重なってこちらに尻を向ける。

　四つの穴、どれから頂こうかな。

　一つ一つ指を入れて遊んでいるとドアから控えめなノックがする。

　入って来たのは申し訳なさそうなカトリーヌだった。

「私はモルトへついて行けたからお預けになってたけど……我慢が……」

　淫乱なこいつに我慢は酷だな。

「よし、そこに寝転べ」

　カトリーヌはパッと明るい顔になり、たちまち服を脱ぎ捨てて全裸となった。

　穴が六つになった。

　いっそ全部掘り進めようか。

　まずはヨグリのすぼまったこいつを頂こうか。

「あっ!?　お尻ぃぃぃ……あぁぁぁぁぁぁぁ、あああーーーー!!」

　うむ、狭くていい感じだ。

「切れちゃうよぉ!!」

「大丈夫、油塗っておくよ」

　マリアとカトリーヌが肉棒に油を塗っていく。

　ヨグリは尻も結構大きいから問題は無いだろう。

「そういえばセバスチャンから聞いたが、小遣いを返しているんだってな」

　ゆっくり腰を振りながらヨグリの耳元で囁く。

「あうっ！　それは……脚本が当たって、お金貰えたからせめてお小遣いぐらいは自分で……うう！」

「そうか、頑張っているんだな」

　そういえば劇場の支配人が最近客の入りが上々でなんとか働いている者の給料ぐらいは出せるようになったと言っていた。

　それにヨグリも一役買っているらしい。

　褒美にずんと突いてやる。

「あうあっ!!　迷惑かけた分貴方には恩返ししたいからぁ……うああ!!」

　可愛い女になった。

　ケツを掘りまくってやろう。




　用意された六つの穴を全部掘り、尚もへばりついてくるカトリーヌに肉棒を吸われながらまどろんでいると、再びノックが聞こえる。

　また女が来てくれたのかな？

「エイギル様、失礼します！」

　入って来たのはセリアだった。

「セリアか、そこに仰向けになれ。お前の尻の穴もほじってやるぞ」

「違います！　モルト王国に潜ませていた浣腸から連絡……間違いました。間諜から連絡が入りました!!　エイギル様が尻の話をするので間違ったじゃないですか！　どうやらトリスタンの読み通り叛乱が起きたようです」

「そうか……彼女がな」

　寝床で話をねだるセレスティナの笑顔が浮ぶ。

　女王たる彼女はきっと助かっていないだろう。

　仕方ないとは言え、いい気分ではない。

「連絡によると女王を支持する兵達が王宮に立て篭もり、抗戦しているようです」

　まだ彼女はやられていないのか、ならば詳細を聞く必要がある。

「セリア、レオポルト達を執務室に集めろ」

「はい!!」

　跳ね飛ぶようにセリアは駆けて行く。

「カトリーヌ、悪いが少し耐えてくれ」

　種を全部出して冷静に物を考える必要があった。

「ん……んぼぉ！　んぐ、んご、んおお！　んんんっ!!」

　カトリーヌの頭を掴んで激しく腰を振る。

　むせ返りながらも彼女は尻に回した手を離さず、最後は喉奥に精を受け止めた。

　射精が終わるとベッドに倒れこんでしまった。

　後で乱暴の埋め合わせはしよう。

　その間にふらつきながらも立ち上がったメリッサとマリアが服を着せてくれる。

　ヨグリは失神してしまっているようだ。

　さあ女も食ったし働くとしようか。







「説明しろ」

　執務室には既にレオポルト他、全員が集まっていた。

「間諜からの連絡は三日前時点のものです。モルト王国で叛乱が発生、首謀者は長男イラリオと次男のパブロ、これを軍の一部が支援する形で起こりました」

「彼らはただの人形、実質はブルータス卿の計画でしょうね」

　レオポルトの説明にトリスタンが口を出す。

　俺以外の全員が立っている中、一人座ってお茶を飲んでいたが、セリアに睨まれて渋々立ち上がる。

「しかし反乱者は兵の全員を従える事には失敗したようです。反乱軍の兵力は大まかにしかわかりませんが四千程度、一方女王側にも五〇〇程度の兵が残っているようです」

　前王は間抜けだったが人望はありそうだった。

　セレスティナも恨みを買うような少女ではない。

　さすがにあの兄弟につくのを良しとしない兵も結構いたのだろう。

「反乱軍は既に王都を制圧したようですが、女王の軍は王宮に立て篭もっているようです」

　四千対五〇〇、野戦なら一戦で終わりだが、あの王宮はなかなか立派な建物だったから、入り口を固めてしまえば力押しは難しい。

　焼け落としてしまえば簡単だがそれはしないだろう。

「王族を立てているなら王宮を灰にすれば正統性が傷つきますよ。時間がかかっても原型を留めたまま手にしたいはずですねぇ」

「しかし、兵力差は歴然、陥落は時間の問題でしょう。モルト王国の政変など我が方には無関係ですが、混乱に乗じて盗賊や敗残兵が国境を越えるかもしれません。念のため国境の警備を強化しましょう」

　レオポルトの案は確かに正しい。

　だが俺の考えは違っている。




「今から王都ビアードまで突っ込んで女王を助ける事は出来ると思うか？」

　場が一瞬止まり、セリアが頭を抱えた。

　それでもレオポルトは忠実に、しかし冷たい声で答えを出す。

「王宮が後一週間持ちこたえれば可能です。我が方は現時点でも四千を動かせます。反乱軍の兵力と推定される練度を考えれば十分に撃破出来るでしょう」

　まぁそうだろうな。

　ブルータスは名将らしいが、平和に慣れた兵と俺の所のように戦争ばっかりしている兵では同数でも戦力はまったく違う。

「しかし、現実には不可能と言えるでしょう」

　なんだそりゃ。

「今、出来ると言ったじゃないか」

「やれば出来るかと言われれば出来ます。しかしモルトが小国とは言え、四千の兵で全土を制圧することは不可能ですし、犠牲も出るでしょう。お忘れではないと思いますが、秋の終わりにはマグラードとの停戦が切れます。それに合わせて兵力を整える計画が全て壊れます」

「それはそうだが」

　長い間、兵を置くわけにはいかないし、王にもモルトとの条約は自由と言われたが戦争をふっかけて良いとは言われていない。

「更に大義もありません。我らが勝手に軍を入れれば目的はどうあれ侵略と見られます。王にも睨まれますし、へたをすればマグラードとの戦争時に南部諸国が敵に回るかもしれません」

　それは困る。

　背後を突かれればラーフェンを守り切れないかもしれんし、王と喧嘩になったらエイリヒの胃に穴が空いてしまうだろう。

　だが見捨てるのはあまりに後味が悪いな。




　だが天は哀れな少女を見捨てなかったようだ。

　悩んでいる所に面白い文が舞い込んだのだ。

「至急ハードレット伯爵にお目通り願いたい！　私はモルト王国女王、セレスティナ様の勅使として参りました!!」

　使者は王宮が包囲される直前に飛び出せたらしい。

　全員の前で格好をつけながら文を開く。




［おにいさまと悪い人がおそってきました。どうかたすけてください。セレスティナ］




「……」

　セリアやマイラは硬直している。

　トリスタンはまた溜息を吐いた。

「レオポルト、これで正当性はあるか？」

　さすがに誰かに聞かないと不安になる。

「あります。この文はモルト王家の印がある王の直筆、ハードレット卿への正当な援軍要請となります」

　叛乱軍の前に風前の灯とは言え、未だモルト王国の支配者はセレスティナだ。

　彼女が呼んだのならば俺が介入しても侵略ではない。

「しかし我々の兵力の問題は解決していません。今損害を出す事は許容出来ませんし、長く続く戦も出来ませんよ」

「心配いらんさ。俺は政権を助けるつもりはない、助けるのはセレスティナ個人だけだからな」

　王宮に飛び込んで小さな女王を助け出せれば満点だ。

　その他の事は弱肉強食と思うしかない。

「二〇〇揃えろ。それだけでいい」

　歩兵を率いては手遅れになる上、情報官とやらがうろついている中で千単位の兵を動かすのは好ましくない。

「……また飛び込むのですか？」

「危険すぎます！」

「エイギル様に何かあっては!!」

「僕は行きませんよ」

「王宮から子供一人連れ出すだけだ」

「行きは奇襲になるでしょうが、連れ出す時は強行突破になりますよ」

「絶対に激戦になります！」

「他国の王にそこまでしてやる義理はありませんよ」

「僕は行きません」

「駄目そうなら大人しく引き上げるさ。俺もここで死ぬつもりはないしな」

　俺がそう言うと全員が諦めた顔を見せる。

　今更考えを曲げることが無いのを知っているのだ。

「セリアは駄目と言ってもついて来るだろう？　「当然です！」イリジナとマイラも来い」

　今回の突破は策よりも直接的な強さが重要だ。

　彼女達よりも強い者は男でもまずいない。

　ルナ、ルビーとピピも声を出すまでもなく頷いている。

「行くなら率いる兵は重装騎兵にすべきでしょう」

　レオポルトは俺が行くと決めたならその中で最善を示してくる男だ。

「理由は？」

「軽装では速度に優れますが、既に包囲されている以上、突破にはあまり向きません。更にモルト王国の兵は盗賊や魔物狩りの経験しかありません。重装騎兵の突撃など受けたことがないでしょう。数以上に浮き足立つ事が期待できます」

「わかった、そうしよう」

　レオポルトの案にケチをつける必要はまったくなかった。

「それはいい。何しろ私は馬に乗れませんからね」

　トリスタンは露骨に安堵していた。

　だが安穏とはさせんぞ。

「お前にも何か助言を貰おうか」

「うーん、特に無いのですが……」

「もし俺か女達の誰かが死んだらお前の生活がこのままになるかな？」

　本来こいつは農民反乱の首魁、他の頭と同じように鉱山で労働しているのが普通なのだ。

　それをしていないのは策士としての非凡な才を見込んだからだ。

　助言も出来ないなら改めて考える必要がある。

「……わかりました……考えますよ。でも一緒には行きませんからね！」

　ちょっと子供を助けに行こうじゃないか。
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　余談　少し前　リタの淫夢

　リタはゆっくりとメイド服を脱いでいく。

　裸体を晒すのはもちろん主に肉体で奉仕するためだ。

　主も服を脱いで行き、最後の一枚を残すのみとなった。

　あの下着を降ろせば彼女が夢中になっている巨根が飛び出るはずだ。

　何度も味わっているモノだが、飛び出す瞬間はいつも唾を飲んでしまう。

　だが、今日はまったく違ったのだ。

「えっ!?　な、なんですかそれは……!?」

「うん、少し大きくなってな」

「少しって……」

　そこにはあるのはもはや逸物ではない。

　彼自身の身長よりも遥かに大きなモノは先端を天井に擦っている。

「怪物……」

　怪物並みに大きいのではなく、男根そのものが怪物だった。

「さあ、入れるぞ」

　入る訳がない。

　普段の逸物でも十分に濡らさないと肉が裂けてしまいそうになるのだ。

　そもそもこの逸物はリタの身長よりもずっと大きく、胴回りよりも太かった。

「巨根が好きなんだろ？」

「好きですが……こんな常識外れな……死んでしまいます」

「容赦はしない」

　主はリタを後ろからがっちりと掴んで逸物を押し当てる。

　全てを捧げた自分が抵抗する訳にはいかないとリタは力を抜く、だが入るはずがないと思っていた。

「うおおおおお!!」

　獣の咆哮とともに尻が歪むほどの力で肉棒が押し付けられる。

「ぎゃああああああ!!」

　思わず悲鳴が漏れる。

　肉の裂ける音が響き、激痛で頭が真っ白になった。

　死んでしまう。

　はっきりとそう実感した、主は自分を死なせるつもりなのかもしれない。

「リタぁぁぁ!!」

　凄まじい圧迫感に意識が遠くなっていく。

　もう股間は二目と見られないことになっているだろう。

　だが不思議と恐怖も恨みもなかった。

　愛する人の巨根で殺される。

　これ以上幸せな事があるだろうか。

　死ぬとすれば最後に挨拶しないといけない。

　リタは振り返り、愛する主、最高の男性にどうしても言いたかった言葉を叫んだ。







「デカチンさいこおおおおぉぉぉぉ!!」

　リタは自分の絶叫で眼が覚める。

　辺りを見回すがいつも通りの寝室、特に変わった事はない。

「夢……なんて夢……」

　一応股間を確かめるが破壊されてはおらず、いつも通り手が入る程度の女穴だ。

「ほっとしたような……惜しいような……」

　複雑な表情を浮かべていると廊下からパタパタと足音が聞こえ、ノックと同時に扉が開く。

「メイド長！　ご無事ですか？」

　飛びこんできたのは夜番のメイドの一人だった。

「何事ですか？」

「先ほどこちらの方で不審な叫びが聞こえたんです！　不審者かもしれません、メイド長は何も見ませんでしたか？」

　リタは冷や汗を隠して冷静に答えた。

「見ておりません。警備兵に言って屋敷を探させなさい」

　犯人など出てくるはずもない。

　さっきのはリタ自身の魂の叫びなのだから。

「野太い女の声でした。御領主様の屋敷で卑猥な絶叫を上げる不埒女などすぐに捕まえないと！」

「そ、そうですね。私も着替えてすぐに向かいます。気をつけて探しなさい」

「はい!!」




　その日、明け方まで不審者探しが続いたがなんの手がかりも得られなかった。

　メイド達は心配したが、リタは気にすることはないとそれ以上の捜索を打ち切らせた。

　今日もラーフェンは平和だった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万二千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

　麾下軍　三三〇〇（弓騎兵除く）

　財産　金貨四万八千枚 労役（四〇〇）新規召集（九〇〇）出陣準備（七〇〇） 鉱山利益（＋三千）←変動有

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（巨根大好き）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（ブラック商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二八人　産ませた子三一人

少しストーリー混乱してます。

今後なんとかまとめていきます。










☆臨時人物紹介

新規登場キャラが増えたので年度途中ですが増えたキャラだけ紹介します。









　　　　　　　　　　　　　　　　　　自国・味方

［トリスタン］

　二一歳　金髪　呼び方　伯爵様・伯

　天性の策略家でその才能は多岐に渡るが、怠け者で仕事嫌いで責任感が無い。

　お茶と読書をこよなく愛し、武芸は素人以下、馬にも乗れない。

　溜息ばかりつきネガティブな発言が多い。

　主人公に半ば強制的にラーフェンに連行され、働かされている。

［ギド］

　一五歳　山の民　黒髪　呼び方　族長（エイギル様）

　主人公の護衛隊に所属している。天性の戦闘センスがある。同い年の妻がいるが、ルナに焦がれていた。

　色々な意味で主人公を尊敬している。

［レベッカ＝ブレイズ］

　二二歳　黒髪　身長一五五　寸胴　呼び方　ハードレット卿　伯

　王国情報局所属で名誉騎士爵、元騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報役に

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

［レティシア］

　二三歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　ゴルドニアからラーフェンに移住してきた姉弟の姉

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

［シャロン］

　一四歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの弟、中性的な見た目と声で女性と間違う事も。

　小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に惚れてしまっており、全てを捧げたいと思っている。

　尻で男を受け入れる練習をしている。

［リリアーヌ］

　二二歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　伯爵様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

［バルバノ］

??　歳　ドワーフ族　呼び方　友

　ドワーフ族の中で力を持つ男　剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強く、鍛冶の技術もピカ一

　主人公を友と認めている

［フランメ］

　六〇歳　火の民代表　隻眼

　鉱山の近くで細々と鍛冶をして暮らしている火の民の指導者

　最近クレアに一族まとめて雇用された。

　労働条件は厳しいが今までの生活よりずっといいので気付いていない。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　モルト王国

［セレスティナ＝モルト＝コルティス］

　一〇歳 金髪　身長一三五　子供体型

　モルト王国女王。元気で明るく好奇心旺盛。

　父の浅はかな愛で女王となる。

［ディエゴ二世］

　四八歳　モルト王国前王

　激しく跡目を争う息子二人ではなくセレスティナに王位を譲って隠居

　人はいいが政治センスはあまりない。

［イラリオ＝ベルゼイ］

　二五歳　公爵

　ディエゴの長男、陰険にして根暗で根性が相当悪い。

　一応文官派だが人望は〇。

［パブロ＝ダラス］

　二三歳　公爵

　ディエゴの次男、傲慢にして乱暴で根性が悪い。

　自分に武勇と軍才があると信じている。

　一応武官派だが人望は〇。

［ラボイ＝ボルボン］

　五五歳　摂政侯爵

　凡人だが他がひどいので摂政になった。

　ディエゴと同じくセレスティナを甘やかす。

［メルドゥス＝ブルータス］

　三五歳　辺境伯

　モルト王国最高の軍人だが王国に反旗を翻す。

［バボン＝ムルーニー］

　四〇歳　侯爵

　侯爵だが無役、乱発侯爵の一人で善人である事以外にとりえは無い。








第１４０話　脱出







「進め進め!!」

　俺に続くのは重装騎兵二〇〇、護衛隊と騎兵隊の精鋭達だ。

　弓騎兵は強力だが防御力には劣り、強引な突破作戦で運用すれば少なくない犠牲が出るだろう。

　今回の作戦には不適だった。

　本来速度では劣る重装騎兵だが、普段の行軍からは考えられない急使のような速度で駆け抜ける。

　率いる数が少ないので換えの馬も十分に揃えられているから多少の無理は効く。

「足を止めるな！　ちんたら進んで王宮が陥落していたら道化だぞ」

　普通に行けばラーフェンから一週間はかかるだろうが、それだと城砦ではない唯の王宮が持ち堪えられるかは怪しい。

　少しでも急がねばならない。




「ゴルドニア兵!?　一体なんのつもりですか！」

「セレスティナ女王の要請による！　王印を見よ！」

　武装した重騎兵が駆け抜けると町ごとに警備兵が慌てて飛び出してくるが、セレスティナからの手紙を持ってきた使者が先導し、手紙を見せて大人しくさせていく。

「こ、この幼稚な文は確かに陛下、しかし何があったのですか？」

　どうやら事は王都近郊だけで起こっており、離れた領主や町にまだ情報は届いていないらしい。

「説明している時間はない！　……すぐに分かるだろう」

　話を切った使者を呆然と見送る警備兵達、先に王宮が陥落し、王が変わってしまえば彼らも全て敵に回るかもしれない。

　町ごとに蹴散らしながら進むのは不可能ではないが得策でもない。

　とにかく今は駆け抜ける必要があった。




　軽騎兵でも三日、重騎兵ならばもう一日かかるだろう距離を馬を換えながら二日での強行軍。

　飛ぶような速度で進み、モルト王国王都ビアードが視界に入る。

「多少の煙は見えるが……燃え盛っている訳ではなさそうだ」

「と言う事は未だ王宮は持ち堪えているのでしょうか？」

　マイラの質問には答えられない。

　派手な落城にならなかっただけで既に終わっていることも考えられるからだ。

「門が閉まっています」

「ち……」

　セリアが苦虫を噛み潰すように言う。

　門を開けるのはかなりの時間と労力がいる。

　間違いなく敵は体勢を整えるだろう。

「いえ、大丈夫です。このまま進んでください！」

　だが先導してきた使者は速度を緩めない。

「罠ではないんですか？」

　マイラは疑っているが、ここで手間取ればどの道目的は達成出来ない。

　信じる以外に選択肢はないのだ。




　使者の男は速度をあげて城門に接近し大声を上げる。

「我ら、愛らしき女王を助ける為に来た！　開門されたし！」

　矢が降ってくるかと思っていたが、何も返答はない。

　そして無言のままに城門が開いていく。

「これは……」

「そのまま突っ込め！」

　俺達は二列に並んだまま駆け足で城門を突破していく。

　門番は皆後ろを向いていた。

「彼らは一応王都警備隊、パブロ殿下の部下で一応は反乱軍となります。ですが殿下をセレスティナ陛下よりも好いている者はいないでしょう」

　上司には逆らわないが、見てみないふりをするらしい。

　俺達が通ると軽く槍を持ち上げる。

　当たり前か、可愛い子供より傲慢な雑魚男が好きな奴は頭がおかしい。




　街壁の門を抜けると一気に王宮までの視界が通る。

　王宮は全周を数千の兵に包囲され、小競り合いの音が聞こえる。

　間に合った、包囲していると言う事はまだ王宮は落ちていない。

「総員、突撃陣形を組め！」

　町中なのであくまで狭い縦列陣になるがその方が好都合だ。

「敵はざっと見てもこちらの一〇倍以上います。このまま仕掛けるのですか？」

「やるしかないだろう？」

　マイラは少し考えて微笑む。

「敵は全周包囲で兵力は分散、しかもまさかこちらが城門をそのまま抜けてくるとは思っていませんから完全な奇襲になります。突破は出来ます」

　よし、お前が言うなら間違いない。

「しかし、王宮に入れば我らも包囲されてしまいますが……」

　それは入ってから考えようか。

　なんとかなるさ。

　距離が詰まり、王宮を包囲していた兵達もさすがに俺達の存在に気付く。

「突撃ぃ!!」

「オオォォォォォーー!!」

　号令と同時に全員が鬨の声を上げ、槍を突き出して馬を全力疾走させる。

　反乱軍には槍衾を組むだけの時間の余裕は無い。

「ゴルドニア!?　一体どこから!!　城門が抜かれたなんて知らせはないぞ！」

「何でこいつらが!?」

「うわぁぁぁきたぁ!!」

　衝突と同時に凄まじい金属音と肉がぶつかる音が悲鳴に混じる。

　正面の敵は尽く槍で串刺しにされ、更に馬に弾き飛ばされる。

「進め進め！　突き伏せろ！」

　中でも大暴れしているのがイリジナで馬上から稲妻のような突きを繰り出し、次々と敵兵を刺し殺している。

　槍衾が組めなかった歩兵隊など何千いても恐ろしくはない。

　速度さえ落とさなければ一方的に蹂躙できる。

「そうら」

　俺も負けじと槍を大きく振り回す。

　弾き飛ばされた敵兵が大きく吹き飛び、王宮の壁の高い所に激突した。

　特に刃にあたって体が千切れた敵は白い壁に押し花のような真っ赤な跡を残して落下していく。

「集まれ！　盾を構えろ！」

　前方で敵兵が集まって盾を構える。

　長槍が無い中でなんとかこちらの突撃を抑えるつもりのようだ。

「シュバルツ、駆けろ」

　盾の壁に向かってシュバルツが更に速度を上げる。

「減速しない？」「ぶつかる気だ！」

　その通り、シュバルツは全力疾走のまま盾を構えた敵の群れに衝突する。

　普通の馬ならば足を怪我して倒れてしまう所だろうが、こいつは並の馬ではない。

「「「ぎゃあああ!!」」」

　衝突と同時に五人程の敵兵が吹き飛び、更に槍を振り下ろして三人程をまとめて叩き殺す。

　シュバルツの速度はほとんど落ちる事なく吹き飛んだ敵を踏み殺しながら前進していく。

「エイギル様、どこから……しっ！　行きますか？」

　会話の途中にすれ違った敵の喉を掻き切ったセリアが尋ねてくる。

「決まってる。正面だよ」

　全周包囲されているならどこから行っても一緒だ。

　ならば堂々と正面から踏み込むのみ。




「開門！　開門!!」

　突撃で正面の敵がいなくなったのを見て王宮正門がゆっくりと開いてきた。

「迎えてくれているじゃないか。さて行こうか」

　僅かに正面に残った敵兵を王宮内に押し込むようにして雪崩れ込む。

　俺達が王宮に入ったのを見て再びゆっくりと正門が閉まっていく。




「何をしている！　敵に続いて雪崩れ込むのだ！　一気に王宮を占領出来る。俺に続けぇ」

　門が開いたのが好機と見た隊長の一人が部下数十人を連れて後ろから滑り込んできた。

　つっかえ棒をして後続を呼び込むつもりだったようだ。

「そう甘くはないぞ？」

　槍を腰で溜めてから強烈に横薙ぎし、つっかえ棒ごと兵を両断する。

　更にイリジナが正門前に立ちはだかり、雪崩れ込もうとする敵兵を押さえ込んだ。

　ピピ、ルナ、ルビー、ギドの放つ矢も次々と命中し、門を固定しようとする兵を撃ち倒す。




「あ……あぁぁぁ……」

　たちまち門を支える手はなくなり、正門は再び硬く閉じられた。

　中には俺達二〇〇騎と王宮を守る兵、そして勇猛なる反乱軍の諸君が一〇名だ。

「……」

「こ、これは……その……」

「運が無かったな」

　俺は彼らに背を向けて王宮の奥、セレスティナの元に向かう。

　後ろでは悲惨な叫びと惨殺の音が響いた。




「ハードレット卿！　まさか本当に援軍に来て頂けるとは」

「間に合わぬと諦めておったが……さすがだ」

　摂政ラボイと前王のディエゴが小走りでやってくる。

　援軍に来たつもりは無いので黙って一礼だけをした。

「正直もう二日も持たぬと思っておった」

「反乱と聞きましたが？」

　俺の知る情報はあくまでセレスティナの手紙だけにしないといけない。

　本当は間諜によって大体のことはわかっているのだが。

「うむ……あのバカ息子共が！　可愛いセレスティナを妬んで二人で乱を起こしよった！　あろうことかブルータスまで巻き込んで……奴も何故あの阿呆共に釣られてしまったのかわからぬ」

　いや、間違いなく主犯はブルータスで息子二人が乗せられたのだ。

　あのアホ共が主導したなら兵の過半は女王についていただろう。

　兵に信頼されている奴が主に動いたからこそ、ここまで追い詰められているのだ。

「気づいた時には兵のほとんどは反乱に加わり、残ったのはここにいる五〇〇の兵だけなのだ」

　ディエゴは俺の連れて来た兵数が二〇〇程度だったことに若干失望したようだ。

「よくぞこの兵力で突破出来たものだが……さすがに戦局は覆しがたいな……」

「残念ながら」

　再び漂う暗い雰囲気を明るい声が吹き飛ばす。

「エイギル～！」

　パタパタと軽快な足音を立ててセレスティナが走りこみ、ぴょんと俺の胸に飛び込んできた。

「嬉しいぞ！　来てくれたのじゃな！　怖かった……怖かったのじゃ」

　胸に顔を埋めて泣くセレスティナ。

　ディエゴが羨ましそうに俺を見る。

　それどころではないだろう。

「抱きつく相手ならばラボイ殿やお父上がいらしゃいますでしょうに」

「爺は歳で抱きついたら腰を痛める。父様は臭い」

　ディエゴががっくりと膝をつく。

「エイギル、妾達を助けて欲しいのじゃ。みんな乱暴で怖い……」

　すまんな、多分俺が一番乱暴なのだ。

　その会話を聞き、ディエゴとラボイが見つめ合って頷く。

　顔にはなにやら決意が見えた。




「ハードレット殿、もはや反乱を鎮圧することは叶わぬでしょうが、囲みを破って外に出ることが出来ますか？」

　突然ディエゴが敬語になった。

「やれます。でなくば来ません」

「……わかりました。セレスティナをお頼みします。女王としての地位を失っても可愛い娘であることに変わり無し、この場で死なせる事は出来ぬ！」

「皆の者！　セレスティナ陛下のため命を使えるか？」

　おう、と周りの兵も応える。

　何も出来ない王だが結構好かれていたようだな。




「ん？　ん？　なんのことじゃ？　エイギルが来たからもう大丈夫ではないのか？」

　ディエゴはセレスティナを抱き締める。

「いいかい可愛いセレスティナ、お前はまだ子供だ。これからつらい事、楽しい事いっぱいあるだろう。父も爺もこれ以上お前を見守ってはやれないんだ」

「わからぬ、父様が何を言いたいのかわからぬ？」

「ハードレット殿ならばお前を守ってくれるだろう。彼を父と思い……いや父は譲れぬ。彼を兄と思ってよく言う事を聞きなさい」

　ディエゴはセレスティナの頭を撫でてから体を離し、剣を抜く。

「全ての門を開け、打って出るぞ!!」

「は！」

「ハードレット卿、セレスティナを……頼みますぞ！」

「承知しました」

　元よりそのつもりで来たのだ。




「乱戦になりますね」

「だが上策だ」

　全ての門を開けば敵が一気に雪崩れ込んで来るだろう。

　だが逆にその兵力は門ごとに分散する。

　こちらの目的はセレスティナを逃がすことだけ、ならば全方向から雪崩れ込む敵の中でもっとも手薄な場所を脱出口とすればいい。




「全員を騎乗させろ、行きよりも厳しいぞ。負傷者は甲冑を外して二人乗りさせろ、捨てては行かん」

「はい！」

　悲壮な覚悟を終えた兵達と晴れやかな顔のディエゴ、そして激戦に備えて気を引き締める俺の兵達。

　その中でセレスティナだけが何が起こるのかわかっていないようだった。

　困惑の声を上げる彼女を掴みあげてシュバルツに乗せる。

「開門ーーー!!」

　正門と裏門、非常時の脱出用の門までも全てが開かれる。

　軍に精通するブルータスが裏切った時点で脱出門には価値はない。




「裏門が薄い！」

　ラボイが叫ぶ。

　先ほどの突破劇で正門に兵力が集中した結果、裏が手薄になったようだ。

「駆け抜けろ!!」

　騎乗のまま王宮内を走り、雪崩れ込んでくる敵兵に逆に突撃をかける。

　突撃を突撃で返されて混乱する敵を一気に門まで戻し、さあ脱出と思ったのだが、先頭がボウガンの集中斉射で倒された。




「薄い所に来ると思っていたぞ」

　立っていたのはブルータスとパブロだ。

　一列に並んだ数十のボウガン部隊を率いている。

　重装騎兵とは言え、至近距離でのボウガンは防ぎ切れない。

　まして王宮内の狭い空間で一気に駆け抜けることは出来ない。

「女王を渡してもらおう」

「その役立たずは殺してやる!!」

「兄様……グスン」

　あくまで冷静なブルータスと騒ぎ立てるパブロ。

　俺はブルータスのみと話すことにした。

「反乱軍の言う事を聞く道理はないな」

「渡せば貴公の兵を討ちはせぬ」

「糞が！　皆殺しにしてやる！」

　冷静な口ぶり、反乱軍が彼女の命を求めるのは当然でブルータスに悪い印象は持たなかった。

　パブロは論外だが。

　だがそれでも。

「エイギルぅ」

　ぎゅっと腰に抱きつくセレスティナ。

　考える必要はなかった。

　俺はセレスティナを馬上に残しシュバルツから飛び降りる。

「交渉無用、剣で来い」

　槍を振り上げて笑う。

　セリア達も臨戦態勢を整えた。

　もはや話す必要はなかった。




「そうか……止む無し」

「殺してやる！　女は半殺しで慰みものだぁ！」

　地を蹴って一気に加速し、ボウガン隊との距離を詰める。

「撃て！」

　発射直前に地面に転がってボルトを躱す。

　同時に後方からギド達の矢が次々と敵を打ち倒していく。

　ボウガンの威力と精度は脅威だが、発射速度では弓には到底適わない。

　その隙に再装填中の隊列に飛び込んで槍を振り回した。

「うわっ！」「ぎゃっ!!」

「ボウガンを守れ！」

　無防備なボウガン隊を守るべく、剣と盾を持った兵士が押し寄せて来る。

「面白い、俺を止めてみろ！」

　全力での振り下ろし、咄嗟に盾を掲げた兵を盾ごと頭を真っ二つに叩き割って転がし、勢いのままの回し蹴りは敵兵二人を吹き飛ばす。

　突き出された剣を掴んでひん曲げ、お返しに頭突きを叩き込んで顔面を陥没させた。

　動揺して動きが止まった敵兵を槍で貫き、放り投げると裏門の上にある尖った飾りに突き刺さる。

　耳を劈く断末魔が響き続けた。

「なんだこいつは……まるで化け物じゃないか！　いけ、みんなで行って殺すんだ！」

　パブロが兵達を足蹴にしてけしかける。

　とことん見下げ果てた奴だ。

　敵は脅えながらも一斉に襲い掛かることに決めたらしい。

　そっちの方が手間が省ける。

「があああ!!」

　気勢と共に思い切り横に振り回した槍、その３ｍ超の範囲にいた者は全て両断されるか、弾き飛ばされてそのまま動かなくなった。

　周りに敵がいなくなったので転がった敵を数えてみる。

　ざっと一五、なかなかの数だ。

　俺が歩兵と戦っている間にセリア達はボウガン兵を片付けたらしい。

　最大の脅威は排除されたな。

　敵は浮き足立っており、今なら突破出来そうだ。




「引くな！」

　状況を見たのかブルータス自身が前に出て大声を上げる。

　動揺しつつあった敵が秩序を取り戻す。

　なかなかどうして優秀ではないか。

「こやつは俺が討つ！　パブロ殿下もご助力下さい」

「えっ!?　あぁ、俺も？　え？　わかった……」

　改めて自分の体を見てみると全身返り血まみれで、肩には臓物が乗っていた。

　邪魔なので掴んでパブロに放り投げてやる。

「うわ！　やめろぉぉぉ!!」

　素晴らしい実戦派だな。

　奴の悲鳴を合図に俺が突っ込み、ブルータスとパブロが両手剣を構える。

「ブルータス！　奴の槍の方が長い、剣では不利だぞ！」

「殿下、少し後ろに下がるのです。裏庭は庭木が多く槍を自由には振るえません。隙を突くのです！」

　確かに裏門近くの裏庭は狭くて庭木が並んでいる。

　本来は槍を振り回すには適さない場所だが……この程度の太さなら問題は無い。

「それは良かったな!!」

　力任せに振り回す槍はブルータスの言った通り庭木に邪魔をされるが砕けて行くのは木の方だ。

　木の陰に隠れようとしていた兵が一人、木ごと両断されて崩れていく。

「ぐ……噂に違わぬ剛力」

　ブルータスを仕留めればこの場の兵は統制を失うだろう。

　一撃で決めるべく、槍を斜め上から全力で振り下ろす。

　まともに受ければ奴の剣など叩き折れるし、後ろに回避してもそのまま突き殺してやる。

「ふん！」

　だがブルータスは俺の槍に剣を合わせてそのまま地面へと引き落とした。

　勢いがつき過ぎていたので途中で止めることは出来ない。

「ち！」

　槍は盛大に地面を叩き、派手に土を飛ばす。

　当然その隙を見逃すはずはなく、奴の両手剣が脳天から振り下ろされようとする。

　体勢が崩れているので槍を戻す事は出来ない。

　ここは強引に行くしかない。

　地面に突き刺さった槍を更に押し込み、奴の足元まで抉りこむ。

　普通の槍なら曲がってしまうがこの槍ならばいけるだろう。

「なに!?」

　地面の中を進み、足元を揺らす槍に思わずブルータスの剣先が鈍る。

　勢いを失った剣を小手で弾き、槍を地面から引き抜いて肩に担ぐ。

「びっくりしたぞ」

「こちらの言葉だ」

　言いながらブルータスの顔には冷や汗が浮んでいる。

　絶好の好機を逃し、距離が開いてしまった以上、槍を相手に不利は免れない。

　肝心の援軍は……

「ほら行け！　ブルータスを援護しろ！」

「殿下こそ、自慢の武勇を見せる時です！」

「馬鹿いえ、あんなのに勝てるか！　いや、勝てるが今はその時ではないのだ！」

　馬鹿な味方を持って可哀相だな。

　その点俺の味方達は一騎打ちを見守りながらも敵兵を蹴散らし、門への道を開いてくれている。

　この場の決着がつけばすぐに脱出できるだろう。

「締めようか」

「来い」

　ブルータスの剣技はパブロと違って本物だ。

　何も距離を詰めて戦うことはない。

　槍をしっかりと持って連続して突き出す。

　可能な限り速く、鋭くだ。

「ぐ、う、この！」

　ブルータスは必死に受けるが、我ながら重い一撃を受けきれず、太もも、肩口と防ぎ損ねて血が噴出していく。

　距離があるので反撃は出来ず、一方的に追い詰められていく。

「卑怯と思うか？」

「やかましい！」

「これでどうだ」

　イリジナを見て覚えた三段突、股間、腹、胸元と突き上がる三連撃。

　ブルータスは二撃まで剣でいなすが胸元への一撃を防ぎきれず、ドスリと鎖帷子を貫いた感触が伝わる。

「ぐあぁぁぁ！」

　鮮血が流れ落ち、思わず膝をついたようだ。

　だが、手応えは浅かった、致命傷にはなっているまい。

　止めを刺そうと槍を大きく回して横になぎ払う。

　だがブルータスは胸から血を流しながらも咄嗟に腰の片手剣も抜いて二本の剣を交差して槍を防ぐ。

　激しい金属音が鳴って剣が二本ともへし折れ、更にボキリと奴の左腕が折れたようだ。

　吹き飛ぶように転がったブルータスは壁に激突するも、すぐに血反吐を吐きながら起き上がる。

　戦場で暢気に転がればすぐに死が訪れることを良く知っている。

　だが目の焦点はあっておらず、片手は奇妙に折れ曲がり武器もない。

　もはや子供の一撃も防げないだろう。

　こいつを討ち取れば追撃もなかろうと追いかけて殺そうとしたのだが……。




「ディエゴ二世、討ち取ったりーーー!!」

　王宮の反対側から大音声が聞こえた。

「っ!!　いやぁぁぁぁ!!　父様ぁぁぁぁ!!」

　セレスティナの悲痛な泣き声が響く。

　ディエゴが死んだとなれば味方は一気に崩れるだろう。

　急がねば出口は完全に閉ざされてしまう。

「行くぞ」

　血まみれでふらつくブルータスを放置して裏門を突破する。

　前にはパブロが剣を構えていたが。

「どけ」

「はい！」

　パブロはささっと進路を譲った。

　命拾いしたな。

「ラーフェンへ撤収だ！　急げ！」

　裏門を出た俺達は馬の速度を上げる。

　街壁の門は例のごとくうっかり開いていたのでありがたく通らせてもらおう。




「うぇぇぇん……父様ぁ……爺ぃ……なんでこんな酷いことになったのじゃあ……」

　俺に抱きついて泣き続けるセレスティナ。

　一応は反乱軍となっている門番達が申しわけなさそうに槍を置き、頭を深く下げた。

　中には嗚咽を上げて地に伏せる兵までいた。

「エイギル様、我が方の犠牲は軽微、敵の追撃はありません」

　セリアの報告に頷く。

　俺達は城門を出た所に置いていた替え馬に乗り換えて更に速度を上げる。

　重装騎兵は普通の騎兵より鈍足だが、それでも一目散に逃げる騎兵に追撃をかけることは極めて難しい。

　まして王宮での乱戦の直後にその余裕はないだろう。

　速度さえ落とさなければこれ以上の戦闘を心配する必要はない。

　俺達は目的を完全に達成し、泣き喚くセレスティナを連れてなんとも言えない気分で帰路についた。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万二千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

　麾下軍　三五〇〇（弓騎兵除く）

　財産　金貨四七四〇〇枚　新規召集（六〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（巨根大好き）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）←ｎｅｗ

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二八人　産ませた子三一人

労役や鉱山の収入などは季節が移る度にまとめて書くことにしました。

臨時に何かあった場合はその限りではありません。










第１４１話　悲劇の少女







「様子はどうだ？」

「相変わらず、ずっと泣いておられます」

　セレスティナの部屋に食べ物と飲み物を届けたリタが答える。

彼女も泣き続ける少女を見るのは心苦しいのかつらそうな顔をしていた。

　部屋の中にはビアード脱出の際に連れて来たお付女中の一人だけが付き添っている。

父とラボイを失い、兄二人は自分を殺そうとした。

一〇歳の少女にはその事実は重すぎたのかもしれない。

「あまり心を病みますとお体に障るかもしれません」

「そうだな。とは言え、笑えと言うのも無理な話だ」

　泣く女を慰める方法など一つしか知らないがセレスティナに肉棒を突っ込む訳にはいかない。

困ったものだと溜息をついていると、部屋のドアがゆっくりと開いた。

「陛下がハードレット卿にお会いしたいそうです」

　顔を出した女中に促がされて部屋に入る。




　前に見たときはベッドに突っ伏して泣いていたセレスティナが今日は正装でテーブルに座っている。

俺の姿を見るなり、ポフと音を立てて抱きついて来た。

「妾は……一人ぼっちになってしもうた」

「私もおりますしメイドの……［モニカ］もいるでは無いですか」

「そうです陛下、モニカはどこまでもお供致します！」

「……敬語」

「は？」

「敬語は嫌じゃ！　妾だけ他人みたいじゃ！」

　ふむ、もう咎める者もいないか。

「わかった、セレスティナ。これでいいか？」

「陛下にため口とは！　なんという無礼な！」

「よいのじゃ。モニカもこうでよい。どうせ妾はもう女王ではないからの……」

「それは余りにも恐れ多いです」

　目に涙を浮かべるセレスティナを撫で続ける。

肉棒を使わない方法だとこれしか知らなかった。




「エイギルぅ」

「なんだい？」

「父様は最期にそなたを兄と思えと言った。エイギルは本当の兄様達のように妾に酷い事をしないか？」

「当たり前だ、こんなに可愛いセレスティナを酷い目に合わせるはずが無いよ」

　しばらく沈黙が続き、俺が彼女の髪を撫でる音だけが静かに聞こえる。

「信じる！　エイギルは今日から妾の兄じゃ、妹として可愛がってもらうぞ」

　にこっと浮ぶ笑顔、久しぶりに弾けるようなこの顔を見た気がする。

「ええ、いずれ貴方をモルト王国に連れ帰り、再び女王に戻して差し上げます」

「敬語！」

「はは、ごめんよ」

　セレスティナはぷくっと頬を膨らませる。

だが公式の場では勘弁してもらわないといけないな。

「妾は女王に戻るつもりは無いのじゃ……今回の事はきっと妾が駄目な子だったから起こったのじゃろう？」

　違うとは言い切れない。

ディエゴが妙な事をせず、自分で統治をしていれば反乱など起きなかっただろう。

いくら国民や兵に好かれていても何も出来ない子供が王では貴族達に不満は溜まる。

「そのような事はありません！　不埒者共が血迷って……」

「よいのじゃモニカ、分かっておる。妾が駄目な子だったから父様も爺も死んで、兄様が妾を殺そうとしたに決まっておる」

　再び涙が目に浮んできた。

「その話は今はしなくてもいい」

　泣きそうになっている少女を抱き寄せる。

「父様も言っていただろう？　今はつらい事、楽しい事、色々と経験して大人になっていけばいい。女王に戻るか戻らないかは時の運だが、どうなってもお前は俺が守ってやるから」

「……うん。守られるのじゃ。兄様に守られて妾は大きくなるぞ」

　うむ泣き止んだ。

これでいいと体を離した途端、セレスティナはぴょんと跳ねて唇を重ねてきた。

「兄様にキスしてしまったぞ！」

「ひぇぇ！　陛下が男に唇を！　……うーん」

　モニカはショックの余りに倒れてしまった。

明るさも取り戻したようだし、これで良かったとしよう。







「ちと狭いがいい湯じゃの」

　少し後、俺は何故かセレスティナと共に入浴している。

確かに彼女は部屋からまったく出なかったのでモニカが体を拭いていただけ、風呂に入るのは正しい選択だったと思うが。

「陛下が男と入浴なさるなんて……あぁなんてこと、万が一があったらどう責任をとれば！」

　万が一なんかあるか。

　最初はモニカと二人で入って来いと言ったのだが、セレスティナがどうしても俺と入ると言って聞かなかったので仕方なく三人で入浴している。

　普段からそうだったのだろう、セレスティナはなんの戸惑いもなく全裸になって風呂に駆け込み、モニカが慌てて布をかけて少女の裸体を俺の視線から守る。

「別に平気だぞ、俺は普通の趣味だから」

「そういう問題ではありません！　恐れ多くも陛下の裸体を殿方に晒すなど有り得ません！」

　まったく平坦な胸にちょんと乗った小さい乳首、肩から尻までストンと落ちた寸胴の子供体型、湯船に足をかけた際に見えた性器は無毛で肉のはみ出ていない綺麗な筋が一本だけ。

これで興奮など出来ようはずがない。

「むしろ俺としてはこっちの方が」

　必死にセレスティナの裸体を隠すあまり自分が疎かになったモニカの胸と尻がはみ出て見える。

室内仕事で真っ白な形のいい乳と尻、綺麗な性器と肛門は男を受け入れたことがないのだろう。

　尻をがっちりと掴んで新雪のような性器に肉棒を押し込み、純潔を破りたい。

更に肉棒を引き抜いて次は肛門を深くまで……。




「ぬ、いかん」

「なっ！　やはり陛下に欲情して!!　陛下、見てはなりません!!」

「なんじゃー、目隠しされて何も見えんぞー」

　モニカの裸体にムクムクと逸物がそそり勃つ。

少女に見せるものではないな、体を洗って鎮めるとしよう。

　ゆっくりと体を洗っている間、モニカはセレスティナに目隠ししながらチラチラとこちらを見ている。

「もっとよく見るか？」

　立ち上がり、目の前に突きつけてやる。

「おやめ下さい！　ああっ陛下の頭に乗っています！」

「なんの話なのじゃ、目隠しをやめるのじゃー。む、頭に何か硬いモノが乗っておるぞ」

　モニカは口で嫌がりながらも興奮してしっかりと肉傘が張った逸物を凝視している。

「なんて大きさ……まるで大蛇のよう」

「手をどけろー」

　セレスティナは見なくていいことだよ。

　俺は硬いままの逸物を無理やり押えて湯船に入る。

もちろん水面に飛び出てしまうので桶を逆さに被せておく。




「こういうのを夢見ておった。王宮ではいっぱいのメイドと一緒に風呂に入ったが誰も一緒に湯船には入ってはくれなかった。兄様も妾を毛嫌いしておったし……」

「これからは家に居る時はいつでも入って差し上げ「敬語！」いつでも一緒に入ろうな」

「嬉しいのじゃー」

　本当の兄妹のように俺に甘えてくるセレスティナの横でモニカがぶつぶつと言っている。

「あんな巨根がまかり間違って陛下に刺さったら性器が破壊？　いえ即死かもしれません。なんとしても阻止せねば……」

　やらんと言っているだろうが。




「妻のノンナと申します」

「同じくメルと申します」

「カーラだけど……幼女？　「こら！　頭を下げなさい！」何よ！」

　ようやく人前に出て挨拶出来るようになったセレスティナを家族に紹介していく。

「妾はセレスティナじゃ！　名で呼ぶと良いぞ」

「何よこの子偉そうに、もがっ」

　カーラがノンナの乳で口を塞がれた。

「ふむ、妻が三人おるのか」

「まぁゴルドニアの伯爵となれば妻の三人ぐらいは当然かと」




「メリッサと申します。愛妾としてご寵愛頂いてます」

「マリアと……」

「カトリーヌ……」

「ヨグリと」

「ミティです」

「レアです。性のお相手として……」

　次々と女性陣が挨拶していく。

「いっぱいおるのう。兄様は好色じゃ」

「何十人囲っているのですか！　余りにふしだらです！」

　これから別館の三〇人を紹介するつもりだったのだが。

「これはますます油断できません！　私が気を抜いたら陛下もすぐに犯されてしまいます！」

　気合を入れるモニカの横でセレスティナはノンナが用意したお菓子をパクついている。

「ぬ、この菓子は見たことがないぞ？　随分と甘いのう」

「それは連邦から取り寄せた輸入品ですわ」

　ノンナが愛想よく答える。

「オルガ連邦？　物語でしか知らなかったぞ！　まさかそなたも行ったことがあるのか!?」

　セレスティナがノンナに近づいていく。

上目遣いに見上げながら色々話してくれとねだっているのだ。

「か、可愛い……」

　ノンナもまんざらではないらしく顔が緩んでいる。

　だがノンナにとって連邦での生活はあまり話したくない事も多い。

助けてやろうと近づくがノンナはゆっくりと子供時代の事を話し始めた。

　ほとんど初対面の者にノンナがこんな事を話すのは珍しい。

付き合いが長く、仲もいいカーラやミティにも自分からはほとんど話さないのだ。

太陽のように笑うセレスティナには不思議な魅力があるのかもしれない。




「雪で真っ白になるのか!?　すごいのう！　妾も見てみたい」

「しかしとんでもなく寒いのですよ？　手袋をつけないと手が凍って落ちてしまうのです」

「こ、怖いのじゃ。全身毛布に包まって行く事にする！」

　小さな太陽はノンナに引っ付いてあれやこれやと声を上げる。

紹介も終わったしここは二人にした方が上手くいくだろう。

「ノンナはおっぱいおっきいのう。こんなにすごいおっぱいを見たことがないぞ」

「うふ、エイギル様も良く褒めてくれるんですよ」

「兄様もおっきなおっぱいが好きなのか？」

「ええ、大好きですわ。昨夜もちゅうちゅうと赤ん坊のように……」

「わー！　陛下になんてことを!!」

　モニカが慌ててノンナを止めている。

和やかでいいな。







　和やかな雰囲気から一変、執務室にレオポルト達を集めて今後の事を話し合う。

もちろんセリアも後ろについていた。

「まず今回の犠牲は極めて軽微で今後の軍備には何の影響もありません」

　ふむ、そうだろうな。

「しかしあの少女を連れて来たのは良い事、悪い事、両方ですね」

「どういう事だ」

「彼女を連れて来たことでモルト王国に正当に介入出来る余地が出来ました。無論直接押し寄せては侵略ですが、彼女に兵を貸してやるならば問題無いでしょうな」

「一〇歳の少女に兵をねぇ……」

「何か対価を得て兵を貸すならば傭兵商売と同じと言い張る事もできます。彼女がつけていた王冠や首飾りでもいいですし、なんなら純潔が対価でも構いません」

　無茶言うな、あの綺麗な筋に俺のが入る訳がない。

指一本でもきついだろう。

「一方で悪い方は……モルトの連中は元女王がこちらにいる以上、敵対と警戒を解く事は決してないでしょう。普段ならば攻撃してくれば思う壺なのですが、マグラードと事を構えた時に来られれば少々厄介です。対応の為の兵力を残さねばならなくなります」

「ふむ……よし、トリスタン」

「げほっ！」

　お前何も聞かずに居眠りしていただろう。

「お前にはモルト新体制の連中が血迷って攻撃して来た時に領地を守る任務を与える」

「はぁ……」

「当然主力が出払っている事が前提だ。その上で防衛に必要な兵や計画を考えろ」

「歩兵が二万と強固な防壁ですね」

　即答したトリスタンの頭にデコピンする。

「いだっ！　頭が揺れる……指一本でおかしいでしょう！」

「真面目に考えろ」

「まったく乱暴な、そう言われても彼らの情報が乏しいですからねぇ。徴兵で数が増えているかもしれないし、軍の構成も戦術も……」

　俺は一転してにこやかにトリスタンの肩を叩く。

「そ・れ・も、お前が調べるんだ」

　たちまちトリスタンが嫌そうな顔で溜息をついた。

お前が買い漁っている本の分はしっかり働いてもらおう。

美女なら男根を可愛がってくれればそれでいいがな。

「これでは昼間から外に出ないといけない。下手をすれば地形を調べに野宿なんてことにも……」

「心配するな馬車を貸してやる」

　もう一つ大きな溜息が落とされた。

　文句ばっかりだがこいつに任せておけばまず問題はあるまい。

モルト王国のブルータスは中々優秀のようだが、レオポルト以上とは思えない。

ラーフェンが落ちれば女達が危ないからな。

　これで概ね準備は整った。

後は夏を楽しむとしよう。

「ほんとうに部下を良く使うと言うか丸投げすると言うか」

　アドルフよ、アークランドにいた時には何も出来ないと不満があったんだろう？

よかったじゃないか、いくらでも仕事があるぞ。
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余談　背徳の館

「モニカモニカー」

「なんでしょう陛下？」

「兄様が妙な事をしておったのじゃ」

「ハードレット卿が？　妙な事とはなんでしょうか？」

「うむ、ノンナの部屋に珍しいお菓子を貰いにいったのじゃが……」

　モニカの顔が嫌な予感に引きつる。

「兄様がノンナの上に乗っておったのじゃ」

「あぁ……なんてこと」

「それも逃がさぬように手を押えて腰を振っておった。ノンナは苦しそうに悲鳴を上げていたのじゃが、兄様が妻にひどい事をするわけが無い。それにノンナも「もっとしてくれ」と……」

「あぁぁぁぁぁいけません陛下！　それは陛下には早すぎることです！」

「そうなのか？　やはり妾はまだ子供じゃ……」

「そ、それよりも散歩にでもいきませんか？　日差しが気持ちいいですよ」

「むぅ……そうじゃ思い出した！」

　モニカは再び顔を引きつらせる。

「この屋敷を探検していた時じゃ。兄様がメイドの手を引いて部屋に連れ込んだのじゃ」

「あぁ、やっぱり！」

「覗いてみるとなんと兄様が、男のちんちんを出してメイドが口に咥えておった。おしっこする汚い所なのになんで口に入れるのじゃ？」

「あ、あの男、見境無しに……」




「他にもカーラと兄様が庭を散歩しておったぞ」

　やっと健全な話題になったとモニカは安堵する。

「あぁ散歩ですか、それならば大丈夫ですね」

「カーラが四つん這いになってワンワンと犬のように鳴いておったのじゃ。兄様が後ろから音を立てて腰をぶつけておったがどういう遊びなのじゃ？　それにカーラはそのままおしっこしておったし……」

「ファーーー！」




「それと……」

「まだありますか!?」

　セレスティナはモニカの後ろを指差す。

「あの使用人はどうして宙に浮いておる？　それになにやら透けておるぞ」

　モニカは壊れた車輪のようにぎこちなく後ろを振り向く。

彼女の顔から数センチの所、天井から逆さにぶら下がったメイド服姿のケイシーが微笑んでいた。

（おはよう　ケイシーだよ　宜しくね）

　ケイシーは人形の手を操ってポンとモニカの肩に乗せる。

「……」

「ん、よろしく頼むぞ」

「……あぶぶぶ」

「ああ！　モニカが倒れた！　誰ぞ、誰ぞおらんか!?」

（えらいこっちゃ　えらいこっちゃ　たいへんだぁ）

　泡を吹いて失神するモニカ、慌てるセレスティナ、そして少女の一〇倍は慌てるケイシー。

我を失ったケイシーは壁や床を揺らしまくり、屋敷全体が大騒ぎとなってしまった。




　ちなみにケイシーがメイド服を着ていたのは、「屋敷に取り付いたメイドの霊が夜な夜な主人の寝込みを襲って犯す」ごっこのためだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十四万二千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

麾下軍　三七〇〇（弓騎兵除く）

財産　金貨四六八〇〇枚　新規召集（六〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

リタ（巨根大好き）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一二八人　産ませた子三一人








第１４２話　休暇　♯







「御領主、お覚悟を」

「止めです！」

「うお！　こんなのは初めてだ」

　屋敷に隣接した別館、女三〇人に加えてこの度子供が二〇人程増えたので継ぎ足すように増築したのだ。

　台所や簡単な風呂も備え、一応親子ごとに個室を備えている。

　その別館の一室、椅子とテーブルを置く場所以外、部屋全体にクッションが敷き詰められているそこは多人数で乱交する為に用意された部屋だった。

　別館の女達を毎日相手してやる訳にはいかないので、たまに訪れた時に一度にまとめて可愛がる必要があった。

　女はきっちりと抱いてやらないと心が離れてしまうからな。

「うわぁ、領主様がすごいことになっちゃった」

「種汁まみれになったみたい」

「気持ち悪い事言うな、お前もかけてくれ」

「はーい。どうだー」




　部屋のど真ん中で大の字に寝転んだ俺の周りに女達が車座になっている。

　彼女達は産後の床から上がったばかりで男に飢えている。

　全員抱いてやるつもりだが、その前に余興を楽しむのだ。

「皆でもっと母乳をかけてくれ！」

　周り中から大小の乳房が突き出されて母乳を噴き出す。

　何十もの乳房から噴き出た乳が俺の全身に降り注いでいく。

　あぁ……感無量だ。

　量の多い者少ない者、一搾りで大量に出る者、ぐいぐいと押し出す者、様々だった。

　顔から体、逸物がまで温かい母乳に濡れていく。

「これはたまらん！」

「わ、すごい勢いで勃ったぁ」

「母乳好きなんですね」

「どうぞ口でも御飲み下さい」

　顔の前に四つほどの乳首が突き出される。

　それを遠慮なくまとめて口に含むと大量の乳が喉に流れ込んできた。

「うまいな」

「まだまだいくらでもありますよ～」

「あたしのお乳も味見してくださいよ」

「おいおい、まとめて来たら溺れてしまうぞ」

　孕ませた女の母乳で溺れ死ぬのも一興かもしれんが。

「そんなに出して赤子の分は大丈夫なのか？」

「もちろん、出なくなったら領主様が抱いてくださればまたビャーっと出ますよ」

「なんなら領主様の種汁で赤子を育てても……」

　馬鹿な事を言うな。

　まぁいい、どの道全員抱くつもりだったんだ。

　今日は母乳で精もついて逸物は普段より大きくなっている。

「今日は激しくなるぞ。覚悟のある奴から来い」

　全員が躊躇せずに手を上げて群がってくる。

　おまけに母乳祭りに参加できなかった他の女達もわらわらと入って来た。

　既に季節は夏、大きいとは言え一部屋に三〇人も入っては蒸し暑さは半端ではなく、全員がたちまち汗を流し出す。

　このまま汗だくで交わることになるだろう。

「最初お前だ、じっとしていろよ……そら！」

「ああぁぁ!!　太いぃぃぃ!!」

　一人の細身の女を捕まえてうつ伏せに潰して覆い被さる。

「子を産んだ腹だ、これぐらいどうってことないだろう」

「それでも太いよぉ!!　ひぃぃぃぃーー!!」

「まだまだ奥に入るぞ。ここが今までの一番奥だな」

　女穴の一番奥にたどりついた所で何度が腰を打ちつけて音を鳴らす。

　これをされると男に犯されている実感が出てイイらしい。

「え、それ以上は無理だよ？　お腹が破れちゃう」

「なーに、この奥から子供が出てきたんだ。ならいけるぞ！」

　うつ伏せの女の尻をがっちりと押えて腰を強く押し付ける。

　しばらく肉が抵抗した後、ごりゅんと音がして女が目を見開いた。

「え？　今の音なに？」

「ま、まさか子袋に領主様の巨根が入ったの……？」

「そうよ、見てお腹が逸物の形に膨らんでる！」

　一拍置いて子袋を犯された女は背骨が折れる程のけぞり、凄まじい嬌声を上げた。

「んぎぃぃぃぃーーー!!　ひいいいぃぃぃぃ!!　あぁぁぁぁぁ!!」

　狂ったような動きを押え、後ろから肩と首にキスをしながら腰を動かす。

「そんなに暴れるな。子宮の中に直接出してまた孕ませてやるからな」

「あぁぁぁぁ！　お腹が焼けちゃう！　そんな所で出されたら絶対妊娠しちゃうよう！」

「よしよし、また頑張って元気な子を産むんだぞ」

　優しく声をかけながら、後背位のみではなく座位や正常位と体位を変えて動くが、子袋にがっちり食い込んだ肉棒は決して抜けなかった。




「そろそろ上がってきたな。精が出るぞ、孕む準備はいいか？」

「おぅぅ……赤ちゃん……ちんちん……はぅ」

　女は既に半分意識が無い。

　妊娠の瞬間を皆に見せてやろうか。

　背面の座位になり、大股を開かせてから持ち上げる。

「みんな、こいつが孕む瞬間を見てやってくれ」

　はーい、と返事が返り、女達が結合部を見ようと集まってきた。

「出るぞ……孕め!!」

　最後に一度深くまで突くと反射的に触れてもいないのに母乳を噴く。

　そして肉棒が脈動し始めだ。

「あ、出てる。音がしてるわ」

「すごい勢いね。しかもドロドロ濃そう」

「あーあ、また孕んじゃったね」




　俺は低く呻きながら一〇度程腰を持ち上げて射精を終えた。

　満足して逸物を引き抜いたが、我ながら今日最初の一発は相当濃かったようだ。

　腹が膨らむ程射精したのに全て子袋に入ってしまったらしく、ほとんど逆流しない。

　彼女も妊娠を嫌がってはいなかったし押し出すこともないだろう。




　再び種を孕んだ女を優しく横たえて、左右にいる女の乳房を掴む。

　当然母乳が噴き出た。

「さあ次に可愛がってほしいのは誰だ？」

　わぁと女が群がってくる。

　その一人が耳元で囁く。

「私も……さっきのやつ、子袋まで男根を入れるのやって頂けませんか？」

　思わず逸物が力を取り戻した。

　よし、次はお前だ。

「ず、ずるい！　私だって子袋犯していいよ!?」

「お乳を飲みながら子宮を犯して下さい！」




　その日、俺の肉棒は贅沢にも何十と経産婦の子宮を犯していった。

　尻の大きく余裕のある者は快楽の叫びを、小柄な者は仲間の手を借りて悲鳴を上げながらも俺に子袋を捧げてくれた。

　これでまた全員妊娠したかもしれない。

　ちなみにアリスは今日も性器の使用を拒否し、尻穴を使われて絶叫悶絶、最後は尿まで撒き散らしながら失神した。

　いつかこいつも前の穴で喘がせ、俺の種をつけてしまいたいものだな。




「「お疲れ様でした～」」

　事が終わり、水を飲みながら少し体を休ませていると四人が体を密着させてきた。

　軽めに交わって体力を温存していたらしい。

　二人が太ももや腰などとマッサージしてくれ、もう一人が全身に油のようなものを塗ってくれる。

「それはなんだ？」

「お肌が荒れないようにする効果があるんです。全身に乳や愛液を浴びておられましたし、綺麗な体でお帰ししないと妻の方々に申し訳ないですから」

　そういうものか。

　そして最後の一人が肉棒を咥えて強く吸引し、尿道に残った種を全て吸い取る。

　思わず声が出て頭を押えかけるがやんわりと拒否された。

　ここでまた始めてしまっては意味が無いからかな。

「こうしているとまるでハーレムの主になった気分だよ」

「えっ!?」「え??」

「ん、なんだ？」

「私達、領主様の愛人ですよね？」

「子も産みましたし」

「あぁそうだよ」

「ここには愛人が三〇人もいます」

「そうだな」

「ここの主は領主様です」

「そりゃそうだ」

「「「……」」」

　女達が上目遣いに俺を見る。

　よくわからんから話をかえよう。

「もう種は全部吸い出たよ。これ以上すると小便まで出てしまうぞ」

　逸物を吸ってくれていた女の頭を撫でてやる。

「ぷは、もし小水もしたいなら出して頂ければ飲みますよ」

「おいおい、そこまで変態じゃないぞ」

「私としては抵抗なく飲めるんですが……」

　そこまで言われては少し冒険もしたくなってしまう。

　何も言わずに顔に手をやると女は微笑んで目を閉じる。

「ん……」

「んぐ……」

　尿道を種ではない液体が通りぬけ、彼女はまったく嫌な顔をせずにゴクゴクと喉を鳴らした。

　女の口の中に放尿する異常な感覚に声が漏れる。

　それが止まると女は口を押えて場所を譲り、別の女が逸物を綺麗に舐め、中も吸引して綺麗にしてくれた。

「悪いな、汚い物を飲ませて」

　言いながら服を着て屋敷へ戻る準備をする。

　家族とのお茶の時間には間に合いそうだ。

　遅れると女達の捜索が始まる。

「結構癖になりそうです。それに種と量もそんなに変わらなかったですし……次は大きい方も食」

「それはやらん」

　絶対にやらんぞ。




　別館から本館への渡り廊下に出るとセレスティナの女官、モニカが腰を抜かしていた。

「何かあったのか？」

「寄らないで淫獣！」

　いきなり罵倒された。

　一体なんだ。

「数多の乳房から母乳を……顔中……いえ体中に浴びて……それで勃起させるなんて！　三〇人と一度に乱交などどこの色物語ですか、おまけに子宮内を犯すなんて事小説の中だけのことだと……」

　モニカは先ほどの行為を覗いていたらしい。

　えらく最初から詳細に見ていたんだな。

「まだ一人ぐらいならいけるぞ。味わってみるか」

　その気はないが逸物を取り出すような仕草を見せてやる。

「ひぇぇぇぇ！　わ、私はまだ処女でいたいんですーーー!!」

　モニカは転がるように逃げていく。

　お硬いだけかと思っていたが中々に面白い女だ。

　しかし処女か……。

　乱交に満足してすっかり小さくなっていた逸物がぴくりと頭をもたげた。
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　ラーフェン近郊　ある湖

「綺麗な所ですね」

「すごい……こんな所があったんですか」

「水遊びじゃー」「陛下、飛び込んではなりません！」

　本格的な夏も近く、気温も上がった日、俺は家族を連れてラーフェンの東にある湖を訪れていた。

「ここは周りに小さな村が一つあるだけだから開発されていない。山から直接流れる小川が入っているから水も綺麗なんだ」

　おまけにラーフェンからも馬車なら日帰りできる程に近い。

「以前ミティに約束したろ？　夏は綺麗な湖にでも連れて行ってやるって」

「あ……覚えていてくれたんですか？」

「もちろんだ」

　それに今は腹の大きい女はいない。

　家族を置いていくのは心苦しいからちょうどいい。




「私泳げないです～」

「恥ずかしながら私も……」

　レアとセリアが声を上げた。

　そりゃそうだろうな、あえて水辺で鍛錬したような者でなければ泳げる人間などほとんどいない。

　まして女だと九割以上が泳げないだろう。

　俺はルーシィに森の湖で教えてもらったから遠泳でなければそれなりに泳げる。

　裸のルーシィで勃起した逸物を湖底の石に当てて悶絶した苦い経験もある。

「心配するな、俺が教えてやるよ」




　ほとりで開放的に遊ぶ者や、腰まで水に浸かって楽しむ者、俺に手を取られてバタバタと泳ぎの練習をする者と好き好きに楽しんでいる。

　レアやメルとクウなどは中々覚えられず、手を放したらすぐに沈みかけてしまう。

　一方でセリアは一度教えれば不恰好ながらも泳ぎ始めた。




「気持ちいいです……うわぁ！　化け物!!　二つの肉玉です!!」

「誰が肉玉ですか!?」

　セリアがぶつかったのはノンナだった。

　意外なことにノンナとセレスティナは普通に泳げた。

　水遊びの経験でもあったのだろう。

「単に浮き袋ついてるからじゃないの？」

　カーラが毒を吐く、確かに背泳ぎするノンナは水面近くから見ると乳だけが水面に突き出て動いているようにも見える。

「でかいなぁ」

「ほんと憎らしい程よね」

　手で水をかく度にゆっさゆっさと揺れる双乳、あの大きさで上を向いても形が崩れないのがすごい。

　見られていることに気付いたノンナは誇らしげに胸を逸らして優雅に泳ぎ、そのまま水草に突っ込んだ。

「ちょ！　何よこれ！　あーん、汚い！」

「乳のお化けが調子に乗るからよ」




　皆楽しんでくれているようだが今ひとつ色気が無いな。

　全員は水遊び用の服、やや体に密着した服を着ていて、乳も尻もこぼれはしない。

　濡れても体の形は見えない……そのために作られているのだろうが。

「よし、皆脱ごう」

「「「へ？」」」

　言うが早いか俺は水着を脱ぎ捨てて全裸になる。

　色気の無い服を見ていたので逸物はぶらりと垂れ下がっている。

「ちょ！　そんな！」

　困惑する女達もいたが。

「うん、分かった」「いいわよ」「あはは、こうなると思った」

「脱ぐのじゃー」「陛下いけません！」

「よし、脱ぐぞ!!」「わっイリジナさん腋ぐらい剃って下さい！　すごいじゃないですか!?」




　レアやカーラ、メリッサにセレスティナは何の抵抗もなく脱ぎ捨てて全裸になった。

　それを見て俺の命令に逆らえないと思ったセリアが真っ赤になりながら服を脱ぐ。

「全裸で遊んだ方が楽しいぞ。体が冷えたら岸に上がれば食い物も暖かい飲み物もある」

　ノンナとメルは最後まで抵抗している。

　普段ベッドで全裸になっているのに何を困っているのだろうか。

「エイギル様に晒すのならば問題ありません……ですが！」

　ノンナはピッと岸を指差す。

　そこにいたのは家族として連れて来ていたクロルと護衛のために同行しているギドだった。

「そう神経質になるな。手を出したりはさせんよ。それに水に入っていればほとんど見えないだろう」

　俺は彼女達を抱き寄せて服を剥ぎ取った。

　短い悲鳴はキスで消す。

　岸に目をやるとクロルが中途半端な体勢で立っている。

「お前も脱げ」

　服を剥ぎ取ると当然のごとく勃起しているのだろう男根が飛び出す。

「あ！　こ、これは！」

「今日は無礼講だ、手を出さなければ見てもいい。但しここでこすったりするなよ」

「はい！」

　クロルの目が輝く。

　セリアは諦めたように溜息をついて、不恰好に泳ぎ始める。

　クロルの視線よりも泳ぎを覚えるつもりになったようだ。




「ところでお前、その大きさで勃っているのか？」

「はう」

　クロルの逸物が少し小さくなってしまう。

　すまん、平常時の俺よりもまだ随分小さかったから気になったんだ。




　最初はクロルやギドの目もあると恥ずかしがっていた女達だが、慣れてくれば全裸の方がより解放感もあるのだろう、先ほどよりも楽しそうに遊び始めた。

　水中でじゃれあったり、水草を投げあったりしながらたっぷりと遊び、普段あまり話さない女同士も特別な雰囲気の中で笑い合っていた。

　特にヨグリの事が心配だったのだが。

「ノンナさん……」

「ヨグリさん、ここまで来て喧嘩は無粋なので不問にします。明日からは馴れ合いませんからね！」

　とりあえず一緒に遊んでいるようで安心した。

　しばらく女達と遊んでいたが少し休憩しようと岸に上がって焚き火で暖めた紅茶をすする。

　すると横にクロルとギドがやってきた。

　ちなみに全員の逸物が勃起して腹に張り付いているのは仕方ないことだ。

「エイギル様」

「族長様」

「どうした？」

「「どうやったらそんな立派な男根になるのでしょうか？」」

　知るか。

　だが無下に斬り捨てるのも可哀相だな。

「とにかく女を抱け、大きさはわからんが女を抱く程に逸物は強くなるぞ」

「そうなんですか!?」

「私には妻が……でも妻の為にも！」

「一日、一〇回程抱いていればいずれ強くなってくる。一人の女に相手させていると死んでしまうかもしれないから何人か女を作っておくんだ」

「一〇回……」

「まず相手がいない……」




「エイギル様！　一緒に遊びましょう！　……クロルはこっちを見るなぁ！」

「陛下いずこですか!?」「ここじゃ」「ひゃあああ!!」

　モニカが転ばされたらしく派手な水音が聞こえる。

「ねぇメルさん、クウ達も……全員並んで浮ぶと死体みたいで怖いので少し動いて下さいよ」

「これ楽なんですよー」「よー」

「む……」

「馬鹿カーラ！　今ブルってしたでしょう!?　何したんですか!?　答えなさい!!」

「うっさいわね。死にゃしないわよ」

　こういうのもいい。




　しばらく女達と遊び、レアやカトリーヌにこっそり水中で口技を受けたりしながら楽しく過ごす。

　何度目かの休憩、そろそろ日もかげり出すだろう。

　さて最後にと踏み出した瞬間、水中から何かが足を掴む。

　そのまますごい勢いで引き込まれ、たちまち湖の一番深い所まで引きずり込まれてしまう。




　全裸で武器一つ無い今、これはまずいと身構えるが、抵抗する前に洞窟のような場所に放り出された。

　壁面は水晶だろうか、尖った透明な石に囲まれており、洞窟全体に腹まで水が来ているが溺れるような事はなさそうだった。

　洞窟に入って来た場所と思われる穴からは絶えず水が流れ落ちている。

　高さは４ｍはあり、自力で登れそうにはない。

　ここは湖の地下にあるのだろう。

「乱暴にしてごめん。好機だと思ったから焦っちゃった」

　思わず心が揺れる美しい声、振り返るとそこには全裸の美女が浮んでいる。

「お前が連れてきたのか？」

「うん、こっちは水から出てるよ」

　手を引かれて石が積みあがった場所に案内される。

　触れた手はつるつると滑らかで真っ白な肌、目が合ったその顔はノンナにも劣らない美貌だった。

　むき出しの胸は大きくシミ一つない。

　巨乳美女がしたなら許さなければいけないが、一体何の目的なのだろうか。

　そして何より逸物を挿入させてくれるのだろうか。

「うん、あのね」

　美女は石に手をかけて水から上がる。

「貴方と繁殖したいの」

　胸と同じく美しい性器が見れることを期待して下半身を凝視したがそこに穴はなかった。

　ついでに太股も足首もなかった。

　もっというなら両足がなかった。

　ついていたのは大きな尾びれとびっしりと鱗のついた体だったのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万六千人　中心都市ラーフェン 一万六千人 モルト混乱で少しだけ流入

　麾下軍　四千（弓騎兵除く）

　財産　金貨四五九〇〇枚　新規召集（九〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（愛妾）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（愛妾）

　リタ（巨根大好き）カトリーヌ（愛妾）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一二八人　産ませた子三一人








第１４３話　人魚の繁殖　♯







　水遊びの最中に突然連れ込まれた洞窟。

俺を連れ込んだ女は全裸の美女かと思ったが下半身が青い鱗に包まれていた。

「これは……お前人ではないのか」

「うん、人間じゃないよ。前の人は人魚だって騒いでたの」

　人魚か、さすがに初めてみた。

珍しいので魚のような下半身を触ってみる。

「ひゃ、くすぐったい！」

　触り心地は以前連邦で食べた魚とまったく変わらない。

鱗が並んでいるので硬いかと思ったがしっとりと手に吸い付くような弾力もあった。

「あん、あんまり触ると……っておっぱいは一緒だと思うよ」

　しまった、あまりにいい乳なんでつい。

「それで俺をここに呼んだのは……」

「うん、私と繁殖して欲しいの」

「わかった。子作りを始めようか」

　人魚は自分で言い出したことなのに目を丸くする。

「え、いいの？」

「そっちが言い出したんだろう」

「そうなんだけど、あまりに即決で驚いたの」

「お前みたいな美女との子作りに迷う訳がないだろ。さあ穴はどこだ」

　見た限り人魚に性器らしき穴はない。

これでは彼女の胸を触ったせいで痛い程勃起した男根の行き場がないではないか。

「卵はここだけど……」

　人魚は鱗の一つを分けると小さな穴が見える。

表面は青だが中は人と同じで生々しいピンク色をしている。

あまり気持ち悪いものが出てきたらどうしようかと思ったがこれなら十分いける。

むしろその穴は大変に綺麗で早速肉棒でかき回したい。

「あぁ……いやらしい穴だ。いくぞ」

「あ！　駄目！」

　肉棒を掴んで穴に入れようとすると尾びれで弾かれてしまった。

「そこに入れても仕方ないの！　ここは卵が出る所で……肝心なのはこっちなの」

　人魚が水に浸かっていない石の上、何かを隠すように置かれた水草をどけると、そこには大量の小さな卵が石にくっついていた。

「え？」

「私がここから卵を産んだから……これに種をかけて欲しいの」

「かける？　どうやって」

「ん？　なんでもいいよ。卵を踏まないように気をつけてくれたら跨ってぶっかけてもいいし、そこらへんに出してくれたら私が適当にすくってかけるよ～」

　途端にやる気がなくなった。

何が悲しくて卵に向かって一人で射精しないといけないのだ。

「はやくはやく～」

「あのな……人間の男は女に向かって射精するように出来ているんだ。卵に射精するのは難しい」

「ええ～!?」

　人魚は驚きの声を上げた。

そして俯いてぶつぶつとなにやら言い始めた。

「そっか……そうなんだ……。だから去年はうまくいかなかったんだ……」

「去年？　話してくれないか」

　話をしながらどうにか思う方向に持って行きたい。

「去年もこうやって男の人に来てもらったんだ。でも酷くおびえちゃって、種は出してもらったんだけどほとんどでなくて……卵が一つも孵らなかったの」

　言いながら人魚は目に涙を浮かべる。

話を聞いていると人魚は一年に一度、水辺にまとまった数の卵を産む。

だがそれだけでは孵らず、人間か亜人の精をかけると子供が生まれるそうだ。

　普通は種をかければだいたい数個は孵るらしいが、去年の男は恐怖で碌に出なかったのだろう。

卵は一週間ほどで種がつかなければ腐ってしまうらしい。

自分の卵が孵らずに腐っていくのは人間の女が流産や死産したかのような悲しみだったのだろう、人魚は涙声でしゃくりあげながら話してくれた。

「そうか」

「だから今年は少しでも孵してあげたくて……でもあんまり時間がないの。だから無理やり来てもらったんだ」

　そういうことなら是非とも協力してやるが、さすがに卵に跨って射精しろは酷すぎる。

「いいか、人間の男は美女が相手をしてくれたらいくらでも精が出る。だからかけるのは卵としてもまず君に相手して貰いたいんだ」

「私が何かしたら一杯種が出るの？」

「ああ、ドバドバ出るぞ」

「本当!?　どうすればいいの!?」

　彼女は嬉しそうに飛びついて来た。

「まず名前、あるなら教えてくれないか？」

　互いの名前ぐらい知らないとな。

「ミルミだよ。上から読んでも下から読んでもミルミなの」

「エイギルだ。俺も名前で呼んでくれ」

「エイギル？　エイギル～」

　ひっついてくる彼女の乳房が胸板で潰れ興奮が増す。

多分、今しごいてもたっぷり出るが良い思いをしたいので黙っておく。

「まずは……下半身を見せてくれないか？」

「いいよ～」

　ミルミをひっくり返すようにして下半身をまさぐる。

先ほど観た卵を産む穴……いやらしいがここは大事な所なので肉棒を入れてはいけないらしい。

色々と探していくと背中側にも一つ穴があった。

かなり狭いがほぐせば……。

「やああああ!!」

　ビチンと尾びれでビンタを食らう。

「そこは駄目！　出す所なの！」

　尻の穴だったようだ。

絶対に駄目と鱗で隠してしまう。

もったいない、尻でも気持ちよくなれるのに、アリスを見せてやりたい。

いやあそこまでになっても困るか。




「じゃあこれに色々してくれないか」

　石に座って肉棒を差し出すとミルミは魚の下半身で器用に跳ねながらこちらに向かってくる。

「これ人間の生殖器だよね？」

　尻の穴を見られるのは恥ずかしいのに肉棒を見るのは平気らしい。

生殖は別に恥ずかしい事ではないという事だろう。

「ああ、ここを刺激されると種が出るんだが、自分でやってもあまり出ない。女……特にミルミみたいな美女にいじってもらうと沢山出るんだよ」

「そっかー、じゃあ掴めばいいの？」

「出来れば口に入れて欲しい」

「わかったの」

　何の抵抗もなく、パクリと咥えてくる。

彼女の口中は冷たいがにゅるにゅるとした粘液に覆われていてなんとも言えない快感だった。

「首を振ってくれ」

「んぶ」

「喉まで飲めるか？」

「んん」

「玉もいじってくれないか」

「んんー♪」

　俺の言うがまま、すべてを受けいれてミルミは口で奉仕してくれる。

今年の卵は腐らせたくない、なんとか孵って欲しいと必死なのだろう。

健気な人魚の事を思うと更に射精感が高まってくる。

　それにさっきから違和感があったのは彼女は口で呼吸する必要がないらしく、喉まで入れても涼しい顔で頭を振り続けていたのだ。

これは開発すれば最高の口技の使い手になるかもしれない。




「そこまででいいよ」

「ぷはぁ、もう出る？　種出る？」

　期待に満ちた顔でこちらを見るミルミ、だがもう少し味わいたい。

「もうちょっとだ。次は裸で抱き合おう」

　柔らかそうな胸に本格的に悪戯したい。

「ほーい」

　俺の胸に飛び込んで来るミルミ、その胸を撫で回すと怪訝な顔をしていた。

「おっぱい……エイギルはおっぱい好きなの？」

「大好きだ」

「ふーん、赤ちゃんみたいだね」

　ミルミの頭の中ではおっぱいは赤ん坊専用らしい。

不思議そうな顔で乳房を揉み解し、乳首をしゃぶる俺を見ていた。

「赤ちゃんーおっぱいでしゅよー」

　悪戯か胸を舐めしゃぶる俺の頭を撫でてくれた。

途端肉棒は更に膨張していった。




「エイギルはちんちんいじられるのが好き？」

　もちろん。

「おっぱいも好き？」

　当然だ。

「なら、これも好きなの？」

　ミルミは俺を石に腰掛けさせて突き出た逸物を胸で挟んだ。

体をこすりつけるようにして谷間で肉棒を刺激してくれる。

「おおぉぉぉ……最高だ。よくここまでたどり着いた」

「ん？　わからないけど気持ちいいなら続けるね」

　笑いながらミルミは胸を動かし、たまに逸物の先端を舌で舐めてくれる。

滑々の肌と少しざらつく舌で俺はどんどんと高まっていく。




「ぐぅ……もう出そうだ」

　出来れば口の中か、尻の穴を広げて出してやりたいが、それではミルミの期待には添えないだろう。

ここは大人しく卵にかけよう。

　震える逸物を押さえながら卵の近くまで歩いていく。

「最後は手で導いてくれ」

「うん！　頑張ってね！」

　岩一面に張り付いた卵に肉棒を向け、後ろからひっついたミルミがゴシゴシと強烈に逸物をしごく。

「あぁ……出るぞ！　出るぞ!!」

「一杯出して！　私に赤ちゃん頂戴」

「ミルミ！　首筋に噛み付いてくれ、そうすればもっと出るから」

　ここまで頑張ってくれた彼女のためにも一つでも多くの卵を孵してやりたかった。

女の穴に入れている時と違って巨大化しても破裂する心配はないからな。

「え？　痛いよそんなの」

「いいからするんだ！」

　仕方無しにミルミはかぷりと首筋に噛み付く。

彼女の人間よりもやや尖った歯が首筋に食い込み、うっすらと血が滲む。

逸物と頭にばちんと何かが走る。

「うおおおぉぉぉぉぉ!!!」

「ひゃあ！」

　更に大きくなった逸物が痙攣し、堤防が決壊した川のように種汁が噴き出す。

我ながら射精と言える勢いではない。

音を立てて噴き出し、卵にびちゃびちゃと降り注いでいった。

「あー！　卵におしっこするなんて酷い！」

　あまりの勢いに放尿と勘違いしたミルミが憤るが、粘着質な汁と立ち込める臭いで気付いたのだろう、慌てて謝罪して刺激を続けてくれる。

「ぐおおおおお！　まだだ、まだ出るぞ！」

　精を飛ばしながら腰を動かして岩に張り付いた卵全てにかけていく。

「すごい……いっぱいかかってるの」

「しごくのをやめないでくれ、まだまだ出るぞ」

　ミルミは延々と逸物をしごき続け、俺もそれに答えるように種汁を吐き出し続けた。

　やがてミルミの歯が首から離れ、俺の逸物も小さくなっていく。

最後にびゅっと種が飛び出し、遂に打ち止めとなった。

　改めて見て見ると結構な範囲に産み付けられていた卵全てが白濁にまみれている。

もはや卵が汁で見えなくなっている所もあった。




「うわー、去年の何百倍も出てるよぉ。人間の男って本当はこんなに出るんだぁ」

「そうだ、去年の奴はいい男じゃなかったんだよ」

「かも。これの大きさも全然小さかった」

　ミルミが逸物を撫でてくれるが限界まで射精した逸物はピクリともしない。

さすがに疲れてぐったりした俺を彼女は優しく支えてくれた。

「ありがとうございました～」

「いいさ、吸ってもいいか？」

「もちろん」

　俺は水面に落ち、ミルミに浮かせてもらいながら乳房に吸い付く。

そのままゆったりと水中を漂い、熱くなった体を静めていくのだ。




「それにしてもいきなり足を引かれてびっくりしたぞ。いつもこんなことをしてるのか？」

「ううん、いつもは一人の人だけ、いっぱいの時は出て行かないんだけど……卵が腐っちゃうまで時間がなくて焦ってて、大きな生殖器がぶらぶらしてたからつい……」

「そうか、最初は食われるかと思ったぞ」

「人魚は普段水草とか小さいの食べるんだよ。人間なんて滅多に食べないよ～」

「そりゃよかった。しかし湖の下にこんな洞窟があるとは思わなかった」

「えへへ、ここらへんの湖は地下の洞窟で繋がってるの」

　あんまり言っちゃだめだよと念を押される。

もちろん美女の隠れ家と言いふらす訳が無い。

俺一人が味わうのだ。




　しばらくの間そうしていたが、ミルミが何かに気付いて身を起こした。

俺が底に足をつけたのを確認して急いで卵の所に向かう。

「ああ！　これは……。嘘!?　これもぉ！　こっちもだぁ！」

　大騒ぎしている、何かまずいことだろうかと近づくと勢いよくこちらを振り返る。

「どうした何か「ついてる!!」何？」

　ミルミは俺の手を握ってブンブンと振る。

「種がついてるよぉ！　これも、この子もこっちも!!　すごい、みんなついてる！　何百個も孵るよぉ!!」

　それは良かったがこんな一瞬でわかるのか？

「普通はしばらく後になるらしいんだけど……でもわかる。一〇分でみんなついちゃった!!」

　わーい、わーいとミルミは大喜びしていた。

美女の役に立てて何よりだが、そろそろ帰らないと皆が心配しそうだ。

セリアが慌てている姿が目に浮ぶ。

「あ、そうだよね。ごめん、無理やり連れて来たから……」

「構わんよ。俺もいい思いをさせてもらったしな」




　その時、洞窟の更に奥から低い不気味な音が聞こえる。

俺にはそれが声なのか音なのかわからなかったが、ミルミは笑って言い返す。

「そうだよ、ありがとう！　これで私も母親になれたよ～」

　やはり同族の声なのだろうか、ミルミの声は俺にも美しく聞こえるが、相手の声はなんとも。

しばらくミルミは会話を交わしてこちらを振り向く。

「あのね、急いでる所申し訳ないんだけど、もう一人繁殖に協力してもらっていいかな？　ここで暮らしてるもう一人の人魚で私の先輩なの」

　やはり同族だったらしい。

「構わんが……その……」

　声からして不気味だったし、醜悪な化け物が出てくればとても子作りなど出来ない。

「んー、私より綺麗な人だよ。それにあの人は人間と同じような下半身だから、やりやすいんじゃないかな？」

「なに？」

　それは聞き捨てならない。

休憩中に乳房を吸わせてもらったこともあって、少しずつだが逸物も力を取り戻している。

「よし、相手しよう」

「ありがとう！　いいってー」

　ミルミが叫ぶと奥からぺたぺたと足音が聞こえる。

話通りに人と同じ足を持っているらしい。

　それでも一抹の不安を感じ、警戒しながら見ていたのだが。




「おお……いい体だな」

　現れたのはリリアーヌもかくやの美しく引き締まった足、長くしなやか、かつ肉感的なそれは素晴らしいの一言だ。

　繁殖の予感を感じたのか無毛の性器は薄く開いて涎を垂らしている。

薄いピンクの肉ヒダが僅かにはみ出てこちらを誘っているようだ。

　素晴らしすぎる、これほど見事な下半身はまず見ない。

こんな女と繁殖なんて大歓迎と言いかけたのだが。




「おい」

「ん？　何？」

「アレはなんだ？」

「何って、私と同じだよ？　半分魚で半分人間、貴方達は人魚と呼ぶんじゃないの？」

「半分はいいんだがな……」




　腹から上が魚は酷すぎるだろう。

これでは魚人じゃないか。

　こいつが先に出たら間違いなく戦闘になっていた。

その魚人は俺の近くまで来て瞼の無い魚の目でこちらを見つつ、がばっと股を開く。

ンギョーと低音の叫び。

「卵は腹に抱えてるから遠慮なく穴を使ってくれって」

　魚人が出す低音の鳴き声をミルミが翻訳してくれた。

再びンギョーと腹に響く音。

「私の中は具合がいいから瞬殺してあげるわよって」

　これで上半身がせめて不細工な中年女ぐらいだったなら飛びついたんだろうな……。

ンギョッと鳴き声、先ほどより照れた感じなのに腹が立つ。

「貴方みたいな巨根の男は初めてでドキドキしちゃうわ。早く犯して欲しいって」

　人生には幸運の後に試練が待っているものだ。
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「エイギル様ぁ！　良かった、溺れたかと思ってぇ!!」

　ミルミに手を取られて水面に上がるとセリアが抱きついてきた。

他の女達が心配げに寄って来たので心配ないと笑ってやる。

　水中ではミルミが微笑んで手を振り、他の女に見つからないよう再び底へと消えていく。

「一体何を、いえどこに行っていたんですか？」

「ちょっとな。人生について考えていた」

「はぁ？　でもお怪我がないならそれで良かったです」

　既にかなり泳ぎが上手くなっているセリアの上半身、腹から胸、首、そして顔を触る。

「わぁ！　ここで始めてはクロルにも見られてしまいます」

　そうじゃない、そうじゃないんだよ。

お前の可愛い顔で癒されたかったんだ。

　生臭くてえらの感触が気持ち悪かったが最高の穴と足だったんだ。

まさかあんなのに三度も搾られるとは思わなかった。

今日はノンナの美貌を見ながら寝よう。




　服を着ながら手の中を確かめる。

一つはミルミがくれた綺麗な鱗だ。

ちぎる時に痛そうだったので止めさせようと思ったが、母親にしてくれた礼だとして数個くれたのだ。

なんでもお守りとしての力があるらしい。

綺麗な部分を取ったから飾りにでもして欲しいと言っていた。

　もう一つは魚人が置いていった変な玉。

ぶよぶよして気持ち悪く、すぐに捨ててやろうかと思ったが呪われそうなのでやめておいた。

こっちは箱にでも入れてケイシーに管理させようか。

彼女なら何かあっても死ぬ心配はない。




　帰り道、俺はミティの肩を抱いて馬車の窓を開けると、そこには夕陽に照らされて真っ赤になった世界が広がっている。

「今日は楽しかったか？」

「はい！　水遊びなんてした事なかったからすごく面白かったです。一生の思い出になりました！」

「そりゃよかった。これで前の事は許してくれるか？」

「前のこと？」

「おいおい、初体験が強姦になってしまったことだよ」

　あぁとミティは思い出したように手を打った。

「そういえばそうでした。毎日のように抱かれているので忘れてました」

　なんじゃそりゃ。

ミティを抱き寄せてキスをする。

彼女は何の抵抗もすることなく身を任せ、服の上から胸を触られても顔を赤らめるだけだった。

　視界の端ではクロルとアルマがびっくりしたような顔をしていた。

小さい頃から一緒に育ったミティが女の顔になっているのが不思議なのか。

ならもっと驚かせてやろう。

「なぁミティ、今日から本格的に子作りしよう」

「こづくり!?」

「それで妊娠したら、俺の妻になれ」

　メリッサとも話していたことだ。

ミティはノンナと同じでちゃんとした婚姻関係に依存するタイプだ。

子供が出来たら形を整えてやらないとな。

「そ、そんな私は……でも……はぅぅ」

　真っ赤になって頷くミティ、それでいい。

それとなんでクロルはズボンを膨らませているんだ。

言葉に反応して勃たせるとはどれだけ溜まっているのか……横でアルマがむくれているぞ。




　次の瞬間に脇腹や尻を掴まれる。

伸びた手を追うとカトリーヌとマリアだ。

「「貴方の子供です。可愛がってやって下さい！」」

　マリアがクロード、カトリーヌがアントニオを膝に乗せてきた。

なんだお前達も妻になりたかったのか、それなら言ってくれればいいのに。

カトリーヌは少し難問だがラーフェンにいるならばれないだろう。

　俺が無邪気に膝の上で騒ぐ息子達を撫で回しているとメル一家も脇腹を掴んできた。

「ほらクウ、ルウ、貴方達もおねだりして妻にしてもらいなさい」

「うん、行こうお姉ちゃん」

「ちょっと、私はまだ覚悟が……」




　次から子を孕んだ女には妻になりたいか聞くことにしよう。

だが今まで家族として暮らして来た女だけにしたいな、そうしないと家が妻で埋まってしまう。

　ふと脳裏に魚人が体をくねらせながら妻にしてくれと言って来る光景が浮んだ。

足と性器の具合は申し分なかった事を思い出す。

口ですると言われて断ってしまったのは俺もまだまだと言う事か。

　もう魚人のことはなかったことにしよう。




　経験人数＋一

私は何を書いているんだ










第１４４話　権力闘争　♯







　王都ゴルドニア　国王私室

　王宮深部にあるアレクサンドロ一世の私室、本来そこは王付きの使用人か寵愛を受ける者以外はいかなる役職者でも立ち入れる場所ではない。

　だが今あるのは二つの人影、ソファーに深く腰をかける部屋の主たる王、そしてその前の床に跪く正装とは程遠い格好の女はレベッカ＝ブレイズ名誉騎士爵だ。

「なるほど、蛮族共の土地で鉄鉱山がな」

「は、更に鉱山へ至る道に出る特殊な魔物が例の肉です」

「それが鉄とあの肉の正体だったか、では密貿易はないのだな？」

「然り、ハードレット卿に脱法はありません」

　王はそうかと小さく呟いて目を閉じる。

「もとよりあやつにそのような小細工ができるか疑ってはおったが」

　それでも突然様々な物が流れてくれば疑わざるを得ない。

　更に王宮の文官達が騒ぎ立てたので、体面上の調査と言う意味もあった。

　王都の文官は常に領主貴族達が税を誤魔化していると思っているし、領主達は彼らをピイピイとうるさい雀と疎んでいる。

「いずれにせよ法に触れていないならば良い。鉱山にはいささか興味があるが、他に情報はあるか？」

「ここにございます」

　レベッカは情報をまとめた書類を差し出す。

　その書類はレベッカ以外に、アドルフの手も入っているので情報は非常に詳細だ。

　反面、もっとも大事な部分には若干の差異がある。

「お前は他の者よりも有能なようだな。他に領主の所に行かせた者共は碌な情報を持って帰っては来なかったし、あまつさえ死体となった者までいたぞ」

　情報官達には名誉貴族の身分と王の証明書を与えられてはいるが、領主貴族に秘密で領内を調べる以上、下手を打てば殺されてしまうこともある。

　殺されて適当な原野に捨てられ、偶然賊にやられたと言われればそれまでだ。

　断りなく入っている以上、領主に彼らを守る責任はない。

「ありがたきお言葉です」

　言いながらもレベッカは冷や汗をかく。

　自分が死体にならなかったのは単に幸運だったからだ。

「情報官はまだ手探りだからな、お前には現地の調査よりも他の者を束ねる役をやってもらおう。余の名に於いて特別に名誉男爵位を与える。他の者を効率よく動かせ、成果を上げればいずれ名誉を取っても良いぞ」

　二階級の陞爵はとんでもないことだが、名誉爵位の中ではあり得ることではあった。

　今回の場合も褒美と言うよりは他の情報官を円滑に指揮するための箔付け程度の事だった。

　一代貴族の制約、つまりは〝名誉〟の称号を外す事はずっと困難なのだ。

「よし、では早速準備に入れ。それと報告は今まで通り余のみに上げよ。宮廷貴族はもちろん、ケネスやエイリヒにも余の許可無しに話してはならぬ」

「心得ております陛下」

「では行け」

　レベッカは前を向いたまま後ずさり、静かに部屋を出て行く。

　情報は武器だ、助言や議論のために大臣達に渡すこともあるが、その判断は王自身がするつもりだった。

　なし崩しに漏れ出す、または王が知らぬことを他の者が知っているなどあってはならないことだ。

　それは例え、最も信頼出来るとして権力を与えたエイリヒとケネスであっても同じことだ。




　すぐに政務総監ケネスと財務大臣が玉座の間に呼ばれる。

　王はレベッカが持って来た書類を二人に見せた。

　あえて上位者たるケネスの他に財務大臣も呼んだのは彼らの議論を参考にするためだった。

「……と言う訳だ。ハードレット卿の領内で鉄鉱山が発見されたようだ。質もなかなかに良いそうだ」

　実際には鉱山に精通した専門家が「これほど上質な鉄は見たことが無い」と言われるほどの品質を誇るがばれない程度に低く改ざんされている。




「財政難の中、これほどの収入源を地方領主に任せるのは惜しいと考えます。王都への交易税以外に鉱山自体に特別な税を……いえ、鉱山そのものを国有化すべきではありませんか？」

　財務大臣はあくまで国庫の事だけを考えて進言する。

　それが彼の仕事だった。

「それは都合が悪いでしょうな」

　反論するのは政務総監として文官大臣を統括するケネスだ。

「この報告書を見る限り、鉱山は蛮族共の土地奥深く、確保されているのは一本の街道のみでそこにも厄介な魔物が出るとのことです。体よく国有化したとして鉄鉱石をはるばる運んでは利益など出ません」

「鉄の精製設備もあると書かれていますが？」

「設備があると言っても魔法で動くわけでは無し、燃やす炭や働く者の為の水や食料も必要です。それらをまさか王領から運ぶ訳にはいきますまい。ハードレット卿が苦労して開発した鉱山を取り上げてしまえば協力も得られないでしょう」

　王命を使えば無理やり協力させる事は出来る。

　だが当人にやる気がなければ護衛には穴が開くかもしれないし、仕入れも滞るだろう。

　実際に人を動かすのは利益と感情であって規則ではない。

「金もそうだが、何より今のゴルドニアには鉄が足りぬ。軍を増強している上にマグラードからの輸入も途絶えておるから、国内の生産分だけでは近く枯渇すると言って来ておる」

　現に戦争前と比べてゴルドニアでの鉄価格は二倍近くに跳ね上がっていた。

　反面輸出先を失ったマグラードでは鉄価格は以前の半分となり、商人や鉱山を持つ領主が困窮している。

　この差を利用して両国間の密貿易も出始めているらしい。

「……やはり軍の増強が資金的にも大きな負担、一旦は「オホン！」

　財務大臣の苦言をケネスが強引に止める。

　軍の増強は王の決めた事、財務大臣が口を出す事は許されない。

「やはり鉱山はハードレット卿に任せ、鉄の増産に励ませるのが宜しいかと、その上で何かしらの税をかけるのが最善でしょう」

　王とケネスの結論は出たようだった。

「では課税は定額としましょう。一定額の税を取り、他は知らぬとすれば利益を上げるために増産するはずです」

「それも戦後の話だな。マグラードとの停戦の終わりが見えてきた今、少しばかりの税の為に奴にへそを曲げられては適わぬ。今は王国の為、鉄を増産せよと申し伝えて置け」

　報告書には周辺地図が不正確なのを良い事に鉱山が実際よりも山の民の地、奥深くに書かれていた。

　さらに街道上では山の民によるいくつもの襲撃が報告されていたが、これも確認しようの無いことで、実際には虚偽か演習のための移動に過ぎなかった。




　ケネスは深く頭を下げてから次の議論に入る。

　財務大臣は役目は終わりと退室させられる。

「して他にも何か情報が？」

「うむ、南部の国……なんと言ったか」

　王は手元の報告書をめくる。

「そう、モルト王国だ。かの国で政変が起きたと情報が入ったが……どう思う」

「以前にハードレット卿から交易と和平うんぬんと話がありましたな」

「そうだ、取るに足らぬ国故、余も好きにせよと流したがな」

　南部諸国には人口百万を数える国も存在している。

　特段の産業もない農業国のモルトは特に重視すべき国ではなかった。

「まさかハードレット卿が政変に絡んでいることは……以前トリエアでの事もありましたからな」

「ふむ、幼き女王に対して兄が反乱を起こし、女王と前王を廃したそうだ」

　聞いた途端にケネスの表情から警戒が消える。

　王位継承に納得できない兄弟が反乱を起こして王位を奪う。

　ありふれて物語の題材にすらなりそうにない話だった。

「余が言うのも滑稽だが、この程度の事を気にしていては毎日が非常事態よ」

「ハードレット卿は何か言っておられますか？」

「何もないな。特に争ったとも言っておらぬ」

「ならば放置で良いでしょう。もし事があればモルト王国ならば一息に潰せます」

「そうだな。この件はそちに任せる。良いようにせよ」

「は！」




「次は王立学校の話だな」

　指揮官育成を目的に設立された教育機関は正式に王立学校と命名されていた。

　その運営方針を巡ってエイリヒとケネスが対立しているのだ。

　当然エイリヒが呼ばれて玉座の間に顔を見せる。

「陛下、ご機嫌麗しゅう……」

　王に頭を下げながらもケネスと静かに睨み合う。

　剣を使わぬ戦いが始まっていた。
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　モルト王国　王都ビアード　王宮

「イラリオはどこだ！」

　王宮に響く怒声、使用人達は一斉に声とは反対側に向かう。

「貴様！　イラリオはどこかと聞いている！」

「ベルゼイ公爵はお見かけしておりませ……あうっ！」

　パブロはメイドを突き飛ばし、彼女は壁に頭を打ちつけてうずくまる。

「どいつもこいつも役に立たぬ！」




　怒鳴り散らしながらパプロは手当たり次第にドアを蹴り開けて行った。

　そのうちの一つはどうやら当たりだったらしい。

「イラリオ！　ここに居るなら何故返事をせん！」

「廊下で野良犬が喧嘩でもしていると思ってね」

「なんだと!!　貴様が姿をくらますからだろうが！」

「何故、私がお前に一々居場所を教えなければならない」

　睨み合う二人、だがこのままでは埒が明かないと思ったのかイラリオが嫌そうに言葉を紡いだ。

「で、何のようだい？　言うだけ言ってさっさと消えてくれ」




「ち、税の件だ！　王領の収獲税の報告がお前にだけ行くようになっていた。どういうことだ！」

「当たり前だろう、お前は戦場を駆けてこその男なのだろう？　自分でそう言っていたじゃないか、ならば他の事は私に任せたまえ」

　パブロは一瞬言葉に詰まる。

　イラリオの言っていることは事実だ。

　昔から手当たり次第そういう話をしていた。

　無論彼は戦場など駆けたことがない。

「そもそもお前は弟なのだから私の言う通りにするのが筋だろうに」

「馬鹿を言え！　俺達は対等な立場だとブルータスも言っていたではないか！」

　現在モルト王国に王は居ない。

　セレスティナが逃亡した後は、イラリオとパブロが共同で臨時に統治するとしている。

　反乱後の計画についてはパプロもイラリオも聞いておらず、片方が王になる事をもう片方が許しはしなかったのだ。

「奴は未だベッドの上、そもそも王族が部下に頼り切りでどうする。自分で考えるだけの知能も無いのか？」

「は！　笑わせる!!　お前こそ人の悪口を言う以外に何かやったのか!?　小娘を追い出した後、何をしたか言ってみろ！」

「……野蛮人に何を言っても無駄と言うものだ」

　実際には何もしていない。

　そもそも彼らが反乱の計画を聞いたのも実行の直前で、これは好都合と飛び乗ったに過ぎない。

　当然、権力の座に着いた後の計画などまったくなかった。

　ブルータスが「全て手はずは整っております」と言うので安心していたのだが、彼はセレスティナ脱出の際に受けた傷から熱が出てまともに動ける状態ではない。

　パブロは一時無理やり起こそうとしたが、医者が必死に止め、彼に万が一があれば自分にはどうしようも無いと考えて諦めたのだ。




「そもそも戦の時も後ろで見ていただけの臆病者は兄とは言え、対等ではないわ！」

「勇敢に出て行ったお前はブルータスが目の前でやられるのを見ていただけなのだな。兵に聞いたぞ、ハードレットに言われて素直に道を空けたらしいな」

「あ、あれは俺が怪我すればこの国が持たぬと思っての苦渋の決断よ！　本気でやれば勝っていたわ！」

　二人は睨み合い、傍に控える騎士達は溜息をつく。

　毎日のように怒鳴りあう彼らは悪態を付き合うだけで何も前には進められない。

　彼らは裏で互いを暗殺しようと画策していたが、彼ら自身に従う数少ない部下達の中にそれを上手くやれる者はいなかった。

　その技量を持つ者達は皆ブルータスについてきた者達で、彼の直接の指示無しにはまともに動こうとはしなかった。

　モルト王国の政治はブルータスの負傷によって完全に停止していたのだ。
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　ラーフェン

「子供はお好きですか？」

「あん？」

　目の前には幼い体がベッドに横たわっている。

　俺の視線を受けてゆっくりと開いた足の間は完全な無毛で薄い筋が見えている。

　一瞬セレスティナの裸を見ているのではないかと思うが、漂うメスの匂いは濃い。




　ラーフェンの見回りついでにクレアと会おうと思ってフィリッチ商会に来てみると彼女は鉱山の視察に行って留守だったのだ。

　今日の夕方には戻る予定らしいがさすがに何時間も待っては居られない。

　出直そうとすると、彼女の付き人ローリィと言う少女に呼び止められた。

　なんでも実務を処理するために珍しく別行動でラーフェンに残っていたらしい。

　酒でも飲ませてくれるなら少し暇を潰していこうと誘いに乗ったが案内されたのは寝室だった。

　ローリィはベッドに登り、見せ付けるように一枚ずつ服を脱いでいき、最後は全裸になってベッドに横たわったのだ。




「おいおい、こりゃどういうことだ？」

「主の留守で領主様を失望させることは出来ません。どうぞ私でお楽しみ下さい」

「俺に子供を抱く趣味は無いぞ」

「そう言わずに味見して下さいませ。子供ですが精一杯頑張りますから」

　改めて彼女の裸体を見てみるが、一六と言う年齢にはとても見えない子供体型で一二～三と言われても疑いはしまい。

　童顔で体も小さく、手足も細い、特に胸など平坦な板に乳首だけが乗っているようだ。

　腰のくびれもほとんどなく、寸胴で尻はとても小さい。

　だが俺を誘うために軽く股を開いて無毛の性器をひくつかせ、指を口に含んでゆっくりと体をくねらせる仕草は相当に男慣れしていそうだ。

「あ、その気になって頂けましたか？」

　俺のズボンの前が盛り上がったのを見て少女が嬉しそうに微笑む。

　これは少し反応してしまっただけで本当に勃起したらズボンが破れてしまうのだが。

　だがベッドの上には俺に抱いてくれと股間を濡らす女、ここで躊躇うのは失礼ではないだろうか。

　例え相手が少女だったとしてもだ。

　見た目は完全に子供だが彼女は一六、なんとか犯せる年齢だろう。




「わかった。やるか」

　俺はベッドに乗っていき、ローリィを立たせて抱き締めると彼女の顔は腹と胸の間に来る。

「あ、たくましいお体。脱がせますね」

　少女は一枚ずつ服を剥ぎながら最後の一枚に手をかける。

「では……お道具拝見……」

　さっと降ろすと同時に逸物が飛び出し、べチンと彼女の額に当たる。

「わっ！」

　思った以上に勃っていたな。

　こいつが服を脱がせる時にわざと背中や足に乳首をこすりつけてきたせいだぞ。

「クレア様から聞いてはいましたけど……こんな逸物が世の中にあるなんて……」

「おいおい、まだ半分程しか勃っていないぞ」

「冗談ですよね？　これ以上になったらもう……」

　人間じゃないと言いたそうだな。

　だがこうなってしまった以上責任はとってもらおう。

　しゃぶれとばかりに顔の前にずいと突き出す。

「子供故、不手際もあるかもしれませんのでご指摘下さい」

　そう言って逸物の先を口に含む。

「うっ！　何が子供だ」

　にやりと笑うローリィ、口に入れた途端に舌が先端を這い回り、強烈な吸引が開始される。

　娼婦の中でも十分に腕利きと言える口技、だがこちらを見上げる顔は菓子をねだって甘える子供の目だった。

　これは落ちる男も多いはずだ。

　アンドレイなど店を売ってでも追いかけそうだ。

「ぐあ！」

　小さな舌が尿道に進入して快感を与えながら、鼻から子供がむずるような幼い声をあげる。

　目を閉じれば熟練の娼婦に奉仕を受けている気分になり、目を開ければ幼子に悪戯している気分になる。

　ローリィの見た目に不満気だった逸物もやる気になったようだ。

「んっんっ！　んん!?　んご……んぼっ！」

　口の中で膨らんでいく逸物をたまらず吐き出してしまうローリィ。

　出したそれを見て目を見開き、手を口にあてて絶句していた。

「歴史に残る程の巨根ですね」

「何をおおげさな」

「でも困りました。これではとても、んも……」

　口を思い切り開いてもう一度口に含もうとしたが彼女の小さな口には入らない。

　無理やり入れればなんとかなるが、歯が当たるのを警戒してか出来ないようだ。

「しゃぶれません」

「いいさ、股で挟むか、手でしごいて発射させてくれ」

　性技のうまい少女という珍しいものも味わえた。

「いえ、口で無理ならばこちらで受けいれます」

　ローリィは俺をベッドに仰向けに横たえると肉棒を掴んで上に乗ろうとしたのだ。

「いや、無理だろう」

　どう見ても入らない。

　彼女の入り口の大きさならクロルぐらいの小さいモノが適正ではないだろうか。

　だが彼女は油のようなものを穴と逸物に塗りたくって準備を整えていた。

「いきます」

　俺が止めるのも聞かずに上に圧し掛かる。

　勢いをつけて腰を落すが肉傘が少しも入っていかない。

「えいっ！」

　再び跳ねるが結果は同じだ。

「ふん！」

　今度は自分の腰を両手で押えながらジャンプするように肉棒に腰を落す。

「痛っ!!」

　だがそれでも肉傘が僅かに入り口に食い込んだだけだった。

「ほら無理だろう、やめとけ」

「私も女、プライドがあります！」

　彼女は逸物に中腰で腰かけたまま、俺の両手をとり自身の腰を掴ませる。

「ご自慢の剛力で捻じ込んでください」

「さすがになぁ」

　破壊してしまいそうで怖いのだ。

「いいのです。突き殺されても化けて出ませんから」

　そこまで言うなら少し入れてみるか。

「じゃあ行くぞ……そら」

「うぐっ………………」

　彼女の細い腰を抱きかかえて引き寄せ、反対に腰は突き出す。

　肉が広がる音を立て、彼女の薄い腹がもこもこ盛り上がっていく。

　触れば逸物の形が分かるなどという程度ではない。

　肉棒の形が見た目に明確にわかるほど、はっきりと腹が膨らんでいく。

　悲鳴が出なかったのでとりあえずそのまま一番奥まで押し込んだ。

　それでも俺の逸物は半分も入っていないが。

「これはすごいな、大丈夫か？　っておい！」

　根元まで入ると同時にローリィの顔が俺の腹に倒れてきた。

　慌てて顔を見ると白目を剥いて失神してしまっている。

　しまった、悲鳴がなかったので油断した。

「おい、おい、返事をしろ」

　呼びかけるが返事はない。

　まさか逸物でハメ殺してしまったのかと肩を揺すると小さな声が上がる。

「……うぅん、私は何を……」

　しばらく呆然としていたローリィは、はっと我に帰って胎を押える。

「申し訳ありません！　あまりの巨根に意識が飛んでしまいました！」

「それはいいさ。続けられるか？」

「はい。正直息が出来ないほどの圧迫感ですけど大丈夫です」

　全然大丈夫に思えないが、早めに出してやるか。




　俺は上に乗せたローリィを揺すったり持ち上げてやったりと可愛がってやった。

　後背位も試してみたが一突きで再度失神してしまったので慌てて体位を戻す。

　途中、曲芸のように小さな彼女の体を肉棒一本で持ち上げてやったりもした。

　さすがに少し怖そうに肩を掴みながらローリィは笑う。

「あは、こんな事出来るんですね！　折……ってこんな太いのが折れる訳ないですね」

　依然苦しげな顔は変わらないが、少し余裕の出てきた少女とじゃれあいながらたっぷりと楽しむ。

　すると俺にも射精感が沸きあがってきた。




「そろそろだな」

「中に撃ち込んで下さいね」

「ああ、嫌といっても聞かないよ」

　正面から抱いたローリィを持ち上げて壁に背中を押し付ける。

　彼女は宙に浮いた両足をがっちりと腰に絡めてきた。

「気を失っても遠慮なくどうぞ」

「安心してイってしまえ！　そら！」

　小さな体を肉棒で押し上げる。

　彼女の体には到底不釣合いな大きさの逸物が往復し、肉の傘は少女の柔らかい肉をゴリゴリとこする。

　彼女の体は面白いように揺れ、肩に回った手が爪を立ててきた。

「んあぁぁあ！　大きいーー!!　壊れちゃう、ローリィのおマンコ破裂しちゃうよう！」

　俺を高める為にわざとやっているのだろう、首を左右に激しくふりながら過剰に悲鳴を上げる。

　今更だがローリィは声も幼女のようだ。

「ローリィはまだ子供なのに……伯爵様の太くて黒いチンチン入れられちゃってる！　ローリィにえっちなお汁出しちゃうの？　大人の伯爵様が毛も生えてない子供の穴で気持ちよくなっちゃうの？」

　声色を変えた子供の舌足らずな言い方で甘えてくる彼女。

　俺に子供の趣味はなかったはずだが逸物は更に大きくなってしまった。

「こんなに牝の汁をだらだら流していけない子供だ。お仕置きしてやる」

「やだーお仕置きされちゃう、ちんちんでエッチなお仕置きされちゃうよぉ」

　思った以上に楽しいな。

「伯爵様！　好き！　大好き！　好き好き！」

　ただ好きと言われている、それも演技だろうに肉棒は更に膨らんでいく。

　彼女は相当に男のつぼを心得ているようだ、




　そんなローリィの子供擬態も、俺の腰が猛烈に動き始めると壊れてくる。

「ローリィの小さい穴……を!?　ううん！　あっあっあっ!!　あおぉぉー!!」

　子供っぽい演技が壊れ、舌が出始め、意味のある言葉が無くなって来た。

「子供は終わりか？」

「そ、それは！　んあっ！　だ、だめ……こんなの……イク!!」

　一際大きく鳴いた彼女は俺に抱え上げられたままピンと体を伸ばす。

　小さな女の穴が可愛く締まってから力を失うのを見てから、白い首筋に吸い付いて射精する。

「おう！」

　粘着質な音が聞こえ、少女は無意識ながらぶるぶると震えながら腹が膨らんでいく。

「あぁ……良かったぞ」

　逸物を引き抜いてローリィをベッドに転がし、隣に横になって抱きしめる。

　ついに子供を抱いてしまったな。

　楽しませてくれた彼女が意識を取り戻すまでたっぷり愛撫をしてやろう。

　まだ乳房の無い胸を撫でながら首筋を舐め続ける。

　本当に肌が綺麗だ、子供は皆こんなに綺麗なのだろうか、これからはちょっと試してみようかな。







　数時間後

「ローリィ、頼んだ仕事は……ええ!?」

　帰宅したクレアは立ち込める精の臭いとベッドに横たわるローリィに思わず驚きの声を出す。

「お帰りなさいませ……申し訳ありません。腰が立たないのでこのままで失礼します」

「何があったの!?　伯爵様？」

　女をこんなに出来る人物は他に心当たりはなかった。

「はい、お留守の間に来訪されまして……お相手致しました」

「馬鹿ね、貴方の体で相手出来る代物じゃないわよ。破壊されなかった？」

「かろうじて……あぅ」

　随分と広がってしまったかもしれないが、時間を掛ければ元に戻るだろう。

「まぁご機嫌が取れたならそれでいいけど……」

　彼女に頼んだ細かな仕事よりも領主の機嫌を取る事の方が何倍も意味がある。




「それでどうだったの？」

「伯爵様、本当に人間ですか？　以前にも私を巨根でいじめて楽しむ男はいましたけど。そんなレベルではなかったです……例えるなら」

「「オーク」」

　声が重なって二人は笑う。

「しかも大きいだけじゃないですよね。すごい技量をお持ちでした……まだビリビリしてます」

「そうよ、私だって悲鳴あげておしっこ漏らしたことだってあるんだから」

「ああいうのを女殺しと言うのでしょうね。町で適当に女を強姦しても終わる頃には靡いていそうです」

「惚れちゃった？」

「惚れました。愛人にして欲しいです」

　顔を見合わせて笑う。

　互いに冗談で言っているのはわかっている。

　彼女達にはまだまだやるべきことがあった。




「次のおねだりには貴女が行きなさい」

「よろしいので？」

「伯爵は抱いてすぐの女にとても優しいわ。少々無理を言っても聞いてもらえるはずよ。仕入れ担当が過剰に職人に作らせてしまった装飾品が残っているの。品はいいのよ」

「ではそうします。そのまま彼の巨根の虜になってハーレムに入ってしまうかもしれませんよ？」

「馬鹿おっしゃいな。でも孕んでしまうのはいいかもね。半年は動けないけど大抵の事は聞いてもらえるようになるかも」

「子供は二の次ですか？　悪女ですね」

「人の事を言えるの？　それに大領主の子供が不幸になるわけないでしょ、あの人は絶対助けてくれるだろうし……生まれ変われるなら私が代わってあげてもいいわよ」

　軽口を叩きながらも目の光は強い。

　彼女達はまだまだ上を目指していた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万六千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

　麾下軍　四千　予備役四〇〇

　財産　金貨四五二〇〇枚 　屋敷装飾品（五〇〇）予備役募集（二〇〇）

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（夫人）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）

　リタ（メイド長）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一三〇人　産ませた子三一人








第１４５話　ノンナの幸せ　♯







「鉄の増産は順調です。大型の高炉が完成、黒獣を特産品として大量に狩っている事で街道の安全性も向上、人も次々と流入し、生産性は日毎に向上しています」

「そうか、やっと軌道に乗ってきたんだな」

「はい、もはやあそこはただの鉄鉱山ではなく、鉄生産のための一つの町と言えるでしょう」

　アドルフは安心したように語り始めた。

彼によると領内の通常収支が遂に黒字に転換したらしい。

今までは借り入れや略奪など特別な手段を使わなければどんどん金が減る一方だったからな。

　おかげでクレアから装飾品をまとめ買いしてしまった事も引きつった笑顔で許容してくれた。

「まだ痛むんです」と顔を赤らめたローリィにおねだりされては打つ手がなかったんだ。

　金貨五〇〇枚はさすがに、としぶると「勝手に抱かれたのでこれぐらい売ってこないとクレア様に怒られるのです」とべそをかき始めたのだ。

うそ泣きなのは百も承知だが、それでも助けてやりたくなってしまった。

　ノンナは大喜び、セバスチャンもいい物だと言ってくれたから箔付けぐらいにはなる。

近隣の領主や奥方を招いた晩餐会もたまにやっているみたいだからな。




「ところでその町ですが、いつまでも鉄鉱山や鉱山町と呼ぶのも不自然です。正式に命名されてはいかがでしょうか？」

「名前か、適当につけてくれてもいいんだが」

「新しい町には領主が名前をつけるものです。後で文句を言われても嫌ですからしっかりつけて下さい」

　そういうものか。

だがいい名が思いつかん。

ここは山の民の意見を聞いてみよう。




「というわけなんだ。お前達何か思いつかないか？」

　ピピ、ルナ、ルビーを集めて聞いてみる。

「ピピ達は火の民の土地と呼んでいた！」

　火の町と言うのも嫌だな。

ただでさえ町中で製鉄に火を使っているのに、大火災になりそうで縁起でもない。

「神聖なる御山に近こうございます」

「山かぁ」

　山に関する名前も良いが、中央平原は大山脈の切れ目にあるだけに山系の名前は非常に多い。

ごっちゃになって覚えられなくなりそうだ。




「「なら……ドラゴンの伝説」」

「なんだそれは？」

「ピピも昔聞いたぞ。子供に聞かせる物語だ」

　ピピに続いてルビーが詳しく、語り部のように説明してくれる。

それは彼らが神聖視する山に住むドラゴンの伝説だった。




　翼を持つその竜は荒野の覇者、自由気ままに飛びまわり、飛び疲れれば山に戻って体を休める。

　その体躯は巨大で、頭上を飛べば村全体が日陰になるほど。

　その牙と爪は岩をも楽に砕き、その鱗は何物でも貫く事が出来ない。

　竜が怒れば口から業火を吐き出し、すべてを炎の海に沈める。




「その竜があの辺りに住んでいたと」

「伝説の話でございます」

「ピピは見たことない。婆様もないし、婆様の婆様も無い」

　所詮はただの伝説と言う事だろう。

だが命名には使えそうだ。

「そのドラゴンの名は？」

「「「覇竜リントブルム」」」

　全員の声が揃う。

よし、今日から鉱山町の名は［リントブルム］にしよう。




「面白い由来ですね。一〇〇年先まで残るかもしれませんよ」

「そこまで生きてないさ」

　笑いながらピピの首筋を撫でる。

気持ち良さそうに目を閉じるピピ、普段なら愛らしさしか感じないのだが、何故か逸物が反応する。

まさか俺は小さい子までいけるようになってしまったのだろうか。




「失礼します。フィリッチ商会の方がいらしておりますが」

　メイドの一人が来客を告げた。

俺に子供の味を教えたローリィがまた来たに違いない。

言われるがままに物を買ったのが悪かったか。

「夏の鉱山税の話だと思いますが、私も同席します。ハードレット様だけでは思わぬ値引きをするかもしれませんから」

　すまんが頼む。

あの美少女におねだりされてしまうと俺はどうにもならない。

　こうして夏季の鉄関係税は滞りなく決まり、大幅な鉄増産によってたっぷりと入る予定になった。




　少なくとも秋終わりまではこうした金のやり取り程度の問題しか起きないと思っていたのだが、一通の手紙が家の中を激震させてくれた。

「ぐぅ、どうっぞ！」

　メイドが二人がかりで重そうにテーブルの上にドサリと手紙を置く。

もう量だけで誰から来たかはっきりわかるな。

「セリアは逃げたか」

　さっきから姿が見えない。

メイドが手紙を運搬しているのを目撃したのかもしれない。

仕方ない、自分で読む事にしよう。

　……これは参ったな。




「あらエイギル様。ちょうど良かったです。一緒に中庭でお茶でも……その手紙、あの豚女ですか？」

　にこやかに現れたノンナの顔が瞬時に崩れる。

嫌そうな顔だが、一応内容が気になるのか隣に座ってきた。

「失礼します。ってなんですかこの無駄な文言は」

「……」

「エイギル様？　そんなに読むのが苦痛なら捨ててしまいましょう。一々見るだけ無駄です」

　すまんノンナ、お前にとってはかなり不愉快な事を言わないといけない。

「ノンナ怒らないでくれよ」

「はい？　まさか!?　また豚が転がって来るんじゃないですよね!?」

　いや多分お前にとってはもっと悪いことだ。

「クラウディアが孕んだらしい。時期から見て俺の子だろう」

「……」

「孕みにくいと言っていたから油断したな。元々腹が出ているからわかりにくかったそうだ。これはクララからの手紙なんだけどな」

「……」

「実の子が出来ればクラウディアの我侭も少しぐらい収まるかも……どうした？　おい！」

　ノンナが座ったまま泡を吹いている。

「おい、誰か来てくれ！　水も持ってこい」

「はーい。あ、旦那様！　またノンナさんを失神させたんですか？　攻めすぎです」

「別にまぐわっていたわけじゃない。いいから水を持ってきてくれ」

　いきなりノンナが飛び起きる。

胸の揺れ方がすごい、あんまり無茶すると千切れて飛んでいくぞ。

「ミティーーー!!　皆さんを呼んで来てください！　緊急家族会議です!!」




　こうして家族全員が召集された。

なんの為かレオポルトやアドルフ、トリスタンまでが集められている。

セレスティナとモニカには秘密だ、子供にする話ではないからな。

「エイギル様が他国の侯爵夫人を懐胎させました！」

　全員から溜息と「ついに……」と言った声が漏れる。

「これは由々しき事態です！　侯爵にばれればただでは済みません」

　そうかもしれんな。

「最悪の事態にならなくとも離縁されたあの女を押し付けられる可能性もあります！」

　皆が悲鳴を上げる。

そんなに嫌か。

「チッ」

　メル、今の舌打ちはまさか五人の母のお前じゃないよな？




「しかし事は冗談では済みません。連邦の最有力貴族マロードル候の恨みを買えば、連邦からゴルドニア王宮に圧力がかかる事も考えられます」

　レオポルトはあくまで冷静に分析している。

「ですね、男女の事ではしばしば理性よりも感情が勝ります。マロードル候が思わぬ手段に出ることも考えられます」

　アドルフも続く。

「一応はその心配はないようだ」

　俺は同封されていたクララの手紙を広げる。

クラウディアの方は「孕んだ」「嬉しい」「貴方の子よ」以外に内容は無い。

　クララのより理性的な文によると、クラウディアは一応亭主の子として領地にいるマロードル候に報告したそうだ。

もっとも候は時期が合わないとして懐疑的だそうだ。

「こっちに滞在してる間ですからねぇ。言い訳はちょっと難しいですね」

　だが候は俺との関係を疑っている訳ではないらしい。

何しろ今まで男妾だのを屋敷に呼びまくり、好き放題していた前科がある。

ゴルドニア周遊で適当な男を咥え込んだ結果ではないかと思っているようだ。

「これならなんとかなるかもしれません。但し本人が口を割ってしまえば御仕舞いですが」

　それが心配なんだ。

「いい案があります。マロードル候に「夫人が不義の子を孕んだのはこちらの監督も足りなかったから」という名目で彼女をこちらで隠棲させると提案するのです。手元に置いていればいらぬ騒ぎも防げますし、侯爵側としても国内であれこれ噂されるより病気の療養とすれば言い訳も立つでしょう」

「なるほど、噂が流れても俺の領地内ならなんとでもなるな」

「互いに利点があり、夫人も安心して子が産めます。おまけに資金の援助まで貰えるかも……痛！　だ、誰ですか!?　痛、痛い！」

　アドルフが突然足を押えて痛がり始めた。

まるでテーブルの下で足を蹴られているようだな。

しかも一人にではなさそうだ。

　それにしても妻を孕ませた上にこちらに連れて来て金まで貰おうとは盗賊も真っ青の悪行だな。

アドルフは地獄に落ちるかもしれんぞ。

「ですがこの手紙を見る限りそれは難しそうですね」

　セリアが横から顔を出し、クララの手紙を覗く。

「続きには「奥様は愛する貴方の血を継ぐ子供に家督を継がせるべく、領地に戻って旦那様に直接話をしに行く」と書いてありますよ」

　どうやらマロードル家お家騒動の種を撒いてしまったようだ。

「文字通り種を撒いたってな。はっはっは」

　全員の冷たい視線が集中する。

仕方ない、セリアを抱き寄せて髪と顔を徹底的に揉み解そう。

「わぁ～やめへぇくだはい～ふわ～」

「家督を狙うならば他の男の血とは死んでも言わぬでしょうが……彼女次第になりますね」

　いいじゃないか、少なくとも俺に害を成そうとする女じゃない。

信じてやろう。




「……あの女まで孕んだのに……どうして……」

　ノンナが落ち込んでいる。

何お前はまだ二一、いくらでも機会はある。

　慰めてやろうとしたのだが、その前に二つ程手が上がった。

リタとヨグリだ、この二人はクラウディアにあまり思うところがないのかだんまりだったが、どうしたのだろうか。

「こんな時に言うのも」「不適切かと思うのですが」

「なんだ？　いいから言ってみろ」

「「私達も孕みました」」

「なっ！」「ええ!?」

　突然の告白に全員が固まる。

「少し前にわかったのですが言い出せず」

「私はその……色々あったから勇気が出なくて」

　考えれば当然だ、リタは歳も三〇になっているからそろそろ子供をやろうと集中攻撃したし、ヨグリも俺の女にすべく徹底的に中に出した。

孕んだと聞いて意外な事は何一つない。

「ねぇヨグリ……」

「絶対にエイギル様の子、違ったら自分で心臓引き抜いてもいい」

　これ以上は疑ってやるな、あれは済んだことだ。




「分かった。一人世話役のメイドをつけるから体を大切にしろ。特にリタは働きすぎるな、一日寝ていても怒らないぞ」

「「わかりました」」

　さて色々な事があったが、一応片付いたか。

不満げな顔や諦めた顔、飯の時間を気にするイリジナなど様々だが、とりあえず丸く収まったかな。

「……ん……ひ……く……ひっく」

　収まっていなかった。

　静寂の中ですすり泣く女の声、我が愛する妻ノンナはしばらく顔を伏せてすすり泣いたかと思うと突然顔を上げた。

「うえぇぇぇぇぇーーーーん!!　ふえぇぇぇぇぇ!!　わああぁぁぁぁぁん!!　びぃぃぃーー!!」

　ああやっぱり。

顔をぐしゃぐしゃにして恥も外聞もない号泣。

　手でレオポルトとアドルフに出て行けと合図する。

これ以上議論しても何も決める事はない。

他の女達も気まずそうに退室していった。







　たっぷり一〇分は大泣きしたノンナ。

今はソファーに座る俺に跨るようにひっ付き、胸に顔を埋めて静かに泣いている。

「そう泣くな、お前は若いんだから子供だっていずれ授かるさ」

「むもうぉぉわ、ふもぉ、もぐもら！」

　顔を埋めたまま話しても何言ってるかわからないぞ。

子供をあやすように背中と頭を静かになでてやる。

ゆっくりと時間が過ぎていく。




「……産めないんです」

「ん？　何がだ」

「私……産めないんです。うっ……ううっ……うわぁーーーん!!」

　再び幼子のような号泣、慰めるように頭をなでてやるが泣き止まない。

　泣き声交じりの聞き取りにくい話をゆっくりと聞いてやると

　他の女が孕む中、自分だけが妊娠しないので医者を呼んで診させたらしい。

結果、ノンナの体は元々妊娠しにくい体質なのではないかと言うことだった。

「妊娠しにくいだけなら根気良く続ければいずれは出来るだろう」

「領地の医者が正妻の私に妊娠出来ないなんて言うはずありません!!　しにくいなんて言う事はきっと子供が産めない体なんです！　赤ちゃん作れないんです！」

　再び声を失って号泣、よしよしと宥めるが振り払われてしまった。

「もしそうだとしても、お前は俺の妻じゃないか。子供が出来る出来ないに関わらず……」

「子供の産めない正妻なんて邪魔なだけです!!」

　ノンナは言ってから「この役立たず！」と自分の腹を叩き始めた。

あわてて押さえると今度は俺の胸を叩きだした。

泣きながら胸を叩く彼女に下手な言葉は逆効果だろう。




　しばらく俺の胸を叩き続けたノンナは泣き腫らした酷い顔を上げる。

「王都へ行きます。捨扶持をいくらか下さい」

「おいおい、何を言ってるんだ」

「そうよ、馬鹿じゃないの」

　いつの間にか部屋にカーラが来ている。

ノンナはちらりと彼女を見るが出て行けとは言わない。

この二人は罵り合いながらも一番仲が良いからな。

「いいんです。私はエイギル様の為に王都の貴族達と顔を繋いでおきます。もし必要なら正妻をメルさんかカーラに移して下さい。その方が家督で揉めませんから」

　俺はノンナを正面から抱き寄せて目を見つめる。

「本当に俺から離れて王都に行きたいのか？　正妻でなくなっても？」

「はい、子の産めない正妻なんて惨めなだけですから」

　だがその目は「嫌だ、行きたくない」と言っていた。

「まったく」

　手をゆっくり額に持って行き、バチンとデコピンする。

こいつの頭は硬いな、指がしびれた。

「いったーい!!　何するんですか!?」

「心にも無い事言うな。そもそも俺がお前を手放すはずがないだろう」

「大きな乳がお好きなら適当に巨乳女を召し上げればいいじゃないですか」

　お前程の超巨乳がそうそういる訳ないだろう、などと余計な事は言わないでおこう。

「俺はお前の全部を貰ったはずだ。体も心も……魂もな。今更離れるなんて許さん」

　先ほどよりも強く、痛みを与えてしまう程に強く抱き締める。

「私も離れたくなんてありません！　でも……子供が産めない正妻が居座るなんてハードレット家の騒動の元になります……私は王都で捨扶持を貰いながらぶくぶく太って屁でもするしかないんです」

「おい、それは誰かを参考にしただろう？」

　名は出さない、色々としてくれた恩人だからな。

「それにまだ諦めるのは早い。カーラ頼む」

「ええ、皆を集めるわ」

　ノンナは怪訝な顔で聞いてきた。

「何をするんですか？」

　決まってる。

「最高の種付け交尾をするんだよ」
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　浴室にベッドが持ち込まれた。

浴槽には当然湯が張られているがそれ以外にも金属製の容器に焼け石が入れられ、上から湯がかけられる。

すごい音と共に蒸気が立ち上り浴室内に充満した。

「暑すぎないか？」

「暑いですけど……倒れそうな程ではないです」

　俺とノンナは場違いなベッドに横たわり、他の女達が窓を開けて、浴室内をやや汗をかく程度の暑さに調整してくれている。




「でもなんでこんなことを？」

「女は温かい方が孕み易いんだよ。それに湯気もいいんだから」

　お風呂でやっちゃって孕んだ子多いんだから、とメリッサが優しく微笑む。

「ま、全員であんたを助けてあげるから大人しく感謝してなさい」

　カーラもいつも通りの声だが表情は優しい。

俺とノンナ以外は全員が湯浴み着をつけており、乱交するつもりはないようだ。




「さあ繋がって」

　メリッサに促がされ、逸物をノンナの綺麗な性器に挿入していく。

「んあ……」

　いつもながら最初はギチリときついが中まで入ってしまうと慣れたものだ。

じゃあたっぷり楽しませてやろう。

「待って、エイギルさんは動いちゃ駄目」

「なに？」

　メリッサが動こうとする腰を押えて止める。

「それじゃあ種をやれないぞ」

「大丈夫、その為に私達がいるんだから。みんな、言った通りにお願いね」

「「「はーい」」」

　正常位で繋がった俺達の体に大量の温かい香油がかけられる。

油を塗りたくるように女達の手が伸び、全身を愛撫してきた。

「あっ!?　そこは!!」

「いいから全部任せて」

　ノンナが悲鳴を上げた理由はすぐにわかる。

全身の愛撫と同時に繋がっている以外の穴、肛門にも油まみれの指が入って来たのだ。

情けなさそうな顔で俺を見るノンナ、だが俺の尻にも多分セリアの指が入っている。

「エイギルさんは大きさも種の勢いもすごいから、がつがつ動かなくても十分孕むよ。それよりノンナさんの体がその気になる方が大事」

「私だって妊娠しようと必死で！」

「だからだよ、色々考えすぎて体が身構えちゃってるんだよ。何も考えずにただエッチな事を楽しめばいいと思うよ」

　だから、とメリッサは香油のたっぷりついた手でノンナの巨乳を絞るように揉む。

「二人はただ繋がってて。動くのは禁止、私達が頑張るから好きな時に射精して絶頂すればいいわ」

　俺としてはどうにも拷問に近いが、これもノンナの為だ。

愛撫がしやすいようにノンナを持ち上げ、ベッドの上に対面座位を取る。

たちまち手が伸び、ノンナの乳房と乳首、肉豆と尻穴、あらゆる性感帯に手が伸びる。

「ああっ！　あぁぁぁぁ……」

　たまらずノンナが喘ぐ。

「ぐ……うぅぅぅ」

　俺も女達の攻撃に晒され、玉を左右から揉まれている上に背中と腹に何本もの手が這い、遂には尻の穴に大きさの違う指が一本ずつ入ってきた。

思わず腰が動いてしまうが、メリッサとカーラに止められてしまう。

「動いちゃ駄目よ」

「動かずに射精して下さい」

　また難しい事を。




「あひっ！」

　ノンナの乳房にピピ、レア、セリア六本の手が這い、止めにクウ・ルウ姉妹がきゅっと乳首を摘む。

その刺激で絶頂してしまったノンナが強く穴を締める。

合わせるように俺の尻の奥までミレイの女にしては大きな指が入って来た。

「ぐおっ！」

　腰を動かさないままの溢れ出すような射精が始まる。

「あ……でました」

「出てしまったな」

　ノンナとの熱いキス、大量の精液が噴き出すが本当に敏感な穴の中を擦りあげていないのでノンナが意識を飛ばすようなことはない。

いつもよりずっと静かな絶頂だった。

　俺はノンナを手前に引き倒すようにして騎乗位を取る。

たちまち触りやすくなった俺達の尻穴が女達の集中攻撃にあった。

「あうっ!?」

「ぐ!!」

　再び射精と絶頂、なるほどこれを延々と繰り返すのか。




　俺とノンナはただ絡まりながらキスをしてお互いの名前を囁きあう。

性感は全て周りの女性陣が与えてくれるので腰は動かさずに射精と絶頂を繰り返す。

　体をぶつけないので疲労は少なく、ノンナも強すぎる性感がないので何回絶頂しても意識を飛ばすことはなかった。

俺達ははっきりと覚醒したまま時間も忘れて繋がっていく。

　蒸気が薄くなれば焼け石が追加され、温度が上がりすぎれば窓が開けられて水も撒かれる。

ノンナと俺はただ繋がり、時折ゆっくり、本当にゆっくりと体位を変えるだけで良かった。




「お食事です。一人で？　それとも二人で？」

「一緒に食べるよ」

　差し出された肉を繋がったまま口で受け取り、租借してノンナに口移しで送り込む。

彼女はお返しにサラダを噛み砕いて送り込んできた。

　逸物は萎える事がなく、抜かれるのは何時間かに一度、互いに小水をする時ぐらいで、終わるとすぐにまた結合する。

最初全員の前での放尿に抵抗していたノンナも一度してしまえば開き直ったようだ。




　既に俺の射精もノンナの絶頂も数十回に達しているだろう。

だが腰を叩きつけない静かなそれは意識を刈り取る事無く、延々と続いていた。

「すごいな」

「ええ……こんなの初めてです」

　カーラの腕が伸びてノンナの乳首をこねる。

途端にまた絶頂、もうどこを触られてもすぐに昇れるようだ。

「あぅぅぅぅーーーあぉぉぉぉぉぉ…………」

　愛する妻は長い長い絶頂の叫びを上げる。

遂に深い最高の絶頂に至ってしまったようだ。

同時に俺もびゅうと精を吐く。

「エイギル様……おやすみ……なさい」

　とうとうノンナが眠ってしまった。

「失神じゃなくてただ眠くなったんじゃない？　もう丸一日以上たってるわよ」

　それは驚いた。

時間の感覚など無くなっていたからな。

女達は交代で眠りながら延々と愛撫を続けてくれたようだ。

「さあ、愛撫を味わってください。そのまま寝てもいいですし、気持ちよくなったら射精して下さい」

　メルと娘姉妹の指の感触を味わいながら俺もゆっくりと瞼を閉じる。

眠りに落ちる寸前にまたも射精した感触があった。







「おはようございます」

　意識を覚醒させるとノンナが巨乳に頭を埋めて寝ていた俺を優しく撫でていた。

先に彼女が起きたようだな。

「寝ている間、三度種を出されましたよ。柔らかくなっていた男根が突然ムクムク膨らんでどぴゅって」

　ケラケラとノンナが笑う。

泣き叫んでいた悲痛な雰囲気はもう無い。

　彼女を抱き締めて湿り切っているベッドをゴロゴロと転がる。

「きゃっ、いやん」

　しばらくじゃれて動きを止めるとたちまち全身を手が這い回った。

他の女達にも苦労をかけたな。

しっかりと礼をしておかないと。

「う！」

「あっ」

　再び前兆の無い射精、笑い合ってキスをしながら脈動を味わう。

全員の協力が必要だしベッドを一個潰してしまったが、最高の性交だ。

癖になってしまったら困ると思いながら、肛門に侵入してきた指に導かれて再び射精したのだった。







　結局行為は丸三日続き、終わった時にはノンナは助けがないと立てない程だった。

俺も脚はガクガクし、睾丸も逸物もすべてを出し切って可愛そうなぐらい小さくなっていた。

クロルの勃起時に匹敵するだろう。

……それは大げさか、さすがにもう少し大きい。




　その後、ノンナの態度は柔らかくなり、ヨグリやリタの妊娠も心から歓迎してくれた。

やはり全員に協力してもらったのがいい影響を与えているようだ。




　そして数日後にこやかに笑うノンナとお茶をしている最中だった。

「いた……」

「ん、どうした？　痛めたのか」

　激しい行為はなかったが何日も続いた性交で胎を痛めたのかもしれない。

「いえ大丈夫です。少しお腹がチクリとしただけでもう治まりましたから」

「ならいいんだが」

「それより聞いて下さい。新しい劇なのですが、意地悪な小姑と主人公が一緒になって新しい恋敵に立ち向かうんですよ。まさかあの意地悪な小姑と和解できるなんて思いもしませんでした。脚本を書いたのが誰か気になるのですが、教えてくれないんです」

　楽しそうに新作劇の内容を語るノンナ。

元気になって何よりだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　夏

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十四万六千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

麾下軍　四千　予備役千

財産　金貨四四九〇〇枚 　予備役募集（三〇〇）

借金二万枚

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）

リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一三〇人　産ませた子三一人








第１４６話　見回り失敗　♯







「あ、領主様いらっしゃいませ～」

　店の扉を開くとほんわりとした落ち着く声。

　やってきたのはレティシアに用意した小料理店、といっても本格的な料理を並べるというよりも家庭料理を出すような店だ。

「何も問題はないか？」

「はい～領主様には本当に感謝してます」

　レティシアの立つ厨房からジュウと肉を焼く音が聞こえる。

　既に昼食時は終わっているので夕刻まで店は閉まる。

　なのでこうやってレティシアと話しながらゆっくりと食事が出来るのだ。

「お客さんも優しくていい人ばっかりですよ。こんないい場所にお店を頂けたので毎日いっぱいです」

　レティシアの店は決して大きくなく、テーブル三つとカウンターが数席ある程度なので満席になっても二人で回る。

　その分大儲けも出来ないが姉弟二人が生活して行くには十分だろう。

「でも……せっかくお安く食材を頂いているのですからもっとお客さんに安く出してあげたいです」

「それはやめてやれ」

　レティシアには特別に格安価格で食材を仕入れられるように計らっている。

　だがそのまま手間賃だけ乗せて出されれば周囲の店が高くとっていると見られるだろう。

　良いことではないとアドルフも言っていたな。

「怖い事もないか」

「はい、ここに引っ越してから一度も犯されていないんです！」

　事あるごとに犯される方が間違っていると思うんだが。

　レティシア達は店の二階に住んでいる。

　店は大通りが交差する町の中心、深夜でも灯りが絶えない場所にあり、隣は警備兵の詰所だ。

　この店で泥棒や強盗をする奴は頭がおかしい。

「お待たせしました～」

　レティシアが盆にのせて料理を運んできてくれる。

　ステーキとサラダ、スープに柔らかいパン、そしてワイン、特別な物はないが味は良い。

「昼間から飲んでいいんですか？　うふふ」

「少しぐらいなんともないさ」

　隣に座って酌をしてくれるレティシアを抱き寄せながら食べると倍うまい。




　食事が終わり、食後の紅茶が出される。

「では失礼しますね」

「頼むよ」

　同時にレティシアが対面の椅子をどけてテーブルの中に潜り込む。

　ズボンの前が開けられ、期待に少し大きくなった肉棒がぽってりとした厚めの唇に吸い込まれていく。

「お前の唇はいやらしいな」

「んも……」

　レティシアは少しだけ恥じらった後、深くまで飲み込んで舌で男根全体を舐め回してくれた。

　これがあるから多少予定を変えても昼食はここで取ることにしているのだ。

「胸も見せてくれ」

　手を伸ばして彼女の胸元をほどき、大きな胸を露にする。

　十分に巨乳と言えるが大きいだけではなく柔らかい。

　揉みこむと手がズブズブ沈んでいく。

　彼女の体は胸だけではなく、体中がふんわりし、男を誘惑するためにあるような体なのだ。

「なぁ……」

　俺は口技を続けるレティシアをテーブル下から引っ張り出し、股間に手を差し込む。

　股の肉も柔らかい、すぐにでもここに肉棒を突っ込みたいのだが。

「ごめんなさい～」

　彼女はむき出しになった尻を軽く手で隠して拒絶する。

「いいじゃないか……抱かせてくれよ」

　後ろからレティシアに抱きつき、尻に肉棒をこすりつけるが、入りそうになると尻をずらされてしまう。

「私も領主様の事大好きですし、是非とも抱いて頂きたいのですが……」

「例の条件か？」

「お願いしますよ～」

「むむ……」

　レティシアは俺に抱かれることも、愛妾になる事も、子供を産むことすら大歓迎なのだそうだが、それには一つだけ条件が出されている。




「あの……僕も……」

　彼女の弟シャロンも抱いてやって欲しいと言うのだ。

　奴は今も俺達の横で必死に逸物をしごいている。

　姉とは言え、男好きするレティシアの体に一四の男が性欲を向けるのは当然だろうが、奴の視線は剥きだしになった姉の性器と尻ではなく明らかに俺の逸物に向けられていた。

　見た目は女と間違うほど、店でも女性用の服を着て接客しているが、股間に生えているのは小さいながらも男根だ。




「僕、ハードレット様の為に毎日お尻広げてます！　いつでも大丈夫ですから！」

　俺が大丈夫じゃない、男の尻に入れてしまったら色々と世界が変わってしまいそうだ。

　だがこうして見るとシャロンは無駄な毛もなく、顔も声も女っぽい。

　これでついていなかったらこの場で姉妹丼といくのだが。

「ぐっ！」

　結局逸物はレティシアの中に入る事を許されないまま、その尻の上で虚しく種を放った。

「ハードレット様！　来てぇ!!」

　俺の射精にあわせるようにシャロンも自分の手の中に種を放つ。

　行かんよ。




「いつでも待ってますね～」

「僕ももっとハードレット様好みの男になる！」

　少しだけレティシアを抱けるならシャロンの尻ぐらい掘ってもいいかなと思ってしまった。

　危ない危ない。

　さて見回りを続けよう。







「伯爵様！　さすがの！　お道具……あああっ!!」

　劇場を視察した俺は演目の合間だったリリアーヌと遭遇し、そのまま連れ込み宿にしけこむことになった。

　スカートをたくし上げながら「お時間お有りですか？」と聞かれて断れるはずがない。




　ベッドに手を突かせて後ろから立ったまま突くが、ほとんど腰を落す必要がない。

　俺は極端な短足ではないので、リリアーヌの脚が相当長いのだろう。

「綺麗な足だな、すごいスタイルだが……ちょっと痩せすぎじゃないのか？」

「舞台では思った以上に太って見えますから、少し痩せているぐらいがちょうど良いのです」

　そんなものか。

　だがそこまで劇を優先している彼女が舞台の合間に性交に誘うとはな。

　彼女をラーフェンに迎えてから定期的に屋敷に呼んで抱かせてもらっていたが、舞台の前日は疲労が残るからと辞退されることも多いのに。




「今回の演目では色のシーンがありますの、伯爵様に抱かれれば快楽に狂い男の虜になる女の気持ちがよくわかりますから」

　嬉しい事を言ってくれる。

　期待に添えるように突きまくってやろう。

　リリアーヌは何種類かの異なる演目に出演している。

　貴族や大商人向けの高尚なもの、庶民向けの身近なもの、そのどちらもこなし、高貴な姫から淫らな娼婦の役まで選り好みはしない。

　彼女目当てに劇場に足を運ぶ人達は多い。




「あぐっ！」

「うっ!!」

　ばちんと腰をあわせての射精、皆が憧れや羨望の目で見るリリアーヌの中に俺の種が飛び出ていると考えると興奮が増す。

　いつもよりたっぷりと出そうだ。

　射精が終わり、二人揃ってベッドに転がる。

「最高に良かった。体は大丈夫か？」

「ええ、女優は肉体労働ですから。……それと今日はもう一つお願いがあります」

「なんだ？」

「出てきなさい」




　ドアが開き恥ずかしそうに一人の女性が現れる。

　歳は一八ぐらいだろうか、顔は美人と言うより可愛い雰囲気で胸は大きい。

「この子、今回の演目で初めて重要な役所をやるのです。悪徳貴族に犯されて主人公に泣きつく役なのですが、どうも演技がぎこちないと思っていましたら処女らしく」

「……どう犯されたらいいものかわからなくて」

　愛らしい声で娘が呟く。

「そこで伯爵様にこの子を強姦してやって欲しいのです」

「お願いします」

　女性に強姦してくれと頼まれるのは新鮮だ。

　だが役作りの為とは言え、処女を捧げてもいいのか？

「はい！　私もリリアーヌさんのようなすごい女優になりたいんです！　その為なら膜の一枚や二枚惜しくありません！」

「一流になろうとするならそれぐらいの心構えは必要です」

　なるほど、厳しい世界なんだな。




「じっとしていろ！　お前の主人は俺だぞ、言う事を聞け！」

「いやぁ！　ご主人様、堪忍して下さい！」

「黙れ、けしからん体をしよって。俺を誘っていたんだろう」

　彼女を正常位でベッドに押し倒して、構わないと言われていた女の着ているメイド服を破り胸を強引に掴む。

「違います！　いやっいやぁ！　だれかぁ!!」

「誰も助けになんかこんさ。諦めて股を開け！」

　リリアーヌと同じように細い足は片手で掴め、簡単に大股開きに出来た。

「助けてスティーブ！　スティーブゥ」

「ははは、それが恋人の名か？　だがお前の処女を奪うのはそいつじゃない。俺の……肉棒だ!!」

　腰を掴んで強引に挿入、強姦ごっこはたまに戯れでやるが本当に処女膜を引き裂くのは初めてだな。

「ひぃぃぃーーー！　痛いぃぃぃ!!　やだぁぁぁぁ！　本当に太いいいいぃぃぃ!!　裂けるぅぅ」

　本気で痛がっているような気もするが、俺には演技を見抜く能力はない。

「おう、狭くて気持ちいいぞ」

　わざとバチンバチン音を立てて腰をぶつける。

　ぎゅうぎゅうしまって気持ちいいな。

　触り甲斐のある大きな胸を揉み潰す。




「もう出るぞ！　孕ませてやる！」

「ひっ！　せ、せめて外に……それだけは」

「だめだ、こんな気持ちいい穴から抜けるか。このまま出すぞ」

「やめて！　ひどい！　やだぁ!!」

　女はポコポコと俺の腹や胸を叩いてくるがまったく力はない。

　気にせずに腰を叩きつけ、最後に肉傘ギリギリまで引き抜いてから一番奥を強く突き上げて射精する。

「いやああああああああ!!!」

　断末魔のような悲鳴を聞きながらたっぷりと射精し、泣き濡れる顔を押さえてキスをする。

「んぐっ！　んんんんんんーー!!」

　処女を奪った時のような強い抵抗があったが、舌で口の中をかき回すと全てを諦めたように両手両足から力を抜いていった。




「なかなかいい体だった。これからも使ってやるから呼べばすぐに来い。いいな？」

「えっぐ……うぅぅ……ふぇぇ……」

　泣き続ける女から処女血にまみれた逸物を引き抜き、手早く服を着て部屋を後にする。

　リリアーヌから実際に近い雰囲気を出すために犯し終わったらそのまま出てしまってくれと言われていたのだ。

　本当に強姦したような複雑な気分のままで宿を出る。

　とはいえ合意の上で処女を強姦出来る事などまずない。

　今回は特殊な遊びと思っておこう。




「処女の味はいかがでしたか？」

　宿から出た俺にリリアーヌが続く。

　あの娘はしばらく喪失の余韻に浸らせるらしい。

「なかなか良かった。いい体をしていたよ、それでだな……」

「ええ、次の機会には私が処女に扮して痛がりましょう」

　話が早い、リリアーヌはベッドでも完璧な演技をするのでそれとわからない。

　次回は楽しめそうだ。

　さあ見回りの続きといこう。







「すごかったぁ……やっぱり領主様に抱かれるのは最高……」

　俺の横でぐったりとベッドに倒れているのは顔見知りの娼婦の一人。

　だが今は仕事をしてもらった訳ではない。

「だがよかったのか？　使ったのは尻とは言え……腹に子がいるんだろう？」

「まだ大丈夫、それにあたし淫乱だからさ。たまに男咥えこまないと体に悪いのよ」

　女はここ二ヶ月程リントブルムに行っていたが妊娠したので戻ってきたらしい。

　父親は客の一人で不明だが確信の上で薬を使わなかったようだ。

「やっぱこういう稼業してると家族が欲しくなるのよ。仲間も助けてくれるしなんとか育てるよ」

「だが孕んだら働けないだろう。金に問題はないのか？」

「ええ、リントブルムは危険なだけあって鉱夫とか男だらけだからね。娼婦はもう天使みたいにちやほやしてくれるのよ。あたしだって朝と晩に四人ずつ二回相手するのが普通だったんだから」

　陽の届かない鉱山の中は昼も夜も無いので昼夜二交代で採掘している。

　彼女は彼らの休憩に合わせて日に二回仕事していたらしい。

「あたし中々体いいでしょ？　銀貨二枚でもドンドンお客がついてね。一週で金貨一〇枚行った時もあったのよ。だから子育てぐらいは大丈夫よ……なんか商会に諸々で少しピンはねされたけど」

　なかなか逞しい。

　俺も貢献してやろうと財布を出すとそっと手を添えられた。

「お金は大丈夫、ずっと良くしてくれたから今日の事は仕事と思いたくないわ」

「わかった。困った事があったら遠慮なく屋敷まで言って来い」

「ええ、わかったわ。大好きよ領主様」

　俺達は軽いキスを交わし、身支度を整える。

　次はどの女の所に行こうかな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　夜

　食事を終え、テーブルに座ったまま食後の茶とお菓子を楽しむ時間だ。

「……エイギル様、小麦の収獲状況を確認にいかれたのでは？」

　皆がリラックスしているのにセリアが渋い顔をしている。

「それが色々あったんだよ」

「何人ぐらい色々あったんですか？」

「八人程か」

「……」

「仕方ないじゃないか。明日行くよ」

「明日は私も同行します！」

　セリアが同行したら女が抱けない。

「あんまり種を撒きすぎると町中がエイギル様の子供になってしまいますよ？」

　何を大げさな、ラーフェンには一万六千の人間がいる。

　半分が男、半分が老人や子供としても適齢の女は四千人だ。

　毎日一〇人抱いても……一年ぐらいか。

「真面目に考えないで下さい！　今もテーブルの下に誰か忍ばせているんじゃないですか!?」

　もう！　とセリアがプリプリ怒る。

　そしてテーブルにゴンと頭をぶつける音がした。

「……」

「……オホン」

　テーブルクロスを上げてせきを一つ、リタがのそのそと出てきた。

　口元の種汁を手袋で拭い、何事もなかったように俺の後ろに立つ。

「孕んでいるんだ、無理はするなよ」

「お心遣い感謝致します。ですがハードレット様の精を頂かないと心が落ち着きません」

「そうか、ならまたしゃぶってくれ」

「勿論です」




　声にならないセリアの叫びを聞きながら明日こそは真面目に見回りしようと思う。

　朝から半日の禁欲は苦行になるが耐えて見せようじゃないか。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十四万六千人　中心都市ラーフェン 一万六千人

　麾下軍　四千　予備役千

　財産　金貨四四九〇〇枚

　借金二万枚

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）

　リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　経験人数一三四人　産ませた子三一人

休日にストーリーを進める気力がありませんでした。

幕間程度にお楽しみ下さい。










第１４７話　臨戦態勢







「これは御領主様、見回りでございますか？」

「あぁ収獲作業は順調か？」

「私も長く小麦を育てておりますが、これほどの実りは見た事がありません！　村長として感無量の光景です」

　俺がセリアを伴って見回っているのはラーフェン近郊の村々だった。

さすがに収獲を視察するだけに何泊もかけていられないからな。

　ラーフェンから見ても街壁外の畑は一面小麦色だったから実りが良いのはわかっていた。

だが村長を顔を見る限り相当なものだったのだろう。

「作付け期の労役はなく、肥料も水も豊富に使えました。おまけに鉄の農具や農耕馬まで揃い、これで不作となれば私達の無能以外に理由はありますまい！」

　アドルフがちょこちょこやっていた成果が出ているわけか。

だが嬉しそうな村長と対照的に収獲している農民達の表情は微妙で作業にも身が入っていないようだ。

「あぁ、気にしないで下さい。彼らはかつての故郷を苦労の末に捨ててきた者達、収穫期に領主様がやってくるのは追加徴税のためと思い込んでおりますので」

「なるほど……追加の税は取らん！　しっかり作業してくれ!!」

　俺が叫ぶと農民達は安心したように収獲作業を加速させていった。

「してご領主様、あの噂は本当でございましょうか？」

「なんだ？」

「若い娘が体を差し出せば幾分か税を負かってくれると言う……」

　恐る恐る聞く村長の後ろには村の娘達が待機していた。

俺がウンといったら抱けるのだろうか、いやさすがにそこまで性獣ではないぞ。

「馬鹿な事を言ってないでさっさと収獲しろ！」

「も、申し訳ありません！」

　村長が慌てて走り去り、娘達もきゃーと叫んで消えていく。

ちょっと勿体無かったかな。

「日頃の行いのせいであんな噂を立てられるのです。もっと威厳をもって下さい」

　セリアが生意気を言う、ええいこうしてやる。

「あっ！　髪を結ばないで……あぁ！　固結びになったぁ！」

　さてシュバルツを呼んで次の村に行こうか。

あの馬はどこにいるのかと見回してみると。




「ちょっと！　何よこの馬、うちのハースと交尾してるわよ！」

「これ領主様の馬じゃ……ってでか！　ちんちんでか！　ハースが壊れちゃう！」

「でも……恍惚としてるわ。この子ももうおばさんと思ってたけど……メスだったんだねぇ」

　あの馬鹿は農耕馬に乗って腰を振っていた。

こっちを軽く振り向いて少し待ってくれとばかりに嘶く。

なんで俺がお前の交尾を待たんといかんのだ。

「似たもの同士ですね」

　セリアめ、頭を優しく撫でる振りをして大きな蝶々結びを作ってやる。

「うちの馬鹿が迷惑をかけたな」

　交尾する二頭を呆然と見ていた農夫の女二人、片方は五〇過ぎた老女に近い女だが、もう片方は四〇前だろう。

「これは詫びの気持ちだ」

「いえいえそんな……えっ!?　んむ！」

　四〇女の顔を優しく捕まえて唇を奪う。

しばらく唇をあわせていると僅かに唇が開いた。

すかさず口内に舌をねじ込み、奥で震えている彼女の舌に絡ませる。

　ぐちゅぐちゅと唾液を交換する生々しいキスは一〇分程続いた。

傍でズルリと音がしてシュバルツの逸物が抜けた、交尾が終わったようだ。

相手の馬がへたりこむ、メスをぐったりさせるまでやるんじゃないこのエロ馬が。

　ちょうどいいのでキスを終え、シュバルツに乗って村を後にすることにした。

唇を離すと四〇女の膝が崩れてその場に座り込んだ。




「ではこれでいく。元気でやれよ」

「は、はい……」

　五〇女は唖然とした様子で俺を見送り。

「領主様……も、もっとして……」

　四〇女は地面にへたりこんだまま潤んだ目を向けてきた。

だが恐らく人妻の女を昼間から野外で抱けば色ボケ領主の批判は免れない。

俺は良識のある男なのだ。

ここは颯爽と去るのみだ。




「おい、カカアどうしたんだ？　へたり込んでよ。収獲で猫の手もかりてぇんだ、暇ならこっちを……」

「あんた、ちょうどいいわ、子作りするわよ！」

「はぁ、何言ってんだ？　うちにゃもう六人もいるし、おめぇも歳だから打ち止めって決めただろうが。それにこの糞忙しい時にだな……」

「いいから来な！　あんた早漏なんだから一〇分で終わるだろ」

「なんでそんな発情してんだよ！　婆さん、一体何があったんだよ」

「あたしゃ何も知らないよ」




　人口が増えるのはいい事だ。

また良い事をしてしまった。

「もう！」

　セリアが不機嫌そうな顔をしているので頭を撫でて機嫌を取る。

村人の目があるからか恥ずかしそうにしているが、彼らが笑っているのはお前の頭にでかでかと乗った蝶々結びだからな。




　その後もセリアといくつかの村を回ったが、どこも豊作と言ってよく農民達の表情は明るかった。

ラーフェン近郊は統治初期からアドルフが徹底して治水や開墾に関わっていたのでその成果が収獲に跳ね返っているのだろう。

　新しくもらった領地と比べての差がはっきり出ているようだ。

最近は俺の領内でラーフェンやその近くの村に移住しようとする民の流れがあるそうだ。

とはいえ、耕地は有限だし、ラーフェンに住むにも何かしらの仕事が必要なので無制限に受けいれる訳にはいかない。

ここまで考えて俺は考える事を止めた。

「なんで俺が内政に頭を悩ませないといけないんだ」

「領主だからじゃないですか？」

　人目もない所なのでセリアはシュバルツに移り、俺の前に乗っている。

「行く村全部で若い女を抱かせれば税が減ると思われていたな」

　大抵が中の上程度だったので我慢も出来たが、一つの村ではかなりの美女が出てきて危なかった。

完全に股間が盛り上がり、思わず手を伸ばしかけた所でセリアに助けられたのだ。

「エイギル様はいつか女で身を滅ぼしますよ」

「本望さ」

「もう！　だめです！」

　腕の中で騒ぐセリアを抱き締めて胸と首筋を撫でる。

逸物はとっくに大きくなって可愛い尻を押し上げていた。

「……」

「いやか？」

「……ただここは通る者も多いので、ズボンだけ……」

　セリアはショートパンツだけをぺロリとずらして尻を出す。

逸物で彼女の大事な穴を探って押し込んでいくと……。

「これは大変だな。洪水でも起きたのかもしれない」

「うー、言わないで下さい。大好きな人の胸の中に居て濡れない訳ないです！」

「よしよし」

　馬に乗ったまま後ろからセリアを腰に乗せるように繋がると、シュバルツが不自然な動きを始める。

まるで荒地を走るように体を揺らし、衝撃で逸物がガツガツ深く刺さる。

「こらっ！　シュバルツ！　だめ……深い！」

　この野郎わざとやってるな。




　セリアは逸物が深く突き刺さる感触に耐えられず。

早々に絶頂して潮をシュバルツのタテガミに噴きかけた。

満足そうにいななく馬鹿馬、よし今に見ていろ。

「俺もイくぞ！」

　ギリギリまで突いてから男根を抜き去りセリアの股に挟むようにして射精、当然種汁は前に飛び散ってシュバルツの頭全体に降りかかった。

　怪しい感触に首を捻って臭いをかいだ途端、大きく鳴き声を上げて加速する。

ははは、思い知ったか。

　シュバルツは小川を見つけると頭を水に浸けて中々出てこなかった。

その後、どうやっても俺を背中に乗せなかったので仕方なくセリアの馬に乗って帰路についたのだ。







「今回はまっとうに視察されたようで何よりです」

　ラーフェンで迎えるアドルフの言葉にセリアは顔を伏せる。

何回も絶頂したもんな。

　機嫌を損ねていたシュバルツも厩に入れると途端に機嫌を直す。

広く作られた厩からもう一頭のいななきが聞こえた。

　戦の中で足を怪我してうまく走れなくなった若いメス馬、本来は処分されて馬肉になるはずだが、シュバルツが執拗に構うので同じ厩に放りこんでやったのだ。

世話係が言うには毎日暇を見てはまぐわっているらしい。

馬の発情期は春のはずだがシュバルツは年中盛っている気がする。

　メス馬も奴に救われたのをわかっているのか、毎日求められても拒まず、俺と共に留守にしている間はしょんぼりと寂しそうなのだそうだ。

　今回も外で他の馬と交尾していたのがわかったのだろうか、匂いを付け直すようにシュバルツの巨体に自分の体をこすりつけていた。

　これだけ想ってくれる牝がいるのに他の牝馬に乗りまくるとはまったくけしからんエロ馬だ。

「「……そうですね」」

　なんだその間は？




「では秋の税収等の話をしますね」

　全員が集められた執務室で会議が始まる。

俺は気楽にお茶を飲みながら足の間にピピを置いて撫でる。

セリアが真剣に話を聞いているので手が寂しいのだ。

　首下を撫でると体をよじってじゃれつくピピを撫でていると会議が終わってしまった。

後でセリアのメモを見せてもらおう。




収入

　　　収獲税　小麦の売却益（物納のため）

　　　金貨　一万五千枚

　　　鉱山税

　　　金貨　一万二千枚

　　　その他直接交易

　　　金貨　三千枚

小計三万枚

支出

　　　軍維持費　給料等

　　　金貨　二万四千枚

　　　ラーフェン屋敷維持管理（使用人給料）

　　　金貨　二千枚

　　　街警備兵維持

　　　金貨　二千枚

　　　有償労役

　　　金貨　四千枚

小計三万二千枚

総計　−二千枚







「す、すごい……」

　会議後、セリア印の会議メモを見て驚愕しているのはメリッサとマリア、そしてミレイだ。

これが普通の反応なのだろうが、他の女は結構反応が鈍い。

ノンナやカトリーヌは元々大貴族だったのでそれほどでもないし、レアやピピは金貨の価値などはわからない。

「本当に大貴族様なんだな……」

「それでお前はその愛人だぞ」

　ラーフェンにきて日の浅いミレイにはまだ自覚がないらしい。

「これならあの子達も……安心だな」

「はは、その代わりお前は今日も俺の生贄だ」

「わかってる。今日はどんな風に食べられるのか楽しみだ」

　ミレイの出身地だった小さい村は俺の生きている間は免税だ。

反面、メルを冷遇していた村は全員が戦々恐々としているらしい。

別に何かする訳ではないが。

「しかし赤字なんだな。意外だった」

　アドルフが収支が反転したとか言っていたからてっきり黒字だと思っていた。

「アドルフさんがいなくて良かったです。話をまったく聞いていなかったとわかったらまた心労がかさみます」

　王国への税を差し引いても収獲はもっと多いらしいが、売却せず現物で備蓄しておくそうだ。

モルト王国も反乱があってから、とても穀物の交易が出来る状況ではない。

金はなくなっても借りたり踏み倒したりでなんとかなるが、食料がなくなればたちまち民は飢えて死ぬだろうと考えてのことらしい。

　更には今後戦争が起これば穀物は高騰するだろうから、商人が必要とする分以外は置いて置くらしい。

「鉱山税も交易もすごい勢いで増えています。エイギル様が無茶しない限り、もう資金に困ることはないだろうと皮肉を言っていましたが……聞いてなかったんですね」

「すまん、ピピを撫でるのに夢中だったんだ」

「むぅ」

　セリアがいじけてしまった。

「お前のおかげで助かってるよ。ほら撫でてやるからこっちに来い」

「むぅ……」

　むくれたまんま頭をこちらに持ってくる。

撫でてやるとすぐに機嫌を直した、可愛いやつだ。







　会議が終わってすぐエイリヒからの使者がやってきた。

王都への召集、手勢を連れて王都へ向かいそこで更に王国軍を率いるらしい。

　停戦期間はまだ残っている。

だが停戦とは殴りかかってはならぬと言うだけで振りかぶるまでは自由だ。

そして期限が切れると同時に全力で殴りかかる、相手もそう考えているかもしれない。

「始まりますね」

「退屈していたか？」

　召集の文を見ながらレオポルトに語りかける。

「……」

　レオポルトは答えない。

だがその口元は僅かに笑っていた。

　俺もだ、女を抱くのもいいがたまには戦争しないと落ち着かない。

さあ、全軍と山の民にも召集をかけようじゃないか。

楽しい季節が始まった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




余談　メイドの悲劇？

　バリンと壷が割れる。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「あ、貴女なんてことを!!?」

　お掃除の時間、張り切った私は丁寧に裏まで拭こうと壷をずらした。

途端、地面に吸い込まれるように落下したそれは音を立てて砕けてしまった。

慌てて拾おうとするが修復などあり得ない程の破片になってしまっている。

「いやぁぁぁぁ！」

　完全に壊してしまったと理解した時、自分の声とは思えない悲鳴が漏れた。

お屋敷に奉公に来てまだ一ヶ月程の私だが、この壷のことは知っている。

なんでも金貨三〇枚か四〇枚かと言う高級品という話だった。

　私の一年の給金よりも高く到底弁償など出来ない。

もし見つかったらただでは済まないだろう。

「そ、そうだリタさんに！」

　厳しそうなメイド長にはこっぴどく怒られ、ぶたれるかもしれないがそれでもいい。

こんな所を奥様にでも見られたらどうなってしまうか。




「どうかしたのか？」

　男性の声に心臓が止まるかと、いや一瞬本当に止まったかもしれない。

「だ、旦那様！」

　最悪だ、最も見つかってはいけない人に見つかってしまった。

一緒に掃除をしていた先輩がススッと距離を取る。

それを恨みに思うどころではない。

「なんだ、壷を割ったのか？」

「あぁぁぁ……」

　両親と私の下には兄妹六人、さすがに税も食費も苦しいので給金の良いお屋敷で働ける事になった時は皆喜んでくれたのに……こんなことになるなんて。

私は旦那様の足元に飛びついた。

「申し訳ありません！　どうか……どうか……うぅぅぅぅ！」

　演技ではない涙が噴き出る。

私どころか家族までどうなるかわからない。

単純に弁償を求められただけでも兄妹の何人かは売られてしまう。

「おいおいどうした？　怪我は無いんだな」

「うぇぇぇ!!　ごめんなさい!!　ごめんなさーい！」

「はい！　私は壊してません！」

「少し落ち着け。……お前は片付けておいてくれ」

「は、はい！　私は関係ありません！」

　旦那様は私を抱き上げると先輩に破片を片すように言う。

私は混乱していて、とにかく謝り続けることしか出来なかった。

「そんな動揺するな、俺は怒ってないだろ。壷なんか割れるもんだ」

「申し訳……えぐっ……ごめんなさい……」

　旦那様の声もよく聞こえない。

ただしがみ付いて謝り続ける。

「やれやれ……それにしてもいい体をしているな。歳は？」

　歳を聞かれた事だけは理解できた。

「えぐっぐすっ！　一八でふ……ぐす」

「よしいいぞ」

　旦那様は私を抱き上げたまま廊下を歩き、折檻部屋……ではなく普通の寝室に入っていく。

確か客人用の寝室のはずだ。

「よっと」

　ベッドに放り投げられて、シーツを被せられた。

すぐに旦那様もベッドの中に入って来た。

「えっと……私……壷を……」

　混乱して言葉にならない私の唇にキスをしてから足の方へいってもぞもぞしている。

そう言えばキスは初めて……と思った瞬間、のっしと旦那様が上に乗ってきた。

「痛っ!!」

　ぶちり、体の中で何かが破れる音がする。

激痛とものすごい圧迫感が走るがそれよりもまずは目の前にいる旦那様に許しを請わねばならない。

「あの……どうか家族には、私だけのことにして頂けませんか？」

「ん？　なんだ、まだ壷の事を言ってるのか。いいさ、そういうこともある。とがめんよ」

「許して頂けるのですか!?」

「う……次からは……ぐ……気をつけろ。怪我も……うっ、するしな」

　よかった、本当に人生で一番怖かった。

ふぅと息をついて、いつの間にか全裸になっていた旦那様の体を掴む。

「ぐ、力が抜けて奥まで入った！　よし、出すぞ!!」

「はい？」

　途端に筋肉の塊のような逞しい腕で抱き締められ、耳元で低いうめきが聞こえたかと思うと、体の中に温かい何かが流れ込んで来る。

　安心したせいで感覚が戻ってきたのだろう。

走る激痛と圧迫感、そしてなんとも言えない快感、短い叫びを上げたっきり意識が遠くなっていった。




翌日

「あれ？」

　目を覚ますと見たことの無い部屋

「あらら？」

　股の痛みとシーツに咲いた赤い花

「えー？」

　肩や胸元、太股まで全身についた痣、多分口で吸われた跡

「おりょ？」

　体を曲げると股から溢れるすごい量の汁、もちろん避妊なんてしていない

「私……食べられちゃったの？」




　呆然としているとリタさんとセバスチャン様が現れて色々と話をされた。

ベッドでの事を口外しない事、他の男と交際しないことを条件に私の給金は二倍になり、その場で特別なお金まで貰えてしまった。

　今度の休日、冗談みたいに高くて一度も食べたことがない黒獣の肉を家族に食べさせてあげよう。

みんな美味し過ぎて気絶しちゃうかも。

　ちなみに私の事を見捨てた先輩は私が旦那様とベッドを共にした事を知ってから泣いて謝って来た。

全部自分が悪いのだがなんとなく納得がいかないなぁ。




「……で、貴女何してるの？」

「これぐらいの太さだったかなって思って」

　両手で大きな円を作る。

「なにそれ、薪の大きさ？　それじゃ太すぎて丸太じゃない」

「ほんとう、よく入ったと思う」

「暖炉に？　まだ早いでしょう」

　本当、良く入ったものだ。

壊れなかった自分を褒めてあげたい。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十四万六千人　重要都市　ラーフェン 一万六千人　リントブルム 一五〇〇人

麾下軍　四千　予備役一六〇〇

財産　金貨二二九〇〇枚 　穀物売却利益（＋一万五千）鉱山利益（＋一万二千）交易利益（＋三千）

　　　　　　　　　　軍維持費（二万四千）屋敷維持（二千）警備兵（二千）労役（四千）予備役（三〇〇）

ｎｅｗ 借金完済

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ　クロル（非童貞）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）

リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（亡命女王）モニカ（女官）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（護衛）トリスタン（従者）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一三五人　産ませた子三一人

思った以上に収入が少ないかもしれませんが作物がかなり現物で残っています。

維持費、労役費などは四半期ごとに書くことにしました。

次からは季節が変わる時にさりげなくはいると思います。










第１４８話 　停戦の終わり　♯







王都　ゴルドニア

「いいように使われてしまいましたね」

「いいじゃないか、俺が納める分だ。妙な事があったら面倒くさい」

　王都へ到着した俺の軍は、戦闘部隊が通常部隊四千と弓騎兵が四千に予備役兵の中から六〇〇程度を輜重隊として同行させている。

総員八千余の軍勢が一路王都へと向かったわけだが、ラーフェン出発と同時に後方から大規模な荷馬車商隊がぴったりとくっついてきたのだ。

　百以上の荷馬車隊が運んでいるのは全て小麦粉、俺の領地で収獲され王都への税として納める分を輸送する隊商なのだ。

　戦への準備もあって王宮は急いで持ってきてくれと言うし、こちらも膨大な小麦を輸送するのに荷馬車を使いたくなかったのでクレアのフィリッチ商会に輸送を委託した。

当然輸送代金は払うが、途中いかなる理由でも荷が失われればその分は彼らが補填する契約になっていたのだが……。

「最初から最後までぴったり後ろについてきました」

「護衛費の節約だな。まったくあいつには負ける」

　後ろをぴったり離れずついてきた彼らは最低限の護衛も連れていなかった。

俺の領内、特に王都へ続く北部街道は治安にほとんど不安はない。

だがエイリヒ領から王都までの領域は、混乱している訳ではないものの、夜に見張りを立てずに野宿出来る程ではない。

だがさすがに一軍を相手に略奪を試みる天下無双の盗賊団はいなかった。

小さな事件はあったのだが。

「これなら馬車だけ借りた方が安上がりでした」

「言っても仕方ない。商売や金の話でクレアには勝てんよ」

　有利に戦えるのはベッドの上だな。

「ハードレット殿！　諸侯の軍が遅れているようだぞ？」

「放っておけ、迷う事も無し、いずれ来るだろ」

「本当に彼らは使えませんね」

　イリジナの大声にマイラが溜息を付く。

今回の召集は領地貴族に軒並みかかっているので、当然俺と領地を隣接する貴族達も兵を出している。

　総数八千、これだけ聞くと立派だが大半が訓練もあまり出来ていない農民を徴兵しただけで、正直常備軍に近い俺の兵との練度の違いは明らかだ。

以前行った演習では千名の部隊をマイラが二〇〇でこてんぱんに叩きのめした事もある。

「何より問題なのは移動が遅い事です」

　レオポルトも彼らへの期待は薄いようだ。

だが立場上、彼らは俺の近くに配されることだろう。

「彼らは壁です。うまく配置せねば我ら自身の障害ともなります」

「そこはうまくやってくれ。露骨に捨て駒にするなよ？」

「は、分からぬように切りましょう」

「エイリヒが引き取ってくれればいいんだが」

　無理だろうな、俺でも嫌だ。




「あの兵隊……」

「あぁ、間違いねぇ。ハードレット卿の軍だぜ」

「あれが黒色旗……」

　俺達の隣を通過していく商人や旅人達がひそひそと何やら話している。

「旗の事まで良くしっているな」

「王都では有名らしいです。エイギル様の活躍は噂話にするには最高ですからね」

　詩人や語り部達が俺の話に尾ひれをつけまくっているらしい。




「槍の一振りで一〇人を切り払って……」

　せいぜいが八人ぐらいだろう。

「二〇対一で相手を皆殺しに……」

　出来るが必要がなきゃ後ろに引く。

なんでそんな危険なことせにゃいかん。

「三〇人の女を一度に抱いて全員を満足させたとか……」

　それは本当だ。

ついでに二〇人孕んだぞ。




　根も葉もない噂に答えていると後ろからようやっと諸侯軍が追い付いて来た。

別に急いで行軍した訳でもなし、ただ歩くだけでなんでそこまで離されるのか。

「レオポルト、俺は王宮へ行くから軍を駐屯地に入れて置いてくれ。マイラも同じように頼む」

　レオポルトは爵位がないので他の貴族と揉めると面倒だ。

マイラは一応の爵位と俺の女だと言う暗黙の了解があるから押し切れるだろう。

「はい」

「はい！」

　王国軍は急造された部隊も含めて八個兵団、十二万人にまで膨らんでいるので、とても王都城門外に置くわけにはいかなくなった。

そこで王都郊外にいくつか大規模な兵舎と練兵場を備える駐屯地を作ってそこに駐留しているそうだ。

駐屯地にはまだ余力があるらしいので俺達が連れて来た軍もそこに入れておくことになっている。

「しかし十二万か、よくもそれだけ集めたもんだ」

　俺がその一〇分の一でも集めれば財政的に破綻するだろう。

「でも兵の質なら負けません！」

　普段訓練を良く見ているセリアは胸を張った。

可愛いな、しかも胸もしっかり大きくなっている。

「わぁ！　なんで揉むんですか！」

　男の前に胸を突き出せば揉むかしゃぶるに決まっている。




「相変わらずですね。ハードレット伯」

　声に振り向くと立っていたのは情報官のレベッカだ。

王都に戻っていたんだな。

「王には都合よくいっておいてくれましたか？」

　俺が言うが早いかレベッカは飛びついてきて口を塞ぎ、周囲を見回す。

そして怒ったように、かつ小声で文句を言ってきたのだ。

「こんな街中で私を破滅させるおつもりですか！」

「すまない、そんなつもりはなかったのです」

　周囲に俺達を気にしている者がいないことを確認し、レベッカはぼそぼそと話し出す。

「部下の方と話した通り、色々と情報は加工して報告しました。おかげで今は情報官達の長、主席情報官となることができました」

　それは良かった。

「でもあれは相互の利益のためですから、あれっきりの話ですよ？」

「仕事に資金や人が必要なら協力する用意があると部下が言っていましたよ？」

「それは賄賂じゃないですか!?　受け取れる訳ないでしょう！」

　残念、情報官を囲えば随分楽になるとアドルフが言っていたのだがな。

「はは、冗談ですよ。それより少しお時間はありますか？」

「はい？　有益な事ならば時間は作りますが」

「ここで再会したのも何かの縁です。私の屋敷で軽く一発いかが……」

「職務がありますので失礼致します。ご武運を」

　あぁ……引き締まった小尻が行ってしまう。

いつかあの尻に空いている小さな穴に俺のモノをぶちこみたい。




「また粉をかけたのですか？」

「振り払われてしまったがな」

「これ以上女が増えたらさすがのエイギル様も持ちませんよ？　もげ落ちます」

「そうならないようにもっと鍛えるさ」

　セリアの尻に手を伸ばす。

「むぅー私は代役ですか？」

「違うよ、お前は俺の可愛いセリアだ」

「もう、調子いいんですから！　あぁ！　ちょっとぉ……」

　ショートパンツに滑りこんだ指は流れるように尻穴と前の穴に入っていく。

二本の指で串刺しにしてしまえばもうセリアは俺のなすがままだ。

ここが街中で俺の指の行方に気付いた通行人が驚いたように見ている事もなんの関係もないのだ。







　王宮では、王からありきたりの言葉、奮戦、献身、武勲、勝利といった内容の話を聞いた気がするがあまり覚えていない。

　大事なことは俺が予備役から出て、王国軍の司令官に任じられた事ぐらいだ。

今後の詳しいことはエイリヒから聞く事になるだろう。

　それよりも今は屋敷に戻ってすべき重要な事がある。




「いい光景だ」

「覚悟はしてました……」

「こうしていると楽しいな!!」

「ふしだらな！」

「こういうのもまた一興と存じます」

「お姉ちゃん……恥ずかしい」

「ピピの尻も大きくなったぞ！」

　セリア、イリジナ、マイラ、ルナ、ルビー、ピピの尻が並ぶ。

そしてもう一人、屋敷を任せていたドロテアの尻だ。

「若い皆さんがいるのに私みたいな年増の汚い尻など突き出しても不快なだけでは？」

「確かに少したるんでもいるが」

「ううぅぅ……」

　今年で四三の尻はさすがに若くは見えない。

だがこのくたびれた感じの尻も十分に性欲を誘う。

恥ずかしそうにしている彼女の尻たぶを開き、年増の性器と尻穴に舌を這わせる。

「見ろ」

「はい？　ひっ!!」

　振り返ったドロテアの眼前に逸物を突きつける。

「どうだ？　でかいだろう」

「大物を突然出されてはびっくりします！　少し心の準備をさせてもらいませんと」

「お前の尻と女の穴でこうなったんだ。不快な訳がないだろ」

「私でこんなになって……」

　ドロテアが思わずといった様子で逸物を掴み軽く舌を這わせてきた。

彼女の方から奉仕してくれた事を嬉しく思い優しく笑って頭を軽く押える。

「俺のはどうだ？　言ってみろ」

「丸太のように太いです」

「それだけか？」

「いえ、丸太のように太く長く、そして石のように硬く……炭を塗ったように黒いです。ごつごつした筋と血管が浮き出て……まるで女を貪るために生まれた怪物のようです」

「その怪物に今から食われる気分はどうだ」

「きっと痛くて、苦しいはずなのに……楽しみでたまりません」

「よく言った！」

　俺も我慢の限界だ。

ドロテアの尻をバチンと一度両手で叩いてから押さえ込み、四つん這いのまま逸物を当てる。

「まずはドロテアを食う、手伝ってくれ」

「「はーい」」

　たちまちドロテアの体に他の女が群がり、乳や足、首筋に吸いつかれ、彼女はゾンビに貪られる哀れな犠牲者のようになってしまった。

「こんな！　皆さんやめて、恥ずかしい！」

「すみません。エイギル様の命令ですから」

　いいながらセリアがドロテアの肉豆を甘く噛む。

「族長様の命令は絶対だ」

　ピピがルナとともに乳房を片方ずつ口に含んで引っ張った。

「やめてぇ！」

「今にそれ所じゃなくなる……ぞ！」

　ズドンと音がする程の勢いで後ろから腰を叩きつける。

肉棒はすべての抵抗を無視して一気に一番奥に当たり、ドロテアの決して大きくない体が衝撃で大きく揺れた。

「ははは、年増の穴、いい感じだぞ」

「もっとゆっくり入れてください～！」

　埋め合わせるように背中を舐めながら優しく腰を動かす。

抜き差しするのではなく回すような腰使い、ねっとりと攻めてやることにしよう。

　後背位で胎に逸物を挿入され、肉豆を噛まれて乳首を嬲られ、唇をやや強引にイリジナに奪われた彼女は玩具のように揺さぶられている。

これは孤児の子供達には見せられないな。




「気持ちよくなってきたぞ。まず一発種を出しておこうか」

「待ってください！　このまま出されたら妊娠します」

　ふむ、ドロテアは孤児達を本当の子供と思うために自分の子は作らないと決めている。

「なら仕方ないな。こっちを向くんだ」

　彼女の中から引き抜いた逸物を眼前に付きつける。

今から避妊薬を塗りこむのはだれるし、久しぶりにドロテアの体の中に俺の精を入れたい。

「んもぉ……んぐお……」

　深呼吸した彼女の口の中にゆっくりと逸物を入れていく。

口内を通過し、喉を通って胃袋近くまで入ったところで彼女の頭を押えた。

「吐き出すぞ。軽く噛んでくれ」

「んご！」

　ガッとドロテアの歯が逸物の根元に刺さる。

それと同時に逸物が激しく動き出した。

「うおおぉぉぉぉ!!」

「んぶーーー!!」

「すごい音ですね」

「まるで太い血管が切れたみたいな音だな!!」

　ドロテアが窒息しないように勢いをつけて射精し、短時間で出し切る。

数十秒の射精を終え、幾分柔らかくなった逸物を引き抜いた。

たちまちドロテアはぐったりとベッドに崩れ落ちてしまった。

「げほ！　がほ！　……ものすごい射精、水を瓶一杯飲んだみたいですよ」

「お前への愛が噴き出したんだよ」

「調子のいい事を言います」

　それでもドロテアは微笑みながら俺の腕枕に乗ってきた。

キスをするが非常に種汁臭い、当たり前か。

「子供達が聞き耳を立ててたかも知れないぞ？」

「冗談でもやめて下さい。それに子供達はハードレット様が下さったご馳走をたらふく食べて寝てしまいましたよ」

　せっかくなので子供達には美味い物を腹が破裂するほど食わせてやった。

子供は食ってなんぼだからな。

「あの子達は幸せです。以前の子達に比べたら……」

「もういいさ、昔の話をしても帰ってこないだろう。これからはガキ共が飯に困らんようにはしてやるし、お前は女として枯れきるまで抱いてやる」

「もう！　女をときめかせるのがお上手です」

　彼女との間に甘い空気を漂わせていると左右から女がのしかかってきた。

「私達も！」「忘れないで下さいませ！」

「いいだろう、次は……イリジナだ。乱暴にするぞ」

「ああ！　私は頑丈だからな、遠慮なく頼むぞ！」

　向けられた尻は筋肉質で大きく、性交にも慣れてきて慢心しているようだな。

だが、俺を甘くみている、久しぶりに野獣になってやろう。







三〇分後

「セ、セリア殿！　頼む、助けて……誰か助けてくれぇぇぇ!!　ひいいぃぃぃ!!」

「ははは、もう降参か？　まだまだ止めないぞ？」

「激しすぎるぅ！　死んでしまううぅ!!」

　大柄のイリジナを仰向けに寝かせ、正常位で両手を頭の上に押さえつけて激しく犯す。

ドロテアとの性交がままごとに思えるような猛烈な腰振りだ。

音も男女の営みというより、戦場のようだ。

「尻もこうしてやろう」

　激しく突きながら指を三本程尻穴にねじりこむ。

潤滑液がないので相当に刺激が強いはずだ。

「うわぁぁぁ!!」

　イリジナは俺を弾き飛ばさんばかりに仰け反るが、一際強く腰を押し込んでやると絶叫して大人しくなった。




　更に三〇分程攻め立てて反応を楽しんだが、後ろもつっかえている。

そろそろ仕留めてしまおうか。

「イリジナ」

「あうっ！　おおう……な、なんだ!?」

「可愛い俺のイリジナ、大好きだよ」

「あ……あ、あぁぁぁぁぁぁぁーーーー!!」

　愛の囁き一つで最後の壁が壊れてしまったようだ。

大量の潮を撒き散らしながら足を強く腰に絡めて叫び、やがて崩れて動かなくなった。

「うっ！」

　俺もそれに合わせて射精する。

イリジナは俺の逸物を子袋を使わずに根元まで受け入れられる唯一の女かもしれない。

いや、ルーシィにもやられていたがあの頃はクロルの倍程しかない短小だったから無効だ。

　逆流する種汁で下半身を汚しながら失神したイリジナを解放する。

「さあ次は誰だ？」

　激しすぎる交尾を見せたためか女達はやや脅えてしまっている。

だがセリアがむんと気合を入れる。

「私がいきます！　例え胎が破れても最後までお付き合いを！」

　そんなことせん。

ほとんど萎えていない逸物をセリアの腹に突き立てて、ベッドに転がる。

今日は夜通しの乱交になりそうだ。




　翌日

「なんでこんなことしたの!!」

　朝までヤっていた俺が昼前に目を覚ますとドロテアの怒鳴り声が聞こえた。

何事かと部屋を出ると子供二人が泣いている。

一〇歳ぐらいの男と女が一人ずつ、女の方は太股に血をつけていた。

「だってドロテア母さんがー」

「エイギルしゃまがー」

「も、もう！　ああいうことは大人になってからなの！」

　どうやら満腹で寝ていたと思っていた子供が覗いていたらしい。

まだほんの子供だが、真似してやってしまったようだ。

処女血を見る限り、完全に挿入してしまったんだな。

「ドロテアママ痛いー」

「もう！　本当に……」

　少女の肩口には見事に歯型までついて血が滲んでいる。

射精も怪しい子供とは言え、男は女の前では獣になってしまうものだ。

「おい」

「えぐ……ふえ！　エイギルさま？」

　男の子の方も朝になって血に気付いたのだろう、混乱して泣いてしまっている。

こいつには忠告しておかないといけない。

「女に本気で歯を立てたら駄目だぞ。こういうのは甘く噛むか……」

　泣いている少女の首筋を歯が当てる程度に噛む。

「ふえっ!?」

「ハードレット様!?」

　ドロテアの悲鳴は無視する。

大丈夫、別に悪戯する訳ではない、必要なことだ。

「こうして舐めてやらないとな」

　鎖骨からゆっくりと首筋までを舐め上げる。

更に唇を少し強めに押し付けて吸い、跡を残す。

「あぅぅ……ふぇぇぇぇ……」

「わかったか？　次からは乱暴にするなよ」

「う、うん！」

　男の子はガクガクと首を上下させる。

わかってくれたようで何よりだ。

「はぅ……なんかお股がむずむずするよう……」

　女の子の方は太股に透明な汁を垂らしていた。

少し刺激が強かったかな？




「ハードレット様！　まだ彼女達は子供です！」

「それでも男と女だ。一回ヤってしまったらだめと言ってもまたやるさ、それより怪我しないように丁寧なやり方を教えておけばいい。それで年頃になったら貰ってやれ、いいな？」

「うん！　僕、大人になったらトピーをお嫁さんにする！」

「エディ……う～ん、一応待ってるね」

　いいながらも少女はチラチラとこちらを見て来る。

首筋ぐらいいつでも舐めてやるから大人しく約束しておけ。

俺も一〇の頃から女を抱いていればもっと絶倫巨根になれたかもしれないな。

　未だ納得のいっていないドロテアは今晩からは寝室にしっかり鍵をかけることにしたようだ。
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数日後　駐屯地

「ハードレット卿、卿に預ける兵力は二個兵団三万だ。これと卿の私兵を持って第三軍団とする」

　エイリヒに合うのも久しぶりだな。

相変わらず忙しそうだ、アドルフとどっちが忙しいのだろうか。

「俺は第一軍団として三個兵団、第二軍団は二個兵団を率いてそれぞれ別の場所から渡河を試みる。第一軍団は最短距離の正面、第二軍団は大きく北から、お前の第三軍団はその間だ」

　戦闘船を失ったこともあって単純な力押しを断念、三箇所から同時に河を渡り、上陸に成功した軍団は河沿いに進軍し、他の軍団の上陸を助けると共に敵の水軍を無力化する作戦らしい。

　一旦全部隊が渡ってしまえばマグラードとの間の兵力差は歴然、力押しでもまず勝てる。

「ですが水上での不利は明らかですね」

「うむ、あれからある程度再建されたんだがな……それでも敵と正面から渡り合える程ではない。だからこそ三分割し、狙いを絞らせないのだ」

「乱暴ではありますね」

「だが現実的な唯一の方法だ。去年の秋から彼らを陵駕する程の本格的な水軍を創設するなど出来るはずもない」

　水軍は金を使って数だけ揃えることに何の意味もなく、素人を乗せた一〇〇隻の船は熟練した一〇隻に容易に全滅させられるだろう。

素人でも棒や剣を振り回せばある程度戦える陸戦とは根本的に違うのだ。

「水上戦闘などした事がありませんからなぁ」

「敵が本格的に水軍を出してきたら無理に突っ込む必要はないさ。それだけ他の所が手薄になっているということだからな」

　まぁそういうことなら気長にやろうか。

本当はパッと決着を付けたかったのだが。

「では部隊が整い次第向かってくれ。停戦は後二週間残っているが、可能なら終了と同時に攻撃をかけたいのだ」

「わかりました。では行くぞレオポルト」

「は」

「それと！」

　エイリヒが珍しく声を張る。

「ケネスの野郎が陛下を巻き込んで何やら謀略を立てているらしい。好きにさせればいいが足を引っ張ったら言ってくれ、怒鳴りこんでやるからな」

　相変わらず仲が悪いらしい。
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余談　クロルの夜遊び

「もうだめだ……お姉さんイきます!!　うううっ!!」

「ん……あん。んー、いっぱい出たね、お疲れ様」

　クロルは豊満な女の上でしばらく呻いてから体を離した。

下になっていた豊満な女性の股間からドロリと種が流れ出る。

女はそれを指で掬って舐めて微笑む。

「はーい、手どけてね」

　女は大きな胸を揺らしながら彼の逸物を濡れたタオルで丁寧に拭ってから隣に寝転ぶ。

「今日は良かった？」

「うん、最高だった。堪らなかったよ」

　クロルは隣に寝る女の胸に顔を埋めて乳首を口に含みながらくぐもった声を出した。

「あはは、くすぐったいって。……でもいいの？　自慢になるけどうちは質の悪い娼館じゃないし、私もそれなりにお金取ってるんだけど」

　まだ子供の雰囲気を残す彼が抱いていたのは娼婦、それも酔っ払いがふらりと立ち寄れるレベルの女ではない。

「うん、毎日は無理だけどお金を貯めてなんとか」

「領主様の所で働いてるんだっけ。それにしたって今月に入って四回目、本当に大丈夫？」

　娼婦にすれば良い金づるのはずだが、彼女も借金のカタに売られてから娼婦商売に染まり、流れ流れてラーフェンに落ち着いた。

昔自分に懐いていた弟とクロルの笑顔が重なり、情が出てしまっていたのだ。

「大丈夫だよ。なんとかやりくりしてるからさ」

「悪さしちゃ駄目よ？　領主様は怖い方らしいし、盗人なんかしたら八つ裂きにされちゃうわよ」

　彼女にとって若い彼の首が広場に晒されるような事にはなってほしくなかった。

「そんなことしてないよ！　そろそろ時間だから……行くよ」

　時間を知らせるベルが小さく鳴る。

「そっか、今日もありがとう。また来て……欲しいけどくれぐれもね？」

「うん、また近いうちに来る」




　娼館街は未だに昼のように賑わっているが、花町に縁の無い人間はもう眠りにつく時間だ。

当然彼が住み込んでいる屋敷も夜警以外に起きている者はいない。

……そのはずだった。

　使用人用の扉を静かに開けて部屋に戻ろうとした所で燭台の灯りに照らされた人影が立ち塞がった。

「クロル、ちょっとこっちに来なさい」

　それは寝巻きで仁王立ちするメリッサだった。




「どこにいってたの？」

「えっと……それは……」

「夜のお店でしょ!?」

「うぅ……」

　メリッサの部屋に引っ張られたクロルは床に座らされ、周りには心配そうな顔のアルマとミティがいる。

「セバスチャンさんに聞きました。最近は小遣いとお給料の前借りばっかりしてるそうだね！」

　クロルは他の使用人と比べれば家人との関係が深いので給料の前借りなど融通が利く。

食事と寝床も確保されているので全額前借りしても最悪生きることには困らない。

「あなたの歳で娼婦にはまったら碌な大人にならないですよ！」

　メリッサがバンとテーブルを叩き、クロルは肩をすくめる。

それほどの迫力はないが、普段優しいメリッサが怒っているのが効いているようだ。

「私の昔を知ってるよね？　経験で言ってるの、娼婦にはまって破滅した男の話なんていくらでもあるんだよ！」

　メリッサ自身が娼婦時代にそんな男はごまんと見てきた。

自分の子供のように思っているクロルにそうなって欲しくなかったのだ。

「……これからはお給料の前借り禁止。セバスチャンさんにも言っておくからこっそりしたって無駄ですからね」

「そんなぁ、あの人は俺の事を待ってるのに……」

　クロルは上目遣いでメリッサを見るが効果は無い。

娼婦の言う「貴方を待ってます」が信用ならないことを誰よりも知っているのだから、

「話はお仕舞い！　行くなとは言わないから、毎月のお小遣いの範囲で遊びなさい！」

　小遣いと言ってもそれほど多く貰っているわけではない。

それだけでは月一度行けるかどうかだった。

「お、俺もハードレット様みたいに立派な男に……」

「小さなおチンチンで生意気言うんじゃないの！　そういう事はしっかり甲斐性持ってからにしなさい！」

「はい……」

　こうしてクロルの娼館通いは止められてしまったのだった。
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エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

第三軍団司令官

隷下部隊　四万六千

私軍　八千（実戦部隊のみ）

歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

大砲一〇門（正規品一門）

王国軍　二個兵団　三万

近隣諸侯軍　八千

厳密には主人公の指揮下にはない。

別枠　ラーフェン防衛隊千

軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）トリスタン（留守番）

現在地点　ゴルドニア王都から移動中

戦果

次回から戦争です。










☆　国力比較　３ヶ国







　ゴルドニア王国

　人口　　二百六十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口七・五万

　制度　　封建制

　兵員　　現在十二万　動員限界二十万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原内最大の国家。

　中央平原の北端に位置し、ノーステリエス河や陸路でオルガ連邦との交易、交流が盛んに行われている。

　対岸のマグラードとの緊張によって河を利用した貿易にやや陰りが見える。

　中央平原北部全域の統一も試みるがマグラード水軍に敗北して頓挫し一年の期限付き和平を結ぶ。

　度重なる戦争と軍拡で財政的にやや余裕を無くしている。

　マグラード公国

　人口　　六十万

　支配者　−−−−

　首都　　オドロス　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在七万　動員限界七万

　支配域　中央平原北部

　ストゥーラ共和国と隣接し、同じく河に面するが、政治体制が強権的で商業は発展していない。

　大型の鉱山を抱えており鉱工業が比較的盛んだが、ゴルドニアの拡張によって交易相手がなくなり財政的に圧迫されつつある。

　食糧生産はかろうじて自国民を満たせる程度。

　停戦終了と同時にゴルドニアと再戦になることを覚悟、猛烈な勢いで募兵・徴兵を進めている。

　対ゴルドニアを全面に打ち出し、国民の中からも対決ムードが高まり、国力の限界までの軍拡にも特に異議は出ていない。

　ストゥーラ共和国

　人口　　二十万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口五万

　制度　　共和制

　兵員　　現在二万　　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国。

　常備軍はなく、必要に応じて傭兵を集めて軍を組織している。

　マグラードからの強烈な軍事的圧力に晒され、資金物資の大規模な提供を余儀なくされている。

　一部の商会は既に他国に拠点を移し始めている。
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第１４９話　マグラード戦争①　上陸作戦







　停戦終了　前日

　軍隊とは単に戦力になるだけの駒ではない。

　規模が大きくなればそれは移動する都市といっていい。

　数万ともなれば毎日膨大な量の飯を食うし、水も飲む。

　当然、設備がなければ彼らの日々の排泄だけで山になる。

　敵の領地に踏み入るなら飯さえ持ち込めば後は知ったことではないが自国内で好き放題する訳には行かないので、必然的に渡河準備のために陣を張れる場所は限られてくる。




「あのマグラードの町……なんと言ったか」

「ポートランデルです」

「見えているのに遠いな」

　俺達は停戦が終わるまでの間、小さな港町近くの森、河を行く船から見えない場所に予め準備された地点に陣を張っている。

　高い木を利用した見張り台に登って対岸を眺める。

　もし陸続きなら馬で三〇分とかからないだろう。

　だが人が泳いだり、単に浮きや小船で行くには遠すぎる距離だった。

「私は船が少ないのが気になります」

　港町には目立たないように陸に上げられたり、偽装された船が用意されていたが輸送出来るのはせいぜい三千だろう。

「敵にどれほどの備えがあるかが不明ですが、最初の部隊は相当苦労するな」

　他の場所にも船を回しているからこの数になったのだろうが、なんとも不安になる話だ。

「第一陣は王国軍を中心とした部隊にすべきでしょう」

　レオポルトが見張り台の上、俺とセリアの間からぬっと顔を出した。

　セリアが不機嫌に頬を膨らませる。

「なんだ構って欲しかったのか？」

「ここからの観察では敵状不明です。斥候を出すことも出来ませんし、万が一罠があった場合に救援にはいけません。我々の軍を失う危険は避けるべきです」

　無視しやがった。

　レオポルトの言っていることはわかるが、自分の軍を動かさず、お前らが行けと言われれば王国軍の兵達も当て馬を疑う。

　士気も上がらないだろう。

「うむむ……」

　ポケットから金貨を出して弾こうとしたらセリアに止められた。

「駄目ですからね！　そんな適当に決めたら駄目ですからね！」

「ならこうしよう、先鋒は王国軍を乗り込ませるが指揮は俺が直接執る」

　これなら兵達も捨て駒などと考えることはないだろう。

　それに司令官が一番に敵地を踏むのは重要な事だ、後方で見ていたのでは今後のためにも宜しくない。

「駄目です！」「それはいけません」「だめだ！」「敵は串刺しだ！」

　セリアの他にマイラ、ピピ、イリジナが一斉に顔を出した。

　お前らどこに潜んでいたんだ。

「罠があったら大変です！　まずはレオポルトさんでも行かせるべきです！」

「司令官が先頭をきることは重要ですが、時と場合によります。今回は不明な事が多すぎます」

「よくわからないけどだめだぞ！」

「飯はまだか!?」

　今まで自分の勘に従って悪い結果になった事は……多分それほどない。

　さらに一番文句をいいそうだったレオポルトが沈黙している。

「我々の国力と戦での士気、双方に利点のある手ではあります。但し万一の際、ハードレット卿の身を危険に晒すことになりますが」

「それぐらい仕方あるまい」

　戦で絶対の安全を求めるなど愚かな事だ。

「ならば私から言う事はありません。ですが忘れないで下さい。貴方が斃れればこの戦いも領地も終わりです」

「よくも悪くもハードレット卿の影響力で持ってますからね……」

　二人の不吉な話を切り、骨付き肉をかじっているイリジナの尻を撫でる。

「暗い話は止めてくれ。何事もなくあっさり上陸出来るかもしれん」

「私は絶対についていきます！」

「ふぉふぉしもら!!」

　セリアは何を言っても離れないだろうな。

　護衛隊ぐらいは連れて行くか。

　それとイリジナは食いながら話すな、肉と油の雨が飛んでくる。




「さすがに夜間には動けない。朝日が昇ると同時に船に乗り込むぞ」

　船に慣れていない兵達は真っ暗闇の中では船を出すことはおろか、乗り込む作業も行えないだろう。

　篝火など焚いては逆に対岸からは目立ってしまうからな。

「船に乗るのは旅の時以来ですね」

　セリアが懐かしそうに頭を寄せてくる。

　マイラやイリジナが少しつまらなさそうだ。

　あの頃を知っているのはセリアとノンナ、途中からメリッサだけだ。

　他の女には面白くないかもしれない。

「事が落ち着いたらゆっくり船旅をしてもいい」

　領地はアドルフに任せてゆったり心身の疲れを癒すのだ。

　だがまずは明日の出陣に備えて下半身の疲れを癒すとしよう。







　翌日　船上

「先頭の船が河の半ばまで行きました！　敵の水軍は出てきません！」

「なんだ拍子抜けだな」

「これが河……脚がすくむぞ……族長様、怖い！」

　朝日と共に船に分乗した王国軍兵二五〇〇と俺の護衛隊は河の流れを考えて、ポートランデルに向けゆっくりと進んでいく。

　重騎兵の護衛隊は重いので思った以上に負担となっていた。

　弓騎兵の輸送にはすごい手間がかかりそうだ。

　ピピの脅えようから見ると乗船下船もスムーズにはいかないかもしれない。




　敵の迎撃に備えて少ない戦闘艦に厳重な警戒をさせていたが何も出てこない。

「まったくです。敵は正面に布陣したラッドハルデ卿の第一軍団に集中しているのかもしれません」

　セリアが冷静に分析する。

「エイリヒは相当苦労しているかもな。だが上陸できれば決着はついたも同然だ」

　四万以上の俺の軍団が丸々上陸すれば単独でもマグラード軍と十分戦える。

　河沿いに進んで港町を押えていけば敵の水軍は動きが取れなくなる。

　水軍とは言え、常時河の上にある訳ではない、食料も矢も補給されなければすぐに力を失うだろう。

「敵の水軍……！　いえ、少数です。ただの斥候かもしれません」

　見張りの報告に一瞬緊張が走るが、よく見ると数隻の小船に過ぎない。

　こちらの戦闘艦が矢を射掛けると慌てて逃げ出していった。

　既に全船が河の中心を超えている。

　今更迎撃は間に合わないだろう。

「やはりエイギル様には幸運の女神がついています」

「いつ抱いてやったか覚えていないぞ」

　罰当たりな事言わないで下さいとセリアに怒られた。

　前方の船から怒号があがり、数隻から火の手が上がる。

　どうやら町を守る陸上の敵と、矢の打ち合いになっているようだ。

　だが押し切れる、ここまで近づけば火がついてもそのまま乗り込んでしまえばいい。

　町の守備兵は大した数ではない。

「全員戦闘準備だ。さっさと町を落として後続を呼び込む。町は焼いても構わんが船は大小問わずなるべく壊すな」

　無傷で確保できれば後続兵の輸送が楽になる。

「そして最後に……女は絶対に殺すな。犯すのは同意を得てからにしろ、いいな!?」

　オー！　と兵達が気勢を上げた。

　さあ、マグラードとの戦争の始まりだ。
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　マグラード領　港町ポートランデル

「ゴルドニア船が接近、兵士を降ろしています！」

「なんとか阻止できないのか!?　守備隊は何をしている」

「守備兵は二千、敵は三千近い数です!!」

　兵士や指揮官の怒号が飛び交う。

　ポートランデルはそれほど大きい町ではない。

　他に重要な拠点も多い中、これだけの兵力が配置されていたのはゴルドニアとの関係が緊張しているからだった。

「くそ！　なんだってここに来るんだ、後続はいるのか!?」

「偵察船によると対岸の町には数万の兵がいる模様！」

　怒号が一瞬止まる。

「数万……本命の上陸じゃないか、もうおしまいだ。守りきれるわけが無い……」

「弱音を吐くな！　いくら何十万が対岸にいても渡ってくるのは数千人ずつだ。敵はそれだけの船を持っていない！」

「数千でも持ち堪えられないぞ！　援軍は来ないのか！」

　常識的に考えて兵力で勝るゴルドニアに対して沿岸部全てを守備するのは不可能、よって主力の兵はある程度内陸に配し、上陸地点に大軍が上陸する前に駆けつけて叩くのが事前の戦術だった。

　だがそれには必要な事がある。

「水軍は何をしているんだ……ゴルドニアの奴等なんの苦労もなくやってきたぞ！」

　水軍が敵を撃退、よしんばそれが出来なくても上陸作業や移動を妨害し、時間を稼ぐ手筈になっていたのだ。

　ポートランデル近郊にも水軍の隠し拠点はある。

　緊急の狼煙は上げたのですぐにも駆けつけるはずだった。

「なぜだ……なぜ来ない。このままでは敵の大軍が上陸してしまう。我が国は終わりだぞ！」

　一際大きな悲鳴が上がる。

　目を凝らすと、黒い旗を掲げる重騎兵が守備隊の防衛線をズタズタに引き裂いていた。

　その先頭に立つ騎士が次々と兵を吹き飛ばしていく。

　たった一人の騎士が街路に急造された防衛線を次々と破壊していた。

「戦鬼、ハードレット……」

　マグラード軍人でその名を知らぬものはいない。

　名将ラドガルフとその精鋭軍団を蹴散らした悪魔の猛将、その場の全員にわかるのは状況が更に悪くなったことだけだった。
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「どけ!!」

　槍を並べていた敵兵を弾き飛ばし、防壁代わりに積み上げていた荷車を叩き壊す。

　民家の屋根から剣を振りかぶって飛びこんで来た男を空中で串刺しにして空高く放り投げる。

　落下した男が潰れる音で士気も砕け、その場の敵は一斉に逃げ出した。

「エイギル様、突出しすぎです！　王国軍はやっと港を押えた所ですよ！」

「港を押えたなら十分だ。敵は一気に崩れるさ」

　前方から走りこんでくる騎兵の槍を頭を下げて躱し、突き上げるように喉を貫く。

　槍が太いせいで千切れてしまった……また派手になった。

「隙有り！」

「ないさ」

　小道から突き出された槍を掴んで男ごと民家の壁に叩きつける。




「ひぃぃぃ！」「に、逃げろ!!」

　ふむ、これぐらいでいいか。

　一旦味方の元に戻るとしようか。

「船にはすぐに戻って後続を運んで来いと言え」

　万が一、敵の大軍がいたら逃げ帰るために船を待機させていたが、既に町の陥落は間違いない。

　ならば一刻も早く後続を運ぶ準備をさせるべきだろう。

　手早くやれば今日中にもう二往復出来る。




「エイリヒが鍛えただけあってさすがに精強だな」

　王国軍は俺が細かい指示を出すまでもなくやるべき事がわかっている。

　指揮官のレベルも高く、同数の部隊でも敵を圧倒していた。

「よし、港を押えたら次は敵を町の外に放り出す。たたみかけろ！」

　軍団司令官の俺自らが前線に出ていることもあって士気は高い。

　怒声を上げながらの突撃にマグラード兵はたちまち押し込まれていく。




「これ以上俺が出るのは味方の手柄を取るだけかな」

「はい、流れ弾もあります。後ろにいらっしゃった方が宜しいかと」

　味方が押しまくっている現状では暴れる意味もない。

「それにしても……敵の水軍が出てこないとは意外でした」

「そうだな、それが最大の悩みだったんだが」

　水軍がちょっかいをかけなければこうなる事はわかりきっていた。

　いくら上陸地点が分散しているとは言え、まったく出てこないのは逆に気持ち悪い。

「いずれにせよ既に上陸には成功した。だが、ここを放置すれば戦争全体での致命傷にもなるからな、必ず援軍を向けて来る。さっさと町を制圧して防備を固めて後続を迎えようじゃないか」

　自信はある。

　港を確保した以上、後続は次々と輸送できる。

　例え敵が押し寄せても町を守っていれば毎日六千、九千とこちらの兵力は増えていくのだ。




　わぁと大きな歓声が上がる。

　どうやら敵の最後の抵抗が崩れ、町の外へと戦闘は移動していったようだ。

「深追いするな。町を確保するのが最優先だ！　それと緑の狼煙を上げろ」

　これでよし、今頃対岸に残ったレオポルトかマイラは王宮とエイリヒの所に上陸成功の急使を送っているだろう。

「さて、ひと段落したら軽く何か食うか」

「そうですね。敵が反攻するかもしれませんし、腹ごしらえを……」

　セリアも戦闘中と比べれば少し表情を緩めている。

　そこに前線で戦っていたイリジナが鎧を敵の返り血に染めたままやってきた。

「敵は街壁の外に放り出したぞ!!　近隣にも大きな部隊はいない！　これで……」

　何やら嫌な予感がする。

「この戦争、勝ったな!!」

　イリジナがでかい声で叫ぶ。




　輸送船がポートランデルを出港し終わった頃、澄み渡っていたはずの空に厚い雲が沸き上がっていく。

　次第に暗くなっていく町、やがてこの時期には珍しい、本格的な雨となっていった。
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　余談　クロルの過ち　前編

「クロル、これを運んでくれないかしら」

「はい、ノンナさ……奥様」

　寝室に置いていた大きな花瓶に飽きたのだろう、廊下に移すらしい。

　ノンナや他の側室、愛妾達の部屋がある場所には女性以外はなかなか入る事ができない。

　自由に出入り出来るのは執事のセバスチャンとクロルぐらいのものだった。

　さすがのノンナもメイド達の細腕や白髪の混じったセバスチャンに重い物を運ばせるのは抵抗があったらしく、こういう事はクロルの仕事になっている。

「ここ……ですか！」

　花瓶は重かったが雑用や鍛錬で鍛えた体は十分に対応していた。

「ええそこよ。それから今度はこの絵を部屋に……」







「ご苦労様、お菓子ぐらい食べていきなさい」

　散々こき使われたクロルは荒い息を付きながら水を飲む。

「エイギル様がいないと……寂しいわね」

　ノンナがだらりとテーブルに前屈みになる。

「んん！！？？」

　慌てるクロル、それもそのはず、ノンナの巨大な胸がテーブルで潰れて強調されたのだ。

　たちまち彼の逸物がズボンを押し上げる。

「？　どうしたの？」

「い、いえなんでも……」

　ノンナは若い男だからと許してくれるタイプではない。

　勃起している事に気付けばたちまち犯されると悲鳴を上げるだろう。

「こ、これで失礼します！」

「はぁ、いらないならいいですけど」




　部屋を飛び出したクロルの前にカーラが現れた。

　風呂上りなのか格好が際どい。

　逸物がますます硬くなっていく。

「そんなに急いでどしたのよ？」

「いえ、なんでもないです！」




　足早に通り抜け、居間に行くとメルが末子のギルバードを抱いていた。

　メルは普段から落ち着いた服装をしているので今は安心できる。

「ふぅ……」

　だがすぐに状況は一変する。

「あら？　お腹空いたんですか？　ほら、おっぱいでしゅよー」

　メルはクロルに後ろを向けと一瞥してから乳房を放り出してギルバードに乳をやり始めたのだ。

　だが一五の男が年増とは言え、美女の乳房に目がいかないはずがない。

「うっ!!」

　慌てて居間を飛び出すクロル。

「……出ちゃった」

　その逸物は触ってもいないのに激しく精を噴いていた。




　夜

「ハァハァ……駄目だ！　自分でやっても……」

　夜、クロルは一人でゴシゴシと逸物をしごくがどうしても満足できない。

　以前は夜通し自慰すれば欲望も静まったのだが女を知ってからは駄目だった。

　女の口、胸、そして大事な穴に入れたかった。

「女……女が欲しい」

　欲望が限界に達し、主人の女達を犯したいと危険な感情まで生まれかけた時、部屋がノックされる。

「クロル？　起きてる」

　現れたのはアルマ、クロルと同じ孤児院出身の使用人、一つ年下で引っ込み思案な彼女だが、最近はやや話も出来るようになっていた。

　あわてて逸物をしまい、服を整える。

「なんだよ、こんな遅くに」

「うん、今日クロルの様子が変だって聞いたから……」

「なんでもねーよ。さっさと寝ろよ、明日も早いんだろ？」

「……でも心配なの。前あんな事もあったし……」

　クロルの顔が歪む。

　風俗通いを叱られるなど思い出したくもないことだ。

「いいからさっさと……」

　そこまで言って視線がアルマの胸元で止まる。

　開いてはいないし、胸自体もあるのかないのかわからない程だが、薄い寝巻きは体の形を隠していない。

　恥ずかしがりのアルマがこんな格好を見せるのは兄妹のようなクロル故の油断だった。

「私達ずっと一緒に育ってきたんだし、頼りにならないけどなんでも相談……きゃっ！」

　抱きつくようにして微笑んだアルマ、柔らかい感触と漂う女の匂いにクロルの理性が焼き切れた。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四五九〇〇

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二九九〇〇

　近隣諸侯軍　八千

　厳密には主人公の指揮下にはない。

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官　フラグ師）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）トリスタン（留守番）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落








第１５０話　マグラード戦争②　始まりの２４時間







「出港作業……遅れていますね」

　セリアが不機嫌そうにつぶやく。

　俺達はポートランデルを完全に確保し、残党も残らず討ち取るか放り出した。

　後は続々と河を渡ってくるはずの味方と合流、他の軍団の状況によって河沿いを進むか一挙内陸の首都を目指すか決めるはずだった。

　だがいったん東岸に戻った船団はなかなか出航してこない。

　出来れば今日中に二往復と思っていたがそれは不可能になったようだ。

「この雨ではな、急げもしまい」

　上陸終了と同時に降り出した雨は勢いを強めて延々と降り続く。

　濡れるどころか視界すら悪い状況では船を動かすのも人や物資を積み込むのも順調にはいかないだろう。

「なんで今の時期にこんな雨が……」

　中央平原の中でもノーステリエス河沿岸は他の地域と比べて雨は多いらしい。

　だがこれほど猛烈に降るとは思わなかった。

　それも最悪のタイミングだ。

「あんまり降ると河が溢れてしまいませんか？」

「そこらの小川じゃない。二～三日降ったぐらいでどうこうはならんと思うが……」

　俺も河について詳しい訳ではなく、はっきりとは言いようも無い。




「あっ！　出港しました」

　西岸からゆっくりと船団が港を出て来るのが見える。

　それを見て周囲からも歓声が上がるが、その声は徐々に小さくなっていく。

「おいおい、北に行き過ぎだ……流されてるのか？」

「見た目以上に流れが速くなっている？」

　船団は俺達を輸送した時と同じように操船していたが急速に港を外れて下流へと流されている。

　必死に港へ向けて進路をとろうともがいているように見える。

「おいおい……あんまり下流に行かれると上陸も難しいぞ」




　不安は悲鳴に変わる。

「上流！　敵船……二〇以上!!」

「ぐ……見計らったように……」

　もがきながらも味方は河の中ほどを超えている。

　だが上流から突き進んでくる敵は馬で疾走するような物凄い速度で突っ込んで来る。

　あきらかに河の流れがほんの数時間前とは変わっている。

「交戦を開始します！」

　味方の戦闘船が輸送船の壁になるように前に出て行くが、流されながらなのでうまくいかない。

　それに比べて敵は流れを背に突っ込んで来るだけなので整然としたものだった。

　雨の中で火矢は効果がなく、敵の動きが早すぎるので戦闘船に詰まれた投石機も大弩も命中させられなかったようだ。

　敵は主に輸送船に接近すると次々に網のようなものを投げつけていく。

　船体が壊れているように見えなかった輸送船がたちまち船足を止めて下流へと流されていった。

「あれはなんだ？」

「網の先に丸い物がついてる。すごく重そうだぞ！　絡みついてなかなか剥がせないみたいだ！」

　なるほど、船体に重い網を絡めればオールが漕げず、速度が落ちれば一気に流れに流される。

　ピピは悪天候の中でさすがの視力だ。

　だが……これはまずいことになった。

　少しだけなら外れてもなんとかなるだろうが、あまり下流に行くと切り立ってしまい上陸は出来ない。

　しかもポートランデルは押えたが河の西岸は敵地だし、どこにでも上陸出来るわけではない。

「やられた！」

　セリアが悲鳴を上げる。

　なんとか進路を修正しようとする輸送船の横腹に敵の衝角が突き刺ささったのだ。

　河の流れを借りた一撃はたちまち輸送船を叩き割り、次々と兵が河へと落ちていく。

　だがそれは捨て身の一撃だったらしい。

　制御できない程に速度がついた衝突は敵船の前部も破壊し、二隻はくっついたままで沈んでいく。

　敵ながら度胸は大したもんだ。

「他の輸送船も混乱しています……だめです！　更に下流へと流されていきます。後続は反転して後退！　進路を維持しているのは極僅かです！」

「ち……」

　残念だがそれしかない。

　河のゴルドニア側なら下流まで流されても適当に上陸して戻ればいい。

　このまま突っ込めば位置がずれて下手すれば座礁することもありえる。

　こちらに上陸出来そうなのはせいぜい五〇〇も行かないぐらいか。

　まともな増援にはならない。

「ですが敵の水軍も下流域へ行きました。この流れではそうそう戻っては来れないでしょうし、一旦体勢を立て直せばなんとかなります！」

「そう願うよ」

　セリアの頭を撫でる。

　悪くばかり考えても仕方ない、だが準備は必要だった。

「兵に伝えろ。敵が街路中に作った簡易防壁の撤去を中止。逆に瓦礫を積み上げてしっかり作れ。街壁の外に斥候を出せ、狼煙が使えないからな迅速に動け」

「なあに、こんな雨すぐに止む！　敵の援軍も来るはずが無い！」

　セリアはイリジナに飯を与えて黙らせておいてくれ。

　嫌な予感がする。




　翌日

　案の定イリジナの予想は完全に外れ、夜の間中降り続いた雨は朝になって更に勢いを増し、豪雨と言って良い状態になっていた。

「兵を港から下がらせろ……」

　河の流れは目に見えて早く、とても船を出せそうには見えない。

　水量も増えて、港付近は今にも水に浸かりそうだ。

「たった一日の大雨でこんな……」

　セリアも呆然と呟く。

「一日ではなかったのかもしれない」

　何も今ここに降った雨が河の流れを急にする訳ではない。

　ノーステリエス河の主な水源は大山脈、西の切れ目だ。

　何日か前に山付近にも大雨があり、それをマグラード側が把握していたなら水軍が来なかったことも頷ける。

　奴等はこちらが大雨で身動きが取れなくなることを見越し、あえて先鋒を上陸させたのだろう。

「もう言っても仕方ない。それより斥候の数を増やせ、敵は必ず来るぞ」

　女を抱いている暇もなくなりそうだ。

　昨日もセリアやイリジナが警戒に出ていたので仕方なくピピにしゃぶらせただけだ。

　挿入も求めてきたが入らなかった。

　強引に入れればピピが動けなくなってしまうからな。




　数時間後、斥候の軽騎兵が走りこんでくる。

「西方より敵の援軍らしきもの接近、兵数一万程度と思われます！」

「来たか……」

　だが一万ならばなんとかなる。

　こちらは三千程度だが、街に立て篭もれるし、そもそも勝利を得る必要はないのだ。

　大雨と増水が一月も続くわけが無く、せいぜい数日、輸送船も大損害を出した訳ではない。

　守りぬけば東岸から続々と味方がやってくるのだ。

　だが報告は続いた。

「北西より更に敵の集団、数五千！」

「南西より五千、更にその方向にも敵勢が行軍してきています！」




「エイギル様！」

　セリアが泣きそうな顔でこちらを見る。

　どうやらエイリヒの第一軍団は河を満足に渡れていないようだ。

　敵の陸上兵力がこちらに集中しているに違いない。

「なあに簡単な事だ」

　船が無い上に増水した河を渡る事は出来ない。

　ポートランデルは西、北、南と他三方から包囲されている。

「なら戦うしかないだろう。選択肢がない分わかりやすい」




　槍を振り上げて動揺する兵達を一喝した。

「逃げ道はない。戦って生き残るか、戦って死ぬか。どちらかだ！」

「オオオーー！」

　空元気の叫びは虚しいが黙っているよりはいい。

「街壁はすぐに破られる、町の各所に障害物を置け。小さい単位で動けるように準備しろ！　矢を防げる屋根を用意しておけ！」

　兵達が一斉に動き出す。

　これで後は戦うだけだな。

「エイギル様、もしもの時は共に……」

「縁起でもない事を言うな」

　ポコリとセリアの頭を叩く。

　いざとなったらこいつは浮きにでも掴まらせて河に流そう。

　抵抗するだろうからイリジナに押えさせるか。







　ついに街壁の外から大軍が上げる鬨の声が聞こえてくる。

　櫓の上に立った味方の弓兵が矢を放ち始めた。

　いよいよ敵の先鋒が攻撃を開始したようだ。

「弓騎兵が居れば矢の撃ち合いで圧倒できたのですが……」

「ピピも敵が見える所に行きたいぞ！」

「集中して狙われるから駄目だ。それにすぐにでも撃てるさ」

　壁の外から大量の矢が飛来し、櫓にいた兵が針鼠になる。

　直後、最初の戦闘で壊れ、無理やり置き直した門が数度の衝撃音の後に倒れこむ。




「突撃ーーーー!!」

　敵指揮官の叫びに続く絶叫、彼らは門を打ち破った鉄製の棒を捨てて突撃してきた。

「死守せよ！　押し返せ！」

　味方の指揮官も叫び、門の前の小さな広場で両軍が激突した。

「俺も行く、続け」

「おう！」「はい！」

　門の前の空間は狭いし、馬は防御に向かないので護衛隊も俺も全員が馬から降りて徒歩で向かう。




「ポートランデルを取り戻せ！　奴らを河に追い落とすのだ！」

「栄光のマグラーぐぇっ!!」

　叫ぶ兵の腹に槍を突き込み、無理やり体を引き裂いて横に引き抜く。

「くそ！　奴を殺……」

「せ」と発音する前に首が飛び、隣の兵が唖然と開いた口の中に穂先が飛び込む。

「どりゃあ！」

　引き抜いた槍を高く掲げて思い切り振り下ろす。

　慌てて防御した盾ごと叩き割って胸下まで槍を食い込ませ、上半身だけ半分になった男を蹴り飛ばしてから槍を腰だめに構えた。

「いかん、下がれ！」

　俺の戦い方を見たことがあるのだろう味方が慌てて下がる。

　敵もそれを見て後ずさるが、状況が読めない三人程が呆然と立っている。




「ふん!!」

　全力の横薙ぎ、絶え間なく降り注ぐ大粒の雨が一瞬止まったように思えた。

「え？」「あ？」「あれ、ずれてる？」

　逃げ遅れた三人の体がゆっくりとずれ、臓物を撒き散らしながら濡れた地面に倒れ込んだ。

「化け物……」「出た、こいつだ！」「戦鬼が出たぞ！」

　仕留めたのは僅かに七人、だがこの場での敵の圧力は見るからに弱まった。

「何をしている！　こいつを倒せば我らの勝ちだ、早く討ち取れ！」

「と言っても……」

「死んじまうな……」

　士気を上げた味方の前に敵の攻撃が止まる。

　見れば隣ではイリジナとセリアも敵兵を次々と屠っていた。

「ええい、臆病者め！　俺が行く、我こそはコルホンの町一番の騎士とうたわれた……」

「前置きはいらん」

　言葉を切って槍を突き出すがさすがになんとか一の騎士、心臓を狙った槍を盾で流して見事に防いだ。

　だが一発で終わるはずもない。

　二発三発と突きを繰り出すと流し損ねたのか盾が壊れる。

「なんの！　これでどうだ！」

　防御を失った騎士は槍を回して捨て身の一撃を仕掛けて来る。

　その一撃をドワーフ印の大槍で弾き飛ばし、返礼に頭部を一撃。

　騎士はくるくると三度回って地面に倒れ込んだ、頭がつぶれているので生きてはいない。

「誰かは知らんが討ち取ったぞ!!」

　馬鹿馬鹿しくも叫んで士気が上がるならそれでいい。

　及び腰になった敵兵の群れに飛び込む。

　だが脅えているとは言え、マグラード兵は脆くない。

　たちまち数本の短槍が突き出され、一本が腕を掠める

　その兵の胸を槍で貫き、そのまま持ち上げて周りの兵をなぎ払う。

　三人程しとめた所で、さっと敵兵が道を空けた。

「エイギル様！」

「ちっ！」

　後ろから現れたボウガン隊が一〇本以上のボルトを放つ。

　咄嗟に槍に刺さった敵を盾にする。

　ドスドスと嫌な手応えがあった。

「当たった？」

「や、やったか!?」

「残念ながらやってないな」

　無残な姿になった死体を放り投げてボウガン兵に突進、道を空けた兵達が戻ろうとするが、イリジナと護衛隊が飛び込んで大立ち回りをしている。

「やばい！　換えのボウガンを……うわぁぁぁぁ!!」

　勿論そんな時間は与えない。

　慌ててボウガンを交換する敵兵に肉薄して槍を一閃、盾も剣も持たないボウガン兵は悲鳴を上げる以外に何も出来ず、次々と斬り捨てていく。

　六人程が死体になり、三人が逃げ出す。

　そして最後の一人のボウガン交換が間に合い、俺に突き付け……ようとして焦りの余り取り落とした。

「あ……あははは」

「ははは、惜しかったな」

　惜しかった男の首が宙を舞った所で敵兵が引き始める。

　攻撃部隊の交代か、態勢を立て直すために一旦引くようだ。

　とりあえず第一次攻撃は追い払ったようだ。




「お怪我はありませんか!?」

「お前らこそ問題ないか？」

　俺は左手にちょっとした傷、セリアとピピは無傷でイリジナは三箇所ほどを切っていた。

　さすがに敵の中に飛び込んでいたから仕方あるまい。

　兵の損害は一〇〇名少し、それほどの損害ではない。




　少し落ち着いて水と干し肉をかじったところで再び見張りが叫びを上げた。

　今度は門からだけではなく、梯子も使って街壁全体を超えてくるようだ。

「門だけに集中するな。壁を登った敵から潰せ！」

　数では敵が圧倒的に多い、狭い箇所に限定できず一面に超えてこられればその場で戦う事はできない。

　随所に作られた障害物を利用しながら戦うしかない。

「矢がきます!!」

　叫ぶセリアを抱き寄せて適当な民家の中に入る。

　途端、雨の音を掻き消す風切音に続いて屋根に矢が刺さる音がうるさく鳴る。

　すごい矢の数だ、敵が既に万以上の規模になっていることは疑いが無い。

　だが猛烈な矢の雨は味方にそれほどの損害は与えていない。

　事前に屋根を準備していてよかった。

「火矢を使われていたらどうしようもありませんでした。これだけは雨に感謝ですね」

「降ってなけりゃこうして守勢に入る事もないけどな」

　唐突に矢が止む。

「よし、敵が来るぞ。配置に付け！」




　セリアにキスをしてから槍を持って街壁の前に出る。

　４ｍ程の簡易な壁を次々と敵兵が登り、ほとんどが槍やボウガンで落とされるが、すぐに倍の兵が登ってきた。

　更には大金槌で壁を叩く音もする、遠からず街壁そのものが破壊されるだろう。

「街壁を守ることにこだわるな！　港さえ守り抜ければいい！」




　遂に壁を乗り越えた敵兵と味方が切り合いが始まる。

　同時に轟音を立てて石の街壁の一部が崩れ、隙間から敵が雪崩れ込んできた。

　ここらで一つ鼓舞が必要だろう。

　息を大きく吸い込む。

「さあ敵が沢山来たぞ……殺せぇぇぇ！」

　突進してくる敵の一団、突き出された槍を潜って足元を払う。

　何本もの足がその場に落ち、絶叫と悲鳴が鳴り響く。

「この野郎！」

　足を失って倒れ込んだ兵士の後方から飛び出した敵兵、その突き出された槍を掴んで思い切り傍の家に叩きつける。

　木製ならのびるだけで済んだかもしれんが残念ながら石だったので体が潰れてしまったな。

「足ぃぃぃぃ」「あぁぁぁぁぁ!!」

　転がって絶叫し続ける敵を鉄のブーツで踏み潰す。

「さあ、次は誰だ!?」

　弱兵ならここで脅える所だがマグラード兵はそうではないらしく、仲間の復讐に燃え突っ込んできた。

「死ね戦鬼！」「ここがお前の墓場だ！」

「大した度胸だ！」

　槍を両手で構えて踏み込みながらの三連撃、雑兵がつけている鎧では俺の槍を止めることは出来ず、胸を貫かれた三人が崩れる。

　更に突進の勢いのまま敵に背を向けてからの一回転で周囲の敵を弾き飛ばす。

　斬り捨てた敵の血が地面に円を描き、すぐに雨に流されていく。




「この野郎！」

　だがその大きな動きの隙を突かれ、脇腹を剣で切りつけられた。

　鎖帷子を着ているので深手にはならないが衝撃はある。

「ふん！」

「ぐげ……」

　槍は振り切ってしまっているので左手の拳を顔面に叩き込む。

　敵兵の顔がへこみ、手足が痙攣し始める。

　頭を踏み潰した所で顔の前を矢がかすめる。

「おい！　何外してるんだ！」

「手が震えるんだよ！」

　あいつらか、死んだ敵の剣を構えて投擲しようとした所で弓兵とそれを守る槍兵がバタバタと倒れ始めた。

　ピピがすごい連射速度で矢を放っているのだ。

「はっ！」

　更に民家の屋根に登ったセリアが体を大きく仰け反らせてから両手でナイフを投擲し、見事に二人の目に突き刺さる。

「早く降りろ！」

　途端に狙われ、無数の矢が屋根の上に飛来するが、セリアは器用に後ろに転がって屋根から降りる。

　しかしこれで剣を手にとった意味がなくなってしまった。

「こちらが数では圧倒しているのだ！　押しまくれ！」

　都合よく馬上で叫んでいる敵の指揮官が見えた。

　ちょっと試してみようか。

　大きく振りかぶって思い切り剣を投げつける。

　投げた剣は我ながらすごい速度で飛び、見事指揮官の顔面に突き刺さった。

「よし！　ついに投擲に成功したぞ！」

「……刺さってるの柄ですけど、なんで柄が刺さるんですか？」

　顔から刃の部分が出ているのは気持ち悪いな。

　新手のアンデットに見える。

　その偽物アンデットが馬から落ちるとさすがに周囲の敵兵が動揺し始める。




「さあ、次は誰だ!?」

　にやりと笑ってやる。

　本音はさっき切りつけられた脇腹が結構痛い。

　一時押し込まれていた味方も反撃に転じ、戦闘は壁際で行われている。

　俺はその中でも、やや突出気味だったがお陰で一番目立っただろう。

　味方は押しており、敵は動揺しつつある。

　今が頃合だ。

「突撃ーーー!!」

　俺の叫びに味方全員が怒号で続く。

　ついに敵兵は撤退を開始し、街壁に空けた穴から逃げ出した。

　不運にも近くに穴がない敵兵は追い詰められて皆殺しにされていく。

「なんとか凌ぎましたね」

「もうすぐ日も落ちる……一応壁の穴には何か詰めて、近くに雨よけ置いて松明を焚け」

「失った兵は五〇〇程度です」

「随分やられたが……敵の数から考えればよくやった方か」

「今回の攻撃は一万程度でした。敵にはまだまだ余力があり、波状攻撃があるでしょう」

　ポートランデルは小さい町で五万が一度に攻撃できる空間は無い。

　ならば数千規模を並べて連続して攻撃するのが最善だ。

　俺達は毎回全軍が戦わねばならないが、敵は交代しながら常時新しい兵が攻撃出来る。

　苦しい戦いが続きそうだ。
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　クロルの過ち　後編

「アルマ！　アルマァ!!」

「止めてクロル！　どうしちゃったの？　痛いよ！」

　理性が完全に切れてしまったクロルにアルマの懇願は届かない。

　彼女の首筋に吸い付き、服の上から胸を揉む。

「やだやだやだー！　いやだよぉ！」

「じっとしてろ！」

　抵抗する女に男の力は更に強くなる。

　遂に寝巻きの薄い布が破れる音がした。

「やーーー!!」

　胸元が破れ、まだ僅かに膨らみ始めただけの乳房が露になる。

　アルマは咄嗟に隠そうとするが情欲に暴走する男の手はそれを許さない。

「はあ！　はあ！」

　小さな胸を乱暴に掴み、可愛いピンクの乳首に吸い付く。

「アルマ……アルマ……」

　クロルは少女を持ち上げ、ベッドに運んでいく。

　屋敷の雑務で鍛えられた体は軽い少女の体を持ち上げることなど造作もなかった。

　一瞬アルマの抵抗が止むが、ベッドでされる事は一つなのを思い出して再び体をねじる。

「お願いクロル、落ち着こう？　怖いよ、乱暴しないで……」

　隙だらけのクロルに抵抗しようと思えば出来たかもしれないが、小さい頃から一緒に育った仲間を怪我させるような抵抗など出来るはずもなかった。

　ベッドに放り投げられたアルマはたちまち寝巻きを破られて全裸にされてしまう。

　仰向けに押えられては非力な少女にはもう何も出来ない。

　クロルは自分の服も脱ぎ捨てて硬くそそりたった肉棒を取り出す。

「ひいっ！　やだぁ……やだよう……」

　自分に向けられた露骨な欲望に脅える彼女の反応は娼婦しか抱いたことの無いクロルには新鮮だった。

「いくぞアルマ！」

　少女の細い腰を押えて肉棒を突き出す。

「いやっ！」

　だが肉棒は的を外れて腹を滑る。

「このっ！」

　再び突き出すが穴には入らない。

　抵抗して尻を振る少女にスムーズに挿入できるほどクロルは女に慣れていなかった。

「アルマ、動かないでくれ！」

「そんな……お願いだからやめてよぅ……いつものクロルに戻って？」

　クロルに話しかけられたアルマはなんとか説得しようとするが、その時に動きが止まってしまい、肉棒が処女穴にぴったりと合ってしまった。

「あっ！　駄目、入っちゃう！」

「あ、アルマァァ!!」

　クロルが腰を突き出す。

　頭が食い込んだ肉棒は容赦なく少女の穴を貫き、一四年間穴を守ってきた処女の膜が役目を終えて破れていく。

　ぶちん、二人にだけ聞こえる音が鳴った。

「いやぁぁぁぁぁぁ!!」

「うお、気持ちいい!!」

　クロルは快楽の声を上げながら腰を大きく振り、アルマはボロボロと涙をこぼしながら首を振る。

「アルマ、気持ちいいよ！　最高だ！」

「ふぇぇぇぇぇん！　クロルゥ、痛いよう、痛いよぉ！」

　バンバンと肉の音が鳴り、クロルの動きは止まらない。

「俺のはどう？　大きい？　長い？」

「大きくて痛いよぉ……やめてぇ……やだ、また膨らんでる！」

　何度か見た大きすぎる主人の逸物と自分を比べては落ち込んでいたクロルにとって女から言われる「大きい」は格別で更に肉棒を膨らませてしまう。

　動きも激しくなり、アルマはもう涙を流す以外に何も出来ることはなかった。




　やがてクロルに限界が訪れる。

「出、出そうだ！　出すよ！」

「……早く……終わって……」

　だが彼が射精の為、最後の動きに入る直前に扉がドンと蹴り破られたように開く。

　いくつかの灯りが部屋を照らす。

「クロル！　一体何をして……貴方達何をしてるの!?」

　大声を上げたのはメリッサだった。

　クロルの部屋は使用人の部屋に近い。

　女の悲鳴は十分他の部屋にも聞こえ、メリッサが呼ばれたのだ。

「メリッサさん！　こ、これは」

　思わず逸物を引き抜くクロル、その肉棒は処女の血に染まっている。

「メリッサさん……たすけてぇ……」

　仰向けに寝たまま力なく泣き濡れるアルマ、合意の上でない事は火を見るより明らかだった。

「く、クロルゥゥゥ!!」

　思い切り振りかぶったメリッサのビンタがクロルの頬に命中し、少年は床に転がった。

　その一発でクロルの性欲に曇った目が覚める。

「なんてことを……！　アルマ大丈夫!?」

「ふぇぇぇぇぇ……」

　泣き濡れるアルマを撫でながらメリッサは鋭くクロルを睨む。

「娼館通いを咎めれば幼馴染の女の子を犯すなんて……見損ないました！」

「ご、ごめんなさい。つい……抑えられなくて……」

　その言葉にメリッサは冷たく言葉を止める。

「……ここで待っていなさい。自分が何をしたか教えてあげる」




　それだけ言ってメリッサは部屋を出て行ってしまう。

　部屋の外には使用人達もいるし、二人は気まずい雰囲気の中で見つめ合う。

「……悪かったよ」

「……うん痛かった」

　クロルはベッドに腰掛け、破られた服で体を隠すアルマの足元に土下座する。

「俺が悪かった！　お前の処女……本当に申し訳ない!!　踏んでくれていい！」

「……うん分かった」

　きゅむ、とほとんど体重を乗せずにアルマがクロルを踏む。

　クロルがチラリと顔を上げると至近距離にアルマの性器が見えた。

　だが踏み荒らされて血にまみれたそこは性欲よりも罪悪感をそそる。

「本当に……ごめん」

「うん、私も無防備だったから。それに……初めてはクロルにあげたかったんだよ。本当はもっと優しく甘くして欲しかったけど」

「えっ!?　じゃあ……」

「許してあげるよ。メリッサさんにも一緒に謝ってあげるから……でも二度と乱暴はしないでね？」

「も、もちろんだ！　ありがとう!!」

　両者の和解を無視するように再び大きな音で扉が開く。

　そこには憤怒の顔を浮かべるメリッサが仁王立ちしている。

「ええーーー!?」

「ぴぃぃぃぃ!!」

　悲鳴を上げる二人。

　メリッサは下半身を剥き出しにしていた。

　それだけなら再びクロルの逸物が立つだけだろうが、そこには極太の張り型……彼女がマリアやカトリーヌ相手に男役をやる時に使うモノが突き刺さっている。

　もちろん用途のために反対側の形も男根を模しているのだ。




「さあクロル……今から強姦される女の気持ちを教えてあげます。四つん這いになってベッドに上がりなさい!!」

　メリッサは手に唾をつけて張り型に塗りつけた。

「ええ、な、何をするんですか!?」

「メリッサさん！　私も無用心だったからクロルだけが悪いんじゃ……」

「一五で女を強姦するような男はしっかり教育しないと道を間違えます！　覚悟なさい！」

　あまりの事に抵抗出来なかったクロルに後ろからメリッサが圧し掛かる。

　尻に当たる嫌な感触にさすがに暴れようとしたが、背中に豊満な胸が当たるせいで力が抜けてしまった。

　普段からやり慣れているメリッサは狙いを外す事は無い。

「えい！」

「うわぁぁぁぁぁぁ!!!!!!」

　メリメリメリと少年の尻穴に張り型が押し込まれていく。

　萎えていた逸物は一瞬で立ち上がり、張り型に押し出されるように精を噴き出す。

「どう!?　痛いでしょう、苦しいでしょう!?　女の子はもっと苦しいのよ!!」

「わああぁぁぁ!!　おおおぉぉぉぉ!!」

　尻穴を極太の張り型に埋められたクロルは絶叫し、泣きながら射精し続ける。

　やがて玉の精を出し尽くしても透明な汁が飛び出し続けた。

「反省した？　もうしない？　さあ謝りなさい！」

「あぉぉぉ……尻がぁぁぁ……焼けるぅ……ごめんなさい！　ぐあぁぁ気持ちいい……」

　叱りながら腰を動かすメリッサ、泣いて悲鳴を上げながらもどこか幸せそうなクロル、混乱の極に達し考えることを止めたアルマ。

　夜は更けていった。




　翌朝

「オホン、昨日は私もやりすぎたけど、クロルはしっかり反省した？」

「は、はい！　責任をとってアルマと交際します！」

「私も……元々クロルの事好きだったから……乱暴は嫌だけど」

「わかりました。いやらしい事は夜に部屋でしなさい。必ずお互いに合意してから、あんまり変な事はしないようにね」

「「はい!!」」

　だが想い合う若い男女が一日同じ家にいるのに夜まで待てるはずもなく、その日から庭の木の間や荷物置き場、はてはトイレで交わる二人の姿が度々目撃され、メリッサは頭を抱えるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四四七〇〇

　ポートランデル

　王国軍　二四〇〇

　東岸

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二六三〇〇

　近隣諸侯軍　八千

　厳密には主人公の指揮下にはない。

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）トリスタン（留守番）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落








第１５１話　マグラード戦争③　烈火の４８時間







「夜襲ー!!」

　見張りの叫びに目を開け、セリアを揺らし起こす。

「鎧を着ろ！」

「ふにぃ……む！　はい!!」

　迅速に武装して表に飛び出すとそこでは既に苛烈な斬り合いが始まっていた。

　予想通り破られた街壁の隙間からこっそりと侵入してきたようだ。

　ある程度の兵は交代で起こしていたがやはり疲労の色は濃い。

　雨のせいで灯りが少なく詳細はわからないがそれほどの大人数ではないな。

　暗闇の中で大人数の夜襲をかければ同士討ちにもなるだろう。

　これは多分こちらを疲弊させるための嫌がらせに近い。

「ひるむな！　敵は少ない、追い返せ!!」

　叫んだ俺に斬りかかってきた敵の股間をセリアが斬り上げる。

「どひゃあああ!!」

　見事にざっくりだ。

　セリアは身長差のこともあって股間や太股を狙う事が多い。

　いっそ首を飛ばしてやったほうが楽なのではないだろうか。

「この女！」

　続いて二人がセリアに斬りかかるが、彼女は前転するように回避して足首を切りつける。

　足首の腱を切られた男は倒れこむが、もう一人が立ち上がるセリアを蹴り付けようとする。

「おい」

　その男の兜を掴んで引き寄せる。

「ひっ！」

「俺の女に触るな！」

　両手で拳を作って両側から思い切り兜を殴りつける。

　ボコンと男の顔が長くなり、数箇所から色々と噴き出た。

「エイギル様！」

「気をつけろよセリア。お前が怪我したら俺は泣いてしまうぞ」

　言いながら敵兵の腹を槍で貫き、振り回して放り投げる。

「はい！　エイギル様こそ！」

　セリアは剣を空中に放り投げ、腰の短刀を両手で投げてから落ちてくる剣を掴む。

　投げた二本の短刀が飛んだ先から二人の断末魔が聞こえた。

　色々と器用な奴だ。




　その時、厩の方で騒ぎが聞こえる。

　敵がこっそり馬を奪おうとしていたらしい。

「な、なんだこいつは！」

「ぎゃああ！」

　駆けつけてみると敵兵四人がシュバルツを抑えようとしていた、正確には三人か、一人は既に踏み潰されている。

「もういい！　殺してしまえ！」

「この……！」

　だが振り下ろした剣がシュバルツを捉える前に強烈な後ろ蹴りが炸裂し、頭部を潰された男は地面を転がる。

　もう一人には正面からの体当たり、転んだ所に容赦なく蹄が落ちる。

「ぎゃあああ!!」

　一トンを超えるシュバルツに踏まれた敵兵からバキバキと枯れ木を踏み折る音が聞こえた。

「このっ！　…………あれ？」

　槍を構えようとする敵、だがその手と槍は既に地に落ちている。

「悪いが俺の馬でな、ちょっかいは止めてもらえるか？」

「ぁぁぁぁ……あぁぁぁぁ……!!」

　無くなった自分の手を呆然と眺めて聞いていない。

　さっさと止めを刺してやろう。

　無抵抗な男の胸に綺麗に槍を突き立ててからシュバルツに飛び乗る。

「セリアは兵の指揮を頼む。俺は……ちょっと行って来る」

　敵は街壁の穴から続々と入ってきている。

　つまりその方向には敵しかいないから暴れ回っても同士討ちはない。

「突撃だ、行くぞ」

　シュバルツは三人を屠って気が昂ぶっているようだ。

　存分に暴れさせてやる。

「突っ込め!!」

　真っ暗闇に向けて、真っ黒なシュバルツが疾走する。

「うわっ！　な、なんだ!?　ぎゃっ!!」

　一列に並んだ敵兵の中にシュバルツに乗った俺は突っ込んでいく。

　槍を一閃して数人を弾き飛ばし、更に進路上にいる敵はシュバルツが踏み潰しながら進む。

　対応の時間など与えない。

　暗闇の中に響く馬蹄の音に驚く敵を次々と槍で付き伏せる。

　何しろ至近距離での戦闘が想定される夜戦では弓やボウガンは同士討ちになるので使えない。

　長槍も邪魔になるので敵の武装は短槍と剣が主体で狩り放題だ。

「一一！　一二！」

　突撃の勢いのまま一三人目を突き刺すと勢い余って体を貫通し、一四人目も貫いてしまった。

　さすがに片手だと重いので二人の串刺し団子は地面にひきずり、左手でデュアルクレイターを引き抜く。

　次々とすれ違う敵を馬上から切りつけていくと、その場ではただ呆然と動きを止めるだけだが、後方から悲鳴が聞こえだす。

　恐らく時間差で体がずれ落ちているのだろう。




　突進しているうちに敵のど真ん中に来てしまった。

　さすがに囲まれてしまうとまずいな。

「お、おいあれ敵じゃないのか!?」

「囲め！　全員で……」

「シュバルツ、左へ曲がれ！」

　シュバルツが急停止し、体を左へ曲げる。

「うおぉ!!」

　引きずったせいで半分千切れたままの二人を串刺しにした大槍を力任せに持ち上げる。

　右手の筋肉が盛り上がるのを感じた。

「どりゃあああ!!」

　正面の敵に向かって思い切り振り抜くと、凄まじい衝突音が聞こえる。

　手応えからいって一〇人近くは吹き飛ばしたはずだ……ついでに串刺しにしていた二人もどこかに飛んでいった。

　これで軽くなったな。

「ば……ばけもの、あいつは人馬揃って悪魔なんだ！」

「こんな奴が倒せる訳がない……俺はまだ死にたくない!!」

　これで士気が折れて崩れてくれるかと思ったが突然暗闇の中から槍が突き出される。

　槍で受ける余裕はなく、咄嗟に身を捻るが太股を浅く抉られた。

　傷は浅いが血が流れる。

「見ろ！　鬼神とて血を流す！　斬れば殺せるぞ！」

　俺に斬りつけて来た男は周りの兵とは違う服を着ている。

　なるほど、勇猛な指揮官か。

「次は皆で行くぞ、こいつを仕留めれば叙爵も夢では……はぎゃ？」

　怪我をさせられては腹も立つ、全力で振りぬいた槍は彼には見えなかったようだ。

　なにやら意味不明な声を出しているがもう何の意味もない。

　奴の顔は顎から下しか残っていないのだから。

「さてと……」

　俺を囲む兵達を一瞥し、頭部を半分無くしたまま立っている指揮官を柄で軽く突く。

　どしゃりと斃れる骸、敵兵の足は止まっていた。

「俺は戻る、追いかけたいなら付いて来い」

　シュバルツを駆け足で進ませると進路上の敵がこちらに槍を向けながらも道を空けた。

　後ろの敵も追いかけて来る気配はない。

「おい、追わないと……」

「お前が行ったら行くぞ」

「勘弁してくれよ」

　敵の後続部隊はこないようだ。

　これで楽に戦えるかな。




「ぐっ！　まだまだ！　そこっ！」

　町の中心では未だ激しい戦闘が続いている。

　その真ん中で兵達の先頭に立ってイリジナが暴れていた。

　四人の兵を率いて奮戦しているが、前にいる敵は三〇人以上だ。

　足元に五人の死体を並べているのは大したものだが、さすがに苦戦している。

「あぐ！」

　イリジナの太股に槍が突き立つ。

　飛び散る鮮血と愛する女のうめき声。

　瞬間に目の前が真っ赤になった。

　シュバルツも激しく嘶く、気持ちは同じらしい。

「突っ込めシュバルツ、皆殺しにしてやる」

　駆け足から瞬時に全力疾走に移行したシュバルツは速度を落とすことなく、敵兵の群れに背後から突っ込んだ。

　何人かの敵が潰れて悲鳴が上がる。

　誰も逃がしはしない、皆殺しだ。

「よくも俺の女を傷つけてくれたな」

　シュバルツから飛び降りて、まず目の前の二人を突き伏せ、柄でもう一人の頭を砕いた後、槍をその場に置いてデュアルクレイターを両手で持つ。

「生きて戻れると思うなよ？」

「なんだこいつは！」

「いきなり何をぐげっ！」

「正面の女はもういい、こいつの方がやばいぞ！　ぐえっ！」

　回転しながら竜巻のようにデュアルクレイターを振り回す。

　凄まじい切れ味は健在で槍のようにまとめて敵をなぎ払う事は出来ないが、剣だろうが盾だろうが勢いをつければまったく抵抗を感じずに両断出来る。

「ひゃああ!!」「手がねぇえええ！」「脚が！」「腹が割れちまった……誰か……助けて……」

　手と足と首と胴体が次々と宙を舞う。

　それぞれが激しく血しぶきを上げるのでまるで真っ赤なつむじ風の中心にいるようだな。

　振り回す剣だけでは足りず、頭突きや蹴り、終いには素手で敵の顎や首を掴んで握り潰す。

　三〇人いた敵はあっと言う間にバラバラの破片になっていった。




「た……助けて……」

「駄目だ」

　最後の一人を頭から股まで両断し、ここの敵兵は全て骸になった。

　部下に包帯を巻かれているイリジナに駆け寄る。

「大丈夫か？」

「ああ、致命傷ではない……だがこれでは満足に戦えない……」

「いや、よくやってくれた。後方で傷を癒してくれ」

「だが今はそんなことを言ってる場合では！」

「俺がお前の分も埋める。生き残ってベッドで返してくれ」

　イリジナは俺が暴れまわった惨状に目をやった。

「わかった……だがどうしようもなくなったら戦うぞ！」

　そうなったらお前は逃がしてやるよ。

　心の中でそう言って兵にイリジナを後ろに下がらせる。

　気付けば既に敵兵は引き始めているようだ。

「皆よくやった。見張りを立てて休んでくれ。次に来るのは夜明けだろう」

　一応勝ったはずだが歓声はない。

　さすがに昨日の朝からの三連戦で疲労が溜まっている。

　しかも後何時間もしないうちに再び戦闘になるのだ。

　このままではいずれ崩れてしまうだろう。

「エイギル様！」

「セリアか、怪我は？」

「大丈夫です、イリジナさんが……」

「ピピも無事だぞ」

「足をやられた。命の問題はないが当分戦いは出来ん」

　無邪気にじゃれつくピピの頭を撫でてやる。

「そうですか……こちらではクリストフがやられました。肩口を見事に切られたんですが……」

　それでは助かるまい。

　なんだかんだで長い縁だったから寂しいな。

「敵の剣が血脂で滑っていたのと、刃こぼれしていたせいで帷子を通りませんでした。しかも衝撃で気絶したので敵は仕留めたと勘違いしたようです」

　なんといっていいのか。

「怪我は軽い切り傷と打撲です。気を失っていますが起きれば即座に戦わせます」

　あいつは今まで何度も激戦を潜り抜けて一度も命にかかわるような怪我をしていない。

　但し一度も武勲を挙げていない稀少な才能を持っている。

「ともあれ次は夜明けだ。少しでも寝るぞ」

　いいながら返り血まみれの鎧を脱ぎ捨てる。

　鎧を敵襲ごとに一々着直すには手間だが少しでも楽に寝る方がいいと思ったのだ。

「あっ！　お怪我を……！」

「かすり傷だ、放置していい」

「でも……」

「今寝ないと明日は持たんぞ。寝ている間に治るさ」

　セリアは少し考えた後、たちまち全裸になる。

　ピピも当然全裸だ。

　とにかく少しでも疲れを癒さねばならない。

　だがセリアが余計な事、俺の逸物が鉄のようになっていることに気付いた。

「戦のせいですか……音がする程勃っています。抜きましょうか？」

「ピピもしゃぶるぞ？」

　俺の逸物は昂ぶりきって、布団を大きく押し上げている。

　だが彼女達も疲労している奉仕させるのは可哀相だ。

「構わんから寝るぞ。裸で引っ付いてくれれば寝ている間に噴き出るさ」

　そういって二人を抱えて横になる。

　やはり疲れ切っていたのだろう、一分としない間に両方から寝息が聞こえ始めた。

　俺もやはり疲労していたのだろう、目の前がドンドン暗くなる。




　翌日

　降り止まぬ雨のせいで朝日は昇ってこないが、微妙に明るくなったことが朝が来たことを示していた。

　俺達三人はバンと飛び起きた。

「すぐに準備します！」「ピピはこれでいいぞ！」

　起き上がる二人が一瞬動きを止める。

「すごいです。さすがエイギル様」

「族長様の種は無尽蔵だ」

　案の定寝ている間に噴き出た種汁は俺達三人の腹の上に水溜りを作っていた。

　本来なら女の穴を染め上げるはずの種達よ……すまんな無駄撃ちを許せ。

「包囲が終わったらお前達の中に注ぎこんでやりたい」

「勿論です。穴でも口でもお尻でも……いくらでも！」「ピピは尻に欲しいぞ！」

　よし、やる気が出てきた。

　防衛戦と行こうじゃないか。




　屋根が針鼠のように矢だらけになった家から飛び出し、街路で構える。

　何度かの戦闘の結果、街壁は各所で崩れもはや防衛拠点と考える事は不可能になっていた。

　これからは町の中で戦って敵を追い払うしかない。

「全員聞け！　まだまだ敵襲は続く、お前らの多くが死ぬだろう。だがここを守り抜いて生き残ったら……いい飯と美味い酒、そして美女を世話してやる。食って飲んで種をひり出す……どうだ命を賭ける価値があるだろう！」

　兵達から乾いた笑い声が起きる。

　空元気も元気と思っておこう。




「さあ、殺し合いだ！」

　街壁に無数に出来た隙間からわらわらと敵兵が飛び出してくる。

　こちらが陣取るのは街路に無数に作られた障害物の後ろ、荷車や瓦礫を積み上げた上に土を盛り、夜までの戦いで敵が残した槍や剣を逆向きに埋めている。

　ちょっとした防護柵みたいなもんだ。

　敵はこちらの陣地を見て動きを止め、弓隊を前に出してきた。

「矢が来るぞ、何か被れ！」

　予め家をいくつか壊し、兵達に厚い木の板を準備してある。

　火矢が使えないならこれの下に入るだけでも矢は通らない。

「それでも撃たれっぱなしはつまらないな。例のモノは用意してくれたか？」

「はい……本当にやるんですか？」

「ああ、面白いだろ？」

　兵が持ってきたのは敵兵の死体から回収した槍、防壁に使って余った分だ。

　だいたいの長さが揃えられ、簡単に縄で数本ずつ束ねられている。

　その一つを掴んで振りかぶる。

　兵達が盾を上げて頭上から振る矢から守ってくれた。

「ふん！」

　思い切り放り投げた槍の束は放物線を描き、弓を放つ敵兵の真ん中に落下した。

「ぎゃっ！」

「くそ！　攻城兵器まで持ち込んでいたのか!?」

　三人の敵兵がまとめて串刺しになる。

「もう一発だ」

　再び槍束をぶん投げる。

　今度は敵もわかっていたのか、落下地点の敵は数人でまとまって盾を掲げ……串刺しになった。

　投げ槍の威力は矢の比ではないし、俺が投げているのは投げ槍ですらない普通の槍だ。

　しかも数本束ねているので重量が違いすぎる。

　落下の力も加わって盾で防げるものではない。

「人間大弩……」

　今言った奴、顔を覚えたぞ。

　お前が生き残ったら不細工を四人ぐらい宛がってやるからな。

　その後も何度か投擲して数十人を打ち倒し、味方は大いに盛り上がったが全体の戦局には影響しない。やがて矢を射掛けても効果がないと気付いた敵は弓隊を下げ、接近戦を仕掛けてくるつもりになったようだ。

　敵が一斉に前進し始めた今、もはやちまちまと槍を投げている場合ではない。

「縄を全部解け、まとめてお見舞いしてやる」

「ええ!?　もう、滅茶苦茶です……」

　ぶつぶつ言いながらも縄を解くセリア、残ったのは一〇束五〇本程度か、バラバラになった槍をまとめて肩に担ぎ上げる。

　さすがにこれを投げても射程は出ないから近づいてきてくれないとな。

「うおおおおおーー!!　突撃ーー!!」

　肉薄してくる敵、味方も武器を構えて、今にも衝突という瞬間に助走をつけて担いだ槍を放り投げた。

　バラバラに飛んでいく槍は目の前の陣地だけを見ていた敵兵の群れに降り注ぐ。

　突然降ってきた槍の雨に対処できず、衝突寸前に敵の一部隊が斃れ伏した。

　味方までも唖然としている。

　普通の槍とは言え数十まとめては結構な重さだった。

　肩が疲れてしまった。

「俺には軍団長が人間って事以上に不思議な事はねーよ」

「実はオークだったと言われた方が驚きはないよな」

「ガタガタ言うな！　そら次が来るぞ！」

　敵は先鋒が一瞬で壊滅した事に驚いていたがそれで諦めてくれるはずもない。

　数百人の本格的な部隊が騎兵まで伴って突進してくる。

　愛用の槍をくるりと回して前に突き出す。

「さあ、やってやろうじゃないか！　敵の死体を積み上げろ」




　騎馬突撃で陣地を混乱させるつもりだったのだろう、まず騎兵が槍を掲げて突進してくる。

「させんよ」

　先頭の騎兵に槍を突き出し、馬の喉を貫いて受け流すように横に倒す。

　すごい勢いで落馬した兵も馬と同じく力尽きたようだ。

「次！」

　二番目の騎兵は俺を狙って突き出された槍を掴み、引きずり落として足で首をへし折る。

　三番目は馬の足を切り払って落馬させ、味方に止めは任せた。

　こんな進路の読み易い街路で騎兵など上手く使えないぞ。

「もう少し騎兵の勉強をするんだな！」

　四番目は馬の顔を正面から柄でぶん殴って卒倒させ、落馬した騎兵を空中で貫く。

　貫いた兵は一度大きく回してから高く放り投げて敵側にお返ししてやった。

　一瞬ひるんだ敵兵だったがすぐに表情に憤怒が浮ぶ。

　今放り投げたのはどうやら結構な尊敬を集める指揮官だったようだ。

「男爵の仇を討つぞ！　全軍……突撃ぃぃ!!」

「望む所だ、叩きのめしてやれ！」

　両軍が狭い街路で衝突する。

　激烈な戦闘が始まった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四三七〇〇

　ポートランデル

　王国軍　一四〇〇

　東岸

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二六三〇〇

　近隣諸侯軍　八千

　厳密には主人公の指揮下にはない。

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官　負傷）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（マスコット）トリスタン（留守番）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落
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「敵が撤退するぞ！」

「勝ち鬨を上げろー！」

　指揮官達が声を振り絞るが応える声はほとんどない。

　兵達は一様に武器や壁に体重を預けてその場にへたりこんでいるのだ。

　無理もない、これで初日の防衛戦から数えて六戦目、二度の夜襲も含めてひっきりなしに押し寄せる敵に疲労は極に達している。

「損害は？」

　荒い息を吐くセリアはそれでも胸を張る。

「損害は……いえ、残存兵は五〇〇、まともに動けるのは三〇〇です」

「わかった。全員井戸の周りの死体だけをどけろ！　終わったら水を飲んで飯を食え、寝てもいいが鎧を着たままだ」

　町の中には敵味方問わず無数の死体が転がっている。

　本来は疫病の元にもなるのでどけるべきなのだが生き残った味方の方が死体より遥かに少なくなり、とても出来そうに無い。

　腐敗汁が流れ込まないように井戸周りだけ綺麗にして後は放置するしかなかった。

「もはや兵の士気も上げようがありません……」

「敵もこちらの数が減っているのは気付いているだろう。次の攻撃までそう時間はないぞ」

　俺達は奮戦し、こちらの人数よりも遥かに多い損害を敵に与えた。

　だが数にして一〇倍の戦力差の中での防衛戦は限界に来ている。

　空を見上げれば降り続く雨、若干勢いは減じたようだが深く霧が出て、対岸どころかほとんど視界が効かない。

　到底船など出せないだろう。




「エイギル様、小さいですが船を確保させています。いよいよとなればエイギル様だけでも……」

　船があるならイリジナやセリア達を逃がせるな。

　激流に流されるだろうが運があればどこかに流れ着く。

　少し安心した。

「イリジナを船に乗せて置け。俺は……」

　槍を持ち、表に出る。

　敵の叫びが聞こえる。

　一眠りの時間はないようだ。

「総員、街壁の防衛を放棄、港まで下がれ！」

　街壁近くの陣地は全て潰されている。

　もはや守るべきものは港だけだ。







「騎士ドルヌ殿討ち死にです！」

「正面が崩れます！　両翼を下げろ、囲まれてやられるぞ！」

「これ以上下がったら河に落ちるだと？　結構じゃないか、河は槍で突いてこない!!」

　味方の怒号が響く、港で指揮を執る俺の所まで既に明確な剣戟の音が聞こえてきた。

「ポートランデルのほぼ全域を奪還されました。残るのは……」

「港のみだな」

　町全体が完全包囲された上、町の中でも港に押し込まれた。

　幸いなのは面積が狭いせいで町に溢れる数千の敵は動けず、正面で相手にする敵は数百ずつで済んでいることだろう。

「セリア行くぞ」

「はい！　最後まで……エイギル様と共に参ります！」

「族長様と御山に帰る！」

　残った護衛隊を率いて敵に向かう。

　セリアとピピは俺と共に死ぬつもりのようだ。

　イリジナも最後の瞬間は戦うべく、負傷兵のただ中に片足立ちで槍を構えた。

　皆死ぬつもりになっている、俺は生きて帰るつもりなんだが、ムードを壊すのも悪いし黙っていようか。

「突っ込むぞ！」

　もはや小細工は必要ない。

　敵は密集して正面から押し寄せ、逃げ道はない。

　ならば正面の敵を防ぎ続けるのみ。




「ふん！」

　味方と斬りあっている敵の頭上に槍を叩きつける。

　金属音とも違う轟音、頭が二階から投げ落としたスイカのように割れ飛んだ。

「俺も参加するぞ」

　続いて下からの振り上げ、命中した敵兵は綺麗な放物線を描いて飛んでいく。

　周囲の味方から歓声、敵からは悲鳴が上がる。

「俺は右翼へ行く！」

「馬鹿！　俺が戦鬼の正面になるだろ、持ち場を離れるな！」

　逃げようとした敵の背中を槍で貫き、ぶら下げたまま左右に振って敵の隊列に穴を開ける。

「そうら！」

　その隙間に飛び込み、腰を使って全力で槍を一回転、金属音と断末魔、血しぶきの噴き出る音が入り混じり、３ｍと少しある槍の長さの範囲に生きた敵兵はいなくなった。

「一振りで一〇人……！」

「やはり魔の類か！」

「誰が魔物だ！」

　無駄口を叩いた敵の下あごを掴んで引きちぎり、槍でもう一人を貫く。

　ついでに奴らの横にいた奴を蹴り飛ばす。

「どうした？　大将首だぞ、かかってこい！」




「「う……うおおおお!!」」

　三人が槍を並べて突撃してきた。

　そうだ、それでいい。

　こちらから切り込むよりずっと楽だ。

「しっ！」

　突進する敵に対してこちらも突っ込み、槍の連撃で二人を屠る。

　残った一人の槍が脇腹に吸い込まれていく。

「やった！　戦鬼を討ちとって……ねぇ！」

　残念腋に挟んだだけだ。

　武器を失った哀れな敵の首に手を添えてポキリと横に折る。




「「「「どりゃああああ!!」」」」

　横合いから大きな両手剣を振りかぶった敵が四人、タイミングを合わせて振り落としてくる。

　咄嗟に槍を横に持って受け止める。

　凄まじい金属音と衝撃、普通の槍なら絶対に折れていた。

　ドワーフ達には今度酒を奢ってやろう。

「止めた！」「四人がかりでも駄目なのか!?」

「まだだ、まだ軽いぞ！」

　ぬかるんだ地面に足首がめり込むほど踏み込んで受けた剣を跳ね返す。

　四人の敵は後ろに飛び、後方に密集した敵を巻き込んで派手に転倒していった。

「撃て！」

　まずいと振り返る。

　ボウガンを構えた敵兵の集団、視界に入れた瞬間にボルトが飛ぶ。

　一本は咄嗟に受け止めたが、もう一本が太股に刺さる。

「ぐ……」

「止めだ！」

　二段構えになっていたのだろう、更に数本が飛翔し、うち一本が正確に腹部に飛んできた。

　ドンと肉を叩く音と共に腹にボルトが突き刺さった。

「いやあぁぁぁぁ!!　エイギルさまぁぁぁぁ!!!」

「軍団長がやられた！」

「も、もう……おしまいだ」

　セリアが剣を捨てて走り寄ろうとしている。

　馬鹿野郎、そんなことしたらお前が殺されてしまうじゃないか。

　それに悲鳴を上げるような事でもない。




「危なかった、死ぬかと思った」

　腹に手をやって刺さったボルトを引き抜く。

　反しが小さくて助かった、それでも十分痛いがな。

「エイギル様？」

「へ？　なんで生きている……んだ？」

　咄嗟に腹筋に力を入れて助かった。

　日頃の鍛錬を怠っていたら臓腑まで届いていただろう。

「腹筋で止めたのか!?　フルプレートも貫く強力なボウガンだぞ!?」

「そうら、返すぞ！」

　血まみれのボルトを投げ返し、放った兵の目に見事突き立つ。

「さあ、俺はまだ死んでいない。次はどうする？」

　慌てて第二射を放とうとするが、それほど俺達も甘くない。

　味方のボウガンや投げナイフが集中的に飛び、ボウガン隊はバタバタ斃れて逃げ出した。

「エイギル様ぁ……もう！　もう！」

　戦場にも関わらずセリアが泣きながら抱きついてくる。

　こらこら、生き残ったら失神して小便漏らすまで抱いてやるから後にしろ。

「さあ、戦おうじゃないか」

「はい！　いきます！」

　よし、元に戻ったな。

　雨のせいで敏感なセリアに顔色の悪さを悟られなくてよかった。

　内臓を抉られなかったとは言え、そのギリギリまで刺さった傷からは血が止まらない。

　返り血に混じってわからないのが幸いだった。

　元気になったセリアは矢のように敵に襲い掛かり、次々と足を切り払っていく。

　足をやられて転がり、呻く敵は後ろの敵の進路を妨害している。

　これはただ叩き殺すよりもいい手だな。




「足だ！　足を狙え！」

　味方の槍の狙いが下に下がり、太股やふくらはぎを貫いていく。

　次々と転がった敵が進路を塞いで後続の圧力が鈍っていく。

　敵の指揮官は踏み潰して前進しろと言うが、仲間を踏み殺すのに抵抗の無い兵はいない。

　一番敵の攻撃が激しい場所に陣取った俺の横にはセリアと護衛隊のギドが並び、次々と敵を骸に変えていく。

　当然敵はボウガンや弓で仕留めようとするが、その度に頭や胸に矢が突き立って絶命していく。

　港にある小高い倉庫、その屋根裏にピピが陣取ったようだ。

　俺達の頭をかすめるように矢が飛んで敵を倒していく。




　攻撃は益々苛烈になり、最早どの敵を狙って倒すと言うよりもただ目の前にいる者に槍を叩き込むだけになっていく。

　段々と周囲の音が消え、動きが遅くなっていく。

　正面から飛来した矢がゆっくりと見え、同じく俺もゆっくりとした動きでそれを躱す。

　切りかかって来る敵を槍で叩き、蹴り上げ、踏み潰す。

　ギドが鍔迫り合いで倒され、上から突き降ろされる剣を紙一重で避け、逆に下から喉を貫く。

　セリアが突き出される槍で腕に傷を負いながらくるりと回って首筋を綺麗に剣で撫で、大量の返り血で真っ赤になった。

　正面に群がる敵をまとめて吹き飛ばし、彼らが飛んでいく様子までもはっきりと見える。

　一人は首が飛び、二人は頭がつぶれている、もう二人はただ吹き飛んだだけだな。

　隙をついて横から来たか、もう少し後ろにすべきだった、視界内だぞ。

　横から飛び込んだ男の鼻を肘うちで潰し、頭を掴んで地面に落ちていた岩に叩き付けた。

　途端、ドスンと衝撃がある。

　背中を槍で刺されたようだ、そう視界外なら対処出来ないからそれが正解だ。

　だが力不足、鎧の隙間を狙ったのはいいが貫けていないぞ、痛いだけだ。

　刺さった槍を掴んで引き寄せ、敵兵を地面に転がす。

　踏み潰そうと思ったが、俺が刺されたのを見て怒り狂ったセリアが飛び乗って滅多刺しにしてしまった。

「傷の具合は!?」

　セリアの必死の声にも答えてやれない。

　更に押し寄せる敵を槍で貫き、放り投げる。

　セリアとギドはもう俺から離れずに背後と横を固めることにしたようだ。

　それだと槍があまり振り回せないんだがな。

　圧倒的に不利な状況の中、重武装で練度も高い護衛隊は損害も比較的小さく俺の周りで奮戦している。

　だが彼らも終わり無く続く戦闘によって疲弊し、段々と押され始めていた。




「矢が来なくなりました。まさかピピも？」

「いや倉庫はまだ後ろ、敵も来ていない。矢が切れたか……弓が壊れたんだろう」

　連戦の間の酷使、まともな整備も出来ていない弓が壊れることは十分考えられる。

「俺達が戦い続けるしかないな！」

　まとめて敵を吹き飛ばした所で、囲みが引いていく。

　ん、防ぎきったか？

「気をつけてください。何か妙です」

　敵は今までと違って引いてしまわない。

　少し後ろに下がって遠巻きにこちらを包囲している。

「あれは……いけません！」

　矢とは違う低い風切り音を鳴らして大きな影が飛翔する。

　頭上に盾を構えて矢を警戒していた味方が盾ごと叩き潰される。

「大弩……町に持ち込んだか」

　俺達への攻撃に参加できず遊兵となった敵も遊んでいたわけではないらしい。

　ざっと二〇の大弩が次々に大矢を放っていく。

　槍のようなそれには屋根も盾も役には立たない。

　次々と味方は斃され、隊列は寸断されていく。

「はうっ！」

　大弩が前の地面に落ち、砕けた鉄片がセリアの肩に刺さる。

　破片は大きくないが出血が多い、戦闘は無理だ。

「ギド、セリアとイリジナを船に乗せろ。お前も乗って適当に出せ」

「え!?」

「嫌です！　私はまだ戦える！　エイギル様の横を離れません！」

「聞け！　イリジナの腹には俺の子がいる……ここに来てから気付いてな。セリアが守ってやってくれ」

「え？　避妊をしているって……」

「いいからいけ！」

　勿論うそだ。

　こうでも言わないと彼女は死んでも離れない。

　だがギドとセリアが後ろに下がろうとした時、頭上から風切音、さっきよりもずっと近くに落ちたソレは剣のような大きさの鉄片を飛び散らせる。




「危ない！」

　ギドがセリアを押し倒す。

　そしてそのまま動かない。

「ちょ！　エイギル様の前で何を……放せ！　どけ！　……ギド？」

「ぐ……が……」

　ギドの背中には深々と鉄片が突き刺さっていた。

　腹側からも出血している、貫通しているようだ。

　口から血を吐きながら地面に倒れこんで動かない。

「ギド……」

　俺とセリアは顔を見合わせた。

　胴体を貫通する傷、生き残れる可能性はあるだろうか？

　まして薬で治療出来る状況でもない。

「……エイギル様、怪我人三人では船は操れません。ここで最後まで」

　もう何も言うまい。

　だがまだ俺は死ぬつもりはないぞ。

　再び風切音、今度はわずかに影が見える。

　俺の頭の上だな。

　セリアが黙って目を閉じる。

　まったくお前は今日どうにも死にたがるな。

「おおおおお……」

　腰を落として力を溜める。

「どりゃあ！」

　頭上から落ちてくる極太の矢と俺の槍がぶつかる。

　一瞬双方が止まったように感じたが、鈍い音の後、矢が斜め前方に跳ね飛んで敵兵の群れに突っ込んだ。

　驚愕と悲鳴があがる。

「セリア、最後まで諦めるな。目を開いていろ！」

「はい!!」

　セリアは傷を負った片腕をだらりと垂らし、もう片方で剣を握って敵を睨みつける。

　こちらが完全に崩れたと見たのか大弩が止まり、敵兵が再び前に押し出て来た。

　その時だった。

　またも大弩の風切音、だが敵のそれはもう撃ち掛けては来ていないはずなのだが。

　大矢は俺達の頭上を飛び超え、敵の頭の上へと降り注ぐ。

　何十と大矢が降り注ぎ、敵の突撃が止まった。

　続いて数百の矢がバラバラと降る。

　俺達の後方には河しかない。

　水神が援護してくれたのでなければ答えは一つだけだ。




「み、味方だーーーーー!!」

「遂に援軍がきたぞーーーー!!」

　死に掛けていた味方から爆発したように歓声が上がる。

　敵に攻撃を加えたのは戦闘船、続いてやってきた輸送船が次々と兵を港に降ろしていく。

　数としてはわずか二千程度、だが援軍が来たという事実は味方には希望、敵には混乱を与える。




「この霧の中よく来れましたね……」

　気付けば雨はかなり小降りになっており、河の水もその勢いを無くしていた。

　たとえこちらで降っていても、上流で雨が止めば流れは戻る。

　敵の攻勢が止まったので、ギドとセリアを手当てするために後方へ下がることにした。

　その時、港近くの水中に立っている旗が目に入った。

　それは霧で見えない対岸の方に一定間隔で続いている。

「あれは……流れていません。水中に石で固定をしているのでしょうか」

「石の重石で浮きを固定し旗を立てる。一定間隔で立てれば霧の中でもこっちへの進路がわかる」

　恐らく旗の色を変えて何隻かの小船で同じことをし、ここまでたどり着いた船の色を辿ったのだろう。

　レオポルトの考えだろう。

　だが今は何より二人の手当てだ。

「私は血止めだけなので自分で出来ます！　それよりギドを！」

　ぐったりしているギドの鎧を外し、服をナイフで裂く。

　予想通り背中から腹まで鉄片が貫通していた。

　臓腑もかなり傷ついているだろう。

「エイギル様……どうでしょう……」

　八割方助かるまい。

　それも良い薬を使って医者に見せての二割だ。

　ここに置けば一〇割死ぬ。

　俺の表情から悟ったのだろう、セリアが顔を顰めたのは自分の肩の痛みだけではなさそうだ。

「帰りの輸送船に乗せろ、医者も薬もまだ対岸だ」

「私は……」

「ここはもう大丈夫だ。お前を庇ってくれたのだから送ってやれ、乳ぐらい触られても張り倒すなよ？」

　意識も薄くなってきたギドの顔を覗き込む。

「ギド、よくセリアを守ってくれた。この功には必ず報いるから死ぬな」

「族長……様……妻を……頼み……」

「妻にもお前にも良くしてやる。お前が生き残ったら倍の得だぞ」

　ギドは力なく笑う。

　俺と視線を合わせたセリアは神妙に頷き、ギドに肩を貸して船へと向かう。

　他の負傷兵も次々と回収され、船は急いで引き返していく。




　この霧は厄介だが幸運でもある。

　何しろ霧の出ている間は敵の水軍はこちらの動きをまったく掴めないのだ。

　やがて下船を完了した二千の味方、眼前の敵にはまだ大きく劣るが、疲労の無い元気な兵だ。

「さあ、援軍は来た！　この戦い勝ったぞ！　敗残兵を叩き殺せ!!」

「ウォオオーーー!!」

　状況が分からない援軍はとりあえず歓声を上げる。

　戦い続けていた味方も勝利を信じて歓声を上げる。

「敵に援軍が来た！　どれだけだ!?」

「数万だと？　そんな訳があるか！」

「町の外にも敵が上陸したと言うのは本当か？　偵察隊を出して確認を取れ！」

　現実には未だ追い詰められているのはこちらだが、こういうのは勢いと雰囲気が大事だからな。

　それに悪い視界の中、敵はこちらの援軍の数を正確に把握はしていまい。

　現にこちらの鬨の声に敵は浮き足立っているようだ。

　そろそろ出番か、とばかりにトコトコ歩いてきたシュバルツに飛び乗る。

「町を奪い返せ！」




　増援を得た俺達はすぐさま反撃に移り、猛烈な戦闘の末、敵を再びポートランデルの町から追い出すことに成功する。

　霧が晴れたのは夕暮れ時、その時には更に二回の輸送によって、兵力は六千を超えるまでになっていた。

　弓隊や大弩も並び、もはや一息に揉み潰せる兵力ではない。

　敵司令官の恨み言が聞こえるようだ。

「これでようやく俺も休める」

　夜襲を警戒するにも十分な兵力がある。

　久しぶりにゆっくりと朝まで寝れそうだ。

　太股と腹の傷は痛むが、血は止まりかけているし、筋肉で止まっているから大したことはないだろう。

「だが困った」

　激戦の間、一度も女を抱かなかったので逸物がすごいことになっている。

　安心した途端に勃ちあがった逸物はじっとしているだけで痛い程硬くなっていた。

「族長様～」

「ピピか、お前もよくやってくれたな」

　セリア、イリジナが負傷で対岸に戻り、こちらにいる女はピピだけだ。

　まだ女と言っていいかはわからないが。

　ちなみに彼女はやはり弓が壊れてしまい、歯がゆい思いをしていたようだ。

「ギドは死んだか？」

　あんまりな言い方だが、ピピがまどろっこしい言い方が出来ない事は知っている。

「まだわからん。生き残ればいいが……」

「ピピはギドに死んで欲しくない。ギドはいい戦士だ」

「そうだな」




　さすがにこの雰囲気で一発抜いてくれとは言えない。

　ピピを抱き締めてさっさと寝てしまうか。

　だがピピは毛布の中にもぞもぞと潜り込んで行く。

　股間に鋭い性感が走る。

　ピピの小さい舌が俺の張り詰めた逸物を舐めているようだ。

「おいおい、お前も疲れているだろう？　無理せんでもいいぞ」

「ピピは戦いで役に立てなかった……せめて夜は女として役に立ちたい」

　毛布を放り投げたピピは最後に強く逸物を吸引して口を離し、四つん這いになる。

「今日は他に女がいない。ピピが受けとめるからピピの穴に族長様の根っこを入れて欲しい」

　痛みすら感じているのでは、と心配になるほど両手で女穴を大きく開く。

「お前はまだ小さいからな、もう少し育ったら……」

「ピピは抱かれたい！　族長様……女の中でチンチンを貰っていないのはピピだけだ。ピピは……欠陥品か？」

　俺に飛び乗るピピ、その気にさせるべく、必死に首筋にキスをして腰を揺らしている。

　普段なら適当に宥めて、互いの性器を舐め合って終わりだっただろう。

　だが今の俺は延々と戦いを続け、何度も死の危険を感じてこれ以上ないぐらいに昂ぶっている。

　今ならシャロンの尻穴でも勢いで掘ってしまうかもしれないのだ。

　未熟とは言え、全裸の少女から肉棒を求められて耐えるのは分の悪い戦いだ。

　理性に反して手がピピの体を掴み仰向けに押し倒す。

　その日に焼けた褐色の肌を首から太股まで撫でて行く。

「族長様……ピピの穴を使って欲しい。ピピは女もきているから子も産める」

「サイズが違う、痛むぞ？」

「構わない。族長様に裂かれたなら勲章だ」

　ニコリと笑うピピ、この女を抱かない選択などあるだろうか。

　仰向けに倒したピピの股の間に入り、両足を持ち上げる。

　気をつけなければ折れてしまいそうな体と足だ。

　小さな体の上に圧し掛かる男、傍から見れば間違いなく俺が強姦していると思うはずだ。

　無毛の性器、指で広げなければただの筋になってしまう穴に逸物を押し当てる。

「族長様……ピピは尊敬する族長様と一つになる……嬉しい」

「痛かったら俺のどこでも遠慮なく噛め、但し首筋はやめろ。お前が死んでしまうからな」

　言いながら肩を押さえ、軽く唇を合わせてから腰を押し出す。

「いぎっ!!」

「悪いがもう止まらんぞ」

　呻きを上げるピピの肩を固定し、更に腰を進めていく。

　まだ処女膜は破っていないが肉棒からは何かを裂くような音、ピピの女の穴が悲鳴を上げている。

「ううぅぅぅぅーー」

　歯を食いしばって涙を流すピピの表情に少しだけ理性が戻った。

　もう少し押し込んで処女膜を破ろう、それで引き抜いて愛撫してやれば彼女も納得するだろう。

　そう思って強めに突いたのだが。

「うううぅぅ!!」

　呻きながらピピが俺の背中に手を回し腰を突き出したのだ。

　双方が腰を出したせいで処女を貫くどころか、肉棒の先端に幼い子袋の感触を感じる程入り込んでしまった。

「ああああーーーーー!!!」

　聞いたこともないようなピピの絶叫。

「軍団長！　どうなされました！」

　敵の包囲下での悲鳴に見張りが反応して部屋に飛び込んで来る。

　そこには小さな少女に肉棒を食い込ませる俺と、痛みと衝撃で泣いているピピ。

「……し、失礼しました」

　ドアが閉まり、外で声が聞こえる。

「軍団長、子供まで食ってしまっていたぜ」

「やっぱり穴があるなら食えない女はいないんだな……」




「……続けようか」

「あぅ……はぅ……ひぃ……」

　このまま動いてはピピが伸びてしまう。

　軽すぎる彼女を抱き上げて対面座位になり、抱き締めて体を揺らしてやる。

「あ、族長様……」

　ピピは俺の胸に顔を埋め、服の上から乳首を甘噛みし、ゆったりとした動きに身を任せてきた。

「このまま揺らす。気を失ってもいいし、小便を漏らしてもいい。全部任せて俺の男根を感じろ」

「ピピは……幸せだぞ」

　痛みは引いていないだろう。

　だが幸せそうに微笑むピピは愛らしい。

「俺もお前の中に入れて幸せだ。これでピピも俺の女になったな」

「はう！」

　ぶるりとピピの小さい体が震え、穴も締まる。

「どうした？」

「我侭を許して欲しい。もう一度……「俺の女」と」

「ピピ、お前は俺の女、愛しい俺だけの女だ」

「あう！」

　またもぶるり。

　これは面白いな。

「愛しいぞピピ。俺だけの女、俺だけのピピ」

「はうわ！　言い過ぎだ！　ピピは、ピピはたまらない！」

　止めに耳を甘く噛み、息を吹きかけながら一言。

「誰よりも好きだ……ピピ」

「ふにい！」

　股間に熱い飛沫、ピピは初体験で潮を噴き出し仰け反る。

「可愛いぞピピ、素敵だぞピピ、愛しているぞピピ……」

　腰の動きを激しくする。

　もう痛みは感じないらしく、必死にしがみ付くピピは快楽に泣きながら腰を動かし、絶頂する。

「族長様！　いく！　とぶぅ！　ふにぃぃぃ!!」

　一際大きな叫びの後、数秒彼女の動きが止まる。

　顔は歪み、口元からだらだらと涎が流れる。

　目は開いているが意識がとんだ。

　俺もいかせて貰おう。

「出すぞ、受け止めてくれ」

「ふに～……」

　ピピの小麦色の肌を舐め、わずかに膨らんだ胸に吸い付く。

　ローリィの熟こなれた感じとは違う本物の青い果実、いよいよこの未熟な少女に俺の種を叩き込むのだ。

　既に逸物は根元から膨らんできている。

　とても濃い種汁が出るだろう。

「ふんぐ！」

「……あぅ」

　汁が出ると言うより、柔らかい固体がずるずる出ていくような感触。

　思わずピピの尻たぶを掴んで仰け反ってしまう。

　尿道が押し広げられ、痛みすら感じる大量の射精。

「おおおーー!!　おぉぉぉぉ！　まだ出るぞ！　うぉぉぉぉ!!」

「腹が……破れる……」

「もう少しだ！　耐えてくれ！　うぉぉぉぉ!!」

　溜まりまくっていたのを忘れていた。

　射精は止まらず、ピピの腹がドンドン膨らんでいく。

　たっぷり五分射精し、ようやく大人しくなった逸物を引き抜きピピを見る。

「ははは、すごいな」

　小さなピピの胎は不自然に膨らんでいる。

　完全に臨月の妊婦だな。

　引き抜いたのに種が溢れない。

　濃すぎて固形のように子袋にたまってしまったらしい。

「ピピは……妊娠したのか!?　族長様の子か!?」

　なんでヤって即座に妊娠するんだ。

「大変だ！　赤ん坊が出来た！」

　ぎこちない歩き方で大きな腹を抱えたまま部屋を飛び出していく。




「お、おい見たか!?」

「あぁ、なんであの子が妊娠してるんだ？　軍団長に抱かれたらすぐに腹が膨らむのかよ」

　んなわけあるか。

　ピピが走り回った後を追って誤解を解かねばならないようだ。

「ぐ……」

　ふと痛みを感じて視線を落すと腹の傷から再び出血している。

　調子に乗って頑張りすぎてしまったようだ。

　目の前が暗くなっていく。

「おいおい……これで死んだら……」

　あまりに情けない。

　思わず笑ってしまい、俺は意識を失ってベッドに崩れ落ちた。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四二七〇〇

　ポートランデル

　王国軍　六四〇〇

　東岸

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二〇三〇〇

　近隣諸侯軍　八千

　厳密には主人公の指揮下にはない。

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官　負傷）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官　負傷）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（ボテ腹）トリスタン（留守番）ギド（重体）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落








第１５３話　マグラード戦争⑤　複数の陰謀







　ポートランデル包囲　マグラード陣地

　ポートランデルを見下せる小高い丘の上に張られた天幕の中、包囲に参加するマグラード軍司令官たちの会議と言う名の怒号が飛び交う。

「敵は霧に乗じ、既に一万近くを上陸させた。もはや攻囲は瓦解している、包囲を解いて防衛線を築くべきだろう」

　苦虫を噛み潰した顔でポートランデルの町を見下すと壊れた街壁の破片を積み上げた土台の上に大弩が据えられ、各家の部屋には弓兵が陣取っている。

　もはや安易な力攻めでは攻めきれないことは明らかだった。

「何を言う！　我らが引けば東岸の敵数万が一挙に上がってくるぞ！　野戦で同数以上の敵……それもハードレット卿が率いる軍を撃破出来るとでも言うのか!?」

「更なる上陸は水軍が押えているではないか」

「何を馬鹿な、奴らがポートランデルの中に引っ込んでいるのは我らがいるから。後ろに下がればたちまち水軍の拠点を焼き払いに向かう。そうなればいくらでも渡って来る」

「南部方面での上陸は手筈通り先鋒を孤立させて撃滅することに成功したらしい。だがそれでも天候回復によって今はなんとか上陸を防いでいる状態だ。これ以上の増援は期待出来まい……」

「そもそも一万弱の敵相手に三万で攻めあぐねて援軍など我らの無能を喧伝するようなものだぞ」

「仕方あるまい……崩れつつあるとは言えポートランデルは街壁を持つ町、我らの切り札たる重装歩兵が威力を発揮出来ん」

「包囲を続ければ食料や矢玉も尽きるのではないか？」

「市内には十分な量の食料が残っていたはずだ。それに水軍は大規模な輸送は妨害できるが、夜陰をついての小数での往来までは阻止出来まい。河上にずっと居座る事も出来んのだからな」




　議論は止まり、嫌な静寂が流れた。

「……このまま膠着状態を維持し続けて講和にすることは出来ないか？」

　講和を言い出した一人の司令官はたちまち罵倒の嵐に晒される。

「開戦前の増税や徴兵であれだけ民を煽ったのだぞ？　安易に講和などすれば我々は私刑にされるわ」

「第一ゴルドニアが受けるはずがあるまい。かの国の王は冷酷で貪欲だ。我らを併呑するまで止まらん」

「とにかく指を咥えていても仕方あるまい。とにかく小規模な攻撃を繰り返して敵の弱点を探せ。機会があれば夜襲も行うのだ」

「それしかあるまいな……」

「忌々しいが……」

　結局会議は現状打ち手がない事、今までと同じように続ける事だけを確認して終了となった。

　戦況は破局的では無い、だが決して良い状況でもなく、僅かなきっかけで転がり落ちることは全員が理解していたのだ。
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　モルト王国　王都ビアード

　王宮の廊下を大柄の男が歩く。

　だが筋肉の張った立派な体は弱弱しく壁に手を付きながらゆっくりと不安定に進んでいく。

　男を見た見回りの衛兵が驚き、直立不動となる。

「ブルータス閣下！　お戻りになられたのですか!?」

「うむ、いつまでも寝ては居られんからな」

　ブルータスは壁から手を離し、背筋を張る。

　それを見た兵士は彼の回復を確信し、頬を緩ませる。

「俺は所用がある故、これでいく。職務に励め！」

「はっ！」




　兵士が立ち去るとブルータスは再び壁に手を付き、息を荒げた。

「閣下！　ご無理をなさってはいけません！」

　肩を支えたのは彼の秘書官だった。

　身の回りの世話までした彼女には体調を隠せない。

「臓腑まで傷ついていたのです。本来ならば後一月は安静に……」

「そのような場合ではない。パブロ殿下が兵を集めている……あの馬鹿何をするつもりなのか」

　自らが担ぎ、反乱の首魁としたパブロではあるが、それだけに無能は十分把握している。

　あくまで祖国をより良い方向に導く為に利用しただけで尊敬も敬愛もない。

「わかりません。真性馬鹿の考える事ほど読みにくいものはありませんから」

　やがて二人はパブロの私室の前に到着する。




「殿下！　おやめ下さい、痛い！」

「うるさい！　俺の高貴な種を注いでやるのだ、喜んで受け取れこの糞女が！」

「ぎゃーー!!　やめてぇぇぇ!!」




「殿下、失礼致します」

　室内から聞こえる悲鳴を無視し、ブルータスは強くドアをノックする。

　悪態を付く声が聞こえて静かになり、メイドが出てくる。

　服は破られ、顔は殴られたのか腫れ上がっている。

　更にドレスの太股部分が真っ赤に染まっていた。

　破瓜の出血程度ではなく、もっと直接的に刃物で傷つけられたのだろう。

　泣きながら転がるように逃げていく。




「ち……いいところで……ぬ、ブルータス、やっと起き上がれたのか。虚弱な奴よ」

「未熟で申し訳ありません」

「で、何のようだ。俺の楽しみを邪魔したからには相当な理由なのだろうな？」

　ブルータスは表情を変えない。

　怒りは期待が裏切られた時におきるものだ。

「は、殿下の名で王都に軍が集められており、更に農村からの徴兵まで行われていると聞きましたので何事が起きたのかお教え願いたく」

　途端にパブロの表情が輝く。

「うむ、よく聞いた！　実は先日マグラードより使者が参ったのよ」

「マグラード？　……でございますか？」

　マグラードは北部、しかも陸路でモルトとは繋がっておらず、関係は極めて希薄で国民はお互いの存在すら知らないだろう。

「そうよ！　貴様もベッドの上に居たとは言え、ゴルドニアとマグラードが戦争を開始したのは知っておろう？　その戦争でゴルドニアは初戦に大敗し、敗北も時間の問題らしい。ならば我が国としても領土を拡大する好機！　北にある忌々しいハードレットの領を我が物にしてくれよう！」

　ブルータスは一瞬頭が真っ白になるのを感じ、本当に白髪になっていないか確かめる。

「ははは！　お前はその調子では従軍できまい！　俺が直々に指揮を取り、奴らを叩き潰してやるさ。戦果を上げれば他の者共もイラリオより俺が王に相応しいと認めるだろう！」

「殿下、それはなりません！　マグラードが自分で言うゴルドニア大敗など信じられるはずが……」

　戦闘の当事国の発言を裏を取らずに信じる。

　ブルータスはパブロの低脳さを甘く見ていた。

　そして焦りの余り正論を言ってしまった。

「うるさい！　ハードレット……奴が留守にしているのは確かなのだ！　今攻め込めば全て飲み込めるわ！　怪我のせいで心まで弱くなったかブルータス！」

「例え、今そうであっても戦争が終わればゴルドニアとかち合うことになります！」

「うるさいうるさい！　戦に大事なのは勢いと言ったではないか！　今がその時、臆病者はベッドで寝ておれ！」




　パブロは遂にブルータスを部屋から追い出してしまった。

　彼と秘書官が退室した後、部屋から物を壊す音が聞こえる。

「何か叩き壊したいのはこっちだと言うのに」

　秘書官が溜息を付いた。

「［ヘルヴィ］まずいことになったぞ」

「はい、確かにハードレット卿も従軍しているでしょうし備えは手薄、上手く行けばラーフェンまでいけるかもしれません……しかし」

「ハードレット卿はゴルドニアの重鎮にして大貴族、よしんば上手く領土を切り取れてもマグラードとの戦争が終われば烈火のように怒り狂った奴とゴルドニア軍が押し寄せてくる」

「ゴルドニア軍は常備軍だけで十万を超えると言います。そもそも我が国と比較するのが間違いです」

　モルト王国の軍は二千、非常時には一万人までは集められるだろうが寄せ集めになってしまう。

「それに……恐らくセレスティナ様もいらっしゃる」

　ヘルヴィもブルータスもセレスティナが憎かった訳ではない。

　ただこのままでは祖国が滅ぶとして排除を決断しただけなのだ。

　兵達の中では未だにセレスティナへの罪悪感を持っている者も多い。

　その兵達の前に再び彼女が立ったらどうなるか、まして今回は祖国を正すと言う大義名分もない。

「兵達に呼びかけ、可能な限り阻止するのだ。ゴルドニアと争っては国が滅ぶぞ」

　まさかマグラードの使者が言うマグラード必勝を信じる訳にはいかなかった。

　むしろ遠方の小国までわざわざ使者を出すのは危険な兆候とも言える。

「出来る限りの事はします」




　だが二人の努力は水泡と消える。

　数日後、パブロの名で怪我の治療のためにブルータスの王都外での長期療養とそれに伴う軍籍の一時停止が発表されたのだった。
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　開戦　初頭　ノーステリエス河　流域

「［リード］船長、ここの流れが遅いです。錨を降ろして待機しましょう」

「うむ、そうしようか」

　マグラード水軍の中型戦闘船カージスは錨を降ろして船足を止める。

　なるべく前方から見えないように気を使うのだ。

「しかし本当に来るのでしょうか？」

「本国からの連絡ではこの情報は間違いないらしい」

　ゴルドニアとの戦争が続く中、本来は一隻の戦闘船も遊ばせておく余裕は無い。

　にも関わらずカージスが敵の上陸予想地点から離れた場所にやってきているには理由があった。

「前回は貴重な高性能ボウガンと並んで金貨数千枚を鹵獲出来た」

「戦争になって堂々とゴルドニアの商船を狩れるようになりましたからね」

　マグラードは陸上戦力で優勢とは言えないが、河の上ではゴルドニアを圧倒している。

　当然ゴルドニアの河川を利用した交易は消滅したが、陸路での利益の悪さからか未だに隠れるようにやってくる商船はいる。

　貴重な貿易品を丸々手に入れられるならば戦闘船を派遣するに十分な理由だ。

　カージスは前年の戦いでもゴルドニアの大型戦闘艦を仕留めている。

　本来商船狩りには余る大刀だが、今回の任務は特別なのだ。

「戦争は湯水のように金を食う、ゴルドニアより貧乏な我々としては少しでも金を頂いておかねばな」

　船長は笑う。

　その時、見張りが大声を上げる。

「前方来ました！　大型の商船……喫水深い！　重い荷を満載しています！」

「来たか！　旗だ、旗を確認しろ!!」

「……旗は……オルガ連邦旗！　マストだけではなく艦首と艦尾にも二本ずつです！」

「過剰な旗……間違いないあの船だ」

　通常国籍を区別するために立てる旗はマストの一番目立つ所に一本だけ。

　艦首や艦尾にまで立てるなど奇妙なだけだ。




　カージスは今回、この一隻を狙うためだけにやってきた。

　戦費にするため連邦の商会に預けていた金貨をゴルドニア本国に運ぶ輸送船、積まれているのは数十万枚分の金貨や金塊のはずだ。

　襲撃を回避するためにオルガ連邦の旗を掲げているが間違いなくゴルドニアの船なのだ。

「情報通りだ。間違いない……護衛が一隻、これも聞いていた通りの当たりだ」

「本国の情報網は見事ですね」

　上機嫌な船長に副官が笑いかける。

「なんでもゴルドニアの中枢に食い込んだ間諜がいるそうだ。……おおむね強欲な商人当たりだろうが、それを詮索する事は領分を超えるぞ」

「そうですね。我々のやるべきことは一つ。祖国の勝利のために敵を討つだけです！」

「おいおい、今回は撃沈はいかんぞ。船は無傷のまま、船員を皆殺しにしろ。金が沈んではあまりに勿体無い」

　膨大な金貨を奪うことはゴルドニアへの大きな打撃になるだろうが、奪えば二倍の意味が出る。




「配置に付け！　一気に横付けして乗り込むんだ！」

「投石機と大弩の準備をしろ！　ただし火は使うな？　燃えたら手がつけられん」

　船員は機敏に動き、カージスは見る見る加速していく。

　最初はかろうじて見える程度だった商船は瞬く間に大きくなっていった。

「連中逃げもしないぜ。ボケた奴らだ！」

「嘘の旗を立てて安心してるんだろ。さあ思い知らせてやろう！」




　カージスが至近距離まで接近すると商船から乗組員が顔を出し、ぽかんと口を開けていた。

「撃て！」

　投石機から鉄球が飛び、矢が次々と商船の甲板を襲う。

「うわっ！　撃ってきた！」

「なんでだ！　俺達は……ぎゃ!!」

　パニックになった乗組員が逃げ惑う。

「ふん、ゴルドニアの奴らは皆殺しにしてやる。敵に戦意は無いぞ、乗り込め！」

「オオオオーーー!!」

　次々と縄がかけられ、カージスから兵士が乗り込んでいく。

　護衛と見られる船も妨害することなくただ見ているだけだった。

「俺も行くぞ！　兵士が金貨をくすねるかもしれんからな」

「ははは、では船長がまとめてくすねて後で奢って下さい」

　リードは兵士達よりもずっと手馴れた様子で縄を使って飛び移る。

　長年磨いてきた技量は船長となった今も衰えていない。

　乗り移った船上では既に虐殺が始まっている。

　丸腰か、申し訳程度の武装しか持たない船員は次々と斬り殺されていく。

「リード船長！　もうすぐ片付きます」

「うむ、だが何より金貨だ。抱えたまま火でもつけられたら適わん。早く探せ！」

「はっ！　今人数を入れて船底の方も探しています！」

「任せる。俺はここで暴れているぞ！」

　言いながらリードは剣を持った船員の一人をばっさり切り捨てる。

「ゴルドニア野郎、生きて陸に上がれると思うな！」

「貴様ら……こんな事をして唯では済まんぞ！　我が名はアレンスキー一族に連なる！」

「まだ言うか、嘘つきめが！」

　少し良い服を着た船員を切り捨てる。

　状況不利と言え、他国の船に偽装するなど違法であると同時に船乗りとしての誇りをも汚す行為だ。

　生粋の船乗りであるリードは怒りを隠さなかった。




　甲板はしばらくの間地獄となり、やがてほとんどの船員は切り捨てられて血の海が出来る。

「あらかた終わったか。しかし船底の奴らは何をしているんだ？　早くせんと日が落ちてしまうぞ」

　リードは斬り捨てた船員の死体に腰掛けて退屈そうに伸びをする。

　すると船底へ続く階段を駆け上がる音が聞こえてきた。

「ようやくか……お前ら何をくずくずして「大変です船長!!」」

　船員は皆、重く船酔いしたような顔色をしている。

「なんだ？　まさか金貨がなかったんじゃ……」

「船底に積まれていたのはワインの樽です！　喫水が深いのはそのせいでした！」

　水兵は震える手で紙を差し出す。

　リードはそれをひったくる。

「関税書……ベレスク発……ミシル行き……積み荷……ワイン樽」




　リードは紙を投げ捨てて船長室らしき部屋に飛び込む。

　室内を引っかき回し、鍵のかかった引き出しを机ごと剣で破壊して中身を引きずり出す。

「あった！　船主証明！　…………なんてこった。なんてことだ！　畜生!!」

　唐突に吹いた突風に乗って紙は空に消えていく。




［船籍　オルガ連邦商船　　船主アレンスキー男爵　　船名　ルシタニア］




　護衛と思われた船は既に船首を翻して遠く離れつつある。

　だが呆然とするカージスの船員達には追撃の余力などなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四二七〇〇

　ポートランデル

　王国軍　六四〇〇

　東岸

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二〇三〇〇

　近隣諸侯軍　八千

　厳密には主人公の指揮下にはない。

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官　負傷）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官　負傷）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ（ボテ腹）トリスタン（留守番）ギド（重体）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落








第１５４話　マグラード戦争⑥　白き艦隊

明日投稿予定でしたが書けました。









　ポートランデル

「なぁ……いいだろう？」

「だめだぞ、医者が言っていた」

　俺は体を拭いてくれるピピの尻を撫でるが応じてくれない。

　未練がましく短いスカートに太股から指を入れて性器を撫でる。

　触るのは構わないらしくピピは目を閉じて指を感じている。

　腹の傷が開いて卒倒した俺を見つけた見張りが騒いだせいで、一時ポートランデル内は暗殺者探しで騒然としたのだ。

　その後、医者とピピの証言で真実　「俺が死んでいないこと」「負傷しながら女を抱いたせいで傷が開いただけ」が伝えられ町は平静を取り戻したが余計に変な目で見られることになってしまった。

「傷が塞がるまで女はだめだ。見るだけなら構わない」

「それは余計に残酷だろう……」

　ピピの股から指を抜く。

　挿入も射精も出来ないのではこれ以上触っても虚しいだけだ。

「伯爵様は屈強なお体をしておられます。すぐに傷も塞がるでしょう、もう少しの間ご自愛下さい」

　部屋に居るもう一人の女は俺の看病をしてくれている医者の助手らしい。

　ピピは色々といい加減な所があるからな。

　だが献身的な彼女が俺を苦しめている原因でもある。

　露出のまったく無い服を着ているが盛り上がった胸と大きな尻は隠せない。

　すぐにでも子供を産ませたくなる良い女だ。

「……もうお好きにどうぞ」

　腹と太股の傷に薬を塗ってくれる彼女の尻を撫で回す。

　最初は騒いでいた彼女も毎回するので気にしないことにしたらしい。

「俺が動かなければ発射するぐらいはいいんじゃないのか？」

「だめです。お種を出すのは体力も腹の力も使います。また傷が開いてしまいますよ」

「そうだ！　族長様が倒れているのを見て心臓が止まるかと思った！」

　この調子ではピピもこっそりやってくれそうにはない。

　逸物が破裂して死んだら死因は何になるのだろうか。




「軍団長、対岸より使者、レオポルト殿からです」

「あいつが？」

　対岸との連絡は再びマグラード水軍によって遮断されている。

　夜、町の灯りを頼りに小船で行き来するぐらいは出来るが大規模な輸送は成算が薄そうだった。

　使者の差し出す文を見る。

　思わず横に差し出したがピピに見せても仕方ない。

　セリアが恋しい。

「これが本当なら……対岸の兵とも早々に合流できそうだ」

「本当か!?　ピピもギドがどうなったのか知りたい！」

　ギドは未だ死神と分の悪い戦いをしているらしいが今は黙っておこう。




「兵に連絡しろ。町のあらゆる場所にゴルドニアの旗を立てろ。万が一にもマグラードの旗が残っている建物のないようにな。それから下流から上がってくる船には絶対に何もするな。劇を観るように大人しくしていろと言え」

「何が始まるんですか？」

　手当てをしながら女が聞く。

「ちょっとしたショーだよ。楽しみにしておけ」

　尻を撫でる手を激しくし、尻穴に指を少し入れたところで抓られた。

　はぁ女が欲しい。







　そして一週後、俺の腹の傷も概ね塞がった頃、遂にそれがやってくる。

「軍団長！　下流から正体不明の船団一〇隻、大型が六隻、更に超大型が四隻です！」

「来たか、絶対にちょっかい出すなと徹底しろ」

　見届けるべく、立ち上がって屋外へと出る。

　ピピが傍に来てくれる……頭の位置が手を置くのにちょうどいいな。

　小さい頃のセリアみたいだ。




「はひぃ……はひ……」

　献身的に看護してくれた女性は大股を開いてベッドで震えている。

　膨らんだ腹を抱えながら思い出したように潮を撒くその姿は淫靡と同時に滑稽でもある。

「傷はもう大丈夫でしょう」と彼女自身に言われると同時に襲い掛かったのだ。

　最初はそれなりに抵抗していたがキスと愛撫を繰り返すと受けいれてくれた。

　感度のいい体は種汁が溜まって膨らんだ肉棒を挿入してしまえばもうこちらの思うがままで、絶叫しながら悶え、俺の子を孕んでもいいと言わせて中に大量に出してやった。

「一番搾りを取られてしまった……」

　すまんなピピ、二週近い禁欲の後にあの体は反則だ。

　今夜はお前にも注ぎ込んでやる。




「あれです！」

　兵士の声に思考を移す。

「でかいな……ここから見てもあれほどとは」

「信じられない大きさです。あれ程のモノが河を走るなど……」

　一〇隻の艦隊は二列で進み、ポートランデルを確かめるように沿岸に近づいて来る。

「旗を揚げろ」

　民家や商店、とにかく少しでも高い場所に登った兵士がゴルドニア国旗を振る。

　すると艦隊は興味を失ったかのように進路を岸と平行に変えた。

「ふぅ……怖い奴らだ」

「族長様？　あれはなんなのだ？」

　ピピが後ろから飛びついて抱きつき、肩にあごを乗せてくる。

「ピピは知らないか。あの旗お前ならしっかり見えるだろう？　よく覚えておくんだあれは……」

　オルガ連邦旗だ。




「ノンナが言っていた国か？　味方なのか？」

「なんとも言えないが、今回は敵の敵だな」

　レオポルトの手紙にはマグラードの水軍が連邦の商船を襲って皆殺しにしたとあった。

　連邦は直ちにこれに反応し、東方の河川艦隊を一個、懲罰部隊として派遣したらしい。

　一応ゴルドニアにも事後連絡はあり、助力無用ちょっかい出すなと言い放ったと言うことだ。

　交戦中の場所に第三国が乱入するのは笑える事態だが、こちらとしても厄介な水軍を叩いてくれるならこれ幸いと腰を低く対応したらしい。

「ピピ達が乗ってきたよりも大きい船だ。それに白くて綺麗だ」

「そうだな……特に後方の四隻はすごい」

　六隻の戦闘艦もゴルドニアでは十分最大級の戦闘艦だが、残る四隻は更に倍ぐらいある。

　高さもあり、簡単に縄をかけて登れそうにはない。

　全ての艦は甲板もマストも真っ白に塗られている。

　遠目にも非常に美しいが、あれでは目立って仕方ない。

「いや、目くらましなど必要ないのか」

　発見された上で堂々と相手してやるという王者の威厳があの白にはこめられているのだろう。

「でもあの船は変だ。横にいっぱい穴が開いている」

　穴？　俺の視力ではそこまで詳細には見えないがそんな事をしたら水が入ってしまうぞ。

「黒いのが突き出てる。白くて綺麗なのに」




「上流にマグラード水軍！　数四〇以上！」

　来たか、これだけの戦闘艦が来たのだから飛び出ないはずもあるまい。

　大きさで見れば連邦が有利だが、マグラードは四倍以上の数、そして何より上流にいるから速度にも勝るだろう。

　さてどうなるか。




「見えないー」

　兵達も見逃すまいと高い場所に集まってくる。

　小さいピピが視界を塞がれてしまったので肩車してやる。

「おー高い！」

　縦二列に並んだ連邦艦隊に対して、マグラードの水軍は横に広がって突撃していく。

　小さな船のマグラード水軍は河の流れを利用した衝角突撃でもって大艦を撃破するつもりのようだ。

「正面から撃ち合えば数が少ないとは言え連邦有利だろう。ここは一気に近寄って横っ腹を狙ってくるか……」

　だがその時、連邦艦の戦列が突然左に回頭し敵に横腹を晒したのだ。

「なに!?」「馬鹿な、あれでは突っ込んでくれと言ってるようなもんだ」

　観戦していた兵からも困惑の声が上がる。

　大きく間隔をあけた六隻の大型艦、少し下流側でゆっくりと横を向いた超大型艦四隻、当然マグラード水軍は好機とばかりに一気に速度を上げる。

　互いに正面から近寄るならば側面に回りこむために色々と機動が必要だが、これならただ速度を上げるだけでいい。

　はて連邦の司令官はどうしたのだろうと心配になってくる。

「どんどん近寄っていくぞ！」「衝角突撃……あのでかい船でも河の流れを使った一撃を受けては……」




　誰もがマグラード側の衝角突撃と、それに続く白兵戦を期待して息を呑む。

　だが皆の期待は裏切られることになったのだ。

　響く大爆音、相当離れているポートランデルまで轟音は轟き、腹にズンと突き上げるようだった。

「ひゃわ！」

　驚いたピピが肩から落ちてしまい、慌てて足を掴む。

「何が起こった!?」

「ピピは見た！　白い艦隊が火を噴いたぞ！」

　連邦艦全ての側面が霧が湧き出たように煙っている。

　一方でマグラード水軍の方は……。

「すげぇ……まるで襤褸切れだ」

「何があったんだよ！」

　今にも激突しようとしていたマグラードの船はマストを叩き折られ、甲板をぐしゃぐしゃに壊されて速度を落としている。

　恐らく櫂の漕ぎ手もやられたのだろう、力なく進路をずらしながら河の流れのままに漂い、やがて横転して沈んでいった。

「一瞬で一〇隻が消えた？」「連邦の艦隊は火を噴くのか……」




「大砲か……ピピ、炎はいくつ見えた？」

「八！　でっかいのは二四！」

　彼女に数を教えたメリッサに拍手だな。

　右側だけでそれなら実質一六と四八……あの艦隊だけで三〇〇近い大砲を乗せているのか。

　ノンナ……エレクトラ奪還はちょっと時間がかかりそうだぞ。

　両者の激突を楽しみにしていた兵も一様に絶句している。

　それだけ衝撃的な光景だった。

　最初の一撃で事実上、決着はついたと言っていい。

　第二射で更に数隻が沈み、艦列を解いた連邦艦隊は艦首を翻して逃げるマグラード水軍を各個に追い詰めて大砲で仕留めている。

「白い船は大きいのに速いな」

　そう、連邦艦は速い。

　鈍く見えたのは単に船体が大きいからで、今もマグラード船を追いかけて砲や衝角で沈めている。

　もはや戦況は一方的、狩られる者と狩る者にはっきりと分かれている。

　たまにマグラード船から飛んだ大弩が命中し、連邦艦に若干の火災を生じさせるが、返礼に大砲を叩き込まれて大破していく。




　あらかたのマグラード船が河底に消えると、白い艦隊は再び艦列を二列にして沿岸に寄せていく。

　ポートランデルよりも少しばかり上流、見た限り岸近くまで森になっているようだが、先ほどのマグラード水軍はあの辺りから出現した。

　恐らく隠し拠点となっていたのだろう。

　耳を塞ぎたくなる砲声が連続し、土煙が上がり木が吹き飛ぶ。

　拠点そのものを大砲で叩き壊すつもりのようだ。

「物凄い攻撃だ。あんなのは見た事が無い」

「族長様……耳が割れてしまう……」

　泣きそうな顔をするピピの耳を手で塞いでやると、こちらを見上げてニコリとする。

　今日もピピ穴の拡張に励むとしよう。




　徹底的な砲撃の後、連邦艦隊は錨を上げて更に上流へと向かって行く。

　だがその時、破壊されて漂っているように見えたマグラード水軍の一隻が動き出す。

　どうやら偽装だったようで一斉に櫂を出し、超大型艦に向けて速度を上げていく。

　せめて一矢をの動き、至近距離過ぎて連邦艦は対応できていない。

「おぉ！　ぶつかるぞ」

　敵とは言え、たった一隻で立ち向かうのは大したもんだ。

　少しだけ応援してやってもいい。

　慌てたように大砲が火を噴くが捉えられない。

　そして巨艦の横腹に衝角がドンと突き刺さる。

「!?」「何の音だ！」

　衝角で船体が壊された音ではない。

　鈍い金属同士がぶつかる音が聞こえ、衝突した側が前のめりに沈んでいく。

　それを見届け、巨艦は何事もなかったかのようにゆっくりと進んでいった。

「すげぇ……」

　一人が漏らした声、それが皆の感想だっただろう。

　恐らくあの艦は水面下に鉄を張っている。

　大きな艦体だ、水面付近さえ守れば上部を叩き壊して沈めるのは至難の業に違いない。

　だが船に鉄など張れるものだろうか……俺にはわからん。




「あれだけの艦隊が東方の河川艦隊か……」

　連邦にとって東方は辺境、主敵たるガーランド帝国との戦場は西……つまりあれよりも数倍強力な艦隊が西に居ると考えて間違いない。

「もっと頑張らねばな」

「あんまり頑張られたらピピは死んでしまう。失神する程度で堪忍して欲しい」

　勘違いしているピピを撫でる。

　決着が着くのを待っていたのだろう。

　対岸から輸送船がこちらへとやって来る。

　この場所にいるマグラード水軍は壊滅した、もはや輸送を阻むものは何も無い。
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　同時刻　ラーフェン

「間違いございません」

「本当ですか!?　絶対に!?」

「すべてがそう申しております。医者としての身命をかけて誓います」

　ノンナは何度か深呼吸してからもう一度確認する。

　医者は再び同じ対応を繰り返す。

　驚愕に染められていたノンナの顔がゆっくりと喜色に変わっていき、ついに爆発したように満面の笑みになった。

「間違いございません。奥様は妊娠しておられます」

「ひゃっはぁー！」

「!?」

「いえ、なんでもありません。そうですかご苦労様でした……下がって良いです。私の恥ずかしい部分を見た事は絶対に公言しないように」

「で、では失礼致します」




　医者は退室し、入れ替わるようにカーラが入ってくる。

　彼女は下着を履きなおし、服を整えるノンナを前に笑う。

「あんなお爺ちゃん相手に浮気？　楽しかった？」

「馬鹿言わないで下さい！　それよりも……」

「おめでとう。孕んだんでしょ」

　珍しく優しい言葉にノンナはしばらく固まり、やがて涙を浮かべてカーラの胸に飛び込んだ。

「ふぇぇぇぇぇ、赤ちゃんできました！　私は妻失格じゃなかったんです！」

「何よ調子狂うわね……。それに大事なのは子供でしょうが」

「もちろんです！　この子には元気に生まれて立派に育ってもらいます。その為には……」

　ノンナは近くの使用人を呼びつける。

「倒れて当たっては流産の元ですから……屋敷の手すり、家具、壁、全ての尖った所に布を巻きなさい！　それと母体が心安く過ごすことも赤子には良いと聞きます。誰か私の好きな芸術家トルティオンの絵画を買って私の部屋に……」

「調子に乗るな！」

　カーラはノンナを叩こうとしたが万一転んでは大変と思い直したのか、頬を掴んで引っ張る。

「ふあー！」

　怒るノンナ、だが心の底から出る笑顔は隠しようがなかった。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　四万三千

　私軍　八千（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵四千

　大砲一〇門（正規品一門）

　王国軍　二個兵団　二万七千

　近隣諸侯軍　　　　八千

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（留守番）ギド（重体）

　現在地点　ポートランデル

　戦果　ポートランデル陥落








第１５５話　マグラード戦争⑦　ノール平原決戦







　オルガ連邦の艦隊がマグラード水軍を叩き潰してから一週間、俺達の渡河を邪魔するものはいなくなり、昼夜撤した上陸で負傷兵を除いた全軍がポートランデルとその近郊に降り立つ。

　その中には当然レオポルトやマイラ、そして負傷していたセリアやイリジナも含まれている。




「ハードレット殿、もう傷は大丈夫だぞ！」

　イリジナはズボンを降ろして太股の傷跡を見せる。

　こいつに傷跡は不思議と似合うが、いい薬を塗って消してやろう。

「私も治りました！」

　セリアも服をはだけて肩を見せる。

　彼女の傷はイリジナよりは小さかったためか、もうほとんどわからない。

「あぁ、わかったが……。それは慰問も兼ねているのか？」

「「えっ？」」

　二人が周りを見回すと兵達がたちまち目を逸らすが、その股間は膨らんでいる。

　戦場で女を抱けていない兵士達の目の前に突然美女の太股と肩が晒されたのだから仕方ない。

「見るなぁ！」

「ん？　ん？」

　困惑するセリアとよくわかっていないイリジナ、何はともあれ上陸は成功した。




「それで……ギドはどうなった？」

「あ……」「ぬ……」

　セリアとイリジナが言葉を詰まらせる。

　駄目だったのだろうか。

「ギドは臓腑まで深く抉られた深手にございました。なんとかそのまま死する事、免れましたが、傷から毒が入り……塗炭の苦しみにのたうってございます。医者は恐らくは命持たぬだろうと、一思いに死なせてやるのも情けと申しております」

　感情を殺した声でルナが言う。

　彼女にとっても自分に惚れていた少年の最後はつらいに違いない。

「そのまま死と戦わせろ。少しでも望みがあるならな」

「……真に苦しんでおります」

「それでもだ。今は地獄かもしれんが……生き残ったら極楽を味わわせてやるさ」

　それ以上ルナは何も言わなかった。

　苦しむギドは見たくないがそれでも出来れば生き残って欲しい、そう思っているのだろう。

「さあ、ここでグダグダ言っても奴の助けにはならない。こっちで負けて俺達が皆殺しになっては本末転倒だ。敵に勝つ算段をしようじゃないか」




「では申し上げます」

　ギドの話が終わるのを待っていたらしいレオポルトがずいと進み出て地図を広げる。

　ルナとセリアが睨みつけるがまったく気にしない。

　レオポルトはこうでなくてはいかんな。

「我々の全軍の上陸を許した事で敵の数的有利は崩れました。こうなっては包囲は戦力分散以外の何物でもありません。敵は既にポートランデルから撤退しつつあります。平原での集結後、決戦を挑んでくるでしょう」

　それは見張りも確認している。

　だがさすがに秩序をもって後退しているので準備不足で奇襲をかける真似は逆に危険だ。

「篭城の可能性は？」

　奴等の王都オドロスはそう遠くない。

　頑強な街壁も持っているだろうし、逃げ帰る可能性もある。

「ありません。篭城などすれば今ラッドハルデ卿の上陸に対峙している軍団が挟撃で壊滅し三方から包囲されるだけです。それに奴等の主力は重装歩兵、これも篭城戦に適しているとは言えません」

「ふむ、だとすれば奴らはどのあたりに陣を敷くだろうか」

「王都とポートランデルの中間点である［ノール平原］になるでしょう。数的優位にある我らに対抗するには増援が必要ですからある程度は後退するでしょう。そして以前のように地形を利用して陣形を乱されない場所……それはここしかありません」

「ならば敵に時間を与えることもない。こちらも早急に移動準備だ。一応エイリヒの第一軍団と第二軍団にも連絡をとっておけ」

「は、ですが決戦に彼らとの合流は期待出来ないかと」

「わかっているさ」

　エイリヒの第一軍団の場所にも連邦の艦隊は現れ、敵の水軍と上陸予定だった町をまとめて吹き飛ばしていったそうだ。

　人口一万を超える町への砲撃は半日続き、地獄の釜と化したらしい。

　めでたく敵は内陸に下がり、上陸には成功したがあまりに町をグシャグシャにされてしまったので物資の集積に手間取ってすぐに侵攻出来ないそうだ。

「第二軍団は雨の中無理やり上陸しようとして多くの船を失い、まだ時間がかかるそうです」

　誰が司令官か知らんが何をやっているんだ。

「よし、では全員それぞれの部隊を整えろ！　手の空いたものは俺のベッドに来い」

「「「はっ！」」」

　その後、神速で編成を終えたセリアが天幕に飛び込んできたが、その時にはピピが俺の逸物を受けいれており、セリアは声にならない悲鳴を上げたのだった。
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　数日後　ノール平原

　戦争開始直後に俺達を悩ませた雨は影も形もない。

　冬も近づき、抜けるような澄み切った空の下、両軍は向かい合う。

　遮るものの無い平原、お互いの姿ははっきりと視認出来た。

「やはり少々の増援があったようです。敵の数は約三万五千、我々と同様です」

「いや我々は四万超えているんだが」

　諸侯軍は兵力に数えていないらしい。




　敵は歩兵兵力を中心に集中し、左右を騎兵隊で固めている。

　こちらは王国軍を左右に分けて展開し、中心に俺の私軍を展開している。

　一度見せているからには最早隠す意味は無いのだろう。

　敵重装歩兵は既に大盾を構えて複数の箱を形成している。

　あの陣形、最初に見たときは梃子摺ったものだ。

「またあの箱だぞ、なんとかなるか？」

「なります。同じ戦術に遅れはとりません」

　レオポルトは平然とした顔で陣形に細かい指示を出す。

　戦術はこいつに任せよう。

　俺は槍を日にかざしてみる。

　相当な無理をさせたが傷一つない。

　一体何で出来ているのだろうか。




「ハードレット卿、敵が動きました」

　以前戦った時とまったく同じ、鉄の箱となって進撃する戦法だな。

　箱の大きさは千人程でこれも前と同じ、箱が二〇個並び、その周囲を一万の通常展開した歩兵と五千の騎兵が固めている。

「こちらの接近を防ぎつつ陣形を切り裂いて内部で散開……するつもりでしょうな」

「こちらも動くか」

「例の物を用意しろ。弓騎兵以外の私軍を自由にしてもよろしいでしょうか？」

　兵力的には王国軍は主力だし問題はないだろう。

「弓騎兵は前に出ろ。箱には矢は通じんぞ、周囲の歩兵を狙え。近づき過ぎるな」

「族長様の命だ。死して果たせ！」

　ルナが剣を振り上げて突進していく。

　いや弓騎兵は貴重だからあんまり死んでもらっても困る。

　弓騎兵四千の一斉突撃に箱型陣形の動きが止まり、盾を地面に突き立てて槍を突き出す。

　彼らの騎兵に対する防御は鉄壁と言っていい。

　分厚く大きな盾の向こうには剣はもちろん矢も通らない。

　だが盾の内側に逃げ込めない歩兵隊にとっては恐るべき脅威だ。

「長槍を並べろ！　陣の傍から離れるなよ！」

　彼らは一般的な対騎兵防御を組み、箱からの弓援護も期待しているようだ。

　だが甘い、接近戦にはならないのだ。

　縦に長い突撃態勢のまま敵に迫った弓騎兵は剣ではなく弓を構える。

「左展開!!」

　先頭の指揮官が怒鳴って進路を急変更する。

　後続も当然のようにこれに続き正面の敵に次々と矢を射掛けるのだ。

　俺が彼らを組み込んで以来、最もよく練習させた戦術だ。

　騎兵が長槍で組まれた対騎兵陣を崩せるのはあまりに大きい。

「これがゴルドニアの弓騎兵か！」

「落ち着け！　陣を崩すな！」

　一度見せている戦術だけに一応は対応策を考えていたのだろう、槍隊は咄嗟に小さな盾を構えて矢を防ごうとしているようだ。

　だが射撃距離は弓騎兵達にとって近すぎる程の距離、盾の無い兵や、隙間を狙って撃つことなど容易く、次々と被害が拡大していく。

「敵は崩れてきています！」

「王国軍の騎兵もあげるべきです」

　セリアが嬉しそうに、レオポルトはまったく声色を変えないまま言う。

「そうだな、行け。箱には手を出すなよ」




　弓騎兵が疾風のように通過した後、間髪入れずに王国軍の騎兵隊が殺到する。

　接近しての槍や剣での攻撃になるため、弓や槍の迎撃でそれなりの損害は出るが、崩れかけた陣形では防ぎ切れない。

　一端押し込んでしまえば騎兵の重さと大きさは歩兵にとってあまりにも脅威だ。

「練度も指揮も問題ありません。ラッドハルデ卿もよく鍛えられました。あれは……正面、はやりましたか」

「ちっ、馬鹿め」

　敵の歩兵を切り裂いた王国騎兵の一隊が勢いのままに箱型陣形に襲いかかったのだ。

　箱から生える槍を切り払い、隙間に槍を差し込んで正面の敵数人を倒す。

　そこまでは良かった。

「行くなと言っただろうが……」

　正面の穴は内部からせり出た新たな敵ですぐに埋められ、逆に盾の後ろから出される槍が次々と騎兵を倒していく。

　更に内部から矢やボウガンボルトが飛ぶに至って、攻め手を失った騎兵は損害だけを抱えて後退しようとしている。

　更にそれを待っていたのだろう敵が側面から騎兵隊を走らせる。

　このままでは先走った奴らは包囲されてしまう。




「……王国軍全体を上げろ。捨てる訳にはいかん」

　号令一つ、三万近い王国軍全体の陣形が動く。

　それを見て敵も目の前の少兵を包囲する事をやめ、正面からこちらに向かってきた。

「正面からぶつかりたくはなかったがな」

「仕方ありません。状況は動くものです……こちらに引き込めば大砲が使えたのですが」

　敵が来てくれれば大砲も使えるがこちらから動いてしまっては不可能だ。

　大砲の移動には大変な手間がかかる。

　特に俺が独自に作った大砲は性能が低くてすぐ壊れるくせに砲身が分厚くて重いのだ。

　状況に応じてほいほい動かせるものではない。

「致命的に狂ったか？」

「いえ、問題ありませんがまず敵の箱型陣を孤立させる必要があります。ハードレット卿には大砲の代わりをして頂きましょう」

「よし、出撃だ……レオポルトには後で話がある」

「お聞きしましょう」




　両軍はお互いにゆっくりと進み、矢の射程まではもう少しだ。

　ゴルドニア王国軍は初めて見るマグラードの奇怪な陣にやや困惑している。

　俺は槍を掲げてその先頭に立った。

「心配するな、あれは俺が一度破った陣、恐れるに足らん！　処女を抜いた女は次から楽に抱けるものだ！」

　場が静まり返る。

　しまった外した。

「奴らを叩き殺せ！　突撃ーー!!」

「オ、オオーーー!!?」

　無理やり叫んで誤魔化す、危なかった。




　足を早める俺達に対して敵も駆け足に移る。

　俺の横にはセリア、俺が怪我をした事を気にして、もう絶対に離れないとばかりにぴったりくっ付いている。

　ヒヒンとシュバルツが嘶き、左に体を揺らす。

　奴の左側にはいくつかの袋がぶら下っていた。

「そんなものどうするんですか？」

「大砲の代わりになるかと思ってな」

　大砲は動かせないので玉に使う鉄球だけいくつか持ってきたのだ。

　かなり重いらしく、シュバルツはさっさと投げろとばかりに不機嫌な顔を向ける。

「言われなくても……そら！」

　一番近い位置にいる箱に向かって鉄球を投げる。

　それでも距離があるので放物線を描いて飛翔した鉄球は陣のど真ん中に落ち、金属音がしたが詳細は不明だ。

「次々行くぞ！」

　コツがわかってきたので次弾からはいい感じの所に落とせる。

　一発正面に命中した鉄球が二人程を盾ごと弾き飛ばし味方から歓声が上がった。

「やっぱりそれほど効果はないな。槍でも投げたほうがいい」

「あんな重たい鉄球が人力で飛んでいくのが信じられないんですけど」

「病み上がりのいい運動に……おわっ！」

　最後の一発を投げようとした時、突然敵の騎兵が槍を突き出してこちらに向かってくる。

　咄嗟にそいつに向かって思い切りぶん投げてしまった。

「ぎゅ!!」

　仕留めた……というより爆発したと言った方がいいかもしれない。

　槍が届くような至近距離で鉄球を受けた敵兵は色々と飛び散ってしまう。

「最後の一発だったのにな」

「ひいい！」「ブリースが爆発した！」「悪魔ぁぁぁぁ！」

　残った敵騎兵が逃げ出す。

　これはこれで効果があったのかもしれない。

「さあ余興は終わりだ。押し込め！」

　味方と敵が一斉に衝突する。

　俺が立てた音など掻き消える怒声と金属音、そして断末魔の悲鳴、これが戦場だ。




　戦いは最初から味方が一方的に押しまくる。

　敵の騎兵は側面から威嚇しようとするが弓騎兵や王国軍の騎兵に妨げられて逆に敗走、正面では王国軍が敵を圧倒し、側面での遊撃に回した諸侯軍でさえも優勢に戦っている。




　だがその優勢も箱型陣形と本格的にぶつかるまでだった。

　まず最初にぶつかったのは諸侯軍に属する一貴族の軍だ。

「な、なんだこれは！　矢を射ろ！　槍で突け！」

「どちらも効果ありません！　敵を止められません！　陣形が切り裂かれます！」

　マグラード重装歩兵は装備と盾の重さもあってかなり鈍重だ。

　だがその遅い足で確実に陣地を切り裂いていく。

　そして陣地の真ん中まで入り込んだ所で号令がかかる。

「開け！」

　盾が捨てられ、箱の中から一斉に兵士が四方に飛び出していく。

　自陣の真ん中から攻撃されては一溜まりもない。

　たちまちその貴族の軍は崩壊し、それを見た諸侯軍全体にも動揺が走る。

　更に正面主力の王国軍の中には同じ方法で切り崩される部隊が出始めた。

　戦局はゴルドニア圧倒有利から急速に均衡していく。

　レオポルトのいる本陣を見るが動きは無い。

　まだ頃合ではないらしい。

　なら一暴れするか。

「開けーー!!」

　味方の陣深く食い込んだ箱が開く。

　それを待っていた。

　開くと同時に俺がシュバルツごと敵の中に突っ込む。

「開いてくれれば槍も通るな！」

　進路上にいる敵を突き刺し、馬蹄で弾き飛ばしながら中央まで突き進む。

　シュバルツは重装歩兵を適当に踏むと怪我をするので柔らかい部分を踏むように心がけているようだ。

「うわぁ！　出た、また出た！」

「なんで俺達の前にばっかり出るんだよ！」

　こいつらはポートランデル攻撃に参加していたらしい。

　俺の顔を見るなり悪態をついてくる。

「やかましい！　どこに出ようと俺の勝手だ！」

　人をケイシーみたいに言いやがって。

　槍を振るって跳ね飛ばす、吹き飛んだ先で喚いているから死んでいないようだ。

　よかったな。

　密集陣形の真ん中にいるのだから敵はいくらでもいる。

　槍を振り回すだけで乱れ切りだ。

　手が足りないので片手持ちに変えてデュアルクレイターも抜き放ち、振り回す。

　一〇や二〇できかない数を骸に変えているだろう。

「く！　こやつ、ワシが身命に変えても止めて……ん？」

　半分になった体で雄弁していた中年男が息絶える。

　仇と叫んで突っ込んで来た若者が宙を舞い、味方の槍に突き刺さって悶絶する。

　大混乱になった敵は攻撃の機会を失い、切り崩された味方も態勢を立て直すことに成功したようだ。

　エイリヒが鍛えた軍はそれほど柔ではないのだ。

　こうなれば敵は味方の陣地の中で孤立したも等しい。

「後は指揮官さえ倒せばこの箱はお終いだが……」

　周囲を見回すとやたら喚いている男が一人、身なりはいい。

「何をしている！　こうなっては再度突破陣を組め、一度下がって……」

　見つけた。

「見つけたぞ、お前か！」

「げ！　わぁぁぁぁ!!　誰か俺を守れ！　早く守れ！」

　逃げに入った指揮官と俺の間を塞ぐように数名の敵が立ちはだかる。

「邪魔だ」

　振るった槍で一人を切り捨て、もう一人は弾き飛ばしてから空中で殴打し三人目にぶつける。

　だが四人目の突き出した剣がシュバルツの顔を掠めてバランスが崩れてしまう。

「この！」

　四人目の胸を貫いて放り投げるが、指揮官はかなり遠くに逃げてしまった。

　仕方ない、時間はかかるが確実に……。

「ぐぎゃ」

　逃げる指揮官の首に矢が突き刺さる。

　後ろを見るとクリストフに肩車されたピピが矢を放ったようだ。

　乱戦では小さいピピは視界が通らないからな、クリストフが生涯で初めて上げた戦果と言えるだろう。

「ぐ……お、重い……早く降りてくれ」

　おいおい、片手で軽く持ち上がるピピのどこが重いんだ。

　それだと女を持ち上げて抱く事もできないぞ。




　その時本陣から緑の火矢が撃ち上がる。

　準備が出来たようだ。

「陣形を維持しながら緩やかに後退」

　全体として拮抗していた状態を捨て、味方はゆっくりと下がり始める。

　敵はこちらが圧力に耐えかねたと見たのか再び箱型陣形を組んでゆっくりと前進してきた。

　その敵の左右側面から平行に騎兵五〇〇が走りこんでいく。

　手には火のついた何かを持っていた。

「あれは？」

「攻城兵器みたいなもんだ」

　陶器の壷に油を入れ、表面にも火を放つ。

　ひもをつけて振り回して投げれば当たった場所が激しく燃える。

　特別では無い攻城武器の一つだが射程がないので近づく必要があり矢の的となること、石の壁に当てても余り効果がない事と欠点も多いので火の勢いは大きいがそれほど多用される事は無い。

　鈍い上に中は生身の重装歩兵には十分な効果があると見たのだろうか。

「ん？　敵の側面……いえ足元でしょうか。何故真ん中に投げないのでしょう」

　騎兵隊が投げた油壺は箱の側面、もしくは最も外にいる兵士を焼く程度で中心には投げられていない。

「さて、レオポルトのやる事だ。ゆっくり見せてもらおうじゃないか」

　騎兵隊は槍も持たず、ただ油壺だけを携帯していたのだろう。

　何度も側面から迫り、火で箱陣に攻撃を加えていく。

　傍目にはただの嫌がらせにしか見えないが、側面から火に追い立てるように徐々に箱陣形同士が密集していく。

「なるほど、いくら大きな盾を持っても火の上を歩くわけにはいかないからな」

　端の兵にとっては隊列を維持して火の上を歩けるはずも無い。

　やがて箱陣全体がゆっくりと中心に動き、隣の箱もそれに押されるように進路を変えていく。

「中心に集まってきたな」

「なるほど……あと少しですね」

　王国軍は相変わらずゆっくりと後退しているが、俺の私軍は最初からまったく動いていない。

　怠けている訳ではなく、普通の戦闘が出来る装備ではなかったのだ。

　騎兵が幾度も襲撃を繰り返し、敵の箱同士が触れ合うほどに密着した時、一斉に矢が射掛けられる。

　それは普通の矢ではなく、攻城戦で使われる火矢だ。

「うわっ！」「あちっ！」

　火矢であろうと鉄の盾を貫通する訳ではないが弾かれた矢が足元に落ちるだけで歩調は乱れる。

　指先程の火でも体を焼かれれば人は足を跳ね上げる。

　だがこれで終わるわけが無い。

　続いて大弩……それも火達磨になった大矢が飛んでいき、盾を吹き飛ばして兵を燃やす。

　更に防御陣を築いていた私軍の兵が一斉に油壺や油の入った木の筒に着火して投げつける。

　敵正面は無数の炎に包まれていった。

「火だ！　踏み消せ！」

「そこら中から来るぞ、盾をどけろ。前が見えねぇ！」

　敵は鈍重で視界も悪い。

　そこら中から上がる火の手に対処することが出来ない。




「すごい炎……ですが最初からこうしていれば良かったのでは？」

「いや、敵を密集させる必要があったし、何より周囲に散開した歩兵や騎兵が居ては駄目だ。火付け用の装備では自由に動く敵とは戦えないからな」

　激しい戦闘の結果、箱の防御がない歩兵・騎兵は既に散り散りになって役目を果たせていない。

　だからこそこちらは好き勝手出来る訳だ。

　それにしても正面だけでなく左右からも集中する炎の威力は凄まじい。

　よくもうまく敵を狙った場所に集められるものだ。




「どけ！　どけよ！　焼け死んじまう！」

「隊列を乱すな！　矢に食われる」「無茶言うんじゃねぇ！　火の中にいろってか！」

「後ろへ下がらせてくれ！　これじゃ全滅だ!!」

　業火の中で陣形など保てるはずが無く、盾が捨てられ、なんとか火のない所にと敵が密集する。

　だが降り注ぐ火矢は普通の矢としても十分な効果を発揮し、陣を崩した敵は次々と矢に刺されて斃れ、燃え上がっていく。

　地獄は準備を整えた弓騎兵が火矢を放ち出した所で更にその残酷さを極めた。

　俺はもはや白兵戦など出来なくなったので本陣に戻り、レオポルトと並ぶ。

「すごいな」

「このために大量の攻城兵器を輸送していました。奴等の重装歩兵による箱型陣形は言わば戦場の城、ならば相応の装備でもって当たれば落せます」

　敵前方の兵は既に隊列を崩して逃げようとしているが、後方に密集した部隊が邪魔になって逃げられない。

　後方部隊は戦況を把握できず、未だに前進を続けているようだ。




「頃合です」

「死刑宣告は俺か」

「それが司令官の義務であり特権です」

　やれやれだ。

　俺達は敵に押され、最初敵を迎え撃つ予定だった位置にまで後退している。

　ならば使えるのだ。

「全大砲……撃て！」

　敵の悲鳴をかき消す轟音、連邦艦隊による砲撃を見た後では一〇門の大砲は物足りないが、至近距離での斉射は十分に迫力があった。

　かろうじて陣形を保っていた敵も大砲から飛んでいく鉄球の前ではなんの抵抗も出来ず、正面から打ち破られていく。




　遂に敵は壊走状態となり、盾も剣も捨てて我先にと逃げていく。

　後方の比較的傷の浅い部隊もそれを見ては踏みとどまれない。

「全隊……突撃!!　徹底的に壊滅させろ！」

　王国軍と私軍、騎兵隊と弓隊が入り混じって敵を追う。

　逃げ散っていた諸侯軍も勢いを取り戻して追いかけ始めた。

　最早整然とした行動は必要ない。

　ただ敵を追い詰めて仕留めて行くだけでいい。

　そして鈍重な敵重装歩兵が逃げ延びられる可能性はとても低かった。







　この日の戦いと、それに伴う追撃戦でマグラード軍は三万五千の内、三万近くを失ったと見られる。

　かなりの兵が焼死体となった事で正確な数は把握出来ないが壊滅的損害なのは明らかだった。

　特に精鋭たる重装歩兵が完膚無い程に叩き潰された事は相手の戦意を落すに十分だろう。

「戦闘の終わりも近いかな？」

「んも……んもも！」

　俺は逸物を口で奪い合う五人の女達の頭を優しく撫でながら呟いたのだった。

　ちなみにクリストフは追撃戦の中、敵が苦し紛れに投げた盾に当たって失神し、今回も一人も仕留められなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二二歳　秋　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　三九九〇〇

　私軍　七九〇〇（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵三九〇〇

　大砲八門（射撃時二門破損）

　王国軍　二個兵団　二五五〇〇

　近隣諸侯軍　　　　六五〇〇

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（留守番）ギド（重体）

　現在地点　ノール平原から王都オドロスへ

　戦果　ポートランデル陥落　マグラード軍団壊滅








第１５６話　マグラード戦争⑧　戦士の最期







　ノール平原での戦いで勝利した我々の前にはもはや、まともな敵軍は存在しない。

　王都までは無人の荒野を行くごとく……と思っていたのだが。

「これは予想外だった」

「遅れとしては若干ですがいい状況ではありませんね」

　レオポルトとマイラも渋い顔をしている。

　横合いからイリジナと彼女に預けた三〇〇ほどの兵が戻ってきた。

　街道近くの農村を屈服させるために派遣したのだが……。

　立ち上る黒煙と渋い彼女の顔が何があったかを語っている。

「あの村もだったか」

「狼藉はせんから降伏しろと言ったのだが……村人全員から剣を向けられれば焼き払うしかない」

　イリジナを非難するつもりはない。

　降伏勧告を無視して剣を持つならばそれは民ではなく敵兵に過ぎない。

　殲滅して当然だ、出来るかぎり女子どもがいなければいいがな。

「ポートランデルからの道中、全ての町村がこの状況です。戦力的にはお話にはなりませんがあまりにも……」

　マイラの言う通り、俺達はここまでの道中の町や村を片っ端から叩き潰し焼き払った。

　別に苛烈に略奪した訳ではなく、民が武器を持って立ち向かってくるのだ。

　数千規模の町だけではなく、人口数十人の小さな村までが義勇兵を組織して夜襲や奇襲を仕掛けて来る。

　もっとも素人の奇襲などに遅れを取るはずも無く、逆に殲滅する事になっていたが。

「これ程の敵愾心、今後の統治を考えれば頭が痛いでしょうな」

「あんな奴らを統治出来るわけがないだろう」

　珍しくこちらに擦り寄って来た女を抱こうとモノを咥えさせたのだが、偽装だったらしく思い切り噛み付いて来たのだ。

　幸いそいつはいい女で俺の逸物は硬かったので歯が通らず刺激で射精させて貰うと、女は精液にまみれながら「夫の仇、殺してやる」と暴れた。

　仕方なく金貨を数枚渡して放したのだが投げ返された。

「なんでここまで嫌われてるかね」

「マグラードは元々強権的な統治でした。先の紛争の前からゴルドニアへの敵愾心を煽っていたのでしょう。……トリエアに派遣されていた援軍の死者も我々のだまし討ち等と言い換えたのかもしれません」

「厄介な事ですが、我々のやる事は変わりません。王都を落とし、マグラードを潰す。民への対応に苦慮するのはここを統治する人間に任せましょう」

　マイラは純軍人であって政治には疎い。

　しかし彼女の言う事も最もだ、余計な心配よりもまずは王都へだ。

「幸い物資の入手は容易になりました」

　レオポルトが冷たく言う。

　何しろ相手が降伏して支配下に入るなら食料などは金を出して買う事になるが、逆らって抵抗するならただで奪い取れる。




「後方敵襲です！　農民兵のようです」

「輜重隊を狙ったか……愚かな」

　防御の薄い輜重隊を狙うのは良い、だが騎兵の多い俺の軍の対抗は早い。

　徒歩の彼らが目的を遂げるまでに絶対に駆けつけるだろう。

「特に対応は必要ありません。あちらには弓騎兵五〇〇がいるので容易に殲滅出来ます」

「わかっている。気にせず進もうか」

　はぁ、マグラードの女を味わえると思ったのに。







　その後、農民や敗残兵の抵抗を退けながら進撃を続けているとエイリヒ率いる第一軍団が敵のもう半分、エイリヒと対峙していた敵軍団を撃破したと連絡が入った。

　敵の重装歩兵戦術に対して長雨でぬかるんだ場所に誘い込み、俺達と同じく攻城兵器を使って叩き潰したらしい。

　その後も数度会戦し、勢いのままに敵を押しまくって最後はある町に追い込んで遂に撃滅した。

「さすが、大したもんだ」

　最近はエイリヒと馬を並べることも少ないが、奴は指揮官としても司令官としても優秀なのだ。

　レオポルトと戦わせたらどうなるだろう。

「何か？」

「いやなんでもない」

　ともあれ、これで王都までの障害は些細な襲撃以外何もない。

　第二軍団は上陸には成功したが諸侯の軍が立て篭もった町を落とすのに梃子摺っているそうだ。

　町の規模から考えて敵は五千もいないだろう。

　寄せ集め五千相手にどうやったら苦戦するのか教えて欲しい。

　エイリヒからの連絡でも彼らはいないものとして扱うのだそうだ。




「こちらが先に王都につきそうだ。先に陣地でも作っておくか」

　今回も工兵隊を連れて来ている。

　陣地の構築に関して平時からひたすら土木作業に明け暮れている彼らの右に出る物はいない。

「こちらが逃がした兵は五千程度、第一軍団はほぼ取り逃がしていませんから王都に残った兵を含めても一万程度でしょう。ただこれまでを見る限り住民も積極的に防衛戦に加わるでしょう」

　マグラード王都オドロスの人口は二万、小さな子供や老人を除くとしても俺達の兵力で力攻めするのはちと厳しい。

　かと言って彼らが出撃してくれば独力でも十分に撃破出来る。

「やはり囲んで待つのが良いか」

「幸いにして連邦のおかげで河を越える補給路も確立できました。長期攻城する事になっても問題はないでしょう」

「俺としては早く帰りたいんだが……ま、長くはならんさ」

　そんな気がする。




「では俺は一旦馬車に戻るよ」

「声には気をつけてください。兵には強姦を禁じていますから」

　レオポルトに真顔で言われると嫌な気持ちになる。

「オホン、では私も少し休憩を……」

　マイラが俺に続く。

「鎧のままなんてどうだ？」

「そ、そんなふしだらな！」

「じゃあやめろと訴える俺に乗ってみるか？」

「私はいやらしい女ではありません！」

　後ろからレオポルトのため息が聞こえた気がした。
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　同時刻　モルト王国　ビアード

「全軍出立だ!!　目標はハードレット領ラーフェン！　火のように早く、疾風のように強烈な攻撃を加えるのだ!!」

「普通は逆だろう。愚かな」

　兵達の今ひとつ上がらない士気を盛り上げるようにパブロが大声を上げる。

　一方隣にいるイラリオは王宮にいるような正装のままで悪態をつく。

「うるさいぞ！　そもそも何故兄上がここにいるのだ。軍の事は俺に任せるべきだろうに」

「侵攻など国家の一大事、俺とお前は共同で王国を統治しているのだから片方が行かないわけにはいくまい。心配せずとも口は出さん、俺は後ろで見ているだけだ」

「ならばこなければよいのに……」

　イラリオは軍に関してはまったくの無知だった。

　本来は王宮でパブロが留守の間、諸侯の取り込みを進めようと考えていた。

　だがもし、パブロ指揮で出撃した兵が領土を大きく切り取りでもしたらどうなるだろうか。

　パブロに対する諸侯や王宮貴族の信頼は一気に高まり、自分の小細工など吹き飛んで終いだろう。

　それを避けるためにはイラリオ自身も共に出征した事にして置く必要があった。

　勿論危険な戦場に出るつもりはなく、後方で行方を眺めるだけの立場だ。

　万が一失敗すればすぐに逃げ帰ってパプロの責任を問うことも出来る。

「ブルータスがいないパブロに碌な事が出来るとは思えんが、ゴルドニアはマグラードとの戦争でハードレット卿も留守と聞く。こいつは無能だが一万の兵は幻ではないからな」

「何か言ったか兄上!?」

「なんでもない。それよりさっさと出撃したらどうだ？　お前のつまらない演説など兵も聞きたくあるまい。それにあまり時間をかけるとハードレット卿が戻ってくるかもしれんぞ？」

「ふん、マグラードの使者は戦いは優勢に進んでいると言っておる。奴は当分戻れんさ！　それに今回の侵攻作戦は俺直々に指示し、極秘に進んでいる。奴らが気付くのはラーフェンが囲まれてからだ！」

「だといいがな」

　進撃開始の合図が出され、臨時徴兵の兵が入り混じるモルト王国軍はゆっくりとビアードを出立していった。







　半日後

「間諜から緊急連絡です。モルト王国軍一万、遂に出撃しました。目標は北、我らの領地に間違いありません！」

「あぁ……やっぱりね」

　トリスタンは報告に走った伝令が不安になるほど長い長い溜息をつく。

　かなり前から彼らが兵を集めているのは知っており、対応策も準備していた。

　それでも実際に戦闘となるのは気が重いのか大きな溜息は鳴り止まない。

「斥候はついているかい？　国境に達するまでの時間は？」

「隠れたまま接触を続けています。進軍はかなり遅く、国境に達するまで一〇日はかかるかと」

　レオポルトが築き上げた諜報、偵察網が有効に機能としているのがトリスタンにとっての救いだった。

　敵の動きは手に取るようにわかる。

「はぁ……では計画通り国境近くの民を避難させようか。もちろん食料も運び出すように頼むよ」

「既に伝令が走っております！　抜かりありません」

「はぁ、こうなってはもうどうにもならない。予備役の兵を率いて……ザン＝ドラにでも入ろうか。ある程度領地に踏み込まれるのは仕方ないけど、あの町を落とされるとハードレット卿が怒るかもしれないからね」

「では防衛司令官殿は先に早馬で……」

「……僕は馬に乗れないんだ。なるべく速い馬車を頼むよ」

　伝令は呆然とした顔を浮かべる。

　防衛の最高責任者、そもそも軍人が馬に乗れないなど、計算の出来ない商人に等しい。

「僕はただの居候で軍人じゃないよ。ただやらないと本を買うお金も貰えないし鉱山で……あぁ考えるのも嫌だ」

　トリスタンがお気に入りの本を袋に詰め、嫌々立ち上がった所に扉が開く。

「トリスタン！　敵が来るとは本当ですか!?」

　大きな胸を揺らして飛びこんできたのはノンナだった。

　妊娠中の彼女が転ぶことがないように数人の侍女が体を支える。

　彼女の我侭を散々経験していたトリスタンの表情が一段と曇る。

「残念ながらそのようですね。今から迎撃に行って来ます」

　まるで「今から買い物に行って来ます」と言うような言い方にノンナは不安げな声を出した。

「大丈夫なのですか!?　エイギル様はお留守なのですよ！」

　愛する旦那が居れば絶対の信頼で余裕を持てるが、目の前の適当な男を見ていると到底安心出来そうにはない。

「はぁ、まぁ多分大丈夫なんじゃないですか？　一応想定していた事ですし」

「多分？　一応？　しっかりして下さい！　私達全員とお腹の子の命がかかっているんですよ！　もし万が一失敗してこの子を産めないような事になったら、一生恨みますからね！　死んでも化けて出て死ぬまで付き纏いますから!!」

「……わかりました。頑張ります」

　はぁーとこの日一番の溜息をつき、トリスタンは南へと向かって行った。
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　一週間後　マグラード王都　オドロス

「撃て！」

　各指揮官の合図で一斉に投石機から大石や油壺が放たれる。

　放物線を描いたそれらは高い城壁を飛び越えてオドロスの市内へと落下していった。

　派手な音が聞こえ、黒煙が上がる。

「こちらも負けるなよ。撃て！」

　続いてエイリヒの第一軍団からも同じく市内への攻撃が始まった。

　エイリヒと俺は今、同じ場所にいる。

　目的が同じなのでわざわざ司令部を分ける必要もなかろうと思ったのだ。

　合流した味方は七万を数える、敵が打って出て来ればこれ幸いと言うものだ。




「お前と戦場で顔を合わせるのも久しぶりだな」

「そうですね。先日は大勝されたそうですな」

「はは、お前の方が大したもんだよ。平原での一戦で敵を壊滅させたのだからな。俺は何度も戦って追い込んだだけだ」

　それに比べてとエイリヒは溜息をつく。

「フーバー侯爵の第二軍団は何をやっているのか……。最も抵抗が薄いだろう北を任せてこの有様、三万の兵がなんの役にも立っていない。陛下の顔を立てるにしても酷すぎる」

　三人の軍司令官を決める際、予備役とは言え未だ軍貴族の守旧派にある程度の影響力を持つ彼を登用しない訳にはいかなかった。

　王も王国軍が出征する中、余計な火種は回避したかったのだろう。

　それでも長年軍籍にあった彼がこれほど使えないとはエイリヒも想像していなかったらしい。

　あの三万が今ここにあれば力攻めも考えられただろうに。

「老体の不手際に嘆いても仕方ないものです。戦いが終わったら引退して気候の良い所にでも隠居願いましょう」

「お前も中々毒を吐くな」

　エイリヒから笑みが漏れる。

　そうそう、戦争は笑いながらやるものだ。




「それにしても……お前が持ってきたアレ、一体どこであのようなものを？」

「連邦で見た物を参考に作った模造品です。すぐ壊れるので使い所が難しいですが」

　エイリヒの視線の先で八門の大砲が火を噴く。

　飛ばされた鉄球は石造りの街壁に激突し、街壁の上にいた弓兵を吹き飛ばし、亀裂を走らせた。

　さすがにクラウディアから横流しされた品を元にしているとは言えない。

「あれで撃っていれば壁ごと崩せるのではないか？」

「そう上手くは……あぁまた一つ壊れたようです」

　大砲は強力だが同じ場所に命中させる精度がない事と、耐久性が低すぎるため本格的な城壁が相手では決定打とはならない。

　もちろん何十も揃えて一斉に撃てば話は違うのだろうが。

「物凄い手間と金がかかります」

「……そうか。ならば投石機を並べた方がいいかもな」

　改良出来ればいいのだが、我が領の職人ではとても連邦製の物を再現できる技術が無い。

「それにもう決着は着くのではないでしょうか？」

　周囲には一〇〇近い投石機が次々と市内を攻撃しているし、弓騎兵を入れて万近い弓隊がひっきりなしに火矢を放っている。

　もはや終わりの時が近いことは敵も味方も承知している。

　しかも敵には援軍は来ないのだ。

「そうだな。時間の問題だ。しかし、この様子では市内は地獄だ。民には相当恨まれているだろう」

「今更と言う気もしますが」

　エイリヒも進軍路で民達の反抗に遭遇していたのだろう。

　苦い顔でこちらを見る。

「ともあれ、さっさと落さないとな。連邦の艦隊を呼び込んだのはケネスだろう。このままではまた奴にでかい顔をされる」

　連邦艦隊はマグラード水軍を壊滅した後、ゴルドニアの港に停泊し、司令官も駐留しているらしい。

　間違いなくこの戦争の結末に口を出すつもりだろう。

　下手に苦戦すれば足元を見られるかもしれない。




　さあ、更に攻撃を苛烈にと、指示を出そうとした時、突然城門が一気に開いた。

「城門が開いた？」「突入するか？」

　周囲で兵達が騒ぎ出す。

　だがエイリヒと俺は待ったをかける。

　この状況で城門が開くなど降伏と考えるのが自然だからだ。

　こちらから使者が一人進み出て音声を上げる。

「降伏するならばこれ以上の攻撃はせぬと誓う。武器を捨て、一列に……ぐぎゃ!!」




　だが使者に答えたのは矢の雨、そして城門から飛び出した重装騎兵の群れだった。

　飛び出した敵は約二千、俺とエイリヒがいる司令部に向けて突撃してくる。

「突撃？　馬鹿な血迷ったか。……行かんでいいぞ？」

「むぅ」

　思わず槍を持った俺だがエイリヒに止められる。

　包囲で分散しているといってもこちらは一番分厚い正面、四万からの兵が詰めている本陣を二千の騎兵で抜けるはずがない。

　たちまち降り注いだ大矢や雨のような矢、そして特殊な連発弓までもが降り注ぎ、たちまち半分以上が馬ごと崩れていく。

「奴ら狂ったのか？」「そりゃこれだけやられりゃおかしくもなるって」

　一応本陣を守るため前面に展開した兵達もたどり着けるはずがなかろうと嘲笑している。

　更に距離が詰まり敵はもはや半分も残っていない。

　あまりに無謀な突撃だった。




　だが止まらない。

　ボウガンに撃たれ、大矢に吹き飛ばされて、それでも敵は隊列を乱さず、逃げる者は一人もいない。

　貫かれて斃れるその瞬間まで馬を走らせこちらに迫る。

　馬を打ち倒されれば徒歩で走り、騎手が射殺された馬も突進をやめない。

　次第に司令部にも余裕がなくなってきた。

「何をしている！　全ての矢を集中しろ！」

「騎兵に側面から攻撃させろと言え！」

　突撃する時に横合いから騎兵や槍隊が襲いかかり、次々と仕留めて行く。

　だがいくら横から突き殺されても彼らは前だけを向いて進み続け、損害を意にも介さない。

「対騎兵防御陣！　長槍を並べろ！」

　遂に司令部直属の兵が防御陣を組み始めた。

　攻城に当たっていた部隊が突破されたのだ。

　いや、突破というよりは強引に押し通っただけか、既に敵兵は五〇〇にまで減っているし、味方の受けた損害はほぼ〇だ。

「だが司令部直属の兵だけでも一万、どう通る？」

「お前は誰を応援しているんだ」




　敵の眼前には切れ目のない防御陣、騎兵がこれを突破するには弓騎兵のように遠距離から崩すか、あるいは足を止めて槍を切り払うしかないが、足を止めたが最後、後ろから追いついてきた味方に囲まれて瞬時に殲滅される。

　そして敵はもう一つの方法を取ったようだ。

「馬鹿な！　そのまま突っ込んだ!?」「まずい、後続が突破する！」

　重装騎兵は防御陣にそのまま突っ込み、鉄の塊となった重量で槍隊を押し潰して後続に進路を開く。

　無論、凄まじい損害が出て敵は既に数十騎を数える程度に減っている。

　だが止まらない。

　槍隊を援護するつもりだった弓兵の間を駆け抜け、慌てる本陣の兵達を無視してこちらに駆ける。

　それでも次々と討ち取られていく敵兵、五〇は三〇になり、すぐに二〇となる。

　それでも彼らは前だけを見て突進して来た。




　先頭の男が吠える。

「我が名はラドガルフ！　ハードレットよ、お前が真の猛将なれば、我と戦え！」

　ご指名は俺だったようだ。

　奴は前方に立ちふさがる兵を槍で弾き飛ばし、柵を引き裂いて馬を進める。

　突き出された槍で馬が貫かれて落馬したが、転がる男はすぐに起き上がり、槍を振り上げて走り続ける。

　泥にまみれ、もがくような姿は少しも無様に見えなかった。




「エイギル、馬鹿な事を考えるなよ。あんな奴は射殺してしまえばいい」

　エイギルと呼ばれたのは久しぶりだ。

　結構余裕をなくしているらしいな。

「最高司令官は後ろへ下がっておいて下さい。俺はここにいます」

　槍を振り上げてラドガルフとやらに俺の場所を示す。

　だが俺から行く事はしない。

　前にいる味方を突破できれば相手をしてやろう。




「そこにいたか!!」

　ラドガルフは槍を構える槍隊を食い破り、ボウガン隊の斉射を受けて尚、倒れなかった。

　奴をかばい、針鼠のようにボルトを受けた最後の部下が斃れていく。

「将軍……御武運を……冥府でお待ち申し上げております……」

「うむ、時はかからぬ。一杯飲んで待っていろ！」




「いかせるか!!」

　俺を守ろうとしたイリジナとセリアが止める暇もなく左右から突っ込んでいく。

「邪魔立てするな！」

　イリジナから繰り出される強烈な突きを奴はなんと素手で受け、投げ飛ばす。

　更にセリアの剣は軽く受けられて弾き飛ばされ、蹴り飛ばされた彼女はコロコロと地面を転がる。

「ぐぅ……」

「はぅ……」

「はぁはぁ……ハードレット……ハードレットォ!!」

　まるで俺の戦い方、まともじゃない。

　近くで見ると目は血走り、もはや俺しか見えていないようだ。

　そんなに恨まれる事をしただろうか？

　イリジナとセリアはなんとか無事だったようで、再び剣を構えようとするのを止めさせる。

　多分こいつはお前らよりも強い。

　次は無事で済まないだろう。

　俺の前に立ち、足が止まった彼を射殺そうとボウガン隊が狙いを付けた。

「不要だ」

　槍を掲げてそれを止めさせる。

　同時に周りを囲む味方の兵も俺達のために円形に場所をあけた。

　よくぞ二千でここまで辿り着いた。

　その返礼はせねばならない。




「我が名はラドガルフ、ハードレット卿で間違いないか!?」

「そうだ。お前は俺に何かあるのか？」

「トリエアでの戦い見事！　されど部下の無念、晴らさせてもらいにきた。もはや戦の決着はつき、これが最後の機会……いざ死闘に応じよ！」

　それだけわかればもう話はいらない、戦うだけだ。




「わかった。来い」

「いざ！　うぉぉぉぉ!!」

　振り下ろされた槍はハルバード、槍で受けるが一瞬足が後ろに下がる。

　かなりの力だ、ドワーフにも匹敵する。

「うおおおお!!」

　俺が下がったのを見て、横薙ぎ、突き上げと奴の攻撃は続く。

　全て防ぐが足は後ろに下がっていく。

　反撃したいが、下手に動けば頭を割られてしまうだろう。

　この力の前には鋼鉄の鎧も当てにはなるまい。

「どうした！　受けるだけか！」

　こちらが反撃しないので奴は大きく振りかぶって致命的な一撃を狙っている。

　これが好機だ。

　振り下ろされる全力の一撃に対してこちらもタイミングを合わせて振り上げる。

　攻撃が交差し、頭が割れるような金属音、地面の枯れ草が千切れ舞う。

　凄まじい衝撃で後ろに飛ばされるが、奴も同じだったようで後ろに下がって膝をついた。

　間合いが開いたのでここからは槍特有の突き合いとなる。

　先手を取ったのは俺で喉、胸、腹と三段突くが、ラドガルフは全てを受け止め、俺の顔面を狙って返しの突きまで放ってきたのだ。

　頬を掠めた槍を受けて血が飛ぶ。

　槍を小手で弾き、一刀両断にしてやると槍を大きく振り下ろすが、奴は体を捻って見事に避け、心臓を狙った強烈な反撃が襲う。

　思わず柄で跳ね除けたが、隙が出来た俺に奴の素早い連撃が繰り出された。

　四段、五段と繰り出される突きを受けとめるが最後の一発、膝を狙った一撃に槍が追いつかない。

「とった！」

「まだだ！」

　片足を上げての一回転で槍を回す。

　それは奴の肩を捉えたが、不安定な姿勢だったので致命傷とはならない。

　しかし、よろめく隙を逃がしてやる事はなかった。

「ふん！」

　全力での振り下ろし、単調だがそれだけに威力があるので半端な受けでは止められない。

　奴も全力で槍を振り上げて受けていたが三合目で遂に槍がへし折れた。

　すぐさま剣を抜いて止めた四合目で吹き飛び地面に転がる。

　額を掠めたのだろう、流血が顔半分を染めている。

　立ち上がる前に串刺しにしてやると突っ込むが奴は自分の血を片手で俺に飛ばしてきた。

　突然の事に思わず体が強張る。

「そこだ！」

　剣が俺の脇腹を抉った。

　血が噴きだし、思わず傷を押える。

「ぐ……」

「な！　卑怯者!!」「恥を知れ!!」

　周囲の兵から罵声が上がる。

　一番ぎゃあぎゃあうるさいのはセリアでイリジナが止めていなかったら乱入してくるだろう。

　俺自身は特になんとも思わない。

　俺達は剣技を競っているのではない。

　単純に戦場での一騎打ち、なにをしても勝てばいい殺し合いをしているのだ。




「終いにしようか」

「おう」

　俺の傷は臓腑まで届いていないが浅くはない。

　奴も俺の槍を受けた時に体を痛めているのか、ぎこちない。

　お互いさっさと決着をつけたいだろう。

　槍をその場に置いてデュアルクレイターを抜く。

　勝負は一瞬になるだろう。

「せいやぁ！」

「しっ！」

　走り寄った俺とラドガルフが交差する。

　防御無視で斜めに振り下ろされる大剣、紙一重で回避しようとしたが、最初から読んでいたのだろう、奴は途中で剣筋を変えた。

　避けられるか？

　世界がゆっくりとなり、剣が身をひねる俺の左肩を切り裂いていくのがわかる。

　だがその斬撃は骨に届いていない。

　血しぶきを上げながら奴の剣は通りすぎ、そこには完全に無防備となったラドガルフが居る。

　僅かに口元が笑った気がした。

　鋭い音が鳴る。

　長く思えた時間は実際には目にも止まらぬ一瞬だったのだろう。

　周りの兵達は心配そうに行方を見守っている。

「エイギル様ぁ!!　今加勢に！」

　来なくていい。

　もう終わったよ。

　俺の肩からは鮮血が噴き出し、ラドガルフは腹をぱっくりと割られて大地に臓物を落す。

　決着はついた。




　剣を放し、こちらに向けて倒れ込むラドガルフ、俺も肩をやられた衝撃で思わず尻餅をついてしまった。

　奴の手が俺の足を掴む。

　だがその手には力はなく、大地に血と臓物をぶちまけたこいつは数分と持たず息絶えるだろう。




「……俺は……強かったか？」

「ラドガルフ、お前は今まで戦ったどの男よりも強かった」

「そうか……アンスガー！　ディーター！　今逝くぞ、俺の敗北を肴に一杯やろう！」

　ラドガルフは仰向けに倒れたまま、両手を天に向けて突き出し、目を見開いたまま息絶える。

　壮絶な最後だが、その顔は満足げに笑っていた。




「もう！　もう！　またこんな怪我をなさって!!」

　泣きながら肩と脇腹を手当てするセリアを撫でる。

「大した男だ。俺が女なら抱かれてやってもよかった」

　髭面に吸い付かれるのを想像してやっぱり嫌だと訂正する。




　ラドガルフとその部下全員の死から少し経ち、王宮に大きな白旗が上がる。

　マグラード王家は完全に降伏、庇護下にあった旧トリエア王族とともに俺達へ全面降伏したのだった。

　マグラードとの戦争は終わった、だが同日、俺の元にモルト王国侵攻の連絡が届く。

　まだ戦いは続くらしい。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　三九九〇〇

　私軍　七九〇〇（実戦部隊のみ）

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵三九〇〇

　大砲七門

　王国軍　二個兵団　二五五〇〇

　近隣諸侯軍　　　　六五〇〇

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　レオポルト（副司令官）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（留守番）ギド（？？？）

　現在地点　王都オドロス

　戦果　ポートランデル陥落　マグラード軍団壊滅　ラドガルフ一騎討ち勝利　王都オドロス陥落（共同）








第１５７話　モルト王国侵攻①　国境を越えて　♯







　ゴルドニア・モルト国境付近

「はっはー！　敵は我らにまったく気付いていないぞ！　ラーフェンまで一直線だ！」

「……国境警備隊の姿も見えん。これは気付かれたと言う事ではないのか？」

「うるさい！　観戦だけなら兄上は後ろに居ろ、気が散るだろうが」

　一万の兵を並べたモルト王国軍は何の抵抗も受けないままゆっくりと国境を越える。

　ゴルドニア側の国境には監視用の簡素な櫓と小屋があるが確かめても全て無人だった。




「敵がいないのだからもっと速度を出せんのか!?　急がんと、もしもあいつが……」

「万が一ハードレット卿が戻ったらお前などいちころだな」

「嫌味を言うなら後ろへ行っていろ!!」

　怒鳴り合うパブロとイラリオ、臨時に集めて碌に訓練も出来ていない農民兵、いくら急かしても速度はほとんど上がらない。

　這うような速度でモルト王国軍はゆっくりと進んでいく。




　やがて彼らの行く先に小さな村が見えてくる。

「おぉ、村がみえるぞ！　よし、手始めにあの村を叩き潰して景気をつけよう」

　パブロの命令で兵達が剣を抜いて村へと向かっていく。

　だが剣戟の音も悲鳴も聞こえる事はなく、兵達はそのまま戻る。

「どうした!?　さっさと村を……」

「恐れながら村には誰もいません。無人です」

「なに？」




　パブロが馬を駆って村に入るが、家々の扉は開け放たれ、野良犬が一匹鼻を鳴らしながら通り過ぎる。

「無人だと……まさか気付かれていたのか!?」

「何を今更……」

　せめて物資だけでもと家々を物色して見ても食料も飼葉もまったく残っていなかった。

「物資を全部引き上げたのか……卑怯な手を！」

　もちろんモルト王国軍もある程度の食糧は持って来ている。

　だが長々と行軍したせいでそれも余裕がなくなり、戦場の常として行軍路の村々で調達しながら進む予定を立てていた。

　モルトは小国、ゴルドニアのように送り出した軍の食料を後方から送り出すような真似はできない。

「せめて水だけでも……」

　水は持ち運ぶには重い、現地で調達するのが当たり前だった。

「この村に井戸は二箇所あります。村の真ん中に一つ、外に一つです」

「分けて使え、さっさと進むぞ」

　小さな村の中の井戸では何千もの兵は賄えない。

　広い場所にもう一つ井戸があったのは幸いだった。

「くそが、補給が終わったら村に火をかけてしまえ！」

「そんな意味のない事をしても何も変わらんぞ」

「うるさいわ!!　あそこに小汚い物乞いがいる、誰か近道でも聞き出して来い！」

　モルト王国軍の進軍は続く。
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　ザン＝ドラ　防衛司令部

「モルト軍がピポの村に到着したようです」

「うん、予定より三日遅いね」

　トリスタンはお茶を飲みながら地図を眺める。

　周囲の兵は不安げに彼を見つめるが表立っては文句を言わない。

　人事は領主が自ら決めた事、足を引っ張れば後が怖い。

「予定通り街道沿いの町は無人、食料も飼葉も残っていないよ。井戸は言った通りにしてくれたかな？」

「はい、進路の村々の外に掘った井戸に堆肥の汁を注いでおきました」

「汚いけど一〇倍の敵だから仕方ないね。それからラーフェンへの標識も大丈夫かな？」

「は、数十箇所で全て見当違いの方向のものに変えておきました。物乞いに扮した間諜も何人か配し、なるべく辺境へと誘導します……ですが標識を変える程度で本当に敵を惑わすことが？」

「そりゃ敵がすごい阿呆で無い限り効果はないだろうね」

　兵がカクンと崩れる。

「でもいいじゃないか。標識を取り替えるぐらい二人で五分の作業だよ。手間もかからないし、万が一ひっかかってくれたら万々歳だ」

　さてとトリスタンは本にしおりを挟む。




「じゃあそろそろこっちも兵を出そうかな」

「いよいよ決戦ですか？」

「そんな訳ないさ。一万相手に千を正面からぶつけるなんて狂気の沙汰だよ。計画通り、部隊を五〇人ずつに分けるんだ。奴らの動きは遅い、入り組んだ地形を選べば捕まることは無いよ」

「はぁ……しかしそれほど小さな部隊にわけてしまっては……」

　古来より兵力の集中は戦術の基本、寡兵を更にバラバラにするなど信じられない暴挙にしか見えない。

「いいんだよ。こっちは敵を正面から打ち破るつもりはないんだからね。足を止めてしまえば補給は切れるし、時間を稼げば伯爵も戻ってくる。そうなったら僕達はお役御免で安心して本を読めるじゃないか」

　言いながらトリスタンは配置書を手渡す。

　そこには各部隊ごとに潜む場所と敵の進行方向、攻撃後の退避方向など詳細な情報が書かれている。

「とりあえずはこれに従って欲しい。状況が変わったら改めて伝令を出すよ。……あぁ伝令が使えるっていいね」

　兵は少し呆気に取られたが、やはり領主から選ばれた人間だと少し安心する。

「しかしトリスタン様はここから動かれないので？」

「だから僕は馬に乗れないんだよ。武器も使えない、子供の頃に野うざきと戦って大怪我をしてから荒事はしないって決めているんだ」

　兵達の表情が再び曇った。
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　ノーステリエス河　東岸　ゴルドニア陣地

「モルト王国の軍はどこまで進んでいる？」

「最後の伝令ではこの位置です。しかし距離があるので時差があり、正確にはわかりません」

「そうだな……」

　マイラが示した地点は国境よりも南だが四日前の情報だ。

　今までの行軍速度から考えて国境を大きく越えているような事はないと推測するしかない。




　モルト王国が出陣したとの連絡を受け、俺は急遽エイリヒに話した上でレオポルトをオドロスの処理に残して陣を引き払った。

　軍団司令官たる任務は中途半端になるが、俺の領地もゴルドニアの領土の一部、モルト王国の行為は明確な侵略であり、決着がついたマグラードの戦後処理より優先してもおかしくない。

　俺の私軍と借り受けた一個兵団一万五千を率いて帰路に着いたが、河を渡っての帰還は疾風のようにとはいかない。

「俺だけ飛んで帰ってもいいんだが……」

「敵は一万です。ラーフェンでは援軍を心待ちにしているはず、ハードレット卿だけが帰ったら逆に士気が崩れますよ」

　レオポルトを置いてきたので臨時にマイラが副司令官として傍に居る。

　セリアは大いに不満のようでぷりぷり怒っていた。

　最近はなかなか形になっているが穴が多いのだ。

　経験的にもマイラで間違いあるまい。

「このペースだと二週間以上かかる。騎兵だけで駆ければ一週で到着出来るぞ」

「勿論いよいよとなればそうすべきでしょうが……報告を聞く限り状況はそう切羽詰まってはいないようです」

「敵は一万だろう？　こちらは千と少し、弓騎兵も子供まで出陣させねば二千も残っていないぞ」

「トリスタンが上手くやっているのでしょう。彼は見栄を張るようにも見えませんから、このまま急げば宜しいかと。強行軍で到着しても万一があります」

「そんなもんか……いざとなったら女達は北へ脱出させると言っているし、まぁいいか」

　町が焼かれればまた建てればいいし、財が奪われれば奪い返せば良い。

　取り返しがつかないのは女達だけだ。

　敵に襲われて殺されたり孕まされたりしてはたまらない。

「ノンナ様も……懐妊されたようですしね」

　そう、報告の中にはノンナの妊娠もあった。

　やっと念願かなって妊娠出来たのだ、なんとしても無事産ませてやりたい。




「ブルータスだったかな。あいつも愚かな事をする。いや、一緒にいた馬鹿の方がやったのか？　どちらか知らんが思い知らせてやろうじゃないか」

「もちろんです。徹底的に叩き潰してやりましょう」

　マイラも表情には出ていないがかなり苛立っているようだ。

　後ろでセリア達も頷き、イリジナは串刺しと叫んでいる。

「それにしてもトリスタンは大したものです。さすがハードレット卿が見込んだだけの事はありますね」

「あの不真面目な態度さえ直れば素晴らしいのですが」

　マイラとセリアはトリスタンを褒めつつも溜息をついた。

　あれもあいつの味だろう。




「領地と妻が危ないと言うのに……俺は情けない……」

　馬車の隅、毛布から声が上がる。

　俺達と同じ馬車、幾重にも重ねられた毛布、そこに横になっているのはギド。

　腹にあいた穴から腐りかけ、医者が九割助からぬと言われたこいつは、なんとか死神を退けたのだ。

　深手には違いないのでしばらく起き上がる事は出来ないが、もう命の危険は無く、横になったままなら移動も問題無いと言う事なので俺達と一緒にラーフェンへ運んでいる。

「お前はセリアを守ってくれた、それで十分だ。後は任せて妻に看病されて寝ていれば良い」

　セリアが改めて深々と頭を下げる。

　ギドが庇わなければセリアが破片に貫かれ、小さい彼女はきっと死んでいただろう。

　そんな事になれば俺はどうなったかわからない。

　オドロスに突入して王族から物乞いまで皆殺しにしたかもしれない。

「ともあれよくやった。戦が終われば生き残って良かったと思える褒美を出してやる」

「そ、そんな勿体無い……ありがとうございます」

　体を起こそうとするギドをルナが寝かせて頭を撫でる。

　ずっと憧れていた女性に優しくされてギドは大人しくなった。

「これは経験談だが、腹の傷が治ったら股間の男が暴走するぞ。妻だけでは抱き殺してしまうぐらいにな」

「そういうものですか!?」

「そうだ、現に俺も脇腹と肩をやられていたんだが……この通りだ」

　ズボンをはっきりと持ち上げる逸物。

　叩くと音がする程硬くなっている。

　朝一番にセリアに抜いてもらったのだが、まったく萎えない。

「相変わらずの豪槍ですね……」

　ギドはこっそりと布団の中、自分のモノを覗いて溜息をつく。




「ということなので俺は少し別の馬車に行く。ルナ、悪いが世話をしてやってくれ」

「もちろんです。同郷の者、全力で看病致します」

「ギド、ルナは俺の女だが……彼女に許可を取れば乳ぐらいは触っても許そう」

「えぇっ!?」

　冗談だ、と笑いながら馬車を出る。

　だがギドは本気で残念そうな顔をしている。

　妻がいながら、まだ彼女に未練があるらしい。




　マイラの肩を抱き寄せて馬車を移る。

「マイラ」

「はっ！」

「とりあえずは普通の行軍だが、ラーフェンが危ないとなれば騎兵だけ並べて一気に駆ける。準備はしておけ」

「承知致しました」

「よし、じゃあお前にも肉棒をしゃぶってもらおうか。胃を種汁でいっぱいにしてやる」

「ぐ……そういう事は兵の前ではなくこっそりと夜に……」

　トリスタンなら上手くやるだろうが、もし強行軍をやらせたら本買う金を減らしてやろう。







「ハードレット殿！　これはすごい!!」

　バンバンと腰が当たる音が鳴る。

　俺は不安定な馬車の中で立ち上がり、イリジナの両手を引いて後ろから突く。

「お前はこの体位をするのにちょうどいい背だな！　そらそら！」

「ああっ！　ふ、太いぞ！　あれだけ広げられたのにまだミチミチとぉ……」

　背の高いイリジナは立ったままの後背位でも俺が腰を落す必要がなく、その分力強く突ける。

　他の女だと腰を落としたつらい姿勢で突くか、台に乗せるしかない。

「激しく行くぞ……うぉぉぉ！」

「ぐぅぅぅ!!　す、凄まじい……おおぉぉぉぉー……すごい腰使いだ！」

　馬車が揺れているのがわかる。

　肉の音とイリジナの嬌声は隠しようもなく、周り中の兵に俺達がやっている事は知れ渡っている。

　俺も戦場の空気と怪我のせいで昂ぶり、かなり激しくしているが足腰の鍛えられたイリジナはなかなか崩れない。

「がっしりしたいい足だ。尻も大きくていいぞ」

「う、言わないでくれ。私だってその……女だ」

「知っているさ。だからこそ男を感じてこんなに濡れている」

　ゆっくりと愛液にまみれた逸物を引き抜いていくと、イリジナは嫌々と首を振り自分から腰を押し付けて再び肉棒を体内に飲み込んだ。

「こうして一対一で抱かれるのは久しぶりだ。大事にしたい」

　厳密にはイリジナの前にマイラとセリアを抱いているが、セリアは失神してギドと同じ馬車で眠っており、マイラは真っ赤な顔で部隊を整えているだろう。

「最近は乱交ばっかりだったからな」

「信頼出来る家族の間だ、まとめて抱かれるのも嫌ではないが、たまにはこうして二人きりもいい！」

　首を捻って照れた少女のような笑顔を俺に向けるイリジナ、だがすぐに子袋を突かれて舌が出る。

「そうだな、今度からこういう時間も作ろう。他にして欲しいことはあるか？」

「……キスを頼む」

　女達はキスが大好きだ。

　体をひねらせて唇と奪うと、彼女は待ちかねたとばかりに大量の唾液を送り込んでくる。

　負けじと流し込まれた唾液と俺の唾液を混ぜて送り込み、喉の奥へ落としていく。

「んむ……んんっ!!」

　大量の唾液を飲むイリジナを見て唐突に絶頂感が訪れ、精汁が噴出してしまった。

　互いにキスをやめないので声は出せないが驚いた顔のイリジナを床に押し倒し、射精を続けながら体位を正常位に変える。

　俺の射精は長い、相当に溜まっている上、マイラとセリアで射精しなかったのでとんでもない量が出るだろう。

　射精しながら覆い被さる強烈な口付けを受けて、イリジナが心を飛ばしてしまったような間の抜けた顔をしている。

　戦場で暴れる彼女からは想像も出来ないな。

　射精は長く長く一〇分ほど続き、イリジナは俺と唇を重ねたまま幸せそうに笑みを浮かべて意識を飛ばした。

「次はピピか、お前は持ち上げてやろう」

「それも好きだ。でも今は……」

　ピピは俺とイリジナの行為を見て興奮したらしくキスをねだってくる。

　今までお前にやったことの無いすごいキスをしてやろう。




　結局ピピは性器に触るまでも無く、激しいキスの中で突然潮を噴いて昇ってしまった。

　女の体は便利だな、キスだけでいけるとは。




　俺達は確実にラーフェンへの道を進んでいく。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　二二九〇〇

　私軍　七九〇〇

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵三九〇〇

　大砲七門

　王国軍　二個兵団　一万五千

　別枠　ラーフェン防衛隊千

　軍部下　セリア（副官）マイラ（副司令官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（守備軍）ギド（重傷）

　現在地点　ノーステリエス河東岸

　戦果　ポートランデル陥落　マグラード軍団壊滅　ラドガルフ一騎討ち勝利　王都オドロス陥落（共同）








第１５８話　モルト王国侵攻②　鎧袖一触　♯







　モルト王国軍　司令部

「何ぃ!?　道を間違えた？　馬鹿かお前らは!!」

　パブロの怒声が響き、部下の一人が蹴り付けられる。

　一万の本隊の前、数百名の先行隊が先発し、偵察や地形の確認をしていた。

　その先行隊から道が沼に届いた所で切れていると連絡が入ったのだ。

　本隊も既に先行隊に続いて歩を進めていたので、戻るとすればかなりの時間の浪費となる。

「どこで間違えた……道に沿って来たと言うのに！」

「殿下、もしかすると最初から間違っていたのでは……」

「なに？　ちゃんとラーフェン方向に出発したではないか。俺も標識を確認した」

「その……標識自体が欺瞞であった可能性があるのでは？」




　一瞬空気が止まった。

「くそ！　くそくそ!!　だましやがったな卑怯な奴らめ！」

「敵も楽でいいな。子供の悪戯のような手にひっかかってくれるとは」

　イラリオがこれ幸いとパブロを嘲笑するが指揮官達の目は冷たい。

　本当に分かっていたならばその時点で指摘するだろう。

　つまり大の大人が二人揃って幼稚な手に引っかかったという事だ。

「殿下、更に部隊の中で体調を崩す者が増えてきております。特に腹痛と下痢が酷く、行軍に耐えられぬ者も少なからず……」

「そんな軟弱者捨てて行け！」

「これは井戸の水に何か細工をされていると推察「うるさい！　腹痛など気にしている場合か!?　さっさと道を戻るのだ。強行軍で遅れを取り返せ！」

　誰もそれ以上何も言わなかった。

　パブロが聞く耳持たないことは知っていたし、イラリオも人の批判はするが建設的な意見を出す事はほとんどない。

「病の兵を捨てて行くなど……」

「だが選択肢はあるまい、既に食料にも余裕が無い。連れ歩けば我々まで身動きが取れなくなるぞ」

「動けぬ傷病兵は水場に固めて置いて行こう。良い水があればある程度は生き残れるし、敵も動けぬ者達を皆殺しにする程非道ではなかろう」

　王族二人以外の顔は暗い。

　自分達は侵略軍、ゴルドニアが情けをかけずとも不思議はなかったからだ。




「敵襲！　左方向、数は……五〇程度！」

「……またか」

　最初の村を通り過ぎてから小兵力による頻繁な攻撃を受けている。

　今回も丘陵の上から矢が降り注ぎ、何十かの兵が斃れた。

「ちっ、また木っ端か！　追いかけて叩き潰せ!!」

　パブロの命に歩兵と騎兵が駆けて行く。

　しかし丘陵の稜線に消えた敵に弓は届かず、必死に丘を登り切った時にはもはや追いつけなかった。

　騎兵は距離を詰めようとしたが、丘の向こうは湿地帯になっており下手に踏み込めば身動きがとれなくなってしまうため断念する。




「またか……最初から逃げる方向まで決めて兵を伏せている。我々は誘い込まれているのだ」

　指揮官の一人が情けなさそうな声を出す。

　攻撃による損害は微々たるものだが、襲撃は今日だけで三回目、こうも横合いからチクチクと叩かれては兵の士気は上がらない。

　更に国境を越えて以来、規模はまちまちだが夜襲を受けぬ日はなく、兵達は安心して眠ることも出来ていない。

　林や丘、沼地が目に入る度に寝不足の兵達は脅えている。

　行軍速度は更に落ち、パブロがいくら怒声を上げても年老いた牛のような歩みは速まらない。




「ブルータス閣下が居てくれれば……」

「おい貴様！　今なんと言った！」

　パブロはボソリ呟いた一人の指揮官の胸倉を掴んで殴りつける。

　指揮官は倒れて鼻血を出すが、兜の上から殴ったのでパブロは自分の手も痛めたらしく顔をしかめた。

「あいつの上官たる俺が指揮しているのになんの不満がある！　次言ったら首を飛ばすぞ！」

　何を言ってもパブロは聞き入れない。

　もはや兵達は天に運命を預ける他無かった。




「隊長、何を見ているのですか？」

「空だよ。故郷の空と同じ冬の空だ」

「そう離れていませんからね」

「お前も見て置け」

「はあ……」

「これが最後になるかもしれないぞ」

　もと来た道を引き返し始めた本隊の後方から再び戦闘の音、本日四回目の襲撃だった。
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　同時刻　ザン＝ドラ　防衛司令部

「ふむふむ、概ね予想通りだね」

「逃げ損ねて捕捉され、半数を超える大損害を被ったのが第一二隊と一七隊です。一〇名以上を失った部隊は第三・六・一〇・一九の四部隊です」

「うん、一二と一七は一旦ザン＝ドラに下げて再編しよう。それ以外は隊同士の距離を詰めて連携させるようにしようか」

　損害は一〇〇名を少し超える程度、一〇倍の敵を足止めしているにしては恐ろしく少ない。

　広げられた地図の上には一から二〇まで、五〇人で編成される各部隊を模した駒が置かれ、その中心に置かれた赤く塗られた駒は敵を示す。

　斥候が張り付いているのでその位置は正確に把握出来ていた。

「そろそろ敵の先行隊が沼に当たるね。道を間違えた事に気づいて反転するから第四隊を動かして出鼻を挫こうか」

　敵の引き返す道の上に四と書かれた駒が移動する。




「あの人本当に戦場をまったく見ないで指揮するんだな」

「あんなの見た事ねーよ」

　後は待つだけとばかりに読みかけの本を広げたトリスタンを見て司令部の兵が呆れたように言った。

　だがその目に不審の色はない。

　一〇倍の敵を相手に善戦し続ける手腕を実際に見せられて文句など言えようはずもなかった。

「防衛司令、緊急報告です。敵が一部の部隊を分派し徹底した哨戒に出ているようです」

「そりゃ大変だ。こことここの部隊を動かそうかな。哨戒部隊はそれほどの兵力じゃない、うまく誘い込めば逆に撃破できそうだよ」

　言葉に反して本を片手に指示を出すトリスタンに焦燥の色は無い。

「哨戒を出すなら敵が前にいる時に出さないとね。周り全部が怪しい今出してもあんまり意味は無いね……それにしてもこの敵は本の通りだよ」

　興味深げに覗き込む兵士にトリスタンは手に持った本を開いてみせる。

「ほら、戦争での禁忌。［敵状と地形・道を把握せず侵攻する］［敵地に残された食料・水を用いる］［敵地で得た情報を精査せず信じる］……ね？　敵はやってはいけないこと全部やってるよ、楽で仕方ない」

「それでも一〇倍の敵にほとんど進軍を許していないのは司令の手腕だと考えますが？」

「敵は色々な陣形を組める程、慣れた兵士を連れていないみたいだ。縦に長く伸びた一万に五〇人で当たれば実質相手にするのは一〇〇人やそこらだからね。集まってくる前に逃げれば楽なものだよ」

「そういうものですか」

「うん、敵にとっての最善手は一直線にラーフェンまで突っ込むことだったんだよ。真正面から突っ込んでくれば一〇倍の数が生きてくる。一応ラーフェン周囲にも備えはしたけど今よりはずっと戦いにくかったよ」

　寡兵を相手にする時は小細工無用の突進が最善である事も多い。

　自身が敗れた時の事を思い出したのかトリスタンは少し嫌な顔をする。

「ま、僕もあのまま農民の国を作れるなんて思ってなかったけどね。これも運命かなぁ」

「では敵が今後戦術を変えて一目散にここザン＝ドラまで突進してくれば我々は窮地に？」

「そうだねぇ……念のため弓騎兵三〇〇ほどを残しているけど……まずかっただろうね」

　兵士がまたも不安な顔をするのでトリスタンは笑う。

「でももう遅いさ。だってほら……」

　トリスタンは考えるのをやめたとばかりに机に置かれた地図に指揮棒を放る。

　耳を澄ませば見張り台の上、兵達があらん限りの歓声を上げていた。

「もう敵には数的優位もないからね」

　稜線の向こうから真っ黒な旗が上がってきていた。

　薄く煙っているのは霧でも冬の風が運んできた砂でもない。

　何千もの馬蹄が巻き上げる土煙だった。

「時間切れだね」

　司令部に居る兵士達も窓から顔を出して旗を振る。

　マグラードから遂に領主の主力が戻ったのだ。

　自分の仕事はお終いとばかりにトリスタンは紅茶を片手に本を読み始めた。
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「ザン＝ドラで味方旗が振られています！　包囲されている様子もありません」

　セリアが嬉しそうに話す。

「トリスタンが仕事したな。ザン＝ドラは陥落を覚悟していたが、大したもんだ」

「我々が到着したからには一万やそこらの軍など問題になりません。徹底的に叩き潰してやりましょう」

「串刺しにするぞ！」

　マイラとイリジナも士気は高い。

　だがあまり過激な事を言うなよ。

「……うぅ」

　ほらセレスティナが困っている。

　彼女にとっては自分を追い出したとは言え、守るべき民だったのだ。

　特に優しいセレスティナは追い出されたのは自分が悪いと思っている節がある。

　ザン＝ドラへの道中、ギドをラーフェンに帰し、セレスティナを呼び寄せた。

　多少の時間の遅れは生じたが、トリスタンから伝えられる戦況はそれほど悲観的ではなかったし、彼女を連れて来ることは一日二日先着するよりも大きい利点があるはずだった。




「ほら、おいで」

　モニカに抱きつくセレスティナを抱き上げる。

「……兄様、モルトの兵をみんな殺してしまうのか？」

「当たり前です！　彼らは侵略軍、生きて帰れると思もがっが!!」

　追い討ちをかけるセリアの口に指を入れて止める。

　黙ったと思ったら顔を赤くして指を舐めてきた。

　最近セリアが好色になってきた気がする。

「攻めて来たのだから戦うのは仕方ない。そのままにしておいたら皆がセレスティナの父のようになってしまうからね」

「うん、でも……こうなったのは妾のせいなのじゃ。追い払うだけでは駄目なのか？」

　戦争でそんな手加減が出来るはずもない。

　だが徹底した追撃戦をしないことは出来るし、する意味も無いだろう。

「戦いだからね。それでも出来るだけ死人が出ないようにするよ。だからセレスティナも協力してくれるかな？」

　パッと明るくなったセレスティナの笑顔が眩しい。

「うむ！　もちろんじゃ！　妾に出来ることならなんでもするぞ」

　よしよしと頭を撫でて元気になった小さな太陽をモニカに返す。

　そして彼女の耳元で一言。

「戦いが始まったら天幕から出さず、酒でも飲ませて寝かせるんだ」

　モニカも宮廷侍女とは言え戦場で何が起こるか知らない訳ではない。

　普段は噛み付いてくる彼女も何も言わずに頷いた。







「……で、どうして僕まで？」

　ザン＝ドラで一晩休息した俺達は敵と決戦すべく出陣する。

　俺が到着した事で防衛軍は意味を失ったので、頑張っていた部隊は全てザン＝ドラに戻して休息、トリスタンは防衛司令の地位を失い、俺に同行している。

「防衛戦は終わったんでしょう？　ラーフェンに帰して下さいよ」

「そうはいかん。お前の仕事は最後まで見届けるのが筋だろう」

「えー、寒いんですけど」

　贅沢な奴め、中央平原の冬など連邦に比べればどうという事はない。

　それに屋根のある馬車に乗りながら何を言うのか。

「馬に乗る練習ぐらいしたらどうです!?　軍人でしょう」

「嫌です。死んでしまう」

　トリスタンの運動音痴は筋金入りだ。

　一応の儀礼として腰に刺している剣も刃は落としている。

　刃がついていても碌に使えない上に、自分の足を切る可能性の方が圧倒的に大きいからだ。

　馬に乗せた途端に落馬、しかも頭から落ちる光景が目に浮ぶ。

「それはもういい。それで特に報告はあるか？」

「はぁ……もういいですよ。敵は無駄な行軍を続け、兵力こそそれほど減っていませんが、断続的な奇襲に疲弊しています。報告した通りですが練度は低く、奇襲に対する防御陣も満足に組めない程です」

「ふむ、位置は把握しているな？」

「ええ、今は地図のここ……林を抜けているはずです。我々の奇襲に備えてゆっくりと進軍していますし、抜けるのは明日の朝までかかると思われます」

「よし、なら林を抜けた平原まで軍を進めよう。開けた場所で一度で叩く。槍騎兵と弓騎兵を小さい単位で前方に出せ、敵の斥候を片っ端から叩いてこちらの位置を把握させるな」

「いいんじゃないですか」

「貴方はまた無礼な口をきく！」

「私もそれでいいと思います」

「いよいよか！　いよいよだな!!」

　マイラも異存はないようだ。

　彼らに本物の野戦と言うのを教えてやる。







　翌日　昼

「お見えになったぞ。……酷い隊列だな」

　長い縦隊で蛇のようにやってくるモルト王国軍一万。

　街道の上を全体がテクテク歩く本当の縦隊で、左右に展開する部隊もいない。

「こちらの存在に気付いていないとは言え敵地だぞ。堂々二列で行進とは豪胆なのかアホなのか」

　まるで王都の中で凱旋式をやるような無防備な隊列だった。

「アホなのでしょう」「アホですね」「アホだな!!」

　これだと奇襲もやり放題だ。

「側面に騎兵を伏せていたらこの瞬間に決まったかもしれん」

「……申し訳ありません」

　別にマイラを責めている訳ではない。

　レオポルトならそうしていたと思っただけだ。

　それに殲滅する気はない。




「敵がこちらに気付きました……左右？　に展開しています」

「あれは左右への展開じゃない、適当に広がっただけだ」

「王国軍と歩兵隊は横陣のまま前進、騎兵は左右に展開して挟み込むように動け！」

　マイラの指示で兵達が動く。

　自慢するつもりはないがエイリヒが鍛えた王国軍、俺が鍛えた私軍は目の前のモルト軍とは時間の流れが違うのではないかと思うほど迅速に動く。

　混乱する敵に対して俺達は整然と距離を詰めていく。

　見るからに慌てている敵はとにかく前方に兵を出そうとのた打ち回っているように見えた。

　すると、敵の隊列を掻き分けるように弓兵らしき集団が現れる。

　味方に盾を構える指示を出す間もなく一斉に矢が放たれた。

「なんのつもりだ？」

　だが距離はまだ遠い。

　この距離なら弓騎兵の中でも技量の高い者がやっと届かせる程度、狙いなどまったく定まらないだろう。

　案の定矢は地面に虚しく落ち、損害はまったくない。

　味方の兵から失笑が漏れる。

「応射しますか？」

「矢の無駄だ、射程に入るまで放っておけ」




　早足で距離を詰めていく味方の兵達。

「早足ー！」

　早歩きだった味方の足が更に速まる。

　敵陣から動揺の声が漏れているような気がする。

「駆け足！」

　味方は隊列を少し乱しながら更に速度を上げる。

　既に矢の射程内、再び敵が矢を射ようとする。

「撃て」

「てーーー!!」

　機先を制して味方の弓兵と弓騎兵が一斉に斉射、彼らの遊びのような斉射とは違う、高々と舞い上がった数千の矢は放物線を描きながら敵の頭上へと降り注ぐ。

「うわぁぁぁ！」「なんだこりゃあ！」

　狙いは正確で高く上がった分威力も大きい。

　前衛と弓隊がバタバタ倒れ、隊列が一気に乱れた。

　その好機を指揮官が逃すはずも無い。

「突撃ーーー！」

「オオオオーー！」

　一斉に叫び声を上げて兵達が全力疾走していった。

　もう次の矢を撃つ暇はない。

　敵はこちらの突進を見ただけで若干押されているようにも感じる。

「来た！　来たぞぉぉ！」

「ひぃぃぃ！　母ちゃんー！」

「うわぁぁぁ」




　盾を構える敵に槍や剣を走った勢いのまま叩きつけ、一面で白兵戦が始まった。

　兵力的にもこちらが優性なので、歩兵を正面から当てて騎兵は側面に待機させている。

　敵が崩れ始めたり、陣形を変えようとすれば彼らが一気に突撃して引っ掻き回すのだ。




「さて、モルトの兵がどの程度か見せてもらおうじゃないか」

　まずは一当て、敵を知るために激突させて見たのだが。

「敵、崩れていきます！」

「あん!?」

　セリアの声に思わずマイラと顔を見合わせた。

「崩れた？　まだ衝突から五分も経っていないぞ」

「しかし現に……」

　見ればモルト軍の隊列は崩壊し、無秩序に逃げ散っている。

　逃げる兵が後ろの兵を押しのけ、倒れたものは踏まれて絶命していた。

　欺瞞でも後退でもない正真正銘の壊走だった。

「よ、弱い。なんて弱さですか」

「串刺しは……また今度か！」

　マイラが呆れ、イリジナも俺も振るおうと思っていた槍を置く。

「弓騎兵がどうすればいいか命令を待っています」

　あまりに早く崩れたので、ルナがどうすればいいか聞いてきたらしい。

　ここで追撃すれば間違いなく奴らを殲滅できるだろう。

　彼らの領土まではそれなりに距離がある。

　何日も追撃を繰り返せばそれこそ誰も帰れない状況にも出来るはずだ。




「いや、追撃はいい。踏みとどまりそうな部隊があったら矢でも射掛けて崩せ」

「そんな！　ここは一挙に殲滅すべきです！」

　セリアの言う事は正しい。

　だがモニカが誤魔化しに失敗したのだろう、さっきから悲しそうな顔でセレスティナが天幕から半分顔を出しているんだ。

「あの脆さ、ただ弱いだけでは説明がつかないね。多分、何かの理由で士気がまったくないんだと思うよ」

　トリスタンがお茶を飲みながら口を挟む。

「だろうな、あれなら今逃がしても大丈夫だ。それにあの数を皆殺しにしてしまったらモルトは崩壊してしまうかもしれない」

　敵兵は一万、モルト王国は二十万だ。

　だが兵士には養っている家族もいるだろうし、農民徴兵であれば農地の働き手でもある。

　それらが全て消えてしまえば国家として再起不能になる可能性もある。

「それでは意味が無いんだ」

　モルトをなんとかする為にセレスティナを危険な戦場に連れて来たのだから。

「戦いは……もう嫌じゃ」

　セレスティナは半泣きでモニカに顔を埋める。

　心配するな、予想通りならもう殺し合いは起きないよ。




　一方的に崩れた敵に対してこちらの損害はほぼ皆無。

　敵の方もすぐに逃げ散った事と、追撃戦をしなかった事で損害は千程度に留まっている。

　俺達はすぐさま進軍を再開し、撤退する敵を適度に追い立てながら国境線を逆に乗り越えてモルト王国内に侵攻していった。

　またクリストフは逃げる敵から適当に放たれた矢が風に乗ってひょろひょろと兜に命中、落馬して失神したが怪我はなかった。
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　余談　代役

「力を抜いてじっとしてろ。可愛がってやるから」

「領主様……私今日は卵を抱える日なんです……」

「なら俺の子を産め、覚悟はいいな？」

「あぁ……私も母に……ふ、太い！　痛いぃぃぃ!!」

「我慢しろ、すぐに良くなる」

「あぁぁぁ領主様！　お慕いしています御領主様！　素敵……大好きぃぃぃ!!」

「いくぞ！　うおおお!!」

「イクぅぅぅ!!」




　二人の叫び声が止まり、着衣のまま下着をずらされ胸を露にされたメイドが崩れ落ちる。

　甘い顔でもう一人にキスを求め、舌を十分絡ませてからベッドを落ちて頭を下げた。

「メリッサさん、ありがとうございました」

「あーうん……。満足してくれたならそれでいいけど」

　メリッサの股間にはぐっしょりと濡れた張り型が刺さっている。

　ソレは女の愛液が芯まで染み込み、どす黒く変色していた。

「メリッサさんが居なかったら御領主様がいない時間に耐えられなかったと思います。後二人お相手して欲しいと言ってる子がいるんですけど……」

「あーうん。休憩してからなら相手してあげるけど」

「良かった！　みんな御領主様がいない間、寂しくてお互いに慰めていたんですけど全然物足りなくて……それで二人とも強姦がいいらしいので無理やり襲って欲しいです。一人はお尻も犯してやってください」

「強姦……か」

「メリッサさん、本当に優しくて……それでいて格好良くて、もし御領主様に会えなかったならメリッサさんの虜になってたかも」

　きゃっ、と叫んでメイドは服を整え、顔を隠して走り去る。

　一人残されたメリッサはカップで水を飲んでから溜息をついた。

「昼にメイド三人……夜はカトリーヌとマリア……」

　がっくりと肩を落とし、張り型を引き抜く。

「どうしてこうなった……どうしてこうなったーーー!!」

　メリッサの叫びが人知れず部屋に響く。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬　戦時

　第三軍団司令官

　隷下部隊　二二八五〇

　私軍　七八八〇

　歩兵二四八〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵三九〇〇

　大砲七門

　王国軍　一個兵団　一四九七〇

　軍部下　セリア（副官）マイラ（副司令官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（守備軍司令官）ギド（重傷）

　現在地点　モルト国境

　戦果　ポートランデル陥落　マグラード軍団壊滅　ラドガルフ一騎討ち勝利　王都オドロス陥落（共同）

　　　精強なるモルト王国軍撃退








第１５９話　モルト王国侵攻③　王座奪還







「なるほどなるほど……」

　モルト王国との国境を越え、逃げる彼らに追い付かないように気をつけながら進軍する我々を散発的な攻撃が襲う。

　更に街道沿いの井戸には毒が投げ込まれ、食料は引き上げているようだ。

「お前の真似をした訳か」

「こんなのと一緒にしないで下さいよ」

　トリスタンが不平を言う。

　そうだろうな、散発的な攻撃は地形を選び損ねている。

　見通しの良い平原でこっそり近づこうとした小部隊が弓騎兵に追いまくられて、のた打ち回っている。

　更に俺達は本隊の周囲に騎兵中心の警戒部隊を散らしているので近づく前に捕捉して逆に奇襲をかける事の方が多かった。

　こちらの行軍には何の影響もないし、敵が勝手に兵力を減らしている以外の意味は無い。

「井戸も食料もなぁ……」

　食料を引き上げるのはいいが村人を残したままなので逆に彼らを飢えさせていた。

　その結果、村人はこちらに助けを求め汚染されていない水場の場所も教えてくれたのだ。

　そもそも俺達は食料を自前で持っている。

　長期遠征ならともかく、一週や二週なら輜重隊が運んでいる分で十分以上に賄えるのだ。




「ここら辺に綺麗な水はあるかい？」

「ああ……丘の向こうに綺麗な池が……あうっ！　や、やめないで下さい！　一〇年ぶり……女が……女が戻ってくるわぁ!!」

「一〇年も日照っていたのか、こんな良い女が勿体無い。ならこういうのはどうだ？」

「ひいいいーー！　太いぃぃぃ！　お乳を……乳首をつねってぇ！」

「ははは、可愛い女だ」




　この村でも一〇年前に夫を亡くした未亡人を抱いてやったら種汁と引き換えに何もかも話してくれた。

　水場の位置も貴重な情報だが、それよりも興味深い情報がある。

「やはりセレスティナは嫌われてはいないな」

「はい、これならばいけるでしょう」

　頷きながらマイラが言う。

　農村をはじめ、町でもセレスティナは特に嫌われていない。

　そもそも安定した農業国で徴兵も税の変動もほとんどないモルト王国では民にとって王政への興味は大きくない。

　少女王の戴冠や無秩序な爵位の乱発、思いつきのような外交なども民の生活には直接関わらない。

　自分達の生活に悪影響が無いなら太陽のような可愛い女王を嫌う理由が無い。

　反乱は貴族や国を憂う軍人の間で起こされただけで民は関係ないようだ。

「むしろ今回の徴兵への不満が高いそうだ。あの兄弟の評判は最悪らしい。ブルータスとか言う男も今回の遠征には関わっていないそうだ」

「でしょうね。では計画通りにやりますか？」

「そうだな、奴らはこのまま王都まで逃げていくだろう。ビアードはそれなりに頑丈な城壁を持っていたが……」

　チラリと馬車に引かれている大砲と投石機を見る。

　マグラード戦で使われ、戦後の秩序回復に大量の攻城兵器は要らないと言うことで第一、二軍団のものも借りてきたのだ。

「使わなくて済む事を願うがね」

　これらの攻城兵器は威嚇用であって切り札ではない。

　切り札は今、馬車の中でお菓子を食べ終わって昼寝中だ。

「ではこのまま追い付かないように行きましょう。……正直彼らの足が遅いので兵達は旅行気分ですよ」

「あれでも行きより速いらしいぞ？　なぁトリスタン」

「ええ、最初の行軍速度の倍以上の速度です。必死に逃げているのでしょう」

「あれで……ですか。訓練がいかに大事かわかりますね。ところでハードレット卿？」

「なんだ？」

「足元にいるその女性をどうするつもりですか？」

「どうしようかな？」

「あぁん……ハードレット様、私も連れて行って下さい。貴方の愛人にでも奴隷にでもなりますからぁ」

　足にしがみつく未亡人、一度の行為で虜にしてしまったようだ。

　なんでもするから傍に居させてと足にしがみ付いてくる。

　彼女は残す家族もいないらしい。

「なら輜重隊の馬車に乗っておけ、戦いが終わったら俺の女として連れ帰ってやる」

　大喜びで抱きつき、ズボンを下げて口奉仕しようとした彼女はセリアにつまみ出されていった。

「さて、王都まで……後少しだな」
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　モルト王国　王都ビアード

「卑怯者めぇぇぇぇぇぇ!!」

　パブロが椅子を蹴り飛ばし、剣を抜いて棚の上にあるものを弾き飛ばす。

　続いてテーブルをひっくり返そうとしたが力が足りずに持ち上がらず、代わりにメイドを突き飛ばす。

「こちらの倍の兵を持ち出すとは卑劣！　卑怯！　武人にあるまじき振る舞いだ!!」

「どっちがだ……」

　背中から浴びせられた声、イラリオかと振り返るがそこには味方の軍人しかいない。

「だれだ……」

　全員が知らんとばかりに沈黙するが、今までのように脅えて目を逸らす者はいない。

　皆がパブロから目を離さない。

「なんだ……敗北の責任が俺にあるとでも言うのか!?」

　全員が是とも否とも言わず、ただパブロを見つめ続ける。

　全員の目は明らかにそうだと告げている。

「殿下が迅速に撤退なさったお陰で敵味方とも被害が減ったことでしょう」

　一人の軍人が口を開いた。

「なんだとぉ！」

　パブロは殴りつけようと胸倉を掴むが、まったく物怖じしない視線に押されて手を放す。

　単なる敗北ならばこのような雰囲気にはならなかったかもしれない。

　だが倍の敵が現れ、戦闘が開始された途端に敗色濃厚と見たイラリオが逃走、不安にかられたパブロも後ろで指揮すると言い放って側近とともに敵に背を向けたのだ。

　元々望まぬ戦闘に狩り出された上に、散々な目にあって士気の上がらぬ兵士達。

　倍する敵を相手にしている時に司令官が逃げたとなれば隊列を維持できるはずもない。

　たちまち全隊が崩れ、怒涛のような壊走劇を演じたのだ。

　指揮官達も打つ手はなく、自分達の大半が生きて帰れたのはゴルドニア軍の情け以外に考えられないことを承知していた。

　元々王族である以外に尊敬する理由などなかったパブロに対しての呆れや失望はいまや怒りと憎しみに変わっていた。




「ゴルドニア軍、王都を包囲しつつあります！　多数の投石機が据え付けられています」

　見張りの声が静寂の中に響く。

「投石機!?　外道め、町ごと焼くつもりか！　誰か何か良い案を出せ、我が王都が焼かれるのだぞ！」

「……」

　答えは沈黙、愚かな臆病者に教える事などないのか、それとももはや打つ手がないのか。




「降伏しましょう殿下」

　聞きなれた声に全員が振り返った。

　そこに立っていたのは杖を付きながらも自力で歩けるようになったブルータスだった。

「おぉ、ブルータス！　お前ならこの状況を打開出来る……待て、今なんと言った？」

「降伏しましょう殿下、それが町と殿下が生き残るための唯一の方法です」

「馬鹿な！　降伏など情けない真似が出来るか!?　それに奴らは俺の王位を奪うだろう、モルトの王族が滅びるのだぞ！」

　数人に少しばかりの笑みが浮ぶ。

　それはこの期に及んで得てもいない王位を主張する彼への嘲笑であった。

　だがブルータスは話を進めたいのか否定しない。

「殿下、もはや彼らが殿下の王位を奪うのも王都を焼くのも容易な事なのです。この上は降伏し温情に縋る他はありません」

「いやだいやだ！　こちらはまだ八千残っているのだ！　前にお前は俺に城攻めには三倍以上が必要と言ったではないか！　まだこの町は耐えられる！」

「それは戦意に満ちている場合です。我が方はもはや……」

　絶え間ない奇襲の恐怖、食料不足と悪い水……そして敗北。

　逃げ帰った兵士が三分の一の敵を止められるかどうかも怪しい。

「勝手に謹慎を破り……ええい今度こそは処刑してくれる！　衛兵、こいつを首切り台に……」

　叫ぶパブロ、だが誰も動かない。

　降伏で何を差し出すことになるかはわからない。

　だが少なくともその中にパブロの首が含まれる事に反対する者は誰もいないだろう。




　その時、城壁近くの兵がざわつく。

　いよいよ攻撃が開始されたかと全員が息を呑むがどうやら違うらしい。

　慌てて皆が屋外に飛び出す。

「……皆、妾はこれ以上戦いとう無い！　民も兵も死ぬのは嫌なのじゃ！　お願いだから降伏して欲しいのじゃ!!」

　聞き覚えのある声に兵士達は立ちすくむ。

　城門の前に立つ少女が小さな体で涙を流しながら大声を上げていた。
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　ゴルドニア陣営

「妾は町を焼いて人を害するような事はしないと約束する。何も出来ない妾じゃがそれだけは約束する。だからどうか……どうか……うぇぇぇぇん！」

　感極まったのかセレスティナは泣いてしまった。

　最初は危険だと思ったのだが、彼女がどうしてもやりたいと言うのと血を流したくないのは俺も同じだったのでやらせて見た。

　俺は横に並べば脅していると思われるので、一足飛びで駆けつけられる場所におり、いざとなったら守ってやるつもりだった。

　だが弓を構える兵は一人もいない。

「俺からも約束する。素直に開門すれば寛大に遇する。これ以上少女を泣かせるな」

　兵達は互いに囁き合い、少女とその後ろの投石機群を見比べながら混乱していた。

　これは上手く行くかもしれない。




「貴様ーー!!　裏切り者ぉ！」

　雰囲気をぶち壊したのはパブロの大声、奴は弓に矢をつがえセレスティナに向かって引き絞った。

　放たれた矢は偶然か正確にセレスティナに向かう。

　呆然と涙目を見開く彼女の頭部に矢が迫り、小さなおでこに矢尻が当たり……そのまま停止した。

「ギリギリだったな」

　矢は俺の手の中にある。

　しっかりと掴んだ矢はセレスティナのでこに触れた所で止まっていたのだ。

「陛下ぁ！」

　飛び出したモニカがセレスティナを抱き締め俺を睨む。

「あぁ……お顔にお怪我は!?　傷はない……良かったぁ。陛下に何かあったらモニカは死んでしまいます!!　ハードレット卿！　貴方がこんな危険な所に連れ出すからです！　あぁ陛下、怖かったですね、あちらでお菓子を食べてお昼寝しましょう、モニカが面白いお話を聞かせて差し上げます。目が覚めたら嫌なことは全部忘れていますからね」

　一気に捲くし立てるモニカ、そんな風に扱うから世間知らずになったんだろうに。




　壁の上でも騒ぎが起きていた。

「うわ！　何をする、やめろ！」

「この馬鹿！　もう限界だ！」「子供に矢を射るような奴は屑だ！」「縛りあげてしまえ!!」

　兵士達が矢を放ったパブロに飛びかかり、弓を奪って押さえつけたのだ。

「終わりですね。横暴と敗北、止めは平和を訴える健気な少女へ矢を射る」

　危険がなくなったと見たのかトリスタンが前に出てきた。

「そうだな」

　王族に襲いかかって拘束する。

　それは兵士達による明確な反乱であり、こうなってはもう草原を走る火の様に燃え広がる。

「門が開きます」

　騒ぎが起きていない所を見ると開門に抵抗する兵士はいなかったのだろう。

　ゆっくりと門は開き、俺達を迎え入れる。




「セレスティナ陛下、お怪我はありませんか？」

「大丈夫なのじゃ」

「俺達……何と申して良いのか……」

「妾も悪かったのじゃ気にするでない」

「この上は死んでお詫びを！」

「やめるのじゃ！　妾は泣いてしまうぞ！」

　俺は馬に乗ったままセレスティナを肩車して歩くと周りから次々と声がかけられる。

　唯でさえ高さのあるシュバルツの上で肩車する事によってセレスティナの姿は多くの兵や民に見えるだろう。

　反応は一様に好意的でとても反乱で追い出された元王とは思えない。

　反面パブロは縄で繋がれて引っ張られていた。

　さぞ悪態を付くだろうと思ったが兵の反乱に脅えてしまい、真っ青になって一言も発せないようだ。

　因果応報だ、諦めろ。




　セレスティナを伴って王宮内に入ると近衛兵が周囲にやってくる。

　槍を構え直すが、彼らは俺達を守るように周囲に並ぶ。

「ふに……ありがと……なのじゃ」

「不忠を咎められこそすれ、礼など勿体無く存じます」

　泣きながら笑うセレスティナに近衛兵の顔がだらしなく緩む。

　警備としてはどうかと思うがモルトはこれぐらいの方がいいかもしれない。

　元々戦いに向いた国ではないのだろう。

　王宮内を進み、王座の間に出る。

　そこにはブルータスとイラリオが膝を折って跪いている。

　声をかけたそうなセレスティナを制して進ませ、王座に向かわせた。

「はう……」

「さあ、座るんだ」

　俺に促がされ、セレスティナはゆっくりと王座に座る。

「セレスティナ陛下！　万歳！」

　大臣らしき人物が大きく手を上げた。

「セレスティナ陛下ご帰還万歳！」

「モルト王国万歳！」「女王陛下万歳！」

　王宮で始まったセレスティナを称える声はやがて町全体に波及し、ビアード全体が大歓声に包まれていく。

「半分以上自演ですが」

　何しろこちらの兵だけで二万を超える。

　人口二万のビアード市民より多いのだから誘導すれば簡単なのだ。

　だがそれは言うんじゃない。




「表に出る」

　セレスティナは立ち上がると俺の手を引いて外に出ようとする。

　まだ全部を掌握出来たかどうかわからないのだが、彼女は小さい手で精一杯俺を引いていく。

　そして民や一般の兵が集まっている王宮前の広場に出た。

「皆、聞いて欲しいのじゃ」

　大歓声は彼女の言葉を聞こうと小さくなっていく。

「妾は以前も王だった……でも駄目だった……そのせいで父様も……爺も……」

「申し訳ありません」「我々が愚かでした」と声が飛ぶ。

「皆は悪くない。妾が愚かで子供だったからなのじゃ」

「パブロよりマシです」「可愛いは正義！」やはり好意的だ。

「妾は兵も民も恨んでいにゃっ！　いないのじゃ。王家の喧嘩に巻き込んで悪かったのじゃ！」

　セレスティナは大きく頭を下げる。

　民と兵から歓声とも悲鳴ともわからない声が上がった。

　王が平民に頭を下がるなど前代未聞だ、だがこの少女ならなんとなくわかってしまう。

「頭をお上げ下さい陛下！」「我らは陛下をお恨み申し上げていません」「心優しき女王に栄光あれ」

「これからのモルト王国に繁栄あれ」「可愛い少女ハァハァ」

「これからは新しい兄様……はーどれっと殿の力も借りて……頑張るのじゃ!!」

「オオォォォーー！」

　本来、繁栄や施しで掴むべき民の心を言葉と仕草だけで掴んでしまった。

　この資質は努力で得られるものではない、大したものだ。

　それと衛兵、最後に叫んだ奴の顔を覚えておけ、何かやらかすかもしれん。




　こうしてモルト王国の一件は決着し、セレスティナは王位に戻った。

　だが全て片付いたわけではない。

　目の前には縄を打たれ、正座させられているパブロとイラリオ、そしてブルータスを始め、反乱に加わった軍の指揮官達が並んでいる。

　優しいセレスティナに任せれば皆放免してしまうだろう。

　彼女の代わりに鬼になる役が必要なのだ。
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　余談　民の歓迎　　少し前

「御領主様ぁ！」

　モルト王国の侵略軍を粉砕してすぐ、野営の準備をしていると若い女の声が聞こえた。

　振り返ると避難していた農民の娘のようだ。

　止めようとする護衛隊を制する。

　若い女が近くに来るのは喜びしかない。

　俺の胸に抱きついた彼女は一五、六と若い。

「怖かったよう！　森に逃げて……目の前を敵が通って……やっと領主様が来てくれたぁ」

　よしよしと頭を撫でてやる。

　泣き止まないので顎を上げて唇を奪う。

　更に舌を入れて口内を嘗め回し、胸を触ってみる。

「あ……領主様？」

「すまん、可愛い女を見るとつい……な？」

「可愛い？　えへへ……噂通りなんだぁ」

「ゴホン」

　咳払いに振り返ると中年の男女と子供が二人、この女の両親と兄妹か。

　母親の方はあらあらと笑っていたが父親は複雑そうな顔をしている。

「大事なかったか？」

「はい、家族は皆無事でした……でも奴らが家を焼いてしまって」

「戦いが終わったら建て直してやる。それまでは天幕をやるからしのいでくれ」

　なに、死ななければどうにかなるさ。

　アドルフの仕事が増えるだけだ。

「それでその……娘なのですが……」

「む、すまん」

　無意識に乳を丁寧に愛撫していた。

　彼女は表情をとろけさせて喘ぎ始めている。

　親元に帰そうとしたが腰に抱きついて離れない。

「も、もう少し……宜しければ領主様の天幕でお話を……」

「デ、デニス？　何を言っているんだ？」

　明らかに夜の誘いだ。

　動揺する父親の前に母親が出た。

「いいわ、一晩ゆっくりお話してらっしゃい」

「お、おい！」

「いいのか？」

「デニスも一六、そろそろ男を知ってもいい歳。領主様は相当に女の扱いが上手いらしいのだからこれ程の相手はいませんよ」

「しかしだなぁ……」

「ありがとうママ！　いこっ御領主様」

　頑張ってらっしゃいと手を振る母親と最後まで複雑な顔の父親。

　まぁくれると言うなら遠慮なく頂こう。




「きゃあああ！　太いぃぃぃぃ!!」

　奇をてらわず正常位でゆっくりと肉棒を差し込むとデニスはのたうつ様にもがく。

　だが華奢な女の上に俺がしっかり乗っているので肉棒は到底外れない。

「暴れると痛いぞ。ほらキスをしてやるから」

「んんっ！　んん……ん……」

　本日何度目かのキスで落ち着かせる。

　既に丹念な愛撫をしているので女の中はしっかり濡れている。

　穴が小さすぎるのだ。

「領主様ぁ……大きすぎるよぅ」

「すまんね」

　言いながら少し腰を進める。

　先端に柔らかい行き止まり、多分処女の証しだろう。

「私、壊れない？」

「大丈夫、女の穴はその為に出来ているんだからな」

「うん、領主様に任せます。出来れば喪失の時、耳元で……」

　俺はデニスを全身で抱き締め、腰を思い切り押し出す。

　そして耳元に口を寄せた。

「愛しているよデニス」

「ああっ！　い、痛い！　でも……幸せ!!」

　ブチリと処女を失う音、そして痛みの絶叫、だが彼女の顔は喜んでいる。

　耳元で愛を囁かれると女はたまらないようだ。

「お腹が盛り上がってるぅ！　うそ……こんなところまでチンチンが入ってるの!?」

「そうだ、ここにある子袋に向けて種を撃ち出すんだよ」

「穴が裂けそう……領主様……お腹が苦しいよぅ」

「なぁに女は赤子をここから産むんだ。少しぐらい広げておいた方がいいぞ」

　首筋に舌を這わせ、甘く噛む。

「ひん！　なんかぞわぞわする……」

「ぞわぞわに身を任せろ。そうすれば女の悦びが待っているぞ」

　夜は長い、楽しもうじゃないか。




　翌朝

「おはようママ、パパ」

「あら……デニス雰囲気変わったわね？」

「うふふ、そう？　あたしも大人になったよ～」

「い、痛みはないか？　乱暴されなかったか!?　穴は……」

「パパうるさい」




　母親とデニスは和気藹々としているが、父親だけは俺に少しだけ敵意のこもった視線を向ける。

　確かに昨日娘が抱かれていたと考えると当然だろう。

　紙を取り出して一筆書いておく。

「家を建て直す時はこれを見せてやれ」

　処女の礼に蔵つきの少しばかり豪華な家を建ててやることにする。

　父親と話す後ろで母娘の会話が聞こえてきた。




「で……どうだったの？　有名な領主様のアレ」

「腕よりちょっと太くてこんぐらいの長さだったよ」

「うそよ！　そんな太くて大きいのあるはず……」

「本当だって！　しかも硬くて先っちょ張ってるの」

「すごい……噂通りなのね……痛くなかった？」

「痛かったよ。でも胸とかアソコとかいじられるのが気持ちよくて……蕩けてたから」

「愛撫も上手いのね……」

「最後のお汁がね、びゅびゅーって出るの。お腹が膨らんでいくのよ」

「すごい巨根に床上手、しかも種汁も山盛りか……あぁ私もデニスぐらいの歳だったらなぁ」

「何言ってるのよ。ママにはパパがいるじゃない！　……ちなみにパパのってどれぐらい？」

「……これぐらいね。すっごく興奮してもこのぐらい」

「ちっさ！　そんななの!?」

「別に小さく無いわよ！　領主様のがすごいだけ、デニスも恋人作るとき領主様を基準にしたら駄目だからね？　そのサイズと種汁の量だとオークが相手になっちゃうわ」




「母さん？　デニス？」

　父親の悲哀は深い。
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　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬　戦時（終了）

　第三軍団司令官

　隷下部隊　二二八五〇

　私軍　七八八〇

　歩兵二四八〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵三九〇〇

　大砲七門

　王国軍　一個兵団　一四九七〇

　軍部下　セリア（副官）マイラ（副司令官）イリジナ（指揮官）

　ルナ（弓騎兵指揮官）ピピ　トリスタン（ｚｚｚ）ギド（リハビリ中）

　現在地点　ビアード

　戦果　ポートランデル陥落　マグラード軍団壊滅　ラドガルフ一騎討ち勝利　王都オドロス陥落（共同）

　　　精強なるモルト王国軍撃退

戦争編は終わりになります。

これから少し平和になりますが、主人公個人の戦闘話は入れる予定です。










第１６０話　モルトの未来　♯







　モルト王国との戦いは終わり、王位に戻った彼女と俺の間で講和が締結された。

講和と言っても特に交渉も無く、こちらが用意した条件にセレスティナがサインをしただけだ。

王都に二万の軍が入っている状況では文官達も最早何も言う事は出来ない。

　侵略の責任者、パブロ・イラリオの兄弟とブルータス一派をこちらに引き渡す事。

彼らの財産を全て俺に差し出し、領地は王家が買い取る形で軍費と賠償金とする事。

一時凍結していた交易を再開する事。

　この条件を伝えた途端、悲痛な顔を並べていた文官達が思わず「こ、これだけですか？」と呟いた程の甘い条件だ。

　だがこれも最初からレオポルトと決めていた事だ。

モルト王国にはこれと言って産業はなく、農業のみの国だ。

交易で穀物が入る以上、わざわざ領土を割譲させる意味はない。

　兵の頭数を揃える意味での人口もあまり意味は無い。

「……そもそも民の気質が戦には向いていません。まして占領地となればとても戦力として期待は出来ないでしょう」

　というのはマイラの弁だ。




　それに密約……セレスティナ個人と交わした約束がある。

その内容を知れば文官は皆引っくり返るだろう。




　条約に署名した夜の事だった。




「兄様、一緒にお風呂に入るのじゃ」

「あぁわかった」

　ビアード王宮の広い風呂、湯に入っているのはセレスティナと俺だけだ。

普段は侍女やモニカも一緒に入るらしいが今日は自重させている。

　大きな浴槽の中心に俺が胡座をかき、その上にちょこんと可愛いセレスティナが乗る。

逸物の上に尻を乗せられているがさすがに一〇の少女に膨らみはしない。

肌を密着させて、ただ頭を撫で続ける。

するとセレスティナがぼそりと話し始めた。

「妾は怖いのじゃ。妾が馬鹿だったせいで民も死んだ……兄様にもいっぱい迷惑をかけてしまった……妾はこれから王としてどうすれば良いのじゃ……」

　涙目で俺の胸に顔を埋めてすすり泣く。

この姿を侍女に見せる訳にはいかないな。

「ノンナやカーラ達が羨ましい。兄様に守ってもらえて」

　セレスティナは王位についた以上、ずっと俺の傍にいる訳にはいかない。

「あいつらは俺の女、男は自分の女を守らないとな」

「むー……妾は兄様の……」

　何かを思いついたようにセレスティナの顔に笑顔が戻る。

「兄様！　兄様のちんちんをペロペロしても良いか？」

「あん？」

　変な声が出てしまった。

彼女は何を言っているのだろうか。

「妾も兄様の女になれば守ってもらえるのじゃ！　女になるにはちんちんに色々すると聞いたぞ」

　教えた奴は誰だ。

おおかた口の減らないメイドがモニカの隙を見て妙な事を吹き込んだのだろう。

それか性に恥じらいの少ないレア辺りか。

「妾のここは小さいから兄様のは入らぬ、じゃから口でぺろぺろするのじゃ！」

　セレスティナはそう言って俺の膝から降りて向かい合い、湯の中の逸物に手を伸ばす。

「うー、湯の中では目が開けられない。こっちに……」

　俺は風呂場の縁に腰かけさせられ、足の間にセレスティナが入ってくる。

一〇の少女に男を教えるのはどうかと思うが、肉棒を舐めさせるぐらいなら問題ないか。

後何年もすれば必要になる事、少し早いが教えてしまおう。




「ふに……どうすればよいのか……」

「まず両手でモノを掴むんだ。そうだ、口に含むのは難しいだろうから先っちょを舌で舐めてくれ」

「こうふぁ？」

　小さな舌がチロチロと柔らかい肉棒の先端を這う。

合っているか気になるのだろう、上目遣いにこちらを見ながら必死に舌を使っている。

まだ勃って居ないとは言え、肉棒と彼女のサイズ差は大きく、掴んでいると言うよりも抱えているように見えた。

「ん、いいぞ。余裕があれば先端の穴を重点的に頼む。舌を尖らせて入れても嬉しい」

「うむ！　わふぁった！」

　言った通りに尿道周辺を集中的に刺激し、尖らせた舌が中に入ってくる。

「おぉ、結構いいな」

　セレスティナにはなかなか奉仕の才能がある。

何も言っていないのに片手で逸物を抱きかかえ、先端を舐めながらもう片方の手で玉を握ってきた。

小さな手に俺の玉は少し余るが、それでも少しの痛みが快感に変わる。

「あぅ、膨らんできたのじゃ……」

「気持ちよくなって来たんだよ。それにセレスティナが可愛いからな、次は潜り込んで竿を舐めてくれるか？」

「こうかの？」

　勃ちあがってきた肉棒を下から舐め上げられる。

少女が自分の顔ほどになった肉棒を上目遣いで舐め上げる様はなんとも淫靡だ。

童女趣味の無い俺だがこれはたまらない。

「良くなって来たよ。両手で擦りながら先端を舐めまわしてくれ」

「うん」

　小さな手がずりずりと肉棒を擦り、先端では唾が先走りと混じって粘着質な音がする。

だが非力な彼女では刺激が弱い。

「もっと激しく擦っても大丈夫だ。少しぐらい爪が立ってもいい刺激になる」

「本当に？　痛くない？」

「あぁ、セレスティナが可愛いせいで硬くなってるからね」

「本当に硬いのじゃ。まるで石のよう……こんな硬いのをノンナやメイドに入れていたのかの」

　他の女との情事を覗かれていたらしい。

　ぎゅっと爪を立てて力強く肉棒を掴み、むしゃぶるように吸い付く少女の口奉仕、まだまだ未熟すぎる性技だが小さな手と唇の感触、上目遣いに微笑む幼い容貌に背徳的な快楽が沸き上がる。

「んむ！　玉が動いて脈打っているぞ!?」

「種が……上がってきたんだ……う……出そうだセレスティナ、浴びてくれ！」




　さすがに口の中に出せば抵抗があるだろうと考え、口を放させて頭を掴み自分の手で肉棒をこする。

いよいよ先端まで届いた精が飛び出る瞬間だった。

「陛下？　お風呂にあまり長く浸かっていては…………ひいいぃぃぃぃぃぃ!!」

　長風呂を心配したモニカが入ってきてしまった。

その瞬間に精は噴き出し、セレスティナの顔から胸一面が白濁に染まる。

「うおおお！」

「わっ！　なんじゃこれは！　熱くて……ねばねばして……変な臭いがするぞ」

「へ、へ、陛下に！　汚い男汁を！　あ、あわわ！　あばばばばば!!!」

　濃い種汁をかけ終え、俺は一息ついて湯船の中に身を沈める。

「ふー、良かった。気持ち良かったよセレスティナ」

「うむ、妾も兄様が気持ちよくなってくれて嬉しいぞ！　それにしても珍妙な汁じゃの……ずず……うぇ、まずいのじゃ」

　子供には少し早い味かもしれない。




「くかーー!!」

　床にへたり込んでいたモニカが絶叫した。

「不埒者！　子供趣味の変態！　衛兵！　この罪人をひっ捕らえて……」

　おいおい、今王宮に詰めているのは俺の指揮下の兵だぞ。

「やめるのじゃモニカ」

「陛下はだまされておいでなのです！　この悪漢に騙されて汚らわしい男のモノを咥えさせられるなど……目を放した私の失態！」

「兄様に無礼を言うでない！　妾が望んで兄様のちんちんをペロペロさせてもらったのじゃ」

　かくんとモニカのあごが落ちる。

こいつは見ていて飽きないな。

個性の強い俺の愛妾達と比べても見劣りしない強烈さだ。

「何故そんな淫婦のような愚行を!?」

「妾はまだ子供じゃ、きっと民を守る力もない。だから兄様に守ってもらいたい。その為には兄様の女になればと思ってのう……それにいやらしい事にも興味が……いやなんでもない！」

「しかし！　「それでじゃ！」はい？」

「妾は兄様もモニカも大好きじゃ。二人にもっと仲良くなって欲しい。じゃから……」

　モニカの顔が青くなり、俺の肉棒が期待にまた膨らむ。

「モニカも兄様に抱かれるのじゃ！」

「いいぞ」

「いやぁぁぁぁ!!」







「うう……陛下の命だから仕方なくですからね！　誤解の無いように！」

「任せろ、気持ち良くしてやる」

「だからそういうのはいいんです！」

　少々のぼせ気味のセレスティナが湯船の外にうつ伏せになって縁に肘をついてこちらを見る中、仰向けに寝た俺と、いきり立って湯から頭を覗かせている逸物を掴み、自らの穴に導こうとしているモニカ。

　嫌々と言いながら愛撫を抵抗せずに受けた彼女のソコは十分に湿っている。

モニカは過保護だがセレスティナには絶対服従、抱かれろと言われれば拒否できないらしい。

「あぁ……私の処女が……」

「大丈夫、いい思い出にしてやる」

「兄様に身を任せるのじゃ」

「く……お恨み申し上げますよ陛下……あぁっ！　太い！」

　一思いに挿入するつもりで腰を落としたモニカだったが処女の穴には太すぎるのか思うように入っていかない。

痛みも感じているようだしこのままでは生殺しだ。

「手伝ってやる。力を抜いていろ」

　よく見ればモニカは柔らかい胸と尻を持っている。

それでいて腰はくびれ、引き締まっている感じではないが女としての魅力に溢れていた。

しかも二二になって未だに処女と言うのも興奮を誘う。

逸物が早く中を味わわせろと催促しているのだ。

　くびれに手を添えがっちりと固定する。

「あっ！　や、自分でやりますから！」

「遠慮……するな！」

　腰を固定したまま腰を突き上げて処女穴を蹂躙する。

膜のか細い抵抗は無残に破れ、中ほどまで一気に入り込んだ。

「きゃあああ!!　太い！　長い！」

　仰け反ったモニカの太股ががくがくと震えて力を失い、更に奥深くまで肉棒が入り込む。

「柔らかい、からみつくいい穴だ」

　味わうように腰をゆっくりと回す。

処女喪失の痛みからか引きつるような締め付けがあるが、全体的に筋力に乏しい身体は柔らかい刺激を与えてくれる。

「モニカもこれで兄様の女になったのじゃ！」

「ううぅ……もうお嫁にはいけません。責任とって下さいよぉ」

　勿論だ。

体の奥底まで男を教えて込んでやるし、望めば子も産ませてやろう。

「今は楽しもうじゃないか」

「きゃあ！」

　モニカの腰から手を放し、腰の力だけで跳ね上げる。

悲鳴を上げながら手を付こうとする彼女だが、裸の俺の胸以外に乗せられる所はなく不安定な姿勢のままゆっさゆっさと前後左右に揺らしてやる。

　何度も左右にずれ落ちそうになるが、肉棒が深く刺さって肉傘が食い込んでいるので少々の事では落ちはしない。

モニカ程度の体重ならば肉棒一本でも十分支えられる。

　倒れないと分かっていても不安定な姿勢は怖いのか、モニカは必死に掴まる場所を探す。

そこに俺は両手を差し出す。

「あ……うぅ」

　腕を掴もうとした手は振り払う、そうじゃないんだ。

やがて意図に気付いたモニカはむすっとした顔のまま開いた手と手を重ねてきた。

　指を絡めあって手を繋ぎ、騎乗位で腰を振る。

もはや嫌々とはとても言えない、愛し合う男女の行為にしか見えなかった。

「どうだ？　気持ちは盛り上がってきたか？」

「ずるいです……この繋ぎ方は愛し合う男女の間で……」

「俺はお前を愛しているぞ」

「嘘を言わないで下さい！　そんなの初めて聞きました！」

「今から愛し始めたからな」

「どうせ愛は沢山あるのでしょう？」

「もちろんだ。でも小さくはないぞ？」

　モニカはしばらくジトっとした目で俺を見つめた後、ゆっくりと目を閉じる。

いよいよ完全に俺を受けいれるつもりになったらしい。

腰の動きを緩めて身を倒してくる彼女と手を繋いだまま口付けを交わす。

「モニカ……羨ましいのう……妾もちんちんをココに入れたい」

　セレスティナに挿入したら多分女の穴と尻の穴が繋がってしまう。

いや、だがピピに入ったのならあるいは……。

　妄想に肉棒が一段と膨らみ、モニカが悲鳴を上げた。

手はしっかりと繋いだまま体を少し倒させて乳を吸う。

腰の動きを大きく変えてより刺激を強くし、かつ行為中に掴んだモニカの弱点をこすりあげた。

「あはぁ！　な、なんでそこを……」

　知っているのか？

と言う前に更に突きあげて言葉を嬌声に変える。

「自慰の時にいじっているんだな、ここが……好きだな？」

「ひいい！　どうしてばれちゃったのぉ……」

　伊達に女をたくさん抱いてはいない。

このまま昇天させてもいいが、どうせなら自分から貪ってほしい。

俺は腰の動きを再び小さく変える。

「え？　なんでやめちゃうのですか？」

「自分でイイ場所をこすって感じるんだ」

「……ずるい」

　いいながらモニカは絡めた手の片方を放し、後ろに仰け反って俺の足に手をかけて腰を激しく動かす。

「ん！　ここっ！　あっあぁん！　んっんっんあぁ!!」

　イイ所がこすれているのだろう、嬌声はどんどん大きくなっていく。

　やがてコツを掴んできたのか手で自分の尻を押えて押し込むような動きに変えて、更に強烈な刺激を貪っているようだ。

ぶるんとモニカの全身が小さく痙攣した。

いよいよ達するようだ。

「いつでも好きな時にいけ。合わせて出してやる」

「んあああ！　中はだめです！　妊娠はまだ……んおぉ！」

「ならイったら抜いてくれ、あんまり上に乗っかっているとそのまま出るぞ」

「あう！　はううう！　来る来ちゃうよ！」

　モニカは涎を垂らし、髪を振り乱しながら最後の動きに入り、やがてストンと腰を落とし、俺を限界まで受け入れて前のめりに崩れ落ちた。

激しい呼吸に断続的な締め付け、興奮の証しの大きくなった乳首と肉豆が体に当たる。

さすがに俺も射精したくなってきた。

「いきそうだ、妊娠が困るなら抜くんだ」

「は、はい……あれ？　ええ？　そんなっ!?　だめっ!?」

　ゆっくり腰を上げようとしたモニカだが逸物が抜けない。

俺を興奮させすぎたせいで、中でより大きくなった逸物の肉傘が矢の反しのようになって穴に食い込み抜けなくなったのだ。

「ちょっと、なんで!?　太すぎて……抜けないです!!」

「モニカ？　兄様の子が欲しいのか？」

　そして抜こうとする動きはそのまま肉棒への刺激となって射精直前の逸物が更に膨らむ。

「あぁ……気持ちいいぞ。そんなに子種が欲しいのか？」

「違います！　このっ！　えいっ！」

　必死に抜こうとするモニカだが、昇天直後で力が入らない事もあってうまくいかない。

そしていよいよ肉棒が最後の痙攣をし始めた。

「出るぞ……」

「だめです！　堪えてください、出さないで!!」

「悪いが手遅れだ、諦めてくれ」

　騒ぐモニカ、だがまったく抜けず、俺が肩を抱いてゆっくりと体を倒させた所で諦めたのか大きく息をついて力を抜いてしまった。

「うぐっ」

「あっ……」

「わっ、びゅるびゅるとすごい音じゃ」




「おぉぉぉ……」

「あぁぁぁ……」

「びゅーびゅーちんちんが脈打っておる。あはは面白いのう」

　モニカの腹が膨らみ、種を発射して役目を終えた肉棒が萎えて穴から抜け落ちる。

途端に大量の種が逆流し、彼女の腹が元の大きさに戻っていった。

「……出てしまったな」

「うぅ、孕んじゃう……」

「モニカが兄様の子を身ごもったら妾も嬉しいのじゃ」

　たっぷりと射精し元の大きさに戻った肉棒をモニカの前に突きつける。

一瞬驚いた彼女だったが何を求めているかわかったのだろう、頬っぺたを膨らませてから肉棒に舌を這わせ始めた。

横からセレスティナも参戦し、二人の舌が汁にまみれた肉棒を綺麗にしてくれたのだった。




「セレスティナ、モニカ、お前達は今日から俺の女だ。一緒には居れないがいつでも助けてやるよ」

「期待してます」「約束なのじゃ」

「それでセレスティナ、お前は国の事で分からない事はあるか？」

「……何も分からないのじゃ。爺と父様が全部やってくれていたから」

　一瞬浮ぶ悲しそうな目、王位は戻ったが親しい人は戻らない。

俯いてしまった彼女の首筋にキスをしてゆで卵のような尻を撫でる。

女として扱われたのが嬉しいのか少しだけ表情が緩んだ。

　未だに不満げなモニカも抱きよせ乳を揉み解す。

拍子にセレスティナの頭の上に萎えた逸物がドテっと乗ってしまった。

「あん……あっ陛下になんて狼藉を……いえ、今更ですか」




　セレスティナとモニカ、新たに得た女達を守る為に確認すべきことがあった。

　まず外交はわかっているのだろうか。

「外交？　隣の国と仲良くする事か？　喧嘩は嫌じゃ」

「そうです平和が一番です」

　セレスティナとモニカが口を揃える。

隣国にもセレスティナがいればそれで上手くいくんだろうけどな。




　軍事……これは望み薄い。

「戦は嫌いじゃ」

「野蛮な事は陛下に似合いません」




　まぁそうだろう、貿易はどうだろうか。

「計算……苦手なのじゃ」

「ゆっくり覚えていきましょうね」




　次は徴税辺りかな。

「税金？　なにそれ？　美味しいのかの？」

「陛下は知らなくていい事ですよ」




　爵位の乱発もしていたな。

「ふにゅ……良い事をした人には褒美を上げたくなったのじゃ」

「ご立派です。本当に優しいお方です」




　法令は何か出したか？

「ほーれい？」

「陛下にはまだ難しゅうございます」

　よくわかった。

　風呂から出た俺とセレスティナは密約を交わす。

　一つ　モルト王国は全ての外交活動をハードレット伯爵の助言と承認の元に行う

（以下モルト王国を（モ）ハードレット伯爵を（ハ）と略称）

　一つ　（モ）軍の編成、配備は（ハ）の助言の元に行い、戦時には共同で当たる。

　　　　　但し全体指揮は（ハ）が執るものとする。

　一つ　（モ）が行う全ての貿易は（ハ）に報告する事。

　　　　　また両国間の貿易は常に他国より優先するものとする。

　一つ　（モ）国内の税率は人頭税・収獲税共に事前に（ハ）に報告し、その承認を得てから徴収する。

　一つ　（モ）が叙爵、陞爵する時、または爵位を剥奪する時は（ハ）の承認を得ること。

　一つ　（モ）が法令を制定するには（ハ）の承認が必要とする。

（ハ）が重大と判断した事件には（ハ）は事件を担当する裁判官を派遣することが出来る。

　これでよし。







思った以上に早くセレスティナの基盤は安定した。

次は旧トリエア王都トリスニアに向かわないといけない。

マグラード王族と逃走した旧トリエア王国の貴族王族達の裁判が行われると連絡が入ったのだ。

　俺はすぐにラーフェンに戻りたかったのだが、案の定王家の降伏後もマグラード領では領地貴族や農民達の反乱が頻発していており、現地の軍を容易には戻せない。

しかし裁判が行われるトリスニアは政治的な意味でもゴルドニア兵で埋め尽くす必要があったので、南方にいる俺が率いる一個兵団一万五千がなんとしても必要となったのだ。




　兵を率いてモルト王国を去る日、最後まで俺にひっついて追いかけて来るセレスティナをビアードの民も微笑ましげに見ている。

「いつでも妾に会いに来てくれ！　待っておるのじゃ！」

　小さな手をぶんぶんと振り、少しでも目立とうと小さく跳ねる。

「もちろんです陛下」

「むー、セレスティナでいいのにー」

　民の前で王を呼び捨てて頭を撫でる訳にはいかんだろう。




「陛下のあんなに嬉しそうな顔初めて見たぜ。なんて愛らしいんだ……」

「ハードレット卿を本当にお慕いしているんだな……俺も陛下に頼られる存在になりたいぜ」

「だ、だめだ！　陛下への愛が止まらない。心が爆発しそうだ！」

　セレスティナへの民衆の感情はやはり悪くない。

一方、軍の狼藉を許さず、民に被害も出なかったためか俺への反発もほとんどない。

密約はセレスティナとごく一部のものしか知らないからな。




「あれがハードレット卿？　セレスティナ陛下を助けて頂いたのよね」

「パブロ・イラリオ殿下よりずっとしっかりしているわ。それに無体の噂も聞かないし」

「なんでも北部では有名な将軍らしいわよ」

　中央平原は南北での交流は薄く、噂もあまり広がっていないようだ。

こちらの方が楽でいい。

「なんて呼べばいいのかしら？　ハードレット様？」

「ゴルドニアの将軍様？」

「北からいらっしゃったから……」

「北の……」「将軍様？」

「とっても偉大な方らしいわよ？」

「偉大な……」「北の」「将軍様!?」

「「「偉大な北の将軍様、万歳！」」」

　一部の民は俺にも声をかけてくれるが何故か釈然としない。

愛想に手を振っておこう。




「エイギル様」

「どうしたセリア？」

「モニカさんを食べましたよね？」

「わかるか？」

「……彼女からメスの匂いがしてきました」

「結構いい女だったぞ」

「それでその……セレスティナ陛下からも……少しするんですけど」

「……」

「やっちゃったんですか？　あんな子供を？」

「入れてないさ」

「でも舐めさせた？」

「……まぁな」

　セリアは自分の胸や尻をぺたぺたと触る。

既に彼女の体は女として成長している。

「若い女に押しのけられていく感覚……年増のメルさんの気持ちがわかりました」

「お前絶対に本人に聞こえる所で言うなよ？　血を見るぞ」

　俺達二人だけの秘密、だがこの時イリジナに会話を聞かれていた事に気付かなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万人　重要都市　ラーフェン 一万八千人　リントブルム 三千人

麾下軍　二三六〇〇

私軍八六〇〇　王国軍一万五千

財産　集計中

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（覚えたて）クロル（覚えたて）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）

セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（激務内政官）ギド（病床）トリスタン（ｚｚｚ）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

経験人数一四〇人　産ませた子三一人

再開です。










第１６１話　トリスニア裁判







　トリスニア　元王宮




「マグラード王、グージス二世に相違無いか？」

「……いかにも余がそうである」

　豪奢な服装のまま、マグラードの王は苦虫を噛み潰したような表情で声を絞り出す。

　彼の前にはゴルドニア王、艦隊に随行していたオルガ連邦の大使、そしてエイリヒやケネスが囲み、威圧するような視線を向けていた。

　俺も正面では無いが横に席を用意されている。

　セリアは入れないらしいのでマイラを補佐として隣に置いていた。

　先ほど太股を軽く撫でたら敵のような目で見られたので自重させられているのだ。

「貴殿はゴルドニア並びにオルガ連邦に道義無き戦を仕掛け、その兵士や無辜の民を殺した。相違ないか？」

「何を馬鹿な！　戦を仕掛けたのはゴルドニアではないか!!」

「その発端はトリエアとの戦争への介入に発する！」

　マグラード王に厳しい言葉をかけているのは司法長官の何某伯爵だった。

　本来は他国とは言え、王族には跪く立場で声を荒げることなど許されないはずだ。

「更に貴殿は臣民に他国への敵愾心を植え付け、無意味な抵抗を……」

　確かにマグラードがトリエアとゴルドニアの戦争にちょっかいをかけたのは事実だ。

　だが一度停戦を挟んでいる以上、その後の戦争の直接要因とは言えないだろう。

　本来ならばマグラード側にも相応の言い分はあるはずだ。

「またストゥーラ共和国に対しても野蛮な武力を背景に横暴にも併合を迫り……」

　だがこれは公平な裁判ではない。

　全ての責任はマグラード王家にあると決定する為にする茶番、吊るし上げだ。

「故に本法廷は貴殿の罪は追放によっても償えず、死をもってするより他なしと断ずる！」

「何が罪か！　貴様らこそまとめて地獄に落ちるが良いわ!!」

「グージス二世を死罪に処する！」

　司法長官と当事者以外が一言も話さぬ中、暴れる王は両脇を衛兵に掴まれて退場していく。

　結果はすぐに表の兵達に知らされたのだろう、大きな歓声が上がる。

　法廷となっている王宮を俺が連れて来た兵が取り囲み、罵声や死を叫んでいるのだ。

「これは酷いですね……」

　横に座るマイラが囁く、まったくだ。

　戦争に敗れた方が好きにされるのは世の常だが、どうせ死刑ならさっさと首を跳ねてしまえばいい。

「寝ないで下さいよ。周りは伯爵以上の要職者ばかりですから」

「やれやれ」




　裁判は続き、王の縁戚から政軍の重職者まで次々と死が宣告されていく。

　彼らは口々に呪いの言葉を吐き、衛兵に引っ張られていった。

　刑はすぐに執行されるらしい。

「そろそろ終わりか、なぁマイラ終ったらちょっと近くの酒場で一杯呑んでいかないか？」

「……どうせその後二階に連れ込む気でしょう」

「たまにはお前と一対一で愛し合いたいんだよ」

　周囲に聞かれないように密談する振りをして彼女の手をとり逸物を触らせる。

「もう大きくしてるんですか？」

「これで散々に引っ掻き回してやるぞ」

　怒りながらもマイラは折れかけたのだが。




「続いて元トリエア国王、トリスニア三世の裁判を執り行う」

「……」

「この件は後回しですね」

　もういいだろう、まとめて死刑で。

　全員並べて「死刑！」の一言でいいじゃないか、どうせそれ以外の刑はでないのだ。

「余は……私は……何も悪事はやっていない。戦は世の常ではないか！」

「貴殿には戦の責の他、民に対する罪がある。一つ、新たに得た旧アークランドの民に苛烈な統治を行い、反乱を誘発し、更に民を虐殺すると言う非道！」

「それは……余の預かり知らぬ所で……」

　王がその言い訳は通らないだろうな。

「一つ、戦火が王都に及ぶや、守るべき民を捨て自らと取り巻きのみで逃走を図り、結果講和の遅れから両軍に無用な犠牲を出した！」

「そ、それは！　余が死ぬか捕まれば王国は滅亡する、だから逃げたので民は勝手に降伏すると……」

　トリエア王はマグラード王と違って弱弱しい。

　明らかに死を恐れて狼狽している。

「トリスニア三世の所業に関しては証人がいる……これに！」




　衛兵に連れられた男が一人その場に歩み出る。

「おいおい、物乞いを連れて来たのではあるまいな」

　どこからが野次が飛ぶが、正にその通り。

　ぼさぼさの髪に手入れされていない髭、そして窪んだ目は正装に身を包んでいなければ、良く言って物乞い、悪ければ物狂いにしか見えなかった。

「宰相!?　貴様生きて……」

「静粛に……その者、名とかつての身分を申せ」

　男は司法長官ではなくただトリエア王を睨みつけながら声を絞り出す。

「アルセルム＝デュノア……トリエア王国侯爵、宰相をしておりました」

「うむ、では貴殿がこの場で裁きを受けていない理由を述べよ」

「王の命にてマグラード軍と共闘、破れて負傷し近隣の村にて臥せっている間に戦が終わりました」

「ふむ……して貴殿は何を証言する」

「トリスニア三世の卑劣さと残虐性について」

「何を申す!?」

「言ってみろ」

　それまでボソボソと小さく話していたデュノア侯爵は大きく息を吸い込んだ。

「トリスニア三世の卑怯なる行いが王国の存続ではなく、個人的な自己保身であった事は明らかです。何故なら持ち出された財は軍資金となるべく金貨や宝石のみならず、巨大な絵画や骨董品など大よそ国家の存続とは関係のない物がほとんどだからです」

「なるほどな」

　ここまでマグラードの貴族達から散々浴びせられた罵倒にも半笑いのまま沈黙を保っていたアレクサンドロ王が初めて声を出した。

「更に私が負傷し王都にいないのを裏切りと断じ、我が家族……幼き孫までも尽く皆殺しに……」

　俯いて涙を流すデュノア、一年も前の事だがそんな胸糞悪い光景を見た気がする。

「宰相、貴様が言い出したことではないか！　今更我が責とするか！」

「陛下！　この哀れな老人に嘘を吐く意味などありましょうや！」

　デュノアが陛下と呼んだのはトリエア王ではなく、ゴルドニア王に対してだった。

　話を聞けばどう考えてもデュノアの味方をしたくなる。

　家族と財宝を持って国を捨てた王と、戦いの果て帰り着けば裏切り者として家族全てを殺された男。

　後者に同情するのは人として当然の反応だと思う。

「この卑怯者が！」「奮戦及ばなかった部下を裏切り者とは！」「裁判など必要無い。早く処刑を！」

　傍聴している貴族達からも次々と罵声が飛んだ。

「だがどうにもなぁ……」

「何か疑わしい所が？」

　首をひねる俺にマイラは少し不満そうだ。

　彼女もまたデュノアの話を聞き、王に非有りと考えたようだった。

「確かに筋は通っているし、ありそうな話だが、まるで劇場でやっている歌劇みたいな内容でな」

　ノンナが好きそうな悲劇、彼女ならこのシーンで怒りに震えるのだろうか。

　証拠は無いが嘘臭い。

　だが司法長官達は俺と同じ考えではなかったようだ。

　それとも既に書かれているシナリオだったのか、王と少し言葉を交わして裁きを下す。

「トリスニア三世の非道・卑怯は明白！　よって本法廷は王権、貴族への信頼を失墜させたかの者への刑は死罪の他無しと断ずる！」

「ち、違う！　デュノアが嘘を吐いているのだ！　余は……私は……俺は！　嫌だーー！　死にたくない！　誰ぞ、誰ぞ助けてくれ!!」

　マグラード王とは違う形で泣き叫びながら抵抗するトリエア王は引きずられていく。

　さらば、もう会う事もあるまい。

「最後の最後まで見苦しい……」

「理不尽であってもこれが敗者の末路と言う奴だな」

　負ける側にはなりたくない。

　どうしようもなくなったら女を連れて地の果てまでも逃げようか。

　……ざっと思い浮かべただけで馬車が何台いるだろう。

　その後逃亡していたトリエアの重鎮達が次々と裁かれていく。

　もういい加減眠くなり、船を漕ぎ始めた時だった。




「以上、王族として王の近くにありながらその行動を諌めず、贅沢にあけくれた事は天への背信に他ならず、死罪を持って……」

「あぁ……どうかお情けを……政ごとなどわからぬ哀れな女にございます。もはや何も出来ませぬ、どうか命だけは……」

「母様……」「どうかお情けを……」「うぅぅぅ……」

　綺麗な女の声にカッと目が覚める。

　それも複数だ！

「彼女達は？」

　マイラは突然俺が呼びかけたので慌てたようにこちらを見た。

「本当に寝てたんですか!?　……トリエア王の妻、そして娘が三人です。例のごとく死罪のようです」

　壇上に視線を戻すと、王の妻らしき女はまだ四〇半ばのようだ。

　ある程度老け、心労からかくたびれているがそれでも十分な美熟女と言える。

　その娘達も母親から受け継いだ赤みのかかった金髪が美しい。

　長女は二〇半ばだろうか、俯いて泣いているが十分に美女だ。

　次女は二〇前後だろう、十分に女としては成熟していて生意気そうだな。

　必死に恐怖に耐えているのかぷるぷると震えている。

　三女はまだ子供と大人の間ぐらい……一六、七だろう。

　声を出してわんわん泣いている。

「では元トリエア王妃［マルスリーヌ］その娘［ステファニー］［ブリジット］［フェリシー］以上四名に死罪を……「異議有り！」……なんですと!?」

「ハードレット卿!?」

　慌てるマイラ、だが美女が四人も殺されてしまうなど受けいれられるはずがない。

「ハ、ハードレット卿？」

　突然俺が立ち上がったので司法長官が困惑した声を上げた。

　王やケネスもぽかんとしていた。

　エイリヒだけが頭を抱えている。

　だが言ってしまったものは仕方ない。

　屁理屈並べてなんとかしよう。

　一応俺には発言権があるらしいからな。

「先ほどの通り、王が真に非道ならば妻娘の話など聞き入れるでしょうか？　いや、そもそも自らの非道な行いすら家族には知られぬようにしていたでしょう」

　王妃マルスリーヌはこれが自分と娘を救う最後のチャンスと見たのか大きく頷く。

「ならば唯逃亡したと言うだけで死罪は重過ぎるでしょう。まして戦う事などできぬ女の身です」

　地位に寄らず男が祖国を捨てて逃げる事は卑怯極まる行為だが、妻子を逃がすのはそうではない。

　王族という立場で考えれば褒められたことではないが、死罪にする程の事でもない。

「い、いやその……しかしながらですな……」

　司法長官のこの動揺っぷり、やはり先ほどのデュノアの証言も全て台本の内だったのだろう。

　そこに思わず異物が飛び込んだので慌てている。

　後ろを向いて王やケネスと何やら話をしているようだ。

「……何故助命を申し出る？」「わからん……ハードレット卿とはあまり交流がないのだ」

　貴族達がひそひそ話を始めた。

　言いたければ好きに言え、俺は美女を助ける。

「ハードレット卿、お前はそう言うがな、こやつらは敵国の王族ぞ。放置すればまたいらぬ乱を呼ぶやも知れぬ」

　司法長官に代わって王が出てきた。

「お言葉を返す無礼をお許し下さい。無論この町に置く訳ではありません。辺境へと流し、家名を無くせば平凡な親子として命をまっとうするのみとなるでしょう。彼女達にも最早意趣返しの思いがないでしょうし……」

　チラリとマルスリーヌを見ると狂ったようにぶんぶんと頭を縦に振る。

「当人がそうであってもトリエアの残党もおる。奴らがこやつらを担ぎ出す心配もあろう」

　よし、これでいい。

「ならば私がこの者達を引き受けます。妙な事が起こらぬよう責任を持って監視致しましょう」

　周囲がざわつく。

「なんと、一文にもならぬ厄介事を何故？」「まさかとは思うがトリエアと通じていたのでは？」

「まさか……トリエアとの戦の原因はハードレット卿であろうに」

　声のした方に目をやると男は慌てて目を逸らす。

　王は不機嫌そうに声を強めた。

「……余にはそちの真意がわからぬ。わからぬままではいらぬ疑いも生まれる。そちがこの者共を引き受ける理由を申せ」

「此度の戦争、数多の人が死にました。これ以上の死を見るのは心苦しく……」

　王の目が細まる。

　今までの判決の時寝ていたのだからこの言い訳は通るまい。

　俺の評判や噂を知っている貴族達も疑いの視線を向けて来る。

　彼らの中での俺は、人の命など鼻くそ程度にしか思っていないのだろう。

　確かに身内と知り合い以外はそんなもんだが。

「……という理由もありますが真の理由は」

　王と貴族達全員の視線が集中する。

　いいだろう、聞かせてやる。

　俺の嘘偽り無い本心をな。

「彼女達は見た通りの美人、危険を抱えることになっても美女を手元に置きたいのでございます」

　空気が凍った。

「げふっ！」

　退屈そうに成り行きを見守っていたオルガ連邦の大使がお茶を吹いた。

　なんとか取り繕おうとしているようだが笑いが止まらないらしい。

　王とケネスは呆然、エイリヒは両手で頭を押えて机に突っ伏してしまった。

　貴族達も一言も発しない。

「……ふははは、なるほど美女か。確かにこの女達は美人揃いよな。そうか、手篭めにしたかったのか、これは傑作だ。ははははは！」

　王が笑い出すのを見てから貴族達も笑い始める。

「あぁ合点がいきましたぞ」「確かにハードレット卿は無類の女好きとの噂」

「領地には百人女を囲っているとか」「納得できる理由にございますな」「横に座る女も愛妾とか……」

　うーむ、少しばかり恥をかいてしまったかもしれん。

「合点がいった！　ならばこの者達の身柄はそちに預ける。この者達もその子も役職に就ける事、役職者と婚姻させる事は許さぬ。また領地から出す事も相成らん。よいな？」

「承知致しました」

　複雑そうな顔をするマルスリーヌ、長女ステファニーは顔を赤らめ、次女ブリジットはこちらを睨んでいる。

　三女フェリシーは何が起こったがわからないようだ。

「では……くく、裁判を続けようか」

　王が小さく笑い、隣で連邦の大使が下を向いて笑い続けているので場の雰囲気はかなり和んだようだ。

「……!!　……!?」

　マイラが小さく叫びながら太股や脇腹を突いて来る。

　はははやめないか、勃ってしまうじゃないか。




　こうしてトリエア陣営の裁判も終わり、いよいよ俺が連れて来たモルトの馬鹿兄弟、パブロとイラリオ、そしてブルータス一派が引き出される。

　国境からほとんど進めなかったとは言え、一応王国の領土を侵犯し王国軍を持って撃破したので彼らはマグラード王族と同様に扱う必要があったのだが……。

「うむ、では余はこれで退席する」

　裁判を前に王とケネスが席を立つ。

　ついでに連邦の大使も席を立ち、王に続いていく。

　なんだ、まったく興味が無いんじゃないか。

「くっ！」

　大使は俺の顔を見てまた笑いが込み上げたのか、俯いてしまった。

　失礼な奴め。




「ではイラリオ＝ベルゼイ、パブロ＝ダラス、メルドゥス＝ブルータス三名への判決は……」

「お、俺は兄上に従っただけだ！」

「俺こそ……いや、ブルータスだ。奴が全部悪いのだ」

　こいつらに綺麗な散り様など期待していない。

　期待していないから失望も無い。

「ハードレット卿に一任とする。また没収した財産から王国軍の損害、経費を補填する事、以上」

　やる気ないなおい。

「やはり王はモルトなど眼中にないのでしょう」

「その方が都合がいいけどな」

　セレスティナが王やケネスを相手に渡り合えるとはとても思えない。

　無関心で居てくれるにこした事はないのだ。




「じゃあ帰るとしようか」

「帰りに……寄るんですか？」

「あぁ、俺のズボンが破れる前に楽しもう」

「もう！　不埒な！　淫猥な！」

　言いながらもマイラの顔には微笑みが浮んでいる。




　たっぷりと楽しみ、マイラと腕を組んで外に出るとセリアが鼻水を垂らしながら仁王立ちしていた。

　どうやら寒空の中ずっと待っていたらしい。

　イリジナもいたが彼女はまったく平気そうだ。

　そうだろうな、きっと風邪引かないはずだ。

　むくれた彼女に軽くキスをする。

　だがそれで許してくれず、舌を入れ、唾液を交換する激しいキスへと繋がっていった。

「おいおい……あれ嘘だろ？」

「糞が、あんな奴が女をみんな取っていくんだよ！」

　通行人の悪態に状況を確認する。

　マイラと腕を組みながらセリアとキスをする俺、しかももの欲しそうにしていたイリジナの尻もしっかり撫でている。

　続きは帰ってからしようか。







　その夜

　寝室のソファに腰かけ、一人で酒を呑む。

　連邦大使の歓迎用に用意された上物を持ってきたので味は素晴らしい。

　やがてドアが小さくノックされる。

「ヘルヴィです。お約束を頂きました」

「ああ入ってくれ」

「失礼致します」

　入って来た黒髪の女はヘルヴィと言うらしい。

　ブルータスの秘書官をしていたらしいが、身分もなく侵攻の時は上司と共に軟禁されていた為、関与無しとして無罪放免となった。

　見れば身長は一七〇の半ばと女にしては長身だが反面体の凹凸は少ない。

　イリジナのようにがっしりしている訳でもなさそうだ。

　だが顔はなかなかの美女、だからこそ会いたいと言うのに時間を作ってやったのだが。

「それで何の用だ？」

　こいつは既に無罪として放免されている。

　これ以上俺に何かする必要はない。

「ブルータス閣下の事でございます」

　酒を口に運ぶ手が止まる。

「閣下の南方への追放の件でございます」

　ヘルヴィは俺を見つめ続ける。

「イラリオ、パブロ、ブルータス、以上三名は南方の某国への永久追放とする……そう言ったはずだが？　本来死罪に値するがセレスティナ女王から直々に助命の嘆願もあった。兄貴共はなんとも思っていないようだがな」

「某国とはどこでしょうか？　南部諸国とハードレット卿の間に関係があるようには思えませんが？」

「それは言えん。関係を絶つための追放だ」

　ヘルヴィの目から涙が溢れる。

「私は……底抜けの馬鹿ではありません。行き先が冥府と言うことはわかります」

「……」

　レオポルトには彼らについて道中で適切に判断して処理しろと言ってあった。

　セレスティナの手前処刑は出来ないが彼らを生かして置く事も出来ない。

「閣下は私にとって全てなのです！　お願い致します！　閣下だけはなんとか……ご助命を」

「……難しいな。馬鹿兄弟は不快だがそれだけの奴ら、ブルータスこそが最も害になる存在だ」

「閣下は国の未来の為に立ったのです！　破れた今、無意味に世を乱すような事は致しません！」

「お前はブルータスをよく知っている。だが俺にとっては奴は唯の反乱者だ、信じる事はできないな」

「そんな……」

「それよりお前の今後だが、もしよければ……おいおい！」

　ヘルヴィはいきなり服を脱ぎ始めたのだ。

　上半身に続いて下半身も全て脱ぎ去り、床に転がって開脚し、こちらに性器を向ける。

　ご丁寧に自らの指でソコを限界まで開いて中身まで見せてくれたのだ。

「ハードレット卿は無類の女好きと聞きました！　私の体を玩具にして頂いて構いません！　なんでもします、壊しても責め殺しても構いません！　ですからどうか閣下だけは、閣下だけはお救い下さい」

　なんとも健気な女だ。

　そこまで言うなら少し考えてみようか。

　だがその前に。

「いいのか？　本気で抱くぞ」

「閣下をご助命下さるなら如何様にでも」

　俺はカップに酒を注いでヘルヴィに渡す。

　彼女はすぐに意を汲んでそれを一気に飲み干した。

「ベッドに上がれ、話の続きはそこでしようか。覚悟しろ、もうブルータスの元には戻れなくなるかもしれないぞ？」

「はい、覚悟しております」

　俺も服を脱ぐとしよう、早くしないとズボンが破れてしまうから。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国伯爵・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十五万人　重要都市　ラーフェン 一万八千人　リントブルム 三千人

　麾下軍

　私軍八六〇〇

　財産　集計中

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（覚えたて）クロル（覚えたて）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）

　セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（激務内政官）ギド（快復）トリスタン（ｚｚ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　マルスリーヌ　ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引き受け）

　経験人数一四〇人　産ませた子三一人

寸止め？










第１６２話　忠臣の心　♯







　ベッドに乗った全裸のヘルヴィを追いかけて俺もベッドに入る。

　素早く服を脱ぎ捨て、彼女を抱き寄せるとさすがに少し体を硬くした。

「ぅ……」

「お前は美しい、こうなっては遠慮はしないぞ」

「閣下のお命を助けてくださるなら構いません」

　本当にブルータスに惚れているんだな。

　他の男の感触に震えながらゆっくりと力を抜いていく。

　だが抱かせてくれるなら容赦はしない。

　ヘルヴィの股座に潜り込み、性器に口をつけて愛撫を開始する。

「はうぁ！　あ、舌が……んんっ！」

　ブルータスの奴はパブロのような愚か者と違って女を正しく扱っていたようだ。

　性器は使い込まれて多少黒ずみ、肉がはみ出ていたが荒れてはいなかったし愛撫に反応してすぐに濡れ始めた。

　きちんと開発されていたようだ。

　性器と肉豆への愛撫の合間に太股を舐めながら彼女と話をする。

「どうして奴のためにここまでする？」

「……閣下は私の全てなんです。あの人がいなかったら私は生きて行けません」

「それほどか」

「ですから私はどうなっても閣下を……ああん！」

　戯れに馴れ初めでも聞いてみるか、妙な趣向だがこういうのもたまにはいい。

「私は田舎騎士の娘でした。ビアードで五年前……ブルータス閣下の書記として任務を賜ったのですが」

「どうした？　早く言え」

　言いにくそうにするヘルヴィの肉豆を軽く噛む。

　ひいい、と叫んで彼女は再び話し始めた。

「……最初の数ヶ月は普通にお仕えして……ああん！　いたのですが、ある日自室で酒の相手をさせて頂き、うぐっ！　そこで男の情欲をぶつけて頂きました」

　要は酒の勢いで犯されたんだな。

　ブルータスもなかなかやるじゃないか。

　股に顔を突っ込んで性器を舐める俺の顔をヘルヴィの両足が挟む。

「細いが綺麗な足だ」

　性器から口を放し、太股の付け根からゆっくりとつま先まで舐め上げる。

「あぅぅ……」

　見た目によらず可愛らしい声を上げる。

　そろそろたまらない。

「顔を向けろ」

　バッと体を起こして唇を奪う。

「あっ！　駄目！」

　唇は許したく無かったのかもしれないがもう遅い。

　口内深く侵入した舌が歯の裏や奥で縮こまった彼女自身の舌を舐めまわすと諦めて手を回して舌を絡めて来る。

　たっぷりと唾液を交換した後、一旦体を離して彼女の前に立ち、勃起した逸物を見せ付ける。

「次はお前がこれを可愛がってくれ」

「……大きい」

　目を見開くヘルヴィ、どうやら逸物対決は俺の勝ちのようだ。

「ブルータスは大きくないのか？」

「閣下は巨根です！　処女の私は最初泣きながら可愛がられたのです！」

　ただ、と付け加える。

「こ、こんなとんでもないサイズではないですが……」

　俺は微笑んでヘルヴィの頭を軽く押え、逸物を突き出す。

　彼女は困惑した顔をしていたがやがて口を開き、肉棒に舌を這わせてくる。

「う……いいぞ」

　舌の這わせ方や音の立て方までしっかりと仕込まれている。

　仁王立ちする俺の腰に手を回し、目をしっかりと閉じて頭を振る彼女に愛しさが沸いてきた。

「んぶ！　んぼ……うぐぐぅぅぅ！」

　しばらく口を使って愛撫していた彼女は覚悟を決めたように息を吸い込み、一気に喉の奥まで飲み込んだようだ。

「おいおい……大丈夫か？」

　見れば彼女の喉が俺の逸物の形に膨らんでいる。

　今日初めて会ったような男にここまでしてくれるのはなんとしてもブルータスを助けたいのだろう。

　不安なままの行為では楽しめないな。

「お前の覚悟はわかった。今夜一晩俺の女として抱かれてくれれば奴の命は助けよう」

「んぼ！　本当ですか!?」

　すごい勢いで喉から逸物が吐き出される。

　本当に奥まで入っていたんだな。

「嘘はつかん。だが贅沢な暮らしが出来るとは思うなよ？」

「も、もちろんです！　あぁ……閣下……良かった……」

　俺の前に座り込んで泣き出すヘルヴィ、だがまだ条件は満たしていない。

「さあ本番と行こうじゃないか」

　涙を流す彼女を押し倒し、自分の手で股を大きく開かせる。

　長身で細身の彼女だが、穴は十分開発されている。

　濡れているしこのまま押し込んでも問題ないだろう。

「本当に大きいんですね。それに筋だらけでゴツゴツしてます。こんなに淫液に焼けて黒くなって……どれだけの女を嬲ってきたのか……」

「お前も今夜その一人になるんだぞ」

「あ、少し待ってください」

　そう言ってヘルヴィは首に下げていたネックレスを外して丁寧に布に包む。

「それは？」

「閣下から頂いたものです。処女を……捧げた翌日に」

　まるでネックレスに目がついているように丁寧に隠すと「どうぞ」と両手を広げた。

　では頂こうか。

「よしここだな……そら、入るぞ」

　肉棒を女性器に押し当てて力を入れる。

　ゆっくりと広がって行く穴がいよいよ俺のモノを受けいれようとした時ヘルヴィが腰をずらし、逸物が上にずれて腹の上を滑ってしまう。

「ご、ごめんなさい」

「いや、いいさ。行くぞ」

　再び肉棒を押し当てて挿入を試みると彼女は手で顔を覆い、声を出さずに涙を流す。

「だ、大丈夫です！　一晩お相手すると約したのですからどうぞご自由に！」

「……いや、やめておこう」

　他の男の女を奪い取るのに抵抗は無いが、こう泣かれてしまっては気分も乗らない。

　だが俺の下に居る彼女は真っ青になって縋り付いて来た。

「違います！　拒んではいません。どうか挿入して下さい!!」

　俺に抱かれたいのなら嬉しい言葉だが、単に俺の気が変わってブルータスを処刑してしまう事を恐れてだろう。

「心配しなくても約束は守る。奴は助けてやるさ……本音を言え、俺に抱かれたくはないだろう？」

　少し言いよどんだ後、彼女は俺の顔色を伺うように話を始めた。

「……ハードレット卿が嫌いと言う訳ではありません。ですが閣下のみに捧げた体……あの人だけの穴に他の男を受け入れるのが怖いのです」

　ふと思った、こいつはセリアにとっての俺のようにブルータスを見ている。

　セリアも、もし俺が処刑されそうになったら同じことをしてくれるだろう。

　そう考えると余計抱きにくくなったのだ。

「なら今回は勘弁してやる。ただこのままだとつらいからな、種を出すのに少し尻を貸してくれ」

　ヘルヴィをうつ伏せにして後ろから肉棒を尻の割れ目に滑らせる。

「もちろんです……ありがとう……ございます」

　尻から背中までゆっくりと大きな動きで肉棒を擦りつける。

　押さえ込まれる形になっている彼女の体は先ほどよりもずっと力が抜けていた。

　やはり挿入され、一晩とは言え違う男の物になってしまう事が相当怖かったようだ。

「女の穴にさえ入らなければ浮気ではないだろう」

「賛同しかねますが……これでご容赦頂けるならありがたいです」

　俺の動きを助けてくれているのか、それとも早く終わらせたいだけなのか。

　腰の動きが合い、尻を擦るだけで十分な刺激が得られる。

　先端からは尻や背中をベトベトにする量の先走りが垂れていた。




「よし、そろそろいいかな」

「あ、射精なさいますか？」

「ん？　いやこれからじゃないか、うまい具合に先走りも愛液もよく出ている。これなら……」

　肉棒をうつ伏せになって腰を上げている彼女の穴……浮気にならない穴に当てる。

「へ!?　一体何を？」

「何って決まってるじゃないか。尻を貸してくれるんだろう？」

「まさか!!　そんな不浄な場所を……!?　やめて、そこは!!」

　がっちりと尻たぶを固定し、肉棒を肛門に沈めて行く。

　ヘルヴィは尻穴を締めて抵抗するが、そんなもの些細な城壁に過ぎない。

　壊してしまわないように気を付けながら腰を押し出し、性器からすくった愛液を塗りこむ。

　遂にズルンと音がして、肉棒の半分以上が肛門に滑り込んだ。

「ぎゃああああああ!!」

　ヘルヴィの長身が反り返る。

　だが俺は覆い被さってベッドに押さえつけ、更に残り半分も挿入していく。

「ひぎいいい!!　尻ぃぃぃぃ!!」

　嬌声と言うより悲鳴をあげてのたうち回るヘルヴィ、気を使ったから切れてはいないと思うのだが。

「おおぉぉぉ……尻……尻の穴が……あおおぉぉぉ……」

「おーい、大丈夫か？　切れたか？」

　挿入部を確認するが派手に出血している訳でもない。

　限界まで広がってはいるが大丈夫そうだぞ。

「尻に、入れるなんて、信じ、られない、抜いて、ひどい！」

「なんだブルータスに尻は使ってもらわなかったのか？」

「閣下は、そんな、変態の、ような、ことは、しません」

　息も絶え絶えだな。

「そうか、尻の処女を貰ってしまって悪かったな。だがこっちの穴なら浮気じゃないから安心して楽しめ、結構良くなるらしいぞ」

「あがぁ……」

　不服らしいが根元まで俺の肉棒が入ってしまってはどうしようもない。

　大きく腰を動かし尻と腰をぶつけながら肩や首筋にキスを繰り返す。




　最初は痛みと衝撃で痙攣したような動きの尻穴もだんだんと緩み、絡みついて来るようにも思える。

　上がる声も絶叫から小さい悲鳴、そして悲鳴と嬌声の間へと変わっていき、最後は突く度に可愛らしい声を上げるようになっていった。

「どうだ？　実はいいだろう？」

「し、知りません」

　枕に顔を埋めた彼女の髪を優しく撫でながら俺も最後の疾走に入る。

「少し痛いかもしれんが最後だ。耐えてくれ……うぉぉぉぉぉ!!」

「きゃあぁぁぁぁ！　あぁぁぁ、あん！　ああん！」

　いよいよ本当の最後、込み上げる欲望に抵抗せずに大きな音を立てて腰をぶつけ、ベッドと彼女の間に強引に手を入れて乳房を鷲掴む。

　そのまま天井を仰いで一声吠えた。

「ぐおお!!」

「ああっ！」

　動きが止まって一瞬後、強烈な射精感と下で震えるヘルヴィの体、そして粘着質な水音で大量の射精を感じる事が出来た。

「そこは入る場所じゃないのに……すごい量……熱いよぅ……」




「あぁ……よかったぞ」

　力を抜いて彼女の上に崩れる。

　しばらくそのまままどろんでいようと思ったのだが。

「う……あの、どいて頂けませんか？」

　肉棒を通じてグルグルと音が伝わってくる。

　大量の種汁を腹の奥に送り込まれてしまえばどうなるか経験で分かる。

　しかも何の準備もしていないとあっては飛び出すのは俺の種だけではないだろう。

「お願いです！　どうか一旦お退き下さい！」

　冷や汗をかきながら叫ぶヘルヴィ、だが今から服を着て廊下へ……間に合わないだろう。

　肉棒を引き抜き、慌てて服を着ようともがく彼女の前に桶を差し出す。

「まさか！」

「しっかり見ていてやる。尻の交尾の仕上げだな」

　嫌だと叫ぼうとしたヘルヴィだが自分でも、もう間に合わないのはわかるのだろう。

　桶を持って部屋の隅へ行こうとしたが腕を掴んで止める。

「ここでやれ。尻をこちらへ向けろ」

「うわぁぁーーん！　変態ぃぃぃ!!」




　あまり趣味ではないが新鮮ではあった。

　俺の女達にやってしまうと落ち込んでしまうからな。

　前の穴との差し引き分と思っておこうか。




　翌朝

「いて」

　鈍い痛みに目を覚ますと、ちょうどドアが閉まる音がする。

　ヘルヴィは朝日と共に出て行ったんだな。

　約束は一晩だからそれも当然か。

　見れば彼女を乗せていた腕に噛み跡があった。

　なるほど噛まれてしまったらしい。

　昨夜は少しやりすぎたかもしれん。

　尻では結構感じていたが、最後の鑑賞のせいで結局寝付くまでずっと泣いていた。

　ブルータスを少し甘い処分にしてやるか。

　のびをして起き出そうとして何かと目が合う。

　セリアがドアから半分顔を出していた。

「体中に口付けの跡がある女性とすれ違いました」

「そうか」

「ぎこちなく歩いていました。きっと巨根に攻められたんだと思います」

「そうだな」

「ぶぅ」

「おいでセリア、可愛がってやる」

　セリアの膨らんだ頬っぺたから空気が抜ける。

　やっぱりセリアはいいな、柔らかいし滑々している。

　胸も大きくなってきている。

　密かに早朝続けている妙な体操の効果かもしれないな。
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「ブルータス、貴様と同じ馬車など反吐が出るわ」

「そうよ、お前の不手際で王族二人が故国を追われるのだ。この恥知らずが」

「……」

　長距離用の馬車に乗せられているのはパブロとイラリオ、そしてブルータスの三名だった。

　馬車は最低限の装飾がなされ、平民から見れば豪華とも言えるが王族を満足させるようなものではない。

「ふん、南部諸国への追放。どの国か知らんが、行き着いたら貴様には相応の罰をくれてやる。覚悟しておけよ」

「ベッドの上で死ねると思うなよ不忠者」

「……」

　散々に悪態をつく王族二人に対してブルータスは沈黙を貫く。

　言い訳も反論も無意味なのは分かっていた。

　最初から目的地など無い、これが死出の旅路だと言うことぐらい理解できた。

「セレスティナの助命など、恥の上塗りよ！」

「そもそも伯爵ごときが王族である我らをどうこうしようと言う事が間違っているのだ」

「はぁ」

　ブルータスは「最後の旅は静かに過ごしたかった」と聞こえぬように呟く。

　だが出発寸前の馬車に兵士から声がかかった。

「メルドゥス＝ブルータス殿、降りて下さい」

「ん？」

　ブルータスは今更何事と馬車を降りる。

「はは、貴様はやはりここで処刑なのだろう」

「当然の報い、我らと同じ処分などおかしかったのだ」




　彼が背に浴びせられる罵声を無視すると、待っていたのは新しい馬車と秘書官のヘルヴィだった。

「ヘルヴィ？　何事だ」

「閣下！　閣下ぁ……」

　胸に飛び込んで泣くヘルヴィ、ブルータスが困惑していると兵士が新しい馬車に乗るように促がし、へルヴィも続く。

「この馬車はどこに行くのだ？」

「まずはラーフェンへ、それからリントブルムに向かいます」

「……何故だ」

　死出の旅は中止になり、目的地は変わった。

　だが理由が分からない。

「ヘルヴィ……お前」

　ブルータスが自らの秘書官にして愛人に目を落すと首筋や肩口にいくつもの痣がある。

　明らかに男に吸われた跡、更に腰もがくがくと頼りない。

　死の旅の中止、ヘルヴィの体についた跡、そして生殺与奪を握るハードレット卿の女好き。

　全てを繋げれば答えは出る。

　ブルータスはヘルヴィを抱き締める。

「お前が……俺を救ってくれたのか？」

「閣下……私は貴方が居なければ何も、何もできません」

　二人は連れ立って馬車へと乗り込む。

　そしてパブロ達とブルータスを乗せた馬車はそれぞれ違う方向へと走り始めたのだった。




「閣下、私は確かにハードレット卿に体を開いて助命を願いました。でも……女の穴は使われておりません。ここは未だ閣下の物です！」

「閣下はやめろ、もう俺は何物でもない。だがよくハードレット卿がそれで許してくれたな」

　女好きならばこそ最後まで求めるのが当然だろうと首を捻った。

「え、ええ。まぁ……そこはなんとか……あはは……」

　ヘルヴィは尻を押えて言葉を濁す。

　まさか尻を陵辱された上に排泄を観察されたと言う訳にはいかない。

「だが自分の女が他の男に触られたのは気分が悪い。今日は炎のように抱いてやる」

「も、もちろんです！　ぜひとも閣下の巨根で攻め殺して下さいませ!!」

「命を救ってもらったのだ。今日はお前の言う通りに抱いてやる」

「で、では……後ろから繋がって耳を甘噛み……」

　二人は虜囚の身でありながら声を押えて静かに、しかし熱く交わり始めたのだった。
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　トリスニア元王宮　会議室

「では単刀直入に伺おう。連邦……貴国は何を求めておられるのか」

　王が問う。

　この場にいるのは俺も含めて六人だ。

　連邦の大使と艦隊司令官、そして王とケネス、エイリヒ、そして俺だ。

　大使と司令官は無表情のまま、エイリヒとケネスは表情を引き締め、俺はあくびをかみ殺す。

　昨日味わったヘルヴィの尻穴は良かったな。

　処女尻を開発してやったと思うと優越感も沸いてくる。

「領地がご所望とあればマグラード領の港町を……」

　ケネスの言葉を遮って大使が初めて口を開いた。

「いえ、我が国に領土的な野心はありません。今回の艦隊派遣はあくまで彼らへの懲罰、貴国に味方した訳ではありませんから」

「では……何をご所望で？」

「我々が求めるのは撃沈された船と積み荷の補填と遺族への手当金のみです。本来はマグラードに払わせるのが筋ですが既にありませんからな」

　尻穴に押し込んだ瞬間の食いちぎるような締め付け、そして少し慣れた搾るような動き。

「では接収したマグラードの財の分配を？」

「出来れば金貨として受け取りたいものですが……さすがに宝飾品は変動が大きいですからな。そのままで構いません」

「して配分は」

「我が艦隊が図らずも戦争の結果にもたらした意味から考えれば、半分とは申さずとも四割は頂きたい」

「四割ですと!?」「それはいささか……」「ふむ……」

　四割どころか俺の肉棒は一〇割ヘルヴィの尻穴に入ったのだ。

　根元まで収めての射精は格別、帰ったらカーラかカトリーヌに尻穴をお願いしてみるのもいい、いやメルの尻を娘の前で掘るのも背徳的な性感が得れるかもしれない。

「私はゴルドニア王国に対して傲慢に当たるつもりはありません。だからこそ四割と申し上げている。これは本来秘密にすべきことですが、本国からは可能な限り多く、そして四割以下では妥協できぬと通達が来ておりますので」

　どうやら交渉の余地は少ないらしい。

「わが艦隊の力を借り受けたと考えれば安い物だと思いますが？」

　ここで初めて艦隊司令官が口を開く。

　彼は大使と違って口調も荒く、円満に事を運ぶ事にこだわってはいないらしい。

「ふむ、だが貴国の参戦はあくまでマグラードに対して、トリエア王族が持ち込んだ財まで勘定に入れては不公平になろう。その辺りも詳しい協議が必要だな。四割の提案は呑もうではないか、ケネス、大使と詳細について詰めよ」

「穏便な交渉となって何よりですアレクサンドロ王」

「我が国と貴国の友好ゆえだ」

　王とケネスは笑顔を崩さないが、エイリヒの表情は複雑だ。

　数度の一方的な砲撃戦で四割も果実を持っていかれて腹が立っているのだろうか。

　だがゴルドニアが連邦と対立するなど出来るはずがない。

　強大化したとは言え、未だゴルドニアと連邦は技術、国力共に大きく開いている。

　白都の三重の巨大城壁、あれを作るにはゴルドニアの全ての税を一〇年は投入しないといけないだろう。

　王も内心は穏やかではないかもしれない。

　そこを表情に出さないのが王とケネスが謀略に長じる由縁かもしれない。

　俺はなんとも思っていないので勿論顔に出ないが。




　話がまとまりかけ内容が実のある交渉から世間話のような話になった時、大使が俺に話しかけてきた。

「ハードレット卿……でございましたな？　トリエアの花は美味でしたかな？」

　ははは、まだ食べてはいないさ。

　様子を見たが、親子共に未だ緊張と恐怖に震えていた。

　まずは落ち着かせないと。

「まずは家の庭に植え替え、綺麗に咲かせてから頂くつもりです」

「親子花、一度に味わわれますか？」

「まだ咲ききっていない小花もありますので、丁寧に世話をするつもりですよ。全員が咲けば並べて花畑にするのも悪くありませんね」

　大使が笑い、裁判に出なかった司令官は首をひねる。

　王やケネスも苦笑していた。

　どうも最近俺が色事専門になっている気がする。




　結局この会議で連邦とゴルドニアによるマグラード財の分配、そして更に王家と参戦した貴族の間の分配も決まった。

　更に正式にはゴルドニア王都での任命式典を待ってからとなるが、エイリヒとケネスの侯爵陞爵、俺の辺境伯陞爵が決定。

　戦果に応じた報奨金も渡されることになったのだが、王から特別な提案がなされた。

「そちが良ければ報奨金に換えて新領地を与えてもいいのだが、マグラードの港町とその一帯、交易の拠点としても……」

「いえ、残念ながら今の領地の統治に忙しく、とても飛び地の管理までは手が回りません」

「そうか、実際にマグラードに踏み込んだそちが分からぬはずもないか」

　一見豊かに見える新領だが、ゴルドニアへの敵愾心は民全体に染み込んでいる。

　王を処刑した事でそれは一層高まっているだろう。

　到底まともな統治など出来るはずがないのだ。

「そちならやれるかもしれんと思っただけで他意はない、恨まんでくれよ。別に考えもある」

「いえ、私も今の領地で苦労しているのは本当ですから」

「そちの領はよく統治されておる。反乱も聞かぬし、収獲税も多い。戦場でこそ輝く男と思っていたが、なかなか領主としても優秀だな」

　その言葉はアドルフにかけてやって欲しい。

「そうだ、余は所用があったがモルト王国の件は片付いたのか？」

「はい、裁判どおり私の一存で処理致しました」

「そうか、それにしてもそちの領を犯すとは愚かな連中よな。熊に挑むウサギに等しい」

　王はひとしきり笑った後、耳を寄せてくる。

「ところでトリエアの女達だが王妃は既に四六と聞く。さすがにと思うが……抱くのか？」

「もちろん、年増は嫌いではありませんから」

「……剛毅な男だ。雄としては余も負けを認めるわ」

　結局ここでも最後は色話になった。

　さて、ようやく家に戻れるな。

　屋敷と別館の女達を交えて大乱交もいいかもしれない。

　妊娠したノンナの乳が出るなら搾ってみるのもいい。

　最後までついてこようとしたレアは喜んでくれるだろうか。




　昼食に屋台で何か買って行こうと町をぶらぶら歩いていると驚いたような声がかかった。

「隊長さん!?」

　声に振り返ると一人の女が子供を抱えて買い物をしている。

　顔に見覚えがあるな。

「おお、久しぶりだな」

　トリスニアで街娼をやっていた女で俺も何度か相手してもらった。

　今は小奇麗な服を着ている。

「あれから色々あって……商家の息子に見初められて嫁にしてもらったんです」

　そりゃいい、街娼としては最高の結果ではないだろうか。

「この子……見てください」

「ん、子供を産んだのか」

「隊長さんに似てるでしょ？　ほら、おしめがきついぐらいモノが大きいんですよ」

「……」

「ちょっと待ってて下さいね」




　女はすごい勢いで走り去り、再び戻ってくる。

「子供は使用人に預けてきました。さあ行きましょう」

　女が手を引くのは連れ込み宿が並ぶ方向だ。

「おいおい、新妻なんだろう？」

「夫には本当に感謝していますし、愛してもいますが……隊長様の巨根を忘れるなんて無理ですよ。会った瞬間にほら……」

　人目がないのを確認してスカートをめくり挙げる。

　太股からは失禁したのかと思うほど愛液が垂れている。

「昨日も夫に抱かれています。夫も黒髪なんで問題ありません。たっぷり中に出して下さいね」

　種まきも男の重要な仕事だ。

　旦那の為にも元気な子を授けてやろうか。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二二歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十五万人　重要都市　ラーフェン 一万八千人　リントブルム 三千人

　麾下軍

　私軍八六〇〇

　財産　集計中

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（淫獣）クロル（淫獣）メリッサ（男役）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（♂）トリスタン（ｚ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　マルスリーヌ　ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引き受け）

　他国

　セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）　クラウディア（豚妊）クララ

　経験人数一四〇人　産ませた子三二人

ちょっとグダグダしましたが、戦後処理系は終わりです。

次回から領地に戻って個人的な戦闘をさせたいですね。










第１６３話　新しい国情







「ここがラーフェンだ。トリスニア程栄えてはいないだろうが我慢してくれ」

　陞爵、褒美の目録受け取りなどを済ませた俺達はやっとラーフェンに戻る事ができた。

　トリスニア王族四人はこちらを警戒しながらも馬車の上からおそるおそる町の様子を眺めている。

「ラーフェンってどこでしたっけ？」

「でもこの大きさは……」

「道や家が整っていて綺麗……」

　親子四人はラーフェンをとんでもない辺境未開の地、ぐらいに思っていたのだろう。

　案外の大きさに驚いていたようだ。

　とは言えトリスニアは王都であるだけではなく、交易の中心地でもあった町で煌びやかな格好の貴族や大商人が闊歩していた。

　それに比べればほぼ平民しかいないラーフェンは華やかさでかなり劣る。

「ひっ！」

　マルスリーヌが小さく悲鳴を上げて飛び退いた。

　俺が後ろから尻を撫でたのだ。

「嫌か？」

「い、いえ受けいれます。娘の為……」

　目を閉じて唇を噛み締め母親は尻を突き出した。

　娘達も俺を睨み、母親を心配そうに見る。

「やはり止めておくよ。しばらくはこの町に慣れてくれ、機会を見てまた誘わせてもらう」

　そう言って窓の外に目をやる。

　後ろでドサリとマルスリーヌが腰を落として安堵の息をついていた。

　もっと心を溶かしてからでないといけないな。




　民の歓迎を受けながら屋敷に帰りつき、飛び出して来た女達の大歓迎を受け止める。

「エイギル様孕みました！　ついに孕みました!!」

　ノンナが飛び出し、俺の胸に頭を埋めて全身を密着させてきた。

　その言い方だと俺が妊娠したみたいだろう。

　尻から赤ん坊をひり出すのは互いに気持ちのいい事じゃない。

「どうぞお触り下さい」

　ドレスの上からゆっくりとノンナの腹を撫でる。

　わずかな膨らみ、この中に俺の子がいるんだな。

「どうです？　すごいでしょう！」

　興奮気味のノンナとキスを交わすと巨大な乳が胸板の上で潰れた。

　体を離すと興奮でふらついた彼女を侍女が三人で支える。

「三人も侍女をつけているのか」

「何かあっては大変ですから」

「そんなにしなくても子供なんて時期がくれば出てくるもんよ」

　呆れた顔、苦笑した顔、久しぶりの女達だ。

　王都からここまであえて禁欲しておいた。

　今日は決戦になるだろう。




「あのぉ……」

　放置されていたマルスリーヌ他三人が困惑している。

「今日からここがお前達の暮らす場所になる。必要なものがあったら言ってくれ」

「この離宮に四人で……狭い」

「我慢なさいフェリシー。私達は幽閉される身なの……贅沢を言っては駄目よ」

「それに寝室と居間、食事部屋ぐらいはあるはずよ。お花の部屋は無いかもしれないけど」

「そんな！　薔薇が毎日見れないなんて！」

「……悪いがここには俺もこいつらも住んでいる。お前達にも一部屋与えるが、食堂や風呂、居間は共用だぞ？」

　四人は顔を見合わせる。

「あぁ神よ、何故私と娘にこのような苦難をお与えになるのでしょうか……」




「この人達は？」

　ノンナが心配そうに聞いてくる。

　格好や振る舞いから町娘を連れ込んだので無いことはわかったらしい。

「トリエアの王妃とその娘、処刑されそうだったからな。可哀相だと思って連れて来た」

「……」

　ノンナと他の女の悲鳴が鳴り響いた。

「お、王族!?　なんで王族を……って言わないでいいです。また手にかけ……いえ、男根にかけたに違いありません！」

　まだ誰も抱いていないぞ。

「そんなに大騒ぎするなよ。それより喉が渇いたろう、水を持ってきてくれないか？」

　傍に居たメイドに俺と傍にいるセリア、そして四人分の水を要求する。

　だがメイドは軽く会釈して立ち去ってしまった。

　聞こえなかったか？

「水を全員分頼むよ」

　他のメイドの肩を掴んで再び頼む。

「かしこまりました旦那様」

　可愛い声、近いうちに抱いてやろう。

「お待たせいたしました」

　だが持ってきた水は二人分。

「おいおい、六人分頼む……「では旦那様、セリア様、失礼致します」

　メイドは引きつった笑顔のまま俺とセリアに挨拶して早足で立ち去った。

「どういうことだ？」

　見ればマルスリーヌ達に対する使用人の視線には明確な敵意がこもっている。

　末娘のフェリシーは脅えて長女のステファニーに抱きつく。

　次女のブリジットは「何よ！」と気丈に言うが、足が震えていた。

「しまった。忘れていた」

「そういえば！」

　ラーフェンに元々済んでいた住民の数は少ない。

　大多数は他の土地から逃れてきた民達だ。

　特にトリエアに弾圧され、身内を失って逃げてきた者達も多い。

　彼女達の素性を聞いて穏やかではいられまい。

「セバスチャン」

「はい」

「こいつらはいずれ俺の女にする予定だ。あまり負担をかけたくない」

「承知しました。彼女達の世話係はゴルドニア出身者から選びます」

　さすが頼りになる執事だ。

「屋敷の東の端の方の部屋ならば、廊下で使用人と会うことなく食堂と風呂にいけるでしょう」

　後はセバスチャンが手配してくれるようだ。

「ううぅぅ……」

　娘を守るように敵意の視線の中で縮こまるマルスリーヌを軽く抱き締める。

「俺の配慮が足りなかったな。大丈夫だ、お前らはいずれ俺の女にする予定なんだ。守ってやるよ」

　顔を上げて使用人達に目を向ける。

「お前達の怒りもわかるが、こいつらはもうトリエア王家じゃない。トリエアは既に滅んだからな。彼女達は全員俺の女にして種をつけるつもりだ。歓迎してやれとは言わないが、責めるのはやめてやってくれないか？」

　使用人達が少しざわざわとした後、概ね納得してくれた。

　それでも一部、特に身内を殺された者は友好的な態度は取れないそうだ。

　そして一人の三〇代のメイドが耳を寄せてくる。

「私の娘はトリエア兵に殺されました。あの女達をお抱きになる時は私に床のお世話させて下さい。目の前で思い切り陵辱して悲鳴を上げさせてください！」

「おいおい、そんな酷いことはしないよ。……だがとんでもなく恥ずかしい姿は見せてやろう」

　奇妙な密約が交わされ、メイドは満足げにその場を去る。

　自分達を犯す存在だが、俺以外に頼る者がいないのか四人は俺の手や服を掴んでついてくる。

　この分だと体を開いてくれるのも遠いことではないだろう。

　今はただ彼女達のために色々と尽くしてやるか。

　男が体欲しさに女に気に入られようとするのは恥でもなんでもないからな。




　夜

「あはぁ……」

　最後まで頑張って腰を振っていたカーラが意識を失って崩れ落ちた。

　乱交用の超大型ベッドは死屍累々で床に転がっている女もいる。

　部屋は行為の熱気が充満しており、全裸で床に転がっても風邪を引く心配はないだろう。

（あへぇ……）

　ケイシーも絶頂してだらしない顔のまま空中を漂っていた。

　あ、換気に開けていた窓から飛んでいってしまった……。

「ご主人様……」

　腰に涎を垂らすレアを引っ付けたまま辺りを見回すとメリッサが辛うじて意識を保っていたようだ。

　それでも転がって股を開く以外の事は出来そうではなかったが。

「久しぶりに女に戻れた気がするよ」

「男役をやってくれてたんだってな？」

　ちょっとした余興に張り型をつけたメリッサと二人でカトリーヌを責めたりもしたのだ。

　尻と女穴の二穴責めで淫乱カトリーヌが僅か三〇分で失神してしまった。

「でもね……」

　メリッサは動かない体を引きずって張り型を俺の前に持ってきた。

　そしてだらりと下がった逸物を咥えて吸い、勃起させた。

「やっぱり……大きさが違う」

「何のことだ？」

「この張り型、夏にエイギルさんの男根と同じサイズに作ったはずなのに……もう長さも太さも違うよ。やっぱりおちんちんまだ大きくなってるわ？」

「そうか？」

「色も段々黒くなってきてるし……筋もいっぱい、どこまで凶悪になるんだろう」

「じゃあ見えなくしてしまおう」

　メリッサに圧し掛かり逸物を差し込む。

「うぅっ！」

　呻きを上げるメリッサ、そこに扉が開いてノンナが部屋に入って来た。

「おお、来てくれたか。まだ腹も小さいし尻穴で……」

「だめです！　万が一流れでもしたら大変ですから！　それより私もここで寝ますね？　お相手は出来ませんが久しぶりですから」

　使用人が移動出来るベッドを持ってきたようだ。

　室内の熱気と性臭に目を見開いている。

「一緒のベッドは……危ないか」

「はい、誰かに腹を踏まれたら大変です」

　ノンナはやっと出来た子供だけあって過剰なほど神経質になっている。

　体位を変え、メリッサを騎乗位に貫いたままノンナと言葉を交わす。

「良かったな、子供が出来て」

「はい、これもエイギル様と……皆さんのお陰です」

　時期的に出来たのは風呂場での濃厚な行為の時だろう。

　全員の協力で出来た子供だった。

「しばらくは屋敷にいらっしゃるのでしょう？」

「どうだろうな。もうしばらく戦争は無いと思うが何が起こるかは神のみぞだ」

「出来るだけ、一緒の時を過ごしたいです」

「ははは、出産の時は一緒に居てやれるようにするよ」

「ありがとうございます、愛しています。エイギル様」

　妻と夫の間に甘い空気が漂う。

「あのぉ……夫婦仲良くはいいんだけど、エイギルさんの肉棒私に刺さったまんまですよ？」

　うむ、ちょうどいい。

　メリッサの横に転がる張り型をノンナに渡す。

「こいつを尻の穴に突っ込んでやれ」

「え？」

「ええーー!?」

　困惑するノンナと慌てるメリッサ。

「こういうのも楽しいだろ、メリッサには普段苦労をかけているからな。恩返しだ」

「ナニを返すつもりなんですかぁ！」

「ええ、でも……」

　俺は騎乗位のままノンナの手の届く所まで動く。

　両手でメリッサの尻たぶを掴み大きく広げた。

「さあここに思い切り押し込むんだ。張り型はぐしょぐしょ、大丈夫だよ」

「極太二本差しなんて！　そんなの……そんなの……！」

　一際淫乱で性への耐性が高いカトリーヌが絶叫の末、快楽に呑まれて失神していったのを目にしたばかりだからか、メリッサはやや脅えている。

「いいじゃないか、漏らしても誰も文句言わんさ」

「本当に宜しいんですか？」

　ノンナも妙な興奮に顔を赤くしている。

「ああ、一思いにずぶりとやってくれ」

「うー……」

　覚悟を決めたメリッサはシーツを手繰って口に咥える。

　自分でもすごい声が出ると覚悟しているのだろう。

「では失敬して……」

　ノンナは張り型を両手持ちし、結合部に近づけてきた。

「参ります！　えい！」

　ノンナが振りかぶるように勢いよく張り型を押し出す。

　さあメリッサの絶叫する顔を見てやろうじゃないか……!!




「ぐわああああぁぁぁぁ!!」

「え？　エイギルさん？」

「入りました！」

　ノンナが張り型を押しこんだのは俺の尻の穴だった。

　油断していたせいで根元まで入ってしまっている。

　極太張り型を押し込まれ尻穴が裂けるような感覚、思わず凄まじい声が出てついでに種汁も漏れ出した。

「きゃ！　出てる……すごい量！」

「がぁぁぁぁぁ！　ノ、ノンナ抜け！　早く抜くんだ！」

「ええっ、あれ？　抜けない、えい！　この！」

　ノンナが俺の尻で張り型を動かすせいで腰が反射的に跳ね上がり、メリッサの柔らかい子宮口を貫く。

「きゃああーーーー!!」

　突然の乱暴な突き上げにメリッサが白目を剥いて倒れ、出し尽くしたと思っていた俺の種汁が腹を膨らませていく。

「おうううぅぅぅぅぅ…………」

「やった、抜けました！」

　もう何も考えられない。

「そ、そうか……俺は……もう……寝る」

　メリッサと繋がったまま俺も尻の痛みと屈辱を忘れるために眠りについた。

「あれ？　私何か間違えましたか？」

　最後まで困惑の声を上げるノンナ、子を産んだらお前の尻を徹底的に犯してやる。

　覚悟しておけ。




　翌日、少し切れた穴に薬を塗り、尻を庇いながら歩く俺を見たセリアは何か勘違いしたらしい。

「エイギル様を掘ったのは誰ですか!?　クロルお前か!?」

「へ？　掘った？」

「男に手を出すとしても入れる側だと思っていたのに、まさか受け入れたなんて！　誰だ、レオポルトさんですか!?　それともアドルフさん!?　掘った男は名乗り出なさい！」




　アホらしいがこういう平和も悪くない。

　怒鳴るセリアを見ないことにして涼しい顔をしているノンナの胸を撫でながらお茶を飲んでいると腕一杯に書類を抱えたアドルフがやってきた。

「おう、久しぶり……酷い顔だな」

　奴の顔にはくっきりとクマが浮き出ている。

「ええ……冬季の鉱山の税、各地の内務から代官の報告まで全部私ですから……おまけに春の人頭税も大まかの目安はつけておかないと誤魔化そうと考える輩も出ますから」

「大変そうだな。ちゃんと寝てるか？」

「ふと思うのです。私が死ぬ気で集計したお金は全部ハードレット様の物になるんですよね」

「そりゃ俺の領地から上がった税だからな」

「そしてハードレット様が女にその金を与え、奥様が光物を買うのです」

「否定は出来んな」

「では私は女と光物の為に働かされていると言えるのでは……」

「アドルフ、お前疲れているんだよ」

「……そうかもしれません」

「それに見てみろ」




　アドルフを引っ張って表に出る。

　いつも通りのラーフェンの街だ。

　だが前よりもまた大きくなった、人が増えて家が建ったのだ。

「お前が作った街だ。犯罪者も孤児も借金まみれの奴もいるだろうが、概ね皆笑っている」

「はぁ」

「町の外も同じだ。お前の手腕で俺の金も増えるが、同時に民も豊かになっていると思うがな」

　偽りではない。

　俺は別に今までより税率を上げている訳ではない。

　むしろ他の貴族領よりも低いはずで、その上で収入が上がっているのだから農民は今までより豊かになっているという事なのだ。

「そう言う事だ。思い詰めずに好きなようにやれ。俺はちょっと出かけて来る」

「お待ち下さい」

　娼館街に向かおうとした俺の前にアドルフが立ちはだかる。

「ハードレット様のお話で元気が出来ました。さあ冬期の収支の確認をお願いします」

「そういうのはセリアに頼「いえ！　今すぐにお願いします！」

　クマの出来た窪んだ目で言われると迫力が違う。

　普段は弱弱しく見えるアドルフの迫力に押されて仕方なく書類を読む。

「税収だろう？　それなら急がなくてもいいじゃないか」

「それだけではなく戦利品売却や兵の給料・報奨金も徹夜で集計しました。これに承認が貰えないと今後の予算が組めないので確認願います。早く……さあ早く！」

　寝不足のせいでアドルフの振る舞いがおかしい。

「わかったよ……娼館は中止か」

　止むを得ず渡された書類を広げる。

　印はどこへやったっけかな……あぁセリアに渡したんだった。




　収入

　鉱山税　　二万四千枚

　交易　　　　六千枚

　穀物売却　二万枚

　報奨金　　二万枚

　戦利品　　三万枚

　収入計　十万枚

　支出

　ラーフェン屋敷維持　二千枚

　街警備兵維持　　　　二千枚

　有償労役　　　　　　五千枚

　ノンナ特別費　　　　千枚

　兵士給料・報奨金　五万四千枚

（遺族見舞金含む）

　出征費　　　　　　一万六千枚

　支出合計　　　　　八万枚

　合計＋二万枚




「へぇ……黒字になったんだな」

　兵士への特別褒賞や出征費の割りに報奨金が少なかったので大赤字を覚悟していたんだが。

「リントブルムに鉱夫が集まり、採掘量が激増しています。もっとも戦争による鉄の高騰に乗っかったからでもありますが……それに例の現物で持っていた穀物ですがかなりを売り払いました。戦争も終わりましたし、今後小麦の価格はドンドン下がるでしょうから」

　相場の動きや情勢についてわかるのはうちではアドルフだけだ。

　クレアはもっと詳しいかもしれないが、彼女も彼女の利益のために動いているから頼り切る訳にはいかないだろう。

「他に何かございますか？」

「交易も増えている。戦争で馬車も少なくなっていたはずだが」

「例の黒獣の肉が燻製としても人気ですし、秋から冬季ならば生肉のまま馬に乗せて駆ける急便が使えます。これがゴルドニア貴族達の間でとんでもない値がついています」

「まぁここで食っても高いからな」

　クレアに以前聞いた話だがあの獣を三頭仕留めるごとに一人が逆に食われている計算なのだそうだ。

　以前は一：一だったのだがボウガンや鎧、槍を支給し、黒獣を専門に狩る慣れた狩人が揃いだして大分改善したそうだ。

　人を食った獣を狩って食ってると考えると食欲がなくなるので止めておく。




「肉だけでこれだけ膨らむのか？」

「いえ、限定的ですが農具やその他金属製品も交易品として出荷しつつあります。まだまだ手探りなので量の割りに利益はありませんが……何しろこちらには良質の鉄と鋼がありますから。いずれ大きな輸出品になると思いますよ」

「そりゃいい」

「但しこの冬からは王家に鉱山の税を払う必要も出てきますが……」

　アドルフが俺をチラリと見る。

　いくらこちらが努力しても重税を課されては台無しになってしまう。

　王家との交渉は俺しか出来ない。

「問題ない。王家はこちらの鉱山の規模を小さく見ている。せいぜい年一万程度の課税に留まるはずだ」

　現時点でも年間十万近い利益が出ている。

　一割程度なら鼻歌交じりに払えるだろう。

　アドルフも胸を撫で下ろす。




「それで相談なのですが……」

「ん？」

「春、気候がよくなったら南の方で大規模な開発を行いたいのです。ラーフェン周囲との格差が大きく、領内で人口の移動が起きています。もちろんかなりの出費になりますが財政も安定していますし、治水と開墾は早々に増収に繋がると思うのですが」

　開発など進めれば更に自分の仕事が増えると言うのによくやる。

　こういう奴がいるのは農民にとっては幸運か。

「構わんよ。金貨は使う分だけあればいい、囲まれて喜ぶ趣味もない」

「ありがとうございます。……で他に何かございませんか？」

「そうだな、もう何もないさ」

「……他に何か注目すべき所はありませんか？」

「無いよ」

　アドルフがしっかりと指差している部分を見ないふりする。

　妻を守るのも夫の役目なのだ。




　承認印を押し、あくまで問題無しと突っぱねるとアドルフは諦めたのか書類をまとめて去っていく。

　さっさと寝ろよと声をかけるが力ない返事をするだけだった。

　あいつが死んだら大変な事になりそうだ。




「終わりましたか？」

「……」

　アドルフと入れ違いに入って来たのはレオポルトだ。

「お前も何かあるのか？」

「あります。極めて重要な事です」

　地図を広げるレオポルト、見覚えのない地形と国名……南部諸国か。

「間諜から集めた情報を元に私なりに分析しました。事実かどうかはわかりませんので、ハードレット卿が判断して下さい」

　俺が考えてもいい事あるまい。

　お前の意見を丸呑みするからさっさと話せ。

「ゴルドニアと国境を接する南部諸国は四ヶ国……正確には三ヶ国と都市国家群になります」

「都市国家ですか？」

　いつの間にかセリアが俺の脇から顔を出す。

　こういう話を聞き逃さないのはさすがだ。

　マイラもしっかり顔を出している。

　だが一人足りない。

「誰かトリスタンを呼んで来い……いや呼ばなくていい、引っ張って来い」

　あいつは引っ張らないと絶対に来ないはずだ。

　やがて溜息をつきながら嫌々現れたトリスタンも交えて再開する。




「まず隣接する国家のうち、モルトは事実上属国です。無視してもいいでしょう」

「そうですね」「ですね」「ふぁー……」

　酷いな、セレスティナを守ってやってるだけなのに。




「続いて都市国家群……これは小さいもので一万以下、大きいものでも五万を越える事はない国家群、名前の通り一つの都市が一つの国家となり、それらが点在している地域の事です。ノーステリエス河、テリエス河の付け根部分に位置しています」

「ここか、トリスニアが近い……それに河の上流を押えられることになるな。水軍は？」

「都市の中には強力な水軍を持つ国家もあります。ですが彼らは脅威にはなりません」

「何故ですか？」

「彼らは都市ごとに訓練された強力な軍を持っておりますが、あくまで一つ一つの国家は小規模で恐れるに足りません。外敵に攻撃された場合臨時に連合する事もあるようですが、彼らは領域内で争うこともあり、決して互いに友好的だとは言えません」

「つまり連携が取れていないと？」

　セリアが身を乗り出す。

　可愛い尻が揺れている。

「何しろ政治体制も様々です。都市ごとに共和制から王制、宗教的統治から専制政治とバラバラです。余程の事がない限り連合軍は難しいですし、自給自足をしているので外界への興味も薄いようです」

　なるほど、ならこちらから突かなければいい訳だ。

「差し当たっては大丈夫そうですか」「そもそも私達の領地とは国境を接していませんしね」

「ｚｚｚｚうわっ!!」

　頷くマイラとセリア、そして寝るトリスタン。

　セリアに脛を蹴られてのた打ち回っている。




「続いて我が領も西の端が国境を接する［リバティース民主国］です」

「民主国？　聞かない名前だな」

「政治体制は民主制、つまり民が統治者を選ぶのです」

「はあ？　民が自分で支配者を選ぶと？」

「そんな馬鹿な……」

　呆れるセリアとマイラに対して足の痛みで寝れないのかトリスタンが語り始めた。

「リバティースは有名ですねぇ。市民には平等な権利があり特権階級は存在しない。たとえ［統領］……これが最高権力者だけど、町でいきなり市民を殴れば法に基づいて牢屋に繋がれるのさ」

　そもそもそんな馬鹿は投票で選ばれるはずもないけどね、と付け加える。

「なるほど、市民全員に上を選ばせるのか。面白いな」

　共和制の国家は有力者の多数決で支配者を選ぶらしいが、市民全員で選ぶと言うのは特殊だ。

　だが耳当りの良い事ばかり言う底抜けの阿呆を選んでしまったらどうするつもりなんだろうか。

「あくまで推測ですが約五万の十分訓練された軍を持っています。更に経済力も人口こそ百万人程ですが、甘く見る相手ではないでしょう」

「つまり要注意と？」

　レオポルトはゆっくり首を振る。

「いえ、この国とゴルドニアは既に友好条約の締結に向けて交渉が始まっております。民主制とは民の意向が反映されます。少なくとも大国との戦争は忌避されるでしょう。歴史的にも自ら戦争を仕掛けた事はほとんどありません」

「ふむ……ま、戦争ばっかりもな。民も兵も疲れただろう」

　マイラもセリアも頷く。

　彼女達は軍人だが戦争狂ではない。

　どこからか「串刺しだー」と妙な声が聞こえた気がした。

「あぁそうか……リバティースに逃げれば良かったのかなぁ。そうすれば今頃……」

「市民税が払えず国外退去だ」

　レオポルトが冷たくトリスタンの夢を壊した。

　リバティース民主国は市民に大きな権利があるが義務もはっきりしていて、毎年結構な額の市民税を払えなければ市民権を剥奪され、国外に放り出されるらしい。

　この制度のお陰で物乞いや浮浪者が少なく、治安は良好だそうだ。




「ともあれ、ここもすぐに脅威になる訳ではないんだな」

「はい問題は残る一つです。［ヴァンドレア人民連邦］ここは調べた限りかなりの脅威となります」

「ここか……俺の領地とも少しだけ国境があるな」

「しかしモルト王国とはべったりです。モルトを踏んでくるつもりならどこからでも入れますよ」

　セリアが地図を指して呻く。

「人口は百五十万、軍は十万以上、過去一〇年周辺国を吸収しながら拡大しています」

「最悪だな、今更だがこの地理関係でモルトは平然としていたのか？」

「現時点では相手が本気ならば我が領の軍だけで防ぐ事は不可能です。無論、ゴルドニアとの全面戦争が彼らにとって分の良い賭けとも思えませんが」

　それは警戒する以外に対策がない。

　国境地帯の監視と間諜に国境を越えさせて探らせるぐらいだな。

「気になっていたんだが人民と言うのはわからんが、連邦と言うからには緩い連携なのか？」

「いえ、専制に近いです。世襲によらない絶対王政ですな」

「おいおい……」「それは……」「酷い事になりそうですね」

　世襲は国の安定にとって都合のいい制度だ。

　血筋だけの馬鹿が上に立つ危険はあるが、少なくとも血の繋がりがなければ後継者の大義名分が得られないので権力争いの当事者は減る。

　これが世襲無しとなれば力を持った奴ら全員が自らが王にならんと殺到することになる。

　前任者が死んだが最後、壮絶な内乱か暗殺合戦になるだろう。

「ヴァンドレアかぁ……農民反乱から成立した国家で本来はリバティース民主国から市民税を無くした形を目指していたらしいんだけどね。色々ひん曲がってすごい事になったらしいね」

　トリスタンはへらへら笑う。

「いずれにせよ拡張志向も強いこの国は危険です。モルト王国をうまく緩衝地帯として利用しつつ牽制を忘れないことが賢明でしょうな」

「要注意はここだけか」

「はい、但しヴァンドレア人民連邦は西方にある［アルテイル神国］と常に紛争状態にあると聞きます。この国までは間諜が入れなかったので定かではありませんが、明確な敵がいるならば牽制もやりやすいでしょう。更に正確な情報の収集に努めます」

「任せる」




　集められた情報を見る限りいずれもなかなかの強国だ。

　そもそも中央平原内でも北部より南部の方が人口は多い。

　気候が温暖なので穀物の収穫量が多く、同じ面積の農地でも養える人数が違う。

　多けりゃ良いって物でもないだろうが。

「こりゃゆったり寝ている訳にはいかないかもしれない」

「そうですか？　私は寝ますよ」

「だからエイギル様の前で居眠りするな！」

　セリアの蹴りがトリスタンの太股に入る。

　パーンと気持ちのいい音がしてひ弱な男がのた打ち回った。

「そうだ……そろそろ行かないといけない」

「娼館ですか？」「ふしだらな！」

　そうじゃない。

　もう傷も完全に治っている頃だろう。

「ギドの所だ。奴は自宅で寝込んでいるのだろう」

　ギドはラーフェンに戻り、町の中にある自宅で寝込んで妻の看病を受けていたはずだ。

　一度見舞ってやらねばならないだろう。

「あ……私も行きます」

　セリアは彼に命を救われている。

　女が見舞いにくればその分元気になるだろう。

　ギドへの特別な褒美の了承を取らないといけない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十五万二千人　重要都市　ラーフェン 二万一千人　リントブルム 三二〇〇人

　麾下軍

　再編

　財産　金貨四万二千枚　税収（＋二万）市民宴会費（九〇〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（淫獣）クロル（淫獣）メリッサ（男役）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（ネオニート孕）ピピ（従者）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（♂）トリスタン（ｏｒｚ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引き受け）

　他国

　セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（豚妊）クララ

　経験人数一四〇人　産ませた子三二人








☆国力　１６３話時点

地図あります。

カクカクした地形や世界地図との若干の地形の変化は仕様です。









　ゴルドニア王国

　人口　　三百十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口八万

　制度　　封建制

　兵員　　現在十万　動員限界二十五万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原北部をほぼ手中に納める一大強国。

　ストゥーラ共和国を事実上の保護国とし、オルガ連邦とも良好な関係を持つ。

　占領した旧マグラード公国領にて混乱は続くが、それ以外の地域は安定しており、相次ぐ戦争で傷ついた国力を急速に回復している。

　貴族階級への増税が進められ若干の不満が出ている。

　平原北部をほぼ平定し、希薄だった南部諸国との関係の構築を急いでいる。




　ストゥーラ共和国

　人口　　二十二万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口六万

　制度　　共和制

　兵員　　現在一万　　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国だったが、相次ぐ戦争で財が流出。

　有力商人は国外に流れ、強大化したゴルドニア王国に対抗しようも無い事から傘下に入るべきとの世論も高まっている。

　国家としての機能は弱体化しているが、出身商人の経済力は未だ極めて大きい。

　元隣国での混乱が続き、大量の避難民や対ゴルドニアの叛徒までが流入、対策に苦慮している。




　都市国家郡

　人口　　総計五十万

　支配者　多種多様

　首都　　点在する各都市がそれぞれの国家として独立

　制度　　多様

　兵員　　現在二万　　動員限界十五万（全都市国家総計）

　支配域　中央平原真ん中

　ノーステリエス河、テリエス河の上流域に跨って存在する多数の都市国家の総称。

　人口数千から数万まで多様な都市そのものが自給自足を行う国家として機能、テリエス河流域の湿地帯に面している都市は未知の環境へ冒険者を送り出す拠点ともなっている。

　ほとんどの都市は強固な城郭と戦時の国民皆兵によって守られており、通常都市国家間での戦争も随時行われているが、外敵に対しては連合して対抗する事もある。

　但し、政治体制や指揮系統も様々なので自ら連合して領域外へ干渉する事はほとんどない。

　　　　　　　　　　　南部諸国

　モルト王国

　人口　　二十万

　支配者　セレスティナ女王

　首都　　ビアード　人口二万

　制度　　王政

　兵員　　現在二千　　動員限界一万

　支配域　中央平原南　中部

　中央平原南部に位置する農業国家。

　目立った資源・産業はなく農業と麦から作る酒が唯一の名物。

　国民気質も穏やかで闘争には向かず、政治への興味は低い。

　四ヶ国と国境を接するが、戦略的価値の乏しさから侵攻を免れていた。

　幼い女王の統治に不満を抱いた一部貴族の反乱からゴルドニアとの戦争に発展するが、早々に敗北する。

　現在主人公の実質保護下にあり、女王との個人的関係から極めて強い友好関係を保つ。




　リバティース民主国

　人口　　百万

　支配者　－－－統領

　首都　　トルトエント　人口八万

　制度　　民主制

　兵員　　現在五万　　動員限界十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南部と北部の境界に位置する国家。

　国家運営を市民の投票によって選出された代表が行う稀少な政治形態を持つ。

　貴族性は存在せず、各都市の首長も市民によって選出される。

　一般市民にも極めて高度な自由が与えられ、経済的発展が著しい。

　軍は精強だが、戦禍を忌避する市民を意識するため能動的には動かない。

　更に数年後ごとに選挙が行われ、その期間中は全ての国政が停止する。

　最近の周辺国情勢に神経を尖らせている。




　アルテイル神国

　人口　　百四十万

　支配者　アルテイル法王

　首都　　アルテリア　人口六万

　制度　　原理主義

　兵員　　現在十二万　　動員限界七十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南西部に位置する宗教国家。

　代々の法王は古代神アルテイルの生まれ代わりと呼称し、民に絶対の服従と従属を求めている。

　アルテイル以外の神を信奉する人間は異端として拷問、処理の対象となる。

　貴族制は存在するが、全て神の下に居るとの思想の元、領主の封建的独立性は薄い。

　非常時には神の名の元に老若男女全ての民が戦争への参加を強いられる。

　当初は小国だったが、この一〇年で周辺国を次々と併合し巨大化した。

　異質な価値観から戦時・平時を問わず残虐性が際立つ。

　思想の違いからリバティース民主国、ヴァンドレア人民連邦、双方と対立している。

　ヴァンドレア人民連邦

　人口　　百五十万

　支配者　－－－人民代表

　首都　　ヴァンドラ　人口六万

　制度　　特殊専制

　兵員　　現在十二万　　動員限界二十万

　支配域　中央平原南　東部

　現在、中央平原南部最大の国家。

　数十年前に起こった農民反乱から生まれた国家で、様々な変質を経て特殊な政治体制に移行。

　民が国家を統治すると言う思想の下、民の代表者が全ての権限を握るが、事実上専制化している。

　最高指導者（人民代表）が連邦支部（各都市）の首長、軍司令官など全てを選出する。

　世襲される役職がほとんどないので最高指導者の交代の度に壮絶な権力闘争が繰り広げられる。

　近年、周辺国を併合しつつ強大化。

　全ての中心は民であり、王権でも神でもないとの思想の下、慣習を越えた宗教的行いを禁じておりアルテイル神国との関係は劣悪で度々紛争を起こしている。




　ポルポ王国

　人口　　二十万

　支配者　ポルポ四世

　首都　　ポロン　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在五千　　動員限界二万

　支配域　中央平原南境

　古い歴史を持つ小王国。

　以前は中央平原の南の境にある五王国の一つだったが、いつの間にか他四ヶ国がアルテイル神国に併合されて一国になった。

　現在王が病床にあり、跡目争いで外国へ目を向ける余裕が無い。
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　　　　　　　　　　　　中央平原外

　オルガ連邦

　人口　　二千万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在六十万　　動員限界三百万

　支配域　大山脈以北全域

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　支配領域の広大さから封建制を取る。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　ガーランド帝国の不審な動きを掴み、連邦軍に編成し警戒態勢に入っている。

　有力貴族のマロードル侯爵家は後継者関係で混乱中。




　ガーランド帝国

　人口　　四千万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在二百五十万　動員限界三百五十万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖、農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　近年の急成長による国内に様々な軋轢を強権によって弾圧。

　東部、中部の各貴族に西部地域への移動を命じている。

　同時に徴兵令が布告されている。








☆人名紹介　１６３話時点







　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二三歳　黒髪　ゴルドニア辺境伯　東部大領主

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　ゴルドニア王国最重要人物の一人、領地経営に成功し辺境ながら非常に豊かな土地を保有。

　貴族社会全体で注目と警戒の対象。

　長年多数の女を抱き続けた事で性技は本職をも圧倒する

　股間は今も成長している。

（女）家族

［セリア］

　一九歳　銀髪　身長１６１ｃｍ　引き締まった体　呼び方エイギル様　自分　私

　主人公の副官として公私に渡って一番近くにいる。

　様々な分野で才能を示す。

　主人公への狂信は健在だが、家族や長年共にいる女性達には気を許している。

　じゃれ付くレアと仲が良い。

［ノンナ］

　二二歳　茶髪　身長一六〇　超巨乳スレンダー　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　主人公の正妻

　滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族の常識に詳しいが平民の常識や金銭感覚に疎い。

　かなりの浪費癖が有る。

　主人公の子供を妊娠し、神経質なほど体調に気を使っている。

［カーラ］

　二〇代後半　栗色髪　身長一六五　グラマー　呼び方　エイギル　自分　あたし

　主人公の側室、実娘エカチェリーナを出産。

　ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、変態趣味に拍車がかかっている。

　はっきり物を言うので女性達の悩みや問題を主人公に伝える重要な存在に。

［メル］

　四〇歳　金髪　身長一六〇　孕み中　ややグラマー　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、息子スウ、ルウ、ギルバートと三人を出産。

　連れ子のクウ、ルウを含めて五人の子供を持つ母親で非常に孕み易い。

　クウとルウを交えての親子三人での妊娠を希望している。

　四〇と言う数字は禁句。

［クウ］

　二二歳　金髪　身長一五八　スレンダー

　メルの娘で主人公の愛妾。

　母と妹に誘われるが今だ妊娠の覚悟がつかない。

［ルウ］

　一七歳　金髪　身長一五〇　つるぺた

　臆病でおどおどしており、要領が悪く、すぐドジを踏む。

　主人公に処女を捧げ、恋人や兄、父として様々な感情が入り混じる。

　妊娠を希望している。

［メリッサ］

　二九歳　赤毛　身長一六四　グラマー　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが巨根の主人公とは相性がいい。

　主人公の留守中、他の女達の欲求を解消すべく男役をやっている。

　クロル他、子供達の性教育に頭を悩ませる。

［マリア］

　二六歳　栗色髪　身長一六四　貧乳　呼び方　エイギルさん　自分　私

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　料理がうまく生活力が高い。

　おっとり優しく子供に好かれるが、臆病で荒事は苦手。

　メリッサと女同士の愛を育み、毎夜張り型を使って愛し合う。

　主人公の息子クロードを産み、主人公の側室にしてもらう約束をしているが中々履行されない。

［イリジナ＝ウォルス］

　二五歳　茶色　身長一八一　がっちり筋肉質　呼び方ハードレット殿　自分　私

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、アホの子。

　戦争と酒を愛する豪快な女。

［リタ］

　三一歳　黒髪　身長一七〇　ややグラマー　デカ尻　呼び方ハードレット様　自分　私

　主人公の愛妾にしてメイド長を務め部下の信頼も厚い。

　大の巨根好きで主人公の股間にも絶対の忠誠を誓う。

　現在妊娠中

［カトリーヌ］

　二六歳　金髪　身長一五六　スレンダー　呼び方　貴方

　金髪の美女。

　娘ローズ、主人公の息子アントニオを出産

　非常に好色で淫乱、男を求めて理性を失うこともあり、主人公の不在時にはメリッサと交わって欲求を解消している。

　二人がかりの二穴責めの悦楽を覚えた。

［ヨグリ］

　二四歳　黒髪　身長一六三　巨乳グラマー

　主人公の金で生活しながら駄目男に抱かれた事で家中で孤立、主人公の取り成しもあってメリッサ・マリア・カトリーヌと仲良くしている。

　生々しい実体験を元にした演劇脚本が人気を博した。

　妊娠中

［ピピ］

　一五歳　こげ茶髪　身長一四二　子供体形　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民の長との連絡要員

　主人公の子を産む事を望んでいるが余りの体格差からマスコットとして扱われていたが、ついに処女を奪われる。

　子供っぽい体型で主人公を背徳的に楽しませる。

［ルナ］

　二三歳　薄茶髪　身長一六二　スレンダー貧乳　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　剣を含めて武芸に優れ、統率力もある。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。

［ルビー］

　一九歳　茶髪　身長一五二　スレンダー　呼び方　族長様　自分　あたし

　ルナの妹、姉の従者として同行する。

　姉よりも胸は大きい。

［ミティ］

　一八歳　黒髪　身長一五四　中肉中背　呼び方　旦那様

　孤児院から働きに出て館に住む。

　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役でマリアを尊敬している。

　酔った主人公に犯され処女を奪われる。

　側室にしてもらう約束をしたが履行されていない。

［アルマ］

　一五歳　黒髪　ちんまい　呼び方（呼べない）

　孤児院組最年少。

　密かに想っていたクロルに強姦されるが最終的に受けいれる。

　若い情欲もあって所構わず猿のようにクロルと交わっている。

［ニナ］

　一六歳　茶髪　呼び方ハードレット様

　レオポルトが連れてきた世話係。

　影が薄い。

　レオポルトに女の情を感じている。

［ケイシー］

　見た目二〇半ば　白髪　身長一五五　中肉中背（可変）

　王都の家に取り付いていた幽霊

　主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる（細かい性格の人間により見えやすい）脳内会話可能

　空を飛べるが運動神経が悪く風があると飛ばされて行方不明になる事もある。

　暗い場所が苦手

「捨てられる女」・「首吊り自殺」などの言葉を引き金に怨霊化することも……。

［レア］

　一〇代後半　金髪　身長一五三　セリアよりやや豊満　呼び方　ご主人様

　主人公が居た地下の施設から救い出される。

　主人公に極度に依存し、セリアとは違う絶対従順で尽くす。

　怒られると著しく脅えてしまう。

　性技は達者で自分の身が壊れることも厭わない。

［マイラ＝ヒューティア］

　二七歳　金髪　身長一七〇　ややグラマー筋肉質　呼び方　ハードレット卿

　元ユレスト連合軍司令官

　主人公に破れ、捕縛されて犯される。

　王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公について行く。

　軍才があり、万単位の司令官としても事足りる。

　風紀にうるさく、治安官として領地に目を光らせる。

［アリス］

　一〇代後半　赤髪　身長一五〇　寸胴貧乳

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。

　普段は声が小さく大人しい。

　尻穴趣味で主人公の逸物すら容易に飲み込む。

　普段から何か尻に入れていないと落ち着かない程の中毒。

　魔法が使えるらしい。

［ミレイ］

　二〇後半　赤毛　身長一七二　グラマー筋肉質　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気な性格で剣技に優れる男まさり。

［ローズ］

　五歳　カトリーヌの娘

［スウ］

　四歳　メルの娘

［ミウ］

　三歳　メルの娘

［ギルバード］

　二歳　メルの息子

［アントニオ］

　四歳　カトリーヌの息子

［エカチェリーナ］

　三歳　カーラの娘

［クロード］

　二歳　マリアの息子

（女）家族以外




［マルスリーヌ］

　四六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王妃　身長一六二　豊満

　裁判で処刑されかけていた所を主人公預かりとなる。

　とりあえず命の危険がなくなったと安心しているが生活環境が貧しい事に不満。

　娘のために体を差し出す覚悟をしている。

［ステファニー］

　二五歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六〇　豊満

　マルスリーヌの長女　同じく裁判で処刑されかけていた所を預かられる。

　おっとりした性格、既婚だったが逃亡中に権力を無くした彼女を見限った旦那に離縁された。

　妹のため気丈に振舞っているが内心は恐怖に震えている。

［ブリジット］

　二〇歳ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六五　貧乳

　次女　三姉妹唯一の貧乳、全体的な肉付きはいいのだが胸だけが膨らまなかった。

　気丈で強気な性格で主人公にも頻繁に食って掛かる。

［フェリシー］

　一六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一五五　巨乳豊満

　三女　歳の割に非常に豊満な体つきをしている。

　自分を守ってくれる主人公を余り警戒していない。

　臆病で他人の悪意に慣れていない。

［クレア］

　二六歳　黒髪　身長一六三　標準　　正式　辺境伯様　二人エイギル様　ベッド　エイギル

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り、現在は中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　主人公との独占的な取引、特に鉱山経営で巨額の利益をあげ、地政学リスクに振り回されているストゥーラ本店の中で急速に影響力を拡大している。

［ローリィ］

　一七歳　金髪　身長一四六　子供体形

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の性能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　クレアと共にのし上がろうと試みている。

　主人公に体を開き、見返りに高額の在庫を売りつけた。




［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三七歳　金髪　身長一六〇　豚に準ずる体型

　連邦の有力貴族マロードル侯爵夫人　夫との不仲で白都へ置かれる。

　主人公に心から惚れこみ、金や高価な物品を貢ぎ続ける。

　自堕落な生活からか体型は崩れ、まるで豚。

　主人公の子を妊娠し、家督を継がせるべく領地に帰還、侯爵の子と言い張って大混乱を引き起こす。

［クララ］

　一七歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　主人公の要請に沿って連邦内部から必要な情報を調達している。

［ミルミ］

　約五〇歳　人魚　上半身はグラマー

　ラーフェン近郊の池下の洞窟で暮らしている若い人魚。

　繁殖のための雄を探していた所に主人公が遊びに来る

　結果、子供が数百生まれてうれしい悲鳴。

　友人の魚人と共に子育てに勤しむ。

［リリアーヌ］

　二三歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　辺境伯様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

　王都には最早戻れないとしてラーフェンの劇場の発展に尽くす。

［レティシア］

　二四歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

　主人公から愛人の誘いを受けるが弟とセット食べて欲しいと条件をつけている。

［シャロン］

　一五歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの弟、中性的な見た目と声で女性と間違う事も。

　小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に惚れてしまっており、全てを捧げたいと思っている。

　必要なら切り落とす覚悟もある。




（特別）

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。

　最近美味しいオヤツを頂いた模様。

　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二四歳　参謀　呼び方ハードレット卿

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

　領地の軍事的な一切を統括する。

［アドルフ＝フールカ］

　三一歳　内政官　呼び方ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　領地の内政全般を統括する。

　領地の拡大に伴って仕事が増え疲労がたまっている。

［トリスタン］

　二二歳　金髪　呼び方　辺境伯

　天性の策略家でその才能は多岐に渡るが、怠け者で仕事嫌いで責任感が無い。

　お茶と読書をこよなく愛し、武芸は素人以下、馬にも乗れない。

　溜息ばかりつきネガティブな発言が多い。

　主人公に半ば強制的にラーフェンに連行され、働かされている。

［ギド］

　一六歳　山の民　黒髪　呼び方　族長（エイギル様）

　主人公の護衛隊に所属している。天性の戦闘センスがある。同い年の妻がいるが、ルナに焦がれていた。

　マグラードとの戦争の中でセリアを庇って瀕死の深手を負うが反面主人公からの信頼は高まった。

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五八歳　執事　呼び方旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一六歳　子供　使用人　金髪　呼び方エイギル様

　孤児院出身の使用人で女性陣の生活空間に出入り出来る貴重な男手。

　娼婦に入り浸っていたが、色々あってアルマと恋人になり、毎日異常なほど情交を繰り返している。

　性欲は非常に旺盛だが性器のサイズは並。

［クリストフ］

　二七歳　マッチョ

　最精鋭部隊である護衛隊の一員だが隊内最弱のお情け任用。

　数々の戦争に参加するが戦果無し。

　頻繁に負傷するが重大な怪我は一つもない。

［マック］

　三三歳　身長２ｍ超　極マッチョ　筋肉だるま　怪力魔人　工兵隊長　呼び方　主語なし

　ゴリマッチョ

［バルバノ］

??　歳　ドワーフ族　呼び方　友

　ドワーフ族の中で力を持つ男　剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強く、鍛冶の技術もピカ一

　主人公を友と認めている。

［フランメ］

　六一歳　火の民代表　隻眼

　鉱山の近くで細々と鍛冶をして暮らしている火の民の指導者

　最近クレアに一族まとめて雇用された。

　世間を知らない為、苛烈な労働条件で働かされているが、今までもよりもマシなので気づいていない。

　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三二歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぎ、中央平原北部をほぼ平定し強国ゴルドニアを作り上げた。

　謀略に通じる者の常か、信頼出来る人間は少なく家族も持っていない。

　エイリヒ、ケネスの両輪を持って更なる発展を目指す。

［グドロア＝フーバー侯爵］

　五四歳　予備役

　軍の要職を追われ、最後のチャンスであったマグラード遠征でも不手際を見せた。

　もはや貴族達の間では死んだも同然と扱われており、王の受けの悪さもあって影響力はほぼ無い。

　最後の賭けを準備している。

［エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵］

　三四歳　軍務総監　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　軍務総監としてゴルドニア王国軍の最高司令官に就任、役職・爵位ともに頂点を極めた。

　新貴族や軍人達を束ねる一方で伝統貴族や文官を束ねるケネスとはライバル関係にあり対立している。

［ケネス＝ボールドウィン侯爵］

　四三歳　政務総監

　陰謀、謀略に長じる。

　エイリヒと対を成す内政部門の最高責任者として頂点を極める。

　伝統貴族や文官達を影響下に置く。

　軍の人間としてエイリヒ陣営と思われている主人公の取り込みを図る。

［レベッカ＝ブレイズ］

　二三歳　黒髪　身長一五五　寸胴　呼び方　ハードレット卿　伯

　名誉騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報官に。

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

　主人公の領地を探索した功で名誉男爵位へ陞爵、筆頭情報官の地位につく。

　情報の提供と引き換えに主人公と協力関係にある。




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［アンドレイ］

　四五歳　髭　大男

　ロリコン、ロリハーレムを作る。

［ナタリー］

　二一歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　主人公の肉棒をたまに思いだす。

［ドロテア］

　四四歳　孤児院院長　痩せ　ハードレット様

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　主人公の愛人として屋敷で孤児達の面倒を見る。

　さすがに年齢もあってもう抱かれはしないだろうと油断している。

［オレリア］

　二二歳　孤児院手伝い ちんまい

　孤児院で育った女性。孤児院でドロテアの手伝いをする。快活で子供っぽい女性。

　その子供体型を見込まれてアンドレイに囲われる。

［メルドゥス＝ブルータス］

　三五歳　辺境伯

　モルト王国最高の軍人だが王国に反旗を翻す。

　ヘルヴィが主人公に訴えて解放され、鉱山町へと送られた。

［ヘルヴィ］

　二六歳　黒髪　身長一七五　秘書官　スレンダー

　元ブルータス秘書官、優秀だが彼の補佐に徹し、他の者との関係は希薄

　新任の時、酒の勢いで犯されてしまったが、それ以来ずっと惚れている。

　反乱前に妻子を実家に帰したブルータスの嫁になるのが人生の目標。

「他国陣営」

［セレスティナ＝モルト＝コルティス］

　一一歳 金髪　身長一三七　子供

　モルト王国女王

　太陽のような笑顔は見るもの全てを魅了する。

　主人公を兄として慕っている。

　実質的な保護国として守られながら成長中。

　まだ子供だが少し悪戯された。

［モニカ］

　二三歳　セレスティナ付きメイド（女官）身長一六三　やや豊満

　セレスティナ女王付き女官

　セレスティナを溺愛する余り必要な試練からも目を逸らさせてしまっていた。

　主の命で主人公に処女を奪われるが忠誠心は健在。

［アンセルム＝デュノア］

　元トリエア王国宰相

　戦場での行方不明を経てゴルドニアの手元に。

　一族全員を処刑された復讐からか裁判でトリエア王を糾弾し死罪に追い込む。

　元々聡明であったはずの瞳には狂気が宿る。








第１６４話　ご褒美　♯







「手をついてこっちに尻を……」

「もう、あんまり激しくしたら傷が開いちゃうよぉ」

「もう治ったよ。そんなこと言うなら昨日は一晩中やっただろ」

「もう、すけべー」

「ゴホン、立てこんでるようだな」

「ひっ！」「わっ！」




　ギドの家に見舞いにいったのだが家の中から男女が愛し合う直前の声が聞こえた。

しかも窓が開けっぱなしだったので丸見えだったのだ。

「ぞ、族長様!?」

　慌ててギドが飛び出してくる。

「やりたいなら少し時間を潰してから来るが？」

「それとモノを仕舞って下さい」

　まさに入る直前だったのだろう、ギドは放り出したまま玄関を開けたのだ。

通行人の女性達が小さく悲鳴を上げている。

「きゃ！　剥き出しよ」

「でも可愛い顔の割りに大きくない？　ちょっと味わってみたいなぁ」

「う……どうぞ」

「邪魔するぞ」




　妻持ちのギドにはラーフェン内に無償で家を与えている。

三部屋しかない小さな家だが夫婦だけなら十分だろう。

　中に入ると妻がスカートをもぞもぞと上げて下着を履き直している。

やはり悪い所に来たようだ。




「それで……今日はどのようなご用ですか？」

「まずはよくセリアを守ってくれた」

　俺が軽く感謝を示し、隣にいたセリアが深々と頭を下げる。

「当然の事をしたまでです！　族長様とその女を守るのは当然の責務ですから」

「エイギル様の女……ふふ」

　セリアも上機嫌だ。

「それと生き残ったらいい目を見させてやるといっただろう？」

「もう褒美は頂きましたよ？」

　勿論特別褒賞として金貨は出している。

だが俺の大事なセリアを守り、死神も退けたのだからそれ以上の褒美があってもいいはずだ。

「他になんでもいい。言ってみろ」

「……では馬を二頭頂けませんか？　私も私用で使う馬を持っていませんし、妻もたまには遠乗りがしたいと言っているので」

　なるほど、山の民にとって馬は自分の足みたいなものだ。

女子供も皆が乗り回していたはず、たまには遠乗りでもしないと不満が溜まるのだろう。

だがラーフェンも人口も多くなって来たので繋いで置く場所にも困るだろう。

「わかった。馬を二頭と……近くの厩に置いてもらえるよう話をつけておく。それでいいか？」

「はい！　十分です！」

　よし、次はギドへの副賞をやるとしよう。

「今からちょっと出れるか？　夕方には家に帰す」

「はい、大丈夫です」

　次にギドの妻へも笑いかける。

「邪魔をして悪かったな。今夜は存分に子作りしてくれ」

「もう……族長様ったら」




　笑いながらギドを連れて歩き、ラーフェンで最もいい宿に連れて行く。

セリアは途中で「程ほどに」と拗ねたように言ってからお菓子屋に向かったようだ。

「宿……ですか？」

「来ればわかるさ」

「御領主様、準備できています。どうぞこちらに……」

　飛び出して来た店主に先導されて最高の部屋に案内される。

そして俺が扉を開いた途端。

「「「いらっしゃいませ、ご領主様」」」

「おう」

「こ、これは!?」

　大きな部屋のテーブルには酒とご馳走が用意され、薄い絹の服を着た女六人が微笑みかけてくる。

女達の服はあまりにも薄く、服の上から下着までも透けて見える。

よく見れば下着には穴があいておりその気になれば着衣のまま繋がることも出来るだろう。

町の娼館から極上の女達に来てもらったのだ。

「私には妻が……」

「こういうのは嫌いか、もし妻に悪いと思うなら女を帰してご馳走だけ楽しもうか？」

「……」

　ギドはちらりと女達を見る。

ニコっと微笑んだ女が手で胸を寄せて強調する。

もう一人の女がゆっくり薄い服を捲り上げて真っ白な太股を露にしていく。

「女は好きだろう？」

「だ、大好きです!!」

　叫ぶギドと黄色い歓声を上げる女達。

さあ宴の始まりだ。







「こういうのも悪くないだろう？」

「はい、夢のようです……うう……」

　ソファに並んで座った俺達の横には一人ずつの女が座り、肉や果物や酒を口に運んでくれる。

ギドは口移しで酒をもらっているようだ。

　更に床に座り、太股に手をかけた女二人ずつが剥き出しになった肉棒に舌を這わせたり、玉を優しく揉みほぐしてくれる。

「ギドさん？　ギド君？　私としてはギドちゃんって呼びたいな」

「いいかな？」

「好きに呼んでいいから……もっと奥まで」

「こうかな？　ギドちゃん？」「私もギドくんを、ちゅーってしちゃうよ」

　モノを咥えた女が音を立てて吸引し、ギドは呻いて仰け反る。

「ははは、女もいいが飯も美味いぞ」

　女の差し出す骨付きの肉をかぶりながらその胸を揉みしだく。

「あん、すごい筋肉ですね。上着を剥いじゃいますね？」

　俺だけではなくギドも上半身を剥かれてしまったようだ。

股間の方にいる女二人が声を上げる。

「これ……うそでしょ？」「ひえぇぇ～」

　ギドと同じようにしゃぶって欲しかったのだが、指で突かれている。

「そんな変なものが付いている訳じゃないだろうに」

「十分ですよこれ……うひゃーこんなの持ってる人本当にいるんだぁ」

「先輩から「領主様はものすごい」って聞かされてたけどまさかこれ程とは思いませんでした」

「焦らさないでくれ、獣になるぞ？」

　二人の頭に手をやると両側から唇がついて這い回る。




「族長様のは相変わらずの巨根ですね」

「そうか？　お前もそう悪くないじゃないか」

　ギドの逸物は俺よりはずっと小さいが、以前遊ばせてやったクロルの逸物よりはかなり大きめだ。

傘の張り方も大きく女にとっても上物ではないだろうか。

「そうそう、ギドくん結構大きいよ？」

「一六歳だっけ？　これなら十分巨根になるって」

「私はこれぐらいの大きさ一番好きだよ～」

　ギドの逸物を舐めながら女達が褒める。

「しかし、男としては族長様の大きな逸物に憧れます。あれに比べたら俺のなんて」

「ふふん、こっちはすごいよ～」

「まるで鉄柱を舐めてるみたい」

「女一人ぐらい持ち上げられそう」

　俺の方に居る女達が挑発するようにギドについた女を煽る。

「あれと比べたら駄目よ。あたし一三の時から一〇年娼婦やってるけどあんなの見た事ないもん」

「そうそう、特別製だって」

「あれの半分の大きさで巨根自慢する男なんて山程いるんだから」

　どうやら俺とギドについた三人ずつはそれぞれの男を立ててくれるようだ。

俺達が何も言わずとも女同士がきゃいきゃい言い合う。

「そんなにおっきいとこういうのも出来ないでしょ」

　女の一人が逸物ごと玉まで咥えこむ。

確かに俺のモノにあれは出来ないな。

「ふーんだ。こっちは三人同時に舐めながら手でしごけるもんね」

　六本の手と三枚の舌が同時に這い回り、思わず呻いてしまった。

「た、確かにそんなのは超巨根じゃないと出来ないけど……」

「いいもーん、私達は可愛いギド君食べちゃうから」

　ギドはソファに倒されて唇と乳首を吸われ、更に股間に吸い付いている女も激しい音を立てて吸引を開始したようだ。

さすがに妻がいるとは言え一六の男が耐えられる攻撃じゃない。

「うあっ!!」

　少年は女の頭を思い切り押えて腰を震わせる。

「げぼ！　んごっ！　ん……ん……」

　喉の奥で乱暴に射精された女は一瞬眉をひそめるが、すぐに喉を鳴らし始めた。

さすが歴戦の娼婦だ。

「可愛いイキ顔」

「やーん、きゅんってしちゃう」

　股間に吸い付いていた女以外は必死に射精するギドの顔を覗いて喜んでいた。

「遊ばれてるぞ？」

「もうしわけ……ありません……あぁ……」




　脱力したギド、俺も射精するとしよう。

「えっと……私も喉まで？」

「やってみるか？」

「あはは、ちょっと遠慮して欲しいかな。死んじゃいそう」

「両側と下から玉を頼むよ」

「「「はーい」」」

　肉棒を挟み込むように二人が左右から舌を這わせ、一人が股に潜り込むようにして玉を吸う。

やがて肉棒が動き始め、いよいよ発射の時が来た。

「出るぞ……おう！」

　垂直に勃っていた肉棒が精汁を噴射、天井に汁をかけた後、向きを調整して女達の顔に一人ずつかけて行く。

「わぶ！　きゃあ！」

「うわ！　あつぅい」

「みゃあ！　べとべとー」




　勢いと量が珍しいのかギド側にいた三人も唖然としていた。

「天井に届いちゃった……」

「それより量よ、噴射したわよ」

「すっごーい」

　ギドを見て笑ってやる。

どうだ？　お前の方にいる女も取ってしまうぞ、と。

「く……及ばずながらそう易々とは行きません！」

　ギドが周りの女達を押し倒す。

「きゃーやだー犯されるよー♪」

「わーん助けてー♪」

「いやーゆるしてー」

　まったく嫌がっていない悲鳴が上がる。

あちらは本番にいくようだな。

「こっちもいたそうか」

　ベッドに移動して寝転ぶとまったく萎えていない逸物が塔のように立った。

「いよいよですね」

「これが中に……」

「私が最初に行くわ。もし串刺しになって死んだら貯金は家族に送ってね」

　死ぬわけないだろうが。

「いくわ……う……あ……ぐぅぅ……うぐぅぅぅぅーー!!」

　思い切り開脚した女が上に乗ってくる。

さあ楽しい時間の始まりだ。







数時間後




「どうだギド、良かったか？」

　失神した三人の女をベッドに寝かせ、ソファで乱交していたギドに声をかけてやる。

「ギドくんへばっちゃいました」

「でもちゃんと全員一回ずつ出してくれたよね」

「うん、頑張った！　えらいえらい」

　たった四回でへばるとはまだまだ甘い奴だ。

「そっちはとんでもないですね」

「物凄い嬌声で心配になりましたもの」

「全員失神ですか、うわーアソコ広がっちゃってる」

「俺は……まだまだ……か」

　ギドが天を掴むように手を伸ばす。

「じゃあ、約束通りここまででいい」

「「「はーい」」」

　女達は失神した者に肩を貸して退室する。

「あ……終わりですか……」

　ギドが少し寂しそうに言う。

逸物は完全に出し切って子供のモノのようになっていた。




「いや、ここからが本番さ」

　俺は隣室から一人の女を連れて来る。

その女を見るなりギドは跳ね起きて股間を隠す。

「ルナ様！　どうして!?」

「お前を称えてやる為だ」

　ルナは服を脱いで俺の隣に座った。

「最後に確認する。いいんだな？」

「はい、ギドが族長様のお役に立てたのは大きな喜び、族長様がお許し下さるなら褒美を与えることに異存ありません」

「ま、まさか!?」

　話の流れでこれからどんな褒美が貰えるかわかったのだろう。

ギドの萎え切っていた男根が再び膨らみ始めた。

「ルナを抱きたいか？」

「もちろんです!!　抱かせて頂けるのですか!?」

　声が大きい。

「彼女に許可を取れ」

「ルナ様、俺を受けいれてくれるのですか!?」

「ふふ、私はあくまで族長様の女、子作りの穴は使わせる事は適いませんが、不浄の穴なれば……一度だけ、今生で一度だけ褒美ですよ？」

　ルナは四つん這いになってギドに尻を向け肛門を両手で広げる。

「ルナ様のケツ穴……はぁはぁ！」

　理性を飛ばして圧し掛かろうとするギドを叩く。

「いきなり襲うな。まず尻が傷つかないように解すんだ」

「はい！」

　四つん這いになったルナの尻に顔をつけ、躊躇なく尻の穴を舐めるギド。

俺はルナの前に仁王立ち、肉棒を咥えさせる。

「ルナの尻はうまいか？」

　ギドは答えず必死に尻を舐め続ける。

ルナの表情から見てそう悪くない愛撫のようだ。




「よし、もういい。言っておくがルナは今もこれからも俺の女だ。だから……」

　仰向けになった俺の上にルナが乗り、騎乗位で肉棒を根元まで挿入する。

そのまま体を前に倒して俺達は抱き締め合う。

そして俺はルナの尻たぶを掴んで左右に大きく広げた。

ギドが唾を呑む音が聞こえた。

「二本挿しですか!?」

「分かっていても……はずかしゅうございます」

　ギドからは開いた尻の穴が丸見えのはずだ。

ずっと焦がれていた憧れの女、他の男の物になり諦めざるを得なかった。

だが今日だけはその尻穴を犯す事が出来るのだ。

前には俺の逸物が突き刺さっているけどな。

「さあ来い……いや待て、挿れるのはルナの尻だぞ？　絶対に俺に入れるなよ？」

「それは勿論ですが？」

「よし、ならいい」

「参ります……ぐぅ！」

「うぐ……ひぃぃぃぃ！」

　上に乗るルナの体が前に突き出し、顔が苦悶に歪む。

今、彼女の尻にギドの男根が侵入しているのだ。

「案外分かるもんだな」

　肉棒を通してギドが尻にぐいぐい入って来たのがわかる。

ルナは俺の胸に爪を立てて仰け反った。

「あああーーー!!　尻が！　子袋が焼ける！　あおおぉぉぉーー!!」

「ルナ様、すごい声だ……」

　普段のルナからは考えられないような下品で大きい声が上がる。

ギドの男根も決して小さくはない。

それが尻穴に入り、更に前には俺の巨根が刺さっているのだ。

ルナは自分の髪を掴んで更に激しく悲鳴を上げる。

「尻と、女の穴が！　あぁぁぁぁぁーーすごい圧迫感です！　破れそう！」

「ルナ様が俺ので喘いでいる……たまらない！　うぉぉぉぉ！」

「乱暴にするな。ゆっくり揺らすように動くんだ」

　さすがに二本刺された上で乱暴にすれば本当に壊れてしまう。

男が気をつかってやらねばならない。

「こうでしょうか……」

「それでいい。俺と動きを合わせろ」

「あひぃぃぃ！　あぉぉぉぉ！　んぃぃぃぃー！」

　ゆっくりだが大きな動きで俺の体にしがみ付くルナをギドが後ろから押し潰すように挟み込んで攻め立てる。

　二本の肉棒が同じ動きで抜き差しされ、尻と前を掘削していく。

ルナは俺の胸に顔を埋めて叫びまくり、涎が胸の筋肉の上に水溜りを作る程流れ出していた。

男二人の攻めは彼女をのた打ち回らせている。

「族長様、ルナ様の背中を吸っても宜しいでしょうか？」

「ああ、いいぞ」

「ルナ様ぁ」

　ギドは肛門を犯しながら背中に吸い付く。

俺も対抗するように首筋に吸い付いて跡を残す。

「すごい！　偉大な族長様に吸われながら、別の男に尻を掘られるなんて、私はなんと贅沢な女なのでしょう！」




　その後もルナを挟み込んだ俺達は散々に腰を使い、いよいよ最後が訪れる。

「そろそろ出そうです……」

「俺も出そうだ。同時に出してやろう。それにしてもお前今回は随分もったな」

　先ほどの女達の時はもっと早かった気がする。

「恥ずかしながら男根が硬くなりすぎて精が出てこなかったのです」

　憧れの女の尻を犯しているせいで逸物が膨れすぎ、逆に鈍感になっていたようだ。

「ルナ出すぞ。覚悟し……もう聞こえていないな」

「ちんぽぉ……にほん……気持ちいい……あへぇ……」

　ルナは舌をだらりと出して力が抜けてしまっている、

意識はありそうだがもう動けない。

「族長様！　俺もう！　ああっ!!」

「よし、イッてやろう。……ふん!!」

　バチンと思い切り腰をぶつけて動きが止まる。

そして二本の肉棒が震え、子袋と尻穴に種汁が入り込んでいく。

「ひぁぁぁぁぁぁぁ!!!」

　射精と同時にぐったりしていたルナの目が見開かれ、俺にきつくしがみ付いて絶叫した。

「ぐうぅぅ……もっと……ルナ様の中にもっと出す！　うぐぐ……」

　カクカクと必死に腰を動かすギドを見ていると笑えてしまった。

本来自分の女の尻に種を出している少年など蹴り飛ばしてやりたくもなるのだろうが、不思議とそうは思わない。

　こいつは弟のようなものだ。

特に俺の大事なセリアを助けてくれたのだからな。

「はぁ！　はぁ！　全て出し終わりました」

　どうやら出し切ったらしい。

「よっと」

　俺も種汁を出しきり肉棒を引き抜く。

途端に膨らんでいた腹から勢いよく汁が噴き出た。

「あぁ出した出した。どうした？　お前も抜いてやれ」

「はい……」

　ギドは少し躊躇っている。

そうか、今回は特別な褒美で二度目はない。

引き抜いたら最後、もう二度と憧れの女に入る事は出来ないのだ。

　だが余韻に浸る暇は無かった。

体を離した俺までぐるぐると腹の鳴る音が聞こえてくる。

「う？　あ……ああぁ！　ギドっどきなさい！」

「えっ？　そんな」

「いいからどいて！　もう駄目なんです!!」

　ルナはギドを跳ね除けて転がるように廊下に飛び出す。

貸しきっているから問題はないだろう。

　困惑するギドに優しく説明してやろう。

「いいかギド、女の尻を愛した後は黙って便所にいかせてやれ。恥をかかせるぞ」

「わかりました。……今度妻にでもやってみます」

　どうやら気に入ったらしい。

「癖になったか？」

「尻穴も素晴らしいです」

　ギドが新たな性癖に目覚めたようだ。

良い事をしてしまった。




「そうだ、一つ言っておかねば」

「なんでしょうか？」

「今日は家に帰ったら必ず妻の相手をするんだぞ？」

「え？　しかし、さすがにもう勃ちません」

「お前の妻は途中で切り上げられて発情して待っているんだぞ？　欲情する女を放置するなど男ではない。なんとしても勃たせろ、二回は抱いてやるんだぞ」

「族長様の命令なれば！」




　その後戻ったルナに微笑まれながら「中々立派な男っぷりでしたよ」と言われたギドはたちまち勃起して帰っていった。

あれならば問題ないだろう。

「本当に宜しかったのですか？」

　二人きりになった部屋でルナが俺にしなだれかかる。

「ん？　何がだ？」

「尻に他の男を入れてしまいました。これは不貞だと思うのですが……」

「嫌ではなかったんだろう？」

「ギドの事は憎からず思っていますが、族長様のお心の方が心配です」

「俺の言い出したことだ。お前が嫌でないなら構わんよ」

　ノンナ達にばれるとまた面倒な事になるのでこの宿を秘密で借りたのだ。

「……たくましい族長様と若きギド、贅沢でたまらぬ行為でしたが」

「なぁに尻穴ぐらいどってことは無い。気になるなら今から尻に入ってやってもいいぞ？　上書きしてやる」

　半勃ちになった逸物をルナの顔に乗せる。

「お望みなら応えましょう。……きっと痔を患うでしょう。それも一興でしょうか」

　ルナは丁寧に舌を這わせながら、指を尻穴に入れて準備を始めたのだった。
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ゴルドニア王宮　王の寝室

「もういいぞ、下がれ」

「は、はい！　お粗末様にございました！」

　ゴルドニア国王アレクサンドロ一世の寝室。

直前まで王の腕にいたメイドが跳ねるように立ち上がり全裸のまま服を抱えて部屋を飛び出していく。

全裸で股間から種をこぼしながら勢いよく出ていく。

　戦を繰り返し、今や中央平原最大の大国を統治するアレクサンドロ一世、僅かでもその不興を買えばメイド本人も家族の命も木の葉のように吹き飛ぶだろう。

下がれと言われれば躊躇は許されない、自身が裸体を他の者に晒すなど些細な事だった。

「ふん……」

　直前まで愛を交わし、性欲をぶつけた女にも王が感じるものは無い。

夜も更け、そろそろ睡眠を取る必要がある。

いくら衛兵に体の中まで調べさせたとは言え、他の者を隣において寝るなどとんでもないことだった。

「俺の命を狙う者など星の数ほどいるだろう」

　相手無しに王は呟く。

王としての言葉遣いを止める事が出来るのは最早独り言の時だけだ。

　女を床に向かわせての暗殺など有史以来のありふれた手だ。

華奢な女に素手で殺されるとは思わないが眠っていればその限りではない。

「女など信用出来るものか」

　マグラードとの戦争が終わり、とりあえず敵対する国はなくなった。

ストゥーラは一部有力者が穏便な併合を望み出る程で脅威は無い。

南部諸国は現在情報官が分析中だが相互に対立もあり、すぐに戦争になる危険は低い。

　そうなると最大の問題として浮上するのが跡継ぎの問題、三二になって子どころか妻もいない王に大臣は口を揃えて世継ぎを設けるべきと進言している。

だが未だまとまりそうな話はない。

　勿論相手が居ない訳ではない。

王が望めばどんな貴族も狂喜として娘を差し出すだろう。

例え自分の妻を指名されても二つ返事で送り出す貴族は少なくないはずだ。

　だから問題は王の側にある。

「外戚が少なく、健康で従順、底抜けに愚かでなく……されど賢しくも無い女」

　それが大臣が勧める王妃の条件だ。

「こし切ったスープのような女などいらぬ」

　それにいくら選別しても自分に誰かを信用することなど出来ないだろう。

裏切り、謀略を尽くして進んできた王道だ。

他の者が同じように奪い取ろうとしてなんの不思議があるだろうか。

「あの女も同じだったはずだ」

　戯れに抱いた侍女「王様大好きです、本当に光栄です」と笑ってくれた女がいた。

何度かベッドを共にし、仲も深まった。

王妃には出来ないが側室として子を産ませても良いかと思っていたのだが、ある日ふと頭に浮んだのだ。

［俺がこの女ならどうやってばれぬよう俺を殺す］

　謀略に長ける王、方法はすぐにいくつも思いついた。

そして思考は更に巡り、もし「この女が送り込まれたなら誰の手の者か」「子を使って地位を奪い取るならどうする」様々な考えが止まらなかった。

　結果侍女は王宮を追放され、突然の事に悲しく王を見ながら去った。

「証拠も確信も無い。だがそれが出来ると言うだけで十分だ」

　王は自分に言い聞かせるように呟く。

以来王は女を性欲を処理するためだけの存在としか見ていない。

精を吐き出せばすぐに退室させる。

　男も例外ではなく、大臣達にも信頼を語りながら決して信用しては居ない。

衛兵も相互に監視させ、疑わしい行動を通報したものには報奨金を与えている。

「心から信頼出来る者など……おらぬ」

　そのために二大功臣、ケネスとエイリヒも相互に対立させるように仕向けた。

少なくとも二人が共謀して自分をどうこうする事はなくなるし、片方が自分を害する思いを持っても、相手に大義を与える事になると思い留まるだろうと。

「しかしあいつまで疑うとはな……我ながら笑える」

　ハードレット伯爵、今は辺境伯に叙した男。

粗暴にして好色、謀略や陰謀とは遠い奴とわかっていたが側近の讒言に猜疑心が止められず、情報官を使って調べる事までしてしまった。

結果は言うまでも無く白、あの時は自分を馬鹿な奴と罵りたくなったものだ。

「奴の行いは馬鹿馬鹿しくて良い。俺もあんな風に生きられたなら心配はなかろうに」

　裁判の場で美女親子をモノにしたいと言い放つ。

駆け引きとも損得勘定とも離れた下劣と思える行為。

だが逆に取れば裏切りの為の欺瞞など出来ない男とも見える。

「女と酒、美味い食い物を好むか」

　それだけを見て生きられたならどんなに幸せだろうか。

「だが出来ん。俺は大国ゴルドニアの王だ」




　その時、ドアの前から女の声が聞こえる。

「陛下よろしいでしょうか？」

　情報官の声、王は直属の彼らには例え深夜であっても構わないと言ってあったのだ。

「入れ、用件は？」

「フーバー侯爵が王を害する陰謀を企んでおります」

「そうか……」

　王に驚きは無い。

次に反乱するならば奴であろうと当たりはつけていた。

それだけの冷遇をしていた自覚もあった。

「詳細を聞かせよ」

　人は裏切るもの、王は常に暗殺と反乱の危機に晒されているのだ。

王座は切り立った崖の上にある。

わずかでも力の加減を間違えれば無様に潰れて死ぬことになる。

「余は誰も信じぬぞ……妻も子も懐に入れる者など要らぬ」

　情報官から話を聞きながら、王は自分自身に語りかけた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万二千人　重要都市　ラーフェン 二万一千人　リントブルム 三二〇〇人

麾下軍

再編中

財産　金貨四一九五〇枚　ギド褒美・豪遊（五〇）

武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

家族

ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（自称肉奴隷）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（淫獣）クロル（淫獣）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（劇作家孕）ピピ（愛妾）セバスチャン（執事）

ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官愛妾）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官痔）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（幸福）トリスタン（引きこもり）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引き受け）

他国

セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（闘争中孕）クララ

経験人数一四三人　産ませた子三二人








第１６５話　清き町へ







「ハードレット卿、ご相談があります」

　朝食が終わるとマイラが駆け寄り、俺の目の前で姿勢を正した。

「なにかあったか？」

　彼女は朝食を終えるとすぐに軍務や治安官として働く為に屋敷を出て夕方にまた戻る。

ずっと軍人として生きてきた為か、だらだらとくつろぐ事は少ない。

もっと肩の力を抜けと言ってはいるのだが、甘えてくるのは夜ベッドに誘った時だけだ。

「ラーフェンとその周辺の一斉清掃をやりたいのです」

「掃除？　物好きだな。好きにすればいいと思うが」

「そうではありません！　戦争の間、軍関係の人間が軒並み不在でした。治安隊はそれなりに機能し町の治安は保たれていましたが……それでも目に見えない所で不正や犯罪がはびこっているかもしれません」

「うーん」

　そういえば露店商の女が変な奴らの集団に因縁をつけられたと言っていたな。

町の衛兵が近づくとすぐに逃げ散ったらしいが。

「ラーフェンは間違いなくハードレット卿の領内では最も豊かです。東部の町の中でも一番かもしれません。ならば流入するのは……」

「食い詰め者と奴隷商か」

　食い詰めているだけならラーフェンには色々な職がある。

貧しいながらも飢える事はなかろうが、一部の奴らは徒党を組んで労働せずに金を得ようとするものだ。

　奴隷商、彼らは一応は合法的な商人ではあるのだが、拉致したり詐欺にかけて連れて来る場合も多い。

そして金のある奴隷商人が食い詰めたごろつき共を雇えば犯罪組織の完成となる。

「そうならないよう、定期的な清掃が必要です。治安隊だけでも町の中だけならば十分ですが郊外も含めると不安が残ります」

　最近は街壁の外にも粗末な家が建ち、市場が出来つつある。

壁内に家を買う金はないが、ラーフェンで働きたい者達が住んでいるのだ。

街壁の守りがないだけで酷い環境ではないが、当然内側より目が届きにくい。

不埒者がアジトを作るには絶好の場所だろう。

「治安隊だけでは対処出来ないのか？」

「可能ですが出来れば分散し、複数個所を一斉に押えたいのです。こういう手合いは鼻が利きます。ゆっくり動いては逃げられてしまいますから」

　彼女が自由に動かせるのは数十の治安隊のみ、これでは一斉に当たる事は出来ない。

「よし、なら俺も行こう」

「え？　見つかるかどうかもわからないつまらない仕事ですよ？　領主が自ら出るような事では……」

「屋敷でじっとしてるのも暇なんだよ」

「それならエッチな遊びして欲しいな～」

　レアが腰に引っ付いて甘えるので頭を撫でながら少し押し戻す。

彼女は放置すると街中でも平気で肉棒を咥えてくるのでこちらが注意しないといけない。

女を抱くのもいいがたまには暴れたくなるのだ。

「いや、あくまで取り締まりですから。相手が抵抗しなければ戦いにはなりませんからね？」

　マイラの声を背に鼻歌を歌いながら槍を持ち出す。

「あぅー」

　未練がましく腰にしがみ付くレアをセリアが引き離した。

「貴女はここで待っていなさい」

「そんなー」

「帰ったら遊んでやるから」

「えへ、なら……縛り付けて遊んで欲しいな」

　レアは強姦ごっこや縛りなど被虐的な遊びを好み、隠す事なく公言している。

「わかったわかった。帰ったら両手をベッドに縛って尻を叩きながら犯してやるよ」

「わーい、楽しみ～」

　セリアはいつの間にか聞きつけて準備をしている。

肉豆のように敏感な奴だ。







「場所料、月銀貨三枚だ。それでこのボロい露店を叩き壊されずに済むんだぜ？」

「何言ってんだ！　ここは自由に商売していいって領主様から知らせが出てる！」

「領主は領主だ、お前は俺達レッドウルフズと話をしてるんだぜ？　てめぇら、ちょっと暴れてわからせてやれや」

　後ろから男の肩を掴む。

「何しやが……」

「露店に場所料がいるんだな。知らなかったよ」

「あ、あんたは……」

「あにきぃ……」「もうだめだぁ……」

　広場で露店商に詰まらない事を言っていたごろつき三人。

二人は治安隊が押さえつけ、残るは頭目らしき男だけだ。

「な、俺が何をしたって言うんだ!?」

　別に何もしていなくても俺が言えば牢屋送りに出来るんだが。

「こ、こいつらが場所代とか言って金を出さなけりゃ店を潰すって！」

　露店商達が一斉に証言する。

「マイラ、こいつはどんな罪になる？」

「勝手に税を課したと見れば甘く見ても牢屋に一〇年の重罪もありえます」

「……畜生！　そんなになるならやってやる！」

「駄目だ兄貴！　相手はハードレット様だぞ！」「俺は関係ねぇぞ！」

　男が懐から小さなナイフを取り出す。

セリアが剣を抜き放つが、俺は少し考える

果物を切るにも苦労しそうなナイフ……馬鹿のやること、素手と同じに見てやろう。

「そりゃあ！」

　突き出されたナイフを握る手を素手で弾く。

バキリと骨が折れ、男はナイフを取り落とした。

　間髪置かずにだらしなく伸びた男の前髪を掴み、引き落として地面に叩きつける。

「ぐぎゃ」

　一度顔を持ち上げると鼻が曲がって血泡を噴いているが死んではいなさそうだ。

こんなもんだろう。

「こいつは鉱山で五年、そっちの二人は一年だ」

「甘すぎます！　首を跳ねるべきです！」

　そう言うなセリア、鉱山では人手を欲しがっているし頭目以外の二人は完全な雑魚だ。

この場で捕まって殺されたとなれば露店商も気分よくあるまい。

「剣を抜いていればお終いだったがな。さあ他へ行こう、次は剣を抜きそうな奴の所がいい」







「畜生なんでこうなった！」

「そりゃお前らが悪人だからだろう」

　俺達は街壁の外……壁内と比べて衛兵の手が回らないのを良いことに窃盗や強盗を行っていた集団のアジトに急襲をかけた。

ほとんどの連中はアジトで捕まえたが頭目と取り巻きが馬で逃走したのだ。

壁内なら街壁があるから逃げられないが郊外ならば広大な耕地が広がっている。

「シュバルツから逃げられたら、だけどな」

「あ、あたいの駿馬に易々と……」

　頭目は女、取り巻き三人と全速で逃げるがシュバルツは余裕の駆け足で付いていく。




「もう逃げられんぞ、諦めろ」

「治安隊は付いてきてない、こいつさえやれば！」

　取り巻きの一人がスラリと剣を抜いた。

残念、それは俺に武器を向けたとしか見れない。

「なぁに一旦逃げてまた再起……ぐげ！」

　剣を抜いた取り巻きの胸から上を吹き飛ばす。

「ひぃぃぃ！」

　他の三人も剣を抜くが姿勢が定まっていない。

そもそも馬上戦闘はゴロツキが簡単に出来ることじゃない。

俺が槍騎兵に覚えさせるのにどれだけ訓練したと思ってる。

「剣を抜いたら殺し合いだ。じゃあな」

　一人の腹を突き刺して投げ捨てる。

もう一人は大きく振った槍で頭を打つ。

兜を被っていない男の頭が割れ、馬から転げ落ちた。

「ひぃぃぃ！」

　最後に残った頭目の女は小便を撒いて泣きながら逃げている。

これが男なら後ろから串刺しにして終わりなんだが困った事に女だ。

しかも乳がでかいので大変だ。

「……やれやれだ」

　俺は槍で女の乗る馬の尻を軽く突く。

尻に傷を負った馬は跳ね上がり、女は見事に落馬した。

下は草地だ、死にはしないだろう。







「で、この女はどうなる？」

　追いついてきたセリアとマイラに女を引き渡す。

悪運強く骨の一本も折れず元気なものだ。

「ハードレット卿に刃を向けたのです。間違いなく処刑ですね」

「当然です！　何なら今ここで首を飛ばします」

「うう……あたい死にたくないよ……なんとか助けてくれよぉ……」

　頭目は泣きながらマイラの前で頭を下げるが冷たい視線で蹴飛ばされた。

「賊の言葉に聞く耳は持ちません」

　うむむ、これは余りに可哀相だ。

「こいつは殺しはしていたのか？」

「いや、強盗や窃盗、暴力事件が主です」

　ならば殺す程の事でも無い。

だがこいつが頭目で俺に剣を向けたのは致命的だ。

「少し尋問をする……そこの小屋でいいか」

　いい具合に近くに農業用の小屋がある。

「「…………」」

　そんな目で見るなよ。




「ぐぅぅぅぅ!!　太い！　太すぎる……腹が破れるぅぅ!!」

「そらそら、まだ大きくなるぞ」

「ひぃぃぃぃーー!!」

「服の上からでもわかったがいい乳だ」

　小屋の中、女は壁に手をつかせて後ろから挿入し腰を使う。

さすがに犯罪組織の頭目だ、性器も使い込まれていたが短小ばかりが相手だったのか狭い。

丁寧に愛撫してやる義理はないのでそのまま押し込んだが、少しばかり切れたかもしれない。

　大きな胸を乱暴に揉みしだき、乳首を引っ張る。

更に肉豆をつねるように乱暴にいじる。

かなり荒っぽい行為だが俺に剣を向けさせた罰だと思ってもらおう。

「で？　盗賊やってた理由は!?」

「あたいみたいな学のない、うぐっ！　女が就ける職なんて、あう！　ないからぁ！」

「露店商なんざ一〇までの計算しか出来ない奴はざらだし、お前の乳があるなら娼婦になっても客はついただろうよ」

　わざと痛みを与えるようにズンと突く。

「あぐっ！　わかった、言うよ！　楽して儲けたかったんだよ！　ラーフェンは人が多いし皆それなりに金もあるって聞いて……頼むよ、あたいまだ二五なんだ……死にたくないんだよ」

「……ったく、仕方ない。この乳に免じてなんとかしてやる。乱暴にするから覚悟しろ」

「本当かい!?　助けてくれ……きゃあああ!!」

　乱暴な言葉遣いが一転可愛い悲鳴に変わった。

我ながら遠慮の無い腰使いで猛烈に責め、最後は子袋にねじ込んで射精する。




「ぎゃっ！　な、中に出された……うぅー」

「本来死刑なんだ。中だしぐらい我慢しろ」

「あたいだって女だよ？　今日辺り卵を抱える日なんだ。あーあ、こんなに……これであたいも妊婦かぁ……本気で足洗わないとね」

　軽く腹部が膨らんだまま服を直させて小屋を出る。

脚が立たないらしいので襟を掴んで猫の子を持つように運搬する事になったが。




「「……」」

　セリアとマイラの視線が痛い。

「あーこいつはどうやら頭目じゃなかったらしい。そっちに転がっている男が頭目でこいつは唯の情婦だ。だから死刑にする事もないな、うん」

「そ、そうなんだ。あたいはその男の情婦だったんだよ。うん」

「「…………」」

「と言う訳で三年ほど適当に強制仕事をさせておけ」

「反省して二度と賊はやりません」

「「………………」」

　視線が痛いので次に行こう。




「……誠に不本意ですが、三年間労役者達の飯炊きです。荒くればっかりで絶対犯されるような所に放りこんでやります」

「事故に見せかけて殺しませんか？」

「それは法に反するので出来ません」

　お前ら物騒な会話をするんじゃない。







　情報があったのはこの店か。

扉を乱暴に開けて俺一人で店内に入る。

「こ、これはこれは御領主様、本日は一体何の御用でしょう!!」

「お前の店では奴隷を商っているんだったな？」

「はい！　もちろんゴルドニアの法に従い、罪を犯した者、借金が返せずに奴隷に売られた者のみを扱っております！」

　小太り小柄な奴隷商人は冷や汗をかきながら手もみして愛想笑いを作る。

ゴルドニアで奴隷として合法に売るのが認められるのはこの二つの他、公証人の前で自分を売る事を宣言した奴隷のみだ。

「そうかそうか、ならちょっと見せてくれるか？」

　商人は高速で揉み手しながらいやらしい笑みを浮かべる。

「もちろんです！　どんな奴隷を……いえ、美女にございますね？　お勧めがおります。お望みなら奥のベッドでいくらでもお味見をなさって下さい」

　何も言ってないのに美女を出そうとするな。

味見は魅力的だが後回しだ。

「そうだな、夜な夜な地下に運んでいる奴隷なんてどうだ？」

「はうあ！」

「地下から一人連れて来い」

「彼女達もあくまで合法的にデスね。それに汚れておりますのでまずは体を洗わせてから」

「黙れ」

　高価そうなテーブルに槍を叩きつけて破壊し、尻餅をついた商人に槍先を突きつける。

「連れて来い、聞こえなかったか？」

「で、ですが……」

「三〇にしよう、二九、二八……」

「ひぃぃぃぃー！」




　男は転がるように地下へ向かい、一人の少女を連れて来た。

可哀相に顔には殴られた後があり、全身は汚れて悪臭を放っている。

泣きそうな目を俯け、何も話さない。

「す、少し状態は悪いですがあくまで合法的に仕入れております。そうだな！」

「はい、私は自分の意思で奴隷になりました。何も問題はございません」

「……」

　言わされているのは明白だ。

罰を受けると思えば本当の事など言うはずがない。

だがこの少女は物心ついた頃から奴隷ではなかっただろう。

そういう環境に居る奴は泣きそうな目をしないのだ。

なら大丈夫だ。

　本当の事を言えといわれて素直に言うはずもない。

汚れた少女を抱き寄せ、商人の方を向かせる。

少し地位に溺れる傲慢な貴族になってやろう。

「お前は一介の商人、俺はここの領主だ」

「そうでございますが……」

「面と向かって話すのはおかしいと思わないか？　跪け」

「は、ははぁ！」

　俺の前で土下座する商人。

こんな真似は好きではないが、相手はまず外道だ、遠慮はいらん。

そして少女に耳を寄せる。

「俺はこいつよりも偉い。本当の事を言えば助けてやれる。さあ言うんだ」

　少女は葛藤するように俺と商人を見比べる。

俺は悪臭のする少女をきつく抱き締める。

「ほんとうに……」

「ああ、お前を助けた後は熱いキスでもしてもらうかな」

　微笑んでやると少女は僅かに笑って思い切り息を吸い込んだ。

「あたしはこの男と仲間に誘拐されてここに連れてこられました。抵抗すると殴られて犯されて……自分の意思でここに来たと言わされました！」

「貴様ぁ!!」

　激昂して立ち上がろうとする商人の頭を踏みつける。

「聞いたか！」

「「はい！」」

　途端に裏口や窓から治安隊が雪崩れ込んで来る。

奴隷商人の仲間が慌てて逃げようとするが全て捕縛され、抵抗した者は殺されていく。

「最初から皆殺しにして後で地下の奴隷から聞けば良かったのでは？」

「それだと間違っていた時に気分が悪いだろうが」

　セリアは中々に過激だ。




「全員片付いたか？」

　治安隊が大きな戦果に興奮気味に答える。

「はい、殺害六名、捕縛一二名です。地下からは一五名の非合法奴隷が発見されました。死体もいくつか……ほんの子供まで」

「連行しろ」

　気分が悪い、捕縛した一二名の命も明朝までだ。

「それでその……もう一人なのですが」

「もう一人？　逃げた奴がいたのか？」

「いえ、領主様の足元に……」

　あぁ踏み付けたこいつを失念していた。

体重をかけすぎて泡をぶくぶく噴いている。

このまま踏み潰してやってもいいんだが。

「お待ち下さい。この男は生かすべきです」

　マイラが庇うとは思わなかった。

「生かす価値があるのか？」

「この男にはありませんが、知っている情報にはあります。奴隷商人が〝自分で狩った〟商品をどこに流しているか興味があります。うまくいけば他の非合法組織も芋弦に出来ます」

　ふむ、そういう事か。

「おい、さっさと話せ」

「言える訳が無い！　そんな裏切りをすればあっしは一生追いかけられて」

「お前には選択が二つしかない。顧客を裏切って脅えながら暮らすか……ここで人生を終えるかだ」

　俺が槍を振り上げ、マイラも剣を構える。

「分かった！　話すから俺の命を保証してください！　それが無ければ絶対に話しませんぜ！」

「いいぞ、命だけは保証してやる」

「間違いないですね!?　約束ですぞ!?」

「お前が俺をイライラさせると今ここで違えるかもしれんぞ」

　セリアがいいのですか？　と目で聞いてくる。

考えがあるとウィンクしてやる。







　治安隊詰所に連れ帰った商人とテーブルを挟んで向かい合う。

俺の仕事ではないらしいが、乗りかかった船だ。

後は人任せではすっきりしない。

　マイラが尋問を行う。

「実は奴隷を大量に揃えたのは、ある客のためなんでさ……」

「そいつはラーフェン市内にいるのか？」

「いえ、稀に市内から子供の性奴隷を買いに来る奴はいますが少ないです。ラーフェンは特に衛兵の目も厳しいですし」

　彼らが仕事をしている証拠だ、素晴らしい。

「ではそいつらはどこに？　名はなんと言う？」

「場所は町から離れた場所だと思います。あっしも知らないんだ……名もわからない、聞いた事がない。だが毎回大量の奴隷を買っていく……」

「……その曖昧な情報で自分の命が買えると思ったのか？」

「待ってくれ！　奴らは西から来るんだ、距離もそう離れていないはずだ！」

「根拠は？」

「以前、不良品……病気持ちが混じった事があるんだが半日で文句を言いに来たんだ。だから馬でほんの数時間の距離のはずです」

「ふむ……他に何がある。奴らと言ったな？　大きな集団なのか？」

「商品を受け取りに来たり、注文を出したりして顔を合わせるのはいつも決まった三人組でさ。だが奴等の口ぶりからもっと沢山の人間が居ることはわかりますので」

「他に」

「えーっと、買う奴隷が少し妙でした。大抵の場合、あっし達みたいな非合法な奴隷商から買うのは性奴隷にする美女や変態が玩具にする子供なんですが、容姿や体格なんかが重要になります。けど奴らは健康な事以外あまり気にしない。他ではほとんど売れない不細工女から細身の男まで誰でも買っていきます」

「妙ですね」

「そうだな」

　そんな奴隷でいいなら合法的な奴隷商に頼めばいい。

値段も安いし何より捕まる心配も無い。

「記録を残したくなかった？」

〝表〟の奴隷商はあくまで商人だ。

商品をいつ、いくらで売ったか、当然台帳につける。

奴隷は非合法商売も横行しているので売り先も記録される事が多い。

あまりに不自然な買い方をすれば通報される事もありえる。

「奴隷の使い道を知られたくないか、そもそも自分達の存在自体を知られたくないか……両方か」

　わからないがまともな存在ではないだろう。

「今まで何人ぐらいの奴隷を送った？」

「……この半年でざっと五〇人は」

「それは!?」「ううん……」

　セリアもマイラも難しい顔をする。

いくらなんでも多すぎる。

俺やレアが居た穴倉が想像される。

「そういえば他にも妙な部分がありまして」

「言ってみろ」

「奴ら、真夜中にしか動かないんです。何もかも夜更けた頃なんです」

　まあ犯罪に関わる奴らが夜中動くのは普通だろうが。

「〝商品〟を動かす時ならわかるんですが、注文や運びの日決めまで深夜にすることはないでしょう？」

　男の言うとおりか。

ただ話し合うだけなら別に見咎められても証拠も何も無い。

わざわざ深夜に動く方が怪しまれる。

「それに商談が長引いて朝方近くになったんですが、奴ら帰らずにここに泊まるとか言い出したんです。しかも用意した寝室を断って奴隷達がいる地下室で眠ると……」

　頭がおかしい狂人かもしれないな。

「三人全員が目まで隠れるローブを被って不気味な奴らですよ。こっそり話しているのを聞いたのですが、こいつはうまそうとかまずそうとか……」




「いずれにせよ。このままには出来ないな」

「ええ、この際一掃してしまいましょう」

「しかし場所がわからないのでは……馬で数時間となればかなり広大です。軍を動かす必要があるかも」

「それならあっしに提案が……明日の深夜、奴らが奴隷を受け取りに来る予定なんです。いつも町から大分離れた秘密の場所で待ち合わせなんです」

「よし、そいつらを待ち伏せて案内させればいいな。さっさと教えろ」

「それには……へへ、命だけではなく生活環境の保証もですね」

「いいだろう、なんなら娼館で自由にさせてやってもいい」

　ぎょっとした顔で振り返るセリアとマイラ、心配するな。

「本当ですか!?　お貴族様に嘘はございませんね!?」

　俺はこういう男には割りと平気で嘘をつくが今回は嘘はない。




　奴隷商は大喜びで秘密の待ち合わせ場所を教えてくれた。

これで勝負は明日だな。
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　奴隷商人を連れて娼館街を歩く。

「あっしを匿ってくれる娼館……本当に女を自由に食ってもいいんですかい？」

「ああ、従業員を自由に犯していいぞ。相手もそうしてくるだろう」

「げへへ、領主様のお墨付きだ。しかしどこまでいくんですかい？　もう娼館街も外れですが」

「もうすぐだよ」

　やがて娼館街の片隅に小さな店が見えてくる。

「なんだか寂れてますなぁ」

「文句を言うな」

「そうですね。店より重要なのは女ってね！　いやぁ楽しみだ、店名は［菊開きの園］はて??」

　俺は店に入り、大声で呼びかける。

「マダム＝ゴンザレスはいるか？」

「ゴンザ？　ええ？」




　すぐに地響きのような音が聞こえてくる。

華麗なドレスをまとった一九〇を越える大柄な髭ヅラ娼婦。

ドレスの胸元は盛り上がる筋肉で押し上げられ、溢れんばかりの胸毛が彩る。

下手な女の胴回り程はある太い手足を躍動させて走り寄って来た。

「領主様ぁぁぁ！　来てくださったのですね！」

　気色の悪い裏声、疑いようも無いオカマだ。

外見も女に似せようと言う気概が一切感じられない。

　以前普通の娼館と間違えて入ってしまい泡を食った店だ。

この店は男が男を抱く娼館、それも麗しい少年や青年を抱く男妾屋ではない。

接客をするのは女装が壊滅的に似合っていない醜い女装をした男共だ。

しかも女人禁制、従業員の中には女が近づくと吐いてしまう者達もいるらしい。

「勿論遊んでいくわよねぇん！　領主様ならタダよぉん、さあ掘ったり掘られたりしましょうよぉん！」

　店主の名は［マダム＝ゴンザレス］迫害を受けた仲間を取りまとめて旅に出、遂にラーフェンにたどり着き、念願の店を出したそうだ。

「いや、今日はこいつの面倒を見て欲しくてな。事情があってここに置いてやってくれ、丁寧に扱う必要はない」

「ふぬん」

　マダムはあまりの出来事に硬直している商人の全身を撫で回し、ズボンの尻を破る。

「ひぇっ、何をする！」

　革のズボンを素手で破るとは……。

「ふんが！」

「ぎゃああああ!!」

　マダムは太い指を二本差し込んだようだ。

気持ち悪いので目を逸らしたが。

「小柄……小太り……とろけながらも締まるケツ……上物よぉ!!」

　マダムは狂喜し、自分の胸をドンドンと叩きながら叫んだ。

「野郎共ぉぉぉ!!　ご馳走じゃああぁぁぁ！　出て来いやぁぁ！」

　野獣のような野太い声の直後、店の部屋からワラワラと見るも無残な女装男達が現れる。

奴隷商人はまるで狼の前に放り出された生肉だ。

「領主様！　話が違う！」

「違わない。「娼館で自由にさせてやってもいい」と言ったんだ。娼館で［お前を］自由にさせてやるさ、従業員も自由に犯していいぞ？」

「ぐふ、掘りたいのぉ？」

「こ、これは詐欺だ……裏切りだ！」

「抵抗出来ない少女を嬲るのは楽しかっただろう？　このまま死んでは地獄行きだ、せめて反対の立場になって罪を償うんだな」

「あら？　こいつ悪人？」

「そうだ、殺さない程度に遊んでやれ」

「んふ、わかったわぁ」

　叫び続ける商人は男達に持ち上げられる。

「領主様の贈り物、たっぷり味わい尽くすわよん」

「ケツ穴祭りじゃ！」「ガン掘り祭りじゃ！」

「げへへ、あたしの極太ねじ込んでやるわぁ～ん」

「あたしのもぶち込んでやりますわよぉん」

「あんた達加減なさいよ！　前の男も三本同時差しでケツ穴ぶっ壊したでしょ、もっと大切にして長持ちさせましょうよぉ」

「やめろぉぉぉぉぉーーーー!!」




　俺は背を向けて店を出る。

しばらくして断末魔の絶叫が夜空に響いたが気のせいだったに違いない。

　明日の夜に向けてゆっくり体を休めよう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

変動なし　省略

経験人数一四四人　産ませた子三二人








第１６６話　夜を歩く者達







「こないな……」

「はい……」

　ラーフェンから少し離れた場所に俺達は身を潜めている。

岩が多く勾配もあるので耕地に向かず放置されている土地だ。

　オカマ達の穴奴隷になっている奴隷商人から聞いた買い手との待ち合わせ場所にセリアとマイラ、少数の軽騎兵を連れて潜み、待ち構えているのだが、なんでも目印の松明も立てなくていいそうだ。

深夜にそれでは見つけられないだろうと聞いたが不思議と楽に会えるらしい。

「もう日付が変わりますよ。何か勘付かれたのではないですか？」

「ここで終わりだと片手落ちですね」

　供給をいくら潰しても需要があればまた誰かが商売を始めるだろう。

　冬の夜はさすがに寒いし、もう帰ろうかと腰を上げたのだが。




「待ってください！　何か聞こえます！」

　セリアの声に俺達全員が岩陰に入る。

　ガラガラと走る馬車の音、街道から外れたこんな場所に来る時点で九割当たりだ。

だが彼らは近寄って来ない。

「ばれた？」

「まさか、こんな闇夜ですよ？　声を出すかギリギリまで近づかないと誰も居ない事など分かるわけが……」

「いや、分かったようだ」

　馬車に鞭が入る音がする。

嘶きが聞こえ車輪の音が一気に大きくなった。

「計画変更だ！　追うぞ！」

　当初は待ち合わせ場所にやってきた奴らを奇襲して捕まえ、場所を吐かせるつもりだったのだがこうなっては仕方ない。

もし取り逃がしたら彼らは当分ラーフェンには近づかないだろう。

　隠していた種火で松明に火を付け、次々と軽騎兵が馬に乗って駆ける。

「今夜は月もありません。彼らは松明も灯さず、どうしてこっちの様子がわかったのでしょうか？」

「わからん。とんでもなく夜目が利く奴がいたのかもな」

「先に逃げられたとは言え、相手は馬車です。軽騎兵ならすぐに追いつきます」




　と思ったのだが。

「ぎゃああ!!」

「ちっ！　またか」

　軽騎兵の一人が点在する岩に馬ごと激突して転倒する。

荒地に足を取られての落馬や転倒が続く。

「エイギル様、この荒地を全力疾走は無茶です。速度を落としましょう」

「やむを得ないか……だが奴らはまったく速度を落さんぞ」

　騎兵よりもずっと地形の影響を受ける馬車、しかも奴らは松明さえ灯していないのだ。

「ぐえ！」

　隣の兵が胸に矢を受けて引っくり返った。

連中が撃って来たようだ、闇夜に松明では的に等しい。

撃ち返そうにもこちらからは馬車の音しか聞こえない。

「貸せ、セリアやってみろ」

「はい！」

　兵の持つ松明を奪って音を頼りにぶん投げる。

放物線を描いたそれが地面に落ちる瞬間、馬車の陰がちらりと見えた。

「そこ！」

　セリアが全身を枝のようにしならせてナイフを投げる。

地面に落ちた灯りはすぐに消えたが、馬の悲鳴と馬車が横倒しになる轟音。

一瞬を捉えてセリアのナイフが連中の馬に命中したのだ。

「足が止まったぞ！　総員囲め！」

　マイラが叫び、軽騎兵が転倒した馬車を取り囲む。

これで終わりかな。

「……」

　馬車から這い出て来たのは情報通り三人だ。

それほど大柄ではなさそうだが頭からフードを被っているので男女の区別さえもわからない。

「逃走を諦めてアジトに案内すれば命は保証する。どうだ？」

「……」

　三人は一言も発しない。

「……答えないなら二人はこの場で討ち取ってもいいんだぞ？」

「……っ」

「危ない！」

　三人は一言も発しないままそれぞれ違う方向へと飛び込み包囲を破ろうとしたのだ。

「ふん！」

　予想していなかった訳ではないので俺の方に来た一人は槍で迎撃する。

剣を持って飛びかかる顔面を柄で一撃。

「ぐがっ！」

「ん？」

　確かに頭を割ったと思ったが男は地面を転がりながら体勢を立て直そうとしていた。

「まったくしぶといな」

　先ほどよりも力を入れて槍を振り下ろし、頭から胸元までを叩き切る。

「ぎゅぐ……」

　男は数度痙攣して動かなくなった。

「うわっ！　こいつ剛力だぞ！」

「気をつけろ！」

　マイラの方に飛びかかった一人は攻撃を避けられて足を切り付けられ地面に転がる。

そこに馬から下りた兵達が群がったが、男は剣を振り回して抵抗していた。

訓練された兵と苦し紛れの男、一瞬で終わるかと思ったのだがそうでもないらしい。

「があああ！　うがあああ!!」

　男が達人と言う訳ではない。

ただ無茶苦茶に片手剣を振り回しているだけだが、受けた兵が尻餅を付く程の剛力なのだ。

まるで狂人のような振る舞いだ。

　その間に最後の一人が兵を突き飛ばして囲みを破り逃走してしまった。

暴れる男に構っている時間が惜しい。

「どけ、俺がやる」

「ぐがぁぁぁ!!」

　正気を失ったように絶叫する男の胸に狙いを定めて槍を突き出す。

狙いはずれず、男の胸に深々と槍が突き刺さる。

「ぐっ！　ぐっ！」

　それでも男は槍を掴んで自分から引き抜こうと暴れていた。

「おいおい……本当か？」

　胸に大穴が空いた明らかな致命傷、だが男の力はそれほど衰えていないように思える。

「うそだろ……」「こいつなんなんだよ……」

　兵士にも動揺が見える。

さっさと片をつけよう。

　暴れる男を突き刺したまま槍を持ち上げ、傍にある岩に叩きつける。

「ぎゃび！」

　男の頭は完全に潰れ、手足がだらりと垂れ下がった。

さすがに死んだか。




「一人逃げた。さっさと追いかけるぞ」

「それが……」

　男を追いかけていた軽騎兵が言葉を濁す。

「どうした？」

「ふ、振り切られたんです……確かに最初見えていたのに……走って馬を……」

「あん？」

　言っている意味がわからない。

徒歩で逃げる相手に騎兵が振り切られるはずがない。

「おい、お前いつまで寝てるんだ。さっさと馬に……わぁぁぁーー!!」

　逃げた一人に突き飛ばされていた兵士を起こそうとした仲間が悲鳴を上げる。

「どうした？」

「こいつ……押されただけなのに……し、死んでる」

　顔を押されて倒された兵の首はへし折れていた。

ただ折れているのではなく背中にまでくっつき、ねじ切れる直前と言ってもよかった。

「……顔もぐしゃぐしゃだ。戦槌でぶっ叩かないとこうはならんぞ」

　あぁ色々と繋がってしまった。

「おい、異常に夜目が利いて、信じられない身体能力……聞き覚えがないか？」

「大量の奴隷を集めているってまさか……」

　兵達も同じのようだ。

「「ヴァンパイア……」」

　全員の声が揃った。

「ハードレット卿、まさかとは思いますが」

　マイラが心配そうにこちらに来る。

「こっちは北西だったな？　南西ではなく」

　距離がありすぎるので違うと思うが万が一彼女が関わっているなら、この件は早急に揉み消さないといけない。

「はい？　そうですけど」

「ならいい」

　考えすぎか。

彼女はずっと俺と二人で仲間なんていなかった。

だがそうなると……。

俺は俯いて肩を震わせる。

「ハードレット卿？　震えて……おられるのですか？　無理もない、本当に吸血鬼であればこの人数ではとても」

　マイラが心配そうな声を出す。

「エイギル様、ラーフェンに帰って軍を連れて来ましょう。数千で囲めば奴らとてどうしようもないはずです。そう下を向かないで下さい、私がついています！」

「大丈夫、脅えている訳ではないさ」

　ヴァンパイアと聞いただけで勃起が止まらないだけだ。

奴等の正体に思い当たった瞬間に勃ち上がり、今にもズボンを破ってしまいそうだった。

気を抜けばこの場で射精してしまうかもしれない。

「追撃するぞ」

「え？　し、しかしこの人数では……」

「大丈夫、棲家を見つけた後は俺が一人で話をつける」

　ヴァンパイアも女だ、分かり合えないはずが無い。

なんなら血を飲んでもらってもいい。

「ヴァンパイアはそれほど頻繁に血が必要な訳ではない。特に今回の相手は人を襲い回ることもなく、ばれないよう狡猾に振舞っていた。食欲のままにがぶ飲みしているとは考えられない……にも関わらず半年で五〇人……ラーフェン以外からも集めている可能性もあると考えると」

　全員が俺を見る。

「一人や二人……いや、一〇人できかない数が居るかもしれないぞ」

「なんてこった……」「ありえねぇ……」

　兵達から悲鳴が上がり、マイラもセリアも顔を強張らせる。

いかん、数十人のヴァンパイアと戯れるのを想像したら少し種が漏れてしまった。

「それならエイギル様が一人で話をつけるなんて無理です、確実に殺されてしまいます！」

「そうですよ。……それにしても詳しいんですね」

　まあ色々あったのだ。




　脅えた兵達を連れて一人が逃げた方向を捜索すると案外容易にそれは見つかった。

荒地にぽっかりとあいた洞窟、周囲には雨水が流れ込まないように石が積まれ、馬まで繋がれている。

どう見ても自然のものではない。

「また堂々と……」

「街道からは離れているからな。灯りを使わなければ、ばれるものではないさ」

　そう言って俺は馬を下りる。

「やっぱりここは監視しておいて軍を呼びましょう！」

「そうです！　領主が単身乗り込むなんて狂っています！」

「大丈夫だと言っただろう？　お前達は一応ここで待っていろ」

「その自信はどこから来るんですかぁ……」

　セリアが情けなさそうな声を出すので頭を撫でてから洞窟へと入っていく。

大丈夫、きっと分かり合える。







　今、俺の周りを剣や槍を手にした集団が囲んでいる。

まさか入ってくると思っていなかったのか、途中までは普通に進めたのだが洞窟の中に作られた大広間に差し掛かった所で発見され、あっと言う間に囲まれたのだ。

「お前達がヴァンパイアと言うことはわかっている。その上で話がある」

　全方位から向けられる殺意を無視して語りかけると、数人のローブを被った者達が現れた。




「ヒトがよく我らの前に立つ」

　その声を聞いた瞬間、俺は動揺を隠せなかった。

「餌と語りあうなど意味はない」

　まただ……なんてことだ。

「下等生物が」




「よくも……」

　腹から声を絞り出す。

「なに？」

「よくも俺を騙したなあぁぁ!!」

　我ながらすごい顔で相手を睨みつけ、思わず相手は後ずさり、ローブがずれて顔が見える。

予想通り血のような真っ赤な目、病的に白い肌、そして……。

　奴らは全員が男だったのだ。

　よく考えればヴァンパイアが女とは限らなかった。

だが俺はヴァンパイアと聞けば包容力のある巨乳の美女と思いこんでしまっていたのだ。

理不尽とは分かっているが怒りが抑えられない。

「貴様らが助かる方法は一つ！　俺に従え！」

　腹立ちまぎれに怒鳴ってしまう。

一瞬空気が止まり、吸血鬼達の目が一層赤く輝いた。

「ヒト風情が良く吠えた！　バラバラに解体しろ！」




　周囲から再び剣や槍を持った男達が現れる。

全員目は赤いが輝きは鈍い。

「グールか……」

　グールはゾンビの上位種に当たる死体から生まれるモンスターの一つ。

ゾンビと違って知能を持ち、しっかりと自我を持つ者も多い。

だが吸血鬼によって作られるグールは親となる者に縛られ、自由に行動する事はできない。

　また吸血鬼の強さに応じてグールの強さも決まるらしい。

ルーシィは見た目が気持ち悪いので作らなかったらしいが。

「……！」

　無言のまま切りかかってくるグール達、俺は槍を持ち直して払いのける。

なるほど、確かに力は強い。

だが戦闘経験の無い奴らが元になっているのだろう、力技で来るだけだ。

「どりゃああ！」

　二体をまとめて切り払い、一体の両足を潰す。

それを見ながら離れた所で吸血鬼の男は笑う。

「ふん、少々腕は立つようだが下等な眷属とは言え人間風情に……」

　地面に伏せた一体を頭を踏み潰し、一体を縦に両断する。

そして三体目を串刺しにして吸血鬼達の方へ投げ飛ばす。

　彼らは軽く身を捻って躱すが、洞窟の壁に激突したグールは全身の骨が砕けて地に伏した。

まだ死んでいないようだが、全身が砕けて動けなければ生きていても問題ない。




「俺はラーフェンの領主だ。もし従わねば数万の兵を差し向けてこの洞窟ごと焼き払うぞ？」

　そんなに兵士はいないがね。

「たわ言を……真実であっても愚鈍なヒトの集団に我らを捉えられるはずもない」

　そうだろうな、軍を動かせば敗北は無いが、逃げる奴らを捕まえられる訳でもまたない。

　しかしながら吸血鬼は野獣ではない。

現にこの洞窟もただ暮らす為と言うにはあまりに整えられている。

入り口には水避け、洞窟の内部も通り道は削られ磨かれているし、どこから買ってきたのか家具らしきものまで揃えられている。

「お前らは逃げ切れるかもしれんが、また住処を一から掘り進めるのかな？　それまではどうする？　ほら穴に篭ってヒトの死体でも啜る……まるでゴブリンだな」

「なにぃ!?」

「そうなりたくなければ……「小僧！　もはや辛抱ならぬ！」




　なりたくなければ……色々言おうと思ったのだが随分と短気な吸血鬼だ。

体温は無いのに熱くなるんだな。

「バラバラに引き裂いてくれる！」

「いや、グールとして永遠の奴隷にしてやろう！」

　周りを囲んでいたグールを跳ね飛ばし、吸血鬼三人が俺の周りを囲む。

手を誤ったかもしれない。

もし奴らがルーシィと同じ力を持っているなら俺が生き延びる術はもう無い。

「覚悟せよ！」

　武器を持たず、素手で殴りかかってくる男に槍を叩きつける。

手と大槍、普通なら手が細切れになって終わりだろうが、あり得ない金属音が鳴って俺が後ろに飛ばされた。

手がジンジンと痺れる、槍がへし折れなかったのが驚きだ。

「しっ！」

　もう一人の男が振り下ろした爪を紙一重で避けて足を槍で切り払う。

だが完全に体勢を崩していたにも関わらず、男は体をひねって躱す。

「これでどうだ！」

　三人目が４ｍ近く跳躍してから両手を俺に向けて攻撃してきた。

予備動作が大きかったので軽くよけるが轟音と共に飛び散った石や土で視界が奪われた。

　土煙の中を突進して来た吸血鬼の蹴りが俺の腹を狙う。

咄嗟に槍で受けたがその衝撃は相当で洞窟の壁まで弾き飛ばされた。

息がつまり、肋骨が軋む。

「ぐが……」

「ふん、大きな口を叩いたがこれがヒトの限界だ」「諦めれば手早く解体してやる」




　ふむ、やはり人間の強さを超えている。

だが……。

「こんなもんか」

「「なにぃ!?」」

　俺はヴァンパイアはルーシィしか知らなかった。

彼女には戯れに何度か手合わせしてもらったがこんなモノではなかった。

笑いながら１０ｍ吹き飛ばされたし、攻撃を避けた後には身長ほどの穴が出来ていた。

先ほどの穴を見ればせいぜい足首が入る程度だ。

　こいつらは吸血鬼だが思っていた程強くない。

三対一なのが困りものだがな。




「来い、次はもっとうまくやるよ」

「ほざけ！」

　突進してくる男に槍を振り下ろす。

奴は先ほどと同じように弾こうと手を伸ばすが、俺の方から片手を離し、力を抜いて弾かれた槍を大きく回す。

いくら強力に弾かれても回転運動に変えれば飛ばされる事はない。

「なに？」

　そしてあいた片手で顔面を殴りつける。

痛い……硬いなこいつら。

「ぐ、貴様！」

　もちろんこんなのは目くらましだ。

激昂した男が何も考えずに飛び込んで来る。

それを避けて、弾かれた勢いを利用した槍をすれ違い様、後頭部に叩き付ける。

「がぐっ！」

　自分の力を利用された一撃で男は地に顔を付き、滑りながら壁に激突した。




「よくも！」

　突進してくる吸血鬼、俺も同じように突進しながら三段突きを繰り出す。

一突目は避けられ、二突目は手の甲で防がれ、三突目で槍を弾き飛ばされた。

　俺は更に殴りつけようとするが、素手の攻撃など効くはずがないと、にやつきながら相手は手を振り上げる。

「ほれ」

　俺は素手……ではなく、転んだ時に掴んでいた石で鼻っ柱を殴りつけた。

「がっ！」

　さすがにこれは痛かったのか思わず目を閉じた相手の腕を掴み、腰に乗せて投げ飛ばす。

自分の突進の力で放り投げられた男は、目が開いていなかった事もあって受身を取れず、勢いよく脳天から地面に落ちて悶絶する。




　すぐに落ちた槍を持ち直し、最後の一人に向ける。

「……お前は強いな。だが、ここに一人で来たのが間違いだった」

　警戒してすぐに飛び込んでは来ない。

まずいな……。

「ぐ……この」

「おのれ……」

　ひっくり返した二人が立ち上がる。

人間ならばどちらも死ぬか戦闘不能だろうが、奴らはそうではないらしい。

「三人で同時にいく。細切れにするぞ」

　やっぱりこうなった、さあここが正念場だ。

気合を入れなおして槍を握り締めた所で鋭い声がかかる。




「何を暴れておるか！」

　鈴の鳴るような綺麗な声、腰まで伸びた綺麗な金髪、そして病的に白い肌、美しすぎる顔。

あぁ……これを待っていた。

「ブリュンヒルデ……」

「このヒトが我らに侮辱を……」

「こやつは礼をとっておるが？」

　俺は思わず槍を納め、深く頭を下げていた。

身分や人種など関係なく、美女……それも絶世の美女には礼を尽くさねばならない。

「貴様！　先ほどまで「黙れ！　去ね！」

　［ブリュンヒルデ］と呼ばれた美女の一喝で吸血鬼三人はすごすごと下がっていく。

よく見れば彼らの視線は腕組みをする彼女の後ろ、ローブをすっぽり被った大きな男に向けられているようだ。




「さて、我が棲家を訪れる愚かなヒトよ。貴様が我らに食われたいのでなければ一体何用か？」

　ブリュンヒルデは話を聞いてくれるようだ。

やはり美女は素晴らしい。

「元々は町で違法に買われた奴隷を追いかけてここにたどり着いた」

「食事の調達方法など妾の知らぬ所、それだけならば貴様はすぐ食卓に登る事になるぞ」

「いや、それはきっかけだ。お前達が欲しい。俺に従ってくれないか？」

　正確にはブリュンヒルデが欲しい。

ついでに人間狩りも止めさせられればいいが。

　美貌の彼女は数秒硬直したようだ。

「ふ、ふははは！　聞いたか［ジークフリート］こやつめ我らに従えと言うたぞ！　あはははは！」

「……」

　ジークフリートと呼ばれた大男は何も言わずに頷く。

笑いながらこちらを向くブリュンヒルデ、だが目は真っ赤に光り怒りが覗く。

「貴様が今夜の晩餐となる事は決した。後は遺言に聞いてやる。何故我らを従えようとする？」

「俺は領主だからな。あんたらに民をバクバク食われれば困るんだ。それに……」

　怒りに燃える瞳に微笑みかけた。

「貴女は美しい。美しい女性をモノにしたいと思うのはヒトの業だ」

「……そうか、ジークフリート。出来るだけ臓物が飛ばぬようにせよ。さて最後に聞こう、従えると言ったが対価は何か？　それとも無条件に従えと言ったのか？」

　ジークフリートが両手に剣を持つ。

恐ろしい威圧感だ、前の三人とは桁が違う。

冷や汗を隠して俺は答えた。

「食事に困らぬようにしてやろうとな。貴方のような美女になら俺の血吸わせてもいいが」

「ほぅ」

　ブリュンヒルデは両手に剣を持ったジークフリートを手で制する。

そしてぴょんと軽く跳ね、５ｍはあった俺との距離を一瞬で詰める。

「お前は健康そうだな。食卓に上る前に少し味見をしてやっても良い」

　美女は邪悪に微笑み、背伸びをして俺の首筋に口を寄せる。

俺は抵抗せずに身を屈め、首を斜めに傾けた。

　小さな顎が開き、牙が首に突き刺さる。

血が噴き出すのがわかり、その血を彼女が喉を鳴らして飲んでいく。

かすかに首筋にかかる鼻息が心地よい。

「んぐんぐんぐ……」

「ぐぅ……」

　血が抜かれていく感触、突然がくんと腰が振るえて精が飛び出し、ズボンを一気に濡らして足元まで水溜りを作った。

吸血時に獲物が絶頂する事は珍しくないとルーシィも言っていた。

ブリュンヒルデも特に気にせず俺の血を飲む。

　だがちょっと飲み過ぎじゃないか？

意識が遠くなって来たぞ。

吸い殺されてはたまらないと彼女の小さな頭を押しのけようとするが、大石のように動かない。

　目の前が暗くなり、脚がふらつく。

あぁ……ここまでか。

だが美女に殺されるならばそれも運命かもしれない。

　最後に乳を揉んでおこうと鷲掴むが、むなしく滑る。

胸は……薄いな。

それを最後に俺の意識は暗転した。
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「目が覚めるとは思わなかった」

「うむ、つい吸いすぎてしまった」

　俺はベッドに寝かされているようだ。

ベッドの横にいるのはブリュンヒルデ一人だった。

「さて、俺は料理にならなかった訳だが。理由はあるのか？」

「……」

「どうした？」

「うまかった……」

「あん？」

「お前の血は美味い。今まで味わった事がない程にな……飲んだ瞬間に腰が抜けるかと思ったぞ。それで思わず止まらなくなってしまったのだが……」

「そりゃ何より、出きれば料理にはなりたくないんだがな」

「うむ、お前を他の有象無象に味わわせるなど勿体無い。それに殺してしまってはこれっきり……どうだ、妾の玩具にならんか？　長く飼ってやるぞ」

　魅力的な提案だがそれは出来ない。

それに俺が戻らなければマイラとセリアが軍を連れて来るだろう。

「出来ないな、だが協力する事は出来る。俺に従うのが屈辱なら契約でもいい。俺はお前達に安全な食事と……美女限定なら俺の血を与えてもいい。お前達は俺の領民を無秩序に食わないで欲しい」

「それだけか？」

「いや、後は……ブリュンヒルデ、貴女を抱きたい」

「くくく、妾の穴に貴様の下品な肉棒を入れたいと言うのか？　その汚らしい棒はお前が気絶している間もずっといきり勃っておったぞ？」

　ブリュンヒルデは剥き出しになった俺の肉棒を軽く指で弾く。

「その契約なら良かろう。お前は真にここいらの領主のようだしな、下手に殺してここが壊されればまた不愉快な場所に住まねばならん。食い物の調達など下郎やグールのする事、本来妾の知ったことではないが、楽にしてやるのも主の務めよ」

　但し、と耳元に真っ赤な唇が寄る。

「週に一度、妾にお前の血を吸わせよ。甘味な味……全身に響くあの妙味をな」




　目を見開いたまま俺に圧し掛かるようにして首筋から顔までをゆっくりと舐める。

冷たい感触が腕に当たる、よく見ればブリュンヒルデの股間は失禁したように濡れていた。

ルーシィも吸血の後は感じ易くなっていたはずだ、攻めるならここしかない。

「貴女も濡れている。俺もこうなっている。互いに解消するいい方法があるはずだが」

「貴様らは所詮食事、交わるなどするはずがなかろう」

「交わりながら血を吸えば……より美味になると聞いたことが……」

「ヒトのお主が血の味など分かるはずもないだろう！　下らない事を言うとこの場で吸い殺すぞ」

　どうやら駄目なようだ。

未練はあるが諦めるしかない。

「抱くのは今度の楽しみと今は諦める。だから一つだけ頼めないか？」

「うん？　言ってみよ」

「お前達のことが知りたい」

「……何故だ？」

「興味本位だ。何しろヴァンパイアがこれほどいるのだから興味も沸く」

　ブリュンヒルデは渋い顔を作る。

言いたがっていないのは明らかだった。

「妾とジークフリートは呪われた王家の末裔よ。昔はここの者、皆そうだったが、次々と滅び……今残っているのはただ血を吸うだけの寄せ集めに過ぎぬがな」

　優雅な口調が乱れ、若干の早口になった。

「それだけだ、他に言う事などない」

　それっきりブリュンヒルデは口を利かなくなった。

俺達は気まずい沈黙を紛らわすように約束を文書にしたためていく。




　全てが終わり、俺は服を整えて帰り支度を行う。

「約定はこれに書いた通りだが、何か重要な事があったら屋敷まで来てくれ。あぁ話は通しておくから深夜だけじゃなく昼間に来ても大丈夫だ」

「……お主、吸血鬼に昼間来いとはまた無茶を言う」

　ルーシィは陽を嫌ったが動けない訳ではなかった。

重要な用件なら来てくれると思ったのだが。

「妾やジークフリートならなんとか耐えて動けるだろうが……齢一〇〇程度の若造ならば燃え落ちてしまうわ。貴様、吸血鬼について知っているようで知らないな」

　そうだったのか。

ルーシィは結構特別だったんだな。
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「エイギル様ぁ!!」

　外に出るとセリアが胸に飛び込んできた。

「ふぇぇぇん！　もう夜明けですよ！　エイギル様が奴らに……殺……ひっく、思って……うぇぇぇ」

　胸の中で号泣する彼女、失神している間に夜明け近くになっていたようだ。

「心配するな。ちゃんと生きている」

「良かったぁ……ってえぇぇぇぇぇ!!」

　セリアが耳元で絶叫した。

鼓膜が破れるだろうが。

「首！　首ぃ!!」

　俺の首筋にはブリュンヒルデに噛まれた跡がくっきりとついている。

吸血鬼に噛まれた者が吸血鬼化する話は有名だ。

実際は力も使うし鬱陶しいのでほとんどしないらしいけどな。

「エイギル様！　見せてください！」

　セリアが俺の口に手を突っ込んで開かせる。

犬歯を確認してから今度は目を覗き込む。

「吸血鬼にはなってない。大丈夫だよ」

「で、でもそれじゃあそれの噛み跡は……」

　うーん、どう説明したものか。

「これは吸血鬼にするために噛んだのではなくてだな……どういったらいいのだろうか」

　セリアは何かに気付く。

そして俺の股間、玉をすっと握った。

「軽い……行きよりもずっと軽い……出しましたね？　たっぷりと!!」

「まぁそうだ」

　実際には吸血された時に噴射しただけだがな。




「なんとか中の奴らには話がつい……」

　そこまで言った所で兵達が数人、どさりと崩れる。

血と臓物が飛び散る凄惨な最後だった。

「……お前らか、話はついたはずだが？」

「知ったことか」「このまま返す事などできん」「殺してしまえばブリュンヒルデも認めざるを得ん」

　暗闇から現れたのは俺と戦った吸血鬼三人だった。

奴らを束ねているらしいブリュンヒルデを無視しているのだから、最早何を言っても無駄だろう。

　俺は槍を三人に向ける。

兵達は脅えながら俺を守ろうとするが、邪魔なので下がらせる。

恐らく彼らでは壁にすらならない。




　だが一人だけ指示を聞かなかった者がいた。

「エイギル様は私が守ります！」

「止めろセリア！」

「邪魔だ」

　目の前の光景がゆっくりと動く。

セリアが振り下ろした剣が男の腕に当たってへし折れる。

吸血鬼はセリアを蹴り、咄嗟に折れた剣で防御したセリアはまるで枯れ草のように飛ばされた。

落下の受身も取れず、コロコロと転がったセリアは立ち上がれない。




「ぁぁぁぁぁぁ、痛い……腕がぁ……腕がぁ……」

　セリアの両腕はへし折れ、それぞれ反対を向いている。

　カっと目の前が真っ赤になった。

「貴様ら……皆殺しにしてやる」

　我ながらこれほど早く動けたのかと思うほどの速度で突進する。

セリアを蹴飛ばした奴に肉薄し、思い切り槍を振り下ろす。

当然防がれるが、渾身の一撃に姿勢を崩したのは相手の方だった。

　だが踏み込みすぎて距離が無くなり、槍が振れなくなった所を掴まれた。

「ははは、馬鹿め、貴様は俺の下僕にしてやる！」

　口を開き、俺の首筋に牙を突きたてようとする男。

だがその一瞬前、俺が口を開いて男の首筋に喰らいついた。

「ゲゴ！　何をす……」

「がぁぁ！」

　噛み付いたまま首を振り回して肉を噛み千切る。

まさか自分が噛み付かれると思わなかった男は両手で首筋を押さえて後ずさった。

視線は逸れ、両手も塞がった。

　噛み千切った肉を吐き出し、更に突進した俺は跳躍して半開きになった男の口に槍を叩き込む。

「げぼっ！」

　槍は口の中から首の後ろに抜けてそのまま地面に突き刺さる。

「!!!!!!　ーーー!?」

　頑丈な吸血鬼はそれでも死なないらしい。

だがドワーフ特製の槍で地面に張り付けられた男はまるで釘打たれたゴキブリのようにジタバタともがくだけだ。

さすがに力が入らず、自力では抜けないようだ。

　だが二番目の男は迅雷のような速度で走り寄って来る。

急いでデュアルクレイターを抜こうとするが間に合わない。

「死ね！」

　男の爪が俺に届く直前、何かが突き刺さる。

「ナイフ？　こんなもの……ぎゃっ!!」

　浅く男の脇腹に刺さったナイフ、小さなそれは吸血鬼相手に余りに無力な代物だったが刺さった場所から煙が上がる。

「セリア！」

「はぁはぁ……吸血鬼は……銀が……」

　セリアはそこまで言って痛みで失神する。

折れた手で無理やり投擲したらしい。

力なく飛んだナイフがよく刺さったものだ。

　見れば手元には削られた銀貨があった。

彼女は特別なお菓子を見つけた時用にいつも銀貨を一枚忍ばせている。

それを口に咥えたナイフで削り、銀の粉がついたまま投擲したのだ。




　銀のお陰で力無い投擲が刺さったが、粉程度ではびっくりさせる程度の効果しかないのだろう。

現に吸血鬼は怒りの形相で再びこちらに向かってくる。

　だがそれで十分だった。

「あばよ」

　高く振りかぶったデュアルクレイターを全力で振り下ろす。

防御した右手、左手、頭、胴体を断ち切り、縦一線に真っ二つ。

デュアルクレイターは破魔の金属ミスリル製、両断された吸血鬼は燃え上がり、消し炭と化した。

最初からこいつを使えばよかった、忘れていたよ。




「貴様……よくも……」

　最後の一人が悪態を付くが、俺も逃がすつもりはない。

「お前も生かしては帰さん」

　俺の大事なセリアの骨を折ったお前ら三人は一人残らず殺してやる。




　その時、デュアルクレイターの威力を見て警戒していた男がピクンと跳ね上がって冷や汗をかき出す。

視線をやるとそこには両手にそれぞれ剣を構えた漆黒の大男、ジークフリートが立っている。




「シ、ジークフリート！　こ、これは……」

「命令を破ったな」

　初めてジークフリートの声を聞いた。

まるで闇の底から響くような低い声だ。

「違う、先に仕掛けたのはこいつらで……」

　言い訳をする男にそれ以上何も言う事なくジークフリートは距離を詰めて行く。

「や、やめ！」

　そしてジークフリートの姿が一瞬消え、気付いた時には俺の傍に居た。

「あ……あ……あ……」

　何があったのかは見えなかったが、結果は明白だ。

うるさく喚いていた男の頭が鼻の上で斜めにずれて地に落ちる。

続いて首と右肩が落ち、左手が縦に割れ、胴が四つとなって太股と膝、ふくらはぎがずれて落ちた。

「……」

　ジークフリートは俺に向かってゆっくりと頭を下げる。

謝罪すると言う事だろう。

「愚か者は吸血鬼にも人にもいるものだ。今回の事に関わらず約束は守る」

　ここで争っても仕方ない。

それよりも痛みで気絶してしまったセリアを早く連れ帰らないと。

「お、おい、あの吸血鬼がバラバラになったぜ」

「あの大男も吸血鬼だよな？　それも更に強い」

「そいつが領主様に頭を下げてるんだが……領主様って一体なんなんだ!?」

　兵達のざわめきに答えている暇は無い。

「マイラ、兵の事は任せた。もう脅威はないと思うが念のために警戒しろ！　俺はセリアを連れて帰る」

「は、はい！」

　目の前で起きた事に困惑していたマイラが我に返ったようだ。

「あがが、あが……」

　槍で地面に串刺しにした男はまだ生きている。

止めを刺そうとも思ったが必要無かった。

　地平線から朝日が昇り、地面に張り付けられた吸血鬼を照らす。

「ああぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーーー!!!!」

「うるさいな」

　とんでもなく巨大な断末魔、男の顔から蒸気が噴き出す。

血が沸騰しているのか、なるほど弱い吸血鬼が陽に当たるとこうなるらしい。

　やがて全身から蒸気を噴きながら吸血鬼は燃え上がり、消し炭となって風に吹かれ消えていった。

　それどころではないので槍をマイラに預け、セリアを抱え上げて馬に乗る。

「シュバルツ、限界まで急げ、但し揺らすな」

　ヒヒンと一声啼いたシュバルツはセリアを抱いた俺を乗せ、疾風のように走り出す。

　ブリュンヒルデに約束した条件について少しばかり調整は必要だが、今は何よりセリアだ。

「頑張れ、すぐに連れ帰ってやるからな」

　痛みに歪むセリアの顔が少しだけ笑った気がした。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

セリア（両手骨折）

変動なし　省略

経験人数一四四人　産ませた子三二人








第１６７話　甘い一時　♯







「治療は終わりました。固定して安静にしていれば一月で治るでしょう」

「元に戻るか？　何か残るような事は……」

「セリア様は若いですし、綺麗に折れているので変に動かさなければ問題ありません」

　そうか、良かった。

「ただ治った後も二月程は激しい運動……訓練などは避けてください」

「もちろんだ」




　医者と話し終え、部屋に戻る。

　俺のベッドが一番ふかふかで広いのでセリアをそこに寝かせているのだ。




　両腕に添え木をされ包帯でグルグル巻きにされたセリアが眉を八の字にしてこちらを見ていた。

「申し訳ありません。余計な事をしたばっかりにお手間をかけます……何の役にも立てずに」

「そんな事ないさ。お前のナイフで助かったよ」

「飛び出していなければもっとちゃんと出来ました！」

　両手が使えないままもがいて身を起こそうとするセリアをベッドに戻す。

「こらこら、動くんじゃない。良くならないだろう」

「うう、情けない」




「それにな」

　セリアの綺麗な銀髪を優しく撫でる。

「情けないのは俺の方だ。お前に怪我ばかりさせている」

「そんな事ありません！　私は！」

「大切なお前一人守ってやれないのに領地だ軍だと笑えてくるよ」

「大切……ですか？」

「ああ、前もギドがいなければお前は死んでいたかもしれない。今回だって危なかった」

「私はエイギル様の為に死ねるなら本望なんです」

　ぺこんと指で鼻を弾く。

　防御できないセリアは、ふにぃと声を上げた。

「駄目だ、次からは俺の前じゃなく後ろに居ろよ。と言ってもお前が動けるのは春になってからだが」

「むう、こんな怪我すぐに良くなります」

　ぺこんと再び鼻を弾く。

「ふにぃ！」

「命令だ、春までは屋敷でゆっくりして傷を治せ。下手すれば腕を切り落とす羽目になっていたかもしれないんだぞ」

　持ってきたカゴを開き、セリアをおとなしくさせる物を取り出す。

「それは！　白猫屋特製のクリームケーキ！」

「しかも砂糖たっぷりの特製タイプだ」

　セリアは女達の中でも一番の甘党だ。

　このケーキを試しにひとかけら摘んだら目が回る程甘かった。

「でも役に立てない私にこんな……それに両手も使えないので」

　ケーキをひとかけら切って手に乗せる。

「ほら、口を開けろ」

「ふぇぇ、そんなエイギル様がなんて、でも……はう」

　ぶつぶつ言う口に放り込んでやる。

「甘い……最高です……」

「もう一つ行くぞ」

　もうセリアは抵抗せず、俺の手からケーキを食べていく。

　最後の一かけらは俺が端を軽く咥え、キスをするように食べさせてやった。

「私はヘマをしただけなのに、こんな幸せでいいのでしょうか」

「いいんだよ。動けるようになるまで俺がずっと看病してやるからな」

「ええ!?　領地の見回りとかもあるのに」

「お前を放ってする程、重要じゃない」

「いえ領地経営は私よりずっと重要だと思いますけど……」

　そんな事はないさ。

　少なくともお前が日常生活に戻れるまでは屋敷を空けたりするものか。




　食べ終わったセリアに水と薬を飲ませてやる。

　大量の冷や汗が乾いて少しばかり体が匂う。

「服を着替えておこうか。じっとしていろ」

　両手を動かさなくても脱げる服を昨日の間に用意させたのだ。

　背中と腹の紐を解き、セリアを剥き卵のようにする。

「恥ずかしいです……」

「いつも見ているだろうが」

　言いながらも自分で着替えられない事がわかっているので抵抗はしなかった。

　服を脱がせたついでに暖炉で暖めたお湯で体を拭いていく。

「背中にも痣があるな、転がった時についたかな」

「だと思います……あっ！」

　乳房をゆっくりと拭きながら軽く乳首に触れる。

　強く刺激したわけではないが、布がこすれただけでむくむくと可愛い蕾が立ち上がる。

「ははは、触れただけで大きくなってきたぞ」

「うー！　エイギル様だって盛り上がってるじゃないですか!?」

「当たり前だ。お前の裸を触っているんだ」

　セリアは赤い顔をして自由になる下半身を俺に擦り付けてくる。

「手は使えませんけど、受けいれられます。口元に寄せて頂ければしゃぶりますし……」

　セリアの乳首を指でピンと弾く。

「ひゃわ！　せめて鼻にして下さい！　とれちゃいます！」

「疲れているんだろう？　余計な事は考えずに眠るんだ」

　寝かせたセリアの頭を優しく撫でる。

　腹も膨れ、薬も利き始めてセリアの瞼が落ち始めた。

　昨日は折れてずれた骨を直す間、ずっと痛みに泣き叫んでいたのだ。

　激痛の中、それでもちゃんと骨を合わせないと曲がって繋がってしまうと、医者が折れた腕をいじっている間、セリアは失禁し火のついたように叫んでいた。

　後、数分続いていたら俺は我慢できずに医者を斬り殺していたかもしれない。

　表情以上に彼女は消耗しているはずだ。

「エイギル様……大好きです。ずっと一緒に……」

　声が小さくなり、やがて寝息に変わる。

　見届けてから額にキスし、もう一つあるベッドに乗った。




「俺はここにいる。いつでも呼べ」

　俺の部屋には行為で失神した女達を休ませる用にもう一つベッドがあるのだ。

　そこに寝転んで灯りを消す。

　まだ陽は高いので窓を締め切っても部屋は完全に暗くならず、うっすらセリアが見える。

「エイギル様は……私が……守る……ぐう」

　夢では骨を折られるなよ？

「うふ……どうです……不埒な巨乳女を……蹴散らしました……」

　何と戦っているんだお前は。

　セリアの寝言を聞きながら俺もゆっくり目を閉じる。

　昨日から彼女が心配で寝れなかったのだ。







「ううん、えいっ！　うぅぅ……」

　セリアの声に深くなかった眠りが覚める。

　どうやら起き上がろうとしているようだ。

「こらこら、暴れるな。俺を起こせばいいだろうが」

「あぅ、見られたくなかったんです……」

「何をしようとしていたんだ？」

「あの……その……」

　しょぼしょぼした目から見てセリアも今起きたのだろう。

　起きてすぐにしたい事、そして俺に見られたくないと言えば想像はついた。

「便所か？」

「はぅ」

　起き上がれもしないのだから一人でいけるはずもないだろうに。

　桶を用意してやるとセリアは真っ赤になって顔を伏せてしまった。

　手を止めることはせず、足首まであるワンピースのような寝巻きを捲り上げて下着を降ろす。

「ふぇぇぇぇぇ……」

「桶にするのは恥ずかしいか？」

「……エイギル様の目の前でするのが恥ずかしいです！　出来れば誰か使用人を、いえそれも屈辱、トイレに連れて行ってくれれば自分一人でやります」

　両手が使えないのに倒れたらどうする気だ。

　そんなに放尿を見られるのが恥ずかしいなら見ないようにしてやろう。

「よし、これなら恥ずかしくないだろう」

　俺はセリアの足を大きく広げさせ、性器に口をつける。

「ふわっ！　な、なんですかぁ！」

　暴れようとするセリアの腰を掴んで押えているとやがてふにゃりと大人しくなる。

「大丈夫です……両手は使えませんけど穴は使って頂けますから……でも今はトイレに」

「何を言ってる。お前の体に負担をかけるような事する訳ないだろ？」

「へ？　じゃあその……口での愛撫は……？」

「さあ、遠慮するな。全部飲んでやる」

「飲む？　何を……まさか……ええええええ!!」

　何を恥ずかしがっている。

　いつも口の愛撫でしょっちゅう潮を噴いているだろう、それが尿になっても大差ない。

「やだやだ！　桶、桶でいいです！　エイギル様におしっこ飲ませるなんて出来ません！」

　わめくセリアの穴に舌を入れ、尿道を舌で刺激し続ける。

「だめです！　本当にもう……出ちゃう……ぁぁぁ……ぁぁぁぁぁあああ！　だめーー!!」

　ピクンとセリアの動きが止まり、口の中にどっと液体が流れ込んで来る。

　潮よりもずっと多くて臭いのきついそれを喉を鳴らして飲む。

　こぼしてしまってはベッドが汚れてしまうからな。

「の、飲まれてる！　エイギル様におしっこ飲ませちゃってます！　私の馬鹿ぁ……」

　セリアは仰け反って叫びながら放尿を続ける。

　性器を締めてなんとか止めようとしているようだが、一度出始めた尿はもうどうしようもない。

　やがて洪水の勢いがなくなり、セリアは全身の力を抜いて呆然と天井を見る。

　最後に尿道を吸ってやろうと両足を抱えて吸い付いた時だった。




「セリア様～お目覚めになりましたらお食事を……」

　入って来たのはメイド、明るいが少しガサツな女だった気がする。

　ノックと同時に入って来た彼女の目の前には放心状態で天井を見るセリアとその股間に吸い付いている俺、そして強烈な吸引の音だ。

「け、怪我人に何をなさっているんですかぁ」

「勘違いするな、俺はセリアの尿を飲んでいただけだ」

「うわぁ！　言わないで下さい!!」

「いやーー変態！」

　少しばかりの混乱があった。







「……スープをお願いします」

　メイドがかろうじて落さなかった食事をセリアに食べさせる。

　セリアはもう色々と考えないことにしたらしい。

　あのメイドはおしゃべりで有名なのでもう手遅れと諦めたのかも知れない。

「うーん、スプーンだと量がな、冷めてしまう」

「器ごとですか？　それはちょっと……」

　熱いスープの器を持って病人の口に流し込む程鬼畜じゃない。

「こうするんだよ」

　俺はスープを一気に口に含み、セリアに口をつける。

「んむっ！」

　一瞬驚いた顔をした彼女だが嫌がる様子もなく、口移しで流しこまれる液体を飲んでいく。

「ぷは、これなら暖かいまま飲めるだろう？」

「は、はい……」

「それとも嫌だったか？　スプーンの方がいいなら「いえ！　口移しでお願いします！」

　必死に体を起こそうとするセリア、よしよし可愛いやつめ。

　スープだけではなく、サラダや肉も噛み砕いて口移しをしていく。

　さすがに気持ち悪くないかと聞いたがセリアは真っ赤な顔でやめないでと言ってきた。

　最初は本当に口移しだけだったが、やがて一口に一〇秒二〇秒と時間は延びていき、最終的には一口ごとに数分舌を絡めあい、もう食事か前戯かわからない様子になってしまった。

　なんとか出された食事を全て食べ終わると同時にセリアが大きく股を開いた。

「エイギル様……入れて下さい。もう我慢が出来ません！」

　俺もさっきから膨らんだ肉棒が痛い。

　だが駄目だ。

「駄目だ、両手が折れているのに体を揺すったらいい事ないだろう？」

「そんなぁ」

「俺が怪我をした時も我慢したんだ。諦めて体を治すんだ」

「はうぅ……」

　恥を忍んで訴えた欲望を否定され、しょんぼりとしたセリア。

　このままでは可哀相だな。

「わかったよ。上半身はそのまま楽にしていろ」

　裾を捲りあげ、片手を性器に当てる。

　人さし指を性器に入れて浅いいい場所を刺激し、親指で豆をこねる。

「あっ！　あぁぁーー!!」

　跳ねようとする体が動かないようにもう片方の手で胸を押さえて更に愛撫を続けた。

　これなら体を揺らさないので怪我にも悪くは無いだろう。

「あっあっ！　すごい……とっても気持ちが良い……ああーー!!」

「良くなったら遠慮なくイけ。淫らに叫んでもここには俺達しかいない」

　実はケイシーが真っ赤な顔で覗いているが教えないことにしよう。

「い、いつもより良いです！　あぅ！　んあっ!!」

　いつもは性交前の前戯だからな。

　今日は指だけで最後まで昇らせるつもりだから激しいんだよ。

　セリアの細いながらも引き締まった綺麗な脚が手を挟む。

　穴の動きから絶頂を感じた俺は最後に彼女の一番いい場所を指で強く押し込んだ。

「あおっ！　ふにぃぃぃぃぃぃ!!」

　俺に押えられて跳ね上がる事はできないが、舌を出し両足をバタつかせて叫ぶ彼女が深く絶頂した事は明らかだった。

「満足したか？」

「はぁ……はぁ……はい……でもエイギル様が」

　脱力したセリアの視線は俺の股間に注がれている。

　見れば彼女の痴態に興奮して肉棒は限界までいきり立ち、ズボンを内側から破ってしまっていた。

「そんなになってしまって……どうぞ私は気にせず女を抱いてきて下さい。勃ちすぎて破裂しまっては大変です」

「お前をほったらかして腰を振って来るわけにはいかんよ」

「私なら大丈夫です。腕が折れただけですし病気になった訳ではありません。それにエイギル様を独り占めなんてしたら他の女性の怨念で本当に病気になってしまいますから」

「そんな念、俺が祓ってやる」

　ズボンから飛び出した逸物をそのままにセリアとキスをする。

　セリアは絶頂の余韻と相まってうっとりした表情になるが、やはり俺がいきり勃っていることを気にしている。

　彼女に見てもらいながら自慰するのもいいかもしれないと思ったのだが、唐突にセリアが大きな声を出した。

「やっぱり他の女性に抜いてもらうべきです！」

「突然なんだ、お前の所にいると言っただろう？」

「私は大丈夫です。早く行って下さい」

　いきなり突き放されると悲しい。

「そんな冷たい事言うなよ」

「いいからどうぞ！」

　段々険しくなる口調、変に思ってよく見ると顔に冷や汗が浮んでいる。

　まさか傷を痛めたか。

「違います！　大丈夫ですから！」

「……ふむ」

　ふと思い当たってセリアの腹に手を当ててみる。

　ぎゅるぎゅると面白い音が聞こえた。




「……さて桶を用意しような」

「いやですーーー！　エイギル様の前で大きいのするぐらいなら死にます！　殺してぇぇぇ！」

「まぁそう言わず」




　結局、騒ぎを聞きつけてやってきたレアがセリアをトイレに連れて行った。

　トイレまで行くのは危ないと思ったのだが俺の前で漏らすなら自害するとまで言って聞かなかったのだ。

　セリアとレアは実は結構仲が良い。

　年が近い事もあるのだろうし、甘い物が大好きなのも、俺への依存が強いのも似ている。

　軍務で一緒に居る事の多いイリジナやマイラは、競争相手として意識している事もあってあまり弱みを見せたがらないが、レアならば大丈夫のようだ。

　尖ったセリアと柔らかいレア。

　怒りんぼのセリアと泣き虫のレア。

　少し二人にしてやるのもいいかもしれない。

　セリアには俺だけじゃなく、友達も必要だろう。

　戻ってきて恥ずかしさを隠すように寝たふりをするセリアをレアに任せて席を外す。




「ハードレット様、聞きたい事があるんですが」

　そしてアドルフに捕まった。

「囚人の扱い変更の件なのですが……」

　あぁそれか。

「強盗や強姦の末に相手を殺した者、または子供を殺した者……盗賊の類がほとんどですが彼らの処刑を中止とはどういうことでしょうか？　それに食事までたっぷりと与えるなんて……」

　こういった救いようの無い奴らは鉱山労働ではなく死罪となる。

　牢屋に繋いでいても食費の無駄なので本来さっさと首を跳ねてしまうのだが。

「彼らには他の場所で刑を受けてもらうことになった。近いうちに移送する」

　アドルフの顔が歪む。

　コネや縁故で釈放されるとでも思ったのだろうか。

「凶悪犯を流刑で済ませては公平性が確保できません！」

「心配はいらんよ。適切な刑になるはずだ」

「移送先の警備状況もわかりません。逃亡の危険も……」

　ありえないな。

　思わず笑ってしまう。

「〝奴ら〟から逃げ切るなど……王都の地下牢から脱走するよりも大変な事だろうよ」

　囚人の処刑は問題無く執行される。

　違いは場所が変わる事と十分に食事を与えて健康体を維持させる事ぐらいだ。

「……詳しく聞かない方が良さそうですね」

「あえて知る意味もない事だ。なんにせよ処刑場なんて不愉快なものを使わないで済むって事だ」

　あれがあるだけで周囲に畑も家も作れないので困るのだ。

　だが他の領地に比べて盗賊も犯罪者も少ない俺の領地では処刑に値するような凶悪犯は多くない。

　もう少し考える必要があるかもしれないな。

　一つ案はある……夕方にでも行くか。

「……とんでもない事をしていませんよね？　悪い顔をしていますよ？」

　少々人の道を外れているような気もするが、人殺しと美しい吸血鬼では比べるべくも無い。

　それに色々と尽くせばブリュンヒルデが体を許してくれるかもしれない。

　美しい金髪に美貌、少し顔立ちが幼く胸が薄いのが気になるがそれでも最高の女だ。

　嗜虐的な表情と声もたまらない。

　抱けないながらも罵りながら肉棒を踏んではもらえないだろうか。




「ハードレット様、止めて頂けませんか？」

　アドルフの声で我に返る。

　嫌そうな奴の視線の先にはそそり立ってズボンを押し上げる俺の逸物があった。
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　夕刻　菊開きの園

　どうしても収まらなかった肉棒が瞬時に萎えてしまう。

　本来こんな所には来たくなかったが仕方ない。

　用件は二つ、彼らに預けた奴隷商人の件ともう一つ。

　夕方とあって店は賑わって……はいないようだが、一応受け付けには女装男が座っている。

「あんらぁ領主様！　また来てくれたのねぇん。今日はオカマを買うんでしょ、どのケツにするのぉ？」

「違う！　奴がどうなったか知りたかっただけだ。マダムを呼んでくれ」

「なんだぁつまんない。あたしのケツも不完全燃焼よん」

「……なんですかここは」

　今日は同行者もいる。

　マイラが奴隷商人の結末を知りたいと言うので連れて来たのだ。

　彼女は奴だけが処刑を免れた事に憤っていた。

「今の声!!　まさか！」

　受付の男はようやくマイラの姿に気付いたのだろう、驚愕の叫びをあげる。

　マイラは治安官として有名で、娼館や街娼にとっては天敵のような存在、慌てるのも無理はないだろう。

　……と思ったのだがどうも様子が違う。

「いやああああぁぁぁ女人よぉ！　たすけてぇ！」

　男は逃げ出そうとするが腰が抜けたらしく床にへたり込んで後ずさった。

　短い女装スカートから嫌なものがちらちら見えるので目を逸らす。

「なんですかいきなり無礼な！」

「来ないで怪物！　女人はみんな怪物よぉ！」

「貴様らに怪物などと言われたくは無い！」

　男は両手でマイラを見まいと顔を覆っていたが怒声を上げて近づくマイラに限界を迎えたようだ。

「駄目よ……女人のにほいが……おぼ……おぼぼ……オボボボボボ!!」

　男は大量の吐瀉物を撒き散らしながら転げまわる。

「マダムゥ……助けてーーー犯される……マダムゥゥ!!」

「誰がお前など犯すかこの汚物が！」

　激昂し、剣を抜きかけるマイラと泣きながら汚物にまみれて悲鳴を上げる男。

　騒ぎを聞きつけ、何人もの女装男が現れる。

「ハイネスバーンちゃんどうしたのよおん。ひいいっ！」

「臭い！　ゲロの臭い……違うわあん！　女人の悪臭よ！」

「窓を開けなさい！　窒息して死んじまうわよ！」

　そして廊下の向こうからドスドスと足音が聞こえる。

「おんどりゃあ、あたしの可愛い子達を犯そうなんざ、どういう了見じゃあ！」

　走ってきたのはマダム＝ゴンザレス、客を取っていたのだろう全裸のままシーツを腰に巻いている。

　手には太い棒に鎖で繋がった棘だらけの鉄球……モーニングスターを振り回しながら走ってくる。

　怒りに歪み、叫びながら涎を飛び散らせる顔は悪魔のようで、振り回す鉄球は早すぎて俺でも注意していないと見えない。

　思わずデュアルクレイターに手をかけてしまった。

「血祭りじゃああ!!　八つ裂きじゃあああ!!　って領主様じゃない。隣にいるのは……女人ねっ！」

　マダムは解きかけた戦闘態勢を維持する。

　拍子にシーツが腰から外れて完全に全裸となった。

　振り回される鉄球と皮球、今まで見た中でも最高に醜い光景だった。

「どわぁぁぁ！　隠しなさい！」

　マイラもかなり動揺している。

　しかしでかいな、俺とどっちがでかいのか。







「あら……あの男の事だったの。つまんないわん」

　話が進まないのでマイラには外に出てもらう。

「私だってこんな所にこれ以上居たくありませんよ！」

「あぁん、乱暴はいやん」

　マイラは入り口近くにいた女装男を蹴飛ばして肩をいからせながら出て行った。

　民を蹴るような真似は今までの彼女からはとても考えられない。

　相当女としてのプライドが傷つき、腹腸が煮えくり返っていたのだろう。




「あぁ、嬲り殺してもいかんし、あまりいい思いをさせても困るからな」

「うーん、いい思いをさせちゃってるかもしれないわん。呼んで来て」

　すぐに例の商人が現れる。

　だが俺はすぐに奴とは分からなかった。

　僅か三日前の事、よく見れば顔は変わらない。

　だが真っ赤なドレスに太股までしかないミニスカート、そして同じく真っ赤なリボンを頭につけて微笑む小太りの中年男が悪徳奴隷商人とどうしても一致しなかったのだ。

「可愛いでしょう？　一緒に働きたいって言うから、まずかったかしらん」

「……いや問題ない。末永く可愛がってやってくれ……」

　奴の今の姿を見れば決して優遇されているなどとの意見は出てこないだろう。

　全裸のマダムがいつの間にか俺の真横に来ている。

　近くに来るだけで汗ばんでいて臭くて暑い。

　蹴っ飛ばして立ち去りたいが用件がまだ終わっていない。




「もう一つ頼みがあってな……」

「……なんてこと……すごいわね……ふむふむ……」




　いくつか話し合う事はあったが、概ね上手くいった。

　これで緊急事態になってもなんとか大丈夫だろう。




「それで……領主様もこの子で遊んでいかない？　たった三日だったけど毎日皆で調教したからトロットロで最高のケツに仕上がってるわよ」

「うふん、みてぇん」

　元奴隷商人は不気味な裏声をあげてドレスを捲りあげるが俺は目を逸らす。

「それにしても調子に乗って四本同時にぶちこんだせいでガバガバね……尻全体が穴になったみたい」




　聞きたくない、もう俺は帰る。

　非道の悪徳奴隷商人は死んだのだ。

　ここにいるのは尻穴の壊れた場末のオカマにすぎない。

　早く屋敷に帰って風呂に入ろう。

　そしてセリアを看病して癒されるのだ。

　適当に挨拶して菊開の園を出る

　閉まったドア越しに声は止まらない。




「マダムぅぅぅ!!　モーニングスターは無理！　壊れるわ……おげぇぇぇぇぇ！」

「ぎゃあぎゃあうるさい！　あたし達も昔は通った道よ、大丈夫だから身を任せなさい」

「うっそーー！　入ったーーー!!」




　何も聞こえない。

　俺は入り口で待っていたマイラに帰り道の間中ぶつぶつと文句を言われながら帰路についた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十五万二千人　重要都市　ラーフェン 二万一千人　リントブルム 三三〇〇人

　麾下軍

　私軍　五千

　歩兵二五〇〇　騎兵五〇〇　弓兵七〇〇　工兵三〇〇　弓騎兵千　大砲八門

　財産　金貨四一七〇〇枚　ノンナ専用風呂（五〇）　極秘特別費（二〇〇）

　武器　デュアルクレイター（大剣）ドワーフの槍 上鋼の片手剣

　家族

　ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（看病）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）アルマ（♀）クロル（♂）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）リタ（メイド長孕）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（劇作家孕）ピピ（愛妾）セバスチャン（執事）

　ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（骨折中）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（ルナ従者兼愛妾）マイラ（治安官怒）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）ギド（幸福）トリスタン（充電中）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引き受け）

　他国

　セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（闘争中孕）クララ

　経験人数一四四人　産ませた子三二人

ごめんなさい　そんなにエロ話が入りませんでした。

なんとか入れようとして何故か菊開の園での男乱交を書いてしまい、確認中に慌てて消しました。

少し心が疲れているのかもしれません。










第１６８話　血の戯れ　♯







「スウをおねがいしますね」

　メルが微笑みながら差し出した俺の娘で四歳になるスウ。

「パパー」

「よしよし」

　俺は下半身を裸にした幼女を抱え上げる。

「おしっこー」

　まだトイレに座れない幼女は普段より高い場所に抱えられて笑いながら用を足す。

　スウがトイレを終えるとモジモジしている三歳の娘、ミウも抱え上げる。

「パパーにゅー」

「スウ、ミウ良かったわね。パパにしーしーさせてもらって」

「パパーだっこー」「たかいたかいー」

「もう少し待ってな。まだもう一人いるからな」

　最後の一人を抱え上げる。

「ほら泣いてないで出してしまうんだ」

　しゃくりあげながら放尿する最後の子。

その量は前二人とは違って大量だ。

「こ、こんな屈辱……！　うううぅぅぅ……」

　最後の子はセリアだった。

両手が塞がって抵抗出来ないまま下半身だけ剥かれ、両足を持ち上げられて大股開きで派手に尿を撒いているのだ。

「ままー大きいお姉さんシーシー」

「いっぱい出てる～」

「ぷっ」

　無邪気な子供達にメルが思わず噴き出し、セリアが悲鳴を上げる。

「メルさん！　どうして私がこんな辱めを受けないといけないんですか!?」

　レアが居ない時にセリアが尿意を訴えたので俺がトイレに連れて来てやったのだ。

するとちょうどメルが小さな娘達とトイレに来ており、どうせなら一緒にと言われてしまった。

セリアは散々に抵抗したがメルは粘り、このままでは廊下でぶちまけると止む無く折れたのだ。

「さあ、私は若い子に押しのけられる年増だからわかりません。スウ、ミウ、おねえちゃんがしーしーする所もっと見てあげなさいね」

「あうーーー!!」







「……辱められました」

　ベッドに戻ったセリアは処女を奪われた少女のようにシクシクと泣いている。

「お前メルに何かしたのか？」

「わかりません。あんな小さい子におしっこ見られるなんて」

「はは、おしっこのお姉ちゃんと覚えられていたな」

「私の威厳が……」

　可愛いセリアにそんなものあるのだろうか。

慰めに頭を撫で、キスを繰り返していると扉が開いてレアがやってきた。

「ただいまー、お菓子買ってきたよ。これでいいんだよね？」

　差し出されたのはセリア御用達のお菓子店の新作だった。

クリームと焼き菓子を組み合わせた逸品らしい。

「ありがとうございます……いい匂い」

　レアはベッドの横に腰かけ、セリアの口に菓子を入れてやっていた。

お菓子やその店について話し、笑い合う二人。

俺は部屋を出ることにした。

「えっご主人様いっちゃうの？」

「エイギル様？　ごめんなさい二人で話してしまって」

「いや、いいさ。二、三時間で戻るよ」

　セリアにキスをし、そのままレアにもキスをする。

セリアが一人になるならずっと付いていてやろうと思ったがレアが居るなら大丈夫だ。

それに彼女達には同い年の友達が居るべきだ。

俺だけが親しい人間と言うのは良くないはずだ。




「まるで父親だな」

　薄く笑いながら部屋を出る。

室内からは二人の声が聞こえてくる。




「いっちゃったね」

「仕方ないです。私だけにかかりきりになるのは悪いですから」

「セリアちゃん、見た？」

「……はい」

「すごく大きくなってたね」

「毎日私と一緒に寝てくれているので女が食えていないんです。私の腕など構わずに使って頂ければ良いのに……今日もあのままだったらレアが抜いて差し上げて下さい」

「いいの？」

「はい、メルさんや他の女性達に搾られるぐらいなら貴女の方がいいです」

「じゃあ……服を破いてベッドに縛り付けないといけないね」

「そんな変態遊びはダメです！　普通に抱かれてください！」

「えー、セリアちゃんもご主人様におしっこ飲ませてたってメイドさん達が噂していたよ～」

「あのおしゃべりメイド！　治ったら尻を叩いてやります！　いたた……」

「ほらー急に起き上がっちゃだめだよー」




　微笑ましい会話だ、やはりこういう時間を持たせてやらないといけない。

　しかしいい加減に種を出さないと本当に破裂してしまうかもしれない。

今のうちに誰か抱いておこうか。

「あっ」

　廊下を曲がった所で掃除をしていたメイドにぶつかる。

若いメイドで面識は無い、新しく入った娘だろう。

「申し訳ありません！」

「怒ってないよ。それより……君は可愛いな」

　メイドの肩を抱き寄せて半分ほど硬くなった逸物を腹に当てる。

更に尻にゆっくりと手を回し、耳を軽く唇で挟む。

「あ……」

「俺のモノにならないか？」

　メイドはびっくりしたように目を見開いたが、やがて顔を真っ赤にしてコクリと頷いた。

歳と態度から見て処女かもしれない。

手を掴み、逸物を服の上から触らせながら今は使っていない来客用寝室に入る。




「あん！　あぁん！　クロルぅ気持ちいいよう」

「ここがいいんだろ！　ここは!?」

「いやぁ、乳首噛んじゃだめぇ……あっ！　後ろからは恥ずかしいよう！」




「「……」」

　ベッドの上ではクロルがアルマに圧し掛かり、小さな逸物で必死に彼女を突いていた。

「大好きだ！　愛してるよアルマぁ！」

「私もだよ！　キスしてぇ」

「……出るか」

「……はい」

　ドアが開いた事にも気付かずにまぐわり続ける二人にこの場は譲る事にしよう。

まったく客用の部屋で女を抱くなどけしからん奴らだ。




　結局雰囲気が飛んでしまい、メイドにはディープキスだけになった。

余計逸物が硬くなってしまう。







「あ、いらっしゃーい」「ハードレット様！　いらっしゃい!!」

　レティシアの店で遅い昼食を取ることにした。

もちろん、下半身の世話もしてもらうつもりだ。

「セリア様が大変だったんですね」

「あぁ、なんとか時間をかければ治るからよかったよ」

「衛兵の方も話をしていましたよ？　セリア様がやられるなんて腕の立つ盗賊がいたんだろうって」

　吸血鬼を懐柔したとは言えないので手ごわい盗賊と言うことにしてある。

現場を見た軽騎兵達にも口止めの金を渡し、漏らしたら妻と娘と母を寝取るぞと念を押してある。




「はーい出来ました」

　レティシアが料理をテーブルに並べ、他の客がいない事を確認して表の看板を休憩中にする。

「すまんな、溜まっているんだ」

「いえいえ～領主様に奉仕するの大好きですから……わっ！　もう硬くなってますね。領主様がよければ二人まとめて抱いて頂けますのに……」

「……男同士は最近色々あってな、あまり考えたくない」

「残念です」「うぅ……僕も女に生まれていれば」

　顔を伏せるシャロンには悪いがな。

とは言えシャロンはあの怪物共に比べれば随分と愛らしく見える。

一五年経てばあんなになってしまうんだろうか？

「もし……ハードレット様が愛してくれるなら僕切り落とすよ!!」

「それでご提案なのですけど、抱くのに抵抗がおありなら二人で口奉仕させて頂けませんか？　男でも女でも口の作りは変わりませんから」

「いや、俺の気分が全然違うぞ」

「ハードレット様ぁ……」

　シャロンは目を閉じて口を開き、自分の指に舌を這わせる。

女にしか見えない外見にいやらしい舌の動き、レティシアも応援するように同じ指に舌を這わせる。

　あの指が俺の逸物だったらどれだけ気持ちいいだろうか。

確かにしゃぶらせるだけなら股間にぶら下がっているものも気にはならない。

「どうか私達に奉仕を……」

「種も全部飲みますから……」

　ゆっくりと近づいて来る二人、まずレティシアが、すぐにシャロンも肉棒を掴む。

「奉仕の許可を下さい」

「僕たちにしゃぶらせて……」

　逸物は限界までいきり立っている。

もう構うものか、口に突っ込んでやると二人の頭を押えた時だった。




「お昼過ぎなのに休憩中？　お腹減ったよ～」

「ここのお肉食べないと午後も頑張れない～ちょっと待つから何か作ってよー」

　入って来たのはレティシアの女友達らしい。

知り合いだからか休憩中の看板を無視して店に入ってきたのだろう。

「あぅ」「おわ」

　目の前には下半身を露出する俺と、その肉棒に向かって舌を突き出しているレティシア、シャロン。

「領主様！　うわぁぁぁぁごめんなさい！」

「ってシャロンちゃん男じゃ！　領主様は男までーー！」

　二人は慌てて店を飛び出していった。

「……飯を食ったらお暇するよ。看板は戻しておいてくれ」

「はい……」

「うう、もう少しでしゃぶれたのに」

　ここでも無駄に逸物を硬くさせるだけになってしまった。




「さすがにきついな」

　なんとか目立たないぐらいに治めたが、歩いていると玉の重さを感じる程だ。

いい加減出さないと病気になってしまう。

娼館に行くと遅くなってしまうだろうから、いやらしい踊りを見せている店にでもいって抜いてしまおうかと考える。

自慰をするなど何時以来だろうか。




「ぬ、お主外におったか」

　きつい調子の美しい声に思わず振り返る。

「ブリュンヒルデ？　何故ここに？」

　華奢な身体に美しい金髪、露出の無い漆黒のドレスに身を包み、同じく黒い日傘を差している。

目線は俺よりも遥かに下にも関わらず、こちらを見下すような視線がたまらない。

そして彼女の横には同じく黒衣の大男、氷のように表情を固定したジークフリートが直立している。

「貴様自身が言った事、自分の血を捧げると言ったではないか。呼びつけるのも時間がかかる故、妾が忌々しい日差しをおして来てやったのだ」

「そういえばあれからもう一週間か」

　ルーシィもそうだったが吸血鬼は生存だけを考えるならばそう頻繁に血を吸う必要はない。

それでも嗜好としては一週間ごとぐらいに欲しくなるらしい。

「もちろん歓迎だが「待て、話をするにしてもまず日陰へ案内せい。ここは不快だ」

　いいとも、連れ込み宿に案内しようじゃないか。

　彼女をエスコートしながら比較的豪華でラーフェンには少ない富裕層が利用する宿に入っていく。

店主が俺の顔を見て驚くが手を引くブリュンヒルデを見て何も言わずに一番良い部屋に通してくれた。

ジークフリートは宿の周りを見回るそうだ。

「ふむ、狭いし貧相じゃが生活する訳ではないから良しとしよう。それに湿気もないしの」

　湿っぽい洞窟はいくら整備したとは言え、不愉快なようだ。

「なんならラーフェンの近くに住処を用意しようか？」

「いらぬ心配じゃ。妾は不快とは言え陽を浴びても死にはせぬ。必要があれば勝手に逗留する」

　ジークフリートも一応平気だと言っていたな。

他の吸血鬼はどうでもいいらしい。

「昨日、食事が届いたぞ。以前のものよりも健康で美味かった。下郎共も満足しておったようじゃ」

「それは何よりだ」

「下郎共は血だけではなく、たまには身体を引き裂いて臓物まで啜るのを好むようだからな。散々抵抗してイキが良いと言っておったぞ。妾には分からぬ愚かな行為だが」

　哀れな事だが相応の罪を犯した者達だ。

今度は自分が獲物になったと言うことだ。

「しかし妾にはあの程度の味では不足だ。お前の血……最高の味を味わってしまってはな」

　話ながらブリュンヒルデは服を脱いでいく。

ここで服を汚しては帰り道に支障が出る。

それは俺も同じなので服を脱ぎ捨てる。

当然、欲望を溜め込んだ逸物はビンと飛び出す。

「……なんでマラを勃てる」

「貴女が美人だからだよ」

　ブリュンヒルデがドレスと下着を脱ぎ捨てる度、肉棒がどんどんと角度を増し、彼女が全裸になった時には腹に張り付いた。

「情欲の強い奴よ。下賤と言うか正直と言うか」

「ブリュンヒルデ……血はいくらでも吸わせる。だから抱かせてくれないか？」

　肩にかけようとした手を掃われた。

さすが吸血鬼、すごい力に手がしびれる。

「阿呆、ヒト風情に穴を許してたまるものかよ。それにしても巨大な……オークかお主は」

「貴女のような美女を前にすれば大きくもなる」

「ええい、どうせそれを妾に入れたいための世辞だろう。いいから屈め」

　今回もダメか。

しかたなく俺よりかなり身長の低いブリュンヒルデに合わせて屈み、首筋を差し出す。

「はむ」

「うっ」

　彼女の牙が首筋に刺さる。

遠慮なく肉を食い破り、噴き出した血を呑みはじめた。

「んぐんぐ……はぁはぁ、やはりうまい。格別の味、んぐんぐんぐ」

　かなりの勢いで血を吸われ、零れた血が裸の俺達を濡らしていく。

これだけの傷を負わされれば致命傷となりそうだが、吸血が終わると傷は塞がり血は止まる。

　そして吸血の時に訪れるのが強烈な快感だ。

触られてもいないのに玉が動き、先走りが流れ出す。

「ふん、美味い血の褒美じゃ」

　ブリュンヒルデは血を吸いながら片手を逸物に伸ばして擦ってくる。

「あぁ……気持ちいい」

　遠慮無しに激しくこすられるがこの乱暴な刺激が心地いい。

自然と腰が動いてしまった。

「だめだ……」

　このまま手だけで無様に絶頂してたまるものかと歯を食い縛る。

目の前には首筋に吸い付いて血を呑む美女……俺の判断力は貧血と興奮で鈍りつつあった。

「ブリュンヒルデ！」

「ぎゃっ！　貴様何をする!!」

　俺は目の前にある美しい首筋に噛み付いてしまったのだ。

彼女は口を離して怒鳴る。

「すまん！　だがこのままでは一人で絶頂してしまうんだ」

「勝手にイけば良い！　吸血鬼の首筋を噛む奴がどこにいる！　やめんか馬鹿者！　あっ！」

　すぐに張り倒されるかと思ったがブリュンヒルデは動きを止めた。

首に噛み付いたまま様子を伺う。

「……もう少し強く噛んでみよ」

　これは好機だ！

「こうか？」

　少し強く歯を立てる。

ぶるりと彼女が震えたのが伝わってきた。

「もっとだ、もっと強く噛め！」

「しかしこれ以上は……」

　今でも彼女の首にはくっきりと歯型が残っているだろう。

これ以上強くすれば皮を破ってしまう。

「愚か者、妾に傷など残らぬ。言うとおりにせい」

「なら……すまんな」

　俺は更に力を入れて、彼女の真っ白な首にかぶりつく。

遂に皮が破れ、真っ赤な血が流れ出した。

「あぁぁぁ……もっとじゃ！　もっと深く食い破れ！　おぉぉぉ！」

　ブリュンヒルデも俺に更に深く牙を立てる。

流れ出す血が口に入るが、特に痺れるわけでも腐った味がするわけでもない。

「きゃっ！」

　立ったままだった彼女をベッドに押し倒し、覆い被さって血を吸い合う。

思った以上に可愛らしい声に更に興奮は高まった。

　上に下にと転がり姿勢を変えながら、そのとざくさに紛れて肉棒を彼女の絹のような肌にこすりつけ、小さな乳房を触る。

「これ！　これやめんか、触るでない！」

「美しい……貴女ほどの美女は見たことがない」

「あぁ、そんな所に口をつけるな！　……お主はあの女も見ておるくせに」




　いつの間にか俺はブリュンヒルデの股の間に顔を突っ込んでいた。

股の間からはドロドロと白濁した愛液が流れている。

吸血鬼にとっても血を吸う時には性欲が高まったはずだ。

あのルーシィですらまだ子供だった俺の肉棒で登り詰めたのだ。

ブリュンヒルデも欲情しているに違いない。

「ブリュンヒルデ、頼む……やらせてくれ。必ず気持ちよくするから」

「……またそれを言うか」

「頼む、肉棒が破裂しそうなんだ……最高の美女の中に……出させてくれ……」

　俺はベッドに頭を伏せて懇願する。

ブリュンヒルデはそそり勃った俺の逸物と自分の濡れた性器、薄い膨らみの胸で硬くそそった乳首を見比べる。

「…………ええい！　もう良い、好きにせい！」

「ブリュンヒルデ！　愛しているぞ！」

「きゃっ！　いきなりはよさんか、貴様は大きいからそう易々とは」

「受けいれてくれ！　……ふんっ！」

　俺はベッドに腰かける彼女に飛びかかり、両手を頭の上にあげさせて限界までそそり立った逸物を勢いのまま叩き込んだ。

「うぎゃ！　落ち着けと……あぅっ！　んぐっ!!」

　興奮が限界に達していた俺は手加減など出来ず、全力で腰を叩き込む。

ブリュンヒルデはうちの女と比べても小柄の方だったが、俺は力任せに根元まで肉棒をぶちこんでしまった。

思わず漏れた苦悶の声を口付けで塞ぐ。

感じる血の味は俺自身のものだろう。

「すごく締まるぞ！　なんて良い穴だ！」

　元々狭い穴は乱暴な結合にも切れたり緩む事はなく、凶悪な締め付けを維持している。

並の男なら食いちぎられてしまいそうな力だが、限界まで高まった俺の逸物はソコを広げ続けていた。

逸物は間違いなく子宮まで入り込んでおり腰を寄せる度にブリュンヒルデの薄い腹が肉棒の形に盛りあがっていた。

「ええい好き放題しよってこうしてやるわ！」

　俺にドカドカと突かれながらもブリュンヒルデは俺の首筋に喰らい付く。

だが弱点を突かれて肉棒は更に膨らんでしまう。

「うぉぉぉぉぉ!!」

「こ、このデカマラが、まだ膨らむか!?」

　俺の首筋に噛みついたブリュンヒルデ、彼女を犯しながら肩に強く噛みつく俺。

暴れるような性交に俺達はベッドから転がり落ち、テーブルや椅子をひっくり返しながら床を転がって愛し合う。

　そのまま延々と味わいたかったのだが、元々我慢の限界にあった俺の逸物は限界を向かえ、ビクビクと痙攣を開始してしまう。

「ようやっとでるか……ほら、さっさと吐き出せ。妾も食事は終わったぞ」

　ブリュンヒルデは案外に俺の事を考えてくれている。

そもそも頭の上に押さえ込んだ両手も彼女が本気なら一瞬で振り払えるはずなのだ。

前回は吸血しすぎて俺を失神させてしまったので、今回はかなり加減してくれている。

「もう出る……」

「うむ、中で受けてやる。早く出せ」

「頼む………………と言ってくれ」

「……愚か者が」

　ブリュンヒルデは絶頂寸前で耐える俺を一言罵ってから声色を変えた。

「エイギル、立派になりましたね。頑張って種を出しなさい……私の可愛い坊や」

　そう言って俺の頭を抱き締め、耳の穴に舌を入れる。

目の前が白く光り、バチンと音がした。




「がぁぁぁぁぁぁ!!」

「ん？　派手に呻いた割りに出ておらんが失敗したか？」

「ち、違う……今昇ってきているんだ」

　絶頂はしたが、我慢しすぎて種が固形のような濃さになってしまったのだ。

ずるずる音を立てて肉棒を広げているのがわかる。

種はゆっくりと昇り、遂に先端から噴き出す。

「なにやら更にマラが膨らんで……うわっ！」

　種汁が噴き出した瞬間、ブリュンヒルデの胎が音を立てて膨らむ。

一瞬で妊婦のようになった彼女は驚いて自分の胎を撫でる。

「お主どれだけ……ぐ、まだ出るのか。さすがに苦しい……」

「ブリュンヒルデ、最高だ、愛している。お前だけだ、俺だけの女だ！」

「軽薄な事を言いながら出すな！　うぐぐ、どれだけ出るのだ。こら、射精しながら体位を変える奴があるか！」




　長い長い永遠とも思える射精、最後は騎乗位で終えた。

俺がベッドに崩れると同時にブリュンヒルデも俺の胸に倒れこんでくる。

「良かった……魂まで抜かれると思ったよ」

「本当に好き放題してくれたの……妾がヒトなら子袋を破られて死んでおるぞ？」

「いやだったか？」

「……そうでもない」

　ブリュンヒルデは大人しく俺の胸に頭を乗せている。

彼女は遠慮したり体面を気にする意味はないのだから行為には満足してもらえたのだろう。

「噛み合いは結構良かっただろう？」

　ルーシィも好きだったんだ。

「……否定はせん。美味い血に久々の情交、なかなか満足した。褒美でも取らせようか［坊や］？」

　クスクスと美貌の吸血鬼は笑う。

「なら次も俺の望む遊びをしてくれないか？」

「当然のようにまた抱けると思うでない！」

　ぽかりと頭を叩かれる。

だがその顔は嬉しそうで絶対に次に抱ける事を確信した。

　甘い空気の中、ブリュンヒルデは真面目な顔になる。

「なぁ、お前妾のモノにならんか？」

　はてなんだろうか。

「美味い血は惜しいが、我が力を与え眷属としても良い。無論グールのような駒ではない。本来歳を得ぬ者は弱く脆いが、ヒトの身で眷属を滅したお前なら我が側近も務まろう」

「吸血鬼には……なれないな」

「ま、そうであろうな」

　彼女は特にこだわることなくさっと身を起こした。

「悪いな」

「良い。妾がとち狂っただけだ」

「俺はヒトで居ないといけないんだよ」

「おぬしが同類になっていれば失望するからだろう？」

「ん？　なんの話だ？」

「いや、なんでもない。もし、妾の力を借りたいならば言え、気分によっては力になってやる」

　それはありがたいがどういう風の吹き回しだろうか。

「妾とて女、情交を交わした相手が死ぬのは気分が良くない。それだけだ」

　彼女の病的に白い顔が僅かに赤らんでいた。

そしてゆっくりと俺の股に顔を近づける。

汚れた肉棒に口奉仕をしてくれるのだろう。

「頼む」

　股を開いて萎えた逸物を晒す。

「うむ、我侭に妾を抱いておきながらこちらの提案は聞かんと言う。そんな勝手な男には……」

　何か雲行きが怪しい。

ブリュンヒルデが大きく口を開く。

「こうじゃ！」

「−−−−!!」

　彼女はなんと俺の肉棒の中ほどにかぶりと牙を突きたてたのだ。

意味の無い音が口から吐き出た。

反射的に玉に残った種と透明な汁が噴き出る。

「あはは、竿から飲む血も美味いぞ。次もここから頂こうかの！」

「ぐあああああ！」

「ってお主……何故勃てる！　この色狂いめ！　こうしてやる！」

「うぉぉぉぉぉ！」




　激し過ぎる情交が終わった頃には既に夕方だった。

「帰らなくてもいいのか？　送ろうか」

「いやいい。もう少しで陽も完全に落ちる、夜ならば一時間もあれば帰れるからな。妾に構わずさっさと帰れ」

　馬で数時間の道のりを一時間か。

本当は待ってやらないといけないのだがセリアに夕飯を食べさせなければならない。

二～三時間と言って出てきたのだから絶対むくれている。

「わかった。では先に帰るよ……またいつでもラーフェンに来てくれ」




　部屋を出た途端にブリュンヒルデの気の抜けた溜息が聞こえる。

この宿はそれなりに高級だが所詮連れ込み宿なので壁もドアも作りは知れている。

まさか聞こえているとは思っていないようだ。

「あーー…………疲れた。すごかった……」

　満足頂けたなら幸いだ。

「よもや血を吸い合うのがあれほどの快楽とは……今までの男など吹き飛んでしまったわ」

　それはいい、ブリュンヒルデもなんとか俺の女に出来ないものか。

「しっかしあのデカマラ、硬いわ長いわ……噴き出した種がまだ出てこんぞ。あいつの精汁は固形なのかまったく」

　出来れば孕ませてしまいたいのだが、ルーシィにもあれだけ出したのに孕まなかったから望みは薄い。

「威厳を保つために平静に務めておったが……腰が立たんぞ」

　それで先に帰れといったのか。

こちらが一方的に気持ちよくなったのではなくて安心した。

「ジークフリートどこにおる。妾を担いで帰れ！」

　気がつくとドアの前に立つ俺のすぐ横に黒衣の大男がいた。

こいつは俺とブリュンヒルデが交わっている間ずっと暇を潰していたのだろうか。

　奴は俺を一瞥して部屋に入る。

ここで聞いていた事がばれたら彼女は怒るだろう。

早々に立ち去るとしよう。

セリアの機嫌取りも買って行こう。




　ふらつく足でなんとか屋敷に帰ったが、セリアが拗ねてしまった。

「女が食えないなんて心配した私が馬鹿でした」

「香水の匂いがぷんぷんするね」

「そういわずに砂糖菓子を食べてくれ」

「お菓子を与えれば私が、もぐもぐ……そんな簡単な女じゃ……もぐもぐ」

　三個目で機嫌は直った。
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宿屋

「ダナ、領主様が帰られたから部屋を掃除しておきなさい」

「はーいパパ」

　ダナと呼ばれた少女はこの連れ込み宿の娘だった。

あんまり誇れる商売ではないが、家業なのだから仕方ない。

　部屋を使っていた領主は去り、その少し後には連れ込んでいた金髪の小柄な女性も去った。

とんでもない美女だと従業員の間でも盛り上がっていたのだ。

　モップと雑巾を持って部屋の前にたつ。

「領主様って好色絶倫、その上巨根らしいから覚悟しとかないと」

　連れ込み宿の性質上、色々なものが飛び散っている事は珍しくない。

だが彼は特別らしい。

ダナは職業上、上位の娼婦と話す事も多く、中には領主に抱かれたと言う女もいる。

彼女達が一様に言うのが。

「巨大肉棒」「超絶倫」「腹が膨らむ種の量」「技量もすごい」

　部屋はどんな惨状になっているのかと恐ろしくもあり、興味もある。

「覚悟完了！　ほい！」

　部屋の扉をバンと開く。

「ぎゃああああああ!!」

　途端に出た悲鳴に従業員が集まった。

「血、血ー!!」

　部屋はベッド、床、そして壁にまで血が飛び散っていた。

テーブルの上には謝罪文と家具を買い換えるに十分なお金が置かれている。

「領主様、まさか相手を殺したんじゃ……」

「何言ってんだ。相手の娘は上機嫌で従者と出て行っただろうが」

「でもこれは尋常じゃないぞ？」

　わいわいと言い合うが真実はわからない。

結局「領主様の行為は部屋が血まみれになる程激しい」と言う所に落ち着いたのだった。




「ダナ～聞いて聞いて、こないだ領主様に可愛がってもらったんだけどさ」

「いやー!!　私血の出る話は嫌いなの！」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　新年

変更無は省略

経験人数一四五人　産ませた子三二人








第１６９話　王都招聘と女体反乱







「王都へですか？」

「あぁ年度も変わった。せっかく立派な街道も付いているのだから簡単だろう」

　屋敷の客間で酒を飲みながら向かい合うのはエイリヒだ。

年に一度、自分の領地を視察するついでに寄ったらしい。

「やっと戻ったばかりなのですが……」

　正直行きたくない。

「差し当たっては戦争の予定も無い。南部諸国も互いに牽制し、俺達に敵対するような勢力もいないぞ。留守にしても問題はなかろう」

「はあ」

　確かに領地に張り付く理由はない。

だが同時に別に王都に行く理由もないのだ。

それにまだセリアがベッドの上だ、今離れたくは無い。

「……本音を言おう。王立学校の件だ」

　俺が困惑しているのを見てエイリヒは渋々といった風に切り出した。

「王立学校、軍の指揮官育成のために設立された学校ですね。順調に規模を拡大していると聞いていますが」

　前に誰かに言われて見に行ったような行ってないような……。

「うむ、そこで軍のみならず内政官の育成も計画している話はしただろう？」

　したような、してないような。

「新年を迎えて生徒を大幅に増やしたのだが、内政官候補者に俺や新貴族の面々が教える事は難しい」

「それはまぁ……」

　新貴族の奴らは俺も含めて目を覆わんばかりの出自の奴も多い。

エイリヒのような貴族然とした奴の方が稀少なのだ。

それでも保身と出世のために礼儀や媚び方は覚えているそうだが。

「故に政務に通じる者を招聘し、教師としているのだが……ここにケネスの息がかかっていたのだ」

　ケネスは王の下、エイリヒと権力を二分する実力者になった。

特に内政や政務については奴の領域、特に王都では影響下に無い内政官を探すのは難しい。

「そこでお前の出番だ」

「いや無理でしょう」

　俺に内政を教えろなんてどんな冗談だ。

槍の振り回し方と女の抱き方ぐらいしか教えられん。

「いや、お前には何かを教えると言うよりも学校に顔を出し、偉そうに心構えでも語っていればいい」

「そんなものですか？」

「ああ、お前が俺の要請で王立学校に来れば学校の主導権がどちらにあるか、皆が知る事になるだろう。そうなれば生徒がケネスに取り込まれる事も少なくなる。今のままでは内政官志望の者は勿論、軍志望の者も取り込まれかねんからな」

　大変だな。

こちらも学校から内政に詳しい人間が欲しいのだから顔を繋いでおくのはいいかもしれない。

「ほんの二ヶ月も居てくれれば良いだろう」

　それは困った。

何しろ……。







「エイギル様！　私を見捨てるんですか!?」

　エイリヒを寝室に案内した後、ノンナが怒鳴りながら飛び込んできたのだ。

「そんな訳無いだろうが、お前は俺の妻だろう」

「王都へ行かれる話をしていました！　この子が生まれる時は傍にいてくれると言っていたのに！」

「それほど長期にならないよ。二ヶ月なら春過ぎまでじゃないか、生まれてくるのは夏頃だろう？」

「いやですーー!!　きっとエイギル様が居ない間に早産になって……子供をちゃんと産めず……私も追い出されるんですーー！」

　わんわん泣き出すノンナ、慌てる侍女達、俺は傍にいたカーラと顔を見合わせる。

ちょうど妊娠も半分を超えた辺りで心が不安定になる時期らしい。

「本当に何から何まで手のかかる女よね」

「そこが可愛いんだけどな」

　ノンナが次々と投げつけてくるクッションに当たりながら近づいて柔らかく抱き締めた。

「カーラもミティもいる。他の女もお前を守ってくれるし、何かあったらシュバルツを馬肉にするつもりで走らせて一日で帰ってくるよ」

「ぐす……えぐ……本当ですか？」

「もちろんだ。俺の大事なノンナ」

　侍女達が思わず目を隠すような激しく熱いキスを交わす。

「……落ち着きました。本当に生まれる時は傍に居て下さいね？」

　何も言わずにポフポフと頭を軽く叩く。

「取り乱して御免なさい。後カーラがまた中庭でおしっこしてました。しかも裸で」

「カーラお前……」

「この流れでそれ言う!?　いいじゃない、解放感がたまんないのよ！」

　言い合う二人、ノンナは大丈夫だな。




「お前達も産気付いたと連絡をくれれば戻るが……」

　同じく大きな腹を抱えるリタとヨグリ、彼女達はノンナよりも出産が早いので間に合わないかもしれないのだ。

「いえ、種をつけるのが男の仕事、子供を産むのは女の仕事。一人で元気な子を産んで見せます」

　リタはそういって微笑む。

巨尻のこいつは楽に産めそうだ。

「私も平気ね。使用人の人もよく面倒見てくれるし。……取り乱してる人が周りにいると不思議と落ちつくと言うか……」

　ノンナが大騒ぎする事で周りは逆に落ち着いているらしい。

あいつは昨日もめくれたカーペットで転びかけ、掃除のメイドに怒鳴って物を投げたらしい。

きつく叱ると取り乱して子供に障るかもしれないので今のノンナには優しく諭すしか出来ないのだ。

　たんこぶを作ってしまったメイドには給金を払ったまま自宅で休ませ、見舞いの品も送ってやった。

出てきたら罪滅ぼしにねっとり抱いてやろう。

次はセリアだな。




「ではすぐには発たれないのですか？」

「そうだな。ほれ、あーん」

「あーん……美味しいです」

　セリアのベッドの横に座り、クリームたっぷりのケーキを食べさせてやる。

今日は新鮮なリンゴもいっぱいあるぞ。

「でもどうして？」

　決まっているじゃないか。

「動けないお前を置いていく訳ないだろ？」

「はぅ！」

　セリアが突然したを向いて真っ赤になった。

面白い奴だ、真っ赤なリンゴをやろう。
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更に二週後

「もう固定する必要はありません。但し激しく動かしたり重い物を持ってはなりませんぞ」

　医者はそういってセリアの腕から包帯と固定具を外す。

久しぶりに外気に晒された腕をセリアはポリポリかいていた。

「これでエイギル様とまた一緒に……」

「オホン、先ほども言いましたがあくまで日常生活に問題がないだけです。馬にも乗ってはなりませんし、剣を振るなんてもってのほかですぞ」

「そ、そんなぁ……」

「セリア、お前に命令だ」

「はい！」

　セリアがビシッと姿勢を正す。

「俺が帰るまで軍務は休み、食って寝て身体を労るんだぞ」

「ええっ!?」

　セリアにはこれぐらい言っておかないと絶対に働こうとするからな。

本当に何もしないトリスタンと足して二で割ればちょうどいい性格になるだろうに。

「で、では私は連れて行って頂けないのですか!?」

「だめだ、お前は家でだらだらして、しっかり身体を治すんだ」

　セリアはがっくりと崩れ落ちる。

そういえば彼女と長く離れるなど初めてだろうか。

「うぅ……もう二度と骨など折りません」

　それでいい。

「じゃあ明日には王都に発つ。ノンナも生まれるまでには帰るからあんまり侍女にあたるなよ。妊娠で不安なのはわかるがカーラやメリッサを頼れ」

「オホン、承知しております」

「癇癪起こして水差しぶつけたメイドにも謝んなさいよ」

「わかってます！」

　茶々を入れたカーラと言い合いが始まる。

こっちもこれでいい。







　その後催されたささやかな宴が終わり明日に備えて休もうと思っていたのだが。

「あの」

　ドアの前に立っていたのはセリアで部屋に招き入れるなり全裸になった。

そしてベッドに腰かける俺の前で床にペタリと土下座したのだ。

「私が勝手に怪我をしたのに毎日看病して下さり、シモの世話まで……」

　それは俺は好きでやった事だから気にするな。

「医者に聞きました。腕に負荷をかけなければ平気だと、身体を激しく揺らされても傷には障りません」

　セリアはベッドに乗って大きく股を開く。

「エイギル様と離れると思うと寂しくて死んでしまいそうです。せめて今、火の様に抱いてください」

「いいのか？　激しくなるぞ」

「悲鳴を上げて失神するぐらいにお願いします」

　既に彼女の体は愛撫を必要としない程に潤っている。

俺も服を脱ぎ捨て腕に負担がないよう正常位で圧し掛かる。

「いいか？」

「もちろんです。あ……入ってくる……やっぱり大きいです！　エイギル様の心と同じぐらい！」

　ずるりと一番奥まで肉棒を差込み、さあ鳴かせてやろうとした時、寝室の扉がバンと開かれた。




「あー！　もうヤってる！」

「うん？　カーラどうした？」「きゃあ!!」

　飛びこんできたカーラの後に続いてどやどやと女達が入ってくる。

屋敷にいる家族だけではなく別館で囲っている女や使用人までいる。

「おいおい、大勢でどうしたんだ？　反乱か？」

「そう、夜の反乱。みんなやっちゃえ！」

　きゃーと叫びが上がり、全員が服を脱ぎ捨てる。

「私達だってエイギルが王都に行く間放っとかれるんだからね！　その分今可愛がってよ」

　大量の水差しが用意され、そこに怪しい液体……クラウディアが持ってきた媚薬が注がれていく。

女達は皆その水を飲み、俺も口移しで飲まされた。

「ちょ、ちょっと今媚薬なんて飲まれたら……ああっ！　やっぱり膨らんできたぁ!!」

「準備も出来たし朝まで乱交しましょ！」

　カーラに音頭を取られて女達がベッドの上で繋がる俺とセリアに群がってくる。

「……分かった、全員まとめて抱いてやる！　だがこの部屋は少し狭いからな別館の部屋に行くぞ」

　あそこに用意した多数で交わるための部屋でないとこの人数は無理だ。

「このままですか!?　きゃあ！」

　俺達は集団で全裸のまま廊下を通り、裏口を出て別館へ移動する。

もちろん俺はセリアに肉棒を突き刺したまま抱き上げて歩いていく。

　警備の衛兵や夜回りのメイドが腰を抜かしていた。

何しろ四〇人近い全裸の集団と遭遇したのだ無理も無い。




　別館に到着した俺は歩いている間に昇天してしまったセリアを更に突きながら呼びかける。

「そこに五人ずつ並んで尻を出せ、他の奴は女同士で絡んで高まっているんだ」

　並んだ五つの女穴と尻穴を嬲り、精汁を発射されるかへたってしまった女は交代していく。

媚薬を飲んだ俺は萎える事は無く、倒れた女達もすぐに起き上がって再び俺に抱かれるのを待つ。

「あーん領主さまぁ……私、今日多分卵を持ってるんです……ですので……」

「ふふ、いいぞ。……孕め」

　耳元でぼそりと言ってやると女は全身を痙攣させて叫ぶ。

遠慮なく子袋まで肉棒を差し込んで射精し、横に転がす。

「はーい、妊婦一丁上がりー」

「書いときましょ」

　ペンとインクを持ち出した者が失神した女の腹に［種付済］の文字と数字を書いて笑う。

だが俺が笑う彼女達にも襲いかかり肉棒を差し込んだので笑い声は嬌声に変わってしまった。

「はぁはぁ！　もう暖炉消して……暑いわ」

「領主様……もっと……前は擦れて腫れちゃったから次はお尻の穴を！」

「うわーメリッサ様根元まで飲み込んでる。子宮で味わえるなんていいなぁ……」




　体中の水分が逸物から噴き出した気分だが、渇きを訴える度に女が口移しで水をくれる。

だがその水にも媚薬が入っているので更に興奮は高まっていく。

「あっ私はただのメイドでお水の補給に……むぐっ！」

　水を持ってきたメイドも女達に群がられてキスされ、身体を触られてとろけてしまう。

「えっ……領主様、私そんなつもりじゃ……でも、お道具大きい……もう……いいや」

　メイドを後ろから抱き締め下着を降ろして挿入する。

ぶちりと処女を引き裂いた感触はあったがメイドは悲鳴を上げなかった。

「いらっしゃーい」

「明日から貴女も別館の仲間ね」

　メイドは突かれながら女同士のキスを交わし、俺の愛人になると叫んだ。

「わ、私もですか？　きゃっ、大きい！」

「わたしくはもう四〇を……あおっ！」

　他にも興奮と乱行の中、数人のメイドを捕食してしまったようだ。

シーツを換えに来た洗濯女中の四〇を超えた年増も食べてしまったが、抱いてしまえば歳など関係ない。

みんな俺の女だ。




　乱交は延々と続き、多勢に無勢、さすがに満身創痍だ。

逸物は休む事なく掘り過ぎて赤く腫れ上がり、体中に女の歯型と口付けの跡が残る。

尻の穴は絶え間なく舐め続けられて緩みつつある。

玉は酷使され、透明な汁を出すのが精一杯だ。

　強敵だったカトリーヌは腹に一二と書かれて失神している。

メリッサとマリアもそれぞれ五と書かれて抱き合いながら眠っている。

彼女達を撃破するのに大変な力を使ってしまったのだ。

　だがそれでもこの戦いに敗れる訳にはいかない。

傍には愛するセリア三が大股を開いて潮を飛ばしながら斃れている。

愛する妻カーラ四も床に転がって尿を垂れ流している。

彼女達の無念も晴らさねばならないのだ。

「敗北など許されない」

　俺は串刺しにしていた槍を引き抜き、切っ先を女達に向けた。

相手はかなり減ったとは言え、まだ一〇人はいるだろう。

不利な戦いかもしれないが逃げる選択肢は無い。

「全員意識を飛ばしてやる覚悟しろ！」

「「「きゃー♪」」」

　戦いは朝まで続き、最後の一人が白目を剥くのと同時に俺もベッドに倒れ相打ちとなった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




翌朝　ゴルドニア道中

「眠い、痛い」

「もーやりすぎだよー真っ赤になってるよー」

　馬車の中でメルに膝枕をしてもらいながらレアに肉棒の手入れ、油や薬を塗ってもらう。

　今回同行させた女はメルとレア、そしてイリジナとピピとアリスだ。

　王都では晩餐会などもある為、正式な側室であるメルに来てもらった。

最初はカーラもと思ったのだがノンナが寂しそうな顔をするので彼女は苦笑しながら残ったのだ。

「子供達はまだ小さいですけどあの家では心配ありませんものね」

　大量の女に大量の子供、世話をしてくれる人に困る事はない。

　レアはセリアの強力な推薦だ。

自分の代わりに悪い虫を追い払って欲しいと頼んでいたが人選ミスだな、レアには出来そうにない。

　そして彼女達には俺の身を守る事が出来ないからと言う理由でイリジナも同行することになった。

決して妊婦の傍に置くのが危ないからと言う理由ではない。

「本当に……私が……きても？」

　アリスが消え入りそうな声で呟く。

俺の特別な家族の中に一人別館組として入って緊張しているらしい。

「お前も王都で色々見れば好きな事が見つかるかもしれない。趣味が尻をほじくるだけと言うのはあまりに不健康だ」

　別館組の女達も心配し、俺に彼女を連れて行って欲しいと懇願してきたのだ。

「うぅ……」

「そんなに緊張するな。皆お前を邪険にしてなんかいないぞ」

　メルに年増とか言わない限りなんの問題もない。

王都についたら小遣いをやって遊ばせてやろう、尻遊び以外でな。

　ちなみに男はクロルを同行させた、メリッサによると最近所構わずアルマとまぐわっているのが目に余るので少し離すべきだと言っていた。

逆効果だと思うんだけどな。

　イリジナが寒風吹きすさぶ中、暖房設備のある馬車の中に篭る俺達を尻目にシュバルツに乗って走り回っている。

後ろにピピも乗っている、子供となんとかは元気なのだ。




「ご主人様～お薬塗り終わったよ」

「悪いな」

「ううん、私いやらしい女の子だからご主人様のちんちん触るの大好きなんだよ」

　レアは歳に不相応な淫靡さで俺の方に這って来る。

「何を見てるの？」

「んーアドルフが留守にするなら予め確認して置けとな」

　春の人頭税を含めた税収関係の書類だ。

あいつは各季節ごとに作る。

エイリヒに聞いたが奴の代官は税収の詳細は年一回、収獲税と人頭税その他もろもろをまとめて報告するだけらしい。

「それだけアドルフは良く働いているんだな」

「うー、読めないよ」

　ははは、アドルフの書く文は小難しいから仕方ないさ。

　メルの膝に頭を乗せながら、レアを右手、アリスを左手に抱いて居眠りする。

最高の旅程だ。

これで王都でも頑張れそうだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六〇七〇〇枚　税収（＋二万）離れ屋敷（千）

同行

メル（側室）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（愛妾）ドロテア（屋敷管理　愛妾）アリス（尻穴）クロル（ｏｒｚ）

経験人数一四九人　産ませた子三二人

せっかくの金曜ですが次への繋ぎ話になってしまいました。

何度も場面を変えるより次話王都から始めることにします。

次回からは展開一気に加速です。

毎回本文に入れるのもあれなので、税収打ち訳はここに書きます。

　　　　　　　　収入

人頭税　　五万枚（王献上八千済）

鉱山税　　三万枚（王献上三千済）

交易税　　一万五千枚

収入計　　九万五千枚

　　　　　　　　支出

屋敷維持　　　　　　三千枚

警備兵維持　　　　　三千枚

軍給料　　　　　　三万枚

軍施設その他　　　　四千枚

南部集中開発　　　三万枚

有償労役　　　　　　五千枚

支出計　　　　　　七万五千枚

合計＋二万枚










第１７０話　王立学校







「総員整列！」

「……あぁ」

「敬礼！」

　王立学校の教壇に立った俺の前、生徒全員が敬礼したまま直立不動で動かない。

あぁ、俺が言わないとだめなのか。

「姿勢を崩してくれ」

「休め！」

　随分とまた……まぁ元々軍学校なのだからこんなものか。

面倒くさい挨拶やどうせ覚えられない生徒達の自己紹介を聞いていく。

　王立学校は二〇人ごとに一つの集団を構成している。

全体で何かをする事もあるが基本的にはこのチーム単位で動くらしい。

「まぁどうでもいいんだけどな……」

　自己紹介開始から五秒でやる気がなくなった。

何しろこの二〇人、全てが帽子にズボン……男だったのだ。

なんでもここは新年に編成された新しいチームでまだほとんど課程を受けていないらしい。

　考えれば当然か、このチームはそもそもの中核クラス、つまり軍の指揮官養成のためのものだ。

好き好んで指揮官を目指す教養のある女は決して多くない。

男だらけの環境にどうして興味が持てるだろう。

　しかも自己紹介が終わるなり生徒達が押し寄せてきて個人的な話ばかりしてくる。

そのほとんどが家や家族の話だ。

　ここには軍所属の高位貴族の子弟はあまりいない。

そういう奴らは学校など入らなくても軍の幹部になる道はいくらでもあるからだ。

大抵の奴らは下位貧乏貴族の次男以下かどこぞやの騎士の息子、そして地方の有力者の息子などだ。




「エイギル様は既に王国有数の大貴族、爵位も王家の血を必要としない最高位を極めています。これから出世を狙う者達の中に行けば、相手は家や自分を徹底的に売り込んでくるはずです。特に！　女には釣られないで下さい！」

　と出発前にノンナにも言われていた。

そういえば爵位が上がったり領地が増えたりする度に狂喜としていたノンナが今回の陞爵では大人しく、逆に顔色が悪かった。

自分の子供の事で精一杯だったのだろうか。




「ハードレット卿！　普段父がお世話になっております」

　誰だ、お前の父など知らん。

「卒業の暁には是非閣下の麾下軍に配属下さい！」

　エイリヒに言え、ここは王国軍指揮官の養成施設だ。

「兄が軍におります。是非今度閣下に挨拶したいと申して……」

　知るか、暇な時に尋ねて来たら会ってやる。

「姉がハードレット様にお目にかかりたいらしく……」

　お前はちょっと後で詳しい話を聞こうか。




「オホン！　全員席に戻りなさい」

　見かねた教官が大声をあげ、全員が渋々席に戻る。

「ではハードレット辺境伯、お願い致します」

　やっぱりこうなるよな。

俺のために授業を潰したのだから「頑張ってくれたまえ」だけではだめだろう。

仕方ないレオポルトやマイラから聞きまくったいい話をしてやろう。

「諸君、お前達の中には騎士や貴族としての心構えを幼い頃から学んだ者も多いだろう」

　生徒の中の貴族や騎士の息子と思われる者が胸を張り、平民出身の者が小さくなる。

「だが、軍という組織に於いてはその事が障害となることもある。むしろ邪魔になると言って良い」

　部屋にどよめきが起こる。

自分達が持っている貴族の誇りが邪魔と言われては黙っていられないのだろう。

一人の若い男……一六ぐらいだろうか、挙手をして異議を申し立てた。

「こら、まだ辺境伯のお言葉の途中……」

「いや、いい。言ってみろ」

「私はヴィドラ男爵家の三男…………と申します！　今のお言葉には納得できません！　名誉ある王国軍の中でこそ貴族としての誇りや作法が重要なはず、野盗のような戦い方は許されません！」

　こいつはそう数の多くない伝統貴族出身の生徒らしい。

　確かに戦地でも盗った犯したをやられては困る。

その意味では貴族の誇りも重要だろう。

だが誇りだけでは勝てない。

「お前は一〇〇人ばかりの部隊の指揮官だ。正面からは敵二〇〇が突っ込んで来る。さあどうする？」

「無論、手勢を率いて先頭に立ち、勇敢に戦い敵を破ります！」

「アホ」

「あいた！　何をなさる！」

　頭を軽く叩く。

「まずは敵の兵科を見極めろ。騎兵なら槍隊、槍隊なら弓隊、弓隊なら盾を持つ歩兵をぶつけるんだ」

「気迫と根性で乗り越えられ……痛っ！」

　気勢を上げる少年を少し強めに叩くと頭を押えた。

「気迫があっても痛いもんは痛いだろう？　矢が刺さったらもっと痛い、とても戦えんよ」

「しかし辺境伯はかつて満身創痍のまま戦ったと……」

　あったな、そんなことも。

「お前は味方が皆倒れても一人で二〇〇人と戦うか？　それとも兵士全員が気迫で敵に立ち向かうと思うか？」

「そ、それは……」

　黙った少年を置いて全体を見回す。

「戦場では正々堂々など考えるな。とにかく勝てる方法を考えろ。落とし穴を掘ってもいいし、物影に隠れて奇襲してもいい……勝てばよいのだ」

「それは卑怯ではないのですか？」

「違うな、考えてみろ。目の前に筋骨隆々の鉱夫と老獪な商人がいる。どんな方法でもいいからこいつらに勝てばいいとする。鉱夫と殴り合って商人と舌戦をする阿呆がいるか？　俺なら逆をする、楽に確実に勝ちたいからな」

　最終的には腹が立ってどっちも殴り倒すかもしれんが。

「相手の弱みをついて勝てる方法を考えろ。だが色々考えてもどうしようも無い時は……」

　全員が続きを聞こうと身を乗り出す。

「尻尾を巻いて逃げろ」

　全員ががっくりと崩れた。

「敵に背を見せるなどありえません！」

　少年達の声を無視して続ける。

「お前達は一人で戦争しているんじゃない。敵味方の全体戦力は同じでたまたまお前達が大きな敵に遭遇しただけかもしれない。もしお前達が逃げずに全滅すれば、後ろの味方はその分戦力を失って不利な戦いを強いられる。逃げて帰れば味方と合流して対等に戦えるのにだ」

「確かに辺境伯の言う事はもっともです！　ですが貴族は誇りと矜持で生きております。家名に泥を塗るような事は……」

　戦場で奇策を弄する事が家名に泥を塗るとも思わないが。

「ふむ、かつてのアークランド貴族、奴らは高い矜持を持ち、勇敢な者も多かった、そうだな？」

「そう聞いております」

「奴らは今どこにいる？」

　少年は黙ってしまう。

「トリエア王族は格式高い者達だったらしい、彼らはどこに？」

　正確には俺の屋敷の中庭でバラを育てているが。

「……」

「そうだ、もういない。戦いに敗れるとはそう言う事だ。誇り高く美しく勝てるならそれが最善だろう。それほどの才能を持つなら俺が言う事は何もない。……そうでないなら戦争において美しく敗北するよりも汚く勝った方がマシだ。少なくとも俺はそう思っている」

　本音を言うと美しく戦って滅んでいく奴は嫌いじゃないが、当事者にはなりたくないのでこう言っておこう。

　不平を言う生徒はいなくなった。

家名に泥を塗れるのも家があっての事だからな。

「先ほど、逃げろと言ったがどうしても逃げられない状況もある。故郷の町を背負った時や、大事な女を守る時とかな。どこが重要か……どんな状況なら逃げてはダメなのか、それを今後学校で学んでくれ」

　以上と締めくくって教壇を降りる。

生徒達は一斉に拍手と輝いた目で見てくれる。

　決まった、レオポルトから話を聞いていた甲斐があった。

ああ、この中に女が居れば……。




「ハードレット卿、私感動しました！」

「私もです！」

「なに!?」

　神速で振り返ると二名の生徒、他と同じくズボン姿に短い髪だがこの高い声は……。

「女性もいるのか？」

　教官に語気荒く尋ねてしまう。

「は、はいこのチームの二名が女性ですが……やはり女を指揮官養成とは苦しいでしょうか？」

「すごくいいぞ！」

「は、はあ」

　俺は目を輝かせる二人の女性を労い、肩を撫でる中でなんとか胸に触れようと考えていたのだが。

「で、では次のクラスへどうぞ。内政官養成を含め全てのクラスがハードレット卿に挨拶をと……」

　待ってくれ、せめてこいつらを激励する振りをして肉棒を押し付けてからに……。

だが、俺の純情は無視されてしまった。

　彼女達が真っ赤な顔をして喜んでくれていたのが幸いか。

「ねぇ……見た？」

「うん、ズボンだよね。服の上からはっきり形までわかるなんてすごい大きさ」

「大きな道具で女好きって噂本当なんだね」

「貴女もわかった？　肩触りながら胸狙ってたよね？」

　仕方ない。

他のクラスでも適当に何か話すか。




　その後の挨拶は特に問題も無く終わる。

指揮官養成のチームは女性はせいぜい一人か二人、まったく居ない所もあって悲しかったな。

　その点内政官養成チームは秘書や補佐官などに女性を就ける事も多いためか結構な割り合いで女性も含まれている。

そもそも俺はアドルフを補佐する内政官候補を見つける事を重視しているのだ。

なので今後こちらのチームを重点的に見て回って当然だ、他意はない。




　対照的に失敗だったのが野外で行われた個人技の訓練だ。

学校の目的は指揮官の養成なのだから別に個人が武芸の達人になる必要はなく、自分で鍛える程度で十分なのでそれほど授業の比重はない。

　だがクリストフのように瞬時にやられてしまってはまともに指揮も取れないので最低限は修練する事になっているのだ。

そこで俺に手本を見せてくれと言ってきたのだが。

「いいか、甲冑を着た相手には剣を上段に構えて……こうだ！」

　思い切り両手剣を振り下ろす。

甲冑を着せられた人形の兜が大破し、地面に倒れ伏せる。

「……甲冑ごと叩き斬れと？」

「それ以外にどうやって倒すんだ？」

「相手が剣で防ごうとした場合は？」

「剣ごと叩き折ってしまえばいい」

　周囲が静寂に包まれる。

当たり前の事を言っただけだろうが。

「で、では相手が先に斬りかかって来たら？」

「よく見て避けろ、間に合わないならまず受けて……」

　教官に斬りかからせ、俺がそれを受ける。

「弾き飛ばせ！」

　剣での押し合いから一歩踏み込んで教官を吹き飛ばす。

放物線を描いた彼はゴロゴロと地面を転がっていく。

「簡単だろう？」

「いや無理でしょ」

　誰が言ったかわからない小さな声がする。

これ以上何を言えと言うのだろうか？




　個人技の訓練と言う事で参加させたイリジナの方も空気がおかしい。

「槍同士の戦いを教えるぞ!!　こう相手がグンと来るから、ガッと受けて、バッと巻き上げ、ズンと突くのだ！　わかったか!?」

「…………」

「馬上から槍を使う時は、ババッと走らせた馬をグイっと……」

　俺にも何言ってるかわからん。

イリジナに口で説明させるなど不可能だった。

クロルのように実際に毎日一緒に訓練させるなら話は違うだろうが……。







　陽も傾き、王立学校を後にしてイリジナと一杯呑んで帰ろうと思っていたのだが、学校の前に馬車が止まっている。

「おお、ハードレット卿。視察とは感心な事にございます」

　現れたのはケネス本人だった。

「これは政務総監……学校内ではお見かけしませんでしたが」

「ははは、学校に用はありませんでしたからな」

　じゃあ何故来たんだ。

「水臭いですぞハードレット卿、王都にいらっしゃるならばご一報下されば歓迎の宴でも開きましたものを……」

　別に歓迎してもらう間柄でもないのだが。

「今回は個人的に学校の様子を見てみたかったものですから。わざわざお知らせするような事でもないと思いまして」

「いやはや、国の未来を担う学校を気にして遥々領地から遠出なさる。誠あっぱれ王国貴族の鑑にございます。このケネス感服致しました」

　世辞も別に悪くないが俺としてはさっさとイリジナと酒を呑みにいきたいのだ。

早く用を言ってほしい。

「実は今宵、知己の屋敷で開かれる舞踏会のお誘いに参りましてな。飛び入りになりますが歓迎の宴の代わりとお考え下さい。もし宜しければこのまま馬車で私と共に参りましょう。他に同行者がいらっしゃるなら屋敷の方へも迎えに行かせます故」

「はぁ……しかし服装が……」

　そこまで言って気付く。

何しろ初めての学校視察と言うことで服は正装だ。

最高の礼服ではないが別に社交の場に出ても非礼な格好ではない。

……わかっていて帰りを狙ったな。

これで着替えに時間がかかるとの言い訳は通じない。

「ん？　舞踏会とやらで呑むのか？」

　イリジナは黙っているんだ。

後で酒樽を買ってやるから。

「いえ、しかし今夜は……」

　俺の気持ちとしては面倒くさいが別に受けてもいい。

だが新貴族達の晩餐会が確か明日だ、その前にケネスの晩餐会に出るのはまずいのではないか。

特にケネスの馬車で到着と言うのは倍まずいだろう。

　俺の躊躇を見取ったらしいケネスは標的をイリジナに変えた。

「まぁまぁ、寒い外で話も身体に毒、供の方も一緒にどうぞお乗り下さい。極上の酒もございます」

「酒があるらしいぞ!!」

　イリジナが酒につられて乗り込んでしまった。

仕方なく俺も馬車に乗るが、アホのイリジナと違って理性的な俺は酒になどつられない。

まだ行くと決めたわけではないぞ。

「ハードレット卿、ご挨拶申し上げます」

「お目にかかれて光栄です」

　馬車の中に居たのは二人の美女……年は二〇を越えた辺りか、少し薄着すぎるドレスを着ているが下品とまではいかない。

胸も尻も大きく、はにかみながら微笑む姿は非常に色っぽい。

「彼女達は部下の娘でございます。ハードレット卿に一目会いたいと申しますので失礼ながら同行させました」

　いや、失礼なんてとんでもない。

　二人は俺の両脇に間を置かずに座り、耳に唇を寄せてくる。

「ハードレット様、ずっと焦がれていました。貴方になら何をされても……嬉しいです」

「私、少し強引な方が好きなんです。ハードレット様の玩具になりたいです……なんて」

　両側から胸が当たり、吐息が耳に吹く。

手は軽く太股に置かれているが、大きくなり始めた肉棒を軽くさすられる。




「むぅ……」

「舞踏会まではまだ時がございます。少しばかり馬車でお待ち頂くのはどうでしょうか？」

　女が胸を一層強く押し付ける。

もうだめだ、舞踏会ぐらい行ってもいいじゃないか。

「……屋敷に妻と従者を迎えに行ってもらえますでしょうか？」

「もちろんです。ははは、では私は後ろの馬車に参りましょう」

　そういってケネスは馬車を降りていった。

広い車内にはグラスを置き、高そうな酒を瓶ごと呑むイリジナ、そして俺にもたれる美女二人。

「私淫らな女ってよく言われるんです……牝犬のように嬌声をあげるって」

「産むなら逞しい男性の子供って決めているんです」

　女達は露骨な手付きで股間を撫で回し、俺も彼女達の胸に手を差し込んでいった。




数時間後

「ハードレット卿、こちらが今宵の会場、農務首長のイルヒッド伯爵の屋敷になります。お連れの方もこちらにお連れしました」

「突然の事でびっくりしました……」

「はううー私もー」

　連れて来てもらったのはメルとレア、メルは側室としてレアはその従者としてだ。

護衛のイリジナは馬車の中の酒を全部呑んで酔っ払ってしまったので置いてきた。

明日はお仕置きだ。

「急なことですまんな……それとボールドウィン卿、彼女達が寝てしまったのですが……」

　馬車の中で毛布をかけられて寝息を立てる二人。

「あん……大槍」「もっとぉ……」




「これは失礼。しかし、彼女達はパーティの参加者ではありませんので寝かしておいて構いません」

　助かった。

毛布を捲られたら二人とも大股開きで下半身種まみれだからな。

しかし、参加者では無い女性が同乗していたとは……まさか謀られたのか！

　イリジナが馬車にあった酒を全て空にし、俺が女二人を犯し抜いた後でやっぱり行かないと言えるはずもない。

　これが謀略の世界で生きる人間、恐るべき謀略にかかってしまったらしい。

「ま、ここまで来たら言っても仕方ないか。楽しむとしよう」

　綺麗なドレスに身を包んだメルの腰を持ってエスコートする。

「うぅ恥ずかしい。年増が息子のような歳の夫のエスコートを受けるなんて皆様がどう見るか……」

「そうか？　お前は十分に美しいぞ」

　確かにメルは俺よりかなり年上には見えるがその美貌は健在だ。

こうして微笑んでいればむしろやっかみを浴びるのは俺の方ではないだろうか。

「うにゅ……」

　レアも付き人としてメル程ではないが綺麗な衣装に身を包んでいる。

普段服にこだわらない彼女の姿は新鮮で愛らしい。

頭を撫でてやると上目遣いに微笑んだ。




「さて、皆様方、招待出来てはいませんでしたが、急遽王都にいらっしゃったハードレット辺境伯、ご本人とその奥様にお越し頂いております」

　おお、と驚きの声が上がり、俺はメルと腕を組んでホールに入場する。

何故か先導するようにケネスが前を歩く。




「いやいや、初めてお目にかかりますな。奥様もお美しい」

「互いに今後は交流を持ちたいものです」

「政と軍、互いに良き関係にある事が祖国の為ですからな」

　たちまち群がってくる貴族達と言葉を交わす俺達をケネスは満足げに見ている。

なるほど、自分は俺と良い関係に有り、急な誘いでも連れてこれると派閥内でアピールしている訳か。

　美女に釣られて奴の手の上で転がされてしまった。

だが引き換えに綺麗で大きな乳を吸いまくったし、たっぷりと穴も楽しんだのだから文句は言えない。

もしかすると種をつける事にも成功しているかもしれない。




「では以前パーティでお見かけしたノンナ様はご懐妊を？」

「ええ、万が一があってはなりませんから領地で安静にしております」

「そうでしょうなぁ。……して婚約はまだですかな？」

「はぁ？」

「お生まれになるお子の結婚相手なのですが……」

　まだ生まれていないどころか男女もわからん。

特に伝統貴族はやたらと子供を婚約させたがるのは知っていたが早すぎる。

もし性別を間違えたらどうする。

女同士なら許されるが男同士だと悲劇だぞ。




　貴族同士の建前ばかりの会話、世辞に包まれた悪意も受け流していく。

新貴族達と違って伝統貴族の中には俺を乱暴なだけの新参者と見下す者も多いからな。

ケネスの手前、表立っては言わないが態度の端々には見えるものだ。

　メルはノンナが領地で開催していたパーティにちょこちょこ出ていたからある程度立ち回り方は分かっているようだ。

今回ほど格式のあるものは少ないが、多少の無作法は横にいる俺の行動にかき消されるはずだ。

　ちなみにカーラもノンナの指導でドレスを着てパーティに出た事はある。

だが催した彼女はドレスを崩すのが面倒くさかったのだろう。

中庭の隅でドレスを捲り上げて立ったまま放尿し、それを見たノンナと取っ組み合いの喧嘩になった事がある。

あれのせいでハードレット家の正妻と側室不仲説が一時近隣の奥様連中を騒がせたらしい。

本当は仲がいいのにな。

「今回は無難に行きそうだ」

「何事も無いでしょうね」

「楽しいパーティだね」




　俺達三人が笑いあった途端、パーティが開かれているホールの大扉、招待客だけが入る事が出来るはずのそこが大きな音と共に開かれたのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六〇六〇〇枚　王都滞在費（一〇〇）

同行

メル（側室）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（愛妾）ドロテア（屋敷管理　愛妾）アリス（尻穴）クロル（＿ト‾｜○）

経験人数一五一人　産ませた子三二人








第１７１話　王都冬の乱①　惨劇の舞踏会







「何事よ、騒々しい」

「興が削がれるではないか」

　ドカンと乱暴に開け放たれた扉に貴族達は眉を潜め、使用人に文句を言う。

だが不平の声は長く続かなかった。

「衛兵隊!?　お前達ここをどなたの屋敷と……うわーなにをするー！」

　パーティの警備に当たっていた騎士の悲鳴が聞こえ、血まみれの騎士が四つん這いで逃げてくる。

「曲者です！　た、助け……ぎゃあああ！」

　這いながらホールに入ってきた騎士の背中に深々と剣が突き刺され哀れな男は絶命する。

「おぉ……なんてひどい！」

「ああっ……」

　この場にいるのは人死になど見たこともない文官達がほとんどなので皆一様に目を覆い、気絶してしまう御婦人も多い。

「メル、レア、俺の後ろに隠れていろ」

「はい！」「うん！」

　イリジナが居ないのが痛い。

とりあえず何があったのか見極めなければならない。

「全員動くな！」

　騎士から剣を引き抜いた男を含め、一〇人の男達がドカドカとホール内に入ってくる。

全員が鎖帷子をつけ、剣を手にしている。

さすがにボウガンや長槍を持っている奴はいない。

「衛兵？　……一体何を!?」「どうなっているのだ！」

　貴族達が驚くのも無理はない。

彼らは全員王都警備の衛兵の格好をしていたのだ。

「衛兵ですか？」

「偽物だよ」

　不安そうに声を出すメルに即答する。

　ここの主人が脱税や犯罪組織へ加担していた為の手入れという可能性もあるが、パーティを狙うのはいくらなんでもおかしい。

関係ない貴族が多すぎるし、間違えて無関係の高位貴族に怪我などさせれば警備隊長の首ぐらいは物理的に飛んでしまうのだ。

　王都で不逞を企むとして、武装した集団がうろつけば即座に怪しまれる。

衛兵の格好はカモフラージュだ。

　だとすれば目的は強盗か……それとも。

「我らは衛兵隊の者だ！　政務総監はどちらに!!」

「そういえばボールドウィン侯爵は？」

「騒ぎと同時に奥の部屋に行かれたのでは？」

　ケネスは怒鳴り声が起こると同時に奥の部屋へ逃げて行ったぞ。

予想していなかったのだとしたら大した逃げ足だ。

　ざわつく貴族達の声で偽衛兵はケネスが既にここにいない事に気付いたらしい。

男達は渋い顔で舌打ちをした。

「かくなる上は……小物の群れだが止む無し!!」

　男達が衛兵の紋章を投げ捨てる。

「我ら誇り高きマグラード公国に連なる者！　祖国と亡き王に代わって邪悪なゴルドニア貴族共を成敗してくれる!!」

　男達は一斉に剣を抜き、周囲の貴族達を無差別に斬り付け始めた。

やっぱりこう言う事か。

「エイギル様！」「ご主人様、私達……」

「大丈夫、敵は一〇人程だ。なんとかなるさ」

　言ったものの人数的にはどうにかなるが、敵は中々訓練されているし何より丸腰と言うのがつらい。

のこのこ入り口に剣を取りに戻るわけにもいかない。




「ペイザー怖いわ！」

「任せろハニー、僕は昔［疾風の騎士］と呼ばれていたのさ！」

　誰が呼んだか疾風の騎士が儀典用の針みたいな剣を抜いて暴漢に立ち向かう。

そういえば彼はさっき宴の余興として剣舞をやっていたな。

「この剣の届く範囲は俺の結界！　近寄る者には死あるのみ！」

　高速で振り回される針、刺さったら確かに痛そうだ。

「そりゃあ！」

　遂に疾風の騎士の剣が暴漢の腕を捉え、苦痛の声と血が噴き出す。

一本、お前の勝ちだ……試合ならな。

「くそが！」

　暴漢は怒声と共に両手剣で腕に刺さった剣を弾く。

細すぎる剣は［く］の字に折れ曲がり、もう使えはしない。

「あわわ、剣が！　タイムだ！　剣の交換だ！」

　喚く疾風の騎士は武器を失って戦意もなくなり、両手を前に突き出した姿勢のまま腹を貫かれた。

「うわぁぁぁぁ!!　ママーーー!!」

　他の場所にも目を移すが、貴族達は何も出来ず逃げ惑いながら次々と斬られている。

碌な武器がないとは言え三〇人は男がいたし、相手は一〇人だ。

メルとレアを逃がす隙ぐらい出来るかと思ったがこれでは期待出来そうにない。

俺がやるしかないだろう。




「いやー！　やめてぇ！」

「覚悟しろゴルドニアの牝豚……ぐぎゃ！」

　婦人を追い詰めて斬ろうとしていた暴漢の一人に重厚で高そうな椅子が命中する。

椅子はバラバラになったが男も顔が潰れてその場に倒れ伏した。

「ちっ！　誰だ！」「構うな、逃げる前に全員を斬り捨てろ」

　俺は男達の目が死んだ仲間に移った時を狙い、テーブルの上にあった燭台を両手に掴み突進する。

重い銀細工のそれは針のような剣より役に立つだろう。

「貴様か！　このっ！」

　暴漢の一人は気付き、俺に向かって剣を振り下ろす。

咄嗟に反応した力の無い剣を右手の燭台で受け、左手を勢いのままに突き出す。

顔面を狙った一撃、先に付いた蝋燭が眼球から頭深くまで入り、男は即死してひっくり返った。

「こいつ、向かって来るぞ！」

「早く仕留めろ！」




　剣を受け止めたせいでひしゃげた燭台を投げつけ、出来た隙に間合いに飛び込む。

「そう何度も同じ手を！」

　敵は咄嗟に両手で顔面を防御する。

鎖帷子を着た胴体には手が出ない、狙うなら顔しか無いと考えたのだろう。

「非力な男ならそうかもな」

　隙だらけになった胴体に全力で突きこむ。

鈍く尖った燭台がひん曲がりながら帷子を貫いて根元まで入ってしまった。

「あぶぶぶぶ……」

　ぶくぶくと血泡を吹く男の剣を取ろうとするが。

「仲間を三人も……もう許さん！」

「死ね野獣！」

　二人の暴漢が同時に斬りかかって来る。

いつもの癖で腕で弾こうとしたが小手を付けていない事を思い出して飛びのく。

危ない、腕を落とされる所だった。

「ふん、お前は丸腰……すぐに殺してやるわ！」

　残酷に笑って飛びこんで来る男達。

良かった、距離を保ったまま挟みこまれれば厄介だったな。

　振り下ろされる剣を紙一重で躱し、地面を叩いたと同時に踏みつけて上げられなくする。

「ひっ！　た、助けてくれ！」

　もう一人も俺を狙っているから一瞬で仕留めねばならない。

汚いが仕方ない。

　俺は帷子を引き下げて男の喉にかぶりつき、気管を食い破った。

「ひいい！」「うわぁ！」

　もう一人の敵のみならず、貴族達からも悲鳴があがる。

口の中が気持ち悪い……帰ったらレアとメルを甘噛みして忘れよう。

「次！」

　喉元から血飛沫を上げる男を抱えたままもう一人へ突進し、突き出された剣を死体の身体で受けてから放り投げた。

「うわぁ！」

　仲間の死体をぶつけられた男は剣を取り落としてしまったようだ。

「来るな化け物！」

　来たのはお前達だ、諦めろ。

　頭を掴んで思い切り頭突き、卒倒した男を更に引き戻して二度目の頭突き。

額が凹んだのを確認してから投げ捨てて、周りを見回す。

大立ち回りをしたせいで残る敵五人全てがこちらに剣を向けていた。




「ふむ、少し軽いか」

　殺した二人の剣を両手に持つ。

武器さえあれば五人程度恐れる事もない。

「殺せぇぇぇぇ！」

　掛け声と共に五人が同時に向かってきた。

俺も両手の剣を大きく開いて突進する。

　両側から切りかかる剣をそれぞれ受け止め、がら空きの胴体を狙った突きを体を捻って避ける。

その拍子に両側から切りかかった二人がバランスを崩して突いてきた男と絡んで倒れる。

「ちっ！　どけ！」「お前こそ！」「ぐえ！」

　回転を利用して一人の頭を削ってから素早く距離を取る。

四人目の男が更に追いかけて剣を振り下ろし、俺はそれを受け止めるように両手の剣を交差する。

……が、刃が当たる直前に剣を下げて身を躱し、空振りさせてたたらを踏ませた。

「え？」

　剣を合わせた隙に斬りかかろうとしていた五人目が呆然と眼の前にいる俺を見ていた。

「あてが外れたな」

　片手の一撃で剣を弾き飛ばし、もう片手で首を跳ね飛ばす。

「ちくしょう!!」

　激情に駆られて突進してきた残る三人、次はこちらが先行だ。

彼らが攻撃に移る前にこちらから突進し、思い切り剣を振り下ろす。

「そんな攻撃っぐげ！」「簡単に止めてばぎょ！」

　剣を横に構えてまともに受けた二人の頭を剣ごと叩き割り、最後の男は前蹴りで跳ね飛ばす。

「あぐ……うぐ……」

　腹を破ったと思えるぐらい綺麗に蹴りが入ったが帷子のお陰で助かったようだな。

苦しめるのも可哀相か。

　目の前に立って大きく剣を振り上げる。




「お待ち下さいハードレット卿！」

　とどめを頭上に降らせる直前で背中に声がかかった。

「その者には此度の事について聞き出す必要があります。ご立腹とは思いますがどうか……」

　止めたのはケネス、いつの間にか戻ってきていたらしい。

「……わかりました」

　俺は剣の腹を男の肩に振り下ろす。

ドスンと鈍い音がして男は気を失い、崩れ落ちた。

「お見事です」

　戦いが終わったのを見てメルとレアが俺の所に走り寄って来た。

「エイギル様、お怪我はありませんよね？」

「ご主人様ー」

　よしよし、お前達も無事で何よりだ。

「ハードレット卿は鬼神か……」「なんという戦い方、なんという強さ……」

　周りの貴族達の視線は賞賛一辺倒ではない。

彼らは斬り合いを演劇のように、両者が交差し片方が崩れ落ちる……そんな風に考えていたのだろう。

現実には脳漿や臓物が飛び散り、部屋中に血だまりが出来ている。

　暴漢一〇人と数人の貴族の死体が転がり、他にも怪我をした貴族達が大声で泣き喚いていた。

彼らにとっては正に地獄絵図、その中心にいる俺にも恐怖と嫌悪が入り混じった目を向けていた。




　そんな微妙な空気を打ち消すようにケネスがパンと大きく手を叩いた。

「皆様！　曲者がこやつらだけとは限りません。怪我人も多く出ております。少しでもはやく安全な場所に参りましょう！」

「あぁ……そうだな」「うちの息子！　息子はどこ!?」

「イルヒッド伯、そなたが主催でございましょう！　さあ先導して下さい」

　ケネスに睨まれ顔面蒼白となった屋敷の主人が震える声で歩き出す。

「こ、これは申し訳ありません！　では皆様、まずは本当の衛兵隊が到着するまでこちらへ……」

「それと……ハードレット卿がいらっしゃらなければ我らは皆殺しになっていたかもしれません。皆を代表して御礼申し上げます」

　ケネスが俺に頭を下げ、それを見た他の貴族達も次々と謝辞を述べる。

別にいいんだけどな。

それとお前、実はずっと隠れていただろう。

荒事でケネスが居ても足出まといだから賢い決断だとは思うがどうも釈然としない。




　それよりも心配な事がある。

「ボールドウィン侯、此度の事ですが……」

「マグラードの残党が私を狙ったとの事でしたか」

「妙だと思いませんか？」

「……彼らの言を信じるならばですが、狙うとすれば不敬ながらまず陛下でしょう。王宮にはさすがに入り込めず諦めたとしても、次の標的はラッドハルデ侯やハードレット卿のはず。しかし彼らはここに貴方がいる事を知っていたとは思えません」

　直前に決まった事だしな。

だとすればまずい。

「あえて私だけを狙ったとは考えにくい……となればラッドハルデ侯やハードレット卿のご自宅にも同時襲撃の可能性があります」

「屋敷に戻ります。馬車……いや馬を貸して頂く」

　返事を聞かずに俺はメルとレアを連れて馬に乗る。

シュバルツと違って少しつらそうだが、それほど距離があるわけでもない。

潰しても構わないと駆けさせる。

　屋敷にはイリジナが戻っているはずだが酔っていたし、戦えるのは他にピピとクロルしかいない。

それでも一〇人ぐらい程度ならなんとかなるかもしれないが、それ以上押し寄せられれば危ない。

「間に合ってくれ……」

　だが屋敷に近づくにつれ、馴染みの臭い。

血と臓物、そして肉が焦げる臭いが漂ってきた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六〇六〇〇枚

同行

メル（側室）レア（愛妾）イリジナ（酔）ピピ（??）ドロテア（??）アリス（??）クロル（??）

経験人数一五一人　産ませた子三二人

少し短めです。ごめんなさい










第１７２話　王都冬の乱②　業火に沈む







数時間前　ハードレット邸

「うぬぬ……あれっぽっちの量で酔ってしまうとは私もまだまだか……」

「馬鹿な事を言っていないで早くお水をお飲み下さい」

　酔っ払って家に帰されたイリジナにドロテアが水の入ったコップを差し出すが、彼女は水差しを手にとって直接飲んでしまう。

「別に立てぬ程酔ったわけではないぞ！　連れて行ってくれても良かったものを!!」

「もう！　パーティで酔うならともかく最初から顔を真っ赤にした護衛を伴って入場なんて出来ません！」

「あれほどきついと思わなかったんだ」

　イリジナが馬車の中で湯水のように流し込んだ酒はいずれも平民の月収をはるかに超えるような高級品ばかり、度数も高く本来はグラスに薄く入れて香りや舌触りを楽しむ酒だった。

「まぁ言っても仕方ない。何か食べて待つとしよう」

「ピピも腹減ったぞー」

「仕方ありません。何かお作りしますので待っていてください……アリスさんもそう隅に行かないでどうぞソファにお座り下さい」

　部屋のソファに深くもたれて大の字になった大柄のイリジナとその上に乗って同じようにするピピ。

一方、大人しいアリスは初めての王都、親しい者が誰もいない環境で小さくなっていた。

尻穴をいじる時以外の彼女は物怖じする控えめな女に過ぎなかった。




「ママーおやつー」「ママーおしっこー」「ままーねむいー」

　ドロテアが調理場に移動する後ろをまだ小さい子供達がゾロゾロとついて回る。

ノンナが居れば「ここは孤児院ですか!?　もっと分別をつけて下さい」とでも言うのかもしれないが、今居る家人はイリジナとピピ、細かい事はまったく気にしない。

食事が出るまでの間の暇つぶしか、イリジナはソファの反動を利用して上に乗ったピピを跳ね上げ、ピピも笑いながら空中で姿勢を変えて遊んでいた。

　女二人がもみくちゃになり、ピピは下着を丸見えにして楽しんでいた。

「うぅ……パンツ……」

「こらクロル、そんな所膨らませてないで手伝いなさい！　炭に火を入れて水を汲んできて」

「はーい」

　ドロテアにとっては体格が随分良くなったクロルも一人の息子に過ぎない。

母親に恥ずかしい所を見られた男は肩を落として庭の井戸に向かう。

　クロルが井戸で水瓶を満たしていると表で男の声が聞こえた。




「夜分御免！　ハードレット卿にお目にかかりたい！」

　主人はメルとレアを連れてパーティに行ってしまったのだから約束のある正規の客ではない。

ならば使用人の自分が対応しても構わないだろうとクロルは正門に向かう。

「どちら様でしょう？」

「我々は衛兵隊の者だ！　至急ハードレット卿にお目通り願いたい」

　目の前には数台の馬車と五〇人はいるかと思われる武装した衛兵隊、尋常ではない様子に警戒心が沸き上がるが相手が衛兵隊である以上無碍な対応は出来ない。

「ハードレット様は今外出しておられます」

「なに!?　……いずこに行った！」

　男達は露骨に焦りを見せる。

そして敬語も忘れて怒鳴り声を上げた。

「……一介の使用人故、存じません。奥様も皆伴われておりますので」

　クロルもこれはおかしいと思い、あえて行き先は告げない。

　怒声を聞きつけて屋敷の扉から顔を出したピピに目で合図を送る。

彼女は素早く室内に戻っていった。

「帰りはいつだ？」

「存じません」

　一瞬の静寂が訪れ、衛兵達はなにやら耳打ちをしている。

既に周囲の家からも何事かといくつも顔が出てきていた。

明らかに目立っていることを見て取った衛兵隊は苦虫を噛み潰す。

「……大虎を逃すは無念だが、もはや仕方なし！」

　クロルと応対していた男が剣を抜き放ち、後ろの全員もそれに続いた。

偽装もここまでと覚悟を決めたのだろう。

「ハードレットに連なる者を皆殺しにせよ！」

「っ!?」

　クロルは半ば予感していたので転がって初太刀を躱し、通りと庭を隔てる門を閉めて閂を下ろす。

周辺の家々から覗いていた者達が一斉に悲鳴を上げて窓や扉を閉じる。

非情に見えるがあえて巻き込まれにいく道理はない。




「この野郎！」

　敵が慌てて門扉を蹴飛ばすが、補強されたそれは蹴飛ばしたぐらいではなかなか破れない。

迂回しようにも門の他は石の壁、上にはセリアが設置した針のような反しがついているので容易には登れない。

「さっさとやれ！」

　だが門扉は城門ではない。

男が複数で体当たりを続ければ長く持たないだろう。

手に水瓶しか持っていないクロルはどうする事も出来ない。




　だがその時、叫び声と派手な足音が屋敷の中から近づいて来た。

「曲者かー！　串刺しだぞ!!」

　屋敷の扉を破壊して飛び出して来たイリジナが問答無用で槍を突き出す。

体当たりしようと突進していた事もあって男の顔面から入った槍は後頭部から綺麗に突き抜ける。

「成敗！　成敗！」

　力任せに槍を引き抜いたイリジナは腰の入った突きを連続して繰り出し、更に一名の心臓を貫いて絶命させ、二名の胴を抉って負傷させた。

「なんだあの女は!?」「鎖帷子を平気で抜いてくるぞ！」

　イリジナは男と比べても十分な剛力、衛兵がつけるような軽い帷子ではその突きは防げない。

「わははははは!!　覚悟しろ！」

　更に一人が太股を貫かれ、地面に伏した所で顔面を突かれてとどめを刺される。

「ち、武器を変えろ！　片手剣では不利だ！」

　男達は次々と衛兵仕様の片手剣を手放し、馬車から槍やボウガンを取り出す。

既に偽装の意味はなくなったと判断したのだろう。

「クロル剣を取って来い！　ついでに中の子供も逃がすのだ！」

「はい！」

　イリジナは自分が吹き飛ばした屋敷の扉を盾代わりにしてこの場を凌ぐつもりのようだ。

丸腰のクロルは脱兎の如く走る。

「柵ごしに射殺せ！　ボウガンを……わっ！」

　狙いをイリジナに定めていた射手の眉間に矢が刺さる。

「ど、どこだ！」

　答えは屋敷の屋根に登ったピピだった。

距離は１０ｍも無く、上からの撃ち下ろし。

彼女が狙いを外すなど考えられなかった。







「母さん！」

「クロル!?　何が起こっているの？」

「いいから地下室に隠れて！　みんなを連れて！」

「で、でも屋敷を守らないと……」

　屋敷の管理と引き換えに貸してもらえている家、傷つけるような事になれば全員まとめて追い出されるとの思いが浮ぶ。

「そんな事はいいから！　俺が守るから！」

　クロルは剣を手に持って玄関に向かう。

ドロテアは後に続こうとする男の子を押さえながら全員を連れて地下室に入っていった。




「そりゃあ！」

「ぐっこの！」「こいつ使い手だぞ！」

　イリジナは柵を挟みながら槍を振るい、更に数人を地に伏していく。

そして彼女を射殺そうとする男はピピの矢が次々と仕留めて行く。

　このまま凌ぎきれるかと思えたとき、敵が大胆な行動に出た。

馬車の馬の尻を剣で刺し、門に突っ込ませたのだ。

「ちっ！」

　飛び散る破片を回避して転がるイリジナ、馬車は大破し馬は折れた鉄柵に刺さって死んでいるが正門は壊れてしまった。

「敵は残り……三〇はいるか」

　イリジナの表情が曇る。

男達が素人でない事は斬りむすんでわかった。

なんとか柵を挟むことで押し留めていたが雪崩れ込まれては到底太刀打ちできない。

　屋根の上のピピもボウガンに狙われて思うように顔が出せない。

距離が近いので敵の狙いもまた正確なのだ。

「イリジナさん！」

　屋敷からクロルが剣を手に飛び出してくる。

戦力的にはまだまだ物足りないが頭数が増えるのはありがたい。

「後ろには子供達がいる。死んでも守るぞ！」

「はい！」




「皆殺しにしろ！」

　敵が一斉に押し寄せてくる。

「クロル、尻を頼む！」

　イリジナは槍を振り回しながら敵中に飛び込み、先頭の盾を構える二名を力で弾く。

突き出される槍を巻き上げて喉元を一突き、大量に血を噴きながら倒れこむ男の前にしゃがみこむようにして低い姿勢で槍を一回転させる。

「うわっ！」「ぎゃっ！」

　足を切りつけられた二人が倒れ、もう一人は跳ねて避けるも姿勢は崩れる。

「そこだ！」

　槍を引き戻してから高速の三連撃、ふらついていた三人は正確に心臓を貫かれて倒れ伏せた。

「まだまだぁ！」

　鋭い突きが顔や喉元に走り、防御に入った敵には腰を据えた重い一撃で盾を弾き飛ばし、帷子の上から胴を貫く。

「この女なんなのだ！」

「剛力だぞ！　簡単に弾こうとするな！」

　イリジナは庭を駆けまわりながら、三人四人を相手に大立ち回りしていたが、人数の差からどうしても後ろに回りこまれてしまう。

「くたばれ！」

　打ち合うイリジナの後ろから剣を振りかぶった男が迫る。

「やらせない！」

　その男にクロルが切りかかった。

思い切り振り下ろした一撃は肩口に当たり、力不足で鎖帷子に弾かれるが剣は鈍器としての役目を果たし、男は肩を押えて剣を取り落とす。

「ぐぅ！」

「とりゃああ！」

　クロルが渾身の力をこめた横薙ぎは男の首を切り裂いた。

血飛沫が飛び、慌てて首を押えた男はそのまま倒れこんで絶命した。

「はぁはぁ……一人……やった」




「このクソガキが！」

　初めて人を殺して呆然とするクロルに強烈な前蹴りが入り、息が詰まって悶絶する。

「殺してやる！」

　更に振り降ろされる剣をなんとか受け止めるが力が入らず押し潰されていく。

じりじりと敵の剣が首に近づいてきていた。

「俺は死ねない……のに」

　アルマは自分の帰りを待っているだろう。

もし自分が死ねば彼女は泣き濡れるだろう、そして……。

「エイギル様に盗られてしまう！」




　自分の愛しい女が主人に攻められてよがっている姿が目に浮んだ。

「クロルの事、忘れさせてやろう……」

「あぁんエイギル様！　クロルよりずっと大きいよぅ！」

　筋肉の壁のような男に組み敷かれて激しく腰を使われる愛しい人。

自分しか知らない小さな肉穴は腕よりも太い巨根を叩き込まれて無残に広がり、一突きごとにボコンボコンと腹が盛り上がる。

やがて快楽に失神したアルマの中に大量の種汁が……。




「死んでたまるかあぁぁ!!」

　あらん限りの声をあげ、渾身の力を込めた蹴りが圧し掛かる男の金的に入った。

「むが！」

「アルマは俺の女だ!!」

　股をおさえて力の抜けた男を跳ね飛ばし、起き上がる前に頭に剣を叩き込む。

血飛沫が上がり、男は大きく震えてから動かなくなった。

「よくやったぞ！」

　イリジナは大きな声で称えるが彼女も三人同時に相手をしており余裕はなさそうだ。

すぐに援護に行こうと体勢を整えるクロルの耳に間の抜けた声が聞こえた。




「はえ？　な、なんなのこの人……何してるの？」

　声の主はアリスだった。

便所に行っていた彼女は騒ぎに気づかず、何事かと様子を見に来てしまったのだ。

　トイレは役割上音が漏れにくくなっている事もあったが、アリスは特殊だった。

彼女にとって排泄の時間は快楽を得るためのものでもある。

あえて辛い物を好んで食べ、一人遊びで傷ついた尻に加わる痛みを味わうのが日課だった。

興奮が高まっていたせいで周りの喧騒が聞こえなかったのだ。

「え!?　ええっ!?」

　突然の事態に混乱した彼女は破壊された屋敷の入り口で尻餅をついてしまう。

「馬鹿！　早く中に入るのだ！　ちっ！」

　イリジナが怒鳴るがその隙に更に押し込まれ厳しい状況になっている。

クロルも助けに行こうとするが、すぐにイリジナの背中を守らないと彼女がやられてしまうのでアリスを助ける事が出来ない。

イリジナがやられれば全て終わりなのだ。




　その時ピピと撃ち合っていたボウガン射手が額に矢を受けて斃れ、拍子にボルトがあらぬ方向に飛んだ。

そのボルトはアリスを直撃する軌道で飛翔し……ギリギリで彼女のすぐ傍に突き刺さる。

「いや……いやだよ……ひどい事……止めて!!」




　アリスの髪が一気に真っ赤に染まる。

赤毛などと言うものではなく、それは燃え上がる火と同じ色だった。

「帰って！」

　彼女の前方の空間が陽炎のように歪み、突然炎が噴き出す。

「なに!?」「これは！」「うわぁ！」

　炎は庭木やイリジナとクロルを器用に避けて、群がる敵に襲い掛かる。

「あ、熱い！　ぎゃああ！」「誰か火を消せ！　助けてくれ！」

　数人の男が火達磨となって転がり、他の男が慌てて火を踏み消す。

「ま、魔法？」「アリス……お前」

　イリジナとクロルは呆然と彼女を見る。

燃え上がるような赤い髪はその色を失っていない。




「こないで……」

「魔法使いか……だが！」

　襲撃者は諦めない。

　魔法は極めて稀少な才能だが、その力は各個人ごとに大きく違う。

伝説に語られる天変地異のような使い手から湯を沸かすにも四苦八苦する役立たずまでだ。

　アリスの魔法、火をぶつけられた男は火傷を負ったとは言えそれほどの重傷ではなくまだ戦える。

あの程度の炎なら油壺を投げつけられたようなもの、一気に距離を詰めれば勝機はあると考えた。

「狙いをあの女に絞れ！　一斉に突撃を……」




「帰ってくれないんだ……」

　アリスの髪が一段と輝く。

「じゃあ、ごめんね」

　再びアリスの前方が歪み炎が現れる。

「いいか！　撃ったと同時に走りこんで滅多刺しにしろ！」

　襲撃者が構え、イリジナとクロルがそうはさせないと前に立ちふさがる。

「本当に……ごめんね！」

　アリスから炎が放たれる。

同時に駆け出そうとした敵の足が止まる。

「嘘だろ……」

　先ほどの垂れ流すような火ではない。

直径１ｍ程の大きさに圧縮された炎の塊が矢よりも早く飛翔し、先頭の男に激突する。

　油壺などとんでもない、直撃を受けた男は一瞬で炭となり、鉄の帷子は真っ赤に焼けて溶け落ちる。

更に数瞬の後、炎の塊は弾け飛び周囲の敵を巻き込んで爆発したのだ。

「熱っ！」「クロル下がれ！」

　炎が届いていないクロル達の立つ場所にも強烈な熱波が押し寄せる。

もはや立ちふさがる意味もなくなった二人は飛び退いて焼け死んで行く敵を呆然と眺めていた。

「化け物……炎の魔物だ……」「下がれ！　下がるんだ！」

　黒焦げになった死体が数体、直撃を受けた男は消えてなくなってしまい、真っ赤に溶けた融鉄だけを残している。

残った者達も動揺は隠せない。




「もう……いいかな？」

　アリスは悲しそうな顔でイリジナに訴える。

「だめだ……まだ敵は去っていない！」

　突然の出来事に崩壊したと思われた敵の士気だが、新たに数台の馬車が走りこんできた。

狩るのは一〇〇人以上をまとめて斬ったと言われる男であり、予備兵力を持っているのは当然だった。

もはや形振り構わぬ様子の敵、見れば火のついた油壷まで準備している。

「屋敷ごと焼かれたら大変だ。母さんも……子供も皆危ない！」

「でも……」

　クロルの必死の訴えにも渋るアリス。

彼女は魔法を人に向けて撃つ事が嫌で仕方ない様子だった。

敵が準備を整える中、時間はなくなっていく。




　そこでクロルは彼女の性癖に思い当たる。

「屋敷と皆を守ったらエイギル様がご褒美をくれるぞ！」

　ピクンとアリスが反応する。

「エイギル様の巨根で気が狂うまでお尻をほじってもらえるよう頼むから！」

「……本当？」

「もちろんだ！　ハードレット卿は女を守ればそれぐらいはしてくれるぞ！」

　イリジナも乗っかる。

「……わかった。それならみんな焼いちゃう」

　アリスの髪が本当に燃え上がったと思えるほどに赤みと輝きを増す。




「よし、屋敷ごとあの化け物を……って何だよあれ!!」

　歪んだのはアリスの前方ではない。

屋敷前の道路に集まった敵の頭上、高度５ｍ程の空中に先ほどと同じ火球が現れる。

「戦いの神よ……悪夢からお救い下さい」

「これは……現実ではない……ありえない」

　敵は口々に祈りや呪いの言葉を吐く。

それも当然、現れた火球は二〇個を超え、ゆらゆらと揺れながらその時を待っているのだ。

しかも一つ一つの大きさも最初の物よりも大きい。

「ごめんね」

　アリスが再度謝った瞬間、それは同時に地上に降り注ぐ。

「「「−−−−!!」」」

　夜の王都に想像を絶する断末魔が響く。

一瞬で消し炭となった者は幸運、火球の爆発に巻き込まれた者は地面に転がって身動きの取れないまま焼かれていく。

　狙いを定めた火球は道路両側の家を焼くことなく、道路上だけを火の海に変えて行く。

火球に当たったものは一瞬で焼け死に、爆風に倒れたものは悲鳴を上げながら焼け死に、逃げようと走り出した者は道路を這う火に巻かれて焼け死んだ。

「凄まじい……」「これが魔法……」

　イリジナとクロルも口が開いたままとなっている。

だらだら流れる汗は先ほどまでの戦いのせいだけではない。

周囲の気温は今が真夏と言っても問題ない程だった。




　やがて火は収まる。

そこには料理場の炭のようにブスブス小さい火を上げる人や馬の成れの果て、そして火球の着弾した跡だろうか、石畳が捲りあがった穴が点在しているだけだった。

「終わったよ」

「「…………」」

　アリスの声に無言の二人、彼女は悲しそうに目を伏せるが。

「すごいぞ！　アリス！　こんなのは初めてみた!!　愉快、痛快だ!!」

「あうあうー」

　アリスを抱き上げて大声を上げるイリジナ。

「母さんを守ってくれてありがとう！」

　思わず彼女を抱き締めるクロル。

「えっえっ……そ、そんなこと……ない」

　恥ずかしそうに目を伏せたアリス。

その赤毛はゆっくりと輝きを失い、やがて色も失って白髪のようになってしまった。

「アリス？　その髪……」

「……魔力を使い切っちゃうと……色が落ちちゃう。しばらくしたら戻るから……」

　アリスが恥ずかしそうに自分の髪を撫でた時だった。




「は、離せ！　化け物!!」

　屋敷の庭で男の叫びが聞こえる。

「くっ！　別に侵入者か！」

　イリジナが慌てて槍を持ち直し駆けつける。

　そこに居たのは二人、一人は先ほどの奴等の残党と思われる男。

もう一人は……小さな体躯に豪奢な金髪、真っ黒なドレス、息を呑む美貌。

ありえない事に美女の細腕が屈強な体格の男を片手で持ち上げていた。

「ふむ、奴の家が焼けては妾の食事にも困ると思い加勢したが……有能なメイガスがいるならそう言っておけば良いものを、無駄な心配させよって……摘み食いでもせねば収まらん」

　女はゆっくりと捕まえた男の胸に手をやる。

「やめろぉぉぉぉ!!　ぎぃぃぃぃーーーあがぁぁぁぁぁ!!」

「ふむ、色は良いな」

　美しい手はゆっくりと、バターに熱したナイフが入るように鎖帷子を貫いて男の体内に入っていく。

手首まで入り込んだ手を素早く引き抜き、美女は返り血を避けて身を翻す。

その手にはビクビクと震える肉の塊、引き抜かれた男の心の臓が掴まれていた。

　抜け殻になった男を地面に捨て、美女はその肉塊をベロリと舐める。

「まずくはないが……あの美味を知った後では物足りんな」

　ポイと投げ捨てられたソレをクロルが慌てて避けた。

どう見ても機嫌を損ねていい相手ではない。

「あ、あの……貴女は……」

「妾はお前の主人と親しき者よ。奴が帰るまで待つ、案内せよ」

　雲の切れ目から月明かりが庭を照らす。

正面からの強襲の他、隣接する家から奇襲をかけた襲撃者がいたらしい。

庭には彼らの成れの果て、四肢がバラバラで何人居たかも分からない死体が積み上げられていた。

「はやくせんか。行くぞジークフリート」

　惨劇の中心にいる黒い大男は無言で僅かに頷き金髪美女の後に続いた。
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「こいつは凄まじい。攻城戦でもあったのか……」

　俺は馬を駆って屋敷に戻ったが敵の襲撃には間に合わなかったようだ。

屋敷の前の石畳はそれが石だったのかそれとも木炭なのか分からないほどに焼け焦げている。

所々に転がっている燃えカスは人間ではなかろうか。

「あの～？」「ふに～？」

　俺が前に乗るメルの目を手で塞ぎ、メルがその前に乗ったレアの目を塞ぐ。

戦い馴れしていない彼女達には見せない方がいい。

　まずは屋敷にと馬を駆けさせると、正門の前でイリジナが槍を持って仁王立ちしていた。

良かった、こいつが無事なら少なくとも皆が滅茶苦茶にされた事はなさそうだ。

「ハードレット殿！」

　俺に気付いたイリジナは安堵を表情を浮かべ、

「イリジナ、死人、怪我人はいるか？」

「いない！」

　よし、ならばいい。

家も燃えていないようだし全てがうまくいった。

「褒めてやってくれハードレット殿!!　クロルとピピそして何よりアリスだ!!」

「クロルとピピはわかるが、アリス？　とても戦えたようには思えないが」

「敵をまとめて焼いたのはアリスの魔法なんだ！　凄まじかった、勲一等だ!!」

「あいつ魔法使いだったのか!?　それは驚いた……」

　そういえば手を触れずに暖炉に火を灯したり蝋燭をつけたり、鍋に入ったスープを手に持って暖めたり、冷めた風呂を薪無しで沸かしたりしていたが魔法使いだとは思わなかった。




「あの……」

　大人しいアリスがクロルに支えられるように目の前に立って……いるのか？

「アリス？　お前は赤毛じゃなかったか」

「うぅ……魔力使い切ったらこうなるの、白髪になっちゃった……」

　前の赤毛の方が魅力的ではある。

だがこれも皆を守ってくれた証しだ。

「それでも……いい匂いは変わらない。ありがとう」

　抱き締めて髪を掬い上げ、見えたうなじにキスをする。

「あっ！　……くすぐったい」

　キスをうなじから首筋、喉に移してから最後に唇を奪って舌を入れる。

同時に手も胸や股間を這い回らせる。

「んっ！　……ご褒美……お尻……戻らなくなるまで……」

「遅れてすまん。イリジナも良くやってくれた」

　ブツブツと呟くアリスを離して次はイリジナを抱き締める。

「おおう！　私はさっきの戦いで血まみれ……ハードレット殿も血まみれだな。もしやそちらでも？」

「あぁ、向こうでは酔ったお前に文句も出たけど、今考えれば幸運だったよ」

　戦いの推移は知らないがイリジナ無しでは凌げなかっただろう。

イリジナの唇も激しく涎が流れ落ちるぐらいに奪う。

「次のベッドは……熱くなるぞ」

「楽しみにしている……」

「あの……お尻を……ガン掘り」




　アリスがまだ何か言っている。

聞いてやろうとしたが、その前にピピが飛びこんで来る。

「族長様ーー！　ピピも頑張ったぞーーー！」

「よしよし、怪我しなかったか？」

「あーい！」

　ピピを揉みくちゃにしてからクロルの頭を撫でる。

「よくやったな。大したものだ」

　クロルの手が少し震えている。

人を斬ったのは初めてだろうか。

「落ち着いたら一緒に娼館に連れていってやる。飛びきりの巨乳の所へな」

　震えは止まったが下が盛り上がり始めた。

若いな。

　ドロテアには子供達を絶対に表や庭に出さないように言いつけて肩を抱いてやる。

何しろ表は焼死体と血飛沫だらけ、庭に至っては俺でも目を覆いたくなった。

こんなものを見せたら小さい子供は夜トイレにいけなくなるに違いない。

「それでハードレット殿、こんな時なのだが重要な客人と言う人達が……」

「ああ、わかってるよ」

　庭の惨状は人間には無理だ。

俺も頑張れば出来るかもしれないが気持ちの問題で無理だ。




「面倒をかけたな、ブリュンヒルデ」

　客間には俺一人だけで入る。

家族に隠すのもどうかと思うが言いふらすのは得策ではない。

「ようやく帰ったか。お主はいつも妾の手を煩わせる。手のかかる坊やよ」

　美貌の吸血鬼は凛と座り、その忠臣は後ろにぴったりついて直立している。

「約束は今日だったな。些事で遅れたよ」

「そのようじゃな。久々にノーストリアまで出てきたと言うのにケチがついたわ」

　ノーストリア？　よくわからんが話を進めようか。

「まずは礼を言う、庭の奴らを片付けてくれたのはお前達だろう。家の者を守ってくれてありがとう」

「ふん、守った訳ではない。家が滅茶苦茶になれば血を吸い損ねると思っただけよ」




　ブリュンヒルデはさっと俺の横に来て首筋に噛み付く。

「おいおい、いきなりか」

「本来なら穴でも使わせてやろうかと思ったが、興が削がれた、手早く頂くとする」

「あぁ、次回は倍濃厚に頼む」

「たわけ、愚かな事を言うと次は肉棒から吸うてやるぞ」

　大歓迎だ。




　吸血が終わり、ブリュンヒルデが身を離す。

かなり加減してくれていたのか眩暈もない。

問題は吸血に伴う性欲だけ、正装のズボンは勃起に耐えかねて裂けつつある。




「今回の事、真っ当な戦には見えぬ。内乱か？」

　ブリュンヒルデが珍しくこちらの事情に興味を持ったようだ。

「マグラード……いや、前に潰した国の残党が有力貴族を狙って捨て身の攻撃を仕掛けただけだ」

　美貌の吸血鬼は俺の血に塗れた牙を見せてコロコロ笑う。

「あははは！　お主は愚かだな。有り得ぬ」

　どう言う事だろうか。

「お主は以前妾に言ったではないか。上司に言われて仕方なくここに来たと……お主の上司はそこいらでそれを言いふらすような間抜けなのか？」

「俺よりもずっと賢いはずだが」

「ならばその残党共はどうしてお主が王都に来ているとわかった？　襲われたと言う舞踏会……その参加者も何故把握できていた？」

　そういえば妙だ。

仮に残党が王都内に潜伏していたとしても貴族の行動日程などそうそう正確にわかるものではない。

　衛兵の装備もそうだ。

一〇名程度ならこっそり襲って奪うなり、横流し品を手に入れるなり出来るかもしれない。

だがイリジナに聞いた所によると五〇名を超える人数だったそうだ。

いくらなんでも多すぎる。

「そして最後に……お主はここでは有力者なのだろう？」

　エイリヒもそう言っていたはずだ。

「あれだけの大騒ぎに、この街の端からでも見えるような火柱まで上がったぞ。しかし、まだ衛兵は来ない」

「……確かに」

　騒ぎから三〇分は経っている。

とっくに本物の衛兵が押し寄せて来てもいいはずだった。

「参考までに言うとな。今も町中を衛兵と偽衛兵が走り回っておる。人の世はいつの時代も修羅の鍋の中だのう」

　夜ならばフクロウよりも目が効くブリュンヒルデだ。

言っていることに間違いはあるまい。

思った以上に大きな事が起こっているようだ。

「王都の治安まで責任は持てん……か」

　事が収まるまでは屋敷と家族を守る事に専念するのがいいだろう。

「しかし事の推移をただ見ているだけと言うのもなぁ……」

　護衛隊を連れていないので手元にまったく戦力が無い。

ラーフェンから王都までの街道完成と治安の向上でその必要がなかったのだ。

　今から呼び寄せても連絡と出撃で結構な時間がかかる。

　そこまで考えてふと思い当たる。

目の前に強力な戦力がいるではないか。

「なぁブリュンヒルデ……」

「いや」

「まだ何も言っていない」

「どうせ妾に何かせよと言うのだろうが！　妾は主の家来ではない、食事も済んだしもう帰る」

「そう言わずに……」

　ブリュンヒルデの隣に座り、優しく手を触る。

プイとそっぽを向く彼女に甘えるように縋りつく。

「なぁ……いいだろう？　頼むよブリュンヒルデ」

「でっかい男が甘えた声を出すな気持ち悪い！」

　言いながらも本気で嫌がってはいない。

数度の吸血と情事でわかったのだが、彼女は色々と小さく外見も少女に近いが、甘えるより甘えさせるのを好む。

口では厳しい事を言うが実は俺が本気で頼めば大抵の事は聞いてくれる。

人間なら子供や夫を甘やかすタイプだろう。

「お願いだ、困っているんだ」

「あぁもう、そんな顔をするな！　ふん、ならば妾の足を舐めよ！　そうしたら考えてやらぬ事も……」

　俺はブリュンヒルデのブーツを脱がせ、黒い靴下を脱がせてから足の指に舌を這わせる。

はて、これはどういうことだろうか。

美女の足を舐めさせてくれるなんて、何も褒美を貰えるような事をした覚えは無いが。

彼女も吸血後で欲情しているのだろうか？

「お主プライドは……ああっ、上がってくるな！　太股まで舐めて良いとは言ってない！　ジークフリート！　見るな、あっちに行っておれ!!」

　ジークフリートはあっちと指差された壁に張り付いている。

そこはかとなく滑稽だ。

「ブリュンヒルデ……」

「上目遣いで見るな……ええい、分かった！　分かったから舌を止めよ！」

　残念、これからがお楽しみだったのに。




「じゃあこう……これも頼む……」

「……仕方ない、ジークフリートお前の足なら夜明けまでに行けるだろう。行って来い」

　今まで俺とブリュンヒルデがいちゃつくのを黙ってみていたジークフリートは小さく頷くと大窓を開け、風のように飛び出していった。

寒い、閉めて行ってくれ。

「まったくお前は仕方のない奴よ」

　ブリュンヒルデは俺を強引に膝枕に乗せ、頭を撫でながら首筋に口をつけて申し訳程度に血をすすった。

「妾のエロ坊や……しょうがない奴だ」

　なんだか、聞き捨てならぬ事を言われた気がする。

その後、俺は彼女が満足するまで頭を撫でられ続けた。







「よし、クロルは扉の傍で外を見張るんだ。何か不審な動きがあったら知らせてくれ」

「はい！」

　クロルは剣と小さめの盾を持ち、扉の前に陣取る。

「ドロテアは念のため地下室に近い調理場に子供達を集めておいてくれ。冷えるから暖かいスープでも飲みながらな」

「はい、わかりました」

　毛布を持ち、眠いとごねる子供達を引き連れてドロテアは調理場に向かう。

俺が居るとは言え、今夜は念のためにいつでも隠れられるようにしておかないといけない。

「イリジナとピピは武装して俺と待機だ」

「おう！」「あい！」

「私もエイギルさんと一緒にいます」「私も」「お尻……」

　メル達も俺と共にいるらしい。

よし、これで準備完了だ。







「おお……気持ちいいぞ」

　ベッドの上で思わず仰け反る。

俺の肉棒はイリジナに豪快に咥えられ、左右からはメルとレアが余った竿に舌を這わせる。

伸ばした左右の手はそれぞれピピの女の穴とアリスの尻を愛撫する。

「少しやりにくいけど燃えますね」

「うん、新鮮」

　いつ敵が来るかもわからないので俺達は全員着衣、特に俺とイリジナは鎧をつけているので身体を動かす度、金属音が鳴る。

部屋の中には

「鎧を着たエイギルさんのモノを咥えていると……」

　メルが照れ気味に言う。

「戦場で強姦されてるみたいだよね」

　レアも照れる。

そういえばレアは被虐趣味があったな、強姦プレイも大好きらしいが演技が生々しいので控えている。

「んぐ……もう口に入らないぞ！」

　イリジナの口の中で最大になった肉棒がズルリと顔を出す。

「「「ひゃー……」」」

　女全員の動きが止まり、唾液に塗れてそそり立つソレを見上げる。

「見慣れているとは言え」「すごい大きさだね」「男らしいぞ！」「ピピは今日も頑張るぞ！」

　しなを作ってうつ伏せになるレアに叩き込もうと腰を添える。

「あ、待ってくれハードレット殿！」

　イリジナはそう言ってアリスを俺の前に押しやる。

なんでも彼女は俺に尻穴を掘って欲しくて頑張ったらしい。

　控えるようには言われていたが、皆の命を守ったのだ。

褒美は必要だ。

　俺は身を起こして足を大きく開く。

「アリスおいで」

「……うん」

　コクリと小さく頷いたアリスは小さなお尻をこちらに向けてしゃがみこむ。

背面座位が彼女にとって一番入れやすいらしい。

　舞踏会での殺し合いと吸血行為で昂ぶり、更に女三人の愛撫を受けた肉棒は石のような硬さだ。

血管も浮き上がり、我ながら凶悪さが際立つ。

だがアリスは躊躇することなく腰を降ろす。

「はぁはぁ……お尻……極太……」

　ゆっくりと下りて来る小ぶりの尻、可愛い尻たぶに不釣合いな熟れて広がってしまった尻穴。

アリスは自分の両手で尻穴を大きく広げながら最後は一気に腰を落とした。

「あうっ!!」

「ん……」

　肉棒は中ほどまでが尻穴にめり込み、緩んだ尻穴がそれでもメリメリと音を立てている。

「おああぁぁぁぁーー!!」

　途端に豹変したアリスの声、獣のような叫びを上げながら自分の尻を押さえて更に奥まで入れようとしていた。

「おいおい、これ以上したら怪我するぞ？」

「いいのっ！　ケツ穴ほじくってくれるなら……死んでもいいのっ!!」

　もう聞いていない、無茶だけはしないようにしてやろう。

「あう……うぐぅぅぅ……」

　涎と涙を流しながら自分の尻を押すアリス、仕方ない手伝ってやるか。

　俺の上に座るアリスの腰を掴み、ズイと腰を突き出す。

途端最後の抵抗が抜け、ズルリと肉棒全てが彼女の中に滑り込んだ。

「おほぉぉぉぉぉーーー!!　きたぁぁーーー！　ぶっといチンポきたぁぁぁ!!」

「……うわぁ」

　メルが呆れた声を出す。

多分今のアリスはとんでもない顔をしているのだろう。

「動くぞ」

　間違いなく尻を通過して臓腑まで届いている肉棒、激しく抜き差しすれば傷つけてしまう。

そこで俺はアリスを後ろから羽交い絞めに動けなくしてゆっくりと身体を揺らす。

「あへぇぇぇぇ!!　おほぉぉぉぉ！　いひぃぃぃぃぃ！」

「気持ちいいか？　……聞こえてないな」

　せめて尻穴以外の快楽も教えてやろうと首筋を舐め、乳首を摘み、たまに性器もいじってやるが尻の快楽が強すぎてそれ以外の事は感じていないようだ。

性器もあまり濡れてはいない。

「まったく変態め」

　肉棒の先端が肛門から抜ける直前まで引き抜く。

「あっ！　いや、抜かないで!!」

　そこからゆっくりと挿入し、根元まで潜り込ませる。

「あぉぉぉ……また入ってくるぅ……」

　至福の声、本来尻は自分で濡れるはずはないのだが、アリスの中は最初よりもずっと滑っている。

尻穴自身も性器としての自覚があるらしい。

　俺はしばらくの間、彼女の尻を優しく攻めて快楽を与えてやっていた。

すると自分の頭を抱えて絶叫を上げるだけだったアリスがこちらを振り返りキスを求めてきた。

　可愛い奴だ。

そろそろ飛ばしてやろう。

「アリス、目を閉じて身を任せろ。幸せにしてやる」

「気持ちよくして……お尻戻らなくなっていいから……思い切り……」

　アリスをうつ伏せに倒し、後ろから乗っかるような体勢を取る。

「うわぁ……こんな風に犯されてる娘を昔見たよ」

　レアが思わず口走る。

鎧姿で股間だけを開けた俺が同じく着衣のまま服を乱されたアリスに圧し掛かって尻を貫く。

傍目には戦地で捕えられ、尻を慰みにされている少女だろう。

「よし……飛べ！」

　アリスの腰を抱え込むようにして肉棒を出し入れする。

乱暴になり過ぎないように、かつぬるい突き込みにならないように調整しながら腰を使うとアリスは再び絶叫を始めた。

「レア、手を掴んでいてやれ」

「は、はい！」

　足を俺に、手をレアに掴まれて尻を突かれたアリスは叫び続け、ついに目は焦点を失った。

「俺も……出るぞ！」

　最後に一度バスンと腰を打ち当て、そのままアリスを後ろから抱き締めてベッドに押し付ける。

一呼吸置いた後、たっぷりと玉に溜まった汁が女の腹の中を本来の流れとは逆に流れ込んで行った。

「おおぉぉぉ……いいぞ」

「あひぃぃ…………」

　アリスは長く伸びる声を出して完全に脱力し、舌はだらりとベッドに上に垂れている。

「ぐ……まだ出る……」

　たっぷりと射精する俺に他の女達も身体を擦り付けてきた。

だが鎧を着たままなので感触がわからない。

「もういい！」

　俺は鎧を脱ぎ捨て全裸になる。

「ハードレット殿!?　脱いでしまっては敵が来た時に間に合わんぞ！」

「構いやせんよ。武器さえあれば全裸でも戦える」

　敵の攻撃を避ければ良いだけの事、それに振り回しながら戦えば短小の男は戦意を失うかもしれない。

「やっぱり温かい」「素肌がいいです」「次はピピに入れて欲しいぞ！」

　全裸になった俺に次々と圧し掛かって来る女達。

待て待て、まだアリスへの射精を続けている途中なんだ。

出し終わったら全員可愛がってやるからな。

「な、なら私も脱いだ方が……」

「いや、イリジナはそのままで居ろ。お前は全裸で戦わせる訳には行かないし……鎧姿の女を犯すのも燃える」







　行為は終わり、優しく攻めたイリジナはクロルと見張りを交代し、メルとレアは失神したのでドロテアに預けた。

ピピは屋根に昇って周りを見張っている。

　寝室には俺とアリスの二人だけになった。




「なぁアリス」

「……はい？」

　ぐったりとしたアリスは辛うじて意識を保っている。

尻の穴が広がりきっていたが彼女が言うにはまだ大丈夫らしい。

「お前の事を教えてくれないか？」

「……どうして？」

　アリスを抱き締める。

「お前を心まで俺の女にしたくなったんだ。だからお前の事をもっと知りたい」

「……」

　彼女がさっきしてくれたキス、あれに快楽以外の意味があったと思いたい。

「嫌か？　それなら今まで通り、快楽だけ与えてやってもいいが」

「……ううん。でも私みたいな……変な女を手に入れても仕方ない」

「それは魔法の事か？　それとも尻の事か？」

　アリスは少し笑う。

「どっちも……です」

「どっちもお前の魅力だよ」

　照れるアリスを胸に収めると彼女はボソボソと小さい声で話し始めた。




　アリスは貧乏な農家の生まれだったそうだ。

両親共に黒髪なのに生まれた彼女は赤毛……当然父は浮気を疑って母を責めた。

身に覚えの無い母親はアリスを呪いの子と遠ざけ、彼女は家の中にも居場所が無かったらしい。

憎しみだけを受け、他の村人からも間男の子と蔑まれながら育ったせいでアリスは大人しく遠慮がちに育った。

　だが彼女が成長するに連れて態度が変わった者もいた。

「お父さんがね……」

　父にとってアリスは母親と間男の間に出来た憎い子供だった。

だが彼女が成長すれば話は変わる。

自分とまったく血の繋がらない、ただ家にいるだけの若い女になる。

「一四か……一五……暑い夜に……父さんに犯されたの」

　子供が出来ては不都合だからと尻穴を犯された。

それが彼女の初体験らしい。

　俺はアリスを抱き締める。

「そうか、辛かったな」

「え？　そうでもなかった……です」

「ありゃ？」

「父さんに求められたのは嬉しかった……お尻もすごく気持ちよかったし」

「尻好きは昔からか……根が深いな」

　どんな形であれ、父に情を向けられるのは嬉しかったらしい。

その後も関係はずっと続き父親も子供としてではないが、女としての愛情ならば向けてくれたそうだ。

「あの時は……それなりに幸せだったよ」

　だが長くは続かなかった。

アリスが父親と農具小屋で激しく交わっている時、偶然母親が入って来たそうだ。

壮絶な修羅場となり、アリスは家を追い出される事になった。

　しかしその夜、村に盗賊の群れが押し寄せ、自警団も防ぎきれなかった。

疎遠とはいえ家族、そして何より唯一自分を愛してくれた父親を守りたいと思ったその時が初めての魔法の発動だったらしい。

　盗賊はまさかの魔法に壊乱し、村は守られ彼女は英雄になった。

村中が彼女を称え、守り神と賞賛した。

もちろん、母親も家を追い出すことなど出来るはずがない。

　アリスは何度も土下座し、泣きながら母に謝ったが一度も視線を向けて貰えなかった。

　そして幾度目かの夜、遂に母はアリスに刃を向けた。

寝込みを襲った一撃は母が不慣れだった事もあってかすり傷をつけただけに終わった。

飛び起きたアリスは必死にやめてと懇願するが、自分を苦しめ夫まで寝取ったと母は罵り彼女に迫る。

　更なる悲劇は彼女が覚えたての魔法をうまく制御出来ていなかったことだった。

熱い鍋に触れた手が勝手に跳ね上がるように、包丁を持って迫る母親に向かって勝手に炎が流れ出た。

　炎に包まれた母は辛うじて命は助かったが酷い火傷を負い、唯一の味方だった父は泣きながらアリスを殴った。

こうして彼女は何もかもを失い村を捨てて流れたらしい。

「えっぐ……うぐ……」

　話した事で感情が昂ぶったのだろう。

俺の胸の中でアリスは泣き出す。

　全て終わった事、今更何を言っても仕方ない。

俺に出来るのは唯優しく彼女を抱き締めることだけだ。

「そして流れた所をゴブリンにか」

　あの凄まじい威力の魔法から考えて到底ゴブリンに捕まるとは考えられない。

きっとアリスは最初から死ぬつもりだったのだろう。

「違う……都会に行こうと思って……死ぬ気は無かったよ……」

「……ならなんでゴブリンなんかに捕まった？　魔力切れか？」

「ううん、寝込みを襲われて……その場で犯されたんだけど……」

　隙を見て吹き飛ばせばいい。

魔法に武器はいらないのだから。

「ゴブリンって低脳だから穴を間違えたのか……お尻に入れられたの……私お尻に物が入るとどうしようもなくなっちゃうから……快楽に狂って……気付いたらあの穴に……お尻にも何か入ってて……」

　考えてたよりも簡単で詰まらない理由だった。

要は抵抗しようとはしたが、尻に入ったので快楽に何も考えれなくなったらしい。

その後の事は聞いても不愉快にさせるだけだろう。




「一人でいいから家族が……欲しかったな」

「何を言ってるんだ」

　アリスの頭をペチンと叩く。

「お前が暮らしてる別館の女は皆家族みたいなもんだろうが」

「へ？」

「一緒に寝起きして、笑いながら飯を食って、風呂でじゃれて……俺に抱かれる。それが家族だろう？」

　アリスは思い出すように目を閉じる。

「あ……あ……」

「家族なんてとっくに出来ていただろうが」

　アリスの目からボロボロと涙が零れる。

「私……家族が……居たの？」

「そうだ。それに血がうんぬん言うなら」

　アリスの手に肉棒を握らせる。

「こいつを前の穴に入れて動けば……家族の素が飛び出るぞ」

「家族……もっと増えるの？」

　俺はアリスを仰向けに転がして足の間に入る。

「そうだ、俺を受け入れてくれるか？」

「うん、私……心まで全部貴方の女になる。それで……もっと家族を増やす」

「ありがとうアリス」

　俺は一気に肉棒をアリスに沈める。

普段は唾液などでたっぷり濡らさないと彼女の前の穴は使えない。

しかも嫌がり痛がるのであまり燃えないのだが……今、彼女の女は底なし沼のようになっていた。

「私……濡れてる？」

「ああ、ドロドロだ。気持ちいいよ」

　正常位で抱き合い、キスをしながら腰を動かす。

前の穴では初めて聞いた快楽の悲鳴、アリスをモノにした宣言のように聞こえて最高の気分だ。

「お尻にも……指をお願いします」

　結局尻は必要なのか。

「出来れば手首まで……」

　やれやれ……。

「そのまま肘まで……」

　するか！

　アリスは前の穴では初めてと言う絶頂を迎え、大量の種を受け入れた。

我ながら濃く大量に出たので彼女は妊娠することになるかもしれない。




　その後、敵の襲撃は無く、夜明けと共に王都近郊にいた王国軍がやってきて俺の屋敷の周りを固めた。

とりあえず危機は去ったが今回の件にはまだ続きがあるはずだ。

「一晩中聞かされた……我慢が……」

　どうしたクロル？
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同時刻　王宮　王の私室

「失態だな」

「面目次第もございません……」

　ゴルドニア王宮、アレクサンドロ王の私室にて不機嫌な王の前にレベッカが跪く。

「此度の様な事に備える為の情報官、そしてそなたの地位だ」

「……」

　レベッカは床に当たる程に頭を下げる。

　言い訳しようがない大失態、ボールドウィン政務総監出席の舞踏会会場、ラッドハルデ軍務総監邸、ハードレット辺境伯邸への襲撃の他にも軍関係者を中心に複数の襲撃が確認されていた。

いずれも衛兵に偽装した一〇名以上の集団だった。

　情報官の根拠地、王都ゴルドニア内の大規模な襲撃をまったく察知する事が出来なかった。

レベッカの能力と忠誠を疑われても仕方の無い結末だ。

「分かっていることを知らせよ」

　王の声にも失望が滲む。

「は！　襲撃はいずれも衛兵に偽装した集団によって行われました。装備は似せて作った物ではなく本物と同じです。更に政務総監のパーティ出席は招待客以外にはほとんど知られていませんでした。ハードレット卿の王都訪問も同じく事前にはほとんど知られておりません」

「つまり？」

「これは単なるマグラード残党の襲撃ではなく、王都内に糸を引いた者がおります。それもかなり高位の貴族にコネを持つ者かと……」

　王は机に肘をつく。

「王都衛兵の一部が襲撃地点を迂回する不自然な巡回ルートを取っており、直前に変更の命があったとの事ですが、命令者については各班長ごとにまちまちで要領を得ません」

「偽装命令か」

「はい」

「目星は」

「高位貴族の予定を把握出来る繋がりを持ち、衛兵隊の命令系統を熟知している者でございます」

　あたりはついているが、名誉男爵のレベッカが名指しするには相手の地位が高すぎる。

「フーバーか……」

　王の言葉にレベッカは無言で頷く。

「余の顔に泥を塗りよって……奴の行方は！」

　王は机の上のグラスを弾いて怒鳴る。

床に落ちたグラスから酒が飛び、レベッカの顔にかかるが彼女は微動だにしない。

「目下全ての情報官が全力で捜索中です……」

　怒りを買うのは分かっていても嘘は言えない。

「メルード会計長官、オコナス徴税次官、イリヒッデ第六兵団長……わかるか？　此度の襲撃で命を落とした主だった者だ。いずれも余が能力を見込んだ優秀な者達だ」

　王はレベッカを睨みつける。

「レベッカ＝ブレイズ筆頭情報官……明後日だ。明後日の朝、目覚めた余にフーバーの行方を伝えることが出来なければそちの職も名誉貴族の称号も無いものと思え！」

　怒声を最後に王は出て行けと手を振る。

「必ずやご期待に応えます」




　レベッカは冷静な顔で退室するが、扉を閉めた途端にだらだらを油汗を流す。

実はフーバーの行方についての情報などほとんどない。

夜明け前に怪しい馬車が南へ走り去ったと言う曖昧な情報だけだが、それも未確認で混乱の中で報告が遅れ彼女の耳に入ったのは朝になってからだった。

何の確証もなく、追いついてみたら唯の特急郵便だったと言う事もありえる。




「まずい……これはまずいわ……どうしよう……」

　順調に勝ち取ってきた王の信頼が根底から崩れ落ちてしまう。

有能な者は慣例に捉われず抜擢する王だが、反面無能者には厳しい。

今回失敗すればもう二度と自分に浮かぶ瀬はないだろう。

「だがどうすれば……軍の騎兵を……いや、市内は混乱していて簡単には……」

　万策尽きた。

かくなる上は自身で馬を駆けて追いかける他無いと思い詰めた時、一人の男が浮ぶ。

「しかしなんの見返りもないのに協力など……ええい、どうせ他に道はない！」

　レベッカは町中では危険と思える速度で馬を走らせ、藁を掴みに向かうのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六〇三〇〇枚　緊急出撃（三〇〇）

同行

メル（側室）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）

クロル（欲求不満）

経験人数一五一人　産ませた子三二人








第１７４話　王都冬の乱④　夜の軍隊







早朝

「ハードレット殿、屋敷の周りに軍隊が来た！　もう安心だぞ！」

「おう、あれは衛兵の旗じゃないな。郊外の王国軍を入れたのか……やはり結構大規模な襲撃だったか」

　俺は胸の中で寝るアリスを起こさないようにベッドに横たえて起き上がる。

「一応俺からも挨拶しておこう。後はエイリヒの安否も確認しないとな」

　こんなつまらないことで死んでいたら虚しい。

　廊下には子供を連れたドロテアがいた。

「ドロテア、子供達は泣いてなかったか？　庭と表は軍に片付けてもらうからもう少し待ってろよ」

「はい、皆大人しく……えええっ!!　ちょっちょっと！」

「そうかならいいんだ」

「ぶらぶらー」「えーぎるさまぶらぶらー」




　何か言おうとするドロテアを置いて玄関に向かう。

お、レアが寝ぼけた眼でフラフラと歩いている。

この状況で寝れるとは案外肝が座っているんだな。

「おふぁよーごらいまふ」

　レアは俺の口と下にキスをする。

好色な奴だ。

　イリジナが吹き飛ばし、とりあえず立てかけただけの扉は防音機能などなく表に集まった兵達の喧騒が聞こえる。

おっと、丸腰で暢気に挨拶する訳にはいかんな、槍を持っておこう。




「おい……なんだよこれ……」

「俺が知るかよ」

「庭のバラバラ死体はハードレット卿だからわかるとしても……表のこれはな……」

「俺にはわかるぜ。遂にハードレット卿は火を吹けるようになったんだと思う」

「なんだよそれ、化け物かよ」




　好き勝手言ってくれている。

「誰が化け物だ」

　扉をずらして顔を出す。

「こ、これは失礼しました！」「ハードレット卿！　ご無事で何よ……」

　兵士の視線が俺に、正確には俺の下半身に集中する。

「「ば、化け物!!」」

「どうした一体「エイギルさん！　何やってるんですか!!」

　伸びた手に勢いよく引かれて家の中に引きずり込まれる。

「どうしたメル？　すごい力だな」

「ご自分の格好をご覧下さい！　そんな姿で兵隊さんの前に出るなんて！」

　ちゃんと槍を持ったのに。

「槍しか持っていません！　全裸じゃないですか!!」

　おお、そう言えば昨日脱ぎ捨てたのを忘れてた。




「見たか……おい」

「でけぇ……あっちまで戦鬼かよ」

「槍持ってたぜ、まさかあの姿で敵を狩ってたのか……」

「突かれてぇ……」

　メルにペチペチと叩かれ、文句を言われながら鎧を着込む。




「改めてご苦労」

「ハードレット卿こそご無事で何よりです！」

　表には一〇〇人程の王国軍、その隊長が直立不動で敬礼する。

さっきの醜態は見なかったことにするようだ。

「衛兵は手が回らないのか？」

「はい、我々も全容を把握している訳ではありませんが、ハードレット様のお屋敷やラッドハルデ軍務総監邸の他にも複数の家やパーティ会場が狙われ少なくない被害が出ていると」

「ラッドハルデ卿は？」

「とりあえずは無事でおられるようです。我らに命令を出したのはご本人ですから」

　ふむ、それは良かった。

無事が分かっているならわざわざ行く必要もないか、きっとエイリヒは忙しいはずだ。

特に何する訳でもない俺がちょろちょろと出て行っても邪魔なだけだ。

「では屋敷の警護を頼む。あと何人か割いて庭を片付けてくれないか？　放置すると庭が呪われそうだ」

　手足がバラバラだからゾンビになっても何も出来ないだろうが気分は良くない。

「わかりました。ルルイ！　お前と部下で掃除するんだ」

　隊長は嫌そうな顔をする部下に促がす。

「う、なんか踏……これまさか……」

「心臓……引き抜いたのか……」

「ではよろしく頼む」




　庭を見ないようにして皆で楽しく食事の時間を楽しもうと思ったのだが。

「貴様！　何物だ！」「囲め囲め！」

　馬の嘶きと怒声、しょうこりもなくまた来たのだろうか。

扉が外れているせいでよく聞こえる。

「怪しい者ではない！　私はブレイズ名誉男爵、王直属の筆頭情報官だ！」

「情報官？」

　イリジナは知らなくていい事だよ。




「ハードレット卿、ご無事で何よりです」

　屋敷に入ったレベッカはまず社交辞令から入る。

「お互いに」

「私のような小物が狙われる事はありませんよ」

　愛想笑いを浮かべて取り留めの無い話をしているが、レベッカは顔色が悪くかなり焦っているようだ。

俺に見透かされるぐらいだから相当ボロが出ている。

「さて、用件を聞くか……それとも先に食事でもしますか？」

「いえ、先に用を済ませたいのですが！」

　レベッカがズイと身を乗り出す。

俺も対抗して乗り出し、あわよくば唇を当てようとしたが華麗に回避された。

「実は今回の襲撃の犯人が判明致しました」

「ほぅ」

　犯人が割れたと言うには表情が冴えないな。

「しかし……犯人は南部に逃走してしまい……その追撃のご助力を……」

　俺は不思議な顔をしていただろう。

何が言いたいのかわからない。

「協力出来ることならしますが、ここは俺の領地ではないですし軍隊を連れているわけでもありません。追撃と言われても……軍の騎兵隊にでもかけあったらどうでしょう？」

「それはそうなのですが……南には辺境伯のご領地もありますし……」

「相手は徒歩ですか？」

「いえ、馬車と思われます。情報分析の結果、数台の馬車と護衛の騎兵がついている可能性も……」

「なら無理ですな」

　レベッカの頼みに応えてやりたいがどうしようもない。

馬で逃げた相手を追跡するのは至難だ。

快速の軽騎兵少数で組んだ追っ手なら追いつける可能性もあるが、相手に十分な護衛がついているなら返り討ちになってしまう。

「ですが……」

「そんな事、貴女が分からないはずもないでしょう？」

　それほど親しく話した訳ではないがレベッカは聡明な女だ。

こんな意味不明な事を言うような人間じゃない。

「……」

　相当動揺しているのだろうか。

「事情を全て話して頂ければ力になれるかもしれませんが？」

　レベッカに言いながら優しく肩を抱く。

彼女はすり抜けることなく、大人しく事情を話し始めた。




「フーバー侯爵がね……そして期限は明後日の朝ですか」

「なんとかならないでしょうか？　私の方ではもう打つ手がないのです」

　フーバー侯爵の逃走路から考えて恐らくほぼ真南、アークランドを通過してマジノ要塞に至る道を行くはずだ。

地方まで反逆の知らせが行っていない今、王国侯爵のフーバーを足止めする権利は誰にも無いので人目を忍ぶ必要はない。

　早馬を走らせればマジノ要塞以南のどこかで捕まえることは出来るかもしれない。

だが期限には絶対に間に合わないし、王が大目に見てくれるとも思えない。

「うーん、人の速度では到底間に合わない」

　そこまで言って気付いた。

人の軍隊では無理だ。

だが人で無いならば……。

「当てがあるかもしれない」

「本当ですか!?」

　レベッカが俺との距離を詰める。

こっそり締まった尻を撫でるがそれどころではないようだ。

「あぁ、少し手間はかかりますが」

「ひ、費用がかかるなら払います！　今回の一件で私の将来が決まるのです!!」

「別に費用はいいのですよ」

　俺は更に彼女に密着する。

「で、では何を対価に……情報ですか!?」

「いえ、もっといいモノが欲しいですね」

　俺はじっとレベッカを見つめて肩に手を置く。

「う……」

「悪いようにはしませんから」

「そ、それについては成功の後、応相談と言う事で……」

「一日……いえ三時間だけ仲良くして頂けませんか？」

　レベッカは少し下を向くが覚悟を決めた目で顔を上げる。

「わかりました！　何卒……お願いします!!」

　よし、俄然やる気が出てきた。

「ブリュンヒルデ！　出かけよう」

「まだ陽が高い！　嫌に決まって……ええぃ無理やり連れ出すな！　せめてフード付コートをくれ！」
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翌日　夜　アークランド南

「侯爵、アークランドも無事通過致しました」

「……」

　フーバーは一言も話さない。

「このまま飛ばせば昼にはマジノ要塞に接近します。要塞を抜ければもう大丈夫です」

　側近の一人が沈黙にたまりかねて再び声を出す。

「何が大丈夫だ……」

「は？」

「何が大丈夫だと言っている!!　あれだけ綿密に立てた計画だ！　うまくいっていれば今頃は政務総監も憎きラッドハルデも死に、両腕をもがれた王に対して伝統貴族達が蜂起するはずだった！」

「そ、それは」

「そして俺は軍の最高責任者に戻り……代々続いたフーバー家の名誉を回復させておったはずなのに。マグラードの愚か者共まで利用したと言うのに……これではただの反乱者ではないか！」

　フーバーはゴルドニアに恨みを持つマグラードの残党を集め、王都にこっそりと連れ込んで武器と隠れ家を与えた。

　計画では一斉蜂起によってケネスとエイリヒを殺害、他有力な新貴族達も尽く害する予定だった。

そうすれば王の独裁と下賤な新貴族の台頭を良く思わない伝統貴族達が一斉に蜂起し、その勢いを持って王に隠居、もしくは自分達の決定通り動く事を誓約させるつもりだった。

　その為にフーバーは人脈を生かして貴族達の予定を探り、更には元々は指揮下にあった衛兵隊に誤命令を流して襲撃を妨害できなくしたのだ。

　だが現実には襲撃は尽く不首尾に終わる。

ケネス、エイリヒ両名を仕留め損ね、急遽王都に来ることが判明したハードレットには過剰と思える戦力を送ったが壊滅。

結果、王権は微塵も揺るがず、ただの大規模な辻斬りになってしまった。

混乱が収まり冷静に調査が始まればフーバーが関わっていた事は簡単に割り出されるだろう。

　彼は失いつつあった権力を名実共に投げ捨てて無様に逃亡するしかなかった。

唯一の救いは古参の家臣のほとんどが彼に従い、各所から合流した一〇〇人近い人数を揃える事が出来たぐらいだ。

反逆者の家臣に開かれている道は多くない。

ここで主を捨てても将来がない事も追随する人数を増やしていた。

「要塞を通過した後は西の都市国家郡に入りましょう。十分な財は持ち出しましたし、あそこは外からの干渉を嫌います。逃げ込んでしまえばゴルドニアも手は出せません」

「そ、そうだな。持ち出した財もある。無碍な待遇は受けないはずだ……」

　フーバーは自分を慰めるように馬車の窓から顔を出す。

怪しまれないように王都の外で合流した一行は馬車数台に騎兵が一〇〇近く、それぞれが持った松明の火が光る大蛇のように見える。

万が一追っ手に追いつかれても少々の騎兵ぐらいならば……。




「ぎゃあああ!!」

　闇夜を裂く悲鳴、どうやら一人が落馬したようだ。

「侯爵、いかが……」

「放って置け！　助け起こしている時間が惜しい」

　こんな大事な時に何をしていると怒りが込み上げる。

だがその怒りはやがて恐怖へと代わる。

「うわぁぁぁぁぁ!!」「ぎええええ！」

　悲鳴は連鎖し、馬が倒れる音が続く。

「侯爵、中に！」

　もはや事故ではなく追っ手の襲撃である事に疑いは無い。

「どこだ……この闇夜、必ず灯りを持っているはずだ」

　先ほどから月に被った雲のせいで視界はほとんど利かない。

街道から外れればそこが崖でもまったく気付かないだろう。

　やられたのは後方の騎兵、罠を張っての待ち伏せではない。

後ろから追いついてきて攻撃してきたのだ。

ならば相手は間違いなく騎兵、蹄の音と松明が目印になるはずだ。

「ぐぇっ！」「なんだお前ら!!　ぎゃっ！」

　それでも断末魔は続く。

フーバーの部下は必死に周りを見回すが何も見えない。

闇の中で次々と騎兵が倒されていく。

「どうなっている！」

「わかりません！　敵が見えないんです！」

「馬鹿を言うな、さっさと……」

　その時、雲が晴れたのか月明かりが戻る。

馬車の両側に見えたのは追っ手、それには何の疑問もない。

　おかしいのは彼らが馬に乗っていなかったこと。

走りながら駆ける馬車と同じ速度で併走していること。

そして全員が小さな灯りのように見える二つの赤い目を持っていたことだった。

「こいつら何者だ！」「いいから早く撃て！」

　フーバーの馬車を護衛する騎兵がボウガンを併走する一人に放つ。

訓練の賜物か偶然の幸運かボルトは見事に目標を捉え、高速で走っていた追っ手は派手に転倒し転がる。

「ははやったぞ！　敵の数は少ない、蹴散らして……」

　戦果を誇っていた男の言葉が止まった。

射殺したはずの男が転がった後に起き上がり、更に速度を上げて追いついてきたのだ。

「嘘……だろ……」

「この野郎！」

　もう一人の騎兵が槍で突く。

穂先は正確に相手の腹に吸い込まれたが揺らぐ事すらない。

突き刺して引き抜くという行為など無かったかのように相手は平然としていた。

「このっこのっ！」

　肩や喉、腕など半狂乱になって突きまくるが悲鳴すら聞こえない。

「なんなんだよ！　お前らなんなんだよ！」

　攻撃し続ける騎兵の方が悲鳴をあげる奇妙な光景だった。




「うわっ侯爵！　掴まってください!!」

　フーバーの乗る馬車が突然バランスを崩した。

御者が悲鳴をあげ、馬車が横倒しになって地面を転がる。

「ぐわぁぁぁぁ！」

　フーバーは頭を庇うようにして馬車の中で芋のように転がりまわる。

頭を押えながら外に出て周りを確認し、絶句した。

馬車を引いていた馬は片足をもぎ取られて痙攣していたのだ。

　他の馬車も次々と引っくり返っていく。

一行の足は完全に止まり、騎兵が壊れた馬車を取り囲むように守備体勢に入らざるを得ない。

「な、何が起こっているのだ！」

「私にもなんとも！」

　フーバーを守るように立つ側近、二人共致命的な負傷はしていなかった。

「侯爵大丈夫ですか!?」

「総員侯爵をお守りしろ！」

「ご家族は無事か？　よし、方陣を組んで守るんだ！」

　周囲の地面に松明が転がされ、騎士や騎兵は馬を降りて防備を固める。

数十人の部下に囲まれ少しばかりの安心感が生まれたのかフーバーは声を上げて指揮を執る。

「全員敵を確認しろ！　相手は夜目が利く、弓に注意して盾を掲げるのだ！」

　すぐにでも矢の落ちる音か突撃の叫びが聞こえると気を入れる。

しかし聞こえるのは小さなささやき。




「好き勝手にヒトを食うなと言わなかったか？」

「いや、この相手は自由に食って良いらしい」

「体格も血色いい。うまそうだ」

「夜明けまで時間もある。楽しめそうだ」

　ささやきはやがて小さな笑い声に変わっていく。

そして一人また一人と追っ手が囲みを狭め、松明に照らし上げられていく。

真っ黒なローブを被り、手は素手で獲物は持っていない。

そして嬉しげに爛々と輝く赤い目。




「気味の悪い奴らめ……」

「恐れるな相手は二〇人ほど……我らよりずっと少ないぞ」

「落ち着いてやれば大丈夫だ！」

　本能的恐怖を誘う不気味な笑いを打ち消すように兵士達は声を上げる。




「宴の時間だ！」

　叫びと同時に全方位から黒ずくめの集団が襲い掛かる。

「恐れるな戦闘開始だ!!」

　対抗するようにフーバーは剣を掲げて気勢を上げる。

　だが戦いは起こらなかった。




「ぎゃああああ！」「ひぃぃぃ！」「助けてくれぇぇぇ!!」

　起こったのは一方的な虐殺、いや屠殺と言っても良かった。

　突き出した槍がドスリと刺さるが相手は笑いながら引き抜き、呆然とする兵の首をもぎ取っていく。

振り降ろした剣は素手で折られ、両手をもぎ取られて悲痛な断末魔が上がる。

　上がるのは兵士の悲鳴と追っ手の笑い声のみ。

剣を掲げた姿勢のまま凍りついたフーバーが力なく腕を下ろした時には、既に戦える者は誰もいなくなっていた。

「おい、こいつ中々美味いぞ。味見してみろ」

「おぉ悪いな、俺のは病気を持っている。外れだったよ」

　言葉に出せぬ惨劇、解体されていく兵士達を貪る黒衣の集団が蠢いている。

「なんだ、こいつはもう空じゃないか」

「ふくらはぎを搾ってみろ。結構残っているはずだ」

「こ、これはなんだ……私は何を見ているのだ？」

　フーバーの声に応える者はいない。

息のある者も、言葉一つ発する事ができない。

「これから要塞に向かって……財産はあるのだ……息子は都市国家の有力者に顔を繋いで……」

「こいつまだ息がある」

「止めるなよ。血が止まったら解体しないと呑みにくい」

　兵士の鋭い悲鳴にもフーバーは視線を動かさない。

複数に噛み付かれた男がたちまち干乾びていく。

「ちっ死んでしまった」

「すするのは後にしよう。まだまだ新鮮な獲物はいるぞ」

　やがて一人が呆然と立ち尽くすフーバーに近寄る。

「少し年寄りだが質より量だな」

「俺は伝統ある侯爵家にして幼名をラントと言い……」

　ブツブツ呟くフーバーの首を引き裂こうとする黒衣の男、だがフーバーの命は救われる。

「やめろ。連れ帰る」

「ジークフリート？　こいつが生かしておく奴なのか？」

　男は肩をすくめて場を離れ、倒れこんだ別の老婦人……フーバー夫人に牙を突きたてる。

　宴は夜明け間近、迎えが来るまで延々と続き、生き残ったのはフーバー侯爵唯一人だった。







「しかしまぁよくも我が眷属を好きに使ってくれる」

「許可をくれたのはブリュンヒルデだろう」

「お前がその……甘えるから仕方なく……だ」

「ありがとうブリュンヒルデ、大好きだよ」

「ふん、次はこうはいかんぞ！　しかし我が眷属全員を動かすなど初めてよ」

「さしずめ……夜の軍団か」

「また願えば出してくれるなどと思っているまいな！」

「その時はその時さ」

「絶対出さんぞ！　お主が本当に危なくならない限りもう出してやらんぞ！」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六〇二〇〇枚　口留め（一〇〇）

同行

メル（側室）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）

クロル（欲求不満）レベッカ（一八〇分）

経験人数一五一人　産ませた子三二人








第１７５話　後処理







「フーバー侯爵の捕縛に成功いたしました」

「ほう……裏切り者を捕縛したか」

　レベッカは王の間にフーバーを引き出す。

「何か言う事はあるか？」

「悪魔……地獄の門が……開くのだ」

「……こやつは何を言っておる？」

　混乱の元凶を前に怒りの表情を浮かべた王だが、弁解も悪態もなくブツブツと呟く老人に気勢を削がれたようだ。

すると突然フーバーは目を見開き耳を塞ぎたくなる程の大声を上げる。

「ハードレットォォォォ!!　奴は悪魔だ！　人を喰らい血をすする魔性の化身の親玉ぁぁぁぁ！」

「……侯爵は反乱の失敗から心を病んだものかと推測します」

　耳を押えながらレベッカはつまらなさそうに吐き捨てた。

「己の無能を棚に上げて卑劣な手段で余の家臣を殺し、あげく狂うか。楽には殺さぬ、覚悟しておけ！」

　王の命でフーバーは全ての役職を解かれ、爵位を奪われる。

一介の囚人となった老人は手枷と足枷を嵌められて地下牢へと連行されていった。

その間延々と「ハードレットは悪魔」「奴は魔を従える」などと意味不明な事を叫んでいたが王にも周囲にも狂人のたわ言として聞き流された。

「ふん、ラッドハルデならともかくハードレットをそこまで妬んでおったとはな。低脳の考えることはわからぬ」

　王は鼻を鳴らしてからレベッカに顔を向けた。

「正直、余はそちが命を果たせるとは思っていなかった。これはお前に叩きつけるための物だったのだが……よもや情報どころか本人を連れて来るとは思わなかったぞ」

　王の手には爵位剥奪の旨が書かれた書類が握られている。

レベッカの顔に汗が浮ぶ。

「失態を大きな功績で取り返したな。高位貴族たるフーバーが動いたのだ、そちが察知するにも限界があっただろう。そして奴を追い込んだのは余でもある。今回は不問としよう」

　王は書類を暖炉の中に放り込む。

「あ、ありがたき幸せです」

「以後、事前に把握出来るよう網を作れ。そちの有能さに期待する。下がってよいぞ」

「はっ！」

　この日初めて王が薄く笑う。

レベッカは聞こえないように大きく息を吐き退室した。

　これで地位は安泰となった。

王の表情から察するに自分の出世を考えれば逆に利点となっただろう。

「しかし一体何をしたのか……」

　今日の明け方、ハードレット卿から狂乱するフーバーを引き渡された。

どこで捕まえたのか、どうやって追いついたのか、何も教えてはくれなかった。

ただ「全部貴女がやった事にして後は適当に考えてくれ」とだけ言われたのだ。

「なんにせよ助かりました……ああ良かった」

　独り言を言いながら思い出す。

これだけの事をしてもらったのだ、当然礼に伺う必要がある。

「三時間仲良く……か」

　彼の噂は情報官としての権限を使わなくとも聞こえてくる。

とんでもない女好き。

「二三年間ありがとう、さよなら私の処女」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




王都　ハードレット邸　夕方

「うーん、やっぱりラーフェンまで持って帰るしかないな」

　俺の目の前、臨時の避難所となっていた地下室に山と積まれた財宝の数々を前にブリュンヒルデと頭を捻る。

「やはり捨て置いた方が良かったかの？　ヒトは財を溜めるらしいから全部持って来させたが」

　これらはフーバーが持って逃げようとしていた財宝だ。

「いや、ありがたい。だが処分に困るんだ」

　金貨などはそのまま使えるが、宝飾品や美術品は処置に困る。

こういうのは一品物なので下手に売ればすぐにばれる。

領地に持って帰ってクレアになんとかしてもらう他ない。

「ならば気に入ったものをいくつかもろうて帰るぞ」

「好きにしてくれ、お前達が得たものだ」

　ブリュンヒルデは金のカップや宝石のついた花瓶などを適当に物色しながら言葉を続ける。

「あのフーバーとか言う者の一行、好きにしていい等と言うからそのまま伝えたが……散々に食い荒らしよったぞ？　あれでは隠し通せるものではあるまい」

「そこはレベッカがなんとかするさ」

　口留め、口封じは彼女に任せよう。

それが本職のはずだ。

「そろそろお主の兵も駆けつけるのではないか？」

「そうだなぁ」

　俺がブリュンヒルデに頼んだのは彼女の眷属を集める事と、ラーフェンへ今回の襲撃の知らせを届けてもらうこと。

ジークフリートはゴルドニアからラーフェンまで、早馬で二日の道のりを半日で到着したらしい。

吸血鬼の身体能力には舌を巻いたが、ブリュンヒルデが言うにはジークフリートは眷属の中でも特別な存在らしい。

　反乱が王都全域に拡大した時に家族を守る為だったが、結果別の事に役にたった。

今頃は多分マイラが護衛隊を率いて強行軍しているだろう。

必要なくなってしまったが着いたらたっぷり労ってやろう。

「で、妾もいつまでもここにはおれぬ。そろそろ帰ろうと思うのだが」

「そうか、世話になったな。さすがに走って帰る訳にもいかないだろう。陽が通らなくした馬車を用意してあるから使ってくれ」

「……帰るのだが？」

「ああ、ありがとうな」

「かーえーるーのーだー!!」

　ブリュンヒルデが叫ぶ。

俺が近づいて肩を抱くと、それでいいのだと言わんばかりに首筋に噛み付く。

だが牙は深く入らずに軽く血を滲ませるだけで終わり、間をおかず唇が合わさる。

「んっんっ……」

「んむ……」

　僅かに血の味がする唾液を交換し、互いの背中や尻に手を這わせながら舌がこれでもかと絡み合う熱いキスを続ける。

「んはっ」

「ん」

「……またな」

　ブリュンヒルデは真っ赤な顔を隠すようにフードを被り、帰路に着く。

可愛い吸血鬼だ。

　メルが俺を呼ぶ声がする。

どうやらレベッカが来たらしい、楽しみだ。







「どうぞ、入浴は済ませました」

　彼女を来客用の寝室に迎えると、レベッカは着衣のままベッドに手を付き尻を俺に向けた。

さっそく褒美をもらえるようだ。

「お尻……ずっと見ていらっしゃいましたよね。事あるごとに触りに来てましたし」

　ズボンの上からでもわかる引き締まった小尻、両手で開いて腰を打ちつければきっと気持ちいい。

両手を尻に添えて撫で回す、ズボンの上からだが柔らかい弾力が伝わる。

レベッカは気を利かせたのかベルトを自分で外してしまった。

　このままズボンを引き下げれば全てが丸見えになるだろう。

そうなれば後は肉棒を叩き込むだけだ。

俺は彼女の腰に手をかける。

「う……」

　ビクリと震えるレベッカ、見れば唇を噛み全身が僅かに震えている。

「……処女かな？」

「うぅ……そうです」

　この美人が二三になって処女とは周りの男はへたれ揃いだ。

「優しくする」

　俺はいきなり服を剥ぐのをやめ、後ろから抱き着いて股間をこすりつける。

既に肉棒はいきり立ち、早く女をよこせと暴れていた。

耳をはみ、首を舐め、肉棒を押し付ける。

「綺麗だレベッカ、今だけは俺の女だ」

「はぁ」

「大好きだ。いっぱい楽しもうな」

「はい……」

　今ひとつ反応が悪いな。

「…………うーん」

　髪を撫で、肩にキスをし、耳元で愛を囁くがレベッカの身体から力は抜けない。

「あれだけの事をして頂いたのです。抵抗なんて致しませんから貫いてもらって構いません……」

　口でそう言うが気が乗っていないと身体が言っている。

あれほど味わいたかった綺麗な小尻、今すぐ俺のモノにするのは簡単だ。

だがここで彼女を犯してしまえば、きっとそれっきりになってしまう。

怯えしかない身体、穴をかき回しても開かせる事はできないかもしれない。

「そんなに俺が嫌かな？」

「えっ？　違います。いつでもいいと……」

「俺も結構女を抱いてきたんだ。気が乗っていないのはわかるよ」

　レベッカは少し躊躇したが、これ以上本音を隠す方が良くないと思ったらしい。

「嫌……ではなく怖いのです。その……二三になるまで男を知らず……仕事ばかりしている内に」

「男が怖くなった」

「……そうです」

　道理で誘っても乗って来なかったわけだ。

誰しも一〇代の時に通る道だがレベッカの歳まで引っ張ってしまっては根が深い。

「男に乳を触らせた経験もないのか？」

「あるわけ無いでしょう！」

「まさかキスもか？」

「……ありません」

　思わず笑ってしまい、レベッカが顔を真っ赤にして怒る。

「ははは、すまんな。なら男を知る前にまず男に慣れようか」

「で、でもそれでいいんですか？　私はてっきり犯されるものと」

「そっちがいいなら大歓迎だが」

　彼女の手をとって硬くなった股間に導く。

「ひぃっ！」

「そんな様子ではとても抱けない。嫌がる女を抱くのは趣味じゃないんだ」

　酒や媚薬の勢いでやってしまう事もあるがそれは例外と言うものだ。

「ではお話します？　面白い小話が……」

　露骨にホッとしたレベッカがベルトを締めてベッドに座る。

「いや、男に慣れる事が大事だからな」

「はぁ……んむっ!!」

　俺はレベッカをベッドに押し倒し、唇を奪う。

「これで俺が唇を奪った最初の男だよ」

　それだけ言って再びキスをする。

最初は唇を合わせるだけだったキス、やがて隙を狙って歯を舌でなぞっていく。

「んむっ！　んむむっ！」

「ぷは、慣れたか？」

「はぁ……はぁ……唇……奪われた……」

「キス以外はしない。安心してくれ」

　再び唇を合わせ、今度は口の奥まで舌を入れていく。

柔らかい口内を進み、奥で縮こまったレベッカの舌を見つける。

「んむー！」

　舌と舌を絡めて音を立てる下品なキス。

口の間からボタボタと唾液がベッドに落ち始める。

「ん……んん……」

　長い間唇を合わせ続け、やっと慣れて来たのだろう。

彼女の手が俺の頭に回り、俺の口に舌が入って来た。

ベッドでの姿勢も入れ替わる。

　部屋は体がこすれる衣擦れの音とじゅるじゅるという唾液交換の音だけに支配された。

「レベッカ、乳首がこすれてる。随分たってきたな」

　呼び捨てにして見たが怒ることはなさそうだ。

「辺境伯こそ、ズボンが破れてますよ」

「二人きりの時はエイギルだ」

「エイギル……ですか」

「そうだよレベッカ」

　再び濃厚なキスが再開する。

　結局約束の三時間は延々とベッドで転がりながらキスをするだけになってしまった。

だがこれでいい、まずは一枚心の服を脱がせた。

全ての服を脱がせれば彼女は心まで俺の女になるのだ。




「ふぅ……唇が腫れてしまいました」

「ははは、どうだった？」

「……キスはもう怖くありません」

　最後に軽くキスをして彼女を解放する。

「今後も宜しくな」

「それは仕事で？　それとも私用ですか？」

「どっちもだよ」

「ふふ、いい情報があったら教えて下さいね。私の方もエイギルに都合の悪い情報が上がってきたらお知らせしますから」

「ああ、任せておけ。今回はキスだけだったが次は胸を揉もう、その次は裸に剥いて全身を舐めてやる。そして最後には」

「処女とお別れですか……でもこちらは約束しません。その都度私を口説き落とさないといけません」

「望む所だ」

　笑いあってから彼女は準備を整えて帰ろうとする。

「ああ、待て。これを腰に巻いて帰ったほうがいい」

「マントですか？　どうして……」

「股を見てみろ」

「はぁ……ひえっ！」

　レベッカのズボンは漏らしたとしか思えない程、前も後ろもぐっしょり濡れて黒くなっていた。

彼女はマントを巻き、真っ赤になって部屋を飛び出していく。

「あら、もうお帰りですか？　お風呂を用意しましたのに」

「結構です！」

　ドロテアの声だ。

「事後の避妊薬がありますよ。お持ちになります？」

「やってませんので大丈夫です！」

　メルの声とレベッカの叫び。

「そんなに走ると傷が広がるぞ！」

「何も入ってませんから！」

　イリジナのでかい声、そういえば俺が部屋に連れ込んで抱かずに解放した女は何人いただろうか。




「ズボンをダメにしてしまったな」

　俺の方も我慢しすぎたせいで肉棒が勃ちすぎてズボンの縫い目が破れてしまった。

早く吐き出さないと破裂してしまう。

そうだクロルだ。

「クロル、今から出るぞ付いて来い」

「ええっ？　そんな俺掘られるんですか!?」

「誰が掘るか。褒美にいい場所に連れて行ってやると言っただろ。今から行くぞ」

「よ、よかった」

　王都の貴族達は未だ混乱しているが平民や娼婦にとってはいつも通りの毎日だ。

楽しんでくるとしよう。




　娼館へ向かい二人並んで歩く。

何故か正装したクロルは髪を整えながら硬い動きだ。

「勃てるのはついてからでいいだろう。目立っているぞ」

「エイギル様こそギンギンですよ。俺なんて誰も見てません。大きさが……違いすぎて」

　仕方ないだろう収まらないんだから。




　逸物を膨らませた俺達が歩いていると路地裏から小さな声がかかる。

「あの……女が欲しいのでしたら私を……」

　見ればあまり清潔とは言えない格好をした銀髪の少女……まだ幼さが残る。

身長は小さくローリィやピピと同じぐらいだ。

「ご覧下さい」

　少女は服の裾を巻くりあげこちらに性器を見せてくる。

分かり易い街娼、しかも路地裏に居た事を考えると場所も取れなかった最下層の娼婦だ。

普通に考えればここは通り過ぎるべきだろう。

「サービス……します」

　だがクロルの目は彼女から離れない。

「この娘がいいのか？」

「えっと俺は……」

　分かりやすい奴だ。

　今から行こうとしていたのは最高級の娼館だった。

だが金を積めばいい女に出会える訳ではないし、気に入った女を抱くのが一番の幸せだろう。

「さすがに外でやるのは寒い。湯のある宿を取ってやれ」

　俺はクロルに金貨一枚を渡す。

「あ、ありがとうございます！」

「あの……お貴族様もご一緒に、お金を頂ければ二人がかりでも構いません」

「ははは、そんな事をしたらお前は破裂するぞ。金払いはしっかりさせるからこいつをたっぷり楽しませてやってくれ」

　更にクロルに耳打ちする。

「彼女は痩せて寒がっている。まずはがっつかずに湯に入れてから美味い物をたっぷり食わせてやれ。そうすれば奉仕にも心が入る」

「はい！」

　少女と腕を組んだクロルが宿に消えていくのを見送る。

クロルに褒美を与えると言う大義名分が消えてしまったが、もう肉棒は娼婦の奉仕を受けるつもりになっている。

クロルの相手をさせる予定だった女は俺が食べてしまおう。




　深夜、香水の匂いを漂わせた俺と限界まで緩んだ顔で家に戻ったクロル。

俺はメルに、クロルはドロテアから冷たい視線を浴びながら過ごすことになってしまった。

ドロテアはクロルとアルマが恋人になった事を知っていたらしく、浮気の罪についてとくとくと語っている。

「傍にエイギルさんがいたら何の説得力もないですね。いい男だから仕方ありませんけど。女を片っ端から吸い寄せちゃうんですから」

　拗ねるメルの機嫌を取ろうとレアと二人でマッサージをしてやる。

それでも中々メルの機嫌は直らず、イリジナが参加してメルに悲鳴を上げさせるまで文句は続いた。

　メルを助けるように屋敷の前で響く複数の蹄の音、どうやら知らせを聞いてラーフェンから飛んで来た俺の兵達が到着したようだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六三一〇〇枚　略奪品金貨のみ（＋三千）屋敷修理（一〇〇）

同行

メル（側室怒）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）ドロテア（愛妾怒）アリス（愛妾）

クロル（ハッスル）

経験人数一五三人　産ませた子三二人

最近エロが薄いかもしれない。

どこで持ってくるか……










第１７６話　年増丼　♯







「護衛隊八〇名到着しました」

　背筋を伸ばしたマイラが屋敷を守ってくれていた王国軍に見せ付けるように綺麗な敬礼を見せる。

　屋敷を囲むように並んだ重騎兵はたった八〇名とは言え、周囲を威圧するに十分だ。

もし事前にエイリヒに話をしておかなかったら反乱の続きかと大騒ぎになっていただろう。

「八〇名？」

　護衛隊は確か一〇〇名まで増強されていたはずだが。

「二〇名は強行軍で落伍しました。いずれも新任の者です。後で鍛え直してやります」

「なるほど、あまり無茶するなよ」

　俺はマイラを抱き締めてキスしようと思ったが、それよりも気になる者がいる。

「おい、お前……」

「……」

　護衛隊は私軍の中で選抜した精鋭部隊だ。

当然体格がいい者がほとんどだし、山の民の中では体格のいいギドも小柄に見えて目立つ程だ。

その中に周りより明らかに小さい奴が一人、兜のバイザーを降ろして顔も見えないがいい匂いがする。

「……」

　ゴンと兜を叩く。

「あうっ！」

　高い女の声。

更に連続して叩く、鋼鉄の甲冑に響いて非常にやかましいはずだ。

「あう！　はうー！　や、やめてください」

「何やってるんだセリア」

　兜を取ると中身は領地で安静を命じたセリアだった。

「家でおとなしくしていろと命令しただろうが」

「うぅ……だって……」

「ハードレット卿が襲撃されたと聞いてどうしても連れて行けと、説得する時間も惜しかったですから」

　マイラが呆れたように溜息をつく。

一緒に行くと言って聞かず、馬の背中にへばりついて離れなかったらしい。

「馬に乗りましたけど腕は大丈夫です！　それに……」

「セリア……お前は命令を破ったんだぞ」

　俺は少し厳しい顔をした。

セリアは途端に顔色をなくして黙り込んでしまう。

まったくこんな重い甲冑まで着て、骨がずれてしまったらどうするんだ。

「あの……あの……私……いても立ってもいられずに……命令を破って……」

　あぁ涙を浮かべ始めてしまった。

「まったく、ほらそんな重い鎧は脱げ、来てしまったものは仕方ない。こっちで大人しく養生していろ」

　俺はセリアを抱き上げて重い鎧を剥ぎ取る。

「本当にごめんなさい。どんな罰でも……ってそれは鎧じゃないです！　私服です！　わぁ兵達に見えちゃう、やめてくださいー！」

　勢い余って剥き過ぎて、セリアが下着だけになってしまった。

護衛隊にも王国軍にも丸見えなので屋敷にしまっておこう。

　半裸で騒ぐ彼女を肩に担いで屋敷に戻る。

背中にヒソヒソ声が聞こえた。

「あれ……やられるよな」

「当たり前だろ、領主様がそのままにするもんか」

「こないだのアレがあの子に入るのか？」

「尻と前が繋がっちまうんじゃないのか？」

「勝手な事を言うなぁ……エイギル様降ろして下さいー！　貴様クロル、見るな！　目を潰すぞ!!」

　よしよし、可愛い尻だ。

撫で回してやろう。




　到着した護衛隊と入れ替わる形で王国軍は屋敷を去っていく。

首謀者は捕まったとは言え、混乱に乗じて下らない事を考える奴がいるかもしれない。

王国軍は自由に動けるようにしておくべきだろう。

「結局いつもの面子になった」

「そうですね」「うむ！　だが楽しいぞ！」「ピピもー」「……ごめんなさい」

　命令違反にしょぼくれるセリア以外は皆快調のようだ。

マイラは事態を正確に把握しようとイリジナやピピと言葉を交わしているようだが、何しろ聞き出すのがイリジナとピピだ、頭を抱えて苦悩している。

俺はする事もないしだらだらしようか。

　普段着に着替えたセリアを猫のように膝に乗せる。

こいつの温かさと匂いを感じながら尻を撫でると落ち着くな。

「あのぉ」

「もう怒ってない。でもこれからは俺の言う事を聞くんだぞ？」

「わかりました。それでなんですけど」

「ん？」

「ラッドハルデ卿や陛下の所に行かなくてもいいんですか？　これだけの事があったのですから」

「俺は唯の予備役だぞ、大丈夫だろう」

「そうなのでしょうか。本当かなぁ……」

「いいんだよ。お前はそんな心配せずにお菓子を食べていればいい」

　さすがに王都の嗜好品はラーフェンとは比べ物にならない。

俺には甘すぎるクリーム菓子をセリアの口に入れると途端に幸せそうな顔になった。

気のせいかもしれないが前に膝に乗せた時より重いような。




「失礼します。あの……玄関に……」

　ゆっくりした時間を邪魔したのはクロルだった。

「エイギル！　居るのだろう！」

　その後を続くようにエイリヒがドカドカと入ってくる。

「これはこれは……」

　咄嗟に膝から降りようとバタつくセリア。

「今日の昼から俺と二人、王に呼ばれていると言っただろう！　いつまで経っても来ないと思えば……」

「……」

　そういえば護衛隊を王都に入れる許可を求めた返事の手紙にそんな事が書いてあったか。

うーむ、管理してくれる人間がいないと忘れてしまうな。

「もう時間がないぞ！　さっさと来るんだ」

　ほら見たことかと言わんばかりのジト目でセリアが俺を見てきた。

こいつ尻穴に指を入れてやる。

「はうあ！」







王宮

　あれよあれよと言う間に王宮に連行された俺はエイリヒとケネス、そして王の四人でテーブルを囲む羽目になった。

「この度はそなた達にも苦労をかけたと聞く」

「いえ、反乱を防げなかったことは軍を率いる私の失態でもあります」

　エイリヒが頭を下げるが王は笑う。

「王国軍は外敵に対処する組織、身中に隠れる虫を捕えるのは専門外よ。責など問わん」

「は、聞けば陛下自らの手によってフーバーは捕縛されたとか。後は市中の混乱に乗じる不届き者を出さぬようしばらくは衛兵に王国軍も交えて厳重に警戒します」

「うむ、頼んだぞ。しかしここに居る三人、いずれも反逆者の毒手に狙われながらもこうして健在なのは幸運だったな」

「ハードレット卿が舞踏会場にいなければどうなっていたことか。この場で重ねて御礼申し上げます」

　ケネスが俺に頭を下げる。

真っ先に逃げたあんたは多分俺がいなくても生き延びていたはずだ。

「更にハードレット卿の屋敷には一〇〇名近い敵が押し寄せ、逆に返り討ちにしたとか……まさに戦鬼の名に恥じぬ勇猛さ」

　俺がやったんじゃないんだけどな。

「兵の間で噂になっているぞ。押し寄せる敵をバラバラにし、終いには火を噴いて殲滅したとか」

　王とケネスが声を出して笑う。

二人は冗談だと思っているのだろう、だがエイリヒだけ目が笑っていない。

さすがに敵の死体を片付けたのは王国軍、彼の所には情報がいっているようだ。

「笑い話と言えばラッドハルデの所もそうだな」

「は、奴らは我が屋敷で行われた式典をパーティとでも思い狙ったのでしょうが……」

　なんでもエイリヒの屋敷が襲撃された時、ちょうど兵団長の任命式をやっていたらしい。

当然参加者は軍の人間で、文官達の舞踏会とは違って全員が剣を腰に差していた。

そこに飛び込んだ襲撃隊は瞬時に抜刀した数倍の騎士や指揮官達を相手にする事になり、あっというまに制圧されたらしい。

「詰めが甘い……あの愚者らしい、いい加減な計画よ」

「確かに杜撰な計画が目立ちました。しかし……それでも痛い損害です」

　エイリヒは確か一万五千名規模の司令官、兵団長の一人を失っていた。

彼は体調を崩し、たまたま自宅にいたそうだ。

「愚か者でも地位があれば相応の力を持つ物です」

　ケネスも重要な地位の配下を何人か失っている。

　部下が多いと大変だな。

お、この酒うまいな。

「やはり人材は多く確保せねばならん。王立学校の規模を更に拡張し……質も高めていかねばな」

「異論ありません」「勿論ですな」「そうですなー」

　とりあえず返事をしておく。

「卿ら二人は軍務、政務に忙しかろう。ハードレット、そなたは特にするべきこともなかろう？」

　いかん。この流れはまずい。

「南部領地を集中的に開拓し、春小麦を蒔ける範囲を……」

「それは部下に任せているからこそ、そちはここにおるのだろうが。春の謁見の時までで良い、王立学校に顔を出し優秀な人材を育てよ。そなたならば理屈によらぬ何かを生徒に伝えられるだろう」

「……承知致しました」




　その後、王とケネスが上機嫌に色々と決め、今までのように好きな時に顔を出すのではなく、定期的に何かやらされる事になってしまった。

　ケネスは俺が王の命令で学校に来ている事にしたいはずだ。

反面エイリヒはやや渋い顔をしていた。

だが一番渋い顔をしているのは俺だと思う。

「授業には助手をつけてもいいのでしょうか？」

　ケネスが大きく頷く。

「当然でしょう。辺境伯ともあろう方が定石や細かい事まで教えるのは役不足と言うものですから」

　それならまだ救いはある

九割マイラにやらせるとしよう。

あいつは教師とか大好きに違いない。

生徒を睨みつけながら教鞭片手に机をバシバシ叩く光景が目に浮かぶ。




「……まったくお前がケネスのパーティでちょっと手を抜いておけば、奴の葬儀に花を供えるだけで済んだかもしれんのに」

　帰り道、エイリヒは馬車に揺られながら愚痴を垂れる。

「政務総監はいの一番に身を隠しておられました。きっと生き残っていたと思いますよ」

「奴は武芸はからっきしの癖に危険には鼻が利くからな。だから鬱陶しいんだ……あと、お前が先に奴の陣営の舞踏会に参加した件なのだが」

　襲撃でうやむやになったと思ったのに……気がついたか。

「いえその、馬車にご婦人がいましてエスコートしないのは紳士としてですね」

「どうせ美女の股に釣られたんだろう。まったく卿と言う奴は……」

　当たり、さすがに付き合いが長い。

「王立学校の教師には女性も数多くいる。特に内政官はケネスの影響下にいる奴らばかりだからな。それを回避するためにあえて元秘書官や補佐などをしていた女性を教師にしているんだ。女は派閥から弾かれている事が多いからな」

「なんですと！」

　馬車で立ち上がって天井で頭を打った俺をエイリヒが睨む。

「だからといって手を出すなよ！　教師が出来る女は貴重なのだ。腹を膨らまされて愛人にされたのではたまらん」

「多分そんな浅はかな事はしないはずだと思います」

「まったく、いつかお前は女で身を滅ぼすぞ」

「これは手厳しい」

　笑いながらも少しだけ股間は硬度を増していた。

「で、お前の屋敷を襲った奴らなのだが……こんがりと焼けていたそうだな。まさか本当に火を噴いた訳でもあるまい？」

「ははは」

「攻城兵器など持ち込めるはずも無し。周囲からは空から火が降ったとの証言もある。魔法使いか？」

「かもしれません」

　エイリヒは溜息をついて首を振る。

「まったく色々な才をどこから見つけて来るのやら……そいつは軍に入るつもりはないのか？」

「無理でしょう。気が弱い子なので」

「女か……」

「はい、手元から出したくありません」

「まあ、魔法使い一人どうなるものでもないが。町では使わないように管理しておけ」

　魔法使いは個人単位の戦闘では強力だが無限に打ち続ける事は出来ないし、万単位の戦いで何か出来るものではない。

優秀な指揮官の方が重要である事はよくある。

だからこそエイリヒはあっさりと引いたのだろう。

　だが、あんまり知られていい事ではなかったかもしれないな。




　その夜、マイラとセリアの為にささやかな宴を開く。

屋敷の周囲を警護する護衛隊の面々にも酒と良い食い物を配っておいた。

「ラーフェンの方は異常ないか？」

「はい、何も変わった事は……ノンナさんが我侭言ってカーラさんが叱るぐらいの事は毎回ですけど」

　相変わらずだな。

「後、エイギル様にお子様が増えましたよ」

「なに？」

「前に孕ませたメイドの娘、子を産んで体調が戻ったので挨拶に来てました」

　あぁ、あの子か……名前が思い出せない。

「山の民の女性も何人か子供を連れて来てました。名前を決めて頂くまで帰れないと言う事で屋敷にいてもらってます」

「そうかそうか」

　彼女達には留守で悪いことをしたな。

詫び代わりに腹にもう一度種を植え付けてから帰してやろう。

「本当に女の敵です。いつか刺されてしまいますよ」

「女に刺し殺されるなら本望だ」

　ワイワイと場は盛り上がり、ドロテアと子供達もご馳走に嬉しそうだ。

彼女には十分金を渡しているが贅沢な品はほとんど買わないからな。

アドルフの情報ではドロテアと子供達の生活費はノンナの小遣いの数分の一だ。

「それはノンナさんがおかしいんです！」

「私は今月の給料が全部酒に消えてしまったぞ！　わはははは！」

「イリジナさんは樽ごと買うのやめて下さい」

　宴と聞いたイリジナは酒屋から樽を転がしてきたのだ。

子供も多いのにこんなに飲めるかと思ったが既に半分無い。

ほとんどがイリジナ本人の腹に消えている。

「えへ」「髪、真っ白だ」

　部屋の隅ではアリスがちびちびと酒を飲み、ピピがちょっかいを出している。

それでも彼女はまったく嫌がる様子も無く楽しそうにこちらを見ていた。

髪はいまだに真っ白だが、生え際は少しだけ赤くなってきている。

「こういう雰囲気……温かくて好き……」

「もっと真ん中に来い。隅にいてもつまらんだろう」

「わ、私暗いから……周りの人が興ざめしちゃうし……」

　よし、ならアリスにはもっと愉快になってもらおう。

彼女を抱き上げてイリジナの隣に座らせる。

「おお！　アリスも飲むのだな！」

「私は……あんまり……その」

　アリスの話など聞いていないとばかりにイリジナはカップになみなみと酒を注ぐ。

「遠慮するな！　人間は酒と戦いがあれば幸せなのだ！」

　あと女もいるだろう。

「わはははははは!!　いい気分だ!!」「お、お酒臭い……耳が痛い……」

　あそこに居れば自分の暗さなど気にすることも無いだろう。




　やがて大いびきをかきだしたイリジナをクロルと男の子達が数人がかりでベッドに放り込み、宴はお開きとなった。

だがまだ全てが終わった訳ではない。

「ドロテア、メル……ちょっといいか？」

「もちろんです」「……はい」

　言葉だけで目的が分かったらしい。

二人は顔を赤くして俺に続く。

　ドロテアは年長の女の子に小さい子達を寝かしつけるように頼んでいた。

「うん、ママもエイギル様と楽しんできてね」

「こら、この子はもう！」

　微笑ましい光景だ。




「さあ、お前達の体を頂こうか」

　二人をベッドの横に立たせ服を剥ぎ取っていく。

「女物の服、楽に脱がせますよね」

「うぅ……もう歳なのに恥ずかしい」

「ドロテアは久しぶりだが、体もほとんど変わっていない」

　胸と性器を手で隠すドロテアの両手を引き上げてキスをする。

「お、毛が綺麗になってるな。剃ったのか？」

「もう！　……愛する人が来るのですから手入れぐらいします」

　可愛い女だ。

「私達だけなんて恥ずかしいです。ハードレット様も脱いでください」

「もちろんだ」

　俺も全ての服を脱ぎ捨てて二人の前に堂々と立つ。

もちろん肉棒は既にそそり立っている。

「あ……すごい」

「大きい……」

　二人は顔を見合わせてからドロテアがベッドに仰向けに、メルがその上にうつ伏せに乗った。

四つの穴が俺を誘う。

「素晴らしいよ。美味しそうな年増丼だ」

「年増なんてひどい！」「泣きますよ！」

　抗議の声を上げながら尻がフリフリ揺れる。

ベッドに登って膝立ちになり、二つの桃を抱え込んで舌と指でかき回す。

二人分の甲高い喘ぎが聞こえる。

「年増でいいじゃないか、俺の可愛い年増達……そら！」

　まずは下になったドロテアに突きこむ。

「あおっ！」

　腰を動かしながら手を伸ばしてメルの胸を搾るように揉む。

「きゃ……そんなに搾ったら……」

　案の定まだメルは母乳がたっぷり出る。

降り注ぐ白い汁がドロテアの顔を濡らしていった。

「お前達の穴は柔らかくていいぞ」

　ドロテアから肉棒を引き抜き、メルに挿入、寂しげな声を上げるドロテアの穴には指をまとめて突っ込んだ。

「熟れた柔らかい穴は若い女じゃ味わえない。お前達は最高だよ」

「そ、それは……エイギルさんが大きすぎるからです。ああぅ！」

「ふ、普通は若い締まりのいい女の方が……ああん！」

　腰は更に激しくなり重なった女はガクガク揺れる。

「お前達は俺以外の男のモノが欲しいか？」

「そんな訳有りません。私はエイギルさんの妻です」

「私も貴方が人生最後の男です」

「だろう？　なら〝普通〟なんてどうでもいい。俺は年増も大好きだからそれでいいじゃないか」

「あ、ありがとうございま……もうあがってきちゃう！」

「激しい！　飛びます！」

「ははは、俺は半分も高まっていないぞ？　まだまだ続く……覚悟しろよ」

　ドロテアとメルは手を絡めせて見つめ合った。

「私達、多分揃って失神させられますね」

「ですね。きっと淫らな格好で転がされて種を注がれるんです」

　そのまま盛り上がってしまったのか、二人は口付けしてしまう。

見せられた俺は更に興奮し、激しく腰を使った。

「あああっ!!　あーーーー!!」

「ドロテアさん、よく考えて見て下さい」

　まずはドロテアを昇らせようと腰を使い始めた俺を援護するようにメルが彼女の耳元に口を寄せる。

「な、なんです、ああーー！　すごい！」

「エイギルさん、今年で二三なんです。私と貴方の歳だと……息子ですよ？」

「む、息子？」

「そう、ドロテアさんは子供みたいな歳の男に突かれて、鳴いて、最後はイっちゃうんですね」

「言わないで、恥ずかしい！」

「俺も一度出すぞ」

「あ、待って……出したら赤ちゃんが……」

　抵抗するドロテアを遮るようにメルは続けた。

「今入ってるのはドロテアさんの息子なんです」

「ええ……？」

　ドロテアは絶頂間近の濁った瞳でメルを見つめる。

俺の腰は止まらない。

「子供は我侭なものです。駄目と言っても中に出しちゃうこともあります」

　メルは振り返ってウインクした。

「ドロテア母さん。もうだめだ。出てしまうよ」

「だめよ……そんな中に出すなんて……赤ちゃんが……」

「ごめんな母さん……中に出るよ」

「あぁもう。仕方ない子……次からは……駄目だからね……」

　ドロテアは人一倍母性が強い。

性欲で理性が濁っている事もあってあっさりと許可がもらえてしまった。

「いくぞ！　母さん！」

　最後に大きく腰を引いてから思い切り叩きつける。

快楽に晒された肉穴は柔らかくなり、深くまで俺を受けいれた。

その深い場所で肉棒は震え、大量の濃い汁を吐き出していく。

「あっ！　すごい量、あぅぅぅ……んんぅぅ」

　ドロテアも同時に昇ったらしく、ピンと足を伸ばした後、ゆっくりと体の力を抜いていった。




「ふぅ、良かったよ」

「……酷いです。中に出すなんて」

「前に自分の子供が出来たら他の子と差が出るって言ってたな。俺はそうは思わない」

「……」

「お前は絶対に最高の母親になる。一人ぐらい自分の子を持っておかないと勿体無い」

「もう四四です。孕めるはずがありません」

「さあ、それは試して見ないとな」

　ドロテアを引き寄せて熱いキスを交わす。

すると後ろからきゅっと玉を握られた。

「……私は放置ですか？」

　メルが頬を膨らませていじけている。

可愛いやつだ、これだから年増は最高なんだ。

「そんなわけ」

　メルを押し倒し、のしかかる。

「ないだろう」

　ズドンと挿入、メルの大きな嬌声が屋敷に響いた。
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余談　数日後

ラーフェン

「クロル……無事でいてね」

　アルマは星空を見上げ、恋人の無事を願う。

王都の屋敷が襲撃されたと連絡を受けてマイラとセリアが兵隊を率いて飛び出していった。

それから彼女の眠れぬ日々が続いている。

だが出来る事は何もない。

　ただ恋人の無事を星空に祈るしかない。

「大丈夫よ。文にも誰が怪我したとか書いてなかったわ」

　アルマの肩に毛布をかけるのはメリッサだった。

「私も一緒に行ければよかったのに」

「ほら、窓を閉めてベッドに入りなさい。冷やすと体に毒だよ。クロルが帰って来た時に貴女が病気じゃだめでしょう」

「はい……わかりました」

　アルマは大人しく床につき、両手を合わせて祈る。

「どうかクロルが怪我していませんように」

　彼女は月に願いを捧げた。




王都

「いいよね？」

「はい、クロル様」

　寒空の下、路地裏の壁に手をついた少女を後ろからマントで包んだクロルは腰を押し出す。

「あ！　入りました……大きいです……クロル様ぁ」

「き、気持ちよくしてやるからな！」

　銀髪の少女は少年に身を任せ、ただ甘い声を上げる。

以前と違って体の汚れはほとんどなく、服も小奇麗で髪には櫛が通っていた。

「お風呂に入れて頂いて……服まで頂けるなんて」

「いいよ。それより集中して」

　二人の腰がぶつかる音が鳴り、やがて男が呻いて静かになった。

「お疲れ様でした」

　少女が腰を動かすと地面にボタリと種が垂れる。

「まだいいよな？」

「はい、クロル様が望まれるのでしたら」

「よし、なら宿へ行こう」

「そんな……私みたいな女なんて外で十分です。わざわざベッドを使って抱くなんて勿体無いですよ」

「いいから！」

　クロルは少女に銀貨を握らせる。

「多すぎます。銅貨二〇も頂ければ十分で……」

「いいんだって！　その代わり……俺以外に商売するのは……その……」

　少女は銀貨を丁寧に懐にしまって微笑む。

「わかりました。これからはクロル様だけに抱かれますね」

　少女の微笑みにクロルの顔が緩む。

「こんなに頂けて……母も喜びます」

「お母さんが？」

「はい、母は病気がちなので、これでいい物を食べさせて上げられます」

　少女は身を屈めてクロルの汁にまみれた肉棒を綺麗に舐める。

「じゃあ行こうか」

「いくらでもご奉仕しますね」

　腕に銀髪の少女を絡ませて月を見上げる少年の顔はだらしなく緩んでいた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六三一〇〇枚

同行

メル（側室）セリア（副官）マイラ（指揮官）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）

ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）クロル（浮気男）

経験人数一五三人　産ませた子三七人








第１７７話　女教師の悩み　♯







　生徒達は真剣に俺の話に耳を傾ける。

正確には俺ではなくマイラの話だが。

「優勢の状況ではなるべく敵に対して直線的に兵を当てる。劣勢なれば斜めに受けて衝撃を受け流す」

　マイラは色々な道具を使って生徒達に熱弁を奮う。

「騎兵突撃は一見強力だが対処を誤らなければ歩兵にも十分防げる。反対にこちらの騎兵突撃も敵が統制を保っている間は決定打にはならない」

　彼女は真面目だし、理屈で説明するので教師としては最適だった。

俺の目に狂いは無かったらしい。

「全員、これらの陣形とそれぞれの相性を完璧に覚えこめ。全て古くからある陣形で敵も当然知る定石だ。だが甘くみるな、戦は定石だけで八割勝てる。逆に定石に僅かでも抜けがあれば敗北は必至だ！」

　俺は熱く語るマイラの横に座って大きく頷く。

実は懐に酒を忍ばせて来たのだがどのタイミングで呑むか難しい所なのだ。

「では次の時間は表の練兵場にて実際に陣形の組み換えをやる。お前達自身が出来なければ兵に教え込むなど不可能だからな」

　マイラの口調は普段よりも激しい。

軍人として威厳を保とうとしているらしい。

可愛いやつだ。

　生徒達は普段よりも濃厚な授業についていくのがやっとらしい。

お陰で俺がこの授業で口を開いたのが「マイラ、頼む」の一言だけだと言うことに気付いていない。




　これで午前の授業は終了、次は昼飯を挟んで練兵場での訓練になる。

「ふぅ……疲れました」

「よくやってくれた。良かったぞ」

　マイラは二時間近く話し続けた為か真冬にも関わらず汗を拭っている。

「午後の授業に備えて場所の確認をしないといけません。一旦失礼しますね」

「おいおい、まず昼飯を食ってからでいいだろう」

「いえ、初めてで不手際があってはいけません。やはり行ってきます」

　マイラはせわしなく駆け足で行ってしまった。

やっぱりこういうの大好きだったんだな。

　だがこれで一緒に飯を食う奴がいなくなってしまった。

知り合いなどいないから、適当な女性を見つけて食事に誘うしかない。

　仕方なく校舎内をフラフラ歩いていると教師らしい服装をした女性が溜息をつきながら歩いていた。

ざっと見て二〇前半、身長も体重も標準の茶髪、乳はやや貧しいな。

顔は取り立てて美人と言う訳ではないが、純朴な可愛らしさがある。

太股は健康的にむっちりしているので正常位でのっかればいい具合になるはずだ。

「こんにちわ、どうしました？」

「はぁ、なんでしょ……えっ！　ハードレット辺境伯！　こ、これは失礼致しました!!」

　慌てて頭を下げようとする女性よりも身を低くする。

「何も失礼などしていませんよ。急に話しかけた私の方こそ申し訳ない」

　まだ恐縮する女性の横に並ぶ。

「実は一人で食事をする事になってしまいまして、もし貴女も相手がいないのならば一緒にどうです？」

「え？　そんな恐れ多い。それに私あまり裕福ではありませんので辺境伯が行くようなお店にはとてもいけません……服も……」

　女性の服は小奇麗ではあるが貴族同士で会うような場には不適だ。

「ははは、食事代ぐらい出しますよ。それに私も格式ばった店は好みじゃない。早くて美味い店に案内しましょう」

　まだ遠慮する女性の手を引いて食事に連れ出す。

白くてすべすべの綺麗な手だ。

この手に逸物を握らせれば随分気持ちがいいだろう。




　案内したのは俺が王都でよく使う店、肉と野菜の炒め物が美味い。

普通の平民も利用する店でもったいぶった出し方もしない。

「美味しい、こういう料理大好きなんです！」

　喜んでもらえたようだ。

「辺境伯は雲の上の人ですのでもっとすごい場所なのかと心配してました」

「私も元々いい生まれではないですからね」

　いい所か俺より悪い出生の人間は少ないだろうな。

「ところで宜しければ貴女の名前を教えて頂ければありがたいのですが」

「あっ！　これは失礼しました……私［ポルテ＝ブラント］と申します！　父は…………男爵の元で内政官をしているんです。私も父の手伝いをしている所にここの教官のお誘いを頂きました。姓はあるんですが貴族ではございませんのでポルテとおよび下さい」

「ポルテ……いい名ですね。私の事もエイギルと呼んでください」

「そんな事出来ません！　他の人に聞かれたら私埋められてしまいますよぉ」

　二人して笑い、雰囲気はいい。

だが昼の休憩はそう長くはなく、戻らなければマイラが困ってしまうだろう。

「ポルテでいいですか？　夜、授業が終わってから食事などいかがでしょう。貴女の溜息の原因も解決出来るかもしれませんよ？」

「よ、夜ですか？」

「はい、昼には開いていない美味しい肉料理の店があるんですよ」

　ポルテの表情に警戒色が出た。

俺が女好きで手当たり次第食い散らかすと言う事実無根の妄言が広がっているからな。

「なんなら他の教官の方も誘って構いませんよ？　私が女性にだらしないとの噂もありますしね」

　茶化すように言う。

ポルテは「そんなことは……」と軽く笑ってくれた。

「わかりました。こんな服ですけど、夕食もご一緒にお願い致します」

「ええ、昼は酒も呑めませんからね」

　なごやかな雰囲気で昼食は終わる。

さて勃起した逸物をポルテに気取られないように帰らねば。




　午後からもマイラの熱血指導は続く。

「隊列で重要なのは美しさではない！　早さと正確さ、儀典行進とは違う、一列に揃っていれば歩調を合わせる必要は無い！」

「常に隣を気にかけろ。隣が斃れたらすぐに右に詰めるんだ、穴が開いたままだとそこから突破される」

「苦労するな」

　兵を訓練するだけなら並び方を教えればいいだけだが、彼らは指揮官として陣形の意味を知る必要もあるので、より詳しく教える必要があるのだ。

マイラは汗を流しながら必死に叫んでいる。

「よし、少し休憩、次は対騎兵陣をやる！」




　生徒は一斉にその場にへたり込んだ。

汗だくになったマイラは俺の元に戻ってくる。

「ごくろうさん」

「ええ、ちょっと熱が入り過ぎました」

「いやお前はやっぱりこういうのに向いている」

「人に物を教えるの好きなのです」

　さすがに生徒の前で俺といちゃつく訳にいかないのか僅かな距離が出来る。

「しかし私が教えられるのは軍事的な事だけです。内務に関しては助力できません」

　そこが問題だ。

軍の事なら今まで戦ってきた話でもすれば勝手に教訓にしてくれるかもしれんが内政に関しては完全にアドルフに丸投げだった。

そもそも何を教えたらいいのかを俺が教わりたいぐらいだ。

「ま、後で考えるか」

「いい加減なんですから」

「それにしても……もう少し反感があると思ったんだがな」

　指揮官養成チームの中には高位貴族出身者はほとんどいないが、それでも代々ゴルドニアに仕えた騎士や小領主の子弟は多い。

最近まで敵軍であり、投降した形のマイラにはもっと風当たりがあると覚悟していたんだが。

「それはハードレット卿のお陰でしょう。隣で怖い顔をして座っているのですから……助手の私にぞんざいな態度を取るような勇気ある者はいませんよ」

　不服そうな生徒はいましたよ、とマイラは付け加える。

　眠かったから目が細くなっていたかもしれない。

何しろ二〇人全員がこっちを向いているのだから転寝でもしたら即ばれる。

ばれてもいいが、王から呼び出しがかかると倍めんどうくさい。

「指揮官チームはまだましです。内政チームの方には親がそれなりの爵位を持つ者もいますので……より厄介なはずですよ」

　面倒くさい事だ。

マイラは息も整ってきたのか腰を上げる。

「休憩終わり！　全員整列！」

　俺はせいぜい怖い顔して立っているとしよう。




　そして待ちに待った夜が来た。

「マイラ、今日は一日ご苦労だった。先に帰って休んでくれ」

「はい、さすがに疲れました……ハードレット卿は？」

「少し学校に用事があるんだよ。悪いな」

「いえ……用事……まぁいいですが」

　マイラはチラチラとこちらを振り返りながら屋敷に帰る。

何か勘付いているのかもしれない。




「お、お待たせしてしまいました！」

　マイラがちょうど視界外に消えた時、ポルテがトコトコ走ってやってくる。

いかにも運動は苦手そうだ。

「女性に待たされるのもまた男の役目ですから。さあ行きましょう」

　俺はノンナに教えてもらった女性への礼儀を思い出しながらポルテをエスコートして店に向かう。

そこまで丁寧にされると思っていなかったのか、彼女は恐縮しながらも顔を赤くしていた。




　昼間よりはやや上、裕福な平民から下級貴族や騎士が集まる程度の店で俺達は向かい合う。

「辺境伯はもっと豪快な方と聞いていました」

　要は乱暴で礼儀知らずってことだろう。

概ね間違っていない。

「よく言われます。戦場にばかりいますからね」

「うふふ、でもとっても紳士なんですね。女性への噂も尾ひれがついたのでしょうか」

　ポルテは店の赤ワインを気に入ったようだ。

二杯目が空になったのを見てすかさず代わりを入れる。

「それで……美しい貴女に溜息をつかせる原因はなんなのでしょうか？」

「あ……」

　ポルテは少し言いよどむ。

俺に話していいのか考えているようだ。

だが想像はついている。

「貴族の子弟でしょう？」

「え!?」

　軽い感じで言ったが当たりのようだ。

彼女の父は男爵家お抱えの内政官、騎士階級と同様で身分は高くない。

しかも年若い娘となれば下位貴族や騎士の子弟にも舐められてしまう。

「私も元は平民からの成り上がりです。同じような経験はありました」

　俺の経歴は有名だ、彼女は頷いて事情を話し始めた。

「私の受け持ちのチーム［グレーテル＝ベルツ］嬢をご存知だと思うのですけど」

　はて知らん。

数は少ないが親が高位貴族の子弟の名は事前に学校長が説明してくれた、そして全部忘れた。

美人なら見て回った時に顔を見ているはずだが。

「ベルツ伯爵家の四女なので誇り高く……私は下級官吏の娘なので……」

　ベルツ、ベルツ……ケネスのパーティに居たような、居なかったような。

「更に他の貴族の子女達も周りに集まっていまして、他の教師の方も物が言いにくいらしく……」

「なるほど」

　学校内では親の地位など関係なく、教官に師事する必要があるとされている。

だがこれは建前で卒業後の事も考えればどうしても教官に遠慮が出てしまう。

何しろ高位貴族の子弟は大抵の場合、学校を出れば教官よりも上位の地位に就くことになるのだ。

「特に私の場合、父の仕えている男爵家がベルツ家の寄り子なんです」

　父の主君、更にその主人の娘となればもう何も言えない。

「それはまた厄介でしたね。わかりました、なんとかしましょう」

「え!?　で、でも私はあまりその……」

「わかっています。貴女は巻き込みませんよ。俺に任せて下さい」

　ポルテは静かに頭を下げた。

「さあ、これで貴女の心配事は解決しましたね。ここからは思い切り食事と酒を楽しみましょう」

　俺は恐怖を与えないように羽のように軽くポルテの肩を抱き、ワインよりも少し強い酒を注ぐ。




　酔いの回ってきたポルテにテリエス河の話や辺境の大草原、山の民の領域の荒地など珍しい話をすると、彼女は興味深げに聞き、酒を呑む勢いも増してきた。

「その時矢が……体にぶすりと……」

　言いながら彼女の腋腹をちょんと突く。

「やん！　痛いですぅ……うふふ」

　うむ、体を触っても警戒されなくなってきた。

　やがて彼女はふらふらと頭を揺らしだした。

「少し酔いが回ってしまいました……」

「それはいけない。ここの二階には休める部屋があったはずです。さあ行きましょう」

　俺はポルテの腰に優しく手を回してゆっくりと二階へ案内していった。







「ああーーーーん!!　ハードレット様！　太いです！　長いです！　壊れてしまうぅぅ!!」

　肉が激しく当たる音が鳴り、ポルテは自分の顔を両手で押さえて仰け反る。

「ポルテ！　ここはどうだ！　気持ちいいか!?」

　肉傘を女のいい場所にひっかけて擦り上げ、隙を見て一番奥に突きこむ。

少しきついがいい穴だ。

「き、気持ちいいけど駄目なんですー！」

　俺はポルテをベッドに転がし、上から屈曲位でバスバスと突いているのだ。

それほど大柄ではないポルテだが案外に中は深く、言葉とは裏腹にモノを八割は呑み込んでいる。

「そら」

　体位を入れ替え、騎乗位にして下から突き上げる。

「いやぁ！　奥まで刺さるぅ……こんな、こんなのだめだよぅ」

「可愛い胸だ、綺麗だよ」

　手を伸ばして軽く手のひらに包まれてしまう乳房を触る。

「やぁーおっぱい小さいんですぅ！」

「可愛くていいじゃないか。もっと激しくするぞ？」

「ひぃぃぃーもう許して下さいーー！　おちんちん大きすぎて裂けてしまいそうなんです！」

「汁を垂らしながら言っても説得力がないぞ。ほら、ここもこすってやる」

「ああぁぁぁ！　なんでこんなに上手いのぉ……気持ち良過ぎる、アソコ裂けそうなのに気持ちいいよお!!」




　しばらく彼女の肢体を味わった後、体位を正常位に戻して最後の動きに入った。

「あひぃぃぃ！」

「三度目イッたな。このまま中に出してもいいか？」

「だ、だめ！　中は駄目！」

　初めて見せる本気の抵抗、エイリヒにも孕ませるなと言われていたし仕方あるまい。

「わかったよ……あぁ……いくぞ!!」

「あうぅぅぅぅーーー!!」

　最後の瞬間、連続して四度目の絶頂に締まる穴から肉棒を引き抜く。

同時に射精が始まり、彼女の腹に乗った逸物から噴き出た種は顔から胸まで大量に飛び散った。

「ぐっ！　おう！」

「す、すごい量……まだビュービュー出てる」

　俺は種まみれになったポルテを濡れタオルで軽く拭き、仰向けになって腕枕に乗せる。

最初は何も言わず俺の胸に顔を埋めていた彼女だが、やがてシクシクと泣き始めてしまう。

「辺境伯はやっぱり噂通りの人でした……見事に食べられてしまった……うぅ」

「泣くなよ。よくなかったか？」

「すごく良かったですけど……こんな……奥様のいる方に抱かれるなんて……不貞です」

「ポルテが心配する事は何も無い。全部上手くやるから安心していろ」

　すすり泣く彼女を抱き寄せ、頬や首にキスを続けているとやがて泣き声は寝息に変わった。

結構激しくしたから疲れたのだろう。

「まだ日付が変わったぐらいか……」

　このまま腕に乗せて朝まで居てもいいがメルが拗ねるかもしれない。

マイラも最初から疑っていたし、セリアも騒ぐ。

仕方ない、彼女だけここで休んでもらうとしよう。

今晩の愛の証しに肩に口付けの跡をつけていくか。




　屋敷に戻った俺だが何故か全部ばれた。

メルには自分がいるのに現地妻を作ったと拗ねられ、マイラには職場で女を食うなんてと文句を言われ、セリアには涙目で無言の抗議を受けてしまった。

　そう言えばクロルがいない、こんな時間なのにどこ行ったんだ？

「話を逸らさないで下さい！」

　やれやれ。




　翌日、俺は授業をマイラに任せてポルテの担当チームの部屋を覗く。

「平均的な一人の農夫が管理出来る面積は小麦だと……あ痛たた」

　ポルテは股を開く度に顔をしかめている。

ちょっと激しくし過ぎたようだ。

「ベルツってのはどれだろうか」

　その時、一人の生徒が立ち上がる。

「教官、体調が優れないなら授業を中止すべきではなくて？　万全でない状態で教えられるなど逆に迷惑ですわ」

「そうですわ」「さすがグレーテル様、ベルツ伯爵家の名花ですわ」

「私は大丈夫ですから……あう……はう」

　見つけた。

あの娘がグレーテル＝ベルツだったのか。

美女なので顔は記憶にある。

　彼女の後に追随して他の娘達がワイワイと騒ぐ。

なるほど確かに子女達を率いているようだ。

私服の認められている内政チームにあってもグレーテルの華やかな服装は一際目立ち、このチームの支配者にも見える。

　彼女自身は少し若いが、かなりのいい女だ。

綺麗なカールがかかった栗色の髪は腰まである。

顔は……間違いなく美人だ、気の強そうな顔に高貴と傲慢を併せ持った表情はよく合っている。

スタイルも良く胸は大きく服を盛り上げ、それでいて太っている訳ではない。

後ろから抱きかかえ立ったままの後背位で突けば最高の気分だろう。

いかにもな我侭箱入り娘、処女かもしれない。




　おっとポルテが泣きそうな顔で困ってしまっている。

約束通り助けてやらねば。

「何を騒いでいる？」

　俺は教室の扉を開け放ち、中へと入っていった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六万三千枚　ラーフェン別館増築（一〇〇）

同行

メル（側室）セリア（副官）マイラ（指揮官）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）

ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）クロル（雑用）ギド（護衛隊）

経験人数一五四人　産ませた子三七人

書きあがったので一五時投降です。

学校生活になりました。

そう長くは続かないかもしれません。










第１７８話　令嬢の未来　♯







「何を騒いでいるんだ？」

　グレーテルという伯爵令嬢を中心とした貴族の子女達に責められていたポルテを助けるため、騒ぎを聞きつけたと装って教室に入る。

「あ、ハードレット様！」

　ポルテは俺の顔を見て安堵を浮かべ、グレーテル他の立ち上がっていた生徒は気まずそうに席につく。

「何の騒ぎだったんだ？」

「いえ、なんでもありません」

　ポルテの口からは言いにくいだろう。

「そうだな、グレーテル……だったか？　何があった？」

　一瞬ひるんだ彼女はコホンと一つ咳をしてから堂々と立ち上がる。

「教官の体調が優れないようですので、お休みになってはとご助言致しましたの」

「ふむ、それは大変だ」

「……ハードレット様が巨根であんなに攻めるからです」

　ポルテは拗ねたようなささやきを漏らしたが、全員に聞こえる声で言い直す。

「少し脚が痛むだけなので授業に支障はありません」

「彼女もこう言っている。皆も心配はいらない」

　椅子を引き出し教壇の横に座る。

「辺境伯？」

「俺も内政について少し知りたくてね。ここで授業を聞かせて貰おうかな」

　ポルテは驚き、生徒達がざわつく。

「さあさあ、授業を再開してくれ」

「わ、わかりました。えーと……一人の農夫が耕せる広さは単純に面積ではなく……」

　ポルテの授業を聞くふりをしながら、ふりふり揺れる尻を眺める。

あの尻が昨夜俺のモノになったのだと考えると感慨深い。

「ですので治水は広さあたりこれぐらいの水量が必要になります」

　先程までの騒ぎが嘘のように全員が熱心に授業を聞いている。

一部の生徒、特にグレーテル嬢は不服そうだが俺が見ている前で教官に文句を付ける事も出来ないようだ。

　授業はその後スムーズに進み、どうやら目標とした部分まで進めたようだ。

ポルテはホっとした顔でこちらに頭を下げる。

　いいさ、また一緒に呑みに行こう。

次はもっと雰囲気を出して抱いてやる。

　だがこれで終わっては次回からまた同じ事の繰り返しだ。

ずっとポルテに張り付いている訳にもいかない。

ちょっと発破をかけてやろうか。

「授業はここまでかな、では全員に知らせておく事がある」

　皆の視線がこちらに向く。

グレーテルとその一派も同様だ。

彼女……改めて見ると結構な美人だな、まだ少し子供っぽいが食指が動いてしまいそうだ。

「君達も卒業してから働き口を探すとなれば授業に身も入らないだろう」

　エイリヒも内政官は入れ替わりが少ないので卒業しても職に就くのは難しいと言っていた。

「これから一定期間ごとに理解を測る試験をする。上位に入った者には俺の名で推薦状を書こう」

　生徒達が色めき立つ。

コネのない者が領主に売り込んでも相手にされないが、推薦状があれば少なくとも会ってはくれるだろう。

「もちろん試験の内容は……教官が選定し作成する事になる。以上だ」

　それだけ言って席を立つ。

同時に、今までグレーテル達に遠慮していた生徒達が一斉にポルテに群がり、今日の授業の不明点を聞き始めた。

　グレーテルなどの高位貴族子弟は最悪実家を頼れるが、そうでない者の方が圧倒的に多い。

将来の職が保証されるならば彼らに従って成績を落すような愚行はしないはずだ。

そうなればポルテを始め、試験範囲と内容を決める教官たちの権威は高まる。

　優秀な者なら俺の領地に来てもらってもいいしな。




「ハードレット辺境伯」

「ん？」

　俺に声をかけたのはグレーテルだった。

振り返るとドレスの端を摘んで優雅に一礼する。

「この度はお会い出来て光栄です。父から舞踏会での件、最上級の感謝を言い遣っております」

　やっぱりあの舞踏会にいたのか。

「父は既に領地に戻りましたので私がベルツ伯爵家の代表として御礼申し上げますわ」

「俺もゴルドニアの貴族だ。国家の敵を討ち果たすのは当然の事、気にしないでくれと伝えてくれ」

　グレーテルは俺のやや乱暴な言い方に眉をひそめる。

ポルテと違って彼女はまだ子供だからかあまり丁寧な言い方は違和感があるんだよな。

「つきましては本日の授業が終わった後、両家の友誼を深めるため食事でもご一緒しませんか？」

　今の流れでどうしてそうなる。

「ああ、構わないぞ」

　だが考える前に口が動いてしまう。

仕方ないので彼女の耳に口を寄せた。

「だが週末以外、生徒は外出は制限されている。特別な面談扱いにするから内密にな」

「はい、お気遣いありがとうございます」

　まさかグレーテルの方から誘ってくれるとは思わなかった。

これはもう俺に抱かれたいと言う事ではないだろうか？

そうに違いない。

　彼女は少し幼いが、胸も大きいし体は出来ているだろう。

遠慮なく頂くことにしよう。




　授業が終わり、マイラと並んで帰るはずだったのだが。

「なぁマイラ……今日はちょっと特別な面談があってな」

「……教官ですか？　生徒ですか？」

「生徒」

「……」

「唯の面談なんだ、事情がありそうだから食事もしながら聞こうと思ってな」

「……」

　マイラはジト目で俺を見ながら後退していく。

「だからセリアやメルにも妙な事はないと言っておいて欲しいんだが」

「……」

　マイラは何も言わずジト目のまま帰っていった。

うーむ、これは帰ったらまた一騒ぎあるかもしれない。




「あら、お待たせしてしまいましたかしら？」

　今夜の言い訳を考えてると背後から声がかかる。

今はグレーテルだけに集中しようか。

「いえいえ、女性は準備に時間かかるものですからね。特に貴女のような美人はね」

　学校とは違い、更に華美なドレスを着たグレーテルを丁寧にエスコートする。

口調の違いに困惑する彼女を予め待たせていた馬車に誘導していく。

彼女にはこういう態度が良いだろう。

「ゴールド＝レイクに向かってくれ」

「かしこまりました」

「……ゴールド＝レイクに？」

　ゴールド＝レイクは王都でも最高クラスのレストランだ。

ここと馬車を予約する為に午後の授業を抜け出したのだ。

「貴女のような気品ある女性と話すには相応の場所が必要ですからね」

「まぁ……」

　グレーテルはポルテとは違って気楽に食事の出来る店を求めてはいないだろう。




　店に到着するときっちりとした格好の店員が並び一斉に頭を下げる。

「「「ようこそおいでなさいました。ハードレット辺境伯、グレーテル＝ベルツ嬢」」」

「個室を用意してくれたかな？」

「勿論です。さあこちらへ」

　店長に直接案内されて奥の個室に通される。

部屋にはテーブルの他、宝石を散りばめたシャンデリアから様々な色の光が降り注ぎ、更に［レイク］の名前通り室内に池に模した水槽まで用意されていた。

水槽の水に反射する色とりどりの光は確かに美しい。

「わぁ！　美しい」

　グレーテルは一見何事もないように装っているが顔色を見ると結構高揚しているようだ。

案外こういうのは初めてなのかもしれない。

　席についた俺達の前に早速前菜が並べられていく。

「知っていると思いますが私は平民上がりの無作法者です。マナーにも疎くご不快かもしれませんがご容赦下さい」

「存じていますわ。この場では気にしない事に致します。これ美味しい」

　グレーテルは優雅に前菜を摘み、特上のワインを飲む。

その表情は本当に嬉しそうだ、伯爵四女と聞いたからいい物食べていると思ったがそうでもないのかな。

「話をする前にまずは食事と酒を楽しみましょうか」

「ええ、そう致しましょう」

　その後も少しずつ料理が乗った皿を給仕が何度も運んでくる。

まどろっこしいからまとめて持ってこいと言いかけたが、これらは全部前菜で俺のメインはグレーテルの体なのだから我慢する。

「こちら冬季限定、ラーフェン直送の黒獣ステーキでございます」

　おお、久しぶりにあの肉が出てきた。

「!?　お、美味しい……こんなお肉があるなんて」

　上品に振舞ってはいるが、やはり育ち盛り、こちらを気にしながら何度もお代わりしていた。

なんだかんだ言ってもやはりまだ少女だ。

あわせるようにワインも呑んでいたので彼女の顔はしっかりと赤くなっている。

そろそろ頃合だ。

「グレーテル嬢、私に何かお話があるのでは？」

　肩が触れるほど近づき、彼女に顔を近づける。

最初俺達は向かい合って食事を取っていたのだが彼女の酔いが進むに合わせて少しずつ席を近づけていたのだ。

そして今、俺は既に彼女のすぐ隣にいる。

「あ、はい」

　グレーテルは少しこちらに目をやると食事で汚れた口を優雅に拭く。

「オホン、伝統的な我が伯爵家と新興のハードレット卿の家の間には浅くない溝がありますわ。我が家の領地は王都の北にありますから領主としての交流も少ないですし」

「そうかもしれませんね」

「ですが、王立学校と言う場で私達が出会えたのも何かの縁ですわ。もっと両家の交流を進めたいと思いますの」

　どういうことかわからない。

彼女は俺達新貴族を良く思っていないのにわざわざ交流したいのだろうか。

「もっと詳しく聞かせていただけませんか？」

　俺はグレーテルに手を重ねる。

デザートを運んできた給仕に合図して入室を控えさせておく。

「実は……」




　美味しい食事と酒、そして雰囲気にのまれたグレーテルの口は軽くなっていく。

「私が四女である事はご存知だと思います」

「ええ、聞き及んでいます」

「姉三人の他、上には兄も五人いるのです。妾腹を含めずです」

　それはまた両親頑張ったんだな。

「私はその末っ子、領地に飼い殺され、適当な寄り子か家臣にでも払い下げられるでしょう」

　ただの宝飾品のように、とグレーテルは声を荒げた。

「私も一六になりました。明日にでも結婚させられてしまうかもしれなかったのです」

　伝統貴族は特に娘を婚姻の道具と見ることが多い。

しかも四女となれば格下の相手に褒美代わりに贈られるような事も多いと聞く。

「私は自分の力で生きて行きたいのですわ。その為に両親の反対を押し切って王立学校に入学しましたの」

　確かに王立学校にいる間は両親とは言え過度な干渉は出来ない。

退学させて結婚などさせれば王やエイリヒに喧嘩を売ったとも思われかねない。

「それはわかりました。ですがどうして俺に？」

　口調を普段に戻すがグレーテルは気付かない。

俺が勧めるままに更にワインを呑む。

「父は新貴族を良く思っていませんが、大領主のハードレット卿とは友誼を持ちたがっておりました。なので私がその橋渡しをすれば……」

「ただの結婚の道具とは見られないと？」




　更にワインを勧める。

「そうでふ、その間に知識を付けてぇ、王国の重職につけば自分の力でぇ」

　そんな事までしゃべって良いのだろうか。

完全に出来上がってしまったな。

「うーむ」

　だがそれにしては彼女は真剣に勉学に励んでいるようには見えなかった。

教官に偉そうにするなど百害あって一利ないと思うのだが。

「それわぁ、私だって勉強したいとおもっへるんでふ。れもプライドがぁ」

　貴族としての生き方とプライドが染み付き、格下の者に頭を下げるような事が出来ないらしい。

　子供の頃からそうなら仕方ないのかもしれない。

ノンナだって贅沢するしな。

「わたひ伯爵家の娘なのにーお小遣い少にゃいんでふ」

　ベルツ家は伯爵家として貧しくないが特段豊かではないはずだ。

家に反抗して王都に出た四女を潤沢に支援をするほどの余裕は無いらしい。

その中でドレスやアクセサリーに気を使ってチーム内での威厳を保っていたらしい。

「わかったよ。ならベルツ伯には良いように言っておいてやろう」

「本当れふか！」

「任せろ。それと俺達はもっと仲良くなる必要があるな」

　俺は店長を呼び、今夜の事は誰にも言わないように口留めする。

彼女も俺とも関係を望んでいる。

つまり和姦が約束されたのだ。

「かしこまりました。今夜の事は店員一同の記憶から消えます」

「頼むよ」

　真っ赤な顔をしてふらつくグレーテルを抱きかかえるようにして馬車に乗り込む。

向かうのは俺達が仲良くなるための宿だ。







「うーん、ここはどこですの？」

　グレーテルの酔いが醒めて来たようだ。

良かった、意識のあやふやなままだとつまらない。

「酔って寮には帰れないから宿をとったんだ。さあ一つになろうか」

「酔って？　これは失礼致しましたわ。……一つ？」

　ベッドにうつ伏せになったグレーテルと上に乗る俺、二人とも全裸で彼女の女入り口には俺の逸物が押し当たっている。

サイズがかなり違うが結構柔らかいし押し込めるだろう。

「え？　ええ？」

「グレーテル、いくぞ！」

　綺麗な腰を両手で掴んで腰を突き出す。

後背位で思いのほか勢いよく入った肉棒は彼女の純潔を一瞬で引き裂き、一番奥に命中する。

ブチリと一生に一度の音がした。

「おぉ、いい感じじゃないか」

「はぐ！」

　グレーテルは仰け反って目を見開いた。

口は陸に上がった魚のようにパクパクしているが声は出ない。

「やっぱり処女だったか。ありがとう、美味しく頂いたよ」

「あ、あぎ……ぎゃあああああ!!　むぐっ！」

　突然絶叫したグレーテルの口を塞ぐ。

さすがに周りがびっくりしてしまうじゃないか。

「大丈夫、痛むのは最初だけ、俺に任せれば気持ちよくしてやる」

　奥までドスドス突いては痛いだろうと細かい動きで入り口付近を攻める。

「んーーーー!!　んんーーー!!」

「そうだ、お前にはこれをやってみたかったんだ」

　グレーテルを支えて立たせ、壁に手を付かせる。

立ったままの後背位で腰を使うと豊かな彼女の胸がゆさゆさ揺れた。

たまらないな、最高だ。

「んーーーー!!」

　息が苦しいのだろうか、これは悪い事をした。

「ぷはっ！　な、なにを!!　わ、わたくしの処女が!!　いやぁぁぁ！」

「いずれ失うものじゃないか。気にするなよ」

「します!!　処女は結婚の後、ロマンチックな雰囲気の中で……」

「もう破れてしまったから仕方ないだろう。今を楽しもう」

「そもそもこれは強姦ですわ！　酔わせて襲うなんてあんまりです！」

　何を言っているんだ？

「お前から食事に誘ってくれたんじゃないか」

「それが何か!?」

「俺達の友誼を深める為に食事だろう？」

「そうです！」

「俺は男でお前は女だ」

「当たり前ですわ！」

「ならコレを入れないと始まらないじゃないか」

「なんでそうなるんですの!?」

　大声で怒鳴るグレーテルを黙らせるように腰を突き出す。

「痛っく、苦しい。動かないで下さいまし！　こんな丸太みたいな物を入れるなんてっ」

「まぁまぁ俺に任せておけ」

　処女の痛みを紛らわすべく両手で敏感な肉豆と乳房を愛撫し、身を屈めて唇を奪う。

「んむっ！　ファーストキスまで！　んむむ！」

　慣れていない体は激しすぎても快楽を得られない。

ゆっくりとくねらすように突きながら全身を愛撫し続ける。




　やがて彼女に浮んでいた脂汗は火照りから出る汗へと変わっていく。

きつかった穴も汁にまみれて少しずつ緩んできた。

「良くなって来たろう？」

「ち、違います。きゃっ！」

　グレーテルの綺麗な脚がガクガクと揺れ、床に膝をつきそうになる。

「任せろ」

　彼女を壁に押し付けるようにして崩れる体を支える。

代償として深くまで逸物が入ってしまうが十分な愛撫のお陰で激痛はないようだ。

「柔らかくて大きい胸だ……男を誘うためにあるようだ」

　もう肉豆への愛撫はいらないだろう。

両手を回して両方の乳房を鷲掴む。

「はう！」

「これだけ大きいのに乳首は小さいんだな。色も綺麗だ」

　巨乳を揉みながら腰を動かしていると肉棒が限界を訴えてきてしまった。

俺も酒のせいか今日は早いな。

まぁいい、夜は長いから一度出してしまおう。

「とにかくなんでもいいので早く抜いてくださいまし！」

「そうか？　わかった少し我慢してくれ」

　緩々した動きではなかなかいけないので、一声謝ってからグレーテルの手を掴み激しく腰を振る。

「きゃあ！　何をするんですの！」

　抗議されてもこの瞬間だけはどうにもならない。

最後に深く押し込んで彼女の背中に吸い付く。

「う！　うぅぅぅ！　ぐぉぉぉ！」

　獣のような低い声が漏れ、勢いよく種汁が飛び出して行った。

ビチビチと粘着質な音が聞こえる。

「ああ……気持ちいい……」

「熱いぃぃぃ！　一体何が……え？　まさか……うそ……中に精を出されましたの……!?」

　絶頂に震える俺の腕の中でグレーテルがもぞもぞ動く。

心配するな、一発では終わらない。

次も後背位で絶頂させてやるからな。

「や、やめてぇ、これ以上は孕んでしまいますわ！」

「心配いらない、もしそうなっても面倒は見てやる」

　必死に尻を振って抵抗していたグレーテルの動きが止まる。

呆然と俺を見ているがそんな凄い事を言った覚えは無いぞ。

「ほ、本当ですの？　本当に〝私を貰って〟頂けますの？」

　当たり前だろう、孕んだらポイと捨てるような非道な事をする訳が無い。

望むならちゃんと囲ってやるさ。

「もちろんだ」

「……私が辺境伯の妻……あぅっ！」

　大人しくなったグレーテルの中を奥まで突く。

何か言いかけていたが今は彼女を突きたい。

「大きすぎて苦しい……でも……耐えますわ」

　急に従順になったな。

ちゃんと気持ちよくしてやらないといけない。

「お前の髪、本当に綺麗だ」

　長くカールのかかった栗色の髪はしっかり手入れされているのだろう。

艶も手触りも最高だ。

「はい、自慢の髪ですの。興味がおありで？」

「あぁ、もしよければだが……掴ませてもらってもいいか？」

「嫌……と言いたい所ですが未来の良い方ですから、構いませんわお好きになさって下さい」

「ありがとうグレーテル」

　随分態度が軟化した、やっぱり中に出したのが良かったのだろうか。

　俺は彼女の髪を手綱のように掴み、最初よりは激しく腰を打ちつけていく。

心から男を受け入れた彼女の穴はさっきよりも更に気持ちよくなっていた。







「良かったよグレーテル」

「あぅ……あぅ……」

　グレーテルはベッドに突っ伏して尻から種を垂らしている。

俺は四度、彼女は一〇度程絶頂しただろうか。

「奉仕……します……わん」

「ははは、頼む」

　仰向けに寝た俺の股間に彼女がもぞもぞとやって来る。

「本当に大きいですわ。こんなものが入っていたなんて……わん」

　さすがに口取りの技術は無いに等しいが、丁寧に全体を舐める様は保護欲と征服欲を刺激する。

微笑みながら優しく髪を撫でてやると嬉しそうに目を細めた。

「綺麗になりましたわ……わん」

「おいおい、まだ遊びは続いているのか？」

　グレーテルの髪を掴み、後ろから突いているとまるで犬の交尾のように思えたのだ。

行為の勢いもあって「お前は雌犬だ。ワンと鳴け」と言ってしまったのだが彼女の方がはまったようだ。

「くーん」

「よしよし、キスか？」

　俺の前に座り、もの欲しそうな目で尻を振る。

尻尾を振っているつもりらしい。

「可愛い奴だ」

　窓の外には朝日が昇っている。

メルやマイラに言い訳出来ない。

機嫌取りに花か何か買って帰ろう。

　上に乗ってキューンと声を出すグレーテルを撫でながらそんな事を考えるのだった。




翌日　授業

「諸君おはよう」

「おはようございます」「御機嫌よう」「本日も宜しくお願いします」「わん！」

　全員の視線がグレーテルに集中する。

「……御機嫌よう」

　とりあえず彼女を抱いて以降、彼女と取り巻きによる教官へのいちゃもんは無くなった。

めでたしめでたしだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六二九七〇枚　食事代（三〇）

同行

メル（側室）セリア（副官）マイラ（指揮官）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）

ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）クロル（雑用）ギド（護衛隊）

ポルテ（愛人）グレーテル（牝犬）

経験人数一五五人　産ませた子三七人








第１７９話　学校花畑　♯







「行商人は本格的な商店の無い小さな村や町にとっては大切な存在です。彼らが安心して行き来出来る環境を整えれば地域全体の商業が活性化します」

　午前の授業中、見回りがてらポルテの様子をこっそり覗く。

皆が熱心に授業を聞いているな、やはり推薦状が効いているようだ。

　加えて上位者には報奨金も出すことにした。

俺の金から出すのだから誰も文句は無いだろう。

　貧乏貴族や平民の子供は勿論、グレーテルのような高位貴族の子弟でも世継ぎ候補はここにいない。

来るのは継承権からあぶれて自分の生きる道を探す子供達で家も彼らに沢山の金を渡すわけはなく、その中から家柄に相応しい服やアクセサリーなど贅沢をする必要もあり、余裕はないのだ。

　だがそれでも全員が熱心に授業を受ける訳ではない。

例えば最初から上位に入る望みが無い奴とかな。

「安易に行商人に重い税をかけてしまうと彼らが他の地域に移りかえって収入が減ることが多く……」

「それは当家に対する当て付けかしら！」

　突然一人の女生徒が立ち上がる。

あれは……なんとか男爵の次女だったか、取り立てて美女ではないが乳が大きいので顔は覚えている。

確か実家は領地の経営に失敗して金に困り、パーティの度、他の家に借金のお願いをして回っていると笑い話になっていた。

「そ、そう言う訳ではありません。一般的なことを……」

「まー！　暗に我が家を馬鹿にしているのね。内政官の娘風情がよくもそんな事を言えますわ」

　なるほどあの家は商人に重税かけて逃げられたのか、よくわかった。

「グレーテル様、こんな無礼な方に教わる事など出来ませんわ！　ポルテ教官を退室させましょう」

　彼女はグレーテルに同意を求める。

いかんな、あんまり騒ぎ出すようなら俺が入るしかない。

「お座りなさいな」

「え？　グレーテル様？」

「お座りなさいと言っていますの。貴女の家の事情は知りませんが、教官と皆の迷惑になっていますわ。退室したいならお一人で静かに抜けなさいな」

「そんな……」

　グレーテルが嗜めたことで他の生徒も口々に同意する。

報奨金も推薦状も全校の上位者に出るので、チームの授業が遅れればそれだけ不利になってしまうのだ。

クラス中から非難され彼女は泣き出してしまう。

「まったく、こんな下らない事で騒げばハードレット様に悪く思われてしまうワン」

「わん？」

「なんでもありませんわ」

　この様子だと授業に関しては心配なさそうだ。

だが全てが円満ではない。

「うううぅぅ」

　いたたまれなくなって泣きながら教室を飛び出す少女。

このままだと彼女は二度と学校に来れなくなると、飛び出した彼女を廊下で抱きとめる。

「は、ハードレット卿！　まさか今のを見ておられたのですか!?」

　少女の顔面は蒼白になってしまう。

「そんなに脅えなくていい。さっきのは確かにまずかったが、人は間違える事もあるさ」

　俺は動揺する少女を優しく包み言い聞かせる。

「でも……私……グレーテル様に叱られて……ハードレット様にまで……」

　やはりポルテの事はなんとも思っていないか。

とは言え、今までの教育の為で別に彼女が悪い訳ではない。

「今日はさすがに居辛いだろうから寮に戻れ。明日、ポルテ……教官に謝ればいい。グレーテル嬢も一々根に持ったりはしないさ。勿論俺も気にしないよ」

「えぐ……うぐ……」

　俺に抱きついたまま本格的に泣いてしまった彼女はまだ一五歳だったはずだ。

子供に失敗は付き物だ、だが胸は子供じゃないな。

「人のいない所で少し落ち着こうか」

　泣き続ける彼女を包んだまま、新規チームが入る予定の部屋、まだ使っていない教室に入っていく。




「ハードレット様、痛ぁぁい！　アソコが割れちゃいますー」

「我慢するんだ、女はみんな通る道だぞ」

　椅子に座り、対面座位で少女を突き上げながら体に不釣合いな巨乳を揉みしだく。

少女は痛みと喪失のショックに耐えるため手足を俺に絡めてすがりついてくる。

「ハードレット様ぁ……」

「よしよし可愛い娘だ。そのまましがみ付いているんだぞ」

　椅子から半分立ち上がり、猛然と腰を使う。

少女の体を玩具の用に揺らし、最後に強く突き上げる。

「出るぞ！」

「あ！　中に出てる……」

　俺は遠慮せずに射精し、少女の胎に種を注ぐ。

彼女は何か言いたげだったが、膨らんでいく腹を見て、ただ俺にしがみ付いてきた。




　事が終わり、脱力する彼女に後戯をしながら身の上話を聞く事にする。

「我が家は金子に余裕が無くて、私も自分の食い扶持はなんとかしろと言われているのですわ」

　それで王立学校か、確かに学校に入れば食事と家はタダ、しかも寮生活と言う事で舞踏会や晩餐会の誘いを断っても恥ではない。

彼女の服も一見小奇麗だが、よく見ると繕った後が見える。

「だからここを追い出されたら家にも戻れないのです」

「心配するな、ポルテにちゃんと謝るなら俺も助けてやるよ」

　少女はきゅっと抱きついてくる。

可愛い娘だ。

「でも今日の事を言いふらしたら駄目だぞ？　それこそ二人揃って追い出される」

　主に俺がエイリヒに張り倒されてしまう。

「秘密……なのですか？」

「そう、二人の秘密だ」

　顔を上げさせて触れるだけのキス、少女は顔を真っ赤にして頷いてくれた。

「わかりました、ハードレット卿……我が愛しの方」

　少女は逸物を引き抜いて床に座り、破瓜の血と種汁にまみれた逸物にちろちろと舌を這わせる。

小さな顔と俺の巨根が相まって背徳的な光景だ。

「はむ……はも……ハードレット様ぁ、お慕いしております」

　うーむ、貴族の娘は案外打たれ弱いな。

あんな状態では悪い男に付け込まれてしまったかもしれない。

そうなる前に対処できて本当に良かった。

　ところで彼女の名前を覚えていない。

この雰囲気では聞けないので後でポルテにでも聞いておこう。




　少女を寮に送った後、廊下で貞淑な雰囲気の女性とすれ違う。

「ハードレット卿、御機嫌よう」

「これはラーヌ夫人、授業は宜しいのですか？」

「ええ、今日の講義は午前だけですから」

　ラーヌ夫人は内政の教官で元秘書官、夫は王都の内政官だが子供六人の養育費の足しにと教官の仕事を引き受けたらしい。

　三〇超えの淑女を絵に描いたような彼女は服装の露出も少なく、女性達の模範と言われている。

だがその隠された胸と尻が大きい事を俺は知っている。

「私も午後は指揮官チームの実技演習までは暇なんです。お茶でもしませんか？」

「あら、なら準備室に行きませんか？　こっそりポットを持ち込んだのですよ」

「喜んでご一緒します」

「うふふ、楽しみですわ」







「ああぁぁぁぁーー！　噂通りの凶悪なモノ……大きすぎて気持ちいいーーー！」

「こんなご馳走を頂けるなんて光栄です。はりきってしまいますよ」

　全裸のラーヌ夫人が床に寝る俺の上に乗って腰を振る。

お茶の準備をするラーヌ夫人の尻があまりに魅力的だったので、手伝う振りをして勃起した肉棒を押し付けたらこうなった。

「溜まってらっしゃったんですね？」

「私だってまだ三三……女が燃えるんです！」

「旦那さんは相手してくれないんですか」

「夫は若い女が好きなの！　どうせ今も補佐の女を愛人にしているはずです」

　激しく腰を動かしながら欲求不満の女は悶える。

　なんでも夫は二〇も年上らしい。

彼女が二四の時に職場で無理やり犯されて妊娠し、そのまま妻にされたそうだ。

それから三〇までは毎年子を孕まされたらしい。

「それが三〇を超えてからぱったりと……人の体を淫乱に変えて置いて酷い人です」

「本当に、三十路を超えた女はこれほど美味しいと言うのに」

　体位を入れ替えて正常位で激しく腰を動かす。

俺の女達でも痛みを訴える程の強烈な腰使いにもラーヌ夫人は嬌声で応える。

柔らかく肉棒を包む性器は貞淑な外見に似合わず黒ずみ、淫肉がたっぷりとはみ出している。

「男に慣れた体だ、相当遊んでいましたね？」

「わかってしまいますか……ええ、盛り場で若い男を誘うんです。路地裏に連れ込まれた後は嫌と言っても取り返しはつきません、数人がかりでバコバコされるのがたまりません！」

　貞淑な外見と裏腹にとんでもない淫乱妻だったらしい。

「でも……ああん、これほどの巨根は見た事もありません！　体も凄い筋肉……犯して、私を破壊して下さい」

　もう遠慮はいらないだろう。

乱暴に夫人の唇を奪い、乳首をつねり上げて語気を強める。

「覚悟しろこの淫乱女が！」

「いやぁー巨根が暴れる、牝穴が引き裂かれるぅ」




　正常位で押し潰し、また後背位で腰を叩きつけ、いよいよ絶頂の予感が肉棒に走る。

「最後は何がいい！」

「乗らせてください！　奥の奥までねじ込みたいの！」

　再び騎乗位で繋がると夫人は傍のテーブルに手をついて腰を持ち上げる。

「絶頂と同時に落として下さい。根元まで叩き込んで……」

「壊れるぞ？」

　飛びこむように腰を落せば子袋が破れてしまうかもしれない。

「覚悟の上です。どうか淫乱年増の願いを聞いて下さい」

　そこまで言うなら仕方ない。

肉傘と入り口が触れ合った状態で激しく腰を動かし、俺達は昇っていく。

そして最後の瞬間が訪れた。

「いきそうだ」

「私も……落として下さい！」

　腰を支えていた手を放すと彼女の体は体重のまま逸物の上に落下していく。

「ぐお！」

「あへぇぇーーー!!」

　べコンと音がし、俺の逸物は根元まで彼女の穴に入り込む。

一番奥どころか、子宮の奥を叩いた感触があった。

尋常でない激痛が襲っているはずだが、当の本人は泡を噴きながら幸せそうな顔をしている。

　人妻の彼女には悪いが、もうここから抜く事は絶対に出来ない。

抵抗すれば無理やり押さえつけても種付けするつもりだ。

「中に出る、覚悟しろ」

「あひぃ……らいじょうぶ……危険日らから、らいじょうぶぅ……」

「俺の子を孕むんだ」

　脈動が二人を震わせ、勢いよく種の噴水が上がった。

子宮の一番深い所での射精、彼女の卵は絶対に逃げられないだろう。

「あぁぁぁ……こんな……何人分あるの……」

「いやらしい女だ、気持ちいいぞ」

　ボコボコ腹が膨らんでいく、子宮に栓をされているので逆流も出来ない。

「あぁぁぁ……七人目……七人めぇ」

「頑張って育てるんだぞ」

　臨月の妊婦と見分けが付かないほど腹が膨らんだ所でようやく射精が終わった。

種汁の圧力に押されて萎えた逸物は勢いよく抜けてしまう。

「ひぃぃぃぃぃ」

　汚い音が響き、逆流した種汁が性器から放物線を抱いて射出されていく。

　随分と燃えてしまった、淫乱人妻がこれほどいいとは思わなかった。

今度から意識して探してみよう。




　そろそろ時間だと部屋を出ようとすると、足に夫人がしがみ付いてくる。

「どうした？」

「わ、私いつでも待っています！　ハードレット卿がお暇な時とか、溜まった時は好きに使って下さい。知り合いの方との輪姦でも構いませんし、お尻だって好きにしていいですから！」

　必死に訴える彼女の顎下を撫でてやると、返礼に股間に頬ずりしてきた。

「こんな巨根を知ってしまっては普通の男遊びなんてつまりません。どうかこれからも私で遊んで下さいませ」

「旦那がいるのに悪い人だ」

「遊んで頂いた日は言い訳作りに無理やりにでも旦那に乗って種を吐かせます。妊娠しても絶対にご迷惑かけませんから」

　俺としても彼女の体は美味しかった、是非ともお願いしたい所だ。

「既婚同士の背徳愛ですね。あぁ燃えます」

「淫らな女だな」

「うふふ、ありがとうございます」

　こんな淫乱妻を放置していればきっと浮気の末、家庭崩壊となっただろう。

六人の子供の為にも、そうなる前に対処出来て本当に良かった。

　少し胸が痛むので今夜はメルと夜を過ごそうかな。

　部屋の掃除はラーヌ夫人に任せ、服装を整えた所で気付いた。

今日は学校に来て女を食う以外何もしていない。

さすがにマイラに悪い、少し様子を見ることにしようか。




「遅い！　陣の組み方には順序がある、体が覚えるまで繰り返せ！」

　学校専用の練兵場の様子を見に行くと生徒が整列し、マイラが何やら怒鳴っている。

ふむ、普通の行軍から対騎兵陣に切り替える訓練を何チームかが合同でやっているらしい。

騎兵は対処の時間が少ないからな、速度は早いほうがいい。

「教官、お言葉ですが……」

　一人の生徒が異議を言い出したようだ。

「なんだ？　言ってみなさい」

「今の速度でも通常の索敵をしていれば十分対処出来ます。ここから更に時間を縮めるのは至難ですし、他の陣の練習をした方が良いのでは？」

「それは訓練だからだ、実戦では訓練の二倍時間がかかるぞ」

　マイラの言葉に少しの不平が漏れる。

「臆病者ならそうかもしれませんが……」

「我らは騎士の家系、そのような醜態は晒しません」

「……この中に実戦に出た者は？」

　上がる手は僅かだ。

「初陣はまだですが、軍人である父から戦場の事は聞いています」

「父の馬車から戦場を見た事があります」

　ふむ、一度教訓がいるかもしれない。

「マイラ、少しいいか？」

「ハードレット卿？　どこに行っていらしたのですか？　う、香水臭いですね」

「それはいいんだ、それより……」

　俺はマイラに耳打ちする、ついでに耳も舐める。

「確かにそれが一番だと思います。ハードレット卿が宜しいなら是非」

　話は決まった、生徒達の度胸を見てやろうじゃないか。




「行軍開始」

　俺の指示で生徒達は二列縦隊になって行軍を開始する。

さすがに綺麗な行進だが、それはどうでもいい、ここから合図で素早く対騎兵陣形を組む練習なのだ。

「何度やっても完璧です。かなり練習しましたから」

「さあ、それはどうかな」

　ちらりと練兵場の端に目をやると馬に乗ったマイラが手を上げている。

どうやら準備は整ったようだ。

「総員、対騎兵陣形を取れーー！」

　生徒達はやっと来たかと動きを止めた。

そして怪訝な顔で練兵場の端に目をやる。

「なんだあれ？　土煙が上がってるぞ」

「お、おい。あれは……重騎兵!?」

　練兵場から端にいるのは俺の護衛隊から選んだ四〇騎の重騎兵だ。

こちらは三チーム六〇人だから妥当な数だろう。

「突撃ーーーー!!」

　彼らは一斉に剣を抜き、横一線になって駆けて来る。

「何をしてる。対騎兵陣を組むんだ」

　生徒達は慌てて準備するが、近づいて来る馬蹄の音に気を取られてうまく連携が出来ない。

「どけよ！」「うわ、転ぶな!!」

「もう半分も距離がないぞ！」

　今までの訓練なら既に陣形が完成している時間だが、生徒達は未だ団子になって慌てている。

完全な陣形を組むのを諦めた数人がバラバラに槍を向けているだけだ。

　俺が右手を上げる。

「ウオオオォォォォーー!!」

　重騎兵は一斉に叫び、全速力に移行する。

これが実戦での突撃風景だ。

「うわぁぁ！」

「たすけて！」

　二チームの陣は完全に崩れ、もう一チームも歪な凸凹陣形になってしまう。

ここまでだなと、左手を掲げて回す。

　護衛隊は直前で左右に割れて生徒達の横を通り過ぎていった。

騎兵の足音が通り過ぎてから生徒達は恐る恐る顔を上げてくる。

「本当の戦場ならお前らはズタズタに引き裂かれて壊走だ」

　呆然とする生徒に向かって笑いながら言ってやった。

「時間はあった。突撃開始から到着まで、お前達が訓練通りに陣を組んでいれば十分対処出来たはずだ」

　未だに腰が抜けている生徒もいる。

「騎兵の威力は速度だけじゃない。圧力に負けて逃亡する兵、脅えて動けなくなる兵も多い。その事は身を持って分かったと思う」

　へたりこむ一人を引き起こして尻をバンと叩く。

「訓練を繰り返して体で覚えなければ動けんだろ？　お前達が将来訓練するべき兵も同じ事だぞ」

　ちょうど馬に乗ったマイラが戻ってきて苦笑した。

「見ての通りの惨状だ。だが実戦でやってしまうよりはずっといい」

　生徒達は動揺が激しい、今日はもう訓練も授業も無理だな。

「しかしそれ以上の物を得たと思います」

「そうだな。全員、今日はこれで授業終了だ。解散してよし！」

　ほとんどの者がフラフラと立ち去る中、一人の生徒が俯いたまま地面を睨んでいた。

「どうした、動けんか？」

　生徒はがっちりとした体格の男で短く刈った金髪だ。

「いえ、悔しいのです。チームを統制出来なかった自分に」

　そういえばこいつは最後までなんとか陣形を整えようと叫んでいた。

歪ではあったがなんとか一つ陣が出来たのは大したもんだったな。

「ま、実戦だったらあんな団子陣形無いも同然だが」

「ぐは！」

　俺は笑って項垂れる生徒の肩を抱く。

「次はもう少しうまくやれ、次の次は更に上手くやれ。素晴らしい事にここは戦場じゃない。失敗が許される場所だからな」

　大きく頷いて立ち去る男子生徒。

「あいつの名は？」

「……相変わらず男の名は覚えませんね。［コンラート＝バルターク］騎士家の次男だそうです」

「コンラートね、なるほど」

　名前だけは覚えておこう。




「うぅぅ……」

　全員が立ち去った後、一人だけ女生徒がしゃがみこんでいる。

「どうした……あぁなるほど」

　尻の下が湿っている、漏らしてしまったらしい。

「辺境伯……見ないで下さい！」

「心配するな、男の中にもやってる奴はいる。付いて来い」

　相手が女と言うことで代わろうとするマイラに首を振る。

「換えの制服もある。こっちにおいで」

「うう、女を捨てて武人として生きると決めたのに」

　そんな勿体無い事を言うな、せっかくいい足をしているのに。




「あぁぁぁ！　入っちゃったぁ！」

「どうだ、もう漏らした事なんて気にならないだろう」

　少女の濡れたズボンと下着だけを脱がせ、半裸のまま後ろから突く。

彼女も処女だったらしく、血と愛液が垂れ落ちていた。

「こんなに締まる穴を持っているのに女を捨てるなんて勿体無い。二度と言わないよう体に教えてやる」

「私は女です！　辺境伯の女ですー！」

「よく言った偉いぞ！」

　今日だけで三人も抱いてしまった。

エイリヒにはばれないようにしないといけない。

　残念ながらマイラには勘付かれているだろうな。

今夜は美味い物を買って帰って宴会をしよう、そうすればなんやかんやで誤魔化せるはずだ。

　嬌声を上げる少女を突きながらそんな事を考えた。

「きゃあああ！　中で膨らんだぁ」

　学校生活も結構楽しいものだな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　王立学校特別顧問

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六二九五〇枚　宴会（二〇）

同行

メル（側室怒）セリア（副官怒）マイラ（指揮官怒）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）

ドロテア（愛妾怒）アリス（愛妾）クロル（金欠）ギド（護衛隊）

ポルテ（愛人）グレーテル（牝犬）

経験人数一五八人　産ませた子三七人

次回か次々回辺りまで学校編にしましょうか。










第１８０話　狂人の利用法







　午前の授業が終わり、俺は久しぶりにアンドレイの経営する宿屋、固茹亭に来ていた。

昔と変わらず入った所に食堂とバーがあり、ハードボイルドにカウンターに立つのは店主アンドレイ、食堂で忙しそうに動く子供のような女性は彼の妻ナタリー、もう二〇を超えているはずだ。

「久しぶりだなアンドレイ」

「これは……ハードレット辺境伯、よくぞいらっしゃいました」

「敬語はいらんよ」

「流石に無理です。貴方は出世し過ぎました」

　悲しそうな顔のアンドレイがハードボイルドに頭を下げる。

「そういう事じゃないんだ、下手にばれて騒がれると困るから言っているんだよ」

「どう言う事でしょうか？」

「実はな……」

「それはお盛んな事で……わかった。そう言う事なら無礼を承知で昔の話し方にさせてもらおう」

「宜しく頼む、これはとりあえずの費用だ」

　金貨を数枚渡すとアンドレイはハードボイルドに受け取った。

少し時間がある、下らない話でもしようか。

「ドロテアに締め出されたそうだな」

　彼の性癖がばれてからドロテアはアンドレイから子供達を遠ざけるようになった。

今まで援助してもらった分の感謝をしながらやんわりと訪問を断っているそうだ。

「迫害を恐れては前へ進めん。俺は自分を貫く、例え理解されずともな」

「黙れ変態」

　大層な事を言っているが単に子供が性的に好きなだけだ。

「ナタリーさん、これはどこのテーブルですかー」

　トコトコと料理を運ぶ可愛らしい少女はこの外道が手篭めにした女、一〇を超えたぐらいの歳で既に子を産まされている。

「そうだ、お前に紹介しておこう」

　アンドレイは一人の幼女を連れて来る。

ナタリーの子供かな、随分でかい……。

「ルルムといいます、よろしくおねがいしまーす」

「先月から俺が面倒を見ているんだ」

　面倒？　自分の子供への言い方じゃない。

背筋にぞわりと悪寒が走る。

「まさかと思うがこの子は……」

　アンドレイはハードボイルドに目を逸らし酒を煽り、答えない。

　少女に菓子を与えて聞き出そう。

「ルルムと言ったかな？　何歳になる？　こいつに夜変なことされてないか？」

「あたし七つだよ。へんなことー？　すきすきごっこのこと？」

　ああ、やっぱり。

「おじちゃんとあたしがはだかんぼになってね。おじちゃんの上に……」

　もう良いわかった。

衛兵を呼ばねばならないようだ。

「待て、和姦だ」

「黙れ変態、七歳の女を抱いて楽しいか」

「楽しいからやっているんだろうが!!」

「そ、そうか」

　あまりの気迫に思わず気圧されてしまった。

「昔、俺は一〇代前半の女性に焦がれていた。だがそのうちに一〇より下でもいけるようになり……今では幼子にすら興奮する」

　アンドレイはハードボイルドに酒を呑みながら独白する。

この外道はどこまで落ちていくのだろう。

「ナタリーは知っているのか？」

「勘付いてはいるだろうが黙認してくれている。彼女は歳を重ねて寛容になったよ」

　彼女はまだ二一じゃないのか？

見た目も一〇代そこそこにしか見えない、何が歳を重ねてだ。

「もうその事はいい、じゃあ部屋の方は頼んだぞ。来客が女だったら鍵を渡してくれて良い」

「わかった。お前も好き物だな」

　お前にだけは言われたくない、この変態め。




　俺が固茹亭に部屋を借りたのには理由がある。

学校で関係を持った女は教官二名に生徒三名、もしかしなくても増えるだろう。

彼女達は貴族の家柄だったり人妻だったりするので、堂々と連れ込み宿に通って知り合いに目撃でもされれば厄介な事になってしまうのだ。

　学校でするのもいいがそれこそ目撃される危険は高いし、俺の家に連れ込めばメルが怒る。

その点固茹亭はそれなりに高級な部屋もあり、食堂やバーも併設されているので貴族の子弟や人妻が入っても不審ではない。

授業が終わった後、彼女達を部屋に向かわせて後から俺が入れば誰にもばれずに楽しめる。

　他の宿だと俺が借りた部屋に毎日違う女が来れば不審に思われるかもしれないが、アンドレイの店なら大丈夫、万が一奴が口を滑らせれば衛兵隊長の前で幼女を侍らす変態の話をするだけだ。

「我ながら中々の策士じゃないか」

　学校の女性達は恥をかかずに情事を楽しめ、メルが気分を害する事もない。

そして俺は遠慮なく様々な女体を貪れる、誰も損をしない素晴らしい案だ。




「ふははははは！」

「何を高笑いしている？」

　突然のエイリヒの声に肩が跳ね上がる。

色々ばれたかとおもったぞ。

「ん、ラッドハルデ卿、脅かさないで下さいよ」

「こっちのセリフだ。道の真ん中を高笑いしながら歩く男は異様だぞ」

　馬車に乗ってたまたま通りかかったらしい。

　相当な大声で笑っていたのだろうか見れば大通り中の視線を感じる。

エイリヒから勧められるままに馬車に乗り込む。

「でかい声で笑いながら歩いている男が居たからな、最近頭のおかしい奴が増えたと思ったらお前だった。顔が売れているんだから妙な事をしてくれるなよ」

「これはお見苦しい所を、ちと野暮用がございまして」

「……深くは聞かんが手間が省けた。ちょうど迎えに行こうと思って居たんだ」

　はて、今から用事となると午後の授業には間に合わない。

「それは構わん。王からのお呼びだからな、マグラード残党についての事らしい」

「なるほど」

　以前の襲撃はフーバーが糸を引いての事だった。

だが動いた人員は奴の配下ではなく旧マグラードの残党、十分な訓練を受けた百人以上の男が簡単に集まる環境にあると言うのは問題なのだ。

「荒れているようですね」

「ああ、土地の広さに釣られて飛びついた貴族が軒並み音を上げているよ。反乱に次ぐ反乱、税を取るどころか領主として住む事すら難しい状況にあると聞いている」

「王国軍の二個兵団三万も未だに帰れないとか」

「ああ、それだけ入れて中心都市オドロス周囲の秩序だけをなんとか維持している状況だ」

　今の状況、利益だけで言えばマグラード領は完全にお荷物だ。

あの国には結構な規模の金鉱山や銀鉱山もあるが、それでも治安維持の費用が嵩みすぎる。

それに混乱が続けばやがて手に負えない大規模な反乱が発生するかもしれない。

「その対策を王と話し合うと……」

「そうだ、忌々しいケネスも来る。心の準備をしておけよ」

　俺は別に彼が苦手でもないんだけどな。

色々あった借りも襲撃騒ぎの件で返したはずだ。

「それで学校はどうだ？　なかなか面白い授業をしていると聞く、教官も関心していたぞ」

「所詮は訓練です。死にはしないのだから大胆にやったほうがいいでしょう」

　エイリヒも愉快そうに笑うが、突然口調を変えてくる。

「お前は内政チームの方もよく見ていると聞く。ケネス閥の教官と繋がってはいないだろうな？」

　王都内政官の妻なのだからラーヌ夫人はそうなのだろう。

肉体的には繋がったが派閥として繋がっていないから問題ない。

彼女は俺の指示で下着をつけずに授業しているはずだ。

「ならいいんだ。例の中途試験と上位者への推薦状・報奨金の制度、即物的だが中々良い。生徒達の教官への忠誠が一気に高まったと聞いている。俺の方も推薦状を持ってきた奴は少し上の階級で軍に編入してやるつもりだ」

「金を叩きつけるようなやり方は下品だと言われると思いましたよ」

「ふふふ、俺達傭兵上がりに今更だな」

　話し込んでいるうちに王宮が見えてくる。

なんだかしょっちゅうここに来ている気がする。




王宮

「前置きは省こう、マグラードの件だ」

　王は俺達とケネスの礼を制して語り始める。

話が早くて助かるよ。

「領地を任せた貴族達で満足に統治が出来ている者は皆無よ。ここまでゆくと各人の無能ではなく、通常の方法では治められぬと考えるべきだ」

　エイリヒが意見する。

「然り、しかしながら軍事的に全土を押える訳にもいきません。三万も入れて旧王都周辺を維持するのが精一杯です。全てとなれば十万以上の兵が要るでしょう」

「そうだろうな、余も軍の力のみでとは考えておらん。それではアークランドを統治し損ねたトリエアと同じ失敗となろう」

　王が手を叩くとある人物が平伏しながら現われる。

「アンセルム＝デュノア……何故奴がここに？」

　エイリヒも俺も驚きを隠せない。

裏切り者として家族を処刑され、戦後トリエア王を死罪に追い込んだ。

それでこの悲劇は終幕となったと思ったのだが。

　王はデュノアを前に呼び跪かせる。

「アンセルム＝デュノア、余とゴルドニアに対して絶対の忠誠を誓うか？」

「誓います陛下」

「では汝をゴルドニア伯爵に叙し、同時にマグラード総督に任ずる」

「なんですと！」

　エイリヒの声、俺も少し驚いた。

「では早速オドロスに向かえ、いかなる手段を使ってもかの地を安定させよ」

「仰せのままに陛下」

　デュノアは一礼し、こちらを振り返ることなく去っていく。

突然の事に頭がついていかないが、ゆっくり言われてもわからないのでメルの攻め方でも考えておこう。

「どう言う事ですか陛下!?」

「ははは、考え無しではないぞ。政務総監説明を、軍務総監も余に遠慮せず意見を述べよ」

　ケネスが進み出るとエイリヒは嫌そうな顔をするが、それでも耳を傾けるしかない。

ま、二人の議論を聞くとしよう。

「先程陛下からもありましたが旧マグラード地域におけるゴルドニアへの敵愾心は尋常ではありません。到底通常の方法では統治出来ないでしょう」

　セリアが最近運動不足で太ってきている気がするんだよな。

散歩ぐらいは付き合うか。

「そこで統治方法を変え、あの地域で貴族達に分け与えた領地を全て没収、マグラード総督府を設立し全てを国有とします」

「貴族達も反乱に困り果てている。はした金と引き換えでも嫌とは言うまい」

　まともに税も取れない土地など必要ないし、大規模な反乱が起これば責任を問われるからな。

そうだ、イリジナが学校の壁を破壊したんだよな……衝突して何故壁の方が壊れるのか。

「そんな事をしても現状は変わらない。王国が貧乏くじを引くだけではないですか？」

「勿論、力の背景として現状の軍事力は必要ですが、それとは別にかつて有力な勢力と反目していた元マグラード貴族達とその領民を利用します」

「反目？」

「ええ、王家や有力貴族に睨まれ閑職にあった者から不名誉烙印を押された者までです。彼らは軽んじられていた事が幸いして要職になく裁判で裁かれてもおりません」

　裁判と言えばトリエア王族四人の名でバラ園を作りたいと手紙が来ていた。

肩身も狭いだろうしそれぐらいは許可してやろう。

「かつて反目していた者達を重用、彼らの一族や領民を優遇し総督府に協力させるのです。一方でかつての有力貴族の領民は徹底的に弾圧し冷遇します」

「マグラードの民を分裂させるのか」

　要はマグラードの民を二種類に分けて片方を重用し、片方を虐げると言う事だな。

「優遇される民は我らへの反抗心も薄れます。そして冷遇される民の怒りは我らではなく優遇されている民に向かうものです」

　相当に陰険な手だが効果はあるかもしれない。

身内同士で憎み合い、反目し合えばその分統治者の負担は軽くなる。

優遇されて居る勢力は現状を守るためにこちらに協力するようになるだろう。

　俺は自分の事を策士だと思ったがとんでもない悪辣な策だ。

　俺はとてもこんな謀略思いつかないので女の事だけ考えていよう。

「なるほど、考えられた手だ。だが一つ問題があるぞ」

「伺いましょう」

「デュノアに総督をさせる事だ。その方法で上手くいったとすれば正に一国を統治するほどの権力を握ることになる。奴が元々敵だと言う事を忘れてはならないぞ」

　元の敵、マイラも今では俺の虜だ。

嫌々といいながら足を絡めてくるのは非常に可愛い。

「勿論考えております。この件に関しては信頼出来る者などおりません。大きな権力はどんな忠臣にも反逆の誘惑を与えてしまいますから……しかしラッドハルデ卿、奴をどう思いましたか？」

「どうも何も無い。裁判の時と同じ、奴は狂人の目をしていたぞ」

　それは俺も思った。

あいつは形こそ取り繕っているが心の底が狂ってしまっている。

アリスも尻を軽くいじって焦らすと狂ったように求めてくるんだよな。

「そう、だからこそ良いのです。奴はそれなりに賢いが狂っている。家族の仇であるトリエア王家を匿っていたマグラードの民に容赦などあるでしょうか？　私も少しばかり真実とは異なる事を吹き込みましたからね」

「……外道が」

　エイリヒは俺にしか聞こえない声で呟く。

「いい具合にマグラードをかき回し地獄を作り出してくれれば良いのです。そしてマグラードの民がいい具合に分裂すれば奴を排除します」

「…………」

「総督非道の為とでもすれば宜しいでしょう。多少混乱するかもしれませんが狂人の後に一般的な統治者がくれば名君のように見えるものですから」

「奴が抵抗すれば？」

「次は冷遇されていた側を統治に組み込むと言えばマグラードの民自身が片をつけてくれるでしょう」

　マグラードが分裂し、こちらの望む形になるまでの分かり易い悪役、用が済んだら捨てるまで。

分裂した民を相互に重用、冷遇を繰り返し互いに憎しみを向けさせる。

「出来ればマグラードの民は二つではなく三つ四つに分けたいものですな。そうすればより統治は楽になります」

　マグラードは地獄になるだろう。

狂った統治者の下、身内同士が憎み害し合うのだ。

「そういうわけだ。統治が安定するまで三万の兵はこのまま置く。後総督府の人員も必要だが、先程言った通りいずれは切り捨てる事になるだろう。優秀さよりも従順さ、そして消えても惜しくない人材が居れば推挙せよ」




　王が締めて話は終わる。

「では退室せよ。ハードレット卿、そちの学校での好評は余の耳にも届いた。これからも励め」

「過分な言葉感謝致します」

　王が上機嫌で退室した後、ケネスがスススと寄って来た。

「ハードレット卿、お話が」

「はて、なんでしょう」

「最近ベルツ伯爵家の息女と親しいとか、もし室としてご所望ならば伯爵には私から話をつけますぞ」

　どこから嗅ぎ付けたのか、後でレベッカに聞いておこう。

「ははは、ただ生徒として可愛がっているだけです。反抗的な者ほど可愛らしい」

「左様ですが、これはとんだ失礼を……ですが言葉に偽りはありませんぞ」

　ケネスがウインクし、咄嗟に蹴飛ばしかけた。

中年男のウィンクなど二度と見たくない。

「さてハードレット卿、そろそろ行こうじゃないか、食事の時間が押している」

　エイリヒが俺の肩に手をやる。

そんな約束した覚えは無いがケネスと話させたくないのだろうと受けておく。

「おおそうですか、ではラッドハルデ卿、ハードレット卿、また舞踏会で」

　ケネスは少なくとも表面上は微笑を浮かべながら去っていく。

その後、俺は延々とエイリヒの愚痴とケネスへの批判を聞きながら飯を食う事になってしまったのだ。

「さっきの話、お前まさか生徒を食っていないだろうな？」

「私は食人鬼じゃないですよ」

「抱いていないだろうな？」

「訓練中に抱き支えることぐらいはありますが」

「……強姦していないだろうな」

「まさか！　全てわか……そのような事していませんよ」

　嘘は付いていない。
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二週間後

　学校での全ての授業が終わった後、俺は固茹亭を訪れる。

ハードボイルドにカウンターに立つアンドレイに挨拶して二階に借りた部屋に向かう。

先についているはずだ。

「御主人様！　待ち遠しかったわん」

　飛びついて来たのはグレーテル、四つん這いで走り寄り上目遣いでこちらにじゃれ付く。

「その格好でいたのか、寒くないか？」

「犬は寒がらないわん！」

　グレーテルがつけているのは分厚い毛皮のパンツ、毛皮職人に作らせた特注品で尻の部分に犬の尻尾に模した物がついている。

更に性器の部分には切れ込みが入っているので履いたまま尻尾を掴んで交尾する事もできる。

　頭にはこれも特注の犬耳がついている。

グレーテルと致す時は必ずこれらを着用させているのだ。

　これらを注文した時、職人は受けたくなかったのだろう暴利と思える額を請求してきた。

それを二つ返事で受けてやったときの微妙な顔は哀れでさえあった。

「今日はお前に贈り物があるんだ」

「わん！　御主人様に貰える物はなんでも嬉しいワン！」

　取り出したのは革の首輪と縄、前から彼女が欲しがっていた物だ。

「嬉しいですわ！　これでお散歩に行けますわん！」

　今度人気の無い所でやってみようか……いや危ないな。

　考えながら俺はズボンを緩めて逸物を取り出す。

グレーテルは床に突っ伏して尻をこちらに向け、尻尾をフリフリ振っている。

彼女との行為は基本的に獣の体位だ。

「きゃうーーん！」

　突き込んだ時の嬌声も犬に似せているらしい。

「御主人様！　もっと激しくしてわん！」

「ああ、覚悟しろ」

　猛烈な打ち込みは彼女が犬の真似を忘れて絶叫するまで続いた。




「ふぅ、そろそろ時間か。グレーテル、起きるんだ」

「うぅん、もうそのような時間ですか。名残惜しいですわ」

　起き上がったグレーテルは犬パンツと耳、そして首輪を大事そうに袋にしまう。

「ではご機嫌よう、またお呼び下さいませ」

「おう、俺は少し休んでから帰る。先に出てくれ」




　グレーテルが部屋を出た瞬間に飛び起きて窓を全開にする。

更に汁の飛んだ床を拭いてシーツを交換する。

従業員の仕事だが、今日は時間が押しているから間に合わない。

　作業中に部屋がノックされた。

いかん、予定よりも早いぞ。

「ハードレット辺境伯、あの……少し早く来てしまいました」

　俺は服を整えて扉を開く。

そこには以前純潔を頂いた指揮官チームの少女がもう一人の少女を連れて立っていた。

「遅れるのは論外だが早すぎるのも駄目だ。戦場で早すぎれば単独で突出する事になるかもしれないぞ」

「は、はい！　申し訳ありません！」

「うむ、今後は気をつけるんだ」

　二人を部屋に招き入れる。

「さてそっちの子は聞いていた娘か」

「はい、私の友人なんです。それでその……」

「軍に入る以上何が起こるかわかりません！　死ぬか……敵に捕まって陵辱されるか……ならばせめて憧れの人に純潔を捧げたいなと……」

「俺でいいのか？」

「辺境伯にはずっと憧れていたんです。ご不快でなければもらって頂きたいです」

「こんな可愛いお前を拒むはずが無い」

　俺は少女をベッドに押し倒していく。

「うそ、こんな大きいの!?」

「辺境伯のは特大なんだよ、でもお上手だからきっと気持ちよくしてくれるわ」

　やがて破瓜の痛みに悲鳴があがるが、徐々に嬌声へと変わっていく。

更に馴染みの少女も巻き込んだ三人の情事へ突入していくのだ。




「ふぅ良かったよ」

「穴が千切れたかと思いました。でも……気持ちよかった、素敵な方……」

「これからはもっと良くなる。次は快楽で失神させてやるよ」

「嬉しい！　私今日の事一生忘れません」

「私も忘れないで下さいね」

　俺に両側から抱きつく生徒二人、大変素晴らしいがもう時間が無い。

「そろそろ寮の門限だろう。規則を破れば評価に響く、さあ帰るんだ」

「「はい、またお願い致します」」

　少女二人は手を繋ぎ、きゃいきゃいと騒ぎながら去っていく。

きっと今の情事を振り返っているのだろう。

　俺は再び窓を開け放ち、破瓜の血で濡れたシーツを神速で取り換える。




　全てが終わると同時にノック。

「あの、ポルテです。起きていらっしゃいますか？」

「もちろんだ。待っていたよ」

　教師と言うのもなかなか過酷な職業だ。
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余談

「クロル様！　よくいらっしゃいました！」

　王都の中でも貧民が住むボロ屋が並ぶ場所、壊れそうな扉を開いてクロルは家に入る。

「［ロラ］今日も薬を持ってきたよ」

「ありがとうございます。いつもいつもなんとお礼を言ったらいいのか……」

　銀髪少女の名はロラ、渡された薬のビンを大事そうに抱きかかえ母の元に持っていく。

「ケホケホ、いつも本当にありがとうございます。私達みたいな娼婦の親子にお情けを……」

「いいって、あんまりしゃべると体に毒だよ」

　ロラは早速薬を母に飲ませた。

母の病は肺病、かなり危ない所まで進行していたが良い薬で治りつつある。

「それとお金も、いい物を食べないと治らないからさ」

　クロルはロラの手に銀貨を渡す。

彼女は地面につくぐらい深く頭を下げる。

「ほらロラ、クロルさんを焦らすんじゃありません。隣の部屋で体のお世話をして差し上げなさい」

　母の声にクロルは少し照れくさそうにあさっての方向に目を逸らす。

一方ロラは満面の笑みで男の手を引いていった。

「はい、汚い家ですがどうぞ。こちらのベッドで可愛がって下さい」

「わ、悪いな」

「いいえ、クロル様に奉仕するの大好きです。何をされても……」

　ロラはクロルの服を丁寧に脱がせ、自分の服は一気に脱ぎ捨てる。

「お慕いしております」

　全裸で絡みつくロラをクロルは押し倒していった。







「ふぅ良かった」

　事が終わり、すっきりとした表情で屋敷への帰路につくクロル。

その背中に下品な声がかかる。

「おぉこれはクロル様じゃないですかい？」

「お前か……こんな時間に何を？」

「げへへ、高利貸しの取立てにゃあ昼も夜もありませんや。皆がクロル様みたいな上客ならあっしらも楽できるんですがね。クロル様こそ……おっと野暮でしたかい？」

　男は個人の高利貸し、クロルは彼から金を借りたのだ。

肺病の薬は中々高価で彼の小遣いだけでは手が出なかった。

だが給料の前借りは出来ないし、給料日までロラの母がもつかわからなかったのだ。

「野暮ついでにもう一つ、返済の期日は一週後ですが……大丈夫ですかい？」

「当たり前だ！　俺の職場は給料の遅配なんかしない」

　クロルは怒鳴りながら考えた、給料日は来週、ぎりぎりだが返済は出来る。

衣食住は保証されているので最悪所持金〇でも飢える事は無いとの考えに至ったのだ。

「そりゃあハードレット辺境伯の使用人ともなりゃ信用は抜群！　そうでもなきゃ誰がガキに大金を……おっとこれは失言、ではこれであっしは失礼しまさぁ」

　高利貸しは去り、クロルは財布の中身を数える。

「大丈夫……なんとかなる」

　夜は更けていく。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　王立学校特別顧問

領民 十五万五千人　重要都市　ラーフェン 二万二千人　リントブルム 三五〇〇人

財産　金貨六二六〇〇枚　バラ園造成（三〇〇）犬製品（二〇）学校壁弁償（三〇）

同行

メル（側室）セリア（副官太）マイラ（指揮官）レア（愛妾）イリジナ（護衛）ピピ（護衛？）

ドロテア（愛妾）アリス（愛妾）クロル（借金）ギド（護衛隊）

ポルテ（愛人）グレーテル（牝犬）

経験人数一五九人　産ませた子三七人

昨日投稿予定でしたが昼寝が長引いてしまいました。

これは学校編なのだろうか。










第１８１話　クロルの問題







　王の前に俺と何人もの男達が並んで跪いている。

「こちらの者、例の総督府への人材として適任であると思い推挙致します」

　我ながら似合わない言葉だ。

「うむ、あれから一週程と言うのによく揃えたな。そちは行動が早くて良い、余をいらつかせぬ」

「ありがたきお言葉です。お前達、前に出ろ」

「ははー、この度は拝謁を賜り誠に恐悦至極、つきましては我が全身全霊を神聖なる王権と祖国に……」

　王はもういいと手を振った。

「もうよい、貴様らにはマグラード総督府での地位に応じて名誉騎士爵から名誉男爵までの地位を与える。以後忠勤に励め」

　俺以外の全員が歓喜の声とともに平伏し、頭を地面にこすり付ける。

こいつらは以前の巡行で更迭した者達、元トリエア領主貴族で国家滅亡後は代官をやっていた者達だ。

　マグラード総督府へ推挙する人材、つまり最低限の統治能力と上司に逆らわない事、そして何より切り捨てても惜しくないと言う条件を書いてラーフェンに手紙を送るとアドルフの返信を携えてこいつらが送られてきたのだ。

　確かに曲がりなりにも領地を治めるだけの統治能力はある。

人格が悪いので反乱しようにも人がついて来ないだろうし、何より新天地でそれをする度胸もあるまい。

そして何よりまとめて消えてもまったく惜しくない。

「本人達も乗り気だからいいか」

　半ば謹慎状態だった現状よりも爵位を貰い、権力を振るえる新生活を断るはずはあるまい。

俺としても彼らを体よく流刑に出来るわけだから願ったり適ったり、誰も損しない。

「栄転にございますぞ」「まっこと感涙すべき事態」「失神に値しますな。うーん……」

　いつぞやの懐かしい馬鹿のアホ、ボケ、カスも三人揃って連れて来た。

彼らはこれから狂人デュノア伯の腰巾着として活躍してくれるだろう。

　目に見えて嬉しげな彼らが去った後、王は俺だけに笑いかける。

「見るからに馬鹿そうだが、反逆の度量もなさそうだ。元領主だったか」

「はい、代官としておりましたが民への搾取や不正が目に余った者です」

　本来ならそんな奴らを推挙するなど不忠の極みなのだろうな。

「ふふふ、そうか。だが最低限使い物になれば良い。新天地では全てやり放題だ」

　そして最後には切り捨てられる。

俺もついに陰謀へ加担してしまったらしい。

　晴れない気分を誤魔化すように固茹亭へと向かう。

今日は誰だったかな。




夜

「ふぅ……腰が軽い。メルの分が残っているかな」

　今日はポルテと貧乏男爵家の娘を並べて頂いた。

色々と確執があった二人を和解させるために一緒に抱いて以来、娘はポルテをお姉さまと呼んで慕い、授業も真面目に受けているので成績もぐんぐん上がっているのだ。

　それ以来抱く時は必ず三人でと求めてくるし、学校で二人一緒に便所に行く事も多いが気にしない。

　軽く酒も入っていたので酔い覚ましも兼ねて歩いて屋敷に帰ったのだが、裏口の方でボソボソと声が聞こえてきた。

まさか泥棒ではあるまいな、イリジナが居るから返り討ちに合うぞ。

「だから、俺が借りたのは金貨五枚だったはず！　なんで一〇枚になってるんだよ」

「ガキは世の中をしらねぇから困る。神はこの世に利子ってもんをお作りになったんだよ。借りてそのまま返すなんて虫が良すぎるだろうが！」

「だからって一月も立たずに倍なんて酷すぎる！」

「俺はちゃんと説明したぜ、あんたが覚えてなかった事まではしらねぇな」

「で、でも一〇枚なんて……すぐには無理だ」

「へへへ、辺境伯の家には高いモンが転がってるんだろう？　そいつを売ればお釣りが来るだろうよ」

「そんな事出来るわけない！」

「なら、適当に頑張ってくれ。まぁ来週までは延ばしてやってもいいが、それなら金貨二〇枚だ。払えないなら今度こそ屋敷に正面からお邪魔して辺境伯にお伝えするぜ」

「う……」

　話が終わって男は立ち去りクロルは裏口の前で呆然と立ち尽くしている。




「うーむどうしたもんか」

　金貨二〇枚ぐらい大したことはない、イリジナが体当たりで壊した壁の修理代の方が高いぐらいだ。

だが、クロルが自分で作った借金に俺がしゃしゃり出るのは違うだろう。

なにやら良くない事も唆されていたようだがクロルはうちで働いて長いし信用してやろう。

「さてはて、俺に頼らず解決出来るだろうか」

　あいつも男だ、自分から言ってくるまで放置でいいか。

もし女だったら肩代わりした上で体の隅々まで頂くのだが。

　俺は今帰った風を装って声をかける。

「クロル、何やってるんだ」

「い、いえなんでもありません！　すぐ風呂を沸かし直します！」

「そうか、頼んだぞ」

　どうなることやら。




一週間後

「結局どうにもならなかったんだな」

　しばらく経った夜、授業を終えて屋敷に帰るとドロテアとクロルが並んで玄関で土下座している。

彼の顔が腫れ上がっているのは後ろで怒り心頭のセリアが手……は出せないから足を出したのだろう。

「何があった」

「実は……」

　ドロテアが申し訳なさそうに話すには今さっき高利貸しが屋敷に来てクロルの借金について、屋敷の責任者であるドロテアに肩代わりを迫ったらしい。

その額金貨三〇枚、前に盗み聞いた時は一週間後で二〇枚だと言っていたのにとんだ悪徳だ。

　裕福な平民の年収にも匹敵する額をドロテアがポンと用意する事も出来ず、一旦帰ってもらったらしいが、このままだと王都の裁判所へ訴え出ると吠えていたそうだ。

　これだけの悪徳業者が裁判など自分が割りを食いそうだが、使用人が借金苦など貴族家の名誉にも関わるので大抵は公になる前に肩代わりしたりするらしい。

俺は別に気にしないが。

「ご迷惑おかけして本当に申し訳ありません。私も罰を受けますのでどうか今回ばかりは……」

　ドロテアはクロルの頭を地面に押さえつけ、自分の頭も地に伏せる。

「頭を上げろドロテア、お前の非じゃない」

　心配そうなドロテアを立たせてクロルを蹴飛ばす。

「あぐ！」

「クロル！　どうかご容赦を！」

　すがりつくドロテアをメルに預けた。

セリアも驚いているな、俺が怒ると思わなかったか？

　別に金貨三〇枚ぐらいなんて事はないし、どうせ娼館通いだろうがそれもいい。

気に食わんのは別の事だ。

「クロル、ドロテアはお前のなんだ？」

「か、母さん……です」

「お前の行いに母を土下座させてどうする。謝るのも説明するのも一人でやれ阿呆が！」

　もう一度蹴っ飛ばす。

母の後ろに隠れるような年でもないだろうに。

それに俺は土下座されるのは嫌いなんだ。

「う……」

　立ち上がったクロルが深く頭を下げた。

「金貨三〇枚、返せなくなりました！　どうか……助けてください!!」

　それでいい。

「ん、説明しろ」







　屋敷に連れてこさせた貧しい親子、名は娘がロラ、母がミラと言うらしい。

母が病気と言うので医者に見せたが肺病は薬でほぼ治っており、後は栄養のある食事をすればすぐに完治するらしい。

クロルの借金も無駄ではなかったらしいな。

「クロル様……」

「こ、これはなんでもないさ」

　クロルの顔はセリアと俺の蹴りでひどい事になっていた。

だが男は女には強がるもの、あえて借金の事は伝えなくてもいいだろう。

「病気が治るまでお前達の面倒は俺が見てやるが……少し話がある」

　病気の母は客間で寝かせたまま、ロラとクロルを連れ出して俺の部屋へと連れて行く。

少し試させてもらおうじゃないか。

「さて、これからお前達親子の面倒は俺が見るわけだが」

「本当に感謝しております」

　頭を下げるロラを抱き寄せる。

「ロラ、俺はお前が気に入った。俺の女になれ」

「え？」

「えええーーー!?」

　小さなロラの声とクロルのでかい声。

　困惑するロラを押し倒し、服を脱がせていく。

クロルはアワアワとしているが借金まで肩代わりしてもらうのに押しのける訳にもいくまい。

　素っ裸になってしまったロラは大事な所を隠しながら弱弱しく訴える。

「あの、私……クロル様の女なんです。他の殿方に乗られるのはもう……」

「乗り換えろと言ってる。俺の方がお前を幸せに出来るし……コレもでかいぞ」

　ズボンを下げて逸物を取り出し、ロラの腹の上に乗せた。

彼女は小さく、栄養も悪かったのか痩せているので逸物は半勃ちといった所だがそれでもクロルの倍以上はあるだろう。

「ひっ……大きい……」

「どうだ、これでかき回されれば最高だぞ」

　ロラはしばらく無言でクロルに視線を送っていた。

「く……くそう……」

　クロルは悔し涙を浮かべて俯く。

さすがに彼女にもクロルが俺に逆らえない事がわかったのだろう。

「……クロル様が宜しいなら、好きにお使い下さい」

　ロラがゆっくりと足を開き、俺は腹に乗せていた逸物を女の穴に押し当てる。

「ふふふ、この穴も俺の大きさに拡張してやる」

　涙を流すクロル、目を硬く閉じるロラ……だが逸物が入り込む最後の瞬間だった。

「だめ！　嫌です!!」

　ロラが俺の胸を叩いて抵抗したのだ。

もちろんまったく効いていないが大人しく体を離してやると彼女はクロルの胸に飛び込んだ。

「クロル様！　ごめんなさい……でも私……私！」

「ロラ……」

　クロルは俺から彼女を守るように立ちはだかる。

「エイギル様、彼女は俺の女です！　お金はもっと働いて返します。ですから彼女は勘弁して下さい」

「私もしっかりお助けします！」

　ふむ、最初から助けていれば満点だったがこんなものだろう。

「まったく世話の焼ける。金は返さんでいい、それよりも自分の女といったからにはお前の責任で守りぬけ、そっちで不手際があったらお前を菊開きの園へ丁稚に出すぞ」

「菊……？　わ、わかりました」

　まぁこんなものか。

抱き合う二人を置いて俺は母ミラの元へ向かった。

「お前の娘はうちのクロルの女になったがいいんだな？」

「はい、クロル様には親子共々助けて頂きました。過分な事だと思います」

　ミラは涙さえ見せて喜んでいる。

「まさかハードレット様の家の方だったなんで……」

　ミラをよく観察する、小柄な彼女は娘と同じくかなり痩せているが随分若く見える。

「失礼だが……若いな、本当の娘じゃないのか？」

「いえ、娘は一五で私は二九です。一四で産みましたので」

　街娼と聞いていたがなるほど。

「で、あんたの事だが俺の女にならないか？　愛妾になるが面倒は見てやるぞ」

「なんとご過分な……ですが出来ればその……私もですね」

　ん、受けてはくれないか。

「クロル様の女になりたいのです」

　金貨三〇枚で親子を心まで陥すとはクロルの奴め中々うまくやったじゃないか。

思わず笑いが漏れてしまう。

「ならいい、気が向いたらあいつの子でも産んでやってくれ」

「はい、病が治りましたら娘と一緒に子を……あ、それとお医者様ついでなのですが」

　なんだろうか。

「私達親子は恥ずかしながら最底辺の街娼でした。今まで汚い殿方にも沢山抱かれていましたので……一度その、クロル様も診察と言いますか病気の検査と申しますか……」

　そういえばクロルは最近よく股間をかいていたな。

しばらく家族と同じ風呂には入れないでおこう。

こっそり医者を呼んでやらないとセリアかメルにばれたら血祭りに上げられてしまう。

　さて後は高利貸しの方だ、二度とちょっかい出さないようにしないといけない。




翌日　早朝

　俺は高利貸しの店を訪れる。

周囲の目を集めているのは護衛隊一〇〇名を率いているからだろう。

何事かと出て来た衛兵隊も俺の旗を見て遠巻きに見守るだけだ。

エイリヒに市内へ軍を入れる許可はとってある。

「こ、これは何事……ハードレット辺境伯!?」

　騒ぎに飛び出して来た高利貸し、寝起きなのか禿散らかして醜いな。

「お前がクロルに金を貸した高利貸しか？」

「え、ええ。ですがこれは一体……」

　金貨三〇枚を投げつける。

悪徳とは言え借りたのは事実だ。

「いやあ、最初お前が俺の使用人や愛妾を強請りに来たと聞いてな。家を焼き払って家族を皆殺しにしようと思ってこいつらを連れて来たんだが」

　後ろに続く護衛隊に目をやる。

高利貸し本人と後ろから顔を出した奴の家族の顔が真っ青になった。

妻と娘に興味を引かれたが顔が男にそっくりだった、却下だ。

「出発直前に借金の催促だとわかったんだ。いやぁ良かったよ間に合って」

「は、はひ」

　俺は高利貸しの肩をポンポンと叩く。

「次から俺の家族に金を貸す時は利子をつけないでくれ、俺は頭が悪くて細かい計算が出来ないんだ。借りた金が増えているとまた強請りと勘違いしてしまうかもしれない」

「も、もちろんです辺境伯！」

「どうにも貴族の威信がどうのと考える前に手が出てしまうんだ。宜しく頼んだぞ」

　最後に奴の剥げた頭を小手で激しく撫で回し、少なくない数の毛根を死滅させてからその場を去る。

こいつがもうちょっかいをかけてくることはないだろう。

　クロルの件はこれで終わりだ。

そうだ、メリッサに手紙を書いておかないとな、奴もクロルの母親代わりだったし変わった事があったら知りたいだろう、アルマも心配している。

何と書こうか。

　まずは「クロルが娼婦を買うのに高利貸しに金を借りて大騒ぎ」……だな。

次は「結局娼婦親子は自分の女にした」と。

最後に元気でやって……いや「性病をうつされたがすぐに治るらしいから心配いらないぞ」これでいい。

　随分温かくなってきた。

そろそろ春だなぁ。
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余談

「うぅ……かゆい」

　屋敷のトイレに篭ったクロルは薬瓶に筆を突っ込み、液状の薬を逸物に塗っている。

同じく治療中のロラは恐縮しながらそれを手伝う。

「汚い女でごめんなさい！　手伝います！」

　ロラはペコペコと頭を下げ、筆を持ってクロルの逸物に薬を塗る。

最初はただ薬を塗るだけの行為だったが、逸物を筆でいじる行為は徐々に色を帯び始める。

「あぅ……そこ気持ちいいよ」

「ここはどうです？　きゃっ動いた。もうクロル様お薬塗ってるんですから大きくしちゃ駄目ですよ」

「無茶言うなよ、ぐ！　もっと先端を……」




「トイレで何をやってるんだ！　さっさと出ろーー!!」

　ドカンと扉が蹴り開けられた。

外に居たのは激昂するセリア、どうやら随分待っていたらしい。

「ガキが一丁前にトイレで……筆!?　何を変な遊びしている！　さっさと出ろ！」

　騒ぐセリア、だがクロルもロラの手前ただ頭を下げるだけではいられない。

「ごめんなさい。あのセリアさん……最近太くなりました？」

「くかーーーー!!」

　セリアの回し蹴りがクロルの顔面に炸裂し意識を刈り取る。

　だがセリアは自分が何故トイレの前に居たのかを忘れていたようだ。

あまりに大きく足を振り上げすぎたようだ。

「あっ！　しまった！」

「クロル様！　蹴るなんて酷いです……セリア様……あれ？」

「み、見るなぁ、見ないでぇ！」

　午後の日差しの中、干されたセリアのズボンが揺れる。

翌日からセリアはロラが苦手になった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万八千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

経験人数一六六人　産ませた子三七人

学校編とも言えないですね。

次回からは物語加速です。

ただ少し間が空くかもしれません。










第１８２話　王都の乱食い　♯







　王立学校

「今日で俺の就任期間も終わりだ。短い間であったが、少しでも諸君の為に役立てたのなら幸いだ」

　大広間に集められた生徒達全員を前に簡単に演説する。

　脇には怪我がよくなり、見た目に結構太くなったセリアとマイラ、そしてイリジナが詰めている。

　この日の為にレオポルトとアドルフに命じて演説の内容を考えさせたのだ。

　何しろ俺の演説の時間として一時間近い時間を取られてしまった。

　頑張れ、以上では済まされない。

「諸君らの中にはこの春を以って学校を出る者もいるだろう。幸いにもお前達はスタートラインにおいて他の者たちに勝っている。だが前進を続けなければすぐに並ばれ置き去られるだろう。ほとんどの者は自分で心配するほど無能ではないが、自分が期待するほど有能でもない」

　今、俺は良い事言ったとマイラに微笑むが「早く続けてください」とばかりに無言で視線を返される。

　仕返しにこっそり尻に手をやったら足を踏まれた。

「指揮官となる者達に告げる。お前達は今後戦場に出る事になるが、細かい戦いで一々決死になるな。下らない一戦の勝敗よりもお前達の方がずっと貴重だと言うことを忘れるなよ」

　指揮官チームの方に目をやると全員が大きく頷いている。

　中には声を出して泣いてしまっている生徒もいる……よく見たら全員が抱いた女生徒だった。

　指揮官チームは基本男ばかりで女性は一割も居ない。

　そのなかで抱いていない生徒の方が少ないかもしれない。

「内政官を目指す者達へ、俺は門外漢だが一つだけ「民を苦しめるな」民が満足していれば大抵の政策は稚拙でもうまくいくものだ」

　内政チームにはほとんど授業もしなかったし、関係は薄いはずだが大泣きしている生徒は更に多い。

　もちろん全員が抱いた女生徒だ。

　更に教官の中にもハンカチで目頭を押えている女性がいる。

　ポルテと淫乱夫人の他に何人だったか……片手では足らんので数えるのを止めた。

　最近固茹亭の部屋が限界を迎えて三部屋借りているからな。

　しかも抱いた生徒が友人に声をかけて更に女生徒を連れて来るので数がドンドン増える。

　先週だけで何枚の処女膜を破ったか……しまった、勃起してしまった。

「オホン、全員がこれからも王国への……」

　俺のズボンが盛り上がり出した事に気付き、マイラが俺の前に立って適当な演説をする。

　素晴らしいフォローだ。

　とりあえずこれで王に言われた役目は果たせただろう。

　長く王都に居た事で晩餐会や舞踏会にも仕方なく呼ばれ人脈も築くことが出来た。

　そして重要な目的だった内政官の確保にも目処がついたのだ。

「私は本日を以って学校を離れるが、実地研修に参加する者達とは今後も顔を合わせることになる。つらい事もあるかもしれんが貴重な経験と思ってくれ」

　内政チームの生徒の中から志願者数名を実地研修として俺の領地に連れて帰る制度を作ってみた。

　アドルフの補佐が出来る人材を得られるし、実務経験は彼らの実にもなるはずだ。

　領内にはあまり言えない秘密もあるがアドルフがそこはうまくやってくれるだろう。

「……それはいいのですが」

　マイラがぼそぼそと呟いている。

「枠は六名でしたよね……なんで全員が女生徒なんですが？　苛烈な争奪戦になったと聞きますが」

　定員を狙って女生徒同士が取っ組み合いの大喧嘩をしたらしい。

　一応試験の結果を優先して決めたのだがそれでも納得いかなかったらしい。

　またキャリアを求めて参加希望の男もいたのだが女生徒達の迫力に負けたと聞く。

　俺はグレーテルとポルテに目をやる。

　二人は他の女生徒と違って涙は流さず、笑みを浮かべていた。

　グレーテルは研修に来る六人の内の一人として、ポルテは全員の監督として領地に招いているのだ。

「では以上で挨拶を終わる。今夜は特別に酒と食い物をこちらで用意しよう、十分息を抜いてくれ」

　最後の言葉で俺とあまり関わりがなかった生徒達も盛りあがる。

　まぁこんなものだろう。

　全員を解散させ壇上から降りた所で一人の男子生徒が前に立つ。

「お前はコンラート＝バルターク……だったか？」

　こいつは指揮官チーム全体の中でも抜きん出て優秀だった。

　きっと良い指揮官、あるいはそれ以上出世するかもしれない。

「はい、辺境伯にはもっと色々教わりたかったのですが……今までのお教えを今後も旨とします」

　硬い奴だ。

　適当に受け売り話をしてたのにくすぐったいじゃないか。

「お前は成績も優秀な事だし、この後娼館にでも連れて行ってやろうか？」

「いえ、自分は男色家なのでそれには及びません。それよりも何か記念の物を頂けましたら」

「そうか、なら……特別な物ではないが」

　俺は腰に差していた剣を渡す。

　町を歩く時用に新調した物で安物ではないが特別な品でもない。

「ありがとうございます。では……お達者で」

　コンラートは見事な敬礼で俺を見送る。

　うーむ、何かとんでもない事を聞いた気がするが気にしないでおこう。

「ハードレット辺境伯」

　次に来たのはグレーテルだ、彼女は元々優秀らしく真剣に授業を受けるようになって瞬く間に主席へと登り詰めた。

　もちろん実地研修への参加も最優先で認められた。

「この娘達なのですが……」

　グレーテルの後ろには女生徒達がゾロゾロ続いている。

　大声で言いにくい事なのか耳に口を寄せてきた。

「彼女達も御主人様に焦がれていたらしく、せめて別れの前に純潔を貰ってほしいと」

　どうやら俺が女生徒を食っているらしいと言う噂は生徒の中で密かに流れていたようだ。

　教官の任を受けた以上、そう堂々と生徒を抱く訳にもいかない。

　ここは一つ彼女達を諭す必要があるだろう。

「わかった。後で全員固茹亭においで」

　はずだったのだが口が勝手に動いてしまった。

　股間もその気になってしまう。

　不本意だが理性は孤立無援でこれでは無条件降伏する他あるまい。

　あぁ無念だ。

　視界の端でラーヌ夫人がウインクを送ってくる。

　ふむ、目の前の少女達は一〇人程……深夜になるな。

　俺は夫人にブロックサインで深夜と返すのだった。




　夜　固茹亭

「恥ずかしい……」

「いよいよですね」

「なんかドキドキします」

　ベッドに転がる全裸の少女達、その数実に一〇人。

「そう緊張するな。女は皆通る道だ」

　俺はズボンを脱ぎ、肉棒を露出させる。

「うわっ大きい」

「先輩方の言っていた通り……絶対大げさに言ってると思ってたのに」

　口に手を当てて目を丸くする少女達、これは溜まらん。

「自分で足を持って穴を見せてくれ」

　恥ずかしがる少女に太股を抱えさせて性器を差し出させる。

　さてどれから行こうかな。

　並ぶ未熟な穴に顔を近づけて吟味すると、特に濡れている穴を発見する。

　これから頂こう。

「あ、私……」

　少女に圧し掛かり、耳元で名前を呼んでキス。

　同時に腰を突き出して処女を奪う。

「いたぁぁぁぁぁぁい！」

　二突ほどしてモノを引き抜く、何しろ数が多い。

　俺が射精するまで腰を振っては回らないからな。

　少女を貫いた肉棒は文字通り血に塗れている。

「処女、確かにもらったぞ。少し待っているんだ。一周回ったらまた可愛がってやるからね」

　痛みに涙する少女の首にキスをすると彼女は潤んだ目で小さく頷く。

「次は……お前だ！」

　その血濡れの槍を再び別の少女に差し込むのだ。

「あうっ！　痛い！　痛い！」

「奪われたぁ……女になっちゃったぁ」

「きゃあああああ！」

　次々と鳴り響く悲鳴、俺は気を良くして処女を破り続けていく。

　若い処女は年増に比べて痛がるので少し苦手だったが、学校で乱食いするうちに慣れて来たな。

　どうやら俺も学校で有益な事を学ぶ事が出来たようだ。

　王立学校に入る女性は大抵良家の子女、純粋な彼女達は性的な経験がほとんどなく、一度抱いただけで運命の相手と思ってしまう娘も多かった。

　痛みに涙しながらも手が伸び、愛の言葉が囁かれる。

　終わってみれば一〇人全員が処女でベッドは血まみれ、その上には少女達が虚ろな目で転がる。

　どう見ても殺人事件の現場にしか見えない。

「泊まりで取っているから好きなだけ休め、今日は門限もない。……じゃあ皆、体に気をつけてな」

　意識の無い者も含めて全員とキスをし、部屋を出る。

　次はラーヌ夫人だ。




　深夜　ラーヌ夫人宅

「んんーー！　んあぁぁぁぁ！」

　ラーヌ夫人に圧し掛かって激しく腰を振る。

　時刻は深夜、六人の母親である彼女はさすがに外出出来ず、彼女の家に窓から入って夫婦の寝室でまぐわっているのだ。

　子供達は既に寝ており、夫は王宮に泊まりなのだそうだ。

　なら遠慮なく頂こう。

「ぐっ！」

　彼女の中にまずは一度撒き散らす。

「あぅ……熱い……次は後ろから……」

　淫乱な夫人は一度や二度では参らない。

　俺も先程少女一〇人を相手した事もあって互角の戦いを強いられていた。

「そうだ、貴方にお伝えしないといけないことがあるのです」

「なんだ？」

　俺は腰を動かしながら尋ねる。

「実は先月から女の日が来ないのですわ。うふふ、もしかすると……」

　思わず腰が止まってしまった。

「おいおい……もうずっぽり入ってしまってるぞ」

「いいのです、このぐらいで流れるようでは貴方様の子ではありませんもの」

　どういう理屈かわからないが、今肉棒で盛り上がっている腹に俺の子がいるかもしれないのか。

「腹の中の子にも是非種を飲ませて……あら？　いけないわ！」

　夫人の声と同時に玄関に吊るされた鈴がなり、声が聞こえる。

「帰ったぞー、もう寝ているのか？」

　俺はベッドから跳ね起き、夫人も慌てて脱ぎ散らかされた俺の服を集める。

　予想外なことに旦那が帰宅したのだ。

「服はここにあります！　どうぞ窓から！」

　残念ながら一々着ている暇は無い。

「また縁があったら愛し合おう」

「はい、次も失神するまで突いて下さいね」

　せわしない別れになってしまうが仕方ない。

　俺は全裸のまま服を脇に抱えて窓から飛び出す。

　もう春とは言え、深夜に全裸はさすがに寒い。

　早く屋敷に戻らねば……。

「おかえりになりましたのね」

「ああ、意外と早く仕事が片付いてな……その格好はなんだ？」

「いやですわ、貴方が放置するから自分で慰めていたのです」

「いやらしい女め……今日は少し溜まっている。するぞ」

「あん、そんな急に……」

「穴がドロドロじゃないか、まるで一〇人分中に出されたようだぞ」

　締め損ねた窓からは二人が絡む声が聞こえる。

　なんで俺がこんな間男みたいな真似をしなければならないのだ。

「きゃあ！　変態！」

　しまった、誰かに見つかった！

　俺は全裸のまま路地を走りぬけ、衛兵に追いかけられながらなんとか屋敷にたどりつく。

　しかし胸と背中一面についた口紅の跡をメルに指摘され、朝まで半開きの目で詰問されてしまった。

「……お道具も血生臭いのですけど、処女を食べましたね？」

「あぁ沢山食べたな、可愛い奴らだった」

「……あむ！」

　そして俺の逸物に先っちょにはメルの歯型がついたのだった。




「では俺達は領地に戻る。ドロテア、また前みたいな高利貸しなどがちょっかいかけてきたら手紙を出せ。今度は店の前にでも吊るしてやるから」

　ドロテアには屋敷の維持費と子供達の生活費の他、少しに余分に渡しておく。

「お前もまだまだいける。たまには服でも買ってみろ」

　顔を赤らめて受け取ったドロテアを抱き締め、出発の準備は整った。

「全員騎乗！　領主様の護衛につけ！」

　護衛隊が馬車の周りを取り囲む、過剰な警備だがどうせ連れ帰るのだからちょっとした余興だ。

　ちなみにクリストフは馬車に乗っている。

　昨日王都も見納めと財布も確認せずに酒場で豪遊し、足りなくなって用心棒に袋叩きにされたらしい。

　あまりに馬鹿馬鹿しいので、俺は何も言っていない。

　後ろの馬車にはグレーテルとポルテ、他五名の女生徒が乗っている。

　彼女達はアドルフの力になってくれるだろう。

　更にロラと母も同乗している。

　彼女達はクロルが愛人として連れ帰るらしい。

　ドロテアとマイラ、セリアに集中攻撃を受けるクロルは見ていて面白かった。

　しかし、借金まみれの上にラーフェンに家もないクロルがどう囲うのだろうか。

「おっと、少し寄り道だ」

　視界に固茹亭が入る。

　部屋を散々使ったのだから最後に挨拶ぐらいと店に入ろうとするが、裏の路地でアンドレイの声が聞こえてくる、そっちにいたのか。

「お嬢ちゃん、この飴をやるから少し悪戯させてくれないか」

「わーい、飴ちゃんくれるの～？」

「ほーら、これを触ってご覧……そう、そこだ。もっと強く触るんだ……あぁいいぞ」

「ふぇぇ……おじちゃん怖いよぅ」

「心配はいらない。そらおじちゃんもお嬢ちゃんを触ってあげよう」

　その時、一人の女が裏路地に入り……。

「きゃあああああ!!　変態、変態よぉぉぉぉ!!　衛兵を呼んでーーー！」

「違う、これは俺達の愛……」

　ピーと笛の音、駆けつけた衛兵がアンドレイを地面に押さえこむ。

　暴れるアンドレイ、幼女は泣き周囲に人が集まってくる。

　騒ぎを聞いてナタリーが店から出てくるが冷ややかな目を向ける以外に何もしない。

　さらばアンドレイ。

　俺は衛兵に声をかける。

「何ヶ月だ」

「これはハードレット辺境伯、変態は一月ぐらい放り込んでやりますよ」

「だそうだ」

　ナタリーを見ると力強く頷く。

　奴が頭を冷やすにはちょうどいい時間かもしれない。




「世話になった。これはお礼だ」

「あら、ありがとうございます。またいつでもいらして下さいね」

　何事もなかったようにナタリーと握手し、衛兵に両脇を捕まれ連行されていくアンドレイを見送る。

　変態男は天を仰いでハードボイルドに宣言した。

「今日この時より……我が闘争が始まるのだ」

「さっさ歩け変態野郎！」




　下らなさ過ぎる事件が終息し、さて帰ろうとすると門の所に一人の女性が待っていた。

「レベッカ、どうした」

「情報です。例のマグラード残党の首魁らしき奴らがフーバーの後ろ盾がなくなり、ストゥーラから都市国家郡に逃走した模様です」

「ほう……だがそれが俺に関係あるのか？」

　地理的に俺の領地からは遠い。

「奴らの中の一部が貴方を狙う可能性があります。まだ漠然とした情報ですが……警戒だけは」

「わかった。感謝するよ」

　俺はレベッカを馬車に引きずり込んでキスを迫る。

「……まぁあれだけされていますし、キスならば」

　熱いキスを交わし、ドサクサに紛れて服の上から胸と尻を撫でる。

「んっ!?　……ん」

　どうやら抵抗はしないようだ。

　次に手を服の中に入れて胸を触る。

「んーーー！　ん、ん」

　少し抵抗したが大人しくなった。

　じゃあ下もどうだろうか。

「ん！　そこは未承認です！」

　だめだったか。

　だが生で胸を揉めたのだから少し進展した。

　いずれ俺の肉棒を叩きこんで子を産ませてやるから覚悟しておけよ。

「では……お気をつけて」

「あぁ、情報は気に留めておこう」

　そして馬車はラーフェンに向かって走りだす。
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　余談？　馬車内

「クロル、二人も女を連れ帰って家もないのにどうするんだ？」

　馬車内に並んで座った俺とクロルはポツポツと言葉を交わす。

「……な、なんとかします」

　なんとかならなかっただろうが。

「いい家は金貨三〇枚では買えんぞ」

「う……それは……あう！」

　クロルが声を出す。

　奴の足元にはロラ、ミラ親子がしゃがみ込み、逸物に舌を這わせているのだ。

「そんな簡単に根を上げていては思いやられるぞ……ん！」

　そして俺の足元にもレアとイリジナ、そしてアリスが跪いて舌を這わせている。

　俺とクロルの女達は互いに対抗するように口技を激しくする。

　だがやはり俺の女達の方が一枚上手だ。

　特にレアの奉仕は元娼婦のロラ達でさえ唖然とするぐらいに凄まじい。

　胃まで達した肉棒を主張するようにぼこりと膨らんだノドを見せ付ける。

「お前もそろそろ屋敷の使用人はつらいかもな」

　女二人の頭を抱えて肉棒をしゃぶらせるような奴はもう子供ではない。

　俺の女達の世話をさせていると間違いが起こるかもしれない。

「そ、そんなクビですか!?」

「いや、俺の付き人でもやってみたらいいかと思ってな。仕事が色々と増える分給金も上がる。女二人ぐらい囲えるだろう」

「付き人……従者……」

　クロルはロラとミラの銀髪を見て少し考えてから頷く。

　お前セリアの事を考えただろう。

「セリア一人では手が回らなくなってきているしな」

　彼女は大丈夫と言い張るだろうが。

「但し……セリアは俺の女だ、ちょっかいかけたら切り落とすぞ」

「そ、そんな事しません！」

「あぅ……クロル様少し小さくなりました」

　これぐらいで縮ませるとはまだまだだな。

　レアは口から肉棒を抜き、最高潮になったソレを自慢げにロラに見せ付ける。

「うぅ……いつ見てもすごくでかい……」

「しょげないで下さい。大きさだけが男じゃありませんよ。ねぇママ」

「ええ、クロル様は使い方もお上手だし大きさだってこれからマシになりますよ」

「マシ……か」

　ふふふ、肉棒を揺らしてクロルを威嚇してやろう。

　そうだ忘れていた。

「ああクロル、ロラ達の件だが一応メリッサに知らせておいたからな、準備ぐらいはしてくれているかもしれないぞ。アルマもお前の無事に胸を撫で下ろしているだろ」

　クロルの顎が落ちる。

　どうしたんだ？　気を利かせてやったと言うのに。

「い、言ってしまったのですか!?」

「近況ぐらい知らせてやるべきだろう」

「あ、あわわわわわ」

「あう……小さくなっちゃった」

「ピーナツみたいになってしまいました」

　まったくおかしな奴だな。

　俺は三人の女の頭を抱え、激しく射精した。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　春

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十五万八千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

　財産　金貨六二四〇〇枚　宴会、帰還準備（一六〇）

　家族

　ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）メリッサ（怒怒）マリア（婚約）リタ（メイド長）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔術師）アルマ（殺）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード（息子）ローズ（義理娘）？？？

　部下

　セリア（副官丸）ギド（護衛隊）クロル（ｏｒｚ）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（ニート）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

　他国

　セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（闘争中）クララ

　経験人数一九八人　産ませた子三七人








第１８３話　終わらぬ襲撃







　町民達の歓迎に応えながら約三ヶ月ぶりに屋敷に帰りついた。

「ままー」「ぱぱー」

　メルの幼い三人の子供が飛びつき、メルの顔が蕩けそうなぐらいにだらしなくなっていた。

「ママお留守にしてごめんねー。お姉ちゃん達と仲良くしてた？」

「クウねえさますぐ怒るのー」「ルウねえさますぐ転ぶのー」

　よしよしと頭を撫でるメル、すると背中にトンと衝撃があった。

「「ととさまー」」

　カトリーヌの娘ローズと息子アントニオが俺に飛びついたのだ。

もう五歳と四歳になるこいつらはちょろちょろと良く動く。

二人まとめて抱え上げるとキャアキャア笑って騒いでいた。

足元にはカーラの子供エカチェリーナとマリアの息子クロードも来ている。

「少しの間に目に見えて大きくなるな」

「子供はそういうものよ」

　久しぶりの声、腕組みをしたカーラが立っている。

傍にはマリアやカトリーヌ達も勢揃していた。

　足元には沢山の子供、前には沢山の女、俺も立派になったものだ。

男の成長は地位や金じゃなく囲った女と産ませた子供の数で決まると実感する。

「だーめ、私達の所に来る前に……」

　カーラが赤子を抱いたヨグリとリタを押し出す。

「おお、無事に生まれたか。すまないな……傍にいてやれなくて」

「いえ、これぐらい女の仕事ですから」「うん、結構平気だったよ」

　強がる二人だが、カーラは口に手を当ててニヤニヤとしていた。

「ぷふふ強がっちゃって、産む時エイギルの服とか枕とか抱き締めながらいきんでたくせに」

　二人の顔が真っ赤になった。

可愛い奴らだ。

「つい先日床から抜けたばかりよ。名前を付けてあげてね」

「そうだな……」

　二人を赤子ごと抱き締める。

ヨグリの息子を［ライナー］、リタの娘を［アマータ］と名づける。

「もうこれで疑いはないわよね」

「エイギル様の息子は全員アレ……が大きいです。これで大人になったらどれ程になるのか」

　何の話だ。

　子供達を名づけ、家族の女を抱き締めていると辺りがざわざわと騒がしい。

「まだかなー」「ちょっと押さないで！」「あたしの子供も名前を……」

　別館に囲っている女達が集まって騒いでいる。

そうか……彼女達も待ってくれていたんだな。

　俺が彼女達に向かって手を広げると喜びとも悲鳴ともつかない声で一斉に走りより、たちまち揉みくちゃにされてしまう。

何人かの女は俺の子を産んでくれたらしい、赤子を抱えている母親には特別に熱く抱擁してやる。

「ところでノンナが見えないが……どうしたんだ？」

　カーラとリタが溜息を一つ。

「ノンナは部屋よ、寒さは子供に悪いって。ついでに風邪が移るかもしれないから人が集まる所にも行かないんだってさ。出来れば早く行ってあげて、多分むくれてると思うから」

　ふむ、我侭なのは相変わらずのようだ。




「ぶぅ！　お帰りになったらまず私に会いに来て下さい！」

　自室に居たノンナは案の定むくれていた。

腹はもうはち切れんばかりに大きい。

「悪かったよ……腹が大きくなったなぁ」

　ノンナの膨らんだ頬からプスっと空気が抜けて笑顔になる。

「そうなのです！　もう動いているのがわかるんですよ。元気にお腹を蹴るんです……きっとやんちゃな男の子だと思います」

「どうかな……いずれにせよお前の子だ、きっと美形になる」

　改めてノンナの顔を見る。

相変わらず恐ろしい程に整った顔だ。

出合った時から相当な美女だったが、大人になって更に美しくなった。

「この美貌で人外の巨乳なのだから多少我侭ぐらいでないと神の公平を疑うよ」

「あ、ありがとうございます。私は全部エイギル様のモノなのですからお傍に居て下さいね」

　褒めすぎたせいで真っ赤になったノンナが抱きついて来た。

「大好きなエイギル様が戻ってきました。やっと安心出来ます」

　だが甘えていたノンナがバッと身を起こした。

何か面倒事の気がするぞ。

「思い出しました！　エイギル様はあのトリエア親子のためにバラ園を造られました！」

「親子四人だけで心細い思いをしているんだ。それぐらいいいじゃないか」

　だがノンナは納得せず俺に馬乗りになる。

「ずるいです！　私だっていっぱい買ってもらいたい物があるのにあんなポッと出の人の言う事聞いちゃうなんて」

　やれやれ、仕方の無い女だ。

「わかったわかった、子供が生まれたら記念に何か買ってやるよ。何がいい？」

「本当ですか！　えーっと……」

　ノンナは途端笑顔になって考え込む、さて何が出るのだろうか。

「私、泳ぎたいです」

「うん？　また湖にでも連れて行って欲しいのか」

　それぐらいでいいなら本当に安いものなのだが。

「違います。ここで泳ぎたいんです」

　屋敷の風呂が狭いと言う事か？

「ここにプールを造って欲しいんです。出来れば屋敷の中でも高い所にあって……見晴らしの良いのがいいですね。エイギル様と並んで広大な景色を眺めるんです」

　これぐらいとノンナは紙に大きさを書き出す。

縦２０ｍ横１０ｍ……これを屋敷の高い所にか。

　この屋敷自体が街の中でもやや高い場所にある事を考えると、ざっと考えても普通の水路では無理、井戸から汲み上げるにしても凄まじい水量を賄いきれない。

何か手はあるにせよ……恐ろしい金がかかりそうだ

「どうせならお屋敷も新しく造りませんか？　昔の屋敷を改造するよりも新鮮で……」

　ノンナの我侭を甘く見ていた。

後でアドルフに相談しないといかん、怒るだろうな。

そうだ、アドルフだ。




「久しぶりだな、アドルフ、レオポルト」

　特に感慨もなく頭を下げる二人の腹心、俺も男と再開の抱擁などしないが。

彼らは留守の間も問題なく執務をしてくれていたはずで、それで十分だった。

「アドルフ、手紙で知らせた学校からの実地研修生だ。実務を教えればお前の力になるだろう」

「助かります。さすがにそろそろ手も回らな……」

「「「宜しくお願いしまーす」」」

「引率のポルテです。宜しくお願いします」

　アドルフの表情が固まる。

どうした？　生徒六人に教官一名、一気に七名も人員が増えたんだもっと喜べ。

「ハードレット様、こちらへ」

　アドルフに手を引かれて奥に連れ込まれた。

「……彼女達はなんなんですか？」

「何を言ってるんだ。例の研修の……」

「なんで女性ばかり連れて来るんですか！」

　顔が近いぞアドルフ。

「内政官とは言え、農地や辺境を巡る事もあります！　あのような少女ばかりでは」

「その辺はちゃんと言ってあるから大丈夫、領地の経営とはそんなものだ」

「……どうせ手をつけた女性も混じっているのでしょう？　激務の時は泊まり込んだりするんですけど」

「構わんさ、でも上には乗るなよ。全員俺の女だからな」

　生徒六人全員が処女で俺が女にしたのだ。

「全員……貴方は何しに王都へ行ってたんですか！」

「無論教育だ」

　堂々と胸を張る。

「……ポルテは元々内政官だった父の手伝いをしていたから即戦力になるだろう。他の者はゆっくり教育してやれ。実地研修が終わっても可能な限りここに残って貰えるように手は尽くすから」

　アドルフの冷たい視線が痛い。

「はぁ、わかりました。上司の愛人が部下と言うのはかなりやりにくいですが……内政の知識がある人物は宝石のように貴重ですから」

　うむ、喜んでくれて幸いだ。

「後もう一つ、ノンナがプールと新しい屋敷が欲しいと言ってるんだよ。こんな感じなんだが……」

　手書きの簡単な絵を渡す。

「……」

「ちょっと考えておいてくれ、頼む」

　アドルフが机に突っ伏してしまった、そんなに疲れているのだろうか。




　ふと窓の外を見ると未だ玄関の前にたつメリッサとアルマが見えた。

もう春とは言えさすがに突っ立っていては寒いだろうに。

「お前達なんで家に入らないんだ？」

「やらなければならないことがあるんですよ」

「……待っているんです」

　あぁクロルか、アルマはともかくメリッサまで出迎えとは贅沢な奴だ。

そういえばあいつ街の直前で見なくなったがどこにいったんだろうな。

　さてバラ園にでも向かうか。

屋敷の庭の一角に造られたバラ園は日当たりと風通しを考えられたちょうど良い場所にある。

「ようこそいらっしゃいました」

　マルスリーヌと娘三人がドレスの裾を摘んで丁寧な挨拶、次女は不服そうで末娘は少し脅えている。

留守にしていた事もあってまだ惚れさせるには時間がかかりそうだな。

「こちらもまだ花は咲いていないか」

「苗木を植えたばかりですから……でも運が良ければ今年の春、一つ二つぐらいは咲くかも知れません」

　まだ冬のまま、枯れ木のようにも見えるバラ達をマルスリーヌは愛しそうに撫でる。

決して大きなバラ園ではないが全てをなくしてしまった彼女達にとって数少ない心の癒しなのだろう。

彼女達にはもう一つプレゼントがある。

「気に入るかはわからんが、少しでも心が静まればと思ってな」

　マルスリーヌの大きな胸の中に子猫を乗せる。

小さな白猫は不安げな声でニャーと鳴いた。

「気に入らないなら言ってくれ」

　出発直前、王都の屋敷に野良猫が迷い込んだのだ。

明らかに子猫だったが親もいないようなので連れて来た。

見た目も白くて綺麗だしな。

　俺の家族の中で飼ってもいいのだが、イリジナに踏まれたりピピに食われたりする危険がある。

「わぁ……」

　猫に興味を示したのは母親よりもむしろ長女ステファニーと三女フェリシーだった。

三女フェリシーは母親から抱き上げてその大きな胸で包み込む。

猫の方も巨乳に包まれて落ち着いたのか大人しい。

「お気遣いありがとうございます」

「気にするな。他に何か気になることはないか？」

「いえ、使用人も選んで頂けたので特に不都合はなくなりました」

　なら良かった。

だが次女のブリジットは不満そうだ。

「どうした？　何か問題があるのか」

「……ふん、こんなにしてくれるのもどうせ姉さまや私達の体が目当てなんでしょ」

「こ、こら！　ブリジット」

　それは正しくない。

「目当てはお前達と……マルスリーヌもに決まっているだろうが」

「ふぇっ！」

　困惑する母親を抱き寄せる。

四六と言う年齢のため体はややだらしないが美人なので十分食べられる。

早く頂きたいものだ。

「……大年増ですよ」

「ここを触れば冗談かどうか分かるだろう」

　彼女の手をとって股間に導く。

「か、硬い……本当に私みたいな年増に欲情を……？」

「許しがあれば今ここでスカートをめくって事に及んでもいいぞ」

　さすがにその覚悟はないのだろう、マルスリーヌは俯いてしまう。

「今はこれだけでいい」

　その顔を指で上げさせてキスし、舌を軽く入れる。

「んんっ！」

「まぁ……」「か、母様！」「猫ちゃーん♪」

　ゆっくりと唇を味わってから口を離して非礼を詫びる。

拒絶はなかった、レベッカと同じで少しずつ堀を埋めていこう。

「ぷはっ……お、お戯れを……」

「その気になったらいつでも歓迎だ」

　その場に尻餅をついてしまった熟女を置いてその場を去る。

ああ、いつあの熟れきった穴を味わえるのか楽しみだ。
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　再会の挨拶や留守中の報告などを聞き終えた頃、メイドの一人が俺を呼びに来る。

なんだろう、これから夕食でもと思っていたのだが。

「御領主様、周辺村の代表の方々がご帰還を祝ってお顔を見たいと来ておられます」

「ん？　そんな事今までしていなかったのだが」

　聞けば二〇人程も居ると言う。

しかも帰還の当日にやってくるとは……待たせるのも気の毒、一言ぐらいは挨拶してやろう。

「ではどの部屋に通しましょうか」

「いや、俺が直接行くよ」

　相手は農民らしいから本来はもっと適切な会い方があるのだろうが、一々形式張るのも面倒くさい。




　玄関前ではその代表達と警備が言い合っている。

「だからまず全ての荷を検査してからでないと通せん！」

「これはハードレット様だけにお見せする献上品だ！　勝手に開けてお前が責任を取れるのか!?」

「なんだ騒々しい」

　俺が出て行くと警備の兵は敬礼し、代表達は本人が出てきたことに多少面食らったようだ。

農民の割にはガタイが良く、どこか整然としている。

「献上品？　それによく俺が帰った事がわかったな、別段布告など出していないのに」

「ええ、それは辺境伯には多大なご恩がありますので……色々手を尽くしまして」

　ふむ、怪しい。

一応持ってきた槍が役に立つかも知れない。

「そうか、お前らベンデン開拓村の者から聞いたのか。途中立ち寄ったからな」

「は、はいそうです！　彼らから聞いて慌てて準備を致しまして……」

　男達は頷き、俺は槍を構える。

「なるほど。それでベンデンなんて村どこにあるんだ？」

「なっ……！」

　正体がばれたのを確信した男達が慌てて腰の剣を抜き、警備兵も大声で仲間を呼ぶ。

だが俺はそれを待つ事無く突進し、一番前に居た男の顔面を槍で貫いた。

「ぎゃあああ！」

「まだまだ！」

　更に槍を横に薙ぎ、男の顔を引き裂いて後ろにいた者達も切り払う。

一瞬で三名が命を落とし、残った敵は一〇数名か。

「は、はやく武器を……」

「させるかよ」

　男達は王都での襲撃のようにこちらを奇襲するつもりだったのだろうが、先に攻撃されて完全に浮き足だっている。

後ろには俺の女達がいる、容赦はしない。

　慌てて剣を抜く男達を次々と突き伏せていく。

貫くのはではなく連続した軽い突き、それでも俺の槍は極太かつ穂先が斧のようになっているので少し刺さっても十分に致命傷になるのだ。

「さすがだな！　だが我が怒りの槍が貴様を……」

「やかましい」

　大見得切って槍を振る男に連続突き、一撃で体勢を崩し、二撃で槍を弾き、三撃目で首を貫いた。

周囲の敵が動揺している所を見るとこいつが一番の使い手だったらしいな。

「恐れるな！　ハードレットが手ごわいのは最初からわかっていた事だ！」

　側面に回り込もうとした男達を見て槍を高速で一周させる。

「あれ？」「へ？」

　横に居た男達の首がすっとずれて大地に落ちる。

潜り込んで来た相手は蹴り上げてひっくり返す。

「ま、待ってくれ！」

「待たんよ」

　脳天に槍を振り下ろして頭を叩き割る。

「残りは……八か、随分減ったな」

「くそう、全員集まれ！　弓で……」

　言い終わる前に残った敵に向かう。

彼らは慌てて引いてきた荷車を倒し、バリケード代わりにした。

引っくり返った荷車からは油の壷や槍が覗く……家に入れなくて本当に良かった。

「集まってくれて助かったよ」

　全力で一閃された槍は荷車ごと後ろの三人を切り裂いた。

「ぐあああああ！」

「嘘だろ……怪物め！」

「誰が怪物だ！」

　怒鳴る男の顔を左手で掴んで握り潰す。

痙攣する死体を投げつけ、倒れたもう一人を踏み潰して槍を構えた。

　見れば騒ぎで警備兵も集まってきている。

もう逃げおおせる事は出来ないだろう。

「かくなる上は悪魔の家族だけでも仕留めろ！」

　残った三人は俺の家に突入するつもりなのか、叫びながら立ちふさがる俺に向かって来る。

残念だがお前ら程度を通す程甘くない。

「うぉぉぉぉぉ！　押し通る！」

　剣を振りかぶる男。

「そうかい」

　槍で串刺しにして放り捨てる。

「どりゃああ！　血路を開かん！」

　戦槌を振りかざす男。

「じゃあな」

　軽く避けて素手で殴りつける。

手首までめり込み顔の骨が砕けたのを感じた。

「いやぁぁ！」

　もう一人は蹴り飛ばすつもりだったのだが、甲高い女の声に一瞬戸惑いが出てしまった。

その隙に女は俺の足元を転がって屋敷の中に侵入する。

「しまった！」

　そこには呆然としているカトリーヌ、二人の子供と手を繋いでいて逃げられない。

女は剣を突き出してカトリーヌに迫る。

　慌てて追いかけるが追いつけるかどうかはギリギリだ。

その時だった。

（わああああああん!!　こんなのないよぉ！）

　突然壁からにゅっと飛び出した緑色のケイシーが泣きながら女の前を横切ったのだ。

「なっ！　きゃ」

　びっくりしてバランスを崩す女、追い付いた俺はその襟首を掴んで引き倒した。

「ぎゃん！　きゅう……」

　床に叩きつけられた女は衝撃で意識を失ったようだ。

良かった……ケイシーに感謝だな。
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夜　地下室

「さて、お前達の正体と拠点、指導者……色々と答えて貰うぞ」

　女を全裸にして縛り上げて尋問する。

自分でも女相手にここまで冷酷な声が出るとは思わなかった。

　レオポルトも同席し、厳しく質問するが女は答えない。

「俺は女には優しくするつもりだが、お前に対してはそうではないぞ」

　こいつはカトリーヌと俺の子供達に刃を向け殺そうとした。

情も沸かないし、容赦もない。

「……」

「何も答えないならボロボロになるまで犯してやってもいいんだぞ」

　それこそ女を破壊するほど強引な交尾をしても心は痛まないかもしれない。

「兵に与えても構いません」

　レオポルトも続く。

「五〇人以上の屈強な男達に夜通し抱かれて何日持つかな？　さっさと答えれば牢にぶち込むだけで済むかもしれんぞ」

「……犯すなり殺すなり好きにすればいい。私は父祖を滅ぼしたお前になど屈しない」

　マグラードの元貴族か騎士、そんな事は聞くまでも無い。

例え俺をうまく殺せても領地から生きては出られるはずもない。

そんな捨て身の作戦に参加するのは失う物がない者だけだ。

こうなっては口を割らせるのは至難だな。




「一度激しく犯して見てはいかがですか？　ハードレット卿ならばそれで解決するかもしれません」

　レオポルトからそんな言葉が出るとは思わなかった。

「それでも口を割らぬなら私がやりましょう」

「お前がヤるのか？」

　こういう取調べ中の強姦なんてのが好きだったのだろうか。

「違います。拷問は専門外ですが少し心得はあります」

　レオポルトは針や小さなナイフを並べ出した。

女の顔色が変わるがそれでも何も話すまいと唇を噛み締める。

「正直こいつは抱きたくないな。……それとひとつ思いついたことがある」

　レオポルトに耳打ちをして見る。

「……それはまた特殊な、しかし死なぬ程度ならば宜しいのではないでしょうか」

　これで行こうか。

女を立たせて連れて行く。

「ふん！　口を割らぬなら輪姦か、下劣なお前らの考えそうな事だ！　何人の粗チンが入ろうと私が口を割ることなど……」

　連行する途中も散々喚いている女を連れて行くのは兵舎ではない。

ある場所に拘束して両手両足を縛り上げる。

「こんな所で何を……まさか！」

　ここはシュバルツの厩だ。

女を全裸のまま腰を突き出すように固定する。

　後ろから何事かと言う顔でシュバルツが見ていた。

同居している牝馬の不満そうな顔から察するに交尾の最中だったようだ。

シュバルツは一年中発情期らしく、基本的にいつもヤっている。

「こいつをお前に貸してやろう」

「な、なんだと！　やめろ変態！　クズ！　鬼畜！」

「幼子を殺そうとした奴に言われたくないな。シュバルツ、殺さなければ好きにしていいぞ」

　ヒヒンと嬉しそうな声。

俺が女を害する訳がないだろうと言っているようだった。

交尾の途中だけあってシュバルツの逸物は人間と比べるのがおかしいほど巨大化している。

「よ、よせ！　馬となんて嫌だ！　やめろ、乗るな……あーーー!!」

　後は奴に任せて厩に背を向ける。

日が落ち、暗くなった厩にシュバルツの嘶きと女の絶叫が響いた。
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ｓｉｄｅクロル

「もういいかな」

　クロルは夜も更け始めた頃、そろそろと屋敷に戻る。

もちろん正門からではなく裏口からだ。

正門でアルマが陣取っている事は容易に想像できる。

だからこそ時間をずらした上、裏口に回ったのだ。

「クロル様……私達がお邪魔ならどこかに捨て置いてくれても」

「なんとか親子で生きていきますよ？」

「そんなこと出来るはずない！　お前達は俺の女なんだ」

「クロル様……素敵です」

「愛していますクロル様」

　感動して抱きつくロラと母親、クロルは気分良く裏口を開けた。

「お帰りクロル、両手に花でいい身分になったね」

　クロルの緩んだ顔が凍りつく。

パカンと乾いた音が鳴った。

アルマが麺棒でクロルを殴りつけ、意識を刈り取った音だった。




「う、ううん。ここは……」

「私の部屋だよ」

　意識を取り戻し周りを確認するクロル、そこには微笑むアルマとベッドに縛り付けられた自分の体。

「これはどう言う事だよ！」

「クロル、浮気したよね？」

「え？　い、いやそれは……」

　浮気どころではなく自分の女にして面倒見ると言ってしまったからには否定する事も出来ない。

必死にこの場を乗り切る方法を考え、女好きの主人を参考にする。

「大丈夫！　あいつらは俺の女にしたけどアルマも大切な女だ！　寂しい思いはさせないから！」

　アルマは優しく微笑む。

「うん、そうだよね。浮気なんだね」

「……え？　だから大切にね……」

「わかってるよ。クロルは女の子に酷いことするような人じゃないって。小さい頃から一緒にいる私はちゃんと知ってる……きっとこれが悪いんだね」

　アルマは身動き出来ないクロルの下半身を剥き出しにした。

「小さい頃はもっと可愛かったのに最近大きくなって来たもんね。これが全部悪いんだよ」

「え？　なにを……」

「だからさ」

　少女は引き出しを開けて何かを取り出し、微笑む。

「切っちゃおうよ。それ」

　取り出したのは断ち切りバサミ、大きなそれが逸物の根元に添えられる。

「アルマ何をするんだ！　やめてくれ！」

「ううん、止めない。これが無くなったらまた一緒に楽しく過ごせるよ。もうえっちは出来なくなるけど……仕方ないよね。我慢するよ」

　少女は微笑み、目は虚ろに逸物だけを見つめている。

その尋常ではない様子に男は悲鳴を上げる。

「ちょっきんってするだけだよ。傷薬も持ってきたから大丈夫、少し痛むだけ」

「うわぁぁぁぁ！　俺が悪かったから正気に戻ってくれぇぇぇ！」

「ならあの人達は捨てて私だけを見てくれる？」

　一瞬迷いが見えるが、すぐに首を振る。

「そ、それは出来ない！　男として」

　クロルは精一杯の決め顔をアルマに向けた。

返答はやはり優しい笑顔。

「……ちょっきん」

　鋏に力が篭り小さな逸物に刃が食い込む。

男の象徴が切り離される寸前、扉が開かれた。

「わっ！　アルマ、何してるの！」

　飛びこんできたのはメリッサだった。

「お仕置きするのはいいけどそれは駄目よ！　将来きっと後悔するわよ」

「メリッサさん……でもこれがついてる限りクロルは悪いことします」

「もうしない！　これ以上女増やさないから！」

　メリッサは小さく溜息をついた。

「何があってもそんな事しちゃ駄目、これにしなさい」

　取り出したのは極太の張り型だった。

「これでお仕置きしていいから、おちんちんチョッキンは勘弁してあげようね」

「そ、それも大概なんですけど……」

　クロルの文句は「うるさい浮気男」とメリッサに一喝される。

「うん……わかった。じゃあ、お尻にお仕置きするね」

　虚ろな目をしたアルマは張り型を手に取りクロルの尻に宛がった。

「まずは唾で濡らして……っていきなり!?」

「お仕置き！」

　アルマは何の準備もせずに強引にクロルの肛門に張り型をねじ込む。

まるで強姦される少女のような悲鳴が漏れる。

「ぎゃあああああ！」

「う、うわぁ……怪我してないかな……」

　心配するメリッサをよそにアルマは強引に張り型を前後に動かす。

その度にクロルは悲鳴を上げてのた打ち回った。

「メリッサさん、見て勃ってる。きっとあの人達とこんな事もしてたんだよ」

「いやぁ……男は自然と勃っちゃうものだからそうとは限らないんじゃないかな」

　メリッサの言葉も届かない。

「こんなんじゃだめだよ。もっとお仕置きしないと」

　アルマは先程クロルの意識を刈った麺棒を取り出す。

「さすがに二本なんてお尻が裂けちゃうから駄目だよ！」

　メリッサが止めるのも聞かず、アルマはすぐにはち切れそうになっていた尻に麺棒を押し当てる。

「お仕置き、クロル……真人間になって！」

「おぼぉぉぉぉぉぉ!!」

　容赦なく力がこめられメリメリと音を立てて棒が入り込んでいった。

先程の数倍の叫びをあげ、クロルが悶絶。

メリッサがさすがにアルマを取り押さえた。

「離して下さいメリッサさん、お仕置きしないと」

「だめだって、本当に死んじゃうよ！」

「何事ですか!!」

　その時扉を蹴破ってセリアが侵入する。

何しろ夕方に襲撃事件があったばかり、絶叫が聞こえては外敵を疑うのも当然だ。

「……」

「あひぃ……でも……悪くない……」

　だが目の前には尻に二本突き刺し、逸物を勃起させて恍惚とするクロル。

セリアの頭は瞬時に沸騰した。

「紛らわしい……この……変態がぁ！」

　セリアは体重増で威力を増した蹴りをクロルの尻に叩き込み、衝撃でクロルは射精してしまう。

更に激昂したセリアが剣を抜いた所で、同じく駆けつけたマイラに取り押さえられた。

　夕方の騒ぎもあって屋敷中が大騒ぎとなり、次々と警備兵や使用人が集まってくる。

彼らの視線の先には尻に棒を二本突き刺して射精し続けるクロルがいたのだった。

　結局クロルは逸物を切断される事は免れたが、尻穴を怪我して二週間ばかりのベッド生活となる。

そして変態として屋敷中の人間にヒソヒソ噂される羽目になったのだった。

　アルマは事が終わった後、表面上は今まで通りになったがロラとミラには会おうともしなかった。
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余談　ケイシー漬け

「ところでお前……どうしてそんなに緑なんだ？　それにすっぱい匂いがするぞ」

（うぇぇぇん　ひっく　ぐすん）

　泣き伏せるケイシーからなんとか聞き出した事実はこうだ。

　話は一週間前に遡る。

ケイシーは小腹が減ったので台所に忍び込み漬物の大樽から盗み食いを試みたらしい。

しかし足が滑って樽の中に転落し、漬物に埋もれてしまう。

　そこに来た料理人は中を確認したが、運悪くケイシーが〝見えない〟人間だったらしく閉め忘れただけと思って蓋を閉じ、重石を載せなおしてしまった。

　ケイシーはか細い悲鳴を上げ続け、それに気付いたセリアがさっき樽を開けるまでの一週間しっかり漬け込まれて適度に発酵、緑色になってしまったそうだ。

先程の活躍は鏡で無残に変色した自分を見てショックで泣きながら走っていた時の事らしい。

「変色したのか……お前は一体何で出来ているんだ？」

　強く押えたりしたら凹んで戻らなくなるしすごく興味がある。

（そんなの知らないよぉ　それよりこのまま戻らなかったらどうしよう）

「お前はカトリーヌ達の恩人だ。緑色になっても気にしないよ」

　抱き寄せてキスをする。

「……漬物の味がするな」

（うぇぇぇぇーーん）

　ちなみにケイシーは緑から薄緑、黄色と徐々に薄くなっていき二週間程で元に戻った。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万八千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

財産　金貨六二四〇〇枚

家族

ノンナ（正妻孕）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（お化け）ミティ（婚約）メリッサ（愛妾）マリア（婚約）リタ（メイド長）カトリーヌ（婚約）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔術師）アルマ（不安定）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官丸）ギド（護衛隊）クロル（尻大破）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官）レオポルト（参謀）

アドルフ（内政官疲）トリスタン（ニート）クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（調教馬）リリアーヌ（女優）

身柄引き受け

母マルスリーヌ（少惚れ）娘ステファニー　ブリジット　フェリシー

ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

他国

セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（闘争中）クララ（夫人付き人）

経験人数一九八人　産ませた子四三人








第１８４話　正統マグラード







　朝日が昇り、ベッドの上で伸びをする。

股間に群がっている女は淫乱カトリーヌとメリッサだけだった。

勿論寝室には女達全員揃っているが、皆一様に死んだように眠っている。

　このまま二人を抱いてもいいのだが今朝はやらねばならぬ事がある。

「よかったよ。少し用事があるから二人で楽しんでいてくれ」

「はぁい」「行くねカトリーヌ」

　メリッサはすぐに張り型を取り出し、カトリーヌと繋がって嬌声を上げ始める。

さて、あの女はどうなっているだろうか。




　向かうのは勿論厩だ。

一応厩の前に置いていた見張りに声をかける。

「異常はなかったか？」

「は、はい……一晩中すごい声でしたが脱走してはおりません」

　だが今は厩から何も聞こえない。

近づいてみると女を固定していた場所にはロープだけが残っている。

「ち、逃げられたか」

　夜陰に乗じてとんずらしたかと思ったが厩の奥から何やら声が聞こえる。

まさかシュバルツが何かされたのだろうかと覗き込んで見る。

「んぶっんぼっ、シュバルツ様ぁ……こんなに大きい……素敵です愛しのシュバルツさまぁ……」

　全裸のままシュバルツの胴の下に入り込んだ女が１ｍ以上ありそうな奴のモノに奉仕している。

体全体を擦りつけながら必死に舌を這わせ、甘い声で媚を売っていた。

シュバルツはもっとしろとばかりに軽く首を振る。

「……どうなってんだ」

　恥ずかしげもなく晒された女の股間はきっとシュバルツを受けいれたのだろう、真っ赤に腫れて大穴になってしまっていた。

「おい、お前」

　声をかけると女はこちらを睨む。

「うるさいわね！　今シュバルツ様にご奉仕しているのよ、邪魔しないで！」

　どうやら頭が狂った訳ではないらしい。

シュバルツは誇らしげにヒヒンと嘶く。

まさか馬のこいつが女を一晩で落としてしまうとは思わなかった。

「シュバルツさまぁ……貴方の寵愛を頂けるならなんでも致します……私は貴方様の肉奴隷です」

　女はシュバルツの後ろ足を愛しげに抱きかかえて頬ずりしている。

だが俺は女を馬の肉奴隷にするつもりだったのではない。

「……お前を送り込んだ奴の名前と居場所は？」

「誰が教えるものですか！　お前に協力など死んでもしない」

　俺にはまったく話す気はないらしい。

「おいシュバルツ」

　シュバルツはやれやれとばかりに一声嘶き、ドスンと地面を踏みつけた。

答えてやれと言っているのだろう。

「え！　ご、ごめんなさいシュバルツ様、わかりましたあの男に全部話します……ですからどうか嫌わないでください。貴方に嫌われたら生きていけない」

　女はシュバルツの肉棒に何度かキスしてからこちらに振り返る。

まさか言葉がわかるのか？

「ほら、なんでも答えてやるからさっさと聞け」

　どうしてこうなった。




　その後レオポルトを呼んで尋問したが、女は昨日の抵抗が嘘のように何の躊躇もなく全てを話した。

「リーダーの名前は［マクシミリアン］戦争の時は副軍団長をしていた男で敗戦必至と見てから近隣都市の財を集めてストゥーラから都市国家群……正確には［アトロア］ポリスに駐留している」

　レオポルトが渋い顔をする。

「彼はアトロアの首長と親しい。持ち出した巨額の財を元に各地の残党に影響力を持ち、指揮下に置いているらしいわ。彼は自分達の事を［正統マグラード］と名乗ってる」

　それ以上詳しくは私も知らない、と女は顔を背ける。

「ふむ……わかった」

　女の言う事に嘘はないだろう。

「もう行っていいか？　シュバルツ様を待たせる訳にはいかない」

「……好きにしろ」

　女はたちまち服を脱ぎ捨て厩へと走っていく。

あいつを抱く気にならないとはいえ、なかなかいい乳と尻だ。

あれが全部シュバルツのものになったのか。

　彼女は厩の柵内に入ると柵に手をついて尻を振る。

シュバルツは女に遠慮なく圧し掛かり……凄い悲鳴だな。

遠くからわかる程に腹が膨らんでよく破れないものだ。

「色々と変なことになったがとりあえず情報は手に入った」

　あの女は便宜上シュバルツの飼育係にして置こう。

まさか馬の肉奴隷とするわけにもいくまい。

「しかし厄介ですな。アトロアは都市国家群の真ん中に位置します。急襲して引渡しを迫る訳にもいきません」

　都市国家群はそれぞれがバラバラ、都市国家同士で戦争する事もあり、普段まとまりはあまりないが外敵に対しては極めて敏感だ。

もし軍を率いて攻め入ればたちまち団結して向かって来るだろう。

「彼らの都市は全てが堅牢な城砦都市、市民の都市への忠誠心も往々にして高く、全てを敵に回せばそう易々とは行きません」

「だろうな……王国もマグラード統治に兵力を割かれている。大兵力を動かすのは渋るだろう」

「我らだけでは力押し出来ません。なんとかアトロアのみを相手に出来るならばやりようもありますが」

　他の都市国家がこちらを素直に通してくれるなど考えられない。

とりあえず王に……いやレベッカに恩を売るためにも彼女に伝えよう。

「この件については私も少し考える時間が必要です。それまではラーフェンの警備兵を増やして対応しましょう」

「そうだな、幸いにして懐には余裕がある。戦争前から住んでいる者で自警団も編成しよう。有償にすれば成り手も多いだろう」

「名案です。早速手配しましょう」

　アドルフもこれには渋るまい。

こっそりノンナの求めるプールも紛れ込ませられないだろうか。

無理だな、盛大にはみ出る。

「それでも元を断たないとな。ゴルドニアに恨みを持つマグラードの人間は千や二千じゃないだろう。来たのを潰しても打ち止めにはならない」

　レオポルトは少しだけ動きを止める。

「そちらもうまく考えましょう。一朝一夕にはいきませんが考えはあります」

　こいつが言うなら任せるべきだ。

「よし、全部お前に任せる。金や人がいるなら遠慮なく言え……それともう一つ条件がある」

「なんでしょうか」

「トリスタンの馬鹿も一緒に考えさせるんだ。あいつは何か命令を出さないと本当に何もしないぞ」

　一時期ヨグリが近い状態にはなっていたが、あいつも馬鹿馬鹿しいながら何かをしようとはしていた。

トリスタンは本を買い込んでまったく部屋から出てこなくなるのだ。

「分かりました。命令として伝えます。従わなければ部屋から放り出すと」

「それでいい、任せるよ」

　後はレオポルトとレベッカ達に任せようか、屋敷の警備も少し強化しておかないとな。

　うむ、有意義な話し合いが出来た。

色々と疲れたのでまだ昼にもなっていないが今日の仕事は終わりにしよう。




「あ……」

「おう」

　町にでも出かけようとしたのだが、コソコソと隠れるように歩くマルスリーヌと鉢合わせた。

普段は使用人と出会う事を恐れて東の部屋にある彼女達の部屋とバラ園以外を歩いていることは少ない彼女がどうしたのだろう。

「どうした？」

「お茶が切れてしまって……食堂で頂こうかと」

「ふむ……俺が持って行ってやるよ」

　食堂は今の時間メイド達が休憩しているはずで、彼女達のほとんどはトリエアの弾圧を逃れてきた者だ。

彼女が行けば敵意の視線に晒されるだろう。

「ありがとうございます」

　茶の葉が入った瓶を渡し頭を下げる彼女を見つめる。

「そろそろ俺に抱かれてくれる気分にはなったかな？」

「わ、私はいつでも覚悟は出来ております」

　目は動揺に落ち着かない。

まだ心まで開いていないな。

　マルスリーヌを抱き締めて唇を重ねる。

「んっ！」

　しばらく唇を重ねて体を離す。

「いつでも待ってるよ」

「……」

　マルスリーヌは真っ赤になって小走りに戻っていく。

だが嫌がってはいなかったようだ。

焦ってはいけない、ゆっくりと心を溶かして最後に体と共に頂くのだ。

　長女のステファニーも多少恐れはあるが、俺の事を嫌っている訳ではない。

猫に夢中の末娘フェリシーは臆病だが一番俺に懐いているし、正直今すぐでも食えそうだ。

「問題は次女のブリジットか……彼女はなかなか手ごわそうだ」

　冗談で尻を撫でると本当に怒るし、母が俺に隙を見せるとすぐに突っ込んで来る。

「少し強引に犯してそのまま快楽で……いや失敗すればそれこそ全員の信頼を失ってしまう」

　それに俺の流儀にも反する。

「なら酒を飲ませてそのまま前後不覚に、いやだめか」







「何を怪しい事言っているんですか」

　呆れた声はセリア、廊下で犯すなど快楽だのと呟いていた所を見られたらしい。

「いや、ちょっとした将来設計を……」

　セリアの格好を見てみる。

下は太股が大きく見える短いパンツ、上は薄手の生地で袖は無く腋が見えている。

「春になりかかっているが……その格好は少し寒くないか？」

　それにしても綺麗な腋だな、少し舐めさせてもらおうか。

「今から少し鍛錬をしようと思いまして、骨を治す間にかなり体力が落ちてしまいましたから」

「ああ、随分体も丸くなったしな」

　空気が凍る。

「い、いつから気付いておられたのですか！」

「割と最初からだな。王都に居る時は丸っこくなって行くお前が面白くて菓子を食わせていたし」

　セリアはがっくりと膝を地につく。

「隠せていたつもりだったのに……というよりもあれはわざとだったのですか！」

　涙目のセリアが迫ってくる。

いいじゃないか、少し丸っこい方が可愛いぞ。

「そんなことありません！　摘めるお腹なんておばさんの象徴……」

　廊下の角からメルが現われ、ニコリと微笑んで通り過ぎる。

「……オホン、なので体力と体型を戻すために厳しく鍛錬しようと思いまして」

　ふむ、セリアに付き合うのもいいな。

「俺も付き合おう、どこでやるんだ？」

「ええ!?　そんなエイギル様に付き合って頂くような大げさなものでは！」

「いいんだよ、俺もお前と二人で体を鍛えるのも悪くないと思っているよ」

　セリアは恐縮しながらも笑顔が溢れている。

この顔を見れただけでも十分に意味があるというものだ。




　セリアと俺は徒歩でラーフェン南東部、この町がかなり発展した今でもまだ空き地の多く残る場所……にやって来る。

「しかし、ここは壁外の平野と変わらんな。ここも結構発展したと思ったが」

「街の面積を異様に大きく取りましたからね。アドルフさんが言うには街の限界を予想させては発展の阻害要因になる、だそうです」

　なるほど、この空き地も隊商の集結や軍の演習準備には役に立っている。

もし敵を迎える事になった時も余剰の土地はそれだけ物資や兵を置ける場所になる。




「この場所を使おうと思います」

　セリアは枯れ草が一面に生えた一角で鍛錬するようだ。

荒れた剥き出しの地面よりは足への負担も少ないからだろう。

そして何より人の目がない。

「まず……腹の贅肉を落としたいのです」

　セリアは悲しそうに自分の腹を摘む。

元々皮の下にはしなやかな筋肉があり、引き締まった体だったセリア。

昨日抱いた時にこっそり触ってみたが腹全体がぷにぷにしていたのだ。

「押えておいてやるよ」

　セリアは仰向けに寝転がり、俺はその足を押える。

「まずは体の準備も兼ねて一〇〇回程腹筋を……」

　言いながらセリアはひょいと起き上がる。

軍人として鍛えている彼女は腹筋の一〇〇や二〇〇は簡単に……。

「ふぬっ！　あれ？　ふんぐ……」

　一回も上がらない。

途中までは来るのだが、しばらく踏ん張った後虚しく下がっていくのだ。

「ま、まさかここまで鈍っていたなんて……」

「なんと言うかすまんかったな」

　ただでさえ体力が落ちているのに調子に乗って食わせたせいでついた贅肉も邪魔をしている。

責任はとってやる必要があるだろう。

　押えていた足を離し、体重を乗せずにセリアの両足に乗っかる。

「ここまでこれたらキスをしてやるぞ」

「え、わかりました。んぐぐ……えい！」

　腹に力を入れ真っ赤になったセリアの顔が上がってくる。

その唇に軽いキス、彼女は安心したように再び寝転ぶ。

「出来たじゃないか。一回ごとにキスしてやるから頑張るんだ」

「は、はい！　もちろんです！」

　約束通り一回ごとに唇が触れるキス、そして一〇回ごとに頭を押えて舌を入れる濃厚なキスをする。

セリアは俺の唇を貰おうと必死になって腹筋を繰り返した。

「に……二百三十！　はぁはぁ……まだ出来ます！」

「いや……そろそろ止めて置こう。体の準備だったんだろう」

　それに腹筋がムキムキに浮き上がったセリアはあまり見たくない。

イリジナの盛り上がった筋肉を撫でながら致すのでお腹いっぱいだ。

「次は走って贅肉を落そうと思います」

「俺も最近あまり走りこんでいないから一緒に走ろうじゃないか」

　セリアは案外にタフネスである。

既に大人の体になったセリアは男の兵士にも決して引けはとらない……。

「ひー……ふー……こ、こんなはずでは……」

　空き地の中、円を描くように走っていたのだが、ほんの数分でセリアの息が切れて遅れ始めた。

体を動かさずに筋力が衰え、贅肉だけモリモリ増えたのだから当然と言えば当然だ。

「やっぱり日々の運動は大事だな」

「ひーふー、ひーふー、もうだめです……」

　そういえば昨日の夜も騎乗位で腰を振らせたらすぐにへばっていたな。

ここも助けてやろう。

「セリア、あそこに石材が置いてある」

　何かを作ったときの余りをここに置いたのだろう。

都合良く周りを枯れ草が覆っている。

「はひ……はひ……それがどうしました？」

「俺に走って追いつけたらあそこで可愛がってやる。お前の好きな二人きりだぞ」

「え……で、でも誰かに」

「周りには誰もいないし建物もない。地面に伏せてしまえばわからないよ」

　セリアは少し沈黙した後、グンと速度を上げた。

俺も笑いながらギリギリ追いつかれない程度に加速する。

　いつぞやはルーシィを相手に俺が追いかける側だった。

今は女が俺の体を求めて追いかけて来る。

「お前も出世したものだな」

「お、追いつきました！」

　逸物に話しかけていたら捕まってしまった。

仕方ない約束は守ってやろう。

　荒く息をつくセリアを持ち上げる。

「二〇回突いてやる。突き終わったらまた競争だ」

　あんまりやって腰が抜けてしまっても仕方ないからな。

「な、何度でも追いついて見せます！」




　俺達は夕方まで走っては愛し合い、また走ってを繰り返した。

たった一日だがセリアは心持ち引き締まった気がする。

「飯はちゃんと食えよ。体力が落ちたら何の意味もない」

「はい！　それでその……明日以降も鍛錬は続けるのですが……」

「もちろん付き合ってやるさ。お前が満足するまでな」

　セリアは満面の笑みを浮かべ、たっぷりと夕食を腹に入れていった。

この分ならすぐにまた活動的で引き締まった可愛いセリアが見れそうだ。

「……本当に鍛錬よね？」

「セリアさんがツヤツヤしてるの……ほんとに汗でしょうか」

「なんか女の匂いもするよ」

　ふはははは。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




しばらく後　都市国家群内　とある都市

　数名の黒いマントに身を包んだ男達が路地裏でささやく。

「お前達は行動後、例の地点に集結せよ……万が一それが不可能な場合は？」

「捕縛の危険がある場合、及び逃走の可能性が潰えた場合は……」

　男達は懐から小さなナイフを出す。

ナイフには毒々しい色の液体が塗られ、怪しく雫を垂らしていた。

「お前達が自決しても家族は手厚く保護され贅沢に暮らせる。だがもし捕縛されて口を割った時には全てを否定した上で家族は路頭に迷うことになる。心せよ」

「「はっ！」」

　中心に居た男を除き全員が散っていく。

ぼそりと残った男が呟く。

「卑劣なマグラードの残党共には汚い手がお似合いよ」







「ははは！　今日は随分酔ってしまった、気分がいいぞ！」

「まぁルンテーク様ったら、真っ赤なお顔をされて」

「酔っても男前ですわ」

　ふらつく足を両脇に抱えた女達に支えられて男はゆらゆら歩く。

「いい気分だぞ～。帰ったら三人で楽しもう～ボーナスもやるぞ～」

「きゃー素敵ー！」

「さすがポリス一の大商人ルンテーク様ですわ！」

「……」

　陽気に騒ぐ三人の前に黒ずくめのマントに身を包んだ男が立ちはだかる。

「なんだ～おまえは～ワシを誰だとおもって～」

「ルンテーク商会長だな？」

「……わかっているならどけ。お前などワシの力を持ってすれば……」

　男はマントの中から剣を取り出す。

「我ら正統マグラード、貴様は我らへの資金提供を拒否した。金に溺れて正義に唾吐いた罪は万死に値する」

「な、何を言うか！　貴様らなど唯の残党……引き換えにゴルドニアを敵に回せる訳など……」

　ルンテークの言葉を無視し男は切りかかる。

「天誅！」

「ぎゃあああああ！」

　男の刃はルンテークを肩口から切り裂き、倒れ込んだ所で首筋に止めの一撃が入った。

大量の血が水溜りを作って行く。

「ひ、人殺しー！」「誰か、誰かー！　ぎゃっ！」

　男は悲鳴をあげて逃げる女のうち一人を背中から切りつけて斃し、その場に剣を置いて走り去る。

　市内では同様の襲撃事件が時を同じくして複数起き、平穏だった市内はたちまち大騒ぎとなった。

いずれも狙われたのはマクシミリアンが自称する［正統マグラード］への協力を拒否した人物とその周りに居た者だった。

　一晩に五件の殺害事件が起こり、犠牲になった人間は計一二人。

実行犯八人のうち三人は自害し、五人は逃亡。

その手際の見事さから事は周到に準備され、逃走を補佐する者が居た事も明らかだった。
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地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万八千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍　七千名

歩兵四千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵千

大砲一五門

予備役　三千名

財産　金貨六二三〇〇枚　新屋敷計画、調査・研究・試作（一〇〇）

経験人数一九八人　産ませた子四三人








第１８５話　陰謀の渦







都市国家　アトロア

　都市国家アトロアの一角、王宮に程近い富裕層が軒を連ねる地区にある豪邸……マクシミリアンが大金で買い取ったその家は正統マグラードの実質的な拠点となっている。

　首長の力が強いアトロアで余所者がこのような場所に拠点を構えられるのは彼と彼の組織が実質的な補助を受けている事を意味していた。

「なに？　クェトンで我が正統マグラードによる暗殺事件だと？」

　豪華に飾られた王座のような椅子に座るマクシミリアンは部下の報告に怪訝な声をあげた。

「は！　他にもラスリスやバルドーエでも以前我々への協力を拒んだ有力者が暗殺されたとのこと」

「馬鹿な」

　マクシミリアンは軽く笑ってカップの酒を一気に飲み干す。

「俺はそんな指示は出していない。大方奴らの内部抗争か強盗の仕業であろう」

「しかしながら暗殺された者は高級軍人から勢いに乗る高利貸しまで貴賎は曖昧、全て我々への協力を拒んだ者です。既に各ポリスから我が方に抗議と事の真相を確かめたいとする使者が……」

　さすがにマクシミリアンの顔が歪む。

「「間違いだ　我々では無い」と言って適当に誤魔化しておけ！　その間に確かめるのだ」

　彼自身が指示を出したので無い以上、考えられるのは各地に散った残党達の暴発だ。

リーダーとして彼らをまとめているとは言え、距離のある小集団を全て統括出来ているわけではない。

「くそ……逸った馬鹿が余計な事をしてくれた」

　アトロアの首長とは友好関係にあるが、周辺のポリスから圧力が無いとも限らない。

そうなる前にさっさと実行犯を拘束し正統マグラードとは関係のない暴漢として引き渡すべきだろう。

「それだけの数の暗殺を行ったのならば、人数も結構なものになる。周辺で俺の指示無しに動きそうな集団ならすぐにわかるだろう」

　残党達は主に旧マグラードやゴルドニア本国に散っている。

攻撃の意味の無い都市国家群にいる者達は多くないはずだ。

「すぐに調査にかかります」

　部下は扉から早足で出て行った。

「やれやれ、指導者と言うのも楽ではないな」

　部下の前では口が裂けても言わないが、マクシミリアンはマグラードを再興できるなどとは思っていなかった。

国は滅び、王家は潰えた。

今更残骸を拾い集めてなんになるだろうか。

「ゴルドニアと南部諸国は必ず激突する。その時俺がゴルドニア全土に張った触手にどれだけの値がつくだろうか」

　暗殺も破壊もそれを証明する実績作りに過ぎない。

「残党共は復讐に燃えているのだろうが……俺はそれを利用して先に進む。フーバーとやらは俺を利用しようとしたようだがな」

　マクシミリアンは口元を僅かに上げて皮肉に笑う。

「そもそもあのような粗悪な計画で王権を転覆など出来るはずが無い。所詮はマグラード戦争で一人苦戦した愚将だったな」

　彼がカップになくなった酒を補充しようと腰を上げたとき、出て行ったはずの部下が飛びこんで来る。

「閣下！　一大事です！」

「何事だ、調査はどうなったのだ？」

「それどころではありません！　たった今連絡が入りました。我ら正統マグラードを騙る集団がグルディアポリスの評議会を襲撃、評議員数人を殺害し議場に火を放ったとの知らせです！」

「馬鹿な!!　あり得ん!!」

　いくら暴発すると言ってもそんな愚か者が身内に居たとは信じられなかった。

だがマクシミリアンの怒号も気にかけず、部下は一気に捲くし立てる。

「実行犯は一〇人以上、その場で全員殺害された模様です」

「うぬぬ……」

　グルディアは共和制のポリス、評議会は王権に等しい。

彼らを手にかけたとなれば、知らぬふりで通る問題ではなくなった。

もはやこの場で議論する状況ではない。

「詳細について逐次報告しろ、俺は首長と協議してくる」

　彼が仕度を開始すると同時に家の前で大音声が響く。

「マクシミリアン殿！　首長から緊急の呼び出しです！　至急！」

　テーブルを破壊する音が響いた。
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ラーフェン

「上手くいったと報告がありましたよ」

「そうか」

　トリスタンは一言そう言って再び本を読み始める。

答えるレオポルトも仕事に支障がないならばと咎めることはしない。

「それにしても悪辣な手だよ。貴方は絶対地獄に堕ちるね」

　本を読みながらどうでも良さそうな声。

「人員を準備したのは王都の情報官、計画の原案は貴様自身ではないのか？」

「僕は強盗や暴行事件でいこうと提案したんだよ。それを殺戮に変えたのは貴方じゃないか、だから僕は天国行きの馬車に乗れるのさ」

　ふんとレオポルトは鼻で笑う。

「今までの奴らのやり口から見てそのような中途半端では逆に疑われる。成功の可能性を僅かでも上げられるならば民が一〇人や二〇人死ぬぐらいどうと言う事は無い」

　怖い怖いとトリスタンは身震いするがとても本気には見えない。

「もう終わった事だけどね。グルディア議事堂の襲撃が最後だったかな？」

「そうだ。大事件の後にずるずる続けるのは不自然だ。この策は完遂したと言って良い」

「上手く回るかなぁ？」

「回る。グルディアは大きく、周辺でも中核となるポリスだ。今回の影響は周囲全てのポリスに影響を与えるだろう」

「グルディアは正統マグラードに批判的だったからね。攻撃されてもおかしくない……か」

　レオポルトは何事も無かったのように日々の実務をこなす。

「正統マグラードと拠点を貸しているアトロアはグルディアを中心に周囲のポリスから責められる事になるだろう。圧力に耐えかねてマクシミリアンとやらを放り出せば最高の結果だ」

「隠れ蓑を失ったミノムシを助ける者はいないと。でも、そもそもアトロアはなんでマグラードの残党なんて受けいれたんだろうね。少々金を持っていてもゴルドニアと敵対すれば割りに合わないけどなぁ」

　都市国家とゴルドニアの関係は間接的な交易を除いてほとんどない。

逆に言えば特に恨まれているはずもなく、あえてその敵対勢力を助ける事は考えられなかった。

「まだ僕達の知らない要素があるのかもしれない。一応……次善の策も準備した方がいいんじゃない？」

　レオポルトは同意したのか頷くが何もしようとはしない。

トリスタンは久しぶりに大きな溜息をついた。

「はぁ……僕がやるんですね。いつになったら本だけ読んで生きていけるようになるのかな」

　ぶつぶつ言いながらトリスタンは王都のレベッカに宛てる手紙を書き始めた。







「ゆ、夕食まで少し眠ります」

　俺との愛の特訓を終えたセリアがフラフラと自室に戻っていく。

今日も散々鍛錬してしまった、彼女は随分引き締まってきたがいやらしい運動が癖になってやめられない。

　思い出したら興奮してきたので傍に控えていた若いメイドの尻を撫でる。

「あん、御領主様……光栄です」

「宜しいですかハードレット様」

　至福の時間はアドルフに邪魔されてしまった。

メイドは軽く舌打ちして去っていく。

「……なんで私が睨まれるのか」

「ははは、それで何の用だ？」

「例の屋敷新築と……プールの見積もりが出来ました」

　アドルフが俺の前に出した書類の束、細かい所は見る気がないので最後だけ見る。

一度見てから目をこすってもう一度見直す。

「すごい額じゃないか」

「その通りです。ちなみに南部への開発費は三万枚ですので参考にして下さい」

　紙には金貨六万枚と書かれてある。

「いくらなんでもやり過ぎだろう」

「奥様が好き勝手言ってくれた通りに作ればこうなります。……まぁこれは最大の場合で実際には人手の問題もあるので少しずつ作って行く事になりますが」

　そういえばノンナはしょっちゅうアドルフを呼んであれこれ言っていたな。

「だが新屋敷も必要ではある」

「ええ、元々ラーフェンの屋敷はアークランドの辺境領主が建てたものですし」

　土地と人手はいくらでもあったからか広くはあったがクレアに本音を聞くと、屋敷は辺境伯の格に少し不足らしい。

「俺はでかいベッドと風呂さえあればいいんだが」

　屋敷の部屋は既にほとんどが女で埋まってしまい、客間も不足して来ている。

更に多数の女を囲っている別館も増築の繰り返しでやや見苦しい。

「一応私も必要と思ったからこそ真剣に費用を見積もったのです。それで……本当に建設されますか？」

「こないだみたいな襲撃もある。母屋だけでも先に作って置こう。今の屋敷を別館にすれば十分な広さになるだろう。問題はプールだ」

「だろうと思いまして母屋に関しては既に実際の計画に移っています。……プールもですか？」

　我が愛しのノンナは他の事はそのうち忘れるだろうがプールだけは拘っているんだ。

毎日のように「この子が生まれたら私が泳ぎを教えるのです」とか嬉しそうに言うんだよ。

「金はかかると思うがこの屋敷に比べれば誤差の……」

「金貨二万枚です」

「はぁ？」

　なんでノンナが妄想した贅沢三昧妄想屋敷が六万でプールが二万なんだ。

「プールなんか適当に掘って石で固めれば……」

「地面に造るならそうです。ですが見晴らしの良い高い場所に造るのでしょう」

　ノンナはそのつもりだった。

アドルフはバンと地図を机に叩きつける。

怒っているようだ、すまんなうちの嫁が。

「一番の問題は水の確保です。井戸水では到底間に合いません」

　そうだろうな。

「ここが町に水を引く既存の水路です。ですがこの水は街壁の外でも使用されている水です。奥様が激怒なさるでしょう」

「そりゃ民の使い古しの水で泳ぐのは俺も嫌だ」

「それに高さもありますので……この湖、ここから水を引きます」

　アドルフはある湖を指差す。

俺もそこは知っているが。

「無理だろう、ラーフェンとの間にそれなりに高い丘がある。とても水路は作れないぞ」

　水は僅かでも高ければ登らないし、周辺の標高もガタガタで迂回出来そうにない。

「そこでこれです」

　アドルフが持ち出したのは巨大な石造りの建造物の設計図だ。

「これは……橋か」

「はい、但し運ぶのは人ではなく水、これで直接ラーフェンまで清浄な水を運び入れるのです」

　それはまた壮大な……お前これがノンナのプールだって忘れてないか？

馬鹿みたいに大量の水はいらないんだぞ。

「……もちろんわかっています。ですがせっかく無茶をするのなら他の目的も持たせたいじゃないですか。ラーフェンは元々少人数を前提に町が作られているので様々な基盤が脆弱なのです。人口二万を超える都市が一つの水源と井戸水だけに頼るのは危険です」

「うむ……最近水も悪くなっているらしいしな」

　ラーフェンは小川を引き込んだ一本の水源に頼る。

それを街の中でいくつかに分けて使っているのだ。

つまり上流で使った水がそのまま下流へ流れて行く。

「さすがに糞尿をそのまま流す者はいませんが、上流で洗い物や洗濯をした水を下流で飲む者もいます。これはあまり良い状況ではありません」

「それでもう一本の水路か」

「はい、人手も費用もかかりますが将来を考えればいまこそ……」

　まぁいいか。

ノンナもプールが出来れば問題ないだろう。

「いいぞ、新屋敷の母屋とその橋みたいなの……水道橋と言うのか？　好きにやっていい」

　許可を出すとアドルフは跳ね上がるように席を立つ。

「ありがとうございます。後世まで残る様な物を造り上げて見せますよ」

　アドルフのほっとした顔は久しぶりに見たな。

「それといい知らせが一つ、例の生徒達を農地の検分に行かせているのですが」

　報告書がずらりと並ぶ。

「南部地域で新規開拓した農地に春小麦がギリギリ間に合いました。夏の気候にもよりますが大幅な収獲増が期待できますよ」

「そりゃ良かった。やっぱり金は使うと入ってくるんだな」

「それは為政者の言葉ではありませんね。……本当はあまり小麦が溢れるのも良くないのですが、またきな臭くなってきましたからね。食料の現物を抱えるのは強いかもしれません」

　ところで、とアドルフがジト目になる。

「グレーテル嬢の報告書なのですが……最後に必ず「わん」とついているのですが心当たりは？」

　しらんなぁ
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余談

お家騒動　時間は戻り冬　連邦地方都市アルベンス

「……」

「……」

　リビングにはマロードル侯爵自身と、他の一族達が落ち着かない様子で腰かけている。

奇妙な緊張感の中、扉が静かに開き、家令の老紳士が静かに侯爵に歩み寄った。

「産気付かれました」

「いよいよか」

　侯爵は目を閉じて祈るように俯く。

白都から戻った正妻クラウディアの出産、本来ならばどうか無事に生まれてくれと祈るのだろう。

「どうか生まれないでくれ……」

　思わず一族の者から漏れた本音、だが侯爵はそれを咎める事はしない。

彼も口には出さないが同じ気持ちだったからだ。

　クラウディアが大きな腹を引っさげてアルベンスに戻って以来、一族は大混乱になった。

賢明なマロードル侯爵は家督相続者を急死した場合の三番目までしっかりと決め、跡目争いが起きないよう一族を固めていた。

　そこに降って湧いた正妻クラウディアの懐妊。

輿入れ以来二〇年近く孕まなかった女の突然の妊娠に当然懐疑の声は上がったが、行為自体はしていたので根拠が無い訳ではない。

　いくら家内を固めても正妻のクラウディアに息子が出来れば全て引っくり返ってしまう。

さすがに諦めていた彼女の実家も俄然勢い付いてきたのだ。

　一族の中には事故に見せかけて殺すか流産させてしまえと強硬論を唱える者もいたが、それを察したのか彼女の実家は「身の回りの世話の為」と称してメイドや使用人を送り込んで来たのだ。

クラウディアの実家もなかなかの有力家、陰謀が露見すれば白都を巻き込んだ大騒動となってしまう。

　こうなってはもうクラウディアの三七才という初産としては遅すぎる年齢に期待するしかなかった。

「なあに、赤子が男とも限らん。それに男子であっても何か理由をつけて家督を……」

　一族の者が侯爵に耳打ちしたその時だった。

「ふんがぁぁぁぁ！」

　凄まじい雄叫びが聞こえる。

重厚な扉を通じてさえ聞こえるクラウディアの叫び声だ。

「クラウディア……お前はどうしてそうなってしまったのだ」

　若い頃は美しかったのにと涙する侯爵。

バタバタと廊下を走る音が聞こえる。

「お生まれになりました！」

「男か！」「健康か!?」

　一族の者達が明らかに反対の期待を持って声を上げる。

「元気な……男の子にございます！」

　使用人の言葉と同時に開け放たれた扉から声が聞こえる。

「ほーーーーほほほほ！　やりましたわ！　やりましたわ愛しの方！」

「奥様、まだ動き回ってはなりません！」

「生まれましたわ！　私があの人の子を産んだのですわよ！　おほほほほほぉぉぉーーー！」

「奥様、まだ出血されております！　ベッドの上で跳ねてはいけません！」

「オケケケケケ！」




　がっくりと肩を落す一同。

侯爵は父親の義務としてクラウディアの元に向かう。




「あなた、生まれましたわ」

「う、うむ……」

　顔立ちはクラウディアの面影を残す。

だがどうにも侯爵には似ていない。

「随分と……逸物がでかいな」

「父親に似たのですわ」

「む、俺も少し自信はあるがこの子はまた一段とでかい」

　出産に疲れたのか無表情のクラウディアの前で赤子に触れる。

オギャオギャと元気に泣きながら赤子は侯爵の指を掴んだ。

「む、むぅ……」

　元来、彼は非道な人間ではない。

子供も好きだし女性にも優しい。

クラウディアの事もかつて本気で愛していた。

無慈悲な行いは全て家の事を考えての行動だった。

　愛する人は太り果てたが、以前の面影を残す赤子が可愛くないはずがない。

「可愛いな」

「マロードル家の跡継ぎですわ」

　そんな事をすれば必ずお家騒動になるだろう。

だがそれでも……。

　腕の中で泣く赤子、侯爵の心は揺れていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十五万八千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍　七千名

歩兵四千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵千

大砲一五門

予備役　三千名

財産　金貨一二三〇〇枚　新屋敷・母屋のみ（三万）水道橋（二万）

経験人数一九八人　産ませた子四四人

活動報告でお知らせした通り、少しペース落ちます。










第１８６話　２つの宝石　♯







　春も深くなり、いよいよ夏の気配が見え始めた。

特に天候にも異常はなく小麦も他の作物も順調に生育している。

アドルフとポルテ達からもこのままいけばかなりの豊作になると報告を受けていた。

　マグラード残党……正統マグラードの一味は苦境に立っているらしい。

周辺のポリスから今まで黙認されていた逗留や武器の調達が制限され、首領マクシミリアンも追放するべきと責められているようだ。

ただ肝心のアトロアポリスは未だに彼を匿い続けているらしい。

それでも彼らが身動きを取り難くなったことはこちらとしては歓迎すべき事だ。

「新屋敷も土台はかなり出来てきたな」

「ラーフェン近郊では治水も建設も一段落していましたからね。無職者を働かせる為の労役の受け皿としても丁度いいようです」

　隣にいるのはいつものセリア、抱き寄せて頭を撫でる。

「はぅわ！　どうして今の会話で撫でるんですか！」

「随分と引き締まってきたと思ってな」

　フフンとセリアは誇らしげに立ち、俺の手を自分の腹に添えさせる。

「もちろんです！　もうお腹も締まりましたし、体力も戻っています。後は剣の勘さえ取り戻せば今まで通りです。遅れは取りません！」

「なるほど、腰と太股も引き締まったか？」

　彼女の腰から太股に手を伸ばした。

「はい！　お尻の贅肉も消えました。きつくなっていたズボンも……エイギル様……」

「ふむふむ、ここの贅肉はどうだ？」

　セリアの半ズボンを脱がせてゆで卵のような尻を剥き出しにする。

柔らかいながらも筋肉のついた尻、その中心には散々使い込んだにも関わらず綺麗な穴が……。

「失礼します旦那様、アドルフ様が……ひゃっ！　失礼しました！」

　メイドに見られてしまった。

「わぁ！　見られたじゃないですか！　どうして流れるように女を脱がすのですか！」

　セリアは怪我も完全に治り体型も戻った。

後心配事と言えば……そろそろだろう。




「もうだめですーーー！　死ぬ、死んでしまう！　誰か助けてぇ、痛いよぉ！」

　いよいよノンナの陣痛が始まったらしい。

悲鳴を上げまくるノンナの周りに家族の女達が集まって宥めているのだ。

「女の体は子を産むように出来ているのですから平気ですよ」

　五人の出産経験があるメルが優しく語りかけるがノンナは悲鳴を上げるばかりで聞く耳持たない。

「ったく……女はみんな味わう痛みよ。ぎゃあぎゃあ泣かずに黙って産みなさい！」

　カーラが一喝するとノンナは倍泣き始めてしまう。

「ふぇぇぇ！　エイギル様ぁ、カーラが苛めます！　……い、痛い！　もうだめ生まれます！」

　泣き叫ぶノンナに軽くキスして外で待とうとしたのだが袖をぎゅっと掴まれた。

女は出産する姿を男に見られたくないと思って気を利かせたのだが。

「エイギル様は一緒に居てください！　カーラも！」

　それぞれの手で俺とカーラを掴んで離さないノンナ、普段の威勢はどこへやら可愛い奴だ。

「わかった、傍に居てやるから安心しろ」

「まったくしょうがないわね」

　部屋の中には俺達と産婆だけになる。

「あぅぅーー！　死ぬぅぅぅぅ！」

「死にませんからゆっくり力を入れて下さい。ほら、頑張って！」

　今までがあっと言う間の出産だったせいか、馴染みの産婆は逆にやりがいを感じて生き生きしているようにも見える。

「あぁぁぁぁぁ！　もう駄目、アソコが裂けます！　さよならエイギル様、貴方に拾われてから幸せな人生でした！　カーラのおやつを摘み食いして知らん振りして御免なさい、白状しますので天国に導いて下さい……」

「やっぱりあんただったんじゃない！　こうしてやるわ！」

「ふがふが……」

　カーラがノンナの頬を引っ張り悲鳴が途切れる。

ノンナはやめさせようと両手でカーラの手を掴み……。

「んんーーーー！」

「い、痛いこら離しなさい！　私の手を掴み棒代わりにしないでよ！」

　次の瞬間、ほぎゃあと小さな泣き声が聞こえた。

大騒ぎの中で産んでしまったようだ。

「元気な……女の子ですわ。おめでとうございます」

　産婆が確認してから取り上げるが、赤子は体が小さく泣き声もどこか弱弱しい。

「だ、大丈夫なのよね？」

　自分の子供との違いにカーラも心配そうな声を上げた。

「はい、とりあえず泣き声も上げておりますし、体におかしな所もありません……ですがこれは」

「痛いです……まだ痛いです……」

　出産が終わったにも関わらずノンナは痛みを訴え続ける。

産婆はあわてて腹を確認して声を上げた。

「やはり！　双子です。もう一人お腹に残っております」

「ふ、双子？」

　それは珍しい、種付けし過ぎてしまったのかもしれない。

「あぅぅー！」

　ノンナは再びカーラに、しかも今度は彼女の胸を鷲掴みにしたのだ。

「ちょっと、おっぱいつぶれるっての！　乳首はやめてー！」




　ノンナは更に大声で呻き子を産み落とす。

一同から安堵の息が漏れたが産婆の目が険しくなっている。

「男の子ですが……泣きませんね……これは！　いけない息をしていませんわ！」

　全員の表情が強張りノンナは必死に頭を起こした。

「そんな……私の赤ちゃん……お願い助けてあげて……」

　場が一気に緊迫感を増す。

だが俺とカーラには何も出来ず、ただ産婆に任せて見守るしかない。

　産婆は必死に赤子の背中を叩いたり揺すったりするが泣き声は聞こえない。

やがて彼女は俯き、赤子を揺らす手を止めた。

「……そんな」

　カーラの細く声を漏らす。

ノンナの目に一気に涙が浮ぶ。

「あ、赤ちゃんが……酷い、酷いよ……うぅ……うわぁぁぁぁぁん!!」

　ノンナは爆発したように号泣し、つられて先に生まれた女の子も激しく泣き出す。

カーラも子供を失ったノンナにかける言葉もなく涙を浮かべて目を逸らした。

　華奢なノンナに双子は負担が大きすぎたのかもしれない。

大声で泣き叫ぶノンナをどう慰めたらいいものか悩んでいるとケイシーが扉から顔を出した。

悪いが今は構ってやれないんだ、大人しくしていてくれ。

　だがケイシーは出て行かず近寄ってきた。

（今この部屋から赤ちゃんが飛び出して来たの　どうしよう）

　ケイシーは何かを抱いているようだが俺には何も見えない。

まさかとは思うがこの子なのかもしれない。

（あ　同じ顔してるね）

　ケイシーは腕に抱いた何かをぐったりとした赤子に重ねる。

その瞬間だった。

「おぎゃあ！　ほぎゃあ！」

　突然火がついたように赤子が泣き出したのだ。

「ああっ！　こんな……奇跡ですわ！」

「私の赤ちゃん……生き返った……よかった……」

　産婆は慌てて赤子を取り上げ、ノンナは安心したのか意識を失ってしまった。

「ふぅ……」

　俺は安堵の息をつき、カーラも尻餅をついてしまう。

「まったく、最後まで心配させるんだから……あー疲れた」

「本当にな。だが三人とも元気だ……最高の結果だよ」




　殊勲はケイシーだな。

この前の件といい、彼女は怨霊どころか幸運の幽霊に違いない。

なにか欲しい物があったらなんでも言って見ろ。

（本当!?　ならふかふか羽毛が入った布団が欲しい　最近背中と腰が痛くて）

　いいぞ、なんでも買ってやる。

当分夕食はケイシーの好物ばっかり出してやるからな。

（わーい）

　こうしてノンナは無事双子の男女を出産したのだった。




後日

「お前腹は空かせて来たか？」

「当たり前だろ、こんな美味しい話の前にカカアのまずい飯なんて食えねぇよ」

「スープも肉がゴロゴロ入ってるぜ、ハードレット様万歳！」

「［アナスタシア］様万歳！」「［バルトロメイ］様万歳！」

　領民達がワイワイと騒いでいる。

子供……娘はアナスタシア、息子はバルトロメイと名づけ、母体と二人の安定を確認してから領内に誕生を布告したのだ。

今日から三日間、衛兵や食料の生産に携わる者以外の仕事は全て休み、ラーフェンで酒とパン、スープを無料で配る事にしたのだ。

　クレアの商会が在庫として持っていた肉や野菜も全て買い上げて無数の鍋を広場に並べ、好き放題に取らせている。

そこら中にここぞとばかりに酒を目茶目茶に呑んでひっくり返っている者や、食いすぎて動けなくなった者が転がっている。

「治安の懸念はありましたが正統マグラード側も今は自らの存続の危機、こちらにちょっかいを出す余裕はないでしょう」

　祭りの雰囲気の中でもレオポルトはいつもと変わらない。

無表情のまま淡々と言葉を紡ぐが一応呑んではいるのか僅かに顔は赤い。

それになんだかすっきりした顔をしているな。

「屋敷の警備はしている。それにこの雰囲気の中で襲撃などやればラーフェンの民全員を敵に回す事ぐらいわかるだろう」

　襲撃者に脅えてビクビクするのも馬鹿馬鹿しい。

「しかしラーフェンの民全員が好き放題に飲み喰いするのです。出費は凄まじいですよ？　大規模な建設と併せて既に金貨は空です」

　アドルフは渋い顔だがお祝いなんだからいいじゃないか。

「今後、軍を動かす必要性が出るかもしれませんが」

「その時は誰かに借りればいい」

　思えば昔から金にはあまり困っていない。

きっとなんとかなるさ。

　ラーフェン中心にこれでもかと並べた配給所、それでも行列が途絶えることはない。

パンも積む傍から減っていき、スープの大鍋はひっきりなしに交換されている。

「ラーフェンにこんなに民が居たんだな」

「いえ、いくらなんでも多すぎます。周辺の村からも集まってきているのでは？」

　なるほど、周辺の農村から歩いて来た者もいるのか。

まあ今はいいだろう、好きに食わせてやろう。

ふと目を凝らすと明らかに市民には見えない女が子供を五人も連れてスープの列に並んでいる。

「ちょっと行って来る」

「……また女ですか、セリア殿は？」「屋敷の警備に当たっている」

　呆れた声を出すアドルフ、今がチャンスだ。




「え……スープの器ですか？　持ってきていません……」

「なら家から持って来い。さすがに全員に器まで用意してやれんぞ」

　女は手ぶらで来てしまったようだ。

スープを配っている衛兵は当然市内の者と思っているから気軽に言うが、きっと彼女達は結構な距離を歩いてきたのだろう。

子供達も悲しそうな顔で母親を見ている。

「な、なら私の手にでも」

「お前この煮えた鍋が見えないのか、手が焼けちまうぞ」

「まあ待て」

　俺は列に割って入る。

「これは御領主様！　奥方様のご出産おめでとうございます！」

　周り中から浴びせられる賛辞に適当に応えながら母親の肩を抱く。

「子供連れで何度も並ぶのはつらいだろう、全員連れてこっちにおいで」

「はい……でも私実は……」

　母親の目が可哀相なぐらいに泳いでいた。

「ラーフェンの人間じゃないんだろう？　細かい事は言わんよ、さあおいで」

　小さくなって脅えている母親と子供をレティシアの店に連れて行く。

上物のパンとスープ、そして酒まで無料で配られている今さすがにレストランに客はこない。

　皿山盛りのパスタ、鳥、豚、牛と豪快に焼かれた肉が並べられ、子供達ががっつく。

レティシアとシャロンも微笑ましい目で五人の子供達を眺めていた。

「本当にありがとうございます」

　改めて母親と子供達を見るが随分と痩せているな。

子連れで来れたのならそれほど辺境でもなさそうだが、ラーフェン近郊で飢える者がまだいたのか。

「領主様のおかげで今まではそれなりに豊かに暮らせていたのですが春前に夫が病で……子供五人を抱えては畑仕事もままならず」

「そうか、明日まで祭りは続くから腹いっぱい食って行け。ちなみに泊まる場所はあるのか？」

「街角にでも丸まってなんとか」

　だろうな。

「そこで相談があるんだが」

　母親を抱き寄せ優しく髪をすき、口を耳元に近づけていく。

レティシアは子供達の面倒は見ると目で言ってくれた。

「は、はい？　あのぅ……一体なにを」

「いいからおいで、悪いようにはしないから」







「あぁぁぁーー!!　領主様！　太いですぅ、こんなの初めてぇ！」

　ベッドに座った俺は後ろ向きにした彼女を抱きかかえ、背面座位で力強く突く。

「お前もなかなかいい体してるじゃないか。こんなに痩せて勿体無い」

「胸は弱いんです！　だ、だめまたイってしまいます！　イクーーー！」

　後ろから手を伸ばして乳房を揉み解し、乳首を軽く引っ張ると女は大きく仰け反って絶頂した。

だが俺はまだ出しておらず、硬く勃起した逸物は女の穴をパンパンに広げている。

「はぁ……はぁ……気が遠く……死んでしまいます」

「まだまだ終わらないぞ。ほらスープで栄養を補給するんだ」

　女にスープを飲ませ、俺は乳房に吸い付いて母乳をすする。

「あぁ……また膨らんで……どれほど巨大なの……」

　呆然と呟く女から逸物を引き抜き、指で穴を広げてやると簡単にぱっくり開いてしまう。

「もうガバガバだ。俺のモノしか合わなくなったぞ」

「いやぁ……私五人の母親なのに巨根で攻められてこんなにしちゃうなんて……」

「母親だって女だろう、さあ次は前から突いてやるぞ」

　女をベッドに押し倒し、上に乗って腰を振る。

既に俺のサイズになっている彼女は苦痛を訴える事もなく喘ぎ、体を震わせて行く。

がつがつ勢いよく突き込むと女は手足を俺に絡めて来た。

彼女の穴も俺を歓迎し一突きごとに奥深くまで入っていき、とうとう一番奥も口を開き始める。

「ここの中にお邪魔してもいいかな？」

「そこは……子袋です。それに私は結構子供が出来易くて……」

　そりゃ五人も産んでいるのだから分かる。

「いいじゃないか……俺のこれを触ってみろ。種がたっぷり準備されているぞ」

　女の手を掴み、我ながらずっしりとした玉を触らせた。

「ひゃ、凄く重いです。こんなすごい量の種汁を注がれたら……本当に産ませるおつもりですか？」

　無言で見つめ続けていると女は警戒するように胸に添えていた手を外し枕を掴む。

どうやら了承してもらえたようだ。

「お邪魔するぞ！」

「ああーーー!!」

　ごりゅんと肉棒が彼女の大事な部屋を蹂躙し、すぐに大量の種汁が流れ込む。

女はその一撃で遂に堕ち、絶叫しながら俺への愛を誓って囲われる事を承諾したのだった。




「ふぅ、また一人女を孕ませてしまった」

　彼女は種汁で腹を膨らませて転がっている。

とんでもなく濃いのが入ったからまず妊娠しているはずだ。

「お疲れ様です」

　寝室から半裸で出てきた俺にレティシアは飲み物を差し出す。

女の子供達は満腹になって寝てしまったらしい。

「すごい悲鳴でしたね……完全に落とされたのですか？」

「ああ、俺の女になる事を誓わせたよ」

「羨ましい……私も早く領主様の女になりたいのに」

　レティシアは胸元をわざと開き、酌をしながら体を寄せてくる。

俺はいつでも歓迎なのにお前が条件を出すからじゃないか。

「ボクもご一緒していいかな？」

　ほら、肝心のが来た。

俺はレティシアに何度もアプローチしているのだが、彼女はシャロンと一緒に抱いてくれと聞かない。

そしてシャロンはなかなかに美しいが男なのだ。

「お前女装しているのか」

「うん、少しでもハードレット様に気に入られようと思って」

　恐らく新調したのだろうぴったりとしたドレスを着たシャロンは女にしか見えない。

この姿なら別に気分は損ねない。

「お前も隣で酌をしてくれるか？」

「うん！　もちろんだよ！」

　両手に花、片方はなんか変な花だが、まあ大目に見るとしよう。

「もしハードレット様がどうしてもって言うなら……ボク切るよ？　切って本当の女の子になる」

「いや切っても逸物の無い男になるだけだろうが」

「まぁまぁ、今日は奥方様の出産祝いです。そういう議論は無しに呑みましょう」

　レティシアが酒を注ぎ俺が呑む。

飲み干すなりシャロンが補充しまた呑む。

随分ペースが早いな、それにこの酒随分ときつい……飯屋で出す酒じゃないぞ。

「まぁまぁもっとどうぞ」

「そうだよ。領主様ぐらいの男になったらこれぐらいの酒、一気に呑まないといけないよ」

「そうか？　まぁ上手い飯と酒に女までいるんだからこれ以上の贅沢はないが……」

　酒を一気に飲み干すと二人が拍手して更に注いで来る。

レティシアは更に胸元を開き、上から覗けば乳首が見えてしまっている。

シャロンも太股に手を乗せているが、時折服の上から逸物に触れてくる。

「そろそろ酒が回ってきたから少し控えめに……」

「だめですよ～領主様は豪傑なんですからもっと飲まないと」

「そうそう二人もハードレット様に惚れてる女が居るんだから男を見せてよ」

　二人？　確か一人は男だったはずだ。

酒を呑みすぎたせいでなんだかわからなくなって来たぞ。

「私達〝姉妹〟のお尻触ってみて下さい」

　レティシアに促がされて二人の尻を触る。

柔らかい尻と締まった尻……どちらもいい感触だ。

「領主様想像して下さい。私達のお尻に交互に腰を叩きつける様を……」

　レティシアの柔らかい尻は優しく逸物を包んでくれるだろう。

シャロンの引き締まった小尻はきつく締まって気持ちよさそうだ。

うーん、何か忘れている気もするんだが。

「ハードレット様、どうです？　ベッドで私達に悪戯しませんか？」

　レティシアが大きな胸を当て、ぽってりとした唇で首筋を吸ってきた。

「ボク、胸はないけど……お尻はきっと気持ちいいよ？」

　シャロンが俺の太股にしがみ付き、足首から股間まで舐め上がってくる。

女二人にここまでされて黙っている訳にはいかない。

忘れている事など大した事ではないはずだ、男としてこいつらを鳴かせてやらねばならない。

「よし、お前ら姉妹まとめて抱いてやる。腰が立たないようにしてやるから覚悟しろ！」

「きゃあ、犯されちゃう♪」

「つ、ついにボクのお尻をハードレット様に……嬉しい！」

　俺は二人をベッドに放り投げ、服を脱ぎ捨てて襲い掛かったのだった。
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アトロア

　アトロア首長の屋敷、マクシミリアンと首長たる［イザベラ］はテーブルを挟んで向かい合う。

「……これを見てくれ、既に周辺五つのポリスからお前を引き渡すように要請書が来ている。直接言ってきたのは五つだが、実質的には周囲ほとんどのポリスが圧力をかけてきているのだ」

「襲撃の件はあくまで我らの名を騙る偽物の仕業と伝えて欲しい」

　イザベラは溜息を一つ落として肘をつく。

「言った。だがあれだけ派手にされては説得力はない。それに殺されたのは全て正統マグラードへの協力を拒否、もしくは追い出せと公言していた連中だ。もはや言い訳は聞くまい」

「では……俺達を追い出すか？」

　マクシミリアンは使用人を下がらせ、イザベラの横に座った。

「父の代からの部下は声には出さぬが追い出せと言いたげだ……だが……」

　イザベラは使用人が退出すると同時に威厳ある首長から女の顔になる。

「私にそなたを切ることなど出来ぬと知っているだろうに、愛しておるぞマクシミリアン」

「俺もだイザベラ、あの日お前を抱いてから忘れた夜はない」

　二人は固く抱き合ってキスをする。

　生来気が強く、嫁の貰い手がなかったイザベラを首長の父はマグラードで行われていた舞踏会に半ば無理やりに連れて行った。

そこで出会ったのが警備責任者だったマクシミリアン、女好きだった彼は隙を見てイザベラを犯し、その手管に意地を張るだけの小娘だった彼女はすっかり虜になってしまったのだった。

イザベラが急死した父から首長の座を継いだのはそれから二年後……今から三年前の事だ。

「あぁ、周りのポリスも部下も関係ない。そなたは私の男……決して見捨てなどせぬ」

「嬉しいよイザベラ、さあ触ってみろ」

　男は女の手を自分の股間に持っていく。

「大きい……泣き叫ぶ私を犯したあの時のままだ」

「巨根好きのお前だ、たまに触らせておかないと他の男を咥えるかもしれんからな」

「何を言う、私はお前以外に体を開いたりしない！　それに……そなた程の巨根が他に居る訳がない。心配は無用というものだ」

　二人は抱き合いながら寝室へと消えていく。




　イザベラがあくまで正統マグラードを庇い続ける理由は男女の情。

首長の力が強い都市内では表立っての不満は出なかったが、周辺の都市はアトロアの不可解な動きに不満を募らせ、アトロアは徐々に孤立を深めていくのだった。
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ラーフェン

「こ、これはどう言う事だ……！」

　全裸で朝日を浴びて呆然とする俺、扉からは女とその子供がこちらを見ている。

これはいい、彼女は昨日抱いた女でこれから屋敷に囲うのだ。

「んん……」

　隣に股から種を垂らすレティシアが寝ているのもいい。

昨日激しく抱いた覚えはあるし、孕めば囲ってやるだけの事だ。

「あぅ……」

　だが俺の逸物が血に塗れ、シャロンが太股にしがみ付いているのはどういう事だ。

レティシアが処女だった？　いや彼女は何度も強姦されたと聞いていた。

となれば原因はシャロンの血が滲んだケツしか考えられない。

「やってしまった……ついに男を掘ってしまった」

　がっくりと項垂れる俺を心配そうに見る母と子、お前達は外で飯でも食っておいてくれ……。

レティシアが目を覚まし、愕然とする俺にしなだれかかる。

「領主様、そんなに落ち込むことはありません。シャロンをご覧下さい」

　痛む尻を気にしながらも幸せそうにしがみ付くシャロン。

確かに顔は活動的な少女にも見える。

胸がないのも許せる、妊娠するまでマリアも似たようなものだった。

「綺麗でしょう？　そこらの女の子には負けません。つまりシャロンは女の子なのです」

「無茶を言うなよ……そそりたってるじゃないか」

　シャロンは腰までシーツを被り眠っているが股間部分が盛り上がっている。

あの場所に何があるかは火を見るより明らかだ。

「それは……憧れの領主様に掘って頂いたのですから仕方ありません」

　声に出さないでくれ、実感が沸いてしまう。

「大丈夫です。小さなおちんちんがついているだけでシャロンは女の子なんですから」

　世の中には人を騙す悪い嘘と人を救う良い嘘がある。

今回は後者に違いない。

「……そう思っておいた方が俺の心の為にも良さそうだ」

　この瞬間、シャロンは乳房と穴がなく逸物がついた少し特殊な女と言うことになったのだ。







「エイギル様、無断で外泊しないで下さい！　心配するじゃないですか！」

「男など掘っていないぞ」

　屋敷に帰った俺にセリアが噛み付いてきた。

脅える親子は俺の背中に隠れる。

「彼女達を頼む」

「はい、新しく囲った女の方ですね。どうぞこちらへ」

　メイドは驚くこともなくスムーズに彼女達を別館へと案内していく。

もう手馴れたもの、セリアも少しだけ睨みつけるがそれ以上は追求しない。

俺が女を連れ帰って囲うなど最早珍しいことでも無い。

「それからレオポルトさんが呼んでいましたよ。例の正統マグラードの件だそうです」

　まったく、祭りの時ぐらい待とうと思わないのか。

思わないんだろうな、それがあいつか。




「ハードレット卿、こちらをご覧下さい」

「俺が抱いたのはついているが女だ」

　レオポルトが差し出したのは何かの誓約書だ。

見たことの無い様々な印が押されている。

「これはなんだ？」

「都市国家群……より正確に言うとゴルドニア国境からアトロアまでの進路に当たるポリスとの誓約書です。彼らは我々がアトロアに進軍する事を認めています」

「ほう、都市国家は部外者の介入を拒むと思っていたが」

「無差別な暗殺事件、特に評議員まで殺害された事が大きかったようです。彼ら正統マグラードを危険な集団と見なし、彼らを庇うアトロアも厄介者と認識しています」

「しかしアトロアは人口三万の比較的大きな都市、彼ら自身の手で戦うには負担が大きい」

　トリスタンが横から顔を出した。

「昨日は女を三人抱いた。それだけだ」

「い、いきなりなんですか……なんにせよこれで我々が進軍しても邪魔は入りませんよ」

　ふむ、ならエイリヒに話して兵団を貸してもらおうか。

「その件ですが、今回は我々だけで叩くべきです」

「おいおい、そもそもマグラードの残党は王国の問題だ。なんで俺だけでやらにゃいかん」

　王国から三万ぐらい借りればアトロアなど簡単に揉み潰せるだろうに。

「単純に今回の件だけならばそうでしょう。ですが王国軍を借りれば今回の戦いはゴルドニアの戦いになります」

「それになんの不都合がある」

「ゴルドニアは都市国家群を始め南部諸国とはまったく関係を持っていないか、表面上の和平協定だけの関係、外交関係はほとんど白です。今回我々だけで行動を起こせば独自の関係を築くことが出来ます」

「都市国家の中にはリバティース民主国との関係が深い国もありますね。僕達が南部に独自の窓口を持っておくのは悪いことじゃないよ。それに南の未開地域にも何か眠っているかもしれないしね」

　レオポルトは声を小さくした。

「ハードレット卿の目的が王国の真の忠臣である事ならば話は違いますが」

　ふむ、お前達がそう思うならそうなのだろう。

俺が無い頭で考えるよりは良い結果になりそうだ。

「わかった。だが具体的な準備は祭りが終わって幾分か経ってからだ」

　民も祭りの後に即戦争では気持ちがついてこない。

何よりノンナが床から出る前に出征してはこれ以上ないぐらいむくれてしまうはずだ。

「予備役を招集し、弓騎兵を集めれば一万二千は集まります。アトロア単体を相手にするだけならば十分な数です」

「都市国家は確か頑丈な城砦都市のはずだが」

「攻城兵器も揃っています。問題はありません」

　そうか、ならば久しぶりに戦争しようか。

「戦争は嫌いですけど、ああいう襲撃を繰り返されるとおちおち本も読んでられませんからね」

「良い言葉だ。その意気をかってお前にも前線で活躍してもらおう」

「……いつもこうだ、たまにやる気を出したら碌な事が無い。やっぱり怠け者の馬鹿と思われたまま田舎に引っ込んでいればよかった……そもそもどうして僕の故郷で……」




　愚痴と溜息ばかりになったトリスタンを置いてノンナの所に向かう。

途中……レオポルトの付き人だった女、確かニナだったかな。

なにやらヨタヨタと股を押えて歩いているが、今はノンナが優先だ。

「エイギル様……」

　ノンナはベッドに横になったまま、すやすや眠る我が子を見守っている。

さすがに双子の出産で相当消耗したらしく未だに疲れた顔をしていた。

　双子の子供はアナスタシアとバルトロメイ……ノンナが意識を取り戻すなりつけた名前だ。

随分前から男女どちらも決めていたらしい。

双子だったせいかどちらも少し小さいが、恐ろしく顔が整っている。

「さすがお前の子、まるで宝石のように美しいな」

「うふふ、そうなるといいです。でもエイギル様のせいでバルトロメイのアレ……赤ちゃんとは思えない大きさになっちゃってますよ。大人になったらどれだけの女を泣かせる事か」

　ノンナ譲りの美形に巨根となればもう女は打つ手あるまい。

好き放題に喰い散らかされてしまうはずだ。

「そうならないようにしっかり教育しないといけません」

　ノンナは笑い、俺にキスをする。

「また戦に行かれるのでしょう？」

　よくわかったな。

「顔を見ればわかります……ご無事で帰って下さいね。この子達には父親が必要ですから」

「もちろんだ。必ず帰って来るさ」

　ノンナの体を気遣い、優しく抱き締める。

「愛する夫と子供、立派な家と名誉……幸せです。私……本当に幸せです」

　俺の胸に抱かれながらノンナは最後にボソリと呟く。

「今が永遠に続いて欲しいです……」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十六万人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍一万三千名

歩兵七千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵四千　予備役召集済

大砲一八門

財産　金貨三〇〇枚　出産祝いラーフェン大祭（七千）出撃（一万）税金収支（＋五千）

経験人数二〇一人！　産ませた子四六人

一応夏の税収計算してみました。

次回から書かなくてもいいかな

　　　　　　　　収入

鉱山税　　四万枚（王献上四千）

交易税　　二万枚

収入計　　六万枚

　　　　　　　　支出

屋敷維持　　　　　　三五〇〇枚

警備兵維持　　　　　三五〇〇枚

軍給料　　　　　　四万枚

軍施設その他　　　　三千枚

有償労役　　　　　　五千枚

支出計　　　　　　五万五千枚

合計＋五千枚










第１８７話　正統マグラード掃討戦①　草原の会戦







　俺と一万三千の兵は一路西へと進んでいく。

一度ザン＝ドラまで南下し、そこから西へ……トリスニアに向かう街道の上を進むのだ。

右手にエルグの森を見ながら、シュバルツの背に揺られてる。

「ザン＝ドラまでと比べればやはり道は悪いですね」

　今回の出征は領内の兵をほとんど引き連れている。

当然セリアだけではなくレオポルトからトリスタンまで軍に関係のある人間は総出撃なのだ。

「贅沢な悩みになったな。元々ラーフェン周辺は道も無かったのに」

　セリアを抱き寄せて頭を撫でる。

「はう！　へ、兵が見ていますから」

　そんな心配は無用だ、セリアが俺の愛人だというのはもはや兵の間で常識だからな。

「そろそろ……ハメエ男爵の領地に入るな」

「バリエ卿です。使者を出しておりますので町の近くで野営できるでしょう」

　西部の貴族達とは出撃前からほとんど話はついている。

ノンナが普段から舞踏会だお茶会だとやっているお陰で彼らとの関係は良好だからな。

「まあこの戦力です。普段の関係がどうだろうが拒否などありえなかったでしょう」

　レオポルトがせっかくのノンナの功績に水を差す。

「昨日駐屯したシャヴァンヌ子爵は可愛そうなぐらい脅えていましたからね」

　セリアが苦笑いしていた。

人口五千の町を取り囲むように野営したからな。

単に町の近くに兵を置きたかっただけで他意はなかったのだが。

「今考えればあの娘もそう言う事だったんだな」

　昨夜シャヴァンヌの屋敷の部屋に泊めてもらったのだが、深夜に若い娘が一人忍んで来たのだ。

どうか可愛がって下さいと言うので全力で相手してしまった。

「あの人、分家の娘だったらしいですよ。白目でおしっこ漏らして酷いことになっていましたけど」

「うむ、処女だったしな。結構な美人だったせいで避妊を忘れてた。妊娠させたかもしれん」

　セリアとマイラからの冷たい視線を浴びてしまう。

話を逸らそう。

「それよりもどうだ。アトロアポリスに対して一万三千で十分なのか？」

　レオポルト、トリスタン、お前達の出番だ。

「諜報と周辺ポリスから提供された情報によればアトロアの人口は三万、いざとなれば市民兵は一万を超える事になるでしょう」

「彼らは我々と違い市民は皆、有事の兵扱いですよ」

　そうなるとあまり優位は無いぞ。

「ですが彼らは都市とその周辺の狭い範囲に作られた農耕地を支配しているに過ぎません。つまり大規模な騎兵は維持出来ませんし、攻撃に対しての柔軟性もありません」

「彼らの都市は城砦都市として強固に防御されているけど、撤退も民を避難させることすら出来ないね」

　レオポルトは後方に視線を送る。

そこには分解された投石機と大砲が馬に曳かれていた

　本格的な攻城戦になれば相手は民にも凄まじい犠牲が出る。

こちらが侵略者として押し寄せたのならば徹底的に抵抗するかもしれないが、あくまで正統マグラードの一派を引き渡せとして攻撃する。

「アトロア市民にしてみれば余所者を庇うために家族や家を危険に晒す訳です。籠城戦などすればたちまち不満が噴き出すでしょう」

「更にアトロアの兵はなかなかの強兵、こちらが大兵力で無いなら必ず野戦に打って出てくるさ」

　なるほど、野戦ならばこちらも負けていない。

五千の騎兵は戦場の地形さえ間違わなければ絶対的優位を約束してくれるだろう。

「それとエイリヒは最後まで王国軍も出した方がいいと文句を言っていたぞ」

「軍務総監も今回の事を機に南部国へ影響力を誇示したいのでしょう。本来なら命令として受けねばならなかったのでしょうが……」

「周りのポリスから道を開ける条件を出されて助かりましたねぇ」

　出された条件とは「アトロア討伐には必要最小限の兵力で持って当たる事」王国軍含めて数万となれば彼らは進入を許さないだろう。

「あえてこちらも交渉しませんでしたけどね」

「ただこれで負けて帰ったらいい恥晒しだぞ。策はあるのか？」

「ありませんよ」

　俺はトリスタンの頭を掴む。

「痛い！　やめて下さいよ！　頭が潰れる！」

「事実ですが策など必要ありません。策を用いずとも敵の策を潰し、正攻法で当たれば十分に勝利する事が出来ます」

　最初からそう言ってくれ、もう少しでトリスタンを握りつぶす所だった。

安心して進軍するとしよう。
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都市国家群領域　平原

「予想通り出てきたか」

「数は……一万少し上ですか。思ったよりも多いですね」

　俺達とアトロア軍が戦場に選んだのは丘が点在する平原だった。

丘はなだらかでそれ程戦いの障害にはなりそうにない。

「レオポルト、どう考える？」

「彼らは明らかに戦場の選択を失敗しました。もう少し引き込めば軍を展開するにも不向きな渓谷で戦えました」

「戦い難いのは敵も同じ、それを嫌ったのではないのですか？」

　セリアが俺の後ろから顔を出す。

「敵は防衛戦、決着が付かなくても困りません。いずれ疲弊するのはこちら側です」

「とは言っても近くに敵軍が居座るのは不愉快極まるし、これ以上引き込めばアトロア周囲の農園や畑への散発的な攻撃も心配されるね。どうやら彼らは僕たちの思ってる以上に民の心情を汲んでいるようだ」

　なら一戦やって打ち破れば籠城戦は嫌がるだろうし案外引き渡しに応じるかもしれないな。

「そう願いましょう。総員戦闘陣形に移れ」

　レオポルトの指示で陣形は急速に変わっていく。

右翼はマイラに率いられた歩兵四千と弓兵千、左翼はトリスタンが嫌々率いる歩兵三千が広がり、ルナは弓騎兵イリジナは騎兵隊を率いてすぐにでも前に出られる態勢を整えている。

レオポルトは俺の傍で全体の指揮を執っている。

「エイギル様！」「族長様をお守りします」

　セリアは護衛隊の指揮をとって俺に張り付き、ギドも同じくぴったりと轡を並べる。

ピピは俺の後ろに飛び乗ってきた。

これで俺も弓騎兵だ。

「さて敵はどう出るかな」

　俺としてはいきなり騎兵で突っ込んでも良かったのだが、何しろ手の内が分からない相手だからな。

「敵、左右に均等に展開！　ゆっくりと進撃してきます」

　なるほど、敵も同じく警戒しているか。

　アトロアの兵は見る限り騎兵はほとんどいない。

ほぼ全員が盾と短い槍か剣を持っている。

「マグラードの重装備歩兵に似ているが……盾が小さい分、動きは俊敏だな」

「真正面から当たるつもりのようですね」

　最初はレオポルトに任せておこうじゃないか。




　アトロア軍と俺の軍は正面から互いに接近し、弓隊を先頭へ押し出す。

そして一斉斉射、同時に放たれた両軍の矢は空中ですれ違いお互いの頭上へと降り注ぐ。

「こちらの合成弓と同等の射程があるようです」

　敵は整然と射撃を行い、精度も中々のものだ。

練度が高いのは確からしい。

「ぐあ！」「わっ！」

　味方の弓兵は木製の大盾を立て、影から矢を放っているがそれでもある程度の数は斃れて行く。

だがそれは敵も同じで僅かに陣形が乱れているようだ。

「第二射！　うて！」

　ざあっと音をたてて第二射が放たれていく。

見れば敵も同じタイミングで矢を放っているので練度は互角だ。

「互いにしっかり大盾を立てている。このまま打ち合っても決着はつかないな」

「ここから動かします。大弩の設置完了しました」

　レオポルトが前を向いたままで合図する。

本隊中程、右翼の弓兵と撃ち合う敵を四〇門の大弩が睨んでいた。

攻城用のものよりも少し小さなそれは分解せずに馬車で曳けるサイズになっている。

射程と威力では本格的なものに少々劣るが組み立ての手間がないので状況によっては野戦でも使える。

通常の弓よりは射程も長いので矢の撃ちあいに巻き込まれることもない。

「撃て！」

　合図が送られ、低い音と共に巨大な矢が飛翔していく。

弓とは比べ物にならない重量を持つそれは盾を粉砕し、数人の敵を一度になぎ払っていった。

「中々の威力だが……精度がひどいな」

「地面に固定しているわけではありませんから仕方ありません」

　放った大矢は四〇、うち敵陣付近に当たったのはほんの数本だ。

これでは決定打と言うには程遠い。

「ま、それでも多少は動揺しているかな」

「騎兵で敵中央に突撃をかけましょうか？」

　セリアは一気に決着をつけようとしているようだ。

だが……まだ早いな。

「まだ敵の統制は乱れていません。突撃すれば激烈な反撃を貰うかと」

「むぅ」

　レオポルトに冷静に返されてセリアは膨らんでしまった。

彼女の頬っぺたを引っ張って空気を抜き、ルナの弓騎兵に命令を出す。

「弓騎兵に下令、左右に割れて側面から射撃だ。後ろまで回りこんで撃ちまくれ……但し敵との白兵戦は避けろとな」

　レオポルトも頷き、他の部隊に指示を出していく。




「命令は聞いたな!?　行くぞ！」

　弓騎兵は左右二千ずつに割れて敵を大きく囲うように速度を上げていく。

敵には有力な騎兵がないので迎撃には出られない、となれば対騎兵防御をとるはずだ。

　敵の先頭にいる弓兵が標的を左右から寄せる弓騎兵に変更しようとするが、レオポルトの指示で更に激しく射撃する味方の弾幕に阻まれて思うように動きが取れない。

ここで敵が下手に陣営を変更すれば、こちらは弓兵を前に押し出し敵全体に矢を降らせる事が出来る。

「よし、左右側面に周りこんだが……ほう中々やるじゃないか」

　敵は回りこまれたと見るや瞬く間に側面に盾と槍を並べた。

やはりまだまだ統制は欠いていなかった、下手に突っ込んでいれば強力な反撃にあっただろう。

「だが弓騎兵はただの騎兵じゃない」

　側面からの突進に備えていた敵を猛烈な射撃が襲う。

左右から射撃に敵の陣形は乱れていく。

反撃しようにも正面に弓兵を集中させているので側面の敵には応射する事ができない。

「今度こそ突撃を……もが」

　勇むセリアの頬っぺたを伸ばす。

まだだ、敵は陣を変え始めた。

脅威に対応するために盾を持った部隊が次々と側面に移動している。

撃ちまくられながら陣形変更が出来るのだ。

まだまだ敵は混乱していない。

「左翼右翼、前進せよ」

　レオポルトがついにマイラとトリスタンに命令を下す。

「それではこちらの歩兵が敵の矢に晒されますが」

　セリアが確認するがレオポルトがそれぐらいわからないはずもない。

「構わん、次手で決まる」

　命令を受けて右翼左翼が前進を開始、矢に晒されて犠牲を出しながらも前へと進んでいく。

俺はイリジナからの三回目の出陣要請を却下して展開を見守る。

「敵の部隊が前方に集中してきます！」

　当然だ、千の弓兵で七千の歩兵は防げない。

側面を攻撃していた弓騎兵も後方へ抜ける。

弓騎兵が方向を転換して再突撃するには時間がかかるし、ならば当面の脅威は前方から迫る歩兵だろう。




「よし、今だ！」

　敵の側面を回り後方へ抜けていく弓騎兵が一斉に馬上で振り返り、後方に向けて矢を放った。

「うわっ！」「後ろ向きだと！」

　敵がやれやれ終わったと安堵したその瞬間、安全なはずの後方に矢の雨が降り注いだのだ。

それまで強固だった陣が目に見えて乱れる。

「あれが出来ないんだよな」

　山の民の他にも弓騎兵が作れないかと訓練させてみた結果、前方に向けて矢を放つ事は出来た。

だが走りながら横向きに撃てる者はほとんどおらず、後ろ向きとなるとモノになる奴より転げ落ちて怪我をする者のほうが遥かに多かったのだ。

　ピピとギドにコツを聞いてみたが「気をつけてやれば出来るのでは？」と答えが帰って来た。

やはり長年の習慣で見についた技術は半端な訓練ではどうにもならないらしい。

「ハードレット卿」

「うむ、分かっている」

　お待ちかね、ここはセリアに言わせてやろう。

「ぜ、全軍とちゅげき！」

「「うぉぉぉぉーー!!」」

　肝心の所で噛んだ。

セリアは涙目で言い直そうとするが、鬨の声にかき消されてもう機会はない。

　左右の歩兵隊も急ぎ足の前進から全力突撃に移行していく。

こちらが全面攻勢に出たのを見て相手は慌てて弓隊を下げて歩兵を押し出し、左右の歩兵に対処しよう

としているようだ。

突撃していく味方と一歩も引かない構えの敵が激しく衝突する。

「前衛が敵と接触します」

　歩兵同士が激しく激突し、押し合いながら槍や剣が振るわれている。

敵味方の兵がバタバタ倒れ、徐々に味方が敵を押し込んでいくが決定打にはなっていないようだ。

「後方からの射撃で混乱した所に総攻撃、これで押し切れないか」

　改めて見るとアトロアの兵は一兵卒まで金属の鎧と盾で武装しており、簡単には切り倒せない。

俺の軍もかなり装備は充実して来たと思ったが歩兵同士なら下手をすれば負けている。

「エイギル様、押し切れません！」

　じりじりと下がる敵と僅かに歩を進める味方、だが損害の程度は同じようなものだ。

そこに再び弓騎兵から矢が降り注ぐ、敵の後方で陣形を整えながらの斉射、斜め上に撃てばとりあえず届く程度の遠さからの攻撃は敵を一瞬動揺させたが決定的ではない。

「レオポルト、予想外に粘るな」

「はい、練度が高いと報告は受けていましたが予想以上です」

　ここらで少し激しく行く必要があるだろう。

レオポルトに目で合図を送る。

「左翼、右翼はそれぞれ敵側面に回りこめ」

　マイラとトリスタンはそれぞれゆっくりと攻撃の基点を端にずらしていく。

当然両側からの包囲は致命的なので敵もそれに合わせて戦力を左右にずらしていく。

　そして中央が開いた。

「俺に続け、イリジナ行くぞ！」

「待ちかねたぞ！　串刺しにするのだ！」

　俺の護衛隊はイリジナに任せた騎兵隊と一緒になって突撃していく。

敵は慌てて対騎兵陣を組むが戦力が左右の歩兵につられて移動しているので十分ではない。

これなら食い破れる。

「突き進め、敵を引き千切るぞ」

　中央に向かって横一列に突撃するが馬の速度が違うので俺が一番前に出てしまう。

「エイギル様！　一番前に出ないで下さい！」

「狙われます！」

　セリアとギドが叫んでいるが今更減速など出来るか。

そのまま突っ込むのみだ。

　左右から矢が飛んでくるが疾風のように駆けるシュバルツを追いきれない。

脅威なのは正面の敵だけ、正確にこちらに飛んでくる矢だけを切り払いながら突き進む。

「総員対騎兵防御……なに！」

　一番槍となった俺を阻止しようと槍衾を組んだ兵を見てシュバルツが跳ねる。

巨体は並んだ穂先を軽々と飛び超え、槍兵の頭の上に着地した。

「ぐぼ！」「ぐぇぇぇぇ！」

　二人の兵士が哀れ巨体に踏み潰され、その周りに居た数名も俺の槍になぎ払われる。

取りこぼした敵の顔面にはトンと矢が突き立っていく。

そういえばピピを後ろに乗せていた、軽すぎてわからなかった。

　慌てて包囲しようと動く敵兵を待ってやる道理はない。

進み続ける俺とシュバルツは立ち塞がろうとする敵は弾き飛ばし、槍を向ける敵は切り倒す。

「ピピも活躍するぞ」

　ピピはこちらにボウガンを向ける敵を正確に狙い打っていった。

さすがの命中精度だ、外す矢がない。

「領主様が穴を開けたぞ！　続け！」

「エイギル様待ってください！」

　俺がぶち抜いた陣形の穴に味方の騎兵が殺到し、たちまち防御陣は引き裂かれていく。

これなら後ろを塞がれる心配はなさそうだ。

「黒い騎兵を止めろ！」

「無茶言うな、まるで猛牛だ！」

「誰が牛だ！」

　槍で兵を盾ごと貫き、空高く放り投げる。

シュバルツも気に食わなかったのか叫んだ兵を追いかけて蹴り飛ばした。

突撃はここらでいいだろう、敵陣をぶち抜く必要は無い。

「さあかかってこい。俺を倒せば勝ちが見えるぞ！」

「むぅん……いざ勝負！」

　敵の指揮官らしき馬に乗った男が正面から槍を持って突っ込んで来る。

いい根性じゃないか。

「せい！」

「ふん！」

　すれ違い様に互いに一閃、奴の槍は鎧の肩に当たって弾かれ、俺の槍は鎧ごと奴を両断した。

周りの敵兵が目を丸くして後ろに下がっていく。

「どうした？　怖くなったか」

　俺はシュバルツから飛び降りて槍を構え直す。

護衛隊も俺の周りで馬を飛び降り、徒歩になって敵と切り結んでいるようだ。

「どりゃあ！」

　盾を並べて防御しようとした兵の足を切り払い、倒れた敵を踏みつけながら別の兵の頭を潰す。

立ったまま頭を失った男を槍で弾き飛ばし、追いかけるように飛び込む。

「ひい！」「うわぁ、こっちにきた！」

　腰に力を溜めてからの一撃は二人の兵の上半身をまとめて吹き飛ばし、腰から下は立ったまま上半身だけが臓腑を撒き散らしながら飛翔していく。

　さすがに大量の返り血を浴びてしまったな。

ゆっくりと周りを見回す……敵兵がざっと引いていく。

「やぁぁぁーー！」

　目を移すとセリアが敵の一人と切り合っていた。

鍛え直した体は敏捷に動き俊敏さで敵を圧倒している。

さすがに全身に金属製鎧を纏った敵兵を一撃とはいかないようだが……。

「やぁ、しっ、えい！」

　剣の腹で兜を殴りつけ、ふらついた敵の太股を切りつける。

たまらず膝を付いて蹲る敵、その兜の隙間に剣を差し込むと絶叫が響いて決着となった。

「やりました！」

「よくやった。だが無理はするなよ」

　ギドも敵兵と互角以上に切りあっている。

山の民の中では体格のいいギドには剣術の才能もある。

馬上でなくともそうそう遅れは取らないだろう。

「次です！」

　セリアは切りかかって来る敵の手首を切り、側面に周りこんで脇腹を突き刺す。

褒めてほしそうにこちらを見る彼女、だがその背後に大剣を振りかぶった大男が迫っていた。

「死ね小娘！」

　振り下ろされる剣を受け止める。

「俺の女に……何をする！」

　思い切り槍を切り上げて大男を股間から脳天まで薄皮一枚残して両断、更に前蹴りで蹴り飛ばして敵の中に放り込む。

吹き飛ばされた大男は倒れ込んですぐにぱっくりと割れ、周囲の敵に恐怖を与えたようだ。

「敵が後退を始めました！」

「両側面も崩れます！　半包囲完成です」

　正面からの攻撃で敵は混乱し、両側面からの攻撃に対処が不可能になった。

マイラとトリスタンはすかさず共同して半包囲を完成させたらしい。

これで敵の状況は絶対不利になった。

「弓騎兵隊、陣形の再編完了！　敵後方より突撃開始！」

　決まった、最早敵に前後左右からの攻撃を凌げる力は残っていまい。

怒号は恐慌になり、遂に敵全体が無秩序な撤退……壊走に入った。

「踏みとどまらせるな！　絶え間なく矢を射かけろ！」

　乱戦をやっていた部隊をまとめつつ、ゆっくりと進んでいく。

とにかく敵に落ち着く機会を与えない事だ。

　頭上に矢を浴びながら前進する俺達の圧力を受けて敵は全体を立て直すことなく、最終的には重い鎧や剣を捨てながら逃げ散って行った。




「終わったな、追撃は不要だ」

　敵は市民兵、過度な殺戮はかえって徹底抗戦の意志を与えてしまう。

「また勝ったぞ！」

「俺達は最強だ！」

　兵達の鬨の声と怒号が響く。

俺もセリアを肩車で持ち上げて叫ぶ。

更にピピが俺とセリアをするすると登り、一番上で両手を広げた。

兵士達の歓声が大きくなる。

「損害報告です」

　そんな空気にまったく影響されないレオポルトが俺の傍で淡々と語り出した。

女二人を肩車している俺の横で真面目な顔しても珍妙なだけだぞ。

「騎兵・弓兵がそれぞれ五〇程度、歩兵が三〇〇程です。進軍に支障はありません」

「結構な激戦の割には少なかったな」

「自他共に装備が揃い、防御力が高かったからでしょう。敗走した敵も損害だけで言うならば二千も失っていないはずです……もっとも士気は大きく折れたでしょうが」

　それでいいさ、最初からアトロアを壊滅させるつもりはないし、そんな事をすれば周辺のポリスから一斉攻撃を受けるかもしれないからな。

要は彼らを叩いて正統マグラードを吐き出す気にさせれば良いのだ。




「再編成完了です。敵が秩序を取り戻す前に進軍を開始しましょう」

「ま、激戦に勝つより楽に勝つ方がいいかな。手間が無いし」

　マイラとトリスタンも戻ってきた。

彼らの顔からも損害が深刻でない事がわかる。

「見てくれハードレット殿！」

　イリジナ、お前は返り血を拭け。血塗れで笑う女はあまりそそらない。

「では、負傷者に手当てしたら前進しようか」

　俺達の進軍は続く。
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都市国家［アレス］評議会

　石造りの荘厳な建物に集まる男達。

ここが都市国家アレスの中枢、王ですら逆らう事は出来ない評議会だ。

　進み出た使者が身を乗り出す評議員達に告げる。

「アトロアの軍がゴルドニアに敗れました」

　おお、と僅かに声が漏れる。

「我らに比べれば軟弱とは言えアトロアを破るとはゴルドニアも腰抜けではないらしい」

「数で押し包んだだけではないのか？」

「いや、今回出てきたのはハードレット卿のみ……ゴルドニア王国軍は出ていない。大軍を率いて来ることはないだろう」

　口々に話す評議員達、その中心に座る老人が大きく手を叩いた。

「静粛に！　この場は女達の井戸端会議ではないぞ。もっと建設的な議論をするのだ」

　ざわめきはたちまち止んでいく。

「アトロアは手酷く敗れた。ゴルドニア……ハードレット辺境伯は進軍し、奴らの街を攻めるだろう」

　アレスはアトロアの西に位置し、進軍路からは外れている。

故にゴルドニアの軍が進軍するとも直接影響を受ける訳ではない。

「我らの領域で好き放題されるのは良い気分ではないが……」

　評議員の一人が渋い顔をするが、他の議員は反論する。

「だが今回に関してはアトロアの自業自得よ。正統マグラードと言ったか……余りの蛮行、言い逃れはできまい」

「左様、しかも今もって奴らを放り出さんとなれば共謀していると言われても仕方あるまい」

　議長は議員達の発言を聞き厳かに言い放つ。

「うむ、ならばアレスはこの件には関わらぬ、アトロアが滅ぶともそれは奴ら自身が蒔いた種。市民を皆殺しにするような蛮行が無いならば放置すれば良い」

「よかろう」

「それが最善か」




　評議会の意見が概ね統一された時、扉が大きく開かれる。

「評議員の方々待たれよ！」

　野太い大きな声、思わず議員達は耳を塞ぐ。

「アトロアを見捨てるのは早計!!　かのポリスとは先代より続く仲がある！　かような時にこそ、その友誼を示す時ではないのか！」

「これはこれは……［ギルドレス］王……」

　王と呼ばれた乱入者は一九〇はあろうかと言う長身、全身これ筋肉と言わんばかりの逞しい体を躍動させて評議員達に語りかける。

「ゴルドニアの軍など我らに比べれば足の立たぬ小鹿も同然！　何の苦もなく捻れよう！　例えゴルドニア王国本軍が出てこようともだ！」

「それはそうだろうが……」

　暴論とも思える言葉に反する者はいない。

アレスは人口四万と都市国家群の中でも大きい。

比例して産業も農業も盛んではあるが、何よりの特徴は圧倒的な軍事力だった。

　有事に徴用出来る成年男子は一万五千とそれほどの大軍ではない。

だが男子は一〇歳から軍事訓練を受け、四五歳での引退まで定期的な訓練を欠かさない。

剣はもちろん、槍、弓、投げ槍から格闘術まで男で出来ぬ者は誰一人いない。

　アレスの男ならば素手で猪を殺し、ナイフがあればクマも殺すのは常識だった。

国と王の為に命を投げ出す最強の男達が一万五千揃っているのだ。

「だが王よ、アトロアが平和を求めるならば助けもしようが乱心したのは奴らの方だぞ」

「それは仲間割れ！　決着をつけるならば我ら自身の手でやるべきで外の手を借りるのは不適！」

　評議員の言葉に王は即座に反論する。

「同数であれば我らアレスの精兵が負ける事はあるまい。だが血は流れる……アトロアの為に流す血になんの価値があろうか」

「アトロア先代の王は今際の時、私に娘を頼むと言った！　時として約定は血よりも重い！」

　迷い無く言い放つギルドレス、だが評議員達は同調しなかった。

王個人の事情よりもアレス全体の事を考えるのが評議員だ。

しばらくの間ざわめきが続き、やがて意見は議長に集約された。

「王の考えはわかった。だが今回の戦いに介入する事に大義があるとは思えん。故に評議会は……軍の招集と出撃いずれも認めぬ！　王よわかってくれ、これがアレスの為なのだ」

「……」

　王は入室時同様、乱暴なまでに扉を開け放ち議場を去る。

　評議会の決定は王を拘束する。

明確に否定された以上もはや王に軍を動かす事はできない。

だがギルドレスは素直に決定に従う気はなかった。




「王よ駄目でしたか」

「うむ、利益だの大義だのと評議会は腰抜け揃いよ」

　王の周りに集まるのは王に勝るとも劣らぬ筋肉質な男達だ。

全員が革の下着とマントを羽織り、むきむきと音がしそうな筋肉の群れだった。

「では評議員など無視しましょう」

「それは出来ぬ、腰抜けとは言え評議会を無視する事はアレスの歴史そのものへの反逆だ」

　ギルドレスは国の事を考えていない訳ではない。

むしろ誰よりもアレスを愛しているといってもいいだろう。

愛する祖国の法を破る事はできなかった。

「では如何様に……」

「散歩に行くぞ」

　はぁ？　と周囲の男達は首をひねる。

「俺と勇敢な友人で散歩に行くのだ！　軍の徴収の出撃も無い。これは唯の散歩だ！」

　周りの男達が満面の笑顔になる。

「そうですか、それは素晴らしい！　聞いたか、王の散歩だ!!　腕の立つ者を集めろ」

　王は周囲に響くような巨大な声で言い放つ。

「長男、息子がおらぬ者、新婚の者はこの散歩には参加出来ぬ！　限られた者達の楽しみよ！」

「して……どこに散歩に行かれますか？」

「決まっている。アトロア東、トゴル渓谷だ!!」

　男達が歓声を上げる。

真のアレスの男にとって戦いこそ至高、命を落とすなど些細な問題なのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十六万人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍一二六〇〇名　－四〇〇

歩兵六七〇〇　騎兵九五〇　弓兵九五〇　弓騎兵四千　予備役召集済

大砲一八門

財産　金貨三〇〇枚

経験人数二〇二人　産ませた子四六人

恐らく今回が年内最後の更新になります。

中途半端な所で終わってしまいましたｗ










第１８８話　正統マグラード掃討戦②　峡谷の１００人







アレス都市外

「何人集まった？」

「息子がいない男と長男を除いて三〇〇名！」

　ギルドレスの横に立つ男が負けじと大声をあげる。

アレスの戦士達は王の前でもひれ伏すこともなければ格式ばった言葉づかいをするわけでもない。

戦いこそが至高の戦士が卑屈な態度を取ることは逆にアレスと王への無礼なのだ。

「三〇〇……だと」

　ギルドレスは初めて自分に続く男たちに振り返る。

そこに並ぶのは全員が筋骨隆々の男達、そびえたつ筋肉の壁だった。

　男達の手には太く重いが長くはない剣、同じく重量があり頑丈そうな盾。

体には漆黒のマントを羽織り、下には急所だけを防護する鎧を着ているので一見すると裸体に見える。

王の証か一人だけ真紅のマントを羽織るギルドレスは浮かび上がるように見えた。




「……お前名と歳は？」

　ギルドレスは一人の若そうな男に声をかけた。

「クランデルス！　二一！」

　王は眉を寄せてから一喝する。

「若い！　俺の散歩には年齢制限がある！　三〇にならぬ者は去れ！」

　一同にわずかなざわめきが起こった。

「王よ、我ら若くともアレスの戦士、いかなる敵にも遅れはとりません」

「くどい！　若者はアレスと女子供を守るのだ」

　若者達は少しばかり不平そうな顔をするが仁王立ちするギルドレスに譲歩する気がないのがわかったのか、一礼してその場から去っていく。

「未来は貴様らが作るのだ！　腐るなよ！」

　背後から呼びかける王に若者たちは空に響く程の大声をあげた。




「これで何人だ」

「一〇〇名です」

　ギルドレスは満足そうに大きく頷く。

「うむ、丁度いい数だ。これぐらいにしておかないとゴルドニアの連中が哀れだからな」

「なるほど違いない！」

「アレスの戦士がそれほど集まっては地が割れてしまうぞ！」

　残った男たちが豪快に笑う。

そこでギルドレスは笑顔を消して全員に呼びかけた。

「俺たちは今回の戦いで限界まで暴れて我らの勇姿を示し、ゴルドニアの進軍を阻む……そして全滅するだろう」

　他の男達は何も言わない。

彼らも三〇を超えるまで戦い続けた男達、絶対的な数の違い、そして援軍が来ないとなれば結末ぐらいはわかっている。

「先に言ったが散歩だ。腹が痛くなる事もあるし気が乗らん事もある。途中で帰って咎める者もおらん」

　その場の誰もが動かない。

そして一人の男がギルドレスに呼びかけた。

「王よ、今回の戦いはアレスの為の戦いか？」

　ギルドレスは即答する。

「違う」

「では何の為の戦いなのか」

　ギルドレスは胸を張った。

「俺の個人的な……漢同士の約束だ！」

　真剣な顔をしていた男達の表情が緩み、やがて大口を開けて笑い始めた。

「約束か！」「漢の約束ならば仕方あるまい」「命を捨てるに値する理由だ！」

　男達は叫ぶ。

「王よ、理解した！　ならば逝こう、戦士として戦って逝くのだ！」

「うむ！　なあに一人が一〇〇人倒せば勝てるぞ」

　全員の顔に迷いはない。

満面の笑みで隆々とした筋肉を震わせる。

「馬鹿者、敵は一万三千と聞く。一人一〇〇人では三千も余ってしまうぞ」

　王は大きな声の男達の中、更に大きな声で叫ぶ。

「ならばその三千人は俺が引き受けよう！」

　一斉に全員が歓声を上げる。

「聞いたか！　王が三千倒すと吹いたぞ」

「これは良い、果たせば皆で樽一杯の酒を献上しようではないか」

　笑いながら王は剣を抜き、盾を掲げる。

すべての男達がそれに続く。

「右手にあるのは何だ！」

「「「敵を討つ勝利の剣」」」

「左手にあるのは何だ！」

「「「祖国を守る護国の盾」」」

「それを持つのは何だ！」

「「「鍛えあげた鋼の肉体」」」

「ゆくぞアレスの男達！」

「「「うおおおおお!!」」」

　王が駆け出し、続くように全員が走り出す。

都市国家は面積的な制約が大きい事もあって馬の数は揃えられない。

目的の峡谷までは自らの足で駆けるのだ。
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ハードレット軍　トゴル渓谷　近郊

「あれがトゴル峡谷か……なかなか深そうだ」

「斥候からの報告では下部はかなり狭いようです。内部には一応往来出来る道が用意されていますが、それほどの数は並べません」

「ここで待ち構えられれば厄介だが……アトロアの奴らは本当に逃げ散ったのか？」

「はい、送り狼を付けましたが峡谷には入らず両側を全速で逃げ散ったようです」

「私達も迂回できればよかったのに……」

　レオポルトと俺の会話にセリアが入ってきた。

俺もそれは思うがトゴル峡谷で隔てられた左右にそれぞれ別の都市国家が存在している。

そして峡谷周辺は彼らの農耕地になっているのだ。

進入を許容したとは言え彼らにとって俺たちは他人、もし農地に進入したり市民にちょっかいを出せば敵対行為とみなすと早々に警告してきていた。

「おとなしく狭い道を通るしかない。中央平原ではなかなか見られない地形だ、ノンナ達への土産話にでもしてやろう」

　セリアの頭を撫でると不機嫌だった顔がふにゃりと崩れて目が細まった。

「はい……レアにも聞かせてあげます」

　最近セリアとレアは妙に仲がいい。

歳も同じぐらい、短気でかっちりしたセリアと柔らかくて穏やかなレアは相性が良いらしい。

「レアは手がかかる妹のようなものです」

　レアも前に「セリアはあわてんぼの妹みたい」とか言っていたな。

お互いに心を許せるならそれに越した事はないか。

　そんなことを考えながらゆっくりと軍を進めていく。

戦地にありながらも既に敵は撃破したため兵達にも緊張感はない。

あとはアトロアの都市に迫れば終わりという雰囲気が立ち込めていた。




「緊急連絡！　トゴル渓谷の出口付近に軍勢らしき集団が陣取っています」

　俺だけでなくレオポルトもマイラも驚いた顔を浮かべる。

「敵？　アトロアが踏みとどまったのか？」

「いえ、旗が違います。残念ながら詳細は……」

　斥候の騎兵が知らないと言うことは今まで見てきた旗ではない。

周囲のポリスがちょっかいを出して来たのだろうか。

「数は？」

「一〇〇名程と思われます」

「ふむ……」

　俺とレオポルトは首をひねる。

あまりにも小勢だ、これでは何の脅威にもなりそうにない。

「兵を伏せている可能性もあります」

「だが俺たちが通っている道以外はあまりにも急だぞ。こんな崖に伏せるとも思えんが……」

　兵を伏せるのは簡単そうだが伏せた兵がえっちらおっちら崖を下ってくるのでは笑い話だ。

「警戒だけはしておきましょう　前衛を二〇〇ずつ三波に分けて行軍します」

「そうだな、後は使者を出してどかせろ。連絡の行っていない隊長が慌てて出てきただけかもしれん」




　やがて俺たちが峡谷を進み、出口の登り坂が見え始めると報告通り一〇〇名程の軍が腕を組んで仁王立ちしていた。

彼らは峡谷から抜ける唯一の道をがっちりと塞いでいた。

「ふむ……使者は送ったのだな」

「はい……しかし良い返事はなく」

　しかたない直接話をするとしよう。

　俺は連中の前に進み出て大声をあげる。

「我々はゴルドニアの軍！　アトロアに巣食う不埒者を排除する為進軍している。何故道を塞ぐ」

　間髪入れずにでかい声が響く。

「俺はアレス王ギルドレス！　散歩にて見事な景色を楽しんでいる！」




「王……ですか？」

　レオポルトが何やら書類を開いている。

都市国家群についての情報はほとんどない、なんとか進軍路に当たるポリスに関しては最低限調べたが、元々閉鎖的な都市が多いのでそれ以外のポリスに関してはほとんどわかっていない。

「ギルドレス……確かにアレスの王名です。西のポリスで特にアトロアと同盟関係にはありません」

　こいつは厄介な事になりそうだ。

「ギルドレス王！　俺の名はゴルドニア辺境伯ハードレット。散歩と言われたが我が軍が抜けた後でたっぷりと観賞されればいかがか!?」

「否！　万の軍が踏み荒らした後では風情など無い！」

　まぁそうだろうな。

とはいえ本当に散歩に来たとは思えない。

「レオポルト、どう思う？」

「アレスは王の力が強い軍事的な国家です。まさか一〇〇程度の兵士しか用意出来なかった訳もないでしょうが……王も自由に動けなかったのだろうと推測するしかありません」

　なるほど……わからないことを考えても仕方ないな。

「ギルドレス王よ、我らはアトロアへの進軍に関して周辺ポリスの承認を得ている。それをアレスは認めぬと言うことか？」

「それも否、アレスはゴルドニアと敵対する意思はない！　ここにいるのは共に散歩に出た親しき友人たちよ！」

「何を無茶苦茶な事を……」

　セリアが呟く、剣と盾を持って散歩もないものだ。

だがこういう男は嫌いではない。

「王よ、して我らはここでいかほど待てばいい？」

　ギルドレスは期間など考えていなかったのだろう、少し首をひねり言った。

「雪が降って寒くなったら家に帰るさ」

　王の後ろにいた兵達が思わず笑い出した。

「たった一〇〇人の小勢で何を偉そうに!!」

　ギルドレスの挑発的な物言いにマイラの顔が歪む。

交渉は完全に決裂した。

こちらもここですごすごと帰る訳にはいかない。

「王よ……我らもアレスと敵対するつもりはない。だが貴方があくまでどかぬと言うなら押し通るしかないがよろしいか？」

「無論構わぬ、我らは今祖国を背負ってはいないが、アレスの男達の強さはとくと見せてやろう」




　彼らは最初からそのつもりだったのだ。

これ以上交渉する事は意味がない。

後ろに下がって攻撃の為に陣形を整える。

「たった一〇〇名、一息に破れ」

　啖呵を切ったのは見事だが一万三千対一〇〇ではどうにもならないだろう。

「奴らが陣取っている場所に展開出来る兵は一列二〇名程度でしょうか。登り坂でもありますが……」

　トリスタンも特に緊迫感はない。

こいつはいつもないが。

「あれだけ吠えるからには兵の強さには自信があるのだろう。正面からぶつかっては犠牲も出る。矢でも浴びせかけて追い散らせ」

　一列二〇とは言え、弓隊ならば縦に展開して矢を放つことができる。

それで決着するのが一番良い。

「既にやっています」

　レオポルトは既に弓隊を前に押し出していた。

見た限り敵は全員が剣と盾での武装……反撃はないだろう。

「撃て！」

　数百の矢がザッと敵の頭上に降り注ぐ。

たちまち敵はバタバタと……倒れなかった。

「防御！　構え！」

　一瞬で敵は鉄の箱と化す。

矢は雨のように降り注ぐが全て盾に弾かれていた。

刺さらず弾かれると言うことは盾は金属製……かなりの重量だろう盾を全員がいとも簡単に扱っている。

「……すごい胆力だな」

「はい」

　見れば敵は盾を構える左手で隣の兵を守っている。

自分自身は右の兵の盾が守るのだ。

降り注ぐ矢の中で隣の男に命を預ける……よほど訓練され仲間を信じていないと出来ないことだ。

「第二射！」

　再び矢が放たれるがまるで効果はない。

隙間から何本かは飛び込んでいると思うが一つとして盾が地に落ちない。

「第三射！」

　指揮官がそう叫んだ瞬間だった。

「突撃−−−!!」

　矢が放たれると同時に敵は一斉に駆け出す。

タイミングを計っていたのか。

「……距離を詰めすぎたな」

　敵があまりに倒れないので弓隊は業を煮やして距離を詰めすぎたのだ。

防御体制から突撃に移るまでほんの一秒も無い。

号令と同時に敵は全速力で駆けて来る。

あれは命令に反応したのではない、最初から次にどう動くか全員が把握していたのだ。

「っ！　なんて速度」

　しかも早い、まるで猪かと言う速度で男達が駆けて来る。

「予備隊、斉射！」

　だがこちらもただドジを踏んだだけではない。

念のために百程度の弓隊は矢をつがえたまま残している。

その兵達からバラバラと矢が飛ぶ。

防御体制を解いた今ならそれなりの効果はあるはずだ。

「掃え！」

　男達は飛翔する矢を剣で一斉に払う。

ほとんどの矢がはねのけられ、命中したのはほんの数本……しかも腕に矢が突き立った男は何事もなかったかの様に叫びながら突進してくる。

「なんて練度……まさか一兵卒まで」

　弓隊は既に斉射には移れない為、護衛の歩兵が迎撃を試みる。

「弓隊を下げろ！　歩兵隊は時間を稼ぎつつ後退……」

「アレスの男の強さを見ろぉぉ！」

　味方の指揮官が指示を出す間もなく真っ赤なマントを纏ったギルドレスを先頭に敵軍が飛び込んでくる。

激突の瞬間、敵は盾を前に出して一撃、ふらついた味方歩兵はたちまち切り倒されてしまった。

「ぬるい！　ぬるいぞ！　貴様ら程度アレスならば飯炊き係にもなれんわ！」

　陣形を組む練度も高かったが、それ以上に一人一人が信じられない強さだ。

味方の歩兵はほとんど何も出来ないまま次々と倒されていく。

たまに試みられる反撃も容易く盾で流されて突き伏せられた。

　その中でも目立って強いのがギルドレス王……先頭を切って飛び込み、盾で一人を殴り殺して二人を切り捨て、更に回転して一人の首を飛ばす。

左右から突き出される槍や剣は全て盾で弾いていく。

赤いマントがはためく度に血しぶきが上がり味方が倒れていった。

「我が武勇を見たか！　これがアレスの男だ!!」

　上がる大音声に敵は歓声を上げて応え、味方は心持ち後ずさる。

敵ながらこういう男を豪傑と言うのだろうか。




「こんな……馬鹿な……」

　呆然とセリアが呟き、歩兵隊が食い破られ弓兵までも倒され始めた。

指揮官は必死に後退を叫ぶが道が狭いので思うように後退出来ない。

念のため撤退の空間は空けておいたのだがこれほどの総崩れは想定していない。

「弓騎兵に無理やり撃たせろ、届けばいい」

「かなり後ろにいます。さすがに誤射するかもしれません」

「わかっているよルナ。だがこのままだと大損害になる。誤射しても構わんからやれ」

　俺の指示が届いたのだろう、数百の矢が降り注ぐ。

心配した通り敵だけではなく味方の頭の上にも降ってきたが、敵は乱戦の中で矢を受けては不利と考えたのだろう、さっと陣形を整えると後方へ下がっていった。

「怪我人を後方へ下げろ！」「たった一〇〇だろう……なんだこの損害は！」

　圧倒的少数な敵、一瞬で蹴散らすつもりだった兵が動揺している。

セリアが必死に駆け回ってなんとか収拾している状況だった。

「予想外だな」

「残念ながら……精強と聞いていましたがこれほどとは」

「ね、世の中って分からない事だらけですよ。僕もどうしてこんな所にいるのか……」

　トリスタンをマイラが睨みつけているが仲間割れしている場合ではない。

「わかったのは奴らの恐ろしい練度だ。集団行動も見事だが兵の強さが尋常ではない。一人一人が達人と言ってもいいほどに見える」

「ですね。しかも包囲できる空間はありません」

「そうだな、二十人ずつ並んで戦えばとんでもない被害が出るだろう」

　俺はレオポルトに目をやる。

「承知しています。敵に長槍を持つ者はおりません。騎馬突撃で踏み破りましょう」

　そう、次はこちらが仕掛ける番だ。




　ずらりと並んだ二〇〇の槍騎兵、地形のせいで横の数は一〇程度だがそれでも長い槍を突き出しての突撃を歩兵に止めることなど出来そうに見えない。

いかにアレスの兵が強いとは言え、馬の質量に敵うはずもないだろう。

「ハードレット殿！　踏み破って来るぞ！」

　先頭を切るのはイリジナだ。

「頼んだぞ」

「いくぞ、突撃だ！　弓隊の仇を討て！」

　オオ！　と叫び声が上がり、すぐに蹄の音にかき消されていく。

さて馬相手にはどう出るかな。




「普通に考えれば盾を構えて防御に入り、隙間から馬の脚を狙うでしょう」

「しかしいくら剛力とは言え、走りこむ馬体と当たれば盾ごと跳ね飛ばされます。後は蹄に踏みしだかれるのみです」

　俺もそう思って見ていたが敵は騎兵の登場にも慌てるそぶり一つない。

これ以上ないほど堂々と正面に立っていた。

それでまたも先頭に立つギルドレスが叫ぶ。

「突撃ーー！」

「なに!?」

　思わず声が出てしまう。

なんと奴らは突撃してくる騎兵に対して防御することなく逆に走り出したのだ。

「馬鹿な、馬とまともに当たって勝てるはずがない」

「さすがに終わりですね、無茶苦茶だよ」

　マイラもトリスタンも呆れた声を出す。

レオポルトはどこかに行ってしまったようだ。

　そして激突の瞬間だった。

「と、とんだ!?」

　アレスの兵の先頭二〇人が突然停止して中腰になり、後続の兵がその背を踏み台に次々と騎兵に向かって跳躍していく。

下に突き伏せる構えをとっていた槍騎兵は対応出来ず敵兵の剣に次々と斃されていく。

咄嗟に迎撃に成功した者もいたが敵は跳躍しながら盾で槍を弾いて馬や兵を切りつけていく。

　先頭が急停止した為、後続も速度を緩めざるを得ず、突進力はなくなってしまった。

足が止まってしまえば目線が高いとは言え、騎兵にそれほどの優位はない。

上がる悲鳴は味方のものばかりで馬もそこら中で倒れていく。

「うおぉぉぉぉ！」

「きゃぁぁぁぁ！」

　ひときわでかい声で叫んだ真紅のマントが馬の首を抱えてへし折った。

乗って居た騎兵は地面に投げ落とされてしまう。

素手で馬の首をへし折るなんて非常識な男だ。

「……ち」

　さすがに苛立ち、舌打ちするとセリアが心配そうな顔でこちらを見た。

わかってる、一人で突撃したりはしないよ。

「くっ！　このっ！」

　イリジナも馬を失ったのか歩兵になって槍を振るっているが、いつもの勢いはなくむしろ押されていると言ってもいい。

「イリジナさんが兵卒相手に一対一で押されているなんて……」

　セリアは目を見開いていた。

今日は悪い意味で驚いてばかりだ。

　彼女は必死に戦っているが一人も討取れていない上に劣勢に見える。

このままでは下手をするとやられてしまうだろう。




「後退だ……このまま戦っても勝利はない」

「仕方ありません……」

「なんか見覚えある展開だなぁ……力技で押し通すって所が」

　俺の命令を待っていたとばかりに指揮官が叫び、騎兵隊は敵の追撃を受けながら撤退して来る。

その背後……。

「見たかハードレットとやら、これがアレス！　これがアレスの漢達だ！　わはははははは！」

　主人を失った馬二頭にそれぞれ片足を乗せたギルドレスが勝利の叫びをあげる。

「あの男……ピピ！　射殺せないのですか!?」

「やってみる」

　ピピが構えた弓を手で押さえる。

戦いは終わった、ここで奴だけを殺しても後味が悪い。

それにもし受け止められでもしたら味方の士気は一気に落ちる。

「もう陽も落ちる。今日は俺たちの負けだ。おとなしく明日に備えるとしよう」

　見れば兵達の動揺も激しい。

僅か一〇〇の敵にここまで苦戦し、戦場に転がるのは味方の死体ばかりなのだから仕方ない。

まったくとんだ伏兵が湧いて出たものだ。

　何やら後ろでゴソゴソやっていたレオポルトと目が合う。

「レオポルト、明日は負けんか？」

「間違いなく勝てます」

　ならばいい、今日は寝てしまおうじゃないか。

「俺は寝る。セリア、後で体を拭いてくれ」

「は、はい。もちろん伽もしますから……」

「いや、いい。あいつを倒してから思い切り抱いてやる。それまでは溜めておこう」

　それだけ言って一人で準備された天幕に入り、誰もいないのを確認してから空の樽を蹴り飛ばす。

「実は相当怒ってますね……」

「そりゃあれだけ挑発されれば……」

「元々大人しい人じゃないしね」

　うるさい、聞こえてるぞ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

領民 十六万人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍一二一〇〇名　－五〇〇

歩兵六五〇〇　騎兵八五〇　弓兵七五〇　弓騎兵四千

大砲一八門

財産　金貨三〇〇枚

経験人数二〇二人　産ませた子四六人

年始初投稿です。

本当は次回と含めて一話だったのですが休み明けで形にする根性が出ませんでした。

ごめんなさい。










第１８９話　正統マグラード掃討戦③　決着







　トゴル峡谷内　朝

「夜襲には来ませんでしたね」

　セリアが俺の隣で呟くように言う。

「奴らは精兵で狭小な地形を押さえていることに強みがあります。夜襲の混乱は少数に有利ですがまぎれてこちらの部隊が峡谷外へ突破する可能性を残します」

　レオポルトの言う通り前後から包囲されてしまえばいかに強いとは言え数で押し包まれてお終いだからな。

「迂回も半包囲も出来ません……」

「だからこそここを戦場に選んだのだろうよ」

　方法は一つ、奴らを正面から突破するしかない。

　峡谷内に遅い朝日が差し込んでからずっと敵陣がうるさいのだ。

「おーいハードレット！　日が昇ったぞ!!　戦を始めようじゃないか！」

　ギルドレスが盾を剣で打って金属音を鳴らしながら大声で叫んでいる。

　本当に楽しそうだな。

「大砲か火矢でまとめて焼けないのでしょうか」

「セリア、それは昨日言っただろう。マグラードのようなただの箱なら打ち放題だが奴らは状況に応じて素早く動く……下手に無防備な攻城兵器を前に出せばたちまちやられてしまう」

「一応火矢は撃ってみますか」

　レオポルトが合図を出すと同時に攻城用の火矢がバッと放たれる。

　だがそれは鉄壁の盾に弾かれ、地面に燃え上がった火も射撃の合間に簡単に消されていく。

　奴らは箱として動くだけではなく個が非常に素早いのだ。




「ハードレット！　もう夏になるのに暖はいらんぞ？　わはははは！」

「それでこれだ……」

　先頭に立って多数の火矢を払いのけたギルドレスが高笑いする。

　ええい、腹が立つ。

「やはり正攻法しかないな」

「はい、精度は悪くなりますが角度をつけた大弩と大砲で混乱させ、正面から兵力をぶつけるのが最善でしょう。そもそもこの状況下で戦わざるを得ない時点で戦術の幅はほとんどありません」

　なかなかに打つ手の乏しい状況だな。

「敗北の可能性など最初からありませんが急ぐ必要があります。あまり時間をかければ敗走したアトロア軍に立て直しの時間を与えてしまいますし、何よりたった一〇〇人に苦戦したとなれば周辺のポリスは我々に道をあける事への意味を疑い始めるでしょう」

「押し切るしかないか……搦め手は何か無いのか？」

「ない事もないけど……主力に据えるものじゃないね。正攻法あっての奇策ですねぇ」

　やはりやるしかないようだ。

　俺は槍を振り上げる。

「総攻撃だ。昼までに抜くぞ」

「「「オオー！」」」

　昨日散々に打ちのめされた兵士もなんとか士気を回復している。

　一気に攻め落としてやろうじゃないか。




　爆音が響き、大砲が火を噴く。

　大弩から次々と巨大なボルトが発射されていく。

　地形の問題でそれほどの数は設置出来ず、更に味方が一列になっているので当たらないように後方から角度をつけて発射するしかない。

　その上、敵の数がたった一〇〇人となればほとんど命中は期待出来ないが、盾では防げない攻撃は僅かでも敵の士気を折る効果があるかもしれない。

「突撃ーー!!」

　同時に歩兵隊が長槍隊を先頭に突撃を開始した。

　昨日見た分では歩兵同士の切り合いになれば到底勝ち目はない。

　しかもかちあえるのは互いに二〇人ずつ程度……これでは一方的にやられてしまう。

　だからこそ長槍を先頭に立てて突っ込み敵の隊列を乱そうとしたのだが。

「それ！」

　長槍の穂先が敵に届く直前、敵前列が地を這うようにしゃがみこんだ。

　穂先は先頭を通り過ぎ、敵の二列目の盾に防がれる。

　同時に敵前列が盾で槍を跳ね上げ、長槍は全て高く浮き上がってしまった。

「叩き潰せ！」

　間髪いれずに敵が間合いを詰める。

　こうなってしまっては長槍などただの長い棒に過ぎない。

　瞬く間に前列二〇人が切り伏せられる。

「槍隊を救え！」

「こいやぁ！」

　慌てて前にせり出した歩兵隊は盾を突きだして突進し、同じく盾を構えた敵と衝突する。

「これはひどい……」

　衝突した途端、味方は氷の上を滑っていたかのように全員後方へ弾き飛ばされたのだ。

「何か当たったか？」

「いいや、うちの娘の体当たりよりも軽いので分からなかったぞ」

　アレスの兵は口々に軽口を叩いて笑っている。




「ひるむな！　突撃を続行しろ！　四番六番下がれ、七番は前に」

　手ひどくやられた部隊は下がり、すぐに別の部隊が敵に殺到していく。

　だがそれもたちまち撃破されて逃げ帰り、別の部隊がその穴を埋める。

　敵は強く、積み上がるのは俺の兵の屍ばかりだ。

　だが、戦場では下手くそでも一〇回立ち会えばまぐれで歴戦の兵を倒すこともある。

「ぐお……王よ……先に逝くぞ！」

「うぐ……ふふ、一〇〇人と言ったがまだ一〇人しか斬っておらん。あの世で戦の神に叱られるわ！」

　一人また一人と敵は倒れていく。

　少しでも乱戦が収まればすぐに弓隊から矢の雨が降り、対応出来なかった者が全身針鼠になって斃れる。

　大岩のように動かなかった敵がゆっくりと下がっていった。

「敵の後退で空間が出来ました。一気に押し切ります」

　敵は後退……つまりは坂道を上へ上へと上がっていく。

　そして味方はそれを追って前へ行く。

　あいた隙間にとっておいた大弩が設置出来るのだ。

　敵はこちらの総攻撃を防ぐのに精一杯で弓を壊しに来る余裕はないだろう。

「撃て！」

　後方からの威嚇以外に効果のなさそうな射撃ではない。

　狙い澄ました大矢が盾ごと大男の上半身を吹き飛ばし、陣形に穴を開けた。

「今だ、一気に片をつけろ！」

　穴が開き始めた敵陣を見て味方歩兵が勢いづき、鬨の声をあげて突進していく。

　依然バタバタと倒れるのは味方だが、それでも以前ほど圧倒的ではない。

　疲れもあってか敵の動きは鈍くなり、前衛も崩れて中程まで味方が食い込み始めた。

「そろそろ決着でしょうか」

　セリアも落ち着きを取り戻したようだ。

　少し心が苦しい、ギルドレスには本当に腹が立ったが別に嫌いなタイプではなかった。

　武勇で挑んだ敵を矢と数で押し潰す……当然のことだが少しだけ腹に何かが残ってしまったようだ。

「勝ったな！」

　イリジナの言う通りもう戦況は決した。

　後始末は……。




「まだだ！　アレスの戦士はこんなものでは終わらんぞ！」

　翻る深紅のマント。

　悲鳴と共に味方が一〇人近く吹き飛ばされる。

　寸断されつつあった敵陣のど真ん中、全身筋肉のような男は矢を恐れることもなく堂々と立っている。

「どうした、貴様ら玉をどこかに落としたか？　アレスの男はそんな軟弱者だったのか!?」

　言うまでもなくギルドレス、大音声をあげて周囲の兵を斬りまくる。

　槍の穂先を掴んで投げ飛ばし、剣を合わせれば剣ごと肩口を叩き斬る。

　前蹴りでひっくり返した兵の頭を胸まで割って血にまみれた剣を掲げ、獣のように咆哮した。

「アレスの灯……昔の王が戦の神から授かったと言う」

「戦神が見ておられるぞ。無様に死ねん」

　［アレスの灯］というのはギルドレスが持つ剣の名前だろうか。

　鋼ではありえない薄い蒼の光はデュアルクレイターと同じく神々しく見える。

「進め戦士達！　我らの道は前のみにあるのだ！」

　劣勢になっていた敵兵が勢いを盛り返し、味方を弾き飛ばしながら前進を始める。

　数こそ半分近くまで減っていたが、疲れなど微塵も感じさせない突撃は坂道を駆け下りていることもあって凄まじい迫力、まるで岩雪崩のようだった。

「お、おいやばいぞ！」

「う、受け止め……られるわけないだろ！」

　もはや敵は陣を組むつもりはないらしい。

　全員が盾と剣を持った腕を振りながら全力疾走し、進路の敵を斬り倒し、弾き飛ばす。

　その時、崩壊する味方を助けようと放たれた大矢が一直線に先頭を切るギルドレスに向かっていく。

「当たった！」

　イリジナが思わず大声を上げる。

「王よ！」

「心配いらんわぁ！」

　ギルドレスは叫び声をあげて跳躍し、真正面から大矢に向かう。

「こんなおもちゃで俺は倒せんぞぉ！」

　体を空中でひねり、剣の腹で高速で飛翔するボルトを殴りつける。

　矢などとは比べ物にならないそれは半ばでへし折れ、崖の下へと転がり落ちていった。

　敵も味方もその光景に沈黙する。

　ギルドレスは大きく息を吸い込んだ。

「これがアレスだぁぁぁぁ!!!」

「うおおおぉぉぉぉぉ!!」

　王の叫びに応えて敵兵全てが咆哮する。

「あ、あんなのに勝てるかよ！」「さ、下がれ後退するんだ！」

　アレスの男たちは叫びながら突進し、味方は逃げ散るように後退、統制を失いつつあった。

　放置された大弩……数人がかりで動かすそれを敵兵は一人で持ち上げて崖の下に放り投げていく。

　……結構高かったんだけどな。

「前衛が崩壊しています！　収集がつきません！」

「ここで下がっては次の攻撃もままなりません」

　マイラとレオポルトが俺を見る。

　やる事は一つしかない、最強の兵力をぶち当てて連中を跳ね返すのだ。

「護衛隊は俺に続け、これ以上好き放題はさせん」

「はい！」

　俺の軍における最強兵力は選りすぐった重装騎兵である護衛隊だ。

　もっとも混乱の中で騎乗のメリットはないので全員が歩兵になっているがそれでも装備、練度共に通常の歩兵よりも数段上なのだ。




「おお！　新しいのが出たぞ！」

「勝負勝負！」

　俺が護衛隊を率いて崩壊しつつある前線を押し上げると、敵は追撃を止めて満面の笑みを向ける。

　普通の歩兵よりもずっと体格のいい男達が重厚な装備を持って突進、さすがに散兵で当たるのはまずいと見たのか敵もさっと横陣を組んで盾を出す。

　双方が激しい金属音を立てて激突し……護衛隊が跳ねのけられる。

「わはは！　うちの娘よりはマシだが女房には及ばんな！」

「なんなら妻にして尻を掘ってやってもいいぞ！」

「これでも大口叩いていられるか？」

　俺は今までの鬱憤も込め、全力で槍を振りぬく。

「どわぁ！」

　咄嗟に盾で受けた兵が真横に飛び、崖から転落していった。

「おう！　やるな！」

　それでも敵はまったくひるまない。

　間髪おかずに次の男が剣を向けてくる。

「やはり自分で戦うと気持ちいいな！」

　男の剣を槍で跳ね除け、前蹴りを盾に見舞う。

　大抵の者はこれでひっくり返るはずだが、男は僅かに体勢を崩しただけですぐに剣を振り戻した。

「なんのこれしき！」

　その剣を槍の柄で受けると男は流れるように盾で殴りつけ、更に太ももを斬り払おうとしてくる。

　一介の兵士の動きではない、他の国なら間違いなく一人一人が豪傑と呼ばれる強さだ。

「だがこれでどうだ！」

　その剣を紙一重で回避し、頭上から槍を振り下ろす。

　男は盾で防ぐが全力の一撃を止めきれず腰が落ちた。

「とどめ！」

　ようやく見えた首筋に突きを一閃、首をえぐられた男は血飛沫をあげてその場に崩れ落ちる。

「まだまだ！」

　だが息をつく暇もない。

　次の男の剣を避け、顔面を殴りつけたが鼻血を噴きながらも攻撃を止めない。

　三合ほど撃ちあったところでようやく左足を吹き飛ばすが、それでも男は剣を離さない。

「心の臓が止まるまでアレスの男はとまりはせんぞ！」

「ええい鬱陶しい！」

　男の胴体に槍を突きいれ、背負うようにして崖から投げ落とす。

　これでようやく三人だ。

　気づけば俺は敵中に孤立しつつある。

　敵がしぶといのでまったく前進出来てはいないのだが、護衛隊が後退させられているのだ。

　とりあえず周りの敵を弾こうと全力で槍を一回転させる。

「いいか！」「おう！」

　だが周囲の敵は盾を突き出して防御態勢に入り、弾き飛ばした四人はいずれも無傷ですぐにこちらに剣を向けてきた。

「エイギル様！　このっ！」

　セリアは地面を転がりまわってなんとか敵と戦い、こちらに来る余裕がないようだ。

「せい！」

　うまく敵の脇腹に剣を突きたてたが相手は倒れない。

「なんで……」

「そんな非力では俺の筋肉は貫けんぞ！」

　振りかぶる男の攻撃をかわしたセリアは後ろに跳ねてからナイフを連続で投擲する。

　だが急所を狙ったナイフは剣で弾かれ、肩と腹には深々と刺さったが止まらない。

　最後にイリジナが横から首を跳ね飛ばし、ようやく男は倒れこんだ。

「はぁ……はぁ……」

　セリアは息を切らして止まってしまっている。

　これ以上は前進出来そうにない、俺も下がろうか。

「うおおおお！」

　その時前方から敵兵五人が盾を構えて突進してきた。

　こちらの隊列を破るつもりなのだろうか、負けじと俺も槍を振りかぶる。

「ふん！」

　盾の壁に槍を叩きつけ、敵兵五人は盾ごとひっくり返ったが、俺も弾き飛ばされて後ろに下がる。

　敵兵が再び突撃体制を整えようとしていた所に深紅のマントが現れた。

「ハードレット……アレスの戦士を相手に見事な戦いだ！　だがお互いに最強の者同士が戦うべきだと思わんか」

「その方が話が早いな、戦も終わりになる頃だ」

「なんだと？」

　俺は後ろに向かって首をしゃくってやった。

　敵味方入り混じって戦っている後方で鬨の声が聞こえる。

　敵兵が慌てて振り返ると峡谷の出口付近には俺の軍の旗……真っ黒なそれがはためいていた。

「……崖を迂回したか」

　いかに切り立った崖とは言え少数の兵が移動出来る場所ぐらいはある。

　正面攻撃がうまくいかないと見るやレオポルトが昨日のうちに崖を登り降り出来そうな地点を調べていたのだ。

　もちろん数としては身体能力に優れたごくごく少数だが、後方に回られた時点で勝負はつく。

　蹴散らそうと反転すれば正面からの攻撃を受け、放置すれば盾で防げない後方から矢を浴びることになる。

　ギルドレスは自分の運命を悟ったのか俺に向かって笑いかける。

「ふはは、いよいよ神に挨拶に行かねばならんようだ。だが優勢となっても大将自ら俺の相手をするとは面白い奴だ。貴様は戦の神に愛されるぞ」

「愛されるなら豊満な女神がいいさ」

「まだまだ青いなハードレット、俺は女ならば誰でもいいぞ」

　俺とギルドレスは互いに武器を向ける。

　すると今まで大乱戦を演じていた敵味方が戦いを止め、円を作って俺たちを囲む。

「王が一騎打ちされるぞ！」

「無謀な男、武勇の化身ギルドレスに勝てるはずもない」

「何を言う、領主様に敵う奴などいるはずがない」

「戦鬼ハードレットは例えドラゴンでも叩き潰す！」

　好き勝手言ってくれているがギルドレスが恐ろしく強いのはわかっている。

　俺は槍を後ろにいたセリアに預ける。

　この男と至近距離で闘るのに槍では不可能だ。

　デュアルクレイターを抜き放つとギルドレスが目を丸くする。

「ほぅ……美しいな。そちらは白か」

　デュアルクレイターの放つ白い光とアレスの灯が放つ薄蒼い光は傍目に見る分には美しい。

　だがこの剣はこれから互いの血に染まるのだ。

「いくぞ」

「いつでも来い」

　言うが早いか俺は全力で地を蹴り突っ込んでいく。

　だがそれはギルドレスも同じだったようでちょうど中間地点で二つの宝剣が交差した。

　高く響く金属音が鳴り、凄まじい火花が飛び散る。

「ぐお！」

　当てた剣が後ろに弾かれる。

　もう少しで手から放れてしまう所だった、なんて力だ。

　奴も後ずさっていたがその距離は俺よりも短い。

「折れんか、良い剣だ」

「そっちもな」

　デュアルクレイターを全力で当てたのに相手の剣はヒビひとつない。

　やはりあれはただの剣ではない。

　つまり触れればたちまち腕など飛んでしまうだろう。

「むぅん！」

「ふん！」

　足を止めたまま、俺たちは打ち合う。

　振り下ろしを払いのけ、突きをいなされ、反撃の突きを身をかがめて避ける。

　周りの兵士達は野次一つ飛ばすことなく、敵味方仲良く並んでその光景を見守っていた。

「そこ！」

　ギルドレスが石を踏んで一瞬傾く。

　その隙を逃さずに肩口から斬りつけたのだが奴はサッと盾を出す。

　もちろん正面から受けてはデュアルクレイターの前に盾などバターのようなものだ。

　だが奴は角度をつけて俺の剣を流し、返礼に顔面に盾を叩きつけてくれた。

「ぐ……」

「ふはは、盾も悪くないだろう。受け止めるだけが能ではないぞ」

　ポタポタと垂れる鼻血を拭いて笑う。

「今ので目が覚めたぞ」

　ギルドレスに向かって剣を大きく振りかぶる。

　奴はその剣を避けて俺の胴を両断しようと身を屈めて剣を横に振る。

「なに！」

　その剣を体をひねって躱し、一回転して首の高さに振りぬく。

　奴は瞬時に盾を掲げて防御するが今度は受け流すことは出来なかったようだ。

　パーンと軽い音と共に厚い金属の盾が両断されて地面に転がった。

「やはり盾などいらないな」

「ふふ……やってくれる」

　ギルドレスは半分になった盾を手放すと剣を両手で持った。

「さあ来いハードレット！　戦神もご照覧あれ、我ら勇者の戦いを！」

　剣を合わせる俺達、目にも止まらぬ速さの連撃を受け止め、流し反撃する。

　そのどれもが必殺どころか少しでも力を入れ損なえば剣ごと弾き飛ばされる程の力がこもっている。

　一合ごとに空気が震え、飛び散る火花と金属音が崖にこだましていく。

　そして何合目か分からなくなった時、顔面を狙って突き出した剣の横腹をギルドレスは手で弾き、逆に一閃、俺は咄嗟に後ろに飛ぶが刃がかすめたのか鎧の胸部が地面に落ちる。

　危ない……あと一歩前にいたら体をえぐられていた。

　上半身裸になってしまったが、もともとあの剣の前に鎧などあまり意味はない。

「今度はこちらだ！」

　鎧を脱いで軽くなったのが良かったのか、次の打ち合いでは俺がギルドレスの剣を弾き、奴の腕に血の筋を残す。

　かなり浅いが、それでも血を流させたのは気分がいい。

「ぬぅ……やはり重い！」

　するとギルドレスは深紅のマントを脱ぎ棄て、更に下に着ていた僅かな鎧も脱ぎ棄てて革のパンツ一枚となる。

　元々急所だけを守る小さな鎧だったが、こうなるとほとんど裸体だ。

「うむ、これで動きやすい！」

　奴ほどの筋肉があればそれほどの重量も感じなかっただろうに、それでも動きは目に見えて速くなる。

　振り下ろされる剣をただ受けては潰されるので全力の振り上げで対抗し、横なぎには横なぎで打ち合う。

　力は互角……いや下手をすれば奴の方が強いかもしれない。

　だが何合も打ち合ったおかげで俺の目には奴の剣筋が見えてきた。

　ここで勝負を決めてやる。

「どりゃあ！」

　横なぎを回避して側面に出る。

　走り抜け様に脇腹を一閃、これはとったぞ。

「うぐっ！」

「ちっ浅いか！」

　脇腹を完全にえぐったと思ったが浅い。

　ギルドレスの人間離れした速度と鍛えられた筋肉が刃を臓腑に届かせなかった。

「な、なんと！」

「王が膝をついた！」

　それでも奴が血を流し片膝をついた光景は敵兵にとって衝撃だったらしい。

　目に見えて動揺が広がっている。

「……降伏は受けるぞ」

「すると思うか？」

　いいや、思わない。

　ギルドレスは間合いを取り、俺に少し待てとばかりに手を向ける。

「まだ重い！　脱ぐぞ！」

　脱ぐといってもマントも鎧もない。

　もうお前は下着のような革のパンツしか履いていないじゃないか。

「まさか！」

「こんなもの漢の戦いには不要！」

「「い、いやぁ！」」

　ギルドレスはなんとパンツに手をかけたのだ。

　可愛い悲鳴はセリアとマイラだ。

「ま、待て！　早まるな！　待ってやるからそれは脱ぐんじゃない！」

　そんなモノが出ては戦いにならない、何かの弾みにペトリと当たったらどうする気だ。




「そうか？　ではそろそろ決着にしよう」

　脇腹の出血を確認したギルドレスは今までに無く大きく剣を振り上げる。

　隙だらけだが、一発で勝負を決めるつもりなのだろう。

「そうだな、さっさとお前を斬って女を抱かねばならん」

　俺も対抗するように頭上に剣を振り上げる。

　お互いがゆっくりと接近そして一撃。

　ガンと今までにない音が鳴り、ギルドレスの剣は手を離れて地に落ちた。

　決まった。

　俺は止めをくれてやろうと剣を振り上げ……あごの下に強烈な衝撃を受ける。

　拍子にデュアルクレイターがすっぽ抜けて飛んでしまった。

「剣だけが戦いではないぞ！」

　殴られたと気づく前に顔面に連続してギルドレスの拳が入る。

　一撃一撃が重く、並みの男なら一発で気を失っているだろう。

「だめぇ！」

　セリアの悲鳴が聞こえる。

　ここでやられるわけにはいかない。

　俺は大きく振りかぶったギルドレスの懐に飛び込み、首を抱えて顔面に頭突きを見舞った。

「ぐおお！」

　ふらつくギルドレスの胴体を連続して殴りつける。

　さすがに倒れるかと思ったが返答は頬への拳骨だった。

「しつこい奴！」

「お前こそ！」

　首をへし折ってやろうと頭を抱え込むが逆に投げ飛ばされる。

　倒れた俺の頭を狙った蹴りを受け止めて引きずり倒し、逆に顔面を殴りつけてやる。

　大将同士の一騎打ちが見苦しい街の喧嘩になってしまった。

「はぁはぁ……」

「ふーふー」

　互いに鼻血を垂らしながら最後の力を込めて突進する。

「があああああ！」

「うごおおおお！」

　奴の拳が俺の顔面を捉え、世界が揺らぐ。

　だが俺の拳が奴のあごに突き刺さるのも感じた。




「ああっ！」

「あ、相討ち!?」

「王よ立ってください！」

「相手よりも早く！」

　俺も滅茶苦茶に揺れる世界の中でなんとか立とうとするがまるで足が言うことを聞かない。

　視界の端に同じく立ちあがろうとして失敗し、うつ伏せに倒れこむギルドレスの姿を確認し、俺はそのまま目を閉じた。




「王を助けよ！　敵の手に渡してはならぬ！」

「領主様を救え！　敵を駆逐しろ！」

「エイギル様、掴まってください！」

　真っ暗な闇の中でセリアの声が聞こえる。

　あぁ前もこんな風に小さな体で運んでくれたな。

　すまんが少しばかり体を預けさせてもらおう。

　とても立てそうにない。

「全面追撃！　敵を全滅させろ！」

「状況が変わった！　意識の無いまま王を死なせる訳にはいかん。血路を開いて逃がせ！」

　戦いは続いているようだ。

　レオポルトの声が聞こえる。

「全員壁になれ！　後方の敵など突き破れ！　矢の一〇本や二〇本で死んでは漢の名折れだぞ！」

「敵を壊滅しろ！　敵王を討ち取るのだ！」

「エイギル様を寝かせないと！　それと水を早く！」

　セリア……お前も随分柔らかい体になったな。

　そう感じながら俺の意識は完全に落ちて行った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友

　領民 十六万人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

　私軍一万一千名　－一一〇〇

　歩兵五五〇〇　騎兵八〇〇　弓兵七五〇　弓騎兵三九五〇

　大砲一八門

　財産　金貨三〇〇枚

　経験人数二〇二人　産ませた子四六人

追撃シーンは次回にも続きます。

濡れ場が最近ないですねｗ










第１９０話　正統マグラード掃討戦④　王との再戦　♯







「うぐぐ……」

　光を感じて身を起こす。

ここは……天幕の中だろうかどうやら戦いの後、気を失って運び込まれたようだ。

全身を触って確かめると体中が痛む……特に顔は痛い上にボコボコになっている。

多分化け物と見間違うぐらいに腫れあがっているだろう。

「あ！　お目覚めですか!?」

　足元に抱きついていたセリアが跳ね起きる。

看病してくれていたのだろう。

「頭と顔が痛いな。酷くやられてるか？」

「はい……かなり酷いお顔になっています。丸一日眠っておられたのですよ」

　やっぱりか、触っただけで目が腫れあがっているのがわかるからな。

しかし今は顔の心配ばかりしている訳にもいかない。

「あの後どうなった」

　セリアは俺の顔を冷やした布で拭きながら答えてくれる。

「敵王とエイギル様は相討ちで気を失われました。アレス軍はそれを皮切りに全面撤退に入りました」

「だが後方は閉塞していたはずだ。背を向ければすぐに撃破出来たろうに」

　俺が倒れてもレオポルトが見逃すとも思えない。

「三人の兵が敵王を担ぎあげて後退、その他の兵は肉の壁として王を守っていました……後方部隊は一瞬で突破され、降り注ぐ矢の中を彼らは後退していきました」

「なるほど追撃も出来なかったのだな」

「はい、後方部隊を突破した後、王を運ぶ以外の敵兵全てがその場に居座って交戦し壊滅させる間に逃走されてしまいました。奴らは全てが戦死するまで戦い……」

「わかった。もういいさ」

　容易に光景が想像出来る。

あの筋肉達磨が死んでいない事に少しだけ笑いが漏れた。

もちろん目の前に出てきたら殺してやりたいが、俺の知らない所で討たれているのは少し寂しい。

「あの、何を笑って……あぁ、だめです！　頭を打っているのですから寝ていなくては！」

　セリアの制止を振り切って天幕の外に出る。

　既に敵味方の死体は分けられて片づけられていた。

その敵側……死体の数は九七、まさに全員が死ぬまで戦ったのだ。

中には矢が体中に刺さって尚剣を手放して居ない男や道を塞いでいたのだろうか、三人ががっちりと肩を組んだまま息絶えている死体が並べられている。

「彼らは如何様にしましょうか」

　とりあえず山積みになっている死体の群れ、このまま放置すれば鳥や獣に食われる。

勇者達の最後としてはあまりに悲しい。

「負傷者の後送と再編成には時間がかかるだろう。手のあいた者で丁寧に埋葬してやれ。それからここの名前はなんと言ったかな？」

「確か［トゴル峡谷］だったはずですが」

　ふむ、そうか。

「味方も派手にやられたな」

　味方の死体は可能な限り遺族の所に帰してやりたいが数が多すぎる。

「死者は千人に届きます。まさかたった一〇〇人にこれほどの損害を被るとは……」

　遺留品を確認している兵士が茫然と呟く。

簡単に考えている時に限ってこういう事になる。

　俺が目を覚ましたと聞いたのだろうレオポルトやトリスタン、そしてマイラ、ルナと全員が……いや、イリジナだけは外で大声を張り上げ兵を鼓舞している。

「被害は甚大ですが進行不能ではありません。再編成は夕方までに完了し、翌朝夜明けと共に進軍再開出来るでしょう」

　レオポルトは相変わらず俺への気遣いの一言もない。

「うわぁ……酷い顔ですねぇ。まるでオーク……痛い！　止めてください！　えっと、思った以上に時間を食いましたのでアトロアは態勢を立て直しているでしょう。今となっては性急な進軍は危険です。しっかりと斥候を出し、慎重に進むしかありません」

　トリスタンは無礼な口を叩いてセリアに後ろから首を絞められながら言う。

なるほど……手っ取り早く片づける事は出来なくなったか。

「兵の士気も今一つです。やはり敵の王を逃がしてしまいましたので……」

「士気もありますが、アレスが数千繰り出してきたらどうなさるのですか？」

　マイラとルナが心配そうに聞いてきた。

「アレスの兵が数千か……」

　今回の苦戦は地形によるところが大きい。

平原戦ならば騎馬も生きるし今回のような事はないだろうが。

「それでもあんなのが数千も出てきたら……どうするかね」

　何よりとんでもなく暑そうだ。

夏に相手したい敵じゃない。

「今回のアレスの件、周辺ポリスがアトロア征伐を認める中で不自然な動きです。同盟関係にあるならば理解も出来ますが、兵力が極小であった事も含めて一度使者を送ってみましょう」

「お前に任せるよ。これ以上あいつらと戦わずに済むならそれにこしたことはない」

　レオポルトはこくりと頷いてその場を去っていく。




「さて、出撃は翌朝だったな。それなら今から一日だな……」

　近くにいたルナの尻に手を忍ばせる。

「あっ……」

　ルナは驚いたように身をひねるが俺の手が股に入って来ているのだとわかると抵抗する事もなく、むしろ触りやすいように軽く腰を浮かせる。

激闘で溜まった高ぶりをぶつけようと抱き寄せるが。

「だめです！」

　セリアに止められてしまった。

「頭を打って一日気を失っていたんですよ！　女を抱くなんて絶対だめです」

「大丈夫、もうなんともないさ」

　気にするなと言ってもセリアは聞かない。

すがりつくように右手に抱きついて必死に懇願する。

「頭を打った後に体を揺らすのは本当に良くないのです。お願いですエイギル様……聞き入れて下さい。もしエイギル様に何かあったら私は……私は……生きていけません」

　涙まで浮かべて止めるセリアを押し切るなど出来るはずがない。

この小さい彼女は俺の体を心配して必死なのだ。

「わかったよ。今日は大人しく寝る事にする。だが添い寝してもらうぐらいはいいだろう」

「それならいくらでも！」

　セリアは床に入った俺の横に静かに入り込んでくる。

抱かれ損ねたルナも反対側に入り込む。

「トリスタン、後は頼みますね」

　マイラもそう言って俺の足元に入り込んでくる。

ピピも俺に飛び乗ろうとして自重し、静かに足に抱きついた。

「はいはい……領主様が楽しんでいる間、真面目に仕事しますよ」

　トリスタンが嘆息して天幕を出たのを確認して女性陣はもぞもぞと動き、上着から下着までをポポイと床に投げ出した。

うむ、抱けないのは残念だが裸の女に囲まれていると傷の治りも早くなりそうだ。

「む！　私を置いてとは酷いぞ！　一緒に寝かせてくれ！」

「イリジナさんはすごい汗臭いですから水浴びして来て下さい！」

「いつも抱かれたら汗まみれになるじゃないか」

「時間がたつと臭うんです！　ただでさえイリジナさんは体臭強いのに！」

　セリアとイリジナの掛け合いを聞きながら俺は再び眠りにおちる。

　翌朝、出発する俺達の後ろ、トゴル峡谷の出口に一つの石碑と多数の剣が置かれる。

［トゴルの戦い跡　アレスの勇敢なる九七名ここに眠る］
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少し後　都市アトロア

「全砲門、撃て」

　レオポルトの感情のない音と共に大砲が火を噴き、頑丈な外壁に土煙が立つ。

ラーフェンなどとは比べ物にならない高く分厚いアトロアの街壁は大砲でも一気に崩れ落ちたりはしない。

それでも火薬で発射される鉄球は石の壁に食い込み、所々に亀裂を生じさせていた。

「このまま撃ち続ければいずれ破壊出来ます。敵は討って出てくるつもりはないようです」

「ふむ、市内へ火矢でも撃てればもっと早いのだが」

　現在アトロアの街への攻撃は水平に近い角度で発射される大砲のみ。

投石機や火矢もあるにはあるのだが、直接市民への攻撃は出来る限り避けたいのだ。

「アレスは動いていないか？」

「斥候を出していますが異常は報告されていません」

　王が逃げ帰って以来だんまりだ。

大人しい分にはいいのだが、使者を出したのに無反応では喜ぶ訳にもいかない。

「アトロアさえ落として正統マグラードなるものを叩きつぶせばちょっかいは出してこないだろう」

　周辺のポリスにも使者を送ったが彼らもアレスの行動に驚きと懐疑の目をむけたようだ。

至急事情を確認する為の使者を送るそうだ。

「もしかするとあれは王の独断だったのかもしれないですねぇ」

　トリスタンの言葉に俺も頷く。

「だからわざわざ散歩……たった一〇〇人の兵を連れて出たのか」

　そうなればギルドレスはまずい立場になっているだろう。

「身動きとれなくなってくれれば楽なんだが」




　噂をすれば影、アレスの方角から接近する数人の人影が報告される。

「使者か？」

　あの勇猛さを見た後ではさすがに本陣まで入れる事はせず、離れた場所でレオポルトが対応している。

当然多数の弓がいつでも放てるように準備されていた。




「で、なんだって？」

「昨日の件について話し合いがしたいのでアレスの評議会まで来て貰えないかと」

　ふむ、最高決定機関が評議会ならそれが一番手っとり早いだろう。

危険ではあるが誰を使者に出すべきか。

「彼らはハードレット卿本人を招きたいと言っております」

「はあ！　ふざけているのですか!?」

　マイラとセリアが怒声を上げる。

「俺もさすがに交戦してすぐ、相手のど真ん中に行くつもりはないな」

　これは臆病だなんだと言う話ではない。

信用出来る要素が完全にゼロだ。

「無論、そう答えましたが……」

　レオポルトが言い終わる前に聞き覚えのある大声が響く。

「ハードレット！　アレスの王ギルドレスの名において陰謀の類が無い事を誓う！」

「また出ました！」

　思わずセリアが叫ぶ。

俺も頭が痛くなってきた。

「ううむ……せめて双方の中間点にでも……」

「俺もお前を招く理由がある。信じてくれ！　俺は丸腰、下心有りと見るならこの場で殺せ！」

　ギルドレスは長い深紅のマントをバッとめくり武器の類が無い事を見せつけ……。

「ぎゃああああ！」

「馬鹿野郎！　丸腰どころか丸裸じゃないか！」

　丸腰か確認するために目をこらしていたセリアが叫び、俺も思わず礼儀を忘れた声が出る。

ギルドレスの馬鹿はマントの下は完全に全裸だったのだ。

革のパンツもなく、見たくないものがぶらぶらと揺れている。

「お、大きい……」

「いやハードレット殿の方が……むう、わからん」

　マイラとイリジナも顔を真っ赤にしているが思わず揺れる巨根に目が行ってしまったようだ。

　確かにこいつはでかい。

正直俺も勝てているか自信がないほどの凄まじい逸物だ。

「この通り、俺は敵陣に丸腰で乗り込んだ！　お前が俺を害さんと信じているからだ。お前も俺に陰謀が無い事を信じてついて来るのだ！」

　向けられる槍とボウガンを気にとめる事もなくギルドレスは両手を広げて全裸マントの姿でノシノシと接近してくる。

「丸腰なのはわかったから来なくていい！」

「いや、お前を連れ帰るまでは帰りはせんぞ！　槍なり矢なり好きに持って来い！」

　見れば彼らは馬に乗っていなかった。

アレスからここまで走ってきたのだろう、近づくにつれギルドレスが全身に滝のような汗をかいているのがわかり、更に近づくと強烈な男の臭気が漂ってきた。

「俺と一緒に来い！　お前は勇者だ、アレスは勇者を歓迎する！　さあ！　さあさあさあ！」

「分かった！　分かったからそれ以上近づくな！　せめてパンツを履いてくれ！」

　こうして俺はギルドレスの招きによってアレスを訪問することになった。







「……」

　俺とセリアはシュバルツに乗り、ギルドレスに続く。

一応格好をつける為に護衛隊を数名ひきつれているが真の意味での護衛にはならないだろう。

もし、アレスが俺を殺すつもりならどうしようもない。

「お前は待っていろと言ったのに」

「嫌です。私は生きるも死ぬもエイギル様と一緒です」

　絶対に離れないぞ、とばかりに背中にしがみつくセリア。

「ふむ、やはりお前のような勇者は女を虜にするようだな……これは今日の勝負期待出来そうだ」

　何の話だ？

　ギルドレスから答えを得る前に前方に大きな城壁が現れる。

「ようこそ我らがアレスへ！」




　街壁をくぐるとそこは異様な活気に満ちていた。

都市国家は一つの都市にほとんどの人口が集中しているため、そこらの地方都市よりはずっと人口密度は高い、このアレスにしても人口は四万、ラーフェンの二倍近い人口なのだ。

　だが異様なのは人口密度ではない。

ラーフェンなら活気は市場の喧騒や働く人夫の声が生み出すのだが、ここで一番目立つのは戦う男達の声なのだ。

軍事訓練なのだろうか、上半身裸……中には全裸同士の男達が取っ組みあっている姿もある。

「模擬戦だ。アレスの男は一〇歳から四五歳まで戦闘訓練を欠かさない」

「一〇から……」

　セリアもあっけにとられている。

良く見れば年端もいかない子供が大の大人に棒切れを持って殴りかかり、大人の方も容赦なくそれを投げ飛ばしていた。

「これがアレスの強さ、これがアレスの魂なのだ」

　ギルドレスは自慢げに胸を張る。

「お前達の国、ゴルドニアと言ったか。兵は軟弱で意志も弱い！　アレスにいたなら俺が直々に五年は鍛えてやる所だが……」

　こんな奴らと一緒にされてもたまらない。

「だがハードレット、お前は別だ。お前はアレスに生まれなかったのが惜しい程の勇者、故に俺とアレスはお前を歓迎する！」

　ギルドレスが手をあげると訓練中だった数千の兵士が一斉に動きを止めて城門から街の中心部、評議会がある建物までを貫く中央の大路両側に並んでいく。

「勇者を称えよ！」

「うおおおーーー!!」

　凄まじい怒号、俺達が彼らの仲間を殺した事を気にしていないのだろうか。

「戦士同士が堂々と戦って死んだ。何故恨む必要がある。それにな」

　ギルドレスは俺に深く頭を下げる。

「峡谷を見た。仲間の亡骸を鳥につつかせるは哀れと思ったからだ。……戦をふっかけたのはこちらにも関わらず、よく埋葬してくれた」

　この筋肉達磨に頭を下げられるとなんだか居心地が悪い。

「よし、礼は終わった。さあ評議会へ行こう」

　あっさりと顔をあげるとノシノシと歩くギルドレス、俺たちはその後に続くが……。

「エイギル様ぁ……うぇぇぇ」

　セリアが泣き顔で俺のマントの中に入ってくる。

無理もない、道の両側に並ぶ筋骨隆々の男達は先ほどまで激しく訓練して大汗をかいていた者達、しかも全裸で逸物を垂らしている者も少なくない。

「こんなのおかしいです！　しかもすごく臭いです！」

　よしよし、他の男の逸物なんて見るもんじゃない。

俺のマントの中に隠れているんだ。







「アレスはゴルドニアと敵対するつもりはありませぬ。無論アトロアに肩入れする事もない」

　評議会に着くなり言われた第一声だ。

だが簡単にそうかわかったと言う訳にもいかない。

「進路を妨害したのは偶発的な事ですと？」

「あれは王の散歩、不適切な行動であった事は認めるがあくまで個人的な事だ。アレスの意志は王ではなく評議会の決定にある」

　議長らしき老人はギルドレスを睨む。

「評議会は王がもたらした無用な闘争と犠牲に強く憤っておる。よって評議員全員の賛成を持って王の職権を適切な時期まで停止する旨決定した。異存はありますかな？」

　これは驚いた。

王が議会の決定で権限を失うのか、アレスの政治体制は面白いな。

「異存はない。俺は仲間を死なせておめおめ逃げ帰った身。その罰は受けねばならないだろう」

　議長は大きく頷く。

「ハードレット卿、戦いは両国にとって不幸を呼ぶ。これで納得してもらえまいか」

「賠償金も無しですか」

　セリアが呟く、確かに犠牲にはまったくあっていない。

だがここでごねてアレスと敵対すると言う選択肢をとれないのだ。

まずはアトロアを落とす事が第一だ。

「……わかった。だが今後、アレスの領域外で我々が行う事については静観頂きたい」

「無論だ。我らはアレスの民、守るのは我ら自身であって他者ではない」




　議長はその後、俺に一応の礼とゴルドニア王への手紙を託して会談は終わる。

手紙の内容もセリアが日に透かせて見ていたが、当たり障りのない儀礼上の話だけだった。

とりあえずこれでアレスに突然襲われる心配はなくなった。

帰ってアトロアの攻略に専念出来る。

「待てハードレット！」

「……今度はなんでしょうか？」

　ギルドレスが口を開くと反射的に身構えてしまう。

「下らん敬語を使うな。我らは命を賭けて戦った関係、言わば友だ」

「敵から友にとぶんだな……」

「聞いた通り俺は王の職権を停止されてする事が無い。故に自宅に戻るのだがお前も一晩泊っていけ」

「嫌です！　絶対男臭いです！」

　セリアは抵抗する。

しかし陽はもう落ちつつある。

土地勘の無い場所で下手な宿に泊るぐらいならこいつの屋敷の方が安全だろう。

「それにお前とは結局相討ちだった。勝負をつけねばならないしな」

「また戦うのか？」

　思わず身構える。

ようやく顔の腫れが引いたところなのに。

「いや、殺し合いは引き分けとなった。次は別の勝負をするのだ」




　俺をかばうように立つセリアと二人、警戒心を緩めないままギルドレスの後へ続いていく。

それなりに大きいが王宮と言うほどでもない屋敷に入り、応接間でも食堂でも無く寝室に通された。

「これが俺の妻だ」

「お初にお目にかかります」

　見た限り三〇半ばの女性、女にしては体格が大きく胸も尻も良く張っている。

まぁ奴の巨根を受け止めるならこれぐらい体がしっかりしていないといけないかもしれない。

「これは俺の妹だ」

「初めまして」

　こちらは二〇代半ばだろうか、素晴らしいことに兄には似ていない線の細い美女だ。

胸は貧しいが全身にうっすらついた筋肉が体を引き締めて見事な体のラインを作っている。

「そしてこっちが娘だ」

「……どうも」

　一〇代後半だろうか。

まだまだ発育途上といった姿だが胸ははっきりと膨らみ、女が香り出す青い年齢だ。

こちらも幸いな事に母に似ている。

「こちらこそ宜しくお願いする。だが紹介ならば食事をとりながらでも良かったのでは？」

　ギルドレスは豪快に笑いながら指を鳴らす。

すると並んだ三人の女が一斉に服を脱ぎ始めたのだ。

「おいおい……」

「さあハードレット、戦場の次はベッドで勝負だ。どちらが女を鳴かせるか戦おうではないか！」







「あ、あなた！　いつもながら大きすぎる！　二〇年も連れ添ったのにまた穴が悲鳴を上げております！　だ、だめ、イきます！　いやああぁぁぁぁぁぁ!!」

　ギルドレスは妻をベッドに仰向けに転がして激しく突いている。

乳房を鷲掴みにして激しく揉む、あんなに力任せにしたら痛いだろうと思うが妻の方は嬉しそうに男の頭を抱えて悶えていた。

　そして何よりその巨根、まるで丸太と思えるようなでかい逸物が女に突き刺さっている。

穴は無残に広がり今にも裂けてしまいそうだ。

「なんて巨根だ。こいつ本当に人間か？」

「エイギル様も同じぐらいありますからね」

　セリアはギルドレスに見られないように全裸の上からシーツをまとって俺にくっついている。

なんでも相手が女三人も侍らせているのでせめて俺には自分が侍らないといけないらしい。

「いぎぃぃぃぃぃ！」

　女の足がピンと高く上がりやがて両手両足から力が抜ける。

妻の顔はだらしなく緩み口からは涎が流れている。

見事に登り詰めたようだ。

「……それでお前達夫婦の営みを見せてどうしようと言うのだ？」

　正直少し興奮して来たが意図がわからない。

「うむ、次はお前だ」

　そう言ってギルドレスはぐったりとした妻を抱き上げて俺の前に寝かせた。

「次はお前が我が妻を抱け！　どちらが彼女を気持ちよく出来るかの戦いだ」

「いいのか？」

「無論だ、［ダフネ］いいな？」

　ダフネと呼ばれた妻は大きく頷く。

「お前がダフネを寝取ればお前の勝ち、彼女が退屈すれば俺の勝ちだ。戦利品は……」

　ギルドレスはセリアを指差す。

「もし俺が勝てば彼女を一晩貸して貰おう。俺の色に染めてやる」

「ひいい!!」

　セリアがジャンプして部屋の隅に移動する。

「そしてお前が勝てば、ダフネに種をつけても良いぞ。今日はどうだ？」

「卵を抱えております。精を出されれば孕みます」

「という事だ。それだけではない、わが娘と妹も好きに貪れ」

　なんという条件だ。

「だ、だめですエイギル様！　夫婦で芝居をして私を食べるつもりです！」

「そんな器用な奴じゃないだろう。それに……」

　男としてこの勝負は受けねばならない。

なあにいざとなったら間男みたいにセリアを抱えて全裸で逃げ出すまでの事。

それに自信もある、怪我のせいもあって俺の種は玉を重くする程に溜まっているし、先ほどの交わりを見る限りギルドレスは巨根と力に任せるだけでそれほど女を感じさせる事に長けているとは思えない。

ここは死んだ兵の敵、王の一家を孕ませてしまおう。

　俺は横たわるダフネに近づいてキスをする。

「ダフネ耐えろよ」

「大丈夫です。貴方以外の男に感じるなどありませんわ」

　彼女は俺に呟く。

「なさりたい事がありましたら全てお応えします。抵抗は致しませんが先ほどまで夫の凄まじい逸物に貫かれておりましたので、締めますがある程度サイズがないと挿入の甲斐が無いかもしれません」

　黙らせるように俺はズボンを脱いで逸物を開放する。

「何しろ夫はちょっとやそっとの巨根では……ひい！　こ、これは」

　既にかなり勃起している俺のモノを見てダフネは絶句し、そろそろと触る。

「い、いかさまをしている訳ではないようです。あ、あなたどうしましょうこれは大物です！」

「好きに抱かれてやれ、信じているぞダフネ」

　俺は夫の前で妻を抱き締め、乳房を吸って腹から太ももを優しく撫でる。

「んっあっ……もう潤っているのに男ならズドンと犯してみてはいかがですか」

「そう言うな、こんな良い体なのだからもう少し味わわせてくれ」

　大股を開かせて顔を中に入れ、性器を舐めしゃぶる。

彼女は相当に開発されており、俺の愛撫に反応してトロトロと汁を流す。

　体位を変えてベッドに座らせた彼女を後ろから抱き締め、乳房をゆっくりだがしつこく揉みほぐす。

「んあっ！　じ、じれったい、ぴりぴりと……んお……」

　首筋を吸いながらの乳房責め、更に彼女自身の手で肉豆を愛撫させる。

「そろそろいいかな」

「はおっ！　んあああ！」

　最後にきゅっと指で豆を摘まんでやるとバッと愛液が飛び出した。

三〇半ばの一番男を欲しがる年齢でしかも開発されきっている。

この女を落とすのはそれほど難しいとは思えない。

　まずは正常位で足を開かせて逸物を差し込んでいく。

「おお、入る入る」

　腰を押し込むと逸物はずるずる中へ入っていく。

ギルドレスに拡張されていたせいかなんと俺のモノが根元まで入ってしまった。

そして先端が子袋に入口にちょんと当たる。

どうやら俺と奴のサイズはほぼ同じのようだ。

「あ、貴方！　まずいです。この方大きい……同じぐらいに……」

　必死に夫に訴える妻の腰を掴んで軽く突く。

「おん！」

　やや低い声が出て足が跳ねた。

熟れた穴は広がりながらもきついだけではなく柔らかく俺を包んでくる。

勝負以外にもこれは楽しめそうだ。

　全身でのしかかるようにして腰をぶつけるとダフネは悲鳴を上げるがしばらく突いていると首の後ろに手を回してきた。

そして夫の前だと気づいて慌てて手を放す。

「これが気持ち良かったのか？」

「ち、違います。激しく突かれたからつい」

　なら次はこういうのはどうだ。

　ダフネを抱えあげて太ももを持ち、持ち上げて落とすようにして抱く。

「ひい！　ふい！　あぁん！」

　激しい悲鳴が続き、愛液が飛び散る。

舌はだらりと垂れ、潤んだ目で俺を見ている。

「どうだ？　夫より俺の方がいいか？」

「……いいえ、まだ夫の方が気持ちいいですわ」

　だめか、なら次はこれだ。

　ベッドの彼女を四つん這いにして後ろから激しく突く。

腰を大きく振れば子袋の入口も叩く事が出来る。

「あおおおーー！　こ、これはすごい！　気持ちいい！」

　放尿するように愛液をまき散らすダフネ、更に後ろから圧し掛かって両乳首を摘まむと絶頂の叫びが上がる。

　俺も少し射精しかかったが、彼女から屈服の言葉を聞くまでに出してしまえば負けになる。

「どうだ、夫よりもいいだろう？」

「あ……あ……」

　ダフネはびくびくと体を震わせるがそれでもギルドレスは余裕の表情だ。

「ま、まだ……夫の与えてくれる……絶頂には及びません……」

「ふはは、先ほどの絶頂を見ただろう？　妻は心の底から昇ると全身の力が抜けるのだ。震えているうちはまだ本気の絶頂ではない」

「く！　ならばこうだ！」

「あおおおーーー！」

　尻穴に指を入れて激しく突く。

ダフネは感じまくり何度も絶頂するが脱力する事はない。

俺の逸物も脈動を始め、このままでは射精してしまう。

「ふふふ、二〇年も抱き続けた女は俺の色に染まっている、同じ事をやっても落ちはせんぞ」

「エイギル様！　頑張ってください！」

　じりじりとセリアに近寄るギルドレス、負ける訳にはいかない。

「え？　この体位は……」

　俺は対面の座位に移ってゆっくりと腰を突きあげる。

今まで激しく突かれて悶えていたダフネは少し不満そうだ。

「あきらめたのですか？　この体位でゆっくり射精しようと？」

「まさか……俺は貴女を落すつもりだよ」

　ダフネの首筋に口を寄せ軽く甘噛む。

彼女も行為の間は応えてくれるつもりなのか同じように俺の首筋に軽く歯を立てた。

「もっと強く頼む」

「こうですか？」

　そしてダフネの歯が俺の首筋に食い込むと同時に股間がドクンと脈打った。

「え!?　嘘、何これ……大きく……く、苦しい……う、うあ、んひぃぃぃぃ!!」

　胎の中で一気に膨らんだ逸物に苦悶の声を上げながら彼女は仰け反る。

愛液はとめどなく吹き出し、悲鳴は止まらない。

「では本番と行こう」

　彼女のなかから強引に逸物を抜き出すと大きさは今までと比べ物にならない。

「わっ！　私の太もも!?」

「ぬぅ！　よもやそれほどとは！」

　セリアとギルドレスも驚き、ベッドで待機していた妹と娘も軽く悲鳴を上げる。

「さあ覚悟してもらおうか」

「ま、まってそんなの入らない！　夫のよりもずっと大きい……た、助けて貴方、こんなので犯されたら私はもう……」

「勝負だ、耐えてくれ」

「そんな、無理、無理よ。んあぁぁぁぁぁ!!」

　後背位で特大逸物をダフネにぶち込む。

一瞬で一番奥まで到達したソレは外から見ても分かるほどに胎を膨らませて子袋に食い込む。

ダフネはなんとか逃げようとして膝が崩れ、ぺったりとうつ伏せになってしまう。

このほうがやりやすいな。

「さて……なんとか入るか」

　一番奥まで入った逸物を更に押し込む。

メリメリと音が鳴り、苦悶の声が上がる。

大丈夫、もう少しだ。

　一際強く力を入れた途端、グニュっと音がして抵抗が無くなる。

逸物が遂に子宮の中に入り込んだのだ。

「あ……」

　今まで絶叫していたダフネの声が止まる。

「ダフネ……その男と俺、どっちが気持ちいい？」

　ギルドレスの問いにもダフネは答えず、ベッドにうつ伏せのまま息を吐く。

全身からゆっくりと力が抜けていく。

　全てを諦めた穏やかな顔で彼女は愛する夫に微笑み言った。

「ごめんなさい貴方。この男の方が……あなたよりも……いいのぉ、あなただけを愛するつもりだったのに……特大巨根に負けたのぉぉ!!　チンポに負けて征服されたの！　もうこの男がいいのぉぉ!!」

「ぬぅ！　寝取られたか！」

「よく言った。俺の勝ちだ！」

　同時に俺も限界を突破して精液を射出する。

瞬く間にダフネの胎は膨らみ、やがて幸せそうな顔のまま彼女は意識を失った。

「ふぅ……今ならまだ避妊は間に合うんじゃないか？」

　子袋に直接出したから薬を塗っても手遅れかもしれんが。

「いや、約束通り妻の胎はお前のモノだ。素晴らしい子が生まれるだろう」

　ギルドレスは目の前で妻を寝取られ、孕まされたにも関わらず清々しい笑顔だった。

「いやぁ負けた負けた！　さすがハードレット、ベッドの上でも勇者だったな」

　奴はそう言って妹と娘に俺に奉仕するように命じる。

約束通りなら彼女達も一晩俺のモノだ。

だが彼女達も俺のモノを見て顔を赤らめており、嫌々と言うわけではないらしい。

「母様を狂わせた巨根……なんて大きさでしょう」

「これは……凄まじい」

　二人は余韻に浸る俺の逸物を掴んで上に乗ろうとする。

「おいおい、いきなり入らんぞ」

　ダフネはギルドレスの巨根に慣れていたからきついながらも入ったが、彼女達がこんなものを入れたら壊れてしまうだろう。

せめて普段のサイズに戻るまで待ってほしい。

「いえ、問題ありませんわ……だって、ああん！」

　王の妹が強引に挿入する。

中はギチギチときついが裂けそうではない。

「私は兄に一七の時処女を奪われてから、しょっちゅうかき回されていますから」

　妹を犯しているのか……どこまで性に貪欲なのだ。

「あたしも去年もう女になったからって父に処女を……」

　娘まで犯しているのか。

なんて男だ、けしからん。

　考えながら入れ替わりに妹と娘を犯す。

ダフネに比べれば豊満とは言い難く、逸物を好き放題出来る訳ではないがまだ青い果実に俺を刻みつけるのもいい。

「な、仲間外れにしてないで下さい」

　慌ててセリアも乱交に加わってもみくちゃになっていく。

「ぬう……俺も一人では寂しいな。おい、お前俺に抱かれないか？」

　ギルドレスが水を持ってきた若い使用人に声をかけると彼女は満面の笑みで下着を脱ぎ去る。

あの表情は相当奴に惚れているようだ。

「さあ後ろから突いて女同士のキスを鑑賞しながら種を出そう」

　ギルドレスは使用人、俺は奴の娘を後ろから突く。

彼女達は濃厚に舌をからませ、その背徳な光景を見ながら俺達は女の穴に容赦なく種を叩きこんだ。

　少しだけこの暑苦しい男と仲良くなった気がした。
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第１９１話　正統マグラード掃討戦⑤　予定通り　♯







　四人の女を好き放題に抱いてさすがに疲れた俺はいつもよりも遅くまで寝てしまったようだ。

柔らかいベッドの上でまどろんでいると唇に熱い吐息がかかりすぐに柔らかいものが触れてくる。

考えるまでもなく女の唇だ。

「うーん」

　さすがに寝ている訳にはいかずに目を開けるとセリアが必死に唇を押しつけてくる。

おかしいな、セリアが俺に甘えてくる事は多いが、強引に起こすような事はしない。

さすがに寝てはいられないので目を開く。

「う……エイギル様、起こしてしまいました……ごめんなさい」

「ん、別にいいがどうしてまた……おう」

　申し訳なさそうなセリアの顔をおさえて舌を絡ませていると股間に強烈な快感が走る。

「ずるい母様！　先っちょを取っちゃうなんて」

「経験の無い貴女では失礼でしょう、横でも舐めてなさい。ゼフィラさんは玉をお願いね」

「はもはも……玉も大きくて咥えきれないわ」

　昨日の戦いでの戦利品達、王の妻が先を咥え妹が玉を口に含み、娘が不機嫌そうに側面を舐めあげていた。

「寝起きにゆっくりとご奉仕しようと思ったのですが先に逸物を取られてしまいました……」

「それで口に来たのか……ううっ！　さすがに上手いな」

「この大きさでしたらいつも夫を舐め慣れていますもの。昨日のあのサイズになってしまったら顎が外れて……いえ、例え外れても胃まで飲み込みますから遠慮なく巨大化なさっても結構ですよ」

　あれは自分でもやろうと思ってなるものじゃない。

今はこのまま味わっておこう。

　俺の逸物をここまで上手く口で出来る女は多くない。

家の女達は出来るが、新鮮な快感を目を閉じてたっぷりと味わう。

「むぅー！　悔しいです！」

　セリアは俺が恍惚としているのに腹を立て、キスに加えて乳首まで手で愛撫し始めた。

可愛らしく嫉妬しているようだ。

抱きよせてやるとどうだと言わんばかりに股間に群がる三人に顔を向ける。

「う……唇も欲しかったな」

「あのキス……愛を感じますね」

　娘と妹が逆にセリアに嫉妬する。

「心配しないで男根はこっちの手にあるのよ。これで徹底的に愛撫すればきっと勝てるわ」

　一体何に勝つのかは分からないが気持ちいいので頑張ってほしい。

　セリアと三人は競うあうように激しく愛撫し、俺は何もしないままどんどん高まっていく。

「ぷは、ダフネさん、玉が動いてきてます。そろそろ……」

「ええ、こっちも傘が張ってきたのがわかる。もう噴き出るわよ」

「母様！　種は私に飲ませてよぉ……」

　俺が射精しそうな事に目聡く気づいた三人が騒ぎ始める。

セリアはとにかく熱いキスをする事に決めたようだ。

「だめよ！　朝一番の特濃汁は娘にだって譲れません。私が頂きます」

「あーんずるい！　うわ、コレ全体が動き始めた……もう出ちゃうよ」

　もう我慢も限界だ。

必死に抗議する娘を押しとどめて妻ダフネは肉棒を深くまで咥えこむ。

「出るぞ……量が多いから注意しろよ！」

　俺が最後に一声呻いて腰を押し上げる。

喉まで入っていた肉棒は更に深く、胃の近くまで入り込んだ。

「んご！　んぼぉ!!」

　さすがにダフネが苦しそうな声を上げた所で妹と娘が動く。

「えい！」「美味しいところ一人占めのバツです」

　二人はなんと肉棒を咥えこんだダフネの頭を後ろから押さえつけたのだ。

「んぼーーー！　んんんーーー！　んーーー！」

　喉奥まで深々と刺さって固定された肉棒は我ながら大量の精を吐き続ける。

最初はなんとか飲み下していたがやがて胃がいっぱいになったのか苦しそうに腹を押さえて暴れるダフネ、だが後ろの二人は頭を押さえる手を離さない。

「んー……んぼ……」

　他人の精を胃袋一杯飲まされた人妻は俺に涙目を向ける。

「悪いな、まだ半分も出てない。まだまだ出続けるぞ」

　肉棒は未だに激しく動き中の管を広げて濃厚な精が噴き出ている。

ついにダフネは力尽き、白目をむいて力を抜いてしまった。

「これ以上は死んでしまうぞ。そろそろ離してやったほうがいい」

「そうねそれじゃあ……」

　二人が手を離した途端、ダフネは転がり落ちるようにベッドから離れる。

両手で口を押さえているのは胃袋が限界なのだろう。

手近にあった桶に向かって屈み、大量の精を吐き戻す。

「おぼお！　うぼぉぉぉ！　……はぁはぁ」

「うわぁ母様汚い……それにハードレット様に失礼だわ。せっかく出して頂いたのに」

「お前達も無茶しすぎだ。それよりまだ俺は出ているんだが……」

「あらあらこれは気づきませんで」

　妹が未だに精を撒き続けているモノをパクリと咥えて喉を鳴らす。

かなり発射した後だから勢いも量も適量だろう。

「あー！　また取られた」

「心配しなくても玉を触ってみろ。まだ残っているから二人で絞り出してくれ」

　セリアも切なそうな顔でこちらを見てくる。

よしよし、お前の分も残してやるからな。




　俺の玉は奮闘し妹を満足させ娘にも腹が膨らむ程飲ませてセリアにも飲ませる事が出来た。

朝からたっぷり出して腰が軽い。

左右の腕で女を腕枕し、足にもそれぞれへばりつかせてベッドに横になる。

まるで王にでもなった気分だ。

　そういえば本物の王はどこにいったのだろうか、奴が昨晩抱いていた使用人は可哀想に焦点の合わない目を天井に向けながら潮を撒き続け、舌を突き出している。

「あへぇ……ギルドレス様……あへぇ」

　一人で夜の間中抱かれておかしくなってしまったのかもしれない。

壊れていないといいのだが。

　一発出したけだるさの中で耳を澄ますと隣の使用人待機部屋から声が聞こえる。

「ギルドレス様！　な、なりません。私は今年六〇で孫が三人いる身ですよ」

「ふふふ、メイド長よ。俺はいつかお前の体を抱きたいと思っていたのだ」

「しわがれた婆の体など抱いてはお道具が汚れ……あぁ！　本当に入れるなんて！」

「わはははは！　しわしわの体も中々いいではないか！　どうだ俺のモノはいいだろう!?」

「あっひぃぃぃ！　二〇年使っていなかった穴が……婆穴に春が戻ってくるぅ！」

　あまり見たくも聞きたくもない事が起こっているようだ。

老年の女と思われる悲鳴が止んですぐギルドレスが全裸のまま部屋に入ってくる。

「きゃっ！」

　セリアは俺以外の男に体を見せたくないのだろうすぐにシーツを被って俺の腕の中に飛び込んできた。

「ハードレット、俺の家族の味はどうだった？」

「最高に美味かった」

　そそり立った逸物を見せながら堂々と声を出すギルドレス、まさか老婆まで抱くとは侮れん奴。

「うむ、そうだろう。俺が手塩にかけて育てた女達だからな」

　悔しさや嫉妬など微塵も見られない様子で奴は腰に手を当てて高笑いした。

面白い奴ではあるがこうはなりたくない。

「もう帰るのだろう？」

「ああ、攻城の最中だからな。早く帰らなければならん」

　するとギルドレスは起き上がった俺のすぐ横に立つ。

やめろ汁が付きまくった肉棒が近い。

「戦いは終わった。アトロアを陥すことに最早言う事はないが……亡き友の頼みなのだ。アトロア首長イザベラだけは助けてやってくれまいか」

　奴は真剣な顔で詰め寄る、全裸だが。

「……俺もアトロアを滅ぼそうと言う訳ではない。首長……まして女ならばあえて殺すことはせんさ」

「そうか！」

　ギルドレスは再び良い笑顔を見せる。

拍子に肉棒が揺れて危うく俺に当たる所だった。

「ならばお前が助けを必要とする時、俺は必ず助けに行く。出来るならアレスの戦士を連れていく、例えそれが叶わぬとしても俺一人で助けに行く。漢の誓いだ」

　奴は友情の証とばかりにがっちりと俺に抱きついた。

ついに……奴の逸物が俺の太ももにひっついてしまった。

今までの人生で最悪の感触の一つを味わってしまったようだ。

「見て漢同士の全裸抱擁よ」

「あの間に挟まれて二本差しされたらどれほどの快感か……」

「口とお尻にそれぞれ……はう」

「エイギル様が汚れてしまった……」

　女達は俺達を見て好き勝手言っている。

セリア……お前の優しい手で綺麗に拭いてほしい。

「さあ行けハードレット！　アレスの漢達が見送るだろう！」

　あんまり嬉しくない見送りだな。

俺とセリアはアレスを離れ、アトロア包囲陣に戻る。

「エイギル様、筋肉質で豪快で……実は優しい貴方が大好きです。ですがあんな風にはならないで下さいね」

「わかってる。それよりもしっかり拭いてくれないか、まだ感触が残っている」







「アレスは手出ししないとの確約、これで決着はつきました」

　陣に戻るなりレオポルトは感情の籠っていない顔で言う。

「だがその割に攻城は進展していないようだが？」

　見れば大砲のおかげか城門や周りの壁はボロボロで場所によっては完全に崩れ落ちている。

だが隙間はアトロアの兵が簡易陣地を作って埋めており、味方は城壁内には一歩も入れていないようだ。

　散発的に続く砲撃と投石機による攻撃も街壁近くの陣地に集中していて街は健在のようだ。

敵の士気も低いようには見えず、むしろ余裕の表情さえ見せている。

「これも策の一つです」

　レオポルトは旗を指差す、

黒一色の俺の軍旗、陣地の中心に挙げるべき大旗が下げられて敵から見えなくなっていた。

「陣中央の軍旗を上げないのは司令官が不在もしくは指揮が執れない状況の時です」

「平時ではそうだが……戦争の時にわざわざこちらの状況を教える馬鹿もいるまいに」

　一応儀典ではそれが決まりらしいが戦場では偽るのが当然だ。

「攻城戦で軍旗が上がらない。これを敵はどう見るでしょうか？」

　セリアが頭をひねる。

「まさか大将がどこかに交渉に行ったなんてわかるはずありませんから……レオポルト貴方！」

「そう、司令官であるハードレット卿の傷病です。先ほど行われた攻撃にも先頭に立つのが好きな貴方が顔を見せない」

　敵は俺が負傷したか病気にかかって動けない状態だと見ただろう。

そうなれば防御側の士気は俄然戻ってくる。

「しかしそんな単純な手にかかるか？」

「普段ならばかからんでしょう。ですが絶望的な包囲戦の中に見えた希望、信じずにはいられません」

　レオポルトはちらりと目をやり、トリスタンが戦場で紅茶を飲みながら答えた。

「まずい状況でも勇敢な人はなんとか頑張ろうとする。無理にゴリ押せば死に物狂いになる。人が一番弱いのは……一旦いけると思ってから突き落とされる事なのさ」

　随分と心根の悪いやり方だが思いついたのはどっち……レオポルトだな。

「軍旗を掲げよ。全攻城兵器を前に出せ、総攻撃だ」

　最初から俺が帰還するなり始めるつもりだったのだろう。

　今までの散発的な動きではなく、一斉に行われる砲撃。

痛めつけられていた街壁がそこら中で崩れ落ちる。

投石機から降り注ぐ焼けた石と油壺がいまだ健在な街壁に落ちて炎を上げていく。

更に数千の矢が雨のように降り注ぎ、敵の陣地は針山のような姿になった。

「総攻撃！　突撃だ！」

　歩兵達や騎兵までもが壁の隙間を狙って次々と殺到していった。

　離れていても敵兵の困惑がわかる。

「こんなはずではない」「敵将は動けないはずだ」と。

　その表情は中央に上がった軍旗と、前線に出る俺の姿を見て絶望に変わっていく。

アレス程ではないが、決して脆い軍隊ではなかったはずのアトロア軍、まして自分達の街を守るはずの戦いでありながら溶けたバターのように崩れていった。




「砲撃中止！　歩兵は隙間の陣地に押し寄せろ、騎兵の通る道を開け！」

「弓はとにかく撃ち続けるのだ！　精度はいいから一本でも多く矢の雨を降らせるのだ！」

　ほとんどの陣地は一当たりで崩れていく。

なんとか抵抗を続ける場所もアレスの小兵に良い様にされた鬱憤からか、俺の軍は鬼気迫る様子で押し寄せ、次々と敵兵を斬りまくる。

街壁周辺はたちまち味方が押さえていく。

「道も開いたな、騎兵隊突撃を開始しろ、敵の防衛線を打ち破り敵の中枢まで進むのだ」

　無数の蹄の音、騎兵の群れが立てる恐怖の音に兵士は耐えられても市民はとても耐えられまい。

未だ抵抗する敵を踏みつぶしながら進軍した騎兵隊が完全に突破、街中に侵入した所で大きなラッパが吹かれる。

　するとアトロアの兵は一斉に抵抗をやめてその場に座り込んでいった。

「終わったな」

　街の中で一番の高台にある大きな屋敷、更にその一番高い塔の上に大きな白旗が上がっていた。
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余談　おいてけ　ラーフェン市内

「ねぇレティシア知ってる？　あの湖の噂」

　レティシアのレストランに来た二人組みの女性が姦しく声を上げる。

彼女達は周辺に住む女達で一人は夫が裕福な商人、もう一人は独身だが親が南部方面行商人の元締めをしていて生活に余裕がある。

そこで毎日のように彼女のレストランで食事と雑談に勤しんでいるのだ。

「なにをですか？」

　レティシアは首をひねる。

毎日お店を回すのが忙しくてあまり世情には詳しくない。

お金はもうかなり溜まっているが何より人に自分の料理を食べて貰えるのが嬉しくて休みを取ろうとも思わなかった。

「ラーフェンの外の……なんとかって綺麗な湖があるのよ」

「ああ……前に人魚が出るーとか言われてたとこ？」

　そうそうと楽しそうに話す。

「前々から出るらしいとか言われてたんだけど最近はすごいらしいの。もうしょっちゅう目撃談が上がってくるのよ」

「へー、でも人魚なら湖に近づかなければ特に危険もないだろうしオークとかより全然いいよね」

「それがここからが本番なのよ。友達の彼氏が暇を持て余してその湖で釣りをしてたんだって」

　ふむふむとレティシアともう一人が耳を近づける。

「そしたら、こんな小さな……幼女見たいな人魚が釣れて、まるで人間の子供みたいに泣いてたんだってさ」

「えー！　釣ったの!?」

「幼女みたいな？　可哀想……」

　一人は驚き、レティシアは少し悲しそうな表情を浮かべる。

「それでそいつはみんなに見せるつもりで泣きわめくその子を持って帰ろうとしたのよ」

「ふむふむ」

「そしたらね……出たのよ」

　女は一瞬のためから大声を出しレティシアが悲鳴を上げる。

だがもう一人の女は怖い話に慣れているのか平気な顔だ。

「出たって……親人魚が出てきて食べられちゃったとか？　それだとありきたりじゃない？」

　話している女はフフフと笑う。

「それが人魚は人魚だけど……足があったらしいわ」

「何よそれ足があったら人魚じゃないわよ！」

「足はあったけど……なんと腹から上が魚だったの！　すごい足が速くて男が必死に逃げても走って追いかけて来たんだって！」

「ひいいいいいい！」

「あはははははは！　何それ超気持ち悪い」

　レティシアは悲鳴を上げるがもう一人は大笑いしてしまった。

「それでね、ついに男が切り株につまずいて転んだの。すると追いついたその人魚が魚のでっかい目で見つめながら……おいてけ～おいてけ～って言うのよ。で、その瞳に吸い込まれるように意識を失って……目覚めた時には竿も魚壺も……もちろん幼人魚もなくなってたんだって」

　話が終わり、レティシアは一息つくがもう一人の女は不満そうだ。

「そんなのどうせ坊主で竿だけ取られて格好付かないから吹いたんでしょ。そもそも人魚がいないとは言わないけど……ゴブリンじゃあるまいしそんなしょっちゅう出てくるようなものでもないわ」

「ま、そうよね～普通の魚みたいに一度に何百も子供産む訳でもないだろうし」

　話した本人も信用していないのか腕組みをしてレティシアにお代わりを注文する。

「ところでシャロンはどうしたの？　暇な時間だしお昼寝？」

「シャロンはちょっと……」

　シャロンは領主に抱かれて以来、今まで以上に虜になってしまった。

彼の匂いが残る服……初体験の時に忘れていった……を嗅ぎながら必死に自分を慰めているのだろう。

「あんまり頑張ると自分の道具も大きくなってしまうかもしれないのに……」

「何の話？　それよりシャロンってなんか中性的で可愛いよね。旦那に黙っててくれるならあたしが童貞切ってあげてもいいよ？」

「えー、私もシャロンの童貞狙ってたんだけどな。口でしたら可愛い声で鳴きそうじゃん」

「いえ、それは……無理というか……」

　レティシアが拒むと女二人は特に拘りもないのか食事に戻る。

「ま、お姉ちゃんとしてははいそうです。とは言えないわね」

「なんならレティシアが切ってもいいんじゃない？　避妊すれば問題ないでしょ」

　まさかもうシャロンは女には微塵も興味が無いとは言えなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十五万九千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍一〇九〇〇名　損害歩兵一〇〇

歩兵五四〇〇　騎兵八〇〇　弓兵七五〇　弓騎兵三九五〇

大砲一二門　破損三

財産　金貨三〇〇枚

経験人数二〇五人　産ませた子四六人








第１９２話　鍵は女体　♯







「繰り返すようだが我々はアトロアの占領を目的としていない。正統マグラードなる賊の引き渡しと相応の賠償があれば即座に都市内から兵を引く」

　アトロア領主イザベラと俺はテーブルを挟んで向かい合う。

後ろには立ったままのレオポルトが感情のない顔を向けていた。

こちらとしてはギルドレスの頼みも考えて交渉の中で決着させようとしているのだが彼女が中々応じないのだ。

「……賊など私の知らない事だ。いくら聞かれても答えられん」

　この一点張りだ。

「そんな言い訳は通らない。既に市内に潜伏していた奴らの中堅幹部が多数捕縛され証言している。貴女の了解のもと、ここに正統マグラードの総本部があり……マクシミリアンと言う男が指示を出していたことはわかっているのだ」

「……」

　イザベラはマクシミリアンの名が出た途端にプイと横を向いてしまった。




　俺の騎兵隊が防衛線を突破して市内に突入した時点でアトロア議会は降伏を決定した。

結果アトロア軍は抵抗を止めたがイザベラは納得しておらず最後まで交戦を主張するのを議会と側近が半ば無理やりに承諾させたらしい。

　アトロアには正統マグラードの心臓部があり、突入と同時にほとんどの幹部を捕縛する事が出来た。

だが肝心の二つ、つまり首領マクシミリアンと奴が未だに保持している多額の資金の行方がわからない。

仮に金を持っての逃走を許せば将来への禍根を残す事になる。

「首長、何故そこまで彼らをかばう？　彼らは我々のみならず周辺ポリスにも敵視されている。例え何らかの約定があったにせよ反故にして貴女を責める者は誰もいないはずだ。むしろこの無意味な時間稼ぎこそ信用を落とす行為だと思うが」

「知らんものは知らんと言った。議会の老人共が騒ぐから抵抗をやめたが、占領が長引けば市民も黙っていまい。出ていくなら今のうちだぞ」

　これではどうにもならない。

「都市の周囲は監視していますが時間が経てば逃走の可能性も高くなります。地道に隠れ家になりそうな場所を総当たりするしかないでしょう」

　レオポルトも仕方ないと言う様子だ。

「しかしマクシミリアンとやら、大の男が女の尻に隠れるとは情けない奴だ」

　これからの手間を思い、ぼそりと愚痴が出てしまう。

「なんだと！」

　別に誰に向けた言葉でも無かったのだがイザベラが噛みついて来た。

「マクシミリアンはお前のような粗暴なだけの男では……いやなんでもない」

「随分と奴の事をご存じのようですな」

　なるほど、そういうことか。

俺はレオポルトに目で合図を送る。

「レオポルト、マクシミリアンについてどう思う？」

「私の見る限り臆病な卑怯者……おそらく容姿についても酷いぶ男でしょう」

　わざと聞こえるように話してやるとイザベラの顔が怒りで真っ赤になった。

「見もせずに何を勝手な事を！　お前などよりずっと男前でしかも大き……いやなんでもない」

　なるほど、アトロアが特に理由もなく正統マグラードの奴らをかばうのは妙だと思っていた。

議会や市民の様子からも特に彼らに肩入れしている様子はない。

　イザベラからマクシミリアンへの個人的な男女の情で本拠を提供し、今もまた匿っていると言う訳か。

軽く見た限りイザベラはかなり単純で子供のように感情を見せる。

少し女に慣れた男にならいい様にされてしまうだろう。




　俺達は会談部屋を出て言葉を交わす。

「ハードレット卿、男女の情となればいくら理屈を並べても中々動きますまい」

　そう、男女の愛情となれば利益誘導も懲罰をちらつかせてもうまくはいかない。

「強引にして良いなら叩いて吐かせる選択肢もありますが」

「それはだめだ」

　ギルドレスとの約束もあるし、何より女だ。

　俺は改めてイザベラを見る。

年齢は三〇前ぐらい、拗ねたように顔を背ける仕草はやや幼稚に見える。

身長一七〇程度と女にしては高く、釣り気味の目と腰まで伸びる真っ赤な髪からは気の強そうなじゃじゃ馬の印象を受ける。

　それほど愛らしくはないが……女としては興味がある。

「ハードレット卿、ひとつご提案があります」

　レオポルトの提案に珍しく俺も諸手を挙げて賛成出来る。

「……お前も少しは俺の事がわかるようになったじゃないか」

「単にこれが最善と言うだけです。委細の準備はこちらが整えますので……」

　ならば俺はその時に備えて体と肉棒を休ませておこう。




夜

「ふむ、レオポルトの奴うまくやっているようだ」

　陽が落ちるのを待って駐屯地から再び首長の館へと向かう。

だが今回イザベラにも議会にも承認はとっていない。

完全な不法侵入だ。

　廊下を歩いていると夜の見回りをしているメイドとすれ違う。

だがメイドは悲鳴を上げたりもせず、ふいと視線を逸らして見ないふりをした。

レオポルトが夜勤務のメイドと衛兵に見逃すよう下準備をしたのだ。

　俺は何度か使用人の目に留まったものの、特に問題なくイザベラの寝室にたどりつく。

耳を当ててみるとかすかに声が聞こえる。

気づかれないように静かに扉を開いて中に入ることにしよう。

暗い室内に少し光が入るが夢中になっている女にはわからないだろう。

「ん！　あん！　あっ！　あぁ……いとしい貴方……早く欲しい……あいつらが去ったらすぐに……ああっ！　もっとして！」

　水音と小さな喘ぎ、どうやらイザベラは自慰をしている。

女の自慰を盗み聞きするのも趣味が良くない、さっさと襲おう。

「あぁ……マクシミリアン……イク……イクイク……ええっ!?」

　俺はいよいよと体を震わせ始めていたイザベラのベッドに飛び乗った。

突然の事に性器に指を入れたまま呆然とする彼女。

そして数瞬の時が流れ、月明かりで俺と気づいたイザベラは火がついたように喚く。

「何故お前がここに！　ぶ、無礼者……んぐ！」

　さすがに絶叫されれば手回し出来ていない人が来るかもしれない。

イザベラの口を塞いでそのまま上に圧し掛かる。

「静かにするんだ。騒ぐんじゃない」

「もがもが……」

　その時、廊下をカツカツと歩く音が聞こえる。

メイドの靴ではない金属の靴音、警備兵が通りかかったようだ。

　イザベラは一気に抵抗を強めて俺の手を口から外す。

「衛兵！　曲者だ！　早く排除しろ！」

　だが足音は一瞬動きを止めるが何事も無かったかのように部屋の前を通り過ぎていく。

レオポルトが既に手を回していた兵だったようだ。

「そ、そんな……」

　聞こえていないはずはないのに無視された事でイザベラの顔に諦めが見える。

「そんな顔をするな、別に悪さしに来た訳じゃない」

「この格好で信じられると思うか……？　だが一応聞くしかなさそうだ……何をしにきた」

　直前まで自慰していたのでイザベラは寝間着をかなり乱しており、胸は片方が剥き出し、裾は腹までめくりあげられて性器は丸見え、そして開かれた足の間に俺の体が入っているのだ。

「お前の恐れている事とは違うよ。つまり俺の肉棒をお前の穴に差し込みたいのだ」

　言いながら服を脱いで半裸になる。

「何も違わない！　強姦しようとしているのだろうが！」

　イザベラが大声をあげたので再び口を塞ぐ。

「いや、俺は女を強姦はしない、だから受け入れて欲しいんだ」

　手を外して返事を聞く。

「馬鹿言うな！　はいそうですかと股を開く女が居るか！　どけ、そこをどけ！」

　イザベラが手足をバタバタと暴れさせ拍子に手が彼女の痴態を見て硬くなっている逸物に当たる。

「む、痛いじゃないか」

「え？　……おい。これは一体なんだ」

　なんだと言われても俺は股間に大根が生えている訳ではない。

肉棒しかないだろうに。

「に、肉棒だと……これが全部か？」

　イザベラの抵抗が止まり驚いた顔のまま今度はやや丁寧にズボンの上から股間を撫でてきた。

どうやら興味をもってくれたようだ。

「ああ、ゆっくり触ってみてくれ」

　俺はズボンを履いたまま触りやすいようにせり上げる。

健康的な女の手はやや怯えながら逸物を撫でさする。

「こんな所まである……彼よりも……ずっと大きい」

　先ほどまでとは一転した、しおらしい態度とやわやわとした刺激で逸物は更に硬く大きくなっていく。

「まだ膨らむのか!?」

「当り前じゃないか。まだ八割と行った所だ。直接見せてやろう」

　ズボンを脱ぎ去って逸物を剥き出しにする。

解放された逸物はブルンと彼女の眼の前まで飛び出る。

イザベラは軽く悲鳴を上げるが決して目を閉じようとはしない。

「大きいだけじゃなくて太い……デコボコして……魔物のような巨根……」

　無意識だろうか、彼女の口がゆっくりと開きピンクの舌が伸びてくる。

その舌が俺の先端に触れる直前を見計らう。

「舌が出ているぞ。しゃぶりたいのか？」

「ち、違う！　あんまり大きいからびっくりしただけだ！」

　途端に舌が引っ込み慌ててイザベラが体を離す。

もう叫ぶつもりはないようだ。

　この反応はカトリーヌと似ている。そうなら彼女も相当の好きモノのはず。

追いかけて再び肉棒を触らせる。

「これを入れてみたくないか？　ちゃんと気持ちよくしてやるから」

「う……そ、それは……興味はあるが……やっぱりだめだ！」

「マクシミリアンか？」

「……な、何も言わんぞ」

　レオポルトが俺の夜這いを助けたのはこのため。

イザベラのマクシミリアンへの想いを切ってしまおうと言うわけだ。

その為には抱いてしまうのが一番いい。

「じゃあこうしよう。俺にお前の穴を愛撫させてくれ。入らなければ浮気にはならない」

　返事は聞かずに両太ももを抱え込んで性器に口をつける。

「はん！　あう！」

　高い声が響くが抵抗はない。

どうやら納得したようだ。

　イザベラの穴は自慰の影響もあってか既に汁が溢れている。

既にぽってりと出来上がっている性器には丁寧な愛撫よりも激しく情熱的な動きが効くだろう。

わざと音をたてて汁をすすりながら時折肉豆に吸いつき、出来る限り奥まで舌を入れる。

「あう！　あああ……ううううん！」

　悶えながら頭に手が添えられる。

それは突き放そうとする動きではなく止めさせまいと押さえつける動きだった。

「ぷは、どうした？　マクシミリアンの愛撫よりもいいか」

「いきなりなんだ……彼はこんなに長く口ではしてくれない……それよりやめないで……」

　なんだ女の穴をあまり舐めないのか。

勿体ない男だ。

　俺は再び性器に口をつけると激しく舌を動かしながら鼻を豆にこすりつけて大きな刺激も与える。

イザベラはその度に悶え高い喘ぎを上げながら高みへと昇っていく。

そしていよいよの時が訪れた。

「あう！　も、もうイク……口で……イかされる!!」

　両手が俺の後頭部に伸び、今までよりもずっと強い力で押さえ付けてきた。

うまくいけるように肉豆を口に含み、痛みのないよう加減しながら吸い上げる。

「あっあっあ、アアアーーー!!」

　イザベラが仰け反った途端、大量の潮が口の中に流れ込んできた。

彼女は相当水っぽい女だったらしく、汁の量は凄まじい。

だが口を離してしまうと負けた気がする。

ここは残らず飲んでやる事にしよう。




「はぁ……はぁ……すごい絶頂だった……」

　ぐったりと絶頂の余韻に浸る彼女をコロリと裏返し、うつ伏せにする。

「次は俺がここを使う番だと思うんだけどな」

「ふぇ？　あっ！　だ、だめだ！」

　脱力したままだったイザベラが咄嗟に自分の性器を手で隠す。

勢いのままいけると思ったのだが。

仕方ない、もうひと押ししよう。

「ならそのままでいいから手にこすりつけさせてくれ。それなら浮気にならないだろう」

「うう……すごく熱くて硬い、こんな男根があるなんて」

　普通の後背位のように尻は上げず、ぺたりと完全にうつ伏せになった彼女の性器に向けて逸物を突き出すが、手で守っているので当然中には入る事が出来ず、肉棒は手の甲を滑って行く。

ベッド一面に広がった赤髪は肩や背中も隠しているが、見えない事が逆に興奮を誘い、俺の逸物はますます硬くなっていく。

　彼女も逸物がこすれる度、耳をどんどん赤くしていく。

先ほどからの態度といい、どうやら大きいモノがお好みのようだ。

「巨根は好きか？」

「大好き！　……じゃなくて嫌いではない。男らしくて」

「ならゆっくり味わうといい、いくらでもこすりつけてやる」

　ずるりずるりと大きさがわかるようにゆっくりとこすりつけ、話題を変えた。

「お前は良い女だと思う。それがどうしてマクシミリアンをそこまで想う？　お前を守らず一人地下に潜むような男だぞ」

「そ、それはあいつに抱かれれば天にも昇る気持ちだったし……逸物も大きいし……」

　さっき愛撫してわかったがイザベラの体は相当感じやすく淫乱の気質がある。

少し女に慣れた男なら簡単に飛ばしてしまえる。

マクシミリアンが至高の女垂らしという訳でもなさそうだ。

「イザベラ、俺の愛撫とどっちが良かった？」

　彼女はハッとこちらを向く。

「奴は口でイかせてくれたのか？」

「く……口で昇った事もあるが、あれほど強烈なのはない……」

「なら逸物は？　奴と俺どっちが大きい？」

　形がはっきりとわかるように強く押し付ける。

「お前だ、あの人も大きいがさすがにこれほどではない……」

　これぐらいと手で示す。

ふふふ、そんな程度か。

「でもあの人は全身にちゃんと愛撫をしてくれ……」

　言い終わる前にイザベラを後ろから抱き締め、肩を舐めながらベッドの間に手を差し入れて胸を掴む。

もう片方の手は首筋を丁寧に愛撫し続け、もちろん逸物を股間にこするつけるのも止めはしない。

「あっ！　そ、そんななんでこんな、ちょっと触られただけなのに！」

　しばらく続けてやるとイザベラはたちまち全身を真っ赤に上気させてしまった。

本当に感じやすい、これで挿入してしまえばどうにでもなりそうだ。

「どうだ、俺の愛撫も悪くないだろう。ここを許してもらえればもっと良くなる」

　性器を防御する手を肉棒でノックしながら語りかける。

「でも……あの人を裏切ってしまう。愛を誓ったのに」

　イザベラは半分泣きながらも一切抵抗はない。

「想像してみるんだ。俺のモノが一気に入って……多分一番奥まで届く。ズドンと子袋を揺らすぞ」

「あぁ……子袋……ズドン……」

　うわごとのように繰り返すイザベラ。

「それに触って見ろ、肉傘がお前の穴よりも太いから……中をゴリゴリこするぞ。入口付近の良い場所を削って穴をメリメリ広げながら入って行くんだ」

「ゴリゴリ……メリメリ……巨根が……私の穴を……」

　イザベラの手の力がなくなり、ゆっくりと性器を守っていた手が下がっていく。

俺は最後に耳元へ口を寄せる。

「俺に乗り換えて気持ち良くなれイザベラ、受け入れたいなら手を下げるんだ」

「あ……あぅ」

　その瞬間、手がすっと下がって尻と性器が剥き出しになった。

「頂くぞ」

　後ろから圧し掛かって強く肩を掴み、躊躇なく一気に肉棒を叩きこむ。

彼女に言った通り、ゴリゴリと肉棒が穴をかき分け、ズドンと音を立てて最奥に当たった。

「んひぃぃぃぃぃ!!　は、入ったぁぁぁ！　浮気しちゃったぁぁぁぁ！」

　入ったからには躊躇はしないし、彼女の体もそれを望んでいない。

最初から激しく腰を振り、一番奥を連続して叩く。

「あがぁぁぁぁ！　うわぁぁぁぁ！」

　声が大きすぎるので枕を噛ませ、更に激しく腰を動かす。

一突きごとに潮が飛び散り、手足が伸びる。

なんて感じ方……こんな淫乱な身体を持っていては男に良い様にされてしまうのも仕方あるまい。

「気持ちいいか？　俺の方が良くなったか？」

「んんんんんーー!!　んぐうううう!!」

　枕を噛みながら頭を振り乱すイザベラ、同意か拒否かもわからない。

とりあえず最後までしてしまおう。

うつ伏せのまま快楽に暴れるイザベラを押さえこむように完全に乗っかり腰を使う。

　くぐもった悲鳴と潮が噴き出る音は延々と続き、どれほどの時間動いたかもわからなくなってきた。

感じ始めた射精感に最後のだめ押しをしようと組み敷いた彼女の顔をこちらに向かせる。

「すごい顔だな」

　思わず失礼な事を言ってしまう。

潰れた蛙のようにうつ伏せにへばりつく格好も大概だが、顔は更に酷い。

　目は半開きで上を向き、舌はだらりとシーツについている。

涙と鼻水、涎を垂れ流しながら、はひはひと息をする様は快楽に壊れた人形のようだった。

「きもちー、おっきなちん、はひ……あへぇ……」

　もう理性的な話は出来そうにない。

彼女の為にもそろそろ終わりにしようか。

「俺はこのまま子宮まで肉棒を突っ込んで射精する。妊娠する事になるかもしれない」

「あへ……にん……しん……だめ」

　首長としてさすがに理性が残っていたらしい。

「だからマクシミリアンなど捨てて俺に乗り換えるんだ。そして奴の居場所も全部話せ、そうすれば幸せにしてやる」

「あの人……裏切るの……でも……だって……」

「子袋に射精されるのはすごい快感だぞ。今までよりもずっとだ」

　蕩けて虚ろなイザベラの目が輝く。

「そんなの……死んじゃう……快楽で……イキ死ぬ……」

　腰を上げさせ肉棒の角度を調整する。

両手で強く彼女を抱きしめ、最後に涎まみれの口に口づけをする。

「いくぞ……お前は俺が奪う！」

　緩み切った子袋の入口を逸物が突破し、なんとも言えない音が鳴る。

肉傘が狭いそこを通った感触は俺にも限界をもたらし激しい射精が始まってしまった。

「は、入ったぁぁぁぁぁ！　こんなの初めてぇ！　だめぇぇぇぇ！」

　押さえ付けていなかったら自分で背骨を折りそうなぐらい仰け反ったイザベラは、次の瞬間には意識を飛ばしてしまった。

　だが最後の瞬間確かに彼女は言った。

「あの人なんてもういらない。こっちのチンポの方がずっといい！」




翌日

「これが本当の一網打尽と言うやつですねぇ」

　トリスタンの言う通り、首領に同行した正統マグラードの最高幹部全員、そして隠し持っていた財が次々と引き出されていく。

　奴らが隠れ潜んでいたのは街へと水を引き込む水路、見た目には人など通れないただの狭い水路だが元々空洞だった場所を利用して水路を作ったとかで途中に広い空間がある。

更にそこから都市外へと通じる道があったようだ。

「さっさと逃げられなくて幸いでしたね」

　セリアも安堵のため息をつく。

　この水路の秘密は首長のイザベラしか知らず、絶対に見つからない自信があったのだろう。

周辺を俺の軍が見張っている状況で下手に逃げ出すよりも俺達の撤退を待ってくれたらしい。

「先に捕縛されていた者への確認の結果、最高幹部全員の捕縛に成功しました」

「上出来だ。想定外に損害は出たが目標自体は完全に達する事が出来た」

　腰と手を縄で縛られた幹部達を見ながらゆっくり頷く。

と、その内の一人が忌々しげにこちらを……正確には俺の後ろにいるイザベラを睨みつけた。

「……貴様よくも裏切ってくれたな、あれだけ可愛がってやったと言うのに……」

　ほう、こいつがマクシミリアンとやらか。

悪いがお前の女は頂いてしまったよ。

「……」

「なんとかいったらどうだ！　金か!?　それともゴルドニアの爵位でも貰えたか！」

　見苦しく叫ぶマクシミリアン、黙らせようとしたがイザベラは冷静な顔で奴に近づいていく。

「今となっては大した事ない男ね」

「はぁ!?」

　場の空気が止まる。

「ごめんなさいマクシミリアン。私無知だったの今まで貴方程の男はいないと思っていたのだけれど」

　イザベラは俺の腕を取って愛しげに顔を寄せる。

セリアの眉が釣り上がるから今はやめて欲しい。

「彼に抱かれて本当の男を知ったわ。だから貴方の半端なテクや男根なんてもういらない。これからは最高の巨根に可愛がって貰うから。さよならマクシミリアン、もう会う事もないわね」

　あまりの冷酷な反応に周囲の男達も憐みの目を向ける。

マクシミリアンは口をあんぐりと開けたまま連行されていった。

奴は王都まで引っ張られて処刑される。

せめて化けて出ないように帰路では良い物を食わせてやろう。




　戦後処理、主に賠償金に関しては正統マグラードが隠していた金貨にして約三万枚の没収とアトロアからも被害への賠償として金貨一万枚が支払われた。

本当は被害のほとんどがギルドレス達のせいなんだけどな。

イザベラが体をこすりつけながら払いたいと言うから貰っておく事にしたのだ。

　アトロアは比較的大規模で裕福なポリスだがそれでも金貨一万枚は痛い。

しかも兵士……つまりは市民に多数の死者を出し、ポリスにとって象徴とも言える街壁は大砲によってぼろぼろにされてしまった。

　全ての原因は首長であるイザベラにあるとして市民の間でも公然とした批判が噴き出ていた。

放置しておけば彼女は暗殺や反逆の危険に晒されるだろう。

さすがに首長を連れていく訳にもいかないし、俺が留まって守ってやる事も出来ない。

「父との約定とか言っていたギルドレスになんとかさせよう」

　奴は今王権を停止されていて暇なはずだ。

兵は動かせなくても助言してやる事ぐらいは出来る。

それに完全な部外者の俺がしゃしゃり出るより都市国家同士の方がうまくいくかもしれない。




　ギルドレスに文を出し、財を積み込み、正統マグラードの面々を縛り付けて出立する。

「……ようやく終わりましたね」

「本当に、どこぞの筋肉達磨が余計な事をしなかったらもっとずっと楽だったのだが」

　助けを必要とする時は呼べと言っていたな。

とんでもない状況で呼びつけてやるから覚悟しておけ。
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余談　数日後

「エイギル様、アトロアから急使が来ました」

　俺達がアトロアを去ってすぐ、領地に帰りつく前に使者が後ろから追いかけてきたらしい。

手紙を受け取って見るとイザベラからだ。

反逆でも起きたのだろうか。

「読みますね。えーっと……謝罪文です」

　謝罪？　賠償金も貰ったし今さら急使を使うような事ではないが。

セリアは更に続けて読み進める。

「我が愛しのハードレット様ごめんなさい。貴方に本当の男を教えてもらっておいて申し訳ないのですが、しばしのお別れを言わなければいけません」

　別れ？　ますます何の事かわからない。

「私を心配して父の親友であるギルドレス殿がアトロアに来てくれました」

　俺が文を出したんだし別に不思議ではないな。

「そして昨夜、彼に迫られて身体を許してしまいました。ハードレット様に匹敵する凄まじい巨根と快楽……私はギルドレス様の女になる事を誓わされました」

「……なんだそりゃ」

「貴方への愛が消えた訳ではありませんが、今抱いてくれる男への愛が止まりません。もしまたアトロアへおいでになる事がありましたらいつでもお抱き下さい。すぐに貴方の女に戻りますから……ってなんですかこの女!!」

　セリアが手紙を地面に叩きつける。

見れば余白が唾液でもかかったように妙にしなしなしている。

まさか抱かれながら書いたのだろうか。

「エイギル様！　こんな淫乱女捨てるべきです！　要はモノがあれば誰でもいいんですよ」

　それはあるかもしれない。

何しろ俺が帰って数日……手紙が来る時間を考えると二～三日で他の男に乗られているのだから。

元々淫乱な身体を持て余していたのが浮気をし、寝取られたことでたがが外れてしまったらしい。

　だが俺が一番呆れているのはギルドレスだ、日付からして奴は親友から託された娘を到着初日に食って落とした事になる。

「あいつは絶対に俺の女と会わせてはならないな」

「本当です！　私もいつ犯されるかと冷や汗かいていたのですから」

　セリアはかなり危ない所だった。

これからはもっと守ってやろうな。

　セリアを撫でつけ、目が可愛く細まるのを見ながら俺達はゆっくりと帰路についていく。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十五万九千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

私軍一〇九〇〇名

歩兵五四〇〇　騎兵八〇〇　弓兵七五〇　弓騎兵三九五〇

大砲一二門

財産　金貨四〇三〇〇枚　賠償金（＋四万）

経験人数二〇六人　産ませた子四六人

更新時間が乱れていますが気にしないで下さい。










第１９３話　動き出した巨人







　軍はラーフェンに戻り、いつもの戦勝祝いが行われている。

　酒とパンが振る舞われ市民と兵士は楽しく呑み歌っている。

　だがそれでも……。

　暗く沈んでいる女とポカンとそれを見る幼い子供。

　戦死者の遺族達は騒ぐ気にはならないだろう。

「犠牲は千以上、少々厳しい損害になりましたな」

　何でも無い事のようにレオポルトは飲み物を一口煽った。

　主要な駐屯地は街の近くにあるため家族が街に居る者も多い。

　とりあえずの一時金と遺族が女子供だけなら食料はしばらく支給する事になったがそれで悲しみが癒えるものでも無い。

「兵士である以上は仕方ない事です。エイギル様が気にされる事ではありません」

　セリアも色々と気を使ってくれる。

「そうなんだけどな」

　わかっているが女が泣いているのはいい気分ではない。

　特に今回の件は本来俺が軍を出す必要のない戦いでもあった。

　ゴルドニア王国軍を使ってもよかったのだ。

「ですが成果はありました。現在都市国家群との関係を持っている領主は我々だけです」

　アレスとアトロアはもちろん、その他のポリスに対しても会談や交渉の機会を通じて関係が出来上がった。

　今後様々な交流や交易が始まるだろう。

　領域外の者と関係を持ちたがらない彼らへのパイプはかなり貴重だ。

　小規模都市群ではあるがそれなりに豊かで、かつ鉄や穀物などの輸入が多い彼らは交易相手としては申し分ない。

「お金のため……ですよね」

「ほぼすべての戦争は利益の為に起こります。それが直接金貨か、それとも領土かは些細な事です」

　今さら思い悩んでも仕方がない。

　死んだ奴の為に一祈りして俺達は前へ進むとしよう。




「そういえばマックとクリストフも怪我をしたらしいな」

　久しぶりに名前を出す気がする。

　あの激戦の中なら仕方ない、重大なものでなければよいが。

「マックはアレス兵と相討ちに肩に大怪我をして治療中です。しばらくかかりますが死にはしないと」

　うむ、奴は頑丈だからな。

「クリストフは激突の際に弾き飛ばされてトゴル峡谷の崖から落ちたらしいです」

　そうか……死んだか哀れな。

「いえ、非力なのが幸いして思い切り弾き飛ばされたのが良かったらしく、水の中に落ちたようです。他に落ちたものは崖の岩にあたって死んだのですが……怪我はなく溺れて下流の木にひっかかってました。一応後送しましたがほとんど無傷です」

「つくづく悪運の強い奴だ」

　考えてみるとあいつは結構な数の戦場に出ているが跡の残るような怪我は何一つしていない。

　俺でも毎回傷だらけになっていると言うのに。

「でも未だに戦果がありませんけどね。何度も最前線に出て一人も斬らないとは逆にすごいです」

「そうだな、昔馴染みだから少し贔屓してやろう。マックには美味い食い物と……娼館の女に声をかけてやろう、大男が好きな女も多かったはずだ。クリストフにはブドウの詰め合わせでも送っといてやれ」

　さて事後処理としては概ねこんなものだな、マクシミリアン達も沙汰があるまで適当に牢に放り込んでおこうか。




「エイギル様！　そんな事よりもっと私達を構って下さい！」

　祝いの続くラーフェンを眺めていた俺の後頭部にドシンと巨大な物が乗ってくる。

　言うまでもなくノンナの巨乳だ。

　見れば他の女達もこちらに来たそうにドアから顔を出している。

　辛気臭い話はここまでにしておこう。

「アナスタシアとバルトロメイも元気に育っているのですよ。ほらパパにあやして貰いなさい」

　双子は既に首が据わっているようで興味深そうに顔を触ってくる。

　まだまだ小さすぎて触ると壊れてしまいそうだ。

　どうしていいかわからず顔を撫でると指をちゅうちゅう吸われる。

　昨日のセリアみたいだ、その後肉棒も吸われたが。

「お前に似て美しい子らだ。乳はちゃんと出るのか？」

　二人にはノンナが直接乳をやっているらしい。

　てっきり貴族のやり方通り乳母をつけるのかと思ったが、他の女達が自分で母乳をあげているのを見て人に任せる気はなくなったと言っていた。

「ええと……ちゃんとどころか……」

　ノンナは真っ赤になって俯き、メルやミティがクスクスと笑う。

　どうしたのだろうか。

　するとカーラが悪戯な表情で笑いながら言った。

「この娘見た目通りの母乳タンクなのよ。片方の乳だけで二人共お腹いっぱいになっちゃって……おっぱいが張るからって私とエカチェリーナが代わりに飲んで……」

　わーっとノンナが止めに入る。

　なんてうらやましい今日からは俺のモノだぞ。

「ううう……だってお乳が多すぎておっぱいが膨らんで……絞らないと服も入らないのです」

　ノンナは恥ずかしそうに胸を隠す。

　元々合う服などほとんどない超巨乳、その彼女に合わせてゆったり作ったはずの胸元が今にも張ちきれそうになっていた。

「すごいな……今日は乳をいじめていいだろう？」

「吸うのですか？」

　吸うし揉むし揺らすし挟む。

「ま、まだ子作りは身体に障りますので……乳で思う存分遊んで下さい」

「そのつもりだ、久しぶりに俺を乳で潰してくれ」

　もちろんカーラやメル達も一緒だ。

　愛する女たちとの大乱交ほど戦に疲れた心を癒してくれるものはないからな。

「あの……あの……」

　なかなか前に出てこれなかったアリスも抱き締め……股間に手を突っ込んで尻に入っていた張り型を引き抜く。

　お前の尻穴はもう緩々なんだからこれ以上遊ぶんじゃない。

　垂れ流しになるぞ。

　いつの間にかレオポルトとニナがいなくなっている。

　奴は女の話になったらすぐに消える。

　まさか童貞なんじゃあるまいな。

　そういえばあいつら最近今まで以上に一緒に居るな。

　あいつの不景気面はもういいか。

　今は女達と風呂でいちゃつき、巨乳から乳を飲む事で頭がいっぱいだ。

　戦も終わり、しばらくは平凡な日常が続くと思っていたのだが。







　翌日

「これはまた……大きな情報だな」

　きっかけは夜明け共に走りこんできた民間の使者……民間と言っても差出人はオルガ連邦……クラウディアの付き人クララからだ。

　彼女からの情報は貴重な帝国内部を知る手段なのだ。

　普段は月に一通の手紙をやり取りしているが、今回の物は定期便ではない。

「またあの豚人が何かやらかしたのでしょうか？」

　セリアよあれでも俺の女だ、もう少し容赦してやってくれ。

「俺も最初はそう思ったんだがな……どうやらそうではないらしい。見てみろ」

　セリアだけでなくレオポルトやアドルフ、マイラなど重要な役職についている全員に見せる。

　手紙は奥様の出産にて白都を離れ、情報が遅れましたから始まっていた。

「ガーランド帝国が……西部平原よりオルガ連邦に大規模侵攻……!?」

「これは……」

「大陸の反対側……しかし波及しますね」

　クララは所詮侍女、情報は噂やマロードル侯爵周りから漏れ出る話程度、正確な事はわからない。

「しかし侯爵の領地でも緊急動員令が出された。これは相当な規模の戦争になる」

　レオポルトとアドルフは神妙な顔で頷く。

　せっかく戦いが終わったのにまた次の問題が起きた。

　火の粉がこちらまで飛んでこない事を祈ろうじゃないか。

「それから誰かトリスタンを叩き起こして来い。ほっとくと昼まで寝ているはずだ！」
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　しばらく前　ガーランド帝国　帝都

「神聖にして絶対！　世界を支配せし大陸の覇者、ガーランド大帝である！　平伏せよ！」

　重臣があらん限りの声で叫ぶ。

　帝都の中心、巨大な堀に囲まれた天に伸びる城、そのテラスに豪華絢爛なマントに身を包んだ大柄な男が姿を見せた。

　国旗と同じ赤き紋様は帝国広しと言えどもたった一人にしか許されない衣服だ。

　途端、巨大な金属音が響く。

　街中にいる兵士達が一斉に膝をつき、甲冑が地面に当たる音が響いたのだ。

「余は今、歓喜に満ちておる」

　激しい口調ではないが静寂の中で低く大きな声は隅々にまで通る。

「ここに集結せし余の軍、余の剣、今回こそ我が悲願を成すと信じる」

　大帝は大きく手を広げ目を閉じる。

「街を埋め尽くす兵、それも余の剣の一部に過ぎぬ。誇れ臣民よ、貴様らの皇帝こそ大陸を支配するに足る最強の存在であると」

　言葉に嘘はない。

　ガーランド帝都は百万人の人口を抱え、規模ではオルガ連邦白都を凌ぐ極大都市だ。

　その都市が今、武装した兵に埋め尽くされている。

　数十万の規模である事は疑いが無い。

　だがそれも一部、帝都で大帝の言葉を聞けるのは帝国軍の中でも古くから大帝に臣従していた者達の兵、本国軍と呼ばれる者達だけなのだ。

　その他に新たに支配された者達は属州軍、更には反逆者などが強制的に組み込まれた戦奴兵なども含めて帝国軍は構成されている。

「今こそ北方の臆病者共に力を見せる時ぞ。大地を踏み割り、河を兵で埋めて我らが勝利の礎となるのだ！　進め我が臣よ！　我が手に勝利をもたらすのだ！」




　オオと街中から響く叫びに大帝は腕を掲げてから城内へと戻る。

　そこには先ほどの兵達と同じく平伏する者達が待っていた。

「時は満ちた、今こそ余の軍が大陸全てを征服する」

　平伏する者達の中で二人だけが顔を上げる。

　大帝はまず体格の良い中年の男の肩に手を置いた。

「［ザフネス］大将軍、お前は西部平原を突き進み、ノーステリエスまで往くのだ！」

「身命に代えまして必ず！」

　ザフネスと呼ばれた男は不敵な笑みを浮かべて大きく頷く。

　大きな身体と伸びた髭、いかにも勇将との雰囲気が滲み出る。

　彼こそ陸上侵攻軍の最高司令官、空前の大兵力二百五十万を率いる大将軍だ。

　続いて大帝は隣の女の肩に手を置く。

「［セクリト］大将軍、お前は余の大艦隊を率いて大海を北上、ノーステリエスに入れ。連邦の木端艦隊を蹴散らして軍を白都に渡すのだ！」

「仰せのままに大帝陛下」

　女は三〇程、細身で褐色の肌を持ち、その顔に表情らしきものはない。

　変わらぬ表情と抑揚の無い口調はまるで死者を思わせ、美女ではあるが女としての魅力は感じられない。

　彼女は帝国の全艦隊、輸送艦千隻と大型戦闘艦だけで数百隻、その乗員数十万を率いる大将軍だ。

「我が大願を成す事が出来れば貴様達にはいかなる褒美も与える。家を埋める程の黄金、馬を飛ばしても果ての無い領地、街を埋める美女美男、全てくれてやる」

　王は言い放った後で表情を引き締める。

「だが失敗は許さん。前回の大将軍がどうなったかは知っているだろう」

　前回の侵攻は引き分けだが、領土が変動しなかったという事は防衛側である連邦の勝ちと言える。

　結果帝国の最高司令官は家族と友人共々生きたまま毒虫に食われ三日三晩叫び続けて息絶えた。

「「魂に刻んでおります」」

「ならば往け！　物資も戦奴も必要なだけ送ってやろう。余の手に世界をもたらすのだ！」

　二人のみならず後ろに控えていた全ての者が鬨の声をあげる。

　雑兵のように跪づいていた彼らも全て数万規模の軍を率いる将軍達なのだ。

　王は身を翻して自室へと戻り、各将軍達も自らの隊へと戻っていく。

「俺達は既に運命共同体、失敗すれば二人共苦しみ抜いての死を迎える事になる」

　ザフネスの言葉にセクリトは何も返さない。

「お前の艦隊が来なければ白都へは渡れん。下手は打たないでくれよ」

「余計な心配は無用。己の成す事だけ成せ」

　セクリトはザフネスに顔を向ける事無くヴァイオレッドの瞳だけを動かして短く答え、そのまま去っていった。

「とんでもない美人だがあれでは惚れようもない」

　ザフネスは一つため息を吐いてからその場を後にしたのだった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十五万九千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

　財産　金貨〇枚　褒章・遺族支給（四万） 宴会（三〇〇）

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ミティ（婚約）マリア（婚約）カトリーヌ（婚約）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（尻）アルマ（泣）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（笑）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

　他国

　セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（夫人）クララ

　経験人数二〇六人　産ませた子四六人

今日は一八時です。

これから投稿時間は乱れるかもしれません。










第１９４話　ノンナの暴走







　対策会議と仰々しく銘打たれた話しあいが執務室で行われる。

参加者は俺とレオポルトとアドルフ、トリスタン、マイラ、セリアだ。

「まず帝国の連邦侵攻が我々に与える直接的な脅威は現時点ではありません。主戦場は大陸の反対側、地理的に遠すぎるため中央平原に軍を進めての陽動も考えにくいでしょう。念の為南部諸国に入り込ませている間諜に情報だけは伝えておきます」

「さすがにここを通って連邦に……は愚か過ぎますね」

　帝国の西部から中央平原に軍を進めるのに半年、そこから辺境部を通って再び連邦西部の戦場に……となれば年単位の行軍、兵は疲れ切ってしまうだろう。

しかも冬になれば辺境部は雪の地獄、とても進む事など出来ないだろう。

　それだけ苦労して陽動してもオルガ連邦側は船を使って簡単に迎撃してくる。

えっちらおっちら進むのは自軍の兵力を無駄に遊ばせる意味しかない。

直接の軍事的脅威は考えなくてもいいだろう。

「ですが間接的な影響はあるかもしれません」

　マイラが口を開いた。

「どういう事だ？」

「ゴルドニアは間違いなくオルガ連邦の友好国です。ガーランド帝国側からすれば全軍を動かした隙に連邦の要請を受けた我々が中央平原を南進し、東部を脅かす可能性を考えるはずです」

「南部には得体の知れない国があるし、そんなことすれば後で酷い目に会うけどな」

「あくまで可能性の問題です。僅かな可能性を潰す為に南部諸国に要請して逆にゴルドニアに軍事的な圧力をかける可能性があります。我々が連邦との関係を重視しているのと同じように南部諸国もまた交易等で帝国と関係を持っているでしょうから」

「ふむ……となれば南部諸国がちょっかいかけてくる可能性が上がると言う事か」

　俺はちらりとトリスタンを見る。

ボケっとしていたので今度はレオポルトを見る。

「南部国の諜報態勢はまだまだ未完成ですが、現時点でその兆候は報告されておりません。特にヴァンドレア人民連邦とアルテイル神国の関係は劣悪、事あるごとに睨みあいと小規模な衝突を繰り返しています。両国ともとても北部へ侵攻する余力があるとは思えません」

「リバティースは？」

　民主制……だったか、奇妙な政治体制を取っている国だったはず。

「侵略によって巨大化したゴルドニアとその影響下にあると見ているモルトを警戒しています。ですが自らの国境を侵犯しなければ交戦の意志は無いと宣言しています。あの国では民が国の方針の決定に重要な役目を持っており、民の間に戦争を忌避する感情がある以上、軍事的な行動に出る可能性はありません」

「なるほど、そう言う訳だから現時点では心配ない。きな臭くなってきたらその時対応しようじゃないか」

　マイラは納得したようで大人しく下がる。

つまり現時点で軍事的にはあまり問題は無い訳だ。




「経済的な影響は軍事的なものよりも深刻です」

　やっと順番が回って来たとばかりにアドルフが色々と書類を取り出す。

俺にも渡そうとするのでそのままセリアに流したらため息をつかれた。

「大戦争となったら鉄とかがまた値上がりするのか？」

「それもあるでしょう。我が国も高度な生産品については連邦から輸入しています。戦局如何によっては民生品が軍事物資に振り替えられるでしょうから」

　なるほど、連邦に余力がなくなるような事態になれば輸出している場合ではなくなるか。

そうなれば大物では船や高級馬車、小物では装飾品などの値が跳ね上がる。

「更に大きく値上がりするのが薬や食料品です。戦場では薬はいくらあっても過ぎる事はありませんから周辺国から買占める事になります。更に食料品ですが……」

　アドルフは納得したように一息つく。

「最近異様に小麦価格が上がっていると思ったのです。なるほど連邦の商人が集めていたのですね」

「さすがにクララの方が情報が早い訳はないでしょう。上がるならもう上がりきっているのでは？」

　セリアも最近は経済や相場についてある程度理解して来ているようだ。

今度クレアに頼んで先物……なんとかをやってみようかと言っていた。

「いえ、連邦の商人が直接ゴルドニアまで小麦を買いに来る訳ではありません。順序としては彼らが連邦内の小麦を買い集める。その結果我が国に輸出する分が減るので値が上がる。今はこの段階ですね」

　ふむふむと熱心に聞くセリア。

我関せずと別の所を見ているレオポルト、だが奴は確実に聞いている。

逆に聞いているように見えるマイラは経済の話はほとんどわかっていないはずだ。

そして俺は屁をこき、音と臭いで居眠りトリスタンを不快に目覚めさせるのだ。

「なので情報が我が国の一般商人達にも知れ渡った段階で国内での買い占め発生によってもう一段値が上がります。季節はもうすぐ秋の収穫、この頃には大陸全土に戦争の話は知れ渡っているでしょうから領主は値上がり確実な小麦を通常通りに売らず手元に留め置こうとする……更に値が上がるでしょう」

「……それでは民の食糧事情はかなり悪化するのではありませんか？」

　マイラとセリアが心配そうな顔になる。

「その通りです。農村と都市、宮廷貴族と領主貴族で対照的な結果になるでしょう」

　大変な事になると顔を引き締めるセリアだがある事に気付いたようだ。

「あれ？　でもその話だと……」

　アドルフも頷く。

「そう、我々の領地ではむしろ恩恵の方が大きいですね。元々連邦輸入の華美な品物の買い入れなどほとんどありません」

　俺の妻を忘れているぞ。

ノンナは連邦の品物を愛用しているのだ。

俺が戦争に出ている間にも居間にモフモフの大きなソファーが増えていた。

　だが俺の思いは届かずアドルフは続ける。

「これが研修の人に歩き回って確認してもらった現在の小麦の状況です」

　セリアが指差してくれる部分を見る。

村の畑ごとの一覧が並んでおり全てに数字が入っている。

数字の横には……これは＋と入っているのだろうか。

「今まで整備が行き届いていなかった南部も含めてほぼ全ての農地で面積当たりの収穫量は増加、理由としては治水や土壌改善の影響も当然ありますが天候や気温も最適、かつ農民への……」

「理屈は後でセリアに頼む、要はどうなるのだ？」

　アドルフは放っておくと話が長くなるからな。

「我が領全ての地域で理想に近い大豊作となるでしょう。前年とは比べ物にならない収穫が見込めます」

「ならば……穀物価格の高騰は」

「我々の領地に限るならば幸運とも言えます。更に一大穀倉地帯であるモルト王国とも優先的な貿易協定を結んでいます。経済への影響はゴルドニアには苦境ですが我々には思わぬ福音です」

　全員の顔が一斉に緩む。

いやレオポルトだけ変わらない。

トリスタンはどこか落ち着かない、お前紅茶飲みすぎて便所に行きたいんだろう、行かせんぞ。

「ならセレスティナにも一声かけておかないとな」

「……余計な事を言う必要はないのでは？」

　おいおいセリア性格の悪い事を言うんじゃない。

あんないい子を騙して安く買ったりしたら心が痛むじゃないか。

「それにモルトとしても我々に早急に小麦を売ってしまう必要があるでしょうな」

　レオポルトが冷たく言い放つ。

「現実に小麦が高騰すればモルトの広大な農地は黄金の畑に化けます。自分で抱え込むにはあの国の周りには脅威が多すぎます」

　そう言う事だ、早速使者を送るとしよう。

「いずれにせよ穀物相場はすぐに高騰するでしょう。領民の生活も考えれば今の資金が少ないとは言えそう簡単に売ってはいけません。大商人達の間では既に情報も出回っているでしょうから買い付けに走っているでしょう」




　その言葉を最後に全員は解散する。

レオポルトとマイラは傷ついた軍の再編成、アドルフは……山ほどあってどれかわからないらしい。

　さてセリアに逸物でもしゃぶらせようと肩を抱くと後ろから突然声がかかる。

「旦那様、少し宜しいでしょうか？」

「うおう！」

　びっくりして振り返るとそこにいたのはセバスチャンだ。

会議の間もずっといたのか……気配が無かったので気付かなかった。

「居ながらにして居ない事が執事の極意にございます」

　まぁこいつが会議の内容を他で話す事もあり得ない。

「それで一体なんだ？」

　セバスチャンが俺に時間を取らせて話す事はほとんどない。

この老人は用を言いつけるまで空気のようになっているのだ。

「はい、実は奥様の事にございます」

「あぁ……」

　セリアががっくりと肩を落とす。

俺もまた何かしたかと思わず力が抜けてしまう。

「ノンナが……何かしたのか？」

　執事はまず大きく頭を下げた。

「奥様への無礼な発言どうかお許し下さい。最近多くの使用人の間でノンナ様への反感が高まっております。一部の者は露骨に陰口を叩く始末……全て私の力量不足が招いたことにございますが、このままでは思わぬ不始末を起こす者が出るかもしれません」

　以前からノンナが使用人に嫌われている事は知っていたがセバスチャンがわざわざ俺に言ってくる程に膨らんでいたか。

「私と何よりカーラ様がとりなして下さっておりますのでなんとか収まっておりますが、何かのきっかけで吹き出さぬとも限りません。ハードレット家の為にも旦那様のお耳にも入れておかねばと」

　本来執事が正妻の行動を告げ口など無礼極まる事だろう。

だがセバスチャンは純粋にノンナと家に恥がないように心配して言ってくれたのだ。

「無礼を働きました事いかなる沙汰もお受けいたします」

　ここでセバスチャンに何かするなどあるはずもない。

それに……。

「非がノンナさんにあるのは分かり切っているんですよね」

　セリアもやれやれと首を振る。

「カーラでも駄目だったか」

「残念ながら」

　ノンナへの不満はカーラがなんとかしてくれていたが、使用人にとってはやはりノンナの方がカーラより立場が上だ。

信用して全てを話す気になれないのかもしれない。

「なら俺が言うしかないか。ちょうどいい機会だ、出産後の体も落ち着いただろうし少しお仕置きしてやろう。ケイシーいるか？」

（はいはーい）

　呼ばれて飛び出る幽霊ケイシー、お前に役目を与えよう。

ノンナは俺の愛する妻、例えセバスチャンが言おうと実際に確かめずに責める事は出来ない。

あいつが問題を起こしたら俺に知らせてくれ、実際に現場を見て判断する事にする。

（わかったよ　でもきっと……今日にでも簡単に見つかると思う）

「でしょうね……妊娠中もひどかったですけど子供が生まれてからはもう……」

　あまり言わないでくれ、俺の愛する妻なのだ。

いい所もいっぱいあるんだぞ。

「エイギル様……あの豚人もそうですけど我儘な女性好きですよね」

　さて何のことやら。




　偵察幽霊を放ってから酒でも飲もうとすると、もうケイシーが戻ってきた。

（もんだいはっせー　テラスだよ）

「三〇分と経ってませんね」

　呆れた表情のセリアとケイシーの後に続く。

テラスに近くなるとノンナの怒声が聞こえてきた。

「貴女！　このお菓子湿っているじゃないですか！　どういうことです！」

「い、いえ奥様、これはこういう菓子でございまして……」

「嘘言わないで！　前に食べた事あるのですから、どうせ長く置いた物を持ってきたのでしょう！」

「そんな奥様……私そのような事は……」

　ノンナが若いメイドを責めている。

メイドは取り替えろと言われてべそをかきながら食堂へと戻っていく。

確かめるために俺も食堂に向かい、ノンナの食べていた菓子を摘まんでみた。

「なんだ、出したてでも少ししっとりしてるじゃないか」

「これはミルロールですよね？　元々柔らかく湿った感じのお菓子ですよ」

　つまりノンナの思い違いと言うわけだ。

　テラスに戻るとノンナがまたメイドに怒っている。

「また湿ってるではないですか！　嫌がらせですか？　私に何か思うところがあるんですか!?」

「う、うぇぇ……うぇぇ……」

　メイドは本格的に泣いてしまっている。

俺は仕方なく正面から出ていった。

「エイギル様！　会議は終わられたのですね。あら、貴女何を泣いているのかしら？」

　ノンナはパッと表情を入れ替える。

その手元にあった菓子を摘まんで口に放り込んだ。

「この菓子は湿った感じが美味いんだよな」

「え、ええそうですね。とても美味しいと思います。ほらもう下がりなさい」

　残念ながら有罪だな。




　さてどうしてくれようと考えていると再びケイシーが報告に来た。

（メリッサさんともめてるよー）

　今度はメリッサか……まったくどうしたんだ。

　駆けつけてこっそり部屋を覗くとメリッサとノンナが言い合っている。

「だからこのお金は王都へ送って子供たちの為にってエイギルさんからも了解をもらってるんだよ」

「今じゃないと手に入らない品物があるのです！　一度ぐらい良いじゃないですか！」

「だめだよ、アクセサリーなんていっぱいあるじゃない」

「子供達だって生活費は渡してあるはずです！」

「それは食べていけるってだけでお菓子とか少し良い物ぐらい食べさせてあげても……」

　どうやらメリッサが王都の子供たちに送ろうとしてた金をノンナが発見したらしい。

何しろ今は金庫は空、ノンナには金を貸さないように商人達には通達が出ているので資金がない。

　元々仲が悪くない二人、最初はノンナの我儘をメリッサがいなしている感じだったが段々売り言葉に買い言葉でエスカレートしてくる。

「じゃあ孤児の方が私より大事なんですか！」

「ノンナは沢山贅沢してるじゃない！　子供の小遣いまで狙うなんて何考えてるの！」

　そしてついにノンナが言ってしまった。




「何ですか！　貴女なんて元娼婦のくせに！」




　部屋の空気が一瞬で凍りつく。

メリッサは愕然とした顔で力なく項垂れる。

ノンナは一瞬しまったという顔をしたがすぐにそっぽを向いてしまう。

「そこまでだ」

　考えるよりも先に体が動いて俺は部屋に踏み込む。

「あ……エイギルさん……」

　メリッサは引きつった顔で笑う、目は赤く今にも泣いてしまいそうだ。

「う、私はその……なんでも……なくはないですけど」

　ノンナはいつものように外面を取り繕うことは出来ず、ワタワタと慌てていた。

少なくともメリッサにあれを言って平気な顔は出来ないんだな。

だが、俺の心にはまだ怒りがある。

「メリッサ出てろ」

　セリアが何か言いたそうなメリッサの手を引き退室させていく。

「メリッサに何を言った？」

「聞いていたのですか!?　本気ではなくて勢いでその……」

　俺はノンナの肩に手をかけ……その頬を叩いた。

パンと乾いた音が鳴り、綺麗な青い目が見開かれる。

　顔に傷がつかないように歯を折ってしまわないよう、相当に手加減した羽で撫でるような平手打ち、痛みはそれほどないはずだが。

「あ……あぁ……ぁ……ああぁ……」

　ノンナは情けない声を出しながら打たれた頬に手をやる。

目からたちまち涙が溢れ出す。

「う……ぇ…………びぇぇぇぇぇぇぇぇ!!!」

　そして号泣、屋敷中に響き渡る大声で泣き喚きながら部屋を飛び出し、一目散に駆けていく。

お前は結構鈍くさいからあんまり走ると……ほらこけた。

それでもノンナは泣き叫びながら走り去っていく。

「追いかけなくても？」

　部屋の外からメリッサとセリアが入ってくる。

「メリッサ、あいつも本心から言った訳じゃない。少し調子に乗って勢いで言っただけだ。気にしないでやってくれ」

　メリッサを引きよせて優しく髪を撫でる。

「うん、ちょっとショックだったけど大丈夫だよ。事実だしね……」

　やっぱり気にしているじゃないか。

これは本人に謝罪させるしかないな。

「衛兵を使って捜させましょうか？」

「必要ない。ノンナが泣きつく相手なんて俺ともう一人しかいないからな」




　焦ることなくゆっくり歩いてカーラの部屋の向かう。

ノックも無しに部屋に入ると案の定いた。

ソファに座るカーラ、ノンナは更にその上に乗って胸に顔を埋めていた。

見ようによっては対面の座位だな。

　ノンナは俺が入って来てもこちらを見ようとせず、時折えっくえっくとしゃくりあげるだけだ。

カーラが不思議そうな顔で手入れの行き届いた綺麗な髪を撫でている。

「大泣きしながら飛び込んできてこれよ。一体どうなってるの？」

「色々とあって叱ったんだよ」




　事情を説明するとノンナはしゃくりあげるのを止めてカーラにしがみつく力を強める。

まるで悪戯の沙汰を待つ幼子のようだ。

「はぁ……いつかこうなるんじゃないかと思った。このバカ」

　ぺチンと後頭部を指で弾く。

ノンナの肩がびくりと震えた。

「この際だから言うけどね。あんた使用人とか屋敷の人間のほとんどに嫌われてるのよ」

「ぐす……そんな事ないです……侍女のサリーとか……私を慕って……」

「あんたは正妻だから逆らえる訳ないでしょ、侍女は待遇も他より良いんだからそりゃ機嫌とるわよ。あんた自身を好きな人間なんてこの屋敷にほとんどいないわ」

「うぇぇぇ……ふぇぇぇぇぇ！」

　あぁきつい事言うからまた泣きだしてしまったじゃないか。

「いいのよ。それがこの娘のためなんだから……自覚はあるでしょ。あんたに呼ばれて嬉しそうな顔をした使用人が居た？　あんたの地獄耳、聞こえてくる声で褒める言葉を聞いた事ある？　あんたをかばってたのは……自分で言うのも馬鹿らしいけどあたしとメリッサぐらいなんだから」

「ひっく……ぐす……うぇぇぇ……」

　泣き続けるノンナを抱きしめながらもカーラは続ける。

「使用人はともかく……メリッサにはきっちり謝りなさい。だいたいあんたも似たようにエイギルに救い出してもらったんでしょ。人の事言えた話じゃないわよ」

「はい……メリッサには謝ります……でもあんな酷い事言ってどうしたらいいのか……」

「俺がついていってやる。ちゃんと心をこめて謝るんだぞ」

　甘いわねぇとカーラがため息をつく。

メリッサはノンナが本気で謝れば許してくれるだろう。

平手の一発ぐらいは覚悟させておこう。

　そして俺には別に聞きたい事もあった。

「なぁノンナ、どうして無駄に金を使ったり我儘したりするんだ？」

「ひゃい!?」

「直球で来たわね……まあさすがにね」

　別に高い物が欲しくてたまらないなら買ってやってもいい。

だがノンナが単に贅沢好きだとは思えない。

　俺が爵位をもらってすぐは貴族としての体面やふさわしい生活に拘っていたが今となっては単に金を使うことが目的になっているようにしか思えないのだ。

我儘放題の態度も解せない。

以前はこれほど人に無茶を言う女ではなかった。

生活に余裕が出て本性が出たと言われればそれまでだが、俺にはノンナが無理をしているように見える。

「それは……その……」

「責めているんじゃない。贅沢したいならなんとか工面しよう。だが何か別の目的があるなら……金だけ使っても解決しないだろう？　今ここで言ってみたらどうだ？」

「うぅ～」

　ノンナはしばらく呻いた後、おそるおそる口を開く。

「寂しかったのです」

「寂しい？」

　ノンナはカーラをポイと放り、今度は俺の胸に飛び込んできた。

「エイギル様はよく遠出なさるし……今日だって家にいるのに会議で構ってくれないし……寂しいんです!!」

　体に当たる暴力的な胸の感触、今は逸物をおっ立てていい雰囲気ではないから根性で耐える。

「お金を使って……豪華な物を揃えたらそれを見る度私がいるとわかります！　やりすぎれば叱っても貰えます。我儘したらエイギル様に気付いてもらえます！」

　そうか……構って欲しかったんだな。

ノンナの事は可愛がっているつもりだったが甘えんぼのこいつには足りなかったようだ。

俺の気を引きたくて色々していたのか、可愛い奴だ。

「でも実は贅沢するのが癖になってたりもしたんでしょ？」

「そ、それもあります」

　やっぱりあるんだな。

「まったくしょうがない女だなお前は」

　ノンナをきつく抱きしめ返して首にキスを与える。

「これからはそんな無意味な事をするな。寂しくなったら構ってくれと言って来い」

「本当ですか？　忙しい時でも構ってくれますか？」

「ああ、会議中でもキスと抱擁の一つぐらいはしてやる。だからあまり我儘するんじゃないぞ」

　胸から顔を上げたノンナは満面の笑みだった。

泣き顔よりもこちらの方が良い、元来の美貌が更に映え思わず身震いするほど美しい。

「これからはちゃんとエイギル様にご相談してから贅沢します」

「そうしてくれ、それと使用人にきつく当たるのも駄目だ。優しく接してやるんだぞ」

「勿論です。その代わり屋敷にいらっしゃる時は朝と晩、必ず抱擁とキスを下さいね」

「ああ、だがそれだけで終わらないかもしれないぞ」

　熱い抱擁とキスを交わす。

「結局の大甘裁判よね。まぁ浪費しないノンナってなんか調子狂うけど」

　カーラにも世話をかけたな。

今度はお前をたっぷり可愛がってやる。




　さてひと段落したがまだ全て終わった訳じゃない。

今までノンナが積み重ねてきた横暴で使用人達に溜まった反感を解消してやらねばならない。

夫として愛する妻が嫌われているのは好ましくない。

　ノンナの腰に手を回し、横抱きに持ち上げる。

彼女は一瞬驚き、嬉しそうに首に手を回してきた。

「あっ……これから致すのですか？」

「あぁすぐにだ。早い方がいいだろう」

　使用人達の前で俺がノンナをお仕置きすれば彼らの怒りも収まるだろう。

やるなら早い方がいい。

「出産後初めてです……優しくお願いしますね」

「さて、優しくは出来ないかもしれないぞ」

　さすがに妊娠中にお仕置きなど出来ないからな。

「このまま寝室へ？」

「いや、大広間だ」

　ノンナの寝室に使用人を集める訳にもいかない。

「そ、そんなの恥ずかしいです」

「我慢しろ。必要な事だ」

　使用人達の前でお仕置きされるのは確かに恥ずかしいだろう。

だからこそ彼らへ詫びの気持ちも伝わると言うものだ。

「あぁん、エイギル様のすけべ」

　使用人達に集まるように命令しよう。

お仕置きの時間だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十五万九千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

財産　金貨〇枚

家族

ノンナ（正妻改心）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（哀）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ミティ（婚約）マリア（婚約）カトリーヌ（婚約）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（尻）アルマ（泣）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（喜）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

クレア＆ローリィ（暗躍中）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

他国

セレスティナ（モルト女王）モニカ（女官）クラウディア（夫人）クララ

経験人数二〇六人　産ませた子四六人








第１９５話　お仕置きと改心







　セバスチャンとリタに命じて使用人を全て大広間に集めさせた。

　今まで例の無い事なので、皆いかぶかしげな顔で隣の者と話していた。

「一体なんなのだろうか」

「給料の話とか？　ほら戦費で金庫が空だって噂だし」

「えー！　困るよあたし貯金ないのに」

「それより奥様が居るのが気になるわ。また無茶苦茶言うんじゃないの？」

「大丈夫でしょう。今回は旦那様もいらっしゃるから」

「でも旦那様、奥様にはすごく甘いから……」

　ざわつく使用人達と困惑しているノンナ、一体何を期待していたんだ？

　まあいい、さっさと話を始めることにしよう。

「今回は突然集まってもらって悪かったな。先に言っておくが給料を減らすだのと言った話じゃない」

　一斉に安堵の声が聞こえた。

「話とは俺の妻、ノンナについてだ」

「え？　なんですか？」

　緩んだ雰囲気がまた引き締まる。

　皆一様に不安や嫌そうな表情になっている。

　使用人に嫌われているのは本当らしい。

「俺も少し見て回ったがノンナがお前達に散々な振る舞いをした事は知っている。そうだな？」

「い、いえそのような事はありません」

　侍女の一人が慌てて否定する。

　まぁノンナに顔を見られながらハイとは言えまい。

「これもお前の為だ。少し我慢するんだぞ」

「ふえ！　一体何をなさるのですか!?　もう我儘は言いませんから……えっえっ!?」

　ノンナに目隠しをして机の上に上半身を倒させる。

　このまま斬首でもしそうな格好だがもちろんそんな事はしない。

　続いてドレスをめくりあげ、下着を抜き取って尻を丸出しにした。

「見えないように隠してやれ」

　目の前には男の使用人もいる。

　ノンナの尻と性器が見えないようにリタと数人のメイドがシーツで覆いを作った。

　目の前にいる使用人達から見えるのは目隠しされて困惑するノンナの上半身だけだ。

「この場の事で後々不都合が起きないよう俺が保証する。ノンナに理不尽な扱いをされた者は今ここで言ってみろ。直々に仕置きしてやるから」

「ええ!?　こ、この場で愛し合うのではなかったのですか？」

　何を勘違いしていたのか。

　この場の雰囲気でわかるだろうがお前は相当嫌われている。

　罰を受けて皆の信頼を取り戻すのだ。

「あ、あの！」

　一人のメイドが挙手する。

「奥様がカーペットに飲み物を零されてそれを私のせいに……弁償金なんてとても払えなかったのでセバスチャン様に建て替えて貰えなかったら私今頃娼館で……」

「本当かノンナ」

「あ、あれはその場の流れと言うか……エイギル様に怒られると思って」

　つまり本当なんだな。

　俺は腕を大きく振り上げてノンナの剥き出しの尻を平手で打つ。

　頬と違って尻にそれほどの手加減はいらない。

　広間にバチーンと大きく肉を打つ音が響いた。

「痛ぁぁぁぁい！　お尻がぁぁぁ！」

「すまなかった。俺からも詫びるよ」

　痛みに叫ぶノンナの様子にメイドは少し満足したようだ。

「次！」

「わ、私は奥様の服をご用意した時にわざと小さいサイズを出したと平手打ちされました。本当は奥様の胸が大きくなっただけなのに」

「本当か？」

「うう……私だって胸の事は実感がなくて」

「確かめずに叩いたのか？」

　しょげるノンナ、これも本当らしい。

　再び手を振り上げて尻を打つ。

　さっきよりも盛大な音が鳴った。

「きゃあああ!!　死んじゃいます！」

　尻を叩かれて死ぬ奴はいない安心しろ。

　見れば右と左の尻たぶにははっきりとした手形が浮き出ている。

　ちょっと強くし過ぎたかな。

　目隠し越しにもノンナがべそをかいているのがわかる。

　使用人は普段の鬱憤を晴らす最高の機会と見たのだろう。

　何しろ主人の俺がやっているのだからノンナも受け入れるしかない。

　次々と手が……と言うよりもここにいるほぼ全員が挙げている。

　どんだけノンナは好き放題していたんだ。

「庭がぬかるむから砂利を撒けと怒鳴られ、砂利を撒いたら転んで怪我すると物を投げられました」

「家具の移動を命じておきながら埃がたったと怒鳴られました」

「勝手に廊下で躓いて私のせいだとビンタされました！」

　その度に俺はノンナの尻をバチバチ叩く。

　最初は言い訳していたノンナも尻の痛みに余裕を無くして素直に認めだしていた。

　既に目隠しはずれてしまっているが両手で顔を押さえてワンワン泣く彼女にはもう誰が言ったかなど見えてはいないだろう。

　尻も既に腫れあがって真っ赤になっていた。

「うぇぇぇぇん！　ごめんなさぁい！　もうしませんから……堪忍して下さい！」

「謝るのは俺じゃない。彼らに謝るんだ」

「ごめんなさぁぁい……もう酷い事しませんから……ふぇーーぇん！」

　子供のように泣きながら謝るノンナの姿に彼らの顔も怒りから憐みに変わってきた。

　そろそろいいだろうか。

「リシャ、言いなよ。貴女のが一番酷いんだから」

「で、でも奥様泣いてるし……」

「もうじれったい！」

　キッチンメイドの一人が同僚の手を無理やり挙げさせる。

　ノンナの肩がビクリと震える。

「言ってみろ」

「この子気弱で言えないからあたしが代わりに言います。お食事を持って行った時、スープが熱すぎるとおっしゃられて皿をひっくり返されたんです！　熱いスープがかかったのにそのまま説教されて……」

　気の強そうなメイドが同僚の袖を捲る。

　彼女の腕にははっきりとわかる火傷の跡があった。

　服の上から熱いスープをかけられ、ノンナに怒鳴られている間ずっと耐えていたのだろう。

「ノンナ本当か？」

「ごめんなさい……」

　女に跡が残る傷をつけたのだ、今までよりも厳しい仕置きが必要だろう。

「今までよりも痛くするぞ。我慢するんだ」

「ごめんなさい……ごめんなさぁい……」

　今までよりもずっと力を入れて重い一撃を尻に見舞う。

「ぎゃあああ！　お尻が割れるぅぅぅ!!」

　もう割れているから大丈夫。

　更に連続して二回、三回と体全体が揺れるほどの力で尻を叩く。

「いたーーーい、痛いよぉぉぉ、うわぁぁーーん！」

　四発目がバシリと尻に入ると同時にノンナが机に崩れた。

　続いて水音とともに広間の床に水たまりが広がっていく。

　とうとう漏らしてしまったのだ。

「おしっこ……漏れちゃった……こんないっぱいの前で……しちゃった……」

　しかも紅茶ばかり飲んでいるからかすごい量だ。

　ノンナはゆっくりと身をおこして火傷させたメイドの方を見る。

　大泣きした顔は涙と鼻水で汚れている。

「本当にごめんなさい。どうか……許して下さい」

「は、はい。奥様こそ、その……大丈夫ですか？」

　謝罪が受け入れられて安心したのかノンナは返事も出来ずにぐったりしてしまった。

　これ以上は尻とはいえ限界だ。

「お前はこの後ついて来い。それほど古い傷でなければ薬を使えば跡も消える」

　謝るだけではなく傷も消してやらないといけない。

　さてこんなもんか。

「他になければこれで仕置きは終わりだ。迷惑をかけたな」

　俺は軽く全員に頭を下げる。

　慌てて使用人全員が俺よりも深く頭を下げた。

「俺と……ノンナの腫れあがった尻に免じて今までの事は水に流し、明日から正妻として立ててやってくれ。もちろんまた馬鹿な事をやり出したら俺に直接言って来い」

　ノンナは自分で歩けないらしくリタが肩を貸して持ち上げている。

「男は後ろを向け、ノンナの尻と穴を見ていい男は俺だけだ」

　全員が軽く笑い、庭師やコックは後ろを向いた。

　女達は真っ赤になったノンナの尻を見てひそひそ話し始める。

「うわぁ……本当に真っ赤」

「旦那様の剛力で尻を叩かれたのよ……あれは当分座れないわ」

「奥様もあんなに泣いていたし、もう怒っても仕方ないわよね」

「旦那様が奥様にあんなに怒るなんて、よっぽどね」

　どうやら使用人達の怒気も解けたようだ。

　これからは尊敬される存在になって欲しいものだな。

「ノンナは部屋に運んで寝かせてやってくれ。後で俺も見舞いに行くよ」

　さて、次はメイドの火傷を治してやらないといけない。

　一番良い薬を使って跡形も無くしてやらないとな。







「よし、薬は塗り終わった。それほど酷い跡ではないからすぐに良くなるはずだ」

　メイドの傷は昔メルが受けたような酷い火傷ではない。

　良い薬も使ったし二日もすれば消えてしまうだろう。

「本当に俺の妻が悪かったな。改めて謝るよ」

　女の髪を優しく撫でる。

「あいつも反省した。これからも避けずに接してやってくれ」

　さっきから返事が無いな。

　大丈夫か？

「はぁ……はぁ、すごかったよぅ」

　やっと返事してくれた。

　メイドは全裸でベッドに仰向けになり荒く息をついていた。

　脚はだらしなく大きく開かれ穴からは俺の種が零れ落ちている。

　最初は純粋に火傷の治療をしていたのだが、恐縮して感謝する彼女が可愛く感じてしまい、つい処女を奪ってしまったのだ。

「火傷の事はもう気にしていません。それよりも旦那様に抱かれてしまって奥様に悪いですよぅ」

　そんなこと気にするな。

　女を抱くのを止めた時が俺の寿命なのだから。

「ふふっ、私の汁にまみれたお道具が奥様の中に入るのですね。それが一番の仕返しかもしれません」

　照れながら彼女は俺の逸物にキスをする。

　また女を増やしてしまった。

　新屋敷の建造を急がないと場所がなくなってしまうな。







「うぅ……お尻が火が吹きそうです」

　ノンナは部屋でうつ伏せに寝ている。

　寝間着をめくって尻を放り出しているのは服さえも擦れて痛いのだろう。

「悪かったな」

「いえ、自業自得ですから。エイギル様が私の事を思ってやってくれたのはわかります」

　起き上がろうとして顔をしかめるノンナ、そのままでいいよ。

「メイドの火傷治りましたか？」

「あぁ、綺麗に治るだろう。もう心配はいらないよ」

　頭から背中までをゆっくりと撫でていく。

　ノンナは味わうように目を閉じて感じている。

「今日までの事は水に流して明日からは心を入れ替えるんだぞ」

「わかりました。……それでその抱いては頂けませんか？」

　ノンナは待ちきれないと潤んだ目で上目づかいに俺を見る。

　尻を散々叩いた俺に怒ってはいないにしろこの反応はどういうことだろうか。

「それはその……」

　もじもじとするノンナの穴に指を入れてみると大洪水だ。

　理由はともあれ入れてやれねば男の名折れか。

「尻が痛いだろうし上に乗れ」

　なるべく尻がこすれないように騎乗位で抱いてやろう。

　いよいよ挿入と言う時、ドアがノックされる。

「あの、メリッサですけど」

　おっと、先にメリッサに詫びさせなければならない。

　ノンナを体から降ろす。

　今なら三人しか居ない、ノンナも人目を気にせず謝れるだろう。




「酷い事を言って……本当に申し訳ありませんでした」

「ええ！　そんな頭上げてよ」

　ノンナはベッドの上にすっと手をつく。

　丁寧に頭を伏しての謝罪にメリッサは逆に慌ててしまったようだ。

「勢いとは言え調子に乗り本当に失礼な事を言いました。同じく苦界からエイギル様に助けられた身でありながら思い上がっておりました。何とぞお許し下さいませ」

「う、うん。私もびっくりしただけでそんな気にしてないし。そんな丁寧にされると困っちゃうよ」

　メリッサはこのままでも許してくれるだろうが出来れば遺恨を残してほしくない。

「メリッサ、言いたい事があるなら今全部言っておくんだ。その方が良い」

　俺がそう言うとメリッサは少し躊躇った後、ゆっくりと話をし始める。

「多分ノンナにはさらっと話しただけだと思うけど……私も自分の意志で娼婦になった訳じゃないんだ」

　ノンナは頭を上げて神妙に聞いている。

「昔はある商家の生まれだったの。でも色々あって破産しちゃって……売られちゃったんだ」

「あ……そんな……」

　ノンナの顔が引きつる。

　自分の境遇に似ているからだ。

「売られてすぐ……助けの手は来なくてね。そのまま散々犯されちゃった」

　苦い笑み、ノンナの目にも涙が浮かんでいる。

　彼女もあの時俺と会わなければ同じ道を辿ったはずだ。

「もちろん私も大人しい娘じゃなかったから抵抗したよ？　そしたら……お腹の中に乱暴されてね。それで子供が産めなくなっちゃったんだ」

　俺は窓際で景色を見るふりをする。

　二人の話にした方がいいだろう。

「私が娼婦だったって事は良いの、でも王都の孤児達は私にとって自分の子供みたいな存在なんだ。それでちょっとむきになっちゃった」

　ノンナはもう言葉が出ない。

　ポロポロと涙が零れている。

　中々子供に恵まれなかった上に一度は赤子を失う恐怖すら覚えたノンナだ、感じるものがあるのだろう。

「私……知らなくて……ご、ごめんなさい……」

　泣き崩れるノンナをメリッサが抱き抱える。

「ううん、わかってくれたらいいよ。これからは子供のお金をとっちゃ駄目だよ」

　影響されてかメリッサまで涙をこぼし始めた。

　今日はノンナは泣いてばっかりだな。

「心を入れ替えますので……どうかこれからも仲良くして下さい」

　メリッサは涙を拭き、既に笑顔だ。

　気にしているだろう事を言われた相手を抱きしめて笑えるとは彼女は本当に優しい良い女だ。

　まるで女神のように輝いて見える。




「よし、じゃあ後腐れの無い様に尻を一発引っぱたいてやれ。それでこの話はお終いだ」

「ま、また尻ですか！」

「わかった。一度だけ行くね」

　尻を守ろうとするノンナを押さえてメリッサに尻を向けさせる。

　心配しなくてもメリッサは優しいからそんなに強くはしない。

　腫れた尻をぺチンとされるぐらいがちょうどいい。

「よし、じゃあ中途半端にならないように……」

　うん？　メリッサがえらく気合いを入れているな。

　今のノンナの尻なら軽くでも……。

「えーーーーい！」

　助走までつけての豪快な一撃が綺麗に入った。

「ぎゃあああああ!!」

　まるで尻に槍でも刺されたように跳ね上がったノンナは泡を吹いて気を失ってしまう。

「えっ？　あれ？　なんで？　お尻叩いただけなのに……」

　困惑するメリッサにぴくぴく震えるノンナ……ふむ、とりあえずメリッサを抱くとするか。

　ふと廊下から声が聞こえる。

　ノンナを運んできたメイド達か。




「さっきのお仕置きすごかったよね？」

「うん、おしっこ漏らすまで叩いてた」

「それで……見た？」

「うん、最後の一撃で奥様おしっこだけじゃなくて潮出てましたよね？」

「痛くされて噴いちゃうとか……やっぱり奥様も変態……」

　何も聞こえない。

　痛みに気を失ったノンナの股間が尿ではないモノで濡れて行くのも見えないのだ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十五万九千人　重要都市　ラーフェン 二万三千人　リントブルム 四千人

　ノンナ（綺麗なノンナ）
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第１９６話　訓練　♯







「試射を開始せよ」

　レオポルトの号令で一〇門の大砲が火を吹き、標的の石が轟音と共に吹き飛ぶ。

大砲の生産は継続的に続いており、戦争中に完成した一〇門がリントブルムから届いたのだ。

実戦で使えるかの試験を俺とレオポルトとマイラでしているのだ。

トリスタンの奴は来ていない、給金を削ってやる。

「四番破損！　七、九番は精度著しく不良です」

「三分の一が使えないか……」

　俺とマイラの肩が落ち、レオポルトの眉も微妙に動いた。

一発目で壊れるのは論外、まともに前に飛ばない物も誤射の危険があるので実戦では使えない。

こけ脅しに街壁から外に向けて据えて置いておくぐらいしか使い道がないな。

「かなり改善されています。製造当初は半分使い物になれば大成功でした」

　レオポルトは言うが俺とマイラは揃って不満だ。

「こんな事なら投石機や大弩を大量に揃えた方が良いのではないでしょうか」

　この意見も一つ理がある。

大砲は特殊な状況でない限り野戦ではほとんど使えない。

「それでも我々が本来苦手とする攻城戦の切り札となります。大弩はもちろん投石機にも城壁を崩す事は出来ません。大砲の品質の改善を行うべきです」

「それはわかる。だが領内の職人ではこれが限界だ。材質も良質鋼を使ってこれなのだから」

　現状最高の鉄を使い、優秀な職人に依頼して作っているのだからこれ以上の性能向上は見込めない。

「マグラードで見た連邦製の大砲、同じ大砲でここまで違うものなのか」

　船から撃たれていた連邦の大砲、俺の大砲の何倍もの距離を飛び、街に正確に着弾していた。

「基本構造は同じのはずですが、何か見落としている部分があるのでしょうか」

　とは言えレオポルトも俺も技術についてはほとんどわからない。

この場で頭を悩ませてもいい案が出るとは思えない。

「どうせリントブルムで作るならあの毛深い……毛深い……小さい」

「ドワーフ族です」

　そう毛深いドワーフ族だ。

「あいつらに助力を頼んで見ろ。金属をいじくる力は確かのはずだ」

　粗野な見た目に反して彼らの手先はとんでもなく器用なのだ。

改めて俺の槍を見ると、重厚な造りながら微細な部分にまでこだわった装飾がされている。

バルバノがちまちま作ったと思うとちょっと気持ち悪い。

「彼らは鉄の採掘は黙認していますが協力する気はないようですが」

「そこはやりようがあるだろう。出来るだけ強い酒と脂っこい食い物を並べて持っていけ」

　ドワーフは無類の酒好きで良い酒を飲ませればなんとかなる。

食事も洞窟内ではネズミとキノコぐらいしか取れず、外界の食い物を大変喜ぶ。

「それからレオポルト、お前は行くなよ」

　ドワーフとこいつが合うとは思えない。

行ったら絶対喧嘩になる。

「はぁ……では適当に人選します」

「それから女も連れて行って酌させてやれ」

　マイラがむぅと不快な表情を見せた。

お堅い彼女は気に食わないだろうが古来から男に物を頼む時にこれほど有効な手はない。

多少無理な願いでも女に言われれば聞いてしまうものだ、少なくとも俺はそうだ。

「では何人か美女を見繕いましょう」

「いや、美女は駄目だ。背が低く体が太く……出来れば毛深い女がいい」

　彼らと俺達の美的感覚は違うからな。

今でも彼らの美女を抱いた毛の感触が夢に出る。




「大砲以外は全部順調に行っているのか？」

「概ね順調です。しかし一割以上の損害、回復にある程度の費用と時間がかかります。しばらくは大規模な出征は控えるべきでしょうな」

「訓練も更に厳しく行っていますが、正直アレスの兵と比べると見劣りしてしまいます」

「あれと比べるとな……戦った一〇〇人は選りすぐりの精兵だったらしいがそれでも一兵一兵がイリジナと同じぐらい強かったぞ」

　あんな集団にするのは最初から不可能だ、出来る範囲でやってくれ。

「ギルドレスに聞いた、俺達との戦いでは剣と盾を持っていたが長槍から弓兵まで全部の兵科をこなせるそうだぞ」

「そんな兵士を育てるのに一体何年かかるのか」

　ほんの子供の頃から戦士として生きてきたからこそ出来るのだろう。

弓騎兵の技術と同じで付け焼刃でなんとかなるものではない。

「軍はあくまで集団で機能すればよく、兵士単体が達人である必要はありません。先の戦いも政治的理由で迂回出来ず、多数に不利な狭小地形で戦わざるを得なかった結果です」

　レオポルトの持論は揺るがないようだ。

一応奴が軍事部門の最高者だからな。

「別に軍の在り方を変える必要はない。余裕があれば個人的な訓練もさせておけ、死ににくくもなる」

「承知しました。遺族への保証金も馬鹿になりません」

　そういうことじゃないだろうとマイラがレオポルトを睨む。

「今回の戦闘で兵士や予備役の集まり方にも影響が生じる事が考えられます」

「一割で死ぬんじゃ兵士の安月給じゃ割に合わんか」

　兵士の給料はただの肉体労働よりは少し良いという程度で決して高い訳ではない。

衣食住がタダと言う事を差し引いても今のラーフェンではそれほど魅力的ではないかもしれない。

「実利以外の……印象としての名誉が必要かもしれません」

「そこらへんは任せるよ。どうせ大規模な出兵はしばらく無い」




　さてマイラの治安隊にも言わないといけない事がある。

「お前もちょっとやり過ぎていると聞いたぞ」

「……何がでしょう」

「街娼を片っ端から拘束する。仲間内でやっている小さな賭場に踏み込む。酔っ払い同士の喧嘩で両方張り倒して牢屋に放り込んだとも聞いたぞ」

　マイラ麾下の治安隊は街で恐れられる存在になりつつある。

「どれも法に照らせば当り前です！　娼館外の売春は違法ですし、五人以上の賭場は許可が要ります。酔っ払っていようと町の治安を乱すのは許されません」

　私は間違えていませんと胸を張るマイラ。

「確かにそうだが……厳しくして誰も喜ばないじゃないか」

「喜ぶ喜ばないの問題ではありません！　これは秩序の問題です！」

「少しぐらい厳しい方が宜しいのでは？　衛兵隊は住民と距離が近い分、情で動いたり賄賂や腐敗の問題も付きまといます。その点治安隊ならば心配ありません」

　レオポルトが口を挟んできた。

治安隊はマイラが率いる軍組織、言わば町の中に展開している軍隊だ。

衛兵隊とは指揮系統が違うので例え何者かが衛兵を懐柔しても影響なく勝手に動ける。

扱いも俺直属となっているので衛兵達よりも上位に来る。

　正論だがマイラとレオポルトに任せると治安は良いが雰囲気の悪い堅苦しい街になりそうだ。

「しかしなぁ、さすがに民からも息苦しいと声が上がって」

「民……とは誰からですか？」

　マイラがずいと顔を近づけてきた。

「一般の民は何の影響も受けないはずです。私のやる事が気に入らないのは酔っ払いやチンピラ、それとも……」

　俺は目を逸らして口笛を吹くが音は出なかった。

マイラ御察しの通り、商売しにくくなった街娼達が涙ながらに訴えて来たのだ。

「ご領主様、あの女をなんとかしてくださいよぉ」

「領主様に捕まって虐められるなら嬉しいけど女になんて嫌よぉ」

　と言われながら何人もの女に全身を舐められてしまっては打つ手はない。

「と、とにかく被害者が無いような事は後回しでいいんだ。それより人攫いや街内盗賊団のようなのは大丈夫なのか？」

　ラーフェンも人口が増えて来たのでそういう徒党を組んだ犯罪者共は自然と発生してくる。

「芽は摘んでいます。戻ってから二つ程叩きつぶしました」

　それならいい。

治安隊はこういった犯罪組織には非常に有効だ。

マイラに賄賂は効かないし、重武装なので対抗する事もできない。

騎兵も揃えているので街外に逃げても追いかけて行って殲滅出来る。

「そっちの方を優先して頼む。下らない事件……特に街娼などは適当にしておいていいんだぞ」

「街娼は捕まえる度に尻を引っ叩いてから解放します。喧嘩は双方一週間のただ働き、それでいいですか……まったく賄賂どころか女の体にやられるなんて」

　それが男の宿命と言うものだ。




「そういえばセリアとイリジナを見ないな。演習場に居ると思ったのに」

　特にセリアは俺の姿を見れば何を置いても駆けつけてくるはずだ。

「あぁ、あの二人なら訓練中です」

　マイラの指の先ではイリジナとセリアが切り結んでいた。

俺が来た事にも気づかなかった程熱中している。

武器はセリアに合わせて片手剣、訓練用に刃を落とした上に布を巻いているが当たれば痛いだろう。

「やあ！　たあぁぁ！」

「ははは、セリア殿の剣は軽いぞ!!　それでは叩いても効かない!!」

　イリジナはセリアの打ち込みを軽く受け止めながら余裕の表情だ。

セリアは激しく移動しながら打ちこむがイリジナは槍以外も結構な使い手、簡単に凌がれてしまっている。

「次はこちらから行くぞ。そら！」

　イリジナの一撃、セリアは回避ではなくさばこうとした。

「あぁ、だめだ」

　受け止めたセリアの体が宙に浮く。

イリジナは男勝りの剛力、成長し筋力がついたとはいえ受け止めきれない。

　地面に転がったセリアをイリジナが更に追撃する。

戦場では倒れて仕切り直しはない。

実戦形式でやっているのだろう。

「くっ！」

　地面を器用に転がりながら振り下ろされる剣を避けるセリア。

さすがに勝負あっただろうか。

「当たったら痛いぞ！　参ったするのだ！」

「嫌です！　まだ負けてません！」

　セリアも結構気が強くて負けず嫌いだからなぁ。

　イリジナが勝負をつけようと踏み込んだ瞬間だった。

セリアが両手をついて後ろに回転、剣に地面を叩かせ、起き上がるなり跳躍する。

イリジナは慌てて剣を戻すが間に合わない。

「やぁぁぁ！」

　セリアの剣がイリジナの利き腕を叩いた。

真剣ならざっくりとやられてもう戦えない。

「おお！　セリアが勝ったぞ」

「剣術と言うより体術に近いですが、上手いものです」

　マイラも面白そうに手を叩いている。

　やっとこちらに気づいたセリアが嬉しそうに駆け寄って来た。

「やっとイリジナさんから一本取れました！　……剣の戦いですけど」

　イリジナが得意なのは槍、それでも剣の腕とて決して人並みではない。

彼女に勝利出来るならセリアがそこらの兵に遅れを取る事はまずないだろう。

偉いぞと頭を撫でてやると誇らしげに胸を反らせる。

「まさかセリア殿に遅れを取るとは思わなかった。油断したな！」

　こちらもあまり気にしていなさそうだ。

「次は私とやってみませんか？」

　俺に撫でられているセリアにマイラが試合を提案する。

彼女はこう見えて結構嫉妬深い、目の前で俺に甘えるセリアに思う所があったのかもしれない。

「いいでしょう！　この勢いでマイラさんも撃破します！」

　セリアが調子に乗ると良い事ないんだよな。




　二人は向かい合って剣を構える。

武装は先ほどと同じ片手剣と小さな盾だ。

セリアは俺に良い所を見せようと目に見えて張り切っている。

「開始！」

　合図と共にセリアはマイラに向かって突進する。

腰を落とし体を前傾させた独特の走り方、姿勢が低すぎるので迎撃が難しい。

「しっ！　たぁぁぁ！　やぁ！」

　下から突き出されるセリアの剣をマイラは剣と盾で防ぎながら下がる。

「押しているな!!」

　イリジナのでかい声、だがあれはまずいぞ。

一方的に攻撃しているがマイラの防御をまったく崩せていない。

多分セリアの性格からしてそろそろしびれを切らせる。

「動いた!!」

　セリアが今までと攻撃パターンを変え、盾をマイラの盾にぶつけてからその懐に転がりこむ。

前転しながら飛び込んだ彼女がマイラの太ももに剣を当てようとした時。

「ふんぎゃあ！」

　マイラの剣が見事セリアの脳天を叩く。

布を何重にも巻いているので怪我はないがセリアは頭を押さえて呻いていた。

「やっぱりな」

「うむ、今のは粗すぎた！」

　イリジナは良くも悪くも豪快な戦い方をする。

勢いは強烈で敵を圧倒できるが隙も多い。

　反面マイラは基本に忠実な正道を行く戦い方、派手さはないが隙もない。

苛立って奇策を仕掛けて倒せる相手ではない。

「自分より大きい相手の足を狙うのは良い選択ですが前転する意味はありません。じっくり隙を待ってから足を狙えば体勢を崩せたでしょう。それに……貴女も小さな少女ではありません。自分が子供だった時の感覚で転がってばかりだとやられますよ」

　マイラはそう言うと悔しそうなセリアを見ながら俺の腕に入ってくる。

俺が彼女の髪を撫でてやると恨めしそうな声が聞こえてくる。

「ううう……エイギル様の腕を取られた……最初からこのつもりで……」

「勝者の特権です」

　戦う女達を見ていると俺も体を動かしたくなってきたな。

「ちょっと俺も訓練をして見たい。誰か相手してくれないか？」

　同時にその場にいる兵士全員が目を逸らす。

なんでだ、布を巻いた剣でやるのだから死にはしない。

「……勝てたら褒美をやろう。これでどうだ」

　それでも誰も反応しない。

「ハードレット卿に勝てると考える兵士はおりません。勝利報酬など何の意味もないでしょう」

　ならレオポルトお前が相手しろ。

「私が怪我すれば軍務が滞りますが？」

「うぬう……」

　すると俺の腕からなんとかマイラを引き離そうとしていたセリアが声を上げる。

「なら私がお相手します！」

「……気持ちは嬉しいがな」

　さすがにセリアと試合では壊れ物を扱うようになってしまう。

気が晴れる所ではない。

「ならこういうのはどうだ！」

　イリジナがマイラの手を引いてセリアに並ぶ。

一対三か……なるほどそれなら少しは面白いかもしれない。

余分に布を巻いておかないといけないな。




　今まで通り小さな盾と片手剣を持って三人と向かい合う。

相手は大きなイリジナが一歩前、その左にマイラ、間に挟まれるようにセリアが剣を構えている。

さてどう来るか、命の駆け引きが無い遊びだから楽しむとしよう。

「行くぞ！」「参ります！」「行きます！」

　三人の女が同時に動く。

イリジナが正面から斬りかかり、マイラが側面に回りこもうとしている。

一撃体に入れば終わりの戦いだから挟まれれば不利だ。

「そら！」

　イリジナの攻撃に剣を合わせる。

剛力とは言えさすがに俺の方が力は強く、彼女は体勢を崩して後ろへ下がる。

「そこです！」

　同時に脇腹を狙ってマイラが切りかかって来るが、その程度では俺は落とせない。

身を捻って躱し、逆に背中に狙って剣を振る。

「く！」

　マイラは咄嗟に盾で受けるが弾かれてたたらを踏み、手を地面についてしまった。

さて次はセリア……どこにいるんだ。

「ここです！」

　ふらついたイリジナの横をすり抜けるようにセリアが突進して来る。

なるほど彼女の大きな体に隠れていたのか。

「やぁぁぁぁ！」

　ものすごい速度で駆けるセリア、俺は仕方なく盾を捨て剣を……戻すことなく空いた手でセリアを掴んで放り投げる。

「うわぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　全力で突進していたセリアはまるで鳥のように飛んでいく。

しまった、彼女の突進力を忘れていた。

下は草地だが大丈夫だろうか……。

　咄嗟に受け身をとった彼女はコロコロと長い距離を転がりなんとか静かに止まったが目が回って立てなくなったようだ。

怪我は……していないな良かった。

　その隙にと飛び込んできたマイラの振り下ろしに剣を思い切り叩きつける。

かなり無理な体勢ではあったがそれでもマイラとは腕力が違う。

剣は宙に飛び、無防備になった彼女の頭をポンと叩いた。

「ま、参りました」

　降参したマイラに口付けしてから残ったイリジナと向かい合う。

「もう私だけか！　さすがハードレット殿だ！」

　イリジナは盾を捨てて剣を両手で持つ。

元々彼女は盾を持っての戦闘は得意ではない。

俺も既に盾はないので剣を両手で持つ。

「ハードレット殿が持つとナイフみたいに見えるぞ！」

「お前も人の事は言えない」

　言葉と同時に双方が突進、イリジナは先ほどのように体勢を崩されないよう全力で振り下ろす。

受けられる事を前提にした一撃、だからこそ軌道は限られてしまい読みやすい。

俺はその一撃を受ける事無く紙一重で回避する。

　剣が地面を叩いた瞬間イリジナは敗北を認めたようだ。

俺はイリジナの手から剣を弾くとそのまま両手を掴んで押し倒す。

　激しい口付けの音が試合の終了を告げるのだ。




「やはりハードレット殿強いな！」

「あれだけの腕力に動きまで速いと来てはどうしようもありません」

　両手にイリジナとマイラがしがみついて俺を称えてくれた。

女に褒められるのは最高の気分だ、もっと褒めてくれ。

レオポルトはいつの間にか消えてしまったようだ。

「うぅ……お二人ともキスで終わるなんて……私だけ投げ飛ばされたのですけど」

「いや、すまん。お前の攻撃が一番厳しくてな」

「嬉しいのか悲しいのかわかりません！」

　途端、ぶー垂れていたセリアがキッと物陰に目をやる。

誰かが演習場の影から覗いていたのだ。

訓練中の兵なら物陰に潜んだりしない。

「今捕まえてきま……あん」

　駆けだそうとするセリアを抱き締めて止める。

ついでにキスもしてやろう。

「心配ない。ほら良く見てみろ」

　見れば本人は隠れているつもりなのだろうが陰からユサリと重そうな乳がはみ出ていた。

後ろには家で使っている馬車が止まっており、護衛のギドがこちらを見て両手を広げている。

「奥様、お乳がはみ出してますよ！」

「そもそもどうして隠れるのですか？」

「しっ！　他の者が離れてから甘えに行くのです。もう少し待ちましょう」




「……何をやっているんですかノンナさんは」

　いつでも甘えて来いと言ったからな、我慢できなくなって来たのだろう可愛い奴だ。

さっさと出て来いと呼びかけると、さも今来たような顔をして歩いて来る。

両側に二人の侍女を従えているが、彼女達の顔は以前のように仮面ではない。

お仕置きの成果はあったようだ。

「おほん、エイギル様お疲れ様です。皆さんもお疲れかと思ってちょっとしたお茶菓子などを……」

　言葉を遮って両手を広げる。

「甘えに来たのだろ？　建前はいらないよ」

「……」

　ノンナは恥ずかしそうな顔で全員を見まわした後に顔を伏せ、トコトコ歩いて胸に飛び込んでくる。

重量感のある胸が腹に押し付けられた。

「エイギル様は言いましたからねっ！　存分に甘えますからね！」

　胸の中でふがふが話すノンナ。

「いつでも構ってやる。ちょうど試合も終わったし馬車の中でお茶でも飲もうか……と言う訳だから俺は少し席を外す。お前達は訓練に励んでくれ」

　ノンナを抱きあげて馬車に運び、侍女達も慌ててついてくる。

「……結局」

「……全部」

「持っていかれましたぁぁ!!」

　お前達も今夜可愛がってやるからむくれるな。




　馬車にノンナを放り込み俺も続いて入っていく。

この馬車は遠出用ではない。

せいぜい四人程しか乗れず、中にはクッション数個と簡単な菓子が置かれているだけだ。

「お茶など飲むつもりはないけどな」

「だと思いました」

　扉を閉めるなり服を脱ぎ捨てる。

ノンナのドレスも脱がそうとしたがしわになっても大変だ。

尻を向けさせて下着だけを抜き取ろう。

「服を着たまま後ろからでいいな？」

　無言で頷くノンナ、胸元をもぞもぞやって巨大な乳房を取り出す辺り俺の事をわかってくれている。

がばっと抱きつき乳房を揉みしだきながらうなじに吸いつく。

「ああ！　いきなり激しいです！」

「あぁ……ノンナ、美しいぞ。すごい胸だ！」

　しぼるように胸を揉むと大量の母乳が飛び散っていく。

一気に馬車の中が乳臭くなってしまった。

「ノンナ、俺の可愛いノンナ。もっと可愛がってやる！」

　子を産んでから最初の行為だ。

辛抱たまらんとズボンを下げて肉棒を取り出しこすりつける。

ノンナの尻はまだ少し赤かった。

「まだ痛むか？」

「大丈夫ですよ。お好きならもっと叩いて下さってもいいです」

「そこまで鬼畜じゃないよ」

「それはざんね……いえ、なんでもありません」

　ふと自分の体が汗臭い事に気付いた。

先ほどまで暴れていたのだから仕方ない。

「汗臭いな、水浴びした方がよかったか」

「いえ、そのままの方がいいです。汗の匂いは嫌いではないので」

　イリジナが訓練のあと、物凄い臭さで飯を食おうとしていた時は風呂に行けと騒いでいたのにな。

あの時はセリアやメイド達も騒いで居たが。

「じゃあ準備をしような」

　ノンナの尻たぶを大きく広げて真ん中に口をつける。

「あう！　は、恥ずかしい……こんな格好で性器舐めなんて……」

　それでも体は即座に反応してすごい量の汁を垂れ始めた。

子を産んだ事で程良く緩んでもいる、遠慮なく抱けそうだ。

　体中が火照るまで性器を舐め続けていよいよ挿入の時が来た。

「久しぶりにお邪魔するよ」

「ええ、お帰りなさいませ」

　馬鹿な挨拶にぷっと互いに笑い、腰を掴んで突き入れる。

一年ぶりのノンナの肉穴だ。

「おおお……いいぞ、前より柔らかくて絡んでくる！」

「ああぁぁぁぁ、やっぱり太い！　奥まで届いて来ます！」

　そこからは気の効いた愛の言葉や愛撫は必要なかった。

ただ互いの名前を呼び、愛していると繰り返しながら腰をぶつけあう性交で高まっていく。

「愛していますエイギル様！　乳を搾って！」

「愛しているぞノンナ！　もっと尻を上げろ！」

　パンパンと肉の当たる音が激しくなっていき、叫びながらノンナを嵐のように揺らす。

ノンナも高い叫びをあげながらクッションを掴んで必死に快楽に耐えていた。

　夏の昼間、噴き出る汗も互いがぬめり密着するための道具にさせてもらおう。

首筋と背中を舐めまわし、ノンナが感じて仰け反れば強く奥を突いて更に喘がせる。

　いよいよ盛り上がってきた所だったのだが外の侍女二人が扉をノックして来た。

「もう！　なんですか!?」

　言い付け通り使用人には目に見えて優しくなったノンナだが愛の行為を邪魔されてさすがに少し言葉に棘が出る。

「旦那様！　奥様！　馬車を揺らし過ぎです。ここは訓練場ですよ！　兵達がみんなこちらを見てます」

「そ……それは……」

　ノンナがこちらを見る。

さすがに恥ずかしさが勝ったのだろう。

だがそんな事どうでもいい。

「壁に手をつけ！」

　ノンナの腰を掴んで引き上げる。

「待って下さい！　そんな事したらもっと揺れてしまいます！」

「いくらでも揺らしてやれ、声も張り上げるんだ！」

　言いながら馬車の横についている小窓を開ける。

ノンナは外で護衛に立っているギドと侍女二人と目が合ったようだ。

ヒッと小さな悲鳴が漏れる。

「行くぞ！」

　間髪入れずに猛然と腰を使う。

「あぁぁぁ！　すごいぃぃぃぃ！　み、見ないで下さい！　こんなの耐えられないよぉ！」

「お、奥様……」「そんなお顔をされて」

　ノンナは快楽ですごい顔になっているのだろう。

肩を掴んでこちらを向かせると確かに失神一歩手前の顔だ。

互いの唾液が零れ落ちる程の激しいキスをして再び突き続けていく。

「旦那様馬車が壊れてしまいます！」

「なんて激しい……噂には聞いていましたけどすごい抱き方」

　見せつけながらの性交も良い。

どんどん種汁が上がって来るのが分かった。

「ノンナ……出るぞ……一年ぶりの種汁、今日のは濃いぞ」

「如何様にもして下さい！　それで最後は……お尻を叩いて下さい」

　まだ少し赤い尻、だが本人の希望ならそれもいい。

「出るぞノンナ！　お前もイけ……うぉぉぉぉぉ!!」

「はうっ！　あうぅぅぅぅ!!」

　最後の一撃を突きこんで尻をバチンと叩く。

ノンナは高く長い絶叫の悲鳴を上げた。

　目の前で絶叫したノンナを見て驚く侍女達の声を聞きながら大量の種汁を子を産んだばかりの腹に流し込んで行く。

「赤ちゃんがお腹に戻ってきたみたい。たぷたぷです」

　力を失ったノンナはふにゃりと崩れ、最後に馬車の窓が閉められた。

侍女達は無言になってしまったようだ。

　久しぶりにノンナを抱いたがやはりすごい。

はち切れそうな乳を揉みながら美貌を快楽に歪ませる圧倒的ないやらしさがある。

「エイギル様愛しています。幸せです……豪華な宝石に囲まれているよりもずっと……」

　最後にそう言ってノンナは俺に貫かれたまま意識を失ったのだった。




「もう大丈夫だ。入ってくれ」

「失礼しま……わきゃ！」

「ぜ、全然大丈夫じゃないですよ！」

　馬車の中に呼んだ侍女が悲鳴を上げる。

俺の上に座ったノンナに肉棒が突き刺さっているからだろうか。

「久しぶりにノンナを味わったおかげで小さくならないんだよ」

　大きいまま抜こうとすると意識の無いノンナが嫌々とするしな。

「母乳まみれになってしまった。拭いてやってくれないか？　後ドレスも脱がせてやってくれ、もうシワなど気にしている場合じゃない」

「は、はい」「かしこまりました」

　侍女たちはてきぱきと仕事しながらも俺の肉棒を凝視していた。

半分はノンナの中に入っているがもう半分は余って外に出ている。

「そんなに見てどうした、大きいか？」

　冗談めかして自惚れる。

「とんでもなく大きゅうございます。木の根っこみたいにゴツゴツしてこんな凶悪なモノをお持ちの殿方もいらっしゃるんですね」

　冷静に返された。

ちょっと恥ずかしい。

だが興味があるなら誘ってみるべきだろう。

「もし良ければ今度味わってみないか？」

　侍女二人は少しポカンとした後笑う。

「床上手と評判の旦那様に抱かれるのは興味がありますが……やめておきます。旦那様程の男になれば浮気は甲斐性かもしれませんがいつも傍にいる私達が抱かれては奥様も気分が悪いでしょうから」

　なんだノンナは結構慕われているじゃないか。

これからも裏切らないように頑張るんだぞ。

「ぐ……少し上がってきたな。お前達、股間に顔を寄せてくれるか？」

「は、はあ？」「舐めるのですか？」

「いやそのままでいい」

　ノンナが想われていると安心したら次の種が上がってきてしまったのだ。

二人の顔までほんの少しの距離まで結合部を近づけ、一気に射精する。

「うおぉぉぉぉぉ!!」

「ええっ！　出したのですか！」「こ、この音なんですか……まさか放出音？　どれだけ出てるの……」

　やはり女に見られながら射精すると出がいい。

ノンナは寝言のようにアンと呻いて乳を噴いた。

よし、屋敷に戻ろう。







「おやめ下さい旦那様！」「それはあまりに奥様が可哀想！」

「少しの距離だ、問題無い！」

「「大ありです！」」

　屋敷に戻った俺はノンナと結合したまま子供に尿をさせる時のように抱えあげて馬車を降り、寝室まで運ぶ。

どうせ寝室についたらまた裸になるのに一々着替えを持ってくるのは面倒なのだ。

　少し人のいる場所を通るがどうせ使用人と警備兵ぐらいしか居ないからいいじゃないか。

「どわぁ！」「ひぇぇ！」「うわぁ！」「きゃあ！」

　昼間だからか思った以上に使用人が多い。

「奥様の大事な場所を見せてはいけないわ！　隠すのよ！」

　並走する侍女達がノンナの大事な場所を手で隠してくれる。

一人が両乳首、もう一人が性器と尻の穴を手で覆って隠す。

よくやった、ボーナスをやろう。

　おっと今のは出入りの雑貨商か、呆然とした顔でこっちを見ていたな。

危ない危ない、ノンナが起きていたら恥をかかせる所だった。







「あの……エイギル様？　最近使用人や出入り商人が私をなんとも言えない顔で見るのですが……私また何かしてしまったのでしょうか？」

「いや、お前は何も悪くない。悪意じゃないから気にするな」

「はぁ……侍女も「奥様の為です」と何も言ってくれないのです」

「本当になんでもないんだよ」

「……カーラとメリッサも生温かい目なんです」

「今日もいい天気だ。おっとアドルフ達と話があるんだったな」

　ノンナの疑問は空気の読めないケイシーが全てを説明するまで続いたのだった。

妊娠後初めての飛び頭突きは結構痛かった。
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第１９７話　収穫前に　♯







　執務室には似合わない料理皿、その上に軽く盛られたパスタを口に運ぶ。

口の中に広がる独特の味わい、普段のパスタとは何かが違う。

「はむはむ……これは油が違います。口に残らないと言うかしつこくないと言いいますか」

　セリアはすぐに違いに気付いたらしい。

ハムスターのように頬を膨らませる姿は可愛いが……一口でそんな食うのか。

続いて調査から戻っていたポルテやグレーテルも口をつける。

こちらは数本ずつ小さく食べて行く。

「これは……私は大好きですね」

「あら、すっきりして女には受けそうですわ」

　概ね好評、だが何故グレーテルは犬耳をつけているのだろう。

まさかその格好のまま調査に行ったのじゃないだろうな。

「さてアドルフ、内務の会議で飯を出したのはどういう事だ？　またセリアが太るじゃないか」

「もう太りません！　だいたい私は普段から一日四食……いえなんでもありません」

　拗ねるセリアを膝に乗せて転がす。

するとグレーテルは不満そうに貧乏ゆすりを始めてしまった。

　アドルフは一つ咳払いをして話し始める。

「今朝、都市国家群からの交易隊が到着したのです。この油は運ばれてきた物の一例です。私自身としては良いものだと思ったのですが一応皆さんにも試して頂こうと思いました」

「ほぅ交易が始まったのか、随分と仕事が早いな」

　遠征を通じて関係は出来たが特に交易うんぬんの具体的な話はまったくしていなかったはずなのに。

アドルフが独自に色々と動いたのだろう。

「金庫が空っぽですからね。お金になる話はすぐにでも進めないといけません」

　気にしなくてもいいじゃないか。

金が無くなったら借りればいいのだ。

「で、結局どんなものが入って来た？」

　アドルフは交易品の目録を取り出す。

「主にはこの油や各種果物ですね。更にリバティース民主国を経由するので様々な装飾品や嗜好品も混じって来ます」

「なるほど……ちょっと待て、どうしてリバティースを経由してくる？　都市国家はゴルドニアと隣接しているのに直接来た方が早いじゃないか」

　聞けば直接ラーフェンへ来るのではなく一度南へ迂回してリバティースとの南部国境から入って来ているそうだ。

ちなみにモルトは小麦の収穫前にはほとんど何も無いので無視されているらしい。

「そうですね。距離的には遠回りですが時間としては最短ルートです」

「あぁなるほど」

　ポルテは教官をしていただけあって理解したようだ。

セリアもだいたい分かったらしい、グレーテルは分かったふりをしているだけだな、尻を撫でてやる。

「あん……」「くっ！」

　なぜか悪戯したグレーテルに微笑まれ、セリアに睨まれた。

「ゴルドニアと都市国家群は隣接していますが我が領と隣接している訳ではありません。まずゴルドニア国境で荷の調査と関税がかかり、その後も各領主の土地を通るたびに関税と足止めが繰り返されます。スムーズに動くには別に賄賂も必要でしょう。その点リバティースは国境で一度入国税は取られますが、それ以降の領内移動は非常にスムーズ、追加の税もありません」

　なるほど関税と足止めか……商人にとっては頭の痛い問題だな。

特に賄賂がなければわざと数日待たせるような根性の悪い領主も居ると聞く。

俺の領内ならば改めさせるが他の領まで口を出す訳にもいかない。

「それにリバティースの治安情勢には定評があるようですから」

「ただの風変りな国かと思っていたがなかなか良い国なんだな。それはわかったよ、別にどの道で来ても構わない、商人には許可は出すから好きにしてくれと言っておけ」

　アドルフは分かったと頷く。




「更に隊商から面白い情報も入りました。都市国家がノーステリエス、テリエス両河川の間に位置している事はご存じだと思われますが……」

　今存じたから問題ない。

「一部テリエス河南岸に存在するポリスもあります。そしてその更に南部には河に沿って広大な湿地密林地帯が広がっているらしいのです」

「湿地と密林ですか……」

　セリアは少し嫌そうな顔を見せた。

湿地と言えば歩きにくいぬかるみにヒルや毒虫、そして湿地に潜む魔物にはヌメヌメしているのが多い。

おまけに密林とくれば陽もろくに当たらないのだろう。

南部の暑さもあって限りなく不快で居心地の悪い場所のはずだ。

「その考えは間違っていません。現にどの勢力も支配しようとしない地域らしいですから。足を踏み入れた者が頻繁に行方不明になる危険な場所だそうです」

「なるほど……で、その場所が一体何だと言うんだ？」

　近くにあるなら対策も必要だろうが結構遠いぞ。

「危険な場所だけに人の手も入らず、高価な薬の原料となる薬草が植生しています」

　アドルフは瓶に入った数枚の葉を見せる。

「この薬草の葉一枚で一つの薬が出来ます。死者すら反すと言われる傷薬です」

　さすがに商売文句を全て信じませんがと付け加える。

へぇと全員が珍しそうに眺める。

「ちなみに葉一枚で金貨二〇枚です」

　セリアとポルテが噴き出した。

「アドルフ！　なんてモノを買っているんですか！」

「そうです！　私のお給料半年分……いえ、四枚あるから二年分、あぶぶ」

　薬の値段は効能によっては天井知らずだがさすがに一回分で金貨二〇枚は見た事が無い。

こんなものよほどの金持ちや死にかけの奴以外には売れはしまい。

「これは彼らへの顔つなぎに買った物ですが、うちの領主様は何かと怪我しそうなので無駄にはならないと思いますよ」

　言ったな、医者に真偽を確認してやる。

もし偽物掴まされていたらマダム・ゴンザレスと一夜逢引の刑だ。

「彼らとの交易を密接にすればこのような薬も大量に調達出来るようになるわけです」

「なるほどね、こちらからはやはり鉄か？」

「主には鉄製品ですね。西部のポリスには大山脈に近く鉱山を持つ都市もありますが、鉄を溶かす為の木炭……つまり木材が足りません。彼らの地域にある森林は限られていますから、完成品としての鉄や鋼は大きく需要があると思いますよ」

　都市国家は技術的にも経済的にも劣っている訳ではないが、どうしても土地の狭さと言う限界がある。

都市に過密となった人口を維持するために余剰領域の大半を農地にしている事もあって豊かな森林はほとんど存在しない。

「高価な薬を買い漁るような事が無ければ彼らとの交易は大きく黒字に傾くでしょう。この件は私が直接見ていくつもりです」

「こちらは金が入って彼らは鉄が手に入る。良い関係だがやり過ぎないようにな」




　交易……商人……はて何か忘れているような、まあいいか。

「重要な情報はまだあります。小麦の収穫の件ですが……」

「豊作ではないのですか？」

　ポルテとグレーテルはそうだと頷いた上で更に続ける。

「辺境伯の領はそうです。でもゴルドニアの他の領では今一つ……やや不良と言う所でしょうか」

　小麦は良く取れる年もあれば悪い年もある。

だが大戦争が勃発した今年に不作が当たったら打撃は倍だ。

「隊商の話によると都市国家やリバティースはまぁまぁの出来らしいですが……気になることが」

「なんだ？」

「今年の夏はいつもよりも蒸し暑いらしいのです。以前にこのような気候だった時は……収穫時期に長雨になったと」

　小麦は比較的乾燥には強いが収穫前の長雨は致命的だ。

「今までは例え不作となっても連邦から穀物を買い付ける事が出来ました。しかし今年は……」

　戦況にもよるが戦争中に食料を輸出するなど考えにくい。

「まだ長雨と決まった訳ではありません。案外カラッと晴れて豊作になるかもしれませんよ」

　セリアが明るく言った時、遠くからイリジナの「きっと大丈夫だ！」と声が聞こえる。

訓練か何かでの叫びだろうが……。

「……秋まきの小麦はそろそろ収穫だよな。さっさと刈り込んでしまおう」

「そうですね。せっかくの実りを無駄にする事はありません。優先して刈らせましょう」

　不穏な物を感じた俺とアドルフはすぐに決断する。

出来る事はこれぐらい、天候に逆らっても仕方ない。

「モルトは大丈夫なのだろうか」

　アドルフは手元の資料を見てから言い切る。

「モルト王国はまず問題ありません。ざっとした計算ですがあの国は国内で消費する三倍以上の生産量を持っています。どんな不作でも食料の欠乏はありえません。過去の歴史も調べてみましたがモルトで飢饉は発生した事が無いようです」

　なら良かった。

さすが農業しかない国、食いものだけはある。

「我が国と協定を結んでから初めての収穫、セレスティナ女王もいらっしゃるらしいですよ」

　久しぶりにあの太陽のような笑顔が見れるのか。

たっぷり甘やかしてやろう。




　話は終わり、アドルフの差し出す認可なんとか、許可なんとかにポポンと判をつく。

書類を持った奴とポルテはまだする事があるようでそのまま退出してしまった。

セリアもいそいそと出て行く、あれはきっと便所だ、俺には分かる。

「ふう……疲れたな」

　執務机を離れてソファにどさりともたれる。

朝から領主の仕事などしては体に悪い。

起きたらまず女を抱き、飯を食って酒を飲む。

夜また女を抱く前に少し仕事するぐらいでちょうどいいのだ。

「わ、わん」

　お、グレーテルがまだ残っていた。

てっきりポルテと一緒に出て行ったかと思った。

「くぅーん」

　グレーテルは床に四つん這いになってこちらに歩いて来る。

ズボンをペロリとめくった下からは尻尾のついた特製パンツ、いつも履いているらしい。

「うぅ……ひさしぶりなんだわん。寂しかったわん」

　彼女の事はアドルフに任せていたから久しく構っていなかったな。

「いいぞ、したい事をしろ」

「わ、わふーん！」

　グレーテルは四つん這いのまま走って飛び付き、口に吸いつく。

犬耳のついた頭を撫でていると口はすぐに下がって行った。

そのまま股間まで降りたグレーテルは俺のズボンを降ろそうと両手を添える。

「今日のお前は子犬だ、犬は手を使わないぞ」

「はいわん！」

　グレーテルは素直に床に手を戻し口でズボンの紐を解こうとするが、なかなかうまくいかない。

熱い吐息と涎で湿っていく感触がズボンごしに肉棒に伝わりむくむくと膨らんでしまう。

「よし……わふ！」

　やっと紐が外れ、犬のグレーテルは待ちきれないとズボンを噛んで引き下ろす。

「きゃあ！　もう大きいわん」

　彼女はズボンから零れる逸物を予想していたのだろうが、吐息と熱で高まっていた俺のモノはドンと天を衝いて飛び出したのだ。

　犬耳の彼女は一瞬手を添えようとしたが、手を使うなと言ったのを思い出したのだろう、両手は床に置いたまま顔を近づけて舌を伸ばす。

チロチロと舌だけの刺激は少し物足りない。

だがそのもどかしい感触を楽しむのもまたいい。

「玉も頼む……あぁいいぞ。その調子だ」

　グレーテルは俺に犯されるまで男の逸物など見た事もないお高くとまった貴族令嬢だった。

それが今では調教されて犬の格好で床を這い、顔を火照らせて必死に肉棒をしゃぶっている。

女を虐める趣味は無いのに背徳的な快感は更に俺を硬くする。

「硬い……まるで鉄ですわ……わん」

「歯を立ててもいいぞ。お前の歯ぐらいなら平気だから」

　週一で血を吸いに来るブリュンヒルデは機嫌を損ねると逸物に牙を立てて行く。

彼女の鋭い牙に比べれば偽犬娘の歯など可愛い物だ。

「わん……はむ！」

　かぷりと逸物の側面を甘く噛む犬娘、程良い刺激に興奮が高まる。

　彼女の頭に手を添えると覚悟したように目を閉じ、体を硬くした。

震え出した逸物に俺の限界を感じ、頭を押さえての腰振りに備えているのだ。

だがその前に邪魔が入ってしまった。

「エイギル様、もうお昼ですから何か食べ……何をやってるんですか！」

　トイレからセリアが戻って来てしまったのだ。

彼女は俺の股ぐらに跪いているグレーテルを見て一瞬で状況を理解したようだ。

「ぷは……邪魔しないで下さいまし。ご主人様を気持ち良くしているのですわ！　……わん」

　無理にワンをつけなくていい。

　セリアは俺が気持ち良さそうな顔をしているのを見てグレーテルを跳ねのける事無く横に座る。

「では私も奉仕します！　新参の貴女の舌だけではエイギル様を満足させられませんから」

「なんですって！　ご主人様に仕込まれた私の口技にいちゃもんつけますの!?」

「ふん、私なんて子供の頃からエイギル様に仕込まれているのです！」

　グレーテルが子供に反応して俺を見る。

誤解を招くじゃないか、セリアを抱いたのは育ってから……いや結構小さい頃から肉棒をいじらせていたかな。

今はどうでもいい。

　セリアはグレーテルに対抗するようにショートパンツを脱いでぷりんと白い尻を出す。

そのまま足の間に座り込み、二人で奪い合うように口をつけ始めた。

「あっ歯を立てるなんて！」

「あら、ご主人様から許可は貰っていましてよ」

「く……なら私も」

　かぷかぷと両側からの甘噛みに思わず声が漏れてしまう。

二人の頭を抱え込み種を飛ばそうと思った時、再び邪魔が入った。

セリアが飛び込んだ為にドアが開けっぱなしだったようだ。

「あの、会議が終わったなら一緒にお食事しませんか？」

「良ければ新しい脚本も見て欲しいなぁ。なんて」

　現れたのはカトリーヌとヨグリ、二人は最近良く一緒にいる。

一緒に食事するのはやぶさかではないのだが今は状況が悪い。

見られているのは分かっているはずなのに競い合う彼女達の口が止まらず、激しい水音が続く。

「……お楽しみ中でしたか」

「若い二人の口は楽しい？」

　二人はむくれながらも部屋に入り、いそいそと裾を捲り上げて下着を脱ぐ。

「同じ男に惚れた女として負けられないわ」

「うん、最後の発射は私達でさせよう」

　ソファの両側に乗ったカトリーヌ達は俺の太ももに手をついて横から肉棒に舌を伸ばす。

「わっ、横取りしないで下さい！」

「カトリーヌさんでしたわね。なんていやらしい舐め方ですの……」

　四人の集中攻撃に俺は首を反らせてしまった。

さすがにたまらない、しかも全員が俺の逸物に慣れているので的確に弱点を責めてくるのだ。




「族長様、良い天気だ。遠乗りに行こう」

　またも乱入者、今度はピピが窓から入ってきたのだ。

外壁を登るんじゃない、曲者と間違えられるぞ。

「今少し忙しくてな……おおぅ、たまらん！」

「女を食べてる。ならピピも混ざる！」

　ピピは元気に走ってそのまま飛びついてきた。

だがもう場所がない。

女達もこれ以上割り込ませないぞとがっちり自分の位置を確保していた。

「しかたない、俺の首を足で挟め」

　ピピの太ももを頭に回させ、ぶら下げるようにして腹の方から肉棒に近づける。

「あはは、面白い」

　ちょうど口の前にはピピの性器が来るので口をつけながら五本になった舌を味わう。

大量の唾液が股全体を濡らしてぬるぬると温かい。




「ハードレット様、会議がお済みでしたら部屋の片づけを……あら女団子」

　今日は女が集まる日だな。

掃除用具を持ったリタが現れる。

「すまんがもう満員だ。少し待ってくれ」

「いえ、大丈夫ですわ」

　リタはメイド服を脱ぎ捨てながら近づいて来る。

「お立ち下されば更にご奉仕を致します」

　促されるまま、ソファから立ち上がると股間に群がる四人もついて来る。

ピピは完全に持ち上げる形になるが軽いのでなんて事はない。

「では失敬して……」

　リタは仁王立ちになった俺の後ろに回って脚を軽く開かせ……尻を抱え込んで肛門に口をつけたのだ。

「頂きます。んむ！　んんん！　舌を入れます、穴を緩めて下さい」

「うおっ！」

「きゃっ！　膨らんだ！」「お、お尻の穴を舐めるなんて……舌まで入れるなんてなんてスケベなメイドなのでしょう」

　性交や奉仕には慣れたグレーテルも目の前で尻穴に舌をねじ込むリタには驚いたようだ。

犬語を完全に忘れている。

「どうですか、具合よろしいですか？」

　リタは胸を後ろから擦りつけながら尻穴を責める。

ヨグリとカトリーヌも対抗して乳房を擦りつけて来る。

セリアとグレーテルは対抗してより激しく肉棒を舐めながら甘く噛みつく。

ピピは発射口に小指まで入れて来た。

　この集中攻撃に耐えられるほど俺の逸物要塞は堅牢では無い。

「だめだ……イくぞ……うおぉぉぉぉぉ!!」

　まさに発射する瞬間、何度目か数えるのも馬鹿馬鹿しいがまたも扉が開いたのだ。

「ねーエイギル、今日は久しぶりに一緒に昼食食べない？　メルも待ってるし……」

「うぉぉぉぉ！　止まらんぞぉぉ!!」

　現れたのはカーラ、後ろには子供を抱いた侍女を従え、ノンナも一緒にいる。

頭は冷静だったが肉棒は大暴れ、噴水のような射精が止まらない。

そして悪い事に逸物は扉の方を向いていたのだ。

「ぎゃー！」「危ない奥様！」

　侍女二人は咄嗟にノンナをカーラの後ろに隠す。

頭上に精液が降り注ぎ、たちまち彼女を白濁に染めて行った。

カーラは諦めたように種を浴びながら項垂れる。

ノンナは間一髪難を逃れたようだ。

「危なかったですわ奥様」

「まだ動いてはいけません」

　射精は数分続き、ようやく勢いが無くなった。

「いやぁ悪かった。それで昼食だったか」

「……その前に着替えてお風呂に入らないといけなくなったけどね」

　さすがにカーラは最古参で慣れたもの、呆れながらも笑ってその場を離れようとする。

だが一人がそれを許さなかった。

「はぁ、はぁ、愛しい種……私が絞った種……」

　淫乱カトリーヌが定まらない目でカーラに近づいていく。

その尋常でない様子にさすがの彼女も慌てて声を上げる。

「な、何よあんた目がおかしいって、やめなさい！　うわぁ、舐めるなぁ！」

　カトリーヌはカーラを押し倒し体中に付着した精を舐め始めたのだ。

夏服は露出が多く素肌が出ている。

そこに舌を這わされるものだからたまらない。

「こら！　太もも……あぁっ胸を舐めるなぁ！」

　カーラの苦境は終わらない。

カトリーヌに影響されたのかヨグリやリタ、グレーテルまでがゆらりと立ちあがったのだ。

まるでゾンビに貪り食われる被害者のようにカーラは女達に囲まれて全身を舐められている。

「ぎゃー犯されるー！　ノンナ、助けなさいよぉ！」

「ご、ごめんなさい。非力な私に出来る事はありません。精がなくなれば解放されると思います」

「裏切り者ー！　エイギルも助けてよー！」

「すまん、この魅力的な光景を止める事など出来ない」

　女がくんずほぐれつ舐め合う、これを眺めず邪魔するなど出来るだろうか。

　結局カーラは全身に飛んだ精を残らず舐めとられたのだった。
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クレアのお願い①

　戦勝祝いも兼ねてクレア家……フィリッチ商会の建屋でのささやかなパーティに招かれ、俺は一人で持て成しを受けていた。

ノンナも呼ぼうとしたのだが、皆さまに来て頂くほど豪勢な持て成しが出来ないので、と暗に断られたのだ。

「で、頼みはなんだ？」

「あら、今日は御贔屓の感謝と戦勝祝いの会ですわ」

　そんなはずはない。

ちらりと後ろに目をやるとローリィと給仕のメイドが数人微笑んでいる。

注目すべきは彼女達の格好だ。

　フィリッチ商会の使用人達の服装は見慣れているがここに居る者は皆スカートが１０ｃｍは短い。

更にローリィに至っては太ももの中程までの申し訳程度の布しかなく、少し屈んだだけで下着が丸見えになるだろう。

さすがの俺でも色を使った頼みごとが来るのだと分かる。

「……なら楽しく食事してお暇しようか？」

「いやですわ、そんな冷たい事をおっしゃらないで」

　彼女は流し眼を送りながら少し前かがみになる。

大きく胸元の開いたドレスから淡い色の乳首が見えた。

　だが今日の俺は惑わされない。

何しろ朝から家の女達との乱交で二〇発出したのだから。

玉が軽すぎて困るぐらいだ。

「領内で小麦の収穫が始まりますわね」

「あぁ、農民はしばらくかかりきりだろうな」

　行商人にとっては少しつらい時期、農村では鍛冶屋や狩人まで総出でひたすら収穫に勤しむので毛皮や内職の小物が出てこなくなる。

「領内は素晴らしい豊作と聞きました。おめでとうございます」

「あぁありがとう」

「そこでご相談なのですけど……」

　嫌な予感しかしない。

「小麦相場は今上がっておりまして……我が商会としても〝念の為〟備えを持っておきたいのです。ですから収穫後の小麦を頂く権利を買いたいのですわ。価格は今の相場の二割増で構いません」

「……」

　つまり彼女はまだ収穫されていない小麦の値段を先に決めようと言っているのだ。

二割増しは普通に考えれば好条件、情報の無い領主なら飛びついたかもしれない。

「……そんな高く小麦を買って大丈夫か？」

「賭けになりますが、万が一にも何かあれば高騰するかもしれません。万が一の備えですわ」

　艶っぽい目に潜む金欲が今は見える。

「帝国が連邦に攻め込むとか？」

　カチンとクレアが凍りつく。

おお、彼女がこんな露骨に固まるのは珍しい。

　彼女は俺の部下ではなく商人、利益を追うのは当たり前で騙そうとしたとは思わないが、そう簡単に負けてやる訳にもいかない。

「どうした、食事が冷めるぞ。早く食べよう」

「じ、情報が早いですのね」

「俺が早いんじゃなくて今回はお前達が遅かったんじゃないのか？」

　俺の情報源はクララの手紙、連邦の名門マロードル侯爵の近くにいるとは言えただの侍女にすぎない。

そんな情報源に彼女が遅れを取るとは思わなかったのだが。

　クレアはため息をひとつ落とす。

「最近本店……フィリッチ商会の影響力が低下していますの。当然比例して情報力も低下しているのです。いえ、フィリッチだけではありません。ストゥーラ系商会の力そのものが落ちています」

　ふむ、内部情報を語ってくれるとは珍しい。

大人しく聞いておこう。

「ストゥーラの商会はノーステリエス河沿岸、北部諸国の交易を仲介して発展してきました。マグラード、トリエア、アークランド……そしてゴルドニア、時に対立する国の間を自由に動ける存在として商業的発展を得たのです」

　もちろん連邦との取引も重要な要素の一つだろうが、それにしても戦争になれば相手国から物は買えないし、輸送も出来なくなってしまう。

どことでも安全に商売出来るストゥーラは仕入れや輸送の面でも大きく有利だった。

「しかし今となっては中央平原北部は全てゴルドニア領、仲介など無用になってしまいました。私達には今まで積み上げた経験と取引先があるので戦えていますが……それも奪われつつあります」

　ゴルドニアにも固有の商会はある。

彼らは王国や大領主とのコネを背景にその力を飛躍的に伸ばしている。

　ノンナが定期的に開いているお茶会や晩餐会にも招待された貴族家にひっついて国内商会の関係者が俺に会いたいと訴えて来る事があるそうだ。

相手にすれば俺がなかなかパーティに出てこないのでもどかしい思いをしているらしい。

「そうか……お前達も苦境なんだな」

　クレアは今まで良くやってくれていた。

借金や開発など彼女がいなければ俺の領地はもっと貧相だっただろう。

今まで詐欺や情報の漏れもなかった。

例え他の大きな商会がアピールして来ても簡単にフィリッチ商会から鞍替えする事はしまい。

「なのでそろそろフィリッチ商会は切り所かもしれません」

「なんでだ！」

　思わず机に崩れそうになった。

俺がとことん付き合うと決めたのにクレアの方から見切ると言い放ったのだ。

「あら、辺境伯様とお付き合いがあるのは私ですわ。ちなみにフィリッチの商会長をご存じで？」

「……顔も名前もしらんな」

　まぁフィリッチなんですけどね、と笑いながら言う。

そりゃそうだったな。

　俺が協力してここまで一緒にやってきたのはクレアだ。

本店だの商会長だのは知った事ではない。

「近いうち本店が足手纏いになるならば、私は独立して新たな商会を興すつもりです。その時も何卒御贔屓にお願い致しますね」

「もちろんだ。俺の御用商人はお前だけだよ」

　使用人の事など構わずに濃厚なキスを交わす。

いかん、また玉が重くなって来た。

「では御説明頂きたい事がございます」

「うん？　これからベッドに行くんじゃないのか？」

「その前に……都市国家群からリバティース経由で定期的に隊商が来ているそうですね」

　クレアの顔は笑ったままだが少し怒気が籠っている。

「あの隊商は私達の全く関与出来ていない……リバティース商人の息がかかったものなのですが」

　どういう事なのでしょうと迫られる。

アドルフが交渉したのだから俺は知らん。

「独立しようと言うのに早速商売敵の姿が見えては安心出来ませんわ。私達の隊商に変えるか穀物の購入枠をいっぱい下さい。モルト王国からも大量に輸入するのでしょう？」

　いやしかし、アドルフから小麦に関しては絶対勝手な約束をするなと言われている。

奴がへそを曲げたら俺が内政しないといけなくなる。

「ローリィ！　ルニス！　アミドラ！」

「「「はいクレア様！」」」

　三人がテーブルの下へと潜り込んでいき、すぐに快楽が訪れた。

「おあっ！　こ、こんなことをしても駄目だ。アドルフと相談しろ！」

「あの人はなかなかウンと言いません。辺境伯が是非御英断を、ローリィもっと激しくなさい」

「うぉぉ……尻まで来たか！」




　その後も苛烈な攻撃は続き、遂にはクレア自身も参戦したが俺は内務の面倒くささを思いながら最後まで耐え抜いた。

昨日食べた精のつく木の実のおかげかもしれない。

　他の三人と同じく机に突っ伏して股間から種を垂らすクレアが捨て台詞を吐く。

「ううう……諦めませんから……必ず……小麦で大儲け……はふ」

「怖い女だ……だがそこも素敵だぞ」

　今後も楽しい攻防が続きそうだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万一千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

私軍五三〇〇名

歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

大砲一九門

予備役三千

財産　金貨〇枚

経験人数二〇九人　産ませた子四六人

エロシーンに少しまとまりがなくなってきています。

少し調整しないといけませんね。










第１９８話　墓地の異変　前編







　夜のラーフェン郊外、アリスとイリジナそしてクロルを引きつれて歩く。

「暗いね……ほい」

　アリスがぽっと指の先に小さな火を起こした。

彼女は極めて希少とされる魔法使い、それも相当に強力な使い手だ。

燃えるような赤い髪は秘めた火の魔法の象徴、魔力を使いきってしまうと真っ白になってしまうらしい。

「夜の散歩と言うのも良い物だな！　月も綺麗で何より静かだ!!」

　イリジナは槍を担いで上機嫌に大股で歩く。

先ほどから何度か木の枝に当たっているが、へし折って気にせず歩いている。

それと夜の静寂をぶち壊しているのはお前の立てる音だと思う。

「なんで俺がここにいるのでしょうか……」

　のしのし歩くイリジナの後ろに隠れるようにクロルが続く。

松明を持ちながらおっかなびっくりといった様子で周りを見回していた。

　風か小動物か草むらがかさりと音を立てる。

「ん、何もいない」

　アリスは指に灯した火を大きくして確認する。

「わはははは！　風が涼しくていいな！」

　イリジナは気づかない。

「ひっ！」

　クロルは小さく悲鳴を上げてイリジナの背中に隠れた。

「お前男だろう……女の背中に隠れるな情けない。隠れるならせめて俺にしておけ」

　一六になった男が情けない事に変わりはないが。

「まったく何故そんなに怯えているんだ。戦場でもあるまいし突然矢が飛んでくる事もないだろう」

　ここはラーフェンの街壁外だが盗賊や魔物が跳梁している場所ではない。

「だ、だってエイギル様……ここは……」

「ん？」

「ここは墓地じゃないですか！　怖いですよ！」

　その通り、ゾンビでも出てきたら警戒しないといけないけどな。

この三人を揃えて夜の墓地をうろついているのには理由があった。
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当日　夕方

　マイラに呼ばれた俺は居間で向かい合って軽い酒を煽る。

なんでもあまり人のいない所でしたい話だそうだ。

幸運にも今ここには誰もいない。

「なんともいかがわしい話なのですが……」

　自信なさそうな注釈を付けた後、マイラが複雑な顔で語り始める。

「郊外の墓地に良からぬモノが出るとの噂があります。最初は下らない戯言と思ったのですが……目撃者が複数おり治安隊が横に居ても言を変えません」

「ただのほら吹きなら治安隊が出てくれば慌てて逃げるか土下座するかだな」

　マイラの治安隊をこけにする勇気ある市民は少ない。

「昼に一度確認はしたのですが特に異常はありませんでした。嘘と断じても良いのですが時期が……その良くありませんので一応御報告にと」

「そうだな、今は……良くないな」

　アレス・アトロアとの戦争、戦いで死んだ千の兵士が埋葬されたのはラーフェンの墓地だ。

葬られてからまだ一カ月も経っていない。

彼らは人生に満足して死んだ訳ではなく、突然の戦死で思い残した事も愛する家族も居ただろう。

「墓地は定期的に水で清めていますのでゾンビになったとは思いたくないですが……」

　墓地が邪気に満ちているとは思わない。

だが死んだ者達をラーフェンに連れ帰るのに何日かかかってしまった。

その間に邪霊の類が入ってしまったとも考えられる。

「だが昼に探して見つからないとは妙だな」

　ゾンビは陽の光の元ではあまり動けないが、吸血鬼達のように光を避けて隠れ潜むほどの知能はない。

適当に日陰にいるか、日向でのたうっているかのはずで見つけるのは難しくない。

「だが念の為夜の探索が必要かもしれない」

　ゾンビとは死体に邪霊が入りこんで動かしているだけで厳密には死んだ本人ではない。

だがそれでも共に戦った兵の体がアンデッドになって彷徨っているのは可哀想に思える。

「それにこの件はあまり大きくしたくはありません。士気や市民の感情にも関わりますから」

　家族の死体が今も彷徨っているかもしれない。

遺族がそれを知る前に処理してやるのが俺の責務だろう。

「なら墓地の捜索は俺がしよう」

「そんな！　領主が危険な調査をするなんてあり得ません」

「心配するな、俺がゾンビ程度に遅れを取ると思うか？」

「それは……そうですけど」

　ゾンビは弱い、何しろ人間の体そのままに知性が無いのだから当たり前だ。

おまけに痛んで劣化しているので並みの男であっても武器があれば撃破は難しくない。

「それにもし本当に彷徨っているなら俺が切り倒してやるべきだからな」

　彼らを殺したのは……ほとんどがアレス兵だが連れて行ったのも戦争の判断をしたのも俺だ。

罪悪感はないが後始末をしてやるぐらいの責任はある。

「では私も行きます」

「いや、お前は治安隊を労って酒盛りでもしていろ」

　不満を言おうとする唇に指を添える。

「昼間お前は墓地を調査したのだろ？　なら兵や民の間ではもう噂になっているぞ」

　多数の死者が埋葬された墓地で不審な陰、皆がゾンビやスケルトンを連想するだろう。

「だからお前は治安隊と酒盛りでもして何も居なかった。臆病者が見間違えたのだろうと笑い話にしておけばいい。今夜確かめて……本当なら排除しておく」

「しかしさすがにお一人なんていけません」

　うーん、兵を連れて行くと意味が無いからな……そうなれば。

「腹が減ったぞ!!」「今日は牛ステーキのはずです」

　訓練を終えたイリジナとセリアが帰って来た。

ちょうどいい、一緒に来てもらおう。

イリジナとセリアは家族だ、真実を伝えてもまったく問題ない。




「ゾンビ……それはいかん!!　早く退治しないといけない！」

　声がでかい、屋敷に響くから音量を落とせ。

「ゾンビですか。もし本当なら早急に排除しないといけません」

　セリアも一緒に来る気満々だ。

だがふと表情に影が出る。

「ゾンビ、スケルトンならば叩きつぶします。万が一グールなどが出ても引けは取りません！　でも……もしかして本当の幽霊なんて事はないですよね……剣がすり抜けたりしないですよね？」

　そういえばセリアはこう見えて結構お化けや幽霊の類が嫌いだ。

ゾンビやスケルトンなど元死体でも剣が通り、倒せる存在ならば問題ない。

だが理屈の通じないお化けや霊魂の類には恐怖が勝ってしまうのだ。

「ははは、いるとしても魔物だよ。幽霊なんか居る訳ないだろうが」

　その時ドアが開き俺にはケイシーが、〝見えない〟人には腰につけられた可愛いぬいぐるみだけがふよふよと入って来る。

（今日のご飯はなにかな～）

　おかえりケイシー、牛肉ステーキに芋とかぼちゃいっぱいのスープだそうだ。

（わー楽しみだぁ　かぼちゃ大好きだよ～）

　ケイシーはイリジナを警戒しながら大きく回り込んで俺の近くまでやって来た。

彼女の姿は見える人には見えるが見えない人間も多い。

几帳面で神経質な人間ほど見えやすい傾向があるらしい。

　イリジナは〝見えない〟人間の中でも特段に鈍感らしく、気配や声も一切感じない。

しかも何故か狙い打ったようにケイシーを踏み付けたり、上に座ったりするといつも彼女は怒っている。

平べったくなった彼女が泣きながら飛んでいるのを見たのは一度や二度ではない。

　一度、さすがに激怒して怨霊化し、夜枕元に立ったりしたらしいが一切気付かれず、最近では諦めて退避する事にしているそうだ。

　これが腹に一物抱えていそうな人間ならわざとやってるんじゃないかとも思うのだが、普段のイリジナを見ていると「ああこいつには見えないだろうなぁ」と納得できてしまう。

「さて話を戻そう。幽霊なんて居る訳ないだろ、大丈夫さ」

「「……」」

「そうだな！　居る訳が無いぞ！」

　イリジナだけが同意してくれた。

セリアはがっくりと肩を落とす。

「ぜ、絶対にいます！　突然半透明のがぬっと出るんです!!」

　セリアはケイシーを見ながらフルフルと首を振る。

得体の知れないものには弱いんだな、だがそこも可愛い。

（ねぇねぇなんの話？）

　興味を引かれたケイシーが俺の頭に顎を乗せて来る。

彼女ならゾンビに傷つけられる心配もないしいざとなったら飛んで逃げも出来る。

事情を説明してみよう。

（絶対やだ）

　完全否定だった。

（夜に街の外に出るだけでも怖いのに　墓地なんてとんでもないよ　お化けが出たらどうするの！）

　そういえばケイシーは暗い所が嫌いな上にかなりの怖がりだった。

（怖い話されると夜お便所にいけなくなるよ）

　お前便所に行くんだな。

（夜に歩くの怖いから夜回りのメイドさんの背中にひっついて行くの）

「……最近メイドの間で「夜回り中に突然肩が重くなる。でも決して振り返ってはいけない」と言う怪談が有名ですが……貴女の仕業でしたか」

（私は振り返って貰った方が心強いんだけどね）

　ともかくイリジナには同行してもらおう。

そしてセリアだが……。

「わ、私も行きます！　エイギル様が出られるのに私が行かない訳にはいきません！」

　顔と言葉が一致していない。

表情が行きたくたいよと泣いている。

「お前は留守番してろ、俺が留守の間に何かあったら困るからな。屋敷を守っていてくれ」

　ラーフェンで俺の屋敷ほど安全な場所もない。

正統マグラードの襲撃以来警備も強化されたのでセリア一人が居る事に特段の意味はないのだが。

「わ、わかりました！　そういう事なら仕方ないですよね。屋敷は私が守ります！」

　言い訳を与えてやらないといけないからな。

「俺とイリジナだけになるが宜しく頼むよ」

「おう！　任せるのだ！」

「イリジナさんがいるならば……」

　マイラも納得したようだ。

単純に正面からぶつかればイリジナは恐らくマイラより強い。

特にアンデッドの魔物には切るよりも破壊する攻撃が必要になる。

技量だけでなく力技の攻撃も出来るイリジナは最適だ。

「二人は駄目です！」

　だがセリアは納得できなかったらしい。

頬っぺたを撫でまわしながら理由を聞いてみよう。

「ふわぁ！　なんで撫で回すのですかぁ！　イリジナさんと二人だけだとエイギル様が欲情して行為が始まった時に後ろが無防備になります！」

「……俺だってそこまで無節操じゃないぞ」

「もし一周して何も出なかったらどうです」

　ヤってしまうかもしれない。

月夜の墓場で致すと気持ちがいいかもしれない。

「もう一人ぐらい連れていくか」

「ヤる気だったのですね」「ヤるにきまってるじゃないですか」（スケベさんだね）

　どうしようかと考えてある光景が目に止まる。

焼きたてパンの山を抱えて歩くマリアと……アリス、真っ赤な髪の彼女は最近尻いじり以外の趣味を勧められてマリアに料理を習っているのだ。

今日は別館の女達にパンを焼いたらしい。

「アリスはどうだろう」

「アリスですか？　確かに魔法は強力だと聞きましたが……」

「彼女の火はすごいぞ！　目の前で見た私もちびりそうになった！」

　彼女の魔法は信じられない程強力らしい。

だが彼女自身に実戦経験はなく白兵戦は全く出来ない。

「今回は居るとしてもゾンビかスケルトンだからな。イリジナと俺が居れば前で守ってやれるさ」

　これが知性のある敵なら裏をかかれる危険もあるから躊躇するところだが。




　パンを運び終えたアリスを呼び寄せて事情を説明する。

「わかった。ついてく」

　簡単な返事、セリアはびっくりした顔をしている。

面白いので顎の下を撫でてみる。

「ふにゃあ……って私は猫じゃないありません！　それよりアリスは平気なのですか？　墓地ですよ」

「うん、私別にお化け怖くないもん。エイギル様も一緒でしょ？」

「ううう……」

　大人しく口数の少ないアリスがまったく怖がらない事にセリアは複雑そうな顔だ。

面白いので頭を撫でよう。

「はぅ何とも言えない敗北感を感じます」

　さてこれで準備は整った。

「でも……ハードレット卿が二人まとめて抱いたら本末転倒ですよね」

　今度はマイラが余計な事を言い出した。

夜の墓地で乱交するほど野獣じゃないぞ。

「出来ればもう一人、男をお連れ下さい」

　男か……秘密を話せて戦闘も出来る男となるとレオポルト、マック、ギド、クリストフぐらいか。

「レオポルトに怪我でもされたら事だからなぁ」

　奴がベッドの人となるのに良心の呵責はないが俺の仕事が増える。

「マックの工兵隊は水道橋建設で野営中、ギドは妻と一緒に二晩の慰安休暇を出しています」

　マイラが答えた。

ただの噂の確認、魔物が出るかどうかもわからない事で呼び戻すまでもない。

特にギドは今頃妻の上で腰を振っているだろう、邪魔したくない。

「クリストフか……」

「あんなの連れて行くぐらいなら案山子でも抱えて行った方がマシです」

　奴が聞いたら泣くぞ。

あれでも敵前逃亡はした事がない。

敵前落馬からの戦闘前失神はあったけどな。

「ならクロルはどうだろう！　あいつは結構根性もあったぞ。実戦で敵を斬った事もある」

　そうか、イリジナと一緒に王都の襲撃で戦ったのだった。

ならクロルにしておこう。

「まぁあいつなら……最悪エイギル様の盾に……」

　セリアが不穏な事を呟いていたが気にしないでおこう。




　クロルの部屋に行き扉を開け放つ。

ここは俺の家なのだからノックなど必要ないのだ。

「ロラは先っちょを舐めて……ミラさんは玉をお願いするよ……あぁっいい！」

　クロルはベッドに腰掛けて女二人に股間を舐めさせていた。

　こいつは一応他の使用人と違って昔からの付き合いなので個室を与えている。

使用人にしては豪勢とは言え、さして広くもない部屋に王都から連れ帰った親子を囲っているのだ。

「夕食前に贅沢な事だな」

　俺に気付いたクロルは慌ててズボンを引き上げ、親子は部屋の隅に控える。

後ろに続くセリアとマイラの視線はまるで氷のようだった。

「最近薪割りや風呂炊きをしていないと思ったら……こいつは本当に……」

　クロルは俺の女達の領域に入れる特別な男の部下として働いている。

つらいだけで誰でも出来る水汲みや薪割りなどは新しく雇った少年に振っているらしい。

そういえば少し前までそこら中でいちゃついていたアルマと一緒にいる姿を最近見ないな。

「お前に命令だ。今夜ラーフェンの墓地へ行くから武装して同行しろ」

「墓地ですか？　それに武装……私は使用人で……」

　ぎろりとセリアが睨みつける。

「わ、わかりました！　すぐ準備します！」

　これで人数は揃った。

夜の散歩と思って行ってこようか。
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現在

「墓地だから当たり前だが静かなもんだな」

「ん、ムードもある」

　アリスは夜空に移る月を見ながら少しだけ笑う。

「静かで涼しいしな！」

　イリジナは声がでかい。

「いやいやいや、おかしいですから！　墓地にムードも何もないですから！」

　どうしてだろうセリアがお化けを怖がっていると可愛いがクロルだと腹が立つ。

俺の後ろに隠れるようにしている情けない一六男の尻をバンと叩く。




「あそこ……何か動いた」

　アリスがさっと指を向ける。

指に灯されていた火が大きく燃え上がり、周囲を大きく照らす。

だが差された場所には特に何も見えなかった。

「……おかしい。間違った」

「気のせいだろ、ゾンビには見つかるから身を隠そうなんて頭はないぞ」

　もし今のがゾンビなら肉を求めて一直線にこちらに向かって来ているはずだ。

「ん……そうかも」

　再び先頭にイリジナ、その後ろに俺とアリス、更に後ろにクロルとなって歩き出す。

最初の何か出るかもと言う緊張感は薄れ、俺はアリスの頭を撫でながら、イリジナは鼻歌を歌いながらトコトコと歩く。

　するとイリジナが持つ松明の灯りが地面に人らしきものを捉えた。

一瞬止まって確認するが今度は見間違えじゃない。

「二体……倒れている！　裸だぞ！」

　鼻歌から一転叫んだイリジナは松明を地面に落として槍を構える。

こんな場所に裸となると土の下から這い出たゾンビである可能性が高い。

　俺も大槍を構え、クロルは盾を構える。

お前そこは剣を構える所だぞ。

アリスは自然体のままだが彼女はこのままで周りを火の海に出来る。

　二体のゾンビが起き上がり襲ってくるのを待っていたのだが奴らは一向に動かない。

緊張感はすぐに間延びしていった。

「おい……ゾンビじゃなくてただの捨てられた死体じゃないのか？」

　墓に埋めるにも人手がかかるので嫌われ者や流れ者の死体は墓場にそのまま捨てられる事もある。

それこそゾンビやスケルトンの元になるので公には禁じられているのだが。

「ぬ！　息があるぞ！」

　確かめようとしたイリジナが叫んで駆け寄る。

俺達も慌てて続いた。

「おい、おい！　しっかりしろ！　何があった!?」

　抱き起こしたのは裸の男、見ればもう一人は女だが息絶えていた。

「ぅ……ぅ……呪われ……ぁ……」

　男は死体と見まがう程にやせ細り、目も窪んで何も見えていないようだった。

女に至っては骨と皮だけになってしまい、目玉さえも残っていなかった。

「呪われた？　分かるように言え！」

「彼女と…………愛し合って……化け物……死霊……死…………あぁ…………」

　男の口から長く息が漏れ、それっきり動かなくなった。

「……死んだ」

　イリジナは男を地面に置く。

「エイギル様、これ。この人たちここでシテたんだと思う」

　アリスが木の根元を指差す。

そこには男と女の衣服が落ちていた。

「墓地でまぐわるとは……いや、今はそんなことどうでもいいか」

　何を思って墓地で愛し合ったのかはどうでもいい。

綺麗に畳まれた衣服は行為を終えたらすぐに着ようとしていたものだ。

彼らは弱って捨てられた訳ではなく自分達の意志でここに来た、にも関わらずこいつらの死に様はどう見ても極度の衰弱だった。

　更にはゾンビやスケルトンにやられた傷もない。

念の為首筋を見てみるが牙の跡もない。

「どういう……こと？」

「うむむわからん！」

「最後に死霊って言ってた……」

　三人は頭を抱えている。

俺にも正体はわからないが良くない物である事は確かだ。

「正体はわからんが魔物の類だろう。全員警戒を怠るな」

　イリジナとクロルが武器をしっかりと持ちながら全周を警戒する。

アリスは今までと同じ姿勢だが髪がより鮮やかな赤に変わっていた。




　辺りを包むのは静寂、何かの間違いだろうかと思いそうになった刹那。

ゾゾゾと土をかき分ける嫌な音が聞こえる。

「右！　いや左……違う全部だ！」

　イリジナが叫ぶ。

周囲の墓の土が盛り上がり、沢山の腐った腕が突き出したのだ。

「ちっ」

「あわわわわわ！」

　思わず舌打ちしてしまう。

俺達の周りでゾンビが一斉に生まれて来る。

こんな出来過ぎた事ある訳がなく何者かの意思があるのは明らかだが今は目の前の脅威を叩くしかない。

「あぁぁぁ……」「うあぁぁぁぁ……」

　意味の無い叫びをあげながら近づいて来る大量のゾンビ。

腐った悪臭が辺り一面に立ち込める。

「ええい、鬱陶しい！」

　槍を横に薙いで二体のゾンビを腰から両断する。

腐汁が飛び散り、槍にも付着して思わず舌打ちが出た。

一体二体なら汚れるので適当に蹴倒してしまうのだが数が多いのでそんな余裕はないだろう。

「右手に走れ！」

　言いながら俺が真っ先に右に走り、道を塞ぐゾンビの群れに切りかかる。

頭を吹き飛ばし、密集している奴らはまとめて槍を叩きつける。

所詮は死体の魔物、普通の人間よりも容易に体が千切れて動けなくなっていく。

　突破に集中していると一体が横から迫って噛みつこうとしてきたので肘鉄を食らわせてから蹴り飛ばす。

吹き飛んだゾンビは立木の枝に突き刺さってもがくが続いて首を切り落とすとだらりと力を失った。

「クロル、アリスに近づく敵をやれ！　狙うのは首、無理なら脚を切り落として逃げろ！」

　いつの間にか隊列は俺が先頭、中間にアリスとクロル、最後尾がイリジナとなっていた。

「うおぉぉぉ！」

　イリジナは槍を頭上で大回転させている。

無知なゾンビは注意することなく接近し、槍に触れると同時に吹き飛んでいく。

あれだけの勢いならば当たったのが刃か柄かは関係あるまい。

「こいつ！　このっ！」

　俺とイリジナの暴走の隙をついて接近したゾンビにクロルが盾を叩きつける。

ゾンビがひっくり返った所に何度も何度も剣を振り下ろす。

「クロル、体を斬りつけても意味はない、冷静に狙え！　アリスは密集している所を焼き払え！」

　彼女の魔法は炎、街ではあまり使ってほしくない類だが、ここは墓地だし草の手入れもされていて延焼する危険性は少ない。

「うん、いく」

　たちまち頭上に現れる火球が三つ、それぞれ密集したゾンビ達の真ん中に落下して爆発した。

悲鳴はないが一際大きな呻き声と共に多くのゾンビが焼けて行く。

「く……多いな」

　だがその火柱に照らされて更に多くのゾンビが見えてしまった。

一体どれだけいるんだ、ゾンビがこれほど一斉に発生するなど考えられない。

しかもこの墓地は昔に比べれば格段に手入れされ、邪気など溜まりにくいはずなのだ。

「ハードレット卿！　さすがに数が多すぎる、このまま逃げ続けてもじり貧になってしまうぞ！」

「……そんなに魔力持たない」

「ひぇぇぇぇぇ、来るなぁ！」

　墓地の真ん中近くまで入り込んでしまったせいで、ゾンビの大群をかき分けながら相当な距離を駆け抜けないと脱出できない状況だ。

俺だけならなんとかなるが特に運動能力の低いアリスには危険な選択だ。

それに俺達が逃げ去れば追いかけてゾンビ達が墓地から溢れ出すかもしれない。

墓地を囲む柵はまれに発生したアンデッドを外に出さない為の物でこんな大量の集団は想定していない。

　近づいて来るゾンビの足を斬り払い、頭を踏みつぶしながら考える。

群がってくる集団に数発の火球が飛び、たちまち消し炭に変える。

アリスの髪の色は深紅からややピンクになっていた。

「あそこはどうだ！」

　イリジナが指差す先、それは墓地の真ん中に立つ……小さな石造りの霊廟だった。

　小さな町としてはそれなりに歴史のあったらしいラーフェン、当然伝統的な墓地もあり、それがこの霊廟だったのだ。

人口が増えた今となっては人死にも当然増えて全く足りず周囲に墓が拡大して行った訳だ。

「石造りか……扉を閉めればいけそうだ」

　死体に過ぎないゾンビがいくら群がったとて石の頑丈な扉を割れる訳ではない。

あそこに立て籠って朝を待てばゾンビ達は動けなくなるか、異常に気付いた軍が駆けつけて処理してしまうだろう。

「よし、全員逃げ込むぞ！」

「危ない！」

　イリジナが叫んで前方に転がる。

暗闇から飛んできた矢が彼女の背中をかすめていく。

「アリス伏せろ！」

「ふ、ふえ？」

　対応出来ないアリスに向かう矢を槍で弾きクロルに向かう矢を手で掴む。

結果、腹にドスリと矢をもらってしまうが、幸いにしてそれほどの力ではなかったので腹筋で止まった。

引きぬくと錆びている……化膿しそうでいやだな。

「痛てて……おいおいこれはまた」

　矢を放った奴らは隠れる事もなく進路を塞ぐように霊廟の前に進み出て来た。

「スケルトン……？」「このタイミングでか!?」

　現れたのは弓を構えたスケルトンが五体、他にもボロボロの槍を抱えた個体も五体ほどいる。

　あり得ないことだった。

スケルトンはゾンビよりはまだ考えある行動を見せる事はある。

だがそれは戦技を使うと言うだけの事で物事を理解するほどの知性などないのだ。

まして集団で隊列を組むなど考えられない。

「後方から追いたてて唯一の避難所で待ち伏せ……これではまるで」

　ナニかに率いられているようではないか。
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変化無し

本当は次回とセットだったのですが長くなったので分けました。

投稿の仕方についても少し考え中です。










第１９９話　墓地の異変　後編







「アンデッドの兵隊ってか……笑えないな」

「挟みうちはまずいぞ！　どうす……」

　イリジナが言い終わる前に俺はスケルトンに向けて駆けだす。

　問答をしている余裕も意味もなかったからだ。

「そりゃ片方を潰すにきまっているだろう！」

　突撃してきた俺に矢が集中するが、先ほどより精度が甘い。

　三本が対応するまでもなく外れ、二本は身を低くして避ける。

　いきなりの突撃に慌てたのだろうか、骨になっても元人間だなと少し笑いが出てしまった。

「わ、笑ってる……」

　クロルよ、お前も引きつった顔をしていても何も良くならないぞ。

　死体の大群を前にしては難しいかもしれないけどな。

「援護を……」

　叫ぶアリスに不要と返す。

「どりゃあぁ！」

　至近距離まで迫った俺に対して錆びた槍を持ったスケルトンが前に出て来た。

　こいつらを一体ずつぷちぷち潰していたら後ろからゾンビ共に押しつぶされてしまう。

　一撃で片をつけなければならない。

　幸いここは墓場、地面は整地されている訳ではなく大きめの石も多数埋まっているだろう。

　振りかぶった槍を突進の勢いも利用して敵にではなく地面に叩きつけた。

　ドワーフ印重量級の槍に俺の全力が加わって深く地面が抉れる。

　派手な音と共に土くれが巻き上がり、同時に地面に埋まっていた多数の石や砕けた岩が敵に向かって勢いよく飛び散った。

　奴らは骨の塊、下手に斬りつけるよりは鈍器で叩いて壊す方が効果的だ。

　飛び散る無数の石は十分にその役割を果たす。

　スケルトンは舌も喉もないので悲鳴は出ない。

　だが砕ける骨の音が効果の程を教えてくれていた。

　全力で飛ばしたとは言え所詮は石つぶて、スケルトン共を完全に叩き壊せる訳ではない。

　それでも手首が砕ければ槍を取り落とし、足が砕ければ地面に倒れこむ。

　倒れこんでばたつく奴らなどただの骨と変わらない。

「まともなのは四体か……クロル！　倒れこんでいるのに止めを刺せ！」

　後ろのゾンビはイリジナとアリスが足止めしている。

　クロルはあまり必要ないだろう。

　返事を聞く前に更に前進し、一回転しながら薙ぎ払う。

　このスケルトンは生前はそれなりの戦士だったのか、素早く槍を立てて俺の攻撃を受け止めた。

　だが悲しいかな錆びた槍と骨の腕ではそれも無意味、槍はへし折れ腕は砕けて虚しく飛び散る。

　ばらばらになった自分の体を見詰めながら髑髏の目に怪しくともる光は夜空に消えていく。

「そらよ！」

　次の個体の足を槍で思い切り払う。

　足払いには少々威力が強すぎたのか両足が粉々に砕け、一回転したそいつは頭から地面に叩きつけられて潰れていった。

「これで……終いだ！」

　三体目の肋骨に突きを見舞う。

　太い槍は肋骨の隙間に収まらず、骨を砕いて串刺しにしたがこの程度ではスケルトンは止まらない。

　貫かれたまま弓を射ようと構えて来たそこからが本番、骨だけの軽い体をひょいと持ち上げ最後の個体に向けて振り抜く。

　肋骨が砕けて強引に槍が抜け、すごい速度で飛んでいく。

　我ながら狙いは正確で四体目に見事命中、ガシャンと乾いた音と共に二体揃って霊廟の壁にぶち当たって砕け落ちた。

　よしこれで前方は片付いた。

　見ればクロルは五体に止めを刺したようだが、最後の一体は片腕が残っていたらしくチャンバラしている。

「えい！　この！　おら！」

「……片腕相手に何をしている」

　後ろから片腕スケルトンを蹴り飛ばしてやった。

　体は一発で粉砕され残った頭部は踏みつぶす。

　間髪いれずにイリジナ達に視線を向けた。

「イリジナ、状況は……ギリギリか」

　イリジナはじりじりと後退しながらゾンビ共をなぎ倒し、どうしようもなく群がった所にはアリスの火球が飛んで焼き払う。

　だがそれでも一面に広がった死者達は横からも迫るのでその度に大きく後退を余儀なくされていた。

　もう霊廟までの距離はほとんどない。

「前が開いた！　このまま霊廟に入るぞ」

「で、でも鍵が……」

　石の扉は苔むし、入口に巻かれた鍵らしきものが掛けられている。

　幸い鍵は鎖を巻いた簡易な物だ、無論呑気に解錠している暇はない。

「ふん！　……うがあぁぁ!!」

　鎖を両手で持って思い切り引っ張る。

　鉄の鎖はゆっくりと伸びて行き、最後に鋭い金属音をたてて引き千切れた。

「く、鎖を素手で……すごい」

　クロルも体を鍛えてこれぐらい出来るようにならないとな。

　内開きの扉は非常に重かったが俺の力ならば問題無く開く。

「イリジナとアリスも早く入れ！」

　霊廟の入口に立って叫ぶ。

　イリジナ達は既にゾンビに包囲されつつある。

「おう！」

　イリジナはあまり素早くないアリスを片手で子猫のように抱えあげると反転して一直線に走って来た。

　飛び込む直前、吊り下げられながらアリスが今までの火球とは違う地を這う炎を呼び出した。

　霊廟の入口付近は火の海になり、追いかけようとしたゾンビ達が燃え上がる。

「クロル閉めるぞ!!」

　俺とクロルが内部から押すと開く時と同じく重々しい音を立てて扉は閉まった。

　入口を火の海にしたせいかゾンビが扉を叩く気配もない。

「内開きだと万が一がある。重しか何か置いておけ」

　クロルとイリジナが転がっていた石や錆びた何かの部材を次々と扉の前に積んで行く、

　これで一安心だろう。




「全員怪我はないか？」

「うむ、擦り傷ぐらいだ。問題ない!!」

「私も……無事」

「俺も平気です」

　なんだ俺だけ腹に矢を食らったのか。

　格好悪い話だが、これも筋肉で止まっているのでかすり傷みたいなものだ。

「さて……これで朝日が昇るまでここにいるしかないのかね」

「ゾンビ風情に口惜しいが……」

　イリジナは忌々しげに呟くが戦い通しだった彼女は槍を抱えて息が上がっている。

　アリスも髪がかなり薄いピンク、もうほとんど魔力が残っていないのだろう。

　クロルも死体と骨と戦って動揺が激しい。

　今まともに戦えるのは俺ぐらいのものだろう。

「しばらく落ち着こう。息を整えて体の様子を確認しておけ」

　一息ついでに周りを見回す。

　入口部分の出っ張りを除けば建物は半径が１０ｍ程の円形になっており屋根は５ｍ程の高さ、中心が高い

　ドーム状の構造だ。

　霊廟だけあって窓は一つもなくゾンビ達が侵入する恐れのある場所は無い。

　頂けないのは円周上の壁に埋め込まれる形で死体を入れる棺がある事で、壊れた場所から白骨が見えている。

「中に沸かれたらたまらんな。少し確認してくるからお前達はここにいろ」

　さほど大きくない霊廟内を確かめながらぐるりと一周する。

　壁の棺には頭を奥にして縦に死体を納めるようになっているらしい。

　更に石で出来た蓋が取り付けられている。

　なるほどよく出来たものでこの方法なら収納数を稼げるし、万一死体が蘇っても動きが取れずになかなか外には出られないだろう。

　所々蓋が壊れている場所の死体のみ確認したが、いずれも完全に風化しているかバラバラになっていて復活しそうにもない。

　どうやら中にスケルトンやゾンビが沸く心配はなさそうだ。

「しかし狭いな、ラーフェンが小さかったとは言えこんな廟では到底足りないだろうに」

　独り言だったのだが落ち着いてきたアリスが答える。

「地下……かも。霊廟の本体は地下……」

　彼女の指差す場所には地下へ向けた梯子が見えた。

「なるほどね……一応蓋しておこう」

　俺達は別に墓参りに来た訳ではない。

　朝まで避難するだけなのだから死体がうろついているかもしれない地下に潜る必要はない。

　情けないがここで亀のようになって朝を待つのが最善だ。

「とは言え窓もないんじゃ朝日が昇ったのかどうかもわからないなぁ……」

　霊廟は完全に密閉されており隙間はまったくないので朝日が漏れてこないかもしれない。

「心配するな！　私は朝と共に腹が減る！　時間はわかるぞ！」

　イリジナの腹時計に頼る事になるとは心外だが止むを得ない。

　手持ち無沙汰になった……女の一つも抱きたいところだが外にゾンビ、中に死体のここで抱いてもきっとアリスもイリジナも濡れる事は出来ないかな。

「あ、あの……」

　クロルが震える声で訴える。

「なんだ？　お前は抱いてやれないぞ、男だからな」

「違います！　おかしいと思いませんか!?」

「そりゃおかしいさ、ゾンビが何百も徘徊してスケルトンまで隊列を組む。これがおかしくなくて何がおかしいと言うんだ」

　何を今更と言ってやるがクロルは激しく首を振る。

　暇だしどうでもいいお伽話でも聞いてやるぞ、言ってみろ。

「ここに窓はありません！」

　無いな、おかげで空気がかびっぽい。

　あったらきっとゾンビ臭いだろうがな。

「松明もありません！」

　捨てて来たからな。

　松明ぐらいケチケチするな、逸物と同じように小さい男になるぞ。

「なのに……どうしてこんなに周りが見えるんですか!?」

「そりゃお前アリスの……」

　視線の先でアリスがふるふると首を振る。

「魔力が残り少ないから……火は出してない」

　イリジナと俺はバッと槍を持つ。

　改めて見ると光っているのは……床だ、月明かり程度に光っている。

　それが霊廟内を照らしていたのだ。

「こ、これは……地下からでしょうか……」

「よし、お前ちょっと行ってみて来い」

　梯子を指差してやるとクロルは泣きながら俺の足にしがみついて首を振る。

　冗談だがちょっとは男を見せたらどうだ。

　仕方ない、俺がやってやろう。




「こちらから行きたくない時は……こうするんだよ！」

　廟の中心に立ち、大きく槍を振り上げて床をぶったたく。

　石が砕け、床全体がグラグラ揺れた。

「危ない……建物が壊れる」

　アリスが頭を押さえて屈みこむ。

　すまんすまん、力を入れ過ぎたようだ。

　だが効果はあったようだ。

　床の淡い光がたちまち勢いを増し、まるで周囲が昼間のように明るくなったのだ。

「さて何が出るか」

　直感だがこの墓地の中心にあるここでの不思議な現象、ゾンビの群れにも影響を与えているのではないだろうか。

「何か出るぞ……何だこれは……!!」

　床からせり出して……いや床の穴はそれほど大きくない。

　これは登って来たのではなく床を通り抜けて上がって来たのだ。

　何か黒い物がゆっくりと上がり……天井近くまで浮上して行く。

「あれはなんだ……？」

「わからない！　見たことが無いぞ!!」

「ひぇぇぇぇ」

　ソレはフードとマントを被った人型をしており、半透明で周囲にどす黒い何か……瘴気のような物を噴き出しながら宙に浮いている。

　一瞬大男に見えたがそれはマントが大きく広がっただけで本体らしき部分はそれほど大きくない。

　だが肌を焼くようなピリピリとした禍々しさを感じる。

「化け物め！」

「うわぁぁぁ！」

　自身の出す瘴気の風でめくれ上がったフードから見えた顔を見てイリジナとクロルが声を上げる。

　無理もない、そこにあった物はまさしく髑髏、だがスケルトンと違って骨だけではなく限界まで干からびた皮が張り付いている。

　目があったはずの穴は吸い込まれそうな漆黒の空洞だったが、赤い光が目玉のように動いている。

「どう見ても手ごわいよな」

　アンデッドの魔物は昔色々見た事があるがこんなのは知らない。

　知識がなくても押し寄せる威圧感は只者ではなかった。

「オオォォォォォォ」

　地の底から響く不気味な声を上げてソレが両手を突きだす。

　その瞬間、身にまとった瘴気が一気に膨れ上がる。

　密閉空間だから逃げられず、俺達全員は瘴気に包まれてしまった。

「全員息をするな！」

　怪しい光で昼のように明るかった視界が一気に〇になる。

　なんとか周りを確認しようと手探りで進むとそこには信じられない光景が広がっている。




「やめて！　やめなさい！」

　目の前で金髪が乱れている。

「殺せ！　殺すんだ！」

　その金髪の周りに剣を持った男達が群がっている。

「ぎゃーー！　やめて！」

　男達は逃げ回る金髪の女に次々と斬り付ける。

　服が裂け、美しいやわ肌に傷がついて血が吹き出す。

「これでどうだ」

「ぎゃああああ！」

　女の太ももに深々と剣が刺さり、美女はどさりと倒れ込んだ。

　この上に馬乗りになった男がゆっくりと剣を振りかぶっていく。

「誰か……助けて……お願い……エイギル……」

　涙を流しながら女がこちらを向く、その顔を見間違うはずもない。

　顔を見るのは何年ぶりになるだろう……我が恩師にして愛する女……ルーシィだった。

「助け……おねが……」

　手を伸ばして懇願する彼女の胸に剣が突き刺さる。

　一声呻いた女は目を見開いたまま動かなくなった。

　俺はそれを見てからゆっくりと前へと歩き出す。

　屍となったソレを嬲っている男達を無視して歩き続け、虚空に向けて声を上げる。

　普通に話したはずなのに自分でもびっくりするほどの太い声が出る。

「不快な物を見せるな」

　腹に力を入れて声を出すと、目の前の光景全体が水面のように揺らぎ始める。

　更に体中に力を入れる。

「この不愉快なモノをさっさとどけろと言っている」

　先ほどよりもずっと重量感のある声が出た。

　我ながらオークの吠え声かと思うほどだ、女達には聞かせたく無い声だ。

　途端、自分を中心に風が吹いたような感触があり、周囲が吹き飛ぶ。

　一瞬のふらつきの後、元の霊廟が現れる。

　部屋全体に立ちこめている瘴気、俺の周りだけが綺麗に晴れていた。

「ふん……やはり幻覚か」

　周囲に他の三人が倒れて呻いている。

　俺と同じような悪夢を見せられているのだろう。

　ソレは倒れこんでいるクロルに顔と同じく骨に皮が張り付いただけの手を伸ばしている。

　哀れな少年は激しく呻きながら泡を吹いていた。

　早く助けてやらないといけない。

「おい」

　声を上げてやるとソレはクロルから手を離してこちらを見る。

　視線が「何故？」と言っている。

　そんな事決まっているだろうが。

「彼女がたかが人間三人相手に殺られる訳が無いだろう」

　更に歩を進めるとソレはこちらに向けて再び瘴気を向けて来る。

　だがもう食らいはしない、腹に力を入れて奴だけを凝視し、槍を担ぎあげた。

「それに心臓をぶち抜いたぐらいで……彼女が死ぬと思ってるのか！」

　不快な夢を見せられた怒りも込めて槍を投擲、狙いは外れず見事奴の体のど真ん中を打ち抜いた。

　半透明の体は四散し瘴気は一瞬で消し飛んだ。

　だが消し飛ぶ瞬間奴はニヤリと笑った、倒せたようには思えない。

　デュアルクレイターを使えば良かった……やはりあの光景を見て少しばかり頭に血が登っていたらしい。




「おい、しっかりしろ！」

　倒れている三人に声をかけて行く。

「ううん……やめて……魔法はもう使わないから……石を投げないで……」

　アリスは魔法の事がまだ心に残っているようだな。

　俺の元ならばそんな心配はないから安心していろ。

「ううう……アルマから離れろ……中に出すな……彼女は俺の……恋人……」

　クロルの悪夢はアルマが狼藉されているらしい。

　女達に色々文句を言われているがやはり一番気になるのはアルマなんだな。

　こいつは奴に何かされていたから少し心配だ。

「うう……嘘だと言ってくれ……今日からご飯が無いなんて……」

　イリジナには後で腹いっぱい飯を食わせてやろう。




　全員無事目覚める事が出来たが、やはりクロルの憔悴が著しい。

　まるで何日も飯を食っていないかのようにやつれて目も虚ろだ。

「さっきの奴に触られていたからな、何かされたか」

「生気を吸われているようだ！　多分墓場で死んでいた男女と同じなのかもしれないぞ！」

　なるほど、となればさっきのが全ての元凶で間違いないだろう。

　クロルは時間が短かった事もあって命に関わりそうではない。

　細いながらも大丈夫と声をあげている。

「こいつを壁の端にやれ、床の光が消えていない。まだ奴は滅んでいないはずだ」

　奴の正体が知りたい。

　正体不明ではなかなか難しい戦いになる。

「奴の正体はわかるか？　グールかと思ったがあんな強力なのは聞いた事がない」

　イリジナは首を振るが、アリスが少し考え込んでいた。

「適当な情報でもいい。何もないよりはいい」

　そう言ってやるとアリスは小さい声で話を始める。

「グールじゃない……グールはあんな強力な魔法は使えないし、それに体は人間に近いはずだから」

　確かに奴はふわふわと浮いていた。

　いつもどこかで見ているような光景だったが。

「あれは多分［リッチ］……だと思う。強力な魔法使いが死んで悪霊になった姿。人事じゃない話だったから覚えてる。かなり強力、並みの相手じゃない……と思う」

　リッチか……厄介そうだな。




　その時、再び床の光が強くなる。

　またおでましのようだ。

　四散した体がゆっくりとまとまり、再び邪悪な姿を形作っていく。

「出たぞ！　瘴気は出来る限り吸うな、腹に力を入れていけ！」

　アリスは後方に下がって床に座るクロルの横へ、イリジナと俺は前に出る。

「オオオオォォォォォォォ」

　呻き声と共に瘴気が噴き出す。

　俺はデュアルクレイターを引き抜いた。

「ふん！」

　横なぎ一閃、瘴気が光の粒となって消えて行く。

　最初から使っていれば良かった。

「そこだぁぁぁ！」

　隙を逃さずイリジナが突撃、俺と同じように奴……リッチのど真ん中を貫く。

「オオオォォォォォ」

「だめか！」

　だがリッチはまったく意に介する事なく槍が刺さったままイリジナに手を伸ばした。

　咄嗟に後ろに飛ぶがその手が彼女の肩を撫でた。

「うぐ……はぁっ、はぁっ！」

　ただそれだけの事で頑健なイリジナの息が激しく上がる。

　奴に触られるだけでも生気を持って行かれるようだ。




「下がれイリジナ、俺がやる」

　こいつは俺一人でやる。

　愛しいルーシィの馬鹿な夢を見せて貰った礼もある。

　元魔術師か何か知らんが、亡霊風情あの世に送り返してやろう。

　軽いデュアルクレイターを片手で持ち、リッチの不気味な顔から目を逸らさない。

　奴も俺を最大の脅威と認識したのだろう、後ろにいるイリジナ達には一瞥もくれなかった。

　彼我の距離は３ｍ程、ふわふわと浮かぶ奴と床を踏みしめる俺。

「行くぞ！」

　叫ぶと同時に駆け出し、肩口を狙っての振り下ろし、だが奴はひらりと天井まで飛んで剣を交わした。

　すかさず向きを変えて飛び、天井に向かって剣を突き出す。

　もう少しの所で届かなかったが剣は僅かに奴の裾を掠め、ジュっと白い煙が上がる。

　イリジナの槍が素通りだった事を考えると明らかに効いた、デュアルクレイターならいけそうだ。

　再び挑みかかるべく剣を構えた瞬間、顔面に強い衝撃を食らってひっくり返る。

　何か投げつけられたのかと思ったが特に何も飛んできていない。

「気をつけて！　風の魔法！」

　アリスの叫びと同時に再び体に衝撃があり、息が詰まってその場に倒れてしまう。

　風の塊をぶつけられているのか。

　良く見ればリッチの両手が怪しく光っている。

「見えないだけに厄介だな」

　笑ってみるが対処法が思いつかない。

　風だけあって一発二発なら致命傷にはならないが連続で浴びれば戦えなくなるだろう。

　俺が踏みこめないでいるとリッチの手が再び光る、仕方ない直感で斬り払ってみるか。

「エイギル様……任せて」

　俺が飛び込む直前、アリスが叫び、俺とリッチの間に炎の幕が広がった。

　一見すると俺の進路を妨害しているようだが、すぐに意図を汲み取った。

「よし行くぞ！」

　俺は火の幕に向かって走る。

　リッチは再び風の塊を放って来る……だが見える。

　風は炎の幕を巻きこんで火の塊へ変化したのだ。

「見えればこっちのものだ！」

　高速で飛んでくる魔法だが矢程の速度ではない。

　突進しながらデュアルクレイターを振るい、かき消して行く。

　二発三発四発……五発目を撃ち落とした所で炎の幕がサッと消えた。

　目の前に見えるリッチは既に剣が届く距離だ。

　いい連携だアリス、後でお前をたっぷり可愛がってやるぞ。

「これで終わりだ」

　一番確実な方法、頭から股下まで垂直に剣を振り下ろす。

　確実に真っ二つに出来る間合いだった、だが出来なかった。

　振り下ろしの直前に走った閃光……いつかも経験した雷に打たれたような衝撃。

　それに耐えながら根性で無理やり斬り裂いたがかなり浅い。

　しかもしびれる腕で無理やり振ったせいですっぽ向けて剣が飛んで行ってしまった。

　風に続いて雷の魔法か……瘴気とゾンビを操る事も考えると一体どれだけ使えるのだろう。

「……こんなにたくさんの魔法を……すごい魔法使い」

　　感心するのはいいが俺は結構やばい状況になってしまった。

　体も雷のせいでうまく動かない。

　丸腰のまま敵の前で硬直してしまう……最悪の状況だ。

「オオオオオオオオオ」

　奴がこの機会を逃がすはずもなく、両手を広げて俺を包み込むように抱き締める。

　死体に好かれる覚えはないが……目的は違うだろう。

　感触は見た目通り骨の感触ではなく、なんとも言えないフワフワした感触、やはり普通の体では無い。

　何より抱きつかれた瞬間、体の中から力が奪われるような強烈な感触が訪れる。

「ぐ……」

　これが生気を吸われると言う事か……なるほど苦しいものだ。

「ハードレット殿！　助けに行かねば!!」

「駄目！　行っても何も出来ない……私が……」

　アリスが手を突き出すが、何も起こらない。

　見れば髪が完全に白髪となっている。

　魔力を使い果たしてしまったのだ。

「だが行かねば！　ハードレット殿も先ほどの者達のように死んでしまう!!」

「なんで……なんで魔法が出ないの!!」

　女達の悲鳴が聞こえる。

　これ以上心配させる訳にはいかないな。

「まだ……死なんよ！」

　抱きつくリッチの背中に俺からも手を回す。

　そして……。

「うがぁぁぁぁぁぁ!!」

　全力で抱きついて締め上げる。

「さ、さば折り!?」「幽霊……締め上げるって……」

　一瞬驚いたように顔を上げたリッチだがしゅるると息を吐いて生気を吸う力を強くする。

　なるほど、普通の男ならすぐに力を失うだろう。

　だが毎週一度ブリュンヒルデに血を吸われている俺を舐めるなよ。

　しかもこんな死体みたいな奴と違い、彼女の吸血はこのまま吸い殺されても構わないと思える甘美な感触なのだ。

「どうした！　そんなもんか！」

　俺は更に力を込める。

　普通の体でない奴は骨が砕けるような事は無い。

　だが俺の力でふわふわとした体全体が変形している、効いていない訳ではない。

　しばらく我慢比べが続いたが、先に音を上げたのは奴の方だ。

　急に生気を吸う力が弱くなり、身を捻って脱出しようとし始めたのだ。

　だが出来ない、リッチの体は壁や床を通り抜けられるし、普通の武器も突き抜けてしまうが命ある人の体を通り抜ける事は出来ない。

　……要はケイシーと同じなのだ。

　触られた感触からそうじゃないかとは思っていたが、だとすればがっちり抱え込めば動けない。

「オオオオオ！」

　密着状態では魔法も使えないのか、リッチは古ぼけた短刀を取り出して俺の脇腹に刺す。

　だが肉弾戦は不得意らしくその力はあまりにも弱い、俺の筋肉の前には無意味だ。

「ははははは！　非力だな！　これでどうだ！」

　もう一段締める力を強くするとリッチは遂に不気味な絶叫をあげて目に見えて細長く変形する。

　ケイシーがイリジナに踏まれた時と同じく、変な形になってしまえば思うように動けなくなるはず。

　よし、ここだ。

　俺はリッチの体を掴んだまま、後ろに倒れる。

　と言ってもただ倒れ込むのではなく、腰は残したまま上半身だけを思い切り反らせたのだ。

　アーチ橋のように身を捻り、抱き締めたままのリッチを頭から床に叩きつけた。

「ンオオオオオオオオ!!」

「ゆ、幽霊投げた……」

「さすがハードレット殿だ!!」

　床に叩きつけられたリッチは頭が潰れ体全体も大きく変形してのたうっている。

　その隙を逃すはずもなく、俺は跳ね起きて、取り落としたデュアルクレイターを手にする。

「オオオ……オオオ……アアア」

　懇願するような声、お前に知性があるのはわかった。

　だがお前はもうここに居てはいけない存在、ここで終わりになるべきなのだ。

　そして何より。

「ルーシィを侮辱した」

　床に張り付くリッチの頭にデュアルクレイターを振り下ろす。

　今度こそ狙いは外れず、真っ二つになった奴は凄まじい叫び声と共に白い煙となってかき消えていった。

　騒動は全て終わったのだ……。

「おぅ……」

　グーとイリジナの腹が鳴る。

　夜明けが来るのだろう。







「やはりゾンビも奴が全て……操っていたのか」

　リッチを倒し、外を確認すると朝日が登りつつあり、墓場一面に死体が転がっていた。

　彼らはもう歩き出すことはなくただの死体としてそこにある。

「何百のゾンビを操るとは大した魔力だ」

　だがこれでは極秘裏に解決する所ではない。

　まぁあのリッチが表に出て来るよりは良かったかもな。

「結局あいつはなんだったのでしょうか」

　多少元気を取り戻したクロルがまだ青い顔で尋ねてきた。

「さあてなぁ……一応霊廟は地下の底まで捜索させるから少しはわかるんじゃないかな」

　あいつが生前も飛びぬけて優秀な魔術師であった事は間違いない。

　それがどうしてああなってしまったのだろうか。

「もう今更言っても仕方ない事だけどな」

　短剣で刺されまくった脇腹が痛む、また傷が増えてしまった。

　おまけに相当に精を吸われてしまったので足元がふらつく。

「それでも……尻を撫でるんだな」

「私も……あ、お尻に指が入る……」

　活力を回復する為には女に触れるのが一番だからだよ。

　クロルも戻ったらアルマの尻でも撫でておけよ。

「うぅ……それよりもエイギル様が怪我して俺が無傷なんて、またセリアさんにどやされます」

「お前はまだまだ力不足だって事だ。イリジナ、暇を見つけて鍛え直してやれ」

「任せろ!!」

　あれだけ苦労して手に入ったのがこのマントだけか……。

　リッチがつけていたマントだけは実体だったらしく、本体が消し飛んだ後も残っていたのだ。

　だがさすがに死体みたいな奴が着ていた物だから気持ち悪い。

　後でレオポルトにでもプレゼントしよう、奴なら気にしない。
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　クロル　超余談　報い

「今日は大変でしたねクロル様」

「お疲れでしょう」

「うん……色々ね……」

　クロルは出迎えたロラミラ親子とキスをしてぐったりとベッドに倒れる。

「御活躍……したのです？」

「ううん、ほとんど何も出来ないでエイギル様に怪我させてセリアさんにビンタされた……後五人ぐらいの女の人に怒られた」

「あはは……」

「そういう時もありますって……慰みに奉仕しましょうか？」

　頼むとクロルは仰向けになり、親子はズボンを脱がせていく。

「私達の口で……」

「嫌な事は忘れて下さいね」

　二人は早速両側からの奉仕を開始し、室内は淫臭と水音に支配された。

　普段ならば決して粘り強く無いクロルはすぐに口内に種を放ち、すぐに行為へ入っていくのだが。

「あれ？　おかしいな」

「ご、ごめんなさい！」

「もう、何してるの。先っちょを母さんに代わりなさい」

　再び水音。

「ええ……どうしてだろう」

「どうして……いつもはすぐに……」

「手で激しくしますね？」

　そんなやり取りが一時間近く続くが三人は未だ体を重ねない。

「こんな……」「クロル様……」

「ピクリともしない……なんでだ……こんなに気持ちいいのに！　どうして勃たないんだ!!」

　クロルの悲鳴が夜の屋敷に響く。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万一千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　私軍五三〇〇名

　歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門

　予備役三千

　家族

　ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）

　ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ミティ（婚約）マリア（婚約）カトリーヌ（婚約）ケイシー（お化け）

　リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）アルマ（使用人）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（不能）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

　クレア＆ローリィ（小麦求）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

　財産　金貨〇枚

　経験人数二〇九人　産ませた子四六人

更新時間遅れました。

後篇は今日更新したかったので遅いですが上げます。

今度ですが、上げ方を変えるかもしれません。

あまりに物語がぶつ切りになっている印象があるので更新頻度を落とし、ある程度文字数をまとめて更新しようかなと考えています。

もし御意見がありましたら感想欄にお願い致します。










第２００話　終わった話　♯







　まだまだ暑さの収まらない真昼間、鉄のブーツが立てる規則的な音が延々と続く。

シュバルツに乗った俺は目の前を通り過ぎて行く兵の群れをただ見送る。

両隣にいるイリジナとセリアは直立不動のまま動かない。

「全員停止！　右向けーー右！」

　兵の足が止まり一際大きな金属音を立ててその場で隊列を回転させた。

間髪いれずにラッパや銅鑼、太鼓が打ち鳴らされる。

音に合わせるように兵達が槍や剣を頭上に掲げる。

いくさ前の景気づけにやる荒々しいものではなくもっと丁寧な……儀典的なものだ。

「ハードレット様に敬礼！」

　兵士がこちらに向かって一斉に敬礼をする。

俺はめんどくささが顔に出ないように剣を掲げて応えた。

「回れ右！」

　兵士達は再び回転すると剣や槍を掲げたまま行進を再開した。

整然とした行進、我ながら随分と鍛えた物だと思うが、この行動に軍事的意味はまったくない。

「レオポルトの奴サボりやがった」

「仕方ありません。あくまで儀典ですから……レオポルトさんがいないと実務に差し支えますから」

　可愛いセリアまで奴の肩を持つ。

錆だらけの刃物でつけられた腹と脇腹の傷は浅いが痛むし、何より医者に酒を禁じられた。

本当に踏んだり蹴ったりとはこの事だ。

そういえばクロルも医者に通っていたな、何かは知らんが。

「鎮魂の式典ねぇ……本当に必要なのか？」

　ため息混じりの文句にはマイラが答える。

「ラーフェン近郊、特に街壁外に住む住民から大きな不安の声が上がっています。……無理もありません。何百もの死体が突然起き上がったのですから」

「元凶は倒したからもう大丈夫だぞ」

　今回の事件は普通のゾンビの発生とは違う。

あのリッチが何らかの方法で死者を蘇らせ操っていた、その本体を倒したのだからもう心配はない。

現にあいつを倒した瞬間に全てのゾンビは元の動かぬ死体へと戻ったのだ。

「そうであっても民の不安は消えません。祭りの一つで安心出来るなら良いではありませんか」

　今行われているのはその為の式典、最近兵士が大量に死んだ事もあり、勇壮な行軍と音楽で邪気を散らし冥界への道を示す……らしい。

俺も式典自体に文句がある訳ではない。

その為の費用がかかる事も問題ない。

「文句があるのはどうして俺がこのくそ暑い中に突っ立ってないといけないのかと言う事だ」

　シュバルツも不満そうに嘶く。

だいたいお前が真っ黒だから余計暑いんだ、気を利かせて少しは白くなったらどうだ。

しかもこいつはさっきまで女を食っていやがった。

こいつが落として飼育係にしている女、今ではお気に入りの雌馬と並べて隙あれば貪っている。

女の穴は黒ずんだ肉びらが立っていても垂れさがる程ガバガバ……シュバルツサイズに拡がってしまっている。

あれではもう人間の男を相手する事はできそうにない……本人もシュバルツにぞっこんだから問題ないのかもしれないが。

「贅沢な奴め、背中の毛を抜いてやる」

　シュバルツがやめろとばかりにこちらを振り返った。

「不毛な事はおやめ下さい。ハードレット卿がいらっしゃれば民も兵も安心します。領主の重要な仕事だと思いますよ」

　見れば墓場の外周から内部へと楽器を鳴らしながら行軍する兵士を遠巻きに民達が見守っている。

さすがに軍隊を前にしてある程度の安心感があるように見えた。

「そろそろ派手な演出がありますよ」

　ここまで来たら付き合うさ、さあなんでもやっておくれ。




「あー適当に準備を…………」

「トリスタン、私が口で言っている内に真面目にやりなさい」

　気の抜けた声を出すトリスタンをマイラが睨みつけ、奴はしぶしぶ命令を下す。

「砲隊……撃て」

　鳴り響く轟音に民達が小さな悲鳴を上げた。

並べられた大砲から真っ白な煙が噴き出す。

「おいおい、こんな場所で大砲ぶっぱなしたのか!?」

　危ないし砲身がすぐ破裂するんだぞ。

「心配ありません。火薬量を減らして玉もこめていません。この轟音は民を驚かせますが同時に力の誇示にもなるはずです」

　マイラの言う通り、集まった住民たちは最初驚き困惑していたがやがてまばらだが歓声を上げ始めた。

景気づけにはなったかもしれないな。

「エイギル様、ここで皆に呼び掛けて下さい」

　セリアがマイラに負けじとひっついて来た。

仕方ない、さっさと済ませるとしよう。

　俺はデュアルクレイターを天に掲げ、兵と民、全員に呼び掛ける。

ただでさえ美しい剣は太陽の光を反射して宝石のような光を放っていた。

「全員聞け！　先日は確かに奇怪なゾンビ騒ぎがあった。その元凶は古くからの霊廟に巣食う邪悪な悪霊だった……が既に討伐し心配はない。他に何があってもすぐに軍が動き排除する。安心しろ」

　これが俺の精一杯、これ以上話を長くしたらボロが出る。

「領主様が言うなら……」

「今の轟音を聞いただろ？　ゾンビ程度ならすぐに蹴散らせるさ」

「元凶も領主様が倒したらしいしな」

「噂では幽霊を逸物で殴り付けたらしいぞ」

「いや、俺は肉棒で串刺しにしたって聞いたぞ」

「領主様ならやるかもしれん。なんでも本気になったら身長と同じぐらいになるらしい」

　皆は納得したようで兵も民もこちらに向かって歓声を上げる。

分かってくれて何より、しかし後半のはなんだ、噂の出所はセリアか？

「民を安心させるために噂を流せと言ったのはレオポルトさんとアドルフです！　マイラさんも賛成しました！　でも肉棒なんて……一言も言っていません」

「最近妙な噂が立つこともなかったのになぁ」

　肉棒で幽霊を退治するなどどこの変態だ。

単に締め上げて投げただけだ。

「それも十分おかしいですけどね」

　セリアの頬っぺたを軽く引っ張って黙らせる。

「ふがふが……やめてくだはい！　あっ、お尻まで撫でてます！」




　ふと視線を移すと派手な式典の裏で工兵隊が墓地の一角で何やらちょこちょこ動いている。

「あれは何を作っているんだ？」

「アドルフさんが言っていたじゃないですか。焼却炉……だそうです。アンデッド化や疫病の疑いがある者は焼いてから埋葬するらしいですよ」

　死体を焼いてしまうのか。

「普段ならさすがに可哀想と民から声が上がる所ですが、今ならむしろ歓迎の声が大きいでしょう。良く思わないどころか無償で手伝ってくれています」

　確かに焼いてしまえばゾンビにもスケルトンにもなりようがない。

戦場で大量に死体が出た時などはアンデッドにならないようにまとめて焼いたりもする。

そこに疫病予防の考えも混ぜてしまったのか。

「民のアンデッドへの恐怖感を利用するとは賢いと言うかタチが悪いと言うか」

　それぐらいでないと内政官はやってられないのかもしれないな。







「さて、表面的にはこれでお終いだな。で、どうだった」

　最後まで式典を見届けた後、俺達は屋敷の執務室に移動する。

民や兵の前でする話ではなかったからだ。

　今までの式は全て民を安心させるものでそれ以外の意味は特にない。

より重要なのは例の霊廟の地下……元凶たるリッチが現れた場所の調査だ。

俺も行きたかったのだが怪我していたので絶対駄目と止められたのだ。

　セリアの顔がキリっと引き締まる。

可愛いがここで尻を撫でたら怒るだろうな。

「護衛隊から一〇人を選んで調査しました。中には数体のスケルトンが居ましたが問題なく処理出来ました。損害はありません……いえ、クリストフが転倒して気絶しました」

「損害無しか、重武装の護衛隊がスケルトンごときにはやられんだろう。それで何を見つけた」

「一つだけ外から鎖で巻かれた棺がありました。中を開けて見たのですが棺と言うよりも型枠のようでした。石の棺の中は鉛で硬められていて……骨も何もわかりませんでした」

「……そうか」

　外から死者を縛りつけ、鉛を流し込むなど尋常の事ではない。

その棺に元凶が納められていたのかもしれない。

いずれにせよあいつは確かにデュアルクレイターで両断されて消滅した。

もはや体の方に意味はないだろう。

「後はこの本、というよりも日記でしょうか。見ての通り非常に古く所々欠け落ちていて……今は使わない難解な表現が多くて意味がとれません」

　セリアが布に包んで慎重に取り出した日記、少しでも乱暴に扱えばたちまち崩れてしまいそうな程古くて痛んでいる。

「例の棺の上に置いてありました。何か意味がある物とは思うのですが」

「どうかな」

　本は奴の生前について明らかにするかもしれない。

リッチは強力な魔法使いが死後亡霊と化した姿だと聞いた。

その魔法使いがどんな人間だったのか、どう生きどう死んだのか。

もしかすると何故亡霊と化してしまったのかその理由もわかるかもしれない。

「だがそれも意味の無い事だろう」

　お茶を一口飲んで肘をつく。

　奴は終わってしまった人間なのだ。

死んだときに人として終わった、リッチはただの魔物、唯の残りカスに過ぎなかったのだ。

これ以上彼の人生をほじくり返しても意味はない。

死者が本来の死者として塵に帰っただけの事だ。

珍しく格好をつけて窓から遠くを見つめて見る。

（わーいわーい　今日のお菓子は私の大好きなかぼちゃのパイだー）

　ケイシーがふわふわと飛んでいく。

「……死んでから人生楽しんでる奴もいるからな、一応読んでみよう」

「なんの話ですか？　それに残念ながら私もこれは意味が取れないです……」

　セリアが読めないのなら大抵の奴は無理だ。

となれば奴しかいるまい。

式典の後始末も終わって帰っているはず。




「はぁ……このボロボロなのを読めと……？」

「そう、別に全文書き写せと言ってる訳じゃない。意味さえ取れればそれでいいんだ」

「一応本ですし、無駄に古い日記……内容も面白いものではないだろうけど給料分やれと言うなら……」

「ぶつぶつ言わずにさっさと読みなさい！」

　苛立つセリアを尻目にトリスタンは慎重にめくっていく。

めくるたびに本は破れ、ページは破れ落ちて行くが二度読み直すものでもないから構わない。

　一ページごとにトリスタンのやる気の無い声が内容を読み上げて行く。

そのいい加減な訳し方にセリアはイライラしているようだが中身はおおよそ把握出来た。




　今からずっとずっと昔、ラーフェンと言う小さな町にある男が住んでいました。

　男は非常に優秀な魔法使いで周りの住民どころか領主や近隣貴族にまで名が通る有名人でした。

　風の魔法から雷の魔法水の魔法まで様々な魔法を使い、稀代の魔術師と称えられていました。

　しかし男は満足しませんでした。

　男は様々な魔法を使いこなせる優秀な魔法使いでしたがどの魔法も優秀な使い手止まりだったのです。

　火の魔法に幻惑の魔法、色々と習得しましたがどれも歴史に残るような使い手にはなれませんでした。

　男は自分の才能を信じ、もっとも向いている魔法を探し続けました。

　そして遂に男はそれを見つけました。

　それは死者を操る魔法だったのです。




　内容は本来日記だったがトリスタンに言わせればこう言うことらしい。

「死者使い……ですか」

「風の魔法も雷の魔法も強力だったがとんでもない威力じゃなかった」

　アリスは火の魔法しか使えないが多分一撃の威力ならあのリッチより凄い。

要はなんでも出来たがどれも上の下、器用貧乏だったのだろう。

稀代の魔術師と称えられる身としては少々寂しくなるのはわかる。

「だがよりによって死者か……」

　ゴルドニアでも他国でも特に魔法は禁じられている訳ではない。

そもそも法に定める程魔法使いが居ないと言う事もあるが、ちょっとした物なら大道芸として、強力で有用なものならば村長だか領主だかにまで重宝される存在になれるだろう。

アリスのような確執もあるにはあるが、彼女の場合は父親との関係がそもそも問題だった。

「しかし死者に関する魔法など……」

「聞いた事が無いな」

　聞いた事がないのは存在しないからではなかったのだ。

常識で考えれば他者の死体を操り動かすのが禁忌だと言う事ぐらいわかる。

それは理屈ではない、人肉を食するのと同じ人間の生理的な嫌悪感だ。

「続きを読んでくれ」

　もう大体想像はついたけどな。




　男は歓喜しました。

　死者使いの魔法には他のどれとも違う無限の可能性を感じたからです。

　操る事の出来る死者の数は五から一〇、一〇から二〇とたちまち増えて行きました。

　男は死者使いの魔法を極めるべく、他の全てを忘れてひたすらに打ち込みました。

　しかし男は気づいてしまいました。

　ラーフェンの町は小さく墓地も狭かったのです。

　墓地を片っ端から掘り返してもまともな死体はもう回収出来ません。

　このままでは男は自分の限界に挑戦する事が出来ません。

　だから男は死者を作ることにしました。

　幸いな事に男は数々の魔法の使い手です、男に対抗出来るものなど町にはいません。




「そしてこうなると」

「……なんて事を……ラーフェンで昔そんな事が……」

　震えるセリアを優しく抱きしめ、胸を触る。

本の古さから見て数十年前程度の話ではない。

もう町には覚えている人もいないだろう。

「いやな話ですねぇ。こんなもの読まされたら三日は部屋に籠りたくなるよ」

　貴方はいつも引きこもっているでしょうとの声を無視してトリスタンは続ける。




　男はたくさんの死体を回収しました。

　更に自らの体の限界を補完すべく魔力を高める道具も作りました。

　何人もの死者の髪を一本一本紡いでマントを作ったのです。

　そのマントに何人もの臓物と脳漿を浴びせ、恨みと怨念を宿らせました。

　マントは漆黒に染まっていきました。




「うわぁ……これはひどい」

「何人分もの髪なら黒一色のはずがないものな」

「え、エイギル様！　あのマント、レオポルトさんに上げましたよね！」

　うむ、黒を基調にした俺の軍に合うから今頃羽織っているかもしれない。

「奴ならきっと大丈夫だろう。続けよう」

「大丈夫かなぁ……アンデッドになっていたりしたら……」

　アンデッドレオポルトは見たくない、後で様子を見に行こうかな。

「ここからは日記ではありません。……衛兵隊の記録ですね」




　男はもう自分の魔法の事しか見えていませんでした。

　その道を終わらせたのは一本の矢でした。

　毒がたっぷり塗られた矢が男の腕に突き刺さり、のたうち回りながら彼は絶命しました。

　男は息絶えましたが衛兵と村の者達は彼が自らの屍さえも操るのではないかと恐れ、死体を重い石の棺　に入れて溶けた鉛を流しこみ、更に鎖を巻いて霊廟の地下へと押し込めました。

　この悪魔が永遠に蘇る事の無い様に。




「以上ですね」

「蘇ったけどな」

　少しでも話を聞いてやる気にならなくてよかった。

こんな奴とは絶対に分かり合えないだろう。

さてレオポルトにちょっと教えてやらないとな。




　屋敷を出て練兵場で訓練の監察をしているレオポルトに声をかける。

「よぉ……そのマント」

「はうあ！」

　奴はものの見事に例のマントを羽織っており、セリアが変な声を出して後ずさる。

まあ上司の俺が渡した物を使わない訳にもいかないか。

良き上司たる俺は何から何まで詳細に説明してやろう。




「……なるほど」

　話を聞いたレオポルトは無表情のままいそいそとマントを外す。

「これがアンデッドの類を呼ぶような事があれば余計な手間を招きます。失礼ですが外させて頂きます」

　ああ、全然構わんぞ。

だがこっちに返さなくていい。

俺もいらないから。

　レオポルトはマントを外しはしたが何事もなかったかのように訓練の監察を続ける。

相変わらずの無表情、何の変化もないように見える。

「あれを聞いて平気なんて……本当に感情が無いのでは？」

「さあて、それはどうかな」

　この夜、普段は非効率として使わない風呂にレオポルトは二時間も浸かっていた。

奴の従者ニナが着ていた服を念入りに洗濯している光景も目撃されたらしい。

　お前、実はちょっと気にしていただろう？




寝室

「結局レオポルトはずっと風呂に入っていたらしいぞ」

「悪趣味ですよ。まったく」

　今まで見た事の無いレオポルトの困った顔を想像してニヤニヤ笑っているとマイラに怒られてしまった。

いつもは自室にまで来て俺の世話をしてくれるのは大抵セリアなのだが今日は式典の後片付けで忙しいらしい。

「私も手伝うと言ったのですが……一人で出来ると意地を張るので任せてしまいました」

「セリアはお前に対抗しているのかもしれない」

「はぁ、そんなものでしょうか」




　剣の腕ではマイラが上、一六〇のセリアと一七〇に届くマイラでは体格が違うから仕方ないのだが。

　指揮能力でも勉強中のセリアとかつて一軍を率いたこともあるマイラでは経験が違う。

　彼女にとってマイラはライバルと言えるのかもしれない。

「私はもう二七ですよ……二十歳にもならない小娘に遅れをとってどうするのですか」

「そうだろうが、あいつは頑張り屋で負けず嫌いだからな。簡単に納得は出来ないさ」

　ベッドに座り酒を二つのグラスに入れる。

医者に酒を止められたのは朝、今は夜、状況は変わるのだ。

マイラは一礼してから隣に座ってきた。

「それに……ここも張り合っているのかもな」

　マイラを抱きよせその服の上からその胸を揉む。

「あぅ……ああっ……」

　普段いやらしい事に抵抗のあるマイラも抵抗しない。

俺の愛人たる彼女が寝室で乳を揉まれる……それは息をするように自然な事だ。

彼女自身も今夜俺の肉棒を受け入れるつもりで来た事は疑いない。

「うぅ……どうせノンナさんほど大きくないですよ」

「ノンナと比べるのが間違っている。……男を誘ういい乳だよ」

　マイラの胸は十分に盛り上がっている。

小さいなどとマリアが聞いたら血涙を流すだろう。

　セリアの胸も最近グンと大きくなったがまだマイラには及ばない。

両者とも柔らかくいい乳なのだが。

「そんな揉みほぐされると……あん」

　胸を揉みながら首筋にキスをすると色っぽい喘ぎが出る。

それでスイッチが入ってしまった。

マイラを押し倒してしゃぶりつくように首筋に吸いつく。

胸元を強引に広げながら唇を下げて行き、乳房に舌を這わせていよいよ乳首を口に……。

「お待ちください！」

　そこでマイラは俺の顔を押しのけてベッドから立ち上がる。

ここでお預けはないだろう……せっかく俺も逸物もその気になったのに。

「抱かれる事に文句はありません。最初からそのつもりでしたし……そうではなくてせっかく二人きりなのですからもう少し最初からと言いますか順序をですね」

「分かった。ならそこに立っていろ」

　マイラをベッドから少し離れた所に立たせる。

俺も追いかけるように密着するが下着をはぎ取ることも胸に吸いつく事もしない。

たまには青い少年少女のようなやり方もいいだろう。

「唇を……んっ」

　正面から抱きついて唇を合わせる。

舌を入れないただついばむようなキス、性感はほとんどないはずだがマイラは気持ちよさそうに目を閉じて体を揺する。

　何度もちょんちょんと唇を合わせながら少しずつキスを激しくしていく。

まずは唇を割り開き、次に歯を舌で舐め、更に歯の内側へと舌を入れていく。

「んっんっんーーー！　んー！」

　ここまではお気に召したようでマイラからも舌が伸び、二人の舌が複雑に絡み合う。

まず俺の唾液を押し込むと彼女がゆっくりと喉を鳴らし、続いて彼女から唾液が送り込まれてきた。

激しいが穏やかな良いキスだ。

「ぷは」

「んは……はぁはぁ」

　唇を離すと二人の間に唾液の橋がかかった。

名残惜しそうに俺を見るマイラ、だがそろそろ次に進ませてほしい。

「自分で脱ぐか？　それとも脱がせようか」

「脱がせて……頂けますか？」

　可愛い声に思わず笑みが漏れる。

決して乱暴にならないよう従者がするように上着を丁寧に外し、下に来ていた服も流れるように外す。

夏だけあって部屋着は二枚めくると乳房が転がり出る。

その乳首は既にピンと立ち上がっている。

「お……ふふふ、やる気満々だったか」

　マイラは顔を真っ赤にする。

裸になった上半身から薄く果汁のような匂いがしていた。

香水をふって来たらしい。

　続いて静かにだが迅速な手つきで下を脱がせていく。

最後の一枚をはぎ取ると金の綺麗な陰毛をたくわえた陰部が薄く口を開いていた。

「美しいな」

「そ、そんな所を褒めないで下さい！」

　まず舐めてやろうと陰部に口をつけるとマイラの手が頭に置かれる。

「あの……私だけが全裸では恥ずかしいですよ。ハードレット卿もお脱ぎ下さい」

　そうだな、さっさと脱いでしまおう。

俺が上半身裸となった所で脇腹に手が伸びて来た。

「傷……リッチを倒した時のものですか」

「古い刃物だったからな。薬も効いているし腐る危険はない」

　マイラは少しだけ傷を撫でた後、慈しむように丁寧に舐める。

もう辛抱たまらん、肉棒を取り出そう。

「あ、待ってください！　下は私が……」

　そう言ってマイラは俺の足元に跪き、ズボンと下着を脱がせる。

途端、バチンと肉の音、解放された俺の逸物が腹に張り付いたのだ。

「すごい勃ち方……一五や六の少年みたいに元気ですね。それにやっぱり大きい……胸まで届きそうじゃないですか」

「ふふふ、そんなに褒められるとますます大きくなってしまうぞ」

「これ以上大きくなったら私は本当に死んでしまいます。しゃぶりましょうか？」

「それも魅力的だが今回はいいよ」

　今回は青い男女の交わりをする事に決めている。

マイラを後ろから抱き締め、指を女穴に挿入していく。

「あう……そ、そこです！　浅い所……あぁぁぁぁ！」

　指だけでの刺激だがマイラの弱点など知り尽くしている。

ほんの三〇秒程の愛撫で彼女の腰は回り始める。

「感じやすい奴だな。ほら……ここはどうだ。ここも弱かったな」

　人差し指で豆をコネながら良い場所を次々と愛撫して行く。

マイラは成す術もなくひぃひぃと嬌声を上げながら前のめりに倒れて行った。

既に愛液は床に垂れる程に溢れて来ている。

「そのまま倒れるなよ」

　指を引き抜いて尻を掴み、口をつけて舌を入れる。

「あおぉぉぉ！　口が……んあぁ！」

　マイラは倒れてしまわないように自分の膝に手をついて必死に耐える。

第三者が見ればとんでもなく下品な姿勢だろう。

だが後ろから顔を埋める俺に見えるのは目の前に広がる引きしまった尻と汁を垂れ流す性器だけだ。

今はただこのいやらしい部分をしゃぶりつくすだけだ。

「はぁ、はぁ、もう足が立ちません」

　限界を迎えたマイラを抱き上げてベッドに放る。

小さく悲鳴を上げて一度弾んだマイラの足の間に入ると彼女は照れ臭そうに顔を逸らした。

「こういう子供みたいな青い行為もいいか？」

「こんな上手な子供がいては溜まりませんよ」

　再び舌を入れるキスを交わす。

さて、そろそろ挿入しよう。

「もう入るぞ。どんな抱かれ方がいい？」

「このまま乗って下さい。正面から……普通に……」

　ここまで青い行為で来たのだ。

最後まで通そうか。

「じゃあ行くぞ。処刑する訳じゃないんだからそんな決意の顔はいらないよ」

　マイラは俺の肩に手を置いてぐっと目を閉じたのだ。

「ハードレット卿の巨大な逸物を受け入れるのに女は相当な覚悟が必要なんですよ！」

　そう言えば大抵の女はこんな顔をするな。

だが突っ込めば途端に涎を垂らしながら嬌声をあげてくれるのだ。

「行くぞ……そら……入っていく」

　太ももを抱え込んで腰を進めて行く。

メリッと一瞬性器がきしみ、マイラの眉間に皺がよったが入口を突破すれば後は溢れる愛液に導かれてスムーズに入って行った。

「ふん！」

「あぐ!!」

　最後にドンと肉の壁を叩き、一番奥まで逸物は入りこんだ。

閉じられていた彼女の目が見開き体も一際硬くなる……そしてゆっくりと柔らかくほぐれて行く。

「奥まで入った。良く締まるよ」

「鍛えていますから、半分と少ししか入らないのですね……どれだけ巨根なんですか」

　マイラは体格の割には穴は狭い、その分筋肉がついて締まりはいいので浅くこするようにすると互いに楽しめる。

「その巨根を咥えこんで汁を垂らしている。いやらしい穴だ」

「貴方みたいないい男の肉棒を咥えたくなるのは女の宿命です」

　マイラはそう言いながら俺の背中や腕に手を這わせる。

「凄い筋肉、男らしくて素敵ですよ」

「筋肉質な男らしい貴方が大好きなんです」と小さな声、嬉しくなって腰を使うとマイラの言葉が途切れてしまった。

「ひぃぃ！　すごく擦れる……気持ちいいです！　もっと……」

「もっと？　こうか？」

　腰の振りを大きくして奥をドスドス突く。

マイラは嬌声を上げるが不満そうに睨んできた。

これじゃない事はわかっている。

彼女自身にして欲しい事を言わせるのだ。

「そ、そうではなくてもっと……もっと」

「もっとなんだい？　根元までねじりこんで欲しいのか？」

　マイラは口ごもった後、覚悟を決めたのか大きな声で叫んだ。

「ここです！　ここをもっと強く擦って下さい！」

　手を伸ばして自分の腹を押す、すると穴が狭くなって強烈に肉棒が摩擦された。

その刺激に軽く昇ってしまったのか彼女は頭を反らせて舌を出す。

マイラの一番の弱点は指でも届く程浅い場所のざらざら部分だ。

ここを肉棒で擦られるとマイラはすぐに落ちる。

「ふふ、わかっていたよ。こうだろう？」

　彼女がして欲しかった激しい摩擦をくれてやる。

当然のように上がる悲鳴のような嬌声、更に接合部に熱い物を感じる。

遂に潮を撒いたようだ。

だが終わらせてはやらない。

「ぐ……」

「ひっ、まだ硬くなる！」

　下腹部に力を入れて肉棒を一段と硬くする。

鉄のようになった男根を弱点に押し当てて、肉傘のくびれをこれでもかと擦り付けるのだ。

「ひぃぃぃぃーーー!!　だめだめだめー！　ほんとに駄目ぇ！　そんな強くしたら駄目なのぉぉ!!」

　口調が変わってしまった。

普段敬語口調のマイラがまるで子供のような口調で悲鳴を上げる。

両手は俺を離させようともがくが、足は俺の腰を抱え込んで離さない。

「足の方を信じてやる。そらっ！　まだ終わらないぞ！」

　俺は腰に足を巻きつけられながら強引に体を起こして中腰になる。

屈曲位をとって真上から肉棒を突き下ろしてマイラを攻め立てるのだ。

「あぅぅーーー！　んにぃぃぃーー！　あぁぁぁぁぁーー！」

　激しく腰を動かしながら悲鳴を上げ続けるマイラの胸を揉み、唇を奪って好き放題していくとピクンと彼女が一度小さく震える。

「あ……あぁぁ……あぁぁぁぁ……」

　深い本当の絶頂が来たのだろう。

悲鳴のために息が吸い込まれた所にキスをする。

その瞬間だった。

「んんんんんんーーーー!!」

　口を塞がれているのでくぐもった悲鳴、今までとは比べ物にならない大量の潮が撒き散らされ、両手両足を絡みつかせたまま彼女は幸せの極致に昇っていった。

「ぐお！」

　同時に訪れる強い締め付け、俺もまた精を吐き出しそうになる。

ぎゅうぎゅうと強い締め付けに耐え抜いた後、完全に力が抜けたマイラをベッドに転がしてから逸物を引き抜き狙いを定めた。

「行くぞマイラ、受け取れ！」

　噴き出す大量の種汁は狙いを違わずマイラの顔面に命中、その後も次々と噴き出しながら顔から胸を汚していく。

普段ならこんな非常識なと怒る彼女だが絶頂の余韻の中で幸せそうな顔をしながら降り注ぐ精液を体中に浴びていた。




「ふぅ……気持ち良かった」

「体中……べとべと……お風呂に入らないと」

　絶頂から一息ついて体を起こそうとするマイラ、だがまだ終わっていない。

「何を言っているんだ。風呂は終わった後でいいだろう？」

「え？　もうこんな大量に射精されたのでは……」

　マイラの眼前にまったく萎えていない逸物を突きつける。

俺が一回の射精で満足する訳ないだろうが。

「そ、そんな私はもう体が限界で……」

「なら寝転んでいるだけでいい。俺が全部してやるから」

　言いながらマイラをベッドに引きずり込み今度は横向きに貫く。

「あうあ！　そこはずるい！　擦られたら身動きが……」

　反撃を封じるべく弱点を擦りながら体位変えて行く。

うつ伏せにして叩きつけるのもいいし、座って突くのもいい。

なんなら持ち上げて激しくやるのもいいだろう。

まだまだ夜はこれからなのだ。

「待って、本当に体が壊れちゃう、や、やめ……ひぃぃぃぃ!!　男根すごいぃぃぃ!!　」










「ふぅ……満足だ」

　隣に転がるマイラを見る。

手足を投げ出した彼女はゆっくりと肩を動かしていた。

「マイラ寝たか？」

「いえ、意識はかろうじてあります。体はもう動きませんけど……お風呂にもいけません」

　いいじゃないか、互いの体液まみれで朝を迎えるのもおつなもんだぞ。

「絶倫……巨根……女殺し……」

「ありがとう褒め言葉だ」

　種汁でカピカピになった髪を撫でるとマイラは最後の力を振り絞って俺の胸の中に顔をうずめて来た。

互いに凄い性臭だろう、しかしこの場では気にならない。

朝までこうして抱きあうのもいいな。

　その時コンコンとノックが聞こえた。

「エイギル様？　もうお休みになられましたか？」

　セリアの声、後片付けに夜中までかかったのだろう。

返事しようとした俺をマイラが口付けで塞ぐ。

「もうおやすみですか……おかしいなぁ鍵がかかってます」

　俺は普段寝室を施錠しない。

夜這に来る女がいるかもしれないからだ。

「怪しい……本当にエイギル様お休みですか？」

　さすがに可哀想になって返事しようとするがマイラが涙目で首を振る。

うーむ、セリアには悪いが今日はマイラの為の日としておこう。

明日一緒にお菓子でも食べに行こうか。




　翌日早朝、水を持ってきたメイドの背中にくっついてきたセリアが幸せそうに眠るマイラを見て激怒、ひと騒動あったのだが気にする程の事ではなかった。
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クロル　超余談　絶望

深夜　トリスタン私室

　家人も使用人も寝静まった深夜、一人の少年が深刻な顔である部屋を訪ねる。

その部屋の主には昼も夜もない事を少年は知っていたのだ。

むしろ朝や昼間の方が起きていないことも。




「はぁ……なんで僕が君の下半身の話を聞かないといけないんだい？」

「い、医者にも聞いたんだけど「君の歳ではあり得ない」って……もう頼る所がないんです」

　トリスタンは普段よりも盛大にため息を吐いた。




　クロルが事情を説明し終えるとやる気なさそうに一言。

「それはリッチに生気を吸われたせいだろうね」

　部屋を埋め尽くす本棚から一冊を抜き出す。

「リッチに触られると生気……つまり生命力そのものを抜き取られる。これがそいつの魔力の源になるんだけどね」

　クロルは恐る恐る聞き返した。

「生気を抜かれると……？」

「死ぬよ。生気ってのは生の源だからね。これがなくなったら生きていけない」

　クロルは干からびていた男女の死体を思い出す。

「でも君の場合そうなる前に助けられたんだろ？　だから死は免れた訳だ」

　紅茶を一杯飲むトリスタン。

「そ、それで……？」

「人間にとって一番生に直結しているのは……君にとって今問題となっている場所さ。君の場合はリッチに結構長く生命力を抜かれた。そのせいでソコの機能が失われたのかもしれない」

「そんな！」

　クロルががっくりと膝をつく。

「で、でもエイギル様は散々吸われてたのに帰ったその日から何人も並べて……」

　響き渡る女の喘ぎ声はこの屋敷の名物、今もそれは変わらない。

「生気は人それぞれ持ってる量が違うからね。あの人は……異常だからあんまり参考にしない方がいいと思うけど」

　二人は放って置くと朝から晩まで何十人も女を抱くその男を思い浮かべる。

「うう……確かに俺の三倍以上はあるし……そ、それでこれはどうすれば」

　トリスタンはなんでもない事のように残酷な事を言い放った。

「ふとしたきっかけて治るかもしれないし、死ぬまでそのまんまかもしれない。僕個人の意見としては三日も経って治らないならもう駄目だと思うけどね。突然生気が抜かれたせいでソコが壊れたのかもね」

　クロルは言葉もなく床に崩れて嗚咽する。

トリスタンはやれやれと手を広げてから不能になった少年に優しく語りかけた。

「別に女だけが人生じゃないさ。僕なんて生まれてから一度も女性としてないけど結構幸せだよ。君も本と紅茶、そして昼寝の幸せを知れば気にならなくなるよ」

　出された上物の紅茶に口をつける事もなく、ただクロルは嗚咽し続けるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万一千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

私軍五三〇〇名

歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

大砲一九門

予備役三千

家族

ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）メリッサ（愛妾）

ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ミティ（婚約）マリア（婚約）カトリーヌ（婚約）ケイシー（お化け）

リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）アルマ（使用人）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

部下

セリア（副官嫉妬）ギド（護衛隊）クロル（絶望　不能）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官幸せ）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

クレア＆ローリィ（画策中）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

財産　金貨－二〇〇枚　慰霊儀式（二〇〇）

経験人数二〇九人　産ませた子四六人

文字数多くなってしまいました。

明日更新出来るかは微妙ですね。










第２０１話　晩餐会と少女王







　屋敷の前についた綺麗な馬車、止まるなり人影が飛び出してくる。

　昔クラウディアが来た時を思い出すが出て来たのはずっと小さな女の子だ。

「兄さまーー！」

　さして高くない馬車から転ばないように両足を揃えて飛び降り、玄関まで迎えに出た俺を見るなり小さな歩幅で走り寄ってくる。

「ようこそいらっしゃいました陛下」

　モルト側の人間もかなりいるので一応礼をするが小さな彼女は満面の笑みを浮かべたまま俺の胸に飛び込んできたのだ。

　少女はモルト王国の幼い女王セレスティナ……今では俺の事を兄のように慕ってくれている。

　この弾けるような笑顔に魅了されない人間は心を病んでいるだろう。

　彼女がここに来たのは残念ながら遊びではなく公式な外交の一環だ。

　俺とセレスティナ治世のモルト王国が友好関係を結んでから最初の収穫である今年、モルト最大の輸出品である小麦を積んだ馬車と共に友好と親善の証として彼女はやってきた。

　モルトは色々あったが本年もいつも通りの収穫、つまり国民全員がしっかり食べてまだまだ余裕があるらしい。

　モルトは国土のほとんど全てが農地なので食料以外の資源はほとんどない。

　よって収穫と同時に穀物を売って鉄や木など様々な製品に変える必要があるのだ。

　そして密約によってモルトは俺と優先的な交易をする事になっている。

　だがそう言う事情を置いても単純にセレスティナに会いたかった。

　太陽のような笑顔を見てなごまない者は人間ではない。

「兄様会いたかったのじゃ！　寂しかったのじゃー！」

　胸に抱きついたまま背中に小さな手を伸ばそうとするが回りきらないようだ。

　だめだ、可愛すぎる。

　むぎゅっとセレスティナを抱き締めて持ち上げる。

「よく来たなセレスティナ、待っていたよ」

「兄様ぁ……妾はずっと焦がれておったぞー」

　小さな手が俺の顔に伸び、小花のような唇が押し付けられる。

　ははは、可愛いキスだ。




「陛下！　皆の前でなんという事をするのですか！」

　馬車から慌てて降りて来た女が俺からセレスティナを取り上げてしまった。

　少女は女の腕の中で放すのじゃーともがいている。

「陛下の唇は将来愛する方が出来た時に捧げるものです。そう易々と与えてはいけません！」

　女の名はモニカ、セレスティナが苦難の時を過ごしていた時もずっと侍女として仕えた忠臣、少々過保護な所もあるが忠誠心の裏返しだろう。

「ぶー、久しぶりなのに甘えても良いではないかー」

「いけません。皆見ています、陛下はモルトの王なのです！」

　少女はハッと表情を引き締める。

「そうなのじゃ……では兄様、これからしばらくの間、宜しく頼むのじゃ」

　セレスティナはスカートを優雅に持ち上げて一礼、俺も笑いながら応じ、ノンナやメルも慌てて頭を下げて最敬礼する。

　小さくはあるが彼女は国王、当然ノンナ達も立場が下になるのだ。

　ノンナはともかくメルやカーラもそれらしく礼をしていた。

　昨日深夜までノンナが居間でぎゃあぎゃあやっていたのは作法を教えていたんだな……特にカーラに。

「やっぱりこんなの性に合わないわよ。スカートは膝上ぐらいの方が色っぽくて」

「お黙りなさい!!」

　ノンナとカーラに火花が飛ぶ。

　そっとしておこう。

「モニカも兄様に挨拶せんでいいのか？」

「私は侍女、特段の挨拶は要りません」

「でも兄様はモニカの初めての相手ではないか、処女を捧げた男なのじゃから……」

「ファーーーーー!!」

　セレスティナの言葉をモニカが奇声でかき消す。

　しかし少し遅かったようで屋敷の衛兵やモルトの付き人一行全員が笑いを噛み殺していた。

「く……」

　俺を睨むな、今は何の落ち度もないはずだぞ。

　セレスティナは可愛いがまだまだ女になっていない。

　その点俺が女として開通させたモニカの体は以前よりもずっと色の匂いを漂わせている。

　服を捲り上げて穴に肉棒を差し込めば……きっと嫌がりながらも濡らすだろう。

　それなりに大きな胸を吸いながら腰を動かせば悲鳴は嬌声に変わり、最後には両足が俺の腰に絡んでくるに違いない。

　そこで思い切り精を発射してやれば……モニカの胎に俺の子が出来る。




「何をニヤニヤとされているのですか？」

　気付くと隣にいたノンナの顔が目の前にあった。

　いかん、妄想の世界に入り込んでいたようだ。

　知らぬ顔をしようとして股間の痛みに気付いた。

　このままではズボンを破いてしまうし何より言い訳出来ない程盛り上がっている。

　何よりモルト王国女王とその取り巻きの前で突然派手に勃起しては言い訳に困ってしまう。

　まるでセレスティナに欲情したみたいではないか。

　俺はこの可愛らしい少女に劣情を頂いてなどいない。

　肉棒をしゃぶらせて種汁をぶっかけた事はあるがいかがわしい想いなど持っていないのだ。

「ではエイギル様、セレスティナ陛下を晩餐会の会場へ」

　見事なタイミングでメルが俺とモルト側との間に割り込む。

　すぐに気付いたノンナもホホホと笑いながら俺の腕をとる振りをして勃ち上がった肉棒を隠す。

「では陛下、パーティドレスに着替えねばなりません。部屋へ向かいましょう」

　セレスティナもモニカに手を引かれて彼女の着替え室に提供した部屋へと去っていった。

　モルト側も俺の状態に気付く事なく、仲の宜しい御夫婦ですなと褒めてからそれぞれの待機部屋へと向かって行く。

　どうやら恥を晒さずに済んだようだ。

「それで、何で突然肉棒が勃ったのですか？」

「誰を犯す想像をしたのです？　あの可愛らしい少女を巨大な男根で苦しめる妄想でもしましたか？」

　うむ、ノンナとメルの視線が冷たい。

　カーラも苦笑しながらこちらを見ている。

「俺に少女趣味は無いと言っただろう。見ていたのはセレスティナの隣にいた侍女だ。久しぶりにあの体を貪れると思うとついそそり立ってしまったんだよ」

　そこまで言って気づいてしまう。

　俺は妻達の前で何を言っているんだ。

「……相手の女王付き侍女を当然のように犯すのですね」

「それを私達の前で堂々と宣言する所もさすがと言うかなんというか……」

　ノンナとメルが半目になり盛り上がったズボンを交互に指で弾く。

　やめてくれ、あまり刺激すると暴発してしまうじゃないか。

「ともかく、今日はモルト側だけではなく周辺の貴族もほぼ全員が来ているのだ。こんな所で種を発射している場合ではないぞ」

　今回はモルトとの友好確認だけではなく周辺領主を集めての収穫の祝いとして晩餐会を催す事になっている。

　計画したのはノンナだ。

　王都で催されるように大規模な晩餐会にまた浪費癖が戻ったのかと少し考えてしまったのだが

「南部地域で最も力があるのはエイギル様だとはっきりさせる必要があります。収穫祭はどこの領でもやるお祭りですが、周辺の貴族を自領に招いたとなれば誰が実力者かは明白ですから」

　本来自領でやるべき収穫祭、領主がわざわざ他の者の招きに応じて出て行ったとなれば下についたも同然となる。

「つまらない見栄と思うかも知れませんけど、こういう事も貴族の関係では重要なんですよ。エイギル様の号令で皆を集めたとなれば王都での影響力も違ってきます」

　難しいな、噂や影響力とか言う見えない物はどうも苦手だ。

　その点ノンナの乳は見た目に凄い、素晴らしいものだ。







　収穫祭に併せた大晩餐会、計画したのはノンナだが利用したのはアドルフとレオポルトだ。

「現在関税うんぬんの関係から交易路がラッドハルデ領や一部の街道に限られています。領内の開発でも水利や領地間にまたがる森林や池の利用で揉め事も少なくない……ハードレット様の周りへの影響力が強くなれば裁定で多少のごり押しも出来ますからね」

　内政は全部投げたから好きにやってくれ。

　だがそんな面倒な考えなくとも、大きく揉めたら軍を出してそいつを威嚇すればいいのに。




「集まった顔ぶれと表情、連れて来る人間……それらを確かめれば大まかな立ち位置や能力がわかります。有事の際に脅威となるか、有能な味方か、ただの役立たずか判断する良い機会でしょう」

　なるほど、だが難しい事はお前がやってくれよ。




　陰謀と下心が渦巻く舞踏会だが、当然実際に客をもてなす屋敷の使用人は大騒ぎだ。

　割と頻繁に催されるノンナのお茶会や近場の貴族達による晩餐会とは違う。

　馬で丸三日かかるような距離の領主からも参加の返事が相次いでいる。

　しかも領主自身が奥方と長男を揃えて参加と言う家も珍しくないのだ。

　そうなればもてなしもそれなりの物でなければいけない。

　セバスチャンは背筋を伸ばして静かな姿だが物凄い速度で歩いている。

　リタもメイド長として飛びまわっているがそれでも手が足りず、別館にいた元メイド……俺の種で腹を膨らませている女までも簡単な準備を手伝っていた。




「建造中の新居の周りに松明を焚いて下さい」

「建設中の家なんか照らしてどうする気だ？」

「奥様から今回の晩餐会では旦那様の威信を示すようにと言い遣っております」

　セバスチャンはいつも通り全く隙のないたち振る舞いで答える。

　新屋敷か……まあ無駄に金をかけてでかいからな、壁も床も白くて綺麗だから物珍しくはあるだろうがやり方が成金みたいで格好悪いな。

「あれよりはマシと思いますけどね」

　ちょっこりとセリアが顔を出す。

　ここにいたのか、お前の頭が手の届く所にないと今一つ落ち着かない。

「どれどれ……あぁいかにもだな」

　遠方から来た貴族たちは主賓のセレスティナが来るまでラーフェンに逗留している。

　彼らに見せつけるように街にはとんでもない量の小麦を中心とした穀物が並べられていた。

　既に収穫は終わりに近付いており、ラーフェン近くの農村から順に税として搬入されつつある。

　本来ならばすぐに王都への輸送や貯蔵庫へ搬入してしまうのだがあえて積んだまま置いているのだ。

「物凄い量ですね。アドルフによるとこれでもまだ三分の一も来ていないそうですが」

「俺も少し農村を見て回ったが村長が笑顔で徴税人に作物を納めていた。相当余裕があるようだ」

　収穫税は特別な事情が無い限り収穫量に応じて比率で決まる。

　豊作になれば税も増えるのだが手元に残る分も当然増える。

　今年は生活の心配などまったくない程の貯えが出来たのだろう。

「私達の領地は大豊作でした。でも河の近くでは……」

「やっぱり長雨になったらしいな」

　アドルフが以前心配していた通り、河の周辺にかけて収穫期に長雨となり、かなりの量が駄目になったらしい。

「終わって見ればかなりの凶作らしいです。うち以外の内陸でも芳しくないとか……」

「さてどうなるのだかね」

　心配ではあるがそれを考えるのはアドルフに任せる事にしよう。

　さて日も沈みつつある。

　そろそろ貴族達もやって来るだろう。

　俺もさすがに逃げ出す訳にはいかない、準備するとしよう。

「久しぶりにエイギル様の正装が見れます。戦場でも格好良いですが、正装はまた違った良さがありますね」

　そんなに褒めるな男根が勃ってしまうじゃないか。

　照れ隠しにセリアの頭を頬っぺたを撫でまくる。

「ふがふが……やめて下さい！　はふはふ……いえやっぱりもう少し、あう、お尻は駄目です！」

　セレスティナもいいがセリアも可愛い。

　絶対に離さないぞ。







「……では皆様、パーティを楽しんでください」

　パーティの冒頭、ノンナと腕を組んで仲睦まじい様子を見せつつ一言一句を教えて貰いながら最初の挨拶を無事済ませる事が出来た。

「もう！　アホのカーラでさえ挨拶覚えたのにエイギル様もちゃんとして下さいよ！」

「うっさい！　アホって言うな！」

　俺が挨拶をまったく覚えず、馬鹿みたいにノンナの言葉を繰り返しただけなのが不満のようだ。

　人には向き不向きがある。

　マリアがどうあっても巨乳になれないのと同じように俺もキラキラした服を着て華麗なダンスを踊る人間ではない。

　むしろ何も着ずに女の上で腰を振る方が……。




「本日はハードレット卿にお目にかかれて光栄です」

　俺の妄想を中断したのは中肉中背、中年の髭男だった。

　はて……このおっさんは誰だろうか。

　ノンナ頼んだ。

「モナシ伯爵です。ラーフェンからまっすぐ西に領地を持っておられます。領地はなかなかにお広いのですが広いだけと申しますか……」

　あぁ分かった、昔の俺の領地みたいな感じだな。

「奥様を何度かお茶会にお招きしているのですが……あまりお金に余裕が無い様子です」

　ノンナは伯爵に微笑みかけたまま口を動かさずに小さな声を出す。

　社交をやっていると変な特技が身につくらしい。

「こちらこそ、自領の収穫も大変な時、よくぞ来て頂けました」

　貴族には騎士爵から侯爵まで階位はあるが全て王に授けられたと言う意味で身分は同じ、建前として互いに十分敬意を払わないといけない。

　俺は興味の無さを隠し、手を差し出し握手を交わす。

　美人の娘を連れていないかな……いないな、つまらん。

「いやぁ、さすが国中に聞こえた豪傑ハードレット卿、荒々しいお手とお体ですなぁ」

　それは嫌味か、どうも都市国家での戦いのせいで筋肉が増えたらしく正装がきついのだ。

　フンと力を入れたら上が破れ飛んでしまいそうだ。

「ははは、モナシ伯が女ならばお目にかける機会があったかもしれませんな」

「はて女？　何にしてもハードレット卿のご領地は大豊作とか……街中に溢れている実り、羨ましい限りです」

「モナシ伯こそ広い領地、なかなかの収穫があったのではありませんか？」

　伯爵は途端に雰囲気が暗くなった。

「我が領は不作と言うのではありません。毎年順当に少ないのです……うちの土地は洪水ばかりで水没するか、乾いて何も育たないかの両極端、ちょうどいい土地は少ないのです。我が家はそれなりに伝統のある家なのですが、先祖代々何をしても貧乏になる……私が死ぬ思いで戦功を立て、伯爵位と広い領地を貰ったというのにまたもこのような外れの……」

　ぶつぶつと呟きだす伯爵、悪い事を聞いたようだ。

　うまい肉と酒があるからたっぷりと楽しんで忘れてくれ。

「お待ちくださいハードレット卿、本日は我が領地に接し、親交のある方々を御紹介します！」

　別にいらんがノンナが既に挨拶しているので逃げられない。

　現れたのは二人の男、どちらもモナシ伯爵よりは若いが三〇代だろう。

　これ以上ないぐらい興味が無いが、ふと見た所だとなんだか貧相な雰囲気だな。

　なんというか不幸が全身から染み出ている。

「ハードレット殿にはお初にお目にかかります。ビンボ子爵と申します」

「同じくゴクフィン男爵と申しますぞ」

「ふむ……」

　なんだか金に縁のなさそうな連中だ。

　やはり類は友を呼ぶのだろうか。

「いやぁ、今までも妻や娘が奥様に何度かお世話になっていたのですが、直接のお礼が遅れて誠に失礼致しました」

「うちの家内など奥様が開かれた晩餐会で三日分は食い溜めを……いえなんでもありません」

　ノンナは複雑そうな顔をしている。

「ゴクフィン男爵夫人……普段は品のある方ですのに食事が出ると目の色が変わるのです」




　これ以上彼らと話す意味もないかもしれないと場を離れそうとしたが、三人は必死の形相で話題を振って来る。

　大半が俺の領地は豊かだの、強力な軍を維持するのは凄いだのといった意味の無い褒め言葉だったが、ただ世辞を垂れ流す者達と違って鬼気迫る様子だったのでなかなか話を打ち切れない。

　その内に周りがざわつき始める。

「彼らはいつまで話し込んでいるのか」

「モナシ伯と取り巻きは常に困窮している事で有名、どうせ金の無心であろう」

「なんと恥知らずな、商人にでも隠れ借りるのが筋であろうに」

　小声はどうやらモナシ伯爵に好意的なものではないようだ。

　俺にはほとんど聞こえていないが地獄耳ノンナには丸聞こえのはずだから後で聞こう。

「はは……いやはや主催者をこれ以上引きとめるのは礼を失しますな……」

「そうですな。ではこの辺りで……」

　彼らにも非難の声は届いたようで苦虫を噛み潰したような表情のまま離れて行くようだ。

　そんな彼らのまとっている不幸な雰囲気もあってほんの少しだけ気の毒に思ってしまった。

　奴らも形としては俺が呼びつけた事になっているのだ。

　人選はノンナとレオポルト、招待状を書いたのはセバスチャンで俺の判子をついたのはセリアだが。

「今日は楽しんでください。互いに領地も近い、今日に限らず話す機会もあるでしょう」

　三人の顔に喜色が浮かぶ。

「おお！　では今後もお会い頂けるのですか!?」

　しまった、いらん事を言ってしまったようだ。

　やっぱりほとんど不在と言う事にしよう。

「……なにぶん落ち着きがない性格で領地を空ける事も多く、不在の事もありますが……」

「結構ですとも！　なんならラーフェンの外でテントを張ってでも待ちますとも！」

　それは怖いからやめてくれ。

　あと宿屋にぐらい泊ってくれ、どれだけ貧乏なんだ。

　家無しの無頼者に間違えられたらマイラの治安隊に叩かれるぞ。

　三人は満足げに去り、俺はふうと息をつく。

　だが疲れる事は終わらない。

　ノンナが呆れた顔で耳打ちしてきたのだ。

「知りませんよあんな事言って、今までエイギル様は有力者ながら「戦争狂いの新貴族、貴族同士の交流や社交に興味が無い　機嫌を損ねると恐ろしい事になる」と思われていたからこそ、他の貴族からの誘いや訪問が少なかったのです。さして親交のない彼らと交流すると皆の前で言ってしまっては……」

　周囲の雰囲気が先ほどと違う。

「ハードレット卿！　奥様のお茶会に長女が一度と!!」

「我が弟は体格もよく騎士を志望しておりまして是非使ってやって下さい！」

「うちの娘がそろそろ適齢、辺境伯の元で礼儀作法でも……」

　ノンナが俺から離れると同時に一斉に客が集まって来る。

　まるでゾンビ、この間の墓の事件を思い出す。

　最後の奴は後で詳しく話を聞こうか。




　結局、いつも以上に集まった貴族達の数と勢い、そして俺の方から呼びつけた事もあって毎度のように逃げる事は出来ず、延々と彼らの相手をする事になってしまった。

　そんな俺を助け出してくれた救世主は小さな女神様だ。

「兄さ……ではなくハードレット辺境伯殿、この度は宴への招待感謝するのじゃ」

　今回の晩餐会の主賓は間違いなくモルト王国女王たるセレスティナ、小国とは言え王の登場に周囲の貴族達も囲みを解いて最敬礼する。

　彼女はさすが女王と言うべき豪華絢爛なドレスを着ている。

　だが大きく肌を見せるそのドレスも妖艶さは微塵もなく、健康的な少女の可愛らしさを引きだすのみだった。

　モニカがしたのだろう化粧は背伸びした子供のようで愛らしく、宝石の散りばめられたティアラとネックレスはセレスティナの小ささもあって少しばかり不格好だ。

　だが生来の笑顔と愛らしさが全てをプラスに変えている。

「いえいえ、陛下こそ本来はこちらから伺いに参じるべき所、わざわざご足労頂く無礼をお許し下さい」

　さすがに正式な場で「セレスティナ可愛いぞ！」とキスをする訳にもいかない。

　あくまで晩餐会では礼を尽くさねば他の貴族達も女王としての彼女を馬鹿にするだろう。

　会が終わるまでの我慢、それから存分に頬ずりして抱き締めれば良い。

　今は我慢して女王として偉そうにするんだとセレスティナに目で訴える。

　ニコッと天使の笑みで返されたのでモニカに目で訴える。

「エイギル殿には世話になっておる、これぐらいは当然なのじゃ」

　モニカが小声で「ハードレット殿です！」と指摘しているのがわかる。

　それでも周りには十分な会話だったようだ。

「見たか鬼神と言われた辺境伯が礼を尽くしておるぞ」

「戦争の後に立った幼い王、唯のお飾りと思っていたが……」

　貴族達の小声は俺には聞こえないが隣にいる地獄耳ノンナが聞きとって都度伝えてくれる。

　うむ、これでセレスティナが皆に馬鹿にされる事はないだろう。

「ハードレット卿が後ろ盾……傀儡にしているのでは？」

「ならばあれほど下手に出ることもあるまい。気性の荒い事で知られる辺境伯だぞ。幼子に頭を下げるなど……プライドが許すだろうか？」

　あいにく俺は少女であろうと女に礼を尽くす事に恥など全く感じない。

　例え娼婦であろうと町娘だろうとな。

　大事な事はいかに女の股を開かせ種を注ぎ込むかなのだ。

「いや待て……好色で知られる辺境伯、少女とて容赦はすまい……既に雌奴隷としているのかもしれん」

「なるほど……既に自分の所有物、恥など感じぬと言う訳か」

　ノンナのひそひそ声に力が入り出す。

　まさかお前までそう思っているんじゃないだろうな。

　子供に手を出す訳がないだろ、腹に肉棒をこすりつけるぐらいが精一杯だ。

「だがそうなるとあの王を小馬鹿にする訳にはいかぬ」

「うむ、下手に触ればハードレット卿の怒りを買ってしまう」

「辺境伯の私軍は一万を超えると言う。小国ならば独力で破ってしまう程の精強さと聞くぞ」

　そうだ、そういう方向でいい。

「我らが束になっても敵いはせん。更に王都のラッドハルデ軍務総監、ボールドウィン政務総監とも懇意……王国も助けてはくれん」

「我らが領など瞬く間に蹂躙され、女は一人残らず辺境伯の子を産まされる」

「熟した人妻を巨根で奪い取るのが何より好きと聞いたぞ」

　いや、その方向はおかしい止まれ。

　なんにせよ、これでセレスティナとモルト王国が彼らにちょっかい出される事もない。

　晩餐会も意味があったと言う訳だ。

　奴は……なんとか子爵だったな。

　領民は一万ぐらいだから女は五千……子どもと老人を除いてざっと三千、一日二〇人相手してやれば五カ月ぐらいでヤリ尽くせるな。

　苦しいが頑張ればいけるかもしれない。

「ぶぅ」

　不埒な妄想を察したのか背中にこっそりとノンナの頭突きが入る。

　頭突きは構わんがお前は体格的に胸が当たるんだ、この場で突然勃起した逸物が飛び出たら皆がパニックになるからやめてくれ。







「やっと終わったー兄様とお風呂なのじゃー！」

　全裸のセレスティナが湯船に飛び込む。

　舞踏会は無事閉幕、俺自身が領地での社交に出た事で今後面倒くさい事にもなりそうだが、今は考えまい。

　ただ長く続いた堅苦しさを湯で癒す。

　そこに可愛いセレスティナまでいるのだからまったく文句は無い。

「緊張した、肩もこった……でも妾は頑張ったぞ！」

「ああ、セレスティナはよくやったよ。立派な王様だった」

「本当に？　また妾のせいで争いが起きたりしない？」

　不安そうなセレスティナ、俺は湯船に入って裸の彼女を抱き締める。

「立派な王様に見えたよ。大丈夫、みんなが認めてくれたさ」

　本当は晩餐会での彼女の態度では残念ながら一人前の王とは見られないだろう。

　それでも以前のように無知な唯の子供にも見えなかった。

　俺が後ろ盾についていると示せば妙な画策をする者はいなくなるはずだ。

「それに何かあったら俺が守ってやる。心配するな」

　言いながら正面から脇の下に手を入れてセレスティナを持ち上げる。

「高いー！　あはは、楽しいのだ！」

　明るく笑う彼女に俺も微笑みかける。

　うーむ、まだ毛の生えていない筋一本、女になるのは当分先だな。

　はしゃぐ少女を湯船に入れて俺の膝の上に座らせる。

　再び女王になって以来、精一杯頑張って来た少女、今ぐらいは気を抜かせてやってもいい。

　優しく髪をなでながら体をくすぐってじゃれているとモニカが湯着をつけて入って来た。

「陛下、男と二人で入浴など危険だと申したでは……」

　彼女ははしゃぐ俺達を見てぴたりと動きが止まってしまった。

　自分の体を抱き締めるようにしてガクガクと震え、口は大きく開いたまま声を出さない。

　その彼女が最初に出した声はとんでもない大音量だった。

「ふにょーーー!!」

「ふにょ？　モニカは一体どうしたというのじゃ？　珍妙な顔をしよって」

「お前もそんな服脱いで一緒に裸で入ろう。早く胸を見せてくれ」

　だが俺達に応えずモニカはがっくりと膝をつく。

「つ、ついに陛下が犯されてしまった！　好色男の……棍棒のような巨大逸物が陛下の幼い割れ目を貫いて……いや破壊して!!」

　何を言っているんだろうか。

「は、はやく抜きなさい！　医者を呼んで！　陛下の穴を治さねば！　あぁ神様、どうか陛下の穴が綺麗に戻りますように、そして不埒な好色男の逸物がもげ落ちますように！」

　涙を流しながら風呂場の天井に祈るモニカ。

　俺の上に座っているセレスティナを見て座位で挿入していると勘違いしたのか。

　ははは、まさかそんな事はしない。

　ざばりと湯船から上がって入っていない事を見せつける。

　ほら、勃ってもいないだろう？

　しまった、どってりとセレスティナの頭に逸物が乗ってしまった。

「何か柔らかくて大きいものが頭に乗っておるのじゃー」

　普段ならモニカが悲鳴を上げそうな光景だが今はそこどころではないのだろう。

　自分に言い聞かせるように何やら呟いている。

「血が出ていない……なら入って無い……？　良かった陛下の膜は……まだ無事……」

　挿入が無かった事を確認したモニカは長い長い安堵のため息を吐いてへたりこむ、だが別の問題が発生したぞ。

　湯着を着ているとは言え、若い女性が風呂場でこちらに足を向けてへたっている。

　これは犯してくれと言う遠回しな意思表示に違いないのだ。

「セレスティナ、これからモニカと愛し合って……子作りするが見て行くか？」

「うむ！　モニカも兄様も大好きじゃ、二人の子供が出来る所は是非みたい」

「え？　え？　待って下さい！　子作りなんてそんな……私はまだ陛下のお傍に！」

「大丈夫じゃ、モニカに兄様の子が出来てどうして遠ざけたりする？　これからも一緒なのじゃ」

「そういう訳だ。セレスティナそこの紐を外してやってくれ。ここも外して股だけ剥き出しにしよう」

「や、やめ、安心して腰が抜けて動けない！　駄目ですってば！　ああっどんどん膨らんでる！　そんなものを入れるなんて出来る訳が……」

「お前のここは嫌がって無いぞ。みてみろセレスティナ、男が欲しいって汁を出しているだろう？」

「ほんとじゃ……モニカの汁があふれてきておる」

「見ないで下さい陛下！　それとハードレット様は入れないで！　ふ、太……あぁぁぁぁぁ!!　きついいぃぃぃぃぃ!!」

　その後、俺はモニカの体の求めに応えて肉棒を挿入したっぷりと愛をぶつけてから大量の種を彼女の胎の中に注ぎ込んだ。

　その光景をセレスティナは興味深そうにずっと眺めていたのだった。




「兄様とモニカと三人で入るお風呂は最高なのじゃー」

「明日からも色々と交易の話もある。セレスティナもしばらくこちらにいるんだろう？　その間は毎日一緒に入ろう」

「うう、二週間も種を注がれ続けるなんて……絶対に孕んでしまう……」

　笑うセレスティナに慈しむ俺、そして泣くモニカ。

　だが俺は知っている。

　最後の瞬間、発射態勢に入った腰を優しく包み込んでくれた太もも、彼女は本能で俺の汁と子供を求めているのだ。

　期待に応えてセレスティナの滞在予定の二週間の間に必ず孕ませてやらねばならない。
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　夜　　ゴルドニア王都　軍務総監執務室　　エイリヒ

「こちら王立学校の情報になります」

　秘書官からエイリヒに王立学校の情報が手渡される。

　既に軍務総監として王の他は上位者のいない立場となり、軍務全般を束ねる彼は多忙を極める。

　日常の職務の量も膨大だが、対抗者たる政務総監ケネス＝ボールドウィン侯爵との勢力争いにも力を割かねばならない。

　その状況下において重要な存在とは位置付けつつも王立学校を頻繁に訪れる訳にもいかない。

　そこで日常の報告も校長からの報告とは別に独自の部下に調べさせた報告書によって学校の現状を確認していた。

「ふむ、今月の退学者は……えらく多いな」

　眉間に皺を寄せながらもエイリヒはそれほど騒ぎたてはしない。

　学校とは言え主たる目的は軍の指揮官の養成で内政官の育成はあくまで二次的目的に過ぎない。

　授業や演習などには厳しい内容が詰め込まれ、大量の落伍者が出る事も想定されている。

　今までも半端な覚悟で入学した者が逃げるように退学したり、いい加減な気持ちで訓練を受けて事故を起こし再起不能となって退学した者も多い。

　死亡者さえまれにだが出る事もあるのだ。

　故に毎月複数の退学者が出る事は想定の範囲内、少々数が多くとも驚くには値しなかった。

　だが詳細な情報確認するに従ってエイリヒの顔に疑問が浮かぶ。

「指揮官育成チーム退学者……これは多いが理解出来る。だが内政官チームからも大量にとはどういう事だ？」

　内政官の育成に関しては座学が中心となり苛烈な訓練はない。

　まだそれほどの規模ではなかった前年も病が原因で一名の退学者が出たのみだった。

「しかも多くが来年の再入学を希望している……なんだこれは、再入学にハードレットの推薦状だと？　指揮官チームからも数人が同じか……再入学したいなら一体何が原因の退学なのだ？」

　さすがにエイリヒが声を大きくする。

　聞かれた秘書官は僅かに下を向いて息を吐く。

「ベルディーレ、お前は有能な秘書官と見込んでいる。何があったのか説明しろ！」

「わかりました……彼らの退学、いえ厳密に言えば彼は一人もいません。全て彼女達です」

　それだけでほぼ全てを察したエイリヒの額に汗と怒りの筋が浮かぶ。

「彼女達の退学の理由は妊娠です。全員がほぼ同じ時期に妊娠したと思われ、腹が目立ち始めて授業への参加や寮生活が難しくなったからだと」

「……」

　エイリヒは机に突っ伏して何も言わない。

「ほぼ全員が出産後に再入学する事を希望しております。彼女達がハードレット卿の推薦状を持っていた理由については不明です。軍務総監から直接お尋ねになるべきかと」

　ゆっくりと机から起き上がる軍務総監、その声は小さいが迫力があった。

「そうだな……俺が悪い。性獣を若い女のいる所に放り込んだ俺の失態だ」

　エイリヒは震える手で便箋を取り出し、ラーフェンに向けての手紙を書き始めるが、文字が乱れて書き直しを繰り返す。

「もうひとつ情報があります」

「……なんだ」

「講師二名も一時退職を願い出ております。理由は……妊娠です」

　バキリと高価そうなペンがへし折れてインクが流れ出る。

　エイリヒは折れたペンと便箋を屑かごに投げ捨てて椅子をひっくり返す勢いで立ち上がる。

「今後の予定は？」

「明日は昼がホルーム伯との食事会、夜はミンド卿の舞踏会、明後日は第一〇兵団の訓練視察を……」

「全てキャンセルしろ！　ホルームとミンドには詫びを入れて代理を行かせろ。突発的な業務についてはお前が処理、事後報告を入れろ」

　エイリヒは部屋着を脱ぎ捨てて動きやすい軍装を身につける。

「了解致しました。一応確認致します。いずこへお出かけでしょう」

「ラーフェンに決まっているだろう！　あの色情狂を怒鳴りつけねば気が済まん!!」

　エイリヒは夜も更けたと油断して居眠りしていた従者の尻を蹴飛ばし、馬車の準備をさせるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　夏

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万一千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　軍五三〇〇名

　歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門

　予備役三千

　治安隊一〇〇名

　財産　金貨一万枚　税収（＋一万二千）　大晩餐会（一五〇〇） 使用人寸志（三〇〇）

秋の収支　あとがきに入れます。

収入

鉱山税　　四万五千枚

交易税　　三万枚

収入計　　七万五千枚

（収穫税は物納、換金していない）

支出

屋敷維持　　　　　　三五〇〇枚

警備兵維持　　　　　四五〇〇枚

軍給料　　　　　　　四万枚

軍施設その他　　　　五千枚

有償労役　　　　　一万枚

（水道橋等臨時の人夫分も）

支出計　　　　　　六万三千枚

合計＋一万二千枚




ふいーなんとか日曜更新出来ました。










第２０２話　不幸な人達







　晩餐会は終わり、貴族達は土産の品を持って帰っていった。

何人かの貴族は大きく育ったラーフェンの街を物珍しそうに観光しているが、この場に居るものは領地を持つ貴族と彼らに身を寄せる寄り子の貴族達、自領の収穫や税の確認もある。

そう長く滞在する事は出来ないだろう。

　長期の逗留となるのはモルト王国から招いたセレスティナ一行だけだ。

残念ながらセレスティナは王国の実務のためにまだまだ居ないと困る人間ではなかった。




「夜通し聞こえて来るな……悪意はないのだろうがこれではなかなか寝れないぞ」

　寝起きの伸びを一つして窓を開け放つ。

ようやく朝日が登ろうと言う時間にも拘らずラーフェンの街は喧騒に満ちている。

　貴族達の宴は一晩で終わったが民の祭りは終わらない。

収穫祭りは定期的に行われる物では最大の祭り、しかも大豊作とあって民は昨年よりもずっと賑やかに騒いでいた。

おそらく俺の領内の村や町全てで大なり小なりこの騒ぎは続いている。

　寝起きに一杯水でも飲もうと水差しを咥えると空っぽだった。

仕方なくメイドを呼ぼうとしたが、隣を見てやめておく。

「にゅぅ……兄様……だっこして……のじゃ……」

　右隣ではセレスティナが小さくまるまってお休み中だ。

昨日は窓から見える祭りの灯りを遅くまで見ていた。

まだまだ子供の彼女はしばらく寝かせておいてやるべきだろう

「あ……あ……ハードレット様……そんな腕のような……し、死んでしまいます……あふ」

　左隣ではモニカが大股を開いてお休み中だ。

昨日はセレスティナが眠った後で口を塞いで抱きまくった。

時間をかけると小さな女王が起きてしまうかもしれないので短時間だが激しい愛をぶつけたのだ。

　どうしても俺と寝たいとごねるセレスティナが犯されないよう見張るのだと言ってついて来たモニカだが散々楽しんだのは彼女のようだ。

避妊無しに中に発射した瞬間にも、もうやめろとは言わなくなった。

風呂場とベッド、二回に渡って腹がパンパンになるほど注いだ。

もう妊娠は不可避と諦めたのかもしれない。

「ううん……」「もにかぁ……」

　セレスティナとモニカを近づけると二人は自然と抱き締め合う、仲の良い姉妹のようだ。

もうしばらく眠っているといい。




「おはようございます。エイギル様」

　簡単にガウンを羽織って部屋から出ると早速セリアが待っている。

朝早くから御苦労さん。

「わっ男根がはみ出ています！　エイギル様のモノは大きいんですからしっかり前を止めないと見えてしまいますよ！」

　セリアは赤くなりながら慌てて俺の服の前を止める。

悪いな朝の宿命で大きくなっているから苦労をかける。

　可愛いセリアを見ると朝から気分がいい。

ここに他の女が嫉妬しながら押しかけて来てくれれば男冥利に尽きるのだが。

「レオポルトさんが呼んでいましたよ。起床され次第執務室に来て頂きたいと」

「……台無しだ」

　俺に群がる妄想の女たちが全部レオポルトになってしまった。

「せめて朝飯の後に出来ないのか」

「使用人達は明け方まで片づけをやっていましたから……必要とあれば早めの朝食を準備させます」

「いや、やめておこう」

　今日に限って早起きして「朝飯はまだか」と皿を叩く事もあるまい。

嫌な事を先に済ませるとしよう。

「それに悪い話とも限らないじゃないですか」

　セリアの頭を両手で撫で回すとセットした髪が崩れて小さな悲鳴が上がる。

「レオポルトに呼び出されてニッコリ笑顔になるような話が一度でもあったか？」

「……」

　セリアは何も言わずに髪を整えている。

それ見ろ。




執務室

「どうも……」

「にっこりする知らせだった」

　憂鬱な気分で執務室に入るとそこに座っていたのはレベッカ……名誉男爵として筆頭情報官に出世したと聞いている。

「よく来てくれました！」

　抱き締めてキスしようとしたが手を突っ張って抵抗される。

「いきなり何をするんですか！」

「エイギル様～やめて下さいー」

　セリアまで俺の背中を引っ張って来ては諦めるしかない。

「はぁはぁ……相変わらずの女好きですね……私みたいな寸胴女のどこがいいのかわかりません」

「触り心地の良い小尻ですかな。ぷりぷりしてたまりませんよ」

　レベッカは自分で言った通り体の凹凸は少なく、胸も服の上からでは確認できない。

顔は整っているし何より気の強そうな態度とたまに見せるやり手の雰囲気が溜まらない。

いつか俺の下に組み敷いて嬌声をあげさせてやるのだ。

「話が進まないので私から説明します。本日早朝、収穫税運搬の特別警備に当たっていた治安隊が不審な人影を確認、捕えた所ゴルドニア貴族と主張するのでここに連行されました」

「また捕まったのか……確か最初の時も同じだったような」

　レベッカは気まずそうに目を逸らす。

少し顔が赤いのはやっぱり恥ずかしいんだな。

　俺とレベッカは互いの為に色々と協力している。

出世欲の強い彼女は俺からもたらされる情報によって王に自分の有能さを示せる。

俺の方も王国がこちらについてどこまで把握しているのかわかるし、本当に隠したい秘密を守れる。

忍びこむような事をしなくても必要な情報があれば見せてやれたのだ。

「わ、私とて王国の情報官、いつも用意された情報を持ち帰るだけでは馬鹿みたいではないですか」

　レベッカとは協力する事もあるが運命共同体と言うわけではない。

俺との関係が有利になる情報はないかと嗅ぎまわっても不思議ではないだろう。

大方、王国への税の元になる収穫量をごまかしていないかと調べに来たといった所か。

「ううう……街壁外にまで衛兵が出張っているとは予想外でした。道理で街道の治安がいいはずですね」

　マイラの治安隊に管轄はない。

割と自由に動き回れるので重要な輸送隊が来るなら街の外、結構な距離まで迎えに行く事もある。

不審な者の情報があるなら郊外まで追いかけて探しもする。

「失礼かもしれないが、貴女は間諜に向いていないと思う」

「……自覚しています。私は現場作業よりもその統制に向いているのです」

　彼女の情報を扱う能力は確かだ。

足を使って集めに行くのは他の者にやらせてもいいしな。

「で、何を調べたかったのですか？　答えられる質問かも知れませんよ」

「まずは正統マグラード、首魁マクシミリアンの捕縛に関する件です。先日処刑が執行され、陛下も「ハードレット卿の忠義と成果に惜しみない賞賛を送る」とおっしゃられておりました。正式な言葉と褒美は政務総監から贈られると思いますが、まずは先んじて御一報」

　それなら堂々と来ればよい、穀物の輸送を見ていたんだからそっちが主な目的だろう。

「後は……本年の収穫の実情についてです」

　セリアの顔が不機嫌になり、俺はレベッカのショートパンツから出る太ももを見ながら微笑む。

レオポルトは無表情のままでまったく変化が無い。

「事前に大まかな予想をまとめて貴女に送ったはずですが？」

　南部辺境の収穫状況まで把握しているとなれば情報官としての彼女の地位も上がるだろうと思ってアドルフにまとめさせたのだ。

もちろん、対価は頂くつもりだ。

「ええ、この予想が現状に合っているかどうか、少しぐらい確認する必要があります」

　悲しいな……俺を信じてくれないのか。

これだけ尽くしたのだからもっと俺を信じてくれてもいいのに、服はもう少し薄着になってもいい。

　実際にはアドルフは俺に渡した書類より少しばかり下方修正して送っているはずだが、あくまで予想だからな、ぶれる事も数え間違う事もあるさ。

「さすがに集まった税をすぐに集計しろと言われても不可能です。遠い村から輸送中の物もあります」

「まぁそれは……そうでしょうが……」

　これは嘘だ。

アドルフが組み上げた徴税の仕組みはかなり緻密で収穫完了時点で収穫総量と税として運ばれる量は確定して集計されている。

袋一つ少なくともすぐにわかるから村長がごまかしたり徴税人が途中でくすねる事も出来ない。

「……わかりました。今回はこれを信じる事にします」

　レベッカはそこまで言ってから自分の太ももに視線を移して俺を睨む。

治安隊とひと悶着した時に激しく動いたのだろう、つい汗ばんだ太ももを凝視してしまっていた。

「オホン！　一応私もラーフェンまで来て、見るだけで帰りました。では陛下に言い訳が利かないのでここにしばらく滞在致します。もちろん名目上秘密裏に調査していると言う事にするので他の貴族とも引き合わせは無いように宜しくお願いします」

「大歓迎ですよ。いつまででもいて下さい」

　レベッカは表情を少し緩めたがすぐに厳しい顔に戻った。

「私は街の宿に泊まりますので……そう簡単に体はあげませんよ」

　俺達の仲だ、先っちょぐらい入れさせてくれてもいいと思うのだが。

　レベッカはふぅとため息を吐くと用意された水を飲む。




「代わりと言ってはなんですが、何か欲しい情報があれば答えられる範囲でお教えしますよ」

　ならば以前から聞きたかった事がある。

「貴女の自慰は「ブレイズ卿、連邦の状況については正確に把握されていますか？」

　俺の大事な質問をレオポルトのアホが遮った。

レベッカも何の疑問もなく奴の方に返答している。

なんという理不尽。

「……その質問が出ると言うことは既に知っていると言う事ですか。まぁ隠せる話でもありませんね。残念ながら我々も連邦の西までの諜報網はありません。故に商人の話を分析し取捨選択した情報ですが……既にガーランド帝国は西部平原まで大軍を進めた模様です。オルガ連邦も諸侯軍を統合して連邦軍を組織、近く大規模な会戦が起こる……らしいですね」

　レオポルトが聞いたのは連邦と帝国の戦争についてだ。

既にこの情報は商人の間で飛び交っており、物珍しいものではない。

さすがに距離があり過ぎて俺達が諜報出来る範囲を超えているので王国の情報機関の長たるレベッカなら他の情報もあるかもしれないと思ったのだが。

「数などはわかりませんか？」

「商人の情報ですから……私達も優先すべきは南部諸国や国内の不穏分子のあぶり出しです。地の果てを見張れる程の人員もお金もありませんからね。ただ連邦の国境を突破しようと言うのです。十万の単位で無い事は確かでしょう」

　目新しい情報は何もなかった。

レオポルトも大して期待していなかったのか「そうですか」とだけ言って着席した。

俺にはわかる、あれは興味を失った目だ。

「今の所は連邦との交易も直接減少している訳ではありません。価格はじりじりと上がっているみたいですが私は商人ではありませんから。専門外です」

　今の所ゴルドニアへの影響は少ないと言うことか。

俺も商人だ価格だは専門外だ、アドルフを呼んで来い。

「状況は流動的ですが、私見を述べるなら両国が緩衝地帯たる西部平原で戦っている内は今の状態が続くのではないでしょうか？」

　レオポルトは軽く頷くだけ。

きっと具体的な情報ではない彼女の私見など聞くまでも無いと思っているに違いない。

馬鹿な奴だ、丁寧に聞いてやればその内ねんごろになる機会も生まれるというのに。

　自慰については……きっと答えてくれないだろう。

仕方ない、あまり重要ではないがあの事を聞いてみよう。

「貴女なら知っているかもしれませんね。も……もん……文無し……「モナシ伯です」彼と親しい貴族達についてわかりますか？」

　セリアがすかさずフォローしてくれる。

すまんな、男の名前を覚えるのは苦手なんだ。

あの不幸三貴族、どう見ても重要な奴らではないし機密と言う事もなかろう。

「モナシ伯ですか。そういえばハードレット卿の西に領地を接しておられましたね。親しいので？」

　レベッカの目が僅かに細まる。

俺と彼の関係は彼女の情報に無かったのだろう。

「いやまったく、名前も曖昧ですよ」

　レベッカは細めた目を元に戻す。

「……そうですか。モナシ家は代々王都で官僚職をしていた男爵家だったのですが、繰り返された戦争の中で少なくない功績がありまして伯爵位を賜り領地を下賜されたのです」

　子爵を飛ばして伯爵位とは大出世だが、それにしては名前を聞かないな。

「ハードレット卿やラッドハルデ軍務総監のように華々しい活躍では無いですよ。爵位と大領も目の届きにくい辺境には飛びぬけて有能で野心的な者より平凡でも忠実な者を配す方針による所が大きいです」

「陛下は多少くせがあっても使える者を重用すると思っていましたが」

「ハードレット卿と違って厄介な地域と隣接していない辺境です。正直誰がやっても大差ありません」

　あんまりな言い様だ。

「話が逸れましたね。モナシ伯ですが、大きな領地を貰い張り切って領地の開発を進めたようです。官僚として内務の経験もありましたから無知な男では無いのですが……」

　それが成功して万々歳の様子には見えなかったな。

「不幸なのです」

「不幸？　なんだそりゃ見た目通りか！」

　思わずいつもの口調になってしまった。




「道の建設を進めようと森を切り開いたらオークの巣に当たって大惨事になる」

「それはまた……」

　呼んでいたアドルフが執務室に顔を出すなり呆れた声を出す。

俺も変な音程の声が出た。

「大きな町二つを分断する川に大枚はたいて橋をかければ完成翌日に数十年に一度の大雨が降り、鉄砲水で流される」

「あぁ……なんてこと」

　セリアからも情けない声が出る。

「乾いた土地を開墾しようと井戸を掘ったら毒の湯水が噴き出て作物が全部枯れたとかも……」

「もう十分」

　それ以上聞いたらこっちのツキまで落ちてしまいそうだ。

「運は重要ですからね……天候などは知識だけではどうにもなりません」

　アドルフに賛成だ、世の中にはどうにもならない事もある。

レベッカは苦笑しながら手帳を開いた。

「取り巻きの二人、ビンボ子爵とゴクフィン男爵ですが、彼らも同時期に隣接して土地を拝領しています。何やら三家は互いに感じ入るものがあったらしくモナシ伯を中心に小さな派閥を形成しています」

　王都ではほとんど影響力も知名度もありませんが、と付け加えた。

「残る二人は軍に居た貴族、戦場の戦功で出世した者達ですね。……伯爵と同じく不運もありますが彼らは領地を運営する知識も経験もありませんから自業自得の感も強いです」

　セリア、俺の後ろに隠れているんだ。

不幸が飛んでくるぞ、アドルフ・レオポルト、俺達の壁になれ。

「ビンボ子爵は人口三千とそれなりに大きな町を中心に領を持つ小領主です。当初は財政的にも余裕があったそうで民の期待に答えて税を軽くし、施しを繰り返しました」

「一見名君ですが、すぐに資金が無くなりますね」

　アドルフが吐き捨てるように言う。

「その通りです。商人から借金を繰り返し、これ以上貸せないと言われ慌てて黒字化すべく一気に重税を課したようです」

　アドルフはもちろん渋い声を出す。

「軽い税から一気に重税に……ただ増税するよりも民への衝撃は大きい。総計では同じなのに反感だけ買う最悪の選択肢ですね。税の変更は下げる時は一気に、上げる時はじわじわが原則です」

　一〇の税を五にしてから一五にする。

結局いつもと同じ収入しか得られないのに民にしてみれば三倍の増税に思えてしまう。

「それでもちろん？」

「商人と豊かな者はほとんど逃げ出し、残った者は税などほとんど取れない貧民だけです。農村も都市が衰退して作物が捌けず大騒ぎ、今では毎日金策にあけくれる日々だとか」

　自分のせいと言えなくもないが他に不運な事もあったのだろう。




「ゴクフィン男爵は更に悲惨です」

「聞いていて気が重くなるな」

「男爵領だけあってそれほど広い土地でもなく、元々余裕はなかったそうなのですが……良く肥えて農地に最適の土地を発見したそうです」

　へぇ、それは良かったな。

「そこで男爵は情け深くも貧しい土地を耕していた農民をその土地に移住させたそうです」

「ちょ、ちょっと待って下さい。移住とはつまり……」

　アドルフが信じられないという顔をする。

「言葉の通り、元の村から追い出してその土地に住まわせたのです」

「代々暮らしてきた村を棄てさせて？」

「はい、貧しい土地で喘ぐ民を見かねて良かれと思ったそうですよ」

　無茶苦茶だ、アホにも限度がある。

こいつは運など関係無いのではないだろうか。

「それでも民は村と畑を作り上げています。文字通り死ぬ思いで奮闘したのでしょう。男爵もよく応援に行っていたらしいですが……」

「きっと殺意の籠った視線を浴びながら良い事したと思っていたのでしょうね」

　さて、ここまでならアホな領主と頑張る農民の一幕だが……どうせオチがあるんだろう？

「今年の夏前に洪水で根こそぎ……」

「だろうな」

　結局移住した民は近隣を巻き込んで一斉に逃亡、残ったのは洪水でぐしゃぐしゃになった豊かな大地と荒れ果てた無人の元農村だけになったと。

「男爵は今では食うにも困り、息子が身分を隠して出稼ぎに出ていると言う噂もあります。何しろビンボ子爵とゴクフィン男爵はどちらも子沢山……それぞれ一〇人以上の子がいたはずです」

　なかなかやるじゃないか。

少し評価を上げておこう。

「しかし辺境の小貴族の事を良くそこまで知っていますね」

　人員も資金も限られている中、何故彼らの事をこれほど詳細に調べたのだろうか。

「一時期彼らに嫌疑がかかっていたのです。王都や自領周辺の貴族や有力者を頻繁に訪ねていましたから、徒党を組んで良からぬ事を……と」

「それで結局？」

「借金のお願いに駆け回っていたとわかって調査を打ち切りました」

　ふむ、愚かではあるが毒はなさそうな三人組だった訳だ。

晩餐会でえらく必死だったのはきっと借金でもしようと思っていたのだろう。

特段注意する事はなさそうだ。




「ブレイズ卿、私からもお聞きしてもよろしいですか？」

「なんでしょう？」

　アドルフがレベッカに声をかける。

彼女は俺の女にする予定なのだ、仕事の話以外は駄目だぞ。

「今秋ゴルドニア全体での収穫量はどのような感じなのでしょうか？」

「ふむ……」

　レベッカの表情が硬くなる。

今までと違ってそう簡単には話せないらしい。

　彼女はしばらく目を伏せてトントンと机を叩いた後、ふぅと息を一つ落とした。

「正確には言いません。全体として［良くない］とだけ言っておきます」

　それ以上は言わないと顔を背けてしまった。

「いや、朝から聞いてばかりで悪かったですね。どうぞゆっくりして行って下さい。なんなら私の寝室にお泊めしても……」

「いえ、自分で宿を探します」

　レベッカはつれなく立ち上がってしまった。

俺はちらりとアドルフに目配せしてから、一組の書類を渡す。

奴はやれやれと首を振っていたがこれは俺の判断だ。

彼女は誠実にこちらに答えてくれた。

騙すのは心苦しいし、将来の為にもならない。

「これは？」

「貴女に送った収穫予想は少し古いものだったようです。たった今内政官が最新の情報を持ってきました。予想以上の豊作ですよ」

　レベッカは俺の目をじっと見つめる。

あえて本当の情報を渡す意味を探っているようだ。

「……この差分を私の武器にさせて頂きます」

「ええ、お好きにどうぞ」

　少しばかりの税を節約するよりも彼女を更に深く取り込む方がいい。

クレアのように互いが運命を左右する程取り込んでしまえば妙な腹の探り合いをする事もなくなる。

そして必然的に彼女の小柄で凹凸の少ない肉体は俺の物となるのだ。

　アドルフは折角作った偽装帳簿を無意味にされて不機嫌だったが、彼女を取り込む意味は理解出来ているのだろう、特に文句を言ってくる事もないしレオポルトも小さく頷いていた。

セリアは俺がレベッカの体を舐めるように見ているのが気に食わないらしくイライラしている。

「さて、これでもう仕事の話は終わりですね」




　俺としては朝食でも一緒したかったのだがレベッカは話が終わったのならと帰り支度だ。

「あまり堂々と貴方の屋敷に出入りする訳には行きません。出来れば裏口から静かに出たいのですが」

「わかりました」

　そちらの方が俺も好都合だ。

さりげなく手を腰に回して丁寧にエスコートすると彼女は手が尻に伸びないか警戒しながらも素直に従ってくれた。

　この体を早く俺の物にしたいが焦ってはいけない。

力技で強引に手に入れるなら以前にも機会はあった。

あくまで彼女の心を溶かして同意の上で二三年守った処女を奪いたいのだ。

「あの、もう出口です。ここまでで結構ですが」

　いつの間にか裏口から庭に出てしまっていたようだ。

「では最後に挨拶を……」

「はいはい」

　呆れた顔でちょんと唇を合わせて来るレベッカを抱き締めて舌をねじこみ激しいキスを見舞う。

「んんんーーーー!!　んもーーーー!!　えい！」

「ぐ……」

　愛ある別れの挨拶をしようと思ったのだが舌を噛まれて股間に膝を当てられてしまった。

せっかく誠実な対応をしたのに。

「それとこれとは別です！　軽いキスなら……構いませんが激しくするならちゃんとマナーを守って下さい。こんな表で人に見られるかもしれません。それにあんまり激しくすると私が……」

「ズボンが濡れてしまう？」

　レベッカがキッと俺を睨む。

「そうです！　私にびしょびしょのズボンを隠して宿を探せと言うのですか？」

「悪かったよ……だからそんなに怒らないでくれ、貴女が欲し過ぎて前が見えなくなっていたんだ」

　素直に頭を下げて謝るとレベッカは驚きの表情を浮かべた。

「他の貴族達はハードレット卿が私風情に頭を下げる光景など想像もつかないでしょうね。王都での貴方は印象は噂が一人歩きして凄い事になってますから」

　それはレベッカが女で俺が彼女を狙っているからだ。

男ならあり得ない。

「俺は貴女の味方だ、困った事があったらいつでも頼ってくれ」

「代償にベッドへ引き込まれそうなので程々にしておきます」

　笑いあって今度は軽いキスを交わす。

レオポルトに呼ばれた時はどんな不愉快な用事かと思ったが朝から清々しい気分だ。

今日は良い日になりそうだ。










　その予感は外れていなかった。

遅い朝食を取った後、居間でくつろいでいるとミティが嬉しそうに駆け込んでくる。

「ドロテア母さんから手紙が来ました」

　王都から届いた手紙を大事そうに開いて行く。

アルマとクロルもドロテアの子供のようなもの、すぐに駆けつけ一緒に読むようだ。

　クロルとアルマが密着したと思ったらすぐに離れる。

おかしいな、最近アルマの様子が変なのは知っていたがクロルも気まずそうに身を引いている。

何かあったのか……まあ別にいいか。

「ピートが一カ月おねしょしてないんだって～」

「庭のひまわりから今年もたくさん種が取れたんだね」

「モコが一人立ちして野菜の行商する事になったのか……あいつ気が弱いのに大丈夫かな」

　クロルとアルマの間に隙間はあるが、三人はきゃいきゃいと騒ぎながら手紙を読んで笑っている。

一緒に育ったこいつらにしかわからない事、俺は変に首を突っ込む事なく昼寝していればいい。

　手紙には近況だけではなくミティ達を気遣う言葉も入っていたのだろう。

わいわいと騒いだかと思えば涙目になって鼻をすする。

たまにはこいつらに適当な雑用を言いつけて王都へ使いに出すものいいかもしれない。

　最後まで読み終えた三人が大事そうに手紙をしまいながらこちらにやってきた。

「こちらは旦那様に宛てたお手紙みたいです」

「ドロテアから俺にか」

　屋敷のどこか補修がいるとか食費が足りなくなったとかだろうか。

本来ならセバスチャンに言えばいいのだが律儀な彼女は全て隠さず俺にも言ってくる。

　中身をみると思わず笑みが漏れてしまう。

「あのぅ、差し支えなければ内容をお伺いしても？」

　俺の顔を見て深刻な話ではないと思ったのだろう。

その通り、悪い事など何一つない話だ。




「ドロテアが俺の子を孕んだらしい。もう腹が相当大きいそうだ。ふふふ、四〇超えた女を孕ませたぞ」

「へぇ、母さんが妊娠ですかぁ」

　ミティもアルマも微笑みを浮かべている。

だがどちらもまったく動かなくなった。

「どうした、いきなり止まって」

「「……」」

　呼びかけて見るが二人共笑顔のままで静止していて反応しない。

しばらくの間静寂が流れ……。

「「えええええぇぇぇぇぇ!!」」

　二人分の女の絶叫は結構頭に響く。

嬌声なら気にならないのだが。

「何事ですか!?」

　ほらセリアが飛び込んできた。

「か、母さんが妊娠!?　どうして？　旦那様の子供!?」

「母さんに種付けしたの!?　もう四四なのに……」

　一斉に俺に掴みかかって来るミティとアルマ。

「そりゃあ俺は男でドロテアは女だ。親しくなれば逸物を入れて種汁を出す。そうすれば子も出来るさ」

「そう言う事じゃありません!!　どうするんですかぁ!!」

「母さんは一人で大きなお腹抱えて王都に……大変！」

　少女二人の圧力に負けてソファに倒されてしまう。

セリアも会話の内容から察したのか呆れ顔で見守っていた。

「……逸物を入れるには……ハハ勃たないと駄目だよな。それが出来なきゃ男じゃない……」

　そういえばさっきからクロルが静かだ。

今もぶつぶつと何か呟いている。

「とにかくこれは大変な事です！　アルマ、メリッサさんを呼んで来て！」

　何やら大事になってしまった。

俺の子を宿したからには出来る限り助けてやるつもりだったが騒ぎ立てるような事でもないのに。

「それはエイギル様がそこら中に種を蒔いているからだと思います。本当は……大変な事なのですよ」

「そんなものか」

「そんなものです」

　セリアの頭を撫でながらすぐに押し寄せるだろう女達の波を待つ。

その間もクロルは下を向いて沈み込んでいた。

「俺にはもう子作りなんて……いや、女を満足させる事も出来ないんだ。アルマが最近冷たいのも俺のが使い物にならない事がばれているんだ……」

　何やら俺の知らない所で色々起きているらしい。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万一千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

軍五三〇〇名

歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

大砲一九門

予備役三千

治安隊一〇〇名

財産　金貨一万枚

経験人数二〇九人　産ませた子四六人

大容量で投稿しようとも考えていたのですが話が今一つまとまりませんね。

未だ投稿方法考え中なので文字数や投稿間隔がぶれるかもしれませんが御容赦下さい。










第２０３話　結婚騒動再び　♯







「ひどいです！　ママを孕ませて放っておくなんて！　ママはきっと大変な思いをしています」

　俺の前にミティが仁王立ちして糾弾の声を上げる。

　彼女を援護するようにドロテアと親しいメリッサとアルマが俺に冷たい眼差しを送る。

　俺を弁護してくれるのは可愛いセリアだけだ。

　他の女は周りを囲むようにして傍聴している。

「うむむ……俺もこの手紙が来るまで気づいてやれなかったよ」

「でもママを抱いたんでしょう？　旦那様の濃い種を好き放題注ぎこんだら子供が出来るぐらいわかるじゃないですか！」

　ミティに濃い種と褒められたので逸物が喜んで反応してしまう、今は自重しろ。

　とはいえ妊娠していそうだからこっちに来いと言ってもドロテアは首を縦に振らなかったに違いない。

　言い訳がましくなるから言わないが。

「ママは大きいお腹抱えて子供たちの世話を……ママはもう四〇で良い年なんですよ!!　きっと苦しいのを我慢して旦那様に迷惑かけまいとしているんです！」

　普段は従順なミティが必死に噛みついて来る。

　俺も聞いてしまった以上ドロテアの事が心配でたまらない。

「しかし、ドロテアさんがもっと早く言っていればエイギル様が助けようもあったでしょうに、子を頂きながら黙っているのは落ち度ではないですか？」

　セリアの援護射撃、だがミティはセリアに怯えながらも涙目で対抗する。

「旦那様はママの性格なんて知ってるはずじゃないですか！　これ以上迷惑かけたくないからどうしようもなくなるまで我慢しているんです！　年甲斐も無く孕んだってきっと悩んでいるはずです」

「ゴホン！」

　興奮するミティ、そこにメルの咳払いが入る。

　表情に変化はないが眉間にかなり皺がよっている。

　いい年だの年甲斐だのと言い過ぎたらしい。

　これ以上言うとミティが恐ろしい目にあってしまうかもしれない。

「とにかく王都でドロテアを手伝う人間が必要だな。使用人に特別報酬を出して誰かに行かせよう」

「あ、待って私が行くよ」

　手を上げたのはメリッサだった。

　おいおい、せっかくお前を王都から連れて来たと言うのにまた離れてしまうのか。

「ドロテアさんには色々お世話になったからね。ドロテアさんも子供達も知らない人が来たらきっと不安になると思うし」

「それはそうだが……」

　メリッサは一緒に居て落ち着く大事な女だし、女性陣の中でも慕う者の多い人望のある存在だ。

　特にマリアとカトリーヌは下半身の方も世話になっている。

「エイギルさんがダメって言うなら諦めるけど……実は私もラーフェンで困ってる子を助ける場所を作りたいと思ってるんだ。ドロテアさんの近くで色々聞いてみたいし、お願い出来ませんか？」

「うーむ」

　そう言われては何とも言えない。

　ラーフェンも既に人口二万五千の大きな街になった。

　親が死んだり子を捨てて蒸発したりして生まれる孤児も一定数発生している。

　一応アドルフの提案で孤児院を作り、最低限飢え死にしない程度には見てやっているが、ドロテアの所と比べれば陰鬱な雰囲気に包まれている。

　親を失った子供に食いものとベッドだけ与えても駄目らしい。

「お前はこれからもずっと俺の女だな？」

「もちろん。私はエイギルさんの女だよ」

　それならいいだろう。

　メリッサがドロテアのような慈愛に満ちたより良い女になると思えばしばし出張させる価値はある。

「そんなメリッサぁ……」「お姉さまぁ……」

　マリアや何故か屋敷のメイド達も心配そうに見ていた。

　メリッサは結構手広くヤっていたらしい。

「だがお前だけで行っても大変だ、誰かもう一人ぐらい必要だろう。男手としてクロルがいいか、それとも姉さん役のミティかアルマがいいだろうか」

　するとアルマがクロルに感情の籠っていない声をかける。

「クロルは行きたい？」

「ドロテア母さんは心配だけど……俺にもこっちで守らないといけない人がいるんだ」

「そ、ちょうどいいや。なら私メリッサさんについていくね」

「え？　アルマ……？」

　どうやら二人の関係には浅くない溝が出来ていたらしい。

　だが今はドロテアを助けてやるのが先だな。

　アルマが行くならミティも一緒に行かせてやる方がいいだろうか。

「ならミティもどうだ？　半年程になると思うが久しぶりに実家に帰るつもりでな」

　ドロテアが弱っているなら傍にいてやりたいだろうし、ドロテアも彼女が戻れば喜ぶだろう。

　だが反応したのはメリッサだった。

「駄目だよ。ミティはエイギルさんと婚約してるんだから、離れるなんて良くないよ。変な噂がたっちゃたらミティの立場がね」

　うん？

「婚約？」

　俺は咄嗟にそう言ってしまった。

「え……？　忘れ……てた……そんな……」

　ミティがふら付いてその場に座り込む。

　いかん、やってしまった。

「え、エイギルさん!!」

　その声を聞いてメリッサが怒気をこめて再び声を出す。

　婚約の事、時間が開き過ぎてつい失念していた。

　俺の女にしたからには側室だ愛妾だと関係なく可愛がるつもりだからそれほど気にしていなかったのだ。

　だがミティにとってはそうではなかったらしい。

　みるみる目に涙が浮かんでいく。

「う……うぇ……うえぇぇぇぇぇーーーん!!」

「エイギルさんの馬鹿!!」

　ミティは泣きだし、メリッサには罵声をもらってしまう。

「ひどい！」「ミティ楽しみにしてたのに」「必死に夜のアレも覚えて……」「首が……苦しい」

　周囲の女達からもブーイングの嵐、セリアとレアも呆れた表情で俺を見る。

　……ケイシーが段々くっきりしてきたぞ。

　慌ててミティを抱き締めるが彼女は普段からは考えられない程腕の中で大暴れだ。

「悪かった！　つい忘れていただけなんだ」

「ふえぇぇぇん！　私なんてどうでも良かったんだ！　なら帰る！　ママの所にかえるー！」




　やってしまった、これは簡単には宥められそうにない。

　場所を改めたいがここで部屋に連れ込んだら余計に態度を硬化させてしまう。

　ここの場で解決するのが最善だ。

「離して離してー！」

「まず話をしよう」

　ミティを抱え込むようにソファに座らせて顔を近づけて話す。

「俺はミティの事を大事に思っているんだよ」

「嘘！　大事に思っているならお嫁さんにする約束を忘れたりしない！　体が欲しいから適当な事を言ってるのよ！」

「もちろん体も欲しいよ。でもそれだけじゃない……ミティが全部欲しいんだ」

　ミティは一瞬だけ赤くなったがすぐに声を荒げた。

「それならどうして結婚なんて大事な約束を……」

　続きを言わせないように胸に抱き締めて後頭部を撫で続ける。

　自分の怒声でどんどん興奮して行く事は多いからな。

「婚姻が一番大切じゃないだろう？　大切なのは愛だ！」

　言うと同時に噛まれた……だが止める訳にはいかない。

「俺にとって大事なのはお前との愛、お前が妻なのか愛妾なのかは些細な事だよ。ミティは大事な大事な俺の女なのだから」

　少し噛む力が緩まった。

「俺はよく女に手を出すだろ？」

　深く抱きしめているのでミティの顔は見えないが動きでコクコク頷いているのがわかる。

「今囲っている女は何十人もいる」

　また噛まれた、そこは乳首だからやめてくれ。

「だからお前だけを見てやるとは言えない。だが……お前も絶対に見ていてやる。裏切りはしない」

「都合の良い事を言ってますよ……」

　その通り、だが隠さず言うとこうなってしまうのだ。

「俺は鈍感で気配りが出来ないかもしれない。だから不満に思ったら言ってくれ、すぐに良いようにしてやるから」

「私を……捨てませんか？　忘れてしまいませんか？」

　ミティの一言には重い感情が籠っている。

　彼女は孤児、捨てられるという恐れは普通の人間よりも重いに違いない。

　だが俺の元に来たのだからもうその心配はないぞ。

「何を言う、俺が女を捨てるはずがない。お前が俺の手から出て行きたいと言わない限りな」




「……そんな事言いませんよ」

　ミティがようやく顔を上げてくれる。

　泣いたせいで顔は乱れていたがもう涙は流れてはいない。

　少し落ち着いてきたようだ。

　これでやっと愛を囁ける。

「湖で結婚しようって言われた夜、すっごく嬉しかった、あの日以来、どんどん旦那様を好きになっていって……心もどんどん妻になっていくんだなって……そう思ったんです」

　俺にとっては愛妾も側室も皆、愛する女だ。

　だがミティにとっては婚約と結婚はとんでもなく重い意味を持つのだろう。

　彼女がそうである事は以前からわかっていたはずなのに、俺も少し女達の愛に甘えていたのかもな。

「悪かった。俺が全部悪いんだ。ミティがそこまで俺を想ってくれていたのにな、許してくれ」

　顔を上げさせて軽く唇を啄ばむ。

　彼女は抵抗しなかった。

「大勢の女の人を囲っておいて酷い人です……酷いのに……好きが消えません」

　再び俺の胸に顔を埋めたミティだが今度は噛みつく事もない。

　ここで完全に心をもらおう。

「ミティ、お詫びにはならないが俺にして欲しい事があったら何でも言うんだ。ひたすら構って欲しいでも、激しく愛して欲しいでもいい。宝石や金細工が欲しいでもいい、なんでも聞いてやるからな」

　今度はさっきよりも強く、ミティの華奢な体では苦しさすら感じる程に抱き締める。

「お勧めは激しい愛だ。昼も夜も分からない程気持ち良くしてやるぞ」

　ぷっとミティが噴き出す。

　笑顔が出た……もう大丈夫だろう。

「結局えっちに繋がるんですから、旦那様のドスケベ」

　ミティは冗談めかして言うと俺の胸をトンと軽く叩く。

「もう忘れないで下さいね？　私にとっては母さんと姉弟達の絆と同じぐらい大事な事なんです」

「わかってる。だが忘れないよりもっと良い方法があるぞ」

　小柄なミティを横抱きにひょいと持ち上げて全員に宣言する。

「明朝、民の前で俺達の結婚を発表する」

　幸いにして民の収穫祭は未だに続いている。

　中央広場で宣言すればほぼ全員の耳に入るだろう。

「「「「ええぇぇぇぇぇ!!」」」」

　ミティだけではなくノンナやセリアまでひっくり返った。

　ケイシーは途中までかなり恐ろしい顔になっていたのだが、突然の展開に混乱してどうしていいかわからないようだ。

　結局顔を真ん中できれいに分けて、半分笑顔、半分怨霊顔になってしまった。

　気持ち悪過ぎるからどっちかにしてくれ。

「そ、そんな明日なんて突然過ぎます！　前は赤ちゃんが出来たら妻にって……」

「早い方がいいだろう。それとも嫌か？　また今度と言った方がいいか？」

「あ……それは……はぅぅ……」

「俺の妻になれミティ」

　抱き上げたまま唇を近づける。

　だが俺からキスはしない、彼女の返事を待つのだ。

「あぁぁぁぁ……わ、私……」

　突然の事に動揺していたミティの瞳がゆっくりと蕩け、最初とは違う涙を浮かべて行く。

　彼女の心が完全に落ちたのだ。

「旦那様の……妻になります。全て捧げます」

　言葉と同時に唇が押し当てられる。

　今に居た女性全員から歓声とも悲鳴ともつかない声が上がった。




「最初喧嘩してたのにどうしてこうなるんだか、さすがにエイギルね」

　危機を好機に変えるのが男の器だぞカーラ。

「孕むのが結婚の条件なら時間の問題でしたね。クウもルウも先を越されましたよ。逃がさないように足で挟みこんで……早く孕んでしまえばいいのに」

　メルはクウ、ルウ姉妹に俺の子を産んで欲しいらしい。

　そうなったらお前はお婆ちゃんと呼ばれても怒れないんだぞ？

「ミティなら構いません。でも側室となったからには礼儀作法を一から叩きこみますからね！」

　ノンナが張り切る。

　程々にしてやってくれよ。

「お姉ちゃん……いいな、私も素敵で甲斐性のある男の人を好きになれば良かった……」

「あ、アルマ？」

　女達からも否定な言葉は無い。

　優しくて真面目なミティは皆に好かれている。

　文句のある奴なんていないはず……。




「「待って下さい!!」」

　バンとドアが開かれる。

「マリア？　カトリーヌ？」

　さっきまで部屋にいた筈の二人がいつの間にか消えていたと思ったが、マリアは息子クロードを抱き、カトリーヌは両手にそれぞれローズとアントニオを引いている。

「「忘れていませんよね!?」」

　もちろんだ、だから少し待ってくれ、あと少しで思い出しそうなんだよ。

「「私達も結婚の約束をして頂いているのですけど!!」」

　詰め寄る二人に床に押し倒されてしまう。

　二人は途端に弱弱しい声を上げ始めた。




「クロード……パパはね、パパになってくれないって。ごめんね、ママだけになっちゃった」

「ローズ、アントニオ、聞きなさい。母はこれからつらい目に……年下の側室に見下される事になるかもしれません。それでも父様を恨んではなりませんよ。何か考えをお持ちなのです……単に忘れていたなどと言う理由で母と貴方達を放っておくような非道な方ではありませんから」

　言いながらチラチラこちらを見る。

　子供達も泣き崩れる母を気遣っているがそれはきっと嘘泣きだぞ。

「分かった、二人共妻にしてやる！」

　嘘泣きであれ目の前で自分の女に泣かれるのは男の恥だ。

　何人でもドンと来い。

　カトリーヌとマリアをまとめて抱き締める。

　呆然と見ていたミティも慌てて参戦してきた。

　いいぞ、明日には三人共俺の妻だ。

　さあ俺を取り合うがいい。

「やっぱり旦那様は好色すぎますーーー!!」

　悪いなミティ、女好きは俺の魂に刻まれた事なのだ。

　今さらどうしようもない。







「今までありがとう……貴方を裏切る事になってごめんなさい」

「……別に……裏切ってないけど」

「貴方に抱かれた日々は忘れません。ですが……私はあの方の妻になります。お世話になりました」

「……うん、いいってば忘れてよ」

　場が落ち着いた後、涙ながらに土下座して詫びるカトリーヌとマリア。

　その視線の先には……。

「早く頭を上げて、って言うかなんで私に謝るのか理解できないんだけど……助けてよエイギルさん」

「ははは、メリッサの張り型使いがよっぽど良かったんだな」

　メリッサが頭を抱える。

　そういえば最初はメリッサが王都にドロテアの手伝いに行くって話だったはずだ。

　それがどうしてこうなったんだろうか。

　結局、メリッサはドロテアが出産の床から出るまで王都に手伝いに、アルマも同行することになる。

　守る女が……とかほざくクロルも命令で行かせようとしたのだが、アルマが要らないと切り捨てた。

　お前達本当に何があったんだ？







　寝室に裸の男女が二人、片方は勿論部屋の主である俺、そしてもう片方は明日新妻となるミティだ。

　少し硬くなっている彼女の腰に手を回して舞踏会でエスコートするようにベッドへと誘う。

「緊張しなくてもいつもしている事じゃないか」

　ミティを抱いたのは一〇や二〇ではない。

　彼女の体は隅々まで知っているし、彼女も俺の体で口をつけていない所は少ない。

「うう、改めてこうやって向かい合うとどうにも……旦那様は、んむ！」

　ミティの口に指を押し当てる。

「明日からミティは俺の妻だぞ。旦那様なんて呼ばれては俺が変な趣味を持ってると思われてしまう」

「……ではどう呼べばいいのですか？」

「そりゃあ名前だろう」

　ミティは少し静止した後、おそるおそる呟く。

「エ、エ、エイギル……さん…………」

「なんだいミティ？」

「うわぁぁぁぁ!!　無理です！　口では説明できませんが無理です!!」

　掛け布団に顔を埋めて叫ぶミティ、小ぶりな尻と可愛い性器が丸見えだぞ。

「言いにくいなら今まで通りでいいか、体からまず妻にしてやる」

「ふえっ!?」

　俺の目の前で布団に飛び込む……つまり俺に尻を向けているミティに圧し掛かっていく。

　体重をかけないように気をつけながら覆いかぶさり尻に男根を乗せる。

「いつも言ってますけど改めて言います。大き過ぎですよぉ、まだ柔らかいのに丸太並ですよぉ」

「ふふふ、まだまだ大きくなる」

　後ろからミティの尻に腰をこすりつけ、逸物をどんどん大きくしていく。

　密着したまま膨らんで行く男根にミティも全身を熱くし始めた。

「大きい……本当に大きい……思い出します。私この巨根に無理やり犯されて処女喪失したんだっけ」

「あの時は酔っていたんだ。悪かった……ミティには謝ってばかりだ」

「本当にそうです。妻になったら我侭言ってとり返しちゃうんだから」

　ミティは笑う、それでも彼女は根が大人しいので我侭と言っても知れている。

　そろそろ愛し合うとしよう。

「あ、先に私がしますね」

　仰向けにして圧し掛かろうとした俺を留めてミティが股の間に顔を入れて来た。

　今夜は俺が可愛がってやるつもりだったが、してくれるならありがたく頂戴しよう。

「いきますね。んも……」

　彼女は四つん這いになって両手で逸物を掴み、まず掃除するように一度先端にしゃぶりつく。

　まずは彼女に任せよう、可愛がってやってくれ。

「んん」

　一通り先端を濡らすとミティは玉まで顔を下げてからゆっくりと登って来る。

　一見ただ舐め上がっているだけだが、細かく舌をペロペロ動かしていて柔らかい刺激が心地いい。

　更に先端に膨らんだ肉傘の根元部分に舌を強くあてて先端に至る。

「んぐっ！」

「おおぅ……」

　先端に口が来てすぐ、一瞬だけだが強力な吸引に声が出てしまう。

　肉棒も反応し大きく一度脈打った。

「ミティ、うまくなったな。吸い出されるかと思ったよ」

　褒めながら髪をすいてやると嬉しそうにほほ笑む。

　舌の使い方はメリッサに似ているが吸いつき方や軽く歯を当てるやり方はリタにも似ている。

　二人から口技を学んだのかもしれない。

　ミティは数度それを繰り返し、いよいよ俺が張り詰めて来たのを見て深くまで咥えこもうとする。

　このまま口の中で発射させるつもりのようだ。

「おいおい、一発目の濃い精はここに入れたい」

　ミティを仰向けに押し倒して圧し掛かる。

「そうでしたね。妻になるからには……」

「ああ、たっぷり子作りしような」

　唇から首筋、肩口から乳房までキスを繰り返して行くとミティは恥ずかしそうに、それでもどこか嬉しそうな顔で悶える。

　彼女はもう一八、女として完成されている年齢だが体格は華奢で美しいと言うよりは可愛らしいや愛らしいと言う方がふさわしい体つきをしていた。

　股間にも愛撫しようと両足首を掴んで大きくがばっと広げる。

「ああっ！　は、恥ずかしい！」

　大股開きになってしまったミティは両手で顔を覆ってイヤイヤと首を振る。

　そんな事をされたらますますやりたくなるじゃないか。

「さっきのお礼だ。尻の穴まで舐めまわしてやるから覚悟しろよ」

「ひぇぇ……汚いですよぉ……あぁぁ！　んきゃぁ！」

　ミティの心地いい悲鳴を聞きながら性器と肛門を舐めて行く。

　もちろん手で太ももを撫で、肉の豆をこね回すのも忘れない。

　さっきの丁寧な口技はとても良かった、彼女にも同じぐらい感じて貰わないといけない。




「はぁ……はぁ……」

　ミティは舌で軽く三度ほどの絶頂を迎えてぐったりとしてしまう。

　勿論股間は限界まで濡れている。

　これなら彼女の穴には大きすぎる俺の肉棒も比較的楽に入るだろう。

「体位の希望はあるか？」

「顔が見えれば……なんでもいいです……」

「いいぞ、こういうのはどうだ」

　俺は半分体を起こして膝立ちになりミティの腰を抱えあげる。

　軽い彼女は楽々と持ちあがり、穴と肉棒の位置を調整して手を緩めるとゆっくりと沈み込んで行った。

「あぐぅ！　ぐぅぅぅ!!」

　丁寧な愛撫で彼女の穴は緩み切っていたはずだが、逆に俺の興奮も高まっていつもより硬く大きくなってしまっていたかもしれない。

　穴が軋み、苦しそうな声が上がる。

「少し耐えてくれ、一番太い所が入るからな」

「ぐぅぅ……き、キス……キスゥ！」

　希望に応えて激しいキスをしながら更に体を落としていくと、遂に一番太い肉傘が入りこみ、ごりごり中をこする感触と一番奥に当たる感触が伝わって来た。

「んぅ……入ったぞ」

「あぅぅぅぅ……」

　同時にミティが俺に抱きついて来る。

　可愛らしい年下の女の全てが俺のモノになった。

　そう考えるとますます肉棒が膨らんで行く。

「き、きつい……太いぃぃ……」

「大丈夫、さっき丁寧に愛撫されたせいで早漏になってしまったからな。もう……こみ上げて来ている。それほど時間も無しに噴き出るぞ」

　座位で腰を使いながらミティの胸を掴み、首筋を吸う。

　我ながら情けないが既に先ばしりはどんどん彼女の中に溢れている。

　すぐに濃厚な種が噴き出るだろう。

「あっあっあーーー!!」

　余裕がなくなってきたので今までよりも激しく腰を使う。

　新妻を置いて俺が先に昇ってしまう訳にはいかない。

　意地でもミティを先に昇天させなければ。

「ミティ、指をなめてくれ」

　人差し指をミティの眼前に差しだす。

「こうですか？」

　彼女はそれを肉棒に見立てて丁寧に舌を這わせ唾液まみれにしてしまう。

　それでいい。

　指を彼女の後ろに回し……尻穴へと添える。

「まさか!!」

　気付いた時にはもう遅い。

　唾液にまみれた指は快楽に力の抜けた尻の穴へと突き刺さっていく。

「ひぃぃぃぃーー!!　お尻がぁぁぁ」

　反射的な叫びは快楽によるものではない、だが前の穴に肉棒が刺さった状態で尻を押されると一番良い場所が更にこすられていく。

　悲鳴が切れるよりも先に彼女の体は本格的な絶頂の痙攣を始めた。

「い、いく！　いっちゃう！　旦那様も一緒に……一緒に昇って下さい！」

「ああ、一緒にイかせてもらうよ。だがその前に……」

　ミティの顔を寄せて可能な限り優しく呟く。

「明日ミティは俺のものになる。そして今、お前の子袋とそこにいる卵も俺のものになる。目を閉じて感じるんだ、俺の種がお前の胎に流れ込むのを」

「種……私の卵……妊娠……赤ちゃん……」

　絶頂間際の囁きで色々と連想したミティはぶるりと一度大きく震えてから今までよりもずっと強く抱きついてきた。

　そして鋭く短い叫び声が一度上がる。

「−−−!!」

「イったな」

　返事はもうない。

　ミティは虚空を眺めて無言で息を長く吐き、口からはよだれを流す。

　だが食い千切らんばかりに締めつけて来る性器と尻穴が絶頂を教えてくれていた。

「俺も……ふん！」

　一度抜ける寸前まで肉棒を引いてから勢いよく奥に叩きつける。

　同時に肉棒が跳ね上がり、ミティの狭い穴の中に熱くドロドロに濃い種汁が飛び出していった。

「あぁぁぁぁ……」

　ミティは射精が最後の引き金になったのか完全に力を失って崩れて来る。

　だが俺の射精は止まらない。

　今日は一度も射精していなかった上にミティの献身的な愛撫もあった。

　経験では五分は射精し続けるだろう。

　ミティの穴は狭いので肉棒はギチギチで隙間は無い。

　間違いなく子袋の中に溜まりこんで妊婦の腹になってしまう。

「今日はこのまま寝ような、明日まで種を胎に入れておけ。そうすれば孕むさ」

「はい……旦那様……子供産みます。旦那様の子供……」

　結合を騎乗位に変えるが、ミティは腰が抜けているので上に覆いかぶさる体勢だ。

　肉棒から精液が飛び出す音を聞きながらミティは寝たのか失神したのかわからない眠りに付き、俺も射精が終わってから妊婦のようになった腹を感じながらそのまま眠りについたのだった。




　翌朝　早朝

「クララからの手紙が来た」

　執務室に集まる俺とレオポルト達、普段ならば彼女の手紙は一人私室で寝転がって読むのだが、最近はそう言う訳にもいかない。

　俺達にとって連邦の情報を知るほとんど唯一の手段なのだ。

　今現在、セバスチャンが準備して俺がミティ、マリア、カトリーヌを側室とする旨を民に知らせるべく準備している。

　だが朝日と共にマロードル家からの急使が駆け込んできたのだ。

　緊張の眼差しを送るセリア、普段通りだが視線だけが鋭いレオポルト、即座に分析が出来るように大量の書類を持ち込んだアドルフ、ウトウトしているトリスタン、セリア構わんから蹴れ。

　手紙を開いた途端飛び込んでくる単語、他人事ではあるが難しい声が漏れた。

「……何と書いてありますか？」

　セリアに手紙を渡してやる。

　一瞥して俺と同じ難しい顔を浮かべたセリアだが、レオポルトとアドルフの無言の圧力に応える。

「オルガ連邦は諸侯軍を統合、百万人近い連邦軍を組織して西部平原に出撃しました。そこでガーランド帝国軍と衝突した模様です」

　すぅとセリアは息を吸い込む。

「連邦は西部平原における大会戦において敗北。西部平原全域から撤退し、連邦の領域内で軍の再編を行っているとの事です。……オルガ連邦が負けました」
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　ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）

　ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官嫉妬）ギド（護衛隊）クロル（不能）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

　クレア＆ローリィ（画策中）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ　娘ステファニー　ブリジット　フェリシー（身柄引受け）

　軍五三〇〇名

　歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門

　予備役三千

　治安隊一〇〇名

　財産　金貨一万枚

　経験人数二〇九人　産ませた子四六人

次回から戦争シーンが入ります。










第２０４話　西部平原の戦い







　夏の終わり　西部平原中央部




　まだまだ暑い日が続く、日によってはじめじめと不快な湿度に包まれる事もある西部平原だが、今日は海から吹きこむ風が強い事もあって幾分か過ごし易かった。

　特に鉄の鎧をまとって炎天下に身を晒す兵士達にとっては天使の吐息にも匹敵する風だろう。

「遂に来たな……」

　静かに呟く男の名はイワン＝ガルチェンコ、この地に集結したオルガ連邦軍の総司令官だった。

　歳は五〇を少し越えて頭には白髪が目立つ。

　だが静かに座るだけで溢れる覇気は決して人生に疲れた初老男のものではない。

　歴戦の軍人として周囲に並ぶ切れ者の男達よりも頭一つ抜き出た威厳を放っていた。

「は！　愚か者共がやって参ります」

　眼前に広がる西部平原、遮る物のない地平線に蠢くガーランド帝国軍は既に全ての兵が視認している。

「迎撃の準備は完了しているな」

「もちろんですガルチェンコ司令官閣下。麾下兵は既に防戦準備を整えております」

「うむ……良く鍛えられている」

　連邦の軍は王政府直轄で王都近隣に居る精鋭部隊を除き、ほとんどが地方の州政府や貴族達が持つ兵士を集めて形成される。

　普通ならば諸侯軍を寄せ集めてもまともな戦力にはならないだろう。

　だが連邦の州軍と諸侯軍は最初から連邦軍として戦時に統合される事を前提に組織、訓練されている。

　単なる寄せ集めの集団とは根本的に異なっていた。

「八十万の大兵力……だがここから見る限り敵は更に多いな」

　西部平原のど真ん中、何もない唯の草原を埋め尽くすように陣を張った連邦軍は八十万、だがゆっくりと進軍してくる敵は目に見えてそれよりも多い。

「間諜の報告によると今回の遠征には二百万以上が動員されているらしいとの事です」

　ガルチェンコもさすがに大きく嘆息する。

「二百万が一度に塊になってか……愚かな」

「ガーランドの奴らは粗暴なだけの野蛮人です。我らの感覚では理解出来ますまい」

　戦争において数は時には質よりも重要になってくる。

　だがそれにも限度と言う物がある。

　無限の食料と水、薬と清潔な便所が確保出来るならば二百万の大軍は無類の強さを発揮する。

　だが現実にはそんな事は不可能、連邦軍とてこの地に集結した八十万と側面にせり出した各十万の別働隊……計百万を維持する為に大量の馬車と人夫を動員して山のような備蓄を用意したのだ。

「まして奴らは侵攻軍で攻撃側、物資を備蓄する訳にもいかん」

「本来ならば十万単位に分割した複数の方面軍として編成するのが定石ですな」

　ガルチェンコの部下もそれぞれ一軍を率いるに十分な才を持っている。

　故に補給を放り投げたような大軍を過剰に恐れはしなかった。

「西部平原の西から東まで分散して進撃してくれば多少は厄介であったかもしれんな」

　帝国軍が一つの集団のままで接近してきたからこそ、ガルチェンコも戦力を集中する事が出来た。

　もしバラバラに進撃してくれば数が多い分、後ろに浸透される可能性もあって厄介だっただろう。

「だがなにぶん数だけは多い、圧力に押されることもあるだろうがその場合は周囲と連携しつつ遠慮なく下がれば良い。後ろに広がるのも平原、壁が遮っている訳ではないのだからな」

　規律を維持したまま後退して戦い続ければ力尽きるのは間違いなく帝国の側だ。

　数の問題、補給物資の問題、全てが連邦に有利だった。

「我らには海路輸送もありますからな」

「うむ、わしも海戦は門外漢だが帝国の艦隊は大きい船を並べるだけで戦術はまるで海賊らしいぞ」

　前回の帝国との戦争は奇襲攻撃だった事もあり陸戦では一時不利になることもあった。

　それを挽回したのが海上戦の勝利、数を揃えればなんとかなる陸戦とは違い、艦隊戦では乗組員の練度と考え抜かれた戦術が何よりも重要になる。

　ただ大きいだけの船など的に等しい。

　帝国の艦隊は積み込んだ大量の兵と物資を抱いたまま海底へと沈み、ほどなく陸でも彼らは破れ去った。

「そのせいで近年は海軍の連中にでかい顔をされましたからね。今回は陸でコテンパンに蹴散らしてやりましょう」

「そうだな、前回とは違い我らは備えを整えてきた。そして……」

　ガルチェンコが後ろを振り返ると部下の一人が綺麗な敬礼を見せてから口を開く。

「固定大型砲計八〇門、野戦砲各兵団計五〇〇門、問題なく設置完了しております」

「ふむ……いいぞ」

　今まで限定された状況以外では攻城戦にしか使われなかった大砲を野戦に向けて大々的に揃えたのだ。

　ガルチェンコが音頭を取り大砲の射程と破壊力は野戦でも十分な威力を発揮すると唱えて実現させた。

　連邦陸軍が保有する砲の大部分がこの地に集められている。

「本当は倍は揃えたかったのだがな。海軍に砲を取られてしまった」

「仕方ありません。白都では未だ「大砲は攻城戦か海戦で使う物」と凝り固まっている者が多数です」

　ガルチェンコはフンと鼻を鳴らす。

「まったく五〇過ぎのわしよりも頭が硬いとは……奴らの頭は大砲の弾を弾くかもしれんぞ？」

　司令部全体から一斉に笑い声が漏れる。

　敵は多数だが、悲観的な者は誰一人いない。

　大陸に冠たる連邦軍が百万、それを率いるのは歴戦の名将、不安も恐れもあるはずがない。




　いよいよ、両軍の距離は詰まり、陣地の中が慌ただしくなってくる。

　帝国軍の進軍も目に見えて遅くなってくる。

　陣形を組み変え、攻撃に移るのは時間の問題に思われた。

　ガルチェンコは腰の剣を抜き、なんでもない事のように言い放つ。

「諸君、さあ戦争だ。野蛮な帝国狼の頭を蹴りあげ、尻尾に火をつけてやろう」

「「「おう！」」」




　帝国軍が動く。

　縦長だった陣形から分離するように横隊が剥がれて一列に並んで行く。

　その動きはお世辞にも美しいとは言えず、まるで団子のようになってもそもそと進んでくる。

　それでも分離した横陣は約二十万、その足音は弓矢の届かぬ遠距離からでも大地を揺るがす。

　不思議なのはそこに弓兵や騎兵の姿が無い事だ。

　全員が灰色の鎧に身を包み、何かに追われるように早足で進んてくる。

　対応する連邦軍もたちまち迎撃の為に横陣をくみ上げた。

　こちらは至近距離から見ても一矢乱れぬ整然とした隊列、練度と士気で勝る事は一瞬で見て取れる。

「ううん……」

　だがガルチェンコは難しい顔を見せる。

「閣下、あれは……奴らも……」

「なかなかどうして野蛮人も同じ人と言う事か」

　帝国軍の横陣の後ろ、馬車が曳いているのはどう見ても大砲、それも野戦で使える形のものだ。

　だがガルチェンコの参謀たちは自信を崩さない。

「心配ありません。帝国の技術は我らに劣り、射程も精度もこちらが勝ります。敵の射程に入る前に砲撃で叩き潰してしまいましょう」

「見た所、数もせいぜい一〇〇やそこら、こちらには大型の固定砲もあります。撃ち合いになればすぐに決着は着きますよ」

　その言葉に恐れを成したかのように帝国の大砲は動きを止める。

　同時にガルチェンコの周りから失笑が漏れた。

「ははは、海軍と同じだ。形だけ真似ても中身がない。あの距離からでは味方にしか届かんぞ」

「大砲は景気づけの祝砲だったようですな」

　あまりにお粗末な戦術に連邦司令部の空気は一気に緩んだ。

　こんな愚かな連中に負けるはずがないぞとガルチェンコ自身も大きく頷く。




　だがその空気も長く続かなかった。

　連邦の砲兵がそろそろ準備をし始める距離、突然帝国軍が一斉に鬨の声を上げたのだ。

「敵……突撃です！　全面突撃！　横陣全てが突っ込んできます!!」

「馬鹿な！　いきなり歩兵だけで突撃だと！」

　隊列などどこにも見られぬバラバラの兵士達が叫びながら突進してくる。

　秩序だった突撃では無い、それは二十万が狂乱しての突進だった。

「奴らは蛮族か!?　ええい惑わされるな、こちらまで付き合う事は無い。射程に入り次第砲撃！　弓隊と歩兵隊も準備を整えろ！」

　一瞬動揺した連邦の兵達もすぐに平静を取り戻す。

　そして砲兵が火のついた棒を掲げる。

「……撃て！」

　凄まじい轟音が鳴り響く。

　それは叫びと足音をかき消し、連邦側の兵士さえも思わず悲鳴を上げる程の音だった。

　数瞬後にそれは断末魔へと変わる。

　降り注ぐ鉄球の雨は容赦なく帝国兵を肉塊へと変えて行く。

　直撃を受けた者は粉々に吹き飛び、その破片を浴びた者は体をズタズタに引き裂かれて息絶える。

　自分が死んだ事もわからぬ数百人、死の苦しみを味わいながら息絶えて行く者その数倍。

　まさに地上の地獄だった。

「凄まじい……よもや大砲の一斉射撃がこれほどとは……」

「惜しむらくは白都の石頭共にこれを見せれば頭が割れたかもしれんのにな」

　砲撃後一瞬の静寂、これほどの破壊を見せられては死傷者の数以上に士気が折れる。

　帝国軍の鬨の声は止まり、次々と後方を振り返る。

　そこにあるのは前線手前で止まった帝国軍の大砲の群れだった。

「「「う……うおおおーーー!!」」」

「馬鹿な！　奴らは蛮族……いや狂っているのか!?」

　帝国兵は再び突進を開始する。

　仲間の残骸を踏みつけながら更に前へと進んできたのだ。

「砲兵は間隔が長い、弓兵撃ちまくれ。槍兵は防御陣形を崩すなよ！」

　たちまち空を覆う程の矢が射られていく。

　大砲も発射準備が整った物から発射され、最初の斉射と同じ地獄を生み出していった。

　応射出来る弓も一気に距離を詰められる騎兵もいない帝国兵はバタバタ一方的に倒されていく。

　戦場は倒れた帝国兵士の屍で一面の地獄絵図、それでも彼らの足が緩まる事はない。

　ただひたすらに叫びながら疾走し距離を詰めて来るのだ。




「……閣下、敵はこちらの第三軍団、十万の正面に集中するようです」

「このような異常な……これではまるで野獣ではないか！」

　連邦の兵力は八十万だが、横一列に並べるような愚かな布陣はしない。

　真正面に展開しているのは二個軍団二十万のみ、敵はその片方に攻撃を集中させるらしい。

　救援の為に陣形を崩すのは帝国本体との睨み合いの観点から見ると時期尚早だった。




　以前から帝国は兵の命を重んじる戦いをする訳ではなく、どちらかと言えば数に物を言わせるごり押しの戦術が多かった。

　だがいくらなんでもこんな滅茶苦茶な戦い方はしないはずだ。

「いずれにせよやる事は変わらん。大砲と矢で混乱させつつ食い止めよ。今は興奮しているがある程度犠牲が出れば奴らも正気に戻るだろう……そうすれば逃げる兵も多くなる」

　ガルチェンコは自分に言い聞かせるように力強く言う。

　同時にガチャンと金属同士が激突する音が響く。

　両軍の隊列が遂に激突したのだ。




　激闘当初、異様な圧力に押されて中央から右翼左翼全てで連邦は押し込まれていく。

「敵は押してくるだけだ。引きながら突け！」

　それでも連邦軍の現場指揮官達は慌てない。

　狂ったように武器を振り回す帝国兵に押されるように後退しながらも秩序だった反撃を繰り返す。

「第三中隊後退！　隙間にボウガン隊撃て！　第二弓隊は曲射撃で敵の後方を攪乱しろ」

「第二中隊踏みとどまれ、陣形を崩すなよ！」

　洪水のように押し寄せる帝国兵に対して連邦軍は大岩のように立ちはだかる。

　幾分か後退したものの、その勢いは弱くなりやがてどっしりと動かなくなった。

「前に出ろ！　奴らは盾も鎧も持っていないぞ！」

　美しく、かつ機能的な連邦兵の鎧に対して帝国兵は粗雑な鎖帷子が主で、中には汚れた革鎧をまとっている者までいた。

　手には剣やメイスなどバラバラな武器を持っていたが盾を持つ者はほとんどいない。




「蛮族を追い払うつもりでやれ！　突け！」

　乱戦の中でも隊列を整え直した槍兵が一斉に穂先を突き出す。

「わぁぁ！」「ぎゃー！」

　顔面や鎧の隙間以外にも荒い鎧は鋭い穂先を防ぎきれず、次々に帝国兵は倒れて行く。

　目の前から飛び出る槍の林を恐れて引いてしまった者には容赦なくボウガンボルトが飛来する。

「距離を詰めろ！　乱戦にならねば剣は届かんぞ！」

　帝国の指揮官の悲鳴のような命令に従い、再び距離を詰めるが既に連邦側は防御を整えていた。

　到達前にボウガンと槍で次々と斃れ、更に完全武装の重歩兵が壁となって立ちはだかる。

「くそ！　こいつめ、食らえ！」

「第一重歩兵団前進！　敵を押し返すぞ」

　帝国兵の攻撃は重厚な鎧と盾で守りを固めた連邦兵を中々倒せない。

　一方連邦兵は槍で剣でボウガンで次々と貧弱な装備の歩兵を倒していく。

　連邦兵一に対して帝国兵は一〇近くが倒れて行く。

　当初の流れは完全に変わり、全ての場所で連邦は優勢に戦っている。

「冷静になれ！　敵は派手に叫ぶだけだ。恐れるに足らんぞ！」

「「オオオーー!!」」

　今度は連邦兵から大きな鬨の声が上がり、右翼側の兵が猛然と反撃を始めた。

　当初の衝撃力がなくなって押し合いになれば装備も練度も連邦兵の方が強い。

　せっかくの数の優位も戦線に団子になってしまっている事で遊兵が多く、実質戦っているのは同数程度となっていたのだ。

　耐えきれなくなった左翼の帝国軍は押され始め、やがて最初の激突位置よりも後方に戻されていく。

　動揺した中央と右翼も歩調を合わせるように後退していく。




「ふん、戦は無茶をすれば勝てるものではないわ。騎兵隊を迂回させろ、弓隊は敵後方へ休みなく攻撃を続けるのだ」

　ガルチェンコも戦況を見守りながらこの敵の崩壊が近い事を悟っていた。

　勢いだけの猪が足を止めて獅子に勝てるはずがない。

　やがて迂回した騎兵が側面を脅かすと帝国軍の命運は窮まった。

「敵左翼が崩れました!!」

　櫓の上から見張り兵が叫ぶ。

　一番押し込まれていた右翼側、つまり帝国左翼側が崩れ敗走を始めたのだ。

　この状態で片翼がもげる事は隊の崩壊を意味する。

　既に前線部隊の一部は追撃戦に入っていた。




「追いかけろ！　ここでまず前衛を撃滅するのだ！」

　連邦兵の一人が逃げる敵の背中を深く切り付ける。

「きゃあぁぁぁ!!」

「なに!?」

　上がった甲高い悲鳴に思わず兵士の手が止まる。

　血を流す背中を押さえて倒れる帝国兵、拍子に脱げた兜の下から浅黒い肌と黒い長髪が覗く。

「女だと……ぐがっ！」

　棒立ちになってしまった兵士の横腹に剣が食い込み、すぐに女の横に倒れて息絶える。

「まだ踏みとどまる奴がいるぞ！　蹂躙しろ！」




　帝国軍の左翼は完全に崩壊し、壊走に至りつつあった。

　その時轟音が響く。

　間違いなく大砲の発射音。

「馬鹿な！　混戦で大砲を撃った馬鹿は誰だ!!」

　参謀の一人が怒鳴る。

　敵味方が入り混じっての白兵戦、もはや大砲が使える状況ではなかった。

　見張り兵は違うと、困惑しながら報告する。

「敵……敵側の砲兵が……敵左翼を砲撃……？」

「はあ？　誤射か!?」

「この無茶な敵ならあり得るか……？」

　しかし見張り兵の返答は違う。

「違います！　帝国軍は……味方を……敗走する味方を砲撃しています！」

「馬鹿な……味方を……撃つだと……？」

　ガルチェンコも参謀も皆言葉を失う。

　友軍を故意に撃つなど理解がついていかないのだ。

「敵、左翼……敗走が止まりました。再びこちらに向かってきます」

　あり得ないとガルチェンコは首を振る。

　顔に浮かぶのは困惑ではなく怒り、長年軍人を務めて来た彼には国を守って来た自負がある。

　友軍は一兵卒であっても友軍、必要なら戦略上捨て駒にする事もあるし、全滅するとわかっていて戦わせる事もある。

　だが味方を故意に撃った事は一度もない。

　それは軍人にとって絶対の禁忌だ。




「奴らの大砲が前に出てこなかったのは最初からこの為か……最初から味方を狙っていたのか！」

　既に勝ったつもりでいた連邦軍右翼は勢いを増した狂乱の突撃を受けて再び後退し始めている。

「敵本陣に動きあり！　新手の部隊が出てきます……装備も隊列も違います！」

　ガルチェンコは馬に飛び乗って叫ぶ。

「今の部隊は捨て駒だ！　敵の本軍が来るぞ、外道の戦術に遅れを取るな!!　連邦の誇りを見せろ！」

　彼の叫びは兵に広がっていた動揺と困惑を吹き飛ばす。

　連邦本隊からも予備部隊がせり出して帝国の新手に備える。

　いよいよ戦いは佳境を迎えつつあった。
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　ガーランド帝国軍　本陣

「戦奴兵、二十万押し返されつつあります」

　眼前にひれ伏した男の顔色を窺うような報告にザフネスは高く笑う。

「であろう。よもや戦奴をぶつけて破れるなどと思っておらん」

　部下の顔に僅かな安堵が浮かぶのを見て彼はその大きな体に見合った巨大な号令をかけた。

「戦奴共には攻撃を続けさせろ！　最後の一人が倒れるまで戦い続けるのだ！」




　戦奴とは帝国の属領からの徴用された兵士の名称。

　但し唯の属領ではない、帝国に素直に従属した者達は属領とされたが、その支配に従う限りあくまで人として扱われる。

　徴用される兵も属領軍とされて本国軍に準ずる扱いを受け、戦果によって褒章や出世も望める。

　戦奴は最後まで帝国に抗して戦い、力で持って叩きつぶされた者達の末路。

　細かい編成や陣形もなく、数を頼りに敵に衝突するだけの存在。

　当然犠牲も凄まじいが問題にはならない。

　彼らは兵では無く捨て駒として叩きつけられる存在なのだ。

　無論ただ戦わせるのではなく後方には属領や本国から派遣された督戦隊が目を光らせており、命令違反や逃亡などがあれば後ろから戦奴を攻撃するのだ。




「戦奴共よ。人以下の貴様らとその家族が人間になれる好機と思え！」

　彼らは戦場のみならず平時でも被支配階級として苦しい生き方を強いられる。

　税の重さや統治の苛烈さは属領の比ではないし、衛兵や領主代官の横暴も黙認されている。

　その立場から脱却出来る方法の一つが戦奴として戦い、そして生き残る事だ。

　戦奴はまるで捨て駒のように扱われるが、二度戦って生き延びれば本人とその家族は属領民として扱われることになる。

　但し逃亡や反逆などがあれば家族は全て皆殺しか奴隷として更に不遇な環境に落ちる。




　砲声が轟き、壊走しつつあった戦奴兵が再び連邦の隊列に殺到して行く。

　ザフネスは高く組まれた櫓の上からそれを見下ろし満足そうに頷く。

「うむ、連邦の連中は戦奴に気を取られているな」

「大将軍、しかし既に大局は決しておりましょう。もう半時間も持ちますまい」

「わかっておる。海側と山側に向かわせた別働隊はどうか」

「連邦も別働隊を出していた模様です。それぞれ交戦中ですが戦況は今だ決しておりません」

　ザフネスは薄く笑って息を吐く。

「簡単には破れんだろうよ。守勢に入った連邦は手ごわい、やはり中央を抜くしかなさそうだ」

「では……」

「おう、戦奴が壊滅する間際を狙って第二軍から第六軍をぶつけろ。第七軍のステシナ将軍には遊撃を命じて適宜判断させよ……連邦の大砲はこちらよりもずっと強力のようだ、一気に乱戦に持ち込め」

　ザフネスのこの一言だけで百万近い兵士が蠢くように陣形を変えて行く。

　立派な鎧に磨かれた武器と盾……戦奴達の装備とはまったく違うこれが真の帝国兵だった。

「副官……いよいよだぞ。属領の拡大など勝負の決まった出来試合……これからが本当の戦いだ」

　先の屈辱的な撤退から大帝の命にて増強され続けた軍隊、全てはこの瞬間の為にあった。

　劣っていた練度を上げ、装備を整える。

　細かな国家を支配するなど唯の余興、全てはオルガ連邦を撃ち倒さんがためのものだった。

「はい、この戦いに勝利し白都に攻め登れば偉大なザフネス閣下の名は歴史に刻まれるでしょう」

「そうなったら自叙伝の中に優秀な副官が居たと語ってやろうではないか」

　ザフネスは笑いながら敵陣を睨む。

　地平線の端から端まで広がるようにして行われる戦い。

　総司令官たる彼が指揮出来るのはここまで、後は各将軍達に任せるしかなかった。

「ふふふ、とは言えこの戦いの勝敗にさしたる意味はないのだがな。……そうだろうセクリト」

　ザフネスは西にある海の方を見て戦友の名を呟いた。
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　連邦軍

　二十万の戦奴兵はその大半が討ち取られるか、隊として機能しない状態まで崩壊、連邦の兵が歓声を上げたちょうどその時、帝国五個軍、約百万名の姿が全員の目に入ったのだ。

　それでも勝利と同時に次の戦闘に入らねばならない動揺など見せず、連邦軍は体勢を組み直していく。

「隊列が見事だ。歩調もあっている。今までの奴らとは違うぞ！」

「こいつらは噂に聞く戦奴兵だったか……次を一緒と思うな手ごわいぞ！」

　大型砲がゆっくりと向きを変えて行く。




「騎兵を立てて来たか、こちらが満足な砲撃をする前に突っ込もうと言う腹だろう」

「先に砲撃を見せてしまいましたからね」

　この為の当て馬だったかとガルチェンコは嘆息する。

　だが砲の価値が失われた訳ではない。

　自由に射撃せよと命じてある砲兵隊が砲撃の号令を出すたびに大型砲が火を噴き、敵中に重い鉄球を送りだす。

　弓兵も隊ごとに次々と矢の雨を降らせた。

　何十発かが馬と人を区別なくひき肉に変えた所で帝国軍の陣形が一気に開く。

　騎兵が一気に散開して砲撃被害を最小限にしようというのだ。

「……猪突するはずもないか。ちゃんと対策を立てておる」

　敵に散開されてしまっては大砲は思うように効果を発揮しない。

　まして先鋒は騎兵、二度三度と撃つ前に前衛同士が接触してしまうだろう。

「だが……そんな事はわかっているのだよ」

　ガルチェンコと副官、そして司令部付きの参謀たちがニヤリと笑う。

　彼らの視線の先には激しく射撃する固定砲と対照的に射程内にも関わらずまったく射撃をしない五〇〇門の野戦砲が敵を睨んでいた。

「敵接近します！」

「ふふふ、将軍達もよくわかっている。さすがに連邦の将帥よ」

　ガーランドの騎兵は更に速度を増す。

　散開した騎兵突撃で連邦の防御陣を破れるはずはない。

　だが密着して混戦になってしまえば大砲は射線が取れなくなる。

　そこに歩兵が押し寄せて数の力で押し切るのだ。

「突撃ーーー!!」

　いよいよガーランド騎兵は剣を引き抜き、叫びを上げながら最後の突撃に入る。




「撃て!!」

　ギリギリの至近距離で連邦の野砲が火を吹いた。

　もはや目と鼻の先、大砲など何の役に立つのかという至近距離だった。

　だが巻き起こったのは死の暴風、帝国の騎兵達が血と臓物を撒き散らしながら馬と共に地に倒れる。

　野砲から飛び出したのは巨大な鉄球では無かった。

　砲身にこれでもかと詰め込まれた無数の小さな鉄弾、それが無数のつぶてとなって噴き出したのだ。

　威力は小さく射程もごく短いが、一面に射出されるそれらから逃れる事は不可能。

　巨大な鉄球に上半身を吹き飛ばされるのも、小さな鉄弾に頭を割られるのも結果は同じだ。




「な、なんだ！　今のはなんだ！」

「大砲!?　玉が出なかったぞ！」

「とにかく隊列を立て直せ、再度突撃を……」

　混乱する帝国兵、それを許すほどガルチェンコも連邦の将軍達も耄碌していない。

「叩きつぶせ!!」「今が好機だ！」

　隊列の隙間から飛び出した連邦の騎兵達が攻撃途中で立ち往生した帝国騎兵に逆に襲いかかる。

　更に大混乱となった彼らを突破して後方から迫ろうとしていた帝国歩兵達の隊列にも迫る。

「敵の騎兵がどうして仕掛けてくるんだ！」

「前方はどうなった!?　我らの騎兵は!?」

「すごい土煙で前が……」

　帝国騎兵が猛然と突進したせいで土煙が立ち、後ろにいる歩兵からは前の様子がよくわからない。

　そこにラッパを吹き鳴らしながら白い鎧で身を包んだ連邦騎兵が突っ込んだのだ。

「対騎兵防御！　早くしろ！」

「そ、そんなもう間に合わな……うわーー!!」

　攻撃するつもりで駆けていた所に逆に突撃を食らって大混乱に陥る兵達、満足に対処も出来ずまともに突撃を受けてしまう。

　馬上からの槍とボウガンが次々に混乱する帝国兵を地に斃していく。

　戦いは戦奴兵との戦いと同じぐらい一方的なものとなった。




「敵陣に食い込みました。このまま一気に……」

「だめだ！　進路を転換して離脱しながら突撃を繰り返せ！」

　しかしながら騎兵の奮戦は戦局を決さない。

　帝国の攻撃に参加した軍団は五個、それぞれが十数万の人員を有している。

　それ故に懐は非常に深く、万やそこらの騎兵が一気に勝負をつけられるほど甘い陣容ではなかったのだ。

　無理やり切りこんだ一部の隊は取りこまれるように囲まれて撃滅されていく。

「決め手が無いな……後方の帝国騎兵もそろそろ混乱から立ち直るだろう。挟まれる前に離脱するか」

　騎兵隊司令官は素早く決断し、各指揮官達に突撃を中止させる。

　その時、後方から叫び声が聞こえ始めた。

「何事だ？」

「敵騎兵……殲滅！　味方です！　味方の全軍団が上がって来ています！」

　騎兵司令官は目を丸くした後、不敵に笑う。

「まだ戦いは始まってすぐだが……ガルチェンコ閣下は勇猛なお方、勝負をかけられたようだ。それならば話は別だな」

　騎兵隊は撤収をやめて敵の側面へ回り込む動きを取る。

　ここが勝負所、連邦の将帥から一兵卒まで全てがそれを肌で感じていた。




「ガルチェンコ閣下！　ここが勝負です！」

「わかっておる。……多くは言うまい。将軍達に伝礼してくれ、総攻撃だと」

　大砲による突撃の粉砕から逆に騎兵による突破作戦、思ったよりも遥かにうまくいったそれは敵騎兵の撃破のみならず奇襲となって後方の敵軍までも攪乱している。

　戦い始めてまだ半日だが、総攻撃のタイミングとしてこれ以上の状況はそうそう生まれない。

　百万近い大軍は例え密集していると言っても全体の行動や連絡にかなりの時間がかかってしまう。

　そこには練度がはっきりと出る。

　総攻撃とそれに対処する防御は共に全軍を動かす大きな動きとなる。

「帝国兵は前回よりは鍛えられているようだが……まだ兵の質では我らに分がある」

「もちろんです。大陸最強は我々ですとも」







　準備を終えた連邦全軍はそれぞれ軍団ごとに前進、騎兵に攪乱されていた帝国軍百万に迫っていく。

　広大な領域で同時に行われる戦いは激戦を極めたが、やがてゆっくりと連邦側が戦線を押し上げて行く。

　もちろん帝国側には未だ百万近い予備兵があるが、混戦の中に悪戯に投入しても混乱するだけで意味は無い。

　何百万の兵を運用するとなれば複雑な命令は行き届かない、結局より小さい単位の指揮官がそれぞれ最適に判断するしかないが、その指揮官の質では連邦の方が未だ勝っていた。




　戦いは昼夜を徹して連日続き、最初の二日間は連邦は総攻撃の成果もあって優勢に戦いを進めて行く。

　帝国側は崩壊した軍こそ無かったが、侵攻側でありながら防戦一方、じりじりと押し戻されていた。

　戦局が変わったのは三日目の朝、帝国本国軍にして最精鋭の第一軍が前線に投入されたのだ。

　第一軍二十万は連邦軍相手に装備練度で互角以上に戦い、戦線をがっちりと支えた。

　膠着してしまえば帝国側は落ち着いて全隊を立て直す事が出来る。

　こうなると兵力差が生きて来る。

　戦局は膠着から帝国有利へと動き、今後は連邦側がじりじりと後退して行く事になる。

　四日目の昼から連邦はさすがに不利と見て後退戦に入った。

　だがそれは決して敗走ではない。

　帝国軍の最大の利点はその巨大な兵力だが、弱点もまた巨大な兵力、補給に問題を抱えている事は明らかだった。

　故に連邦軍は戦いながらゆっくりと後退する事によって彼らの疲弊を待つ戦略をとったのだ。

　連邦側は後ろに下がりながら各拠点に置いた物資を回収して行けばよいのに対して帝国側に残されている物は何もない。

　西部平原は過去の歴史上、幾度も戦乱の舞台となっている為に大きな街も穀倉地帯も無く、ほとんど物資は調達出来ない。

　連邦は戦いながらまったく秩序を失わず、三日間亀が這うような速度で後退を続けた。

　そして七日目の朝、致命的な報告があったのだ。




「これより軍議を開始します」

「うむ……皆、よくやってくれている」

　ガルチェンコは集められた将軍達を見回して頷く。

「敵の放つ矢が減って来ている。このまま戦い続ければ恐らく２，３日中には敵は疲弊仕切るだろう。後少しの辛抱だ」

「はっ！　しかし閣下、敵は思った以上に精強でしたな」

　ガルチェンコは不本意な顔をして大きく頷く。

「そうだな。特に敵の赤い軍……」

「間諜の報告によるとあれが敵の最精鋭、第一軍のようです」

　一人の軍団長が忌々しげに呟く。

「我が軍団が受けた損害の八割は奴らです。突撃を十分阻止出来ると思ったのですが……」

「言うな、よもや一〇〇人単位の魔法使いを揃えていることは予想外だった。だがそう認識していれば少々の魔法使いなど大砲一門とそう変わらん。次は無かろう」

　ガルチェンコは全員を見回して大きく声を上げる。

「予想外に苦しい戦いになったが勝利の道は見えている。このまま持久戦を行い、敵が疲弊を見せたら反撃に転ずる！　なあに今程度の後退であれば一カ月経っても西部平原の北よ、ゆっくり相手をしてやれば良い」

　将軍達も同意し、笑いさえ見せる余裕があった。

「しかし急がねば海軍に先を越されるかもしれませんぞ？　海軍が敵の王都を砲撃し相手が参ったと言ってしまえば我らはとんだ道化ですぞ」

「その通りだ。是非ともガーランド大帝には勇敢であって欲しいものだな」

　皆の笑顔が本格的な笑いへと変わる。




　そこに叫びながら飛び込む一人の兵士。

　突然の事に一人の将軍が怒鳴り声を上げた。

「貴様！　ここは軍団長以上しか入れぬ……」

「緊急伝令！　発ドルピエス！」

　だが伝令は構わず叫ぶ、緊急伝令にはいかなる場所であっても最高司令官に直接報告する義務がある。

「ドルピエス……？」「あぁ海洋艦隊が母港を置いた街ではないか……一体何事だ？」




　伝令は息を落ちつけるように二度深呼吸してから口を開く。

「ドルピエス海洋艦隊司令部より報告！　本日より五日前に行われたガーランド艦隊との海戦によって海洋艦隊は甚大な損害を受け北部港へ撤退。西部平原沖の制海権は敵の手に落ちた。海路補給は完全に途絶、敵艦隊は平原北部に軍を上陸させつつあり！　貴西方総軍には包囲される危険これあり！　直ちに後退し脱されたし、繰り返す！」

　司令部の誰からも声が出ない。

　椅子に座ろうとしていた将軍などは中腰の不安定な姿勢のまま固まってしまっていた。

「海軍が……敗北だと……何故負けた……どれほど負けた!?」

　ガルチェンコは兵士に掴みかかる。

「じ、自分は報告以上の事は存じません！」

　ガルチェンコは力なく手を離す。

　当然の事、伝令が報告以外の事を知っているはずがない。

「か、閣下……」

「続報を待つ。これだけの事、一度なら謀略も疑うべきだ」

　しかし将軍達の顔は青い、言ったガルチェンコ自身の顔も同じ色だ。

　連邦の連絡網がそんなちゃちなもので無い事は彼らは誰よりも知っている。

　伝令が本物である以上、報告も本物なのだ。

　それでも事は戦略全体、下手をすれば国家の根幹まで揺るがしかねない。

　優秀で決断力のあるガルチェンコも即断出来なかった。

「一応……一応だ。兵士に移動準備をさせておけ。別働隊にも忘れるなよ、それから北部の海岸に斥候を出せ、可能な限り多数だ」

「承知しました閣下、では早急に撤退準備に入ります！」

　移動と撤退の誤りを指摘する者は誰もいない。

　二つを区別する意味はどこにもなかった。




　その夜に入った続報は更に悲観的な事実を告げる。

「戦艦二〇に大型戦闘艦が二〇〇!?　一度にそんなに失ったのか？　一体何があったのだ！」

　伝令は分からないと首を振る。

「海洋艦隊は一時北部に退避して戦力の増強をすると……」

「増強!?　作り直しだろう!?　それだけの数を失えば海洋艦隊は事実上壊滅だ……！　大洋は敵の手に落ちた！」




　ガルチェンコはすぐに参謀全員を招集する。

　深夜だがこの状況で睡眠を取るような馬鹿は一人もいない。

「諸君、残念ながら西部平原で戦い続ける事は不可能になった」

　海を押さえられた以上、明日から補給に困るのは帝国では無く西部総軍の側だ。

　それだけではなく帝国は後ろに自由に部隊を送り込む事が出来る。

「我々は撤退し……連邦本国において敵を迎え撃つ事になる」

　参謀たちは皆頭を抱える。

　撤退によって長きに渡って不可侵であった神聖なるオルガ連邦の領土に外敵を侵入させる事になるのだ。

　軍人としてこれほどの不名誉と屈辱はない。

「諸君の気持ちはわかる。俺自身……この机をひっくり返して天幕に火を放ちたい気分だ。だが必要な事だ。連邦軍は西部総軍百万の他は未だに編成と訓練の最中、今ここで俺達が全滅するような事があれば……祖国の命運は尽きるのだ」

　ガルチェンコは腰の短剣を引き抜き、机にドンと突きたてる。

「全軍団に通達！　全ての兵を叩き起こせ、これより北へ撤退する！　敵もこの情報を知れば全力で追撃してくるぞ。動きの鈍い砲は火薬を詰めて破壊、荷馬車と騎兵は可能な限り荷物を詰むのだ！」




　真っ暗だった野営地に次々と光が灯り、兵たちは松明の灯りを頼りに慌ただしく撤退準備を始める。

「指揮官殿！　一体何を……敵を前に逃げるのですか？」

「俺にもわからん！　総司令官の御命令だ、口を挟む事ではない！」

「で、ですが……これ以上引くと本国に……」

「やかましいと言っている!!」




　ガルチェンコ率いる西部総軍は北へと引いていく。

　帝国軍はそれを待っていたかのように猛烈な追撃戦を展開、優秀な連邦の指揮官は命の限り奮戦し、かろうじて全滅は免れるが、軽微とは言えない損害を被ったのだった。

　一連の戦いで連邦が受けた損害は三十万程度、一方で帝国軍は五十万の損害を被っていた。

　多くは捨て駒として当てられた戦奴兵であったがそれを除いても連邦は十分以上に戦ったと言える。

　だが連邦は負けた。

　戦場はオルガ連邦内部へと移っていく……。
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　ラーフェン

「領主様結婚ばんざーい！」

「四・五・六人目の妻ばんざーい」

「巨根万歳！」




「ううぅ六人目と言われると複雑ですね」

「あはは……そうね」

「私は嬉しいわ。やっと一緒になれた。ミティが言ってくれなかったらどうなっていた事か」

　俺はミティとマリアを両手に抱え、カトリーヌを胸にしがみつかせて中央広場に立っている。

　カトリーヌは元反乱貴族の娘で死んだ事になっている為、あまり顔を出すのは宜しくない。

　そこで俺のマントの中に入れて抱きしめるようにしている、これで顔は見えないだろう。

　周りには俺の結婚の為に集まってくれた民達……と言う訳ではない。

　今日は収穫祭の最終日、中央広場の周りには何もしなくても町中の人が集まっている。

　俺がやったのは突然現れて大道芸人の場所を奪っただけの事だ。

　民は酒も入っているのでかなり大げさに俺の結婚を祝ってくれている。

「突然だから今日はお披露目だけだが、後で指輪を作って……簡単な式もやろうか」

　三人は別にいらないと言っていたが絶対欲しがっている。

　指輪と神殿での簡単な誓いぐらいはしてやろう。

「結婚おめでとなのじゃー！」

「六人も妻がいるのですから、もう乱食いは自重……きゃっ！」

　滞在中のセレスティナとモニカも祝ってくれた。

　いかんいかん、つい手を伸ばしてモニカの下着に手を入れてしまった。

「もう新妻の背中通して他の女の尻を撫でるなんて……」

「好色過ぎて逆に笑っちゃいます」

　ミティとマリアが笑いながら俺の両手を拘束した。

　どうやら少し怒っているらしい。

「悪い悪い、なら今日はそんな事が気にならないぐらい滅茶苦茶に可愛がってやる」

　女達は顔を赤くする。

　カトリーヌだけは息が荒くなっているから赤くなる理由が違うんだろうな。




「では俺はこれから彼女達を抱きまくる。お前たちは収穫祭の最終日を楽しんでくれ」

　民から歓声が上がる。

「すげぇ、三人同時か」

「ばっか、領主様は二〇人同時に抱くような豪傑だぞ」

「でも領主様すごいんだろ？　あんな華奢な娘で大丈夫か？」

「今までも囲われていたんだろ？　ならもう拡張されてるはずさ、下手すれば尻の穴もな」

「私も領主様に抱き壊されたいなぁ。きっと凄い気持ちいいんだろうなぁ」

「それは恋人の俺の前で言う事じゃないと思うぞ？」

　好き勝手言われながら女達を抱えて歩く。

　ふふふ、朝方に連邦が負けたと報告があって驚いたが俺が女を食うことには影響しまい。

　これから一日中本気で彼女達を抱きまくるのだ。

　新しい妻を迎えるとあって俺の逸物もかなり興奮している。

　ミティやマリアは何度も失神するだろう。

　カトリーヌは付いてきそうだが最近は更に俺の精力も上がっているから、泣いて許しを請う彼女が見れるかもしれない。

　三人を並べて抱くのがいいだろうか？

　それとも重ねてしまおうか。

　いや、抱き上げて突きながら他の二人に尻穴と玉を舐めてもらうのも素晴らしい。




「ふははははは！　夢と男根が膨らむな！」

「ほう、どんな夢だ？」

「勿論女だ！　愛する女達と好き放題に乱交する……それこそが男の夢！」

「そんなに女が好きか？」

「当り前だ、女に肉棒を叩きこんで種を注ぎ込む。これが男の生きる意味だろう」

「そんな事をすれば子が出来てしまうな」

「子が出来たら囲って愛するさ、何も問題は無い」

「それが貴族の子女……しかも王立学校にいる女生徒でもか？」

「当然だ。だが熟れた教官も捨てがたいな。若いのも年増も女は皆素晴らしい」

　そこまで言ってこれが俺の心の声で無い事に気づく。

　はて、この聞き覚えのある声は誰だろうか。

「随分と高尚な哲学を語ってくれたが、俺の方もお前に言いたい事が多くてな」

　見れば王都にいるはずのエイリヒだった。

　目をこすってもう一回見るがエイリヒだった。

「はい」

　ミティがハンカチで顔を拭いてくれる。

　改めて見たがエイリヒだった。

　顔に青筋が浮かんでいる。

「これはまたどうして我が領に？」

「わからんか？」

　まったくわからない。

「王立学校の件だ」

「また教官役を？　さすがに領地の方もありますので……」

　エイリヒは無表情のままでかい声を絞り出す。

「馬鹿野郎！　もう二度とお前に教官などさせるか！　話があるからお前の屋敷に案内しろ！」

　どうやら怒っているらしい。

　何故だろう、色々あるからわからないぞ。

「本日三人の女を妻に致しましてこれから子作りしようと思っていたのですが……」

　エイリヒの頭から何かがねじ切れる音が聞こえた気がする。

「この色情狂が！　女生徒を一〇人も二〇人も孕ませておいてまだ足りんのか!?　いいからさっさと案内しろ！」

　口調が完全に傭兵時代に……いやそれよりも悪い。

　こんなに罵倒されたのは初めてかもしれない。

　怒っているのは王立学校の件か、良かったそれならまだ大丈夫な方だ。

　いつの間にかカトリーヌが離脱している。

　エイリヒも彼女の顔は知らないはずなんだがな。

　どうやら帰ってすぐの子作りはお預けのようだ。

　ひたすら謝って夜には帰って貰おう。

　月を見ながらの乱交も悪くないからな。
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　余談　バラ園

「はぁ……」

　元トリエア王妃マルスリーヌとその娘三人は屋敷の一角に住み、あまり外には出ない。

　外と言えばもっぱら隣接して造られたバラ園のみだが別に軟禁されている訳ではない。

　むしろ彼女の命を救った男は「一緒に飯を食いに行こう」「街を見学しよう」と頻繁に誘いをかけてくるのだ。

　そのほとんどをマルスリーヌは断っていた。

　別に彼の事を嫌っている訳ではないし、自分と娘達の命は男次第と考えれば邪険に出来る訳もない。

　問題は周囲に渦巻く敵意だった。

　ラーフェンの人口に占める元トリエア国民は多い。

　といっても更に元を正せばアークランド国民、それがトリエアの占領下となり苛烈な統治の末に逃亡した者達なのだ。

　その過程で家族や恋人、友人を失った者も多い。

　恨みと怒りは元トリエア王妃たるマルスリーヌとその娘達に向けられる。

　屋敷の使用人からも漏れ出る露骨な敵意、主人が気を回してくれなければ今頃押しつぶされていたかもしれない。

　まして街になど出ればどんな罵倒が飛んで来るかわからない。

　人生のほとんどを王宮で暮らしていた自分やその娘に耐えられるとは思えなかったのだ。

　とは言え、ラーフェンに来たのが不運と言う訳ではない。

　ここの領主が引き取らなければ夫と並んで娘共々と絞首台にぶら下がっていたのだ。

　その理由は自分の女にしたいと言う欲望丸出しのものだったが。

　必然的に言葉を交わすのはほとんどここの主人だけとなる。

　男はそんなマルスリーヌ達に色々と気を回してくれていた。

　他に気軽に言葉を交わせる相手もいない中、唯一話せる男に彼女は徐々に依存してしまっていた。

「身柄引き受けの言葉通り、娘達の身体を嬲るのだけが目的……ではないですよね」

　それなら初日に犯しているだろう。

　彼女達には抵抗など許されないのだから。

「女好きなのはわかるのですが……」

　男が稀代の女好きなのは言うまでもない。

　彼女自身、物陰や空き部屋で愛妾や使用人と交わる彼を何度も目撃していたし、そもそも何十人も堂々と女を囲っている。

「誰も嫌そうではありませんでした」

　倉庫で組み敷かれるメイド、庭で立ったまま犯されている町娘、こっそりと呼ばれて空き部屋で嬌声を上げる恐らくは娼婦、皆嬉しそうに腰を振っていた。

　権力にものをいわせた凌辱には到底見えなかった。

「今年で四六の私まで求めるなんて、何を考えているのか」

　男は自分にまで頻繁に誘いをかけて来る。

　キスはもちろん、隙があれば胸や尻を触って来る。

　撫でるような手つきから段々強くなり、終いには下着の中への入る勢いでまさぐって来るのだ。

「でも嫌と言えば……いえ、嫌そうな顔をするだけでピタリと止めて頂けます」

　動きは止まり、すまんな貴女が魅力的だからと笑う。

　マルスリーヌは既に四六、肉欲に溺れる歳ではないがそれでも女、求められる事に悪い気はしない。

　ここ最近は段々と止めるまでの時間が長くなっていた。

　そして決定的だったのは昨日の騒ぎ。

「四四歳を孕ませたなんて……ハードレット卿は二三、母の歳ではないですか。本気で四〇超えの女を求めて種をつけた……」

　そしてゆっくりと自分の胎に手をやる。

「四四と四六……二三の男からすればさして違いはありませんよね。私も女としてまだ上がっていませんし、歳の割には外見も若いと自負があります。若い男でも少し遊ぶぐらいは……はっ！　私は何を言っているのでしょうか！」

　マルスリーヌはぶんぶんと首を振る。

　だが確実に彼女の心は揺らいでいた。

　彼女の娘達も次女ブリジット以外は既に心を許している。

　特に三女フェリシーが男を見る目は想い人を見るそれだった。

「もし……もしですけど、悪戯に抵抗しなかったらどうなってしまうのか……」

　考えてマルスリーヌはぶるりと身体を震わせる。

　想像の中で筋骨隆々とした逞しい体が自分を無茶苦茶にしていた。

　元王妃はだらしない顔で虚空を見つめる。




「母様？　一体何をしていらっしゃるのですか？」

「ブ、ブリジット!?　い、いえなんでもないのです！　少しぼーっとしていただけです！」

「そうですか？　今日の食事なのですがあの野菜は口に合わないと料理人に文句を言ってきます」

　次女ブリジットはあくまで元王女として威厳を保とうとしている。

　使用人達の敵意を受けて膝を震わせながらも必死に強がるのだ。

「母が行きます！」

「え？　でも母様にそんな……」

「いいから、ブリジットはここに座っていなさい。いいお天気ですから日向ぼっこでもしていなさい」

「はぁ……」

　マルスリーヌは早足にその場を去り、ふと思いなおして自室に戻る。

　彼女は普段使いの下着をいそいそと脱ぎ、なるだけ面積の少ない物につけ直したのだった。

「き、今日あの方は結婚を発表しているのに私は何を!?」

　マルスリーヌはいやいやと首を振るのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　家族

　ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）

　ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官嫉妬）ギド（護衛隊）クロル（不能）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（犬）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

　クレア＆ローリィ（画策中）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

　母マルスリーヌ（惚）娘ステファニー（好）ブリジット（ツン）フェリシー（惚）（身柄引受け）

　軍五三〇〇名

　歩兵三千　騎兵九〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門

　予備役三千

　治安隊一〇〇名

　財産　金貨一万枚

　経験人数二〇九人　産ませた子四六人

何故かこんな時間に完成したので上げます。

西部平原の戦いが不必要に長くなりましたね。

海戦については徐々に明らかになるかもしれません。

もちろんならないかもしれません。










☆　臨時国力比較　連邦と帝国　地図付き







　オルガ連邦

　人口　　二千万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在八十万　　動員限界二百七十万　既損害三十万

　支配域　大山脈以北全域

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　戦時体制に突入し全土で軍を召集、特に西部地域では総動員が下令された。




　ガーランド帝国

　人口　　四千万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在二百六十万　動員限界三百二十万　既損害三十万（戦奴兵は含まない）

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖、農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　全土で総動員、特に属領において男女を問わない強制的な徴兵によって戦奴兵を確保している。

　国力の全てを戦争に投入し、特に海軍の増強に力を入れている。




　地図
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国力比較についてもっと見易いやり方がありましたらお教え下さい。

地図に関しては作者の技量の問題でほとんどいじれません御理解下さい。










第２０５話　収穫された女達　♯







「いいか？　俺達はゴルドニア貴族として戦時には王国の剣として戦う、それに関してお前は申し分がない。最強の剣と言っていいだろう……だが国家は常に戦乱の中に居る訳ではない。マグラードの片がついたからにはしばらく平和が続くだろう、その時に我らは民の模範となるべく……」

「はぁ……そうですねぇ……」

　応接間でエイリヒと向かい合って話し、というよりも一方的に話す彼に相槌を打つ。

「こら女生徒を沢山孕ませたな」　「ごめんなさい責任はとります」

　で終わらせようとしたのだがエイリヒはひとしきり怒鳴った後でぶつぶつと長話を続け出したのだ。

　気分を良くして怒りを鎮めようと酒を出したのも逆に働いたかもしれない。

　余計話が長くなってしまった。

「お前は美味しく一〇代の女を味わい、なんで俺がその尻ぬぐいをせねばならんのだ」

　内容は唯の文句に変わっている。

「ボイムラー男爵家の次女についてだが……」

　俺が頭を捻るとエイリヒの表情が更に不機嫌になる。

「ハイケ嬢……金髪で背の高い娘だ」

「あぁ、あの娘ですか、股の毛が薄いのを気にしていた……」

「そこまで知るか馬鹿もの！　男爵は代々王都の治安維持に携わっている男でな。ケネスの奴も取り込もうとしていたようだが軍の絡みでなんとかこちらに引きこんだのだ。男爵は娘が私生児を身籠ったなど醜聞になるからと公言はしていないらしいが……」

「可愛い娘でしたよ。真面目で才もある」

　加えてハイケは結構好奇心旺盛な子だった。

　名門で親が厳しいと言っていたので最初は直前で抜いてやろうと思っていたのだが、俺の逸物がお気に召したらしく、足を絡めて「このまま中に下さい！」と叫んできたのだ。

　そこまで言われては男として中に出さない訳にもいかない。

　しかも発射後も足を緩めないので腹がぱんぱんになるまで注いでしまった。

　一〇代の健康な身体にあれだけ出せば一発で孕んでも不思議はない。

「……次王都に来た時には他の娘達の親にも引き合わせるからな」

　孕んだ娘の面倒ならいくらでも見るが親に興味はないんだけどな。

　言ったら話が長くなるので言わないでおく。

　そろそろ話題を変えても良いだろう。




「しかし、最近は随分と忙しいようですな。領地に戻られてもいないとか」

「……平時ではあるが軍の増強は続いている。仕事は山のようにあるし、ケネスの奴がちょっかいをかけても来るからな。おまけにどこぞの色男が種まきした後始末もせねばならん」

　そりゃ申し訳ない。

　レベッカから雑談程度に聞いたのだがエイリヒとケネスは未だに王都を二分する勢力争いを続けているらしい。

　新貴族を中心とした軍関係者が多いエイリヒ派閥に対してケネスは伝統貴族を中心に官僚系の貴族を中心に派閥を形成している。

　双方が政軍それぞれを統括しているので貴族達も自分の利益を考えてどちらに付くかで日々頭をひねっているそうだ。

「お前にだから話すが最近はケネスにしてやられる事が多くてな。この間も［夜明けの翼］出身の貴族を一人取りこまれた。軍司令官よりも王領の警備隊長の方が良いとさ」

「それはまた……」

　指揮する人数と装備は圧倒的に軍司令官の方が多いだろうが、実入りに関しては別の問題だ。

　王領の警備隊長となれば俸給も良いし、他の貴族達と縁を結ぶ機会も増える。

「平原北部を押さえた以上しばらく戦いは起こらない。戦争がなければ軍の力はどんどん低下する……いや、これは言い訳か。俺はケネス程そういった駆け引きに長けていないからな。苦戦中だよ」

　エイリヒは酒のグラスを一気に煽る。

　それは社交界の席ではなく傭兵がするような呑み方だった。

「お前の所にもどうせちょっかいをかけて来てるのだろう？」

「ええ、色々ありますよ。ノンナ……妻にも高級な香水が贈られて来ました」

　俺には誕生日の祝いに黄金の盾を贈るとかなんとかも言ってきた。

　残念ながら生まれた日どころか何年前かもわからない。

　ついでに黄金の盾は倉庫深く眠る黄金の鎧とセットになりそうなので一刀両断に断っておいたのだ。

　エイリヒは軽く笑う。

「言ってしまう所がお前らしい。取りこまれる心配はなさそうだな」

　少し機嫌がよくなったのかエイリヒは酒を片手に立ちあがって部屋を眺める。

「連邦の話は聞いているだろう？」

「ええ、帝国が侵攻して戦争になったとか」

　西部平原で負けたらしいですね、と言いかけて止める。

　情報速度がばれるからとレオポルトに口止めされていたのだった。

　もう一杯酒が入っていたら言っていただろう、危ない危ない。

「そうだ。大陸の反対の事ではあるし……超大国同士の戦争、我々が手出し出来るような事ではないから直接何と言う事はないのだがな」

　双方の兵力は百万単位と聞いた。

　ゴルドニアが五万や六万絞り出して援軍しても屁のつっぱりにもならないだろう。

「だが大火災が起きれば遠方にも熱は来るもの、王都の争いにもそれなりに変化が起きているのだ」




　赤い顔をしたエイリヒの話によれば、今までケネスと彼が優先して取り合っていたのは王都かその近郊に領地や荘園を持つ者達が中心だったらしい。

　これは高位貴族が王都にだけいると言う意味では無い。

　辺境の大領主として厳然と君臨する大貴族はいるが、彼らは中央の権力争いよりも自領とその周辺への関心が高いのでなかなか派閥に取り込む事はできない。

　更には宮廷貴族を形式だけの愚か者と馬鹿にする風潮も強い。

　反面、彼らは統治する民と抱える私軍は巨大だが王都での影響力はさほどでもない。

　そもそも新年の挨拶の時などたまにしか顔を見せないそれらの大領主は中央で派閥を作る事など不可能なのだ。

　今までは王都の貴族と地方の領主、過度に関わらない関係が続いていたのだが大陸反対の戦乱がこれを変えつつある。

「連邦からの交易品は目に見えて減っている。近く全て滞るのではないかとの勢いだ……しかも我が国の収穫も芳しく無いと聞く。物資不足となれば現物を持っている者が強い」

「それで地方領主を自分の陣営に加えようと言う訳ですか」

「その通りだ。貴族の俸給は決まっているから物の値段が上がれば目減りする。交易が鈍れば王都の商売税も減り……王都の貴族にはつらい。そこに地方の領主を動かして物資を融通出来ればたちまち転ぶ者達も多いだろう」

「現金なものですなぁ」

「貴族と言うのはそういうものだ。友情や男女の関係さえも晩餐会や舞踏会、金を撒かないと生み出せん」

　嫌な世界だ。

　男と女の関係は棒と穴で繋がって生み出すものなのに。

「そうなると貴方の方が有利になるのでは？」

　エイリヒはほとんど自分で見ていないが中々広い領土を持っている。

　反面ケネスは完全な宮廷貴族で領地などは持っていないはずだった。

「その通り、なんとか巻き返していきたいと考えて近隣から南東部の大小領主達に声をかけて見たのだ」

　侯爵かつ国家の重鎮であるエイリヒに声をかけられれば二つ返事で応じるのではないだろうか。

　特に領地が近いとなれば反目に付く訳にはいかないだろう。

「俺も少なくとも南東部はまとめて取り込めると見たのだが……返事は芳しく無い」

「それはまた……意外ですね」

　エイリヒは目を鋭くして俺を見る。

「最初は既にケネスの手が回ったのかと思ったがどうもそうでもない。領主達は一様に時間稼ぎだ。まるで何かを待っているようにな」

「はぁ……」

　そんな事睨みながら言われても困る。

　エイリヒは俺が不思議そうな顔をしているのを見てため息をついた。

「彼らが待っているのはハードレット卿、お前の出方だぞ」

「なんで私が？」

「奴らの立場になって考えろ、近場の最大領主であるお前が明確に意志を示していない。先走って俺の派閥に付いた後でお前がケネスに付いたとして見ろ。周りはお前に追随して一人孤立、周辺全ては敵だらけ……まったく笑えない展開だ」

「あぁ、そういう事もありますかな」

　そういえば舞踏会の時も他の領主達はエイリヒやケネスの名前を頻繁に話題にしていた。

　俺がエイリヒと共に戦った話をしながらケネスに貰ったワインを飲んでいると全員が頭を抱えて悩んでいた記憶がある。

「領主達は正直俺やケネスの争いにはほとんど興味は無い。単に領地での自分の立場の問題だからな。南東部の領主はお前が付いた方に雪崩を打つぞ」

　俺は別に気にしないから好きな方に付けばいいのにな。

「お前はケネスより俺に近いと皆認識しているだろう。だが今後の家の行方を決める事、確信がなければ動くまい……ところでお前が孕ませまくった娘達の親に説明して周るのは誰かわかっているだろうな」

「あははははは」

「笑っても駄目だ！　……本来学務期間に妊娠して退学など二度と公職につかせん所だが、性獣に孕まされたなら止むをえまい。お前の推薦状を持ってきた奴は復学を認める事にした。これもよくわかっているだろうな!?」




　どうやらエイリヒに借りが出来てしまったようだ。

　一通り言いたい事をいったエイリヒは表情を緩めて窓からラーフェンの街を眺める。

「俺の領土以上に辺境と思っていたが……大した発展具合ではないか」

　あれはなんだと建設途中の水道橋を指差す。

　それは街壁の下からせり出して屋敷近くまで伸びている。

　まだ細かい工事は必要だが概ね完成に近いらしい。

「あれで近くの湖から水を引いているのです」

「水を？　井戸や川から引き込むのではなく石造りのアレでか……」

　興味深そうに眺めるエイリヒ、ラーフェンに興味があるならちょうどいい。

「アドルフを呼んでくれ」

　あいつなら見せていい場所駄目な場所もわかるだろう。

　案内役をやってもらう事にしよう。

　そして俺は新妻三人と楽しむのだ。

「では案内役をつけますので夕食までどうぞ街を見て行って下さい」

　エイリヒも領地を持つ身、発展したラーフェンを視察する気になったらしい。

　後はアドルフに任せて……。

　すると控え目なノックの後で扉が開き、メイドが申し訳なさそうに入って来る。

　この部屋には緊急時以外立ち入るなといったはずだが。

「旦那様、別館のクルンさんが……」

「産気づいた？　俺を待っているのか」

　元メイドで俺が手をつけて妊娠させた女だ。

　子の名前は俺がつける約束になっていた。

　初産だから求めるなら手ぐらいは握ってやるべきだろう。

「というわけですのでこれで失礼します。アドルフはラッドハルデ卿に街を案内して差し上げろ」

　それだけ言って部屋を出る。

「……屋敷の使用人も手当たり次第か？」

「一応同意をとってからなさっているようですが……」

　アドルフとエイリヒのため息が聞こえて来る。

　いいじゃないか、女が望むなら抱いて子を産ませてやることの何が悪いというのだ。

　ちなみにクルンは手を握ってやると安心したのか一〇分足らずで無事出産を終えた。







　クルンの出産に立ち会った後、俺は新妻マリア、ミティ、カトリーヌを呼びつけて寝室に向かう。

　もちろん側室三人と愛を育む為だ。

　幸いにしてマリアとミティは仲が良いし、カトリーヌもマリアとメリッサと頻繁に床を共にしていた事もあって気心が知れている。

　三人を並べて抱いても抵抗はないだろう。

「先ほどまで他の女の出産に立ち合って……次は私達を孕ませるんですね」

「ああ、ちなみに……抱くのは別々の方が良かったか？」

　女達は顔を見合わせる。

「私は昨夜濃厚に抱いて頂きましたし……」

「私もいつもメリッサと一緒に抱かれてたから一人だと逆に落ち着かなくて」

「……気持ち良くなれるならなんでもいいわ」

　三者三様にいいらしい。

「あ、これ作って来たよ」

　マリアがバスケットを枕元に置く。

　中を見るとサンドイッチが詰まっていた。

「いっぱいしたらお腹も空くだろうからね。それを食べて……もっと可愛がってね」

　マリアの料理は決して豪華なものではないが非常に俺の口に合うのだ。

「いいのか、腹が減らないとなれば行為は終わらないぞ？　お前達は……きっと立てなくなる」

　三人の妻達は俺の胸に飛び込み、何も言わずに顔を埋める。

　よし、覚悟しておけ。




「じゃあ早速始めようか」

　俺が服を全て脱ぎ捨て裸体を晒すと女達が小さな悲鳴を上げる。

「おいおい、見慣れているだろう？」

　三人にモノを見せるのもう何回目か、マリアとカトリーヌは子供まで産んでいるのに。

「そうなんですけど、改めて見ると大きいなぁと」

「何もしてないのに汁が落ちて来てる。そんなに私達が欲しいんだ」

「はぁ……はぁ……チンポが……匂う……男くさぁい……」

　ミティは軽く顔を手で覆い、マリアも赤面している。

　カトリーヌは……彼女は俺に抱かれ続けて完全に淫乱の才能を開花させてしまったようだ。




「くんずほぐれつの乱交は後でもいい。まずは一人ずつ可愛がってやろうか」

　三人の顔を見回し、マリアの手を引いてベッドに倒す。

　体を開くように促すと彼女は素直に股を開いたが、両手は胸を隠すようにして動かさない。

「おいおい、肝心な所を隠さないでくれよ。たっぷり舐めしゃぶってやるから」

　彼女の足の間に体を入れて手を掴み、ゆっくりと頭の上へと上げて行く。

　マリアは小さく呻きながら仕方なしに手をどけた。

「……隠すほどないもん」

　いじけたようにそう言うとぷいと拗ねてしまう。

　確かにマリアの乳房は果たして乳房と言えるか疑問な程の膨らみしかない。

　少し暗ければ背中と間違ってしまうだろう。

「気にするな、確かに乳房は小さいがその分乳首がでっかいじゃないか」

「ぶふっ！」

　カトリーヌが突然吹き出しマリアが更にいじけてしまう。

「全然嬉しくない！　エイギルさんの無神経！」

　非力な手で頭を叩かれながら彼女の大きな乳首にキスをする。

　まずは赤子のようにちゅうちゅうと吸い、次に舌で円をかくように舐める。

「あぅ……はぁん……」

　頭を叩いていた手が力を失って行き、やがて優しく抱きしめて来る。

　口に含んでいる乳首がどんどん硬く大きくなっていく。

　マリアは貧乳だが大きな乳首の感度はいい。

　以前、事後のまどろみの中で延々と吸っていると突然潮を噴いた事すらあったのだ。

「あぅ……気持ちいい、もう少し刺激を強く……」

「こう……だな！」

　彼女が目を閉じ、鼻から抜けるような喘ぎを出したのを見計らって硬くなった乳首に軽く歯を立てた。

　途端、鋭い叫びと同時にピンと体が伸びる。

「あうあっ！　あぁぁーー!!」

　文句を言われてもおかしくない狼藉、だが彼女にその余裕はなさそうだった。

　既に噛む力は弱めているのにシーツを掴んで叫ぶ声は止まらない。

「また乳首で昇ってしまったな。そら……こっちもだ」

　反対側の乳首も口に含んで歯を立てる。

　彼女の足がバタバタ動き、更に激しい嬌声が上がる。

「はぅ……ひ、ひどい……噛んじゃ駄目って言ってるのにぃ」

　駄目と言っても噛めばイくのだから止められない。

「さあ入るぞ」

　マリアの足を抱え込んで上に乗っていく。

　大事な穴への愛撫など必要無い、これだけ叫んでいるのだからもう大洪水のはずだ。

「マリア、お前は俺の妻だ！」

　大きな声で宣言してから一気に深くまで挿入する。

「エイギルさん！　貴方が私の夫です!!」

　案の定大量の汁でぬめるソコに入りこんだ瞬間、マリアの両手両足が絡んできた。

「腰を振るんだマリア、お前が気を失うまで止めはしない」

「はい！　何度でも昇らせて、エイギルさんも昇って。好きなだけ種をつけて下さい！」

　隙間なく密着した姿勢は動きにくいが、腰を捻って彼女の一番奥をこね回すと甘えるような泣くような

　色っぽい悲鳴が上がっていく。

　その嬌声を聞いている内に逸物はますます大きくなっていった。

　俺達の腰の動きは益々激しくなっていった。

「マリア！　お前の穴は子を産んだと言うのになんて狭いんだ！　気持ちいいぞ!!」

「エイギルさんが大きいんですよ！　お腹が押される！　口から出ちゃう!!」

　既に行為も佳境、そろそろ種付けといこう。

「もう出るぞ……もう一人産め！」

「出されちゃう！　愛しい人に孕まされちゃうよぉ！」

　両手両足を絡ませる彼女を腰で持ち上げ、ベッドに叩きつけるように激しく動く。

　尋常で無い程ベッドが軋み、ミティが壊れないか心配するほどだった。

　何度か動きを繰り返すと肉棒の根元から先端まで快楽が走り逸物が動き出す。

　最後の一撃を胎内に打ち込んで腰を止める。

「マリア、愛している」

「私もです。貴方に一生ついていきます」

　俺達が愛を囁いて口付けした時、肉棒から大量の精が噴き出してマリアの子袋へと入りこんで行った。




「良かったよマリア」

　幸せそうな顔で倒れ伏す彼女の背中と首筋にキスをする。

　だがまだ寝物語には早い。

「おいでカトリーヌ」

「はい、可愛がって下さいませ」

　カトリーヌはまず仰向けに寝転ぶ俺の逸物に口をつけて深く咥えこむ。

　同時に指を自分の性器に入れて音をたててかき回すのだ。

　普段、大人しく凛とした美人の彼女が男根をしゃぶりながら自慰する姿は興奮を誘う。

　なんでもこれをすると性交の予感が高まって感度がよくなるらしい。

「しかしエイリヒには肝が冷えたな」

　カトリーヌはあまり堂々と顔を晒せる立場ではない。

　咄嗟に隠れたようだったが。

「ぷは！　はい……咄嗟に隠れましたが、あの人は私の事知りませんよね」

　そう言えばそうだ。

　エイリヒはカトリーヌの名は知っているだろうが顔は知らないはずだ。

「だが俺が連れている女だと怪しまれたりしないだろうか？」

「あり得ません」

「数が多すぎます」

「それだと街中怪しいですよ」

　女三人の突っ込みが入った所でカトリーヌと交わろうか。

「上に乗ってもいいですか？　私から貴方を気持ち良くして種を受けたいです」

　ふむ、それが望みなら大歓迎だ。

「ここ……かな、もう少し……あぁぁぁぁぁぁぁ!!!」

　カトリーヌは中腰のまま仰向けになった俺に乗り、肉棒を穴に沈めて行く。

　マリアより小柄なカトリーヌだが好色から来る激しい交わりもあってか穴は良く広がる。

　それでも騎乗位をとってしまってはさすがに苦しそうだった。

「あぅぅぅぅ……おぉぉぉぉ……」

　もこもこと胎が逸物の形に膨らんで行くが彼女は呑み込むのを止めない。

　勢いをつけて体重をかけ、腰を押し付けて深く深く挿入して行く。

「は、はいりました……」

「ありがとう、良く頑張ってくれたな。突いてやるから倒れておいで」

　カトリーヌの体を前のめりに倒して抱きしめながら動いてやろうと手を伸ばす。

　だが彼女はそれを断る、俺の上に乗ったまま、文字通り騎乗の体勢で腰を上下し始めたのだ。

「ひぐぅぅ！　ああぁーー！　ふ、太い、長いわぁ！」

　悲鳴を上げながら腰を動かすカトリーヌ、前後の動きならまだしも上下に激しく動いては彼女の一番奥に逸物が直撃してしまう。

　まるで凌辱でもされているような悲鳴を上げながらも彼女は動きを止めない。

　せめてと、両手を絡めて体を支えてやると嬉しそうにほほ笑む。

「どうですか！　気持ちっいいですか！」

　腰を跳ねながら必死に言葉を紡ぐ新妻、単に腰を動かすだけではなく抜く時には穴を締めて俺の肉傘を絞って快楽を与えてくれている。

　俺はただ寝転んで揺れ動く乳房を見ながら彼女の与えてくれる快楽を味わっていればいいのだ。

「最高だよ、でも無理をしないでくれよ」

「平気です。私の体は結構丈夫ですから」

　それは知っている。

　カトリーヌは決して身のこなしが素早くも無いし体が強い訳でもない。

　だがどうしてか性に関してはやたらと頑丈で、イリジナやカーラ達が泡を吹いてベッドに沈んでからも一人俺を求めて来る事が何度もあった。

「私、もしかしたら男を咥えこむ為に生まれて来たのかも……」

「怖い事を言わないでくれ。少々淫乱だが可愛い俺の妻じゃないか」

　カトリーヌはいつの間にか下品ながに股の騎乗位になって腰を上下させている。

　その手を強く引き、体勢を崩させてキスを見舞う。

「可愛い俺のカトリーヌ、淫乱だろうがなんだろうがもう離さないぞ」

「私は淫らですから放置されれば男に飢えて狂ってしまいますわ。沢山愛して下さい」

　再びカトリーヌは身を起こして腰を上下させ始める。

　また手を掴んでやろうとしたが今度は胸板に手をついてしまう。

「もう……限界が近いのです。最後の一撃は貴方が下さいませ」

　同時に激しくなる腰使い、これでもかと尻を打ち当てて来るので、寝室には肉同士が当たるいやらしい音が木霊している。

　嬌声を上げながら動き続ける淫乱な妻、いよいよ終わりは訪れた。




「はう！　お、お願いします!!」

　バチンと腰を当てて停止するカトリーヌ、彼女の穴は全体が痙攣している。

　このまま放置しても数秒で絶頂して果てるだろう、だがより高い頂きへ導いてやるのが男の務めだ。

「あぁ、こう……だな！　ふん！」

　上に乗るカトリーヌの腰の括れを掴み、下から腰を突き上げる。

　もちろん彼女の穴は限界まで俺を咥えこんでいるのでこれ以上先にはいけない。

　だが、女には子供を作る袋、一番奥のまだ先にあるのだ。

　ごりゅんと女の全てを征服した音が肉棒に伝わった。

　子袋に食い込んだ肉棒に感じる凄まじい締め付けと女の痙攣。

「あ……あが……んおおおおぉぉぉぉぉ!!」

「きゃっ！」

「カ、カトリーヌさん!?」

　獣のような叫び声と同時にカトリーヌは最高の絶頂を迎える。

　背骨が折れると思うほど後ろに仰け反り、乳首は滑稽な程立ちあがっていた。

　そして顔にまで飛び散る壮絶な潮噴きは止まる事が無い。

　女に理性を吹き飛ばす最高の絶頂を与える事が出来た、俺の体もそれに興奮したのだろう、突然肉棒から種が噴き出したのだ。

「胎……胎が……あぐぅぅ……」

　子袋に入り込んだ肉傘はがっちりと食い込んで抜けはしない。

　噴き出し続ける種汁はカトリーヌの胎を膨らませて行く。

「俺の妻、俺のカトリーヌ、妊娠しろ！　また一人俺の子を産むんだ！」

　叫びながら更に大量の精を送り込む。

　やがて女に種をつける役目を終えた肉棒は萎え、征服した女体から満足そうに抜け落ちた。

　淫乱なカトリーヌはあれだけの激しい絶頂の後でも意識は失っていない。

　それどころか次の交尾を求めて尻をこちらに向けていた。

「ははは、次はミティだ。カトリーヌはその後でもう一度抱いてやるよ」

「で、でももう萎えていますが……」

　心配そうなミティの手をとって逸物に導き、二度三度軽くしごかせる。

　途端に男根はむくむく膨らみ、先ほどと同じ硬さと大きさに戻った。

「俺が女を放って満足する訳ないだろう？　ミティ……可愛がってやるぞ」

「あん！　あっ……あぁぁぁぁーー!!　あひぃぃぃーー!!」

　新たに迎えた三人の妻のこれは初夜だ。

　泡を吹かせ失神させるぐらいに可愛がらないといけないな。

　そして濃密な時間は続く。




「やはりマリアの作ったサンドイッチはうまい。昔を思い出すな」

　ベッドに腰掛けてサンドイッチを口に放り込む。

　激しい運動の後で腹が減っていた事もあって最高の味だ。

「それは……嬉しいですぅ」

　俺の後ろでか細い声を上げるのはマリア、その隣でアウアウ言っているのがミティ、二人共もう指一本動かせない程消耗している。

「んぶんぶ、んぐんぐ！」

　そして俺の股の間で肉棒を咥えて頭を振っているのがカトリーヌだ。

　彼女はまだやれるらしいが、体は限界を迎えている。

　穴が使い過ぎで腫れあがり、これ以上すると壊れるかもしれないので口でだけさせているのだ。

「みんな来い」

　カトリーヌを抱き抱えてベッドに転がり、マリアとミティも引き寄せる。

「みんな俺の妻だ、口付けをしよう」

　一人ずつと舌を絡める濃厚な口付け、最初は愛を囁く誓いのキスだったが主にカトリーヌがひどく淫らなキスをしたせいで全員の性欲が段々と高まり、最後には四人で無茶苦茶に舌を絡め合う乱交キスとなってしまったのだった。







「お前……今までずっとやっていたのか？」

　エイリヒの呆れた声に苦笑いで答える。

「本来は夕餉の場で新妻三人を紹介すべきなのでしょうが……腰が立たないと申しますか意識が戻らないと申しますか」

「構わんよ……もう何も言うまい」

　よし、これでカトリーヌに自己紹介させる必要はなくなった。

　エイリヒは信用出来る男だが、さすがにこの秘密を教える訳にはいかない。




　エイリヒとはノンナを交えて様々な話をした。

　俺の領地がえらく豊作で羨ましいとか、代官がまた汚職を連発したので更迭したが代わりが見つからないとか、内務官僚達が地方領主に増税を画策しているとかだ。

　そして最後にエイリヒは何やら紙に書き始めた。

「これは？」

「正統マグラード討伐の褒章が近々支給されるだろう。と言っても扱いは逆賊だから知れてはいるがな」

「あぁ、政務総監から近々正式に贈られるとかなんとか」

「どこから聞いたのだ……」

　しまった、これはレベッカから聞いたんだった。

　彼女がこっそり俺の領地に来ている事もきっとばれてはまずい。

「この場では追及すまい。その通りだ、こういうのは本来ケネスの奴の領分だからな。普通に考えれば代理の何某かが来て王の名代として褒章を渡すはず、だが随分と遅れている」

「国庫が苦しいとかですかね？」

　エイリヒは軽く笑う。

「そこまでゴルドニアは落ちて無いぞ。そうではなく本来お前をなんとか引きつけたいケネスが無駄に褒章支給を遅らせるのは不自然と言う事だ。つまりこれは奴自身が日程を調整している可能性がある」

　奴も俺と同じかそれ以上に多忙だろうからな、と不機嫌そうに呟く。

「政務総監自身がいらっしゃる可能性があると言うことですか？」

「ケネスでいいケネスで！　地方領主の取り込みが重要になっていると話したろう？　お前を落とせば南東部を全部引き込める事に奴が気づいていないはずはない。褒章支給の機会を利用してなんとか崩そうとして来るはずだ」

「はぁ……」

「そこでこれだ！」

　エイリヒは即興で書いた感謝状なる物を俺に突き付ける。

　そこには王国軍になり代わり、逆賊を討伐した事を称えると書かれている。

「王からの褒章と感謝状には手が出せんが、これは軍を預かる者として俺の領分で出す感謝状だ。ケネスの奴が来た時、良く見える場所に置いておけ」

　どうやら先に自分が来たぞと言う事をケネスに知らせておきたいようだ。

　ここは俺の場所だと悪ガキがドングリを置いていくようだな。

「俺だって馬鹿らしいのはわかっている。だが王都での争いはこういう類のものだ」

「大変ですね」

　政治的なやり取りができるとは言えエイリヒも根っこは軍人だ。

　毎日これでは心が疲れてしまうだろう。

「あぁ……お前といるとある意味落ち着くよ」

　エイリヒは今夜だけ泊ってすぐに帰るそうだ。

　何しろ王都からラーフェンは馬車を飛ばして片道三日かかる。

　エイリヒには長々と王都を空ける余裕はないだろう。

　日頃からエイリヒには色々と手間をかけている。

　せっかくだから楽しんでもらおうか。

「では今夜あたり女と遊んでみますか？」

「オホン」

　ノンナがフイと明後日の方向を向いて聞かないふりをする。

　エイリヒはその場は曖昧な返事で煙に巻いたが、夕餉の後でこっそり耳打ちしてきた。

「王都ではどこに目があるかもわからんから遊べんのだ……娼婦でいいから出来れば四～五人頼む」

「任せて下さい」

　エイリヒは清廉潔白な印象がある。

　夜に女を並べて乱行となれば色々と問題があるのだろう。

　それにしても五人とはさすが侯爵になるだけある。

　さて知り合いの高級娼婦達に頼んでみよう。

　そういえばリリアーヌが育てている新人女優で王都に行きたがっている奴がいたな。

　枕営業でもなんでもすると言っていたから声だけはかけてみようか。

　一瞬、菊開きの園マダム＝ゴンザレスの顔が浮かんで首を振る。

　奴らをエイリヒの寝室に送りこんだらきっと俺は反逆者として討伐されてしまうだろう。

　血迷うのはやめておこう。




　翌日、エイリヒの部屋に行った女達は聞きもしないのに報告してきたのだった。

「技量はあるんですけど荒々しさが少し足りないね～七〇点かな」

「腰使いは相当上手かったわ。十分気持ちよくなれたけど……大きさは並ね、もう少し大きかったら狂えたのになぁ～八〇点」

「うっそ!?　あたい四回も飛ばされたわよ!?　一〇〇点」




　これは重要情報に分類されるのだろうか？




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　最近どうも視線を感じる。

「どうしましたか？」

「ん……いやなんでもないよ」

　大きく伸びをして肩によりかかるメルの頭を撫でる。

　彼女は心地よさそうに目を閉じる。

　その時、またも視線を感じたのだ。

「は、はぅ」

　素早く振り返るとドアの隙間からマルスリーヌが覗いている。

「どうした、何か用があるんじゃないのか？」

「い、いえ……なんでもございません」

　そそくさと去っていく。

　一体なんだというのだ。

　そういえば視線を感じるのはメルや年増のメイドと話している時が多い。

「……年増の色欲に火がついたのでは？」

　メルがつまらなさそうに言う。

　ふむ、そろそろ収穫の時期が来たのかもしれない。







　マルスリーヌと娘たちが暮らす屋敷の一角を美味しいワインが手に入ったと言う名目で訪れた。

「中々美味いでしょう？」

「ええ……経験の無い味でございます」

　マルスリーヌはほんのりと顔を赤くしている。

　ソファに並んで座ってはいるのだがいつも通り俺達の間は人一人分空いていた。

「ところでマルスリーヌ……」

　俺はその間をズイと詰めて息がかかるような距離に近づく。

　最初の頃はすぐに同じだけ彼女が後ずさってお終いだったが今は動かない。

「なんでございましょうか？」

「前から言っている事ですがたまには娘達と外出してみませんか？　ずっと屋敷にこもっていては息が詰まってしまいますよ。外に出るのがバラ園だけと言うのでは健康的とは言えません」

　彼女達の活動範囲は屋敷の中と中庭のようになったバラ園だけだ。

　恨んでいる者が多いとは言え俺が同行すれば問題は無い、たまには遠出させてやりたい。

「恥ずかしながら私達は憎しみの視線に耐えられそうにありません。ですから……あの……」

　マルスリーヌは言葉を途中で切って俺を見る。

　うむ、太ももを撫でているのに気付かれたようだ。

「もう一杯頂きますね」

　だが彼女は最初のように慌てて身を引いたり手を被せて拒絶したりしなかった。

　今日はなかなか機嫌が良いらしい。

「なんなら泊りがけでもいいでしょう、湖のほとりにいけば気分も晴れます」

　言いながら手をどんどん進めてスカートの中へ侵入させていく。

　ここが今までの限界、大抵はか細い声で拒絶されるか困った視線を向けて来て終わりになる。

「美味しいワインですね。芳醇な香りが致します」

「確かに芳醇です」

　俺の股間が脈打つ、マルスリーヌはスカートの中に手を入れられ下着を指でなぞられても、拒みもせず拒絶の視線を向けて来る事も無い。

　これはいけるかもしれない。

「マルスリーヌ……」

　更に指を動かして下着の中に指を入れて行く。

　探り当てた穴は熱くとけつつある。

　彼女は穴に指が当たった事が恥ずかしいのか顔を逸らすがただの羞恥で拒絶ではない。

「俺は……貴女のもっと豊潤なワインを味わいたいな」

　片手の人差し指を遂に彼女の穴に挿入できた。

　そしてもう片方の手を顎に回しそのまま唇を奪う。

「んん……」

　マルスリーヌは目を閉じて受け入れ、舌で唇をつつくと静かに口が開いていく。

　奥で怯えていた彼女の舌を絡めとるとむんと濃い女の味がした。

　間違い無い、彼女はとうとう俺を受け入れたのだ。

　女の穴も熱く火照り、奥から粘着質な汁があふれつつある。

「はう……あうっ！　んむ！」

　ソファに隣り合って座りながら指を女穴に入れ、濃厚なキスを交わす。

　唇が軽く離れる度、目の前の熟れた女から悩ましげな声が漏れる。

「んんん！」

　顎に添えていた手を胸に回し、服の上からぎゅっと鷲掴む。

　マルスリーヌは一瞬怖がるような反応を見せたがすぐに力を抜き思うようにさせてくれた。

　もう疑いはない。

　遂に元王妃、この美しい熟女を俺のものに出来るのだ。

「マルスリーヌ!!　とうとう受け入れてくれるのですか！」

　彼女をソファに押し倒し、裾をめくり上げる。

　僅かな抵抗はあったが下着は大きく全面に濡れていて体が受け入れると言っていた。

「ああっ乱暴にしてはいけません！　久しぶりなのですから」

　優しくしてくれ、と言う事は俺のモノが突き刺さるのは認めているのだ。

　もうたまらない、逸物は硬く立ち上がりズボンを破ろうとしている。

「俺の根っこを触って下さい」

　ズボンを軽く降ろして逸物を解放すると彼女は「ひいっ！」と今日一番の悲鳴をあげた。

「な、な、なんですかこれは!?　これがお道具なの？　こんな巨大な……すごすぎる……」

　両手を口に当てて呆然と男根を眺める彼女の手を取って男根を掴ませ、ゆっくりと動かす。

　荒れのない滑らかな両手が逸物をしごき、俺の両手は胸と女の穴を愛撫する。

　室内には水音と皮をこする乾いた音、時折マルスリーヌの独り言だけが聞こえる。

「まだ大きくなる……すごい、あの人のモノなんて比べ物にならないわ……。こんな大きな物を皆さん受け入れてらっしゃったの？」

　マルスリーヌの顔は知らず知らず逸物に近づいている。

　頭を押さえて押し付けたら咥えてくれるだろうか。

「きゃっ出ました！　お出しになったのですか？」

　こっそり後頭部に手を伸ばそうとしたところで突然彼女が顔を上げる。

「ん？　いやいやそれは先ばしりですよ。種汁がこんなに少ないはずがありません」

「先ばしりのお汁？　こ、この量でですか……ではお種はもっと」

　手に飛んだ汁をマルスリーヌはペロリと舐める。

　もう我慢できないしする必要もない。

「もう我慢が出来ない。貴方と繋がりたい」

　言いながら服を脱ごうとすると彼女はそっと手を添えて止める。

　おいおい、ここまで来てお預けは無いだろう。

　こんな寸止めをされたら強姦に手を染めてしまうかもしれないぞ。

「ここは居間、いつ誰が来るかわかりません。私の部屋であれば……」

「行きましょう!!」

　善は急げと言う、股を潤ませた女には出来る限り早く肉棒を突っ込まないといけない。

　服を乱したマルスリーヌを抱えあげて彼女達の部屋に向かう。

「お待ち下さい！　娘達がいるかもしれませんのでこっそりと！」

「大丈夫です。俺に考えがありますから」

　ふふふ、せっかく母親の心が溶けたのだ。

　この機にトリエア王族全員を頂いてしまうおうじゃないか。







　マルスリーヌの寝室

「母様これはどのような……？」「この変態！　母様から離れなさい！」「ハードレット様？」

　マルスリーヌの寝室に居るのは俺と彼女、そして娘三人だ。

　彼女達には何も知らせずにただ呼びつけたので今の状況に混乱しているようだ。

「あぁハードレット様、このように私を辱めてどうするおつもりなのでしょうか」

　そして俺はベッドの上、うつ伏せにしたマルスリーヌに圧し掛かっている。

　娘の前で恥ずかしいとごねる彼女の為に背中まで布団を被ってはいるが顔は三人の娘に向けている。

　布団の中でもぞもぞと彼女の服をはぎ取り外に放り投げて行く。

　その度に娘達からは悲鳴とも羞恥の声とも言えぬ声が上がる。

「まさかここで交わりが始まるのですか!?」

　長女のステファニーは真っ赤な顔を手で隠している。

　目の前で始まるだろう行為に純粋に恥じらっているようだ。

　彼女も既に二五で人妻だったのだから馴染みの行為だろうに。

「母様から離れなさいよこの変態！　最初から凌辱するつもりだったのね!!」

　相変わらず敵意剥きだしの次女ブリジットは大きな声を上げて俺を罵倒する。

　マルスリーヌ自身が止めなければ襲いかかって来たかもしれない。

　家族の中でもっとも長身の彼女だが……身を乗り出しても揺れる胸はないな。

「母様が……ハードレット様と交わる……の？」

　俺にも態度が柔らかかった末娘のフェリシーは何やら複雑な表情をしている。

　やや不機嫌な様子にも見えるが視線は俺ではなくマルスリーヌに向けられているようだ。

　それにしても一番幼く小柄な割にずっしりと重そうな胸がすごい。

　ノンナ程とは言わないがこれだけの巨乳にはなかなかお目にかかれないだろう。

「まず言っておこう。俺とマルスリーヌは今日、今から肉体関係となる」

　堂々と宣言するとマルスリーヌは恥ずかしそうに顔を伏せ、三人娘は様々な声を上げた。

「ここにお前たちを呼んだのは俺達の愛を見て欲しいからだ。そしてその気になってくれたのなら……お前達全員と関係を結びたい」

「はぁ!?　馬鹿じゃないの！」

　ブリジットの罵倒は置いておく。

「俺はお前たち全員をしっかり愛してやるし豊かな生活も保障しよう。だから今までのトリエア王族としての生き方を忘れて俺の女になって欲しい」

「そ、それはいきなりですね」「私はハードレット様となら……」「馬鹿！　アホ！　ふざけるな！」

　末娘フェリシーは既に承諾しているが、まずは愛を見て貰おうかな。

「いくよマルスリーヌ、娘達の前で愛し合おう」

「あぁ恥ずかしい、もう四六なのに娘達の前で男を咥えこむなんて淫らな母だわ」

　彼女の恥じらいも全て吹き飛ばす程の激しい行為をしてやらないといけない。

　俺はうつ伏せで娘と視線を合わせている女体にのっかり耳元に口を寄せた。

「熟れた体を頂くよ。さっき貴女が大きくしてくれた逸物が入りますよ」

「あんな大きなモノが私の穴に……は……入る……あぁぁ…………」

　マルスリーヌは布団を手繰り寄せて肩まで潜り込む。

　俺はそんな彼女の腰を抱えて逸物を入口に調整して行く。

　娘達は皆、罵詈雑言を飛ばしていたブリジットさえも唾を飲み込んでいた。

　ぺたりと寝転んだマルスリーヌに全身で圧し掛かる俺、娘達から見えるのは俺達の顔と僅かに覗いた彼女の肩ぐらいまでだろう。

　だがそれでも男が女に入ろうとしている事はわかるらしい。

「行くぞ……これでお前は俺の女だ！」

　肩を掴んでズンと腰を突き出す。

　三人も子供を産んだ穴を俺の逸物が蹂躙し一番奥まで一気に入りこんだ。

「あがぁぁぁぁぁ!!」

「母様!?」「あんた母様に何をしたのよ！」「なんてお顔……」

　俺としてはやや強引に押しこんだぐらいのつもりだったのだが、物凄い声が上がりマルスリーヌが跳ね上がる。

　目を見開き、舌は突き出てシーツを強く掴んでいる。

「大丈夫か？　痛かったか？」

「おぉぉぉ……あおおぉぉぉぉ……」

　返事がない。

　とりあえず血も出ていないようだしこのまま動く事にしよう。

　俺の逸物を最初に受け入れた女が悶絶するのは珍しいことではない。

　マルスリーヌの肩を抱きしめ腰をこすりつけるようにして穴を味わう。

　全身を密着させてわかったが四〇半ばの体ではない。

　三〇後半……いや三〇半ばにも思える瑞々しい体だ。

「気持ちいいぞマルスリーヌ！　うまく歳をとった、良い女だ！」

　首筋に吸いつき、手を体の下に回して胸を揉む。

　若く見えるが全身の柔らかさは熟女独特、良いとこ取りした素晴らしい肢体だった。

「尻も乳も柔らかい。素晴らしい体だ！　うおぉぉぉ!!」

　興奮が増して腰の動きも激しくなっていく。

　ベッドが激しく軋み、力の抜けた体が前後に揺さぶられる。

　ふと気付くと娘達がベッドのすぐ近くまで来て俺を懇願するように見ていた。

「ハードレット様、母様が壊れてしまう……どうかもう少しお手柔らかに」

「母様を犯し殺す気!?　そんな事したら一生恨んでやるから！」

「母様が……涎を垂らして」

　つい夢中になり過ぎたようだ。

　少し手加減しようと腰を緩めるが手応えがおかしい。

　なんとマルスリーヌ自身が腰をくねらせて俺の逸物に尻を押し当てて来ていたのだ。

「大丈夫ですよ。少し衝撃的だっただけですから……」

「でも……あんなすごい顔して……何か酷い事をされているのでは？」

「そうよ！　ただ交わる時の声や顔じゃなかったわ」

　ブリジットも実は経験あったんだな。

「何もされていないわ。ただお道具が入っただけなのよ」

「でも……」

　なお心配するステファニーにマルスリーヌは蕩けた顔で答える。

「ハードレット様の男根がね……すごい大きさなの、熟れた母の雌肉に強くこすれて全身が快楽で痺れてしまったのよ。ギチギチに広げられた穴から伝わってくるわ。それに大きいだけじゃない、硬くてごつごつしていて、おまけに先端の肉傘が大きく張って……抜き差しされるだけでも女はたまらないわ」

「か、母様？」

　娘の困惑にもマルスリーヌの独白は止まらない。

「しかもお上手なの、女慣れしていらっしゃるのね。一突きで弱い場所を見つけられてゴツゴツでこすってくるのよ！」

　嬉しい事を言ってくれる。

　ならもっと激しくしてやるぞ。

「行くぞ、見せつけてやろう」

　彼女の脇に腕を回して上半身を引き起こす。

　布団は腰の部分まで捲れあがり豊かな胸が娘達に晒される。

　やや垂れた乳は叩きつけられる腰の動きに合わせて前後左右に大きく揺れた。

「き、気持ちいい!!　もっとして下さい！　久しぶりなんです！　男久しぶりなんです！　突いてぇ壊れるまでついてぇぇぇ!!」

「心配しなくても飛ばしてやる！　覚悟しろ!!」

　彼女は娘の目などもう気になっていないのだろう、壮絶な嬌声を上げながら胸と頭を振り乱す。

　ぶるんぶるん動きまわる胸を両手で捕まえて鷲掴み、後ろから強姦するようにベッドに抑え込んで腰を叩きつける。

　娘達はもう声も出ず、呆然と愛し合う俺達を見つめていた。

「いくっ！　イクイクイクーー!!　胸を揉んで！　痛くしていいからぁ！」

「飛べマルスリーヌ！　これでどうだ！」

　普通にやれば痛みの悲鳴が漏れる程の力で胸を掴み、更に乳首を引っ張る。

　だが既に直前まで昇っていた彼女には快楽しかもたらさなかったようだ。

「ひっ……んひぃぃぃ!!」

　甲高い叫びを上げて穴が締まる。

　手の平の中でむくむくと硬直した乳首が漏れ出る悲鳴にあわせるように再び柔らかくなっていく。

　股間から流れ出ているのは失禁か潮噴きだろう。

　彼女は深い絶頂を味わったのだ。

「「「あ、あぅ……これが男女の行為……」」」

　娘達はかすれた声を出し、マルスリーヌは幸せそうにベッドに崩れる。

　だがまだ終わっていない、仕上げが残っているぞ。

　汗ばんだ背中に胸板を密着させて耳元で囁く。

「良かったか？　次は俺の番だ。たっぷり種を出すよ」

　種と言う単語にぴくりと彼女は反応した。

「種は……妊娠してしまう……でも……」

「母様、避妊薬を……」

　ステファニーが懐から薬を取り出す。

　俺に呼びつけられて犯される事を覚悟していたようだ。

　だがそんな薬は必要ない。

「薬なんていらん。愛し合って子が出来るならそれでいい」

　尚も何か言おうとするステファニーをマルスリーヌが制する。

「大丈夫……母はもう四六、流石に子供など出来ませんよ」

　それは聞き捨てならないな。

「本当にそうかな？　まだお前の女は終わっていないのだろう？」

　彼女の腰を上げさせて一番奥に射精直前の逸物を固定し、胸を揉みほぐしながら言う。

「確かにまだ女の日は来ますが……それでもさすがに一六年も前に産んだきりですから」

　マルスリーヌは一番奥に固定され、びくびくと震え始めた逸物に体を硬くしている。

「俺の種は濃いぞ……別館に居る女達を知っているな？」

　徐々に口調を荒くしていく。

「そ、それは……」

　別館に囲っている女達は屋敷の愛妾ほど頻繁に抱いてやれてはいないが、それでも腹が大きい女は何人もいる。

　中にはたった一度の交わりで孕んだ女も多い。

「それでも若い女性達ではないですか」

「ドロテア」

「ひい……」

　マルスリーヌも俺が四四のドロテアを孕ませた事は知っている。

　彼女の体が少しずつ前に出ようとしている。

　妊娠の可能性を現実的に感じ、逃げようとしているのだ。

　もちろん腰を抱えて逆に引き寄せ逃がさない。

「お前がやっと体を許してくれた。今日は興奮しているんだ、触って見ろ」

　マルスリーヌの手をとり彼女自身に突き刺さった男根の下、震え始めている玉を触らせる。

「……これが殿方の玉？　こんなに立派なのですか!?」

「そうだ、ここに入っているのが全部出るんだ。とても濃いし量も多いだろう」

　マルスリーヌはプルプルと体を震わせる。

　妊娠が怖いのかそれとも嬉しいのか。

「もうお前の卵は逃げられない。さあ出すぞ」

　ベッドに全身を押し付けるようにゆっくり大きく動く。

「だめ……だめよ、妊娠してしまうわ。母は妊娠してしまうの！」

「母様……」「ぬ、抜きなさいよ！　あんたの子供なんて駄目！」「妊娠……いいな」

　腰の動きは既に絶頂したマルスリーヌを再び飛ばすような激しいものではなく、互いに理性を保ったままゆっくりと昇っていく。

　やがて逸物が震え、玉もびくびくと動きだした。

　密着しているせいでその動きは組み敷いた彼女にもしっかりと伝わる。

「ステファニー、ブリジット、フェリシー……」

　マルスリーヌが手を差し出し、娘達がその手を掴む。

　その瞬間、俺に絶頂の電流が走る。

「うおっ！」

　我ながら相当興奮していたらしく塊のような濃い精が玉から登って来る。

　濃く重い種が尿道を押し広げる快感と若干の鈍い痛みに思わず声が漏れてしまう。

「う、動き出したわ！　種が……種が入ってくる！」

「母様！」「だめ、種は駄目！」「妹が出来るのね」

　種が尿道を登って来るのに合わせて俺は逸物を肉傘が入口にひっかかるまで引き抜く。

　だがマルスリーヌもこのまま抜いて外に出すなど思っていまい。

　娘の手を掴みながら目を閉じて来るべき衝撃に備えていた。

「ふん！」

　絶頂の一瞬前に腰を叩きつけ一番奥に先端が食い込む。

　久しく口を開いていなかった子袋を目覚めさせるのだ。

　だがその刺激は俺にも止めをもたらした。

「あぁぁぁぁーーー!!」

「おぉぉぉぉーーー!!」

　首に吸いつき、両手で乳を掴み、腰を限界まで突きだす。

　体の全てで年増の肉体を感じながら濃い種汁を吐き出した。

　ビューという音が聞こえているのは俺と彼女だけではないだろう。

「あひぃぃぃーーあぁぁぁ!!」

「うぉぉぉぉ!!　おおぉぉぉぉ!!」

　もう言葉はなく、お互いに叫び声だけを上げ続ける。

　もはや固形ではないかと思えるほどの濃い種を吐き出す肉棒からも凄まじい感触が伝わって来る。

「出てるの？　母様出されちゃったの？」

「何よこの音……ビューって……気持ち悪い」

「母様……赤ちゃん出来ちゃったの？」

「まだだ、まだ出るぞ！　うぉぉぉ……」

「種の塊が……腹に溜まっていく……孕んだわ、こんな濃い汁を受けてはもう駄目よ。四六の年増女が半分の歳の男の種を受けて……腹を膨らませてしまうのだわ」

　射精は延々と続き、実に一〇分ほど出し続けた。

　これほどの激しい射精は久しぶりだった。

　たった一発の射精で逸物が萎えてしまう。

　我ながらどれだけ出たのだろう。




「ふぅ、良かった。お前は今日から俺の女になったな」

　呆然とするマルスリーヌを抱き締めてキスをする。

　性器からは少しずつ精液が溢れているが勢いは弱い。

　種が濃過ぎて子袋の中にひっかかりなかなか出てこないようだ。

　彼女がまだ子を産めるならきっと妊娠しただろう。

　ぐったりとしたマルスリーヌをベッドの端に寝かせて俺は娘達に手招きした。

「次は誰にする？　気持ち良くしてやるよ」

「ひぇっ！」「これだけ出してまだ女が欲しいの!?」「……」

　今日は全員を抱くつもりだったのだ。

　多少精は薄くなるがそこは我慢してもらおう。

　長女は後ずさり、次女は猫のように威嚇してくる。

　すると末娘のフェリシーが進み出てきたのだ。

「わ、私ハードレット様……ううん、お義父様に抱かれたい」

「お義父様？」

「だって母様はお義父様の女になって赤ちゃん産むのでしょ？　ならお義父様よ」

　ふーむ、不思議な雰囲気になってしまった。

　だが父と呼ばれながら抱くのは背徳的でいいかもしれない。

　セリアが聞いたら激怒しそうだが。

「待ちなさい！　母様が悲鳴を上げる化け物みたいなモノなのよ!?　貴女が受け入れたら壊れてしまうわ！　第一フェリシーはまだ処女じゃない！」

　ブリジットが叫ぶ。

　俺を父と呼ぶ少女の処女を貫く……逸物が再び硬くなってきてしまったぞ。

「私が受けますわ。もっと精を出して頂けば柔らかくなるはずですから」

　一度は怯えていたステファニーが覚悟を決めたように俺の前に立った。

　妹を楽にするため気丈に振る舞っているが怖いのだろうか足が震えている。

「心配しなくていい。俺は女を苦しめる趣味は無いし、お前の事も大事にしてやる。ちゃんと気持ち良くしてあげるよ」

　微笑んでベッドの中にステファニーを招き、布団の中に取り込んだ。

　彼女もやはり結合部を妹達に見られるのが嫌なのかもぞもぞと蠢いて衣服をベッドの外に出す。

「母と同じく後ろからでいいか？　それとも前から愛そうか？」

「後ろからで……お願いします」

　いいだろうとステファニーに圧し掛かり、逸物を尻たぶにこすりつけていく。

　彼女は確か二五だったか、子はいないが結婚していたらしいから行為には慣れているはず。

　だが体が小刻みに震えている……怖がりなんだな優しくしてやろう。

「ステファニー？　そう緊張するな、いきなりねじ込んだりはしないから少し話をしよう」

　逸物を尻にこすりつけながら後ろから抱き締める。

　彼女は俺の大きさに怯えているようだがまだ半分ぐらいしか勃っていないぞ。

　母親と同じく柔らかい体と大きな胸と尻が気持ちいい。

　やや赤の混じった金髪からは良い臭いがする。




　まず安心させる為に取りとめの無い話をしながら髪をなで、肩を吸って緊張を解いていく。

　だが話題がトリエア滅亡後の話に触れてしまった。

「夫はトリエアの有力貴族でした。私に色々と尽くしてくれましたが全て王家の顔色を伺っての事……本当の思いを打ち明けてくれた事は一度もありませんでした」

「そうか……今さらどうにも出来ないが俺は全部聞いてやる。いくらでも話せ」

　密着したままゆるゆると揺りかごのように体を揺すって続きを促す。

「トリエア滅亡の後、父に連れられてマグラードに逃げました。でも……あの人はもうゴルドニアには勝てないと踏んだのでしょうね。私に一枚の離縁状を残してゴルドニアに臣従したらしいですわ」

　支配者がトリエア王家からゴルドニアに変われば彼女は唯の邪魔者と言う訳か。

「下らん男だな。こんなに良い女を保身の為に捨てるとは」

　涙目になっていたステファニーを抱き締めて唇を奪う。

　抵抗はまったくなかった。

「しょうもない男、どうせ器だけじゃなく逸物も小さい短小男だったのだろう？」

　ステファニーはぷっと軽く笑う。

「実はそれだけじゃなく皮も被っていましたわ。しかも早くて早くて」

「短小包茎に早漏か！　器は小さく逸物は粗品、頭と体はどうだった？」

「どちらも凡庸、しかも頭が剥げかかっていましたわ。三年も私を抱いたのに子も出来ませんでした」

　色々溜まっていたのだろう、ステファニーは楽しそうに昔の男の悪口を言う。

　重い話題だったが彼女の心は目に見えて溶けて来ている。

　先ほどまでは逸物が尻を撫でる度に体を硬くしていたが、今は軽く息を荒げるだけだ。

「なぁステファニー、そんな男は忘れて俺の女になれよ。俺はお前を守ってやるし、捨てたりもしない。それに夜も楽しませてやれる」

　ステファニーの手に逸物を握らせる。

　まだ七割といった所だが彼女の手首よりは太いから短小男よりずっとマシなはずだ。

「あっ……大きい……素敵……」

　もうこの時点で返事は分かっていたが一応彼女の口から言わせよう。

「返事を頼むよ。昔の夫など綺麗に忘れて俺の女になるか？」

　腕の中の女は笑顔で上に乗る俺に振り返る。

「はい、貴方様の女になりますわ、お義父様」

　おいおい、ステファニーは俺より年上なんだぞ。

　こら逸物よ、なんで一気に張り詰める。

　だがこれでもう遠慮はいらない。

　擦り付けるだけだった逸物を調整して穴に押し当てる。

「入れるよステファニー」

　無言で微笑む彼女の背中を抱き締めて腰を突き出す。

「あうっ！」

「ん、これは……」

　腰を進めて行くと強い抵抗、処女を貫く時のような肉の裂ける音が聞こえる。

　だが彼女が処女であるはずもない。

　大丈夫だろうと腰を強く進めるとステファニーが悲鳴を上げる。

「きゃああ!!　痛いぃぃ!!」

「大丈夫か!?　どうしてこんなに狭い」

　息も絶え絶えのステファニーが無理に微笑みながら言う。

「あの男が小さくて……こんなに広がった事がないから、あの時感じなかった処女の痛みが……」

　なるほど、夫が粗チン過ぎて広がっていなかった女穴が俺の逸物で軋んでいるらしい。

　しかしこうなると膜が無いだけの処女と変わらない、もっとゆっくりしてやらないといかん。

「いえ、このまま動いて下さい。体を……穴をお義父様用に作り変えて下さいな」

「いいのか？」

「はい、ステファニーは今日からお義父様の女、体もそうして頂きたいのです」

　そこまで言うなら俺から言う事は無い。

　年上の義理娘の体、俺だけのものにしてしまおう。

　まず顔を引きよせて舌を入れる激しいキスをし、逸物を限界まで膨らませる。

　もう布団など煩わしいと跳ね除け、膝立ちになったステファニーの尻を抱えて勢いよく突きこむ。

「痛い！　痛いです！　肉がミリミリいっています！　穴が広がって、体が変わっていく！」

　悲鳴を上げるステファニーの尻を引きよせて更に容赦ない突きを見舞う。

　背中一面に浮かんでいる汗には冷や汗も混じっているだろう。

　この一度の交わりで彼女の体を全て俺の物にしてやる

「俺のモノはどうだ！　これからはコレだけがお前に入るんだぞ！」

「はい！　お義父様のモノだけを受け入れます！　痛いけど……お義父様の形に広がっていると思うと嬉しいです！　あぁぁっ！　すごい！」

　マルスリーヌの時よりもずっと大胆で激しい交尾、残る二姉妹はもう言葉も出ないらしい。

「お義父様！　お義父様ぁぁぁ！　もうだめぇ！」

　がくりと膝と腕が崩れてステファニーは尻を掲げた状態のままベッドに倒れ込んでしまう。

　仕方なく俺は尻に乗りかかるようにして更に激しい突きを見舞う。

「うん……これは」

　そして違和感に気付いた。

　奥が浅い、最初突いた時はもっと深かったように思うのだが。

　思わずニヤリと笑みが浮かんでしまった。

「ステファニー、お前の子袋が降りて来たぞ。そんなに妊娠したいのか？」

「えっ!?　そ、そんなのわかりません！」

　生まれて初めて本当の性交を知った体が女の本能に基づいて妊娠の準備を始めたのだ。

　彼女が望めば避妊も考えてやるつもりだったが気が変わった。

　体が妊娠を望んでいるのだ、種をつけてやるのは男の使命に違いない。




「行くぞステファニー、父親の種汁を受けて孕め！」

　彼女は拒絶の声を上げて身をばたつかせる。

　だがマルスリーヌ……俺の種汁を腹一杯に受けて幸せそうに横たわる彼女を見て大人しくなった。

「それがお義父様のお望みなら、子供が出来ても幸せにして下さいね？」

「当り前の事を……言うなっ!!」

　最後に腰を打ちつけての射精、先ほど大量に絞り出したせいで汁はかなり薄く、射精時間もわずか三〇秒程だったが運が良ければ孕むだろう。

「ひぃぃぃぃーー!!」

　子袋に種をかけられる感触で昇ってしまったらしいステファニーが悲鳴を上げて倒れ込む。

　股を開かせて見ると穴は真っ赤に腫れて大きく広がっていた。

　もう元の小穴には戻らない、つまり俺の逸物を受け入れられる女になったのだ。

「おやすみステファニー、これからも愛してやるからね」

　優しいキスに彼女も薄く目を開けて答える。

「お義父様……愛しております」

　その言葉を最後に彼女は意識を失ったのだった。




「さて次は……」

「はいはいはーい！」

　両手を上げて飛び跳ねたのはフェリシーだ。

　彼女は色々と俺に懐いてくれていたな。

　処女らしいが……優しく奪ってやろう。

　彼女の希望で体位は正常位、布団もかけてお互いの胸までしか見えない。

「やはり大きいな、まだ一六でこの胸はすごいぞ」

　今後の成長次第ではノンナに匹敵する可能性もある。

　まだ二周り程違うが。

「お義父様のおちんちんもフェリシーの胸まである……すごいよお」

　小柄な彼女の足を開かせて体を入れると逸物は胸近くまで達してしまう。

　大きな胸の割に体は小さい、注意しないと性器を傷つけてしまうかもしれないな。

　まずは性器を慣らす為に徹底的に口で舐める。

　ただ舐めるのではなく唾液を溜めて穴の中に送り込んで行く。

「にゃはは！　くすぐったいよぉ！」

　非常に臆病で使用人から向けられる敵意に怯えていた彼女が楽しそうに笑う。

　そう、この顔が見たかった。

　やはり女は楽しく笑っているのがいい、泣くのは逸物に貫かれ絶頂する時だけでいいのだ。

「父様は……フェリシーの事なんか全然構ってくれなかったから」

　王ともなれば末娘に構う事もないのかもしれない。

　俺自身も気をつけておかないとな、幼児と遊ぶのはどうにも苦手だから女達に任せ気味になっている。

　せめて一〇を超えれば色々と楽しい遊びも出来るのだが。

「義父としてどう構っていいのかはわからないが、男としては楽しませてやる」

　正常位に倒したフェリシーに肉棒を挿入していく。

「い、痛い！　凄く痛いです！」

　俺の唾液も利用してゆっくりと沈め、処女の証の付近で腰を止める。

　さすがに本物の処女、ステファニーも大概だったが更にきつい。

　だがこのまま入れるだけでも生殺しになってしまう。

「フェリシー、声を上げるんだ」

「声？」

「そう、絶叫すれば痛みは和らぐ。なんでもいいから叫ぶといい。その間に処女を頂くよ」

　フェリシーは疑う事無く息を大きく吸い込む。

　周りに聞こえるかもしれないが構わない、こいつらは全員俺の女にするのだから。

「お義父様大好き！　これからもずっと一緒にいてぇ！　パパ、パパー!!」

　絶叫は予想外の内容だった。

　タイミングを合わせて挿入したのだがセリアに甘えさせた事を思い出してしまう。

「いたーーーい!!」

　ブチリと処女を奪ったまではいい。

　だがあまりに可愛らしい叫びに逸物が更に膨らみだしてしまったのだ。

　胎内でどんどん膨らむ逸物にフェリシーは泣きだしてしまう。

「い、いかん。何か萎えさせることを言ってくれ！」

「痛いけど我慢するから！　フェリシーはお義父様のモノになるからぁ！　もっと可愛がってぇ！」

「そんなけなげな事を言うんじゃない！　おお……ますます膨らむ！」

　逸物は際限なく膨らみ、遂に限界を迎えたフェリシーは糸が切れたように失神してしまった。

　なんとか引き抜いた女穴は純潔の血にまみれていたが、それ以上に綺麗だった処女の性器は大きく開いてもう見る影もない。

　裂けたり傷がついた訳ではなさそうだが緩んだ穴はもう並みの男根ではガバガバだろう。

「今後は俺しか抱かないのだからまあいいか」

　フェリシーの唇を奪い耳元で愛を囁くと「お義父様……守ってください」と小さな寝言が聞こえる。

　心配しなくてもこれからはずっと囲ってやる。

　子供もいっぱい産ませてやるよ。




「さて最後は……」

「絶対嫌！　あんたに抱かれるぐらいなら舌噛んで死ぬから！」

　ブリジットはフーっと威嚇する猫のように睨んでくる。

　そう言わずに話だけでもと手を差し伸べるが払われてしまった。

　取り付くしまもない、残念だが無理やりする訳にはいかない。

　また機会を待とうかな。

「いえ、今日抱いて下さい！」

「きゃっ！」

　起き上がったマルスリーヌがブリジットをベッドに押し倒す。

「何をするんですか母様！」

「それはこちらの言葉です！　私達が命を繋いで来られたのはハードレット様のおかげ、それをそのような乱暴な言葉遣い！　母は許しませんよ」

　言いながらマルスリーヌはブリジットの左足を押さえ込む。

「そうですよ！」

　続いて起き上がったのはステファニーだ。

「何から何まで面倒を見ておいて貰いながら何大きな口を叩いているのですか!?」

「ね、姉様、でもこいつは……」

「お義父様です！　それに母様とこの姉の大事な殿方をけなすのは許せません！」

　ステファニーが右足を押さえ込む。

「そうだよ、お義父様は私達の為に色々してくれてるのに」

　おお、フェリシーも復活したか。

「それは私達の体が目当てなのよ！　現に三人共食べられちゃったじゃない！」

「それがどうしたの？　フェリシーも母様達もお義父様に抱かれて嬉しかったよ？　ブリジット姉様の我侭なんてもう知らない」

　フェリシーはベッドに上がってブリジットの両手を押さえ付ける。

「ちょっと！　みんな一体何を……」

　ばたつくブリジットを押さえ込む三人は俺に向けてウインクした。

　そう言う事か、しかし無理やりやってしまうのもなぁ。

「いいのです。ハードレット様のお道具を入れてしまえばきっとこの娘もわかってくれます」

「ふえ!?　母様!?」

「うん、お姉さまも気持ち良くしてあげて」

「フェリシー余計な事を！」

「遠慮しなくても大丈夫ですわ。この子胸はありませんが体つきはしっかりしていますし、それに王宮に居る時は結構使用人の男の子を摘まみ食いして男慣れしているのですよ」

「ステファニー姉様!?　なんでそれを!!」

「毎夜雑用係のリネバーを呼びつけて乗っていた事、知られていないとでも？」

　なんだ、あんまり怒鳴るから全く免疫がないのかと思っていたが案外スキ者だったらしい。

　それならば遠慮はいらないな。

　俺はもう何も隠す事無く立ち上がる。

　途端に漏れる三つの溜息と一つの悲鳴。

「やっぱり大きい……」「あんなのがフェリシーに入ったんだ」「ささ、その大槍でドーンと」

「嫌ーー！　そんな大きいの入る訳ないでしょ！　壊れる裂ける死ぬーーー!!」

　心配するな、お前は結構体がしっかりしている。

　ちゃんと気持ち良くなれるさ。

　彼女の足を掴み逸物をあてる。

　あまり濡れてはいなかったがすかさずマルスリーヌとステファニーが唾をつけてくれた。

「よし、準備はいいな」

「いいわけないだろーーー!!」

「構いません。母が許します！」

「ふん！」

　俺の逸物はぎゃあぎゃあと声を上げるブリジットの胎内に突き刺さっていく。

「ふんぎゃああああ!!」

　声も凄いが中も凄い。

　挿入した入口は良く締まり、中もいい具合に男根を擦りあげて来る。

　これはなかなかの名器、思わず腰が動いてしまうじゃないか。

　両手首を掴んで腰を大きく突きあげる度、ブリジットの体が揺れて悲鳴が漏れる。

　おいおい、そんなに叫んだら強姦しているみたいじゃないか。

　気持ち良くしてやろうと胸を触るがほとんどない。

「ふむ無いな」

「うるさいほっとけ！」

　しかし胸が貧しい女は乳首が敏感な事が多い。

　腰は止めないまま乳首を吸ってやると突きさした肉棒がスムーズになって来る。

「やっぱり男慣れしているな。しかもお前結構スケベだろう」

「ふぎゃーー！」

　肩に噛みつかれた……だがこれも良い刺激だ。

　乳首を吸いながら腰を動かし、彼女の抵抗を受け流して愛を囁く。

　最初はこれでもかと暴れまくっていたブリジットが少しずつ大人しくなってきた。

　胸を吸えば悶え、尻を撫でれば反応する、肉豆を摘まめば嬌声を上げて、肩を甘噛みすると思わず俺の背中に手を伸ばす。

「お前実は男に抱かれるの大好きだろ？」

「そうね……何しても感じているわ」「最初は濡れて無かったけど……今はすごいものね」

「そんな訳無い！」

　そこまで言うなら抵抗出来ないぐらい徹底的に落としてやる。

　俺は彼女の両手を掴んで万歳させるように上げさせ全身を密着させる。

「これで……どうだ！」

「ひゃうん！」

　乳首を胸板、肉豆は陰毛をこすりつけて刺激しながら一番奥をがつがつと突く。

　もちろん激しいキスと愛の囁きも忘れない。

　五分もしないうちにブリジットは口だけの悪態もつかなくなった。

「ふふふ、いいだろう？」

「何がいいだろうよ！　あんたがしてるのは強姦……」

　首筋から耳元までを舐めあげる。

　それにあわせて逸物も小さく動かして穴の良い場所を刺激してやる。

「これでも強姦？」

　ブリジットは真っ赤な顔でしばらく黙りこんだ後、がっくりと肩を落とした。

「うぅ、すごく良いわよ！　こんな良いの初めて……もう和姦でいいわよ！」

　やけくそ気味に言い放つ彼女が愛らしく感じて来た。

「これからはあんまり乱暴な事言うんじゃないぞ」

　俺は構わんが周りの使用人や女達が白い目で見る原因になる。

「……わかったわよ……その……お義父様」

「いやお義父様はいらないが」

　途端に真っ赤になって暴れ始めたブリジットを激しい腰使いで黙らせる。

　いよいよ俺も限界だな。

　ちょうど彼女も限界が近いだろう。

「そろそろ来たよ。同時に昇ろう、中に出してやる」

「え……中？」

　一瞬顔に妊娠への恐怖が浮かぶ。

　まだ子を孕む覚悟はないらしい。

「もう出るぞ」

「あう！　いやぁ!!」

　最後に一番奥を突き上げて彼女を絶頂させ、素早く逸物を抜き去る。

「あぅぅぅぅーーー！　イクーーー!!」

　絶頂に悶える顔に逸物を向けて俺も体を反らせた。

「お前も俺の……女だ！」

　粘着質な音が部屋中に響き、ブリジットの端正な顔に白濁の汁が飛んでいく。

　鼓動のように断続的に飛び散ったオス汁は彼女の顔全体をドロドロに汚し、ストロベリーブロンドの髪も元の色がわからないぐらいに染めてようやく止まった。

「ふいー」

「……」

　精を出し切って満足した俺はベッドに腰を落ち着けて一つノビをする。

　顔面への大量射精を受けたブリジットはジト目で俺を睨みつけていた。

「中は嫌なんだろう？」

「顔にかける事ないでしょ！　上半身全部汁まみれじゃない」

「俺の女になった証明だよ。後で風呂に行くといい」

「この……噛みついてやる！」

　激高したブリジットは俺の股間に顔を寄せて来る。

　まさか逸物を狙っているのかと周りの三人が悲鳴を上げるが、痛みはなくやわやわとした快感だけが伝わって来た。

「今日の所は、んぶ、これぐらいで勘弁して、んぼ、あげるけど、また変な事したら、んもも、今度こそ、んっんっんっ、噛み切るんだからね！」

　彼女は言葉とは裏腹に丁寧に逸物を舐めて綺麗にしてくれる。

　少し心配したがブリジットも無事俺の女になってくれたようだ。




　その日から元トリエア王家の四人は家人と同じように食堂で食事をし、俺と一緒になら外に出掛けるようにもなった。

　未だに使用人の中には厳しい視線を向ける者もいるが、俺の後ろに隠れる事で回避しているらしい。

　だがこのままではいけないな。

　どうにかして一部使用人の敵意も散らしてやらないといけない。

　そうだ、以前メイドと約束した事があった、あれを利用するとしよう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　家族

　ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）

　ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）




　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（生徒監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（軍師？）

　クレア＆ローリィ（画策中）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

　軍五五〇〇名

　歩兵三千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門

　予備役三千

　治安隊一〇〇名

　財産　金貨九一〇〇枚　　結婚お祝い身内のみ（七〇）エイリヒ費用（三〇）軍備増強二〇〇名（八〇〇）

　経験人数二一三人　産ませた子四七人

濡れ場で文字数が多くなりました。

もう少し考えないといかんですね。










第２０６話　ドワーフの大砲







　馬車の窓から見える風景は一面が赤茶色、青く澄んだ空と対比して一層もの悲しい。

　ガラガラと車輪が回る音がどこまでも通っていくようだ。

「ここらは相変わらず乾いた場所だなぁ」

「近くに水がありませんから農耕地として開拓する事も出来ません」

　横に座るセリアが独り言に律儀に答えてくれる。

　可愛いなと頭を撫でると髪が乱れて慌てて必死に直している。

　彼女の髪を乱し、慌てている隙に尻や胸を触るのが最近の楽しみだ。

「ピピはここが好きだ。子供の頃からずっと見ているから」

　ピピは反対側の窓から指差してあそこに黒獣がいると教えてくれる。

　残念ながら俺の視力では影も形も見えない。

　山の民の視力は鷹かと思うほどだからな。

「ご主人様どうぞ～」

　レアが差し出す果汁を軽く飲む。

　かなり酸っぱいが乾いたここではそれも心地いい。

　カップ一杯飲み干すがまだおかわりがあったようだ。

　頬っぺたを膨らませているレアにキスをして口の中の甘い果汁を頂く。

　馬車に乗っている間中、彼女はずっと俺の股間や胸に手を置いて軽く撫で続けてくれている。

　なんでも俺が性的に興奮する事に無上の喜びを感じるらしい。

「レオポルトまだ着かないのか？」

「旅程は順調です。数時間でリントブルムが見えるでしょう」

　いつもの愛想の無い声、奴はそれで用は終わりかとばかりに再び目を閉じる。

　偉そうに思案にふけっているように見えるが、どうせいやらしい事を考えているに違いない。

　たとえば……だ。

　レオポルトの横に座るニナが俺に軽く頭を下げる。

　彼女はずっと昔からこの不愛想な男の従者をしている健気な少女なのだ。

　顔もなかなかの美人で体つきも最初に見た頃と比べれば豊かに成長してきている。

「きっと夜毎絡み合って楽しんでいるに違いない」

「あう！」

　しまった思わず声に出てしまった。

　真っ赤になって顔を伏せるニナにレオポルトが一言。

「ハードレット卿は特に考えなく言葉を出されることがある。一々反応しなくて良い」

「は、はい」

　ちょっと待て、お前今のは俺を馬鹿にしただろう。

　おのれ報復に密室で屁をこいてやるぞ。

　かなり濃厚な一発、どうだ臭かろう。

　だが報復はレオポルトに無視され、セリア他女達に白い目で見られるだけの結果に終わった。







「ドワーフ達も俺にしか話さんとは嬉しいのか面倒くさいのか」

　今回リントブルムに向かうのはドワーフ達に依頼していた大砲の件だ。

　形になったから俺自身が見に来いと言っているらしい。

　彼らは俺以外の人間をあまり信用していないらしい。

「大砲の改良は今後の戦力を大きく左右します。ハードレット卿が数日出向いて成るならば選択の余地はありません」

　それはいいが何故お前までついてきた。

　ラーフェンの軍務を任されたマイラが張り切り過ぎて心配だぞ。

　それだけ重要な事と言う事なのかな。

　ちなみにピピはついでに里帰りを、レアは俺の下半身の世話がしたいらしい。

　更に俺達の馬車の後ろにはもう一台の大型馬車が追随して来る。

　それはセレスティナを乗せた馬車で彼女が俺から一日でも離れたく無いと言うので視察と言う事で同行して貰ったのだ。

　本当はあまり人に……特に他国の人間に見せるべきではないだろうが、今回同行しているのはセレスティナとモニカだけなので心配はいらない。

　残るモルトからの使節達はラーフェンでアドルフと何やらやっている。

　輸入品の扱いでワイワイやっているのだろう。

　セリアは俺の胸に頭をもたれさせながらいじけたように言う。

「見送りにマリアさん達とトリエアの人達がいませんでしたね」

　出発前に激しく交わったら全員立てなくなってしまったのだ。

　カトリーヌだけは杖をついて見送りに来たはずだ。

　暇つぶしに取りとめのない会話をしていると進行方向に真っ黒な煙が見える。

　鉱山町リントブルム、鉄鉱山と製鉄所が集まった工業都市、今やゴルドニア有数の鉄供給拠点と言えるだろう。

　荒れ地の中にあって昼夜問わず製鉄の炎と黒煙を垂れ流すここはまさしく伝説の竜を思わせた。




「ようこそいらっしゃいました御領主様！　セレスティナ陛下！」

　馬車が街に着くと同時に中年の男が飛び出す。

　リントブルムの町長だが……名前は忘れたな。

　よろしくなのじゃー、とセレスティナは元気に挨拶しモニカがもっと威厳をと苦言を言う。

　いつもの光景だな。

「伝えた通り世話になるぞ。ドワーフ達はどこにいる？」

　報告では一時的に何人か出て来てくれているらしい。

「こちらです。あと護衛を準備致します！　夕餉の準備については……」

「護衛は自前がいる。夕餉は適当に選んでくれ」

　少し口調が強くなってしまい町長と周りの男達がびくりと肩を跳ね上げる。

　別に怒ってはいないが……どれだけ俺は怖がられているんだ。

　レオポルトを連れて町をうろついてもきっと良い事は無い。

　先に用を済ませてしまうべきだろう。




「ドワーフ達はこちらの軍向け製作所に置いております」

　案内された場所はリントブルム内でも有数の大きな工房、ここでは馬具や武器など俺の私軍向けの装備全般が作られている。

　鉄や鋼の装備を自前で調達出来るお陰で俺は安定して軍を強化する事が出来るのだ。

　そしてドワーフ達が待っていたのは工房の中ではなく屋外に設けられた大砲の為の試射場だった。

　憮然と並んでいたごつい顔が俺を見つけるなり大きく笑う。

　両手を広げて一番に向かってくるのはバルバノ、地響きがしそうだな。

「久しいな友よ！　もっと顔を出せばいいものを」

「あんたも相変わらず横にでかいな」

　バルバノは他のドワーフ達と同じく身長こそ低いが筋肉質でがっしりとした体形をしている。

　短く太い足でドスドス歩く姿は滑稽にも見えるが単なる力比べならば俺でもかなり苦労する相手だ。

「まずは再会の祝いだ。呑め」

　差し出されるジョッキ、彼ら特製の極めて強い酒だ。

　レアは匂いで察知したのか軽く後ろに下がり、セリアは逆に前に出る。

　彼女は弱いくせに酒が好きなのだ。

「セリアやめておけ。お前がこの酒飲んだら知らん男の前で裸踊りもあり得るぞ」

「う……よ、夜にエイギル様の傍で呑みます！」

　笑いながらジョッキを掴んで一気に煽る。

　ドワーフ達の酒を断れば何もかもうまくいかない。

　それにこの火のように燃える酒も結構好きなんだ。

「おう、やはりお前は違うな。人にしておくのは惜しい男」

　バルバノは濃い顔を緩ませて嬉しそうな声を上げる。

　もう一杯との提案は辞退しておこう。

　これ以上飲んだら仕事どころではなくなってしまう。

　きっとそこらの娼婦を掴まえてしゃぶらせながら話をする事になるだろう。

「酔う前に大砲の話からしよう。酒は今晩浴びる程呑めば良い。上物をいくらでも準備する」

　浴びる程の酒、に他のドワーフ達も笑顔を見せた。

　本当に酒が大好きな奴らだ。




「大砲とはほそっこい草原の男が言っていた鉄筒の事だな」

　バルバノは参考にと俺が準備した大砲を詰まらなそうに一瞥して言い放つ。

「これは駄目だ」

「どう駄目なのかを教えて欲しいんだ」

　欠陥品だと言われて終わりでは何の進歩もない。

「この筒の根元で爆発を起こした勢いで先に詰めた金属の玉を飛ばす発想は面白かったがお前達の貧弱な筒ではすぐに割れたりひん曲がってしまうはずだ」

「ああ、だからお前たちなら上手くやれるんじゃないかと思ってな」

　だがバルバノは首を振った。

「お前達よりは良く作る事は出来る。だがそもそも材料が脆すぎる。こんな粗悪な金属では誰が組み立てても似たりよったり、長くは保たん」

「うむむ……」

　俺とレオポルト、ついでにセリアも困ったように首を捻る。

　そもそも鋼では強度不足……そう言われてしまってはどうしようもない。

　そういえば彼らドワーフは鉄や鋼を粗悪で脆い金属と馬鹿にしていたな。

「鉄など使っていては碌なもんは出来ん。だが友からの頼みを断る訳にはいかん。太くて頑丈な女も紹介してくれたしな。毛深いのも良かった」

　バルバノはそう言って工房の隅に用意していてソレらを引っ張り出す。

　やはり男は女が大好きだ、種族など関係ない……好みは大きく違うがな。

「これは……大砲？　なんて大きい……まるでエイギル様のよう」

　レオポルトとセリアは興味深げにソレ……一〇揃い並んだ砲の群れを眺めた。

　ドワーフが作った大砲は俺達のそれと形は似ているが大きさは倍以上もあり、作りも精巧に見える。

　何より色が通常の鋼よりもどす黒く、材質が違うのは一目瞭然だった。

「これは……お前達が作ったのか？」

「幼稚な設計だが全て変えて作っても意味がなかろうと思ってな。材料は自前で用意したものだ」

　軽く叩いてみるが肉厚で重厚なその砲はちょっとやそっと使っても壊れそうにはない。

　聞けば既に一〇回程の試射を終え、欠陥も砲身の歪みもまったくないらしい。

「これならばお前達の大砲の何倍も火薬を入れて撃てるだろう！　しかもでかい！」

　胸を張るバルバノだがレオポルトは渋い顔をしている。

　俺も口には出さないがわかる。

「これでは野戦に使えないのはもちろん。行軍の足も引っ張りそうですな」

　あえて声に出したレオポルトをバルバノが睨む。

　大きいのも頑丈なのも素晴らしいがこの砲は重すぎる。

　今のように馬車に乗せて……とはいかず、六頭立てで曳いてもゆっくりとした移動になる。

「それでも設置出来ればこの大きさだ。半端な城壁などたちまち吹き飛ばすだろう。素晴らしい品だよ」

　俺の声にバルバノはそうだろうと胸を張る。

　レオポルトも何も言わない。

　わかっていて嫌われ役を演じた……と言う程殊勝な奴じゃないな。

　きっと人の気持ちがわからないだけに違いない。

　しかしまだ懸念はある。

「この材料は簡単に用意出来るのか？」

「お前の槍程ではないがそれでも今まで貯めた分を使った。しばらくは作れないだろう」

「うむむ……」

　それではあまり解決にはなっていない。

　大砲だなんだと騒いでも所詮は武器の一つに過ぎない。

　至高の逸品よりもそれなりの質のものを大量に欲しい。

「なんとか鉄を使ってもっと良い品物は出来ないものか」

「俺にはお前達が何故鉄に拘るのかがわからん。すぐ錆びる金属のどこがいい」

　バルバノは詰まらなそうに金属製の椅子に腰をかけた。

　尻がはみ出るほど大きな体だが座ると足がつかないらしい。

　子供のようにピコピコ揺れる足が滑稽だった。

「そりゃ……特別な金属を除けば鋼が一番硬いからだろう」

　ミスリルやドワーフ達の金属は圧倒的に強いが量が取れない。

　やはり一般的には鋼が最強の金属と言っていいはずだ。

　それでも砲身としては不十分らしいが。

　俺の後ろで工房の技術者達もうんうんと頷く。

　彼らは見覚えのある顔だな……確か火の民の……。

　うん、忘れた。

「硬さではそうだ。だが胆は爆発に耐えられる強度、ならば青銅の方が良かろうに」

「青銅？」

　確か昔は剣や槍に青銅を使っていたらしいな。

　今は骨董品の扱いになるだろうが。

「重さ当たりの強度と弾性が……」

　バルバノは自慢げに何やら話し出したが俺にはさっぱりわからない。

「ひゃうん！」

　セリアの下半身を撫でながらわかった風な相槌を打つとしよう。

　レアの尻も楽しんでやろう。

　うむ、二人共太ももは俺好みにむっちりしてきている。

　今夜、顔を突っ込んで挟まれるのもいい。

　二人の太股に挟まれてピピに逸物を舐めさせる……素晴らしいじゃないか。

「な、なるほど……」「青銅は盲点だった」「坑道の中に銅や錫が出る場所はないか当たるのだ！」

　技術者達は何やら盛り上がっているな。

　レオポルトも真剣な顔で考え込んでいる。

　問題が解決したようで何よりだ。

　後の事はレオポルトに任せよう。

「それよりも見て貰いたい物がある。素晴らしい物だぞ」

　バルバノにとっては用意された新型砲一〇門はそれほど気にする品ではないらしい。

　彼にとっては幼稚な俺達の品を模倣させたのだから仕方ない。

　怒らず作ってくれただけでも感謝だな。




　上機嫌なバルバノと一緒にしばし歩き、到着したのは何かの建物の前だった。

「この中にあるのか？」

　これだけ自信たっぷりに笑っているのだがらさぞ面白い物が飛び出すのだろう。

「さあ見ろ、これが俺達が作り上げた最高の品だ！」

「楽しみにしている……どうした？　もったいぶらずに早く出してくれよ」

　バルバノは大きく手を広げたまま動かない。

　一体どういうつもりなんだ、建物を見ろと言われても中身を出して貰わないと。

「え、エイギル様……これ!!」

　セリアが唖然とした声を上げる。

　どうしたんだと彼女が指差す方向を見るが、そこにはやはり建物しかない……いやこれは。

　てっきりただの建物と思っていたソレは良く見ると形がおかしい。

　出入り口はなく、側面には梯子が掛かっている。

　更にそこら中に歯車やバネが覗いている。

　そして長く伸びた筒と言うには余りに太すぎる砲身。

「これは……全体が大砲なのか？」

「そうだ！　重厚さ、頑強さ、まさにドワーフの逸品ぞ！」

　高さは優に二階建ての建物程あるだろう。

　台座と思われる部分も唯の金属の塊ではなくバネや歯車が複雑に入り組んでいる。

　多過ぎて一体何をどう使うのかもわからない。

　そして何より目を引くのは巨大な砲身だ。

　先ほど見た大砲など玩具にしか見えない長さ……優に１０ｍは越えるだろう。

　重厚さと丁寧さを兼ね備えたドワーフの逸品だった。

　俺達があっけにとられているのを見てバルバノは満足そうに笑う。

「さっきの砲など一日二日で仕上げた物、俺達が全身全霊を注ぎ込んだのはこれだ！　名は［ウルガーン］力強い良い名前だ」

「あぁ……すごいぞ。これほど驚いたのはいつ以来か」

　世辞ではない。

　ただ巨大な建物とは違う機械的なこの砲は見る者を圧倒する迫力があった。

　そびえ立つこの砲が火を噴いたなら連邦白都の超巨大城壁ですら消し飛ぶのではないだろうか。

　俺とセリアが呆気に取られ、大砲などよくわかっていないレアとピピはあまり興味の無さそうな様子でじゃれついて来る。

　冷静なのは一人、言うまでもなくレオポルトだ。

「それで……これをどう使うのですか？」

「どうってお前、火薬と弾を詰めて撃つに決まっている」

　何を言っているのだこいつは。

「何に対してですか？」

「敵にだよ。味方に撃つ訳ないだろう」

　本当に大丈夫か、休暇が必要なのだろうか。

「敵はどこに？」

「……」

　そこまで言われて気付いた。

　リントブルムは僻地も僻地、敵の襲撃などあり得ない場所にあり、ここに敵が押し寄せるならばラーフェンどころかほとんど全土が陥ちている。

　あえて考えるとすれば黒獣の群れか少人数の野盗ぐらいか。

　木端な相手にこんなものぶっ放したらそっちの方が大騒ぎになる。

「なんとかラーフェンまで運べませんか？」

　俺も同じ事を考えてたよセリア。

　だがほとんど建造物と言っていいサイズのこいつを運ぶ事など考えるだけで無駄だ。

　何百人で引っ張っても小石一つ分さえ動くはずがない。

「……時間を知らせる号砲にでも使うか」

「火薬が無駄ですな。それに町中の職人達がひっくり返ります」

　こいつを撃つには樽丸々一杯の火薬が要りそうだしな……。

「こいつも……新型砲と同じ材料で出来ているんだよな」

「そうだ！　あの木端な大砲の五〇倍……いや一〇〇倍か」

　出来ればあっちを一〇〇門欲しかった。

　そうすればもう大砲の心配はいらなかっただろう。

　だが快く手伝ってくれたドワーフ達に文句を言う訳にもいかない。

「それとな、お前達は木を燃やした炭を使って鉄を作っているようだが……もったいない。鋼など木よりもずっと無価値なものだろうに」

　ドワーフ達は洞窟の中で暮らしているせいか木製品を手にする機会はほとんどない。

　洞窟の熱と湿度に木が耐えられないと言う事もあるだろうが。

「草原には木は沢山あるからな。それに代わりになる燃料もないだろう？」

　そういえばバルバノ達は洞窟の中から出てこない。

　木が使えないのに燃料はどうしているのだろうか。

「俺達はこれを使っているぞ」

　バルバノがポケットから出したのは真っ黒な石だった。

「石炭ですか？　確かにここでは容易に手に入るでしょうが」

　いつの間にか俺の後ろに技術者達が集まっていた。

「ここでは薪や炭よりいいかもしれんな」

　石炭自体は特に珍しい物ではない。

　鉱床は結構あるし他の鉱山などからついでに出る事もある。

　火に放り込めば燃えるので燃料にはなるのだが、わざわざ運んで来るよりも木炭や薪を使う方が早くて安上がりなので産出地の近く以外ではあまり使われない。

　リントブルム周辺には木がほとんどないので普段の燃料としては使われているはずだ。

「燃えるならこっちでもいいんじゃないか？　わざわざ木を切って運ぶ手間が省ける」

　技術者達に言ってみるが彼らは困ったように苦笑いする。

「いえ……製鉄に石炭を使ってしまうと鉄に悪い素が入ってしまい使い物にならないのです」

「なんだ駄目なんじゃないか」

　話が違うぞとバルバノに向き直る。

「阿呆、そのまま燃やせば当り前だ。石炭を蒸し焼きにして毒汁を追いだし……」

　あぁ専門的な話はわからないから技術者や職人達としてくれ。

　俺はセリアの尻を撫でる。

　誇らしげに胸を張って声を張り上げるバルバノと目を丸くしてそれを聞く技術者達。

　生き生きとしている彼らとは裏腹に巨大なウルガーンは少し寂しそうに見えたのだった。




　その後、バルバノ率いるドワーフ達と数杯酒を酌み交わしてからほろ酔いで町を見て回る。

　技術的な話をするのに俺が居てもあまり意味がないし、技術者達は一刻も早くドワーフ達と色々な話をしたいようだったからだ。

　俺以外の人間にはあまり心を開いていなかったドワーフ達も酒が入って幾分か態度は軟化、怒らせるような事をしなければ機嫌良く答えてくれる事だろう。




「ふむ……じっくりと見るのは久しぶりだが、前とは比べ物にならないな」

「凄い町なのじゃ……ビアードとは全然違う」

　セリアにレアにセレスティナ、そしてモニカにピピ。

　五人の女を従えて町を歩き回る。

　護衛としてギドとクリストフも傍にいるのだが女しか目に入らないな。

　リントブルムの人口は四千人、町としては中規模だが街中に並ぶ鍛冶屋や溶鉱炉が人口以上に大規模に見せている。

　反面、贅沢品など高級品を売る店はなく、その他必需品を売る店も数は少なく一か所に纏められている。

「リントブルムでは雑貨も食料も水さえも全てクレアさんの所で買うしかありませんから」

　町の周囲は完全な荒れ地で畑などは作れない。

　井戸を掘っても毒水しか沸かないので自分で飲料水を確保する手段はないのだ。

　命の水を運んでくるのはクレアの馬車、この町の命運は彼女が握っていると言っても良い。

　鉱夫や住民を雇用し給料を払うのも彼女だが、彼らは飲み食いや生活の為に使う物をすべて彼女から買うことになる。

　しかもその料金はお世辞にも他の町より安いとはいえない。

　更には住む家の家賃から、抱く娼婦の上前まで全てクレアの元に集まるのだ。

　この町は俺の重要な拠点であると同時にクレアが自身の命運をかけて巨額を投じて作り上げた彼女の城だった。




「エイギル様……あそこを見て下さい」

　しゃがみこんでセリアのショートパンツを降ろそうとする。

「アソコではありません！　こんな所で何をするんですか!!　あっちです！」

　なんだ違ったのか、セリアもここまで大胆になったかと期待したのに。

　視線の先、町の荷降ろし場には凄い数の荷馬車が集まり、水の入った樽を降ろして金属の塊を積み込んでいる。

「ざっと見るだけでも五〇、恐らくは一日一〇〇では利かない数が出入りしています」

　下手をするとラーフェンを出入りする馬車より多いだろう。

　食料、水、そして製鉄燃料としての木炭は毎日大量に必要になる。

　石炭でどうにか出来るなら燃料だけはなんとかなりそうだが。

「これだけの隊商が通る街道……野蛮な族や魔物が出る事はないのですか？」

　浮世離れしたセレスティナやレアと違ってモニカは現実的だな。

「それが案外大丈夫なんだよな」

　原因はリントブルムまでの道のりが非常に過酷と言う事だ。

　街道こそ立派に整備されているが、道を外れれば集落一つ無い完全な荒れ地、もちろん水も無いからゴブリンなどの木端魔物は生息出来ない。

　仮に山賊集団が獲物を持ち構えるとしても拠点と出来る場所は無い。

　よしんばどこか良い場所を見つけて潜んだとしても周囲は狩られて減ったとは言え、獰猛な黒獣達の生息地だ。

　隊商を見つけてほくそ笑む山賊達の背中で奴らが舌舐めずりする事になるだろう。

　安全な場所以外での夜営などもってのほかだ。

　隊商達も護衛をつけるのは勿論、到着前に夜を迎えそうになれば必死に馬車を飛ばして随所に設けられた警備兵駐屯の砦兼避難所に駆け込むことになっている。

「でも畑が無いと寂しいのじゃ……妾は農夫達が働いておる光景が好きなのじゃ」

　セレスティナは農業国モルトの出身だけあって少し寂しそうだった。

　この町は大量の金を生むが異様なあり方なのは間違いない。

　豊かな実りの代わりにはならないがせめて俺の逸物を触るといい。

　セレスティナが無邪気に股間に手を伸ばすのをモニカが止めて俺を睨む。

　そんな俺達の横を水が満載された樽が通り過ぎて行く。

　水商人が樽一杯の水を並べて大きな声で客を呼んでいた。

「今到着したばかりの新鮮な水！　大ジョッキ一杯で銅貨二枚だ！」

「「高っ！」」

　思わずセリアとモニカが声を上げる。

　大ジョッキとはいえ乾いたこの町では一日二杯三杯と飲むだろう。

　まして鍛冶屋のように暑い環境で働くならばもっと飲むかもしれない。

　これはさすがにクレアに言っておかねば……。

「そんな金ねぇよ」「いつものでいいんだよ親父」

「ちっ貧乏人共め、臭いのついた古い水なら二杯分で銅貨一枚だ。好きに汲んで飲みな」

　なるほど、安い水もあるらしい。

　それならば渇きで仕事の効率が落ちる事は無い。

　だが手元に余裕が出来ればどうしても上手い水を飲みたくなって金を使ってしまう。

　こういうやり方を考え付くからこそクレアはのし上がったのだろうな。

「本当に上手く考えていますね。絶対地獄に落ちますよあの人」

　狡猾とも言える方法にセリアはお冠だ。

　強欲女商人にはうっかり逸物が滑った事にして尻穴掘りの悪戯でもしてやろうかな。

「だがそれが商人なのだろう。俺も彼女から儲けを得ているから悪くは言えない」

　彼女自身とローリィの小さな体まで頂いたのだ、文句は言えない。

　この町も事実上クレアが作り上げたようなものだ。

「そういえばクレアは俺がここに来る事を知ってるはずだが……付いて来なかったな」

　特に呼ぶ理由はなかったが、最近は小麦の件で特に媚を売って来ているのでてっきり付いて来るものと思っていた。

「その小麦の件です。モルトから輸入した分についてクレアさんとアドルフが昨日からずっと交渉しているらしいです」

　アドルフはモルト使節団と交易の交渉をしながら輸入品の扱いでクレアとも何かしているらしい。

　ついでに最終段階に入った水道橋の事も考えているようだ。

　本当に忙しい奴だな、もっとゆったり仕事をすればいいのに。

　それにしてもセリアは何でも知っているな。

　歩きながら頬っぺたにキスをしてやる。

「こ、こんな通りでなんて……恥ずかしいです」

　嬉しそうに拒絶されてしまう。

　もっとしてやる……首筋も……胸元も……うなじもだ。

「み、見られてます！　見られてますからぁ!!」

「いいなぁ……セリアちゃん。ご主人様ぁ、私も御主人様にキスしてもいいですか？」

「妾もちゅーするのじゃ！」

「ええい、やめなさい！　街中で乱交する気ですか!?」




　町を見て回り、やたらに安い黒獣の肉とやたらに高い新鮮な水を飲む。

　さして大きく無い町を概ね見終えた頃、大きな鐘の音が町中に鳴り響く。

　時刻はそろそろ夕刻……日暮れの鐘だろうか？

　鐘が鳴り終わると、大勢の男達……鉱夫達が目をこすり、寝起きの悪態を付きながらそこら中の家から現れた。

　なるほど、今のは交代の鐘だったのか。

　リントブルムはなんと言っても鉄鉱山の町、表層の鉄は風化して質が悪い。

　そこで今ではより良質な石を求めて坑道は山の深くへと潜っている。

　中に入れば昼も夜も無い、鉱夫達は昼組と夜組に交代しながら働いているのだ。

　夜組の鉱夫達が鉱山へ向かって行ってすぐ、昼組の鉱夫達が一斉に町に戻って来る。

　それを狙って露店商や娼婦達が一斉に通りに繰り出して来た。

　仕事終わりの荒くれ達、食い物と女を売る者達にとってこれ以上の稼ぎ所は無い。




「す、すごいぞ……」

「陛下見てはいけません！」

　セレスティナは獣欲をそそろうと狙った娼婦達、そのとんでもない格好を見て目を丸くしていた。

　本当にすごいな、尻や胸を剥き出しにしているような奴もいるし、少しでも目が合えば足を開いて性器を見せつけて来る。

　ラーフェンではマイラが目を光らせているからあんまりな格好の娼婦は捕まってしまう。

「人も一気に増えましたね。何かあっては事だからセレスティナは宿へ戻るといい」

　鉱夫達はお世辞にも礼儀正しく思慮深いとは言えない。

　可愛いセレスティナやレアに変な事があってはいけないからな。

「で、では私も……」

　セリアにもキスをして皆と一緒に宿に行くように促す。

「うー……私はお傍に居たいのに……」

「ちょっとした用を済ませたら俺も戻るよ」

　渋々皆と共に行くセリアに酔った鉱夫の声がかかった。

「ひゅう！　姉ちゃんすげぇ美人だな！　一発いくらだ？　今日は金持って……」

「やかましい！」

　セリアの強烈な蹴りが股間に炸裂し、無言のまま倒れる男。

　彼女は俺と他の男への態度が天と地ほども違う、そこも俺の優越感をくすぐるのだ。




　困惑する護衛隊とも離れて俺は一人で目的地に向かう。

　リントブルムの飲み屋と娼婦達の家が密集する一角は異様な熱気と人口密度、人同士の肩があたり、互いに口汚く悪態をつきながらすれ違っていた。

　うむ、なかなか良い状況だ。

　際どい格好をした娼婦達の尻を人ごみの中で撫でて行く。

　なかなか快適だがこんな状況で必ず出るのが……。

「畜生!!　俺の金がねぇぞ!!　スリにやられた!!」

　一人の体格のいい鉱夫が道の真ん中で叫んでいた。

　周りの人間に掴みかかって声を荒げているが、気付いたのが今ならスリはもう遠くに逃げているだろう。

「畜生畜生!!　今日は銀貨三枚も入ってたんだぞ！」

　文字通り地団太踏んで悔しがる男に周りから失笑が漏れる。

「へっ馬鹿が大金持ち歩くからよ」

「なんだとこいつが！」

　男は即座に反応し、拳骨で野次を飛ばした男の顔面を殴り付けた。

　見た目通りの怪力に一発で相手は悶絶して崩れ落ちる。

　周囲からは軽く悲鳴が上がるが荒くれ者の鉱夫達が喧嘩する事など珍しくないのだろう。

　さして大きな騒ぎにはなっていなかった。

「どうだ、糞野郎！　手前なんかに負ける程俺は……」

　既に財布をスラれた事も頭に残っていないのか、倒れた相手を口汚く罵っている。

　良く見れば男は俺よりも身長が大きく、盛り上がった筋肉が全身を包んでいる。

　品も学もまったくなさそうだが、激情的なだけで嫌いなタイプではない。

　そう考える俺の顔ははっきりと笑っていたのだろう。

「お前笑いやがったな!!」

　矛先がこっちに向いてきた。

　周りの娼婦や露店商が巻き込まれないように距離を取る。

「おう？　俺か？」

「てめぇだよ、なんか文句あるのか!?」

　まぁラーフェン以外に住んでいる民で俺の顔を知っている者は少ないだろう。

　もし知っていたとしてもここまで頭に血が昇ればもう見えないかもな。

「文句は無いよ。滑稽だっただけだ」

「こいつ!!」

　殴りかかって来る男の拳を避け、足をかけてひっくり返す。

　力だけはありそうだが戦闘と言う意味では素人同然の動きだ。

「ぷふっ」「だせーな」「見事にひっくり返ってやがるぜ」「見た目からして筋肉馬鹿よね」

　周囲の野次が更に鉱夫に火をつける。

　あぁこうなってはもう勝負してやるしかないか。

「こ、殺してやる！」

「そんな物騒な事を言うな。ほら殴らせてやるぞ」

　俺はここに叩きこめと自分の腹をポンポンと叩く。

　こいつと殺し合いをする必要はまったくない、遊びの方がいいだろう。

　男はにやりと笑って大きく腕を振りかぶった。

「後悔するなよ!!」

　動きはかなり遅く、避けるつもりなら一〇回は避けられただろう。

　だがあえて腹のど真ん中を殴らせてやる。

「おう」

「なっ！　倒れねぇ!?」

　さすがに力自慢の鉱夫、なかなか破壊力のある拳だった。

　だがこの程度では俺は倒せんな。

「次は俺だ」

　俺も拳を振りかぶる。

　鉱夫は一瞬困惑したが意味がわかると上着を脱ぎ捨てて自分の腹を平手で叩く。

「いい度胸じゃねぇか！　殴って来いよ。お前の拳なんか効きやしね……」

　ズドンと奴の腹を殴り付ける。

　大した腹筋だが結構めりこんだぞ。

「ぐふっ！　がふっ！　おごぉぉぉ……」

　男は息が詰まったのか腹を抱えて前屈みになっていたがかろうじて膝はついていない。

　すごいな、まだ立ってられるのか。

「次は……俺の……番……うごぉ……」

「大丈夫か？　もうやめてもいいんだぞ？」

　どの道ちょっとした余興、こいつには明日も元気に働いて税を納めて欲しい。

　だが男は諦める気はなさそうだし周囲も輪を作り、既に銀貨や銅貨が飛び交っている。

　倍率は一：五で俺が有利らしい。

「おらぁ！」

「ぐ……」

　俺の腹に再び拳が突き刺さる、

　相当足にきていたはずだがそれでも一度目よりも強烈だった。

　勢いで少し息が抜ける。

「へへ……こ、来いよ」

　男は腕組みして腹を俺に晒す。

　何度もしたら怪我をさせるな。

　これで終わりにしよう。

　先ほどよりもずっと腰を入れて腕を振る。

「ふんぬ！」

　拳を叩きこんだ瞬間、男は口から直前に食べた食事らしい内容物を噴射して崩れ落ちた。

　周囲の奴らが歓声を上げて賭け金が飛び交う。

　ちょっとやり過ぎたかな。

「おい、あんたら」

「はん？」「あにさ」

　見るからに娼婦の色っぽい二人組に声をかけ、懐から金貨一枚を取り出して渡す。

「うは、金貨!?　二人まとめて一晩でも大歓迎さ！」

　違うそうじゃないんだ。

「この男を朝まで介抱してくれないか？　気が向いたら男根でもしゃぶってやってくれ」

「へ？　あんたどういう……」

　ちょっとした罪悪感だ。

　財布をスラれた上に殴り倒されたとあっては明日以降働く気も無くなるというものだ。

「すげぇ気前良い奴だな」「いいねぇ……金払い良さそう。あたいを買ってくれないかね」

「てかあれ領主様じゃね？」「ラーフェンで見たような……」

　いかん、騒ぎがばれたらまたセリアに怒られる。

　この場は退散するとしよう。




　喧騒を離れて少し人の少ない通りに入る。

　お土産に強い酒でも買って行った方がいいかもしれない。

「店主、その酒を樽ごと……」

　金を払おうと財布を取り出そうとした瞬間、小柄な女がドンと胸にぶつかってきた。

「あら、ごめんなさい」

　女は流れるような動きで俺の胸元から離れ、抜き取った財布を持ったまま通り過ぎようとして……長く束ねた髪を掴まれた。

「ふぎゃっ！」

「財布を返してくれ。酒が買えないだろう」

　だが女は俺の財布を胸元にしまうと開き直る。

「これはあたいの財布さ！　あんたの物だって証拠はあるのかい!?」

　素直に認めれば別にどうこうするつもりはないのに。

「……ならその財布いくら入ってるんだ？」

「ぐ……銀貨数枚と銅貨だったかね。細かい事まで覚えてないよ」

「外れ、金貨が五〇枚だ」

　いつもそれだけ入れている。

　正確にはさっき四九枚になったけどな。

　女は咄嗟に財布を開いて目を見開く。

「な、なんだこりゃ……」

　動揺した彼女の裾からポトリと別の財布が落ちた。

　しかも二つ……どちらも粗雑な作りの男物、到底女が持つようなものではない。

　どうやらこの女スリの常習犯らしい。

「ちっ！」

　女が俺の財布を持ったまま逃げようとする。

　だから逃げるなと言うのに。

「そら、諦めろ」

　彼女の手を掴んで引き寄せ、そのまま肩に抱き上げてしまう。

　まるで山賊が女を誘拐したみたいだな。

「やめろ！　放せーー!!」

　火のついたように叫ぶ女に周りの人間が集まって来る。

　女は俺がひるむと思ったのだろうが……残念だったな。

「領主様、御無事ですか!?」

　あんまり叫ぶもんで俺の顔を知る町の警備兵まで駆けつけて来てしまった。

「りょ、領主様!?」

「そう、財布返せよ」

　これから人に会いに行くのに手ぶらではいけない。

　土産を買わんといかんのだ。

「お前スリのパッタ！　貴様まさか領主様に……」

　警備兵は女の顔を見て血相を変えた。

　俺がスリにあったとなれば区域担当の警備兵が怒られるのかもしれない。

「あ、あはは……」

　ここで俺が首を縦に振れば間違いなく長く牢屋行き。

　もしくは町長が特別処置で殺してしまうだろう。

　こいつはなかなか顔もいいし良い尻をしている。

　スリ程度で殺したり牢屋でくたびれさせるには惜しい。

「少しじゃれていただけだ。もう行っていいぞ」

「は、はあ……本当に大丈夫ですか？」

　もちろん、これから楽しい時間なのだから。




　警備兵が去った後で俺はパッタを路地裏に降ろして肩を掴む。

「な、なんだい？　いや、なんでしょう……」

「今回は牢屋は勘弁してやる。だが無罪放免とはいかん……下着を脱いでスカートをめくるんだ」

　パッタは一瞬躊躇するが仕方ないとため息をついて下着を降ろしていった。

「はぁ、牢屋に比べたら一発ぐらいどってことないか……酷い事はしないで下さいね」

「もちろん、普通に逸物を入れるだけだ。種は……中に出させてもらうぞ」

「領主様もスケベだね。わかったよ、どうぞ」

　路地の壁に手を付かせ、スカートをめくりあげて後ろから腰を掴む。

　彼女は小柄で穴も小さめ、本来ならしっかり愛撫してやる所だがこれは罰でもあるからな。

　少し唾をつけるぐらいでいいだろう。

　後ろからなのは良かった、膨らんだ逸物を見たら彼女が怯えてしまうかもしれないからな。

「じゃあ行くぞ」

「はい……ハメおわったら本当に堪忍して下さいね？」

「もちろんだ。そら！」

　腰を強く掴んで力任せに奥までねじ込む。

　凄まじい抵抗があったが、勢い良く突きこんだ事で一気に奥まで入りこむ事に成功した。

　逸物を伝わって来る肉を押し広げる音と、挿入の衝撃で痙攣し始めた女肉の感触……。

「なっ！　う、うぎゃああああーーー!!　なによこれーー！」

　おいおい、うぎゃあはないだろう。

　拷問している訳ではあるまいし。

「く、杭を……杭を穴に刺したのね!?　やっぱりあたいを殺すの!?　処刑するの!?」

「杭なんて刺して無い。ただの男根だよ」

　女は泣きながら後ろを振り返り、自分に半分埋まった逸物を見てまた悲鳴を上げる。

「嘘を……ってでか！　杭よりでかいじゃないそのチンポ!!　だめっお腹苦しい！　破れる！」

　罰なのだから多少苦しいのは仕方ないじゃないか。

　大丈夫、ピピにも入るのだからこんな事で女体は壊れないよ。

　早速だが動かせてもらうぞ。

「あぁぁぁーー！　死ぬぅ！　杭チンポで穴を裂かれて死ぬぅーー!!」

「よしよし、すぐに良くなるよ。腹を膨らませてスリから足を洗わせてやろう」

「あぁーーー!!　子袋に食い込むーー！」







　俺はパッタを肉棒と種汁で改心させてから目的の人と会う事になった。

　それは……なつかしき毛深の御婦人、以前抱いたドワーフの女性だった。

　バルバノを通じてどうしても会いたいとの連絡を受けては多少好みとは違っても行く他ない。

　いざ到着して見ると彼女は子供を抱えており、優しく微笑みながら毛だらけの体を俺の胸に飛びこませて来たのだ。

　前よりもずっと濃くなった体毛はもはや何も言うまい。

　だが髭面とはどういう事だ、本当に女なのか二度三度と股の間を確認してしまったではないか。

　短い手足に太い体、抱きしめるだけで強く主張する剛毛を感じながら俺は二人目の種を彼女に注いだのだった。




　翌日

「エイギル様……噂になっていますよ」

「どんな噂だ？　セリアの顔はスベスベしていていいな。ヒゲもない」

「なんで私にヒゲが生えるんですか!?　……路地で女を犯したそうですね」

「あれは職務だ。領主としてリントブルムの治安を守り、道を踏み外していた女を改心させたのだ」

「その女が早朝から屋敷の前に座り込んでます。「もう一度だけ抱いて欲しい」「性奴にしてもいいから」だそうです」

　罰を与えたのに惚れられてしまうとは、人の縁とはわからないものだ。

　だがこれであの女もスリから足を洗うだろう。

　穴は結構良かったし出発前にもう一度、今後はちょっと丁寧に抱いてやってもいいかもしれない。

　毛も薄かったしな。




「ハードレット卿、発情している時間はないようです」

「……なんだレオポルト」

　声に出していないのによく考えている事がわかったな。

「ラーフェンから知らせが参りました。他国……リバティース民主国より使者が来ているとの事です。用が済み次第至急帰還されたしと」

「舞踏会からこっち忙しい事だな……仕方ない戻るとするか」

「すぐに準備致します」

　元々リントブルムは長く滞在する場所じゃない。

　風呂もないから体中汁まみれにする抱き方もしにくいしな。

　セリアとレアはこのまま俺と一緒に戻り、ピピは久しぶりに山の民の所に帰るそうだ。

　忠勤の褒美の品を渡すから宜しくと言っておいてくれ。

「準備出来次第帰る……」

　玄関に座り込み、潤んだ目でこちらを見るパッタと目が合う。

　俺を見つけると必死に懇願の声を上げながら媚を売って来る。

　ただ一度のそれも乱暴で仕置きのような交わりでここまで落ちてしまうとは……素晴らしいじゃないか。

　出発までぐらいは相手をしてもいいかもしれない。

　ズボンの前を開けて手招きすると女は満面の笑みで走り寄ってくるのだった。

　もちろん彼女にヒゲは無かった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　軍五五〇〇名

　歩兵三千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門　大型砲一〇門　超巨大砲一門（リントブルムから移動不可）

　予備役三千

　治安隊一〇〇名

　財産　金貨九一〇〇枚

　経験人数二一四人　産ませた子四八人

ちと不調です。

ストーリーは出来ているのですが、どこで切り替えるかに悩みました。

次回からはある程度転がっていきます。










第２０７話　南部の秩序　♯







「これはこれは……お出かけの所呼び立てしたような形になった事お詫び申し上げます」

　屋敷の応接間、中年の男が深々と頭を下げる。

だがその顔は言葉と違って罪悪感など感じてはいないだろう。

単に交渉の儀礼である事はさすがに俺にもわかる。

「いやいや、用も済んでいた所ですから。何も気にしていませんよ」

　用事自体は終わっていたし、ドワーフ達も長くベタベタするのは好かない。

リントブルムの娼館を回りたかったのだけが心残りだ。

「それよりもリバティース民主国の外務……ええと、外務次官が私のような地方領主の所においでになった理由をお教え願いたいですね」

「ハードレット卿、［ユノー］外務次官です」

　この男はリバティースの外務次官、なんでも外務の責任者である大臣に次ぐ立場らしい。

中年の次官は横に一人の青年と女性を連れていた。

青年の方はいかにも切れそうな内政官、女性の方も真剣な表情で下らない雑談までメモをとっている。

　真剣な表情の彼女は三〇ぐらいだろうか、なかなかの美人で胸も大きい。

太股の張り具合からしてきっと尻もむっちりと柔らかいはずだ。

後ろから両手を掴んで突いてやれば凛々しい顔はすぐに快楽に歪むのではないだろうか。

「ふふふふふ……」

「ハードレット様、集中して下さいよ」

　それに対して俺の隣にいるのはレオポルトとアドルフの二人、セリアが護衛として後ろに立っているが

手は届かない。

何たる不公平だ、お前らもムチムチの美女であればよかったのに……考えると気持ち悪いやめておこう。




「今回訪問させて頂きましたのはゴルドニアとは別にハードレット殿と交渉を行いたかったからです」

「私個人とですか？」

　ゴルドニアの領主には他の王国と同じく、納税と戦時に兵を出す義務がある。

一方で王国と敵対関係にある相手でなければ独自に外交や条約・協定を結ぶ事は自由だ。

　となれば交易の条約でも結びたいのだろうか。

だがそれならばわざわざ俺でなくともアドルフに任せているし、相手も直接出張って来る必要はない。

「確かに交易の話もありますが、今回訪問させて頂いたのには別の理由もあるのですよ。これが事前に訪問をご連絡出来なかった理由でもあります。公式な会見にしたくありませんでしたので」

　なんだか面倒くさそうな話になってきたぞ。

「まず建前から参りましょう。現在別の協定によって都市国家群から我が国を経由し、ハードレット殿の領へと交易路が開いております」

　自分で建前といいやがった。

「ええ、国内の関税の問題がありましてね。感謝していますよ」

　アドルフが脇腹をつつく、これは言わない方が良かったのかな。

「ははは、それが封建制の弱点ですなぁ。我々としても通過税が入るのですから感謝は不要です。……そこで我々も国内の商人達からせっかく新しい交易路が開いたのだからもっと大々的な交易が出来るよう交渉してくれと頼まれておりましてな」

　アドルフ、意味を説明するんだ。

「現在でも隊商がついでに行う小規模な取引はありますが……彼らはもっと大規模な交易を求めているのでしょう。将来的には私達の領地を足がかりにゴルドニア全体への進出を狙っているのかもしれません」

「俺達に必要があるのか？」

「要、不要で言えば不要ですが……リバティースは相当に豊かで高度な産業を持っています。我が領では贅沢品の生産はほとんどありませんから、仕入れる道が多いのは良い事では？」

　問題はクレアだな、この場で交易を決めたら絶対怒る。

下手をするともう股を開いてもらえないかもしれない。

ローリィに玉を舐めさせながらクレアを突くのは至高の瞬間なのだ。

　ここは最善手を打つ必要があるだろう。

「アドルフに全部任せるから、クレアを怒らせず、こっちの利益にもなるように上手くやるのだ」

「……」

　アドルフが不満そうな顔をする。

俺には解決出来そうにない課題だから仕方ないだろう。

後でワインを奢ってやるから。

「わかりました。では今後は内政官の方と交渉させて頂きます」

　相手も自分で言った通りこちらは建前、さして気も入っておらず後回しでいいのだろう。




「では本題に入りましょう」

　ユノーは腕を組んで目を細める。

ここからは厳しい交渉になるかもしれない。

「モルト王国の件になります」

「モルト？　何がおっしゃりたいのですか？」

　俺の疑問に答えずユノーは続ける。

「我が国はモルト王国との交易を考えていたのですが、どうにも返答が芳しくありません」

　すかさずアドルフが相手に見えないようにメモを差し出す。

そこには、リバティースが連邦と帝国の戦争の影響で穀物の輸入が出来なくなり、代替としてモルトとの交易を模索したのではないか？

と書かれていた。

　ユノーは更に続ける。

「いくら交渉しても条件を良くしてもまったく乗ってきません。まるで決定権が自分に無いかのような反応でしてな」

　本当に無いからな。

俺とセレスティナの密約によって交易や外交は制限されている。

「ゴルドニア王国との交渉でもこの件を出してみたのですがとんと反応がありません。そして貴方は……以前の戦争でモルト王都ビアードまで侵攻し、まだ幼い王を王位に戻していらっしゃいますな」

　ユノーの顔はモルトを傀儡にしただろうと言っている。

新しいアドルフのメモにはのらりくらりと誤魔化して下さい、と書いてあった。

「あー確かにあの小さな女王に同情して助けはしたが、それっきりの事、友好関係にはありますが特別な何かがあると言う訳では……」

　なんとか凌ごうとしたのだが一つ突発的な事が起きてしまった。

「モニカー！　兄様のお話はまだ終わらんのかー？　一緒にお菓子を食べたいのじゃー」

「セレスティナ陛下、ハードレット様は大事なお話中ですからもう少しお待ち下さい」

　廊下から聞こえてはいけない声がしてしまったのだ。

ユノーはモルトと交渉しただけあってセレスティナの名前を知らない訳はあるまい。

「……」

　場に沈黙が訪れる。

アドルフに視線を送るとまたもメモ……両手を上げて諦めたような顔文字が書いてあったのだった。







　その後の交渉の結果、一定量の穀物をリバティースからの要請に応じて輸出する事となった。

相場よりは高値で購入してくれるらしいし、下手に突っぱねて衝突するよりも賢明だろう。

「我が国としては多少割高になる事は覚悟しています。とにかく食料の供給が十分である事を示せば国民も安心を得るでしょうから」

　もう俺は疲れたよ、セレスティナと遊ぶか女を侍らせて酒を飲みたい。

「いやぁ、これで一つ肩の荷が降りましたよ」

「ははは、では一杯飲んでお開きに……」

「もう一つ重要な話があります」

　ああ面倒くさい。

セリアに俺の服を着せてここに座っていてもらえないだろうか。

それだと彼女が抱けないか……クロルでいいか。

　俺の格好をした身代わりのクロルを想像する。

だめだ、逸物の大きさが違い過ぎる。

見る者が見ればすぐにわかるだろう。

「我らと隣接する……アルテイル神国とヴァンドレア人民連邦の事ですな」

「ええ、もちろん知っておりますとも、私も懸念していた所ですから、もちろん詳しいですとも」

　言いながらレオポルトに何度も視線を送る。

奴の肩が軽く揺れた。

この野郎、音はたてなかったがため息をつきやがった。

「〝以前説明した通り〟我が領南部に位置する二カ国です。ヴァンドレア人民連邦は我が領と直接、アルテイル神国はモルト王国を通じて国境を接しています。どちらもかなりの大国です」

　もちろん知っていたさ。

ただ確認しただけに過ぎん。

「それで両国がどういう？」

　どちらも拡張型の国家で危険性は高いが現時点では互いを最大の敵とみなしているのでモルトや俺の領地にちょっかいを出して来た事はない。

さすがに俺の軍だけでなんとか出来る相手ではないからもし侵略の動きが見えたらエイリヒに頼んで王国軍を動かして貰う事になるだろうが。

　ユノーは青年に命じてテーブルに地図を広げさせる。

随分と詳細だな……こんなものを見せて貰ってもいいのだろうか。

俺は別にリバティース民主国の味方ではないぞ。

「見ての通り、我が国はアルテイル神国と広く国境を接しております。一方貴方はヴァンドレア人民連邦と国境を接している。更に……保護下においているモルト王国は双方と国境を接しています」

「そうですね。今の所、何かちょっかいをかけられた訳ではありませんが」

　ユノーは難しそうに顔を歪めた。

「確かに今は互いに争っていますから新たに事を構える余裕はどちらにもないでしょう……ですがこの両国は貴方達が考えているよりも遥かに危険な者達ですぞ」

　レオポルトを見るとさっさと聞き出せと言う顔をしている。

都合の良い時だけ俺を前に出しやがる。

「ふむ、我々はなにぶん国境を面して日も浅い。詳細をお教え頂きたいものですね」

　ユノーはゆっくりと頷いてから話し始めた。

「アルテイル神国の統治者は自らを古代神アルテイルの生まれ変わりとして法王を称し、国民に無条件の崇拝と隷属を求めています。従わぬと口に出すのもおぞましい所業に及んでおります」

　ユノーは間を持たせるためか一呼吸置いてから話し始めた。

「かの国は最初ごく小さな国家……いえ、ただの邪教信仰の集団と言っても良かった。それが戦乱の中で勢いに乗ったのか急拡大したのです」

　世が乱れれば碌でもないのが顔を出して来るものだ。

「現在のポルポ王国の北部には小さいですが歴史ある国家がありました。人口二十万程のその国は伝統的な精霊信仰を持ち、アルテイル神への隷属を拒んだのです」

「それで滅ぼされたと」

「いえ、滅ぼされるだけならば乱世の習い。歴史的視点で見れば珍しい事ではありません。ですが……あの国の異常性は過去を鑑みても異例、奴らは王国を滅ぼすのみならず二十万の民を皆殺しにしたのです」

「二十万を……皆殺し……兵ではなく民もですか？」

　思わず声を出したアドルフにユノーは頷く。

　確かにそれはすごいが本当に可能なのだろうか？

民とて馬鹿ではない、殺されるとわかれば抵抗し、逃亡するはず。

五万や十万の兵で逃げ散る民を追い切れるとも思えない。

「そこが恐ろしい所です。アルテイルの国民は全て神の僕、命令一つで女子供から老人までが鍬や鎌を持って戦場に押し寄せます。人口は百四十万程度ですが過去五十万を動員した例もあります。狂気の統治も一〇年になり、今や狂っているのは指導者だけではありません」

「なるほど、民が皆その状況では間諜が入りこめないのも納得だ」

　レオポルトはヴァンドレア人民連邦やここでは言わないがリバティース民主国にも間諜を入れている。

だがアルテイル神国だけは何度やってもすぐに消息を絶ってしまっていた。

「一方ヴァンドレア人民連邦もかなり歪んだ国です。建前は我らリバティース民主国よりも更に自由で平等な民の国……をうたっておりますが実質的には血縁世襲に寄らないだけの専制体制です。幸いと言えるのは彼らが王権や宗教的な権威を嫌っている事です。お陰でアルテイル神国との関係は劣悪……互いに秩序も形式もない戦いと虐殺を繰り返しています」

　ふむふむ、勉強になるな。

セリアもよくメモをとっておくんだぞ。

だが俺に勉強を教えても仕方ない、本題に入って貰おうか。

「それで……俺達に何をして欲しいと？」

　はっきりとそう聞くとユノーは少しだけ微笑んだ。

「ヴァンドレアとの国境を固めつつ、彼らとあえて融和を語って頂きたい」

　いつの間にかレオポルトが俺の前に出てきていた。

「理由は？」

「ヴァンドレアにとって容易には攻められない相手と認識させつつ、攻め込まれる危険はないと認識させる。そうすれば彼らは全力をもって隣の宿敵であるアルテイル神国とより激しく争うでしょう」

　なるほど、だがそれだけではこちらに利点がない。

「もちろん、我々も同じようにアルテイルにあたりヴァンドレアを牽制します。これでそちらもより安定を得ることが出来るはずです」

　要は隣接している危ない国二つにそれぞれ甘い顔をしながら舐められないように接そうと言う事だ。

そうすれば相手は攻めも守りもせずに無事今までの相手と殴り合う。

　レオポルトは何も言わない。

諸手をあげて賛成ではないが一応理は通っているようだ。

「しかしながら今貴方自身がアルテイル神国の異常性を強調したはず。通常の理屈通り行きますかな？」

「保証はありません。そこで念の為に一つ策を打ちます」

　この男もケネスと同じ臭いがしてきたぞ。

「ちょうどいい事にモルト王国のセレスティナ陛下もいらっしゃるようですから……我が国とモルト王国、そしてハードレット殿の間で相互防衛の密約を交わし……た事にします」

「密約？　しかしなぁ」

　相互防衛と言っても兵力が出せない。

俺単独となればせいぜい一万、モルトはもっと少ないだろう。

実質リバティースが独力で戦う事になる相互防衛の密約に意味はあるのだろうか。

「その情報が漏れ出た風を装ってアルテイル、ヴァンドレアの双方に流します」

　レオポルトはゆっくりと頷く。

「……ハードレット卿が承認した以上、両国はゴルドニアとリバティースの間で密約があると見るでしょう。しかもそれを確認する術はない」

　まさかゴルドニア王国に密約を聞きつけたから答えてくれと言う訳にもいかないし、そんなものは無いと否定されても信じる訳にいかない。

　実際に条約は交わさないのだから俺が王国から怒られる事も無い。

「ありもしない情報ですがはっきりと否定出来るまでは強固な城壁にも勝るでしょう」

　奴らの立場に立って見ればリバティースとゴルドニアを同時に敵に回すのはどう考えてもまずい。

しかも彼らはお互いに争っているのだから三対一で嬲り殺される光景を想像するはずだ。

あ、モルトもいるから四対一か。

「しかしそういう話なら王国に直接話すべきでは？　わざわざ俺に持って来る話ではなかろうに」

　同じ事をゴルドニアとリバティースでやれば良い。

両国間なら実際に相互防衛を結んでもいいはずだ。

　ユノーはいやぁと微笑みながらもそれ以上何も答えようとはしなかった。







「それで……受けていいものか？」

　ユノー達が休憩に茶を飲んでいる間にレオポルトとアドルフ、昼から起きて来たトリスタンを交えて話し合う。

セリアが後ろから寝坊したトリスタンの尻を蹴っている。

「交易の件は断る理由がありません。穀物の輸出も……量としては許容範囲ですし、悪徳商人のようにいつまでも抱え込んでいる訳にも行きませんからね。金貨に変えてしまうのもいいでしょう」

　アドルフは概ね異論がないらしい。

問題は軍事的な方だ。

「僕は概ねあちらさんの提案に賛成だよ。今までの話を聞く限り互いに争っているからと安心出来る相手でもないみたいだしね」

　トリスタン、それらしい事を言っているが寝坊した事実は消えんぞ。

セリア、もっとやってやれ。

「国境の防衛を強化するのは賛成です。幸いにして我々はヴァンドレア人民連邦と僅かに国境を接するのみ、この方面から侵攻があっても山の民の領域からの側面攻撃が可能でしょう。モルト王国を緩衝地帯として迎撃すれば我が領に被害も出にくいかと」

　理屈はわかるが、そんな事をやったらセレスティナが泣いてしまうだろうが。

「ユノーはああ言っていたが策略が通じない相手もいる。一応エイリヒには南部の情勢が不安定だぞとは言っておくよ。しかし本格的に備えるとすればどうしたものかね」

「要塞がいいだろうね」

　トリスタンは寝坊を責めるセリアから逃れるためか珍しく積極的だ。

「要塞？」

「そう、大量の兵を国境に張り付けて置けば他が手薄になるからね。特に今回は防衛体制が整っているぞ！　と相手に教える事が出来ればいい。これには一目でわかる要塞が最適だよ」

「しかしなぁ……」

　俺の中ではどうしてもマジノ要塞の影が消えない。

あの要塞には一体どれだけの金と労力が注ぎ込まれたのか、だが結局ほとんど役には立たなかった。

限定された都市を守る城壁ならともかく広い大地に立てる壁が有効だとはどうしても思えない。

「そこらへんはやりようさ。お金をかけなくてもやり方はあるよ」

「ほほう、それは簡単に出来るのか？」

　俺が興味を示した事でセリアはトリスタンを引っぱたくのを諦めたようだ。

トリスタンは勿論と頷いた。

「その気になれば冬には形になると思うけどね」

「よし！　ならお前に任せた。護衛をつけてやるからヴァンドレア人民連邦との国境まで行って来い」

　トリスタンがピシリと固まる。

「必要な金や人夫があれば遠慮なく使者を出すといい。今からどんどん寒くなる。分厚いテントとコートを持って行けよ」

　がっくりと膝を付くトリスタン、少しは外に出て逞しくなって来い。







「ではこれで我々は失礼致します。今後とも長く友好的にありたいものです。いずれハードレット殿にも我が国に来て頂ければ幸いですな」

　午後からもユノーとの交渉は続いたが、午前中に肝心な事は決まっていた為、後は親睦会のような和やかな雰囲気となった。

唯一の成果と言えば今後、都市国家と俺の領地を往復する隊商は特別便扱いとして通行税も取らないとしてくれた事だけだ。

　一晩泊ってすぐに彼らは帰路につく。

相当忙しい身の上らしい。

「細かい調整と連絡用に書記官を置いていきたく思いますので可能ならばどこか滞在の場所を用意……」

「もちろん!!」

　思った以上に大きな声が出てしまった。

いかんいかん、これでは下心が見えてしまう。

　首をかしげながら書記官の女性は深々と頭を下げる。

「今後は私がリバティースとの連絡を承ります。宜しくお願い致しますハードレット閣下」

　リバティースには貴族制度が無い為、卿や辺境伯と言った呼び方は無い。

わかっていても三〇のむっちりした女に閣下と呼ばれて頭を下げられては逸物が硬直してしまう。

ユノーは俺の彼女に向けた淡い恋心に気付いていたのかもしれない。

「滞在する家はこちらで用意しましょう。食べ物も良質な物を揃えさせますよ」

「えっ？　あ、ありがとうございます。そこまで過分な事をして頂かなくても大丈夫ですが……」

「そうだ。私の屋敷には大きな風呂があります。気が向きましたら是非おいで下さい」

　書記官の女性は困惑しながらも笑顔で礼を述べる。

嬉しそうな顔は建前の笑顔だけにも見えない。

女性にとって風呂をいつでも使っていいのは魅力的に違いない。

「ふふふ」

　男の家にやって来て全裸で風呂に入ると言うことはつまり抱いても良いと言う事に他ならない。

メイド達には彼女がやってきたら緊急に知らせるように言っておかないとな。

楽しみで股間が膨らんで来る。
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余談　マルスリーヌ公開凌辱

「このままではいかんな」

「何がでしょうかハードレット様」

　俺はリタの前で物思いにふける。

「マルスリーヌ達の件だ。なんとか出歩くようになったがあまり気分の良く無い光景を見た」

　メイド達がマルスリーヌと娘と廊下で出会った途端、一斉に壁を向いて目を閉じていたのだ。

「……ある程度は仕方ないかもしれません。旧アークランドの住民は相当に苦しめられたようですから」

「それはトリエア王のせいだろう。マルスリーヌが命じた訳でもあるまいし」

　彼女と娘は政治に絡んでいた訳でもなく、国の施策に口出ししていなかったはずだ。

「それでも民にとっては同じ王族ですわ。ただつらい思いをしただけならばともかく身内を失った者には言葉で言っても無駄だと思います」

　リタはメイド長として彼女達を束ねている。

俺にはわからないメイド達の事情を知っているのだろう。

「嫌うにしても尋常で無い奴もいるからな」

　ノンナと違って尻を叩いて納得と言う訳にはいかないだろう。

しかもあの時と違ってマルスリーヌには何の落ち度もない、罰を与えるのはおかしい。

「罰ではなく使用人達の前で辱めてはどうでしょうか？」

　やはりそれしかないか。

「マルスリーヌ様に罪が無い事は皆心の底ではわかっています。ただ納得が出来ないだけ、ならば思い切り辱めて彼女はもうトリエア王族ではなくハードレット様の女だと示せばよろしいかと思います」

「凌辱か……だがせっかく俺に懐いてくれたのにあまり酷いことはしたくないな」

　マルスリーヌとその娘達はもう俺の女だ。

少し激しくするぐらいで納得させられないだろうか。




「いえ、構いませんわ」

　聞いていたのか扉が開きマルスリーヌ本人が入って来る。

「マルスリーヌ様……」

　リタは悪い事を言ったとばかりに顔を逸らすがマルスリーヌはいいえと首を振る。

「かつての夫の蛮行の責を私が負うのは構いません。ですが娘達まで憎しみの目に晒すのは不憫……私を徹底的に凌辱する事で少しでも恨みが晴れるなら甘んじて受けましょう」

「いいのか？　なんなら使用人達の方を配置換えしてもいいのだが」

　あくまで俺は自分の女を優先する。

だがこれをすればマルスリーヌが言ったみたいに思われるからやりたくはないが。

「いえ、徹底的にやって下さい！　ただ……どんな凌辱でも構いませんからハードレット様の手でやって欲しく思います。他の男の手で……と言うのは出来れば……」

「当り前だ。なんでお前を他の男に触らせねばならない」

　マルスリーヌを抱き締めて熱いキスをする。

勿論、頬を膨らませるリタにも濃厚なキスを見舞う。

「不平のありそうな使用人達を例の部屋に呼んでくれ。そうだヨグリにも意見を聞こう。脚本を書いているなら何か良いやり方を思いつくかもしれない」

　リタとセバスチャンが静かに頷く。

セバスチャン、お前は今の話を真面目な顔で聞いていたんだな……執事も大変だ。







　程なく集まった使用人達の前で俺はマルスリーヌの肩を抱く。

「……」

　この場に集まっているのは自身が酷い目にあったり家族を亡くしたりした者達ばかり。

当然彼女を見つめる目は憎しみに染まっている。

万が一の為にギドとクロルを部屋の外に待機させなければならなかったほどだ。

「お前達の言いたい事はわかる。だが彼女がお前達の苦難を招いた訳ではない。今はただ一人の女に過ぎない」

「……それでも飢え死にした妹の分のパンを飽食していたはずです」

「王妃だったんだから一言言えば止まったはずなのに……」

　簡単に説得出来ない事はわかっていた。

「だがお前達も言葉だけでは納得出来ないだろう。だから……今からこいつを凌辱し、俺の女にする所を見て貰おうと思ってな」

「「「はぁ!?」」」

　全員が呆気にとられる中、マルスリーヌはドレスを床に落とす。

「げっ！　何アレ！」「布一枚で素っ裸だったの……」「変態よ、変態王妃」「下品な垂れ乳ね」

　薄い布の下は全裸だった彼女の裸体が晒される。

「私達はこれからハードレット様の女になります。もう王族ではありませんからどうかお許しを……」

「良い体してるわね憎らしい」「私達の分のご飯まで食べてたんだもん当然よ」

　彼女は恥じらいながらも前を向き股間も胸も隠さない。

使用人達にはこの場に限り文句を不問にしている。

全部の不満を吐き出して貰った方が今後楽になるだろうからな。

「この体がこれから俺のモノになる。良く見ておくんだ」

　本当は既になっているが、俺が彼女を凌辱して王族から愛人に落としてしまうと言うシナリオなのだ。

憎い高貴な女が使用人の前で男に滅茶苦茶に犯されて遂に屈服する。

それがヨグリの勧める展開だった。

　使用人達の容赦ない視線に晒されて真っ赤になるマルスリーヌ、これ以上恥はかかせられない。

俺も上着を脱ぎ捨てズボンを勢いよく降ろす。

目の前の女体に興奮してやや膨らんでいる男根が晒された。

「ひぇ！　極太」「うそぉ！」「ぶ、ぶるんって」

　なんで俺が脱いだ方が反応が大きいんだ。

「この肉棒でお前達を俺の女にする。まずはしゃぶってもらおう」

　ベッドに腰をかけ足元にマルスリーヌを座らせる。

「全員に見えるように脇から舐めるんだ」

　これは演劇みたいなものだからな、観衆に見せてこそなのだ。

意味がわかったのかコクリと頷き、後ろからも見えるように横から肉棒を舐め上げて来た。

「うわ本当に舐めてる」「王妃が舌出して男のちんちんしゃぶってるわよ……哀れね」

「良い気味よ。もっと酷い事されればいいんだわ」「領主様、頭押えてねじ込んで下さいよ」

　声を打ち消すように頭を撫でて大丈夫だと微笑んでやる。

献身的な奉仕で肉棒はどんどん膨らんで行く。

「ねぇどこまで大きくなるのかしら」「あれは……無理よね？」

　観客達も不安そうな声を上げ始めた所で俺はマルスリーヌの腕を掴んで立ちあがる。

そのまま彼女の両手を壁に付かせて使用人達に向き直った。

「これからマルスリーヌを俺の女にするぞ。近くで見たい奴はおいで」

　最初は唖然としていた使用人達だが、やがてざわざわと近寄って来る。

「では行くぞ」

　逸物をマルスリーヌの穴に添える。

「あの、愛撫は……」「さすがにそのサイズをいきなりは入らないのでは？」

「必要ない」

　本当は予め穴の中に油を塗りこんでいる。

だが言わない方が盛り上がるだろう。

「ハードレット様……は、入りません」

　マルスリーヌもちゃんと演技が出来ているな。

「ふふふ、覚悟しろ……ふん!!」

　彼女の腰を抱えて思い切り腰を突き出した途端、つんざくような悲鳴が上がった。

「うわぁぁぁぁーーーひぃぃぃぃぃ!!」

　実際に中は油で滑って良い感じだが、マルスリーヌはいかにも体を引き裂かれたような絶叫を上げた。

「一気に入れちゃった……」「これは裂けてるわよね」「それどころか子袋も破れたんじゃない？」

　彼女の子袋にはたっぷり俺の種を仕込んでいる、壊したりはしないさ。

だがこれも演出と割り切って激しく腰を使う。

「俺の肉棒はうまいか？　もっと激しくするぞ、そらそら」

「いやぁぁぁぁ！　太い、大きい！　死ぬぅぅーーー!!」

　悲鳴をあげて泣き叫ぶマルスリーヌ、だが前回の交わりで彼女の穴は俺のサイズに広がっているし、油の滑りもあって本当は結構余裕がありそうだ。

「どうだ？　もう彼女は俺の女、王妃なんかじゃないだろう？」

　涎と涙を垂らすマルスリーヌの顔を使用人に向けてやる。

「ひ、酷い顔……」「こんなの確かに王妃じゃないわね」

　納得し始めた者もいるようだがまだ弱いな。

もうひと押しだ。

「マルスリーヌ、俺の男根はいいか？　前の夫、トリエア王よりもいいか!?」

　バンバン腰を叩きつけて派手な肉音を鳴らしながら大声で問いかける。

「あぅ……あぅ……そんな……言えない」

　躊躇する……ふりをするマルスリーヌを全員が注視していた。

「答えろマルスリーヌ」

　ドスンと一際強く腰を沈めた途端、彼女の口から悲鳴のような宣言が飛び出した。

「あぅぅーーいいです!!　ハードレット様のデカチンの方が……王の粗末棒よりもずっといいです！　もうだめ。王妃なんてどうでもいい！　貴方の男根さえ貰えればいいーー!!」

　叫びと同時に床に大量の潮が飛ぶ。

自分の言葉に興奮して昇ってしまったようだ。

使用人達から歓声が上がる。

「みんな聞いたか？」

「凄い、私達の領主様が王妃を巨根で陥落させたわ」「ええ、もうこの人は王妃じゃなくて唯の牝よ」

　これで止めだ。

マルスリーヌを抱えあげて大股開きで使用人達の目の前まで近づける。

「うわ……刺さってる」「この膨らみ、お道具の形よね。どこまで入っているのかしら」

　なかなか異常な光景だと思うがしょっちゅう乱交しているせいで慣れてしまったな。

「これから俺は激しくマルスリーヌを突いて完全に屈服させる。お前達の不満や怒りは全て肉棒に乗せて俺が叩きつけてやろう。その代わりこれから彼女を俺の女として扱ってやってくれないか？」

　全員に宣言してから腰を大きく動かし始める。

肉棒が出入りする水音だけが部屋に響く。

誰か乗って来てくれ、このままだと俺が馬鹿みたいじゃないか。




「妹の無念……旦那様に託します！」

　やっと一人の女が手を伸ばし、俺の肉棒に軽く触れきてくれた。

白い手に滑々した感触、つい腹筋に力が入って逸物が更に膨らんでしまう。

「あうあ！」

　その感触はマルスリーヌにも伝わり、苦悶とも快楽ともつかない声があがる。

「見て！　思いの力で逸物が膨らんだわよ！」

「すごい……もっと注入しなきゃ！」

　使用人達は肉棒に群がり口々に思いを告げて行く。

「皆の怒りは受け取った！　行くぞ!!」

　俺は獣のような呻きを上げて激しく腰を動かす。

マルスリーヌの体は激しく上下し、豊かな胸は千切れそうなぐらいブルンブルンと揺れていた。

腹は動きに合わせて盛り上がり、俺の逸物がどこまで入っているのかは外からでも一目瞭然だ。

「もっと激しく！」「夫の無念を叩きつけて下さい！」

　結合部からは潮と汁が飛び散り、至近距離から見ている者達に降りかかるが誰も気にしない。

全員が最後の瞬間を待ちわびているのだ。

　いよいよマルスリーヌにも限界は訪れたようだ。

彼女は深い絶頂に向けて痙攣を始めているし、俺の玉も既に種汁を送り出し始めている。

顔をくっつけるように見ている使用人達もそれに気付いたようだ。

「お前達の力を……俺に分けてくれ！」

　全員が俺の肉棒や玉に手を添える。

「イって下さい領主様！」「私達の思いを乗せて！」「いっけぇぇぇぇぇーー!!」

「お前はどうするマルスリーヌ!!」

　ここで彼女が俺の愛人になると宣言して終幕、ひと段落となるはずだったのだが。

「わ、私は……ハードレット様専用の肉便器です！　いつでもハメ放題の年増便所になりますーー！」

　興奮が高まり過ぎて勢い余ってしまったらしい。

だがもう俺も我慢できない。

「うがぁ!!」

　腰を叩きつけて大量の射精、僅か十秒程で彼女の腹はパンパンに膨らみ、結合部から種汁が逆流して使用人達に降りかかった。

「やったわ！　私達みんなの力で領主様が王妃を肉便器にしたのよ！」

「これで……戦いが終わるわ」

「来るのね。新しい時代が」

　失神したマルスリーヌを抱きしめながら俺も床に崩れ落ちる。

最後の最後に変な事になってしまったが、皆の表情もだいぶ緩んでいる。

概ね上手くいったと言えるだろう。

　激しく脈打つ逸物の動きを感じながら思う。

今回は避妊薬を塗っておいて良かった……怒りや不安で種がついたら子が可哀想だからな。

といっても前回の交わりで既に妊娠しているかもしれないが。

「「なんだこれ……」」

　絶叫に心配して覗いていたらしいクロルとギドの呆れた声を聞きながら俺はマルスリーヌから逸物を引き抜く。

　ふと周りからくちゅくちゅと音が聞こえた。

「アラベル、あんた何自分でしてるのよ！」

「ごめん、領主様が凄くて我慢できなくて……」

「あんたも!?」

「うぅぅ、だってぇ……」

　女を発情させてしまった責任はとらねばならない。

射精は終えたがまだ硬い男根を彼女達の前に突き付ける。

「欲しい奴はおいで、何人でも可愛がってやろう」

　結局またも女が増えてしまったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

トリスタン（長期出張）

軍五五〇〇名

歩兵三千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

大砲一九門　大型砲一〇門　超巨大砲一門（リントブルムから移動不可）

予備役三千

治安隊一〇〇名

財産　金貨一万一千枚　第一次リバティース穀物売却（＋四千）　要塞？　建造費（二一〇〇）

経験人数二二二人　産ませた子四八人








第２０８話　平和と戦乱







「収穫が終わったら一気に寒くなるな」

　中央平原は冬が厳しい連邦、夏に暑い帝国と比べて過ごし易いと言われるがやはり寒い物は寒い。

「ま、その方が温かい湯に入った時の気分はいいか。そういえばもうすぐ新しい屋敷が出来ます。ここよりもっと大きな風呂になる予定なのですよ」

　水道橋から流れる水をそのまま注ぐので今までのように井戸から汲む手間が無く大型化出来たのだ。

「そうだ、これは君への贈り物なんだ。あまり派手でも困ると言っていたから宝石はつけていないが綺麗な金細工だろう、付けて見ても良いか？」

　手をとって指輪をつけてやる。

「うむ、上品で良く似合っているよ」

　抱きしめるようにして汗ばんだ肩と背中にキスをする。

「ワインがあるが呑むかい？」

　返事がないので自分の分だけをカップに入れて一気に呑み干す。

「そろそろ昼飯だが……どうせなら一緒に食べていかないかな？」

　今日はチーズを絡めたパスタがメインと言っていた。




　色々と呼びかけてみるがまるで返事が無い。

「ちょっとやり過ぎたなぁ……」

　俺の横でうつ伏せになって激しく息をつくリバティース書記官の女性。

　目は開いているが何も見えていないようだ。

「そろそろ何か食べないと体がもたないですよ」

　昨夜彼女が風呂に入っている所に突入し色々してしまったのだ。

　最初は少し抵抗していたが三度目ぐらいから嬌声を上げて感じ始めてくれた。

　嬉しくなって夜通し抱いたのはやり過ぎだったかもしれない。

　寝物語を挟みながら延々半日以上行為していたからな。

「あぅぅ……もうだめ……です。お水を……」

　ようやく口を開いた彼女だったが弱弱しく水を求めるだけだった。

「どうぞ」

　抱き起こしてカップを口元まで持って行く。

　もう手を上げる元気もないらしい。

　しっとりと汗ばみ口付けの跡だらけになった胸元……改めて見てもなかなかのサイズだ。

　乳首も吸われ慣れていないようで小さく色も薄い。

　下の方も尻によく肉がついており、それほどこなれているようには見えなかったのに俺の肉棒を七割程も飲み込んでくれたのだ。

　見ているとまた肉棒が硬くなってきた。

　むらむらとしてくるぞ。

「もう少しだけしてもいいですか？」

「ええっ!?　も、もう堪忍を……死んでしまう」

「優しくゆっくりしますから……ほら。もう入ってしまったよ」

「くぅぅぅ……また太いのがぁ……」

　既に俺と彼女の汁でたぷたぷになっている胎、もう一度ぐらい一緒だろう。







　一時間後

「遅くなってすまんな。今から食堂に行くよ」

「はい旦那様」

　食事が出来たと知らせに来たメイドはちらりとベッドに目をやる。

　そこに転がる書記官は先ほどよりもかなり酷い状況……仰向けで大股を開いて失神していた。

「彼女はしばらく無理そうだな。目が覚めてから何か作ってやってくれ」

「承知しました。その、お掃除致します」

　汗まみれになった体を拭きながら服を着ようとしているとメイドが寄って来る。

　俺の手からタオルを取ると丁寧に体を拭いてくれた。

　自分で出来ると思ったが女の滑らかな手でやってもらうのも悪く無いな。

「う！　おいおい」

　気持ち良さを感じていると股間に強い快感が走る。

　肝心な場所はタオルでなく彼女自身の口で掃除してくれるらしい。

　良く見ればマルスリーヌと一緒に抱いたメイドの一人だ。

「んーーー!!」

　口で男根全体を綺麗にした彼女は最後とばかり強烈に吸いつき、肉棒の中に残った種を吸い出した。

「ぷはっ、こんなに……旦那様はお道具が巨大ですから中に残った分だけで普通の男の射精量ぐらいはありそうですね」

　勿体ないと言いながら喉を鳴らして種を飲むメイド……彼女は俺を誘っているに違いない。

　ならばこの場でひんむいて犯す事に何の問題もないはずだ。

「下着を脱いで尻を突き出せ」

「それは出来ませんわ。だって下着は着けていませんもの」

　この淫乱メイドめ、失神するまで……。




（ねえ）

「おわっ」「ぎゃああああ!!」

　突然扉からケイシーの顔が突き出る。

　メイドは残念ながら〝見える〟人間だったらしく悲鳴を上げてひっくり返ってしまった。

　下着をつけていないので性器は丸見えだがもう交わる雰囲気ではないな。

「……邪魔しないでくれよケイシー」

　せめて扉を開けて入って来てくれ。

　いきなり顔が飛び出たら俺でもびっくりする。

（ご飯が冷めちゃう　早く食べたいよ）

　スープの皿をスプーンでチンチン叩きながらぶー垂れる。

　もう生きていないはずなのにケイシーの飯への執着は強い。

　最初の家に居た時は食事など取らなかったらしいが、今では一日三食とお菓子をしっかり食べる上に時間が遅れれば何度も食堂へ見に行くほどだ。

　怖がりの調理メイドなどそれが怖くて時間厳守で仕上げているらしい。

（ご飯はしっかり食べないと生きる活力湧かないよ）

　お前が言うな幽霊だろ。

　あと皿を叩くのはやめろ、俺は見えるからいいが見えない奴にとっては音を鳴らしながら動き回る皿は恐怖以外の何物でもない。




「今夜、風呂に入る時に追いかけて来い。気が狂うほど激しく抱いてやる」

　へたり込むメイドの耳を軽くはんで小さく言う。

　彼女は熱に浮かされたような顔のまましっかりと頷いたのだった。







「一週間ぐらいは自重なさると思いましたけど」

「いい女を放置出来る性分じゃないんだ」

　セリアの非難を躱しながら食後のお茶を楽しむ。

「……妻六人の前で言うなんて、逆に清々しくて怒る気もしません」

　ノンナとカーラはため息をついて苦笑いしている。

　今更俺が浮気したと騒ぐ女などここにはいない。

　俺が女を抱くのは息をするのと同じぐらい普通の事なのだから。

「乱れた性を自慢しないで下さい！」

　怒るのはマイラだけ、彼女は規律や秩序を重んじるからな。

　そんなにカリカリせずに朗らかなセレスティナを見習え。

　満面の笑みで近づいて来る彼女を抱きかかえる。

　だが小さな太陽はとんでもない事を言い出したのだ。

「妾も兄様に抱かれて、にくべんきになるのじゃー」

「陛下！　そ、そのようなおぞましい言葉をどこで!?」

　モニカが悲鳴を上げて飛び込んでくる。

　今２ｍ近い長さのテーブルを飛び越えなかったか？

「メイド達が言っておったぞ。高貴な王族が兄様に抱かれて［にくべんき］になったとな。妾も王族じゃからなれるぞ！　所で、にくべんきとはなんなのじゃ？」

　マルスリーヌの事か……。

　心配しなくても後五年もすれば嫌と言っても上に乗って腰を振ることになるさ。

　それまでは無邪気なままでいてくれ。




「して首尾はいかがでしたか？」

　まったく無邪気じゃないレオポルトが来た。

　首尾とはなんだ、俺は起きて飯を食ったばかりなんだぞ。

「何か新しい情報が無いかと思いまして」

「俺独自の情報によるとリバティースはそもそもゴルドニアを信じていない」

「当たり前ですな。アークランド・トリエア・マグラード……立て続けにこれだけの国を滅ぼした国家を信用する方が異常です」

「ところで独自の情報とは一体なんですか？」

「女を巨根で責めて吐かせたに決まってるじゃない」

　ノンナとカーラが何やら言い合っている。

　情報源は秘密だ。

「ゴルドニアを信じていないのに何故重要な交渉を持ちかけたのでしょうか」

　セリアが首を捻る。

　この仕草が溜まらないのだ。

　やっぱりセリアはいいな、尻を撫でよう。

「彼らの考えている事は概ねわかります。争わせる勢力は二つではなく三つと言うことでしょう。なんらかの小細工があるのでしょう」

「そのへんの看破はお前に任せる。彼らが出し抜こうと言うなら裏をかいてやれ」

　俺はリバティースに恨みはないし敵対する思いもないが味方とも思ってはいない。

　書記官の彼女は美味しかったので仲良くしてもいいんだけどな。

　レオポルトは静かに頭を下げる。

　セリアも真剣な顔で頷くが周りの女達はクスクスと笑っていた。

　俺の手が豪快に彼女の尻を撫でまわしているから真面目な顔しても滑稽だろう。

「もう！　真面目に話してるのに！」

　ぽかぽか胸を叩いてくるセリアをいなしながら更に続ける。

「もうひとつ俺独自の情報によると、あのユノーとか言う外交官はゴルドニア王都にも行っている。王やケネスとも会談したらしいが互いの友好を確認する以外具体的な成果は無かったらしい。詳しい事は全てユノーが一人で決めていたのでわからないが……何故、俺の所に来たのだろうか」

　やはり近いからだろうか？

「距離も当然あるでしょう。そして中央から距離のある領主は独立性が高い、王国の顔色をあまり気にせず交渉できると踏んだのでは？　我が国とは政治体制が随分違うようですが良く調べています。ユノー外務次官はそれなりに手ごわいかもしれません」

　レオポルトが人を評価するのは珍しい。

　なんだか面白くなってニヤニヤと笑ってしまう。

「ハードレット卿が一番組みし易いと思ったのでは？　何しろ知性を疑う噂には事欠きませんから」

「……」

　やっぱりこいつは俺を馬鹿にしているに違いない。

　いつか俺の智謀にひれ伏させてやるぞ。




「そういえばアドルフはどうした？」

　トリスタンは旅立ったもういない。

「アドルフは体調が悪いらしく昼過ぎに自室に戻りましたよ」

　なんでも朝早くから水道橋から市内への細かい水の分配計画の確認と領内の冬収穫野菜の作付け状況確認をこなし、その後リバティースとの交易についてクレアと激論を交わしたらしい。

　更に研修生達を集めて講義をしていた所で遂にぐったりしてしまったとの事だ。

「あいつは働き過ぎなんだ。もう少し楽に生きればいいのに」

　レオポルトとセリアの視線がおかしいぞ。

　なぜそんな目で俺を見る。

「それなら奴にも癒しが必要だろう。娼館に手配して女を二～三人……」

「やめてあげて下さい。ただ寝かせてやるのが最善だと思います」

　セリアが珍しく俺の言葉を遮った。

「俺は女を抱けば疲れが飛んでいくのだが」

「ハードレット卿の基準で他の人間を計る事は意味の無い事です」

　奴の忠勤に報いてやろうと思ったのに。

　しかし奴がいないと代わりを出来る人間は本当にいないな。

　ポルテは研修生よりは良いが……さすがにクレアとやり合えば一瞬で負けてしまいそうだ。

「私もいます!!」

　セリアも知識はあるのだが、最後の最後で力に訴える傾向があるから難しい。

　どちらかと言えば軍の考え方だからな。

　レオポルトは論外、人を怒らせる事にかけては天下一品だからな。

　近いうちにアドルフを助けるやり方を考えてやらないといけない。




「そうだもう一つ。近々リバティースから俺へ首都への招待があると思う。名前は確か［トルトエント］だったかな」

　リバティース民主国はずっと昔に通過したきり、その時も首都を見て回った記憶はないので少しばかり楽しみではある。

　ソファにもたれてお茶を一杯飲むと横に柔らかい肉の感触、見ればノンナが巨乳を押し付けていた。

「今回の外遊、もちろん正妻の私も同行致します」

「私だってエイギルと旅したいわよ！　前はおいていかれたし」

　カーラも膝に乗って来た。

　ミティとマリアとカトリーヌも訴えるような目を向けて来る。

　俺に聞こえるように新婚旅行……などと呟いている。

「私はこの屋敷を守りますから」

　そういいながらもメルはクウとルウを抱き寄せる。

　ひそひそと話しているが地獄耳で無い俺にも丸聞こえだ。

「二人は同行して孕ませてもらいなさい。早く側室にならないとミティさんに置いていかれますよ。あなた達は私の娘なのだから孕み易いはず……正常位で抱かれて最後の瞬間は足をぎゅっ！　ですよ」

「私も行きたいかな……色々な所を見れば台本も捗るから」

「私もご主人様と離れたくないです」

「あたいも行きたいな。最近なんだか自分の存在が薄くなっている気がしてるんでね」

　ヨグリやレア、ミレイも行きたいらしい。

　これは大変な事になってしまうぞ。

「お、女まみれじゃないですか!?　相手にとんだ愚か者だと思われますよ！」

　マイラは大声を上げるが意外にもレオポルトが援護に回る。

「いえ、大量の女を連れ歩く愚か者と思われる方が良いでしょう。相手はそもそもハードレット卿を見極める意味もあって招へいしているはず。現時点では下半身に支配された性獣と思われていた方が都合がよろしいかと」

　理屈はわかったが言い方に腹が立つ。

　ともあれ、近いうちにちょっとした旅行をする事になるだろう。

　皆が騒いでいる所にふらつきながら書記官の女性が現れた。

　おっと、今言ったことは彼女には秘密だぞ。

「うぅぅ……おはようございます」

「おはようございます。体調は大丈夫ですか？」

　ノンナが素早く正妻としての顔に戻り、優雅に挨拶する。

　すると逆に彼女の方が動揺し始めた。

　ノンナは全部知っているし別に気にしてもいないはずだが。

「ほほほ、随分体力をお使いになったのですね。腰の方は大丈夫ですか？」




　いや、少しは気にしていたらしい。

　さすがに気まずそうだ、玄関まで送ってやろう。

「うぅ……ありがとうございます」

「気にしないで下さい。貴女にアプローチしたのは私の方ですから」

　書記官の女性は指にはめた指輪を撫でながら赤く照れて呟く。

「ここまでの関係になって今更敬語は要りませんわ。名で呼んで下さい」

「では遠慮なく……書記官……貴女……えーっと……はっはっは」

　瞬時に細くなった彼女の目、誤魔化そうとにっこり笑うと同時に思い切り頬を張られたのだった。

　季節は秋、顔に紅葉をつけて歩くのもいいかもな。
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　一カ月前　連邦西部　帝国軍侵攻部隊司令部

「ザフネス閣下。ルーガ将軍の軍が内陸側からの敵防衛線迂回に成功しました。連邦軍に側面攻撃を加えつつあります」

　ザフネスは戦場には不釣り合いな程豪華な椅子に座って満足そうに笑う。

「兵数では我らが圧倒している。正面から行かずとも常に迂回と包囲を試みれば敵に防ぐ術は無い。下がるしかなかろうよ」

　ザフネスは西部平原での大会戦以降、一転して連邦防衛線への正面攻撃を避けている。

　彼の戦術は常に側面から回り込む迂回、数で劣る連邦軍が包囲を避けるには後退するしかなかった。

　まれに防衛線を横に伸ばして包囲を封じようとする動きもあったが、その場合は戦奴兵を正面にたてた強襲で薄くなった戦線を突破するのだ。

「セクリトに感謝だな。奴の艦隊のおかげで食うに困らん。最悪戦奴兵をもっと潰して口減らしをせねばならんと思っていたが」

「セクリト大将軍の艦隊と上陸部隊は我々の進撃にあわせて港街を落としております。現時点では補給になんら不安はありません」

「その通りだ。しかも海を封じられた事で逆に連邦の方が補給を馬車に頼ることになっている」

　数で劣るとは言え、連邦も百万近い軍を動員している。

　日々の食料と水を馬車で輸送するのは莫大な負担になる。

「ただ奴らも引けなくなってきただろう」

　ザフネス率いる帝国軍は順調と言える進撃を続けて来たが、西部平原からここまでに重要な戦略拠点はない。

　農村や小さな町を切り捨てる覚悟があれば連邦軍は躊躇無く後退する事も出来た。

　だがノーステリエス河が近くなれば大都市や城塞が並んでいる。

　そう簡単に捨てていい土地ではない。

「そろそろ……来るかもしれんぞ」

　その言葉を肯定するかのように使者の叫び声が聞こえる。

「スーレス将軍より緊急！　敵騎兵を中心とした部隊の急襲、攻撃苛烈にして本隊に救援を請う！」

　参謀たちが慌ただしく動き出す。

　だがザフネスから笑みが消える事は無かった。
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　ハルゴ平原の戦い

「敵軍は警戒態勢にありません。やるならば今です」

　海からの風を感じるハルゴの平原、数少ない丘に身を隠すのは連邦軍司令官ベーロフ率いる一万五千の騎兵達だった。

「帝国の豚共の数は？」

「戦奴が二万、後方に本軍が六万です」

　五倍以上、だがベーロフは不敵に笑う。

「よしやろう。連中が丘に近づくまで待て、丘を駆け下りる勢いも利用するのだ」

「いよいよですか、ここまではただ下がるだけ……ガルチェンコ司令官は何を考えているのか」

「……」

　ベーロフは部下の発言に咎めも同調もしない。

　大きな視点では包囲されるよりも後退した方が賢い選択ではある。

　だが現場で戦う兵と指揮官達にとっては臆病風に吹かれているように見えても仕方ない。

　彼らに必要なのは規模に関わらず、まずは勝利だった。

「ガルチェンコ閣下の方針をとやかく言っても仕方ない。俺達は目の前の敵を粉砕するだけだ。俺達の力を帝国の豚に見せてやろう」

「「「おう！」」」




　彼らは馬を落ち着け、嘶きを出さないように丘の後ろに身を潜める。

　その為の訓練は十分に積んでいた。

　そして帝国軍の前衛が丘に差し掛かった所でベーロフはあらん限りの声を張り上げ、あわせるように多数のラッパがふきならされる。

「突撃ーー!!」

　横一列に並んだ騎兵隊一万が猛然と丘を駆け登っていく。

　数多の馬蹄に、まだ夏の名残りを残す青い草がめくり上げられて丘は茶色く変色していった。

「敵襲−−−−!!　槍を出せーーー!!」

　帝国軍の指揮官が必死に叫ぶが、完全に油断していた上に距離が近いので到底間に合わない。

　ベーロフの騎兵隊は丘を駆け下りる勢いのままに行軍陣形のままであった帝国軍に突っ込んだ。

「前の敵は馬蹄で弾け！　右側の敵を切り捨てろ！」

　全員が騎乗戦闘用の長く軽い剣を抜く。

「陣形を組み直せ！　槍を立てて……ぎゃっ！」

　全力疾走のまま、先鋒の戦奴兵を蹴散らした騎兵隊は躊躇なく前進して帝国軍の本軍に迫る。




「槍衾、構え！」

　しかしさすがに帝国本軍は動揺しない。

　戦奴兵が蹴散らされる間に戦列を整えて槍衾を組み上げる。

「訓練通りにやれよ」

「我らの力を見せてやれ」

　しかし並ぶ長槍の群れを見ても連邦騎兵はひるまない。

　剣をしまうと突進しながら馬に積まれたボウガンに持ち替えたのだ。

　そのボウガンは通常の物よりも小さく、射程や威力よりも持ち易さを重視されていた。

「撃て！」

　一斉にボルトが飛び、槍兵がバタバタと地面に倒れて行く。

　鉄壁のはずだった防御陣が綻び始める。

「つっこめ!!」

　騎兵隊は発射したボウガンをそのまま地面に投げ捨てると剣を持ち直して突撃して行く。

　最早帝国側に陣形を立て直す時間はなかった。

　幾分かの騎兵は槍に刺されて地面に転がるが、遥かに多い数が防御陣を突破して行く。




「隊列を崩すな！　ええいなんとかしろ！　とにかく戦え、死ぬまで戦え！」

　帝国軍指揮官の命令も次第に意味の無い叫ぶだけのものになっていく。

　隊列は崩壊し、秩序はなくなり、兵は恐慌状態に陥って行った。

　犠牲は一方的に帝国側に出ていた。




「ええい、何をしている！　まずはこの場を立て直し、本体に救援要請の使者を出せ」

　しびれを切らして現れた一騎、周囲の兵とはまったく違う華美な装い、彼こそがスーレス将軍、この軍団をまとめる司令官だった。

「落ち着け！　奴らは大した数じゃない。隊列さえ組み直せば足を止められる。止めてしまえば……」

　スーレスが言いかけた所に新しい鬨の声が響く。

　ベーロフ麾下の騎兵隊は一万五千、攻撃に参加していたのは一万で残る五千は丘を大きく迂回していたのだ。

「そ、側面に回られました！　将軍、御指示を!!」

　ふいをついた奇襲、なんとか対応しようと陣形を組み変えた所に更にその側面への攻撃。

　全体が崩壊するには十分な状況だった。

「ここに至っては仕方ない！　後退しつつ方陣をとって救援を待つのだ！」

　スーレスは崩壊しつつある自軍をなんとか支えようと声を張り上げていた。

　だが華美な装いで指揮を執るその姿はあまりに英雄的であり、あまりに目立ち過ぎた。




「海側に後退すれば艦隊の援護も……ぐげ！」

　パンと軽い音が鳴る。

　既に本陣まで浸透していた一騎の連邦騎兵が通り過ぎざま、スーレスの首を跳ね飛ばしたのだ。

「将軍閣下ーー!!」「スーレス将軍がやられたぞ！」「もうおしまいだ。逃げろーーー!!」

　この時点で戦いは終わった。

　後は追う側と追われる側、一方的な殲滅戦に移行して行ったのだった。
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　洋上　帝国艦隊旗艦［リヴァイアサン］

　凪いだ海を北に向かって進んでいたセクリト率いる帝国艦隊、その旗艦リヴァイアサンに設けられた彼女の為の部屋、艦隊司令官室は空間の限られている船内でありながら大きく取られた部屋は一般の艦長室とは比べ物にならない。

　［リヴァイアサン］の大きさもまた常識を外れている。

　全長１００ｍを超える巨大な船体は帝国艦隊の中でも群を抜いていた。

　専用の特別主砲一〇門の他、複数の階層にわけられた甲板に大小大砲が並べられ、その数は一五〇門を数える。

　装甲や喫水線にも様々な防御がなされたこの船は並び立つものの無い超大型艦、海の要塞と呼ぶ事に異を唱える者などいないだろう。

　現実に彼女を乗せたこの船は先の海戦において海の怪物として暴れ回り、五隻の連邦艦を海底へと送り込んでいたのだ。




「セクリト閣下、シュブルの町は降伏勧告を拒絶しました」

「そうか」

　セクリトはまったく表情を動かさず無機質に答える。

　逆に伝令した部下の方が気まずそうに顔を逸らす。

　気まずい顔の原因は彼女の足元、床にしゃがみこんだ少年が一心不乱にひきしまった褐色の太股から性器までを舐め続けている。

「閣下……私の愛しい閣下……」

　呟きながら愛撫を続ける少年をセクリトは冷たい目で見降ろす。

　そして足を引き戻すとなんの躊躇もなく少年の顔面を蹴り付けた。

「あぐっ！」

　細身の体からは想像も出来ない程の力に少年は吹き飛び、頭から壁に当たってひっくり返った。

「耳も目もないのか？　さっさと離せ愚か者」

　頭から血を流す少年をセクリトは一瞥もせずに上着を羽織って甲板へ移動する。

　そして階段を登りながら何でもない事のように部下に一言告げる。

「あいつはもう要らん。海に捨てろ」

「承知致しました閣下」







　甲板上には彼女の部下達が集まり、シュブルの町を眺めていた。

　皆、彼女の決断、聞くまでも無いだろうそれを待っているのだ。

「降伏せんなら全て焼き払え。港だけ残れば物資の輸送には足りる」

「奴らは港に多数の大砲を並べております。我々と戦うつもりのようですが」

　セクリトは当たり前の事を進言した男を特徴的な瞳で睨みつけた。

　男はびくりと肩を震わせて縮こまる。

「いつも通り亀を使えばいい」

　リヴァイアサンの横をいかにも鈍重そうな船が幾隻も通過していく。

　平べったい亀のような船体には帆もなく、オールでのたうつように移動する様はあまりに醜い。

　海の要塞と思える程に巨大ながらも洗練された外見のリヴァイアサンとは対照的だった。

「いつもながら不格好ですなぁ」

「敵を殺せればそれで良い。お前のような無能よりは余程役に立つ」

　場を和ませようとした部下の一人はセクリトに睨まれガチガチと歯を鳴らし始めた。

　彼女が部下に対しても決して親愛の情など抱かない事、へま一つで甲板から吊るされかねない事はここにいる全員が良く知っている。

　ゆっくりと前進して行く鈍亀艦は他の帝国艦と違って側面に砲を備えている訳でもない。

　かといって船内に余剰スペースはなく、輸送艦としても使えない。

　唯一の特徴は艦の中心にそびえ立つ巨砲だった。

　中心に一門だけ、背負うように乗せられた砲はリヴァイアサンの主砲と比べてもずっと巨大だった。

　砲撃艦はシュブルの町に近づき、赤い旗を振る。

　準備が完了したのだ。

「目標は港の大砲群、薙ぎ払え」

　セクリトの一声で響く渡る轟音。

　砲弾は空高く発射され、すぐには着弾しない。

　たっぷり深呼吸出来る程の時間の後、町に複数の巨大な土煙が立つ。

　離れた海上からも建物が吹き飛び、塔が崩れていくのが見えた。

　更に数瞬置いて火災が起きたらしく火と黒煙が立ち上り始める。

「おおっやはり凄まじい！」「さすがセクリト閣下自ら考案なされた艦ですな！」

　部下の世辞にも彼女が頬を緩める事は無い。

「広い街を砲撃するなど阿呆でも出来る。港の大砲を狙えと命じただろうが、後三斉射で当てられなければ艦長をここに呼べ」

　無言になる周囲を無視してセクリトは凍りついた目で破壊されていく街を眺めていた。

「連邦の町など全て焼け落ちてしまえばいい」

　穏やかな天気とは言え海上は風が強く、彼女の呟きを聞きとれた者はいなかった。




　射程外からの一方的な砲撃によってシュブルの町の防御は叩き壊され、やがて港に並んだ砲も破壊し尽くされる。

　それを見て艦隊は接近、一〇〇隻に届く大艦隊からの徹底的な砲撃と上陸部隊の容赦無い攻撃によりシュブルの町は住民ごと消えてなくなったのだった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　家族

　ノンナ（綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（存在感）レア（愛妾）ケイシー（腹ペコお化け）リタ（メイド長）

　ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（過労）トリスタン（長期出張）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

　軍五五〇〇名

　歩兵三千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

　大砲一九門　大型砲一〇門

　予備役三千

　治安隊一五〇名

　財産　金貨一〇八八〇枚　指輪（二〇）治安隊増員（一〇〇）

　経験人数二二三人　産ませた子四八人

　連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（兵員は徴用によって増えて行きます）

　オルガ連邦

　兵員　　現在九十万　　動員限界二百六十五万　既損害三十五万　民間犠牲二十万

　ガーランド帝国

　兵員　　現在二百七十万　動員限界三百十万　既損害四十万（戦奴兵は含まない）

書籍化のご報告

日頃ご覧頂きありがとうございます。

この度「王国へ続く道」が書籍化致します事をご報告させて頂きます。

ホビージャパン様からの発売になります。

発売日等はまだ確定しておりませんが何卒宜しくお願いします。

活動報告の方にも詳細を報告致します。










第２０９話　愉快な旅路







「では出発すると致しましょうか」

　何台かの大型馬車に分乗した俺と愛妾はリバティース民主国首都トルトエントに向けて出発する。

　屋敷に残る女はメルとリタ、別館の女達だ。

　トリエア親子もリバティース要人と面識があって気まずいらしく行かないそうだ。

　彼女達には屋敷を守っていてもらおう。

「別館の女達も連れては行きたいがさすがに何十人もいるからな」

　ちょっとした軍隊みたいな規模になってしまうので自重してもらおう。

　今後埋め合わせをしよう。

「それにしても大所帯……護衛にも気は抜けません」

　国境までは護衛隊が総出で護衛するが、さすがにリバティースの国境を越えて武装兵を入れる訳にはいかない。

「訪問は……親善と観光として王都にも知らせています。リバティースも領内ではハードレット卿の安全に気を使うでしょう」

　万が一の時は女だけでも逃がさないとな。

　更に今回はギドとクロルを始め信頼のおける男も連れて行く。

　数人の護衛程度ならば問題ないだろう。

「族長さまは私が守ります」

「あぁ……勃たない……」

　張り切るギドに対してどうにもクロルは覇気が無い。

　最近ずっとこんな感じだ。

「道中は私がご案内致します」

　書記官の声は冷たい。

「私は先導致しますので別の馬車に乗らせて頂きます」

「悪かったよ……怒らないでくれ」

「いえ、何も気にしてません。では乗り込みます」

　怒ってるじゃないか……だが指には俺が用意した指輪をはめてくれている。

　次はネックレスかブレスレットを贈ろう。

　いずれまた体を開いてくれるだろう。







　道中の馬車の中は女達の歓声と笑い声で満ちている。

「でも良かったの？　アナスタシアとバルトロメイは正妻の子なんだから専用に馬車を仕立てて連れて来てもよかったんじゃない？」

　ノンナは双子を屋敷に置いてきたのだ。

「いいのです。屋敷には面倒を見てくれる女性が……山ほどいます。それにもし私達に万が一があってもあの子達が屋敷に残っていれば家は続きますから」

「……」

　ローズとアントニオを連れているカトリーヌが嫌な顔をした。

　そうなってもお前達は逃がすから大丈夫だよ。

　馬車の中に少しだけ立ちこめた緊張感を吹き飛ばすか弱い声がする。

（これひどいよーはずしてよー）

　ケイシーか、遠出するのだから仕方ないだろう。

（でも腰に紐つけるなんて奴隷みたい）

　奴隷なら足、犬なら首だ……多分首にヒモかけたら即座に悪霊化する事だろう。

　お前は腰なんだから問題ない。

　それにお前が外を動き回るなら必要な事なんだよ。

（あっ可愛い狐さん）

　ケイシーが道にキツネの親子を見つけ、馬車の窓から飛び出して近づいていく。

　その時、強い風が吹いた。

（うわぁぁぁ　助けてぇぇ）

　まるで枯れ草のようにケイシーが飛んでいく。

　ほれ見た事か。

　俺は彼女から伸びる紐を掴んで引っ張る。

　もしこれが無かったらケイシーは遮る物の無い平原をどこまでも飛んでいき、大山脈にでもひっかかっていたかもしれない。

「お、これ面白いな」

　長く伸びた紐を上手く引くと風をうけたケイシーが空高く昇って行く。

　風が吹くのに合わせて引っ張るのがコツだ。

（やめてえ　早く引き寄せてよお）

　そう言わないでもう少し、お前も空高く昇れて気持ち良いだろう？

（カラスにつつかれるぅ　トンビまで来たあ）

　仕方ない戻そうか。

　風のせいで難しいな、墜落しそうだ。

　可哀想だからなんとか地面に当たらないように……。

「あ、紐が……」

　ノンナが呟いた時、垂れ下がった紐に一騎の護衛隊が引っかかり、馬から転げ落ちる。

「うぎゃあああ!!」

（ふんぎゃああああ）

「ああっ！　クリストフがやられた!!」

「遂に敵もいないのにやられたぞ！」

　すまんクリストフ、だが奴の事だからきっと意識を失うだけで無傷だろう。

　それよりも結局墜落した上に馬に踏まれて面白い顔になってしまったケイシーの機嫌の方が心配だ。

　膝に乗せて機嫌を取る事にしよう。







　リバティース国境線

「お待ちしておりましたハードレット殿、ここよりは我々が護衛を引き継ぎますので兵をお引き頂けますか？」

　国境の街道上、リバティースの軍が集まっている。

　その中の隊長らしき男が馬車の前で頭を下げる。

「……」

　ノンナは奴が俺に貴族の敬称をつけない事が不服なのかむすっとしている。

　仕方ないだろうリバティースに貴族はいないのだから。

「それよりも……準備はいいな？」

　声を潜めて呼び掛けると女達はコクリと頷いて準備を始めた。

　レオポルトにもリバティースには色狂いで策略など出来ない人間ぐらいに思われろと言われている。

「わかっているよ。だが女達を守るのに何人か武装するのはいいだろう？」

「もちろん、数人程度の護衛は大丈夫ですとも、あと規則ですので念の為に禁制品がないかだけ調べさせて……おわっ！」

　隊長は窓から馬車の中を覗いて思わず仰け反る。

　馬車の中は背徳の空間と化しているのだ。

「ご主人様ぁ……早く続きをしようよ。いっぱい突いてぇ」

　レアが俺のズボンの股間に顔を埋め、待ち切れないとばかりに布の上から舌で舐め続ける。

　こらこらと手で押し退けると舌をいやらしく突き出してペロペロと宙を舐めていた。

　子供と大人の間ぐらいの外見と対比した異常さが見える事だろう。

「私も……辛抱出来ないかな」

　ヨグリが俺と隊長の間に割り込むようにして膝に乗り、上着を脱ぎ捨てる。

　彼からは綺麗な背中しか見えていないだろうが、服の上からでもヨグリの巨乳はわかったはずだ。

　その乳房を俺の顔に押し付けてくねくねと体を揺らす。

「私達も」「可愛がってくれよ」

　カーラとミレイがそれぞれ俺の手をとり、股間へと導いていく。

　肝心な場所はスカートで見えないが、既に彼女達の下着は膝まで降ろされており響く水音で俺の指がずっぽり穴に入っている事を聞かせる。

　……演技が目的なのにどうしてこんなに濡れてるんだ。

「私達の場所が無いわ」「仕方ないよ、二人で絡もうお姉ちゃん」

　ルウとクウは抱き合ってキスをしながら互いの体をまさぐり合う。

　服も乱れて背徳的な光景だ。




「ええと……その……」

「失礼、私達はこれからエイギル様の寵愛を頂きたいのですが……見物なされるおつもりですか？」

　唯一礼服を崩していないノンナが冷たい態度で隊長を睨む。

　彼女が胸を張ると巨大すぎる乳房が服をはち切れんばかりに押し上げる。

「……どこを見てらっしゃるのですか？」

「どうしたノンナ？」

「い、いえなんでもありません！　護衛致しますのでどうぞご出発下さい！」

　慌てて窓をしめて馬に乗る隊長君、利用させて貰って悪いが眼福だろうからあいことしよう。

　さて演技も終わりだ。

「もういいぞ、人前で淫婦みたいな真似をさせて悪かったな」

　これもちょっとした策略、マンネリ防止の刺激と思ってくれ。

「はぁはぁ……エイギル……エイギル……！」

「あたいもいいよ！　ごつごつした太い指……感じるよ！」

　もう誰にも見せる必要はないのにカーラとミレイは俺の手を両手で掴んで腰を押し付け続ける。

　これではやめる訳にはいかない。

「ルウ……舌を奥まで入れないで、んもっ！」

「んむっ！　お姉ちゃん可愛いよぉ……」

　クウルウ姉妹も夢中になってしまっている。

「あむ！」

「うっ！」

　つい手が緩んでしまいレアが俺のモノに到着してしまう。

　流れるような手つきで逸物を取り出すと喉奥まで咥えられてしまった。

　こうなるともう任せるしかない。

　しかもカトリーヌとマリアらしい手も横から玉に伸びて来たぞ。

「ふっ！　あっ！　うっ！」

　俺の上に乗って乳房を顔に押し当てていたヨグリも興が乗って来たのか動きが激しくなってくる。

　皆完全に発情してしまったようだ……仕方ない、このまま乱交しようか。

「これだと演技じゃなくて本当の色狂いですよね」

　呆れたように言うセリアだが、上着一枚脱いでいるのは期待しているんだろう。

「ちょっと！　本当に始めるなんて……私の場所がないじゃないですか！」

　騒ぐノンナがなんとか場所を確保しようとするが既に満員だ。

　すると彼女はドレスの上をはだけて特大巨乳を取り出し、身を捻った。

「えい！」

「きゃああ!!」

　巨大な乳が振られて上に乗っていたヨグリに命中、弾き飛ばしたのだ。

　なんて破壊力だ。

「ひどい！　おっぱいで弾き飛ばすなんて！」

「妻の私を差し置いてエイギル様に乗るからです！　これでも食らいなさい！」

　ノンナは自分の乳首を摘まんでヨグリに向ける。

「わっ！　お乳飛ばさないでよ！　目に入るからぁ！」

「ちょっと馬鹿ノンナ、馬車の中で何するのよ！　生臭くなるでしょうが!!」

　相変わらずの大騒ぎ、思わず笑えてしまうな。




「む！　お前!!」

　セリアが素早くコップを掴んで投げつける。

　どうやら僅かに開いた窓からクリストフが覗いていたらしい。

　彼女の投擲は正確で窓の隙間から奴を狙い撃ったようだ。

「うああああ！」

　悲鳴と落馬の音が聞こえる。

「ああっ！　またクリストフさんがやられた！」

「敵はなんです!?　スズメか？　イタチか!?」

　俺達は護衛隊を切り離しギドとクロル、マックとクリストフを護衛にリバティース領内に入って行く。

　街道上ではリバティース側の護衛もついているし、護衛は三人でも支障はないだろう。

「ちょっとアリス！　いきなりお尻に入れたら次が汚いでしょう！」

「ご、ごめんなさい……でも太いの見てたら我慢が出来なくて。ちゃんと綺麗にしてるから」

　しばらくは竿だけ勃てて女達の肉人形になっていてやろう。







　数時間後　夕刻　［シュリテ］の町

「き、今日はこの町に宿を用意しておりますので」

　護衛の隊長が気まずそうに馬車をノックしてくる。

　トルトエントまではすぐに行けると思ったが随分とゆっくり進んでいるんだな。

　設備の整った町で泊まれるように計らってくれているのか。

　俺としては屋根とベッドがあればいいんだがノンナや子供もいるからな。

　ついでに町娘のケイシーもあまりぼろぼろの場所は駄目だ。

　お化けが出そうで安心して寝つけないらしい。

「ありがとう。開けても大丈夫、もうヤッてはいないさ」

　宿の前で扉を開くと、途端に外気が入りこみ頭がすっきりとしたように感じた。

「立てる者は立てない者に肩を貸してあげなさい。それからヨグリはもう駄目ですね……完全に気を失っています。クリストフに運ばせて……その前に何か布をかけて、一応エイギル様の女ですから」

　ノンナがきびきびと命令を出していく。

　馬車の中で結構頑張ったから何人かは腰が抜けてしまったようだ。

　特にヨグリは強くし過ぎてもう意識が無い。

「ミティとマリアも腰が抜けたのか？　おいで、運んでやろう」

　二人を肩に乗せて宿に入って行く。

　背中に隊長が部下と話す声が聞こえた気がする。




「道中で人となりを見極めろと言われたが……これはなんと報告して良い物か」

「好色で絶倫……しかも床上手でしょうか？」

「そんな報告上げたら上に俺が馬鹿だと思われるだろうが！」

「しかしそれ以外に報告すべき事がありません。一応聞き耳は立てていましたが聞こえるのは女達の嬌声ばかり、男根が巨大だと言う事以外には何もわかりません」

「綺麗どころの女を引きつれて淫蕩三昧か……成り上がりの好色男、そう報告しておこう」

「しかし良い女達ばかりですね。羨ましい」

「……首都についたら娼館に行くか、俺のおごりだ」

　俺は素知らぬ顔でぞろぞろと一〇人以上の女を連れ、宿屋に入って行くのだった。




　そこからは特に変化もない夕餉と団らん、ラーフェンの料理人には及ばないがそれなりに美味い料理を食べ、窓からラーフェン程栄えてはいないがさびれてもいない中規模の町を眺めてお茶を飲む。

　女達も旅疲れと昼間可愛がったせいもあって皆一様にねむそうだ。

「ふむ……ちょっと散歩に出て来るよ。先に寝ててくれていいよ」

「え？　夜は致さないのですか？」

「明日も一日馬車の中だ。時間はいくらでもあるし皆疲れているだろう。今日はゆっくり休むといいさ」

「道中ずっと馬車でヤりまくる気なんですね……」

　セリアの呆れる声を聞きながら女達一人一人と寝る前のキスを交わしていく。




「あぁ……やっぱり勃たない……俺もずっと馬車の中にいたのに」

「クロル、そんな所で何をぼーっとしている」

　間違ってキスしかかっただろうが。

　まったく何を思い悩んでいるのか、旅の間もずっとこんな感じだ。

「仕方ない。金は出してやるから娼館にでも行って来い」

　この町にも娼館はあるだろう。

　女を抱けば悩みも晴れるに違いない。

「いえ……遠慮しておきます。ごめんなさい」

「な、なに？　もう一度言ってくれ」

　信じられない事を聞いた気がした。

「娼館には……行きたくありません。女性は……今はいいです」

「クロルそんなに体が悪いのか……まさかもう長くはないのか!?」

「はい？　い、いきなりなんですか!?」

　おかしいな結構元気そうだ。

　女に興味がなくなったとなればそろそろ寿命が来たのかと思ったのだが。

「ともかくお前も一緒に来い。少し夜の町を歩けば気も晴れる」




　宿はそれなりに立派で建物もしっかりしているし、リバティース軍人が守ってくれている。

　いざとなればアリスも居る……尻さえ守れれば彼女を倒すのは至難だからな。

　少しぐらい外に出ても問題ないだろう。

「私もいます！」

　おお、当然のようにセリアもついてきた。

「あたいもいいかい？　たまには村とラーフェン以外の町も見たくてさ」

　村のみんなへの土産話にもなるしねと笑う。

　筋肉質で大柄のがっしりしたミレイだが屈託なく笑う姿はまるで子供のようで微笑ましい。

　初めてあった時よりもずっと小さく愛らしく見えるのは俺の女にしたからか、それとももっとでかいイリジナを見慣れたせいか。

「おお、確かミレイは酒もいけたよな。たまには安酒を豪快にいってみようじゃないか」

「ははは、望む所さ。こうして話していると……昔のままだね。すんごいお偉いさんになったとは思えないよ」

「だなぁ……全然昔とかわらねぇ……とても呼び捨て出来る身分じゃないけどなぁ」

　クリストフが笑い、マックも無言で頷く。

　彼らと長く向かい合って言葉を交わすのは本当に久しぶりの気がする。

「いいさ、リバティースでは貴族制度はないんだ。今は見習って適当に呼べばいい」

　人に頭を下げるのも下げられるのも本当は好きじゃない。

　嫌いな奴でなければ名前を呼び捨てにされるぐらい腹など立たないさ。

　幸いここでは俺の顔を知る者なんてまずいないし、たまには下品に騒ぎながら酒を飲もう。

「お供します」

　セリアは薄い蜂蜜酒だぞ。

　大好きなくせに弱いんだから。







「乾ーー杯!!」

　シュリテはそれほど大きい町ではないが、さすがに夜の酒場は盛り上がっていた。

　気取った所の無い庶民が憩う店で俺達七人は大テーブルを占拠する。

「たまにはこういうのも良いな。雑然とした雰囲気も悪くない」

「そうそう、ずっと豪邸の中にいるのは堅苦しいだろう？」

　クリストフとマックも野暮な敬語を使ったりしない。

　元々マックはほとんどしゃべらないが。

「護衛もつけずに……少し心配です」

　さすがにギドとセリアは敬語のまま……こいつらがため口を聞くと逆に気持ち悪いからな。

「心配ない。周りを見て見ろ」

　周囲は大衆の為の酒場らしく喧騒と活気に満ちている。

　大声を上げながら酒を煽るものやテーブルに突っ伏して愚痴をこぼす男、中には喧嘩一歩手前、こづきあいを始めている奴らもいた。

「俺達の顔を知る奴なんていると思うか？」

　俺とセリアは少し小奇麗な恰好だが目立つ程でもない。

　一六のギドとクロルは酒を覚え始めたばかりの背伸びした少年ってところか。

「お前は相当目立つけどな」

　マックの肩を小突くと奴は無言のままニヤリと笑う。

　何しろこいつは２ｍを優に超えている上に全身筋肉だるま、威圧感が凄まじい。

「それでも……周りも屈強な男が多いですね」

　セリアの言う通り、この店に入ってからもマックのでかさに注目はされるがそれっきり、酒を煽って肉をかじる集団に過度に注目する者はいない。

「ちなみにあたいはどう見えるかな？」

　ミレイは最近自分の存在感に深刻な疑念を持っているらしく構われないと心配になるそうだ。

「そりゃお前……俺の女に見えるだろうよ」

　彼女を抱きよせてキスをする。

　周囲から下品な野次が飛ぶが、よくある光景なのかすぐに視線はなくなった。

　連れて来たのがミレイなのが良かった。

　体が大きく仕草も荒い彼女はこういう酒場の雰囲気に良く溶け込む。

　ここにノンナが出たら問答無用で全員の視線を集めてしまうだろう。

「ちぇっ、あたいはどうせ美女じゃありませんよ」

　拗ねるミレイの頭を撫でる。

　相変わらず短めの赤毛だが手入れされているせいか最初に抱いた時より滑らかになっているな。

「だいたいエイギルの周りは美女ばっかなんだよ……。正直昔からカーラの奴でもなかなかの美女だと思ってたんだけどさ……比べてもノンナさんとかおかしいだろ。なんだよあのとんでもない美形、しかも体はスマートなのに乳だけ大山脈って他の女に外見で喧嘩売ってるっての！」

「確かにあれは……すごいですね」

　ギドの言葉にセリアを除く全員が頷く。

　俺もノンナの乳には感心する。

　しかもあのサイズで剥き出しにしても正面を向いているからな。

「メルさんも……四〇って嘘だろ？　うちの村にいたら普通に村中の男から求婚されるぜ。……最初何回か歳を確かめたら凄い目で見られたし」

　ミレイの分の肉にナイフがぶっ刺さってた時の事か……メルの前で歳は禁句だ。

　彼女が近くにいる時は数勘定をしている使用人も四〇の部分だけ小声になる。

「他にも屋敷中美女まみれじゃねーか！」

　ミレイは酒のせいもあって少し感情的になっているな。

　いいぞ酒を呑み、こういう場所ではき出してくれた方が俺も気が楽だ。

　彼女は確かに輝くような美女とは違うが、引きしまった体と話し易い雰囲気は魅力的だ。

　実は母性に満ちている所も良い、その内に胎を膨らませてやろう。




「ええ、エイギル様が美女を集めて胎を大きくするのは本能ですから、ひっく」

　セリアまでそんな事を言う。

　……薄い酒だが五杯も飲んだな……知らんぞ。

　そこにミレイが噛みついた。

「いーや、あんたも相当な美女だ！　あたいとは違うね！」

「わ、私はエイギル様に仕える事が最優先で……」

「でも腰振ってるんだろう？」

「……振ってます」

「甘えたら優しい？」

「すごく……頬に手を添えて「愛してるセリア」「可愛い俺のセリア」って言ってもらえると体が芯からゾクゾクと」

「かーーー！　やってらんねぇ！」

　こっちは放っておこうか。




「いいかクロル、男は女を支配するもんだ。支配されちゃあいけねぇぞ」

「なるほど……それは複数でもいいんだよな？」

「当り前だろ、浮気で怒らせている内はまだまだよ。「他の女がいても良いから貴方といさせてー」ぐらい言わせて一丁前だぜ。「貴方がいないと生きていけないのー」とかな」

　クリストフが裏声でクロルに何か高説たれている。

　従業員の女の子が気持ち悪そうな目で見ているぞ。

「ベッドの上でもそうだ。「欲しいか？　なら尽くせ」ぐらいでないといけねぇ」

「やっぱりそうですよね！」

　クリストフはそんなにうまく女を囲っていただろうか。

　いつかラーフェンの酒場で女に縋り付いてヤらせてくれと迫っていたのを見た覚えがある。

　確か最後は土下座までしていたが踏まれて逃げられていたはずだ。

　クロルは現実に二人囲っているみたいだが知っているのかね。




　ギドはマックと話して……いるのだろうか？

「むん」

「す、すごい」

「ふん」

「まるでムキムキ音がなりそうな筋肉だ……」

「ぬうん」

「お、俺もこんな体になりたい」

　上半身裸となってポーズをとるマックをギドが褒め称えている

　何をしているんだお前達は……。

「むうん……ん？」

　頭の後ろで手を組んで大きく仰け反ったマックのパンツに女性が銅貨を挟んでいた。

　本当に何をやっているんだ。




　酒も入ってそれぞれが馬鹿をやっている。

　俺もセリアとミレイをからかいながら笑い、たまに通る従業員の娘の尻を撫でる。

　下品だが楽しい時間が続いていた時、入口のドアが静かに開いた。

「あ、あの……」

　入って来たのは三〇程の女性、見るからに場の雰囲気に圧倒されている。

　格好も大人しめで普段から酒場に来るような女には見えない。

　女は入り口付近に座っている男達に次々と声をかけているが、その度に笑われ下品な野次を浴びていた。

「へへへ、それより一発どうよ？　俺達二人がかりでケツとマンコを掘ってやるぜ」

「がははははは!!」

「結構です！」




「エイギル様？」

「いや、気になってな」

　しかも表情は真剣……というよりも余裕が無いように見える。

　今にも泣きだしそうだ。

　そして遂に女が俺達のテーブルにやってきた。

「あ、あの……」

　今まで散々に口汚い言葉を浴びていたせいかおっかなびっくりと上目づかいに俺を見る。

「なにかな？　綺麗な方だ……まぁ座って下さい」

　クリストフの椅子を奪って女一〇〇人切りのくだらない嘘武勇伝を強制終了させる。

　女性は初めてまともに応対してもらえたせいか胸を撫で下ろしていた。

　ふむ……胸の大きさは並だが緩めの服を押し上げている。

　張りのある乳が期待出来るな。

　唇は柔らかそうだが口の大きさが小さい。

　俺の逸物を喉まで咥えさせるのは難しいか……。

　やはり正面から抱きあげてキスをしながら突きあげるべきだな。

　そうすれば胸板で張りのある乳房を感じる事が出来そうだ。

「あの……それで……」

　思わず頭の中で彼女を犯していた。

　そうそう、用件を聞かないと。

　今まともに話を聞けるのは俺とセリアとミレイだけだな。




「実は……娘が行方不明なんです！」

　それだけならば衛兵に言う話だが、女は更に続けて行く。

「娘は……今朝、外の森にキノコ採りに行ったきり戻らないのです。森の外輪部、安全に山菜の取れる場所を越えて奥の危険な所まで行ったらしく私にはどうしようも……衛兵は町の外の事では助けてくれませんし、主人は商いで都市国家に行っており頼る人がいないのです」

　そこでなんとか助けてもらおうと腕力に自信のある人夫や傭兵が居る事の多い酒場に来たらしい。

　あまり賢く無い選択だとは思うが他にどうしようも無かったのだろう。

「お礼はお支払いしますから……どうか娘を助けて……」

「ちなみにお礼とは？」

　ミレイはこういう所は結構しっかりしている。

「お金はこれだけ……」

　女がポケットから出したのは銀貨が数枚、この額では傭兵一人動かすのが精一杯だろう。

　だがもちろん俺は金などいらない。

「報酬は成功報酬、そして前払いも頂こうか」

「は、はい！　これで足りますか？」

　俺は黙って首を振る。

　女性が悲しそうに顔を伏せたのを見計らって両肩を抱く。

「へ!?　一体何を……」

「前払い、頂くよ」

　柔らかそうな唇に口をつける。

　流石にいきなり舌をねじこねば嫌がるだろう。

　軽く合わせて離す。

「森に夜踏み込んでも無意味だからな。夜明けと共に探す事にする」

　正直森で一晩となると狼やゴブリンにやられて死んでいる可能性も高いだろう。

　だがそれでも遺品を見つければ女性は諦めがつくだろうし、無事に救出出来ればお礼に体を貰える可能性も高いだろう。

「よし、今日は十分呑んだ！　明日に備えて寝るぞ！」

　床に転がったまま寝ているクリストフを担ぎあげて宿に戻る。

　皆もそれぞれ撤収準備に入ったようだ。

　セリアが静かだと思ったら完全に潰れている。

　ミレイに任せよう。




「あ、あの……参考になるかはわかりませんが情報を！　最近森に大蛇が出ると噂があります」

　女性は追いすがるように言う。

　でかい蛇ごとき大して怖いとも思わんが気をつけておこう。

「あと……森に上半身裸の女が出ると言う話も！」

　森の痴女、そっちは素晴らしいな、是非出会いたいものだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

　リバティース民主国　同行

　ノンナ（まだ綺麗）セリア（副官）カーラ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

　クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（存在感）レア（愛妾）ケイシー（凧）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）

　アリス（魔法少女）　アントニオ（息子）ローズ（義理娘）

　ギド（護衛）クロル（護衛）シュバルツ（好色馬）マック（筋肉）クリストフ（一〇〇斬？）

　財産　金貨一〇七〇〇枚　旅行準備（一八〇）

　経験人数二二三人　産ませた子四八人








第２１０話－１　森の異変







　朝日がようやく昇り始めた頃、俺達はそれぞれの武器を持って町の外に集まった。

　セリアやミレイは無難な片手剣を持ち、ギドとクリストフも護衛隊に支給されている普通の剣だ。

　ギドだけは別に自分用の弓を背中に担いでいた。

「もしかしたら戦闘になるかもしれんし……ミレイは宿に居てもいいんだぞ？」

　愛妾として連れて来たのに戦わせるのは気が引ける。

「乗りかかった船だしね。全部任せて宿で寝てるのは性に合わない。逆に落ち着かないよ」

　まぁ久しぶりにミレイと肩を並べるのもいいかもしれない。

　いざとなってもクリストフが居るから一撃だけは防いでくれるだろう。

　不服そうな男を無視して周りを見回す。

　マックとクロルの武器は変わり種だな。

　筋肉巨人のマックが持っているのは両手持ちのメイスで１ｍ程の棍棒の先に鋼鉄の頭がついている。

　無骨な武器だが金属部分は突起だらけでいかにも重い、ぶん殴られればただでは済むまい。

　こいつが持つとでかいメイスも片手武器に見える。

「ちょっと持たせてくれ」

　興味が沸いたので試しに持って見るとかなりの重さだ。

　俺でも片手で振りまわすとバランスが崩れる。

「私も少し持ってみます……ぎゃあ！　た、助けて下さい！」

　セリアも興味を示したので渡してやったら下敷きになってしまった。

　ミレイとギドが二人がかりでメイスを持ち上げている。

　怪力のマックらしい武器だ。




「それにしてもクロルお前なぁ……」

「申し訳ありません……」

　クロルは今回同行使用人の扱いだったので武器を持っていなかったらしい。

　慌てて持ってきたのは宿で借りてきた棍棒と鍋の蓋だった。

　剣ぐらい腰に差しておけよ。

「だって俺まで戦うなんて思って無くて、痛っ」

「女の頼みだぞ。ミレイも戦うのに男のお前が行かんでどうする」

　セリア見下してやれ。

「……」

　セリアの冷たい視線に責められクロルは諦めて棍棒と鍋の蓋を持ち直す。

　それでいいのだ。




「しっかしまるで物語に出て来る勇者様御一行だよな」

　クリストフの軽口に全員が笑う。

　確かにそうかもしれない。

「マックは力自慢の怪力戦士ってとこか」

「……」

　むんとマックは筋肉を盛り上げて格好をつける。

　確かに奴は無口だが頼りになる男だ。

　工兵隊の指揮官として武器を振りまわすよりも陣地などの建設に携わっている事の方が多いが、五人分の荷物を楽々一人で持つ怪力は尋常ではない。

　ラーフェンの娼婦に聞いた所によると逸物も怪物級らしい。

　男根のでかい男はやはり強いのだ。

「ギドは百発百中の弓使いだよな」

「はは……なんか照れる」

　苦笑いするギド、こいつの弓の腕は山の民の中でも上の方で俺達と比べれば達人だ。

　的に当てるのはピピの方がうまいようだが、こいつには引く力もあるから大抵の鎧は抜ける。

　接近戦になっても剣の腕まで一級品だ。

　まだ一六だが腕も信用出来、頭も良いので護衛隊の小隊長に任命してある。

　真面目な性格のこいつは町の女達にもかなり人気があるようだ。

　顔は中々整っている上に僅かに残る幼さがたまらないらしい。

　こいつが妻帯者と聞いて落ち込む女は結構多いが、甲斐性があると逆に人気にもなっている。

　ちなみに護衛隊の飯係をやっている女が浮気に抱く遊び女でいいからとギドに迫っているらしい。

「セリアちゃんは軽業得意の軽戦士か」

「こっち見ないで下さい」

　表情をまったく変えないセリア。

　相手の関節や鎧の隙間を狙い澄まして斬り付ける技術は俺やマックには無い物だし、短刀などの投擲技術も間違いなく一級品だ。

　身のこなしは非常に軽く後方にも前方にもクルクルと宙返り出来るのだ。

　真似したイリジナが家具を破壊してノンナに怒られていたのは余談だ。

　更にセリアは感覚が非常に鋭敏で大抵の場合一番最初に脅威を見つけるのは彼女だ。

　その敏感さは乳首や肉豆の感じやすさと影響があるのかもしれない。

「ミレイは女戦士だな。姉御って呼びてぇ」

「なんだそりゃあ」

　ミレイが呆れたようにため息をつく。

　彼女は一般的なスタイルの戦士だ。

　女にしては筋肉質で体格も良い彼女は元傭兵で並の男よりは断然強い。

　イリジナがいるせいで目立たないが、周りも良く見えているので恐慌したり愚かな行動を取る事もない。

　荒っぽい口調とは裏腹に面倒見もよく母性豊かな彼女は女としても魅力的だ。

　ちなみにノンナやカトリーヌはなんとか乱暴な口調を直させようと必死らしい。

「クロルは……見習いかね」

「そうですよね……勃たない俺なんか……所詮役立たず」

　クロルはがっくりと項垂れる。

　使用人として力仕事をこなしているのでそれなりに筋肉はつき、イリジナとたまに稽古もしているようだが日常的に訓練をしているギドやセリアに比べれば戦闘は得意とは言えない。

　こいつが囲っているロラミラ親子に聞いてみると、逸物は小さめだが歳の割にねちっこい腰使いをするらしい。

　ただ最近は……とモゴモゴ口ごもっていたな。

　こいつが暗く自虐的になっている事と関係あるのだろうか。

「そして俺！　このクリストフこそが勇者として世界を救う……」

「ちょっと待て」「待ちなさい！　クリストフのくせに！」

　俺とセリアの突っ込みが同時に入る。

「勇者はどう見てもエイギル様のはずです！　それを差し置いて貴方ごときが何を言うのですか！」

「いやいやそんな大槍担いだあんたはどう見ても怪力戦士二号じゃん！　格好的には俺だって！」

　クリストフが胸を反らせる。

　英雄物語を参考にするならそうかもしれないな。

　こいつは俺とほとんど背も変わらず体も良く鍛えられてかなり強そうに見える。

　だが全てははったり、こいつこそ護衛隊最弱の男なのだ。

　腕相撲ではミレイにも負け、イリジナには腕を折られかけた。

　俺の軍の中でも最古参、数々の戦場を潜り抜けた歴戦の軍人でありながら未だ戦果は無い。

　マックが二〇〇人規模の工兵隊、ギドが一〇人程度の小隊を率いるのに対して未だ一兵卒。

　昇進させてやろうとも思ったが贔屓目に見ても昇進理由が何もないのだ。

　だが持ち前の明るい性格で隊の中では好かれているし、何よりその不死性が評価され戦闘前には縁起を担いだ仲間に頭を触られるらしい。

「あなたなんか唯の肉の盾です。装備品です」

「ひでぇ!!」

　騒ぐクリストフとセリア、皆は笑いながら歩を進める。

　森は町娘が山菜取りに行くだけあって目と鼻の先だ。

　リバティース軍人達に一言告げただけで出て来たから出来れば今日中に戻りたい。

　さっさと探すとしよう。







　森に入った途端、すぐにセリアとギドの顔が引き締まった。

「森の外輪部は特に危険の無い場所と言っていたよな？　娘は奥に入って行方不明になったと」

　だが二人は黙って首を振る。

「いえ……ここは安全じゃないです。多分います」

「視界が悪くて見えないですが、先ほどから不自然に下草が揺れています。そこら中に潜んでいるかと」

　セリアは何かを感じ、ギドも目を細めて周囲を見回していた。

　女の話とは違うらしい、警戒しておいた方が良さそうだ。

　しばらく奥に進むと俺にもわかる程に草の揺れる音が聞こえ出した。

「出るな……」「ええ、機会を待っていると思います」

　緊張が高まった時だった。

「うわぁぁぁぁ!!」

　クリストフが石に躓いてひっくり返ったのだ。

　全員の目が奴に引きつけられたその瞬間、周囲の草むらから一斉に何かが飛び出してくる。

「来たぞ！」

　現れたのは複数の狼、一直線に向かってくる。

「ギド！」

「はい！」

　ギドは素早く弓を構える。

　慌てる事もなく軍の弓兵に見習わせたい速度で二射を放つ。

　二本の矢は狙いを外さず、走り寄る狼の眉間に吸い込まれていった。

　キャインと大きな悲鳴が上がり転がる二頭、その間をすり抜けるようにもう一頭が迫るがギドはまったく動じない。

　ゆっくりとためを作って狼が喉笛を狙って飛びかかった所に矢を放った。

　ギドが持つのは軍用の強力な合成弓と甲冑を打ち抜く事の出来る鋼鉄の鏃だ。

　至近距離から射られた矢は羽まで頭に埋まり、可哀想な獣は悲鳴も上げずに即死した。

「周り中から来るぞ」

　正面の三頭は仕留めたがまだまだ続きがあるようだ。

「狼ごとき！」

　セリアが飛び出し、すれ違い様に狼の喉笛を鮮やかに切り裂く。

　飛びかかるもう一頭の牙を仰け反るように躱して柔らかい腹を裂いてから蹴り飛ばす。

　彼女も獣ごときに遅れは取らないな。

「どわっ！」

　セリアの戦いぶりを見ていると横から狼が飛んできた。

　咄嗟に迎撃するが既に頭が潰れている。

「……すまん」

　マックが軽く頭を下げてから再びメイスを振りまわしてもう一頭を跳ね飛ばす。

　なるほどあいつが吹き飛ばしたのか。

　クロルは一頭と死闘を繰り広げている。

「この！　そら！」

　狼の攻撃を鍋の蓋で防ぎながら必死に棍棒で殴り付けるがいかんせん唯の木の棒なので倒しきれない。

　技量も重要だが同じぐらい武器の質も大事だと教えてくれる戦いだな。

「強いね……狼なんてものの数じゃない」

　ミレイと俺は戦うまでもなかった。

　一応危なくなった奴の所に駆けつけられるように備えているがどうやら無駄に終わりそうだ。

「戦いには慣れているからな」

　押し寄せる重武装の軍隊に比べれば狼など可愛いものだ。

「本当、最初に出会った頃とは何もかもが……」

　言いかけてミレイが何かに気付き大声を上げた。

「みんな気をつけろ！　こいつら首輪をつけてる。飼い主がいるぞ！」

「何!?」

　よく見れば狼達は確かにボロボロの首輪と紐らしきものをつけている。

　もちろん普通の人間が狼を飼うなど考えられない、となれば……。

「木の上、ゴブリン共だ！」

　気付かれたと悟ったのか木の上のゴブリンが汚い鳴き声を上げる。

　同時に粗末な槍や石が飛んでくる。

　なるほど、狼をけしかけて混乱させてから一斉攻撃の腹だったのか。

　だがそれにしてはタイミングが遅すぎたな、既に狼は殲滅されつつある。

　同時攻撃の好機は失われた。

「マックとミレイは地上の敵に備えろ。セリアとギドは下がってゴブリンを叩け木の上にいるのを優先しろ。クロルとクリストフはセリア達を守るんだ」

「「はい！」」

　俺の指示通りに全員が動く。

　セリアは剣をしまってナイフを投げ、ギドは弓で次々と木の上のゴブリンを射落として行く。

　奴らも反撃とばかりに木製の槍を投げて来るが、遅く山なりのそれは容易に回避出来る。

　地上でもマックとミレイは狼を殲滅し、奴らをけしかけたらしいゴブリン達も斃して行く。

「うごぉぉぉ!!」

　特に豪快なのはマックで大きなメイスでゴブリンを文字通り叩き潰していく。

　何しろ奴のメイスはゴブリンと同じ大きさがあるのだ、防御など無意味だろう。

「俺も負けては居られないな」

　槍を担いで前に出る。

　まずはクロルと死闘を演じていた狼を一蹴りで殺してから前方に突進した。

「そらっ！」

　狼を前足の付け根から真っ二つにする。

　続いて目を剥いているゴブリンの首を跳ね飛ばし、残った胴体を串刺しにして木の上に陣取っていた奴に投げつけて叩き落とす。

「おっと危ない」

　別のゴブリンが投げてきた拳大の石を片手で掴み、お返しに全力で投げ返すと見事に命中して頭の半分がなくなってしまった。

「ぎいいい！」

　左右から棍棒を持ったゴブリン二匹が向かってくる。

　挟みうちの狙いはいいが武器の射程が違うのだからもっと真横から来ないとな。

　後ろまで振りかぶった槍を一回転させると二匹同時に首が飛ぶ。

「うお！　汚い汁が飛ばないように死ねないのか」

　返り血がかかってしまった。

　ゴブリンは血まで臭い。

「首を飛ばしておいて無茶言うなよ……」

　そう言うクリストフは自信満々にゴブリンの前で剣を構えていた。

　１ｍそこそこの魔物は体格の良いクリストフと向かい合って戦う前から怯えている。

「ふふふ、俺の前に立った不運を呪いな！」

　斬りつけるクリストフ、ゴブリンはそれをなんとか棍棒で防ぎながら後ろに下がって行く。

「ははは、守っているばかりでは勝てないぜ！　もっとも貴様が俺に勝つのは元より不可能だがな！」

　余裕の笑みを浮かべながら一方的に押していくクリストフ。

　だがゴブリン相手に何故そんな激しい戦いになるのだ？

　完全武装の男なら一刀で斬り伏せて当然の相手だろうが。

「そろそろ終わりか!?　この畜生野郎め！」

　クリストフがゴブリンを蹴り倒し止めを刺そうとする。

　だが時間をかけ過ぎたせいで悲鳴が響き、仲間が集まってしまったらしい。

　目の前には三体のゴブリンが集まっていた。

「な、なんだと！」

　形勢は完全に逆転、四体に増えた敵を前にクリストフは逃げるに逃げられない。

　防戦の中、たちまち棍棒で剣を弾き飛ばされてしまった。

「助けてくれぇぇ!!」

「何してるんですかこのバカ！」

　情けない悲鳴にギドが狙いを変えてたちまち二体を射殺すが、残る二体はまず最弱の男を仕留める事にしたようで棍棒を振り上げて突進してきた。

「やれやれ」

　俺は前に出て一体の棍棒を槍で弾き、もう一体は小手で防いだ。

　非力なゴブリンが持つ棒の何を恐れるのだ。

「ふん！」

　今度は血を浴びないように左手で顔面を殴って潰し、もう一体は蹴り倒してから頭を踏みつぶす。

「ふぅ……やばい戦いだった」

「ゴブリンごときに何をしているんだ。もうお前は後ろで寝てろ……」

　やれやれと首を振った時、頭にガツンと何かが当たった。

「ぐ！」

　振り返ると近くの木の上にゴブリン達が潜んでいたのが見える。

　石を投げられたらしい。

　大きさも大した事はなくそれほど痛くも無かったがクリストフに偉そうに言った所で一撃貰っては格好がつかない。

　少し笑ってやがるな。

　格好悪さと怒りで理性が飛んでいく。

　決して八つ当たりではない。

「……よくもやってくれたな」

　全部あいつが悪い。

　木の上のゴブリンを睨みつける。

　石が命中して歓声をあげていた魔物は目に見えて怯え始めたが容赦はしない。

「殺してやる……降りて来い」

　槍を構えて突進するがゴブリン達は木の枝から枝へと飛び移って逃げる。

「逃げるな戦え！」

　俺は更に速度を上げて追撃、遂に枝から飛んだ一体を射程内に収めた。

「そこか」

　空中でゴブリンを縦真っ二つに叩き割る。

　全身に臭い血を浴びたがもう知った事か。

「貴様らも同じだ。皆殺しにしてやる」

　ゴブリンの見分けなどつかん。

　全員叩き殺してやるぞ。

　もう追いかけ回すのはまどろっこしい。

　周囲の木を片っ端から槍で叩き折って行く。

　幸い森の外輪部に大木はない。

　全部へし折れば降りて来るしかないだろう。

　比較的太い一本の上に三体のゴブリンが逃れていく……俺を舐めるなよ。

「ふん！」

　思い切り槍を叩きつけるとメキメキと音を立てて木は倒れ、ゴブリン達が悲鳴と共に落下してくる。

　一体はそのまま地面に激突して首が折れ、もう一体は足が折れて動けないようだ。

　のたうつそいつの顔面を踏みつぶすとまだ動ける奴が弾けるよう逃げ出した。

「逃がさん」

　俺も同じように走って追いかける。

　ゴブリンは決して足が速くないし俺も足は遅くない。

　すぐに追いついて後ろから槍を突き立てて雄たけびをあげる。

「次はどいつだあ！」

　すると今までマックやミレイに向かって鳴いていたゴブリン達まで四方八方に逃げ散ってしまった。

「待て逃げるな！」

　悲鳴を上げて逃げるゴブリンを追いかけて潰していく。

　そういえば俺はゴブリンごときに何を怒っているのだろうか。

　なんの意味も無い事に気付いたが叫び声まで上げてここで槍を納めるのも格好悪い。

　とりあえず手当たり次第叩き潰そう。

　木をなぎ倒し弾き飛ばし踏みつぶす。

「うがあぁぁぁ!!」




「……どっちが魔物かわかりゃしねぇよ」

「高くついた投石だったね……」

　クリストフの声が聞こえた。

　うるさい、お前が全部悪いんだ。

まずはゴブリンと狼の雑魚集団です。

冒険は徐々に難度が上がって行くものですよね。

タイトルでお気づきかもしれませんが試験的なやり方です。

最近は話を小分けにして無駄に話数を増やすと読みにくいと思い文字数をまとめて投稿していました。

しかし話を貯めて週二～三投稿にすると間隔が開き過ぎて作者も読者も前話を忘れてしまうかもしれないと考えました。

そこで210-1 210-2 210-3 と分けて高頻度に投稿し、話の区切りがついた所で第二一〇話として統合する方式を試して見ようと考えています。

語尾の情報は大きな変化が無い限り最終話に集約して書くつもりです。

※ブックマークの方式についてよくわかっていないので考え中です。










210話－２







「ふぅ……ふぅ……」

　最後のゴブリンを木に叩きつけて潰してから息を整える。

「何体かに逃げられてしまったな」

「……やり過ぎです。ここだけ陽が当たるようになっちゃいましたよ」

　セリアに言われて改めて周りを見回すと周囲の木は軒並みなぎ倒され朝日が降り注いでいる。

「狼とゴブリンの死体だらけ……いや、潰れてもう何の死体かもわからないね。森に来た奴がこんなの見つけたら町の衛兵は大騒ぎだろうよ」

　ミレイも呆れたように言う。

うむ、まるで凶悪な怪物が大暴れしたみたいになっている。

「過ぎた事は忘れよう。それよりここから森の奥に行かないとな」

「その事なのですが……」「言いにくいのですが……」

　ギドとセリアが難しそうな顔をする。

「森の外輪でこれです。奥はもっと酷いでしょう。正直迷い込んだ少女が生き永らえているとは思えません。これ以上族長様が身を危険に晒す事もない……衛兵に報告だけして任せませんか？」

「これだけのゴブリンが外輪部まで出て来ているとわかれば討伐隊も組まれるでしょう。森での捜索は人数が多い方が楽です。引き返すべきです」

　セリアもここで帰ろうと言ってくる。

そもそも彼女は最初から反対だった。

昨日の女性を酒場で追い返さなかったのは酔い潰れていたからだ。

「ううむ、もしかしたら前みたいにゴブリンに攫われて凌辱されているのかもしれない。数日が命を分ける事もあるからな」

　俺としては一度受けた以上、俺達の手で見つけたかった。

だが確かにこれ以上はミレイやセリアを危険に晒してしまうかもしれない。

ここからは男だけで行った方が……。

「ちなみに私はエイギル様から離れませんよ」

　セリアがしがみついて来る。

最近異様に勘がいいんだよな。

「しかし妙だね」

　ミレイが顎に手をあてて首を捻る。

「妙？　ゴブリンはどこにでも沸くものだと思ったが」

「そりゃそうさ。でも奴らは群れになっていたし狼を連れて……木の上に登って……あたいらを偶然見つけて森の奥から飛び出して来たって感じじゃなかったよ」

　この中で一番ゴブリンの生態に詳しいのは昔傭兵として魔物討伐もやっていたミレイだ。

「待ち構えていたと？」

　ギドとセリアの表情が引き締まり、クリストフとクロルが怯えた顔をする。

マックは目を閉じてどっしり大木のように立っている。

「いや、奴らにそこまでの知能はないさ……見た限りホブゴブリンみたいなリーダーも居なかったみたいだしね。多分奴らはこの近くに居ついているんだろうよ」

「ならそこに連れて行かれたのかな？」

「それだとまだいいんだけどね。そもそもここは光もよく入るし風も通ってるからさ、ゴブリン共にとってそれほど快適な場所だとは思えないんだよ」

「ふむ……わざわざ不快な場所に居ついている理由は？」

「二つ考えられるかな。一つは単に獲物を狙って移動して来たって事」

「例の娘を狙って来たのでしょうか？」

　セリアが言うがミレイはゆっくり首を振った。

「うーん、あの数の群れが一人の娘の為に住処まで変えないと思うよ。だから考えられるのはもう一つの方だね」

　クロルが唾を呑みこんで鍋の蓋を構える。

あれだけやり合ったのに痛んで無い、頑丈な蓋だなおい。

「快適な森の奥に……住めなくなるナニカが現れたって事だろう」

「やっぱり引き返しましょう！」

　セリアには悪いが女に約束した以上ここで諦める訳にはいかない。

結果はわからない、正直俺も生きているとは思えないがそれでも全力を尽くすべきだ。

「唇は頂いた。成功の暁には肉棒も叩きこむ……彼女はそれだけの覚悟をしてくれたんだ」

「格好いい風にいってるけど結局下半身の話じゃねーか！」

　うるさい黙れクリストフ。

「そんな約束してたかい？　前払いって唇を奪っただけだったような」

　何を言ってるんだミレイ。

唇が前払いなら報酬は体、更に良い結果になれば俺の種をつけても良いという事ではないか。

「さあ奥へ行こう！」

「……」

　不満そうな顔をするなよ、森の奥にお菓子が落ちているかもしれないぞ。

「落ちてるお菓子なんて食べませんよ！　私をなんだと思っているんですか!?」







　奥に進むにつれどんどん植生は濃くなり、生い茂る草で視界も悪くなっていく。

さすがにこんな場所までキノコを取りに来る娘はいない。

やはり先ほどのゴブリン達の巣だろうか……だが彼女が自分の意志でなく運ばれていた可能性もある。

「しっ！」

　先頭を歩くギドが手をこちらに向ける。

全員が即座に草むらに身を隠して息を殺す。

「前方、何かが動いています。ゴブリンじゃない、大きいです」

　草の隙間から前を見て耳を澄ます。

がさがさと隠れるつもりもない音を立てながら何かが動いているのがわかった。

背の低い木や草がかなりの範囲で揺れている。

相当に大きそうだが頭が見えない事を考えると長い生き物なのだろう。

「あの動きは蛇……大きい……優に５ｍはありそうです」

　セリアが潜めた声で言う。

５ｍか、なかなかの大きさだな。

「５ｍの大蛇……」「ひえぇぇ」

　クリストフとクロルが情けない声を出す。

お前には鍋の蓋があるだろう、それで頑張るのだ。

「大きい方がやりやすいさ」

　蛇の恐ろしいのは毒、物陰から突然飛び出してきて噛みつかれる事だ。

でかいと力はあるだろうが逆に動きも見易い。

「ですが無駄に戦う事もありません。ここは隠れてやり過ごしましょう」

「そうだな」

　戦闘になれば誰か怪我をするかもしれないし、今度こそクリストフが死ぬかもしれない。

戦っても得るものはないしここは大人しくしていよう。

　しばらく居眠りでもしようと腰を落ち着けた時、突然にゅっと裸の女が顔を出し、そのままどんどん上へ伸びて行く。

予想外の事に目が丸くなってしまった。

女は体を伸ばして高い所になっている柿をとっているようだ。

　上半身は思わず見とれる程に美しい女だが、へそから下は俺でさえ手が回るかどうか分からないほど太い胴体を持つ大蛇だった。

半人の魔物……話には聞いた事があったが、これがラミアか。

「ら、ラミア……むぐ！」

　声の出かけたクロルの口をミレイが塞ぐ。

「静かに……ラミアは大蛇より何倍もたちが悪いんだ……」

　知性を持った大蛇となればたちが悪いのは明らかだ。

しかもラミアは武器を使うこともあるらしい、目の前の彼女は柿しか持っていないが。

　しかし問題はそんな事ではない。

両手を伸ばして果実をむしっている彼女は服を着ていない。

つまり豊かかつ、形良い胸が動きに合わせて激しく揺れているのだ。

だめだ……我慢出来ん。

「良い体！　良い乳だ！」「ちょっエイギル!?」

「誰!?」

　気付かれてしまった。

ラミアはなんと鋭い感覚を持っているのだろうか。

「今の声は森の外まで聞こえますよ！」

　ミレイとセリアが追及する間もなくラミアは果実を放り出してこちらに向かってくる。

残念な事にもう戦闘は避けられない。

「見た目に惑わされるな！　強いぞ！」

　ミレイが叫び全員が武器を構える。

おいおい裸の女だぞ、武器を向けるなんて……。

　だがラミアは体をくねらせて凄い勢いで突進してくる。

ギドが弓を構えるが左右に揺れる変則的な動きを捕える事が出来ない。

　そして至近距離まで突っ込んできたラミアはくるりと身を翻した。

「えっ？　ぐわっ！」

　突然の反転に驚いたギドを襲ったのはしならせた蛇の胴体、咄嗟にギドは後ろに飛ぶが衝撃を殺しきれず弾かれて木に激突する。

「この！」

　ミレイが斬りかかる。

だが柔らかそうに見えた鱗は刃をいなし、傷はつかなかった。

「人間が！」

　ラミアはミレイの周囲を回るようにして蛇の体を絡め、一気に巻きついて絞り上げる。

「ぎゃあああ!!」

　こうなってはもう剣も盾も使えない。

慌てて駆け寄ったクロルとクリストフも尻尾の一撃で吹き飛ばされてしまう。

蛇の体はいかにも巨大に見えるが動きは鈍重ではなかった。

「ミレイさん！」「……ん！」

　セリアはラミアの顔を狙ってナイフを構え、マックがメイスを振りかぶる。

「待て、俺が助ける」

　魔物とは言え女の上半身だ。

顔を傷つけるのは気が引ける。

それに彼女が変に動けばナイフやメイスがミレイに当たってしまうかもしれない。

「まだ来るか人間！」

　ミレイを助ける為に槍を置き、ラミアに向けて突進していく。

途中で案の定、尻尾で殴りつけて来るが胴体の大半はミレイに巻きついているため威力は大した事が無く、手でも受け止められた。

クロルはともかく鎧をつけたクリストフまでこの程度で吹き飛ばされたのか……。

「ミレイ、今助けるぞ」

「あぅぅ……すまない」

　ラミアにしがみついてミレイをから引きはがそうと力を込めるが、奴もそうはさせまいと必死に締め上げ、力比べになってしまった。

「ぐ……なによこの力……人間のくせに」

　もっと簡単に剥がせると思ったのだがやはり相当力が強い。

これ程の力、並の男なら到底太刀打ちできないだろう。

「く、滑る」

　だが一番の問題は蛇の部分が思った以上に滑々しており力を入れると滑ってしまうのだ。

何か引っかかる所があればいけるのに。

「このぉ！」

　業を煮やしたラミアが俺の肩口に噛みついて来る。

幸い牙は大した事がないようで鎧を貫くにはいたらなかったが、かすり傷でも毒があるかもしれない。

　身を捻って避けていると、掴める場所を探していた手がちょっとした窪みにいき当たる。

それなりに深そうで中に鱗は無い、これはいけるぞ。

「ひゃっ！　そ、そこは!?」

「うおぉぉぉぉ!!」

　その穴に指を二本差し込んで思い切り力を込めて引っ張る。

「ひゃああぁぁぁぁ!!」

　ラミアは何故か悶絶し、一気に力が抜けてしまった。

解放されたミレイはなんとか抜けだしてセリア達の所に戻って行く。

それにしても何故いきなり力が抜けたのだろうか。




「こ、こ、この……よくも……許さない……裂けたらどうするのよ!!」

　見ればラミアは怒り心頭のようで人間の上半身、特に顔を真っ赤にして怒気を露わにしていた。

和解は無理のようだな。

「ぬん」

　マックが俺の前に槍を投げてくれる。

「こいつぅ！」

　蛇の胴体をしならせながら急接近するラミア、だが大きさに惑わされなければ十分に見切れる速さだ。

　次々と繰り出される攻撃を槍で防ぐ、かなり重たい一撃だがギルドレスと戦った時の事を思えばさしたることもない。




「エイギル様！　そこで首を飛ばして下さい！」

「腹ががら空きだ、突き伏せろ！」

　セリアとミレイが後ろから何やら言ってくるがそんな事をしたらこいつが死んでしまうじゃないか。

正直、倒すだけなら案外楽だと思う。

蛇のような動きは奇怪だが単調でもあるので、一度見慣れてしまえば裏をかかれる事は無い。

だが傷を付けずに倒そうとなると難度は跳ね上がるのだ。

「こいつ！　こいつー！」

　ラミアは目に見えて怒り、冷静さを失っている。

少し誘ってみるか。

　何度目かの尻尾攻撃を弾き、噛みつきを躱した所で槍を大ぶりしてラミアの頭部に斬り付ける。

にやりと笑う彼女、蛇の部分が敏捷に動き大ぶりの槍は屈んで避けられた。

「終わりよ」

　空振りで体勢が崩れた所に尻尾の一撃が入り槍を飛ばされてしまう。

そのまま間髪入れずにラミアが俺に巻きついてきた。

「エイギル様！」「今助けに……」

「来るな!!」

　慌てるセリアとミレイ、メイスを振りかぶったマックを止める。

彼女を仕留めるにはこの形になりたかったのだ。

「ふふ、仲間だけでも逃げそうって訳？　そういうの嫌いじゃないけど容赦しないわよ。私の恥ずかしい穴に指を二本もねじ込むなんて……頭から食べてやるんだから！」

　あれは女の穴だったのか……素晴らしい、穴があるならば交尾出来るじゃないか。

「絞め殺してやるわ！」

　ぎりぎりと巻き付いた胴体が締め上げられる。

「ぐわーくるしーぞー」

「うふふ、もっと苦しみなさい」

　苦しそうな声を出して仰け反る俺を満足げに覗きこむラミア。

その美しい顔が苦しむ俺を見ようと近づいて来る。

今だ。

「むん！」

「え、うそ!?」

　両手に力を入れて締めつける胴体を一気に広げ両手を抜く。

先ほどの組み合いでわかったが掴みにくささえなければ俺の方がかなり力は強い、このぐらいは簡単だ。

　抜いた両手でラミアの顔をがっちりと掴み、引き寄せて唇を奪った。

「んむ!?　んむーーー!!」

　必死に抵抗するが頭を押さえられていてはもう満足に動けないだろう。

なんとか巻きついて絞め殺そうとするが、その程度では俺を殺すには全然足りないな。

ははは、俺の勝ちだ。

「……なんですかあれ？」「最初からあれを狙ってわざと捕まったのか……」

　ミレイとセリアの冷たい視線を背中に感じつつ唇を押し付け続ける。

せっかく口付けしたのだから舌も入れさせて貰おう。

ラミアの舌は人間とは全く違い、細くて異様に長いんだな。

「んごーーー！　んぐぅぅぅ!!」

　大人しくなってくれれば良かったのだがラミアは必死に抵抗する。

このままでは埒が明かない、そろそろ決着をつけさせてもらおう。

　俺は片手でラミアの顔を押さえながらもう一方の手で彼女の鼻を摘まむ。

唇は隙間無く埋めているので口から呼吸する事も出来ない。

少し苦しいだろうが傷つけたくないので勘弁してくれ。

「んぐ……んご……」

　彼女は今まで激しく動いているので息が詰まるのも早い。

呻きながら散々に暴れ回り、両手で俺の顔をぽかぽかと叩き、ついに意識を失ってしまった。

蛇の部分も力を失ってその場にヘナヘナと崩れて行く。

「ぷは……よし今戻してやるからな。そら！」

　彼女が完全に気絶したのを見てから唇を離しドンと背中を叩く。

無事に息は戻ったが、さすがに少し窒息していたので呼吸をするのに精いっぱいだ。

しばらくはまともに動けないだろう。

「終わったぞ。さあどうしようか」

　へたり込んで荒く息をしているラミアを改めて見る。

やはり良い乳をしているし、顔も美しい。

下半身は蛇だが穴があるならば犯すのにさしたる問題は無いように思う。

むっちりした太股がないのは残念だがな。

「族長様がキスで蛇女を倒した……」

「こんなのなんて言えばいいんだよ……」

「棍棒がどこかに飛んで行った……もう鍋の蓋しかない」

　男達は呆れた顔で

「助けられといてなんだけど……あれって女の穴に指入れてたのか」

「エイギル様は穴があれば入れずに居られない方ですから」

　女達は少しばかり非難の目を向けて来る。




「うぅん……」

　そろそろラミアが目を覚ますようだ。

色々聞きたい事もやりたい事もある。

あぁ楽しみだ……本当に楽しみだ。

「エイギル様膨らんでます！　ズボンが破れますからいやらしい事考えないで下さい！」

　危ない危ない、起きた所にそそり勃つ男根が飛び出していては話どころじゃないからな。

さあ美しい蛇女と話をする事にしよう。








210話－３







「目が覚めたか？」

「くっ!?」

　起き上がるなり暴れようとするラミアをマックが後ろから羽交い絞めにし、俺は微笑みかけながら宥めるふりをして綺麗な乳房を触る。

「落ち着け、俺達はお前をどうこうしようと思っていない。話を聞いてほしいんだ」

　もちろん出来れば穴を使わせてもらいたいしキスの時に感じた蛇独特の細く長い舌で逸物を舐めまわしてもらいたいが最初から言うともめるのでやめておく。

「話ってなによ……てかなんでおっぱい触るの？」

　やはりこのラミアは敏感だ、こっそり揉み解していた事に気づいている。

誤魔化して本題に入るとしよう。

「綺麗な乳だな。それはそうと俺達は人探しに来たんだ。昨日森に迷いこんだ若い娘なんだが、何か知らないか？」

　ラミアは気まずそうに視線を逸らす。

「し、知らないわよ。全然、まったくよ」

「「知っているな。答えて貰おう」」

　俺とミレイの声が被さる。

言い逃れは出来ないぞ。

乳首を摘まんでやる。

「ひゃ！　なんで先っちょ摘まむのぉ……分かったわよぉ」

　俺の手をはたきマックにも離せと悶えるラミア、どうやら魔物と言ってもちゃんと話が通じる相手のようだ。

マックに手を離せと言ってやる。

名残惜しそうに手を離す筋肉男……そういえばこいつも実は相当に女好きだったな。

やわ肌の感触を楽しんでいたのかもしれない。

「さあ話してくれ、何を知っている？」

「……私ね、ゴブリンとか臭くて嫌いだから食べないの。他の仲間と違ってね」

　食事の話が何の関係があるのだろう。

仲間と言うのは聞き捨てならないが。

「だからいつも木の実とか採って食べてたんだけど……なかなか見つからなくて森の外側まで行ったのよ。そしたら人間の女の子がいてさ、ゴブリンに追いかけられてたの」

　ゴブリンが溢れていたのはさっき見た。

そもそも奴らが外に出て来たのはラミアが居ついているからではないのだろうか？

今聞いた話だとゴブリンを捕まえて食うらしいしな。

「それでちょちょいと追い払って……人間の娘は捕まえて……」

「まさか！」

　セリアの顔が青くなる。

「だってぇ、人間の女の子ってなかなか捕まえられないし、柔らかくて臭いもないし……美味しいって話だったんだもん！」

「食べたのか……」

　悪い方の結末になってしまった。

だが今更このラミアを責めても何の意味もない。

「そうか……今更手遅れだから何も言うまい。出来れば身につけていた品を何かを返してもらえないか？　母親に説明しないといけない」

　俺以外全員の視線が厳しくなった事にうろたえながらもラミアはこっちと手を引いていく。

結構物分かりがいい、人を食っていなければもっと仲良くなれただろうに。




　案内されたのは大木の洞を加工した家だった。

仲間と言うから心配したがどうやら一人で住んでいるようだ。

それほど広い空間ではないが、ラミアはするすると器用に体を曲げて入って行く。

「これ、その子が着てた服だよ」

「んぐ？　んー!?」

　差し出された服には破れも血痕も無く綺麗な物だった。

これを母親に返せば彼女も諦めがつくだろう。

娘が食べられたとあっては抱く抱かない所ではないだろうが……仕方ない。

「ごめんね、でも私も生きてるからお肉を食べないといけないの」

「んーー！　んんーー！」

「わかってる。だが俺も一応人間だから言う、今後は出来るだけ人は食わないでほしい。もし食うなら女じゃなくてむさくるしい男を絞め殺して味わうといい」

「ん……考えとく」

「んごーーー！　んんぐーーー!!」

　さっきから奥がうるさいな。

せっかくラミアを説得していると言うのに。

　一言文句を言ってやろうと覗くと全裸に剥かれた少女が猿ぐつわを噛まされて転がっていた。

「……」

「んぐ」

「ん？　どうかした？」

　少女は俺の姿を見て涙を零しながら必死にうめき声を上げて身をよじる。

小さな乳房も薄い毛が生え始めたばかりの股間も隠すどころではない。

「この娘は？」

「今言った女の子、これから食べるの」

「んーーー!!」

　ふうと息を一つ落とす。

「生きているならそう言え！」

「んぎゃー！」

　ラミアの頬を引っつかみ、思い切り左右に広げてやったのだった。







「うぅ……私の晩御飯」

　がっくりと肩を落とすラミア、服を着た少女は俺の背中に隠れて彼女を威嚇している。

「女は食うなよ、代わりにクリストフをやるから」

「ひでぇ！」

　その時、何やら森が騒がしくなってきた。

獣のような叫び声と草木を掻き分ける複数の音……そして時折断末魔が響く。

「なんだ!?　ちょっと見て……」

　外に出ようとしたミレイをラミアが絡め取る。

「今でちゃ駄目！　仲間が狩りをしてるみたい。見つかったらきっと襲ってくるよ」

「わ、わかったから巻きつくのは止めてくれよ。結構心に傷が残ってるんだよ」

　ラミアは俺達を外が覗ける場所に案内してくれる。

「そういえば仲間がいると言っていたな」

「うん、私はちょっと事情があって少し離れて暮らしているけど仲間はまとまって生活してるわ。多分ゴブリンの群れを見つけたんだと思う」

　相手がゴブリンなら何も言う必要はない。

巨乳のラミア集団が乳を揺らしながらゴブリンを追いかけているのか……どけクロル、俺が先に見る。

　外ではゴブリンが手に持った棒や槍を投げながら必死に逃走している。

その背中に追いつくラミアの集団が……ラミア……ラミア？

「おい、あれはなんだ」

「見てわかるでしょ？　私の仲間よ」

「いやわかりませんよ」「なんだよあれ……」「これは酷い」「あんなばけもん見たことねぇ」

　皆も次々と呆れた声を出す。

「なんでよ。半分人間、半分蛇じゃない」

　部位が問題なんだ。

　目の前でゴブリンを追いかけている集団は二本の足でしっかり大地を踏みしめて走っている。

問題は胸元から２ｍ以上ある長い蛇の頭が生えているのだ。

　きしゃーと蛇の声を上げて頭が伸び、ゴブリンにかぶりついて丸のみにしていく。

うねうねと複数の頭が動く様は最高に気持ち悪い。

しかもオスメス入り混じっているらしく、乳房を揺らしながら走っている個体も居れば逸物を揺らして走っている個体もある。

中には醜い肥満体や、やたら筋肉のついた個体も混じっていた。

とんでもなく酷い光景だ、これ以上見ていたくない。

「私だけね……おかしいの。みんなちゃんと上半身が蛇なのに私だけ下半身が蛇なの……呪われてるのかもしれない」

「いや、呪われてるのは奴らの方だ。間違いない」

　もし最初に遭遇した彼女があんな姿だったら俺は容赦なく斬り捨てていたと思う。

ラミアは魔物だがあいつらは得体の知らない化け物だ。

「だから皆とも居づらいのよ」

　自信を持て、間違っているのは奴らの方だ。

ラミアとしてお前は限りなく正しい。

「あの……早くおうちに……」

　俺の袖を引っ張る少女、彼女は早く家に帰りたいらしい……そりゃそうか。

だが俺はまだラミアの乳も満足に触っていないし穴も味わっていない。

何か良い案はないものか。




「ねぇ……私の晩御飯取っちゃうんだったらお願い聞いてよ」

「ん？　お願い？」

　ラミアが口を開くと同時に少女とミレイが俺の背中に隠れた。

「元々私達は森のもっと奥、それこそ中心に近い場所に居たのね。そこは果物もいっぱいあったし鳥の卵とかも多くて食べ物には困らなかったの」

　ふむふむ、良いじゃないか。

人間も森の深くまでは入らないからお互いが干渉する事も無かったろう。

「でも……アレが現れて全部変わっちゃった。私達は仕方なく森の外側に出て、ここにいるゴブリンを食べるしかないの」

　なるほど、アレなるものがラミアを外に押し出し、ラミアが更にゴブリンを押し出して町の近くまで奴らが出て来た訳だ。

「貴方は凄く強いみたいだからアレを倒してくれないかな？　そうすれば私達も森の奥に戻るから人間と関わる事もなくなると思うよ」

「ふむ……」

　少し考えたが、町の安全を俺達が守ってやる必要はない。

少女を助ける目的を達成した以上、それ以上過度に関わる必要は無い。

「ちゃんとお礼はするから」

「お礼だと？」

　ピクリと反応してしまう。

「あぁまたか……」

「森の奥ですね……準備しましょう」

　ミレイとセリアが諦めたように準備を整えている。

まだ行くと決めた訳ではないぞ。

　ラミアは腕を広げる。

もちろん上半身に何も着ていない彼女の胸は丸見えになった。

「なんでもいいよ？　ここに人間が欲しがりそうな物があるかわからないけど」

　ある、あるぞ。

美しい女体がある。

「出発準備ですね」「おいおい大丈夫かよ」「木の棒拾った……棒と鍋の蓋が俺の武器……」

　男達まで出発準備を整え始めた。

「そいつを退治したら……お前の乳を自由にしてもいいか？」

「おっぱい？　まぁ減るもんじゃないから構わないけど」

　決まりだ、だが交渉事はまず強欲に行くべきだとクレアが言っていた。

「乳だけじゃなくて体中を舐めまわしたり……逸物をこすりつけるのも有りか？」

「へ、変な事言わないでよ……別にいいけど」

　素晴らしい！

だがまだ欲張るぞ。

「あの穴に男根を突っ込んでひっかき回してもいいだろうか」

「それは駄目」

「くっ！　やはり俺に交渉は向いていないのか……」

　まあいい。

行為のどさくさで入れてしまおう。

「わかった。場所はわかっているんだな？」

「うん、元々私達が住んでいた所だからね。間違いようもないわ」

　話は決まった。

そういえば名前を聞いていなかった。

ラミアと言うのは名前ではないだろうからな。

「名前？　△■○◎☆だけど」

　蛇の出す音……俺にはとても発音できない。

そりゃそうか、名前を呼ぶ奴らは例の蛇人達だからな。

「これからお前はラミーと呼ぶ」

　こらセリア、安直だと言う顔をするんじゃない。




「ううぅ……ラミアと一緒に行くの？」

　助けてた少女は怯えてしまっている。

無理もない、後少しで食われる所だったのだ。

「大丈夫、俺の後ろについていろ。守ってやるから」

　少女を抱きよせて耳元で囁く。

途端に彼女の強張っていた体から力が抜けて行った。

「はい……お願いします」

　赤らんだ顔ではにかむ少女、やけに態度が柔らかいな。

つい三〇分程前に会ったと言うのに。

「死の恐怖に震えてる所を抱き締める……か」

「女の心を落とす常套手段ですね。狙って無いならすごいです」

　うるさい、出発だ。







　向かう先は今までよりもずっと深く暗い森だったがラミーの先導のお陰で迷うことなく目的の場所までたどり着く事が出来た。

「あれは……大きな花ですね」

　その場所はうっそうと茂った木々の中、まるで広場のように開けている。

中心にはそれなりに背の高い草があって真ん中に綺麗な大きい花が一輪咲いている。

「いやでか過ぎるだろう。あの花２ｍはあるぞ」

「アレが……私達がここに住めなくなった原因だよ」

　不思議そうな目で花を見る俺達とは対照的にラミーの顔は憎しみと怒りに染まっている。

「あれをむしればいいのか？」

　そんな事で体を貰えるなんて割の良い仕事だ。

町に求人を出したら全ての男が群がるだろう。

　大げさに隠れるラミーを置いて立ちあがり広場の中心に向かおうとしたその時だった。

「エイギル様！　何か来ます！」

　セリアの声にとりあえず頭を低くする。

　ギイと汚らしい声と共に現れたのは複数のゴブリン、中心にいる個体は相当にでかい。

ホブゴブリンで間違いあるまい。

「さっさと片付けよう。邪魔になる」

「待って下さい。何か様子が変です！」

　見れば奴らはフラフラとした足取りで広場の中心に向かっている。

まるで何かに吸い寄せられているようだった。

　ゴブリン達が広場の中心に近づくと草の塊に動きがあった。

大きく咲いた花の中心に何かがせり上がって来る。

「花が……動いた!?」

「あれが私達を追い出した奴の正体なの……恐ろしい化け物よ」

　花の中心にせり上がった何かはうねうねと動いて女の形をとっていく。

肌色は緑、髪はツタのような植物で出来ており少々人間離れしているが裸の女を連想させる造形だ。

「おんな……もが！」

　俺の動きを予期していたミレイとセリアに口を塞がれてしまった。

しかしお陰でゴブリンにも奴にも気付かれずにすんだようだ。

「あれは誘っているの……よく見ていて」

　ラミーの言葉通り身を隠して目をこらす。

　ゴブリン達はフラフラと揺れながら緑の女に近づいていく。

性欲をそそられているのか一様に汚い性器を勃起させている。

　奴らが十分に近づくと緑の女の足元からしゅるしゅると触手のようなものが伸びて行く。

ただのツタにしては太く、先端に奇妙な塊がついていた。

「うわ！」「醜いな……」

　ギドやミレイが嫌そうな声を出す。

触手がコブリン達の勃起した逸物に吸いついたのだ。

途端に奴らは声を上げて激しく腰を振りだした。

「おい……なんでゴブリン共が腰振るのを見なきゃならん」

「しっ！　今にわかるから」

　ラミーが言うので仕方なく続きを見るしかない。

　股間に快感を与えられたゴブリン達がその場にへたり込んで腰を振り始めた所にもう一本の触手が伸びて来る。

今度のは太さがあり、いかにも何か入っていそうだ。

　触手が一体の頭上で口を開き、ドロドロとした液体を頭からかけていく。

途端、熱した鉄に水をかけたような凄まじい音と共にゴブリンが溶け始めた。

「うわっ！」「あれは消化液なのか……」

　たちまち全身が爛れ、蒸気を上げながら体の形が崩れて行く。

同時に少し離れたここまで凄まじい臭気が漂ってくる。

　不思議なのは周りのゴブリン達のみならず、かけられた本人さえも抵抗せず悲鳴も上げない。

壊れたように股間に吸いついた触手を掴んで腰を振りながらやがて完全に溶けて無くなってしまった。

ドロドロに溶けたゴブリンは地面に染み込んで養分になるのだろう。

「ああやって獲物を引きつけて……溶かしてしまうの。私の仲間も何人もやられたわ」

「アルラウネ……見たのは初めてだよ」

　ミレイは名前だけ知っているようだが、詳細はわからないらしい。

見ている間にもアルラウネは次々とゴブリンを溶かしていき、遂に一匹残らずいなくなってしまう。

「あんなの相手出来ません。引き返しましょう」

「そんな、約束が違うよ！　それなら私の晩御飯返して！」

「いやぁ！」

　セリアとラミーが言い合っている。

要はあの変なのにモノを突っ込まなければいいんだろう。

消化液を出す触手の動きは鈍いのでまともな状態なら当たらない。

　俺は立ちあがって槍を構え、正面からアルラウネへと向かう。

「あっ！　だ、ダメ！」

　ラミーが何か叫んでいるが問題無い。

すぐに片づけて戻るよ。

仮にも女の形をしているが、あれは植物だな。

もう少し乳がはっきりしていてたら迷いもあったのだが。

　俺に気付いたらしいアルラウネはこちらに向けて触手を伸ばして来た。

「さすがにこの場で盛るほど愚かじゃないよ」

　槍を振るって触手を軽く斬り払う。

本体を切り伏せればいいのかな。

　すると奴は突然黄色の花の群れを伸ばしてパタパタと振り始めたのだ。

白旗のつもりだろうか、だが残念ながら容赦してやる訳にはいかない……




「ぐ……」

　突然思考が歪む。

一瞬幻術の魔法かと思ったが意識ははっきりしていた。

ただどうしようもない性欲に襲われる。

　なんでもいい、動物でも地面の穴でもいいから男根を入れたい、種汁を出したい。

逸物が触れてもいないのにドンドン膨らみ、やがて布が裂ける音がする。

ズボンが破れて逸物が飛び出してしまったのだ。

　目の前にはゆらゆら揺れる触手がある。

肉厚で柔らかそうだ……これに突っ込めばどれだけ気持ちいいだろうか。

何か大事な事を忘れている気がするが、手は自然に伸びて触手を掴み股間に導く。

「駄目！　それに入れたらもう戻れなくなっちゃう！」

「エイギル様、今行きます！」

「全員助けに行くぞ！」

　セリア達の声が聞こえる。

「近づいては駄目よ！　あの花粉を嗅いだら私達も同じになる！　男も女も関係ないのよ！」

「じゃあどうすれば……このままじゃ」

「く！　弓が壊れて無ければ……」

　悪いな、だが今は気持ち良くなる事しか考えられないんだ。

両手で触手を掴んで逸物に押し当てる。

「あれ……狭いな……入らんぞ」

　普段よりも大きくなっている逸物にこの触手は狭過ぎる。

アルラウネは少し考えてから三回りほど大きな触手を伸ばして来てくれた。

ありがとう、これならなんとか入りそうだよ。




　いよいよ気持ち良くなれると思った瞬間、背中に衝撃がある。

「目を覚まして下さい!!　なにやってるんですか！」

　体当たりして来たのはクロル、邪魔をするんじゃない。

「だめか……ええい、ごめんなさい！」

　クロルはなんと横から俺の逸物を蹴り上げたのだ。

「ぐおおおお！　何をする！」

「痛ったーー！　なんでこんな硬いんだ!!」

　そしてクロルは脛を押さえて転げまわっている。

　痛かったが目は覚めたぞ。

バチンと頬を叩いてから槍を構え直して突進する。

「せっかく用意してくれて悪いが使わせる訳にはいかないな！」

　途中まで伸びてきていた消化液の触手を切り払うと何とも言えない悲鳴が響く。

更に突っ込んで奴の本体を狙う。

　奴は咄嗟に黄色い花……俺をおかしくした花を伸ばして来た。

「二度も同じ手は食わん！」

　袖で鼻を塞ぎながら槍を横に一閃、黄色い花は地面に落ちた。

再び響く悲鳴。

　とった。

そう思い槍を振り上げた所で悪い予感がして後ろに飛び退く。

　次の瞬間、今までいた場所が弾けた。

飛び出したのは木の根っこのようだが先端は鋭利な刃物のようだ。

地面の下にも気をつけないといけないのか。

「エイギル様を助けないと！」

　セリア達も花がなくなったので一斉に飛び込んでくる。

そういえば何故クロルはあの花粉が平気だったのだろうか。

「それっ！」

　セリアのナイフが次々とアルラウネの本体を狙って投げられる。

奴はそれを触手を伸ばして防ぐが、ナイフが触手を切り裂く事でも痛みを感じているようだ。

効いていない訳ではない。

　反撃にセリアを狙って頭上から降って来た触手を彼女は後方に連続宙返りして躱し、地面に刺さったそれを剣で切り払った。

大したものだ。

「クリストフ！　右へ転がれ！」

「どわっ！」

　奴が転がると同時に地面に消化液が撒き散らされる。

「クリストフ、しゃがめ！」

「うわぁ！」

　触手が奴の頭の上を通り抜ける。

「クリストフ、叫べ！」

「うおおおお！　おい、これ意味あんのか？」

　景気づけだ。

こいつは一方的に攻撃されているだけだがそれだけ他の者に向けられる攻撃が減る。

「ぬん！　ぬん！」

　マックは地面から飛び出る根をメイスで殴りつけている。

怪力のお陰で根は次々とへし折れ、段々と飛び出す回数が鈍って来た。

「そら！　左だ！」

「右から二本です！」

　弓を失ったギドとミレイが背中を合わせながら触手の攻撃を受け、剣で切り払っている。

触手は次々と出て来るが無限と言うわけでもないはずだ。

既に一〇本近く切っているのでいずれ弾切れになる。

「人間みたいな部分を狙って！　そこが弱点だって仲間が言ってた！」

　ラミーは地面を這いまわるので根や触手が乱舞する戦場では相性が悪い。

そこで少女の護衛と助言役に回って貰っていた。

「なるほど」

　皆が攻撃を引きつけてくれている間に仕留めてしまおう。

　近づいていく俺を見て慌てて触手を飛ばして来るが既に動きは見切っている。

槍を回して全て切り払い、更に突進する。

　アルラウネから生き物とは思えない甲高い声が出る。

すると奴の両腕部分が変化し、他よりも一回り太いツタとなって襲ってきた。

これでどう見ても人間ではなくなった。

安心して叩き斬れる。

　まず両腕を切り払ってから突っ込んでと考えていたのだが、凄まじい衝撃にその考えは四散した。

「ぐ、速いな」

　見えた時には既に槍に当たっていたのだ。

材質は木のはずなのに鋭い金属音が鳴って槍を持つ手が激しく痺れる。

凄まじい速度、ボウガンボルトの何倍も速い。

正面からでも受けきれるかぎりぎりだ。

「だがここで逃げる訳にもいかん」

　叫び声と共に再び両腕が襲ってくる。

一本の進路を予測して弾き、もう一本を紙一重で避ける。

だが避けたはずの腕にざっくりと傷が出来た。

「ちっ」

　腕を流れる血をなめてアルラウネを睨みつける。

次で決着にしてやる。

　三度襲ってくる鞭のような触手、今までのように弾くのではなく槍に巻きつくように受け止める。

本来ならば獲物を鞭に巻かせるのは愚行だが、俺には力比べに負けない自信がある。

「ぐぅおおおお！」

　巻き付いたツタを掴んで思い切り引っ張るとアルラウネの本体が揺らぐ、更に力を込めて行くと遂に奴の腕が引き千切れた。

「もらった！」

　ツタを投げ捨てて突進する。

触手も根も皆が止めてくれている。

俺を阻む事はもう出来ない。

表情など無いはずの怪物が動揺しているように思える。

　奴は再び叫んで、苦し紛れに消化液を撒き散らす。

ゴブリン達を見るに一滴でも浴びれば大変な事になるだろうが、俺は歩みを止めるつもりはない。

奴自身の体……生えていた大きな葉を引き千切って消化液を受けとめる。

　案の定、葉は消化液を受けてもなんともない。

そうでなければ自分の触手も溶かしてしまうからな。

「終わりだ！」

　俺は跳躍して奴の本体……花の上に立つ人型のソレを足元から叩き斬った。

　途端に全ての触手と根っこが暴れ、やがて力を失って萎れて行く。

戦いは終わったのだ。




「た、倒した……すごい……人間なのに……」

　ラミーと隣にいる少女が目を大きくして俺を見ていた。

他の皆も大きな怪我はなく互いの健闘を称え合っている。

クリストフだけが最後に攻撃を避け損ねて失神してしまったがさしたる問題ではないだろう。

「最後までもつなんて……お前は俺の相棒だ！」

　クロルの鍋の蓋は遂に最後まで壊れなかったらしい。

　けが人はなく、ラミーの敵も倒し、少女も救い出した。

最高の結果、満点だ。

あとはもう一つだけ。

「ラミー、約束通りお礼を貰うぞ」

　先ほどまでとはまったく違う赤い顔をしてラミーは頷く。

「うん、何でもしてあげる。貴方はすごい男の人だわ。強い男って素敵……」

　ふふふ、楽しくなりそうだ。

ごめんなさい三話で書ききれませんでした。

次回で余談と濡れ場を書くつもりです。
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　アルラウネとか言う妙な魔物を倒した俺達は助け出した少女を連れて森の出口へと向かう。

「それにしてもミレイ、そんな物取ってきてどうするつもりなんだ？」

　俺の頭をおかしくした黄色い花粉と触手に詰まっていた汁、ミレイはそれを皮の袋に詰めて持ってきたのだ。

「こんなの見た事なかったからついね……」

　傭兵時代はこういうのを売って金にしていたんだろうな。

封もしているみたいだから別にいいか。

　実は俺も一つだけポケットに入れたものがある。

アルラウネの本体を斬り飛ばした後、朽ちていく花の中に豆粒のような種が残ったのだ。

今回は敵として叩くしかなかったが種まで潰すこともない。

人のいない辺境にこっそり植えてやってもいいと思って持って帰ることにしたのだ。




「さてここらへんでいいかな？」

　外輪部、もう少し行けば森を抜けられる所まできてラミーが足を止める。

「ああ、そうだな」

　俺も足を止める。

「え？　もう少しで町ですよ」

「なんで止まるんだよ」

「す、脛が痛い……男根に負けるなんて……折れて無いといいけど……」

　セリア達やクリストフまで怪訝そうな声を出す。

何を言っているんだ、アルラウネを退治した理由を覚えていないのか？




「「始めよっか」」

　俺とラミーは同時に言ってその場で抱き合う。

「あ、地面に座るの嫌なら私に座って？」

　ラミーは長い胴体を伸ばす。

女の上に座るとは……なんだか荒い欲求を刺激されるな。

「うわぁ……すごい筋肉」

　言いながらラミーは俺の体に舌を這わせて来る。

長く細いそれは先の方が二股に割れた完全な蛇の舌だった。

首筋に唇をあて、そこから服の中に舌が入り体を舐めて行く。

「おお……蛇舌もいいな」

「んふふ、気持ちいい？」

　吸いつく動きでは無く肌の上を這いまわる快感、これは人間の女では味わえない。




「……あたいらいるのに普通に始まったぞ」

「エイギル様は他の女の前でも平気ですから」

「うわぁ、お外でエッチしちゃうんだ」

　女達が気まずそうな声を出す。

「てか魔物相手でも普通にヤるんだな」

「だめだ……やっぱり勃たない」

　クリストフとクロルも何やら言っている。

「……」

「周りの警戒をしないと」

　ギドとマックは特に反応しなかったが股間が隠しようもないぐらい盛り上がっていた。

「ん？　警戒は要らないよ。ここだとせいぜいゴブリンか狼、猪ぐらいしかいないから。どれも私が居れば近づいて来ないと思う」

　ラミアは森の食物連鎖のほとんど頂点、獣も魔物もラミーの匂いに気づけば避けて通るらしい。

「じゃあ安心してお礼してもらえるな」

「えへへ」

　ラミーは俺の体に舌を這わせながら巻きついて来る。

アルラウネを倒した事で彼女も俺に好意を抱いてくれたようだ、態度が随分と柔らかい。

「お礼はおっぱいだったよね。はいどうぞ」

　目の前に差し出される大きな胸、サイズも素晴らしいが上を向いた綺麗な乳首がたまらない。

言葉を発する前に乳房を掴んでしゃぶりつく。

「わっがっついてきた！」

「あぁ……良い乳だ……最初に見た時からこいつにしゃぶり付きたかったんだ」

　おまけに彼女はずっと上半身裸で乳を揺らしていたのだからたまらない。

押さえ付けて強姦しなかった俺はかなりの人格者と言えるだろう。

「んー、人間におっぱい吸われてるってなんだか不思議な気分……」

　必死に乳を吸っていると股間に冷たさを感じる。

そういえばさっきズボンが破れてしまっていたな。

興奮に勃ちあがった逸物が飛び出したのか。

「うわ……大きいね……私達の仲間でもこんな巨大な人いないわ」

　ラミーは目を丸くして逸物に触れて来る。

アルラウネの花粉を浴びた事もあって逸物はかなり張り詰めていた。

ここまで大きくなってはどさくさ挿入は難しいかもしれない。

「うわ……でか……」

「おいおい……なんだよあれ」

「ゴクリ……」




　クロルとクリストフの唖然とした声が聞こえた。

助けた少女もしっかり凝視している。

ふふふ、俺の逸物に恐れをなせ。

「アルラウネが出して来た触手ね、あれ魔物によって大きさが違うのよ。最初のは人間用……全然入らないから次に出して来たのは多分オークとか用じゃないかな？」

　あそこですんなり入っていたらクロルも間に合わず、やられていたかもしれない。

ある意味で男根の大きさが俺の命を救ったとも言えるだろう。




「ふふ、そのオークチンポを私に擦りつけるんでしょ？」

　笑いながら目を閉じる彼女に嫌悪感はなさそうだ。

俺は逸物を自分で持ってラミーのやわ肌、首筋や乳房から可愛いへそまでこすりつけていく。

肩を持って後ろを向かせ、背中からゆっくりと擦り上げうなじを通って顔の前に持って行った。

「……ペロ」

「おぅ」

　顔の前に逸物を持って行った所で唇から舌が伸び、敏感な肉傘にくるりと舌が回る。

思わず声が漏れてしまった。

「なぁ……」「ねぇ……」

　俺とラミーの声が被る。

「口でして貰うのは駄目か？」「お口でしてあげてもいいよ？」

　顔を見合わせて笑う。

俺はラミーの前に仁王立ちになり、彼女は股間に顔を寄せた。

「いきまーす」

　ラミーは肉傘を食むように軽く唇を乗せてそのまま動かない。

人間の女なら動いてくれと言う所だが彼女の場合は既に愛撫が始まっている。

舌がうねうねと動き、傘の根元から竿まで舌が這いまわっているのだ。

「んん……すごいな」

「ぷは……大き過ぎて根元まで舌が届かないよ。こんなの初めて」

　ラミーはそう言うと少し考え込んだ。




「ねぇ……少し痛いかもしれないけど凄く気持ちいいのがあるの。やってもいい？」

「望む所だ。何でも来い」

　俺は吸血鬼に逸物から血を吸われた事もある。

最近は逸物がより大きく硬くなってきた自覚もあるし大抵の事ならば平気のはずだ。

「ふふ、男らしくていいわ」

　ラミーは口をもごもごさせてから再び逸物に唇を乗せて来た。

そして次の瞬間だった。

「ん！」

「ぐ……ぐぁぁぁ！　うぉぉぉぉぉ!!」

　自分でも驚く程のでかい声が出る。

さすがにセリアが驚いて止めに入ってきた。

「な、何をしたのですか!?　すぐにやめなさい！」

「いやいい！　やめるな……ぐぉぉ！」

　今まで感じた事の無い激烈な快感だっただけだ。

見ればラミーは相変わらず肉棒に軽く唇を乗せているだけで頭を振ってもいない。

　だが変化は肉棒の中で起きている。

男根がモコモコと内部から動いているのだ。

「に、尿道に舌を……おぉぉ……」

　なんとラミーは舌を肉棒の奥深くまで差し込んできたのだ。

いくら細い舌とは言え、さすがに尿道に入るには狭い。

更に先端の二股になった部分がぐいぐい逸物の中を広げながら奥へ奥へと入って来る。

「た、たまらん！　これはすごいぞ！」

　腰が情けなく動いてしまう。

それを見てラミーは悪戯に微笑んだ。

「いふね……」

　根元近くまで入り込んでいた舌が一気に抜けて行く。

味わった事の無い快楽に変な声が出てしまった。

　舌が抜けると同時にラミーの顔に汁が噴きかかる。

「わっ精子出た!?」

「はぁはぁ……いや、これは先走りだ。もう一度やられれば……多分噴き出る」

　わずか三分程の愛撫で噴射しては情けないと必死で耐えたのだ。

だが次は絶対に無理だろう。

「ならするね。今度は一番奥……おしっこの所まで入れちゃう」

　再び股間に舌を伸ばすラミー、もう我慢は出来ないから全て任せるとしよう。

「うおぉ……たまらん！　これはすごい！　ぐぉぉ！」

　俺は自分の髪を掴んで体を仰け反らせて大声を上げる。

この快楽は味わった者にしかわからない。

「あたいなんだかいたたまれないよ。悲しくなってくるから少し見回りにいってくる」

「私も……エイギル様のこんな顔初めて見ました。尿道攻めですか……練習しないと」




　今は女達の声も遠くに聞こえる。

もうだめだ、種が噴き出る。

「ぬふねー」

　ラミーが舌を後ろに下げた瞬間に腰が震え目の前が光った。

「があぁ!!」

「んお？　ごぶ！　んごぉ！」

　抜けようとする舌を追撃して種汁の濁流が噴き出していく。

小便よりも激しい勢いの射精だった。

ラミーの舌は一気に押し出され、口の中に濃い種汁が流れ込んでいるだろう。

これはとんでもない量が出るぞ。

「げぶ、ごほっ！　熱っすごい勢い!!」

　思わずむせかえり地面に突っ伏すラミー、だが種の奔流は到底おさまらず彼女の上半身にも蛇の下半身にも降り注ぎ、更に逸物の角度が変わって遠くにまで飛んでいく。

「うぎゃああぁぁぁぁぁぁぁ!!!」

「うわぁ！　クロルが汁まみれになりやがった」

「こっちに来るな」

「……臭いぞ」

　男達が大騒ぎしている中、俺の噴射は止まらない。

普段でも五分ぐらいは出る事もあるし、今日の感じからすれば一〇分ほど出続けるだろう。

どうせなら全部ラミーにかけようと射精しながら逸物を近づけて行く。

「ちょっと!?　あぶっ前が見えない！　もうかけないでぇ！」

　閃いた。

今がどさくさの好機ではないだろうか。

　地面に倒れて体を伸ばしているラミーに抱きつくと指が入った場所を思い出して逸物を当てる。

うむ、やはりここにあった。

「あ！　ちょっとそこは駄目だって！」

「ラミー好きだ。入れさせてくれ！」

　言いながら腰を押し出し射精中の逸物を差し込む。

途端ミチミチと凄まじい締め付けが襲ってきた。

「ひぃぃぃーー痛い！　そこは駄目だって！」

　穴は異常に狭くラミーは激しく抵抗する。

なんとか受け入れて貰わねば。

「大丈夫、女は慣れれば気持ち良くなるから」

　ラミアもそうなのかはわからないがメスに違いはないだろう。

「なるわけないでしょ！　そこは汚い物出す穴なんだからぁ!!」

「なんだと？」

　指が入ったから女の穴と勘違いしていたが尻の穴だったのか。

戦いの最中、尻の穴に指を突っ込まれれば我を忘れて怒っても不思議は無い。

彼女が最初激怒していた謎が解けたよ。

「なら女の穴はどこだ」

「こ、ここだけど……早く抜いてよぉ！　お腹たぷんたぷんになるから！」

「ここか、分かった」

「って待って!?　まださせてあげるとは言ってない……わぁぁぁ入れたぁ！」

　抵抗が止まない。

これではまるで強姦のようだ。

なんとか心をほぐさなければいけない。

女の心をほぐすには愛を囁くのが一番良い。

「好きだぞラミー愛している」

　ラミーの目が丸く大きく開く。

目は蛇じゃないんだな。

「種族が違うのに……愛してるって本当？」

「もちろんだ！　お前は良い女だ。下半身が蛇だなんて些細なことだよ」

　穴もちゃんとあるしな。

「う……もう種出ちゃったし……好きに使いなさいよ」

　ラミーは諦めたように両腕を回して来る。

これで文句のつけようがない和姦となった。

　隠されていた女の穴にもたっぷりと射精する。

「卵が」「種が入った」「つがい」などと言いながらラミーはゆっくりと意識を失っていったのだった。







夜

「ママー!!」

「アウロラ!!」

　感動の再会、母と娘は抱き合い硬く抱擁し合う。

「もう会えないかと……あぁ神様ありがとうございます!!」

「ママ、怖かったよう！」

　良い光景だ。

これ以上部外者はここにいるべきではない。

「セリアとミレイは宿に戻れ。ノンナ達にも無事戻ったと知らせておいてくれ」

「はい。エイギル様は？」

「少し呑んで帰るよ。今夜はそんな気分だ」

　セリアは微笑みわかりましたと頭を下げる。

　さあこれで後は……。

「男の時間だ」




　少女と一通り抱擁を終えた母親は俺にも抱きついて来る。

「なんとお礼を言っていいのか……正直もう生きた娘には会えないと……」

「いいさ、女を助けるのは男の使命だ」

　母親を抱きしめて頭を撫でる。

最初は安心させるような優しい動き、やがてねっとりと撫で回すような動きに変えて行く。

生娘でもない彼女には十分意味はわかるだろう。

彼女は恥ずかしそうに小さく頷く。

「アウロラ疲れたでしょう？　もうお休みなさい」




　娘を寝室に送った母親は改めて俺を見る。

「報酬に私の体を御所望ですよね？」

「欲しい。嫌でなければな」

　母親は赤らんだ顔で俺の唇を奪う。

返事は聞くまでもなかった。

「あの……お仲間の方はどうしましょう？」

　この場にはマックとギド、そしてクリストフが居る。

全身に俺の種汁を浴びてしまったクロルは風呂屋に向かったそうだ。

「こいつらも良くやってくれた。……これはお願いで貴女が良ければなんだが」










「お、大きい！　まるでオークのモノです！」

　俺は母親の尻を掴み後ろから突きこむ。

一突きごとに彼女は嬌声を漏らして喘いでいた。

「あんた実はかなり遊んでいただろう？」

　逸物を激しく動かしても穴は裂けるどころかゆるゆると心地よく包んでくれる。

「そ、それは結婚前の話で！　今はそんな頻繁に不倫などしません。むご！」

　言い訳する女の口にマックの逸物が入る。

奴のモノは体格と同じでかなりの大きさ、しかし俺の方がでかいぞ。

「こっちも頼む」「お願いします」

　俺とマックに挟まれるように突かれながら、横から突き出されたクリストフとギドの逸物を両手で掴んで愛撫する。

　彼女は俺の提案を受け入れ、女一人男四人での乱交となったのだ。

　恥じらっていた彼女だがその動きは案外スムーズで、実は乱交に慣れているのかもしれない。

「んむっ！　んむっ！　はぁはぁ……男が四人がかりで私を求めるなんて……素敵……女が蘇ってくる」

　母親は既にメスの目になっていた。

嬌声と共に聞くには、旦那は誠実で家族思いだが夜の生活が淡泊で男根も小さいらしい。

そこで彼女は定期的に近所の男と浮気して欲求を解消しているそうだ。

　だがそんな事繰り返していればやがてはばれて、家族が崩壊してしまうかもしれない。

ここは彼女の浮気を防止する為にも俺達で激しく抱いてやるべきだろう。




「……出る」「俺もそろそろ……」「も、もう我慢できねぇ！」

　俺も含めて全員がそろそろ限界のようだ。

「引き抜いて……」

「中に下さい!!　中で全部出して下さい！」

　引き抜いて顔にでもかけようと思っていたのだが女はなんと中撃ちを求めて絶叫したのだ。

おいおい、それだと妊娠するだろう？

しかも四人だぞ、誰の子かわからなくなる。

「いいです！　もう誰の子でもいいですから精子下さいよぉ！」

　俺達は全裸のまま顔を見合わせるが女がここまで言うのに放置してイく訳にもいかない。

旦那には悪いがお言葉に甘えさせて頂こう。




「では俺から行くぞ」

　最後は一人ずつだ。

仰向けになった彼女に圧し掛かって抱きしめる。

「ふ……太い！　すごいチンポ……最高……」

「では……ありがたく出させてもらうぞ……ふん！」

　粘着質な音と共に種汁が飛び出していく。

ラミーに相当絞られたので量は少ないがそれでも腹をうっすら膨らませるぐらいは出る。

「おい……このビシューって音まさか……」

「族長様の射精は音がしますから」

「あ、ありえねぇ……こんなの妊娠確実じゃねーか」

　外野の声を浴びながらたっぷり射精して女を離れる。

次はマックだな。




「……行くぞ」

　マックは女を座位で抱いて射精するようだ。

「これも太い!!　筋肉の塊に抱かれてるみたい！」

　俺程ではないがかすかな射精音が聞こえる。

女は嬉しそうな嬌声を上げながら仰け反った。

　次はギドだ。




「だ、旦那に悪いよ」

　言いながらも女の足を抱えあげてしっかりと圧し掛かって行くギド。

「あん！　まだ子供みたいな顔なのに結構大きい……それに元気で若い！　若いチンポいいーー!!」

　ギドもまたうめき声を上げて射精した。

既に女の股間は三人分の種ですごい事になっている。




「次は俺だぜ！　ひぃひぃ言わせてやる!!」

「あ……普通……あん、出ちゃった」

　クリストフも終わったようだ。




　射精した後もねちっこく女を愛撫しているクリストフを見るのもつまらない。

ふと視線を動かすと扉が少し開いている。

「アウロラだったな？」

　覗いていたのは娘だ。

母親が四人の男に抱かれる所を見て大丈夫だろうか？

「はう！」

　だが良く見れば手が股間に入っている。

これなら問題ないだろう。

「あ、あの！」

　まさか混じりたいと言うのではないだろうな。

「嫌！　私……貴方だけにしか抱かれたくない。特にクリストフって人は嫌！　弱いし」

「ふむ……歳はいくつだ？」

「今年で一六です」

　一六ならば良いだろう、さあおいで。
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翌日

「あぁ……陽が黄色い」

「腰が痛い……」

「体中が種臭い……」

　町を出発する俺達、だが男共が呆けてしまっている。

あの程度でへたってどうするのだ。

「エイギル様！　聞いているのですか!?　一杯呑むだけって言ったのに帰って来たのは朝、私達がどれだけ心配したと思っているのですか!?」

「そもそも護衛の私に行き先も告げず出歩く事はお控え下さい……私にも家族がいるのです。もしハードレット殿に何かあれば職を失うのですから！」

　俺もセリアとリバティース隊長の文句をぶつぶつ聞かされている。

たった一日旅程が伸びただけじゃないか。

次は気をつけるよ。

　ふうとひと息ついて足を延ばす。

拍子に何か皮の袋を蹴飛ばしてしまった。

袋は馬車から落ちて破れ、中身が出てしまう。

「いかん！」

　慌てて拾ったその袋はミレイが集めたアルラウネの花粉だ。

急いで他の袋に移し替える。

「ちょっとぐらい……大丈夫だよな」

　結構な量が漏れてしまったし、町の方に強い風が吹いているが大丈夫だろう。

遠目に野外で抱き合っている男女が見える気がするが、あれはただの変態でこの花粉とは何の関係もないはずだ。

なんだか次々と絡む男女の数が増えている気がするがそれも関係はない。

「遅れを取り戻そう。馬車を急がせてくれ」

　これは遅れを取り戻す為であって決して逃げているのではない。

俺は何も悪い事をしていないのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

リバティース民主国　同行

ノンナ（少し綺麗）セリア（副官）カーラ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（存在感）レア（愛妾）ケイシー（凧）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）

アリス（魔法少女）　アントニオ（息子）ローズ（義理娘）

ギド（ほっこり）クロル（種臭）シュバルツ（好色馬）マック（ほっこり）クリストフ（ほっこり）

ラミー（？？？）

財産　金貨一〇六七〇枚　女達ノお買い物（三〇）

経験人数二二六人　産ませた子四八人

森の異変終了です。

次回からはストーリー進みます。










第２１１話　リバティース民主国







「ぶー」「ぶぅぶぅ」

　両隣に座るノンナとカーラが不満そうに鳴いている。

一日放置して森に入っていた事をまだ根に持っているらしい。

「セリアさんやミレイさんとだけハイキングですか？」

　そんな穏やかなものじゃなかったけどな。

「森の中で何してきたの？　女の匂いだけじゃなくて妙な臭いがするもの」

　多分それはラミーの匂いだ。

その後乱交したから性臭に消されていると思ったんだがな。

「私達も新婚旅行のつもりだったのですけど？」

「言ってやりましょう。ぶーって」「ぶーぶー」

　カトリーヌとマリア、ミティまで俺を責め立てる。

ちなみにセリアとミレイは俺と一日一緒に居たのだからと別の馬車に移されてしまった。

抵抗するセリアが両手両足を持たれて運ばれていく光景はなかなかにシュールだった。




（良い眺めだよー）

　そしてケイシーは腰に付けた紐を馬車の屋根に固定し、風に乗って空を飛んでいる。

どうやら飛行技術と対カラス戦闘術を身につけたらしい。

　道中いかがわしい老婆から良くない物が憑いているから金貨一〇枚で祓ってやるだのと言われたのでケイシーを急降下させたら泡を吹いて失神してしまった。

もちろん彼女も地面にめり込んでしまったが。




「エイギル様、聞いていますか!?　トルトエントについたらたっぷり構ってもらいますからね」

「わかってるよ。可愛いノンナ」

　抱き寄せて頭を撫でると途端に大人しくなる。

押しつけられる大きな胸を胸板一面に感じる。

そんなに当てたらここで盛ってしまうぞ。

「構いませんよ？　夫が妻に欲情するのはごく自然な事ですから」

　では遠慮なく胸元に手を差し込ませてもらおうかな。

「あーずるい私も！」

「こっちにもおっぱいはありますよ」「小さいですけどどうぞ」

　左右から差し出される沢山の乳房、マリアは勃った乳首だけだがそれもいい。

「おいおい乳に埋もれてしまうよ。だがやめなくていいぞ、最高の気分だ」




　だが無情にも時の流れは楽園の終わりを告げる。

「ハードレット殿、トルトエントに到着致しました。……この先は街中で人通りも多いので馬車を揺らしたり嬌声を上げたりなさいますと目につきます」

　馬車の外から護衛隊長の声が聞こえる。

彼はもう馬車の窓を開けたりはしない。

思えば道中寝る時以外はずっと女達といちゃついていたな。

　慌てて服を整える女達、ミティがノンナを手伝ってやっている……乳がでか過ぎて一度放り出してしまうとなかなか入らないらしい。

おまけに出産後なのであんまり押さえると母乳が噴き出てえらい事になるのだ。

双子を満腹にして尚、張って苦しいと言う彼女の母乳量は半端ではない。




　首都に来たのだから一応はリバティースの偉い奴に挨拶をしないといけない。

それが終わったらゆっくり街を見て買い物でも……。

「ん？　なんだこりゃ」

　馬車の隅、クッションで隠すようにしてキラキラした物が置かれている。

引っ張り出して見ると金細工のネックレスだった。

礼装に合わせるものかと思ったが、誰のドレスにもあっていない上にギラギラ光るだけで悪趣味だ。

「……」

　誰が買ったかは言わなくてもわかる。

一日構ってやらなかったのだからこれぐらいは構わないが……ノンナ以外の女達も気まずそうに目を逸らせているのはどういう事だろうか。

「到着です。どうぞ降車下さい」

　隊長の声が聞こえる。

どうでもいいか、こんな金細工ぐらい。







リバティース行政府




「お初にお目にかかります。ハードレット……辺境伯でございましたかな？」

「こちらこそ宜しく外務大臣」

　行政府はゴルドニアでの王宮に相当、各大臣と国の最高権力者たる［統領］が政務をとっているそうだ。

「今回は観光の名目ですが、我が国と貴国の違いを感じて貰えれば喜ばしい。今後の為にも互いに良き関係であれる事を願います」

　一言目からこいつは俺の事が気に食わないのだろうとわかる。

無礼な口調な訳ではない、露骨な嫌味も無いが丁寧な言葉の端々に棘がある。

「今後はもしかしたら協力する事になるかもしれません。国軍の連中とも交友をもたれると宜しいでしょう……トレッツ、貴官は引き続きハードレット殿の周囲の護衛と案内を続けたまえ」

「は！」

　隊長の名前はトレッツと言うらしい。

きびきびとした動きで敬礼するが顔が少し複雑そうだ。

そんなに迷惑かけただろうか？

「では私はこれで失礼しましょう」

「ええ、有意義な時間でしたよ」

　嘘をつけと心の中で言ってから退室する。

早く出ていけのオーラが目に見えていたぞ。

こっちも別に外務大臣に会いたかった訳じゃない、主目的は女達の慰安旅行なのだ。

「では引き続き頼む」

「ええ……あまり無茶はしないで下さいよ」

　隊長は苦笑いしながらため息をついた。
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外務大臣室

「大臣、相手にも気付かれていましたよ」

　秘書官の言葉に大臣は軽く笑って椅子に深く座った。

「だろうな。だが問題はあるまい、所詮は辺境の領主に過ぎん」

「ゴルドニアでは領主は軍事から税、法律までも司りますが」

　ふんと大臣は鼻を鳴らす。

「地方の首長が個人的な特権を持つなど……王政は本当に劣った支配体制だ。そもそも能力に寄らず血筋で支配者を選ぶなど理不尽極まるだろう」

　秘書はそれ以上何も言わない。

「ユノーは奴を巻き込んで何かたくらんでいるようだが、俺としてはゴルドニアなどアルテイルの狂信者と同じぐらい信用出来ん。奴らにとっては隣国との約定など紙切れにすぎん。ゴルドニアが今までいくつの国家を滅ぼしたのか知らぬ訳でもあるまい」

　大臣は更に報告書を秘書官に見せた。

「護衛に紛れ込ませた俺の腹心からの報告だ……見て見ろ酷いものだぞ」

「拝見します。……これはまた」

　秘書官は思わず笑ってしまい、大臣に睨まれて表情を引き締める。

「同行の女性は一三人ですか。妻と側室以外とも全て愛人関係にある模様……これでよく喧嘩にならないものですね。私もあやかりたい……ゴホン、失礼致しました」

　秘書官は咳払いして続きを読む。

「雑談として聞き出した情報によるとハードレット殿は毎晩邪淫に耽り、一対多数の乱交を繰り返す……屋敷には一〇〇人近い女を囲い、無差別に妊娠させている模様……これが報告書ですか」

「読むだけでも目が汚れる」

「大臣は清廉潔白を旨となさっておりますからね。ええと……これは酷い、母子を並べて貪るのを特に好み、幼女から老婆まで女と見れば犯し抜くですか」

「こんな男とまともに交渉出来るのか？　狂信者共の方がまだマシかもしれんぞ？」

「はぁ……人格的には問題がありそうですが、性欲しかないのなら扱いは楽そうではありますね。ユノー次官が目をつけたのもそこを考えての事ではないでしょうか？」

　大臣は小馬鹿にした顔を引っ込め、机に肘を乗せて考え込む。

「そうだな、ユノーも優秀な男だ。下半身に支配された淫獣ならば御し易いか……信頼は出来んが裏をかかれる事もあるまい。一応は無礼にならないようもてなせ、だが女性の付き人を付けるんじゃないぞ」

　秘書官は頷いてからある事に気付いた。

「ユノー次官が連絡用に常駐させていた書記官は女性でしたが」

「……特別に給金を上げてやれ。もう手遅れだろう」
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トルトエント中心部

「発展していますね」

「これほどとは思わなかったよ」

　リバティースは南部諸国の中でも特に経済的に発展している国とは聞いていた。

だが首都トルトエントは考えていたよりも更にすごい。

ラーフェンとは比べるだけ無駄、王都ゴルドニアよりも活気があるように見える。

　大通りの両脇には様々な商店が軒を連ねて呼び込みを行っており、更にその前には屋台や露店が並び、面白そうな物からガラクタまでを売っている。

それがまたどんどんと売れているのだ。

市民に生活必需品以外の物を買う余裕があるのだろう。

「［カルデナス］統領は非常に優秀な方です。あの方が統領になられてからリバティースはより一層の発展を遂げました」

　隊長……トレッツは街中なので単身で俺の護衛に当たっている。

トルトエントは大きな都市でありながら治安は良いので目立たなければ十分らしい。

「統領か、少し会って見たかったな」

　選挙なる物で市民から選ばれた指導者に少し興味があったのだ。

「申し訳ありません……統領は極めて御多忙な身、ハードレット殿でありましても」

「いいさ、興味があっただけだ。統領殿も俺に会っているほど暇ではないだろ」

　縁があればいずれ顔を合わせる機会もあるさ。




　女達を引きつれて街を適当に歩き、いくつかの店で下らないものを買う。

その時に金貨が詰まった財布を見られていたのかもしれない。

「きゃっ！　泥棒！」

　ノンナが財布をすられたらしい。

スリは素早く逃げようとするが、うちのセリアから逃げられるはずがない。

「逃がしません！」

「ぐわっ！」

　駆け出そうとした足を見事に払われ顔から地面に突っ伏す。

御見事な早業だった。

走り寄ったミレイが腕を掴むと男は激しく抵抗する。

俺が代ろう。

「なんだてめぇ！　離せ！」

「ふむ、男か……なら折っておくか」

　女なら路地裏で少し話をしても良かったが若い男だったので残念ながら話し合いの余地はない。

特に俺のノンナを狙ったのが少し頭に来るからな。

「いだだだ!!　や、やめてくれ！」

「大人しくしないと綺麗に折れずに千切れるぞ」

　だがボキリと音が鳴る前にトレッツが止めに入って来た。

「ハードレット殿！　おやめ下さい！　もう抵抗しておりません！」

「ああ、だから腕の一本で勘弁してやろうと思ったのだが」

「衛兵に任せて下さい！　私的な罰を与えては貴方も罪に問われます！」

　そうなのか、めんどくさいな。

　俺が腕を離すと男は大人しくなってトレッツにしがみついていた。

情けない男だ、それなら最初からスリなんてしなければいいものを。

　スリは出たが治安が良いのは本当らしく数分もしないうちに衛兵が駆けつけ、トレッツから説明を受けて男を引っ張って行った。




「裁判で有罪とされればスリの金額に応じた罰金と投獄……更に参政権が一定期間停止されます。腕をへし折る事は許されません」

　スリには一番効くと思うんだけどな。

「ちなみに財布にはおいくら？」

　トレッツがノンナを見る。

「金貨が一〇〇枚程です」

「一〇〇!?　あんた馬鹿じゃないの？」「いっぱい持ち歩くから無駄に使うのです！」

　そんなに財布に詰めているのか……危ないからやめておけよ。

「そ、それでは最高刑になりそうですね……あの男も運がない」

　こんな美人から盗みを働こうと考える不届き者に運の女神も味方しなかったのだ。

「だが目の前ですっておいて裁判もいらんだろうに手間のかかる事をするんだな」

「それが我が国のやり方です。手間はかかりますが私刑や過剰な刑罰を防げます」

　他の国のやりように口を出す事もないか。




「そういえばセリア、俺の領地ではスリの罰はどうなっていた？」

「額によって罰金から投獄、焼印まで様々です。……まぁ見つかったスリは大抵がタコ殴りにされて転がっていますから大目に見られる事もありますけどね。マイラさん以外なら」

「そ、それはまた……」

　トレッツは呆気に取られているようだ。

「やはり女を狙うスリは卑怯だ、怪我をさせるかもしれないから倍の刑にしよう」

「倍は重すぎます。五割増しがいいのでは？」

「よしそうしよう。帰ったらマイラとアドルフに伝えよう」

　アドルフはともかくマイラは刑が重くなる方向なら決して反対しない。

これでラーフェンの治安も良くなるだろう。

「あ、あの……それで終わりですか？　まさか今のやり取りで法が変わるのですか？」

　トレッツが複雑な顔で聞いて来る。

そうだが何か問題があるだろうか？

「私は……リバティース民主国を愛しておりますよ……」

　変な奴だな、心労だろうか。







「神は降臨された!!」

「何!?　どこだ！」

　女神が現れたとなれば一目見なければいかん。

さぞ美しいだろう、乳も人外のでかさかもしれない。

「ハードレット殿、落ち着いて下さい。ただの説法です」

　トレッツに言われて冷静になる。

なんだ、ただの妙な伝道師か期待させやがって。

「おお、哀れな民草達よ……何故我らと共に歩まぬのか。神はそなたらの無知と蒙昧に涙しておられる」

　道の真ん中で大声を張り上げる男を周囲は迷惑そうな顔で一瞥していく。

中には露骨に嫌そうな顔をして砂を蹴り上げて行く者までいた。

「ありゃなんだ？」

「アルテイル神の布教活動ですよ……よくもまあ堂々とやれたものです」

「アルテイルと言えば……アルテイル神国ではないのですか？　敵国の勧誘を許すなんて」

　セリアも驚いている。

ノンナは露店の宝石を見ている。

「アルテイル信仰は古代から細々と続いていましたからね……神国は勝手にアルテイルが唯一神、そして法王なる人間はアルテイルの生まれ変わりと吹いていますが」

「あの男もそう言っているようだが」

「おお、アルテイルが唯一にして絶対の神！　他の神や精霊は全てまやかし、信じてはなりませんぞ」

　男は更に神に奉仕する喜びを訴え続けている。

もちろん誰もまともに聞いていないが。

ノンナは宝石を陽にかざしてうっとりしている。

「本心から言えば我が領から叩き出し、アルテイル神国に送り返したい所ですがね。先ほども言ったように我が国には定まった法があります。ただ道で布教する事は違法ではありません。露骨にアルテイル神国への忠誠を叫ぶなら別ですが……」

　男は「共に歩め」「奉仕せよ」と繰り返しているがそれは［アルテイル］と言う古代神へのものだ。

「神を崇めたから投獄と言うのではヴァンドレア人民連邦と同じ、市民の自由を奪う事です」

　いかがわしいから放り出す、という理屈はリバティース民主国では使えないらしい。

やはり面倒くさい国だ。

ノンナが財布を取り出している。

「しかし最近アルテイル教の布教者がやたらと増えていましてね……さすがに対策を考えている所です。まぁ耳を貸すような愚か者はいないでしょうが」

　リバティースも色々あるらしい。

俺もアドルフとレオポルトがいなければ一々細かな事にも対処しないといけないんだろうな。

もっとあいつらに優しくしてやろう。

ノンナがカーラとミレイに両腕を掴まれて引きずられていく。

「では今日は一旦宿に戻られてお食事でも、明日は軍の関係者と面会して頂きます」

「わかった。ありがとう」

　その時、人ごみをかけ分けて走り寄って来た二人の兵士……見た事のある顔、トレッツの部下だな。

彼らが何かを彼に伝えている。

みるみるトレッツの顔色が変わる。

「ええと……その非常事態が……」

　トレッツはしばらく躊躇した後、女達に聞こえないように耳を寄せて来る。

「アルテイルとの国境でちょっとした問題が起こりまして……明日の軍関係者との予定は難しくなったと申しますか……」

　話題にすれば……ね。




「神は来たれり!!　現世に降臨されり!!」

　唾を飛ばして叫ぶ伝道師の声がやけに大きく聞こえていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




余談

（わたし悟ったよ）

　何がだケイシー。

（アルテイルが唯一絶対の神なんだよ。他の神様や不可思議な存在なんて全部まやかし）

　そうかケイシー、まず自分の体を眺めて見るんだ。

（これは！　もしかして私がアルテイル神だったの!?）

　そうだなケイシー、かぼちゃのパイがあるぞ。

熟れたかぼちゃを沢山使っていて美味いぞ。

（わーい　カボチャの神様ありがとう！）

　こういう奴が妙な伝道師に引っかかるんだろうなぁ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

リバティース民主国同行

ノンナ（綺麗と思う）セリア（副官）カーラ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（神）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）

アリス（魔法少女）　アントニオ（息子）ローズ（義理娘）

ギド（護衛）クロル（雑用）シュバルツ（好色馬）マック（護衛）クリストフ（護衛？）

ラミー（荷造り中）

財産　金貨一〇六七〇枚

経験人数二二六人　産ませた子四八人








第２１２話　濡れるセリア　♯







「国境地帯の異常か、まず間違いなくアルテイル神国側がちょっかいを出して来たのだろうな」

「それ以外には考えられません。でも私達が何か言うのもするのもお門違いだと思います」

　セリアの言う通り、それに戦争していると言う訳でもないようだ。

「あれから三日も経つが市民も特に騒いでいない。ちょっとした紛争ぐらいなのかもしれんな」

「そうですね。……あの、お話の途中悪いのですが」

　セリアが不満そうに俺の顔を見る。

「こんな話をしながら抱かれるのは嫌です……もっと愛して欲しいです」

「そうだな、すまん」

　俺はセリアと楽しんでいる最中なのだ。

既に大きくなった肉棒は彼女の穴に突き刺さっている。

ゆっくりと動きながら話をしていたのだがお気に召さなかったようだ。

「もうひくひくしているな。そろそろ飛びそうか？」

「はい、だから最後の瞬間ぐらいは集中して欲しい……あっ!!」

　セリアをがっちりと抱きしめ、肉棒をより深く挿入する。

嬉しそうな表情と声、そして両手足が背中に回される。

だが半面、女の穴はぎちぎち苦しげに軋んでいた。

「かなり慣らしたと思ったが……もしかして穴が縮んだのかな」

「違います、エイギル様の男根がまた大きくなったのです！」

　言い合ってから笑い、セリアが体の力を抜いて目を閉じる。

止めをさしてほしいの合図だ。

「行くぞセリア、俺を全部受け止めろ」

「股が痛くなってもいいです。激しく突いて下さい！」

　腰にしがみつく彼女の体を持ち上げ、ベッドに叩きつけるように腰を使う。

既に互いの悦ぶやり方は知り尽くしていた。

「あう！　はぅっ！　気持ちいいです。体が痺れます！」

　セリア曰く更に大きくなったらしい肉棒で彼女の弱点を擦り上げながら首筋にキスをしてやると嬌声が一層大きくなった。

いいぞ、いくらでも声を出せ。

「え、エイギル様……いいですか？　もう飛んじゃう、いいですか!?」

「いいぞ、ここには誰もいない」

　部屋の外にはしっかり漏れているだろうが言わないのがセリアの為だ。

「では……オホン、パパ！　気持ちいいですパパァ、セリアをもっと愛して下さい！」

「ふふふ、可愛い娘だ。父親の逸物でイってしまえ」




　パパと繰り返すセリアの唇を奪い顔を撫でながら腰を一層激しくしていくと、嬌声はやがて意味のない叫び声へと変わって行き、最後には絶叫になっていく。

「とどめだ」

　最後に肉棒を抜ける寸前まで引き抜き、一気に押し込む。

入口付近の弱点をこれでもかと擦り上げ、更に子袋を押し上げる感触があった。

その刺激でセリアは陥落したようだ。

「い、イク！　トんじゃうっあぁぁぁぁ!!　パパーーー！」

　セリアは絶頂し、舌を出して叫ぶ。

同時に大量の潮が結合部から飛び散り、穴が俺を食い千切らんばかりに締まった。

「おぉ、締まる！　うお！」

　特に耐える必要もないので俺も絶頂の呻きを上げて動きを止める。

「あぁぁぁ……はぁぁぁぁ……あ、あれ出てない」

　セリアは俺が射精していないのに気付いたようだ。

「すごいのが来るのですね……意識がもたないかもしれません……」

　俺を満足させられなかったとは考えない。

既に肉棒は絶頂の震えを繰り返していて、俺が最後まで昇ったのはわかっているはずだ。

　俺はあまりに興奮してしまうと種が濃くなり過ぎて、なかなか出てこない事があるのだ。

今も玉から送りだされた固形のような種汁が尿道を広げながらゆっくりと上がって来ている。

セリアも絶頂の締め付けを繰り返す穴の中で男根が根元から段々と膨らんでくるのを感じているはずだ。

「あぁ竿が膨らんできました……もう半ばまで……飛び出るんですね……濃過ぎる種が……」

　俺とセリアは軽く唇を合わせる。

同時に種の塊がセリアの胎に飛び出していく。

広がった尿道に感じる軽い痛み、ずるずると引っ張り出されるように種の塊が出て行った。

「おおぅ……」

「熱い！　それに凄い量です……お腹が重いぐらい、なんて濃さ……」

　せっかくなので先端を一番奥、子袋の入口に押し付けて種を押し込んでやる。

すると、すぐにセリアの引き締まった腹は膨らみ始めた。

セリアが避妊をしていなければ確実に妊娠しただろう、もしかすると避妊薬の上からでも種がつくかもしれない。

　しかし我ながらとんでもない量だ、セリアの体が心配になってしまう。

「苦しくなったら言え、今回はとても良かったから大量に出そうだ。途中で一度種を抜かないと腹が破裂するかもしれないぞ」

「いえ……まだ大丈夫ですから抜かないで……この幸せな時を出来るだけ感じていたいので……」

　可愛い事を言うセリアを抱きしめながら種を注ぎ続けて行く。

穏やかな時間が流れるのだ。




　たっぷりと射精を行って柔らかくなった男根はセリアのきつい締まりに押し出されて抜け落ちる。

だが妊婦のようになった腹から噴き出すはずの精が全く出てこない。

「濃過ぎです。まるでヨーグルトみたいになって出てきません。お腹が熱いですよ」

「ははは、お前が可愛かったからすごく出たよ」

　セリアは大きな腹を抱えながら体の向きをかえて逸物を咥える。

俺の逸物が最高潮になっている時は女達も咥えるのが一苦労らしい。

それにしっかり奉仕しようとすると胃まで入ってしまうのでそれだけでへばってしまう。

　そこで射精後のやや小さくなった逸物を狙って咥えようとする女は多く、行為の後はちょっとした争奪戦になってしまうのだ。

「ふふ、今日は一人占めです」

　セリアは嬉しそうに逸物に吸いつき、頬を凹ませて男根の中に残った汁を吸いだしてくれる。

「ぐ……いつもよりいいな」

　今日は汁が塊に近かったせいか吸い出されるのも快感を伴う。

「んぶ……んぐ！」

　セリアは残り汁だけで口をいっぱいにしてしまったようだ。

時間をかけてゆっくりと飲み込んで行く。

「綺麗になりました」

　にこりと微笑むセリアは可愛い、抱きしめてベッドを転がりまわってしまおうか。

「あぅー止めて下さいーお腹が苦しいです～」

「本当にやめて欲しいか？」

　セリアは俺の胸に顔を埋めて顔を隠しながら言った。

「もっとして欲しいです。ぎゅーっとして下さい」




　セリアを抱き締めていちゃついているとドアがノックされ、クロルの声が聞こえた。

彼女の眉間にくっきりと皺が浮かぶ。

「あの、ノンナさん達が呼んでます。まだ準備は出来ないのかと」

「ちっ」

　そういえばノンナ達と出掛ける約束だった。

身支度を手伝ってくれたセリアに欲情して犯してしまっていたのだ。

それと舌打ちはやめておけ。

「皆を待たせてしまったな。じゃあ行ってくる」

　急いで服を着てドアを開ける。

「ま、待って下さい。私も行きま、あう！」

　セリアも俺に続いて飛び起きるが妊婦みたいになった腹が邪魔で動けない。

クロルに裸を見られるぞ……何故か悟ったみたいな顔をしているな。

「つらいなら休んでおけ」

「少し待って下さい！　すぐ追いかけますから」

　閉まった扉の向こうで粘着質な音が聞こえる。

やがて出てきたセリアは腹が引っ込み、手に桶を持っていた。

入っているのは……俺の種だな、腹を押さえて絞り出したらしい。

「貴女達これをお願いします。危険な物ではありません」

　その桶を従業員の女性に押し付ける。

「かしこまりました……これヨーグルト？」

「それにしては硬くない？　ほら掴めるし……それになんだか温かいわ」

「ちょっと生臭いわね。なんなんだろう？」

　従業員達が俺の種汁を掴んだり匂いを嗅いでいる。

おぉ一人がペロリと舐めた。

「あれだけ出したのにまた膨らんできてますよ！　早く行きましょう」







　その後、俺達は買い物や観劇を楽しんだ。

十分に楽しい時間だったが一つ気になった事がある。

クロルの事だ。

「きゃっ！　胸が！」

　ノンナが動いた拍子にドレスが弾けて胸が飛び出してしまった時も

「どうぞ、これで隠して下さい」

「あ、ありがとう」

　クロルは冷静にタオルを渡した。




「ねぇねぇ、あれ欲しいわ」

　カーラが商店のカウンターに身を乗り出した時も

「カーラさん、下着が見えていますよ」

「あら、ありがと」

　クロルは後ろを向いてカーラの後ろに立ち、他の客の視線から守った。




「なんでパンツ履いてないんですか！」

「忘れたぞ」

　ピピがパンツをはき忘れたままとび跳ねていた時も

「そこの店で買ってきました。とりあえずの凌ぎに」

　クロルは動じることなく対処したのだ。




「あいつはどうしてしまったのだ？」

　今までのあいつならノンナの乳が飛び出たらその場に蹲って自慰を始めてもおかしくなかった。

先ほどもセリアのあられも無い姿に反応しなかった。

「うーん、私は知らないかなぁ」

　比較的親しいマリアに聞いてみるが心当たりはないらしい。

ふと見るとミティが気まずそうにしている。

「ミティは何か知っているのか？」

「ええと……うーん、どうでしょうか」

「おいおい、お前は俺の妻だろ。愛する夫に教えてくれよ」

　ミティは顔を少し赤らめる。

「あまり他の人に言わないで下さいね……実は……」

　ミティは他の人間に聞こえないように小声でクロルの秘密を教えてくれた。

それはあまりにも衝撃的な内容だったのだ。

「何!?　クロルが不能だと!!」

「そ、そんな大声で！　道の真ん中で！」

「ピクリとも勃たないのか！　まだ一六だぞ、これからどう生きると言うのだ！」

「酷い！　やめて上げて下さい！」

　ミティに口を塞がれながらクロルを見る。

何かを悟ったようなその表情はまるでセバスチャンのようだ。

いかん、こいつはモノが使い物にならなくなった事で老人の雰囲気を纏ってしまっている。




「よし、俺に任せておけ。なんとか……」

「ハードレット殿、これはこれは挨拶が遅れまして」

　クロルの為に娼婦一〇人と俺達二人で乱交祭りを開いてやろうと思っていたのだが思わず乱入者が現れてしまった。

それは以前俺の屋敷を訪れ、美味しい書記官の女性を置いていってくれたユノーだった。




「ユノー次官……これはこれは……」

「トルトエントを楽しんで頂けているようで何よりです」

「こちらこそ護衛まで付けて頂いて何よりです」

　スリにあったけどな。

「いやぁ実は道中の町で騒ぎがあったと聞きまして心配していたのです。ですが先に抜けられたと聞き安心しました。……市民が突然無差別にまぐわい出すなど、これもアルテイル神国が良からぬ薬や魔法を使ったのかもしれませんな」

　それに関しては黙秘させてもらおう。

「して、今お時間は大丈夫ですかな？」

　これからクロルの男根を勃ててやらねばならないので忙しい。

とは言えない。

「お聞きしましょう」

　女性達は商店を見て回っている。

下手に俺が見ていない方が遠慮なく買い物が出来るだろう。







「軍の人間との顔合わせの延期……誠に申し訳ありません。いやはや我が国の恥を晒してばかりですな」

「外敵の侵入なれば仕方ありますまい」

　どうしても会いたかった訳でもない。

俺としては女達を楽しませる目的を達成出来ているのだから何も問題はないのだ。

「しかしハードレット殿と我が国はこれから協力して行く間柄、やはり我が国の剣……軍を見て貰う事は必要でしょう」

　見せたいなら見るが。

「更には我ら共通の敵、アルテイル神国の実態もご覧になってはどうでしょうか？」

　いつからアルテイル神国は俺の敵になったのだろう。

伝道師共を見る限り訳の分からん連中だろうとは思うがね。

「そこで如何でしょう？　観戦武官として国境の戦いをご覧になられると言うのは」

「はあ……」




　観戦武官と言うのは戦争にには関与しない第三国の軍人が戦場を視察する事らしい。

直接戦争には関与せずに、両国の戦い方や戦場の状況などを見れるらしい。

「いやしかし……」

　レオポルトが居るなら喜んで派遣するのだが俺自身が行くのは面倒くさいぞ。

しかしここで断ったら何の為に行ったのかとレオポルトに嫌味を言われそうだ。

　俺が外出となればノンナ達は拗ねるだろう。

それを考えればやはり断るべきではないだろうか。

「申し出には感謝致しますが……私は」

「もちろん御身に危険が及ばないように部隊には徹底させます。案内役も付けましょう……ソラナ」

「はっ！」

　進み出たのは軍服を着た若い……二〇ぐらいの女性だ。

「案内と身の回りの世話をして差し上げなさい」

「は！　了解致しました！」

　胸は並だが顔はかなり整っている。

若干陽に焼けた肌も健康的で魅力がある。

　握手を求めると一瞬躊躇した。

男に触れるのを無意識に怖がっているな、もしかすると処女かもしれない。

　恥じらう乙女に逸物を触らせ、処女を破って悲鳴を上げさせる。

泣き顔を優しく撫でながら腰を使えばやがて悦びの声を上げるだろう。







「では明日、ソラナと共にご出発お願いします」

「こちらこそ宜しくお願いします」

　なんてことだ、いつの間にか承諾させられてしまったではないか。

やはり俺は外交には向いていない。

ユノーの外務手腕の前に打つ手も無かった。

あぁ残念過ぎて、顔のニヤケが収まらない。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

リバティース民主国同行

ノンナ（綺麗なはず）セリア（副官）カーラ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（神）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）

アリス（魔法少女）　アントニオ（息子）ローズ（義理娘）

ギド（護衛）クロル（雑用）シュバルツ（好色馬）マック（護衛）クリストフ（護衛？）

ラミー（出発進行）

財産　金貨一〇六二〇枚　全員の滞在買い物（五〇）

経験人数二二六人　産ませた子四八人








第２１３話　狂信者達のやり方







「ハードレット様大丈夫ですか？　目の下にクマが出来ておりますが」

　馬に乗って街道を南下する俺とソラナ、彼女は心配そうに俺の顔を覗きこんで言う。

「問題ないよ。ちょっと寝付きが悪かっただけだ」

　本当は昨夜はまったく寝ていない。

女達がまた置いていくのかと大騒ぎし、夕方から朝までずっと相手をしなければいけなかった。

浮気出来ないように搾ると言われてベッドに縛り付けられ、目隠しをされたまま一晩中肉棒を攻め続けられたのだ。

　何しろこちらは一人だが相手は一四人、全員がベッドに沈んだ時にはもう陽は高く昇っており寝る時間など残されてはいなかった。

「正直ハードレット様の噂は色々聞かされましたが、同行は小姓一人なのですね」

　どうせ碌な噂ではないだろうがその通りだ。

今回同行しているのはクロルのみ、セリアやピピはついて来ようとするのを他の女に止められた。

もう抜け駆けは許さない、観戦だけで危険が無いならついていく意味がないだそうだ。

　俺としてもソラナを狙うのはあまり女を侍らせて居ない方がいいからな。

それにしても……

「色即是空……空即是色……」

　クロルがおかしい、こんなこいつは見たく無い。

女の谷間やチラリと見えた下着に夢中で食いついていた昔のように戻してやらねばならん。

「ともかく国境までは馬で駆ければそれほど時間はかかりません」

「ああ、それに道中も安全なようだな」

　アルテイル神国国境へと向かう道は厳重に警戒され、短い間隔で警備兵が配されている。

これならば逆に野盗や魔物も出てはこれない。

「もちろんです！　我がリバティース軍が守っている限り治安の心配はありません」

　誇らしげに胸を張るソラナ、道中少なく無い言葉を交わしたが彼女は真面目で純粋な女性だった。

十分に魅力的だがあえて不満を言うなら純粋過ぎる所か。

　最初に感じた通り、男女の事にはまったく無知のようでさりげなく肩を揉んだり息を吹きかけたりとアプローチしてもまったく気づいてくれない。

分かった上で拒絶されるなら押したり引いたりでベッドに引き込む道もあるのだが気付かないのではどうしようもない。

「いかがなされましたか？」

「いや、なんでもないよ。それより先を急ごうか」

「ええ、それにしても……ご立派な馬ですね。大きさもさることながら先ほどから相当なペースで駆けていますのに息ひとつ切らしておりません。こちらは二度馬を変えましたのに……」

　そりゃあこんなエロ馬、体力と大きさが並だったらとっくに馬肉にしているぞ。

　心を読んだのかシュバルツがわざと体を揺らして俺を威嚇する。

「でも心なしか目が疲れているような……」

「……」

　俺は知っている。

こいつは昨夜、世話係の女を失神するまで犯した後、隣にいる雌馬も次々に犯したのだ。

そんな体力があるならもっと早く走れこの色情狂め。

　ぶるると不満げな声を漏らすエロ馬の耳を引っ張ってやる。

……最近毛並みはいいし耳垢もダニもないな。

世話係の女が一日中付きっきりで手入れしているからか、贅沢な奴め。
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アルテイル・リバティース国境地帯

「ふむふむ」

「これは……」

　国境地帯に広がっていた光景は予想外のものだった。

正直、既にドンパチ血で血を洗う戦いが始まっているぐらいは覚悟していたのだが。

「奇妙なもんだ」

　国境地帯に群がっているのはアルテイル神国の軍ではなくどう見ても唯の農民だったのだ。

しかも百や二百ではない、ざっと見ても千はいるだろう。

リバティース側の国境警備隊が百程度……押し包まれるようになりながら国境を越えようとする彼らを押しとどめている。




「お前達は何者だ！」

　奇妙な光景を眺めているとリバティース軍の兵が走り寄って来る。

頼むよソラナ。

「私は第一兵団所属一〇〇人隊長ソラナ＝エストリアだ。こちらはハードレット殿、外務次官より観戦武官として遇するようにと言いつかっている」

　彼女はぴしりと綺麗な敬礼と共に懐から手紙を差しだす。

「一〇〇人長!?　し、失礼しました！　しかし首都の兵団から……？　観戦と言われても戦いなど起こっておりませんが……」

「ハードレット殿はゴルドニアの将軍、今後の為にアルテイルをその目で確かめられるとの事だ」

　俺が本当に見たいのはソラナの裸なのだが今は心に秘めておこう。

「そう言う事でしたら……見ての通りですよ。あれが最近の奴らのやり方です」

　兵は嫌気が差したように言う。

「あれはただの農民ではないのか？」

「唯の農民ですよ。しかしアルテイルの奴らは農民から奴隷に至るまでイカれています。情けをかけて受け入れても神の御言葉だと言われれば我が領内で騒乱を起こすでしょう。奴らがここに押しかけたのもアルテイル神とやらのご指示でしょうよ」

　ふむ、民が全て間諜と考えると厄介ではあるな。

「だがそれならばさっさと叩き出せばいいだろう」

　見た所農民達は武装している訳ではない。

完全武装のリバティース軍が攻撃を開始すればすぐに散らせるはずだ。

「相手が直接攻撃を仕掛けて来るならば可能ですが……今の状態では侵入を阻む以外は出来ません。中央の指示を仰いでおりますので命令が下れば相応の対応をします」

　やはりリバティース流のやり方はめんどくさくて時間がかかる。

俺の領地なら一言「やってしまえ」でお終いなのだが、もちろん良い女は殺させない。

「それにしても巨大な槍ですね。よくそのような物を楽々と持てるものです」

「そうか？　いやぁ照れるな」

　ズボンの中を覗く、我ながら巨大だとは思う。

だが悩みもあるんだぞ。

ちゃんと準備してやらないと女達が苦しんでしまう。

特に初めて手を出す使用人などは悲鳴を上げてしまう事も珍しくは無い。

「？　それに見た事の無い輝きをしておりますが……どんな材質なのでしょうか？」

　なんだ武器の方かつまらん。







　民達が口々に何か叫びながら国境を越えようとしてリバティース軍がそれを押し返す。

そんな遊びみたいなやり取りが続いていく。

「ソラナ、今日の寝床に案内してくれないか？　こんなのを見ていても仕方がない」

「……そうですね。では少し早いですがこちらに国境警備の砦が……」

　ソラナの声が止まる。

怪訝に思って彼女の視線を追いかけると揉み合いの奥、アルテイル神国領から再びワラワラと人が沸いて来ていた。

「御一行様追加みたいだな」

「ここの隊長も確認しているでしょうが、一応私は連絡にってハードレット殿!?」

　俺は武器の槍を構えてシュバルツに飛び乗る。

「良く見ろ、新手の連中は押し合いに来た訳じゃないみたいだぞ」

　新手は手にハンマーや鍬、斧などを持っている。

甲冑はつけていないが人数から考えて国境警備隊だけでは手に余るかもしれない。

「!?　た、隊長に伝えてきます」

　慌ててかけ出すソラナの後を追う。

彼女は出来れば守ってやりたいからな。

「お供します」

　クロルが腰の剣を抜き鍋の蓋を構える。

おどおどした雰囲気はなく落ち着き払っている。

ラミーと会ったときとはえらい違いだ。

不能が長引いたことでどこかに到達してしまったのかもしれない。




「新手が来るぞ！」「武装している。注意しろ!!」

　さあ大騒ぎだ。

しかしこれでリバティース軍の本当の能力が見れるかもしれない。

「奴らが国境を超えます！」

「警告の無視を確認した。農民……いや敵を撃滅する。弓隊放て！」

　面倒くさい手順を踏んだ後、リバティース軍から矢が飛んでいく。

数こそ少ないが正確でまとまった射撃だ。

練度は相当高いらしい。

「神を恐れぬ愚か者に死を!!」

　矢で撃たれた集団が大声で叫ぶ。

それを合図として今までただ押し寄せるだけだった農民たちがざっと一斉に顔を上げた。

「背教者に死を！」「アルテイルの祝福を！」

「こいつら……素手で襲いかかって来るぞ！」

「排除しろ！　くそ、数が多い！」




「最近これを見た事があるぞ」

「ええ……ラーフェンの墓地でのゾンビ騒ぎですね」

　俺とクロルは少し離れた場所からその光景を見る。

リバティース軍は思いのほか練度も士気も高い。

突然周り中に敵が沸いたようなものなのにパニックになる事も無く秩序を保っている。

だがさすがに人数差は歴然で大乱戦を演じながら砦の方に後退しつつあった。

　俺も飛び込んで白馬の騎士を演じるつもりはない。

そもそも、目的はアルテイルのやり方とリバティース軍について視察することだ。

それは既に達せられ、後は安全な砦に逃げ込んで推移を見守るのが正しいやり方だろう。

「戻られますか？」

「いや、戻らんさ」

　乱戦の中でソラナを見失ってしまったのだ。

案内してくれた女を置いて安全な場所に逃げ込む事など出来ない。

　それに短い間だが一緒に居て分かった。

彼女はそれほど荒事に慣れている訳ではない。

軍での階級は中々高いらしいが恐らく儀典的な役職だったのだろう。

「来いクロル」

　シュバルツの腹を叩いて駆けだす。

こいつも女を助けに行くとわかっているのか嫌そうな顔はしなかった。




「ソラナ！　どこにいる!?」

　叫びながら探すがそこかしこで罵声や怒声が飛び交っていて返事はない。

仕方ない、乱戦のど真ん中まで行くしかないだろう。

「アルテイルの恩寵の元に……」

「やかましい！」

　意味の分からない事を言いながら斧を振りまわしている男を馬上から蹴り飛ばす。

頭が凹んでしまったがそんな事はどうでもいい。

「おい、お前ソラナを知らないか？」

「わ、わかりません。何しろ周り中が敵で……うわっ!!」

　兵士に聞いてみるがわからないらしい。

そいつに群がる敵兵を三人程叩き斬り、見つけたら砦まで連れて行ってやれと言っておく。

「天罰を!!」

「その程度で俺の相棒を打ち破る事は出来ない」

　見ればクロルが鍋の蓋でハンマーを受け止めてから反撃で相手を切り倒していた。

その動きは心なしか洗練されている。

それにしてもまだ壊れていないのか、頑丈な蓋だな。

「おい、お前はソラナを知っているか？」

「アルテイルよ我を守りたまえ！」

　肩を掴んだ相手は敵兵だった。

「紛らわしい奴めこうしてやる！」

　首を掴んでグルンと真後ろに向けると何かがねじ切れる音がした。

ばたばた痙攣する男を捨てて周りを見回す。

まさかもうやられてしまった訳ではないだろうな。




「いやぁぁぁ!!　離せぇぇ！」

　聞こえた鋭い悲鳴、間違いないソラナだ。

「向こうだ。クロル、ついて来い」

　指示を出すまでもなくシュバルツは悲鳴のした方向に駆けだす。

乱戦の中姿は見えないが、目の前に居る敵は全て蹄で踏みつぶすのだ。

「あそこです」

　クロルが指を差している場所ではソラナが複数の敵に引きずられていた。

既に手に剣はなく、両手を掴まれて引っ張られている。

アルテイル領内に連れ込むつもりらしい。

「助け出すぞ」

　だがリバティースの指揮官らしき男は煮え切らない。

「待て！　もう奴らは国境を越えている。越境攻撃は司令官の承認が出てからでないと……」

　まだ言うか。

「勝手にやる。槍をよこせ」

「お待ち下さい！　貴方は観戦武官なので戦闘に巻き込む訳には！」

　俺は指揮官の槍を奪うと自分の槍と両手持ちになって突撃する。

もちろん国境など踏み越える、壁がある訳でもあるまいし女の方が優先に決まっているからな。




「俺の女を返せ！」

　単騎で突っ込んで来た俺を仕留めようと斧や粗末な槍を持った奴らが群がって来た。

数は二〇程、口々に神はどうのアルテイルがなんのと呟いているが知った事ではない。

俺の女を奪って生きて帰れると思うなよ。

「うおおおお！」

　連中は何人かでまとまって腰を落とし獲物を前に突き出す。

騎兵用の槍衾のつもりだろうが、あまりにも醜い陣形だ。

「その程度で防げると思ったか？」

　両手に持った槍を交互に振りまわす。

穂先が体に当たった者は血飛沫を上げてその場に崩れ落ち、武器に当たった者は獲物を失って呆然とこちらを見ていた。

「うわ！　この馬！」「ぎゃああ！」

　丸腰になった男を狙ってシュバルツが踏みつぶしていく。

普通の馬の倍以上の重さがあるこいつに踏まれれば人は原型を留めない。

俺も負けていられないな。

　横から突き出そうとする男の腹にドワーフの槍を突き刺して他の敵に投げ飛ばす。

左手に持った普通の槍は三人目を叩きのめした所で折れてしまったので、敵から斧を奪って今度はそちらを振りまわす。

「ば、化け物だぞ！」「悪魔だ！　アルテイルよ御守り下さい！」

　最初死を恐れずに突っ込んできた敵もさすがに腰が引けてきたな。

止めにもう一人を串刺しにしてから空中に跳ね飛ばして真っ二つに叩き割る。

降り注ぐ大量の血飛沫を見て俺の前に立つ者の数が明らかに減った。

「どこが観戦だ！　やる気満々じゃないか！」「ゴルドニアにはあんな化け物がいるのか……」

「こ、この責任はだれが取るのだ？」

　リバティースの兵までこちらを見ている。

そっちはそっちで頑張って残りをさっさと片付けてくれ。




　ほとんど速度を落とさないまま、俺は引きずられるソラナに追いつき、馬を飛び降りる。

いつの間にかクロルも横に来ていた。

「ソラナを返せ、さもなくば皆殺しだ」

　すると一人の老人が両手を広げて俺の前に立った、何のつもり知らんがとりあえず大人しく返すつもりはないようだ。

「我らは神の意志に基づいて神敵に罰を下している。逆らえば地獄……あれ？」

　言い終わる前に俺の槍が動く。

なるほど、神の加護があるみたいだな。

何しろ肩から上だけになっても話し続けているのだから。

「ぐひょ」

　気持ち悪い外見になった老人を踏みつぶして更に前に出る。

叫びを上げながら突っ込んでくる者が二人。

　一人は攻撃をかわしてから脳天に斧を叩きこむ。

もう一人は手を掴んで後ろに放り投げる。

「くそ……まだまだ……う、うわぁぁぁ！」

　転がり、起き上がろうとした男の頭をシュバルツが踏みつぶす。




「ま、待て！　俺達に手を出せばこの女を……あれ？　女はどこだ!?」

　一人がソラナに剣を突き付けようとして、既にそこに居ない事に気づく。

「よくやったぞクロル」

　クロルがこっそり後ろに回ってソラナを奴らから離していたのだ。

慌てて取り返そうとするがもう遅い。

　突進と同時に繰り出された穂先がたちまち二人の頭蓋を貫き、勢いそのままに首ごと引き千切って周囲の四人を薙ぎ払う。

慌てて反撃する男達、だがまともに訓練もしていない奴らの攻撃など止まっているかのようだ。

　一人目は斧を避けて顔面を殴り、二人目の槍を掴んで投げ飛ばす、三人目は腕を殴り折ってから首を掴んでへし折った。

これで大方片付いたか。

　クロルの方も更に二人切り倒している。

一人はクロルが、もう一人はソラナがやったらしい。

「あ……あぅ……」

　彼女は血にまみれた剣を握って動揺していた。

実戦経験が無いのは確定だな。

「もう大丈夫だ。怖かったな」

　ソラナを抱き締める。

「救助して頂いて感謝致します。でも私は軍人ですから町娘みたいに扱って頂かなくても大丈夫です」

　両肩を震わせてしゃくりあげながら言われても説得力がないな。

このままアルテイル領内に引き込まれていたらどうなっていたのか。

　俺は特にリバティースの味方のつもりはない。

外務大臣とも馬があうとはとても言えない。

だがアルテイル神国の連中が民までいかれているのは良く分かった。

少なくとも奴らよりはリバティースの連中の方がまともに話が出来そうだ。




「私は隊長と色々話をしなければいけませんので先に砦に戻っていて下さい」

　俺の腕の中でソラナが言う。

「はぁ……しかし手が離れていませんよ」

　ソラナの手は俺の腕を掴んで離さない。

「あ、あれ？　えい！　あれれ？」

　初めての戦闘と死の恐怖は思った以上に効いているようだ。

しばらく抱きしめておいてやろう。

クロル、もしかしたら今晩は二人寝になるかもしれないからベッドの準備を頼むよ。

「色即是空……」

　だが結局、隊長から観戦目的の俺が暴れ回った事と、勝手に越境攻撃した事の後始末をつけるのに忙しくソラナの上に乗る事は出来なかったのだった。
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トルトエント

「ぶう」「ぶー」「ぶぅぶぅ」

　行ってしまった主人に女達は不平を洩らす。

「エイギルも酷いわ。また私達を置いて行くなんて」

「今回は私も置いて行かれました……」

「ピピもだ！　ピピも自分がどこにいるのか分からなくなってきたぞ！」

「でも今回はクロルしか連れて無いから女遊びはないんじゃ……」

「甘い！　同行の軍人女が居たじゃない。今頃エイギルの巨根でひぃひぃ言ってるはずよ！」

「エイギル様が傍にいる女に手を出さないなどあり得ません……行きずりで終われば良いのですが」

　騒ぐ女達を鎮めるようにノンナが手を叩く。

「仕方ありません。エイギル様にもお仕事があるのでしょうから」

　更にノンナは重そうな音をたてて全員の前に袋を置く。

「何よその袋」

「エイギル様が好きに使って良い。俺が居ない間も楽しんでくれとおっしゃられておりました」

　袋の口を開けてる金貨が満載されている。

「何枚あるの？」

「五〇〇枚近いのではないでしょうか？　これで豪遊しろと言う意味でしょう」

　女達が顔を見合わせる。

「さ、さすがに使いきるのは無しだろ……」

　ミレイは見た事の無い金貨の山に動揺を隠せない。

「そ、そうですよ。さすがにみんなで美味しい物食べるぐらいで止めとくべきです！」

　ミティとマリアが声を揃える。

彼女達も根が小市民なので豪遊と言えば贅沢な店で美味しい食事をするぐらいしか思いつかない。

「新しいドレスとか母さんに買って行かない？」

「着物は高いよお姉ちゃん」

　騒ぐ女達をノンナが制する。

「オホン、私達はハードレット家の女、そんなせせこましい贅沢をしてはエイギル様の名折れです」

「そうですね。ちょっと貧乏くさいかも」

　カトリーヌも小さな声で同意する。

「じゃあどうするの？」

「私には嫌な予感しかしません」

　レアが首を傾げ、セリアが頭を押さえる。

「私について来なさい！　貴族の買い物を教えて差し上げます!!」

　生き生きとして宿を飛び出していくノンナ、護衛のギドやマックも慌てて後を追い、勢いに呑まれた女達も次々と続いて行く。




　服屋

「この綺麗なドレス……買っちゃおうかな……」

「ルウ、何を迷っているのですか？　店主、服を仕立てて下さいな。一三……いえ一四人分ですわ。秋と冬に合わせて三着ずつ」

「あ、ありがとうございます！　お前ら総出でやるんだ！」




　レストラン

「えっと……この高いお肉を……」

「ミティ貧乏臭いですよ。メニューのを全て下さいな。食べ切れないものは貴方達で食べて構いません」

「かしこまりました奥様」




　御菓子屋

「これは美味しい……砂糖をこれほど使っているなんて！」

「セリアちゃん、こっちのクリームも凄い甘いよ」

「店にある菓子を全部買います。後で宿に届けて下さい」




　露店商

「こ、これは良い物ですわ」

「御目が高い！　この壺は金貨一〇枚は下らぬ代物……」

「……ノンナさん、偽物掴まされたらエイギル様に言いつけますからね」




変な露店

「これは薬……？」

「路銀が尽きたのだ。金勘定には疎いが銀貨二枚で損はさせない」

　フードを被った見るからに怪しい女が目の前に一つだけ薬瓶を置いている。

さすがに怪しいと思ったのかノンナは躊躇し、マックが守るように前に出る。

「ふむ……してどのような効果で？」

「精力増強だ」

　ノンナは愛する主人に激しく抱かれる光景を想像し顔を緩めたがすぐに表情を戻す。

「……買いますわ。あら、銀貨がありません。金貨で宜しくて？」

「すまんが釣りはないんだ」

　一瞬の躊躇、これが詐欺の常套手段と言う事は彼女も知っている。

だが目の前の薬は怪しいだけにいかにも効きそうだった。

主人に使う前にクロルかクリストフに盛れば効果もわかるだろうと頷く。

「効果は確かなのですね？」

「保証する」

「なら……金貨一枚で買いましょう」

　女の目はフードに覆われていてわからないが一瞬確かに驚いた様子を見せる。

「いいのか？」

「貸しにしておきましょう。気が向いたら返して下さいな」

　もちろんもう二度と会う事もないだろうとノンナはわかっている。

　女は顔を上げてじっくりとノンナの顔を見た。

「名を聞いておこう」

　ノンナは薬の瓶を見てしばし戸惑う。

精力剤などあまり大きく名を言えるような買い物ではない。

「カーラと申します。ここへは旅行で来たのです」

「旅行者のカーラ……分かった感謝する。借りはいつか返そう」




　ノンナがその場を去ってから女は静かに立ち上がる。

食料と水、そしてくたびれてしまった履き物を買い替えて静かにトルトエントを後にする。

「私とした事が人間ごときに借りを作ってしまうとはな」

　女がフードを脱ぐ。

透き通る白い肌に彫刻のように整った顔立ち、何より目立つのは人間にはあり得ない長い耳だった。

彼女は軽く微笑むと西へ向けて一人歩を進めて行ったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四千人

リバティース民主国同行

ノンナ（ｏｒｚ）セリア（ｏｒｚ）カーラ（ｏｒｚ）ミティ（ｏｒｚ）マリア（ｏｒｚ）カトリーヌ（ｏｒｚ）

クウ（ｏｒｚ）ルウ（ｏｒｚ）ミレイ（ｏｒｚ）レア（ｏｒｚ）ヨグリ（ｏｒｚ）アリス（ｏｒｚ）

ケイシー（幽霊）ピピ（愛妾）アントニオ（息子）ローズ（義理娘）

ギド（護衛）クロル（虚無僧）シュバルツ（好色馬）マック（護衛）クリストフ（護衛）

ラミー（忘れ物した）

財産　金貨一〇一二〇枚　豪遊（五〇〇）

経験人数二二六人　産ませた子四八人








第２１４話　旅の終わりは蛇







「ふぅ……金はなんとかなったよ」

　宿に戻ると女達がずらりと並んで床に伏せて頭を下げている。

　頭を上げているのはベッドで跳ねているピピとパイを食べているケイシーだけだ。

「……俺は女に土下座させる趣味はないんだ。やめてくれ」

「この度は申し開きしようもなく……正妻の許可があったとは言えこのような結果に」

「本当にごめんなさい。あたしまでノンナの馬鹿に釣られちゃって」

「私がエイギル様に恥をかかせるなんて……ぶ、ぶって下さい！　踏みつけて下さい！」

　カトリーヌとカーラもしょぼんと謝る。

　特にセリアは見ていて痛々しい程落ち込んでいた。

「そんなに気にするな。ちょっと手間が増えただけだ」




　ノンナ達に渡した金貨は今回の旅費全額だったのだ。

　まさか留守にした数日で全部使ってしまうとは思わなかったから俺も説明して無かったな。

「ユノーに頼んだらいくらか貸してくれたから大丈夫だよ」

　さすがに呆れた顔をされたけどな。

「そ、そもそも招いた側が旅費ぐらい出すのは当然で……きゃああ！」

「うるさい、あんたが悪いのよ！」「無駄にでかい乳を掴んでやりましょう！」

　ノンナが何か言いかけて他の女の集中攻撃を受けて悲鳴をあげている。

　リバティースも宿ぐらいは用意してくれたが流石に日々の雑品や食費ぐらいは自分で出さないといけないから幾分かの金は必要になる。

「うぅ、新婚早々やらかすなんて……」

「私達は妻失格です……」

　ミティとマリアもしょんぼりしてしまっている。

　せっかくの楽しい旅行なのに暗い雰囲気になってはたまらない。

　ここはいっそしっかりお仕置きをして明日から気持ちを切り替えた方がいいだろう。

「わかった。ならお前達には旅費を全部使ってしまったお仕置きをしてやる。だがそれで今回の事は終わり、明日からはまた楽しくいこうじゃないか」

「ぶちます？　それとも焼印したり……」

　レアが言うと洒落にならないので止めてくれ。

　自分の女を痛めつけてどうする。

「エイギルのお仕置きって言ったら決まってるじゃない」

「ううぅ……仕方ありません」

「皆さん湯に入って清めて来ましょう」

「え？　え？　何が起きるんですか？」

　クウとルウは意味がわからないようだ。

　カーラが背中を押して風呂場に連れて行く。

「決まっているじゃない。私達全員のお尻の穴をエイギルのモノでお仕置きしてもらうのよ」

　全員から悲鳴と期待の声が漏れた。

　アリス、でかい歓声を上げるんじゃない……お前に尻掘りは罰にならないから別の事だぞ。
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　時は流れ　翌日

「しくしく……もう皆さんに顔を合わせられません」

「泣くんじゃないわよ！　誰のせいだと思ってるのよ！」

　さめざめと泣くノンナ、主犯とは言えちょっとやり過ぎたかな。

「いいのよ。ちょっと辱めるぐらいでちょうどいいの！　それより……エイギルって本当に二三歳？　それってノンナが勝手に決めたんでしょ？」

「ああ、俺も見当がつかないんだ」

　本当の年齢が分からない俺にノンナが自分より一つ上が良いと言って今の歳になったのだ。

「もっと年下じゃないの？」

「なぜだ？」

　そんなに子供っぽいだろうか？

　最近はそれなりに大人になったつもりでいたのだが。

「股間のそれよ、まだまだ大きくなってるじゃない！　二三だったらいい加減育たなくなるはずよ。昨日のお仕置き……お尻がはち切れるかと思ったわ」

　そんな事を言われてもな。

　女をいっぱい抱いているから成長してくれているのだろう。

「いい加減止まってくれないとみんな死んじゃうわよ」

「努力はしよう」

　だが俺個人としてはもっと大きくなって欲しいのだ。

（おーい　みんなごはんだよ～）

　ケイシーがふよふよと飛んでくる。

　幸いこの宿の従業員に見える人間はいないのでやりたい放題出来るようだ。

「今日のメニューはなんだ？」

（唐辛子いっぱいの野菜炒め　摘まみ食いしたら辛いけど美味しかった～）

「げ！」「はうあ！」

　カーラとノンナが悲鳴を上げる。

（みんなにも知らせて来る～）

　ケイシーは飛び去って行く。

　行く先々の部屋で悲鳴や落胆の声が聞こえていた。

　一人悦んでいるのは絶対にアリスだ間違いない。

「わ、私体調が優れませんので食事は……」

　逃げようとするノンナを捕まえる。

　せっかく出してくれた料理を残すのは感心しないな。

「諦めましょ、一緒にトイレで悲鳴を上げてあげるから」

「いやです～！　この上私にまだ恥を晒せと言うんですか!?」

「うるさい！　そもそもあんたが好き放題やったからでしょ！」

　ごねるノンナをカーラが引きずって行く。

　幸運を祈る。







　その後は気を取り直してトルトエントや安全な場所の観光を楽しみ、俺達の旅行は多少のトラブルもあったがつつがなく終わったのだった。

「そうそう、ユノーが言っていた。アルテイル神国はあの戦い以降、頻繁に同じようなちょっかいを出して来ているらしい。近々リバティースの側も本格的な軍事作戦に出るかもしれんそうだ」

「それは……一荒れ来そうですね」

　セリアと雑談しながら帰り仕度を整えていると扉の前に軍服が見える。

「ハードレット……さん。ありがとうございました！　あの時は碌にお礼も言えなくて……」

　待っていたのはソラナだった。

　律儀に礼を言いに来たらしい。

「女性を助けるのは男の義務だ。気にしなくていい」

　見れば彼女の顔は赤らみ、最初に会った頃とは明らかに顔つきが違う。

　今なら強引に押せば抱く事も出来ただろうにもう時間が無い……勿体ない。

　せめて少しだけちょっかい出しておこう。

　セリアが場を離れた一瞬を狙う。

「ソラナ！」「んむ!?」

　抱きしめてやや強引なキス。

　突然の事に抵抗したソラナだが舌を口内に入れてやると大人しくなって背中に手を回して来た。

　舌が絡み、唾液を交換する音がする。

「ぷは……いきなりですね」

「美女には目がなくてね」

「ふふ、噂通りの女好きでした」

　ソラナは軽く笑い、自分から顔を近づけて唇に軽くキスをする。

「初めてのキスでした。いつかまた……会えますよね？」

「必ず」

　こういう場面では言い切るものなのだ。

「エイギル様もう準備が出来ますよ」

　セリアが戻って来た、これで挨拶は終わりだ。

　またいずれ会える、その時こそ俺の肉棒が彼女の処女膜を引き裂くだろう。







　帰りの馬車に乗って数日、シュリテの町を出た付近の街道に行商人や旅人達が溜まっている。

　見れば彼らを足止めしているのはリバティースの警備隊のようだ。

「おいおい……ここで足止めかよ。新鮮な果物を積んでいるのに……」

「こっちだって納期に間に合わないぜ。さっさと進めっての」

　皆一様に不平を垂れている。

「通行止め？　珍しいな」

　険しい山の道や河沿いなら山崩れや洪水でそう言う事もあるのだろうが、ここら一帯はどちらでもないはずだ。

「なら魔物か盗賊団ね」「はぐれオークでも出たんじゃね？」

　カーラとミレイが顔を出す。

　リバティースの治安から考えて街道を塞ぐような盗賊団が出るとも考えにくい。

　突発的に現れた厄介な魔物のせいか。

「ここでダラダラしてもつまらん。俺が行って片づけてもいいな」

「また余計な事を……」

　トレッツが頭を抱える。

　ちょうどいい、護衛のお前たちにも手伝って貰えればより早く片付くだろう。

「おい、何が出たんだ？　オークぐらいなら手を貸すぞ」

　街道を封鎖している兵に話しかけて見る。

「ん？　いや違う、出たのはラミアなんだ……ラミアもオークと同じぐらい厄介ではあるんだが少し妙な個体でな」

　ラミアか、討伐する気がなくなったぞ。

「なんでも獲物を求めてうろついているのではなく、街道をゴルドニア側に向けて移動しているらしい。これは俺が見た訳ではないのだが……風呂敷で大荷物を背負っているらしい」

「まさか」「おいおい」「それってあいつじゃあ……」

　セリアやクリストフ、ギドも大体わかったようだ。

　俺も風呂敷背負ってゴルドニアに向かうラミアに心当たりが無い事も無い。

　つがいになるとか言っていたが俺の領地に来るつもりだったのか。

「そいつは今どの辺に居る？」

「それが結構速くてな、もうゴルドニアの国境当たりにまで……」

「急ぐぞ！」

「お、おいこの先は危険だと言っているだろう」

　道の封鎖を振り切って進む。

　国境地帯には俺の護衛隊が待っているはずだ。

　ラミーが突然現れれば討伐されてしまうかもしれない。




　国境までもう少しの場所まで行くと街道から少しそれた草むらから細く煙が上がっている。

　近づいてみると案の定ラミーだった。

　とぐろを巻いてべそをかきながら焚火でスープを作っているようだ。

　剥き出しの乳が目の毒だ。

「うぅ、何もしないって言ってるのにどうして剣を向けるのよ……私はただ約束通りあの人の家に……」

「そりゃいきなりお前を見れば仕方ないよ」

　声をかけてやると勢い良くこちらを振り向く。

　泣き顔がたちまち笑顔に変わって行く。

「エイギル！　こんな所で会えるなんてやっぱり運命が……」

　いや、お前が街道をうろついているので大騒ぎになっていたんだよ。

「怪物!?」

「ちょ！　そ、それラミア!?」

「皆下がって！」

　女達は突然の出会いにひっくり返り、アリスの髪が赤みを増していく。

　今にも火球が出そうだ。

「皆さん大丈夫です。このラミアはその……エイギル様の女です」

　セリアが情けなさそうに言う。

　もっと堂々と言っても良いんだぞ。

「あぁ……なるほど……」「わかったわ。解散」「蛇まで犯すのですね」

　一言で全員が納得してしまうのも素晴らしい。

「とにかく私もついていっていいんだよね？」

「あぁ……俺と一緒なら問題はないだろうが……さすがにそのまま地面を這ってはまずいな」

　すれ違う奴ら全員を怯えさせるだろうし、良からぬ噂が立つかもしれない。

「よし……あの馬車の荷物を全部出して他の馬車に分けて詰め込め！」

「入りきりませんよ？」

「余った分は全部シュバルツに積んでおけばいい。奴なら耐える」

　不服そうに嘶くシュバルツと怒鳴る飼育係の女は無視して話を進めよう。

「え？　えっ？　私どうすればいいの？」

　慌てるラミー、任せておけ。







　ゴルドニア国境

「お帰りなさいご領主様！」

　国境でトレッツ達と別れ、俺の護衛隊を合流する。

　ラミーは普通に顔を出しているが誰も驚きはしない。

「……その女性は新しい愛妾の方ですか？」

「そうだ、ラミーと言うんだ。これから守ってやってくれ」

「はぁ、それは勿論ですがどうして馬車から上半身だけ出されているので？」

「えへへ……」

　ラミーは幌馬車の天井からちょこんと胸から上を出している。

　もちろん服は着せているのでただ顔を出しているだけに見えるだろう。

「それに……お一人だけですか？　どうせならご領主様の馬車に乗られれば」

「いいのよ、私はここから外を覗くのが趣味だから」

　護衛隊は不思議そうな顔をしながらも出発の合図をかけた。

「……？　ラミー殿の馬車馬だけ妙に様子が変ですな。やはり他の馬車に……」

「シュバルツ、お前も協力して引け！」

　二頭立ての馬車にシュバルツを繋ぐと速度が戻る。

　ふぅ……馬が怯えるのも無理は無い。

　何しろラミアは野生の馬を食べることもあるらしいからな。

　ちなみに馬車の中にはラミーの胴体がぎっちりと詰まっている。

　全員で彼女の体を馬車に詰め込み、どうしても収まらなかった上半身だけは仕方なく天井から馬車の外に出しているのだ。

　後は領地に戻ってから考えよう。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

　家族

　ノンナ（小綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）

　カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（腹ペコお化け）

　リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）ラミー（愛蛇）

　マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（欲求不満）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（平和な日々）トリスタン（長期出張）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（好色馬）リリアーヌ（女優）

　軍六千名

　歩兵三五〇〇　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

　大砲三〇門　大型砲一〇門

　予備役三五〇〇

　治安隊一五〇名

　財産　金貨八〇七〇枚　ユノー借金（五〇）　募兵ｘ５００（二千）

　経験人数二二六人　産ませた子四八人

お仕置きシーンは書いたのですがテンポの関係で省略となりました。

今後しれっと追加するかもしれません。

更新ペースも話もペースも落ちていますね。

次回から本筋が一気に加速します。

日常話が続き、作者も少しだれてしまっていたので今度こそ本当です。

その為にストーリーを組み変えるので少しだけ次回更新に間が空くかもしれませんがご了承下さい。










第２１５話　新たなる敵







「ヴァンドレア人民連邦の方と言葉を交わすのは初めてになりますか」

　俺と向かい合って話すのはヴァンドレアの何某とか言う中年男、名乗ったのだが覚えてはいない。

　目の前の男はどうにも好きになれない、だから名前も覚える気にならなかった。

「いかにも、今後は良い関係で居たいものですな」

　それは話の行方次第だろうが直感では無理なんじゃないかなと思う。

「しかし私はあくまで地方の領主、国同士の話をしたいならば王都に行かれる方が早いと思いますが」

　お決まりの言い方、これで逃げられるならその方が良い。

「いや、今回の件は直接国境を接する貴方と話す方が早いでしょう」

　ち、逃げられないか。

「今回の話は国境の確定についてです」

「国境？　そんなものは既に決まっていると思いますが？」

　俺達の領地はゴルドニアの南端まで、つまり旧トリエア王国との国境線がそのまま両国の国境になるはずだった。

「トリエア王国との間での国境線は非常に曖昧でした。何しろ国境付近には碌な町も重要な水源もなく詳細に定める意味が無かったからです」

　ならそのままでいいじゃないか。

　王国も辺境の細かい国境まで把握していないだろう。

「しかし、最近国境地域の発展は著しい。多くの村や農地が出来ております」

「それは……」

　アドルフが何か言いかける。

　勝手に出来たのではなく俺達が資金を入れて開発したのだ。

「なるほど、ではあなた達は国境をどう決めるつもりなのですかな？」

　まずはそれを聞かないと話が始まらない。

「我々としてはこのように……」

　男が前に置かれた地図に線を引く。

「それは!?」

　アドルフが驚くのも無理はない。

　奴が引いた国境の南側、つまりヴァンドレア人民連邦領とされた場所には大小二〇近くの町村と少なくない耕地が含まれていたのだ。

　彼らはこちらが金と労力をかけて開発した地域を自分たちの領土に引き込むと言っている。

　そもそも今トリスタンが防御陣地を作ってる場所も彼らの側になっている。

　自分で管理出来ていない土地を寄越せとは虫が良すぎるだろう。




「ははは、これで首を縦に振る領主はいないでしょう」

　俺はペンをとって男が書いた国境線を書き直す。

　だがどう書けばいいかわからないのでとりあえず思い切り南に寄せてやると男の顔がゆがむ。

　しまった、やりすぎたか……これではモルトの真ん中近い、あきらかに歪だ。

「ふざけておられるのか？」

　男の声に怒気どころか殺気が籠ってしまった。

「お互いにですな」




　会談の雰囲気が一気に殺し合いみたいになってしまった。

　だが最初に無茶を言ったのは相手なのだから俺は悪くないぞ。

　無言で睨みあう俺達の間に割って入るようにアドルフが口を開く。

「互いに交渉を重ねれば妥協点を見い出せるはずです。こちらの開発の経緯や納税や収穫の仕組みなどを考えれば……」

　アドルフの提案は確かに現実的だな。

　交渉を続けて行くつもりならばこのまま任せるのが最適だ。

　だが残念ながらこいつは細かい条件を話し合いに来た訳ではなさそうだぞ。

「そのような事は我が国の知った事ではない。国境が決まればそこに住む民草もまとめて動くのが当然の事、我が国としては最初に示した案から譲るつもりはない！」

　ほら見ろ、最初からこいつは自分たちの案を押し通すつもりだったんだよ。

　そもそも雰囲気もやり口もユノーのような外交官のものではない。

　交渉など出来る男ではないのだ。

　俺はアドルフを後ろに下げる。

　これはもう交渉ではなく、内政官の領分ではなさそうだ。

　変わってレオポルトが俺の後ろに立った。

「俺も易々と譲るつもりはない。となれば互いに嫌だ嫌だと言うことになるが？」

　相手が声を荒げた以上こちらも礼を尽くす必要はない。

　個人的にはこっちの話し方の方が楽だから助かった。




　すると男はテーブルにバンと手を付くと顔を近くに寄せて来た。

　まさかキスするつもりか、そんな事をしたら処刑してやる。

「ハードレット殿……我が国は民を第一に考える平和を愛する国家だ。だが戦いを知らぬ国ではないし、決してそれを恐れるような国でもないぞ？」

　分かりやすい脅し、誤解の心配がなくて大変結構。

　アドルフは険しい顔で俯き、レオポルトはこちらを見て頷いた。

　言ってやれと言うことだろう、わかっているさ。

　この男の威嚇にも中々迫力はあった。

　やはり外交官などではなく歴戦の軍人か何かなのだろう、濃い殺気が噴き出ている。

　現にアドルフやメイドとして給仕しているリタなどは委縮してしまっている。

　だが俺にはさすがに通じない。

　何しろ物心ついてから今までほとんどずっと殺し合いをしていたのだ。

　平和だったのはルーシィの元に居た時ぐらいか。




　俺も男に頭突きするような勢いで顔を近づける。

　もちろんキスなどはしない。

「俺はなあんた方とは違って戦争を知るだの恐れるだのと考えた事はないよ」

　男は意味を計りかねてか一瞬首を捻った。

　女優リリアーヌとの兄妹遊びで磨いた演技力を見るがいい。

「単純に戦争が大好きなのさ。剣の撃ち合う音、響き渡る悲鳴、吹き上がる火炎……そういうモノをたまらなく愛しているのだ」

　本当に愛しているのはとにかく女だが。

　男の顔が僅かに下がり、俺が追うように前に出て行く。

「戦争がしたいと言うなら大歓迎だ。最近ゴルドニアに敵がいなくなって出来なくなってしまったんだ。是非楽しい殺し合いをしようじゃないか」

　そういえば平和になったのに俺自身は割と戦ってばかりの気がする。

　戦って女を抱いての繰り返しだな。

　女と戦いを除いたら俺の人生何割ぐらい残るのだろうか？

　頭に今まで抱いてきた女達の裸体が浮かぶ……いかん、凄んでいる最中なのに顔が笑ってしまうじゃないか。

　なんとか笑いを堪えた真顔で男に迫る。

「や、野蛮な……狂っている。我が国の兵力をご存じなのか!?」

「野蛮で結構、十万か二十万か知らんが兵力の大小など戦の楽しさにはなんの影響もない。いや、むしろ敵が強大なほどより興奮を得られるだろう」

　だめだ、ノンナの巨乳まで想像したらもう我慢できない。

　股間まで勃起し始めている……どうか気付かないでくれよ。

　にやついた顔のまま更に前に進み出ると男は後退、崩れるようにソファに座りこんだ。

　俺もようやく表情を戻してソファに戻りお茶を飲む。

「お前も飲むといい」

「い、いや結構」

　ヴァンドレア人民連邦から初めての使者と言うからノンナお勧め最高級茶葉を用意したのに冷めてしまった。

　飲まないのなら最初からそう言え。




「いよいよ戦争ですか、最近退屈しておりましたから楽しみです」

　後ろに立つレオポルトまで下手くそな演技を始めたようだ。

「そうだな、準備は出来ているか？」

「我らが戦の準備を解く事などありえません。リバティースも巻き込めば……大きな戦になるでしょう」

　演技とは言え、いつになく饒舌だな。

　その勢いで付き人ニナとのベッド遊びの事までしゃべってしまえ。

　なんとか調べようとしているのになかなか尻尾を出さないのだ。

「大戦か……胸が躍る。沢山殺し、沢山殺されるのだろうな……素晴らしい」

「血と脳漿で新たな川が生まれるかもしれません」

「ふふふふふ、今宵の私は血に飢えています！」

　レオポルトも残酷な演技に乗って来る。

　セリア……本で見たセリフかもしれんが滑稽なだけだからやめておこうな。

　俺は立ち上がり男の肩に手を置く。

「と言う訳だ。国には戦争がしたいならいつでも相手になろうと伝えてくれ。返事は宣戦布告でも……勝手に領地を侵犯する事でもどちらでも良いぞ？」

　男はすっかり大人しくなり、用意した夕食も取らずに帰って行ったのだった。







「あれで良かったのかね」

　交渉が終わってソファに体を沈めながらレオポルトに問いかける。

　俺としては無駄に格式ばった交渉よりは気が楽だったが。

「やり過ぎの所はありますが概ね宜しいかと」

「し、しかしあれでは直ぐにでも戦争になりませんか？」

　レオポルトは良いと言うがアドルフは慌てている。

「ならないと思われます。こちらが弱気と見れば交渉の一環としての侵攻も考えられますが……戦争狂が相手ではそれも無意味です。見事な演技でした」

「しかし兵力が違いませんか？　彼らの兵力は十万を超えると前に……」

　アドルフは南部地域での戦乱を恐れているようだ。

　無理も無い、戦火に巻かれれば今までやってきた開発は一瞬で灰燼に帰してしまうだろう。

「ヴァンドレアの総兵力は確かにそうです。しかし我々の侵攻に使える兵力はそう多くありません。彼らにとって最大の脅威は我々では無く全面で国境を接するアルテイル神国ですから」

　アルテイル神国とヴァンドレア人民連邦は分かり合える部分など無いと思える程に対立し、和解など考えられないのだ。

　ヴァンドレアが大軍を北に上げればアルテイル神国はこれ幸いと即座に軍を動かすだろう。

「それに……リバティースの存在も匂わせておきました。彼らが既にユノー次官との取り決めを知っているかはわかりませんが……下手をすれば周り全てが敵になる。一〇や二〇の村欲しさに手を出すには余りに危険が大きいと判断するでしょう」

「そもそもゴルドニアだけでも本来手に余るだろうしな」

　アルテイル神国という宿敵を抱えるヴァンドレアに対してゴルドニアは特に敵を抱えていない。

　侵攻などあれば全軍でもって当たれるのだ。

「私もそこが少し気がかりです。何故あのような高圧的な態度に出られたのか」

　セリアも首をかしげる。

　色々分かって来ているようで偉いぞ、さっきの演技は酷かったけどな。




「レオポルト、アドルフ、セリア、思い当たることを言ってみろ」

　とりあえず考えて見て、わからなかったら仕方ない。

「単純に国境を確定させたかった。どうせなら自国有利にと考えたぐらいでしょうか？」

「薄いな……それならアドルフが出した折衷案でも良かったはずだ」

　しょんぼりするセリア、別に責めてないよと慌てて頭を撫でる。

「軍事的には国境を少々北に押し上げることに特段の意味はありません」

　レオポルトが静かに言う。

　ニナが奴にお茶を持ってきた。

　いつかお前達の夜の行為をあばいてやるぞ。

「となれば……その他の要因か」

　すると今日は良い所の無かったアドルフが書類を見ながら切りだす。

「恐らくですが……食料の関係ではないでしょうか？」

「食料？　最近多いな」

「今年のヴァンドレアの収穫状況などは不明ですが、仮に相当悪いと仮定すると……西のアルテイルは無理、東の大山脈と山の民の領域は作物など育つ環境ではない。とすれば北のモルトと我が領しかありません。自慢になりますが私の南部集中開発によって国境近隣まで収穫量は相当上がっておりますから」

「うーむ」

　話としてはわかるのだが……十万や二十万の領主ならともかく百万を超える国家がそんなせせこましい事をするだろうか？

　それに小麦の収穫は既に終わっている。

　耕地には小金稼ぎの豆や野菜ぐらいしか植わっていないはずだ。

「逆に考えればそれだけ困窮を極めているとも、特に彼らは延々と戦争を行っており人手不足も収穫に影響を与えている可能性もあります」

　なるほど……だがそう考えると南部国境よりも喉から手が出るほど欲しい場所があるはずだ。

「ええ、こちらにまで強引な交渉に来たと言う事は既に……」




「モルト王国セレスティナ陛下より急使が参りました!!」

　どうやら考える必要はなくなったようだ。

「レオポルト、さっき戦争の準備は出来ていると言っていたがあれは本当か？」

「はい、軍隊は機敏に反応出来てこそです」

　なら良かった。

　またすぐ動く事になりそうだ。
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　余談　珍客

「どうぞ領主様、是非ご自身の手で」

　今日ついに水道橋が完成した。

　水道橋は近くの池から大量の水を引き込み、上水道としてラーフェン全体に供給する。

　井戸やあまり清潔では無い川に頼っていたラーフェンの水事情は一気に改善するだろう。

　更に完成間近の新屋敷には警備上の理由から小さいながらも掘が作られており、そこにもたっぷりと水が注がれるのだ。

　もちろん主たる目的であったノンナ希望のプールにはかけ流しでいつでも新鮮な水が供給される。

　秋以降は寒くて泳げないだろうとお湯を供給する為の大規模な釜までも同時に完成したのだ。




　そして今、水の出口を塞いでいる木の蓋を俺がハンマーで壊し、めでたく初出水となるのだ。

「ハードレット様、石の部分を壊さないで下さいよ」

「エイギル様がやったら本当に全部壊れそうですからね」

　うるさい、そんなへまするか。

　思い切り振りかぶって木の蓋をぶん殴る。

　木の板は一撃で割れ、待ちかねたかのように勢いよく水が噴き出す。

「「「おおーー!!」」」

　俺の家族や使用人だけではなく工事に当たっていた人夫達からも歓声が漏れる……はずだったのだが。

「な、なんだこりゃ!!」「うわぁぁぁぁ！」「大漁じゃあ！」




　集まった者達は悲鳴に近い声を出す。

　それもそのはず、水と一緒に大量の魚が飛び出したのだ。

　水と魚の大群は新屋敷の堀に流れ込んでいく。

「おい……湖は魚だらけなのか？」

「まだ異物避けも付けていませんから多少は混じるかもしれませんが……いくらなんでもこれは」

　アドルフも呆然と噴き出し続ける魚の群れを眺めている。

　しかし変に肌色の妙な魚だな。

「仕方ない……焼き魚にして皆で食うか」




「ダメー!!」

　そこまで言った所で出口から叫びながら女が飛び出して来る。

　女は器用に空中で身を捻って飛びかかり、俺はそのまま堀に引きずりこまれてしまう。

「エイギル様！　ボウガン前へ!!」

　慌ててセリアが護衛隊に指示を出す。

「待て！　危険は無いよ」

　そう言って飛びついて来た女の顔を上げさせる。

「久しぶりだなミルミ」

　豊かな胸に柔らかい体、そして魚の下半身。

　懐かしい、いつぞやの人魚だった。

「え？　え？　エイギル!?」

　なんだ気づいてなかったのか。

「うん！　最近池に変な石づくりの通路が出来てね。子供たちと一緒に探検してたら突然吸い込まれたの。そっかぁ……エイギルのおうちに繋がってたんだぁ」

「子供たちと言うとあの時の？」

　かつて俺は彼女の卵に大量の種汁をぶっかけて繁殖を手助けしたのだ。




　ミルミは満面の笑みを浮かべると泳いでいる一匹を抱きあげる。

　大きさは手のひら程、魚かと思っていたが良く見ればミルミと同じで上半身が人間だった。

　小さかったのでわからなかった。

「ママ？　パパ？」

　匂いでわかるのだろうか、小さな人魚達が俺の周りに泳ぎ寄って来る。

　セリアが上で悲鳴のような声をあげているが大丈夫、食われはしないよ。

　それにしてもどれだけいるのか。

「多いな……全部か？」

「五五五匹、全部貴方の子供！」

　嬉しそうに抱きつくミルミ、一気に大家族になってしまった。




「エイギル様！　その化け物たちはなんですか!?　すぐに援軍が来ますからそれまで耐えて……」

　絶叫するセリアに手をかざす。

「大丈夫、こいつらは……」

　なんと説明したものか。

「お、女ですね！　蛇に続いて魚なんてーー！」

　話が早くて助かるよ。

　こうしてミルミとその子供たちは水道橋を通じて池と屋敷の堀を往復する事が出来るようになった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

　家族

　ノンナ（小綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）

　カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（腹ペコお化け）

　リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（欲求不満＋）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　人外

　ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）

　部下

　セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（長期出張）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　軍一〇五〇〇名

　歩兵八千　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇

　大砲三〇門　大型砲一〇門

　予備役　動員済み

　治安隊一五〇名

　財産　金貨四〇七〇枚　緊急募兵ｘ１０００（四千）

　経験人数二二六人　産ませた子四八人＋五五五匹








☆　人物紹介　２１５話時点







　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二三歳　黒髪　ゴルドニア辺境伯　東部大領主

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　ゴルドニア王国最重要人物の一人、領地経営に成功し辺境ながら非常に豊かな土地を保有。

　貴族社会全体で注目と警戒の対象。

　長年多数の女を抱き続けた事で性技は本職をも圧倒する

　股間は今も成長している。

（女）家族

［セリア］

　一九歳　銀髪　身長１６１ｃｍ　引き締まったアスリート体型　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公に絶対の忠誠を誓い、仇なす者には容赦しないが反面二人きりだと甘える事も多い。

　副官として公私に渡って一番近くにおり、様々な分野で才能を示すが失敗も目立つ。

［ノンナ］

　二二歳　茶髪　身長一六〇　超巨乳スレンダー　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　正妻、滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族社会に通じる数少ない女性だが我侭さと浪費癖が目立ち、主人公に仕置きされた。

　苦労の末に双子を出産する。

［カーラ］

　二〇代後半　栗色髪　身長一六五　グラマー　呼び方　エイギル　自分　あたし

　側室、実娘エカチェリーナを出産。

　ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、変態趣味に拍車がかかっている。

　はっきり物を言うので女性達の悩みや問題を主人公に伝える重要な存在に。

［メル］

　四〇歳　金髪　身長一六〇　ややグラマー　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、連れ子のクウ・ルウを含めて五人の子供を持つ母親で非常に孕み易い。

　最近年齢に敏感になっており、四〇に関連する数字は禁句。

［クウ］

　二二歳　金髪　身長一五八　スレンダー

　メルの娘で主人公の愛妾。

　愛される事には慣れてきたが妊娠への思い切りがつかない。

　胸が小さい事を気にしている。

［ルウ］

　一七歳　金髪　身長一五〇　つるぺた

　臆病でおどおど、要領が悪くすぐドジを踏む。

　主人公に処女を捧げ、恋人や兄、父として様々な感情が入り混じる。

　大人に近づいているが体は幼児体型から抜けられていない。

［メリッサ］

　二九歳　赤毛　身長一六四　グラマー　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが巨根の主人公とは相性がいい。

　主人公の留守中、他の女達の欲求を解消すべく男役をやっていた。

　現在ドロテア出産の看病のために王都出向中。

［マリア］

　二六歳　栗色髪　身長一六四　貧乳　呼び方　エイギルさん　自分　私

　側室

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　めでたく主人公と結婚し、女同士の愛を封印する。

　かなりの貧乳で角度によっては乳房の存在がわからない、反面乳首は大きい。

［イリジナ＝ウォルス］

　二五歳　茶色　身長一八一　がっちり筋肉質　呼び方ハードレット殿　自分　自分・私

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、アホの子。

　戦争と酒を愛する豪快な女で体臭が濃い。

　霊感が全く無いのでよくケイシーを踏ん付けてしまう。

［リタ］

　三一歳　黒髪ストレート　身長一七〇　ややグラマー　デカ尻　呼び方ハードレット様　自分　私

　主人公の愛妾にしてメイド長を務め部下の信頼も厚い。

　大の巨根好きで主人公の股間にも絶対の忠誠を誓う。

　主人公の屋敷で一生使用人として勤め上げる覚悟をしている。

［カトリーヌ］

　二六歳　金髪ふわふわ髪　身長一五六　スレンダー　呼び方　貴方様　自分　私わたくし

　側室、反乱首謀者の娘で主人公に助け出された為、あまり公に顔を出せない。

　娘ローズ、主人公の実子アントニオを出産

　非常に好色で男断ちが長いと情欲に理性を失う事もある。

［ヨグリ］

　二四歳　黒髪ポニーテール　身長一六三　巨乳グラマー　私

　元村娘、主人公の金で生活しながら駄目男に抱かれた事で家中で孤立、主人公の取り成しもあってメリッサ・マリア・カトリーヌと仲良くしている。

　生々しい実体験を元にした演劇脚本が人気を博し人気の脚本家に。

　ノンナが薄々気付き始めた模様。

［ピピ］

　一五歳　こげ茶短髪　身長一四二　子供体形　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民の長との連絡要員

　主人公の子を産む事を望んでいるが余りの体格差からマスコットとして扱われていたが、ついに処女を奪われる。

　小柄な者の多い山の民の中でも一際小柄、主人公との性交風景はさながら魔物に犯される幼女。

［ルナ］

　二三歳　薄茶髪　身長一六二　スレンダー貧乳　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　武芸に優れ、統率力もあり真面目だが自己主張がないので影が薄い。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。

［ルビー］

　ルナの妹　影は薄い。

［ミティ］

　一八歳　肩までの黒髪　身長一五四　中肉中背　呼び方　旦那様　自分　私

　側室　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役、マリアを尊敬している。

　酔った主人公に犯され処女を奪われそのまま側室に

　最近のアルマとクロルの問題について頭を悩ませている。

［アルマ］

　一五歳　黒髪　ちんまい　呼び方　旦那様　自分　私

　孤児院組最年少。

　密かに想っていたクロルに強姦されるが最終的に受け入れるが、クロルが新しい女を連れ込んだことによって

　関係は劇的に悪化、言葉をかわす事もほとんどなくなった。

　メリッサと共にドロテアの手伝いに王都へ戻っている。

　愛する者の浮気で心に大きな穴が開いている。

［ケイシー］

　見た目二〇半ば　白髪　身長一五五（可変式）中肉中背（可変式）　私

　王都の家に取り付いていた幽霊、主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる（細かい性格の人間により見えやすい）脳内会話が可能。

　衝撃や圧力を受けると凹んだり潰れたりするが時間が経てば元に戻る。

　漬物樽に入れると変色する事が判明した。

　明るい性格で苦手なものはお化けと暗い場所。

　空も飛べるが、風があると飛ばされて行方不明になる。

　かなり繊細で枕や環境が変わると眠れなくなる事も多い。

　食へのこだわりが強く、遅れると物を揺らして催促する事も……

「捨てられる女」・「首吊り自殺」などの言葉を引き金に怨霊化する事もあるがイリジナには通じない。




［レア］

　一〇代後半　金髪短め　身長一五三　セリアよりやや豊満　呼び方　ご主人様　自分　私

　地下の施設から救い出される。

　主人公に極度に依存し、セリアとは違う絶対従順で尽くす。

　性に積極的で自分の身を顧みない奉仕を行う。

［マイラ＝ヒューティア］

　二七歳　金髪ロング　身長一七〇　ややグラマー筋肉質 やや巨乳　呼び方　ハードレット卿　自分　私

　元ユレスト連合軍司令官 ゴルドニア男爵

　主人公に敗れ、捕縛されて犯される。

　王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公について行く。

　軍才があり、万単位の司令官としても事足りる。

　治安官として領地に目を光らせているが、秩序を重視するあまり民を締め付け過ぎる事も多い。

［アリス］

　一〇代後半　赤髪　身長一五〇　寸胴貧乳 呼び方　エイギル様　自分　私

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。

　普段は大人しいが火魔法の強力な使い手

　尻穴が弱点でつつかれれば喘いで何も出来なくなる。

［ミレイ］

　二〇後半　赤毛　身長一七二　グラマー筋肉質　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気で荒っぽい性格だが随所に優しさがにじみ出る人情家でもある。

［ブリュンヒルデ］

　約三〇〇歳　金髪　豪奢で腰まである　身長１５５ｃｍ　スレンダー　呼び方　貴様・お前・ヒト　自分　妾

　少女のような外見だが、永きを生きるヴァンパイア集団のリーダー。

　傲慢で冷酷だが、主人公の血の味に惚れて協力することを決める。

　象徴的な存在で実際の統率はヒトの頃からの部下［ジークフリート］に任せている。

　主人公を弟のように思っており、色々な遊びにも抵抗しながら応じてくれる。

［ポルテ＝ブラント］

　二二歳　茶髪　サイドテール　身長一六〇　中肉中背　呼び方　ハードレット辺境伯　自分　私

　王立学校内政教官　実家の地位と役職が低く貴族の子女達の不服従に悩んでいたが主人公に解決（？）してもらう。

　その後、主人公の領地での実地研修の統率教官として訪れるが実質は愛妾。

　平凡なスタイルと容貌の自分に余り自信が無い。

［グレーテル＝ベルツ］

　一六歳　栗色髪　縦ロール　身長一六二　巨乳　呼び方　ご主人様（犬モード）辺境伯　自分　わたくし

　名門伯爵家四女、傲慢でポルテを下級官吏と馬鹿にして言う事を聞かなかったが主人公に諭されて（？）改心した。

　その過程で犬としての自分に目覚め、今では人前で首輪をつけて四つん這いで歩く事も平気になった。

［マルスリーヌ］

　四六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王妃　身長一六二　豊満 ハードレット様

　裁判で処刑されかけていた所を主人公預かりとなり、情け深い対応に心動かされていく。

　主人公が四〇半ばのドロテアを孕ませたと聞き女が目覚めてしまう。

　濃厚な交わりに妊娠を覚悟している。

［ステファニー］

　二五歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六〇　豊満　呼び方　お義父様

　マルスリーヌの長女　同じく裁判で処刑されかけていた所を預かられる。

　おっとりした性格、既婚だったが逃亡中に権力を無くした彼女を見限った旦那に離縁された。

　主人公に抱かれて気を許し、旦那を忘れて愛妾となる事を決めた。

［ブリジット］

　二〇歳ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六五　貧乳　呼び方　あいつ・あんた

　次女　三姉妹唯一の貧乳、全体的な肉付きはいいのだが胸だけが膨らまなかった。

　気丈で強気な性格で主人公にも頻繁に食って掛かるが実は姉妹で一番の好色。

［フェリシー］

　一六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一五五　巨乳豊満　呼び方お義父様　自分　フェリシー

　三女　歳の割に非常に豊満な体つきをしている。

　主人公に抱かれて心も蕩け、父としても愛する男としても慕う。

［ドロテア］

　四四歳　孤児院院長　痩せ　ハードレット様

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　主人公の愛人として王都の屋敷で孤児達の面倒を見る。

　四四にしてまさかの妊娠、現在メリッサとアルマの助けを受けつつ王都で出産準備中。

［ミルミ］

　約五〇歳　人魚　上半身はグラマー

　ラーフェン近郊の池下の洞窟で暮らしている若い人魚。

　産んだばかりの卵に主人公が特濃種付け、数百匹の母となる。

　住んでいた池に水道橋が完成、主人公の屋敷と行き来出来るようになった。

［ラミー］

??　歳　ラミア　上半身は最高のスタイル

　森に暮らしていたラミア、仲間との致命的な違いに悩んでいた。

　主人公に抱かれてつがいになる事を決意、領地までついてくる。

　今日も屋敷のどこかでとぐろを巻いている。

［アナスタシア＆バルトロメイ］

　一歳　ノンナの双子

［ローズ］

　五歳　カトリーヌの娘

［スウ］

　四歳　メルの娘

［ミウ］

　三歳　メルの娘

［ギルバード］

　二歳　メルの息子

［アントニオ］

　四歳　カトリーヌの息子

［エカチェリーナ］

　三歳　カーラの娘

［クロード］

　二歳　マリアの息子

［ライナー］

　一歳　ヨグリの息子

［アマータ］

　一歳　リタの娘




（女）家族以外




［クレア］

　二六歳　黒髪　身長一六三　標準　　正式辺境伯様　二人エイギル様　ベッド　エイギル

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　主人公と協力しての鉱山経営と独占的な商取引で莫大な利益を上げ、国際情勢の変化で没落しつつあるフィリッチ商会を見限りつつある。

　高騰確実な穀物を大量に買い入れる為、主人公への色仕掛けは続く。

［ローリィ］

　一七歳　金髪　身長一四六　子供体形

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の性能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れており、主人公への色仕掛けも頻繁に行う。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三七歳　金髪　身長一六〇　豚に準ずる体型

　オルガ連邦名門貴族マロードル侯爵家正妻だが子が産めない為に白都に置かれていた。

　主人公の種で妊娠したが夫の子と言い張って領地に戻り係争を起こしている。

　マロードル家が混乱を極める中、帝国軍が領地アルベンスに迫る。

［クララ］

　一七歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　主人公の要請に沿って連邦内部から必要な情報を調達している。

　戦乱の気配に脱出の準備を整えている。

［リリアーヌ］

　二三歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　辺境伯様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

　王都には最早戻れないとしてラーフェンの劇場の発展に尽くし、劇団の実質的なトップに収まっている。

　ヨグリの脚本に魅力を感じて採用、民に好評を博す。

［レティシア］

　二四歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

　妹（？）シャロンと共に主人公の愛人となった。

［シャロン］

　一五歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの妹（？）小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に貞操を奪われて一生愛人となる事を誓っている。

　必要なら切り落とす覚悟がある。

［ラーヌ夫人］

　三三歳　黒髪　身長一五八　やや豊満　呼び方　あなた（結婚風）

　内政官の夫を持ち、六児の母　日々盛り場で浮気を繰り返す淫乱妻

［イザベラ］

　二九歳　赤髪長髪　グリーンの釣り目　身長一七〇　巨乳　自分　私わたくし

　アトロア首長　父の後を継いで三年前に首長となり部下の信頼も厚かったが正統マグラード頭目と恋仲になり戦乱を招いた。

　大の巨根好きで主人公に寝取られ、更にギルドレスに寝取られる。

　巨根ならオークでもいいらしい。

［ロラ］

　一五歳　銀髪　身長一四五　ちんまい痩せ　呼び方　領主様　クロル様

　街娼親子の娘　幼い頃から客を取っていた。クロルに惚れてしまう。

［ミラ］

　二九　ロラ母　銀髪　身長一五六　小柄痩せ　ハードレット様　クロル様

　街娼親子の母　一四でロラを出産　クロルの愛人




（特別）

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。




　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二四歳　参謀　呼び方　ハードレット卿

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

　領地の軍事的な一切を統括する。

［アドルフ＝フールカ］

　三一歳　内政官　呼び方　ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　内政全般を統括する。

　領地の拡大に伴って仕事が増え疲労がたまっている。

［トリスタン］

　二二歳　金髪　呼び方　辺境伯様・伯

　天性の策略家でその才能は多岐に渡るが、怠け者で仕事嫌いで責任感が無い。

　お茶と読書をこよなく愛し、武芸は素人以下、馬にも乗れない。

　溜息ばかりつきネガティブな発言が多い。

　主人公に半ば強制的にラーフェンに連行され、働かされている。

［ギド］

　一六歳　山の民　黒髪　呼び方　族長（エイギル様）

　主人公の護衛隊に所属している。天性の戦闘センスがある。同い年の妻がいるが、ルナに焦がれていた。

　公私共に信用され傍に置かれている。

　クロルが不能になってからは街の娼館へのお伴に呼ばれる事も多い。

　なかなかの巨根

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五八歳　執事　呼び方　旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一六歳　子供　使用人　金髪　呼び方　エイギル様

　孤児院出身の使用人で女性陣の生活空間に出入り出来る貴重な男手。

　ある事件の結果不能となり、一六にしてある種の達観に至ってしまった。

　性への執着を切り離した事で全般的に能力は向上している。

［クリストフ］

　二七歳　マッチョ

　最精鋭部隊である護衛隊の一員だが隊内最弱のお情け任用。

　数々の戦争に参加するが戦果無し。

　頻繁に負傷するが重大な怪我は一つもない。

「クリストフがやられた！」は戦い前の定例行事。

［マック］

　三三歳　身長２ｍ超　極マッチョ

　工兵隊長にして無口な超マッチョ、主人公に単純な力比べで対抗出来る唯一の男。

　凄まじい巨根でもあり、主人公と並んで街の娼婦泣かせ。







　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三二歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぎ、中央平原北部をほぼ平定し強国ゴルドニアを作り上げた。

　謀略に通じる者の常か、信頼出来る人間は少なく家族も持っていない。

　目立った敵がいなくなった後は身内への暗殺と裏切りの疑念に駆られつつある。

　エイリヒとケネスの対立を黙認するなど最近は内向きの思考が増えてきた。

［エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵］

　三四歳　軍務総監　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　軍務総監としてゴルドニア王国軍の最高司令官に就任、役職・爵位ともに頂点を極めた。

　新貴族や軍人達を束ねる一方で伝統貴族や文官を束ねるケネスとはライバル関係にあり激しく対立している。

　長年の交友を元に主人公を自陣営に取り込もうとしている。

　実は相当な女好きで絶倫、王都では清廉潔白を通しているので地方に出ると羽目を外す事も。

［ケネス＝ボールドウィン侯爵］

　四三歳　政務総監

　陰謀、謀略に長じる。

　エイリヒと対を成す内政部門の最高責任者として頂点を極める。

　伝統貴族や文官達を影響下に置く。

　軍の人間としてエイリヒ陣営と思われている主人公に贈り物を繰り返し取り込みを図る。

　切り札を持っている模様。

［レベッカ＝ブレイズ］

　二三歳　黒髪　身長一五五　寸胴　呼び方　ハードレット卿　伯　（プライベート・エイギル）

　名誉騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報官に。

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

　主人公の領地を探索した功で名誉男爵位へ陞爵、筆頭情報官の地位につく。

　頻繁に体を求めて来る主人公に辟易しつつも、寂しい夜にはその体を思い浮かべながら股間に手が伸びている。

［コンラート＝バルターク］

　一六歳　金髪　身長一七五　男臭いマッチョ　呼び方　辺境伯

　王立学校指揮官養成コース所属、没落貴族家の騎士家次男　ホモ




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［ナタリー］

　二一歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　主人公の肉棒をたまに思いだす。

　アンドレイの暴走に呆れている。

［アンドレイ］

　四五歳　髭　大男

　末期のロリコン、ロリハーレムを作るがより小さく、より幼くの探求が尽きる事が無かった。

　まだ物事もわからない幼女に極小逸物を見せつけて牢屋に放り込まれる。

　出所後は表面上大人しくなったが密かに幼女を狙い続けている。

［バルバノ］

??　歳　ドワーフ族　呼び方　友

　鉱山町リントブルム近くの山に住むドワーフ族の重要人物、剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強く、鍛冶の技術もピカ一

　主人公を友と認め、特製の武器を贈る。

　大砲の製造にも協力し、使用不可のとんでもない逸品を作り上げた。

［ジークフリート］

　約三〇〇歳　金髪　身長１９４ｃｍ　細マッチョ

　無口で超の付く美形　ブリュンヒルデに絶対の忠誠を誓い、その言には絶対服従。

　最強クラスのヴァンパイアで人の戦える相手ではない。

［モナシ伯爵］

　主人公領地の近隣領主、政務・軍務ともに能力はそれなりだが絶望的に運が悪く、やることなす事が全て失敗して文無しになった。

　同じく金に困る他二領主を率いて小派閥を形成、口の悪い貴族からは「困窮同盟」と陰口されている。

　裕福と噂されてる主人公との関係に望みを繋ぐ。

［ビンボ子爵］

　モナシ伯に隣接する領主

　元騎士で戦いの功績により中規模の街を領有したが内務に無知で税を適当にかけた結果、民が四散し貧乏になった。

　子沢山だが実家が借金まみれでは縁談もなく困っている。

［ゴクフィン男爵］

　ビンボ子爵と隣接する領主、男爵だけあって拝領した土地は小領で農地も痩せていた。

　領内に肥えた土地を発見、農民を強制移住させようとした結果、全員が逃亡し極貧になった。

　同じく子沢山だが食うにも困っている。




「他国」友好的




［ギルドレス］

　三九歳　黒髪　短髪　身長一九〇　超マッチョ　髭ズラ　呼び方　ハードレット　自分　俺

　筋肉と戦いを国是とするポリス［アレス］の王にして、無類の強さを発揮する最強の戦士でもある。

　主人公を友と呼び、困った時は助けに行くと約束を交わした。

　好色絶倫巨根と三拍子揃っている上に圧倒的な守備範囲を誇り、老婆から幼女まで女と名がつけば誰でも食える豪傑。

　あらゆる意味で頼りになる男だが考える前に体が動く上に人の話をあまり聞かない。

　彼の行く所には汗と漢の匂いがたちこめる。

［セレスティナ＝モルト＝コルティス］

　一一歳 金髪　身長一三七　子供

　モルト王国女王、太陽のような笑顔は見るもの全てを魅了する。

　主人公を兄として慕っている。

　実質的な保護国として守られながら成長中。

　頻繁に悪戯されているので次第に性への興味を膨らませている。

［モニカ］

　二三歳　セレスティナ付きメイド（女官）身長一六三　やや豊満　呼び方　ハードレット様

　セレスティナ女王付き女官

　セレスティナを溺愛する余り必要な試練からも目を逸らさせてしまっていた。

　主の命で主人公に処女を奪われるが忠誠心は健在。

［ユノー］

　四二歳 リバティース民主国外務次官

　主人公とリバティース民主国との協力関係を成立させる。

［ソラナ］

　二〇前半　リバティース民主国の軍務官僚　実戦経験は無かった







　　　　　　　　　　　　　　　　非友好的

［イワン＝ガルチェンコ］

　五〇代　青い目　白髪　オルガ連邦防衛最高司令官

　歴戦の軍人、老獪で堅実な戦い方で部下からの信頼も厚い。

　初戦の大会戦において優勢にありながら海軍の敗北によって後退を余儀なくされる。

　その後も局所的な反撃は試みるが全体としては一方的な敗走を続けている。

［ザフネス］

　四〇歳　巨漢　歴戦の軍人　ガーランド帝国大将軍

　オルガ連邦侵攻作戦の陸上部隊を全て統括する。

　戦奴を容赦なく使いつぶす強引な戦い方と、大軍を横に伸ばして敵を常に包囲の危機に置く戦法で後退を続けさせている。

［セクリト］

　三〇前半？　黒髪　細身で褐色の肌　ヴァイオレッドの瞳　ガーランド帝国大将軍

　海軍全てを統括する。

　初戦でオルガ連邦艦隊を破り快進撃の立役者となった。

　極めて冷酷で敵味方共に容赦が無い。

　連邦に何か含む所がある模様。








第２１６話　モルト防衛戦争① 義勇兵出撃







　俺達は急使が持ってきた文をテーブルに広げて深夜の会議を行っていた。

出席者はレオポルトを始め、マイラ、イリジナ、ルナ、セリアなど軍に関係する者が集められている。

「トリスタンの馬鹿はまだか!?　セリア、叩き起こして来い」

「……トリスタンは国境で要塞建造中です」

　知っていたさ。

もちろん知っていた。

「既に私から警戒の旨、連絡しております」

　レオポルトがいつもの感情が抜け落ちた声で言う。

その言い方だとまるで俺が忘れていたみたいじゃないか。

「完全に忘れていましたよね？」

「族長様は器も逸物も大きいお方ですから」

「わははは！　私も完全に忘れていたぞ！」

　マイラ、ルナ……アホのイリジナまで笑いやがる。

「会議を開始する!!」

　バンバンと机を叩いて野次を遮る。

なんとか誤魔化す事が出来たようだ。







「ヴァンドレアはモルト王国にも俺達と同様の脅しをかけている」

　川の水利がどうだのと文句は変えているらしいが結局領土をよこせと言っているのは同じことだ。

「それも我々よりもかなり大規模に領土の割譲を迫っていますね」

「うーむ、相互防衛なんとかの話は効かなかったのか」

　ユノーの策は機能しなかったらしい。

「いえ、気にしているからこそモルトをつついたのでしょう。これで誰も動かなければ偽装がばれます」

　ヴァンドレアは思った以上に積極的に仕掛けて来ている。

不安があるから止まるような相手ではなかったようだ。

「モルトが要求を呑まなければ近く侵攻が始まるでしょう。モルトの軍事的な劣勢は明らかです。我々を相手にする時とは状況が違います」

　俺もレオポルトに同意だ。

弱い相手に遠慮する奴はいない。

「そうなると難しいんだよな」

　俺は改めて先日エイリヒから届いた文章を広げる。

「国境の係争に妥協は一切不要、武力衝突となれば王国軍は援護にかけつける……これはいいんだよな」

　ゴルドニア軍が本格的に出るならばこちらに負けは無い。

背後に敵をかかえるヴァンドレアが全面戦争など出来るはずが無いのだ。

問題は次の一文だ。

「リバティース、モルト、ヴァンドレア三国の争いについては王国の関与する所ではない。余計な手出しはするな……ですか」

　あくまでゴルドニア軍が出るのは俺の領地に侵攻があった場合だけ、モルトなど知らんと言って来た。

「当り前の話ではありますが、ゴルドニアがモルトの為に血を流す理由はありません。王国は南部への拡張にはあまり興味がないようですから」

　ゴルドニアにとってはヴァンドレアもアルテイルもモルトもリバティースも等しくただ一国だからな。

互いに食い合うなら放置しておけと言うのだろう。

「王国には無くても俺にはあるんだよな」

　可愛いセレスティナとその国を守らねばならない。

「しかし堂々とモルトは保護国だからと言う訳にもいきませんしね」

「そこがまた一つ難しい」

　セレスティナの馬鹿兄貴の時は侵攻を受けた訳だし、正統マグラードの時は王国の許可があった。

だが今回は王国からはっきりと関わるなと言われている。

モルトを助けに俺が軍を出す訳にはいかないのだ。

困った時のレオポルトだ。

「なんとかエイリヒを怒らせず軍を出す方法を考えてくれ」

「ヴァンドレアを挑発してこれらに侵攻させれば王国軍と共に反撃できますが、リバティースとの策を完全に破たんさせる事になります。更にモルトの保護国化を王都に知られることにもなるでしょう」

　ヴァンドレアと激しく戦えばアルテイルが強くなる。

最善なのはモルトに攻め入る敵を手酷く撃退し、それ以上の攻撃を諦めさせる事だ。

「邪道になりますが」

　何でも良いから名案があれば言ってくれ。

「モルトと我が領は距離も関係も近い。商人や出稼ぎ者などの往来もあるでしょう」

　あるだろうな。

昨日鳴かせた娼婦もモルト出身と言ってた。

逸物を突きこむと高い声を出す可愛い女だった。

「ならばモルトに家族を残した者が手に武器持って駆け付ける事もありうる事でしょう」

　根性のある男なら当然だろうな。

「彼らの個人的な動きまでハードレット卿の知った事ではありません。つまり義勇兵です」

「ふむ……」

「しかしそんな者を探しても何人いるか……モルトの戦力を考えれば焼け石に水では？」

　マイラの言う通りモルトが持つ兵力は三千程度、しかし魔物や盗賊討伐程度を想定した軍隊なので武装は貧弱だ。

「それに兵が弱いしな」

「はい……あれは性質です。訓練や規律でどうにかなるものではありません」

　モルトの兵は総じて弱い。

しっかりと訓練したはずの部隊が模擬戦の中で一当たりに崩壊する様を何度も見て来た。

もう国民の気質が戦いに向いていないと言う他無い。

　これらを考えれば例え同数相手でも野戦など論外、街壁のある街に立てこもって何日持つかだ。

ましてヴァンドレアが万に満たない兵力で来るとも考えられない。

「義勇兵の身元を一々確かめるとでも？」

　レオポルトの呆れたような言い方にマイラがムッと睨み返す。

挑発するな、マイラは結構怒りっぽいんだから。

「義勇兵と称して訓練された兵を送り込めば良いのです。モルトは弱い、故にヴァンドレアもモルトを甘く見ているでしょう。そこで精兵に当たれば十分な衝撃となるはずです」

「それはいいな、それでいこう」

　エイリヒに文句を言われる事無くモルトを救える素晴らしい案だ。

「では私の方で派遣する部隊と指揮官の選別を……」

　レオポルト何を言っているんだ？

「俺が直接率いるに決まっているじゃないか」

　大事なセレスティナの一大事だ、自分で行かねば落ち着かない。

「「「……」」」

「どうした？」

「義勇兵など建前ではありますが、そこまで露骨にやれば間違いなくこちらに抗議があるでしょう」

「知らぬ存ぜぬで通そう。俺は病気で寝込んでいるのだ」

　レオポルトはふっとため息を吐き、領地に残す兵力の選定に入る。

ヴァンドレアがこちらに侵攻した時に備えて、ある程度の兵はトリスタンに残しておこう。

後はなんとかしてくれるだろう。

「山の民にも連絡してくれ、また戦争だとな」

「わかった！　族長様は本当に戦いばかりで退屈しないな！」




　ヴァンドレアが国境を巡るモルトの対応に激昂、独裁的な統治者から民を解放すると掲げて軍を進めたのはそれからすぐの事だった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




しばらく後

モルト王国領内　ヴァンドレア侵攻軍先鋒

「聞きしに勝る弱さですな同志司令官」

「ああ、まるで紙を破るようなものだ」

　モルト王国への侵攻部隊の先鋒として二千の兵を率いる［チェルニー］は敵のあまりの脆弱さに半ば呆れていた。

彼の率いる先鋒部隊は先日、ほぼ同数からなるモルトの軍を相手に圧倒的な勝利を得ていた。

「弱い弱いとは聞いていたが……これならば我らだけでもよかったぞ」

「我らが二千、本隊が一万……過剰でしたね。既にビアードは目前です」

　ヴァンドレアはモルトの兵力を三千～五千と見積もっていたのだが、単純な兵数以上に戦力の開きはあったようだ。

「聞けば今年の食料不足は相当なものとか、軍には優先的に回っていますが……」

　今回の侵攻もそれが原因、元々ヴァンドレアは特にモルトを敵視していた訳ではなかった。

ただ宿敵であるアルテイル神国との戦いに備えて国力を増強する為、いいかがりをつけて領地を割譲させるか、あわよくば併合してしまおうと考えていたのだ。

「そうらしいな。だが状況はアルテイルの奴らも同じ事だ。俺達がモルトを手に入れればそれだけ有利になる……忌々しいことだがいかれ狂信者共との戦いは今日明日終わるものではない。今年の不作は来年以降も尾を引くかもしれない。モルトの豊かな食糧生産は是非欲しい」

　既にチェルニー達は勝利を疑ってはいない。

後はどれだけ早く、そして耕地や村を荒らす事無く戦いを終えられるかだった。

「畑は出来るだけ荒らすなよ。滅茶苦茶に潰してしまったら何の為に攻めたのかわからん」

「は！　収穫済みの小麦も最優先で探させております！」

　チェルニーがよしと頷いた時、斥候に出していた軽騎兵隊が全力疾走で飛び込んで来る。

「何か見つけたか!?」

「すぐ前方の川向かいに一軍が展開しております！　数は三千を超えます！」

　騎兵は息を切らして報告するがチェルニーとその部下は特に慌てる様子は無い。

「三千……モルトの主力だろうな」

「正面から撃破してビアードに追い込みましょう。そこで本隊と合流、まとめて撃滅するのが得策かと」

　数こそ多いが今までの楽な戦いから言って苦戦するとは考えられない。

本隊をより迅速に進軍させる為にも先鋒だけで撃破してしまうべきだった。

「それが……彼らはモルト軍ではありません」

「なに？　まさかリバティースか!?　最近関係を強化していると噂があったが……」

　リバティースが出て来たとなれば話は全く違ってくる。

楽勝ムードは一気に吹き飛んでしまった。

「それが見た事の無いバラバラの旗を掲げておりまして……恐らく義勇兵かと」

　チェルニーと部下の肩が落ち、斥候の男を睨みつける。

「紛らわしい言い方をするな！　義勇兵などモルト軍に輪をかけた寄せ集め、さっさと踏みつぶすぞ」

　そして両軍はくるぶし程の浅い川を挟んで向かい合う。




「義勇……兵？」

「こんなの反則ではないか！」

　チェルニー達が呆然と呟いたのも無理はない。

農具や手製の武器を手にボロボロの鎧を着こんで雑然と並ぶ、それが彼らの中での義勇兵だった。

だが今前方にいるのは全く違う。

「じ、重装騎兵じゃないか!?」

「弓兵が三列に構えてるぞ！」

　輝く金属鎧に身を包んだ重騎兵は立派な盾と剣を構えて一列に並び、陣形に僅かの乱れも無い。

弓兵もまた無駄の無い動きで矢を構えており、数秒もあれば一斉に矢を飛ばして来るだろう。

脇を固める歩兵や騎兵も粗末どころかチェルニー達の部隊よりも良い装備で身を固めている。

「ま、待て奴らは一体!?」

　チェルニーが動揺しながら部下に意見を求めようとした時だった。

「弓隊斉射ーー!!」

　正体不明の義勇兵から一斉に矢が放たれ、ヴァンドレア先鋒部隊にとっては甚だ不本意な形で戦端は開かれたのだった。
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余談　新しい発見

「あぁ……お前の乳は本当にすごいな。柔らかくて体が埋まってしまいそうだ」

「ありがとう、あんっ！　ございま……はうん！」

　俺はノンナを強く抱きしめながら腰を打ちつける。

やはり彼女はがっちり抱いて突くに限る。

「あぁ……んぁぁぁぁ!!　ひぃぃ……」

　ノンナは十分に快楽を得て悶えているが若干苦しそうでもある。

無理もない、今の俺の逸物は普段よりずっと大きく硬いはずだ。

これ以上長く攻めたら穴が痛んでしまうかな、そろそろ出してやろう。




「ノンナ！　イくぞ……種を注いでやる」

「は、はい！　あぅぅぅーー!!」

　ノンナを更に強く抱きしめて勢いよく射精した。

巨大な胸が胸板で潰れて最高に気持ちが良い。

おまけに今は母乳も出るので温かい感触まで味わえる。

「おぉぉぉ止まらん。まだ出るぞ」

「あっ……あぁぁぁ……はふ……」

　凄まじい勢いで射精し続ける俺の腕の中でノンナは失神してしまう。

それでも俺の発射は止まらない。

「うおぉぉぉ！　まだ出る！　ぐぉぉぉぉ！　おっとこれはいかん」

　ノンナの腹が妊娠中と同じぐらいに膨らんだのを見て慌てて引き抜き、残りは桶の中に射精する。

危うく妻を破裂させてしまう所だった。

……桶が一杯になりそうだが射精の勢いはまだまだ強い。

これは二つ目がいるぞ。

「我ながらとんでもない量だな」

　今回の交わりに特に媚薬等を使った訳ではない。

ただノンナの巨乳を楽しもうと全裸にして鑑賞していた。

その時にリバティースで彼女が買った悪趣味な金のネックレスを見つけて戯れに全裸のまま付けさせて見たのだ。

「下品で毒々しいネックレスがあれほど似合うとは」

　普通のドレスにあんなギラギラした物は似合わない。

だが全裸の僅かに上気した白い肌を直接飾り、性欲を煽るには最高の品だった。

しかもネックレスは巨大な胸に乗るようにしてノンナが動く度にいやらしく輝いていた。

辛抱たまらなくなった俺はそのまま彼女に襲いかかり三回連続で致してしまったのだ。

「次から飾って遊ぶのもいいな。巨乳の女には似合いそうだ」

　桶二杯分の種を出し程良い脱力感に包まれた俺はこのまま寝る事にした。

夢の中でもノンナを抱いてやろう。




「ふ……ふふふ……これほど燃えて頂けるなんて……高いお金を出した甲斐があると言うもの」

　ん、何か聞こえる気がするが……もういいな寝よう。

「この飾りが良いならアレも……ソレも……コレもありました」

　声ははっと息を呑む。

「もし着飾った上で［あの薬］を使ったらどうなって……私はどうされてしまうのでしょうか」

　小さな笑い声を聞きながら俺は眠りについたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一万二千名

歩兵八千（領内待機二千）騎兵千　弓兵千　弓騎兵二千

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨一〇七〇枚　義勇兵出撃（三千）

経験人数二二六人　産ませた子四八人＋五五五匹

次回から本格的に戦闘続きます。

戦争の名前考え中です










第２１７話　モルト防衛戦争② 戦闘開始







「弓隊、射撃を開始しました！」

「敵の応射……届きません！」

　川向かいのヴァンドレア軍に一斉に矢を射かける。

彼らは何やら混乱していたらしく防御態勢を取り損ねて結構な人数が倒れ伏す。

　すぐに奴らの弓兵が射撃を開始するが矢は俺達に届く直前で失速して地面に突き刺さっていった。

「彼らの弓は大した射程がないようですね」

「我々の弓は良く飛ぶぞ！」

　マイラは冷静に分析し、イリジナは豪快に吠える。

　俺達の弓兵、弓騎兵は全員が強力な合成弓を装備している。

特に山の民からなる弓騎兵達は新しい弓に慣れてからはとんでもない射程と精度を出していた。

「彼らは先鋒のようです。まずは一気に叩きつぶしましょう」

　セリアが凛々しく剣を抜いて言う。

最近彼女は甲冑姿が非常に似合う美人になって来た。

密かに惚れている兵も多いだろうが決してやらないぞ。

「現在川前面に展開している味方は歩兵二千に弓兵騎兵が千ずつです。このままやりますか？」

「そうだな、下手に沢山出しても混乱するだけだ。このまま叩き潰そう」




　ちょうど弓隊が五度目の射撃を終えた所だ。

さすがに敵も防御態勢を整えているのでこれ以上撃ち続けても効果は薄い。

後は歩兵と騎兵の出番なのだ。

「義勇兵……前進！」

「義勇兵？」「馬鹿、俺達の事だよ」「今回は義勇兵って事になっているらしいぞ」

　一瞬不思議そうな顔をした兵達が前進を始める。

設定は妙だが目の前に敵がいる事には変わらない、レオポルトしっかりやってくれよ。

　それにしてもと、俺の横にいるマイラが呟く。

「今回は兵にとっては関係の無い戦い、士気が心配でしたがそう悪くもないようです」

「戦勝の報奨金を毎回積んでいるのがよかったかな」

　更に俺の軍は現状全てが募兵の軍で義務として徴用した者はいない。

これだけ頻繁に戦争していれば意に添わず軍に入れられた者はたまらなかっただろう。

「セレスティナ陛下が特別のご褒美をくれるとおっしゃられた事も兵達を期待させています」

「俺はそっちが心配なんだ」

　セレスティナは防衛戦の前にビアードに立ちよった俺達に向けて平和になったらご褒美をあげると言い放ったのだ。

小さいとは言え国王直々の言葉に兵は期待している。

　適当な事を言ったのなら逆にセレスティナへの感情が悪くなるかもしれないのだ。

「大丈夫なのじゃ！　期待して欲しい！」

　と明るく言っていたのでそれ以上聞きはしなかったが。




　敵味方の間に流れる川は水量も少なく兵の障害にならない。

まずは重装騎兵が先行して突撃し、続いて両脇から歩兵が敵に当たる。

騎兵は敵戦列の突破分断を試み、歩兵は両側を押しつつ側面へ回って包囲を目指すのだ。

　歩兵の叫びと騎兵が鳴らす馬蹄の音が戦場を揺らす。

敵は慌てて激突に備えようとしているが目に見えて浮足立っている。

決着は短い時間で着くかもしれない。

「兵達も段々慣れてきましたね。戦いの前の動揺が目に見えて減って来ています」

「戦闘経験だけで言えば十分に歴戦だ。ギルドレスのような怪物が出なければ慌てる事もない」

「私も訓練しました！」

　俺とマイラの会話になんとか割り込もうとするセリアの頭を撫でる。

レオポルトに敵の倍の兵力を任せたのだ、まず心配はあるまい。




「重騎兵隊が突っ込みました！」

　レオポルトは重装騎兵を重視していない。

全身鎧の重騎兵は費用もかかり、機動性も柔軟性も劣る。

それならば素早い槍騎兵を揃えた方が戦術の幅が広がると言うのが奴の考え方だ。

　だが重装騎兵の突進は対応が遅れれば一気に勝負を決めてしまう破壊力を持っている。

凄まじい金属音と悲鳴、断末魔が響き渡った。

　見張りの若い兵が嬉しそうな声で叫ぶ。

「敵防御陣の上から強引に行ったようです。敵陣形が崩れています！」

「敵は最初から動揺していたからな。薄い所があったのかもしれない」

　対騎兵陣に飛びこむ事は自殺行為だが、重厚な鎧と盾を持つ重騎兵ならば乱れた所を狙える。

レオポルトは隙を絶対に逃がさない。

　更に見張りの報告は続く。

「後続の槍騎兵が混乱した部分に突撃、穴を広げています！」

「敵は中心の突破口を塞ごうと必死ですね」

「見て下さい。左右の歩兵が戦闘しながら側面に回りこんで行きます。……もう半包囲が完成しました」

　マイラも思わず目を丸くする手並だ。

さすがに陰気なだけの男ではない。

「勝ったな!!」

「やめなさい！」

　イリジナがでかい声で勝利を叫びセリアが止めた。

だが今回は本当に勝ちだ。

この状況から挽回するのは不可能、最早敵の指揮官は少しでも多くの兵を逃す以外に出来る事は無い。

「さすがに見事なものだ。おっとレオポルトには絶対に言うなよ」

　あいつを褒めるのは何故かとても腹立たしいのだ。

　後ろに控えていたルナと弓騎兵に合図を送る。

彼らは矢筒に準備していた矢を戻し、弓を丁寧にしまっていく。

一応備えさせてはいたが出撃の必要はなくなったのだ。




「敵壊走！　騎兵隊が追撃を開始しています！　歩兵隊も随所で小規模な敵を包囲しています！」

　僅か三〇分程の戦いで敵は完全に崩壊した。

「追撃して戦利品を集めさせよう。そのまま報酬にすれば兵の士気は更に上がるぞ！」

　イリジナは言いながらも自分が行きたくて仕方無いようだ。

「そうだな。だがあれは敵の先鋒だ。後ろに本隊がいるだろうからあまり深追いするなよ」

　俺が許可を出すとイリジナは嬉しそうに槍を構えて突進していく。

あまり一人で突進すると……あぁ踏み止まった四人に囲まれたじゃないか。

「……逆に倒しましたけどね。串刺しにしたまま暴れまわっています」

　イリジナは本当に戦いが好きだな。

今回出番は無かったが次は活躍させてやろう。




「む！　エイギル様下がって下さい。敗残兵がこちらにも来ます！」

　俺達は川から少し離れた丘の上に陣取っているのだが、敵兵は混乱の中で方向感覚を失ったのだろう。

先ほど兵達の戦闘態勢を解かせたせいで対応が遅れて接近されたようだが、大した問題ではなかろう。

「ど、どけ!!」

　必死の形相で剣を振りまわす敵兵、どれ始末するかと槍を向けようとした時だった。

「ふっ！」

　俺の横から飛び出た影が敵の剣を受ける。

「セリア……はいるな」

　こういうのは大抵セリアなのだが今はちゃんと俺の横にいる。

「クロル貴方！」

　こいつだったのか。

こいつは今回自ら志願して俺の護衛の一人として同行したのだ。

セリアは反対したが何やら妙な迫力に押されて認めてしまった。

「この餓鬼どけ!!」

　敵兵は逃げ道を探している事もあって必死にクロルに剣を向けるが全て弾かれている。

あの盾は……鍋の蓋か。

「……そんな乱れた心では俺に勝てない」

「クロルは何を言っているのですか？」

　俺に聞くなセリア。

「この野郎叩き斬って……」

「ふん！」

　大きく振りかぶった敵とすれ違うようになった直後、相手は血を噴いてゆっくりと崩れる。

「野郎餓鬼だと思って!!」

　残る敵兵二人が仲間を殺されて激昂、クロルに襲いかかる。

さすがに援護してやらないといけないかと思ったのだが。

「見える……動きが見える」

　上段から振り下ろされる剣を頭を傾けて躱し、足を狙った剣は体を回転させて避ける。

クロルはセリアと違って俊敏な方ではない、今の回避も動きとしては鈍重だ。

だが信じられない事に奴は敵が剣を振る前に回避の動きを始めていた。

　そしてクロルの剣が敵兵の太ももと二の腕をそれぞれ切り裂く。

特に最後の敵は目を閉じたまま斬っていた。

「「ぐああああ！」」

　なんと敵兵三人をあっと言う間に片づけてしまった。

セリアも信じられないような表情でクロルを見ている。

「貴様達からは邪念を感じる……故に体が動く前からどう動くかが分かる！」

　クロルはそう言うと静かに剣を鞘に納めた。

一体お前はどこに行こうと言うのだ？







「ひと段落ついたら進撃準備に入るぞ。予定通りラム砦に入って敵を迎え撃つ」

　斥候によると敵の本体は一万程度、野戦で勝てないとは思わないが防御陣地に入った方がより損害が少なく済むだろう。

「野戦ではあの重たいのは上手く使えませんからね」

　ドワーフ印の大型砲は材質が違うからか相当に重い。

出来れば砦などに固定して使いたい。

「……大砲に重騎兵を並べて義勇兵ですか……」

　呆れたように嘆息するマイラ、今更言っても仕方あるまい。

「義勇兵など建前、すぐにばれるのは織り込み済みですからね。でもハードレット卿は前に出てはいけませんからね」

「何故だ。俺だって戦い……」

「貴方が先頭切って戦えば最後の建前も崩れるからです！」

　マイラが叫びセリアもうんうんと頷く。

　く……戦えないなら俺は腰を振るしかないじゃないか。

今夜はマイラだ、悲鳴をあげさせてやるぞ。




「ハードレット卿、移動準備が整いました」

　勝利の余韻など感じさせない淡々としたレオポルトの声。

勝って当然と言わんばかりだ。

いつかニナとの性生活を暴いてやる。

「戦利品はどうなっている？」

「予定通り、モルト兵が集めてビアードに輸送します。持ち歩いては機動性が損なわれますから」

　モルトの国土を守る戦いだ。

当然、撃破されて王都に逃げ帰っていたモルト軍も加わる話になったのだがレオポルトとマイラ、そして俺の総意で輸送や周辺農民の保護に当たって貰うことになった。

正直弱兵を隣に置いて戦っては援護の必要が出るので邪魔なのだ。

　お陰で補給も食料の輸送も順調に行っている。

モルト兵達も補給と輸送と言われた時に嬉しそうだった。

女王と国土は守りたいが戦いたくないか……残念だがしばらくモルトは俺の保護下にいて貰おう。




「よし進軍開始だ。指揮はしばらくお前が取ってくれ」

「……承知しました。どこへ行かれるのですか？」

「ちょっと野暮用だ」

「早急に進軍を開始したいので女漁りは隊内で済ませて頂けませんか？」

「違う!!」

　こいつはやっぱり俺を馬鹿にしていやがる。
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数日後　ヴァンドレア　モルト侵攻軍本隊　ラム砦近郊

「あれが敵が陣を張っている砦か……小さいな、外まで敵がはみ出している」

「は、砦自体は小規模で特に堅牢とも見えません」

「だが先鋒を撃破した奴らだ。甘くも見れまい」

　モルト侵攻軍の司令官［ベイチェク］は目を細めて砦全体を睨みつける。

彼の部下達もそれに習い、遠目になんとか敵の全容を確かめようと試みた。

「上がっている旗は……よくわからんな。単に色をつけただけの軍旗、義勇兵か」

「そのようですが同志チェルシーは義勇兵に偽装した外国の正規軍だと報告しております。優秀な装備を持ち、極めて統率がとれていた……と」

　ベイチェクは黒い顎髭をいじる。

「義勇兵などに負けては嘘も付きたくなる……だが奴も阿呆ではない。平凡ではあるが無様な戦いはしない男だ。一応定石通りの攻城戦と行こうではないか」

　単なる寄せ集めの義勇兵ならば力任せに攻めても押しつぶせる。

だがベイチェクは確実な方法を選択した。

「同志司令官、本格的な攻城準備となれば数日余分にかかるかもしれませんが」

「構わんさ。もし敵がそれほど手ごわいなら間違いなく主力だ。ここで潰しておけば後は塗り絵をするようにモルト全土を手中にできるだろう」

　部下達は納得したように頷いて準備に取り掛かっていった。




「投石機を組み立てろ！」「大盾を立てろ。櫓からの矢は遠くまで届くぞ！」

　攻城兵器が組み上げられていく。

もちろん他の部隊も城側が野戦に出てきた時の為に警戒を怠らない。

「とりあえず投石機だけでも組み上がるのはいつぐらいになる？」

「は！　夕刻までには組み上げます！」

　それならば夜の攻撃には間に合う。

夜陰の中で燃える石を放てば見た目の印象も強い。

もし唯の義勇兵ならば朝までに逃げ散ってしまうかもしれない。




　夕刻、ベイチェクが大きく頷いて茶を飲もうとカップを傾けた時、轟音が鳴り響く。

「ぶは！　な、何事だ！」

　取り落として割ってしまったお気に入りのカップを忌々しげに睨んでからベイチェクは叫ぶ。

「わ、わかりません。突然地面が弾けて！　うわっ!!　危ない！」

　再び轟音が鳴り、組み立て中の投石機が砕けて木片を巻き散らかした。

根元が砕けた投石機はゆっくりと崩れて準備をしていた兵士を下敷きにしてしまう。

「一旦後方に！　ここは危険です！」

　言い終わらない内に次は槍兵の隊列の真ん中が弾け兵達が倒れ込む。

「く！」

　ベイチェクが咄嗟に砦を見ると城壁の上から複数の白煙が上がっていた。

轟音と白煙……そしてはじけ飛ぶ兵達、答えは一つだ。

「大砲だと……!?　何が義勇兵だ！」

　ヴァンドレアも大砲を持っていない訳ではない。

だがあまりに高価で火薬の量も揃わないのでモルトのような小国相手に準備しているはずも無かった。

「こんな多数の大砲を持つなど……うわ！」

　再び着弾、傍のテントが中の人間ごとバラバラに吹き飛ぶ。

大砲の数はどう考えても一門や二門ではない、

何十門の大砲が一斉に火を噴いているのだ。

「奴らが義勇兵などであるものか！　部隊を下げて体勢を立て直せ！　このままだと撃たれ放題だ！」

「兵を散開させましょう。密集していなければ大砲など大した被害にはなりません」

　部下の進言にベイチェクが頷き、散開しながらの後退を指示した時、見張りの絶叫が聞こえる。

「敵襲ーー!!　敵騎兵二千が向かってきます！」




「二千の騎兵……どこの国だ！」

　もはや眼前の敵を義勇兵などと思ってる者は一人もいなかった。

あれはヴァンドレアのモルト侵攻を阻止する為に送り込まれた軍隊以外の何者でもない。

それも相当に強力な兵団だ。

「敵の詳細を伝えよ！」

　苛立ちを隠さないままベイチェクは見張りに怒鳴る。

「相変わらずバラバラの旗──あっ黒一色の軍旗が見えます！　あれ？　敵が慌てて隠しました」

「黒一色だと……例の領主か？　だがまずは目の前の敵をなんとかする。早く陣形を立て直せ！」

　ベイチェクの罵声の中、ヴァンドレア軍は混乱を立て直せないまま突撃して来る騎兵隊を迎え撃つ事になったのだった。
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余談　ラーフェン屋敷　蛇の住処

「本当にこんなのでいいのか？　もっとしっかりした建物を作ってもいいんだぞ」

「んーん、これでいいよ」

　俺とラミーが星空の下、眺めているのは屋敷にすむ事になった彼女の新居だ。

さすがに堂々と彼女を屋敷に置いては怖がる者も多い。

何しろラミアは人間を食う事もある上に、ゴブリンなど比較にならない強力な魔物なのだ。

　そこで中庭の空き地に彼女専用の家を建てることにしたのだ。

あまり大きいのは面積的に無理だが綺麗な石づくりの建物にしようと思ったのだが……。

「石は冷たいから冬に動けなくなっちゃう。私は木の家の方がいいんだ」

　なんでもラミーは冷たい所にいると寝てしまい、暖かくなるまで眠り続けるらしい。

水汲みの途中で眠くなり起きたら春だったと言う事もあったらしい。

　彼女の要望通り作った小屋は僅か二日で組み上がった粗末な物だった。

「それにドアも無い」

「あー正直人間用のドアから出るのって結構面倒でさ。代わりにこれがあるし」

　ラミーが指差すのは地面に掘られた穴、家の床にも同じような穴が掘られていて繋がっている。

ここからにょろりと出入りするらしい。

狭い所を好むのは蛇の血だろうか。

「お前が気に入ってくれたなら俺から言うことはないが……」

　ちなみに日光はしっかり浴びたいらしく窓は大きく取られている。




「うふふ、家までくれてありがとうね！　お礼に今からエッチな事しよっか？」

「よしやろう！」

　さっそく新居に俺達の愛の匂いをつけるとしよう。

……ドアがないから窓から入るのが間男みたいで間抜けだな。

「尿道に舌をだな……」

「アレ気に入った？　よーし、じゃあ前より激しく行くよ」

　これから訪れるだろう快感を楽しみにしていると窓の外にふと気になる物を見つける。

「中庭のあそこだけ掘り返しているが……何か野菜でも植えたのか？」

「んー？　違うよ庭が寂しいと思って昨日種を植えたの」

　中庭の奥にはトリエア親子のバラ園があるがラミーに慣れるには時間がかかるだろう。

「種？　庭師から貰って来たのか」

「庭師は私が近づいたら泣いて逃げちゃった。あれはエイギルが持ってた種だよ。何の種かわからないけど育ってからの楽しみが増えるよね」

　はて種？　そんなもの持っていただろうか。

まあいい、どうでもいい話はここまでにして楽しい時間を過ごそうじゃないか。

「うわ……やっぱり大きいねー！　本当人間のサイズじゃないよこれ」

「今日はラミーの穴を犯しまくってやるからな」

「もう！　前にお尻された時、切れて痛かったんだからね！」

　ラミアも切痔になるらしい。

「そんな事いうエイギルの尿道は……こうだ！」

「ぐおおおおぉぉぉぉ!!　すごいぞラミー!!」




　俺達は楽しい時間を過ごした。

　昨日植えたと言う種はもう大きな芽を出していた。

日付はラミーの勘違いだろう、一日で種からこんなに大きく育つはずがないからな。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一万二千名　（領内待機歩兵二千）

歩兵六千騎兵千弓兵千弓騎兵二千

大砲三〇門　大型砲一〇門

クロル（開眼）

財産　金貨一〇七〇枚

経験人数二二六人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２１８話　モルト防衛戦争③　侵攻軍粉砕







「敵は砲撃に動揺しています。今が突撃の好機です！」

「ああ……だがこの兜は外せないのか？」

「駄目です」

　ため息を付きながら顔全体を覆う兜を撫でる。




　俺達は部隊を二つに分けて敵を迎え撃つ事にした。

二つと言っても単純に騎兵とそれ以外に分割しただけだ。

騎兵の真価は攻撃側に回ってこそだからな。

　ラムの砦に陣を敷いたのはレオポルト率いる歩兵部隊で大砲を据えて敵を待ちかまえている。

なんでも敵が攻撃を開始する直前に砲撃を開始するそうだ。

それが最も敵の混乱を誘うらしい。

　一方俺は弓騎兵と騎兵合わせて三千を率い、砦から少し離れた場所に待機しておき砲撃と同時に敵の横腹に突っ込むのだ。

　いざ出撃と馬に飛び乗った所で顔を完全に覆う兜を差しだされたと言う訳だ。

隣に並ぶセリアもヴァンドレアの人間と顔を合わせていると言う事で同じような兜を被っている。

これじゃあ頭も撫でられない。

「奴らをさっさと叩き出して好き放題撫で回すとしよう。全員続け！」

　号令一つで騎兵三千が一斉に駆け始める。

敵は数こそ一万を超えるが砲撃から逃れようと後退しつつある。

しかも陣の組み方は攻城戦に備えた物で対騎兵陣に組み変えるには一手間かかる。

その余裕を与えるつもりはなかった。

「突撃ーーー!!」

　馬蹄の音に敵兵が騒ぎ始めた所で突撃に移行するのだ。

弓騎兵は弓に矢を番え、槍騎兵は獲物を前に突き出して全力疾走に入った。

　全員が一斉に鬨の声を上げながら義勇兵の旗を掲げ……おい。

「旗！　私達の軍旗が上がっています！　なんで持って来たんですか!?」

　どうやら山の民は軍旗の意味についてよく理解しておらず、いつもの軍旗を持ってきたようだ。

慌てて黒一色の軍旗をしまう弓騎兵の女……後でお仕置きだ、尻まで可愛がってやるぞ。

「きっと見られてしまいました！」

「大丈夫だ。ちゃんと目を閉じていたから見えていないさ」

　今はそれよりも眼前の敵を蹴散らさねばならない。

「突破する」

　弓騎兵は左右に二騎ずつ蛇のように長い陣をいくつか作り、槍騎兵はその横に鋭角三角形の突撃陣を作って行く。

　敵の弓による迎撃はない。

攻城戦陣形の側面からの攻撃だ、しかも奴らは砲撃に追われて後退しようと陣が乱れている。

「撃て！」

　ルナの命令で前方に位置する弓騎兵達が突進しながら矢を放つ。

縦長の陣形を取っているので数は少ないが慌てて陣形を変えようとしている敵を混乱させるには十分だ。

「騎乗の弓兵!?」

「なんだありゃ？　蛮族の群れか!?」

　矢を放った弓騎兵は剣を抜いての突撃に移行、槍騎兵も前にせり出して突っ込んで行く。

日々の訓練の成果か、綺麗な突撃だ。




　長槍による防御を諦めた敵は側面に歩兵とボウガン隊を並べて壁を作る。

バンと飛ぶボルトが幾人かの騎兵を撃ち落とすが微々たる数、全体に影響はない。

「ボ、ボウガン隊再装……うわぁ！」

　再装填の余裕などあるはずがない。

小さな盾を構える敵兵を槍騎兵が次々と貫いて行く。

馬の勢いが乗った攻撃は生半可な盾と力では防げず、うまく防御しても勢いで吹き飛ばされてしまう。

そして倒れ込んだ敵兵の上には容赦なく後続の蹄が襲いかかるのだ。

「俺も行くか！」

　視界が狭くて鬱陶しいが仕方ない。

　槍を大きく後ろに引き戻してから勢い良く突き出す。

シュバルツの突進力まで乗った一撃は盾ごと敵兵を貫いただけではなく後ろにいた奴の顔面も破壊した。

「まだまだ」

　槍を横に流して突き刺さった二人を地面に転がし、ついでに三人程の敵兵を跳ね飛ばす。

「この野郎！」「で、でかい馬……うぎゃー！」

　シュバルツの前を塞ごうとした哀れな敵兵の一人が踏みつぶされ、もう一人には足を高く上げての強烈な前蹴りが襲った。

足を不自然に上げたせいで馬体が大きく揺れる。

「馬鹿野郎！　俺が落ちたらどうする」

　シュバルツは知らんとばかりに嘶き、速度を落とさず進み続けた。

こいつの体重で蹴り飛ばされては原型を留めていないだろうな。

　こんなエロ馬に負ける訳にはいかない。

少し痛むが我慢しろよ。

「うおおおぉぉ!!」

　シュバルツの顔を覆う鎧を左手で掴んで体を安定させ、右手一本で持った槍を全ての力でもって回転させる。

引っ張られて痛いとエロ馬が訴えるが聞き入れはせんぞ。

「どわぁぁ」「な、なんだありゃ！」「あんなの近づけんぞ！」

　突進の力と俺の腕力が加わって我ながら凄い威力になっていそうだ。

現に近づいた者が四肢をばらけさせながら吹き飛んでいく。

槍の長さ半径３ｍは俺の結界だな。

「エイギル様！　敵の陣に食い込みました！」

　味方は既に敵の側面を食い破り、敵中を駆けまわっている。

「このまま反対まで突き抜けるぞ。足を止めて戦う必要はない。進路を塞ぐ敵だけ排除しろ！」

　混乱している敵に大打撃を与えるチャンスではあるが足を止めて斬り合ってはこちらにも大きな損害が出るかもしれない。

今はただ敵をぶち抜くだけでいいのだ。




「義勇兵など笑止千万！　名の有る将と見たぞ！」

「腕に自信あれば我らと戦え！」

「正々堂々だ！」

　進路を塞ぐように重装備の騎兵が三騎向かってきた。

装備と飾りから見て騎士のような存在だろうか。

ヴァンドレアでは何と言うか知らないけどな。

それにしても三対一で正々堂々とは卑怯なのかこちらを高く見てくれているのか。

「死にたくなければどいていろ」

　一応警告だけはしてやろう。

「ははは！　臆したか」「我らチョンパ三兄弟！」「いざ……ぴょ！」

　俺の振りまわす槍が見えなかったのか正面から向かってきた三兄弟の首が順番に跳ね跳ぶ。

ポンポンポンと綺麗な拍子だったな。




「方円を組んでやり過ごせ。通り過ぎてから背中にボウガンを浴びせるのだ！」

　全滅した哀れな三兄弟の近くで必死に部下を落ち着かせている指揮官を見つける。

「もうひとつおまけだ」

「うあっ！」

　その指揮官の胴体にも槍を叩きこんでそのまま走り抜けた。

よし、敵を完全に突破したようだ。




「ぐは……落馬してしまったか。おいお前、さっさと俺を起こせ！」

「し、しかし指揮官殿……」

「なんだ早くしろ！」

「し、指揮官殿の……下半身は今だ馬上にございます……」

　戦の常だ、恨まず成仏してくれよ。

「わはははは！　串刺しだーー！」

　そこに乱入したイリジナが部下の頭を叩き割り上半身だけになった指揮官を馬で踏ん付けた。

まぁ彼女なら呪われても気づかないから大丈夫か、ケイシーが身を持って証明している。




　俺に続いて槍騎兵、弓騎兵も次々と敵を突破して反対側に突き抜ける。

「槍騎兵はこのまま大きく前に出てから再度の突撃に備えろ。弓騎兵は訓練通りやるんだ！」

「は！」「あい！」

　敵は既に突破阻止を諦め、こちらが突き抜けてからの背中を狙っているはずだ。

だが弓騎兵は少し勝手が違うと思うぞ。




「敵が突き抜けた！　よし、背面から追撃を……」

「背面射撃開始」

　剣から弓に持ち替えた弓騎兵は一斉に後ろを振り返り、次々と矢を放ったのだ。

前に進みながらの背面射撃、しかも精度も普通の弓兵よりもずっと高い。

「うわあ！」

「ボウガン隊撃ち返せ！」

「無理です！　こうも撃たれながらでは……！」

　完全に無防備になった敵に対して矢を浴びせながら弓騎兵は余裕を持って敵陣を離れていった。

「敵は大混乱です。再突撃しましょう！」

　陣に大穴を開けられた上に矢を射かけられた敵は相当に乱れている。

もう一度突撃しても十分な戦果はあげられそうだが。

「いや、弓騎兵は距離を保ったまま矢を射続けろ。槍騎兵は突撃態勢を維持したまま俺の指示を待つんだ」

　一瞬不満そうな顔を見せたセリアだが正面を見て納得する。

俺達が散々に敵陣をひっかきまわしていた隙に味方の歩兵隊は砦を出て敵に肉薄しつつあった。

「射撃開始、ありったけ撃て」

　ルナの声と共に弓騎兵から矢継ぎ早に矢が飛んでいく。

彼らは雨のように降り注ぐ矢を防ぎながらレオポルトの攻撃を防がないといけない。

もし少しでも隊列を乱せば槍騎兵はいつでも突撃に移ることが出来る。

　今の状況のままぶつかればまず間違いなく俺達が勝つだろう。

「状況を打破するには我々を追い払うしかありません。敵の騎兵が出てきますよ」

「だろうな。護衛隊と重装騎兵は俺に続け」




　案の定、敵陣の後方から飛び出して来た敵の騎馬隊、剣を持っただけの軽装な部隊から全身鎧を着込んだ重厚な奴らまで様々だ。

「数は千程度ですか……」

「弓騎兵はこのまま敵の側面に矢を射続けてレオポルトの攻撃を援護しろ。他の者は俺に続け。イリジナ……大暴れしてくれよ」

「任せろ！　皆殺しだ！」

　最近イリジナがますます物騒になって来た気がする。

　鬨の声を上げながら互いに突進する敵味方、互いに速度を緩める事はなく全力で衝突するのだ。

「叩き潰せーー！」

　両軍の指揮官があらん限りの声で吠えながら衝突する。

この瞬間はどうしても心が躍るな。

「右翼の敵を圧倒！　押し込んでいます」

　俺達の主力は槍騎兵、剣を使うヴァンドレア軽騎兵に対しては射程で勝る。

まず一斉に落馬したのは彼らの方だ。

「左翼が押されています！」

　一方で槍の通りにくい重装騎兵には相性が悪く、足が止まって接近されれば取り回しの悪さもあって押され気味になっている。

「重装騎兵を向かわせろ。正面には俺が行く！」

　不利になっている場所にはこちらも重装騎兵を向かわせる。

そして中心には俺と護衛隊が向かう。

「お守りします！」「族長様と共に」「見える……世界が……」

　セリアとギド、変になっているクロルも一緒に突っ込むのだ。




「槍をさばいて接近戦に……ぐわ!!」

　俺の槍を見て槍騎兵と勘違いしたのだろうか。

盾でいなそうとした重装騎兵を鎧の上から貫いて仲間に向かって放り投げてやった。

全身に金属鎧をまとった騎兵は重く、ぶつけられた三騎がまとめて馬ごと崩れおちる。

「防げるものなら防いで見ろ」

　すれ違い様、更に一騎を鎧の上から叩き斬り、一騎は馬を貫いて地面に落とす。

最後の一騎はうまく盾で防いだが弾かれた矢のように吹っ飛んで行った。

「うがあぁぁぁ！」

　進路を塞ごうと密集して盾を構える重騎兵の集団に全力で槍を叩きつける。

爆発したような金属音が鳴るが彼らは盾を飛ばされながらも耐えきった。

ヴァンドレアの兵もなかなかやるじゃないか。

「うわぁぁぁ！」「う、馬が！」

　だがその衝撃に彼らの馬は耐えられなかったようだ。

足をふらつかせて次々と崩れて行く。

　その点お前は頑丈だなとシュバルツの頭を叩く。

……褒めてやったのにいいからさっさと終わらせろと嘶きやがった。

どうせ戦いの他はメスを犯すしかしないくせに……後でたてがみをむしってやる。




「あ、あいつハードレットじゃないのか!?」

　その時聞き捨てならない叫びを聞いた。

「俺は昔マグラードで傭兵やってたんだ！　あの大槍と怪力……凶暴な性格……間違いない！」

　幸いにも南部諸国では俺の噂はそれほど流れていないようだが、それでも有る程度の人数が反応する。

「違うよ」

　声を知られていたらいけないので甲高い裏声で否定してみる。

「いや、あのでかい黒馬にも見覚えが……」

「違うと言ってるだろうがぁ！」

　叫ぶ男の腹に槍を突き刺して跳ね上げる。

余計な事をしゃべれないようにしないといけないと空中で男を股から頭まで縦に叩き割る。

これで安心だ。

「人間を縦に半分に……化け物だ！」

「やっぱり噂通りならあれがハードレット……」

　あれおかしいな？




「エイギル様！　今は戦いの最中ですよ！」

　困ったと首をひねる俺の側面から敵が来ていたようだ。

セリアが剣を構えて正確に敵の鎧の隙間……特に目の穴を狙って突きを繰り出す。

まるで糸で繋がっているかのような正確な突きが敵兵を仕留めていった。

　セリアは訓練を重ねる中で体格・筋力に限界を感じ、精度や速度を鍛えている。

俺を狙う騎兵を側面から狙って二人の目を貫き、更に一人の首筋に剣を突き立てる。

派手な血飛沫はないが敵騎兵は小さな呻き声をあげて次々に落馬していった。




「俺も負けられません！」

　ギドは乱戦の中、至近距離から弓を使って一人を射殺す。

この距離ならば合成弓は下手な鎧は貫いてしまう。

距離を詰めた敵のうち一人を更に射殺してから弓を置き、素早く剣を抜いて斬り結ぶ。

　先制した敵の攻撃を二つ上段で受け止めてから反撃に転じ、肩胸腕と三つ狙う。

全てを防がれたのも想定内だろう、相手が防御に集中した所で馬を寄せて相手に当てる。

ぐらりと姿勢が崩れた所に決定的な一撃、見事にバシンと首が飛んだ。




「お前達は無駄が多すぎる……」

　クロルは馬に乗って目を閉じている。

当然愚かなカモとみた敵が二騎剣をかざして突っ込んできた。

「息遣い……筋肉の動き……お前達の動きがわかるぞ」

　鋭い金属音が響く。

クロルは剣をゆっくりと降ろし、襲いかかった二人は同時に腕から血を噴き出させて落馬した。

「殺そうと思うと殺気が出る……ただ斬ればよいのだ……」

　クロルはもう意味がわからない。

しばらくそっとしておこう。




「ふんぬ！」

　イリジナの一撃が相手の剣を腕ごと飛ばす。

別の敵からの突き出された槍を小手で弾き、鎧の真ん中を槍が貫く。

「ぐああああ!!」

「こ、この大女め！　怪物かお前は！」

「わはは、惚れても駄目だぞ！」

　ぐるんと槍を回してからの一撃で更に一人の重騎兵を仕留めた。

やはりイリジナは一味違う、圧倒的な強さだ。

「ああっ！　クリストフがやられた！」

　だが振りまわした槍にクリストフが当たってしまったらしい。

今日はここまで粘ったのに味方にやられるとは……。

もちろんイリジナは全く気付いていない。

「右翼は敵を撃破！　左翼も押し戻しています！」

「俺と護衛隊がまごまごしてはいられんぞ。一気に勝負をつけてやれ」




　間もなく中央でも敵の撃破に成功し、敵騎兵は総崩れとなったのだった。

　一方弓騎兵からの猛烈な援護射撃を受けたレオポルトの攻撃も敵本隊を崩壊させつつあり、騎兵隊の崩壊と俺達が後方へ回ろうとするのを見て遂にヴァンドレア人民連邦軍モルト侵攻部隊は完全に崩壊した。

　もはや遠慮する必要はないので俺は徹底的な追撃と殲滅を命じ、国境に向かって逃げる敵はその半数以上を失う事になった。

　更に敵司令官とその参謀達は逃げ遅れて包囲され降伏、戦いはモルト軍と祖国防衛に集った義勇兵達の勝利となったのだ。

義勇兵を率いた謎の男の正体について後世歴史家たちの間で熱い議論が交わされることになるだろう。

「いえ、ほとんどばれてますが」

　マイラ余計な事を言わなくていい。

「捕まえた敵の司令官……すごい睨んでますよ」

　セリアもだ。

静かにしてれば今晩は可愛がってやるからな。

「もう口を開きません」

　両手で自分の口を塞ぐセリア、今夜はすごい事をしてやろう。

「わははははは!!　勝ったぞ!!　わははははは!!」

　イリジナ、お前は単純にやかましい。

叫ぶのは今夜のベッドの中だけにしろ。

「敵司令官が直接降伏交渉がしたいそうです」

　よしレオポルト、あそこの物陰で俺とお前が入れ替わろう。

お前の肩と股間に小麦袋でも入れてマッチョに見せればばれないはずだ。

「……」

　全員の視線が「もう手遅れだ」と告げていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一一六五〇名　（領内待機歩兵二千）

歩兵五八〇〇騎兵九〇〇弓兵千弓騎兵一九五〇

大砲三〇門　大型砲一〇門




財産　金貨一〇七〇枚

経験人数二二七人　産ませた子四八人＋五五五匹

モルト防衛戦争編　まだ終わりません










第２１９話　モルト防衛戦争④ 新手来たる　♯







　降伏した敵司令官との交渉は俺自身が行う事になった。

レオポルトにやらせようとしたのだが敵司令官側が俺を指定して来たのだ。




「語る事は多くない。君達が本隊ならばモルトでの戦いは終わった。全ての武装をこちらに引き渡して国へ帰ってくれれば言うことはないさ」

　敵に抵抗する力はないのだから力技でやってもいいのだが、それだと逃げ散った敵兵が村々で略奪を働く事も考えられる。

大多数の奴はヴァンドレア側に逃げたとは思うが見当違いの方向に行った奴もいるだろうからな。

出来るだけ大人しくモルトから出て行ってくれればそれでいい。

「……戦いに敗れた結果だ、是非もない。だが君達はこんなことをしてただで済むと思っているのか？」

　ベイチェクとか言う司令官は厳しい視線を送って来る。

「モルトの義勇兵である俺達が祖国を守るのは当然のことだ」

「下手な芝居はしなくて良いハードレット卿。それと気持ち悪い裏声はやめろ」

　うむむ……兜を被ったまま裏声で話をしていたのだがあまり意味は無かったらしい。

「俺達はヴァンドレアに何かしようとは思っていない。我々の国土から出て行き、アルテイルとでも争ってくれていればいいのさ」

　だがここまで来たら意地でも裏声で通してやるぞ。

……天幕の裏から聞こえる笑い声はクリストフだな、後で蹴飛ばしてやる。

「……ふん、降伏した我らを無下に扱わなかった事には感謝する。だがすぐに報いを受ける事になる」

　それだけ言ってベイチェクは立ち上がり同じく降伏したヴァンドレア兵に呼び掛けた。

「全員武装解除して移動だ。逃げ散った者にも隊列に復帰するように言え」

　更にベイチェクは自分の腰に吊るしていた剣と短刀を抜き取って俺の足元に投げる。

約束通り武装解除に応じたと言う事だろう。

なかなか律儀な奴だな。

「次は会わない事を祈るよ」

　その潔さを認めて最後に声をかけてやる。

裏声だけどな。







　戦闘で逃げ損ねたヴァンドレア兵と司令部の要員達は敗北と命が助かった複雑な表情をしながら脱力気味に南へと歩いて行く。

その後ろ、俺達の軍もゆっくりと続く。

「見張りからの報告ではおかしな行動はないそうです」

「そんな事をしそうな奴では無かったな」

　俺達が後をついて歩くのは彼らが大人しく南へ帰って行くかを監視する意味もあったが主要な目的は占領されていた村々に勝利を伝える事とヴァンドレアの更なる侵攻に備えることだ。

「一万の兵力を撃破されて……すぐに次がありますかね？」

　セリアは俺の隣に馬を並べてマイラをブロックしながら言う。

「可能性はあるでしょう。ヴァンドレアには十二万以上の兵員がいます。アルテイル側の状況にもよりますが二万や三万の余力はあるかもしれません」

　答えたのはレオポルトだった。

三万となると独力では厄介かもしれないな。

「現有兵力で防げるか？　もちろんビアードを守りきると言う事だ」

「出来ます」

「え？」

　マイラも驚く即答だった。

素晴らしい、今度ニナにとんでもなくいやらしい服を贈ってやろう。

「モルトは見ての通りの大穀倉地帯、要は平原です。ここでは騎兵の比重の高い我々は数以上に有利に戦えます。更に敵が持ち得ない弓騎兵は決定打を狙わなければほとんど一方的に戦えます」

　弓騎兵は戦場が完全な平原であると仮定すればその技能を生かして独特の戦い方が出来る。

要は遠距離から一方的に射撃しながら逃げればいいのだ。

射程は弓兵、機動性は騎兵の彼らに平原で追いつく事は不可能だ。

追いかけた部隊は移動しながらでも正確な射撃が出来る彼らに一方的に叩かれることになる。

「何故かモルト国内には多数の砦が存在します。騎兵での遊撃に加え、これらを利用して防戦しながら後退出来るなら敵はビアードに到達する前に攻勢限界に達するでしょう」

　そう、街道沿いにもやたら砦があるんだよな。

ほとんどが警備兵達の憩いの場になってしまっているが。

「それよりも心配は……ヴァンドレアが我らの領地に直接乗り込んで来る事です。我々の正体に気付かれた以上、これ以上無い程の大義名分がありますから。……理屈ではゴルドニアと争うのが愚策とは知っているでしょうが、人は時に感情だけで暴発する事もあり得ますから」

　レオポルトは俺をチラリと見る。

俺はマイラをチラリと見る。

「その場合、ゴルドニア王国軍が駆けつけるまでに約三週間、残した兵は不利を強いられるかもしれませんが……」

「ま、大丈夫だろう」

　その為に弓騎兵を全力動員しなかったのだしトリスタンもいる。

奴が本代と飯代の分働けば済む話なのだから。
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数日後　南部モルト・ヴァンドレア国境

「レオポルトが悪い」

「心当たりがありませんが」

　国境地帯に到り、前方を進んでいた捕虜たちが静かな歓声を上げて南へと脱出していったのと引き換えにどう見ても三万近い軍勢が現れたのだ。

「お前が三万の余力があるだの言うから本当に出たじゃないか。気を聞かせて三〇〇人とでも言っておけばよかったのに」

「これほど素早いなんて……侵攻軍が撃破されたと報告が伝わって間もないでしょうに」

　マイラもかなり驚いている。

確かに本隊の敗北を知って次が出たと考えればとんでも無い対応速度だ。

「いずれにせよ戦いは避けられないでしょう。ここで戦うか、計画通り砦を利用しながら戦うか」

「ここでやるしかあるまい」

　もっと時間に余裕があれば村人を避難させて後退しながら安全な戦いも出来たのだろうが、今からでは遅すぎる。

昨日解放した村の娘の喜ぶ顔が目に浮かぶ。

もちろん処女の娘を貫き中に出した事は何の関係もない。

「三倍の敵に正面からは無謀ですが？」

「夜襲でやる」

　レオポルトは黙って周囲を見渡す。

一面に広がるのは既に収穫された後の麦畑だ。

「出来るか？」

「撤退しながらの方が安全ではあります」

「危険かどうかは問題ではない。夜襲で敵を撃破出来るのか？」

　レオポルトは一呼吸置いてはっきりと言い切った。

「出来ます。成功すれば一戦で片が付くでしょう。モルトの荒廃も最小限に」

　モルトは俺の保護国、言わば領地みたいなものだから守らねばならない。

その作戦を言え。

「三万が野営するに足る場所は……」

　面白い戦いになりそうだ。
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余談

「久しぶりだなブリュンヒルデ」

「まったくじゃ。ほいほい旅になんぞ行きよって、妾に血を与える使命を忘れたか」

　部屋に迎え入れたブリュンヒルデは額に筋を作ってお冠だった。

彼女とは週に一度程度、血を吸わせる約束をしていたが旅行で何度か飛んだのが気に入らないらしい。

一応ことわっておいたんだけどな。

　機嫌を取ろうと近づくと無言のままで両手をこちらに伸ばして来る。

しゃがんでキスしろと言う事らしい。

「ん……」

「んむ……」

　三〇秒程のキスを終えると少しだけ表情が和らぐ。

「うむ、今日はたっぷり吸うから覚悟しておけよ」

「ははは、失神しない程度に頼むよ」

　俺達は冗談めかして笑いながら服を脱いでいく。

建前は服に血がつかないようにするためだが本音はそのまま性器をいじる行為に移れるようにだ。

　吸血は性欲と直結しているのかズボンを履いたまま血を吸われると大抵破れてしまう。

ブリュンヒルデも表情には出さないが相当興奮するらしく吸血後は何をしても許してくれる事が多い。

　全裸になった俺達はベッドに入り、俺は枕にもたれたブリュンヒルデの胸元に頭を乗せた。

ブリュンヒルデの小さいが柔らかい胸を首筋に感じる。

俺の顔を覗き込む彼女から垂れる金髪と血の予感に赤く爛々と輝きだした瞳……どうしようもないぐらい興奮してしまう。

逸物が触れてもいないのにむくむくと立ちあがって行った。

「しかしお主の逸物はどれだけ育つんじゃ……まさか男根人間になるつもりではなかろうな」

「いやあ照れるな」

　逸物も喜んでまた少し大きくなったぞ。

「褒めてなどおらぬ！　まあ良い、久しぶりの美味を……頂くぞ」

　彼女の牙が首筋に当たりそのまま肉を裂いて入りこんできた。

俺は首にも相当筋肉が付いているが吸血鬼にとってはそんなもの無いも同然なのだ。

「ぐ……」

　肉を食い破られる痛みに少し声が出てしまう。

ブリュンヒルデは何も言わないが歯を止めてくれる。

「心配ないさ。逸物も大きくなっているだろ、気持ちいいよ」

「ふん」

　吸血鬼は後ろから俺の肩を腕で包み、一気に牙を突き立てる。

一瞬の激痛とそれに続くどうしようもない快感。

「おう！」

　勃起していた肉棒からひとりでに精が噴き出したが良くあることなのでブリュンヒルデも気にしない。

わかってはいても女に首を吸われただけで射精するのは格好悪いな。

「ん……」

　俺の想いを理解してくれたのだろう、ブリュンヒルデは体をずらして血を吸いながら俺の逸物を手でしごいてくれる。

「んぐ……んっ……ごく……」

　首筋にブリュンヒルデの吐息と自分の血が流れ出していく不思議な感覚。

彼女は宣言通りいつもより随分多く血を飲んでいる。

まるで吸い殺すような勢いだが彼女の事は信じているし、もし吸い殺されてもそれはそれで自分には似合いの最後ではないかとも思う。

ルーシィにもう一度会うまでは死にたくないけどな。

　しばらくの間吸血は続き、少し貧血気味かと思い始めた所で牙が抜けた。

首筋に一筋血が垂れるがベッドに落ちる前にタオルで押さえる。

吸血鬼に血を吸われた後は何故かそれ程出血しない上に、すぐ止まるのだ。

「あぁ……やはり美味いぞ……最高の血じゃ……すまん少し飲みすぎたな」

「いや、これぐらいどってことはないさ」

　ブリュンヒルデは血のついた口元を上品に拭うと微笑んで言う。

「図体がでかいだけあって血も多いのかの。普通の男ならば卒倒するぐらい吸うたはずじゃが」

　どうだろうな。

だが俺は後の事に興味があるのだ。

「それで……血を飲ませたご褒美をくれないかな？　いつものように」

　振り返ってブリュンヒルデの肩に手を回しベッドに押し倒そうとする。

彼女が乗り気でなければいくら力を入れても岩のように動かないはずだ。

「……色狂いもここまでくれば上出来よ。今更じゃが吸血鬼は人を喰らうものだぞ？　お主は怖く無いのか？」

「これが怖いように見えるか？」

　首筋への噛みつきもあって久々に完全勃起状態になった逸物を彼女の眼前に突き付ける。

「……妾の腿より太いではないか……オークかお主は」

　文句を言いながらもブリュンヒルデは俺に押されるままコロリとベッドに倒される。

なんだかんだで彼女が俺の求めを拒む事はほとんどない。

「良く濡らせよ。妾の体には大きすぎる肉柱じゃ。……結構痛いんじゃからな」

「ああ、足を開いてくれ」

　ブリュンヒルデの細い足を大きく開き、真ん中にある花園に口をつける。

美しい穴はまるで使い込まれた形跡がない。

この穴なら一日中だって舐めていられるだろう。

「あっ……そうじゃ……んん。肉豆をよくしゃぶるのじゃ……」

　言われるがままに口での愛撫をしているとブリュンヒルデの穴は順調に洪水を起こす。

「こ、こりゃ吸うでない！」

　溢れる愛液を音をたてて啜っているとブリュンヒルデが頭に手を置いて抵抗する。

彼女の汁は良い匂いがして好きなんだけどな。

「そろそろ……いいか」

「うむ、ゆっくり入れろよ。自分がとんでもないデカマラと言う事を忘れるな」

　ブリュンヒルデの足を限界まで開き、屈曲位でのしかかるように自分でも重さを感じる程巨大化した逸物を彼女の穴に宛がう。

ゆっくり……ゆっくり……だな。

「あぅ、大きい、拡がって行くぞ。やっぱりでっかいのう……」

　色っぽい声に興奮が高まるが……ゆっくり。

「んん……妾の上に乗っかる絵を考えて見よ。どう見ても……ぐ……いたいけな少女を犯すオークじゃ」

　ゆっくり……。

「いやじゃ！　こんなオークに犯されるのは嫌じゃ！　誰ぞ助けよ、孕んでしまうわ！」

　……もう我慢出来ん。

「うおおおおおーーーー!!」

「うぎゃああああ痛い！　股がぶちって言ったぞ！　やめんか馬鹿もの!!」

　ブリュンヒルデの挑発に辛抱溜まらなくなった俺はゆっくり進めていた腰を一気に突き出したのだ。

肉棒は濡れてはいるがまだまだ狭い彼女の穴を猛然と押し広げる。

　優しくするつもりだったのだが腰が勝手に動いてしまう。

ベッドと俺自身の体で彼女を潰すように真上から激しく腰を打ちつける。

「ブリュンヒルデ！　あぁ俺のブリュンヒルデ！」

「どわぁぁぁ！　なんちゅうことするのじゃ！　大きさの違いを考えんか、穴が破れる!!」

　ブリュンヒルデの小尻に俺の腰が叩きつけられ、ドスドスと肉の音が響く。

同時に俺の腰の動きに合わせて彼女の薄い真っ白な腹が盛り上がって行く。

彼女の小さな穴は限界まで広がって腹を押し上げ、体の中で逸物が暴れているのが見えるのだ。

「ブリュンヒルデ大好きだ！」

「好き勝手やりよって！　いい加減にせんと張り倒すぞ！」

　そうはさせじと彼女をひっくり返して後ろを向かせ、腰を掴んで更に突きこむ。

だが無理に体位を変えた事で逸物が抜けてしまった。

「く……すぐに入れ直すから」

「待て！　違う穴に当たっておる。おい嘘だろう……ぴぎゃあああ!!」

　メリメリと強烈な締めつけを肉棒が痛い程に感じる。

間違えて尻の穴に入ってしまったがどちらも愛の為に使う穴……些細な事だ。

気にせず同じように猛然と腰を使う。

「よ、よくも尻を裂いてくれたな。ただではすまさ……まだ膨らむか！　痛いと言っておろうアホ、バカ、巨根！　マラ夫！」

「最高だ……ブリュンヒルデの尻は最高だ！」

　背中から首にかけてキスをしながら彼女にしがみつき、薄い胸を揉みこむように触る。

乱暴で他の女にしたら怪我をさせてしまいかねない行為……だがブリュンヒルデならば受け止めてくれると信じている。

彼女からはほんの僅かだがルーシィに似た雰囲気を感じるのだ。

やはり吸血鬼だからだろうか。

「肉棒が震えて来よったな？　そろそろ抜くんじゃぞ。尻の中に出す事は許さんぞ」

「中に出したいのだが……」

「駄目じゃ絶対駄目じゃ！　妾に尻から種を噴けと言うのか？」

　ブリュンヒルデは吸血鬼で妊娠する事も無いし怪我もすぐに治る。

だが体内に打ち込まれた精が消える訳では無いので尻の中に出せば当然出口から噴き出る事になる。

それは彼女のプライドが許さないそうなのだ。

「仕方ない直前で抜いてかけてもいいか？」

「それならば良い。絶頂まで妾の体を味わえ」

　お言葉に甘えて必死に腰を振り、彼女の尻穴の強烈な締まりを味わいながら興奮を高めて行く。

「ああ良く締まる。最高の尻だよ」

「ふん、すぐに緩むヒトの穴とは締まりが違うわ」

　肉棒が震え始めた。

「ブリュンヒルデは美しい……こんな良い女を抱けるなんて俺は幸せだ」

「当然じゃ」

　玉が動き始める。

「もう出そうだ」

「特別に顔で受けてやってもよいぞ」

　情事の間の言葉で機嫌を直したブリュンヒルデは珍しく顔にかける許可をくれた。

だがやっぱり俺は彼女の肛門に出したいのだ。

　俺は最後の瞬間に抜く事無く、彼女の尻をがっしりと抱え込んで咆哮しながら尻の穴に射精する。

動きで俺の狙いに気付いたブリュンヒルデが声を上げるが既に手遅れ、種は飛び出ている。

「うおぉぉぉぉ！」

「あっ！　こやつ中で出しよったな！　アホーーーー!!」

　ぶびぶび汚い音が鳴り、ブリュンヒルデの腹が膨らんで行く。

散々に罵られるが本気で嫌ならば拳骨一つで俺はドアまで吹き飛ばされる。

つまりは認めてくれていると言う事……最後の一滴まで中に出させてもらう事にしよう。

「おーー……おおおぉぉ……まだ出る……すごい出るぞ」

「……前後好き放題しよって最後は尻の穴に出すか……良い覚悟じゃ」




　長い長い射精が終わり、俺はブリュンヒルデに倒れ込むようにして荒く息をつく。

一方の彼女は無言のまま俺を睨みつけていた。

いかん、結構怒っている。

「……こやつねじ切ってくれよう。モノを出せ」

　機嫌を取らないと逸物がなくなるかもしれない。

「ブリュンヒルデを抱いていると安心する。滑々で……落ち着く香りがする」

　甘えるように言って薄い胸に顔を埋め、頬ずりする。

彼女は見た目子供のようだが甘えられるのに弱いらしい。

「……」

　効果なかっただろうか、もうひと押しだ。

彼女を一気に甘くする砂糖のような言葉があるのだ。

「大好きだよ……姉さん」

「ね、ねえさ!?　……オホン」

　俺の頭にふっと柔らかい息が噴きかかった。

同時に殺気が一瞬で消えてしまう。

「まったく図体とマラばかり大きくて……まるで子供じゃのう。仕方のない弟じゃ」

　後頭部にブリュンヒルデの両手が回り優しく抱きしめて来た。

こちらが痛みを感じないように最大まで手加減された優しい抱き締め方だった。

「こんな坊やには妾がいないと駄目じゃの」

　少し罪悪感はあるが今はこの優しさを楽しむとしよう。




　吸血も性行為も終わり、俺達はまどろみの中で穏やかな時間を過ごす。

ブリュンヒルデは仰向けになった俺の胸板の上に乗っているが彼女に言わせると抱きしめてやっているらしい。

「聞いたら許さん」

　そして俺の耳には栓がされている。

先ほどから彼女の尻穴が汚い音をたてて俺の精を吐いているらしい。

「悪戯小僧め、次やったらお仕置きじゃからな」

　まったく仕置きする気のない表情と声色で乳首を捻られる。

「やめてくれ……気持ちよくなってしまう」

「ふん、妾の体を散々に嬲った罰よ。そらそら」

　乳首をいじられ、更に尖った歯で甘噛みされてはどうしようもない。

肉棒は再び立ち上がり腰まで被っていた薄い毛布を押し上げる。

彼女はニヤリと笑ってから毛布の中に潜って行く。

「口でもしてくれるのか？」

「……乱暴されたせいでもう一口だけ血が欲しくなっただけよ」

　まさかと体を起こそうとするがとんでもない力で押さえられて動けない。

「ふふふ、頂くぞ」

　布団の中は見えないが肉棒に尖った牙が当たる。

俺は来るべき衝撃に備えて枕を掴む。

「がぶ！」

「ぐおおぁぁぁぁ！　うぉぉぉ!!」

　予想通りブリュンヒルデは俺の肉棒に深々と牙を突き立てたのだ。

衝撃で精だか汁だかわからないものが噴き出し、その勢いで毛布は跳ね飛ばされてしまった。

「ふぅ、肉棒から飲む血も乙なものじゃの。それにしてもお主の竿は首筋よりも硬かったぞ……なんちゅう硬マラじゃ、妾も数百年生きて来たがこんな逸物見た事ないわ」

「そ、それは……ぐおおお……良かった……おぉぉぉ！」

「ふふふ、吸った後はゆっくり舐めてやるから楽しみにしとれ弟よ」

　ブリュンヒルデは緩んだ顔で言ってから少しだけ表情を厳しくする。




「しかるに妾は覗き見されるは好かぬ。ドアと上階！」

　ドタンとドアに何かが当たる音、そしてバタバタと走る音……三つか。

侍女を連れたノンナだろう……俺がブリュンヒルデを連れ込むのを頬を膨らませて見ていたからな。

　そして上階から覗けるといえばケイシー以外にいない。

（あわわわ　あわわわわわ）

　慌てて外に飛び出したケイシーが風に吹かれて飛んでいくのが窓から見えた。

夕食までには帰って来いよ。

「お主はますます人間離れしていくの。亡者のみではなく魚に蛇に邪花とは、一体何になろうとしておるのじゃ」

　みんな可愛い俺の女達なんだよ。

しかし花？　そんなの置いた覚えはないんだけどな。

「ま、妾には関係ないわ」

　その後、ブリュンヒルデの小さな口で奉仕を受けて俺は玉の中を空っぽにする事になったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一一六五〇名　（領内待機歩兵二千）

歩兵五八〇〇騎兵九〇〇弓兵千弓騎兵一九五〇

大砲三〇門　大型砲一〇門




財産　金貨一〇七〇枚

経験人数二二八人　産ませた子四八人＋五五五匹

余談にやたら熱中して配分おかしなことになりました。










第２２０話　モルト防衛戦争⑤ 業火の夜戦







ヴァンドレア　モルト侵攻第二軍団

「ベイチェク同志司令官、まずは無事な帰還おめでとうと言っておこうか」

「……心遣い感謝する。ブルザーク同志司令官」

　ベイチェクは項垂れたまま渋い顔で答える。

声色、表情、空気、全てが彼を非難しているのだから無理も無い。

「いやぁ侵攻軍がその半数を失う中、無傷で帰還なさるとは大した武勇！　……そうでした敵に降伏なさったのでしたかな」

「あれ以上交戦しても殲滅されるだけだった！　アルテイルとの戦いもある！　一兵でも多く帰還させるのが……」

「その通り！　モルト王国攻略など副次的な作戦に過ぎなかった。にも関わらず貴重な将兵を多数失い、あまつさえ敗走して我ら第三軍団を投入させるとは……恥を知りたまえ！」

　ヴァンドレアには一から三までの軍団が存在する。

他にもモルト侵攻軍のように臨時に編成される部隊はあるが主力は三個軍団だと言って良かった。

三つしかない主力の一つをモルト侵攻軍の敗北を受けて動かさざるを得なかった。

アルテイルと睨み合っている現状で北の国境から逆侵攻を受ける危険を見過ごす事は出来なかったのだ。

　だが机を叩いて怒鳴るブルザークに対してさすがにベイチェクも声を荒げる。

「情報が違ったのだ！　モルトの兵は予定通り簡単に撃破出来た。ゴルドニアが……ハードレットが軍を出して来ていたのだ!!　これは軍の範疇ではない、政治の問題だ！」

「辺境の一領主が加わっただけではないか！　……もういい、貴様の査問は俺の役目ではない。人民会議の場で好きに申し開きをすれば良い。同志ベイチェクを首都行きの馬車に乗せて差しあげろ。見張り……いや護衛はしっかりつけるのだぞ？」

　ブルザークの部下から冷たい視線を浴びながらベイチェクはその場を後にしていった。




「ふん無能者が、吊し上げられるがいい」

「代表も今回の敗北には大変憤っていたと聞いております。奴が再び陽の目を見る事は無いでしょう」

　ブルザークは彼の意見に追従する副官に向けて満足げに微笑む。

若い女副官もまた微笑み返すがすぐに表情を引き締めた。

「眼前の敵はベイチェクの言っていた義勇兵もどき……ゴルドニアの軍だと思われますが」

　ブルザークと他の参謀も同じく真剣な表情に変わる。

「違いあるまい。義勇兵に偽装した他国軍など珍しくもない。……だが奴らは偽装する気があるのか？　統一した装備で整然と隊列を組んだ義勇兵など見た事がないぞ」

　部下の間から軽く笑いが漏れる。

「兵数は一万程度、騎兵の比率が多いように見えます。現在じりじりと後退している模様です」

　部下の参謀は斥候から得た情報をブルザークに告げる。

国境地帯は見渡す限りの平原で兵力の隠ぺいは不可能、余程離れた所にいるのでなければ全ての兵力を把握できる。

「こちらを平原に誘導しているのか、騎兵が多いなら当然の策だな」

「戦場を動かして湿地帯か森林に誘いますか？」

　副官の言葉にブルザークは首を振る。

「いや、時間はかけたくない。我々は長くここにいる訳にはいかないのだ。一戦で片を付け、モルト王国に降伏を迫ってさっさと帰りたい」

「なるほど、下手に攻めにくい状況を作ったせいで兵力を温存したまま下がられては面倒ですね」

　うむとブルザークは頷いた。

「その為には彼らにとって有利な地形である平原で決戦を挑ませ、これを粉砕して壊滅するのが良い。それも出来る限り早くだ」

　副官が再び進み出る。

「では直ぐに戦闘を開始なされますか？　準備は……」

　彼女が視線を送ると指揮官の一人が背筋を伸ばして進み出る。

「戦闘準備は完了、いつでも問題ありません！」

「……ふむ。いや、やはり明日にしよう。既に昼を大きく過ぎている。二時間もすれば暗くなるぞ、夜になればやはり逃げられてしまう危険が大きいからな。早朝からたっぷり一日使って叩き潰そう。異存はないな!?」

「「「はっ！」」」

　全員が綺麗な敬礼を見せて解散していった。







夜　ヴァンドレア夜営陣地

　ヴァンドレアは翌日の会戦に備えて夜営陣地を構築した。

見通しの効く耕地にあるのは収穫後の麦藁ぐらいで三万の兵とは言え陣を敷く場所には困らない。

　もちろん敵前で夜営する事になるので夜襲対策は行っている。

夜営地の外周には櫓を組んで見張りを立て、更に接近をいち早く感知出来るように陣地から少し離れた場所に焚火を置く一般的な夜営陣地を構築していた。




「うわぁ矢が！　敵襲！　敵襲です！」

　ヴァンドレアの陣地に向けてバラバラと矢が降り注ぎ、慌てた見張りの若い兵が悲鳴を上げた。

だが声を聞きつけて現れた三〇代の熟練兵が笑いながらその兵士の肩を叩く。

「新兵良く見ろ。矢は少ない上にまったく届いていないだろう。あれは敵がお前みたいなひよっこを怖がらせようと適当に撃っているんだ。追っても逃げるから放置しとくのがいい」

「そ、そうなのか……」

「いいか？　俺達が警戒用に置いた焚火、あれは味方陣地から弓の射程と概ね一緒の距離にある。つまりあそこまで近づかれなければお前が矢を喰らう事は無いってことだ」

　敵が放つ矢は焚火の周辺に落ちている。

つまり敵味方の距離は弓の射程の二倍あると言うことだった。

「ま、眠らんようにしっかり見張れよ」

　それだけ言うと熟練兵はゆっくりと立ち去る。

若い兵士は取り乱した事を恥じるように咳払いを一つ落とす。

「また火がついた。こうして見ると綺麗だな」

　敵兵の姿が一瞬ぼんやりと浮び、一斉に火矢が飛び……そして届かない。

さすがに見慣れて来た兵士だがふと妙な事に気づく。

「さっきより近くなってないだろうか……」

　最初はかなり遠距離に見えていた敵の弓兵が少し大きくなった気がする。

「いや、矢は同じ所に落ちている……気のせいか」

　焚火の周りには何も見えないし、周辺におちた無数の矢がくすぶっているのも変わらない。

「気のせいか焚火まで近くに見える。俺の目が疲れたのか、北へ来ると寒くて体力を使うのかも」

　兵士はごしごしと目をこする。

明日は戦いらしいし、早く見張りを交代してもらいたいものだとため息をつき、同じ苦しみを味わっている奴を見て気を紛らわせようと隣の見張り台に目をやる。

「いない……おいおい見張りのサボりは軍規違反で処刑だぞ？」

　反対の見張り台に目をやるが、そこにも人影はなかった。

「軍って結構緩い所だったのかな……」

　真面目にやっている俺はなんなのだろうとため息をついた所で再び闇の中に火が揺らぐ。

「お……今度は数が多いな。もう少しこっちまで飛ばしてくれると少しは暖か……」

　今までよりも多い火矢は兵士の頭を軽く飛び越えて野営地の中に飛び込んで行く。

「え？」

　たちまち野営地から無数の悲鳴と怒声が上がり、天幕が次々と燃え上がって行く。

「ええ？」

　頭上から無数の風切り音が聞こえる。

実際には闇夜で見えない普通の矢が火矢の数倍飛んでいるのだ。

「そ、そんな、焚火の場所に敵はいない……」

　そう言って燃え上がる焚火を確認する。

すると味方の陣地が燃え上がった事で正確な距離感が分かった。

夕刻に準備した場所よりもずっと近い。

「い、いつの間に……どうやって！」

　その瞬間、黒い影がトンと軽い音を立てて見張り台に飛び込んできた。

地上から苦労して梯子を登るしかない台に飛び乗ったのだ。

「な、な、て、敵……」

　叫ぶ前に兵士の首がコロリと落ちる。

胴から離れた耳に届く美しい声。

「何故妾が雑兵みたいな事をせねばならぬ。姉さんにしか頼めないなどと甘言に乗せられて……ええいジークフリード！　こいつで最後じゃ！　次は何をしろと言っていた!?」

　兵士の意識は静かに闇に落ちて行った。
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ゴルドニア　本陣

「先頭部隊奇襲成功、敵は反応出来ていません！」

　俺達はかがり火一つ焚いていないので隣にいるはずのセリアの顔も見えないが、この可愛い声はセリアに違いない。

もしレオポルトが声真似をしていたのならこの場で同士討ちが始まるだろう。

「真正面から近づいてこう上手くいくなんてな。夜襲は当然警戒していただろうに」

「彼らの陣は一般的な夜営陣地でした。定石は最も穴がない優れた物ですが知り尽くされている以上、完璧であらねばなりません……彼らの警戒にはいくつも穴がありました」

　俺達が取った策略……もう小細工と言っていいそれは簡単な事だ。

火矢を放ちながら弓隊が前進しただけの事、射撃距離も同じだけ短くして刺さる場所を同じにしていたのだ。

　暗闇の中で見える光は目の錯覚を起こし易い。

落ちる場所が毎回同じならば距離が詰まっている事には気付きにくい。

彼らが焚いた炎は闇夜に良い目印になるので訓練を積んだ弓兵ならば難しくない。

「本来ならば警戒用にせり出した篝火にも見張りを置いておくべきでした。見張りは矢に斃れたかもしれませんが本隊への奇襲は防げたはずです」

　なるほど、次から俺が夜営する時はそうしよう。

だが今回はそんな事をしても同じだったかもな。

「更に燃え広がった火矢の灯りで元の焚火の位置を誤認する事も期待しましたが……敵の見張りがほとんど声を上げなかった事は予想以上の結果です」

　それは俺の方にもちょっと秘密があるんだ。

見張りが火矢を目で追ってくれた事で小細工がし易かったのかもな。

「昨日ついた窓が無い真っ黒の馬車と何か関係が……？」

　セリアは鋭いな、頭を撫でてやろう。

「仮定の説明は終わりにしましょう。現実として夜襲は成功しました。次の一手を打つべきです」

　レオポルトは細かい所まで聞くつもりはないようだ。

　小細工とちょっとした増援のお陰で敵を混乱させる事は出来た。

だがそれだけで敵を撃破出来るはずもない。

ここからが本格的な夜襲なのだ。




「ルナ、マイラ、イリジナ、手筈通りだ。例の物が無事なら優先で狙え、処分されていたら無理はせずに軽く当たって終われ」

「「はい！」」

「ピピも居るぞ！」

　弓騎兵はルナ、槍騎兵はイリジナ、そして騎兵隊全体をマイラが統括して突撃する。

最初の火矢によって敵陣で大規模な火災が起こり、視界は開けている。

「うまくいくといいな」

「最も懸案であった最初の奇襲に成功しました。まず上手くいくでしょう」

「騎兵での夜襲など考えていないでしょうしね」

　速度に乗って突進する騎兵は本来夜襲には向かない。

勢い余って味方に激突する事を考えれば速度は出せないし、障害物に引っかかる事もあり得る。

「その為の火矢……か」

　適当に撒き散らしていたように見える火矢は敵陣の警戒線外に落ちてくすぶっている。

あのラインの外側は安全に走れるのだ。




「まずは西から騎兵隊が突っ込みます！」

　敵陣の北側……つまりこちらの正面にはなんらかの備えがしてあるだろう。

それを迂回してまず西から突っ込む。

　闇夜に馬蹄の音が響くがさすがに全容を把握するのは難しい。

だが火事に混乱する敵陣から一際大きな悲鳴が上がった。

すぐに怒声や絶叫、そして金属が当たる音が聞こえ出す。

「突入に成功したようです！」

　これでまず策の半分は成ったな。

敵陣は一層激しく燃え上がり遠目にも状況が見えるようになってきた。

「暴れ回っているぞ」

　敵陣を走り回る騎兵が見える。

闇夜を駆け抜ける馬はそれだけで十分な兵器だ。

夜襲に備えていた兵達も消火と騎兵の襲撃で混乱しているし、寝込んでいた居た者は天幕を飛び出してそのまま馬体に弾き飛ばされている者も多い。

　騎兵隊には西から入って一直線に防備が最も手薄な南に抜ける進路を取れと言ってある。

乱戦の中で下手に止まったり進路を変更したりすればこちらも混沌に巻き込まれてしまうからだ。

「わははは!!　そらそら！」

　イリジナが馬上で槍を振るっているのが見える。

というより聞こえる。

「この乱戦の中でも聞こえるなんて……すごい声ですね」

「でかい声も軍人には必要だ……あいつは屋敷でも同じだがな」

　もちろん声がでかいだけではない。

いざという時の為に待機していたらしき完全武装の兵士達を一方的に突き伏せていた。

　慌てて出て来る敵を蹄で潰し、乱戦の中で後ろから前から突きまくる。

簡単に数えたが一〇人は仕留めているだろう。

　他の騎兵達も混乱する敵兵を仕留め、そしてまだ燃えていない天幕に火のついた油壺を投げ込む。

　煌々と闇夜を照らすその場所はまるで物語に出て来る神の町のようで美しい。




「騎兵隊が南に抜けたようです」

「よし、次で上手くいけば俺達も出る。準備しておけ」

　俺の周りにいる歩兵約六千も遊ばせている訳ではない。

次がうまくいけば彼らの出番となるのだ。

　敵陣西から入って南に抜けた騎兵隊三千は燃え盛る敵陣を目印に進路を変えて今後は東からの突撃を試みる。

　その行動は訓練の成果もあって迅速で敵に五分と余裕を与えなかっただろう。

だがそれでも……十分では無かったらしい。

「敵、東側に防御陣形を構築しています！　更にこちら側……北側にも防御陣が出現しています！　混乱は急速に収束している模様！」

「ふむ、前のモルト侵攻軍よりずっと練度は高いな」

「はい、騎兵に踏み荒らされれば未熟な兵ならば壊乱しますが、実際にはあの短時間で倒れた敵は千いるかどうか……まして行動の制限される夜戦ならば尚更です。それを良く知っているようです」

　こちらの兵は上限で一万、ならば半分を消火に回しながらでも十分防ぎ切れる。

一度状況が落ち着けばいつでも反撃出来る。

冷静な判断力が下級指揮官まで浸透している。

　西側に出来上がった防御陣形は急造ながらしっかりしたものでそう簡単に抜けそうにはない。

良くも悪くも近くに大炎上している天幕群があるので視界は悪くない。

もはや奇襲の効果は失われた。




「騎兵隊突撃して行きます！」

　それでもマイラは防御陣に向けての突撃を敢行した。

ならばちゃんとあったのだろう。

「レオポルト、こちらも突撃準備をしろ」

「は、全隊突撃、目標は敵正面」

　歩兵達が顔を見合わせる。

既に準備を整えた敵に突っ込んで大丈夫かと言いたそうだな。

「問題ない。敵の陣形はこれから崩れるさ」

　長槍を並べた対騎兵陣を取る敵に対して一直線に突っ込んで行く弓騎兵と槍騎兵、敵は整った防御に再攻撃を断念すると踏んでいたのか一瞬動揺するが、すぐに全員ががっちり並んで守りを固めた。

　このままぶつかっても到底突破は出来ないどころか大損害が出るはずだ。




　そこで切り札がある。

「良く狙え……撃て！」

　百程の火矢を番えた弓騎兵が先頭に飛び出し一斉に矢を放った。

弓による射撃で対騎兵陣を乱すのは俺の軍の基本戦術だが今回はそうではない。

　放たれた矢は防御を固める敵兵ではなく陣地の周りや中に無造作に転がっている麦わらの塊に当たる。

小麦の脱穀で出るそれは、今の時期ならば全ての耕地に転がっているはずだ。

　乾燥した麦藁は火矢を受けて当然のように激しく燃え上がった。

もちろん大した火力ではないし、すぐに燃え尽きて炭になるだろう。

敵兵も高く上がる炎に少し目を取られるが防御陣を崩す事はしない。

「普通の麦わらだったらな」

　相変わらず無表情のレオポルトの口元が少し上がった気がした。




　閃光が走る。

僅かに遅れて轟音と腹に響く衝撃。

先ほどとは比べ物にならない巨大な火柱が空に向かって駆けあがって行く。

「び、びっくりしました。……良かった漏れてない」

　セリアだけではなく、味方の歩兵達も小さく悲鳴を漏らし、馬達も軽く動揺していた。

シュバルツだけはフンと軽く息を吐いただけだったが。

　爆発は一度では終わらない。

何度も連続して……火薬をごってり仕込んだ麦藁の数だけ繰り返されるのだ。

「敵がいた場所には陣を敷くべきではありません。止むを得ないなら地面をひっくり返す程に調べるべきでした」

　それも覚えておこう。

レオポルトの声も続く爆発に遮られる。

「敵兵は大混乱！　陣形は見る影もありません！」

　運悪く爆発の近くにいた者は吹き飛んでしまい、直接爆風を浴びなかった者も最早敵に備える所では無い。

武器を取り落として抜けた腰で後ずさって行く。




「さあ敵は崩れた。今以上の好機は無いぞ。突撃だ!!」

「「「うおおおーー!!」」」

　大爆発に動揺した兵達もレオポルトの策略だと気付き、士気を取り戻して叫びながら敵陣に突っ込んで行く。

反面北側を守っていた敵兵は完全に動揺して浮足立っている。

「叩き潰せ！　戦功をあげた者には特別な褒美をやるぞ！」

　言いながらも先頭を切るのは俺だ。

後ろからギドとセリアが叫びながらついてくるが仕方ないだろう、シュバルツがでかくて速いのだ。

「う、後ろの心配はいい！　こいつらを止めないといかん！」

　動揺しながら敵の指揮官がなんとか立て直そうとしているがもう遅い。

中途半端に乱れた長槍の群れに向かって突っ込む。

　シュバルツが激突の直前で跳躍し隊列のど真ん中に着地、二人を踏みつぶし三人を巨体で弾き飛ばした。

俺を見て次はお前の番とばかりに息を吐く。

「お前に言われるまでも無い！」

　槍を両手で持って体を捻り、ひと息貯めてから一気に回転させる。

「ぐわぁぁぁ！」「ぎゃああ！」

　全力の一撃で前方の敵兵を半円状に薙ぎ払う。

腕や首がバラバラ飛び、長槍隊に大穴が開いた。

一……二……七人か、勝ったな。

　シュバルツは興味無いと再び走り出すが無理に進路を曲げてまで二人の敵を踏みつぶした。

心の狭い奴だ。




　俺が開けた穴を味方の歩兵が押し広げるのを見てから足を止め、周りの敵を次々と突き殺していく。

最初とは違い、これは決着を付ける為の攻撃、素早く走り抜ける必要はない。

「俺が大将だぞ。仕留めて見ろ！」

「誰か仕留めろ！　奴を倒せば司令官も、はぎゃっ！」

　叫ぶ指揮官の顔に素早く槍を突き入れ、周りに居た部下らしき兵は薙ぎ払う。

二人の首が宙を舞い、転んだ最後の一人にはシュバルツの蹄が落ちて断末魔が響く。

「距離をとって突け！　同時に多方向からだ！」

　名案だが俺に聞かせてどうする。

　前方と左右から同時に来る突き、シュバルツがまず前の一人を体当たりで倒す。

右の敵は、槍が届く前に俺の槍が頭を飛ばした。

　左の敵が突き出す穂先を小手で弾いてからがっちり掴む。

思わずニヤリと笑いが漏れた。

「ひいい！」

　槍を手放した敵兵、だが逃げられはしない。

彼自身の槍を使って背中から突き刺し、槍ごと燃え盛る天幕の中に放り投げた。

「ぐぎゃあああああ!!」

　おっと、シュバルツの体当たりで倒れた男は生きていたらしい。

起き上がって逃げようとする男を同じように背中から刺して天幕の中に放り込む。

仲良く二人で逝くと良い。

「次は誰だ？」

　俺の周りからザッと敵兵がいなくなり、味方が一気に押し込んで行く。

ここは優勢になったが、全体の戦況は決まった訳ではない。

別の場所に行くか。

「覚悟ーー！」

　俺が背を向けると同時に騎兵が一騎突っ込んで来た。

来るなら早く来れば良いのに。

　男が突進しながら突き出す槍を体を捻って躱し、胴体のど真ん中を甲冑の上から串刺しにする。

奴自身の突撃の勢いがあったから簡単に刺さったな。

　男が突き刺さったまま槍を大きく振り上げると引きぬけて飛んで行った。

血を撒き散らしながら飛んでいく男は地上の炎に照らされて結構綺麗だな。

「まだ誰かいるか？」

　味方と切り結びながら敵兵がぶんぶんと首を振る。

そうか、ならいい。







　しばらく乱戦が続き、俺は一旦前線を抜けてレオポルトと共に全体を眺める。

最初の爆発の効果もあって俺達は有利に戦いを進めていたが、さすがに三倍の敵は一気に壊滅させると言う訳にはいかない。

やがて敵が秩序を取り戻し始めると乱戦は押し合いの拮抗状態となってくる。

「あまり良くは無いな」

　最初の攻勢で敵には相当な損害を与えただろう。

だがさすがに二万も倒したとは思えない。

「思った以上に敵の立ち直りが早い。彼らは相当場馴れしているようです」

　レオポルトの言う通りだろう。

こいつらは俺達の軍と同じでかなり修羅場を潜って来たのだろう。

混乱する事がもっとも死に近いと分かっている。

一時的に乱す事は出来るが立て直すのが早い。

「ここで切り上げる選択肢もあります。これだけの大損害、この軍団は我らを追ってモルトに侵攻する余力を残していません。ここで引いても勝利です」

「だが兵力を補充してまた来るかもしれん」

　アルテイルを正面に抱えるヴァンドレアがモルトでそう長く戦えない事は分かっている。

だがそれは俺も同じことでいつまでも全軍をモルトに置く訳にはいかない。

彼らに再侵攻を考えない程の痛手を与える必要がある。




「ならば頭を狙うしかありません」

「だろうな」

　いかに精強な軍団でも司令官を潰せば一気に崩壊する。

しかし夜襲で大混戦となれば到底見つけ出すのは……。

「おい」

　戦場に似合わない綺麗な声と綺麗な長い金髪……ブリュンヒルデが不機嫌そうな顔で立っていた。

「妾の役目はもう終わったぞ。これ以上ゴチャゴチャした所にいるのはご免じゃ。皆を連れてもう寝る！」

「あぁ、ありがとう。休んでくれ」

　彼女達には無理を言って夜襲の手伝いをしてもらった。

大乱戦となった今となってはこれ以上頼める事は無い。

「ふん、約束通り……アレをたっぷり貰うからの」

　セリアやレオポルトがいるので血とは言わずに濁してくれた。

ブリュンヒルデは俺の立場まで考えてくれているのだ。

「それと今の話じゃが、南東の大天幕近くに着飾った一団がおったぞ。じっと動かずただ守りを固めておった」

「そいつらだ！」

　ブリュンヒルデを抱き締めてキスをしてからシュバルツに飛び乗る。

「はわっ！　人前で何をするか！　お主はもう少し場所を……もう行きよった。ジークフリート、奴がもし死にそうになったら助けよ。致命傷を負う事になったら引きずってでも連れて来い。……あいつは死なせぬ」

「……承知」







　護衛隊を引き連れ、南東の大天幕近くに進むと敵の密度が目に見えて濃くなる。

「これは当たりだな」

「そのようです」

　こちらが一直線に向かってくる事に動揺しながらも敵の防戦は激しい。

「まどろっこしいな……シュバルツ、突き抜けるぞ」

　ここでネチネチやっていては敵将に逃げられてしまう。

必要なのは速度と突破力だ。

「突進しろ！」

　ドンと一度地面を踏みならしシュバルツが駆ける。

体が後ろに押されるようなすごい加速、甲冑を着た俺を乗せ、シュバルツ自身も馬鎧を付けている事など全く感じさせない。




「速いぞ、進路塞げ！」

　横合いから突こうとする敵兵は俺が切り捨て、進路を塞ぐ歩兵は跳躍して飛び越える。

すると正面から敵の騎兵が二騎、槍を前に突き出して突っ込んできた。

「奴を止めろ！」

　敵は全速で突っ込み、シュバルツもまた速度を緩めない。

瞬く間に距離は無くなる。

　このまま激突と思われた時、シュバルツが顔を上げて相手の馬を睨みつけた。

「うわっ！」「どわ!!」

　最後の最後で敵の馬が回避行動をとり、乗っていた男達を振り落として派手にひっくり返る。

まったく度胸だけはある奴だ。




　敵の群れを突き抜けると服装の違う一団、肩に下がった金の装飾は戦う為の装備ではない。

間違いない、こいつらは司令部の面々だ。

「お前達が大将だな!?」

　大声で呼びかけながらシュバルツから飛び降りる。

「ぐ……味方は何をしているのだ。司令部を下げる、時間を稼げ！」

　一人の男の命令に全員が動いた。

あいつが大将、分かりやすくて助かった。

　進み出る一〇人ほどの重装備の男達、あきらかに雑兵とは違う。

油断は出来ないな。

「エイギル様！　私達も戦います！」「俺も！」「お、俺もか!?」「是非も無し」

　セリア達も俺に続いて突破してきたようだ。

　そして斬り合いが始まった。




「どりゃあ！」

　盾の上から男に一撃、防がれるが盾はひしゃげて男は膝をついた。

そこを蹴飛ばして地面に転がし、喉元に穂先をめり込ませる。

　横から振られた大剣を見切るがかすかに兜に触れて頭が揺れる。

調子に乗って二撃目をと振り上げたその腕を一閃、両手を失った男は絶叫しながら崩れ落ちる。

「なかなか手ごわいな」

　セリア達もそれぞれ一人ずつと戦っている。

　セリアは敵の剣を受け止める事無く回避しながら隙を狙っているが、相手もそれに気づいて大ぶりを避けて睨み合いになっている。

　ギドは正面から打ち合っているな。

力ではやや不利だが速度と技で振りまわしている。

だが簡単に決着する様子は無い。

　クロルは……。

「お、お前何故構えない！　舐めているのか！」

「構えなど不要。好きに来るがよい」

「これが不行の構え……て、手ごわい。俺はとんでもない奴に当たってしまったのか！」

　相手も大概のアホだ、クロルは大丈夫だろう。

さてクリストフは……。

「うわぁぁぁぁ!!」

「ああ！　クリストフがやられた！」

　見た時にはクリストフは肩口に剣を受けて失神していた。

幸い甲冑を貫いてはいないし、敵も司令部が危機なので止めをさす余裕はないようだ。




　時間をかける訳にはいかない。

俺が突破しないとな。

「どけ！」

　一直線に大将に向けて駆けだしながら敵中に飛び込む。

最初の敵の横払いを屈んで避けて足を切り払う。

　次の敵の斬り下ろしは槍で受けてから顔面を左手で殴り、ふらついた所で首を飛ばす。

　三人目四人目は同時に斬りかかって来た。

二本の剣を槍を横にして受け止めてから素早く槍をその場に落とし、剣を持つ腕をそれぞれ片手で掴む。

「ふうん！」

　力任せに二人をまとめて真上に投げ飛ばす。

高く飛んだ男達は不自然な体勢で地面に落ちて気持ち悪い音が鳴った。

一人は首が、もう一人は背中が奇妙な方向に折れ曲がったのだ。




「待たせたな」

　槍を拾うと大将と向かい合う。

もう阻む者はいない。

「……化け物め。名は？」

　大将は逃げきれないと見たのだろう剣を抜いた。

「……エイギル……ハードレットだ」

「ベイチェクの言ったやつか。俺はブルザーク……誉れ高いヴァンドレア第三軍司令官だ！」

　男が斬りかかって来る。

一合二合と受け止める。

洗練されているが圧倒的ではない。

それにブルザークは既に中年、力はどうしても先ほどの男達ほどではない。

　俺と二人きりで対峙した時点でこいつの命運は尽きている。

それは奴自身も分かっているのだろうが、降伏せず最後まで戦い続けるのが誉れ高いヴァンドレア軍人とやらの意地か。

「中途半端は無粋だな」

　三合目を受け止めてから距離を取り、槍を振りかぶる。

次で決まりだ。

「こいやぁ！」

　気合いと共に突きの体勢を取って突っ込んで来るブルザーク。

俺も同じように突っ込み、遠慮のない全力の突きを放つ。

　ブルザークの剣は俺の頭をかすめて通り過ぎ、俺の槍はブルザークの顎から上を吹き飛ばした。

決着はついた。




「ああ!!　同志閣下……おのれ……貴様ぁ!!」

　後ろから女の悲鳴が上がる。

見ればさっき一刀でクリストフを倒した敵兵だ。

女だったのか、兜をつけていて分からなかった。

危ない危ない、当たったのがクリストフで良かった。

「閣下の仇を！　覚悟！」

　斬りかかって来る女の剣を躱す。

一撃は軽そうだが素早いな、少し重量が増したセリアと言った所だろうか。

「避けてばかりでは……あう！」

　動きをしっかり見てから剣を弾き飛ばし、首に手を伸ばす。

「ぐ……あぐ……あぅ……」

　首を掴んで力を込めると女はバタバタ抵抗し、やがてぐったりとなった。

もちろん首をへし折るような事はしない。

引き寄せてちゃんと息をしているのを確認してから肩に担ぎ勝鬨を上げる。

「勝利だ!!　鬨をあげろーーー!!」

「おおおーーー!!」

　セリア達と切り結んでいた敵兵もブルザークの死を見て諦めたようにその場を離れる。

　粘り強く戦っていたヴァンドレア軍も大将の戦死が伝えられるとたちまち崩れ、朝日が昇り始める頃には一方的な追撃戦に移行して行ったのだった。







「それで……その女は捕虜に？　それとも慰み者にするのですか？」

　マイラの視線が痛い。

「捕虜を犯すのはいかん！　戦士は相応の扱いを！」

　イリジナまでそんな事言うな。

彼女は司令部付の人間らしいし、何か情報をとれるかもしれない。

ひと段落ついたら解放するさ。

「では女としては扱わないと？」

「いや、口説きはする」

　望みは薄いがもしかすると上に乗せてくれるかもしれない。

何事もやってみないとわからないぞ。

「「「でしょうね！」」」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一〇九五〇名　（領内待機歩兵二千）

歩兵五三〇〇騎兵八〇〇弓兵千弓騎兵一八五〇

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨一〇七〇枚

経験人数二二八人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２１話　滅ぶ町







モルト王国　王都ビアード

「ハードレット卿万歳！」「強いぞ義勇兵！」

　俺達は戦勝の後、ヴァンドレアの更なる後続がいないのを確認してから一旦ビアードまで下がる。

予想以上の大勝だったがヴァンドレアの領土を奪う事が目的ではなかったし、その準備もしていなかったからだ。

「本国領土を侵せば奴らも相応の対応を取るでしょう。全面衝突を望まないならば今回は自重すべきです。必要ならばいずれ綿密に準備してからに致しましょう」

　レオポルトもこう言っている。

「これ以上はさすがに彼らも困るでしょう」

　マイラが喜ぶビアード市民とは違う憮然とした顔の一団に視線を送る。

　彼らはリバティース民主国からの使者らしい。

なんでも今回のヴァンドレアによるモルト侵攻への対抗策……具体的にはリバティースの存在を匂わせる事で少しでも有利な交渉を行おうと考えていたらしい。

　ヴァンドレアと激しく争えばその分アルテイル神国に余裕が出来る。

それを避ける為に出来るだけ戦わずに彼らを留めようと考えたのだ。

「全部パーですけどね。ヴァンドレア侵攻軍の半数、そして増援も相当な犠牲を出して敗走しました。総兵力十二万程度の彼らにとっては深手でしょうね」

「攻めて来たのは向こうからだからな。俺達がリバティースの為に遠慮してやる必要はないさ」

　一応友好関係にあるから協力はしてやるがその為に自領やモルトを犠牲にしては意味が無い。

「これでしばらく再侵攻はあり得ないだろう？」

　念の為レオポルトに聞いてみる。

「戦術的には再侵攻はありえません。利益計算の無い侵攻を行うかどうかまではわかりませんが」

　普通に考えればもう攻撃する余力はないが「腹が立つから攻めてやる」の理論で来るなら知らんと言うことらしい。

「来たら来たでまた考えるか」

　とりあえず今回の戦争は終わりだ。




「エイギル様、市民が歓迎しています。手をお振りになってはいかがですか？」

「そうだな」

　今更だが俺達が進むビアードの中央通りでは沢山の市民が手を振っている。

モルトと義勇軍……モルト兵は戦利品の山を抱えて戻っただけだが適材適所、文句は言うまい。

　この後王宮でセレスティナから兵達に戦勝感謝の言葉があるはずだ。

心配なのは兵達がご褒美を期待している事、頭撫でて終わりだと不満が高まってしまう。

かといって俺以外の逸物を撫でさせる訳にもいかない。

うーむ。

「ヴァンドレア軍は三万も居たと聞いたが……寡兵であっと言う間に破るなんてな」

「うちの軍は弱いと思っていたけど中々やるのかな？」

「ハードレット卿が居たって噂があるのよ。あの人は本当に強いから」

　市民の声が聞こえる。

ちゃんと顔は兜で覆っているから大丈夫のはずだ。

「私の妹が街の郊外で農場やってるんだけど……ハードレット卿が夜忍んで来て抱かれたんだって！　絶対来ているのよ!!」

　ぐ、そういえば野営地近くの農園で巨乳の女に夜這をかけた気がする。

女を抱くのに兜などつけないから顔は晒したままだった。

俺の顔を知っているとは思わなかった。

「エイギル様……」

「なんだい？　王宮までもう少しだぞ」

　裏声で言うとセリアに盛大なため息を吐かれてしまった。







王宮

「皆の者ご苦労じゃったのじゃ！　モルトを守る為に尽くしてくれたそなた達を妾は絶対忘れんぞ」

　満面の笑みでセレスティナが兵達を労う。

本当に今更だが形の上では義勇兵が彼女と国を守る為に自発的に集った事になっている。

「そこで妾達から諸君らに感謝の気持ちを込めたご褒美があるのじゃ」

　兵士達の目が輝く、さあここからが心配だ。

「皆で仲良くお食事会なのじゃー」

　固まる兵達、俺は頭を抱えた。




「おいおい……これってどういう事だ？」

「俺に聞くなよ……ありえねぇ」

　王宮外の広場には絨毯が敷かれ、王宮の使用人や町の娘などが兵士に混じって仲良く食事と談笑を行っている。

だが場は今ひとつ盛り上がりに欠けていた。

　嬉しそうなビアード市民と対象的に兵達があまり乗り気ではないからだ。

「どうするんですかハードレット卿。兵達が困惑していますよ」

　マイラが詰め寄って来る。

戦勝の褒美が仲良くご飯とは……爵位の乱発よりはマシかもしれないが。

　意表をつかれて呆けている兵達も冷静になれば不満を口にするだろう。

腹いせにビアードで略奪などされては困った事になる。

「やはり俺がなんとかしないといかん」

　兵士が勝利の報酬に求める物など決まっている。

金と酒、そして……ふふふ。




「よしモニカ、行こうか！」

　宴の場、セレスティナの近くにいた俺は兵達に聞こえるように宣言してモニカの肩を抱きしめる。

「は、はい？」

「いいから俺に合わせてくれ。モルトとセレスティナの為だ」

　強引にモニカを納得させてから彼女を横抱きに持ちあげる。

「えっ？　えっ？」

　そして微妙な顔をして食事をしている兵達を振り返って一言。

「お前達もうまく女を口説き落とせるように頑張れよ。無理やりやったら処罰だぞ」

　それだけ言い終えると全員の視線を浴びながらモニカを抱きあげたまま物陰に入っていく。




「ちょっと！　今の言い方では!!」

「それでいいんだよ。ガキじゃあるまいし仲良くご飯じゃ兵達がセレスティナに怒るだろう」

「そもそもハードレット様が悪いのです。陛下に「男が一番嬉しいのは女と一緒に居る時」などと吹きこむから！　だから陛下は女性を集めて兵達を労おうと……」

　そういえば言った覚えがある。

純粋なセレスティナは一緒にご飯ととったのか……だが男は体の一部を女に入れないと幸せにはなれないんだよ。

「まぁまぁ、とりあえず大声をあげてくれ。出来る限り気持ちよさそうに」

「そんな事出来るわけがありません！　何千人も見てたのですよ！　そんな恥ずかしい、ああっ！　止めてそこは……!?」

　こうなったら本当に嬌声をあげてもらうしかないだろう。

気持ち良くしてやるからな。

「ひぃぃぃぃーーす、すごいいいい！」




　二人で消えた俺達、そしてモニカの喘ぎを聞いて宴の場はざわつき始めたようだ。

「なるほどそう言う事か」

「お姉さん、俺と一緒に呑みませんか!?　もちろん下心なんてないから、全然ないから」

「先っちょだけ！　先っちょだけ！」

「うーん、もう少し楽しいお話してくれたら……」

「私もう少し美形が好みなんだけど、お祝いだし妥協しようかな」

「年収は？　持ち家？　親同居？」

　一気に盛り上がり始めたようだ。

これで兵達も不満を垂れている暇はないだろう。

　強姦は無いとは言え女達が抱かれるのだ。

本来ならばモルトの男達は穏やかではないだろう。

　だが俺の軍は少し特殊だ、弓騎兵を成す山の民は男女関係なく戦士となっている。

そして戦闘後の高ぶりは男も女も同じ事だ。

「お、お姉さんこんな……」

「あたしもそろそろ子が欲しかったからね。族長様のお眼鏡に適うためにも一人ぐらい子を産んで置かないとさ。さあ一発ぶち込みなよ」

「もう音をあげるの？　モルトの男はだらしないのね」

「ま、まだまだ！　腰が抜けるまでやってやる！」

「三人がかりならあたしに勝てると思ったの？　いいわよ、来なさいな！」

　騒ぎを見に来た男達を次々と食べている。

これでこそ対等な関係と言えるだろう。

「あひぃぃ……」

　俺も目の前のモニカをたっぷり犯すとしよう。
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翌日

　兵達はすっきりとした顔になり宴に来た女達がつやつやする中、俺は厳しい顔でセリアやレオポルトと向かい合っていた。

　原因はラーフェンから急使で転送された一通の手紙だ。

それはクララからの手紙、連邦と帝国の戦況を知らせてくれている大事な情報源なのだが、今回はいつもとは少し違ったのだ。

「帝国の艦隊がノーステリエス河に侵入……連邦の河川艦隊を撃破……ですか」

「同時に陸上でも大規模な要塞が突破された……」

「帝国兵がアルベンス西部に現れたともあるぞ！」

　クララはマロードル侯爵から漏れ出る情報を懸命に集めて書いたのだろう。

「レオポルト、どう思う？」

「この手紙だけでは子細が分かりませんが」

「正確でなくていい。お前の私見だ」

「南部で突破され河を失った。西部に現れた部隊は恐らく艦隊が上陸させたのでしょう。アルベンスは既に危機的状況である可能性があります。数日で陥落してもおかしくありません」

「……」

　手紙は緊急便で届いたがそれでも三週間は前に出されているはずだ。

つまり既に決着はついているのだ。

「西部最大都市アルベンスの失陥は一帯の喪失を意味します。制河権も失ったとなれば事実上白都まで遮るものはありません」

「こうもあっという間に連邦がやられるなんて……にわかには信じがたいですね」

　マイラが目を閉じて呻く。

俺も同感だ、帝国は何度も連邦に戦いを仕掛けては追い返されていたらしいが今回はまるで様相が違う。

何故こんな事になったのか。

　白都の三重城壁を見た時はあれを越えられる者など存在しないと確信したものだがな。

だが俺が本当に心配なのは連邦ではない。

「クララとクラウディア……無事ならいいが」

　あまり頻繁には会えないがクララは俺を好いてくれるし、クラウディアに至っては俺の子を産んでくれている。

「遠すぎて手が届かんのがもどかしい」

　もしこれがマグラード程度でおこっている事ならば助けに行くのだが。

「今更出来る事はありません。連邦劣勢による影響は分析しておきますので今は南部諸国の問題に集中して下さい」

　レオポルトの声色は変わらない。

お前は人の気持ちがわからなさすぎる。

きっと子供の頃から腹の立つ餓鬼だったのだろう。

　子供の体にこいつの無表情な顔がくっついているのを想像して少し笑ってしまう。

「助けを求めて来たら全力で当たる。それまでは何も出来ないか」




　無事でいてくれと深まる秋の空を見上げた。
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手紙を出した直後　アルベンス

「町の西を守れ！　私兵と騎士団を派遣しろ！」

「城門は既に壊されている！　市内で戦うのだ」

「援軍がこない!?　バカな約束が……船ごと沈められたのか」

　アルベンス領主、マロードル侯爵の屋敷は混乱を極めていた。

少し前より連邦は圧倒的に不利な戦いを強いられていた。

　帝国の海洋艦隊はノーステリエス河に侵入し、連邦の河川艦隊を撃破、混乱の中でその報が伝わるより早く、上陸された帝国の別働隊が押し寄せたのだ。

　突然の攻撃によってアルベンス郊外で再編成していた予備部隊は壊滅、更に要塞を追われた後も奮戦しながら時間稼ぎを行っていた連邦軍本隊が皮肉にも包囲される結果になってしまった。

　連邦軍はイワン＝ガルチェンコ最高司令官の元で必死に勇戦するが、前後を挟まれた上に兵力でも劣る中で遂に壊滅、散り散りになって東へと敗走していった。

　これによりアルベンスを守るのはマロードル侯爵の私兵と騎士団のみとなる。

侯爵は連邦有数の有力貴族だが私兵は二万程度……もはやアルベンス失陥は誰の目にも明らかだった。




「侯爵……西部南部共に押し込まれ、港では帝国艦隊が猛烈な砲撃を行っています。もはやここまで、御当主様だけでもお逃げ下さい。東ならばまだ血路は開けます」

　跪く騎士達が涙を流しながらマロードル侯に訴える。

戦闘の影響で大規模な火災を起こしている町から視線を逸らさないまま侯爵は静かに言った。

「お前達もわしも……互いの祖父、いや祖父の祖父の代から当主と騎士として町を領を守ってきたな」

　ぐうと全員が泣き声を噛み殺す。

既に領地の大半は蹂躙され、民は犯され殺されている。

そしてアルベンスも間もなくそうなるのだ。

「我らは先祖より受け継ぐ使命を果たせなかった……この上町を捨てて逃げる事など出来ようか？」

　侯爵は剣を抜き、鞘を捨てた。

「ここは我らの町、我らはここで生まれここで死ぬのだ」

　騎士達もそれ以上何も言わない。

「民は可能なら逃がせ、代表を決め戦が終わったら降伏させよ。帝国とて焦土を支配したい訳ではあるまい。降った民を皆殺しにはせんだろう」

　占領地の民は過酷な運命を辿るだろう。

「だが民に土地を守る義務はない、屈辱の生を選ぶならそれもよかろう」

　だが……と侯爵は騎士達を強い目で見た。

「我ら貴族にその道は無い。一門、戦える者は全て武器を持て！　戦えぬ病人子供は自害させよ」

「「承知！」」

　騎士達の目に躊躇いはない。

彼らは貴族、領地と民を守るのが使命、それが果たされぬならば一族郎党滅するのみだった。

「最後まで敵にやられるがままはつまらん。準備が出来次第こちらから総攻撃に出る。連邦貴族の意地を見せてやろうではないか！」

　おうと全員が叫んで準備に走る。

死を覚悟したとは言えまだまだする事はあるのだ。




「あなた……」

「クラウディアか……お前もあのまま白都に居ればな……」

　侯爵は幼子を抱くクラウディアを悲しげな顔で見つめた。

「私はまだ死ねません。この子の成長を見届けるまでは生きます！」

　当主の正妻とその息子、敵に辱められる前に自害させるのが当然だった。

そうでなければ皆に示しはつかないだろう。

だが生きたいと訴える妻とまだ幼子の息子……誰が死ねと言えるだろうか。

　侯爵はゆっくりと夫人と子供の頬を撫でてから軽くキスをする。

そしてカッと目を見開いて叫んだ。

「白都での放蕩三昧、貴様など我が妻ではない！　子もどこぞ馬の骨とも知れぬ種だろう！　今日限りお前を離縁、放逐とする！　餞別に屋敷の財を好きなだけくれてやるからさっさと去れ！」

　くるりと後ろを向いた侯爵は独り言のように呟いた。

「真に価値あるものは地下に集めてある。帝国の連中に渡らぬよう焼き捨てるから急げよ」

「……今までありがとうございました」

　クラウディアはスカートを摘まんで丁寧に礼をする。

年相応に老け、体型も崩れてしまった彼女。

だが侯爵の脳裏には新婚当時、旅行にいったエレクトラで船を見て微笑んでいた彼女が浮かぶ。

「愛しておったぞ」

　誰にも聞こえない程小さな声だった。

　それ以上は何も言わない侯爵に背を向けてクラウディアは去る。

同じくクララも深々と頭を下げてから夫人に続いた。

「これで未練は無くなった。我が最後の炎で帝国の野蛮人どもを焼いてくれよう」

　侯爵の手には結婚から一度も外した事のない結婚指輪が光っていた。




　最後の反撃が始まる。

　圧倒的な寡兵が突然反攻に転じた事で帝国の包囲網に僅かな乱れが生じた。

その綻びをつくように小さな女と丸い女が走る。

「ふぅ！　ふぅ！」

「奥様、やはり持ちすぎです！　これでは逃げられません！　捨てましょう！」

　クラウディアはコートの下にこれでもかと宝飾品を身につけ、宝石などは布で体にくくりつけてまで持ってきたのだ。

　だが帝国の遊撃隊に見つかって馬車を失い、徒歩となってからその重さは彼女の体力を大きく消耗させていた。

赤子を抱いて走る華奢なクララからも徐々に遅れ始めている。

「馬鹿おっしゃい！　無一文で逃げて私やこの子を誰が受け入れてくれると言うのですか!?」

「それはそうですが、ここで捕まっては元も子もありません」

「居たぞあいつらだ！」

「女は捕まえて楽しむぞ！　丸い方は旨そうだ！」

　馬車を潰した帝国の遊撃隊が追って来る。

幸いにして騎兵はいないが兵士と女二人の速度差は明白で距離はドンドン詰まる。

「宝石を撒き散らせば足止めぐらいには……」

　だがクラウディアはあくまで持って逃げると言い張る。

　二人が息を切らしながら小高い丘を登り切った時には既に帝国兵は間近に迫っていた。

クララは慌てて丘から周りを見回すが隠れられそうな林も草むらもない。

ただなだらかで長い下り坂が東へ続くだけだった。

　ここまでかとクララは赤子を地面において服の胸元に手をやる。

希望は薄いが自分が進んで犯されれば追っ手が夫人を放置するかもしれないと考えたのだ。

　だが彼女の悲壮な覚悟と裏腹にクラウディアは嬉しそうな声を出す。

「しめたわ！　クララ掴まりなさい」

　諦めようとしていたクララと赤子を抱き締めるとクラウディアは下り坂を駆け下りる。

「だめです。もうとても逃げきれ、ってええ!?」

　最初こそノロノロとした走りだった夫人だが坂道を駆け下りるうちにどんどん加速がついてくる。

「へへへ、もう逃げられ……って速！」

「追うんだ！　だめだ……なんて速さだ！」

　間近に迫っていた帝国兵の姿が見る見る遠くなっていく。

「お、奥様!?　これは！」

「私は下り坂なら馬のような速度が出ます。しっかりこの子を抱いているのですよ！」

　更に加速するクラウディア、遂に両足を地面から離して跳躍した。

「嘘だろ、あの女転がってるぞ！」

「まるで馬みたいな速さだ……」

「に、肉玉」




　遥かに遠くなった帝国兵は追撃を諦めて帰って行く。

クラウディアの身元と体に巻きつけた宝石の存在を知らない彼らにとって逃げる女二人はしつこく追撃する価値のある相手ではなかったのだ。

「お、奥様……すごいです！」

「はぁはぁ……汗が……汗が止まりませんわ……んあぁぁぁ暑い！」




　二日間の反撃の後にアルベンスは陥落、マロードル侯爵と彼に連なる一門全てが絶えた。

侯爵の屋敷は彼自身が放った火によって延々と燃え続け、膨大な財は全て炭となり果てる。

　重要な補給拠点を失い、戦力の大部分を失った連邦軍は河の北岸に撤退。

いよいよ白都周辺での攻防戦が始まろうとしていた。




「主人の事は忘れませんわ……さあハードレット様の元に向かいましょう！　彼のお子を抱いて！」

「侯爵は知らずにお幸せだったのかもしれません。ほんと酷い女……いえなんでもありません奥様」
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（兵員は徴用によって増えて行きます）

　オルガ連邦

兵員　　現在三十万　　動員限界二百五十五万　既損害百五万　民間犠牲七十万

　ガーランド帝国

兵員　　現在二百三十万　動員限界三百十万　既損害八十万（戦奴兵は含まない）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

家族

ノンナ（小綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）

カトリーヌ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（腹ペコお化け）

リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（欲求不満＋）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）

部下

セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（長期出張）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一〇九五〇名　（領内待機歩兵二千）

歩兵五三〇〇騎兵八〇〇弓兵千弓騎兵一八五〇

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨一〇七〇枚

経験人数二二九人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２２話　止まらない流れ







モルト王国　ビアード

「ヴァンドレア軍の損害は大きく、アルテイル神国が受ける圧力は低下したでしょう。残念ながら以前の戦略は破たんしました」

　ビアードで戦いの疲れを癒す俺達の元を訪れたユノーは表面上にこやかに、だが言葉の端々に俺を非難する雰囲気を込める。

　まるで俺が悪いみたいじゃないか。

ぷいと斜めを向いてみる。

「子供みたいな事しないで下さい」

　マイラに顔を戻された。

「モルトに攻めて来たのは奴らの方だ。殴りかかって来た相手に言葉をかける程馬鹿じゃないですよ」

「それにしても少し手心と言うか……こちらの情報によれば彼らの主力たる軍団の一つを崩壊させたとの事、これではヴァンドレアはアルテイル神国に対してしばらくは防戦一方となるでしょう」

　三倍の相手に手加減出来るわけがないだろうが。

セリア来い、お前の頭を撫でていないと怒鳴り上げてしまいそうだ。

　目に見えて俺の機嫌が悪くなったのを見てユノーは新しい話題を持ち出した。

「ヴァンドレアに関してはリバティースはモルト侵攻を懸念しているとはっきり伝えました。ハードレット殿が彼らの予想以上に強力だったと言う事も踏まえれば再侵攻は無いでしょう」

　そんな事は一々言ってくれなくても良い。

そもそも主力を撃破したのだからしばらく侵攻する余力が無いぐらいの事は俺でもわかる。

「落ち着いて下さいエイギル様……ふがふが」

　セリアの顔を揉みほぐす手に力が入り過ぎたらしい。

頬っぺたを撫でていると徐々に心が落ち着いて来た。

「リバティースもモルトを守ってくれる。今回はそれだけでいいのですかな？」

「いえ、新しい戦略にご協力頂けないかと」

「ほう、どのような？」「はうぅ」

　すまんセリア、また力が入ってしまったな。

「打撃を受けたヴァンドレアがアルテイル神国に圧力をかける事はもはや期待できません。しかし、彼らの弱体化は利用する事が出来ます」

　ユノーは薄く笑って続ける。

「ヴァンドレアがモルト侵攻に失敗、主力の一つを失ったとの情報をアルテイル神国に流します。もちろん幾分か誇張した上で」

「それではアルテイルにはますます余裕が出来るのでは？」

　アルテイルまでモルトに手を出して来るような事態になってしまう。

　ユノーが一瞬笑う。

俺を馬鹿にしたように感じたがそれほど気にはならなかった。

レオポルトの奴がもっと露骨にため息を吐きやがったからな。

「ヴァンドレアが弱ればアルテイルには他の場所に手を出す余裕が生まれる。しかし度を超えて弱体化すればどうでしょう？　彼らはリバティースやモルトにちょっかいを出すでしょうか？　それよりも不倶戴天の敵であるヴァンドレアを一気に滅する好機と判断するのではないでしょうか？」

　なるほど、彼らが牽制し合うよりも激しくぶつかってくれた方が互いに楽にはなる。

だが問題もあるぞ。

「それでアルテイルが本当にヴァンドレアを滅ぼしてしまったら？　一大強国の完成だ。脅威は今までの比じゃなくなる」

「なぁにヴァンドレアにはまだ精鋭軍団が二つあります。それに彼らはまだ兵を集める余力を残している……そう簡単に滅ぼされはしませんよ。仮に滅ぶとしてもそれまで激しく戦ってアルテイルの国力を大きく損耗させてくれるでしょう」

　理屈はわかったがユノーに良いように利用されている気がする。

「それで私には何をしろと？」

「ええ、現在と同じようにヴァンドレアへの威嚇……だけではなく機を見ながら国境で小競り合いを起こして頂けるとありがたい。ヴァンドレアは幾分かの兵を回さねばならぬでしょうし、アルテイルがそれに気づけば本格攻撃の呼び水となるでしょうから」

　なんで俺がリバティースの為に戦わねばならん。

断ろうとしたがレオポルトが耳元で囁く。

「お受け下さい。考えがあります」

　本当だろうな？

もし面倒な事になったらニナを寝取るぞ。

「いいでしょう。時期と規模はこちらで判断しますが国境の「ですがそれだけでは対等ではありません」

　俺に返事だけさせておいてすかさずレオポルトが口を出す。

この野郎……。

「なんでしょうか？」

　ユノーは警戒の色を浮かべてレオポルトを見る。

俺の時と随分違うぞ、何故こいつの方を警戒しているのだ。

「今回の策で利益を得るのは主にリバティースのみです」

「ヴァンドレアも防戦にかかりきりとなりますのでハードレット殿やモルトも安泰となるでしょうが？」

「元々ヴァンドレアは今回の痛手で満足には動けません。とても同じ利益とは言えませんな」

　ユノーは少し苦い顔をするが言い返せないようだ。

「更に紛争となれば兵も死に、物資も消費します。リバティース側からの情報も無価値とは言いませんが、血の負担を我らのみが背負うと言うのは不公平では？」

「具体的にはリバティースにも兵を出せと？」

「いえ貴国の国情ではそれはまま成らぬでしょう。よって血の代わりに相応の資金を提供して頂きたい」

　取り巻きの外務官がざわつき始めた。

ユノー自身はレオポルトを睨みつけるように視線を合わせている。

　男同士の気持ち悪い見つめ合いは三〇秒程続いた。

俺はその間マイラをみつめてやろう。

ふふふ赤くなったぞ、俺の勝ちだな。

「……承知しました。具体的な金額は大臣に報告の後改めて協議する事に致しましょう。但し国費を出す以上、密約ではありますが双方に文章として残す事になりますぞ」

「そちらは資金を提供、我らは国境地帯での紛争。確かに約しました。宜しいですねハードレット卿」

　最後だけ俺に同意を求めやがる。

好きにしろ。

「では協議は貴領においた彼女を通じて……」

　その言葉を最後に俺達とユノーの会談は終わったのだった。







「なぁレオポルト、なぜリバティースの為に小競り合いなぞ起こすんだ？　金を貰えるとは言え兵を失っては意味が無いだろう」

　こいつの事は不本意ながら信じているが今回は良く意味がわからない。

「はて、我らは小競り合いなど約しておりません。国境で紛争を起こすと言ったのです」

　同じことじゃないか。

「地図をご覧ください。平原の東、ヴァンドレア人民連邦とモルトそして我が領の国境線は入り組んでいます。モルトは南部だけでなく東部にも広く国境線を持ち、我が領も十分に開発され重要な穀物産地となっている南部地域が国境近くにあります」

　国力を回復すれば再び野心を見せるのは明白だとレオポルトは言う。

「国境でヴァンドレアと衝突。出来れば彼らから手を出させる事が望ましいですが……それを機に準備された主力を持って一気に南下、最低でもモルト王国南のラインまで進出、行ける所まで行きましょう」

「なるほど……確かに［紛争］に違いないな」

　相手から仕掛けて来るのをまって全面攻撃し領土を切り取ってしまおうというのだ。

ユノーに約束したのは「紛争を起こす」だから違反にはならない。

「この地域一帯を得ればモルトは東方向からの脅威がなくなり、我々も主要な土地までの緩衝地帯を得る事が出来ます」

　利用されっぱなしはつまらないと思っていた所だ。

「弱体化したヴァンドレア、更にアルテイルが本格侵攻すれば東に回す余力はありません」

　リバティースの金を使って領地を切り取るか、面白い。

「それで行こう。国境地帯にはトリスタンが陣地を作っていたな。利用出来るか？」

「既に考えております」

　楽しい冬になりそうだ。
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ヴァンドレア人民連邦　首都ヴァンドラ　人民会議

「同志ベイチェク、何か言いたいことはあるかね？」

「……ありません。敗戦の責任は全て私の無能故です。人民と代表にお詫びのしようもなく」

　ベイチェクは正規の軍装ではなく私服を着る事を命じられて会議の真ん中に立つ。

一〇人近い視線にさらされ、貧相な服で項垂れるその姿は罪人以外の何者にも見えなかった。

「ここは君の言い分を聞く場であって謝罪を求める所ではないぞ」

　一人の参加者がそう言うがベイチェクはただ身を震わせて下を向く以外の事が出来なかった。

　これでは何の意見も聞けそうにはないが参加者達は特に気にしない。

人民会議の場に引き出された者は皆こうなる。

「諸君、これ以上話す必要があるだろうか？　弱小の敵に敗北、あまつさえ降伏して我が国の威厳を失墜させた。同志ベイチェクには忠誠心が不足していたとしか思えない。しかるべき刑に処するべきだ」

「うむ、でなくば人民にも説明がつくまい。近く大規模な徴兵もせねばならんからな」

　二人の意見に全員が同調していく。

「人民代表も憤慨しておられる。中途半端では……」

「では家族も？」「いや、それは人民にやらせたほうが……」

　予想していた結論とは言え、がっくりと肩を落とすベイチェク。

だが一人の老人がゆっくりと手をあげる。

「まぁまぁ結論を急ぐ事は無いぞ」

「同志ベラーセ結論に不服でも？」

　老人はにこやかに……だが目だけはベイチェクを冷たく見ながら言う。

「ブルザークの第三軍団までも破れた相手、こやつの忠誠心のみが問題とは言えまい。降伏は確かに無様だったがそのお陰で半分の兵が帰る事が出来たのだ」

「降伏した兵など！」「彼らが敗北を吹聴すれば逆に軍に対する疑念が……」

　老人は大きく咳払いして野次を封じて続ける。

「第三軍は敵の夜陰をついた奇襲に不覚をとって破れた……だがお主は正面から戦って敗れた。そうだな？」

「……面目次第も」

　パンと老人は大きく手を叩く。

「同志ベイチェク、お前にチャンスを与えよう」

　周囲がざわつきベイチェクの顔に希望が戻る。

だがそれは長く続かなかった。

「逃げ帰った勇敢な侵攻軍を再編成、更に政府に逆らうほどの勇気ある若者達からなる精鋭を加えてお前の指揮下に置く。同志は直接ハードレット領に侵入してかの者の領を征服、ヴァンドレアの強さを知らしめよ」

　ベイチェクだけではなく回り全員が息を呑んだ。

「敗残兵と囚人部隊……」「なるほど、確かにまとめて処分出来れば手間は省ける」

「それは……」

　何か言おうとするベイチェクを老人はどすの利いた声で制する。

「このまま家族もろとも死刑台よりは利口な選択肢だと思うがね。すぐに編成準備にかかりたまえ」

　呆然とその場を去るベイチェク……老人はそれを満足げに見送った。




「よろしいのですか同志ベラーセ」

　一人の会議出席者が困惑したように老人に話しかける。

「人民代表にも内諾は得ておる。敗残兵をそのまま戻しては我が国の威信に関わるからの」

　軍の強さはヴァンドレア政府への民の忠誠をささえる重要な要素だった。

南部では有名な弱国モルトに正面から敗北したなどと語られては都合が悪い。

「第三軍団は視界が悪い夜間、卑怯な不意打ちと言い張る事も出来るがベイチェクの軍は正面から負けた。兵達も戦況をしっかり把握していただろう。逃げ帰った五千の口が一斉に開けば面倒な事になる」

「しかし今は一兵でも惜しい状況です。せっかく手元に戻った兵を……それにゴルドニアとの戦争になっては我らは四面楚歌です」

「なぁに出陣したら脱走兵として扱え、ゴルドニアにもそう伝えれば良い」

　そう上手くいくだろうか？

全員の心に一抹の不安が残る。

だが老人は人民代表に近い実力者、これ以上食い下がれば自らの地位も危険になる。

「わしの経験から言えば大丈夫じゃ。春には徴兵で兵力も回復するじゃろう。そうタイミングよくアルテイルが仕掛けて来ることもあるまいて、ハードレットは義勇兵などと抜かしていたそうじゃが……こちらは脱走兵、面白い冗談じゃろう」

　老人の笑いに周囲の参加者は苦笑いをして追従するのみだった。
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余談　正妻と側室

「奥様、お茶の準備が出来ましたわ」

「奥様、バルトロメイ様がお乳が欲しいとお泣きになっております」

　ノンナがリビングのソファに腰掛けながらいつもの侍女二人と話していた。

「ねぇノンナ」

　そこにカーラが軽い調子で声をかける

「なんですかカーラ」

「あんた友達いないわよね」

　ガシャンとノンナが机にぶつかる。

「お、奥様！」「しっかりして下さい！」

「な、何を言うんですか馬鹿カーラ！」

　立ちあがってカーラに迫るノンナ、だが彼女は飄々と続ける。

「だって侍女以外の女と話してる事まずないじゃない。喧嘩してる訳でもないんでしょ？」

「貴女だって……」

　言いかけてノンナは黙る。

カーラがミレイとよく買い物や遊びに行く事を思い出したのだ。

他の女達もそれぞれ特別に仲の良い者がいる。

「く……サリーとトリーがいます！」

「まぁ恐れ多いですわ奥様」「お慕いしておりますわ」

　どうだとカーラを見るノンナ。

だが足を組んだ彼女はフンと笑う。

「友達？　雇用主？」

「そ、それは……友なんてもったいない」「敬愛する奥様ですので……」

「ほーら見なさい。痛っやめなさいってば！　あんた頭硬いんだから！」

　ノンナは涙目になってカーラに頭突きを繰り返す。

「だーかーらー、あんたも家族しか居ない時は正妻だーって肩肘張らずにもっとみんなと仲良くしなさいって事！　そうすればもっと楽しくって、痛いって言ってるでしょうが！」

　カーラは頭突きし続けるノンナの首を掴んでソファから床に倒れ込む。

二人はドスンドスン音を立てて転げ回った。

「よくもサリー達の前で恥をかかせましたね！」

「そう言う所が肩肘張ってるって。ぶわっ！　臭い乳かけるんじゃない!!　こうしてやるわ！」

「ふぎゃー！」




　取っ組みあう二人を見ながら侍女達が呟く。

「ねぇサリーこんなに仲の良い正妻と側室って見た事ある？」

「まさか。多分言ったら二人に怒られると思うのだけど」

　騒ぎに泣きだした赤子、慌ててノンナとカーラは取っ組み合いを止めてあやし始める。

「「貴女達は十分親友だと思いますわ」」

　屋敷は今日も平和だった。




「ちなみに聞こえてましたから」

「お、奥様はお耳が宜しいようで……」

「すごい地獄耳……はっ！」

　ノンナはブスッと頬を膨らませた笑顔のまま、小さく侍女に頭突きした。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一一三〇〇名　（領内待機歩兵二千）

歩兵五五五〇騎兵八五〇弓兵千弓騎兵一九〇〇（負傷兵復帰）

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨六〇七〇枚　リバティース協力金（＋五千）　戦利品・兵士報償は集計中

経験人数二二九人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２３話　ヴァンドレア戦争① 虚構の要塞







ビアード　王宮　客間

　ユノーとの交渉も終わり負傷した兵も概ね動けるようになった。

そろそろ帰り時だろう。

王国にもさすがにばれているだろうから何か言ってくるかもしれないし、何より女達が拗ねてしまう。

　戦利品は特に嵩張る物以外はモルトで処分せずに俺の領まで運ぶことになった。

モルトは商業的に栄えているとはとても言えないし、仮に武具の類を捌ける者がいたとしてもクレアの能力には遠く及ばないだろう。

「それにこれだけの大口を任せればまた彼女を激しく抱ける。ふふふ」

　クレアの小慣れた穴とローリィの小さな穴を行き来して犯す。

最後は二人を跪かせて顔中に種汁をかけまくってもいい。

そして黄ばんだ種だらけの顔のまま女同士のキスをさせるのだ。




「ハードレット殿！　ズボンが破れそうだぞ！」

「おっといかん」

　イリジナに指摘されて服が千切れそうになっていた事に気づく。

もう少し放置されていたら破れて飛び出したに違いない。

　だがあんまりでかい声で言うから皆こっちを見ているじゃないか。

ここにはセレスティナの使用人達がいっぱいいるんだぞ。

「はわわ……」

　その場を通りかかった王宮メイドも盛り上がった俺の股間を見て目を丸くしていた。

位置を直すふりをしてわざと逸物の頭を飛び出させると小さな悲鳴をあげて顔を隠すが指の隙間からしっかり見ていた。

あの娘は強引に迫れば受け入れて貰えそうだ。

覚えておこう。

「そうだハードレット殿！　セレスティナ陛下が呼んでいたぞ!!」

「そうか、ちょうどいい」

　俺もそろそろ帰ると伝えないといけないからな。

頭の一つでも撫でてやろうか。

　セレスティナに会うべく王座の間に向かったのだがメイドによるとここでは無いと言う。

では食事かと聞いたがそうでもないらしい。

そして向かった先は……。







「風呂か」

「なのじゃ」

　俺とセレスティナは二人きりゆったりと風呂に浸かる。

確かにこっちの方がいいな。

王座の間で大臣たちを交えれば堅苦しい礼も必要になるからな。

「はふぅ……気持ちがいいのじゃぁ～」

　湯船の中、セレスティナは俺の足の間に背中を入れてもたれて来る。

そしてこちらを見てニコリとほほ笑む、可愛いな抱きしめてしまおう。

「ふにゃ～」

　もちろん彼女の小さな背中には男根が押し当たっているが温まっている事もあってだらんと柔らかく垂れ下がるのみだ。

俺は小さなセレスティナに欲情するような獣ではないのだ。

「兄様はもう帰ってしまうのじゃろう？」

「ああ、よくわかったね」

　桶でお湯をすくってセレスティナのうなじにかけながら頭を撫でる。

「兵達が帰り仕度をしておった。それにパンが梱包されておったのじゃ」

　なるほど、食料の荷造りで見抜いたのか。

褒めてやると満面の笑み、あぁ可愛いな。

　だが太陽の笑みがふと曇る。

「今回も助けて貰ったのじゃ……妾はやっぱり駄目な王なのかの……」

「セレスティナのせいじゃない。相手が殴りかかって来たんだ」

　モルトの国力でヴァンドレアと渡り合うのは不可能だった。

もちろん本当の王ならそこもなんとかしないといけないのだがそれは言わない。

しばらくは俺の手の中にいるといい、守ってやる。

「だから兄様にはいっぱいお礼をあげたい。でも妾が勝手に色々差し出すと民が困るのじゃ」

　そう言ってセレスティナは俺の足の間から抜けて立ちあがる。

「だからこれを受け取ってくれぬか？」

　足は軽く開かれ手で隠すこともない。

彼女の未熟な身体の全てが丸見えだった。

「セレスティナ？」

「この体は妾の物、誰に差し出しても迷惑はかからぬのじゃ」

　彼女はお礼として幼い体を差し出すつもりらしい。

「モニカと同じようにここに兄様の太いのを入れて欲しい」

　セレスティナは毛も肉のはみ出しもない綺麗な一本筋を自分の手で広げて見せつける。

本当に小さな穴、小さい肉豆が丸見えになった。

「うむむ……」

　セレスティナが三〇ぐらいの熟れた女であれば言葉もなく押し倒し肉棒を叩きこんでいただろう。

だが彼女はあまりに幼すぎる。

　今までも指で性器をいじったり、逆に肉棒を触らせたり舐めさせたりはしていた。

その程度ならちょっとした遊びだが挿入してしまえばアンドレイと同じような子供趣味の変態に落ちてしまう気がする。

「気持ちはありがたく受け取るよ。もう少し大きくなったら嫌と言っても抱いてやる」

　言いながらセレスティナの小さなお尻を掴んで引き寄せ、性器に口を付ける。

「あっ！　兄様の舌が中に……」

「今は……これでイくんだ」

　口での愛撫はセレスティナが可愛く潮を噴き、のぼせてしまうまで続いたのだった。




　のぼせたセレスティナを休ませてから王宮内を歩く。

「あっ！」

　声をあげたのは先ほどのメイドだ。

小さな少女とは言え、絶頂するまで延々性器を口で愛撫したのだから多少なりとも興奮はある。

そして目の前のメイドは俺の逸物に興味がある。

つまり双方の利害は一致したのだ。

「もしよければ少し時間はあるか？」

　メイドに近づくと困ったようにこちらを見てくる。

「お前は可愛いな。こっちにおいで」

　そのまま優しく腰を抱いて客間に連れ込んだ。

「はぅ……な、何をなさるのでしょう？」

「これに興味があったのだろう？」

　彼女の手をとってズボンの上から逸物に触らせる。

「ひっ！　こ、困ります！」

「大丈夫、優しくするよ」

　俺がズボンを緩めながら近づくと女は後ずさる。

だが悲鳴はあげないし、視線は股間に釘づけだった。

やはり彼女は俺の逸物を求めているのだ。

「あう」

　遂に彼女の背中が壁に当たりその場にヘナヘナとしゃがみこむ。

同時に俺の男根もズボンから解放された。

　初心な反応のせいで大きくなっていた肉棒は勢い良く飛び出し、彼女の顔を掠めて壁をドンと叩いた。

びくりと震える彼女の髪を撫でながら最後の確認だ。

「俺の女にならないか？」

　一度男根を引き戻してメイドの顔に近づけて行く。

「あ……あ……大きい……大きいから……な、なります。んもっ!!」

　メイドは口を開いて肉棒をずっぽりと咥えこんだ。

よし、この女はもう俺のものだ。

　その後メイドは俺と一つになり、彼女は種をたっぷり胎内に受けて俺の女になったのだった。
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ゴルドニア・ヴァンドレア国境

「ま……まさかこんなことが……」

　ベイチェクは目の前の光景が信じられなかった。

周りの兵達も顎が落ちそうな程口を開けていた。

「夏に偵察した時は影も形もなかったのに……」

　彼らが足を止めて呆然と見る先には高さ５ｍはある石の壁が立ちはだかっていたのだ。

それもポツンと小さな砦があるのではない。

複数の砦が並び、その間を同じ高さの壁が繋いでいる。

「そんな馬鹿な……要塞だと……俺は夢を見ているのか」

　ヴァンドレアとてトリエア滅亡後、ゴルドニアの南下を平気で見ていた訳ではない。

国境地帯の偵察を何度も繰り返し行い、陣地や砦の建設がまったくされていないとの確証は得ていた。

　要塞は本来年単位の時間をかけて作られる物、だからこそ今回の侵攻も少なくとも国境地帯に防御は無く容易に突破出来ると判断していたのだ。

「見落とすような規模でもない……魔法でも使われたのか。それとも本当に一カ月で作りあげて……いや無理だな」

　彼はそれ以上考えるのはやめにした。

あり得ないと言っても悩んでみても意味は無い。

現物としての石壁が今眼前にあるのだから。

　壁の上では要塞に籠るゴルドニア兵がこちらを睨みつけながら何やら声をあげている。

ラーフェンにも既に緊急伝令が出ているだろう。

更にベイチェクの運命まで打ち砕いた大砲までもが何門も顔をのぞかせていた。

「元より勝算など薄いとは分かっていた」

　ベイチェク麾下にはかつて指揮した侵攻軍の生き残り五千を中核に一万の兵で増強されている。

数だけでは以前よりも多いが質は話にならない。

　生き残り達は自分達が捨て駒にされている事に薄々勘付いているし、追加された者達はほとんどが政府の批判を行ったり法を破り懲罰として送り込まれた囚人部隊、練度も士気も最低だった。

「それでも主力がまだモルトに居るならば、一気に押し込んでラーフェンまで駆けあがればあるいはと思ったが」

　もちろん騎兵が主力の敵軍が本気で戻ればすぐに追いつかれる。

しかし部隊を小規模に切り離して捨て駒に置き、足止めしながら進めば先に辿りつけるかもしれない。

無理があるのはわかっていたがそれ以外にラーフェン攻略の可能性など無かったのだ。

「だがそれも終わりか……」

　ベイチェクは頭を抱えた。

　この作戦は何より速度が重要になる。

小規模な敵を瞬時に蹴散らしながらひたすら駆けなければならないのだ。

　天にそびえると言うほどではないがしっかり整った城壁に並んだ大砲の群れ……ひと息にはとても落とせないだろう。

まして今回ベイチェクの軍に攻城兵器は何もない。

それこそ梯子をかけて乗り込む事しか出来ないのだ。

「……俺もここまでか。仕方ない、それでも逃げ帰る訳にもいかん」

　ここで逃げてもベイチェクの運命は変わらない。

自ら死刑台に登るぐらいなら戦って死ぬ方がましだった。

　ベイチェクが力攻めの命令を出そうとした時、一人の男がそれを留める。

「同志ベイチェク、少し待ってくれ。ごり押しには早い」

「同志カッサーノ……しかし我らは前に進むしかない。時間もないぞ」

　男の名はカッサーノ、囚人部隊をまとめる男で一応ベイチェクの部下になる。

「石壁が国境全体に並んでいる訳じゃない。丘や窪地は堀や柵だけになっている」

　ベイチェクは一度頭を振って悲観的な考えを追い出し冷静になる。

「なるほど……確かにそうだ。急造で地形を直す時間までなかったのか」

「特にあそこの窪地……傍の丘が邪魔になって離れた砦からの大砲や矢は届きにくいはずだ」

　カッサーノの指の先を追ってベイチェクの目に光が戻って来る。

「よし……あそこを狙って総攻撃に移ろう。一気に突破出来れば活路が開けるぞ！」

　狭い場所に一万五千が集中するのは愚策、敵は守り易く犠牲も多くなるだろう。

だがそれでも大砲を並べた石の砦に考えなく突撃するよりは遥かに勝算があるように思えた。

　ベイチェクは今一つ士気の上がらない部隊に大声で呼びかける。

「全員聞け！　諸君達は自らの運命に薄々気づいているだろう。そして俺も貴様らと同じ運命にある。だが諦めるな！　ここで勝利すれば祖国は我らを見直す……勝利で活路を開くのだ！」

　意気揚々とはいかない。

だが兵士達もそれしか可能性が無い事を悟り、奇声のような叫びを無理やりあげて走り出したのだった。
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国境要塞（？）

「敵が壁の切れ目に突撃して来ます！」

「へぇ、盆地の所かい？」

　見張りの叫びにトリスタンは城壁の後ろに張った陣の中でお茶を飲みながら答えた。

敵の攻撃開始は兵士にとって最も緊張する知らせだ。

だがトリスタンの返事は「ご飯が出来たのかい？」と言った程度の口調だった。

「はい！　敵は一番地点に攻撃を集中する模様です」

「ちゃんと全体を見れる人がいたんだね」

　トリスタンは名残惜しそうに紅茶を置いて立ちあがる。

そしてほっと一息つく。

「ちゃんと見てくれてて良かった。そこにしか防備が無かったんだよ。もし全体に力攻めで来たら逃げるしかなかった」

　ため息をつきながら目の前にそびえる城壁を見る。

「うっすい板ですもんねぇ……」

「風が吹かなくて良かったよ。倒れたら笑い話だ」

　国境地帯を塞ぐ石の壁、その正体は薄い板だったのだ。

石に見えるように汚して色を塗った板を並べて杭で軽く地面に固定し、後ろから見えないように斜めのつっかえ棒をしただけ、それが国境に現れた要塞の正体だった。

「見張りの人も落ちないように気をつけてくれよ」

　砦も勿論張りぼてで壁しかない。

数歩だけ横に歩ける程度の台を立てて兵を登らせ、さも塀の上に何人も兵士がいるかのように見せかけていたのだ。

「高さに苦労しましたね」

　足が壁にめり込んでるように見えたり不自然に高かったりで外から見ながら何度もやり直したのだ。

「これで敵が壁に強襲してきたら本当に骨折り損だった。ハンマーで殴られでもしたら全部倒れたよ」

「そうなったら一目散に逃げないといけませんでした」

「後ろにも一応策は揃えたけど……この展開が一番楽だよ。いやぁ良かった」




　その時、壁の向こう側からまとまった数の悲鳴が上がる。

「敵の先頭が隠し掘に落ちたようです」

「ん、堀の底に藁を敷いてあるから火をつけちゃおう。壁が燃えないように気をつけてね」

　程なく更に数倍の悲鳴が上がり煙が上がる。

更に弓隊が次々と矢を射かけていった。

「壁は石に見えるように上手く出来ているけど……あんまり近づかれたらばれるかもしれない。威嚇の為にも大砲ガンガン撃っちゃっていいよ。何門あったっけ？」

「破裂するので撃てない砲が一〇門、飛ぶ方向は目茶目茶ですがとりあえず撃てる砲が一〇門です」

「欠陥品をまとめて持って来たけど格好だけは大したものだね」

　まともに運用出来る砲は全て主力が持って行ったのでトリスタンの元にあるのは欠陥品ばかりだったがそもそも大砲で敵を倒すつもりは最初から無かった。

「全員にもう一度通達だ。城壁の秘密に気付かれたら全員一目散に逃げていいからね。無駄に戦って死ぬこともない。再集結地点は伝えてあるよね？」

「はい！　皆に徹底しています」

　なら良いとトリスタンは再び椅子に腰かけた。

「いやぁヴァンドレアとの国境は狭いとは言えさすがに二千人じゃ守りきれない。やられるなというなら何とでもなるけど通すなって言われると敵に場所を絞って貰わないといけない」




　剣戟と兵達の叫びが続く中、トリスタンはただ座って本を読みながら見張りからの報告を聞き、たまに簡単な指示をするだけだった。

「おいおい……前にも出ずに分かるのかよ」

「でも上手くいってる。敵は一歩も進めてないぞ」

　兵達は唖然とした顔でトリスタンを見ていた。

「味方の援軍が来るか、敵が壁の秘密に気付くまでみんななるべく死なないように戦おうか」

　戦場にそぐわないゆっくりと間延びした声は続いたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一一二六〇名

国境守備隊一九六〇

本隊

歩兵五五五〇騎兵八五〇弓兵千弓騎兵一九〇〇

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨六〇七〇枚　リバティース協力金（＋五千）　戦利品・兵士報償は集計中

経験人数二三〇人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２４話　ヴァンドレア戦争② 十重の罠







ゴルドニア＝ヴァンドレア国境要塞

　ベイチェク率いるヴァンドレア軍は数の優位を生かして押し寄せ、堀を乗り越え柵を切り倒して要塞の隙間を突破しようと試みる。

だが結果は散々なものだった。

「隠し掘がそこら中にあるぞ！　足元に注意しろ！」

「馬鹿！　穴を恐れて集まり過ぎるな、敵の良い的に……うぎゃーー!!」

　ヴァンドレア軍が城塞の弱点と見た窪地は確かに見た目には一番防御が薄かった。

だが実際に攻撃してみると窪地での戦闘に思った以上の苦戦を強いられている。

　窪地の正面には防御陣地があり、そこからゴルドニア兵が攻撃を行ってくるので押し返されたヴァンドレア兵は低地に集中してしまう。

　指揮官がなんとか広く展開させようと試みると両脇の落とし穴が現れる。

落とし穴はそれほど深く無かったが底に乾燥した藁が敷かれており、すかさずゴルドニア兵が放った火矢によって燃え上がる。

　火に追われるようにしてヴァンドレアの陣形はますます密集、ゴルドニアの弓兵にとって外す方が難しい団子状態となってしまった。




「撃てーー!!」

　ざっとゴルドニアの弓兵から矢が降り注ぐ。

矢の数は少ないが密集しているせいでヴァンドレア兵は矢数からは考えられない程バタバタ倒れて行く。

盾で防ごうにも各兵科が入り乱れている状態では上手く防御姿勢が取れなかった。

「なんと無様な……一旦矢の射程を出る！　体勢を立て直すぞ！」

　ベイチェクは渋い顔で叫ぶ。

時間は何より貴重だったがこのまま押し続けてなんとかなるとは思えなかった。

これ以上混乱したまま戦っても逆に攻城戦を長引かせる事になるのだ。




　一旦、矢の射程外に出たベイチェクとカッサーノは攻撃して分かった敵の防御設備を分析しながら再編成を行う。

「敵は追撃してこなかった……立派な要塞の割に兵数は少ないのかもしれないな。矢の数も一度に三〇〇は超えない。普通の編成ならば敵の数は千かそこらが関の山か」

「あくまで犠牲を最小にしつつ援軍を待つ腹なのでしょう。ハードレットの本隊から五千でも兵が着けば要塞を抜く事は不可能になります」

　兵からの報告を聞く限り弱点と思われる場所の防御陣地はやはり貧相だ。

人の背よりも少し深い程度の堀がいくつかあるが、後は木製の柵と杭を打っただけの対騎兵防御だけだ。

石の城壁に比べればあってないようなものだった。

「やはり建設が間に合わなかったのか。上手い場所に設置してあって混乱させられたが、次はこちらも承知した上での攻撃だ」

「ええ、陣地のせいで地形以上にあの地点は狭小です。一度に押し出せば詰まって身動きが取れなくなる。敵もきっとそれを期待しているはずです。そこで次は数千ずつかで数波に分けて波状攻撃を行いましょう。犠牲は出ますが一気に突破出来るはずです」

　ベイチェクは納得したように頷いてから付け足す。

「騎兵が五〇〇ほど居る。柵と杭を掃ってから突撃させよう。要塞の後ろまで突き抜ければ城塞の兵も浮足立つだろう」

「名案です」

　ベイチェクとカッサーノはすぐに部隊の再編を急がせるべく指揮官に発破をかけに行く。

「囚人部隊など使い物にならんと思ったが貴様はなかなか見所があるじゃないか」

「こちらこそ最初は敗軍の将と馬鹿にしておりました」

　二人は笑いあって握手をする。

次はいけるかもしれない。

そんな思いが浮かんでいた。
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ゴルドニア側

「敵が底抜けの馬鹿じゃなければ次は波状攻撃で来るよ」

「波状攻撃ですか？」

「うん、敵は一度こちらの防備を見た。あの程度なら大戦力でなくても突破出来る。それよりもつっかえる方が問題だ、とね。二番地点と三番地点の兵もここに集めよう」

「よろしいのですか？」

　国境の張りぼて要塞の弱点は今攻撃されている盆地だけではなかった。

他にも地形の問題で壁が建てられなかった場所が二つ程あったのだ。

そこを攻撃されればたちまち抜かれてしまう為、一応何百かの兵を置いて守っているぞと主張していた。近づけば欠陥大砲をぶっ放して威嚇する計画になっていた。

「敵は少なくない犠牲を出してこの場所の防備を見たんだ。今更他の場所に攻撃を集中したりはしない。彼らの戦力があれば十分突破出来るように見えただろうしね」

「ではすぐに指示を出します。……ところで甲冑ぐらい着られては？　万が一敵兵と対峙したら……」

　兵士は甲冑も着けずクッキーをかじりながら命令を出すトリスタンに困ったような顔を向けて答える。

「無意味だよ。羊が鎧を着込んでも大差は無いさ」

　トリスタンは兵士にからかうように言ってから立ちあがる。

「それより辺境伯はいつ来るのかな？　先に騎兵だけでも送ってくれれば決着がつくんだけどね」

「急使をラーフェンからビアードまで放射状に出しましたが……」

　ラーフェンに向かって戻って来ているはずの本隊、居所が正確に分からない以上、少しでも早く情報を伝える為にトリスタンが指示した事だった。

「騎兵だけで先行している訳ではなさそうだね。まったくどれだけ働かせるのか」

　トリスタンは深いため息を落とすが声に焦りは無い。

周りの兵達もため息と後ろ向きな言葉はいつもの事なので特に悲観はしなかった。

「とりあえず準備した色々を使って追い返そうか。みんな手筈通り頼むよ、そうすれば多分味方はあんまり死なない」




　見張りから敵来襲の叫びが響く。

「敵は約二千ずつ七波に分かれて一番地点に集中します！　波状攻撃に出る模様です！」

「ふむ、ここのスペースなら最適は三千ずつだけどまぁ及第点かな。最初につっかえた事を結構気にしているんだね」

「防戦準備！　計画通りにやれ！」

「あぁ言った通りに動いてくれる兵は楽だなぁ……レオポルトさんが良く訓練してくれてるお陰だね」

「呑気な事を言っていないで高台に登って下さい！　さすがに今回は戦場を見て貰います」

　兵士に引っ張られてトリスタンは渋々立ちあがる。

「計画通りにやってくれれば大丈夫だってば……あぁまだお茶を全部飲んでないのに」




　ヴァンドレア軍は最初と違って盾を頭上に掲げた防御体勢のまま早足で進む。

弓の射程に入ると同時にゴルドニア陣地から矢が一斉に飛ぶがしっかり盾を構えていればそれ程の打撃にはならなかった。

　ヴァンドレア側は弓を撃ち返さない。

ただでさえ狭いスペースの中で弓隊が足を止めて撃ち合えば逆に全体の攻撃に混乱を招くからだ。

「冷静になれ、敵の防御は堅くない。接近戦になれば十分破れるぞ！」

　実戦経験豊富な指揮官が声をあげ、兵も乱れず前進していく。




「へぇ……結構しっかりしてるじゃないか」

「ヴァンドレア兵の質は低くないと言う話でしたが」

　詰まらなさそうに高台から眺めるトリスタンの目に少しだけ光が戻る。

「兵が二種類いるね。しっかり統制されているのと雑然としているの……臨時の混成かな？」

　トリスタンは口寂しいのかポケットを探すが何も無かったらしく口を少し曲げて続ける。

「でもこの程度なら問題ないよ」




　盆地の出口、登り坂になっている場所に設置された柵と杭の群れ、矢に耐えながらヴァンドレアの軍勢はそこに迫っている。

「行け！　柵を解体しろ！」

　指揮官の叫びと同時に大きな斧やハンマーを持った兵が突進し柵や杭を潰していく。

迎撃するように矢が飛び、幾人かは倒れ伏すがそれでも見る見るうちに防御陣地は潰れて行く。

「撤退！　下がれ！」

　防御陣地に守られて一方的に攻撃を加えていたゴルドニア兵が追われるように下がる。

敵軍の後退ほど兵を勢いづかせるものはない。

「敵は逃げたぞ！　どんどん進め！」

　下がりながら矢や長槍で応戦するゴルドニア兵に対して攻撃側は一方的に損害を出している。

だがそれでも着実に前進していた。

突破してしまえば勝利なのだから損害に構う事はなかった。




「騎兵が来ます！」

　見張りの焦った声。

「そりゃ大変だ」

　トリスタンは見もせずに言う。

　ヴァンドレア本陣から迫る土煙、障害が取り払われた事で騎兵が出張って来たのだ。

「味方は盆地の防御陣を放棄、堀の内側に下がります」

　登り口にある防御陣地を超えた先には横に長い堀が掘ってある。

守備兵は堀に数カ所かけられた板の上を通って内側に下がって行った。

そして板が渡された場所の周りには柵が据えられ長槍隊が並んでいるのだ。

当然迫るヴァンドレアの騎兵も一目で陣地を見てとる。




「気をつけろ堀があるぞ！」

「ふん、俺達が阿呆みたいに長槍の正面に集まるとでも思ったか？　堀の幅は大したことがない。全力疾走のままならどこでも飛び越えられる！」

「俺達の馬を甘く見たな！」

　ヴァンドレア騎兵は堀に向かって広がり、一気に速度をあげて行く。

「全員飛ぶぞ！」




「それが無理なんだな」

　トリスタンがぼそりと言うと同時に騎兵隊から絶叫が上がる。

堀の直前には浅い浅い落とし穴が掘られていたのだ。

深さは人の膝程度、子供の悪戯程度のものだ。

「足がとられる！」

「うぎゃああ！」

　だが今にも跳躍しようと全力で駆けている馬にとっては致命的な深さだ。

足を取られて次々とひっくり返り、前に向かって一回転するものまで出る惨状だった。

　足が折れた馬が悲痛な声をあげ、自分の乗馬に潰された兵士が血泡を噴いて天を仰ぐ。

だが悲劇はまた終わらない。

「おい、なんだいったい！」

「と、止まりきれん！」

　穴にひっかかって倒れたのは先頭一列だけだが、後続は倒れた味方にひっかかって同じくひっくり返って行った。

　生き残っていた兵が味方に轢かれて潰れて行く。

轢いた騎兵もまた転倒して大地に投げ出され、更に後続の馬蹄にかかる。

たちまち騎兵隊は大混乱に陥った。

「今だやれ!!」

　それを守備側が見逃すはずもなく堀を超えて進み、倒れた騎兵に止めを刺し、慌てる敵を馬から引きずり降ろしていく。




「落とし穴には一人しか落とせないけど、こうすればいっぱいいけるよね」

「……」

　ポケットの奥から見つけたレモン皮の砂糖漬けを齧りながら言うトリスタンに兵達は尊敬と呆れ、どっちの眼差しを向けていいか悩む。

「敵騎兵隊が後退して行きます！　……後続の歩兵が出てきました。堀を迂回するようです」

「そんなに怖がらなくてももう何もないのにね」




　ヴァンドレア兵が回り込んだ場所は平らで一見防御には不向きな場所だ。

だがあえてトリスタンは守備兵をそこに進ませる。

「しめた！　平地なら小細工出来まい。一気に寄せるぞ！」

「後続も集めろ。ここなら数で押しつぶせる」

　唯一に見える突破口にたちまち増援がかけつける。

それに対して守備兵は明らかに数で劣っていた。

「ははは！　奴ら弓隊とボウガンを前に出しているぞ」

「最初の一撃は喰らうが距離を詰めればどうと言う事は無い！」

　陣地があればともかく平地で弓隊が正面から歩兵と向かい合うなど自殺行為に思えた。

「突撃だ！」「踏みつぶせ！」

　一斉に正面から突撃するヴァンドレア軍、守備兵は射撃体勢をとったまま動かない。

ようやく勝てると攻撃側が思い込んだその時だった。




「ほい」

　間の抜けたトリスタンの掛け声と同時にゴルドニア兵が動く。

数人がかりで重い岩を井戸のように掘られた穴に落としていく。

じゃらじゃらと無数の鎖の音がした。

「なに!?」

「嘘だろ……」

　たちまち突撃しようとした攻撃側の正面に数十の柵が立ち並んだ。

僅か三〇秒程の出来事が信じられずヴァンドレア兵は柵を見上げたまま止まってしまう。

そこに次々とボウガンボルトと矢が降り注ぐのだ。




「よくもまぁ色々と思いつくものですね」

「あはは」

　仕掛けとしては単純だ。

予め柵を地面に横倒しにしておき、敵側の上部に鎖を取りつけておく。

その鎖を繋いだ大石を深い穴に落とせば反動で柵は一気に立ちあがる。

後は柵がこちらに倒れ込んでしまわないように立ちあがる位置につっかえ棒でも据えておけば一瞬で柵が地面から湧き出たように見えるのだ。

「強度はかなり低いけどこういうのは衝撃が重要だからね。……後でしっかり固定しておいてくれよ」

　案の定敵兵は突然現れた柵の群れに困惑して足を止めてしまっている。

こうなれば弓隊とボウガン隊の独壇場だ。

　狙い澄ました射撃が次々とヴァンドレア兵を打ち倒していく。

当然、柵の向こうにいる守備兵に攻撃は届かず、一方的な展開だ。

「柵を壊さないと……破壊部隊は？　斧とハンマーは……」

「そんなの後ろに決まってるだろ！　斬り合いのつもりだったんだ！」

「後続隊、下がれ！　ええい、下がれないなら横に……」

　再び鎖の音が響き、左右側面にも柵が出現する。

「も、もうだめだ。後ろに下がるしかない！」

「破壊部隊を呼ぶんじゃなかったのか!?　もうこっちに進んで来てる、今下がったら動けなく……」

　柵を攻撃する前に大混乱になるヴァンドレア軍を見てトリスタンは手をあげた。

「敵はもう前を見てないね。そろそろいいかな」

　鎖が切られ、数個の柵が前に倒れる。

そこから千近い守備兵が走り出て混乱する敵に斬りかかった。

「後退！　後退……逃げろ！　逃げろーー!!」

　混乱のさなか、まともな交戦も出来ずにヴァンドレア兵は撤退して行った。

「はてさて、次は何をしてくるかな。こういう少し頭を使ってくる程度の相手は読みやすいね。力技で来るどこかの誰かとは大違いだ」







　その後もヴァンドレア軍は何度も押し寄せるがその度に手酷くやられて追い返される。

ベイチェク達の思惑とは裏腹に攻城戦は全く進展しないまま何日も続いた。

「これは罠だぞ……近づかずに迂回するんだ……」

「あえて重防備の場所に攻撃を仕掛ける事になりますが……」

「仕方ない。焼かれるよりはマシだ！」

「濡らした藁束置いとくだけで迂回してくれるなんて楽でいいねぇ」




「敵は軽歩兵だけだ、追いかけろ！」

「敵兵の後を追えば落とし穴もない！　一気に……うわぁあぁぁぁなんでだー！」

「あるんだなそれが。軽歩兵なら一〇〇まで、重歩兵なら七〇人かそこらで支えが折れて落ちるんだよ」







　攻防戦の終了は敵が苦し紛れに放った一発の火矢だった。

本来何の意味もない場所……石壁の中心に突き刺さった火矢はたちまち壁を燃え上がらせる。

「あちゃーやられたね」

「……そうですね」

　薄い木製の壁はたちまち大きく延焼し、要塞全体が大火に包まれていく。

「見張りはちゃんと逃がしてくれよ。大砲は……いいか、どうせ使えないしね。欠陥品の為に火傷でもしたら可哀想だ」

　一方的な勝利が続いて意気揚々としていた味方も複雑な顔をしている。

張りぼてとはわかっていても自分達が苦労して作り上げた建造物が灰燼に帰すのは物哀しいのだ。

　だがそれ以上に衝撃を受けていたのはヴァンドレア側だった。

「……なんだよあれ」

「要塞が、それ自体が燃えているのか？」

「く、崩れたぞ。石じゃない？」

　最後に焼けた壁がバタンと前のめりに倒れた所で攻撃側は全ての欺瞞と今までの攻撃の無意味さに気付いたのだ。

「俺達は今まで何をしていたんだ……」

「あんな壁なら一〇人で殴りつければ壊せたのに何千も失って……」

　やがて脱力は強力な殺意に変わる。

「ゴルドニア野郎共を生かして返すな！」

「壁がなくなればほんの二千、皆殺しにしてやれ！」

　罵詈雑言と共に攻撃準備を整える敵、だがゴルドニアの守備兵は恐れもしないし、逃げる様子もなく、整然と並んでいた。

「二日前だったら慌てて逃げたんだけどね」

「ですね」

　トリスタンと部下の兵士も笑い合う。

もはや焦る理由はどこにもなかった。

「総攻撃開始だ！　ゴルドニア野郎を……」

　ヴァンドレア軍の叫びに重ねるように鬨の声が上がる。

「まったく遅いよ。おかげで一生分働いた気がする」







「全隊突撃！　挟撃するぞ」

　守備隊の後方から上がる土煙、三千の騎兵が北から押し寄せる。

遂に本隊が到着、騎兵隊が守備兵を救うべく逆に攻撃を開始したのだ。

　一度会戦し蹴散らされている元モルト侵攻軍の兵士は弓騎兵と槍騎兵を見て悲鳴を上げる。

「恐れるな！　敵騎兵は三千、こっちはまだ一万を優に超えて……」




　その時、東の丘陵からも土煙が上がる。

本隊と合流する為に最短路を進んだ山の民からなる弓騎兵の増援二千だった。

「二方向から……」

「要塞の守備兵が西に回りこみます！　三方から包囲されることに……」

　一度大敗した相手と再び対峙し、しかも包囲されつつある。

とても耐えられるはずがなかった。

　練度の低い囚人兵は即座に崩れ、続くように元モルト侵攻軍の部隊もあっけなく崩れて敗走していく。こうして国境の攻防戦は終わったのだった。

「これで僕もお役御免だね。ラーフェンに帰って……」

「ご領主様よりこのまま随行するようにと命令が来ております」

「あふぅ」
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ハードレット軍　本隊

「マイラさんが敵を蹴散らしました。増援の弓騎兵とも合流、こちらに帰還するそうです。追撃はしなくて良かったのですよね？」

「こちらもヴァンドレアの領内には無知。下手に深追いは良くありません。まずは守備兵と弓騎兵との合流が重要です」

　俺の代わりにレオポルトが答える。

聞けば一〇倍近い敵から激しく攻撃されていたはずの守備兵はそれほど疲弊していないらしい。

犠牲も一〇〇程度との事だ。

やはりトリスタンは優秀だな、もっともっと仕事させよう。

アドルフみたいに。

「それでその」

　セリアとイリジナが不満そうな目でこちらを見る。

「どうした？」

「く、屈辱……」

　彼女達の文句は多分俺の横に立っている女性……ヴァンドレアとの戦いの中で捕縛した敵の副官についてだろう。

ヴァンドレアの情報を教えて貰おうと思ったのだがなかなか口を割らないので仕方なく連れて来たのだ。

「そんな女を傍に置いて寝首をかかれたらどうするのですか」

　セリアの不満は彼女が危険だと言う事。

「捕虜を凌辱するのはいけないことなのだぞ！」

　イリジナの不満は俺が絶えず彼女の尻を撫で回している事らしい。

結構触り心地がいいから勘弁してくれ。

それに犯さなければ凌辱にはならないから問題はない。

「だがいい加減吐いてくれないか？　俺は女を痛めつけるつもりはないが何も話さないのではな」

　レオポルトは自分に任せればすぐに吐かせると言っているが絶対に滅茶苦茶するので許していない。

「祖国を裏切る事など出来る筈が無い！」

「その割には脱走はしないのだな」

　それほどきつく監視している訳ではないので本気で逃げるつもりなら出来ただろう。

「……捕虜になった軍人がおめおめ帰っても祖国が許すとは思えない……私は殺され家族にも迷惑がかかるだろう。ならこのまま捕まっていれば……」

「死亡したと扱われてお前と家族の名誉は守られると言う訳か」

　副官はコクリと頷く。

生きて帰った女を責めるような国は忘れてしまえ。

「ならいっそ俺の女になってしまえばいいじゃないか。大切にするぞ」

「なんでそうなる！　敬愛する同志司令官を殺したお前のモノになどなるか！」

　そりゃ残念だ。

気長に口説いて行くことにするか。




「それにしても水っぽいな」

「うううぅぅ……屈辱……」

　彼女の尻を撫で続けている俺の手はぐっしょり湿っている。

見れば太股を伝って汁が足元まで流れ出していた。

それほど派手に責めた訳でもないのですごい濡れようだ。

「肉棒を入れればもっと気持ちいいと思うのだけどな」

「そんな事をしたら舌を噛んで死んでやる！」

　激しい口調で言う彼女、だが俺の目には俺の下で喘ぐ女が見える。

きっと遠からず俺のモノになるはずだ。

「それで……えっと……」

　しまった、また忘れた。

「［ダーシャ］です。エイギル様」

　セリアの冷たい声に頷いてから彼女に呼び掛けようとしたのだが。

「ふん！」

　手をつねられ尻から離されてしまった。

ううむ、女の名前はしっかり覚えないといけないな。




　その時、何やら体が揺れた気がした。

「うん？　変な風が吹いたか？」

「私は感じなかったぞ！」

　イリジナは大抵何も感じないから当てにならない。

「地面が揺れたような……」

　敏感なセリアがさっと地面に手を付くがもうわからないようだ。

「わかるか分からないか程度なら問題ない。さて進軍準備だ」

「はい！」

　俺達は撤退していくヴァンドレア軍を追撃して行く。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一三二〇〇名

歩兵七四五〇騎兵八五〇弓兵千弓騎兵三九〇〇

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨五七〇枚　戦争の継続（五五〇〇）

経験人数二三〇人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２５話　ヴァンドレア戦争③　順調すぎる進軍　♯







「一息に蹴散らしてしまうぞ」

「「おおー!!」」

　何度目かの戦い、俺を先頭にして騎兵の群れが敵陣に突っ込む。

敵はなんとか防ごうと防御陣を組むが、弓騎兵の一斉騎射を浴びて接触前に崩れてしまった。

「またか、これだと一方的に虐殺しているようで複雑だな」

　言いながらも前に立つ兵を叩き斬り、馬に乗った敵指揮官の上半身を通り過ぎ様に吹き飛ばす。

降伏しない以上は逃げていても敵に違いない。

遠慮する必要はないからな。

「くそ！　なんで俺達がこんな目に……」

「運が悪いんだろうな」

　愚痴を垂れながら剣を構える敵兵を槍で突き伏せる。

「総崩れになったらまた追撃戦で食われるぞ！」

「よくわかっているじゃないか」

　周りを鼓舞していた兵の頭を叩き割る。

たちまち周囲の兵達は狂乱状態になって逃げ散った。

　既に抵抗する敵などほとんどいない。

ただ討ち取られながら逃げ散っているだけだ。

「追撃は一部隊で十分だ。他の者は本隊に戻って移動の準備をしろ。休憩したらすぐに進むぞ！」

　ここで後何人殺すかに意味があるとは思えなかった。




　本陣に戻ってレオポルトに愚痴のように零す。

「敵はどういうつもりなんだ？　あんな寡兵で士気も低い部隊をぶつけて来るとは……勝ち目などないとわかっているだろうに」

　俺達は国境での戦いで敵を破った後、要塞兵と増援に来た山の民と合流してからヴァンドレア領に侵入、そのまま南下をつづけている。

捕まえた敵兵の一人に「不当な攻撃を受け、これへの報復として進軍する」と手紙を持たせていた。

「届いたかどうかは知らんけどな」

「敵のやっている事は時間稼ぎです。支隊を我々にぶつけながら本隊が本格的な追撃を受けないようにしながら後退しています」

「敵も苦しいでしょうね。とにかくこちらの侵攻速度を落とす以外に出来る事はありません」

　マイラがさりげなく俺の右に寄って来る。

尻を撫でてやると眉を寄せながらも少し嬉しそうだった。

ちなみに左手はピピの顎を撫でているので空いている手は無い。

あぶれたセリアがちょろちょろと俺の周りを歩きながらマイラを睨んでいた。

「アルテイル神国の動きは早かったな」

　リバティースがいかなる手段でアルテイルに信じさせたのかはわからないが彼らは即座に反応し、ヴァンドレアに対して本格的な侵攻を開始したらしい。

　つまりヴァンドレアは今俺達が追撃している軍団以外の兵力を北東部に差し向ける余力は無い。

あちらの軍団長も困り果てているだろうな。

「問題はどこまで進むかか……」

「必要なのはモルト南のラインまでですが、当初の計画通り行ける場所まで行きましょう。ヴァンドレアが滅びるならそのままこちらの領地になるでしょうし、戦線が膠着したならば返却と引き換えに別の条件が出せるかもしれません」

「抵抗がないなら好き放題できます。限界までやってやりましょう」

　レオポルトもマイラも随分と容赦がないな。

ヴァンドレアに何か恩がある訳でもなし、遠慮なくいくか。

「今の話、ダーシャには言ってやるな。無駄に心労をかけるだろうしな。そういえばあいつはどこだ？」

「……昨日エイギル様が兵の前で派手にお潮を噴かせてから外に出れないと言って寝込んでます」

　恥ずかしがりな奴だ。




「それよりもゴルドニア本国の沈黙が気になります」

「……そうだな」

　今回はモルトの時と違って一万五千もの兵で完全な侵略を受けた訳だ。

俺個人に対しての攻撃でもあるがゴルドニアに対しての攻撃でもある。

当然王国には連絡したのだが反応は拍子抜けするものだった。

　セリアが懐から取り出した手紙を改めて読み上げる。

「ヴァンドレアからは脱走兵の暴走と急使が来た。ハードレット卿の判断の範囲で対応されたし。王国軍は引き続き臨戦態勢を続行するが国境を越えての進軍はしない……との返答です」

「温いな」

「最初は罠ではないかと調べもしました」

　レオポルトは俺を嵌める為の罠かもしれんと考えたらしい。

「ですが違うようです。この連絡も当たり障りの無い表現と方針……推測では最高決定者が意志を示さないのではないでしょうか」

「うーん……王はこういう事にもっと貪欲だと思ったのだがな」

　アークランドから始まりマグラード、トリエアと理由を見つけて領土を拡張していた王だ。

今回の事もむしろ王国軍の関与をどれだけ押さえるかの方が問題だと思っていたのだが。

「最高決定者が政務を取れない状況になっているのでは？」

　こいつにしては周りを気にした言い方だな。

「王が倒れたなら尚更連絡が来るだろう」

　王が病で動けないとなると大なり小なり国は乱れる。

冷遇されていた貴族の中には反乱を企む者もいるかもしれない。

　少なくとも俺は厚遇されていたと思うし王の味方をすると思われるはずだ。

万が一に備えて準備を整えるようにエイリヒ辺りから連絡があってしかるべきだった。

「いずれにせよ全てが推測です。詳細がわかるまでは意味の無い事です」

「そうだな、今わかっているのは王国軍は来ないと言う事だけだ」




　そう言って本陣の横に目をやる。

そこには俺の黒一色の軍旗とは違う、煌びやかで無駄に絵柄が多くてゴテゴテと鬱陶しい旗が重そうになびいていた。

「あれが代わりか」

「見た目ほど足を引っ張りはしませんよ」

　隣に並ぶのはモナシ伯爵とビンボ子爵、ウエジニ男爵からなる諸侯軍だ。

「ゴクフィン男爵です」

「そうだったかな」

　数は合わせて一五〇〇、彼らの懐事情から考えると相当の数と言っていい。

本当に大丈夫なのか心配になるほどだ。




　ヴァンドレア軍が俺の領地に侵攻した事が公になってすぐにモナシ伯爵から援護の申し出があった。

「ハードレット卿の危機は我ら南部領主全体の危機、我らにも是非とも兵を出させて頂きたい！」

　無駄に数が増えても兵站の負担も増えるので困ると遠慮したのだが。

「なあに、ハードレット卿と懇意にしてもらってから商人も新たに金を貸してくれるようになりましたから食料ぐらい自前で用意出来ます。問題はありませぬぞ！」

　大いに問題あるが彼ら自身の事なのだからと好きにさせた。

領外での戦いでは何があるかわからない。

側面警戒や後方の伏兵に備える為にも兵力は少しでも多い方がいい。

「万が一、対処できない敵軍が現れた場合は殿にして……」

　レオポルトそう言う事を言うな、奴らは三家とも当主と長男が出て来ている。

全滅したら大騒ぎになるぞ。

「それに先ほども言いましたが練度は思ったより低くありません」

　マイラの言う通り、彼らは諸侯軍にありがちな農民に貧相な鎧を着せただけの軍では無かった。

それなりに訓練もされているし規律もしっかりしている。

装備が貧相なのは……金の問題だから仕方ないが副次的な任務には十分使えそうだ。

「噂をすれば……あれは伯爵じゃないのか？」

　従者と共に馬に乗ってやってくる豪華……そうに見えるが今一つ煤けて見える貴族。

身にまとう貧相で不幸な雰囲気からして間違いないだろう。

「貧乏な中せっかく来てくれたのだ。厚遇してもバチは当たらない」

　俺達は諸侯軍を交えてゆっくりだが確実に南下していく。
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進軍路のある村

「特に徴発も徴兵もしたりはしない。敵対行為をしなければこのまま通り過ぎるから安心してくれ」

　進軍路の近くにあった村には俺が直接行って話をつけるのだ。

アルテイルのような民まで狂信的なら困ったことだが殲滅しないといけない。

「こちらも……軍隊に抵抗しようとは思いません。村の者には二、三日外出を控えるように言いますのでどうか穏便にお願い致します」

　村長らしき人間は歓迎と言う雰囲気ではなかったが過度な憎しみ恨みも見えない。

嵐が通り過ぎるのを待つ腹積もりなのだろう。

ならば話はここで終わりだ。

「ではそれだけだ。さっさと戦は終わらせるよ」

　それだけ言って陣に戻る。

それにしても途中の家から顔を出していた民は皆痩せているな。

ヴァンドレアはこれほど貧しい国だっただろうか？




そして夜

「待て！　止まれ！」「貴様間者か!?」

「ご容赦を……ご容赦を!!」

　早速問題が起きた。




「何事だ？」

　びくびく痙攣しているマイラをベッドに残して上半身裸のまま表に出ると一人の女が兵士二人に槍で地面に組み伏せられていた。

「ご領主様！　この女が食料を積んだ馬車に小細工をしておりました！」

「ふむ、毒でも入れたか。それとも火を放とうと？」

　ここは敵地だ。

民に偽装した間者が出ても不思議ではない。

「ち、違います！　ただ家にご飯がなくて……皆さんが美味しそうに食事をしていたから……」

　なんだ飯泥棒か。

「盗人も同じことだ縛り首に……」

　松明に照らされた女の顔を良く見る。

二〇になるかならないかの歳だな。

なかなかの美女、痩せているが胸や尻にはちゃんと肉が付き骨と皮のような様ではない。

「……俺が直接事情を聞こう。天幕の中においで」

「あ、ありがとうございます！」

　嬉しそうな女、兵士達は一つため息を落として何も言わずに解散する。

何も言われないと少し寂しい。




　眠ってしまっているマイラに毛布をかけて隠し、女を椅子に座らせる。

「まずお前はヴァンドレアの国と関わりがあるのか？」

「そんな！　私は唯の民草です……そんな大それた……」

　嘘を言っているようには見えない。

「では何故食料を盗もうとした。飯がないのか？」

　痩せた体を見ればだいたいわかるが一応聞いておく。

「一昨日から何も食べていません。今年は不作でしたが冬の分の食料はなんとかあったんです。でも南から来た軍隊が徴発と言って全て持って行ったんです」

　俺達が追いかけている奴らか。

トリスタンによると寄せ集めの混成軍らしいが自領で現地調達など滅茶苦茶だな。

一瞬本当に脱走兵かと思ってしまった。

「お腹は空くし弟達も泣くしで、少しでいいんです！　ご飯を分けてもらえませんか？」

「うーん」

　彼女の言う事はわかるが占領地の民に一々食料を配っていてはとても兵站が持たない。

だが目の前の女をこのまま捨てる事も気が引ける。

「村民は二〇〇程か……数日分だけなら渡してやろう」

「あ、ありがとうございます！」

　この程度なら誤差の範囲で収まるだろう。

根本的な解決にはならないが、少しは民心がこちらに向くかもしれない。

そしてまだ話は終わっていないぞ。

「それで……お前の家だけにもっと多く渡してやりたいと思っているんだが」

　言いながら女の手を取る。

疑問の顔を浮かべた彼女も直ぐに意味を悟ったようだ。

「……お願いします」

　それだけ言ってベッドに仰向けに寝転ぶ。

おっと、もう少しでマイラに当たる所だった、危ない危ない。

「いいんだな？」

「はい、お好きにどうぞ」

　既に上半身裸だった俺は女に覆いかぶさり、彼女も同じように半裸に剥く。

ポロリと零れた乳はやはり綺麗で良い大きさだ。

「どうか壊さぬようお手柔らかに」

　緊張して目を硬く閉じる女の顔に手を添えて優しいキス。

驚いて目を開いた彼女の全身を壊れ物を扱う様に愛撫しながらキスを唇から首筋にずらし、更に鎖骨を舐め下がって行く。

「あ、あん。うん！」

　鎖骨から乳房に下がり、可愛い桃色の乳首を数度吸ってから乳房全体を優しく揉む。

「ん……んんん！　あははは、くすぐったい！」

　更に口を下げてへその穴を舐めてやると女は笑いながら手足をばたつかせた。

「はは、悪かったよ」

　へそを舐めるのを止め、再びゆっくりと唇をあげて行く。

今度は反対側の乳首をしゃぶり、鎖骨から首筋を舌で舐めあげるのだ。

最初の緊張のせいか少し汗ばんでいて塩味がするな。

全部舐めとってやろう。

「あ、あうぅぅ。んあ！」

　最後に唇に戻って再びキス。

今度は舌を入れて絡めたが抵抗はまったくなかった。

「ん……」

「ぷは……」

　唇を放すと最初の緊張はどこへやら、上気した顔でこちらを見つめていた。

「恐い軍人さん……傷だらけの体……きっと乱暴に犯されると思っていたのですけど。すっごく優しいのですね」

「俺は女には優しいぞ。特に良い女にはな」

　目を見ながら言う。

「もう……怖い人と思ったのにとんだ女垂らしでした」

　女は笑いながら太股の力を緩めた。

掴んで開くと抵抗なく大股開きになってしまう。

「下も取るよ」

「……」

　何も言わないが抵抗しないのは了承に違いない。

剥き出しになった穴は綺麗な色をしていたが、良く見ると使い込まれた後も見える。

「ふふふ、肉が少しはみ出ているぞ。それなりに遊んだろう？」

「ち、違います！　こんな田舎じゃ楽しみもないからほんの数人だけで！」

　照れる女の性器に口をつけて舌を入れる。

やはり男に慣れている穴だ、すぐに濡れてきた。

「も、もう準備は出来ています。どうぞいらっしゃいませ」

　これ以上ぐしょ濡れになるのが恥ずかしいのか女は挿入を求めてきた。

「可愛がってやるよ」

「はぅ」

　女は傍の毛布をとって顔を隠すがあんまり捲るとマイラが見えてしまうからやめてくれ。

　和やかなムードでの交わりになると思ったのだが、俺が道具を出した途端に一変してしまう。

「い、いやぁぁぁぁぁ!!」

「どうした？　何故逃げる」

　女が突然悲鳴をあげてベッドをずり上がったのだ。

乗り気になっていると思ったのに。

「何故って！　それ、それぇ！」

　女が指差すのは俺の逸物だった。

「……逸物しかないぞ」

　向日葵でも生えていたなら驚きもするだろうが。

「大き過ぎる……怪物！」

　なんだ大きさか。

「まぁまぁそう言わずに」

　俺は女を抱きよせて男根を穴に当てる。

「待って！　本当に壊れますから！　腕みたいなモノが入るわけが……きゃーーー!!」

　腰を掴んでゆっくりと挿入して行く。

たっぷり三〇秒程かけて肉棒を沈めて行くと最初抵抗していた女からぐったりと力が抜けていった。

少し痩せているからか穴は狭いが、ミチミチと音がなりながらも裂けてはいないようだ。

「あぁ……肉が絡んで気持ちいいぞ」

「く、苦しい……太すぎる……それに石みたいに硬いよぅ……動かないで……」

　苦悶の表情を浮かべる女を包み込むように抱きしめて耳元で囁く。

「乱暴はしないよ。慣れるまでは動かないから安心して身を任せろ」

「あぅぅ……やっぱり優しいのですね。肉棒は女を殺しに来てますけど」

　そんなに褒めたらまた膨らんでしまうじゃないか。




　やがて女の穴が慣れ、了承をもらってからゆっくり腰を動かす。

「あう！　あーーーー!!　すごい！　少し動くだけで体中が震えちゃうよ！」

「お前の中も気持ちいいぞ。ここはどうだ？」

　挿入したまま指で肉豆を摘まむと女の体がピンと跳ね上がった。

広がった穴も精一杯締めて来る。

「こんなすごいの味わったらもう村の男じゃ満足できない！」

「まだまだこんなもんじゃないぞ！」

　女の体を持ち上げ、膝の上に乗せて激しく突く。

一突きごとに腹が膨らむが、もう痛みは麻痺しているのか女は気持ちよさそうに涎を垂らしていた。

「大きい……大き過ぎるけど……こんなのも悪くない……男に支配されてるって感じがする」

「そうだ、お前は今俺のモノ、俺だけのものだぞ。種も出して胎まで支配してやる」

　更に動きを激しくする。

急ごしらえのベッドが壊れそうだが女はますます大きな声で喘いでいた。




　そして限界が訪れる。

「止めは上に乗ってさして下さい！」

「いいだろう。俺の首に手を回せ」

　絶頂の予感を感じた女が止めをねだる。

正常位に戻した俺は全身で圧し掛かるようにして腰を叩きつけた。

子袋をドスドス叩く深い突きを繰り返すと首に回された手が爪を立てて来る。

「ご、ごめんなさい！　手が勝手にぃ！」

「いいさ、女の爪跡は男の誇りだ。報復はこっちにするよ」

　俺は更に腰を激しく、周り中に肉音が響く程の勢いで猛然と動いた。

女は言葉にならない悲鳴を上げ続け、涙を流しながら必死にしがみつく。

「可愛い奴だ……受け取れ！」

　最後の瞬間、俺は彼女を抱きしめ腰を限界まで押し出して射精した。

女の穴に七割程埋まった肉棒が震え、粘着音を鳴らして律動する。

「あぐぅぅぅぅーーー!!」

　胎に熱い飛沫が撒き散らされるのを感じたのだろう。

「おおぉぉぉーー！　あおおぉぉぉ！　おぉぉぉぉ……」

　獣のような声を聞いているとオスとしての性欲を刺激されるな。

　俺は女の乳房を両手で寄せて顔を埋めたまま最後まで種を吐き出し続けた。




「あ、あり、ありがと、ごじゃいまひた……」

　行為が終わると女はふらふらと帰って行く。

ここで寝て行っても良かったんだけどな。

マイラと一緒に寝る事になるが。

　俺も布団に潜ろうとすると入口を守っていた兵が声をかけてきた。

「領主様村の者が来ております」

「あの！　パミーから話を聞きました。私の家も弟が三人食べ盛りなのです」

「……」

「私はまだ一六で処女ですけど、将軍様の大きいモノで貫いてほしいです！」

「話を聞こうか」

　結局この日、俺は天幕で三人の女から話を聞くことになった。

　そして終わった後、腕枕したマイラがずっと俺を睨んでいた。

どうやら途中から起きていたらしい。




翌日

「村に食料を分けて頂けるとは……なんとお礼を言って良いか」

　深々と頭を下げる村長を軽くいなす。

別にあんたの為にやった訳ではないし、レオポルトもこの程度の量ならば後で兵站を脅かされるよりはと否定しなかった。

「ほら三人の女が色っぽい目で見てますよ。手を振らなくて良いのですか？」

　マイラはまだ根に持っているようだ。

途中で女の汁がかかってしまったからだろうか。

　頭を撫でて機嫌を取ろうした時だった。

「うお！」「きゃっ！」

　国境付近でも感じた不思議な感覚、だが今度はずっと強い。

今ならはっきり分かる、これは大地が揺れているのだ。

「な、なんですかこれは！」「おお、揺れる揺れるぞ!!」

　セリアとイリジナも驚いている。

立っていられない程ではないが大地が揺れるなどあり得ない事だ。

揺れは一〇秒程続き、やがて何事も無かったかのように収まった。

「今のはなんだ……」

「ああ、ここらでは最近多いのです」

　村長は特に慌てる事もなく言う。

どうやら日常的な事らしい。

「先月からは特に多くて日に何度か揺れる時もあります。ですが家が壊れる程ではありませんので心配は無用です」

　そう言って村長は南を指差す。

そこにあるのは雲に上部を隠された高い山だ。

　位置から言って大山脈ではない。

確かダード山だったか。

「アルテイルの奴らは否定しますが……昔から地が揺れるのはダード山の神と大地の神が酒盛りをしているからと言われているのですよ」

　なるほど、少し揺れるぐらい問題は無いが……何となく不安になるな。

「行商人が最近ダード山から白い煙が出るとも言っておりましたし、宴も佳境なのでしょう。宴が終わればまた静かになるはずです」

　ふむ、神の仕業と言うならどうにもならんか。

俺達は人の戦いをするとしよう。

「全員出発、南に向かうぞ！」

「「「おおーー！」」」

　士気は十分に高い。

何の心配もない。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一四六五〇名

歩兵七四〇〇騎兵八五〇弓兵千弓騎兵三九〇〇（諸侯軍一五〇〇）

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨四七〇枚　追加食糧（一〇〇）

経験人数二三三人　産ませた子四八人＋五五五匹








第２２６話 ヴァンドレア戦争④　異変







ヴァンドレア人民連邦中部　ヴァンドレア軍

「また地揺れだぞ」「今度は大きいな……」

　本日何度目かの地揺れが起きた。

慣れた事とは言え今までよりも大きな揺れに兵達は少しばかり不安げな顔をしている。

馬も気の弱い数頭が嘶き、飼育係に宥められていた。




「地揺れどころではないわ……」

　ベイチェクは既にボロボロになった親指の爪を噛みながら頭を抱えていた。

隣には同じく深刻そうな顔のカッサーノも地図や文と睨めっこしている。

「やはり本国からの援軍は無しですか？」

「それどころか今の場所から更に撤退する事があれば脱走兵として扱うと言ってきよった」

　国境で破れた時点でベイチェク達に既に勝機は無かった。

彼らは精一杯の抵抗として支隊を切り離しながら後退を続け、一方的に押されながらも壊滅する事なく戦線を維持するのが精いっぱいだったのだ。

「西からはアルテイル共の総攻撃が始まったと聞きます。本国の余裕がないのでしょう」

「……どうせリバティースの悪ネズミ共だろう。奴らは平和主義だとうたいながら裏でコソコソするのが得意だからな」

　ベイチェクはバンと机に命令書を叩きつける。

これ以上見直しても文字が浮き出る訳ではない。

「村の警備隊から自警団までをかき集めましたが……数はやっと一万五千に戻った程度、質は無様なものです。どう考えても正面からハードレットの軍にぶつかるのは自殺行為ですよ」

　カッサーノの言葉に分かっていると手で答えたベイチェクは諦めたような顔で天幕を出た。

そして南を指差す。

「見たまえ……ダード山がこんなに近くなってしまった。こんな所まで押し込まれてしまったのだ」

　ベイチェクの指の先にそびえる山、大山脈程の高さはないがそれでも霞む距離から見える大きな山だ。

アルテイルとヴァンドレアの境界にまたがるようにそびえ立つ山は戦略的にも要衝、麓や何合目かではアルテイル・ヴァンドレア両軍が死闘を繰り広げているだろう。

「ここで止めなければ本当に後が無い。首都ヴァンドラまで行かれてしまうぞ」

「……同志ベイチェク、貴方は国の為に命を捨てられますか？」

　カッサーノもベイチェクも自分達が国から切り捨てられた事は分かる。

本当は圧倒的に劣勢のまま侵攻を命じられた時点で気づいてはいた。

「ここで逃亡しても祖国に我らを追う余力はありません」

「だろうな」

　ベイチェクは北に並ぶ黒い旗と南に広がる平原を見比べる。

「捨てられたとは言え祖国だ。抵抗せずに逃げ散る訳にもいかんだろう」

「それで命を落とす事になってもですか？」

　ハードレット軍の強さと容赦の無さはわかっている。

次に戦えばまず命は無いだろう。

「そうして生き残っても国と家族を捨てて逃げたと一生卑屈に生きねばならん。俺は小物だからな……そこまでの度量はない」

「そうですか……」

　カッサーノが何か言おうとした時だった。

「地揺れだ！　またでかいぞ!!」

　まともに立ってはいられない程の揺れが二〇秒程続く。

二人は机に手をついて屈みながら苦笑した。

「せっかく格好良く言ったのに大地の神に邪魔をされたな」

「無駄口を叩くなと言う事でしょうか。神も戦を所望のようですな……それと同志、祖国は神を認めていませんよ」

　二人は再び笑い合う。

寄せ集めの部隊は隊列を組み、恐らくは最後となるだろう戦いの準備を進めていった。
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ゴルドニア側

「敵の本隊が遂に足を止めました」

　レオポルトは敵が防戦準備に入った事を確認し、俺達もまた会戦の用意を整える。

「町も要塞も無いここでか。何か罠は……と聞くまでもなかったか」

　その恐れがあるならレオポルトは何も言わずとも相応の準備をしているだろう。

「敵の動きは斥候が常に監視しております。怪しい動きはありません。この平原では地形を利用した何かを仕掛ける事もできないでしょう」

「ならこの地で突然決戦する気になったと言う訳だな」

「政治的な理由じゃないかな」

　無理やり連れて来たトリスタンが本を読みながら言う。

セリアが張り倒そうとしたが話が進まないのでそのまま言わせた。

「そもそもあの軍がまともな状態なら国境で予想外の攻城戦になった時に一旦引いて増援を待つなり攻城兵器を用意するなりしたはずだよ。それががむしゃらに突っ込んで来る。兵法からは考えられないね」

「付け加えるならアルテイルの本格攻勢の影響でこちらに回す戦力がないとも考えられます」

　あっちもなかなか苦労しているようだ。

「敵は足を止めて決戦を挑んだ。ならば正面から打ち破ってやろうじゃないか」

　ヴァンドレアの首都ヴァンドラまで距離はあるがここで敵を破れば遮る者はいなくなる。

停戦するにしてもこちらは条件を出し放題になるだろう。

「準備は出来ているか？」




「万事問題ありません」

　マイラはびしっと姿勢を正す。

「族長様に勝利を」

　ルナも問題ないようだ。

「護衛隊、準備万端です！」

　セリアも可愛く背筋を伸ばす。

彼女を戦場に出して良かった事は軍人式のやり方に慣れて姿勢が良くなった事だな。

スラリと伸びた背中に張った胸、柔らかく引き締まって健康的な色気と凛々しさが同居している。

良い女だ。

「あ、あの……」

「む、すまん」

　つい背中と腰をいやらしい手つきで触ってしまった。

盛るのは戦闘後にしよう。

「勝ったも同然だな!!」

　イリジナのでかい声は良く響く。

ダード山まで届きそうだ。




「……むん」

「絶好調です」

「今度は負けねぇぜ」

　マックとギド、クリストフも万全のようだ。

「我が刃に寸分の曇りなし」

　クロルもこれでいいならいい。

　さあ戦闘開始だ。

「きゃっ」「おわ！」「む……」

　再び地面が揺れる。

今日何度目だろうか、だが例え地面が揺れても俺達の優位は揺るがないはずだ。




　敵はこちらに対して左右に翼を大きく広げた陣形を取っていた。

正面に五千、左右両翼も概ね同数だ。

数だけは道すがら揃えたのかこちらと互角のようだが遠目にも装備が貧相な兵が多い。

「騎兵の迂回と包囲を警戒しています。しかし正面は薄く前列の長槍を突破すれば容易に分断出来ます」

　レオポルトは一目で陣形の目的と弱点を見てとった。

「弓騎兵の機動力なら両翼の更に側面に回る事も出来ますが？」

　ルナの提案はわかるが否定する。

敵は何より迂回を警戒しているのだ。

警戒されてる戦術を無理やりやっても良い事はない。

「そうそう、戦争は相手の嫌がる事ばかりやっていれば大抵勝てるんだよね」

「エイギル様には敬語を使いなさい!!」

　セリアとトリスタンの小芝居を聞きながらレオポルトを見る。

奴は頷いて全員に命令を下す。

「攻撃は正面、弓騎兵は集中射撃で前面を崩せ。敵に騎兵は残っていないだろうが出てくれば最優先目標にしろ。援護の元で歩兵隊が前面を攻撃する」

　単純ではあるが難度は高い、後ろから弓兵が矢を放つ中で歩兵を前進させるのだから練度が低ければ誤射で味方を撃ってしまう。

そんな事になれば前を進む歩兵は背中が気になってまともに戦えないだろう。

　弓なりに矢を放って敵陣のみに正確に落とす弓兵の練度と味方を信じて背を気にせず敵と戦う歩兵の勇気が必要になる。

　そのどちらも俺の軍にはあった。




「突撃!!」

　まずは弓騎兵が敵陣正面に向けて突進。

土煙を上げて突進する四千の弓騎兵には敵の士気を下げる効果もあるだろう。

「防御！　対騎兵陣を組め！」

　敵軍はもちろん突撃を許すまいと長槍を並べて守ろうとする。

敵もさすがに正面には優秀な部隊を揃えたのだろう、兵は金属鎧を纏い動きも整っていた。

「全隊停止、射撃三連！」

　弓騎兵は急停止して素晴らしい速度で三連射を見舞う。

長槍隊の持つ槍は名前通り長く重いので盾を持つことは出来ない。

一応簡易の大盾が地面に置かれて彼らを守っていたが子供の頃から弓を使ってきた山の民にとって盾からはみ出た体を狙い撃つなど造作もない事だった。

「ぐわっ！」「ぐえ!!」

「精確だぞ！　盾に隠れろ!!」

　たちまち多くの敵が倒れ伏し、残った者もなんとか盾の後ろに身を隠そうと動くので陣形はどんどん乱れて行く。

「ここで騎兵突撃してもいいのだがな」

「まだ左右の翼がなければそれでも良いのでしょうが」

　わかっているとレオポルトに言ってから指示を出す。

　同時に歩兵隊が叫び声をあげて突撃を開始、弓騎兵は水平に放っていた矢を曲射に切り替えて敵陣に雨のような連射をし始めた。

　歩兵隊は敵の前線に激突すると同時に一気に押し込み始める。

崩れかけた長槍隊では歩兵を止める事など出来ない。

　なんとか突き出された槍が剣で切り落とされ、逆に胸に刃を突き立てられる。

更に歩兵隊に混じったボウガン兵が叫ぶ敵の指揮官を次々と狙い撃つと長槍隊は一気に崩れ始めた。

本来は守備側もすぐに歩兵を出して迎撃しないといけないのだが。

「くそっ！　矢が降り注いで身動きが取れないぞ！」

「盾を構えるばっかりじゃ前が破られるぞ！　なんとか進んで、ぐえっ！」

　歩兵隊が前線と交戦中も弓騎兵は狙いを少しばかり奥に向けて遠慮なく撃ちまくる。

そのせいで敵歩兵は盾を構えたままその場に釘付けになってしまい、援護にいけないのだ。

勇敢な兵が立ちあがって周りを鼓舞するが、顔と胸に矢を受けて即死し、逆効果になってしまった。




「さてそろそろかな」

　トリスタンが鳥の羽根で作った特製しおりを本に挟んで閉じる。

同時に敵の両翼が正面の援護に動き始めた。

包み込むように包囲するつもりなのだろう。

「こちらが迂回しなかったら両翼は丸々遊兵だ。動くのが遅いぐらいだね。さあ良く見ておかないと」

　左右から攻撃中の歩兵を挟もうとする動き、だがもちろんレオポルトも事前にこうなる事は予想していた。

「弓騎兵、目標を切り変えます」

　たちまち左右の弓騎兵千ずつが目標を敵前面から移動しつつある両翼に切り替えて一斉射撃、移動中の敵兵に矢の雨を降らせる。

　観察するトリスタンの目が一瞬だけ真剣に見えたが、すぐにまた緩いたるんだ瞳に戻る。

戦場でここまで気の抜けた目をする奴は珍しいな。

「左翼が弱いね。あれは酷い寄せ集めだ」

　トリスタンは国境要塞での戦いの経験から敵軍を比較的練度の高い部隊が約五千と見ていたらしい。

「今の正面五千の敵は明らかに練度が高いよ。となれば両翼は比較的練度に劣るもの五千と、道すがら補充したもっと酷い部隊が五千と言った所だろうね」

　弓騎兵の斉射は左右からの攻撃を遅らせるだけではなく、攻撃を仕掛けることで敵の士気と練度を計る目的もあったのだ。

「槍騎兵と護衛隊は俺に続いて右翼に突っ込む。諸侯軍には左翼に当たれと伝えろ」

　それでいいなとレオポルトを見る。

「仮に諸侯軍が破れても想定内です。そうなれば対処しますので問題ありません」

　まったく情の無い奴だ。

彼らも頑張っているんだぞ。

「ならばいい。突撃だ、続け」

　突撃する槍騎兵、その中心を走るのは重装備の護衛隊だ。

敵右翼は包囲を阻止すべく外側に長槍隊を集めているはず。

弓騎兵の脇をすり抜けるようにして内側から攻撃を仕掛ければ騎兵を阻むのは難しい。

動きを妨害すべき敵正面は歩兵隊と死闘の真っ最中でこちらに気を回す事など出来ないだろう。




「突っ込んでひっかき回すぞ。美女を犯す肉棒になったと思え！」

「「オオーーーー！」」

「犯ってやるぜ！」「派手に潮噴かせてやる！」

「ええー……」

　叫ぶ男達の中でセリアだけが微妙な顔をしていた。

そんな真剣に捉えなくていいさ。

イリジナを見ろ、男に混じって「ぶち込んでやるぞ」と叫んでいるじゃないか。

　いよいよ敵が間近に迫り味方は槍を構えてどんどん速度に乗って行く。

敵兵は慌てて陣をどうにかしようとしているようだが到底間に合わないだろう。




　突撃は成功して敵右翼は崩壊する。

そう確信した時だった。

「うおっ！」「おわっ！」「な、なんだ!!」

　味方の混乱する声、そして今までにない激しい地揺れが起きたのだ。

「こ、これはでかい」「立ってられん！」

　突撃の足は完全に止まってしまい、何人かは落馬してしまう。

シュバルツですらもその場で足を広げて揺れに耐えるしかなくなっていた。

これはまずい。

　揺れはたっぷり三〇秒程続いて収まる。

だが馬達は経験の無い大揺れに混乱して隊列は滅茶苦茶になってしまった。

しかも突撃のまさにその時だったので俺達は敵前で急停止してしまった事になる。




「い、今が好機だーー!!」

　敵の指揮官が叫び、逆に敵の騎兵がこちらに突進して来る。

止まって防御していた彼らの方が混乱が少なかったのだ。

「ち……ここは一旦後退するぞ。指示を出せ！」

「はい!!」

　セリアに指揮を任せ、俺は迫る敵を迎撃すべく槍を持ち直す。

シュバルツも揺れが止まってからいつまでも動揺するような軟な奴ではない。

「さあ来い」

「うぉぉぉぉーー!!」

　真正面から突っ込んで来る敵兵に槍を振りかざす。

だが様子がおかしい。

「おい、なんで後ろをふりかえったまま突っ込んで来るんだ。俺を舐めて……」

　敵兵が後ろを向いたままこちらに駆けて来るのだ。

馬鹿にしているのかと思ったが視線を追った所で俺も顔を動かせなくなってしまった。




　俺と敵騎兵は交差し、カンと力無く槍を当ててからその場に止まって顔を見合わせる。

「なんなんだありゃ？」

「知らないさ……俺だって見た事ねーよ」

　敵と俺は呆然と馬を並べたままその光景を眺めていた。

周囲の敵味方も交戦を止めたのだろう、金属音も悲鳴も聞こえない。

無理もない。




「ダード山が……吹き飛んだ……？」

　数千メートルはあろうかと言うダード山の上部が爆発し、巨大な……いや巨大などと言う言葉では表せない程のとんでもない煙が上がっていた。

そして皆が山を見た瞬間だった。

「どわぁ!!」「ぐわっ!!」

　頭を殴られたような轟音が響く。

大砲の音などとも次元が違う凄まじい大音量だ。

　一瞬動揺したシュバルツはなんとか立て直したが一緒に居た敵騎兵の馬は乗り手を振り落として走り去ってしまう。

とりあえず手を伸ばして起こしてやる。

もうとても戦う雰囲気では無いからな。

山の爆発から音が相当遅れて来た……わからない事だらけだ。

「見ろよ……晴れ上がっちまった」

「神よ……怒りを鎮めたまえ……」

　今日の天気は晴れていたが雲の多い日だった。

だが今の轟音のせいか、ダード山を中心に雲が吹き飛んでしまっている。

　爆発の中心は山頂だろうか、真っ赤な火柱らしきものが上がっている。

かすんでよく見えないが山の形が変わってしまっているようにも見える。

「族長様ぁ」

「エイギル様ぁ」

「き、きっと大丈夫だ！」

「お前達も無事か」

　ピピとセリア、そしてイリジナまでも怯えた声を出しながら寄って来る。

見れば左翼でも正面でも完全に戦闘は止まり、敵味方の区別なくただ山を見上げている。

「すごい音……耳が壊れるかと思った」

　ピピが耳を押さえて頭を振っている。

俺もまだ調子がおかしいんだ。

ここから山までは５０ｋｍは離れているはずなのに。

「物凄い煙……どこまで昇って行くのでしょうか」

「山の上が無くなってしまったぞ」

　セリアとイリジナが腕にしがみついて来る。

「とりあえず全体をまとめる。戦闘は……無理そうだ」

　敵も味方も肩を並べ、武器をおいて口をあんぐり開いていた。

「相手も同じ考えのようだな」

　戦闘の止まった正面から数騎の敵が進み出て来る。

恰好から考えて敵将だろうが、敵味方ともに全く気にかけていない。

　敵を殲滅するつもりがこんな事になるとは……。

まあ俺達は大丈夫だろう。
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同時刻　王都ゴルドニア

「王よ、南部地域でのヴァンドレアとの紛争、ハードレット卿が独力で当たっております。王国軍を派遣するべきかと思いますが……」

　エイリヒは王の前に進み出て何度目かわからない派兵の要請を行う。

だが答えは同じだった。

「不要、既に押し返していると言う話ではないか。むしろハードレット卿にこれ以上戦闘を拡大するなと伝えよ」

　エイリヒは渋い顔でもう一度だけ言う。

「しかし戦闘はハードレット卿に圧倒有利、今増援を出せばヴァンドレアをまとめて吸収する事も……」

「くどい!!　ならぬ！」

　王はドンとテーブルを叩く。

エイリヒもこれ以上は何も言う事が出来ない。

　ライバルが叱責をされたのを見て無表情ながらも心で笑うケネスが王に進み寄る。

「武力を持って当たるのは愚行にございます。ここは策を持って当たり、力に寄らず領地を切り取るのが最良かと……」

　だが王はケネスに視線を移すとまたも厳しい口調で怒鳴る。

「そちも不要と言うのが分からんか!?　南部に干渉する必要などないわ！」

「は、これは出過ぎた事を……」

　ケネスもまた予想外の叱責に面食らって黙りこむ。

王は茶を飲んで気持ちを落ち着かせたのだろうか、少なくとも表面上は怒気を鎮め、冷静で落ち着いた口調に戻った。

「我が国は急拡大し過ぎた。国内に敵がいくらでもいると言うのに外敵を作ってどうする」

「国内の敵……でありますか？」

　エイリヒは首を捻る。

いくつか想像してみるが思いつかない。

元マグラード地域では反乱が頻発しているらしいが当初の計画通りだし、いずれも押さえ込まれている。

　ケネスもまた同じなのかエイリヒと顔を見合わせて沈黙した。




「敵は余の傍にすら入りこんでいるのだ。例の騎士の件を忘れたか」

「あ、あの事件は……」「騎士個人の不忠と申しますか……」

　王が言うのは護衛を務める近衛騎士の一人が町の酒場で給料が安い、爵位が低いと叫んで暴れ、それがたまたま王の耳に入った事件の事だ。

明らかにたるんだ騎士が酒の勢いからした事だが、王は反乱計画として騎士と一族全員を処刑した。




「あの騎士はあまり利口では無く反乱など大それた事は出来ないと考えられますが」

「その通り、利口では無いからこそ何者かに利用されたのだ。あの者を動かした大物が背後に居るに違いないぞ。余の暗殺を目論んでおるのだ」

　エイリヒは愚かな騎士個人の行いと言うが王は受け入れない。




「背後関係も徹底的に調査しましたが特に痕跡も無く。情報官はいかがでしたでしょうか？」

「何もないと言いよった。ケネスだけではなく余の情報官の網にも掛からぬとなれば相当に頭の切れる輩が動いているに違いない。用心の上にも用心せねばならぬ」

　ケネスも背後関係など無いと伝えるが王は聞き入れない。




「今は内患を退治して国政を安定させる時期。対外戦争にかまけている暇は無いぞ。適当に現状を維持しておけば良いのだ」

「「は……はぁ」」

　エイリヒとケネスは並んで間の抜けた声を出す。




　王は言い終わるとエイリヒに近づき耳を寄せた。

「ケネスは策を巡らすのに長けておる。陰謀は奴の得意分野、不穏な動きがあったらすぐに知らせよ」

　そして王は次にケネスに近づく。

「エイリヒは軍を握っておる。反乱すれば余などすぐに取り去れると思っておるだろう。常に警戒せよ」

　そして王は二人に解散を命じたのだった。




　王は厳しい表情を緩めながら自室へと戻る。

その足取りは軽く、まるでスキップでもしそうな程だった。

「陛下、今日もお仕事お疲れ様です」

「おお、ロサリオ待たせて済まぬ」

　王の自室には一人の女が頭を床に付けて平伏していた。

王は女性を抱き起こし、激しくキスをする。

「あぁ陛下……そんなにされてはロサリオは死んでしまいます」

「そんな事を言わないでくれ。お前に死なれたら余も寂しさで死んでしまうわ」

　王はキスをやめてロサリオをぎゅっと抱きしめる。

「余の重鎮達と話しておったのだが奴らも余の話を信じようとはせぬ。脅威はすぐそこまで迫っておると言うのに……」

「ロサリオは賢い陛下とは比べ物にならない程無知ですから難しい事は分かりませんわ」

　王は難しい顔を緩めて女をベッドに連れて行く。

「そちは可愛い。余が無条件で信じられるのはお前だけよ。さあ愛し合おう」

「今宵もたっぷり可愛がって下さいませ陛下……」




　女は王の強引な攻めに過剰な嬌声をあげる。

王の逸物が胎内に侵入した瞬間などは断末魔かと思える程の反応を示した。

「陛下のモノが凄過ぎて……死んでしまいます！」

「そなたは素直で可愛い！　お前は何も知らなくて良いぞ。余が……余が守ってやるからな！」

　やがて王は果て、ベッドに倒れて寝息を立てる。

ロサリオは冷たい目でその頭を見降ろしながら母親のように優しく頭を撫で続けていたのだった。
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余談　犯人を探せ

　リビングでくつろぐ俺と女達。

お茶や菓子を楽しむ者、子供を愛でる者、静かに本を読む者、じゃれついて騒ぐ者、丸焼き肉を食べ続けるイリジナ。

皆が平和な時間を楽しんでいた。

　だが穏やかな時間は非道な蛮行によって破られてしまう。

　プスーブピピ

　空気の抜けるような音、大きくは無いが確実に皆に聞こえる大きさだった。

「「「「……」」」」

　途端に全員の時間が止まる。

騒いで居た者も動きを止め、ノンナのカップに伸ばした手が何も掴まずに下がって行く。

むしゃむしゃ動き続けるのはイリジナだけだった。

　全員が「誰だ？」と視線を動かしている。

だが言いだせない、皆が俺の前で屁を垂れた濡れ衣を着せられる事を恐れている。

最初に言い出す事で話題の集中となるのを避けているのだ。

　やがて少しずつ全員の動きが戻り出す。

そうだ、気付かなかった事にしてしまえばいい。

それで平和は戻る……はずだった。

「ぐ……」

　これは臭い、何かが腐ったような臭いがする。

こんな臭い屁はなかなかないぞ。

「……あーもう！　くっさいわねぇ!!　誰よ!!」

　遂に辛抱出来なくなったカーラが怒鳴り、事が明るみに出てしまった。

「私じゃありません」

　ノンナが真っ先に否定して何事もなかったかのようにお茶を飲む。

だが臭いのか眉は寄ったままだ。

「私でもありません！」

　セリアも声をあげて俺の所にやってくる。

よしよし、お前じゃないな。

　主張が特に強い女はこの辺りか。

「ママ達はくさくないわよねー」

「ないー」「くちゃくないー」

　メルとマリアは子供を遊ばせながら自分達の無実を訴えている。

　そして犯人探しが始まった。

「ヨグリさんじゃないんですか？　そんな臭いです」

「ち、違うよ！　どっちかと言えばそっちから……」

「何よあたしだっての!?」

「これだけ臭うのは風上……つまりドア側の人が……」

「あたいじゃねぇ！　嘘はつかないよ！」

　屁一つで家庭内が不和になってはたまらん。

「すまん俺だ」

　こうしておけば問題なかろう。

俺でない以上、犯人は女達だ。

さすがに認める訳にはいかないだろうしな。

「も、もうお下品ですわエイギル様」

「まあエイギルさんなら……」

　これで丸く収まるだろう。




「納得出来ません！」

　だがセリアがぶち壊してしまう。

「私はエイギル様の傍に居ましたが、皆さんの顔が歪んでから臭いが来ました！　エイギル様に押し付けて終わりなんて絶対駄目です！」

　気持ちは嬉しいが余計な事だ……せっかく丸く収まりかけたというのに。

　再びざわざわと言い合う女達。

「そっちから臭いが来ました！　カトリーヌさんじゃないのですか！」

「何を言いますか。こういう事は犯人ほど声が大きいものです」

　睨み合う女達、本当に下らない。

どう解決したものか。

「ははは、臭いな。美味くて臭いぞ！」

　騒ぎなど知らんとばかりに肉を食い続けるイリジナ、よしこいつなら気にしなさそうだ。

「イリジナ、屁をこいたのはお前だ」

「なに!?　私はしていないぞ」

　でかいイリジナを撫でながら優しく囁く。

「お前の尻は知らず知らずの内に屁を噴いてしまったんだ。心配するな誰にでもある事だ」

「……そ、そうなのか。すまん！　私の尻が勝手に屁を噴いたようだ！」

　すまないイリジナ、お前なら周りも責めたりしないだろう。

後で一緒に酒を呑もうな。

「イリジナさんならやりかねません」

「仕方ないですね」

　女達は再び矛を収める。




「納得出来ません！」

　今度は誰だと思えばマイラだった。

「私はイリジナさんと良く一緒にいますが、彼女のは会話を邪魔するほどの轟音ですからすぐに分かるはずです！」

「それはそれで……」

「イリジナさん少しは慎みを……」

「いや、マイラこの場はな」

「いえ、無実の人間を犯人に仕立てて解決など許されません。あくまで真犯人を探し出すべきです！」

　あぁマイラはこういう性格だった。

そのせいで治安隊も厳し過ぎると評判なのだ。

「さあ皆さんの言い分を確認しましょう!!」

　もういい、好きにしてくれ。

誰がこいたっていいじゃないか。




　その後、マイラの厳しい捜査にも関わらず遂に放屁犯は捕まることなく、事件は迷宮入りとなったのだった。

　そういえばこういう時にいつも大騒ぎしているケイシーがいないな。

さっきまでイリジナを警戒しつつ何か食べていたんだが。

　見れば庭でメイド達が焚火している。

「お芋を焼いているんです」

「一〇本焼いたんだけど……一本足りないんです。おかしいなぁ誰も来なかったのに」

「屋敷の精霊が持って行ったんじゃない？　ほら、良く食べ物がなくなるじゃない？　特にカボチャ系」

　不思議な話もあるものだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

軍一四三〇〇名

歩兵七二〇〇騎兵八〇〇弓兵千弓騎兵三九〇〇（諸侯軍一四〇〇）

大砲三〇門　大型砲一〇門

財産　金貨四七〇枚

経験人数二三三人　産ませた子四八人＋五五五匹

余談を書いていて投稿遅れましたごめんなさい。

本編は次回大騒ぎです。










第２２７話　ヴァンドレア戦争⑤　あらがえぬ力







　ダード山から噴き上がるとてつもない量の煙が空を灰色に染めて行く。

この世の物とも思えぬ光景を兵達は敵味方関係なく、阿呆のように口を開け肩を並べてただ眺めていた。

「……兵がこれでは戦えはしまい」

　進み出たヴァンドレアの司令官らしき男は気まずそうに俺の顔を見ている。

「そうだな。あれが収まるまで少しばかり休戦にするか」

　どこかで見た顔だなと思いながら応じる。

今、戦闘を再開などしたらやる気の無い農民の軍事訓練みたいになってしまうだろう。

　敵司令官は視線を鋭くして俺の顔を正面から見据えてきた。

「よもや再び顔を合わせ、言葉を交わす事になろうとはな……」

「うむ、そうだな。いつぞや以来だな」

　言いながら隣に居るセリアを見る。

こいつは誰だったっけ？

「最初の侵攻軍の司令官です。ベイチェクとか言う……ほら捕虜になされた」

「あの時以来か、いやぁ感慨深いな」

「……俺など取るに足らんと言う事か」

　せっかく思い出したのにいじけてしまったじゃないか。

全くわがままな奴だ。

仕方ない話題を変えよう。




「それにしてもこのような光景は初めて見た。ヴァンドレアでは良くあること……ではなさそうだが」

「当り前だ。ダードが火と煙を噴くなど言い伝えにも聞いた事はない！　神の怒りか魔王の復活か……見当もつかん」

「神の怒りか、ありきたりな言い方だが信じたくもなる」

　煙は絶える事無く刻々とその量を増していく。

既にダード山より南側は灰色の煙に遮られて全く見えない。

天高く立ち上った煙は空全体を覆い隠してしまいそうだった。

「とにかく敵味方入り乱れたままでは何が起こるとも限らん。いったん分けようじゃないか」

「そうだな……」

　俺とベイチェクは山を見上げて動かない兵達を怒鳴りつけながら無理やり南北に分けて行く。

一応は隊列も整えようとしたのだがあまり上手くはいかなかった。




　いったんの休戦、味方の様子を見るがやはり混乱している。

その中で特に動揺が激しかったのが弓騎兵、そして彼らを指揮しているルナだった。

「や、山がお怒りになっている。我らはいつ逆鱗に触れたのか……」

　普段はあまり感情を出さないルナが自分の体を抱き締めて震えていた。

安心させようと抱きしめるが震えは全く止まらない。

仕方なく股間に指を入れるが「今はやめて」と明確に拒絶されてしまった。

少し悲しくなる。

　しかたない、今後の事を考えるとしよう。

「お前らはどうするべきだと思う？」

「……」

　この異常事態にさすがにレオポルトやトリスタンも少し考え込んでいる。

そして全く違った結論を出す。

「異変が収まるか、現状のままならば進軍すべきです」

「いったん後退すべきだね。既にモルト南方まで進出するという目的は達成されたよ」

　更なる進軍を主張するのがレオポルト、後退がトリスタンだ。

「兵の混乱は敵も同じ、異変でヴァンドレア全体が混乱している今進めば首都陥落も容易だ。機を逃すべきではない」

「未知の事柄が起きているのに博打を打つ事はないよ。モルト南のラインまで引いて事の行く末を見守るべきだね。この様子では敵の追撃も心配いらないしさ」

　突然の異変の中で、更なる追撃によって飛躍的な成果を得るのか、それとも当初の成果を堅持するのか、もっと話し合って結論を教えてくれ。

「「ではハードレット卿の考えを仰ぎましょうか」」

　こいつら結局俺に投げやがった。

まったく誰の仕事だと思っているんだ。

「最終決断はまぎれもなくハードレット卿の職務ですな」

　……わかっている。

「……後退しようか。既に目的は達せられた」

　真実ではない。

目的の達成が理由ではないのだ。

　露骨にホッとした表情のトリスタン、お前ただ早く帰りたいだけじゃないだろうな？

　反面、まったく表情には変化がなく「承知しました」とだけ言ったレオポルト。

だが俺にはわかる。

お前ちょっとムッとしているだろう。

　撤退準備を整えようとするレオポルトを呼び留める。

「俺がトリスタンの意見を選んだ事が気に入らんか？」

「決断はハードレット卿の仕事です。方向が示されたのなら従うだけです」

　ふむ、本当の理由を話しておくとするか。

「俺はなトリスタンの意見を選んだ訳じゃないんだよ。最初から後退したいと思っていた」

　レオポルトが視線だけをこちらに寄越す。

「それはいかなる理由で？」

　俺は笑ってレオポルトの軍服の襟を立てながら言う。

「悪い予感がする。それだけだ」

　山が火を噴いてからと言う物、背筋からゾクゾクと嫌な予感が止まらない。

しばらくたった今でもその悪寒は止まらなかった。

「……予感以外に特段の理由はないと？」

　レオポルトは自分の襟を直しながら言う。

「そう直感だけだ。気を悪くしたか？」

　再びレオポルトの襟を立てながら言う。

奴はすぐに襟を直してから少し沈黙した。

「いえ、ハードレット卿は確かに強運だけはお持ちです。下手に考えた末の結論よりは素直に納得すべきでしょう」

「すまんな。……ちょっと待て」

　こいつは今、俺は運だけと言ったのではないのか？

「失礼、腕力もお持ちでしたな。では準備をして参ります」

　レオポルトはそれだけ言ってさっとその場を去ってしまう。

おのれ無表情のまま笑いやがって。




　命令を出して少しした頃、背中に衝撃があった。

ピピが飛びついて来たのだ。

「族長様！　山が……山が……」

　ピピもルナと同じで山の異変に怯えているのか。

優しく抱きしめて……。

「そうじゃない！　山の煙がおかしい！　短くなっていく！　山に吸い込まれていく！」

「煙？」

　煙は散って行くものだろう。

吸い込まれるとは本当に巨神が吸いこんででもいるのだろうか。

　目を凝らして見ると山の周囲は煙で黒く淀んでいて良く見えない。

だが霞むほど天高く昇っていた煙が幾分か低くなってきているような気もする。

「心配するなピピ、俺達はもうすぐ北に帰る」

　安心させようと抱きしめるが更に叫びは続く。

「エイギル様、煙が山肌を崩れてきます！」

　セリアの声だ。

良く見ると立ち上っていた煙は散る事無く崩れてダードの山肌を流れてきている。

「ダード山は小さい山ではないですよね!?」

　地図で見てもそんじょそこらの小山ではない。

アルテイル・ヴァンドレアにまたがって相当な大きさを誇る。

高さも数千メートルはあるはずだ。

「で、でも煙がもう中腹まで来ています！」

　ゾクンと悪寒が更に強くなった。

恐ろしい速度で駆け下りる煙、今はまだかろうじて見える程度だ。

さすがにここまでは距離があるし平原だからいくら何でもとは思うが……

　戸惑いは一瞬だった。

「レオポルト！　全ての準備を中止して北へ退却だ！」

「は……今すぐにですか？」

　議論するつもりはない。

「天幕と重量物は全て破棄、隊列不要、装備も捨てて構わん。総員退却……いや逃げろ!!」

　レオポルトも一瞬山を見るがそれ以上何も言わずに俺の命令を復唱する。

普段文句ばかり垂れるトリスタンも同じくただの伝令と化して叫び続けた。

「撤退……って隊列は無いのか？」「自由に逃げろって……どういう事だよ」「まさか負けたのか？」

　兵達は隊列もないまま各兵科入り乱れ、バラバラの状態で北へ向かって逃げ始める。

訓練の時には絶対にするなと言われている無秩序な撤退、俺を見つけるや「本当にいいのか？」と言いたげな顔をして足を緩めた。

「何をちんたらしている！　走れ、全力で走って逃げろ!!」

　俺が怒鳴ると慌てて全員が一目散に逃げ始めた。

振り返ると既に山から来た煙の塊は麓近くにまで降りて来ている。

凄まじい速度だ。

「お、おい敵が逃げていくぞ？」

「なんでだ……休戦中だろうに」

「まさか俺達勝った？」

　少し南にいる敵兵もまた混乱している。

ベイチェクも何が起きたかわからないと言った顔だ。

　俺は槍を大きく一度掲げてから山に向ける。

槍先を視線で追った敵兵は山を駆け下りる煙に気付き、叫びをあげて俺達と同じように逃げ始めた。

「か、勝ったのか……うぉぉぉーー勝ったぞ！　痛っ!!」

「バカたれが！　逃げるんだよ!!」

　空気を読めず勝鬨を上げた兵を後ろから来た兵が殴りつけて腕を引っ張っていく。




　最初は何から逃げるのかわかっていなかった味方の兵達だが、煙がどんどん近付いて来るのに気付き逃げ足はどんどん速くなる、最後には皆が全力疾走になった。

「族長様！　きっとここまで来ます！」

　アレは煙などでは無い。

一面に広がった灰色の壁が迫って来るのだ。

既に完全に山を駆け下りた壁は平地に入っても速度を緩めずに進んで来ている。

「馬よりもずっと早い……すごい速度です！」

　全力で逃げ続けているのに壁はどんどん大きくなっていく。

歩兵達は逃げきれないと悲鳴を上げ、騎兵が後ろに乗せてやっていた。

「あれを見て下さい!!」

　セリアが馬を駆けながら指差すのは一つの農村だ。

戦場の脇にあって農民達が心配そうに戦の行く末を見ていたのだが。

「呑まれる……」

　隣の林ごと村は一瞬にして灰色の壁に呑まれた。

途端に真っ赤な火の手が上がる。

「あの煙は火がつくほどに熱いのか……」

　となれば村人は残念ながら全滅だろう。

俺達も戦場でボーっと行く末を眺めていたら今頃同じ運命だったはずだ。

「心頭滅却すれば火もまた……」

「やかましい！」

　意味の分からない事を呟くクロルをひっぱたいて走らせる。

　必死で逃げる俺達はかなり北に走ったはずだがそれでも壁はどんどん追いついて来た。

行く手にある林や畑、小さな集落まで全てを焼き払って進んで来る。

「何が神の酒宴だ。まるで悪魔の吐息だな」

　見れば俺達の後ろを走るヴァンドレア兵の一部が足を止め、岩場に身を隠そうとしている。

「阿呆が……ただの突風なんかじゃない。火がつくような炎の風だぞ」

　案の定、岩場に煙が流れ込んですぐに凄まじい断末魔が上がった。

それもすぐにかき消えていく。




　いよいよ背中が気になる程に迫られた時、小さな悲鳴が聞こえる。

「セリア！」

　セリアの馬が窪みに足を取られて転倒したのだ。

普段ならそんなへまをする奴ではないが、後ろから迫る圧力に馬の足がもつれたのかもしれない。

「ちっ！」

　慌てて馬を止める。

並んで走っていたマイラも足を止めようとする。

「ハードレット卿！　今止まったら追いつかれます!!」

「先に行け、俺は問題ない」

「し、しかし……」

　何か言おうとするマイラを睨みつける。

女にこんな目を向けるのは初めてかもしれない。

マイラは泣きそうな顔で頷いて走って行った。

　すまん、心配してくれるのはわかっているよ。

だがセリアを置いて行くなど考えられないのだ。

「どけどけ！」

　味方の一団は既に北へ逃げている。

俺は悲鳴をあげて逃げるヴァンドレアの兵を掻き分けながらセリアの元に駆け寄った。

「大丈夫か？」

「は、はい……でも馬が……」

　セリア自身に大きな怪我はなさそうだが馬は足を折っている。

「時間が無い。乗れ」

　短く言ってからセリアを引き上げ、俺の前に乗せた。

　チラリと後ろを見る。

足を止めた事で煙に一気に距離を詰められた。

「シュバルツ全力で走れ。前を走る者は蹴倒して構わん」

　正直、今までの煙の速度から考えると逃げ切れる可能性は低い。

だがセリアを見捨てる選択などなかった。

やれるだけやるしかないだろう。




　ヒンと小さく啼いたシュバルツは黒い風となって走り出す。

前を走るヴァンドレアの歩兵はもちろん、騎兵さえも止まっているかのように追い抜いて行く。

こいつに敵う馬などいないだろう。

連邦まで一日で行ってしまいそうな速度だ。

　だがそれでも……。

「追いつかれてしまいます……」

　灰色の煙は更に速い。

後ろを振り返る労力も惜しいが、目と鼻の先にまで迫っているはずだ。

既に後ろからはヴァンドレア兵達の断末魔が聞こえ始めていた。

　一瞬傍を通り過ぎた池に目が行くが否定する。

駄目だと直感が告げていた。

今はシュバルツを信じてただ逃げるしかないのだ。

　するとシュバルツが速度を緩めないままにこちらを振り向く。

口から泡のような唾液を撒いた酷い顔のまま目が何かを訴えている。

「重い」そう言っているように思えた。

「セリア、ナイフを貸せ」

　返事など待たずに無理やり腰からナイフを抜くと馬鎧の革ひもをたてがみごと切り取って投げ捨てる。

更に俺自身の鎧もむしり取って投げ捨てる。

それを見てセリアも服ごと鎧を捨て、下着姿になってしまった。

　数十キロの重さがなくなり、また一段と速度が上がる。

もう周りの兵は止まっているにも等しい。

「まだ駄目か！」

　それでも迫る煙の洪水は遠のいてくれない。

加速したシュバルツよりも更に速く、どんどん距離を詰めて来る。

火の傍にいるような熱気が俺達を包んだ。

　シュバルツが再びこちらを向いた。

まだ重いのか。

「私を捨てて下さい！　私のせいでエイギル様まで死んでしまいます！」

　飛び降りようとするセリアを押さえて尻を撫でながら考える。

デュアルクレイターは軽いから問題はない。

「こいつか……」

　ドワーフから貰った槍、こちらは重量優に３０ｋｇを超えるだろう。

かなり気に入っていたしドワーフとの友情の証でもあるが……。

「槍を掴んだまま黒焦げになっても仕方ない」

　槍を後ろに放り投げる。

後はシュバルツに任せるのみだ。

　黒い頭を軽く叩いてからセリアを抱いたまま体を低く倒す。

まだ一段と速度が上がった気がした。




　周りから聞こえる断末魔、どんどん強くなる熱気、そして体中に当たる細かい砂粒。

追いつかれたのだろうか、前も煙に包まれて真っ黒に視界が利かなくなっていく。

　ルーシィに会うまで死にたくないな。

セリアもようやく大人の美女になったと言うのに焦がすのは勿体無さ過ぎる。




　泣きながら俺にしがみつくセリアを優しく抱きしめてやった時、突然視界が晴れた。

後ろを振り返ると煙の洪水は動きを止めており、やがてゆっくりと崩れるようにして散って行った。

「どうやらまだルーシィに会えるようだな」

　泣きじゃくるセリアに助かったぞと言ってやる。

「ふぇ……ふぇぇぇぇ！　エイギル様を危険に……転ぶなんて……ごめんなさぁい!!」

　やっぱり泣きじゃくりながら抱きついて来るセリア。

マイラとイリジナも目に涙を浮かべながら駆け寄って来た。

　どうやら俺の後ろで助かった奴はいないようだ。

「念の為もう少し北上してから損害を確認します」

　レオポルトが何事も無かったのように言う。

まったく少しは心配してくれてもいいだろうに。

「大将は真っ先に逃げるべきでした。次はお気をつけ下さい」

　そんな事言うな、ますますセリアが泣いてしまうだろうが。

生き残ったのだからいいじゃないか。




　それだけ言って背を向けるレオポルト、トリスタンも続く。

「さっき大きく息ついたよね。やっぱり心配だったんだよね？」

「大将が斃れれば軍は壊れる。当然の心配だ」

「一瞬戻ろうとしたよね？　冷静な貴方らしくもないなぁ」

「……」

　何やら二人で話している。

あ、レオポルトが足をかけてトリスタンが転んだぞ。

仲間割れは止めてくれよ。

　見た限り俺の軍の数は減っていない。

なんとか逃げ切ったようだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ひっく」

　後は泣き続けるセリアをなんとかするだけだな。

俺は南、全てが灰色になってしまった土地を見ながら軽く嘆息したのだった。













　俺とヴァンドレアの軍はしばらく北上を続けてから共同で状況を確認する事にした。

灰だらけの顔で武器も鎧も失った俺達が棒や石を持って殴り合うのも間抜けに過ぎるとベイチェクも同意してくれたのだ。

「どうだった？」

「味方の犠牲はほとんどありません。転倒した数十名程度が呑まれたに留まるようです。諸侯軍もほぼ無傷です」

　それは幸いだ。

ぎりぎりだったが撤退準備をしていたのが良かったのかもしれない。

　シュバルツの焦げた尻尾を引っ張りながらレオポルトの報告を聞く。

「一方ヴァンドレア軍は戦死と区別は付きませんが……三分の一が行方不明です」

「そうか……だが俺達より更に南にいたんだ。よく一万も生き残ったと言うべきだろう」

　あっ！　尻尾が引き抜けてしまった。

……なんだ焼けた毛が千切れただけか、びっくりしたぞ。

こらシュバルツ、頭を噛むな痛いだろうが。

「斥候を出して遠方まで確認致しましたが」

　あまり愉快な報告ではないだろう。

「煙……あれは熱された灰の塊と言った方が良いかもしれません。山を中心にして全方位に流れたようです。被害は甚大、いえ壊滅と言っていいでしょう」

　レオポルトから斥候の集めた報告を聞きながら頷く。

焼け落ちた村を思い出す。

「範囲内の町や村は例外なく焼け落ち灰に埋もれています。そしてダード山は今も灰を噴き続けています。山頂付近には巨大で真っ赤な炎も見えるとの事です」

　レオポルトや俺はまだ冷静に聞いていられるがヴァンドレアの面々の動揺は激しい。

無理もない、彼らにとっては自分達の町村が根こそぎなくなったと言う報告なのだ。

「山に近い場所は灰が分厚く熱も持っており、まだ調査には行けませんが調べるまでもないでしょう」

　外輪部でそれなら更に内側には行くだけ無駄だ、生存者などいるはずがない。




「……なんと言う事だ。よもやこのような事が起きるとは……」

　ベイチェクも肩を落として憔悴している。

彼の兵達も逃げる為に武器も鎧も捨ててしまっている。

顔一面に灰をこびりつかせて座り込む姿は敗残兵と言うよりも亡霊のようだった。

「灰は山を中心に円状に広がっています。確認はしていませんが恐らくヴァンドレア側だけではなくアルテイル側にも流れたかと」

　そうなると空前の大災害だな。

「はい。南部諸国の存立も含めて大きな変動があるでしょう」

　今まで考えていた戦略は全て無意味な物になったのかもしれない。




「帰るか」

　短くそれだけ言う。

ヴァンドレアとの停戦交渉も戦争の継続もどちらも出来そうにない。

　兵達も一刻も早く北へ帰りたいだろう。

今から灰の山を越えて進撃と言えば逃亡者が出るかもしれない。

「お前達はどうするのだ？」

　ベイチェクにも声をかける。

「ヴァンドラは山から十分に遠い……呑まれてはいないはずだから報告に戻らねばならん。だが……」

　やはり今回の遠征は普通の出撃では無かったようだな。

「余計な世話かもしれませんが」

　レオポルトがベイチェクの前に出た。

「ヴァンドレアはゴルドニアに対し貴軍らは脱走兵の集団であり、我が国は関与しないと言っています」

　それを聞かされてもベイチェクはそれほど衝撃を受けたようでは無かった。

「脱走兵……か。やはりそんな事だとは思った。元より生きて帰れるはずが無かったのだな」

　ベイチェクも周りの兵も項垂れた顔で下を向く。

無理もない、出撃したその時から彼らに帰る場所は無かったのだ。

「俺の領に来い。好き勝手とはいかんが、お前達の祖国に戻るよりはマシな待遇をしてやれるだろう」

　一部の兵は顔をあげる。

だがベイチェクは下を向いたままだ。

「祖国を裏切る不名誉……ははは、別にいいか」

　彼は灰に埋もれた土地を見る。

「俺の生家もな……ダードの麓にあったのだ。一族に恥をかかせてはならんと気張っていたが、それももう終わりだ」

　ベイチェクはくるりと振り返る。

「国に戻りたい者は戻れ。と言ってもそのままは帰れんからな……大きく東に迂回する事になるが……」

「数日の飯ぐらいは持たせてやる」

　と付け加える。

「俺と共にゴルドニアに行く者はここに残ると良い。ハードレット卿が悪いようにはせんだろう」

　ざわつくヴァンドレア兵達、一割の者が食料を持って東に去り、九割の者はその場に残る。

　殺し合った後に山が火を噴いて一緒に逃げるなんて大抵の事じゃない。妙な縁があったと言う事だ。

「処遇は戻ってから考える。悪さをしたら首をねじ切るが、大人しくしているなら心配するな」




　ふと肩に降りかかる物があった。

「雪……秋だぞ」

　降り注ぐ白い物……中央平原、しかも南部で深まったとは言え秋に雪などあり得ない。

試しに握って見ると溶けずに異臭を放った。

「灰か……熱くはないようだが」

「どんどん積もって行きますね」

　マイラの呟く通り、雪のような灰は大地に川に田畑に降り積もって行く。

止む事のない灰の中を俺達は北へ北へと進んでいく。

　林も川もたちまち灰色に染まってしまった。

色の無くなった世界の中、時折頭に積もった灰を払いながら俺達は北へと歩いて行く。

　中途半端だが戦争は終わった。

そして南部地域は永遠に変わってしまったのだ。

「それからセリア、服を着ろよ」

「私みたいな馬鹿は裸で十分です……」

　セリアは下着姿のまま俺にしがみついている。

俺が死にかかった事をかなり気にしているようだ。

「助かったのだからいいじゃないか。ほらクリストフに見られるぞ」

　言いながら下着をずらす。

真っ白で綺麗な尻が見えてしまうぞ。

「私みたいな愚か者はクリストフに全裸を見られて自慰のオカズにでもされるぐらいがちょうどいいのです」

　セリアは剥かれたまま俺にしがみつくだけだ。

覗こうとしたクリストフを蹴飛ばしてからセリアに毛布をかけてやる。

　すっかり卑屈になってしまった。

こっちもどうするかな。
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ケイシー（容疑者Ｋ）リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（欲求不満＋＋＋）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）？？？　（謎の草）

部下

セリア（落込）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬・焦）リリアーヌ（女優）

軍一四二〇〇名

歩兵七一五〇騎兵八〇〇弓兵九五〇弓騎兵三九〇〇（諸侯軍一四〇〇）

大砲一〇門　大型砲一〇門　前線の砲は放棄

ヴァンドレア軍？　九千名

財産　金貨四七〇枚

経験人数二三三人　産ませた子四八人＋五五五匹

戦闘無しに戦争編終わりました。










第２２８話　風吹いて　♯　地図付







ヴァンドレア　首都ヴァンドラ

「イザーリトスも……カシュガードもか!?」

「町が人の背よりも高く灰に埋もれ近づく事も出来ません！」

「誰か状況が分かる者はおらんのか!?　誰でもいいから呼びつけて事情を聞け」

「それが町の者が一人も脱出出来ず……遠目に見た行商人の話しかございません」

　ヴァンドレア人民会議は地図を囲んで紛糾していた。

入り乱れる報告を聞きながら次々と地図上の町が墨で消されていく。

　ダード山が火を噴いたと聞き、彼らが最初に憂いたのは麓でアルテイルの攻撃を受け止めていた第一、第二両軍団の安否だった。

　だが時間が経つにつれ更に甚大な被害が次々と報告され始めたのだ。

「キーラも駄目か……」

「ウランデは二万規模の町だぞ？　よもや一人も助かっていないのか!?」

「この際町と人民はいい！　国境で戦っていた軍はどうなったのだ！」

「お前は馬鹿か？　３０ｋｍは離れているウランデが壊滅したのだぞ。麓で戦っていた軍に生き残りが居る訳がないだろうが！」

「なんだと！　この敗北主義者め！」

「うるさい無能！　粛清してやる！」

　遂には互いに取っ組み合いを始めてしまう。

「やめんか馬鹿二人！　……現実的に考えて第一第二軍団共に消滅、援護につけた臨時編成の部隊も同じだろう……軍はほとんどの能力を失ったのだ」

　全員ががっくりと肩を落とす。

ヴァンドレアは全ての精鋭部隊に加えて第三軍の生き残りで編成した部隊まで全ての戦力を失った。

「だ、だが壊滅したのは戦っていたアルテイルも同じ事、再編成を急げば……」

「いや、アルテイルの奴らは元々精兵を並べる戦い方をしない。農民に槍だけ持たせて突撃する戦い方……我らよりもずっと早く体勢を立て直すだろう」

「奴らにとっても非常時、侵攻を続けたりするだろうか？」

　全員が少し考える。

だが結論は是だった。

「頭のおかしい奴らの事だ。やりかねんな」

「さすがに今は動かんだろうが山が落ち着けば北か南から周り込んで来る可能性はあるぞ」

「それにゴルドニアとも本格的に事を構えてしまった。奴らが北方から雪崩れ込んで来る可能性も……」




　まとめ役の男が大きく手を叩く。

「何よりもまず兵を揃え直さなければ話にならん。男はもちろん成人ならば女でも構わん。一六から四五まで片っ端から徴兵するのだ！」

「止むを得まい」

「ここを凌がねば我が国は無くなる」

　結論が出た後、皆の視線が一点に集中する。

今までの会議では常にまとめ役をしてきたが今回は開始から一言も発しない老人を睨みつける。

「な、なんだ……？」

「同志ベラーセ、貴方がゴルドニアに送り込んだ一万五千の兵、今となっては宝石よりも貴重になりましたな。もし彼らが手元にあれば状況は随分と違った事でしょう」

　老人は圧力に押されて仰け反るが、すぐに大声で怒鳴って主導権を取り戻そうと試みる。

「ダードの異変など知りようもない！　あの時点では最良の策だったのだ!!」

「だが結果彼らは灰と消えた！　アルテイルと戦っていた軍団とは違って無意味な戦いでだ。そしてゴルドニアまで敵に回す事になった」

「か、彼らには脱走兵と……」

「信じていないからこそ、本国深くまで押し込んで来たのでは!?」

　ダードが火を噴くまで人民会議最大の懸案は南下を続けるハードレット軍への対処だった。

主力がアルテイルにかかりきりになっている状況では防ぎようが無い。

やむを得ず数万の農民兵を動員し時間稼ぎにぶつける案が実行されようとしていたのだ。

「それは……し、しかし人民代表の許可も得ていた。これは私の一存ではないぞ」

　まとめ役の男は老人の目の前に叩きつけるように一枚の書面を置く。

「同志代表は自分の知らぬ事、と申されている。ベラーセの独断だろうとな。何か言う事はあるか？」

　まとめ役の男の口調から敬語が消える。

他の出席者の目も一気に険しくなった。

「ば、バカな！　確かに代表から内諾を得た！　ベラーセの思う通りにやれ、支持すると！」

「命令書も我らへの告知も無しに何を信じるのか！　あるのは唯一枚……これだけだ」

　書面を掴み直して老人の眼前に突き付ける。

「ゴルドニア侵攻に人民代表の同意無し。ベラーセ人民委員の独断である……だと？　馬鹿な！　代表、同志人民代表!!」

　顔を青くして駆けだす老人を会議参加者が掴んで引き倒す。

「衛兵連れていけ！　こいつは人民の敵だ！」

「違う！　同志代表、あの時確かにお言葉を頂いたではありませんか！　代表ーーーー!!」

　老人は最後まで代表の執務室に向けて叫びながら衛兵に足を掴まれ引きずられていく。




「ヴァンドレアの癌が一つ消えた……だがこの大病、我が国は死の瀬戸際にある。各委員は身命をとして働いてもらいたい」

　全員が頷く中、一人の男がぼそりと呟く。

「灰が……止まないな」

　延々と降り注ぐ灰色の雪、溶けない雪は延々と降り積もっていた。
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オルガ連邦　白都包囲戦　帝国軍陣地

「これが白都か……美しい町だ」

　ノーステリエス河を渡り白都の西に上陸したザフネスは白亜の城壁を見て呟く。

「人口は帝都ガーランドの方が多いと聞きますが……この巨大城壁にはさすがに敵いません」

　部下達もしみじみと壁を見上げる。




　アルベンス近郊の会戦でオルガ連邦軍の主力を破ったザフネス達を阻む者はもうおらず、順調に東進を続けて遂に白都に達した。

　一方セクリト率いる艦隊は連邦の河川艦隊を一蹴、白都周辺の制河権を確保した。

完全に制河権を確保した事で帝国は河北岸への自由な上陸が可能になり、北岸で必死の抵抗を続ける連邦軍を押し込み、東を除く全方位から白都を包囲しつつあった。




「奴らは首都を捨てはせんか」

「はい、捕虜の話によればあくまで防衛するつもりのようです。皇帝ユトラント二世も未だ白都に留まっているとの事です」

　ザフネスは満足げに笑う。

「それは良い。つまり白都を落とせば決着がつくと言う事だな」

　オルガ連邦は広い、居住に適さぬ土地も多いとは言え、単純な面積で言えば帝国よりも広いのだ。

「我らがいかに大軍とは言え、連邦全土をくまなく満たす事など出来ぬからな。奴らには屈服してもらわねばならんのだ」

　河の北岸と南岸を押さえて前進する帝国軍は圧倒的に有利と言っていい。

それでも河から遠く離れて北進は出来ていないし、東へ東へと逃げられれば戦争の終結まで年単位の時間が必要になるだろう。

「白都を揉み潰せば今月にも決着が着くかもしれませんな」

　部下の進言にザフネスは豪快に笑った。

「そうなれば皇帝陛下から最高の褒美を頂ける。俺もお前も一〇〇人の処女に埋もれて大乱交よ」

　一通り笑った後、ザフネスは顔を引き締める。

「あの巨大な城壁……我が軍に大砲が無い時代であれば難攻不落と天を仰ぐしかなかっただろうが今となっては巨大な標的に過ぎんわ」

「もちろんです閣下、ありったけの砲門を並べて吹き飛ばしてやりましょう」

　ザフネスの手元には帝国から持ちこんだ砲だけではなく、度重なる会戦の中で連邦軍から鹵獲した砲も多数あった。

それらをまとめて叩きこめばいかに高く重厚でも石の壁が耐えられるとは思えない。

「まずは一当てしてみよう。砲兵の他は戦奴共をありったけ当てれば良い。白都が落ちれば戦争は終わってしまう。下手に使い残しても陛下の気分を損ねるかもしれんからな」

　帝国に逆らった国や民族からなる戦奴兵は使い捨ての存在だが、それだけでは例え後ろからボウガンで脅してもまともには戦わない。

そこで二度戦場で戦い、生き残った戦奴兵は家族共々属領民として扱うと皇帝が宣言していた。

　奴隷を市民として扱うなどしたくない。

だが皇帝自身が宣言した事を安易に覆せば権威や信用に関わる。

「最後の戦いで可能な限り死んで貰わねばな」

「一割か二割残れば十分ですな」

　戦奴兵に限っては消耗は痛くない所か逆に歓迎すべき事でもあるのだった。




　ザフネスの指示で砲兵が並べられ、数十万の戦奴兵が白都を包むように集まって行く。

隊列など適当、数の力で押し切るのだ。

「とはいえ白都にはさすがに多数の守備兵がいるだろう。壁が破れても戦奴兵だけでは押しきれん」

「数で寄せて敵を疲弊させ、本軍を持ってこれを撃破する。ですな？」

　その通りだとザフネスは頷く。




「敵の反撃はありません。怯えて縮こまっているのでしょうか？」

「ふふふ、中で反乱でも起こさないでくれよ。このまま降伏では戦奴が死なん」

　その時、一人の部下が進み出て跪く。

「セクリト閣下にはご連絡をしないのでしょうか？　艦隊からの砲撃も加えればより効率的に……」

　ザフネスは首を振る。

「なあにわざわざ艦隊の力を借りる事はあるまい。まずは一当てだからな」

　言いながらもザフネスは本気で白都を落とすつもりでいた。

「今回の戦争では随分セクリトに助けられたが、最後を締めれば陛下の関心も俺に向くだろう」

　白都は援軍の当てもない籠城戦をしている。

籠城側が外からの助けなしに勝利するなどあり得ない。

既に彼の考えは戦勝後の報償に及んでいた。

「あまり時間をかけるとセクリトも気づくかもしれん。準備が出来次第開始しようじゃないか」

　ザフネスはにやつく表情を隠さなかった。







　そして攻撃が始まる。

「全砲門射撃開始!!　弾の嵐を見舞ってやれ！」

　一斉射撃の轟音の後、噴き出した煙が砲兵達を包み込む。

それは帝国軍陣地全体が爆発したと思える程だった。

　数瞬置いてから白都の城壁に無数の鉄弾が着弾、岩の割れる音と共に美しい白亜の石壁が無残に砕け崩れ落ちて行く。

バラバラと巨大な壁が崩れる光景を見て帝国兵は勝利を確信した。

「念の為もう一撃してから戦奴兵は突撃だ。撃て！」

　砲煙が晴れるのを待ってから更に一斉砲撃、今度こそ白都の城壁は跡形もなくなると思われた。

「突撃!!」

　戦奴兵が一斉に走り出す。

そして滅茶苦茶に崩れた城壁を通り抜けて白都の守備隊と……。

「なんだと!?」

　煙が晴れて見えた白都の城壁は崩れてなどいなかった。

たしかに美しかった表面の白壁は無残に壊れてしまっている。

だが覗くのは無骨な灰色の石壁、何百の砲弾は表面を抉ったに過ぎなかったのだ。

　更に少し遅れて発射された砲弾が壁の弱点たる根元に当たったが、まるで剣同士を撃ちつけたような金属音と共に弾かれる。

「根元一面に鉄を張っているのか！」

「表面は飾り……あれが白都の真の守りか！」

　くすんだ石の色そのままの城壁に雅さは微塵もない。

だが攻める側から見れば美しい白亜の壁よりもはるかに重厚で手強そうに見えた。

　再び大砲が火を吹くが表面が僅かに砕けるだけで全く揺らがない。

「いかに厚い壁とは言えほとんど砕けないぞ」

「あれはただの石壁じゃない！」

　帝国軍の砲兵指揮官達は最初の余裕が嘘のように慌て始める。

「……白都の城壁は三重城壁として有名だったな……あれが三つあるのか？」

　砲兵が無意味な砲撃を繰り返す中、突撃した戦奴兵も足を止めてしまう。

砲撃で開いた穴から侵入するはずが、壁はびくともしていない。

まさかそびえ立つ壁をそのまま登る事も出来ないのだ。




　その時、白都側にも変化がある。

城壁上部が一斉に開いたのだ。

「のぞき窓？　壁一面にあるぞ」

　戦奴達が見上げた瞬間、周囲が暗くなる。

「あ……あ……」

　それは無数の矢だった。

城壁の中にどれだけの守備兵がいるのだろう、太陽を遮る程の矢が戦奴達に向かって降り注ぐ。

「わっ！」

「ぎゃっ!!」

「ひぎぃ！」

　高い城壁から撃ち降ろされる矢は戦奴兵達の貧弱な防具を易々と貫き、面白いように骸にしていく。

「な、何をしている！　上部を狙え、矢を止めるのだ！」

　帝国砲兵隊が慌てて狙いを城壁上部に定める。

だがそれよりも早く、今度は城壁の中ほどが開き、無数の砲門が顔を出す。

「た、大砲が……」

「うわぁぁぁ!!」

　轟音と共に帝国と連邦の砲兵隊は同時に砲撃を開始した。

数は連邦の砲は半分程度だろうか。

　だが結果はあまりに一方的だった。

城壁に守られた連邦の砲兵、運悪く窓に飛び込んだ少数の砲弾のみが被害を与える。

それに対して守る物の無い帝国の砲兵隊は高度差で威力を保ったまま着弾する連邦の砲弾に良い様に撃ちまくられ、次々と砲が壊れて跳ね飛んでいく。

　戦奴兵は何をしたらいいかもわからず矢に斃れ、砲兵隊も遂に攻撃を続行できなくなり、砲を置いたまま後退して行った。

　やがて砲兵隊が逃げ散ってしまうと、連邦砲兵隊の照準までも戦奴兵に向き城門前は地獄と化した。

白亜の城壁は崩れて灰色となり、やがて戦奴の血で真っ赤に染まっていく。

　殺戮はザフネスが戦勝祝いにと用意した杯を叩き割って撤退命令を下すまで延々と続いたのだった。
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ハードレット領　南部

　ヴァンドレアから撤退を続ける俺達はベイチェク達の部隊を伴って順調に北上を続ける。

延々と灰を浴び続ける不愉快な行軍だったが、俺の領地までは届いていなかったようだ。

「しかし皆、ボロボロだな……仕方ないとはいえ剣も鎧もつけていない」

「……装備の揃え直しにも多額の金がかかるでしょう」

　モルト防衛戦で手に入れた装備品はラーフェンに送っているが兵への報償も考えるととても足りないだろう。

「あっちも可哀想なものだ」

　俺はモナシ伯爵達貧乏三人組に目をやる。

「あわわ……まさか山があんな事になるなど……」

「まだだ……まだ諦めるな。日割の利息を計算するのだ！」

「うちには娘が七人、いやそれだけは駄目だ！」

　奴らが金を借りてまで出撃していたのは俺との関係を考えてだろう。

だが借金してまで作った戦費は戦利品で賄えるとの思惑もあっのだ。

　だがダード山の異変で全ては流れ、戦利品どころか自分達の装備まで捨てて来てしまったのだ。

俺の方でもアドルフが青くなるだろうに、彼らは一体どうするのだろうか。




「だが何よりそろそろ限界だな」

「ええ、わかりますとも」

　マイラが俺の隣に来てため息を吐く。

鎧を捨てた俺は普段着のような服一枚だ。

　そしてその股間は大きく盛り上がって……いやもう破れている。

命の危険を感じる逃走劇の後、灰にまみれて女を抱く事も出来なかった。

いよいよもって男根はすごい事になっている。

「そんな姿で歩き回っては名誉に関わります。抜いて差し上げますから馬車にどうぞ」

　マイラに手を引かれて馬車に向かう。

ちなみにシュバルツは尻に火傷していると飼育係の女が言い張るので何も乗せずに自由に歩かせていた。

鬣を切られて間抜けになった頭をえらく気にしていた。

　それと昨夜女の凄まじい嬌声が聞こえて来た。

シュバルツも死の淵から生還して高ぶっていたし女の胎が心配になる。




「オホン、ではどうぞ」

　エロ馬の事を考えている間に準備が完了したらしい。

マイラは馬車の中に毛布を持ち込み、上に転がって軽く足を開いていた。

「抜いてやる？　お前が欲しかったんじゃないのか」

　マイラはぷいと顔を逸らす。

可愛い奴だ。

　両膝を掴んで大きく広げ、間に体を入れる。

俺は服を脱いでいないがズボンが破れて逸物が飛び出しているので問題ない。

「お前も触る前から洪水だな」

「意地悪は……嫌です……」

　マイラの頬に手をやり首筋に顔を埋める。

女の香り、肉棒は更にパンパンに膨らんだ。

愛撫は後戯にするとして今は挿入させてもらおう。

　両手の指を互いに絡ませて軽くキスし、腰を押し出す。

「あっ入る……」

「行くぞ」

　いよいよ俺の先端がマイラの穴に埋まろうとした時だった。




「ずるいぞ!!」

　遠慮なく馬車の幌が捲りあげられた。

現れたのはイリジナだった。

情報を漏らしたのはセリアだろう、こっそり奴の背中にくっついている。

いつもは自分で来るのだが今はどうも俺に引け目を感じているようだ。

「イリジナ……ちょっと遠慮してくれないか？」

「戦の後の一番汁を欲しいのは私達も一緒だ！　誰が一番乗りか公平に決めようじゃないか!!」

　でかい声で言うな。

お前が幌を開け放ったままでかい声を出すから周り中がこちらを見ているじゃないか。

　このまま行為するのはさすがに無理だろう。




「好きに決めてくれ……早くしないと俺の股間が破裂してしまうぞ」

「うむ!!」

　イリジナはマイラとセリア、どこからか来たルナも交えて何やら勝負している。

「腕相撲か……イカサマに思えるがイリジナだから裏はあるまい」

　どうやら俺が最初に抱くのはイリジナになりそうだ。

「そりゃあ！」

「痛−−−！　腕、腕が折れる！」

　マイラの悲鳴

「ふんがぁ！」

「ぎゃあああ!!」

　ルナの悲鳴

「ふんば！」

「イリジナさん止めて下さい！　変な所まで曲がってますから!!」

　セリアの叫び声

　ほらなイリジナだった。

あいつが女相手に腕相撲なんて反則だ。




「私だぞ」

「あぁ分かっていたよ」

　色々と言いたい事はあるが逸物は早く女を寄越せと訴えている。

それにイリジナに文句がある訳ではない。

彼女も可愛い俺の女なのだから。

　互いに馬車の中では立てないので膝立ちになったまま抱きしめ合う。

やはりイリジナは大きいな、俺とあまり変わらない。

それに抱き締めると鍛えられた筋肉の感触がよくわかる。

「やはり女らしくないか……でかいしごつごつしているしな」

「確かに筋肉がついている。だがそれがお前の魅力だろう」

　言いながらイリジナを裸に剥き、俺も全てを脱ぎ捨てる。

ついでに彼女の割れた腹筋をポンと叩いてやった。

「お前は良い女だよ。これが証拠だ」

　手を掴んで逸物を触らせる。

硬くそそり立ったコレを見れば男が乗り気な事ぐらい一目瞭然のはずだ。

「大きくてゴツゴツ……私みたいだな！」

　一瞬、股間にイリジナが生えて騒いでいるのを想像してしまった。

頭を振って馬鹿な妄想を追い出す。

「さあ愛し合おう」

　抱きしめたまま毛布の上に崩れ落ちて激しいキス、俺は彼女をこれでもかと強く抱きしめ、イリジナもまた足や腕をがっちりと絡めてくる。

他の女ならすぐに痛いと言われてしまうだろう激しい抱擁だ。

「「ぷはっ」」

　イリジナは口を離してすぐ大股を開いて性器を広げる。

俺もまた何も言わずに巨大化した逸物を穴に近づけていく。

「イリジナ……少し、いやかなり激しくしてもいいか？　興奮が溜まっているんだ」

「いいぞ、私は体だけは強いからな！　少々の事では壊れないぞ！」

　大柄な上にしっかり筋肉がついた彼女が相手の時はかなり激しい行為まで安心して出来る。

同じ事をノンナやメルにやったらすぐに壊れてしまうに違いない。

「ありがとう」

　正面からイリジナの腰を抱いて逸物を挿入して行く。

普段の正常位のように圧し掛かって入れるのではなく彼女の腰を持ち上げて叩きつけるやり方だ。

「ふん！」

「うぐ!!」

　バシンと腰を打ちつけると根元まで入り込んでしまう。

俺の逸物を子袋を使わずに根元まで受け入れられるのはイリジナだけだ。

「お、奥まで入った！　すごいぞ！」

「ああ、きつくていいよ」

　彼女の穴は体格に比例して小さくはない。

にも関わらず強烈に締まるのは鍛えられた筋肉のおかげだろう。

「遠慮なく突いてくれ！　受け止めて見せるぞ！」

　俺は彼女に微笑みかけてから腰と肩に手をやって勢い良く腰をぶつける。

「だ、大丈夫だ！　まだまだいける!!」

　遠慮なくガツガツ腰を使い、激しく肉穴を擦り上げていく。

上にずり上がらないよう肩を押さえているのでイリジナの子袋にはもろに俺の肉棒が激突しているはずだ。

だが彼女は悲鳴をあげないし、それほど苦しそうでもない。

　本気の腰使いを受け入れてもらって嬉しくなってしまった。

「まだまだ行くぞ！」

「いくらでも来てくれ!!」

　俺は体を仰け反らせ更に激しく腰を動かす。

腰同士がぶつかり合う音は肉音と言うよりも殴り合っているような激しい音に変わり、馬車全体が激しく揺れる。

「うぉぉぉぉぉぉ!!」

「あぁぁぁぁぁ!!」

　イリジナの腰から手を外し、両腕を掴んで押さえ付ける。

同時に彼女は足を絡めて俺の腰にくっ付いて来た。

　イリジナの尻を馬車の床に叩きつける激しい動きを繰り返していると妙な音が聞こえ始めた。

「変な音が……」

「も、もっとしてくれ！」

　気にはなったが今は目の前の女以上に重要な事はないだろう。

「よし、これはどうだ！」

　腰の動きを変えて今まで当たっていなかった場所を肉棒でこする。

イリジナも良かったのか俺に対抗するように激しく腰をぶつけて来る。

　そしていよいよ互いに絶頂を迎えようとした時、木がへし折れる音がして馬車が大きく傾いたのだ。

「「どわぁ！」」

　俺とイリジナは繋がったまま突然傾いた床を転がってしまう。

外から兵の騒ぐ声が聞こえる。

「馬車が壊れたぞ！」

「あれだけ揺らせばな……」

　どうやら俺とイリジナが激しくやり過ぎたせいで車輪が壊れてしまったようだ。

だがここまで来て止められるはずもない。

「壁に手を付け」

「おう！」

　傾いた馬車の柱に手をつかせ、後ろからそのまま突きこむ。

もちろん興奮は最高潮に近い、手加減などまったくしない。

「限界まで締めろ。擦り上げるぞ」

「任せてくれ」

　イリジナが胎に力を入れて穴をきつく締める。

俺もそれに負けないようにあらん限りの力で腰を使った。

「イリジナ……イリジナ！」

「ハードレット殿ぉ！」

　彼女の筋肉質な身体に手を回し、首筋に甘く噛みついて乳房を鷲掴む。

イリジナもまた突かれながら俺の尻や腕を触って来る。

　そして最後の瞬間となった。

「一番奥まで……行くぞ。いいな？」

「わかった。来てくれ！」

　腰のタイミングを合わせて俺とイリジナは同時に腰を突き出す。

子袋に肉棒が勢い良く当たる。

彼女は遂に悲鳴をあげて仰け反り、潮を撒き散らした。

「おう！」

　俺も同時に限界を迎え、溜まりきって固形のようになった種汁を彼女の中に注入していく。

　後は二人抱き合って崩れ落ち、余韻を味わう……つもりだったのだが。

「危ないぞ！」

「おわぁ！」

　俺達の腰使いに耐えられなかったのか柱がへし折れ、遂に馬車全体がメキメキと音を立てて壊れてしまったのだ。

　メインの柱を折られて幌を支える支柱も全て壊れ、更に床板までもへし折れて馬車は完全に崩壊した。

バラバラになった馬車から俺とイリジナは繋がったまま地面に投げ出される。

「り、領主様……大丈夫ですか？」

　周りの兵達は呆然とした様子で話しかけて来る。

「……問題ない。少し激し過ぎたようだ」

「激し過ぎです……外から見ると馬車が生き物みたいに揺れていたのですよ」

　マイラが拗ねたような怒ったような複雑な顔をしている。

　ちょうど粘着質な音を立ててイリジナから逸物が抜け落ちる。

全裸のイリジナには毛布をかけてやろう。

「さて次は誰だ？」

　次はもっと頑丈な馬車でするとしよう。




　ふと行為で火照った体が急速に冷えている事に気づく。

「今日はえらく寒いな。もう冬になるのか」

「季節も進んでおりますが、急に北風が吹きこんで来たようです」

　レオポルトはまったく表情を変えないまま全裸の俺の前に立っていた。

俺も恥じらうと負けた気になるので堂々と逸物を晒して立つ。

「北風自体は珍しくありませんが、随分と強いですな」

　まぁ別に北から吹こうが南から吹こうが構わんが、寒いのはあまり好きじゃない。

早く帰って風呂に入ろう。

「ただでさえ装備を多く失っています。無駄に馬車を壊すのは愚行です」

　吐き捨てるように言ってからその場を去るレオポルト。

　本当に北風が強くなって来た。

別の馬車に入るとしよう。

ラーフェンに帰るまで待ってくれればいいのに……俺も案外運が無いな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（兵員は徴用によって増えて行きます）

　オルガ連邦

兵員　　現在四十万　　動員限界二百五十五万　既損害百十万　民間犠牲九十万

　ガーランド帝国

兵員　　現在二百二十五万　動員限界三百十万　既損害八十五万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

家族

ノンナ（小綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）

カトリーヌ（側室欲求不満＋＋＋＋）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（欲求不満＋＋＋＋）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）？？？　（謎の草）

部下

セリア（落込）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（ほっこり）リリアーヌ（女優）

軍一四二〇〇名

歩兵七一五〇騎兵八〇〇弓兵九五〇弓騎兵三九〇〇（諸侯軍一四〇〇）

大砲一〇門　大型砲一〇門

ヴァンドレア軍？　九千名

財産　金貨四七〇枚

経験人数二三三人　産ませた子四八人＋五五五匹
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第２２９話　戦い終わって　♯










「お前達はとりあえず町の外の野営地にいてくれ。いきなり市内に九千人も入れたら皆が混乱する」

「今更文句は言わんよ。どうせ戻れはせんのだ」

　ベイチェク達は武装解除して郊外に置いておく。

　見張りは最低限で大丈夫だろう。

　彼らとてここで暴れても他に行く所はないのだ。

　それに何かするような元気もなさそうだ。

「軍に組み込むのか開拓地に割り振るのか、アドルフと協議する事になるでしょうな」

　後の事はレオポルトとアドルフに任せるとしよう。







　屋敷に戻るとノンナ達はもちろん、別館の女達も迎えてくれる。

「お帰りなさいませエイギル様」

　まずはノンナが両手を広げて俺と抱擁を交わす。

　他の女達も彼女を立ててくれているようだ。

「心配していました」

　抱きつくとノンナの巨乳が胸全体に当たる。

　ずっしりと重く柔らかい、しかも垂れずに形を保っている奇跡の乳だ。

　熱い抱擁とキスが終わると続いてミティとマリアが進み出た。

　良く見れば正装をしている女達の中で二人だけはゆったりした格好をしている。

　ピンと来たぞ。

「出来たか」

「二人目孕んじゃいました」「うう……わかってはいたけど怖いですよぉ」

　嬉しそうに胎を撫でるマリアと少し不安そうなミティをまとめて抱き寄せる。

　まだ腹を触ってもわからないな。

「恐くなったら周りの女に聞けばいい」

　何しろこの屋敷は俺の女だらけだ。

　そこら中で子が生まれている。

「気負わずに俺の子を産んでくれ」

　ミティに軽いキスを何度かしてからマリアにもキス。

　また俺の子が増える、生き残って本当に良かった。

「あの……こちらも……」

　別館の女達の中からも数人が出て来た。

　腹が大きかったり既に子を抱いている女もいる。

　何しろ囲った女は避妊せずに抱きまくっているので子がどんどん出来る。

　今回は四人が新たに孕み、三人が出産を終えたようだ。

　産まれた子に名前をつけ、母親には熱いキスをする。

「メイドの欠員を補充しなければいけません」

　リタには苦労をかけるなぁ。




　わいわい群がり、留守中の色々な話をしてくれる女達を引きつれて食堂で楽しい食事の時間だ。

「新屋敷がもう出来上がるので家具を揃えないといけません」

「フツーのでいいのよ。あんたは隙あらばとんでもないの買うんだから」

「ぜ、贅沢な物を揃えるつもりはありませんが一級品を並べなければせっかくの屋敷に威厳がなくなってしまいます」

「だとしたらセバスチャンに選んで貰うわ。あんたの買うのに結構偽物混じってるの知ってるんだから」

「しー！　エイギル様に聞かれるじゃないですか！」

　カーラとノンナは新屋敷の家具の話をしている。

　戦利品を処分してどれだけ金が出来るかだな、アドルフがうるさそうだ。




「お母さん今日は一段と綺麗……どうしたの？」

「母さんエイギルさんが帰って来るって聞いて昨日の晩からお風呂と香油塗りを繰り返して」

「オホン！」

　メルがぷりぷりの肌になっていた。

　四〇になったはずなのに二二のクウと変わらない。

　軽く撫でると腕をとって微笑む……その妖艶な笑みは肌と違って年相応、良い色気が出ている。




「それで女騎士と戦士は激しく愛し合ったのだ！」

「ふむふむ……戦場の荒々しい愛も新鮮でいいかも」

　ヨグリがイリジナに戦場の様子を聞いていた。

　新しい脚本のネタにするつもりなのだろう。

「そして馬車の中で声を殺してキスをするのだ！」

「声を潜めてこっそり……女達には受けるかもしれない」

　嘘突け、お前は叫びまくって全然殺してなかっただろうが。

「そして最後は馬車を破壊するのだ!!」

「なんでよ！　一気に現実感なくなったじゃない」

「本当の事なんだぞ……」

　変な劇を作ると俺の変なうわさが立つだろうが。

　後、カーラとぎゃあぎゃあ騒いでいるがノンナの地獄耳は多分聞いているぞ。




（ミートパイ～　カボチャのスープ～　うふふふふ）

　ケイシーが自分の分を食べ終えて他の女の皿を狙っている。

　彼女が見えない女の皿は狙い放題だからな。

　だがそんな事をしていると……。

「お、酒が切れた。追加だ！」

　イリジナが立ちあがり酒を取ろうと一歩踏み出す。

　その下にこっそりヨグリの料理を狙っていたケイシーの足があったのだ。

（ぎゃあぁぁ!!　足が折れたーー）

　ほらこうなった。

　折れてない、平べったくなっているだけだ。




「これはあたいが作ったんだ。貴族の食卓に並べるには野蛮な料理だと思ったんだけどな」

　前に出された料理はミレイが作ったらしい。

　大量のチーズに豚肉とホウレン草を混ぜ込んで焼いた物らしい。

　確かに見た目は野宿時に作る料理に見えるが……。

「俺は好きだぞ。……覚えのある味だ」

「本当か!?　やっぱりあの時のままか！」

　言われてふと思い出す。

　そういえばルーシィの森を出てすぐミレイと出会った時、この料理を食べた記憶がある。

「あの頃は一緒に戦えたのに今は置きっぱなしだ。寂しいよ」

　ミレイはスプーンで料理を俺の口に運んでくれる。

　今度一緒に狩りにでも行こうか。

「ハードレット様、お腹がおすきでしたら追加で料理をお持ち致しますわ」

　俺がミレイの手製料理を食べた事にリタは納得いかないらしい。

　山のように料理を持ってきて口に運んで来る。

　待てそれはまだ熱い、押し込むんじゃない！




「お義父様、お酌を致しますわ」

「おお、悪いな」

　料理を口に詰めかけていた俺の杯にステファニーが酒を注いでくれる。

　更にマルスリーヌとフェリシーも両側からくっついて胸の柔らかさを感じさせてくれた。

「お義父様って……あんたエイギルより年上じゃない」

　俺を囲むトリエアの母娘にカーラが呆れた声を出すが、ステファニーは気にしない。

「でもお母様の良い人ですからやっぱりお義父様ですわ」

「お義父様、愛しております」

　更にひっつくステファニーとフェリシー。

　そしてマルスリーヌは俺の手をとって腹に当て赤面した。

「本当に……年増女が恥ずかしい事なのですけれど……」

　彼女は四六、どうしても少し丸みを帯びてしまう腹を俺に撫でさせる。

「お？　まさか出来たか？」

「はい……息子のような若い男の種で孕んでしまいました」

　ノンナ達は聞かされていなかったのか食器を取り落としている。

「ハードレット様のお種が一六年使っていなかった胎を暴れ回って……卵を捕まえてしまいました」

　マルスリーヌは蕩けた上目遣いで俺を見ながら首筋に手をやってしなを作る。

　このいやらしい年増女の卵を仕留めた事が誇らしく思えて来る。

　戦功をあげた逸物も膨らんで来る。

「ハードレット様のお道具……大きいだけではなくて凄い性能ですわ。きっと娘達も近いうちに」

「私達もお義父様の子供が欲しいです」

「焦らなくても身を任せればきっと卵を仕留めて下さるはずよ」

　一層密着してくるステファニーとフェリシー、遂に辛抱たまらなくなったノンナが割り込み、乳で押して追い払ってしまった。

「子は歓迎しますが……外で今みたいな事は言わないで下さいよ！　近親相姦の噂なんて立てられれば事ですから」

　ノンナもやや厳しい目で彼女達を睨む。

　俺はお父さまと呼ばれながら愛を交わすの結構好きなんだけどな。

　お父さまと言えば……。




「はぁぁ……」

「セリアちゃん元気出そうよ。ご主人様も無事だったんだから」

　わいわい盛り上がる輪から離れてため息をつくセリアをレアが励まそうとしている。

「私がエイギル様を守らなければいけなかったのに……足を引っ張るだけでした。そのせいで大事な槍まで無くす事に、うぅぅ」

　レアが差し出す料理をチビチビと食べながらまだ俯いている。

　俺がセリアを守るのは当然の事だから気にする事もないのだが。

　槍は貴重だったが替えは効く、だがお前の代わりなどいないのだ。

　後ろから近づいてわっしゃわっしゃ頭を撫でてやろう。

「わっわっ髪がー」

　慌ててこちらを振り向いたセリアに口移しで少しだけ酒を呑ませてやる。

　今日ぐらいは酔って寝てしまうといい、そして明日にはまた元気になってくれ。




「ところでカトリーヌとブリジットはどうしたんだ？」

　最初から気になっていた。

　彼女達二人だけ顔を見せないのだ。

　体調が悪いのかとも思ったが、それならば一言あってもいいはずだ。

「そ……それは……」

「えーっと……」

　ノンナとマルスリーヌが気まずそうに目を逸らす。

　まさか何かあったのか。

「部屋に行く」

　俺は席から立つ。

　彼女達は俺の女、カトリーヌに至っては俺の子も産んでくれているのだ。

　問題があるなら解決してやらねばならない。




　止める女達を振り切って食堂の扉を開いた時だった。

「はぁはぁ……」

「はぁ……はぁ……」

「……なんだ元気じゃないか」

　カトリーヌとブリジットの二人がドアの前に立っている。

　腰にはそれぞれ必死にしがみつくメイドをぶら下げているがどういう状況だろうか。

「あぁ……夜まで部屋から出さないように言ったのに……」

　リタが軽くため息をつく。

　閉じ込めていたのか？

　どうしてそんな事をしたんだろうか。

「よう、帰ったぞ」

　軽く挨拶して抱きしめようとして空振りしてしまった。

　二人が身を屈めて俺の腕を掻い潜ったのだ。

　そして彼女達は俺の腰と太ももに抱きついて来る。

「お、男……チンポよ」

「久しぶりの……チンポ……巨根……」

　二人は焦点の合っていない目で腰に抱きつき股間に顔を埋めて来る。

　さすがに引き離そうとするががっちり抱きついて離れない。

「申し訳ありません。ハードレット様がお帰りになると聞いてからお二人の理性が少々……まともにお食事出来る状態では無かったので夜まではお部屋に居て貰えとノンナ様のご指示でした」

「ちんぽぉ……」「はめてよぉ……」

　ズボンの上から俺の股間を舐めまわす二人。

　周りの女もメイドの目も全く気にしていない。

　カトリーヌは勿論ブリジットも相当な淫乱だったらしい。

　今まではメリッサが男役をやって解消してくれていたのだが今は王都だ。

　マリアも妊娠したとあっては相手も出来ず、溜まりに溜まった性欲が理性を焦がしてしまったのか。

「こうなっては仕方ない。淫乱女を満足させるのも男の使命だ。寝室に行くぞ」

「抱いて下さるの!?」「は、早く……狂っちゃうわ！」

　その場で服を脱ぎだした二人を両肩に担ぎあげて寝室に向かう。

「ノンナ達は食事が終わったらゆっくりでいい。寝室においで」

　食堂の女達は不満げに頬を膨らませている。

　ベッドでの機嫌取りが必要だな。







　寝室にカトリーヌとブリジットを運び、乱暴にベッドへ放り投げる。

　久しぶりの行為なのにムードは微塵もないが、きっと二人ともそんなものを求めていない。

「やっと……男根が貰えるわ」「何もしてないのに潮噴くかも」

　俺が服を脱ぎ捨て、少しばかり膨らんでいる肉棒を晒すと感激の声が上がる。

「大きい！　嬉しい！」「先から匂いが……オス臭くて最高」




「さあどっちから欲しい？」

「私は側室です！　まず妻から抱くのが筋のはずです！」

「私のほうが若いわ！　まず締まりのいい穴で抜きなさいよ」

　たちまち睨み合う二人、カトリーヌから行くか。

「く……何よ馬鹿」

　ブリジットは不満げな顔で自慰を始め、カトリーヌは満面の笑みで大股を開く。

　カトリーヌの真っ白で綺麗な両足を掴み、軽く一舐めしてから抱え込んで乗って行く。

「あん！　深くお願いします。胎の奥で挨拶してやって下さい」

「挨拶？」

　何を言っているのだろうか。

「はい、胎にいる貴方様のお子にですわ」

　何事も無いかのように言い放つカトリーヌ、一瞬何を言っているのかわからなかった。

　今にも入りこもうとしていた肉棒をギリギリで止める。

「お前、妊娠しているのか!?」

「はい、きっと新婚の交わりで種がついたのかと……」

　それはいい、大歓迎だ。

　だが妊婦に逸物を叩きこむなど出来るはずがない。

　まして俺のモノは子袋の奥まで入るのだ、赤子が流れてしまうかもしれない。

　カトリーヌは欲求不満が過ぎて理性が曇っているのかもしれない。

　普段は子供の為に命をかける女なのに。

「大丈夫です。貴女様の逸物ならきっと子も……ってお待ち下さい！　行かないで!!」

　俺は挿入の体勢を解こうとしたのだがカトリーヌは必死でしがみつく。

「と言ってもさすがに妊婦を犯す訳にはいかない。赤子に大事があってはいけないだろう」

「ならば尻！　尻を犯して下さいな。逸物を当てておいてお預けなんて酷すぎます！」

　凄い形相でしがみつくカトリーヌ、俺の逸物にここまで必死になってくれるのは嬉しいがね。

「それは構わんが準備していないだろう？」

　ちらりとブリジットに目をやる。

「お尻なんて使ったらちんちん汚れるじゃない！　それなら私を先にしてよ」

　それはそうだ。

　さすがに準備無しの尻に入れて汚れたモノを彼女の前の穴に突っ込むのは可哀想だ。

「ブリジットから行こう。カトリーヌは少し待っててくれ」

「そんなぁ……」

　笑みと共に股を開くブリジット、乳はまったくないが体の肉付きはいい。

　肉棒が膨らんで行く。

「愛撫はいらんか？」

「いると思う？」

　無用な気遣いだったな。

　既に彼女の股は愛液が汲めるのではないかと思える程濡れそぼっていた。

「なら行くぞ」

「深くお願いね」

　希望を受けてブリジットの足を大きく持ち上げ、上に乗っかるようにして深い挿入を試みる。

「ん……そら！」

「あっ！」

　一気に肉棒を沈め、子袋を揺らした。

　ブリジットは俺の肩に爪を立てて仰け反るがそれほど派手な声はあげなかった。

　もっと感じてくれると思ったのだがちょっと期待外れだったかな。

「いえ……もう彼女トンじゃってますよ」

　カトリーヌが自分で肉豆をいじりながら不満げに吐き捨てる。

「ああ、嬌声も出せずに飛んだのか」

　良く見れば爪を立てたまま舌を突き出し、足が伸びきっている。

　一突きで仕留めてしまったようだ。

「あぉ……あぉ……はぉ……」

　面白くなって一番奥まで挿入したまま腰をこねる。

「あがっ！　はおぉぉぉぉーーー!!」

　途端に潮が噴き出た。

　凄まじい量だ。

「わっぷ、噴水になってしまった」

　体位を変えようと肉棒を突き抜くがブリジットの潮は止まらない。

　もうどこにも触れていないのに一人で体をえびぞりに反らせ、腰をヘコヘコ持ち上げて潮を吹き続ける。

「どんだけ溜まっていたんだ。挿入しただけだぞ」

「もうほとんど意識もありませんし、私を抱いてくださいな……」

　カトリーヌはそう言うが、さすがに挿入だけして放置は可哀想だ。

　もう少しだけ可愛がってやらねば。

　ベッドの端に腰をかけ、ぐったりとしたまま潮を吹き続けるブリジットを抱きあげる。

　背面の座位にして腰を沈めて行くと再び嬌声が上がり始めた。

「あぁぁぁ……太い……硬い……ごつごつしてるぅ……」

　出来上がっているブリジットに遠慮はいらない。

　肉付きが良く、背も一六〇半ばある彼女は容易には壊れないだろう。

　柔らかい太ももをがっちりとつかみ、ベッドが悲鳴を上げる程激しく腰を動かす。

「ひぃぃぃーー！　死ぬ！　死ぬぅぅぅーーー！」

　絶叫し、本能的に逃れようとするブリジット。

　だが俺の手は女の抵抗ぐらいで離れはしない。

　彼女の穴は俺の肉棒から逃れられず猛烈な動きをまともに受け続ける。

　目の前で女にこれだけ感じられては俺の方もたまらない。

　男根はどんどん膨らみ更にブリジットを責め立てる。

「そろそろ限界かな」

　穴は最初から痙攣し続けていたが遂に体中が不規則に震え始めている。

　これ以上やると本当に死んでしまうかもしれない。

「愛しているよブリジット。おやすみ」

　首筋に吸いついて愛の証を残し、腰を強く突きあげる。

「−−−−−!!」

　声にならない絶叫と噴水のような潮噴き、それが収まると今度は色のついた尿が床を汚していく。

　ブリジットは完全に意識を失い前のめりに崩れた。

「おっと危ない」

　そのままでは彼女は自分の作った水たまりに顔から落ちてしまう。

　抱きかかえて口移しに水を飲ませる。

　これだけ噴いたのでは脱水してしまうからな。




「ふふ、まだまだ青い娘ですね。貴方様を射精に導く事も出来ずに失神するなんて」

　どうやら淫乱度合いではカトリーヌの方が上らしい。

「さあ妊婦の尻に下さいませ。痔も覚悟しておりますから遠慮なくドスリと願います」

　壁にもたれて両手で尻穴を広げるカトリーヌ。

「まったく、子に響くといかんから激しくは駄目だぞ」

　言いながらも俺は彼女の尻たぶを抱え込み、尻穴に肉棒を挿入していった。

「あぁ……ふっとい……切れそう……」

　先端の太い部分が穴を通り抜けようとした時、ミチリと尻肉が音を立てて、カトリーヌの顔が歪む。

「このままじゃ切れるな。とりあえず先端だけ慣らしてから……」

　一旦抜こうとした俺の腰をカトリーヌ自身の手が捕まえた。

「まさか、ここからが本番……です!!」

　腰を固定したまま尻を強く後ろに押し出す。

　肉の裂ける感触と共に男根は肛門に飲み込まれてしまった。

「おいおい」

「痛い！　でも気持ちいいわ!!」

　彼女は痔になってしまったはずだがそれでも嬉しそうに腰を振る。

　やはりブリジットはまだまだ青い、これが真の淫乱女の姿なのだ。

「尻穴が満たされる……妊婦なのに尻を犯され……いえ妊婦なのにケツ穴ほじくられて喜んでるのぉ！」

　歓喜の叫びをあげながら腰を押し付けるカトリーヌ。

　僅かに滲んだ血に罪悪感があったが、それでも淫婦にこうも求められてはたまらない。

「すまんがここまでされては我慢できない。俺も腰を振るぞ」

「もちろんです！　犯して、嬲って下さい」

　もう肉棒が汚れる事も尻が切れる事も気にしない。

　俺達は二匹の獣となって腰をぶつけ合い、やがて限界を迎える。

「出すぞカトリーヌ！」

「出して！　私の尻穴を凌辱して!!」

　互いに腰を突き出して停止、数瞬後に粘着質な射精音が響く。

「この感触……熱い汁が腹に溜まっていく感覚がたまりません。あぁ腹がぐるぐるいいます……でもこれもいいかも」

　カトリーヌはうっとりした顔で射精を味わい、大量の汁を注がれた事による腹痛も楽しんでいるようだった。

　胎の子に障らないように気はつけたが、代償に尻はかなり切れてしまっただろう。

　後で薬を使わせておかないとな。




「これは私が処理してきますね」

　理性の戻ったカトリーヌが恥ずかしそうに桶を持って部屋を出ていき、俺はあえて生返事で流す。

　準備無しの尻穴に腹が膨らむほど大量の種など注いだらそれはそれは大変な事になるのだ。

　それにしてもあれだけやったにも関わらず平気な顔をして歩いて行く。

　足取りがふらつく事も無い。

　未だに失神し、時折潮を撒いているブリジットを優しく撫でる。

「淫乱の道も険しいな」
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　白都攻防戦②　艦砲射撃

　ノーステリエス河　帝国艦隊　旗艦リヴァイアサン

「ザフネスも案外に愚かな奴だったか」

「はい、戦功の独占を狙って先走ったものかと」

　つまらなそうに言うセクリトの前に部下の男達が並ぶ。

「所詮ザフネス将軍など閣下の足元にも……」

　そこまで言った所でセクリトは新参の司令官を睨みつけた。

「あぁ……」「愚かな……」

　古参の者達は思わずため息を漏らす。

　冷酷な女将軍は世辞やおべっかを一切受け付けない。

　それらは自分の評価を落とす以外に何の意味も無かった。

　彼女が部下を評価する基準は戦功ただ一つなのだ。

「誰が白都を陥とすか、などはどうでも良い。私の望みはあの街が灰燼と帰すのを見届ける事だ。つまらぬ競争などせぬ。攻撃の準備に入れ！」

「「ははっ！」」

　セクリトの指示一つで艦隊は白都砲撃の陣形を取り始めた。

　白都は南部が港と近接しており、艦砲も十分に届く。

　陸上砲では歯が立たなかった白都の城壁だが、より大型の砲を多数積載している艦隊からの砲撃ならばこれを破れると思われた。

「間もなく攻撃準備完了します！」

　セクリトは無言のまま頷くのだった。




　帝国の艦隊は三列になって白都南壁に近づいて行く。

　攻防戦が開始してすぐに城壁外にある港は砲撃で壊滅させていた。

　今回は直接城壁を狙うのだ。

「砲撃開始！」

「吹き飛ばせ！」

　より陸に近い側には比較的射程の短い小型艦、河の真ん中に近い側には長射程の砲を持つ大型艦が配され、全艦が一斉に火を吹く。

　河が砲煙で曇り、城壁もまた破片が舞い散って煙っていった。

「……崩れんか」

「ですが効いてはいます」

　白都の城壁は艦隊の一斉射撃にも崩れ落ちる事はなかった。

　だが表面を抉るだけだった陸上からの砲撃と違い所々深く抉られ、上部では覗き穴ごと砲撃陣地が吹き飛ばされた箇所も多い。

　慌てたように城壁側からも一斉に砲撃が始まる。

　移動しながら攻撃する艦隊にはそう簡単に砲弾は当たらない。

　それでも数百の鉄弾の一部は目標を捉えた。

「大型戦闘艦ロクラ中破！」「小型戦闘艦カジス被弾。傾斜して行きます！」

　ちらりと参謀がセクリトを見るが彼女は微動だにしない。

「この程度、かすり傷にもならん。砲撃を続けよ。亀も出せ」

「は！」

　砲撃合戦は続く。

　帝国艦隊は次々と船を失うが、白都の城壁も大量の破片を撒き散らしながら見る見る内に壊れて行く。

　特に集中して狙われた上部の損害は酷く、反撃は徐々に減退していった。

「亀が配置につきました！」

　参謀達から小さな歓声が上がる。

　亀と呼ばれる砲撃専用艦、積まれている超大型砲ならば白都の分厚い城壁も叩き壊せるだろう。

「砲撃」

　そんな熱気とは無縁の冷めた声でセクリトが命令を下す。

　鳴り続ける砲撃音の中でも一際巨大な砲声、八隻の巨大砲から発射された砲弾が痛めつけられた城壁を襲う。

　命中の瞬間、今までの砲撃とは全く違う音がなる。

「おお！　崩れたぞ！」

　城壁上部に命中した砲弾は周囲を大きく破壊し、やがて上部はガラガラと音を立てて崩れ落ちて行く。

　更に城壁中心に命中した砲弾は大穴を残して内側に突き抜けた。

　大陸の覇者オルガ連邦の中枢、白都の城壁に遂に穴が開いたのだ。

「閣下……やりましたな!!」

「連邦も終わりです！」

　歓声を上げる参謀達、だがセクリトはニコリともしない。

「砲撃を続けよ。穴は開いただけだ。それにまだ後二枚あるぞ」

　それでも彼女以外の笑顔は消えない。

　更なる砲撃でもって全ての城壁を打ち破ろう。

　意気揚々とそう命令を下した時だった。

　風切り音と巨大な水柱、近くの小型船が転覆しそうなほどに揺れる。

「な、なんだ今のは!?」

「亀の巨砲よりもでかいぞ！」

　再び巨弾が落ちる。

　リヴァイアサンの隣を守っていた大型艦が中央に弾を受け、たちまち真っ二つにへし折れて沈んで行く。

「せ、戦艦アウロン……沈没……馬鹿な……」

　それを皮切りに多数の大型弾が飛翔し、帝国艦が一隻、また一隻と沈没して行った。

　勝利を確信して浮かれていた兵達の顔がたちまち青くなっていく。




「三隻目の亀がやられました！　敵の砲は一体どこに……」

「戦艦ビーロードがマストを叩き折られました。航行出来ません！」

「城壁の間から斜めに撃っているのだ。あそこを見ろ」

　慌てる部下と対照的にセクリトの口調は変わらない。

　彼女の指差す先、ぼろぼろになった城壁の上で赤や青の旗が内側に向けて振られている。

「あれでこちらの位置と動きを知らせているのだろう」

　帝国艦隊は尚も砲撃を続けるが、四隻目の亀が砕け散った所でセクリトは撤退を命令した。

「ここまでだな。南に突破口は開いた。後はザフネスの仕事だ」

　撤退命令を受けて多くの艦長は胸を撫で下ろし、我先にと白都を離れ河の中心へと退避していく。

　白都攻撃の第二幕はこうして終わったのだ。




　その夜

「簡単にはいかなかった。だが連邦め援護の無い中どこまでもつかな？」

　セクリトはかすかに口元を歪めながら首輪に繋がれた少女をベッドに倒す。

　少女は滅ぼした町で捕虜とした連邦の少女だった。

「あ……あう……乱暴しないで……」

　セクリトは何も言わず張り型を取り出す。

　それは少女には巨大過ぎるだけではなく無数の鋭い突起に覆われ、楽しませる為に作られた物でない事は間違いなかった。

「悲鳴を聞かせろ」

「やめ……やめて……いやぁぁぁぁぁぁ!!!」

　リヴァイアサンに少女の絶叫が響く。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（兵員は徴用によって増えて行きます）

　オルガ連邦

　兵員　　現在五十万　　動員限界二百五十五万　既損害百十二万　民間犠牲九十二万

　ガーランド帝国

　兵員　　現在二百二十二万　動員限界三百十万　既損害八十八万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　晩秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

　領民 十六万三千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四五〇〇人

　家族

　ノンナ（極小綺麗なノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

　カトリーヌ（ほっこり側室　妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

　ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（劇作家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（噴水）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

　人外

　ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）？？？　（謎の草）

　部下

　セリア（しょんぼり）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（ほっこり）リリアーヌ（女優）

　軍一四二〇〇名

　大砲一〇門　大型砲一〇門

　財産　金貨四五〇枚　ささやかな宴会（二〇）

　経験人数二三三人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２３０話　女の悩み　♯







「ふっ！」

　俺は腰ではなく槍、重りをたっぷりとつけて棍棒のようになったそれを振り、地面ギリギリで止める。

だが槍はその急停止に耐えられずにぐんにゃりしなって使い物にならなくなってしまった。

「ちっ」

　思わず舌打ちが出てしまった。

やはり重りなどつけてはもたないか。

　ドワーフの槍が優秀だった分、今更普通の槍を持つと寂しく感じてしまう。

軽すぎるし脆過ぎる……デュアルクレイターを使えばいいのだろうが、目を引く上に剣なので戦場で暴れるには少しばかり長さが足りないのだ。

　ため息をついた所で視線に気づく。

しまった、中庭でやっていたのに気付かれたか。

　振り返ると扉から半分だけ顔を見せているセリアが泣きそうな表情で曲がった槍を見ていた。

彼女に見つからないように練兵場を使わなかったというのに……。

「セリア一緒に風呂にでもいくか」

「私みたいな女は井戸水で十分です」

「馬鹿、風邪を引くぞ」

「うぅぅ……」

　俯いて逃げだそうとするセリアを捕まえて脇に抱え風呂に向かう。

そろそろレオポルト達との会議の時間だったな。

一風呂ついでに話を聞いてやろう。




　あうあうとまだ何か言うセリアを無視して全裸に剥き、風呂に浸けてやる。

　戦場を駆けているのに綺麗な肌をしている、俺の傷だらけの体とは全然違うな。

筋肉はよくついているがイリジナのように盛り上がらず、ぷにぷに柔らかい。

変態みたいなので言わないが短いズボンと剥き出し太股の境目の日焼けが大好きなのだ。

　互いに全裸となって風呂に浸かる。

白くて可愛い尻、俺が使い込んだせいで少し開いた性器、形の良い胸、全てが俺の男を刺激して来るが今はセリアを抱く時ではない。

「お道具……湯から飛び出しています」

「そりゃあ全裸のお前が隣に居るんだ。勃起もするさ」

　俺はクロルではない。

「しゃぶりましょうか？」

「いや、今は良いよ」

　そう言うとセリアはどことなく気まずそうに鼻まで湯に浸かってブクブク泡を立てる。

まったく、気にし過ぎなんだ。

「まったくいつまで気にしているんだ。こうしてやるぞ」

「わひゃ！　やめへふだはい！」

　湯の中でセリアを抱きよせ、顔全体を揉みほぐす。

ばしゃばしゃ水音を立てて暴れる俺達、相当な時間暴れて湯を撒き散らした。

ひと息ついて座りなおした俺の膝にセリアが乗って来る。

　俺の胸に顔を埋めたまま彼女は小さな声で呟いた。

「私はエイギル様の役に立てないばかりか足を引っ張りました。こんな役立たずの私に腹は立ちませんか？　少しでも気に入らないならこの場で殴って下さい。誰にも言いませんから」

「だから怒ってないと言っただろう。お前を殴る訳がない。俺もお前も無事に生きて帰った、それでいいじゃないか」

　だがセリアは逆に表情を歪めて強く抱きつく。

「叱って欲しいのです……私がドジをしたせいでエイギル様が危険に晒されて武器も失って、それでも怒られないと不安になります。もう諦められたのじゃないかって」

　抱きしめたまま頭を撫でてやると更にセリアは続けた。

「ぶたれてもいいんです。蹴飛ばされても、痛い事も恥ずかしい事も平気です。私はエイギル様に見てもらえなくなるのが一番つらいです」

　そう言ってセリアは俺の胸で泣き始めた。

　気持ちはわからないではない。

セリアにとって俺は唯一家族のような存在なのだろう。

レアとはとても仲が良いようだが、親友みたいなものだ。

　俺もふと想像してみる。

ルーシィが失敗した俺に冷たい目を向け、怒りもせずに興味を失う。

それは激怒した彼女に袋叩きにされるよりもつらい事だ。

　俺は本当に気にしていなかったのだが、セリアは叱る価値もないと失望されることを恐れたのだろう。

　腹は全く立っていない。

それに馬がひっくり返って転倒するなど事故のようなものだ。

彼女を怒る理由はまったくないのだが、叱る意味は出来てしまった。

「……分かった叱ってやる。お前はドジを踏んでもう少しで死ぬ所だった。可愛いお前が死んだら俺は当分立ち直れなかっただろう。これは大変な失態だ」

　セリアを持ち上げ、横向きで膝に乗せる。

母親が幼子の尻を叩く姿勢だ。

「ごめんなさいエイギル様……いえ、お父さん」

　セリアに茶化している感じはない。

娘として仕置きを受けたいようだ。

「尻を叩いてやるから大人しくあげていろよ」

「はい、馬鹿なセリアをお仕置きして下さい」

　俺は柔らかい彼女の尻を一撫でしてから手を振りかぶる。

セリアはぎゅっと目を閉じて痛みに備えていた。

可哀想だが中途半端にやってもふっ切る事は出来ないだろう。

「セリア反省しろ！」

　無論加減はしたがノンナの時と同じような力で叩く。

「ぎゃん!!」

　えびぞりになって悲鳴を上げるセリア。

セリアは何も悪くないので非常に心苦しいが、これで安心するならやむを得ない。

「お父さん！　パパごめんなさぁい！」

　謝罪する彼女の顔を優しく撫でながら、五度ほど尻を叩いて解放する。

綺麗な尻が真っ赤になってしまった。

「尻……痛むだろう？」

「はい、ジンジンします……でも凄く安心しました」

　微笑むセリア、望まぬ仕置きの甲斐はあったようだ。

「じゃあ俺は上がるからお前は尻を水で冷やしておけ。多分少し腫れるぞ」

　ノンナの尻を叩いた後も数日間は酷かった。

　カーラが悪戯で尻を叩こうとするものだからノンナは侍女と三人、屋敷に忍び込んだ間諜のように周囲を警戒しながら生活していたな。

「あ、待って下さい。私もう一つ気にしている事が……」

　まだあったのか？

一体なんだ。

「私が腕を折った時、エイギル様におしっこを飲ませるなんて暴挙を致しました。せめて同じことをしないと気になるのです」

　セリアは俺の逸物を口に含んで微笑む。

「……それは勘弁してくれないか。女に尿を飲ませて喜ぶ変態じゃないんだが」

「ふも」

　だがセリアは男根を口に含んだままにっこり笑って目を閉じてしまう。

ああ、どうにでもなれ。

　セリアの頭を掴んで足を少し開く。

力を入れると種汁でないものが逸物を通ってセリアの喉に流れ込んで行った。

「ん……んぐ……んぐ……」

　風呂に背徳の音が響く。







「では会議を始めさせて頂きます」

　何事も無かったような顔をして執務室に向かった俺とセリア。

アドルフ達と俺がテーブルを囲んで座る中、一人立っているのは遠慮しての事ではないだろう。

「結論からいいますと財政は一気に悪化します」

　アドルフは憮然とした様子で言う。

「結構金のかかった装備も多かったからな……ヴァンドレアの鹵獲品を全部売っても駄目か？」

「兵に配る分を差し引けばそれ程残りませんよ。唯でさえ今回の出征で資金難になりましたし」

　アドルフは半ば怒ったように言う。

こいつは軍事費を増やす事に反対だったからな。

「さすがに今回は予想外だったからなぁ……」

　山が火と灰を噴く何ぞ予測出来た奴はいまい。

完全な事故と言うやつだ。

「しかし結果は事故だからと待ってはくれません……そこで提案なのですが」

　レオポルトとアドルフが揃ってこちらを見る。

一体なんなんだ。

「今回の遠征では装備は失いましたが、兵の損耗は大きくありません。つまり急いで装備を補充しなければそれ程の出費にはならないと言うことです」

「それは装備を失ったままの兵を放置しろと言う事か？」

　さすがにそれは悲し過ぎるだろう。

モルトがまた侵攻されても守ってやれない。

　難しい顔をした俺にレオポルトが付け加える。

「現時点で特段の脅威は存在しません。あのヴァンドレア司令官の言では彼らの主力はダード山近郊で戦闘をしていたとの事、当然敵であるアルテイルと共に壊滅したでしょう」

　ベイチェクはもう機密を守る意味もないからか、割と簡単に話してくれたな。

「今も調査は続けていますが爆発の影響はかなり広範囲に及び、彼らが新たな行動を起こすのは難しいと推測されます」

「お前達が言うならそれでいいけどな」

　アドルフとレオポルトが揃って言うなら俺が強引に抵抗する事も無い。




「こんなのも来てたしな……」

　俺が取りだしたのはつい昨日届いたケネスからの手紙だ。

なんでも王は南部諸国との衝突を望んでおらず、紛争は限定的にした方が良いとの趣旨だった。

「軍の拡張についても控えた方がいいのではないか……ですか」

　あくまでこれはケネス個人の助言だが、王の考えに何らかの変化が出ているのは間違いない。

どの道資金的にも苦しいのだからここは素直に聞いておくべきだろう。

「王の考えを把握しておく必要があるでしょうな」

　レオポルトも突然ゴルドニアの方針が変わった事を心配している。

新年の挨拶の時にでも聞いてみようかね。

今は考えても答えの出ない事だ。

　そういえばトリスタンがいない、あいつ帰って早速引きこもりやがったな……セリアは尻が痛むだろうからイリジナを乗り込ませてやる。

がさつで配慮のない彼女の襲来を楽しむといい。




「残る軍事的な問題は元ヴァンドレア兵達の処遇です。さすがにこのまま軍に組み込むのは不安があります。どうやら懲罰兵……つまり元囚人も混じっているようです」

　九千は流石に多い。

あまりに巨大な災害を前に敵対心どころではなかったが落ち着けば彼らも俺の兵も色々と思う所があるだろう。

「まとめて新しい開拓村でもやらせるか」

　俺の領には畑がやれそうだが人手不足で手が付いていない土地がまだまだあるのだ。

だがレオポルトはやや厳しい顔をしている。

「集めては反乱の危険があります」

「ベイチェクだったか、奴を頭に据えていれば大丈夫だろう。兵一人一人までは知らんが奴は反乱しそうではなかったぞ」

　下手にこちらから頭を送り込むより同じ境遇の奴が上に居た方が気が楽だろう。

「軍人として訓練されていた者も多い。装備が揃うなら一つの部隊として軍に組み込んでもいいがな」

「その為には家族を作って欲しいものですね」

　アドルフはしみじみと言うがそう簡単ではない。

なにしろ九千人のほとんど男だ。

「ただでさえハードレット卿が一人で何百人もお召しになっていますから」

　嫌味を言うんじゃないマイラ。

「そこらへんはお前達に任せる。良いようにやってくれ」

　結局丸投げになったがアドルフもレオポルトも嫌な顔はしない。

「何も知らない上司が細かく物言ってくる程、鬱陶しい事もありませんから」

　その通りだが腹が立つのでアドルフの首を絞めてやろう。

手を伸ばすが目元のクマを見て手を止めた。

　疲れているんだな。

後で娼婦達にお願いして寝床に忍ばせよう。

五人ぐらい相手に乱交すれば疲れもとれるだろう。




「内政に関して……」

　そろそろ冬だなぁ。

「と言う訳で……」

　リントブルムが薪の他によくわからない燃える石を使うようになってから薪の値段も下がったな。




「それから一つ気になる事が……」

　アドルフの口調が変わったので集中を戻す。

「今回の原因となった山の爆発以降、モルトの南部を中心に灰が降り注いでいるのです」

「灰か……」

　俺達も灰まみれになりながら返って来たからな。

新しく占領した地域でも灰は降っていた。

「幸い強い北風が吹き始めたので降る量は大きく減ったらしいのですが、積もった灰は水をかけても溶けず、地域全体が薄く覆われている場所もあります」

「何か問題があるのか？」

　ただの灰であれば少し鬱陶しいだけですぐに飛び散るだろう。

山のように積もれば畑も出来ないかもしれないがな。

「まだ影響は不明です。何しろ初めての事ですからね。今後モルトや占領地の様子をしっかり見て行く必要があると思います」

　愉快な話にはなりそうにない。




「食料はまだまだあるんだよな？」

　突然話題が変わったのでアドルフは慌てて書類を入れ替える。

「はい、ほとんど売却しなかった小麦を中心に大量の備蓄があります。資金難ですからある程度売却したとしても……今回受け入れた九千人程度で心配になるような量ではありませんが？」

「いや、そう言う事じゃないんだ」

　これから何が起きるのかはわからないが、何が起きても飯さえあれば大抵なんとかなる。

逆に飯が無くなればなんともならない。

「売却は急がなくていい。領民は特に食料に困っていないのだろう？」

「ええ、豊作ですから彼らが困ることはありませんね。小麦の取引価格自体は激しく乱高下していますが、これは差益狙いの強欲商人が買占めと放出を繰り返しているからです。気にする必要はないですね」

　強欲商人とその妹分が並んで俺の股にしゃぶりついて来る光景を想像した。

ぶるりと興奮に体が震える。

　アドルフは小さく息を吐いて書類を整える。

「小麦の売却が出来ないとならば手っ取り早く資金を調達できませんよ」

「金がなくても死にはせん。飯がなければ死んでしまう」

　俺が言うのはそれだけ、後は二人に任せるとしようかな。

セリアもアドルフ達の話に参加するといい、きっと良い経験になるはずだ。

おっと……マイラも参加してくれ、少しうるさいお前の意見も必要なはずだ。

「「わかりました。これから女の所ですか？」」

　セリアとマイラの声が揃う。

長く一緒に居る女はいいな、心が通じる。







　俺が向かったのはダーシャの所だった。

彼女には貴族や重要人物用にされている良い客間を宛てがっている。

だがその広い部屋の真ん中に縮こまりダーシャは泣き濡れていた。

「元気を出せ。今更どうにもならない事だ」

　朝食の代わりに置いた果物はまったく減っていない。

もう二日は何も食べていないはずだ。

「私の兄は軍に居た。きっとダードの近くで戦っていたのだ……」

　俺は何も言わずに横に座り抵抗するダーシャを強引に抱き寄せる。

彼女は少し抵抗したが、肩を撫でる以外に何もしないとわかると再び語り始める。

返事や励ましなどいらない、俺は無言のまま彼女を撫で続ける。

「両親と上の妹はウランデに居た。ウランデはあの戦場よりも山に近い……」

　ダーシャは俺の胸に顔を埋める。

じんわりと胸元が濡れて来た。

　一つ鼻をすする音が聞こえる。

俺は何も言わずただ彼女の頭を左手で包み、右手で髪をすく。

「下の妹、小さなロットも……なんで！　なんでこんな事になった!!　私だけ！　捕虜になった私だけ生き残るなんて話があるか!!　私もあの場で死にたかった!!」

　俺の肩を掴み、何度も胸板を殴りつける。

二度三度繰り返されるが厚い胸板に女の拳は通らない。

やがて怒声は叫びに変わり、その内に号泣に変わって行く。




「もう寝ろ」

　振り上がった拳を掴み、酒を口移しに流し込む。

人の力の及ばない事だ。

何日か酒に溺れて泣き、やがて忘れるしかない。

　酒で顔を赤くした彼女を抱きあげ、ベッドに放る。

もう結構寒い、ソファで寝れば風邪をひく。

　だが十分な酒を飲ませたにも関わらず彼女の目はしっかりと開き、とめどなく涙が流れ落ちていた。

曇った瞳に死相が出ている、このまま放置すれば彼女は自分で死を選ぶかもしれない。

　女を死なせる訳にはいかない。

少し強引になるが仕方ないだろう。

「俺にお前の悲しみは分からない。絶望する女にしてやれる事はこれだけだ」

　言いながらダーシャの服を脱がせ、俺自身も全裸となる。

一瞬、顔をしかめた彼女だがすぐに諦めたような顔になって足をだらりと開く。

「好きにすればいい。股は開いているから勝手に犯せばいい……どうせなら首を締めたらどうだ？　女を絞め殺す瞬間は良く締まるらしいぞ」

　捨て鉢になったダーシャ、もちろん彼女をただ犯したい訳ではない。

彼女を後ろから包むように抱きしめて毛布を被る。

「俺のモノになれダーシャ、精一杯の事はしよう」

「ふん、どうせ私の体が欲しいだけだろう。やると言ってるじゃないか、好きに貪ればいい」

「勿論体は欲しい。だがそれだけじゃない、俺はお前の心も欲しいんだよ」

　言ってからキスをすると舌を噛まれてしまう。

だが構わず続けた。

「泣きたくなったらいつでも抱きしめてやる。八つ当たりしたいなら殴られてやる。だからそんな諦めた目はするな」

　本心からそう言って全身を密着させた。

男の暖かさを感じさせる以外俺には何も出来ないからな。

「そうか……なら！」

　暗く淀んだダーシャの顔に手を伸ばすと同時に、全裸のまま彼女が跳ね起きる。

テーブルの上に置いていた果物ナイフを掴むと一直線にこっちに突進して来た。

鋭い動きだ、ヴァンドレアの軍人はきっちり訓練を受けているようだな。

　それでも俺から見れば女の動きだ。

避ける事もはね退ける事も容易だった。

　だがあえて俺は彼女を迎え入れるように両手を伸ばす。

「このっ!!」

　ドンと俺とダーシャがぶつかる。

ナイフが俺の胸に刺さった。

「信じてくれたか？」

「……何故そこまでする」

　どの道小さなナイフでは俺の筋肉を貫けなかっただろう。

だがダーシャはナイフが刺さる瞬間あきらかに力を抜いた、俺を本気で殺す気はなかったのだ。

「何故ついこの前まで敵だった私にそこまで出来る」

　自身を持って言い切る。

「決まってる。俺は女が好きなんだよ。お前も大好きなんだ」

　ダーシャを抱き締めると彼女の力が完全に抜ける。

瞳はまだ悲しみを宿していたが絶望の色は消えていた。




　俺は彼女を抱き締めたままベッドに倒れる。

乳房に吸い付き、陰毛を撫でながら指を性器に入れてみる。

乾いた膣内が少しずつ潤みつつあった。

　彼女の心が少し溶け、体も開きつつあるのだ。

　見せつけるように目の前に巨根を突きつけて自分でしごく。

ダーシャの拗ねた目がたちまち丸くなる。

　ニヤリ笑ってからあぐらをかき、ダーシャを抱き寄せた。

「入れるよ」

「結局体じゃないか……あぐっ太い……ねじ込まないでってば！」

　ダーシャを対面の座位で抱きしめたまま腰を動かして男根を入れていく。

先ほどとは違って口で抵抗するが目はまんざらでもなかった。

声も女口調に変わっている。

　腰を突き上げると肉の広がる音と苦悶の声が響く。

きついな、とはいえ初めて抱く女にすんなり入った事などほとんどいないが。

　四度目の押し付けで肉棒が一番奥を叩く、半分ぐらいか。

「入った。どうだい？」

「痛いに決まってるでしょう！　穴がミシミシ言ってる、どれだけ大きいのよ……まるで怪物じゃない」

　彼女は俺を責めるように言ってから胸を拳で叩こうとした。

だが僅かに流れる血を見てやめたようだ。

困った顔をしながら流れる血を指でぬぐってくれた。

「……ごめんなさい。血が出てるわね」

　ほんの軽傷だがナイフで刺されれば血ぐらいは出る。

だがこんなものはかすり傷に過ぎない。

「私が本気で刺すとは思わなかったの？」

「女に刺し殺されてしまうならそれも運命かもしれない」

　言いながら両手を尻に回し再び腰を突きこむ。

ダーシャは短い喘ぎをあげて仰け反った。

「お前の心と体を俺のモノに出来るなら刺されるぐらいなんだ」

　更に腰を二度三度と突き上げる。

ダーシャは声を漏らしながら両手を首に巻きつけて来る。

手に力を入れて両方の尻たぶを揉みほぐすと気持ち良さそうな吐息が首にかかる。

調子に乗って尻穴に指を入れると抗議の声が上がるが、体は抵抗しなかった。

「体はこのままあげるけど、心まで捧げたつもりはないわよ」

「そう言わずにさ、このまま俺の女になってくれよ」

　キスを求めると応じてくれる。

さっきからぴったりと当たっている乳首も硬くしこり、彼女が欲情しているのは明らかだ。

このまま俺のモノになってしまうのが互いの最善だと思うのだが。

　改めて腕の中にいるダーシャを見る。

身長は一六〇の半ば……セリアよりも少し高いがマイラ程はない。

乳房は大きめと言った所だろうか、尻はきゅっと引き締まり、腰は綺麗なくびれを成している。

適度な日焼けも健康な色気を増幅している。

「うむ……やはり良い女だ」

「それはどうも……お返しと言う訳ではないけど、貴方のコレは本当にすごいわね。私の穴も浅くないと思うのに半分しか入らない……全部入れたら腹を突き破るかも」

　逸物を褒められると男はより興奮してしまう。

俺はより動きを強くしていき、耐えられなくなったダーシャは後ろに倒れてしまう。

追いかけて圧し掛かり、正常位で突いていると彼女は俺の視線に気づいたようだ。

「首筋？」

「む、気付いたか」

　吸血鬼と交わっていた影響か俺は首筋にそそられてしまう性癖がある。

自分がやられれば逸物がとんでも無い事になるし、気持ちが昂れば女の首に吸いついたり甘く噛むのも大好きなのだ。

「いいですよ、駄々をこねて怪我をさせた償いにかぶりとやってもいいわ。少しぐらい私も血を流した方が罪悪感がなくなりますからね」

　髪を寄せて首筋を差し出すダーシャ、考える間もなく本能のままに俺は綺麗なそこにしゃぶりついてしまった。

暴れる欲望をなんとか理性で押さえ付け、怪我をさせない程度の噛みにとどめる。

「痛っ！　いえ大丈夫……やっぱり好きなのね。お腹の中で膨らんで来てる」

　ダーシャの首筋に噛みつきながら腰を突き上げて一番奥を突き上げる。

逸物が最高潮になったせいでより刺激が強くなっていく。

もう限界だった。




「俺達は男と女、家族を作れるはずだ」

　ダーシャがはっと目を見開く。

「そ、それってまさか……」

「結婚……」「種付け……」

　無言で見つめ合う俺達、彼女の両手が俺の頬に伸びる。

「こら、ひっかくな！」

「この性欲魔人！　巨根男！」

　頬を引っ掻かれたせいか、暴れてこすれたせいか俺の肉棒は絶頂の動きに入ってしまう。

「もう出るぞ。俺の子を孕め」

「出すって抜かないの!?　避妊薬入れてないから！　待ってってば!!」

　暴れるダーシャを抱き締めて一声呻く。

肉棒が脈打ち、ダーシャの胎内に種汁が飛び出していく。

感触から言ってかなり濃く、量も相当なものだろう。

「うわーー！　ブビブビいってる！　すごい量……もう……ひどいわ」

「ううう……まだ出るぞ……おおぉぉぉ……」

　ダーシャの抵抗は長く続かなかった。

射精を続ける俺に悪態を付きながらも頭を撫でてくれる。

　彼女は俺の子を孕んだ。

そう確信出来る気持ち良い射精だった。




「私はベイチェクと一緒に兵について行くわ」

　行為が終わった後、腕枕の中で彼女は言う。

「暴走なんかされたら困るし、私に出来る事はそれぐらいだから」

　俺は別にダーシャに何かさせるつもりはないのだが。

「タダ飯食らいは趣味じゃないの」

　更に彼女は俺の頭をポカリと殴る。

「どうせ半年もすればお腹が大きくなってこっちに戻るだろうし」

「そうだな。あれだけ種を出せば絶対孕む」

　馬鹿とまた頭を叩かれる。

もう彼女の顔に死相はない。

失った家族を取り戻す事は俺には出来ない。

だが新しい家族を与えてやる事は出来るのだ。




後日

「ねぇエイギル、ちょっと酷過ぎない？」

「カーラか？　何の事かわからないぞ」

「あのヴァンドレアの女の事よ」

　ダーシャの事か、はて何の事だろうか。

俺に出来る精一杯はしてやったと思うのだが。

「家族を無くして落ち込んでる所につけこんで、お酒を飲ませて犯したんでしょう？」

　待て、それは違うぞ。

結果だけ見ればそうかもしれないが過程が違う。

「しかもそのままラーフェンを追い出すなんてさぁ」

「違うと言ってるだろう。彼女は俺の子を身ごもっているかもしれないんだぞ。そんな無碍な事は……」

「孕ませてから追い払ったの!?　いくら元敵とは言えあんまりよ！」

（と、とんでもない話を聞いてしまった）

　カーラの誤解を解くのにしばらくの時間を有し、アホのケイシーが介入した事で倍面倒くさくなってしまったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　晩秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの友　アレス王の友

領民 十七万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

セリア（にっこり） シュバルツ（治療中）

軍六八〇〇名

歩兵一一五〇騎兵八〇〇弓兵四五〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）三五〇〇

（弓騎兵・予備役解散）

予備役三千（装備不完全）

大砲一〇門　大型砲一〇門

財産　金貨二四五〇枚　戦利品処分（＋四万）兵士参戦報酬（三万八千）

経験人数二三四人　産ませた子五四人＋五五五匹








０４０１　奇妙な夢　♯

四月一日特別編です。

本編とは関係の無い話で内容が関わって来る事もありません。









　俺はその日、アドルフがあげてきた書類に判を押す仕事を精力的に行っていた。

何故かセリアもマイラもいないので自分でやるしかない。

「あぁ……こんなつまらん仕事よりも女を抱いていたい」

　独り言だったが部屋には誰もいないので遠慮なく声を出す。

嫌な事はさっさと終わらせて女を抱きに行こう。

そう思って判をもう一つついた時だった。

「エイギル様大変です!!」

　扉が勢い良く開きセリアが飛び込んで来る。

彼女がノックも無しに飛び込んで来るのは間違いなく異常事態だ。

そしてセリア自身も異常事態だった。

「大変です！」

「お前の格好もな」

　セリアは全裸だったのだ。

お前そんな格好でうろついていたのか……頑張らせ過ぎただろうか。

「それで何があった？」

「屋敷が取り囲まれています！」

「なんだと!?」

　敵か？　ヴァンドレアかアルテイルか……まさか帝国が押し寄せた訳ではあるまい。

屋敷が取り囲まれるまで気づかないなどあり得るのだろうか。

「敵はどこだ!?」

　囲まれているならば手遅れかもしれんがせめて女達だけでも逃がす為に悪あがきしないといけない。

「敵ではありません！　女です！　見渡す限りの女です！」

　顎が落ちそうになった。

やはりセリアは頑張り過ぎておかしくなってしまったのかもしれない。

心配するな、ずっと一緒に居てやるから早く良くなろうな。

　せめて陽の光を入れようと窓を開ける。

ラーフェンの市民達は今日も変わらず生活を……。

「なんだこれは……」

　屋敷は囲まれていた。

セリアはおかしくなった訳ではなかったのだ。

　ラーフェンの町を埋め尽くす人の波、何十万人はいるだろう。

その全てが女、しかも全裸だった。

「凄まじい湿気だな」

「はい、女達は皆発情して愛液を垂れ流しています！」

　そう言うセリアも太ももから汁を垂らしていた。

一体何がどうなって……。




「ハードレット卿、ここにおられましたか」

「レオポルト、一体何があったのだ？」

　レオポルトはいつも通りの無表情、抑揚のない声で淡々と答える。

この異常事態ではなんとも安心する。

「見ての通りです。我が領以外にもゴルドニア全域から女が集まっています」

「いや、だから理由をだな……」

「斥候の報告ではリバティースやヴァンドレア等南部諸国、そして連邦や帝国からも全ての女が向かっています。その数は数百万に届くかと」

「……もう数には何も言わんから理由を教えてくれ」

　レオポルトは何を今更とため息をついて言った。

「ハードレット卿の子を孕む為です。数百万の全裸女が貴方の種汁を求めて向かって来ておるのです」

　それだけ言ってレオポルトは仕事がありますからと去ってしまう。

待て、この異常を置いてする仕事などあるのか!?

くそ、本当に何処かに行きやがった。




　とりあえず様子を見ようと玄関に向かうとノンナやカーラが並んでいた。

「なんだかよくわからんが大変な事になった。お前達はとりあえず地下室に避難しておくんだ」

「正妻として御武運をお祈りします」

「大丈夫、エイギルに何かあったら私達も一緒に逝くから」

　縁起でもない。

まるで勝ち目のない戦に向かう奴を見送るみたいだな。

言いながら彼女達は俺に甲冑を着せてくる……訳ではなかった

「……待て、何故脱がす」

　ノンナとカーラは俺の服を脱がせ、全裸にしてしまった。

「どうぞ」

　メルが怪しい薬を口移しで飲ませ、リタが大量の油を逸物に塗りたくる。

何がどうなっているのかわからないままに玄関から全裸で飛び出す事になってしまった。

　俺が外に出た瞬間、周囲から爆発したような歓声が上がった。

「ハードレット卿よ！」「見て凄い巨根！」「いくらでも種が出そうよ！」

　押し寄せて来る女体の洪水、女は大好きだがこれだけ数が揃うと恐怖すら感じる。

「いやいや、女を恐れてどうする！」

　メルに飲まされた媚薬の影響か逸物もはち切れんばかりに勃起していた。

突進して来る女も良く見れば巨乳年増や美人で引き締まった俺好みの女ばかりだ。

ここで逃げては死んだも同然。

「いいだろう！　片っ端から犯してやる！」

　俺は押し寄せる無数の女に向けて逆に突進する。

一対数十万、到底勝ち目はないだろうが逸物が千切れるまでやりまくるしかない。

「うぉぉぉぉぉ!!」

「「「抱いてぇぇぇ！」」」

　飛びかかって来る女を受け止め、素早く後ろを向かせて立ったまま逸物を叩きこむ。

ぶちりとした手ごたえは処女を引き裂いたのだろう、数度突いただけで女は絶頂し意識を失う。

「まだまだ行くぞ！」

　両側から抱きついて来た女達の股に手を回して穴に指を入れる。

どれだけ感じやすいのか女二人は指を入れた瞬間に叫び声をあげて絶頂し、崩れ落ちた。

「私も気持ち良くしてよぉ！」

　正面から飛びかかって来る女を胸で受け止め、抱えあげたまま逸物で貫いて絶頂させる。

更に足元に縋り付いて来た女の頭を抱えて肉棒を咥えさせる。

どうやら女達は極限まで発情しており、体中どの穴でも絶頂するようだ。

「きゃあ！」

　新たな集団の突進を避けると女達はたたらを踏んで前のめりに倒れてしまう。

こちらに尻を向ける無防備な格好だ。

「ふふふ、丸見えだ！」

　無様に晒された尻を掴んで次々と肉棒を挿入していく。

ただの一突きで絶頂していく女達を調子に乗って攻めていたのだが、その隙に後ろに回った女に尻穴を舐められて力が抜けてしまう。

「ぐあ……」

　数で圧倒的に劣勢な状況では一瞬の隙も致命傷となる。

僅かに揺らいだ俺の両手両足に女がまとわりつき、止めに巨乳が顔面に張り付いてしまう。

俺はバランスを崩して地面に倒れ込んでしまった。

「しまった！」

「「「巨根よ！　咥えこまないと！」」」

　視界を巨乳に奪われて何も見えないが逸物が暖かい何かに覆われる。

この感触は舌だ……どうやら口で攻められてしまうようだ。

それも一枚や二枚の舌ではない、何十枚という舌が這いまわっているはずだ。

「こっちもお願い！」「私ももう我慢できないの！」

　顔を覆っていた巨乳が離れると同時に女達の尻が次々と乗って来る。

両手も掴まれ、それぞれ別の女の穴に導かれてしまっている。

肉の沼に沈んだようで身動きが全く取れない。

「絶対不利か……だがまだ諦めん」

　俺は顔を上に乗った尻に押し付け、性器の中に舌をねじ込む。

更に両手の指で肉豆と穴の良い場所を愛撫しながら足を手近な女の穴に入れる。

「あぁぁ！　舌が……あぁん！」

「指っ指が良いわ！」

「足でなんて酷い！　酷くて素敵よ!!」

　女達は次々と潮を噴き、倒れ伏していく。

だが遂に彼女達は俺を仕留める気になったらしい。

「く……穴を使うか！」

　それまで舌で舐めまわされていた男根に一段の快感が走る。

見れば一人の女がこちらに微笑みかけながら肉棒の上に腰を落としていく。

　入ると同時に感じる多数の肉ひだ、残念ながら彼女はかなりの名器だ。

今まで延々と舐められていた事もあって俺は限界に達してしまう。

「うぅ！」

　噴き出る種を感じたのか女は満足そうに目を閉じて射精を受け止める。

「あーあ出ちゃった」

「でも一発出して終わりじゃないわよね」

「ええ、ハードレット様は有名な絶倫、千や二千でへばったりしないわ」

　射精が終わると女はどき、再び多数の舌で攻められる。

肉棒は射精前と同じく硬くそそり立つ。




　いいだろう、女に埋もれて死ぬなら本望だ。

「全員まとめて絶頂させてやる！」

　俺は次々と圧し掛かって来る女をかき分けるように立ち上がる。

既に地面は一面の女体、左右どこを見ても女体しか見えない。

　その女体を片っ端から掴んで肉棒を叩きこみ、絶頂しては寝かせて次の女体を貪る。

数十回繰り返せば腰が震えて種が飛び出す、それを延々と繰り返した。

　気づけば俺の周りには数千人の女が幸せそうな顔で倒れていた。

凄まじい女の匂いが立ちこめる中、更に押し寄せようとする女達に備える。

　だがそこに一つの異常が現れた。

女体をかき分けるようにして一人の女が現れたのだ。

　俺好みの女が揃う中でも隔絶した美貌とスタイル……圧倒的な存在感。

「ルーシィ……」

　遠目にしか見えないが間違いなくルーシィだと確信出来た。

彼女は美しい手をゆっくりと差し出して、挑発するように指を動かした。

「ルーシィ、貴女も……他の女も……みんな俺の女にしてやるぞ！」

　肉棒は先ほどから射精しっぱなしになっている。

種汁を振りまきながら全力で走り、跳躍してルーシィに飛びかかる。

　ここに居る女達、数万、数十万、あるいは数百万か……大陸中の女が集まっているはずだ。

全て俺の女にする、それこそが男の……。

　最後の決戦を覚悟した俺の思考が鈍り、視界が暗転した。







　俺はゆっくりと瞼を開く。

「……夢か」

「はい、女洪水も数百万の女も夢ですよ」

　耳元で女の声が聞こえた。

　どうやら寝込みを襲われ、逸物をいじられていたせいで淫夢を見たらしい。

腹までかかった毛布の中から水音と快感が伝わる。

「全部言葉に出てましたよ。すごい淫夢だったのですね」

　吐息が耳にかかり、更に肉棒をちゅうと吸われて呻きが漏れる。

恐らく何度も夢精していた事だろう。

「ははは、情けない所を見られてしまったな」

「うふふ、そうですね」

　楽しそうに笑う女の声、しかし聞き覚えのない声だな。

こんなことをするのはレアかカーラか……雰囲気に乗ればメルやカトリーヌもあり得るかな。

　そう思って毛布を捲る。

　誰もいなかった。

「あれ？」

　毛布を完全にどけるがやはり誰もいない。

「うん？　おーい」

　部屋を見回すが当然誰もいない。

窓も扉も閉まったままだ。

腹が鳴る。

「ふむ……飯にするか」




　食堂に向かう途中リタに声をかけられた。

「昨晩は誰をお召しになったのですか？　何やらお部屋で楽しそうに話しておられましたが……家人もメイドも皆、食堂に揃っておりますので……町の娼館からお招きに？」

　はっきりとは思い出せない。

町の酒場で調子に乗って呑み過ぎて墓地の方までふらふら歩いたはずだ。

そこで誰かが迎えに来てくれてそのまま屋敷まで戻ったと思うのだが。

（がくがく　ぶるぶる）

　ケイシーどうした。

何をそんな隅で震えているんだ？

（あわわわわ　ほんものの　お　おば　ぶくぶく）

　何もしていないのにケイシーがのびてしまった。

先に飯を食ってしまうぞ。

夢オチにしてみました。

前書きにも書きましたが、特別編なので内容が本編に影響する事はありません。










第２３１話　ドラゴンハンター①　始まりの咆哮







　朝日を顔に受けて目を覚ます。

いかん、もう日が昇ってしまっている。

「あん……」「あぅ……」

　ベッドから上半身を起こすと腕と胸にそれぞれ乗っていたレティシア、シャロンの姉妹が声をあげる。

　ここはレティシアの住居兼店、俺が彼女の生業として与えた家だ。

昨夜はたっぷり御馳走を頂き、返礼に両手の指で数えられないほどの絶頂を与えた。

レティシアとシャロンを重ねて二人が気絶してもまだ突き上げて……。

「っと膨らませている場合ではなかった。遅れてしまう」

　俺はまだ寝惚け眼の二人にキスをしてから立ち上がり手早く服を着る。

　レティシアが先に目を覚まし、昨日散々に酷使された腰を震わせながら仕上げに服を整えてくれる。

「忙しい中、お情けありがとうございました。またいつでも抱いて下さいね」

　彼女の柔らかい体を抱きしめ、男好きする肉厚の唇に吸い付く。

「こら、シャロンも起きてお見送りしなさい。寝転んだままなんて失礼ですよ！」

「う、うん……そのつもりなんだけどお尻を掘られ過ぎて……しゃせ……ううん、潮噴きが止まらない」

　昨日はシャロンも激しく愛してしまったからな。

「そのままでいい。可愛い女だ」

　シャロンに近づき、唇を奪う。

途端に布団が盛り上がったが気にする事では無い。

　性交の余韻を残し顔を赤くした女二人に見送られて家を出る。

男としてこれ以上誇らしい事はない。

「姉さん。ボクやっぱり切り落とすよ……もうハードレット様の女になる事しか考えられないや」

「次いらした時にお伺いを立てましょう。きっといい方向に導いて下さるわ」

　何の事かわからないが、聞かなかった事にしよう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




三日後　リントブルム

「ドワーフ達の所に行くだけだ。ついて来なくても良かったんだぞ？」

　リントブルムに到着した俺はセリアの頭を撫でながら言う。

　今回は視察だなんだと難しい理由はない。

バルバノに武器を捨ててしまった事を一言詫び、別の武器を作って貰えないかと聞くだけだ。

　なので同行する者も最小限、護衛隊もギドとクロルとクリストフだけのつもりだったのだ。

ちなみにセリアは常に隣に居るので数には入っていない。

「あら、たまたま私達も町が順調に周っているか視察に行く予定でしたの。どうせなら一緒にと……駄目でしたか？」

　同行したのはクレアとローリィそしてお付きの者達だった。

「偶然と言うには俺が旅に出るのを見て慌ててついて来た感じだったが」

「気のせいですわ」

「付き人が全員女性……しかもエイギル様好みの体つきですね」

「気のせいですよ」

　俺とセリアにクレア、ローリィがそれぞれ答える。

周りに女が増えるのは嬉しいのだが見え見えの裏があるようだ。

「エイギル様、女につられて変な約束をしたらダメですよ！」

　セリアがクレアを一つ睨みつけながら言う。

一方、胆の座った女商人は睨むセリアに向けてニコニコとほほ笑んでいた。

「……世の中には人の力ではどうにもならない事がある。最善は尽くすが果たして対抗出来るかどうか」

「色仕掛けはそこまで大きな事じゃありません！」

　セリアはレアを俺の膝の上に乗せる。

「わぁ、セリアちゃんびっくりするよ～」

　クレアが同行すると聞いてセリアは屋敷から急遽仲の良いレアを連行してきたのだ。

「私だけではエイギル様を受け切れません。そうなればきっとエイギル様はあの商人の所に女を抱きにいってしまいますから」

「がんばるね」

　レアはセリアに強引に連れてこられたが不満はないようだ。

嬉しそうに俺の腕に抱きついて胸を当てて来る。

「遠出の時はあんまり連れて行って貰えないから、一緒は嬉しいよぉ」

　甘えるレアを撫でながら全身を観察する。

　セリアよりも一回り背は小さい。

体つきは全体的に丸く、鍛えていないので筋肉はほとんどない。

「あん」

　揉み解してみると胸はセリアよりかなり大きいな。

食い物が良くなったせいかどんどん乳と尻が育っていく。

「もっとおっぱい触って欲しいな。ご主人様に触られると幸せな気分になるんだぁ」

　体だけではなく彼女は雰囲気も柔らかい。

それでいて夜の技術はかなり高いし、穴の中は別の生き物のように蠢く特上名器なのだから堪らない。

「もっと連れ回してくれると嬉しいな。遠出の時は置いていかれるから」

　レアはセリアと違って荒事にも慣れていないし俊敏でもないから危険な所を連れ回したくないんだ。

リントブルムは荷の往来が頻繁な事もあって道中の宿や道もしっかり整備されているからもう大丈夫と思って連れて来た。

「安全な所ならそうしよう。さてバルバノに会わないとな」

「ちゃんと新しい武器が手に入るといいのですが……」

　セリアがまた少し暗くなった。

「気にするなと言ってるだろう」

　セリアの頭を軽く撫でる。

そしてふと気づいて隣のレアの頭も撫でる。

「レアは少し前のセリアぐらいの背か、撫でるのに丁度いいな」

　言いきってから失言だった事に気付いた。

セリアががっくりと膝をついてしまっていた。

どうやら俺に頭を撫でられる事は彼女の中で重要な事だったらしい。

「悪い悪い、お前もちゃんと撫でてやるよ」

「はぶぶ……頭にしてくださいぃ」

　セリアの顔を揉み解しながらドワーフの住処へと向かう。
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ドワーフの住処　山内坑道

「あの槍を失ったか」

　バルバノと俺は一対一で向かい合う。

セリアが何か言っていたが女に言い訳させる趣味はないので隣の部屋に置いて来たのだ。

　バルバノは相変わらずのずんぐり体型、身長は一六〇程だが筋肉が盛り上がり足は極端に短い。

顔は髭だらけ、腕と足も毛むくじゃらだ。

「あぁ手間をかけて作ってもらった物だが死んでは意味が無いと思ってな」

　女と命の為だ、悪いとは思うが恥じる事は何もない。

　バルバノは目を閉じて酒を大きく煽る。

「構わん。あれは良く出来た武器だったが友を失う事とは比べられん。よく生きて帰った」

　髭男は席を立ち、がっちり抱きついて来る。

男に抱かれて喜ぶ趣味はないが今ぐらいはいいだろう。

「やり残している事があるんでね。まだまだ死ねんよ」

　ルーシィに会って彼女をもう一度抱きたい。

俺は森を出てから沢山の女を抱いて経験も得た。

逸物も体もずっと大きくなった。

今なら彼女を正面から打ち破り、俺の肉棒に悶えさせられるかもしれない。

　限界だと訴えるルーシィを攻め立て、首筋に噛みついて乳を痛いぐらい掴む。

それでも彼女は豊満な太ももを俺の腰に回して肉棒を締め上げる……。

「おい……」

「……いやなんでもない」

　妄想が膨らんで逸物も膨らんでしまった。

密着していたバルバノがさっと後ずさる。

誤解だ。

「それでお前は詫びを言いにわざわざ来たのか」

　バルバノが席に着く。

さっきよりも少しだけ俺との間が遠い。

「それもある……だが頼みもあるのだ」

「代わりの槍か」

　さすがに分かるようだ。

もっと近くに来てくれ、何故後ろに下がる。

「あぁ、今度はこちらから頼むのだからちゃんと礼も出す」

　ドワーフ達は金に興味は示さないが、酒と肉は報酬になるだろう。

もっとも俺達の酒を彼らは美味い水として飲んでいるらしい。

「ううむ……」

　だがバルバノは顎ひげをいじりながら難しい顔をしていた。

俺は一歩前に進み出る。

「礼は満足できるだけ出すつもりだ」

　バルバノは一歩後ろに下がる。

「俺とお前の仲だ、礼の量で計るような事はせん。ただ材料が無いのだ」

　あの槍の材料はかなり貴重だと言っていたな。

「最高の質がなくてもいい。戦って折れなければ十分なんだ」

「大砲やらなんやらでめぼしい材料は軒並み切らしているのだ。手持ちでもお前らの鍛冶屋よりは良い物が作れるだろうが、その程度で友に渡す事は出来ん」

　本当にそれなりでいいんだ。

綺麗に飾っておく訳じゃないんだからな。

「もし戦いで槍が折れて友が死ねば俺は一生後悔する。半端な物は渡せん！」

　バルバノは見た目通り頑固だ。

下手に食い下がっても良い結果にはならないな。

「材料調達のあてはあるのか？」

「最近お前の仲間がやたらと掘り進むのに触発されてか若い衆が新坑道を掘り進んでいる。そのうち材料も集まるだろう」

　ううむ……結構な時間がかかりそうだな。




　それまでリントブルムの鍛冶屋に何か作らせるかと考えているとズシンと腹に響く音がする。

同時に足元が揺れて、天井から土煙が落ちて来た。

「ま、また地揺れですか!?」

　セリアが慌てて駆けこんで来る。

いや、これはヴァンドレアで体験した奴よりもずっと近くて短い。

「落盤か!?　巻き込まれた者はいないか！」

　バルバノは瞬時に揺れの真相に気付き、酒を放り出して部屋を飛び出す。

「ボンバとドゴンが掘ってた道だ！」

「あいつらを探せ、埋まってるかもしれん。スコップとつるはしを持って行くんだ！」

　周りからもドワーフ達が次々と集まって来る。

「悪いが話は後だ。俺も行かねばならん」

「俺も行こう」

　とりあえず部屋に飾っていたハンマーを持って行く。

大岩が道を塞いでいれば叩き割る事も出来るだろう。

「私達も行きます」

　セリアとギド、クリストフも一緒に駆けだす。




　駆け足で坑道を駆けながらバルバノと話す。

「落盤は結構あるのか？」

　鉄鉱山では結構頻発して犠牲も出ていると聞いていたが。

「まさか、我らは山で生きるドワーフだぞ。そんなへま滅多にせん。……だからこそ心配なのだ。打ち抜いた可能性もあるからな」

「奈落か……」

　地下深くには魔物で埋め尽くされた［奈落］と呼ばれる場所があり、坑道を掘り進むと稀に奈落へ繋がる割れ目を開いてしまう事があるらしい。

そうなれば穴を塞ぐまでいくらでも地下の魔物が沸いて来る。

「前みたいなでかい蜘蛛はご免だな。槍もないし」




　ぼやきながら坑道の奥に到着すると案の定、天井が崩れていた。

崩れ落ちた石や土の下敷きになって二人のドワーフがもがいている。

「下敷きになっているぞ！　掘り返せ！」

　仲間が必死に掘り返す中、俺とバルバノは奥の壁を確かめる。

「割れ目があるぞ」

　そこには俺が楽に通れそうな程大きな割れ目が出来ていた。

覗きこんでみるが真っ暗で何も見えない。

まさかとは思うが奈落に繋がっているのではないだろうか。

「どけ、確かめる」

　バルバノは火のついた壺のようなもの……松明のように使われていたそれを割れ目から中に投げ入れる。

　数秒の後、壺の砕ける音が鳴り、真っ暗な空間に小さな炎が広がった。

それを見てドワーフは軽く安堵の息を吐く。

「どうやら奈落ではないようだ。もしそうなら底はない」

　だがバルバノはすぐに表情を引き締め直した。

「相当に大きな空洞のようだ。奈落に繋がっている可能性もあるから調べねばならん」

　確かに壺を投げ入れてから数秒落下した事を考えれば深くて広い穴に違いない。

俺も敵が出た時に備えてハンマーを確かめる。

「剣もあります！」

　セリアがデュアルクレイターを持って来てくれていたようだ。

良い娘だ、後でお漏らしするまで性器を舐めてやろう。

　バルバノは仲間のドワーフから頑丈そうな金属で編んだ綱を受け取り、端を地面に打ち込んでから目の前の割れ目に投げ入れる。

これを伝って降りるようだ。

「俺が先に行く。お前も続いてくれ」

「ここまで来たのだから付き合うさ」

　バルバノが先頭、その次に俺で次がセリア、並んで金属の綱を頼りに降りて行く。

少しだけ止まるとセリアの尻が顔に当たって柔らかい。

「遊ばないでください！」

　怒られてしまった。

腹を据えて行こう。

「馬鹿もの！　頭の上で屁をこくな！」

　すまん、気を引き締めたら出たんだ。




　底に付いた俺達はとりあえず燃える鉱石に火をつけて辺りに放って行く。

奈落へ通じる穴が無いか確認しないといけないのだ。

「こっちは大丈夫のようです」

「こちらも平気です。穴や割れ目はありません」

「闇の中に真理を見たり……」

「うわぁぁぁぁぁ!!　……いや、ただのキノコだった」

　セリア達の方は大丈夫らしい。

バルバノも転がるように走りながら壁を確かめているが問題なさそうだ。

　それにしても巨大な空間だ……高さは優に五〇メートル、半径が一〇〇メートル以上はありそうだ。

大抵の場合こんな空洞はいびつな形をしているものだが、ここは綺麗な円形……巨大な建造物の中にいるようにも思えてしまう。

「足元も平らで綺麗だな」

　岩のでっぱりや窪みもない。

まるで何者かが整えたような……。

「なんだこりゃ」

　綺麗な円形だった壁が突然歪になっていた。

照らして見ると大きく手前に出っ張っている。

彫刻か何かだろうか。

「ここだけ色が違うな」

　手に持ったハンマーで叩いてみるとカチンと金属音がして手がしびれる。

異様に硬い。

　痛みに顔をしかめて上を見上げると二つの光る玉が見える。

「あん？」

　松明をかざして見ると珍しい物では無かった。

少し大きいだけだ。

「目か」

　俺はため息を吐いて後ろを向き、早足で綱の所に向かう。

「エイギル様、何か異常は……むぐ！」

　途中で駆け寄って来るセリアの口を塞ぎ、持ち上げるようにして運ぶ。

バルバノとギド達にも無言のまま手振りだけで合図し、限りなく全力疾走に近い早足で逃げる。

「おいおい……一体何が……」

　クリストフが後ろを振り向いて固まってしまった。

声を出すなと身振りで示すが、あの馬鹿にそれ程の勇気はなかったらしい。

「うわぁぁぁぁぁぁぁーーーーー!!!」

　空洞に響くクリストフの大絶叫、同時に頭が割れるかと思うほどの凄まじい咆哮が返って来る。

　声だけでギドはひっくり返り、バルバノと俺もその場で動けなくなってしまう。

一番近い所にいたクリストフは吹き飛ばされて失神する。

クロルは目を閉じて両手を広げ、セリアは情けない声を出していた。




　ソレは咆哮した後、ゆっくりと立ち上がりこちらに向かって来る。

向かって来ると言っても２，３歩だが、十分に距離は詰まってしまう。

「……もう背中向けて綱を登るってのは無理そうだな」

「よもや実在するとは……」

　俺とバルバノは振り返って武器を構える。

「り、り、リントブルム!!」

　決して臆病ではないギドが腰を抜かして這いずっている。

「私は大丈夫です！」

　強がるセリアを後ろに下げる。

ズボンが濡れているのは気にするな、誰にも言わない。

「またでかいのが出た。蜘蛛の方が百倍マシだった」

　言いながら松明を眼前の敵に投げ付け、照らし出す。

　数十メートルはある巨大な体躯、同じく巨大な顔に大きく開いた口、そして光る眼。

巨木のような手足と先が見えない程長い尻尾、前足から俺の背丈ほどはありそうな爪が伸びている。

背中には体長と同じ大きさの翼が畳まれていた。

そして全身はいかにも硬そうな……叩いた経験から言うと明確に硬い無数の鱗に覆われていた。

「色々言うまでも無くドラゴンだな」

　吹き出る冷や汗を隠して言ってみる。

精一杯の軽口に誰も返事をしなかった。

　これはちょっとまずいかもしれない。
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白都攻防戦③　総攻撃

「攻撃開始、要塞上部に攻撃を集中しろ。味方を多少巻き込んでも構わん」

　セクリトの命令で一気に白都に近寄った戦闘艦が次々と砲撃を開始する。

白都側も今回はすぐに反撃し、艦隊に巨弾が降り注ぐ。

「セネレース轟沈」「アグルル大破」

　被害報告にセクリトは反応しない。

艦隊の被害は拡大して行くが、城壁側にも多数の砲弾が着弾し、砲や兵が跳ね飛んでいるのが見えた。

「陸上部隊が突撃を開始しました」

　立ち上る砲煙の中を帝国の陸上部隊が城壁に向けて突進して行く。

「反撃している場所を重点的に狙え」

　帝国軍は城壁に押し寄せては矢と砲弾の返礼を貰って混乱し逃げ散る。

そしてすぐに艦隊が反撃した箇所を叩く。

　それが何度か繰り返され、城壁前は帝国兵の死体で埋まったが反撃も確実に弱くなっていった。




「陸上兵から狼煙が上がりました！」

「砲撃中止」

　合図の赤い狼煙と同時にセクリトは砲撃を中止させる。

消耗品の兵など同士討ちで失われても構わないが、肝心な所を誤射しては事だった。

多数の帝国兵にまぎれて少数の部隊が城壁に接近していく。

「上手く行きますかね？」

「けちらず量を使えばな」

　作戦成功を意味する青い狼煙が上がる。

同時に城壁の一部が砲弾とも比べられない程の大爆発を起こして崩れ落ちた。

「大量の火薬を直接壁と根元に埋め込んで爆破ですか……」

「こんな手でいけるならば何故今まで……」

　無能な部下達にセクリトはため息をついた。

健在な城壁にあんな強攻が通じるはずもない。

既に城壁が穴だらけで火薬を放り込むだけで済んだからこそ出来たのだ。

防御設備が機能している中で、壁にちまちま穴など開けられるはずが無い。

　だがそれを一々説明するのも面倒だったのだろう。

セクリトは命令のみを下す。

「城壁は破られた。後は陸上部隊の仕事、我々は敵艦隊を警戒する」

　城壁が崩れたと言ってもごく一部、これ以上視界は通らないし、砲撃支援は出来なかった。

「後はザフネスの腕次第だ……上手くやれば良いが」




　帝国軍の陸上部隊は一枚目の城壁に大きく開いた穴から次々と侵入して行く。

大量の爆薬によって開いた穴は大きく、大部隊がそのまま侵入するのに十分だったのだ。

「一気に町まで侵入するぞ！」「敵の態勢が整う前に次の城壁も破れ！」「目についた物は全部壊せ！」

　気勢をあげて突撃した帝国兵だったが目の前には何もなかった。

破られた城壁から逃げる兵士も慌てて移動させようとしている大砲も存在しなかったのだ。

兵達が疑問を口にし始めた時、目の前に立ちはだかる次の壁、第二城壁の門が一斉に開いた。

「野蛮人共を放り出す。全連隊、突撃！」

　白い鎧に身を包んだ連邦兵が帝国兵に襲いかかる。

同時に第二城壁から無数の砲門と弓兵が顔を出し、猛烈な射撃を加えた。

　城壁内に踏み込んだ帝国兵には何の援護もない。

更に勢いに任せて乱雑に展開していた帝国兵に対して連邦兵は整然と隊列を組んで突進した。

最初から城壁が破られ、侵入する敵を待っていたのだ。

　激突と同時に一方的に叩かれた帝国軍はたちまち壊乱、やっとの思いで開けた第一城壁の穴から命からがら逃げ散っていく。




「ふん、阿呆が。ぼろぼろの城壁にいつまでもしがみつくはずがないだろうが」

　連邦の指揮官が言う通り、第一城壁での防衛は限界と判断した防衛司令部は主な兵と砲を第二城壁に移していたのだ。

　艦隊支援の元で南側の城壁が破られると予測し、防衛兵力のほとんどを集中させていた。

「第二城壁で戦えば敵艦隊の砲撃は届きません」

「その通りだ。敵は援護なしにまともに当たるしかない。目に物見せてやるぞ」

　白都はまだまだ陥ちない。

連邦兵の目から光は失われていなかった。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦

兵員　　現在五十五万　　動員限界二百五十五万　既損害百十五万　民間犠牲九十三万

　ガーランド帝国

兵員　　現在二百十五万　動員限界三百十万　既損害九十五万（戦奴兵は含まない）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　晩秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の王　ドワーフの薔薇友　アレス王の友

領民 十七万二千人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

セリア（漏）ギド（恐慌）クリストフ（失神）

財産　金貨二四四〇枚　レティシア姉妹お小遣い（一〇）

経験人数二三四人　産ませた子五四人＋五五五匹

二〇：三〇 クロルのセリフ追加しました。










第２３２話　ドラゴンハンター②　洞窟の死闘

せっかく土曜日なので早めに上げます。









　再びドラゴンは咆哮する。

腹に力を入れていないと意識まで飛ばされてしまいそうだ。

　こちらがクリストフのように失神しないと分かったのか、ドラゴンは吠えるのをやめて接近して来る。

いよいよ直接的な手段に出るのだろう。

「り、リントブルム……族長様……この竜は戦える相手ではありません！」

　ギドが震える手で剣を構えながら泣き顔を向けて来た。

無理も無い、数十メートルの巨大な竜を相手に平然とするなど無理な相談だ。

　そういえば前に伝説の竜うんぬんと聞いた覚えがある。

こいつがどうかはわからないが知性があるかもしれない。

一応話しかけてみよう。

「寝ている所に邪魔して悪かった。俺達はこのまま帰るからゆっくり昼寝の続きを……」

　話の途中でドラゴンの前足が横に振られる。

間一髪で後ろへ飛ぶが風圧だけで後ろに三回転もさせられた。

「……話は通じないようだ。全員横に広がれ」

　大きさが違い過ぎるから五人集まってもまとめて潰されるだけだ。

一人が攻撃を避ける隙に他の者が叩くしかない。

幸いにして今の一撃を見る限り、奴はそれほど俊敏ではない。

クリストフ以外なら全員が避けられる速さだ。

　とは言っても巨体を覆う硬そうな鱗、普通の剣が通るとは思えない。

効果がありそうなのは俺のハンマーとバルバノの斧ぐらいだろう。

「お前達は攻撃しなくていいからとにかく避けろ。俺とバルバノが斬りかかるから、隙が出来たら上に逃げるんだ」

　有無を言わせない口調で言ってからハンマーを両手で振り上げる。

こちらの攻撃が届くのはせいぜい前足ぐらいだ。

致命傷は望めないが指先をぶっ叩いてやれば悶えてくれるかもしれない。

俺だって机に足指をぶつければのたうち回るからな。

「リントブルムか何か知らんが寝込みにハンマーで殴られたぐらいで……」

　そこまで言って止まってしまう。

俺でも激怒して殺してしまいそうだな。

「来ます!!」

　考えが伝わったのかドラゴンは怒りの咆哮をあげて前足を薙ぎ払う。

爪の軌道にいるのはセリアとクロルか、うまく避けろよ。

「くっ！　当たりません！」

　セリアは横に跳ねてそのまま転がり爪を回避する。

一方クロルは目を閉じて突っ立ったままだ。

「馬鹿野郎避けろ！」

　思わず叫んでしまう。

背丈よりも大きな爪がまともにクロルを引き裂こうとしていた。

「見えた！」

　その瞬間、クロルの目がカッと見開き、紙一重で爪を躱してなんと前に飛び込んだのだ。

抜き放った剣を巨木のような竜の腕に一閃、洞窟の中に鋭い音がこだまする。

「我が剣に切れぬ物無し」

　クロルの言葉と同時に光る剣先が地面に刺さる。

「折れてるじゃないか」

「あれ……？」

　クロルの剣は真ん中から真っ二つに折れてしまったのだ。

「無念……」

「だから攻撃はしなくていいと言ったんだ。ちゃんと言う事を聞かんと尻を掘るぞ！」

「友よ、やはりそうなのか」

　ええい、バルバノも今はそれどころではない。

次が来るぞ。




　ドラゴンはクロルの反撃など意にも介していなかったが空振りに気を悪くしたのか、今度は高く前足を振り上げた。

「潰しに来る！　後ろに跳べ」

　狙われたのはギドだ。

振り下ろされる腕は先ほどよりも鈍かった。

「な、なんとか……ぐわっ！」

　だがとんでもない力で地面を叩いた腕は四方八方に岩の破片を飛び散らせる。

ギドは慌てて盾で防いだが全身を守る事は出来ず、手足に無数の石つぶてを受けて倒れ込んでしまう。

「いくぞ友よ」

「おう」

　だが足を叩きつける動きは大きく隙は出来た。

バルバノと俺は同時にドラゴンに向かって走り出す。

　奴の狙いはギドから逸れていない。

次の攻撃があれば間違いなくギドは潰されてしまうだろう。

その前に足をぶったたけば後退するはずだ。

　だがドラゴンもぼーっとしてはくれない。

すぐに視線をこちらに移して右足で薙いでくる。

「ぬうん！」

　狙われたバルバノは器用にコロコロ転がって攻撃をかわしていく。

見た目鈍重なドワーフだが彼らは決して鈍くないのだ。

「もらったぞ！」

　俺よりも先にドラゴンに接近したバルバノは思い切り振りかぶった斧を奴の足に叩きつける。

例え同じ太さの巨木であろうともドワーフ印の斧は容易に両断しただろう。

甲高い金属音が鳴る。

「……なんと」

「だめか」

　バルバノの斧は柄の部分からへし折れてしまった。

宙を舞ってから地に落ちた刃も鱗の形に凹んでいる。

　ドワーフの金属で作った斧もこいつの鱗に歯が立たないのだ。

これでまともな武器を持つのは俺だけになった。

　一拍子遅れてドラゴンに接近した俺はハンマーを振りかぶり、走り込む力も合わせて振り下ろす。

狙うのはあえて足の先だ。

俺の持つハンマーとへし折れた斧は同じ材質、まともに殴っても恐らく同じ結果に終わる。

「指の先を殴ってやる！」

　狙いは違わず、ハンマーは巨大な爪の付け根に命中した。

鈍い音が響き、跳ねかえった衝撃で手が痺れる。

見ればハンマーはひしゃげ、柄もまがっている。

　だが効いた。

血は出ていないし爪が飛んだ訳でもないが命中の瞬間奴は確かに体を震わせた。

逃げるバルバノや倒れ伏すギドを無視して俺を睨む表情は痛みと怒りに歪んでいる。

　ドラゴンも指先をぶつければ痛いようだ。

この隙に皆を逃がさねばならない。

「逃げろバルバノ、後は俺がなんとかする」

　言いながら曲がったハンマーを左手に持ち替え、デュアルクレイターを右手に持つ。

「すまん。わしが非力なばかりに」

　バルバノも素直に聞き分け、ギドを背負って後ろへ下がって行った。

　気にするな、下手にセリアやクロルの心配をする方が戦いにくい。

俺だけを狙って来る方が気が楽だ。

　再び凄まじい咆哮、だが三度目となれば慣れたものだ。

「いくぞ」

　ハンマーと剣を持った両手を広げて一直線に走り寄る。

　まずは右手の横薙ぎ。

地面ぎりぎりまで身を低くして回避する。

　次に左手の振り下ろし。

進路を斜めに変えて避ける。

飛び散る石は大きなものだけハンマーで撃ち落とし、小さな石はそのまま受ける。

激しく痛いが頭に喰らわなければ大怪我はしない。

　両手の攻撃を避けて足元まで入った俺をどう迎え撃つか。

後ろに下がれば簡単だが、指先を叩かれて怒りに燃えるこいつはそうしないだろう。




　案の定、奴は目前に迫った俺を噛み殺さんと大きく口を開いて顔を突き出す。

「そこだ！」

　開いた口に目がけてハンマーをぶん投げる。

回転しながら飛んだ重量級のソレは牙の一本に命中した。

どうだ、口の中に鱗はあるまい。

　何とも言えない鈍い音が鳴り、奴の歯が一本根元から折れる。

「痛ぁ……」

　後ろからセリアの小さな声が聞こえる。

そういえばこの間セリアは虫歯を治していたな。

「まだ終わらんぞ！」

　痛みに動きの止まったドラゴンの鼻先にデュアルクレイターを振り下ろす。

奴は反射的に口を閉じたので鱗の上から叩き斬る事になるが、折れてくれるなよ。

デュアルクレイターを折ったらノンナに泣きながら一〇〇回頭突きされるだろう。

　ガギンと鈍い音が鳴り、数瞬置いて何かが地面に落ちる。

　それはドラゴンの鱗だった。

「やった！」「血が出たぞ!!」

　セリアとバルバノの歓声が上がる。

デュアルクレイターは奴の鼻先を切り裂いて真っ赤な血を噴き出させたのだ。

「……」

　だが俺は喜ぶ気にはなれなかった。

デュアルクレイターは確かに奴を捉えた。

だが本当は鼻先から顎まで届くほど深く刃が入る斬り方だったのだ。

「大した鱗だ」

　確かに鱗の一枚は剥ぎ取った。

だが引き換えにデュアルクレイターも弾かれ、奴の顔を深く斬る事は出来なかった。

「これは苦しい戦いになるぞ」

　心を落ち着けて冷静に考える。

体を引き裂けないなら急所を狙うしかない。

ドラゴンの急所など知らんが生き物と考えれば頭か心臓だろう。

　首を切り落とす事は不可能だから、脳天か胸を突きで貫くしかない。

デュアルクレイターは決して小さな剣ではないが相手が大き過ぎるので長さが足りない。

まして鱗の上からでは俺の力でも深く食い込ませる事は難しい。

「どうしたもんか」

　そしてこちらは敵の攻撃をまともに受ければ小虫のように潰されてしまう。

少々不公平に過ぎる戦いだ。

「エイギル様……笑ってます」

　思わず笑ってしまったらしい。

ぶちぶちゴブリンを潰すような戦いよりは魂が燃えるのかもな。




　歯を折られ、鼻先から流血した事でドラゴンは怒り狂ったが、俺の事をただの小虫とは見なくなったしい。

折りたたまれていた翼を開き、一つ羽ばたいて後ろに大きく下がる。

反対にこちらは巻き起こる風に足を取られてしまう。

「うお、すごい風だな」

「ぞ、族長様……リントブルムは……とべます……」

　バルバノに担がれているギドは必死に声をあげる。

無理しなくていい、それにもう遅い。

　奴は一度空中に上がってから俺に向かって飛び込んで来る。

先ほどまでとは次元の違う速度だ。

「頭を使っていたら間に合わんな」

　どう避けるかなど考える暇はない。

目を見開いて奴を睨み、本能のままに身を捻る。




　爪を躱し、牙を躱し、胴の下敷きを免れた所で尻尾に打ち据えられた。

　当たったと思った瞬間には高速で地面を転がっていたのだ。

「あぁっ！　私戻ります！」

「お前が行っても足手纏いにしかならん！　上に行くのだ」

　叫ぶセリアをバルバノが担いだまま綱を戻っている光景が視界の中で回転する。

　数十回地面を転がってから壁に激突したようだ。

激痛に耐えながら体を確認する。

　骨は折れていない、内臓も飛び出していない。

どうやら尻尾で打たれたのではなく、引っかかっただけのようだ。

　十分に転がったせいで速度が落ちていたのが幸いだった。

「がぼっ！　げぼっ！」

　とりあえず被害は無茶苦茶に痛いのと目が回るのと胃の中身が全部出てしまったことだけだ。

おかげで酔いも冷めるだろう。

　ドラゴンは地面に向かって吐き戻す俺を待っていてくれる気はないようだ。

地響きを起こしながらこちらに向かって歩き、ゆっくりと足をあげる。

どうやら前足で踏みつぶすつもりらしい。

　俺は奴の動きを捉えながら地面に吐き続けるふりをする。

　そして足が踏み降ろされた瞬間、横に転がって際どく避ける。

「こいつはちんけな攻撃だが……痛いぞ！」

　起き上がるなり、踏み込まれた前足に向かって剣を振る。

　デュアルクレイターの鋭い刃はちょうど奴の爪と指の間にざっくり食い込んだ。

　威嚇の咆哮とは違う、悲鳴のような鳴き声が響く。

　ふふふ、痛かろう。

俺も爪を切る時に間違って小刀で同じことをしてしまった事がある。

あの時は本当に泣きそうになった。

　ドラゴンは再び翼を広げて宙に舞い、距離を取る。

俺は素早く壁際まで後退した。

　ここに居れば先ほどのように急降下からの突進は出来ない。

奴自身が壁に突っ込んでしまうからな。

　奴は飛びながらもこちらに接近しては来ない。

壁を恐れているのかと思ったが、様子がおかしいな。

何やらこちらに顔を向けて大きく息を吸いこんでいるようだ。

「ぞ、族長様……リントブルムは……ぐうう……」

　ギドが満身創痍の体でまたも叫ぶ。

「リントブルムは……火を噴きます……」

「遅いわ!!」

　言い終わると同時にドラゴンの口から凄まじい業火が噴き出した。

アリスの魔法さえも子供の火遊びに見える程の迫力、避ける事は出来そうにない。

「まぁそれでも……」

　俺はデュアルクレイターを振りかぶる。

「あの時よりはマシだよな」

　ダード山の惨禍と比べればこれも同じく火遊びだ。

　押し寄せる炎に向けて俺はデュアルクレイターを上段から一気に振り下ろす。

俺の目の前で火炎が真っ二つに避け、上と左右を火の壁が流れていく。

直撃は免れたがやっぱり熱い。




「エイギル様ーーー!!　嫌ぁ嫌−−−!!」

「あ、暴れるな落ちる！　おおう！」

　セリアがバルバノの手を振り切ったのだろう。

叫びながら声が近づいて来る。

切った炎が広がって俺が見えず、焼かれたと思ったらしい。

　心配しなくても洞窟の中は延焼する物が無い。

すぐに周りの炎も消えるから焼け死なずに済みそうだ。

　炎が消えるまでの短い間に奴の咆哮が聞こえる。

続いて落盤らしき轟音と衝撃が連続し、やがて静かになった。

　炎が収まり、泣きながら飛び込んで来たセリアを抱きとめて周りを見回すが奴の姿は無い。

「あれ？　どこだ？」

　バルバノは呆然とした顔のまま天井を指差す。

「コウモリみたいに張り付いて……ってなんだこりゃ!?」

　洞窟の天井には巨大な縦穴が開き、まるで神でも降臨したかのように光の筋が射している。

あれは陽の光か。

「地上まで抜けているのか……」

「頭突き一つで穴が開いた。元々の出入り口が落盤で塞がっていただけかもしれん」

「奴もエイギル様が焼け死んだと思って去ったようです」

　デュアルクレイターが奴の炎を切れなければ期待通りステーキになっていたよ。

うお、石が真っ赤になって溶けているじゃないか。

どれだけの炎だったんだ。

「お前が奴を怒らせたおかげでわし達の事など眼中になかったのだな」

「嫌がらせ程度の事しか出来なかったがな」

　俺とバルバノは命が助かった安堵もあって軽口を叩いて笑い合う。

セリアも満面の笑顔で腰に抱きついている。

　いやぁ良かった良かった。




「さっきのドラゴン地上に飛び去ったのでは？」

　どうしたクロル、お前も抱きしめてやろうか？

「……奴が地上に出て真っ先に目に入るのはリントブルムの町だと思うのですが」

　俺とクロルは見つめ合う。

セリアも俺の腰に抱きついたまま三人の視線が絡んだ。

「急げ！　町に向かうぞ!!」

　あんなものが町に入ったら被害が出るなんて程度ではすまない。

何より町にはレアとクレア達がいるのだ。

彼女達は抵抗どころか逃げる事すら出来ないはずだ。




「バルバノ、一番材質が良くて重い武器を貸せ！」

「おう！　わしらも全員で町へ行く。あんなものが近くに居ついたら安心して酒も飲めんわ」

　洞窟から飛び出して坑道を駆ける。

バルバノは酔っ払ったドワーフを蹴飛ばしながら大声で叫び仲間を集めて行く。

「これが一番の上物、人間に持てる重さではないが」

　全てを聞かず、差し出された巨大な戦槌を左手で掴んで出口に急ぐ。

「片手か、友よやはりお前は……」

　ええい、今は話をしている時間も惜しい。

「でもエイギル様、あのドラゴンは空を飛びます。天井の無い地上では剣も槌も届きません」

「だろうな。しかもあの鱗だ。矢を射かけても何の効果もないだろう」

　正直どう戦ったらいいかなどわからない。

町は焼き払われてしまうかもしれない。

それでも女達は逃がさねばならない、ついでに民も。

「クレアさん破滅しそうですね」

　なんとかしてやりたいが残念ながら俺は空を飛べないからな。

　すると髭をいじりながら黙っていたバルバノが口を開いた。

「翼を奪えば勝機はあるか？」

「地面に落ちればなんとかしよう」

「ならば考えがあるぞ!!」

　バルバノはどこか嬉しそうに大声をあげる。

「ふふふ、我らが渾身の作品が役に立つ時が来たのだ!!」

　面白い、確かにアレなら頑丈な鱗と言えども打ち破れるはずだ。

奴を大地に引きずり降ろしてやろうじゃないか。
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白都攻防戦　援軍到来　白都王宮

「イワン＝ガルチェンコ防衛最高司令官」

「はっ！」

　攻防戦の続く白都の王宮にて豪奢な服装に身を包んだ高官たちが集まっていた。

その中央には目を閉じたまま王座に深く座るユトラント二世の姿があった。

全員の視線がガルチェンコに注がれる。

　アルベンス陥落の混乱の中、可能な限りの兵を率いて白都へ入っていた。

「野蛮なる帝国との戦争において我が国は遺憾ながら苦戦を強いられている」

「は……」

　言葉の間にも砲声は断続的に響く。

昼夜問わず、城壁のどこかで小競り合いが続いていた。

「西部は全て奴らの手に落ち、永遠の都たるユトラントグラードまでも戦禍を受ける事態となっている」

　ガルチェンコは黙ってただ頭を垂れる。

「しかるにその責は最高司令官たる貴官にあるものとするが異議はあるか？」

「ございません。軍務大臣閣下」

　軍務大臣は大きく一つ頷いてから沙汰を下すべく息を吸い込んだ。

　だがそれはユトラント二世が軽く手を上げた事に寄って遮られる。

「ガルチェンコ、余はお前を無能とも不忠とも思わぬ。全てが悪く転がった、それだけだ」

「勿体ない……勿体ないお言葉でございます」

　ガルチェンコはがっくりと膝を付き涙を零す。

祖国を守れず、民を害され、王都をも戦場にする。

武人としてこれほどの恥辱はなかった。

　オルガ連邦を束ねる最高者は一つため息を落とす。

彼にとっても今回の沙汰は心苦しいものなのだ。

「だが信賞必罰は武官の宿命、責は負わねばならん」

　それだけ言うと王は軍務大臣に続けろと合図する。

「イワン＝ガルチェンコ、貴官を防衛最高司令官より更迭する。更に敗戦の責を問う裁判を……明朝より開始するものとする」

　ガルチェンコは何も言わずに身を起こし、深々と頭を下げた。

「貴官のこれまでの功績から考えて逃亡するなどとは考えぬ。明朝自宅に迎えの者をやるから、それまでは自由にして良い。下賜された司令官章を返納せよ」




　最後に再び地に付く程、頭を下げたガルチェンコは王座の間を退室して行く。

王は思わず立ち上がり扉に向かって声を上げた。

「ガルチェンコ！　……さらばじゃ」

「陛下こそ御壮健で、オルガ連邦に勝利あらん事を！」

　五〇過ぎの将軍は完璧な敬礼をして去っていく。

王は二〇年来の重鎮の最後の姿を目に焼き付けた。

　この場に居る全員が明日の裁判は開かれない事を知っている。

更迭から裁判まであえて一日の猶予を与えたのは彼の名誉を守るためだった。

　初戦での海洋艦隊の全滅など、ガルチェンコの力が及ばない所から敗北は始まった。

その彼がこれ以上名誉を貶められる事のないようにとユトラント二世直々の配慮でもあったのだ。

「陛下、続いて新防衛最高司令官の任命をお願い致します」

「ステーセリが北部から封鎖を突破してきたのだったな……。わかった、はようせい」

　王は赤くなった目を押さえてから表情を戻したのだった。
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任命後　白都司令部

「マルティン＝ステーセリだ。本日を持って防衛軍最高司令官に任じられた」

　司令部の全員が直立して敬礼する。

一方で彼らの目には若干の不安の色も見えた。

それはガルチェンコに変わって就任した最高司令官が三〇半ばの若い男だったからかもしれない。

　男は平時であれば舞台で主演を張ってもおかしくない程に凛々しく男前であったが、戦場では線の細さが逆に不安感を煽る。

　新しい部下達の不安げな視線を気にすることなく、男は短く刈り込んだ金髪と青い美しい目を司令部の全員に走らせて言う。

「皆、目が血走っているな。何日寝ていない？」

　全員がそれぞれ顔を見合わせる。

「何しろ帝国の連中はひっきりなしに攻撃を仕掛けて参りますから……」

「静かな時間に仮眠を取る程度しか……」

「何日寝ていない？　質問に答えろ」

「三日であります！」「自分は五日です！」

　慌てて返事をした部下を見回しマルティンは表情を緩めて笑顔を作る。

「よし、ならば命令だ。今から貴様らは明日の朝までぐっすり寝ろ。こちらから呼びに行かない限り何があっても起きて来る必要はない。飯もたっぷり食えよ」

　突然の命令に部下達は戸惑うが、マルティンは笑って続けた。

「なあに、敵が兵力を小出しにしているのは攻め所がないからだ。最後の総攻撃は三日前、再編には後四日はかかるさ」

「しかし敵を目前にのんきに寝る訳には……」

　なお不安を口にする部下の言葉を遮ってマルティンは続ける。

「お前が敵の司令官としよう」

　ゆっくり堂々とした声が殺気だった司令部に響く。

「相手が目を赤くした寝不足腹ぺこ男か」

　そう言って部下の額を軽く突く。

「しっかり寝て、腹いっぱい食った元気満々の男、どちらが敵として嫌かね？」

　最後に命令だぞ、と茶化すように言った。

張り詰めていた雰囲気が少し緩む。

「締める所と抜く所を見定めろ。引っ張るばかりでは切れてしまうぞ」

　そう言ってマルティンは一人ずつ肩を叩いていく。

「お前は痩せすぎだ。肉食え肉」

「はは、面目ない」

「お前は臭いぞ。湯に入ってから寝ろ、但し湯の中は駄目だ。戦の前に溺死するな」

「ぷっ承知しました」

「お前は女が欲しそうな顔だな。営業している娼館があったら行って来い」

「じ、自分は童貞ですので」

「お前は目の下が真っ黒じゃないか。せっかくの色男が台無しだ、さっさと寝ろ」

「はい！　丸一日寝ます！」




　一通り声をかけ終えるとマルティンは再び全員の注目を集めた。

「心配するな、俺達は勝つさ。取っておきの援軍を連れて来たからな！」

　言葉と共に窓を開け放つ。

援軍、それは皆が待ち望んでいる言葉だ。

全員が群がるように窓に駆け寄る。

「どこに援軍が……？」

　だがそこに待ち望んだ援軍の姿は無かった。

いるのはマルティンと共に封鎖を突破して白都に入った北部からの兵団二万だけだ。

　その事は既に司令部の全員が知っていたし、二万程度の援軍で戦局が動く事は期待出来なかった。

　皆の困惑した顔を見てマルティンは口を開けて笑う。

「はははは！　やはり寝不足で頭が鈍っているぞ！　よーく見ろ。地面じゃないぞ、空を見ろ！」

　言われるがままに曇天を見上げる男達、彼らの表情が驚きから歓喜に変わって行く。

　灰色の空からひらひらと舞い落ちる白いもの。

それは窓や覗く男達の顔に触れると静かに溶けて水になっていく。

　言うまでも無く雪、ついに冬がやってきたのだ。

「諸君雪だ、冬が来るぞ！　連邦の冬がやって来るぞ！」

　ざわつきが歓声に変わる。

帝国軍が連邦の奥深くまで入り込むのは今回が初めて、彼らは真の連邦の冬、地獄の寒さを知らない。

鋼鉄の鎧は揃っていても毛皮など持ちこんではいない。

戦奴兵に至っては半裸と言ってもいい格好なのだ。

「諸君、食え！　寝ろ！　いずれ来る反撃の時に備えるのだ」

　司令部の将達は突撃でもするかのように駆けだし、腹一杯に飯を詰め込んでベッドに入って行った。

　雪は両軍に分け隔てなく降り注ぎ、厳しい冬がやって来た。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦

兵員　　現在六十万　　動員限界二百五十五万　既損害百十七万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在二百十一万　動員限界三百十万　既損害九十九万（戦奴兵は含まない）








第２３３話　ドラゴンハンター③　巨砲咆哮







「セリア、ギド、クロル、全員居るな？」

「「はい！」」「う、馬にはのれます」

　ギドは全身を打撲しているが骨は折れていない。

山の民のこいつは満身創痍でも馬には乗れる。

今は気遣ってやる余裕が無い。

　俺達はドワーフの洞窟を飛び出し、馬に飛び乗る。

シュバルツが激しく嘶き、いい加減にしろと頭を噛んで来た。

ドワーフから借りた戦槌、セリアよりも重いそれを担いで飛び乗ったのが気に入らないらしい。

「我慢しろ。お前の女も町にいるのだろうが」

　ここからリントブルムは目と鼻の先、空飛ぶドラゴンなら一息だ。

今の所、まだ町から火の手は見えないが油断は出来ない。

「わしらは足が短くて馬には乗れん。精一杯急ぐがなんとか時間を稼いでくれ」

　バルバノ他、ドワーフ達が走り出した所で頭上から耳を押さえたくなる程の鳴き声が聞こえる。

ドラゴンは山の中腹に取りついて町と俺達を交互に見比べていた。

どうやら奴も準備万端のようだ。

「ドワーフ達はとにかく町に急げ！　セリア達は民を……どこに逃がしていいかわからん。混乱しないように宥めておけ」

　散り散りに街壁の外に逃げれば黒獣が群がって来るだろう。

俺達がドラゴンを退治しなければ相当な死者が出るぞ。

「シュバルツ、速度を維持したまま蛇行するんだ。奴は炎を吐いて来るから適当に避けろよ」

　ぶるると首をひと振りしてため息をつくシュバルツ、上手く行ったら好きなだけメス馬を食わせてやるからなんとかしろ。




　セリア達が一直線に町へ向かうのに対して俺は蛇行しながら大声を上げる。

「お前の爪を叩いて歯を飛ばした奴はここにいるぞ！　どうだ、痛かったか!?」

　我ながら安い挑発だとは思うがドラゴンは怒りの声を上げてこちらに炎を噴いて来る。

伝説の竜は案外忍耐がないんだな。

「そら来たぞ。加速しろ」

　たてがみを引っ張るとシュバルツは蛇行をやめて一気に加速する。

炎は地を這うように向かってきたがやがて勢いがなくなって四散していく。

奴の炎は大地を焼き尽くす程ではないようだ。

「届いていないぞ下手くそめ！」

　戦槌で荒れ地の岩を叩き、嘲りの声をあげる。

すると奴は再び翼を広げて空へと飛び立った。

「……案外短気な奴だな。来るぞ」

　いったん空高く舞い上がったドラゴンは高度を落としながらこちらに急接近して来る。

通り過ぎ様、爪で引き裂くつもりなのだろう。

「右斜め後ろから来るぞ」

　わかっていると嘶くシュバルツ。

通り過ぎる直前に大きく左に曲がって速度を落とす。

奴の爪はぎりぎりで空振り、何もない地面をえぐり取った。

「そらよ！」

　おまけとばかりに戦槌を腕にぶつけてやる。

　ドワーフ最高の逸品らしい槌が一撃で刃毀れしてしまった。

だが斬撃と違ってぶん殴った衝撃は確実に通っているはずだ。

現に大きく前に出てからターンしたドラゴンは片手を痛そうに動かしている。

　次に奴はこちらの進行方向に回り込むように着地し、大口を開いて真正面から歩いて来る。

地上戦で確実に噛み殺そうと言うのだな。

「右へ回れ」

　今度は速度を維持したまま右へ曲がり噛みつきを躱す。

奴は俺達を捉え損ねて地面に頭突きしてしまった。

「もう一発」

　通り過ぎ様、顎に一撃くれてやる。

　奴は激情して首を捻るが既に俺達は体に近い所を大きく回り込んでいるので噛みつきは当たらない。

獲物をデュアルクレイターに持ち替えて、垂れた翼と太もも、そして尻尾の先を切りつけてやった。

硬過ぎる鱗のせいで深手にはならないが、浅く肉が裂けて血が流れる。

　一際大きな咆哮……竜の言葉なんぞわからないが「よくもこの野郎」「殺してやる」と言った所か？

奴が大きく息を吸い込んだ。

「さあ正念場だ、馬肉ステーキになりたくなかったら全力で走れ！」

　シュバルツは全力疾走し、俺も奴の走りを邪魔しないように武器を担いで身を低くする。

　途端、背中に強烈な熱気を感じる。

奴が身を捻って火を噴いたのだ。

シュバルツの尻尾がまた焦げていた。

　左に身を捻りながら炎を吐き続けるドラゴンと左へ左へと回って行く俺達、追いつかれれば男臭い丸焼き肉が出来上がってしまう。

　やがて息が切れたのかドラゴンは炎を止めて忌々しげにこちらを睨む。

奴の炎はシュバルツの尻尾を焦がしたのみだった。

　巨竜は飛べば早いが地上での動きは鈍重だ。

飛べば自身が早過ぎてこちらをうまく捉えられず、地上ではこちらがすばしっこいので捉えられない。

　種族が違うのにはっきりとわかる苛立ちの顔を見せている。

ここはもう一つ挑発してやろう。

「ははは、寒い中じゃちょうどいい焚火じゃないか」

　シュバルツも馬鹿にするように啼いて馬糞を落とす。

　こちらの挑発も種族の壁を越えて奴に伝わったようだ。

両手を振り上げて駄々っ子のように地面を叩き、無駄に土煙を舞い上げる。

　飛びあがったドラゴンは適当に炎を噴いてからこちらを一瞥し、そのまま町へ向かって行った。

「ち、ここまでか」

　それなりに時間は稼げたがドワーフ達の準備は間に合うだろうか。

俺達もすぐに向かわなければいけない。




　シュバルツは風のように走り、ほんの数分で俺達はリントブルムの町に到着する。

町からも俺達の戦闘は見えていたらしく警鐘が休みなく鳴り響き、民が悲鳴を上げて右往左往している。

「道に出るな！　鍛冶屋や蔵、頑丈な建物に入れ！」

「あぶれた者は窪みに伏せろ！」

　セリアとクロルが皆に呼び掛けているが混乱はなかなか鎮まらない。

「……頭の上を飛ばれてはな」

　ドラゴンは町の上を大きく旋回しながら機を伺っているようだ。

だが襲撃は時間の問題だろう。

「ご主人様！」

「レア、宿の地下室に入っていろ。多分そこが一番安全だ」

　奴の炎は岩も溶かす程の高温だ。

地下とは言えどこまで持つかはわからないが表を逃げまどうよりずっといい。

「俺が退治するしかないだろうな」

　街中での戦闘に馬はいらない。

シュバルツから飛び降りて両手に武器を持つ。

「頼むぞバルバノ」

　目敏く俺を見つけて急降下して来るドラゴンを引きつけるように俺は走り出した。




　いよいよ攻撃体勢に入ったドラゴンにリントブルムの守備隊が攻撃を開始する。

矢が一斉に飛び、ボウガンが狙い撃たれる。

だが言うまでもなく軽い音を立てて鱗に弾かれてしまった。

「余計な事はせんでいい！　矢など効かん、さっさと逃げろ！」

　守備兵は俺の叫びを聞いて逃走に移るが少し遅かったようだ。

ドラゴンは守備隊の一団に向けて空中から炎を浴びせかけた。

「ぎゃっ……」「ひっ……」

　悲鳴は長く続かない。

炎をまともに浴びた守備兵は一瞬で炭の山となってしまう。

咄嗟に建物の影に隠れた兵士も建物ごと焼け落ちていく。

「ち……」

　遮蔽物がなんの意味も無いならば町並みはこちらの動きを妨害する効果しかない。

　奴も入り組んだ町中で接近戦をやるつもりはないのだろう。

空を飛びながら火を噴かれてはこちらに打つ手はない。




「いやぁぁぁぁ!!」

　際どい格好の女が悲鳴を上げてしゃがみこんでしまった。

娼婦だろうか、腰が抜けて動けないようだ。

　そこに再び急降下したドラゴンが炎を噴きながら迫る。

「来い！」

　俺は女の手を掴んで近くの窪みに投げ入れ、上から覆い被さる。

運が良い、ここは水屋だ。

　巨大な樽を殴りつけて壊すと一気に水があふれ出て、窪みに流れ込む。

そこに炎が押し寄せて来た。

　暴れる女と共に窪みに身を伏せる。

背中が焼けたように感じたが、すぐに全身に熱さを感じる。

「あちち……一瞬で熱湯になりやがった」

　身を起こすと水はほとんど蒸発しており、窪地に溜まった分だけが沸騰して残っていた。

水と窪み、どちらが欠けても俺達は焼け死んでいただろう。

「あの、あたい……」

「話す時間が無い、今は逃げろ。生き残ったら抱かせてくれ」

　それだけ言って女を残し、全力で走る。

これでは時間稼ぎも出来そうにない。

ドワーフの準備が完了している事に賭けるしかない。




　あのドラゴンを叩き潰す奥の手、それは巨大砲［ウルガーン］の他にない。

ドワーフ達が最高の素材と技術を持って作り上げた巨大砲、建造物並の大きさと超重量のせいでリントブルムから一歩も動かせない無用の長物が唯一の希望となったのだ。




　巨大砲が置いてある製作所には多くの民が押し寄せていた。

ここはリントブルムで最も重要な建物なので守備兵も多い、頼りたくなる気持ちはわかるが……。

「アレ相手に兵が万居てもどうにもならんだろうな」

　混乱する民と兵を押しのけ、巨大砲に取りついているドワーフ達に叫ぶ。

「準備は!?」

「あと五分だ！」

　これほど長い五分は無いだろう。

明日から起こしに来たメイドに同じ事を言うのは止めておこう。

「時間を稼ぐか」

　空飛ぶ敵には無意味と知りながらもハンマーとデュアルクレイターを構える。

　それをあざ笑うように奴は高度を取ったまま息を吸い込んだ。

「撃てーーー!!」

　だが炎が吐き出される前に多数の大砲が発射される。

適当な発射でまったく命中しなかったが発射音と飛翔する鉄球に驚いたのか、ドラゴンは炎を吐くことなく、一旦やり過ごして飛び抜ける。

「当たらんか……次の玉を込めろ！」

　ここは軍向けの製作所、当然大砲も作っている。

咄嗟に引っ張り出すとは誰か知らんがお手柄だ。

「領主様！　御無事でしたか」

「お前が撃ったのか、よくやった」

　指揮官は少しだけ笑顔を見せるが直ぐに厳しい顔に戻る。

「矢など全く通じませんが大砲ならばあるいはと……しかし飛びまわる相手に命中は出来ません」

　目くらましです、と指揮官は下を向く。

「俺に任せろ。ここに火を着けたら弾が出るんだな？」

　兵に聞くとそうだと言う。

よし、火着けの棒を持ってついて来い。

「は……しかし大砲は重く六人がかりで無いと動かせ……えぇぇぇぇ!?」

　俺は戦槌をその場に置き、大砲を肩に担ぎ上げる。

台座に固定していて高速の相手に当たるはずがない。

こうすれば狙いを定めて撃てるだろう。

「大型砲で……えぇぇぇ？　２００ｋｇ以上の……ええぇぇえぇ!?」

　すっとんきょうな声を上げ続ける兵達を置いて砲を担いだまま歩きだす。

うーむ、一つだと当たるかどうかわからんな。

「もう一つ寄越せ」

　近くにあったもう一門を反対の肩に抱えあげる。

二門まとめて撃てばさすがに当たるだろう。

　兵達は何やら口をぱくぱくさせているが、今は急がねばならない。

　ドラゴンは大砲が音を出すだけでまともに当たらないと理解したのだろう。

集まった兵と民を焼き払うべく、高度を落として突っ込んで来る。

「まだだ……まだだぞ……」

「ひぃぃ……」

　俺は両肩に大砲を担いで奴の動きを追う、後ろには着火用の火を持った兵が半泣きで備えていた。

　ドラゴンが口を開くと同時に叫ぶ。

「いまだ！」

「ひぃ！」

　兵が両肩の大砲に同時に着火、凄まじい轟音が両側から頭を貫いた。

これはきつい、耳栓してくれば良かった。

耳がギンギン鳴っている。

　砲弾の一発はぎりぎり翼を掠めて外れたが、もう一発の方が顔面を捉えた。

鉄板にハンマーを撃ちつけたような金属音が鳴った。

「やった！」「領主様にかかればこんなものよ！」「私達助かったのね！」

　兵と民が喜びの叫びを上げる。

砲弾は確かに顔面に命中し、右目は潰れたのか大量の血を流していた。

　だがやれていない。

金属音が鳴ったと言う事は砲弾が弾かれたと言う事。

幸運にもたまたま目に当たったが、片目を潰しても生き物は死なない。

　案の定ドラゴンは揺らめき墜落するかに思えたがカッと左目を見開いて怒りの咆哮を上げる。

「うそだろ……死んでない」「……もう終わりよ」

　俺は大砲を後ろに投げ捨て、戦槌を掴む。

　すっかり消沈した兵達は肩を落とし、女が一人近寄って来た。

「領主様キスして下さい。最後の思い出に」

　魅力的な提案ではあるが女を背中に回してデュアルクレイターと戦槌を拾い直す。

「まだ終わっていない。奴を退治してから全身を舐めまわしてやるよ」

「でもあのドラゴンは不死身です……」

　さて不死身かどうか、もう一度試してみようじゃないか。

そろそろ五分は経ったろう？




「行けるか!?」

「おうともよ！」

　ドワーフ達の声と共に巨砲が動き始める。

重たい歯車の音と金属が擦れる音、大きな建物並の巨砲が砲口をドラゴンに向ける。

「奴をこのまま真正面に持ってきてくれ！」

「……無茶を言ってくれる」

　だがそれしか生き残る道は無い。

俺は両手に持った武器を大きく持ち上げて歩いていく。

　右目を潰されて怒り狂うドラゴンは俺を骨の髄まで焼き尽くすべく、口を開いたまま突っ込んで来た。

「さあ来い、叩き殺してやる！」

　駆けだす俺、もちろん巨大なドラゴンが怯えて進路をずらす事などあり得ない。

敵意のこもった叫びをあげて真正面から降下して来る。

焼いた後で踏みつぶしでもする気なのか、随分と嫌われたものだ。

　俺とドラゴンは互いに走り寄って行く。

そしていよいよ距離が詰まった所で、俺はドラゴンに向かって笑いかけ、その場に倒れて耳を塞ぐ。

残った左目が怪訝そうに細まるのが見えた。




　バルバノが叫ぶ。

「ウルガーン発射!!」




　人工の火柱が噴き上がった。

　砲を操作していたドワーフ達が軒並み転がり落ち、兵と民は風圧と轟音で倒れ込む。

　至近距離の資材小屋が衝撃で砕けて壊れ、見張り台が折れ崩れる。

　地に伏せた俺の頭を押さえ付けるように風が通り過ぎた。




　そして着弾。

　金属音が響く。

だが先ほどと同じ音では無い。

薄い鉄板を破城槌が引き裂いた金属音だった。

　巨大な、だが威厳の無い、子供が泣き叫んだような咆哮が町中にこだまする。

「あの建物……た、大砲だったのか……」「耳が……」「漏れちゃった……」

　ゆっくりと身を起こす兵達と俺、すぐに視線をドラゴンに移す。

期待通りの結果だ。

　ウルガーンの巨弾は体の中心こそ外したが左腕の付け根付近に命中したようだ。

　左手は根元から見事に吹き飛び、左側の翼もそっくり抉り取られている。

胴体も大きく削られ、道のように鱗と皮が無くなって剥き出しの肉から血が零れている。

　当然飛ぶ事など出来ず、勢いのまま落下した奴は派手な土煙を上げた。

約束通り、バルバノは奴の翼を奪ったのだ。




　背後で歓声が爆発する。

だが俺はすぐに武器を拾い上げて突進した。

　奴の傷は明らかに致命傷だ。

あんな傷を負った生き物が生き延びられるはずがない。

　だが即死ではない。

腕を失い、翼を失い、胴体を深く抉られても炎一つで奴はその場にいる全員を皆殺しに出来るのだ。




　突進する俺が土煙を抜けると奴は失った腕と翼から血を垂れ流しながらも体を起こそうとしている。

しかも口の中には既に炎が見えた。

「全員伏せろ！」

　言うと同時に炎が押し寄せる。

歓声は即座に悲鳴に変わる。

「一度やった。出来ん事はないだろう」

　俺はデュアルクレイターを縦に一閃して炎を切り裂いた。

驚愕の表情を浮かべるドラゴン、後ろからも民の唖然とした声が聞こえる。

　炎は左右に割れて吹き荒れ、進路上の建造物を焼き尽くしたが俺の後ろにいる民と兵は無傷だった。

　だが今回は距離が近過ぎたのか熱気が桁違いで俺自身の腕が焼けていく。

両腕共に酷い火傷だろう……だがそんな事を気にしている場合ではない。

「ゲロゲロ吐きやがって汚い奴め」

　更に前進した俺は炎の出口、奴の口の中に向けて剣を突き出す。

顔面の火傷と引き換えに、舌を切り裂いた感触があった。

　途端に炎は消え、奴は大きく仰け反る。

ここで決めてやる。




　舌に突き立てたデュアルクレイターと一緒に高く持ち上げられた俺は奴の頭によじ登る。

眺めがいいが、呑気に景色を見ている場合では無い。

振り落とされれば潰れたトマトになってしまう。

　即死させようと舌から引き抜いた剣を奴の脳髄目掛けて突き刺す。

だがガチンと手応えがあった。

「駄目か」

　鱗はなんとか貫いたが頭蓋骨が硬く、デュアルクレイターも通らない。

ならばこうだ。

　骨まで突き刺した剣を支え代わりに左手で持ち、右手の戦槌を脳天目掛けて振り下ろす。

いくら頭が固くてもハンマーで殴られればどうだ。

　俺に取りつかれた事に気付いたドラゴンは振り落とそうと暴れ回る。

デュアルクレイターを掴んで耐えながら無茶苦茶に戦槌で殴りつけると、ガンガンと工事でもしているような音がする。

　それでも奴の鱗は破れない。

ドワーフ自慢の戦槌がどんどん欠けて小さくなっていく。

だが奴も足元がふらつき始めた、まったく効果が無い訳ではなさそうだと思った途端に体が揺れる。

「うおっ」

　奴が一際大きく体を振り、デュアルクレイターが引きぬけてしまったのだ。

後は地面に真っ逆さまだ。

「潰れてたまるか！」

　落下しながらデュアルクレイターを鱗だらけの首筋に突き立てて速度を殺しながら落下する。

　それでも町のどこよりも高い場所から落下した衝撃は殺しきれず、地面に叩きつけられて息が詰まる。

肋骨が嫌な音を立てた、二～三本は折れただろう。

「ぐ……」

　口元に血が上がって来る。

臓腑までやってしまったかもしれない。

　だが奴も今の動きが一杯一杯だったようだ。

足がふらついて崩れ、目も焦点が合わないのか真下にいる俺を見失っていた。




「終わりだ」

　走り込んだ俺は渾身の力でドラゴンの胸元にデュアルクレイターを突き出す。

力を込めたせいで再び口から血が噴き出す。

それでもここが勝負、死ぬ気で行くしかないだろう。

　刀身の半分以上が埋まり、噴き出た真っ赤な血が俺の全身を染めた。

苦悶の声が上がる。

「まだだ！」

　奴の大きさから言って「俺の全身を染める程度の出血」では到底心臓に届いていない。

だが血を吐きながら全力で押してもこれ以上デュアルクレイターは入って行かない。

「折れてくれるなよ……」

　ノンナの頭突きはご免こうむる。

　俺はデュアルクレイターを奴の体に残したまま砕けてボロボロになった戦槌を両手で持つ。

「うおおぉぉぉぉ！」

　戦槌を持ったまま回転、勢いを乗せてから渾身の力でデュアルクレイターの柄をぶん殴る。

僅かに、だが確かにもう一段デュアルクレイターはドラゴンの体内に食い込んだ。

　一瞬の静寂、直後堰を切ったかのように凄まじい量の血が噴き出す。

今度こそ奴の心臓を破ったのだ。

降りかかる血が多すぎて息が出来ないぞ、まさに血の海だな。

　うぇ、口の中に入ってしまった。

これは本当に溺れてしまいそうだぞ。




　断末魔の叫びは細く小さかった。

か細く長い悲鳴の後、ドラゴンはゆっくりと横倒しになって息絶えたのだった。

　俺は白眼を剥いたドラゴンを確認し、デュアルクレイターを胸元から引き抜く。

さすが伝説の宝剣、折れても曲がってもいない。

　体を軽く確かめる。

もう力を入れても血を吐く事もない。

「終わったぞ」

　歓声が爆発した。




　兵達が叫ぶ。

「信じられねェ！　巨竜を一人で倒した！」「俺達は物語の英雄を見ているのか!?」

「吟遊詩人からもこんな話聞いたことがねぇぞ！」「話屋に転職しても食っていけるぜ！」

　褒めるのはいいがさっさと町を片づけるんだ。

それと転職はやめてくれ、守備兵が減ると困る。

　バルバノが叫ぶ。

「見たかヒトよ！　わしらのウルガーンとわしらの友は竜をも倒すのだ」

「うぉぉぉーー！」「酒だ、祝いの酒を呑み尽くそう！」「春になるまで呑みまくろう！」

　今回は巨砲が無ければどうしようもなかった。

酒ぐらい自由に呑ませてやろう。

だが春まで呑まれたらゴルドニア中の酒が無くなってしまいそうだな。

　女達が言う。

「炎を切って私達を守るなんて」「巨竜を一人で倒す英雄」「なんて強い男……」

　女達の燃えるような視線が注がれる。

おいおい、そんなに見つめたらモノが勃ってしまう。

「抱かれたい、あの方に抱かれたいわ」「あんなすごい男に抱かれるって考えるだけで濡れちゃう」

「私……あの人の子供産みたいわ。人妻だけど……」

　うむ、町の片づけは兵達に任せて俺は女達を慰める役をしようかな。

だがまずは俺の女達の無事を確かめないと……。




「ご主人様～」「エイギル様！」

　セリアとレアが走り寄って来る。

後ろにはクレア達の姿も見えた。

良かった無事だったようだ。

「なんて言ったらいいのかわかりません。エイギル様は今後何百年も語り継がれる英雄なのです！」

「です！」

　ぎゅっとしがみ付いて来る二人の女、彼女達の顔も上気し、目が潤んでいた。

全身がドラゴンの血で真っ赤になっている俺に躊躇なく抱きついて来る。

「惚れ直したか？」

「「もちろんです！」」

　よしよし、今夜は楽しい夜になりそうだ。

命令だけは出しておくか。

「まず火事を消して民を助けろ。負傷者は助け出して治療を受けさせろ。薬代は全部俺が持つからあるだけ使えと医者に言え。……特に女が優先だ」

　兵達は綺麗に敬礼して素早く散って行く。

随分従順になったな。

　リントブルムには木製の家はないからそう延焼しないだろうし、普段から鉱山事故もあるので大量の負傷者には慣れている。

なんとかなるだろう。

「エイギル様は竜殺しの英雄……素敵です」

「ご主人様は私の英雄、でもみんなの英雄にもなったんだね」

　よしよし可愛い奴らだ。

「砲弾も弾くドラゴンの鱗……骨……皮……金……」

　クレアもドラゴンには動揺しているのだろうか。

思った事が駄々漏れだぞ。

　俺の視線に気づいたクレアはさっとメモを仕舞い、腕に抱きついて胸を押し当てて来た。

「うふふ、私も辺境伯に惚れ直していますよ。強い男に惹かれない女はいません、本能が求めます」

　うむ、ならいい。

夜は頼むぞ。




　これで出来ることは全部やったな。

　ギドは全身を打撲したが身内に重傷者は出なかった。

とりあえずは及第点……。

だが、何か忘れているような気がする。

「うーん、何か忘れていないか？」

「え？　なにをでしょうか」

　セリアが意外そうに言う。

「うーん、どうもひっかかっているんだが……」

　セリアが気付かないなら本当に気のせいかも知れないな。

「それより体を清めましょう。怪我が無いかも確かめないと」

　そういえば両腕と顔の火傷が見当たらない。

結構酷い火傷を覚悟していたんだが。

折ったと思った肋骨も今叩くとなんともないな。

確かにぼきんと音がしたんだけどな。

　まぁ、怪我が間違いだったのは歓迎すべき事だ。

体を洗ってから女を抱きまくろう。

竜退治の余韻が冷めない今なら町中の女を抱けるかもしれない。




　クリストフが宿に戻って来たのは次の日の朝のことだった。
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第２３４話　英雄の乱行　♯







リントブルム　宿　風呂場

「うーむ生臭いな……血飛沫浴びるのは慣れたけど、さすがに血風呂に入った気分だよ」

　風呂用の椅子に座り、全裸のまま伸びをする。

傍にいるのはセリアとレアなので隠す必要もない。

「すぐに綺麗にしますからご安心下さいね」

　リントブルムでは貴重な水を頭から何度も浴びる。

頑張ってドラゴンを退治したんだ、これぐらいの贅沢は許されるだろう。

「失礼します」

　セリアが体を洗いながら怪我がないか確かめてくれる。

「右の肋骨が変な音をたてた。折れてないか見てくれ」

「……触った限りでは大丈夫みたいです。痛みはないのですよね」

　慎重に確認するセリア、どうやら大丈夫のようだな。

「あのドラゴン相手に無傷なんて信じられません。炎に包まれた時はもう駄目かと思いました」

「そうなんだよなぁ」

　腕と顔の火傷も跡形もない。

以前スープを零して負った時の火傷でさえ赤くヒリヒリしたのに。

まさか竜のブレスが熱いカボチャスープ以下だった訳もないだろう。

「何か気になる事でもありましたか？」

「いや別にいいよ」

　何故怪我が治ったか、なんて気にしても仕方ない。

幸運の女神がしゃぶってくれたと思う事にしよう。

「はもぉ……こっちも問題ないですよ」

　レアは俺の足の間に陣取り、逸物と玉が無事かを口の中で確認してくれていたようだ。

「御奉仕は後です！　まずはお怪我がないか確かめなさい！」

「おちんちん異常無しだよ。いつも通りびんびん硬いよ」

　セリアとレアの関係は面白い。

大抵はセリアが色々指示をするのだが、レアは柔らかく受け流す。

どちらが姉かと問われればレアだろうな。

「お怪我が無いなら次は体を洗って差し上げ……誰が胸で挟めと言いましたか!?　うぅぅ……私より大きいからって……」

　レアはセリアより小柄だが、乳房はより大きい。

俺の逸物を挟みこむ遊びはセリアには出来ないのだ。

「むぅ……ほとんど飛び出しちゃう。それに引っ張らないとお腹に張り付いて動かないよ」

「ははは、興奮しているからな。体も綺麗になったし部屋に戻ろうか」

　俺は全裸のまま、同じく全裸のレアを持ち上げる。

　女を両肩に担ぐと、まるで村を襲った山賊だな。

　二人を担いで風呂場を出た所で宿娘とはち合わせてしまった。

「領主様お上がりに……ひぃっ!!」

「おう、良い湯だったよ。もう片付けてくれていいぞ」

　おかしいな、良い感じに微笑みかけたはずなのに、宿娘はその場にへたり込んで口をパクパクさせるだけだ。

視線も下に逸らせて合わせようとしない。

　リントブルムでは英雄になれたと思っていたのに……そうでもなかったのかな。

少し気分が沈んでしまう。

「いえ……エイギル様自分の格好をご覧ください」

「すごい凶器もついてるよ」

　風呂から部屋まで僅かの距離、服も血塗れになって洗濯中だから俺は全裸のままだ。

しかもこれからセリア達を食うつもりでいる肉棒は腹に張り付いている。

「……」

　宿娘の視線は俺の股間に向けられていたのだ。

ゆっくり腰を動かすと追いかけるように首が動く。

「でかいか？」

「すごく大きい……ゴツゴツで筋が浮いて……こんなの見た事ない……はっ！　私なんて事を！」

　宿娘は真っ赤になって顔を隠す。

女に恥をかかせたままではいけないな。

「後で部屋に水を持ってきてくれ。それから……」

　宿娘の耳元で呟く。

「その気があれば下着を着けずに来るんだ」

　コクリと頷く娘。

「また愛人が増えたね」「もう……いい加減女で町が出来ますよ」

　女は多ければ多いほど良い。

いつか国中の女を俺のモノにしたいものだ。




宿の部屋

「あぅぅ、すごい格好だよー」

　笑いながら悲鳴を上げるレアの胸から首筋までをいやらしく舐めあげて微笑む。

「ふふふ、もう逃げられんぞ」

　椅子に座らされたレアは両手を後ろに縛られ、足をばたつかせ、首を振って抵抗するしか出来ない。

その小さな抵抗を顎を掴んで封じ、強引に口付けする。

「んん！　んーーー!!」

　ばたつく足の間に体を入れて肉棒を押し込んで行く。

「なんだ濡れているじゃないか。好色な女だ」

　肉棒が入るにつれて背中が痺れる程の快感が押し寄せた。

　レアの中は相当な名器だ。

入口はきつく締まり、中に分け入れば無数の粒と襞が肉棒に刺激を与える。

一番奥まで差し込んだだけで情けない声が出てしまった。

「スケベ穴め……こうしてやるぞ！」

　大きく腰を引いてから叩きつける。

「んあぁぁ!!　んもっ……」

　腹の奥に重い衝撃を受けてレアが悲鳴を上げた。

　その悲鳴を口付けで封じ、再びゆっくりと肉棒を引き抜いていく。

　レアの舌が口の中で震える。

次の一撃がいつ来るのか身構えているのだ。

「ふん」

　入口までゆっくり抜き、襞と粒を肉傘で味わってから再び勢い良く突きこむ。

「あふん！」

　遠慮なく最奥を叩くと足がピンと伸びきった。

ここで腰使いを激しくすれば数分と掛からずにレアを昇天させてしまえるだろう。

「ま、またゆっくり……？」

　だがしない。

再びゆっくりと肉棒を引き抜いて行くのだ。

　抜けていく肉棒に襞が絡む。

よーし奇襲してやろう。

　半分ぐらいまで抜けた所で突然奥を叩く。

「あひっ！　んひぃぃぃーー!!」

　奇襲成功だ。

レアは悲鳴を上げて潮を噴き、足をばたつかせてもがく。

　乳首が目に見えて肥大化してきた。

本気で感じだしたな。

「もう焦らさないでぇ、止めをさしてよぉ……」

　なんとか俺の腰に足を回そうとするレア。

だが俺は無情にもその脚を解かせて再びゆっくり腰を引いていく。

「いやぁ、抜かないで……寂しいよう……切ないよぅ」

「一番切ないのは見ながら自慰してる私なのですけど」

　一番手争いに負けたセリアがぶー垂れる。

後で可愛がってやるよ。




　三度目の突入で俺は違和感に気付いた。

今までレアの最奥まで突きこむと肉棒は半分と少し埋まっていた。

だが今は三分の一程しか入らない。

「ゴリゴリしちゃだめぇ」

　だが逸物の先端はしっかり彼女の子袋の入口を捕えていた。

つまりそう言う事だ。

「子袋が降りて来ているぞ。お前の体は……子供が欲しいと言っている」

「う、それはね……」

　バツ悪そうに顔を逸らすレア。

彼女の穴には既に避妊薬が塗り込まれているのだ。

　彼女はセリアと違って愛妾として以外の役目は無いのに避妊は欠かさない。

「私の取り得ってこの穴しかないから、子供を産んだら壊れちゃうかもしれないし」

　レアもセリアと同じで俺に捨てられる事を異常に恐がっている。

その辺も二人が気が合う理由かもしれないな。

　まだ俺の雄としての力が足りないのだろう。

レアが自分から孕ませてくれと懇願するぐらいにならないとな。




「ふん！」

「あおっ！　あぁぁん！」

　ん、考え事をしていたせいで勢い余って子袋まで入り込んでしまった。

レアが全身をぴくぴく痙攣させている……止めをさしてしまったかな。

「て……手を……」

　手の拘束を解いてやると同時に両手両足が絡んで来る。

肉穴が痛いほど締まった。

それにしても凄い、互いに密着しているだけなのに別の生き物のように穴が蠢く。

　レアの顔を正面から見つめた。

目は揺れ、涎が垂れている。

このまま抱き締めていても直ぐに絶頂するだろうが……。

「レア」

「ふぁい……」

　軽いキスをして耳を食む。

「好きだぞ。ずっと一緒だ」

「あぅ……あぁ……あぁぁぁ……ああぁぁぁーーー!!」

　耳元での愛の囁きが止めになったようだ。

全身で俺を抱き締めて絶頂するレア。

　名器で締められ、我慢する意味もないので遠慮なく射精させてもらう。

塊のように濃い精が飛び出し、子袋の中に重く溜まって行った。

「イきますーー!!」

　隣で自慰していたセリアも俺の絶頂にあわせて昇天したようだ。

可愛い奴と手を伸ばすと、必死に指を吸いながらセリアは大量の潮を撒き散らしていた。

　レアは一発で失神してしまった。

セリアもすぐに後を追わせてやろう。

「ま、まだ絶頂の余韻が……あぁぁぁぁ!!」

　痙攣を続けるセリアに正常位で挿入し腰を振る。

　僅かな時間で彼女もまた意識を失ったのだった。




「さて、入って来てもいいぞ？」

　扉に呼び掛けると先ほどの宿娘……の後ろに五人もいた。

「わ、私達も」「領主様に抱かれたくて」

　一人は精一杯若づくりしているが確かここの女将じゃないだろうか。

夫と五人の子供がいた筈だが。

　女達がスカートを持ち上げる。

指示した通り、彼女達は下着を付けていなかったのだった。

　細かい事はどうでもいいか。

俺の逸物はそそり勃ち、女は性器を剥き出しにしている。

それで十分だ。













「ふぅ落ち着いた。町の状況でも見て来るか」

　ベッドに重なって倒れ伏す女達に毛布をかけて服を着る。

「もうだめ……死ぬ」「穴が……戻らない」「彼がいるのに孕んじゃったよぉ」

　服はまだ乾いていない。

しまったこのベストまで血がついている。

あれだけ浴びては仕方ないか……ええい、乾きかけているしこのまま着てやれ。

「腰が立たないわ」「六人目は……英雄のお子、うふふ」「あぶぶぶ……」

　火は完全に消えたようだが、片付けや怪我人の収容は上手くやれているだろうか。

　竜の死骸もさっさと片付けないと病気蔓延の原因になる。

何しろ牛の死体何百頭分の肉と血だからな。

「それに……ふふふふふ」

　町の女達が俺を見る目は英雄を見る目だった。

宿娘達と同じく手当たり次第に抱けるだろう。

　小娘から年増まで好き放題に肉棒を押し込める。

夢のある話じゃないか。

「まだ女を抱く気ですか……エイギル様の性欲はドラゴン並……がふ……」

　セリアがそれだけ言ってベッドに崩れ落ちる。

大人しく休んでいてくれ、俺は女を抱いて来るから。




　宿を出て町を歩くと、期待通り俺の顔を見た女達が一斉に群がって来た。

「領主様！　お話させて下さい」「私も！　部屋に来ませんか!?」「資材倉庫で話しましょう！」

　傍に来た女達の目は既に潤んでいる。

尻を撫でても嫌がりもせず、逆に肉棒に手を這わせて来る始末だ。

さて、誰から頂こうかな。







　水屋の若い娘は倉庫に入るなり獣のように俺の逸物を咥えて来た。

　俺の筋肉を愛しそうに撫でる女を抱きかかえ、避妊薬は床に捨てて中に種を出してやる。

女も乗り気だったから問題はないだろう。




「こちらにどうぞ！」

　民家から突然出て来た三〇後半の女に手を引かれて連れ込まれる。

家に入るなり服も脱がず、女は俺に圧し掛かり下着をずらして挿入する。

「あぁやっぱり巨根だわ。領主様のような英雄が小さいはずないもの」

　激しい腰使いは俺が射精するまで続く。

最後は逃がさないとばかりにしがみ付くので当然、大量に種を注ぎ込んでしまった。

「……すごかったです。英雄の種がついたら夫も喜びますから」

　奥の部屋ではなんと夫が頭を下げていた。

さすがに複雑そうな顔だ、俺も複雑だぞ。

　どうやら旦那黙認の子作り浮気らしい。

種汁で膨らんだ腹を愛しそうに撫でている。




「領主様、あんたがいなけりゃあたいもうちの娘達も全員死んでたさ」

　声をかけて来たのは娼館の女主人だ。

建物は半分焼けたが怪我人はいなかったらしい。

「なあにリントブルムの娼館はいつも大繁盛、すぐに立て直して稼いでやるよ」

　言ってから女主人は奥を指差す。

「それでうちの娘達が期待してるんだけどね」

　個室からは娼婦達全員が顔を覗かせている。

全員俺に抱いて欲しいらしい。

「一〇人か。いいだろう、一人ずつ全員回ってやるから部屋で待っていろ」

　娼婦達の歓声が上がる。

「一〇？　うちには九人しか娼婦はいないよ？」

「もう一人いるじゃないか」

　俺は女主人の腰を抱いて唇を奪った。

「あ、あたいはもう四〇超えて……腹も出てるから……」

　何も答えずにもう一度唇を奪う。

女主人は年増でやや太ってもいるが、丁寧に化粧し自分に合った装いをしている。

まだ女は捨てていない証拠だ。

「なんて男だい……だめだよ、あたいまで本気になっちまう」

「本気になればいい。大きい胎で店番させてやるぞ」

　店は娼婦全員がへばり、明日まで営業中止になったらしい。




　誘いをかけてきた女を路地裏に連れ込んで抱いていると後ろが騒がしい。

振りかえるといつの間にか順番待ち列が出来ていた。

騒ぎは割り込みからの喧嘩らしい。

「あんたみたいな年増、領主様が迷惑だよ！　さっさと……はぁん！」

「はん！　デブに寄られる方が鬱陶しいさ！　いい加減に……あぅん！」

　喧嘩する二人の女の穴に指を突っ込んで黙らせる。

「これだけいたら一人一人は無理だ。一斉に来い」

　黄色い悲鳴と共に女が押し寄せて来る。

行くぞ肉棒、正念場だ。




　路地裏とは言え、これだけの人数が騒げばもう道の真ん中で行為しているのと変わらない。

何事かと様子を伺いに来た男達のため息交じりの愚痴が聞こえる。

「見ろよ、領主様が野外で乱交してるぜ」

「竜殺しの英雄とは言え、町の男としては穏やかじゃないよな」

「しかしな……良く見ろ、二〇人からの相手しているぞ。俺達には到底無理だよ」

「逸物もなんだよアレ、俺の三倍はあるぞ。山のような筋肉と巨根……女が靡くのも無理ねぇさ」

「俺も掘られてぇ……」

　街の男達には悪いが今日は女を一人占めさせてもらおう。

それと今ケツに悪寒が走ったがなんだろうか。




　押し寄せた女を全員満足させて一息つくと、一人の少女がやってくる。

「あ、あの、私も領主様に抱かれたい……です」

　ふむ、かなり幼く見えるが……。

「歳はいくつだ？」

「じゅうさ……一六です！」

　もっと幼く見えたが一六なら抱けるだろう。

「いいぞ、抱かせてもらおう。下着を降ろして尻を向けろ」

　笑顔になって壁に手を付く少女。

穴は筋一本だけで無毛だ。

本当に子供っぽいが一六でもこんな女がいるんだな。

「処女なんです」

　ふむ、そう見える。

だが俺もあれだけの女を抱いた後ではさすがに小さく柔らかいはずだ。

女達の愛液で腹から太ももまで汁まみれになっているからなんとか入るだろう。

「行くぞ……そら！」

　生殺しにするのは趣味ではない。

後ろから一気に挿入して膜を引き裂く。

「あああっ！　い、痛い……」

　見た目通り、硬い穴はきつく締まる。

酷使の後で小さくなった逸物ならば……。

「あぁぁぁぁぁ!!　膨らむ！　こ、壊れるぅぅーー!!」

「む、おかしいな」

　挿入と同時に逸物はどんどん膨らみすぐに最高潮になってしまった。

中に膨らんでしまっては女はたまらない。

動いていないのに逸物の巨大化だけで少女は絶叫してしまう。

「あおぉぉぉぉーー!!」

　少女は幼い外見に似合わない獣のような声を出して失禁した。

もう入ってしまったのだから仕方ない。

男の良さを教えてやろう。




　俺は街の様子を視察しながら街娼から商人の娘まで抱いて抱いて抱きまくった。

予想通り街中の女が俺に熱い視線を送って来たので誘いをかけてやれば入れ食いだ。

人妻でさえ夫を置いてキス求めて来る程だった。

しかもほとんどの女が避妊せず中に求めて来たのだ。

　俺としても子を産みたいと言われて悪い気がする訳もなく、種付け三昧してしまう。

数か月も経てばリントブルムが妊婦だらけになってしまうだろう。




　気がつけば既に日も落ちかけている。

そろそろ宿に戻らないといけない。

「だがその前に……」

　さすがに負傷者の具合は見ていくべきだ。

そう思って彼らが収容されている建屋を訪れる。




「ううぅぅ……痛い」

「おい、隣の奴もう息がないぞ！」

　悲惨な光景だった。

薬は自由に使えるから火傷程度なら問題ないが致命傷には打つ手がない。

「これは領主様、このような見苦しい場所に……」

　医者らしき男が頭を下げる。

「不要だ、仕事を続けてくれ」

　怪我人を治療できるのは医者だけなのだから手を止めて気を使うのは無益な事だ。

俺はどうせ見て回るぐらいしか出来ないからな。




「り……りょう……しゅ……さま……」

　消え入りそうな声、そこには深手を負った女が血まみれの毛布に包まれている。

「……ぬ」

　静かに毛布を捲って思わず顔をしかめる。

　腹が裂けて臓腑がこぼれている。

崩れる建物の下敷きになったのだろうか足も完全に潰れていた。

　手を握ってやってから医者を見るが、小さく首を振る。

　だろうな、俺が見ても助かる怪我とは思えない。

今まで生きていたのが不思議なぐらいだ。

　女は想像を絶する痛みに顔を歪めながらも俺の手を弱々しく握る。

最後は笑顔で送ってやろうと俺は微笑み、血で汚れた髪を撫でてやった。

　女の目は次第に曇り、息も小さくなっていく。

間もなく絶命するのだろう、何もしてやれんがせめて抱き締めてやろう。

俺も反対の立場ならせめて女の胸の中で死にたい。

「う……れ……しい」

　ぎゅっと抱き締めると女は虚空を見ながら僅かに微笑んだ。

そして小さく唇を突き出す、最後のキスが欲しいのか。

　だが彼女は既に俺が見えてはいないのだろう。

俺の唇を捉えられず、ベストの上や首筋など見当違いの場所に唇が当たってしまう。

　俺はそんな女を抱きしめて唇を押し当ててやった。

最後の力を振りしぼって舌を絡める女。

　やがて舌の動きは止まり、目も閉じて手が床に落ちる。

逝ったようだ。

「……死んだよ」

「彼女も領主様の腕の中で死ねて幸せだったと思います」

　彼女を床に置いて瞼を綺麗に閉じさせた。

「また女に生まれ変わって俺に会いに来い。次は守ってやる」




　何とも言えない気分になってしまった。

今日はもう飯を食って寝てしまおう。

　……と考えていたのだが、突然女の目がカッと見開いたのだ。

「く！　こんな短時間で！」

　医者と周りの怪我人が慌てて下がり、俺は剣を抜く。

「未練が多かったか……ゾンビになるとは重ねて哀れな」

　もうこの女は人間ではない。

せめて一刀で斬り倒す事が情けだろう。

　しかし女は不気味な声はあげず、こちらに襲いかかる事もせず、ただキョトンと俺を見る。

自分に向かって剣を振りかぶる俺、距離をとる周りの怪我人と医者の態度から事態を察したのだろう。

慌てて両手を振って大声を出す。

「違いますゾンビじゃありません！」

「何？　しかしお前……」

　彼女は腹を破られ足を潰されていた。

息が止まったのも口付けしていた俺が一番わかる。

生き返る可能性などない。

「それが不思議と痛くなくて」

　医者も慌てて駆けつけ、彼女の傷を見る。

「ない……傷がありません！」

　裂けて臓物がこぼれていた腹は僅かに赤くなっているだけだった。

潰れていたはずの足を使って彼女はよろよろ立ち上がる。

「どんな薬を使ったんだ？」

　さすがに致命傷をこの早さで直す薬など聞いた事が無い。

「彼女は一目で助からぬと思いましたので特に薬は使っていないはずですが……」




　医者はふと俺のベストを指差した。

「その赤いものは？」

「あぁ、ドラゴンの血だ。落とし損ねてな」

　医者は顎に手を当てて少しだけ考え込む。

「あくまで伝説の話ですが、ドラゴンの血はいかなる傷もたちどころに治し、死者まで戻すと言う話を聞いた覚えがあります」

「こんな乾いたものでもか」

「何しろ伝説以外に確かめる術がありませんでしたので……しかしそうで無ければ説明出来ません」

「うむむ、確かに俺にも思い当たる節はある」

　俺はドラゴンとの戦いで傷を負わなかった訳ではなかったのだ。

全身に酷く火傷し、肋骨は確かに折れた。

口から血が吹き出すなど臓腑もかなり傷ついたはずなのだ。

　だが止めを刺した後、ドラゴンの血を大量に浴びて口にも入った。

あの時に全て治っていたのだ。

　死んでいたはずの女を見る。

彼女の顔にどんどん血色が戻って来ている。

　彼女は驚いたように自分の腕を見て言う。

「子供の頃の傷跡まで治ってます」

　女は不思議そうに腕を眺めている。

服に染みて乾いた血でそれほどの効果があるとは……。

「ドラゴンの死体はまだあるだろう。血が抜け切る前に取って来い。怪我人に飲ませろ」

　クレアが死体を解体すると言っていたからな……血抜きが終わっていないといいが。




「領主様……」

　死骸の場所に行こうとした所で女に呼び止められた。

「体が冷たくなって意識が遠のいていく中で、領主様の腕の感触だけが温かかったです」

　女の目は潤み、全身がうっすらと赤くなっていた。

「惚れてくれたか？」

「心の底から」

　即答される。

今ここで押し倒したいが、先にドラゴンの所に行かないといけない。

　女の頬を軽く撫でる。

「宿の部屋で待っていてくれ。もちろん全裸でな」

「はい!!」

　それにしても今日は一〇〇発近く出したのにまだまだ行けそうだ。

ドラゴンの血には強壮作用もあるのだろうか。
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第２３５話　竜の残した物







　ドラゴンの前でクレアが頭を抱えている。

二つの意味で落ち込んでいるらしい。

「ううう……なんてもったいない事をしてしまったのでしょう」

「仕方ないさ。竜の血の話なんて俺も知らなかった」

　クレアは商会の部下を使ってドラゴンの骸を解体しようとしていた。

砲弾も弾く鱗にデュアルクレイターさえ通さない骨、利用したくなるのは当然だ。

　生き物を解体する時、最初に行うのは血を抜く事だ。

怠るとあっという間に腐ってしまう。




　クレアは商人らしく行動力があって仕事が早い。

俺が駆けつけた時には既に血はほとんど抜かれてしまっていたのだ。

「なあに、町の怪我人を回復させるぐらいの量はあったんだ。それでいいじゃないか」

　僅かに体内に残った血をかき集めて、負傷者の治療が行われている。

先ほど助かった女を見る限り、ほんの僅かな量でも十分に効果があるようだしな。

「それほど素晴らしい傷薬なら売り払えば金貨何十万枚になった事か……まだ残っていないでしょうか」

　彼女は諦めきれないと心臓近くを切り開くように命じる。

　クレアの部下達は何度かハンマーやつるはしを振り下ろし、情けない顔で折れたつるはしを彼女に向けて首を振る。

「おまけに解体しようにも鋼の道具さえ通りませんの」

　彼女は長い溜息をついた。

力自慢の部下を集めて頑張っていたようだが、鱗ひとつ剥がせていない。

鱗のない腹も狙ってみたらしいが皮にさえ何も通らないのだそうだ。

「後でドワーフ達と協力してなんとかやってみよう。彼らの道具ならあるいはいけるかもしれない」

　彼らの酔いが覚めてからになるだろうけどな。

一人で樽一杯呑むとはイリジナもびっくりだ。

「はぁ……このような不手際、駆け出しの頃以来ですわ」

　彼女が今まで頑張って出来た事は、俺が切り裂いた場所から貴重な血を抜き去る事だけだったのだ。

やり手のクレアには珍しい失態だな。

「どれ手伝ってやろう」

　しょぼくれるクレアが可哀想になった。

デュアルクレイターを抜き放ってドラゴンの屍に近づく。

「ん……なんか赤いな。まぁいいか」

　俺は胸の傷近くを剣で一閃する。

すると鱗と皮は綺麗に切れ、心臓までざっくり開いた。

……戦いの時は全力で突いても通らなかったのに。

「血は残っているでしょうか」

　裂け目に躊躇なく手を突っ込むクレア。

美女が衣服を血まみれにしながら、内臓をもぞもぞとやる光景はなかなか衝撃的だ。

さすが女だてらにのし上がった奴だ、気持ち悪さより儲けが大事らしい。

「!?　こ、これは！」

　その時、ジャラリと音がした。

心臓の中から沢山の何かが溢れ出て来たのだ。

「なんだこりゃ、宝石か？　それとも石か」

　赤いソレの大きさは親指の先程から拳ぐらいまで様々だった。

最初はルビーかとも思ったがそれにしては色が赤黒くあまり綺麗ではない。

「それに脆いな」

　指で強く摘まむと潰れて粉になる。

「まさか……！」

　クレアは戸惑いなく、傍にいる太った部下の手の甲にナイフを突き立てた。

……酷いな、汚い豚のような悲鳴を上げてるじゃないか。

「飲みなさい！」

　そして小さな欠片を一つ摘まんで部下の口に押し込んで傷口を見る。

クレアはなかなか恐い上司のようだ。

「治っていく……やはりこれは血が固まった物!!」

　試すなら自分で……と思ったがクレアの肌に傷が付くなど勿体ない。

やはり男ならそれぐらい我慢するべきだな。

「全て取り出すのです！　ええぃ私がやります！」

　彼女は助走をつけて傷口に頭から飛び込んで行く。

死骸にほとんど全身突っ込んでしまったぞ。

見上げた商人魂だ。

「ラーフェンにも応援を頼んだ。近いうちに誰かやって来るだろう」

　無駄に博識で絶対暇をしているはずのトリスタンだけは絶対連れて来いと言っておいたのだ。

「心臓の中にまだ残っているわ。手を突っ込んで掻き出しなさい！　この内臓が邪魔よ、ちょっと持っていなさい！」

　クレアにはもう聞こえてないな。

ローリィの尻でも撫でていようか。

　クレアを手伝う事無く俺の隣に立っていたローリィの小さな尻を掴むように揉む。

「きゃん！」

「おっと！」

　てっきりやんわりはぐらかされると思ったのだがローリィは鋭い悲鳴を上げる。

予想外の事に俺の方が驚いてしまった。

　ローリィは見た目一〇を超えた程度の少女に見えるが既に一七、クレアの片腕だけあって商人としての経験値も高い賢い女だ。

　自らの幼い容姿も最大限利用し、男を上に乗せての交渉も得意らしい。

俺も彼女の奉仕で思わず発射させられてしまった経験がある。

だからこそ尻を掴まれる程度なんともないと思ったのだが。

「あぅ……いやではなくて……ちょっと意識して……はぅぅ……」

商人としての頭の良さと女優張りの演技力を持つ彼女が顔を真っ赤にして口ごもっていた。

俺の顔をちらちら見上げながら照れくさそうにまた目を逸らす。

「どうした？　熱でもあるのか？」

　怪我なら最高の薬が目の前にあるぞ。

「い、いえ。そう言う訳ではありません。……続きをどうぞ」

　ローリィが近くに来て尻をさし出す。

一体どうしたのだろう。

　悪戯はしていいと言われると逆にやりにくいな。

まぁ揉むんだけどな。

「あ……あん……」

　子供尻は揉みごたえに乏しい。

だがやたらと敏感なローリィの反応に興奮は高まっていく。

演技だとすれば相当なものだ、リリアーヌもうかうかしていられないな。
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数日後　リントブルム

　ドラゴンを仕留めてから数日後、ラーフェンから到着した若干数の兵士が町の復旧とドラゴンの解体を手伝っている。

更に指名したトリスタンだけではなくアドルフとレオポルトまでついて来たのだ。

　二人とも来たなら俺がいる必要もないかと宿の別室に女二人を連れ込み、足を開かせて交互に性器を舐めていたのだが、セリアが突入して来て女を蹴り出し俺は会議に連行されて今に至る。

　他にはクレアとローリィ、そしてバルバノが専用に改造された足の短い金属椅子に座っている。

ここまでは順当なのだがこういう場所にリントブルムの町長が呼ばれないとは滑稽だな。

名前なんだっけか。

「私の意志が彼の意志です」

　とはクレアの弁だ。

「じゃあ奴の意志は？」

　クレアはにっこり笑って床の紙くずを拾い、ゴミ箱に投げ捨てたのだった。




「エイギル様？」

「ん、ちょっと考え込んでいただけだ」

　セリアに言われて頭を上げる。

クレアがアドルフとやり合っているようだ。

「竜の解体はドワーフの助けを借りながらなんとか進んでいます。貴方のお力は不要ですわ」

「それは結構、しかし町にあるドラゴン……所有者のいない家畜として扱えば所有権は領主になります」

　クレアがアドルフを睨みつけた後、俺ににこりと微笑む。

こいつら二人は対立する事が多いな。

職務上仕方ないのだろうか。

　ローリィはいつも通りクレアの横に座りながらもずっと俺を見ている。

だが視線を向けると下を向いて目を逸らせてしまうのだ。

「それにしてもドラゴンとは……また突拍子もないものを呼び寄せましたね」

　アドルフとレオポルトが息を吐く。

なんだその目は、頑張って退治したんだから労いの言葉ぐらいかけてくれてもいいだろう。

「さすがハードレット卿ですな。貴方程の英傑は見た事がありません。これでよろしいですか？」

　やめろ、レオポルトに言われると体中に出来物が噴く。

そもそも全員揃って来るとは実は暇だったのか？

「リントブルムは我が領で最も重要な町の一つです。被害が出たとなれば駆けつけます」

　アドルフはそうかもしれない。

だがレオポルトは普段あまり内務に関わらないのによく来たなぁ。

「装備も揃わない今、金をかけて訓練する事も出来ません。日常の維持ならば彼女でも可能でしょう。それよりもこの未知の脅威に対処する方が先決です。どうやら一体だけで収まったようですが」

　レオポルトの言う彼女とはマイラの事だ。

あれでかなり優秀なのだが、レオポルトは自分以外ほとんど信じないからな。

マイラが未熟者扱いされていると怒っていたぞ。

「ハードレット卿の事はある程度信頼しておりますが？」

「やめろ、本当に背中に出来物が出て来たぞ！」

「話を戻しましょう」

　レオポルトは無駄話を打ち切ろうとする。

だがその前に一つだ。

「……誰かトリスタンを起こせ」

　到着と同時に寝るとは本当にいい度胸をしている。

　公式な場で寝るとはまったくもって信じられん。

「……」

「どうしたセリア？」

「なんでもありません。王国の式典とかですね」

　何を言っているのだろうか。




　セリアがトリスタンをグーで起こした事だし話を進めよう。

「結局ドラゴンの血はどの程度回収出来た？」

「桶一杯分ですわ」

　それだけか……案外少ないな。

「あの怪物みたいな特注桶を桶と言うなら一杯分ですがね」

　アドルフが冷たい声で指摘し、クレアが聞こえない舌打ちをする。

「……配分を今はっきり決めておこうか」

　後々絶対に揉めそうだ。

彼女には小麦やリバティース商人の事で不愉快な思いをさせてしまっている。

これ以上不満を増やしたくはない。

「ハードレット様の領地でハードレット様が倒したドラゴンの血を何故彼女に分ける必要が？」

「うううぅ……この町は私の心血を注いだ町です。それがこのように無残に焼け落ちては、せめて妙薬を売って利益を出さないとローリィ共々首をくくることになりますわ……いえ、その前に男達に体を許して少しでも借金を返す事になりましょうか」

　ハンカチで口元を押さえて泣くクレア、アドルフ可哀想じゃないか。

「見た感じ建屋の一割も被害にあっていないようですが」

「そうぶつかるな。売り捌くにしてもどうせクレアの手を借りる事になるんだ。喧嘩しても仕方ない。使いそうな分だけ確保出来ればいいだろう」

　薬の価格や、どこに売れば高く売れるかなど、彼女は俺達の何倍も詳しいだろう。

俺達は家族に使いそうなぶんだけ確保しておけば良い。

「そうですわ、半端に兵や民に流れた方が混乱します」

「それはまぁ……」

　アドルフも小さく頷いた。

　ドラゴンの血は死者をも還す程の妙薬だが、さすがに民に行き渡る程の量は無い。

下手に一部の民だけに流れるような事があれば不満が噴きだすのは心情だろう。

　独り占めも意地が悪いからどうしても必要ならこっそり渡すけどな。

もちろん、女が何より優先され対価は体だ。

ふはははは。

「不埒な考えが額に浮かんでますよ」

「何、どこだ！」

　額を触っても何もないぞ。

トリスタンめ謀ったな。

　アドルフは俺が妄想している間にクレアと話をつけたようだ。

「……薬の売り上げにはこの比率で税金をかけますからね」

「ほほほ、お手柔らかに」




　ドラゴンの血は特別な薬として必要分だけ残し、後はクレアに売らせる事になった。

ただし通常の品と違い、売却益に税金をかける。

「まったく、女性が相手では敵が二人いるようなものです」

　アドルフは不平を漏らすが表情から見て概ね落とし所と見たのだろう。

そもそも俺もこいつも商売については素人、下手に手を出しても失敗は目に見えている。

　本来強欲で無いアドルフがこうもクレアとぶつかるのは俺と領民を思っての事のはずだ。

頭を撫でてやろう。

「……」

　嫌そうな顔をするなよ。

「商人は商売、政治屋は政治、軍人は戦争……自分の役目を見失うのが失敗の始まりだね。痛たたたた、頭が割れますってば！」

　達観して呟くトリスタンの頭を掴む。

良く言った、お前の役目は俺の参謀なのだから目を見開いてとくと助言してくれ。




「他にもドラゴンの素材で使えそうな部位はいっぱいあるんだよな？」

　骨や鱗はデュアルクレイターさえ弾いたのだ。

加工すれば強力な装備になる事は疑いない。

「うーむ」

　だがバルバノとクレアの表情は冴えなかった。

「確かにこれ以上無い程に硬く丈夫ですが……」

　何か問題があるのか？

「硬過ぎるのだ。ドワーフの道具を使っても加工は極めて難しい」

　バルバノは短い足をパタパタさせながら腕を組んで呻く。

「鱗はなんとか取り外す事は出来た。だが外す事は出来るがそれを加工となると容易ではない」

　削る傍から道具の方が坊主になっていくらしい。

「今の所、まともに加工できるのは皮ぐらいだ」

「それも職人が数人がかりで特注のナイフを使ってですけど」




　クレアがドラゴンの皮を加工したと言う盾を出す。

　その盾は見た所、牛革とほとんど変わらない。

手で持って見てもやはり革と同じだ。

鉄や鋼よりも相当に軽い。

「しかし性能は段違いです。力自慢が鋼鉄の剣で何度突いても貫けませんでした」

「ほぅ……それは一度見てみたいな。誰か持って見ろ」

　レオポルトが盾を受け取り、素早くトリスタンに渡す。

「ええ、僕かい!?　僕の力じゃ弾き飛ばされ……」

「ふん！」

　俺はデュアルクレイターを引き抜き、トリスタンが頭上に掲げた盾に向けて突き出す。

剣は盾を綺麗に貫通して頭の上を掠め、壁に突き刺さり数本の毛を床に落とす。

「ほぉぉぉ……あわわわわ……」

「なんだ、ぶち抜いたぞ」

「……デュアルクレイターを使わないで下さい。その剣は鱗も切ったじゃないですか」

　セリアが呆れたように言う。

すまん忘れていた。

　その後、鋼の剣で何度か試してみたが、確かに斬っても突いても貫通しない。

俺が本気でやって出来ないならきっと誰にも出来ないだろう。

「これはいいな。是非鎧や盾にして欲しい」

　軽いと言うのもいい。

セリアやマイラをしっかり守ってくれそうだ。

イリジナは元々金属の全身鎧を着て走りまわれるので問題はない。

「素材は十分にありますので後は加工の速度をどこまで上げられるかですね」

「全身をこの装備で固めた部隊が用意出来れば切り札になります」

　レオポルトも興味を惹かれているようだ。

「兵がちゃんばらする前に勝った負けたが決まってるのが最高なんだけどね」

　反対にトリスタンはそれ程の興味はないようだ。

こいつは正面からの戦いよりも搦め手や奇策の類を好むからな。

　余裕ありげに言ってからお茶を飲もうとしたトリスタンだが手が異様に震えている。

「さっきは悪かったよ。外れてくれて良かった」

「……ちょっと待ってよ。「外した」のじゃなくて「外れた」といいましたか？」

　剣が通らない盾と言うから大丈夫だと思ったんだ。

外れたのだからいいじゃないか。

　トリスタンはがっくりと俯いてからレオポルトを睨む。

「レオポルトさん、貴方も盾を僕に押し付けたよね！」

「ハードレット卿の腰にはあの剣しかなかった。単純な辺境伯が次にどう出るかは自明の理だ」

　お前達喧嘩するんじゃない。

次に行こう。




「鱗と骨の方はやはりどうにもならんか……」

　革よりも鱗の方が防具に使えそうだとは思ったのだが、加工出来なければどうしようもない。

まさか戦場で鱗を担いで走りまわる訳にはいかない。

　バルバノが無念そうに答える。

「うむ、鱗はやすり一〇本駄目にしても僅かに粉が出る程度だ。切断、曲げは論外だな」

「加工無しにそのまま盾にする事は出来ないか？」

　後ろに紐つけて盾にすればどうだろう。

ちょうど鱗一枚が盾程度の大きさなのだ。

「それならやれん事は無いが……そら」

　バルバノが鱗を一枚、両手で投げる。

「なんだいきなり」

　右手で受け止めるとバルバノは横にいるセリアに渡せと言う。

「なんだって言うんだ。ほらセリア」

「はい、頂きま……ぎゃーーー!!」

　セリアが鱗を抱えたまま下敷きになってしまった。

「重いーーーつ、潰れますーーー！」

　慌てて鱗を掴み上げる。

「鱗でそのまま盾を作っても重すぎてお前以外はまともに持てん。わしでも両手で担ぎ上げるのが精一杯で盾としては使えんのだ。多分大砲の弾でも弾けるだろうがな」

　なるほど……これでは兵に持たせるのは無理だな。

「なんとか曲げてやろうと数千キロの重りで押してもびくともせんし、溶鉱炉につけても硬度はそのまま。これは骨だぞ」

「分かった。ぼちぼち試して……加工法が分かったら教えてくれ」




　不満足な結果に俺もアドルフもクレアも渋い顔をしている。

その時、トリスタンがひょいと顔を上げた。

「利用法か……昨日さ、ちょろっと町を見て回ったんだけど溶鉱炉があったよね」

「ええ、リントブルムは鉄の町ですから、そこら中にありますわ」

　何を突然とクレアが表面上愛想良く答えるが、裏ではきっと鼻で笑っている。

「中に妙な石炭を使っている炉があったね」

「……よくお気づきになりましたわね。新燃料として木炭よりも効率が良いものですから」

　ドワーフから教えて貰ったリントブルム以外では使われていない秘密の燃料らしい。

不意を突かれてクレアの顔が少し歪む。

「でも新燃料を使っている炉の半分が修理中だった」

　クレアの顔に露骨な警戒が浮かぶ。

「……」

　トリスタンは俺の部下だから構わないだろう。

クレアは俺を一度見てから愛想笑いを戻して言葉を続ける。

「……いいですわ、新燃料は火力が強すぎて耐熱煉瓦が長く持たないのです。より上質な鋼は出来るのですが頻繁な炉の修理が必要に……」

　トリスタンはドラゴンの鱗を指差して言った。

「アレ、ドワーフの溶鉱炉の熱でもビクともしないんだよね。おまけに硬くて丈夫だ。重すぎるのも炉にするなら関係ないよね」




　一瞬クレアの目に金貨が浮かんだように見えた。

勢い良く振りかえって俺を見る。

「いいぞ、鋼の生産は俺にとっても重要だ。技術者の所に行って来てくれ」

「では失礼致します。いきますよローリィ！」

「あっ……私はもう少し……あぁぁ……」

　クレアに引っ張られてローリィも退室する。

一瞬こちらに手を伸ばしたように見えたが気のせいだろう。

ローリィも金儲けにはクレアと同じぐらい貪欲だからな。

　そして一仕事終えたトリスタンは寝た。

張り倒してやりたい所だが貴重な助言をしたので辛抱してやろう。




「さて、後は骨ぐらいだが……鱗と同じで加工出来ないんだろう？」

「そうだな。鱗は削ればカスが出るが骨はそれもない。わしも長い事生きて来たがあんな硬い物は初めて見た」

　だろうな、鱗は曲がりなりにも貫いていたデュアルクレイターが奴の頭蓋には完全に弾かれたんだ。

強度は更に上なのだろう。

「だが必ず加工して……お前の槍の代わりを作ってやる」

　バルバノは決意のこもった目で俺を見る。

「急にどうした。ありがたくはあるが……突然過ぎるぞ」

　バルバノは腰の剣、デュアルクレイターを指差す。

「その剣はわしらの流儀に合わぬ！　ドワーフの友にはドワーフが作った武器がふさわしい」

　わからないでもない。

デュアルクレイターは、美麗、鋭利といった印象だ。

反面ドワーフの武器は重厚、頑丈と言った印象で同じ名品でも根元から違う。

　これは愛するノンナから貰ったものだから唯の武器ではないのだがな。

　いかん、ノンナの巨乳を想像すると膨らんで来た。

バルバノの前で次膨らませたら本気で男色家と思われてしまう。

　何か醜い物を想像しよう。

菊……マダム……胸毛……ギルドレス……。

よし、鎮まった。

だが気分も滅入った。




「そうだ。お前に聞きたい事があったんだ」

「何だ友よ」

　バルバノの前で再びデュアルクレイターを抜き放つ。

その輝きをどこか不機嫌そうに見るバルバノ、そう嫌がらずにちょっと見てくれ。

「ミスリル……だな。決して朽ちぬ破魔の金属、わしもほんの欠片程しか見た事がなかった」

　一目で材質を見抜いた、さすがだな。

「多分ドラゴンと戦ってからだと思うんだが……輝きがおかしいんだ」

　今まではただ白く光り輝いていたのだが、刀身が僅かに赤くなっている。

いや、赤と言う程ではなく薄いピンクと言った程度だがそれでも最初の純白から明らかに変わっていた。

同時に放たれる光にも若干の赤みを感じるのだ。

「ふむ」

　バルバノはデュアルクレイターを手にとって部屋の灯りを消す。

書類を書いていたアドルフとセリアが不平の声を上げ、トリスタンの寝息が大きくなった。

「俺は専門外だが、これはミスリルそのものの輝きでは無いな。悪く言えば異物、良く言えば精霊のようなモノが宿っているのだろう。魔力に近いものかもしれん」

　やはりドラゴンを斬った時だろうか、呪われたとか言うオチはないだろうな。

「わしには呪いうんぬんはわからん。だが前に見たミスリルの欠片よりも金属として優れている。悪い方向にずれているのではなさそうだぞ。心配なら呪術師にでも見て貰え」

「ふむ……剣として良くなったならいいが、夜な夜な化けて動き回るとかは勘弁して欲しいからな」

　アリスにでも相談しようかな。

「さて、会議は終わりだ。お前達もたまには羽を伸ばせばいい」

　アドルフは俺の声に頷いたものの再び書類を書き出し、レオポルトは返事もしない。

いいさ、俺だけで勝手に遊んでやる。




　部屋の外に出ると待ちかねたとばかりにピピとルナが抱きついて来た。

二人とも何やら感極まっている様子だ。

「リントブルムを倒すなんて……」

　ルナは声が震えている。

「族長様は……英雄だったんだな！　きっとピピ達の中で永遠に語り継がれるぞ」

　ふーむ、最近は英雄だと言われてばかりで少し食傷気味だが自分の女達に言われるのは悪くないな。

「私達は凡庸な女でありますが……」

「偉大な英雄様の傍に置いて欲しいぞ」

「ははは、もちろんだ。股から顔まで汁まみれにしてやるさ。だがまず腹ごしらえをしよう」

　ドラゴンの解体が始まり、今日その肉が大量に出回っているのだ。

さすがに肉は数日もたてば痛むし、今後追加で採れる見込みもないので商売としては成り立たず、クレアも抱え込む事なしに民に配っているようだ。

有料だが。

　料理人が出して来た肉を切り分け、まず膝に乗るピピに食べさせてやる。

動きが止まった。

　ルナが切り分けて口に入れる。

動きが止まった。

　俺も豪快に大きく切り分けて口に放り込む。

動きが止まる。




　声がでない。

体が勝手に震えるのがわかる。

胃が喜びのダンスを踊っているかのようだ。

　なんと言う美味、気を抜けば涙が溢れ出て来るだろう。

黒獣の肉も美味で有名だが比べるべくもない。

「……美味過ぎるな」

「涙が止まらないぞ」

「おぉ御山よ、私に生を与えて頂いた事に感謝します」

　もう次を食う事しか考えられない。

俺はもちろん、ルナやピピまでが何枚も肉をおかわりする。

　これは屋敷の女達にも持って帰ってやらないといけない。

狂ったように食い続ける中で、膝に感じる重さがどんどん増していく。

「体が重くて腹が苦しい！　なのに食べるのが止められない！」

「私も……腹がこんなに出ているのに……駄目ですのに……美味しい！」

　ピピは満腹になった子犬のように丸くなり、ルナも妊婦のような腹になってしまったがまだ食い続けている。

さすがにおかしい、満腹のはずのピピが苦しげな顔をしながら肉を頬張っている。

「これは……まずくないか」

　俺自身も食い続ける手が止まらない。

この肉を食うのをやめるという考えが浮かばないのだ。

　見れば味見か摘み食いかをしたのだろう、宿の料理人達もがつがつと肉を貪っていた。

料理が出てこないので仕方なく俺達も厨房へ行って肉を食らう。

味付けも調理も必要無い、ただ焼いて食うだけで十分だった。




　窓の外でも民が肉を求めて騒いでいる。

そこら中で焚火が起こされ、皆思い思いに肉を焼いているのだ。

道の真ん中で焚火など本来許されないが衛兵も肩を並べて肉を食っている。

　これは……至高の美味なのだろうか、それとも呪いか何かだろうか。

そんな事を考えながら俺は胃袋の限界まで肉を押し込み続けた。

「あぁぁぁ！　止まりません！」

「私もだよぉ……手が勝手に……」

　どうやらセリアとレアも肉を摘まんでしまったらしい。




　ドラゴンの肉は栄養分も満点だったようだ。

翌日、楽しそうに丸くなった腹を叩くピピと、突き出た腹を抱えて泣き濡れるセリア達が居たのだった。

　町中から女達の悲鳴が聞こえてくる。

彼女達はたるんだ腹と太ももを悲しそうにさすっていたのだった。

　こうしてドラゴンの肉は民の同意の元に禁制品となり、一部が燻製として保存されるのみとなったのだった。

　俺は豊満な女、好きなんだけどな。

こっそり馬車に積んで屋敷に持って帰ろう。
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超余談

「ヨグリさん」

「あ、ノンナ様……」

「さんでいいです」

「はい、ノンナさん」

　ノンナはこほんと咳払いして沈黙する。

「な、なんでしょう……その毛皮、新調したんですね。似合ってますよ」

「ありがとうございます」

　ノンナは新しく買った毛皮を軽く撫で、また沈黙する。

「あ、あの、なんでしょうか」

「……白い御屋敷」

「!?」

　ノンナが呟き、ヨグリがびくりと反応する。

　白い御屋敷はヨグリが台本を書いた演劇で主人公が意地悪な姑にいじめられながら夫との愛を育む話だった。

ちなみに意地悪な姑は浪費癖があり、凄まじい巨乳を武器に男を垂らしこむ設定で夫から仕置きを受けて改心し、主人公と夫の仲を認める。

「九月の浮気」

「ひい!?」

　九月の浮気は一時の気の迷いから浮気をしてしまった新妻が兄に禁断の愛を向けている意地悪な義妹に徹底的な虐めを受ける話だった。

　ちなみに結末は許された新妻が夫に感謝しつつ幸せな家庭を築き、義妹は嫉妬に狂うが、夫に宥められて二人の仲を認めるのだ。

義妹の乳は非常に大きくやたらと上品ぶる。

「ヨグリさん？」

「私急用があるので……」

「ヨグリさん！」

「ひぃぃ、私ちょっと遠出して来ます！」

「ヨグリーーー!!　待ちなさい!!」

「ごめんなさい許して!!」




　半日ヨグリを追いかけ回したノンナだが、劇場通いは止まらなかった。

「なんだかんだでヨグリの作った話は好きなのよね？」

「まぁ台本に罪はありませんから」

　カーラとノンナのそんな会話が聞こえたという。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　晩秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 一七一九五〇人　重要都市　ラーフェン 二万四千人　リントブルム 四九五〇人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（ノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（ぽっちゃり）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（逃走）ピピ（子豚）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（義娘）ブリジット（義娘）フェリシー（義娘）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）？？？　（謎の草）

部下

セリア（ぽっちゃり）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（中豚）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア（御用商人）ローリィ（御用商人惚）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

軍六八〇〇名

歩兵一一五〇騎兵八〇〇弓兵四五〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）三五〇〇

（弓騎兵・予備役解散）

予備役三千（装備不完全）

大砲一〇門　大型砲一二門

財産　金貨一七〇〇枚　屋敷の冬準備・毛皮等（一四〇）

経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２３６話　少女の英雄

一八時には早いですが日曜日なので更新します。









「調査しましたがやはり町の被害は限定的です。生産能力は数パーセントも落ちておりません。民に十名以上の犠牲が出たのは残念ですが……」

「あの大物ドラゴンと戦ってそれだけで済めば上出来だろう」

　俺とバルバノそしてアドルフは屋外に設けられたテーブルに座り、軽食を摘まみながら雑談していた。

　ドラゴンも片付いた事だしさっさとラーフェンに帰っても良かったのだが、ドラゴンが住みついていた穴を詳細に調査する必要があったのだ。

かなり激しく戦ったので新しく奈落へ繋がる穴でもあいたらまた面倒な事になるからな。

「わしらも丁寧に調べたがその心配はなさそうだ」

　バルバノがお茶を飲んで顔をしかめ、酒を上から注いで満足げにすする。

「それは何よりです。ところで伝説ではドラゴンは自分の巣を財宝で埋め尽くすと言いますが……」

　バルバノは鼻で笑う。

「あの怪物が気の効いた宝など持っているものか」

　俺達が最初に踏み込んだ時も何も無かったと思う。

伝説では光り物が好きと言う話も多いが、所詮伝説だ。

「あれば財政も好転したのですけどね」

　アドルフも期待していなかったのかやれやれと手を広げる。

「下らない物は転がっていたが素材になりそうでもなかったのでな。山の民共が記念に欲しいと言うのでくれてやったわ」

　下らない物だと、はてなんだろうか。

「洞窟の中にあると臭うのだ。しかも水気が多くて……」

「もう良い、言うな」

　俺はとろみの強いビーフスープを食べる手を止め、アドルフの前にスープを移動させる。

残りはやるよ、嫌そうな顔でこっちを見るんじゃない。




「ともかく後始末もついた事だしそろそろ俺も帰るよ。思った以上の長居になった」

「そうか、武器は目処がついたらこちらから知らせよう」

　俺とバルバノはがっちりと握手する。

続いてアドルフも握手し……握力の違いで悲鳴を上げていた。

もっと鍛えないとだめだぞ。

「いたた……ところで素材の加工や新しい金属の製法が分かったら私にも御一報下さいね。出来ればクレアさんに伝える前に」

「うん？　構わんがお前達は仲間ではないのか？」

「色々あるんです……色々……」

　ドワーフにその辺りの話はわからないだろうな。

ま、仲良くやってくれ。




「セリア、レア！　そろそろ帰る。準備をするぞ！」

「はい！　すぐに参ります！」

「はひ……ふひ……もうだめぇ……」

　セリアとレアは先ほどから軽装に着替えて空き地を延々と走っていたのだ。

ドラゴンの肉を暴食したせいで突き出た腹を引っこませる為らしい。

既に二人ともかなり体型は戻っていた。

　だがほとんど運動していないレアがセリアと並んで走るのは相当無理があったらしく、尻を空に向けてうつ伏せに倒れてしまっている。

「豊満な女も好きなんだけどな……」

　努力している彼女達に悪いので聞こえないように呟く。

太めになった二人に挟まれて楽しんだ時は結構楽しかったのだ。




　汗ばむレアの太股を眺めていると、バルバノが思い出したとばかりに声をかけて来た。

「友よ、お前達が物の交換するのに使っている金属があっただろう。輝くやつだ」

　輝く金属……金貨の事だろうか。

「これか？」

　一枚財布から出して放ってやる。

「おお、すまん。これをもらっても良いか？」

　一枚ぐらい構わんさ。

娼館にでも行くのだろうか。




　俺はセリアと手を繋ぎ、へばったレアを肩に担いでその場を去る。

後ろで何やらバルバノとドワーフ達が話しているが、盗み聞きの趣味は無いからな。




「……ヒトが金と呼ぶやつだ。間違いない」

「そうだな。竜の洞窟の壁一面が鉱床だ。あれだけの規模は見た事がないが……」

「金は軟くて簡単に曲がってしまうからなぁ」

「きらきら光るだけで大したモノは作れん。前に掘り当てた時も腐食防止に酒のカップに塗っただけで残りは捨ててしまったじゃないか」

「ヒトも道具や建材に使えんからこそ、小さく加工して交換用にしているのだろう」

「なら掘っても仕方ない。放っておくか」

「それよりアダマン……の鉱脈に当たらんかのう」

　酒を飲みながら話は弾んでいるようだ。

よく聞こえんが気だるげな感じで愚痴でも言っているのかな。







　帰路についた俺達だが、いつも傍にいるはずのセリアとレアは外にいる。

あえて馬車ではなくシュバルツに乗り、少しでも腹の贅肉を落としたいらしい。

　ルナも泣きながら馬で駆けまわっているので声をかけづらかった。

　ピピは何かを抱えて後ろの馬車に乗っている。

楽しそうに料理の話をしていた……面白い食材だろうか。




　こうして俺の周りに女がいなくなった。

そして男だけで馬車に乗っていると空気が腐ってしまうと悩んでいた所にローリィがやって来たのだ。

「クレアと一緒にリントブルムに残るのかと思っていたよ」

「クレア様はドラゴンの素材に夢中ですから。私はラーフェンに帰って業務の代行です。出来るのは私だけなのです」

　いつも通りの笑顔で丁寧な口調。

だがやはり俺と目が合うと顔を赤らめてしまう。

　ちょうどいい機会だ。

この不自然さの原因を聞きたいな。

「少し話をしないか？」

　隣を手で差すとローリィは一礼してから静かに座る。

　彼女の服装はリボンのついた白い長そでにひざが隠れる程度のスカート。

一二～三歳の良家の少女に見えた。

「可愛いな」

「あ、ありがとうございます」

　俺が足を開き、悪戯に笑って膝を叩くと恥ずかしそうに足の間に入って来た。

こうすると完全に親子だ。

「それで原因はなんだ？」

「原因……ですか？」

　とぼける彼女の頬っぺたを引っ張る。

「ふわぁぁぉ」

「最近こちらをちらちら見ているだろう？」

　ローリィは気まずそうに俯く。

「お前は賢い女だからわざとやっているのかとも思ったが、その様子だと違うみたいだな」

　彼女は何か言い訳しようと顔を上げるが、何も言えずに再び俯く。

怒る訳じゃないから素直に言えばいいのに。

「うー！」

　どうしようもなくなったローリィは突然立ち上がり、俺の眼前でスカートを捲って下着を晒す。

強行手段の誤魔化しに出たらしい。

「はは、そんな事で誤魔化され……」

　余裕の笑みを浮かべようとして股間に目が吸い寄せられてしまう。

彼女の下着は子供のモノとは程遠い黒、しかも大事な部分にわざと穴が開けられている。

熟れた女の股の匂いがした。

「……」

　俺は無言でズボンから肉棒を取り出し、彼女を抱きあげる。

対面の座位をとってゆっくりと彼女の腰を降ろしていく。

「ん……ゆっくりお願いします」

「ここもまるで子供だからな」

　無毛のつるつるした股を俺の肉棒が這いまわる。

我ながらあまりに背徳的な光景だった。

「あぅっ!!」

　先端が食い込むと同時にローリィが悲鳴を上げる。

彼女の穴に俺の肉棒は大き過ぎるのだ。

「すごい……ここを触って下さい」

　ローリィは俺の手を取って自分の下腹部に当てた。

俺の逸物が進入するにつれてメリメリ膨らんで行くのがわかる。

　そんなことされたらますます大きくなってしまうぞ。

　冷や汗をかきながら自分で腰を押さえているローリィに軽くキス。

幼い女体を十分に味わってやろう。




「あのぉ領主様、走行中ですのであまり激しくなされますと危険です。加減をお忘れなく」

　御者の茶々が入り、ローリィは身を震わせる。

「分かってる！　前みたいに馬車を壊すような事はせんよ」

「ば、馬車を……!?　では専用馬車の発注はそのせいで……」

　少し激しくやり過ぎてな。

馬車がバラバラになってしまったんだ。

「馬車がばらばら……私はここでヤリ殺されてしまうのでしょうか……」

　青い顔をしなくても加減してやる。

腰を逃がすなこっちに来るんだ。

　俺とローリィは激しく交わった。

馬車は壊れなかったが、小さなローリィには激し過ぎたのか凄まじい嬌声が漏れてしまい、覗き窓からジト目のセリアとレアが睨んでいたのだった。







「ふぅ……良かったよ」

「私も……です……。でも体中が軋んで……動けません」

　事は終わり、ローリィは大の字に手足を開いたまま動けないようだ。

そんな彼女を引き寄せて腕の中に包む。

　行為の余韻か、体温の高い小さな体。

俺の口付けの跡が痛々しい首筋からかすかに膨らむ乳房、酷使されて汁を垂れ流す股を優しく撫でる。

　行為の後の後戯は女の心を溶かすのに最高の手段だ。

決して刺激を与え過ぎないようにゆっくり軽く愛撫するのだ。

　腕の中のローリィも心地よい刺激に力が抜け、蕩けて行く。

「さあ教えてくれ。どうして最近様子がおかしかったんだ？」

　ローリィは俺の胸に頭を乗せ、しばし沈黙した。

馬車の車輪の音、時折小石を踏む音、クリストフが落馬した音だけが聞こえる。

　そして小さな彼女は俺の胸の顔を埋めたまま口を開く。

「……辺境伯様、私は貴方に想い焦がれています」

　恥ずかしそうに言うローリィ、反面俺にとって新鮮味はなかった。

　何しろ今まで彼女とクレアからは散々に好きだ、愛している、心まで奪われた、と言われている。

肉奴隷になりたい、貴方の逸物無しに生きていけない、とまで叫んでいた事もあった。

「そんな演技では無く、本心からです！」

「演技か……」

　わかってはいたが口に出されると複雑な気分だ。

ローリィは空気を察してか勢いのままに続ける。

「本当に好きになってしまったんです。これは演技じゃありません。顔を合わすと真っ赤になってしまって……」

　顔をあげて俺の目を見るローリィ。

残念ながら俺は人の嘘、特に女の嘘を見抜く能力は高くない。

　だが彼女の瞳は信じてやりたい。

もし信じて騙されたならそれでも構わない。

「分かった信じよう。それで……何か頼みがあるのか？　買って欲しい物とか」

「違います！」

　カプリと小さな歯で乳首を噛まれる。

すまんすまん、冗談だ。

「でもどうして突然そうなった？」

　ドラゴンを倒したから惚れる。

ローリィがそれほど単純な子供とは思えなかった。

「私の前に立って……守って下さった人は初めてなんです。父さえも……」

　ローリィは自らの過去を語り出した。




　平民ながらストゥーラの豪商の家に生まれた彼女はかなり贅沢に育っていたらしい。

だが十の時に親が商売に失敗して破産した。

「父は絶望して勝手に自殺、母は残った宝石を持ってどこかに消えました」

　それはまた酷い親だ。

どうせならローリィを連れて逃げれば良かったのに。

「残った私の運命は言うまでもないと思います。……肉玉のような男に乗られ、処女を裂かれた感触を未だに覚えています」

　その後しばらく、ローリィは幼い少女を好む変態達の玩具にされていたらしい。

　そして変態に飼われていた中で貪欲に出世を目論むクレアと出会い、ローリィの隠れた才覚に気付いた彼女の手によって救い出されて今に至る訳だ。

「ならクレアに守られているじゃないか」

　となると俺に惚れた決め手はやはり肉棒だろうか。

「違います！　クレア様にはとても感謝しています。あの方がいなければ私は一生奴隷として生きる事になったでしょうから……ですが一方的に守られている訳ではありません」

　ローリィはキリっと表情を引き締める。

可愛いな。

「私は自分の才覚をクレア様に提供しております。自惚れになりますが私がまとめた商談、私の案で上手くいった事業は少なくありません」

　ふむ、部下としてしっかりクレアを支えていると言う事か。

そういえばクレアの代理でやって来たローリィにアドルフが一度やりこめられていたな。

容姿が一〇やそこらの少女だけにやりにくいとぼやいていた。

「でも辺境伯様には与えてもらうばかり、一方的に守ってもらうばかりですから」

　ローリィは可愛いし抱かせてもらってもいるのだから一方的ではないだろう。

「体もそうです。先ほどの行為でも一方的に喘いでいたのは私の方、辺境伯は満足なさっていないでしょう？」

　そりゃ一回出しただけでは俺は満足できない。

だが一〇も二〇もやると彼女の穴は壊れる。

「私の前に立ってドラゴンを倒した時、あぁこの人は私を無条件に守ってくれるんだって、対価なんていらないんだって……そう思ったのです。迷惑でしたか？」

　正直ドラゴンをやった時に後ろにローリィが居たのは知らなかった。

だがここは格好良く言い切る所だ。

そうすればこの幼い少女に心から惚れてもらえるのだから。

「まさか、大歓迎さ」

　小さな彼女を強く抱きしめる。

「俺の元に来るか？　クレアから貴重な人材を引き抜く事になるが……」

　ローリィは少し考えた後、微笑んで首を振る。

「いえ、クレア様にも恩がありますから不義理は出来ません。でも心は……うふふ」

　今まで俺に愛を語らっていた唇が魔性の微笑みを浮かべる。

やはりローリィは年相応の少女ではない。

「分かった。本当に困った時はいつでも言って来い。対価も利益も関係なく、俺がお前を守ってやる」

　そう言ってキスするとローリィは見た事の無い満面の笑みを浮かべたのだった。




「実は惚れてしまった理由がもう一つあるのです」

「ん？　なんだ？」

「子供の頃に読んだ絵本に……ドラゴンを倒す英雄騎士の話があって……馬鹿馬鹿しいとは思いながらもずっと憧れていまして、その本は今も私室の引き出しにあるんです……んっ！」

　随分子供っぽい可愛い理由だった。

「ははは、まだまだ子供……おおぅ」

　だが布団の中で肉棒をしゃぶりながらする話じゃないな。

あぁ……本当に上手いなお前は。
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余談　運動　ラーフェン屋敷

「よっ！　ほっ！」

「……カーラ何しているのですか？」

　屋敷の中庭に置いた的に向かってカーラが矢を放つ。

放ってから転がるように位置を変えて再び放つ。

　その光景をノンナは呆れた目で見ている。

「何って……弓の練習じゃない。見て分かんないの？」

「それはわかります。貴族の妻ともあろう者が何を下品な、と言っているんです」

「たまには練習しないと腕が鈍るじゃない」

　ノンナはカップを侍女に渡して大きなため息をついた。

カーラの眉が跳ね上がる。

「なんで側室に弓の腕が必要なんですか？」

「何があるかわからないじゃない。賊が入って来るかも……」

「警備の者がいるでしょう。そんな暇があったらダンスの一つも覚えなさいな」

　更に言い返そうとしたカーラがにやりと微笑んでから彼女に近づいていく。

そしてノンナの服をつかんで引き上げ、腹を剥き出しにした。




「何をするのです!?」

　カーラ自身も服を捲り上げて腹と太ももを晒す。

「貴女達、触って頂戴」

　カーラが傍に控える二人の侍女に言う。

彼女達は顔を見合せながらも手を伸ばしていく。

　カーラの太股を触る。

「きゅ……」

　ノンナの太股を触る。

「ふに……」

　カーラの腹を触る。

「きゅ」

　ノンナの腹を触る。

「ぽよ」




「くう！」

　悔しそうに俯くノンナをカーラが笑う。

「当然よねー、このままじゃそのうち肉玉みたいになってエイギルに言われるかもね。「ノンナ……重いから騎乗位は止めてくれ。代わりにカーラ頼むよ」とか」

「え、エイギル様は柔らかい女の方が好きなはず……。あの豚さえも抱いたのですから！」

　不愉快な事を思い出したのかノンナは首を振って追い出す。

「じゃあこのままどんどん太るの？」

「う……」




　ノンナは少し沈黙した後、静かに呟いた。

「……私にも出来る運動はあるでしょうか」

「毎日少し跳ねるだけでも違うわよ。足も締まるし」




翌日

「カーラ！　こんな感じでっ！　いいのですかっ!?」

　軽装に着替え、中庭で繰り返しジャンプするノンナ。

だがカーラは複雑そうな顔で曖昧に返事した。

　何事かと庭に集まった女達も一様に不愉快そうな顔をしている。

「あれは……私達を威嚇しているのかしら」

　メルが呟く。

「……きっと挑発ですね。やっぱり意地の悪い」

　カトリーヌが自分の胸を撫でながら言う。

「すげぇ乳だな……あんなばるんばるん揺れるの初めて見たぜ」

　ミレイは素直に感嘆していた。

「皆さん揃ってなんですか？　見ていて面白いものでもないでしょうに」

「ええ面白くないです」「不快……」「悔しいわ」

　何の事かわからず首を捻りながら跳躍運動を続けるノンナ。

もちろん彼女の巨大過ぎる胸は縦横無尽に暴れ続けていたのだった。

（おっぱいのお化けだ）

「だれがお化けですか！」

　ケイシーの呟きに反応したノンナが勢い良く振りかえる。

拍子に乳房が大きく揺れ、ケイシーを跳ね飛ばした。

（いやぁぁぁ　おっぱいで殴られたぁ！）




　結局ノンナの跳躍運動は禁止され、朝夕の散歩に変わる事となった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（乳）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（ぽっちゃり）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（逃走）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（義娘）ブリジット（義娘）フェリシー（義娘）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）？？？　（謎の草）

部下

セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア（＄）ローリィ（惚れ惚れ）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

軍七千名

歩兵一二〇〇騎兵八〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）三六〇〇

（弓騎兵・予備役解散）

予備役三千（装備不完全）

大砲一〇門　大型砲一六門

財産　金貨三五七〇〇　税収（＋三万四千）

経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹

冬の税収

鉱山税　　七万枚（新燃料稼働効果））

交易税　　三万五千枚

収入計　十万五千枚

　　　　　　　　支出

屋敷維持　　　　　　五千枚（新屋敷分も）

警備兵維持　　　　　五千枚

軍給料　　　　　　五万枚

軍施設その他　　　　六千枚

有償労役　　　　　　五千枚

支出計　　　　　　七万一千枚

合計＋三万四千枚




　新燃料の効果で鉱山税ドンと入ります。

ドラゴンの血は売れ始めれば特別交易として計上しましょうか。

それにしても長い秋でした










第２３７話　草生えた







ラーフェン　新屋敷

「ここまでで金貨五万枚となります」

　リントブルムに残ったクレアに代ってローリィが監督する中、筋骨隆々の男が金貨の入った箱を運びこんで行く。

「おう、確か税は合わせて十万だったか？」

　ローリィが薄く笑ったまま瞼を閉じて片眉を動かす。

本当にそれでいいのですか？　と茶化しているようだ。

この仕草は初めて見る……可愛いな。

真似しようとすると顔がつってしまった。

　だがすぐに必死の形相でアドルフが間に入って来る。

「鉱山税七万、交易税三万五千、合わせて十万と五千です！　ハードレット様がおっしゃると効力が出るのですからもう口を開かないで下さい!!」

　そんな本気で怒らなくてもいいじゃないか。

　納められた金貨はより頑丈な新屋敷の宝物庫に運び込まれ、そこから支払いに回されていくらしい。




「いつもこんなにまとめて金を動かしていたか？」

　収入は十万といくらかあるにせよ、当然支出もある。

今後、兵士の武装や食料、建材などもクレアから買う事になるのだから預けて置いても良いと思う。

金貨を持って来て、また出して……とするのは労力の無駄じゃないか。

「普段ならばそうですが、今回は不効率を承知でやりました」

　ふむ……どういう事だ。

「先のヴァンドレアとの戦いで装備を失った兵達の武装補充が今もってされていない事で民や商人達からハードレット様の資金が枯渇したのではないかと噂が立っています。このままでは信用に関わり統治にも支障が出るかもしれません」

「あえてじゃらじゃら金を見せるのか」

　クレアの馬車が屋敷の前に何台もつき、次々と金貨が満載された箱が運ばれる。

　警備兵が目を光らせているので足を止めてじっくり見る者はいないが、皆興味深そうに金貨の運び込みを眺めていた。

「すげぇ量だな……俺の年収何年分だよ」

「あんたの安月給じゃ世界の終わりまで計っても足りねぇよ」

「領主様が金に困ってるなんてふかしこいたの誰だよ。行商人のブロフか……あいつ嘘つきだからな」

「ラーフェンは安泰そうだ」

「一度でいいから金貨のお風呂に入ってみたいなぁ……」

「そんな貴女に幸運の石、銀貨五枚で無限の金運が手に入ります」

　明日にはラーフェンから地方へ行く者達の口から話は領内全てに伝わっていくだろう。




「一通り運び終えました。後はこの書類にサインを」

「待って下さい。箱は確かに揃いましたが枚数が正確かどうか確認していません」

「そのような不誠実な事はしません。箱から出して再度数え直すとなるとかなりの時間がかかりますが」

「季節に一度の事です。構いませんからやって下さい」

　アドルフは金貨をここで全部出してもう一回数え直させるつもりらしい。

ローリィは一度商会で数えていると主張したが通らないようだ。

「……ローリィ、悪いがアドルフの好きなようにやらせてくれ。飯ぐらいは出してやるから」

　もちろん飯の後はベッドを共にしても良い。

　金貨を一枚ずつ数える声とちゃりんちゃりんと置く音が延々と続く。

「アドルフ、俺はちょっと外に出て来るよ」

　さすがに何万の金貨を数えるのに付き合う気にはなれなかった。

「もちろんです。出来れば終わるまでゆっくり外にいて下さい」

　アドルフは数える声とは別に一枚置かれるたびに紙に印をつけている。

すごいな……俺ならおかしくなってしまいそうだ。




　宝物庫の扉を締め、のびをしながらガランとした新屋敷を見回す。

新屋敷は既に構造物としては完成していた。

後は家具を揃えれば全員まとめて移れるのだが、今までその金がなかったのだ。

　今までの屋敷の何倍も大きな新屋敷全てに家具を置き、シャンデリアや絨毯を敷き詰めるとなるとかなりの金が必要になる。

体面もあるから適当な安物を買って来て置く訳にもいかない。

　ノンナは勿論、セバスチャンに聞いてもかなり良い物を揃えるのが望ましいと言っていた。

屋敷だけ作って家具が粗末ではそれこそ自分で金に困っていると吹聴しているようなものらしい。




「兵の装備と新屋敷の家具か……どっちを先に」

「家具に決まっています！」

「うお！」

　目の前で巨大な何かが揺れ、思わず驚きの声が出てしまう。

「せっかく新屋敷が完成したのですから早く家具と内装を整えて盛大な落成パーティを……」

　ノンナか……脅かすな。

今までゆきずりで抱いたおっぱいが化けて出たのかと思った。

「一体どうしてこんな所にいるんだ？」

　新屋敷はまだがらんとしていて警備兵が歩く以外特に何も無い場所だ。

ノンナがわざわざ来る理由はない。

「そ、それは私のお金……いえエイギル様の財が運び込まれると聞いて見届けに」

「本音が漏れてるじゃない！　最近綺麗になったと思ったのにこの口は！」

「ふぁがーー！」

　カーラとノンナがじゃれる。

「気を付けないとノンナが忍びこんで持ち出すかもしれないわよ」

「そんな事しません！　私はエイギル様に折檻されて改心したのです！」

　ぎゃあぎゃあ言い合う二人。




「でもさ、こんな派手にお金を運び込んで町の人から不満は出ないの？　泥棒にも狙われるかも」

　それは心配ないだろう。

ラーフェンには賭け事や女にはまって破滅したような奴以外に食えない者はいない。

　ねたみ、そねみは人の常だが、今の生活を犠牲にしてまで強奪を試みる愚か者はいないはずだ。

そこまで追い詰められている奴は既にクレアに導かれてリントブルムで鉄を掘っているか、黒獣狩りをやっている。




「泥棒は……無理だろうな」

　俺は確認作業が続く宝物庫の扉を軽く叩く。

　新屋敷は今までの屋敷よりもずっと大きく建材にも拘っている。

白を基調とした床や壁は内装が無い今でもそれだけで中々に美しい。

その中にあって全体の景観を損ねていると言っていい無骨な色……それが宝物庫だ。

　宝物庫は屋敷の外壁と接さず、外部からの侵入は不可能、隣の部屋とも二重の壁で隔てられている。

天井、床、壁、全てが景観を無視し強度だけを考えた頑丈な石材で覆われているので破壊する事は極めて難しい。

それこそ破城槌でも持ちこんでガンガンやる他ないだろう。

　侵入するには正面の扉から入るしかないが、扉も総鉄製の頑丈なもので二人がかりでないと開かない。

更に別々の鍵師に一月がかりで作らせた三重の錠がついている。

　もちろん警備兵も張り付いているので鍵穴をいじる時間もない。




「確かにすごいけど鍵持ってるのがエイギルだと難攻不落には程遠いわね」

「どういう事だ？」

　カーラは悪戯な笑みを浮かべながら言う。

「絶世の美女……しかもおっぱいもお尻もおっきな女が「お願い金庫を開けて」って言ったら？」

　つまりルーシィか。

「坊や、金庫を開けて頂戴。欲しい物があるのよ。うふふ、後でお礼はたっぷりするわ」

「仕方ないな。今夜は激しく頼むぞ」




　妄想の中で既に金庫は開け放たれていた。

仕方ない、美女は金よりも重いのだ。

「やっぱりね。まぁそれはいいんだけどさ。さっき中庭であの蛇女が騒いでたわよ。エイギルを呼んでくれって、相当な剣幕だったわ」

　ラミーが？

ふむ、珍しいなちょっと行ってやるか。

「お前達は……」

「私はエイギル様の財を確認しておきます」

「あたしはこいつの監視をするわ」

　再びじゃれ合うカーラとノンナ、仲が良くて素晴らしい。

今日ベッドに呼ぶのはこの二人にしよう。







　中庭に移動した俺はラミーを探すが見当たらない。

良く見ると庭にちょこんと建つ彼女の家から少しだけ尻尾が出ていた。

「おーいラミー、俺に何か用……」

　言い終わる前にラミーの胴体が俺に巻きつき、家に引きずり込まれてしまう。

「痛い、何をする」

　窓枠で頭を打ったぞ。

「☆■○◎△ーーーー!!」

「落ち着け、何を言っているかわからない」

　要領を得ないラミーの叫び、俺は彼女の乳を揉んで落ち着かせる。

「あ、あそこ……あそこを見てよ！　とんでもない物が生えて来たんだから！」

「何!?」

　俺はラミーの胴体を捲り女の穴を指で広げる。

「……何してるの」

「あそこから何か生えたんじゃないのか？」

　てっきりラミーに肉棒が生えたのかと思った。

そうなっては本当に一大事だからな。

男になったらもう愛してやる事は出来ない

　ところで穴が残ったまま肉棒が生えたら一体何になるんだろう。

俺はどうすればいいのだろうか。

「おバカな事いってないであそこを見てってば」

　ラミーは両手で俺の首を持って窓の外に向ける。

そこはラミーが以前何かの種を植えた場所だ。

冬にも関わらず青々とした草が生え、中心には花まで見える。

「冬なのに咲いたのか、良かったじゃないか。だが大騒ぎするような事か？」

「もっと良く見て！」

　振り返る首を更にねじられる。

やめろ、折れる。

　目を細めてじっくり観察すると咲いた花の中心に何か小さなモノが……。

「……妖精？」

「アルラウネよ！　なんであんなの生えちゃうの!?　水やりして育てちゃったじゃない！」

　言われて思い出す。

そうだ、あの形は以前ラミーと出会った森で戦った魔物だった。

確か倒した後に落ちた種をポケットに。

「……心当たりがあるんだよね」

「残念ながらな」

　ラミーは俺の手にスコップを渡す。

「掘り返して来て。あんなのが枕元にあったら寝られないよ」

　ふむともう一度観察する。

確かに形は一緒だが、以前の物とは比べられないほど小さい。

全体もせいぜいテーブル程だし、中心の人型は拳ほどだ。

どうにも可愛らしく見えて引き抜くのは躊躇われる。

　ちょうどその時、一匹のウサギが跳ねて来た。

肉屋から逃げ出したのだろうか。

　冬を迎えて枯れ草の多い庭の中でアルラウネ周りの青々とした下草に惹かれて近寄って来る。

　そして……食われた。

蔦が一瞬でウサギを絡め取り、丸い先端を持つ触手が消化液をかける。

たちまちウサギは全身が爛れて息絶え、完全に溶かされていった。

「……」

「……見たでしょ」

　確かにまだまだ小さいが少量でも消化液がかかったら人間でも大変な事になる。

中庭には女達や使用人も出入りするのでこのままにしてはおけない。

「仕方ないな」

　俺はスコップを受け取って小さなアルラウネに近づいていく。

可哀想だが引っこ抜いて燃やしてしまうしかない。

早く早くとラミーも声を上げている。




　俺が近づくと直感的に脅威を感じたのかツタのような触手を振りかざして来る。

以前戦った時は植物とは思えない速度と威力に驚いたが、さすがに小さすぎるので危険はなかった。

　スコップと手で触手を弾きながら進み、根元を掴むと大人しくなる。

恐いのは消化液だけだな。

　案の定、先の膨らんだ触手がこちらに伸びて来る。

「大人しくしていろ」

　その触手の中ほどを掴み、はさみでバチンと切り落とす。

「ピギィィィーー！」

　鋭い悲鳴、ついでに周りの触手も全部はさみで切り落とす。

すると小さなアルラウネはしゅるしゅると萎んで小さくなっていった。

真ん中に見える人型も心なしか泣いているように見える。

「小動物を虐めているような気がするなぁ」

「また生えたらどうするの！　早く抜いちゃって！」

　ラミーの声に押されてスコップで根元から掘り返す。

完全に引き抜かれたアルラウネは横向きに地面に転がり、短く切られた触手を悲しげに動かしていた。

　その中心……拳サイズの女に見える部分に話しかける。

雄を誘って罠にかける為の擬態とわかってはいるがなんとなく話し易いのだ。

「悪かったな。もう少し場所を考えて種を植えてやれば良かった」

　アルラウネは小さくキューと鳴く。

「せめてもう少し色っぽい外見だったらなぁ」

　擬態はかろうじて裸の女であるとはわかるが細部まで作りこまれている訳ではない。

せいぜい女を模した荒い木製彫刻といった所だ。

「ラミーのように良い乳をしていれば……」

　そう言いながら焚火の準備をしていると再びキューと声が聞こえる。




「すまんが諦めて……おぉこれは」

　視線を戻すとなんと人型の胸の部分が現実に近い乳に変わっていたのだ。

ふっくらと盛り上がった乳房の頂点には小さな乳首まで再現されている。

「いいぞ、だが材質が木丸出しだ。もう少し柔らかくならないか」

　途端に乳房部分の色が緑に変わる。

どうやら葉で作り直したようだ。

触って見ると本物には遠いが十分柔らかい。

「股間は、股はなんとかならないのか」

「ちょっと！　何をしてるの？　早く焼いちゃってよぉ」

　まぁ待てとラミーを宥めて次は下半身の改善を迫る。

だがアルラウネは小さく鳴いて形を少し変え、そのまましおれてしまった。

引っこ抜かれて限界が来てしまったのだ。

「ラミー手伝ってくれ。隅に植え直す」

「ええっ!?　燃やしちゃうんじゃないの!?」

「こいつは言葉がちゃんとわかる。躾ければ大丈夫だろう」




　ぶー垂れるラミーと一緒に庭の隅の目立たない所に植え直し、水をやったが小さくなったままだ。

一度抜いてしまったからもう駄目なのだろうか……。

「何か……何か手段はないのか」

「このまま枯れてくれるとありがたいんだけど」

　するとアルラウネは最後の力といった具合で一本の触手を伸ばして来た。

これは……確か男の種を搾る為のものだ。

もしかすると種をかければ復活するかもしれない。

「待ってろ、すぐに元気にしてやるからな」

「……うわ、ほんとにちんちん出したよこの人」

　逸物を取り出しアルラウネに向かって激しくしごく。

奴……いや、彼女も手伝ってくれるつもりなのだろう。

短く切られてしまった触手で逸物を撫で、精一杯の刺激を与えてくれた。

「おお……そうだ。尿道に入れてもいいんだぞ。いいぞ、中で回転させてくれ」

「……目を閉じてても良い？　恋が冷めそうで」

　出来れば見ていてくれ。

女の前で自慰するなど久しぶりだが結構快感なのだ。

　そもそも自慰自体、いつ以来かわからない。

いや触手で撫でて貰っているから自慰ではないのかな。

　そんな事を考えながらしごいていると絶頂感がやって来る。

快楽の度合いは低いのでそれほど大量の種は出ないだろうが、とりあえずぶっかければなんとかなるかもしれない。

「行くぞ……おおぉぉ……うっラミー!!」

「そんなのでエイギルがイクのはしゃくだしね」

　最後の瞬間、中腰になっていた俺の後ろにラミーが回りこみ、尻穴に長すぎる舌を入れて来たのだ。

蛇の舌が尻の奥深くまで入り込んだ刺激で俺は激しい絶頂を迎えてしまう。

「うおぉぉぉぉーー!!」

　予想外の勢いで種が飛び出し、直撃したアルラウネの茎が折れてしまう。

しまった……止めをさしてしまったか。

　だがいったん折れて倒れた彼女は触手を使ってそこら中に飛び散った俺の種をかき集めて行く。

見る見る葉に青さが戻り、全体が元気になって行くのがわかる。

「あーあ、復活しちゃった」

「よーし、復活したな。おっとこいつは駄目だ」

　復活に伴って新しい触手もにょきにょき生えて来るが、その中に消化液を出す物を見つけて軽く掴む。

女達にかかったらと考えると消化液は危なすぎる。

「これがあるとお前を切らないといけなくなるんだ。なんとかならないか？」

　アルラウネはキューと小さく鳴き、間もなく消化液触手だけが茶色く枯れて地面に落ちる。

ちゃんと言葉がわかるじゃないか。

「……悪い夢を見てるみたい」

　ラミーは頭を抱えて小屋に入ってしまう。

彼女には考える時間が必要だろう。

だが万事上手く転がっているぞ。

「栄養は俺がやるから心配するな」

　人型の部分を撫でてやると嬉しそうに葉が絡む。

「さて、さっきの続きなんだが、股間をもっと精巧に作る事は出来ないか？　そう、もう少し切れこんで……いいぞ！　ここの中心に穴を……もう少し深くして中にひだひだを……そんな感じだな。後は尻の肉もだな……そう、尻にも穴を作るんだぞ」




　こうしてアルラウネは中庭の隅に静かに植わる事となった。

ラミーは最初抵抗したが危害を加えない事がわかると、水やりぐらいはしてくれるらしい。

「それにしても……アレ、すっごくいやらしい形になったのだけど」

「ふふふ、大きく育つのが楽しみだ」

　今は全体が小さいので指で頭を撫でる事しか出来ないが、もっと育てばいずれは……ふふふ。

「へんたーい。そんな変態道に落ちないように、あたしをもっと抱いてよー」

　悪戯な声を出すラミーを抱き締めてキスを交わす。

　そのまま地面に倒れて肉棒を穴に差し込み腰を振りたくる。

「んっ！　ちゃんと女を抱かないと！　植物なんかに夢中になったら！　駄目だよっ！」

　ふと冷静になる。

ラミーの長い胴体を巻きつけられ、しっとりとした鱗に腰を打ちつけながら蛇舌を吸っているのも十分変態ではないだろうかと。

　まぁいいか。

気持ちいいし。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




余談　ピピの食材

「卵焼きが何十人分も出来るぞ！」

　ピピが屋敷に戻るなり、何かを転がしながら厨房に向かっていく。

「なんだそりゃ」

「でっかい卵だ！　リントブルムでドワーフから貰った」

　へぇ……えらく臭いな。

調理の前に念入りに洗ってくれよ。

　それにしてもでかい。

ピピの半分以上ありそうだ。

一体なんの卵なんだ？

「知らない。でも卵だ！　今から料理して卵焼きにする。族長様にも食べて欲しい」

　卵焼きは好きだが、今日はステーキじゃなかったか。

料理人も急にメニューを変えると困るだろう。

また今度にしような。

「そうか……なら仕方ない」

「今の時期は寒いからちょっとやそっとじゃ腐らんよ。地下室にでも置いとけばいいさ……食事まで少し時間があるな。ピピ、一緒に散歩でも行かないか？」

「行く！　すぐ置いて来るから待ってて欲しい！」

　そして卵は忘れられた。
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第２３８話　泥棒騒ぎ







深夜　新屋敷

　月の無い夜、真っ黒なローブを頭から被った男女がハードレット新屋敷の前で身を伏せていた。

彼らは屋敷の側面、人が通れるとは思えない切り立った場所を登って来たのだ。

　二人は坂を登りきると呼吸を整え、目の前に広がる屋敷の壁……高さは４ｍはありそうなソレに挑みかかる。

「ドロウ、準備は良いわね？」

「もちろんだぜ。それにしても見事な手際だ。さすが猫足のトティパ様ってか？」

　ドロウと呼ばれた大柄な男の声にトティパと呼ばれた小さな女は不快そうに眉を寄せた。

彼女は左眼を覆った黒い眼帯を軽く直す。

「無駄口叩かないで。ハードレットの屋敷に忍び込むのだから、一つのミスで私達は吊るし首よ」

　女は枯れ葉のこすれるような小さな声で言いながら大きな石をつけた薄灰色のロープをドロウに渡す。

「大丈夫だって、新屋敷はまだ使われてねーから警備は薄いさ。そこに金貨の山が運び込まれたってんだから、これは領主様が俺達にくれたも同然ってことだよ」

　ドロウは風切り音がしないようにゆっくり大きく石を回し、屋敷の壁を越えて内側に放り込む。

どさりと庭に石が落ちる音は静かな深夜にあっては大きく聞こえた。

　二人はしばらく息を殺し、何も反応がない事を確認してから身を起こす。

「いくわ」

　トティパは縄を掴んでするすると壁を登っていく。

「すげぇ軽業だな……」

　放り込んだ石が重りになっているとは言え、何十キロもあるような巨大な石を投げられる訳もない。

いくらトティパが小柄とは言え、普通に登れば石が動いて落っこちてしまうだろう。

　彼女は両足を壁の僅かな隙間にひっかけ、可能な限り体重を殺して登っていく。

こういった仕事に慣れている事はあきらかだった。

「しっ！」

　その時、松明を持った二名の警備兵が歩いて来た。

　ドロウは再び地面に伏せ、トティパはロープを手繰り寄せ、たゆまないよう壁に引きつける。

「いったか……」

　警備兵達は次の休みの話をしながらゆっくりと遠ざかっていく。

壁と同じ色に染められたロープはぴったり密着させれば夜目にはなかなか見つからないのだ。

「……いいわよ」

　トティパは庭の手頃な木にロープをくくりつけてから小さく合図する。

それを確認してドロウがロープを登り始めた。

筋骨隆々とした男はトティパのように重りの石だけで体重を支える事など出来ないのだ。

「ぐっ！　ふん！」

　不器用に、力任せに壁を登る男にトティパは軽くため息をついた。

（ドロウは完全に足枷……相当にうまくやらないと見つかる）

　男が隠密行動に向いていない事は明らかだ。

だが軽業を得意とする故に小型軽量な彼女は、ロープを担いで崖のような斜面を登り、重しのついた石を投げ入れるには非力過ぎた。

　もちろん最初はドロウが壁の前で待機、彼女だけで潜入する事を提案したのだが……。

「……そこで待っていてもいいのよ」

「へへへ、持ち逃げしようって手には乗らないぜ」

　持ち逃げを警戒したドロウがどうしてもついていくとごねたのだ。

彼らは気心の知れた仲間などではなく、裏の社会を通じて知り合った今回の仕事の為だけの関係だった。

無論、信頼関係など皆無で互いに出し抜かれないよう気を張らねばならない。

　更に獲物が大量の金貨である以上、非力な彼女一人では持てる量は知れている。

力のある男がいなければ危険の割に大した儲けにはならない。

「仕事が終わったら裏の排水路に飛び込むのよ。市街の水路から市外へ繋がっているわ。途中で警備兵に見つかったらすぐに逃げること、無駄に殺すのは論外」

「もう何べんも聞いたよ。さっさと行こうぜ」

　ドロウはうまく屋敷に侵入出来た事で鼻息を荒くしていた。

これからが大変なのにとトティパは頭が痛くなるが、事ここに到って仲違いなど出来なかった。




　深夜ではあるが警備兵は少なくない。

遠目にもいくつかの松明の灯りが見えた。

　だが逆にそれは警備の位置と数を正確に教えてくれる。

「行くわよ」

　彼女は眼帯を外し、閉じられていた左目を開く。

三日前から昼夜を問わず眼帯で覆われていた目は月灯りの無い暗闇の中でも遠くまで見通す事が出来る。

　滑るように闇夜を駆けるトティパは一直線に屋敷の裏口に向かう。

屋敷の大まかな構造は建設に携わった職人の一人から酒と引き換えに聞き出していたのだ。

　裏口の前には当然警備の兵がいる……だが一人だけだ。

宝物庫があるにも関わらず、領主が住んでいない新屋敷の警備はそれ程厳重では無い。

仕入れた情報通りだった。

　彼女は兵の持つ松明が自分を照らしだす二歩手前で停止し、懐から一匹のネズミを取り出した。

それを自分達がいるのとは反対側に放り投げる。

突然地面に叩きつけられたネズミは声を上げて泣き、枯れ草を揺らす。

「誰だ！」

　裏口を守っていた兵は一声叫んで松明を向け、ネズミが暴れる草むらに近づいていった。

同時にトティパも駆けだす。

彼女は兵の足音に自分の足音を重ねる事で忍び足せずに駆ける事が出来る。

これが彼女が猫足と呼ばれる所以だったのだ。

　彼女は扉に取りつくなり細い針金を取り出して鍵穴をこねる。

「ここらへんから聞こえたぞ……くそ、暗いな」

　兵が音のする草むらをごそごそやり出した所でドロウも下手くそな忍び足で扉に向かう。

男が扉に到着すると同時にカチンと音がして扉が開いた。

僅か数秒の早業だ。

「……ちっネズミかよ！」

　警備兵が悪態を付きながら戻った時には二人は既に屋敷の中に侵入していたのだった。




　靴を布製の物に履き替えて石の廊下を無音で走る。

誰も住んでいないだけあって屋敷の中は寒々しい。

警備兵の数も外より少ないようだった。




「貰ったも同然だぜ」

「……宝物庫が一番の強敵よ。何しろ関わった人間は有名所ばかりで酒の勢いで聞き出すなんて出来なかったもの、ぶっつけ本番よ」

「お前さんの鍵開け技術ならあっと言う間だって。それにいざとなったら俺の剣で扉ごと……」

　ドロウが腰の剣を抜くのを見てトティパは再びため息を付く。

（泥棒するのにおっきな剣持ってくる馬鹿がどこにいるのよ）

　対照的に彼女は動きを邪魔せず、重さもほとんどない鋭く小さなナイフだけを腰に差していた。




「あれが宝物倉庫、兵士が……四人！」

　二人は思わず顔をしかめる。

（奇襲で倒せるのが二人……一人は気を逸らせて時間差で倒すにしても四人同時は無理ね）

　一人でも仕留め損ねて叫ばれればたちまち警備兵が集まって来るだろう。

「様子を伺いましょう。一人が便所にでもいけば機会は……」

　トティパは近くの部屋に潜んで好機を待とうとしたが、金貨を目の前にしたドロウは辛抱出来なかった。

「いいや、四人ならなんとかなるぜ！　俺が昔傭兵やってたのは話しただろ！」

「ば、馬鹿！」

　剣を抜いて駆けだすドロウ。

トティパは止めようとするがもう手遅れだった。

仕方なく彼女も身を低くして走り込む。




「ん……？　な、なんだお前、ぐえっ！」

　暗闇から突然現れたトティパに兵士が驚き、慌てて剣を抜こうとする。

だがその前に彼女の蹴りが股間に入り、兵士は悶絶してひっくり返った。

「くせも……ぎゃ！」

　ドロウも剣を抜き損ねた兵士の顔面を拳で殴りつけ昏倒させた。

「このっ！　うわっ！」

　三人目の兵は剣を抜こうとして松明を取り落とす。

明るさに慣れた目は暗闇を跳ねるトティパを捉えきれず、回し蹴りが首筋に入って気絶してしまう。

「くそ！　逃げやがる！」

　四人目の兵士は後ろを向き、一目散に逃げ出した。

もちろん叫び声を上げながらだ。

放置すればすぐに屋敷中の兵士が集まって来るだろう。

「だめ！　ドロウ!!」

「このくそがぁ！」

　ドロウは兵士を捕まえようとしたが届かず、剣を振り上げて背中に切りかかる。

「ぎゃぁぁぁぁ!!」

　肩口から深く切られた兵は断末魔の叫びをあげてその場に倒れ伏せた。

どう見ても致命傷だ。

「なんで殺すの!?」

「うるせぇ！　早く鍵を開けろ！」

　悲鳴が響き、屋外の警備兵もバタバタと動き始めている。

ただ突然の悲鳴、それも一度だったので正確な場所までは分かっていないようだった。

「早く開けろ！　それともこのまま手ぶらでお尋ね者か!?」

「……あんたなんか連れて来るんじゃなかった！」

　トティパは言いながらも宝物庫の鍵に針金を突っ込む。

ドロウはその横でいらいらと歩きまわっている。

「まだかよ！」

「裏口の鍵なんかと一緒にしないで！　これは……スプリング式一〇段のダブル、時間がかかる！」




「悲鳴は屋敷の中じゃないのか!?」

「馬鹿な、入口は異常なかったぞ！」

「見ろ！　ロープがかかってる！　曲者が入った!!」




　裏口から兵士が走り込んで来る音が聞こえ、二人は更に焦り出す。

「早くしろっての!!」

「焦らせないでよ！　一つ目開いた！　二つ目……」

　針金を差し込んだ瞬間にトティパの顔はゆがむ。

（一つ目と全然構造が違う！　まったく別方式の鍵だわ！）

　廊下を走る兵士の足音が更にトティパを焦らせる。

領主の屋敷に侵入して兵士を殺したのだ。

捕まれば楽に死ねるはずがない。

「もうだめ、間に合わない！　逃げましょう」

「馬鹿言うな！　ここまで来てそうは……」

「曲者か」




　怒鳴ろうとしたドロウが突然トティパの目の前から消える。

「へ？」

　目で追うと一九〇近い大男のドロウが冗談みたいに吹き飛び、廊下の端まで転がって行く。




「ノンナ、カーラ、俺の後ろにいろ」

「「はい！」」

「ふぇ？」

　彼女の前に立つのは筋肉の塊だった。

身長こそドロウと変わらないが、筋肉の盛り上がりが違う。

一四〇と少しのトティパにとっては肉の壁に等しい。

そして何より……。

「ぜ、全裸？」

　男は空拳徒手どころか全裸だった。

ドロウは拳の一撃で廊下の端まで吹き飛ばされたらしい。

　見れば男の後ろにいる女二人も半裸、そして宝物庫近くの部屋の扉が開いていた。

どうやら夜の屋敷で事に及んでいたようだ。

「く！」

　だがそんな事は自分の運命には関係ない。

トティパはナイフを抜くが目の前の男は微動だにしない。

（こいつ強い……まともにやったら勝てない！）

　それでもトティパには勝算があった。

（筋骨隆々の男は力はあるけど動きが鈍いはず。ドロウがそうだったじゃない。威嚇しておいて窓を破って逃げる。高さは２ｍ……私なら無傷でいける！）

　戦術は決まった。

「やぁ！」

　トティパは派手な声を上げてナイフを振りかぶってから窓に向かって走る。

　そして筋肉の壁にぶつかってひっくり返った。

「な、なんで!?」

　へまはしていない。

持てる最大の速度で跳んだはずだ。

だが男は更に速かったのだ。

「……泥棒どころか殺しまでするとは」

　男は倒れ伏す兵士を見て肩を竦める。

　トティパは逆手にナイフを握り直した。

（足を斬り付けて窓から逃げる。幸い相手は徒手の大男、小さな私が屈めば蹴りしか届かない。それに全裸だから小さいナイフでも通る）

「抵抗を止めろ。大人しくしないと女とはいえ怪我を……」

「はぁっ！」

　気合いの叫びと同時にトティパは体を低く倒して突進する。

途端に周囲が暗くなる。

（しめた、驚いた後ろの女が松明を落とした！　これで私が有利）

　男は一瞬トティパを見失う。

彼女はこれ幸いと大きく右に回り込み、太股を狙うが……。

　バチンと肉が当たる音が鳴り、彼女の頭に衝撃が走る。

（殴られた！　足は上がっていないはず……なのに……）

　カウンターの一撃を貰ったトティパは一瞬意識が飛び、バランスを崩して壁に激突する。

　その隙に男の後ろに隠れていた女が飛び出して来た。

「ナイフ押さえたわ！　ノンナ、上に乗りなさい！」

「え、えい！」

　ナイフが蹴り飛ばされ、上に女二人が乗って来る。

巨大な乳がトティパの頭を押さえ付けた。

こうなっては非力なトティパは何も出来ない。

　もはやここまでと彼女はゆっくり目を閉じ、力を抜いたのだった。
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「ノンナ上に乗りなさい！」

「え、えい！」

　倒れ込んだ曲者の上にノンナとカーラが圧し掛かり、動きを封じる。

　見ればピピと同じぐらいの小柄な女だ。

念の為、両手を掴んで押さえ付けるが、もう抵抗する気はないようだった。




「すばしっこい女だ。セリア以上だな」

　ノンナが松明を落として視界が無くなった一瞬、俺はこいつを見失った。

回り込む気配を感じて慌てて体を捻ったのだが、その時肉棒が何か硬い物にぶつかったのだ。

　カーラが慌てて松明を拾うと、女は壁にぶつかってひっくり返っていた。

どうやら肉棒で女を殴り付けてしまったらしい。

　射精まであと少しでお預けを喰らい、ギンギンだった事が幸いしたな。

しかし小柄な女とは言え、弾き飛ばすとは……我が肉棒ながら恐ろしい。




「宝物庫に金貨を入れて早々に泥棒か……」

「警備は何をやっていたのですか！」

　ノンナはお冠だ。

それは後でマイラがたっぷり問い正す事になるだろう。

「俺達が居て良かったな」

「そうよ私のお陰だからね」

　カーラが胸を張る。

　俺とノンナ、カーラは新屋敷の一室で情交していた。

もちろん部屋とは言え、ベッドもなにも入っていないので青姦に近い。

　声を潜ませて交わり、兵士に見つかるかもしれないと言うスリルを味わっていたのだ。

提案したのはもちろんカーラだ。

　遊んでいると突然尋常でない悲鳴が聞こえて飛び出して来たと言う訳だ。

「何を偉そうに、変態なだけじゃないですか」

「あんたも一緒にやってたくせに！」

　言い合う二人、組み敷いた女は俺達の変態行為のせいで捕まったのかと悔しそうに肩を落とした。




「曲者ーー！　り、領主様!?」

　ようやく警備の兵がやってくる。

「遅いぞ！　曲者はこの女ともう一人は男だ。探せ」

　殴り飛ばした男の姿はもう見えない。

逃げたようだな。

「それから、こいつらの手当てだ」

　宝物庫の前に転がる四人。

その中で背中を斬られた男だけが動かない。

「……こいつは助かりませんね」

　大丈夫、手はあるさ。







翌朝

「調子はどうだ？」

「自分でも信じられません！　領主様の……」

　更に賞賛の言葉を続けようとする兵士を手で制する。

背中を斬られた兵士の傷……明らかに致命傷だったそれを綺麗さっぱり治したのはリントブルムから持ち帰った戦利品、ドラゴンの血だった。

　兵士は俺の女ではないが、新しい屋敷で早速死なれるのも気分が悪いからな。

まだ量はあるし、ケチをする事も無い。

大事な女達に使う前に、副作用がないか試す意味もあった。

「さあマイラとセリアが呼んでいるぞ」

「う……」

　警備兵達が一斉に肩を落とす。

苛烈な叱責、事によっては処罰が待っているのは明らかだ。

　面白そうなのでこっそり覗こう。







「言いたい事はわかるな？」

　マイラが低い声を出す。

彼女の前に並んでいるのは新屋敷の警備に当たっていた二〇名の兵士だ。

「この間抜け共が!!」

　びくりと皆の肩が上がる。

　セリアが手枷・足枷を付けられて正座している賊、トティパと言う女を軽くはたいた。

女はもう観念しているのかぼそぼそ犯行を自供する。

「……西口の坂から入りました。外壁にロープをかけて」

　西側の見回り担当だった警備兵の肩が震える。

「……裏口から屋敷内へ入りました。ネズミを投げてその隙に鍵を開けて……」

　全員の視線が裏口を見張っていた兵に集中する。

「ほ、ほんの一〇秒ぐらい目を離しただけで鍵まで……いえなんでもありません」

　兵は言い訳しようとしてマイラに睨まれ、押し黙る。




「本来ならお前達は全員クビだ！」

　ドンとマイラが足を踏み鳴らす。

「ひぃっ！」「俺は今年嫁をとったばかりで……」「家を買って……」「もう少しで娼婦をモノに……」

「……だがハードレット卿の温情でそれだけは堪忍してやる。ただし西側警備と裏口警備、殴り倒された宝物庫担当のお前達は春までラーフェン街壁警備に回す！」

「うぅぅ……」

　寒風吹き抜ける冬の街壁警備は温かい屋敷の警備の何倍も過酷だ。

だが、さすがに文句は言えないだろう。

「他の者も悲鳴が上がってから駆けつけるのが遅い！　しかも賊の片割れを逃がすとはたるんでいる！　全員減俸!!」

　小さなため息も集まれば大きい。

それでも賊に屋敷に侵入されるなど大失態、不服は言えまい。

　全員の不満は実際に西と裏口を警備していた兵に向く。

これは内部亀裂を生むし、警備兵の不満がこちらに向いても困る。

そこで次の一手だ。




　俺はオホンと咳払いしてから物陰より進み出る。

兵達が目に見えて震え出した。

別に怒ってないぞ、普段から怒鳴り散らした事もないはずだが。

「お前達の給料は冬の間、月金貨二枚に減俸だ。街壁警備に回された者は金貨一枚だ」

　かなり衝撃的な内容のはずだが、マイラの時と違って彼らは微動だにしない。

別にため息ついたからって殺したりせんぞ。

　元々屋敷の警備は街警備よりも給金はずっと上だ。

金貨二枚にするのはかなりの減俸だが、まあ贅沢しなければ大丈夫だろう。

一方、金貨一枚はかなり苦しい、家族が居れば食うので精一杯となる。

妻子に相当どやされるだろうが、春までは頑張ってくれ。

　ここからが胆だ。

「そしてお前達にはもう一つ役目を与える」

　まだ何かあるのかと沈む表情。

「この女、俺の屋敷に侵入し兵に斬り付けたのだから当然死罪のはずだ」

　兵達は当然だ、と頷き、トティパは項垂れる。

マイラとセリアだけが大きなため息をついた。

「だがこの女はトティパと言って有名な泥棒らしい。お前達が今後賊を防ぐに当たって彼女から得る物は多いはずだ」

　賊の防ぎ方は上手い賊に聞くのが一番だ。

　話が見えないと兵士は互いに顔を見合わせる。

「それにただ減俸されたのではお前達も可哀想だからな……見ろ、こいつは小さいが結構な美人だろ？」

「へ？」

　予想外の展開にトティパはすっとんきょうな声を出す。

よし、ここで宣言してやろう。

「お前の刑を言い渡す！　春まで三カ月の間、こいつら二〇人全員の妻になって夜の相手をするのだ！」

「はぁーー!?」

　兵も女も呆気にとられた表情となった。

だが意味が分かるにつれ、兵士の顔は情欲に染まり、トティパは青くなっていく。

「普通なら死刑なんだからマシだろう？」

「それはそうだけど！　でも妻ってそれって！」

「妻って事は……色々し放題なんだよな？」「この小さな女に全員でか……大丈夫か？」

「こいつのせいで減俸になったんだ。仕置きをしないと……」「でゅふ、遂に拙者も童貞卒業……」

　二〇人の舐めまわすような視線に晒され、トティパは身を引くが足枷のせいでそれも出来ない。

「但し！　殴る蹴るはもちろん、壊すような事をしたら罰する。あくまで妻として可愛がってやれよ」

「「「はい！」」」

「ちょっと待って！　可愛がるって二〇人もいるのに!?　無理よ無理！」

「さあ連行しろ。ベッドで泥棒テクを聞きだすのも忘れるなよ」




　トティパは兵達に担がれて連れて行かれてしまった。

「わーん！　なんでこうなるのぉ！」

「死刑よりマシだろ」「俺は童貞なんで色々教えてくれよ」「娼婦一五人斬りのテクで喘がせてやるぞ」「お前に蹴飛ばされた玉の復讐だ。種付けてやる！」「頼む……俺を踏んでくれ」







「これでよし」

「良くありませんよまったく……いつもながら女に甘すぎます」

　マイラとセリアは非難の目を向けて来る。

しょうがないじゃないか、悪人でも女は可能な限り殺したくないんだ。

「それにあいつの特技は色々と面白い」

　警備兵は別に遊んでいた訳でもだらけていた訳でもない。

二〇名の警備を易々と突破して宝物庫にまで取りついたのだから大したものだ。

しかも宝物庫の鍵の一つまで開けたのだ。

「兵達にそれほどの落ち度があった訳じゃない。あまり厳し過ぎると逆に悪い」

　金欲しさに泥棒と手を組む兵士の話は他領では良くある事だ。

「大丈夫じゃないでしょうか。兵がエイギル様に逆らうなどあり得ません。忠誠と言いますか……その恐怖と言いますか。噂と戦果を聞けばさすがに……」

　俺は兵士につらく当たった覚えはないぞ。

　まぁこれでトティパの刑と兵士への罰、そして屋敷警備の改善まで出来るのだから上出来だ。

心配なのは後一つだけか。

「片割れの男はまだ見つからないのか？　兵は堀に飛び込んだ所で見失ったと言っていたが」




「「ああ……その件なのですが」」

　マイラとセリアは顔を見合わせ、声を潜めて耳打ちして来る。

なかなか衝撃的な話だった。

「……骨になって見つかっただと？」

「堀の隅からバラバラになった骨が……夕方にはありませんでしたし、骨の形から大柄な男のものと思われます。使用人が気味悪がるので内密にしていますが」

　それが正解だな、堀に飛び込んで白骨化など不気味で仕方ない。

うーん謎だ。







「と言う訳だがミルミは何か見てないか？」

　俺は屋敷の堀を覗きこみ、人魚のミルミと言葉を交わす。

彼女達の池とこの堀が水道橋で繋がってから結構行き来しているらしいし、何か見ていないだろうか。

　いつも通り笑顔のミルミ、周りには何十と言う子供人魚たちが顔を出している。

こいつらは全員、俺の種で還ったのだから俺の子供と言っていい。

「しらないよー。でも悪い人じゃなかったら心配ないんじゃないかな」

「ないのだー」「ないよー」「ないないー」

　ミルミの真似をする子供達、前に見た時より成長している。

胸が膨らみ始めている子供もいるな。

人魚は成長が早いらしい。

「悪人でなければ大丈夫と？」

「そーだよ。刃物突き付けて私を人質に取ろうとするような悪い人で無ければ大丈夫だよ」

「だよー」「なのだー」「だいじょぶー」

　なるほど、堀の中にいた彼女達が言うならそうなのかもな。

「わかったありがとう、ところで今日は豚のステーキなんだが食って行くか？」

　ミルミ達人魚は肉が好きらしいから喜んで貰えると思ったのだが。

「うーん、今日はご飯はいいや。また今度お願いね」

「おなかいぱいー」「おにくたべたー」「いぱいたべたー」「わるいひとたべたー」

　そうか、ならまた今度な。

　謎は謎のまま終わりそうだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（普通のノンナ）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（義娘）ブリジット（義娘）フェリシー（義娘）

セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）

人外

ラミー（愛蛇）ミルミ（満腹人魚）アルラウネ（育成中）

部下（仮）

セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）トティパ（皆の嫁）

軍七千名

歩兵一二〇〇騎兵八〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）三六〇〇

（弓騎兵・予備役解散）

予備役三千（装備不完全）

大砲一〇門　大型砲一六門

財産　金貨三五八四〇　減俸分ｘ３カ月（＋一四〇）

経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２３９話　動く世界







王都ゴルドニア　王宮

「陛下、ハードレット卿の独断による南部の紛争はようやく収まったようにございます」

　大臣の一人が深く頭を下げる。

「既に聞き及んでおる。余も対外戦争は望む所ではなかった。それで良い」

　大臣は更に語気を強める。

「しかし戦いは不意の天災で終わっただけの事にございます。しかもハードレット卿は切り取った領を自らの物のように扱っているとか！　これは恐れ多くも陛下より辺境伯の地位を賜る貴族として……」

　王はわざと音を鳴らしてカップをテーブルに置く。

大臣の言葉が止まった。

「既に聞き及んでおる。つまりそちは何が言いたい？　ハードレットに罰を与えよと言うのか？」

　王が乗り気でないのを察して大臣は少しばかりあてが外れた。

張り詰める緊張感に体が震え始める。

（裏切りを警戒している今の王ならばこれ幸いと食いつくと思ったのだが……だがもう後には退けぬ！）

　周りには何人もの重臣達がいる。

自分がハードレット辺境伯の讒言を行った事はすぐに知れ渡るだろう。

ここで空振りに終わっては、戦鬼と恐れられる男の復讐が待っている。

「いかに戦争の英雄、無敵の猛将とは言え、王権をないがしろにする事は許されません。何かしらの罰を与えるべきかと存じます」

　王は身を乗り出し軽く笑った。

「してどのような？」

　大臣は王が笑った事でより口が軽くなった。

「辺境伯は広大で豊かな土地を持っております。大きく召し上げて王領とし、幾分かは王により忠実な者達に配れば王の権威も高まりましょう」

　エイリヒが思わず異議を言おうと出るが、王の顔を見て戻った。

王の笑みは決して目の前の男を称えてはいなかった。




「うむうむ……ところで例え話をしよう」

「は？」

　王が唐突に話題を変えたことで大臣は困惑し言葉を切る。

「ある所に盗人が居た。こやつは上手く隠れていたが、いつ捕まるかと恐れてもいた」

「は、はぁ……」

「こやつが安心する為にはどうすればよい？　ほら穴にでも潜み続ければ良いか？」

　意味不明な質問だと感じたが王の言葉を無視する訳にもいかず、大臣は薄い頭をかいて考える。

「隠れ続けてもいつかは見つかります。それより罪を人になすり付け……」

　そこまで言って大臣は言葉を失い、だらだらと汗を流し始める。

「どうした？　最後まで言ってみよ。……仕方ない余が代わりに言ってやろうか」

　王は後ろに手を伸ばす。

間をおかず、王座の後ろから筆頭情報官のレベッカによって紙束が差しだされた。

王はその束をぴらぴらめくってから大臣を睨みつける。

「例えば新たに開拓した荘園を報告しないよう徴税官に金貨三〇枚を贈った罪人が……調査の気配を感じ、誰でも知っているような情報を並べ立ててより大きな罪人を作ろうとする。というのはどうだ？」

「そ……そ……それは……」

　終わった。

その場にいる全員の考えが一致する。

「この背信者を連れて行け！」




　大臣は抵抗せず、ただ下を向いて連行されていく。

彼自身が利用しようとした王の猜疑心、逆にこうなってしまっては最早なんの弁明も通じない。

「情報官、大義であった」

「ありがたきお言葉です」

　レベッカは王に一礼して再び王座の後ろへと下がっていく。

不埒者が退治された胸空くはずの一幕、だが皆の表情は晴れなかった。

「ハードレットは短気ですぐ力に訴える所もある。だがねちねちと隠し事の出来る男では無いわ」

　王の言葉にレベッカは頷き、心の中で苦笑する。

彼女は王を怒らせるに足る話をそれなりに持っている。

だが今更出しても彼女もまた疑念の目で見られる事になるだろう。

（今は……黙して語らずが正解ね）







　そして解散が告げられた。

「軍務総監、どう思われますか？」

「我が国にもまだまだ汚職の根は張っている。徹底的に根絶せんといかんな」

　エイリヒは懇意の新貴族の一人と語りながら王座の間を後にする。

ケネス派閥の文官やどちらにもくみしていない者達も一様に同じような事を話していた。




　そのまま二人はエイリヒの執務室に入って扉が閉じられる。

他の目と耳が無くなった。

「軍務総監、どう思われますか？」

「……金貨三〇〇枚やそこらの取るに足らんごまかしだぞ。しかも増えた分を報告しなかっただけだ。この程度で大臣を処断していては人がいなくなってしまう」

「あの男は陰険で小賢しく好かん奴ではありましたが……」

「だが仕事はそれなりにこなしていた。それに奴は金玉が豆粒程しかない小心者だ。遠まわしに脅しておけば二度と悪さなどしなかっただろう。……王もそれを知って大臣職に据えたはずなのだが」

「以前の王とはどうも考え方が変わっておられるようですな」

　エイリヒは黙って頷く。

（今の王は能力がある者達もつまらない罪や誤魔化しで投獄してしまう。清廉潔白な貴族など無欲な商人と同じぐらい希少だと言うのに）

「こちらの派閥からもルドニとアラグが投獄されました。軍の人事評価に口を出し、身内の出世を早めた……容疑です」

「けしからん事だ。だがそれだけだ。数千規模の司令官は全て俺が見ている。……せいぜいが一〇〇程度の指揮官の話、呼び出して怒鳴れば仕舞いだろうにな」

「一方、政務総監……いえ、ケネスの派閥でも同じ事が頻発しております」

　正式名称で呼んだ男はエイリヒの顔色を見てから言い直す。

「向こうは文官主体だからな。賄賂や財産隠しにはより縁があるだろう。奴の苦労している顔が目に浮かぶよ」

　エイリヒは軽く笑う。

部下も笑うが、溜息と共に笑いが逃げて行った。

「だが密告の頻発は頂けん。いずれ全ての者に波及するぞ」

　宮廷貴族が自らの立身出世の為にライバルを貶めるのは良くある話だ。

だが最近はそれが頻発し、同じ派閥の中でさえ密告が盛んに行われている。

「情報官が駆け回り、些細な噂まで確かめに動いていると聞きます」

「今までのように俺かケネスか中立か……という単純な話では無くなって来るかもしれんな」

　エイリヒは最近二重にされた窓の外を見る。

建前は最高秘密を万が一にも他国の間者に聞かれてはならない為とされる。

だが事実上は情報官が窓に張り付いていても聞こえないようにする改造だった。

「俺もあいつみたいに領地で好き勝手したくなってきたぞ。綺麗所を集めて毎夜乱交か……」

「急にそんな事をすれば反乱の嫌疑をかけられるかもしれませんよ」

　エイリヒの長い溜息が再び聞こえた。







　王は職務を終えて食事の席に着いた。

今までは会食がなければたった一人での食事だったが最近は違う。

「ロサリオ、今日はお前の好物で揃えさせたぞ。存分に味わうと良い」

「恐れ多い事です陛下」

「ロサリオ」王が囲う唯一の女で絶対の寵愛を受ける女でもあった。

本来愛妾には許されない食事の同席から、風呂の世話、夜の供まで王の私生活は常に彼女と共にある。

　料理を取り分けようとする使用人を手で制して、王は自らの手で女の皿に料理を置く。

使用人達は王が下僕のような真似をした事に顔を見合わせるが、何も言えない。

「頂きます陛下」

　ロサリオはスープに手をつけようとして手を滑らせスープを零してしまう。

派手にスプーンが転がり、王の衣服にまで汁が飛んでしまった。

　女が深々と頭を下げる中、周囲の使用人は続くだろう怒声に備えて肩を竦める。

同じ事を使用人がやればその場で死を宣告されてもおかしくない。

　だが王は逆に表情を緩めて甘い声を出す。

「まったく仕方のない女だ。火傷はないか？」

「はい、なんとお詫びして……あっ」

　王はロサリオを抱き締めて頭を撫でる。

「仕方あるまい、お前は鈍臭く頭も悪いのだ。余がいなければ何も出来ない女なのだからな。良い良い、愚かなお前が何をしても怒りはせぬ。お前はただ余に従っていれば良い。必ず幸せにしてやるからな」

「光栄です陛下。馬鹿で愚かな女ですが長く囲って下さいませ」

　王に抱かれて目を閉じるロサリオの瞳にはやはり何も映ってはいなかった。
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白都周辺　帝国軍陣地　冬の到来

　雪は一度降りだしてからはほとんどやむ事がなかった。

全てを白く染め、ゆっくりゆっくりと積もって行く。

　帝国の司令官達は一様に苦虫を噛み潰したような顔を突き合わせる。

「連邦の冬は寒いと聞いていたがよもやこれ程とは」

「事実上戦奴は使い物になりません。半裸の奴らは寒さで動きが取れないのです」

「それどころか本国兵にも寒さのあまり体調を崩す者が続出しております」

　連邦の冬が寒いとの情報はあった。

故に、帝国本国ではほとんど必要ない毛皮も正規兵の分は揃えていたし、焚火に使う薪も準備していた。

だが属州兵や、まして戦奴などは我慢させれば良いと考えていたのだ。

「しかし戦奴達は蹴れど叩けど寒さで動けず、体の弱い者の中には命を落とす者も出始めております」

「更に兵の間で火傷……捕虜に聞く所の凍傷……なる者が続出しております」

　全員の無言の圧力を受け、一人の男が進み出る。

「ザフネス閣下、白都攻略まであと一歩とは理解しておりますが、今のままではまともな戦は出来ません。一旦南へ下がり、冬を越してから再度攻略を……」

「阿呆!!」

　ザフネスは怒声を上げる。

「連邦は我らの手が届かぬ北部と東部で刻一刻と戦力を回復しておる！　春まで待てば奴らは準備万端整えて来るぞ。そうなっては白都攻略など出来ようか！」

「それはそうですが……」

　参謀と司令官達が頭を抱える。

絶え間なく続けた攻撃も遂に白都の守りを突き崩す事は出来なかった。

この上、寒さまで加わっては白都を陥落させる事など出来そうにない。

　だがザフネスの言い分にも理はあった。

帝国がここまで一方的に戦いを有利に進めたのは初戦の勝利から怒涛の勢いに乗っての事だ。

腰を落ち着けて組み合ってしまえば自分の庭で戦う連邦が盛り返して来るだろう。

（時間が経てば敵に有利……）

（冬が深くなってもまた敵に有利……）

「諸君らの言う事も分かるが、攻撃の手を緩めては敵が喜ぶばかりだ。予定通り今から攻撃に移る！」

「「はっ！」」

　まともに戦えるとは思えない。

だが時間が経てば経つほど更に苦しくなるのは明らかだ。

攻撃の手を緩める事は出来なかった。







「出撃準備だーーー!!」

「貴様ら早く立て！　動きまわれば少しは温まるだろう！」

　指揮官が叫び、震える戦奴達を無理やり並ばせていく。

　だがある一団だけが命令を聞いても動かない。

丘の上、寒風が最も吹きあたる場所に陣を構えた連中だった。

「貴様ら、不服従は処刑だと知っているだろう！　震えていないで立て！」

　そこまで言って指揮官は歯の鳴る音がしない事に気付く。

「震えてないな。ならさっさと……」

　彼は鞭を振り上げて近づき……その場に腰を落とす。

「こ、こいつら全員死んでいるのか……なんてことだ……」

　哀れな戦奴達は互いに肩を抱き合い、地面に掘った穴に這いつくばり、なんとか風を避けようとした姿勢のまま寒さに息絶えていたのだった。
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珍道中　？？？

「しんどいですわ、狭いですわぁ!!」

「皆様、本当に申し訳ありません……」

　一面の銀世界を東に向かう幌馬車の中、一人の太い夫人が大の字に寝転がり大声で疲労を訴える。

彼女達は馬車に乗るまでの間、結構な距離を自らの足で歩いていたが、それは他の乗客も同じだった。

そして赤子を抱えた従者の女が必死に謝る。

「まぁ確かに邪魔だけどな……」

「それにあんたらが乗ってから馬車の速度もかなり落ちた。どんだけ重いんだよ」

　夫人は疲れ果てていたのか大の字のまま寝てしまう。

無遠慮に伸ばされた手足は狭い馬車ではかなりの面積を取り、他の客は眉をひそめた。

「奥様！　もういい加減に……あっ！」

　従者の女が夫人を揺すると同時に大きな放屁音がし、馬車内に異臭が立ち込める。

乗客の表情が更に厳しくなった。




「……申し訳ありません」

「普通ならとっくに放り出してる所なんだがな……」

　一人の男がゆっくりといびきをかく夫人に近づいていく。

「まぁ利用出来そうでもあるからな」

　もう一人の男が上着を脱ぎ捨てて夫人に迫る。

　他の乗客たちも夫人を囲むように近づき手を伸ばす。







　そして夫人と従者の女は苛烈な凌辱を……受ける事はなかった。

「あったかいな」

「あぁ、上着なんていらねぇよ」

「こいつ体全体から湯気出てるぞ」

「ボロ馬車が暖房付きの高級馬車に変わったと思えば、多少の事は我慢するさ」

　風よけの幌があるとは言え、本来は冬の身を切るような寒さに耐えねばならない。

荒野を行く馬車内では互いに身を寄せ合ってなんとか乗り切るのが一般的なのだ。

　だが今、馬車の中はまるで春先のような、それにしては少々湿った暖かさに保たれている。

たちこめる暖気の中心にいるのは寝転んで汗を滴らせる太めの夫人だったのだ。

「奥様、日々無駄に蓄えた脂肪が役に立っていますよ」

「あ、暑いですわぁ……汗が止まりませんわぁ……ぶひぃ……」

　女二人と赤子一人は東に向かう。

愛する男の元へと急ぐ。








第２４０話　夫人との再会♯







　ラーフェン屋敷

「ごめんなさい。わからない」

「そうか、お前ならあるいはと思ったんだが」

　俺は薄い紅に染まったデュアルクレイターをテーブルに置いてため息をついた。

　アリスもわからないとなるともう手掛かりはなさそうだ。

　別に害はないし切れ味も若干上がったように感じるから問題はないのだが。

「役に立てなくてごめんなさい」

　ぺこり頭を下げるアリス、気にしていないよと撫でてやる。




「この話はここまでだ。続きをしようか」

「はい……あぁ……入る……お……おぉぉぉぉぉ!!　あおぉぉぉぉぉーー!!」

　膝に乗せたアリスの尻に肉棒を押し込んで行く。

　先ほどまでの引っ込みがちな雰囲気は一変し、獣のように腹の底から声を出すアリス。

　彼女の真っ赤な髪をかき分け、首筋にキスをしながら後ろ向きの座位で尻穴を激しく突く。

「んおっ！　んあっ！　んごっ！」

　さすがに声が出過ぎているので口に指を突っ込もうとした時だった。




「エイギル様、丸聞こえですよ。メイドが廊下から覗いて……」

　入って来たのはノンナ、またかと呆れた顔をしながら繋がる俺とアリスに目をやり、そして固まった。

「そ、そ、それ……！」

　はて、俺がアリスの尻穴をほじっているのは珍しいことではない。

　何を驚いているのだろうか。

「デュアルクレイター！　デュアルクレイターが!!」

　あぁデュアルクレイターの色が変わった事か。

　確かに大事な家宝が変質しては気になるだろう。

　しかし原因はわからないから何とも答えようがない。

「突っ込みましたね！　お尻に突っ込んだのですね!?」

「何を言っているんだ？」

　ノンナは怒りの目で俺を見る。

「後ろ向きの座位、そして赤く染まった抜き身の剣！　正直に言って下さいアリスの穴に入れたのでしょう!?」

　そんな馬鹿な……剣を突っ込むなんて非道な事をする訳が……。

「家宝の剣を他の女の尻に入れるなど、エレクトラ家を挿入したも同然です！　お覚悟下さい！」

　ノンナは涙目で突進して跳躍、矢のように飛翔して頭突きして来た。

「ぐお！」

「きゃーーーー!!」

　アリスの尻に挿入していた俺は身動きが取れず、石頭の頭突きが綺麗に入る。

　拍子に肉棒がアリスの尻の奥深くまで入り込む。

　絶叫が屋敷中に響く。




「何の騒ぎですか!?　ってほんとナニしてるんですか？」

　涙目でプイと顔を逸らすノンナ

　拗ねる彼女になんとか説明する俺

　尻穴に根元まで肉棒を受け入れ、快楽にのたうつアリス

　どたばたを笑うようにデュアルクレイターは薄く紅色に光っていた。







「誤解が解けて何よりだよ」

「剣を抜いたまま女を抱くからです！」

　ノンナは誤解させた罰として俺に膝枕を強要する。

　隣にはいつのまにかノンナの双子を抱いた侍女二人が陣取り、穏やかな夫婦の時間になっていた。

　ちなみにアリスは深くやり過ぎてまた痔になってしまった。

　医者に見せると第一声は「今度は何を入れたのか？」だった。

　どうやら尻の怪我は常連らしい。

　ノンナの綺麗な髪をすきながら耳元で愛を囁く。

　彼女は服装や装飾も色々拘っているが、肌と髪も常に最高の状態を保っている。

　メルも気を使っているが「若さが憎い……」とよく呟いている。

「綺麗である事も妻の義務です。夫の目を楽しませて疲れを癒しますわ」

　太ももに顔を埋め、嬉しそうに目を細めるノンナ。

　美女にここまでされると堪らないな。

　もちろん犯したくもあるが、それ以外に温かい感情が芽生えて来る。

「綺麗だよノンナ、俺のノンナ」

「エイギル様……愛しい私の旦那様」




　顔を上げたノンナと俺の唇が重なる直前、ノックと共にメイドの一人が居間に入って来る。

「あの、失礼します」

「「「……なんですか？」」」

　ノンナと二人の侍女の刺すような視線を受けてメイドの顔が凍りつく。

　泣きそうな顔のまま何も言わずに退室してしまった。




「エイギル様」

「ノンナ」

　再び唇が近づいていく。

「……あ、あのぉ」

　そこで再びメイドが顔を出す。

「……貴女、名前をおっしゃい」

「ひぃぃ」

　ノンナが脅すのでまた引っ込む彼女。

　再び甘い時間が戻る。




「何やってるの、エイギルにお客よ。いちゃついてないで早く出たら？」

　メイドはカーラを呼んで来たようだ。

　ノンナは頬っぺたを膨らませてむくれている。

　カーラがその頬っぺたを両側から潰し、取っ組み合いになってしまった。

　客人とは誰だろうか。




「正門前を掃除している所に声をかけられまして旦那様の昔のお知り合いで長旅の末に辿りついたとか」

「……そうか」

　俺はメイドに見えないよう軽くため息をつく。

　誰かと約束があった覚えはないし、セバスチャンが備えていないとなればまともな客ではあるまい。

　どこかの商人の売り込みか貴族の次男坊あたりが仕官の願いにでも来たのだろう。

　本来、直接俺に繋ぐような相手ではないだろう。

「すごい剣幕で旦那様をお呼びしろと怒鳴られて……私どうしたらいいかわからなくて」

　いつもなら会わずに追い返す所なのだが、それだと下らない用件で俺とノンナの団欒を邪魔したこのメイドが怒られてしまう。

　見れば少女の面影を残した気弱そうな女だ。

　見慣れない顔だから新しく入った娘に違いない、いきなり怒られるのは可哀想だからな。

　彼女の為にも適当に会ってやる事にしよう。

　ここで優しさを見せておけば、遠からずベッドに引っ張りこめるかもしれない。

　ふふふ、初心そうな娘だ。

　もしかすると処女かもしれない。

「あの……お手が……」

　メイドは困惑した顔で上目づかいに俺を見る。

　いかん、手が勝手に可愛らしい尻を撫で回してしまっていた。

　けしからん手だ、まだその時ではないというのに。




　客間をノックし、返事も待たずに中に入る。

　中に王や大臣がいる訳でも無し、俺が礼儀知らずなのは知れた事だ。

「俺がハードレットだが一体何の…………」

　美しい女の声が聞こえたと思った次の瞬間、顔に何かが張り付く。

「わっぷ、なんだ！」

「お……お……おぉぉ……」

　がっちりと張り付いた生温かいそれはソファから飛んできたようだ。

　突然の事に反応出来なかった。

　どうやらソファには二人が座っており、その内の一人が跳んで来たらしい。

「女の匂い……汗臭いな」

「おぉぉぉ……愛しの方……ついに……ついにぃ！」

　張り付いたのは女体のようだ。

　聞き覚えのある声、長旅、そして丸くて重い体となれば一人しか思い浮かばない。




　俺は張り付くクラウディアを降ろして唇を奪う。

「心配していたよ。無事で良かった。クラウディア、クララ」

「混乱の中で文も出せず、突然押しかけた御無礼をお許し下さい」

　クララが深々と頭を下げる。

　彼女達の町、アルベンスは滅んだと聞いていた。

　連邦西部は遠すぎて、無事でいてくれと気を揉むしか出来なかった。

　過酷な逃避行だったのだろう、クララは相当にやつれていたがそれでも満面の笑みを浮かべている。

　ここに来た以上はもう心配はいらないぞ。

「むっはーー！　愛しておりますわぁ!!」

　そしてクラウディア……お前は前に見た時と同じく丸々と太っているな。

　正直顔に張り付かれた時は首が痛かった。

　だが無事で良かったよ。

「長旅でやつれ切った姿のままお会いするのは心苦しかったのですが、少しでも早く貴方にお会いしたい思いが止まらず！　あぁ、こんな骨と皮だけの姿を晒すなんて！」

「やつれた……だと？」

　クララは確かに痩せ、首筋や手に骨が浮いている。

　だがクラウディアの方は……ここまで太った御婦人は晩餐会でもまず見ない。

「これでも奥様は半分ぐらいに萎みました」

　これの倍……だと？

「そして……ご覧ください！　この子が私と貴方様の愛の結晶ですわ」

　更にクラウディアはクララの横に寝かされていた赤子を抱きあげる。

「やむを得ず夫の子として育てましたが、貴方様の種で孕んだ子です。私達の愛の証！」

「そ、そうですか。良く産んでくれました」

　後ろを気にすると先ほどのメイドがドアの前で口に手を当てて驚いている。

　後で小遣いをあげるからあまり言ったらだめだぞ。




「つらい長旅だったでしょう。まずはゆっくり体を休めてください」

　アルベンス陥落から数カ月、連邦の西部から中央平原まで大陸を横断する旅路はつらかっただろう。

　しかも季節は途中で冬となったはずだ。

「ありがとうございます。ですが贅沢を言うなれば……その前に湯浴みをさせて頂けませんか？」

　クララが恥ずかしそうに言う。

「長旅で風呂にも入れず汚れと……臭いが……」

「ははは、そうですね。熱い風呂を入れさせましょう」

　女としては譲れない所だろう。

　清潔なのは良い事だ。

　だがクララの臭いなんて最初から気にならなかった。

　何しろ最初にクラウディアに抱きつかれた時から、猛烈な汗の臭いで嗅覚が麻痺しているのだから。










「あがりましたわ」

　風呂で身を綺麗にしたクラウディアが寝室にやって来る。

　クララは隣に用意した客間で赤ん坊を寝かしつけるらしい。

　クラウディアも長旅で疲れているだろうし、まずはゆっくり寝るか飯を食うかした方が良いとは言ったのだが……。

「何をおっしゃいます。愛しの貴方にようやく会えたのです。巨根を咥えこ……いえ、愛されずになんと致しましょう」

　と言われてしまっては男として退く事は出来ない。

　少々太すぎるクラウディアだが、俺は太めの女も好きなので気分が乗らない事も無い。

（こちらパンプキン一　目標の監視を続けます　おーばー）

　壁からケイシーの右半分が覗いている。

　出来たてで湯気の上がるパイを持っている所から推測するに、ノンナからパイを対価に斥候として送り込まれたのだろう。

　見られても別に問題ないが、あれで隠れているつもりならケイシーに間諜の真似は無理だな。

「まぁ何も恥ずべき事はない。堂々と行こう」

　跪いたクラウディアの前に立ち、肉棒を取りだすと息を呑む声が聞こえる。

「また大きくなられたのですね」

「随分時も流れたからね」

　時間が流れれば逸物も大きくなるさ。

　夫人はごくりと唾を飲み込んでから両手で肉棒を掴み、ゆっくりと上下にしごく。

「すごい……すごいお道具ですわ……やはり貴方こそ最高の男。奉仕させて下さいませ」

　ベッドの上に仁王立ちになり、クラウディアの金髪を掴む。

　口を開いた彼女は肉棒の先端だけを咥えて動きを止めた。

　俺の方から押し込んで欲しいらしい。

「のどまで行くよ」

「ん！　んごぉ！」

　頭を掴んで引きよせ、同時に腰も突き出す。

　俺の肉棒は口の中に深く入り込み、のどの奥に突き刺さった。

「んごぉ！　んぐ！」

　苦しそうな声を上げながらも舌が竿に這い、喉奥がうごめいて先端を刺激する。

　頭を掴んで肉棒を押し込む獣のような快楽と、女が俺を求めていると言う快感に俺はますます巨大化していった。

「あがが……んぐ……」

　さすがにこれ以上は苦しいな。

　疲れている体に無茶はいけない。

　腰を引いて肉棒を抜いていく。

　彼女の口は嫌々と吸いついて来たがそれもまた快感だ。

　ずるり口の中から抜けた逸物は既に最高潮にそそり立っている。

　しかも唾液が滴るほど濡れているので非常にいやらしい。

「次は俺が舐めましょう」

　クラウディアをベッドにうつ伏せに転がして尻を上げさせる。

　……肉厚のでかい尻だな、穴が見えにくい。

「自分で開いて見せつけろ。舐めてやる」

　むちむちの尻を前に、つい言葉が荒くなる。

　だがクラウディアは気にせず自分で大きく尻たぶを開き、性器が開帳された。

　開かれた大きな尻を両手で掴み、顔を押し付けて穴を舐めまわす。

「ああぁ、舐められている。夢にまで見た男に舐められています！」

　舌で肉豆を転がし、穴に差し込んで気付く。

「濡れ過ぎだろう。もう中に汁が溜まっているぞ」

「言わないで！　いやらしい女と思われてしまうわ！」

　クラウディアの尻を開いたまま顔を離して腰を当てて行く。

　肉棒が穴に当たる感触に彼女は全身をぶるりと震えさせた。

「行くぞ」

「遂にこの時が……おぅ！」

　肉厚の体に覆いかぶさるようにして肉棒を沈めて行く。

　鋭い嬌声を口に指を突っ込んで封じ、更に奥へ入って行く。

「おぉ……これは」

「ああぁぁぁ!!」

　予想以上に具合が良かった。

　子を産んで緩んだ穴は俺のモノにはちょうどいい広さだったし、贅肉のついた尻のせいで穴までの距離が長くなり、遠慮なしに突きこめる。

「太った女も悪くないな。見ろ、打ちつける度に贅肉が揺れているぞ！」

　わざと大げさに腰をぶつけて体を揺らす。

「意地悪言わないで下さいまし！　あぁぁ、届くわ……あの人の租チンで届かなかった所にまでチンポが届く！」

　後背位で腰をぶつけているとクラウディアの力が抜けてしまう。

　まだまだ終わらないぞ。

「次は上に乗れ」

　手を絡めて騎乗位に変える。

　すると体位をとった瞬間にクラウディアが悲鳴を上げた。

「いやぁぁ！　刺さって……子袋まで突き刺さるーー!!」

「ふふふ、お前の体重が重いからだぞ」

　自分の体重で体が沈み、肉棒がより深く刺さっているのだ。

　深い突きで後ろに倒れ込んでしまった彼女を追いかけて正常位となり更に突く。

「あひぃぃ……も、もう駄目です……」

　ぐったりとし始めたクラウディア、俺もなかなか楽しめたよ。

　正常位のまま指まで絡ませ軽くキス。

「あ……」

　にっこりと笑い合う俺達、そして最後の一突きを叩きこむ。

「あぁぁぁあぁぁぁぁぁーーーー!!　あぁぁぁぁ……ぁぁ……ぁ……」

　長く叫んだクラウディアから力が抜け、瞼が落ちていく。

「ぐっ！」

　失神した彼女から一拍子遅れて俺も射精を開始し、柔らかい体に顔を埋めながら肉棒を脈動させ続けたのだった。




「終わりましたか？」

　嬌声が絶えたのを確認してからクララが部屋に入って来る。

「あぁ、良い具合だったよ。太っているのも悪くないな」

「それは……今はまだ人間の太り方だからだと思います」

　何のことだろうか。

　クララはベッドに腰掛ける俺の前に座り込むと肉棒を軽く口に含み、汁を綺麗に舐めとる。

「お前も抱こうか？」

「いえ、今日は休みます。こう見えて結構疲れているのできっと満足させて差し上げる事が出来ません」

　俺としても細身のクララに無茶をさせる事は本望ではない。

　体力が回復してからでも遅くはないだろう。




「では、奥様を寝室に運びますね」

「お前には無理だろう。俺が運ぶよ」

　ベッドで寝息を立てるクラウディアの体重はクララの二倍近くありそうだ。

　とても運べるとは思えない。

「いえ、お手を煩わせる訳にはいきません。こつがあるのです……よっと」

　クララはクラウディアの手足を閉じさせてから床に引き落とす。

「おいおい」

　当然床にぶつかって悲鳴が上がると思ったのだが、腹から落ちたクラウディアは大きく弾み、起きる事も無かった。

「あとはこうすれば……少し小さくなっていますがまだいけますね」

　クララは手際よく足を丸めさせるとそのままクラウディアを転がしていく。

「ではこのまま運びます。おやすみなさい」

　何も言うまい。

「……おやすみ」

　コロコロと軽快に主人を転がしながらクララは部屋を出て行った。

　なんだか力が抜けてしまったな。

（ｚｚｚｚｚ）

　見ればケイシーが部屋の隅で眠っている。

　そういえば俺達の行為を見ながら自慰していた、一発抜いて疲れたらしい。

　ちょうどいい、俺もまだ女を食い足りなかったのだ。

（むにゃむにゃ　わっ！　何をするの!?）

　ふふふ、お前も俺の女だ。

　久しぶりに肉棒を咥えこんでもらおうか。

（いやぁ！　そんないきなりは駄目だよ　ああん入れたぁ！）

　独特のふにゃふにゃした感触もたまにはいいな。

　体の中に種を打ちこんでやるからな。

（わーん　まだ任務がー）

　偵察中に自慰して寝るような奴が何が任務だ。

　お前でしか出来ない変態的な体位をしてやるぞ。

（ひえーーー）

　とても人には見せられない体位で腰を振りながら考える。

　軽く聞いた限りではクラウディアは貴族としての地位を失ったらしい。

　もちろん愛妾にするのにそんな事は関係ないが、心配なのは女達……特にノンナだ。

　彼女は侯爵夫人としてのクラウディアに散々やられていた。

　溜まった鬱憤が一気に吹き出し、ヨグリの時のようにいびり出すかもしれない。

　良く見ていてやらないとな。

（もうだめ　死ぬー！）

　ふふふ、次は逆立ちでいこうか。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

　家族

　ノンナ（警戒）カーラ（側室）メル（警戒）ミティ（警戒妊）マリア（警戒妊）

　カトリーヌ（警戒妊）クウ（警戒）ルウ（警戒）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

　ケイシー（ＭＩＡ）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（義娘）ブリジット（義娘）フェリシー（義娘）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　クラウディア（太め）クララ（侍女）

　子供　スウ　ミウ　エカチェリーナ　アマータ　アナスタシア（娘）アントニオ　クロード　ギルバード　ライナー　バルトロメイ（息子）ローズ（義理娘）？？？　（息子？）

　人外

　ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）アルラウネ（育成中）

　部下（仮）

　セリア（警戒）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）トティパ（皆の嫁）

　軍七千名

　歩兵一二〇〇騎兵八〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）三六〇〇

（弓騎兵・予備役解散）

　予備役三千（装備不完全）

　大砲一〇門　大型砲一六門

　財産　金貨三五八四〇

　経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２４１話　お屋敷紛争①　肉玉降臨







　クラウディアとクララは昼過ぎに揃って起きて来た。

昨日、夕方前に床についた事を考えるとほとんど一日寝ていた事になる。

　見るからにやつれていたクララだけではなく、大騒ぎしていたクラウディアもやはり長旅に疲れていたらしく、様子を見に行ったメイドが心配するほどよく眠っていたそうだ。

「おはようございます」

　そう言って寝室から現れたクラウディアは俺の用意した華美とは言えない部屋着を着ている。

アクセサリーも付けず、髪も寝起きに軽く整えただけの姿は少し太めなだけの女性にしか見えない。

だがそれでも傍のメイドが思わず後ずさるオーラがあった。

これが貴族の威厳と言う奴なのか。

「ノンナからも感じる時はあるが、クラウディアは別格だな」

「あん、そんな嬉しい事を言われてはたまりませんわ」

　小走りで俺の胸に飛び込んで来るクラウディア。

その体をがっしり受け止め、圧力で一歩後ろに下がる。

　胸に顔を埋めるクラウディアを撫でながらクララにも気を配る。

俺としてはむしろぷよぷよした夫人よりも見るからに痩せているクララの方が心配だ。

　俺の視線に気付いたクララはにこりと笑う。

「昨日は安心と疲れで寝てしまいましたけど、実はお腹がぺこぺこなんです」

「おう、飯はいくらでも用意してある。たっぷりと食べてくれ。腹もすごく鳴っているようだしな」

　先ほどからぐるぐるすごい腹の音が聞こえる。

悪い事をした、クララにもっと早く食事を勧めていれば良かった。

「……いえこれは奥「まぁクララったらはしたない！　早く食堂に行きましょう」

　訴えるような視線を送るクララ、微笑み返してやると拗ねてしまった。




　食堂の雰囲気はどう言っていいのかわからない。

形だけの歓迎の言葉を夫人とクララを睨みつけながら述べるノンナ、メルに到っては表面を取り繕うつもりもない。

カトリーヌ、ミティ、マリアが大きくなった腹を見せつけるように撫で続けている。

セリアに到っては食事に同席せず、護衛として俺の横に立ち牙を剥かんばかりだ。

嫌われたものだな。

「はふっ！　はふはふ！　はぐはぐ……げほっ！　ごほっ！　んごご……み、水……」

　クラウディアはその視線に気付かないのか無視しているのか、何事も無いように食事を続けている。

それにしてもすごい食いっぷりだ。

貴族らしく食べ方自体は綺麗なのだがペースだけが異様に速い。

よく口の中がパンパンにならないものだ……いやあれは丸のみしているのか。

　クララも腹を減らしていたのだろう、かなりの勢いで食べているが隣が凄過ぎるので目立たない。

安堵の表情を浮かべているようにも見える。

「……豚みたい」

　メルがぼそりと呟く。

「ねぇ……いまパンを半分にちぎって飲み込まなかった？」

　単純に驚いているカーラ。

「フォークが一瞬たりとも止まる事がないです。よく口を刺しませんね」

　セリアも呆れてしまっていた。

　セバスチャンが追加の肉を準備している。

いつもより１ｋｇは多く準備していたのだが。




「ふぅ……とりあえず落ち着きましたわ。メインが来るまで少しお話でもしましょうか」

　パスタとサラダとスープ、そしてステーキ……これ以上のメインはどこにあるのだろう。

　俺が苦笑しているとノンナが早速威嚇を開始する。

「この度は戦火に見舞われ……旦那様を亡くされるとは心中お察し申し上げますわ。当家で疲れを癒された後はご実家に戻られるのですか？」

　暗にさっさと実家に戻れと言っている。

メルやセリアも大きく頷く。

「私は本来なら炎の中で死ななければいけなかった身、今更おめおめ実家へなど戻れませんわ。今はただ……ハードレット辺境伯のお情けにすがるしか生きる道がありませんの」

　実家には無事も知らせていないらしい。

「で、では滞在はいつまで？」

「「死が二人を別つまで」かしら」




　ノンナが食器をテーブルに叩きつける。

「ちっ素直に焼き豚になれば良かったものを」

「か、母さん？」

　メルがぼやき、クウがぎょっとしている。

「あら、お下品ですわよ」

　言いながらクラウディアはスープ皿を手元に置き、数秒で食べきった。




「ともかく私はエイギル様の妻として貴女の滞在を認めた訳ではありません！　ただでさえ手狭になって来ていると言うのに！」

　ノンナが遂に敵意を丸出しにする。

「あら、大きくて綺麗なお屋敷があったではありませんか。私とクララの部屋ぐらいなんとかなるのでは？　言いにくいけど貴女達だと貧相過ぎて屋敷の豪華さにそぐわないわ」

　またノンナに火をつけるようなことを。

「よくも言ってくれましたね……後ろ盾の無くなった貴女など恐れるに足りません！　地下牢にでも放り込みましょうか」

「あら、ハードレット家の奥様は遠路はるばる逃げ延びた女二人を地下牢送りに？　これはとんだ野蛮人ですわね。大きいだけの胸でエイギル様を垂らしこんだのかしら」

「この女！　もう我慢できません！」

　両者席を立って睨み合う。

ガシャンと食器が割れる音も険悪なムードを高めてしまう。

これは止めないとビンタの応酬にでもなってしまいそうだ。

　ちなみに食器が割れたのはケイシーのせいだ。

喧嘩の雰囲気に耐えきれず、狼狽して食堂から逃げ出す時に落としたらしい。

「ちょっとメル、ナイフ渡しちゃダメよ。流血沙汰になるわよ」




　仕方ないと二人の間に割り込む。

「ノンナ、彼女も散々な目にあって逃げて来たんだ。侮辱は取り消させるから大目に見てやれ」

「うぅぅ……だってぇ、その女がぁ……」

　ノンナは俺の胸で泣きながらクラウディアに舌を出す。

「クラウディア、ノンナは愛する妻だ。馬鹿にするような事を言われては俺も気分が悪い。それでは一緒にいてやれないぞ」

「……先ほどの言葉は取り消して……謝罪しますわ」

　クラウディアは羨ましそうにノンナを見ていた。

　正直住む場所などはどうにでもなるだろう。

何しろクラウディアとクララは荷物など全くない。

ほとんど身一つで逃げて来たのだから。

「ただでさえお金がいる時期なのに、この女は私のお金……ゴホン、エイギル様の財布をあてにしているのです！」

　そうだなぁ。

クラウディアは連邦有数の貴族だったマロードル侯爵が頭を抱える程、金使いが荒かったはずだ。

同じ贅沢をされては今の俺では支えきれない。

「心配いりませんわ！　真に愛する殿方の元に辿りついたからにはもう無駄なお金など使いません。それに新生活の準備には貯えがございます」

　彼女が言うと我関せずと食事を続けていたクララが慌てて立ちあがり、メイドと共に部屋から重そうに何かを持って来る。

「これは宝石ですか……」

「すごい数ね」

　セリアやカーラが言う通り、それは宝石の山だった。

ルビーやサファイヤ、エメラルド、見た事の無い宝石までジャラジャラある。

「あ、あわわ……こんな大きな宝石があるなんて」

　単に宝石の山としか見れない俺やカーラ達と違ってノンナは腰を抜かしそうになっている。

「手に取って見ても宜しくてよ」

　クラウディアはふふんと胸を張り、大きな宝石をノンナの手に置く。

最初彼女は悔しそうだったが、宝石の誘惑には勝てなかったらしい。

「これは……サファイア？　いえ……エメラルド……」

「ふふふ、さあどれかしら」

　首を捻るノンナの後ろから宝石を覗き込む。

その宝石は光の角度によって色が変わるらしい。

しかも太陽光とランプの光でもまた違う色を見せた。

「すごいな。こんな宝石は見た事ないよ」

　元々俺は宝石などまともに見た事はなかったが、色が変わるというのは面白い。

「うふふ、マロードル家の至宝、本来値段など付きませんが、屋敷一つで収まる価格ではありませんわ」

「だがいいのか？　旦那も家も消え……最後に残った物なのだろう？」

　ノンナは家や最後に残った宝剣を大事に思っている。

クラウディアも簡単に売り飛ばすなど出来ないはずだが。

「ほほほ！　愛する貴方様とこの子の糧になるなら何も問題ありません！　さっさと売り飛ばしましょう！」

　もはや何も言うまい。

　しかし身一つで逃げて来たと思っていたのにどこに持っていたのだろう。

大きなバックなど背負っている様子はなかった。

「旅の途中で取られぬよう、常に体に巻き付けておりましたから。それはもう隅から隅まで」

　宝石を食い入るように見ていたノンナの動きが一瞬止まる。

「これだけの量をか……」

　クララが持ちきれない程の重量を身につけたまま長旅して来たらしい。

服の下は壮絶な姿だったに違いない。




　その後、ノンナが宝石に夢中になった事で場の雰囲気が柔らかくなった。

メルは未だに複雑そうな顔をしているが単独で事に及ぶ事はないだろう。

クウルウ姉妹も必死に止めているしな。

　雰囲気を察してかケイシーも戻って来た。

さあ食事を再開しようか。




「そうだクラウディア、実は素晴らしい珍味があるんだよ」

「まぁなんでしょう」

　俺はそう言ってセバスチャンに合図する。

出されたのは干し肉……俺がこっそり持ち帰ったドラゴンの肉だ。

「ひっ！」「いやぁ！」

　セリアとレアが席から飛びあがる。

「あら……干し肉ですか？」

　クラウディアも期待外れと言った顔をしている。

確かに干し肉は携帯食や軽食で食べるものであって本格的な料理として出す物ではない。




「まぁ騙されたと思って食べてみてくれ」

　受け取りを拒否したセリアとレア、ルナを除いた全員が不思議な顔で干し肉を一口食べる。

途端、全員の目が開かれた。

「美味しい！　な、なんですかこれ！」

　ノンナもびっくりしたように言い、すぐに次に手を付ける。

「うっわ……黒獣の肉もすごいと思ってたけど次元が違うわね」

　カーラも嬉しそうにおかわりしている。

　普段はあまり量を食べないアリスまでも勢い良くかぷかぷ食べている。

健啖なのは良い事だ。

「私達はもういいです」

「なんか悪い思い出ができちゃって」

　セリアとレアは食べないらしい。

こんなに美味いのに勿体ない。




「うんまぁぁぁぁぁ!!」

「ぎゃっ！」

　叫びはクラウディアからだ。

あまりの美味しさに我を忘れて咆哮してしまったらしい。

口の中から飛び散った油や肉片が放物線を描いてメルに降り注ぐ。

「母さん止めて！　悪気はないから！」

「エイギルさんの前だよ！　殿中だよ！」

　見た事の無い顔をして立ちあがろうとするメルを娘二人が必死に押さえていた。

クラウディアはそんな事眼中にも無いと凄まじい勢いで肉を食べて行く。




　他の女達も結構な勢いで食べ、俺が持ち帰ったドラゴンの肉はすぐに無くなってしまった。

「あー美味しかった。でももっと食べたいわね」

「そうですね。この肉ならいくらでもいけたかも」

　ノンナも満腹となって尖った気持ちが和らいだようだ。

反対に目に見える程の殺気を出しているメルは食後に一発抱いて気持ちを落ち着かせてやろう。

　だが肉が無くなった事に納得していない女もいた。

クラウディアだ。

「も、もうありませんの？」

「すまん。元々珍味みたいなもんだからな。普通には用意出来ないんだ」

　しょんぼりとしたクラウディアは見ていて可哀想になるほどだ。

家が滅び、旦那が散ったと話した時もこんな顔はしなかった。

「他の食事ならいくらでも用意する。しっかり栄養をつけてくれ」

　目の前に大量の肉やスープ、パスタを置いてやるとクラウディアの顔に笑みが戻った。




三〇分後

「エイギル様、気分が悪いのですが」

「あたしも……ちょっと無理」

「アホですね、あの豚」

　ノンナ、カーラ、メルの三人が俺の隣で食後のお茶を飲みながらソレを見つめている。

言うまでも無い、クラウディアだ。

　彼女の食事はまだ終わっていない。

むしろドラゴン肉に食欲を誘発されたのか凄まじい勢いで食べ続けていた。

「……あのステーキって５００ｇ近いわよね。丸吞みしたわよ」




　以前ラミーに「お前も蛇と同じように丸吞みなのか？」と聞いた事がある。

「馬鹿な事言わないでよー。ちゃんと歯もあるし頭は人間なんだからそんな事できないわ」

　とか答えていたが彼女は間違っていたようだ。

人は肉を丸のみ出来る。

「というより見る見る太って来てませんか？　全身が膨らんでますよ」

「そうだな……」

　食事前と今のクラウディアの体型は明らかに違う。

そして今もまだ膨らんでいるように見える。

「食べ過ぎて腹が膨らむならわかるが……なんで太ももや二の腕まで膨らむんだ？」

「豚だからでしょう」

　メルはあくまで冷たかった。




　食事が終わったクラウディアは酷い有様になってしまう。

まるで贅肉から手足と頭が生えているような姿だ……。

さすがに入る服がないので洗濯した自分の旅着をもう一度来てもらうしかなかった。

「あぁ奥様……元に戻られてしまいました」

「肉玉……」

「首が無いですね」

「でも案外機敏に動くのね」

　俺は少しばかり太めの女も好きだ。

抱くと柔らかいし見ていて愛らしい。

　だが熱い風呂が好きな者も熱湯に浸かりたい訳ではない。

「クラウディア」

「なんでしょう愛しいお方」

「モノには限度と言うものがあるよ。明日から少し運動したほうが良い」

　ちなみにクララも暴食するクラウディアの影でもりもり食べてふっくらした。

こちらは健康的で良い感じだな。




「さて、少し窓を開けて暖炉の火を弱めてくれ。急に暖かくなって来た気がする」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬　変更部分のみ

家族

ノンナ（警戒）カーラ（側室）メル（殺意）ケイシー（満腹幽霊）セバスチャン（焦）

クラウディア（肉玉）クララ（侍女）

人外

アルラウネ（成長中）

財産　金貨三五八二〇　食費（二〇）

経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹

プロットに見逃せない瑕疵があったので修正中です。

修正する間、クラウディアをご覧ください。

新屋敷や貧乏三人組も登場します。










第２４２話　お屋敷紛争②　真の貴婦人







「こちらがかの名工、トフナフ親方によって作られた木製のテーブルになりますわ奥様」

「素敵……木がまるで琥珀のように輝いていますね」

「それはもう。貴重なディランの樹液を一〇層に塗り込み木製とは言え劣化せず……」

　ノンナがうっとりと光沢ある木のテーブルを撫で、クレアがにこやかに笑いながら説明していた。

　今、俺達はがらんどうの新屋敷に集まっている。

ノンナの強い要望で新屋敷の家具を揃えようとクレアに手配したのだ。

抜け目ない彼女は屋敷の完成が近付いたのを見て既にめぼしい家具を準備していたようだ。

　俺はクレアとノンナのやり取りを見ながらナッツを齧り、あくびをかみ殺す。

露骨にやったらノンナが怒るからな。




「戦乱のせいで連邦からの工芸品はもうほとんど手に入りません。幸いにも私の元にはそれなりに用意がございますので新しいお屋敷に揃える分は用意する事ができますわ。ただ……やはり今となっては希少な品だけに他からも高値での引き合いが……」

「そうなのですか!?　なら急がなくては……カーラもメルさんもいいですよね？」

　ノンナは既にその気になっている。

「あたしにたっかいテーブルの事なんて分かる訳ないじゃない。エイギルがいいなら好きにすれば」

「私もあまり詳しくないのでノンナさんが良いならば……」

　もちろん俺も分からない。

正直テーブルだろうが大石だろうが高さが合えば良いと思っているので好きにしてくれ。

　ノンナは満足げに頷いてからクレアに向き直る。

「ではこれを「お待ちなさいな！」……ちっ」

　遮ったのはクラウディアだった。

バンと両開きの扉を開く。

　徹夜で仕立てさせた特注サイズのドレスを身に纏い、転がるように近づいて来る。

女達が思わず後ずさる圧迫感と迫力、そして室温が一気に上がる。

「アレは……いえ、彼女はどなたでしょうか？」

「クレアは初めてだったか。彼女はクラウディア、まだ正式な何かではないが俺の女だ」

「そ、そうですか……結構な御趣味をお持ちで」

　抱いた時はここまで太っていなかったんだよ。

　クラウディアはクレアとノンナを押し退けてテーブルを食い入るように眺める。

新品のテーブルに汗がぽたぽた落ちるのでクレアが顔をしかめていた。

「これはトフナフの作った品ではないわね」

「なっ！」「何を言われるのです！　偽物だとでも？」

　ノンナが驚き、クレアが声を荒げる。

さすがに偽物を売り付けようとしていると言われれば信用に関わるからな。

「確かに彼の工房で作られた品だけど、弟子の仕上げた物ね」

　へえ、俺も少し興味が沸いて来たぞ。

「削りと仕上げは同じ、でもトフナフが自分で作った物には特徴があるの。天板に木目が一つ、上座から下座に向けて伸びるのよ。なのにこのテーブルは木目が二つ、しかも真ん中にあるから違うわ」

　確かにそうだな。

だがフィリッチ商会も家具に詳しい奴が揃っているだろう。

木目うんぬんが有名な事なら気付くのじゃないだろうか。

「トフナフ本人から聞きましたもの。彼には木製品を直接納めさせていましたから」

　さすがマロードル家だ。

「確かに得意先の貴族家に納める品は必ず親方本人が手掛けるはず。でも外国商人に卸すとなれば……」

「弟子に作らせて最後に確認だけしているとしてもおかしくありませんね」

　ノンナとメルが頷き、クレアは参りましたと笑顔だったが怒気が出ていた。

今の話はクレアどころかフィリッチ商会の仕入れ担当も知らなかった話だろう。

「トフナフ本人の品だけで揃えて頂戴。弟子の品でもそこらの雑品よりはマシでしょうから、使用人の部屋にでも入れなさいな」

「また勝手に！」

　勝手に指示を始めるクラウディアにノンナが食ってかかるが、先ほどまで名品だと騒いでいただけに分が悪い。

「あら、じゃあ貴女はエイギル様を二級品のテーブルにつかせるつもり？　ほんと乳だけね」

「……ぐぅ」

　さすがに浪費と贅沢の年季が違う。

ノンナは潰れたような声をあげて黙らされてしまった。

そこをカーラにからかわれ、取っ組み合いになっている。




　揉み合うノンナとカーラを置いてクラウディアは用意された椅子にどっしりと腰を降ろし、クララに扇で仰がせながら商談を続ける。

椅子がミシミシ音を立て出し、クララが慌ててつっかえ棒をする。

彼女には専用の金属椅子が必要かもしれない。

「次は絨毯ね。どんなのがあるのかしら？」

「ゴルドニアのシュプス産と旧トリエアのリフロ産がございます。お値段が張っても良いのなら連邦東部、キラーフ産の高級絨毯がご用意出来ますが」

「もちろん連邦製です！　値は張っても品質が段違いですから。キラーフ絨毯の肌触り……思わず上で寝転がりたくなってしまうほどで……」

　ノンナは遠い目をしながら言う。

見れば先ほどまで取っ組み合っていたカーラがひっくり返っている。

油断して強烈な乳ビンタを喰らい、吹き飛ばされたらしい。

「キラーフ？　あんな安物だと足がかぶれてしまうわ。ユフト産か、マシュエ産でないと」

　だがクラウディアに遠慮はなかった。

もう少し言い方をなぁ……ノンナの目が吊り上がったじゃないか。

「そ、そちらはさすがに我が商会では取り扱いがございません……高過ぎて需要がありませんし……」

「はぁ……貴女ほんと使えないわねぇ。まぁ得体のしれない物よりはキラーフの土足拭きの方がマシね。いいわ、キラーフにして頂戴」

「ありがとうございます」

　丁寧に頭を下げるクレア。

さすが商人、取り繕った。

だが肩が僅かに震えている……相当怒ってるな。

「おのれ豚女……」

　ノンナもかなりきているな。

そんな怖い顔しないでくれ……クラウディアも遠慮がないだけで悪気はないんだ。




「あとは……ドアは今、仮の物をお入れになっているのですよね？」

　クラウディアが俺を見て言う。

さすがにまだ使っていない屋敷とは言え、ガラスとドアは付いている。

このままで使うつもりだが仮とはどういう意味だろうか？

「あまりに質素だったので風が入らないよう仮の蓋を付けたのかと思いましたわ。ではこれも交換しましょう。雪と氷をモチーフに冬を感じさせる物が宜しいですわ」

「は、はぁ……しかし細工扉となると少々お時間がかかります」

　クレアに向けてクラウディアは最大級のため息をつく。

「貴女は馬鹿なのかしら。冬を描くのだから冬のうちに持って来るべきことぐらいわからないの？」

　謝りながらクレアの震えが増す。

するとノンナがここぞとばかりに反撃を開始した。

「冬だけにしか映えない扉なんて格好悪いに決まっているじゃないですか。いくら豪華絢爛でも春になれば雪の絵など寒々しいです。そんな事も分からないなんて浅はかですね」

　だがクラウディアはノンナの想像を更に超えていた。

「はあ？　春になれば春を描いたドアに交換するに決まっているでしょう？　まさか一年中雪の絵を飾ると思ったのかしら」

「何を考えているのかしら」とばかりにクラウディアは言った。

　まさか季節ごとに屋敷全部のドアを取りかえるつもりだったのか。

もちろん外したドアを来年使うこともあるまい。

「当り前ではありませんか。手垢のついた扉を再びつけるなんて汚いですわ。翌年にはまた流行に乗った新しい扉を用意しなくては」

　ノンナもぽかんと口を開けてしまっていた。

浪費対決はどうやらクラウディアの圧勝のようだ。

　今までずっとこんな事をしていたんだな……彼女の贅沢を支えたマロードル侯爵に頭が下がる。

ノンナの無駄遣い程度は子供の遊びだったらしい。




「さて、次は玄関ホールのシャンデリアですね」

「それは私が選びます！」

　屋敷の顔とも言うべき玄関ホールのシャンデリア、さすがにここはクラウディアに選ばせる訳にはいかないと、ノンナが気合いを入れ直す。

あんまり無茶しないでくれよ。

「シャンデリアは屋敷の顔！　赤の他人に選ばせる訳には参りません」

　ノンナは言いながらクレアに迫る。

「全体の材質は鉄か銀……もしくは真鍮などが」

「いえ金で作って下さい！　神々しく光り輝く逸品を！」

　玄関開けたら金ぴかか……。

「甘いですわ。サファイアとエメラルドも散りばめなさい。灯りに色を付けるのです」

　クラウディアも対抗する。

　家に帰ると金ぴかに宝石がじゃらじゃら……落ち着きそうにないな。

「ええと……金細工にサファイアとエメラルドを全面に……それで大きさは……」

「「可能な限り大きい物を！」」

　二人の声が揃う。




「……値段の目安はわかるか？」

　クレアにこっそり声をかける、

せっかく女達が乗り気の所に金の話はしたくないが、さすがにこれはまずい気がする。

「華美なシャンデリアは天井知らずです。奥様達のご意見をそのまま見積もればこれぐらいは……」

　クレアのメモを見て頭を抱える。

なんでシャンデリア一つにそんなに出さねばならん。

「正直この値段でもやりたくありません。加工出来る職人は数える程ですし、輸送中に傷付く危険も考えると採算が合うかどうか」

　よし、自作にしよう。

ドワーフ達なら頑丈でしっかりした物を作ってくれるだろう。

　それに彼らの作る物は無骨なだけではない。

繊細で美しい細工も出来る事は俺の槍で証明済みだからな。

無駄にぴかぴか光るよりずっといい。

　ついでに食器や小物も作って貰ってもいいかもしれない。

イリジナやケイシーが食器を割りまくるので落としても割れない物が良いな。

　そんな拗ねた顔をするなクレア、ちゃんと買い付けた分はお前の所で買うからな。




「それで全部合わせてどれぐらいになる？」

　もちろんドアを季節ごとに変えるような異常な事はしないぞ。

「あの方が求められたのは連邦製の中でも最高級の品ばかりです。商会の本部なら扱いもあるでしょうが、目玉が飛び出るような金額になると思いますよ」

　もちろん最終的に決めるのは俺とノンナだ。

だがノンナにもプライドがある、クラウディアが言った品からランクを落とす事は出来ないだろう。

「新しいお屋敷の広さはゴルドニアの貴族邸でも最大級です。一面に最高級の絨毯を敷きつめ、全部屋に最高級の家具を用意するとなると……」

「良いから値段を言ってくれ」

　値段によってアドルフへの伝え方が変わる。

必要な出費だと言い放つのか、こっそり書類を置いておくのか、それともセリアに伝言させて俺はどこかに逃げるのかだ。

「今までのご愛顧とこれからの良い関係を考慮しましても……しめて金貨三万枚にはなります」

「はぁ？」

　思わず声が出てしまった。

　家具だぞ？

テーブルだの絨毯だのベッドだの……ちょっと待て、この屋敷を立てるのにいくらかかったか。

まさか家より高いんじゃないだろうな。

「私だってこんな値段は狂っていると分かっています。ですがあの御婦人の言われるものは全て連邦からの取り寄せ……並の貴族家では代々の家宝になるようなものばかりなんです」

　さすがにこれは無理だ。

アドルフが卒倒して死んでしまう。

兵を再武装する金も全部無くなってレオポルトまで怒鳴りこんで来るかもしれない。

「税金を全部家具に変えるなどわかりやすい暴君だな。無理だ、悪いが全部取り消しで……」




「お待ち下さい！」

　クラウディアが両手を無いくびれにに当てて立つ。

俺よりかなり身長が低いのに前に立たれるとすごい圧力だ。

「お金の心配はございませんわ」

　クラウディアは指を鳴らそうとして失敗した。

指に肉がついてうまく鳴らないらしい。

しかたなく彼女は自分の腹を叩く。

小気味いい見事な音がなった。

「はい奥様」

　それを合図にクララが宝石を持って進み出る。

クラウディアが体に巻き付けて持ってきた物だ。

汗にまみれて異臭がしていたが綺麗に掃除し終えたらしい。

「貴女、この宝石にどれぐらいの値をつけまして？」

　そこらの宝石商で見る物とは比べ物にならない大きさと美しさにクレアもまた目を丸くする。

だがその瞳にあるのは単純な驚きではない。

クレアはノンナと違って宝石自体に興味はなく、興味があるのはその価値にだからだ。

いつの間にか鋭い目をしたローリィまで傍に来ていた。

「拝見します」

　数瞬の間沈黙が続いた。

「……出所をお教え頂いても？」

　暗に盗品を警戒している。

これだけの見事な宝石が市井に転がっているはずはない。

一つ一つが固有名で呼ばれてもおかしくない程の逸品なのだ。

「アルベンスのマロードル家ですわ」

「!?」

　クレアとローリィは息を呑む。

さすがにアルベンスの滅亡は知っていたらしい。

「私はクラウディア＝アルベンス＝マロードル、今はクラウディアとしか名乗れませんが」

「マロードル家の奥方!?　な、何故中央平原に……」

　クラウディアは俺の腰に手を回して言った。

「女が苦境にあって愛する殿方を頼るのは当然のことでしょう？」

「マロードル侯爵はアルベンスで散って……愛する？　ええっ!?」

「クレア様、確かマロードル夫人は以前ゴルドニアに親善にこられてその接待役がハードレット辺境伯だったと記憶しております」

「まさかその頃から不倫を……ええっ？　ええぇぇぇ!?」

　クレアには珍しく狼狽している。

「今となっては隠す意味もありません。あれは燃え上がるような愛、太すぎる男根に貫かれて、愛の炎に焼かれた私は絶頂の海へと……もがが」

　話がずれていくので夫人の口を塞ぐ。

いいから宝石の査定を続けてくれ。

「……ごほん、聞かなかった事にします。この見事な宝石、ざっと見ても二万……いえ二万五千」

　はっとクラウディアはため息をついて宝石を仕舞おうとする。

「やはり大した事の無い商人ね。他へ頼むわ」

　慌ててクレアが言いすがる。

「お待ち下さい！　宝石は専門の者が鑑定して正確な値段をお伝えしますから！」

「あらそう？　急ぎなさいね。家具はそれで相殺、余ったお金は預けておきますわ。貴女程度を買っている訳ではないけれど愛しい方の贔屓ですからね、感謝なさい」

　クラウディアはそれだけ言うと、顔を上げて鼻を動かす。

「あら、そろそろ昼食の時間ではありませんか。クララ、食堂へ行きますわよ」

「はい奥様……あぁそんなに急がないで下さいませ」

　クラウディアは来た時と同じく、転がるように退出していく。

慌てて後を追うクララ……夫人はああ見えて案外動きが早いのだ。




　クレアがふぅと息をついた。

「手ごわかったか？」

　何も答えずに苦笑、表情が全てを語っている。

クラウディアは贅沢はするが物の本当の価値はしっかりわかっている。

「それにしても良くあの方を落されましたね。やはり巨根で一突きに？」

「ははは、色々事情があってな」

　懐かしい話だ。

　クレアは苦笑してからノンナ達の元へ向かう。

何やらベッドの材質やなんやでカーラと揉めているらしい。

　ふと見ればローリィが泣きそうな顔をしている。

どうしたのだろう。

「太い女性……いえ、肉玉がお好きだったのですね。鶏がらみたいな私などゲテモノを味わうような気分で抱いていたのでしょうか……」

　まて、俺は太めの女もいけるがあそこまでは望んでいない。

細身の女も好きだからそんな悲壮な顔をしないでくれ。

「本当ですか……？」

　ふと今のクラウディアの裸を想像する。

美的に言えばとても見れたものではないだろう。

だが上に乗って密着すれば柔らかいだろうし肉に包まれる感触も……。

案外悪くないかもしれない。

「ううぅぅ……」

　あぁ泣くなローリィ、お前の子供みたいな体も大好きだよ。

今度子供ごっこで抱いてやるから。

　こうして家具の選定は終わり、家人は全員年明けに新屋敷へ移る事になったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（敗北感）クラウディア（違いのわかる肉玉）クレア（疲労）ローリィ（拗ね）

財産　金貨三五八二〇　家具一式（三万）宝石売却で相殺（＋三万）

経験人数二八八人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２４３話　お屋敷紛争③　貴族の戦場　♯







「ヴァンドレアでの戦勝を祝って！」

「未曾有の大災害からの生還を祝って！」

「我らの清貧を祝って！」

　モナシ伯爵、ビンボ子爵、ゴクフィン男爵の三人、そして俺がグラスを打ち鳴らす。

　今行われているのはささやかな戦勝パーティ、今更と言う気もするし勝ったと言うには半端な決着だったので気は進まなかったのだが……。

「とりあえず勝ったと言う分には勝手です。特に損はないのでは？」

　とレオポルトが言うので開催する事にしたのだ。

　場所はモナシ伯の屋敷、正式な戦勝式典は俺の屋敷でやるのが筋らしいが、今回はちょっとした食事会だからな。

それに新屋敷はまだ家具の搬入途中だし、ドワーフに頼んだシャンデリアもついていない。

さすがに格好が悪すぎる。

　随行したのは護衛や従者を除けば俺と妻のノンナ、カーラ、メル、そしてもちろんセリアだ。

後は戦勝祝いなのでレオポルトも連れて来ている。




　それだけならばいつも通りなのだが、今回は特別な女がいる。

クラウディアだ。

「愛しの方と別々の馬車だなんて寂しかったですわ」

　最初は彼女も妻達と同じ馬車に乗せようとしたのだが「狭い・暑い・臭い」と非難轟々だったので仕方なくクララと共に別の馬車を仕立てたのだ。

暖房のついていないはずの馬車から蒸気が上がっていたように見えたが理由は不明だ。

「それにしてもクラウディア……すごいな」

「そ、そんな照れてしまいますわ！　私は太めですから体型を隠そうと少しゆったりしたドレスにしてみましたの」

　一言で言えばまるで球体だ。

隠すも何も玉に覆いを付けただけに見える。

周りの者達も絶句しているぞ。

　その首からは大きな宝石が下がっていた。

彼女は持ってきた全ての宝石を売り払おうとしたが、マロードル家の家宝であるこの宝石だけは俺が止めてネックレスとして身に着けさせたのだ。

　クラウディアの話によれば旦那は最後まで彼女を守ったらしい。

彼と繋がる物を一つぐらい持っていてもバチは当たらないだろう。

何しろ産んだ息子も多分俺の種だからな……。

クラウディアと子供はきっちり面倒見るから化けて出ないでくれよ、ケイシーが怖がる。




　丸い夫人から視線を移し、式典会場を軽く見まわす。

ホールは中々豪華に飾られているが、過度に宝石や金銀が散らされている事もなく俺好みだ。

　気になったのは警備兵の様子だった。

ホール内の壁際に立つ衛兵は豪華な装備を付けている。

だが実際に曲者を防ぐのは会場の外に立つ兵士達、彼らは不揃いで貧相な甲冑と槍を持っていた。

なんとか外面を取り繕っている感じだな。




「今回の遠征は長期的な安定を確保する意味では成功ですが戦費から見れば大失敗ですな。あれだけの装備の喪失は我々でもかなりの痛手でした。略奪や戦利品利益を見込んでいた彼らにとって痛恨でしょう」

　レオポルトは無駄に愛想を振りまく事をせず、俺の横に控えている。

「そうだな、クラウディアが家具を買ってくれたおかげで余裕は出来そうだがな」

　視線を戻すと嬉しそうにぼよんぼよん弾んでいた。

彼女には世話になりっぱなしだ。

ベッド以外でもしっかり報いてやらないといけない。

「元々財政の弱い彼らにとっては致命傷になるかもしれません」

「俺の戦いに狩り出して破滅されるのは後味が悪いなぁ」

「勝手について来たのでは？　要請などしていませんでした」

　セリアが私もいるぞと主張する。

軍人として参加しているので服装はドレスではなく軍装だ。

だがそれでは面白みがないのでたっぷり化粧させてやったのだが、元が良いので美人になり過ぎた。

先ほどから立て続けに他家の騎士達に声をかけられいて気が気じゃない。

「うぅ、エイギル様の傍にいます」

　軍装で化粧させる悪ふざけがこれほど素晴らしいものだとは。

……今度この格好で奉仕させてみよう。

「可愛いな」

　頭を撫でてやるとセリアの顔がだらしなく緩むが、首を振って再びキリッと引き締める。

本当に可愛いな、この場で食べてしまいたい。




「それにしても何故こんなに参加者がいるんだ？　」

　俺としてはモナシ伯他、数名の貴族とその家族が集まってちょっとした食事会のつもりだった。

それがホール一面に人と料理が溢れる晩餐会のようになっている。

周辺貴族が奥方を連れて軒並み来ているようだ。

「従軍した三家の縁戚ぐらいはわかるとしても……あいつは顔も見た事が無いぞ」

　どうせおっさんの顔などすぐ忘れてしまうが。

「あれは～子爵にございます。モナシ伯よりも更に北東のご領主で兄上が王都の財務に携わっておられます」

　すかさず執事のセバスチャンが答える。

こんな事もあろうと連れて来て正解だった。

彼はゴルドニア全貴族家の爵位はもちろん、格と血縁関係、最近の派閥闘争における立ち位置まで把握しているらしい。

「文官系だな。戦勝祝いの会に何故？」

「ビンボ子爵に物資と資金を提供し、共に戦ったと申しておりました」

　要はビンボ子爵に色々貸したと言うことか。

祝いの場にまで借金取りがついて来るとは少し同情してしまう。

「戦場で轡を並べた者達がより強く結び付くのは古来よりの習いにございます。特に旦那様は交友関係が広くございませんので、この機に是非と思った方が多いのではないでしょうか？」

　ふむ、俺が社交の場に出るのはノンナが今日はどうしてもと騒いだ時ぐらいだからな。

　俺が知っているのはモンナシ伯とビンボウ子爵、ゲキヒン男爵ぐらいで後は名と顔が一致しない。

　セバスチャンは周りの客に聞こえないように耳打ちしてくれる。

「あそこにおられるドーケン男爵はモナシ伯が物資の運搬に使う街道を整備したとのご理由です」

　兵站は重要だが道を作った奴は戦いに関係ないだろう。

どうせ戦があろうがなかろうが王命で作ったはずだ。

「～子爵はゴクフィン男爵の軍に中古の武器を融通したとのご理由です」

　それで関係者なら商人は全員功労者だ。

「～男爵はビンボ子爵に大口借金をさせてくれる商人を紹介したとか」

「……ただの借金の口入れ屋じゃないか」

　ラーフェンでも夜にとぼとぼ歩いていれば高利貸しを紹介してくれるぞ。

大抵は返せなくなってそのままリントブルムの鉱山か黒獣狩りに連れて行かれるらしいが。

「彼らが連れて来た訳だし俺が何か言う事でもないか」

　主催は彼らだ、俺が口を出すことではない。

もっとも借金している身で断る事など出来ないだろうが。

「それにしてもお前は詳しいな。よくそれだけ知っているものだ」

　貴族の関係は猫の目のように変わる。

よくもまあ把握し切れる。

　セバスチャンは深く頭を下げた。

「職務にございますから。それでも近年は特に関係の変動が激しく、老いた頭ではついていくのがやっとの有り様でございます」

　そう言ってセバスチャンは一礼し、再び存在感を消して後ろに下がる。




　ちなみに公式では無い情報ではノンナが強い。

「どこそこの奥方は配下の騎士と浮気している」

「あそこの家の息子はあの家の令嬢に気がある」

「○○家の次男は引きこもり」

　と言ったゴシップが大半だが稀に重要な情報の手掛かりにもなる。

直接話すだけではなく、遠くの会話まで地獄耳で拾うらしい。

　ところで奥方達の間で俺の評判と言うのはどんな感じなんだ？

「……」

　何故目を逸らす。

　悲しくなったのでモナシ伯達と戦場の話でもする事にしよう。







「それにしても良く生き残れたものです。この世の終わりかと思うほどの光景でした」

「特にハードレット卿は部下を助けて最後尾を走られていたと聞きます」

「まさに戦神の生まれ変わりですな！」

　最後のべんちゃらは余計だが、確かに厳しかった。

さすがにここまでかと思ったよ。




　ふと雰囲気が暗くなる。

「ハードレット卿が素早く退却を命じられたので兵の損害こそ大した事はありませんでしたが……」

「戦利品も得られずほとんどの装備を放棄してしまう始末」

「兵の給料が……食料の調達費がぁ……」




「ハードレット卿も領地を切り取ったとは言え、さして豊かな土地でもなく」

「我々より多数の装備を失い」

「更に九千を超える捕虜の面倒まで見ているとか……」

　お前も同じだろうとばかりに近寄って来る。

やめろ、俺にも貧乏をうつして貧困同盟に引き込むつもりか。




　確かに軍の装備を大量に失った事は痛い。

だが、彼らと違って俺は自前で鋼を揃えられるので甲冑や剣の類は安く揃えられる。

特にドラゴンの鱗を利用した新型の溶鉱炉が完成すれば生産量が格段に上がるらしいので、軍の再装備はそれを待ってと言う手筈になっている。

　更に養っている捕虜たちも開拓や建設と働いてくれている。

食料の供給は必要だが、幸い俺の手元には豊富にあるし、来年には新しい畑で収穫を上げてくれるだろう。

　問題なのは嫁探しだが、それもヴァンドレアから切り取った土地から人が流入して来ている。

　アドルフが開発した俺の領地南部と、放置気味だったヴァンドレア北部では土地の豊かさが違う。

豊かな方に行きたいのは当たり前だろう。

　貧乏三人には悪いが、俺の方は一時的に大損害は出たものの案外うまく転がっているのだ。




「そう言えばストゥーラからハードレット卿の領地に向かわれる大きな隊商がありましたが、何か仕入れられたのですか？」

　多分連邦製の家具だな。

より高級なものはクレアの手元ではなくフィリッチ商会の本部にしか無いと言っていた。

　クレアによると俺向けの荷物は彼らの領地を優先的に通らせているらしい。

なんでも俺との力関係で関税をかけたり、時間をかけて調べたりしにくいからだそうだ。

運び屋が俺の話を誇張するので、積荷を傷付けたら攻め込んで来ると衛兵も脅える……そんな事するから変な噂が立つんだ。

「それは多分家具でしょう。新しい屋敷が完成したので引っ越そうと内装一式を揃えているのですよ」

　特に隠す事ではないので普通に答えると再び空気が変わった。

「な、なんと……」

「この大変な状況で……」

「屋敷を移すですと！」

　三人は大声をあげ、周りにいる者達もざわざわと話し出す。

　隣に建てた屋敷に引っ越すだけだぞ。

後、区切らず一人で全部話してくれ。

　するとノンナがちょいと袖を引っ張る。

「エイギル様、今のはお金に余裕があると吹聴するようなものです。貴族が屋敷を移すには大変なお金がかかりますから」

　確かに今回もクラウディアが面倒を見てくれなかったら相当な出費だったが……。

贅沢すぎる家具を入れたからじゃないのか？

家具と屋敷で五万枚はかかっていそうだ。

「豚女のせいで感覚がおかしくなっていますが、並の貴族では金貨千枚でもポンと出すには苦しいと思いますよ。あいた！」

「あんたが言うんじゃないわよ。乳女！」

　ノンナの後ろにぴったりついたカーラが人に見られないように彼女の尻肉をつねっている。

周りの目を気にして騒げないノンナが顔を真っ赤にしてカーラの太股をつねり返す。

跡になるから程々にな。




　いかん、貧乏三人組が信じられない顔でこちらを見ている。

「さすが辺境伯……私など家の食器を売らないと今日の会も開けない甲斐性無しです」

「私など料理人を解雇して妻が厨房に……」

「庭で採れた雑草を煮込んでスープに……」

　なんとも情けない話になってしまった。

貴族はプライドで生きるんじゃなかったのか。

あとゴクフィン男爵、それは普通の民でもやらないぞ。

「「「この苦境を救ってくれる方がいれば終生恩義を忘れぬのですが」」」

　何故声が揃う？

「恥を忍んで高利貸しにでも金を借りるしか……」

「娘を身売りする羽目になるかも……」

「みんなの領主を助けよう募金……今月はいくら溜まったのだろうか」

　ええい、ちらちらとこちらを見るな。

後、最後の奴は物乞いみたいな真似をするな。

「「「金が……金さえあればこんな事には!!」」」

　再び声が揃う。

　俺の手元には金があるし、なんとか出来なくはない。

だがこの金はクラウディアが宝石と引き換えに新屋敷の家具を揃えてくれたから残ったものだ。

それを貸してしまうのはクラウディアの金を勝手に貸し出したのと同じにならないだろうか。




「お貸しになられては？」

　背中に圧迫感を感じて振り返るとクラウディアがいる。

どうやらテーブルの皿を空にしてしまい、補充を待つ間こちらに来たらしい。

「しかしお前の金のようなものだ」

「私のお金は貴方の物ですわ。この機に味方をお増やし下さい。この場で決めてしまえば証人も多く噂も立ちます。あの者達も裏切りなど出来ませんわ」

　クラウディアはにっこりとほほ笑む。

「愛しい方がより高みにいく。それが女として最高の幸せです。僅か数万枚の金貨など些細なことです」

　そうだな、俺はもっと上にいかなければいけない。

すまないがお前の金を利用させてもらうよ。




「分かりました。後で必要な分はあげ……お貸ししましょう」

　貴族同士で金をやることは出来ない。

返せる見込みがなくてもあくまで貸付としなければプライドを傷つける事になる。

……雑草食って募金集めてる奴に今更と思うがな。

「おぉぉぉ……こ、この恩義終生忘れませんぞ！」

　そこまで大げさではないが味方にはなってくれよ。

「必ず、孫かひ孫がお返しします！」

　返すなら自分で返せ……生まれた時から借金背負うなど冗談ではない。

「こ、これで身分を隠して酒場で働いている妻子を呼び戻せます！」

　本当にお前は何をしているんだ。

さっさと呼び戻してやれ。

　見れば彼らに金や物資を貸していたらしい者達も安堵の表情を浮かべている。

相当な不良債権だったようだ。

少し多めに貸してやらないと借金の返済だけでなくなりそうだ。







　こうして食事会は終わり、俺達はモナシ伯爵の家に一晩泊まる事となった。

　ノンナ達は何やら奥様連中で集まっておしゃべりを続けているので俺はセリアを伴って用意された部屋に戻る。

「モナシ伯が金貨一万、ビンボ子爵が四五〇〇、ゴクフィン男爵が……おい、四八二枚と銀貨三枚なんて細かすぎるだろう。素直に五〇〇枚とか言っとけばいいのに」

　ちなみにゴクフィン男爵の借金総額は新しく買ったテーブル以下の値段だ。

こんな少額借りてどうすると思ってしまった俺もノンナとクラウディアのせいで感覚がおかしくなっているのかもしれない。

「帰ったらこの証文をアドルフの机に置いておいてくれ。なるべく目立たないようにこっそりとだぞ」

　三人から受け取った証文をセリアに渡す。

「心苦しいです……引越しの費用が浮いたと喜んでいましたから」

　一応貸しただけだから無くなってはいない。

返って来るかもしれないぞ……孫の世代に。

「アドルフにも何か報いてやる必要があるなぁ」

「ノンナさんを縛りつけて置くのが最高の褒美なのではないでしょうか？」

　それは出来ん。

いくら頑張っていても美女であるノンナと男のアドルフを同列には扱えない。

「……では領内を守り抜く事でしょうか。戦乱に晒されてはアドルフが今までやって来た事が全部無駄になってしまいます」

「そうだな。レオポルトが領地を守り、アドルフが民を幸せにする。そして俺が……」

「女を抱くのでしょう？」

「よくわかったな」

　セリアを抱きよせる。

だが胸を手で押されてしまう。

「先に体を拭いて参ります。旅の汚れがありますから」

　俺はそのままでいいのだが、女としては大事な事だろう。

行っておいで。




　セリアを見送り、特にする事もないのでベッドに横になっているとノックの音がする。

「誰かな？」

「あの、ミースと申します。モナシ家の四女です」

　そういえば貧乏三人組は子沢山だった。

　入って来た女は一六といった所だろうか、女の色気が出る歳ではないが健康的で良い。

体も良く育ち、胸も尻も膨らんでいる。

「何か不都合な点はございませんか？」

「いや、快適だよ。料理も美味かった」

　そう言うと彼女はニコリとほほ笑む。

「今回は本当にありがとうございました。晩餐会の度に貧乏だ借金まみれだと陰口を叩かれ、父も私達も惨めな思いをしていたのです」

　言いながらミースはベッドに腰掛ける俺の隣に座る。




「甲斐性があって豪快で……素敵な殿方」

　膝に手を置くミース……まだ少し若いが十分抱ける歳ではある。

「父親に言われてきたのか？　無理しなくていいぞ」

　いくら俺でもこれがモナシ伯の接待と言う事ぐらいはわかる。

俺は彼女の太股に手を伸ばした。




「いえ……それもありますけど。殿方としての魅力を感じております」

「ははは、口がお上手だ」

　彼女を抱けばモナシ伯はこれ幸いと送り込んで来るだろう。

俺も最近はこういった策略に慣れて来たから簡単にはかからんぞ。

彼女の胸元をはだけさせ、飛び出した乳房を揉みながらベッドに倒す。




「ハードレット卿の元ならばきっと幸せにしてくれる。安心しろと父が……」

「照れてしまうじゃないか」

　勢いで屋敷に彼女を迎えるような事になれば他の者達も女を送り込んで来るだろう。

きっと面倒くさい事になるはずだ。

彼女の下着を引き下ろし、足を開かせて口をつける。




「精一杯尽くしますからどうか……ああっ！　い、痛い！　あぁぁぁぁーーー!!」

　ミースの足を開かせて腰を突き込む。

どうやら処女だったらしい。

愛液は十分に出させていたが、膜が引き裂けると同時に悲鳴が上がる。

「あぅぅ！　ひぃぃぃ！　大き過ぎるぅ！」

　出来る限りゆっくり腰を動かすが、それでも涙を浮かべてしまう。

優しく抱き抱えて揺らすように体を動かす。

　抱き締めてキスの雨を降らせながら体を動かしていると徐々に悲鳴が小さくなって来た。

入れ替わるように小さな嬌声が漏れ始める。

　初めてならこんなものだろう、あまり長く続けてもまた痛くなる。

そろそろ射精してやろうかな。

「出すよ」

「あっ！　どうぞ！」

　ミースは両手両足で俺にしがみ付く。

……これだと体が離せないぞ。

「どうぞお出し下さい！　遠慮無く中にビューっと！」

　さすがに何を狙っているのかは分かる。

だが種をつけてくれとねだる女から抜き去るなど男として許されない。

　俺は圧し掛かるように組み敷き、そのまま中に思い切り射精した。

「きゃっ！　あ、熱い……すごい勢いと量です……」

　派手に動けず、体を気遣って早めに発射した事もあり、ほんの一分程の射精だったが、彼女は目を丸くして自分の体内に飛び出る種汁の音を聞いている。

「……母様、姉様……私やりました」

　何か呟いていたが気にしないでおこう。




　事が終わるとミースは「これから宜しくお願いします」と頭を下げて退室していく。

「きゃっ！　す、すいません！」

　そして扉を出た所で何やら悲鳴を上げていた。

　俺も少し体が火照った、軽く夜風でも浴びようかな。

　ドアを開けて廊下を歩く。

背中に邪気を感じる。

テラスに出て伸びをするが気は安まらない。

　原因は邪気の発生源だ。

「なぁセリア……そんなに張り付かれると落ち着かない」

　背中に数センチも間をあけず、セリアがぴったりくっついているのだ。

「……」

　何も言わずに邪気だけを発している。

どうやら体を拭いて戻ると行為が始まっていて部屋に入れず、扉の前で待機していたらしい。

「拗ねないでくれ、女がやってきたら食べてしまうんだ。宿命なんだよ」

「……ぶぅ」

「待たせた分濃厚にしてやるから。お姫様ごっこにするか？　それともいつも通り娘ごっこにするか？」

　セリアは周りを確認してから耳を寄せて来る。

「年の離れた妹が久しぶりに再会した兄にじゃれつくうちに男女の空気に……でお願いします」

　割と具体的だった。
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夜の社交界

　その夜、ノンナとカーラ、メルは他家の奥方達とおしゃべりと言う名の戦を行っていた。

「それで奥様が大臣閣下に無礼を働いて左遷ですって」

「んまー怖い。でも普段から粗野な女性だと思ってましたわ。……当然かも」

「まぁ酷い！　おほほほほ」

　話の内容は多岐に及ぶが総じて一番盛り上がるのは他者の悪口だ。

　特にこの食事会には武官中心の新貴族だけではなく、文官系に多い伝統貴族達の奥方も多数出席していた。

彼らは直接力を用いない分、腹の黒さは抜きん出ている。

「ハードレット夫人はどう思われます？」

「ふふ、やはり品を持たないと夫の足を引っ張りますね」




　ノンナは無難に流すが女達は嫌な笑みを浮かべて更に言う。

「そうですわね。貴女は本当に上品で素敵な方、でも大変ですわね。旦那様に気が多いと」

「聞けばこれ見よがしに女を囲っているとか。ご夫人も気苦労が多いわね」

「社交の場にまで妻を何人も連れて来るぐらいですものね。甲斐性はおありだけど……」

　ノンナを心配するように見せかけてはいるが、その実は愛されていないのではないかと嫌味を言いながら側室のカーラとメルを攻撃しているのだ。

「そんな事はありませんわ。愛は多いですがその分大きい方なので」

　何とか反論するノンナだが多勢に無勢、次々と心配を装った悪意が向けられる。

「でも気を付けないと娼婦なんかに病気を移されたりとか……」

「まぁおぞましい！　でももしかすると家内の人が既に持っていたりして……ほら凄い出自の人もいるじゃない？」

　カーラが傭兵上がりと言うことは噂になっていたのだ。

女の傭兵は娼婦と似たような事を平気でやる事もある。

叩きやすい所を狙うのは世の常だ。

　辛抱堪らなくなったカーラが立ちあがろうとするがメルが腕を掴む。

「なによ！　邪魔しないで！」

「殴りかかったりすればそれこそ野蛮人と言われます。ここは辛抱です……いずれ解散になりますから」

　ノンナが申し訳なさそうな目でカーラを見る。

下手にかばえば余計に話題が燃え上がり、長引いてしまう事を知っているのだ。

（名前と顔はしっかり覚えましたからね……後でエイギル様に言いつけてやります）

「そうそう、出自と言えば……」

　ある夫人が更に話題を進めようとした時だった。




　ブオオオォォォォーーー

　爆音が轟いた。

「今の音はなんですの!?」

「テーブルクロスが飛んでますわ！」

「生温かい風が！」

　一瞬で話は吹き飛んでしまう。

「貴女達、醜いですわね」

　現れたのは腕を組んだクラウディアだった。

その後ろでは至近距離でもらったクララが鼻を摘まんで悶えている。

「いえ貴女程では……」

「だまらっしゃい！」

　ずんずん迫って来るクラウディア、奥様連中は触れてもいないのに圧力に押されていく。

「ネチネチネチネチしょうもない！　気に食わないならはっきりと言ってはいかが？」

　クラウディアは先ほどまでノンナ達を攻撃していた一団の前に立つ。




「貴女、口が臭いわよ。匂いを消すのにミントなんて……混じって余計臭いわ。レモンを使いなさいな」

　女が慌てて口を押さえる。




「貴女が大事そうに巻いている毛皮、狐にみせかけた犬よ。毛並みでわからないのかしら、良い物を見た事がないのね」

「んなっ！」

　女は顔を真っ赤にして中座する。

恐らくもう戻ってはこないだろう。




「相手を貶めるなら堂々と言いなさいな。手本は見せたわ、試しに私に言ってみなさいな」

　女達はクラウディアを忌々しそうに見るが何も言えない。

　一目で攻撃すべき所はわかる。

だがクラウディアを豚と罵る事は野良犬を犬っころと罵るに等しい。

まるで子供の悪口のようで幼稚極まってしまうのだ。

　誰も口を開かず、クラウディアは大きくため息をつく。

「この程度なの？　少し強く言われたらぐぅの音もでないなんて情けない。それでも貴族家の女なのかしら。もういくわよクララ」

　直撃を受けて目にまできたらしく、涙を流すクララを引きずるようにクラウディアは去る。

「ああそうだ。私の名前はクラウディア。ハードレット辺境伯に客人として置いてもらっています。言いたい事があるならいつでもいらっしゃいな」




　クラウディアが去った後、場は完全に凍りついた。

「今日はお開きにしましょうか……」

「そうですね。何より……」

「「「すごく臭いわ」」」







「……助かりました」

　不本意極まる顔で礼を言うノンナ。

「まったく、貴女はあの方の正妻なのでしょう？　もっと気を強く持ちなさい」

「敵を作ってはエイギル様の足を引っ張ると思って……」

　はんとクラウディアは息を吐く。

「馬鹿ね、立場が上がれば敵なんて何をしても出来るわ。敵を作らない事より味方を作りなさい。後は常に強くありなさい」

　弱い敵なんていくら作ってもいいと豪語する。

「あの連中はどうせ陰口叩くばかりで何も出来ないわ。あんなのはいくら敵にしたっていいの、敵に回してはいけない人を見極めなさい」

「は、はい」

「それにどうせ明日から連中の標的は私と貴女達じゃないわ。私がさっき叩いた二人ね。ああいう手合いは本気で事を構える気のある相手には立ち向かわないわ」

「な、なるほど」

　あまりに堂々としたクラウディアの言い様にノンナは引き込まれていく。




「あんた……詐欺とかほんと気をつけなさいよ」

　カーラとメルは礼は言ったものの一歩下がって見ていた。

「貴女には度胸が足りないわ。愛しのエイギル様に選ばれたのですから情けない真似をされては困るわ。私の腹で良ければいつでも貸します。強く良い女におなりなさいな」

　言い終わると太めの夫人は臭気に吐き気まで催してしまったクララを担いで颯爽と部屋に戻っていく。

見送るノンナの目には今までの敵意は無かったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（軟化）カーラ（側室）メル（警戒）クラウディア（強い肉玉）クララ（毒）セリア（妹）

財産　金貨二〇八二〇　貧乏貴族貸付（一万五千）

経験人数二八九人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２４４話　惨劇前夜







「年が変わる頃には新屋敷に移れそうかな？」

「そうですね……際どい所ではないでしょうか？　何しろ超がつく高級品が多いので搬入にも時間がかかります。適当な人夫で受け渡していく訳には参りませんから」

　俺とクレアは並び、次々と物が運び込まれていく新屋敷を眺めていた。

確かにえらく慎重にやっている。

どうせ使い出せばぶつけたり引っ掻いたりするのだから適当でいいと思うんだけどな。

それに傷が怖いならイリジナを隔離する必要があるだろう。

「それでも搬入は綺麗なままするのが当然ですわ。運ばせている彼らにも傷をつければ弁償させると言ってあります。……もちろん一生を掛けても払えないでしょうが」

「道理で硬い顔をして運んでいる訳だ。あんまり脅かすなよ」

　後はドワーフに頼んだシャンデリアが来れば揃うなと考えながら右手を動かしてセリアの髪をぐしゃぐしゃにする。

「はう！　どうしていつも髪を乱すのですか！」

　すまんな、お前の頭に手を置いているとやりたくなってしまうんだ。

それにあまり嫌そうでもないじゃないか。

「少し部屋を見て回ろうかな、セリアも来るか？」

　がらんどうの部屋は見てもつまらないので良く見ていなかったんだ。

家具が入ればまた趣も違うだろう。

「私は外回りを見てきます。また侵入者が出ないように外壁に追加の設備が必要かもしれませんから」

　頑張り屋だな。

宜しく頼むよと頬にキスしてやると俄然やる気になったセリアは鼻息を荒くして飛び出していく。

お前もあんまり警備兵を怒鳴るなよ。




　既に各部屋にはベッドやテーブル椅子などが運び込まれていた。

高そうな雰囲気はするものの今一つわからないが……女達が気分良いならそれでいいかな。

「失礼致します旦那様」

　俺の後ろから一人の女に声をかけられる。

持っているのはテーブルに置く花瓶だろうか。

おっと、入口を塞いでしまっていたな。

　道を開けてやると女は一礼してからテーブルに向かい、丁寧に花瓶を……。

「きゃっ！」

　緊張し過ぎて足を絡ませたのだろう。

テーブルにガツンと花瓶を叩きつけてしまった。

　慌てて確認する女、花瓶は割れていなかったようだが。

「あぁぁぁ……どうしよう……どうしよう……」

　テーブルには傷が入ってしまったらしい。

真っ青になって何度も布で拭くが傷はなくならない。

　同じ部屋に俺がいるから隠す訳にもいかない。

ぽろぽろ涙を流しながら混乱する姿は見ていられない。

「そんなに気にしなくても……」

「申し訳ありません！　私が弁償します！　身売りでもなんでもします！　だからどうか……家族に及ぶのだけはどうか、どうか！」

　ほら見ろ、クレアが脅したせいでこうなった。

この小さなテーブルも金貨一〇〇枚はする品だ。

弁償しろと言われればそりゃ怖がるさ。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　心配ないと言い聞かせようとしても混乱してしまって話にならない。

とりあえず抱き締めよう、女を落ち着かせるにはこれが一番だ。




　この女は秋からクレアの店で雇われている従業員の一人で小物系の搬入を手伝っていたそうだ。

家族はラーフェン街壁の外におり、大家族で豊かではない。

他の職よりもずっと高給なクレアの店の従業員になれて皆喜んでいた矢先だったらしい。

「し、品を傷付けたら……全部弁償だって、身売りされて家族にも請求するって……ふぇぇぇ」

　それだけ緊張感を持てと言いたかったのだろうが、クレアなら本当にやりかねないからな。

彼女には言わない方が良いだろう。

「ところでここは誰の部屋だったか？」

　既に女の部屋は決まっていて希望の装飾が運ばれているはずだが思い出せん。

「カーラ様の……ご予定かと」

　女は涙を拭きながら言う。

「なら大丈夫だ」

　ノンナだったら赤信号だが、カーラは細かい傷なんて気にしないだろうし、結構がさつだからその内自分でも傷をつけてわからなくなるさ。

「だからこの事はクレアに言わなくていい」

「うぅぅ……でも」

　真面目な娘だな、可愛い奴だ。

「お前は俺に直接報告した。それでいいじゃないか。それよりな……」

　娘の髪をかき上げでこにキスをする。

驚いたように上目遣いで俺を見る瞳は涙で濡れて大変可愛い。

「心配するな。俺が守ってやる」

　髪を撫でていた手を降ろしていき、肩をさする。

「ありがとう……ございます」

　娘は気付かない。

更に手を降ろし胸を触るとさすがにビクリと体を震わせた。

「私が……欲しいのですか？」

　何も言わずに微笑み、唇を奪う。

娘は抵抗しない、一応顔を確認するが嫌々許している訳でもなさそうだ。

頂こう。




　娘を立たせ、素早くスカートの中に手を入れて下着を抜きとる。

最近、これがとんでもなく速くなった。

やはり修練は重要なようだ。

「あっ！」

　窓際に手を付かせ、後ろから抱き締めて腰を押し当てながら逸物を調整する。

「……大きい」

　ごくりと娘が唾を呑む。

そして位置がぴったりあった。

「いくよ、そら」

「あぐっ！　ひぃぃぃ!!」

　ミシミシ音をたてて肉棒が沈んでいく。

娘は屋敷中で作業が続いている事を思い出し、慌てて自分の口を塞いだ。

　白くて丸い可愛い尻だ。

太ももにうっすら筋肉がついているのもいい。

人差し指を尻穴に入れてやると驚いたように両方の穴が締まる。

「んぐっ！　んっ！」

　口を自分で塞ぎながら訴えるようにこちらを見る。

あんまり激しくしないでと言いたいようだ。

「処女か？」

　首を横に振る娘。

「尻穴はどうだ？」

　恥ずかしそうに首を横に振る娘。

可愛い顔をして結構やっているらしい。

想像して肉棒が更に膨らんでしまう。

「なら遠慮はしないぞ」

「んーー!!」

　尻たぶを掴んで激しく腰を叩きつける。

ばちんばちんと鈍い肉の音が響き、女の足が崩れる。

だが腰を押し当て、逃がさないように壁に押し付けた。

「気持ち良くなって来たぞ。このまま種をつけてやる」

「えっ！　わ、私まだ妊娠は……」




　だが、いよいよと言う所で扉の外から聞き覚えのある声が聞こえた。

「あたしの部屋はこっちみたい。あんたの近くね」

「妻同士の部屋が随分近いのですね。他の家だと考えられません」

「いいじゃない。私達仲良いし」

「わ、私は別にカーラとなんて別に……」

「なーに照れてるのよ。あんた照れるとおっぱいが横に揺れるからすぐわかるのよ」

「嘘!?　ってそんな女いる訳ないでしょうが馬鹿カーラ！」




　いかん、この声はノンナとカーラだ。

一直線にこちらに向かって来る。

さすがにこのまま続けるのはまずい。

　娘もこちらを振り返って慌てている。

名残惜しいが肉棒を引き抜き、下着を履かせる。

全裸に剥いていなくて助かった。

「ここねー……ってエイギル？」

「し、失礼いたします」

　驚くカーラの横をすり抜けるように娘が一礼して出て行った。

上気はしているが服は乱れていないはずだ。

疑わしい所はない。

　屋敷中で運び込みが続いているので、部屋に娘が入っていた事は不自然でもなんでもないはずだ。

「「……」」

　だと言うのにカーラとノンナは目を細めて俺を睨みつけるのだ。

　窓枠にもたれて一つ伸びをする。

「良い天気だな。つい居眠りしそうになるよ」

「……ごまかしてるつもりだろうけど、色々隠せてないわよ」

　はてなんのことだろう。

「この寒いのに上着脱いでる事と、いやらしい匂いがする事はいいとしてもさ」

　上着を着て窓を開ける。

これで完璧のはずだ。

　しかしノンナはため息をついて顔を逸らせた。

カーラが俺の股間を指差す。

「……隠すつもりならせめて逸物ぐらい仕舞いなさいよ」

　いかん、肉棒を仕舞い忘れていた。

ドロドロに濡れ、そそり立ったモノを放り出していては弁明は難しい。

咄嗟に仕舞おうとするが大きくなっていて収納出来ない。

「すまん、手伝ってくれないか。入らないんだ」

「「……」」

　ノンナとカーラに無言で逸物を触られるのはどうにも妙な快感だった。
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その夜　ノンナ＆カーラ

「由々しき事態です！」

「はぁ」

　二人きりの密会、ノンナはバンとテーブルを叩く。

カーラは酒を呑みながら頬杖をついて聞いていた。

「浮気は男の甲斐性とも申します。エイギル様のような男なら少しぐらいの女遊びは当たり前でしょう」

「女好きでこそのエイギルよね」

「しかし！　さすがに最近度が過ぎると思うのです。今日の件だけではなく、メイドはもちろん町の娼婦から弓騎兵の女性まで……あっちでバコバコ、こっちでズコズコやり過ぎです」

　ノンナがカーラのカップの酒を勝手に呑む。

お返しにカーラも彼女の紅茶を飲み干す。

「あたしもさすがにちょっと多すぎるかなとは思うけどね」

「いくらエイギル様の愛が大きいとは言え、余りに多くの女で分けてはなくなってしまいます！」

　ノンナはカーラのビスケットを奪い、蜂蜜につけて食べる。

カーラがお返しにノンナのケーキを奪う。

「それでどうするの？　エイギルにこれ以上浮気するなって言うの？」

　カーラはどことなくやる気なさげにカップにおかわりを注いだ。

「いえ、問題は私達に向けられる愛です。数多の女の中でも……最大の愛が欲しいのです。その為に、これです！」

　ノンナは小さな瓶をデーブルに置いた。

「何これ」

「精力剤です。リバティースの露店で買いました」

「あんた馬鹿じゃないの？」

　ノンナはこの薬をカーラの名前で買った事を思い出したが、それは言わない。

「相当な効果があるらしいですから、これをエイギル様に飲んで頂けば……素晴らしい愛を受けられると思います」

「……なんか考え方が誰かさんに似てきてない？」

「似てません！　ええと、確か水で一〇倍に薄めるとか」

「でも大丈夫なの？　怪しい薬飲ませてエイギルに何かあったら大変よ」

「それもそうですね。クロルに毒見をさせましょうか」




　間をおかず部屋にクロルが呼ばれる。

性欲を無くしたクロルはある意味では信頼されており、用があれば夜間に女の部屋に入る事も許されていた。

「某に何かご用でしょうか？」

「それがし？　……まぁいいです。貴方は最近よく働いてくれていますのでご褒美でもと思いまして、まずは水でも飲みなさいな……ほらカーラ」

「あたしはあんたの部下じゃないっての……」

　カーラが薬をカップに注いでクロルに渡す。

「かたじけない」

　クロルはカップを持って豪快に煽る。

ノンナはゆっくりと財布を探すふりをしながら反応を伺った。

　最初は目を閉じ、直立不動だったクロルの体が徐々に揺れ始める。

息は荒くなり顔が紅潮していく。

「体調はどうかしら」

「も、申し訳ない……体が熱く火照って……たまりません」

　二人は顔を見合わせて良しと呟く。

「はぁ……はぁ……良からぬものが……股間に！　獣欲が……ぐぉぉぉぉ……」

「成功ですね。不能のクロルでこれなんですから元々精力旺盛なエイギル様が飲んだら……ふふふ」

「ねぇ、それはいいけど危なくない？　すっごいこっち見てるわよ」

「はぁはぁ……女……女ぁ……」

　クロルの視線はノンナの胸やカーラの太股に集中している。

さすがに危機感を感じたノンナは金貨を数枚テーブルに置いた。

「ゴホン！　このお金は褒美です。今日の仕事はこれで終わりでいいですから自室に戻って、なんとかと言う親子でも抱いてなさい」

「……おんな、あな、つっこむ、ずこずこ、はらませる」

　よくわからない事を呟きながらフラフラと退室していくクロル。

「ちょっとアレでしたけど効果は抜群です。うふふ、これでエイギル様の激しい愛を頂けます」

「尋常じゃなかったけど……大丈夫かしら」

　そしていよいよ本命の相手が呼ばれたのだった。
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白都　氷の軍団

　白都の広場に五万の軍が並ぶ。

彼らの真っ白な軍装はよく見れば金属の鎧ではない。

白く分厚い毛皮を頭から足の先まで全身に巻きつけた彼らは異様な蛮族にさえ見える。




「ステーセリ最高司令官に敬礼！　北方軍到着致しました。これより白都防衛の任に着きます」

　一斉に敬礼する男達に防衛最高司令官マルティン＝ステーセリもまた綺麗な敬礼を返す。




　儀礼が終わるとマルティンは表情を崩し、軍団の先頭に立つ男に歩み寄った。

その男も付いた膝を上げて両手を広げる。

「遅かったじゃないかニコライ、待ちかねたぞ」

「無茶を言うなよマルティン。お前も冬の北方は知っているだろう？」

　笑いながら抱きあう二人。

「司令官？　ニコライ軍団長とは個人的なお知り合いで？」

　鉄の規律を持つ連邦軍では本来このような慣れ合いは許されない。

参謀の一人が呆気にとられたように言う。

　両者は悪びれる様子もない。

愉快そうに肩を叩きあいながら笑う。

「俺とこいつは同郷だ。親友と言っても良い。俺達の家は北方の外れを治める領主でな。何しろ過酷な環境で助け合う事も多かったのでな、家同士も仲が良く兄弟のように育ったのだ」

　ニコライはわざと大げさに礼をとって茶化す。

「優秀な貴方は最高司令官閣下ですがね」

　マルティンもまたわざと偉そうに踏ん反り返った。

「だが軍団長も辺境領主出にしては相当なものだぞ」

　再び笑い合う二人、だが集まって来た参謀達の目を気にして一つ咳をしてから身を離す。

ニコライは顔を引き締める。

「して戦況はいかがでしょうか？」

「うむ、今までの防衛特化から方針を変え、小規模な反撃や奇襲を繰り返している。敵は包囲こそ解いていないが既に全面攻勢に出るだけの余力はないだろう」

「そのお陰で我々が外から包囲を突破して白都に入れた訳ですな」

　ニコライが言い、その通りだとマルティンは笑う。

参謀達が白都周辺の地図の上に次々と駒を置いていく。

「反撃を繰り返したお陰で敵軍の陣容がおおよそ分かったよ。見ろよ、笑えて来る数だろう？」

「そうですな……敵数は二百五十万……いや、二百万に届かぬ程度ですか」

　マルティンは満足そうに頷いた。

「そうだ。数は二百五十万を超えるがこの印は奴らが戦奴とか呼んでいる者達だ。もう数には入れなくていい……見たか？　奴らは半裸で戦っているんだぞ？　我らの冬に半裸でな」

「馬鹿に付ける薬はない。遠からず氷漬けとなるでしょう」

　再び笑う二人。

「口を挟んで申し訳ありません。そろそろ反攻作戦の計画を……」




　参謀の一人が言うとマルティンはパンと手を叩いた。

「うむ！　北方軍の到着を待っていたのだ。これでようやく本格的な反撃に移れるぞ」

「既に敵は寒さで相当消耗しております。今押し出せば白都の包囲を破る事も可能です」

　ある男が言い、周りの参謀達もまた頷く。

だがマルティンは首を振った。

「確かに包囲を破る事は出来るかもしれんが、それでは足りない。奴らは南に下がり、春を待つだろう。それでは駄目だ、不足だ。春が来るまでに奴らを壊滅させる程の打撃を与えねばならない。二度と奴らが攻勢に出れない程の一撃を与えるのだ」

「それに白都は南だけあって暖かい。これでは敵は参りませんな」

　ニコライもまた付けくわえる。

「暖かい……ですと？」

　一人が信じられないと声を出す。

季節は完全に冬、敵は大きく疲弊しているが、寒さになれた味方でさえも見張りなどから凍傷を起こす者が出始めている。

口が裂けても暖かいなどと言える環境ではなかった。

　だがニコライはニヤリと笑って男の肩を叩く。

「私も私の軍団も氷獄の北方からやって来た。白都の気温は春の訪れにも感じるのだよ」

　マルティンも薄く笑うと言葉を続けた。

「空が曇り、風も出始めた。季節もちょうどだ、近い内に嵐が来るぞ」

「それでは反撃は延期せざるを得ませんが……」

　皆が頷く。

冬の寒さは連邦に有利だが、一方的に味方をしてくれる訳ではない。

まして吹雪となれば建物に籠ってやり過ごすしかないはずだった。

「何を言っている。嵐を待って反撃を開始するのだ」

「最高の環境じゃないか」

　マルティンとニコライは口を揃える。

再び呆気にとられる参謀達。

「俺の軍団、北方軍の別名を知っているだろう？　［氷の軍団］だ。雪の嵐は我らの為に神が与えたもうた最高の舞台じゃないか」

　マルティンとニコライはにやりと笑う。

「全軍に通達せよ。最大級の防寒装備を準備せよとな。吹雪の決戦と行こうじゃないか」

　命令を受けた北方軍五万の兵達にも動揺はない。

一兵卒までが極寒の中で、まして吹雪の中で我らに勝てる者などあろうかと自信に満ちた笑いを浮かべていたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二三歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

領民 十七万四千人　重要都市　ラーフェン 二万五千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

家族

ノンナ（陰謀）カーラ（陰謀）クロル（発情）ミラ＆ロラ（ピンチ）

財産　金貨二〇八二〇

経験人数二九〇人　産ませた子五四人＋五五五匹
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦

兵員　　現在九十万　　動員限界二百五十五万　既損害百十八万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在二百三万　動員限界三百十万　既損害百七万（戦奴兵は含まない）








第２４５話　惨劇の夜　♯







　俺はにやつく顔をなんとか押さえながらノンナの部屋に向かう。

　風呂から上がった所でノンナの侍女から「部屋においで下さい」の伝言をもらったのだ。

　彼女自身も既に入浴を終えていると言うし、こうなれば目的は一つしかないだろう。

「ふふふ、可愛い奴だ。腰が抜けるまで可愛がってやらないとな」

　正常位で乗って巨大な乳房に顔を埋めるもよし、後背位で突きながら両手で掴むのもいい。

　騎乗位で動かせてぶるんぶるん揺れる乳を眺めるのも素晴らしいだろう。

「おっと、一応身だしなみを整えないとな」

　どうせお互いすぐに脱ぐのだが、ノンナは結構こだわるのだ。

　洒落た格好をしていけばよく濡れるし、全裸で押し掛けたりすれば少し不機嫌になってしまう。

　そこで彼女が選んだ部屋着をわざわざ着て来たのだ。




　ノンナの部屋に着いた俺は剥き出しの性欲を隠して紳士的にノックする。

　下半身の膨らみもあたって二重のノックとなってしまったが大丈夫だ。

「俺だ」

「どうぞお入り下さい」

　部屋に入った俺は少しばかり戸惑う。

　寝間着姿のノンナの他、カーラが薄い生地の服を着てベッドに座っていたのだ。

　わざわざ呼び付けたのだから一対一で愛して欲しいものだと思っていたのだが、どういう事だろうか。

「今日は二人で可愛がって欲しかったのです」

「それは大歓迎だが……何かあるのか？」

　二人共そわそわしている。

　特別な事がありそうだ。

「はい、今日はその……致す前にお願いがあるのです」

　そう言ってノンナはテーブルの上に小ビンを置いた。

「こりゃなんだ？」

「媚薬よ。ノンナが買ったの」

「精力剤です！」

　なんだそりゃと変な笑いが漏れてしまう。

　だが、少し心配になる。

「俺の抱き方が物足りなかったか？　すまなかった」

　女が精力剤を出すと言う事は行為に満足していないと言うことだ。

　男として情けない、今日は全身全霊で愛してやらなければならない。

「そうではなくて！　他の女達よりもいっぱいと言うか、激しくというか……」

　言い淀むノンナ。

　ならば腰が抜けて色々垂れ流す程抱いてやろう。

　媚薬らしき瓶を手に取って一気に煽る。

「あ、水で一〇倍に薄めて……」

「ん？　何か言ったか？」

　瓶の中身を飲み干し、瓶を放る。

「……なんでもありません」

「知らないわよ。すごい事になりそう」

　ノンナは呆れ、カーラが頭を抱えていた。

　はて、何か間違っただろうか。




「効果が出るまでお前達のいやらしい姿を見せていてくれ」

　俺の要望でノンナとカーラはベッドの端に腰かけ、こちらに見せつけるように自慰をしている。

　もちろん既に彼女達は一糸まとわぬ全裸だ。

　俺もまた全裸になり、彼女達の要望でベッドの前に仁王立ちしている。

「いやらしいぞカーラ、もっと穴を広げて指を奥まで入れるんだ」

「こうかしら……んっ！　やっぱり恥ずかしくて燃えるわね」

　カーラはよく見えるように指で自分の穴を広げ、指を三本も入れている。

　穴からはとめどなく汁が垂れ、水たまりのようになっている。

「ノンナは乳房を自分で掴んで乳首をしゃぶるんだ」

「はい、んむ……んん、複雑な気分です」

　ノンナは重そうに乳房を持ち上げて乳首を口に含む。

　素晴らしい光景に肉棒がグンと膨らみ、それを見た彼女は乳房を自分で揉みこんで更なる興奮を誘う。

「エイギルの体も素敵よ。筋肉むきむきで逞しくて」

「ふしだらなお願いですけど、出来ればあれをこれして頂けると私はもう」

　俺は笑いながら逸物を掴み、彼女達に見せつけるようにゆっくりと手でしごく。

　既に愛する女二人の全裸を見てそそり勃っていた肉棒は音がするほど硬くなっていく。

「やっぱりすごいです。筋だらけで太くて、なんていやらしくて素敵なのでしょう」

「先っちょからもう汁が出てるわよ。オスの臭いが漂って来るわ」

　彼女達の自慰する指が速く激しくなっていく。

　体が震え始めている、このまま続ければ間もなく昇ってしまうだろう。

　笑いながら肉棒を顔ぎりぎりまで近付けてやるとノンナが無意識に舌を伸ばしてカーラに笑われ、慌てて引っ込めた。




　俺もノンナ達ももう限界だ。

　自慰ではなく互いの体を貪りたい。

「今日は荒く激しくお願いします。ムードはまたの機会と言う事で」

「そうね、媚薬の効果もあるし荒々しく貪られるのも悪くはないわ」

　ノンナ達は自慰を続けながら顔を赤らめてそう言う。

　普段なら大喜びで飛びかかる所なのだが、どうも体の具合がおかしくなって来た。

「はは、この媚薬は結構強力じゃないか。体が火照って女が欲しくてたまら……」

　そこまで言った所でドクンと心臓が脈打つ。

「がは！」

「え、エイギル様!?」「どうしたの!!」

　床に突っ伏す俺、ノンナとカーラが慌てて駆け寄って来る。

「体が熱いんだ。燃えるようだ」

「馬鹿ノンナ！　やっぱり変な薬だったんじゃない！　エイギル、しっかりしてよぉ」

「ちゃんとクロルで試したのに！　す、すぐに医者を呼んで来ます！」

　二人の声が遠くなっていく。

　このまま意識を失うのかと思ったが、目の前は暗くはならず、逆に真っ赤に燃えた。

「待て」

「きゃあ！」

　ノンナの足を掴み、逆さ釣りに持ち上げる。

　理性がこんな乱暴な事をしてはいけないと訴えるが、沸き上がる情欲に押されて消えて行く。

「エイギル大丈夫なの……きゃん！」

　カーラの腕を掴んで乱暴に肩に担ぐ。

「女……女を犯す……」

　自分でも何を言っているかわからない。

　股間に鈍い痛みを感じる。

　逸物が張り詰めすぎているのだ。

　これほど巨大化した逸物は見た事なかった。

「きゃっ！」「ひん！」

　二人をベッドに放り投げ、俺も追いかけて飛び乗る。

　どちらにしようか、やはりでかい乳房だ。

「股を開け！」

　自分でも驚くほどの怒声が出た。

　びくり肩を震わせ、あわてて股を開くノンナ。

　強引に足を抱え込んで逸物を押し当てる。

「ひい、なんですかその大きさ！　いつもよりずっと大きい、そんなの入りません！」

「待ってエイギル！　その大きさはノンナには無理よ、壊れちゃうわ！」

　彼女達が何か言っているがもう意味がわからない。

　今はただ目の前の美味そうな女体を食う事しか考えられない。

　ノンナのか細い抵抗を封じ込めてのしかかる。

　逸物がでかくなりすぎて正常位では上手く入らないので中腰になって上から押し当てる。

「ふん！」

「ぎゃああああ!!」

　何の手加減もなく力任せに押しこむ。

　大き過ぎる先端に入口が抵抗したのも一瞬、すぐに逸物は一番奥まで入り込んだ。

　冗談みたいに腹が盛り上がり、逸物の形がはっきり浮き出る。

「かふっ！　ふぎゃあ！」

　一突きでノンナは手足を伸ばし、抵抗がなくなった。

　びくびく震える彼女の腰を抱えながらもう片方の手で巨大な乳房を鷲掴みにして腰を上下させる。

　穴が狭すぎて動かすと彼女の体まで一緒について来てしまう。

　こうなったら太ももを押さえ付けて強引に激しく……。

「待ってエイギル、そのまま続けたら本当にノンナが壊れちゃうわ！」

　緊急事態を察してかノンナの侍女二人も飛びこんで来た。

　いいぞ、穴が増えた。

　全員犯し尽くしてやる。

　そう考えた瞬間、逸物に激しい快感が走る。

　あり得ないぐらいの早漏だが、玉にずっしり重みを感じる。

　凄まじい量が出るだろう。

「おぉぉ……出る！　出るぞ！　がぁぁぁぁ!!」

　ノンナの巨乳を掴みながら腰を押し付ける。

「わっ」「きゃあ！」「すごっ」

　女三人にも聞こえる大きな射精音が鳴り、ノンナの腹が一気に膨らんだ。

　すでに彼女は意識を飛ばしているのか力が抜け、体を投げ出してぐったりしている。

　遠慮なくどぼどぼ中に注ぎ続けてやろう。

「まだ出る、止まらんぞ。射精が止まらん」

　射精の勢いは収まらない。

　ノンナの腹はどんどん大きくなり、苦しくなったのか再び抵抗を始めた。

「旦那様、もう奥様が破裂してしまいます！」

「お願いです。一度お抜き下さい！」

　侍女二人が背中に縋り付くが何を言っているのか理解できない。

　ただ目の前に居る女に種を注ぎ込む事しか考えられないのだ。

「エイギルは今正気を失ってるの。あたしがなんとかするから隙を見てノンナを避難させて」




「ぁぅぅ……エイギル様……もう……限界です……」

　か細い声を上げるノンナを抱き締め、更に種を注いでいると背中に柔らかい感触が当たる。

　振り返るとカーラが後ろから抱きつき、乳房を押し当てているのだ。

「エイギル、ノンナよりあたしの方がお尻大きいし突っ込んだら気持ちいいわよ？　だからあたしの穴にそのでっかいチンチンねじり込もう？」

　こちらに尻を向け、両手で足を広げるカーラ。

　ふとぼやけた頭の片隅にノンナを傷付けてはいけないという考えが浮かんだ。

　獣欲も新しい女を抱けと言っている。

「あぐ……」

　ノンナから逸物を引き抜く。

　同時に侍女二人がノンナを抱き抱えて退室していった。

「カーラ様、すぐに援軍を連れて参ります！　どうかそれまで御無事で！」

　カーラを後ろから抱き締めて肉棒を当てる。

「頑張るわ……無駄だろうけど……ひぃぃぃぃーー！　すっごい太い！」

　ノンナよりも肉付きの良いカーラの尻を掴み、最初から激しい動きで腰をあてていく。

　猫のように背を伸ばして嬌声を上げるカーラ、確かにノンナよりも穴は広く動きやすい。

「いい穴だ！　もっとだ、もっと犯してやる！」

「出来ればもう少し優しく……って聞こえてないわよね。あぐぅ……」

　尻を抱え込んで激しく突く。

　欲望のままに胸に手を回して強く掴み、肉棒を子袋にまで侵入させた。

　凄まじい快感だ……いつの間にか種汁が出っぱなしになっているがどうでもいい。

　ただ女を犯すのみだ。




　気持ち良くカーラを抱いていたのだが僅か五分ほどで反応がなくなってしまった。

　みれば失神したらしく、力が抜けて小水が垂れ流されている。

　動きやすくはあるがこれではつまらない。

「次だ。次の女はどこだ！　女をよこせ！」

　廊下に向かって叫ぶと、おどおどした少女がドアから顔を出した。

「あ、あの……何かご用でしょうか？　きゃあ、カーラ様!?」

　見た事がある少女だ。

　確か女達に水やお菓子を運ぶ小間使いに雇われている娘だったかな。

　かなり幼いが穴はあるだろう。

「来い」

　少女はカーラから抜け出ても汁を吐き出し続ける肉棒を脅えた目で見ている。

「は、はう！　私まだ一二になったばかりですけど……」

　そんな事どうでもいい。

　とにかく女に入れなければ狂ってしまいそうだ。

　強い口調で言うと少女は諦めたように顔を伏せる。

「わかりました……うぅ、壊れちゃうよぉ」

　下着を脱いでベッドに乗った少女、その細っこい両足を掴んで女穴にモノを押し当てる。

　彼女の太股よりもずっと太い逸物を無理やりねじ込む事しか考えられない。

　俺が腰を押し出す直前、扉が開かれる。

「エイギルさんお待ち下さい！」

「そんな小さな子を抱こうなんてどうしたってんだよ！」

　メルとミレイが飛びこんで来た。

　おお、育った女だ。

　ちゃんとした女がいるなら子供を抱く必要はない。

　俺は少女を解放してメルに迫る。

「う！　なんでそんな大きさに……まず一度口で抜いてから」

　ゆっくり脱ごうとするメルを捕まえて服を破る。

「きゃっ！　何するのですか！」

　もう何十分も射精し続けているはずなのに体の熱さは更に増している。

　言葉を発するのも面倒くさい。

「きゃああああ！　乱暴しないで……あぁでもちょっと素敵」

　メルの唇を強引に奪いながら立ったまま肉棒をねじり込む。

「おい、そんな無理やりしたらメルが……」

　言い寄るミレイも片手で捕まえてベッドに放り投げ、ミレイを上に重ねる。

　後は圧し掛かって両穴を犯すだけだ。

「太すぎて穴が切れる……！」

「何があったんだよぉ……」

　メルを組み敷いて熟れた肉体を味わう。

　さすがに体力が無いらしく、最初からの猛烈な攻めで一分と持たずに失神した彼女の腹を種で満タンにしてから床に降ろし、ミレイを持ち上げる。

「わっ！　エイギルお前いくらなんでも太すぎるって！　うわぁぁぁぁ!!」

　イリジナ程ではないが筋肉質なミレイの体を抱きしめながら思い切り突きあげる。

　体力のある彼女にはある程度のタフネスを期待したのだが、性への未熟さからか数度の突き込みでメルと同じように失神してしまった。

　だめだ、女がすぐに意識を失ってしまう。

　これでは全然満足できない。




　部屋の外には女達が集まりだしたようだ。

「精力剤なんて正気ですか!?　ただでさえ絶倫巨根なのに！」

「こうなっては私達でなんとかお相手しないと、今のエイギル様は妊婦でも子供でも平気で犯しますよ」

　なんでもいいから女だ、もっと女をよこせ。




　入って来たのはリタだった。

「次は私がお相手致します。どうぞ貪って……す、素晴らしい巨根ですね」

　リタは床に手をついて丁寧に挨拶していたが俺の巨根に視線を吸い寄せられてしまった。

　俺は何も言わずリタを抱き起こして正面から抱き、壁に押し付ける。

「あぐぅぅ……太すぎる……」

　片足を抱えて開いた穴に肉棒を押し込む。

　尻や下半身の肉付きの良いリタだが、それでも肉棒の形がはっきりわかる。

　押し上げるように突いていくと巨大化した肉棒の先端が子袋の入口を突破した。

「あっあっ！　巨根が入って来る！　私の子袋に巨根がぁぁぁ!!」

　派手に潮を噴くリタ、女の汁を浴びて更に巨大化した肉棒は正面からでは思う様に振るえない。

　立ったままの後背位にして激しく腰を使う。

「んほぉぉぉ！　巨根！　デカチン！　特大肉棒！　夢に見ました最高ですぅ!!」

　淫語を叫びまくるリタが失神するまで何分もかからなかった。




「うぅ……少し痛いよ。そんな無茶苦茶されても気持ち良くならない。もっと落ち着いてゆっくりしよう？」

　アリスは前の穴を突かれながら俺をたしなめるように顔に手をやってくる。

　だが今はただ腰を振る事しか考えられない。

　前の穴は今一つ濡れない、尻に入れよう。

「あ……そっちはお尻……ん、んっほおぉぉぉぉ!!　イクイクイクーー！　あひゃぁぁぁぁ!!」

　アリスは尻が切れるのも構わず尻を振りたくり、快楽の叫びをあげながら意識を飛ばした。




　その後も俺は入れ替わり入って来る女達を抱きまくり、失神させて床に積んで行く。

　性欲が尽きないのと肉棒が巨大化しているせいでどの女も僅かな時間で倒れて行くのだ。

　ヨグリやクウ、ルウ姉妹、経験値の高いレアもぐったりと床に倒れて息を荒げている。

　更にセリアとイリジナ、マイラ、ルナとピピもやってきたが相手にならなかった。

　噴水のように愛液を噴いて床に崩れるまでほんの一〇分程だったのだ。




「トリエア姉妹にも声をかけなさい！」

　復活したらしいノンナの声と共にステファニーとブリジット、フェリシーが入って来る。

　だが抱きよせて腰を振るとたちまち白眼を剥いてしまう。

　ブリジットは淫乱らしく少々もったがそれも数分程度だった。

「別館の人達も呼びなさい！」

　やがてどやどやと別館の女達がやって来る。

　何十人もの女に埋もれる事が出来たが、逸物は益々巨大化しており、もはや挿入するだけで失神する女も続出した。

　たちまち女達は床に折り重なっていき、騎乗位で抱いていた最後の一人が嬌声と共に崩れて、別館の女性陣は壊滅した。

「け、研修の方々も愛妾のようなものですから！」

　ポルテとグレーテル達がやってくる。

「何これぇぇぇぇ!!」「わ、わん！　キャンキャンキャイン！」

　だが性的な経験が低い彼女達は物の数にならなかった。

　グレーテルを犬の体位で突いてやると腰を高く掲げたまま尿を撒き散らす。

　もう何時間も射精しっぱなしの気がする。

　さすがに喉が渇くのでポルテとグレーテルの股間に口をつけて愛液をすする。

　これでまだまだいけるぞ。

「仕方ありません。クラウディアさんにも！」

　クラウディアとクララがやってくる。

「いいですわ！　愛をぶつけてくださいませ!!」

　まるで球体のようなクラウディアはいくら強く突いても壊れそうにない。

　彼女は一突きごとに潮と、その一〇倍の汗を撒き散らして悶え、失神まで一〇分以上楽しむ事が出来た。




「ノンナ様！　もう相手出来る女がいません」

「このままでは妊婦や少女……いえ、ともすればまだ幼子の娘様方にまで挿入なされるかも！」

　もう穴ならなんでもいいぞ。

　本当に娘でもいい気がしてきた。

「仕方ありません……使用人やメイドから募ります。特別ボーナスを出しますから今夜だけ相手出来る者を募集なさい」

「わ、私やります！」「あたしも！」「なんならタダでもいいです！」「巨根欲しいです！」

　その後はメイドや洗濯女達が次々とやって来る。

　押し倒し、肉棒を叩き込んで腰を振る。

　潮を吹かせて失神した女の股間に口をつけ水分を補給する……を繰り返していく。

　やがてメイドや使用人達も来なくなった。

「も、もう本当に女がいません！」

「このままでは旦那様が妊婦を！　お子様を！」

「く……こうなっては最終手段です！　ラーフェンの町に布告を出しなさい！　一晩金貨二枚で女を緊急に募集するのです！」

　穴が無い……誰でもいいから穴を寄越せ。

「今から募集するとしても間に合いません！」

　相手のいなくなった俺は扉を開いて外に出る。

「なら夫持ちのメイドも報酬を釣り上げて……はっ！」

　こちらに背を向けて侍女に指示を出していたノンナの肩を掴んで部屋に引き込む。

「あ、貴女達、助けて！」

「奥様、もう手遅れです。今のうちに民に伝えて参ります」

「先ほどの行為で穴も広がっておいででしょうから……きっと大丈夫ですよ」

　扉に必死にしがみ付いて顔を部屋の外に出すノンナ、その尻を抱えて容赦なく肉棒を叩き込む。

「んひっ！」

「奥様、凄い顔をされてらっしゃいますよ」

「舌を出して涎まで……まるで淫乱の変態ですよ」




　その後は何が起きたのかよく覚えていない。

　蛇や人魚、顔なじみの娼婦やリリアーヌと他の女優達も抱いた気がする。

　ローリィが可愛い悲鳴を上げて悶える顔も見た気がする。

　確かなのは寝室から廊下、リビング、玄関まで全裸の女達が累々と転がっていた事と、逸物が擦り切れて酷く痛む事だけだった。

　普段は俺の隣で食事を取るノンナとカーラが何故か下座におり、椅子の上に正座させられていた。

　カーラがポコポコとノンナを叩いていたが、珍しく彼女は何もやり返していなかった。

　そして女達が俺を見る目がおかしい。

　雰囲気を変えてみよう。

「いやぁ昨日は激しかったな。玉が軽く感じるよ」

「激しいなんてもんじゃないですよ」「セリアちゃん頑張り過ぎて寝込んじゃったよ」「ざっと一五〇人……信じられません」

　記憶がないなんて勿体ないな。




「そういえば今日はクロルがいないな。どこへ行った？」

「言われてみれば……」「それどころじゃなかったですからね」

「その事なのですが」

　おずおずと声を上げたのはクロルの愛人として囲われているロラだった。

　昨日の件でメイドの大半がへたばってしまったので、代りに給仕をしてもらっていたのだ。

　こいつらなら知っているだろうか。

「実は昨日クロル様が勃起なされました」

「……」

　それがどうしたと怒鳴りかけた。

　なんで飯を食いながらクロルの勃起話を聞かねばならん。

「クロル様はここ最近……その立ち上がれないと言いますか小さいままと申しますか……」

　そういえばあいつは不能になって何か変になっていたな。

　治ったのなら良かったじゃないか。

「それが昨夜私達を荒々しく求められたのですが、朝になると途端に元に戻ってしまい……うんともすんとも言わなくなってしまったのです。それで今も復活を願い、母の裸体を見ながら必死にこすっておいでなのです」

「……」

　だからどうしたと怒鳴りかけた。

　なんで朝食を食いながらクロルがモノをこする話を聞かねばならん。

「あっ！」

　ノンナとカーラが声を出す。

「確かエイギルの前にあの子で試したわよね？」

　なるほどあの薬は普通の使い方をしても相当強力だったらしい。

「もしお薬が残っているなら……その……」

　クロルの為に分けて欲しい。

　そう言っているのだろう。

「すまん、昨日俺が全部飲んでしまった」

「そうですか……」

　ロラはがっくりと肩を落とす。

「ところであの薬、異常な効力だったが一体どこで買ったんだ？」

　ノンナは恥ずかしそうに下を向く。

「リバティースに行った時です。でもお店じゃなくて露店だったので詳細はわかりません」

　ふむ……ならクロルの為に買ってやる事も出来そうにないな。

　奴は再び不能男として生きていかねばならない。

　一夜の夢が見れて良かったのかそれとも残酷だったのか。

　それは誰にもわからない。

「スープのおかわりはいかがですか？」

「もらおうか」

　声をかけてきたのは昨夜、俺が犯しかけたらしい少女だ。

　手が足りないので彼女もメイド代りをしてもらっている。

　こうして見ればまだ子供……とても抱きたいとは思わない。

　やはりどうかしていたらしい。

「昨日はすまんな。大丈夫か？」

「はい、むしろその……えへへ」

　男に無理やり犯されかけては男嫌いになってしまうかもしれない。

　なんとか男にいい思い出を作ってやろうと今日の朝、彼女に声をかけ優しくキスをして胸を愛撫し、股間を丁寧に舐めてやったのだ。

　彼女は快楽に悶えて何度も絶頂し、最後には挿入しても良いとまで言ってくれた。

　もちろん俺は子供にいやらしい事をする趣味はないので遠慮したが、今もこうしてはにかんだ笑顔を向けてくれている。

　もう男に恐怖など感じてはいないだろう。

　女は少女といっても大切にしないといけない。




　良い事をした満足感に浸っていると正門の方から大音声が聞こえて来る。

　兵士に止められながら何か叫んでいるようだ。

　まさか昨日の騒ぎで妻を寝取られた旦那とかだろうか。

「カーラ殿、以前の借りを返しに来た！　顔を見せてくれ！」

　よく聞くとカーラを呼んでいるようだ。

　珍しい事もあるものだ。

「あたし？　なんだろ、ちょっと見て来るわ」

　心当たりがないのかカーラは不思議そうな顔をして立ちあがる。

　興味があるので俺も見に行こう。
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第２４６話　エルフ村の一大事①　出立準備







「顔見知りだと言っている。借りた金を返すだけだ、本人でも無いのに何故遮る？」

「顔見知りだろうが約束のない者は通せないと言っているだろうが！　屋敷に不審者入れたら俺達が左遷されるんだよ！　ましてカーラ様に何かあって見ろ。嫁も娘も全員食われて……いやなんでもない」

　正門の前で女が衛兵と言い合っている。

通せ通さないの話のようだ。

「あたしに来客なんてほんと珍しいし、一応顔見てみるわ」

「俺も横にいるよ。万が一、捨て身の刺客と言うことがあるかもしれないからな。

　俺とカーラが正門の前に出ると衛兵は慌てて敬礼する。

しまったと言う顔をしており、憎らしげに女を睨んでいた。

別に騒いだからどうのと言うつもりはないのだがな。




「カーラに来客なんて珍しいからな。……で何の用だ？」

　衛兵の槍を下げさせ、言いながら女を観察する。

　年は二〇そこそこだろうか、身長は女にしては高く一七〇中程はあるだろう。

厚着の上からでも胴や手足が細いのは見て取れ、イリジナのようながっちりした印象は受けない。

胸も良く見たが服の上からでは膨らみが分からず、かなり貧しい。

　服装はくるぶしまである毛皮のコートで、冬の装いとしては一般的、フードを目の上まで深く被っており、ちらりと見える髪は淡い緑色だった。

　衛兵が通さなかったのも当然だ。

フードで顔を隠し、腰に小さな剣を下げ、背中には弓までしょっている。

はっきり言って相当に怪しい、これをそのまま通したら罰として妻と娘を寝取る所だった。

「以前カーラ殿に借りたままになっていた金を返しにきたのだ。会わせてくれないか」

　俺は何か言おうとするカーラを制し、女に問う。

「なるほど以前会っていたのか。ではカーラを呼んで来ればいいんだな？」

　女は俺とカーラの顔をしっかり見てから頷いた。

会っているはずなのに顔がわからない。

まともな客で無い事が証明されたな。

「拘束しろ。怪我させるな」

　事情を吐かせる必要がある。

「はっ！」

「何をする！」

　衛兵二人が掴みかかるが結果は予想外だった。

　押さえ込もうとする衛兵の手を掻い潜り、逆に腕を掴んで投げ飛ばす。

更に慌てて抜刀した兵の剣を蹴り上げて飛ばした。

見事な身のこなしだな。

「俺がやるか、怪我はさせないように……と」

　俺は素手のまま女に掴みかかる。

衛兵と同じように投げ飛ばそうとした彼女だが、体重のある俺は簡単には上がらない。

逆に抱き抱えるようにして地面に倒す。

「くっ離せ、やめろ！」

　どさくさに乗じて胸を触ってみるがやはり乳房の形はわからないな。

地面に押さえ込むついでに尻に股間を押し付けると少し柔らかい、こっちは良い感じだ。

　俊敏そうな女だったがさして力は強くなく、押さえ込んでしまえばもう何も出来ない。

それを見てからカーラが女の前に立つ。

「カーラはあたしよ、あんたなんか知らないわ。下手な嘘ついたものね」

　だが女は観念しなかった。

「そんな訳が無い。お前こそ偽物だ！　似ても似つかないだろう！」

　本人を前によくも自信たっぷり言えたものだな。

しかし何か企んでいたにしては愚か過ぎる。

「カーラはお前よりも美人だった！」

「こいつ……」

　さすがに怒ったカーラが腕を振り上げる。

彼女も元々気の強い女だからな。

「何より乳房の大きさがとんでもない女性のはずだ！」

　振り上げた手が止まり、俺と顔を見合わせる。

「会ったのはどこよ」

「リバティースのトルトエントだ」

　一致するな。

「髪は何色だ？」

「綺麗な茶色だった」

　なるほど、心当たりがある。

「金を借りたってどういう事なの？」

「自作の精力剤を買ってもらった。手持ちが無かったので釣りが払えなかったのだ」

　もうほとんど確定だ。

「一人称はわたくし？」

「そうだ」

　これが最終確認だった。

「「……」」

　俺は地面から彼女を立ちあがらせ、土と埃を丁寧に掃ってやる。

「誤解だったようだ。悪い事をしたな……服を洗ってやるから中で何か食べて行くといい」

　突然の変化に女は不思議そうな顔をしている。

「そうしてもらって。あたしは馬鹿をとっちめてくるから」

「私はただカーラ殿に金が返せればそれでいいのだが……」

「そこも含めて自己紹介させるわ。その前に尻叩いてやるけど」

　カーラはそれだけ言って鼻息荒く食堂に戻っていく。

「なんですか食事中に席を立つなんて下品な、ってカーラ何するのですか！　ちょっと、やめなさい！　私は前も尻もエイギル様だけの……いたーーい！　なんで叩くの、やめなさい！　きゃーー!!」

　ノンナの悲鳴と尻を叩く音を聞きながら、俺は彼女を客間に案内するのだった。







「ごめんなさい……私、本当はノンナと申します……カーラと名を騙ってました……」

　頭を下げるノンナと手を腰にあてて怒るカーラ。

なんでも精力剤を買うのに恥ずかしいからと勝手にカーラの名前を使ったらしい。

「むぅ……他人の名を使うのは感心せんがもう済んだ事だ。これ以上の謝罪は必要ないさ」

　そう言って女性は銀貨を八枚取り出しテーブルの上に置いた。

わざわざ持って来てくれたのか、正直な良い娘だ。




「見ての通りうちは一応余裕があるし、迷惑もかけたからそれは取っててもらっていいわよ」

　カーラが言う。

そうだな、地面に引き倒して服を土だらけにしてしまった。

おまけに服の上からだが、胸も揉んだし、尻にモノを押し当てもした。

銀貨八枚ぐらいは構わないと思うが。

「そう言う訳にはいかない。借りた物を返さないのは物乞いと同じだ。恥ずべき行いだ」

　それに、と女は続けた。

「これを返す為に河を渡り、灰の地を越えてやってきたのだ。受け取って貰えないと盛大な無駄足を踏んだ事になる」

「ちなみにどこから来たの？」

　俺も知りたいな。




「私達の故郷はテリエス河の西岸、深い森の奥にあるのだ」

　改めて地図を思い出す。

都市国家群の南、アルテイル神国の西、テリエス河を渡った先は未開の原生林と湿地帯が続くと言う。

深い森は植生が濃すぎるので畑にもならず、魔物も多く住むため人の手がほとんど入っていない。

ごく一部、珍しい薬草や素材を求めて探検する者もいるらしいが。

「あんな所に故郷？　町など無いと思っていましたが」

　女はしまったと言う顔で目を逸らす。

嘘の付けないタイプなんだな。

　だが俺はなんとなく予想がついていた。

というよりもさっき押さえ込んだ時にフードの下が見えてしまったのだ。

可愛い耳がな。

「う、見られていたのか。こうなっては仕方ない……な」

　女は少しの葛藤の後、家に入ってからも被り続けていたフードを脱ぎ去る。

　晒されたのは線の細い端麗な美顔と後ろで束ねられた淡い緑の髪……そして人よりもずっと大きく、尖った肌色の耳だった。

「私はナーティア、エルフの冒険者だ」







　ノンナとカーラの動きが止まる。

物語の中では深い森の奥に暮らしていると書かれているが、俺も本物は初めて見た。

　ナーティアは悲鳴でも上げられないかと緊張しているのだろう。

耳も落ちつかずぴくぴく動いている。

「「「えい」」」

「わあ！　何をする！」

　ノンナとカーラが両側から同時に動く耳を摘まむ。

俺もどさくさにまぎれて太ももに手を置く。

「だってこれすっごい触りたくなるじゃない。反則よこんなの」

「あぁ、ちょっと温かいのですね。いいですねこれ」

「そうだ、たまらんな」

　両方から耳をすりすり触られ、ナーティアは悶える。

「や、やめてくれ！　耳は敏感なんだ、そんなに触れられると体がぴりぴりする！」

　なるほど、太股も熱くなってきた。

もう少し、根元の方までいけるだろうか。

「えーだって」

「もう少しだけ……」

「もう少しで毛の所まで……」

「やめんか！」

　ナーティアはノンナとカーラの手を掃い、俺には蹴りを喰らわす。

しまった、気付かれていたか。

「コホン！　まったくお前達はほんとうにもう！」

　ぷりぷり怒るナーティア、俺達三人は自然と温かい目になってしまっていた。

何故かとても微笑ましい。




　その後、お菓子につられて機嫌を直した彼女から色々と話を聞く。

　原生林の中にはエルフ達が固まって暮らしている村があり、彼女もそこで生まれたらしい。

「集落は一つじゃない。いくつかの集団に分かれているみたいだが……交流はほとんどないな。争いもしないが助け合いもしない。大抵のエルフは村の周りだけで一生を終える」

　原生林は人間には厳しい環境だが住み慣れたエルフ達には無限の恵みを与えてくれるらしい。

木の実やキノコなど食べられる物はいくらでもあり、飢えや乾きとはまったく無縁との事。




「う、これはいらない」

　ナーティアはお菓子と一緒に並べた干し肉を遠ざける。

「私達の村では肉はほとんど食べない。怪我をした時に止むなく食べるぐらいなんだ。他の村は知らないが……正直動物の肉は苦手だ」

　ふむふむ、エルフの生態の勉強になる。

「その割に随分使い込んだ弓と剣ね」

　カーラが彼女の持ち物を勝手にいじっていた。

「毒蛇や魔物のような話の通じない奴もいるからな。旅に出る時の護身用だ」

　逆に話の通じる動物もいるのか。

「今の話だとエルフは村からほとんど出ないと言うお話でしたけど、貴女は前も今回も随分と遠くまで旅に出ているのですね」

　ノンナの言葉にナーティアが笑う。

「私は変わり者でね。昔からちょろちょろ旅に出ているから村の連中からも変な目で見られている。村にはあんまり居場所がないんだよ」

　ふむ、彼女の着ている毛皮や剣も人間が作った物のようだしな。

「風来坊だが結構多才なのだぞ。剣や弓の腕はなかなかのものだと自負しているし、軽業も得意だ。旅を続けるうちに薬の調合も上手くなった」

「エイギルに簡単にやられたけどね」

　カーラが茶々を入れると気分を害されたのか眉に皺が寄る。

「私だって本気で倒すつもりはなかった！　真剣にやれば……いや、すまん多分敵わない。あのまま絞め殺されるかと思った」

　彼女の動きは中々のものだったが、負ける気はまったくしなかった。

だが女相手に誇っても仕方ないので微笑むだけにしておく。

おっと忘れる所だった。

「そうだ、ナーティアがノンナに売った薬の事なんだ。実はうちに一人不能の奴がいるんだが、金は払うからまた作って貰えないだろうか」

　ロラが言うには昨夜薬を飲んだクロルはまるで場末酒場の中年親父かと思うほどの性欲を見せ、ねちっこく一晩中攻めて来たらしい。

薬だけで解決にはならないだろうがとりあえず無いよりはいいだろう。

「あぁ子作り補助の薬だな。……うーん、あれは故郷の森にしか生えない薬草を沢山使っているからここではちょっと作れない」

　それは残念だ。

「……例えばこのお菓子と交換なら作ってもいいのだが、今は村がそれどころじゃなくてな」

　随分とお菓子を気にいったようで次々と口に運ぶナーティア。

本当はケイシーの分なのだが昨日から姿を見せないのだ。

「村が？」

「あぁ、私も借りを返したらすぐに戻るつもりでな」

「何があったか聞いてもいいか？」

　ナーティアはお菓子を食べる手を止め、難しい顔をして考え込む。

「うーむ……お前達に話すような事でもないのだが……」

　その時、ちょうど焼き上がったレモンパイをメイドが持ってきた。

「こうして話すのも何かの縁だ。パイでも食べながら話してくれないか？　ジュースもあるぞ」

　一口かぶりついたナーティアの目が輝く。

マリアが焼くパイはそこらの店とは比べ物にならない。

「ま、まあそうだな。実は村の近くにオークの巣が出来たみたいでな。一体二体なら問題にならないのだが……数が多くて被害も出ているのだ」

　ナーティアは嫌そうな顔をする。

オークは人間を襲って食らうし、女を犯す事もある。

とても愉快な存在ではないだろう。

　目の前の美しいエルフを見る。

この美女がオークに押さえ付けられ強姦されて壊されると想像すると気分が悪くなる。

まして殺されでもしたら最悪だ。

この細身の体を手に入れるのは俺なのだ。

「助けはいらないか？」

　オークの群れ程度ならなんとかなるだろう。

それにここからナーティアはまた遠路はるばる帰る事になる。

途中で盗賊や悪徳領主に捕まって凌辱されてしまうかもしれない。

「大丈夫だ、近々討伐隊が編成されると聞いているし、フェルテリスもいるからな」

「フェルテリス？」

「フェルテリスは村で最強の戦士で剣も弓も私よりずっと上手い。エルフの女戦士なんだ」

　なるほど。

「誇り高いエルフの女戦士がオークごときに負ける訳はない。例え集団に囲まれてもな」

　何故か不安が残る。

「やはり俺も助けに行こう。エルフの女達が危ないと聞いては放置しておけない」

「エイギル様!?　まさかご自身で行くつもりですか！」

「そうよ、そんなの誰かに任せればいいじゃない！」

　ふと考えてみる。

兵を率いるとなるとレオポルトかトリスタンだ。

だがレオポルトを抜けば実務が滞るし、トリスタンは自身の戦闘力が無い。

　マイラは街の治安を守る役目があるし、イリジナは馬鹿だから一人で派遣などしたら目的を見失ってしまう。

何よりオークの集団相手に女だけ行かせる事など出来るはずがない。

「それに兵は動かせないよ」

　地理的にアルテイルは論外として、都市国家群かリバティースを通る事になる。

武装した兵を率いてズカズカ入る訳にはいかない。

数人の集団でこっそり行くのが最善だ。




「でも王都での新年の挨拶もあります！」

「それまでには帰って来るさ」

　間に合わなかったら病気とでも言えばいい。

逸物に出来物が～とか色々言い様があるだろう。

「原生林は危険で帰って来ない者も多いと聞いたけど……」

「そこはナーティアがいるだろう」

「まぁ私と一緒に来れば森で斃れる事はありえないが」

　ほら大丈夫だった。

「それに最近貴族だ、領主だと肩身が狭くてな……たまには好き放題に暴れてみたいんだよ」

「「昨日好き放題暴れたじゃないですか！」」

　それは言いっこなしだ。

記憶も曖昧だからな。




「ちょっと待ってくれ！　私はまだ来てくれとは言ってない」

　せっかく進んだ話にナーティアが待ったをかける。

「里にヒトを呼び込んだりしたらさすがに大変な事になる。それは出来ない」

「そう言わずに……胸も尻も触らせてくれた仲じゃないか」

「やっぱりあれはわざとだったのか!!　揉み合いの中での偶然と思ったのに……このスケベ男！」

　ナーティアに罵られても何故か全然悪い気がしない。

むしろ軽い興奮すら覚える。




「こうしよう、お前に無礼を働いた詫びに故郷まで送る。ついでにナーティアから薬を買う。そしてもし可能ならオークの討伐を手伝う……もちろん村の者が嫌だと言うなら村には入らない。これでどうだ？」

「ほ、本当にしらないぞ？　多分村に入れないぞ？」

　心配そうな顔の彼女は純朴で良い娘なのだろうな。

是が非でも俺の女にしたくなってきた。

　いや、もしかすると彼女はもう俺の女なのかもしれない、そうに違いない。

なら守ってやらねばならないだろう。

「それでいいさ。適当に何人か連れて行くから宜しく頼むよ」

　手を差し出すと彼女もまた手を出して来る。

さすが冒険しているだけあって人間の挨拶も知っているんだな。

　続いて軽く抱きしめるとびくりと体を震わせながら抱きしめ返して来る。

うむ、抱擁もいけるらしい。

　最後に彼女の肩と後頭部に手を回し唇を近づける。

「ちょっと待て！」

　まだまだ諦めんぞ。

「これはヒト同士の挨拶だよ。唇を重ねて舌を絡め合うのがマナーだ」

「なるほど……って私もキスの意味ぐらい知っている！　ドスケベ男め！」

　一瞬信じかけたが駄目だったようだ。

股間にひざ蹴りを喰らってしまった。

「うわー痛そう」「のたうち回ってますね」

　ノンナとカーラの声を聞きながら連れて行くメンバーを考える。

「クロルは絶対参加として、魔法の使えるアリスも……いや相手がオークだからな。イリジナは大丈夫そうだし、マックも頼りになる……あとは盾もいるな」

　マックとクロル、イリジナ、クリストフ、この四人ぐらいでいいだろうか。




「ひ、膝が！　何か硬い物に当たって……」

　膝を抱えてのたうち回るナーティア、旅の前に膝を怪我したら大変だ。

薬つけておいた方がいいぞ。
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ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）
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部下（仮）
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経験人数三九〇人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２４７話　エルフ村の一大事②　エルフの事情







　翌日

　冬の遅い朝日が昇りきる前、ナーティアと俺たちは出立準備を整えて屋敷の前に集合していた。

「セリアはよく寝ていたよ」

　彼女は丸一日寝こんでも本調子とはならなかったらしく、先ほどこっそり部屋に行っても起きることはなかった。

　普段ならば鋭敏な彼女は深夜だろうが早朝だろうが跳ね起きて嬉しそうに迎えてくれるのだが……。

　やはりあそこからこうなって逆立ちからのソレはやり過ぎだったらしい

　次から気をつけることにしよう。

「良いのか？　置いて行けばセリア殿は悲しむぞ」

「かもしれんが体調不良で戦いに連れて行って怪我でもされたら取り返しがつかん」

　昨日の夜、ちょうどリントブルムから新しい武器とシャンデリアの目星がついた旨の連絡が来ていたので、セリアに護衛隊を率いて護送するよう命じておいた。

　このままだと彼女は皆の制止を振り切って俺を追いかけてくるかもしれないからな。

　命令を与えておけば無視は出来ないだろう。

　リントブルム・ラーフェン間は街道も整備されているし賊が出る事もない。

　黒獣はまれに出るが重武装の護衛隊と一緒ならまず心配はない。

「それより俺が心配なのはアリスだ。どうして連れて来た」

　オーク相手に女を連れて万が一の事があってはいけないと置いて行くつもりだった。

　しかしイリジナの強い推薦……というより自分の馬の後ろに乗せて来てしまったのだ。

「アリス殿の魔法はとても強力だ！　今回のような少人数の戦いなら最高に頼りになるぞ!!」

　俺もアリスの魔法の威力は知っている。

　オークといえども正面から対峙すれば一瞬で消し炭にしてしまえるだろう。

「ん、魔力も全然使ってないから満タン。大丈夫、だよ」

　アリスもいつも通りやや俯き加減ながらむんとやる気を見せる。

　魔力残量と連動しているらしい髪の色はこれでもかと赤く輝いていた。

「しかし、お前は身のこなしがなぁ」

　心配は尽きない。

　攻撃側に回れば彼女の魔法は極めて強力だが、不意を突かれて接近を許せばアリス自身はただの女に過ぎない、いや女の中でもどんくさい方なのだ。

　更に相手がなんだろうが、彼女は尻穴に触れられてしまうと一貫の終わり、

　たちまち悦楽の沼に沈み、抵抗できなくなって良い様に凌辱されてしまうだろう。

　俺も他の女ほど性交が好きではない彼女をその気にさせたい時には尻を使う。

　人差し指一本差し込めばすぐに涎を垂らして発情したメス犬のように吠えるのだ。

「大丈夫……分厚い生地のズボンを履いてきたから……たまには役に立ちたいし……」

「それに私が付いてしっかり守るから大丈夫だ！　なあに私達、女騎士と女魔法使いが下劣なオークごときに屈するはずが……もがもが!!　何をする！」

　アリスが後ろから手を回してイリジナの口を塞ぐ。

「ごめん、悪い、予感がしたから」

　よくわからんがアリスが手柄を立てた気がする。

　結局ナーティアに同行するのは俺とイリジナとアリス、マックにクロルにクリストフとなった。

「そろそろ出発しよう。しかしどうも馬に乗るのは慣れないな」

　ナーティアがそう言って俺の背中を叩く。

　動物を愛する彼女は道具のように上に乗るのに慣れないらしい。

　俺たち七人は五頭の馬で目的地に向かう。

　イリジナの後ろにはアリスが乗り、俺の後ろにはナーティアが乗っている。

　彼女は馬に乗った事はないが、馬の気持ちがよくわかるらしく乗馬は難しくないように思えた。

　当然、彼女にも一頭馬を与えようとしたのだが、シュバルツが割り込んで邪魔をしたのだ。

　乗ろうとすると嘶いたり蹄を鳴らして威嚇したりでうまくいかない。

　しかたなく俺の後ろに乗せるとシュバルツは満足げに頭を上下させていた。

　このエロ馬は初めて見るエルフ女の尻の感触を味わいたかったに違いない。

「ははは！　よせよせ、そんなに舐めたらくすぐったいじゃないか」

　甘えるようにナーティアを舐めるシュバルツ、彼女は手で振り払いながらも愉快そうに笑っている。

「この馬は大きな図体をしている割に甘えん坊だな。私の事を母親のように思っているそうだ。他の馬に乗ると怒ったのは母親を取られるような気持ちだったそうだぞ」

　ナーティアがシュバルツの背を優しく撫でる。

「……そうか？」

「ああ、私達エルフは動物の言葉や気持ちがわかるんだ。もちろん邪悪な魔物だったり正気を失っているような奴らは駄目なんだけどな」

　そう言う事じゃない。

　たとえ言葉が分かっても心の底が見通せる訳ではないぞ。

　俺にはわかる。

　シュバルツがナーティアに甘えているのは表面上だけの欺瞞だ。

　母親なんてとんでもないな、こいつは彼女に自分を可愛く見せておいて、隙あらば穴を狙っているのだ。

「そうはいくか。彼女の穴を頂くのは俺だ」

　シュバルツがヒヒンと嘶く。

「？　何の話だ」

　なんでもない、早く出発しよう。

　レオポルトに見つかってまた何か言われてはたまらないからな。

「レオポルト殿は「ご自身の立場も省みず数人の部下と領地を離れ危険に飛び込むとは見上げた心意気ですな。感服致します」と褒めていたではないか！　「私には真似できない。女一人の為に後先考えず大したものです」と絶賛まで」

　俺は無言でイリジナの乳を強く掴む。

「痛いぞ!!」

　こねくり回してから乳首を指で弾いて解放する。

　奴の言葉を思い出したら腹が立ってきた。

　あの後、話を聞きつけたアドルフにも溜息をつかれ、どうせ行くならエルフと有用な薬の交易の話でもしてきてくださいと言われた。

　あいつも馬鹿な奴だ、この顔触れを見ろ。

　アリスは引っ込み思案で交渉など出来ないし、マックは無口、俺とイリジナも商売など知らん。

　クロルにも商談など出来るはずがないし、クリストフはクリストフだぞ。

「さあ出発だ!!」

　これ以上考えても腹が立つだけだ。

　しっかり掴まっているか確かめる為にナーティアを振り返ると顔が真っ赤になっている。

　俺とイリジナに交互に視線を送り、絶句しているように見える。

「む、む、胸を……あわわわわ」

　胸？　それがどうしたのだろうか。

　まさか媚薬を作っていた女が乳揉みごときで赤面するはずもあるまい。

　ともかくここでくっちゃべっていても進まない、歩を進めようじゃないか。

「男が女の胸を！　は、初めて見ちゃった……」

　何やらぶつぶつ言うナーティアを後ろに乗せて進んでいく。

　シュバルツがやたら体を揺らして歩くのでいい加減にしろとでっかい屁をこいてやったら奴ではなくナーティアに後頭部を殴られたのだった。







　俺たちはラーフェンから領内を南下、ザン＝ドラに到達後は西進して都市国家群に入る事にした。

　彼女の村は原生林の中間辺りにあり、テリエス側南岸にある都市国家から行くのが一番良いのだそうだ。

　馬車を伴った旅とは違い、身一つで馬に乗って進む俺たちの速度は非常に速い。

　数日も経たないうちに都市国家との境界まで達した俺たちはそのまま歩を進めていく。

　数人の集団ならば特に彼らを刺激する事もなく順調に進めるだろう。




「盗賊も出なければ魔物にも出くわさない。平和でいいがどうにも退屈だな。ナーティア、エルフの話でも聞かせてくれないか？」

「……もう悪戯しないと約束するならしてやる」

　ナーティアはぶすっとした顔で言う。

　道中、俺の後ろにいては景色が見えないだろうと前に乗せてやったのだが、目の前でピコピコ揺れる耳に我慢できず、一度目は摘み、二度目は息を吹きかけ、三度目は甘噛みしてしまった。

　結果、彼女は俺の後ろに戻り、俺は頬に赤い手の跡をつけられてしまった。

「もちろんだ。約束するよ」

　クロル達も興味があるらしく馬を並べて来る。

　イリジナは先頭を進みながらでかい声で行軍歌を歌っている、放っておこう。

　彼女の後ろに乗るアリスは……おい、手が背中の方からズボンに入って体が妙に揺れているがまさかな。

「ふむ……前にも言ったと思うが私以外のエルフは村から離れる事はまずない。そう面白い話にはならないぞ」

　そう言いながらもナーティアは色々な事を教えてくれた。

「私の村は原生林の真ん中にある。ここよりは少し暑くて湿度も高いが……まぁそれほど変わるものではないな。１００ｍを超えるような巨木が立ち並び、下草もうっそうと茂っている場所だ」

「へぇ……そんな巨大な木があるのか」

　クリストフが感心した声を出す。

　中央平原の森林にはそれほど馬鹿高い木はない。

　帝国の森林にはちょくちょくあるらしいが……やはり暖かいと大きく育つのかな。

　言いながらナーティアの胸を見る。

　そうでもないのかな。

「私達はその中でも大きな木を選んで家を作っているんだ。地面に近いと小さな毒虫や蛇、問題になっているオークとかも多くて鬱陶しいから」

　彼女は更に続ける。

「もちろん私達の村だけじゃない。他の村のエルフもそれぞれ巨木に村を作っている事が多いんだ」

　エルフの美女を見るのが楽しみだ。

「昨日も言ったが私達は他の村のエルフでも自分たちの木に迎えるような事はしない。ヒトのお前たちはほぼ間違いなく歓迎されないぞ？　……私もなんとか頼んでみるけど」

　うーむ、ナーティアは本当に良い娘だ。

　美人な上に性格が良いとは最高じゃないか。

「恥ずかしい事を言うな！」

　思わず声に出ていたようだ。

　顔を真っ赤にして怒鳴るナーティア、更に可愛いぞ。

「他のエルフもあんたと同じ美人揃いなのか？」

　クリストフも彼女をおだてに来たようだ。

「ん？　森に住んでいるのはだいたい私と似たような外見のエルフだ」

　ナーティアは世辞に気付かず流した。

　シュバルツが歯を剥きだしてクリストフを笑う。

「色に迷うとは愚かなり」

　クロルまで何をいっている。

　ロラから聞いたぞ、お前は媚薬を飲んだ夜、窓際に彼女を立たせて延々尻の匂いを嗅いでいたそうじゃないか。

　中年男みたいなねちっこい事しやがって。

「南に行くと森ではなく湿地も多くなるんだ。湿度も気温も高くて、まぁ私達にはあまり心地よい環境ではないんだが……そういう場所に好んで住むエルフ達もいる」

　確かに湿度と気温の高い湿地帯など不愉快極まる。

　毒虫も多く沸くだろうし夏など最悪だ。

「彼らが自身をなんと呼んでいるかは知らないが……私達は沼エルフや黒エルフと呼んでいる。はっきり言って侮蔑的な意味だがこれ以外に彼らを呼ぶ言葉がないんだ」

　エルフの世界にもそういうものがあるのだな。

「私達エルフは他の村には無関心だと言っただろう？　反面、何かトラブルが起きてもちょっとした嫌がらせをするぐらいで血を見る事はまずないんだ。……でも黒エルフが相手となると話が違う。奴らは私達とは違いすぎる……住処が離れているから普段は出会わないけど、何かの拍子でかち合ってしまったら」

　溜息をついて俺の背中に顔を埋める。

「過去にも命を奪い合うような争いになる事もあった。酷い犠牲が出た事もある」

「エルフの世界も世知辛いねぇ。怖い怖い」

　クリストフが軽い口調で言ってナーティアに睨まれる。

　馬鹿、そんなだから女にもてないのだ。

「同じエルフなのだから、なんとか殺し合いは避けられないのかな……俺達が言えた事じゃないか」

　ナーティアもヒトは無茶苦茶だからなと苦笑する。

「もちろん争いが起きる度に話し合いがもたれたが上手くは行かなかったらしい。野蛮なんだよ黒エルフ達は」

　あまり長々続ける話題ではなさそうだ。

　だが最後になんとしても聞いておきたい事があった。

「その黒エルフってのは……どんな外見だ？」

　沼に住んで野蛮と言うし、ゴブリンの顔面がエルフの体に張り付いたようなものなら将来的にはエルフに味方して駆除してしまってもいいだろう。

「顔も体も私達とほとんど変わらないが、私達よりも力があるが動きは遅いかな。あと女は下品に胸や尻の大きいのが多いらしい」

「「乳がでかいだと！」」

　俺とクリストフの声が被る。

　シュバルツも嬉しそうに一つ啼いた。

　大変だ、外見が似ていて乳もでかいとなればエルフに肩入れする訳にいかない。

「あと肌の色が私達と違って褐色か黒い。これが黒エルフと呼ばれる所以なんだ」

「褐色だと!?」

　思わず振り返る。

　今の野太い大声は誰だ。

　見ればクリストフも驚いている、マックはいつも通り口をへの字に閉じているが、まさかお前なのか？

　そういえばマックは娼館に行った時も健康的に日焼けした女ばかり選んでいたような。

　だめだ、ゴブリンもどきのように頭に描いていた黒エルフ達だったが、今の言葉で巨乳をぶるんぶるん揺らしながら戦う日焼け美女の集団になってしまった。

　こんな軍勢に襲われたらとても太刀打ち出来ない。

　戦わずして屈服し、ズボンを脱ぐしかないだろう。

「とはいえ黒エルフとの接触はもう長らく起こっていない。今問題なのはオークの群れだよ」

　ナーティアはこの話はおしまいだと背中を軽く叩いてきた。




　俺たちはテリエス河北岸の港に到着した。

　渡し船の船頭に船賃を払い、銀貨を一枚多めに渡しておく。

　船頭は大げさに礼を言ってからフードを被ったナーティアとアリスをいやらしい目で見て笑う。

「私はどうした！」

　大河テリエスもここまで上流になれば川幅は狭く、船に乗る時間はごく短く済むだろう。

　船頭を河に蹴落とすまでに必要な我慢はそう多くない。

　下流にゆっくりと流されながら対岸を目指す船、アリスは興味深そうだったが、ナーティアは冒険エルフだけあって見慣れているのだろう。

　けだるげにテーブルに顎を乗せて愚痴を言う。

「先祖の時代、南岸にはヒトは住んでいなかった。それが町と港が出来てからというもの薬草だ、宝石だと結構ヒトが入って来る。何とかして欲しいよ」

「そう言われても他国の事だしなぁ。村にちょっかい出して来る奴もいるのか？」

　ナーティアは首を振る。

「いや、私達の村まで来る人間はまずいない。道を知らずに直進すれば底なし沼や毒蛇の巣、大蜘蛛の住処があるから」

　この森の材料で作った薬が高額な訳だ。

「困るのは私が村から平原に出る時だ。探索に来てる人間と鉢合わせてエルフだってばれれば面倒になるし……」

　村に案内しろだの絶対に言って来るだろうな。

「もしくは……こっちの方が圧倒的に多いんだけど。もう死んでいる時とか……さあ出発だって時にいきなり見たらやる気がなくなるよ」

　俺達が不愉快なオブジェにならないように道案内頼むよ。

「そっちは近道だけど藪が深くて地面が湿ってる。右の獣道から行った方がいい」

　馬のまま森に踏み入った俺たちのペースは一気に落ちてしまう。

　それでもナーティアに言わせれば普段の何倍も早いらしい。




　更に途中で一度狼の群れに遭遇したのだが。

「狼か、全員武器を確かめろ」

「おう」「串刺しだな!!」「炎よ……」「わが剣の錆となるが良い」「うわぁぁぁぁぁ！」

　狼はまだ攻撃して来ていないがクリストフがやられた。

　慌てて剣を抜こうとして落馬したらしい。

　戦闘態勢に入った俺達をナーティアが制し、狼の群れの正面に立つ。

「大丈夫、私に任せろ。……あなた達、私達は強い。お腹が減っているのはわかるけど挑んだら痛い目見るぞ。いつも通り鹿か猪でも探しなさい」

　彼女が狼達の中でも一番大きな、おそらくはボスと思われる個体に話しかける。

　すると牙を剥いて唸っていたそいつが一声、情けない声を出して踵を返した。

　当然のように他の狼達も後に続いて森の奥へと消えていく。

「あの子達はお腹が減って見境がなくなってただけだ。こっちが強い事を教えてあげれば挑んではこない」

　安堵の表情なのは狼を殺さずに済んだからだろうか。

「動物と話せると言うのは本当だったんだな」

「もちろん。エルフは森と生きている。そこに暮らす生き物と言葉ぐらい交わせる」

　するとシュバルツが突然足を止めた。

　なんだいきなり、さっさと進め。

　俺が耳を指で弾くとナーティアが怒って後ろから俺の耳を引っ張った。

　痛いぞ。

「もう！　酷い事をしないで！　さっきの狼を見て怯えているの。ほら「母さん怖いよ」と言っているじゃない！」

　彼女は俺の後ろから飛び降りるとシュバルツの頭を抱え込んで優しく撫でる。

「よしよし、もう怖くないわ。狼はいっちゃったし、私もここにいるからね。大きい体して怖がりさんなんだね」

　ナーティアは甘い声でシュバルツを撫で続ける。

　奴は顔を彼女の薄い胸にこすりつけていた。

「お前は間違っているぞ……ナーティア」

　こいつが狼程度で怖がるはずがないのだ。

　熊や黒獣でも蹴り殺そうと突っ込むんだぞ。

　このエロ馬は言葉が通じるのをいい事に彼女に可愛がられようと嘘を吐いているのだ。

　不本意だがシュバルツの考えている事だけはナーティアよりも俺の方がずっとわかる。

　こいつはナーティアの尻と胸、そしてズボンの下の女の穴しか見ていない。

　見ろ、だらしない顔をしている上に肉棒が膨らんで来てるだろうが。

「きゃっ！　もう甘えたがりなんだから」

　嬉しそうに嘶くシュバルツの腹を踵で思い切り蹴ってやる。

　さっさと行くぞ、色ぼけ馬め。




　こうして俺達はいよいよ彼女達の村があると言う巨木に辿り着いた。

「でっけぇ……」

　クリストフが呆然とその木を見上げている。

　大きいなんてもんじゃない、高さ１５０ｍはありそうだ。

　さすがにこんな巨大な木は見た事がない。

「ふぇ……」

　アリスとイリジナも驚いた顔をしていた。

　ナーティアは何故か嬉しそうだ。

「母さんが生まれる前からあった木だから樹齢千年を超える。私達にとって村とはこの木を指すのだ」

　ナーティアはここで待っていてくれと言ってから馬を降り、軽やかに木を登っていく。

　良く見れば幹には階段が取り付けられていて正に一つの巨大な建物のようだった。




　だが彼女が１０ｍも登らない内に頭上から鋭い声が響く。

「貴女は何を考えているのですか!?」

　ナーティアの肩がびくりと震えて足が止まる。

「この大事な時にフラフラ出かけたと思ったらヒトを村に連れ帰るなんて……恥を知りなさい!!」

「こ、これには色々と事情があるんだ」

「聞く耳持ちません！」

　声の主は彼女よりもずっと高い場所にある枝に仁王立ちしている。

　体格は彼女と同じぐらいだろうか、尻も胸も同じように薄い。

　髪はナーティアよりも濃い緑で腰まで綺麗に流れ、鋭い釣り目は気が強そうだ。

　腰に手を当てて叫ぶ彼女の両脇にはやや小柄な二人の少女が陣取り、それぞれに糾弾する。

「森を出るエルフなんて碌なものではありません！」

「それとも下賤なヒトの嫁にでもなって夫を紹介に来たのでしょうか」

　反射的に声が出てしまう。

「そうだ！」

「違う馬鹿！　ゴホン、一応紹介しておく……こちらが……」

　ナーティアは俺に木の実を一つ投げつけた後、咳払いして頭上の女性を紹介しようとする。

　だがその女性は彼女の言葉を遮った。

「貴女に紹介されるのは御免よ。あたくしは［フェルテリス］この村一番の戦士、誇り高きエルフの女戦士！　ヒトごときが名乗りを聞けた事を光栄に思いなさい」

　胸を張って堂々宣言するフェルテリス、見上げる俺の視線は彼女の白く美しい太ももからそれる事はなかった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット（戦士）二三歳　冬

　ＰＴ

　イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い）ナーティア（冒険者）マック（戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）

　シュバルツ（エロ馬）

　財産　金貨二〇六四〇　旅の経費（二〇）

　経験人数三九〇人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２４８話　エルフ村の一大事③　討伐隊敗北







　フェルテリスと名乗った女性は美しい長い髪をばさりと流して続ける。

「本来ならばすぐにでも叩き出す所なのですけれど、今はあなたごときに構っている暇はありませんの。その馬鹿を送って頂いた恩もありますので捨て置きます」

　彼女はナーティアを一瞥し、厳しい口調を崩さない。

「ただし、あたくし達の村に立ち入る事は一切まかりなりません！　もし忍び込むような事があれば村最強の剣の腕と魔法をたっぷり味わって貰う事になりますわよ」

「フェルテリス様の実力は近隣でも最強と噂されておりますの」

「下手な事は考えない方がいいですわ」

　お付きの二人もこちらを睨みながら言う。

やはり好意的ではなかったか。

村には入れてくれないようだ。

　ナーティアがやっぱりという表情で首を振っている。

彼女はなんとか口を開こうとしたがフェルテリスに睨まれて黙ってしまう。

村での地位が全然違うんだろうな。

申し訳なさそうにこちらに向かって頭を下げる。

　いいさ、元々こちらが無理を言って付いて来たのだ。

村には入れないようだが、肝心の話はこれからだ。

「フェラリス……だったな？　良い名前だ。ナーティアから事情を聞いたがオークが出て困っているんだろう？　オークは愚鈍だがでかい、お前達のように華奢な体では万一と言うこともあるから一緒に……」

　戦おうと言う前に槍が飛んで来た。

咄嗟に身を捻って避ける。

「危ないじゃないか」

「あたくしの名はフェルテリスです！　いやらしい呼び方をするなど許せません！」

　しまった、彼女の綺麗な唇と美しい声からつい連想してしまった。

「名を間違えるのは失礼だが槍を投げるなんて酷いだろう」

　ナーティアが俺をかばってくれる。

「フェルテリス様、ヒト相手にそれほどむきにならなくても……」

「そうですわ。それにいやらしいとはどういうことですの？」

　傍に居る二人も激昂するフェルテリスを不思議そうな顔で見ていた。

　これは……まさかナーティア他の三人は本当に知らないのだろうか。

道中時折見せていた初心さは勘違いではなかったらしい。

そしてフェルテリスは激しい反応からして知っているな。

「ご、ゴホン、なんでもありません！　ともかく共闘など不要です。あたくし達だけでもオークなど簡単に蹴散らせます。誇り高きエルフの女戦士を甘く見ないで頂けるかしら」

　それが今一つ不安なんだよなぁ。

「オークは乱暴で好色と言うし……」

「あたくしは何者にも屈しません。まして下品なオークなど話にもなりません」

　それだけ言ってフェルテリスは村へと去ってしまう。

「朝には討伐隊が出立します。オークの巣までほんの半日ですから夕方には戻りますわ。それまではナーティアとでも遊んでなさい。なんなら放蕩娘を辱めてハーフエルフでも産ませてはいかがかしら」

「いいのか!?」

「良くない！」

　ナーティアに頭を殴られてしまう。

彼女にはよく殴られている気がする。







　しかし村には入れない、討伐にも同行出来ないとなると何をしに来たのかわからないな。

行って帰っただけではアドルフにも呆れられるだろうし、セリアにも怒られ損だ。

「……ごめんね。せめて薬の事だけは私がなんとかするからさ」

　再び頭を下げるナーティアの肩を掴む。

「仕方ないさ。無理を言ったのはこっちの方だ。薬もそうだが、俺としてはフェラテリスの言った通りハーフエルフを作ると言う選択肢もあるぞ」

　言いながらキスを試みると真っ赤な顔をして突き放される。

これは確かめねばならない。




「ナーティア、俺とキスしないか？　舌を絡ませるような熱いやつだ」

「な、な、な、何を言うんだ！　そんなえっちな事出来る訳無いだろ！　変態！　馬鹿！」

　真っ赤になって大暴れする。

ふむなるほど。

「ナーティア、俺と子作りしないか？　濃厚な奴をだ」

「子作り？　何を言うのだ、愛し合う夫婦しか子作りはしてはいけないだろう。私はお前は嫌いじゃないが、愛してはいないし、夫婦でもないぞ」

　冷静な対応、特に恥ずかしそうではなかった。

「ちなみに子作りの方法を知っているのか？」

「一緒の床で寝るのだ。そして一晩過ごせば子が出来る」

　これは……。

「お前が作った子作り補助の薬、自分で飲んだ事はあるのか？」

「私は独り身だからな。子作り出来ないし飲んでも仕方ないだろう」

　やはりだ。

ナーティアは間違いなく処女、しかも性的な知識が全く無い。

ふふふ、これは楽しみになってきたぞ。




　翌日、フェルテリスとエルフの戦士五名が俺達の前を通り出撃して行く。

　彼らは材質の分からない鎧と武器を身に着けていたが、ドワーフの物とは違っていかにも軽そうで頼りなさげに見えてしまう。

　特に鎧は太股や二の腕の部分が大きく開いており、まるで下着のような股間部分の覆いまで見えてしまっていた。

「軽装鎧に……片手剣か短槍か、随分と手軽な装備だか大丈夫なのか？」

「うむ、あれでは攻撃を防げないだろう」

　フェルテリス達は何も答えず、フンと鼻を鳴らしてそのまま進んでいく。

代わりに答えてくれたのはナーティアだった。

「私達は木々を飛びまわって戦うから下手に重い鎧は付けられないんだよ。防ぐより避ける事を重視していて関節も自由に動かせる方がいいんだ」

　なるほど……確かに華奢な彼女達がオークの攻撃をもらってしまえばどの道終わりだ。

ならば限界まで軽量化して回避に特化するのは間違った考えでは無い。

　だがいくらなんでも肌の露出が多すぎるとは思う。

ちらりと見えた尻はまるで下着だけのようにも見える。

逸物が大きくなってしまったぞ。

「しかし武器だけでももっと重くて長いものを揃えないとあんな剣や槍でオークを仕留められるのか？」

「うむ、オークは鈍いが頑丈だからな。私も全力で突きこまないと致命傷は難しいぞ」

「流れるように急所を断つ。全ては天地の……」

　イリジナも同意してくれる。

クロルはまたおかしくなってきた。

早く元のスケベガキに戻してやるからな。

「フェルテリス達は全員魔法を使えるから、剣と魔法を使い分けて戦うんだ。だから片手を空けておかないといけないんだ」

「へぇ魔法を使えるのか」

　ナーティアは無い胸を張って言う。

「エルフには人間と違って魔法が使える者が多いんだよ。全員って訳じゃないけど結構な割合でいる」

　ちなみに彼女自身はどうなのだろう。

「私は全然使えない……」

　むくれてしまうナーティア、慰めようと尻を撫でると剥いた栗の実をぶつけられた。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

「クリストフがやられてしまったぞ！」

　俺と同じくさりげなく尻に手を伸ばしたクリストフはイガの方をぶつけられて悲鳴を上げる。

「フェルテリスはその中でも最高の使い手だよ。オーク程度なら斬り合いにもならないんじゃないかな」

　へぇ……これは本当に何もせずに帰る事になるかもしれないな。

「それはわかったが……討伐隊が女六人だった理由は？　さすがに男共が情けなさ過ぎるだろう」

　魔法を主体に戦うなら腕力は必要無いのかもしれない。

だがさすがに女だけに戦わせて男が留守番は格好がつかないと思うのだが。

「あぁ、それはヒトとエルフの違いだな。エルフの男は基本的に温厚で平和的、逆に言えば闘争心に薄く、度胸がない。武術や戦闘などは向いていない。戦いなどの厳しい仕事は女がする事が多いんだ」

「……なんか嫌だな」

　種族の違いを強く感じる。

「私は男は強く逞しい方がいいな！」

　イリジナが大きな声で叫ぶ。

「私も……ちょっと乱暴なのが好き……かな」

　アリスも同意する。

　マックは少し寂しそうだ。

クロルは我関せずと正座しながら何やらぶつぶつ言っている。

「じゃあエルフの村では俺も一躍モテまくるのか!?」

　俄然興奮し出したのはクリストフだ。

「いや、穏やかなのと無能は違うから」

「ぐはっ……」

　ナーティアの一言でクリストフはやられた。

彼女は更に続ける。

「私はエルフの中では異端でな……その男は逞しい方がいいと……思うぞ」

　思わず立ち上がる俺とマック、そしてシュバルツ。

ええい貴様らそこに直れ、ナーティアは俺のものだ。







　シュバルツとマックを相手に暴れ疲れて後ろに寝転がる。

するとアリスが横にやって来た。

「どうした？　尻掘ってほしいのか？」

「欲しい。でも今はそうじゃなくて……」

　耳に口を寄せて来る。

「フェルテリスって人から強い魔力を感じたよ……でも……」

　アリスはちらりとナーティアの顔を伺う。

「魔力が乱れてた。安定しないと言うか、変な波みたいに……ゆらゆらしてた」

　魔法についてはよくわからない。

しかしアリスの顔からして良い傾向じゃないようだ。

フェルテリスは偉そうだったが良い女だ、むざむざオークにやられて欲しくないなぁ。

「夕方にはきっと勝利の知らせが来る。そしたら森も安全になるし薬の材料を取りに行くさ」

　ナーティアは心配などいらないよ、と微笑んで俺達の横に腰を降ろす。

頭上の村には彼女の家もあるだろうに、地面に座る俺達と一緒に居てくれるようだ。

両手には沢山の果物を抱えている。

見た事が無い実も混じっており、アリスやイリジナも嬉しそうにぱくついていた。

こういうのも悪くないかもな。




深夜

「帰って来ないじゃないか」

「あれ？　おかしいな……こんなはずじゃ……」

　夕方には帰って来るはずだった討伐隊が帰って来ない。

イリジナの腹時計によると既に日が変わるような時間のはずだ。

　頭上のエルフ村からもざわざわと小さな囁きが聞こえ始めている。




「クロル、マック、念の為に武器を抜いて待機だ。クリストフも松明をありったけ周囲に置け。イリジナはアリスを守ってやれ」

　もし討伐隊がやられたとすれば敵がここに来る事は十分考えられる。

味方にとって半日は敵にとってもそうなのだ。

「嘘だろう……フェルテリスがそんな、道にでも迷ってるだけじゃ……」

「ここはお前達の庭だろう。道に迷ったなんて考えられん。ナーティアも準備しておいてくれ」

　青い顔をしているナーティアの肩を叩いてから彼女に弓を渡す。




　捨て置いた食べかけのリンゴが黒ずんで来た頃、がさがさと足音が聞こえて来た。

俺はデュアルクレイターを構え、マックも戦槌を振りかぶる。

ナーティアは手近な木に飛び乗って弓を構える。

　エルフ達は歩くのにあまり音を立てない。

派手な音を立てて近寄って来るソレは討伐隊の帰還とは思えなかった。

「行くぞ」

　目で合図をし、全員でタイミングを合わせて前方に突進する。

視界の悪い夜間の遭遇戦ならば先手を打った方が圧倒的に有利だ。

　音に向かって松明を投げると同時にそれぞれの武器を掲げて突進を開始する。

足音を隠す術など知らないから敵も異常に気付いただろう。

それでいい、素早く飛びこんで敵が対応する前に決着をつけるのだ。




　俺は先頭をきって踏み込み、敵の姿を捉えた。

そして剣を振りかぶり……。

「止まれ！　エルフだぞ!!」

　暗闇から姿を現したのは討伐隊……フェルテリスの横についていた二人の女戦士だったのだ。

　慌てて武器を戻すマックとイリジナ、最初から抜いていなかったクロル、魔力を鎮めるアリス。

足を滑らせて木に激突したクリストフ。

　こちらの剣幕に体を硬直させていた二人のエルフ、だがこちらが剣を収めても様子がおかしい。

「おい、大丈夫か!?　灯りぐらい持って来ないと勘違いするだろう」

　アリスが指先に火を灯して映し出す。

「う……うぅぅ……うぇぇぇん……」

「痛いよぉ……ひぃぃぃん……びぇぇぇぇ」

　二人はほとんど裸だった。

音を立てていたのは足を引きずった不自然な歩き方をしていたからで、自分の体を抱きしめるようにして泣いている。

　灯りも武器も持たず、鎧は引き千切られており、体中に赤い痣、股間は腫れあがっており、全身は汁にまみれて汚れていた。

太ももには赤い血の後が流れている。

どう見ても徹底的な凌辱を受けたとしか思えない。

「オークに……オークにぃ……」

「ふぇぇぇぇぇん」

「犯されたのか可哀想に」

　どうやら心配した通り、オークに輪姦されてしまったようだ。

今更何も出来ないが命があっただけ良かった。

せめて抱きしめてやろう。

　彼女達を支えようとした所で更に遠くから物音が聞こえる。

今までに数倍して騒がしい足音に加えて枝をばきばきと折る音まで聞こえてくる。

「いやぁぁぁぁ！　お、追いかけて来た！」

「助けて！　誰か助けてぇ！」

　パニックを起こす二人を地面に置いて前に立つ。

淡い赤色に光るデュアルクレイターを構えた。

　泣き叫ぶエルフ達を見る。

酷い暴力を受け、背中や肩口はもちろん顔まで殴られたのだろう。

性器も無残に広がり、血が流れている所を見ると子袋まで痛めつけられている可能性もあった。

「女をここまで乱暴に扱うとは許せん。皆殺しにしてやる」




　足音は徐々に大きくなり、木の間からヌッと一体のオークが顔を出す。

身長は３ｍ弱、脂肪のついたでっぷりとした体格は標準的な個体と言って良い。

俺にとっては恐れる相手ではないが、攻撃を喰らえば女達はただでは済まない。

細心の注意を払う必要があるだろう。

「いやぁぁぁ！　もうオークは嫌なの！　誰か……あれ？」

　オークが俺に気付いて叫びを上げるよりも、エルフの女達が悲鳴を上げるよりも早く。

「ふっ」

　全速で飛び出した俺はデュアルクレイターを薙いでオークの右腕を肘から切り落とす。

手に持った棍棒ごと手が宙を舞った。

「そら」

　咄嗟に体を庇おうとした左腕を肩口から切り落とす。

一瞬で両手を失ったオークは何が起こったかわかっていないようだ。

　更に振り下ろした剣を切り上げ、でっぷりと飛び出た腹を深く裂く。

血飛沫と共に溢れだす臓物、独特の臭いがたちこめる。

　腹筋を切り裂かれて体を支えられず膝を付くオーク。

その醜い顔面を左手で掴んだ。

「来世では女を大切にな」

　それだけ言って剣を振り下ろす。

デュアルクレイターはオークのでかい頭と硬い頭骨をものともせずに叩き割り、頭を真っ二つにされた魔物は一度びくりと震えて崩れ落ちた。




「さて、まだいるんだろう？」

　俺の呼びかけに答えた訳でもないだろうが、暗闇の中から複数のオークが姿を現す。

「皆殺しだ。行くぞ」

　マックとクロルが前に、アリスが中衛でイリジナがその護衛、ナーティアが後ろの木の上から狙いを定める。




　野太い叫びを上げて手にした丸太や棍棒を振り上げるオーク共。

「当たらんよ」

　突進する俺を迎撃せんと振り下ろされる棍棒、だが俺は直前で減速し地面を叩かせる。

無防備になった顔面を通り過ぎざまに一閃、鼻の上から頭を分断した。

「むうん!!」

　マックもオークの攻撃を逸らせてから脳天に戦槌を叩きこむ。

リントブルムで作られた上質の鋼で作られた戦槌と奴の怪力が合わさり、脳天を陥没させて即死させる。

「……焼き払う」

　アリスの作りだした火球がオークに向かって飛翔する。

オークは咄嗟に左手を突き出して防御するが、火球は瞬時に手を炭化させてしまう。

更に火球は一撃では無い、醜い悲鳴を上げる魔物に複数の火球が殺到し、たちまち二体を丸焼きにしてしまった。

「美味そうな匂いがしてきたぞ！」

　イリジナが楽しそうに言いながらアリスの側面に回り込もうとしたオークに槍を向ける。

胸元に突き出された一撃は見事に入るが分厚い脂肪に阻まれて致命傷にはならない。

「まだまだ!!　ふん！　ふん！」

　イリジナの攻撃は終わらない。

どっしりと腰を据えての連撃、脂肪の厚い腹を避け、肩口や首を狙った突きの嵐にオークが怯む。

「そこだ！」

　首を守ろうと棍棒を高く持ち上げるオーク、その隙をイリジナは見逃さない。

突きから薙ぎに切り替えて槍の柄で股間を思い切り強打する。

ぐしゃりと何かが潰れる音がした。

　さすがのオークもイリジナの剛力で殴られてはたまらず、背中が丸まり頭が下がった。

そこに渾身の突きが飛ぶ。

「決まりだ!!」

　顔面を狙った槍は眼球をぶち抜いて頭の奥深くまで突き刺さり、醜い魔物を絶命させた。




「遅い……遅いぞ」

　クロルは一方的に押されているように見える。

だが全ての攻撃を余裕を持って回避しているから大丈夫なのだろう。

「軌道が見える。全て見えるぞ」

　それはわかったから戦闘中に目を閉じるのはやめろ。

いつか死ぬぞ、死んだらお前の恋人達は俺が貰うからな。

「そこだ」

　空振りした棍棒が太い木を叩いて止まった瞬間にクロルが跳躍し、なんと棍棒に飛び乗ったのだ。

そのまま棒の上を走ったクロルはオークの首元に鋭い斬撃を放った。

見事に急所を切られたオークは首を押さえてそのまま地面に崩れ落ちる。

こんな戦い方を教えた覚えはないんだけどな……。

「無情なれどこれもさだめなり」

　もちろんこんな変な言葉も教えた覚えはない。

「危ない！」

　クロルの戦いを見ていた隙をついて一体のオークが俺に棍棒を振り下ろして来る。

ふむ、これは避けきれないな。

　慌ててナーティアが矢を放つが、オークの巨体は矢だけでは止められない。

俺は空の左手を上げて……振り下ろされる太い棍棒を受け止めた。

「ええっ!?」

　ナーティアの驚く声、やかましく吠えていたオークの唸り声も止まる。

「どうした、やったと思ったか？」

　俺は左手に力を込めて棍棒ごとオークを持ち上げる。

奴は信じられないとばかりに目を丸くしていた。

「うぉぉぉ!!」

　ある程度まで持ち上げてから一気に地面に引き落とす。

肩口から鈍い音が聞こえた、骨がへし折れたらしい。

体勢を立て直す間を与えず、脳天にデュアルクレイターを叩きこむ。

「次だ」

　襲い掛かるオーク、棍棒を軽く避けて腹を横に切り裂く。

血を撒き散らして転がるそいつにクリストフが止めを……。

「うわぁぁぁぁ!!」

　刺せずに必死の抵抗を受けて弾き飛ばされ、意識を失ってしまった。

代わりにマックが頭蓋を叩き割ったようだ。

　そのオークの棍棒を左手で掴み、別の個体の一撃を正面から受ける。

反動で一歩足が下がるが、敵の方は大きく数歩たたらを踏んだようだ。

　騎士の戦いでもあるまいし待ってやる義理もない。

ふらつくオークに向けて突進し、右足を剣で切り飛ばし、左足を棍棒で叩き折る。

　両足をやられて跪いたオークはまるで首切りを待つ囚人のようだ。

俺は期待通り処刑人となり、首を後ろから一刀両断に切り落とす。

太い首がコロコロ地面を転がって行く。




「くう！」

　味方が次々とオークを仕留める中、ナーティアが悔しそうな声を上げていた。

華奢な彼女は肉弾戦をやるのは危険と判断して弓での援護に回っているのだが、脂肪の厚い奴らにはなかなか有効打がない。

目を潰したり、関節を狙ったりして結構役に立っているとは思うが本人は不服のようだ。

「こうなったら……」

　懐から何やら瓶を取り出したナーティアは矢に中身をかけてから放つ。

矢は一体の腹……もっとも脂肪が厚く攻撃が通りにくい場所に突き刺さる。

もちろん矢が刺さった程度ではなんの効果もないように見えた。

　だが少しの間何事もなかったかのように動いていたオークが突然動きを止める。

「おいおい……」「これは酷いぞ」

　俺とイリジナが思わず目を背ける。

矢を受けたオークは動きを止めたかと思うと全身に斑点が浮き出し、目鼻、耳口……全ての穴から大量に出血しながらのたうち回り、最後は目玉までも溶け出して激しい痙攣と共に絶命したのだ。

「特製の猛毒だ！　どうだすごい威力だろう！」

　凄いのは認めよう。

だがそれを使うなら正面まで来てくれ。

ナーティアを信頼してはいるが、さすがに後ろから狙われると気になって戦いに集中出来ない。




　見れば場には既に一〇体以上のオークが倒れており、残る数は少ない。

戦意も失っているのだろう、吠え声だけは立派だがじりじりと後退している。

本来ならばここらで戦闘終了なのだろうが。

「お前達は皆殺しだ。最初に言った通りな」

　女を犯した有害オークは駆除するしかない。

　俺は及び腰となったオークに向かって突進し、その場に居た全ての個体を皆殺しにしたのだった。







　戦いを終えた後、俺とマックで凌辱されたエルフの女達を抱き上げて村まで運んでやる。

彼女達は髪や顔、足まで全身に異臭を放つ汁……恐らくはオークの種汁だろう……がこびりつき、ただただ泣き声を上げている。

「俺達だけでは村に入れない。ナーティア、頼むよ」

「あ！　う、うむ」

　ナーティアが慌てて村のエルフ達に知らせに木を登る。

　朝方まで俺達を馬鹿にしていたエルフの女達が今は胸の中で声を上げて泣いている。

聞くまでもなく討伐隊はオークに敗北し壊滅したのだ。







　俺達に抱きかかえられて安心したのか、立てなくなってしまった二人を抱えて村長の家にまで案内される。

余程怖かったのだろう、あれほど俺達を馬鹿にしていた彼女達が力の限りしがみついて来てくる。

「もう大丈夫だよ。俺の腕に居れば誰にも傷付けさせんさ」

　俺の股間の息子以外には。

「あぅ」

　一瞬顔を上げた女と目が合う。

優しく微笑んでやると安心したような顔になり、再び激しく泣きだした。

よしよし、落ち着くまでずっと撫でていてやるからな。




　エルフの村は文字通り木の上にあり、家も建造物ではなく洞や伸びた枝などを利用して巧みに作られている。

村長の家は他の家と比べて特に豪華と言う訳でもなく、ただ綺麗な花の束が入口に飾られているだけだった。




「お初にお目にかかりますねヒトの子よ。妾はユーラーレン、この村の村長を務めております」

　迎えてくれた村長はやはり女性で身長は一六〇程度、年齢は四〇代そこそこに見える。

薄いエメラルドグリーンの髪は人間で言えば白髪が混じっているのだろうか。

体型も確認しようと思ったがゆったりとした服を着ているので分からない。

話し方は高位貴族の奥方を思わせ、緩やかながら威厳に満ちている。

「ピーラ、クルー、何があったのか話しなさい」

　静かだが有無を言わさぬ声、討伐隊に何があったのか……彼女達にはつらい話になるだろうが教えて貰わないと始まらない。

「……はい」

　涙を拭きながら二人は話し始めたのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット（戦士）二三歳　冬

ＰＴ

イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い）ナーティア（凶悪薬師）マック（戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）

シュバルツ（エロ馬）　フェルテリス（行方不明）

財産　金貨二〇六四〇

経験人数三九〇人　産ませた子五四人＋五五五匹

討伐隊壊滅時の描写をするかどうか……考え中です。










第２４９話　エルフ村の一大事④　オーク殲滅







　ピーラとクルーと呼ばれたエルフ二人は涙をすすりながら言葉を紡ぐ。

　オークの種液にまみれた体は軽く布で拭かれただけでまだ異臭がする。

　だがのんびり体を清めている暇はないようだ。

「……最初の五体ぐらいまでは順調でした。フェルテリス様の魔法は次々とオークの喉笛を切り裂き、こちらに来る敵も私達の魔法と剣で倒しました」

「特に危険もなく簡単な任務だなって思いました」

　涙を堪えながら二人交互に話し、俺とユーラーレンは何も言わずに聞く。

　なるほど討伐隊の実力は確かだったようだ。

　では何が起こったのだろうか。

「おかしくなったのはオークの巣を見つけて焼き払う準備をしていた時です」

「突然巨大な杭や岩が次々と飛んで来たのです」

　オークに細かな戦術はないが引き抜いた木や岩を投げつけるぐらいはするだろう。

　特に珍しい事ではない。

　それぐらいは想定すべきだし、彼女達もしていたのではないだろうか。

「飛んで来る物の大きさと速度が凄くて、みんな避けるのに手一杯になってしまいました」

　ふむ……少しばかり大きな特殊個体でも出たのだろうか。

「待ちなさいな」

　そこでユーラーレンが口を挟む。

「フェルテリスは妾も舌を巻く風魔法の使い手、オークが投げる程度の物なれば苦も無く弾けましょう」

　女達は悲しそうに目を伏せる。

「はい……私達もフェルテリス様の後ろで守られていたのですが、突然お腹を押さえられて蹲ってしまったのです」

「風の盾も乱れて……ピコが咄嗟に防ごうとしたのですがフェルテリス様の代りは荷が重く、木片に当たって転がってしまいました」

　顔を見合わせて再びすすり泣く二人。

「ピコはオークに捕まってその場で犯され始め、股から血を流しながら必死に助けを……」

「フェルテリス様や私達はなんとか助けようとしたのですが、そのせいで隊列が乱れて次々と捕まってしまいました」

「……なんということでしょう」

　額に手を当てるユーラーレン、俺も難しい顔をしているだろう。

　最大戦力の体調不良は突発的な不運とも言える。

　だがその不利な状況で強引に味方を助けようとした事が全滅の原因だ。

　恐らく、一人を犠牲にしていれば残る五人は撤退可能だったはずだ。

　そこまで考えて首を振る。

　目の前で仲間が犯されているのに逃げて帰るなど考えられないだろうな。

　俺でも女を捨てて逃げるぐらいなら死ぬ覚悟で戦う。

　ナーティアの戦い方を見る限り、エルフ達は遠隔攻撃や回避の能力は高いが肉弾戦には向かない。

　圧倒的に有利な状況からでも不意の一撃で一気に崩れてしまう事にもなる。

　俺やマックが居れば多少不利になっても支えてやれたのに……こんな事なら無理やりでもついていくべきだった。

「私達は全員巣穴に連れ込まれ、何体ものオークに無茶苦茶に……」

「フェルテリス様が抵抗して奴らの気を引いた隙に逃げ出したのです」

　なるほど、オークは女を犯している時は隙も多いからな。

　遅れて彼女達が逃げ出した事に気付き、追いかけて来たのがさっきの奴らと言う訳か。

「ユーラーレン様！　どうか救助隊を出して下さい！　このままではみんな壊されて……殺されてしまいます！」

「私達も這ってでも戻ります！　どうかお願いします！」

　言い寄る二人とは対照的にユーラーレンは冷静な口調だった。

「奴らの数はわかりますか？」

「五〇以上かと……見た事の無い程の大きな群れでした」

　オークがそんな多数で群れるのは珍しい。

　余程強い個体が率いているのかもしれない。

　それを聞いてユーラーレンは小さく首を振ってため息を付いた。

「難しいですね。そもそも送りだした六名は我が村でもっとも戦に向く戦士達、その全員がやられたとなれば男達も加えて村総出で向かうしかありません。それには準備の時間が必要になります」

「そんな！　オークの汚くて大きなアレを何本も入れられて……何日ももちません！」

「フェルテリス様は特に多くのオークに群がられて……酷い有様だったのに！」

　更に詰め寄る二人だがユーラーレンの考えは変わらないようだ。

　彼女の考えも理解出来る。

　村長としては残る四人を救う為に、より多くの犠牲者を出す訳にはいかない。

　万全の準備をしてから臨むことだろう。

　だがそれでは恐らく四人は助からない。

　オークは女ならば殺さずに犯す事が多いが、休みの無い激しい責めに力尽きれば肉として食われてしまうだろう。

　俺に向かって高飛車に振る舞っていたフェルテリスを思い出す。

　彼女をオークの飯にするなどとんでもない事だ。




「いいか？」

　言い争う三人に声をかける。

　だがユーラーレンは少しばかり迷惑そうな顔をした。

「ヒトの客人よ。二人を助け、追手を倒して頂いた事には感謝します。しかしこれは村の問題、貴方がたに口を挟んで欲しくは……」

　ユーラーレンの言葉を遮る。

「俺達が助けに行こう。援軍もいらない」

　ピーラとクルーの目に希望が灯り、ユーラーレンの目が驚きにまるまった。

「いまなんと？」

「俺達が乗り込んで四人を助け出す。オークはまあ邪魔をすれば叩き殺す」

「貴方達には何の益も無い事。無償で我らの為に危険を犯すと？」

　元々ナーティアに薬を作って貰う為にオークを叩く予定だったからな。

　それに益が無いなどとんでもない。

　エルフは少々線が細いが美女揃いだ。

　汚いオークから助け出せばきっと俺に惚れるだろう。

「見返りは……そうだな。ナーティアに薬を作って貰う事と……」

　ユーラーレンの疑いの目に微笑みかける。

「助けた女達を口説く許可でも貰おうかな」

　見た目四〇代の村長の目はこれでもかと丸くなったのだった。







「槍を何本かくれないかな？　細すぎるから二～三本ずつ束ねてくれ、投げ槍にするんだ」

　初めてヒトを見るのだろうか、口をポカンと開けているエルフの少女にお願いする。

　反応しない彼女の額をつんと突くと慌てて走りだした。

「あの、私達も是非一緒に」

「嬲られている仲間を置いてこのまま村でのうのうとしている訳にはいきません」

　戦いの準備を急いで整える俺の背中にすがりつく二人の女。

　ふむ……気持ちは嬉しいが。

「足を開いて立ってみな」

「痛っ」「あう！」

　凌辱の傷は残っており、少し足を開くだけで顔をしかめる。

　そんな奴は連れていけないな。

「うう、悔しい」

「どうかみんなをお願いします。特にフェルテリス様は最後まで抵抗なさっておいででしたから、きっと一番酷く扱われていると思います」

　気が強そうだったからな。

　下手に刺激して殺されていなければ良いが。

「オーク達に口と性器、お尻の穴にまで汚い物を入れられ、両手にも握らされてなお……」

「「くっ！　こんな辱めを与えるぐらいなら殺せ！」「オークのチンポなんかに絶対負けたりしない！」と気丈に叫んでおられました」

「そうか……早く助けてやらんと」

　そして願わくば俺の女にするのだ。

　少女が急いで持ってきた槍を背中に差し、イリジナ他の全員と顔を合わせて頷く。

　準備完了、出発するとしよう。







　俺を含めて七人は一路オークの巣へと向かう。

　さすがにエルフの村から先は森が深いので馬は使えず、村に置いていく事になった。

　シュバルツがやたら不満そうだったが、仕方ない。

　巣までの道案内が必要かとも思ったが、ナーティア達にとっては馴染みのある所で、口頭だけの説明でも十分場所がわかるらしい。

「ふふふ、今度はたっぷり持ってきたから私も役に立てる」

　ナーティアの背負っている矢に邪悪な色に湿った布が巻きつけられている。

　どうやら例の薬をたっぷり染み込ませているらしい。

「頼むから誤射してくれるなよ」

　顔面から血を噴き出して死ぬのはごめんだ。

「私の腕を甘く見るな。弓だけならフェルテリスよりも上なんだぞ」

　ならいいんだけどな。

　最初の討伐隊がオークを警戒しながら巣を探して進んでいたのに対して、俺達は既に判明している場所に一直線に向かっている。

　途中でオークに気付かれても強引に突破する覚悟なので物音も気にせずガンガン進む。

　どの道、俺とマック、そしてイリジナは隠密行動には全く向かない。

　こっそり接近するなど不可能なのだ。

　鋭敏なセリアやピピもいないしな。




「前方にオークです」

　クロルが声を上げた時には既に全員が姿を確認していた。

　敵も既に棍棒を振りかぶっている。

　だが分厚い木の棒は振り下ろされる事はない。

　喉元に刺さった矢から紫の血管のような模様が走り、オークは血反吐を吐いてその場に崩れる。

　たちまち上半身が青く変色し、傷口の近くは黒く腐り始めていた。

　ナーティアが毒矢を撃ち込んだのだ。

「前より凶悪になってるじゃないか」

「特製の毒に更に工夫を加えたんだ」

　自慢げに矢を見せるナーティア。

　こっちに向けるな、刺さったらどうする。

　そら、次は二体出たぞ。

　再び矢を番えてもう一体に悲惨な死を見舞うナーティア。

　その間にもう一体は一気に距離を詰めようと突進して来る。

　エルフだけの隊ならこの突進もある程度の脅威となったはずだ。

　だが今は俺達がいる。

「せいや！」「ふん！」

　イリジナが左足の膝を槍で貫き、マックが脛を戦槌で砕く。

　倒れ込んだオークは自分が走る勢いのまま地面をこちらに滑って来た。

「ご苦労さん」

　這いつくばる奴に剣など必要ない。

　俺は鋼鉄のブーツを履いた足を持ち上げて顔面を踏みつける。

　顔が足の形に大きく凹み、絶命したオークを蹴飛ばしてから言う。

「ちまちま叩いている時間が惜しいな。一気に走る。巣の周りには固まっているだろうから、アリスは一発でかいのをお見舞いしてやれ。それで魔力を切らしてもいい」

「わかった……新技試す」

「クロルとマックは俺と一緒に先鋒だ。イリジナは中衛、ナーティアは後衛、クリストフは護衛だ。襲われたらお前の尻穴を使ってでも時間を稼げ」

「「「おう！」」」

　クリストフまで良い返事をした。

　お前はそれでいいのか？




　音も気配も隠さずに突進を始める俺達、たちまちオーク達も気付いて威嚇の吠え声を上げ出す。

「どけどけ！」

　目の前に現れた一体に上段から斬りかかる。

　敵は咄嗟に手で防ぐがこれは牽制、流した剣でがら空きの脇腹を深く抉る。

　臓腑が零れ落ちた。

　間違いなく致命傷だな。

　更に前に立つ一体に向けて槍を投げる。

　真正面からの投擲は対応も容易で、オークは手に持った錆び斧で切り払うがそれでいい。

　束ねた槍は砕けて散らばり、破片を顔に受けた敵は反射的に目を閉じる。

　次に目を開いた時には景色が回転していた事だろう。

　デュアルクレイターは見事に太い首を切り飛ばしていた。

　左右からの攻撃が迫る。

　体を逸らせて左からの攻撃を避けて剣を突き出し、顎下から後頭部まで貫いて屠る。

　そのまま剣を敵の体内に残して素手で振り返り、後ろから迫る棍棒を手ごと受け止めて、抱え込んだまま背負って投げる。

　地面に倒れて起き上がろうとするオークの顔を蹴りつけて悶絶させておき、崩れる死体からデュアルクレイターを引き抜いて、悶える敵の顔面に突き刺した。

「これで四体か、五〇はいるんだよな」

　隙を狙って後ろから迫って来る敵の棍棒を剣で両断し、体を回転させて両手の肘から先を切り飛ばす。

　間髪置かずに腹を蹴って後ろに転がすとイリジナがその胸元に両手で槍を振り下ろし、心臓を貫いて絶命させた。




「これは四・五体でいいのかな」

「では私は二・五……いや三・五だ!!」

　イリジナは槍を鋭く突き出し、オークの両目を抉る。

　敵が悲鳴を上げて顔を押さえると同時に突進の力も利用して首に一撃、穂先は喉を貫いて反対側に飛び出した。




「俺は三だ」

　マックの低い声が続く。

　確かまだ一体だけのはずだが。

　見ればマックはオーク二体と正面から戦っている。

　同時に振り下ろされた棍棒を戦槌を横に持って受け止める。

　二体同時の一撃を受け止め、さすがに押されるがそれでも体勢は崩れていない。

「むううん！」

　マックが一声吠えて体を流すとオーク二体が逆に体勢を崩す。

　その隙を逃すはずもなく、一体の額に重量級の戦槌が叩きこまれて頭がかち割れる。

「ふんがぁ！」

　更に両手で持った戦槌を横に振りまわしてもう一体を殴打、鈍い音と共に腕が変な方向に曲がった。

　既に抵抗出来なくなったオークにもう一度横から止めの一撃。

　側頭部に鋼の塊を喰らった敵はばったり倒れて動かなくなった。

　確かに三になったな。




「数を数えるなど無粋……」

　クロルは一体と斬り結んでいるが奴の剣では喉や首などの急所をつかないとオークは仕留められない。

　一方的に手足を攻撃しているように見えるがダメージはほとんどないだろう。

　だがそれでも敵が手を気にすれば足、足を見れば腕と面白いように連続攻撃を命中させている。

　そして相手がさすがにしびれを切らせて不用意に振りかぶった瞬間だった。

「隙あり」

　軽い音を立てて剣が喉笛を貫く。

　オークはうがいをするような水音を立てて喉を押さえ、そのまま崩れて絶命する。




　今更だがゴブリンと違ってオークはかなりの強敵なのだ。

　普通の兵士が一人で勝てる相手ではなく、複数で掛かっても犠牲を覚悟する強敵だ。

　イリジナやマックはともかく、ただの少年に過ぎないクロルがこうも簡単に倒すのは本来異常な事だろう。

　町でこの強さを見せれば女がいっぱい寄って来そうなものだが……もう教えても仕方ないな。

「俺も負けないように倒すとしよう」

「うわぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　突然聞こえた悲鳴を気にせず、左手にエルフの少女が束ねてくれた槍を持つ。

　目の前のオークは先ほどの使い方を見ていたのだろう、今度は避けるつもりでいるようだ。

「同じ事を二度もするか」

　そのまま突進した俺は投げ槍に備えていたオークの腕を剣で切り落としてから顔面に槍を叩きこむ。

　槍の作りは華奢だったが全力で投げたので頭をぶち抜いて後頭部から飛び出した。

　さて、そろそろ数も減って来たが。




「巣が見えた！」

　ちょうどその時、ナーティアのよく通る綺麗な声が響く。

　ちなみに彼女の仕留めたのは四体で非常に分かり易い。

　緑色になって口から血を吐き続けている奴らだ。

　オークの巣は地面に開いたいくつもの穴で成り立っていた。

　あのどこかに女達がいるはずだ。

　見れば巣の周りには二〇体近いオークが集まっている。

　どうやら巣の防御に集中するつもりらしくがっちりと密集していた。

　これは簡単には仕掛けられないな。

　俺やマックでもオークの攻撃は痛いし、クロルやナーティアが受ければ致命傷になる。

「この！」

　ナーティアが矢を放つが最初から守りに入っている相手にはなかなか上手く当たらない。

　手に持った棍棒で防がれたり、何かの皮で作ったらしい服もどきに刺さったりして体に届かないのだ。




　そろそろ彼女に活躍してもらおう

「うん……準備、出来たよ」

　真っ赤に輝く髪と少し上がったように感じる気温。

　アリスが俺とマックの間から先頭に進み出る。

「巣の周りの奴をやってくれ。地面の穴は焼かないでくれ、多分女達がそこにいる」

「わかった」

　アリスは息を大きく吸い込むとこちらを見て止まる。

「うまくいったら失神するまで尻穴をいじり回してやる」

　笑顔になったアリスの髪が一気に発光を強めた。




　彼女の両手に炎が集まって行く。

　そして炎は渦を巻きながら更に集まり、小さく押し込められていく。

　見た目には彼女の手のひらにも満たない小さな炎、だが見た目通りの威力で無い事は一気に上がった周囲の温度が教えてくれていた。

　普通の火ではあり得ない眩しい輝きがどんどん増していく。

　ただの炎ではなさそうだぞ。




「……えい」

　気の抜ける掛け声と同時に炎が放たれる。

　いや、正確には炎かどうかはっきりしない。

　真っ赤な光の筋が音も無く伸びて密集したオーク達を音も無く横に薙いで行ったのだ。

　光が通ったのは２ｍ程度の高さ、ちょうどオーク達の胸から首にかけての部分だ。

　だが特に炎上する訳でも爆発する訳でもない。

　光に撫でられたオーク達には何も変化が無いように見える。

「あふぅ……」

　光が出たのは数秒程度、それでアリスの髪が一気に白く変色した。

　魔力切れの合図だ。

　まさか今ので終わりなのか？

「頑張った」

　満足そうに頷くアリス。

「おいおい、せめて何体かは倒して欲しかったぞ。これじゃ少し苦労する」

「大丈夫」

　そう言ってアリスは疲れたのかしゃがみこんでしまう。

　何が大丈夫か分からない。

　だが諦める訳にもいかない。

　仕方ない、力技で突破するか。

　残念ながらアリスの尻をいじってやるのはお預けのようだ。




　俺が覚悟を決めた時、ナーティアが怪訝そうに呟く。

「鳴き声が……しないぞ」

　言われて耳を澄ます。

　確かに今までうるさいぐらい威嚇の声を上げていたオーク達が黙りこくっていた。

　良く見れば全員が微動だにせず直立している。

　はて、どういう事だろうか。

　その時、森に髪を揺らす程度のそよ風が吹いた。

「あっ！」「こ、これは!?」

　同時に全員から驚きの声が漏れる。

　俺も呆気にとられてしまった。

　風に吹かれたオーク達の胸から上がゆっくりとずれていくのだ。

　終いにはずるりと音を立てて上部が地面に落ち、下半身も追いかけるように倒れていく。

　血が噴き出すでもなく、燃え上がるでもなく、ただ最初から切れていたかのような静かな最後だった。

　切断されたのは二〇体のオークだけではない。

　同じ高さにあった何本もの大木も綺麗に切れて倒れて行った。

　赤い光が薙いだ高さで全ての物が両断されたのだ。

　これがアリスの新魔法か。

　僅か数秒、それで二〇近く居たオークは全て切断されて息絶えたのだ。

　周囲が燃え上がる事もなく、攫われた女達への危険も少ない最高の方法だ。

「すごいなアリス。後でたっぷり褒美をやるぞ」

　これは失神では済まない。

　寝ても起きても尻をいじり回すのに十分な成果を上げてくれた。

「……楽しみに……してる」

　魔力を使い果たしたアリスはもう戦力にはならないが、既に戦いは終わったも同然だ。

　後は踏み込んで女達を助けるだけだ。




　解体されたオーク達を踏みつけて前進し、一番大きな穴を覗き込む。

「ぐ！」

　思わず鼻を塞ぐ、凄まじい臭いだ。

　何とも言えない汚い臭いがする。

「ぁぅ……あぅ……」

「ぉぉぉぉ……」

　女達の口から漏れるか細い声。

　外の異変にも関わらず、中には何体かのオークが残っていた。

「ひどい！」

　ナーティアが思わず目を伏せる。

　彼らはエルフの女達を抱え上げて犯していたのだ。

　女達は既に力も抜けてしまい、まるで死体のように手足を垂らして揺らされるままとなっている。

　それでも時折漏れる小さな声が、彼女達が生きている事を教えてくれる。

　オーク達はこちらに気付き、慌てて女達から肉棒を引き抜いて武器を取った。




「俺だけで良い。外を守っていてくれ」

　咄嗟に戦おうとするマック達を制する。

　命を救うと言う意味では間に合ったが、彼女達は地獄の時間を味わった事だろう。

　せめてこいつらを自分の手で皆殺しにしないと気が済まない。

　叫び声を上げて突進して来るオーク、その勃起したままの逸物を思い切り蹴り潰す。

　汚い音が鳴り、どす黒い血が飛び散った。

　聞くに耐えない悲鳴が響くが、すぐに首を飛ばして黙らせる。

　今度はこちらから突進し、対応する時間を与えずに二体目を縦に裂いてから首を飛ばす。

　すぐ傍にいた三体目は右足に斬りつけ、バランスを崩させてから目玉に槍を叩きこむ。

　四体目と五体目は既に戦闘体勢を取っていたが問題無い。

　攻撃を後方に跳んで避けてから跳躍し、鼻の上にデュアルクレイターを突き立てる。

　悲鳴が鳴るよりも早く引き抜き、体を回転させてもう一体の顎を切り裂いてから今度は縦に頭を割る。

　ここまで一〇秒もかからなかった。

「つ、強い……」

　ナーティアの声が聞こえる。

　乱暴だったかもな。

「さすがハードレット殿だ！」

「改めて見ると……本当どっちが化け物かわからねぇな」

　クリストフは復帰したらしい。

　本当に打たれ強いな。

　俺はオークの死体を押しのけながら地面に転がされている女の所に向かう。

「大丈夫か？」

「も、もうやめてぇ……」「ちんぽもういらないよぉ……」「痛いよぉ……」

　女達は俺をオークと思っているのだろうか。

　力無く嫌々と抵抗する。

「もう大丈夫、助けに来たよ」

　体中についた汚液も気にせず、女達を強く抱きしめる。

　すると徐々に女達の瞳に光が戻り始めた。

「助け……」「え、人間？」「オークは……？」

「もうお前達は助かったんだ。オークは全部斃したよ」

　しばらくの沈黙、そして全員が号泣しながら俺に抱きついて来る。

「うぇぇぇん!!　つらかったよぉ！」「離さないで！　ぎゅってしててぇ」「人間だ！　オークじゃないよぉ!!」

「よしよし、つらかったな」

　これでもかと抱きついて来る女三人。

　犯されてはしまったが命があれば良い、救えて良かった。




　だが、めでたしめでたしにはまだ早かったようだ。

「フェルテリスがいない！」

　ナーティアの声に女達が反応する。

「フェルテリス様はあいつに連れて行かれました！」

「気を付けて下さい！　あいつは唯のオークじゃありません！」

「あんなの見た事ない……です」

　同時に穴の外からマックとクロルの怒声が聞こえる。

　面白い、俺の女達を傷付けた屑オークの親玉を叩き殺してやろうじゃないか。
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　凌辱されていた三人を気遣う暇もなく穴の外から怒声が聞こえる。

「何があった！　……なんだこいつは？」

　マックとクロルが向かい合っているそいつを果たしてオークと呼んで良いものか迷う。

　オークと言えば豚と人間の間をとったような風貌をしており、２ｍ～３ｍ弱程の体格、そして体全体が分厚い脂肪に覆われている。

　体格に似合って力は強く、脂肪のせいで剣や矢が通りにくいので厄介な相手ではあるが、たるんだ体のせいで素早い動きは出来ない。

　一方目の前のそいつは身長３ｍ程度、顔は豚と人間の間の顔をしており、まずオークと言える。

　決定的に違うのは体つきだ。

「随分と鍛えられたオークだ」

　鼻から笑いが漏れてしまう。

　体には贅肉など一切なく全身が筋肉の塊とばかりに盛り上がっている。

　特に腕や太ももは他のオークの二倍程もあるのではないだろうか。

　見れば右手には今引っこ抜いたのか、まだ根に土の付いた長さ４ｍはある木を鷲掴みにしていた。

　そして左手には……。

「フェルテリス!!」

　ナーティアが叫ぶ。

　奴の左手にはぐったりとした全裸のフェルテリスが掴まれていたのだ。

　ナーティアの声に反応したのかフェルテリスはゆっくりと頭を持ち上げる。

　良かった、まだ息があるぞ。

「んほぉ……オークの極太ちんぽしゅごいの……負けちゃいまひたぁ……」

　だが相当に嬲られたのかフェルテリスは正気を失ってしまっていた。

　今の今まで犯され続けていたのか性器は見るも無残に広がっており、滝のように種汁を流している。

「ひどい……」

　そのオークはイリジナとナーティアを一瞥する。

　そして使い潰したフェルテリスを不要とばかりに投げ捨てた。

「らめぇぇ……あたくひ誇り高きエルフぅ……」

　地面に転がったままフェルテリスは意味不明な事を口走るばかりで起き上がりもしない。

　危険な状態だ。

「この野郎よくも！」

　あまりの扱いにナーティアが激昂し、特製の毒矢を放つ。

　命中すれば一撃で仕留められる事は今までの戦いが証明している。

　矢はオークに向かって飛翔する。

　だが奴はなんと空いた左手で矢を掴みとったのだ。

「速い！」

「オークの速さじゃない！」

　腕で受けたり棍棒で弾いたりならばわかるが素手で矢を掴むとは……並のオークと思うとえらい目に会うな。

　オークはその矢をナーティアに向けて投げ返す。

「えっ!?」

　矢の速度は彼女自身が射った時よりも速く、全く対応出来ていない。

　矢じりにたっぷり塗られた毒には敵も味方も無い。

　当たればオーク達と同じ無残な死がナーティアにも訪れる。

「もちろんそんな事はさせないがな」

　俺はナーティアの眼前に手を伸ばし、奴と同じように矢を掴む。

　矢は彼女の目玉まで数センチの所で止まり、こってり塗られた毒液が一滴地面に垂れた。

　同時に腰が抜けたのか彼女は地面に崩れてしまう。

「もう矢は射るな」

　矢を中程でへし折って後ろに捨てる。

「うわぁ！　あぶねぇ！」

　クリストフの悲鳴が聞こえたが今はそれどころじゃない。

「フェルテリスを手当てしてやれ。酷く痛めつけられている。奴は俺に任せろ」

　彼女は投げ捨てられた姿勢のまま腰を高く上げて痙攣していた。

　一刻も早い手当てが必要だ。

「だがあいつは手強そうだぞ！」

　イリジナが心配そうな顔を向ける。

　だろうな、見た目で強そうなのはわかる。

「だから一人でやるんだよ」




　言うと同時に槍を投げ付け、一気に突進する。

　奴はそれを右手の巨大棍棒……と言うより唯の木だが……で軽く弾き飛ばす。

　そのまま俺を叩き潰そうと猛烈な勢いで木を振り下ろした。

　あの大木、しかも勢いがついているので受け止める事は難しい。

　しかも木だけあって幅があり、際どく避ける事も危険すぎる。

「ちっ」

　俺は右に大きく転がって振り降ろしを避けた。

　凄まじい轟音とともに木が大地を叩き、地面が揺れる。

　だがこれで隙が出来たはずだ。

　これだけの重量物で地面を叩いてしまえば持ち上げるのは少し手間だ。

　その間に斬り込んでしまえば……。

「うお！」

　だが奴の筋力は俺の予想以上だったようだ。

　地面を強引に抉って間髪いれずの横薙ぎ、避けきれず左腕を当てて耐える。

　さすがに勢いはそれほどでもなかったが腕がミシリと嫌な音を立てた。

　だが既に距離はない。

　いくら奴が筋肉達磨だろうとデュアルクレイターの一撃に耐えられるはずもない。

　俺は身長差から、一番斬り易い胴を裂こうと大きく剣を横に薙ぎ……空振りした。

「……豚なのか猿なのか」

　奴は避けきれないと見るや、木を捨てて跳躍、頭上の木の枝を掴んで体を持ち上げたのだ。

「馬鹿な！　５ｍは飛んだぞ！」

　筋肉達磨だけあって普通のオークとは動きがまるで違う。

　オークとの戦いの経験は忘れる必要がありそうだ。

　筋肉オークは太い枝を二本程へし折るとそれぞれ両手に持って着地する。

　俺もまたデュアルクレイターを両手で持って腰を落とす。

「いくぞ」

　奴もまた合わせるように吠える。

　そして俺達は互いに正面から飛び込んで行った。

　奴の獲物は唯の太い木の枝だが、空振りで叩いた地面の抉れ方を見るに当たればかなりまずい。

　逆に俺のデュアルクレイターも入れば、奴の強靭な筋肉などものともせずに両断するだろう。

　俺は奴の二つの獲物の軌道を見極めながら剣を振るう。

　振り下ろされる枝を避けて、あるいは切り裂きながら奴の腕や足を狙う。

　しかし奴もそれを見越してか無理な攻撃はしてこない。

　普通のオークとは比較にならない程素早い上に頭まで回る。




　このままチャンバラしていても仕方ない。

　少し冒険してみる事にしようか。

　俺は少し間合いをあける。

　奴もまた体勢を立て直して枝を構え直した。

「そらよ」

　俺は後ろを向いて体を捻り、その勢いでデュアルクレイターを奴に向けて投擲した。

　突然の事に味方からも驚きの声が上がり、筋肉オークの動きも一瞬止まる。

　デュアルクレイターは正確に奴の胸元に向かって飛翔していく。

　ナーティアの矢とは比べられない速度、受け止める事など出来まい。

　セリアと結構練習したからな、彼女に手取り腰取り教えてもらうのはとても楽しかった。

　最後はいつも草むらに転がって抱き合う事になったのは秘密だ。

　オークは咄嗟に両手の獲物をクロスさせて防ぐ。

　だがデュアルクレイターは分厚い二本の大枝をバターのように貫いて奴の胸元に突き刺さる。

「やった！」

「いやっほーーい！　……うあぁぁぁぁぁ!!　さっきの矢踏んだぁぁぁ!!」

　イリジナとクリストフが歓声を上げる。

　いや、まだ浅い。

　デュアルクレイターの刃は何でも貫くが柄はそうではない。

　柄が枝に食い込み、そこで勢いが止まってしまう。

　刃は奴の胸に浅く刺さっただけで致命傷には遠い。

　だがこれで十分だ。

　オークは自分の胸から流れる鮮血に驚き、痛みに悶えている。

　その隙に俺は身を低くして飛びこんで行く。

　素手のまま奴の至近まで迫った俺は拳を握り、右手を肩の後ろまで回して全力で振りかぶる。

　そこに走り込み勢いも乗せての渾身の一撃を奴の腹に叩きこむのだ。

「む、むちゃだ！　素手なんて!!」

　ナーティアの泣きそうな声が聞こえる。

　これでもかと盛り上がった腹筋に守られた腹、打撃を与えるには生半可な力では駄目だ。

　全身全霊の一撃が必要だろう。

「どりゃあ！」

　鈍い音を立てて腹に俺の右拳が食い込む。

　見た目通りに硬い腹筋、さてどこまで効いたか。

　奴は微動だにしない。

　駄目だったかと不安が頭をかすめた時、頭上で汚い音がなり、奴が胃液を吐き出した。

　効いた、まだまだ行くぞ。

　腰を据えて次は左の拳を脇腹に食い込ませる

　奴が両手の獲物を取り落とす。

　間髪置かずに次は右を反対の脇腹に叩きこむ。

　再び大量の胃液が飛び出した。

　満足に防御も出来ないオークの腹に次々と拳を叩きこんで行く。

　そして五発目を叩きこんだ所で大きく頭が下がった。

　好機を逃がす理由はない。

　腕を振り上げ、顎下に強烈な一撃を叩きこむ。

　オークの目がぐるりと回り、白目を見せながら仰向けに倒れ込んだ。

「素手でオークを……信じられない」

　ナーティア、もっと称えてくれ。

　いずれお前の恋人となる男だ。

「あれがヒトの男なの？　なんて力、私達の男とは全然違う……」

　よろよろと支えられて出て来た三人のエルフが口々に言う。

　君達もベッドでヒトの男を試してみないか。

「あへぇ……特大オークが二匹……あたくしは屈しませんわぁん」

　フェルテリスはまだ正気に戻らないらしい。




　さすがにあれだけ殴れば大丈夫と油断が出てしまったのかもしれない。

「いかん!!」

　野太い叫びがマックのものと気付くと同時に、俺の顔に筋肉オークの拳が叩きこまれていた。

　唾が口から飛び、視界が揺れて足元がふらつく。

　一転して全員が悲鳴を上げる。

　確かに白眼を剥いたと思ったが、一瞬の隙をついて跳ね起きたようだ。

　さすがにタフだな大したものだ。

　だが……さっきの連打は確かに効いていたようだ。

　速度も力もかなり落ちているぞ。




　奴の拳が突き刺さった瞬間に俺は体を捻って力を逃す。

　かなりの衝撃と痛みだが、意識を失う程では無い。

　ふらついた足を地面に固定し、目を見開いて奴を捉える。

　奴にとっては全力の一撃、二発目は考えていなかったのだろう。

　体勢は無茶苦茶に崩れ、奴の顔もこっちの手の届く位置にまで下がっている。

　逃げられないように腕を掴み、俺は腕を振りかぶる。

　３ｍを超える奴の顔に脅えが見えた。

　反対に俺は笑っていたのかもしれない。

「次はこっちの番だ」

　振り抜いた腕は正確に奴の顎を打ち抜く。

　とても殴打の音とは思えない、岩同士をぶつけたような轟音が響く。

　先ほどの一撃など比べ物にならない強烈な拳が顎を砕く。

　筋肉オークは悲鳴も上げずにそのままうつ伏せにどさりと倒れた。

　今度は確実に止めを刺さないとな。

　俺はうつ伏せになったオークに乗ると、両手を首と頭に回して体を逸らせる。

　骨の軋む音、更に力を込めるとボキンと大きな音が鳴る。

　首をへし折った、これで終わりだ。

「あの……止めは剣を使えば良かったんじゃないのか？」

　ナーティアが俺の剣をこちらに差しだしている。

　まぁ、気分と言うものだ。

「あの怪物の首を素手でへし折るなんて……化け物よ。きっと彼も別のオークなのよ！」

「次は彼に犯されるの？　あの人もちんちん大きそう……もうあそこ破れちゃうよ」

「男怖いよぉ……」

　おい、せっかく頑張って倒したのに何故みんなしてそんな目で見る。







　オークを皆殺しにした俺達はナーティアを村への使いに出し、フェルテリス達四人を抱えて村に戻る。

「もう大丈夫か？　まだ痛い所はないか？」

「ええ……痛みは平気です。ただ疲れでまだ思うようには……」

「いいさ。大人しく乗っていろ」

　俺とマックはそれぞれ二人の女を肩に乗せて運ぶ。

　激しい戦いの後ではあったが、彼女達は羽のように軽くなんの負担にもならない。

「あんなに良く効く薬は見た事がありませんわ」

　ちなみにフェルテリスは俺の肩に乗っている。

　彼女の怪我は他の三人と比べても余りに酷く、緊急用として持ってきていたドラゴンの血を使ったのだ。

　何しろ尻と前の穴が一つになってしまっていたからな。

　女の穴どころか内臓までもやられていて、正直薬がなかったら助からなかっただろう。

「村まで眠っていてもいいんだぞ。疲れまで取ってくれる訳じゃない」

　特に心の疲れはな。

「……とても眠れませんわ」

　だろうな。

　理由はどうあれ、討伐隊が壊滅した責任は隊長たるフェルテリスにある。

　気にせず眠れと言う方が無理だろう。

「なら、嫌な事は先に全部済ませてしまおう。何があったのか教えてくれないか。あの筋肉オークが色々投げ付けて来たのだろうが、お前が突然へたり込んだ理由が分からない。お前の実力が話の通りなら防ぎながら逃げる事も出来たはずだ」

　フェルテリスは顔を伏せて他の者に聞こえない小さな声で紡ぐ。

「自分でもわかりません……ただ戦況が芳しくなくなって「もし負けたら大変な事になる」「沢山のオークに輪姦されて無茶苦茶にされる」そう考えたら急にお腹が熱くなって戦えなくなってしまって」

「……」

「思えば討伐に出る前の晩からどこか体が火照っていたような気がしますわ」

　これはまさか……確かめたいがさすがに犯されつくしたばかりの女にするほど鬼畜ではない。




「おっと」

　その時、段差に躓いて女がずれてしまい抱え直す。

　引き寄せる時に、フェルテリスともう一人の性器近くに手が当たってしまった。

「あっ嫌……怖い」

　一人の女は犯されてすぐの事もあって性器への刺激に過剰な反応を示す。

　これが当たり前の反応だ。

「あっ指が入るっ、抵抗出来ないあたくしに無理やり男の野太い指が入ってくる！　屈辱受けてまた負けちゃう！　誇り失ってメスになっちゃう！」

　そこまで言ってからハッと気付いたフェルテリスは力を抜いて寝たふりを始めた。

　もう確かめるまでもなさそうだ。




　こうして村に戻った俺達は特別にエルフの木の上で眠る事を許された。

　全員が戦闘の疲れから泥のように眠る。

　ナーティアも疲れてどうしようもなく、薬の件には明日から取りかかるらしい。

　静寂に包まれた中、俺は一人寝床から身を起こす。

「これじゃ眠れんな」

　そそり勃った逸物を撫でる。

　やはり戦いの後はどうしようもなく昂ってしまう。

　女が欲しくてたまらないが、イリジナもアリスも、そしてナーティアもぐっすり眠っていて起こせない。

「水浴びでもして落ち着けるか」

　エルフの村には木の洞に水が溜まり、水浴びの出来る場所がある。

　既に夜も深い、エルフ達とかち合う事もないだろう。




　そう思っていたのだが、目的の洞の中からぼそぼそと女の声が聞こえる。

　残念ながら先客だ、しかも女となれば俺が飛びこんだら大騒ぎになるだろう。

「もう汚れてない？」

「うん、臭いもしないよ」

「でも……きっと汚れてる。体中がっ！　汚れが取れないよぉ！」

　聞き覚えのある声、こっそり覗いてみるとフェルテリスを含む討伐隊の六人だ。

　村に戻ってから何度も体を洗っていたと思うが、深夜になっても繰り返し水浴びしているらしい。

　互いに必死に体を洗い、肌が赤くなっている。

　既にオークに付けられた汚れは落ちている。

　だが彼女達の心に凌辱の汚れは刻みつけられているのだ。

　こうしてはいられない。

　俺は彼女達の心を救うべく、服を脱ぎ捨て突入して行く。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット（戦士）二三歳　冬

　ＰＴ

　イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い・魔力切れ）ナーティア（冒険エルフ）マック（戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）

　シュバルツ（馬）　フェルテリス（変態エルフ）

　財産　金貨二〇六四〇

　経験人数三九〇人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２５１話　エルフ村の一大事⑥　善いモノ悪いモノ　♯







　水のたまった洞は一〇人同時に入れそうなほど広い。

悲しそうに互いの体を洗い合っている可哀想なエルフ六人、彼女達を癒すべく俺は全裸で踏み込んだ。

「お邪魔するよ」

「「「へっ！」」」

　俺の顔を見て不思議そうな顔をした彼女達はゆっくりと視線を下に移す。

「「「きゃあああああ!!!」」」

　響く六つの悲鳴。

別に下半身に変な魔物など飼っていないぞ。

勃起した逸物が揺れているだけだ。

「俺も眠れなくてな、一緒に入らせてくれ」

　それだけ言ってエルフ達の間に腰を降ろし、胸元まで水に浸かる。

真冬の深夜だ、普通は水浴びなど寒くて出来ないだろうが、ここの水は木の中を通っているせいか結構温かい。

わずかにとろみがあるのは樹液が混じっているせいだろう。

「うぅ？」

「……な、何もしませんの？」

　反対側まで逃げて身を寄せ合っていたエルフ達が悲鳴を止めて水に深く沈む。

「乱暴なんてする訳ないだろ。それにお前達の裸は一度見ているんだ、気にするな」

　言いながら俺も更に深く体を沈めて手足を伸ばす。

六人も女が入っているとやはり匂いがいい。

「水の上に飛び出て来る……」

「大きい男……怖いよぉ」

　何もしないと言ったにも関わらず女達は俺とは反対側に集まって行ってしまった。

そっぽを向きながら徐々に近づいて来るのはフェルテリスだけだ。

「そんなに恐いか？」

　単刀直入に聞いてみる。

本当は聞くまでもないのだが念の為だ。

　女達は俯いてぼそぼそと語り出した。

「すごく怖いです……貴方は私達を助けてくれた人だって頭ではわかっているのに、体が勝手に震えてしまって」

「私処女で何も知らなかったから、あんな事されるなんて。男を見るだけで震えが……」

　話は更に悲劇的になっていく。

「すぐに助けてもらったからユーラーレン様の秘術が間にあったけど……もし遅れていたらお腹にオークの種がついていたかもしれないよね」

　エルフの男は非常に精力が弱く、性的な事への興味も薄い。

その中でも確実に子孫が残せるようになっているのか、エルフ女は大変孕みやすく出来ており、精力旺盛な他種族に犯されると容易に孕んでしまう事が多いらしい。

「コルルは結婚を約束した彼がいたのにそれも駄目になっちゃって」

　一人の女が俯いて涙する。

男の方も情けない、俺なら十日は抱き続けて取り返そうとするだろうが。




「もう結婚も子供も出来ないわよ!!」

　暗い雰囲気を破る為に何を言おうとした所で一人の娘がヒステリックに叫んだ。

「オークに犯された女なんてもう誰も愛してくれない！　日陰を生きて行くしか……」

　泣きながら暴れる女を後ろから抱き締める。

エルフの女は俺達よりも貞操観念が高く、犯された事を引きずっているようだ。

ここは男の出番だ。

「そんな悲しい事を言うなよ。こんなに綺麗な女が相手にされないはずがないだろうに」

「ひっ！」

　出来る限り優しく抱きしめたのだが女は一気に体を硬くした。

逃れようと体を捻る彼女を離さず、耳元で「大丈夫、酷いことしないよ」と何度も囁く。

　やがて女の体から力が抜け、俺は目元に手をやって涙を拭ってやった。

潤んだ瞳のまま上目づかいに俺を見る彼女……可愛いな。

この娘が男に相手されない訳無いだろう。

　俺達は水の中に座りこんだまま少しずつ体を寄せて行く。

そして娘のぴくぴく揺れる長い耳元に手を置いて言った。

エルフはこの耳がいいんだよな。

「君が可愛過ぎてたまらない。キスをさせてくれないか？」

「あ……」

　返事は無かったが抵抗もない。

そして耳がペタンと垂れる。

感情は耳に出るらしい。

　了承と見て頬に手を置き口を寄せて行く。

娘も目を閉じ、うっすらと唇を開き……。

「きゃあ！」

　ドンと突き放されてしまう。

どうやら体を寄せる時に逸物が手に当たってしまったようだ。

びっくりしたように反対側まで逃げてしまう。

「……ごめんなさい」

　謝る娘、俺が嫌だったのではなく反射的な行動だったようだ。

このままではいけない。

「見るんだ」

　俺は女達の正面で立ちあがる。

もちろん裸の女六人と一緒に入浴して萎えるはずがない。

そそり立った逸物が彼女達の前に晒される。

「ひぃぃぃ!!」

　逃げて行く女達、酷く強姦された女に逸物を突きつければ当たり前の反応だ。

だが乗り越えねばならない。

手で顔を覆いながらも指の隙間を限界まで開けていたフェルテリスを捕まえる。

「お前達が男を怖がるのも分かる。だがこれからずっと男を避けて生きるなど勿体ないし、お前達のような美女がそんな風に生きるのは世界の損失だ」

「び、美女……？」

「嬉しいですけどせめて座って、威圧感が半端ないですから！」

　俺は出来る限り優しい笑みを浮かべながらフェルテリスの手をとり、逸物を触らせる。

「ひっ！　大きい……それに太いですわ。なんてモノを触らせるのですか!?」

　ゆっくりと竿を擦らせながら言う。

「俺は襲いかかったりしない。怖がる事なんてないぞ」

「すごい筋ですわ。……石のように硬くてドクドク言ってる」

　フェルテリスから手を離す。

彼女はもう自分で手を動かし始めていた。

他の五人も興味深そうに少しずつ距離を詰めて来る。




「フェルテリス様、大丈夫なのですか？」

「それ噛みつかない？」

　俺の顔を伺いながら他の娘達も恐る恐る手を伸ばして来る。

そして指でちょんと逸物を突き、素早い身のこなしでまた後ろに下がって行った。

「ははは、毒蛇じゃあるまいし、そんな脅えることはないよ。ただの肉棒だぞ」

「コレは「唯の」って言える大きさじゃないですよ」

「オークより大きいよね？」

「うん、絶対大きい。長さも太さも先っちょの大きさも全部オークよりすごいよ」

　女達の肉棒をつつく頻度が高くなり、やがてフェルテリスと同じように竿を擦る娘も出て来る。

「このちんちん大丈夫そうだね」

「みんなも触ってみようよ。すごいよ」

　そろそろ大丈夫だろう。

「いいか、世の中には悪い巨根と善い巨根があるんだ。それを見極めるんだ」

「善い巨根……」「悪い巨根？」

　真剣な顔で聞くエルフ達。

　俺はちょうど足元に居た二人の顔を優しく引き寄せ、逸物に近づける。

息を感じる距離まで近づけると女の予感に逸物が跳ねた。

「どうだ。俺のは悪い巨根に見えるか？」

　顔まで数センチまで迫った逸物を前に女二人が顔を見合わせる。

そして声が揃った。

「「善良な……巨根だと思います」」

　その通りだ。

さあ楽しもう。







　それから彼女達の抵抗は無くなった。

俺とコルルと呼ばれた娘は僅かに粘度を感じる水の中で抱きしめ合う。

本当はフェルテリスが一番乗り気だったのだが、何やら不穏な物を感じて後に回って貰うことにしたのだ。

　彼女を後ろから抱き締め、太ももに乗せるように座る。

逸物は彼女の股を潜って水面から先端を飛びださせていた。

「すごい……座っているのに先っちょ飛び出るなんて、どれだけ大きいの」

　興味深そうな声を上げる彼女だが恐怖の色はもう無い。

やはりこの体勢にして正解だった。

覆いかぶさるような体位や見えない後ろからだと凌辱を思い出すかもしれない。

「前の男よりも大きいか？」

　ふっ切らせる為にもここは男に悪者になってもらおう。

「当り前！　彼は５ｃｍぐらいだったし……そもそもエルフの男は１０ｃｍもあれば大きいんだよ？」

　１０ｃｍで巨根だと？

それならクロルやクリストフでも巨根扱いになってしまう。

エルフの女も背は高いが華奢な体格の娘が多いから、仕方ないのかもしれないがどこか釈然としない。

「私達はＨな事をあんまり重視しな……わっ」

　彼女のうなじにキスをして耳を触る。

びくりと体が震えて変な声が出た。

「愛撫してやろう。痛かったり嫌だったら言うんだぞ？」

「う、うん……それ気持ちいいよぉ」

　まずは軽くだ。




「腹を撫でるよ」

「うん、いいよ。あん、くすぐったい」

「首に口付けをするぞ。跡を残しても？」

「いいよ。あう……息が耳にかかる」

　性器や乳房へ直接行くのではなく、肩や首そして腹などへ愛撫を集中していく。

更に愛撫する箇所を変える時はしつこいぐらい許可を求める。

まずは安心出来る男だと信じて貰わないといけないからな。

本当は今すぐひっくり返して逸物をねじ込みたいのだが、我慢我慢だ。

「はぁはぁ、とっても気持ちいい。オークなんかと……ううん、前の彼とも全然違うよ」

　他のエルフ達もいつの間にか食い入るように距離を詰めていた。

フェルテリスは……既に手が股間に伸びているな。

まさか見られていないと思っているのだろうか。

　直接の快感はまだそれほどでもないが、コルルの顔はどんどん蕩けて、最初閉じられていた足も無防備に開きだしている。

身を捩る中で手のひらで隠していた小さな乳房が丸見えになっているがもう気にしてもいないようだ。

「可愛い耳だ。食べてしまおうかな」

　少し刺激を強くしても大丈夫だろうと、耳を甘噛みする。

エルフ達は特徴的な長い耳への刺激に弱い。

行きにナーティアに悪戯したお陰でわかった事だ。

「ひぅん！」

　今までで一番の反応を見せた。

反対側の耳もパタパタと動いている。

こちらも唇で噛んでやる。




「ああっ！　ああぁぁぁ!!」

　ピンと足が伸びて水面から出た。

そろそろ愛撫を強めても大丈夫だろう。

「胸、いいか？」

　こくりと頷く。

乳房を揉みこみ、乳首を軽く擦る。

もちろん耳を舐めたり息を吹きかけ続けるのは止めない。

「ち、乳首がこんなに立っちゃった。恥ずかしい！」

「恥ずかしくない。嬉しいよ」

　唇を近づけると彼女は一瞬抵抗を見せるが、息を一つ吐いてキスを許してくれた。

すぐに舌を入れ、音を立てながら唾液を交換する。

「キスってあんな感じなんだ……」

「私達処女のままアレだもんね……キスなんてした事ない」

　周りから声が聞こえる。

心配しなくても唇が腫れるまでしてやるよ。

「して貰うだけじゃ悪いから」

　コルルは水面から飛び出ている俺の先端を両手でごしごしこすってくれた。

僅かな粘度を持つ水が最高の潤滑材になって気持ちいい。

「ありがとう。でも気を使わなくていいぞ。俺はお前を気持ち良くしたいんだから」

　俺は手を下に伸ばし、顔を覗き込みながら肉豆をつつく。

彼女がこくりと頷いたのを見て、いよいよ愛撫を本格化させた。

　深夜の洞に響く女の嬌声、しかしその音色は一〇人が一〇人とも和姦だと分かる気持ち良さげな声だ。

「気持ちよさそう」

「いいなぁ、優しくして貰って」

「あたくしはもっと乱暴に痛めつけられる方が……いえ、なんでもありません！」




　いつの間にかコルルからの愛撫は止まり、ただ俺の指や口で悶えるだけになってしまう。

そして全身が震え始め、最後の時が来たようだ。

「私もう！　だ、だめこんなの初めて！」

「遠慮無く……」

　左手を胸に回して乳首を摘まみ、口で耳を食む。

そして右手を股間に回して肉豆を皮ごと軽くつねる。

「昇れ」

　耳に息を吹きかけると同時に腕の中の体が跳ね上がった。

「あぁぁぁぁぁーー!!」

　細身の体をピンと逸らせて絶叫し、激しく潮が吹いて俺の肉棒に当たる。

「きゃっ！　コルルがおしっこ漏らした！」

「わぁ！　水入れ替えないと！」

「あたくしはあの何倍も噴き……いえなんでもありませんわ」

　潮噴きなど見た事が無い他の娘達が騒ぐ。

オークの乱暴な凌辱じゃ噴くはずもないしな。

　大丈夫だと宥めながら昇天した女に後戯を施す。

絶頂に濁った目で気持ちいいと訴える彼女、これで男への恐怖も薄らいだだろうが、まだ肝心な部分が残っている。




「ありがとうございました。本当に気持ち良かったです。おかえし、しますね」

　彼女は他の五人をちらりと見るが気にしない事にしたのか俺の股に顔を近づけ、まだ絶頂していない逸物に舌を這わせようとする。

だが俺はその肩を掴んで止めた。

「口も嬉しいが……もっと嬉しい場所が欲しいんだ」

　彼女の顔が少し曇った。

「あ、でもそこは……」

「もちろん無理にとは言わない。だが嫌な記憶は上書きした方がいいだろう。優しくするよ」

「それは信じています。すごく優しくて、正直私も貴方に抱かれたい。でも……」

　彼女は俺の胸に顔を埋めた。

「身を清めてすぐ、彼に抱いて貰おうとしたんです。忘れさせて貰おうと思って、でも駄目だった！」

　セリアにやるように頭を撫でながら聞いてやる。

「彼は私を優しく慰めて抱いてくれました……でも！　オークに散々されたせいで、私の穴はユルユルになってしまって、彼の逸物が入ったのもわからなかったんです!!」

　なんと言う悲劇だ。

だが５ｃｍならどうしようもない。

「結局彼も私も全然気持ち良くなくて……喧嘩になって……うぅぅ」




　俺は何も言わずにコルルを仰向けにする。

これ以上言葉は不要だな。

「俺に任せろ」

　何か言おうとした彼女をキスで黙らせ足を大きく開く。

確かに性器は緩く口を開けているが……うちの女もみんなこれぐらいだと思うぞ。

　逸物を入口に当て、正面から顔を覗き込む。

先ほどの愛撫のお陰で穴は潤い、準備は万端だ。

「行くぞ」

　拒否がないのを確認して腰を押し進めた。

「あぐぅ!!」

　肉が軋む音がする。

「ん……おいおい」

　コルルの苦しげな呻きが上がった。

話が違うぞ。

「何がユルユルだ。きついぐらいじゃないか。少し締めすぎだ、力を抜くんだ」

　彼女の穴は痛いぐらいに俺を締め上げている。

オークに広げられていなかったら多分入らないか怪我をしていただろう。

「う、嘘ぉ……きつい、擦れるぅぅ!!」

「おう、きついぞ。処女を抱いたのかと思ったよ」

　笑ってやるとコルルが泣きだした。

「嬉しい……私のここ、まだ女として終わってないんだよね？」

「むしろ俺としてはもう少し緩まってくれた方が楽に入れそうだよ」

　娘はぷっと吹き出した。

「でかちん男めー」

　茶化すように、それでいて嬉しそうに言ってから腕を首に回して来る。

俺も脇から手を回して抱きしめ、全身を密着させて腰を動かす。

既に彼女は性交に恐怖は感じていない、激しくしても大丈夫だろう。

「あぁ気持ちいいぞ。お前は本当に良い女だ！　最高だぞ！」

「嬉しい！　貴方も良い男よ。今まで筋肉ついた男って野蛮そうで好きじゃなかったけど、今は逞しい男がいいよ。太い腕に厚い胸板……守ってくれそうだし、おちんちんも大きくて最高！」

　俺達は互いに遠慮なく腰をぶつけて快楽を貪る。

突き込む度に中を押し広げる感触がある。

オークに荒らされた穴を俺が更に広げているのだ。

「すごい！　びりびりする！　だめぇ、だめぇーー!!」

「爪を立てるなり噛みつくなり好きにしろ。もっと気持ち良くなってくれ」

　太ももを押さえて更に激しく突きを見舞う。

水音と悲鳴のような嬌声と俺の荒い息、そして肉の当たる音が場を支配した。




「私もう……限界」

「俺もだよ」

　ちょうどタイミングがあったようだ。

顔を見合せて笑い、キスをしてから体勢を入れ替えた。

俺が正面から抱きしめた彼女を持ち上げる体勢、男の逞しさを感じさせてやれる体位だ。

「出すぞ」

　当然このまま抱きしめて発射しようと思ったのだがコルルが困惑の声を上げる。

「このまま中に？　それはちょっと困るかも」

　せっかく気持ちが通じたと思ったのに中には出させてくれないのだろうか。

「こんな巨根で精を出されたら絶対妊娠しちゃう。ヒトとの間だから子供がハーフエルフになっちゃうよ……」

　ハーフエルフはあまり村では良く思われていないらしい。

だが心配はいらない、いざとなったら俺が全部面倒を見てやる。

「俺の子は嫌か？」

　彼女の目を見て言う。

「……面倒見てくれる？」

「当り前だ」

　ふっと軽く息を吐く彼女。

「わかった。なら中で出していいよ」

　同時に俺は猛然と腰を使う。

濃い精が玉から上がり、竿が根元から膨らんでいく。

　そして最後の瞬間となった。

　射精前の震えを始めた肉棒で彼女を突きながら言う。

「出すぞ！　俺の女になれ」

「なる！　だから私の心からオークを追い出して！　ヒトの精で私を孕ませて！」

「種汁で洗い流してやる。俺の子を……ハーフエルフを産め!!」

　根元まで押し込まんばかりの突き上げと同時に精を放つ。

彼女は全てを俺に任せ、両手で自分の頭を抱えるようにして絶叫した。

　大量の種汁が彼女の腹を膨らませていく。

焦点の合わなくなった目で俺を見ながら一言。

「私は貴方の女です」

　そう言ってコルルは意識を失い、ぐったり体を投げ出した。

彼女は身も心も俺の女になったのだ。

「お前達もどうだ。俺の女にならないか」

　残る五人に振り返る。

いつの間にか全員が自分の股間に手を伸ばしており、隠そうともしていない。

「私達全員抱かれるの？」

「ハーフエルフを産むのかぁ」

「もうだめ、体が熱くて切ないよ」

　次々と俺に抱きついて来る女達。

まだまだいくらでもできる。

村をハーフエルフだらけにしてやるぞ。













「……あぁぁぁぁ」

　最後の一人がゆっくりと崩れて寝息を立てる。

最初に抱いたコルルも含めてこれで五人を抱いた事になる。

もちろん全員満足させた自信はあるし、中にたっぷり注いだ。

エルフが妊娠しやすいと言う話が本当ならば全員が孕んだ事だろう。

「……」

　そんな中、フェルテリスは未だに座ったままだった。

一番乗り気だったように見えた彼女は俺の元には来なかったのだ。

「まだ怖いか？　それとも何か嫌な事があるのか？」

　顔は紅潮しているし、視線は俺の逸物や胸板に向けられている。

先ほどまで自分でいじっていたし、垂れる程愛液が流れている事を考えても発情しているのは明らかだ。

言えばいつでも抱いてやるのに何が気に入らないのだろうか。




「貴方の全てが嫌です！　けがらわしい!!」

「なに？」

　いきなり罵られて驚いてしまう。

別に感謝しろと言うつもりはなかったが、せっかく助けたのに嫌われているとは思わなかった。

「あたくしは誇り高いエルフ、貴方のような下品なヒトと体を重ねるなどあり得ません！　その無駄に大きな肉棒をしまってさっさと立ち去りなさい！」

　尚も罵声を浴びせながら軽蔑の表情を浮かべるフェルテリス。

少し心に来るな……さっきまで逸物を撫でてくれていたし、正直少しは好かれていると思っていた。

だがこれも俺の男としての魅力が足りなかったと言うことだろう。

大人しく引き上げるしかない。

「そうか、無理やり風呂に押しかけて悪かったな。他の女達を運んだらすぐに去るよ」

　立ちあがろうとするとフェルテリスは驚いたように跳ね起きて、洞の出口に立ち塞がる。

「それじゃ立ち去れないぞ？」

「貴方のような野蛮な男は最低よ！　どうせ優しいふりをして隙を見せたら乱暴に犯すのでしょう!?　乱暴に犯すのでしょう!?」

　更に罵声を浴びせて来る。

何故二度言うのだ。

　俺が指摘しようとすると彼女は触れていないのにその場に倒れこんだ。

「乱暴な！　真実を言われて本性が出たのね。確かに私は野蛮な貴方の鋼のような肉体の前には無力よ。きっと何も出来ずに犯されるでしょうね。でも心までは屈しないわ。オークより大きな極太チンチン入れられても絶対負けたりしないんだからっ！」

　そう言いながら足をかすかに開いて性器を見せて来る。

なるほど……そう言う事か。

倒れ込む彼女の元に向かう。

「くっ卑怯者！　好きにしなさい！」

　まったく変な性癖を持った女だな。

だがこれもこれで楽しそうだ。

　フェルテリスをわざと乱暴に扱い、四つん這いにさせて尻を掴む。

試しに指を穴に入れてみると、これでもかと濡れていた。

前戯はいらないな。

「ふん、尻を叩いてあたくしを辱めるつもりね！」

　叩いて欲しいんだな。

　要望通りバシバシ尻を叩いてやると、やたら悔しそうな声を上げながら俺を罵る。

とりあえず一度キスしてから後背位で挿入する。

「どんな風に入っているか言えですって!?　下品な男……いいわ、言ってあげる。あなたの無駄に大きいちんちんが……く！　分かったわ、言えばいいんでしょう!?　で、でかいおチンポがあたくしのマ、マンコにぶっすり刺さっているわ！　筋だらけのおチンポがごりごり動いて気持ちいいわよぉ!!」

　ちなみに俺は何も言っていない。

ただ挿入しただけなのにフェルテリスがやたら話し始めたのだ。

「激しくされたって屈しない。例え穴を壊されたって誇りを失ったりはしないわ!!」

　つまり激しくして欲しいんだな。

　俺は腰を激しく二度三度動かす。

「んほぉぉぉ！　で、でっかいわ、もう負ける！　チンポに負ける!!」

「早いな、おい」

　思わず声が出てしまった。

「オホン、ぶひぃと鳴けですって!?　メスブタ？　……覚えていなさい。いつか必ず貴方を殺してやるから」

　分かった分かった、やってやる。

実はメルとこういう遊びをする事もあるのだ。

「このメスブタめ、豚は豚らしく鳴け！　鳴いて下品にケツを振るんだ」

「悔しいっ!!　でも私がやらないと次はこの娘達に……ぶ、ぶひぃ！　ぶひぃ！　ぶひーー!!」

　豚のように鳴くフェルテリスを後ろから抱え込んで腰を振る。

すると彼女は仰向けに体位を変えて更に叫ぶ。

「殴るのね？　いいわ、いくらでも殴りなさい。痛みなんて望む所よ！」

　フェルテリスは本気らしく、舌を噛まないように歯を食いしばる。

なんだか俺の出来る遊びの範囲を超えて来たぞ。

「いやさすがに女は殴れんよ……」

　だがフェルテリスの要求は止まらない。

「く、首を絞めるですって!?　女を苦しめて締まりを楽しむなんて最低の屑ね！」

　言いながらフェルテリスは俺の手を取って自分の首に持って来る。

仕方ないな……緩くだぞ。

　首を本当に軽く絞める。

だが彼女はそれが不満らしく、もっと強くと目で言ってきた。

「窒息させるんでしょう！　やるなら早くやりなさいよ！」

　出来る訳無いだろうが。

「ふん、お前の首など絞めても面白くない。思い切り突いて腹を破ってやる」

　さすがにこれ以上は無理だと、俺は怒声で誤魔化して彼女の腰を持ち上げ、勢い良く突き降ろす。

すると怒鳴った瞬間、フェルテリスの穴が一段と締まった。

　俺の周りには被虐趣味を持つ女もいるがここまで過激なのは珍しいな。

罵られたり、強姦ごっこが好きなのではない。

フェルテリスは本当に痛めつけられたり強姦されたりするのに快楽を感じるのかもしれない。

「や、やめろ！　お前の巨根に突かれたら本当に破れて……あーーー!!」

　とりあえず激しく犯して失神させてしまおう。

もちろん腹を破るような厳しい攻めはするはずもない。

　だがフェルテリスはまだ止まらない。

悲鳴を上げながら俺を引っ掻き、顔や胸を叩き始めたのだ。

「最低男こうしてやる！　卑しい変態め！　クズ！　馬鹿！　野蛮人!!」

　理不尽な暴力が俺を襲う。

だがフェルテリスは殴りながらちらちらと俺の顔色を伺っていた。

恐らく俺が腹を立てて殴り返したり首を絞めたり、乱暴する事を期待しているのだろう。

「本当に変態なんだなぁ……」

　ここまで酷いのは初めて見たかもしれない。

しかも調教されてではなく自分で発現したのだから大したものだ。

「誰が変態だ！　私はそんなのじゃ……あぁぁぁ！　だめだ、このままじゃ気持ちよくなってしまう！　誇りが消えてしまう！　誇りより快楽を選んでしま…………」

　やたらしゃべりまくっていたフェルテリスの口と動きが止まった。

どうやら横を見て凍りついているようだ。

　視線を追うと他の五人と目が合う。

どうやら起きていたようだ。

フェルテリスがやたら騒いでいたしな。

　どうにも様子がおかしい。

「最低……」

「そういうことでしたのね……」

　彼女達は軽蔑の眼差しでフェルテリスを見ていた。

あぁ、どうやら彼女達は全てを理解したようだ。

「ち、違いますのこれは……」

　必死に言い逃れようとするフェルテリス。

「オークの群れに凌辱されながら気丈に抵抗していると思っていたのに」

「単にもっと嬲られたかっただけだったのね」

「そ、それはちがっ!!」

　諦めろ、もう手遅れだ。

「私達……フェルテリス様のせいで散々な目に合ったのですけど」

「信じていたのに……こんな変態だったなんて」

　フェルテリスは泣きそうな顔で俺を見る。

お前がひどい変態なのは確かだからな。

どうとりなしたものか。

「変態」「色情狂」「淫乱女」「エルフの恥」「肉棒狂い」

　次々に飛んで来る罵りの言葉。

さすがにやめさせようとしたが、異変に気付く。

肉棒が素晴らしい快感に包まれたのだ。

「……なぜ締まる。蠢く？」

「ああっ！　あたくし変態じゃありませんわ！　酷い、こんなの酷い!!」

　結局俺達はそのまま行為を続け、フェルテリスは延々に罵られながら他の五人の何倍も激しく絶頂したのだった。







翌日

「昨夜はどこにいってたんだ？」

「ちょっと水浴びさ。それより今日は媚薬……いや子作り薬の原料を取りに行くのだろ？」

　俺はナーティアの疑問をかわして話を変える。

「ああ、一応ムリカの花とメロメスの卵は揃ったから、後は少し珍しいキノコが必要なんだ。沼地の方まで行かないといけないな」

「俺達もついていくぞ。また何かあったら大変だからな」

　ナーティアは大丈夫なのにと言いながらも少し嬉しそうだった。




　そして顔が困惑に染まる。

「ところでアリスが座っている……彼女なんだけど」

　よくここまで聞くのを耐えたな。

「ユーラーレンから聞いてないのか？」

「しばらく放置しろって聞いているから余計に気になるんだけど」

「く、屈辱です!!」

　ナーティアに劣らず困惑顔をしているアリスが腰掛けているのは四つん這いになったフェルテリスの背中だったのだ。

　討伐隊壊滅の真相はたちどころに村長たるユーラーレンの知る所となったのだ。

悪意はなかったとは言え、これで罰を与えなければ凌辱された者達が納得しない。

そして候補となった罰はいずれもフェルテリスにとって非常に厳しいものばかりだったのだ。

　そこで流石に可哀想だと俺がなんとかユーラーレンにとりなしたのだ。

彼女はど変態だが、変態なだけで悪人ではない。

　そしてフェルテリスの身柄は俺に預けられる事になった。

ヒトに預けられ、自由にされるのはエルフにとって屈辱の極みで十分罰として認められるらしい。

但し他のエルフ達の手前、恋人のように扱ってはならず、出来る限り屈辱を与えないといけない。

「こんな屈辱はありませんわ！　ヒトの尻に敷かれるなどっ！」

「椅子になりたいって言ってきたのはお前だけどな」

　希望を聞いて椅子になってもらったものの、華奢な背中に俺やマックが乗っては潰れてしまうし、イリジナでも怪しい。

クリストフが乗るのは腹が立つ、クロルは女人に触れるのは剣の道がどうたらと言って拒否したのだ。

「屈辱ですわ!!」

　そうだな、屈辱だな。

「じゃあ今から沼の方にいこうか。今の季節は沼エルフ達もこちらには来て無いはずだし大丈夫だと思うから」

　ナーティアが言うなら心配ないだろう。

「そうだな！　まったく心配ないな!!」

　イリジナもこう言っている。

「屈辱ですわーー!!」

「あたしも……その……困るよ……」

　アリスはもう少しだけ我慢してくれ。

　さあ沼に向かおうか。
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主人公　エイギル＝ハードレット（戦士）二三歳　冬

ＰＴ

イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い・魔力切れ）ナーティア（冒険エルフ）

マック（戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）

シュバルツ（馬）　フェルテリス（懲罰中　ど変態エルフ）

財産　金貨二〇六四〇

経験人数三九六人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２５２話　エルフ村の一大事⑦　沼の魔物（片鱗）







　ナーティアの案内で俺達は村から少し離れた沼地に向かっていた。

　もちろん俺に預けられたフェルテリスも一緒だ。

「こんな事をして、覚えていなさいよ！」

　彼女は俺に預けられたのだからと言う理屈でシュバルツの背、俺の前に乗っている。

　ユーラーレンから「辱める程度なら何をしても良い。それが罰だ」と言われているので、道中遠慮なく耳をいじったり、後ろから服に手を入れて小ぶりの胸を掴んだりしていた。

　今は左手を下着の中に突っ込み、湿った穴をかき回しているところだ。




「うぅぅ……なんかいやらしい事してるよぉ……」

　一方、今まで俺の後ろに乗っていたナーティアはイリジナの馬に乗って赤面している。

　俺としては前後にエルフを乗せても良かったし、シュバルツも軽い二人が乗ったぐらい全く問題無かったのだが……。

「馬鹿者！　前で淫らな事をされて落ち着いて案内出来る訳無いだろうが！」

　と怒鳴られるのだ。

「ちなみに淫らなとはどういう事だ？」

「そ、そんなの決まってるだろう！　手が……大事な所にだな」

「大事な所？　心臓か？　それとも首か？　わからないな」

　ナーティアはみるみる真っ赤になっていく。

　赤くなった長い耳もパタパタ落ち着きなく動く。

　エルフの耳は実にいいな、口に含みたくなる。

「お、女の大事な……割れ目……穴……はっ！　バカァ!!」

　聞こえないなと頭を近づけた所でリンゴが高速で飛んで来た。

　顔を逸らせて回避すると、リンゴはクリストフの顔面に命中して砕け、奴はそのまま落馬する。

　避けた拍子にフェルテリスに入ったままだった指が中の壁を強く擦ってしまった。

「あひぃぃぃーー!!」

　突然の強い刺激で昇天した彼女はシュバルツの背中に潮を撒き散らして前のめりに突っ伏した。

　目の前に鍛えられて締まった尻とひくつく女の穴が丸見えになる。




「ほら変な事してる間に沼についたぞ！　って何を取り出そうとしているんだ!!」

「もうついてしまったのか」

　俺は仕方なく逸物を仕舞い直し、震えるフェルテリスの尻を軽く叩いて下馬を促す。

「くっ鳴けばいいのね！　ぶひ、ぶひー！　これで満足？　もっとやるの？」

　いや、単に降りてくれればそれで満足なんだ。







　到着した沼地はお世辞にも快適な場所とは言えなかった。

　真冬にも関わらず妙に生温かく感じるのは湿気が充満しているせいだろう。

　漂う腐葉土のような臭いとうっすらかかった霧が不快感を増幅させている。

　足元には一面濁った水面が広がり、歩けるスペースは僅かしかない。

　その歩ける場所もかなりぬかるんでおり、足を持ち上げる度、靴に泥がまとわりついてくる。

　気を付けないと足を滑らせて水に落ちてしまいそうだ。

　水底からは水草が顔を出しているので足がつかないほど深い事はなさそうだが、恐らく底は柔らかい泥のはずで、底なし沼になっているかもしれない。

　ヒルも多そうだし、水に足をつけるのは止めておいた方が良さそうだ。

　情けない顔をするアリスをイリジナがおぶってやっているようだ。

　女には特に嫌そうな環境だからな。

「こ、このヒルだらけの沼に裸で飛び込めですって!?　……いいですわ、そんな事であたくしの心が折れる事などありません！　やってやりますとも！」

　やめろフェルテリス、綺麗な体が大変な事になる。

　あまり長居したい場所じゃないな。

　さっさと用を済ませて退散しよう。




「それでどんなキノコなんだ？」

　キノコは同じようなのが多いから口で説明されても分からないかもしれないが、それっぽい物をナーティアに見せることぐらいは出来るだろう。

「えっと……細長い形で太さはこれぐらい、先の方は傘が広がっていてピンク色をしてる。あと傘の先っちょに割れ目がある。そこから汁が染み出してる事もあるけど問題ないから」

「「「……」」」

　俺の他、男連中は黙ってしまった。

　間違える心配がなさそうなキノコだな。

　毎日見慣れているし。

「全体的にやや黒っぽいのもあるけどそれも問題ない。そこら中に生えている訳ではないから少し探さないといけないだろう」

「……わかったとりあえず探そう」

　俺はそんなキノコで作った媚薬を飲まされたのか。




「では手分けして……と、その前に沼に魔物はいないのか？」

　安全の為に聞いておかないと。

「私も薬の材料を探す以外には来ないから知り尽くしている訳ではないけど、大きな魔物は見た事ない」

　ふむ、なら大丈夫だろう。

「よっしゃあ！　ならさっさと集めてこんな陰気な場所とはおさらばだな！」

　いつになく張り切って沼に向かうクリストフ、キノコ取りぐらいなら奴でも出来るだろう。

「でも毒蛇と毒蜘蛛は沢山いて危険だから不注意に進まない方がいい。もちろん血清は持って来てるから死ぬような事にはならないけど……噛まれたら悶絶するぐらい痛いから気をつけてくれ。あと水の中はもちろんヒルだらけだから足は入れない方がいい」

「うわぁぁぁぁ!!」

「クリストフが蛇に噛まれたぞ！　しかも太ももまでヒルだらけだ！」

　蛇に蜘蛛にヒルか……魔力がまだまだ回復していないアリスは村に置いて来れば良かったかもな。

　それとナーティア、あいつに血清を頼む。

「やだ……一人は怖いよ……」

　イリジナにおぶられたまま俺に手を伸ばして来るアリス。

　その手を握ってやった所でアリスがあっと声を上げた。

「キノコあったよ……でも」

「なんて生え方してるんだ……」

　ナーティアの言った通りの形、間違いはないだろう。

　だが問題なのは生え方だ。

　キノコは地面や枯れ木に生えるものと思っていたのに……。

「なんで立木から横向きに生えてるんだ。これじゃそのままじゃないか」

　ちょうど俺の腰ぐらいの高さに生えたキノコをアリスが掴む。

　俺は思わず目を逸らせた。

　このキノコが毟られる所は何故か見たくなかったのだ。

「えっと……どうしよう」

　そんな俺を気遣って手を引っこめるアリス。

　彼女はかなり臆病な所があるが、その分場の空気には敏感だからな。

「おう！　こんな所にあるじゃないか!!」

　しかし彼女を背負っているイリジナには空気を読むような能力は無い。

　遠慮無くブチリとむしり取り、高笑いする。

「見てくれハードレット殿！　ほんとうにアレみたいだな！　わははははは!!　おっと蜘蛛だ」

　言いながらイリジナは足元に近づいて来ていた手のひらほどの毒蜘蛛を躊躇なく踏み潰す。

　気持ち良いぐらいの豪快さだ。

「ぴい！」

　アリスがイリジナの背中を肩車に近い位置までよじ登る。

　セリアを連れてこなくて正確だったかもしれない。

　もし連れて来ていたら虫嫌いの彼女は俺の背中に登っていた事だろう。




「ああぁーー!!　このままじゃ蜘蛛に犯されるわ！　そんな事になったら人間じゃなくなっちゃう！」

「ちょっと！　毒あるって言ったのになんで蜘蛛の巣に突っ込むのよ！　変態！　バカ!!」

　見ればフェルテリスがまた変態行為をしたようでナーティアと揉み合っていた。

　程々にして置けよ。







　俺はその後も複雑な気分で何本かのキノコをもぎ取り、何事もなく相当量を集める事に成功した。

　ナーティアも十分に集まったと納得し、さあ帰ろうとした時だった。

「あん……もうすけべ」

　イリジナの背に乗ったアリスが恥ずかしそうな顔でこちらを見る。

「ん？　俺はスケベだが突然どうした？」

　アリスの顔が快楽に歪んで行く。

「……はひっ！　別にいいけど……今いじられたらイリジナさんの背中を濡らし……んん！」

　はて何のことだろう。

「あうん！　もう入れるの？　汚れてもいいなら……いいけど……」

「私の背中で何をやっているのだ？」

　何もやっていない。

　不思議に思ってアリスの尻を見ると何やら黒い物が彼女の尻を撫でまわし、ズボンを引き下ろして尻の穴に入り込もうとしていた。

　思わず自分の手を見るが両手ともちゃんとここにあるし、逸物もきちんとズボンに仕舞われている。

　ならこの黒いのはなんだ。

「あっ……入る……」

　正体不明の黒い物はしなやかなツタのようで太さは腕ぐらいだろうか。

　色は沼の水のように真っ黒で表面はぬるぬるとしている。

　それがいよいよアリスのズボンを降ろし、ひくつく尻穴に押し入ろうとしていたのだ。




「やめろ、アリスは俺の女だ！」

「えっ!?　エイギル様？　じゃあこれは……きゃあぁぁぁ!!」

　ようやく状況を理解出来た。

　このままでは彼女は訳のわからん物に尻を犯される。

　俺は黒いそれを掴もうとするが、ぬるぬる滑って上手くいかない。

「ええい面倒くさい！」

　デュアルクレイターを抜き放ち、躊躇無く切り払う。

　切断された先端は緑色の汁を撒き散らしながらのたうち回る。

　黒いツタは沼の中から伸びていたようで、先端を失って慌てて引っ込んで行く。

「全員警戒、変なものがいるぞ！　方陣を組め！」

　俺の声に全員が素早く反応する。

　だが両側を沼に囲まれた僅かなスペースしかなく、上手く陣を組めない。

　沼に入ってしまえば逆に危険なので中途半端な縦長の陣しか組めなかった。

「おお、さっきから尻や太ももを撫でていたのはハードレット殿ではなかったのか！」

「お尻がぬめぬめする……ちょっと気持ち良かったかも」

　イリジナも触られていたらしい。

　ヌメヌメの分際で俺の女にちょっかい出すとは良い度胸だ。

「ナーティア、何か知らないか？」

「わからない！　あんなものは見た事が無い！」

　仕方ない、とりあえず戻りながら防戦するか。

　覚悟を決めた所で再びヌメヌメが沼から飛び出して来た。

　今度はかなりの速さ、攻撃を意図している事は明白だ。

「ふん！」

　マックが戦槌を振り下ろし、ナーティアとフェルテリスは弓は無理と見て、剣を抜いて切り払う。

「ぐ、ぬめって潰せん」

「この触手案外に硬い！　簡単に切れない！」

　触手の強度は見た目以上らしい。

　中々厄介な相手だな。

　こちらの攻撃が決定打に欠けると見たのか、今度は一〇本近い触手が沼から飛び出し、一斉に向かって来る。

　全員の顔に焦りが浮かんだ。

「あんまり汚い物は斬りたくないんだけどな」

　匂いでもついたらノンナに怒られる。

　だがそうも言っていられないか。

　俺はデュアルクレイターを両手で掴み、触手を凝視する。

　一〇本の触手はうねうねと複雑な軌道を描いているように見えて、実は一直線に近い進み方をしている。

　これなら一気にやれるな。

　一本目の触手を紙一重で躱し、切り払う。

　二本目は足、三本目は胴を狙って来たので跳躍して空振りさせ、空中で三本目を切り払う。

　着地と同時に二本目を串刺しにして剣を回しねじ切ってから蹴り飛ばす。

　四本目から六本目までが絡まって一本の太い触手となり、頭をもたげた。

　俺を叩き伏せるつもりのようだが、一つになったのは悪かったな。

　迎え撃つように剣を振り上げ、逆に三本同時に斬り飛ばす。

　残るは四本、そっちに行ったぞ。

「任せな！」

　良い返事はクリストフから返って来た。




「逃がさん」

　マックの戦槌が遂に触手をまともに捉え、平べったく潰す。

　さすがにもう動けないようだ。




「そこかっ！」

　クロルが触手を斬りつける。

　だが奴の力では斬りきれない……と思う間もなく、反対側からも同じ場所を斬りつけ両断した。

　やるじゃないか。




「くっ毒が効かない！」

　ナーティアは特製の毒矢を命中させたようだが触手に変化は見られない。

　見るからに毒々しいこいつに毒は効果がないようだ。

「何をやっていますの」

　ナーティアに襲いかかる触手が空中で見えない壁に当たって弾かれる。

　フェルテリスの指先が光っている……これが彼女の魔法のようだ。

「斬り裂け風刃！」

　彼女の指の光が増すと同時に触手はズタズタに裂け、緑の汁を撒き散らしながら力無くしおれる。

　すごい魔法を持っているじゃないか。

　まともに戦えばオークだってひとたまりも無かっただろうに。




「うわぁぁぁぁ!!」

　クリストフが触手に巻きつかれ、ズボンを引き降ろされていた。

　触手は奴の尻に狙いを定めて突入していく。

　俺は思わず目を逸らした。

　奴が処女を失うとしてもその瞬間は見たくなかった。

「むうん！」

　だが危機はイリジナによって救われる。

　イリジナの槍は触手を貫き、そのまま枯れ木に突き刺したのだ。

「あ、姉御ぉ……俺……俺もう汚れるかと……」

「わははは！　私に任せておけ！」

　イリジナに泣きつくクリストフ。

　お前はそれでいいのか？

　串刺しにされて震える触手をイリジナはナイフでざくざく刺して切断する。

　これで一応全部片付いた。

　だがもちろん終わってはいないだろう。

「本体が沼の中にいる。なんとかしないと」

　斬られた触手は次々と沼の中に戻っていく。

　連携の取れた動きから考えて、全ての触手が繋がった本体がいると考えるのが自然だろう。

「アリス、魔力はあるか？」

「ほんの少しだけ……」

　空っぽになってからまだ一日しか経っていないので当然だろう。

　だがそれで十分だ。

「沼に向けて放て、こないだみたいな強力なのはいらない。出来るだけ広く浅く……派手に燃やすんだ」

　本体が沼の中にいる以上、直接攻撃するのは無理だろう。

　だが沼の水草や枯れ木をまとめて燃やせば、あぶり出せるかもしれないし、駄目でもこちらが逃げる間の目くらましにはなるだろう。

「わかった……えいや！」

　白かったアリスの髪がうっすらピンクに染まる。

　同時に手から火が飛びだし、沼一面を覆って行く。

　だが感じる熱気は弱く、彼女の魔力があまり残っていない事がわかった。

「湿気が多くて……うまく火がつかない」

　アリスの魔力は尽きたらしい。

　火は何カ所かで焚火程度に残っているだけだった。

「任せなさいな。風よ渦を巻け！」

　フェルテリスがアリスを援護して魔法を唱える。

　同時にごうと音がして強い風が吹き始めた。

　風に煽られて火は一気に燃え広がり、次々と延焼しながら大きくなっていった。

「よし、これなら奴も下手に触手など出せないだろう。今のうちに……」




　突然、風切り音が聞こえた。

　反射的にデュアルクレイターを振るい、飛んで来た物を弾き落とす。

「これは……矢か？」

　一体どこから、と辺りを見回すと数少ない立木や草むらから次々と人影が現れる。

　数十人……いや百人近くいるかもしれない。

　濃い褐色の肌にすらりと伸びた手足、やや赤みがかった瞳、革の鎧に隠しきれない豊満な胸。

　そして何よりナーティア達と同じ長い耳……。

「沼エルフ?!　どうしてこんな所まで!!」

　ナーティアとフェルテリスが叫ぶ。

　やはりそうだったのか。

　黒エルフ達とは敵対関係にあるらしいが、触手よりは話し合いの余地がありそうだ。

　こちらは彼らと敵対するつもりは無いのだし、何より目の前の彼らは全員が女でしかも美女だ。

　争う事は絶対にしたくない。




「俺達は戦うつもりは……」

「貴様ら許さんぞ!!　絶対に生かして帰さん！」

　だが俺の言葉を遮ってリーダー格と思われる黒エルフが叫ぶ。

　何故か最初から激怒しているようだ。

　どうしてだろう、特に怒らせるような事をした覚えはないのに。

「いや、これ以上ないぐらいしてるけどな」

　クリストフに言われ、冷静になって自分達の姿を見る。

　俺達は全員が武装し、しかも抜刀している。

　おまけに周囲一面が火の海だ。

「これは無理だな」

　ラーフェン近郊の畑に同じような集団がいたら、たちまちマイラかセリアが駆けつけて問答無用で攻撃するに決まっている。




「頼む、話を聞いてくれないか？　触手が……」

「やかましいわ!!　言い訳はあの世でしろ!!」

　黒エルフ隊長の叫びと同時に大量の矢が飛び、鬨の声を上げながら剣を抜いた戦士達が向かって来る。

　さっきの触手でも飛び出てくれば説明も出来るのだが、火のせいかそれとも多数の黒エルフが押し寄せたせいか、静かになってしまった。

「もう戦うしかない！」

　ナーティアが弓を構え、フェルテリスが剣を抜く。

　不本意だがもう選択肢がない。

「褐色美女と……戦わねばならんのか」

「しかも巨乳だぜ……」

　マックは悲しそうな顔で武器を構える。

　今まで散々に振り回していた戦槌がとてつもなく重そうだ。

　クリストフもいつにも増して弱そうに見える。

　かつてないほど難しい戦いになりそうだ。
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「後退するぞ！」

　俺は一番前に立ち、矢を弾きながら叫ぶ。

戦って撃退すると言う選択肢は無い。

　人数が違い過ぎるし、何より地形が悪すぎる。

森でならナーティアやフェルテリスは風のように木々を飛び回って戦う事が出来るだろう。

だがこの沼地に木は少なく、毒虫も気になるので思うようには動けない。

地面を走ろうにも泥に足を取られてしまう。

　反面、黒エルフ達は「沼エルフ」と呼ばれるだけあって沼に膝まで浸かっても平気で走っている。

装備にも秘密があるのかもしれないな。

「ぐ！」

　俺のすぐ後ろにいたマックの胸と腕に矢が突き刺さる。

「大丈夫か？」

「威力は無い」

　筋肉の壁のようなマックは刺さった矢を抜いて笑う。

確かに黒エルフ達の矢は狙いこそ正確だが、速度も比較的遅く弾き易い。

鋼鉄の筋肉を持つマックならば目や急所をやられない限り致命傷にはならないだろう。

「それに、悪い気分ではない」

　マックの笑みがいやらしいものに変わった気がする。

なんで俺の周りはこうスケベな奴ばっかりなんだ。




「この！　こうしてやる！」

　だがマックが撃たれて激昂したナーティアは特製の毒矢を番えて放とうとする。

いかん、黒エルフ達に死者が出れば取り返しがつかなくなる。

「やめろナーティア！　俺とマックで食い止めるから全員で馬の所まで下がれ！」

「で、でも……」

　心配そうな顔をする彼女に微笑みかける。

このまま逃げても絶対に振りきれない。

矢を浴び続ければいずれ致命傷を負う奴も出て来るだろう。

ならば俺達が突っ込んで撹乱し、攻撃を引きつけるしかないだろう。

「マック行くぞ」

「おう」

　後に続こうとするイリジナ達に言う。

「イリジナは皆を守れ。クロルもだ。クリストフは……後ろに居た方がいい」

　正直乱戦でクリストフの面倒は見れん。

　返事は聞かずマックと肩を並べて突撃する。

　黒エルフ達は逃げるだけだった俺達が突然突進して来た事に面食らったようだ。

「撃て撃て！　射殺せ！」

　矢が俺達に集中する。

いいぞ、イリジナ達はこれで楽に逃げられる。

　二〇程度の矢が俺目掛けて飛んで来る。

目を細めて精確に軌道を見極める。

命中しそうなのは一二か、体を捻れば更に八は躱せる。

　体を捻りながら剣を振り、三本を掃い落とす。

最後の矢が顔面に迫り、これは素手の左手で叩き落とした。

正面からの矢は見極め易く、対処も容易なのだ。

「うそ……」

　黒エルフの隊長が目を丸くしてこちらを見ている。

お返しに微笑んでやるとムッと怒りの表情を浮かべ、更に矢を放たせる。

　今度は半分の一〇本だが、突進で距離が近くなっているので精度も高く、対処の時間も少ない。

　放置すれば全部当たるが、思い切り屈めば半分外れるな。

右三、左二……全部は無理か。

　右の二本を剣で弾き、左の一本を篭手で弾く。

だがどうにも出来なかった左右一本ずつがわき腹と肩口に刺さる。

「やった！」

　喜ぶ黒エルフの隊長、その笑顔を見ていると俺まで嬉しくなってしまうじゃないか。

　刺さった矢をそのままに立ちあがり速度を落とさず突進する。

矢は革の鎧こそ貫いたが、筋肉で浅く止まっており、少し痛いだけで動きにまったく支障はない。

「なんで！　このぉ!!」

　一瞬で笑みが凍りつき、慌てて、剣を抜く隊長。

同時に光る左手がこちらに向けられた。

「魔法か」

　途端に足元の泥水が刃のようになって突き出す。

水の魔法か地の魔法か、どっちだろうな。

「ふん！」

　その泥の刃をデュアルクレイターで切り払う。

何かが割れるような音がして刃は元の泥水に戻り、崩れ落ちた。




「えぇぇぇぇ!?　うそぉぉ！」

　隊長と周りの黒エルフ達が呆気にとられて間抜けな声を上げていた。

素早く彼女達を確認する。

　エルフと同じで男の戦士はいない。

つまり誰も切り捨てる訳にはいかないと言うことだ。

しかも揃いも揃って美女揃いだ。

　エルフ達は色白で線の細い美女だが、黒エルフは小麦色の肌と豊満な胸や尻を持ち、野性的な魅力を感じる美女たちだ。

「これは傷付けられんぞ！」

「おう！」

　隣で同意の声が聞こえる。

見ればマックは戦槌を前に突き出し、両手を交差させて突進していた。

俺よりも俊敏さに欠けるマックは矢を避けたり弾いたりするのが得意ではない。

　そこで目や喉など急所だけを腕で庇って突進する方法に出たようだ。

筋肉の壁のような腹や腕ならば多少矢が刺さっても問題ないと判断したのだろう。

見た目心配になるほど矢が刺さっているが、動きはまったく衰えていないから大丈夫なのだろう。




「もう矢は駄目！　同士討ちになる！」

　俺達が距離を詰め過ぎたので黒エルフ達は矢を止めて剣を抜く。

エルフ達に比べれば体格の良い彼女達だが、使っている剣はクロルやセリアが使うような片手剣だ。

「やぁ！」

「そら」

　斬りかかって来る剣をデュアルクレイターの腹で弾くと、簡単に手から放れ、くるくる宙を舞う。

「いたーーーい！」

　呆然とする黒エルフのでこを指で弾くと良い音が鳴ってうずくまる。




　続いて左右と後ろから三人の戦士が襲いかかって来た。

　剣を横に薙いで一人の剣を真ん中で両断、もう一人の剣は篭手で受け止め、足を掃って転ばせる。

後ろから来た女は振りかぶる瞬間を狙って体当たりした。

「きゃあ！」

　後ろ向きのままぶつかってきた俺に当たり、女は盛大に弾き飛ばされて沼に頭から飛び込んだ。

「いやぁぁぁ！　ヒルが！　ヒルがあ！」

　すまん。

もし許されるなら俺が一つ一つ取ってやる。

ついでに薬を全身に塗ってやってもいい。

　とりあえず三人の攻撃は退けたが状況は好転しない。

剣を折られた戦士はナイフを取り出して構えているし、転ばせた女も当然起き上がる。

沼に落とした女は泣きながら顔についたヒルを剥がし、一段と殺気を向けて来た。

　見ればマックも戦槌を派手に振って地面を叩き、飛び散る泥や水でなんとか近寄らせまいとしているようだが、それも限界だ。

　なんとか彼女達の戦闘能力を奪わないとイリジナ達が逃げ切る時間も稼げない。

だが、斬り伏せる事が出来ない以上、どうすれば良いのだろうか。

「やぁぁぁ！」

　考えていた俺に向かって一人の戦士が飛びこんで来る。

よし、試してみよう。

　俺は斬りかかって来る彼女の腕をとって投げる。

「きゃん！」

　倒れた彼女の格好を良く見てみた。

　二の腕近くまである篭手と太ももまであるブーツは毒虫避けなのだろう。

反面、沼に沈まない為の軽量化か、体の防具は乳房を隠しているだけでへそは丸見え、腰の部分も下着と同じような面積しか隠していない。

防備の材質は革らしいが、光沢のある外見は何の皮か見当もつかない。

　俺は地面に倒されて唸っている彼女の胸元に手をやり……乳房だけを隠す防具に手をかけて力を込める。

鎧は弾性があって中々頑丈だったが、俺の力には耐えきれず、音を立てて破れた。

ボロンと褐色の大きな胸が零れ出る。

「ぎゃああ！　誰か助けて！　犯されるーー!!」

　火のついたように叫んで剣を放り出し胸元を隠す女、よしこれでいこう。

まるで強姦魔のような所業だが、彼女達を怪我させたりイリジナ達が危険に晒される事を考えれば仕方の無い事だ。

本当に仕方の無い事なのだ。

「名案だ!!」

　マックのものすごい大声に周囲の黒エルフ達の肩が震える。

俺もちょっとびっくりしただろうが。




　俺とマックは圧倒的不利の中で奮戦する。

次々と向けられる剣を切り払い、矢を避けて黒エルフ達に掴みかかり……鎧を破いていく。

頑丈な革の鎧も俺とマックの力に耐える事は出来ない。

　俺が斬撃を避けて後ろから抱きつき、胸元を破る。

「綺麗な桃色の乳首だ」

　マックが振り下ろしを戦槌で受け止め、片手を伸ばして女の股間部分を破り取る。

「毛は黒か」

「うわぁぁぁぁん！」

「いやぁぁぁぁ！」

　さすがに乳や大事な穴が放り出されてしまっては戦い続ける事など出来ない。

特に彼女達のほとんどは乳房が大きいので片手で隠す事が不可能なのだ。

「こ、この変態ども！」

「オークよ、きっとヒトに擬態した新手のオークなのよ！」

「どっちも見た目それっぽいし！」

　何を馬鹿な、お前は乳を放り出した上に少し揉んでやるぞ。

「きゃっ！」




　彼女達の勢いは明らかに減退し始めていた。

かなりの数が体を隠す事に精一杯でまともに戦える状況ではなくなったのだ。

　そろそろイリジナ達も逃げ切った頃だろう。

俺達も隙を見て逃走する事にしよう。

　マックも大きく頷く。

だがその時、黒エルフの隊長がとんでもない事を命令した。

「何をしている！　乳や穴ぐらいなんだ！　奴らは我らの地に火を放った外道だぞ！」

　そして彼女自身も胸をブルンとさらけ出す。

すると他の戦士達も頷き合い、胸をかばうのをやめて武器を握る。

俺達は一瞬で褐色の乳房と綺麗な陰毛に囲まれてしまった。

「……これはいかん。早く逃げねば」

　後ろに下がろうとするがマックが動かない。

「すまない。俺はもう……走れない」

　マックは前屈みの姿勢のまま諦めたように肩を落とす。

「そうか、そうだな。実は俺も無理そうなんだ」

　俺も前屈みのまま苦笑する。

　既に全方位隙間なく囲まれている。

残念ながらここまでのようだ。

　俺とマックは抵抗を止め、武器を置いたのだった。







「捕まってしまった……」

　思えば捕虜になるなど初めてだ。

だが黒エルフ達は武器を置いた俺達を私刑にするような事はしなかった。

手を縛られ、彼女達の村に連行されるのみだったのだ。

話を聞く限りイリジナ達はうまく逃げたらしいし、及第点だろう。

　彼女達の村は一面の沼の中、僅かに残るしっかりした地面に建てられていた。

村の地下牢と思わしき場所に放り込まれた俺達は後で村長の尋問を受けるそうだ。

なんでもヒトとエルフが協力しているのではないかと疑っているらしい。

　村長と話す機会があるならその場で色々と説明が出来る。

それ程悪い風に転がってはいないな。

「マック、随分矢を喰らっていたが大丈夫か？」

　頷くマック、見れば皮を破られただけで全て筋肉で止まっている。

大したものだ。

「こら無駄口叩くな！」

　牢番の女が格子越しに俺達を睨む。

植物の根のような格子はなんだか簡単に壊せそうだな。

　試しに掴んで揺すって見ると牢番の二人があざ笑う。

「馬鹿め、この格子は特別な植物の根で出来ているから破壊など出来ん。お前達の手を縛っているツタも同じ物だから到底人間の力では外せないぞ。無駄な抵抗は痛いだけだから止めておくんだな」

　へぇ、この手錠そんなに頑丈なのか……どれどれ。

　ブチンと音がして牢番がこちらを見る。

俺は慌てて咳ばらいをしてごまかした。

　何が頑丈だ、簡単に千切れたじゃないか。

なんとか千切れた所を巻き付けて誤魔化そう。




「ところで……イジャリス様は明日取り調べるって言ってたんだよな？」

　牢番二人が何やら話し始めた。

「ええ、日が昇ってからだってさー」

　［イジャリス］と言うのが黒エルフ達の村長らしい。

どんな美女なのだろうか。

「ならよ、あえて一日こいつらを牢に入れて……男日照りのあたいらに番をさせるってのは、もしかしてそういうご褒美なんじゃないの？」

　牢番の一人が舌舐めずりしてこちらを見る。

「確かに良い体してるけどさ……ばれたらまずくない？」

「大丈夫だって、こいつらを脅しておけば誰にも気付かれねーよ」

　言いながら牢番の一人がにやつきながらやって来る。

そう言えばナーティアが黒エルフはとても好色だと言っていたな。

「ちょっとした取り調べの一貫さ。楽しみがてらなぁ」




　牢番は格子を開き、マックを連れだして行く。

「何をする気だ……」

　マックは悲壮な声を出す。

だが完全に口元が上がっている。

　マックは牢のすぐ傍で逃げられない様に足枷を付けられてから手枷を外された。

「脱ぎな、全部だよ」

　言われると同時に全裸になるマック……早いな。

「うおっ！」「で、でか……これが人間の……」

　牢番の二人が口に手を当てて絶句する。

確かにマックのモノは相当にでかい。

だが俺の方がもっとでかいぞ。

「か、壁に手をつきな。動くんじゃないよ」

　マックは言われるがままに手を突いて大人しくなる。

「これがヒト……やっぱあたいらの男達って短小だったんだねぇ」

「突かれても奥まで届かないもんね。張り型根元まで突っ込んだ方が気持ちいいし」

　自分達も服を脱ぎ、上半身裸になった牢番二人、隙だらけだがマックが逃げる事は無いだろう。

「よし行くよ……良い声で鳴きな!!」

　牢番の一人が無遠慮に逸物を握り、激しく擦る。

同時にもう一人が奴に後ろから抱きつき、首や肩に噛みつきながら罵りの言葉を吐く。

「どうだ恥ずかしいだろう？　でも誰も助けには来ないぜ。お前はここであたいらに嬲られて無様に種を撒き散らす他ないのさ！」

「なんだ、無理やりされて感じてるよこいつ。敵に犯されて感じるなんて恥ずかしい変態ね！」

　一人が罵りながらマックの尻に指を突っ込む。

「ぐあ……もうやめろ……」

　こんなに嬉しそうなもう止めろを俺は聞いた事が無い。

もうだめだ、限界だ。




　俺は格子を揺らして大声を上げる。

「部下に酷い事をするんじゃない！　俺が隊長だ、やるなら俺をやれ!!　好きに嬲れ！」

　マックが邪魔をするなと俺を睨む。

お前だけに良い思いさせてたまるかと俺もマックを睨む。

「なかなか部下思いの見上げた隊長さんじゃねーか」

「うふふ、なら二人まとめて汚してやるよ！」

「よし！」

　思わず声が出てしまった。

「「何？」」

　慌てて取り繕う。

「いや、なんでもない……なんてことをするやめろおまえらはひどいおんなだ」

「ふふふ、なんとでもいいな」

「いくら吠えてもお前達が犯される未来は変わらないよ」




　牢から引き出された俺はマックと並んで壁に手をつかされる。

俺の逸物は既に期待で膨らんでいる。

「おいおい見ろよ。こいつもう勃起してるぜ」

「とんだ好きものね！　恥ずかしくないの？」

　女に逸物を見せることに恥ずかしさなど微塵もないがここはどう対応すればいいのだろうか。

「こいつもでかくて美味そうね。早く剥きましょ」

「へへへ、そうだな」

　牢番が俺の下着を剥ぎ取り、逸物を解放する。

彼女達は下卑た表情で俺の股間を覗き込み……。

「きゃああああーーー!!」

「いやあぁぁぁぁ!!」

　やたらと可愛らしい悲鳴を上げた。

「で、でか……でかすぎる！　別の生き物なのか!?」

「何よこれぇ！　あり得ないわ!!　腕より太いじゃない！」

　先ほどまでの悪漢ぶりは嘘のように赤面して逸物を眺める牢番の女達。

俺が腰を振って逸物を動かすと彼女達の顔も同じように動く。

ごくりと唾を呑む音が聞こえた。

「と、とりあえず舐めよっか」

「う、うん」

　辛抱たまらずと言った具合で彼女達は俺の逸物に舌を這わせて来る。

なかなかに上手い舌使いだ。

「く……」

　マックが悔しそうに俺を見る。

すまんな、だが俺の方が逸物がでかいのだから仕方ない。

「ぐぬん」

　だが奴は諦めなかったようだ。

なんとか腹に力を入れて逸物を膨らませ、女達の気を引く。

「うわ……あいつも膨らんで来てる……あっちも舐めようよ」

　おのれマック……だが俺も全力ではない。

まだまだ大きくなるぞ。




　俺とマックの逸物合戦はしばらく続いたが、決着が付く前に女が完全に発情してしまった。

「いいか、そこに寝転んでじっとしてな。大人しくしてれば気持ちよくしてやるから」

「天井のシミでも数えてなさい」

　俺達は床に転がされ、牢番の女二人がそれぞれ乗って来る。

目の前で揺れる巨乳を放置して天井を見るなど勿体なくて出来る筈がないだろう。

　女達が腰を落としていく。

ミチミチと肉が広がる音が肉棒を通して伝わって来た。

二人は悲鳴を上げて仰け反る。

「あぁぁぁーー太い！　何だよこいつ!!」

「こっちのが大きいわよ！　半分も入らな……きゃーー！　子袋に食い込む！」

　騎乗位で繋がった女達は冷や汗を流しながら腰を振るが数度振っては止まり、また数度振っては止まりの繰り返しだった。

「大き過ぎて腰が持たない……」

「しかもこんな逞しい体なんて反則だっての！」

　このままではもどかしいし、彼女達も十分に火が付いている。

もう大人しくしている必要はないだろう。

「うおぉぉぉぉ」

　俺達は体勢を入れ替え、女達を抱きしめて押し潰す。

「貴様らこんな事をして……あんっ！」

「ただで済むと……おうん！」

　怒声を上げる女達だが、思い切り奥まで突き込むとすぐに嬌声に変わる。

俺は女を抱きしめ、唇を奪って激しくキスをする。

　先ほどまでの口調から黒エルフの男達もエルフの男と同じように、大人しく平和的で逸物は小さいのだろう。

違うのはエルフの女性の大半はそれで満足しているが、黒エルフの女は好色故に不満と物足りなさを感じていると言う事だ。

　ならば一番奥を少し乱暴に突き、胸板をこすりつけて逞しい男を感じさせてやれば良い。

俺は抵抗しようとする女の両手を床に押し付け、乱暴に腰を使う。

「あぁ……乱暴……力強くて抵抗出来ない……これが男……真の男なのね……」

　抵抗は無くなり愛しげに首に手が回される。

まだまだ終わりじゃないぞ。

「壁に手をつけ」

「はい」

　牢番は壁に手をつくだけではなく、自分から性器を広げて尻を振る。

俺は片手で尻、もう片手で胸をぎゅっと掴んで逸物を突き込む。

「あぁぁーーー!!」

　更に膨らんで大きくなった逸物は女の穴をメリメリと広げて行く。

ますます短小男では満足出来ない穴にしてしまったかもしれないな。

女は涎を垂れ流し、舌を突き出しながら悲鳴とも嬌声ともつかない声を上げる。

俺は乱れた褐色の肉体を撫でながら腰を振り快楽を高めて行った。

　マックは女を背面から持ち上げて腰を振っている。

奴は突きながらしつこく全身を舐めまわしているようだ。

そういえば褐色の肌にやたら固執していたな……。

女の方も首を捻ってキスを求めている……既に快楽に沈んでいるな。




「そろそろ出るぞ」

　女の乳を後ろから鷲掴みながら言う。

「えっ？　あ……」

　女の嬌声が止まり、俺の腰に手をやって抵抗を見せた。

やはりハーフエルフを孕むのは困るらしい。

だが、それは俺に任せておけ、今は快楽を貪ってくれれば良い。

俺の子供を産んでくれれば必ず良くしてやる。

「力を抜け……子袋の中まで肉棒を入れて射精してやる。熱い汁がドバドバ流れ込むぞ」

　わざといやらしく、息を吹きかけながら言う。

「ひぅん！」

　女の尻が震える。

想像しているのだろう。

「射精の瞬間どうすればいい？　乳首をつねろうか？　それとも肉豆をこするか？」

「あ……あ……」

　抵抗が無くなって行く。

そして女がこちらを振り返った。

「耳を……噛んで……弱点だから」

　一声笑ってから言う通りにしてやった。

可愛い耳に歯型が残らないようギリギリの強さで噛みつき、耳の穴に息を吹き込んでやる。

「あひぃぃん!!」

　同時に彼女の中がきつく締まり、奥が緩み柔らかくなった。

ずるりと肉棒が子袋の中に入り込み、温かいそこで俺は遠慮なく種を出す。

「あーーーー！　あーーーー！　あぁぁぁぁぁぁ！」

　逸物の脈動に合わせて叫ぶ女。

ふと声が重なっている事に気付く。

「うーーー！　うーーー！　うぁぁぁぁーー！」

　マックに持ち上げられていた女も叫んでいる。

股間からはボトボト種が溢れていた。

どうやら奴も種付けに成功したらしい。




　長く大量の射精が終わり俺は床に腰を落とした。

「き、綺麗にするわ」

「あたいも……」

　出しきって幾分か柔らかくなった俺達の逸物にそれぞれの抱いた女が舌を伸ばす。

「ご立派で素敵です……」

「あたいも……惚れちまったよぉ」

　牢番の女達は蕩けた目でこちらを見る。

　俺は女の胸を好き放題に悪戯し、マックは女を横たわらせてつま先から耳の先まで、褐色の肌を舐めまわして楽しむ。

　なかなか楽しい牢獄生活になりそうだ。







翌日

　地下の牢に朝日は差し込まない。

だが半分だけ地面から出た窓から何やら騒がしい声が聞こえて来る。

「うん……もう朝か」

　今日は村長が俺達を尋問するとか言っていた。

うまくやらないとこの幸せな生活が長引いてしまうな。

「あぅ……ご主人様」

「素敵です……」

　牢番の女二人が甘い寝言を言う。

彼女達は俺達と一緒に牢の中で寝ていたのだ。

腰から下がっているのはここの鍵だろう。

もう脱獄し放題だが下手に逃げてまた戦いになっても適わないしな。

「それにしても騒がし過ぎないか？」

　言いながら寝息を立てるマックを足で押しのけて窓から外を覗く。

窓は外の足元程度の高さだが、なんとか外の様子を伺う事は出来た。




「やめてくれ！　いやだぁ！」

「人の旦那に何やってるの!?　離れなさいよ！」

「ああー気持ちいい！　気持ちいいよぉ！」

　女が泣き叫ぶ男に圧し掛かり腰を振っている。

その横ではもう一人の女がなんとか引き離そうとしているようだが、女は正気ではないようだ。

「やめてイリミス、私はそういうのじゃ……」

　別の所では女が女に圧し掛かり、服を破いて股間同士を擦りつけていた。

乗られている方の女は泣きながら布を噛んで耐えている。

　黒エルフは好色と聞いていたがここまで乱れているのだろうか……それにしては昨日の戦いで体を晒して恥ずかしがっていた気がするんだが。




　そこにドタドタ音を立てて階段を駆け下りて来る音がする。

寝ていた牢番二人の目がカッと開いた。

「お前達、捕虜の見張りはもういい！　緊急事態だからすぐに村長の所に……って何をやっている？」

　現れたのは俺達が捕縛された隊を率いていた隊長だ。

牢番の二人は神速で服を整えて直立する。

「「いえ、なんでもありません！」」

　二人は隊長に見えないように俺達に投げキスをしてから牢を出て行ったのだった。




「そんなに慌てて何があった？」

　隊長の様子は見るからに余裕がない。

息は荒く、顔も苦痛に歪んでいる。

ただ事ではなさそうだ。

「うるさいお前達には関係……」

　言葉が止まる。

視線が俺の股間に集中している。

そういえば昨日、彼女達を抱いたままだから全裸だった。

しかも起きっぱななので当然そそり立って腹に張り付いている。

「はぁ……はぁ……もう……だめだ!!」

　襲いかかって来る隊長。

何があったのか不思議に思いながら、俺は彼女の体当たりを抱きとめ、優しく床に転がすのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット（虜囚ほっこり）二三歳　冬

ＰＴ

イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い　魔力切れ）

ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（魔法戦士エルフ）

マック（虜囚ほっこり）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）シュバルツ（馬　怒）

財産　金貨二〇六四〇

経験人数三九八人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２５４話　エルフ村の一大事⑨　沼の魔物　♯







　外の騒ぎはますます大きくなっているようだ。

　だが半地下の牢から全てを伺い知る事は出来ず、音だけでは何が起こっているのかわからない。

「なぁ、一体外で何が起こっていると思う？」

　俺は軽く呻いてからマックに声をかける。

　もしかすると沼で見た魔物かもしれないと思ったが、戦っている様子でも無いな。

　マックは分かるはずもないと首を振ってから呻き声を出す。

「村長とやらと話して事情を分かって貰いたかったのだが……無理かもしれんな」

　この様子では俺達と会っている暇などないだろう。

　混乱の中で上手く抜け出す方がいいだろうか。

「俺は従うぞ……おぐ……」

　マックが呻きながら立ち上がり、俺も必然的に立ち上がらざるを得なくなる。




「じゃあこれが終わったらぼちぼち脱出の準備をしようか」

　そう言うと同時に、地下牢の扉が乱暴に蹴破られた。

　階段を駆け降りる足音は複数だ。

「エイギル無事か!?　助けに来たぞ」

「沼エルフ共に何か酷い事を……」

「わはははは!!」

　飛び込んで来たのはなんとナーティアとフェルテリス、そしてイリジナだった。

　偽装のために三人は黒エルフの防具を身につけている。

　すまないな、助けに来てくれたのか。

　そしてイリジナは少し無理があるぞ、全身ぴちぴちでえらい事になっている。

「「きゃああああ!!」」

「わはははは！」

　彼女達は俺達を見て悲鳴を上げる。

　無理もない、俺達は浅いとは言え矢傷を受けているし、過酷な尋問でかなりやつれている。

　だが体調は良いので心配はいらんぞ。

「違うバカ！　二人がかりでそんないやらしい！　もうやだーー！」

　ナーティアが真っ赤になってその場にある物を次々と投げて来る。

　誤魔化しきれなかったようだ。




　俺とマックは向かい合って立っている。

　それだけならば問題無かったろう。

　だが俺達は全裸であり、間には全裸の黒エルフ隊長を挟んでいる。

　俺は彼女のむっちりとした褐色の尻を掴んで性器に肉棒を入れて腰を振っているし、マックも彼女の頭を掴み、モノを咥えさせて腰を振っているのだ。

「んぼっ！　んぐ……んごぉぉ!!」

　俺は時折尻の穴に指を入れ、マックは耳をこする。

　その度に彼女はくぐもった叫びを上げ、嬉しそうな目をするのだ。




「そうですわ！　四つん這いならともかく前屈みにさせて立ったままなんて！　二本の巨根を前後からズボズボなんて……しかも足が浮いているから肉棒が中をごりごりと……」

「あんたは黙ってなさい！　この変態！」

　フェルテリスを蹴飛ばしたナーティアは格子に向かって剣を叩きつけるが切れなかった。

　一見弱そうだが頑丈だと言うのは嘘ではなかったようだ。

「そいつが鍵持ってるのでしょう？　さっさと開けて逃げるわよ！」

　まだ五回しか出していないのだが……仕方ないか。

「よし、少し待ってくれ」

　俺は前のめりになって腰を抱え込み、後ろから乳房を掴んで激しく腰を振る。

「んごぉぉぉぉ!!」

　口にマックの巨根が入ったままの黒エルフ隊長は涎をだらだら流して悶える。

「おう！」

　最後に強く腰をぶつけて種を出す。

　俺達二人に体を味わわせてくれた感謝の念を込めた種汁は音を立てて彼女の胎に流れ込み、もこもこと膨らんでいく。

　激しい射精音がナーティア達にまで聞こえたのだろう、怒声が止み、目を丸くして呆然としていた。

「ふぅ……よし行こう」

「待ってくれ。俺もだ」

　彼女の口から逸物を抜いたマックは痙攣しながら俺の精を逆流させている褐色の尻を掴み挿入する。

　粘着質な音が鳴り、奴の肉棒が根元まで挿入された。

　先ほどまでの行為で俺は彼女の子袋まで犯していたからマックの巨根も根元まで入る事が出来たようだ。

　俺に感謝するんだぞ。

「あひぃぃぃぃ!!」

　口からモノが抜けた事で久しぶりに彼女の叫びが聞けたな。

　既に口で限界に近かったのだろう、マックは隊長の両手を掴んで数度腰を振っただけで呻いた。

「ぐおおお！」

「あぁぁぁぁーーー！　…………ぁぅ」

　やたらと黒エルフを気に入っていたから種汁も多いのだろう、奴の射精音もしっかり聞こえて来た。

　既に膨らんでいた腹が更に膨らみ、隊長は完全に妊婦の胎になってしまった。

　遂に限界を迎えた隊長はつんざくような嬌声を最後にがっくり床に崩れ落ちる。

「ふぅ」

　マックが肉棒を引き抜くと同時に俺達二人分の種汁が飛び出して床一面に広がった。

　地下牢のすえた臭いは既に消え、俺達の種汁の臭いしかしない。

「すっきりした所で行くか」

「おう」

　俺とマックが良い笑顔で言う。

「……いいからさっさと鍵とって、この格子やたら頑丈なのよ。はぁ……エイギルとあってからいやらしい事に慣れて来ちゃってる気がする」

　ナーティアは手で顔を覆いながら言う。

　本当に見るのが嫌ならもっと指を閉じるべきだな。

　フェルテリスを見習え、格子にしがみ付いて目を輝かせているぞ。

　まるで酒場で踊り子を見る中年男の目だぞ。




「鍵などいらんさ」

　俺とマックは格子を掴む。

「だから見た目以上に頑丈なんだって」

　ナーティアが言うのも聞かずに力を込める。

「「ふん！」」

　二人で力を込めるとぶちぶち音をたてて格子が千切れる。

　よし開いた。

「……化け物」

　俺達はナーティアの声を無視し、穴から汁を噴きながらビクビク震えている隊長の前に跪いた。

「気持ち良かったよ。ありがとうな」

「良かった。最高の日焼け肌だった」

　両方の耳にキスをすると隊長は幸せそうな笑みを浮かべて大きく潮を噴く。

「ヒトの男……さいこぉ……もう逞しい大男しか愛せないぃ……」

　すっかり可愛らしくなってしまった隊長を横たえ、俺達は牢から出る。




「ほら防具と剣！　牢の隅に置いてあったぞ。とんでもないのぶらぶらさせてないで早く着る！」

「すまんな」

　ナーティアは赤い顔でピーピー騒ぐ。

「まったく……外の騒ぎが収まらない内に脱出するぞ」

　そうそう、隊長を突くのに夢中で聞けていなかった。

「外の騒ぎはなんなんだ？　あとよく黒エルフの装備を手に入れられたな」

　するとナーティアは嬉しそうに胸を張る。

　黒エルフと比べるとはっきりと貧しく、鎧の胸部が浮いているがこれも良い。

「ふふん。奴らを振りきった後でこっそり戻ったらエイギル達が連れて行かれるのが見えたから……後をつけて村を突きとめて、深夜に水貯めへ子作り薬をどっぷり放りこんでやったの！　それで見張りも村人もそこら中で脱いで……ゲホン！　だから防具を奪うのも簡単だった」

　なるほど、黒エルフの村は沼のど真ん中にあるが、沼の水は汚水なので直接は飲めない。

　ならば雨水か濾過するかした水を貯蔵しておく必要がある。

　そこを狙った訳か。

「本当は毒薬でも良かったんだけど、沼エルフとは言えさすがにちょっとな……。あとエイギル達も飲むかもしれないと思ったし」

　毒薬はいくらなんでもやり過ぎだからな。

　その点媚薬なら乱交するだけだから、せいぜい誰の種か分からない子を身籠るぐらいだ。

　よくやったぞ。

「外の奴らはその……そこら中で子作りしてるから今なら見張りもいないし、追手も来ないはず。逃げるなら今だ」

　出来れば俺も全裸になって混じりたいが、それでまた捕まったらそれこそ情けない話だ。

　ここは素直に脱出する事にしよう。




　俺とマックそして黒エルフに偽装した三人は地下牢を飛び出し村の中を走る。

　見れば村中がすごい事になっていた。

「あー気持ちいい。もっと舐めてちょうだいよぉ」

「もっと！　もっと大きくしなさいな！」

「うわぁチンチンがもげちゃうよぅ！」

　まだ幼さの残る少年が騎乗位で腰を振られ、顔にも別の女が乗っている。

　傍では母親らしい女が必死に女を押しのけようとしていたが……。

「うちの子になにするの！　いい加減に……あぁ……もうだめ！　どきなさい！　その子はあたしが犯すのよ!!」

　母親まで参戦してしまったようだ。




「見て巨根よ！」

「すごい、１０ｃｍを優に超えてるわ」

「見てるだけで狂っちゃう」

　一人の男の足元に三人の女が群がっている。

　あんな短小のどこが巨根だ。

　本物を見せてやりたい所だが、残念ながらここは走り去るしかない。




　村中の乱交騒ぎに見張りもまったく機能しておらず、黒エルフに偽装した三人が怪しまれる事はなかっただろう。

　だが俺とマックは彼女達の村では余りに目立ち過ぎたし、何より男だった。

「男よ！」

「逞しいわ」

「逸物でかそうよ！」

　たちまち女達が群がって来る。

　まるでゾンビの群れのように俺とマックにまとわりついて来る女達。

　だが腐った死体のように足蹴にする訳にもいかない。

「くっ、どうするか」

　一人一人満足させてやる時間もない。

　マックも困った顔で俺を見ている。

　見ればイリジナも取り巻かれていた。

「おっきいお姉さまぁ……その太い腕で私を抱いてぇ」

「おお？　私は女だぞ！　ついてないぞ！」

「それでもいいの、お姉さまと私のアソコ擦り合って気持ちよくなりましょうよ」

　どうやらイリジナの体格の良さが淫乱と化した黒エルフ達を引き付けたようだ。




　さあどうする。

　覚悟を決めて逸物を取り出すかと思い始めた時、つんざくような悲鳴が聞こえた。

　そこら中で聞こえる性交の喘ぎや絶頂の叫びとは違う。

　痛みや恐怖であげる悲鳴だった。

「どいてくれ」

　俺は女達を押し退け、悲鳴の方向へ向かう。

「ちょっと、今はまず逃げないと」

　確かにそうだが、もし悲鳴の主が命の危険にあるなら救わねばならない。

　俺とマックは昨日の牢番二人と隊長を恐らく孕ませている。

　もう無関係ではないのだ。




　悲鳴の原因はすぐにわかった。

　村の外れ、沼と村の境界で複数の黒エルフ達が悶えていた。

「あの触手は……昨日の奴か」

　見覚えのある触手……だが今度は一〇や二〇ではない。

　沼から飛び出した一〇〇以上の触手がそこら中を蠢いている。

「やめてぇぇぇぇーー!!　ひぃぃぃぃーーー!!」

　悲鳴の主は両手両足に触手が絡みつき、宙づりにされて股を開かされていた。

　その中心に一際太い触手……彼女達の太股ほどはありそうなそれが突き刺さっている。

「ぎゃああああーーー!!　お腹が壊れるーー!!」

　だが触手の攻撃は止む事なく、尻穴にも触手が伸びて行った。

「う、嘘……そこは……んああぁ!!」

　メリメリ音を立てて触手がめり込み、女は泡を噴いて絶叫する。

　だがその叫びも口に入り込んだ三本目の触手によってくぐもった嗚咽に変わってしまう。

　馬鹿野郎、そんな無茶苦茶したら壊れてしまうだろうが。

　俺の女になるかもしれない美女を得体の知れない魔物に壊されてたまるか。

　俺はデュアルクレイターを抜いて彼女の元に走る。

　触手は俺に気付いていなかったのか、恐怖にへたり込んでしまった別の黒エルフの足に巻きつこうとしていた。

「ふん！」

　新たな犠牲者になろうとしていた少女の足元を一閃し、触手を切り払う。

　他の触手が一斉に震えた後、俺の方に矛先を向けて来た。

　向かって来てくれる方がありがたい。

　頭上から振り下ろされる触手を縦に両断し、刃を返して胴を狙った触手を叩き斬る。

　ぬかるんだ地面を突き破って表れた二本が両足に絡みつき、すぐに一本を剣で突き刺す。

　残る一本が俺を転ばせようと引っ張るがその程度では倒れない。

　足を力任せに持ち上げて触手を踏みつぶすと妙な体液が溢れ出た。

「今助けてやる」

　攻撃を撃退した俺は三本差しにされていた女に駆け寄り、彼女を持ち上げていた触手を全て切り払う。

　力を失った触手から解放されて落下した彼女を片腕で抱きとめて頬を叩いた。

「大丈夫か？」

「あへぇ……」

　とりあえず大怪我はしていないが立てそうにはないな。

「再戦だな。今度は一本残らず叩き斬ってやる」

　駆けつけたナーティア達に女を任せて剣を取る。

「ちょっと、黒エルフ達の面倒まで見てやる事ない。私達はこのまま逃げればいいのに」

　確かにそうだ。

　だが見る限り触手の魔物に抵抗出来ている黒エルフはほとんどいない。

　かろうじて戦っている者も股間を押さえてつらそうだ。

　タイミングが悪かっただけだが、ナーティアの盛った媚薬で彼女達の抵抗能力は大きく落ちている。

　俺達のせいで村が全滅なんて可哀想じゃないか。

「そ、それはそうだけど、話も聞かずに襲ってきたあいつらが……」

　言い淀むナーティアの頭を撫でて言葉を遮る。

「それにな、この村の黒エルフ達も」

　剣を蠢く触手に向ける。

「俺の女にする」




　言うと同時に駆けだす。

　正面から向かって来る四本の触手をぎりぎりまで身を低くして避け、最後の一本、一番太いそれを両断する。

　途端に避けた四本が統率を無くして痙攣し始めた。

　やはりな、触手同士は連携しているが、太い一本がその中心になっている。

　こいつを叩き斬れば他の触手は連携を乱して隙が出来る。

　その隙を逃がすはずもなく、俺は残る四本全てを切り落とす。

　すると奇襲のつもりか太い触手が地面を突き破って現れ……その瞬間にデュアルクレイターで串刺しにしてやった。

「地面からの奇襲は一度見た」

　二度は通じんよ。




　今までの攻撃は無意味と悟ったのだろう、沼から一際太くゴツゴツした触手の群れが現れる。

　いよいよ本気になったのかな？

「!?　危ないぞ！」

　イリジナが叫ぶ。

　今までの絡め取ったり叩きつけるように動きとは違う。

　槍を突き出すような直線的な動きだ。

　だが正面からの攻撃を回避するのは容易だ。

　俺は中ほどで切り払おうと紙一重で避ける。

　触手は俺の肩、鋼鉄の入った部分を掠め、ごっそりと鋼板を抉りとっていった。

「ほぅ」

　良く見ると今度の触手の先端には爪とも牙とも見えるものがついている。

　動きから見てもどうやら本気で殺しに来たようだな。

「待てよ……なら今まで絡め取ろうとしていたのは俺も犯すつもりだったのか？」

　触手にケツを捧げてたまるか。

　黒エルフの取り落とした剣を左手に持って軽く両足を開く。

「来い、自慢の触手を坊主にしてやる」

　再び押し寄せる大量の牙付き触手。

　俺はそれを黒エルフの剣とデュアルクレイターで弾く。

　弾かれて跳ねあがった触手は容赦なく両断していくが、中々数がへらない。

「五本！　六本！　いっぱいあって羨ましいな」

　俺もこれだけ逸物があればもっと沢山女が抱けるのに。

　七本目を弾いた所で黒エルフの剣がへし折れる。

　好機と押し寄せる触手の群れ。

「落し物だ」

　俺は空いた左手で切り落とした牙付き触手を掴んで振り回す。

　やはり先端は鋼鉄並の強度らしく、襲いかかって来た触手に深く突き刺さり切り裂いていく。

　鞭を使った事は無いがこれはなかなか楽しいな。

　いやあるか……リタとの行為が盛り上がり、乱暴な主人がメイドを折檻する遊びで尻を叩いた事がある。

　あれからリタは何かミスをする度に鞭を持参するようになったんだよな。

　襲って来る牙付きに正面から掴んだ触手をぶつける。

　結果は双方相討ちでぼろぼろに裂けて落ちた。

「さあ次はどうする？」




　すると背後から複数の足音がする。

　振りかえると完全武装の黒エルフ戦士達がこちらに向かって来ていた。

「貴様よくも脱獄を……」

「後回しだ。前を見ろ」

　目の前でうねる触手、戦士達も状況に気付いたらしい。

「とりあえずこの気持ち悪いのをなんとかしてから話をするぞ」

「こ、これはローパー!?　でもこんな巨大なんてあり得ない！」

　どうやら彼女達は正体を知っているようだ。

「現に目の前にいる。しっかりしろ」

　動揺する黒エルフ戦士の肩を軽く叩いてやる。

　彼女は小さく頷いて全員に命令した。

「特大のローパーを仕留めるぞ！　矢を放て！」




　次々と矢が放たれ、触手に突き刺さるがあまり効果は見られない。

　たまに飛ぶ魔法が切り落とす事もあるが焼け石に水だ。

　逆に数人が絡め取られ、鎧と下着を剥がされてしまう。

「いやぁぁぁぁ！」

「優しくしてぇ！」

　悲鳴を上げる彼女達が犯される前に触手を切り払う。

　どうやら俺が前に立ってやる必要があるな。




「俺が前に立つ。お前らは後ろや横から来る奴を叩いてくれ。ナーティア達も援護だ」

「で、でも……」

　歯が立たない相手に恐怖の色を浮かべる黒エルフ達の前に立つ。

「俺の後ろにいれば守ってやる。心配するな」

　一つ耳を撫でてやる。

　黒エルフはポンと赤くなって聞き分けてくれた。

「は、はい」

　妨害するかのように飛び出して来る触手の群れ。

「女との話を邪魔するな」

　カウンターの一閃で二本を同時に切り落とす。

　更に次々と押し寄せる攻撃を剣の腹で弾き、余裕があれば切り落とし、対処し切れなければ避ける。

　中々の速度で飛んで来る攻撃を完全に避ける事は不可能で肩や太ももを掠め、鎧は剥げ落ち、血が流れるが深手はない。

　逆に俺の方も次々と触手を切り落とし、足元には既に一〇本以上の牙付きが転がっていた。

　後ろではイリジナやナーティア、黒エルフ達が戦っている。

　横や後ろから来る触手がないので随分楽に戦える。




「だがこのままではきりがないな」

　さすがに少し息が切れて来た。

　奴の本体があるのは沼の中だろう。

　さすがに泥に引き込まれては一巻の終わりだから、本体を直接狙う術が無い。

　もし触手が再生するとしたら本当に終わりが無い戦いになってしまう。

　そう思った時、足元から再び触手が飛び出して来る。

　三度目が通じる訳が無いだろう、そう考えて思い直す。

　これは好機かもしれない。




「ハードレット殿!!」

　俺は何も対処せずに足に触手を絡ませられる。

　イリジナが俺が捕まったと見て悲鳴を上げた。

「いいんだ来るな！」

　言っている間にも触手は次々と俺に絡みつき、自由なのは両手だけとなった。

　強烈な力で引っ張り、沼へ引きこもうとしているようだ。

　俺は横倒しにされながら傍にあった杭を左手で掴む。




「この杭はしっかりしているな？」

　黒エルフに尋ねる。

「う、うん！　村の土台の杭だから抜けたり折れたりはしないはず！　それより助けに……」

「いらん。任せろ」

　制して全身に力を込める。

　沼に引き込まれつつあった動きが止まり、逆に触手を引っ張っていく。

「うおぉぉぉぉぉ!!」

　全身に絡みついた触手が必死になって引っ張るがそれでも俺の力の方が強い。

　本当にゆっくりとだが、体が沼から引きあがり、触手が引っ張り出されていく。

「うえっ!?」「す、すごい。なんて力」

　黒エルフ達の驚きが心地いい。

　追加の触手が次々と巻きついて来るが状況には大差無い。

　奴には顔も無いが焦りがわかる。

　慌てて牙付きの触手が俺を引き裂こうとするが、右手に持ったデュアルクレイターで切り払う。

「さあどうする。お前の本体が美女なら見逃してやらん事もないぞ？」

　望みは薄いだろうがな。




　そのままずりずり魔物を持ち上げて行くと、真っ黒な触手の根元が見え始める。

　そこに到って、遂に奴は俺を沼に引き込むのを諦め、絡みついた全ての触手を解いた。

　だが、ここで逃がすなら最初から捕まったりしない。

　俺は逃げようとする触手の表面に噛みつく。

　触手の皮は厚く頑丈だが鋼鉄のように硬い訳では無いので十分歯は通る。

　噛みついたまま更に力を込めて奴を引っ張った。

　とかげのように切り離されない事を祈ろう。

　狂乱したように残った触手を振りまわして俺を殴りつける敵、致命的な物はデュアルクレイターで弾き、さほどでも無い物はあえて受ける。

　それでも俺の力が緩まる事はない。

「出て来る！」「これは……大きい!!　普通のローパーの何倍もある!!」

　黒エルフ達の驚く声を受けて俺は更に引っ張る。

　遂に奴の本体が完全に水面に顔を出した。

　引きずりだした本体は直径が２ｍ、高さ８ｍ程の円柱形をしており、中心に巨大な目玉が見える。

　体中から生えている触手だけを地上に伸ばし、本体は安全な沼の底に潜んでいたらしい。

「残念ながら美女じゃなかったな。ならこの場で殺してやる」

　噛みついたまま笑う俺に奴はもう攻撃しなかった。

　ただ狂乱してなんとか沼の底に逃げようとするだけだ。




「撃て！　叩き潰せ！」

　フェルテリスや黒エルフ達が一斉に魔法や矢を放つ。

　本体に攻撃が集中し、魔物はほら貝のような悲鳴を上げた。

「ち、足りないか」

　だが本体の皮は触手のそれよりも断然厚いらしい。

　フェルテリスの風の刃が奴を抉るが、僅かに緑の汁が出るだけで致命傷にはなっていない。

　黒エルフ達の攻撃も同じで傷は負わせる物の決定打ではない。

　マックが戦槌を叩きこめば違うのだろうが、水面に姿を見せたとは言え、奴は沼の中に居る。

　下手に踏み込むのは危険すぎるし、泥に足を取られては力は込められないだろう。

　どうしたものか……。




　その時、フルートのような高く美しい声が聞こえた。

「醜いのう。きえしゃんせ」

　沼の泥水が持ちあがり、形を変えて行く。

　たちまちそれは数十の黒い大矢となって魔物に向けて飛翔していった。

　どかどか突き刺さる泥水の矢に魔物は全身から体液を噴き出し、断末魔の悲鳴を上げる。

　しかしその一本が俺が噛みついていた触手を切り裂き、魔物の拘束が解かれてしまう。

「いかん、逃げるぞ」

　慌てる俺に再び美しい声がかかる。

「わっちに任せ」

　一呼吸置いて水が割れた。

　丸見えになった沼の底、なんとか底の泥に身を隠そうとしているローパーが見える。

　体の中心についた巨大な目が動揺に揺れていた。

「さいなら」

　その目玉に数メートルの巨大な水の杭が突き刺さる。

　杭は目玉の奥深く、体の半分まで達する程入り込んで元の水に戻った。

　びくんと一度痙攣したローパーは力を失い、しなしなと全ての触手が崩れ落ちる。

　同時に割れた沼が元に戻り、全てが濁った水に消えて行く。




「水の魔法か」

　それも相当な使い手だ。

「村長！」「イジャリス様！」

　周りの黒エルフが一斉に駆け寄って行く。

　彼女が黒エルフ達の長だったのか。

「よしよし、怪我はないかえ？」

「はい！　その……この男が……守ってくれたので」

　言いにくそうな黒エルフ達。

　だろうな、俺は彼らの土地を襲撃した上に脱獄したのだから。

「す、水刃のイジャリス……あわわわ」

「ど、どうしましょう、逃げないと……」

　ナーティアとフェルテリスは目に見えて狼狽している。

　襲って来そうな雰囲気じゃないし、大丈夫だろう。

　それにさすがに傷は痛むし、疲れたしでもう動けない。

　今襲われたら諦めるしかない。

「説明させてくれないか」

　俺は初めて魔物を仕留めた女性の顔を見る。

　歳は三〇後半か、あるいは四〇に届くかの辺り、背は一六〇少しと黒エルフの中ではやや小さい。

　ゆったりとした黒い服を着ているが、男を誘っているとしか思えない程露出が多い。

　低い位置の胸当ては少し上から覗けば乳首が見えるだろうし、ロングスカートには尻まで切れこみが入り、太ももだけで無く時折黒い下着までも見えている。

　何より豊満な体つきの黒エルフ達の中でも飛びぬけて乳と尻が大きい。

「ぐ……」

　マックが前屈みになってしまう。

　俺も逸物が膨らむのを感じる。

　さすがにここまで節操無しのつもりはなかったのだが、匂い立つような色気が漂って来るのだ。

「ほぅ？　淫棒膨らませて何の説明かのう」

　イジャリスは楽しげに言い、わざと屈んで俺を覗き込む。

　思った通り桃色の乳首が顔を出す。

「おいでなんし」

　俺が乳を見たのを確認してから彼女は身を翻し、村の中心にある村長の館へ向かうのだった。
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　主人公　エイギル＝ハードレット（戦士）二三歳　冬
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　イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い　魔力切れ）

　ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（魔法戦士エルフ）

　マック（戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）シュバルツ（馬）
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　経験人数三九九人　産ませた子五四人＋五五五匹
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　イジャリスの屋敷に向かった俺は一人だけ彼女の私室に通される。

「他の者達は傍の部屋にて、もてなしんす。心配いりゃあせん」

　助けに来てくれたイリジナ達の他、騒ぎが収まったのを見てアリスを乗せたシュバルツも戻って来たのだ。

密林や沼地を良く歩いて来たものと思ったがシュバルツが強行突破したらしい。

あのエロ馬は何をムキになっているのだろうか。




「して……なんの説明でありんしたかの？」

　俺と向かい合うように置かれた椅子に腰かけたイジャリスはわざと大きく足を回してから組む。

褐色の太股と奥には黒い下着が見えた。

その美しい光景に目を奪われながらもなんとか事情を説明する。

「俺達はある薬の材料を取りに来ただけだ。沼を焼いていたのは、あの触手と戦っていたからなんだよ」

　イジャリスはふむと小さく呟いて首を捻る。

僅かに屈んだ事で胸元から乳首が見えそうだ。

「一面焼くはちとやり過ぎじゃが……ローパーなど見た事もなかったのじゃろう。不問にしょうかの。わっちもあのヌメヌメはすかん。ばっちいからの」

　ケラケラ笑って彼女は足を組み直す。

俺の視線が再び胸から足に動く。

「それにうちの子にも怪我させんでくれんした」

「もちろんだ。お前達は美女揃い、殴るだの斬るだのとんでもない」

「服を剥ぎ取って、乳を丸出しにはしんしたがの」

　再び笑って彼女は足を組みかえる。

俺の視線を楽しむように足を動かし、一瞬大きく開いて下着を見せてくれた。

「あの気持ち悪い奴の討伐も助けたのだから、それでちゃらにしてくれないか？」

　ナーティアが媚薬を撒き散らした事は秘密にしておいた方がいいだろう。

そもそもあれがなければ魔物にやられなかったのかもしれない。

　するとイジャリスはニヤリと笑う。

「ほほ、ちゃらにはなりんせん。地下牢で三人程、肉棒を馳走になりんしたからの」

「むう……悦ばせたつもりだったのだが」

「ぬ？　勘違いさせてしもうた」

　イジャリスは席を立ち、俺の目の前までやってくる。

前屈みになった事で豊かな胸が眼前に揺れる。

「特大のでかマラと聞きんした。短小揃いのこの村で極上の逸品を馳走になった分、こちらからも返礼がいりんす」

　そう言ってイジャリスは手を後ろに組む。

手を伸ばし、乳にむしゃぶりついても良いと言う事だろう。

勢いのままに穴も頂けるかもしれない。

「なら一つ頼みがある」

「なんでありんす？」

　だがそれをやれば返礼は終わってしまう。

快楽の虜に出来れば良いが彼女は一筋縄ではいかなさそうだからな。

「ナーティア達の村と争いをやめてくれないか？　聞けば犠牲者も出ていると聞く」

　美女たちが絡み合って争うのは大変に美しく混ざりたいが、血を見るとなれば話は別だ。

どちらが勝っても美女が死ぬ、それは最悪の悲劇だ。

「……わっちの一存ではどうにもなりんせん。相手のあること」

　興ざめとばかりにイジャリスは背を向けてしまう。

「俺が間に入ってもいい。エルフ達にも貸しがある。話ぐらいは出来るはずだ」

　フェルテリスや抱いた他五人のエルフ達もきっと味方してくれるはずだ。

駄目ならベッドに引きずり込んで説得する。

「ぬしに何の益が？　所詮はヒト、また平原に戻るじゃろうに」

「決まっている。女が殺し合うなど我慢ならない。美女は仲良く睦み合ってこそ素晴らしい」

　イジャリスから息が抜けた。

どうやら吹き出したらしい。

「ぷ……ぷくくく……そして隙あらば、ぬしのでかマラを差し込む魂胆でありんすな」

「もちろん、機会があればな」

　一通り笑った後、彼女はパンと手を叩く。

「わかりんした。ぬしが来たのはユーラーレンの所よな。うむ……これも腐れ縁の定めかの」

　そしてゆっくりと立ちあがるイジャリス、俺は慌てて言葉を続けた。

「待ってくれ。もしまだ返礼が残っているなら一発……いや一度だけお相手を、うお！」

　俺の額に水の塊が当たる。

どうやら花瓶の水を魔法で飛ばしたらしい。

「長年の因縁を決着させよと言うのじゃ。貸しなど残りんせん」

　駄目だったか。

尻持ちをついたまま項垂れる俺に柔らかい何かが当たる。

「これで我慢しなんし」

　イジャリスは床に座り込んだ俺を抱きしめてくれているようだ。

　たちまち元気になった股間が彼女に押し当たる。

再び軽い笑いが聞こえる。

「わっちと話す時、乳と股に目がいかん男はいやせんが……」

　言いながら指で額をつつかれる。

「ぬしのように乳と股しか見んかった男はさすがに初めてじゃ」

　しまった。

そういえば話していた間、一度も彼女の顔を見ていない。

怒らせてしまっただろうか。

「好色男は大好きじゃ。それがでかマラとくれば……おっと、無駄話はここらにしようかの。すぐに発とう、案内を頼みんす」

　怒ってはいないようだ。

イジャリスからは不思議な雰囲気を感じる。

ずっと昔の懐かしいルーシィと似たものだ。




　話が終わり隣の部屋に入るとナーティアとフェルテリスが飛びついて来た。

「エイギル大丈夫だった!?」

「水刃と二人きりなんて……切り刻まれているかと心配しましたわ！」

　どうやらイジャリスはエルフ達にかなり恐れられているようだ。

「なんともない。話をしただけだよ」

　そう言って安心させてから事情を説明する。




「ええ!?　そんな勝手に！　私達の村にあいつを迎えるなんて!!」

　案の定、ナーティアは反発する。

「頼む、このままだと何十年たってもお前達は敵対したままだ。話すだけ話してみてもいいじゃないか」

　ユーラーレンとイジャリスが話せば何か変わるかもしれない。

「……知らないからね。村長に門前払いされて戦いになっても」

　その時は間に入って止める覚悟はある。

「なら好きにしなさいよ。本当に……知らないからね」

　ナーティアの不安そうな顔とフェルテリスの……おい奴はどこだ。

「く、屈辱ですわ！」

　見ればフェルテリスは俺が腰掛けた椅子に先回りして横たわっていたようだ。

俺の体重を背中で受けて苦しそうに二ヤついている。

「人間の尻を乗せられるなんて……重いですわ、苦しいですわ。でもやめないんでしょう？　私がいくら泣いても喚いても……それを見て楽しむのでしょう!?　この変態！」

　変態はお前だ。

「フェルテリスやめなさい！　沼エルフ達が見てるから！　指差してひそひそ言ってるから！」

「変態……」「森エルフってあんな……」「ヒトの奴隷に……」「羨ましい……」

　イジャリスはすぐにでも発つと言っていた。

早く準備しなければ。




　外に出ると媚薬の効果も薄れ始めているのか、村は落ち着きを取り戻し始めていた。

　それでもまだ盛っている奴もいるのだろう、物置のような小屋が激しく揺れている。

どうせだから覗いてみるか。

「あぁぁぁーー！　マック様！　もっと！　もっと子袋深くまでーー！」

「ふん！　ふん！」

「……」

　小屋の中ではマックが黒エルフの隊長を立ったまま後ろから犯していた。

なんとなく腹が立ったので振りたくっている尻を蹴飛ばしてみる。

「うぉぉぉぉ！」

「きゃーー！　すごい出た！　もうだめ、妊娠したぁ!!」

「さっさと準備しろよ」

　まったく、奴の女好きにも困ったものだ。

俺はイジャリスを抱き損ねたと言うのに。




「あはは、この子何？　シュバルツって言うの？　かわいー」

　見ればシュバルツが黒エルフの一人と戯れている。

動物好きはエルフと変わらないらしく、言葉もわかるようだ。

彼女は緩んだ顔でシュバルツの顔を撫で、奴も甘噛みしてじゃれついている。

「ええ？　こっちにいきたいの～？　もう仕方ないなぁ」

　シュバルツは鼻でグイグイと彼女を押して家の影に連れて行く。

姿は消え、声だけが聞こえる。

「きゃ、お股は駄目だって。今朝から変な感じになって湿ってるからさ。もうやめて～」

　あいつは何をしているんだ。

「えっ!?　そ、それって……嘘、当たってる！　うそ、あなた動物で……わっわっ！　ダメダメ!!」

　そして一瞬の静寂。

「ああああぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!!」

　凄まじい絶叫が響いた。

やがてシュバルツは背中に先ほどの女性を乗せて現れる。

女は泡を吹いて失神しており、股からは大量の精を垂れ流していた。

　こいつ馬の分際でまた女を抱きやがった。

女をこんなに苦しめるとは……。

「あ……あなた……最高……もう馬チンポしか愛せない……」

「……」

　俺をチラリと見た奴はどうだとばかりに胸を張る。

俺はすれ違い様、誇らしげにぶらぶら揺れる奴の玉を後ろから蹴ってやった。




　鋭く嘶く奴は捨てて置く。

アリスがしゃがみ込んで何かしているな。

「どうした？　何かあったのか？」

　声をかけるとびっくりしたように跳ね上がり、背中に何かを隠す。

小さなナイフ程度のうねうねした何かだった気がする。

「な、なんでもない……よ？　えへへ」

　そうか、ならいいんだ。

帰る準備をするんだぞ。

　こうして俺達はイジャリスを伴って再びナーティア達の村へ戻るのだった。







エルフの村

「うーむ」

「むーん」

　俺がうなり、イリジナも真似して唸る。

　イジャリスがユーラーレンと共に彼女の私室に消えてから既に数時間が経っていた。

入口付近ではエルフとイジャリスの護衛達が睨み合っている。

室内から罵倒の声でも聞こえればたちまち場外乱闘になるだろう。

そうならない為に俺も詰めているのだが。

　エルフ村にイジャリスを連れ帰った時は本当に村中から矢を向けられた。

だが俺や抱いたエルフ達の説得と、何よりユーラーレン自身が会談を受けると言ってくれた事でなんとか収まったのだ。

　だが会談が長く続くにつれ、再び緊張感が増して来ている。

話し合いが長引くと言う事はこじれていると言う事だからな。

　険悪な雰囲気に耐えかねてアリスは小さくなっている。

はて、彼女のカバンがもぞもぞ動いているのは気のせいだろうか。

　イリジナは気にせず酒を飲んでいる。

彼女は雰囲気に飲まれたりはしない。

　クロルとマックは目を閉じて大人しく座っている。

クリストフはさっきエルフ女の尻を撫でて殺されかけた。

なんとか取りなして今は隅で正座させている。




　その時、扉が静かに開いた。

全員の視線が集中する。

「イジャリス様！」

「ユーラーレン様！　どのように!?」

　声をあげるエルフ達を無視して部屋の中から手招きがあった。

「ぬし、入りんす」

「俺か？」

　エルフの交渉に俺が入っても仕方ないと思ったが指名されては仕方ない。

俺が部屋に入ると再び扉は硬く閉められる。




「それで俺になんの用だ？　お前達の事情は良く分からないのだが……」

　口を開いたのはユーラーレンだった。

「その前に、妾達の関係について教えておきましょう」

　突然だな。

それぞれ敵対する黒白エルフの村長で間違いないのではないか。

「今は悲しい事にそうですが、かつては同じ村の隣人……親友と言っても良い関係でした」

「ま、数奇な運命と言うべきでありんす」

　なんとまた。

だがそれなら話が早い、友達同士仲直りすればいいじゃないか。

「そう簡単にはいきんせん。我らエルフが分かたれてもう数百年……若い者達は互いを敵としかみりゃしんせん」

「我らが共に暮らした日々を知るのも今となってはイジャリスと妾のみ、今日から仲良くなどとは出来ません」

　ちょっと待ってくれ、その話はおかしい。

何百年も前に分かたれたのなら何故四〇やそこらの彼女達がかつての友なのか。

　俺がそう言うと二人はきょとんと目を丸くした。

「わっちはいくつに見えるかの？」

　イジャリスが言う。

ここは少し低めに言っておこう。

「三〇と少しか？」

「ほほほほ、これはこれはわかっていても……嬉しいのう」

「妾はどう見えますか？」

「三〇半ばか？」

「……うふふふ」

　二人はひとしきり笑った後、上機嫌で話し始めた。

「我らはエルフ、大陸でも屈指の長寿種族。三〇、四〇など毛も生えぬ子供ですよ」

「わっちらは既に千に届く歳、それを三〇とは……くふふふ」

「千……だと？」

　確かルーシィが五〇〇うんぬんと言っていたはずだ。

彼女の二倍以上生きていると言うのか。

「ちなみにナーティアは七五歳、フェルテリスは一〇〇歳ですよ。まだまだ大人になりたてです」

「ぐは！」

　思わず膝をついてしまう。

「ぬしが虜にしんした牢主達は一五〇じゃぞ。まあ一人前の女と言える歳じゃの」

「ぐがっ！」

　手も床についてしまう。

「そなたがオーク討伐の槍を作らせた少女、あの子は今年で二八です」

　年上だったのか。

逆に言えばもう抱いても良いのでは……いや惑わさせるな、まだ生えていない子供だ。




「歳の件は分かった。それで争いを止める方法はどうするのだ」

「話を戻そうかの、わっちらはかつての縁もありんす。ここで対立を終わらせる事に依存ありんせんが、それでは村の者達が収まりゃせん」

「下手に無理やりまとめれば村の中でもめ事が起きて余計悪くなるでしょう」

「そこでぬしの出番じゃ」

　なるほど、美女の為だ。

なんとか頑張ろうじゃないか。

「まとまれぬ集団二つ、無理やり束ねるには第三者の力を借りるしかないとの結論が出ました。つまり……」

　ユーラーレンとイジャリスが俺の傍に寄って来る。

「ぬしのでかマラでわっちら二人を服従させてしまった事にする」

　なんだそりゃ。

「私の村の子達にもそなたのデカチンの話は広がっています。十分効果があるでしょう。女達さえ納得させれば争いを嫌う男が異議を唱える事もないでしょう。さあその特大チンポ……いえ、話題の逸物を確かめさせて貰います」

　俺は二人の手でベッドに運ばれ、たちまち全裸に剥かれてしまった。

もちろん美女二人を目の前に大人しくしている訳もなく、逸物は腹に張り付いている。

「「でかっ!!」」

　二人の声が揃う。

「牢番から聞いていんしたが……巨根を知らぬ娘、大げさに言うておるものとばかり……」

「こんなデカチンで良くあの娘達をハメたものです。メリメリ入った瞬間にはどんな淫声出したのでしょうか」

　褒められて嬉しいがユーラーレンの口調がおかしい。

彼女はもっと上品なイメージがあったのだが。

「上品？　こいつがか？　ほほほ、面白い冗談。そちきはどんな演技をしておったのじゃ？」

　イジャリスが笑う。

「私達エルフは清純、貞淑を旨とする……なんて先代が言うものだから仕方なかったのですよ！　男も知らぬおぼこのように振る舞うしかなかったのです！」

　ユーラーレンはむくれてしまった。

「いいか、よう聞け。わっちらは……」




　そこから先の話は想像を絶した。

　ユーラーレンとイジャリスは同じ村で暮らしていた時分、信じられない程の淫乱だったらしい。

近所の年頃の男とは片っ端からやりまくり、終いには兄弟親族にまで手を出したらしい。

「懐かしいのう、わっちの弟とそちきの弟、よく交換して上に乗ったものじゃ」

「言わないで下さい。あれが原因で弟達は女を怖がるようになってしまったのですから」

　これは意外だ。

だが彼女達が淫乱女と知って逸物はますます力を増していく。

スケベ女は大好きなんだ。

「あれも懐かしいの、森の奥へオークを狩りに……」

「捕まえたオークを縛って一日中巨根を楽しみましたよね」

「二人で五〇発ずつ出させたのう」

「干からびて死んでしまって……残念です」

　俺の想像を超えた淫乱かもしれない。

引き締めていくぞと肉棒を叩く。




　いよいよ、彼女達が俺の足元にやってきた。

「まずは私からですね」

　ユーラーレンが俺の肉棒を両手で優しく掴み、同時にがっぽりと咥えこんだ。

真っ白な肌に清楚な服、清純な外見に似合わずなんの躊躇も無かった。

「ぐわぁ」

　咥えられた瞬間に声が出る。

　玉と竿を撫でながら、口をすぼめて頭を激しく振り、肉傘を擦られる。

しかも舌は激しく這いまわり、尿道から裏筋までをぺろぺろと舐めまわすのだ。

全ての動きにまったく無駄が無い。

男を知り尽くした動きだった。

「何人目ぐらいじゃったかのう……一〇〇？」

　ユーラーレンが首を振る。

「千？」

　まだまだと首を振る。

「一万に届くか？」

　ユーラーレンの目が細まる。

同時に刺激が一気に強くなった。

わざと歯をあて、俺が痛がらないのを確認するとコリコリと良い場所に当てて来る。

「ぐあぁぁぁぁ!!」

　叫び声と同時に勝手に腰が持ちあがる。

最後にユーラーレンの舌が尿道を抉り、頭に光が走った。

「んぼぉぉぉ」

　胃袋近くまで入っていた肉棒がずるずる抜け落ちる。

同時に肉棒が制御出来ない射精の動きを始めた。

「があっ！　ぐあっ！」

　俺が叫ぶ声に合わせて種が勢い良く飛び出し、天井や家具に振りかかって行く。

「あはははは！　すごいすごい、天井まで飛んでいます」

「張りぼてのマラではないのう。まだ出よる、さすがじゃな」

　するとイジャリスは俺の手をとって自分の股間に導く。

そして下着を掴ませると力を入れて破りとらせた。

「さあ、下着は破りんした。次はわっちの穴を味わい……なんし！」

　イジャリスは俺の上に乗って勢い良く腰を落とす。

メリメリ音を立てて広がる穴、最後は穴が裂けたような音までした。

だが彼女の顔には苦痛も苦悶も無い。

あるのはただ悦びだけだった。

「あぁ……何百年ぶりの大きさじゃ。動いてくりゃれ……激しく、壊すように！」

　そう言いながら自分でも激しく腰を上下させるイジャリス。

俺も彼女の乳房を掴み、腰を突きあげる。

「中がすごいな」

　蠢く襞と絶妙の締まり、男を悦ばせる為に生まれてきたような体だった。

「そうじゃろう？　一分もった男は……おらん！」

　ごりゅりと音がする。

彼女は体重をかけて子袋まで肉棒を飲み込んだのだ。

だが悶絶したのは彼女では無く俺だった。

「うおおお……」

「おお、やはり良い。子袋まで入る大きさのマラは久しぶりじゃ。もっと味わわせておくれ」

　イジャリスは子袋に肉棒を入れたまま平気で腰を振りたくる。

竿を入口に、肉傘を子袋の入口に締めつけられてはもうどうにもならない。

「だめだ、出る！」

　俺は本能的に女を逃がすまいと両手で太ももを押さえて射精した。

これ程の激しい射精は久しぶりで、まるで小便しているように種が出たが、イジャリスは残念そうな顔になった。

いかん、女が昇る前に出してしまった。

「まだまだできる。安心してくれ」

「おおぅ、出しながら腰を……まったく萎えぬか」

　俺は激しく射精しながら腰を振り、彼女の子袋で暴れ回る。

正直、腰が抜けてしまいそうだが女を置いて一人気持ち良くなるなど許されない。

「あっ来る。久しぶりに男で……あぉぉぉぉ」

　イジャリスが吠える。

我慢できなくなったのか、ユーラーレンまでもベッドに乗って来た。

さあ勝負はここからだ。







数時間後

「結論が出ました」

「わっちらはこれより一つの村となって共に生きる事になりんした」

　元通りの格好に戻った二人が村人の前で宣言している。

俺は壁にもたれたままもっともらしく頷く。

　実際には何かにもたれていないと腰が立たないのだ。

玉と肉棒は自分でもびっくりするぐらい小さくなっている。

何もかも出しきった、もう何も残っていない。

「そ、そんないきなり！」

「汚い沼エルフと一緒に暮らすなんて！」

　予想された反発の声がする。

俺の出番だな。

　俺が前に進み出ると二人はそれぞれ俺の腕をとって赤面する。

もちろん演技のはずだがまったくわからない。

「仕方ないのです。だって彼が言うのですから……」

「わっちら二人、彼に犯されて……仲良くすると誓いんした」

「「もう、この男に逆らえないのです」」

　先ほどの数倍の叫びが響いた。







「……やっぱり」

　　その後、なんとか大混乱の場を収めてから泊めて貰う事になっているナーティアの部屋に戻る。

彼女には真実を打ち明ける事にしたのだ。

「あぁ、本気で犯して支配した訳じゃないから安心しろ」

　ユーラーレンがとんでもない淫乱と言う事は伏せておこう。

「なら本当にやっちゃう必要無かったんじゃないのか？」

「抱ける女は抱かないと失礼だろう」

　ジト目のナーティアをいなす。

「それに……確かにエルフ同士の諍いは少なくなるかもしれないけど……エイギルは村長を汚したって言われているし、両方から狙われるんじゃないか？」

　確かにそうだ。

ついさっきもエルフ女がナイフを持って俺を暗殺に来た。

　この方法は不満を俺に向ける訳だからしばらくは警戒しないといけないだろう。

「おっと」

　俺はベッドに転がって服従の言葉を呟くエルフ女を毛布で隠す。

免疫がないのかナイフを弾いて指を入れたらそれだけで完全に堕ちてしまったのだ。

「それは仕方ないさ。それに俺はすぐに帰るし、いつまでも警戒して過ごす事も無いさ」

「もう帰るのか？」

　ナーティアは寂しそうだが仕方ない。

王都で新年の何かがあるかもしれない。

仮病で誤魔化すにせよ早く帰らないと見舞いと称して確認に来るかもしれない。

「そっか……なら早く準備しないと」

　ナーティアもごそごそと何やら準備し始める。

「勘違いするな！　私もゴルドニアをもっと見てみたいだけで……あなたみたいなスケベ男と一緒に居たい訳じゃない！」

「それでも嬉しいよ」

　俺はナーティアを抱きしめ、キスをしようとするが怖がって逸らされる。

仕方なく耳に軽くキスをすると真っ赤になった両耳がパタパタし始めた。

「準備もいいが、今日はもう遅い。寝ようか」

「あ、貴方は床でって……きゃあ！」

　ナーティアを抱きしめたままベッドに転がる。

彼女は犯される、嫌だと騒いでいたが俺が抱きしめるだけで何もしないとわかると大人しくなる。




「嫌だって言ったら何もしないんだな」

　夢うつつでそんな声が聞こえる。

「スケベ男の癖に……優しい。強くて優しくて……それでいてちょっと馬鹿で」

　ナーティアの柔らかい体は素晴らしく、普段の俺ならば辛抱溜まらず犯した事だろう。

「ちょっとだけ……好き……かも」

　だが今日は玉が空になるまでイジャリスとユーラーレンの淫乱二人に射精してしまった。

残念ながら休息無しにはもう勃ちあがれ無い。

「おやすみ、エイギル」

　ちょんと頬に当たる唇の感触を感じながら、俺はゆっくりと眠りに落ちて行ったのだった。




翌日

「これが約束の薬、いっぱい作ったから十分だと思う」

　ナーティアは背中にどっさり例の媚薬を背負っている。

「一応黒エルフの村での経験を踏まえて獣にはならないようにしてるから」

　それは助かる。

前の俺のように女を犯しまくる性獣になってしまってはクロルが哀れだ。

間違ってマイラにでも襲いかかれば斬り殺されるか、牢で朽ち果てる事になるだろう。

そしてノンナ達に襲いかかれば俺に逸物を引き抜かれる事になる。




「わ、私は貴方なんかについていきません！　でもどうせ無理やり拉致して肉便器にするのでしょう！　そんな事をしても決してエルフの誇りと名誉は……」

「フェルテリス様にはもう名誉も誇りもありませんよ。朝までナーティアの家覗いて自慰してたでしょう……あそこみんな通る場所なんですよ。村中が見てましたから」

　騒いでいるのはフェルテリスだった。

訳せばつまり一緒に行きたいらしい。

だが村の混乱が予想される中、戦力になる彼女には是非残って貰わないといけないとユーラーレンに留められたらしい。




　次に声をかけて来たのはユーラーレンとイジャリスだ。

もちろん、俺の虜になった演技を続けている。

「愛しい方、しばしお別れです」

「くふふ、昨晩は本当に天に昇るかと思うたぞ。じゃがあそこで逆立ちが出なければわっちの勝ちであったのに」

　昨日の戦いは熾烈を極め、危うく敗北する所だった。

なんとか最後の大技でイジャリスを失神させ、勢いのままにユーラーレンも気絶させたのだ。

「じゃあまたな。頻繁にはこれんが手紙はナーティアに預けるよ」

「はい」

「はいな」

　二人とキスをする。

イジャリスは当たり前のように舌を入れ、周囲のエルフ達を赤面させる。

　ユーラーレンは清楚に軽く唇を当てただけだが、皆に見えないように膝で股間に触れて来る。

素晴らしい淫乱女だ。




　こうして俺達はエルフの村を後にしたのだった。
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「ねぇイジャリス？」

「なんじゃ？」

「昨日の最後、貴女失神してなかったでしょう。何が「もう狂う！　マラ狂いになるー！」ですか」

「ふ、男に花を持たせるのが良い女。気を失ったわっちを見て嬉しそうにしておったじゃろうが。それにそちきもまだまだ行けたじゃろうに何が「もう死ぬ！　チンポで死ぬぅー！」じゃ」

「久々のデカチンに随分良い思いさせてもらいましたからね。ちょっとしたお礼です」

「本当何百年ぶりかに良かったのう。所で提案がありんす」

「なるほど、互いへの理解を深める為に若い男をそれぞれの村にですか。その実は……」

「「お互いの若い男を食う！」」

「では合意じゃな」

「よろしいでしょう」




「ところでユーラーレン」

「なんでしょう？」

「そちきの村の男にあの逆立ち出来る男いるかのう？」

「……いたらとっくに愛人にしています」

「じゃのう。あぁ、なんだかんだで結構心まで入られておるのう」

「二四でしたっけ？　年齢を聞くと余計にゾクゾクしますね」

「変態め」

「当り前です。妾が変態でなくて誰が変態ですか。フェルテリスなど小童に過ぎません。昨日搾った種汁もたっぷり瓶に貯めてありますよ。後で頂きます」




　旧友のおしゃべりはそれからも長く続いたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット（戦士　疲）二四歳　冬　年が変わりました

ＰＴ

イリジナ（女騎士）アリス（魔法使い　魔力切れ）ナーティア（エルフ　惚）

マック（ほっこり　戦士）クロル（虚無僧剣士）クリストフ（盾）シュバルツ（ほっこり　馬）

財産　金貨二〇六四〇

経験人数四〇一人　産ませた子五四人＋五五五匹

ちょっと苦しいかもしれません










第２５６話　ドラゴンソード







　俺達はエルフ村を出て一直線にラーフェンへと戻る。

　せっかくなので都市国家やリバティース民主国でも見て回りたい思いはあったのだが、あまりゆっくり時間を使う事は出来そうになかったからだ。




「新年の挨拶なんていつでもいいと思うんだけどな」

「だめだぞ！　王の元へ馳せ参じるのは騎士・軍人としての責務なのだぞ！」

　予想外な事にイリジナがうるさかったのだ。

　ずっと軍で生きて来ただけある。

「それに、全然、急いでないよ」

　アリスも複雑そうな目で俺を見る。

　顔を真っ赤にしたナーティアもコクコクと頷く。

「全員の前でも平気ってのがすげぇよな……」

　クリストフまで呆れている。




　どうやら昨夜泊まった宿に娼婦を連れ込み、楽しんだ件のようだ。

　適当に選んだ宿だったので人数分の部屋などあるはずも無く、一つ大部屋をとって全員で寝る事になったのだが、夕飯を食いに出た先で娼婦に声をかけられたのだ。

　二〇代後半で乳の大きい娘だったのだが、あまり景気が良くないらしく必死に食い下がって来た。

　一人分の料金で俺達全員を相手するからとまで言われて振り払う訳にはいかない。

　買わせて貰う事にしたのはいいが、部屋は一つなので必然的に全員の前で致す事になった。

「お陰でこっちは全然寝れなかった！」

「私はぐっすり寝たぞ!!」

　ナーティアが頬を膨らませる。

　イリジナはそうだろうな。




「てか全員相手するって言うなら俺にも抱かせてくれれば良かったのに」

　娼婦は大部屋、しかも女達のいる前で抱かれるとは思っておらず、かなり恥らっていた。

　その仕草が愛らしく、他の男に抱かせる気がなくなったのだ。

「それに一発でへばってしまったからな。正直、全然足りんかった」

　俺は彼女に乗りかかって三〇分程腰を振ったのだが、可愛い娼婦は舌を突き出して足をばたつかせ、背中に散々爪を立ててから失神してしまったのだ。

「いや、それは大将のがでか過ぎるからだと思うけどな……入れた瞬間にもう絶叫してたし」

　俺も出さずに終われる程、理性の人ではない。

　仕方なく気を失った彼女を対面の座位で抱きかかえて腰を振り、どっぷりと中に注がせてもらった。

　結果、彼女は朝になっても快楽に飲まれたうわ言を漏らすだけで意識は戻らなかった。

　仕方なく手に金を握らせ、大部屋をもう一日とってやりそのまま出発したのだ。




「女人禁制なり」

「お前も屋敷に帰ったら元のエロガキに戻してやるからな」

　目を閉じてぶつぶつ言っているクロルの頭をぐりぐり撫でる。

　勃つようになったらアルマも戻って来るに違いない。

　逸物を上手く使えば女との関係は修復出来るはずだ。




　都市国家群からエルグ森の南を抜け、いよいよラーフェンに近づいていく。

　すると大声で行軍歌を歌っていたイリジナの声が突然途切れた。

「ハードレット殿、あれはなんだろうか？」

　指差す先は小高い丘の上で、目をこらすと一騎の軽騎兵が見える。

　騎兵はこちらをしばらく見た後、くるりとこちらに背を向けて去っていく。

「臭いな。他にはいないか？」

「向こうの丘の上にもいるぞ！」

　見れば軽騎兵は見通しの良い高所に一定間隔で配置されているようだ。

　これはまるで戦時の斥候だ。

「来るな」

　斥候は明かにこちらを確認して連絡に向かった。

　ならば次に現れるのは戦闘部隊だろう。




　そして予想通り、間髪置かずに前方に土煙が見える。

　あきらかに騎兵の群れ、それも陽を反射して輝いている所をみると金属の甲冑をまとった重騎兵だ。

　状況はわからないが、とりあえず剣を抜く。

　イリジナは槍を、マックも戦槌を持ちあげる。

　前に乗っていたナーティアが飛び降りて弓を構える。




　俺は先頭に立とうとしたがシュバルツが動かない。

　さっさと動けと足で締めると、フンとため息をつきやがった。

　何をやっているんだ。

「さっさと動かんと馬肉に……」

　そこまで言ってから俺も剣を収めて苦笑する。

　なるほど、俺達を探していたのには違いなかったようだ。

　だが、これじゃあまるで敵軍の捜索じゃないか。




　目の前に迫る重騎兵の群れから飛び出した一騎の軽騎兵。

　周りよりも明らかに小柄な彼女は、兜を脱ぎ捨て、銀色の髪を靡かせて走り寄って来た。

　彼女は可愛い可愛い俺のセリアだった。




「おわっと！」

　セリアは走りよる馬から、直接シュバルツに飛び移る。

「置いて行きました！　私の事をまた置いて行きました！」

　胸に飛び込んで来た彼女からぽかぽか力のない連打を貰う。

　セリアの目には涙が浮かんでおり、今更ながら罪悪感がこみ上げて来た。

　彼女は一刻も早く俺に会うために偵察の布陣を敷いていたらしい。

「すまんすまん。俺が悪かったよ」

　半泣きで騒ぐセリアを抱きしめながら好き放題に叩かれておく。

　頭を撫で、顎の下を手でこすり続ける。

　しばらくするとセリアは胸を叩いていた手を緩めて大人しくなったが、今度は俺の胴に手を回してひっついてしまった。

「前を向かないと乗りにくいだろう？　逃げたりしないよ」

「いやです」

　セリアは正面から抱きついたまま離れない。

　護衛隊の面々が笑っている。

　普段のセリアならば照れ隠しに怒る所だが今はどうでもいいようだ。

「えーと……私はどうすれば？」

　セリアに場所を奪われたナーティアが尋ねて来る。

　後ろに乗せてもいいがセリアの機嫌を損ねそうだ。

　イリジナの馬にアリスともう一人は厳しいだろうし、男連中に抱きつかせるのは腹だたしい。

「クリストフの馬を使えば良い」

「へへへ、歓迎するぜ……って俺は降りるのかよ！」

　当り前だ。

　お前はクロルかマックの後ろだ。




「乗れ」

「お前よりはクロルのがって、おい持ち上げるなよ！　冬なのに暑苦しいぞ！」

　クリストフは嫌々マックの筋肉にしがみ付く。

　これでいいな。

　少しだけ拗ねた表情のナーティアに気を使って手を伸ばす。

「……」

　だがその腕はセリアに掴まれて封じられてしまった。

　どうやら両手で彼女を構わないといけないらしい。

「よしよし、焼き餅焼いて可愛い奴だ」

「ふに」

　セリアは否定せず、ますます強く腹に頭を押し付けてきたのだった。







　ラーフェンの屋敷に帰りついた俺はいつも通り玄関から入ろうとしたがセリアに止められる。

　ちなみに彼女は顔こそ離したが、未だに左腕に抱きついたままだ。

「エイギル様、もうエイギル様の部屋はこちらじゃありません。全て新屋敷に引っ越しましたよ」

　そうだった。

　装飾と引っ越しは既に完了していたんだったな。

「そう言えばお前にも色々頼んでいたな」

「もちろん全部完璧です。一品の破損も紛失もありません」

　セリアは胸を張る。

　可愛い胸を優しく触ると顔を赤くしてされるがままになる。

　今のセリアならここでひん剥いて犯しても受け入れてくれそうだな。




　新屋敷の玄関に入ってすぐに目についたのは巨大なシャンデリアだ。

　大きさもさる事ながら、華美な物に興味の無い俺でさえ目を奪われる程の豪華絢爛な装飾だった。

「ぎっちり詰め物をした箱で運びました」

　全体が輝く金で出来ており、据えられた数多くの燭台の光を反射し、玄関を明るく照らしている。

　本体からは透明のチェーンが垂れ、その先にはエメラルドやルビーなどの宝石が下がっていた。

　少々ギラつき過ぎかとも思ったが、蝋燭の光で反射した光は過度に目に付く事がないよう計算されているようだ。




「すごいな。あのチェーンは硝子だよな？」

「私も最初そう思ったのですが違うようです。ガラス細工はすぐ壊れるから水晶を使ったとドワーフ達が言っていました」

「水晶があれほど綺麗になるのか、しかも細かい加工が出来るんだな……」

　俺の見た事ある水晶はやや透明な石と言うイメージだった。

　あんなガラスかと思うような透明度は無かったし、細かな加工など考えられない。

　しかも良く見ればチェーンに使われている水晶はただ透き通っているだけではない。

　完全に透明の物から、赤、黄、紫、緑と様々に色づいた物が使われている。

　それらが先端に下がった宝石と上手く調和するように考えられて配置されているのだ。




「ドワーフは見た目に寄らず細かい所までセンスがいいんだよな」

「本当に、あの外見からは考えられません」

　宝飾品の中にはただ眩しく光るだけの物もあるが、このシャンデリアは違う。

　金の輝きを見せながらも細かい装飾や色の変化などを上手く利用している。

「ノンナさんもすごく喜んで、最近は玄関でこれを眺めながらお茶していたんですよ。早く他の貴族にもお披露目したいとうずうずしてるみたいです」

　ノンナが満足しているなら大丈夫かな。

「あと……肉玉も喜んで玄関を転がり回っていました。鬱陶しいので扉を開いてやったらそのまま表へ転がり出て行きましたよ」

　せめて名前で呼んでやってくれ。

　クラウディアはあの体型のままらしい。




「他にもドラゴンの皮を使った防具が五十組程届きました。誰に着せるのかエイギル様の指示を待っています」

　ふむ、確かドラゴンの皮は軽く、素晴らしい強度をもっていたので防具に最適だったはずだ。

　セリアやマイラに優先的に渡すことにしよう。

　もし敵の攻撃を受けてしまっても命を拾える事だろう。




「そしてこちらが、エイギル様用の装備です」

　セリアに案内された部屋には盾と長剣が置かれている。

　盾の方には見覚えがあるぞ。

　どうやらドラゴンの鱗をほとんどそのまま使っているようだ

　ドラゴンの鱗は硬過ぎて加工出来ず、溶鉱炉の耐熱素材として利用される事になったはずだ。

　そのまま盾にする案もあったのだが、今度は重過ぎて俺以外には扱えなかった。

　どうやら俺が使う事を前提に盾として加工してくれたらしい。




「盾は二つあるのか。なら一つはマックにやろう。あいつなら使えるかもしれない」

　マックは単純な力だけなら俺と勝負出来るだろう。

　もう一人の怪力が思い浮かぶが頭を振って追い出す。




「そしてこれは剣か」

「エイギル様の新しい武器です。ドラゴンの骨で出来ています」

　ドラゴンの皮で出来た鞘に入れられた長剣を抜き放つ。

「剣とは思えない程長い」

　持ち手が８０ｃｍ、刃渡りは２ｍ以上もある。

　とても腰や背中に差して歩ける長さではなく、肩に担ぐしかないだろう。

　槍と言った方が自然な長さだ。

　そして重い、以前使っていたドワーフの槍と同等かそれ以上だ。

　長い刃は良く見ると僅かに反っており、刃が片方だけについている。

　美しい光沢など全く無い。

　だがその無骨な刃からは圧倒的な頑丈さ、信頼性がにじみ出ていた。

「ドラゴンの骨同士を擦り合わせて少しずつ削り出したとの事です」

　ほとんど加工不可能だと言っていた骨を懸命に削り、加工してくれたのだ。

　相当な苦労があったはずだが見事にやってくれている。

　剣を持ち上げて回す。

　異様な長さと比較すれば、太さと厚さはまだ常識的だ。

　太さはデュアルクレイターよりやや太い程度、厚さも普通の大剣よりは分厚いが、その程度だ。

「長さの割に細い気もするが」

　重さと長さから考えれば、この程度の厚みでは刃が曲がってしまうだろう。

　だが地面と平行に突き出して見ても、長剣は岩石のように揺るがない。

「バルバノさんが言っていました。「細く見えるかもしれん。だがその剣を曲げる事、折る事は何人にも出来ん。無論わしらにもな」と」




　セリアのバルバノを真似た口調は可愛いな。

　頭を撫でてから表に出る。

　そして、ちょうど良い岩を見つけて長剣を振りかぶる。

「ふん！」

　上段から思い切り剣を叩きつけると屋敷中に響く轟音が鳴った。

　デュアルクレイターのように滑らかに両断出来るわけではない。

　いくら砥いだとは言っても元は骨、圧倒的な切れ味を誇る訳は無い。

　だが岩は破壊された。

　切れたのではなく粉々に砕けて飛び散ったのだ。




　抉れた岩から剣を引き上げると歪みどころか傷一つない。

　これでいい、俺はこの剣に野菜を綺麗に斬る事を求めていない。

　魔物や或いは人間の敵を相手に振りまわし、叩き斬るのにこれ以上の武器はないだろう。

「絶対に折れず、長さもある。完璧だ」




　剣を両手持ちから右手一本に切り替えて振り回す。

　重い、剣とは思えない重さだ。

　だが俺なら扱える。




　左手に持ち替えて振り回し、最後に地面を叩く。

　地響きが鳴り、重い剣はまるで地割れのような裂け目を大地に作った。




　最後に両手で剣を持ち、虚空を切ってピタリと止める。

　剣に付いた土が煙となって飛び散り、無骨で頑強な刃は傷一つなく現れた。




「はぅ」

　見ればセリアが赤面している。

　そして俺が剣を鞘にしまうと同時に再び腕に抱きついて来た。

「剣を持つエイギル様はやっぱり逞しいです」

　潤んだ目で俺を見上げるセリア。

　溜まらず尻を撫でるとうっとりした目でこちらを見てきた。

　これは辛抱溜まらん。

「ベッドに行くぞ」

「はい！」

　汗も流していないがまずはセリアだ。

　彼女を貪り食ってから考えればいい。




　だがそんな俺達の前に女達が立ちはだかったのだった。

「セリアさん。どういう事ですか？」

　ノンナが普段着のまま両手を組んで仁王立ちしている。

　巨大な胸が腕で潰れて凄い事になっている。

「……何の事でしょうか？」

　セリアはプイとあさってを向く。

「とぼけないで、エイギルが帰って来たなんて話聞いてないわよ！　見回りに出た護衛隊が帰って来たからおかしいと思って来てみればっ！」

　カーラにまで言われるとセリアは俺の胸に飛び込んでしまう。

　女達から一斉に文句が漏れる。

「分かっていればきちんとお迎えしましたのに！」「こんな普段着でなんて！」「しかも今からどこに行くつもりだったのですか！」




　てっきり迎えに出て来たものと思っていたが、偵察隊の配置はセリアの独断だったらしい。

　合流した後も屋敷には知らせず、抜け駆けしようとしたようだ。

「まぁまぁ、セリアも余裕が無かったのだろうからそんなに怒らないでやってくれ」

　胸に顔を埋めるセリアを優しく撫でる。

「うぅー結局エイギルの胸に飛び込んだ者勝ちなんだから！」

「でも床の抜け駆けは絶対駄目ですからね！」

　ぶうぶう言いながらも女達は納得してくれた。

　セリアが俺と離れた時の余裕の無さを知っているからだろう。




　さて、全員に挨拶しようか。

　俺はしがみ付くセリアを背中の方に回して両手を広げる。

「ただいま、今帰ったよ」

「「「「おかえりなさい！」」」」

　女達が雪崩のように押し寄せ、もみくちゃにされてしまう。

　ははは、乳が体中に当たって最高の気分だな。

　おい、ズボンを降ろしたのは誰だ。

　この舌の感じはレアだな、こらこらまだ洗って無いんだから……あぁ汚れを舐めとってくれるのか。

　もうどうでもいいか。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者

　領民 十七万五千人

　重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

　カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

　ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（愛妾）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（愛妾・王都）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

　クラウディア（食客）クララ（侍女）ナーティア（食客エルフ）

　人外

　ラミー（愛蛇）ミルミ（人魚）アルラウネ（育成中）　？？？　（アリス隠匿）

　部下

　セリア（抜け駆け副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　財産　金貨二〇六四〇　旅費（二〇）

　経験人数四〇二人　産ませた子五四人＋五五五匹

あとがきの子供はストーリーに出てこないので割愛しました。

年代わり時の紹介の作成に苦労します。










☆　人物紹介２５６話時点







　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二四歳　黒髪　ゴルドニア辺境伯　東部大領主

　主人公、怪力や動体視力など戦いの才能に恵まれ成り上がる。

　ゴルドニア王国辺境伯にして東部大領主。

　貴族同士の付き合いが希薄で晩餐会にもなかなか出てこない特異な存在と見られていたが、東部領主の間で派閥を形成しつつあるとの噂あり。

　圧倒的な性技と巨大な性器で女を次々と虜にし、人外もその例外ではない。

　今も逸物は成長中。

　最近巨大な邸宅を完成させ貴族達の間で話題となっている。




（女）家族

［セリア］

　二〇歳　銀髪　身長１６１ｃｍ　引き締まったアスリート体型　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公に絶対の忠誠を誓い、仇なす者には容赦しないが二人きりだと甘える事も多い。

　副官として公私に渡って一番近くにおり、多岐な才能で主人公を支える。

　主人公と離れると余裕がなくなり、あり得ない行動をする事も。

［ノンナ］

　二三歳　茶髪　身長一六〇　超巨乳スレンダー　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　正妻、滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　礼儀作法に通じ、貴族社会に通じる数少ない女性だが我侭さと浪費癖が目立ち、主人公に仕置きされた。

　使用人との軋轢も解消され、奥様として日々頑張っている。

　クラウディアの事を少しだけ尊敬している。

［カーラ］

　二〇代後半　栗色髪　身長一六五　グラマー　呼び方　エイギル　自分　あたし

　側室、実娘エカチェリーナを出産。

　ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、変態趣味に拍車がかかっている。

　はっきり物を言うので女性達の悩みや問題を主人公に伝える重要な存在に。

［メル］

　四一歳　金髪　身長一六〇　ややグラマー　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、連れ子のクウ・ルウを含めて五人の子供を持つ母親で非常に孕み易い。

　最近年齢に敏感になっており、四〇に関連する数字は禁句。

［クウ］

　二三歳　金髪　身長一五八　スレンダー

　メルの娘で主人公の愛妾。

　胸が小さい事を気にしている。

［ルウ］

　一八歳　金髪　身長一五〇　つるぺた

　臆病でおどおど、要領が悪くすぐドジを踏む。

　主人公に処女を捧げ、恋人や兄、父として様々な感情が入り混じる。

　大人に近づいているが体は幼児体型のまま。

　そろそろ子供を欲しがっている。

［メリッサ］

　三〇歳　赤毛　身長一六四　グラマー　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れているが巨根の主人公とは相性がいい。

　主人公の留守中、他の女達の欲求を解消すべく男役をやっていた。

　現在ドロテア出産の看病のために王都出向中。

［マリア］

　二七歳　栗色髪　身長一六四　貧乳　呼び方　エイギルさん　自分　私

　側室　妊娠中

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　めでたく主人公と結婚し、女同士の愛を封印する。

　かなりの貧乳で角度によっては乳房の存在がわからない、反面乳首は大きい。

［イリジナ＝ウォルス］

　二六歳　茶色　身長一八一　がっちり筋肉質　呼び方　ハードレット殿　自分　自分・私

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、空気も読めないアホの子。

　戦争と酒を愛する豪快な女で体臭が濃い。

　霊感が全く無いのでよくケイシーを踏ん付けてしまう。

［リタ］

　三二歳　黒髪ストレート　身長一七〇　ややグラマー　デカ尻　呼び方　ハードレット様　自分　私

　主人公の愛妾にしてメイド長を務め部下の信頼も厚い。

　大の巨根好きで主人公の股間にも絶対の忠誠を誓う。

　主人公の屋敷で一生使用人として勤め上げる覚悟をしている。

［カトリーヌ］

　二七歳　金髪ふわふわ髪　身長一五六　スレンダー　呼び方　貴方様　自分　私わたくし

　側室　妊娠中

　反乱首謀者の娘で主人公に助け出された事もありあまり公に顔を出せない。

　娘ローズ、主人公の実子アントニオを出産

　非常に好色で男断ちが長いと情欲に理性を失う事もある。

［ヨグリ］

　二五歳　黒髪ポニーテール　身長一六三　巨乳グラマー　私

　元村娘、主人公の金で生活しながら駄目男に抱かれた事で家中で孤立、主人公の取り成しもあってメリッサ・マリア・カトリーヌと仲良くしている。

　生々しい実体験を元にした演劇脚本が人気を博し人気の脚本家に。

［ピピ］

　一六歳　こげ茶短髪　身長一四三　子供体形　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民の長との連絡要員

　主人公の子を産む事を望んでいるが余りの体格差からマスコットとして扱われていたが、ついに処女を奪われる。

　小柄な者の多い山の民の中でも一際小柄、主人公との性交風景はさながら魔物に犯される幼女。

　巨大な卵を拾った模様

［ルナ］

　二四歳　薄茶髪　身長一六二　スレンダー貧乳　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　武芸に優れ、統率力もあり真面目だが自己主張がないので影が薄い。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。

［ルビー］

　ルナの妹　影は薄い。

［ミティ］

　一九歳　　肩までの黒髪　身長一五四　中肉中背　呼び方　旦那様　自分　私

　側室妊娠中　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役、マリアを尊敬している。

　酔った主人公に犯され処女を奪われそのまま側室に

　最近のアルマとクロルの問題について頭を悩ませている。

［アルマ］

　一六歳　黒髪　ちんまい　呼び方　旦那様　自分　私

　孤児院組最年少。

　密かに想っていたクロルに強姦されるが最終的に受け入れるが、クロルが新しい女を連れ込んだことによって関係は劇的に悪化、言葉をかわす事もほとんどなくなった。

　メリッサと共にドロテアの手伝いに王都へ戻っている。

　愛する人の浮気で心に空いた穴を埋める為に……。

［ケイシー］

　見た目二〇半ば　白髪　身長一五五（可変式）中肉中背（可変式）　私

　王都の家に取り付いていた幽霊、主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる（細かい性格の人間により見えやすい）脳内会話が可能。

　衝撃や圧力を受けると凹んだり潰れたりするが時間が経てば元に戻る。

　漬物樽に入れると変色する事が判明した。

　明るい性格で苦手なものはお化けと暗い場所。

　空も飛べるが、風があると飛ばされて行方不明になる。

　かなり繊細で枕や環境が変わると眠れなくなる事も多い。

　食へのこだわりが強く、遅れると物を揺らして催促する事も……

「捨てられる女」・「首吊り自殺」などの言葉を引き金に怨霊化する事もあるがイリジナには通じない。




［レア］

　一〇代後半　金髪短め　身長一五三　セリアよりやや豊満　呼び方　ご主人様　自分　私

　地下の施設から救い出される。

　主人公に極度に依存し、セリアとは違い絶対従順で尽くす。

　性に積極的で自分の身を顧みない奉仕を行う。

　歳の近いセリアと何かと仲が良い。

［マイラ＝ヒューティア］

　二八歳　金髪ロング　身長一七〇　ややグラマー筋肉質 やや巨乳　呼び方　ハードレット卿　自分　私

　元ユレスト連合軍司令官 ゴルドニア男爵

　主人公に破れ、捕縛されて犯される。

　王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公について行く。

　軍才があり、万単位の司令官としても事足りる。

　治安官として領地に目を光らせているが、秩序を重視するあまり民を締め付け過ぎる事も多い。

［アリス］

　一〇代後半　赤髪　身長一五〇　寸胴貧乳　呼び方　エイギル様　自分　私

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。

　普段は大人しいが極めて強力な火魔法の使い手

　尻穴が弱点でつつかれれば喘いで何も出来なくなる。

　イリジナと良く一緒に行動している。

　エルフの村から変な物を持ち帰った模様

［ミレイ］

　二〇後半　赤毛　身長一七二　グラマー筋肉質　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。

　勝気で荒っぽい性格だが随所に優しさがにじみ出る人情家でもある。

［ブリュンヒルデ］

　約三〇〇歳　金髪　豪奢で腰まである　身長１５５ｃｍ　スレンダー　呼び方　貴様・お前・ヒト　自分　妾

　少女のような外見だが、永きを生きるヴァンパイア集団のリーダー。

　傲慢で冷酷だが、主人公の血の味に惚れて協力することを決める。

　象徴的な存在で実際の統率はヒトの頃からの部下［ジークフリート］に任せている。

　主人公を弟のように思っており、色々な遊びにも抵抗しながら応じてくれる。

［ポルテ＝ブラント］

　二三歳　茶髪　サイドテール　身長一六〇　中肉中背　呼び方　ハードレット辺境伯　自分　私

　王立学校内政教官　実家の地位と役職が低く貴族の子女達の不服従に悩んでいたが主人公に解決（？）してもらう。

　その後、主人公の領地での実地研修の統率教官として訪れるが実質は愛妾。

　平凡なスタイルと容貌の自分に余り自信が無い。

［グレーテル＝ベルツ］

　一七歳　栗色髪　縦ロール　身長一六二　巨乳　呼び方　ご主人様（犬モード）辺境伯　自分　わたくし

　名門伯爵家四女、傲慢でポルテを下級官吏と馬鹿にして言う事を聞かなかったが主人公に諭されて（？）改心した。

　その過程で犬としての自分に目覚め、今では人前で首輪をつけて四つん這いで歩く事も平気になった。

［マルスリーヌ］

　四七歳　妊娠中　ストロベリーブロンド　元トリエア王妃　身長一六二　豊満　呼び方　ハードレット様

　裁判で処刑されかけていた所を主人公預かりとなり、情け深い対応に心動かされていく。

　遂に主人公の種が付き、妊娠してしまう。

　年齢を考え、妊娠を恥ずかしがっているが嬉しくも思っている。




［ステファニー］

　二六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六〇　豊満　呼び方　お義父様

　マルスリーヌの長女　同じく裁判で処刑されかけていた所を預かられる。

　おっとりした性格、既婚だったが逃亡中に権力を無くした彼女を見限った旦那に離縁された。

　主人公に抱かれて気を許し、旦那を忘れて愛妾となる事を決めた。

［ブリジット］

　二一歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六五　貧乳　呼び方　あいつ・あんた

　次女　三姉妹唯一の貧乳、全体的な肉付きはいいのだが胸だけが膨らまなかった。

　気丈で強気な性格で主人公にも頻繁に食って掛かるが実は姉妹で一番の好色。

［フェリシー］

　一七歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一五五　巨乳豊満　呼び方お義父様　自分　フェリシー

　三女　歳の割に非常に豊満な体つきをしている。

　主人公に抱かれて心も蕩け、父としても愛する男としても慕う。

［ドロテア］

　四五歳　孤児院院長　痩せ　呼び方　ハードレット様

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　主人公の愛人として王都の屋敷で孤児達の面倒を見る。

　四四にしてまさかの妊娠、現在メリッサとアルマの助けを受けつつ王都で出産準備中。

［ナーティア］

　七五歳（人間二〇歳相当）淡い緑　冒険エルフ　身長１７４ｃｍ　細身　呼び方　エイギル　自分　私

　エルフ村の異端児、村にこもりがちなエルフ達の中で人間社会への興味を持ち、頻繁に冒険に出る。

　弓、軽業、薬作りと多才。

　路銀が足りなくなった所でノンナと出会い、媚薬を売ったことからひと騒動。

　主人公をスケベな男と批判するが少しずつ心惹かれている。

［ミルミ］

　約五〇歳　人魚　上半身はグラマー

　ラーフェン近郊の池下の洞窟で暮らしている若い人魚。

　産んだばかりの卵に主人公が特濃種付け、数百匹の母となる。

　住んでいた池に水道橋が完成、主人公の屋敷と行き来出来るようになった。

　手のひらサイズに育った子供達は肉食。

［ラミー］

??　歳　ラミア　上半身は最高のスタイル

　森に暮らしていたラミア、仲間との致命的な違いに悩んでいた。

　主人公に抱かれてつがいになる事を決意、領地までついてくる。

　今日も屋敷のどこかでとぐろを巻いている。

　主人公の願いでアルラウネに毎日水をやっている。

［アナスタシア＆バルトロメイ］

　二歳　ノンナの双子

［ローズ］

　六歳　カトリーヌの娘

［スウ］

　五歳　メルの娘

［ミウ］

　四歳　メルの娘

［ギルバード］

　三歳　メルの息子

［アントニオ］

　五歳　カトリーヌの息子

［エカチェリーナ］

　四歳　カーラの娘

［クロード］

　三歳　マリアの息子

［ライナー］

　二歳　ヨグリの息子

［アマータ］

　二歳　リタの娘




（女）家族以外




［クレア］

　二七歳　黒髪　身長一六三　標準　呼び方　正式　辺境伯様　二人　エイギル様　ベッド　エイギル

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　リントブルムの成長や主人公領の成長によって巨大な富を築き上げ、本店の力を凌駕しつつある。

　本格的に独立を考えている。

［ローリィ］

　一八歳　金髪　身長一四六　子供体形

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の才能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　最近主人公の前に出ると顔は赤らみ息が苦しくなる。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三八歳　金髪　身長一六〇　肉玉

　元オルガ連邦名門貴族マロードル侯爵家正妻だが主家が帝国の攻勢で滅亡し、主人公を頼ってラーフェンにやって来た。

　傲慢な態度で女性達に嫌われるが、貴族の覚悟をしっかり持っている。

　極度の肥満体形だが、跳ねたり転がったりする事で案外機敏に動く。

［クララ］

　一八歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　クラウディアを上手く扱える侍女。

［リリアーヌ］

　二四歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　辺境伯様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

　王都には最早戻れないとしてラーフェンの劇場の発展に尽くし、劇団の実質的なトップに収まっている。

　ヨグリの脚本に魅力を感じて採用、民に好評を博す。

　規模を拡大した新劇場の建設を画策。

［レティシア］

　二五歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

　妹（？）シャロンと共に主人公の愛人となった。

　最近店の前に捨てられていた犬の扱いに悩んでいる。

［シャロン］

　一六歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの妹（？）小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に貞操を奪われて一生愛人となる事を誓っている。

　必要なら切り落とす覚悟がある。

［フェルテリス］

　一〇〇歳（人間換算二〇程度）やや濃い緑　身長一七六　細身　呼び方　エイギル様　自分　あたくし

　村一番の弓と魔法の使い手にしてど変態

　オークを前に目覚めた性癖はボロボロに輪姦される事で開花。

　身体的な痛みのみならず、精神的な侮蔑や罵り、汚辱まで「痛い」「恥ずかしい」「汚い」なんでもＯＫの真正変態。

　口癖は「屈辱ですわ」

［ユーラーレン］

　千歳　淡い緑　身長一六五　村長　細身だが尻は大きい　呼び方　そなた　自分　妾

　エルフ達の中でも飛びぬけて長生きしているエルフ村の村長。

　イジャリス率いる黒エルフ村と長年対立していたが、主人公の訪問を機に和解。

　清純な外見とは裏腹にとんでもない淫乱にして変態。

　過去には親友だったイジャリスと共同でオークをやり殺した事もある。

　主人公の種汁を集めてとんでもない事をした模様。

［イジャリス］

　千歳　淡い紫　身長一六二　豊満むちむち　呼び方　ぬし　自分　わっち

　黒エルフ村村長

　極めて露出の多い格好をしており、男を誘うポーズを繰り返す。

　見た目通りの淫乱で常に男を求めている。

　主人公のすすめでエルフ村と和解する。

［ラーヌ夫人］

　三四歳　黒髪　身長一五八　やや豊満　呼び方　あなた（結婚風）

　内政官の夫を持ち、六児の母　日々盛り場で浮気を繰り返す淫乱妻

［イザベラ］

　三〇歳　赤髪長髪　グリーンの釣り目　身長一七〇　巨乳　私わたくし

　アトロア首長　父の後を継いで三年前に首長となり部下の信頼も厚かったが正統マグラード頭目と恋仲になり戦乱を招いた。

　大の巨根好きで主人公に寝取られ、更にギルドレスに寝取られる。

　巨根ならオークでもいいらしい。

［ロラ］

　一六歳　銀髪　身長一四七　ちんまい痩せ　呼び方　領主様　クロル様

　街娼親子の娘　幼い頃から客を取っていた。クロルに惚れてしまう。

　クロルの不能で欲求不満に。

［ミラ］

　三〇歳　ロラ母　銀髪　身長一五六　小柄痩せ　ハードレット様　クロル様

　街娼親子の母　一四でロラを出産　クロルの愛人

　クロルの不能で欲求不満に。

［トティパ］

　二一歳　１４３ｃｍ 細身　黒髪

　屋敷の財を狙った盗賊　身のこなしが非常に素早く、鍵開けや侵入に優れる。

　捕縛されて警備兵達共有の妻となった。

　毎日複数人に抱かれ妊娠を覚悟、誰かに責任を取らせようとしている。




（特別）

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。




　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二五歳　参謀　呼び方　ハードレット卿

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

　領地の軍事的な一切を統括する。

［アドルフ＝フールカ］

　三二歳　内政官　呼び方　ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。

　図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　内政全般を統括する。

　領地の拡大に伴って仕事が増え疲労がたまっている。

［トリスタン］

　二三歳　金髪　呼び方　辺境伯様・伯

　天性の策略家でその才能は多岐に渡るが、怠け者で仕事嫌いで責任感が無い。

　お茶と読書をこよなく愛し、武芸は素人以下、馬にも乗れない。

　溜息ばかりつきネガティブな発言が多い。

　主人公に半ば強制的にラーフェンに連行され、働かされている。

［ギド］

　一七歳　山の民　黒髪　呼び方　族長（エイギル様）

　主人公の護衛隊に所属している。天性の戦闘センスがある。同い年の妻がいるが、ルナに焦がれていた。

　公私共に信用され傍に置かれている。

　クロルが不能になってからは街の娼館へのお伴に呼ばれる事も多い。

　なかなかの巨根で妻は毎夜大満足。

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五九歳　執事　呼び方　旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

［クロル］

　一七歳　子供　使用人　金髪　呼び方　エイギル様

　孤児院出身の使用人で女性陣の生活空間に出入り出来る貴重な男手。

　ある事件の結果不能となり、一六にしてある種の達観に至ってしまった。

　性への執着を切り離した事で全般的に能力は向上している。

［クリストフ］

　二八歳　マッチョ

　最精鋭部隊である護衛隊の一員だが隊内最弱のお情け任用。

　数々の戦争に参加するが戦果無し。

　頻繁に負傷するが重大な怪我は一つもない。

「クリストフがやられた！」は戦い前の定例行事。

　主人公の個人的な旅にも同行する側近だがまったく戦果は無い

［マック］

　三四歳　身長２ｍ超　極マッチョ

　工兵隊長にして無口な超マッチョ、単純な力比べならば主人公にも匹敵する剛力。

　凄まじい巨根でもあり、主人公と並んで街の娼婦泣かせ。

　褐色の肌が大好きで黒エルフを何人か虜にした模様。

［ベイチェク］

　三六歳　マッチョ

　元ヴァンドレア侵攻部隊司令官

　国から切り捨てられ、噴火にも巻き込まれて祖国を捨てる。

　現在は主人公の領地で降伏した元ヴァンドレア兵からなる一団のリーダーをしている。

［ダーシャ］

　二五歳　身長１６５ｃｍ 標準体型　足が綺麗

　元ヴァンドレア軍副官

　戦いの結果捕縛され、その後噴火で家族の全滅を悟る。

　主人公に心を許し、種を受けて子を孕む。

　現在ベイチェクと共に元ヴァンドレア兵をまとめている。










　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三三歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぎ、中央平原北部をほぼ平定し強国ゴルドニアを作り上げた。

　謀略に通じる者の常か、信頼出来る人間は少なく家族も持っていない。

　国内の裏切り者を恐れ、監視体制を強化している。

　心を許すのはロサリオのみとなった。

［ロサリオ］

??　歳　王の愛妾

　王から絶対の信頼と寵愛を受ける。

　決して逆らわず意見せず、平伏して自らを愚か者とする態度を貫く。

［エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵］

　三五歳　軍務総監　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　軍務総監としてゴルドニア王国軍の最高司令官に就任、役職・爵位ともに頂点を極めた。

　新貴族や軍人達を束ねる一方で伝統貴族や文官を束ねるケネスとはライバル関係にあり激しく対立している。

　長年の交友を元に主人公を自陣営に取り込もうとしている。

　実は相当な女好きで絶倫、王都では清廉潔白を通しているので地方に出ると羽目を外す事も。

　王の変容に内心不満を抱いている。

［ケネス＝ボールドウィン侯爵］

　四四歳　政務総監

　陰謀、謀略に長じる。

　エイリヒと対を成す内政部門の最高責任者として頂点を極める。

　伝統貴族や文官達を影響下に置く。

　軍の人間としてエイリヒ陣営と思われている主人公に贈り物を繰り返し取り込みを図る。

　切り札を持っている模様。

　王の変容に困惑しつつも利用しようと試みている。

［レベッカ＝ブレイズ］

　二四歳　黒髪　身長一五五　寸胴　呼び方　ハードレット卿　伯　（プライベート・エイギル）

　名誉騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報官に。

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

　主人公の領地を探索した功で名誉男爵位へ陞爵、筆頭情報官の地位につく。

　頻繁に体を求めて来る主人公に辟易しつつも、寂しい夜にはその体を思い浮かべながら股間に手が伸びている。

　王の変容によって権限が拡大、重要人物と化しつつある。

［コンラート＝バルターク］

　一七歳　金髪　身長一七五　男臭いマッチョ　呼び方　辺境伯

　王立学校指揮官養成コース所属、没落貴族家の騎士家次男　ホモ




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［ナタリー］

　二二歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　主人公の肉棒をたまに思いだす。

　アンドレイの暴走に呆れている。

［アンドレイ］

　四六歳　髭　大男

　末期のロリコン、ロリハーレムを作るがより小さく、より幼くの探求が尽きる事が無かった。

　まだ物事もわからない幼女に極小逸物を見せつけて牢屋に放り込まれる。

　出所後は表面上大人しくなっていたが、再び毒牙を磨いている。

［バルバノ］

??　歳　ドワーフ族　呼び方　友

　鉱山町リントブルム近くの山に住むドワーフ族の重要人物、剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強く、鍛冶を始め、金属加工の腕はピカ一

　リントブルムを打ち倒した巨砲を製造

　ドラゴンの骨を利用した長剣を作り上げた

［ジークフリート］

　約三〇〇歳　金髪　身長１９４ｃｍ　細マッチョ

　無口で超の付く美形　ブリュンヒルデに絶対の忠誠を誓い、その言には絶対服従。

　最強クラスのヴァンパイアで人の戦える相手ではない。

［モナシ伯爵］

　主人公領地の近隣領主、政務・軍務ともに能力はそれなりだが絶望的に運が悪く、やることなす事が全て失敗して文無しになった。

　同じく金に困る他二領主を率いて小派閥を形成、口の悪い貴族からは「困窮同盟」と陰口されている。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

　娘が主人公に手篭めにされた。

［ビンボ子爵］

　モナシ伯に隣接する領主

　元騎士で戦いの功績により中規模の街を領有したが内務に無知で税を適当にかけた結果、民が四散し貧乏になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

［ゴクフィン男爵］

　ビンボ子爵と隣接する領主、男爵だけあって拝領した土地は小領で農地も痩せていた。

　領内に肥えた土地を発見、農民を強制移住させようとした結果、全員が逃亡し極貧になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。







「他国」友好的




［ギルドレス］

　四〇歳　黒髪　短髪　身長一九〇　超マッチョ　髭ズラ　呼び方　ハードレット　自分　俺

　筋肉と戦いを国是とするポリス［アレス］の王にして、無類の強さを発揮する最強の戦士でもある。

　主人公を友と呼び、困った時は助けに行くと約束を交わした。

　好色絶倫巨根と三拍子揃っている上に圧倒的な守備範囲を誇り、老婆から幼女まで女と名がつけば誰でも食える豪傑。

　あらゆる意味で頼りになる男だが考える前に体が動く上に人の話をあまり聞かない。

　彼の行く所には汗と漢の匂いがたちこめる。

［セレスティナ＝モルト＝コルティス］

　一二歳 金髪　身長一三七　子供

　モルト王国女王、太陽のような笑顔は見るもの全てを魅了する。

　主人公を兄として慕っている。

　モルトへの難民流入で困っている。

　頻繁に悪戯されているので次第に性への興味を膨らませている。

［モニカ］

　二四歳　セレスティナ付きメイド（女官）身長一六三　やや豊満　ハードレット様

　セレスティナ女王付き女官

　セレスティナを溺愛する余り必要な試練からも目を逸らさせてしまっていた。

　主の命で主人公に処女を奪われるが忠誠心は健在。

［ユノー］

　四三歳 リバティース民主国外務次官

　主人公とリバティース民主国との協力関係を成立させる。

　噴火を好機と捉え、自国の影響力拡大を狙っている。

［ソラナ］

　二〇前半　リバティース民主国の軍務官僚　実戦経験は無かった

　たまに主人公に夢で抱かれる







　　　　　　　　　　　　　　　　非友好的

　連邦

［マルティン＝ステーセリ］

　三五歳 １８６ｃｍ　金髪碧眼 オルガ連邦新防衛最高司令官

　劣勢の責任を取って更迭されたガルチェンコの後を継いだ司令官。

　連邦北部の出身で、過酷な環境での作戦に慣れている。

　気さくな性格で規律絶対重視のガルチェンコとは一線を画する。

　守りを固めつつ戦力を整え、反撃の機会を伺っている。

［ニコライ＝アルサノフ］

　三五歳　１８５ｃｍ　オルガ連邦北方兵団司令官

　北方兵団・通称「氷の軍団」の司令官にしてマルティンの旧知の友

　厳寒期の作戦行動に慣れ、準備を整えている。

　帝国

［ザフネス］

　四〇歳　巨漢　歴戦の軍人　ガーランド帝国大将軍

　オルガ連邦侵攻作戦の陸上部隊を全て統括する。

　戦奴を容赦なく使いつぶす強引な戦い方で白都包囲下に置いたが、攻城戦に失敗。

　冬の到来で戦力が消耗する中、次の一手を打てずにいる。




［セクリト］

　三〇前半？　黒髪　細身で褐色の肌　ヴァイオレッドの瞳　ガーランド帝国大将軍

　海軍全てを統括する。

　初戦でオルガ連邦艦隊を破り快進撃の立役者となった。

　極めて冷酷で敵味方共に容赦が無い。

　ザフネスの不手際に苛立ちを募らせているが、艦隊には海上封鎖以外に出来る事がない。








☆　国力比較　第２５６話時点







　ゴルドニア王国

　人口　　三百三十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口十万

　制度　　封建制

　兵員　　現在十五万　動員限界三十万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原北部をほぼ手中に納める一大強国。

　ストゥーラ共和国を事実上の保護国としている。

　旧マグラード地域にて大規模な反乱が多発しているが、総督府とその協力者たる現地貴族が力で弾圧し、辛うじて秩序を保っている。

　衰退しつつあるストゥーラ共和国から有力商人の流入が始まり、相次いだ戦争の傷を回復しつつある。

　国王の方針転換で南部諸国との交渉は停滞、ダード山の噴火後の大混乱もあって実質的に南部地域との条約話は放置されている。

　対外的な拡張政策を停止し、国内の反乱分子、不正、汚職を徹底的に弾圧する方針を取っているが、過度の取り締まりに貴族や権力者の間で閉塞感が強まっている模様。

　ストゥーラ共和国

　人口　　十五万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口四万

　制度　　共和制

　兵員　　現在三千　　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国だったが、相次ぐ戦争で財が流出。

　有力商人のゴルドニアへの流出が本格化しており経済的な影響力も極端に低下している。

　国家としての機能は急速に弱体化しており、既に国境警備もままならない。

　混乱続く旧マグラードから流れる無法者の流入で治安も悪化、商人の流出に拍車をかけている。

　ゴルドニアへの併合が現実味を帯びている。




　都市国家群

　人口　　総計五十二万

　支配者　多種多様

　首都　　点在する各都市がそれぞれの国家として独立

　制度　　多様

　兵員　　現在二万　　動員限界十五万（全都市国家総計）

　支配域　中央平原真ん中

　ノーステリエス河、テリエス河の上流域に跨って存在する多数の都市国家の総称。

　人口数千から数万まで多様な都市そのものが自給自足を行う国家として機能、テリエス河流域の湿地帯に面している都市は未知の環境へ冒険者を送り出す拠点ともなっている。

　ほとんどの都市は強固な城郭と戦時の国民皆兵によって守られており、通常都市国家間での戦争も随時行われているが、外敵に対しては連合して対抗する事もある。

　但し、政治体制や指揮系統も様々なので自ら連合して領域外へ干渉する事はほとんどない。

　アレス王が評議会に復権を認められた模様。

　　　　　　　　　　　南部諸国

　モルト王国

　人口　　二十二万

　支配者　セレスティナ女王

　首都　　ビアード　人口二万

　制度　　王政

　兵員　　現在二千　　動員限界一万

　支配域　中央平原南　中部

　中央平原南部に位置する農業国家。

　目立った資源・産業はなく農業と麦から作る酒が唯一の名物。

　国民気質も穏やかで闘争には向かず、政治への興味は低い。

　ヴァンドレアからの侵攻を受けた後も目立った軍事力強化は行われていない。

　国防の根幹をゴルドニアからの援軍に頼る。

　ダード山の噴火後の降灰で農作物の収穫に影響が出ている模様。

　更に南部国から難民の流入が始まりつつあり、対応に苦慮している。




　リバティース民主国

　人口　　百三万

　支配者　－－－統領

　首都　　トルトエント　人口八万

　制度　　民主制

　兵員　　現在八万　　動員限界十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南部と北部の境界に位置する国家。

　国家運営を市民の投票によって選出された代表が行う稀少な政治形態を持つ。

　貴族制は存在せず、各都市の首長も市民によって選出される。

　一般市民にも極めて高度な自由が与えられ、経済的発展が著しい。

　数年後ごとに選挙が行われ、その期間中は全ての国政が停止する。

　ダード山噴火以後のアルテイル・ヴァンドレア両国の混乱と衰退で安全保障上のリスクが減退。

　この機に地域の主導権を握るべく行動している。




　アルテイル神国

　人口　　百二十万

　支配者　アルテイル法王

　首都　　アルテリア　人口二十万（国内難民流入）

　制度　　原理主義

　兵員　　現在五十万（正規兵無）動員限界六十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南西部に位置する宗教国家。

　代々の法王は古代神アルテイルの生まれ代わりと呼称し、民に絶対の服従と従属を求めている。

　アルテイル以外の神を信奉する人間は異端として拷問、処理の対象となる。

　貴族制は存在するが、全て神の下に居るとの思想の元、領主の封建的独立性は薄い。

　非常時には神の名の元に老若男女全ての民が戦争への参加を強いられる。

　当初は小国だったが、この一〇年で周辺国を次々と併合し巨大化した。

　異質な価値観から戦時・平時を問わず残虐性が際立つ。

　思想の違いからリバティース民主国、ヴァンドレア人民連邦、双方と対立している。

　ダード山の噴火で軍の中核が壊滅、広域に渡って村や町が被害を受けた。

　国土の大半で大規模な降灰が続いており農作物への影響も致命的。

　国力に甚大なダメージを受けたのみならず「神に庇護されるはずの神国」が天変地異に見舞われた事により、国家の根幹たる教義が揺らぎ始めている。

　不満を外国に向けるべく、なりふり構わぬ徴兵でヴァンドレアに対して戦争をしかけたが降灰地域が多く、思う様に進軍出来ない。

　政権への不信は日々高まっている。




　ヴァンドレア人民連邦

　人口　　百二十五万

　支配者　－－－人民代表

　首都　　ヴァンドラ　人口二十五万（国内難民流入）

　制度　　特殊専制

　兵員　　現在三万　　動員限界十万

　支配域　中央平原南　東部

　現在、中央平原南部最大の国家。

　数十年前に起こった農民反乱から生まれた国家で、様々な変質を経て特殊な政治体制に移行。

　民が国家を統治すると言う思想の下、民の代表者が全ての権限を握るが、事実上専制化している。

　最高指導者（人民代表）が連邦支部（各都市）の首長、軍司令官など全てを選出する。

　世襲される役職がほとんどないので最高指導者の交代の度に壮絶な権力闘争が繰り広げられる。

　近年、周辺国を併合しつつ強大化。

　全ての中心は民であり、王権でも神でもないとの思想の下、慣習を越えた宗教的行いを禁じておりアルテイル神国との関係は劣悪で度々紛争を起こしている。

　ダード山の噴火で軍民共に甚大な被害を受ける。

　降灰の影響で来年以降の収穫も期待出来ず食糧不足が予想される。

　被害地域から首都ヴァンドラへの難民流入が続いているが支えきれず、ゴルドニアやモルトへの流出も始まりつつある。




　ポルポ王国

　人口　　二十一万

　支配者　ポルポ四世

　首都　　ポロン　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在五千　　動員限界二万

　支配域　中央平原南境

　古い歴史を持つ小王国。

　以前は中央平原の南の境にある五王国の一つだったが、いつの間にか他四ヶ国がアルテイル神国に併合されて一国になった。

　現在王が病床にあり、跡目争いで外国へ目を向ける余裕が無い。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　　　　　　　　　　　　中央平原外

　オルガ連邦

　人口　　一千八百万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口六十万～八十万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在九十万　　動員限界二百五十五万　既損害百十八万

　支配域　戦争中　変動

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中している。

　強固で保守的な身分制度を維持し安定した社会を形成している。

　ガーランド帝国との戦争中

　緒戦からの連敗で国土と軍に甚大な被害が生じ、首都まで攻囲されている。

　一方で首都の防衛に成功、新司令官の着任と冬の到来を持って戦況は膠着、着々と戦力を増強している。




　ガーランド帝国

　人口　　三千七百万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口百万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在二百三万　動員限界三百十万　既損害百七万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖、農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　オルガ連邦と戦争中

　圧倒的な兵力と海軍力を背景に戦争を優勢に進め、連邦首都を包囲。

　しかし頑強な城壁を攻略出来ないまま冬を迎えてしまう。

　正規兵、戦奴兵共に損害は甚大で攻勢はあらゆる方面で頓挫しつつある。

　更に本格的な冬季装備の無いままに厳寒を迎え、全軍が急速に消耗している。

　今だ圧倒的優勢を誇る艦隊の力で辛うじて白都の封鎖と包囲を続けているが……。








第２５７話　不思議なペット







「きゃあ！」

　可愛い悲鳴を上げるノンナを持ち上げ、ベッドに放り投げる。

投げられたノンナは恥ずかしそうにシーツを掴んで丸まった。

「次はあたしね。ひゃっ！」

　全裸で手を伸ばすカーラを抱えあげ、同じようにベッドに投げる。

すると我も我もと女達が手を伸ばして来る。




「お前達そんなに投げられたいのか？」

　メルが抱えられたまま、俺の首に手を伸ばして言う。

「もちろんです。エイギルさんに抱き上げられてベッドに投げられる。それだけで準備が出来てしまいますよ」

「なるほどな」

　メルの背中と足に手を回してベッドに近づき、どさりと投げる。

「ああっ」

　それだけでメルの太股に光る物が見えた。

みんなすっかりいやらしい女になってしまったようだ。




「私もお願い致しますわ！」

「う」

　進み出たのはクラウディアだ。

思わず詰まったような声が出てしまう。

　全体的に球体に近い彼女に微笑みかけながら背中と、かろうじてわかる足の部分に手を入れて抱き上げようとする。

　これは重い。

持ちにくい事もあってとても上がりそうにない。

「うおぉぉ！　ふん！」

　気合いを入れ直し、全身に力を込めて持ち上げる。

「あぁ！　素敵、愛しい方に抱えあげられベッドに運ばれるなんて!!」

　喜んでくれるのは嬉しいがもう少し体を絞ろうな。

流石に健康にも悪い気がする。




「待って下さい！　投げたらベッドが壊れてしまいます！」

「そうです。今日卸したての特製ベッドですのに、肉玉はそのまま窓からお捨て下さい」

　ノンナとメルに止められてしまった。




　これから彼女達と愛し合う部屋は俺の寝室ではない。

ここは俺の寝室としか繋がっていない特別部屋で、部屋の真ん中にベッドがあり、それ以外の家具はほとんどない。

　このベッドは本当に特大で、とても窓から入らず、職人が部屋の中で部品を組み立てて完成させた特製中の特製だ。

巨大ベッドには二〇人は優に乗れ、足や骨組はかなり補強されているので重みも十分支える事が出来るらしい。




「それでもこんな肉玉は想定してません」

「誰が豚玉ですか！」

　メルの言葉にクラウディアが食いついた。

暴れるな、お前を持ち上げているだけで余り余裕がないんだ。

　喧嘩するなとなだめてからクラウディアを優しくベッドに置く。

ギシリと軋むがゆっくりやれば大丈夫だ。




「このベッドはいいですよね。今までは終わった女から隣のベッドに行かないといけませんでしたから」

「みんな朝まで一緒に寝ようと牽制のし合いでしたね」

　今までのベッドでは乱交の時にどうしてもあぶれてしまう女が出た。

そこでベッドを二つ三つ置いて、気を失った女を移していたのだ。

「朝、目を覚まして別のベッドや床に転がされていた時の悔しさと言ったら……」

「しかも他の女がエイギルの胸で幸せそうに寝てるんだものね」




　女達の視線が、先ほどから俺の背中にへばりついているセリアに移る。

「そういえばセリアさんって必ず朝はエイギル様の腕の中にいますよね」

「私なんてエイギルさんにしがみついて寝たはずなのに、いつの間にか床に転がされてました」

「そんなの知りません」

　セリアはそっぽを向くが皆が寝静まった後、もぞもぞと彼女が動いているのは知っている。

可愛いから言わないけどな。




「そんな事よりも早く抱かせてくれないか。久しぶりにお前達を抱けるんだ。諍いなんてやめてくれ」

　セリアと彼女を責める女達の間に勃起した肉棒を割り込ませる。

途端に皆の表情が緩み、次々と舌が伸びて来た。

これが逸物による和平だ。




「相変わらずでっかいわねぇ。何よこの長さ、こうしてやるわ」

「浮き出た筋が凶悪です。女を殺す為のお道具にしか見えません」

　カーラとノンナが両側からパクリと竿を咥え舌を這わせながら往復する。

「ふ、太い」

「あは、お姉ちゃんも一緒にしゃぶろう？」

　メルに背を押されたクウとルウが仁王立ちする俺の股下に入り、玉と根元を吸って来る。

「すっごく硬いね。はも」

「はい、先の膨らみもすごいです」

　レアとセリアが先端を攻めてくれる。

先っちょはレアが咥え、セリアが肉傘のくびれを舌でなぞる。




　六人がかりでの奉仕に肉棒は歓喜してどんどん上向いていく。

「六人も同時に口を付けられるのはエイギルさんが大槍だからですよ。並の男なら二人が限界です」

　メルとミレイが背中から抱きつき、背中から太ももへと乳房をこすりつける。

ここまでやられて最高潮にならないはずがない。

逸物はこれでもかとそそり立ち、腹に張り付いてしまった。




「あ、お待ち下さい」

　それを見てリタが全員の奉仕に割り込み、ものさしのような物を逸物に当てる。

少しの沈黙の後、彼女は目盛りを差しながら驚きと期待の声を上げた。

「やはり！　皆さん見て下さい。また大きくなっておいでです」




　女達の間に驚愕の声が上がる。

「ええっ!?　こんなに大きくなってるのですか？　確かに少し気になっていましたが……」

　ノンナは口に手を当てて驚いていた。

「エイギルが今年で二四ってのノンナが勝手に決めたんでしょ。本当はもっと年下じゃないの？　いくらなんでも二四ならこんなにもりもり育たないわよ」

　カーラもびっくりしたようだ。

「お出かけになる前より色も黒くなった気がしませんか？　どれだけの淫液に焼けてきたのでしょう」

　メルが悪い子ですね、と逸物をつつく。




「そういえばあのエルフの子はどうしたのよ？　旅の間に犯したんでしょ？」

　当たり前のようにカーラが聞く。

　いやいや、ナーティアにはまだキスもしていない。

せいぜい耳を撫でたり咥えたりした程度だよ。




　彼女はとりあえず客間に泊まってもらっている。

クラウディアを除けば新屋敷のお客様第一号だ。

いずれは体も心も頂き、俺の女として愛妾の仲間入りをさせてやるつもりだ。

　そのナーティアは先ほどまで興味津津にこの部屋までついて来ていた。

だが女達と俺が服を脱ぎ出し、準備を始めた所でこれから何が起こるかに気付き、真っ赤になって窓から中庭に飛び降りて逃げてしまったのだ。

　ここは二階なので心配したが、普段から木々を飛び回るエルフにとって二階程度の高さはなんともないらしかった。

「だが、向こうに逃げるとラミーと遭遇するだろうからなぁ」

　どちらも好戦的ではないし大丈夫だろう。




「よし、じゃあそろそろ始めようか」

　だがその時、横から異議が入る。

「わ、私達だって」

「欲しいです……」

　声を上げたのはカトリーヌ達妊婦組だ。

さすがに妊婦は投げられないのでキスだけして見学になっていたのだが。

「妊婦だって欲情します！」

　そうだな、妊婦とは言え俺の女、挿入できずとも快楽は与えないといけない。

「お前達もベッドに乗って足を開け。舌で穴を舐めまわしてやる」

　歓声を上げてベッドに乗る妊婦たち。

「ではエイギル様の股間は私が頂きます」

「では背中に胸を押し付けるのは私が」

「私は腹を押しつけますわ！」

「肉は転がってなさい！」

　楽しい時間の始まりだ。







翌日

「リントブルムでの増産により、剣や鎧が続々と届いております。装備を失った兵は徐々にですが戦力として復帰しております」

　新屋敷の執務室を眺めながら適当にレオポルトの話を聞く。

ともかく戦力が回復しているのだな。

結構な事だ。

「武具を他から購入すればもっと早く戦力は回復するのですが、差し当たっての脅威はなく、急ぐ必要はありません。リントブルムでの製作分だけで補充しています。その方がお金もかかりませんから」

　昨日からずっと俺の背中にひっついたままのセリアが言う。

だがレオポルトの視線を受けて恥ずかしそうに顔を埋めてしまった。




「わかった。それと王都へ随伴する兵の準備だが「完了しています」…………」

　先回りして言われてしまった。

レオポルトは本当に可愛げがないな。

俺が帰った時も「そうですか」の一言だった。

　だが突然留守にしたのでこいつにも負担をかけたかもしれない。

ここは少しだけ下手に出てやろうではないか。

「何か問題はなかったか？　お前に何も言わず留守にしてしまったからな」




　するとレオポルトは無表情のまま言い切った。

「特に何もありません。むしろ辺境伯が不在でどの軍務に支障が出ると言うのでしょうか」

　この野郎、俺など要らんと言いやがったな。

領主の俺がいなければ……。

　ふと考えてみる。

普段から軍務全般や大きな計画立案はレオポルト、訓練監督や治安の維持はマイラがやっている。

俺の認可印はセリアが管理しており、俺も彼女に聞かないと場所さえわからない。

なんて事だ、俺は必要ないじゃないか。

「わ、私の心が落ち着かなくなります。エイギル様がいないとこの世は地獄です！」

「セリア、お前はこの鉄仮面と違って可愛いなぁ」

　ぎゅっとセリアを抱きしめる。




「茶番は置き、護衛隊を中心にハードレット卿の恥にならぬ程度の兵に準備をさせております。今年は大演習もないようですから十分でしょう。同行しますので出立の際にご一報下さい」

　それだけ言って背を向けるレオポルト。

いつか「俺がいなければ生きていけません」と言わせてやる。

いや、やっぱりやめておこう気持ち悪い事この上ない。

「あうー髪をぐしゃぐしゃにしないで下さい。ああっ結びました！」




　レオポルトが退室し、セリアといちゃつこうと思ったのだがすぐにアドルフが現れる。

「お前も俺は要らんと言うのか？」

「突然なんですか？　いえいえ、必要ですよ。色々ありますから」

　しまった、藪から蛇を出してしまった。




　アドルフは書類の束を大きくなった執務机にどさりと置く。

俺はそれをセリアの前に流し、アドルフが再びそれを俺の目の前に戻す。

何をする。

「セリアさんでも良い案件なら私が処理していますよ」

「俺など気にせず好きにやってくれれば良いのに」

「エイギル様、さっきと言っている事が違います」




　アドルフは咳払いを一つしてから説明を始めた。

「南部諸国の混乱は我々にとっては脅威が無くなったとも言えますが、弊害が出て参りました」

「弊害？　こちらにも灰が飛んで来たとかか？」

「いえ、季節外れの北風が続いたお陰でこちらやモルトへの降灰は最低限で済みました。問題はこの北風の影響でヴァンドレア全土の農地が影響を受けたと思われる事です」

　へえ、彼らは運の悪い事で大変だな。

「さすがに当初は戦争状態にあったこちらに民が流れて来る事はなかったのですが……どうやら彼らの首都近郊でも難民を支えるだけの食料や住居がなくなっているようです。まだ僅かですがこちらの領地に逃げて来る民も出始めております」

　ふむ、生きる為には人はなんでもするからな。

「本当に着の身着のまま逃げて来ている者も多く、困窮して周辺の村で盗みでも働けば一気に衝突が起きる可能性もあります。彼らに妙な真似をさせない事が重要です」

　せっかく安定させた治安が悪化しては適わない。

「わかった。レオポルトとマイラにも伝えて置くから兵を少しばかり南へ動かせ。兵の姿を見せれば、はやまった事はしないだろう」

「はい、しかしながらそれだけでは不足かもしれません。食べる物がなくなれば理性ある行動が取れるとも思えません」

　そうだな、飯がなくなったら兵士に喧嘩を売る事もあり得る。




「お前はどうするべきだと思う？」

　俺が考えるよりアドルフに任せる方が何倍もいい案が出るし、何より楽だからな。

「以前、トリエアからの流民を受け入れた時と同じようにある程度の単位にまとめて開拓村を作らせる方針で行きましょう。幸いまだまだ空き地はありますから。当座の食料は供給し、今後の税金に上乗せする形にすればよろしいかと」

　ふむふむなるほど。

「どうせならベイチェク達の中に放り込んだらどうだ？」

　ヴァンドレア本国から切り捨てられた兵である彼らは俺の領内で開拓に励んでいる。

元々敵国の兵士と言う事もあるので、一応近場に兵を置いて警戒しているが、本国に捨てられた彼らは今更問題を起こすつもりもないようだった。




「「いやいや！」」

　良い考えだと思ったのに、アドルフとセリアが首を振る。

「難民は祖国を捨てて逃げた者達ですよ？　それを元兵士達の中に放り込むなんて逃亡者が出ますよ」

「ベイチェク達にとっては自分達を捨てた国の民です。円滑な関係になるとは思えません」

　アドルフはともかくセリアにまで否定されるなんて。

悲しいので頬っぺたを撫で回そう。




「ふわぁ、はふはふ……」

　ぐんにゃりしてしまったセリアをいじりながらアドルフに言う。

「ならお前の好きなようにしてくれ」

　わかりましたとアドルフは席を立つ。

そして思い出したかのように止まった。

「決まり通りならば領内に居る彼らにも春の人頭税の支払い義務がありますが……」

　俺は苦笑して手を広げる。

何も持たずに逃げて来た難民から税が取れる訳が無い。

　もし乳を奪うならノンナからするべきでマリアから取るべきではないのだ。

大した量が取れない上に、大いに恨みをかうだろう。

「了解しました。一応ハードレット様の承諾を取って置かないとマイラさんがうるさいですから」

　マイラはそういう融通が利かないからなぁ。

払う決まりならなんとしても取り立てるべきだと怒鳴る光景が目に浮かぶ。




「そうだ、一つ忘れていた」

「なんでしょう？」

　アドルフが若干嫌な顔をする。

またつまらない事を思いついたと考えているのだろう。

とんでもない、重要な事だ。

「食料を与えるとは言え、何もない荒れ地から始まる。楽な生活は出来ないだろう」

「それはそうですが……？」

　はっきりとした警戒の顔になった。

「女に苦労させるのは忍びない。希望があればラーフェンの近くに家を建てて住ませてやろう」

　やっぱりとアドルフの肩が落ちる。

女には優しくしないといけない。

そうすればきっと何人もの女が惚れてくれるだろう。

新しい女を沢山抱けそうだ。

　不穏な雰囲気に起き上がろうとしたセリアの顔を更に撫で回し、再びぐんにゃりさせる。

「どうだ。わかったか？」

「……はい、体力の無い子供や若い娘を優先してラーフェン近郊に住まわせる事に致します」

　子供はついでだ。

とにかく娘だ、そこの所をわかってくれよ。




「今の規模なら些事ですが、ヴァンドレアがこのまま混乱し続ければ……状況は更に悪くなるかもしれませんね」

　そうなった時はなった時だ。

お前に全て任せるからうまくやってくれ。

　俺はふにゃふにゃになったセリアを膝に乗せてうなじにキスをする。

アドルフはため息を一つ落とし、執務室を出ていったのだった。

　ま、なんとかなるだろう。







　結局セリアをいじり続ける内に盛り上がり、一戦やらかしてしまった。

足を震わせながら部屋に戻っていくセリアを見送ると、入れ違いにピピが廊下をとぼとぼと歩いて来る。

見るからに元気が無い。

「どうしたピピ？　何を落ち込んでいるんだ」

　普段は俺を見ると満面の笑みで飛びついて来る彼女が悲しそうに目を伏せている。

「族長様……卵が食べられなくなってしまった」

　卵と言われて少しばかり記憶を探る。

そういえばピピがリントブルムからでっかい卵を持って帰って来ていたな。

　確か地下室に置いていたはずだが、俺も完全に存在を忘れていた。

いくら冬場とは言え腐ってしまったのかもしれない。




「俺が余計な事を言ったからかな。すまん、新しい卵をいっぱい買ってやるから腐った卵は忘れてくれ」

　俺がピピの頭を撫でてやると彼女は小さく首を振る。

「腐ってはいない。でももう食べられない」




　どう言う事だろうと思った時、妙な鳴き声と足音が聞こえる。

「うう……食べようと思ったのに変なのが孵ってしまった」

　廊下の奥から現れたソレは必死に走り、ピピの足元にへばりつく。




「なんだこりゃ？」

「トカゲの卵だった」

　そのトカゲは狼程度の大きさで、全身が赤い鱗に包まれている。

走り方は四つん這いだったが、ピピに近づくと後ろ脚だけで立って手を伸ばし、甘えている。

立つとピピとも背の高さが変わらない。

かなりでかいトカゲだ。

「ピピもさっき卵の事を思い出して地下室に行った。そうしたら、ちょうど卵が割れてトカゲが出て来て目が合った。硬そうで食べられない」

　俺はしゃがんで、そいつの背中を拳で軽く叩いてみる。

普通のトカゲのような柔らかい鱗ではなく、まるで鉄板のような手応えだ。

確かにこれは食べられそうにない。

「それにしてもでっかいトカゲだなぁ。生まれたてだろう？」

　叩かれて怒ったのかこいつは俺に向かって口を開き、ギャアと鳴く。

トカゲの鳴き声を初めて聞いたがどこかで聞き覚えがあるな。

それにトカゲにしては随分立派な牙が生えている。

良く見れば手にも鋭い爪が生えていた。

　生意気な奴の額をピンと弾いてやると奴は背中の何かをばっと広げる。

良く見るとそれは翼のようだった。

「翼まで生えてるなんてとことん妙なトカゲだ」

「ピピもこんなトカゲ初めて見た」

　世界は広い、こんな変なのも居たのだろう。




「どうしよう。ピピになついている」

　ピピは奴の頭を撫でながら聞いて来る。

「うーむ」

　気持ち良さそうに甘えるトカゲを見ていると、捨てたり殺したりするのは哀れな気がして来た。

広い庭もあるし飼えない事もないだろう。

「ピピはどうしたい？」

　ピピは転がって腹を見せるそいつを見ながら言う。

「飼ってみたい。素早いから狩りに使えるかもしれない。役立たずなら太らせて食べる」

　ならそれでいいか。

「爪と牙が鋭いから家族を噛まないようにちゃんと躾けるんだぞ」

「わかった！」

　トカゲは躾けられるのかな？

まあいいか。




　ちょっとした問題に片がついた所で玄関が騒がしい事に気付く。

さてさて、次はなんだろう。

　向かってみるとメイド達が何かを囲んで仕事の手を止めている。

中心にいるのは……レティシアとシャロンだ。

　俺を見つけるとシャロンは真っ赤になって微笑み、レティシアは深々と頭を下げる。

見ればレティシアは胸に子犬を抱いている。

　俺としては子犬よりも犬を抱く事でいやらしく押しつぶされている胸の方に興味があったが、こういう時は可愛い犬と言っておく方が女に良い印象を与えられるのだろう。

「へぇ……子犬だな」

　可愛いが抜けてしまった。

うっかりではない、一目でわかる不細工な子犬だったのだ。

　まだ生まれてそれほど経っていないのか、目は開いているが仕草はぎこちない。

茶色と黒の毛が適当に混ぜた絵具のように無茶苦茶になっており、顔の中心に白の線が入っている。

　顔もすっとぼけた感じで、垂れた目と耳からは覇気を全く感じない。

かぁ、と一つ欠伸をしたその犬からは怠惰な雰囲気がぷんぷんする。

「トリスタン何をしている」

「はい？」

　いかん、思わず呼びかけてしまった。




　俺の許可を得てレティシアは子犬を床に降ろす。

彼女は新屋敷を犬が荒らさないか心配していたが、奴は降ろすなり隅で丸まって寝てしまった。

「それであの間の抜けた犬はどうしたんだい？」

「実は今朝方、お店の前に捨てられていたんです。このままじゃ馬車にでも轢かれてしまうと思ってとりあえず拾ったのですが」

　レティシアの店はラーフェンの一等地、ほとんど町の中心にある。

人や馬車の往来も激しく、子犬がふらふら歩けばすぐに踏まれたり潰されてしまうだろう。

「知り合いにも声をかけたのですが、可愛げがない上に役にも立ちそうにないと断られてしまいました」




　確かに愛玩するには不細工だし、番犬にはなりそうにもない。

どこからどう見てもしょうもない駄犬だ。

しかも知らない人間に囲まれた場所でいびきをかいて寝る警戒心の無い奴だ。

「うちは飲食店なので動物を飼うのは不衛生ですから」

「ふむ……」

　優しいレティシアの事だ。

一度拾った犬をもう一度捨てる事など出来ず、困って俺の所に持ってきたらしい。




「やっぱり失礼だよ！　犬の事なんかでハードレット様の所に来るなんて！」

　シャロンが姉を責める。

　こらこら、姉妹で喧嘩してはいけないぞ。

仲良くするんだ。

「あっ！　お尻……たっちゃうよ」

　シャロンの尻を撫でてやると真っ赤になって大人しくなる。

何故前屈みになるのかは不明だが、それはいい。




「分かったよ。犬の一匹ぐらい面倒見てやる」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　レティシアは嬉しそうに礼を言い、シャロンは腰が抜けてへたりこんでしまった。

　犬の一匹ぐらいそこらへんに置いとけばいいしな。

それでレティシアの笑顔が見れるならたやすいことだ。




　彼女は店の準備があると言い、満面の笑みを浮かべながら何度も礼を言って帰っていった。

お礼に今度シャロンと二人で非常に恥ずかしい遊びをしてくれるらしい。

　犬はレティシアがいなくなってもさして気にした風には見えず、周りを見回した後、今度は仰向けになっていびきをかき始めた。

なかなか大した根性だな。




「犬を飼うのか？」

　話を聞きつけたピピがトカゲを連れてやって来た。

犬を見に集まっていたメイド達が悲鳴を上げて後ずさる。

やっぱり女はトカゲや蛇が苦手なんだな。

「何よアレぇ！」

「食べられるぅ！」

「そ、それ絶対トカゲじゃ……」

　ははは、臆病な女も好きだぞ。




「そうだ、どうせならこの犬もお前が面倒見てくれないか？」

　ピピは山の民の中では犬の世話もしていたと言うし、適任かもしれない。

　彼女は子犬を持ち上げ、微妙な顔をした。

犬は薄く目を開き、されるがままにぶら下がっている。




「アホそうだ」

「だよな」

　だがピピは犬を気に入ったのかぎゅっと抱きしめる。

犬は抱きしめられたままめんどくさそうな顔で寝てしまう。

　背中の方ではトカゲがギャアギャア鳴いていた。

一丁前に焼き餅を焼いているのだろうか。




「わかった。ピピが立派な犬に育ててみせる」

　犬は「はいよ」とばかりに欠伸をする。

「道は長そうだが頑張れよ」

　ピピは犬をトカゲの上に乗せる。

トカゲは嫌がったが、ピピに怒られて大人しく犬を乗せることにしたようだ。




「名前はどうしよう。犬とトカゲでもいいが」

　ピピはそのままでも良いらしいが、さすがに呼びにくいだろう。

何か適当につけてやれ。

俺も考えてみよう。

「犬の方はトリスタンにするとして……トカゲの方はどうするかだな」

「トリスタンはもういる。同じような顔で同じ名前は分かりにくい」

　ピピに怒られてしまった。

トリスタンでいいと思うんだけどな。




　ピピは珍しく腕を組んで考えている。

そして思いついたようにポンと手を叩いた。

　トカゲの頭に顎をついて寝ていた子犬を持ち上げて言う。




「お前は［メッサーシュミット］だ！」

　どうも顔のイメージに合わんが、まあいいか。




　続いてトカゲの顔に手を回して言う。

「お前は［ポチ］だ！」

トカゲ改め［ポチ］はピピに抱きしめられて嬉しそうに鳴く。

　子犬改め［メッサーシュミット］はもう終わりか？　とばかりに寝てしまった。

ピピが言うならそれでいいだろう。




「元気でやれよポチ」

　俺が子犬の頭を撫でるとトカゲが割り込む。

それは自分の名前だと主張しているらしい。

　早速間違えてしまったな。

どうにもイメージが逆なんだ。

　それにしてもポチは言葉がわかるのだろうか。

なかなか頭が良いトカゲのようだ。




　名前も決まった所で飯でも食おうとした所にリタが飛びこんで来る。

今度はなんだろう。

「ハードレット様、王都のメリッサ様から手紙が参りまして、ドロテア様が産気づかれました。しかし、中々出産が上手くいかないとの事です！」

「王都へ行く。準備しろ！」




　俺は食いかけのパンとスープをポチの口いっぱいに押し込むと旅の仕度を急ぐ。

　王都へはゆっくり準備して向かおうと思っていたのだが状況が変わった。

ドロテアは子を産むには高齢だからな。

何か出来る訳ではないがとにかく傍にいてやりたい。




　セリアやミティ達もドタバタし始める。

「護衛隊には後から付いて来いと言え、俺は先にシュバルツで駆ける」

　慌てて旅の服に着替えようとしてひっくり返ったセリアを抱き上げて運ぶ。

「じゅ、十秒待って下さい！　下が下着のままなんです!!」

　マントで隠してやるから気にするな。




「クロル、お前も付いて来い。ナーティアから貰った薬を忘れるな」

　言いながらセリアを馬に積み、シュバルツに飛び乗る。




「今は昼過ぎか、夜明けまでに着けよ」

　無茶言うなと言う顔をするシュバルツの手綱を引っ張り胴をかかとで叩く。

奴は仕方ないなとばかりに嘶き、風のように駆け始めた。

　おっとドラゴンの血も万が一の為に持って行かないと。

「ここにあります！」

　下着姿の尻を晒すセリアが懐から袋を取り出した。

でかした、褒美に尻を撫で回してやるぞ。

「せめて町の外に出てからにして下さい！　真昼間ですから！　何百人も見てますから!!」

　俺はセリアの可愛い尻を撫で回しながら、ラーフェンのど真ん中を突っ切り、王都へと駆けて行くのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民五〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七千名

歩兵二八〇〇騎兵八〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）二千

予備役三千（装備不完全）

大砲一五門　大型砲五門　ドワーフ砲一六門

（特別素材の大砲をドワーフ砲、新しく製造した大砲を大型砲としました）

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（緊急）メリッサ（愛妾　王都出向）アルマ（王都出向）

クラウディア（食客）クララ（侍女）ナーティア（未知との遭遇！）

人外

ラミー（未知との遭遇！）ミルミ（人魚）アルラウネ（育成中）　？？？　（アリス隠匿）

ペット

メッサーシュミット（犬）ポチ（変なトカゲ）

部下

セリア（副官）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

マイラ（治安官）ポルテ（研修監督）グレーテル（内政研修）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（参謀Ｂ）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

財産　金貨一九六四〇　難民対策（五〇〇）王都移動（三〇〇）難民用の家（二〇〇）

経験人数四〇二人　産ませた子五四人＋五五五匹








第２５８話 予想外の結果







　シュバルツに乗った俺はセリアを抱きしめたまま王都への道を急ぐ。

「いいぞ、そのまま走り続けろ」

　シュバルツはこの野郎とばかりに俺を睨むが諦めて再び足を速める。

やはり先ほど水を浴びせたのが良かったようだな。

「無茶苦茶ですよ」

　セリアがため息をつき、シュバルツも息を吐いて同意する。




　俺達は街道に沿って進んでいるのだが、ある小川にかかる橋が工事中だった。

渡し船を用意するのに時間がかかりそうなので、俺はシュバルツをそのまま川に飛び込ませて泳がせたのだ。

冬の冷水に浸かって奴の熱くなった体も良い具合に冷えたようだ。




「うぅ、でもそのせいで私はこんな事に」

　悪かったのはセリアの尻に水がかかってしまった事だ。

　ただでさえ上半身旅着に下半身下着だけの格好だったのだが、濡れた下着を取り去ったので余計にすごい格好になってしまった。

さすがに真冬に尻丸出しでは寒かろうと馬に乗ったまま抱いてやろうと思ったのだが。




「さっき入れてる所を旅人に見られたじゃないですか！　変態だと思われました！」

　いや、あれは得体の知れない怪物を見る目だった。

　それも当然か、陽の落ちた街道を馬に乗ったまま座位で繋がった男女がものすごい速度で走り去っていくのだから。

しかも風で乾かす為に、シュバルツの頭にはセリアのパンツがひっかけてあった。

「こらこら、身を起こすとまた尻が冷えるぞ。すりすりしてやる」

「あぅ……そんなにすりすりされたらせっかく乾いた下着が濡れちゃいます」

　俺達の甘い空気をシュバルツが嘶いて邪魔しようとする。

大人しく走っていればセリアの潮を背中にかけてやるが、邪魔するつもりなら俺の種をかけるぞ。







　必死の思いで馬を駆けた俺達が王都に到着したのは陽の光が地平線から上がり始めた頃だった。

「よし、ここでいい。お前は適当に厩に入っていろ」

　俺は王都の屋敷の近くでシュバルツから飛び降り屋敷へと向かう。

「良く頑張りましたねシュバルツ」

　息を荒げるシュバルツの耳をセリアが撫でる。

奴は甘えるようにセリアに首を摺り寄せた後、自分で厩の扉を開いて中に入って行った。

さすがに疲れたので寝るようだ。

　間に合っただろうか。




　まだ朝とも言えない時刻、当然鍵のかかっている扉を激しくノックする。

「エイギルさんもう着いたの!?　良かったこっちだよ」

　現れたのはメリッサだ。

久しぶりの再会だが、抱擁する間もなく手を引かれて寝室に連れて行かれる。




「そんな外を歩いた服はお脱ぎ下さい！　それから手も洗って顔も拭いて！」

「ん、おう」

　屋敷には産婆も招かれており、ドロテアの部屋に向かう途中で服を剥ぎ取られ、湯で顔や体を拭かれていく。

「ほらズボンも、汗だらけの不衛生な下着も……まぁ大槍」

　五〇過ぎの産婆が俺の肉棒を見て顔を赤らめるが今はそれどころじゃない。




　ドロテアの寝室に入ると彼女はベッドに横たわり、荒い息をついていた。

傍では心配そうにアルマが手を握っている。

「だ、旦那様……」

「どうなんだ？」

「特に問題がある訳ではないです……でも赤ちゃんがお腹で大きく育ってるらしくて」

　産婆がアルマに付け加える。

「ドロテア様はお年も召しておられ、しかも初産なのでかなり危険です」




　更にその中年の女性はアルマに聞こえないよう耳に口を寄せて来る。

「このままでは母体がもちません。朝になってもこのままならば薬で赤子を……」

　どうやらアルマが思っている以上に深刻のようだ。

せっかく妊娠した子、ドロテアにとっては恐らく最後の機会のはずだ。

本人もたまの手紙で大きくなっていく腹に喜んでいたのに、ここまで来て産めないのは余りに酷い。

　だがドロテア自身が死んでしまっては元も子も無い事も事実だ。

なんとかしてやるのが男の役目だな。




「ドロテア」

　アルマの反対がわからドロテアの枕元に寄る。

　彼女は息も絶え絶えで明らかに衰弱していた。

「は、ハードレット様、わざわざ御免なさい。赤ちゃんにも苦労をかけています。もっと楽に産んで上げたかったのに……本当に情けない母親……」

　あくまで子供の事を考えているドロテア、彼女に赤子を諦めろなどと言えるはずがない。




　俺は彼女の耳に口を寄せる。

要は穴が上手く広がればいいのだろう。

「想像するんだドロテア」

「は、はい？」

　俺は彼女の耳に息を吹きかけ、優しく髪をすく。

「俺のモノが今、ゆっくりとお前の中に入って行く」

「ええっ突然何を……」

　反論を許さず更に続ける。

「俺のモノはどうだった？　思い出せ」

　ドロテアはアルマを気にしながら声を潜めた。

「お、おおきゅうございました。まるで丸太のような太さで……」

　言葉を被せる。

「その太いのがミチミチとお前の中に入って行くのだ。狭い穴がどんどん広がっていくぞ」

「ああ、そんな、そんな……」




　すると産婆とメリッサがドロテアの股を覗き込み、慌て始めた。

「出て来ていますよ！　もっといきんで！」




　だがドロテアの注意は俺にしか向いていない。

「いいか、俺のモノはお前を孕ませた時よりも大きく太くなったぞ」

「そんな！　あれよりもまだ太いのですか？」

「ああっ頭が出てきましたよ！　もう一息です！」

「こ、こんな出産あるんだ……」




　俺はドロテアの頭を抱きしめて優しく、そしていやらしく語る。

「穴を締める必要はまったくないぞ。そんな事をしたら穴が破れてしまう……さあ入るぞ」

「あぁ……入ってしまう。極太が入って来る」

　ドロテアは長引く出産で意識も怪しくなっているのだろう。

夢にうかされるように言う。

「さあ、先端が入った。いよいよだ」

「うぅぅ……きつい！　まるで赤子を産んでいるようです」

「もう少し！　もう少しです！」

「出て来てるわ、ドロテアさん！」




　最後に彼女のうなじを軽く噛みながら言う。

「いくぞ……そら、入った!!」

「あああーーー！　イクーー!!」

「出てきましたよ！　男の子です！」

「し、潮も噴いちゃったみたい」

　ドロテアが叫び、産婆が股の間から赤子を取り上げる。

メリッサは顔に潮を浴びて呆然としていた。

中々出られなかった鬱憤を晴らすように赤子は一際大きく泣き声を上げたのだった。




「ふぅ、なんとかなったな」

「ママ！　ママ！　……良かった気を失ってるだけみたい」

　アルマが力の抜けたドロテアを心配するが、息を確認して落ち着いたようだ。

「念の為、これを飲ませておこう。良い薬だ」

　ドラゴンの血の結晶を取り出す。

だが固形だから意識を失っていては飲めないか。

「私に任せて」

　メリッサが薬を口に含んで噛み砕き、水と一緒にドロテアに口移しする。

少し興奮するな。

　これでドロテアは大丈夫だろう。

後は赤子の方だが、これだけ喧しく泣いているのだから心配ないと思うが。




「こ、これは……！」

　産婆が赤子の体を確認して声を上げる。

何か悪い所でもあったのだろうか。

「なんて大きさ……五歳、いえ一〇歳の子供に近い大きさですよ。疑い無く親子ですねぇ」

　それは良かった。

将来女をしっかり喜ばせてやれるな。




「ふぅ……」

　母子の無事を知ってアルマとメリッサがその場に座り込んでしまう。

ドロテアが産気づいてからずっと気を張っていたのだろう。

本当に苦労をかけた。

「彼女は俺とセリアで見ているからゆっくり休んでくれ」

　産婆も良く頑張ってくれた。

特別報酬を出そう。

「うん……少し……寝ます」

　アルマはクマの出来た目で嬉しそうに赤子に触れてからフラフラと部屋に戻っていく。

「私も戻るね。さっきからお腹の奥がなんかポカポカして妙な感じなんだ」

　メリッサも体調を崩さないように気を付けろよ。




　さてドロテアの頭でも撫でてやるか。

皆が目を覚ますまでは傍に居てやろう。

と言っても出産の瞬間からずっと腕を掴んで離してくれないんだけどな。

　見ればセリアが羨ましそうにこちらを見ている。

「私もエイギル様に囁かれながら出産したいです」

「ふむ、ならまずは子作りだな」

「ま、まだ駄目です！　まだエイギル様のお傍でお役に立ちたいのです！」

　騒々しい俺達の声が聞こえたのか、ドロテアは柔らかく表情を緩めたのだった。







　完全に陽が昇り、そしてまた落ちた頃にドロテアもメリッサ達も目を覚ました。

「お手数をおかけしました。疲れて意識が朦朧としていたのですけど、もしかして私はすごい恥ずかしい方法でこの子を産んでしまったのでしょうか……」

「あはは」

「ふふ」

　メリッサとアルマが苦笑する。

確かに男に言葉攻めにされながら子を産む女は少ないかもな。

　だが母子無事ならそれでいい。

後はどうでもいい事だ。

「それじゃ祝いの酒盛りでもするか」




　口を開いた所で馬の嘶きが聞こえる。

窓から覗くと数頭の馬が庭に乗り込んでいた。

「クロルとギドか。おお、ナーティアもいるじゃないか」

　クロルとギドは護衛隊の制服、ナーティアは耳を見られないように、最初に見たのと同じフードを被っている。

「クリストフさんが途中で落馬したようです。馬だけがついてきていて……いつどこで落ちたかわからないので取り敢えず置いて来ました。街道沿いですし、辿りつけるでしょう」

「クロル……」

「ナーティア？　新しい女の子？」

　アルマは複雑な顔をしている。

メリッサはナーティアの事を聞いて来る。

「まだ手は出していないが、その内抱いて孕ませるから仲良くしてやってくれ」

「勝手に決めるな！」

　ナーティアが叫び、ぽこんと頭にレモンが当たった。







「むー耳をそんなに触るなぁ」

　夕食の席、俺とメリッサはナーティアを挟むように座り、両側から彼女の長い耳を触る。

最初のうち、逃げようとピクピク動いていた耳も今は諦めたように垂れている。

「これいいだろう？」

「うん……癖になるね」

「やーめーろー」

　反対側の隣ではセリアが頬を膨らませている。

耳をつき出して来るので息を吹きかけてやったら力が抜けたようだ。




「それで準備はいいのか？」

「ああ、たっぷり飲ませた」

　俺とナーティアが見つめ合って頷く。

「もー、変な事にならないよね？」

　メリッサは心配しながらも微笑んでいる。

　もちろん俺達が企んでいるのはクロルとアルマの関係改善だ。

　見るからにぎくしゃくしていたクロルとアルマを別室にやり、二人で話をさせているのだ。

最初は普通に和解させようとしたのだが、不能から妙な感じになったクロルにアルマが困惑してしまっていた。




　そこでクロルにたっぷりと例の媚薬を飲ませた上で別室で二人きりにしたのだ。

うまくいけばコトが始まり、そのまま和解するはずだ。

「もちろん野獣みたいにはならないんだよな？」

　一応ナーティアに確認しておく。

理性が飛んで強姦してしまってはお終いだからな。

「しっかり調整したとも。性欲は高まるが乱暴な方向にはいかないようになっている」

　なら大丈夫だ。

今はこじれているとはいえ、かつての惚れた男に紳士的に迫られれば女は許してしまうだろう。

これで二人は元通り、良かった良かった。




　隣の部屋から女の声と、かすかな振動を感じる。

「ふふふ、始まったようだぞ」

「もう悪趣味だよ～」

　言いながらも俺とメリッサは扉に耳を付ける。

そこからは甘い愛の囁きと嬌声が聞こえるはず、だったのだが。




「さ、最低！　寄らないで！」

「うへへへ、ちょこっとでいいからぷりぷりのケツを触らせてくれよぉ」

「こないでいやらしい！　なんのつもり！」

「じゃあ乳で！　指で乳首ちゃんをツンとするだけでいいからさぁ」




　俺とメリッサは顔を見合わせ、扉を開ける。

クロルはいやらしい顔で床に四つん這いになり、アルマがそれを足蹴にしていた。

　クロルは踏まれながらアルマのスカートを覗き込む。

「おほっ綺麗な白おパンツみーえた！　染みはついてないかなぁ？」

「こ、このーー!!」

　アルマがクロルの顔を踏みつけ、鼻血が出る。

だが奴はまったく懲りていない。

「踏んでもいいからチチ見せて！　桃色乳首見せてくれよぉ」

「絶対嫌、なんで突然おっぱいなんて……」

「もっかい言って！　おっぱい？　おっぱいぱい？　おっぱいおっぱい？」

「もうやだーーーーー！」




　これは予想していなかった。

「ナーティア……どうしてこうなった？」

「し、知らない。でも、ちゃんと性欲旺盛かつ乱暴でもないじゃない」

　いや、確かにそうだが。

無理やり犯そうとする訳でも無いし、蹴られても殴られてもひたすら下手に出てはいるがな。

　俺はもっと紳士的な好色男を想像したのだ。

これでは完全なエロ親父じゃないか。




「レモンが一個、レモンが一〇個、レモンが一〇〇個、レモンが千個、次はなーんだ？」

「出ていけ変態！　最低！　もうクロルなんか大嫌い！」

　アルマは涙目で部屋を飛び出してしまう。

何もかも台無しだ。




「おっきいおっぱい発見！　ぼいんぼいんのおっぱいはいいなぁ！」

　だがクロルは逃げ出したアルマではなくメリッサの乳に夢中のようだ。

更にセリアやナーティアも見ていやらしい笑みを浮かべる。

「おっきいお乳に中ぐらいのお乳……そして」

　ナーティアを見る。

「ちっこいお乳……がふ！」

「最低！」

　ナーティアの回し蹴りがクロルに炸裂し、奴はその場に崩れて意識を失った。




　状況は悪化してしまった。

これはクロルの心に潜むスケベ心と運が悪かったせいで俺が悪い訳ではない。

さあ夕食の続きを取ろうじゃないか。




　俺達の計画は無残に失敗し、翌日からアルマはクロルと目も合わさなくなってしまった。

　そんな中、俺はエイリヒと共に王宮で王と謁見する事になったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民五〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七千名

歩兵二八〇〇騎兵八〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）二千

予備役三千（装備不完全）

大砲一五門　大型砲五門　ドワーフ砲一六門

（特別素材の大砲をドワーフ砲、新しく製造した大砲を大型砲としました）

家族

アリス（実験中）ドロテア（疲労）メリッサ（ポカポカ）アルマ（激怒）ナーティア（怒）

部下

セリア（副官）ギド（護衛）クロル（変態親父）

財産　金貨一九六四〇

経験人数四〇二人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２５９話　不安定な支配者







「お久しぶりですね。あの時の女はいかが……ぐむ」

　王都の謁見の間の外、待っていたエイリヒにそう呼びかけると怖い顔をして口を塞がれた。

「余計な事を言うんじゃない！　……特に今はな、何がどう転ぶかわからん」

　女を食べたぐらいで大げさな。

それほど清純なイメージでも無いと思うのだが。

　いや、違うな。

この場にエイリヒが狙っている女がいるのかもしれない。

それならば女の話題を出すのが駄目なのはわかる。

　見回すと一人のメイドがキョトンとこちらを見ている。

まだ若いようだが胸と尻回りの肉付きは素晴らしい。

一見子供にも見える童顔とのアンバランスさがそそるのだろう。




　俺はエイリヒを見てにやりと微笑む。

「わかっていますとも。はっはっは、あの体なら当然欲しくなりますからな」

「恐らく卿の思っている事とは違う。王との謁見では妙な事は話すなよ」

　ふふふ、照れ隠しとはエイリヒも案外初心なのだな。

　俺がどうでも良い事でメイドを呼びつけ、エイリヒの隣に来るように仕向けている内に、王からお呼びがかかった。




「久しいなハードレット。軍務総監も忙しい中で御苦労であった」

「お久しぶりです陛下」「陛下からのお呼びより優先すべき職務などありません」

　王はいつもと同じように玉座に腰掛けている。

特に何か変わった訳ではないが、俺は言葉に出来ない違和感を感じる。

　何かに焦っているのか、それとも何かを恐れているのか。

セリアがトイレを我慢している時のような様子に見える。

わざと話を引き延ばすと情けない顔になって可愛いのだが、漏らすと一週間は拗ねるので自重している。




「うむ、ところでそちは少しばかり王都へ来るのが遅かったように思う」

　はてそうだったろうか。

ドロテアの出産の為に飛ばしたから十分間に合ったと思うのだが。

それに去年はどれぐらいのタイミングで行ったのか覚えていない。

まあいい、謝っておこう。

「申し訳ありません。本来ならばもっと早く来なければならない所……」

　王は俺の目を見ながら言う。

「一昨日の夜、随分と急いで街に駆けこんだそうだが何事だったのか？」




　良く知っているな。

別に秘密の行動では無いので街の衛兵にも堂々名乗って入ったが、そんな事をわざわざ王が把握しているとは思わなかった。

嘘は必要ないだろう。

「実は王都の屋敷に囲い、孕ませた女が産気づきましたので慌てて駆けつけました」

「それは貴族の子女か？　どこの家の者だ？」

　はて、いつもならば「好色な奴、程々にしておけ」とでも言われる所だろうに。

「街で孤児院をやっていました女ですので、家の事情は存じませんが可愛い女です」

　すると王は玉座の後ろに目をやる。

そこに控えているのはレベッカのようだ。

手を振りたいがそんな雰囲気ではなさそうだな。




　王はレベッカと何事か話してからようやく笑顔を見せた。

「うむ、そうであったか。いつもながら好色な奴め、程々にせねばいつか女に刺されるぞ」

　王が笑い、側近やエイリヒも続いて笑う。

だが側近の笑みはどことなく硬く見える。

以前と何か雰囲気が違うな。

「気をつけます陛下」

「ははは、そちが女に自重出来るとも思わぬがな」




　王は話題を変えた。

「ヴァンドレアとの争いの中で山が火を噴いたと聞く。そちには大変な事だったろうが、これでヴァンドレアとアルテイルはもう動けんだろう」

　俺に話しかけているはずの王の声は少しずつ小さくなっていく。

まるで自分に言い聞かせているようだ。

「今は内政に集中し、国力を高める時よ。攻めて来るなら容赦はせんがこちらから積極的に仕掛ける必要はない。何よりの敵は裏切り者共、奴らを探し出して根絶やしに……」

「陛下？　申し訳ありませんが、少々聞き取りづらいのですが」




　王は顔を上げ、作り笑いを浮かべる。

「いや、特に重要な事では無い」




　王は再び俺の目を覗き込むようにして、表情を厳しくした。

「ところでそちの領地には鉄鉱山があったな？　年々規模を拡大しておると言う」

　やはり来たか。

アドルフからも突っ込まれるだろうと言われていたし驚きは無い。

王から直接尋ねられたのは意外だったがな。

「はい、今回の遠征で失った装備を回復させるのにも役立っております」

　誤魔化すのは得策ではないが、こちらが装備を失ったと言う情報と一緒に話せと何度も言われていた。

これで完璧だろう。

「……うむ、所でそちの鉱山は真に鉄の鉱山であろうな？」

「は、と申しますと？」

　鉄以外に何が出ると言うのだろう。

生きた女でも湧き出る鉱山があるのだろうか。

　王は俺が困惑するのを見て焦っているように見える。

「下らぬ事を聞いた。北部の領主が銅鉱山と見せかけて金の採掘をしておったのでな。しかもその金を秘密裏に他国に流しておった」

　当然一族皆殺しにしてやったが、と王は憤る。




「まさかとは思うがそれから鉱山を持つ領主には一応聞いておくことにしておる。許せよ」

「承知しました。しかし鉄以外、何か採れたとの話は聞きません。必要なら調べますが？」

　どうしても気になると言うならクレアに聞けば一発だ。

特に手のかかる事では無い。

「いやよい！　下らぬ事……忘れよ」




　王は落ち着かない様子で紅茶を一杯呑み、再び質問して来る。

なんだか謁見、挨拶と言うよりも尋問されている気になって来た。

　エイリヒを見てみると特に驚いた顔はしていない。

ただ俺を見ながら目を閉じ、何度も頷いている。

大人しく答えておけと言う事だろうか。




「連れて来た兵はごく僅かとか。そちの私兵は万に届くと聞いていたが、他の兵は何をしておるのだ？」

「先のヴァンドレアとの戦いで兵も疲弊しておりますので、故郷に返せる者は返しております。更に山の異変でかなりの数の兵が装備を丸々失ってしまいました。さすがに丸腰の兵を連ねて王都に入っては目障りかと思い、供廻り以外は自重致しました」

　本音は無駄に兵を動かせば金もかかるし、何の益もないからやりたくない。

　だが嘘は言っていない。

弓騎兵はほとんど里帰りさせているし、まだ装備も行き渡っている訳ではない。

「混乱しているとは言え、念の為ヴァンドレアとの国境にも警備を配さねばなりません。いずれ王国軍から国境警備を置く事になりますが、当座はハードレット卿の兵にて賄わねばなりません」

　エイリヒは援護をしてくれた。




　すると王は再び作り笑いを浮かべて、何でもない事のように言う。

「そうだな。そうであったな。実はある領主が反乱を企みよってな、余も私兵の扱いに過敏になっておったのだ。気にするでない」

「はぁ」

　闇鉱山に反乱か。

ゴルドニアは敵がいなくなったのに随分と物騒になったのだな。

「ともかく、話は終わりだ。明日の夜には領主を集めての晩餐会を予定しておる。国中の珍味を集めておるから存分に味わうが良いぞ。だがそちには美しい踊り子の方が馳走かもしれんな」

「もちろんです陛下」

　ここで王が初めて本心から笑った気がした。




　謁見が終わり、俺とエイリヒは並んで王宮内にある彼の執務室に向かう。

建前はヴァンドレアの状況と国境警備の調整だが、実際には再会の祝杯だ。

「……」

　部屋への道中、エイリヒは建前のはずの国境警備うんぬんの話しかしなかった。

　そんな事はレオポルトに聞いて貰わないと俺に分かるはずがないじゃないか。

セリアがなんとか答えようとするが、エイリヒは構わず一方的に話し続ける。

まるで俺達の返答を期待していない、ただ話し続けるのが目的のような話し方だった。

　そして執務室に入るなり、エイリヒは重要会議の旨を秘書官に伝え、二重になった扉にそれぞれ鍵をかける。

更に窓際に寄って窓が開いていない事を確認し、ふっと息を吐いた。




「さて何の話だったかな」

「あぁ……国境がなんとやら」

　セリアをチラチラ見ると呆れた顔をされる。




「そんな事はどうでもいい」

　エイリヒはどっかりと椅子に腰かける。

　やはり先ほどの話は実の無い物だったか。

少し腹が立つので後ろから手を回してセリアの尻を撫で回す。

「っ!?」

　エイリヒの前なので変な動きをする訳にはいかないセリアは直立したまま顔を真っ赤にして俺を睨む。

　これはなかなかいいな。

妙な征服感を刺激される。




　エイリヒが差し出した酒を一杯煽り、向かい合って座る。

「いつも一緒に居るその娘、もちろん信用出来るな？」

「もちろんです」

　セリアが信用出来ないならこの世に信用出来る者はいない。

「念の為だ、悪く思うな。陛下に漏れたら俺もお前もこうだからな」

　エイリヒは茶化すように喉を手で撫でる。

だがその目は冗談を言っているようではなかった。

「セリアは絶対に信用出来ます。俺自身よりも」

「は、はうっ！」

　セリアが嬉しそうに赤くなった。

決めた、今日はセリアをベッドに引き込もう。




　エイリヒはそんな俺達を見て大丈夫と考えたのか、話を進める。

「お前は先ほどの陛下の様子……どう思う？」

　前に会った時とは随分違っていた。

俺を疑っていたようにも見えたし、うまく機嫌を取ろうとしていたようにも見えた。

最後の笑みはいつも通りだったが、安堵の感情が入っていたように見えた。

　色々とあるが一番感じたのはこれだろう。

「陛下は何かを怖がり、脅えているように見えました」

　セリアがぎょっとした顔をする。

一方エイリヒは何も言わず、ただ頷いた。

「脅えるか……あながち間違ってもいないだろう」

　まさか俺を怖がる訳も無し、俺には王が何に脅えているのかわからないが。

「陛下はお前を怖がっておるのだ」

「はぁ？　まさか」

　何も怖がらせるような事をしたつもりはない。

必死に思い出すが、逸物を見せて威嚇した事もないし、尻を掘ろうとした覚えもない。




「陛下は俺も恐れている。ケネスも大臣も、傍で給仕するメイドさえも恐れの対象なのだ」

　意味がわからない。

エイリヒやケネスのような権力者ならともかく、メイドなど王の一声で文字通り首が飛ぶだろう。

むしろ恐れられてしかるべきで、恐れる必要などどこにもない。

　だがエイリヒは暗い顔で続けた。

「王は今までずっと走って来られた。常に敵を見つけ、打ち倒さんと戦ってこられたのだ」

　確かに王がゴルドニアの王となってからは戦争に次ぐ戦争だ。

これほど戦争が連続する時代はそうそうないだろう。

　何百年か後には、歴史家達が熱を込めて語る時代になるに違いない。

俺は生きてはいないから関係ないが。




「だが一度足を止めてしまえば熱狂は冷め、周りが見えてしまうものだ。大国ゴルドニアの王となった陛下はもう攻める側ではなく守る側なのだ」

　エイリヒは遠い目をしている。

セリアの尻を撫でようとしたが神妙に聞いているので止めておく。

「陛下は陰謀と策略を駆使してゴルドニアを勝ち進ませた。既に中央平原にゴルドニアと正対出来る敵はいない。南部諸国は混乱を極めているし、ストゥーラは死に体、旧マグラードも身内同士で血で血を洗う状況、団結してこちらに反旗を翻すなどあり得ない」




　窓と扉をもう一度確認する。

「裏切り者は裏切りによって斃される。王は裏切りを過剰に恐れているのだ」

　王がゴルドニアの王となった時、正統であった兄を殺してその地位についた。

即位したその時から裏切りの上に成り立った王位なのだ。

「それで脅えていたと言う訳ですか」

　王は今まで次々と敵を打ち倒して来た。

だが今回の敵は身内の中にいる。

お前が敵だ、とはわからない。




「そもそも本当に敵などいるのですか？　反乱を企んだ者もいるとおっしゃられていましたが」

「規則破りと王権への不敬と言う意味では陛下に逆らったと言える。だが王国を倒そうとして兵を挙げたかと聞かれれば違うな」

　白でも無ければ黒でもなしか。

鉱山の偽装とやらも裏切りと言うよりは私欲の為の誤魔化しだろう。

特に王を狙って云々の話とは思えない。

「正直、俺は国内に不穏な物が漂っているとは思っていない。変わったのは……」

「陛下だけですか」

　誰も見ていないとは言え、直接の批判は躊躇われるのかエイリヒは無言で返答とする。

セリアは思わぬ話の流れに緊張していた。

「お前も陛下の疑念を招かないよう言動には気をつけろよ。王都中を情報官が飛びまわり、密告や噂話を集めているからな。……さっき王の後ろに女が居ただろう？　あれが情報官の親玉だ」

　レベッカのことか、良く知っているさ。

　何度も唇を重ねた仲だし、締まった小尻を撫で回してズボンをぐしょ濡れにした事もある。

最近手紙もあまり来ないと思っていたが、結構な地位に登っていたらしい。

「あいつは地位こそ低いが、目をつけられれば高位貴族でもただではすまん」

　陛下直属だからな、と忌々しげに呟く。

どうやらレベッカは随分と貴族達に嫌われてしまっているようだ。

尻を撫でたら可愛い声で鳴くのに。

「いずれにせよ、お前は良くも悪くも目立つ。目をつけられんように行動には注意しろと言うことだ」

「わかりました」

　一応そう答えて置くが、俺がレベッカを警戒する事などあり得ない。

そもそも、逸物を押し付けたり尻を撫で回しているのに今更気をつけてどうなるというのか。




「さて暗い話はここまでにして一杯やるか。極上の酒が手に入ったのだ」

「頂きます」

　エイリヒはグラスを三つ出し、俺の傍に立っているセリアの分も入れてくれる。

「お前はミルクの方が良かったか？」

「な!?」

「ははは、冗談だ。男二人の酒もいいがむさ苦しい。美女が居た方が話も弾むというものだ」

　それには完全に同意だ。

　複雑そうな顔をするセリアを見て二人で笑い、酒を酌み交わした。




　話はドジを踏んだ司令官の話から滑稽な貴族の話、いけすかないケネスへの罵倒から女を手篭めにした下世話な話まで色々と続き、最後には結局政軍の話に戻って来る。

「連邦と帝国の戦争はまだまだ続きそうだぞ」

　俺の連邦での情報源はクララ、彼女は既にこちらに来ているので向こうの事情についてもうほとんどわからない。

「確か白都が攻撃を受けているとか、連邦も随分と押し込まれたものですね」

　マグラードとの戦争で奴らの水軍を一蹴した圧倒的な戦力。

あれだけの軍隊がこうも連敗を重ねるとは俄かには信じ難かったが、事実は事実だ。

「ああ、俺もさすがにここで決着かと思ったのだがどうにも状況が再び変わっているようだ」

「白都の城壁はそう易々とは破れんでしょうからなぁ」

　かつて見た白都の城壁、城と言うより山のようだったのを覚えている。

　包囲されて援軍が望めなければ城はいずれ落ちる。

しかしそんな軍事常識を分かっても、あの街が簡単に落ちるとは到底思えなかったのだ。

「どうやら帝国は白都を落し損ねて息切れしたようだぞ」

「寒さですか」

　連邦の寒さは体験した者でないとわからない。

南から来た帝国の軍があの寒さに耐えられるかは疑問だ。

「だろうな、だがそれ以外にも変化があった」

　エイリヒは既にユラユラしているセリアのグラスに更に酒を注ぐ。

　やめてやってくれ、セリアは弱いくせに調子に乗って飲むんだから。

「ゴルドニアは連邦の友好国だ。開戦と同時に大使を通じて援軍を送る申し出もした。……本音で言えば送りたくなかったし、送っても仕方ないとわかっていたんだがな」

　そりゃそうだ。

連邦と帝国は百万を超える単位の兵をぶつけあっているのだ。

ゴルドニアが搾り出した十万やそこらの兵が戦局を変えるとは思えない。

しかも大変な遠征になる。

「その返事がこれだ」

　エイリヒは笑いながら何やら金箔が張られた大層な書面を俺の前に置く。

　セリアが読み上げようとするが既に舌が回っていない。

もう寝ていろ。

「要は「お前達の忠誠には感謝するが要らん」「自分でなんとか出来る」「俺を誰だと思っているんだ？」と書いてある」

　俺とエイリヒは笑う。

「今思えばこの頃から連邦の後退は始まっていた。一兵でも欲しい状況だったはずなのに、プライドが許さなかったのだろう」

　オルガ連邦から見ればゴルドニアなど辺境の属領程度にしか思っていないはずだ。

そんな国に請うて援軍を出して貰うなどとても出来た事ではなかったのだろう。

「まあそうでしょうな。しかし変化とは？」

「これだよ」




　エイリヒは別の文を出す。

「こっちには「援軍はありがたい」「しかし距離があるので半年もかけてやってくる兵はいらない」「優秀な司令官が来てくれるのは大歓迎だ」と書いてある。同じ国から来た文とは思えんほど丁寧だよ」

「それだけ余裕がなくなったのでは？」

「そうかもしれない。だが俺は頭が変わったとみる。最高司令官が頭の柔らかい奴にな。こいつは使える物はなんでも使う気だ」

　俺もそうだからなと言って酒を煽る。

「こう言われてしまっては今更送れないとは言えない。近々、王と俺で送る人間を決めるつもりだ」

「超大国の激突する白都にですか？　それはまた大変ですね」

　俺には関係の無い話だが。

そう関係の無い話だ。




「それに比べて我が国はしばらく平和になりそうですね」

「そうとも限らんぞ」

　エイリヒと俺は立ちあがって西向きの窓から外を見る。

つられて直立したセリアがふらふらと力無く椅子に座りこんだ。

「旧マグラードで大小の反乱が頻発しているのは知っているな？」

「風の噂程度には」

　旧マグラードではケネスの案で総督府が置かれ、今までの支配構造を反転させた形、つまりマグラードで軽んじられていた貴族を要職に付けて統治をおこなっている。

貴族だけではなくその所領の民にも同じ事が行われ、住む場所によって税金や制度がかなり異なる。




「優遇している民の税はマグラード時代よりもかなり安く、商売や旅行も自由に出来る」

　それは素晴らしい。

「反面、冷遇している民の税は相当重く、農民は開墾や労役の義務まである。商売するにも総督府の許可が必要で……そんなものは気が向いた時にしか出ない」

　それは大変。

「もちろんただでさえ不満の多い場所、冷遇されている領ではすぐに反乱が起きる」

「でしょうなぁ」

　エイリヒは渋い顔をしている。

このやり方自体に納得いかないのか、それともケネスがやった事なので気にいらないのか。

「だが奴らの矛先はゴルドニアよりもまず身近な総督府に向く。そして総督府はゴルドニアの兵をなるべく使わず、新しい支配層の者達に兵を出させるのだ」

　新しい支配層の貴族とその民にしてみれば今までよりも生活は良くなり特権も出来た。

何より自分達が他の者達の上に立っているという優越感もある。

それを失わぬ為に努力は惜しまないだろう。

「一度争わせてしまえば簡単だ。仲間を殺された者達の目からゴルドニアは消え、かつての同胞を最大の敵と恨む事になる訳だ。憎たらしいぐらい良く考えられている」

「こちらは本国の兵をほとんど失わず、特権階級にある者達がすすんで反乱を叩いてくれる訳ですか」

　エイリヒは頷いて付け加えた。

「ゴルドニアが直接統治していれば頻発する反乱で兵を失い、民が全て敵ではまともに税も取れなかった。だが今は支配層に置いた者達が積極的に税を取り立ててくれている。彼らの国土だ、彼ら自身が事情を一番良く知っているからな」




　ここまで聞くと無情だが良く統治されているように思う。

問題はどこなのだろうか。

「そう、それなりにうまくいって居たのだが反乱がちと大きくなり過ぎてな。総督府だけでは手こずりそうなのだ」

「それで王国軍を？」

「そうだな。投入と言う事になるかもしれん」

　援軍は援軍だがあまり歓迎されなさそうだな。

　まあ俺には関係ない。

そう何の関係もない。




　俺達の話題は再び下らない物となる、女を二人がかりで犯すなら前後から口と穴がいいのか、それとも抱え上げて穴と尻穴がいいかで激論をかわした後、お開きとなる。

「では失礼致します」

「出撃致します！」

　どこに出撃するのか知らないが、俺の腕の中においで。

「おう、すぐにまた晩餐会で会う事になるだろう」

　真っ赤な顔で綺麗に敬礼するセリアを抱え上げて退室する。

既に王宮内にほとんど人はおらず、警備兵がこちらに敬礼をするのみだ。

　セリアも前後不覚になっているし、さっさと帰ってベッドに放り込もう。

もちろん追いかけて俺も潜り込み、肉棒も彼女の中に潜り込むが。

ん、表情がおかしい……これは猶予が無いぞ。




「こんな時間まで御苦労さまです」

　背中にかけられる声に振りかえる。

そこに居たのはケネスともう一人、誰かわからない。

早く帰りたいのだが。

「軍務総監と何やら重要な会議ですかな？」

「ええ、色々と」

　真っ赤な顔をしたセリアをマントで覆って隠す。

「ふむふむ、軍務総監とハードレット卿は我が王国軍の要、緊密な連絡が必要でしょうな」

　そう思うなら早く帰して欲しい。

セリアは酒を呑むとトイレが近くなる。

経験的にそろそろ限界のはずだ。

「とは言え、私も卑しくも政務総監を拝命する身、是非ともハードレット卿とよくわかり合っておきたいのですが」

　わかったからまた今度にして欲しい。

いかん、セリアがプルプルし始めた。

「つきましては私の親しい友人である。この方も交えて今後の方針について話し合いを……」

　今まで無言でケネスの隣に居た男が手を差し出して来た。

歳は四〇後半だろうか。

握手に応じると、笑っていない目で俺を見て来る。

　はてこんなおっさんに威嚇される覚えは無いぞ。

笑顔のまま手を強く握りつけて来るので、握り返してやると呻き声を漏らす。

「では後日、私の屋敷で三人での会談を持って頂くと言う事で宜しいでしょうか？」

「ええ、構いませんよ政務総監」

　ちょっと話をするぐらい構わないだろう。

今にもセリアが漏りそうなのだ。

「では、よろしくお願い致します。ハードレット卿、ベルツ卿」

「……もちろんですとも、辺境伯とはしっかりお話をせねばなりませんから」

「承知しました。ではこれで失礼」




　俺はセリアを担いだままようやく帰路に付く事が出来た。

それにしてもあの敵意むき出しのおっさんは誰だったのだろうか。

俺も気がつかない所で恨みを買っているのかもしれない。

気を付けないとな。

「うう、もう駄目です。漏っちゃいます……」

「もう少し我慢しろ。五分で着くから」

「あんまり揺らされると、あぅぅ」




　結局セリアは間に合わず、夜中に起こされたアルマに文句を言われながら、ズボンと下着そして俺のマントを洗濯して貰う事になったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民五五〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七千名

歩兵二八五〇騎兵八五〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）一九〇〇

予備役三千（装備不完全）

大砲一五門　大型砲五門　ドワーフ砲一六門

（特別素材の大砲をドワーフ砲、新しく製造した大砲を大型砲としました）

家族

アルマ（怒）ナーティア（観光中）

部下

セリア（漏れた）

財産　金貨一九六〇〇　滞在費（四〇）

経験人数四〇二人　産ませた子五五人＋五五五匹

投稿遅れました










第２６０話　父親の怒り　♯　イラスト有

あとがきに書籍化情報とイラストがあります。









　翌朝、俺は早速ケネスの屋敷に招待を受けて迎えの馬車に乗っていた。

「後日ってのは一週間かそれ以上後って事じゃなかったのかなぁ」

　確か以前に社交の常識についてノンナからそう聞いた気がする。




「はい、ですが政務総監様は一刻も早くハードレット様にお会いしたいとおっしゃられまして……ベルツ伯からも火の催促だったみたいですわ」

　急な話とはいえ、予定は空いている。

　今日の夕方からは王主催の晩餐会がある。

これは新年の挨拶に集った領主貴族が集まる重要な晩餐会だ。

夕方からとは言え、どの貴族も今日の予定は丸々空けているだろう。

「晩餐会にも一緒に行くなら遅刻の心配もないか」

「まさか遅刻させるようなヘマは致しませんわ」

　そう言ってメイドの女は再び俺の股間に顔を埋める。

「おぉ上手いな。いやらしいメイドだ」

　俺も彼女の尻に手を伸ばし、下着を降ろして穴に指を入れる。




　俺がケネスの招待に応じたのは彼と一緒に居れば遅刻の心配が無いからだし、もう一人のベルツ伯とか言う男の様子が気にかかったからだ。

　決して馬車から手招きする美女のスカートが短く下着が見えていたからでは無いし、メイド服が豊満過ぎる胸を隠し切れていなかったからでもない。

舌で唇を舐める仕草が色っぽかったからではないのだ。

「……」

　セリアが馬車の覗き窓を開け、俺の股間にメイドが吸いつく様を冷ややかな目で見ていた。

彼女は馬車と並んで馬で同行しているのだ。

「馬車に乗った時からこうなるってわかっていましたけど」

「ははは、さすがに腰を振って馬車が壊れたら大変だからな。おおっ、その裏の筋をもっと舐めてくれ」

「むー」







ケネス邸

「では本題に入りましょうか」

　俺がケネス邸に到着した時、既にベルツ伯は来ていた。

というよりも昨日俺と会った後、ケネスの家に泊まり込んで今日に備えていたようだ。

今も俺をじっと見据えて動かない。

　互いの健康や王国の素晴らしさ、今日の天気など何の意味も無い前置き話が終わりいよいよ本題に入るようだ。

ベルツ伯から延々向けられる敵意の理由をいい加減はっきりさせたい。




「今日、ハードレット卿とベルツ卿をお招きしたのは御二方の友好を不肖、このボールドウィンが取り持つ為でございます」

　友好も何もこんなおっさん知らないし、一方的に敵意を向けられているのだが。

　俺がそう言おうとすると、ベルツ伯は無理やり笑顔を作って俺に握手を求めて来た。

「不肖の娘が……お世話になっておるようです」

「ご息女が？　はて、どなたでしたかな？」

　俺がそう言った瞬間、部屋の隅に控えていたセリアがワタワタ動くが何を言っているかわからない。

　同時に伯爵のこめかみに血管が浮かぶ。

「……娘のグレーテルが！　お世話になっておるようですな！」

　なんだグレーテルの父親だったのか。

そうなら早く言って欲しかった。

ベルツなんて言われてもわからないじゃないか。




　ケネスが息を荒くする伯爵に紅茶を勧める。

今までの上品な立ち振るまいとは違って豪快に飲み干した伯爵はドンとテーブルにカップを戻す。

「グレーテルを随分と可愛がって頂いているようで何よりです！」

「ははは、お嬢さんは政務の才が御有りです。研修生とは言え、我が家の内政官も高く評価しているようですよ」

　さすがに夜の方を父親の前で言うべきでない事ぐらいはわかる。

それにアドルフも教官のポルテを除けばグレーテルが一番優秀だと言っていたからな。

　セリアが首を振ったり変な身振りをしているが意味がわからないぞ。




「あれを高く評価して頂ける事には感謝致します。ですが俺が……失礼、私が言いたいのは別の事です」

　ベルツは再び顔に血管を浮かび上がらせる。

あんまり怒ると血管が切れるぞ。




「ベルツ卿は、ハードレット卿がご息女を女としてお召しになった件で話されていらっしゃるのです」

　ケネスが割り込むように入って来る。

「いやぁ、ははははは」

　なんだ、ばれているんじゃないか。

隠そうとした俺が馬鹿みたいじゃないか。

「あれももう子供ではありません。男の元で世話になればそう言う事もありましょうし、ハードレット卿は新興なれど武勇に優れ陛下の覚えめでたく、親としても縁を繋いで行く事に異存はありません。むしろ歓迎致します……ですが！」

　ベルツ卿は懐から大量の手紙を取り出す。

「それは貴族の娘として扱って頂ければの事！　これは一体いかなる事ですか！」




　グレーテルは他の実習生と違って実家にまったく帰らない代わりに頻繁に手紙を書いていたはずだ。

俺も内容は知らないし、興味もないので特に聞いた事はなかったが、実は不満を書き連ねていたのだろうか？

「拝見しても？」

「どうぞ!!」

　一枚を手に取ってみる。

「なになに……」

　手紙には「俺とした夜の散歩が楽しかった」「満天の星空程美しい物はない」等と書かれている。

実際には首輪をつけて四つん這いの彼女を散歩し、ラーフェン街中の空き地で致したのだがそんな事を言う必要はない。

「娘はハードレット卿に惚れています。ベルツ家の娘が囲われる事に不満もありましたが、それも娘の選んだ道ならばと考えました！　……だんだん酷くなる手紙を見るまでは！」

　突き出された手紙を読んでみる。

そこには「俺にアクセサリーをプレゼントされて最高に幸せ」と書いてある。

思わず頬が緩み、次の行を見て無表情になった。

「「こんな滑らかな皮の首輪と綺麗なリード」とはどういうことですかな！」

「ぐ……」

　返す言葉もない。

「こちらには「四つん這いで歩く私の膝を気遣って、毛皮のひざ当てをくれた」そっちには「新屋敷のお庭は柴が柔らかく小石がないので手が傷にならない」これに到っては「トイレが上手く出来たので褒められた！」どんどん酷くなっているではないか!?　貴様娘をどう扱っているのだ!!」

「ぐぅ」

　追い込まれてもぐぅの音は出るらしい。

　グレーテルは全部手紙に書いていたようだ。

そういえば最近は犬の真似をする事に恥じらいがなくなり、メイドや庭師が居ても普通に四つん這いで歩くようになっていた。

もう実家に報告するのに寸分の恥じらいもなかったのだろう。

「今になって読み返せば最初から手紙にワンだのキャンだのと書いておる！　若い娘の流行り言葉かと気に留めなかったが！　娘を、我が娘を犬にして遊んでおるのか!?」

　アドルフもグレーテルの報告書の語尾がおかしいと言っていたな。

　頭から湯気を出して怒る伯爵にかける言葉もない。

ここで俺が気にするなと肩でも叩けば斬り合いになるだろう。

セリアはもう床に膝をついて項垂れていた。




「まぁまぁベルツ卿、ここはひとつ穏便に」

　ベルツが建前も無くして怒鳴り散らすのをケネスが止める。

「とは言え、名門ベルツ家の息女が犬のように遊ばれてはご立腹されるのも当然。ハードレット卿もこんな噂が広まっては立場がないでしょう」

　ケネスは俺にチラリと視線を送ってから続ける。

「そこでハードレット卿、息女グレーテル殿を側室とされてはいかがでしょうか？」

　ベルツは相変わらず俺を睨みつけたままだ。

「ベルツ卿はご息女がもて遊ばれているのが納得出来ぬのですな？　婚姻してしまえば……まぁ犬のような遊びをしても夫婦の問題、他の者が口出しする事ではないでしょう？」

　ベルツは咳払いをして口調を戻す。

「……我がベルツ家は伝統ある家格とは言え、伯爵家の四女が辺境伯の元に嫁ぐとなれば側室も止むを得ますまい。むろん、夫婦がどのような変態的な方法で子作りしようと、父親が口を出す事ではないですな」

　つまり変態行為を黙認してやるからグレーテルを側室にしろと言う訳か。

　さて困った。

ベルツ伯は完全にケネス派閥の人間だし、エイリヒが怒るかもしれない。

　だがここで嫁になど出来ないと言うのはグレーテルへの侮辱だ。

俺に辱められたと噂が立てば彼女はもう嫁には行けないだろうし、何より彼女は俺を愛してくれている。

「わかりました。本人の意思を確認してからになりますが、妻にしましょう」

　考えるまでもない事だ。

エイリヒを困らせたくはないが、俺を受け入れてくれた女を不幸にする選択など出来るはずがない。

　それに避妊無しにドバドバ注いでいるので既に腹に俺の子がいるかもしれないしな。

「あぁぁ……また増えた……」

　がっくりと膝を付くセリア。

家族が増えていいじゃないか。

それにお前は俺の大事なセリアだ、いくら妻が増えてもそれは変わらないよ。




「ならば娘への辱めは不問としましょう。ですが公に名誉を傷つけるような遊びは謹んでくだされ」

　すまん、うちの使用人の間ではグレーテルが俺の犬になっているのは公然の秘密なんだ。

庭での散歩や屋外での交尾を何度も見られている。

そもそもグレーテルは犬耳と首輪、尻穴に入った尻尾をつけて普通に廊下歩くようになったからな。

「ははは、これはめでたい。今夜の晩餐会はベルツ家とハードレット家の縁が繋がった事を知らせる良い機会ですな」

　複雑そうな顔をするベルツと比べてケネスは満面の笑みだ。

晩餐会の前を狙ったのはこういう理由もあったのか。

　今日は普段の宮廷晩餐会には顔を出さない領主貴族も出て来る。

いよいよエイリヒと会えないぞ。

そうだ、クロルに俺と同じ格好をさせて替え玉にしよう。

「無理ですよ……似ても似つかないじゃないですか」

　セリアがため息をついた。










王宮　晩餐会

「聞きましたぞハードレット卿、なんでもベルツ家のご息女を側室にされるとか」

「いやぁめでたい。由緒正しき名門家と勢いある新興家が一つになる。素晴らしいことですな」

「我が家もベルツ家とは縁戚の間柄、どうぞこれからもよしなに」




　晩餐会に出席した俺にたちまち貴族達が話しかけて来る。

今始まったばかりなのにどうして皆知っているのか疑問に思ったのだが、視界の端で忙しく動くケネスが見える。

奴が言いふらしているのか。

　押し寄せて来るのはケネス閥の伝統貴族ばかりで、新貴族達は困惑した顔でこちらを見ていた。

「エイリヒが怒るなぁ」

「でしょうね」

　ちなみに俺の供はセリアとクロルだ。

　いざという時の身代わりにしようと、クロルの股間に目一杯詰め物をして連れて来たのだが入口の衛兵に止められてしまった。

「……王も参加される晩餐会ですので余りに下品な格好はご遠慮下さい」

　だそうだ。

股間さえもっこりさせれば身代わりになりそうだったのに。




「ハードレット卿」

「ここにおられましたか」

「いやぁ、お先に行くなど人が悪い」

　声に振りかえると貧乏三貴族がいる。

領主が集まるのだから彼らも来ていて当然か。




「前回は借金の肩代わりをして頂き、感謝の言葉もありません」

「おかげで今回はまともな正装を揃えられました」

「前は生地が半分しか買えず、尻が丸出しに……壁際に立ってなんとか凌ぎましたが」

「いやいや、近所の縁ですからな」

　押し寄せる新顔の相手をするよりはこいつらの方が楽だ。

あと最後の奴、さすがに冗談だよな？




「それと聞きましたぞ」

　お前らもかと頭を抱える。

「新しいお屋敷がついに完成なされたとか」

「ものすごい大きさだとか」

　あぁそっちの話か。

そういえばノンナが完成記念の会を開くと意気込んでいたな。

王への挨拶が終わったら近いうちに開く予定だったはずだ。

「ええ、妻が今準備をしています。皆さまも当然ご招待致しますよ」

　俺はほとんど関与していないから定かではないが、彼らも招待客に入っているはずだろう。

「おぉ！　素晴らしい」

「今から楽しみです！」

「さぞ盛大なものになるのでしょうな！」

　あんまり煽らないでくれ。

ノンナが知ったら気合いを入れて本当にすごい規模にしそうだ。

「お屋敷落成ですと？」

「詳しく聞かせて頂けませんか？」

　話を聞いた他の者達まで押し寄せてくる。

しまった、人の多い場所で変な事を言ってしまった。




　一度は引いていた参加者達が再び俺に押し寄せるかと思われたが、突然空気が変わって皆がさっと引いていく。

貧乏三人組さえも気まずそうな顔でワインを呑み始めた。

「ん？　どうしたのかな」

　俺は手に持ったハムを口に入れながら後ろを振り返る。




「めでたい話だなハードレット卿、所で少し話したい事があるが」

　いかんエイリヒだ。

　俺は咄嗟にクロルを前に出す。

「ハードレット様、俺達はトイレに行って参ります」

　クロルにそう言ってセリアの手を取り、その場を離れる。

クロルと俺の服は同じだから偽装がばれるまで少しは時間が稼げるだろう。

「これはなんの遊びだ？」

　だが一瞬で変装はばれ、エイリヒは一直線にこっちに向かって来た。

やはり股間の詰め物を取らされたのが痛かったか。

最早ここまでだ。




　休憩室に連れ込まれた俺にエイリヒは笑顔のまま怒気を向けて来る。

「何が言いたいかは分かるな？」

「グレーテルとの結婚の件でしょうか？」

「娘の名前はどうでもいい！　ベルツ家との婚姻である事が問題なのだ」

　やっぱり怒ってるか。

「当り前だ！　婚姻による縁戚関係は派閥形成の基本だ。ケネス閥の重鎮ベルツ伯爵の娘とお前が婚約した事は既に王宮中の噂になっている。お前が奴の側についたのかと俺の部下達も騒然となっているぞ！」

「いえ、そう言う訳ではないのですが」

　みっともないが言い訳するしかない。

「今日ケネスの家から直接王宮に来たのもまずい！　取り込まれましたと言わんばかりではないか！」




　それは美女が誘って来たからだ。

グレーテルの件を話した後、一旦屋敷に戻ろうとした俺をケネスが引きとめたのだ。

　まあ一杯飲んでゆるりと、と言われて別室で酒を飲まされた。

すると美女が三人も来て酌をし始めたのだ。

　しかも呑んでいる内に全員が俺に惚れてしまったようで、抱いて欲しくてたまらないと言って服を脱いでしまった。

女に求められて断れるはずもなく、頑張っていたら晩餐会の時間になってしまったのだ。

もちろんセリアも含めて全員を満足させた。




「また女に釣られたのか！　……いいだろう、お前がそのつもりなら俺にも考えがある」

　悪い予感がするぞ。

「お前を暇にしておくとそこかしこで女を食って問題を起こすからな。それに良く良く考えてみれば最近のお前は領主としての私戦ばかりだ。予備役だが軍司令官としての立場も思い出させる必要がある」

　エイリヒは自分で納得して頷き、席を立つ。

悪い予感が確信に変わっていく。

「軍務総監も新屋敷完成記念の式典に……」

「うむ、行かせてもらおう。だがそれはもう少し後になるかもしれんな」

　それだけ言ってエイリヒは去ってしまった。




「面倒くさい事になりそうだ」

　セリアの頬をふにふにと引っ張りながら言う。

「自業自得れふ！　もう少し女をご自重くだはい！　ふがふが、やめへふらはい！」




　エイリヒはその後は特に何も言ってこなかった。

　そして晩餐会にいよいよ王が現れる。




「皆、良く集まった。普段顔を合わせる事の少ない領主達ともこの機に親交を深めるが良い」

　王が話し始めると同時に場は奇妙な緊張感に包まれる。

単純に王への敬意だけではない、警戒や恐怖の感情を感じる。

　そして王の後ろにレベッカの姿が現れるに到り、その緊張は最高潮に達した。

　特に普段から王都に居る貴族達の間では顕著で、逆に領主達は妙な雰囲気に首をかしげている。

「はて、一体どうしたのか」

「この肉は干せば何日保つだろうか」

「さ、財布を落した……」

　貧乏三人組もよくわかっていないようだ。

ゴクフィン男爵は財布を無くしたらしい。




「祝いの席ではあるが……余から不愉快な知らせを伝えねばならぬ」

　だが事情を飲み込めていない領主貴族達も、王が反逆の疑いで処断した者の名前を読み上げるに到り、事態の異常さに気付いたようだ。




　王は一人一人、憎しみを込めて名と罪状を読み上げ罵倒して行く。

人の悪口を延々聞かされる事程不愉快な事は無い。

聞き流してセリアの尻を触ろう。

　セリアの尻が急に硬くなったぞ。

「エイギル様、それは俺の尻です」

　おのれクロル謀ったな。







「はぁはぁ、……余からは以上だ」

　新年の挨拶どころか、九割が罵倒だった王の言葉が終わる。

領主達も密告や情報官の告発で捕まった者達の末路を十分理解したのだろう、いつの間にか宮廷に詰める者達と同じ顔をしていた。




「次に軍務総監から報告がある」

　次にエイリヒが壇上に上がる。

新貴族達は嬉しそうな顔を、伝統貴族達が不愉快な顔をした。

「演説の順序だけでこれですか」

　セリアも呆れたように言う。

　どちらが先に演説するかでこの雰囲気か。

エイリヒとケネスの派閥対立は思った以上だ。

いよいよもって面倒くさい事になりそうな気がする。




「まずは陛下とゴルドニア王国に敬意を！　では軍務総監として現状を報告させて頂きます」

　エイリヒは軍備増強の必要性や、領主達への更なる協力の要請など今までと同じような事を並べた。

これは案外大丈夫かなと力を抜いた時だった。

「しかし、ノーステリエス西岸領では陛下の温情の下、寛大な統治を行う総督府に逆らい、不忠にも武器を持って治安を乱す賊軍が少なくない」

　旧マグラードの乱れ具合を知っている貴族達は小さく頷く。

「よって総督府による統治を助け、王国の威信を示す為にかの地に王国軍を送る事を陛下の名の下に決定した」

　エイリヒがそう言い放ち、王も大きく頷く。

「ついては各々方にも相応の負担を求めたい」

　領主達は露骨に嫌そうな顔をするが、レベッカが王の後ろから顔を出したのを見て慌てて表情を無くす。

　一呼吸置いて反応を確かめたのかエイリヒは更に続ける。

「総司令官は……ハードレット辺境伯を任ずる。王国軍一個兵団一万五千を率いて総督府軍と共にかの地の秩序を回復せよ！」

　こうきたか。

「はうっ！」

　思わずセリアの尻を握りしめてしまう。

　エイリヒは俺の方を見て軽く笑う。

俺は目を閉じて肩を落とす仕草をする。

　奴の面子を潰したのだ。

これぐらいの罰は受けるべきかもしれない。

率いるのは俺の軍じゃないから経費も犠牲も心配ないしな。

　俺の反応を見てエイリヒは満足そうに頷く。

「各領主殿に［要望］する負担は後ほど決定する。なおハードレット卿を始め、従軍する者達に対しては特別な減免を認める。以上だ」

　仕方ない。

とりあえずレオポルトでも呼びつけて考えるとしよう。

「負担、また借金が」

「やっと一日三食とも食べられるようになったのに」

「財布もなくなり、この上まだ奪うと言うのか」

　貧乏三人組がこちらを見ている。

わかったよ、お前達も従軍させるから見るのをやめろ。

男三人に見つめられるなど不愉快以外の何物でもない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




余談　アリスの遊び

「よし、みんな寝た、かな」

　深夜の私室、アリスは周囲の物音が無いのを確認し、窓の施錠を確かめる。

　そして彼女は机の下から一つの壺を引きずり出した。

壺には重そうな鉄の板で蓋がされており、彼女はそれをゆっくりとどける。




「はぁ……はぁ……大丈夫、ちょっとだけ……ちょっとだけ……」

　アリスはスカートをめくり上げ、下着を降ろす。

そして股を広げて壺の上に腰を降ろした。

「大丈夫……痛かったらすぐに止めればいい」

　自分に言い聞かせるように呟きながらトイレに座るように完全に腰を落した。

　その瞬間、彼女の尻を何かが撫でる。

「あっ！」

　一瞬腰を上げそうになるアリスだったが思い直して再び腰を降ろす。

　すると再びヌメヌメしたものが彼女の尻を撫でる。




　それは彼女が黒エルフの村から持ち帰ったローパーの触手だった。

本体から切り離されても干からびる事無く動き続けていたソレをアリスはつい持って来てしまったのだ。

逃げ出さないように頑丈な壺に入れて食べ残しをやる内に、それは少しずつ大きく育って来ていた。

「あぐっ！」

　触手は目の前に現れた女の尻に興奮したように動きを強め、彼女の穴に先端を押し当てる。

「違う、そっちじゃない」

　アリスは性器に入ろうとする触手を掴んで引き離す。

育ったとは言え、まだ小さな触手は彼女の非力でも十分制御出来た。

　そして触手は彼女の望む場所を捉える。

「あひっ!!」

　尻の穴に先端をつけた触手は、普段の酷使と快楽への期待で緩んだ肛門を抵抗無くすり抜け、アリスの中へと入って行く。

「んほぉぉぉぉ！　入った！　お尻に入ったぁぁぁぁ!!」

　アリスの理性は一瞬で飛び、両手を頬に添えて叫ぶ。

　触手は今度は引き離されないのを確認したのか更に奥へ奥へと侵入していく。

「おぉぉぉぉぉ！　あぁぁぁぁぁ！」

　ぬるぬるとした触手が入り込んで行く性感にアリスの体が崩れる。

だがここで倒れ込んでしまっては快楽も終わってしまうと必死で壺の淵にしがみ付く。

「ずるずる入る！　まだ入るの？　も、もうだめっ！」




　アリスは舌を突き出して絶頂の快楽に吠える。

意志に反して腰が勝手にへこへこと動き、やがて壺からずり落ちた。

　そして焦点の合わない目のまま、蓋を壺の上に戻す。

「はぁはぁ……すごく良かった。もう少し、育てよう」

　快楽としては意識を保っていられる分、いつも愛してくれる男には及ばない。

だが単純に人とは比較できない異質な快楽だった。

　これがもっと太く長く育ったらどうなってしまうのだろうか。

「もうこれいらない」

　アリスは尻穴で使い込まれ、根元まで変色した張り型を捨てる。

「大きく……なってね」

　アリスは食べ残したパンを壺に放り込むのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民六五〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七千名

歩兵三千騎兵九〇〇弓兵五〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）一七〇〇

予備役三千（装備不完全）

大砲一五門　大型砲五門　ドワーフ砲一六門

（特別素材の大砲をドワーフ砲、新しく製造した大砲を大型砲としました）

アリス（触手育成中）

財産　金貨一九五九九　ゴクフィン男爵貸（一）

経験人数四〇六人　産ませた子五五人＋五五五匹

書籍化についての追加情報をお知らせ致します。

発売時期は夏頃予定になります。

出版社は以前告知の通りホビージャパン様、レーベルはアヴァロンノベルズにて発売となります。

イラストレーターは　日陰影次　様です。

有名な方に描いて頂き、ありがたい限りです。

これから数話にかけてラフ画を公開致しますので楽しみにしていて下さいね。

（初回は主人公です）
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第２６１話　マグラード内戦①　隣人の戦争　イラスト有







王都近郊　駐屯地

「以上が陛下と軍務総監からの命令書だ。本日を以ってお前達、第四兵団は俺の指揮下に入る事になる」

　王とエイリヒからもらった命令書をセリアが読み上げ、最後に俺がそう宣言する。

　同時に兵達が直立不動のまま剣を掲げる。

ブーイングが起きなくて何よりだ。




　現在ゴルドニア王国軍は八個の兵団を持っている。

一個兵団は約一万五千の兵からなり、これに王都や重要都市の警備軍三万を加えた十五万がゴルドニアの全兵力と言うことになる。

　俺を始め、各諸侯もそれぞれ私兵を持ってはいるが、収穫期に解散したり何か討伐をやる時に臨時で民を徴兵したりと変動が激しいので数には入っていない。

　いずれにせよ、諸侯軍をかき集めても王国軍に対抗する事はとても不可能で、その気になればあっという間に叩き潰されてしまうだろう。




「ではこれから宜しくお願い致します。ハードレット卿」

　整列した兵達の先頭に立ち、綺麗な敬礼で俺を迎えた男がいる。

「あぁ、宜しく頼む。［ビットマン］兵団長」

　こいつの名前はビットマン、第四兵団の最高指揮官で一応子爵位を持っているらしい。

年齢は三〇後半、背は特に高くないが軍にいるだけあって引き締まった体をしている。

「自分は軍人です。貴族の礼儀には疎く失礼があるかもしれません」

　彼は平民出身の軍人で能力だけで兵団長まで登り詰めた。

軍の高官となったので後付けで爵位をもらったらしい。

軍内にも貴族の子弟がいるので平民や平騎士が上官だと不都合が生じるからな。




「俺もそうだ。礼儀正しく戦争する必要はない、とにかく勝てるようにやろうじゃないか」

　俺はビットマン兵団長と握手する。

男と慣れ合っても仕方ないが、しばらくは一緒に戦う仲だ。

不愉快な男でないのは幸いだった。

「各大隊の長も紹介しましょう」

　兵団は千人前後の兵を有する複数の大隊に分かれていた。

その一人一人と言葉を交わしていると見知った顔を見つめる。




「アゴール！　久しぶりだな」

「お元気なようで何よりです！」

　それはかつて俺の部下であり、今は王国軍で働いているアゴールだった。

「お知り合いですか？　アゴールには一個大隊を任せています。中々の力量ですよ」

　ビットマンは和やかな口調で言うが厳格な軍人らしく、微笑みを浮かべるような事は無い。




「大隊長になっていたんだな」

「なんとかやっておりますが、日々自分の才の無さを感じる毎日です」

　知り合いが居るのはありがたい。

兵にしてみれば俺は突然現れた司令官だからな。

信頼出来ると言ってくれる者が居れば大分違う。

「お久しぶりです」

　セリアもアゴールと握手する。

　彼は更に隣にいるレオポルトとも挨拶しようとしたが、奴が小さく挨拶するだけだったので気まずそうに出した手をひっこめた。

「こいつに愛想がないのは相変わらずだ。気にするな」




　そう言って俺はもう一人を探す。

いないぞ。

「……あの馬鹿を探して連れて来い。物資の間か馬車の中、日当たりのいい場所を重点的にだ」

　本を読むには光源が必要だからな。




　司令官を拝命した俺が連れて行くのはセリアとレオポルトそしてマイラとイリジナだ。

私兵は動かさないが、レオポルトの要望で護衛隊一〇〇だけは連れて行く事になった。

俺が先走った時の保険らしい。

もちろん、ギドやクリストフもここに含まれている。

　本当はそれだけの予定だったのだが、うるさく言う者がいなくなった屋敷でトリスタンが小躍りしていると考えると腹が立ったので呼びつけた。

　領地が留守になってしまうが、状況から考えてどこからも侵攻があるとも思えない。

兵達には再武装しながらゆっくり休んで貰う事にしよう。

いざとなったらルナもいるしな。




「ハードレット卿直属の兵は勇壮ですな。見た事もない形の鎧ですが、何故革鎧に？」

　ビットマンが不思議そうに護衛隊の鎧を見ている。

　彼らにも、どうせだから全員ドラゴンの防具を装備させてみたのだ。

鎧から兜、篭手、ブーツに至るまでドラゴンの皮が使われている。

　ドラゴンの皮は至近距離からのボウガンさえも防いでしまう強度を持つ。

それだけでも貫通はしないが体にめりこんで痛いので、薄い金属の鎧に皮を張りつけたような形状になっている。

　今までの金属鎧よりも格段に軽い上に、至近距離からボウガンの集中攻撃を喰らっても呻き声すら漏らさずに戦い続ける事が出来る。

「特製の鎧だ。革に見えるが強度は問題ない」




　見れば兵達も出立の準備が整ったようだ。

さっさと行ってさっさと帰ろうじゃないか。

「早く来るんだ！　この怠け者め！」

「ああっ紅茶が零れるよ。まったくどうして軍人というのはこうせっかちなのかなぁ」

　トリスタンがマイラに首根っこを掴まれて引きずられている。

さて準備完了だ。




「我らも」「いますぞ！」「ふふふ、財布に紐を付けましたぞ！」

　そういえば彼らも居たな。

　貧乏三人組も従軍を志願して認められたのだ。

エイリヒも「奴らならば」と快く認めてくれた。

どうやらビンボ子爵とゴクフィン男爵は軍に居た事もあって良く知っているそうだ。

「軍人として見るなら悪くない。騎士としても指揮官としてもな」

　と内々に言われた。

「あえて言うなら、肩を並べて戦った者がツキが落ちるとかなんとかであまり良い顔をしなかった」

　聞かなかった事にしよう。




　俺と同じように共回りの精鋭を連れているらしいが、パーティで見たあいつは本人の息子ではないだろうか。

精兵と言うより親族一同を連れて来たようだ。

「いやあ久々の槍働き」「領地経営よりは気が楽です」

　王国軍は常備軍としてしっかりまとまっている。

下手に指揮系統に変な者を入れると、逆に混乱するので共回りと共に遊撃の騎士として戦って貰う。

戦いの中では多数の兵よりも少数の優秀な騎士が必要になる事もあるからな。

　モナシ伯爵は港町に残って兵站の管理をしてもらう事になっている。

元々戦いよりも管理の方が得意なようだしな。

正直、彼の方が大きな助けになるかもしれない。







　良く訓練された王国軍は目立った混乱もなく順調に歩を進め、ノーステリエス河に到達した後は旧マグラード側へ渡る為、船に乗り込む事になる。

「俺達は最後か……」

「当然です。前回の事をお忘れですか？」

　レオポルトが当たり前のように言った。

そういえばマグラードとの戦争の時は俺が先陣を切って孤立したな。

セリアをかばったギドが死にかけたんだった。




「あの時は心配したか？」

「司令官が死ねば全体が乱れますから」

　レオポルトは当然とばかりに言う。

「俺の事を心配しただろう？」

　更に俺は迫る。

「……」

　だまりやがった。

「どうした？　心配したのかと聞いているのだ」

「……はぁ」

　この野郎ため息をつきやがった。




「ハードレット卿、船を待つ間に簡単な軍議をしたいのですが」

　ビットマン兵団長が地図を片手に声をかけて来る。

「向かいましょう」

　くそう、レオポルトに逃げる口実を与えてしまったじゃないか。

「……何を下らない事をしているのですか」

　マイラにも呆れられてしまった。

これも全部レオポルトが悪いのだ。




　俺達は地図をおいたテーブルを囲む。

「さて、確か総督府の軍と合流するのだったな。それで敵はどこだ？」

　俺は敵味方に色分けされた駒を適当に地図に並べる。

「敵は頻繁に移動しているので遅れた情報にはなりますが、報告ではこことここ、それからここです」

　ビットマンは敵に見立てた駒を地図の上に置いていく。

俺は変な声を上げてしまう。

「なんだこりゃ。バラバラじゃないか」

　駒は総督府軍の拠点である中心都市オドロスに近い物もあれば、辺境にポツンと置かれたものもある。




「そしてこれが総督府軍の配置です」

「……これは」

　マイラも頭を抱える。

　総督府軍の配置もまたバラバラで、オドロスにある程度集中している以外は敵と同じだった。




「何故こんな事になった。敵味方で集結しようとは思わなかったのか？」

「ハードレット卿、お忘れですか？」

　レオポルトが口を挟む。

「これは敵味方はっきりわかれた国同士の戦争ではありません。旧マグラードの貴族同士が二つに割れた戦いです。大きな戦線などありません」

　ビットマンも頷く。

「これは強大な二軍が決戦する戦争ではありません。今までの隣人同士が割れて戦う内戦なのです」

「厄介な事に巻き込まれたもんだな」




　椅子に腰を落してため息を付いた所で兵士が前衛部隊の上陸完了、異常無しを告げる。

　まずはオドロスへ急ごう。

総督府の本部に行かないと話にならない。
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同時刻　白都　帝国陣地

　轟々と鳴る風の音を聞きながら男は陰鬱な表情で声を出す。

「今日は一段と寒い、凄まじい雪の嵐だな。……で、何人死んだ？」

　白都を包囲する帝国軍の司令官が部下に問う。

既に包囲軍は激しく消耗し、大規模な攻撃を仕掛けられる状況ではなかった。

　だが侵攻軍最高司令官ザフネスがあくまで白都の包囲続行を命じている中で撤退出来るはずもない。

連邦軍が亀のように城壁の向こうに閉じこもっている事もあってなんとか包囲を続けていたのだ。

「正規兵から五〇〇程度の凍死が出たようです。凍傷で手足が使えない者はその数倍です。戦奴兵は数千でしょうか、正確には数えておりませんが」

「馬車を壊して燃やしてしまえ。どうせもう引く馬はおらん」




　連邦の厳しい冬、特に数日前から続く本格的な寒波は人間だけではなく、寒さに慣れない帝国の軍馬の命も次々と奪っていた。

「戦奴にも馬肉のスープをたっぷり与えろ。凍りつかれては鞭で打ってもどうにもならん」

　皮肉にも寒波による消耗は戦奴兵の待遇を改善していた。




「セクリト将軍の艦隊が海と河を確保しているので物資だけは届くのが救いですね」

「あぁ、お陰で役にも立たない薄い毛皮が沢山届いたな」

　本国に防寒具を要望した結果、送られてきた毛皮は何の役にも立たなかった。

そもそも職人が連邦の冬を知らないので勝手がわからないのだ。

薄っぺらいそれを三枚重ねで着た上で司令官は身を震わせ、ため息を落した。

「このままではどうにもならんぞ。冬はまだ長い、後二カ月こんな気候が続いてみろ。奴らが反撃して来た時には我々は氷像になっている」

「撤退しかないですか」

「連邦の冬を甘く見ていた。一旦南に下がって態勢を立て直すしかない。春になれば……」

「連邦も態勢を立て直します。今でも続々と援軍が集結しているようですから」




　司令官と部下は無言で顔を見合わせる。

　元々緒戦からの帝国優位は圧倒的な兵力で持って先制攻撃した事による所が大きい。

同数同士の衝突であれば装備と統率の優劣によって連邦が勝利を得る戦いも多かったのだ。

「がっぷり組んでしまえばどうなるか」

「それに一時的とは言え、占領地を放棄しての撤退など不可能でしょう。陛下が聞きつければザフネス将軍がただでは済みません」

　戦況が刻一刻と悪くなる。

分かっていても彼らにはそれ以上何かする事は出来なかった。




「だが今日ぐらいは酒でも呑んで紛わせそうだな」

　司令官が無理に笑みを浮かべて度の強い酒を取り出す。

「そうですね。外は猛吹雪、いかに寒さに慣れた連邦兵とは言え身動きの取れる天候ではありません」

「兵には気の毒だが、我らは少しばかり心を休ませる事としよう」

　司令官がカップを取り出し、部下に渡す。

「頂きます」




　だがその時だった。

「敵襲！　敵襲ーーーー!!」

　見張りの悲鳴が響く。

　酒の瓶が床に落ちて割れ、二人はカップを投げ捨てる。

慌てて天幕を飛び出した男達の顔に猛烈な冷気が吹きつける。

「ぐっ吹雪で何も見えん！」

「敵はどこに来た！　規模を知らせろ！」

　横殴りに吹き付ける雪の中、視界はまったく通らず、部下は大声で周囲に怒鳴る。

だが答えるのは悲鳴と金属がなる音だけだった。







連邦側

「アルサノフ軍団長、敵の一軍を撃破、南部の包囲を破りました」

「よし、このまま西周りに進みつつ、眼前の敵を片っ端から突き破れ。突破だけでいいぞ、包囲と殲滅はマルティン……いや、ステーセリ最高司令に任せるのだ」




　アルサノフ麾下の兵は吹雪をものともせずに進んでいく。

　騎馬、徒歩に関わらず全員がまるで毛玉のような鎧を付け、開いているのは目の部分だけだった。

それはなめした革ではなく、剥いだままの毛皮そのままにも見えた。

「少し厚着をし過ぎたな。やはり白都の冬は温かい」

「そうだな、息を思い切り吸っても肺が凍らん」

　軽口を叩きながらアルサノフの兵達は帝国兵達を突き伏せて行く。

猛吹雪の中で丸まって震えていた帝国兵は碌に抵抗も出来ないままに次々と討ち取られていく。

防衛線など築く余裕はまったくなかった。

　中には果敢に反撃を試みる騎士もいたが、寒さで思う様に体が動かず、一面が真っ白に染まる中では至近距離の敵もうまく見つけられず、たちまち仕留められてしまった。

　帝国兵は瞬く間に突き崩されて逃げまどうが、視界の効かない中でどちらに逃げていいかも分からず、てんでバラバラに四散していった。




白都　防衛司令室

「さすが氷の軍団、この猛吹雪をものともしないな」

　マルティンは包囲を紙のように破ったとの報告を聞いて満足そうに頷き、参謀や将軍達に向き直る。

更にその後ろには各部隊の指揮官までもがぎっしりと詰めていた。

「諸君、時は来た。屈辱の夜は明ける」

　全員がまるで今すぐ出掛けたいと駄々をこねる幼子のように足踏みしていた。




「全ての門を開け放て！　全ての兵を外に出せ！　我らが全力を持って帝国軍を叩き潰す」

「「「おう！」」」

　勇ましい声が響き、やがて吹雪の音に消されていく。




「既に準備は整っている。白都の北側包囲の外では再編成を終えた西部軍団が待機している。戦いが始まれば彼らは北部から包囲を打ち破るだろう」

　皆の目が輝く。

初戦から延々と押され続け、ただ守るだけの戦いに士気が上がるはずもなかった。

だがそれも今終わるのだ。

「さあ反撃を始めよう。奴らが俺達にしてくれたように、地獄を見せてやろうじゃないか」

「連邦万歳！」「帝国兵どもに死を!!」「反撃開始だ！」

　噴き上がった歓声をマルティンは両手を広げて鎮め、そして宣言した。




「冬季反攻［冬の嵐］作戦を開始する。総員、持ち場に付け！」

「「「「うおおおおお!!」」」」

　再び上がった大歓声は吹雪を貫き、白都中に響き渡った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「反攻開始」

兵員　　現在百万　　動員限界二百五十五万　既損害百十九万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百八十万　動員限界三百十万　既損害百三十万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民八〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍

王国軍　第四兵団　一万五千名

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五九九

経験人数四〇六人　産ませた子五五人＋五五五匹

イラスト公開　今日はルーシィです。
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第２６２話　マグラード内戦②　独立派　イラスト有

居眠りしてしまい更新遅れました。









オドロス　マグラード総督府

「ようこそいらっしゃいましたハードレット卿、マグラード総督のデュノアでございます」

「陛下の命によって反乱の鎮圧に来ました」

　マグラード総督府のあるかつての首都、オドロスに到着した俺達を総督のデュノアが迎える。

うやうやしく頭を下げるこの男が俺はどうも好きにはなれなかった。

「いやぁかつて敵同士だった我々が手を携える事になろうとは不思議なものですな」

「そうですな」

　短く答える。

ちらりと顔を見ると、この老人の目は爛々と輝き、あきらかに狂気を孕んでいる。




　元々トリエアの宰相であった彼は戦争の中で一族を全てトリエア王家によって処刑されている。

その後の戦後裁判でトリエア王を死に追いやり、更には狂気を承知の上でいずれは切り捨てる事を前提にマグラード総督として派遣されたのだ。

「無駄話は鎮圧の目処がついてからにしましょう。まずは状況を」

　この男と長話をするつもりはなかった。

狂った男の傍に居ても楽しい事は何もない。

狂気に落ちた女なら肉棒と愛撫で救ってやりたくなるけどな。




　デュノアの説明によれば、今までも大小の反乱は頻発していたが全て協力的な領主達と総督府軍で十分押さえこめていたらしい。

　状況が変わったのは先月からで、総督府に従順であったある大領主が反乱を起こした。

それに呼応するように全土で一気に反乱が勃発し、対応能力を超えたらしい。

「各地の総督府軍と協力的な者達がそれぞれ個別に当たっておりますが、中々収拾がつかず……情けなくも王国軍にお出まし願った訳です」

「ふむ、ならその大領主を打ち倒せば反乱は下火になるかもしれないな」

　全土に散らばった反乱を一つ一つ潰していては何カ月かかるかわからない。

ある程度目処がつけば後は総督府に任せる事も出来るだろう。

「それにしても「協力的貴族」や「冷遇された貴族」と呼ぶのは分かりにくいですね」

　ビットマン兵団長が言う。

「我らに味方する貴族達は総督派、敵対する者達は……誠に不敬ながら奴らは自らを独立派と呼称しております」

「ならそれでいい。総督派と独立派だな。分かり易くて結構だ」

　名前なんざ呼べればいい。




「陛下からの命令書もある。総督府軍は反乱が鎮圧されるまで俺の指揮下に入って貰うぞ」

　俺は懐を探すが命令書が無い。

落したかもしれないと焦ったが、セリアが丁寧に差し出す。

そうだ、貰った傍から彼女に預けていたのだった。

「異論ありません」

　デュノアは微笑みを浮かべたまま承諾する。

言葉には出来ないが何とも気持ち悪い反応だ。

「それで現在の兵力はどうなっている？」

「オドロスに居る総督府の主力が一万、残り一万は各地に散っております。後は総督派の領主達が独自に兵を集めておりますのでそれが二万程度です」

　ふむそんなものか。

「敵の兵力は農民共も含み、五万程度かと思われます」

　数の上ではほとんど同じかな。

それならば精強な王国軍を動かせるこちらが有利だろう。

「戦況は？」

「各地での衝突は概ね押し合いの膠着状態ですが［カルーディア］周辺では残念ながら独立派優勢となっております」

「そこが例の大領主の拠点か」

　改めて地図に駒を置いて確認する。

カルーディアはオドロスの北西にあり、北をノーステリエス河に接している。

なるほど、周辺の重要都市は全て独立派が押さえており、その中には元々総督派貴族の土地だった場所も少なくない。

「よし、まずはカルーディアを陥落させよう。それで独立派の士気は下がるだろう」

　降伏すればそれで良し、駄目ならモグラ叩きをするしかないなぁ。




　俺はちらりとレオポルトを見る。

「大方針はそれでいいでしょう。ですが後背を突かれないよう、まずはこことここの拠点を潰す必要があります」

　レオポルトが地図で示した反乱軍の拠点は二つ。

一つはオドロスと距離も近く理解出来るが、もう一つは結構な距離があるが？

「距離はありますが、間に有力な味方の拠点がありません。相手が優秀ならば快速部隊でオドロスを急襲し、少なくともこちらの兵站を脅かす事が出来るでしょう」

　なるほど、城塞都市でもあるオドロスは警備兵だけでも簡単には落ちないだろうが、攻撃を受けてしまえばこちらへの補給は途絶えてしまう。

「分かった。じゃあまず二つの拠点を潰してからカルーディアに向かう」

　俺の決定に口を挟む者はおらず、すぐに全員が準備にかかった。




「それにしても妙ですね」

　軍議の後、セリアが口を開いた。

「いかに敵味方入り乱れているとは言え、オドロスには一万の兵が居ました。なら周辺の敵拠点ぐらい潰せそうなものですが」

　そう言われてみればそうだな。

両拠点の敵はせいぜい三千程度らしいし、総督府軍は特に消耗しているようでもなかった。

「良い事じゃないだろうねぇ」

　トリスタンがここにきてようやく口を開く。

いや、さっきまでも居眠りしながら口は開いていたが。

「叩ける敵を理由なく叩かなかったって事は指揮官が無能って事だし……叩けなかったなら兵の能力が低いって事だ」

　嫌な事を言うなよ。

「計算できる兵は連れて来た一万五千のみとお考え下さい」

　レオポルトが付け加える。

　いいさ、俺にはセリアが……。

セリアを撫でようとした所で少し頬を膨らませているマイラが目に入る。

「マイラもいるからな」

　マイラを引き寄せて髪を撫で、ついでに乳も揉んでおく。

おお、セリアの頬が一気に膨らんだぞ。

「何をなさいますか！　もう、今から出撃と言う時に!!」

　文句を言いながらも振り払う事はしない。

それどころか首に顔を近づけるとキスし易いように顔を向けて来た。

　セリアが必死に割り込もうと上下左右から顔を出して来るのも可愛いな。

「では出撃準備をしてくれ」

　俺はマイラとセリアの尻を撫でながら言ったのだった。










数日後

　攻略すべき二つの拠点の内、より遠くにある方を王国軍を率いる俺達が、オドロスから近い方を総督府軍が攻略する事にした。

これは王国軍の方が統率に優れるのでより移動速度が早かった事によるものだ。

　ちなみに総督府軍の指揮は総督であるデュノアが直接執るらしい。




　目標までは特に独立派と遭遇する事無く行軍は順調だった。

「あれが敵の拠点か」

　遠目には唯の小さな町に見えたが、近づくにつれ木製の柵や見張り台、荒く掘られた堀が見えて来る。

「敵は籠城を選んだようですね」

　レオポルトが言う通り、敵は一兵も外には出ていなかった。

急ごしらえの陣地からおそるおそる顔を出している。

革の鎧に粗末な槍、典型的な反乱軍の装備だな。




「降伏勧告をしますか？」

　マイラが一応と言った具合に聞いて来る。

「どうせしないだろ。向こうから言って来るなら受けてやる」

　こちらから出入り商人のように聞いてやる必要はない。




　小さな町を瞬く間に包囲した俺達は弓隊を前に押し出す。

一列に並んだ弓隊は一斉に火矢を番えて構えをとった。

　ビットマンがどうだとばかりに俺を見る。

確かに陣を組むのも攻撃準備も早い。

だが俺の兵も同じぐらい早いんだよな。

「撃て」

　ビットマンの命令で町に向かって無数の火矢が降り注ぐ。

　敵も反撃の矢を見舞って来るがその数は少ない。

もともとの兵力が全く違う上、弓隊の比率は更に違う。




「矢の数からみて一〇対一と言った所でしょうか」

「この程度の相手に手こずる訳には行きません」

　レオポルトとマイラの言う通りだ。

一応攻城戦になるのだろうが、出来れば一日で決着をつけたい。

「トリスタンは何かないか？」

　何か聞いておかないとこいつは寝るからな。

　するとトリスタンは軽く欠伸を噛み殺した。

「ないですね。だってこのままやっても普通に勝つよ」

「そりゃそうだ」




　ビットマンは弓隊が五斉射目の火矢を放った所で一旦射撃をやめさせて矢の射程外に後退させた。

こちらの損耗はほとんどない。

　反面、急ごしらえの陣地はそこかしこで燃えており、敵兵が必死に消火に当たっていた。

「仕掛けましょうか」

　ビットマンの言葉に俺は頷く。

間髪おかずに町を囲む歩兵隊が前進を始める。

数はおおよそ二千程度、小さい町なのでこれ以上多数の兵で同時に攻撃してはつっかえてしまうとの判断なのだろう。

おっと、アゴールの大隊もいるようだ。




「反撃は希薄です。このまま町に突入させます」

　消火に必死なのか飛んで来る矢の数は先ほどよりも格段に少なく、歩兵隊は問題なく門や壁に取りついていく。

　設置された柵・杭を斧で倒し、門を大槌で叩いて破壊し、壁には梯子をかけて登っていく。

見事な攻撃の手際だ。




「攻城戦では我々の兵より数段上のようです」

　レオポルトがビットマンに聞こえないように耳打ちして来た。

「確かになぁ。俺の兵は野戦に強いが攻城戦はな……」

　大砲並べてぶっ放す、力押しの攻め方しかしていない気がする。

「ハードレット卿が攻城戦を好まないせいもあるのでは？」

　マイラに言われてしまった。

その通りだ。

「ちまちまイライラするのは嫌いなんだよ」

「私も嫌いだぞ!!」

　イリジナが賛同してくれた。

彼女はさっきから落ち着きなくウロウロしている。

どうやら目の前の戦いに参加したくて仕方ないようだ。




「そういえば大砲は使わないんだな」

　ビットマンに聞いてみると複雑そうな顔をした。

「大砲は我が兵団にはまだ六門しか配されておりません。それに撃つとよく壊れますし……出来ればもっと大規模な城塞に使いたいと思っておりましたが」

　御希望ならば出しますがと付け加える。

「いやいい。聞いてみただけだ」

　俺達も壊れやすい大砲には随分と苦労したものだ。

新型の大砲にしてから破損率はかなりマシになったが、王国にも製法を教えた方がいいのだろうか？

レオポルトが余計な事言うなと言う顔をしているし、やめておくか。




　最初順調に進んでいた攻撃だったが、予想と違って中々決着しない。

遂には町の中に突入した部隊が交戦しながらゆっくりと後退、門から押し出されてきたのだ。

「ほう、押し出されたか」

　俺がそういうとビットマンは焦ったように声を荒げ始める。

そんなに気を張らなくてもいいぞ。

最終的に勝てばいいのだから。

「グルド大隊が押し返されています！　アゴール大隊は踏み止まっておりますが、敵が精強で押しきれません！」

　伝令が俺達の前に跪いて報告する。

肩に矢が刺さっているが大丈夫か？

抜いておいてやろう。

「ぐわぁ！」

　すまん、思ったより深かったようだ。




「反乱軍風情に何をやっている！　第二大隊は援護にむかえ！」

　新たに千人規模の兵が前に進んでいく。

　彼らが押されている部隊を援護した事で、再びこちらが優勢となって戦場は町の中へと移っていく。

「反乱軍と聞いていたからもっと脆弱かと思ったが中々士気も高いな」

　籠城戦では突入されてしまえば一気に崩れる事も珍しくないのだが。




　さすがに今度こそ決まりかと思ったが町から続く戦闘音が止まない。

敵はかなり頑強に抵抗しているようだ。

「手間取るな」

「申し訳ありません……町に火をかけて焼き払いましょうか？」

　ビットマンは緒戦で気持ち良く勝てなかったせいか、ややしゅんとしている。

「それもどうかね」

　町には反乱に加わっていない民もいるだろう。

巻き添えで死ぬのは仕方ないが、全部焼いてしまうのはやり過ぎかもしれない。

若い女もいるだろうし。




　レオポルトも目が険しくなっている。

「見た限り王国軍の不手際ではありません。彼らは秩序だって行動していますし、しっかりと統率されているように見えます。むしろ敵への評価を変えるべきです。農民反乱ではなく、正規軍同士の交戦と見る方が良いでしょう」

　ほう、面白いじゃないか。

「ならちょっと見に行こうか」




　俺がそう言うとレオポルトとセリアが顔をしかめる。

反面、イリジナは輝く笑顔を見せた。

「護衛隊と……ボンビ子爵、ゲキヒン男爵は続け」

「また最前線に……それと微妙に違いますよ」

　セリアが仕方なくと言った様子で護衛隊に命令を出す。

「いよいよ我ら活躍の時！」「我が愛槍、ヒンソウ丸も喜んでいますぞ！」

　貧乏二人組も嬉しそうだ。




「は？　ハードレット卿自らが出られるのですか!?」

　反面、ビットマンが慌てて聞いて来た。

その通りだ。

「うちの大将はいつもこうだからな！」

「先陣を切るのは大将の務めです」

　ギドが剣を、クリストフが兜と鎧、篭手とブーツを念入りに確かめてから言った。

「しかし総大将が敵に突っ込むなど聞いた事が……いえ、そういえばハードレット卿のお噂は……」

　問題ない。

どうせ指揮はレオポルトが執るのだ。

マイラもいるのだから俺が居ても居なくても指揮能力には寸分の差もないだろう。

「大丈夫、ちょっとつついて敵情を見て来るだけさ」

　俺は抜き身にした長剣を肩に担ぐ。

やっぱり刀身が２ｍもあるとバランスが難しいな。

　片刃で正解だったな。

両刃だったら持ち方に困る所だ。

「化け物のような剣ですね……それを振るわれるので？」

「ああ、実戦で使うのは初めてなんだ」

　俺は剣を軽く振り、右手に持って空を突く。

「さて行こうか」




　俺を先頭に護衛隊と貧乏組が突進して行く。

彼らの供回りの一部を除くと全員が騎乗しているので攻城戦には不都合だが、門を突破した今なら容易に町に侵入出来る。

　門を通過すると同時に戦いの音が一気に大きくなった。

どうやら味方は町の半分程度まで押し込んだが、そこから先に中々進めないらしい。

見れば町にある全ての民家が木製の盾と杭を建ててバリケードのようになっていた。

「町ぐるみで協力しているのか。これじゃあ焼かれても仕方ないかもな」

「見て下さい。あれが敵の主力のようです！」




　セリアの指差す先ではアゴールの大隊と敵軍が激しく戦っていた。

　外から見える敵は革の鎧と簡易な槍を持ったいかにもな農民兵だったが、今見える敵は全身を金属の甲冑で包んだ重装備の兵だった。

「独立派貴族の兵がそのまま参加しているようです」

　これなら同数で当たれば一気に勝ち切る訳にもいかない。

まして家々も全て簡易な防御陣とされているのだから。




　俺が剣を振り上げると護衛隊は三角形の陣を組む。

　イリジナも嬉しそうに槍を振りまわしている。

もう少し控えないとクリストフに当たるぞ。

「突っ込め」

　俺の叫びに合わせて全員が鬨の声を上げて突撃を開始した。

　剣と盾が打ち合う戦いの音を馬蹄の轟音が掻き消していく。




「どけどけ！」

　味方の歩兵隊が慌てて道を開け、敵の姿が見える。

敵が見えてから激突まで僅か数秒だったがその表情ははっきりと見て取れた。

　騎兵突撃の前面にたった恐怖もある。

だが奴らの必死の表情は崩れていない。

諦めるなどとんでもない、絶対に諦めない決意が見て取れた。




「なるほど手強い訳だ」

　この顔をした敵はそう簡単には崩れないぞ。

だが俺も負けてやる訳にはいかない。

「突き破る！」

　俺は逆さに打たれた杭の向こうから槍を突き出す敵兵に向かい、大きく振りかぶった長剣で横に薙ぐ。

「ぎゃああああ！」「うわぁぁぁぁ！」

　重く硬い骨の剣は並んだ杭を軒並み叩き折り、後ろに構える敵兵二人も引き裂いた。

更にへし折れて飛び散った木片が相当な勢いで周囲の敵に降り注ぐ。

　更に薙いだ剣をすぐに振り上げ、呆然とする一人の頭上に振り下ろす。

「ひっ！　……ぐえ！」

　咄嗟に盾を掲げた反応はいいが、俺の剣の重さを考えれば愚策だったな。

長剣は敵の盾と兜をまとめて叩き割り、そのまま股下へ抜ける。

　一瞬置いてから哀れな敵兵は薪のように縦に割れ、左右それぞれに崩れる。

「な、なんだこりゃ！」「化け物だ！」「いやぁぁぁ！」

　体内にある全てを撒き散らして崩れた兵を見て周囲の敵が目に見えて動揺し始めた。

慌てて下がろうとする一人の首を後ろから跳ね飛ばし、もう一人の背中を突き刺してから放り投げる。

この剣は長さがあるから槍のような使い方も出来るな。

　最後の一人はへたり込んで小水を垂れ流している。

声からして女に違いないので見逃すことにしよう。




　横を見ればイリジナや他の者達も暴れている。

「そらそら！　ふんが！」

　イリジナはさすがに杭ごと吹き飛ばす事は出来ないようだが、突き出される槍を穂先で弾いて逆に槍を突き立てていた。

革の防具を持つ者は力技で胴体を貫かれ、金属の鎧を着た者は狙い澄ました突きで鎧の隙間を突かれて斃れて行く。




「我々も負けませぬぞ！」

　貧乏組は馬から降りて徒歩で戦っている。

　ビンボ子爵は敵の槍を盾で弾き、中程で切り落としてから距離を詰めて喉元に剣を突きたてた。

更に引き抜くと同時に体を回転させて周りの敵を威嚇する。

足の止まった敵兵に供回りの者達が襲いかかり、討ち取り追い散らしていく。

「もらった！」

　ゴクフィン男爵は馬から降りると同時に敵の指揮官を狙って槍を振るう。

一撃目は防がれたが、その反撃を逆に槍で絡めとって跳ね上げ、脇腹に深々と槍を突き刺した。

　金の無心をしている印象しかなかったが中々やるな。

エイリヒはちゃんと見ていたと言う訳だ。




「俺も負けてはいられんな」

　シュバルツを駆けさせて、敵陣深く斬り込んでいく。

「あぁもう！　敵情見るだけじゃないのですか!?」

　慌ててついて来るセリア、ここまで来てそんな無粋な事を言ってはいけないぞ。

　敵は民家に籠って玄関を槍兵が固め、窓からは弓やボウガンが覗いている。

あいにく狭い所で戦うつもりはない。

　俺はシュバルツに速度を落させないまま剣を振りかぶり、走り抜け様に思い切り石造りの民家をぶったたく。

「ルチッリが真っ二つになったぞ！」「馬鹿な石壁ごと両断だと！」

　轟音が響き、民家の壁が抉れる。

中に陣取っていたボウガン兵も胴から真っ二つになったようだ。

　この長剣は斬れ味こそデュアルクレイターのように鋭くないが、圧倒的な強度があるので乱暴な使い方が出来る。

　向かい合った一対一の戦いよりも戦場での乱戦に向く得物と言えるだろう。

「この！」

　長剣の出来に満足していると横合いから槍が突き出される。

おっと危ない。

　その槍を軽く掴んで敵を引き寄せ、腕を掴み上げて後方へ放り投げる。

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　護衛隊に任せるつもりだったのだが、運悪く杭の上に落下してしまったようだ。

串刺しになった敵兵はしばらくもがき、やがて木杭を真っ赤に染めて動かなくなった。

「ひぇぇぇ……」「さ、下がるんだ。とんでもないのが出て来たぞ！」

　俺の周りの敵が後退を始めて行く。

図らずも防御陣に食い込んだ形になった俺達は両側の敵の側面をつける位置になったのだ。




「これはいけるんじゃないだろうか？」

　セリアもコクコクと頷く。

　ちょっと当たってみるつもりだったが、このまま決着をつけてしまえるかもしれない。

戦場は流れに乗らないといけないからな。

「護衛隊の損耗は？」

　ギドははきはきとした声で答える。

「クリストフさんが気絶しただけです！」

　損害〇とは鎧の効果が出たかな？

それならいってしまおう。




「右の敵の側面を付く。アゴールを助けてやろうじゃないか」

　味方の損害がほとんどなかった事もあって士気は高い。

　死闘を繰り広げるアゴール大隊を援護すべく、俺達は再び突進していった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民九〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官）マイラ（副将）イリジナ（指揮官）

ギド　クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一四九五〇名

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五九九

経験人数四〇六人　産ませた子五五人＋五五五匹

今日はカーラです。
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第２６３話　マグラード内戦③　脅える者達　♯　イラスト有







「長槍隊は右を支えろ！　左の道から軽歩兵を浸透させるのだ！」

「左に柵が据えられています！　工作兵に除去させないと進めません！」




　アゴールの大隊は一応優勢に戦いを進めているようだが、陣地を利用して守りに徹する敵を前に押しきれずにいる。




「横っ腹に突っ込むぞ」

「エイギル様に遅れるな！　続け！」

　セリアが叫び、護衛隊が二列の縦隊になって敵に向かい突っ込んで行く。

　慌てて道を開けた味方の中にアゴールの顔が見えた。

「俺が敵陣を突き破る。後に続け」

　奴にそれだけ言って剣を振り上げる。




　眼前にある柵は半分ほどが地面に埋められている。

シュバルツを突っ込ませても突き破るのは難しいだろう。

「シュバルツ、後は適当にやっていろ」

　俺は疾走するシュバルツの背中で立ち上がり、そこから更に飛びあがって一気に柵を飛び越える。

　柵越しに迎え撃つつもりだった敵兵の呆然とした顔を飛び越えて着地。

同時に長剣を振るってボウガンを持つ兵の足を切り払う。

「へ？」

　一瞬で両足を失った敵は何が起こったのか分からないようだ。

奴が立ち直って悲鳴を上げる前に刃を返し、もう一人のボウガン兵の腕を切り落とす。

「これで三人」

　更に小さく身を引いてから長剣を地面と水平に突き出し、三人目の胴体真ん中を貫き、強引に剣を引き上げて肩上から刃を引き抜いた。




「さ、柵を飛び越えたぞ！」「ボウガンがやられた！」「何だあの……剣？　槍か？」

　我に返った敵兵は叫ぶが、直ぐに照準を変えられるボウガン兵は既に斃れている。

槍兵は柵から槍を突き出していたのですぐにこちらに向き直る事は出来ない。

「くそ！」

　敵兵達は槍を手放し、腰の剣を引き抜いた。

　だが全員が準備万端整えるまで待ってやる事はない。




「遅いな」

　一人が構えると同時に脳天に剣を落し、顎まで叩き割る。

　両断する事なく剣を引き上げ、切りかかって来た二人目の剣を受けて弾き飛ばす。

ひっくり返った男が起き上がる前に横に薙いで首を……飛ばすつもりだったのだが手元が狂って鼻から上を斬り飛ばした。

だが周囲から上がる悲鳴は首を飛ばした時以上だったようだ。

　横に大きく薙いだせいで体勢が乱れ、好機と見た敵兵が三人斬りかかって来る。

　あえて膝をつき、身を低くしてその剣を躱す。

そして剣を薙いだ勢いを殺さずに、低い軌道で周囲をぐるりと一閃した。

「「「ぎゃあ！」」」

　六本の膝下の足がその場を転がり、三つの胴体がもんどりうって地面に倒れる。




「隙ありぃぃぃ!!」

　俺が一旦剣先を下げたのを見て、指揮官らしき男が単槍を腰溜めに構えて突っ込んで来る。

「残念、無いな」

　正面からの突撃に隙もへったくれもない。

俺はゆっくりと右手で剣を引き戻し、男に向けて突き出す。

「ぐえ……」

　顔のど真ん中に長剣が突き刺さった男は即座に絶命して激しく痙攣を始めた。

動き続ける指揮官の死体をぽいと味方の元へ放ってやる。




「さて、次は向こうの柵か？」

　俺は剣を肩に担ぎ、次の陣地に向かって走る。

「うわぁ！　こっちに来たぞ！」

「矢だ矢！　とにかく矢を射ろ！」

　敵兵が叫び何本もの矢が飛んで来る。

俺は突進しながら更に身を低くしてそれを躱す。

「おっと」

　避けられなかった三本は剣で弾いたが、最後にボウガンボルトが飛んで来た。

弓と比べて速度が早くて小さいボルトは格段に避けにくい。

　正面からなのではっきり見えてはいたが、これは太ももに喰らいそうだ。

痛いだろうなぁと覚悟を決めた所で衝撃があった。

「ん？」

「は、外れた!?」

　いや確かに命中した。

だがボルトは俺の太股に当たってその場に落ちたのだ。

「鎧のおかげか」




　ドラゴンの皮で作った防具を着けていたのを忘れていた。

合戦の前にセリアが念入りに着せてくれたのだ。

動き易いように隙間も多くなっているが、幸運にも鎧の上に当たったらしい。

「お前らも運が無いな」

　ボウガンを放った敵兵に微笑んでやる。

「顔だ！　頭を狙え！」

　続いて俺の頭を狙ってボルトが飛んで来る。

俺は視界を確保する為に顔を覆う防具は付けていない。

　だが正面から顔を狙って来る攻撃はこれ以上無い程見えやすいのだ。

　一つ呻いてから突進する俺は正面から飛んで来るボルトを左手の篭手で弾く。

更に次のボルトは頭を傾けて紙一重で躱し、三本目を発射する前に剣を振り上げる。

「さ、柵の内側に」

「無駄だよ」

　力任せに振り下ろした長剣は太い木製の柵ごとボウガン兵を引き裂いた。

まだ続くぞ。




「ぐおおぉぉぉ！」

　振り下ろした剣を回転させ、柵を切断してしまわないように剣の腹を食い込ませて持ち上げる。

「嘘だろ！」「杭で地面に打った柵だぞ！」

　メキメキと音が鳴り、柵が地面から引き抜けて持ち上がって行く。

「ふんが！」

　遂に完全に抜けた３ｍ程の柵は勢い余って壊れながら敵兵の上に崩れて行った。

「ぎゃっ！」「ぐぇぇぇ！」

　下敷きになった敵兵は死んでこそいないものの、もう動けないだろう。




「突撃ーーー!!」

　後ろから多数の叫びと金属ブーツの足音が聞こえる。

どうやら俺が暴れている間に味方が柵を壊して雪崩れ込んで来たようだ。

　護衛隊や貧乏組の部隊が追いつき、最早ここまでと陣を捨てて逃げ出した敵兵を追いかけながら討ち取っていく。

追いかけるようにアゴールの大隊も押し寄せてくる。




　これだけ大きく突破されてしまっては隣で頑張っている敵も側面から包囲されて撃滅されるだろう。

敵も悟って各所で撤退を始めているが、それをみすみす許す王国軍ではない。

すぐに追撃戦に移行、一方的な展開になっていく。




「相変わらず言葉に出来ない程の豪傑ぶりですな」

　アゴールも決着がついたと見てこちらに寄って来た。

「まあな」

　それより股間が高ぶっている。

セリアかマイラにちょっと物陰で……。




「や、やめて殺さないで！」

　女の悲鳴に振りかえると味方三人に囲まれた敵兵が悲鳴を上げていた。

味方は殺気だっており、今にも止めを刺してしまいそうだ。

慌てて味方をかき分ける。

「降伏します！　だから命だけは！」

　兜を外すと中々の美人だった。

もちろん殺すような事はしないよ。

「よしよし、武器を捨てて投降するなら殺しはしないよ」

　泣きじゃくりながら剣を捨て命乞いする女兵士を優しく慰めて肩を抱く。

鎧を着ていると勘違いされるから脱ごうな。

「兵は殺気立っている。一旦家の中に入ろう」

「ぐす……もう抵抗しませんからぁ……」

　よしよし、ブーツも防具に見られるし、肩当ても良くない、脱ごうな。

「そこのベッドに腰掛けて深呼吸して落ち着け。酷い事はしないよ」

「ふぇぇ」

　安心させるように撫でながら鎧の下に着ている服も脱がせる。

おお、良い形の乳だな。




　ちらりとアゴールを見る。

隣には不機嫌極まる顔のセリアも居た。

「……決着はつきました。後は掃討しながら町の中心まで押し込むだけですから軍団長が出張る事もないと思われますが」

　そうだろう、もちろんそうだろう。

「……後一時間もすれば決着します。それまでですよ！」

　セリアがきつく言ってからぷいと拗ねてしまう。

　もちろん十分だ。




　再び不安な顔をする女兵士の頭を優しく撫で、似合わない猫撫で声を出した。

「俺の胸の中に居れば大丈夫だ。さあおいで」

　女兵士は良く分かっていないようだったが、優しい口調に彼女を傷付けるつもりが無いと信じたのだろう。

ゆっくりと顔を胸に乗せて来た。

これで和姦だと言える。

「うおぉぉぉぉ！」

「えっ!?　きゃあああ！」

　俺は既に下着だけになっている女兵士をベッドに押し倒し、股を開かせて圧し掛かって行った。







一時間後

「こいつらが？」

　町でもっとも大きな建物、普段は集会所として使われていたその場所に三人の男が縄をうたれて跪いている。

「はっ！　こやつが軍を率いた男」

　一人の大隊長が中年男を軽く蹴飛ばす。

「こやつはその息子で副将」

　こちらは二〇ぐらいだろうか。

「そしてこやつが町長です。民をまとめて反乱軍に積極的な協力をしたようです」

　町長はもう老人だな。

　三人は目に見えて震えており、特に息子からは異臭がする。

漏らしているのは小便だけではないだろう。




「で、どうするかね」

「「「全員処刑です」」」

　レオポルトとマイラ、そしてビットマンの声が揃った。

そりゃそうだろうな。

　見た目正規軍のような奴らだったが、戦争と反乱は全く違う。

戦争では敵と言っても正々堂々戦った相手には敬意を払う必要もあるし、降伏投降した相手を皆殺しにするのは野蛮な行為とみなされる。

　だが反乱は違う。

一度忠誠を誓った相手を裏切る反乱者はまともな敵ではなくただの賊だ。

いわば山賊・盗賊の集団と同じ扱いであり制圧次第、現場で全員処刑するのが普通なのだ。




「筋で言うならばマグラード地方は総督府の管轄ですから、本来デュノア総督が決定する事ですが」

　マイラが原則を言い、レオポルトが続ける。

「今回ハードレット卿は総督府軍を含めて指揮権を持つ上位権限者として派遣されております。この場で独断なさっても何の問題もありません」

　ふむ。

「ならばこの場での処刑は保留。一旦オドロスに送っておけ」

　三人がびっくりしたような顔を浮かべる。

　どうせ一旦オドロスに戻ってからカルーディアに向かうのだ。

こいつら捕虜をまとめて護送するのに特段の手間はかからない。




「助命なさるのですか!?」

　ビットマンが驚いたように言った。

「誰もそんな事は言ってない。ただ妙な感じがするんだよ。殺すならいつでも殺せるからな」

　中年男と脱糞息子など助ける義理もない。

特に何も無いとわかればすぐに吊るす。

「今日はもう日が暮れる。一晩ここに泊まってからオドロスに帰還しよう」

「既に準備しております」

　さすがレオポルトだ。

「なら町の人間は一〇〇人毎に分けて兵士の傍で寝かせるよ」

　顔を出したのはトリスタンだ。

こいつは夕方過ぎると元気になって出て来るな。

「捕虜はそうだが……非武装の住民までか？」

　この町の民はせいぜい千人程だ。

夜陰に乗じて何かするにもさすがに一万五千人の武装した兵士をどうこうは出来ないと思うが。

「もちろんそうだよ。でも人が一〇〇人集まれば救いようの無い馬鹿が一人二人沸くものなのさ」

「僕の時もそうだったよ」と言ってトリスタンは盛大にため息をつく。

「一人じゃ誰も相手にしないけど、馬鹿の意見も一〇人分集まればもっともらしく聞こえるからね」

　なるほど、下手に民をそのまま放置すれば馬鹿が集まって下らない事をするかもしれない。

そうなれば当然兵士は反撃し、凄惨な事になるだろう。

　民を一〇〇人ごとに分けて兵士の傍に置けばさすがにどうにもならないと考える。

もし馬鹿が何かほざいても誰も相手にしなくなると言う訳か。

トリスタンは随分と優しいな。

「揉めたらまた忙しくなるじゃないか。戦闘は一回でも少なく勝つのが最高なのさ」

　するとレオポルトが口を出す。

「民との衝突が面倒ならばいい方法があります。炊き出しとでも称して一カ所に集め、周りから弓で」

　やめろ女も死んでしまうだろうが。




　非道なレオポルトにマイラが噛み付き、何やら論争が始まった所で俺は一足先に休む事にした。

建屋を出ると同時に待機していたギドが俺の横につく。

「セリアは？」

「セリアさんは民の分散と警備の確認をすると言ってました」

　今からかかるとすれば夜遅くまで戻って来ないな。

マイラはここまで聞こえる声でレオポルトと言い合いしている。

イリジナを抱くかな。

「イリジナさんは久しぶりの戦に高ぶって馬で走り回っています」

　何をやっているんだあいつは。

「先ほどお抱きになった女性は？」

　ギドも知っていたのか。

「彼女はもう抱けないんだよな」

　一時間しかないと思って猛烈に抱いたらやり過ぎた。

今も俺の名前をうわ言に言っているだろう。

一〇回は昇らせたが俺は一度しか出せなかった。




　夕暮れの町をギドと二人歩いていると、まだセリアが集め切れていないのか女が二人、俺達の進路を塞ぐように前に立つ。

二人はどちらも若く、くるぶしまである長いコートを着ていた。

「……どけ」

　ギドが表情を硬くして剣に手をかける。

「待て待て」

　俺の警護に熱心なのはいいが、女達の顔をよく見て見ろ。

脅えて震えているじゃないか、とてもナイフを取り出して襲って来る雰囲気じゃない。

「どうした？　何か用かな？」

　聞いてやると女達はそれぞれ俺とギドの前に立ち、コートを開いた。

「な！」

「ほう、いい乳だ」




　女達はコートの下に何も着ておらず、乳と性器の全てが見える。

「私達の体を全て差し上げます。ですからどうか……どうか寛大なご処置を……」

　女達はコートを捨て、全裸のまま俺達の足元に土下座する。

　見れば女達の後ろでは一〇人近い民がこちらを伺っている。

表情からは敵意よりも恐れ祈るような雰囲気が伝わって来た。

　俺はマントを開いて土下座する女を抱き寄せる。

「真冬に素っ裸では風邪をひく。話を聞くから一緒においで」

　俺は優しく肩を抱きしめ、ついでに豊かな乳にも触れるが女は全く抵抗しなかった。

「君もこっちへ来い」

　ギドもまたもう一人の方を抱きしめて同じようにエスコートしている。

なかなか分かっているじゃないか、ギドがクロルよりももてるのは逸物の大きさだけではないんだな。




「良かった、すぐに殺される事はなさそうだ」

「後はマリンに任せるしかないな……」

　背中に村人の囁きと安堵のため息が聞こえて来る。

「くぅ、マリン……」

「お前にはつらい事だろうが、町一番の美人でないと……皆の命がかかっているんだ」

　一体何の事だろうか。




　俺はギドとは別の部屋に入ろうとしたが真面目なこいつは抵抗する。

「もし族長様に何かあっては困ります！」

「おいおい、女一人にどうにかされる訳無いだろう」

　更にギドに近づいて言う。

「お前もその娘を可愛がってやれ。ちゃんと話を聞いてやってから優しく抱くんだぞ」

「そ、それは！」




　慌てるギドを置いて部屋に入ると、女はかけてやったマントを綺麗に畳み再び全裸になって床に座っていた。

「おいおい、だから風邪を引くと……」

　女は俺の言葉を遮って叫ぶ。

「なんでもします。乱暴に抱いても構いませんし、喉奥まで突き込んでも受け入れます。全て言う通りにしますからどうか皆の命だけはお助け下さい。皆殺しだけは堪忍して！」

　何か誤解があるようだな。

「安心しろ、そんな事はさせない」

　女を抱きしめる。

「さあ全部話してくれ」




　女をベッドに上げて優しく頭を撫でながら話を聞く。

　歳は二〇半ば、中肉中背だが乳と尻はよく張っていた。

顔はかなり整っており、まだ恐怖が抜けていないのか小さく震える様は庇護欲を誘う。




　女は最初、無理に敬語を使おうとしたりで、何を言っているのかよくわからなかったが、俺がただ撫で続けるだけなので安心したのかゆっくりと話をしてくれた。

　彼女の名前は［マリン］といい、町一番の美人と言われていたが既に結婚しているとのこと。

住民たちの相談の結果、彼女は俺の機嫌を取る為に差しだされる事になったらしい。

もう一人いた女は処女で、もし俺が非処女を好まなかった時は代わりに相手する事になっていたそうだ。




「領主様が言っていました。総督府の軍隊は占領した町を焼き払い、住民を皆殺しにすると。だから私の体を好き放題にしてもらってご容赦頂こうと……」

「ははは、ゴルドニアはそこまで非道な事はしないよ」

　領主一族は皆殺しになるかもしれんが民を全員殺すなんてありえない。

そういうと目に見えてマリンの表情が柔らかくなった。

　とは言え明らかに住民は領主の反乱に協力していたし、融通の利かない奴が相手だったら相応の制裁があったかもしれない。

俺で良かったな。

「とにかく変に逆らう事がなければこれ以上は何もしない。ただの住民で居ればいい」

　マリンは顔を上げ、初めて俺としっかり目があった。




「あっ」

　途端にマリンは自分の豊かな胸と綺麗な陰毛が見える股間を手で隠す。

「せっかく綺麗なのに、もっと見せてくれてもいいじゃないか」

　俺はその手を包み、再び大事な場所を剥き出しにした。

「今夜は相手してくれるんだろう？」

「そ、それはその……殺されると思ったからで……私は夫もいますし」

「そう言うなよ。戦の後で辛抱たまらないんだ」

　彼女の手を取り、股間を触らせる。

「えっ!?　な、何これ」

　驚く彼女の両手をとり、彼女自身の手でズボンと下着を降ろさせると、既にその気になっている肉棒が飛び出す。

「きゃああああ！　怪物！　怪物が飛び出ました！」

　可愛い反応だ。

腰を押し出し、マリンの額に肉棒を押し付ける。

「俺の肉棒はどうだ？」

　彼女はすんすんと匂いを嗅ぎ、熱に浮かされたような口調で言った。

「お……大きくて素敵、それに凄いオスの臭いです。で、でも私には夫が……」

　俺は間髪いれずにマリンの両頬を男根で撫でながら言う。

「大丈夫、話し合ってわかってもらったと言えば良い。俺も話を合わせてやるから」

「でも……」

　まだ渋る彼女の耳元に口を寄せて耳たぶを軽く食む。

「ばれなきゃ浮気じゃないさ。楽しもう」

「あ……あぁぁ……」




　マリンは顔を真っ赤にして数秒躊躇していたが、ごくりと音をたてて唾を飲み込むと、大きく口を開いて俺の男根を咥えこんだ。

「おおっいいぞ！　歯が当たっても構わんから激しくしてくれ」

「んぼっ！　んぐっ！　がぼっ！」

　マリンは口いっぱいに逸物を頬張り頭を激しく振る。

なかなか慣れているな。

そりゃ町一番の美人となれば男は食い放題か。

　しばらく激しい口奉仕が続き快楽も高まって来たが、俺は彼女の穴も支配したくなった。




「マリン、抱かせてくれ」

　返事を聞く前にベッドに押し倒し、後ろ向きにして腰を抱える。

「あっ避妊薬を！　今日はとても危ない日だから」

「外に出すと言う方法もある。心配するな」




　そのまま肉棒を挿入する。

「あぁぁぁぁ酷い！　駄目だって言ったのにぃ……大き過ぎるから抵抗出来ないよぉ」

　悲鳴を上げながらも愛液が大量にあふれだして来た。

嬉しくなり俺は最初から激しく腰を振る。

マリンは大きな声を上げながら体をくねらせ、尻を自分から押し付けて来る程だった。




「いやらしい女だな。スケベな女は大好きだぞ」

「い、いやらしくありません！　ちょっと男慣れしているだけです！」

　笑いながら問うてやる。

「何人？」

「ご、五人」

　嘘をつくなと深く突く。

「あう！　一〇人です」

「本当に一〇か？」

　腹に力を入れて逸物を膨らませながら前後させる。

「二〇……ごめんなさい。四〇人です!!」

「ははは、やっぱりスケベじゃないか」




　後ろから体を倒してゆさゆさ揺れる乳房を揉むとマリンは喜びの悲鳴を上げた。

「それいいです！」




　後ろから突きながら尻の穴を指でほじると羞恥の悲鳴とか細い抵抗がある。

「それだめ！　変態みたいです！」




　たまらない。

もう玉から熱いものがこみ上げて来たぞ。




「マリン、出そうだ」

　体位を正常位に変え、逃げられないようにがっちり抱きしめた。

「中だけは駄目です！　本当に妊娠しちゃうから、初めての赤ちゃんが夫の子じゃなくなっちゃう」

　俺もそうしたいのだが体が女の胎内に種を出したがっている。

この発情した良い女に種付けしたがっているのだ。

「マリン本当に嫌なら抵抗してくれ。そうすればすぐにやめるから」

　言いながら俺は腰の動きを早める。

　彼女も俺の動きが射精間近な事を感じたのだろう、必死に抵抗の声を上げた。




「だめ、いやっ！　子袋を支配しないで、いやですいやですぅ」

　マリンは俺の両肩を掴んで引き離そうとする。

もちろん女の細腕で俺の体を動かすのは不可能だが、抵抗の意志が見えれば引き抜いて外に出すつもりだった。

「ああ、中で動き始めてる！　種付けだけは絶対駄目、駄目なんです！」

　嫌がっているしそろそろ頃合いかと体を離そうとした時、彼女が最後の抵抗を行った。




「こんな大きくて、ぶっといちんちんで種付けなんて……絶対駄目……です」

　マリンの手が俺の首に回る。




「貴方の赤ちゃんなんて困ります」

　足が腰に回る。




「妊娠はいやぁ」

　拒絶の言葉と共に彼女の唇が俺の口に押し付けられた。




　答えは確かに受け取った。

俺は彼女の両手を押さえ、引いていた腰を思い切り突き出した。

子袋に先端が食い込むと同時に肉棒が震え、勢い良く射精が始まった。

「だめーー！　孕むーーー！」

「うおぉぉぉぉ！　俺の子を産め！」

　射精はたっぷり一〇分続き、マリンは幸せそうな顔で意識を失ったのだった。

　大量の種を吐き出しながら、マリンの卵を奪い取った事を実感する。




「……ついでだ。尻の穴も奪っておこうかな」

　たっぷり射精して柔らかくなった男根ではあったが、押し当てると楽に入って行く。

「随分使い込んでるな。本当に四〇人か？」

　気絶したマリンに呼び掛けてやると嬉しそうに尻穴がきゅきゅっと締まったのだった。







翌朝

「エイギル様！　緊急事態なので失礼します！」

　俺の目が開く前に扉がバンと開かれる。

「セリアか、どうした？」

「ま、また違う女を食べて……ゴホン、とにかく今はそれよりも大変なのです」

　セリアが俺の上で寝ていたマリンを床に転がしてから言う。

「総督府軍が攻略に失敗です。甚大な損害を受けて攻勢を維持できず、救援を求める伝令が来ました」

「なんだと？」




　総督府軍は俺達よりも近場の敵を攻撃していたが、敵の兵力はこちらと大差ないはずだ。

確かに思ったよりも精強ではあったがまさか完全に失敗するとは。

「全く何をやっているんだ」

　俺はマリンをベッドに戻し、顔にキスをしてから服を着る。

「……」

　黙ったまま唇を突き出しているセリアにもキスをして部屋を出る。




「ギド！　緊急事態だ。すぐに……」

　ギドが寝ている隣の部屋をノック無しに開ける。




「もっと舌を絡めろ。俺を上目づかいに見るんだ…………はっ族長様!?」

　ギドはベッドの上に仁王立ちになって女に男根をしゃぶらせていた。

見ればシーツには赤い染みがある。

そういえばこっちの女は処女だと言っていたな。

「一〇分待ってやるから早く出せよ」

「……貴方まで」

　セリアの冷たい視線から守る為に扉は閉めておいてやろう。

閉めると同時にドアの向こうから声が聞こえて来る。




「すまん、一〇分で出すから激しくしてくれ。歯を当てるなよ」

「は、はい！　ギドさんの為なら……んぶ！　んぼ！　んんんんーー！」




　この状況でも射精しようとするとは大したもんだ。

だが既に事態を聞いてレオポルトもマイラもビットマンもここに集まっている。

ギドが出て来た時はさぞ気まずい事だろう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民九〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官）マイラ（副将）イリジナ（指揮官）

ギド　クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一四七五〇名

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五九〇　マリンプレゼント（五）女兵士プレゼント（二）処女娘プレゼント（二）

経験人数四〇八人　産ませた子五五人＋五五五匹

マリアです
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第２６４話 マグラード内戦④ 非道な戦場　イラスト有り







　王国軍一万五千の内、三千を捕虜の護送につけてオドロスに帰し、残る一万二千を率いて総督府軍の援護に向かう事となる。

「総督府軍と合わせれば多少数が減っても遅れをとる事はありません」

「というよりこんな小さな拠点で詰まるなら、どの道増援無しにカルーディアの攻略は無理だね」

　とレオポルトとトリスタンも言っている。




「族長様が行けば敵なんてすぐに蹴散らせますよ！」

　ギドが珍しく明るい大声を出す。

だが日焼けした健康的な額からは暑くもないのに汗が流れていた。

「「……」」

「民の娘を犯すのはいけないことだぞ！　喉の奥に出してむせさせるのも駄目だぞ」

　セリアとマイラ、ついでにイリジナの圧力で居心地が悪いらしい。

まだまだだな。




「俺などマリンを夫の下に返して万事上手く行ったと言うのに」

　話を合わせ、何もなかったと言ったから夫婦の関係が悪くなる事もなかろう。




「上手く行った訳ないでしょう！」

　マイラに突っ込まれてしまう。

「口付け跡だらけの首筋を晒しながら、抜けた腰を支えられて「何も無かった」なんて誰が信じますか」

　セリアも続ける。

「夫の前なのに顔を真っ赤にして「また会えますか？」って聞いてたじゃないですか。夫が悔しそうに地面を叩いてましたよ！」

　そうだったかな。

「しかも最後は「ありがとう楽しかったよ」って言いながら夫の目の前でキスまで」

「あの女も「私こそ天に昇るぐらい気持ち良かったです」って」

　まあ細かい事は気にするな。




「それよりそろそろ敵拠点が見えるんじゃないか？　事前の情報ではほんの小さな拠点と聞いていたが」

　仮にも一万の総督軍を撃退したと言う事はかなり要塞化されていたのだろうか？

それとも五千以上の兵が居たとか言う事かな。

「伝令からの限られた情報では作戦の立てようがありません。直接状況を把握する必要があります」

　どの道作戦を立てるのはレオポルトかトリスタンなのだから任せよう。




　やがて見えて来たのは空へと昇る黒煙だった。

どうやら激しく戦いはしたらしい。

「総督府の軍は陣を築いているようですね。相当やられているようです」

　マイラの声が曇る。

　総督府軍は町から矢が届かない距離まで離れて陣を築いている。

簡易な柵と壕を浅く掘っているようだ。

　その時、聞き慣れた音とともに火のついた石が飛んで行く。

どうやら陣地内に投石機を組み上げて攻撃し続けているようだ。

　石は敵陣に着弾し炎と煙が立ち上るがすぐに収まって行く。

敵は上手く消火しており、これだけで町が陥ちる事は期待できなさそうだ。

「あいつらは長期戦をする気なのか？」

　この戦いはカルーディア攻略の為の露払いに過ぎない。

さっさと蹴散らして本番に備えなくてはならないのに。







「え、援軍だ！」「よかった……これでなんとかなるぞ」

　総督府軍の兵士達は俺達を見て歓声を上げる。

俺は一応手を振って答えるがきっと笑っていないだろう。

「デュノア総督を呼べ」

　自分でも驚く程きつい声が出た。

兵士は慌てて本陣に走っていく。

「兵の士気はガタガタですね。攻勢準備はまるで出来ておりません」

　ビットマンが呆れたように言う。

　どうしてこんなに士気が低いのかね。




　王国軍が陣に入ってすぐ、デュノアと指揮官達が集まって来る。

中には見知った顔もいた。

あれは確かバカ、アホ、愚かの三人組じゃないか。

「あわわ、失態にございますぞ」「まっこと恐るべき事態」「土下座に値しますな」

　がたがたと震えている三人、一方デュノアは軽く頭を下げただけで特に悪びれた様子は無い。

謝られてもどうにもならないので無駄に恐縮される方が鬱陶しいが。

　目の前に立つデュノアに言う。

「何があったか教えて頂こう」

　正直「部下が無能で攻撃失敗です」と言われれば「そうか」と答えるしかない。

この三馬鹿に兵を任せなければならない時点で可哀想ではあるからな。

「二度総攻撃を行いましたが、一度目は壁を越えられず、二度目は辛うじて内部に侵入したものの有力な敵の反撃にあって侵入した部隊が孤立、壊滅してしまいました。以後、味方の士気は上がらず本格的な攻勢に出られない状況です」

「損害はどれぐらい？」

「千の兵が死に、更に二千が負傷して動けません」

　敵は見る限りせいぜい二千程、どれだけ一方的にやられたんだ。




「だからと言って延々と投石だけなど怠慢ではありませんか？」

　デュノアにマイラが噛みついた。

奴のお粗末なやり方に軍人として納得いかなかったのだろう。

「な、貴様男爵の分際でデュノア伯爵になんて口を叩く！」

「総督に向かって無役の貴様が偉そうに！」

「弾劾に値しますな！」

　何やら怒りながらマイラの周りを回り始めた三馬鹿。

俺の女に向かって不愉快な奴らだ。




「黙れ」

　俺はガンとテーブルを蹴飛ばす。

しまった、バラバラにしてしまった。

「「「ひぃぃぃぃ!!」」」

　抱き合ってその場にへたり込む三人。

「言葉一つにいちゃもんをつけている暇があったらさっさと部隊を再編成しろ。王国軍と共同で……」

　攻撃を開始する、と言う前にレオポルトが後ろから耳打ちして来る。

「敵は士気高く、力任せに攻城しては被害も大きいでしょう。策がありますので、まず彼らだけで攻撃させましょう」

「……再編後、総督府軍はすぐに攻撃を再開しろ。三度目の総攻撃だ」

「ただちにーー！」「あわわわわ！」「ひえーーー！」

　レオポルトが言うなら大丈夫だろう。







　テーブルを壊した甲斐があったのか短時間で再編は完了し、夕刻前に攻撃準備が整う。

「攻撃開始」

　デュノアの号令で総督府軍七千は一斉に街壁へと迫っていく。

　町の防備は俺達が落とした拠点と変わらない。

簡易な柵と空堀からなる急造の防御陣地が巡らされているだけだ。




「兵の士気が異様に低いですね」

　進んでいく総督府軍を見ながらマイラが呟く。

兵は俺達王国軍が参戦しない事に失望したのか、見るからに嫌々進んでいく。

歩が遅い上に足並みも乱れ、陣形もどことなく不安定な形になっていた。




「矢の射程に入りました」

　セリアが報告すると同時に両軍の弓兵から交差するように矢玉が飛ぶ。

減ったとは言っても総督府軍は今だ敵の三倍近い兵力なので、飛ぶ矢の数も圧倒的に多い。

　だが矢を浴びて動揺しているのは明らかに総督府軍の方だった。

斃れたのはせいぜい一〇〇にも満たない数だろうに陣形は乱れ、進軍が更に遅くなる。

陣が乱れたせいで次の射撃では更に多くの被害が出てしまっていた。

　俺とビットマンは顔をしかめる。

顔を見合わせ、これは酷いと目で通じあった。




「壁に取りつきました。攻撃が開始されます！」

　ギドが叫ぶ。

　いかに乱れているとはいえ、三倍の兵を矢だけで止める事は出来ない。

俺がテーブルを蹴飛ばした効果もあったのだろうか、指揮官たちは必死に兵を叱咤していた。

　斧を持った兵が柵を斬り倒して門を打ち破らんとし、梯子を持った兵が壁を登っていく。

そして門の中や、街壁上で斬り合いの戦闘になったのだが……。




「あーあ、こりゃだめだ」

　トリスタンがため息交じりに言う。

　門の内部に味方が入ったのに後方の兵が勢いづかない。

むしろなるべく自分達が行かなくて済むようにと歩を緩めているようにも見える。

申し訳程度に矢を放ち、力無い槍衾を組んで敵を威嚇しているだけだ。

「完全にやる気がないね。戦いたくないのが見え見えだよ。これじゃ一〇倍いても勝てないさ」




　トリスタンの言う通り、次第に戦況は悪化していく。

街壁上で戦っていた兵は次々と追い落とされ、門の内側に侵入した部隊は散々に蹴散らされてバラバラに逃げ出て来る。

　なかなか味方が来ないので、侵入部に敵が集まり包囲される形になってしまっているのだ。

増援の指示は出しているようだが兵の反応が鈍く間に合わない。

　ちらりレオポルトの方を見ると想定通りとばかりに頷いた。




「後方の部隊を更に上げろ。ボンショ子爵の大隊を……」

　なんとか立て直そうと指示を出しているデュノアに言う。

「これ以上やっても勝てませんよ。撤退を」

「……わかりました」




　撤退合図のラッパが鳴らされ、総督府軍の指揮官たちは青い顔で、兵士達はどこか安堵したような表情で一目散に逃げ帰る。

　敵は追撃しようと門の所まで集まって来たが、王国軍が待機しているのを見て諦めたようだ。

敵の司令官の方がデュノアより優秀なようだな。




「兵が思う様に動かないせいで敗北を！」

「隣の大隊の救援が遅れたせいで敗北を！」

「向かい風で矢の勢いが削がれて敗北を！」

　帰って来た三馬鹿がそれぞれ敗北の言い訳をしているようだ。

部下のせい、同僚のせい、天気のせいと見事に揃っている。




「もういい、再編にかかってくれ」

　俺は特に叱責もせずに解散させ、レオポルトの方に目をやった。

「これでいいのか？」

　レオポルトはゆっくりと頷く。

「大変結構です。敵はこちらを撃退したと意気上がり、しかしながら新たな援軍である王国軍を脅威に感じているでしょう」

「次はどうする？」

「夜営の準備を、大量のかがり火を焚き、投石機を煌々と照らして下さい」

　少し考える。

「夜営地にはかがり火だけで兵は別の場所だな」

　そう言うとレオポルトの動きが少し止まった。

相変わらずの無表情だが目が少し大きくなった気が……本当に気のせいだった。

「ハードレット卿がご理解なされるとは意外でした」

　それだけ言ってレオポルトは準備に去る。

ふふふ、奴も驚いたようだな。

　俺は良い気分で周りを見渡す。

するとマイラが複雑そうな顔をしていた。

一呼吸置いてピンと来てしまう。




「……良く考えたらあの野郎、馬鹿にしやがったな」

　文句を言おうとレオポルトを探すが既にいない。

ええい、お前でいい。

「わっ何をするんです！　止めて下さいよ！　僕は関係ないじゃないですか」

　傍であくびしていたトリスタンの耳を引っ張る。

お前も参謀なんだから連帯責任だ。

「酷い。横暴だよ。これだから軍隊は嫌いなんだ」




　文句を言い続けるトリスタンの耳を千切れない程度に引っ張りながら俺は遠目にデュノアを見る。

　三馬鹿のように言い訳したり、怒られなかった事を喜んだり、奴にはそんな感情がもう無いようだ。

怒りも慌ても悲しみもしない。

ただ全てを淡々とこなしているように見える。

「レオポルトも大概だが……」

　あいつの仏頂面とも違う、何かが完全に壊れてしまったような顔をしている。

「やめた。俺まで辛気臭くなってしまう」

　別にあいつと人生共に歩む訳でもない。

今回の反乱を鎮圧したらおさらばする仲だ。

あまり深くは考えない事にしよう。










深夜

　真っ暗な中、味方の陣地だけが煌々と光っている。

俺はシュバルツの頭に顎を乗せてその光を眺めていた。

「異常はないか？」

「万事問題ありません」

　セリアが小声ながらはきはき報告する。




　俺達は夜営地を密かに出て、真っ暗な闇の中に身を潜めているのだ。

俺のいる本隊の他にも王国軍は数カ所に分かれて夜営地を囲むように兵を伏せている。

もちろん、火など焚いていない。

「夜に焚火も無しじゃ寒いな。これで敵が来なかったら風邪だけ引かされる事になる」

　せめて手だけでも温めようと隣に居るセリアの鎧の中に手を突っ込む。

彼女は少しだけ躊躇してから手を導き、一番温かい股間のポケットで指を温めてくれた。

ふふふ、暗いから周りの奴らには何をしているかわからないだろう。




「まず間違いなく来ます。兵力的な劣勢、味方の高い士気、直前の戦闘での勝利……更にこれだけ無警戒に篝火を焚けば全ての条件は整います。敵が勝利を得る手段は一つです」

　レオポルトに疑いはないようだ。

「総督府軍の無能具合もこの際ありがたいね。あれだけ無様な戦いを繰り返せば敵はこちらの罠を警戒しなくなる」

　トリスタンも疑いを持ってはいないようだ。




　作戦は簡単だ。

夜営すると見せかけて全軍を陣地の周囲に配置する。

夜襲を誘い、逆にこれを撃破して一気に敵戦力を壊滅させるのだ。

　その為の布石としてあえて敗北するだろう攻撃を仕掛け、無警戒に篝火を焚きまくっている。

投石機を照らしているのは「明日になればこいつが再び石を飛ばすぞ」と言う威嚇のようなものだ。

そうなる前に夜襲で潰したくなるのが人の心と言うものだからな。




　俺がセリアのポケットに更に多くの指を入れ、温かい湯が満ち始めた所でかすかな音が聞こえる。

「来たようです」

「あうっ」

　指三本を一気に引き抜くとセリアが小さく声を上げた。

　耳を澄ますと、確かにしゃくしゃく枯れ草を踏む音が聞こえる。

「敵が来たようです。数は不明ですが……一〇〇や二〇〇では無いでしょう」

　そりゃそうだ。

こちらは二万以上なのだ。

いくら夜襲とは言え、ある程度の数を揃えないと効果は無い。

敵の全軍が出て来てもおかしくないのだ。




「鎧の擦れる金属音がありません。好都合です」

　マイラが俺を見て僅かに微笑む。

　敵は音で勘づかれるのを避ける為に金属鎧を付けず軽装で来たようだ。

夜襲の常識から考えれば正解だが、こちらが待ち構えている今は最悪の選択だ。

「敵の攻撃と同時に押し包むぞ」

　移動中の敵はいつばれるかと警戒しているから下手に襲っても逃げられてしまう。

敵がまさに攻撃した瞬間を狙うのが最高のタイミングなのだ。




　そしてその時は訪れる。

「突撃ーーーー!!」

　息を殺して接近していた敵が立ちあがり、指揮官の叫びと共に鬨の声を上げて駆け出す。




「突撃だ！」

　同時に俺も声を上げ、無人の陣地に突撃する敵の横腹に突撃をかけた。

　準備万端だった味方の弓兵が一気に火矢を構える。




「しまった！　罠にかけられたぞ！」

　叫ぶ敵兵、だがもう遅い。

彼らはどうしようもないぐらい入りこんでしまった。

突撃で乱れた隊列はもう立て直せないだろう。




　全方位に伏せていた味方が一斉に火矢を放つ。

光の豪雨が敵の頭上に降り注ぎ、その全容を浮かび上がらせた。

「敵数ざっと二千！　ほぼ全軍と思われます」

「よし、こいつらを片づければ決着だ。行け！」

「「「おおおぉぉぉぉぉ!!」」」

　敵兵の叫びを数倍の叫びで掻き消し、味方が全方位から突っ込んで行く。

士気の低い総督府軍は後方で待機させているが、それでも敵二千に対してこちらは一万を超える。

敵は後方以外を包囲されている上に、装備も奇襲を考えて軽装だ。

もはや勝ち目などどこにも無い。

「行こうと思ったが……止めておくか」

「もう意味がありません。ご自重下さい」




　開戦数分で敵は既に崩れていた。

抵抗を諦めて、ただ陣地の中へ逃げ込もうとしているようだ。

「追撃しろ。敵の尻について町に雪崩れ込むのだ！」

　ビットマンが吠え、味方は敵を追い越さんばかりの追撃戦を展開していた。




「お、やったぞ」

　街壁門の上で味方の兵が松明を振り回している。

「アゴールの大隊が門を押さえました。全軍が突入出来ます」

　ビットマンが嬉しそうに言う。

夜襲を返して城門を奪った。

これだけ綺麗に決まれば俺も気持ちがいい。

「決着です。もう敵に打つ手はありません。夜明けを待って全軍で踏み込みます」

　レオポルトが無表情のまま言う。

お前の策が見事にはまったな。

　だが俺を馬鹿にした事は忘れていないぞ。

いつかニナとの性生活を暴いてラーフェンの高札で民に晒してやる。




　敵の夜襲部隊は壊滅し、ほとんどが打ち取られるか完全に包囲されて降伏した。

町に逃げ込めたものは一割いるかいないかだろう。

城門もこちらが押さえたので焦る事もない。

夜明けを待ってゆっくり踏み込めば良いのだ。













翌朝

「なんだこれは」

　もはや敵に抵抗する力はなく、俺達は日の出を待ってゆっくりと町に踏み込み……衝撃的な光景を目にする事になった。

「……住民の死体と思われます」

「そんな事はわかっている」

　律儀に答えたビットマンについ怒鳴ってしまう。

悪いな、感情が昂ってしまった。




　町に侵入した俺達は最後の敵が立て籠っているだろう領主の館に向けて進むに際して、罠が無いか調べる為に町中を軽く捜索した。

　そして見つけてしまった。

防御陣を築く為に取り壊されたのだろう数軒の民家と、そこに山積みにされた死体の山。

　誰一人として武装してはおらず、明らかに唯の住民だった。

皆、剣や槍で殺されており、若い男から老人、娘や子供まで皆殺しだった。

「エイギル様、町を捜索しましたがどの家も無人です。恐らく……」

　セリアが報告する。

この町も俺達が落とした町と同じ程度の大きさだから千人程度の民が居た筈だ。

そして目の前の死体の数はちょうどそれぐらいだろう。




「女子供まで……外道が！」

　マイラが剣を地面に叩きつける。

アゴールも直立したまま動かないが怒りが伝わってくる。

　俺は一人の娘の死体の前にしゃがみ込む。

服は乱れており、何をされたかは容易に想像できる。

毛布をかけ、手で目を閉じさせてやると少しだけ安からな顔になった気がした。

「民を……何より女を殺すとは愚かな奴らだ」

　名前も顔も知らない者達だ、悲しみはない。

だが無抵抗な女達を嬲り殺した独立派の連中に対する怒りがこみ上げて来る。

この町の女も生きていればいずれ俺の女になってくれたかもしれない。

奴らはそれを奪ったのだ。




「エイギル様！　生存者です!!」

　セリアの叫びで視線を移す。

そうか、生き残っていたのがいたか。

アゴールが頷き、兵を向かわせようとする。




「若い女ばかり二〇名です！」

「なんだと!?」

　思わぬ続報に俺はアゴールと兵を突き飛ばして走る。




　女達は納屋のような建物に押し込められていた。

全員が服を着ておらず、敵兵の慰み者として生かされていたようだ。

「ひ、お昼からですか？」「わ、わかりました……」

　武装した俺達を見た女達は悲しそうな顔をした後、寝転んで股を開く。

踏み荒らされた性器は真っ赤に腫れ、痛々しく口を開いていた。

さすがにここで女に乗る程鬼畜ではない。




「もう大丈夫だ。独立派は追い詰めたよ」

　脅える女の一人を抱きしめる。

「まさか総督派ですか!?」

　一瞬安堵の表情を浮かべかけた女達が再び硬直する。

おかしいな、総督派は味方じゃないのか。

　俺は改めて女を抱きしめる。

「俺達はゴルドニアの軍だ。お前達に酷い事なんかしないさ。もうお前達は助かったんだよ」

　言ってから抱きしめた女性に優しいキスをする。

　すると口付けした女だけではなく、全員がポカンとした顔をした後、ゆっくりと表情が崩れていく。




「……ふ……ふ、ふぇぇぇぇぇ!!　助かったよぉ！」

　爆発したように泣き始め、俺にしがみついて泣き始める女達。

名残惜しくもその手を離させ、アゴールの兵士に預ける。

「絶対にちょっかい出すな。やったら首を刎ねると思え」

「はっ！」

　彼女達はもう俺の女なのだ。




　泣きじゃくる彼女達に頬笑みを向けてから領主の館、この町を占拠していた独立派が最後に立て籠る場所を睨みつける。

自分でも表情が一気に変わるのを感じた。

「続け」

　俺は先頭をきって館への石段を登る。

「はい！」

　誰も止める者はない。

前に立つ王国軍の兵士が俺の顔を見た途端、腰を抜かしてひっくり返った。




　館の前には申し訳程度のバリケードが築かれていた。

そこから顔を出した指揮官らしき男が俺を見て口上を上げる

「し、司令官閣下よりゴルドニア軍と交渉の用意があると……ぎゃあああ!!」

　最後まで言わせずに長剣で串刺しにして石段に放る。

血飛沫を撒き散らしながら指揮官は一番下まで転げ落ちて行った。

「ふん！」

　間髪いれずに更に剣を振るい、バリケードを吹き飛ばす。

テーブルや椅子などの家具で臨時に作られたバリケードなど、この長剣の前にものの数では無い。




　両側で呆然とする敵兵を無視して館の扉を蹴り飛ばす。

扉は大きく軋むが閂がかけられているようだ。

「し、司令官殿は降伏交渉に応じる旨の……」

　扉の向こうから聞こえる声を無視して長剣で扉を叩き壊す。

バタンと倒れ込んだ重厚な扉の向こうで、何かを言っていた男が真っ二つになって崩れていた。

　後ろでは護衛隊が俺が無視した敵兵を槍で突き伏せている。




「さて首魁はどこにいるのか」

　独り言に答えるように敵兵が槍を構えて飛び出して来る。

なるほど、敵が出て来る方向だな。

　槍先を剣の腹で弾き上げ、そのまま顔面に剣をぶち当てる。

「がべっ！」

　口から血を噴き出す敵兵の喉元を掴んで首をへし折り、持ち上げて後ろから出て来る敵兵に投げ付ける。

　甲冑に身を包んだ男は十分な重量があり、敵兵二人がぶつかり倒れた。

無言のまま走り寄った俺は尻持ちをついた一人の頭に長剣を叩き込み、完全に倒れこんだもう一人の頭を足で踏み砕く。




「さてどっちかな」

　通路が二股に分かれている。

片方ずつ覗くしかないか。

「うわっ！」

　曲がり角で敵三人と遭遇した瞬間に体が動く。

相手が反応する前に一人を斜めに斬り、刃を反してもう一人の腹を裂く。

　最後の一人は剣の腹で殴りつけて腕をへし折り、手に持った剣を落させた。

そして悲鳴が上がる前に男の兜を剥ぎ取り、髪を掴んで引き寄せる。

「お前達の司令官はどこだ？」

「ひぃぃぃ！　い、命だけは助けてくれ！」

　男は股間を濡らしながら濡れた子犬のように震えている。

そんなに怖い顔をしているか？

しているかもしれない、相当に気分が悪いからな。

「考えてやるから答えろ」

「右の通路の突き当たり！　頼む、助けてくれ！」




　なるほどわかった。

　俺は男の髪を掴んだまま数秒停止する。

「考えてやったがやっぱり駄目だ。お別れだ」

「そ、そんな！　ぐあぁぁぁ！」

　髪を掴んだまま男を壁に思い切り投げ付ける。

頭から壁に突っ込んだ男の首は妙な方向に折れ曲がり、一度大きく震えて動かなくなった。

嘘は言っていないぞ、ちゃんと考えてやった。

　後ろからセリア達も追いついて来ているな。

では敵の親玉の所に乗り込む事にしよう。




　敵兵が教えてくれた場所は一際大きな部屋、恐らくダンスホールだったのだろう。

高くなった壇上に置かれた椅子に初老の男が座っている。

「そ、総督派の指揮官だな？　私はアグルーム、お前達の司令官と交渉を……」

　どうやら俺を一指揮官と勘違いしているようだ。

俺は最後まで聞く事なく言葉を被せる。

「住民を皆殺しにしたのはお前の指示だな？」

　男は言葉を遮られて困惑し、抗議の声を上げる。

「今はそんな話はして」

「女を殺したのはお前かと聞いている」

　特に怒気を込めた覚えはない。

だが男は気圧されて椅子から転げ落ちそうになっていた。

別に聞くまでも無い事だが一応確かめておかないといけない。

「そ、それは復讐であってそもそもの蛮行を行ったのは」

「もういい分かった」

　事情など興味はない。

やったのがこいつと言うことがわかればそれだけでいい。

　俺は担いだ剣を右手一本で構える。

同時にセリア達護衛隊も部屋に駆けこんで来た。




「くぅ。ペリトス、やるんだ!!」

　初老の男は慌てて後ろに下がり、入れ替わって一人の男が前に立ちはだかった。

身長は一七〇程度とやや小柄で、体格も細身と言えるだろう。

「どけ」

「そう言う訳にもいかん」

　なら斬り殺して通るさ。

「そう簡単に……いくかなっ!?」




　男は腰から剣を抜き、突進しながら突きを繰り出して来る。

「ん！」

　軽くいなして斬りこもうとしたのだが、男の剣は思った以上に速い。

　あまりの速度に剣先を見失い、直感で頭を捻る。

頬の肉が僅かに抉れて血が滴った。

「俺の必殺の突きを躱すか！」

　反撃とばかりに剣を振るうが、男は長剣を潜って再び突いてくる。

目を見開いて突きを見極め、紙一重で躱す。

「ちっ惜しいな！」

　だが俺の予想よりもまだ突きは鋭く、反対側の頬を掠めて血が流れる。




「は、速い！　突きが見えない！」

「エイギル様！　一度引いて下さい！　護衛隊で押し潰します」

　ギドとセリアが何か言っているが、それには及ばないさ。




　力任せに剣を振るだけではまずい相手のようだ。

　俺は改めて男を観察する。

軽量小柄な体躯を生かして素早い攻撃を繰り出して来る。

得物は細く薄い片手剣のみで盾は無し、攻撃を避ける事を前提に甲冑は極めて軽装だ。




「さて次はこっちだ」

　俺は長剣を上段に構えた。

「ふん！　そんなでかいだけの剣では俺の動きを捉えられまい！」

　さあどうかな。

　俺は男に向けて突進し、思い切り剣を振り下ろす。

ドシンと剣が床に落ち、石造りの床が砕ける。

　だが紙一重で奴には避けられてしまった。




「外したか……」




「おお、ペリトスが優勢だぞ！」

「奴はかつてマグラードの剣術大会で無敗を誇った剣豪、一対一なら誰にも負けん！」

　後ろから独立派の男達が歓声を上げている。

だが反面、ペリトスと言う男は冷や汗をかいているようだぞ。

「その図体で何故こんなに速……いやなんでもない！　そ、そんな鈍重な攻撃など当たらん！　これで終わりだ！」




　三回目の突きが来る。

今度は眼球を狙って来ているな。

さっきからこいつの狙いは正確だ。

ドラゴン皮の鎧も過信すると隙間を狙われそうだ。

　俺はその突きを篭手で弾き、逆に一歩踏み込んで剣を横に薙ぐ。

「ひっ！」

　ペリトスは急減速して身を屈め、紙一重で俺の斬撃を回避した。

惜しかった……両断出来たと思ったのに。




「エイギル様が二回も空振りするなんて……」

「でももう族長様にはあの突きが見えてる」

　さすがにギドは良く見ている。

　一撃目は全く見えずに勘で避けた。

　二撃目は見切ったつもりだったが、少し甘かった。

　三撃目は完全に見えていたが、奴の機敏さは予想以上で反撃は避けられてしまった。

　それにしてもこいつは速い。

大概一度か二度見れば十分なんだけどな。




「次で終わりだな」

　言いながら微笑んでやるとペリトスの顔に怒りが浮かぶ。

挑発した訳でもないが、案外短気なんだな。

「ぬかせ！　その頭ぶち抜いてやる!!」

　今までよりも更に速い突き、だがお前の突きはもう完全に見えている。

　長剣を持ち上げて軽く弾く。

剣も奴自身も軽量なので防いでも体勢を崩される事はない。

「この！」

　体を捻って再び繰り出される突きも弾く。

すばしっこいこいつに攻撃を当てるのは難しそうだし、仕掛けてみるか。

　攻撃を弾いた勢いのまま俺は横薙ぎを繰り出すが、先ほどと同じ速度と剣筋なので同様に避けられる。

そして俺の体勢が崩れた。




「もらった!!」

　ペリトスは剣の軌道を修正し、体の流れた俺に向けて渾身の斬撃を見舞って来る。

右手一本で持った俺の長剣は大きく流れ、とてもその攻撃を防ぐ事は出来ない。

そして左手は徒手、奴は勝利を確信した笑みを浮かべる。

　そうだな、これで……。




「捕まえた」

　俺の首筋を狙った奴の剣、その剣筋を完全に見切り、左手でがっちりと掴む。

「なっ馬鹿な!!」

　慌てて剣を引こうとするペリトス、だが篭手もドラゴンの皮で出来ているから切られる事はないし、俺と力比べをやればこいつに勝ち目などない。

俺はきっとかすかに笑っているのだろう。

「決着だな」

　左手に力を込めると軽い金属音を立てて細身の剣がへし折れる。

同時に繰り出した前蹴りが奴の鳩尾へまともに入った。

ペリトスは冗談のようにふっ飛び、床を転がって壁に激突する。




「がふっ！　ごふっ！　ま、まだ勝負は……」

　咳こみながら起き上がる奴の前で俺は既に剣を振りかぶっていた。

「いつの間に！」

　吹き飛んだお前を追いかけて突進したんだよ。

自慢じゃないが俺も動きは遅くないんだぞ。

「ま、待ってくれ！　仕切り直しを……」

　残念ながらこれは剣術大会じゃない。

武器が折れても戦いは止まらないんだよ。

　半分に折れた剣を突き出すペリトスに長剣を振り下ろす。

奴の右腕……というより右半身を叩き斬り、断末魔の声も出させずに即死させた。




　血飛沫が俺の全身を染めていく。

顔から足まで血まみれになったまま、ゆっくりと俺はアグルームに向き直る。

「さて、話の続きだ。お前が無抵抗な女を虐殺したのだったな」

「ひぃぃぃぃぃぃ！」

　俺は剣を床に突き刺し、初老の男の頭を両手で挟む。

「復讐だったんだ！　それにゴルドニア軍のお前には関係ない……」

　だが俺は死体の山を見て酷く不快な気分になってな。

お前を殺さないとこの先、すっきりと女も抱けないんだよ。




　両手に力を込めていく。

「あがががが」

　メキメキと音が鳴り、男の頭が縦に歪んで行く。

口から泡を噴きながら手足がバタバタと動く。

「むん」

　最後に力を入れると、ぐしゃりとメロンが潰れたような音が鳴り、男の抵抗はなくなった。




「素手で頭を……」「ば、化け物！」「悪魔！」

　独立派の貴族達が俺に向かって悪態をついていた。

一通り見回すが奴らの中に女はいないな。

良かった良かった。




　ギドを見て、当然の事のように言った。

「全員殺せ」

「はっ！」

　たちまち護衛隊が奴らに殺到した。

奴らも剣を抜いたようだが、数人の貴族が重武装の護衛隊数十人に抵抗できるはずもない。

　屋敷中に断末魔の叫びと肉に刃物が突き刺さる音が響くのだった。
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余談　四〇

「メル様、こちらはいかがでしょうか？」

「良い香りですね～」

　メルは商人の差し出す香油を腕に試し塗りする。




「この香油は肌をスベスベにする効能があります。都市国家ディアスにしか生えない花の蜜を使っているのですよ」

　メルは満足そうに香油を塗り、可愛らしく首をかしげた。

「それは結構なのですけど、今までの香油もスベスベになりましたよ？　一体何が違うのかしら」




　商人はわざとらしく周囲を伺う振りをする。

「実はこの香油の香りには男を発情させる成分が含まれています。しかも湯に入っても香りは残りますので……きっとご主人との生活が豊かになられるかと」

　メルは上品に手で顔を隠す。

「もう、こんな年増に何を勧めているのですか！」

　照れながらもメルが喜んでいるのは明らかだった。

「いかがなさいましょう。小壺お一つからご用意出来ますが？」

「もうっ……全部下さいな」

「毎度ありがとうございます!!」




　この商人にとってメルは良い客だった。

正妻のノンナはやたらと小うるさく、一つでも気に入らない事があると怒鳴りこんで来る。

　そもそも彼女の買い物は単位が大きく、あまり高額になるとフィリッチ商会と衝突してしまう。

そうなっては化粧品の行商人に過ぎない男は丸裸にされて荒野に捨てられてしまうだろう。

商会を通すまでもない小規模な取引だからこそ、目をつぶって貰えているのだ。




　そしてカーラは破天荒な所がある上に、あまり高級品を欲しがらない。

とても化粧品や香油などを求めるとは思えなかった。




　それに対して売り上げの何割かを占める上客のメルは気性も穏やかで無理難題を言う事も無い。

以前、代金を前払いで受け取りながら品を納められないと言う商人として致命的な問題を起こしてしまった時も、メルは「なるべく早くして下さいね」とほほ笑みながら言うだけだった。

　天使のようなメルの怒った顔などまったく想像出来なかった。

　そのせいだろうか。

「メル様は綺麗な肌ですね。とても……」

　商人は間違いを犯してしまった。

「四〇の肌には見えません」




　空気が凍った。

　音が消えた。

　世界が止まった。

　微笑んでいたメルの表情が消え、優しく細められていた目がゆっくりと開いていく。

　商人はまるで見えない何かに押さえ付けられているかのように微動だに出来なかった。

「綺麗な肌なんて、うふふ」

　メルが凍りつくような微笑みを浮かべる。

「いくつに見えますか？」




　商人が必死に口を開こうとする中、周囲の雑音だけがやけに大きく響き始める。




　お腹が痛いですわぁ　お花を　でっかいお花を摘みに行きますわ

　食べ過ぎです奥様！




「あ、あ……三十ろ……」

　メルの目が細まる。

世辞を言うにも加減がある。

　肥満体形のご婦人に痩せている。

不細工な女性に絶世の美女と言っては逆に嫌味に聞こえてしまう。

　だが今のメルに五歳さばを読み、三六と言っていいのだろうか。

再び雑音だけが大きく響く。




　なんとか間に合いましたわぁ　ふんぬっ

　奥様　音を控えて下さい　廊下中に響いてますよ！




「三……二……一八ぐらいでしょうか!?」

　商人は賭けに出た。

彼はそう言うなり、顔を伏せる。

「……」

　反応が無いのを確認し、ゆっくりと上目づかいに顔を上げると……。

　メルは満面の笑顔だった。

「もう、上の娘が二〇を超えているのに何が一八ですか。うふふふ、お世辞なんて効きませんよ？」

　それは彼が知っているいつものメルの笑顔だった。

（忘れよう　彼女は優しい上客なのだ）

　商人は全てを忘れ、メルに香油を売ってから静かに屋敷を後にする。




　クララっクララ見なさい　まるで大蛇のようなお花ですわ！

　そんなもの見せないでって　うわっトイレ壊れてるじゃないですかぁ！




　商人は香油を売って得た少なくない利益を大事に懐に仕舞い、メルに約束した化粧水を調達すべく、王都へ足を向けるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民千

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官）マイラ（怒）イリジナ（怒）

ギド（怒）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長　怒）アゴール（怒）

デュノア（マグラード総督）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一四七〇〇名　総督府軍六五〇〇名

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五七〇　トイレ修繕＋補強（二〇）

経験人数四〇八人　産ませた子五五人＋五五五匹

本編がブラックな展開なので余談で中和を試みました。

混じって変なガスが出ていたらごめんなさい。

今日のイラストはメルです。

そしてこれが公開する最後の一枚になります。

後は本の発売をお待ち下さい。
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第２６５話 マグラード内戦⑤ ２５人を引き連れて　♯







　護衛隊はその場に居た男達、この町の独立派リーダー達を皆殺しにする。

これにより未だ屋敷に立て籠っていた兵士達も武器を捨てて全て降伏し、町は完全に奪還された。




「捕虜はどれぐらいだ？」

　片づけられていく街を見ながらビットマンに尋ねた。

「約千です。五〇〇は戦場で討ち取り、それ以外の者は逃げ散りましたが、現在軽騎兵を広く出して捜索していますのでほとんど掃討出来るでしょう」

　ビットマンはデュノア達と違ってやるべき事をわかっているようだ。

「捕虜の扱いはいかがなさいましょうか？」

「言うまでも無いだろう」

「失礼しました」

　当たり前の事だ。




「もっと深く掘れ！　怠けた者は射殺すぞ！」

　町の外から捕虜に空掘を掘らせる監督兵の怒号が聞こえた。

不愉快なその声を遮断するように窓を閉める。

「お前達はどうする？　さすがにこの町には住めないだろう」

　俺の部屋にいるのはこの町の生き残りの女達だ。

一カ所に集められ兵士に嬲られていた者達の他、司令官達の部屋で玩具にされていた者達も救出したが、その数は僅か二五名だった。

　慰み者として生かされていた彼女達は全員が若い女達で外傷こそ大した事は無かったが、目の前で家族や子供を殺された者も多く、心を酷く傷付けられていた。

小刻みに震え、思い出したように突然悲鳴を上げる女もいる。

　彼女達の中で最も肝の据わった女が俺との話役になってくれる。

「みんな殺されてしまいましたし、皆の想いを考えてもここにはもう住めません」

　だろうな。

「なら俺達と一緒にオドロスまでついて来い。そこで身の振り方を……」

　同時に女達から悲鳴が上がる。

「オドロスって、総督府に!?」「やだ、やだよぉ！」「いやいやいやぁ！」




　女達は恐慌状態になってしまう。

何が悪かったのか分からない。

この町は総督派の貴族の所領で、それが独立派に占領された事で酷い目にあったはずなのに、何故味方の本拠地に行くのを嫌がるんだろうか？

「私達の領主様は総督派の中でも中立に近かったので、総督府から良い扱いは受けていなかったの」

　嫌がる事をするつもりはない。

「ならゴルドニアに送ってやるさ。二〇人ぐらいならなんとでもなる」

　文句を言われたらラーフェンに住まわせてもいい。

「ご、ゴルドニア……怖いけど」

「独立派とか総督府よりはマシだよね」

　女達はなんとか落ち着きを取り戻したようだ。

それにしてもゴルドニア行きで安堵するとはかつてのマグラードからは考えられない。

一体デュノアは何をしたんだ。




「それで、今後の事でお願いがあります」

　話役の女性が覚悟を決めたように進み出る。

「私達は貴方様の軍隊と一緒にオドロスに向かうのですよね？」

「そうなるな」

　まずはオドロスに帰還し、切り離した部隊と合流しないといけない。

武具を補充してからカルーディア攻略に向かう事になる




「私達をゴルドニア軍の所に置いて欲しいのです。総督府軍は嫌なんです」

　同郷の奴らの方が良いかと思っていたがこの様子では王国軍に置いた方がいいな。

「わかったよ」

　女達の顔が少しだけ緩む。

「それから……道中、私達は遊ばれる事になると思うのですが」

　女達の肩がびくりと震えた。

「これ以上殿方に乗られると心が壊れてしまう娘もいます。私ともう何人か志願しますのでそれでご容赦願えませんか？」

　女の言葉と同時に、まだ余裕のありそうな娘が何人か立ち上がった。




　それを見て思わず笑ってしまう。

「はは、無意味な心配だ。俺は女は大好きだが……」

　一人の肩を抱き唇を近づけると、目を閉じて受け入れるが体が震えていた。

俺は彼女の唇を奪わず、ちょんと鼻先にキスをする。

「ふぇ？」

　驚く娘の頭を撫でて言った。

「女を苦しめて楽しむ趣味はないよ」

　上目遣いでポカンとこちらを見る娘。

「余計な心配はしなくていい。守ってやるから傍にいろ」

「あ……」

　撫でた女だけでは無く、周りの娘達からも小さな声が漏れる。

「但し、俺に抱かれても良いと思ったらすぐに言ってくれよ。いつでも大歓迎だ」

　冗談めかして言うと女達の顔に微笑みが浮かぶ。

「もう！　格好良い所だったのに」

「本当に女がお好きなんですねっ」

「でも素敵……あれ？　なんで股が」

　さて撤収の準備に入るか。




　俺はセリアと共に王国軍の様子を見て回る。

「明日には出立出来そうだな」

「……」

「「「……」」」

　セリアは細まった目で俺を見る。

「この行列はなんなのですか？　邪魔ですからどこかに行ってなさい！」

　俺の後ろには女達二五人がぞろぞろと続いているのだ。

「だって貴方の傍にいないと怖い」「守って貰えないもん」

　女達は怒鳴るセリアから離れて俺の背中に隠れる。

「まぁまぁ、彼女達も不安なんだ。仕方ないだろう」

「むーーーー！」




　マイラと共に町の外を見て回る。

「廃棄するには勿体ない町だが、戦いが終わってから考えようか」

　見れば捕虜たちが堀を深く掘り進めている。

もう５ｍ程はあるのではなかろうか。

出た土は穴の淵に積まれているようだ。

「……」

「「「……」」」

　マイラも無表情のまま俺を睨んでいた。

「昼間から何の真似ですか？」

　女達は最初セリアよりも怖そうなマイラを前に既に俺の背中に隠れている。

「恐い……女の人だけど犯されそう」「きっと張り型とか持ってるわ」「鞭で叩かれそう」

「何を失礼な!!」

「まぁまぁ、この子達は酷い目にあったんだ。少し多めに見てやれ」

「きーーー！」




　ビットマンとレオポルトと共に今後について話し合う。

さすがに女達も雰囲気を読んでこの場には入って来なかったが、不安なのか廊下からすすり泣く声が聞こえ始めた。

彼女達は俺から離れるとこうなってしまうらしい。

「ハードレット卿、ここにいるより彼女達の相手をする方が有意義ではないでしょうか？」

　レオポルトは泣き声が鬱陶しかったのか、いつもの表情の無い顔で見ながら言いやがった。

色々言いたい事はあるが女が優先なので聞いておいてやろう。







その夜

「ははは、ここにもか」

　レオポルトとビットマンの話し合いの結果、出発を明日の朝とし一晩町で夜営する事になったようだ。

俺達は適当な建物を探して泊まり、女達にも快適な部屋を与えたのだが。

「……奴らがやって来たのも夜だったのです」「震えて寝られません」「この部屋がいいです」

　枕を抱えた女達がぞろぞろと俺の部屋にやってきたのだ。

どうやら彼女達は寝る時も俺の傍にいないと不安なようだ。

　見れば本当に余裕のなさそうな顔をしている者も多い。

男として安心させてやる義務があるだろう。

　手が出せないのは俺も苦しいが、娘達の心を考えると襲いかかる訳にはいかない。

我慢我慢だ、ここで男を見せればいずれ股を開いてくれる女も出て来るだろう。

「なら適当に寝てくれ。さすがに狭いから寝苦しくても文句は言わないでくれよ」

　ベッドを譲って床に転がり毛布にくるまる。

彼女達の中には子供好きの変態に遊ばれていたらしい少女も居るからな。

子供とも言える女をまさか床に寝かせる訳にはいかないだろう

「あ……」

　彼女達が何か言う前に毛布を被って寝たふりをする。

恩に着せるのも格好悪い気がしたからだ。




「本当に寝ちゃった」

「あんな大軍の司令官さんだからすごくえらい人なんだよね？　それが床で寝るなんて」

「女に優しいね。せっかくだからベットを使わせて貰いましょ」

　女達がごそごそとベッドやソファに乗って行く音が聞こえる。

寝た振りで盗み聞きするのも趣味が悪いと思ったが、これだけ沢山の女が同室にいると濃厚な女の臭いが漂ってなかなか寝付けない。

　そういえば今回は戦いの後で種を出していなかった。

いかん、逸物が膨らみ出して来たぞ。




「バリシア大丈夫？　すごく震えてるけど……」

「う、うん。夜になると余計に体がね」

　そういえば発作のように震え続けてる女が居たな。

彼女は余程酷い目にあったのか他の女よりも遥かに深刻そうだった。

これは救ってやらねばならないだろう。

「あたし床で寝るね。ぶるぶる震えて迷惑だろうし……あっ！」

　俺は寝惚けたふりで床に降りた彼女を抱きすくめる。

「ちょっ！　えっ!?　うぅぅぅー！」

　女はびっくりしたように体を固くして抵抗したが、俺は包み込むように抱きしめて離さない。

そして耳元で寝言を装って囁く。

「大丈夫だ。俺が守ってやるさ」

「あ……」

　女の抵抗が弱まっていくのを感じながら背中から肩までを優しく撫でた。

「逞しい……それに温かい……」

　いつの間にか彼女の震えは止まっていた。

抱きしめる力を緩めたが、今度は彼女の方が俺を抱きしめて離さない。

　これで彼女の心が少しでも救われたなら良いな。

「俺の胸に居れば何も心配いらない。安心して寝ろ」

　同時に彼女がぶるりと一度大きく震える。




「もうだめ！」

「バリシア!?」

　バリシアと言うらしい彼女は俺の腕の中から出てもぞもぞと何かをしているようだ。

駄目とはなんだろう、何かまずかっただろうか？

　こっそり目を開けて確かめようとした所で、何かが覆いかぶさって来る。

「んっ！　んっんっ」

　見れば今抱き締めていた女性が俺の唇に吸い付いて来ていた。

しかも上半身をはだけており、小さめの乳がぷるりと揺れている。

俺の言葉で発情してくれたようだ。

「抱いて下さい！　可愛がって下さい！」

　言いながら彼女はキスを続け、体を押し付けて来る。

これだけされれば起きても不自然ではないだろう。




「わかった。遠慮無く頂くよ」

　俺は目を開き、圧し掛かってキスを繰り返す彼女を下から抱いて転がり体勢を入れ替える。

そのままだと彼女が寒かろうと背中までは毛布で覆う。

「ぐむ！」

　そして今度は俺の方から唇を押し当て、舌をねじ込んだ。

少し乱暴過ぎたかと思ったが彼女は何の抵抗もなく舌を絡めてくれる。

　前戯をしようと下半身に手を伸ばすと彼女は自分の手でスカートを剥ぎ取り、毛布の外に放り出した。

「もう濡れてます。大丈夫ですから早く……」

　穴に指を入れると確かにかなり湿っている。

これならなんとか入りそうだな。

　俺もズボンを降ろし、逸物を正常位で穴に押し当てる。

　周りからごくりと唾を呑む音が聞こえた。

視線を動かして見ると他の女は俺達に気を使って寝たふりをしているようだが、薄目が開いているな。

　バリシアの脇から手を入れ肩に回して固定する。

「行くよ」

「どうぞいらっしゃいませ……緩くなってしまってご期待に添えるかどうかはわかりませんが」




　承諾を得て俺は腰を押し込んだ。

メリメリと肉が広がる音がする。

「い、痛いーー！　どうしてぇ！」

　バリシアは悲鳴をあげ、反射的にかぷりと腕を噛まれてしまった。

「すまん、傷が痛んだか？」

　彼女達の穴は毎日のように乱暴されたせいでかなり荒れていた。

薬も使っていたので治ったと思ったがまだ痛むのだろうか。

「ち、違います。体の傷はもう治ったはずなのに、アソコがメリメリって！」

「そう言う事か。悪いな俺のはちょっと大きいんだ」

　彼女の手を取り、穴に頭を突っ込んでいる逸物を握らせる。

小さな悲鳴が漏れた。

「ひ！　なんですかこれ!?　丸太が付いているのですか!?」

「嬉しい事を言ってくれるじゃないか」

　俺は逸物を褒められて嬉しくなり、更に腰を押し込む。

すると彼女は俺の頭を両手で掴んで大きく仰け反った。

「あぅぅぅ！　大き過ぎるぅ！」

　半分程押し込んだ所で一番奥の壁に当たった。

「どこが緩いんだ？　ギチギチだぞ」

　茶化してやるとバリシアは息を荒くしながら笑う。

「こんな巨大男根では犯されてませんよ」

「そうか、粗末な男ばっかりだったんだな」

　バリシアは声を上げて笑い、力を抜いた。

「動いて下さい。受け止めますから」

「ああ、任せておけ」

　一度腰を引いてからもう一度突き出す。

もう彼女の穴の深さは分かったからあまり激しく奥に当たらないように力を調整しながら腰を打ちつけていく。

「あう！　うあ！　んん！」

　バリシアはやや細身で胸は小ぶりだが腰のくびれは美しい。

そのくびれを両手で掴んで腰の動きを速くする。

「ああっ！　あああっ！　あひぃ！」

　可愛らしい声を上げながら彼女は両手を頭の上に伸ばして毛布を掴んだ。

穴がうねうねと動き俺も随分と気持ちが良い。




「ふふふ、ここはどうだ？」

　穴の浅い部分にある女の弱点を肉傘の張り出しでゴリゴリ擦ってやる。

「きゃあ！　すごい！　ビリビリってなりますぅ！」

　この弱点は彼女も好きなようだな。

　俺は白い腹を軽く押しながら大きく数度擦る。

こうすると穴が狭くなってより激しく弱点が擦れるのだ。

「ひぃぃぃーー！　き、気持ちいいーーーー！」

　股間に温かい潮が打ち当たった。

バリシアの背中は完全に浮いてしまい、舌を突き出して悶えていた。

「まだまだ気持ち良くしてやる。これはどうだ」

　彼女の開いた口に指を突っ込み、唾液をたっぷりと絡める。

その指を股間に伸ばし、女体最大の弱点である肉豆の皮を剥いて軽く摘まんだ。

　既に相当高まっていた女体が跳ね、手足がピンと伸びきり、半開きになっていた口から舌が突き出た。

「あひぃぃぃぃ!!」

　再び潮が飛び、悲鳴か嬌声かわからない絶叫が響く。

「おぉ、いいぞ」

　同時に穴がぎゅうぎゅう締まって男根を楽しませてくれる。




　バリシアは本格的に絶頂したらしく、何度か体を痙攣させた後、ゆっくりと手足を床に降ろした。

「はぁ……はぁ……もう駄目……すごく上手いよぉ」

　息も絶え絶えになった彼女、そろそろ俺も昇りたい。

「俺も出そうなんだ。出してもいいか？」

「……出来れば外にお願いできますか」

　また少し体が固くなった。

乱暴されていた間は無遠慮に中に注がれていた事だろう。

出来れば俺の種でその嫌な思い出を塗り潰してやりたかった。




「中に出したいな」

「えっ？　それは……」

　間髪入れずに困惑する彼女の耳元で囁く。

「責任は取る。君の中に種を注ぎたいんだ」

　バリシアは数秒目を閉じて考えた後、足を俺の腰に回して来た。

そして照れたような笑みを向ける。

「わかりました。受け入れます」

　心なしか彼女の子袋が降りて来たような気もする。

俺の種を注がれる気になったということだろう。

「ありがとう」

　俺は組み敷いた彼女と濃厚なキスをかわす。

同時に射精を我慢して腹に入れていた力を緩め、勢いよく精が飛び出していく。

　バリシアは目を丸くして腹を押さえ、周りでこっそり見ていた女達から小さな悲鳴が漏れた。

「おぉぉぉぉ……」

　俺は呻きを上げながら何度も腰を押し込み、濃くなった種をたっぷり彼女の中に注いでいく。




　彼女の腹を妊婦のようにした所で射精は終わり、俺達は体を離した。

「本当に気持ち良かったです。ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる彼女を更に抱きしめる。

まだ終わっていないぞ。




「後戯をしてやるからゆっくりしていろ」

　俺の種でドロドロになった穴に指を突っ込み、ゆっくりと全体をかき混ぜる。

もう片方の手は胸を軽く掴み、強く握らないように注意しながら優しく撫でた。

「そ、そんな丁寧に……あぁ……あぁぁぁ……」

　絶頂するような強い刺激ではないが、バリシアは気持ち良さそうに身を任せて来る。

　後戯が終わる頃には彼女の目は屋敷に囲っている女達と同じように蕩けていた。

彼女は心まで完全に俺の物になったようだ。




　俺の腕の中で寝息を立て出した彼女を隣に寝かせて毛布をかける。

　すっきりしたし俺も寝ようかなと思ったのだが、肩をつんとつつかれる。

「ん？　どうし……」

　振り返ると別の女性が唇に吸い付いて来る。

「あたしも……抱いて欲しいです」

　誘う様に目の前でうつ伏せになって腰を上げている。

「おぉ、君も抱かせてくれるのか」

　遠慮なく誘いに乗り、尻に乗るようにして後ろから突きこんだ。

「ほ、本当に大きい！　すごいよこれぇ！」




　尻たぶを揉みながら腰を使っていると周囲の雰囲気が変わって来る。

押し殺したような喘ぎと水音が聞こえ、明らかに二人分以上の淫臭が漂って来た。

　俺達の行為を見てそこかしこで自慰が始まったようだ。

　女に見られながらするのは嫌いじゃない。

いくらでも見て楽しんでくれ。







「出発する」

　俺の号令で王国軍、総督府軍、両方が行進を開始する。

全て順調、問題と言えば少々寝不足な事と、セリアが俺の前に乗って拗ねているぐらいだ。

「また女を沢山食べましたね！　一夜で全員惚れているじゃないですか！」

　俺達の横に並んだ馬車からは昨夜の女達が顔を出し、きゃあきゃあ姦しい声を出しながら俺に向かって手を振っていた。

　顔に昨日までの陰鬱な雰囲気はない。

やはり女を救う為には肉棒を入れるのが一番なようだ。

もちろん小さければうまくいかないだろう。




　ふと視線を移すと町の傍に掘られていた堀が全て埋められていた。

かなり適当に埋め戻したのか後に土が盛り上がっている。

「一番効率的なやり方です」

　レオポルトが何事も無かったかのように言う。

「構わんがもう少し丁寧に埋めておけよ」

　手が飛び出しているぞ。




　沢山の女達に黄色い声を上げられながらの楽しい行軍は随分短く感じ、気がついたらオドロスに到着していた。

　そこで彼女達と別れ、約束通りゴルドニアに送ろうとしたのだが、彼女達自身からの猛反発にあってしまった。

「お別れなんて嫌です！」

「私達の心を奪っておいて捨てるなんて！」

　いや捨てる訳じゃない。

ここからは本格的な激戦になるかもしれない。

さすがに彼女達を連れて行くのは気が引ける。




「仕方ないわ。私達は元々死んでいたようなものだもの。良い夢を見せてもらったと思いましょう」

「そうね。天国にいる家族と会えるといいな」

　女達はこちらをチラチラ見ながら物騒な事を言い始めた。

こう言われてしまっては放置できない。

「分かった。連れていってやるからそんな事は言うんじゃない！」

　キャーと喜びの歓声を上げる女達と大きな溜息を落すセリアとマイラ。




「兵の手前もあるので愛人を連れ回す訳にはいきません……輜重隊付属の娼婦扱いにします。それでいいですね？」

　複雑そうなマイラの声に女達は明るく「はーい」と答える。

もちろん娼婦扱いとは言っても抱けるのは俺だけだ。

　いつもより楽しい行軍になりそうだ。

俺は上々の気分でカルーディア攻略へ出撃する。




　だがそんな気分が続くのは三日目の夜を迎えるまでだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民一〇五〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官拗）マイラ（指揮官拗）イリジナ（指揮官）

ギド（護衛隊員）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）アゴール（大隊指揮官）

デュノア（マグラード総督）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一四七〇〇名　総督府軍七千名

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五七〇

経験人数四一八人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２６６話 マグラード内戦⑥ 殺戮の連鎖 イラスト有り







　オドロスを出立して二日、順調な進軍が続いていた。

目標であるカルーディアまでは約一週間の距離があり、道中には独立派の領地も複数ある。

だがそれぞれ近場の総督派領主たちと衝突を続けている為、集結してこちらを脅かす事は出来そうにないとの事だった。

　戦い続ける領主達を救援してやっても良いが、一つ一つ助けていたら時間がいくらあっても足りない。

やはりここは敵の本拠を叩く事で全体の戦況を一気に変えるのが得策だろう。




「軍団長さまー」

　難しい顔をしている俺に黄色い声がかかる。

彼女達は輜重隊付属の娼婦……俺が助けた女達だ。

　彼女達が分乗している二台の馬車には「司令官専用」と書かれた大きな垂れ幕が下がっている。

俺だけが彼女達の奉仕を受ける事が出来るのだ。

　愛想に手を振ろうとしたが、ちょうど隣にセリアが来たので彼女の頭を撫でる。

「むー反応が悪いわ」「声だけじゃだめよ。こうじゃないと！」「わっやっちゃうの!?」

　馬車から顔を出していた一人が胸元を開いて形の良い乳房を放り出す。

セリアに向いていた視線が反射的に吸い寄せられた。

　思わず手が前に伸びてしまい、シュバルツも加速したせいで乳房を掴んでしまう。

「あん！　軍団長様のすけべぇ」

「乳を放り出して何を言ってるんだ。だが、柔らかい良い乳だ……」

　揉み解していると女の喘ぎが大きくなり、乳首がむくむく立って来る。

見れば隣の女達も対抗して次々と胸を放り出していた。

「もう我慢出来ん。俺もそっちに……」




　馬車に乗り込もうとした所で背中に妙な圧力を感じる。

「ハードレット卿、総督派の領主数名から使者が参りました。すぐにおいで下さい」

　俺の冷たい視線や女達の文句の声を全く気にせずレオポルトは言い放って去っていく。

「さあ行きましょう。お供します」

　ここぞとばかりにセリアが俺を押して来た。

「ぶー」

　セリアは不平を垂れる女達に振り返り、ペロリと舌を出したのだった。







「我が主人ゲドー様は反乱者共の攻撃を退け、逆賊を懲罰すべく二千の兵を率いてカルーディアに向かい先行しております！」

　使者と言う男は声高らかに言う。

だがすぐにレオポルトが耳打ちして来た。

「ゲドー卿は敵と対峙していた訳ではありません。一応彼は総督派になりますが、積極的な行動に出る事無く行方を見極めていたようです」

「僕たち王国軍が立て続けに敵拠点を潰したから慌てて出撃したって訳だね」

　トリスタンの言う通りだろう。

先行しているのもちゃんと戦っていると言うアピールで、実際に敵の本軍と激突する覚悟はないだろう。

「戦力としては数えませんが数は数です。役に立つ使い道もあるでしょう」

「あんまり無茶をするなよ。この戦いが終わるまで一応味方だ」

　承諾か保留か、レオポルトは曖昧に頭を下げるだけだった。




「他の貴族達も概ね似たようなものです。兵力的には五千程度が先行しておりますが、まともな戦力にはならないとお考えください」

　総督府軍を見ていればわかる。

結局は俺達だけでなんとかしないといけないだろう。

「とは言え先に進んでくれるだけでも有難いね。敵の偵察や伏兵に先に当たってくれるんだから」

「カルーディアに近づけば敵の抵抗も激しくなる。そうなれば足もすぐに止まるだろう、我々は迂回して横合いから……」

「それよりあえて正面から疲弊した敵を……」




　レオポルトとトリスタンが何やら議論を始めた。

俺も少しばかり考えようとしたが、さっき見た女の乳房ばかり浮かんで来て何も考えられない。

戦略は二人に任せてセリアを構ってやる事にしよう。

「セリア殿なら補給物資の確認に行っておりますが」

　いつの間にか隣に居たのはセリアではなくマイラだった。

「オホン、少々大きいでしょうが頭をお撫でになりたいなら私がおります」

　マイラを撫でるのも新鮮だ。

頭と顎の下を撫で回す事にしよう。

彼女は恥ずかしがりながらも目を閉じ、俺は彼女を撫で回して心の平穏を得る。

だがそれは彼女の策略であったようだ。




「マイラさん。特に補給に問題はありませんが、一体何の確認だったので……あぁぁぁ!!」

「おう、セリア戻ったのか」

　俺はマイラを膝の間に抱き、撫で回しながら戻ったセリアに声をかける。

「そこは私の場所なのにーー！　マイラさん謀りましたね！」

「知りません。そもそもハードレット卿が強引に迫って来たのですから」

　はてそうだったか。

まあいいか、撫で心地も中々良いしそういう事にしておこう。




　俺の腕の中で幸せそうに目を閉じるマイラに対して半泣きで引き離そうとするセリア。

「次はお前を撫でてやるからそんな顔するな」

「エイギル様の膝の間は私の場所なんです！　き、汚い策略に嵌りました！」

　どうやら聞く耳持たないらしい。

「セリアは可愛いな」

　俺は片方の腕を伸ばしてセリアの髪をぐしゃぐしゃにするのだった。







翌日

「この先にはいくつかの農村が点在します。領地的には独立派貴族の所領になりますが、彼らの拠点都市からも遠く防衛は不可能、放置されていると考えられます。村人の中に間諜がいないかだけ気をつける必要があるでしょう」

　デュノアがそう言い、ビットマンと俺が頷く。

平原の中に散らばる小規模な農村、街壁も無い村は到底守れないし、守る意味も無い。

こちらの攻撃が予測される中で兵を駐屯させている可能性は無いだろう。

「こちらも村の一つ二つに構っている暇はないな。村長に服従を誓わせて放置でいいだろう」

　ビットマンも特に意見は無いのかただ頷くだけだった。




　だがその村々が見えて来るはずの方向で異変が起きていた。

「あれは……煙でしょうか？」

　もうもうと空に立ち上る黒煙は近場に一つ、丘を越えたかなり遠くにも二つ見える。




「斥候を出せ」

「は！」

　命じるのとほぼ同時に軽騎兵が全速力で駆けて行く。

「この街道は先行する領主達が通ったはずですが……何かあれば報告なり、救援の要請なりあったはずでは？」

　ビットマンが厳しい顔で言う。

「ともあれ斥候の報告を聞いてからだ。全隊に戦闘態勢を取らせておけ」

　俄かに慌ただしくなった味方。

　やがて斥候の騎兵が戻り、敵襲の心配が無い事は確認されたが、同時に俺にとっては非常に不愉快な報告となった。




「またこれか……！」

　アゴールが地面の砂をブーツで蹴り上げる。

「……」

　俺は何も言わずに村を見て回った。

　見渡す限り全ての建物が焼け落ちている。

炎こそ既に消えているが、崩れ落ちた消し炭からは煙が立ち上り、小さな火が燻っている瓦礫もある。

　畑だったと思われる場所は乱雑に掘り返され、水路や堰は叩き壊されていた。

戦闘の巻き添えなどでは無く、徹底的な破壊を受けている。

　そして何より村のいたる所に村人達の死体が転がっていた。

もちろん女子供も関係無しだ。




「まだ流れた血が乾いていません。恐らくはそれほど時間は経っていないでしょう」

　ビットマンは感情を鎮める為か、あえて冷たく簡潔に言ったようだ。

「敵兵の死体はありません。行われたのは戦闘では無く一方的な虐殺です」

　レオポルトは本当になんとも思っていないので冷たく簡潔に言ったようだ。

「となるとやったのは独立派ではないだろうな」

　もし独立派がやったとなれば時間的にこちらの先鋒と接触しているはずだ。

「はい、間違いなくゲドー卿以下の先行した者達の仕業でしょう」




　女達が総督派も恐れていた原因がわかった。

今までお互いにこういう虐殺をやり合っていた訳だ。

　頭に昇る血を普段あまり使わない理性で戻す。

ここで先行部隊を追いかけて皆殺しにする訳にはいかないのだ。

「はうあ！」

　セリアの尻たぶをぎゅっと掴んで理性を戻す。

よし鎮まった。




「デュノア総督を呼べ！」

　俺はデュノアを呼び付ける。




「総督、貴殿はこのような蛮行を認めているのか？」

　ビットマンが目を大きく見開きデュノアを睨みつけた。

だが奴は全く悪びれる様子はなく、淡々と答える。

やつの取り巻きだけがビットマンの剣幕に震えあがっていた。

「総督府として虐殺を命じる事はありません。しかし反逆者を現場の判断で断罪する事はままあります」

　命じてはいないがやった所でなんだと言っている。

「だが農民全員が反逆者のはずがあるまい！　明らかにやり過ぎているぞ！」

　ビットマンの怒声は続く。

　だがデュノアは逆に冷静になっているようにも見えた。

「どうでしょうか？　領主の反乱を総督府に通報せず、その所領で生産に従事するだけでも立派な反逆行為と思われますが」

　デュノアとビットマンが睨み合う。

　正確にはビットマンが睨みつけ、デュノアはそれを空洞のような目で見つめ返しているのだ。




「あの目は狂人の目だよ。どう見ても普通じゃない」

　トリスタンが珍しくこっそり進言して来た。

「ともあれ、戦いが終わるまで処断はありえません」

　レオポルトが言う。

確かに今ここで先行した領主達を咎める訳にはいかない。

いかなる理由があっても敵を目の前に味方を処断するのはありえない事だ。




「そこまでにしろ」

　俺は二人の間に割って入った。

「まずは独立派を叩き潰す。それから考えれば良い事だ」

　デュノアには軽く目線を送り、ビットマンをより強く睨みつける。

彼も無位無官から一万五千の兵団長まで登った男だ。

戦場で仲間割れする愚は知っているのだろう。

「……わかりました。ハードレット卿にお任せ致します」

　それぞれに去るデュノアとビットマン。

俺はすれ違い様、ビットマンの耳元で言う。

「戦いが終わってから責任は取らせる。今は忘れろ」

　村では俺好みの若い娘も滅茶苦茶にされていた。

このまま終わらせるつもりはない。

　彼は何も言わず、少しだけ微笑んでその場を後にする。




「それからお前もさっさと戻れ。何をしている」

　デュノアの腰巾着をしていたバカ男爵がその場に座ったままなのだ。

呼びかけても返事が無い。

俺をバカにしているのかと肩を掴んで見ると奴は泡を噴いて失神していた。

「……大の男が怒号で失神したのか」

　こいつが今までどういう生き方をして来たのかちょっと興味が沸いて来たぞ。




　その後も俺達はいくつかの村で同じ光景を目にする事になる。

先行部隊には農村での暴虐を控えるように伝令を出したのだが、複数の領主が別々の指揮系統で動いている為、中々全体に命令が伝わらない。

　しびれを切らせてデュノアを直接行かせるまで実に五つの村が消え去っていた。




　更に焼き払われなかった村でも異常な光景を目にする。

　俺達が野営しようと村に入った途端、慌てて女達が飛び出して来て服を脱ぎ捨てたのだ。

「いらっしゃいませ総督府の方々、貧相ですが村娘の女体で歓待致します」

　村中の女達が俺や兵士達の前に全裸を晒す。

彼女達の穴や乳房は赤く腫れており、恐らくは先行した部隊が散々に暴虐を働き、このような行為を強制したのだろう。

彼女達は村を守る為に必死に羞恥に耐えているのだ。

「口でも穴でもお好きな場所でご奉仕申しあげます」

　周りの態度から俺が司令官と見たのだろう、彼女達は笑みを浮かべながら全てを晒して媚びを売る。

だがその笑みは引きつっていたし、膝は恐怖に震えていた。




「……服を着ろ」

　女達は魅力的な体をしていたし、本来ならばすぐにでも穴を頂きたい。

だが恐怖に歪んだ顔で誘われても不愉快なだけだ。

「井戸の水と野営の場所を貸してくれ。それだけでいい」

　ポカンとしている女にマントをかけてキスをしてやり隊へと戻る。

「兵士に伝えろ。もし村で女を強姦した奴が居れば俺が直接首を……いや、逸物をねじ切ってやるとな」




「エイギル様……」

「やっぱりハードレット殿は違うな！」

　そう言って貰えると少しは気が休まるよ。

俺は伽を申し出たセリアとマイラ、そして輜重隊の女達の誘いを断り、一人で寝床についたのだった。







「……で、やったんですね」

「本当にもうなんと言っていいのか」

「逸物をねじきるのじゃないのか？」

　翌朝、セリアとマイラ、そしてイリジナにこれ以上無いぐらいの白い目を向けられた。

理由は簡単、俺の横に昨日マントをかけてやった女が裸で寝ているからだろう。

「勘違いしないでくれ。和姦だ」

　彼女は昨日の件で俺に惚れてしまったらしい。

強制された嫌々の誘いには何の魅力も感じなかったが、自分の意志で抱いてくれと来るなら話は別だ。

　しかも彼女は巨根好きで挿入と同時に嬌声を上げて絶頂してしまったのだ。

嬉しくなって攻めすぎたせいで今は口やら舌やらが大変な事になっているが。

「あへ……あへぇ……なりますぅ……自分の意志で……肉奴隷になりまふぅ……あへぇぇ……」

「和姦なんだよ」




　セリア達の冷たい視線から逃れるべく寝床を出た所でビットマンが部屋に駆けこんで来る。

「ハードレット卿、緊急事態です！」

　次から次へと色々起こるな。

「よし！　話せ」

　どうやらただ事ではなさそうだな。

逸物をズボンに押し込みながら話を聞く。

「たった今、先行部隊から緊急の伝令が参りました。敵の有力な部隊と遭遇し交戦中、状況不利にて救援を求むとの事です」

「敵が野戦に出て来たのですか!?」

　マイラが驚く。

　確かに意外だ。

俺もてっきりカルーディアに立て籠るものと思っていた。

「妙だね。防御にも補給にもカルーディアに籠っていた方が有利だよ。それにマグラード全土で敵味方入り乱れているからこっちも腰を据えて包囲を続けるのは難しい。今飛び出して来る意味なんか何もないはずなのに」

　いつの間にかトリスタンが傍に来ている。

朝日と共に起きるとは珍しく感心じゃないか。

「いや、今から寝るのさ」

　こいつめ絞め殺してやろうか。




「それでいかがしましょうか？」

　ビットマンはすっかり落ち着いていた。

俺に知らせるのは急ぐが、救援自体は急ぐつもりもないのだろう。

先行部隊がやられるならやられてしまえと顔にかいてある。

「確かに俺も個人的には奴らが皆殺しになった所で一晩寝れば忘れるがな」

　俺が笑うとビットマンは気まずそうに顔を伏せる。

「それでもこれは好機だ。野戦で敵を叩けば面倒くさい攻城戦をしなくて済むかもしれん。俺達が楽に勝つ為、急ぎ救援に向かう」

「了解致しました！」

　ビットマンは納得したのか綺麗な敬礼をする。

「総督府軍にも一応伝えるが、奴らを待つつもりはない。準備が出来次第、王国軍だけで先行する」

　いよいよ本格的な戦争だ。

不愉快な事が多くて鬱憤が溜まっていたのだ。

思い切り暴れてやるぞ。

「逆立ちは……らめぇ……死ぬぅ……」

　俺はベッドでうわ言を言う女の尻を一撫でしてから天幕を飛び出すのだった、




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民一一〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

ギド（護衛隊員）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）アゴール（大隊指揮官）

デュノア（マグラード総督）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一四七〇〇名　総督府軍七千名　先行隊五千？

護衛隊一〇〇名　三人組供廻り一〇〇名

財産　金貨一九五七〇

経験人数四一九人　産ませた子五五人＋五五五匹

戦闘は次回です～




さて書籍版のカバーイラストをお披露目致します。

本の予約も開始されておりますので何卒よろしくお願いします。
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第２６７話 マグラード内戦⑦　戦う理由は







「出撃だ、出撃だぞー！」

「第四大隊すぐに準備を整えろ。他の大隊に先を越されるぞ」

「貴様ら男同士で何やっている。さっさと鎧を着ろ！」

　命令と怒号が飛び交い、兵達は慌ただしく戦いの準備を整えて行く。

「弓騎兵が居れば良かったのですが」

「無い物ねだりしても仕方ないさ」

　セリアは俺の私軍で慣れているかもしれないが、王国軍の準備はかなり迅速だ。

同じ命令を受けながら、もたつく総督府軍と比べればはっきりわかる。

「ビットマン、大隊単位で準備が出来次第連れて来てくれ。俺は騎兵と共に先行する」

「また突出されるのですか？」

　咎めるような言い方だった。

「なにちょっと様子を見に行くだけだ」

「「「……」」」

　ビットマンだけではなくマイラとセリアも無言で妙な視線を向けて来る。

本当だぞ。

「串刺しだぞ!!」

　お前達もイリジナを見習え。何も考えずに槍を振りまわしているじゃないか。




　俺は王国軍の騎兵部隊と護衛隊のみを率いて突き進む。

「護衛隊と騎兵を合わせても二千もいません。この数で仕掛けるつもりなんですか？」

　セリアが言う。

どうやら彼女も俺が様子を見に行くだけとは信じていないようだ。

悲しいので頬っぺたをもみくちゃにしてやろう。

「ふがふが、やめへふらはい」

「まず敵情を把握します。攪乱出来るなら良し、歯が立ちそうになければ距離を取って観察するだけでも得る物はあります」

　レオポルトが馬を駆けながら言った。

こいつは頭ばかり使っているようだが武芸や馬術もそれなりにこなす。

是非ともニナに振るっているだろう肉槍の練度もみたいものだ。




「……トリスタンは置いて来ました。馬に乗れませんから」

　マイラがため息をつく。

トリスタンはレオポルトと違い、戦士としての能力は皆無だ。

果物ナイフでも手を切るし、馬に乗せたら落馬して首を折ってしまうかもしれない。

訓練させようにもマイラやセリアでは相手にならず、カーラやミレイでも手も無くひねられるだろう。

マリアやアルマと死闘を繰り広げるレベルなのだ。

「わはははは！　私が訓練してもいいぞ！」

　やめてくれイリジナ、トリスタンが死んでしまう。




　馬を駆けながら無駄話を続けていると、前方から戦場の喧騒が聞こえてくる。

どうやら先行部隊と敵軍はまだ戦い続けているようだ。

「東へ迂回してあの丘に登りましょう。護衛隊を中心に騎兵は左右へ広く展開、少しでもこちらの兵力を多く見せます」

　レオポルトの戦術に異議を唱える事もない。

すぐに俺の口から命令し、部隊は広く展開して行く。

縦列での突撃時よりも派手な土煙が立ち上った。

「なんだあれは!?」

「ゴルドニア王国旗！　味方の援軍だ！　援軍が来たぞ！」

　見れば既に先行隊は各所で分断、包囲されつつあった。

後一時間到着が遅れれば壊滅していたかもしれない。

「くそ、あと一歩だったのに！」

「攻勢を強めろ！　目の前の敵を押し潰せ！」

　敵は動揺を見せながらも攻勢を止めない。

このまま押して先行隊を突き崩すつもりのようだ。




「敵数は約一万、正面から当たるには不安のある数です」

　だが城塞に籠られるとより厄介になる。

　マイラは俺が笑うのを見てため息をついた。

「行くんですね」

「ああ、敵の横腹を狙う」

　敵は既にこちらを視認している。

更に横一面に広がった事で兵力を過剰に見ているだろう。

準備は不十分だが、突撃すれば敵の動揺を誘えるはずだ。

「お決めになったなら何も言う事はありません」

　マイラはそう言うと兜をかぶり直し、剣を引き抜いた。

「私も大丈夫です！」

　セリアもムンと気合を入れ直した。

「串刺し！　串刺しだぞ！」

　イリジナはいつでも準備万端だな。

「行くぞ。突撃だ！」

「オォォォォォ!!」

　俺の号令と共に王国軍騎兵と護衛隊が横一列のまま一斉に丘を駆け下りる。

馬蹄の音と鬨の声が二千に過ぎない俺達をより大きく見せてくれる。

「放て──！」

　敵陣から矢が飛んで来る。

突撃するこちらは碌に防御できないが、先行隊との戦いで陣形が乱れているのと、元々それ程の数の弓兵がいないのか矢の雨と言う程でも無かった。

幾分かの味方は打ち倒されたが、エイリヒに訓練された王国軍騎兵隊は士気を失わない。

「突っ込んで来るぞ！」

「側面の槍隊踏ん張れよ！」

　敵の反応は中々で矢で止められないと見るや長槍隊が素早く対応してきた。

もちろんそのまま突っ込んでは大損害が出るので騎兵隊は速度を緩めてより槍衾の薄い部分を探す。

但し俺以外だ。

　俺はシュバルツを逆に加速させ、激突の直前に一声かけた。

「跳べ」

　シュバルツは低く鳴いて跳躍し、何十と並んだ槍の上を飛び越える。

「嘘だろぉ──！」

　敵兵の叫びを受けながら槍衾の後ろに着地し、振り返る事無く、敵中を突き進む。

進路を妨害する者は長剣を槍のように使って突き伏せ、あるいはシュバルツが踏みつぶす。

「おい突破されたぞ！　このまま行かせていいのか！」

「一騎ぐらい後ろの兵達が……うわぁぁぁぁ！」

　後ろから悲鳴が聞こえる。

俺に飛び越えられて乱れていた槍衾に護衛隊が突っ込んだのだ。

気を散らしていた長槍隊はたちまち引き裂かれていく。

「早く突き倒せ！」

「こ、こいつらの鎧なんなんだ！　槍が通らないぞ！」

　護衛隊に配ったドラゴン皮の鎧は効果を発揮しているようだ。

後ろの心配はいらなさそうなので更に突っ込むとしよう。

「何をやっている！　囲んで殺せ!!」

　俺の周りに敵兵が集まって来る。

俺はドラゴンの長剣に加えてデュアルクレイターを引き抜き、二刀を振りまわした。

「ぐぎゃっ」「ぐえ……」

　デュアルクレイターで一人の首を飛ばし、シュバルツの蹄でもう一人を踏みつぶす。

「この剣は長くていいな」

　突進の力を利用して敵兵を串刺しにしていく。

一人、二人、三人……そろそろ重いな。

　三人をぶら下げた長剣を振り上げ、刺さった敵兵三人を空中に飛ばす。

振り上げたついでに横に大きく薙いで更に二つの命を狩り取った。

そろそろ単身突撃も限界だな。

足を止めて味方を待つとしよう。

　シュバルツから降りると同時に敵兵が二人突っ込んで来る。

一人は槍を長剣で跳ねあげて、胴体をデュアルクレイターで両断。

もう一人は跳ねあげた長剣をそのまま降ろして両手を叩き落とす。

「足が止まった──ぞ？」

「あれ？　手がない……」

　数秒あいてから凄まじい悲鳴が響き、彼らに続こうとしていた敵兵の足が止まった。

「なんだよこいつ！　尋常じゃねぇ！」

「こ、こいつ知ってるぞ……ゴルドニアの戦鬼ハードレット！　正面に出て来やがったのか!!」

　敵兵の一人が俺の名前を知っていたようだ。

そいつの叫びと同時に俺を囲む敵兵は後ずさりして行った。

「こないのか？」

　剣先を向けてやると更に後ろに下がっていく。根性の無いやつらだ。

　すると野太い叫びが聞こえた。

「待ていハードレット！　某が相手になるぞ」

　前方から突進して来るのは全身を金属鎧に包んだ重騎士だった。

太い槍を突き出して一直線に突っ込んで来る。

今からシュバルツに乗っても間に合わないな。

「わははは！　貴様の大そうな剣はそう簡単に振り上げられまい！　馬に乗った俺には届かぬ」

　何を言っているのかわからないが迎え撃とう。

俺は腰を屈めて右手に持った長剣の先を地面に着ける。

「剣を下げるとは諦めたか！　いざ覚悟──」

「ふん！」

　馬上から突き出される槍を身をひねって避け、同時に長剣で切り上げる。

刃は馬の前足の付け根から入ってその胴体を両断し、背中から抜け出る。

「あひゃぁ！」

　馬は真っ二つになり騎士は地面に落ちて転がっていった。

目測を誤ったかな。奴も一緒に叩き斬るつもりだったが尻を少し削っただけのようだ。

「う、馬が真っ二つに……」

「しかも切り上げで下からだと!?」

　恐慌しながら下がる敵兵の群れが、一気に薙ぎ倒された。

「エイギル様！　一人で突っ込んだら駄目って何度言えばわかるんですかぁ！」

　涙目のセリアが護衛隊を引き連れて突っ込んだのだ。

重騎兵の登場に周囲の敵は算を乱して逃走していく。

「全体はどうなっている？」

「マイラさんの指揮で敵の攻勢は止まりました。先行隊が体勢を立て直し次第、反撃が始まります」

　マイラが側面攻撃で敵の攻勢を頓挫させたようだ。

ならば後は足を止めて戦い続ければ良い。

「セリアやるぞ」

「戦場でですか!?」

　セリアの額にデコピンしてから剣を構える。

「俺の後ろを離れるなよ」

　新品だったドラゴンの剣も先から根元まで血まみれになりそうだ。




　独立派の攻勢は挫いたが味方の先行隊も寡兵の上、今までの損害が大きかったのか、なかなか反攻には転じられない。

そんな一進一退の状況を打ち破ったのはビットマン率いる王国軍本隊の到着だった。

丘の上に一斉に上がる王国軍旗、敵の圧力は一気に弱まり目に見えて士気が下がり始めた。

「ゴルドニアの本隊だ！」「畜生……間に合わなかったか」

「放て──」

　丘の上からの一斉射撃、降り注ぐ矢の狙いは正確で数も多い。

もはやここまでと殿を立てて後退を始める独立派。

だがレオポルトがそれを許すはずも無かった。

　いつの間にか前線から消えていた騎兵隊千騎が後退する敵の側面から突っ込む。

後退の中で側面攻撃を喰らった敵軍は瞬く間に崩壊、それを見て追撃を押し留めていた殿の敵も壊走を始め、決着となったのだった。




「こちらが捕縛した指揮官以上の捕虜達です」

　手を縛られ跪かされた捕虜達が並べられる。

忌々しげにこちらを見る一人の若い男が俺に唾を吐きかけてきた。

ひょいと軽く避けるが間髪おかずセリアが男を蹴り飛ばす。

「よくもエイギル様に唾など!!」

　倒れ込む男を鋼鉄のブーツでドカドカ蹴り続けるセリア。

それ以上やったら死んでしまうぞ。頬っぺたをムニムニしてやるからそこまでにしておけ。

　顔を変形させた男はそれでも悪態をつく。

「こ、殺すならさっさと殺せ！」

「阿呆、死にたいなら最後まで戦え。降伏しておいて生意気言うんじゃない」

　そう言うと男はバツ悪そうに項垂れた。

「生かしておく必要があるのですか？　さっさと処分なされた方がよろしいかと」

　レオポルトの言葉に捕虜達の肩が跳ね上がる。

やっぱり生きたいんじゃないか。

「二、三聞きたい事があってな。従順そうな奴を何人か……」

　捕虜の中に小柄で丸みを帯びた者を見つけ慌てて駆け寄る。

「女じゃないか！」

　すぐにナイフで綺麗な肌に食い込む縄を解く。

「……まぁ指揮官の中に女も居ましたから」

　マイラの呆れた声を聞きながら顔を優しく上げさせる。

「美人じゃないか！」

　女は多少日に焼けていたが、その髪は戦場に居るとは思えないほどふわふわだった。

歯を食いしばってこちらを睨みつける仕草すら愛らしく見える。

「彼女を尋問する。清潔な着替えを用意してやってくれ」

「どうせ凌辱するつもりだろう！　外道、鬼畜！」

　暴れる女を抱き抱え落とさないように気をつけながら俺は尋問の為に天幕に向かった。

「清潔な着替えと後はなんでしょうか……」

「水と気付け薬では？　どうせ気を失うまで抱かれるでしょうから」

　マイラは妙な事を言うんじゃない。

警戒されてしまうじゃないか。




「さて二人きりになった」

「……凌辱されるぐらいなら舌を噛み切って死ぬからな」

　女を脅えさせない為に他の者は外させたのだがその効果は無かったようだ。

体に手を出すのは後回しにしよう。

「凌辱などしないと言ったじゃないか。本当に聞きたい事があるんだ」

「外道に話す事はない！」

　言いだす前に女は歯を剥きだして叫ぶ。

「その話で俺からも聞きたい事がある」

　独立派に占拠され、住民が皆殺しにされていた町の名前を出す。

「戦の中で兵士同士が行き過ぎる事はあるだろう。だが民を皆殺しにするとはどういう事だ？　これは独立派としての指示なのか？」

　一瞬女はポカンとした後、殴りかかって来た。

「よくも！　よくもそんな出まかせを！　グリルド駐屯軍を皆殺しにした上、住民も犯し殺したのはゴルドニアではないか！」

　女の拳を軽く受けながら考える。

どうやら事が曲がって伝わっているようだな。

「俺達が町に入った時には住民は既に虐殺されていた。やったのは町を占拠していた独立派で間違いない。奴らを処刑したのは俺だが、当然の処置だと思うがな」

「嘘を付け、我らがそんな非道な事をするはずがない！　総督派の連中のような……」

　彼女が犬歯を剥き出しにして怒鳴った所で天幕に複数の女が飛びこんで来た。

「本当です！　独立派の連中はいきなり押し寄せて来て夫を殺して……まだ五歳の息子も……うぅぅ」

「私を後ろから犯しながら目の前で父を手にかけたんです！　あいつらこそ外道です！」

「よくもぬけぬけとっ……こ、殺してやる！」

　どうやら俺に付いて来た生き残りの女達が話を聞いていたらしい。

彼女達も女を睨みつけながら鬼の形相で叫ぶ。

ここでも憎しみがぶつかってしまった。

「こいつらは町の生き残りだ。信じられんか？」

　捕虜の女も雰囲気から彼女達が嘘を言っていないことはわかったらしく黙りこんでしまう。

「その様子だと虐殺は独立派全体の指示と言う訳ではなさそうだな」

　どちらが先に始めたのかは分からないが、互いに蛮行と憎しみが連鎖しているのだろう。

「そ、そんなはずはない。我々は外道な総督府を打ち倒し民に安寧をもたらす為に立ちあがったのだ……それが民を嬲り殺すなど……」

　かなりショックを受けているようだ。

彼女をこれ以上追い詰めても仕方ないので他の女性達は下がらせる。

「俺も同じ思いだ。その為には戦いを早く終わらせないといけない。協力してくれないか？」

　女の肩に軽く触れる。

「俺は戦いを収める為に来たので総督府とは関係がない。デュノアと同じではないよ」

　抵抗が無いのを見て力を強め、こちらに抱き寄せる。

「独立派について教えてくれ。情報があれば早く戦争を終わらせることができる」

「だ、だが……そんな身内を売るような……」

　彼女を抱き抱え真剣なまなざしで見つめる。

ついでに太ももに手を置く。

「このまま内戦が続けばマグラード全土が焦土になるぞ。民を守るどころではない」

　俺の誠実な言葉に押されたのか、女は俯き口を開いた。もう一息だ。

「俺の思いは純粋だ。どうか信じてくれ」

　女はしばし沈黙した後……怒りの表情を向ける。

はて、いけそうだったのにどうしたのだろう。

「……これのどこが純粋だと言うのだ!!」

　いかん、太ももを撫で過ぎて男根が膨らんでしまっていた。

「やはり凌辱するつもりだったのではないか！　何が純粋だ変態め！」

「いや違う。これは誠実な勃起だ」

　女は肉棒に乱暴に手をやると悔しそうに言う。

「よ、よくも私の巨根好きまで調べ上げたものだ！　卑劣にもこんなでかい物で懐柔しようとは……」

　これは風向きが変わって来たぞ。

「ズボンを破りそうなぐらい太くて硬くて長くて……きっと黒い……野蛮な男根で情報を取ろうなど卑劣極まる行為だ！」

　目が蕩け出した女の頭を撫でながらズボンの前を開く。

飛び出した肉棒を見て女は長く息を吐いた。

「話してくれ。カルーディアに居る兵力は何人だ？　兵を率いているのは？　野戦に出た理由は？」

　言いながら女の手を取り肉棒を触らせる。

女はすぐに自分で手を動かし始め、乾いた音が続く。

「や、野戦に出たのはアグリル将軍の独断だ。目の前で民が殺されるのを看過出来ず飛び出した」

　独立派の将軍にも良識のある人間はいるようだ。

俺は質問を続ける。

「独立派全体を率いているのは誰なのだ？」

「それは……」

　言い淀む女のもう片方の手も取り、両手を肉棒に触れさせる。

「ああっ熱くなってきた！　……バグレラン殿が独立派の全てを指揮しておられる。かつての大貴族だが総督府がおかれてからは相当冷遇されていた。それでも総督府に忠誠を誓う姿に『牙の抜けた犬』と陰口を叩かれていたが……人が変わったように突然反乱を起こしたのだ」

　その反乱をきっかけに今まで総督府に忠誠を誓っていた領主達も一斉に蜂起、今回の内戦に繋がったらしい。

「なるほど。カルーディアにはバグレランが居ると言う訳か。それでカルーディアに駐屯している兵力はどれぐらいだ？　防御陣地の詳細も教えてくれ」

「そ、それはさすがに言えない。仲間への重大な裏切りに……」

　俺は女を床に座らせて頭を掴み、顎から額までを肉棒で擦り上げる。

「ああっそんな太いモノで擦るなんて、筋が顔に当たる！」

　更に男根を鼻先に押し当て、腹に力を入れてビクビク動かす。

「ひぃぃ巨根が動いている！　こ、こんなの耐えられる訳無い！　口を割ってしまう！」

　俺が腰を引くと女は舌と指で男根を追いかけて来る。もう完全に発情しているな。

「ここからが本番だ。優しく尋問してやろう」

　女は自ら服を脱ぎ捨てながら床に転がる。

「厳しく、過酷に尋問して下さい……」

　俺は女に圧し掛かり、厳しく徹底的に隅々まで取り調べた。

苛烈な尋問で彼女は遂に口を割り、知る限りの全てを話したのだった。




翌日

「カルーディアに籠る兵力は四万、ただし昨日の野戦でかなりの兵力を失っているから実際には三万余だろう。これが防御陣地の概要だ」

　全員が食い入るように図面を眺める。

所々濡れているのは気にしないでくれよ。

「カルーディアだけで三万余とは想定よりも多い。知らずにいれば攻略に失敗したかもしれません」

　マイラがデュノアを睨むと奴は言い訳する事無く俺に向かって頭を下げる。

「しかし弱点も散見している。これならばいける」

「こことかねぇ……あれま、ここなんて大変な事になってるよ」

　レオポルトとトリスタンは揃って行けると断じた。

「ところでこのような重要な情報をどうやって入手したのでしょうか？」

　ビットマンが言うと同時にマイラとセリアの目が細くなった。

同時に俺の天幕からか細い声が聞こえる。

「ハードレット様ぁ……もっとぉ……もっと取り調べてぇ……ハメ殺してぇ……」

　天幕からしなやかな腕が何かを求めて突き出る。

俺はセリアとマイラの冷たい視線を受けながら一つ伸びをするのだった。

　いよいよカルーディア攻略が始まる。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄
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第２６８話　マグラード内戦⑧　カルーディア攻防戦







「放て──」

　指揮官の号令と共に十の焼け石と十の油壺が放物線を描いて街壁を飛び越え、カルーディア市街へと飛び込んで行く。

石が建物を破壊し、壺が割れて炎が立ち上る。

　住民とも敵兵士ともわからない悲鳴と怒号が続いた後、ゆっくりと終息していく。

全てが収まったと思う頃に再び号令が響き、石と壺が飛ぶ。

そんな繰り返しだった。




　俺はその攻撃を半ばうんざりとしながら見ていた。

最初の内は戦いの高揚感に包まれもしたが……。

「なあレオポルト。もう三日同じ攻撃を繰り返しているがこれで落ちるとは思えんぞ」

　しばらく投石を繰り返した後、弓隊が前進して一斉に火矢を放つ。

そして歩兵隊が梯子を持って近寄る。

だが敵は当然反撃し、俺達は大損害が出る前に攻撃を中止する。

これが攻城戦が始まってから延々と続いているのだ。

「でしょうな。こちらは二万五千、敵は三万余。籠城側の方が兵数で勝るのですから容易に攻略できるはずはありません」

「なら何故馬鹿みたいな攻撃を繰り返す？」

　あんまりだらだらするからセリアの頬っぺたがこんなに軟らかくなってしまったじゃないか。

「あぅぅ……これはもともとです」

「調査と準備に時間が必要だったことと敵に防御体勢を整えさせるためです」

「防御体勢が整ったら駄目じゃないのか」

　よくわからない言い方をするからマイラの乳がこんなに柔らかくなってしまったじゃないか。

「はぅ……も、元々です。あぁぁ……そんなに触ってはいけません。先が硬くなります……」

「敵も最初はこちらがどんな奇策を用いるかと警戒しているでしょう。あえて数日は兵法通りの攻撃を繰り出し、敵に教科書通りの防御体勢を整えさせるのです」

「ふむ、それで本命はどうなっている？」

　早く言わないからイリジナの尻がこんなに……硬いなおい。

「族長様、それは俺の尻です」

「準備は完了しました。後は夜を待って実行します」

　時を同じくして押し寄せていた味方にまたも撤退指示が出された。







夜

　夜陰をついて数名の兵士が小さな水路を泳いでいく。

「……この寒い中で水泳とはたまらんな」

　俺は想像して思わず身震いした。

「例の女から得た情報によると、この小川は街壁を潜るように設置された水路を通り、カルーディア市街に引き入れられています」

　この近くに城門は無く、昼間攻撃を集中していた場所とは全く違う。

敵の警戒も比較的緩い。

　兵士達は小川を泳いで行き、俺達は見つからないよう少し上流でそれを見守っていた。

見守ると言っても真っ暗闇の中では兵士達がどうなっているかなど全く見えないが。

「監視もありますが大丈夫でしょうか？」

　街に流れ込む水路だ。

街壁の上には灯が焚かれているし、もちろん監視の兵もいる。

「水に潜っていけば街壁の上からではわかりません。それに彼らは街の中に侵入するわけではありませんから」

　城門から離れたこんな場所に数名の兵士を忍び込ませてもあまり意味は無い。

「彼らの任務は一つだけです」

　レオポルトはそう言って暗闇を睨み続ける。

　その時、兵士の一人が囁くように声を上げた。

手には潜入した兵が胴に巻いていたロープ、その反対側を掴んでいる。

「引き三回を二連続。成功したようです」

「やったか」

　言ったのはイリジナではなく俺だ。

彼女は声を潜めるような任務に向かない。

「撤退の指示を出せ。すぐに準備にかかる」

　間髪置かずに数個の大きな樽が転がされてきた。

兵士が樽の蓋を開き、内部の導火線に火をつけてから再び硬く蓋をする。

「時間は二分と一〇秒だ。後五〇秒待て」

　それぞれの樽の中にはごってりと火薬が詰まっている。

攻城戦で大砲が使われなかったのは全ての火薬をこの作戦に使うためだったのだ。

「昼間は意図がばれないかヒヤヒヤしましたものね」

　視界の効く昼間、本命の火薬樽と同じ重さに調節した樽を小川に落として街壁下に潜りこむまでの時間を計ったのだ。

偶然の事故を装って馬車から落とし、中には適当な食品を詰めていたのだが、敵兵が怪訝そうな顔で樽を見た時は周りの空気が重かった。

結局敵兵はただの落下物として無視する事にしたらしいが。

　その時、街壁の手前の水路に金属製の柵があることがわかった。

今潜入した兵達はこっそりその柵を取り除きに行ったのだ。

既に万事計画通りのはずだ。

「よし、落とせ」

　レオポルトの合図で樽は音のしないよう慎重に小川に落とされ、ゆっくりと流れて行く。

ちょうど潜入していた兵士もロープを引っ張られて回収されたようだ。

　既に矢は放たれた。射手にできるのは命中するか否か見極める事だけだ。

　セリアが落ち着かない様子で全身の装備を何度も確かめる。

　マイラは人差し指でトントン自分の腰を叩く。

　ビットマンも座ったと思ったら立ち上がり、また座って見えるはずのない暗闇を睨んでいた。

　長い長い二分が過ぎた。




　唐突にズドンと大きな爆発音が夜空を裂く。

一拍子置いて同じ轟音が数回連続する。

　歓声を上げる間も無くガラガラ、バキバキと轟音は音を変えて鳴り続けた。

「灯りをつけろ！　火矢を射よ！」

　もう隠れる必要はない。

俺は鳴り続ける轟音に負けないように怒鳴り、反応した兵士達が一斉に松明を灯していく。

更に水路の付近に無数の火矢が突き刺さり、攻撃の成果が浮かびあがった。

「これは！」「すごい！」

　マイラとセリアが声を上げる。

　街壁は水路に飲み込まれるように崩れ落ち、原形を留めていない。

射手が立って居た筈の陣や見張り台も軒並み失われていた。

「あれだけ火薬を詰めたからなぁ」

　大砲用の火薬を全部使ったのだ。

しょっぱい爆発だったらあまりに悲しい。

「いえ、例え街壁に密着させても壁を崩すには至らなかったでしょう。街壁を潜る水路、つまり壁の真下で爆発させたからこそです」

　その為に色々と面倒な準備が必要だったのだな。

「更に例の女から入手した情報によると水路は拡張工事が計画され、その過程でこの部分の街壁が削られておりました。完成前に反乱がおこり中止されましたが……」

「削った街壁を修復する時間はなかった？」

　レオポルトとの会話にセリアが割り込んで来る。

「薄くなった壁は下からの衝撃に耐えきれず広範囲で崩れました。……もはやカルーディアの街壁は要塞としての役目を成しません」

　レオポルトは一つ頷き、俺とビットマンは目を合わせる。




「全軍突撃。空いた穴からカルーディアに侵入せよ」

「壁を破っても敵はまだ多い。乱戦になるぞ。心せよ!!」

　味方の兵士は鬨の声を上げながら突撃していく。

敵も対応しようとしているようだが、昼間攻撃を受けていた場所とは全く違う上に、いきなり街壁に大穴をあけられて動揺しているのか反応が鈍い。

味方は街に踏み込む事に成功しそこかしこで乱戦が起こる。

「弓兵は街に入ってから射て。誤射になっているぞ！」

「騎兵隊は大通りだ！　路地に入ると身動きが取れない！」

「敵の重装歩兵が出た。手強いぞ！　精鋭第四中隊を当てろ！」

　大抵の攻城戦は城門が破られれば決着となるが、今回は敵数が多い上に援軍が無いとも限らないので士気が崩れない。

もちろん俺達も勢いに乗って一気に街を押さえようと猛烈に攻め立てる。

　結果、街内に民を残したまま多数の兵が入り乱れる大乱戦となっていった。

「味方が前線を押し上げてスペースが出来ています。更に二千程街に入れましょう！」

「東の住居地区で火災です！　急速に燃え広がっています！」

「味方の騎兵隊が大通りの敵を突破しましたが左右から包囲を受けています。援軍を！」

　乱れ飛ぶ報告と命令にレオポルト以下の全員が休み無く動き回っている。

突撃したいが、余裕のない今やったらレオポルトに呪われそうだ。

　カルーディアの街は中心を大通りが貫き、敵の拠点たる領主の館もその先にある。

しかし市内には他に網の目のように小道や路地が存在し、これらを押さえないまま突出すればたちまち全方位から包囲されてしまうだろう。

　そして住宅や商店が点在するこれらは隠れる場所も多く、一気に制圧とはいかない。

結果、小規模な戦闘が多発する状況となっているのだ。

もちろん敵味方ともに住民の安全に構う余裕はない。

「敵が密集している区画には火矢を使え。火の海にすればその区画は無視できる」

「住民が逃げて来ている？　知るか！　敵なら殺せ、敵でないなら無視しろ！」

「しかしこれは……」

　マイラが息を呑む。

そこら中で兵が斬り合い、火の手が上がる。

　間を縫うように逃げまどう住民達。

基本的には無視されるがまだ暗い事もあり、敵と間違われて切り捨てられる者も多い。

「まるで地獄です」

　セリアの言う通りだった。

闇夜を真っ赤な炎が照らし、剣と悲鳴がこだまする。

「何をやっても一気に決着とはならん。もどかしいな」

　シュバルツもイラついているのかぶるると鳴く。

巻き添えは仕方ないとは言え、早く終わらせないとそれだけ多くの女が死んでしまうのだ。




　またも複数の伝令が俺達の下に駆けこんで来た。

「大通りに重武装の敵騎士団出現！　味方の騎兵は歯が立たず、歩兵の防御陣も押し込まれています！　援軍を請います！」

　レオポルトは表情を変えないまま何か考えているようだ。

ビットマンも本陣周りにいる味方部隊を確認して苦い顔をしている。

対応できる部隊が残っていないのだろうか。

　するとレオポルトが俺の前にやって来た。

「ハードレット卿、出番です」

「ようやくか！」

　レオポルトは無表情のまま続ける。

「大通りに敵の重騎兵がおります。左右の道は乱戦中のため迂回できません。重騎兵たる護衛隊と共に正面からこれに当たり、撃破して下さい」

「任せておけ！」

　俺はシュバルツに飛び乗り、セリアとイリジナを引きつれて意気揚々と前進……。

しようとして足を止めて振り返る。

「なぁ普通は俺が命令して部下のお前が出撃するんだよな？」

「では代わりますか？」

　レオポルトは他の命令を次々と出しながらこちらも見ずに言う。

「いや、そういうつもりはないんだが」

　俺は仕方なく護衛隊と貧乏組を引き連れていざ敵前に……。

行く前に足を止めて再び振り返る。

「やっぱりどう考えてもおかしくないか？」

「いいからさっさと行って下さい。指揮の邪魔になります」

　怒られてしまった。

確かに無駄話をしている場合ではない。行くとするか。

横のビットマンが不自然なしかめ面をしているのは戦況が予断を許さないからであって笑いを堪えている訳ではないと信じたい。




「では出撃だ」

　小細工無しで正面からの激突なら考える事が少なくて良い。

　俺達の姿を見て味方の兵士が歓声を上げる。

勇壮な重騎兵はそこに居るだけで味方に勇気を与えるのだ。

「それもありますがエイギル様だからですよ」

　セリアに言われて耳を澄ませてみる。

「ハードレット卿が出るぞ！　敵の地獄が始まる！」

「戦鬼が出れば勝ったも同然だ！」

「無様な戦いをしていたら犯されるぞ！　全員奮戦しろ！」

　おかしなのも居たが、概ね士気は上がっているようだ。

俺は長剣を掲げて思い切り叫ぶ。

「敵を叩き潰す。前進だ！」

「「「ウォォォォォ──!!」」」

　率いる護衛隊だけではなく、乱戦する周囲の味方も一斉に鬨の声を上げる。

その迫力に敵が押され、周囲の戦況が少し良くなったかもしれない。

　眼前では敵の騎士団が味方と激戦を繰り広げている。

奴らを蹴散らし、カルーディアを陥落させるのだ。

「女もいいが……こういう血が燃える戦いも良いな」

　長剣を前に突き出す。

「突撃しろ!!」

　シュバルツが駆けだし、両軍の怒声がぶつかり合う。

燃える夜空が更に赤みを増した気がした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民一四五〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人
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レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

ギド（護衛隊員）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）アゴール（大隊指揮官）
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第２６９話　マグラード内戦⑨　重騎兵激突







「突撃しろ！」「突っ込むぞ！」

　セリアとイリジナが俺に続いて叫び、護衛隊の兵士達は馬を走らせる。

　大通りに現れた敵騎士団は伝令の報告通り中々の強敵のようだ。

　味方の騎兵隊は追い散らされてバラバラに逃げ帰って来ているし、防御陣を敷いている歩兵隊も押し込まれている。

「俺達とどっちが強いかやってみようじゃないか」

　敵騎士団の数は五百程だろうか。

　こちらは貧乏組を合わせても二百だ。数では劣る。

　だが大通りは他の道よりも広いとはいえ、数十騎が横に並べるはずもない。

　数の利点は消されるので個々が強ければなんとかなりそうだ。

「全速で当たる。前を空けろ」

　俺はシュバルツを加速させ、護衛隊も遅れないように速度を速める。

「うわっ！」「道を空けろ！　潰されるぞ！」「ひぇぇぇぇ」

　大通りに展開していた味方の兵士達が慌てて路地に飛び込んで行く。




「隊列を整えろ！　新手が来る……重騎兵だ。心しろ！」

　敵騎士団もこちらに気付き、隊列を整えて向かって来た。

　大通りいっぱいに広がった護衛隊と敵騎士団が真正面から距離を詰めて行く。

「構えろ──!!」

「ぶち当たれ──!!」

　互いに得物は槍と盾だ。前方に突き出すようにして速度を落とさず衝突する。

　重量級の騎兵隊同士が激突する音は戦いの喧騒の中でも一帯に響き渡り、周囲で戦う敵味方が戦いの手を止めてこちらを見るほどだった。

　槍に突かれて落馬する者。

　馬同士が当たって互いに倒れ込む者。

　盾で弾き飛ばされて地面を転がる者。

　渾身の突きを回避されバランスを崩して落馬するクリストフ。

　刹那の間に金属の塊のような男達がばたばたと倒れ伏していく。

　俺も他の者と同じように右手に武器、左手に盾を持って戦う。

　違うのは武器が槍ではなく特大の長剣であることと、盾がドラゴンの鱗でできた特別製であることだ。

「うおぉぉ！」

　正面から槍を突き出して向かって来る敵騎士に向かって盾を押し出す。

　互いの速度がそのまま乗った激突。

　敵の槍は盾に当たって葦の茎のように折れ曲がり、盾はその勢いのまま敵騎士にぶち当たる。

　奇妙な叫びと共に騎士は地面と平行に吹き飛び、後方の一騎を巻き込んで転がった。

「もう一丁」

　続いて俺の右側に飛び込もうとしていた敵に向かって長剣を振る。

「ふっそんな単調な攻撃……ぎゃいん！」

　大ぶりの一撃を見切った敵は余裕の表情で盾で受け……四五度の角度で飛んでいった。

　おお、飛んだ敵が民家の煙突に突き刺さったぞ。

　ドラゴンの骨の強度は戦った俺が一番知っている。

　圧倒的な切れ味こそないが、無茶な使い方をしても折れる心配がないのは心強い。

「切れ味も悪くないがな。危ないぞセリア」

　横に並ぶセリアを狙って突進してくる敵騎士を全力で薙ぎ払う。

　斬撃は無防備な胴体を見事に捉えて火花が飛び散る。

　敵は腰から上を失い、一直線にどこかへ走り去って行った。

「フルプレートを着た騎士を両断だと!?」

「信じられん！　あいつは化け物か！」

「誰が化け物だ！」

　力よりも速度を重視した振り下ろしで一騎の兜を叩き割る。

　更に左側から突き出される槍を盾で弾き、顔面を盾で叩きつける。

　一撃目で兜が陥没し、二撃目で割れた兜から大量の血が流れ落ちた。

　騎士はそのまま落馬して動かなくなる。

「その程度で我ら騎士団が臆すると思うなよ！」

　また新手か。加速の乗った突きを弾く。盾が重いのが幸いしてこちらの姿勢は崩れない。

　だが弾いた槍がシュバルツの耳に傷を付けた。

「おっと」

　そのまま走り抜けようとする敵に対してシュバルツが動く。

　横に並んだ瞬間、敵の乗馬の後ろ脚に体を当てたのだ。

　全速で走る中で巨躯のシュバルツに体当たりを喰らい、敵馬は大きくよろめき、嫌な音を立てて足が折れる。

　激しい嘶きと共に崩れた馬から騎士が飛ばされ、石の壁に頭から突っ込んで動かなくなった。

「耳ぐらいで怒るなよ」

　傷のついた耳を不機嫌そうにバタバタ動かすシュバルツを笑ってやる。

　まったく堪え性の無い駄馬だ。

　その時、風切り音に気付いて身を躱すと、俺の右耳を何かが掠めた。

　僅かな痛みと共に血が流れる。横合いから敵が槍を突き出したのか。

　咄嗟に槍を掴んで奪い取る。

「この野郎やりやがったな！」

「ひっ！」

　俺はその敵の胴体ど真ん中を長剣で突き刺し、串刺しにしたまま振りまわす。

　立木をへし折り、石の壁を叩き壊し、最後は地面に叩きつけた。

　もはや原型を留めていない。

「ふーふー……」

　シュバルツがこちらを見て僅かに笑う。

　変な顔をしていると怪我した耳を引っ張るぞ。

　俺は振り返って全体の状況を把握する。




「やっ！　とっ！」

　ギドはさすが山の民、馬上での戦いは見事なものだ。

　近接戦では剣を使い、すれ違い様に首下へ正確な一撃を入れている。

　甲冑の上からでは両断できないが、あれだけの強打が入れば喉が潰れるか最低でも息が詰まって落馬してしまう。

「せい！　……それ！」

　敵の槍を受け流し、馬の足を切り払う。

　同時に馬体に蹴りも入れ、敵騎士を馬ごとひっくり返した。

　見ていた間だけでも三騎仕留めた。

　戦いが終わったら娼婦三人と乱交させてやろう。

　ギドは女に貪欲な態度は見せないが、複数の女相手に仁王立ちになって両側から奉仕させるのが好きなことを俺は知っている。




「どりゃあぁぁ！」

　イリジナは槍をぐるぐる回して敵を遠ざけていた。

　そして高速で回転する槍に怯み、隙を見せた敵を突きの嵐が襲う。

「ふん！　ふんふんふん！」

「ぐっ、おおっ、ぐわあああ！」

　敵は一撃目を盾で防ぎ、二撃目を剣で弾くが三撃目を腕に受け、よろめいた所で顔面に突きが入り落馬していった。

「わはははは！　串刺し串刺し！」

　更に一人を槍の柄で弾いて馬から落とし、もう一人は兜の隙間に槍を突きこんで頭を串刺しにした。

　イリジナの一撃は女とは思えないほど重く、並の男なら打ち負けてしまう。

　突きもかなり鋭いので見切って避けるのも難しい。

　戦いが終わったら三……三穴を順に犯してやろう。

　イリジナの鍛えられた体を抱きしめ、汗だくになりながら獣のようにいたすのも燃えるだろう。




「エイギル様危ないです！」

　イリジナの戦いに気を取られていた俺に敵が迫っていたらしい。

　横合いから飛び込んできた敵。その振り上げた腕をセリアの剣が撫でる。

「ぎゃあ！」

　剣は敵の鎧の隙間を正確に捉え、血が噴き出す。

　悲鳴を上げる敵にセリアは容赦せず、篭手の間から深く手を抉った。

　鎧を脱げば手は地面に落ちるだろう。

　敵は腕を押さえたまま落馬して行く。

「この女！　殺してやる！」

　他の敵が狙いをセリアに変えた。だがその剣をセリアは上手く受け流す。

　一合目は頭上からの振り下ろし、二合目は右横からの薙ぎ。どちらも正確に剣を合わせていなす。

　そして三合目を合わせると同時に敵の剣を巻きあげた。

「そこです！」

　間髪置かず、刃を横に倒して兜と胴鎧の隙間を狙う。

　突きは正確に鎧の隙間から敵の喉に突き刺さった。

　断末魔の悲鳴と大量の出血が致命傷だと教えてくれる。

「やりました！」

　セリアは嬉しそうに俺を見る。

　だが敵はまだ一人残っている。

「セリア右だ！」

「きゃあ！」

　右側面から突き出される槍。セリアはなんとか防御したが完全な受け方ではないのでバランスを崩して落馬してしまった。

　セリアが悲鳴を上げながら地面を転がるのを見て目の前が真っ赤になる。

「貴様、よくも俺のセリアを……殺してやる」

「ひぃ！」

　長剣を力任せに振り降ろし、防いだ敵の槍を叩き折る。

　同時に盾を投げ捨てて男に掴みかかった。

　もがく男の兜を掴んで力任せに捻るとバキンと音が鳴って首が甲冑ごと真横に折れた。

「この怪物め。退治してやるぞ！」

「お前もか」

　後ろから近づいて来た敵兵の振り降ろす剣をひっつかみ、力を込めてへし折る。

　兜の隙間から僅かに見える敵の目が恐怖に歪む。

　だがセリアを傷付けたからには絶対に許さん。

　敵の胸倉を掴んで持ち上げ、狙いを定めて放り投げる。

「うわぁぁぁ…………」

　男は高々と放物線を描いて飛び、狙い通り井戸に落下していった。

　フルプレートを着たまま井戸に落ちれば助かる事はないだろう。

　唸り声を上げながら周囲を見渡すと敵が一斉に距離を取る。

　これでセリアを助けられる。

「だ、大丈夫です。問題ありません」

　セリアは頭を振りながら立ち上がり、俺の手を取ってシュバルツに乗った。

　身軽な彼女は上手く転がって落馬の衝撃を殺したようだ。

「馬に戻ります。まだ十分に戦え……」

「駄目だ。俺の後ろに乗っていろ」

　お前に万が一のことがあれば勝利など何の意味もない。

　真剣な目で見つめるとセリアは赤くなって腰にしがみ付いてくる。

「わかりました……後ろから援護します」

　剣をしまい、投擲用の短剣に持ち替える。

　それでいいのだ。シュバルツもこくこくと頷いている。




　戦況は俺達に有利だ。

　最初の激突で多少押し込む事に成功したし、その時に落馬した兵も続々と復帰している。

　護衛隊はドラゴンの皮で作った特別な鎧を装備しているので突きを喰らって倒れても致命傷とはなっていないのだ。

　反面、敵は互いに加速のついた突きを受けて甲冑を貫かれ戦闘不能になっている者が多い。

　今は力まかせに押しまくる時だ。

「全体押せ押せ。一気に押し切るぞ」

　盾を拾い、長剣を振り上げて兵を鼓舞する。

　味方は剣を掲げて応え、敵はたじろぐ。




「敵の士気が上がっているぞ」「なんの大将を潰せば仕舞いよ！」

　なにやら妙な騎士が二人こちらに突進してきた。

「我らカルーディアの双剣！　槍のウルガス！」「剣のゼルガス！　いざ参る！」

　なんでもいいからさっさと参れ。

　奴らが近づくのを見てセリアが短剣を投げる。

　狙いは正確だったが槍と剣の二人は短剣を器用に叩き落として勝ち誇った。

「ははは！　そんな小細工、我が剣には通じぬ。我らの同時攻撃をその大剣では捌けま……ぐぎゅ！」

　剣の男を盾でぶん殴り、左の石壁にめり込ませる。

「すまん戦友！　だが仇は俺が……ぐっひょ！」

　槍の男を長剣で弾き飛ばし、右の民家の壁に飛びこませる。

「なんだ終わりか。何しに出てきたんだ」

　途端に味方の叫びが爆発し、敵を圧倒し始めた。

　敵の騎士団は目に見えて動揺している。

　今の二人はそんなに凄い奴らだったのだろうか？

　それぞれ石壁と民家の壁に突っ込んで尻しか見えていないが。

「族長様に続け。行くぞ！」

「わはははは！　片っ端から串刺しにしてやるぞ！」

「我らとて負けぬ！　貧困を力に変えるぞ」「うなれヒンソウ丸。わが不幸を叩きつけてくれよう！」

　ギドが護衛隊の先頭に立って次々と敵を斬り伏せ、イリジナは好き勝手に暴れ回っている。

　ビンボ子爵は配下を見事に率いて、連携巧みに攻撃を続ける。

　ゴクフィン男爵は一族と共に前へ前へと進み、敵陣を切り裂いていた。

　追い越されそうになったギドが慌てて護衛隊に発破をかけ、更に攻撃を激しくしている。

「こちらの損害は三〇程度……敵は一〇〇以上を失っています！」

　セリアが俺の後ろから顔を出して興奮していた。

　二倍以上の敵に三倍の損害を与えているのだから大善戦と言えるだろう。

　しかも敵は隊列を乱して崩れつつある。

　戦況は損害比以上に有利だ。

「もう一息だな」

「はい！」

　セリアが片目を閉じて短剣の狙いをつける。

「やっ」

　短剣は地面に向かって飛び、石畳で跳ね返って敵の馬の腹に刺さった。

　鋭い嘶きと共に馬が前足を上げ、騎士が落馬する。

　重騎兵とてさすがに馬の腹まで鎧はつけていない。

　ナイフでよくこんな器用な事が出来るものだ。

　セリアはこつを掴んだのか、更に二度同じ事をして敵を落馬させた。

「失態を取り返します」

　セリアは褒めて欲しそうにこちらを見る。

　よしよし、戦いが終わったらたっぷり鳴かせてやるぞ。

「そ、それなら頭を撫でながら正常位で……ではありません！　まだ戦いの中です」

　セリアは顔を引き締め直す。

　敵騎士団は既に隊列を乱して後退しつつある。

　今起こっている戦闘もこちらの追撃を防いでいるだけで、敵に前に出る余力は無い。

「掴まっていろよ！」

　俺はシュバルツを走らせ、持ち応えている敵を蹴散らして回る。

　やがて敵はこちらを押し留める事もできなくなり、完全に崩壊して壊走していった。




「勝鬨を……」

　剣を掲げるギドを制止する。

「いや、まだ終わっていない」

　前方には別の重騎兵が並んでいた。千はいるだろうか。

「面白くなってきたじゃないか。俺に続け」

　俺は怯みかける味方の先頭に立って声をあげる。

　セリアも俺の腰にしがみついたまま可愛らしく声をあげた。

　歴戦の護衛隊の士気は折れていない。少しばかり苦しい戦いになるかもしれないがいつものことだ。

　真正面から敵に向かう中で突然聞き慣れた音が響いた。

「本陣から鳴り矢が……？　赤炎？　撤退合図です!?」

「撤退だと？　あいつどういうつもりだ」

　命令したのはレオポルトだろう。

　何故俺があいつの命令で退却しないといけないのか甚だ不本意だが、無意味なことをする男ではない。

　前線にいる俺からは全体の状況は把握できない。

　ここは従っておくべきだろう。

「突撃中止！　後退だ！」

「停止停止！　後退するぞ！」

　突然の後退命令に隊列が一気に乱れる。

　敵はそれを好機と槍を並べて突撃を開始してきた。

　正直状況はかなり悪化した。

「これで負けたらあいつの尻を破壊してやる」

「お手伝いします」

　俺とセリアは毒づき、下がりながら体勢を立て直そうとするが敵は見る見る近づいて来る。

　不利な衝突を覚悟して長剣を抜いたその時、目の前の路地から一斉に長槍隊が飛び出した。

　瞬く間に二重の槍衾が形成され、激突の金属音が聞こえる。

　長槍隊は僅かに揺らぐが、防御陣は崩れない。

　速度の乗ったまま槍の群れに突っ込んだ敵騎兵は重装備も空しく槍に刺され、あるいは急停止したところをクロスボウで撃たれて混乱していた。

「また連絡の矢です！」

　本陣から緑に燃える矢が放たれる。

　同時に敵隊列の中ほどから怒号と金属が当たる音が鳴り始めた。

「味方歩兵が敵隊列に側面攻撃！　路地から迂回したようです」

　俺達が大通りで激戦を繰り広げている間に周囲の路地を制圧し、回り込んだのだ。

　派手な戦闘の裏で周囲の戦線が押し上がっていたのだろう。

「敵が分断されました！　前衛も勢いを失っています」

　新手の敵は槍衾で止められた上に側面に攻撃を受けて攻勢を挫かれた。

　次はこちらが反撃する番だ。ちょうど護衛隊の混乱も収まっている。

「長槍隊、道を空けろ。後は俺達がやる」

　見事な統率でサッと道をあける長槍隊。

　突然開いた道に敵が困惑する間もなく、俺達は得物を突き出して突っ込んで行った。

　足止めされてもたつく敵を速度の乗った騎馬突撃で食い破る。

　側面を攻撃していた歩兵達も攻勢を強め、敵はたちまち敗走していった。




　そこから先はほぼ一方的な展開だった。

　大通りを進む俺達に並んで歩兵隊が路地をおさえていく流れが完成し、着実に街を制圧して行く。

　敵は街の半分を放棄し撤退。

　領主の館を中心とした残り半分を守るべく再編成していると思われたが……。

「降伏だと？」

「はっ！　バグレラン閣下は王国軍の司令官殿に降伏すると申されております！」

　俺とビットマンは顔を見合わせる。

　こちらは有利に戦いを進めたが敵の兵力はまだ十分に残っている。

　降伏するにはまだまだ早い気がする。

「妙ですね。反乱した貴族など降伏しても一族全員処刑とわかっているはずです。最後まで抵抗するはずですが」

　ビットマンも腑に落ちないようだ。

「つきましては司令官殿と直接交渉したいとおっしゃられており……」

「降伏しておいてエイギル様に来いと？　そちらが単身で来るのが筋ではないですか？」

　セリアの言う通りだ。だが使者に言っても仕方ない。

「いいだろう行ってやるよ」

「エイギル様!?」

「兵士は全て武装解除しろ。王国軍に解除を確認させる」

　来いと言うなら行ってやる。

　目の前で反乱の言い訳でも聞いてやろうじゃないか。

「それからデュノア総督」

「なんでしょうか？」

「市街での略奪暴行は絶対に許さない。総督府軍と領主達に徹底して貰う」

　もしやったらお前に責任を取ってもらうぞと睨みつける。

　今までの状況を見る限り、かなり厳しく言わないと総督府軍は街で何をやるかわからない。

「心得ました」

　デュノアは何も言わず、ただ頭を下げる。

　あくまで忠実な態度が逆に気持ち悪かった。




　バグレラン邸

「よくぞいらっしゃいましたハードレット司令官殿。私がこの街の領主、バクレランでございます」

　独立派の武装解除を確認した後、護衛隊を伴って屋敷へ踏み込む。

　敵の兵士達は素直に武装を捨て特に抵抗する様子は無かった。

　バグレラン自身も一族や部下と思われる者達と並んで跪き、頭を垂れている。

　降伏の作法としてはまずもって問題がない。

「兵士の武装解除は確認した。降伏するということだが？」

　バグレランは四十を超えるぐらいだろうか。

　若くはないが年老いていると言うほどでもなく、伏せた目からも覇気が伝わってくる。

　少なくとも降伏し、自分の命と引き換えに民の安全を……などと言いそうには見えない。

「その件に関して一対一でお話したいことがございます」

「降伏しておいて人払いしろとは剛毅なことだな」

「非常識にも程がある！　貴様この場で討たれたいか!?」

「無礼者と交渉の必要はありません。切り捨てます」

　ビットマンが怒鳴り、マイラが剣を抜く。

「まぁ待て、ここまで来て怒鳴っても仕方ないだろう」

　俺は二人を押さえて前に出る。

「話だけは聞いてやろう。皆、少し外してくれ」

「それならせめて兵を十名程連れて……」

　食い下がるマイラに大丈夫だと笑いかける。

　部屋の周りさえ固めておいてくれれば二人や三人刺客が潜んでいても俺はやられはしないさ。

「……もし良からぬ事を企めば、貴様の一族郎党に生まれたことを後悔する程残虐な死が待っていることを忘れるな」

　マイラがそう言い、皆が退出を始める。

　場にはバクレランと俺、そしてセリアだけが残る。

　扉を閉めようとしたマイラが、かくりと膝をついた。

「セリアさんはどうして動かないのですか!?」

「私はエイギル様の体の一部です。一緒に居るのが当然です」

「セリアは特別だ。ここにいてくれ」

　彼女がいないと何を言ったか忘れるかもしれないからな。

　俺がそういうとセリアは満面の笑みになり、マイラがむくれる。

「バクレランだったな。そういう訳だ。こいつは同席させてもらう」

　バクレランも不満気だったが、これ以上妥協する気はない。

　だめだと言うなら定石通りにこいつらをさっさと処刑して終わりとするまでだ。

「……承知いたしました」

「うう……ずるい……」

　バクレランは頷き、マイラは膨らみながら退室する。

　すまんな、後でたっぷり可愛がってやるから。

「さて話を聞こうか。それとも暗殺でも狙ってみるか？」

　俺は適当に椅子を引き出し、どっかりと腰をかけて足を組む。

　だが心のどこかで見苦しい言い訳以外の何かが出てくるとわかっていたのかもしれない。
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第２７０話　マグラード内戦⑩　後味の悪い真実　♯







　俺が椅子に腰をかける横でセリアは剣の柄を離さず、音が聞こえそうなほど緊張している。

もちろん俺もデュアルクレイターを腰に差し、長剣も傍に置いている。

「さっさと話してくれ。この期に及んで一対一で話す意味が──」

　押し黙るバクレランに声をかけると奴は爆発したように話し出した。

「約束が違うではありませんか!?　王国軍がこうも前面に出て来るなど！」

「あん？」

　突然のことに頭がついていかない。

何か忘れているのかとセリアを見るが怪訝な顔のまま首を振る。

「ゴルドニア軍の来援は蜂起が想定以上に大規模になったからと理解しておりましたが、カルーディアまで攻め入られては約定が果たせませぬ！」

　一体こいつは何を言っているのか。

「待て、お前は何を言っているんだ？　ゴルドニアからの独立を目指して反乱したのだろう？」

　俺が問うとバクレランは驚いた顔をした後、分厚い革の入れ物に入った一枚の紙を丁寧に取り出した。

手が震えている所をみると相当に大事な書面なのだろう。

それをセリアが受け取り、俺に見えるように目の前で広げた。

「これはっ!?」「む……」

　セリアが驚愕し俺も声を出してしまう。

これは考えてもいなかった。

「アレクサンドロ一世陛下直々の書状です。『マグラード総督府デュノア総督は』──」

「黙っていろ。文字ぐらい読める」

　その書面には概ねこう書いてあった。

　ゴルドニア王国はマグラード総督府がかの地を満足に統治できないことに失望している。

　デュノアの素行について問題と考えている者も多い。

　ゴルドニア本国に飛び火しないならば総督府打倒もやむを得ないとも考えている。

　属国として一定の税を納めるならばバクレランを頭に独立するのを容認しても良い。

「……なるほどな」

　書状に押されている印は確かに王が使っている物で偽物とは考えられない。

間違いなくこれはゴルドニア王が出したものだ。

「私はゴルドニア王に忠誠を誓うことと引き換えに……」

　バクレランは更に続けるが俺は無視してセリアに向き直った。

「今回の遠征の命令書は持っているな？　エイリヒではなく陛下から直接出たやつだ」

「は、はい！」

　セリアは急いで書面を取り出す。

俺が持っていると破いたり無くしたりするのでセリアに任せているのだ。

　具体的な編成などが書かれたエイリヒからの命令書と違い、王が出す命令書はほとんど儀典的な物で俺を正当な司令官と権威づける以外には特段の意味はない。

実際に文章を見返しても回りくどい言い回しが並べられているだけだ。

だが、最初受け取った時にレオポルトが何やら妙な顔をしていたことを思い出したのだ。

「……ここだ。この最後の部分」

『反乱者を徹底的に殲滅せよ。いかなる慈悲も容赦も必要無し』

　反乱軍を殲滅する事も首謀者を皆殺しにすることも当たり前でわざわざ書く必要はない。

前の文にも王国の威信だのと書いてあり、意味が被ってしまっている。

韻を踏んだ儀典の文章としても不自然だったのだ。

「……ビットマンも一対一の会談を非常識と言っていたな？」

「はい。当たり前ですが激昂していました」

　俺は静かにバクレランを見る。

　王がこいつに何らかの約束をしていたなら俺達王国軍を出兵させるのは理に合わない。

何らかの事情で出兵せざるを得なかったにせよ、俺やビットマンにはあらかじめ伝えるはずだ。

そうすれば総督府軍を前に出させ、独立派にデュノアを片づけさせる方法も取れた。

編成と訓練に手間も金もかかる王国軍を損耗させる必要は無かったはずだ。

　無駄に念を押すような命令書と併せれば答えは見えて来る。

王はこいつを切り捨てた。いや、最初から拾ったつもりも無かったのだ。

将来の権力を約束して反乱を起こさせることだけが目的だったのだろう。

「……この件、貴様の他に知る者はいるのか？」

「まさか！　皆、俺が本気で独立を望んでいると思っています。そうでなければこれほど多数の領主達が追従したりはしません！」

　だろうな。王と密約の上で立ち上がったなどと知れば命をかけてまでついて来る奴はいない。

秘密はこの場にいる者しか知らないということだ。

そしてこの内容は広く知られてはならない。




　俺は密約の書状を窓から差し込む光にかざして言う。

「偽物だな」

「は？　そんな訳があるまい！　政務総監が直接持参されたんだぞ！」

　バクレランの怒声を耳から追い出し、デュアルクレイターを引き抜く。

「反乱者の分際で王印を偽装するとは万死に値する。裁判も必要ない」

　自分でも笑えて来る。できの悪い劇を演じている気分だ。

「嘘を吐いたと言うのか!?　王が偽りを言うなどゴルドニアはどこまで卑劣なのだ!!」

　バクレランは後ずさりながら腰の細剣を引き抜きこちらに向ける。

だがその剣先は震えており、何の脅威も感じない。

「ゴルドニア王、アレクサンドロ一世陛下に代って俺が貴様を処断する」

　自身の大根役者ぶりを心で嘲笑しつつ剣を振り上げてバクレランを壁際に追い詰めて行く。

「エイギル様、私が代わりにやります」

　剣を抜くセリアの肩を押さえた。

これは裏切りで汚いやり方だ。可愛いセリアにやらせる訳にはいかない。

「た、頼む！　もう一度アレクサンドロ陛下に聞いてくれ！　俺はゴルドニアに忠誠を誓う！　言う通りに領主達を動かす！　だから──」

　無駄だ、王にとってもうお前は使い終わった駒だ。

壁に背中をつけたバクレランに小さく呟く。

「諦めてくれ。これも運命だ」

　言葉と同時に肩口へデュアルクレイターを振り下ろす。

バクレランの細剣はなんの抵抗もなく折れ、刃は体を深く抉り取った。

「ぐあぁぁぁぁぁ!!」

　切り裂かれた体から臓腑を床に落とし、バクレランは膝をつく。

大量の血が俺の全身を真っ赤に染めた。

　すぐに事切れると思ったが奴は俺の足に掴みかかる。

俺はあえて動かない。

「外道共がぁぁぁ!!　アレクサンドロとゴルドニアに呪いあれ!!　地獄の業火に焼かれ滅びろぉぉぉ!!」

　自らの臓腑と血の海の中でバクレランは絶叫する。

裏返った白目のまま、地の底から響く悪魔かとも思う声で叫び続ける。

やがて喉に血が詰まったのかガラガラとうがいのような音を立て、男は臓腑の沼に崩れた。

その死に顔は憎悪で歪み、無数に人を斬って来た俺でさえ直視に耐えない程だった。

　呪いを受けそうだからセリアは見たら駄目だぞ。

俺がセリアの目を塞いだところで扉が開き、マイラや護衛隊が飛びこんでくる。

「今のは何事ですか!!　っ!?　これは……」

「こいつは無礼を働いた。よってこの場で斬り捨てた。それだけだ」

　俺はバクレランの屍をちらりと見た。

男の目は死してなお、カッと見開かれている。

偶然か必然か、奴が見ているのは王都ゴルドニアの方向だった。

「あ、あなた……どうしてこんな!!」

　悲鳴を上げたのはバクレランの妻か。

こちらに駆け寄って来る彼女、立ちはだかろうとするギドに首を振る。

彼女にとっては最愛の男を殺されたのだ。

ビンタの一つ二つなら受けてやるつもりだったのだ。

　だが彼女は俺の前で土下座して叫ぶ。

「お、夫と私は関係ないのです！　私は無力な女、主人に逆らうなどできますでしょうか!?」

　夫人は俺の足にしがみ付く。

「どうかお情けを、私は愚かな夫とは違います。なんでもしますからどうかお助け下さい！」

　夫の屍を捨て置いて必死に媚びを売る彼女を見ていると何とも言えない気分になる。

更にそれを見た奴の娘達も命乞いを始めた。

「無礼への処断は当人のみ、他の者への沙汰はおって出す」

　俺はそれだけ言ってその場を去る。

マグラードに来てからは不愉快な事ばかりだ。

さっさと終わらせて帰りたい。

　俺は他の者に見られないよう、すれ違いざまレオポルトに例の書状を手渡した。

レオポルトはちらりと目を通すと表情一つ変えずに頷いたのだった。




翌朝

　俺はバクレラン以外の貴族は即刻処刑にはせず、捕虜扱いとする。

その妻や娘達も一応は捕虜としたが、男達よりも待遇はずっと良くしてある。

彼女達はなんとか助けてやりたいな。

「略奪暴行は働いていないだろうな」

「組織的にはございません。とはいえ万の兵がおりますので……」

　デュノアはちらりと街の中心に目をやる。

そこには狼藉を働いたと思われる兵が吊るされていた。

まぁカスはどこにでもいる。こんなものだろう。

「ところでバクレランの愚か者はどのような無礼を働いたのでしょうか？」

　デュノアは静かに、だが真剣な目で問うてくる。

開いたまま微動だにしない目は不気味だが、気圧されるほど俺も心は弱くない。

「陛下とゴルドニア王国に対する侮辱だ。俺に口に出せと言うのかな？」

　少しだけ怒気を込めて言ってやる。

「いえ、失礼いたしました」

　デュノアはそれ以上聞かずに一礼して下がる。だが目は最後まで俺から逸らさなかった。

動揺はしなかったつもりだが俺はこういう騙し合いに向いてないからな。

もしかしたら勘付かれたかもしれない。

「この戦争は余計なものが多すぎる。もっと気持ちよく戦いたかった」

「それが司令官の役目ですよ。そもそも前線で剣を振りまわしているのがおかしいのです」

　マイラが隣にやってくる。彼女の頬っぺたを撫でて癒されよう。

「バクレランの死とカルーディア陥落は独立派には衝撃でしょう。今後勢いを失うとは思いますが捨て身でこちらに突っ込んでくる者がいるかもしれません。しばらくはカルーディアで防御態勢を整えて備えるのがよろしいかと」

　俺は少し考えてからマイラに言った。

「そのことなんだがな……実は──」

「それより！　街の真ん中でソレ、なんとかなりませんか？」

　話の腰を折られてしまった。後になればわかることか。

　マイラが指差したのは俺の股間、もっこりと膨らんだズボンだ。

「女を食えなかったからなぁ。もし良ければこれから楽しまないか？」

「女を食えなかったと言いましたか!?　今朝ハードレット卿を起こしたのは私ですよ。隣に寝ていたのはバクレランの奥方と娘でしたよ！」

「うーん。確かに抱きはしたんだがな」




　昨日の夜、全員を謹慎させておいたのだが深夜にバクレランの妻と娘が俺の寝床にやって来た。

しかも暗殺目的と疑われないように全裸で局部だけを手で隠し、歩いて来たのだ。

　俺はバクレランの屋敷の部屋を使う気になれず、正面に天幕を設営していたが、彼女達は使用人や味方の兵だけでなく捕虜の領主達にも蔑みの目を向けられながら生き残るために機嫌を取りに来たのだ。

　天幕に入れるなり彼女達は目の前に横たわり、体を対価に助命を求めて来た。

もちろん俺は最初から女を殺すつもりはなかったし、戦の後で昂っていたので差し出された女体を拒むことはできなかった。

　俺は迷いなく四十前の妻と二十歳程度の娘に圧し掛かり、彼女達の穴を俺の大きさに押し広げた。

この手で殺めたバクレランへの供養と思って、奴の妻子の三穴を全て征服したのだが今一つ気分が乗らずに遅漏となり、射精する前に二人共泡を吹いて失神してしまったのだ。

　舌を突き出し、尿と潮を撒きながら痙攣する彼女達をこれ以上抱けば死んでしまうかもしれなかったので泣く泣く行為を中断したのだ。




「そのせいで朝からずっとこうだ」

「……朝の軍議中もずっと勃ててましたからね」

　レオポルトの冷たい目とビットマンの笑いを堪える顔が思い出される。

後は敵の捕虜が少し従順になった気がする。

「あ、あんな男に勝てるわけがなかったんだ……」

「でかいから強いに決まっていたのか……」

　ふふふ、羨ましいか？

「ところで先日からトリスタンの姿が見えないのですが、あの馬鹿はどこで怠けているのでしょうか」

「ん、今回はいいんだ。あいつには別の仕事をさせている」

　マイラは怪訝そうな顔をしたがそれ以上は聞いてこなかった。

「デュノアが言っていた総督府派領主達の軍はまだカルーディアに向かっているのだったな？」

「ええ、軍議でも既に敵も無く必要無しと言ったのですが。治安維持に必要だの、既に出撃した部隊をそのまま帰還させるのは不満がどうだのと。やはり命令で戻らせた方が良かったのでは？」

「いや、そのままでいい」

　レオポルトとも話はついている。

「二万もの大軍を今さらカルーディアに集める必要も無いと思うのですが……いったーーい！」

　マイラが突然叫んで膝をつく。

見ればセリアが体当たりをしたらしい。

「また騙して出し抜こうとしましたね！　マイラさんは汚いです！」

「知りません。貴女だって昨日私を出し抜いたじゃないですか」

　ぎゃあぎゃあ騒ぐ二人の肩を両手で抱き、ズボンの上から一物を触らせる。

「まだ時間もあるだろう。仲直りに三人で楽しもう」

　彼女達が相手なら俺も溜まりきった情欲を遠慮なく発射できるだろう。

恐らくとんでもない量が出るはずだ。

「は、はい承知しました」

「エイギル様がおっしゃるなら二人で仲良く奉仕します」

　だが大団円となりそうな俺達にレオポルトが水を差す。

「ヒューティア卿、今後の計画についてご相談があるのですが？」

　甘い空気を全く読まない冷たい声。

「ヒューティア……って私ですか。今じゃないと駄目なのですか？」

　マイラは不機嫌な顔で頬を膨らませる。

セリアは満面の笑みで早く行けとジェスチャーしていた。

「マイラ、行った方がいい。……多分重要なことだ」

　なんのことかは想像がつく。

俺が説明するよりレオポルトからの方が理解しやすいだろう。

説明は苦手だからな。

「うう……やっぱりセリアさんを贔屓するんですね。銀の陰毛がいいのですか！　可愛い薄毛が大好きなんですね」

「公衆の面前で何を言うのですかぁ!!　兵が聞いてるじゃないですか！」

「セリアさんってアソコはやっぱ薄いのか……」「几帳面だし小まめに整えてそうだよな」

「聞くな！　叩き斬るぞ！」




　ひと騒ぎの後、マイラは不機嫌極まる顔でレオポルトに続き、セリアは俺の手を引いて嬉しそうに天幕へ入っていく。

だがその表情が一瞬厳しいものとなった。

「例の話ですよね。間に合いそうですか？」

「ぎりぎりだな。トリスタンがどこまでやれるかだ。……今はこっちをなんとかしてくれ」

　俺が服を脱ごうとするとセリアが恥ずかしそうに声を出す。

「あの……脱がせてもいいですか？」

　言ってから恥ずかしそうに俯くセリアに思わず笑ってしまう。

荒んでいた心が癒されていく気がする。

「じゃあ頼むよ」

「はい、失礼しますね」

　セリアは俺の上着をゆっくりと脱がせていく。

それを丁寧に畳み、続いて肌着に手をかけた。

「エイギル様の匂いがします」

　肌着を捲り上げたセリアは俺のへそに鼻を軽くこすりつける。

彼女の吐息を肌に感じ、更に股間が盛り上がってしまった。

「んっんっちゅっ」

　肌着を脱がせながら腹や胸、つま先立ちになって肩にキスがくる。

もうたまらない。

「次は俺の番だ！」

「あん！」

　セリアに万歳をさせて服を脱がせるが、冬用の厚い上着を全て剥ぎ取ることなく、前だけを開いたまま肌着を脱がせた。

「あぅ」

　開いた上着の間から胸が零れる。

彼女は咄嗟に隠そうとしたが思い直して手を戻し、俺の前に乳房を晒した。

巨乳といえるほどの迫力はないが綺麗な乳房は男の獣欲をこれでもかと誘う。

「綺麗な乳だな。乳首も小さくて可愛いぞ。それに……ふふふ、子供みたいな桃色だ」

　乳首を指でつついてやる。

「はうん！」

　悶えるセリアが可愛過ぎ、たまらず抱きしめキスをする。

男の胸板と女の乳房が押し合い互いに快感をもたらした。

「ぷはっ！　気持い良いです。エイギル様もっと強く抱いて下さい」

　求めに応じて力強く抱きしめ、啄ばむキスを繰り返していると胸に変化がでる。

「ふふふ、硬くなってきたな」

　体を離すとセリアの乳首は硬くなりピンと立っていた。

顔を真っ赤にして慌てる彼女。俺は気にせず顔を埋めて立った乳首を口に含み、舌で愛撫する。

反対側の乳首も忘れず指でこすってやる。

「だ、だめです！　そんなことされたら……ぁぁぁ……すごいことにぃ！」

　しばらく愛撫を続けてから乳首を解放すると先ほどよりもずっと大きくなっている。

「おお、でかくなったな。しかも真っ赤に張り詰めてる」

「いやぁぁぁ！」

　上着を寄せて乳首を隠そうとするセリア。だが逃がしはしないぞ。

彼女を後ろ向かせて水瓶に手をつかせる。

間髪入れずに半ズボンを下着と一緒に引き下ろした。

「あぁぁぁ……」

　剥き出しになった性器と尻穴に顔を近づける。

匂いをかぐとセリアが無茶苦茶に暴れたのでがっちりと腰を抱え込んで性器に舌を入れて行く。

「あぅぅぅ！　当たってます！」

　穴への愛撫を続けながら鼻を尻穴に押し当てる。

「そら丸見えだ」

「いやぁぁぁ！　恥ずかし過ぎます」

　尻穴を指で開くと顔を両手で覆って嫌々とする。

「ここもいずれ俺の大きさに拡張してやるからな」

「大歓迎です！　でも今は……まず前の穴を可愛がって下さい」

　俺とセリアは笑い合い、再び性器に口を押し付けた。

激しい口技に肉穴はたちまち大洪水となり顔中が汁まみれになってしまう。

「どうだ。気持ち良かったか？」

　顔を上げるとセリアは既に発情したメスの顔をしていた。

「はぁはぁ……エイギル様……エイギル様ぁ……」

　蕩けた目にだらしなく開いた口、可愛いセリアから濃厚な女の匂いがする。

「いかん！」

　その時バリリと音がした。

セリアがびっくりしたように表情を戻す。

「な、何の音ですか!?」

「またズボンを破ってしまったよ」

　セリアの発情した顔に性欲が高まって一物が巨大化し、ズボンを内側から引き裂いてしまったのだ。

下半身を脱ぐまでもなく一物が外に飛び出ている。

彼女は笑いながら飛び出した肉棒の先をちょんとつついてから玉を触る。

「わっ、こんなに重くなっています。昨日は女で遊ばれたのでは？」

「出し損ねてな。かなり溜まっている」

　セリアは嬉しそうな顔で丁寧に玉を触る。

「致しましょうか」

「頼むよ」

　セリアを仰向けにして上に乗る。

その引き締まりながらも細い足を抱え、十分に濡れた穴に一物を押し付けた。

　彼女は俺が中に入っていく瞬間が一番好きらしく、嬉しそうに微笑んでいた。

期待に応えてやろうと腹に力を入れて一物を膨らませ、ゆっくりと押し込む。

「あぅぅ……」

　いつも通り狭い彼女の穴は入口に肉傘がつっかえる。

ここで力を入れて押し込み……。

「あぐぅぅぅ」

　ずるりと入りこんだ肉棒が更に奥へ入りこみ……最後に一番奥のコリコリした場所に当たる。

「はぅん！」

　びくりと震えるセリア。俺の一物が半分ほど入りこんだ。ここが彼女の一番奥だ。

「きついか？　大丈夫か？」

「ミシミシいってますけど……大丈夫です」

　俺の男根を入れるには狭い彼女の穴は挿入の度に悲鳴をあげてしまうのだ。

「もっとガバガバになってエイギル様の男根を楽に受け入れたいです」

　セリアが楽になるのはいいことだがガバガバになるのは複雑だな。




　腰を打ちつけ合い快楽を貪っているとセリアが一瞬入口に目をやってからおねだりしてきた。

「音を立てて頂けませんか？」

「音？　こうか？」

　腰を大きく打ち当てパンパン肉の音を鳴らす。

「あぁっ！　そ、それでお願いします！」

「お前が良いならいくらでもしてやるが。こうとか……」

　腰を小さく振り、入口付近にある女の弱点を肉傘でこする。

セリアは悲鳴を上げて仰け反った。

「こうの方が……」

　腰を深く入れ、一番奥に尿道を押しつけてこねる。

セリアは足をピンと伸ばして嬌声を上げた。

「気持ちいいんじゃないのか？」

「はひ、はひぃ。そ、そうなのですが。パンパンされるとエイギル様に体を捧げている気分になるのです……あと覗いているマイラさんへの威嚇です」

　後半は聞こえなかったが、して欲しいならもちろんやってやろう。

俺は腰を大きくぶつけ、派手な肉音を鳴らす。

セリアも絶叫のような嬌声をあげながら身をよじった。

そんなことを三〇分程続けるとセリアが限界を迎える。

「え、エイギル様！　すごすぎます！　もう何も考えられません！」

　セリアの顔は酷いことになっていた。

端正な顔が涎にまみれ、理性的な瞳は快楽に歪んでいる。

肉豆は真っ赤に充血してそそり立ち、触れるだけで絶叫が上がる。

「もう音は鳴らさなくていいのか？」

「何でも良いので気持ち良くして下さい！」

　一つキスをしてから浅い場所を擦ると短い嬌声が連続し、潮が止めどなく吹き出る。

更に肩を抱えて奥に突きこむと長い叫びを上げながら全身を痙攣させる。

もう数えきれないほど絶頂しているはずで、ここで大きな絶頂をさせれば意識が飛ぶだろう。

俺もそろそろ出したい。

「そろそろ終わろうか。お前も完全にとばしてやる」

　体位をセリアの大好きな対面の座位に変えて一番奥まで挿入する。

「一つお願いがあります……首筋を噛ませてくれませんか？」

「おいおいそんな事をしたらまた大変なことになる。お前の穴が破れてしまうかもしれない」

　俺はルーシィに可愛がられた時についた性癖で首を噛まれると一気に興奮が高まり、肉棒が膨れ上がる。

体格の良い女なら大丈夫かもしれないがセリアは危険だ。

「構いません。もし穴が破れたら次からエイギル様のモノを簡単に受け止められますから」

「わかった。だが本当に苦しくなったら言うんだぞ」

　俺はそう言うと座位のままセリアを腰の上で跳ねさせる。

肉棒は射精に向けてどんどん硬く大きくなっていき、遂に最後の律動が始まった。

「セリアいいぞ！」

「はい！」

　絶頂の直前、セリアは俺の首筋に噛みつく。

食い込む歯の痛みと首筋にかかる吐息に美しい吸血鬼との営みが思い出され、股間に雷が落ちた。

「うぉぉぉぉぉ！」

「き、きゃあ！」

　肉棒が一気に膨らみ始め、セリアの穴を広げて行く。

たちまち彼女の穴は限界を迎えるが肉棒の膨張は止まらない。

「ひぃぃぃ──！　裂けるぅぅぅ!!」

　セリアは仰け反り、苦悶の顔で叫ぶ。

このままでは本当に穴を壊してしまうだろう。

だが既に俺は絶頂間近、射精が始まればこれ以上の膨張はしないはずだ。

「出すぞセリア！」

　やや乱暴に乳房を掴み、首筋に吸い付く。

同時に玉が震えて俺は射精した。

……はずだった。

「ぐわぁ！」

　股間に走るはずの快感はなく、代わりに玉に鈍痛が走る。

俺は瞬時に理解した。

「しまった！　詰まってしまったか！」

　精が溜まり過ぎて濃くなり過ぎ、つっかえてしまったのだ。

このままでは肉棒は膨らみ続けセリアが壊れてしまう。

「セリア、玉を揉んでくれ。強く握りしめるように」

「あぐぐ……こ、こうですか」

　冷や汗をかきながらセリアが俺の玉を掴む。

彼女も全く余裕がないので手加減のない強い力で握られる。

それがよかった。

「おう」

　玉から種汁が解放されて肉棒を通って上がる。

男根が根元からゆっくりと膨らんでいく様はどこまで種が来ているか外からでもわかるに違いなかった。

「出るぞセリア……ぐお！」

　短い獣の叫びと同時に種汁が吹き出す。

それは本当に汁と言っていいのかわからないほど濃い種だった。

「あがっ！」

　セリアは意外にも絶叫することなく、短く叫んで手足を伸ばし、そのまま動かなくなる。

前のめりに俺の胸板に倒れて動かなくなりそのまま失神したようだった。

「おやすみセリア。それにしても凄い射精だ。脈動もしない」

　肉棒は脈動もせず、ただ噴水のように種を吐き出し続ける。

瞬く間にセリアの腹は臨月の妊婦のようになり、苦しいのか寝言が漏れだした。

「おっと腹が破裂するな」

　慌てて肉棒を抜き去るが、ここで意外なことに気付く。

あれだけ注いだ種が出て来ないのだ。

　セリアの穴は巨大化した肉棒を受け入れていたせいで見た事も無いほど広がっている。

それでも種は溢れて来ない……これはどういうことだろうか。

「う……まだ出るな」

　答えは俺が肉棒に残った精を顔に出した時にわかった。

降りかかるはずの種汁が固形のままぐちゃりと顔に乗っかったのだ。

黄ばんだ種汁はヨーグルトよりも固そうに見える。

「……溜まり過ぎて固形になっていたのか」

　これが腹一杯に詰まっているので肉棒を引き抜いても溢れて来なかったのだ。

「すまんセリア。だが幸せそうだな」

　セリアは腹を押さえて苦しそうにうめくが、それでも顔には笑顔が浮かんでいる。

「エイギル様の赤ちゃん……孕みました。大きいお腹、あったかいです……」

　寝言を言うセリアを抱きしめて俺はそのまま眠りについたのだった。

ちなみにセリアの腹に入った種汁は二日出て来ず、兵達に妊婦扱いされてしまう。

　同時に俺に抱かれた女は一日で臨月になると言う根も葉もない噂が囁かれるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民一六〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（工作中）セリア（疑似妊婦）マイラ（血涙）イリジナ（指揮官）

ギド（護衛隊員）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）アゴール（大隊指揮官）

デュノア（マグラード総督）

麾下軍

王国軍　第四兵団　一万三千名　総督府軍八七〇〇名　総督府派領主軍二万名

護衛隊九五名　貧乏組郎党八五名

任命　ポルテ（難民管理官）

財産　金貨一九四七〇 難民対策（三〇）

経験人数四二二人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７１話　マグラード内戦⑪　計画通りの結末







数日後

「カルーディアの陥落で他の拠点で起きた反乱も勢いを無くしつつあるようです。いずれ収まっていくでしょう」

　ビットマンと俺は市街戦の爪跡を色濃く残すカルーディア市街を視察しながら言葉を交わす。

「それは結構だ。どうもここでの戦いは陰鬱なものばかりだ」

「本来ならば王国軍の役目は既に終わっているのですが……」

　ビットマンは不満気に言う。

　既に主力を潰した今、後の些細な反乱は総督府軍のみでも十分に対処できるだろう。

だがデュノアはあくまでカルーディアに集まりつつある総督府派領主軍と王国軍の合流を強く望んでいたのだ。

「私の立場から言うことではないかもしれませんが……デュノア総督は軍才には乏しいと見受けられます。ハードレット卿が強権で命じられては？」

　ビットマンは俺がデュノアの意見のままに王国軍をカルーディアに待機させていることが気にいらないようだ。

「……」

　俺が沈黙していると彼は更に続ける。

「せめて移動に時間のかかる攻城兵器や大弩などの兵器だけでも港へ運んではいかがでしょう？」

「だめだ」

　突然言い切ったことにビットマンは驚いたようだ。

「……理由を聞いても？」

「今は言えない。お前を信じていない訳ではないんだが……今は従ってくれ。いずれわかる」

「……自重致します。私は軍人として職務を全うするのみですから」

　それっきりビットマンは何も聞かず、兵に風紀の維持や残党除去の指示を出す。

俺もそれ以上言うことなく、街を見回した。

　そこかしこで家を失った住民ががれきを拾い集めてほったて小屋を建てしのいでいる。

修理を手伝ってやりたいが、今やっても二度手間になってしまうからな。




「所詮一度は独立派に与した反徒共、手厚く守ってやることもありますまい」

　デュノアがいつの間にか横にきている。

「男はそうだが女は可哀想だよ。美女が家無しなどあってはならない。……それでいかなる用件かな？」

「味方の領主達の軍が街のすぐ近くまで来ております。明日の朝には到着することでしょう」

　デュノアは気持ちの悪い作り笑顔で続ける。

「今まで万が一に備え、王国軍、総督府軍共に外周の警戒に当たらせておりましたがもう必要ありますまい。解除するように命令致します」

「そうだな。総督府軍にはお前から頼む。ビットマンには俺から伝えよう。やつはお前が嫌いのようだからな」

　フッと息をつくとデュノアもかすかに笑う。

不気味なのは同じだが作り笑顔では無いように見えた。

　その時、一騎の馬が音声をあげながら街に走り込んでくる。

「モナシ伯爵からの伝令!!　ハードレット卿はいずこにおられますか！」

「俺はここだよ」

　使者から手紙を受け取り、その場で広げる。

なんでもないことのようにため息をつき、書面を乱雑にポケットに仕舞った。

「内容をお聞きしても？」

　デュノアもまたなんでもないことのように聞いてきた。

だがその目は先ほどよりも幾分か広がっている。

「本国からの輸送船が浅瀬に乗り上げたそうだ。矢玉の補給が少し遅れる。既に戦いも終わっているのだから必要も無いがな」

「……左様ですな。カルーディア陥落は知っているでしょうにモナシ伯も几帳面なことです」

　デュノアは一礼して去る。

俺はビットマンを再び呼び付けた。

「ご命令ですか？」

「あぁ、街の外周警戒に当たっている王国軍を──厳戒態勢に入れろ。大弩を陣に固定、全ての弓兵にありったけの矢を配れ」

　命令の内容とは正反対の小さな声にビットマンは一瞬目を見開く。

「先ほど言えなかったことを話そう。だが部下にも参謀にも話すな。漏れたらことだからな」

　ビットマンを連れてレオポルトの所へ急ぐ。

俺が説明してもきっと混乱するだけだろう。

さていよいよか。やっぱり策謀は俺には向いていない。

次から全部レオポルトとトリスタンに任せよう。







深夜

「見張り、街の外に灯りは見えるか？」

「街から遠くない場所に無数の移動するたいまつの灯りが見えます。合流予定の領主軍のものではないでしょうか？」

　見張りが答え、俺とビットマン、レオポルトは顔を見合わせて頷いた。

横にいるセリアやマイラも含めて全員が完全装備だ。

「カルーディア到着は明日のはずです。あえて夜間に強行軍する意味はありません」

「隊列が長く伸びた行軍隊列ではありません。素早く攻撃に移行できる横陣を取っております」

「だな。デュノアはどうしている？」

　間髪入れずにセリアが答える。

「夕刻より所在が確認できません。総督府軍は城門近くの区画に集まっております」

　もう間違いはあるまい。

あとは相手がことを起こすのを待つだけだ。




　俺が椅子にどっかり座り、両手をそれぞれセリアとマイラの股間に突っ込み悪戯しているといよいよその時が訪れた。

「敵襲──!!　敵襲──!!」

　見張りが絶叫し、一気に周囲が騒がしくなる。

天幕を飛び出すと夜空の星を隠すように無数の火矢が乱舞していた。

「敵数不明！　破壊された街壁から既に街に侵入しつつあります！」

　慌てふためく見張りに比べてレオポルトは冷静に言った。

「損害は？」

「王国軍は陣に籠るようにとの指示がありましたので損害軽微です」

　それは結構。

「総督府軍が命令に従いません！　送った伝令にも反応なし！」

　別の伝令が絶叫しながら駆けこんで来る。

「各大隊に防御体勢を取らせろ。陣の構築は終了しているはずだ」

　ビットマンもなんでもないことのように言う。

「はっ！　……あれ？　なんでみんな冷静なんだろ」

　伝令が首を捻りながら去っていく。

突然の敵襲と総督府軍の不穏な動き、俺達も慌てると思ったようだ。

「全隊を二つに分けて展開します。一つは街壁の破壊箇所、もう一つは総督府軍がいる城門方向です」

「弓隊と大弩は高所に配置、全体を俯瞰して支援を行わせろ。目標はこちらから指示する。命令するまで矢は射るな」

　本部には何の混乱も焦りもない。

俺のすることは何もなくただ座っているだけでいい。




「敵が突入しました！　第一大隊と交戦中です！」

「総督府軍未だ動きません！」

　街壁内での戦闘が始まる。

敵が一斉に王国軍の陣地に向けて矢を放つ。

「撃ち返せ──！」

　すぐに味方も矢を撃ち返す。

大弩も参加した反撃の斉射はむしろ敵よりも統率が取れて迫力がある。

「な、なんだこりゃ！」「敵は混乱していない！　すごい勢いで撃ち返してくるぞ！」

　敵は夜陰をついての奇襲でこちらが慌てふためくことを期待していたようだ。

猛烈な反撃を受けて逆に足並みを乱していた。

「矢はたっぷりある。遠慮はいらんぞ！」

　ビットマンの指示で次々と矢が飛ぶ。

こちらの混乱に乗じて雪崩れ込もうとしていた敵の動きが遅くなっていく。

足を止めての撃ち合いでは練度のあるこちらに分がある。

　しかも相手は街壁が崩壊した所から松明を持って侵入しているので闇の中でも狙いやすい。

一方、味方は分散して陣地に籠る。灯りを消してしまえば敵からは視認しにくい。

更に盾では防げない大矢もうなりを上げて飛んでいる。

「敵の進撃完全に停止！　足が止まりました！」

　部下の一人がこちらをチラチラと見る。

この機に一気に反撃したいのだろう。

「反撃は最小限でいい。こちらからの白兵戦は控え、矢だけで迎撃するのだ」

　だがビットマンはそう命令する。

「全て順調、動くべき駒は後一つだけです」

　レオポルトがこちらを見ると同時に最後の駒が動いた。




「総督府軍裏切り!!　デュノア総督謀反──!!」

　いよいよ来るべきものがきた。

ここまで予想通りだと笑えてしまう。

　レオポルトはバクレランが書面を出す前からトリスタンと組んで何か小細工していたようだ。

奴が言うにはデュノアが何かやらかすと最初の戦闘の前から予想していたらしい。

　何故俺に教えなかったと聞くと、口を滑らせそうで信用ならないと言いやがった。

思わず後ろを向かせて掘ってやろうかと思ったが男なので止めた。




「デュノアはやはり軍才がないようです。奇襲のはずだった領主軍が止められたので参戦では混乱を増すばかり。寝返るならば攻撃開始の直前か、両軍が拮抗し疲弊した瞬間を狙うべきでした」

　マイラが頷き、セリアがメモをとっている。

よく勉強して俺が何も考えなくて良いようにしてくれよ。

「アゴールの隊が当たります」

　予想していたとはいえ、二方向からの攻撃にビットマンは厳しい表情を作っている。

　だが敵と衝突したアゴールの大隊は総督府軍の前進を押し留める。

「く、くそ！　硬い！」「ゴルドニア王国軍ってこんなに強かったのかよ！」

「裏切り者が！　押し返せ！」「所詮素人の弱兵だ、落ち着けば蹴散らせるぞ」




　二段構えの奇襲だが、こちらの陣は乱れない。

総督府軍の裏切り直後は確かに味方兵にも動揺もあった。

　だが防御陣に上手く入っている王国軍はそう簡単には崩れない。

一呼吸置けば練度に劣る九千の兵など然したる驚異にはならない。

「ですが領主軍が丸々敵となると考えれば総督府軍とあわせると三万近く……こちらの倍以上です。日が登れば苦戦を強いられるかもしれません」

「大丈夫だ。その為にあの怠け者を働かせている」




　押し寄せる領主軍に妙な動きが見えだした。

二、三本の青く燃える信号矢が空に向けて放たれる。

同時に敵陣の真ん中に火矢の灯りがつき……たちまち総督府軍の頭上に降り注いだ。

「なんだ！　どうして領主軍が撃って来る!?」「こっちはもう味方だぞ！　何をやっている！」

　飛び交う怒声と悲鳴で意思疎通ができるはずもなく、火矢の雨は止まらない。

遂に総督府軍からも矢が領主軍に向けて飛び始める。

「これがトリスタンのやっていたことか？」

「いえ、まだあります」




　レオポルトの言葉に遅れず、今度は敵陣の真ん中から斬り合いの音が聞こえ始めた。

「やはり攻撃が来たぞ！　隣のエール卿の軍を攻撃しろ！　奴らはゴルドニアに通じている！」

「セレイ卿の軍がこちらを攻撃だと!?　奴らがゴルドニア側だとの密書は真実だったか！」

　領主軍や総督府軍が突然同士討ちを始めたのだ。

味方同士で戦い、大騒ぎしている。

「これは一体……」

「裏切りに夜襲に同士討ち、忙しいことだな」

　さすがに呆気に取られているセリアの頭をぐりぐり撫でながらレオポルトを見る。

「総督府軍の不穏な動き、トリスタンはカルーディア攻撃の以前から気付いておりました。そこで予め関係の悪い指揮官を調べ、お互いがゴルドニアに忠誠を誓っていると密書を出しました。後は潜り込ませた者に小細工をさせればご覧の通りです」

「なるほど……もし彼らが裏切りを考えていなければゴルドニアに忠誠を誓うのは当然、露見しても特に問題になることではない」

　ビットマンも感心しているようだ。

俺もセリアの柔らかい頬っぺたに感心する。どうしてこんなに触り心地が良いのだろう。

「だが領主軍も同士討ちをやっている。あちらはどうなっている」

「領主軍はトリスタンを向かわせました。デュノア総督からの使者を騙り、同じように『あの領主はゴルドニアに通じている』と」

「それを信じたのか？」

「裏切りの前のこと『例の計画の件ですが』と始めればデュノア総督の使いと信じ込ませるのは容易いかと。あとはこちらの攻撃にも細工があります」

　そういえばこちらの弓隊の攻撃は随分偏っていた。

敵の右翼は無視し、ひたすら中央から左に矢を撃ちこんでいた気がする。

同士討ちは敵の左翼から右翼への攻撃で始まった。

「あえて疑いを生じさせる戦いをしました。それに裏切り者は裏切りには敏感ですから」

　いずれにせよ敵は混乱を極めており、今反撃に転ずれば十分撃退できそうだ。

「ビットマン。総反撃に転じろ、奴らをカルーディアから追い出せ」

「は！」

「但し過剰な追撃は仕掛けなくていい。街から追い出した後は防御態勢を整えろ」

　それでいいんだな？　とレオポルトに視線を送ると奴は何も言わずに首を縦に振る。




　たちまち反撃が開始され、裏切者達はたちまち崩れて街壁の外への撤退して行く。

ざっと二倍近い敵が瞬く間に駆逐されていく光景は見ていて滑稽だった。

「敵を壊滅させてはなりません。態勢を整え直せば勝てると思わせなければなりません」

「それが難しいんだよな」

　俯瞰して言うのは簡単だが現場で戦っている兵は必死なのだ。

機会があれば可能な限り敵を叩こうとするのは当然だ。

　それでも王国軍はやはり統制がとれ命令には忠実で、連中を街の外に追い出すと専行することなく大人しく攻撃を中止、街に引き返してきたのだった。

「とりあえず終わりだな。警戒を続けてくれ。俺は少し休養する」

　言いながら近くにいるギドに声をかける。

「輜重隊の女を呼んでくれないか？　今から俺に抱かれても良い者は来てくれと」

「それだと二十五人来ると思われますが？」

「ならお前の好みで三人選んでくれ」

「わ、私のですか!?　う、ううむ……」

　困るギドを笑いながら俺は天幕に引き返す。

モナシ伯の手紙から考えればそろそろのはずだが……早く来て欲しいものだ。




「既に街は完全に包囲しました。我々には続々と援軍が訪れる。対して貴方がたは孤立し援軍はない。早々に我らが軍門に下れば命の保証は確約する！」

「降伏勧告か。よくもぬけぬけと！」

　翌朝、混乱を収束させた総督府軍……というよりも新たな反乱軍がこちらに向けて音声をあげる。

　声をあげる者の後ろ、矢の届かない位置にはデュノアの姿も見えた。

距離があって表情まではわからないが、あの虚無な瞳でこちらを見ているような気がした。

「実際に続々と援軍が集まっているようには見えますね」

　確かに反乱軍の陣に向けて槍を持った人影が合流しているように見える。

「ギド。どうだ？」

「槍ではなく木の棒、着ている物もとても鎧には見えません」

　山の民は信じられないほど目が良い。この程度の距離なら詳細まで見て取れる。

「周辺の民をかき集めたこけ脅しでしょう。実際の兵力がそう簡単に増えているとは思えません。今戦いを挑んでも十分勝利を狙えそうですが？」

「勝利が欲しいなら昨夜追撃していたさ。蹴散らしてしまったら困るんだ」

　それにもうそろそろのはずだ。

　俺は街壁の一番上に登り、デュノアを睨みつける。

俺もデュノアもギドほど目が良くないから顔は見えないだろうが。

　デュノアもこちらを睨んでいる気がする。

度胸があるのか狂気に呑まれ何もわからなくなっているのか……。

　俺に向かって数本の矢が飛んでくる。

好機と見た弓兵が勝手に射ったらしい。

やはり統率のとれていない寄せ集めだな。

「エイギル様！　危ないです！」

　セリアは叫ぶが問題はない。

放物線を描いて落ちて来る矢など話にならない。

　落ちていた木片を掴み、降って来る矢を払い落とす。

最後の一本を素手で掴んで捨てると敵の弓兵がゆっくりと下がっていった。

「あれだけの矢を簡単に……」「ありえねぇ……俺達あいつと戦うんだよな」

　いつの間にかレオポルトが横に来ている。

お前が正面に出て来るのは珍しいな。

「もしかして俺を心配したのか？」

　にやりと笑って聞いてやる。

「そのようなことではありません。到着です」

　レオポルトの首を絞めようとして奴が何かを指差していることに気付く。

　そこには無数の軍旗……王国軍の旗が並んでいた。

「援軍！　援軍がきました!!」

　見張りが叫ぶと兵が一斉に歓声をあげる。

同時にビットマンも街壁に駆け昇って来た。

「あれは……第二兵団と第三兵団……第六兵団もいるのか!!」

　三個兵団、四万五千の味方が長蛇の列を組んで進軍していた。

カルーディアから距離をとりつつ、街を包囲する反乱軍を更に包囲するように動いている。

「概ね予定通りか」

　俺は用済みになったモナシ伯から送られた手紙をその場に置いた。

そこに書かれていたのは補給の遅れなどではなく、援軍上陸の知らせだったのだ。

　援軍要請などしていない。

にも関わらず三個兵団がこれだけ迅速に動く。

最初からこうなることを想定して準備されていたはずだ。

「今回の遠征の目的は反乱軍の鎮圧と……デュノアを駆除すること。あえて反乱を誘発させていた訳か」

　総督をいきなり処断しては混乱も生じる。

だが統治に失敗して大規模な反乱を招いた上に血迷って王国軍に牙を剥いたとなれば満点だ。

全ての悪行を奴にかぶせて除去する事ができる。

しかもこれだけ敵味方に恨まれていれば奴の後釜に座る者は罪人でも聖人に見えるだろう。

「最初から全部計画通りか」

　もしかするとデュノアにも王から何かあったのかもしれない。

だがもうどうでもいいことだ。

「反乱軍が崩れます！　各領主が逃亡しようと隊をばらばらに動かしています」

　完全に包囲されるのは時間の問題で、もはや奴らに勝ち目はない。

俺達があえて奴らを蹴散らさなかったのはデュノアを始め、主要人物を逃がさないためだった。

「城門を開いて追撃しろ。奴らの逃亡を許すな」

　既に網は張られた。

これ以上自重する必要はない。

「「「うおぉぉぉぉぉ!!」」」

　兵達も裏切り者を叩けない鬱憤が溜まっていたのだろう。

爆発したような歓声と共に押し寄せる。

　半日と経たずに決着はついた。







一週間後　中心都市　オドロス




「何か言い残すことはあるか？」

　マグラードの旧首都オドロスにてデュノアは柱に体を縛られ足元には大量の薪が置かれていた。

「……」

　デュノアは何も答えない。

だが目は憶することなく目の前の大衆に向けられている。

　縛られたデュノアの前に立つ男は集まった大衆と旧総督派、旧独立派の貴族達に向かって宣言する。

「奴こそ諸悪の根源！　この地が戦にまみれ、民が苦しんだのは全てこの悪しき男の為だ！」

　人ごみの中から『外道』『人殺し』と罵声が聞こえる。

「この悪魔に正義の鉄槌を下さねばならん！」

　俺は思わず声を出して笑ってしまい、マイラが隠すように大きな咳をした。

宰相から狂人、総督から裏切り者、最後は悪魔よばわりか。

　男は一瞬こちらを見たがレオポルトが笑う俺と男の間に立ち視線を遮る。

「アレクサンドロ陛下は新しく有能で情け深い総督を派遣なされた。グリフ・ジルグレイ閣下である！」

　ジルグレイとか言う男は豪奢な金髪を揺らし、堂々たる体躯を見せつけるように大股で歩く。

一瞬俺を睨んだ気がしたがさっきのを見られていたのかな。

　大衆の目を引きつけた総督は見た目通りの低く大きな声で語りかける。

「諸君！　私が新総督ジルグレイだ」

　どうでもいい話が続き、民は態度を決めかね、俺は欠伸する。

「今回の内戦は諸君達に大きな傷を負わせたことだろう。故にアレクサンドロ陛下はデュノアを任じたことを後悔なされ、そして諸君達に温情をかけるとおっしゃられた」

　ジルグレイはでかい声でいくつかの優遇策を語る。

いずれも民にとっては喜ばしい内容だが、劇的と言うほどではない。

「それでも冷遇されていた者達にとっては天恵。優遇されていた者達にとってもそれほどの不満は出ない内容になっております。歓迎されることでしょう」

「きっとマグラードを占領してすぐにコレを出していたら駄目だっただろうね」

　レオポルトとトリスタンが俺にだけ聞こえる声を出す。

ちなみにトリスタンは色々と頭を使ったからたっぷり怠けると宣言して今日まで籠りきりだった。

褒美にと娼婦を二人送り込んだが本気で嫌がられた。

結構な美女だったのだが……女を嫌がるとはトリスタンが本当に男か疑わしくなってきた。

今度風呂で確かめてやろうかな。

「なんか悪寒がするんだけど……」




　俺達の無駄話を掻き消したのは民からジルグレイへの拍手喝采だった。

奴は満足そうに大きく手を振ると再び俺を睨む。

今の話が聞こえていたとは思えないが……まあいいか。

　そもそも俺は新総督の就任式など興味はなかった。

いるから参加しただけで本当はさっさと帰りたかったのだ。

「だがその前にまずやるべきことがある！」

　大衆の歓声が鎮まる。

「悪魔を取り除き、浄化の火で清めてこそ新たな統治、全ての者が和解する事が出来るのだ！」

『殺せ』『火をつけろ』と民の声が響く。

さっきから先頭きって叫ぶのは同じ声の気もするがどうでもいいことだ。

　処刑人が火のついた松明をジルグレイに渡す。

奴はそれを大きく掲げた後、縛られたデュノアの足元に放り投げる。

　油が撒かれていたのだろう。ゴウと音を立ててたちまち炎が上がった。

「悪は滅んだ！　和解の時だ!!」

　火に包まれるデュノアの前でかつての独立派と総督府派の領主達が握手をする。

それを見た民が歓声を上げ、家々の屋根からは祝いの花弁が散らされた。

どう見ても最初から準備してたよな。

「平和万歳！」「新総督万歳！」「解放万歳！」

　俺はため息を一つ落とす。

「俺も万歳と言った方がいいか？」

「言いたければどうぞ」

　レオポルトがそういうので何も言わずに水を飲む。

式典は終わった。もう退席してもいいだろうか。

　またジルグレイが俺を睨んでいる。

まさか俺に気があるんじゃないだろうな。

　その時、今まで舌を切られたように無言だったデュノアが言葉を発する。

「ふ……ふふふ……ふはははははは！」

　突然の大笑いに釣られて笑いかける。

「素晴らしい。実に素晴らしい」

　デュノアの下半身は既に火に包まれている。

壊れたような悲鳴が漏れていてもおかしくないのに、その声色は自然だった。

「外道者よ。何か素晴らしい？　自身の処刑がか？」

　ジルグレイとデュノアが向かい合う。

「我が身の末路など些事。素晴らしきはこの世界、裏切りと殺戮、そして欺瞞！　今ようやくわかった。この世の本質が！」

「それは貴様の生きた道だろう。大人しく地獄へ行け！」

　語り合う二人、だがデュノアの目はジルグレイを見ていない。

奴の視線は明らかに俺に向いていた。

「見える……見えるぞ！　貴様の歩く道が見える！　わははははは、これは愉快だ！　こうなるのか！」

「見苦しいぞデュノア！　さっさと焼け死ね！」

　激しく罵倒するジルグレイと俺を見て笑うデュノア。

俺は何も言わず焼けていくデュノアを見つめ続ける。

　やがて全身火達磨となったデュノアは縛られていた縄が焼き切れたのか両手を民に向けて広げる。

民から地獄へ落ちろと声が飛んだ。

「この世こそ地獄、ならば地獄に落ちたとて何を恐れる事があろうか……されどひとつ」

　全身を焼かれながらデュノアは最後に大きく息を吸い込む。

声帯まで焼かれたのか、今までとは違う……まるで本当の悪魔のような大音声が響いた。

「欺瞞の王、野蛮の領主、無知の民。全ての者に等しく地獄あれ!!　天よ地よ、神よ悪魔よ！　我が呪い聞き届け給え──────」

　地の底から響くような大声に民の罵声が止まる。

見れば領主達も凍りつき、ジルグレイも目を見開いていた。

　奴の呪いは随分強力らしい。

式典のクライマックスのはずなのに誰も口を開かなくなったぞ。

　デュノアはそれで力尽きたのか、そのまま崩れ落ちて燃え上がる。

炎に包まれた口元が僅かに上がった気がした。




「これがお前の終わりか。じゃあな」

　一応知らない仲ではないし、俺は軽く別れを言う。

それは小さな声だったが、皆が無言なのでやたらと大きく聞こえたのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万五千人　難民一六〇〇

重要都市　ラーフェン 二万六千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

同行

レオポルト（参謀）トリスタン（怠け中）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）

ギド（護衛隊員）クリストフ（護衛隊員）ビットマン（王国軍兵団長）アゴール（大隊指揮官）

麾下軍

護衛隊九五名　貧乏組郎党八五名

任命　ポルテ（難民管理官）

財産　金貨一九四七〇

経験人数四二六人　産ませた子五五人＋五五五匹

マグラード内戦終了です。

正直、力不足を感じました。もっと面白くできたかもしれません。










第２７２話　新総督　♯







　──オドロス

「本日は戦勝の宴、遠慮なくお楽しみください」

　ジルグレイが俺とビットマン他四人の兵団長を前に低い良く通る声をあげた。

「おい、なんで来たばっかりの奴が家に招待したように振る舞っているのだ？」

「知りませんよ。声を抑えて下さい。聞こえますよ」

　正装で参加しているマイラが耳打ちする。別に構わんが気になっただけだ。

　兵団長達を見ると見事におっさんばかりだ。

　巨乳で良い尻をした美女兵団長はいないのか。

「いる訳ありません。見られていますよ」

　反対側からセリアにも注意されてしまった。

　セリアは俺の副官として参加しているので軍装のままだ。

　また化粧させてやったがやはり良いものだ。

　早々に引き上げてセリアとマイラといちゃつこうと思っていたのだが、兵団長と新総督の視線がこちらに集中している。

　ああ、こなくてもいいのにこっちに来やがる。

「ゴホン。ハードレット卿、パーティはいかがですかな」

　見るからに嫌そうな顔で聞いて来るジルグレイ。嫌なら近寄って来なければいいのに。

「美味い料理と酒ですな。援軍ついでにゴルドニアからはるばる持ってきたのですかな？」

　俺がそう言った瞬間に空気が凍る。おかしなことをいったか？

「ハードレット卿！　今の言い方だと本気で戦うつもりはなかったのかとの嫌味になります！」

　マイラに注意されてしまった。

　なるほど、訂正しておこう。

「これは申し訳ない。嫌味を言うつもりではなかったのです。つい口が勝手に、ははは」

　ジルグレイが真っ赤になった。

　今のやりとりで俺に惚れる要素は無かったはずだが。

「ふ、ふふふ、これはこれは……わかっておりますとも。ハードレット卿は裏表の無いお方と聞く。思ったことをそのまま口にしたのでしょうとも……」

　ジルグレイの顔が歪んでいる。何をイライラしているのだろう。

「直情的なのは大変結構ですが、女性の噂を多く聞きます。全て根の葉も無い噂でしょうが、下らぬことでもハードレット卿の品位を貶めては一大事、お気を付け下さい。例えば……」

　ジルグレイが俺の横にいるマイラを嫌な眼で見る。

「ヒューティア男爵がハードレット卿とただならぬ仲である……などと下賤な噂もありますから」

「ぐっ！」

　マイラが歯を食いしばる。

　さすがにばれてしまっていたか。こうなってはもう隠しても仕方ない。

「ははは、ばれてしまいましたか。確かに私と彼女は親しい仲ですよ」

　マイラを抱き寄せる。

　不満そうなセリアも反対側の手で抱き寄せる。

「なっ!?　……そ、それは結構なことで……」

　ジルグレイが何故か悔しそうな顔をする。意味がわからないぞ。

「聞けば屋敷にも沢山の女を囲っているとの噂が……」

「ええ、俺に惚れてくれる良い女達です。守ってやるつもりですよ」

　またポカンとした顔をするジルグレイ。なんだこいつは？

「こ、この度のカルーディア攻略ですが、火薬で街壁と水路を吹き飛ばしたとか。どちらも酷く破壊されており修復には時間がかかりそうですな。もっと鮮やかに攻略できれば理想だったのですが」

　ふむ、確かに水路の修復には時間がかかるかもしれないな。

　俺としては勝てばなんでもいいのだが今後マグラードを統治するこいつは気になるのかもしれない。

　戦い方を批判されたようで気分良くはないが、怒鳴り散らしても仕方ないか。

「そうですなあ。ジルグレイ卿は総督ですから軍人と違って戦後の方が気になるかもしれませんな」

「うわ」

　セリアが小さな声を出す。

　マイラも視線を逸らすが、少し笑っているようだった。

「ぐ……ぐぐぐ……」

　突然言葉を詰まらせて呻きだしたジルグレイ。

「いかがなさいました？　腹が痛いなら遠慮なく中座されては？」

「こ、この……失礼する！」

　足早に去っていくジルグレイ。相当に危なかったらしい。

　なるほど、便所を我慢していたせいで態度がおかしかったんだな。

「それなら仕方ない」

　イライラしたり意味不明なことを言ったりきつい態度になったり……俺も全部経験があるぞ。

　便所の前でアドルフに呼び止められた時は危うく絞め殺しかけたからな。

　人としてこればかりは仕方ない。大目に見ようじゃないか。

「セリアも気持ちはよくわかるよな」

「ふえっ？　な、なんでですか!?　どうして私に振るのですか!?」

　それはなぁ……はっはっは。

　涙目で俺の胸をポカポカ叩くセリアを撫でていると援軍の兵団長達がこちらにやってくる。

「ハードレット卿、迅速なカルーディア陥落、お見事でした」

「あの街を僅か数日で落とすとは信じられません。それも二倍の兵が籠っていたとか」

　確かにレオポルトの策が上手くいったこともあるが、バクレランが王の策にかかっていたこともある。

　とは言え、これは彼らにも言わない方がいいだろう。

「ところで新総督、ジルグレイ閣下なのですが……」

「正直、ハードレット卿に対する態度は異常です」

「そりゃあ便所を我慢していたのでは仕方ない。言ってやるな」

「はぁ？　いえそうではなく。ゴルドニアからの遠征中も折りにつけハードレット卿にまつわる様々な良くない噂を我らに語り……」

「ハードレット卿の失態や弱点がないかとやたらと聞いてきました」

「なんですかそれは！」

　セリアが激昂する。

　何も恨まれることはしていないはずだが。

「なにしろ俺は奴が誰かも知らなかったぐらいだぞ」

　全員が止まる。

「ジルグレイ辺境伯をご存じなかったのですか!?」

　男だしなぁ。会っていても忘れているかもしれない。

　あの手のむさくるしい男は俺の頭が追い出してしまうのだ。

　ギルドレスのように無理やり居座る不愉快な記憶もあるが。

「ジルグレイ総督が敵視する理由が分かった気がします」

　マイラは長い長い溜息をつくのだった。

　別に嫌われてもいいさ、男だし。




　──その夜

「あそこまで相手を挑発すればきっと敵になりますよ。宜しいのですか？」

　マイラに叱られてしまった。

「構わんさ。ジルホワイトはマグラードの総督だろう？　内戦が終わってしまえば俺には関係無いよ」

　俺は軽く笑ってマイラの髪をすく。彼女は嬉しそうに目を細めた。

「総督で辺境伯となれば王都でもかなりの影響を持ちますよ。無難に流せば良かったのでは？」

「流せばお前が恥をかいただろう？」

　あの場で俺が笑って流せば彼女はただ下を向くしか出来なかったはずだ。

　女をだしに笑うような真似はできない。

「でもこれで私は完全に貴方の愛人だと認識されましたが」

「嫌だったか？」

　マイラは少しだけ怖い顔をしてから表情を緩める。

「いえ全然。いいですよもう。ハードレット卿の愛人になります」

「ありがとう愛しているよ」

　俺達は微笑みあって愛を囁く。

「それより続きをしてくれないか？　これでは拷問だ」

「ふふふ、わかりました」

　改めて状況を確認する。

　俺は全裸でベッドに腰掛けている。

　そしてマイラは床に跪き、俺の足の間に体を入れ、一物を舐めてくれていたのだ。

「では再開します」

　マイラは大きく舌を出して根元から先端までゆっくりと舐めあげる。

　先端まで到達すると舌を尖らせ尿道をペロペロ刺激する。

「いいぞ……もっと激しくてもいい」

「はい」

　要求に応えてくれたのか彼女は先端に吸い付き強く吸う。

　更に口を開いて先端を口に含み、頭を前後に動かし始めた。

　両手は竿に添えて激しくこする。

「おお、いいぞ。続けてくれ」

　その時、肉傘に歯が当たる。

　マイラは慌てて動きを止め上目づかいにこちらを見た。

「大丈夫だ。俺のは皮が厚いからな」

「はも……」

　マイラは微笑むと口から垂れる唾液を指ですくう。

　彼女はその指を俺の玉より更に下に当てて来る。

「おいおい」

　そして悪戯な笑みを浮かべ、指を尻穴にねじ込んで来た。

「ぐおっ！」

「んご!!」

　俺は一声呻いて仰け反る。やはり男は入れられるようにはできていない。

　同時にマイラも慌てて男根から口を離した。

「がほっごほっ！　墓穴を掘ってしまいました。こんなに大きくなっては顎が外れてしまう」

　俺は笑いながらマイラをベッドに抱き上げひっくり返して組み敷き、愛撫を開始する。

　マイラの美乳を軽く揉みながら肉棒を穴から腹まで擦りつける。

　同時に首筋に跡が残るほど吸い付き、舐めあげてから息を耳に吹きかけた。

「ああ……やっぱりハードレット卿はお上手ですね」

「嬉しいよ。もっと気持ちよくしてやろう」

　脇下から手を回して深く抱きしめ、より男根を密着させる。

　そしてマイラの体を固定したまま肉棒で肉豆をゴリゴリ擦り上げた。

「きゃあ！　き、気持ちいい！　あぁぁぁぁ」

　密着したまま乳房を先ほどよりもやや強く掴む。

　快感が高まっている今なら痛みは感じず全て快楽になるはずだ。

「あっあっあっ、あ────！」

　体を逸らせるマイラと深いキスをして舌を入れていく。

　彼女はシーツを掴んでいた両手を俺の後頭部に回し、舌を絡ませて応え続け、そして昇った。

「んん──！」

　腰がくねり足が絡む。キスのせいで絶頂の叫びが上げられない分、体を密着させてくるようだ。

　絶頂はしばらく続き、やがて力が抜けていく。

「はぁ……はぁ……はぁ」

　息を荒げるマイラ。しばらく休憩かなと思ったのだが、彼女は俺のそそり立った男根を見て笑う。

「大丈夫ですよ。お待たせしませんから」

　彼女は仰向けになった俺に圧し掛かってくる。

　足を下品ながに股に開いて一物を自分の穴に押し当てた。

「いきます。んんんん……」

　これ以上ないほど濡れているとは言え、俺も興奮が高まって最高潮になっている。

　容易には入らず、何度も体重をかける。

　三度目の挑戦で一番太い先端がようやく頭を突っ込んだ。

　ここまで入れば後は体を落とすだけだ。

「あっ入る」

　マイラは俺の顔を見ながらゆっくりと体を落とし、肉棒を自身の限界まで押し込んだ。

「気持ち良いぞ。マイラの中は相変わらず狭いな」

「ハードレット卿のモノが相変わらず大きいだけです。私も随分広がったのにまだ苦しい……でも頑張りますね」

　マイラは開いたがに股の太股に手を置き、腰を上下する。

　大きな水音を立てながら肉棒が出入りし、彼女の乳房が目の前で揺れる。

「いやらしい光景だ。まるで淫婦だぞ」

「うう、言わないで」

　いいながらもマイラは腰を緩めない。

　やがて腰が限界になったのか彼女はがに股をやめて俺の腹の上に腰を降ろした。

「あぐ、深くまで刺さる……」

　普通の女ならこの辺りで腰が抜けてしまうが軍人として鍛えているだけあってマイラは頑丈だ。

　体を小さく震わせ、叫び声のような大きい嬌声をあげながらも腰の動きは止まらない。

　ふと俺の胸に置かれた彼女の手が、こりこり爪を立てているのに気付く。

　何かを求めているようだ。

「これでいいか？」

　俺は指を絡めて手を繋ぎ、その体重を支えてやる。

　ぱっとマイラの表情が明るくなった。正解だったようだな。

「大正解です。もうずるい……どうして女をこう惚れさせるのでしょうか。何でもしてあげたくなる」




　マイラは俺の手を硬く握ったままいっそう早く腰を動かす。

　そしていよいよその時は訪れた。

「出るぞマイラ」

「手を離さないで！」

　マイラは俺の手を握ったまま絶頂に震えだす。

　最後に気の効いた一言が必要だな。

　彼女の快楽に蕩けた目を見つめる。

「マイラ愛しているぞ……誰よりも」

「ひっ、そんな事言われたら！　ああっ、だめっ！　んひぃぃぃ──!!」

　マイラは前のめりに倒れ、嬌声をあげて絶頂する。

　激しく震える体にあふれ出す愛液、だが繋いだ手だけは決して離さなかった。

「マイラ受け止めろ！　うぉぉぉぉぉ！」

　俺もあわせて射精し彼女の胎内に種を注ぎ込む。

　彼女の穴と子袋は肉棒を気持ち良く蠢き、俺の汁を受け入れてくれた。




「あぁ……抜かないで下さい。もう少し入っていて」

「ああ、いつまでも入っていてやるよ」

　片手を繋いだままもう片方の手でマイラの尻や背中を撫で回す。

　行為の後も丹念に後戯してやることが女を真に満足させる秘訣だ。

　マイラは完全に満足したらしく、俺の胸に顔を埋めて息を整え始める。

「お前とこうやって一対一で愛し合うのは久しぶりだな。とても良かったよ」

　そう言えばセリアはどこに行っているのだろうか。

　俺の姿が見えないと彼女はすぐに捜索を始める。

　マイラの部屋でやっていたのだから勘付いてもいいはずだが。

「オホン」

「さては何かやったな？」

　目を逸らすマイラの尻穴を軽くつついてやる。

「あん、もう！　レオポルトさんとトリスタンが今後について話し合ってましたよね？」

　あいつらに『今から今後の方針について話し合うのでハードレット卿はどうぞお休み下さい』と言われたのでマイラのところに来たのだ。

　色々言いたい事はあったがマイラの体を味わいたかったので気にしない事にした。

「セリアさんには『その話し合いにハードレット卿も参加している』『中に入らないように言われている』と伝えました」

　マイラは悪戯に笑う。なかなか酷いことをする。

　そんなこと言ったら彼女は話し合いの部屋の前でずっと待っているはずだ。

　体を拭いたらすぐに迎えにいってやらないと……。




　だがその必要はなかったらしい。

　多分、話し合いが終わってレオポルト達が出てきたのだろうな。

「マイラさん!!　どこに行きましたか！　マイラさん！　マイラ──！」

　セリアの怒鳴り声が聞こえる。

　マイラはくすりと笑い、再び俺の両手を取って指を絡めた。

「マイラさん貴女また卑劣な手を……あああぁぁぁぁ!!」

　部屋の扉をバンと開いたセリアが絶叫する。

　目の前に俺の肉棒を咥えこみ、胸に頭を乗せて両手を絡めるマイラがいるのだから仕方ない。

「策にやられて激昂など軍人として未熟ですね」

「もう貴女は敵です！　ええいこうしてやります！」

　セリアは剣を……抜かなかったが柄をマイラの尻穴にねじ込んだ。

　突然の狼藉に絶叫するマイラ、痛いほど締まる穴に刺激されて種を噴射する俺、マイラから噴き出した潮が顔面に降りかかって更に激昂するセリア。

　最後はドタバタになってしまった。




　結局その後、セリアも抱いた俺は失神した二人を部屋に残し夜風に当たろうと廊下を歩く。

　すると総督府内の一室から女の絶叫が響いて来た。

「お願いですからおやめ下さい！　い、痛いです。いやぁぁぁぁぁ！　誰か助けて、痛いよぉぉぉぉ！」

　女の悲鳴、それは嬌声などではない。

　明らかに苦痛を訴える叫びだった。

「何事だ！」

　俺は廊下を走り声の下へ向かう。

　悲鳴が聞こえていた部屋の前には衛兵が立っていた。

　俺が近づくと槍を交差して行く手を阻む。

「ここは総督の私室だ。さっさと立ち去……ハードレット卿!?」

　衛兵はどうしていいかわからず、動揺している。

　女の危機だ。遠慮はしない。

「どけ」

　怒鳴ってやると衛兵は慌てて槍を下げる。

　俺は躊躇せず前蹴りで扉を蹴破った。

「どうした大丈夫か!?」

「な!?　き、貴様一体なんのつもりだ！」

　目の前のベッドでは全裸の新総督ジルグレイが女を攻めている。

　それが唯の性交ならば謝ってその場を去るところだったが……。

「助けて……助けてぇ……」

　女は全裸でベッドに縛り付けられ、鞭で打たれていた。

　顔にはいくつもの痣があり、殴られもしたのだろう。

　泣きながら腫れあがった目で俺に助けを求めている。

「ハードレット卿！　人の寝室に乱入するとはいかなる所業か！」

　俺は無視して女に近寄り、縄を解く。

　美人が殴られて台無しだ……美しい肌も鞭で傷だらけになっている。

「聞いているのかと「なにか言われたか!?」」

　つい本気で怒鳴ってしまう。

　ジルグレイは驚いたのか尻もちをついた。

　拍子に不愉快にも奴の股間が見える。

　小さいな。やはりくだらないことをする男は肉棒も小さいようだ。

　それを見て少し冷静になり、腰を曲げて一礼する。

「尋常ならざる悲鳴が聞こえたので曲者かと思い飛び込んでしまいました。なにぶんデュノアの処刑からそう時も経っておりません。非礼を詫びますのでご容赦下さい」

「ぬ……ぬぅ……」

　先ほどの一喝からまだ立ち直れていないジルグレイに更に畳みかける。

「曲者はいなかったようですが、この女は傷を負っているようですな。治療しますのでお預かりします」

　女を抱き上げると彼女の方から俺に手を回しヒシッとしがみ付いてくる。

　よしよし、俺がなんとかしてやるからな。

「宜しいですな？」

　怒気を込めて言ってやる。

　ジルグレイは気圧されてコクリと頷いた。

「では失礼致します。重ねて謝罪を……後ほど詫びの品もお持ち致します」

　丁寧に礼をとってから退室する。

　まだショックから立ち直れないのか震える女に一物を触らせてやる。

「あ……大きい……」

「奴とは違うだろう？　安心しろ。俺は女に乱暴したりしない」

「短小暴力男とは違うのですね……うぅ、痛かったです」

「よしよし、後のことは全部やってやるから安心してお休み」

　俺は女を抱き上げたまま去る。

　その後ろでかすかな物音が聞こえた。

「お、おのれおのれ!!　あの野郎馬鹿にしやがって！　何が短小だ！　殺してやる！　いつか絶対に殺してやるぞぉぉぉ!!」

　かすかな物音だ。聞き取るまでもないな。

　新総督が敵に回るならそれもいい。

　女を酷く扱うようなカスと仲良くする道理はない。

　さっさとゴルドニアに帰る準備をしよう。

　ちなみに救った女は手当てをしてやり、落ち着かせてから優しく食べた。

　丁寧に抱いてやると彼女は悶え、俺の子を産むと叫んで昇ってくれたのだ。

　やはり女は優しく扱ってこそ輝くのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者

　領民 十七万六千人　難民一七〇〇

　重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

　カトリーヌ（側室妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

　ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（王都休養中）メリッサ（愛妾　王都？？？）アルマ（王都出向）

　クラウディア（暴食客）クララ（侍女）ナーティア（冒険中）

　人外

　ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（成長）プチローパー（アリス隠匿）

　ペット

　メッサーシュミット（犬）ポチ（変なトカゲ）

　部下

　セリア（嫉妬）ギド（護衛隊）クロル（虚無僧ｏｒ変態）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

　マイラ（治安官）ポルテ（難民担当官）グレーテル（研修生）

　レオポルト（参謀）トリスタン（参謀Ｂ）アドルフ（内政官）

　クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）

　軍七千名

　歩兵四千騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇　軽歩兵（装備不十分）五〇〇

　予備役三千（装備不完全）

　大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

　財産　金貨一九四五〇 ジルグレイへ詫びの品（二〇）

　経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７３話　事の真実







王都ゴルドニア

「ラッドハルデ卿、今回のことはどういうおつもりなのですか!?」

　マグラードを後にした俺達は王都に帰還し、戦勝報告と事情の説明を行う。

とはいえ所詮内乱扱いなので戦勝記念のパーティなどはなく、エイリヒと王へ報告するだけだ。

王への報告の前にエイリヒと話をするその席でマイラが彼に噛みついたのだ。

「こちらからの援軍要請もないままに三個兵団が出陣……これはデュノア元総督の叛意を察知していたからでは？　ならば事前にお教え頂きたかった！　こちらが彼らの意図を見抜けたから良いものの下手をすれば不意をつかれて壊滅の危険もあったのですよ！」

　顔を真っ赤にして怒るマイラ、整った顔だけに怒ると結構な迫力がある。

俺から見ると可愛いだけだが。いかん少し勃ってしまった。

　対してエイリヒは腕を組んだまま気まずそうに顔をしかめている。

マイラが言い過ぎてエイリヒまで怒りだしたら割って入ろうと思っていたがその必要は無さそうだ。

「すまんな。俺もお前が出撃してから陛下からの命を受けたのだ。知らせようとも思ったが下手に使者を送ってデュノアに知られては台無しと……いやこれは言い訳になるか。とにかく俺の不手際だ」

　エイリヒは俺に向かって頭を下げる。

今回のやり方は根本的な所で軍人であるエイリヒらしくなかった。

最初からこいつが絡んでいないことは薄々わかっていた。

「済んだことです。マイラもそれでいいな？」

「わ、私はハードレット卿が良いと言うならこれ以上何もありません」

　怒気を静めて大人しくなるマイラの耳元に口を寄せる。

「俺の為に怒ってくれたんだな。ありがとう」

　マイラとエイリヒは爵位権力ともに大きな違いがある。

もし彼が本気で怒ったら大変なことになる。それを分かった上で俺の為に食ってかかってくれたのだ。

「ぐ、軍人として情報が来なかったことに怒っただけです」

　言いながら真っ赤になるマイラ。

「そう言ってくれると有難い。あとでどこかムードのある場所へ──」

　マイラに甘い言葉を言いかけた時、今度はエイリヒが口を寄せて来る。

「王都に看板も無い高級娼館があってな。一見では大臣も入れないのだが良い女が沢山いる。俺の名前で紹介してやろう……週二回通って特別会員になっているからな」

「素晴らしいですね。複数同時は有りですか？」

「もちろんだ。両側から舐めさせるのも、口に含ませながらもう一人に尻穴を舐めさせることもだな」

　つい声がでかくなったところでマイラの視線に気付く。

「最低……男って本当にもう！」

　俺達は咳払いして話題を変える。

「そういえば今日はあの娘は一緒にいないのだな。まさか負傷でもしたか？」

　セリアのことだろう。

負傷と言えばそうなるのかもしれない。

「なに命には別条ありませんよ」

　セリアとマイラは帰路も出し抜き合いをしていたのだが思わぬ横やりが入ったのだ。

港町を通過した時にイリジナが嬉しそうに買ってきた川魚の串焼き、それが見事に生焼けだったらしい。

　俺とマイラは少しの腹痛を抱えるぐらいで済んだが、セリアには綺麗に命中した。

可哀想な彼女は今も便所から僅かな時間しか離れられない。

ちなみに戦犯イリジナはなんともなかった。

「ともあれ今回の件はケネスが仕組んだことだろう。奴は今までお前を取り込もうとしていたようだが、いつ取り込みから排除に方針を変えるかわからん。陰口に聞こえるかもしれんが注意しておけよ」

「あまり考えたくないことですが心に留めておきます」

　言いながらも違うだろうと考える。

ケネスが俺を排除するつもりならグレーテルの父親を連れ出す必要はない。

派閥の人間と俺を繋げてから排除するのは理屈に合わない。

「奴は卑劣な陰謀を練ることにかけては俺より数段上だからな。先日も……」

　エイリヒの文句を聞き流しながら俺はマイラの尻を撫でるのだった。







　──謁見の間

「おぉハードレット。よく戻ったな」

「はっ！　陛下に援軍を出させる不手際、伏してお詫び申し上げます」

　様子のおかしかった王だが今は屈託のない笑みを見せている。

「良い。デュノアを油断させる為にあえて少数で出した。元より援軍を出すと想定しておったぞ」

　王は召使いに酒を持ってこさせる。

その酒を傍らに控える護衛に一口飲ませてから、俺と自身の杯に注がせた。

「デュノアはこれ以上無いほど見事に役目を果たしてくれた。民草の不満と憎悪は奴一身に向かい、火刑の炎と共に空に消えたのだ」

　王は酒の勢いもあって雄弁する。

前回の異様な感じは無い。元に戻ったのだろうか。

「それにしてもバクレランは予想以上の腑抜けだったわ。余の思い通りに反乱したは良いが、あれほど早く降伏するとはな。戦いの中で死なせるつもりが予定が狂ったわ。そちが奴を消したのは良い判断だったぞ」

　王はリンゴを半分に切らせ、護衛が片方を口に入れるのを見てからもう半分を食べる。

「お褒め頂き光栄です」

　俺は気分が悪かったが。

「そちの戦いは実に見事だったぞ。デュノア共を一網打尽にできたのはそちが上手く引きつけたからだ。反乱と同時に引き潰してしまっては掃討の手間も増えただろう。よく奴らを誘導した」

　召使がザルに乗った数個のイチゴを持って来る。

王は一つを護衛に食わせてから残りを手に取るが、しばし躊躇した後、結局食べずに下がらせた。

　俺は妙な違和感を感じた。

王の言い方では俺が総督府軍の反乱に気付いて当然と聞こえる。

実際には幸運とレオポルト、トリスタンの能力のおかげだったのだが。

　だが王は尚も機嫌良く話している。

さすがに話を割って聞いても良いことはないだろう。

「聞けばカルーディアの城壁を火薬で吹き飛ばしたとか。そちはやることが派手で面白い」

「野蛮な戦い方で恐れ多いことです」

　さっきから戦いの詳細まで良く知っているな。

もしかすると王国軍の中にも情報官が紛れ込んでいるのかもしれない。

「なに、王宮に巣食う毒虫の方が余程野蛮よ。先日も……」

　機嫌よく話していた王の顔が途端に曇り、ある裏切り者への罵倒が溢れだす。

　あぁ、やっぱり王は元に戻ってはいなかった。

エイリヒからケネスへの文句を聞かされて次は王か。気が滅入る。




　王の罵倒大会は結構な時間続き、相槌を打つのにも疲れてきた頃にやっと終わった。

「ふむ……もう日が落ちるな。これぐらいにしておこうか」

　やっと終わった。本当に長かった。

「さて今回の報酬はまた大臣から話が行くだろう。それとは別に余からも褒美を取らせる」

　王が指を鳴らすと一人の女性が現れた。

かなりの美女……という年齢ではなく、美少女といったところだろうか。

真っ黒の髪に青い瞳は珍しい組み合わせだな。

美味そうだが収穫にはまだ少し青いかもしれない。

「余の使用人として働かせておったがなかなか優秀でな。そちも領地経営に軍の役目と仕事は多かろう。補佐が女一人では手が足りぬのでは無いか？」

　どうやらセリアのことも知っているらしい。

更に王はいやらしく笑って言う。

「見た目もなかなか良いであろう？　女好きのそちだ。少々幼いが食うても良いぞ」

　すると少女は俺の目の前で跪く。

「マータと申します。お傍仕えも夜のお供も誠心誠意致しますので何卒宜しくお願い致します」

「では遠慮なく彼女をお預かりします」

　俺は即答する。今この場で悩んでは彼女に恥をかかせてしまうからな。

もちろんマータを物として受け取るつもりはない。

抱かれるのが嫌なら傍仕えとしてのみ働いて貰えば良いし、脈がありそうなら口説いて乗ろう。




　王は満足げに頷くとそのまま退席して行った。

ようやく終わりか。やっと家に帰れる。

「準備を致しまして、明日お屋敷へ伺います」

　マータは丁寧に頭を下げ、俺は軽く微笑んでやる。

「おう、頼むぞ」

　彼女は確かに美人だが、まだ少し青い。

戦場帰りの男根は色づいた女……例えばメリッサを求めているのだ。

　だがまたも邪魔される。

「は、ハードレット卿！　しばしお待ちを!!」

　突然の声に少しばかり驚く。

声の主はケネス、それもかなり慌てているようだ。息を切らしているところなど初めて見た。

「これはボールドウィン卿、そんなに急いでどうなされた？」

　ケネスは王の間の脇に控えていたはずだ。

俺の謁見が終わってから慌てて追いかけて来たらしい。

何か火急の用事なのだろうか。

「この度のこと……誠に申し訳ない。まったくの不手際でございました」

　なんのことかわからない。

「総督府反乱の件では？」

　いつの間にか横にセリアが来ている。そしてマイラがいない。

「左様！　デュノアめの反乱、当然予測できておりましたが不手際でハードレット卿に伝わらず……いかなる他意も無かったこと我が名誉に誓いますぞ」

　そのことか。王が知らず、エイリヒも知らずではケネスしかいないからな。

セリアが真っ赤になって怒りを顔に出している。

お、急速に青くなってきた。また腹の波が来たのかもしれない。

「済んだ事ですが、情報が不手際で伝わらなかったと？」

　今更怒りは無いが同じ事が起こっては困る。

次は致命傷になるかもしれないからな。

「……情報はまとめられ、ハードレット卿に伝えられる予定でした。新総督ジルグレイに伝令を立てるよう指示していたのですが……」

　原因がわかってしまった。

情報は王からケネス、ケネスからジルレッド、そこで俺達に届く前に遮断された。

「ありえない事故、言い訳のしようもなく……」

「いや事故じゃないさ」

　思わず口に出してしまう。

「やはり私を疑っておいでか!?」

　俺は慌ててケネスに向かって首を振る。

「いやいや、なんでもございません。ボールドウィン卿に他意がないことは承知していますから」

　そう言ってやるとケネスは目に見えて胸を撫で下ろす。

こいつでも慌てる事があるのだな。少し面白かった。




「ところでボールドウィン卿、新総督ジルブラック卿とは親交が御有りなのですか？」

「ジル……あぁジルグレイ卿ですか。ええ、それなりに親交はあります」

　ケネスは不手際の罪滅ぼしか奴のことを色々と深く語ってくれた。

セリアは途中で限界を迎えて便所に走る。




　奴は元々伝統ある伯爵家の長男で最近父親が死に家督を継いだ。

　政軍どちらにも才を発揮。王の信任も厚くなっていった。

　社交では争うケネスとエイリヒの間を飛び回るようにして知己を増やした。

　多才が認められてマグラード新総督に抜擢、辺境伯に陞爵した。

　こんな所らしい。

最後にケネスは付け加える。

「ジルグレイ卿は何をしても有能な方でしたが……軍務ではラッドハルデ卿に及ばす。政務では自惚れながら私に分があるでしょう。故に特化が許されず、政軍どちらもこなさなければならぬ総督職への抜擢……陛下の慧眼お見事かと」

　要は何をしても八割の男か。どこにいっても優秀だが一番にはなれない。

「ここだけの話ですが……」

　ケネスが耳を寄せて来る。この表情はメイドが他のメイドの悪口を言う時の顔だ。

「彼はラッドハルデ卿と私の派閥の間で上手く立ち回り、第三極になろうとしていたようですな。ですが上手くいかなかった……何故だかおわかりですか？」

「さて？　私はジルイエロー卿とはあまり親しくないですからな」

「ハードレット卿がおられるからですよ。戦功巨大で陛下の覚えめでたい卿が第三極と見なされ、それを差し置いてジルグレイ卿につく貴族はほとんどおりませんでした」

　ならば俺に言えば良かったのに。

紙に『お前が第三極だ』とでも書いてサインしてやったぞ。

「そして今回の遠征、当初はジルグレイ卿が総司令官として反乱を鎮圧し、そのまま新総督に就任する手はずだったと聞いています。しかしラッドハルデ卿が突然ハードレット卿を推薦、陛下も『戦いならば奴の方が良いか』とおっしゃられ、変更されました」

　まさかそれで俺を恨んでいたのか。

優秀なのかもしれんが器は男根並に小さい奴だ。

　だがケネスにも違和感を感じる。

こうも堂々と派閥だの第三極だのと彼から聞くのは初めての気がする。

今まで俺を自分の派閥に引き込もうとしていたのではなかったか。

「既にハードレット卿は東部の領主を束ねつつありますれば……今後も協力関係でありたいものです。なにしろ我が友ベルツ伯のご息女と婚姻なさるのですから」

「はっはっは」

　笑って誤魔化しているとちょうどセリアが戻ってきた。

なんだか一回り細くなった気がする。

「貴重なお話ありがとうございました。他意の無いことはわかっておりますのでお気になさらず」

「おぉそうですか！　では今後も良きお付き合いを……」

　ケネスはふぅと息を吐いて去る。

「良いのですか？　まず新総督が故意にやったことですよ」

「ジルピンクか……人のいない所で悪口言うのは好きじゃないんだよな」

　それに奴はもう遠い所にいる。ちょっかいかけてくることはないだろう。

「それに……ふふふ、奴は短小だ。俺が負ける道理はない」

　横にいるセリアを抱き寄せる。

彼女は一瞬、嬉しそうな顔をしたがすぐに真っ青になる。

「あぐぐ……ご、ごめんなさい」

　セリアは名残惜しそうに俺の腕をすり抜けてしまう。

入れ替わりに腕の中に入ってきたマイラを血を流すような目で睨みつけながら便所へ去っていくセリア。

帰り道に腹痛の薬を買って行こうな。




「やっと帰れた。おーい、今戻った……ぐふ！」

　ようやく王都の屋敷に戻った俺を待っていたのはメリッサの体当たりだった。

俯いたままの彼女を受け止め、肩を抱く。

「ははは、手荒い歓迎だな。今夜は楽しもうな」

　だがメリッサは顔を上げず何やら呟いている。

「こ、こど……こどもが……」

　子供？　また何か悪いことでも起きたのかと彼女の顔を上げさせる。

「子供がどうした？　まさかまた誰か誘拐されたのか!?」

　メリッサは涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げて首を振る。

しっかりした彼女が大泣きするなどただ事ではない。

「違う……違うの……私……子供が……子供が……」

　涙声で良く聞こえない。

俺はメリッサを抱きしめるように顔を寄せる。

「私、子供が……子供が産めるの!!」

　メリッサは子供のようにわんわん泣きながら俺を抱きしめるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民二三〇〇

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

メリッサ（完治）アルマ（デート）ナーティア（冒険中）セリア（下痢）マイラ（勝利）イリジナ（戦犯）

ポルテ（難民担当官　激務）グレーテル（激務）アドルフ（超激務）

軍七五〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵五〇〇

予備役二五〇〇

大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

財産　金貨一八四四九 セリアのお薬（一）臨時兵動員（千）

経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７４話　歓喜の子作り　♯







　俺の胸の中で大泣きするメリッサ。乳を触ってみるが反応は無い。

とりあえず緊急事態ではなさそうだ。

ゆっくり話を聞こうじゃないか。

　俺がメリッサの肩と足に手を回して持ち上げると泣きながらも首に手を回してくる。

「風呂でも入りながらゆっくり話を聞こう」

　メリッサは頷いて何か言うが、涙声でよく聞き取れなかった。

「……放置されましたね」「わはははは！　仕方ない飯を食おう！」

　マイラとイリジナは食堂に向かって行く。

「うぐ！　またきたっ！」

　セリアは便所に向かい……誰か入っているようだな。

膝をついて何やら祈りだした。

いや、神頼みは早々に止めて突入したぞ。クロルが半裸のまま引きずり出された。

「エイギルさん……私ね……」

　ようやく泣きやんだメリッサにキスをする。

「風呂でゆっくり聞くよ。ここと」

　唇を指で弾く。

「ここにも」

　短めのスカートに手を入れ、大事な場所とツンとつく。

　メリッサは「もー」と頬を膨らませ、それ以上何も言わなかった。




　そして風呂、俺達は浴槽に並んで浸かり肩を寄せ合う。

「化粧無しの顔が見られちゃうね」

「いいじゃないか。メリッサの素の顔も俺は好きだぞ」

　メルもそうだがメリッサも年齢の割にかなり若い。

やはり俺が愛を注いでいるからだろうか。

　隣にいる彼女を抱き上げ膝の上に乗せる。

あと少し調整すれば肉棒が入るだろうが、まずは話をしたかった。

「さっきの話。はっきり聞かせてくれないか？」

　するとメリッサはくにゃりと顔を崩す。

だが泣きだすことはなかった。




「実はドロテアさんの出産の後、お腹に違和感があったのね」

　それは大変だ。

「うん。私のお腹ってほら……あれだからさ。心配になってお医者さんに見てもらったのね。あっ！　もちろん女のお医者さんを探して診てもらったよ」

　メリッサの腹は以前の非道で痛めつけられている。もしかすると病気になりやすいのかもしれない。

「そしたら異常ないって言われた」

「良かったじゃないか。だがそれで何故泣いたんだ？」

　メリッサは俺に抱きつく。

「その女医さんには初めて診てもらったんだよ？　なのに何も異常はないって」

　そこで俺も気付く。メリッサの胎は子が産めない程荒らされていたはずだ。

初めて診た医者が『異常無し』などと言うはずがない。

　そこでふと思い当る。

「出産の時にドロテアに飲ませた薬。確かお前が口移ししたな？」

「え？　あの赤黒いやつ？　確かにそうだけど……」

　ドラゴンの血は古傷も治すのだろう。

口移ししたメリッサが飲んだのは僅かな量のはず、それで胎の中まで全て治ってしまったのか。

「慌ててお医者さんに聞いたら、月のモノが来るなら特に何も問題ないって」

　俺はメリッサにドラゴンの血について説明する。

途端に彼女の目に涙が浮かんだ。

「そっか、やっぱりエイギルさんだったんだ……私子供産めるんだ。自分の赤ちゃん、産めるんだ」

　再び固く抱き合う俺達。メリッサは涙を拭い顔を上げる。

輝く満面の笑みだった。

「あのねエイギルさん。お願いがあるの」

「なんだい？」

　言わなくてもわかっているが儀式みたいなものだな。

「私にね」

　メリッサは湯の中で立ち上がる。

乳房を右手で、大事な穴を左手で隠していた。

「エイギルさんの精を」

　ゆっくりと手を外し、綺麗な乳首と美しいながらも使い込まれたいやらしい穴を晒す。

「沢山注ぎ込んで欲しいな」

　女が精を望んでいる。男としてこれ以上の名誉は無い。

　俺も湯の中で立ち上がり、既に最高まで勃起した肉棒をメリッサの腹に押し当てた。

「俺の種で子が欲しいんだな？」

　わかりきっていることをあえて言わせる。

メリッサは少し笑い、娼婦仕込みのいやらしい仕草と声で訴える。

「エイギルさんの逞しすぎる男根を私の肉穴に突っ込んで、凶悪に張った肉傘で中をごりごり擦って」

　メリッサは俺の肉棒に手をやり、激しく擦る。

「私が動けないように押さえ付けて、このデカチンで奥を叩いて。そして気持ち良くなったら……」

　彼女は俺の一物をしごきながら耳に息を吹きかけ、もう片方の手で玉を柔らかく掴む。

「ここに溜まった種をびゅーと注いで下さい」

　俺は我慢が利かなくなり、メリッサを乱暴に抱きしめてしまう。

そして彼女の治った腹を撫で回す。

「いいのか？　濃い種汁をお前のここに注いだらすぐに赤子ができるだろう。お前の身も心も子袋も、女としての全てが俺の物になるんだぞ」

「良いです。私を抱いて、種を注いで。お腹の卵を全部あげるから赤ちゃんいっぱい欲しいよ！」

　メリッサは演技を忘れ、悲鳴のように宣言して両手を広げた。

これ以上の問答はどちらにとっても拷問に等しい。

「メリッサ！」「エイギルさん！」

　俺達は絡み合いながら床に転がり、逆さに抱きつき、互いの性器に口をつける。

肉棒が温かい口内に包まれ、俺もメリッサの豆に吸い付く。

「なんだこの穴は、充血して肉がはみ出していやらしすぎるぞ。どこまで男を咥えたいんだ」

「この竿だって、鉄みたいに硬くて血管だらけで……おまけに腕より太くって。どれだけ女を泣かせたいの？」

　顔を見合わせて笑い、更に愛撫を続ける。

「尻穴は窄まっているように見えてつつくと柔らかい。当然か、あれだけ使い込んだのだからな」

「このたまたま、おっきい上に石でも入ってるみたいに重いわ。当たり前だよね。五分も一〇分も射精し続ける種汁が詰まってるんだもん」

　再び笑い合って体勢を変える。

「本当はもっと愛撫してやろうかと思ったが……必要ないな」

「う～」

　メリッサは恥ずかしそうに顔を背けた。

だが俺は容赦しない。前戯代りに少し戯れよう。

「足を肩幅に開いてくれ。手で隠したらだめだぞ？」

「ううう～」

　メリッサは不満そうな顔をしながらも言う通りに股を開く。

途端、風呂場の床に汁が垂れ落ちる。

「すごい汁だな。大洪水だ」

　メリッサの穴は濡れているなんてものではない。

触ってもいないのにだらだらと汁が流れ続けているのだ。

そそり勃つ男根を彼女の腹に当ててやると漏らしたかと思うぐらいの愛液が流れ出る。

「だってさ、エイギルさんの子供が産めるなんて、そんなの濡れちゃうわ……大好きな人に孕ませて貰えるから体が準備を始めたの」

　可愛い事を言う。少し意地悪しすぎた。

「悪かった。もう言葉はいらないな。交わろう」

　メリッサは満面の笑みのまま風呂場の壁に手を付いた。

「後ろからでいいのか？　どうせなら寝室に戻って「今すぐ欲しいの！　お願い、我慢できない！」」

　女におねだりされては応えるしかない。

俺はメリッサの後ろから抱きつき、一物を女の穴に押し当てる

「立ったまま後ろからは久しぶりだな。入るぞ」

　挿入前に軽くキスをし、片手で尻たぶを掴んで一気に腰を押し込んだ。

メリッサの穴は良く使い込まれているので柔らかく俺を包み込んで……くれるはずだったのだが。

「前よりもかなりきついな。まさか怪我が治るのと一緒に穴まで狭くなったのか？」

「ち、違うよ。エイギルさんのがまた大きくなっただけ……あぐっ！　は、入った……」

　見ればメリッサの腹は俺の形に盛り上がっている。

種付けの予感に一物も奮起し巨大化したようだ。

「本当にどこまで大きくなるのぉ。このままだと三本目の足になっちゃいそう。……ドロテアさんの赤ちゃんも産まれたばかりなのに今年十のクリフよりチンチン大きいんだよ？」

　メリッサに褒められて嬉しくなった俺は腰を激しく振る。

肉を打つ音が石造りの浴室に反響した。

彼女は胸も尻も豊かなので良い音が鳴るな。

「ああっ！　太いっ大きいっ気持ち良い──!!」

　壁に手をついたまま尻をつきだして叫ぶメリッサ。

俺は全身を密着させるように覆いかぶさり首筋を吸って乳房を揉む。

「もっと優しくしようか？　それとも激しくが良いか？」

「は、激しく……」

　言うと同時に彼女の両手を引き、一層激しく腰をぶつける。

一物の先が彼女の子袋入口を叩くのを感じた。ここに種を流し込めば彼女は俺の子を孕むのだ。

そう考えると更に肉棒が膨らんだ気がした。

「あぐぐ……まだ大きくなってる……」

　メリッサは苦しそうな声を出すが体は喜んでいる。

床には愛液で水たまりができているし、肉豆も乳首もこれ以上ないほど張り詰め、軽くつつくと盛大な嬌声が上がる。

ここまで高まっていればもう何をやっても気持ち良いはずだ。

　どう料理してやろうかと舌舐めずりしているとメリッサが突かれながら振り返る。

「お願いしてもいいですか？」

「何でも言え。尻だって嬲ってやる。なんなら逆立ちしてやってもいいぞ？」

　だがメリッサの希望は違った。

「ケダモノになってくれません？　恥ずかしいけどすごい興奮してて……荒々しく種付けされたいの」

　ドクンと肉棒が脈打ち、ますます膨らんだのを感じた。

「うがあぁぁぁぁ！」

「きゃあ！」

　戦場であげるような雄叫びをあげてメリッサを突く。

彼女は甲高い悲鳴を上げながらなんとか立っていたが猛然とした腰使いにすぐに足が震えだし、床に膝を付いた。

「おぉぉぉ！　お前は俺のメスだ。もう逃がさんぞ！」

「うん、逃げない。このままオスに支配されるよぉ」

　膝をついた普通の後背位になっても激しい動きは止まらない。

やがて彼女の両手が崩れ、膝も崩れてうつ伏せに床に突っ伏してしまった。

　それでも俺は動きを止めず、尻に乗っかるようにして腰を振る。

俺の一物は長いので彼女の豊満な尻の上からでも穴に深く突き刺さることができるのだ。

「うおぉぉぉぉ！　どうだこれがいいのか！　もっとか!?」

　床に伏せて嬌声を上げるメリッサに圧し掛かり、首やうなじに激しいキスをする。

その光景はまるで捕食風景だろう。だが彼女の望んだことだ。

「荒くて最高……あぁん、こんな力強い男に孕まされちゃうのね……素敵、もっと」

　かなり激しく突いたがやはりメリッサは他の女よりも余裕があるようだ。

胎が治っても性技に長けるのは変わりなくて良かった。

「まだまだ！」

　彼女の太股を後ろから掴んで持ち上げ、完全に宙に浮かせて突く。

自身の体重も乗る強烈な突き上げにメリッサはいよいよ悲鳴を大きくしていった。

　本来ならこの辺りで子袋まで挿入したいのだが、治ったばかりでそれはつらいだろうか。

少し躊躇する俺にメリッサが微笑む。

「いいよ。子袋まで入って来て？　それに……ふふ、ケダモノさんはそんなこと気にしないよ」

　ならばとメリッサの太股をゆっくりと下げて行く。

一番奥に当たっている一物が子袋の入口をしっかり捉えたまま押し上げて行き……。

「ふん！」

　仕上げに腰を突き上げるとゴリュンと馴染みの音がした。

「んひぃぃぃ──!!」

　メリッサは限界まで体を反らせて俺の首に手を巻きつける。

だがやめてとも痛いとも言わない。ケダモノとしてもう一頑張りしよう。

　ゆっくりとした動きだが、子袋の奥まで突き刺さった肉棒は十分な刺激を彼女に与えているようだ。

潮が断続的に噴射しているし腹に力を入れて肉棒を脈打たせるとそれだけで大きな嬌声が上がる。

もう彼女は限界だろう。

「とどめだ」

　俺は体位を入れ替え、正常位をとって体を動かす。

もちろん彼女の望み通り、獣の叫びを上げながら首筋や肩口に噛みつく仕草を繰り返す。

当然歯など立てない唇だけの噛みつきだが、それでも口を触れさせる度にメリッサは大きく震えた。

　そして最後の瞬間、俺は唸り声を上げながら彼女に唇を寄せる。

ケダモノの雄叫びが来ると身構えたメリッサにキスをし、優しく撫でるように言った。

「愛しているぞメリッサ。お前は最高の女だ。今までもこれからも……な」

　彼女の体がビクンと震える。

「そんないきなり優し……あ……あぁぁぁ……い、いく──!!」

　獣の行為から突然の優しい囁きで彼女は昇った。

両手両足が背中に絡み、深く突き刺さった肉棒をぎゅうぎゅう締めつけて来る。

「あ──!!　あぁぁ──!!　はぁ……はぁ……あれ？」

　メリッサは不思議そうに俺を見た。子袋に感じるはずの熱い迸りがなかったからだろう。

「ふふふ、俺は昇っていないぞ」「そ、そんな……」

　メリッサは身じろぐが、体の奥深くに肉の杭を打ち込まれているので動けない。

「つまりまだ終わらないということだ！」

　慌てる彼女を正常位のまま押さえ付けて突く。

一度昇ってしまった女は崩れかけた城門だ。軽く叩けばすぐにまた昇る。

「そら、こういうのはどうだ？」

　腹に力を入れて肉棒を膨らませ、竿の筋で穴全体をこする。

「ひぃぃぃ──もう駄目！　またいっちゃう!!」

　再度の絶頂でぎゅうと締まる穴を楽しみ、体位を側位に変える。

傷付けないよう注意しながら肉傘で子袋の入り口を出入りするのだ。

「あひぃぃぃ！　もっと深いのがくる──！」

　両手で髪を掻き毟るようにしながら更に絶頂。口からは涎が延々と流れている。

「これで最後だ」

　体位を対面の座位にして腰をがっちり抱き、こね回す動きで全体を攻める。

既に女の穴どころかメリッサの全身がビクビク痙攣していた。

　焦点の定まっていない彼女の目を覗き込む。

「いよいよ種付けだぞ。さあ……孕め」

　同時に肉豆を指で摘まむ。メリッサの震えが止まる。

「お…………」

　一瞬、焦点が戻り目があった。

「あおぉぉぉぉぉぉ────！　おぉぉぉぉ──！　んひぃぃぃ──！」

　凄まじい声だな。連続で四度の絶頂を味わい、理性が完全にとんだようだ。

俺ではなくメリッサがケダモノになってしまったな。

　メスのケダモノは交尾と種付けの喜びに歓喜の絶叫を上げながら仰け反り、俺に大量の潮を浴びせて失神した。

「ぐぅ、これはなかなか……」

　失神しながらも肉穴はまるで肉棒を引き潰そうとしているかのように締めつける。

メリッサがこれほど締めつけるとは思わなかった。

「だが負けんぞ。ぐう！」

　締め付けに対抗して俺も男根を膨らませ、濃い種汁を注ぎ込む。

詰まりそうだったが、勢いがあるからかなんとか飛び出していく。

感じる痛みは尿道が濃すぎる精で無理やり広がっているからだろう。

「うーん困ったな」

　最高の交わりだった。おかげで射精も気持ち良くできたのだが。

「この感覚……きっと三〇分は止まらんぞ。下手をしたらもっと出続けるかもしれん」

　湯の外で延々射精していては二人とも風邪をひいてしまう。湯船に入るか。

「それとお前達も寒いだろう？　一緒に風呂に浸かって行け」

　風呂場の扉はうっすら開いており、孤児の男女二人がこちらを覗いていた。

あれだけわーだのぎゃーだの叫んでいたのだから気になるのもわかる。

　困惑する子供達に微笑みかけ、俺は射精し続けながら湯船へと入っていったのだった。







翌日

　王から言われた通り、少女は俺の屋敷にやってきた。

「きゃっ！　……あ、改めましてマータと申します。い、以後誠心誠意、へ、辺境伯様にお仕え……」

　赤面しながらしどろもどろ口上を述べるマータ。

　同じく赤面しながら顔を隠すメリッサ。

　頭を抱えるマイラとセリア。

「宜しく頼むぞ。こんな恰好ですまんな。抜けないんだ」

「い、いえ……噂通りと申しますか、それ以上と申しますか……」




　昨夜、長く続いた射精の後で俺達は繋がったまま寝室に戻り、そのまま寝てしまった。

それが悪かったらしく、翌朝目が覚めるとメリッサの子袋は肉棒を受け入れたままで窄まってしまい、抜けなくなったのだ。

なんとか抜こうとするが完全に吸い付かれてどうにもならない。

　そこにマータが訪れた。王の推薦状を持っている以上、俺自身が出迎えない訳にはいかない。

仕方なくメリッサと繋がったままで彼女を抱き上げ、マントだけ羽織って出迎えたのだ。

「こ、これがハードレット家……さすが稀代の女好き」

　マータは何やら呟いている。

だがそれより、どうやって抜くか考えないといけないなぁ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民二三〇〇

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

メリッサ（種付済　羞恥）アルマ（幸せ）ナーティア（帰還中）マータ（傍仕え）クロル（動揺）

ポルテ（難民担当官　激務）グレーテル（激務）アドルフ（超激務）

軍七五〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵五〇〇

予備役二五〇〇

大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

財産　金貨一八四四九

経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７５話　平和な問題







「もう朝か……ちょっと寝不足かもしれん」

　昼に近い時間かもしれない。

王への報告も済ませたのだからこれ以上王都にいる必要はなかった。

だがせっかく王都に来たのだから、良く戦った護衛隊の面々に少しぐらいは観光を楽しませてやりたい。

ラーフェンでノンナに会うのは待ち遠しいが、火急で帰る必要はない。

　ちらりと机の上を見る。そこにはアドルフから届いた手紙の山がある。

多分火急ではないだろう。そう思いたい。

「うにゅ」「あふ」「ふんごぉ！」「……うぅ、くさいです……うるさいです」

　ベッドの上にはメリッサとマイラ、イリジナにセリアが転がっている。

　メリッサとマイラは激しく抱いたせいかよく眠っているな。

イリジナは大の字になっていびきをかいている。

セリアはイリジナの横で悪夢を見ているようだ。

　求めてきたメリッサに応えて組み敷いていると、マイラとセリアが忍んできたので彼女達も抱いた。

更に窓から庭で訓練しているイリジナが見えたので彼女も呼んで抱いた。

イリジナの脇が臭いのは鍛練からそのままベッドに入ったせいだろう。

　起きそうにないメリッサとマイラに軽くキスをし、イリジナの布団をかけ直す。

セリアにもキスをと思ったのだが、俺が近づくとパッチリ目が開いた。

「むぅ……はっ！　おはようございます」

　セリアが呆けたのは一瞬だけで、すぐに顔が引き締まる。良く勘付いたな。

「エイギル様の香りがしましたから」

　どれどれと自分を嗅いでみるが女の愛液と汗の匂いしかしない。




　その時、寝室のドアがノックされる。

「マータです。ご起床されていましたら入室しても良いでしょうか？」

　聞き覚えの無い声だと思ったらあの少女か。

「いいぞ。入ってくれ」

「ええっ!?」

　セリアは慌てて体を隠す。女同士なのにいいじゃないか。

「失礼いたします。わっすごい！　……いえなんでもございません」

　マータは俺の股間を見て驚いたようだが、すぐに表情を戻す。

昨日はよくわからなかったが、彼女は見た目よりもずっと落ち着いている。

王に仕えていただけあって丁寧な物腰だ。

「お着替えを用意しております。どうぞこちらに」

「おお、すまんな」

　マータは俺の普段着から下着まで全て用意していた。

助かるのだが毛布にくるまったセリアが睨んでいる。

「うー、エイギル様の服を用意するのは私の役目だったのに」

「お傍仕えですから当然のことでございます」

　更にマータは全裸の俺の足元にしゃがみこみ、下着を穿かせようとしてくる。

「おいおい、下着を穿くのは一人でできるよ」

　さすがに下着ぐらいは自分で着たがマータはズボンや上着を丁寧に着せて来る。

いよいよセリアの目が鋭くなった。

「あ、あんなにエイギル様に密着して！」

「そう怒るな。それより今日の予定、時間は決まっていたか？」

　俺が言うとセリアは嬉しそうにベッドの脇に置いていたメモを開く。

俺に代わって聞いたことやこれからの予定など全てが書かれたセリアメモだ。

　だが彼女が再び口を開く前にマータが一礼して言う。

「本日、昼より『固茹亭』にてアンドレイ氏と出所祝いの会食。その後、奥方様へのお土産を買いにイルミス商店へ。陽が落ちてからモナシ卿と夕食を共にするお約束がございます」

　俺が適当に決めた予定をマータは昨夜のうちに全て手配してくれたようだ。

ノンナが好みそうな品が置いてある店からモナシ卿との時間の調整まで全てしっかり整えられている。

完璧だった。

　セリアの手からメモ帳が落ちる。

「朝食も用意させてございますが、まずは目覚めのお茶をお持ち致します」

　セリアはがっくりと肩を落としてしまっている。

確かに付き人としてのスキルはマータの方が高いかもしれない。

だがセリアは雑務だけではなく内政や軍の仕事も頑張ってくれている。

雑務特化のマータに負けたからと言って気にすることは無い。

「それにお前はこんなに可愛いじゃないか」

　俺はセリアにだけまだだった目覚めのキスをする。

流れるように舌が入り、たっぷりと唾液を交換すると彼女の機嫌は直ったようだ。

「それじゃお茶を持ってきて貰おうか。それともキスするか？」

　冗談めかしてマータに言ってやる。

だが言うと同時に彼女は唇を重ねてきた。当然のように舌まで入って来る。

「んん……んん」「んっんっんっ！」

「なぁぁぁ!!」

　セリアよりも濃厚かもしれないキスが終わるとマータは頭を下げる。

「求められればいつでも応えます。体をお求めならばこの場でも」

「なら一発……」「だめです！」

　口を塞がれてしまう。ははは、焼き餅セリアは可愛いな。

「もう目はしっかり覚めたよ。お茶はいいから飯にしよう」

　ひっつくセリアを撫でながら部屋を出る。

騒ぎでメリッサ達も目を覚ましたらしい。一緒に食堂に行くとしよう。

俺達を見送るようにマータは一礼した。

「私は簡単にお部屋を片付けておきます」

　女四人と乱交したので部屋には淫臭が漂い、床やベッドには種が飛んでいる。

少女に掃除させるのは気まずいな……おっと、逸物よ何故硬くなる。




　食堂に向かう途中で俺はアンドレイへの土産を買っていたことを思い出した。

このまま飯を食ったら絶対忘れるだろうし、ポケットに入れておこう。

　寝室の扉をあけるとマータが飛びあがった。

「ひゃあ！」

「どうした？　突然跳ねたりして、虫でも出たか？」

　マータはテーブルの前で何かしていたようだ。

ちょうどアドルフが送ってきた手紙の束が置いてあった辺りか。

「あぁ、これもなんとかしないといけないんだよな」

　俺はアドルフの手紙を拾い上げた。

レオポルトにでも投げてしまおう。専門外だが奴ならなんとかしてくれるだろう。

「土産は……あったあった。それじゃあお前も片づけなんか適当にして早く来いよ。飯が冷めるぞ」

「は、はい。すぐに……」

　俺は手紙と土産を両手に抱えて再び寝室を出る。

すると扉の隙間からトリスタンがこちらを覗いていたようだ。

「……なるほどね」

「何がなるほどだ」

　額を指で弾く。

「いったい！」

「お前もさっさと食堂に行け。飯を食うぞ」

「僕はとっくに食べたよ。もう昼前じゃないか」

　なんだ。今日は珍しく早起きだったんだな。

「いいや、ご飯を食べてこれから二度寝さ」

　俺はトリスタンの額を三連撃で弾く。

　それにしてもマータはどうしたのだろう。

息が上がって……冷や汗もかいている。突然俺の下によこされて緊張しているのかな。

「ま、予想はついてたけどね」

　トリスタンは何を言っているんだ。飯を食ったらイリジナと一緒に体操させてやる。




　少し遅めの朝食、セリアも薬が効いたのか皆が和気あいあいと食べ進める。

ドロテアも子供達に進められるまま、半ば無理やりに肉や魚を食べさせられていた。

出産後の体力回復にはちょっと食べすぎの方がいいだろう。

　そんな中、給仕をしているアルマとクロルの様子がおかしい。

「アルマ、今日少し出かけないか？」

「やだ」

　今のクロルがアルマを誘うとは珍しい。だが一瞬で断られた。

仕方ない助け舟を出してやろう。

「いいじゃないか。お前達は昼から休みにするから出かけて来いよ」

　アルマは俺が援護すると思っていなかったのか驚いたような顔をする。

「ごめんなさい。今日は友人と先約がありますから……」

　ふむ、それなら仕方ない。いずれ機会もあるさ。

後でクロルに小遣いを渡しておこう。今のこいつなら娼婦に使ってしまうこともないだろう。




　俺は予定通りアンドレイの店に向かう。

落ち着いて話すのは久しぶりだから少し楽しみでもあるのだ。

「あまり酒を入れないで下さいね。夕方からはモナシ伯とお食事なのですから」

「セリアに言われたくはないなぁ。お前こそあまり呑むなよ、また漏らすぞ」

　隣にいるのはセリアだけだ。

俺以外の貴族が居てはアンドレイや妻ナタリーが落ち着かんだろうからマイラには遠慮して貰った。

イリジナは店を壊しかねないからもちろん連れて行かない。

マータも青い顔をしていたので休ませておいた。別に傍仕えがいるような用事でもないしな。




「固茹亭……なんだか少し寂れていますね」

「うむ……」

　アンドレイの店『固茹亭』は宿屋兼酒場であり、平民が泊まる店としては高級な部類に入る。

表も塀も綺麗に掃除はされているのだが、今一つくすんだ感じがするのだ。

「よう、来たぞ」

　扉を開けると中には一人も客がいない。

カウンターで暇そうに座っていたナタリーがアンドレイを呼ぶ。

相変わらず彼女は子供みたいな外見だ。

　アンドレイが奥から出て来ると同時に俺は『いつも通り呑もう』と言い、奴も無言で頷いた。

丁寧な礼などされては楽しくない。

俺は土産を渡し、酒のカップを受け取りながら軽く聞いてみる。

「他の客がいないのは気が楽だが、理由を聞いてもいいか？」

　固茹亭は結構な人気店だったはずだ。いくら昼間とはいえおかしい。

ナタリーの大きな溜息が聞こえる。

　アンドレイは自分で注いだ酒をハードボイルドに煽り、静かに言う。

「迫害を受けているのだ」

「迫害だと!?」

　思わず大声が出てしまい、セリアがこっそり呑もうとしていた酒を零す。

「ああ、近所に俺の在り方が許せんという輩が多くてな。俺も話し合って理解を求めたのだが……このざまだ。最近は赤字続き、貯蓄を崩してなんとか店を続けている」

　アンドレイは少しだけ下を向く。

泣きも喚きもしないが相当につらいのが伝わってくる。

　この店は連邦から身一つでやってきたアンドレイが築きあげた城だ。

それを理不尽に失おうとしている。納得できようはずもない。

「誰がやっている。元凶を教えろ」

　アンドレイは信頼できる男だし恩を受けたこともある。

このまま固茹亭が潰れるなど不愉快極まる。

　敵がわかれば殴り込むつもりだった。

腕力に訴えても良いし、権力を使っても良い。

爵位を持っているせいでいつも面倒ばかりなのだからたまには便利に使わないとな。

　だがナタリーの視線は冷たい。セリアも何かに気付いた顔をしてから冷たい顔をしている。

「元凶は……近所の子を持つ母親達だ。俺を変態と蔑み、追い出そうとしている」

「あん？」

　自分でも相当に間抜けな声が出たと思う。

「俺は近所の少女幾人かと愛を育んだ……それが奴らは気にいらなかったらしい。『変態のやっている店』と罵り、固茹亭の評判を落としたのだ」

「……」

「だが俺は負けはせん。愛は悪意になど屈さんと示して……痛いぞ」

　俺はつまみのナッツを掴んでアンドレイに投げつける。

セリアも同じように投げ付け、ナタリーはイモを投げ付けた。

「つまりはお前が変態なだけじゃないか。熟女でも抱いて目を覚ませ」

「己の信念を曲げるくらいなら最初からこんな道を歩いてはいない。熟れた女など怖気がする」

　格好良く言っているが、ただ子供好きの変態が少女にちょっかい出しまくって近所から総スカン食らっただけだ。

「そんな話題はやめましょう。久しぶりの再会なのですから」

　ナタリーは笑顔を作って言うが彼女こそ本当に可哀想だ。夫が変態な上に生活まで脅かされるとは。

なんとかしてやらないといけない。誰かに考えさせよう。

「信念は曲げん。それが漢の道と言うものだ」

「「「黙れ変態」」」

　あとセリア……また呑んだな。蜂蜜酒だから大丈夫というがお前は本当に弱いぞ。







　ほろ酔いでアンドレイの店を出た俺は通りに見知った顔を見つける。

「アルマじゃないか。なんだ結局クロルと出掛けるのか、口紅までひいてなかなか女らしくなっている」

「ふにゅう」

　セリアはもうぐにゃぐにゃだな。

一旦屋敷に帰って置いて来よう。

　アルマは念入りに化粧し、お洒落していた。

なかなか女をしているじゃないか。クロルの邪魔をする気もないしここは早々に立ち去るとしよう。

　俺がアルマに見つからないうちに退散しようとした時だった。

「やぁアルマ、昼から会えるとは思わなかったよ」

「うん、お休みになったから。お昼でないと開いてないお店もあるし」

　アルマに話しかけたのはクロルではなかった。

顔はなかなか男前でひょろりとした優男……身長はまぁまぁあるが女のような細い体格だ。

綺麗な金髪は長く伸ばして整えられ、いかにも街に暮らす男といった風体をしている。

「いつも夜の遅い時間だから露店なんかは周れなかったからね。どんな店がいい？」

「ジェラルドに任せるわ……私よりずっとお店知ってるでしょ？」

「ならペシークの雑貨店が良い。あそこならアルマが好きそうな小物がいっぱいあるよ」

　男は歯を見せて笑い、アルマの手をとって大通りを進んでゆく。

「……追いかけたいが」

　俺は王都では有名人らしく表を歩いているとかなり目立ってしまう。

今も衛兵が俺に向かって敬礼しながら通り過ぎて行った。

尾行してもすぐに気付かれてしまうだろう。

「セリア、お前なら……」

「ふにゅう。アルマを追いかけてエイギル様の女にするんれふね」

　駄目だ、セリアは酔っていてとても役に立たない。

この場は諦めるしかないだろう。

「一旦屋敷に戻ってレオポルトに命令しよう。奴ならなんとかするだろう」

　俺は屋敷への帰路を急ぐのだった。







「クロル来たか……」

　俺は屋敷に戻りクロルを呼び付ける。

　既にレオポルトは俺の命令を実行している。

「アルマを尾行して状況を確認しろ」と言った時、確かにレオポルトの顔が引きつったのを見た。

奴は無言で俺をたっぷり三秒ほど見つめた後、護衛隊数人を率いて出かけて行ったのだ。

「はい。なんでしょうか？」

　前置きをだらだら話すのは性に合わない。本題から入ろうじゃないか。

「アルマが他の男と居る。残念だが奪われたようだ」

「は？」

　俺は見たことを説明したが、クロルは何も答えない。

　告げ口のようで気が引ける。だがクロルはよく働いてくれているし教えてやるべきだろう。

それにただ密告するのではない。

「奪い返す準備をしろ。猶予はないぞ」

　愛する女を奪われた。ならばすぐに奪い返さねばならない。

「少しお待ち下さい。アルマが本当に他の男と？」

　クロルが何か言っている。

「まさかアルマを責めているんじゃないだろうな。女を取られるのは男に甲斐性がないせいだぞ」

　女はより良い男に靡く。ならば相手よりも更に良い男になって奪い返すのが筋というものだ。

勘違いして女を責めるなど見苦しい。

「いえそうではなく。アルマはただ買い物に行っただけだと……男の友人ではないのでしょうか？」

「馬鹿を言え!!」

　俺は怒鳴り、クロルは肩を震わせる。

ついでにソファーで寝ていたセリアも飛び起き、周囲を見回してから再びパタンと寝る。

「いいか、男と手を繋いで買い物に行ったのだぞ？　なら買い物の後はなんだ？」

「食事……でしょうか？」

「馬鹿、性交に決まっている！」

　クロルの動きが止まった。

「いいか、男とは常に女の穴を狙うものだ。買い物など建前で実際の目的はアルマを抱く事に違いない」

「そ、そうなのですか……」

　ゆっくりと頷く。俺なら絶対にそうだからだ。

「残念だがアルマはもう何処かの宿に連れ込まれているだろう。行為は始まっている」

　俺なら間違いなくそうしているからな。

「ぐ……俺は女人になど興味はないはずなのに……心の底から黒い怒りが込み上がって来る」

　不能になってから妙な感じになっていたこいつだが、ナーティアの薬で逆方向に変になったせいで僅かながら女体への興味を取り戻し始めている。

少し嫉妬を煽ってやろう。

「今頃アルマは男を上に乗せ、嬌声を上げながら腰を振られているに違いない」

「畜生！　エイギル様、どうにかならないのですか!?」

　クロルは激昂して叫ぶ。女を取られて悔しいと思う気持ちはあるようだ。

「心配するな。そのためにレオポルトを行かせている。俺はどこの誰ともしらん男よりお前の味方だ」

　そもそも一目見ただけだが相手の男は気に入らなかった。

気に入らないだけだが、クロルの味方をするには十分な理由だ。

「情報は全ての基本とレオポルトも言っていたからな。まずは奴が情報を集めて来てからだ」

　情報と言えば他にも優秀な者が居たな。

多忙だと思うがクロルの一大事だ。協力を頼んでみよう。

「いいかクロル。あくまで選ぶのはアルマだ。お前は彼女に選ばれる為に全力を尽くせ、なんとしてもアルマを奪い返すのだ。助力はしてやる」

「わかりました。アルマを奪還します」

　クロルは綺麗に敬礼する。

「良く言った。では作戦開始だ」

　戦いは始まったのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄
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領民 十七万六千人　難民二四〇〇
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予備役二五〇〇
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財産　金貨一八四四九

経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７６話　クロルの戦い







　早朝の屋敷で作戦会議が行われていた。

俺を囲むようにレオポルト、マイラ、セリア、イリジナが勢ぞろいしており、メリッサも心配だからと同席している。

そして俺の隣には暗い顔をしたクロルを座らせていた。

「レオポルト、状況を報告しろ」

　俺はテーブルに広げた王都の地図を差しながら厳かに言う。

「承知しました」

　いつも通りの無感情な声だが、話し始める前に一つため息を落としやがった。

「まず昨日の対象の行動を報告します。この雑貨店で買い物した後、王都内を散策、公園で一時間程会話しました」

　俺は苛立ちを隠さず貧乏ゆすりを始める。

「陽が陰ってからはレストランで食事……この店です」

　俺は我慢の限界に達した。

「長々と前置きなどお前らしくもない。肝心なことはどこまで入ったかだ。先っちょだけか？　それとも根元までか？　そして種まで注がれたかだ」

「うわぁぁぁぁ……」

　クロルは情けない声を上げるがつらい現実から目を背けてはいけない。

状況を把握しなければ戦いに勝利することはできないのだ。

　レオポルトの視線の温度はどんどん下がっている。セリアもまるで興味がなさそうだ。

一方イリジナは興味津津だが、彼女を投入したら全てが悪い方向に終わってしまいそうな気がする。

「……私が見た限りそういった行為は確認できませんでした。夕食後軽い口付けをして帰路に、男は宿へ誘いましたが拒否しました」

　そういえば昨夜俺がモナシ伯との食事から帰った時にはもうアルマはいたな。

食事までして抱き損ねたのか。不甲斐ない男だ。これならクロルの勝機は高いかもしれない。

「うぅぅぅぅ……アルマが……キスを……」

　だがクロルは更に情けない声を出している。はて、今のは喜ぶべき知らせだと思うのだが。

レオポルトは構わず更に報告を続ける。早く終わらせたいようだ。

「その後、男の方を尾行し自宅を突きとめました。昨夜取り急ぎ報告した通り、中堅商家の屋敷でしたが立場は不明です。屋敷の警備の目を引きましたので発覚を避ける為に撤退しました」

「すいません。俺がドジを踏んだのです」

　ギドが頭を下げる。だが表情はどうも釈然としないようだ。

仕方ないさ。護衛隊は隠密部隊ではない。こっそり調査するのは不得意だろう。

「相手の身元については問題ない。ジェラルドという名前と住所だけで十分だったよ」

　俺は地図の上に数枚の書状を並べる。

それはレベッカからの物だ。昨夜個人的な調査を依頼したのだ。

さすがに王国が誇る筆頭情報官、一晩で奴を丸裸にしてくれた。

緊急案件と書いて良かったな。いつか俺もレベッカを丸裸にしてやりたい。

「ジェラルドはその中堅武器商家、ガイスラー家の次男。家を継ぐ必要が無い分、好き放題に生きているようですね」

　興味なさげだったセリアだが、マイラがさり気なく俺の横にいることに気付き、慌てていつも通り俺の代りに書面を読んでくれる。

「商家の次男坊……思い込みは良くないけど注意しないといけない相手だね」

　メリッサが心配そうに言う。

だろうな。家を継ぐ必要がない上にそれなりに使える金のある商家の次男は問題児である事が多い。

「えっと……恋人が三人いるみたいです。他にも従業員の女性を中心に孕まされて捨てられた者も多いとのことです」

「……最低」「けしからん奴だな！」

　マイラとイリジナが怒っている。

馬鹿な男だ。孕ませたのなら全て自分の女にしてしまえばいいのに勿体ない。

女は多ければ多いほど素晴らしいというのに。

「家の金を持ち出しているらしく、金遣いは荒いようです。街の若者を集めて……リーダー格になっているようですね」

「要は家の金で釣ってチンピラ共の親玉気取っている訳だな」

　ますます下らない奴だ。

阿呆共に撒く金があるなら娼婦と遊ぶべきだろうに。

「小さな問題は金の力でもみ消しているようです。ですが大規模な犯罪組織とは関係の無い小物です」

　セリアは続いてガイスラー家の家族構成や主要取引先、当主が浮気している相手の名まで読み上げる。

「僅かな時間でここまで調べ上げるとは……頼もしくもありますが恐ろしくもあります」

「彼女は危険です。警戒は怠らぬよう」

　マイラとレオポルトの顔が曇った。

いいじゃないか、レベッカは敵になったりしないさ。

　更にセリアは続ける。

「う……、ご、ごほん！　捨てられた女から聴取した結果、ジェラルドは短小……またガイスラー商店は昨日ビンボ子爵に幾分かの金を貸したようです」

　また借りたのか……次は肩代わりしてやらんぞ。

「だが短小とは幸いだ。同じ短小なら優劣はないぞクロル」

　クロルの肩を叩いてやるが、奴はそれどころではないようだ。

「アルマがそんな最低野郎に……助けないと……俺がなんとかしないと……」

「その通り、援護はしてやるが最後はお前次第だ」

　クロルは俺を見て大きく頷く。

「悪漢から女性を助け出す！　燃えて来たぞ!!」

　更にやる気になるイリジナ。

　セリアは拗ねたような顔をして俺にレベッカの手紙を返した。

「最後はご自分でお読みください。私は読みたくありません」

「うん？　……ふふふ、可愛い女だ」

　手紙には『調査に情報官を二〇名も動かしました。借りがあるのでやりましたが、こんな私用はこれっきりにして下さい』と砕けた文体で結ばれていた。

最後にレベッカ自身と思われる女の顔が簡単に書かれ……角を生やして怒っていた。




「あのぉ……皆さん何を？」

　突然背後から女の声がする。アルマの声だ。

早起きな彼女は既に起きて来たようだ。

「うおっ！」

「うぎゃあ!!」

　俺はテーブルの地図と書類からアルマの目を逸らすため、反射的にクロルを投げ飛ばす。

だがレオポルトが自然な動きでそれらを隠していたので、哀れなクロルの痛みは無駄になってしまった。

「クロルがヘマをしたので叱っていただけです」

　上手いフォローだマイラ。

「そうですか……まだ朝食には早いですけど、皆さんが起きていらっしゃるなら何か作りましょうか？」

「いやいい。今日はちょっと重要な用事があるから皆で出かける。アルマも一日休みでいいぞ」

「え？　昨日も昼からお休みでしたのに？」

　俺はいいんだと念を押してアルマに小遣いを渡す。

これで彼女が再びジェラルドと会うならばそれが決着の時だ。

「ま、待ってアルマ。聞きたいことがあるんだ！」

　無意味に床に叩きつけられて悶えていたクロルが復帰する。

「……なに？」

「昨日は友達と会っていたんだよな？　誰と……何していたんだ？」

　アルマはしばし無言になった後、少しだけ俯いた。

「クロルには関係ないわ。ちょっと買い物してただけよ」

　クロルは足元をふらつかせながらも続ける。

「……楽しかったか？」

「……うん」

　アルマの頬が少しだけ赤くなった。

そして彼女は顔を洗うといって退室していった。

「た、楽しかった……そいつとのキスがか。うぅぅ、このままじゃアルマが寝取られる……」

　膝をつくクロル。だが俺はある変化に気付く。

「クロルお前股間が……」

「はい？」

「いや、なんでもない」

　一瞬股間が膨らんだように見えたのだが気のせいだったか。

クロルは長く不能だからな。見間違いか。

「情報は揃った。後はアルマの外出を持って作戦開始だ」

　俺が力強く言うとセリア達は姿勢を正して敬礼する。

「セリアは護衛隊から素早い者を数名選んで偵察隊を編成しろ。偵察と追尾を任せる。お前が主役だぞ」

「はい！」

「マイラは支援隊を組織してセリアの補助に当たれ。助力が必要と見たら援護に当たれ」

「はっ！」

「イリジナは体格の良い者を選んで突撃隊を編成しろ。但し俺の命令が無い限り絶対に動くなよ」

「任せろ！」

　よし、これでいいだろう。

「レオポルトは俺の傍で全体の指揮を頼むぞ」

「……」

　レオポルトはいつもより少し細くなった目で俺を見る。返事はなかった。

「揃いも揃って馬鹿だねぇ」

　起き出して来た……いや、今から寝るのだろうトリスタンが顔を出して言う。

うるさい。お前は連れて行ってやらんぞ。

「僕は気になることがあるから屋敷に残るよ。多分こっちの方がずっと重要だと思うけどね」

　不忠者のトリスタンには罰が必要だ。

夕食は奴の大嫌いな青豆を山のように添えろと言っておこう。

　その後、外出した振りをして物置に身を隠した俺達はアルマが出かけるのを確認して作戦を決行した。




「偵察隊より連絡！　対象はガイスラー商店を訪れ、男と合流しました」

「きたか！」

　俺は本陣をとある娼館の二階に置いた。

店主、娼婦ともに知り合いで、借りきれば人の目も気にならない。

伝令の男が頻繁に出入りしてもおかしくない。

「偵察隊は対象の追尾を継続、尾行に気づかれた場合は即座に撤収、支援隊に任務を引き継げ。支援隊は偵察隊が撒かれることを前提に広がって広範囲をカバーしつつ、バックアップの準備を怠るな」

　レオポルトが指示を出す。

その表情は戦場で兵を指揮する時とまったく変わらないが、どことなく疲れた感じがする。

「突撃隊が突入の許可を求めております！」

「許可しない。大人しくしていろ」

　イリジナはいきなり突入して何をする気なんだ。

いきなり押しかけてジェラルドをボコボコにしたら俺達はまるで通り魔だろうが。

「対象はグルップ酒場に入りました」

　グルップか……一度入ったことはあるが、柄の悪いチンピラが集まる店だ。

金のある商家の息子がデートで入るような場所とは思わないが。

「偵察隊は店内に入れ。怪しまれないよう別れてテーブルにつけ。支援隊は店を包囲し正面と裏口を監視しろ。突撃隊は隣の酒場で別命あるまで待機だ」

　レオポルトの指示は的確だった。

「だがもどかしいな。俺も前線に出たい」

「ハードレット卿は目立ちます。ばれては全てが水の泡ですが？」

　だがレオポルトからはどうしても止めようという意志を感じない。

正直この作戦が全部台無しになるならそれで良いと思っているに違いない。

「そんなへまはしないさ。変装して行くからな。クロルも来い、お前が主役だ」

「はい！」「お好きにどうぞ」

　俺は顔がばれないように深くフードを被る。

体格も隠せるよう全身を覆うマントを羽織り、なるべく下を向いて移動することにする。

このまま酒場に入ってすぐ近くで事の顛末を見届けよう。




　酒場に入った俺とクロルは手招きするセリアの隣に座る。

「その格好……衛兵に止められませんでしたか？」

　セリアが心配そうに言う。

止められたとも。なので護衛隊になんとかしてもらったのだ。後でエイリヒに謝らねばならない。

「それでアルマはどこだ？」

「今はトイレに行っているみたいです。あそこにいるのがジェラルドとか言う男です」

「あいつが……」

　セリアの指差す先にはテーブルに足を乗せ、下品に酒を煽る男が居た。

顔は同じだが昨日見た優男の感じと大分違うな。しっかりチンピラだ。

　すると周囲で酒を飲んでいた柄の悪い一団がニヤニヤしながらジェラルドに近づいていく。

「ジェラルドさん。あの女、いよいよ犯っちまう気になったんですかい？」

「顔は結構な美人だが……体は貧相すねぇ」

「へっ、たまには貧乳女もいいもんだぜ。それに俺に惚れてる癖になかなか身持ちが固い。ああいうのは無理やり犯すといい感じで抵抗するからそそるんだよ」

「相変わらずジェラルドさんはひでーな。んで、犯った後はもちろん俺達にも回してくれるんすよね？」

「ああ、ってお前ら何人集まってるんだよ。全員で輪姦したら一発で壊れちまうだろうが」

　見れば店内にいる柄の悪い男達全員がニヤニヤと笑っている。

ここはジェラルドが従えているチンピラ達の溜まり場になっていたようだ。

「なあに俺が本気で口説きゃあ、すぐに股を開くさ。それでも拒むなら……この場で押さえ付けて犯っちまえばいい。テーブルに乗せてやるのも一興だぞ」

「へへへ、バーテンもルースの兄貴だ。見て見ぬふりですよ。仲間以外の客もいるみたいだがこっちは十人以上いる。適当に黙らせましょう」

　ジェラルドと仲間が下品に笑う。

この場で立ち上がって奴らの骨をへし折ってやりたかったが、それではだめだ。

俺達はあくまで支援、戦うのはクロルでなければならない。

「……」

　クロルは先ほどから一言も口を利かない。




「ごめんジェラルド、待たせちゃった？」

　その時アルマがトイレから戻った。

ジェラルドはテーブルから足を降ろし、仲間達は元の席に戻る。

「いいや、待ってないよアルマ。それに君に待たされるのもまた楽しい時間だからね」

「もう……またそんなこと言う」

　先ほどとはまったく違う甘い声色。怖気がする。

「それでねアルマ。今日はお願いがあるんだ」

「何？　ジェラルド」

　ジェラルドはアルマの手に両手を重ねる。

顔を赤らめて奴の顔を見るアルマ。

「今日こそは君と一晩過ごしたいんだ」

「えっ！　そ、それは昨日断ったよ。私はそういうつもりじゃないって」

　慌てて手を引くアルマ。だがジェラルドは更に強い力で腕を掴む。

「君を抱きたい。愛しているんだ。俺の……女になってくれないか」

　その言葉だけなら素晴らしいが、前のやり取りを見ているだけに余計腹が立つ。

だがアルマが受けてしまっては面倒になるな。




「……やっぱり駄目。今うまくいってないけど私には──」

　アルマが拒絶すると同時にジェラルドが指を弾き、周囲の男達が立ちあがる。

「えっ？　何？」

　たちまち囲まれるアルマ────だがそこにクロルが飛びこんだ。

「アルマ！」

「クロル!?　どうしてここに……つけてたの!?」

「あとでいくらでも謝る。だから今は俺と一緒に来てくれ！」

　アルマは一瞬怒気を示したがクロルの真剣な顔に言葉を失う。

代りに答えたのはジェラルドだった。

「おいおい、彼女は僕とデートしているんだよ。君が誰かは知らないけど少し無粋じゃないか？」

　クロルはジェラルドを睨みつける。

「お前達の悪だくみは聞いた。アルマを好きにさせるわけにはいかない！」

「悪だくみ？　クロル何を言ってるの？」

　困惑するアルマ、だがジェラルドは誤魔化すのを止めたようだ。

「そっか……聞かれちゃったか。じゃあ仕方ないね」

「お前みたいな外道にアルマを渡す訳には……ぐあっ！」

　クロルが吹き飛び、床に転がる。

横合いから仲間の一人が蹴り飛ばしたのだ。

　立ち上がろうとするセリアと護衛隊を止める。

俺も助勢してやりたいがまだ駄目だ。これはクロルの戦いなのだ。

「きゃあああ！　クロル！」

　アルマが悲鳴を上げ、ジェラルドは笑う。

「あははは！　雑魚が出しゃばるからだ」

　高笑いするジェラルド。倒れたクロルを複数の仲間が踏みつける。

　さすがにここまでかと腰を上げかけた時、チンピラの一人が倒れ込んだ。

クロルが足を掴んで引き倒したのだ。

「うおっ！」

　倒れた男の顔面を拳で一撃した後、クロルは立ち上がる。

「アルマを離せ……アルマを好きにはさせない」

「うるせえ！」

　一人の男がクロルの頬を殴る。

だがクロルはよろめきながらも強烈な一撃を顎下に見舞い、男は昏倒する。

「アルマを離せぇ！　彼女は俺の女だ！」

「けっ平民風情が。おい、さっさと叩きのめせ！」

「何言ってるのジェラルド、やめて！　やめさせて!!」

　本性を出したジェラルドに向かってアルマは叫ぶ。




「なぁセリア。商家の次男坊は平民じゃないのか？」

「平民ですね」

　まぁ細かいことはいいんだけどな。気になったんだ。

　周囲を囲み、襲い掛かる男達。だがクロルは一歩も引かなかった。

「俺が負けたらアルマがやられる。負けてたまるか！」

　男の拳を躱し、あるいは受け止めて反撃する。

クロルは実戦経験も積んでいるし、不能になってから何故か戦闘力が上がっているのだ。

「こ、こいつ案外やるぞ！」「くそ、なんで後ろからの攻撃を避けられる！」

　クロルは一〇人以上に囲まれながらも逆に二人を殴り倒す。

だが、いかに強くなったとは言えクロルはまだ大人に成り切っていない体だ。

武器も無しに囲まれてはいつか限界が訪れる。

「この野郎！」

「ぐわぁぁぁ！」

　一人の男が振りまわした椅子が後ろからクロルの足を捉えた。

堪らず膝をついたクロルはたちまち袋叩きにされてしまう。

「いやぁクロル！　クロルゥ！」

「ふん、手こずらせやがって。お前こいつの男だったのか？」

　ジェラルドは倒れたクロルの髪を掴んで顔を上げさせた。

俺とセリアは準備を始める。

「アルマを……離せ……」

「……面白い。こいつを縛り上げろ。目の前でアルマを犯しまくってやろうぜ」

　ジェラルドはぐったりしたクロルを離し、アルマの胸を服の上から掴む。

「ひ、酷いジェラルド……最初からこういうつもりだったの？」

「当たり前だろ。この俺がお前みたいな下らない女を抱いてやるんだ。さっさと股を開けば良かったものを手間かけさせやがって。その分滅茶苦茶にしてやるからな」

　その時だった。

「うおぉぉぉぉ!!」

　突然立ち上がったクロルがジェラルドの顔面を殴りつけたのだ。

油断していたジェラルドはもろに拳骨を喰らい、テーブルを跳ね飛ばしながら床を転がる。

「アルマは俺が守る！　絶対に俺が守るんだ!!」

　アルマの前に立つクロル。目の上は腫れあがり、額は切れて顔は血まみれだ。

それでも闘志は萎えていなかった。




「……殺せよ」

　ふらつきながらゆっくりと起き上がったジェラルドは綺麗な顔を無残に腫らし、口から折れた歯を吐き出しながら言った。

「いや流石に殺しは……」「牢屋行きは御免だぜ」

　仲間達は殺しまでする覚悟は無かったようで躊躇っている。

だがジェラルドは更にでかい声で叫ぶ。

「殺せって言ってるだろ!!　糞ガキ一人ぐらい父さんに頼んでもみ消してやるよ!!　お前らだってもっと遊ぶ金欲しいだろうが！」

　仕方なくと言った様子でチンピラ達は懐からナイフを取り出す。

「やめてよぉ！　どうしてこんなことになるの!?　クロル逃げてぇ！」

　アルマの絶叫を受けながらクロルは構えを取る。

刃物を前にしても女を背にして引く気はないようだ。

「合格だクロル」

　俺は席を立ち、セリアは伝令を走らせる。

「恨むならジェラルドさんを恨んでくれや……死ね！」

　一人がナイフを腰だめに構えてクロルに突進。身を屈めたクロルの胸に刺さったように見えた。

数滴の血がアルマの顔に飛び、彼女は短い悲鳴を上げて失神してしまった。

　だが俺は特に慌てはしなかった。

クロルは殺されてなどいない。ナイフはクロルの脇に挟まれていたのだ。

「見切った」

　反撃の拳が男の鼻を潰す。

それを見て他の男達全てがナイフを向けた。

「殺せ！　殺せーー！　殺せぇぇぇぇ！」

　やかましく怒鳴り続けるジェラルド。

クロルもさすがに全員は相手できないだろう。だがもうその必要はない。




「突入だぞ!!」

　店の扉を破壊してイリジナが飛び込んで来る。

率いるのは護衛隊の中でも特に屈強な男達だ。

街内なので甲冑も着けず丸腰ではあるが、その迫力は街のチンピラとは次元が違う。

「な、何だお前達！」「いきなり何しに……ぐわっ！」

　驚く男達にイリジナ率いる突撃隊は襲いかかる。

「わはははは！　先制攻撃こそ勝利の秘訣だ！」

　問答無用で殴りかかるイリジナ達。確かに先制攻撃は基本だが……まぁいいか。

乱闘が始まるが、ナイフを持った程度の素人に遅れを取る護衛隊ではない。

連中をほとんど一方的に叩きのめしていく。

「うわぁぁぁ！」

「ああっクリストフがやられた！」

　クリストフだけが投げ付けられた椅子に当たって気絶するが問題はない。

　それを見てクロルは安心したのかアルマを守るよう前のめりに崩れ落ちる。

俺は乱闘の中、クロルに近づき担ぎ上げた。

「よくやった。お前は短小だが立派な男になったな」

　見ればジェラルドはいつの間にか逃げ去ったようだ。

同じ短小でも仲間を捨てて逃げ出す奴は下らない男だ。

別に奴を倒すのが目的ではないので放っておけば良いか。

「この野郎！　てめえも仲間か！」

　乱闘から飛び出た一人の男が俺に向かって突っ込んで来る。

だが所詮は素人、動きがあまりに遅いので左手一本でナイフ持つ手を楽々掴む事ができた。

「遅い、それに女のように非力だな」

「ひ、ひぃ……」

　男は慌てて腕を引こうとするが逃げられる訳が無い。

必死に俺の左手を引き離そうとするがまったく動きはしない。

「丸腰のガキを多数で囲んで殴りつけ、おまけに刃物まで出すか。臆病者め」

　たちの悪い阿呆には教訓が必要だ。

俺はぐっと手に力を込める。

同時にバキリと枯木が砕ける音がした。

「ぐぎゃああ──!!」

　男は絶叫し、小便を漏らして失神する。

イリジナ達もほとんど全員を叩きのめしたようだ。

「わはははは！　勝利勝利!!」

「万事うまくいったな」

　その時、外から笛の音が聞こえて来る。

いかん、派手に乱闘したせいで衛兵が大挙してやってきたのだろう。

捕まったらエイリヒに酷く怒られる。

　この場を逃げ切れば所詮素手の殴り合いだ。

酒場で酔った集団同士の喧嘩など珍しくもなく、衛兵も詳しく調べはしないはずだ。

「マイラさんが足止めしています！　早く逃げましょう！」

　俺はクロルを担ぎ上げたまま裏口を蹴破り、屋敷に逃げ帰るのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬
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財産　金貨一八四四九

経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７７話　さらば悪漢







「痛たたたた……」

「動かないで。結構深くまで切れてるから」

　俺達は乱闘の後、逃げ帰るように屋敷に戻った。

突入した者達に重傷者はなく、数人がかすり傷を負った程度で、手当てが必要な者はいない。

「町の不逞者程度にやられるほどやわな鍛えかたはしていません！　あんっ……何するのですかぁ！」

　セリアがムンと胸を張るので、服の上から掴むと可愛い悲鳴が上がる。

「怪我人は俺だけですか……あはは」

　一方クロルは見た目ズタボロだ。

命に関わるような傷は無いが、顔は殴られて腫れあがり、体中は痣だらけになっている。

一人で大立ち回りをやり、男を見せた名誉の負傷だな。

　アルマが動かないでと押さえ付け、薬を塗り込んで包帯を巻いていた。

手当てする顔はほんのりと赤くなっており、今までのような険悪な雰囲気は無い。

「アルマ……今までごめんな」

「ううん、いいの。私こそあんな男に騙されてごめん。もしクロルが来てくれなかったら私は今頃……私のせいでこんなになっちゃったね」

　アルマの目に涙が浮かび、クロルがそれを指で拭う。

「アルマ」

「クロルゥ」

　二人はゆっくりと顔を近づけていく。

「交尾するならそこのソファは柔らかくていいぞ」

　女を助けた後の行為は燃える。

ここはリビングだが盛り上がるままにヤってしまうなら見ていてやろう。

「こ、交尾……うわぁ……」

　真っ赤になって顔を隠すアルマに対してクロルの表情は暗い。

「俺は……もう女を抱けませんから」

　そうだった。クロルは女に対する興味を取り戻したが、体まで復活した訳ではない。

「そうか……お前は不能だったな」

　思わず口が滑ってしまう。

　途端にメリッサとドロテアが俺を糾弾した。

「エイギルさん酷い!!」「恋人の前で言うなんて残酷すぎますよ！」

「クロル？　不能ってどういうこと？」

「もう、隠せないな。実は……」




　クロルはアルマにリッチとの戦い、そしてその後に起った悲劇を話す。

それはクロルのクロルが息絶えた残酷な物語だ。

「そうだったんだ……私てっきりあの人達が来たから私に興味無くなったと思ってたよ」

「そんな訳無い。俺はいつだってアルマが一番だよ」

　手を重ね合う二人。

「なら穴を舐めてやるだけでも──」

「「もう黙っていて下さい！」」

　せっかくの提案をメリッサとドロテアに潰されてしまう。

今は気分も乗っているから男根を使う以外の愛撫を教えてやろうと思っていたのに。

「それより、あのジェラルドと言う男、このまま引き下がるでしょうか？　途中で大混乱になりましたが刃物まで出したのですから」

　セリアが口に手を当てて考え込んでいる。

可愛いので顎の下を撫でてやるとふにゃりとなる。

「ふにゃ……ではなく！　あの男の敵意がクロルに向かう分には構いませんが、屋敷に火でもつけられたら一大事です」

　あの後ギドに探らせてみたが、やはりただの喧嘩扱いで捨ておかれたらしい。

結構な重傷でベッドの住人になっている者もいるらしい。

多分イリジナが張り倒したやつらだ。

「放火ねぇ……そこまで度胸のある男にも思えんけどなぁ」

　イの一番に逃げ出した根性無しだ。

「さすがにハードレット卿や、この屋敷に手を出せば親ごと終わりですからね。狙うなら二人が外にいる時ぐらいだと思いますが」

　マイラがそう言うとアルマがブルリと震える。

いくら屋敷内は安全と言っても全く外に出ない訳にもいかない。

アルマだって買い物や雑用で頻繁に外出するはずだ。

「大丈夫。俺が守るさ」

　クロルが抱きよせ、アルマは少し安心したように微笑むが──。

「確かに後々ちょっかい出されてはつまらんな」

　特にアルマが犯されでもしたら事だ。

その後で奴らを叩き殺してもめでたしめでたしとはならないだろう。

「しかしハードレット卿が使用人のいざこざであのような小物を成敗するのも逆に格を落としますよ」

　子供の喧嘩に親が出張る格好悪さはあるな。

さてどうしたものか……うむ、わからん。わかる奴に考えさせよう。




「レオポルトはどこへ行った？」

「ニナを連れて自室に戻っていましたが」

　俺は思わず立ち上がる。

「なんだと!?　それはきっとヤっているぞ。こうしてはいられん」

　いよいよニナとの現場を押さえられるかもしれない。

俺はドカドカと廊下を進み、レオポルト私室の扉をノック無しに開こうとしたのだが──勢い余って突き破ってしまった。

「うおおお！」

「きゃあああ！」

　叫び声を上げながら壊れた扉ごと倒れ込む俺。同時に鋭い悲鳴が聞こえる。

レオポルトの情事を期待して顔をあげたのだが、レオポルトは普通に机に座って仕事をしており、その傍らには書類を抱えたニナが立っていた。

もちろん服はしっかり着ている。

　彼女は単に驚いて悲鳴を上げただけのようだ。

無理も無い。突然男が扉を突き破って転がりこんできたらそうなるだろう。

「どうして服を着ているんだ」

「ここが風呂場ではないからです」

　レオポルトは驚いた顔もせずゆっくりとこちらを振り返る。

まあいいか。本題に移ろう。

「お前に考えて貰いたいことがある」

　無表情の顔が僅かにしかめられた気がした。







夕刻　王都　酒場街

「窓が狭いな。しかも動くとがたつくぞ」

「仕方ありません。安い中古の馬車ですから」

　俺とセリアは代わる代わる小さな窓から外を覗く。

馬車自体はそれなりの大きさだが、クッションもなければ椅子も硬く、快適とは言い難い。

「これで動いたら尻が痛くなる」

　クロルの奴め早く来ないものか。

愚痴を言いながら窓から暗くなり始めた外を覗く。




「お、来たぞ」

　ちょうどクロルとアルマがこちらに向けて走って来ていた。

首尾良くいったようだな。

　俺達の馬車が止まっているのは酒場や飲み屋が集中する区画だ。

穏やかな場所では無いし、レベッカの情報ではジェラルドと仲間達が良く入り浸っている場所だ。

「はぁはぁ！」

「待ちやがれ！　てめぇら落とし前つけさせてやる！」

　クロルはアルマを抱え上げて走り出し、それでも追いかける男達との距離は縮まらない。

ちゃんと体を鍛えているようだ。

「追いつかれたらイリジナさんを投入する予定でしたが、大丈夫だったようですね」

　セリアは言いながら俺の服の襟を整える。

「昨日の今日で仲良く二人、手を繋いでデートだ。あの男もさぞ頭にきただろうな」

　クロルとアルマには見つかるまでイチャつきながら街をうろつけと言っておいたのだ。

それもジェラルドが仲間と溜まっているだろう場所を狙ってだ。




「は、早く出して下さい！」

　クロルは俺が乗る馬車にアルマと共に飛び込み、後ろの男達にも聞こえるように大声を出す。

同時に御者席に座るギドが馬に鞭を入れ、馬車はゆっくりと進み始める。

「おいその馬車止まれ！　止まらねぇと叩き壊すぞ！」

　叫ぶ男達を尻目に馬車の扉は閉められた。クロルとアルマは普段着を脱ぎ捨て、急いで着替える。

用意されていたのは使用人用の正装、屋敷でパーティなどを開く時に着る服だ。

「きゃあ！」

「もうエイギル様！」

「すまん。勝手に手が動いた」

　目の前で下着姿のアルマの尻が揺れていたのでつい撫でてしまった。

反射みたいなものだ。許してくれ。

「着替え終わりました！」「私もです！」

　クロルとアルマが着替え終えたちょうどその時、車体に何かが当たる。

追いかける男が石を投げたのだろう。安物の薄い木が壊れる。

「ちょうどいい場所だ。止めろ」

　御者に扮したギドが馬車を急停止させる。

すると追いついた男達が馬車を囲み、棒切れで叩いたり足で蹴ったりし始めた。

「アルマ！　逃げられると思ったか、ただではすまさねぇ！　ボロボロにしてやるからな！」

　ジェラルドの声だろうか。アルマが震えてクロルに抱きつく。

良かった。奴が出てこないと小細工を弄した意味が無い。




　馬車を囲んだ男達が窓を叩き壊した頃合いで俺は扉を蹴破って外に出る。

「やっと出たか！　昨日の借りは……え？」

「だ、誰だよアンタ……」

　男達が慌てるのも無理はない。

俺は完全な貴族の正装で今から王宮に馳せ参じると言っても違和感のない格好だったのだ。

ここから一つ演技が必要だ。

「これは驚いた」

　俺は男達を見下す視線で見る。

「こうも堂々と喧嘩を売られるとは、俺も噂と違って随分舐められているようだ」

　オンボロ馬車に逃げ込んだクロル達を追っていたら偉そうな貴族が出た。

男達の動揺が手に取るようにわかり、思わず吹いてしまいそうになるが我慢する。

「お前達の知り合いか？」

　俺の後ろから正装したクロルとアルマ、そして軍装で剣を腰に下げたセリアが降りて来る。

「「いえ、存じません」」

　断言する二人、男達が何か言う前に俺は殺気を込めて睨みつける。

「では辻斬りか、愚かな」

　馬車に置いていたドラゴンの長刀を引き出し、鞘から引き抜いて構える。

「嘘言うな！」「なんで貴族が」「あの剣でかすぎるだろう！」「どうなっているんだ！」

　男達の人数は現在六人程だが、後ろから次々と仲間が駆けつけて来ている。

もちろん素人のガキ共が何十人集まっても別に怖くはないが。

「ジェラルドさん、なんかやばいぜ！」「いつもみたいに家の名前を出してくれよ！」

「い、いやそれは……」

　ジェラルドは躊躇っている。

そうだろう。チンピラ仲間の間では威張れても、家中で後も継がない次男坊の地位が高いはずがない。

面倒を持ちこんで勘当でもされたら、ただ少し顔の良い馬鹿に成り下がる。

気の毒だが状況は更に悪くなるぞ。

「黙れ下郎！」

　俺は長剣を横に一閃し、先頭の男の顔スレスレを掠めさせる。

鼻の頭が僅かに傷つき、そのまま男は尻持ちをついてへたり込んだ。

　今の『下郎！』は良かった。劇場でやったら金を取れるに違いない。

「ひい！」「くそっ！」

「ま、待て！　ナイフは出すな馬鹿!!」

　俺が剣を振ったことで他の仲間は慌てて懐からナイフや短剣を取り出す。

ジェラルドは止めようとしていたがもう遅い。

　都合良く、甲高く響く笛の音。騒ぎを聞きつけたのか数人の衛兵がこちらに走ってきた。

　この辺りは格の低い飲み屋街なので治安も悪く、喧嘩もままある。

だからこそ奴らも平気で馬車を襲撃するような行動に出たのだろうが、王都は無法地帯ではない。

治安の悪い場所だからこそ定期的に衛兵は巡回しているし、この区域担当の隊長は時間にうるさい頑固親父でまず定時通りの巡回が行われるのだ。

「と、レオポルトが言っていた」

　独り言に合わせるようにボコボコになった馬車に登ったギドが、屋根にかぶさる汚い布を引っぺがす。

布は天井に空いた穴を塞いでいますと言わんばかりで、いかにもボロ馬車に似合っていたが本当の目的は別にあったのだ。

　汚い布に覆われていた紋章が顔を出す。

ボロ馬車には似合わない綺麗な金属製のソレはハードレット家の紋章……らしい。

「……俺の紋章ってあんなだっけか？」

「自分の紋ぐらい覚えて下さい！」

　セリアに怒られてしまうが目の前の男共はそれどころではないらしい。

「あの紋、どこかで見たこと……げぇ！」

「ハードレット家の紋章じゃねぇか！」

「や、やばい！　あいつも本人だ!!　どうするよ!?」

　男達は動揺し、ジェラルドも青くなっている。

もう襲いかかってくることはなかろうと長剣を肩に担ぐ。

　この反応は新鮮だ。

今度メルあたりとこんな遊びをしようかな。最後は凌辱から快楽に溺れるごっこがいい。




　妄想のせいで一物が膨らみかけた時、衛兵が到着する。

衛兵達は俺達の間に割り込み、襲撃者達に槍を向けて取り囲んだ。

「両者離れろ！　大人しくするのだ！」「チンピラ共、逃げると容赦せんぞ！」

　隊長らしき初老の男は俺やセリアの格好を見て少し怪訝な顔をするが、馬車に掲げられた紋章を見るや途端に膝をつく。

「これはハードレット辺境伯！　ご無礼を申しました！」

「いや、役目御苦労。後始末をしてくれ」

　俺は長剣を鞘に納めてセリアに渡す。

彼女は恭しく受け取り、重さに耐えかねて下敷きになった。

「お、重い！　潰れます！」

　慌ててクロルとギドが持ち上げ、三人がかりで馬車の中に運んでいく。

「いかなる事情でありましょうか？　さしつかえなければお教え願えませんか？」

　貴族と平民が揉めれば問答無用で平民が悪と決められてしまう事も多い。

相手によっては下手なことを聞けば一〇人隊長の首程度、瞬時に飛んでしまうからだ。

だがこの隊長は事情を聞こうとしている。正義感の強い男のようだ。

「軍務総監の所に向かう途中でな。馬車が襲撃を受けた。それ以外はわからん」

　更に箔を出す為にエイリヒの名前を出す。

衛兵が一気に緊張し、捕縛された男達は震えあがる。

そんな予定はないが衛兵がまさか確認もすまい。適当に名前を借りておこう。

「そ、それはアルマの野郎が！」

「その使用人の男が俺達に喧嘩を売って！」

「あんなボロ馬車にハードレット様が乗っているなんて思わなくて……間違えたんだ！」

　男達は慌てて言い訳する。

「確かに個人的なもめ事はありました」

「でもまさか旦那様の馬車を襲うなんて……」

「ボロで悪かったな。突然壊れたから臨時に借りた馬車だ」

　クロルとアルマが身を震わせながら恐ろしいことをと呟く。もちろん演技だ。

隊長の表情はますます厳しくなる。

「つまり使用人と揉めたので辺境伯本人の馬車を襲撃したのか？」

「いやその……」「えーと……」

　言葉に詰まる男達。使用人と喧嘩したので当主の馬車を襲いましたなど言語道断だ。

更に俺が止めをさす。

「町中で得物を出すのもどうかと思ったが、奴らも光物を出したからな」

　俺が言うと同時に男達は慌てて手に持ったナイフを捨てた。だがもう手遅れだ。

貴族の馬車を刃物を持って集団で襲う。

いかなる事情があろうとも暗殺目的の襲撃以外に見られることはない。

　この状況を作り出す為にわざわざ辻馬車屋から中古の汚い馬車を買い取り、紋章だけ張りつけたのだ。

狙い通り、クロル達が飛びこんでも男達はまさか俺の馬車だとは思わず襲撃して来た。

　俺の方から使用人の喧嘩に飛びこむのは不名誉だし、エイリヒにも怒られる。

だが奴らから仕掛けさせるなら問題はないのだ。




「こ、これは違うんだ！　俺達はアルマにはめられたんだ!!　俺は悪くねぇ！」

　ジェラルドが叫ぶが、衛兵が槍の柄で後頭部を殴って地面に伏させた。

初老の隊長は押さえこまれた奴の前に立つ。

「お前には手を焼かされたな。散々悪事をやっても証人を金で黙らせ、衛兵隊の上にも親父さんの知り合いがいるんだろう……牢にぶち込む事もできやしなかった。泣き寝入りした被害者は何人もいる」

　何を思い出したのか隊長は不愉快そうな顔をする。

「だが遂に悪運尽きたようだな。よりにもよってハードレット辺境伯に手を出すとは。親父さんの友達……うちの上司の青い顔が楽しみだよ」

　今回はどうしようもないぐらい現行犯だし言い逃れはできまい。

「貴族を刃物で襲ったとなれば衛兵への賄賂でなんとかなる話ではありません。特にエイギル様が関わっているのに賄賂を取る者がいるはずないです。そんなことをすれば喧嘩を売るも同然ですから」

　セリアが囁くように教えてくれた。

可愛いが、今ここで頬っぺたをこねまわすと恥ずかしいだろうからやめておいてやろう。

「それでこいつらはどうする？」

「まずは牢に入れ、更に重大な裏がないかを探ります。『間違えた』などとは信じられませんから。こいつらの仲間も根こそぎ捕縛することになるでしょう」

　全員牢屋送りならアルマの危険もなくなるな。

「厳しい取り調べになるでしょう。もっとも結末は決まっているでしょうが」

　今までなんだかんだで逃げられていたジェラルドとその仲間を一掃できるのが喜ばしいのか隊長は少し嬉しそうにも見える。

「わ、悪気はなかったんです！」「俺はジェラルドに言われただけなんだ！」「俺は脅されてたんだ！」

　口々に叫ぶ男達。まぁやつらの根性はこんなものだろう。

さて肝心のジェラルドはと……。

「頼む父に連絡してくれ、きっと示談金を用意してくれる！　店の客には貴族の人だっているんだ!!」

　情けないことに男達の中で一番激しく喚いていた。

「この期に及んで見苦しい。辺境伯に示談金など通じる訳がないだろう。いずれガイスラー殿には連絡がいくが……お前を助けるどころか小便漏らして気を失うかもしれんぞ」

　隊長がそう言うとジェラルドの叫びが甲高い裏声の悲鳴に変わる。

「いやだ俺は悪くない！　悪いのはアルマだ！　誰か助けてくれ！　父が、父に……ぱ、パパーー！　助けてよパパー!!」

　絶叫しながら引きずられていくジェラルド。いつの間にか周囲に集まっていた野次馬から小さくない歓声が上がる。相当嫌われていたんだな。

「最後まで不愉快な奴だ。耳が汚れた」

　耳直しにセリアにパパと呼んで貰おう。

「パ、パパァ……」

　うむ、これでジェラルドの声は耳から消えた。一件落着だ。




「これでもういいな。俺はそろそろ……」

　立ち去ろうとする俺の背中に隊長から声がかかる。

「軍務総監の所に赴かれるのでしたら護衛致します。まさか二度も不埒者が現れるとは思いませんが、不運は重なると申しますから」

　見れば慌てて飛び出して来たのか五〇人近い衛兵が並んでいた。

「軍務総監をお待たせしてはいけません。向かうのは私邸でしょうか？　それとも王宮でしょうか？」

　いかん、これはまずい流れだ。

「馬車も壊れたし一旦俺は屋敷に……」

　なんとか逃れようするが、衛兵は思った以上に気が利いた。

「貸し馬車屋を叩いて一番良い馬車を出させました。紋章も取り外しできるようですのでこちらをお使い下さい！」

　瞬く間に準備されてしまう。

更に隊長が頭を垂れて言う。

「我らの不手際で軍務総監との会談が流れたとなれば、これ以上の不名誉はありません。助けると思ってこちらをお使い頂けませんでしょうか？」

「う、うむ……そうだなぁ」

　あれよあれよと言う間に馬車に乗せられる俺達、そして周りに騎乗の衛兵隊が綺麗な隊列を作る。

これでは飛び出して逃げる訳にもいかない。

「目的地は王宮ですか？」

「い、いや私邸だ」

　さすがに約束無しに王宮を訪れる訳にはいかない。

「私邸なら大丈夫のはずだ」

　この時間ならばエイリヒはまだ王宮の執務室に居るはずだ。

衛兵も屋敷の中までついて来るはずはないし、使用人に不在と言われれば約束を間違えたと笑って帰れば万事うまくいく。

「大丈夫だ。問題ない」







エイリヒ私邸

「……こういう時に限って居るんだよな」

「……何か言ったか？」

　エイリヒは間の悪い事に昼から家に居たそうで、怪訝な顔をしながら客間へ通されてしまった。

「で、突然何しに来たんだ？」

　当然の質問だ。そして俺は答えを持っていない。

「いやぁ、我らの親睦を深めようと思いまして」

「約束無しに土産も無しにか？」

　あり得ない。非常識すぎる。変更しよう。

「いやぁ、たまたま近くを通ったので挨拶にと」

「儀典用の正装で使用人まで引きつれて、『たまたま』どこへ行くつもりだった？」

　隣にいる三人がエイリヒから目を逸らす。

いよいよエイリヒの目が細まった。

「お前、またいらんことをしたのだろう？」

　俺もエイリヒから目を逸らす。

「言っておくが俺は軍事責任者だ。一言で衛兵隊に報告を持って来させるぐらいはできるぞ」

　首が反対を向く程に目を逸らす。

「……酒を持って来い。せっかく来たのだからゆっくり話を聞こうじゃないか」




　その日、クロルとアルマは豪勢な食事を楽しめたようだ。

だが俺は深夜遅くまでエイリヒに怒られ、更に愚痴を聞き続けることになったのだった。

　これも全部ジェラルドが悪い。覚えていろよ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民二四〇〇

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

クロル（うまうま）アルマ（うまうま）セリア（酔）イリジナ（放置）ギド（放置）

トリスタン（策謀中）ナーティア（帰還）

軍七五〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵五〇〇

予備役二五〇〇

大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

財産　金貨一八四三〇　作戦経費（一九）

経験人数四二七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２７８話　歓喜の直立　♯







「えらい目にあったぞ」

「はは……」「ずっと怒られていましたね」

　エイリヒ私邸から帰宅する馬車の中で俺は大きく嘆息し、どっかりと大の字になった。

クロルとアルマは苦笑し、セリアは俺の隣で赤くなってふらふら揺れている。

「エイギル様も怒られるのですね」

「やかましい。不能のくせに生意気言うな」

「ぐはっ！」

　クロルが崩れ落ちる。ちょっとした冗談だが心に鋭く刺さったようだ。

「それでお前達はこれからどうする？　夫婦になるのか？」

　余計な世話だがこれだけ動いてやったのだ。少しぐらい口を出しても良いはずだ。

セリアもふにゃふにゃになっているし、屋敷に着くまで二人で遊んでやろう。

「俺はそうなってくれると嬉しい」

「結婚はまだ早いかもしれないけど……もうクロル以外の人は考えられないよ」

　クロルとアルマは手を繋ぎ、はにかみながら言う。

「不能で愛人二人いるのにな」

　俺がそう言うとクロルが「余計なこと言わないで下さい！」と迫って来る。

だがアルマは苦笑して言う。

「愛人さんのことはラーフェンに戻ってからお話します。不能は……うん、一緒に頑張ろう」

　クロルは感極まってアルマに抱きつく。

もうこいつらは大丈夫のようだ。

「ふむ、今夜お前達は俺の寝室に来い」

「え？」「ふえ？」

「どうせ帰ったらするのだろ？　せっかくだから色々教えてやろう」

「「えええーー！」」「ふにゅ……」




　そして寝室。緊張した様子のクロルとアルマが並んでベッドに座り、俺はメリッサの肩を抱く。

さすがにアルマを二人がかりで攻めては壊れてしまうので俺は彼女に相手してもらうのだ。

「あはは、よろしくね」

「「は、はいよろしくお願いします」」

　セリアは俺の相手をすると言い張っていたが酔って状況をよくわかっていなかった。

酔いが醒めてクロルに裸を晒したと気付けばやつを殺してしまうかもしれない。

マイラもクロルのような子供とは言え肌を晒すのは嫌だそうだ。

　イリジナは……やめておいた。

俺とイリジナの行為は互いに体力があるせいか凄まじく激しいことが多い

脆いベッドだと壊してしまう事も多いし、獣のように吠えながらするのでアルマ達が脅えてしまうかもしれないからな。

　ドロテアはまだ産後だし、そもそも二人にとっては母だ。衝撃が大き過ぎるだろう。

「消去法だったの？」

「すまんすまん。選んだのはメリッサを抱きたかったからだよ」

　俺とメリッサは舌を絡める。対抗したのかクロル達も軽いキスをしたようだ。

「それじゃ脱ぐねー。クロルに見せちゃってもいいんだよね？」

「構わないよ。これは教育だからな」

　メリッサは微笑むと服を脱ぎ始める。形の良い巨乳がブルンと飛び出す。

彼女は俺の目の前で踊るように体をくねらせながら次々と服を脱いで行く。

そして最後の一枚、布地の少ない下着だけが残った。

「おお、すごいな。尻にこんなに食い込んで……前も毛が見えそうじゃないか」

「うふふ、最後はエイギルさんが脱がせて」

　俺は立ち上がり、メリッサを抱きしめながらゆっくりと下着を降ろしていく。

背中に二つの視線を感じる。

「す、すごい……」「うん。メリッサさんすごくエッチ、でも綺麗」

　俺は全裸になったメリッサの体をまさぐりながらクロルに言ってやる。

「そら、お前達も脱げ。始めるぞ」

　慌てて服を脱ぎ始めるアルマ。彼女はメリッサとは対照的に小ぶりの乳房とピンクの乳首、白一色の下着は清潔感はあるが色気に欠ける。

だがそれを補って余りあるのは──。

「お肌綺麗だなぁ。このぉ羨ましいぞ！」

「きゃああ！」

　全裸のメリッサがアルマに襲いかかり下着を剥ぎ取ってしまった。

彼女の言う通り、アルマの若い肌はまるで剥いたばかりのゆで卵のようだ。

色気とスタイルではメリッサの圧勝だが、こればかりはどうしようもない。

「ひゃああ！　メリッサさんだって十分ツルツルですよぉ」

「これは毎日の努力の結晶なの～天然肌め妬ましいぞお！」

　じゃれあいながらベッドの上で絡み合う二人、アルマも遂に反撃に出た。

「私だってこのおっぱい羨ましいですよ！　私全然育たないのにー！」

「きゃあ！」

　アルマがメリッサをひっくり返して乳房を掴む。

転がる女達の乳が揺れ、尻が振りまわされる。

じゃれ合う事に夢中なのか性器がちらちらと見えているのも気にしていない。

「クロル、女だけを裸にしていてはいけないぞ。俺達も脱ぐのだ」

「は、はい」

　俺達が服を脱ぎ始めたのに気付いたメリッサ達も動きを止め、こちらを伺い始めた。

「ぬ、脱ぎました」

　全裸になったクロル、その男根は本当に小さい。まるでもやしか女の肉豆だ。

それでもアルマは恥ずかしそうに顔を赤らめている。

可愛らしい反応だ。どれ俺の一物も見せつけてやろう。

「よっと」

　俺も全てを脱ぎ去り全裸になる。

「うわっ！」

「ひゃあああ!!」

　クロルが驚きアルマが悲鳴を上げる。

まさかとんでもないものがついていたのかと慌てて股間を見るが、少し膨らんだだけでいつもの男根だ。

「脅かすな。二本生えたのかと思ったぞ」

「で、でかい……怪物だ……」

「嘘ぉ。私の腕ぐらいあるよ……」

　アルマは呆然と俺の肉棒を見つめている。

ふふふ、可愛いじゃないか。腰を突き出してもっと見せつけてやろう。

　追い打ちをかけるようにメリッサが笑いながら言う。

「すごいでしょ。でもこれでまだ勃ち切ってないんだよ？　本当に大きくなったらアレの倍ぐらいになるんだよ」

「ば、倍に!?　凄すぎる……こんな感じかな。胸までくるよ」

　アルマは倍になった俺の肉棒の長さを手で推測し、自分の腹に当てる。

どこまで入るのか考えているようだ。

「アルマまさか!?」

「ち、違うよ。そんなつもりないから！」

　クロルが焦り、アルマは慌てて否定する。

　だが俺は見逃さなかった。アルマが俺の肉棒を眺めている時、クロルの一物は確かに少し膨らんだ。

すぐに萎えてしまったがこれはもしかするかもしれん。




「ほらアルマ。男の子を気持ち良くしよう？」

　俺とクロルはベッドに腰掛けて足を開く。

女二人は床にクッションを置いてペタリと座り、一物に口をつけた。

もちろん俺の肉棒にはメリッサ、クロルのもやしにはアルマだ。

「大きさが全然違うけど、参考にはなるから良く見ててね」

　メリッサはアルマに見せつけるようにまず俺の肉棒の先端を舌でペロペロと舐め、根元に手を添えて咥えこむ。

「おぉ……いいぞ」

　俺は座ったまま呻き、手を伸ばしてメリッサの乳首を軽く揉む。

「するねクロル」

「うん」

　アルマも同じようにするが、小さいので舐めやすそうだ。

クロルも俺の真似をしてアルマの胸に手を伸ばすが乳房が小さいので上手く触れないようだ。

拗ねたようにアルマはクロルの手を取って胸に押し当てる。

「はも！」「うっ」

　メリッサが突然一物に軽く歯を立ててきた。よそ見するなと言うことらしい。

「すまんすまん。さあ激しくしてくれ」

　メリッサは一気に動きを速め、首を激しく振る。大きな水音が部屋に響き出す。

更に首を振りながら手を伸ばし、俺の玉をやわやわと触り始める。

「上手いぞメリッサ。もっとだ」

「ふふっ」

　メリッサは喉奥まで入っていた肉棒を音を立てて引き抜き、涎だらけの竿を激しくしごく。

空いた口で俺の玉に吸い付いて舌で転がす。

「うおおぉぉ……」

　メリッサの性技は他の女と一味違う。特に口技は素晴らしい。

「エイギルさんの巨根に合わせて練習したんだよ。どんどん大きくなるからこっちも気を抜けないよ」

　言いながら玉の裏から先端の裏まで舌を這わせながら登っていく。

俺は思わず彼女の頭を掴んでしまった。

「ああっ！　アルマすごい！」

　どうやらアルマもメリッサを見ながら口で愛撫しているようだ。

クロルは不能だが快楽はあるらしい。

女に肉棒を舐められながら仰け反る男二人、なかなか滑稽だな。




「次は俺が愛撫してやろう。クロル良く見ておけ」

　メリッサを抱え上げてベッドに倒し、足を開かせて顔を突っ込む。

まずは肉豆を軽く舐め、続いて既に汁が出始めている穴に舌を突っ込む。

鼻で豆をこすりながらやると昇るのが早くなるのだ。

「お、思った以上に恥ずかしいね」

　クロルとアルマは食い入るように見ている。

まだまだこれだけじゃないぞ。

　俺は更に手を伸ばし、両乳房を揉み解す。

メリッサはいよいよ感じ始め、両手で俺の後頭部を押さえて股間に押し付け始めた。

「あぁん気持ちいいよ。あっそれすごい！」

　穴が緩み、肉豆が可愛らしく立ったところで愛撫を変える。

肉豆に強く吸いつき、本当に軽くだが歯も立てる。

乳房への愛撫も揉み解すような軽いものから乳首を摘まんでの激しいものに変えた。

最初からやると痛いだろうが、性感が高まった今なら更なる快楽を得られる。

「あっ来ちゃった！　もうだめっイクイク、ああぁ────!!」

　豊かな太ももが俺の顔を挟み、痙攣が伝わってきた。

メリッサは長い嬌声を上げながらゆっくりと力を抜いていく。

それなりに深い絶頂に至ったらしい。




「う、少し痛い」

「……ごめん」

　反対にクロルは焦り過ぎたらしい。まったく愛人まで囲っておきながらだらしない。

「そこを擦っても仕方ない。ここを撫でるんだよ」

「ええっ!?」

　俺はクロルの横、つまりアルマの開いた股の間に割り込むと肉豆に指を伸ばす。

豆を皮ごと掴み優しく、それでいて強い刺激が行くようにこねた。

反応はすぐに現れる。

「だ、だめ！　あっあっあっ、あ──!!」

　アルマはピンと足を伸ばして昇り、潮を撒き散らした。

すぐに俺の指で昇ったと悟ったアルマが悶える。

「エイギル様！」

「さあ続きはお前がやるんだ」

　俺は素直にメリッサの下に戻る。

だが俺の指でアルマが昇った瞬間、クロルの一物ははっきりと大きくなった。

今度は見間違いではあり得ない。




「いよいよ挿入だ」

　俺はメリッサを四つん這いにさせて後ろから肉棒をあてる。

アルマ達も同じ体位を取り、クロルは指を入れて代用するようだ。

「あの……メリッサさん本当に大丈夫？　そんな大きいの入れたらせっかく治ったお腹が……」

「大丈夫。それにエイギルさんのを受け入れられないなら治った意味もないよ」

　二人は並んで言葉を交わしていた。俺はタイミングを見計らう。

「アルマも体の力を抜いてね。クロルのことが好きならきっと気持ち……んおぉぉぉぉ!!」

「ぴい！」

　優しい笑みを浮かべていたメリッサが突然叫び、アルマは悲鳴を上げる。

言うまでも無く俺が根元まで一物を突っ込んだのだ。

「奥っ奥まで……んぉぉぉ……子袋までぇ!!」

「すまんな辛抱できなかったよ」

　肉棒をあえて入口まで引き抜き、再び奥深くまで押し込む。

メリッサの愛液にまみれた竿が出入りする様が丸見えだ。

「すごい、あんなすごいのが本当に突き刺さってる」

「メリッサさんが獣みたいな顔で喘いでる……」

　絶頂の余韻が残る中での容赦の無い動きでメリッサの顔は快楽に歪んでいるのだろう。

クロルも思い出したかのように指を動かしアルマも控えめながら感じ始めた。




　しばらく並んでの行為は続いたが、やはりクロルの一物はまるで反応していない。

だが勝算はある。俺は喘ぐメリッサに口を寄せ、説明してから体を離した。

「クロル。悪いが俺もアルマが欲しくなった。抱かせてもらうぞ」

「ええっ!?」「そ、そんな!!」

　悲鳴を上げる二人。だが俺は容赦なくアルマを抱き上げる。

「止めて下さい！　どうかアルマだけは……俺の大事な人なんです！」

「どうしていきなり、こんなの酷い……」

　泣きそうになるアルマの耳元に愛撫するふりをして詳細を説明してやった。

彼女は少し怪訝な顔をしたが、やがてゆっくりと頷く。

「……うん。仕方ないよクロル、沢山助けて貰ったし、一度くらいは……ね？」

「えええ!?　そんなぁ……」

　アルマが受け入れたのがショックだったのだろう。クロルはがっくりとベッドに膝をつく。

「せめてクロルはしっかり見てて、私が……旦那様に抱かれる所を」

　俺はアルマを仰向けにして圧し掛かり毛布を被る。

これで真横にいるクロルから見えるのは俺達の肩から上だけだ。

「では穴を頂くぞ」

「はい……旦那様……」

　わざと腰をもぞもぞと動かし、肉棒が押し当たったことをクロルに教える。

「エイギル様、どうか優しくしてやって下さい。アルマは華奢だから乱暴に抱いたら壊れてしまいます」

　精一杯の要求、クロルは涙を浮かべながら丁寧に頭を下げる。

心が少し痛んだが肉棒は膨らむ。罪深い一物だ。

「なるべくそうするよ」

　冷たく言い放つがこれもお前の為だ。

　俺とアルマは見つめ合い、クロルから良く見える肩を掴みながら勢い良く体を前に出した。

アルマが悲鳴を上げる。

「あぁぁぁぁぁーーーー!!　太いよぉ！　大きいよぉ！　だめぇぇぇぇ!!」

「うぅぅぅ、アルマが……犯された……」

　涙を落とすクロルにメリッサが寄り添う。

「残念だけどもうアルマはエイギルさんの虜だよ。あのチンチンが入っちゃったら女は心まで落ちちゃうの。新しい恋を探しなさい」

「そんなはずない！　アルマは俺の俺の!!」

　慌ててアルマの手を握るクロル。

だがアルマは微笑むとこう言った。

「おっきくて……気持ち良いよ」

「うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　慟哭するクロル。だがその股間に変化が訪れた。

「ほら見ろ。膨らみだしたぞ」「本当に？　うわぁなんて言ったらいいんだろう」「頑張ってクロル！」

　クロルの股間がみるみる膨らんでいく。

だが途中で何かに縛られているように何度も萎え、再び膨張するを繰り返していた。

リッチの呪いと一物が戦っているのだ。

直感だがこの機会を逃せばクロルの肉棒は二度と使い物にならないだろう。

「クロル頑張って！」

　アルマが叫ぶ。

「クロルならできるよ！」

　メリッサも応援する。

「さっさと勃て。男だろうが！」

　俺も少し手助けしてやる。

　クロルは膨張と縮小を繰り返しながらもドンドン大きくなっていく。

あと一押しだ。

「「「クロル勃て！　勃てクロル──!!」」」

　三人の声が揃う。

「うおおお──────!!」

　遂にクロルの一物は完全に勃ち上がり腹に張り付く。

何かが割れる音が聞こえた気がした。もしかするとリッチの残滓が破壊された音なのかもしれない。

「勃った……俺のモノが勃った……」

　そそり立つモノを呆然と見つめながら息を荒げるクロル。

「よく復活したな」

　俺はアルマから体を離す。これ以上援護をする意味はない。

「えっ入っていなかったのですか？」

「そうだ。お前が嫉妬の感情に反応していたから一芝居させてもらっただけだ。腹の上を滑っていただけで穴は犯していないぞ」

　それでも若い滑々の肌は結構気持ち良かった。

先っちょぐらいとは思ったがメリッサの穴の方が気持ち良いだろうし自重しておこう。

「さあ、抱いてやれ。今のお前ならできるだろう」

「クロル、きて」

　アルマは両手を広げ愛する男を迎え入れようとしている。

これでめでたしと思ったのだが、クロルの様子がおかしい。

「う……い、痛い。股間が痛い！」

「なに？　まだ何かあるのか」

　世話のかかる一物だ。

「皮が……ぐう！」

　クロルの一物を見てアルマが息を呑む。どうしたのだろうか。

「お、大きい……クロルのチンチン前よりずっとおっきくなってる！　皮も全部剥けちゃってる！」

　クロルの一物は不能になる前から短小だった。

だが今は２０ｃｍを超えるぐらいはあるだろうか。

まだまだ大きいとは言えないが短小ではないな。

「ふむ、演技が少し効き過ぎたか。だが良かったじゃないか」

　クロルは生まれ変わった一物を軽く撫でてから俺に頭を下げた。

「本当にありがとうございます！」

「いいからさっさとアルマを抱け。もたもたしていると本当に俺が食ってしまうぞ」

「はい！」

　気持ち良い返事と同時に絡み合う二人、アルマは俺との演技で相当濡れていたらしく、クロルは遠慮なく押し込むことができたようだ。

「あぐっ！　大きくて苦しい！」

「ごめん！　でも止まらないんだ！」

　アルマは一瞬苦悶の表情を浮かべるがすぐに笑顔になった。

「ううん、いいの。クロルの巨根でもっと可愛がって」

「巨根……俺が巨根……うおおおお！」

　肉音が鳴り続ける激しい交尾が始まる。

覚えたての処女童貞のような激しいだけの未熟な行為。

だが二人はとても幸せそうに交わっていた。

「エイギルさーん。こっちにも飢えた穴があるんだけどなぁ」

「ふふふ、童貞共に負けない激しい奴をお見舞いしてやるぞ」

　俺とメリッサも体を重ねて激しく交わる。

二組の獣の交尾はベッドを汁まみれにしながら翌朝まで続いたのだった。




翌朝

「ふむ、腰が軽い」

　俺の腕の中にはメリッサが寝息を立てている。

ベッドの反対側を見るとアルマが股間から大量の種を流しながら眠っている。

　昨夜はあれからたっぷりと楽しみ、最後に遊びとしてナーティア特製の媚薬を使ったりもした。

変態親父と化したねちっこい攻めをメリッサとアルマは口では嫌がりながらも楽しんでいたようだ。

やはり心が繋がればどんな抱き方をしても感じるらしい。

「はてクロルはどこに行った？」

　別に探すまでも無いかとメリッサを抱き締める。

媚薬の効果か下品なことをしたくなったが寝ている女を起こすのは忍びないと我慢する。

　その時廊下でかすかに物音が聞こえた。




「エイギル様──寝室にいらっしゃるのですか？　ん、お前そんな格好で何をしている！　エイギル様はどこだ!?」

　セリアの声だ。酔いが醒めて俺を探し始めたらしい。

「セリアさん見て欲しいモノがあります」

　話している相手はクロルか？

「はあ？　一体なんだ」

「ほーら巨根だよー」

　何やら羽織った毛布をバッと開いたような音がするぞ。

ちなみにクロルの衣服は全部部屋に残っている。消えているのは毛布が一枚だけだ。

「死ね！」

　セリアの怒声と革のブーツが男の股間を蹴り上げるような音が聞こえた。

続いて玉を蹴られた男がのたうち回るような呻きが聞こえる。

　俺はメリッサの体温を感じながらもう一眠りすることにしたのだった。
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第２７９話 　マータの想い　♯







　冬の朝はすがすがしい。

昨夜の運動で腹も減っていたので朝食だがパスタと野菜が沢山入ったスープを何度もおかわりする。

「おかわりー」「おかわりぃ」

　どうせなので小さい子供達も並べて飯を食わせることにした。

ノンナがいたら文句がつきそうだが、いないので問題はない。

「突然飛び出したから怒っているかもしれない。そろそろ戻ってやらねば」

「そうですね。でも本当はノンナさんのお乳が恋しいからではないですか？」

　セリアに突っ込まれ、メリッサとマイラも微かに笑う。

「そういえばアルマがいないね。クロルも」

　メリッサが不思議そうに言うとセリアがフンと鼻を鳴らす。

「あのエロガキは部屋で伸びています。朝っぱらから小汚いモノを……潰してやろうかと思いました」

「昨日の変態薬が抜けていなかったみたいだ。でかくなった一物を自慢したかったのだろう」

「あはは……」

　メリッサは苦笑し、セリアは湯気が出る程怒っている。

「へんたいー？」「ママぁ、モノってなーに？」「イチモツ～？　キョコン～？」

「オホン、小さな子供達もいるのですけど」

　ドロテアから文句が入ってしまった。

「すまんすまん。なんでもない」

　近づいてきた幼女の頭をわっしゃわっしゃ撫でてやる。

セリアが不満そうな顔をするが相手が幼女なので自重したようだ。

「お前達は何も考えずに食って遊んで寝ればいい。いずれ良い女に育ったら全部教えてやる」

「わかった食べるー。食べて食べられるー」

　幼女はテーブルに戻って食事を再開した。乳も尻もしっかり大きくするんだぞ。




　穏やかな食事が終わるとマータが今日の予定を確認してくれた。

だが遮るように突然横から声をかけられる。

「ハードレット辺境伯」

「なんだいきなり」

　声をかけたのはトリスタンだ。こいつはいつも『辺境伯』とか単に『伯』と呼んでいた気がするが。

「重要な事だから、すぐに私室に来て下さい」

　こいつの敬語を聞くと調子が狂うな。

「機密なのでマータさんは出ていてくれないかな？」

「……わかりました」

　入室したのは俺とレオポルト、トリスタンにマイラ、セリア、イリジナだ。

つまり真面目な話に必要な全員だった。

「で、一体何の用なんだ？　全員集めたということは重大なことだろう」

「まぁ全員集める必要はなかったんだけどね」

　俺とマイラの手がトリスタンの首にかかる。

「ぐぇ、苦しいじゃないか。僕達がここに集まってるってことを見せたかったのさ」

　意味がわからない。一体どういうことだ。

「あのマータと言う娘のことか」

　レオポルトがトリスタンに聞くとやつは静かに頷いた。

無言の会話をするな。まさかできているんじゃないだろうな。

「彼女は高確率……というよりほぼ確実にスパイだよ」

　不穏な単語にマイラとセリアが殺気立つ。イリジナもワンテンポ遅れて殺気立つ。

「何故確信がある」

　マータは新参だが女だ。理由も無しに疑ってはならない。

「割りとばればれだったと思うんだけど……まぁいいや。まず根拠はこれかな」

　トリスタンは一枚の手紙を差し出す。差出人の名はなく、何箇所も厳重にのり付けされている。

表面には開封厳禁と書いてある。

「手紙？　しかも未開封だな。開けるぞ」

　俺がナイフで開封すると同時にトリスタンが言う。

「完璧にのり付けされているよね」

「ん？　そうだな。四か所ものり付けするなんて面倒くさい奴だ」

　中身を見ると意味不明な数字と文字が並んでいる。

一瞬誤字かとも思ったが最初から最後まで意味が通らない。

嫌がらせか、差出人の所にイリジナを差し向けよう。

「いや、この手紙は僕が匿名で出したのさ」

「犯人が居たぞ。行けイリジナ」

「串刺しだぞ！」

「ハードレット卿、時間が無駄になります」

　話が進まないとレオポルトに俺とイリジナは部屋の隅に座らされてしまった。

「で、この手紙だけど僕は一度のり付けして乾かした。乾いてから改めて『三カ所に』のり付けし直して出したのさ。四つののり跡が残るようにね……ところが今はしっかり全部のり付けし直されていたね」

「……誰かが開封してからそれを隠したと」

「そ、間違って子供達が開けたのかもしれないけど、それなら開けっぱなしにするよね？　魔が差して隠そうと考えたとしても、のりの跡に合わせて綺麗に直すのは巧妙過ぎるね。ちなみにハードレット卿宛ての手紙を部屋に運んだのは？」

「マータ……ですね」

　セリアが厳しい顔で言う。

「なるほど。確かに誰かがこっそり手紙を盗み見てまた戻した……それは間違いないだろう。そしてマータにはそれができた。そこまではわかったが、彼女が犯人だとは言い切れないな」

　手紙の配達人にスパイがいたのかもしれない。新参とはいえ女を疑うことはしたくない。

「……ま、答えはすぐに出るよ。内容をよく読んでほしい」

「この意味不明な文をどう読めばいいんだ」

「暗号ですね。そういうことか……」

　レオポルトはすぐに分かったらしい。トリスタンも黙って頷いている。

だから無言で分かり合うのは止めろ。気持ち悪い。

「うむむ……」「ぐううう……」

　セリアとマイラは暗号文とにらめっこしている。俺も改めて見たが全然わからない。

いいからさっさと内容を教えろ。

「分かったぞ！　『明日深夜、南地区の廃墟で会おう。私達の未来に関わる重要な話がある』だな！」

「なっ！」「そ、そんな！」

　なんとイリジナが解読できてしまった。

セリアとマイラはがっくり膝をついてしまう。

気にするな。世の中には不思議なこともいっぱいある。

「なるほど、読んだ奴を釣り出すんだな。だがこの暗号が理解できていなかったら……」

「いえ、マータさんは分かったみたいですよ」

「「ぐう！」」

　セリアとマイラが床に突っ伏し、土下座しているみたいになってしまった。

「大して難しい暗号じゃないけど、ちらりと見たぐらいじゃわからないだろうし、それなりに頭も切れるってことだからね。放っておいたら駄目だろうさ」

　トリスタンは暗号の解読表を出す。

俺は興味なかったがセリアとマイラが紙を見ながら頭を抱えていた。

「ともあれ、これで現場に彼女が現れれば確定さ。もし別の人間が来てもそれはそれでわかることがあるからね」

　ふむ……さっさと領地に帰りたいのにすることが多いな。




深夜

「……残念だ」

　俺は用件を明かさず南地区に向かい、レオポルトやセリア達も適当な理由をつけて屋敷を離れる。

マータが屋敷を抜け出すのに最適の条件を整える為だ。

　そして案の定、彼女は隠れながら俺を尾行してきていた。

これから上手くやっていこうと思っていたのにな。

だがスパイとわかったからには放置もできない。計画通り動くしかないようだ。

　それにしても事前に警戒しているとは言え、マータの尾行は甘い。

距離も近いし、途中で躓き、小さな声も上げたりしている。

とても熟練したスパイとは思えないな。

　俺は予定通りの廃墟に到着、そこで待つ者を探す。

マータは後ろの壁に隠れてこちらをうかがっている。

……せめて穴か何かを見つけろ。顔が半分見えているぞ。

「ハードレット様」

「おおいたか。待たせたな」

　暗闇から一人の女性が現れる。マータから唾を呑む音が聞こえそうだ。

「そんなことありませんわハードレット様……いえ、愛しのエイギル様！」

「ナタリー会いたかったぞ」

　ナタリーは俺の胸に飛び込み、俺達は熱い抱擁を交わす。

「お手紙をご覧になって頂いたのですね。遂に変態の夫を捨てて貴方の愛人になる覚悟ができました。私達の未来はここから開けるのです！」

「嬉しいよナタリー。今日は意識が飛ぶまで愛してやるからな」

　マータの溜息が聞こえたような気がした。

　人妻と浮気し、夫を捨てさせる計画を練る。

秘密の手紙をやり取りするのには十分な理由だが、誰かに報告しても何の意味も無い話だ。

女好きで名高い俺が、変態で有名なアンドレイの妻を寝取ったと公表しても笑い話で済んでしまう。

　もしマータ以外にこの場所を監視している存在がいても問題無いようにするためだ。

さすがにナタリーが引き受けてくれるか疑問だったが、二つ返事で受けてくれた。

「なんなら最後まで演技しても……」とまで言ってくれたのだ。

　俺とナタリーが抱きあいながらキスをする演技をする中、暗闇に一つチカリと光が浮かぶ。

異常無しの合図、つまり今ここを監視しているのはマータだけと言うことだ。

「ありがとう。もういいよ」

「あん……もっとして欲しいのに」

　俺はナタリーを引き離すと後ろから覗くマータに向き直る。

慌てて壁の影に隠れるが尻が見えているぞ。

「マータ、残念だ。お前を信じたかったのだが」

「う!?」

　慌てて逃げ出そうとするマータ。だが廃墟に散らばる石屑に足を取られて転倒してしまう。

転んだ彼女の前にセリアとイリジナ、そしてクリストフが立ちはだかる。

「くっ」

　マータは三人を見比べ、一番体格の劣るセリアに向けて突進した。

残念だがそれは間違いだ。クリストフの方に行けば可能性が残ったかもしれないのに。

「はあ！」

　セリアはマータの突進を軽くいなすと腕を掴んで投げ飛ばす。

綺麗に一回転したマータは背中から地面に打ちつけられ、息を詰まらせて悶える。

「さて事情を……いかん！」

　マータは懐から小さなナイフを取り出す。

だがその刃は俺達にではなく自分の喉に向けられていた。

俺は慌ててナイフを払いのけ、更に口の中に手を突っ込む。舌を噛むかもしれなかったからだ。

「せい！」

「ぐふっ！　あぅぅ……」

　間髪置かずにイリジナの拳がマータの鳩尾にめり込み、意識を狩り取る。

……死んでないだろうな。

「手加減したぞ!!」

　ならいいのだが。

「首尾よくいきましたな。他に監視の目はないようです」

　周囲を警戒していたレオポルトも現れる。

「具体的な場所情報があれば応援が来ても良さそうですが、彼女自身が信用されていないのか、それとも思った以上に小規模な組織なのか……」

　トリスタンもにゅっと生える。

「いずれにせよ彼女から教えてもらう必要があるだろうな」

　俺はマータを担ぎ、屋敷へと帰ったのだった。




　屋敷に戻った俺達に向けられた第一声はナーティアの驚きの声だった。

「……それはなんだ？」

　久しぶりのナーティア、しかし今は抱きしめることはできない。

「今までどこに行っていたんだ。姿が見えないから心配したんだぞ」

　ナーティアはゴルドニアを冒険すると伝言を残して居なくなっていたのだ。

ゴルドニアは安定しているとはいえ、辺境にいけば野盗の出る場所も多い。

将来俺の女になる予定のナーティアが傷つけられたらと気が気じゃなかった。

「私は冒険に慣れてるからそんなへまはしない。だいたいお前の女になると言った覚えは……というよりそんな話をする状況なのか？」

「ん？　何がだ？」

　ナーティアは俺が肩に担いだマータが気になるようだ。

「どこから誘拐して来た？　少女を誘拐してきて犯すなんて……見損なった」

「誤解だよ。犯しはするが誘拐はしていない。……そうだなお前にも手伝って貰おうか」

　今から彼女を尋問しないといけない。




　万が一にも子供達に見られないように食糧などの備蓄庫になっている地下室にマータを運び入れ、自殺されないように両手を縛り、口には布を噛ませる。

「さてどうやって口を割らせるか」

「自殺までしようとしたのです。間抜けな尾行の割りに根性が座っています。生半可な方法では難しいかもしれませんね」

「背後がわからなければ片手落ちですね。できれば全てを把握しておきたかったのですが」

　するとレオポルトが一歩前に進み出た。

「お任せ頂ければ口を割らせて見せますが」

　何やら不穏な雰囲気だ。

「ちなみにどうするつもりだ？」

「歯と爪……それでも吐かなければ目玉ですか」

「却下だ馬鹿！」

「しかしこのまま放置することは将来の大きな危機に繋がります」

「女を拷問などできるか！　それなら将来の危機とやらを打ち破る方が良い」

　気を失ったマータを撫でる。

寝顔はまだまだ少女だ。一六と言っていたが年相応か少し幼く見える。

アルマと同じ歳ということは彼女も若い滑々の肌なのだろう。

舐め回せばそれはそれは気持ちの良い……。

「エイギル様？」

　いかん。顔を撫でていた手が胸元に入っていた。

「ともかく女を痛めつけての情報などいらん。彼女が起きてから聞き、話す気がないなら放してやる。それでどこへなりとも逃げ出すはずだ。いやその前に一度抱かせてもらうぐらいは許されるな」

　全員が不平を言う中、ナーティアがおずおずと手を上げる。

「あるぞ」

「乳房か？　小さいが一応あるな」

　頭を叩かれた。

「彼女を痛めつけずにしゃべらせる方法だ！」

　全員の視線が彼女に集中する。

「冒険中に拾ったこのキノコと木の実とあの毛虫をすり潰せば……『真実の薬』ができる。これを飲めばしばらく酔っぱらったみたいになって、聞かれたことに全部正直に答えてしまう」

「それだ！」

　意志に反して聞き出すのは気が引けるが、彼女も俺を騙していたのだから仕方ない。

何より傷を付けずに解決できるとは最高じゃないか。

レオポルト達も情報が取れるならと納得する。




　ナーティアはすぐに薬を準備し、気を失ったマータに嗅がせた。

彼女は目を開いたが、酔っぱらったように視線が定まっていない。

「まず何から聞こうか」

「私が聞きましょう」

　レオポルトがぐにゃぐにゃになったマータに質問する。

「お前はハードレット卿に近づいて何をするつもりだった？」

「……情報を得ます」

「何の情報だ？」

「……なんでも……大事そうな情報は全部」

「えらく大雑把だなぁ」

　トリスタンが思わず呟く。

「要請したのは誰だ？」

「……アレクサンドロ陛下です」

　全員からうめき声が上がる。まあそうだろうな……マータは王からよこされたのだから。

「情報官の一員なのか？」

「……いえ、違います」

「だろうね。情報官が噛んでるならあの場に誰も現れないはずがないよ」




　その後もレオポルトの尋問は続き、トリスタンが要約する。

「彼女は身寄りの無い孤児、王都で物乞いしている所を陛下の気紛れで拾われた……と」

　それだけなら王の美談だったのだが。

「使用人として成長した彼女は当然のように陛下に恩を感じ、玩具にされても良いと考えていた……と」

　それは結構だ。早く抱いてやれば良かったのに。

「だが王は女性に興味がないようで風呂場でお世話をしても何もして来ない。自分は役立たずだと思い悩んでいた……と」

　俺なら即座に抱くんだがな。

「そんな時、陛下からハードレット卿の傍につき、わかったことを報告してくれと頼まれた。役立たずな自分が少しでも役に立てるならとこれを受けた……ということですね」

　王が不信に囚われていることはエイリヒからも聞いていた。

だがそれなら情報官を使えばいいのじゃないか。

少なくともこんな素人同然の娘を使うよりは効果的だろう。

「……筆頭情報官様はハードレット卿はまったく疑惑無しと繰り返すだけ、陛下はそれにも疑問を持っておいででした」

　王はどこまで信用できないんだ。そんなに疑って生きては疲れるだろうに。




「なるほど、王の個人的な依頼……というより気紛れだね。これで彼女に支援が無い理由がわかったよ」

　トリスタンは納得したようだ。

「であれば下手に排除すれば逆に疑惑をもたれるでしょう。このまま飼い殺すのが適切かと」

　レオポルトも拷問は諦めたようだ。ならば懐柔だ。

　俺はまだ酔ったような顔をしているマータに顔を近づける。

「マータ、お前の感じる場所、性感帯を教えてくれ」

「……感じる……首筋を触るとゾクゾク……」

　ふふふ、良いことを聞いたぞ。

「ああ……また始まりました」

　セリア達が溜息をつく。

「男女の感情で懐柔するのは悪く無い。床で籠絡するのも良手です」

「真面目に言って馬鹿らしくならないかい？」

　レオポルトとトリスタンも何か言っているがどうでもいい。

「いやらしい気分になる香りはあるか？」

「……桃の香り、凄い好き」

　次々と弱点が見えてくる。

「どう扱われたい？」

「……必要とされたいです。役立たずは嫌です」

　ふむ、これも覚えておこう。

最後の質問だ。

「俺の裸を見たことがあったな？　どう思った？」

　すると今まで即答していたマータが少し黙りこむ。

「……逞しかったです。男根が信じられないぐらい大きくて、見ているとお股がジュンってなりました」

「でかい男根が好きなのか？」

「……わかりません。男性に抱かれた経験がありませんので。でもハードレット様の男根を見ていると体が熱くなって、あの夜は三度自分を慰めました」

「もうこれ関係ないでしょう!?」

　マイラが何か言うが今はマータの尋問が大切なのだ。

「どんな想像をして慰めた？」

「立ったまま後ろから腰を抱えられて……大きなアレで処女を……」

「ふはは！　これは勝ったも同然だ」

「何を笑っているのですか……」

　自覚はないがマータは巨根好きに違いない。

ナーティアの薬のおかげで弱点も剥き出しだ。

少々卑怯かもしれないが、互いにとって最善のことだ。許してくれるだろう。

　しかも処女だと言う。

若い肌と処女を味わうのは最高だ。もちろん年増女も大好きだが。

「要は女ならなんでも良いのでしょう？」

　マイラの突っ込みは聞こえない。

「トリスタンとレオポルトは上に戻って仕事でもしていろ。俺は残ってマータが目を覚ますのを待つ。トリスタンはよくやったな、明日からお前の食事の青豆を抜いてやろう」

「そりゃどうも。って一昨日から青豆だらけだったのやっぱり伯の仕業だったのか……」

　皆が溜息を付きながら退室していく。胸が躍るようだ。




しばらく後

「うぅん……」

　意識を取り戻したマータはゆっくりと頭を上げた。

「起きたか」

「んも……ん……んご!!」

　彼女は少しの間ボーっとしていたがすぐに暴れ出す。

だが口に布を噛まされているので大きな声は出せない。

「すまんな。外してやりたいんだが舌を噛まれたら困る。このまま話させてもらうぞ」

「……んぐ」

　マータはぷいと顔を逸らす。

「もう隠さなくていい。全て知ってるのだから。陛下に頼まれたのだろう？」

「んぐ!?」

　目を見開くマータ。ナーティアの薬で話したことは記憶にないようだ。

「何故？」という驚きの表情だ。

「もう全て知っている。秘密を守るために死のうなんて考えは無駄だぞ」

　言いながら噛ませた布を外してやった。

「ど、どうして知っているのですか？　私何も言ってないのに……」

　うーむどう説明したものか。

「エイギル様は女好きが高じて女を見ただけで考えていることがわかるのです」

「そ、そんな……なんて女好き」

　唯一部屋に残ったセリアがうまく言ってくれる。ここは乗っておこう。

「うむ、その通りだ」

　俺はマータを優しく抱きしめ、髪を撫でる。

「陛下の役に立とうとしたお前を責めるつもりはない。だが俺の下で暮らすからには間諜の真似をしてもらっては困る」

　髪を梳きながら上着を脱がせていく。

「……こんなことになって陛下に合わせる顔がありません。役立たずです……殺して下さい……」

　涙目になるマータ。

あえて言わないがきっと王は彼女にほとんど期待していないだろう。

俺がもし怪しい行為をしていたと告げれば「知らない。好きに処断しろ」と言うに違いない。

「そんな悲しいことを言うな。お前の陛下への感謝は知っている……お前のような可愛い女を傍に置けたのだから陛下も満足していただろう」

　彼女をこれ以上追いこむ必要はない。

剥き出しになった肩を撫で、続いてスカートを外す。

「満足されているなら追い出されていません。……ハードレット卿に私を食べても良いとおっしゃいました。陛下は私なんていらなかったのです！」

　泣き叫ぶマータを抱き締め、ついでにシャツも脱がして乳房を剥き出しにする。

「なら俺の女になればいい」

　驚くマータの首筋に吸い付く。

「あっ！　そ、そこは弱くて……あぁぁぁ……」

「嫌なことは考えず、心まで俺の女になるんだ。きっと楽しくて気持ち良いぞ」

　首筋を吸うごとにマータの体が震える。

舌を出して喉から首を舐めてやると切なげな声が漏れる。

「そんな陛下を裏切るなんて……」

「裏切りじゃないさ。現に俺は何も怪しいことはしていないだろう？」

　最後の下着を降ろし、新品の穴を丸見えにする。

「うううぅぅぅ……」

　葛藤する彼女に決断を促す為、俺は首筋に吸い付きながら一言。

「マータ。俺にはお前が必要だ。俺の役に立ってくれないか？」

　彼女は誰かに必要とされたい願望が強かった。

ずるいかもしれないが彼女の心を救い、俺の女にするためだ。

「あう……。マータが……必要ですか？」

　一人称が変わった。それだけ彼女が心の深くまで見せているのだ。

「必要だマータ。どうしても君が欲しい」

　完全に全裸になった彼女を抱き締めてキスをする。

室内には先ほどから桃の香りが立ち込めている。

セリアが香を焚いているのだ。

「なんで私がこんな……ぶつぶつ」

　その甲斐あってマータの瞳の色がふっと変わる。

体の力が抜け、口の奥で震えていた舌がゆっくりと入って来る。

　彼女は落ちたのだ。

「わ、わかりました。マータはハードレット卿……いえ、旦那様の女になります」

「ありがとう嬉しいよ」

　もう必要のない手の拘束を引きちぎる。

彼女は俺の女になった。ならば次にすることは決まっている。

俺が服を脱ぎ始めたのを見てマータは目を丸くした。

「い、いきなりお抱きになりますか……っていつの間にかマータも全裸にされています！」

「ふふふ、俺の女になったからには処女は頂くよ……あぁ若い綺麗な肌だ」

　彼女の妄想通り、立ったまま後ろから処女を裂いてやろう。

既にいきり立っている一物を彼女の肛門から女の穴にこすりつける。

「このまま抱えて突いてやるぞ。巨根は好きだろう？」

「ドキドキします……それに後ろからなんて妄想通り……はっ！」

　蕩けた顔をしていたマータが慌てて手で股を隠す。

「おいおい、今更隠す必要もないだろう」

　笑いながら手をどけようとすると、マータは必死に抵抗する。

恥ずかしがっているのかとも思ったが彼女は穴ではなく少し前、肉豆を隠しているようだ。

「こ、ここだけは見ないで下さい！」

「そんなことを言われたら見たくなってしまう。まして自分の女の大事な所だ」

　俺はマータの首筋に息を吹きかけ、力が抜けたのを見計らって覗きこむ。

「いやぁぁぁ！　見ないで!!」

「これはこれは……」「うわすごい」

　同じく覗きこんだセリアも感嘆の声を上げる。

そこに鎮座していた肉豆は俺の中指と同じ程もあった。

豆の大きさは女によって違うがここまで大きい女は珍しい。

「ははは、大きな肉豆だな。興奮すると膨らむのか？」

「いやあ！　いやぁぁぁ！」

　マータは泣いてしまい、慌ててキスをして慰める。

「ううう……こんな変な体のせいで陛下もマータを……きっと男だと思われたのです……」

「なぁに少し珍しいがお前だけじゃないさ。俺の女にこれの倍はある肉豆を持っている者もいる。しかもそいつは前の穴が無いからいつも後ろで……」

「……それ普通に男なのでは？」

　無駄話はここらへんにしておこう。




「さあ処女を頂こう。して欲しい体位があれば応えるが」

「いえ……このまま立って後ろからお願いします。できれば覆いかぶさるように……」

　だろうな。妄想そのままの体位で抱いてやろう。

　後ろから覆いかぶさり、男根を穴に当てる。

被さった腹と胸、そして腰を抱く手に滑々した若い肌の感触が伝わり、一層肉棒が大きくなる。

「行くぞ！」

「ああっ！　痛い!!」

　腰を押し出すが入らない。

十分濡れてはいるのだが。

「ふん！」

「ひぃぃぃぃ！　だめぇぇぇ！」

　やはり入らない。

マータはアルマと同じぐらいの年齢だし、体格も小さい。

さすがにサイズの違いは大きかった。

「うぅぅぅ……」

　すっかり硬くなってしまったマータ。うむむ、困った。

「優しくする必要なんてないです！」

　そこにセリアが介入する。

「大人しく見ていれば！　貴女はエイギル様の秘密を嗅ぎまわっていたのですよ！　それなのにエイギル様が優しく処女を貰って下さるなんて……しかも痛いだのなんだのと贅沢な!!」

　セリアは香の準備をさせられた上、目の前で俺がマータを口説くのを見せられてイライラしていたようだ。それが一気に爆発したらしい。

「こうしてやります！」

「ひゃああ！」

　セリアはマータの肩を正面から抱き、こちらに押し付けて来る。

当然、彼女の尻もこちらに押し付けられ、無理やり男根がめり込んで行く。

「ひぃぃぃ！」

「おいおいセリア、あまり強引にするのは……」

「痛いのは最初だけです。一度でガバガバになりますから辛抱しなさい！」

　更に強く押し付けるセリア。

ブツリと音を立て、マータの処女は永遠に失われた。

「かっは……あぅぅ……」

　仰け反って絶句するマータ。だがセリアは容赦しない。

「大きな肉豆……こうしてやります」

　股に手を突っ込んだセリアはマータの大きな肉豆をなんと掴んでしごき始めた。

強すぎる刺激に絶頂のような嬌声が漏れる。

「ひぃぃぃ──!!　あひぃぃぃ──!!」

「こらセリア。くっ締まるな……」

「これは罰です！　諦めて受けなさい」

　豆をこすったせいで彼女の穴が激しく動いて快感をもたらす。

俺も応えて腰を振ってしまう。

「すまん。痛いか？　辛抱できないなら止めるぞ」

「い、痛くて苦しい……でも……気持ち良い────！」

　マータが叫びながら顔を上げる。

涙を流しながらも満面の笑みで快楽を訴えていた。

「やっぱり巨根好きだったんですね！　豆をますます大きくしてはしたない！」

「俺の肉棒で感じて大きくしてくれたんだな。嬉しいよ」

　セリアがきつい言葉で責め、俺は優しい言葉をかける。

マータは喘ぎながらどんどん昇っていく。

「大きい……大きすぎる……妄想していたよりも……まだ大きいよぉ……」

「すまんがまだ大きくなるぞ。悪いのはお前の良く締まる穴とこの若い肌だ」

「エイギル様に褒めてもらって！　嬉しいと言いなさい！」

　腰を突き出しながらも弱点である首筋を舐め、全身をくまなく撫で回す。

まるで絹を触っているようなシミ一つ無い肌。

今ならアンドレイの気持ちが少しだけわかる。この感触は確かに絶品だ。

「もっと強くしますね」

　セリアがますます肉豆をこする手を速める。

大きいせいで力を込めて擦ることができるのだ。

だが程々にしておかないと敏感すぎるそこは……。

「んひぃぃぃ──!!」

　ほら、マータが一気に昇ってしまった。

しかもかなり深いやつだ。

「んおぉぉぉ！　おぉぉぉ──!!」

「お……これは……」

　マータの絶頂は処女のくせに思った以上に長く激しい。

穴はぎゅうぎゅう締まり、俺にも限界が訪れる。

「もうだめだ。マータ、俺のモノにしてやる！」

　後ろから体重をかけるとマータの膝が崩れて床に突っ伏す。

俺は彼女を抱き抱えたまま倒れ、そして射精した。

「すごい出てる！　あ、熱い！　お腹が熱くて……だめぇぇぇぇ!!」

　マータは今度こそ意識を飛ばし瞼を閉じた。

聞こえているかはわからないが、その耳に口を寄せる。

「ありがとうマータ。これからも沢山しような」

「……は……はひぃ……」

「何か……言葉にできない熱いものを感じました」

「忘れろセリア。お前は可愛い俺のセリアでいてくれ」

　俺はその後セリアを記憶が飛ぶまで激しく愛するのだった。




　こうしてマータは俺の女となり、トリスタンとレオポルトの検閲を受けた報告書を王に向けて送ることになったのだった。
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第２８０話　旧恩に報いて







「護衛隊の帰還準備は整いました。少数は既に先行して出立しています」

「わかったよマイラ。レオポルトが先に帰ったから本隊の指揮を頼む。トリスタンを積み忘れるなよ」

　エイリヒとケネスへの挨拶も済み、王都に滞在する必要はない。

　ちなみにエイリヒには例の会員制高級娼館に連れて行って貰った。

礼儀正しい美女数名が相手してくれ、前だけでなく後ろの穴も使い放題の素晴らしいサービスだった。

エイリヒとの友情が少し深まった気がした。

　ケネスの屋敷に行くと食事の準備と称してえらく待たされ、その間貴族の未亡人らしき女性が話し相手になってくれた。

だが彼女はとても淫乱で大胆な誘いをかけてきたため、いつの間にか世間話は激しい行為に変わった。

正直ケネスとした話は覚えていないが、淫乱未亡人の中に種を出した時の嬉しそうな嬌声は忘れない。




「旦那様、身の回りの準備は完了しました」

　マータが丁寧に礼をする。その顔は赤く染まり、誰が見ても俺に惚れているとわかるだろう。

「当然です。マータはもう旦那様の女、もしお望みなら今すぐでも性の玩具にだってなります」

　しなだれかかる彼女の太股を撫でるともっと奥に導くように足を開き……。

「……ゴホン」「エイギル様！」

　マイラとセリアに引き離されてしまう。

俺の腕を取り戻したセリアが猫のようにマータを威嚇する。

高級娼婦や未亡人も美しかったが、ここにいる三人も負けていない。

特にセリアは無骨な服に化粧無しでこの可愛さだ。

「今すぐにも一戦やりたい所だが、最後にすることがあったよ」

　俺はマータの股を軽く撫で、セリアの頭に手を置き、マイラにキスをして立ち上がる。

「「「あっ」」」

　三人は顔を赤くして照れる。可愛い奴らだ。

「いつ見ても女性といるよね。まったく何がそんなにいいのだか僕にはわからないよ」

　うるさいトリスタン。だがタイミングが悪かったな。

「マイラさん。頭を持って下さい」

「ええ、セリアさんは足を、このまま荷馬車に放り込みましょう」

「うわっ！　な、何をするのさ！　僕は積荷じゃない。自分で歩け……」

　照れ顔を見られた恥ずかしさか、二人はトリスタンを乱暴に運搬して行く。

マータもまたぺこりと頭を下げて二人に続くのだった。

俺も早く済ませてこよう。




固茹亭　倉庫

「アンドレイ、いるか？」

　店にいなかったアンドレイを探して、固茹亭の離れにある倉庫を開ける。

「気持ち良いぞエマ。美しい体だ……」

「本当？　おじちゃんに褒められると嬉しくなっちゃう……お股が少し痛いけど我慢する」

　アンドレイは木箱に腰掛けて膝の上に少女を乗せ、ハードボイルドに腰を振っていた。

奴はズボンを降ろし、少女は下着を床においてスカートを自分でめくり上げている。

問答無用の状況だ。

　俺は無言で近づき、少女を抱き上げてから木箱をひっくり返した。

「……何故俺達の愛を邪魔する。無粋だろう」

「黙れ変態」

「おじちゃんは悪くないよ？　美味しいお菓子もくれて気持ち良くしてくれるんだよ？」

　俺は何も言わずに少女をナタリーに預けた。

「……」

「……」

　アンドレイはナタリーの刺すような視線を浴び、小指のような一物を仕舞う。

こいつは変態だが確かにあのサイズなら子供相手でも怪我はさせないな。

「ナタリー。愛は一つだけじゃない。愛は多いほど深く、また幼いほど……」

「お前の変態談義はどうでもいい」

　ハードボイルドに言い訳するアンドレイを黙らせる。

だがアンドレイを糾弾するためにきたのではないのだ。

「はっきり言おう。お前はもうこの町では生きていけない」

「……いきなりだな」




　固茹亭に来る途中、近所の住民が俺の顔を見るなり喜びの声を上げていた。

「ハードレット卿!?　そうか、遂に変態を討伐に来られたんだ！」

「これで安心して娘を外で遊ばせられるわ！」




「これだけ周りに嫌われて商売なんてできるはずがないだろう」

　ナタリーも溜息をつく。

「では店を畳めと言うのか？」

　アンドレイが険しい顔を向ける。自業自得だがそこまで俺は非道じゃないぞ。

それに奴には恩もある。顔も知らない近所の奴らの望み通りにする気は無い。

「いや、この店は固茹亭の王都店として信頼できる奴に任せ、オーナーはお前のままだ。お前は家族と一緒にラーフェンに来てそこで固茹亭をやればいい。場所は用意してやる」

　ラーフェンにはまだ開発していない場所も多いし、王都と違ってかなりの部分俺の好きにできる。

それなりに人通りの多い場所を開けさせればいいだろう。

「……この店は俺の人生なんだ」

「だから手放せとは言っていない。信頼出来る者に任せるだけだ。……このままでは店に火でも付けられかねんぞ。そうなったらナタリーも囲っている少女も無事で済まん」

　目を閉じ考えるアンドレイ。俺はあらぬ方向を見ながらハードボイルドに説得する。

「お前の本当に大事な物はなんだ？　苦労して建てた店か？　それともナタリーや家族か？」

　ナタリーは腕に抱いた子供を見せる。

アンドレイは軽く息を吐いて微かに笑った。

「そうだな。俺の生きる意味はこの店じゃない。ここで築き上げた幼女たちとの関係こそ我が人生だ」

　いちいち突っ込んでいたら話が進まないので流す。

「この店は信頼できる者に預けよう。俺達家族が抜けると従業員が足りないが……」

「それはドロテアの子供達に手伝わせるさ」

　アンドレイがいなくなればドロテアも安心して子供を奉公に出せるだろう。

「わかった。早速準備を始めよう。ラーフェンか……行ったことは無いが新たな幼女との出会いが俺を待っているのだろうな」

　アンドレイはまだ見ぬラーフェンに想いを馳せ、ハードボイルドに呟くのだった。

　もちろん変態対策はしっかりしている。

ナタリーに金属と革でできたソレとその鍵を渡しているのだ。

　準備に去ったアンドレイを見送る。

するとナタリーが俺の目の前に立った。

「ん、他に何かある──」

　俺が小柄なナタリーに合わせて身を屈めると同時に彼女は俺に唇を重ねる。

押し当てられた口が開いて舌が入ってきた。

咄嗟のことで驚いたがキスされた以上、舌を入れ返して応えないといけない。

「んっん……」

　更にナタリーは俺の手を取り、自らの尻を触らせる。

ほとんど子供の尻だが、かすかな柔らかさを感じた。

　しばらくキスを交わし、尻を撫でまわしたところで彼女は口を離す。

「……ありがとうございます。このままだと半年と持たずに店は潰れていたと思います」

　逆に言えば一年近く客のこない店を維持するだけの蓄えがあるということだ。

アンドレイもそれなりに商才はあったようだな。少女趣味で台無しにしたが。

「今のお店を売る事もなく、新しい場所まで下さるなんて……なんとお礼を言えば良いか」

　深々と頭を下げるナタリー。今のキスと尻はそのお礼だったらしい。

だが訂正しないといけない。

「貴女のような可愛い女のためなら……と言いたいが違う。俺はあくまでアンドレイのためにやっただけなんだよ。奴には昔の恩があったからな。だから貴女が気にすることはない」

　生活を盾に妻を良いようにしたのでは恩を仇で返すようなものだ。

　だがナタリーは再び俺の手を取り、僅かに膨らむ胸に乗せる。

「わかりました……でも今のはただのお礼ではありません。貴方に……夫にはない健全な男を感じたのです。証拠にほら」

　股に導かれた手に湿気と熱さを感じる。彼女は先ほどのキスと愛撫で濡れていた。

「お互いに伴侶を持つ身ですが……落ち着いたら浮気でもしませんか？」

「もちろん。楽しみにしている」

　生活を盾にナタリーへ関係を迫ったのではアンドレイへの裏切りだ。

だが彼女の方から浮気の誘いが来たならば乗ってしまっても仕方ない。

　彼女が本気になる前にアンドレイが心を掴み直せなければ少し摘まみ喰いしよう。

俺はもう一度ナタリーの唇を奪うとほくほく顔でその場を去るのだった。
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数日後　ラーフェン

「エイギルーエイギルー!!」「エイギルさん！」「ご主人様ぁ」

　ラーフェンに戻った俺に女性陣が次々と飛びついてくれる。

カーラが助走をつけて全身で抱きつき、メルが後ろから優しく包んでくれた。

腰にはクウとルウが抱きつき、股間にレアが張り付いた。

　マリア、カトリーヌ、ミティ、マルスリーヌの妊婦四人の腹を撫でながら縁起の良い話をしてやる。

「急に留守にしてすまんな。とっくに手紙で伝えたがドロテアは元気な子を産んだよ」

　彼女は既に完全に回復しており、心配するメリッサとアルマを元気に送り出してくれた。

「そうですか……ドロテア母さん良かった。やっぱり旦那様に抱かれた女は安産になりますね」

　どうもラーフェンでもそういう話が広がっている。

出産の近い妊婦が俺の一物を触らせてくれと頼んで来ることもあるし、妊娠する前に一度俺に抱かれたいと望む人妻も多いのだ。

そんな人妻には子種もセットでプレゼントしていることは言うまでも無い。

「でも途中危なかったんだよ？　それをエイギルさんがとんでもない方法で……」

　メリッサが説明すると女達はそちらに食いつく。

　俺はいつの間にかズボンを降ろそうとしているレアを離させる。

「レアはセリアとも久しぶりだろう。片づけはレオポルトやトリスタンにやらせるから皆、休むなり遊ぶなり好きにしてくれ」

　メリッサはカトリーヌ。アルマはミティ。セリアはレアとそれぞれ仲の良い同士で集まり、きゃいきゃいと騒ぎ始める。

女同士で姦しいのも素晴らしいな。それが全員俺の女となればなおさらだ。

　ふと見るとアリスが体を震わせながら立っていた。

彼女にはまだ挨拶していなかったな。

「アリスただいま」

「あっ待って！」

　俺がアリスを抱きしめた途端、彼女の体が大きく震えた。

「い、イク──！」

「……なに？」

　大きな嬌声を上げた彼女が倒れそうになる。

慌てて腰に手を回して支える。

「ま、またイク──!!」

　再びの絶頂、太ももから一気に伝う愛液が演技で無いことを教えてくれた。

「どうしたんだ？　発情するにも敏感過ぎるだろう」

「最近……事情が……あって……敏感に……」

　荒く息を付く彼女の前髪をかきあげる。

「それも駄目！　ああ────！」

「何故に髪を触られただけで昇る……」

　三度目の絶頂で失神してしまったアリスはメイドに任せる。

あとで何があったか聞く必要があるだろう。いくらなんでもおかしいからな。




「それで、やはり怒っているか？」

　先ほどからの挨拶に参加しなかった女が一人。

ノンナが壁からこれ見よがしに体を半分だけ出してこちらを睨んでいた。

「突然飛び出して悪かったよ。でも緊急事態だったのだから仕方ないだろう？」

「……というかノンナさんその毛皮のコート初見ですよ。また高いの買ったでしょう」

　俺が近づくとノンナはトトトと下がり、ドアの壁からまた半身を出した。

「それだけじゃありません。せめて正妻の私には王都へ来いと言って欲しかったです」

　寒い中わざわざ呼ぶことも無いと思ったのが裏目に出た。次からは気をつけよう。

「悪かったよ。謝るから機嫌を直してくれ。久しぶりの抱擁を交わそうじゃないか」

　両手を広げて近づくがノンナは更にトトトと離れ……あ、こけた。

慌てて立ち上がったノンナはそのまま自室へと向かう。

　途中でチラチラこちらを見ているのはついて来いということだろう。

ここで諦めたら一〇倍は機嫌が悪くなる。

何より可愛いのでついていこう。

　そして彼女の部屋に入ると何故か扉が閉められた。

お付きの侍女達の仕業か。

　ノンナの部屋は暖炉に火が入っており、非常に暖かい。

もちろん毛皮のコートなど必要な気温では無いが──。

「エイギル様……」

　ノンナが目の前でコートを脱ぎ捨てた。

下に着ていたのは薄い生地のベビードールだ。

しかも大き過ぎる胸のせいですごいことになっている。

　生地があまりに薄いので体にゴテゴテとつけている金のアクセサリーが透けて見えた。

下品なはずの装飾が逆に獣欲を誘う。

「たまらん」

　俺は急いでズボンを降ろした。

危なかった。あと数秒遅れていたらズボンを破って飛び出したはずだ。

「いやん。はしたない」

「そんな下品な服を着て出て来るお前程じゃない」

　俺はノンナを抱き締め、強引に股に手を突っ込む。

「子を産んだ女なのにこの肌と穴はなんだ。ぷりぷりじゃないか」

「美しくあるのも妻の務めです。それになんですかこのお道具は。また一段と黒くなって、王都で何人女を食べたのですか」

　互いに笑いあってから俺はやや乱暴にノンナをベッドに投げる。

彼女もやや荒い行為を望んでいるとわかったからだ。

「ああ、見えてしまう」

　ベッドに転がった彼女は嫌がるように言って性器を……隠さずに開いて見せつける。

俺の頭が情欲に染まった。

「うおぉぉぉ!!」

「きゃあああ！　いつも通り太くて硬い──!!」

　俺達は大きなベッドをまるで荒天の船のように揺らして激しく愛し合う。

扉の外ではカーラやメルが侍女と言い争う声が聞こえたが、極上の女を前にもう止まれはしない。

「ノンナお前は美し過ぎる！　しかも乳がでかすぎる！　いやらしすぎるぞ！」

　王都で見たどんな女よりノンナは美しい。しかもこの乳だ。絶対に離さない。

彼女も俺の頭を乳房に挟むように抱え、大きな嬌声を上げる。

　俺達はこれでもかと体を絡め、互いを刺激し合って同時に絶頂する。




　痛みすら感じる激しい射精を終えるとノンナは意識を手放していた。

「愛しているぞノンナ。もっと幸せにしてやるからな」

「……うぅん。もう……何も……今のまま……ずっと」

　俺は彼女にキスをし、部屋を出た。

そして通りかかった彼女とはち合わせた。

「ケイシーじゃないか。久しぶりだな」

　そういえばドロテアの所に出かける前からケイシーを見ていなかった気がする。

「だがその格好はなんだ？　その顔は……」

　彼女の風貌は俺の知っているそれとはかなり変わっている。

怨霊化しているのではない。

　ボロ着を纏っている上に着崩して肩を剥きだし、その肩には無骨な剣を背負っている。

　何も言わずに目を閉じ、何故か小枝を咥えている。

　更に頬に大きな傷があり、あろうことか髭まで生えていた。

「……何があった。流浪の武芸者みたいになっているぞ」

（色々あったんだよ　そう色々ね）

　遠い目をして語るケイシー。だがその格好は女として魅力的では無い。

（ふがーほがほが）

　粘土のようにケイシーの顔をめちゃめちゃにこねると真正の化け物になってしまった。

よし、ここから形を整えて元に戻そう。

（何するの──！）

　ケイシーが叫ぶと同時にポンと顔が戻る。

「よし、髭も傷も消えた。後はその小汚い服を着替えて来い」

（顔の感覚がおかしいよー　ちゃんと鼻ついてる？）

　ついているとも。

（うー　元に戻ったらこの剣重いよ）

「そういえばその剣は？　汚れている割りに……刃は綺麗だな」

（妖刀なんとかって　やっぱり顔がおかしい　視界が歪むよー）

　養豚？　豚を追いこむ棒代わりに使っていたのか。

「なら大した剣ではないだろう。適当に倉庫に放り込んで置け。あぁ左目と右目が逆になってる」

（直して──）

　養豚か、そういえばまだ誰か忘れている。




「愛しのお方──!!」

　重厚な石作りの新館が揺れている気がする。

「奥様！　あんまり走っては危ないですよ！」

「大丈夫よ。こけてもそのまま転がるわ」

「そうではなく屋敷を壊すと言っているのです！」

　クラウディアの声だ。

俺は足を軽く開き、気合いを入れ直す。

「さあ来い」

　重量級の一撃を俺は見事受け切ったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民三千

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七五〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵五〇〇

予備役二五〇〇

大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（帰還）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（敏感魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（暴食客）クララ（侍女）

ナーティア（ラーフェン散策）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（成長）プチローパー（アリス隠匿）

ペット

メッサーシュミット（犬）ポチ（変なトカゲ）

部下

セリア（副官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（婚約）

レオポルト（参謀）トリスタン（運送中）アドルフ（──）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（男）アルマ（クロルの女）

財産　金貨一八三〇〇 毛皮のコート（一〇）固茹亭準備（六〇）

経験人数四三三人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２８１話　豪華絢爛の落成式







　屋敷を使用人がせわしなく動き回る。

そしてノンナも侍女二人を引き連れて屋敷中を歩き回っていた。

「やっぱりここにも椅子を置いて下さい。窓を開いて中庭を見ながらお酒を呑めるようにしましょう」

「かしこまりました奥様」

　セバスチャンは丁寧に一礼するが、彼の後ろでは使用人やメイドが困った顔をしている。




「止めた方がいいんじゃない？　ただでさえセバスチャン忙しいのに邪魔にしかなってないわよ」

　カーラと俺はバタバタと準備が進む広間を見渡せる二階のバルコニーにおり、窓枠に腰をかけて走り回る者達を、正確に言うならば揺れるメイド達の尻と盛大に跳ねるノンナの乳房を眺めていた。

「ぶるんぶるん嫌味ね。谷間も放り出して……身嗜みにうるさいくせにちゃんと仕舞えっての」

「全部仕舞うと苦しくなってしまうそうだぞ」

「……ますます嫌味ね。昨夜はあそこに挟んだの？」

「挟んでこすって顔にぶちまけた。たまらんかった。物凄く出たよ」

　セバスチャンと使用人が準備し、ノンナが口を挟んでいるのは新屋敷の落成式の準備だ。

本来はもっと早くする予定だったのだが、俺が出征したので伸び伸びになっていたのだ。

　既にしばらく住んでいるのに落成式もないと思うが、身内ではなく外に向けて完成をアピールする式典をするらしい。

実際には屋敷を肴に行われる大規模なパーティだろう。

周辺の領主はもちろん、王都でも関係のある者達には片っ端から招待状を出したようだ。

　屋敷にふさわしい盛大な式典にすると息まいている。

アドルフも「頭が痛いですが必要なことです」と死んだ目のまま納得し、既に予算を組んでいたようだ。

「要は他の人に自慢したいだけでしょ。まったく見栄っ張りは治らないわね」

「ノンナはこれぐらいの方が可愛いさ」

　ノンナが再び広間にもどってきた。あっ椅子に足をひっかけて転んだ。

「こんな所に椅子を置かないで下さい！　危ないじゃないですか！」

　使用人達は納得できない顔だ。当たり前だ、さっき自分で置かせた椅子だぞ。

「あの子また無茶言うわよ」

「ああ、回収してくる」

「やっぱり全体の配置が少しおかしいかもしれません。全部設置し直して……きゃあ！」

　俺はノンナを後ろから持ち上げた。そのまま肩に担ぐとまるで山賊に誘拐された娘だ。

「準備はセバスチャンに任せておけ。あいつはよくやっているよ」

「わ、わかりましたから降ろして下さい！　恥ずかしい！」

　離したらまた余計な口を出すから駄目だ。

「今から俺達は愛し合う。準備を頼めるか？」

「「承知しました旦那様」」

　侍女二人が答え、周囲の使用人達がほっとした顔を見せる。

「カーラも来るか？　二人がかりで俺を可愛がってくれ」

「いいわよー。ノンナと二人は久しぶりね」

「そういうことを使用人の前で宣言しないで下さい！　あーん、降ろしてくださいー」

　こうして俺達は激しく愛し合ったのだった。




落成式当日

「「「ようこそいらっしゃいました」」」

　使用人達が玄関前に並び、客に対して一斉に頭を下げる。

「……これは見事な」

「二年と経たずにこれほどの屋敷を築き上げるとはやはりハードレット卿の力は相当なものか……」

　俺とノンナが来客に挨拶と感謝を述べ、セバスチャンが会場へと案内する。

「今ので何人目だ？　あと何人に挨拶すればいい」

「まだ三分の一もいらっしゃっていません。式は夜になってからですからまだ早いです」

　ノンナにそう言われてうんざりしてしまう。

「なんだって夜開始なんだ。昼からにすれば良かったのに」

　民の新居完成の祝いは良く見るが、昼から呑んで騒いで終わっていたのに。

「社交会とはそういうものです！　それに……あれを見せたかったので」

　ノンナのうっとりした視線の先にはドワーフが腕によりをかけ、セリアが大事に運んで来たシャンデリアが輝いている。

全ての者が出入りする玄関に鎮座するそれは、他の灯りが意図的に暗くされていることもあって、赤、青、緑と神々しく思えるほど輝いている。

「灯りが金で増幅され宝石に反射……こんな美しいシャンデリアは見たことがありません」

　見惚れるのはノンナだけではなく、来客のほとんどが足を止めて息を飲んでいた。

　他の参加者よりも一段と身なりの豪華な老夫婦が感嘆の声をあげる。

「このような美しい物は見たことが無い。国内にこれほどの品を作れる工房があったのか……」

「連邦からの輸入品では？　……今はそうもいかないでしょうか？」

　老夫婦はしばらく足を止めて眺め、ノンナは巨大な胸をなお一層張る。

掴みたかったが多分本気で怒るのでやめておいた。

「真に恐ろしいのはハードレット卿の財力か。ラーフェンなど原野と思っていたが、いまや東部にこれほど大きな街はあるまい」

　賞賛はアドルフに言ってやってくれ。

式典のある今日は準備ばかりで仕事どころではないので休ませたのだが、机に突っ伏して寝てしまった。

せめてもの善意で「起こさないで下さい」と書いた紙を後頭部に張っておいてやったのだ。

その時に気付いたのだがアドルフは頭頂部が少し……いや言わないでいてやろう。

「あれも何か希少な装飾なのだろうか？」

「なんでしょうか。丸くて柔らかく温かい。珍しい暖房器具なのでしょうか？　湿っていますね」

　それはクラウディアだ。少し見ないうちに更に太ってしまった。




　俺は式が始まる直前まで玄関で客を迎え続け、ようやく広間に移る。

社交辞令や賛美の文句に俺は苦笑し、ノンナは綺麗に作った笑みで答えていく。

「こ、これはハードレット夫人。本日はお招き頂き──」

　何やら少し態度がぎこちない女性がいる。

年齢は三〇後半だろうが、化粧がけばけばしく俺好みでは無い。もちろん抱けるなら抱くが。

「これはピリース夫人。本日は──」

　ノンナはにっこりと答える。

聞き覚えがある。確かノンナが嫌味ばかり言う陰険ババアと罵っていた女性だ。

確かに性格の悪さが顔に出ている。

「これほど豪華な式典、素晴らしいですが懐具合は大丈夫ですか？」

「ええ、屋敷も内装も慎ましくしておりますのでお金に困ってはおりませんわ」

　何やら女の戦いが始まったぞ。メイドを呼び止めて酒を貰い観戦することにした。

「まぁ、なんて内助の功なのでしょう。さぞ領民からも尊敬されているのでしょうね」

　これだけの贅沢できるのは領民から絞っているからだと言いたいのだろう。

「尊敬は全て夫のおかげですわ。今宵も夫の屋敷落成を祝って街でも祭りが──」

　確かに街でも何やら騒いでいる。

といっても酔っ払いが酒を呑む理由を見つけただけだろう。

まあ、食うに困っている者はラーフェンにはいないはずだ。

俺は何もしていないがアドルフがなんとかしている。

「そういえば七面鳥がございませんのね。あぁ失礼、うちではいつも出していたものですから」

　夫人が鼻で笑う。だがノンナはかかったとばかりにニヤリと笑う。

「ごめんなさい。今日の肉は全て黒獣の肉で統一しておりますの。ご所望でしたら七面鳥も料理させますが。どうしても食べたいのならですが」

　黒獣の肉は大変に美味だが、俺の領地でしか取れないので他領では冬場にしか出回らないし、とんでもない値がつく。

俺は七面鳥も好きだが、飯の価値としては黒獣の肉の方が七面鳥よりずっと上だ。

そしてテーブルには山のように肉が用意されている。

「……これだけ良質の肉ならばワインも相応だと価値を更に──」

「今や希少な連邦産のワインをご用意しています」

　ノンナが更に威張るが頑張って調達したのはクレアだ。

「ワインと料理があれば食器も相応の──」

「名工フニスの作は独特の色合いが美しいですわ」

　食器はセバスチャンが目利きし、アドルフに散々文句を言われながら買いつけたのだ。

ノンナは偽物を掴みかけた。

「……私ちょっと失礼しますわ」

「どうぞごゆっくり」

　夫人が去ると満面の笑みでノンナがこちらを向く。

「勝ちました！」

　お前が嬉しいなら俺も嬉しいよ。




　そろそろ本格的な余興の時間だ。

「皆さま、ご歓談中と思われますが、少しばかり外をご覧ください」

　使用人達が窓を開け放つ。

見えるのは無数の松明の灯りだ。

「あれはなんだ？　松明が綺麗な列に……」

「まさか兵士の隊列か！　なんと整然とした！」

　松明を手に持った兵が整然とラーフェンの街を行軍している。

レオポルトが率いる彼らの数は約五千。一糸乱れぬ隊列を維持している。

夜に見れば彼らの持つ松明がまるで地上の星のように美しい。

　落成式に軍隊を行軍させる意味はあるのかとレオポルトに聞くと「あります」と言われた。

そのまま終わりそうだったので理由を聞くと……。

「一つは近隣の貴族との問題を解決する為です。ゴルドニアには現在目立った敵はいません。平和が長くなれば近場の領主同士で境界や水利の争いが起こるのは必至です。ここで我々の精強さを見せておけば恫喝だけで問題を解決できるでしょう」

　通常貴族の私軍は一部の子飼い騎士達を除き、傭兵や農民兵で構成されるのが一般的だ。

当然練度も士気も低く、統制は大雑把になってしまう。

反面、俺の軍はほとんどが常備軍で、普段から訓練を頻繁に行っている。

その違いをこの機会に見せつけようと言うのだ。

　現に文官や領地の離れた者達は美しい光景に興奮しているが、近隣領主達は顔がこわばっている。

「もう一つは我らの立ち位置です。例の件もあって最近は政務総監に寄っておりました。今は片方に与する時ではありませんから。我々が軍務総監にも近いことを認識させる必要があります」

　俺は最初からエイリヒ側にいたつもりだったのだが、そういえば最近ケネスに色々寄っていたかもしれない。今日も一つあるしな。

「本当はもう一発景気付けがあるはずだったのに」

「無茶を言わないで下さい」

　いつの間にかセリアが近くに居る。

俺がノンナと一緒にいたので自重していたようだが、軍のこととなって出て来たようだ。

「だが大砲並べての一斉発射はきっと盛り上がるぞ」

　俺は軍の行進に合わせて大砲を全門発射しようと提案したのだ。

「ご婦人方がひっくり返りますよ！　それに街もパニックになります」

　レオポルトにも「隠しようのない兵士とは違って大砲の数はあまり晒すべきではない」と言われてあえなく没になってしまったのだ。

「なんにせよあとは適当に飯を食っておしゃべりしているだろう。俺の役目は終わりだ」

　だが終わらなかった。

「ハードレット様！」

　聞き覚えのある声に振り返ると一人の娘がこちらに微笑んでいる。

彼女の名前は……忘れたがモナシ伯の娘で俺が処女を奪った子だ。

「お久しぶりです！　王都とマグラード総督府のお話聞かせて頂きたいです！」

　元気にそう言われると断れない。

何しろ彼女は俺が女にした娘なのだ。愛着が沸かないはずがない。

「ぐあ！」

　突然尻に痛みが走る。見ればノンナが涼しい顔をして尻をつねったのだ。

鍛えた筋肉もつねりには無力だ。普通に痛い。

「ノンナ……」

「知りません」

　ううむ、だが女との会話は痛みよりも優先する。

俺が痛みをこらえて彼女に笑いかけた時、次なる試練が訪れる。

「ハードレット卿、屋敷の落成おめでとうございます。本日は政務総監の名代にて参りました」

「これはこれはベルツ伯……本日はようこそ」

　現れたのはベルツ伯……グレーテルの父親か。

事前に連絡は貰っていたし、グレーテルにもドレスを着せて準備している。

もちろん犬耳としっぽなど着けさせていない。そんなことしたらこの場で斬り合いになるだろう。

「例の件、この場で皆々様に知らしめても？」

「もちろんです」

　既に王都で公表した以上、隠す意味はどこにもない。

「例の件？」

　何か悪い予感がするぞ。

「おいでグレーテル」

「はいご主人様……いえ、ハードレット辺境伯」

　言い間違えないでくれ。ベルツ伯の眉がつり上がったじゃないか。

「俺達は婚約した。具体的な予定はまだ決まっていないがいずれ彼女は私の妻になります」

「あぁついに……ご主人様の妻犬になれるのですね……」

「グレーテル？」

　周囲からおおっと歓声が上がるが、驚愕は無さそうだ。

貴族達の噂の伝わりは早い。一か月前に王都で流れた話など最早常識になっているのだろう。

　だが聞いていなかった。あるいは周囲が意図的に話を避けていたのかもしれない者もいる。

「エイギル様……」

　ノンナが無表情になる。

「言ってなかったのですか!?」

　セリアもさすがに慌てだす。すまん、忘れていたんだ。

　ノンナはニコリと笑い──そのまま２ｍほど跳躍して頭突きしたのだった。




　怒りまくるノンナに色々な約束をさせられながらも円満に事を収めた時、玄関で何やら騒いでいる。

他の参加者はほとんど気付いていないが問題が起きたなら主人として解決しないといけない。

「どうした？　何が……」

「いい加減にしろ！　招待状の無い者は絶対に入れん。貴様いい加減にせんと牢にぶち込むぞ！」

「そこをなんとか！　我々には後がないのです！」

　見れば中年の太った男と同じく中年の太った女が警備の護衛隊と言い争っている。

よくわからんが俺が出なくても良いか。

「お願いします！　お願いします」「どうか辺境伯のお顔だけでも！」

　その後ろに二〇半ばほどの娘が二人。美女ではないがふっくらした良い尻と太ももをしている。

よし、出て行こう。




「何があった？　騒々しい」

　兵士は俺を見て慌てて敬礼する。

「ご領主様！　この者達が招待状もないのに領主様に合わせろと！」

「ふむ……見ての通り落成式でな。忙しいのだが一体何の用だ？」

「お、お忙しい中、貴重なお時間を──」

「忙しいと言った。いらんことを言うならもう行くぞ。素性と目的を簡潔に言え」

　平伏した中年夫妻と肉感的な尻を持つ娘二人が慌てて言葉を紡ぐ。

「私は恐れ多くも辺境伯にご迷惑をおかけしたガイスラー家の当主にございます！」

　ガイスラー？　わからん、何か忘れているのだろうか。

この男の顔にもまったく覚えはない。

「エイギル様、下がって下さい」

　間髪おかずにセリアが五人の護衛隊を引き連れ、俺と中年男の間に割って入る。

いやクリストフがいるから四・一人か。

「どうか……どうか話を聞いて下さい！　どうか……！」

　うーむ。どういうことかまるでわからんぞ。
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攻守逆転

白都近郊　ノーステリエス河　旗艦リヴァイアサン

「第二軍団大将戦死！　陣形が崩壊しつつあります！」

「第六軍団は中央を敵に分断されました。統制が維持できません！　後退していきます！」

「第九軍団が敵の全周包囲を受けています！　救援要請の狼煙が二分間隔で──」

　セクリトは厳しい目で眼前の光景を睨みつける。

河岸から離れて停泊するリヴァイアサン他、彼女麾下の艦隊には連邦の砲弾も矢も届かないが、異様な緊張に満たされている。

　眼前では激しい戦闘が繰り広げられているが、その全てが帝国軍不利に傾いていた。

攻撃を受けてひたすら後退する軍団、崩壊しつつある軍団、既に崩壊した軍団、目の前にあるのはそのどれかだった。

「セクリト閣下、陸上軍が崩壊しつつあります」

　参謀の一人が苦い口調で言う。

「見ればわかる。見てわからん事を報告しろ」

　もう一人が使者を伴って現れる。

「遥か北方まで押し込んだはずの西部、圧倒的に優勢だった東部でも総反撃を受けております。これは白都に限定された反攻ではありません。敵は全戦線で攻勢に転じました！」

　その時、戦場の一角に変化がある。

包囲されていた帝国軍の一団に白旗が上がったのだ。

「降伏!?　恥を知れ！」「売国奴め！　族滅にしてやるわ！」

　参謀たちが口々に罵る。

「安全な船上にいる我らに言えることではない。──それにその必要もあるまい」

　セクリトは鼻で軽く笑う。

理由は明白、連邦軍の攻撃は止まらない。白旗を上げ、武器を捨てた一団はたちまち殲滅されていく。

「この期に及んでの降伏など敵も受けまい。勝利か死か、簡単なことだ」

　リヴァイアサンに更に重い空気が立ちこめた。




（せめて一週間前に後退していれば）

　セクリトは心の中で陸上部隊の最高司令官ザフネスに悪態をつく。

　吹雪の中の攻撃で白都の包囲は破られた。

天候の回復後、敵は一旦後退したが、あの時点で既に白都攻略は失敗していたのだ。

　セクリトはその後の合同軍議で比較的寒さの穏やかなノーステリエス河以南地域への後退を提案した。一旦は後退し、防御に徹して予想以上だった冬を凌ぐ。

春を待ち、援軍を得て再び北上すれば……敵も増強されているにせよ勝機はあるのではないかと考えた。

「それは出来ん。今後退すれば敵の戦力は一気に増強され、破壊した城壁も修復されるだろう。吹雪の中での攻撃には不意を突かれたが、毎日吹雪と言う訳ではあるまい。好天を待てばまだまだ我らも戦える」

「兵が凍りついて死んでいるのに戦えるだと？　不可能だ」

「……セクリト。お前は艦隊を、俺は陸上部隊を陛下から預かった。互いの領域は守るべきだ」

　彼女は脅えたようなザフネスの瞳を見てそれ以上の進言を諦める。

彼が戦術や戦略ではなく、後退によって皇帝の逆鱗に触れる事を恐れていると気付いたからだった。

　吹雪をついての攻撃では一方的な敗北を喫したが損害規模は全体から言えば致命的ではなかった。

これが逆にザフネスにまだやれるのではないかと未練をもたらしたのだ

　それが数週前の事だ。そして三日前、致命的な大反攻が始まった。

着々と物資と援軍を蓄えた白都駐屯軍は既に機能していなかった白都の包囲を一瞬で粉砕。そのまま全面攻勢に出た。

「その未練がこの結果だ」

　地を這うまでに落ちた士気と弱り切った兵を連邦の一斉反撃は完全に打ち砕いた。

事ここに到り、ザフネスは河の南岸への撤退を命令したが手遅れだ。

　全軍が敗走する中、連邦軍は船着き場を射程に収める場所に砲兵陣地を築き、兵士に河を渡らせるために寄って来た船を撃ちまくったのだ。

陣地をなんとかしようにもまともに戦える部隊はもう残っていない。

　しかも寒さが一段と厳しくなり、河岸付近が凍り始めて輸送船の着岸と乗り込みが難しくなっている。

氷に乗り上げて座礁してしまう船まで出る始末だった。

　結果、輸送船は次々と撃沈され、氷と変わらない温度の水中へ投げ出された兵士は数分と持たずに沈んでいく。砲撃を免れた輸送船には逃げる兵士が山のように群がり、船内で殺し合いまで始まる地獄となる。

最早どれだけの戦力が失われたのかもわからない。




「だができる限りはする。目標右舷の敵騎兵、射程に入った艦から射撃開始！」

　逃げる帝国兵に止めを刺そうと迫る連邦の騎兵隊。だがうかつにも彼らは河に寄り過ぎ、セクリト艦隊の砲撃射程に入ってしまった。

「全門撃て！」

　凄まじい轟音と雲が沸きだしたような猛烈な砲煙で周囲が真っ白になる。

僅かな間を置いてから重い音が連続する。

リヴァイアサンから発射された砲弾が間抜けな騎兵隊の頭上に降り注いでいるのだ。

　巨艦リヴァイアサンは十門の大型砲の他、百五十門の砲を積みこんだ水に浮かぶ大規模砲兵陣地だ。

砲煙が晴れた時には連邦の騎兵は半数以上を失って逃げ散っていた。

「やりました！　たった一斉射で敵は敗走です！」

「もっと陸地に寄せて敵を叩きましょう！」

　だがセクリトは黙って首を振る。

「阿呆が。下手に陸地に寄せればまた船が失われる」

　白都包囲戦では砲兵との撃ちあいで少なくない艦を失っていた。

更に流れが遅く、水深の浅い岸付近には凍りついている場所も多い。

大型艦が下手に入りこめば身動きが取れなくなってしまう可能性もあった。

「今ここで多少敵を叩いても我らの敗走は覆せん。南岸への後退が可能なのは我が艦隊がここに居座っているからだ。もし我らが大損害を受ければ連邦は即座に河を渡って来るぞ。そうなれば──」

　セクリトはその先を言わないが全員がわかっている。




　沈黙を打ち破ったのは敵襲との叫びだった。

「敵船団来襲！　河川艦隊と思われる！　総数五〇！」

　どよめく甲板上でセクリトだけが笑う。

「いよいよ、奴らは全ての力を出して来たか。これは始まり、いずれ波状攻撃がくる」

　彼女の口元が上がる。

つり上がった口元と見開かれたヴァイオレッドの瞳に、部下達が背筋を震わせた。

　リヴァイアサンはゆっくりと回頭し、突進する連邦船に横腹を向ける。

間髪開かずに無数の閃光が走った。率いる他の戦艦も続いて砲撃し、周囲は砲煙に包まれる。




「やった！　奴ら焦ったぞ!!」「陸の大敗で動揺している！」

　発射の瞬間、連邦の乗組員達は歓声を上げた。

『距離が遠すぎる』明らかな射程外での砲撃が当たるはずはないし、一斉射撃などしては砲煙が立ちこめて視界が利かず次弾が撃てない。

この隙に突進すれば至近距離での撃ち合いができる。

　船体と搭載砲の大きさで劣る連邦河川艦隊だが、至近距離での撃ち合いとなれば小回りが利く。

射程外からの巨砲を恐れていた連邦艦隊は好機を逃すまいとあらん限りの速度で砲煙の中に突っ込んだ。




「阿呆が」

　セクリトが腕を振り上げる。

眼前には居るはずの無い目標を探す連邦艦隊。

　帝国艦隊は射撃と同時に全艦が進路を変更、砲煙を利用して絶好の射撃点についていたのだ。

「敵がどこに向かうかわかっているのだ。これ程撃ちやすいものはない」

　一カ所に集まってしまった連邦艦隊にたちまち砲弾の雨が降り注ぐ。帝国艦隊は大きく円を描くように回りながら、砲煙に巻かれないようにして砲撃を続けた。

　僅かな時間で勝敗は決し、穴だらけになった連邦艦隊の旗艦が大爆発を起こして爆沈し、全ての連邦船は逃げ散っていった。

「私は──連邦には負けんさ」

　天をつんざく悲鳴が聞こえる。

また一隻、南岸へ逃げる帝国兵を満載した輸送船が砲弾の直撃を喰らったのだ。

セクリトは黙って目を閉じ、艦列を整えるよう命じたのだった。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「冬季攻勢開始　攻守逆転」

兵員　　現在百三十万　　動員限界二百五十五万　既損害百二十五万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十万　動員限界三百十万　既損害百七十万（戦奴兵は含まない）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民三千

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七五〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵五〇〇

予備役二五〇〇

大砲二〇門　大型砲一五門　ドワーフ砲一六門

家族

ノンナ（激怒）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（幽霊）リタ（忙）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（敏感魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（大忙）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉玉）クララ（侍女）

ナーティア（調合中）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（成長）プチローパー（アリス隠匿）

ペット

メッサーシュミット（犬）ポチ（変なトカゲ）

部下

セリア（副官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（演習中）アドルフ（休息中）トリスタン（堕落中）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（男）アルマ（クロルの女）

財産　金貨一万四千 盛大な落成式（四三〇〇）

経験人数四三三人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２８２話　押し寄せる困窮者







　目の前で頭を下げる中年夫妻と二〇半ばの女二人。

話しかける前にセリアが俺と彼らの前に立ちはだかった。

「何の用だ！　まさかバカ息子の事を逆恨みしてのことではあるまいな！」

　セリアのきつい声。俺の前では甘えるか拗ねるかなので新鮮で良い。

たまには趣向を変えて罵られながら抱くのもいいかもしれない。

「ま、まさか！　ジェラルドなど最早息子とも思っておりません！　ハードレット様を襲撃するなど狂気の沙汰、重ねて謝罪を──」

　あぁ、あの男の事か。本人にも興味がないのに親がどうのと知るはずも無かった。

「別に謝らんでいいぞ。今更お前達にどうこう言う事もない。話はそれだけか？」

　俺が親や家に嫌がらせをするとでも思ったのだろうか？　そんな面倒なことする訳が無い。

「お待ち下さい！」

「まだあるのか……」

　中年夫婦は地面に頭までついて懇願する。土下座はするのもされるもの嫌いなんだが。

「馬鹿息子のしでかしたこと、一族全てで平伏して謝罪致します！　厳しい罪をと衛兵隊にも申し出ております！　必要なら我が一家の手で息子を処断する事も厭いません！　ですから……どうか我がガイスラー家に赦免状を頂けませんでしょうか」

「赦免状？」

　俺が分かっていないのを見てセリアが囁く。

「罪を許す旨の書状です。もちろんジェラルドではなく一家へ向けてのものです」

「俺は最初からこいつらに罪など問うてないぞ。衛兵もそうだろう？」

　次にマータが囁く。

「放蕩息子と言えども家人が旦那様に刃を向けたとなれば、取引先も顧客も旦那様の気分を損ねることを怖がって近づきません。商売などとても続けられないのでしょう」

　意味はわかった。だがそれは奴らの事情であって、何故俺がわざわざ何かしてやらねばならんのか。

「このままでは家族従業員一同路頭に迷うのみ……どうかご慈悲を」

「そこまで知るか」

　当主らしい中年男を突き放す。ガイスラーなど今まで聞いたことも無い一家の為になんでわざわざ筆を取らないといけない。セリアも俺の意を汲み、放り出す準備に入ったようだ。

「私は愚弟が無礼を働いた翌日に嫁ぎ先から離縁されました。このままでは路肩に立つしか……」

　娘の一人が涙を浮かべて上目づかいにこちらを見る。

　少し心が痛む。ジェラルドの件は俺が罠に嵌めたようなもんだからな。

奴自身が吊るされることになんの罪悪感も無いが、女が苦しむのは可哀想だ。

「あぁ……まずいです」

　セリアが何やら呟いている。

「お願いします。私達はハードレット様にお縋りするしか生きる道がないのです」

　もう一人の娘は妹だろうか。姉よりも豊かな胸の谷間が見える。

　良く考えたら書状の一つぐらい良いのではないだろうか。

数分で書けるものだし、必死の思いでやってきた彼女達を手ぶらで返すのは忍びない。

　すると俺の視線が娘達の胸や太ももにあることに気付いた当主が更に続ける。

「お望みなら娘達をどうかお召し上がり下さい。ですからどうか……」

「はい！　是非摘まんで下さい」「なんでも致しますから」

「娘を道具になど貴様らふざけるな！」

　セリアが怒鳴る。俺も同感だ。

「まったくけしからん。お前達も傷ついただろう。何か飲んで落ち着いて行け」

「んもぉ！　やっぱりこうなりました」

　怒鳴るセリア、程良く肉感的な女には種を注ぎたくなるのが男の性だ。許してくれ。

　俺は夫妻に厳しい目を向けながら娘二人の手を引いて客間に案内するのだった。







「死ぬ……もう……死んだ……」

「あたしも……もう巨根さえあれば良いよぉ……」

　ベッドの前に姉妹が折り重なって転がり、びくびくと痙攣している。

「よし、一時間も経っていない。これならちょっとした中座で言い訳できる」

　あまり長く抜けるとノンナも怒ってしまう。

だが抱ける女をみすみす逃がすのも詰まらない。

「赦免状は書いた。ここに置いておくから好きに持って行くと良い」

　聞こえているのかいないのか、か細い声を上げる二人の頭を撫でてやる。

　少々面倒くさかったが、先に書いたことで彼女達は喜んで体を許してくれたし、中にも出させてくれた。気合いを入れて大量に出したので孕んでいる可能性も高いだろう。

「ハードレット様……キスを……」「私も……」

　二人は俺にキスを求め、妹にいたっては体をベッドから落としてまで俺の一物に口付ける。

赦免状だけが目的だった彼女達をベッドで俺に惚れさせたのだ。一人三〇分にしては良くやったと思う。

「もうお前達は俺の女だな。なにしろ……ふふふ」

　彼女達を転がして穴を見る。

穴は無残に広がり、容赦なく中に出した種汁が溢れている。

姉の方は既婚だったらしいが、まるで処女のようにギチギチだった。

「あんな大きいの……当たり前……です」

　更に妹の方は姉よりも性欲が強いのか積極的に求めて来た。

そのせいで俺も調子に乗り、前だけでは無く後ろまで広げてしまったのだ。

「どっちもガバガバ……素敵……」

「孕んだら知らせるんだぞ。悪いようにはしないから」

　最後にそう言うと彼女達は焦点の定まらない目のまま微笑むのだった。




　俺はパーティに戻ったが、当然セリアから話は伝わっており、俺はノンナの頭突きを受けた上、至近距離からメルの黒い視線を浴びながら会場を回ることになってしまったのだった。

「ビンボ子爵。いかがなされた？　そのように満面の笑みで」

「ははは、何故か商家が借金を棒引きに……いえなんでもありません」

　今一つ釈然としない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「ハードレット卿、難民対策の件でご相談があります」

　落成式とそれに続くパーティは深夜まで続き、更に後片付けも含めて丸々一日かかった。

その間アドルフは眠り続け、今日の昼過ぎにようやく目覚めたらしい。

「……そう急ぐな。俺の不在の間激務だったと聞いている。もう少し休まないと色々もたないぞ」

　俺はアドルフの頭頂部を見ながら言う。

「根が浅くなっている。抜け落ちそうじゃないか」

「浅……逆でしょう？　元々の民と難民の対立の根は徐々に深くなっています。難民への食糧供給も農民にしてみればただ飯を食べているように見えますからね」

「何よりダメージをどう減らすかだ……猶予は無いな。このままでは進行するかもしれない」

「事の発端はヴァンドレアの困窮ですからあちらからの更なる侵攻は考えにくいでしょうが……。難民と民との全面衝突が起きれば今後の統治にとって大きなダメージになります。確かに猶予はありません」

　隣にいるギドとアドルフのつむじを見比べ首を振る。

「比べると悲しくなるな……」

「モルトのことですか？　あちらにも難民は流れていますが、国民性の違いでしょうか。元々温和な彼らの間ではそれほど問題になっていないようです。……今日は珍しく良く話を聞いてくれますね」

　アドルフは満足そうに頷く。

そういえば何の話だったのだろうか。俺はこいつの寂しくなった頭頂部の話をしていたのだが。

「これからラーフェン郊外への居住を許可している難民達の視察をしますので同行下さい」

「難民？　女か？」

「……ハードレット様が女に限ってラーフェン近郊への居住を許可しましたから。家まで建てて」

「なら行こうじゃないか」

　女を視察に行くなら大歓迎だ。




　俺達が難民を受け入れた区画を訪れるとそこにあったのは平凡な日常だった。

「ママご飯ー」「はいはい、今作るからね」

「ラミ！　洗濯手伝いなさい！」「ごめんなさいー」

　違う所と言えば女とその子供しかいない所か。

いや、大変結構。

　だが俺達が近づいた途端、女達の態度が変わる。

「ラミ！　こっちに！」

　女達は子供を家の中に入れて小さくなってしまった。

何も言わず気まずそうに下を向いて大人しくしている。

「何度か住民達ともめ事があったようです。衣食住全て支給されている上に人頭税も免除となれば……やはり不公平だと言う者もいますからね」

　アドルフが説明してくれる。

「それはいかんな」

　だが力で解決できる類でも無さそうだ。

　やがて俺が彼女達を保護している本人だと気付くと彼女達は次々と家から出て来る。

礼を言う者や機嫌を取ろうとする者、打算も見えるが女の群れにちやほやされるのは最高だ。

ついでに難民達の現状も聞き出しておこう。

「生活に不自由は無いか？」

「はい。元の生活よりも良いぐらいです！」「お腹いっぱいのご飯と家まで頂いて申し訳ないです」

　俺の脇を固めるように女が腕をとってくる。

そんなにされたらますます優遇したくなってしまうじゃないか。

「でも……可能なら夫と大きな息子とも一緒に……」

　遠慮がちに一人の女が言う。それは難しいな。

　単に俺が男の飯まで見てやりたくないのもあるが、ここでのもめ事がせいぜい嫌がらせ程度にとどまっているのは彼女達が非力な女ばかりで、やられっぱなしだからだ。

もし血気盛んな男連中がここにいれば腹を立てて反撃に出る者もいるだろう。

そうなれば更なる報復がなされて収拾がつかなくなる。

「しかしこのままではいけませんね。早急に難民問題を解決しなければいけません。税も入りませんし」

　アドルフに丸投げしたいが、そのせいでこいつが丸禿になったら俺は良心の呵責を感じるだろう。




「お前達の故郷はどうなっているんだ？　山が火を吹いてからおかしくなったのだろう？」

　実際あの灰の雨は凄かった。だがこれだけ時間が経つのに難民はますます増えている。

その理由が聞きたかった。

　すると女達の表情が一様に暗くなる。

「灰の雨が……止まないんです。何カ月も延々と降り続けています……」

「重みで家も潰れ、畑も埋もれてとても生活ができなくて……」

「それほどか」

　ドカンと吹いた所しか見ていなかったが、今も延々と灰を吹き続けているらしい。

「これではしばらくは戻れませんね。やはりこちらでなんとかする他ないようです」

　アドルフは難しい顔をしたが、すぐに気を取り直して女に問いかける。

「ところで貴女達はどうして北へやってきたのですか？　普通に考えれば首都のヴァンドラにでも向かいそうなものですが？」

　そういえばそうだな。わざわざ敵国の国境を超えるのは良い選択とは言えない。

彼女達は慰み者に……という可能性もあったはずだ。

「私達も最初は南下して首都ヴァンドラに向かおうと思ったのですけど、あまりに難民の数が多いのか兵士に阻まれてしまって……」

「子供も飢え、灰で息も苦しく……こうなっては慰み者にされても仕方ないと北上しました」

「兵士の方に女はラーフェン近くに住んで良いと言われていよいよそういうことだと覚悟しました」

「なのにこんな厚遇して下さって……あぁん。もう領主様大好きです」

　甘い声を出しながら群がって来る女達。素晴らしい、素晴らしいぞ。

「なんか大きく……何これ……まさかアレ？」「いやいや大き過ぎるでしょう？　丸太か何かじゃ……」

「ゴホン！」

　アドルフが大きく咳払いする。そんなに力むと毛が抜けるぞ。

「もう一つ聞きます。最近難民の数が更に増えているように思うのですが、何か心当たりは？」

　女達は顔を見合わせて言う。

「多分、一旦戻って家族に知らせた人がいるからです。「ハードレット様の領地に行けばご飯が食べられる」「特に若い女は厚遇される」って。それで故郷に残っていた人や他の所に逃げた人が続々と」

「とくに女が続々と」

「あぁ……なんてことだ」

「ふはははは。なんということだ！」

　同じようなことを言ってから俺とアドルフは顔を見合わせる。

なんだその顔は？　毛が抜けるぞ。




　その時一人の女が心配そうに独語した。

「私の弟は一五ですから連れて来れませんでしたけど……気も体も弱いあの子は大丈夫かなぁ……」

　気の弱そうな女だ。こんな女が言うのだから弟は相当なのだろうか。

「……国境近くの難民居住区でも飢えさせてはいないはずですが」

　だが、一〇人ごとに用意したテントと炊き出しをしているだけなので、一戸建てを並べて食糧もたっぷり支給されるここと待遇はかなり違う。

「弟が心配か？」

「はい……弟は女に間違えられるぐらい細くてちっちゃいから……」

　俺は少し考え、女に耳を寄せる。

もちろんアドルフには聞こえているだろうが構わない。

「なら呼んでやれ。正確な年齢などわかるはずもない。それだけ線が細いなら小さな子供で通るだろう」

「ほ、本当ですか!?」

　女に満面の笑みが浮かぶ。

「あぁ、俺から言っておく。間違いないよ」

　難民の担当はポルテがやっていたはずだ。

規則にうるさいマイラに気付かれなければ揉めることはない。

「いや、私の目の前でそういう話をですね……」

　俺はアドルフに向かって黙っていてくれと身振りで示す。

毛が抜けたらすまん。

「嬉しい！　領主様大好き!!」

　女が抱きついて来る。見た目に寄らずなかなか豊満だな。

さっきから女達に密着されていることもあってもう辛抱たまらん。

　俺は女の手を取って股間に導く。

「話は変わるが、ここには女しかいないだろう？　……男を欲しくはならないか？」

　ズボンの上から既にやや硬くなっている男根を触らせた。

「あ……私、恋人がいて……ええっ!?」

　拒もうとした女だが手が一物に当たった途端に言葉が止まる。

「嘘!?　これがアレなのですか？　大きい！　ここからここまで全部？」

「恋人がいるのだったか？」

　女の顎を持ち上げ目を覗き込む。

「いえ……なんでもありません。すごく大きいから……恋人なんていません」

　ニヤリと笑って女を持ち上げ、彼女の家に運ぶ。

「優しくしようか？」

「ううん。実はすごく男の人が欲しくて……激しくしてもらえると嬉しいです」




　彼女が男に飢えていたのは本当だったらしく、家に入るなりズボンを降ろされ一物を咥えられた。

そそり立った俺のモノを見た彼女は驚きの声を上げて頬ずりし、献身的に尽くしてくれる。

　俺は彼女に挿入し十分に昇らせた後、種を出した。

中に撃つぞと宣言したが彼女は拒絶しなかったのだ。




　股から白い汁を流す彼女に後戯をしながら聞いてみる。

「恋人がいるんじゃなかったのか？」

「言わないで下さい……一カ月も男を断たれて……こんな大きなの見せつけられたら我慢できません」

　軽く笑った彼女が一言。

「あの人にはちゃんと正直に言います。それで別れたら……飼って下さいますか？」

「もちろんだ。いつでも言ってこい」

「素敵……もう振られても良い気がしてきました」




　女を満足させた俺が外に出るとアドルフが半目で俺を見ている。

最近セリアといいノンナといい半目で俺を見る時が多いな。

「……女達は打算でハードレット様に近づいていますよ。豊かな生活が目当てで……それでも良いのですか？」

　俺は軽く笑う。アドルフは俺より年上だがわかっていないな。

「構わんさ。顔だろうが性格だろうが……金だろうが一物だろうが、何が目的でもいい。俺のどこかに惚れてくれたのなら抱きしめて愛して心まで頂く。それだけだ」

「……女好きもここまでいけば大したものですね。それで今後の方針はどうしましょうか？」

「俺にはわからん。お前はどう考えている？」

　丸投げだがアドルフは予期していたらしい。特に嫌な顔もせずに言葉を続ける。

「まず前提として今のまま難民を保護し続けることはできません。財政も圧迫しますし、不公平感から来る衝突は必ずおきます」

「かもしれんな。それでどうする？」

「選択肢は二つです。一つはこれ以上の難民達の侵入は食い止め、領内にいる難民は散らして早急に同化……鉱山などの仕事につけます。女性達は……このままラーフェンにおいても宜しいですが」

「却下だな」

　俺は即答する。

「そんな事をすれば女達が悲しむだろう」

　家族をまとめて鉱山に放り込まれて女に笑顔が戻るとは思えない。

女は淫らで笑顔でないといけない。

「それにお前もその案を望んでいないだろう？」

「……私はしがない内政官ですからね。上司には全ての選択肢を提示しないといけませんから」

　アドルフは溜息をついて続ける。

「もう一つは難民達を未開拓の場所に送り込み、そこで農村や町を作らせます。土地は余っていますし、開発当初は食糧等の支援が必要でしょうが……将来の税収に繋がるので施しではなく投資と言えますね」

　アドルフの熱心さが違う。こちらが本命なのは明白だった。

「この方法ならば難民の流入を厳しく取り締まる必要はありません。根無し草の彼らに生活できる場所を提示すれば彼らは自身の足で新しい生活の場へと向かうでしょうから」

「幸いにもまだ食糧には余裕があるからな」

「そうですね。私達の領地は面積の割に人が少ないですから、長期的に見れば人の流入は有難い……実を言うとこうする予定で、既に場所の見当はつけさせています」

「ならそれでいい。早速取りかかってくれ」

　ここまで自信があるなら俺に聞かずとも先に取りかかってくれても良かったのだが。

「ですが一つ問題があります」

　アドルフの表情が少し曇る。

「簡単な開墾、建設ぐらいならば彼ら自身の手でやらせることも可能でしょうが、未開の地は理由なく未開ではありません。水はけや土の悪さ、はては近場に魔物の巣があるなど不都合も多く……いきなり彼らを送り込んでも上手くはいかないでしょう。最初は工作隊を始め軍の力が必要になります。それでハードレット様に相談しようと思ってたのですが」

　なんだそんなことか。

「それなら適任がいるだろう」

　俺はダーシャを思い出す。足が綺麗な彼女は俺の種をたっぷりと受けて孕んだはずだ。

「……降伏したヴァンドレア兵達ですか？　確かに一万近い男手ですね。しかし彼らは……」

「先に降伏した彼らと苦難を経験した民との間に軋轢が出る……だろう？」

　レオポルトもそれは言っていた。

「だからこそ奴らに力仕事や魔物退治などを徹底してやらせる。新天地を作って貰えば難民達も文句を言わなくなるさ」

　昔の恨みよりも今の生活だからな。

「そう簡単にいくでしょうか？」

「ふふふ、それに今ならば機は熟している」

　俺は興が乗って熱弁を奮う。

「今日のラーフェンの女達を見たか？　かなり男に飢えていた。そしてヴァンドレア兵達も男ばかりで数カ月だ。女に飢え、男同士で掘り合っている者もいるだろう」

「想像したくないですね」

　俺もしたくない。

「男に飢えた女と、女に飢えた男が出会えば些細な諍いなど吹き飛ぶ」

「一人身の女だけならそうですが家庭持ちだと色々と問題が……」

「そこはお前に任せる」

「……はあ。しかし元ヴァンドレア兵達との諍いがなくなるならば最高の結果になりそうですね。ベイチェクさんは彼らをうまく統率しているようですし、ハードレット様が声をかければすぐに動けるでしょうか」

「女に見守らせるのがみそだぞ。後ろに女がいれば良い仕事を見せようとする。それが男というものだ」

　トリスタンのような奴は異常だ。奴は一物がついていないのかもしれない。

「……さすが女好きですね。女のことにはお詳しい」

　そんなに褒めるな。

「しかしラーフェンにいる女達も行かせるのですね。全員囲うなどと馬鹿を言い出さないかヒヤヒヤしていましたが」

「今の俺には数百人の女を囲うだけの力は無い。皆を満足させられないからな」

　金と言う意味では可能かもしれない。

だが女を囲った以上、抱いて体を満足させるのは男の義務だ。

今の俺の精力では数百人単位の女を抱くことはできない。

「俺もまだまだと言うことだ。もっと男を磨かないといかん。逸物でも増えればてっとり早いんだが」

「……ハードレット様なら本当に男根が何本も生えてきそうで怖いですねぇ」

　そうなると嬉しい。話は変わるが、お前ももっと沢山生えて来るといいな。




　話は終わり、アドルフはさっそく案を形にする為に動き始める。

トリスタンでもつけてやるか。

あいつは軍略以外にも広く物を知っているし、おまけに常に暇をしている。

隙あらば怠けるので、きつめにこき使うぐらいでちょうどいいだろう。

　そんな事を考えながら町を散策していると懐かしい何かが見える。

「この街で間違いないのだな？」

「そう聞きましたわ。でも人が多すぎてとても見つけられませんわね」

　聞き覚えのある二つの声、雪のように白い肌と健康的な褐色の肌。

「マック様……どこにいらっしゃるのですか……」

「しょげてないで探しますわよ」

　パタパタと動く四つの長い耳。女にしては高い背丈。

　褐色の方は付近の家を一軒一軒覗き始める。

　そして白い方は……。

「ねーちゃん美人だな」「ひゃー綺麗な白い肌だねー」

　酔っ払い数人に絡まれた。彼女は逃げるように路地裏に入り、男達も追いかけていく。

女が一瞬、ペロリと舌を出した気がする。

俺もこっそりついていこう。

「一緒に呑もうぜ。悪戯なんかしねぇよ」「良い店に連れて行ってやるからよ」

「お断り……ですわ！」

　白いエルフ……フェルテリスは男達の目の前でバッとコートを取り去る。

見ようによっては格好の良い仕草だったが、俺の顎は落ちそうになる。

「うおっ！」「な、なんだこりゃ！」

　彼女のコートの下は全裸だったのだ。

「汚い酔っ払いが、覚悟なさい！」

　フェルテリスは酔っぱらいに向かって鋭い蹴りを放ち……外してひっくり返った。

盛大に転倒し、男達に性器が丸見えになっている。

激しくわざとらしい。

「くっやりますわね。下等生物にしては上出来ですわ」

　呆気に取られていた酔っぱらい達も目の前で美女が全裸、しかも性器と胸を晒して転がっていては我慢できるはずもない。

「へへへ……とんだ変態だ。犯ってちまおうぜ」

「ああ、順番だぜ」

「くっ！　下賤な人間の男のくせに！」

　一人がフェルテリスの腕を掴み、もう一つは股の間に入ってズボンを降ろす。

その途端、彼女の口から猛然と罵倒が飛び出す。

「離せ短小！　小汚い一物を晒して恥ずかしくないのですか!?　ほんとに臭いわね……病気でも持っているのでしょう？　そんな粗末なモノなんて突っ込まれてもわからないわ！」

「うるせえ変態が！」

「尻にも挿れちまおう。遠慮なんかいらねぇ。全部の穴にねじ込んで思い知らせてやろうぜ」

　フェルテリスの罵声に男達は激昂し、前戯も無しに性器と尻に一物を押し当てる。

あと一〇秒も放置すれば凄惨な輪姦が始まるだろう。

もちろんそうさせるつもりはない。

「おい」

　俺は一人の襟首を掴んで後ろに放り投げる。

地面に転がるように投げたのはせめてもの情けだ。

正直、フェルテリスは手足を押さえ付けられ、悲鳴を上げながらも嫌がっているように見えない。

「て、てめぇ……！」

　殴りかかってくる男の手をとって足をかけひっくり返す。

そこで残りの男が俺の正体に気付いたようだ。

「げっ領主様！」「あわわわわ！」

「さっさと行け。酔っぱらい」

「「「ひぃぃぃぃ！」」」

　逃げ去る男達。




「さて、俺はどう言えばいい？」

　フェルテリスは俺を見て顔を綻ばせるが、すぐにきつい顔に戻った。

「あ、貴方も仲間ね！　あたくしを油断させてどうするつもりですの!?」

　まだ続くらしい。女の誘惑を受けてはいくしかない。

「大人しくしろ。この淫乱」

　フェルテリスの腰を抱え壁に手をつかせる。

「や、やっぱり犯すつもりだったのね！　ふんっいいわ。その巨根でいくらでも犯しなさいな。でもあたくしは誇り高いエルフの戦士、どんなに辱められようと負けはしませんわ！」

　俺は肉棒を立ったままのフェルテリスに突っ込む。

「あおぉぉぉぉ──!!　負けるぅぅ！　でっかいチンポにエルフの誇り負けるぅぅぅ──!!」

「早いなおい。それと声がでかすぎる」

　多少の嬌声ならいいが、フェルテリスのそれはまるで咆哮だ。

普段人気の無い路地裏だがさすがに続々と人が集まって来る。

　そして騒ぎを聞きつけて治安隊までも。

「……ハードレット卿」

「……マイラこれは違う」

「どんなに尻を叩かれたって屈服なんてしない！　バシバシ叩かれたって！　酷く叩かれたって!!」

　叫びながら尻を振るフェルテリスとそれを叩く俺を見るマイラの目はどこまでも冷たかった。

今日は半目で睨まれてばかりだな。

とにかくナーティアを呼んで来てくれ。話はそれからだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民三五〇〇

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七七〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵七〇〇

予備役二三〇〇

大砲二〇門　大型砲一八門　ドワーフ砲一六門

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（幽霊）リタ（忙）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（敏感魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（大忙）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉玉）クララ（侍女）

ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（変態エルフ）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（成長）プチローパー（アリス隠匿）

ペット

メッサーシュミット（犬）ポチ（変なトカゲ）

部下

セリア（副官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官怒）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀）アドルフ（薄毛）トリスタン（内政官補佐）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（男）アルマ（クロルの女）

財産　金貨一三六〇〇 追加難民対策（二〇〇）招集（二〇〇）

経験人数四三六人　産ませた子五五人＋五五五匹

困った回ほど時間がかかります。

次回は人外、そして新展開です。










第２８３話　人外狂演　♯







「で、どうしてここにいる？　村長様から村に残るように言われてただろう」

「……だってエルフの男つまんないし」

「……小さいし」

　屋敷に連れ帰ったフェルテリスと黒エルフ、見覚えのある顔は黒エルフの隊長だった。

彼女達は仁王立ちになったナーティアに詰問されている。

「両エルフ合流は数百年来の大事だ。そんな身勝手な理由で！」

　言わんとすることはわかるが、ナーティアはあまり人のことが言えないんじゃなかろうか。

「そもそも好き勝手している貴方に言われたくはありませんわ！　放蕩ばかりしているくせに！」

「うぐっ！」

　だろうな。ナーティアは最近もふらりといなくなったと思ったら、リントブルム製の短剣を腰に差して帰ってきた。鉱夫や物資を運ぶ馬車に便乗したらしい。とにかく行動力にあふれている。

「私のことはともかく貴女のような力のある者は相応の義務が……」

　ナーティアが更に続けようとした時、扉が開いてマックが現れた。

工兵隊長として施設建設中だった奴を俺が呼んでいたのだ。

理由はもちろん涙目で立ち上がった彼女の為だ。

「マック様！」

「……お前は」

　黒エルフの隊長はそのまま奴に向かって走りその胸に飛び込んで行く。

「会いたかったです！　貴方がいないと寂しくて……寂しくて……ふぇぇぇ」

　１８０ｃｍ近い身長を持つ彼女はイリジナに匹敵する大女だが、２ｍを超えるマックと並ぶとバランスは良く、うまく奴の腕の中に収まっている。

　感動の再会にナーティアも複雑そうな顔をしていた。

「はるばる巨……いえ、愛する男に会いにきた彼女を追い返すと言うのかしら？」

「ぐぅ……」

　どうやら彼女達もここに居付きそうだな。

「それはともかく、俺も彼女とは体を重ねた仲なのだがマックだけか」

「……彼女の名前は？」

　ナーティアに聞かれて言葉に詰まる。

いやらしい体と穴をした黒エルフの隊長ということ以外に何か知っていただろうか。

「最低……向こうに行って正解だ」

　そんな顔をしないでくれナーティア。最近態度が柔らかくなったと思ったのに。

「ふん、下賤な沼エルフと大きいだけの筋肉男でお似合いね。犬みたいに交尾でもするといいですわ」

　抱き合う二人を見てフェルテリスが突然酷い言葉を投げ始めた。

彼女達が仲良く一緒に旅して来たことを知らないマックは不機嫌な顔で言い返す。

「俺は構わんが、こいつを悪く言うな」

「下賤を下賤と言って何が悪いのかしら」

「……いい加減に」

　さすがにマックが怒り、フェルテリスの肩に手をかける。

「ああっ！　あたくしを犯すつもりね！　そこの沼エルフと二人がかりで!?　いえ、この場にいる者達全員でかしら！　これだけの人数がいればあたくしも抵抗できない……屈辱的に輪姦するなんて！」

「そこまでにしておけ。……マック、これがこいつの性癖だ。真剣に取るな」

　俺は「屈辱ですわ！」と繰り返すフェルテリスを抱え上げる。

「こいつらも本気で逃げて来たと言う訳ではないだろう。とりあえず屋敷に置いて、もし使者でも来ればまた考えよう」

「私は別にどうでもいいけどっ！」

　ナーティアは拗ねてしまい、黒エルフの隊長は何か言いたげだ。

「……お前はマックの家に居ればいい。明日一日休みにしてやる」

　そう言ってやると二人は体を密着させながら嬉しそうに出て行った。

これからずっとやりまくるのだろう。羨ましい。

「あ、あたくしは……？　その輪姦とか……鞭うちとか……」

「する訳無いだろう。長旅してきたのだろう？　風呂に浸かって今日は休め」

　残念そうな顔のフェルテリスに客間の場所を教え、尻をバシンと叩いてやる。

彼女は「輪姦」だの「凌辱」だのと不穏なことを言いながら部屋を出て行く。

「今日は休めって……さっきまで街中でバコバコやって良く言えましたね」

　マイラの声は聞こえない。とりあえず頭を撫でて誤魔化そう。

「なあエイギル。フェルテリスはほとんど森を出た事無いはずだから、人間の部屋とかお風呂とかの使い方はわからないはずだ」

「そうだったな。ちょっと教えてやろう」

　ナーティアが自然に使いこなすので失念していたが彼女はかなり特殊なエルフだった。




　俺はナーティアを伴い、客間に向かったはずのフェルテリスを探す。

そして彼女を部屋ではなく庭先で見つけた。

「あれは……庭師の息子だったか」

　屋敷の庭師である父親の仕事を手伝っていたはずだ。最近は簡単な仕事ならこなせるらしいが。

「あの馬鹿……」

　フェルテリスはその少年の前で大股を開いて性器を見せつけていたのだ。

「お、お姉さん！　こんなの変だよぉ……おかしいよ」

「あら、口とは違ってズボンが膨らんでますわよ。触りたいのでしょう？」

　フェルテリスは少年の手を取って股間に指を突っ込ませる。

「熱くて……穴の中からドロドロしたのが出て来たよぉ……」

「それは男の種汁ですわ。貴方の粗末なこれからもビュッて出るのよ」

「お、お姉さん!!」

　少年はたまらずフェルテリスに抱きついた。

体格差は歴然だったが彼女は少年にされるがまま地面に押し倒される。

「いやぁ！　だめよ！　ズボンを降ろして股間にピンと立ったモノを穴に押し込んだりしては絶対に駄目！　まして腰を振って気持ち良くなって……種付けなんて屈辱には耐えられませんわ！」

「お姉さん!!　お、犯してやるぅ！」

「アホか、子供に強姦癖がついたらどうする」

「この変態！」

　俺は少年の襟を掴んで持ち上げ、ナーティアがフェルテリスの頭を叩く。

　客間は駄目だな。子供の教育に悪すぎる。

　こうしてフェルテリスと黒エルフ隊長はラーフェンに居つくことになった。
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後日　中庭

「ふんふんふーん♪」

　庭を大蛇が這いまわる。

新人のメイドや使用人は大抵卒倒するか、慌てて俺や警備兵の所に駆けこんで来るのだが問題は無い。

　良く見れば大蛇は中庭に植えられている立木や草花を器用に避けて動きまわっているのがわかる。

巨大な蛇の体の先には人間の女性、それも豊満の胸を持った美しい女の上半身があり、手にジョウロを持ち、鼻歌を歌いながら平和に水やりしていた。

「冬は咲いてくれる花が少ないから寂しいなぁ。早く春にならないかな～」

　俺は庭に置かれた簡易な椅子に腰かけながら上機嫌なラミーを眺める。

イリジナ程では無いが、俺も花の世話のような繊細な作業は苦手だからな。

　すると庭の隅からするすると蔦が伸びて来てラミーの肩をちょんとつつく。

アルラウネとも随分馴染んで来た。

「はいはい、急かさなくてもあげるってば」

　ラミーは蛇の胴体を伸ばして花壇を乗り越え、人を模した部分に頭から水をかける。

アルラウネはキューと高い声で鳴き、気持ち良さそうに水を浴びる。

人型は別に本体ではないのだろうが、どうしてもあそこにかけたくなるよな。

「それにしてもでかくなったなぁ」

　俺はしげしげとアルラウネを見る。

最初は普通の草と見分けがつかないぐらいの大きさだったが、今は俺の背丈程もある。

比例して中心の人型も大きくなり、手のひらサイズから少女の大きさになっている。

「貴方が変なこと言うからこんなえっちな姿になったじゃない！」

　大きさは少女だが、模っているのはグラマラスな人間の美女だ。

俺の希望に応えてくれたのか、乳房と性器回りはかなり精巧に再現されている。

「こっちの方が愛着が沸いていいじゃないか」

「私は同性だよ？　貴方だって枕元に全裸の男の銅像とか立ってたらどんな気分よ。しかも動くのよ！」

　それは気持ち悪い。

「まあそんな話はいい。それよりもラミー、久しぶりに愛し合おう」

「ちょっといきなりそんな！」

　俺はラミーを抱き締め、乳房に顔を埋めて乳首を吸う。

「あっ！　ちょっ！　あん！　ああぁぁ……」

　最初抵抗したラミーだがやがてそれもなくなり、腕を回して乳を吸う俺の頭を抱えてくれた。

魔物である彼女は人間よりも性欲が強く、オスを求める願望が強い。

交尾を匂わせるよう乳を吸い、勃起した男根を押し当てると大人しくなってしまうのだ。




「あああ──!!　いい！　すごい!!」

「まだまだ……こうだ！」

　ラミーの小屋に入った俺達は絡み合って交尾する。

俺は彼女と両手を繋ぎながら腰を押し出し、彼女は逃がさないとばかりに蛇の胴体を幾重にも絡みつかせてくる。

　確かめるようにラミーの中をこする。

「あぁん!!」

　甘い嬌声、ここはそれなりだな。位置を変えてもう一度だ。

「ひぃぃぃ──!!」

　悲鳴のような嬌声、ここはなかなか良いらしい。

「ど、どうして私のいい所わかるのぉ！　に、人間なのに！」

「魔物だろうと人間だろうと女ならわかるさ」

　さて、ここはどうかな。

「んひぃぃぃ────!!」

　嬌声が絶叫に変わった。当たりらしい。

俺は繋いでいた手の片方を離して逃げられないように肩を押さえる。

「ま、まさか！」

「ふふふ、覚悟しろよ」

　言うと同時に弱点を男根で集中攻撃する。

ラミーは短い悲鳴をあげて反りかえり、口から細く長い蛇の舌が飛び出した。

俺はその舌を掴み、引き延ばして横から舐めあげる。

　声にならない悲鳴を上げながら蛇の胴体で俺を強く締め上げるラミー。

並の男なら骨を折られるかもしれない締めつけだが、射精前の凶暴な快楽の中ではこれも快感だ。

「んん!!　んんん!!　ん──!!」

「うぐっ」

　ラミーが俺の頭を掴んで震えたのと同時に俺も彼女の奥深くまで肉棒を押し込み、激しく射精した。

動脈出血のような勢いで種が飛び出し、彼女の穴を満たしていく。

　彼女は絶頂の叫びを終えると長く長く息を吐き、ゆっくりと力を抜いて行った。

「ふー良かったぞ」

「あうう……」

　ぐったりしたラミーを撫でながら絶頂の余韻に浸っていると肩をつつかれる。

見れば窓の隙間から蔦が一本入ってきていた。

アルラウネの蔦だ。成長に合わせてこんなに長くなっていたんだな。

「どうした水が足りないのか？」

　すると蔦は違うとばかりに横に動き、続いて壺のような蔦を入れてくる。

これは確かアルラウネが獲物の精を絞る時に使っていたものだ。

俺の為に新しく作ってくれたのか青々としている。

なるほど、水の次は栄養が欲しいのか。

「お前も植物だが女だからな。女の求めに応えるのは男の義務だ」

　俺が全裸のまま仁王立ちするとアルラウネは嬉しそうに蔦を絡ませ、壺のような蔦の入口を広げて俺の肉棒を飲み込んで行く。

「おお！　これはすごいぞ」

　壺の中は粘液で満たされ、襞と粒々が無数になって男に快楽を与える作りになっている。

凄まじい快感に腰が砕けそうになるがさすがにそれは情けないので、腰に手を当ててどっしりと立ち、低く呻いて耐える。

　だが物凄い快楽に長くはもたない。僅か十分程の攻めで、俺は射精してしまった。

「ぐおっ！」

　肉棒が脈打ち、蔦が音を立てて膨らむ。

一つでは足りないと見たのか、アルラウネは次々と壺のような蔦を送りこみ、俺はそれら全てに種を注ぎ込んだ。

「早く大きくなるんだぞ」

　彼女がもっと大きくなれば人型と交わることもできるだろう。

触手は気持ち良いが、性交相手として少し空しい。

やはり可能なら乳を揉み、股の間に肉棒を押し込んで種を出したいのだ。

　俺の想いに応えるように窓の外からキューと声が聞こえる。

「ん？　妙に近いな」

　窓から覗いてみるとアルラウネは何故か窓のすぐ傍に生えていた。

おかしいな、庭の隅に植え直したから結構遠かったはずだが。

気持ち良かったし細かいことはいいか。

「うーん……」

　ぐったりしたラミーが声を出す。

大量に絞られてしまったがもう一度ぐらいできるはずだ。

　俺はようやく起き上がったラミーに再び覆いかぶさって行く。
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更に後日

「今日は朝から随分働いてしまった」

　俺の代りに決済書類に判を押すセリアの尻を撫で続け、人頭税の徴収予定を立てているアドルフを見下ろしながら頭頂部をしきりに気づかい、難民達と話していたトリスタンがさぼらないか監視するついでに欲求不満の人妻の性欲を解決した。

　その他にも色々と働いたのだが、セリアにはやんわりと、アドルフには露骨に邪魔だと言われてしまったのだ。

　そこで仕方なく庭で枯れ枝を集めてイモでも焼くことにした。

気配を察したのか二階の窓からケイシーがこちらを見ている。

焼けたら分けてやるから大人しく室内に居ろ。『見える』奴が外にいたら悲鳴が上がるぞ。

　芋の気配に気付いた者は他にもいたようだ。

「お前らも嗅ぎつけて来たのか。まあいい、芋はたっぷりあるから一つ二つなら分けてやる」

　いつの間にか足元にメッサーシュミットとポチがいる。

「いつも思うがお前らの名前はわかりにくい」

　でかい赤トカゲ──いつの間にか立たせれば俺と同じぐらいの大きさに育ったこいつが『ポチ』

そしてポチの背中に乗って鱗の出っ張りに顎を乗せ、やる気なさそうに半開きの目でこちらを見ている駄犬が『メッサーシュミット』だ。




　この駄犬は大抵ポチの背中に乗っており、特に屋外を自分で歩いている所を見たことが無い。

飼育係のピピに聞いたが、こいつはもふもふしている以外は本当に何の役にも立たない駄犬らしい。

〆て食おうと提案されたが、レティシアから預かった犬だし、ぐうたらが移りそうなのでやめておいた。

　反面、ポチの方は頭の良いトカゲで言う事をよく聞き分け、簡単な雑用ならこなしてくれる。

だがトカゲの宿命かメイド達からはまったく好かれず、とりあえずモフモフしたメッサーシュミットだけが撫で回され、餌を貰っているそうだ。

世の不条理を感じながらも大人しく駄犬を背に乗せてピピに従い、仕事をこなす様は哀愁を誘う。

しかしポチの成長速度はすごいな。こんなに大きくなる種類のトカゲもいたとは驚きだ。

「しまった。火種を忘れた」

　枯れ枝と枯葉を積んでから火種を持ってきていなかったことに気付く。

新屋敷が広くなったのは良いが、庭から厨房や各部屋までの距離も遠いので戻るのも面倒くさい。

「アリスが居れば……いないよな」

　周りを見回すがさすがにそんな偶然は無い。

使用人を呼び付けて「焼き芋するから火を持って来い」も子供の我が儘のようで格好が悪い。

「仕方ない取りに行くか」

　溜息をついて腰を上げた時、ポチがギャアと一つ鳴き、積み上げた枯れ草が燃え上がる。

「おお、火が付いた！」

　これでわざわざ厨房まで火種を取りに行く手間が省ける。

しかも相当な火力だったのか枯葉はたちまち灰になり、すぐにでも芋を入れられそうだ。

「よくやったぞポチ。火を噴けるとはトカゲのくせになかなかやるじゃないか」

　伊達に羽根を生やしていないな。

　鋼鉄のように硬い頭を撫でてやるとポチは嬉しそうに鳴く。

するとメッサーシュミットがワンと鳴く。

早く芋を入れろと言いたいらしい。

「うるさい駄犬め」

　メッサーシュミットにデコピンするとポチの背中から転げ落ちる。

だが奴は一声も鳴くことなく、もぞもぞとまた鱗だらけの背中に這いあがって行った。

根性だけは座っているらしい。




　やがて芋が焼き上がり、働いていないメッサーシュミットには半分だけ、殊勲のポチにはでかい芋をまるごと口に放り込んでやった。

　少し火のついた芋をそのまま放り込んでやると、ポチがドタバタ暴れ出す。

火を噴くんだから燻っているぐらい大丈夫だと思ったのだが……水を飲ませてやろう。

もう一つやるから機嫌を直せ。

　ポチは芋をペロリと食べ、駄犬はもそもそ食って赤い鱗を食いカスだらけにしてしまった。

　その食いカスがピピに見つかり、勝手に物を食ったとポチだけが怒られたそうだ。

　そう言えば最後までケイシーはこなかったな。

（トカゲとか蛇とかダメだから　女の子には無理だから）

　頭の中に声が聞こえる。だが多分屋敷の女の子に一番怖がられているのはケイシーだと思うぞ。

　昨日も寝惚けて壁から顔を出したらしく、夜回りのメイドを失禁させてしまった。

俺は泣き崩れる彼女を慰めて風呂に入れてやり、処女を頂いたのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




翌日

「今日も良く働いた」

　今日は書類の決裁をするセリアの隣に座って太ももを撫で続け、治安隊に訓示するマイラの腰に手を回してこっそり尻を撫で、ルナとの戦技訓練のどさくさで勃起した一物を押し当て、訓練を監督するレオポルトにニナとの関係を聞き続けた。

　更にイリジナと酒呑み対決をしていると、何故かレオポルトの命で領主の俺が軍の訓練場から摘まみ出されてしまったのだ。




　そこで俺はしかたなく屋敷を囲む堀に糸を垂らしている。

ここは水道橋から水が注がれる場所だ。

だが糸に針はついていない。糸の先にリンゴを括りつけて水の中に垂らす。

「また釣れた」

「パパー」

　釣れたのは人魚ミルミの子供達、いつの間にか一〇かそこらの子供の大きさにまで成長していた。

「よしよし、落ち着いて食えよ」

　リンゴを齧る子供を抱きかかえて座らせる。

子供達はミルミと同じく下半身が尾ひれになっているが、地面の上でも器用に動く。

「お前達可愛い顔をして歯は鋭いんだな」

　彼女達は大きさもさることながら、顔はまだまだ幼いし、表情もあどけない。

しかし不釣り合いに口の中にはギザギザの歯が並んでおり、リンゴを芯ごとバリバリ齧っている。

「肉でも引き裂きそうな歯だが……そんなことしないか。こんなに可愛いものな」

「パパすきだよー」

　持ち上げるとにっこりと笑う人魚の子。やはり凶暴さなど微塵も感じない。

おまけにミルミの子だけあってとても美人だ。

　もう一つリンゴを入れると今度は二人の子供が釣れた。

二人は俺の体の上でじゃれあい、甘えて来る。

「パパ遊んで」「遊んでー」

　子供達が俺の体中を触って来る。

やがて遊びの空気を感じたのか、堀の中にいた子供達も一斉にこちらに上がってきた。

「こらこらくすぐったい」

　甘える子供達は俺の頭に登ったり、そこから堀に飛び込んだりして遊んでいる。

俺も子供達を高く持ち上げたり、腕白そうな奴は堀に放り込んだりしてじゃれ合う。

人間の子にやったらえらいことだが、人魚なら万が一にも溺れる事はないはずだ。

「あうん」

　一人の子を掴んだ時、妙な声が上がる。

ちょうど胸のあたりに手が当たったのか。

「ん、少し膨らんできているな。芯がある」

「にゃはは！　ぱぱくすぐったいー！」

　どうやら乳房が膨らみかけてきているようだ。

人間では考えられないぐらい早いが人魚だからな。成長速度はわからない。

　すると他の子供達も興味を引かれたのか自分の胸を触りだす。

「ぷよぷよだよ」「ぺったんこ……」

　個人差も結構あるらしい。

　そうしている内に一人が俺の股間に手を伸ばして首をかしげる。

「ぱぱ、ここぶよぶよしてる」「ほんとだ、ぶにぶに」「見せて見せてー」

「ふむ」

　ミルミと違ってまだ子供っぽい人魚に情欲は沸かないが、一物を見せるぐらいは問題ないだろうか。

将来この中から俺の女になってくれる子も出るかもしれない。

その時に備えて慣らしておくのも──。

「いえ、さすがにそれは生き物の道に外れますよ」

　ミルミが傍に来ていた。危ない、もう少しでズボンを下げて放り出すところだった。

「ママだ！」「ママも遊んで！」

　俺から離れてミルミに抱きついていく子供達。少し寂しいが、父親とはこんなものか。

「お前と話すのは久しぶりだな。たまには寝転んでゆっくり話でもするか」

「そうですね」

　ミルミは器用に尾びれを畳んで俺の隣に転がり空を見上げる。

　子供の成長や池の近くで見つけた変な果実、魚人共の運動会や、池にゴミを捨てた不届き者が美味しかったなどと取りとめのない話をしながら時間は過ぎる。




「ところでミルミ。子供達のことなんだが、こいつらは池と堀の往復ぐらいしかしていないのか？」

　ミルミは少しだけ寂しそうに言った。

「うん。といっても私もほとんどそうだけどね。昔洪水の時に冒険して遠出したことはあったけど戻るのに三年ぐらいかかったし、一緒に行った仲間が水が引いて干からびちゃったり……この子達にはそんな危険なことさせたくないなぁ。一度外の世界を見せたいとは思っているのだけど」

「そうだな」

　確かに人魚が住処を離れるのは難しい。だが俺が協力すればなんとかなるのではないだろうか。

「考えておく。やっぱり狭い世界だけしか知らないというのは可哀想だ」

　俺もルーシィに出会った後、世界を見て回ったからこそ今の自分があると思う。

狭い世界しか知らないと小さな人間になってしまいそうだ。

「楽しみにしてるね。それとさ……これはまだわかんないんだけど……」

　ミルミは子供に聞こえないように耳を寄せてくる。

「今年の夏あたり卵産めそう。産んだら種付けしてくれるよね？」

　俺は何も言わず、ミルミに覆いかぶさってそのままいたしてしまった。




　一戦終わって体も冷えたので屋敷に戻る。

「最近は人外の女と絡むことが多いな」

　誰に言うでも無く呟く。

　ふと窓の外にクラウディアとクララ、そして彼女の子供が遊んでいるのが見える。

のどかな光景に思わず顔が緩むが、自由にさせていた子供がちょっとした段差の上に這い上り、落ちそうになった。

「いかん！」

　思わず声が出る。

取るに取らない段差だが、まだ歩くのもやっとの幼児だ。

頭から落ちれば首をひねるかもしれない。

「ああっ!!」

　気付いたクララが駆け寄ろうとするが間に合わない。

子供は予想通り、頭から落ちてしまう。

「ふんばっ!!」

　だが子供の頭は地面に着かなかった。

物凄い勢いで転がって来たクラウディアが子供を抱き止めたのだ。

「おお、やった！」

　だが喜んだのもつかの間、クラウディアは勢いがつきすぎて止まれない。

そのまま立木に向かって転がって行ってしまう。

「危ないぶつかるぞ！」

　一瞬のことでどうにもできない。

そして今度は間一髪何かが起きることもなく、クラウディアはそのまま木に突っ込んでしまった。

「クラウディア！　誰か医者を呼べ！」

　言いながら窓から飛び出して彼女の元に向かう。

　だが信じられないことが起きる。

「木、木が……」

　クラウディアが突っ込んだ木が音を立てて折れていく。

……結構な太さだったのだが。

「愛しい方!!」

　もぞもぞと動いたクラウディアが向きを変え、こちらに向けて転がって……いや歩いて来る。

「危ない所でしたわ。貴方のお子に万が一があったら私は生きていられません！」

「それはよかったが……お前に怪我はないのか？」

　クラウディアはドレスの埃を払うと腹を一つ叩く。

「問題ありませんわ」

「そうか……ならいいんだ」

　見れば木が倒れ込んだことで塀の一部が壊れ、使用人達が騒いでいる。

それだけの太い木だったのだ。

「おほほ、さあ父に遊んで貰いなさい」

　俺は苦笑しながら子供を抱き上げる。

　頭の中であの木に全力で体当たりしてみる。

折れるだろうか？　無理だろうな。




「なんにせよ良かった」

「良くないわ。たわけ！」

　聞き覚えのある声にゆっくり振り返る。

豪奢な金髪に鈴を鳴らすような美しい声、そして子供のような体躯。

足元が軽く窪んでいる。恐らく屋敷の屋根から飛び降りたのだろう。

「ブリュンヒルデじゃないか」

「ようも長いこと放置してくれたな。帰っても挨拶にもこん！　折檻してやるわ！」

　腕を引かれて連れ去られてしまう。凄い力だ。

「貴様は妾を舐め切っておるからな！　一度躾け直してやろうと思っておったのじゃ！」

「優しく躾けてくれ。種が作れなくなってしまう」

「阿呆！　なんで躾けと聞いてマラが出て来るんじゃ！」

　怒る姿も最高に美人だ。

きっと甘美な折檻になることだろう。
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少し前……

白都近郊　オルガ連邦軍　総司令部

「総司令閣下、エリズヌイの敵を包囲殲滅、白都周辺都市全て奪還致しました！」

「伝令！　西部において港街チルグス奪還しました」

「東部でも敵の攻勢を潰しました。敵は全面撤退に転じています」

　次々と入る味方に有利な報告に司令部は花が咲いたように色めき立つ。

開戦から延々と敗北を重ねていた連邦軍だが、白都の包囲を破った吹雪の戦いを転機に勝利の報しか聞こえて来ない。

全員が新司令官のマルティンを認め、賞賛していた。

　だが当のマルティンだけが笑みを浮かべていない。

「司令官ご不満な点が？」

　参謀に問われ、彼は苦笑のような複雑な笑みを浮かべる。

「いや、満足だ。皆はよくやってくれているよ。だが……贅沢を言うならもう少し勝ちたかったな」

　参謀たちは驚いて返す。

「東部、西部では完全に攻守は逆転。白都近郊では敵のほとんどを河の南岸に追いやり、北岸に残る残敵も数日中には撃滅できるでしょう。これ以上の勝ちとなると……」

　マルティンは笑って言う。

「そう、敵を残らず殲滅したかった。軍隊の体を成さない程に叩き、逃げ帰らせたかったのだ」

「さすがにそれは」と参謀は言いかけるがマルティンは言葉を被せる。

よく部下の意見を聞く彼には珍しいことだ。

「現有戦力で総攻撃を仕掛けて敵を完全に撃破しうるか？」

「もちろん正面から当たれば十分可能です」

　参謀は胸を張る。それは決して虚勢では無い。

「では河を強引に渡ってそれは可能か？」

「それは……」

　できない。参謀は言葉を飲み込む。

敵は寒さで疲弊し、多くの兵を失って大きく弱体化している。

意気上がる味方と決戦すれば間違いなく崩れさるだろう。

　だがそうならない理由があった。

「……河に敵艦隊が居座って居る限り、我々は満足に渡河できません。よしんば東部へ迂回して上陸したとしても、敵艦隊に対抗できる水上戦力が無い以上、孤立して撃滅される可能性があります」

「敵艦隊……特に旗艦の砲力は水上だけではなく陸上部隊にとっても脅威です。渡河どころか、河川近くでの行動も満足には……」

　マルティンはいよいよ厳しい顔になり、両手を組む。

絶望的な包囲戦の中でも見せた笑顔が今は無い。

「河川艦隊は歯が立たず、敵司令官は賢明で罠には乗ってこない。小舟を使った夜襲も……」

　一人の司令官が首を振る。

無駄に兵を失うだけで成果はなかった。

「しかし、そう急がなくとも良いのでは？　ここまで敵に与えた損害は激甚です。もはや再攻撃などできはしないでしょう。慎重に攻めればいずれ……」

　マルティンはそう言った司令官に笑っていない目で笑いかける。

「それは甘い考えだよ君」

　穏やかな言い方だったが司令官は背筋を伸ばして硬直する。

「敵が海路を押さえている以上、援軍はいつ、どれだけやってきてもおかしくない。春になれば我々の優位性は薄れ、援軍を持って再度の白都侵攻を試みる。そうなれば今後こそ……」

　次第に無言になっていく司令部にマルティンは言葉を切り、机をポンと叩いた。

「と、大臣達は考えるかもしれない。彼らは戦争のことなんてほとんど知らないぞ……知ってたか？」

　もちろんですと司令官達は笑いながら答える。

適度に場が和んだ所でマルティンは話を続けた。

「弱気になった大臣達に帝国と講和するなど言いだされたら厄介だ。今の地図を見てみろ。敵と俺達、どちらが押し込んでいるかは明白だろう？」

　反撃が始まったとはいえ、未だ戦場は連邦の深部だ。

全体の戦況で言えば圧倒的に帝国有利だと言って良い。

「この状況で和平交渉などすれば間違いなく、かなりの領土を割譲することになるだろう。それは俺の故郷かもしれんし、お前の故郷かもしれん。あるいはまだ見ぬ俺の恋人の故郷かもしれない」

　司令部に怒気が満ちて行く。

「なんとしても河を渡る。帝国軍には屍になって貰うか、丸裸で故郷にお帰り願いたい。そのためには奴らの艦隊を除去しなければならない」

　一呼吸置いてマルティンは笑った。

「俺も必死に考える。だから君達も身命を賭して考えてくれ。やつらの艦隊を蹴っ飛ばす名案をだ。褒美はたっぷり出すぞ。俺の血涙のついたポケットマネーでな」

　全員が一声笑って敬礼する。

最初のようにただ希望的なだけではなく、さりとて悲観的になったわけでもなかった。

程良い緊張感を持ちながらも委縮するほど張り詰めてもいない理想的な雰囲気だった。




　後ろを振り返ったマルティンに既に笑顔はない。

笑顔で鼓舞しなければならない者はいないのだ。

いるのは一人、彼が絶対の信頼を置く親友だけだ。

「マルティン」

「ニコライ、正直困ったよ。何も思いつかん。お前は何かあるか？」

　ニコライは両手を広げる。

それを見てマルティンは苦笑する。

「だよなぁ……そうそう例の件はもうやってくれたか？」

「ああ、もちろんだ。だがいいのか？　余計な反発を買うぞ？」

「全て順調なら良くないな。だが詰まっているのだから仕方がない」

　ニコライは軽く息をつく。

「ゴルドニアへの司令官派遣の要請か、顔を真っ赤にする参謀たちの様子が目に浮かぶ。これでドンくさいアホなど来た日には……」

「まず名誉欲だけのアホが来るだろうよ。だが一通の手紙を賭け金に博打が打てるんだぞ？　外れて当然、使える者が来たら儲けものじゃないか」

「使えるものはなんでも使うか。……だが博打に頼っていると聞いたら不安にもなる」

「そういうな。俺は昔から運は悪くないんだぞ。大勝負で負けたことは一度もない」

　二人はかすかな笑顔を向け合う。

「だが運だけに人生を委ねたことも一度もない。ニコライ、河川艦隊と共同で悪天候を待っての襲撃を計画する。実働部隊を選定してくれ」

「わかった。寒さに慣れた補充兵を千と大型の馬を三百くれ」

「三日で揃えよう」

　二人は背中を向け、それぞれの仕事に取り掛かる。

運命が回り始める。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「戦況膠着」

兵員　　現在百二十五万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百十万　動員限界三百十万　既損害二百万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

領民 十七万六千人　難民四千

重要都市　ラーフェン 二万七千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七七〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵七〇〇

予備役二三〇〇

大砲二〇門　大型砲一八門　ドワーフ砲一六門

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（愛妾）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（飼育係）アリス（敏感魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（変態エルフ）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（移動可）プチローパー（肥大化）ブリュンヒルデ（激怒）

ペット

メッサーシュミット（駄犬）ポチ（巨大トカゲ）

部下

セリア（副官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀）アドルフ（薄毛内政官）トリスタン（内政官補佐）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（男）アルマ（クロルの女）

財産　金貨一三六〇〇

経験人数四三八人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２８４話　連邦援軍①　北へと向かう　♯







「それで、ここはどこだ？」

「妾がこの街に買った家じゃ。毎度ジークフリートに送り迎えさせるのも面倒じゃからな」

　彼女に連れ込まれた家は比較的裕福な住民が住む区画にあった。

なかなかの大きさだが周囲から浮いて目立つ程のものでもない。

だがその内装は人間から見ると不気味の一言だろう。

　窓は閉め切られるだけでなく内側から厳重に塞がれ、釘で打たれている。

更に炭を混ぜたのだろうか、真っ黒の粘土で隙間から漏れる僅かな日光も遮断されていた。

「こんなに暗くしたら人を呼べないぞ」

「お主以外を呼ぶつもりなどないわ」

　近所の住民もまさかこんな身近にヴァンパイアの溜まり場ができているとは思うまい。

「……だが落ち着く」

　昼間なのに真っ暗な室内、俺の視界確保のために置かれた申し訳程度の灯。

ルーシィの家にそっくりだ。

　すんと鼻を鳴らして見るが匂いはまるで違う。

芳しいことに違いはないがこれはルーシィではなくブリュンヒルデの匂いだ。

「……比べよったな？」

　ブリュンヒルデは苛ついた声を出し、俺をベッドに放り投げた。

荒い扱いに文句を言う間もなく、紐で両手を縛られてしまう。

更に彼女は強引に俺の服を破る。

「おいおい、普段着だがいきなり破るってのはどうかと思う」

「うるさい！　大人しくしておれ！」

　布を裂く音が続き、たちまち俺は丸裸にされてしまう。

強姦される直前の女と言うのはこういう気分なのだろうか。

「四つん這いになるのじゃ」

「こういう趣向か？」

　大人しく従うとブリュンヒルデは満足そうに頷いた後、何やらごそごそやっているが、小さな灯りしかないので俺からは見えない。

「いったい何を──うぉ！」

　バシンと音が鳴り、背中に軽い痛みが走る。

風切り音から考えて鞭で叩かれたらしい。

「さすがに鞭打ちは酷い」

「折檻と言ったじゃろう！　それにこれは武器では無いわ。遊戯用じゃから布も入っておる。辛抱せい」

　ラーフェンにも娼館や好事家向けにそういう物を売っている店もあったな。

ブリュンヒルデがどんな顔をして買ったのか想像してにやつく。

「貴様反省しておらんな!!」

「ぐわぁぁ!!」

　先ほどよりも大きな風切り音と衝撃、遊び用の鞭とは言えヴァンパイアの怪力で打たれると中々痛い。

思わず本気の悲鳴が漏れてしまった。

「あっ！　や、やりすぎたかの……怪我はしとらんか!?」

　慌てて鞭を放り捨て、俺の背中を確かめるブリュンヒルデ。

「驚いて声が出ただけだ。これぐらいなら大丈夫だ」

　赤くなっているだけの背中を確認し、ブリュンヒルデは安堵の息をつく。

鞭打たれているというのに彼女への愛情が膨らんでしまう。

「ふぅ良かった……。ゴホン！　ならば良い、まだまだ折檻はこれからじゃ！」

　再び鞭を持つ彼女の姿が灯りに浮かぶ。

「いやらしい……最高だ」

　彼女が身に纏っているのはピッチリと体に張り付く黒い革の服だった。

胸元と局部には何やら細工がされており、服を着たままでも繋がれるようになっている。

更に何故か室内にも関わらず同じ色のブーツを履き、子供のような体型の彼女とは明らかにミスマッチだが、それが逆に背徳的ないやらしさを出していた。

「ええい、また発情しよったなエロ男め！」

　再び鞭が振るわれる。だが今度はちゃんと加減されていたのか、それ程の痛みは無い。

「ゆ、許してくれブリュンヒルデ」

　だがこれも一興と俺は彼女に許しを請う。

「いいや許さん。もっともっと仕置きしてやるから散々に泣けい！」

　彼女もそれを分かった上で、膝立ち四つん這いになった俺の尻をブーツで踏みながら更にバシバシ鞭を振るう。何かに目覚めてしまいそうだ。

「お主その股間はなんじゃ！　仕置きじゃというのに膨らませおって！　四つん這いでベッドにマラがつくなどどんだけじゃ！」

　ブリュンヒルデは俺の尻から足をどけると後ろに回り、肉棒を尻側から掴んでゴシゴシしごく。

「でかくなりよって……なんじゃこれは。馬か？　オークか？」

　正直鞭打たれて嬉しいはずはないのだが、いやらしい格好のブリュンヒルデに叩かれていると思うと悪い気はしないし、そのうちに抱かせてくれると思うと股間が膨らんでしまうのだ。

「ええい、次はこうじゃ！」

　ブリュンヒルデは鞭を置いて四つん這いの俺に飛び乗る。

そしてまるで暴れ馬を制するようにがっちりとしがみついた。

「さて血を貰うぞ……妾のベッドに精をぶちまけたら許さんぞ」

　言いながら彼女は俺の首筋に噛みついた。

鋭い痛みと強烈な快感に本心からの叫びを上げる。

「ぐぉぉぉぉ──!!」

　体が反りかえり、肉棒が脈動を始めてしまう。

だが女が出すなと言うのに勝手に昇ってしまうのはプライドが許さない。

腹に限界まで力を入れて耐える。

「んぐんぐ……ぷはぁ！　くくく、耐えておるな。じゃが先からトロトロ何やら出ておるぞ？」

「先走りぐらいは許してくれ、今にも噴き出しそうなんだ……」

　必死に耐える俺を笑うようにブリュンヒルデは手を伸ばして肉棒をこする。

「そらそら、まだ出してはならんぞ。くくく、こんなに震えおって可愛い奴……お主、本当にでかいな。デカマラというても限度があるじゃろ」

　呆れた声でポンと玉を叩かれる。

もう限界だ。これ以上焦らされたらブリュンヒルデのベッドには巨大な種溜まりができるだろう。

　俺が苦悶の顔で振り返るとブリュンヒルデはニヤリと笑い、手の拘束を緩める。

そして枕に腰掛けてこちらに向けて足を開く。

煽情的な革の衣装の股間部分は開くようになっており、隙間からは子供のような薄い女肉が見える。

「……」

　ブリュンヒルデは何も言わず、見下すように俺を見た。

もちろんすべきことはわかっていた。

「うぉぉ!!　ブリュンヒルデ!!」

　手の拘束を解いてブリュンヒルデに飛びかかる。

だが俺の肉棒は挿入直前の位置でがっちりと掴まれてしまう。

「だめじゃ。妾を何と呼ぶ？」

「愛するブリュンヒルデ？」

　首を振られる。

「愛しの女王様か？」

　竿を蹴られた。

「……大好きな姉さん？」

　微笑んだブリュンヒルデが手を離す。

「姉さん。大好きだ！」

　彼女の細い太ももを抱え込んでひっくり返し、ほとんど上から突き降ろすように肉棒を突きこむ。

ほとんど限界まで膨張した俺のモノは彼女の穴には大きすぎるが、人成らざる彼女はこの程度で壊れたり傷ついたりしない。

「くぁぁぁ……久しぶりだとやっぱりでっかいのう……穴がミシミシ言いよるぞ」

「あぁ狭くて気持ち良い」

　一瞬で俺の肉棒は半分程が侵入、子袋の入口まで突き刺さる。

「どうしようもない弟め、妾が壊れんことに感謝するのじゃぞ。人間にやったら死んでおるぞ」

「最高だよ。だがもう少しだけ奥までお願いしたい」

　ここまで興奮させられて半分だけではあんまりだ。

やはり根元までブリュンヒルデに包まれたいのだ。

「なぬ？　もう一番奥まで入っておるじゃろうが！　これ以上……馬鹿待てやめんか！」

　俺はブリュンヒルデの肩を抱き締め、更に腰を押し出していく。

「お前阿呆！　体格差を考え……ふんぎゃああ!!」

　一物が子袋の奥まで入り込む感触があった。

同時に黒の革に包まれた彼女の腹がぼこりと盛り上がる。

「ふにゃあ!!　や、やりおったなこいつ！　いつもながら……くぅぅ……苦しいと言っておろうが！」

「すまないブリュンヒルデ姉さん。我慢できなかった」

　俺はポカポカと頭を叩かれながらも猛然と腰を動かす。

「姉さんと呼べば許すと思うなよ！　腹が押しあがっておるじゃろうが！　いい加減に投げ飛ばす──」

　力の入り始めた彼女の腕掴み、耳元で声を出す。

「気持ち良いよ姉さん！」

「誤魔化されんわ！」

「綺麗だよ姉さん！」

「ど、どうせ世辞であろう」

「最高だよ姉さん！」

「う……そんな必死な目で見るな」

　ブリュンヒルデの頭を叩く勢いが弱くなる。

「……入ってしまったものは仕方ない。はよう種を出してしまえ馬鹿者……」

　両手両足が絡みついて来る。

やはりブリュンヒルデはなんだかんだで俺を甘やかしてくれる。

　感謝の念をこめて更に激しく腰を振り、素肌が見える首筋や肩にキスと甘噛みの嵐を見舞う。

だが既に限界まで高まっている俺に愛撫を楽しむ余裕は無かった。

「出るぞ」

「うむ、きつく噛め」

　ブリュンヒルデは髪を寄せて首筋を晒す。

俺はその真っ白な肌に噛みつき、自分の首筋もまた彼女に噛ませた。

　同時に尿道が軋むような勢いで種汁が飛び出していく。

「邪魔じゃ！」

　ブリュンヒルデは革の服に手をかけると破り捨ててしまった。

彼女は真っ白な身体を露わにし、改めて俺と抱き合う。

感触と体温を感じられる分、俺も素肌同士の方が良いな。

「すごい勢いじゃ……放尿でもしよったのかと思ったぞ」

「最近は射精の方が尿よりも勢いも量も上なんだ」

　嘘は言っていない。今回の射精も一〇分やそこらでは止まらないだろう。

「エロ男め……じゃが今は良い。全部受けてやるからたんと出せ……」

　最初の折檻はどこへやら、ブリュンヒルデは射精し続ける俺の頭を優しく撫で続けてくれる。

　穏やかな時間が流れ、やがて俺の絶頂は終わる。

全てを出し切って性欲は霧散し、ゆっくりと体を離していく。

「最高だった……ありがとう」

　引き抜くと同時に噴水のような逆流でベッドは汁まみれになってしまったが、彼女も今更怒りはしないだろう。

「さてシーツでも取り換え……」

　ベッドから出ようとする俺の手が掴まれる。

甘える力では無い。ヴァンパイアの腕力だ。

「わかっておるな？」

　ブリュンヒルデの目が開かれ、色がより赤みを増していた。

調子に乗って滅茶苦茶したのだから仕方ないか。

「わかっている。さあやってくれ」

　俺は仁王立ちになって腹に力を入れ、一物を軽く勃たせる。

「良い覚悟じゃ」

　彼女は一物を横から両手で掴み、大きく口を開いた。

　四本の牙が上下から肉棒を貫き、俺は声にならない悲鳴を上げたのだった。




「ふぅ……気持ち良かった。しかし肉棒に穴をあけられるのは慣れないな」

　どういう原理か知らないが、ヴァンパイアに吸血された跡はすぐに塞がりわからなくなる。

そう分かっていても深々と肉棒に牙を突き立てられた瞬間は本能的な恐怖に支配される。

「さて屋敷に……」

　周囲からの視線と小さな囁き声が聞こえる。

「すごい鞭の音だったわ……」

「領主様が折檻を……趣味なのかしら」

「姉さんって……そういう遊び？」

「貴女よく鞭の音ってわかったわね」

「……うーむ」

　ブリュンヒルデの買った家はそれなりに立派だが、防音まで考えて作られてはいない。

鞭を振るったり獣のように吠えて交わったりすれば当然外に音が漏れる。

しかも今は真昼間、近所の奥様方は掃除なり洗濯なりと動きまわっているはずだ。

「迷惑をかけたな。ちょっと遊びに興が乗ってしまった。気にしないでくれ」

　俺はひそひそ話す女達に笑って言った。

「い、いえ……領主様の愛人がお住まいならそれはそれで安心ですし」

「この家、全然家主の顔を見なかったので怖かったのです」

「さ、昨夜見かけたあの華奢な少女を鞭でお打ちに？」

　いらん誤解をされてはたまらない。

「ははは、打たれていたのは俺だ。刺激的だったよ」

　そう言って場を去る。

何やら噂話が加速している気がするが問題ないだろう。




　その時、大通りを駆ける馬と俺を呼ぶ声が聞こえる。

「エイギル様ー！」

　走ってきたのはセリアだ。

「何を急いでいる？」

　セリアはさっと馬を降りて言う。

「至急屋敷にお戻り下さい！　政務総監ご本人がいらっしゃっております！」

「ケネスが？」

　これは珍しい。

それにケネス程の地位となれば訪問の何カ月も前に連絡して相応の準備を整えさせるのが当然だろうに。

「緊急につき、歓迎不要。すぐに面談したいとのことです」

「わかったすぐ帰ろう」

　俺はセリアの後をついてきたシュバルツに乗り屋敷へ向かう。

「領主様がそう言う趣味なら」

「当然、セリア様もお相手しているのよね？　……鞭で」

「すごく似合うわ。バシバシ叩いて高笑いしてそう」

「何の話だ!?」

　それもいいな。今度セリアに攻めさせてみよう。

だが今はまずケネスが何をしに来たかの方が重要だ。




屋敷

「これがオルガ連邦からの親書……の写しでございます。原本は王宮から出せませぬ故」

　ケネスは俺と顔を合わせ、適当な挨拶と世辞をした後、そう切り出した。

「失礼致します」

　俺に許可を取ってからセリアが読み上げる。

「連邦が援軍要請……ですか」

「正式には軍ではなく有能な司令官を、と要請されております」

「確かに今から軍を仕立てても相当な時間がかかるでしょうな」

「それに我々が数万の軍を出しても戦況を左右することもありますまい」

　帝国と連邦は百万単位の兵力で衝突している。

わざわざ時間をかけて軍を出征させても意味はほとんどない。

「連邦は開戦からの激戦で兵だけではなく多くの指揮官を失ったそうです。兵は最悪民から徴用もできますが指揮官はそうはいきません」

　エイリヒもそれで苦労していたからな。

「特に司令官クラスの人間となれば探して見つかるものでもありません」

　嫌な予感がしてきたぞ。

「そして軍務総監ではなく私が訪問させて頂いた通り、この件は高度に政治的な問題です。正直に申しまして既に陛下の御意向も出ております」

　拒否はできないと言う事か。

「軍務総監、各大臣と協議致しました所「適任はハードレット卿しかおらぬ」との結論に達しました」

　ほらきた。帰って来たばかりなのに今度は連邦に行かされてはたまったものではない。

拒否はできないがなんとか華麗に回避しないといけない。

「異を唱える訳ではありませんが、予備役に過ぎぬ私よりも現役の軍務についている者の方が……」

「御冗談を。現役の軍人の中にハードレット卿より有能な者などおりませんよ」

　無能でいいからラーフェンで女相手に腰を振っていたい。

「我が国とオルガ連邦は友好関係にありますが、力関係はお世辞にも同等とは言えません。中途半端な爵位の者を送れば侮辱と取られるかもしれません。連邦が苦戦している今だからこそ、文句のつけようのない形で恩を売っておくべきかと。辺境伯たるハードレット卿はまさに適任」

　逃げ道が狭くなっていく。だがなんとしても切り抜けねばならない。

「エイリ……ラッドハルデ卿は私よりも優秀でしかも侯爵──」

「軍務総監は国の重鎮、いかに友邦の頼みと言えど長く国を離れる訳にはいきません」

　まだだ、まだいるはずだ。

「マグラード総督に就任された……ジルエメラルドグリーン総督ならば──」

　優秀かは知らんが成功すれば出世するし、敵愾心も消えそうだ。俺はその間に性交していたい。

「ジルグレイ総督は混迷極めるマグラードの統治で手一杯。さすがに派遣は無理でしょう」

　ケネスは懐から別の書面……王家の印が押された命令書を出して来る。

最早どうしようもない。




「陛下よりの勅命にございます。『我が国の友邦、オルガ連邦に赴け。かの地ではマルティン＝ステーセリ防衛最高司令官の指揮下に入り、勝利のために尽力せよ』以上にございます」

　ケネスは恭しく両手で勅命書を差し出す。

これでもはや逃げられない。

「……謹んでお受けいたします」

　こうして俺は再び戦地に赴く羽目になった。







「……また御留守にするのですか？」

「最近、エイギルと一緒にいる時間が少ないわね」

「子供達が父の顔を忘れてしまいますよ」

　ノンナとカーラ、メルの言葉が痛い。

「すまん……どうにもできなかった」

　俺が頭を下げるとノンナが慌てて抱きついてくる。

「いえ、お家の為には大変名誉なことですから。私こそ……我が儘を言ってごめんなさい」

　ノンナを抱き締めて言う。

「だがこれは好機かもしれない。連邦のお偉いさんと知りあっておけばお前の故郷を取り返す近道になるかもしれない」

「あ……」

　顔を上げるノンナ。だが心なしか嬉しそうではない。

「その為には戦功をあげるに越したことはない。ちょっとばかし無理をしてみるか」

　少しばかり茶化して言う。

『頑張って下さいね』そういう返事を期待していたのだが──。

「ダメです!!」

　ノンナは俺の腕から逃れ、びっくりするような大声を出した。

「戦功などよりも必ず生還を……怪我なんてしちゃダメです!!」

「ノンナ？」「ノンナさん？」

　カーラとメル、そして他の女達も突然のことに驚いた顔を見せた。

ノンナは慌てて口を塞ぎ、咳を一つして口調を戻す。

「故郷のことはまた考える機会もありましょう。ともかくエイギル様に何かあっては全て水の泡、そんなことは気にせず、まずは生還を考えて……無理をしないで下さい」

「あ、ああ」

　突然のことに少し驚いた。

それにしても『そんなこと』とは、エレクトラ奪還は彼女の生きる意味ぐらいに思っていたのだが。

　大声を出して恥ずかしかったのか、ノンナは侍女から双子の子供を受け取るとこちらに背を向けて優しくあやしていた。

場に妙な空気が漂うが、ものともしない男がいる

「では同行の人選を」

　珍しくレオポルトを好ましく感じたぞ。

「万が一もありますので、遺書を用意しておりますから判をお願いします」

　前言撤回だ。こいつぶん殴ってやろうか。




「待てよ。連邦に行くなら当然河を使うよな」

「白都近郊には帝国の艦隊がいますのである程度東までということになるでしょうが」

　そうかそうか……なら早速子供達に世界を見せてやれるかもしれない。

「大量の樽と馬車を用意してくれ」

　レオポルトの眉が細まる。

「連邦からは『戦時につき最小限の人員で』とありますが？」

「白都まで馬車を連ねて行く訳じゃない。船に乗るまでだからいいだろう」

「また余計なことをお考えですか？」

　まさか子育ての一環だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




数日後　ノーステリエス河

「どこまで行けるかは戦況次第ですが、可能な限りは河を使って急ぎます」

　俺は親書を届けた大使が乗ってきた船にそのまま乗り込んで連邦へと向かう。

船はかなり小さいが、不釣り合いな程大きな帆を持ち艦首は鋭く、いかにもな快速船だ。

「私は今回案内をさせて頂く［アルバキン］と申します。御同行者は二名と……連絡通りの巨馬ですな」

「セリアです。補佐と護衛を」

「マータです。傍仕えと床のお世話を」

　今回同行するのは彼女達二人だけだ。

同行者の選考にはひと悶着あったのだが、最終的に最低限の護衛であるセリアと王宮仕えをしており、礼儀作法に通じているマータを選んだのだ。

　決してセリアがひっついて離れなくなったからではない。

「……何十の馬車を並べてご到着された時には、行列を引きつれて参られるのかと胆を冷やしましたが」

「ははは、あれはまた別の目的ですよ」

　俺達が船に乗り込む傍で、馬車に積まれていた大量の樽の中身が次々と河にぶちまけられている。

大使は不思議な顔をしていたが、それどころではないようだ。

　船には大使の護衛を含めてもほんの十人程しか乗っていない。

とにかく早く走るための船らしい。

でかくて重いシュバルツを乗せる為に色々大変だったらしい。

綱をつけて泳がせても良いのだが。

　シュバルツが嘶き、用意されたスペースが狭いと駄々をこねる。

うるさい。いいから入って寝ていろ。

「では早速出発致します。とにかく一日でも早くハードレット卿を防衛司令官の元にお連れ致します」

「ええ、着いたら終わっていたでは格好がつきませんから」

　俺達が船に乗り込む横で船員が船に食糧などの樽を積み込んでいた。

「こんなに食い物ばかり積み込むのか？」

「馬の飼料もあるからな。急いでいるからできる限り寄港せずに一気に向かうのだろう」

「それにしてもこの樽やけに重いな。肉を満載してもこんなにはならんぞ？　ちょっと開けて……なんだ蓋が開かん」

「やめとけ、もう時間が無い。アルバキン様にどやされるぞ」

　ん？　今あの樽少し動いたような……。飼葉の束から手が見えたような気もするが気のせいかな。




　船は河岸を離れると同時に滑るように速度を上げて行く。

都合良く後方からの風を受け、船はまるで駆ける馬のように水面をかき分けて進む。

「この調子なら一週間で着いてしまいそうですな」

「はははまさか！　快速船とは言え一月はかかりますよ」

　俺とアルバキンは流れて行く景色を見ながら軽口を叩く。

船員達も下らない会話を始め、不思議と穏やかな時間が流れる。

　だがそれも眼前に不審な船が現れるまでだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「戦況膠着」

兵員　　現在百二十四万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十一万　民間犠牲九十四万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百九万　動員限界三百十万　既損害二百一万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え・床の世話）アルバキン（連邦大使）

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（？？？）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）ピピ（？？？）アリス（悶絶魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

ナーティア（？？？）フェルテリス（童貞食い中）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（移動可）プチローパー（肥大化）ブリュンヒルデ（？？？）

ペット

メッサーシュミット（？？？）ポチ（悲）

部下

イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（拗）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀）アドルフ（薄毛）トリスタン（内政補佐）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨一三六〇〇

経験人数四三八人　産ませた子五五人＋五五五匹

次回から戦闘が続きます










７／23 特別記念編

七／二三　『王国へ続く道』第一巻発売記念特別編です。

本編への繋がりは薄いので余談としてご覧ください。









ある日の午後──




　俺はソファに寝転び、硝子越しの日光を浴びながらレモンを齧っている。

「良い天気だが寒そうだなぁ」

　陽はたっぷりと降り注いでいるが、寒そうな風の音が聞こえる。

暖炉の火がなければこれほど穏やかな気分ではいられないだろう。

　さっきラミーが倉庫から薪を大量に持って行くのが見えた。

なんでも暖かくしておかないと穴の中で寝てしまい、気が付いたら春ということがあるらしい。

「あらエイギル、暇そうね。このパイ一緒に食べる？」

　カーラがミートパイを持ってきた。温かそうだ、頂こう。

食後には彼女のおっぱいを頂くのもいいだろう。

「エイギルさんお暇ですか？　美味しそうなレモンですね」

「おいしそうなリンゴもあります～」

「食べてもいいよね？」

　メルとクウ、ルウ姉妹もやってきた。いくらでも食べてくれ。

「こんな時間にいっぱい食べちゃったら晩御飯が入らなくなっちゃうよ？」

　マリアもやってくる。そう言いながらも人数分の紅茶とお菓子を持ってきてくれたようだ。

彼女の腹には俺の子がいるはずだが、元々細身のこともあって服の上からではまだ目立たないな。

席を替わり陽の当たる方に腰掛けさせる。

「おーエイギル、居間にいるのは珍しい……って悪い所にきちまったよ」

「ミレイさんはまた半端な時間に重い物食べて！」

　ミレイが街の市場で買ったのだろう骨付き肉を片手に現れ、マリアに小言を言われている。

たちまち六人も揃ってしまったな。

「そういえばお前達とも長いな」

　奇しくも揃っているのは俺が旅の最初に会った女達ばかりだ。

ルーシィも居れば……考えると恋しくなってしまうので止めておこう。

「そうねー、出会った時のエイギルってただの女好きの筋肉男だったわよねぇ」

「そうですか？　私は最初から頼りになる方だって……」

　わいわいと会話に花が咲く。

柄にもなく昔話を始めたのは俺だが、一度盛り上がると女同士の姦しさにはもうついていけない。




　そのうちにカーラが妙なことを言い出した。

「ねえ、どうせだからこの顔ぶれで遊んでみない？　七人か……ふふふ」

「遊び？　なにをするんだ？」

「かくれんぼですか？　私小さいので得意ですよっ」

「ルウ……あんたいくつなの。すごろくとかじゃないの？」

　カーラは何やら木札に番号を書き、全員に紙を配る。

「なんだこりゃ？」

「紙には適当に面白いこと書いて裏返して……それぞれ一～七まで番号書いた札を引くの。例えば……」

　カーラがミレイに一番の札を渡し、紙をめくる。

そこには『一番が全員の前で放尿』と書かれていた。

「これが出たらミレイは書いてある通りしなきゃいけないって訳よ。紙には好き放題書いていいけど誰がどの番号になるかわからないから酷いこと書いたら自爆するわよ」

「ちょっと待て！　カーラてめぇこんなんばっか書いてるんじゃないだろうな！」

「へ？　試しにめくるやつだから一番軽いのにしたけど」

　女達がどっとカーラに詰め寄る。

「これより酷いってまさか！　エイギルさんの前で何させる気ですか!?」

「そ、そんなのもう生きていられないですよ！」

「ははは」

　俺は苦笑いするしかない。

「仕方ないわね。じゃあエイギルだけが無効の宣言できるってことでいいでしょ？　でもそればっかりだと面白くなくなるから自重してよね」

　もちろん俺も雰囲気を壊すことはしたくない。とんでもないの以外は無効にするつもりはない。

　こうしてゲームは始まった。




「えーと──二番と三番が熱いキス。まぁ無難な感じよね」

「ひぅっ！」

　ルウが三番の札を取り落とす。

すがるように俺を見るが、俺は苦笑しながら七番の札を机に置いた。

「……わ、私よ」

　二番はなんとクウだった。

二人はすがるような目で俺を見るが……この程度で止めてはゲームの面白さを損ねてしまう。

「うう、いくわよルウ」

「う、うん。お姉ちゃん……」

　二人は顔を真っ赤にしながらゆっくりと近づき、唇を合わせた。

「「おお──」」

　カーラやミレイ、メルまでも楽しそうに見ている。

「んっんっ！　ん──！　んんんっ!!」

「んはっ！　んちゅ……ちゅ……んん……」

「もっと激しくいこー」

　無責任なカーラの声。

姉妹は素直に応え、唇を合わせるだけではなく、ぶちゅぶちゅと音を立てながら舌を激しく吸い合い、唾液を交換していた。

「「んはぁ……」」

　離れた二人の唇から唾液の橋が床に垂れた。

「うひゃーすごいキスだったね」

　マリアが顔を赤らめている。

「うふふ、積極的だったわよ。今度エイギルさんに抱かれながらしましょうね」

　メルも笑っている。

「エイギルちょっと反応してるじゃない」

「ほんとだ。ズボン盛り上がってるな」

　カーラとミレイが俺の股間を覗いてきた。

女同士のキスはただ抱くのとは違った言葉にできない興奮があるんだよ。

「も、もう恥ずかしい！　次にいってよ！」

「はぅぅ……」




「次は──三番が裸踊りね」

「こら待て」

　カーラが紙を読み上げると同時にミレイが掴みかかる。

お前が三番か。

「てか、なんであたしに掴みかかるのよ!?　読んだだけじゃない」

「こんなバカバカしいこと書いたのはお前に決まってるだろ！」

　カーラとミレイは「違うわよ」「嘘こくな」と言い合っている。

クウが目を逸らしている理由はわからない。

「裸踊りなら無理難題でもないだろう。俺も見たいぞ。さあやってくれ」

「ううぅぅ……カーラの野郎覚えてろよ……」

「だからあたしじゃないんだってば」

　ミレイは覚悟を決めたのか勢い良く服を脱ぎ捨てる。

潔いのか照れ隠しか……ベッドでは積極的な女達も昼間のリビングでは何をするのも恥ずかしそうだ。

「こ、こんな感じでいいんだろ!!」

　ミレイは大事な所を隠して激しく踊りだす。

「ぶふっ！　あはははは！　手じゃ丸見えじゃない。これで隠しなさいよ！」

　カーラが大笑いしながら果物を置いていた盆を差し出す。

「ぷっ」「くっ」「っ!?」

「ううう……なんて屈辱だい……これじゃあたいはアホじゃねーか」

　カーラ以外の女達からも堪え切れない笑いが漏れる。俺も悪いと思いつつ、つい笑ってしまった。

このままではミレイが晒し者になってしまう。少し助けてやろう。

「綺麗な身体だ。腹筋も綺麗に出ているな……引き締まって、良く締まりそうだぞ」

　腹を撫でてやるとミレイは少し笑みを浮べる。

「あたいみたいな男女の体が好きなんてほんとエイギルはなんでも有りだね。……そろそろやめてもいいかい？」

　ミレイは裸踊りを止めて使っていた盆をテーブルに戻す。

豪快なミレイが俯いて耳まで真っ赤にしている。

この光景の方が裸踊りよりも股間にくるな。

「ああ、恥ずかしかった……。裸踊りなんて傭兵時代にもやったことねぇよ」

「てかミレイあんたさー」

「あんだよ！」

　ミレイは恥ずかしさを誤魔化す為かきつい口調になっている。

反面カーラはニヤニヤしている。言わんとすることはわかるが言ってやらない方がいいと思うが。

「裸踊りって、もっと娼婦とか踊り子みたいな誘う感じでやれば良かったんじゃない？　お盆持って踊るってまるで酔ったおっさんじゃない」

「……」

　他の女達が再度噴き出す。

俺もまさか盆で大事な所を隠しながらズンドコ踊るとは思わなかった。

「興奮はしなかったが面白かったぞ。良い仕事だミレイ」

「うるせえ!!　あたいが娼婦買う訳ないだろ!!　裸踊りなんて酒場のおっさんがやってるのしか知らねーんだよ!!」

　恥辱が極に達して暴れ出したミレイをカーラが抑え込み、遊戯は続く。




「次は──四番と六番が服を交換──ね」

　四番は……ルウか。また汎用性が低い服だな。

マリアかクウならば無理やり着ればなんとか──。

「私ですね」

　メルか。無理だ。

「私も体型の管理はしっかり行ってますから大丈夫ですよ」

　いや無理だよ。やめておけ。

「ルウ、早く脱ぎなさい。交換するわよ」

「えっ？」

　メルとルウの服は上は同じような白いブラウス。

下はメルのロングスカートに対してルウは短めのスカートだった。

　無理だと言うのに。

「ちょっときついですね……ふんっ！」

　いやちょっとじゃないだろう。胸、腹、尻、どこも入りそうにないぞ。

「母さん～無理しないで、苦しそうだよぉ」

「母さん、本当に無理しないで！　ものすごい恥ずかしいからぁ！」

　ルウとクウが同時に声を上げるが心配している部分が違うようだ。

「もう少し……えいっ！」

　僅かに布が裂けるような音が鳴り、メルはルウの服を着終えた。

いや、これは着たと言えるのだろうか？

「すごいな」

「ええ、確かに露出は多いけど」

「なんだか悲しくなるな」

「心配になっちゃうよ……」

　もはや服を着ているというより服で拘束されていると言った方が良いだろう。

　ルウが着てさえ短かめのスカート、メルが着ては裾が上がり過ぎて下着が丸見えだ。

しかも年齢の割に小さく細いルウに比べてメルの太股はむっちりしている。

平然と立っているように見えるが限界まで内股になっているぞ。

「ぐ……うふふ、さすがにちょっときついかしら」

「ちょっとじゃないよ母さん……」

　メルの顔が真っ赤なのは羞恥のためだけではあるまい。

　上半身は更に酷い。

本来ゆったりとしているはずのブラウスはピチピチでへそが丸見え、乳房もほとんどが外に出ている。

「う、うふふ、まるで娼婦みたいな格好ですね」

「いや、さすがに乳首まで見せている娼婦はいないと思うが」

　こんなのは娼婦と言うより変態だ。フェルテリスの分野だぞ。

　妖艶に微笑もうとするが苦しいのか、冷や汗が流れている。

「メル、もういいから脱ぎなさいよ。見てるこっちまで息苦しくなってくるわ。……何か思い出すし」

　さすがに無理があり過ぎた。マリアかクウの服なら適度にピチピチになって眼福だったのだろうが。

　ちなみに人知れずメルの服を着ていたルウはずるずるスカートを引きずり、ぶかぶかの胸元を悲しそうに見ていた。あぁ、やはりマリアで無くて良かったかもしれない。

「え、エイギルさんいかがですか？　興奮なさいます？」

　メルは俺に体を見せつけてしなを作るが、顔色が赤から青になってきた。

「ああ……十分興奮したよ。これ以上は我慢できなくなってしまうからもう着替えてくれ」

　優しい嘘が必要な時もある。

「では……」

　メルが服を脱ごうと屈んだ瞬間だった。

バリリと布が裂ける音がする。

正面の俺からは特に何も見えないが。

「うわっ後ろ破れたわよ！　さすがに尻がでかすぎたのよ！」

「びっくりしたなぁ。突然尻が飛び出たぜ」

「ま、まあ当たり前だようん。別にメルさんのお尻が大きい訳じゃないから」

　メルはわなわなとふるえながら赤くなっていく。

口が裂けても言わないが、年増が恥らう姿はとても興奮する。




「次いくわよー」

　部屋の隅で膝を抱えてしまったメルとスカートを破られて落ち込んでいるルウは一回休みだ。

「一番が五番に──おっぱいで奉仕！　良い指示だけどまた女同士なら……」

「いや、五番は俺だ」

　やっと美味しい思いができる。

女性達も俺が五番と聞いて色めき立っている。

「それで一番は？」

「羨ましいわね」

「私達の参加していない時に限って……ルウ、不幸に耐えましょ」

「私が不幸なのは母さんのお尻がスカート破ったからだよぉ……」

　メルが参加していないのは惜しいが、カーラの積極的な奉仕も良いし、不慣れなミレイの奉仕も楽しめるだろう。さて誰の乳を味わえるのか。

「私」

　手を上げたのはマリアだった。普段ほんわか明るい彼女に表情がない。

「……あーまぁ、こういうの気持ちだからさ」

「……うー、そうそう愛があればなんでも」

「そういうのが一番傷つくんだよっ」

　マリアは俺の目の前に立ち、上半身をはだけて柔肌をこすりつけてくる。

「綺麗な肌だ。温かくて最高に気持ちいいよ」

「……目を閉じて」

　言われるがままに目を閉じる。

一瞬肌が離れる感触があるが、再び滑々した肌が腕にこすりつけられる。

「どう気持ち良い？」

「あぁ、マリアの柔らかい乳房を感じるぞ。気持ち良いよ」

「あっ」「あっ」（あっ）

　カーラとミレイの残念そうな声が聞こえる。

「マリア、もっと強く奉仕を……」

　目を開けて自身の間違いに気付く。

マリアは後ろを向いて背中を押し付けていたのだ。

「……」

　いかん、優しい嘘が裏目に出てしまった。

彼女の目に見る見る涙が浮かんでいく。

勢いで押し切って誤魔化そう。

「うおぉぉぉ！　マリア！」

「きゃあ！」

　マリアをソファに乗せ、小さな乳房にむしゃぶりつく。

「お前の乳は最高だ！」

「いい加減なこと言うなぁ。背中と区別つかなかったくせにー！」

　こんなことでは怯まないぞ。とにかく褒めまくってやる。

あるのかないのか分からない乳房を摘まむように触る。

「確かにお前の胸は小さい。だがその分乳首がでかいじゃないか」

　俺はマリアの乳首をそれぞれの手で摘まんでこする。

彼女の乳首は集中攻撃するとドンドン大きくなるのだ。

「わぁぁぁ！　恥ずかしいからやめてー！」

「謙遜するな。お前より胸の大きい女はいくらでもいる。だが乳首の大きさならお前は負けていない」

「褒めてない！　それ全然褒めてないよ！」

　何を言う、最高の褒め言葉じゃないか。

　ノンナとマリアの胸を比べればオルガ連邦全軍と山賊団ぐらいの違いがある。

だが乳首に限定すればマリアの方が優勢なのだ。

まして乳房が無い分、そそり立った乳首はより目立つ。

　俺が指だけではなく、口も使ってマリア自慢の乳首を愛撫するといよいよソレは巨大化した。

「ふぅ……これがマリアの乳首の真の姿だ」

　他の女達にも見せつけてやる。

普通に抱いてもこうはならないから他の女達はなかなか見る機会がないだろう。

「うわっすごいわね！」

「すげぇ……確かにこんな乳首見たことないぜ」

「私の倍はありますね」

（すごーい　ちょっと吸いたいかも）

「つくしんぼみたいだねお姉ちゃん」

「確かにすごい……全然羨ましくないけど……」

「いやああぁぁぁぁ!!」

「すごいだろう？　だがでかいだけじゃなくて敏感なんだぞ」

　俺はマリアを後ろから抱きしめ乳首をこする。

「そ、それは駄目！　乳首擦ったら……あっあっ！　ひぃぃぃ!!」

　悲鳴を上げるマリア。

「うそ!?　乳首だけでいくの？」

「いやいやまさか……」

「そのまさかだ。そらっ！」

　きゅっとマリアの乳首を摘まむ。

「んひぃぃぃ!!　あぁぁぁ────!!　あ──!!　あー……」

　体を震わせた後、ぐったりするマリア。

彼女の名誉を回復出来て何よりだ。




「えー次ね──」

　マリアは絶頂と羞恥でとても参加出来ないので一回休みだ。

「三番が自分の年齢を窓から叫ぶ？　何よこれ」

「誰ですか？」

　メルが三番の札を床に叩きつけて立ちあがる。

「誰がこれを書いたのです？」

「母さん落ち着いて……」

「名乗り出なさい。今ならアレだけで許しますから」

「やめて母さん！　目が濁ってる！」

　メルが虚空に向かって呟き、半透明の何かが壁を突き抜けて行った気がした。

「……とりあえず狙い打ちな上に面白くもないのでこの命令は潰す。いいな？」

　それにしても誰なんだ。この場にいる誰の字でも無い気がするが……どこかで見た字だな。

「んじゃ気を取り直して──二番が四番と激しく性交──やった！　私二番よ！　やっとエイギルと絡めるわ」

「……悪いな」

　俺は違う。

「……四番はあたいだよ」

「なんでよ!?」

　カーラとミレイが激しく絡むことになってしまった。

「ねぇエイギル、こんなの見てもつまらないでしょ？　潰して次に──」

「始めてくれ。楽しみで仕方ない」

　俺の女同士が絡み、それを俺の女と並んで観賞する。楽しみでないはずがない。

マリアがニコニコしながら張り型を持ってきた。

「うう……あたいこんなのばっかだよ……」

　そして行為は始まる。




「あぐっ!!　カーラ腰振り過ぎだっての！　そんなズコズコ突くんじゃねぇ！」

「んあっ！　命令は激しくなんだから仕方ないでしょ。あんたも腰合わせなさいよ！　豆つねるわよ！」

　ソファに深く腰をかけたミレイを抑え込むようにカーラが乗り、激しく腰を振っている。

室内には肉が当たる音と二人の喘ぎ……そして文句を言い合う声だけが響く。

「おいこら、首筋を舐めるなっての！　あぁん、吸い付くなぁ！」

「あんたこそ尻たぶ広げないでよ！　後ろから尻穴丸見えになっちゃうじゃない！」

　うむ、尻穴がぱくぱくしているのが良く見える。だが興奮していいぞ。

「カーラと絡むとかどんな冗談だよ」

「あたしだってあんたとヤるなんて思わなかったわよ」

　二人は罵り合いながらも顔を近づけていき──唇を合わせた。

「ば、ばか……キスする必要なんて……んっ！　んん……」

　気分が盛り上がってしまったのだろう。二人は張り型で疑似的な性交を行いながら激しいキスをする。

『バリッ』布が裂ける音がした。

メルが慌てて自分の尻を確認するが違うから安心しろ。

「すまん俺だ。興奮し過ぎてズボンが破れた」

　今の音はズボンが破れ、肉棒が飛び出した音だ。

「エイギル興奮してるのか、なあカーラ」

「ええわかってるわ。激しくいくわよ」

　一段と激しくなる肉音、汗を散らしながら腰を振る二人を前に他の女達も上気していく。

見れば無意識なのか股間に手が伸び、小さな水音をたてながら自慰している。

「見なよカーラ、あたいらを見てみんなしてるぜ」

「変なの……でも興奮するわ」

　俺もいよいよ辛抱たまらない。このままではルールを破って参戦してしまいそうだ。

早く昇って貰うために助言しよう。

今優勢なのは──やはりカーラか。ならばミレイを助けてやろう。

「ミレイ、カーラは一番奥をゆっくりと間隔を開けて突かれるのに弱いぞ」

「ちょっ!?　エイギル言わないでよ！」

「へえ……こんな感じかい？」

　攻守が逆転し、ソファの上に四つん這いになったカーラをミレイが後ろから突く。

弱点が暴露された事もあってカーラは一気に昇り詰めて行く。

　いよいよ高まって行く二人。嬌声は高まり、動きが一層激しくなっていった。

「ミレイ！　ミレイ!!　ああっイクぅ────!!」

「カーラ！　あ、あたいもイクッ!!」

　最後の瞬間に抱き締めあったカーラ達は獣の嬌声を上げて崩れ落ちた。

ミレイの乳房にカーラが顔を埋め、荒く息をついている。

「イク！」「ああっ！」「んっ！」「あうっ！」（あーん！）

　同時に他の女達も昇ったのだろう。

幾重にも嬌声が重なり、やがて静かになった。

室内は凄まじい淫臭に包まれている。




「……もうたまらん。最後は俺が引く」

　ぐったりする女達に変わって俺が命令の紙を裏返す。

「──一番から七番までが乱交──だ。いくぞ」

「「「はい！」」」

　俺は限界まで大きくなった一物を振りかざし、女達に襲いかかる。

　何故か返事が七つあったことは気にならない。

　メルがこっそり入れた札に『一番から七番が幽霊を捕まえて漬物樽に入れる』と書かれていたことも気にならない。

　今はただ目の前の女達、俺にずっとついてきてくれた愛しい彼女達を満足させるだけだ。

「キャー！　いつも以上に大きいわ！」

「裂けちゃうよぉ!!」

「同じサイズの張り型作ったはずなのに！　また大きくなってるぅ!!」

「ふははは！　六人かかってこの程度か！　まだまだ終わらないぞ！」

　少し調子に乗ってもいいだろう。

「もうだめ──!!」

「お尻にも入っちゃった──!!」

「ひぃぃぃ──！　あ、ごめんミレイ……もうだめだわ。もう一度言うわ。ごめん」

「いいって潮ぐらい──って、てめぇ!!　これ潮じゃねーだろ！　おいいいぃぃ!!」

　想定以上に調子に乗り過ぎ、居間をドロドロにしてしまった。

しかも最悪のタイミングでノンナが来たので思い切り叱られてしまったのだった。

　だがこの遊びは結構面白かった。

次はノンナも入れて遊ぶとしよう。

「母さんどこにいくの？」

「うふふ、なんでもないのよ」

（こないでぇ）

「それなに？　水瓶？」

「漬物に使うのよ。押し込めば入ると思って」

（なんでこっちくるの!?　見えてないはずだよね？）

「一年ぐらいたーぷり漬け込みましょうね」

（誰か助けてー！）

　昼寝でもするか。

本編も二三日中に更新したいですねえ。










第２８５話　連邦援軍②　海賊襲来







　快速船──『スーロフ号』と言うらしい──は帆をいっぱいに張り、驚異的な速度で水面を滑る。

景色はどんどん流れ、穏やかな船旅とはまったく言えない。

「ここはどの辺りになるのかな」

「左手に大山脈が間近、右手に森林地帯が見えますから国境近くだと思うのですが……むぅ」

　隣にいるセリアが頭を抱える。そんな真剣に考えなくてもいい。

どの道到着までは何も出来ない。

　頭と頬っぺたを撫で、セリアを柔らかくしていると別の声が背中にかかる。

「先ほど国境を超えました。もう少しすれば右手に辺境の村が見えてくるのではないでしょうか」

　アルバキンが同じく流れて行く景色を見ながら話しかけてきたのだ。

俺はセリアの頬を最後に一つ伸ばしてから彼に一礼する。

彼には無礼を働くなとケネスからやんわりと、だが繰り返し言われていたのだ。

　するとアルバキンは手を振って笑う。

「気を使わんで下さい。公式な場ならともかく、ここに貴族は私と卿しかおりません。気を使いながらの船旅では肩が凝ってしまいます故」

　俺が気を使わなかったらあんたの想像してる以上にすごいことになるんだ。

気を使うなと言われてもノンナには絶対にいつも通りにはするなと言われた。

「それにしても意外でしたな。お付きが僅か二名とは……てっきり一〇名程度連れて来ると思っていたのですが」

「遊覧旅行に行く訳ではありませんからな」

「それに護衛がこんな美しい女性とは──いえこれは貴方らしいか」

　アルバキンがセリアを見て少し笑う。

セリアは馬鹿にされたと感じたのか、少し膨らむ。

　実は当初、護衛はマックかギドの予定だった。

だがそれだと俺の周りの女がマータだけになってしまう。

連邦までは船旅になり、道中で女を調達する事も難しい。

『エイギル様のお相手を一人で……それも何週もとなれば死んでしまいます。よくて快楽に狂って廃人になります』

　との女達の総意とセリアの熱烈な訴えで、護衛は彼女に決定した。

「エイギル様！　声に出ています！」

　またもアルバキンが噴き出す。噴き出す姿で思い出した。

彼はトリエア裁判の時にも居た大使ではないか。

「傍仕えが実質愛人であることは珍しくありませんが、護衛まで女で固めるとはさすがですね。急ぎとは言え、食糧の補給に寄港することもあるでしょう。その時には娼館にでも──」




　和やかな会話は唐突に中断される。

「前方右舷より接近する船舶があります！」

　見張り台に立つ船員が大声で叫ぶ。

船員が次々と甲板に飛び出し、船には無知な俺達は隅に寄って成り行きを見守る。

「……良くないな」

　船長だろうか。髭面の男が前方を眺めて呻いた。

「何があった？　まさかこんな所にまで帝国艦が来ているはずもあるまい」

　アルバキンもまた真剣な表情に戻っている。

「前方に中型船二隻、軍船ではありませんが明らかに進路を塞いでいます」

「鐘を鳴らして進路を開けさせろ！」

　船長は首を横に振った。

「こちらは連邦公旗を掲げて航行しているのです。まともな船なら進路になど出てきませんよ」

　船員達に戦慄が走った。

「──海賊か!?」

　海賊か、懐かしい響きだな。俺も剣を準備しておこうかな。

マータは戦えないだろうから船の一番奥にいるんだぞ。

「お気をつけて。戦後の高ぶりはお任せ下さい」

　彼女はぺこりと頭を下げて船内に入って行く。




「不明船が次々と小舟を降ろし始めました！　武装した者が乗っている模様、海賊船です！」

　見張りが怒鳴り、アルバキンが歯を噛み鳴らす。

「く……速度重視で護衛船を置いて来たのが仇になったか。まさか東部で海賊などとは！」

「河川艦隊が軒並み帝国戦に駆り出され見回りが不十分だったのかもしれません」

　船長も苦い顔をしている。

だが来るものは戦うしかないだろう。俺は長剣を抜き、肩に担ぐ。

「こちらは船員の数も少なく、乗り込まれれば勝ち目はありません。速度重視で大砲も積んでいませんから……戦闘を避け、最大速度で間を抜けて突破を試みます！」

　なんだ戦わないのか。格好つけて長剣を抜いた時に鞘を投げてしまったぞ。

今更下向いて探すのは格好がつかんな。

「一緒に探します……きゃああ!!」

　セリアと一緒に身を屈めた時、突然の衝撃に二人揃って転んでしまう。

船が一気に停止したのだ。

俺の上に覆いかぶさったセリアの尻を撫で回す。




「何がおこった!!」

「網です！　海賊船が水中に網を仕掛けていました！」

　文字通り敵が張った網にかかってしまったらしい。

船足は一瞬にして落ち、振り切りつつあった海賊船とそこから降ろされた小舟がこちらに向かって来る。

スーロフ号はやがて完全に止まってしまった。

「止むを得ん……総員戦闘準備だ！」

　なんだやっぱり戦うのか。せっかくセリアが鞘を持って来てくれたのに。

「ハードレット様、アルバキン様は船内にお入り下さい。間もなく戦闘が始まり──」

　船長はそう言いかけるが、俺が肩に担いだ剣を見て言葉を止める。

「戦おうと思ったのだが、まずかったか？」

「──いえ、今は一人でも手が欲しい。敗北すれば船底に居ても無意味ですから」

　船上の戦いなど本当に久しぶりだ。




　船員達は鎧を着け、弓と剣で武装している。

だが数は僅かに一〇名と少し、一方海賊達は小舟に乗っている者だけでも優に三〇はいそうだ。

「船を進められない現状では攻撃を凌ぎ切り、奴らに諦めさせる以外ありません」

　敵が引いてくれる希望は持たない方が良いな。

不安そうな船員達を鼓舞するようにでかい声で叫ぶ。

「要は敵を皆殺しにすれば良い。そうだろう？」

　船長の黒く日焼けした顔に笑いが浮かぶ。

「その通りですハードレット様」




　海賊の小舟が近づくと、船員達は次々に矢を放つ。

さすがに連邦の船だけあって良い弓を使っている。

海賊も矢を撃ち返すが、届かず水面に落ちていた。

「数が多い！」

「もっと良く狙え！」

　だが海賊の方も盾を掲げて接近するので一〇程度の弓だけではとても止められない。

やがて至近距離まで迫った海賊達も一斉に矢を放つ。

これは頭上に来るな。

「貸せ」

　傍にいた船員の腰から剣を奪い、長剣を床に突き刺してデュアルクレイターとの二刀流で矢に向かう。

矢を掃うには軽い剣が良い。

　脳天に落ちる一本を横から叩いて掃い、続いて低い角度で向かってくる二本の矢を両手の剣でそれぞれ弾く。

　間髪置かずに次は三本だ。

右手の剣で一本、左で一本、右手の剣を引き戻して最後の一本も掃う。

「ばらばらに飛んでくるから掃いやすい。おっとセリアは後ろに居ろ。綺麗な肌に傷がついたら大変だ」

　セリアを背にすると更に力が沸く気がする。

体は軽く、飛んでくる矢がはっきりと見える。

　セリア効果なのか、その後も一発の矢も喰らうことなく矢を全て叩き落とすことができた。

軽い音が連続して響き、最後の矢がくるくる回って水面に落ちた。

「け、剣先が見えねぇ……」

「なんだありゃ……二〇本は掃い落としてるぞ！」

「ふんぞり返ったお貴族様じゃなかったのかよ!?」




　だが矢を掃うだけで敵を撃退できるはずもない。

こちらが参らないので海賊達はいよいよ小舟をスーロフ号に横付けし、乗り込むことにしたようだ。

鉤のついた縄が次々と舷側やマストにかかる。

「野郎共！　連邦の公船だ、お宝かお偉い貴族が居るに違いねぇ！　命令するまで火は使うな。焼けたら宝も人質も一銭にもならねぇからな！」

　それはありがたい。燃やされたら寒中水泳することになる。

「乗り込んでくるぞ！　総員防御体勢を取れ！　叩き落とせ！」

　船長が吠え、船員達は剣を抜いて縄を切ったり、舷側に手をかけた海賊を突き刺して河に落とす。

　だがもちろん海賊達も黙ってはいない。

矢を放ったり、縄を片手で掴んだまま剣を抜いて応戦している。

海賊達の得物はやや短めで反りの強い曲刀だ。

「登られたら不利だぞ！　縄を切って落とせ！」

　船長は片手斧を振るって次々と縄を切り、なんとか登った海賊にも手斧を投げ付けて河へ落とす。

船員達も勇敢に戦っているがいかんせん数が多い。

「ダメだ！　防ぎきれない!!」

　一人の船員が悲鳴を上げる。

手が足りないか。なら代ってやろう。

　俺は改めて長剣を担いで縄の前に立ち、敵が登ってくるのを待つ。

だが……なかなかこないな。

「……登るのが遅い。さっさと登れ！」

「うえっ!?」

　しびれを切らせて鉤縄を掴んで引っ張り上げると、まるで魚釣りのように海賊が飛びあがる。

「ふん」

「ぷじゅ……」

　飛んでくる海賊の顔面を空中で殴りつける。

篭手をつけた拳は深く顔にめり込み、男は耳と鼻から噴水のように血を噴き出し、釣り上げた時の倍以上の勢いで河へと飛んで行った。

「お前らも遅い」

　すぐ横にかかる三本の縄を掴んで引っ張る。

「「「どわぁ！」」」

　海賊が追加で三人甲板に転がった。大漁だな。

「は、ハードレット様！　敵を船上にあげてはなりません！」

「ま、まさか奴らの協力者なのか？」

　不穏なことを言うな。縄を切って落としてもまた上がってくるじゃないか。

首を切って落とせば永久に上がってこない。

　俺は長剣を振り上げ、立ちあがろうとする海賊の一人を腰から下で両断する。

　──つもりだったのだが真っ二つにし損ねた。

「ぎぇぇ──!!!」

「全力で振り下ろしたら甲板を壊してしまうな。船上の戦いは難しい」

　あぁ、だからこその短くて反りの強い剣だったのか。

　半端に千切れてやかましい男を投げ捨て、二人目の海賊の斬撃を身を引いて紙一重で躱す。

「でかいくせに速い！」

「誰が早漏だ！」

　軽い音が鳴り、長剣が小男の両手を切り落とす。

また悲鳴が上がるとうるさいので、その前に船から蹴り落とす。

両手がなければ上がってくることもないだろう。

「つ、つえ……ぐぎゃっ！」

　三人目は俺を見て後ずさるが、背後から迫るセリアに気付かず、喉元をかき切られて息絶えた。

　さて全体はどうなっているだろう。ふむ、結構登られているな。

味方と敵が剣を構えて向かい合っている。

「船長！　もう防げません！」

「海賊どもに屈せるものか！　最後まで戦うのだ！」




「とにかく貴族を探せ！　一番偉いのを捕らえたらこっちの勝ちだ！」

　味方が手一杯になっている隙に数人の海賊が船底への侵入を試みる。

いかん、船底にはアルバキンとマータがいる。

人質に取られたら厄介なことになる。

「そもそも賓客の俺が正面にいるのに何故大使の方に行くんだ」

「エイギル様がどう見ても戦士にしか見えないからです！」

　セリアの髪をぐしゃぐしゃにするのは後回しにして走るが間に合わない。




　だが船内へ駆けこんだはずの敵が悲鳴を上げて飛び出した。

「ぐわぁぁぁぁ！」

　肩に矢が突き刺さっているようだが、あげる悲鳴が尋常ではない。

「痛い痛い痛い──死ぬ──!!　ぎゃああああ!!」

　追いかけるように二つの人影が船内から飛び出す。

あれはナーティアと……ピピか。

ピピの頭にはメッサーシュミットが乗っている。こんな状況なのに目を閉じて寝てやがる。

「見た目でわかる悪漢め！　苦しめ！」

「ピピもやるぞ」

　ナーティアの放った矢は別の海賊の太股に刺さる。

意図的に致命傷は避けているが絶叫して転げ回っている。……何か塗っているな。

「死にはしない。痛むだけの薬だからな」

　一方のピピは容赦なく海賊の眼球や喉元を射抜く。

こちらは殺す気満々だ。

「……で、何をしている？」

「勝手に付いて来たのですか!?」

「ナーティアが追いかけると言った。だからピピもついてきた」

「ちょっ!?　私のせいにするのか！」

「ピピは族長様のモノだ。族長様に嘘は言えない」

　ナーティアはやたら行動力がある上に好奇心旺盛だ。俺が連邦へ行くと聞いてついてきたのだろう。

「その話は後でしよう。今はまずこいつらを追い返す」

「うむ！」「あい！」

　その時、メッサーシュミットがワンと鳴く。

反射的に身を屈めると後ろから迫っていた海賊の剣が空を切った。

間髪置かずに男の手を取り、地面に倒して頭を踏みつける。

「……おれは自分の直感で避けたのだ。わかるな？」

「ひぃぃぃ！　な、なんのことだ」

「決してあの駄犬に助けられた訳じゃない。わかるか？」

「わ、わかった！　わかるから勘弁してくれ……」

「よし！」

　海賊の頭を踏みつぶし、ナーティアとピピに向き直る。

「まともな服を着たのが味方。ボロを着て髭ぼうぼうなのが敵だ。手当たり次第行け！」

　ナーティアとピピが参戦したことで戦局は好転していく。

数秒ごとに放たれる矢は目標を外さない。

軽装に曲刃だけの海賊達に矢から逃れる手段は無い。




「もうこうなったら火をつけてしまえ！」

「飼葉なんて積んでやがる。あれなら盛大に燃え──」

　想定外の苦戦にしびれを切らせた海賊が松明を持って甲板に山積みにされた飼葉に近づく。

寒中水泳する羽目になったらシュバルツのせいだぞ。




　だが幸いにもそうはならなかった。

「何をする気じゃ？」

　飼葉からにゅっと突き出た白く小さな手が海賊の腕を掴み────ねじ切った。

「へ？　な、なにこれ？」

「目障りじゃ。汚物が」

　手はトンと男を小突く。

だが聞こえた音は全く軽くない。

明らかに臓器と骨が潰れる音がして海賊は噴水のように血を噴いてその場に倒れる。

「やれやれ──むぐ……昼ではないか。そもそも何故妾がこのような草の中に……ぶつぶつ」

　小声でぶつぶつと言いながら現れた華奢な肢体と真っ白な肌に豪奢な金髪。

一瞬見えた赤い目がすぐに色を変える。

俺の愛しいヴァンパイア……ブリュンヒルデだった。

「なんでここにいるか聞いて良いか？」

「遠くに行くと聞いて心配で……」

　ブリュンヒルデはそう言いかけて一つ可愛く咳払いする。

「気分じゃ。他意はない」

「他意無しに飼葉に潜りこんだと？」

　ブリュンヒルデは見る見る赤くなっていく。

「うるさい！　もう知らぬ！　何も答えぬ！」

　自分でも言い訳ご無用の状況は重々承知しているのだろう。プイと明後日を向いてしまった。

「何をぎゃあぎゃあと！　よくもやってくれたな！」

　そこにもう一人の海賊が襲い掛かかる。

「危ない」と言う前に男の剣がブリュンヒルデに届いてしまい……そしてへし折れた。

「えっ!?」

　間抜けな声が漏れる。

見た目どう見ても一〇代の少女が素手で剣を摘まんでへし折ったのだから無理もない。

　驚く海賊と対照的にブリュンヒルデの表情は氷よりも冷たい。

「下郎。よくも妾と奴の会話に割り込んだな」

　ブリュンヒルデは海賊の腕を掴む。

必死に逃れようとする海賊だがびくともしない。

事情を知らぬ者が見れば男が下手な演技をしているとしか思えないだろう。

「消えよ」

　ブリュンヒルデはゴミでも捨てるように男を投げる。

「どわっ！」

　俺の目の前を風切り音が通り過ぎた。

勢いはまるで大砲から撃ち出された砲弾、水面で二度三度と弾み、分解しながら遠くに消えて行った。

「もう少しで俺に当たる所だったんだが」

「す、すまぬ。怪我はないか？　つい腹を立ててしもうた……」

　ブリュンヒルデの釣り上がっていた目がふんにゃり垂れる。

「事情は後で聞くから、今はまず敵を……っておい」

　彼女は斬り合いの続く甲板をゆっくり歩き、船内へと入って行ってしまう。

手伝ってくれないのか。

「話は夜じゃ。太陽の下に居れとはお主、妾をなんだと思っておるのじゃ」

　そうだ吸血鬼だった。

「河の上などなお悪いわ。流水はヴァンパイアの天敵、落ちると死ぬかもしれん」

「それは初耳だった。すまん、隠れてくれ」

　船内に消えて行くブリュンヒルデ、命の危険があるのに俺のために船に乗ってくれたのか。

ますます船を沈められる訳にはいかなくなったな。




　まずは目の前の敵だ。一気に押し切ってしまおう。

　俺は敵味方が激闘している艦尾に突進する。

「どけ」

「へ？」

　味方をすり抜けるようにして敵の前に飛び出し、全力の横薙ぎを一閃。

敵は咄嗟に防御しようとするが、守りに向かない曲剣でドラゴンの長剣を止めることなどできない。

「ぐわぁぁ!!」

「な、何が……ぐぶ……」

　長剣が届く範囲にいた四人の海賊が胸下から両断されてその場に倒れる。

更に左手でデュアルクレイターを引き抜き、斬り損ねたもう一人に斜めから切りつける。

「あ、あれ？　体がずれてる？」

　あまりに鋭いデュアルクレイターの切れ味に男は自分に何が起きたかわからないまま二つになる。

右の肩口から入って左の腹から刃が抜けたんだよ。

「すげぇ……一人で何人やるんだ。皆殺しじゃないか……」

「まだ残っているさ」

　俺は長剣を再び両手で持って腰だめに構え、大きく息を吸った。

　甲板での戦況の変化は下から登ってくる敵にはわからない。

縄を伝って更に五名ほどの海賊が甲板に頭を出した瞬間──。

「ふん!!」

　自分も一回転する勢いで剣を回す。

敵味方の時間が一瞬止まった。

　海賊達の首と頭が吹き飛ぶ。

頭を潰されて悲鳴も断末魔もなく、ただ脱力して次々と水面に落ちて行く海賊達。

悲鳴はむしろ下にいる小舟から聞こえた。

「ひいいい──!!　死体がっ死体が降って来る!!」

「皆殺しだと！　一体何が起きたんだ！」

　まだ小舟には残っているようだな。

　俺は足を失ってもがいている海賊の襟首を掴んで舷側から顔を出した。

「おっと」

　途端に飛んで来た矢を左手で掴み、右手に持った海賊を大きく振り上げる。

「お、俺が悪かった。足を飛ばされたんだ！　もう堪忍してくれ──!!」

「心配するな。お前達の船に返してやるだけだ」

　微笑みかけてから男を思い切り眼下の小舟に投げ落とす。

「ぎゃあああ！」

　海賊達は軽装だったが、それでも自分の体重と合わせて七〇ｋｇはあるだろう。

その体が凄まじい勢いで小舟に激突する。

頭から垂直落下した男は勿論即死、舟は衝撃で一度沈んだ後、中央で真っ二つに折れて沈没していった。

投げ出された海賊たちが冷たい水面でもがいている。




「残りは三、それとも四か？」

　だが残った小舟は慌ててスーロフ号から離れようとしていた。

「なんだ逃げていくぞ。今のうちに網を外せばいいんじゃないのか？」

　船のことはよくわからない。船長後は頼む。

「……あ！　そ、そうですな！　舵を左右に振って網を外せるか試せ！」

「がっちり絡んで外れません！　速度を上げて突っ込んだのが悪かったようで……」




「ふむ」

　甲板から水面を覗くと、応えるようにぽちゃんと顔が一つ水から出た。

顔を出したのはミルミ、何があったのかわからないと不思議な顔をしている。

良く見れば水面下では無数の子供達が動きまわっている。

さっき投げ出された海賊達に似た物を奪い合っているようだが気のせいだろう。

「どうしたの？　さっきからガチャガチャ凄い音だね」

「船に網が絡まって困ってるんだ。なんとかならないか？」

　ミルミはするりと潜って船首に向かう。

「うわーすっごい絡んでるね。何か切れる物があれば早いと思うよ」

「よし待ってろ。手を切るなよ」

　俺は甲板に散らばる海賊達が残した剣を集めて河に放り込む。

子供達は二人で一つの剣を持ち、楽しそうに泳いで行った。

「他に何か手伝おうか？」

「そうだな──」




「ハードレット様？　一体何と話しているのですか!?」

　背後から船長の声がかかる。ミルミは慌てて水の中に戻って行く。

必要なことは伝えたから大丈夫だろう。

「海賊の本船がこちらに向かってきます。網が外れませんのでここで撃退するしかありません」

　見れば敵の小舟は引き上げたが、二隻いる本船がこちらに接近している。

甲板には武装した海賊を満載しているようだ。

船員達の顔にも絶望が浮かんでいる。

「それでどう迎え撃つつもりだ？」

「……先ほどと同じく乗り移ってくる敵を撃退するしかありません。不利は承知ですが船が動けないのでそれ以外の戦法はありません」

　俺は首を横に振る。

「それは無理だな。ざっと見てさっきの数倍はいるし、こちらは半数が怪我人だ。とても阻止できない」

　船長は少しムッとした顔になった。

「ならば降伏せよとでも？」

「まさか、受けては負ける。こちらから乗り込むんだよ。シュバルツを甲板に上げてくれ」

　船員と船長の驚いた顔はなかなか滑稽だ。

セリアは頭を抱えないでくれ。

「しかし、味方はとても乗り込みができる状態ではありませんぞ！」

　俺は笑いながら船長の肩を軽く数度叩いた。

「俺だけで乗り込むさ。援護もあるしな」

　ナーティアは大きく頷き、セリアは渋々といった顔だ。

「そ、そんな無茶苦茶です。敵が何人いると！　……そもそもその者達は一体？」

「説明は後だ。守りに入って勝てる自信があるのか？」

　黙る船長。ほら見ろ、どの道攻めないといかんのじゃないか。

「それに実はな、さっきから船を壊さないか心配でまともに戦えなかったんだ。敵の船なら──いくらぶっ壊しても構わんだろう？」

「は？　まともに戦えなかったですと？」

　船長は絶句し、他の船員達も呆気にとられた顔をする。

「あれで……戦えてなかったらしいぜ」

「貴族ってワイン飲んで舞踏会で踊ってるもんだよな？　筋肉達磨で大剣振るって暴れるもんだっけか？　俺、よくわからなくなってきたよ」

　味方の期待に応える為にも派手に暴れてやろうじゃないか。

俺は目前まで迫った海賊本船を睨みつけた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え・床の世話）ナーティア（密航エルフ）

ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）ブリュンヒルデ（ヴァンパイア）

アルバキン（連邦大使）

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（？？？）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（悶絶魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

フェルテリス（童貞食い中）

人外

ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（移動可）プチローパー（肥大化）

ペット

ポチ（置いてけぼり）

部下

イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（内政補佐　酷使中）

クレア＆ローリィ（御用商人）シュバルツ（馬）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨一三六〇〇

経験人数四三八人　産ませた子五五人＋五五五匹

船上戦は難しいです。次回はもう少し派手にいきます。










第２８６話　連邦援軍③　船上乱戦







　シュバルツが船員に引かれて不服そうに連れて来られる。

　男があんまり触ると怒りだすから気をつけろよ。

　……セリアが撫でたら大人しくなりやがった。エロ馬め、女のことしか頭にないのか。

「馬を出しましたが……ここは船の上で周りは水ですよ？」

　船員がおっかなびっくりと言った様子で話しかけてくる。

　心配しなくても味方に斬りかかったりはしないぞ。

「それぐらいはわかってる。だが敵に乗り込まれる前にこちらから仕掛けたい。……鉤縄を上手くひっかけて乗り移る自信がないんだ」

　飛び移る前に河に落ちて流されたら酷い喜劇だ。

「だからお前に任せることにする」

　言いながらシュバルツに飛び乗る。

「まさか馬ごと飛び移るおつもりですか!?」

「そんな無茶な……」

「聞いたことが無い！」

　もちろん俺も聞いたことはない。

　そもそも水上戦などやったことがないからな。

「暴れ回って敵がこちらに乗り移れないようにするから、弓で援護してくれ」

「うぅ……敵の中に飛びこむなんて危なすぎます……」

　何、敵と言っても狭い船の中だけだ。

　大軍に四方から包囲される訳じゃない。




　目前に迫る海賊船から矢が降り注ぎ、船員達は物陰に隠れながら応戦する。

　いよいよだな。

　海賊達が甲板に集まり、グルグルと鉤縄を回している。

　後少し距離が詰まれば一気に縄を絡めて乗り込んで来るつもりなのだろう。

　そろそろ頃合いだ。




「行け。シュバルツ」

　声と同時にシュバルツが駆ける。

　スーロフ号はこいつが駆けるには余りに狭い。

　だが僅かな助走でシュバルツは風のように加速し、船縁ぎりぎりで踏み切る。

　一トンを超えるシュバルツが踏み切ったことで甲板が破損するが、これぐらいは許されるはずだ。

「届かず落ちたら岸まで泳がせてやるからな」

　空中で悪態をついてみるがその心配はなかった。

　速度に乗った巨大な馬体は敵味方全員の視線を浴びて飛ぶ。

　鉤縄を振りまわしていた敵も信じられない物でも見るように間抜け顔を晒している。

　そのアホ面達のど真ん中、もっと正確に言うならば二つのアホ面の真上にシュバルツは着地する。

「ぐげっ!!」「あがぁぁ!!」

　くぐもった悲鳴と骨と肉が潰れる音が響く。

　シュバルツに乗られた二人は本当に人間であったのか分からないほど壊れてしまった。

「うま？」「え？　え？」「一体何が……」

　周りの海賊達が気を取り直すのを待つ必要も余裕もない。

「しっ！」

　着地と同時に長剣で右側面から正面までの敵を薙ぎ払う。

　体勢が不安定だったのでそれほど力は入らなかったが、それでも数人が体の一部を失って転がる。

「もう一丁」

　更に刃を返して左側面も薙ぎ払う。

　スーロフ号に乗り込むつもりで船縁に密集してくれていたお陰でまとめて叩ける。

　一振りで数人を斬り捨てるのは実は結構気持ち良かったりするのだ。

「「「「ぐえぇ!!　ぎゃああああ!!」」」」

　欠点はすぐに醜い悲鳴が聞こえることだな。口を閉じたまま死んでほしい。




「の、乗り込み中止だ！　野郎共、まずこいつをなんとかしろ!!」

　偉そうな帽子を被った男が叫ぶ。

　同時に海賊達は　縄を捨てこちらに向かってきた。これでスーロフ号の心配は無くなった訳だ。

「シュバルツ、適当に走ってろ。泳いでいても構わんぞ」

　海賊船はスーロフ号より大きいとは言え、さすがにシュバルツを乗り回せるほど広くはないし、障害物もやたら多い。馬上で乱戦する訳にはいかない。

　俺が飛び降りると、シュバルツは「俺は飛ぶだけか」と言いたそうにぶるりと鳴いて艦尾の方に歩いていく。

「襲ってきたのはお前らだ。船を壊しても──」

　腰を落として剣を背中まで振りかぶる。

　剣を振りかざして突進して来る海賊達。

「恨むなよ！」

　斜め上に振り上げる全力の一撃。

　何もできずに受けた一人は胸下から千切れて吹き飛び、咄嗟に剣を出して防御したもう一人も剣ごと半分になり、上半身だけが河に落ちる。

「もう一つ！」

　斜めに振り上げた剣を返して垂直に振り下ろす。

　慌てて後ろに下がろうとする海賊だが、２ｍを超える長剣のリーチからは逃れられない。

　パカンと乾いた薪を割ったような音を立てて頭が割れ、無言で斃れて甲板を血で染めた。

「一瞬で三人も……!?」

「こ、こいつだ！　乗り込み組を殺ったのはこいつだ！」

　海賊達は叫びながら後ずさり、俺を取り囲む。

　ふっと息を一つ吐いて改めて敵を観察する。

　防具は無いか簡単な革鎧のみ、得物は大小あるが全て曲刀、弓もあるようだが狭く障害物も多い甲板上ではまともに使えない。

　俺は薄く笑う。

　曲刀は狭い甲板でも振りまわせるので船上の戦いには確かに有利だ。

　だが曲がった刀身は突きに向かず、振って斬るのが前提となる。

　当然仲間と密集しての集団戦には向かない。

　連中はリーチの短い剣で俺とまともに斬り合うしかないのだ。




「せ、せーのでいくぞ？」

「よし！　せ──うわぁぁぁぁ!!」

　三人が正面から仲良く来るようだが、待ってやることはない。

　奴らの掛け声に俺の方から大きく踏み込む。

　正面の男の右手を根元から切り落とす──頭から両断しては隙ができるのであえて右にずらした。

　更にもう一歩踏み込みながら右手の男を峰で打つ。

　男は鎧を着けておらず、肋骨の砕ける音とともに倒れ込んだ。

　右手の男を峰打ちにしたのは左に刃を振るう為だ。

　左手の男の攻撃を篭手で流す。撫でるような曲刀の斬撃は防具で受ければさしたる衝撃はない。

　受け流されてがら空きになった腹に剣を叩きこみ、真っ二つに引き裂く。

　一面に溢れる臓物に他の敵の動きも止まった。

　だがまだ終わらないぞ。

「ふん！」

　甲板がへこむほど踏み込み、長剣を右手一本で突き出す。

　狙いは偉そうな帽子を被った男だ。こいつが恐らく指揮官だろう。

「へっ!?」

　距離があるので油断していたのか、帽子男は自分の胸に突き刺さった長剣を信じられないとばかりに触る。剣を引き抜くと男は胸から噴水のように血を噴きながらゆっくりと崩れ落ちた。

「次は誰がくる？」

　海賊達に向かって微笑む。

　こいつら相手なら何十人いようと大丈夫だ。正面からやって俺が負ける相手ではない。

「お、おいお前が行けよ！」

「嫌に決まってら！　あいつ半端じゃねぇ！」

「化け物みたいな怪力……しかも風みたいに速ぇ！」




　こないならこっちから行こうかと剣を構え直した時だった。

「何を臆病風に吹かれてる！　相手は一人だよ、さっさと片付けな！」

　甲高い声に視線を移す。

　叫んでいたのはさっきの帽子男よりも豪華な帽子を被った海賊だった。

　服も小汚い他の男共と違って清潔そうだ。

「ふむ──」

　奴が指揮官で間違いあるまい。

　さっさと仕留めてしまおう。

「上ですエイギル様！」

　セリアの声と風切り音が同時に聞こえた。

　体を捻ると本当にギリギリで頬をクロスボウボルトが掠める。

　目だけで確認すると、マストの上から撃ったようだ。

　船上では頭上にも気をつけなければいけないのを忘れていた。

　マストの上から更に数人が追い打ちに矢を放って来るが、奇襲でなければ問題無い。

　二本を剣で弾き、もう一本は素手で弾く。

「マストの上から矢を射続けるんだ！　甲板に居る奴らは囲んで死角からいきな！　障害物を盾にするんだ。奴のバカでかい剣はつっかえてうまく振れないはずだよっ」

　清潔な海賊の指示は確かに効果的だ。

　俺の剣は狭い船で振るようにできていないし、頭上からの同時攻撃があればまともに戦えない。




「だが、そう上手くいくかな？　ナーティア、ピピ、頼む！」

「あい！」「ん！」

　俺が叫ぶと同時に頭上から悲鳴が聞こえ、頭から男が落ちて来る。

　ピピとナーティアの矢が頭上の海賊達を射抜き始めたのだ。

「マストの裏に隠れ──うぎゃあ！」

「反撃しろ！　射落──どわ！」

　スーロフ号にほとんど横付けされている海賊船、ピピにとって彼我の距離は〇に等しい。

　なんとか隠れようとする海賊達だが、僅かに見える足や手などを正確に射抜かれて落下してしまう。

　ナーティアの方は自身もスーロフ号のマストに登り、同じ目線で海賊達を攻撃していた。

　反撃の矢も射られるが、彼女はまるで飛び回るように高所を移動するので狙いが定まらない。

　木々の上を動き回るエルフにとってこの程度のことは朝飯前だ。

「さて、頭上の脅威がなければこちらのものだな」

　俺もまた海賊達に向けて突進する。

「ビビるんじゃないよ！　木箱かマストを盾に──」

　皆まで言わせない。頭の指示を守って木箱の影から近づく海賊共。

　俺は躊躇なく奴らが身を隠したつもりの木箱に正面から長剣を叩きつけた。

　轟音が鳴り、木片が飛び散る。残った物は大破した箱と、隠れた男の下半身だ。

「へ？」

「石でも鉄でもない」

　マストから下がるロープを掴み、半ば飛ぶように襲って来る海賊。

　俺はその攻撃を避けると、男では無くマストに向けて斬撃を繰り出す。

　太い柱がメキメキ音を立てて傾いていく。

「う、嘘だろ……ぶっといメインマストだぞ!?」

「うわぁぁぁぁ倒れるぞ！」

「剣でへし折りやがった！　人間じゃねぇ！」

「たかが木の柱と箱で、俺を止めるか」

　マストが倒壊し、重心が崩れて船が傾く。

　甲板に置かれていた樽が倒れ、こちらに転がってくる。

　俺が直撃を受けると期待した海賊達の目が輝く。

　だが俺はその期待を裏切り、左手一本で楽々と樽を受け止める。

　この程度、クラウディアの体当たりに比べれば鳥の羽根だ。

「やれるものなら」

　目を丸くする眼前の海賊に向けて全力の垂直振り下ろし、力を込めた予備動作の大きい動きをさすがに見切った男達はバックステップで後ろに避け、俺の一撃は空振りして甲板を叩いた。

　好機と反撃に転じる海賊達……だが、想定通りだ。

「あ、足元が！」

「甲板が壊れる！」

　俺の渾身の一撃を受けた甲板から嫌な音が鳴る。

　張られていた厚い板がへし折れて陥没し、海賊が船内に落ちて行く。

「やってみな？」

　腰を落として一溜めした剣をあえて水平に振るう。

　２ｍ余の長剣の範囲内には樽、木箱、大小の柱、そして汚い海賊共と様々なものがある。

　俺はそれら全てをまとめて叩き切った。

　半円上に木片と肉片、干し肉と臓腑、水と血潮が混じりながら飛び散る。

　一呼吸遅れて柱が乾いた音を立てながら倒れ、船体が更に傾いた。




　長剣を両手で握り、腹から獣のように叫びながら海賊達に向かって突進する。

「す、すごい……まるで化け物だ」

　スーロフ号の船長が何か言っている。興奮はしているが聞こえているぞ。

「これがハードレット卿……聞きしに勝る。正に戦鬼か」

　いつの間にかアルバキンも出てきている。

　そんなみんなで見られると照れるじゃないか。

　どうすれば良いかわからないといった顔をしている海賊達を次々に切り捨てて行く。

　正面から向い合った男を斜めに斬り捨て、足元に飛び込もうとする男の顔を蹴りつけて潰す。

　縄にぶら下がって飛びかかる男は剣で弾き飛ばして河に落し、味方を盾にする卑怯者を盾にされた男共々刺し貫いて絶命させる。

　向かって来る奴は両断し、逃げる奴は後ろから突き刺し、隠れる奴は隠れた場所ごと叩き潰す。

　甲板には海賊達の死体が積み上がり、敵は恐慌状態だ。

　俺一人が二桁の敵を追い回す妙な戦いになっていた。




「お頭どうしやしょう！　あいつ化け物だ！　歯がたたねぇ！」

「い、いいから前に行け！　とにかく戦え！」

　清潔な海賊頭の指示も、もう意味を成していない。

　串刺しにした男を放り投げてやると「ぴい！」と何やら可愛らしい悲鳴が上がる。

「も、もらった！」

　余計なことをしたせいで隙ができ、小男が一人が短剣を突き出して懐に飛び込んで来る。

「何もあげてないぞ」

　その短剣が俺の横腹に届く前に手を伸ばして頭を掴む。

　持っているのが短槍だったら届いたかもしれない。惜しかったな。

「ぐがが……ぐげっ!!」

　そのまま力を込めて頭を握りつぶし、河に向かって放り投げる。

　死体は舷側に備えられた柵を突き破り、河の藻屑となる。

　死体が篝火を倒したのだろうか。甲板に火が広がる。

　これは都合が良い。

「この野郎火を付けやがった！」

「早く消せ！」

　慌てて消そうとした男二人を斬り捨てる。

「向かって来れば斬り捨てる。放置すれば船が焼け落ちるぞ……さあどうする？」

　俺は剣を肩に担ぎ、広がっていく火を見ながら笑う。

「どっちが海賊かわからねぇ……」

　今言ったやつは誰だ。後で問い正すからな。




　消火されない火はたちまち大きく燃え上がり、海賊達は逃げまどう。

　もう剣を向けて来る者はいない。

　必死に戦えと連呼するのは頭だけだ。

「後はお前を殺せば勝ちか」

　俺は海賊の頭に向かって突進する。

　頭は慌てて逃げようとするが、逃がす訳にはいかない。

　一気に距離を詰めて襟首を掴み、甲板に引き倒す。

「きゃあ!!」

　こいつの首を刎ねれば一段落、残るもう一隻に当たれるはずだが……。

「こ、殺さないでおくれ……お願いだから……」

　海賊には不似合いなか細い声を上げながら目に涙を浮かべる海賊。

　帽子はなくなり、亜麻色の綺麗な髪が甲板に広がっている。

「む？」

　俺は振り上げた剣を下げ、服の上から胸部を触る。

「痛っ！　や、やめて……」

「むう」

　軟らかい感触。続いて膝下までのぴったりしたズボンの股ぐらに手を突っ込む。

　指が洞窟に滑り込んだ。

「あぐっ！」

「穴がある……お前女だったのか！」

　そうとわかれば話は別だ。

　殺すなんてとんでもない。連れ帰らなければ。

「も、もうこの船はだめだ！」

「脱出するぞー!!」

　いよいよ船全体に火が回りつつある。

　マストが折れたことで船体は傾き、まともに操船もできない。

　もはやこの船が沈むことは明らかだ。

　海賊達は次々と冷たい河に飛び込んで行く。

　俺が大暴れしたことで散らばった破片に捕まって浮いているが、そう長く持たないのではないだろうか。

「に、逃がして……お願い」

　俺の腕の中、脅えきった様子で呟く女海賊。

「だめだ。この寒さで河に飛び込めばいくらももたん。俺と一緒に来るんだ」

「嫌だ嫌だ！　海賊が捕縛されたらどうなるか！　放せ！　放して！」

　暴れる女、仕方ないので首筋を軽くトンと叩き意識を狩り取る。




「エイギル様！　早くこちらに！」

　見ればセリアがこちらに縄を投げている。脱出するとしよう。

　俺は脇に女海賊を抱えながら縄に捕まり、甲板から身を投げる。

　一旦は冷たい水に落ちることを覚悟していたのだが──。

「手間のかかる奴じゃ」

　俺の体は物凄い勢いで引き寄せられ、スーロフ号の甲板に転がる。

「何が起こった!?」

　飛び降りたつもりが逆に飛びあがった。

「知らん。妾は寝る」

　とことこと船内に戻って行くブリュンヒルデ。あぁ彼女が引いてくれたのか。

　お陰で濡れずに済んだよ。




「見事な……というよりとんでもない戦いぶりでしたな。してその者は？」

　船長が警戒を隠さず聞いてくる。

「こいつは捕虜だ。こんななりをしているが女でな、丁重に扱ってくれ」

「捕虜!?　しかし海賊は皆殺しが基本です。女といっても例外では──」

　船長の肩をアルバキンが押さえる。

「いや、良いんだ。ハードレット卿には特別な考えがあるのだろう」

　わかってくれて嬉しいが、その吹き出しそうな笑いをやめてくれ。




「もう一隻の海賊船が小舟と共にこちらに向かって来ます！」

「くっ、一難去ってまたか」

「網が外れています！　しかし今から増速しても間に合いません。追いつかれます」

　再び船内が騒がしくなる。

「ハードレット卿、大立ち回りの後で申し訳ありませんが再戦のご準備を願います」

「いや、心配ないだろう」

　網を外し終えたミルミに伝えておいたからな。




「ん？　敵船の足が止まりました……一体何が……ひぃぃぃぃ────!!」

　見張りの悲鳴にアルバキンと船長、そして船員達も皆、身を乗り出す。

　おお、すごい光景だ。

　こちらに向かっているはずの海賊船は突然足を止めた。

　理由はここから見ても明白だ。

「手、手が……無数の手が……あぁ水神よ！　水の精霊よ！　お守り下さい！」

　水面から突き出た無数の手が海賊船を捕まえるように絡みついているのだ。

　人魚の集団と知られるとややこしいから顔を出すなと言ったのだが、手だけ出すと事情を知っている俺から見ても相当不気味だ。

「か、河に沈んだ亡者なのか……数百人はいそうだ」

　確か五五五だったはずだ。あぁミルミを入れて五五六か。

「聞いたことがある……生きる者に嫉妬して水に引きずりこんで仲間にしちまうんだ！」

　引きずり込まれても人魚にはなれないだろうな。

　海賊船は大騒ぎになっているようだ。

　周囲に並んでいた小舟も本船を見捨てて散り散りに逃げている。

　本船は悲鳴を上げながら必死にオールを漕いでいるが、まったく進まない。

　すると一隻の小舟が水面に矢を放ち始めた。

　いかん、ミルミ達に当たってしまう。

　だが人魚は水中では思った以上に素早いらしい。

　間髪置かずに数十の手が小舟を掴み、激しく揺さぶる。

　たちまち船上にいる海賊達は水面に投げ出され──溺れる間もなく水中に消えて行く。




「おい……お守りか何かないのか？」

　アルバキンが呟いた。

「安産祈願のお守りしかありません」

　船員の一人が返す。

「……無いよりはましかもしれん。マストに吊るそう」




　やがて水面から突き出た手は海賊船の船底を叩き始めたようだ。

　少し離れたここまで規則的な音が聞こえてくる。

　穂先に立った海賊の一人がこちらに向けて大声で叫ぶ。

「降伏でもなんでもするから助けてくれぇ!!　そっちの船で拾ってくれぇ!!」




　敵が降伏したと言うのに船長と船員の渋い顔はなんだろうか。

「戦わずに済みましたな。あの様子では抵抗はしないでしょう。小舟で乗り込んで武装を解除させましょう」

　俺がそう言うとアルバキンは船長を見る。

「ゴホン、当然船の任務は船長の領分だ」

　肩を落とす船長。

「これより海賊船を武装解除に行く！　……但し俺は全体を把握する為にここに留まる。行くのはドリスとアグラーだ！」

　真っ青になって泣きだす二人の船員。

　大の男が泣くこともないだろうに。

「いいさ、俺が行くよ」




　それはいいとして何か忘れていないだろうか。

　バンバンとミルミ達が海賊船を叩く音に混じって聞き覚えのある嘶きが聞こえる。

　燃え上がる海賊船の甲板でシュバルツが啼いていた。

「お前まだそんなところにいたのか。早くこっちに来ないと焼け死ぬぞ」

　再び嘶くシュバルツ。「お前いい加減にしろよ」と言いたげだ。

「さあ飛べ」

　俺は仕方なく甲板から手を差し出す。

　見るや否や、躊躇なく跳ぶシュバルツ。決断の速さはさすが戦場を駆けて来ただけある。

　シュバルツは俺に向かって飛翔し──。

「いや無理だろう」

　シュバルツが跳んだところで俺は手を引っ込める。

　軽く一トンはあるシュバルツを抱え上げられる訳がないだろうが。アホか。

　大きな水音を立てて河に落ちるシュバルツ。

　網は用意しているし、ひっかけて全員で引っ張ればなんとかなる。

　あのエロ馬は少し頭と逸物を冷やした方が良い。火ぐらいは用意しておいてやろう。

　身内に死者は出ず、敵は片付き、女まで手に入った。

　満点に近い戦いだったな。




　その後、憮然とした顔のまま水面から引き上げられたシュバルツは毛布に包まれながら延々不機嫌そうに息を吐いていた。

　そう怒るなよ。何か美味いものを食わせてやるから。




「底を抜いた柄杓をありったけ用意しろ。手が出たらそれを水面に投げるんだ。後は下を向いて水神に祈るんだ。いいな？」

　はて船長は何を言っているのだろうか。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者

　同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え・床の世話）ナーティア（密航エルフ）

　ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）ブリュンヒルデ（ヴァンパイア）シュバルツ（激怒）

　アルバキン（連邦大使）

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

　メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）レア（？？？）

　ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（悶絶魔法少女）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

　フェルテリス（童貞完食　次へ）

　人外

　ラミー（植物係）ミルミ（人魚）アルラウネ（移動可）プチローパー（肥大化）

　ペット

　ポチ（不貞寝）

　部下

　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官　追跡中）

　ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官）トリスタン（内政補佐　逃走中）

　クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

　財産　金貨一三六〇〇

　経験人数四三八人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２８７話　連邦援軍④　陸へ







　小舟が準備される間、俺は船内でナーティアとピピ、そしてブリュンヒルデと向かい合う。

「さて、どうして追いかけて来たのか理由を聞こうか」

「密航するなんて……本当に何を考えているのですか！」

　俺もセリアも少しだけ声に怒気が入る。

彼女達のお陰で助かりはしたが、今後のことを考えると余り良くない。

密航うんぬんはどうでも良いが、俺達はこれから連邦と帝国の大戦に飛びこむのだ。

　司令官として呼ばれたらしいが、戦場では何が起こるかわからない。

敵味方入り乱れての乱戦となるかもしれない。

超大国同士の戦争では今回のように俺一人が頑張ってもどうにもならないだろう。

だからこそ連れて行くのは最小限、俺が両手で守れる範囲に留めたかったのだ。

　ナーティアとピピは弓を上手く使えるとは言え、敵に囲まれたらどうしようもないし、ブリュンヒルデだって怪我をするかもしれない。

「族長様に迷惑かけてしまった……」

「だって連邦の奥がどうなっているのか興味あったのだ……迷惑かけないからいいだろう」

「ふん！　妾は好きにしておるだけじゃ。お主に説明する必要などないわ」

　素直に頭を下げるピピとブツブツ何か言うナーティア。

頬を膨らませてそっぽを向きながらも少しだけ小さくなるブリュンヒルデ。

　その時、ようやく乾いたシュバルツがぶるると嘶き、言葉のわかるナーティアが頷く。

「なんて言ったんだ？」

「馬鹿アホ死ねって」

「こいつ到着前に馬肉にしてやろうか！」

　シュバルツはフンと顔を逸らしながらブルルと嘶く。

「……女に追いかけられて文句を言うなんて小さい男だって」

「……」

　今更引き返す訳にもいかないし、海賊が出るような状況で彼女達を置いていく訳にもいかない。

ここは受け入れるのが男の器だな。別にシュバルツに言われたからではない。

「あ、あの……」

　すると船内の樽の一つの蓋がゆっくりと持ちあがり、もう一つ見知った顔が現れる。

申し訳なさそうにおそるおそる顔を出す彼女は──。

「レ、レア!?」

　思わずセリアが叫ぶ。当然だがセリアも知らなかったらしい。

「ごめんなさい。でも最近ご主人様とあんまり過ごせてなくて……寂しくて……セリアちゃんも……」

　樽の淵に手をかけ、目から上だけを出す彼女。

その仕草は純粋に可愛らしく、保護欲を誘うのだが、俺は頭を抱えた。

「レアもか……うーむ」

　レアはナーティアやピピと違って戦えないばかりか、普通の町娘と比べても鈍くさい方だ。

自分を守ることもできない。

「あ、あのご主人様……大丈夫だよ。いざとなったら捨てて……」

　そこでまたもシュバルツが嘶く。

「弱い女の一人も守れないなら何人か俺によこせって」

「うるさいエロ馬。言われるまでもない。レアを捨てるなどあってたまるか」

　俺はシュバルツの玉を蹴飛ばしてからレアを抱き締め、唇を奪う。

エロ馬は激しく嘶きながらドタドタ甲板を走っている。船を壊すなよ。

　こうなった以上は仕方ない。女を寂しがらせた俺の責任でもあるのだ。

全員守り抜くしかない。できるかではなくやらなければならないのだ。

「……なんでレアだけがキスを頂けるのですかぁ」

「マータも少し納得できません」

　セリアとマータが少し膨れる。

確かにこれで終わってはいけない。俺を慕ってきたとはいえ罪には罰が必要だ。

レアから口を離して言い放つ。

「来た以上は守ってやる。だが勝手な事をした罰は受けて貰う」

　厳しい顔で言ったつもりなのにセリアが溜息をついた。

「そんな嬉しそうに罰と言われても説得力ないです……」

　ナーティアは動揺してくれているが、ピピとレアは落ち着いたものだ。

「私、少し拡げてきますね」

「ピピもだ！　ピピは体が小さいから準備しないと痔になる！」

「痔？　な、なんなのだ!?　罰とは何をされるのだ!?」

　俺を睨みつけたままブリュンヒルデが歩いてくる。

「ふん、妾はただ船に乗っただけ。お主に罰を受けるいわれなど無いわ。そもそも妾を放って好き放題外出するお主が悪いのじゃ！」

　だが彼女は怒りながら俺に何かを差し出す。

「それでもまぁ……一声かけるべきであったかもしれん。その分ぐらいは叱られてやろう」

　差し出されたのはいつぞやの鞭だった。

「……これでお前を打てと言うのか？」

　そもそも何で鞭などもってきた。

「……自分で考えよ」

　ブリュンヒルデは無言で明後日の方向を向いている。

だがその顔は上気し、息が少し荒くなっていたのだった。




「小舟の準備が整いました！」

　話もついたし海賊船の方に行くか。

ミルミ達もいい加減船を揺らすのに飽きて来ているだろう。

いや、案外旅行先で気分が高揚してノリノリでやっているかもしれないか。
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　さて俺の目の前には武装解除された海賊の頭目や幹部が並んでいる。

他の雑魚共は船室に押し込めてあるのだ。

俺が捕縛した女海賊も同じように座らされていた。

「この女は頭目の愛人でもあったようです。股でも開いて立場を得たのでしょう」

　船長がそう言うと女はペッと唾を吐く。

捕まえた時とは随分態度が違う。

時間が経って覚悟を決めたのだろうか。

「名前を教えてくれないか？」

「誰がお前みたいな貧相……ではないけど貴族様に言うかってんだ！」

　俺にも唾が飛んでくるがあえて避けない。

どうせなら直接口を合わせて唾液を交換したいものだ。

だがそうは思わない者もいる。

「女、覚悟はいいな」

　セリアの表情が無くなりスラリと剣が抜かれる。

本気を感じたのか女海賊は横を向いてボソボソ話始めた。

案外根性はないらしい。セリアの乳を揉んで剣を収めさせる。

「［アネット］……あたいはアネットだよ」

　改めてアネットの全身を観察する。

　年齢は二十歳そこそこ、身長は一六〇を少し越えるぐらい、肌は日に焼けるせいかやや褐色だ。

怖い顔をしているが顔のつくりは端正で、頭目が愛人にしたのもわかる。

セミロングの粟色髪は汗でべたついているが、ちゃんと洗えばふんわりしそうだな。

捕縛した時に触れた限りでは胸は大きくもなく小さくもない。

　良い女だ。海賊の頭目などの愛人にしておくのは惜しい。

思わず乳房に触れてしまった。もちろん痛みなど感じさせないように優しくだ。

「ちょっと何を……止めろ変態！　色情貴族がっ！」

「軟らかいのに形の良い胸だ……美しいぞ」

　胸元をはだけさせてみると右の乳房に蝶を模ったタトゥが見える。

「体に傷を入れるのは感心せんが、いやらしくは見えるな」

　乳房を包むようにしてタトゥの蝶を優しく撫でる。

アネットの顔は上気し、乳首が硬くなり始める。

「あっ上手……じゃない！　やめろってのが聞こえねぇのか!?」

　何やら頭目の男が怒鳴っているが良く聞こえないからまぁいいか。

「ゴホン！　その辺りにしておきませんか？」

　船長とセリアに睨まれてしまった。アルバキンは……また笑っている。

「ええ、良い乳だったのでつい夢中になってしまいました。所で彼らの処遇なのですが──」

「もちろん慣例通りに行います。少々手間にはなりますが」

　船長の言う慣例通りとはほぼ間違いなく処刑だろう。

海賊だろうが盗賊だろうが対応は似たようなものだ。徒党を組んだ賊は皆殺しが基本なのだ。

しかしそれではアネットまで処刑になってしまう。それはいけない。

「彼らの処遇ですが……私に任せては貰えませんか？」

「はあ!?　そ、それはさすがに……」

「エイギル様またですか……」「女、増えるのか？」

　船長がこの場の最高者であるアルバキンを見る。

他国の貴族が賊の処遇を決するなどあり得ない。

「残念ながらそれは出来ません。連邦の領域内で他国の貴族に方針を委ねるなどあり得ません」

　当たり前だな。だがそこをなんとか……。

しかしとアルバキンは一つ咳をしてあらぬ方向を向く。

「私はゴルドニア大使、今はハードレット卿を本陣に送り届けるのが使命。その他の事は全て些事、この船も軍船ではありません」

　つまりどういうことだろうか。

「私も船員も何も見ないし、気にもしないということです」

　話は決まった。沙汰を言い渡そう。




「女は助命する。男は皆殺しだ」

「そんな安直な！」

　即座にセリアに突っ込まれてしまう。

「女にも相応の罰……体を開いてもらうことになるが、傷付けるような真似はしない。安心してくれ」

　海賊達から飛び交う怒号。

「馬鹿言うな！　お前みてぇなスケベに助けられて喜ぶほどアネットも他の女も落ちてねぇよ！」

「あ、当たり前だろ！　あたいはこの海賊団の一員さ！　仲間を捨てるような真似なんてしないさ」

　アネットの他にも海賊船には若干の女が乗り込んでいるようだ。

「そうだろうか？」

　宣言した瞬間、アネットの顔に一瞬安堵の表情が見えたぞ。

今は恋人の男に気を使ってか一緒になって俺を罵っているが俺は見逃さなかった。

見れば他に僅かにいる女達も目を輝かせていた。

「無理にとは言わない。操を守り、恋人や仲間と運命を共にしたいと思っているならそれも良い」

　男達は当然だとばかりに頷く。

「へっ要は女のケツが欲しいんだろうが！」

「好色貴族になんて誰も付いていきはしねぇよ！」

　男共は口々に罵るがアネットは無言になった。

するとアネットの恋人……つまり海賊団の頭目が怒鳴る。

「アネット！　あの変態様はお前にご執心だぜ。一丁毒でも吐いてやれ「てめぇの包茎チンポなんて死んでもごめんだ」ってな！」

　失礼な、俺は剝けているぞ。

　アネットは何を言わずに立ち上がり俺の目の前まで来た。

出来ればそう言って欲しくない。彼女がこのまま朽ちるなど世の損失だ。

「あー……」

　アネットは言いにくそうに切り出してからくるりと後ろ、つまり海賊達の側を向いた。

「皆には随分世話になったね。特にグーリンには女としても随分可愛がってもらったな」

　グーリンと言うのが頭目の名前だろうか。どうでもいいが。

「あたいはあんたらの事嫌いじゃないし、結構楽しかった。それでその……」

　不穏な雰囲気に海賊達も気付いたようだ。

アネットはパンと手を顔の前で合わせる。

「ごめんっ！　あたいまだやりたい事があるって言うか、死にたくないって言うか……つまりそう言う訳だからこっちに乗り換える！」

　かくんと顎の落ちたような音がした。

「グーリン、みんな……今までありがとう。そしてごめんな。あたい忘れないから！」

　アネットはそう言ってから俺の横に並ぶ。

　爆発したような怒号と罵声。

「こ、この裏切り者！　淫売！　──────!!」

　聞くに耐えない罵声にもアネットは動じない。

更に残っていた女達も次々と立ち上がり、俺の方に走り寄って来た。

「あたしも死にたくない！　なんでもするから助けて！」

「穴ぐらい使っていいからお願い！」

「よしよし、お仕置きしたら解放してやるからな」

　俺は集まって来た女達の肩を抱いて去る。

「後は殺せ。もし女が残っていたらなんとしても説得するんだ」

「は、はぁ……」

「海賊を哀れに感じるとは思わなかったぜ……」

　味方は矢や剣で次々と海賊達を斃していく。

海賊の人数は多いが、武器もなく手を縄で縛られていては抵抗などできない。

それに下っ端の男は全員船内に押し込んでいるので状況はわからないだろう。

「船内に女はいないよな？」

「は、命令通り女は全て外に出させています」

「なら入口を塞いで火をつけてしまおう」

　降伏した相手だが、別に助命すると約束した訳でもないし、海賊に情けをかける必要もない。

女さえ助けられれば後の外道はどうでもいいのだ。

「ちくしょう──!!」

　一人の大男が手を縛られたまま味方を跳ねのけて極寒の河へ飛びこむ。

岸に泳ぎつけるとも思えないが、このまま殺されるよりはと思ったのだろう。

「逃がすな！　弓で狙え！」

　ところが不思議な事が起きた。

男が飛びこんだ水面がたちまち泡立ち、ばしゃばしゃと沢山の魚が跳ねるような音が続く。

やがて水面は真っ赤に染まり……多分その男と思われる骸骨が浮かび上がってきた。

　呆然とする味方を尻目に俺はこっそり水面に向かって問いかける。

「何があったんだ？」

　ちゃぷんと可愛いミルミの子供達が顔を出す。

「げぷっ。なんもないよー」

「ふいーおいしいだけだよー」

　ふむ、不思議な事もあるものだ。




「では先を急ごうか」

　甲板に居る海賊を全て斃し、火が回り始めた船内から響く悲鳴と怒号を受けながら海賊船を後にするのだった。
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二週間後

「んぶっ！　んぼっ！　んんん──!!」

　俺は椅子に座ったまま軽く呻き、アネットの口内に大量の種を発射する。

「んぐぅ……」

　苦しそうな声を上げながらもアネットは喉を鳴らしそれを呑みこんでいった。

左手で彼女の頭を軽く押さえ、右手で剥き出しになった乳房を揉みながらの気持ち良い射精だ。

「ぷは……んあ……」

　俺が終わったのを確認してから、アネットは口を開けて口内の精を全て飲んだ事を知らせて来る。

「全部飲んでくれたか。嬉しいぞ」

　頭を撫でてやると照れたように笑う。

こうして見ると唯の若い娘でしかないが、乳房と尻に掘られたタトゥが背徳感を誘う。

「今日はもう休んでいいぞ。もう少ししたらレアとマータが抱かれに来る」

「……あいよ」

　アネットは全裸のまま軽く口を濯ぎ、分厚い毛布にくるまって丸くなる。




　俺がアネットに与えた罰は船が目的地に到着するまでの間、一日中俺に奉仕することだった。

この二週間、飯と睡眠そして俺が他の女を抱く時以外、彼女はほとんどの時間一物を咥えている。

「樽一杯分ぐらいは飲まされたはずだよ。お陰で腹がまるで減らない」

　一方で俺がアネットを抱いたのは彼女が助命を請うた最初の日だけだ。

「自分は男経験が豊富だ」「淫乱女だ」などと言っていたがなんのことはない。

俺の一物を見て悲鳴は上げるわ、挿入すればギチギチで痛がるわでまるで処女のようだった。

「いや、それはあんたのが規格外なだけだから。肉棒じゃなくてもう腕だろそれ」

　一度抱いた後、アネットの態度は軟化した。

助命を条件に抱いたとはいえ、本気で嫌がられては萎えてしまう。

出来れば俺に惚れて欲しかったから良い感じだ。

「初戦であれだけ鳴かされたらねぇ……別に惚れた訳じゃないけど、あれだけでかいと支配されたってか、征服されたってか……あんまし抵抗する気が起こんないんだよ」

　いずれにせよ船長によればそろそろ白都が近くなっている。

ここから先は帝国艦が頻繁にうろついているので船で行くのは危険だ。

河の北岸から陸路を進むことになる。

「そっか……そろそろお別れか」

　ちなみに投降した他の女達は別の部屋で船員達に奉仕している。

初日は全員俺が抱いたのだが、さすがに独占するのは我が儘というものだろう。

彼女達への罰と奮戦した船員達への褒美を兼ねてアネットと同じく港に着くまでの奉仕を命じたのだ。

どうしても複数で攻めることになるので少しばかり心配ではあったのだが。

「あいつらも海賊船に居たからそんなやわじゃないよ。犯されることも珍しくはなかったし、殴られたりしないだけマシなんじゃないかね。むしろ連邦の公船で好き放題したあんたが心配さね」

　その点は問題ない。

最初アルバキンや船長からは冷たい目で見られたが、彼らも女っ気のない船旅に限界を迎えたのか、三日目の夜に手を出していた。

「これは海賊女への罰だ！　罰なのだから仕方ない。私は船長だからな！」

「連邦貴族として海賊を征伐せねばならん！」

　などと言いながら倉庫で女を攻めていたのをピピが目撃している。

これでアルバキンも船長も船員全員も同罪だ。こっそり密告することは出来なくなっただろう。

「あたいはもう何も言わないよ。それよりレア──だっけ、遅いね。彼女来るまで久しぶりにあたいの穴でも使──」

「ご主人様、伽にまいりましたぁ」

　レアの声にアネットはなんでもないと言って毛布を被り直したのだった。




　翌日いよいよ河北岸の港街［イルイスク］に寄港した俺達はスーロフ号の面々と別れる。

「例の話考えてくれたか？」

「いいよ。愛人なったげるからちゃんと生活見てよね」

「俺よりこいつを選ぶのかよ！」

「あんたが航海長だったら良かったんだけど……ヒラじゃやっぱ将来性が違うからねぇ」

　見れば元海賊の女達と船員が何やら言い合っている。

女達は約束通り、この港で無罪放免となる。衛兵には海賊達に捕らえられていた女と言ってある。

「何度も体を重ねれば情も移るものです。船員達が妻や愛人にしようとしているのでしょう」

　そう言う船長の側にも一人の巨乳女がしなだれかかっている。

「女を手に入れようとするのは当然だが……少し揉めているな」

「女の方が少ないからね。……放免って言っても一文無しの無職だ、ちょっとでも甲斐性のある男を選ぼうとするだろうさ」

　そう言いながらもアネットは誰の所にも行かない。

「あたいは見た目がいいからね。なんなりと稼ぎ口はあるさ」

　泣きそうな顔で笑うアネット。

連れていってやりたいが、彼女はまだ俺の女ではない。

「お前への罰は終わった。いきなり路地に立てと言うのも不憫だろう」

　アネットの谷間に金貨を何枚か入れてやる。

「例の情報料も込みだ。食い繋いで甲斐性のある男でも見つけろ」

　断腸の思いだ。これが平時なら説得して俺の女にするのだが。




「ハードレット卿、街郊外に駐屯している兵団と合流願います」

　アルバキンの声がする。急がねばならない。

「あーあ、とうとう言えなかった」

　アネットの声が聞こえる。

戦が終わったら迎えにこようかな。




イルイスク駐屯兵団

「早々に奪還せねばならんと言っているだろうが！」

「わかっている！　だがその為には西の本隊と共同で当たるべきだ」

「連絡に時間がかかる！　のんびり構えず独力で攻撃すべきだ！」

「丘を駆け登っての攻勢は不利だ。下手にやると反撃を喰らって街まで危ないぞ」

　アルバキンと共に駐屯地へ来てみると司令部で何やら怒鳴りあっている。

どうも順調な旅程とはなりそうにない。

「何があったのですかな？」

　俺が問いかけると全員がこちらに怪訝な顔を向ける。

「誰だ貴様は？」

「司令部に勝手に立ち入るなど──」

「失礼、私が許可しました」

　いきなり文句を言われたが、アルバキンの顔を見て全員が敬礼する。

「これはアルバキン大使殿！　ご足労恐れ入ります！」

「総員敬礼！」

　途端に背筋を伸ばし敬礼する軍人達。やはり連邦軍の規律は見事なものだ。

「この方はゴルドニアから援軍に来られたハードレット辺境伯です。最高司令官からの命令書もここに」

「拝見します」

　恐らくこの兵団の司令官であろう軍人が命令書を受け取り、俺に視線を向ける。

「確かに……ステーセリ閣下の命令ですな」

　だが、俺を不審に思う場の空気は消えない。

「ハードレット卿の身分と目的は承知しました。ですが……」

　俺の後ろに立つ、セリア達に目をやる。

「……彼女達は護衛と従者だ」

「頼りになりそうな護衛ですな」

　セリアは場慣れしているし、甲冑姿も様になっている。

ナーティアは身長があるので強そうに見えなくもない。

深々と頭を下げるマータも貴族の従者と考えればまだ良い。

　問題はブカブカの甲冑を着て気を散らせているピピと、ほんわか笑みを浮かべているレア、そして豪奢なドレスに身を包んでツンと上を向くブリュンヒルデだ。

彼女達はどう見ても護衛や従者の名目で連れて来た愛人にしか見えないだろう。

事実否定もできないが。

「……ゴホン。ともかく最高司令官の命令だ。白都へ向かうから護衛を出して欲しい」

「できかねます」

　司令官は即答した。

アルバキンの顔が険しくなる。

「最高司令官の命に逆らうと？」

「我らは軍人、上官の命令には従います。しかしこの命令は不可能なのです」

　司令官は俺とアルバキンに地図が置かれたテーブルを見せる。

「一昨日の夜、イルイスク近郊に帝国軍の部隊が上陸。この丘を占拠し陣を張りました」

　地図の上には敵を示すのだろうか、赤く塗られた駒が置かれている。

「馬鹿な、敵は南岸に引いているはずだ。今更北岸に上陸だと？」

　アルバキンが呻くように言う。

「本格的な攻撃ではありません。北岸へ小規模な部隊での上陸を繰り返し、我が軍全体の行動を妨害することが狙いでしょう。敵の艦隊は一帯を支配しております。我々には上陸を防ぐ術がありませんから」

「つまり今この町と白都を繋ぐ街道は敵に遮断されているということだな？」

　俺が口を挟むと司令官はムッとしたが礼は忘れずに答える。

「その通りです。現状において貴公を安全に白都まで護衛することは不可能、そう申しました」

「河沿いの街道が使えないとなれば大きく北回り……いや、吹雪にでもあえばかえって危険になる」

　アルバキンはぶつぶつ言っているが、要は敵を跳ね飛ばして行けば良いのだ。

「敵の兵力は？」

「……」

　司令官は答えずアルバキンを見る。

そして彼が頷くと嫌そうに口を開いた。

「敵の規模は約五〇〇〇」

「ここにいる味方は？」

「……約五〇〇〇同数ですが」

「同数なら打ち破れるだろう」

　俺がそう言うと他の指揮官達が一斉に立ち上がる。

「戦場を知りもせずに好き勝手なことを！」

「敵は丘陵に陣取っている。同数で攻めても勝利はおぼつかん！」

「ならこのまま敵を目前にじっとしているのですか？」

「白都からの援軍を待って挟撃し、殲滅する予定だ！」

「援軍はいつ？」

　指揮官が黙りこむ。あても無い援軍を期待しても無駄というものだ。

「現れた敵を放置していてはこちらに戦力が無いと言っているようなもの、逆に敵が援軍を送りこんで来る」

　指揮官達の声が小さくなる。

彼らも現状が好ましく無いことはわかっていたのだろう。

「攻撃を開始しましょう。もちろん私も参戦します」

　司令官達が驚いたように顔を上げる。

今度は逆にアルバキンがぎょっとした顔になった。

「連邦まで来たのは女を抱く為だけではないことをお見せしますよ」

　戦場の空気を感じ、高揚しているのかもしれない。

戦いは俺の心を浸食し、今や二割をも占めている。

無論八割は女だ。

二割の本気を見せてやろう。




「……」

　司令官は目を閉じてしばし考え、目を開くと大声で言い放った。

「よろしい。イルイスク兵団司令官としてハードレット卿の参戦を許可しましょう。攻撃は明朝、日の出と共に行う！」

「し、司令官!?」「女連れで来るような男に!?」

　ほう、もっと渋ると思っていたが。

「どの道援軍の時期もわからん。このまま敵を放置するわけにはいかんのだ。ならば良い機会だ」

　俺はニヤリと笑って頷くが、司令官は少しも笑わなかった。

反応してくれないと俺が思い出し笑いをしたみたいで恥ずかしいだろうが。




「全員に命令する。ただちに準備にかかれ！」

「……はっ！」「了解致しました！」

　連邦軍の規律は鉄壁だ。司令官の命令が出た以上、反抗も反論も許されない。

文句を言っていた指揮官達も素早く自分の部隊へと走っていく。

……俺の横を通る時に舌打ちしやがったけどな。

「ではハードレット卿、口と行動が一致するかどうか。見せて頂きますぞ」

「もちろん。戦う為に呼ばれたのですから」

　さあ戦争だ。

シュバルツにも甲冑をつけて準備万端することにしよう。

「……何故噛む」

　俺はゴリゴリと頭を噛まれながら明日への準備を整える。

だがシュバルツは俺の頭頂部を噛み続けた。

「だから噛むな！　毛が死ぬだろう！　アドルフみたいにてっぺんから禿げたらどうしてくれる！」

　つい興奮してでかい声が出てしまった。

「アドルフが禿……」「禿げちゃってるの？」「禿げとるのか」「禿げかぁ」「禿だな！」

「お禿げなのですか」

　女達は初耳だったようで次々復唱していく。戻ったら気を使ってやってくれよ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）

アルバキン（連邦大使）ミルミ（深く静かに……）

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（悶絶魔法少女）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

フェルテリス（変態エルフ）

人外

ラミー（植物係）アルラウネ（移動可）プチローパー（肥大化）

ペット

ポチ（自分磨きの旅）

部下

イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官　捜索中）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀）アドルフ（内政官薄）トリスタン（内政補佐　潜伏中）

クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨一三五九〇　アネット餞別（一〇）

経験人数四四五人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２８８話　連邦援軍⑤　イルイスク会戦







　空は快晴、澄み切った空気は心地よい。しかし同時に痛みにすら感じる寒さがここが厳寒の連邦であることを思い出させる。

　軽く吐いた息が白く狼煙のように立ち上る。まるで自分がドラゴンになって火を噴いているようだ。

　眼前の丘を半包囲するように真白の軍勢が並んでいる。

　一糸乱れず、微動だにしないその陣形は見事な軍と言うよりも風景の一つにも思えた。

　オルガ連邦軍の白を基調にした軍装は一面を覆う雪に溶け込み、所々に立つ鮮やかな色の軍旗が目立つ。

　丘の上にも小さく人影が見えるが、距離が遠いので鮮明ではない。

　赤を基調とした軍旗だけが帝国軍の存在を実感させてくれた。




「兵団、戦闘配置につきました」

「地形に合わせ中央に二五〇〇、右翼に二〇〇〇、左翼五〇〇を展開しております」

　副官の報告にイルイスク兵団の司令官──名前は聞いたのだが忘れてしまった──は無言のままだ。

　いつものことなのか副官らしき男は特に慌てることなく傍で命令を待つ。

　ふふふ、奴の副官はむさい男、俺の横には可愛いセリアだ。勝負あったな。

「……」

「……はぅ」

　声に出ていたのか副官は俺をジロリと睨み、セリアが赤くなった。

　気を取り直すように彼女は咳払いして口を開いた。

「丘は中央から右にかけては比較的なだらかで道もあります。反対に左側は傾斜が急で道もなく、攻めるに難く守るに易いでしょう」

　副官に対抗したのかセリアもキリッとして説明してくれたが、可愛いので撫でたら緩んだ。

「……敵は見晴らしの良い丘の上だ。どの道こちらの陣は丸見え、ならば真正面から堂々と当たるのみ」

　司令官はそう言うと手を振り上げる。

　副官を始め、指揮官達が一斉に動き始めた。

「正面攻撃だ！　正面右翼は軽歩兵先頭！　左翼は弓兵を前に前進！」

　白一色の軍勢が陣形を保ったまま前進する。

　白い絨毯がそのまま動くような光景に思わず感嘆の声が漏れた。

「見事な隊列だ」

　司令官と副官が微かに笑った気がした。

「どうだお前達の軍とは違うだろう」と言いたげだ。

「わ、私も負けないぐらい鍛えます！」

　よしよしセリアは良い子だな。




　司令官は視線を正面から動かさずに言う。

「まずは一当てして敵の練度と配置を確認します。丘の下からでは敵情を知りようがありませんからな」

　それっきり無言になった。

　うーむ、男に好かれても仕方ないが、疎外感を感じるぞ。

　俺の味方はセリアと護衛としてついて来させたナーティアだけだ。

　ピピは良く分かっていなさそうだ。

　ブルルと下からシュバルツの嘶きが聞こえる。

　なんだ。お前も味方として数えて欲しかったのか。案外可愛い所もあるじゃないか。

「イライラするからたてがみ引っ張るのやめろって」

　ナーティアの訳で一気に可愛くなくなった。

　腹が立つので屁をこいてやる。

　しまった！　すごい音が出てしまった。

「もうエイギル様！」

「「「……」」」

　思った以上にでかい音が鳴った上にかなり臭い。

　周り中から白い目で見られてしまった。

　全部シュバルツが悪いのだ。




「敵陣より矢が来ます！」

　嫌な空気を変えたのは帝国軍の攻撃だった。

　迫る味方に向けて一斉に矢が飛んでくる。

　だが誰一人として慌てはせず、見張り数人が目を凝らす。

「矢数約一〇〇〇！　敵の弓兵の最低規模は一〇〇〇です」

「射撃の統制は中程度、我が軍の弓兵には及びません！」

「精度悪い。射程ギリギリの射撃と思われます」

　驚いた。そこまでわかるのか。

　矢に晒されている前衛部隊にも特に混乱は見られない。

　一般兵士の武装は短槍か剣にやや大きめの盾だ。

　見た限りそれほど重そうではなかったが、矢は十分に弾いているようだ。

　さすがにある程度の数は斃れるが、すぐに予備の兵が穴を塞ぎ陣形はほとんど乱れていない。

「味方弓兵も射撃を開始しました！」

　高低差のせいで射程は若干敵に有利だったが、乱れることのない前進でそれもすぐに埋まる。

　激しい矢の応酬が始まり、両軍の間を無数の矢が飛び交っていた。

　その間も味方の進軍は止まらず、丘の傾斜を登り始める。

　帝国軍も丘の上から駆け下りるように味方に当たる。

　敵兵は槍を中心に長さのある得物を並べているようだ。

　傾斜の上から長物でこられると厄介だが、練度の違いかじりじりと味方が押しているように見える。

「攻撃は順調です。直接当たれば我々が優勢でしょう。案外このまま決まるかも──」

　副官が言うと同時に味方の陣地の中に今までとは全く違う土煙が上がる。

　盾を持った味方兵士が数人薙ぎ倒され、さすがに陣形が乱れる。

「砲か!?」

「いや、大弩でしょうな。飛ぶのが見えました」

　さすがに俺でも大砲の玉はなかなか見えない。

　司令官が俺を変な目で見る。教えてやったのに何故だろう。

「妥当ではあります。奴らは損失覚悟の捨て駒のはず。貴重な砲を托すとは思えません」

「──そうだな。だがそれでも十分に厄介だ」

　大弩は一基ではないのだろう。次々と土煙が立ち上り、味方の陣が乱れている。

　それでも攻撃を続けているのはさすがだが、さすがに統制は乱れ一進一退といった様相だ。

「やはり攻めきれん。犠牲だけが増えるか」

　顔をしかめる司令官。

「我が兵団にも砲があれば……」

「河川艦隊に貸し出して河の上ですからな」

「河の上なら良いが……既に河の底かもしれん」

　副官達が悔しそうに言う。

　特に水上の戦況が芳しくないのは本当らしい。

「どの道叩けませんよ。敵は丘の上から角度をつけて撃って来ている。直線にしか狙えない砲では……」

　もっともらしいことを言ってみる。別に会話に参加できないのが寂しい訳ではない。

　するといつの間にか全員の視線が俺に向いていた。

「ハードレット卿は砲を運用した経験がおありなので？」

「ゴルドニアに砲兵隊が？」

　しまった調子に乗った。誤魔化さねば。

「以前、戦いの中で派手に撃たれまして、ははは！　痛い経験です」

「中央平原に本格的な砲兵が？」

「いや、砲も火薬も本格的な交易はないはずだ」

「だとするともしや帝国が中央平原にもちょっかいをかけているのか？」

　いかんドツボにはまった。後は任せた。

　セリアを前に出し、ついでに尻も触る。

「え、えふん！　ハードレット様は昔、貴国を旅されたことがございまして──」

　後は任せたぞ。




　丘を駆け登ろうとする味方とそれを槍で防ぐ敵、斜面で壮絶な激戦が繰り広げられている。

　敵の兵力は丘を登る道に集中し、更に大弩や矢も絶え間なく降り注いでいる。

　味方も指揮官はさすがに攻めあぐねて側面迂回も試みているが、右翼には敵のしっかりした備えがあり、左翼の勾配のきつい坂道は少数の敵が長槍を構えるだけで登るのは至難の業になってしまう。

　決定打のないまま戦いは延々と続く。

　業を煮やした副官がついに口を開いた。

「膠着しつつあります。これ以上攻めても押し切れる可能性は低いかと」

「損害も拡大しつつあります。敵の情報も得て、試し当てとしては上々でしょう。一旦退かれては？」

「……ふむ」

　司令官も副官の意見を容れようとしているようだ。

　だが俺としてはここでだらだら戦い、肝心の到着が遅れるのも困る。

「いや、まだ早いのでは？　敵の情報も手に入れましたがそれは帝国側も同じこと」

　言いながら真剣な顔を作る。

　緩んだ顔では聞いて貰えそうにないからな。

「それに高所からの矢は脅威、せっかく乱戦に持ち込めた今の状況を捨てるのも勿体ない」

　俺の真剣な顔を見てセリアがくねくねし、ナーティアも何故か赤くなっている。

「話はわかります。しかしこのままだらだらと攻めても決め手に欠ける……」

　その言葉を待っていたのだ。

「俺が行きましょう。その為に来たのですから」

　俺が長剣を抜き放つと司令部からかすかな驚きが漏れる。

　伊達で持っていたと思われていたのだろうか。

「……未だ正式に地位を決定されていないハードレット卿に我が兵を預けることはできない」

「でしょうな」

「しかし、兵に同行するのならば問題はない」

「十分です」

　兵とていきなり現れた変な男に指揮されるのは不満だろう。

　俺も自分一人で暴れる方が楽だ。

「敵の左側面、急こう配の斜面から突っ込みます」

　司令官は黙って頷き、副官が左翼に全面攻勢を下令したのだった。




　左翼

「攻勢だと!?　敵は斜面に陣取って槍先をこちらに向けている！　登っても突き落とされるだけだ！」

「わかってる！　だが既に命令は下された。我々は進むしかない！」

　悪態を付きながらも攻撃に移ろうとする指揮官達、俺はさり気なく傍に寄って行く。

「では合図で三中隊が一斉に……ってなんだお前は!?　で、でかい馬だな！」

「あんたは例のゴルドニアの……ってなんだその剣は？　槍より長いな……」

「兵団長からこちらの攻撃に参加する許可を貰ってね。自己紹介する時間もないだろう。攻撃するんだろう？　さっさと行こう」

　俺はシュバルツの頭を真正面の丘に向ける。

　左翼の敵味方は僅かに接触し、小競り合いを起こしているが、矢も大弩も飛んで来ない。

　敵も左翼は攻撃困難だろうと考え、援護を中央に集中しているのだろう。

「突撃する。続け！」

　一声叫んでシュバルツの腹を足で叩き、駆けだす。

　攻撃命令を今か今かと待っていた何人かの指揮官達が釣られて攻撃を命じたようだ。

「お、おい！　斜面はとても馬では登れ……ええい、もう行け！　攻撃開始だ！」

「我が隊だけ遅れているぞ！　攻撃開始、走れ走れ！」

「陣形が滅茶苦茶に……」

　セリアが不安そうに言うが、どうせ目の前の斜面を登れば陣形など崩れる。

　今は勢いの方が大事だ。

　いくら急とは言え所詮は丘、シュバルツは減速しないまま斜面を駆け上がる。

　目の前では敵が上から槍を突き出し、味方が盾でそれを防ぎながらなんとか進もうとしていた。

「う、馬!?　ぐわっ！」

　通り過ぎ様に長剣を一閃、敵を半分にして更に前進、次の敵を突き刺して坂の下に投げ落とす。

「柵が無いのは楽でいいな」

　そうだなとばかりにシュバルツも嘶く。

　斜面はいよいよ急になり、並の馬では登れないだろう。

　だがシュバルツは物ともせずに走り続ける。

　目の前を駆ける巨体を敵が信じられないという顔をして眺めていた。

　俺は呆けた敵を遠慮なく斬り捨てながら登る。

　だが頂上が近付くとさすがに敵の備えも厚くなってきた。

「槍衾か」

　傾斜を利用し、こちらを見下ろすように並んだ長槍の群れ、シュバルツの速度が少し落ちる。

「このまま行け」

　シュバルツはフンと一つ嘶いて速度を上げる。

「大した馬だが主は馬鹿だな！」

「槍衾に突っ込むとは愚かな！　突き伏せろ！」

　勢いのまま突っ込む俺とシュバルツ。

　おいシュバルツ、お前最初の男に同意しなかったか？

　突き出される槍の群れ……俺は長剣を下から振り上げるようにしてそれら全てを払いのけた。

「う、嘘だろ！」「なんで!?」

　長槍は一度跳ねあげられてしまえば再度構え直すのに時間がかかる。

　振り上げた剣を切り返しての一撃で数人分の血飛沫をあげる。

　同時にシュバルツも馬鹿みたいに太い前足で敵兵を蹴り飛ばして跳ね除ける。

　上から突かれたのが幸いした。

　槍衾に突っ込み、馬の足や腹を狙われたらどうすることもできない。

　だが、上から突き降ろされることで必然的に槍は俺を直接狙うことになる。

　俺を狙ってくれるなら掃い退けることは難しくない。

「い、一時後……うわぁぁぁぁ!!」

　丘の上に達した俺達は止めに槍隊の指揮官らしき男を串刺しにして頭上に大きく持ち上げてから投げ捨てる。たちまち槍兵全員に動揺が走り、隊列を乱して逃げ始めた。

「待って下さいエイギル様ぁ！」

　後ろからは必死の形相で斜面を登るセリア。

　さすがにシュバルツ以外の馬では登り切ることは出来なかったらしく、馬を置いて登って来たらしい。

「ナーティアさん先に行かないで下さい！　エイギル様の一番は私です！」

「ん？　そうなのか？」

　一方ナーティアは楽々と跳ねるように登っている。

　さすがにエルフ、地形には強いな。

　ごく一部とは言え、斜面を突破されたことで敵に焦りの色が見える。

　後ろを塞がれる前にと後退を始め、左翼の味方は次々と登ってきている。

　防御を地形に頼っていた敵は絶対数が少ない。

　それに中心付近で激戦が行われているので援軍も難しい。無理に差し向ければ肝心の真正面が突破されるかもしれないのだ。

「勝鬨を上げろ！」

　まだ丘を登っただけだが、俺は剣を振り上げて叫ぶ。

　敵を焦らせれば思わぬ勝機が見えるかもしれない。

　俺はレオポルトやトリスタンでないから難しいことはわからない。

　わかるのは戦いは勢いだということだ。

「おお──……」

「声が小さい！」

「オオ────!!」

「おお……ギャーーー!!」

　中途半端に叫んでいたナーティアの尻を思い切り掴む。

　大音量の悲鳴が上がった後、涙目で睨まれてナイフを向けられる。

　そういうのは戦いの後で頼む。

　ともかくナーティアの絶叫もあって敵は動揺しているようだ。

　一気に畳みかけるべきだ。

「全員突撃！　このまま中央の敵に側面攻撃をかける」

「し、しかし兵団長からの命令は斜面の突破であって更なる攻撃は……」

「馬鹿野郎！　今を逃したら敵は後退して体勢を立て直すぞ。一気に行くんだ！」

　渋る指揮官に代ってでかい声で叫ぶ。

「総員突撃！　陣形の構築は不要！　畳みかけろ！」

　叫びながら俺は馬を降り、兵達の先頭を走る。

　左手にはドラゴンの盾、右手には長剣だ。

　連邦兵士も盾と槍のセットを持っていたので合わせて見た。

　ちなみにシュバルツにはセリアを乗せて置いた。馬を置いて来た彼女に何かあったら困るからな。

「ええい！　ともかく好機には違いない！　突撃だ！」

「あぁ兵団長に怒られる……突撃だ……」




　陣形はバラバラ、勢いだけの突撃だが正面で激戦を繰り広げる敵にとって側面攻撃を受けることは致命的になる。

　慌てて大弩の狙いがこちらに向けて変えられている。

「大きいのがきます！　注意して下さい！」

「わかっている」

　俺は長剣を握り直し、ドラゴン鱗の盾を構え直す。

　弓とは違う低い風切音に後ろに続く兵士達が怯む。

　俺は飛翔する大矢を見つめながらいつぞやの筋肉達磨を思い出して笑ってしまう。

「ふん！」

　長剣を振り上げて大矢を弾く。

　矢は回転しながらどこかへ飛んだが、さすがに衝撃で手が痺れる。

「二本目！」

　剣で大矢の先端を叩き、真下に落とす。

「これで最後か」

　最後の大矢は盾で弾き飛ばす。真上に跳ね跳んだ矢は二つに折れて地面に転がった。

「ふぅ……」

　次が無いか前を確かめる。

　どうやら大丈夫のようだ。

「ば、化け物……」「悪魔だ……」

　帝国の大弩兵が顎が外れたように口を開けている。

　次の大矢を持っていた兵士がコロンと足元に落とす。

　ここは敵の恐怖に乗るべきだろう。

「がぁぁぁぁ!!!」

　歯をむき出して魔物のように叫び、大弩が並ぶ場所に突進する。

　すかさず防御の歩兵が剣を向けて来るが完全に腰が引けていた。

「ひぃ！　くるな！　くるなぁ!!」

　叫びながら剣を振りまわす様はまるで初めて剣を持った少年だな。

　だが戦場なので容赦はしない。女でもないしな。

　一人を肩から股まで叩き割り、もう一人を逆に股から肩口まで引き上げて引き千切る。

　噴き上がる血飛沫が敵を更に動揺させてくれるだろう。

「た、盾で守れ！　集団で行け！」

　敵の数名が盾を並べ、壁のようになって突っ込んで来る。

　俺も対抗するように盾を構えるふりをし──走り寄って前蹴りを見舞う。

「ぎゃあああ!!」

　まともに食らった一人が盾ごと後ろに吹き飛ぶ。

　空いた隙間に飛びこみ、体を回転させて敵を後ろから一閃、複数の断末魔を最後に全員が倒れ込んだ。

「一瞬で……や、やめろ……くるな!!　ぐげっ！」

　最後に蹴りで吹き飛んだ敵の胸に剣を突き立てて空中へ跳ねあげる。

「後で風呂があればいいが……」

　天高く上がった兵士を真っ二つに割り、臓腑と血をわざと浴びる。

　血塗れのまま再び獣の叫びを上げて敵を睨む。

　動揺が悲鳴に変わっていく。

「あ、あんなの相手できるかよ!?」「怪物に勝てる訳が無い！　殺されるだけだ！」「ママー!!」

　歩兵達が逃げ出し、守る者がいなくなった弩兵達も武器を捨てて一目散に逃げて行く。

　これで一々切って回る手間が省けた。全身血生臭いけどな。




　さて他の者はと視線を移すと丘の上でも激戦になっている。

　勢いに乗って押し込んだ味方だが、敵も割合迅速に対応したらしい。

　盾と短槍という似たような装備を持つ敵味方がいびつな横陣のまま押しあっている。

「俺も加勢するぞ」

　俺の長剣は長さ的には短い槍に匹敵する。盾もあるしな。

　ちょうど斃れた味方の穴に埋まるように陣へ飛びこむ……全身血と臓物だらけなので周りの味方が顔をしかめたが大弩を黙らせた代償だ。我慢してくれ。

「突けーー!!」

　指揮官の号令で味方が槍を突き出し、敵は盾で守る。

　俺が負けじと長剣を突き出すと盾と敵をぶち抜いて後列の敵にも突き刺さった。

　敵陣が動揺する。

「盾出せー!!」

　今度は敵が槍を突き出したようで、味方は盾を掲げて防御する。

　俺も号令通り、盾を突き出して敵を殴りつける。

　槍と鎧がひしゃげ、敵兵は血を撒き散らしながら周囲を巻き込んで転倒した。

「なるほど攻撃と防御を繰り返しながら押し込んで行く戦術か」

「……エイギル様のは全部攻撃ですからね。全然防御してません」

　セリアに突っ込まれてしまった。

　今一つ盾は使い慣れ無くてな。なら自由にやらせて貰おう。

「来いシュバルツ」

　俺は再びシュバルツに飛び乗り、押し合いしていた敵陣に突っ込む。

「突……ぎゃーー!!」

　敵の陣の真ん中をぶち抜いて号令していた敵指揮官の首を跳ね飛ばす。

「こっちの方が手っ取り早いな」

「できるのはエイギル様だけです！」

　右から迫る敵を剣で斬り伏せ、左の敵は盾で殴り殺す。

　正面の敵はあえて残し、シュバルツの蹄に踏みつけさせた。

　味方の指揮官達がこの混乱を見逃す訳もなく、陣を解いての総攻撃に移ったようだ。

　俺達左翼陣は中央の敵主力へ側面攻撃することに成功した。

　拮抗していた戦いは大弩の沈黙と側面攻撃で一気に味方優勢となる。

　時を逃さず全隊に総攻撃が命令され、帝国軍は完全に崩壊した。




　白都への道は開かれたのだ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者

　同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

　ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）

　アルバキン（連邦大使）ミルミ（深く静かに……）

　家族

　ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）

　カトリーヌ（側室妊　欲情）メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）

　ケイシー（幽霊）リタ（メイド）ヨグリ（脚本家）アリス（堕）

　マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

　セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

　フェルテリス（変態エルフ）

　人外

　ラミー（植物係）アルラウネ（植物）プチローパー（成長中）

　ペット

　ポチ（修行トカゲ）

　部下

　イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（治安官　怒）

　ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（妻犬予定）

　レオポルト（参謀）アドルフ（内政官薄）トリスタン（内政補佐　指名手配）

　クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

　財産　金貨一三五九〇

　経験人数四四五人　産ませた子五五人＋五五五匹

生活習慣の乱れが更新時間の乱れに繋がります。










第２８９話　連邦援軍⑥　着任







　白都郊外　オルガ連邦軍　防衛総司令部

　無数の天幕が立ちならび、兵や荷馬車が騒がしく行き来する連邦軍の本陣。

　見上げれば白亜の城壁に包まれた白都が見える。

「す、すごい……これ本当に人間が作った建物……なの？　まるで山みたい……」

　ナーティアはポカンと口を開けている。

「ピピもびっくりした！」

　俺の肩に乗って騒ぐピピ、あんまり暴れるので駄犬が落ちたぞ。

　幸い雪が積もっているので怪我はなかったようだが、落下してもキャンとも言わない。

　根性が座っているのか底ぬけのアホなのか。

「また高くしよったのか。よくもまぁもりもりとでかくしたものじゃ。お主のマラみたいじゃな」

　ブリュンヒルデはちらりと壁を見てつまらなそうに吐き捨てる。

「ご主人様も負けてないですよね？」

　レアは特に白都に興味は無いのか、ブリュンヒルデの言葉に食いついて俺の股間を撫でる。

　大きくなってしまうから止めてくれ。これから連邦の偉い奴に挨拶しないといけないんだ。

　盛り上げたまま挨拶したら変態だと思われる。

「確かにいつ見ても凄い城壁だ。だが……ボロボロだな」

　壮大で美しい白都の城壁、今もその巨大さは健在だが、所々に砲弾の跡があり、部分的に崩れている箇所すらある。

　かつて見た時はその重厚さに無敵性すら感じたものだが……。

「ご主人様のコレは黒くて艶々で迫力あるもんね」

　尚も股間に寄るレアの頭をぽこんと軽くはたく。

「あう……もっとぶって……」

　頬を赤らめるレア。

　あの戦いの後、獣欲に流されるままレア達を激しく抱いたのだが、血迷ってブリュンヒルデに貰った鞭で遊んでしまった。

　結果レアに妙な癖がついてしまったようだ。

　今夜は尻を叩いてやるからそれで勘弁してくれ。




「ゴホン、もうよろしいですかな？」

　アルバキンが咳払いを一つ落とす。その顔には緊張の色も見える。

　イルイスク兵団との会話では大使である彼の方が立場が上にも見えたが、今から会う相手はどうやらそうではないらしい。

「エイギル＝ハードレット卿、到着されました！」

「入ってくれ」

　アルバキンの先導で、一際大きな天幕に入る。

「アルバキン大使、道中御苦労だったね」

「いえ！　日程が遅れましたこと謝罪申し上げます！」

　大使が深々と頭を下げ、入口近くまで下がる。

　目の前の男の地位はそれだけ上らしい。

「君がハードレット卿か。先触れから話は聞いている。道中不手際があってすまなかった。今は一にも二にも帝国戦でね」

　ニコリと笑って手を伸ばす男。

　歳は三〇半ばだろうか、軍人らしくがっしりとした体を華美な服装に包んでいる。

　だが威厳ある最高司令官というよりも気さくな酒場のマスターと言えるような雰囲気と話し方だった。

　短く整えられた金髪と青い瞳に整った顔立ちに歳相応の円熟さが加わって相当に良い男だ。

　この顔ならば町娘に声をかければいくらでも食えることだろう。

「なんの、ちょっとした事故は旅にはつきものですから。してその……」

　俺はこいつの名前を知らない。

　セリアが頭を抱えている所を見るときっと事前に教えられていたのだろうな。

「マルティン＝ステーセリ防衛軍最高司令官閣下だ」

　わざとらしくフルネームと階級まで教えてくれたのは、彼の後ろに立つ男だ。

　歳はマルティンと同じぐらいだが、黒髪に盛り上がった筋肉を持つ男に愛想はまったくない。

　ただ無表情のままどっしりと立っている。

「宜しくお願い致しますステーセリ閣下」

「こちらこそだ。ハードレット卿」

　連邦はゴルドニアを下に見ているから不快な対応があるかもしれないとエイリヒに言われていたが、彼からは微塵も感じないな。

　だが握手をする瞬間、マルティンの目が一瞬厳しくなり、睨みつけられたように感じた。

　見間違いではあるまい。今のは俺を敵視するのではなく見極めようとしているのか。

　いずれにせよ、気さくなだけの男ではなさそうだ。




「さて、今が平時ならば歓迎の式典でもやって、美女と美酒を楽しんで貰う所なのだが……」

　ステーセリはそう言いながら、さらさらと紙に何かを書いている。

「残念ながら国土を侵されている我々にその余裕は無い。あえて貴殿を白都ではなくこの本陣に直接招いたのもそれが理由だ」

　書き終えた物を俺の方に差し出す。

「早速だが君に一個兵団を預けよう。不完全な編成ではあるが、戦時故だ。受けてくれ」

　これは驚いた。到着早々いきなり軍を預けられるとは。

「ゴルドニアに要請した通り、今我が軍に足りないのは数多の兵卒ではなく、兵を率いる優秀な司令官なんだ」

　ステーセリは微笑を浮かべる。この笑みにやられて股を開いた女は多いはずだ。

「我が軍の軍人は総じて誇り高い……それは大変結構で素晴らしいのだが、敗走を恥と考えてその場で討ち果てる者が多すぎる。俺としては五〇〇〇や一〇〇〇〇の兵より、有能な司令官一人に死なれた方が堪えることもあるのだが……」

　ステーセリは目を閉じ、軽く溜息をついた。

　この仕草に心奪われて身も心も捧げた女もきっといるだろう。

「私は君と詰まらない世辞を交換するつもりはないんだ。すぐにでも司令官として戦場に立ってもらう。異存はあるかな？」

　再びステーセリの目が細まる。

　戦場に立つことに何の問題もない。問題なのはむしろ俺が直接兵を率いることだ。

　正直、適当な奴の参謀に近いことをやるのかと思っていた。

「無論異存はありません。ですが、私が直接率いるのでは指揮官も兵も納得しないのでは？」

　イルイスクの兵団ですらゴルドニアから来た俺に抵抗があったのだ。

　白都に陣取る本軍ならばなおさらではあるまいか。

「無論納得しないし、抵抗もあるだろうな。それを収めるのも司令官の仕事だよ」

　微笑むステーセリ。顔に似合わず、厳しいことを言われている。

　こいつは愛想は良いが相当にきつい男だ。

　だが、理不尽を言われている訳ではない。

　俺がいつもレオポルトやアドルフに言っているようなことだろう。

　あいつらの待遇を少し見直してやるか。

　レオポルトには優しい言葉をかけ、アドルフは頭皮を力いっぱいマッサージをしてやろう。

「承知しました」

「……ほう、君が率いるのは第一〇五臨成兵団だ。本陣の西に駐屯している」

　ステーセリは俺を見て一瞬微笑んだように見えた。

　まさか俺に気があるのだろうか。いくら美形でも俺に男を掘る趣味は無いぞ。

「君はとりあえず私直属の兵団長と言う立場になる。爵位や国での立場もあるだろうが、ここに来た以上は我々の命令系統に従って貰う。宜しいかな？」

「承知しております」

　軍の中に階級以外の爵位だ家の立場だが入ると碌な事が無い。

　ここは従っておくべきだろう。

「うむ、なら宜しく頼むよ」




　俺は一礼して天幕を出る。

「せっかくだからすぐに第一〇五兵団とやらに顔を出しておこう」

「はい！　舐められないようにまずエイギル様の威厳を示さねばなりません！」

　セリアは気を張っているがそんな堅いものじゃない。

　これから一緒に戦う訳なのだから互いを知っておこうと思っただけだ。

「うーむ、しかし連邦の本軍となると相当堅苦しそうだな」

「はい。本陣から離れたイルイスク兵団でさえあれだけの規律を持っていましたから。……変な事をしたら反感を買ってしまうかもしれません」

　心配そうにセリアが言う。緊張をほぐそうと尻を触るとつねられた。

「そういうことをするとダメなんです！　夜まで待って下さい」

　仕方ない。だが今日の夜は容赦しない。逆立ちしてやるぞ。

「あ、あれは止めて下さい！　気持ち良すぎて腰が抜けて立てなくなっちゃいますからっ！」




　話しながら歩を進め『第一〇五臨成兵団駐屯地』と書かれた区画に到着する。

「……連邦本軍ねぇ」

「……こんなことが」

　俺とセリアは目の前の光景に絶句する。

　規律正しい連邦軍などとんでもない。

　槍を地面に放ったまま、寝転んでいる兵士。

　仲間と騒いで……恐らく賭博でもしている集団。

　訓練かとも思ったが違う。ただ殴り合って喧嘩している兵士。

「前途多難だ……」

「し、指揮官を呼んで来なさい!!」

　俺は溜息を付き、セリアは甲高い声で叫んだのだった。
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　司令部

　司令部に二人きりとなったマルティンと黒髪の大男ニコライは友に戻る。

「マルティン良かったのか？　一〇五兵団は二等市民を強制徴兵した兵団。士気も統率も酷いものだぞ」

「いいのさ。一〇五の立て直しはどの道誰かがやらねばならんことだ。せっかく集めて作った兵団を捨て駒にするのは惜しいだろう」

　マルティンは命令書の束を完成させるとカップに軽くワインを注いでニコライに差し出す。

「お前が酔った時は俺が素面でなければならんだろう──あのゴルドニアの貴族は嫌いか？　名前を覚えていなかったようだが」

「ニコライは堅いな──確かに無礼極まるが、俺は礼節に生きてきた男ではないからな。正直、俺はあの男を気に入っているよ」

　ニコライは面白そうにカップを揺らす。

「あいつに『すぐに軍を率いろ』と言った時の顔を見たか、安堵の息でもつきそうだったぞ。間違いない、あいつは根っからの軍人だよ。きっと戦場よりも宮廷でのダンスを恐れる男だ」

「俺は軍人と言うよりも戦士か蛮族に感じたが」

　戦士も軍に居れば軍人だろうとマルティンは笑う。

「俺は奴を試してみたくなったんだ。もちろん一軍の将としての力量をね。考えてみろ、奴に貴族や騎士団中心の精鋭兵団など預けたら……」

「参謀達は猛反対だろうな。すぐにでも追い出そうと色々するだろう」

「その通り。反発する部下を押さえるのは司令官の力量のうちだが、上からのちょっかいは余計だろう」

「なるほど一〇五兵団ならば元より寄せ集めの二級兵団扱い。参謀や他の司令官達も相当だと嘲笑しても邪魔まではしないか」

　酷いなと言うニコライにマルティンは微笑を浮かべながら答える。

「奴が本当に有能なら結果を出すさ。そうなれば、いよいよ重要な作戦に加えても参謀達は何も言えまい。……期待外れなら適当に理由をつけてさっさとお帰り願う」

　目の鋭くなった友を前にニコライもまた真剣な顔で小さく頷く。

　マルティンは怒鳴ったり偉ぶったりするタイプではないし、明るく部下を鼓舞する気さくな男だ。

　だが温情に溢れ、失敗を笑って見逃す男でもない。

　無能と見切った者は微笑みながら更迭するだけの冷酷さを持っていた。

「奴は……お前を満足させる男だろうか？」

「わからないから試している。まぁ多分駄目だろうな」

　なんじゃそりゃとニコライは肩を落とした。

「最初から言っているじゃないか。使える者がきたら儲けものなんだと」

　そう言いながらもニコライには友の綺麗な青い目が期待に輝いているように見えた。
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　余談　逃亡記　夜

「もし見掛けたらすぐに衛兵隊か治安隊まで知らせてくれ。似顔絵はここに置いておく」

「はい、御苦労さまです」

　バタンと扉が締まり、女は大きく息を吐いた。

「……行ったよ」

「うん、ありがと」

　家の奥から返事をする男は本から目を離していない。

　女はぷくっと頬を膨らませる。

（あたしが治安隊相手に嘘ついてちびりそうだったのにこいつは呑気に！）

「てかあんた何したのよ。衛兵隊ならともかくマイラ様と治安隊が指名手配なんて尋常じゃないよ？」

　女が男が読む本を取り上げると男は渋々と言った具体に視線を合わせた。

「何もしてないさ。むしろ当然の権利──不当な労働からの解放といったところかな」

「何それ意味わかんない」

　男が切なそうな目で見るので女は仕方なく本を返す。

「あぁページがわかんなくなっちゃったよ。探す間お茶を入れてくれるかい？」

「はいはい……ま、あんたみたいな腰抜けのひょろひょろが殺しだの強盗だのできるとは思わないけどね。どうせ盗みとか覗きとかそんなんでしょ？」

「法に触れることをした覚えはないんだけどなぁ」

「悪人はみんなそう言うのよ」

　女は紅茶をいれながら更にぼやく。

「治安隊にばれたらあたしもお終いだろうなぁ……領主様は女には優しいらしいけど」

「そんなことにはならないよー」

　男の間延びした呑気な声に女は怒鳴り声を返す。

「うっさい！　てか、うちは貸本屋なんだから好き放題読まれたら商売あがったりなんだけど！」

　男は店に転がりこんで来て以来、紅茶を呑みながら本を読み続け、朝方に寝るを繰り返していた。

「お金は前払いで払ったじゃないか。一〇〇冊は読める額だったよ」

「毎日のご飯と紅茶入れ代でもう赤字よ！」

　ドンと紅茶のカップをテーブルに叩きつける。

　言いながらも女に男を追い出すつもりは微塵もなかった。

（お金持ってるし、領主様の屋敷から逃げて来たって言うし……きっと盗みかなんかだろうな。あーあ、ばれたらあたしもこの店も終わりなのに……）

「お湯の温度が少し高いねー。あともう少し蒸らした方がいいかなー」

「黙りなさい居候！」

（自分でもわかんないや。なんでこんな男を……心が弱ってるのかしら）

　女の歳は二十歳、唯一の肉親たる父に連れられてラーフェンに移住し、貸本屋を手伝っていた。

　しかし去年の夏に父を急病で亡くし店を継いでいる。

　天涯孤独となった悲しみは大きく、彼女は男に癒しを求め──結果、結婚を約束した男に幾分かの貯蓄を奪われて捨てられた。

　女がもういっそ死んでやろうかと思っていた時、店に転がりこんで来たこの男を匿ったのだ。

（金目当ての最低男の次は指名手配の男って……私見る目ないな）

　言いながらも女──［エステル］はようやくページを探し当てて微笑む男を眺め、自身も微笑む。

「似てるなぁ」

「うん？　なんだい？」

「なーんでも」

　男はそれ以上聞く事もなく、本に視線を戻す。

（父さんに似てる……父さんも男らしさなんて微塵もなくて本ばかり読んでたなぁ）

「ねぇ……トリスタン？」

「うん？　今良い所なんだけど」

（初めて名前で呼んだのに反応無しっと）

「君とか呼ばれるとなんか変だから、普通に名前で呼んでよ」

「あーエステリア……だっけ？」

「エステルよ!!」

「そっか、ごめんエステル」

　男が名前を呟いた瞬間、エステルの顔が真っ赤になる。

「う、う……あたしもう寝るから！　蝋燭はちゃんと消しといてよね！」

「おやすみ～」

　エステルは寝室に入ると普段着を脱ぎ、使い道もないのに買った色っぽいネグリジェを身につける。

　匿っている男が血迷って襲ってきた時、失望させないようにとの配慮だが、努力が実を結んだ事は一度もない。

「わざわざ鍵開けてるのに……少しぐらい男を見せなさいよ」




　エステルの願いも空しく、翌日彼女が起きると男は座椅子に座り、本を片手に幸せそうに眠っていた。
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第２９０話　連邦援軍⑦　二等兵団







　第一〇五兵団は今まで見てきたオルガ連邦軍と同じ軍とは思えない。

むしろ適当に集めた諸侯軍や、傭兵団と言った方が近いかもしれない。

　それでも数だけは揃っている。ざっと見て八〇〇〇と言ったところだろうか。

ばらばらに座っているので見当がつけにくいが。

「全員並べ！　指揮官は前に出ろ！」

　セリアが俺の私軍を相手にする時のように厳しい声で叫ぶがまるで効果はない。

「いったいなんだ？」「うひゃーすげぇ美人だな」「前に出たらヤらせてくれるのか？」

「こいつら!!」

　野次が飛び、セリアが怒りに顔を真っ赤にして剣を抜こうとする。

「まあ待て。斬り合ってどうする」

　セリアの肩を抱きながら俺は駐屯地の真ん中まで歩き、適当な箱の上に乗った。

「全員聞け。俺は今日からお前達第一〇五兵団の司令官に任命された。宜しく頼むぞ」

　声が届いたはずだが碌な反応は無い。

指揮官らしき数人が適当な敬礼を返すだけで兵達は白けた反応だ。

「まずお前達に言っておくことがある」

「ちっまたご大層な訓示かよ」

「どうせ言うのは忠誠、勇気、愛国心だろ？　今回はどう並べ替えてくるのかね」

　兵達は更に嫌そうな顔を浮かべ、ひそひそと悪態をつく声まで聞こえ始める。

気持ちはわかるぞ。お偉いさんの長話ほど鬱陶しい物はないからな。

「彼女は……」

　反応の悪い兵達を睨みつけていたセリアを抱き寄せる。

「俺の女だ。良い女だろう？　だがやらんぞ」

　兵隊の顔が驚きに変わる。何故か知らんが勝った気分だ。

「そしてこいつらも」

　後ろに隠れていたピピとナーティア、マータにレアも抱き寄せる。

ブリュンヒルデは昼なので寝ている。

「全員、俺の女だ。ちょっかいかけたら殴り倒す。襲い掛かりでもしたら八つ裂きだ。気をつけろよ」

　まずこれだけは言って置かないといけない。

「……は、はぁ？」「お、女の紹介？」「あいつ何しに来たんだよ……」

　兵達からはもう悪態は聞こえない。ただ困惑した空気が流れている。

また勝ってしまったぞ。

「さて後は──もう無いか。終わりにしよう」

　引っ込もうとした俺をセリアが引っ張る。

「待って下さい！　まだ名前もおっしゃられてません！　何しに来たのですかぁ!?」

　おお忘れていた。名前ぐらいは伝えないとな。

「俺はエイギル＝ハードレットだ。ゴルドニアから来た。以上だ」

　再び箱の上に登った俺はそれだけ言ってまた降りる。

　兵達から白けた空気は消えていた。

怠惰な雰囲気は困惑に変わり、小馬鹿にするように細められていた目も驚きに見開かれている。

「ふふふ、掴みは完璧だな」

　俺は同じく困惑した顔を浮かべる指揮官の案内で司令用の天幕へと向かうのだった。




「で、お前は？」

　天幕に入った俺を迎えたのは三〇後半、筋骨隆々の大男だ。

身長は一九〇を優に超えるだろう。手入れされていない髪と相まって軍人と言うより蛮族に見える。

「ヤーコフです。一〇五兵団の臨時司令。貴方の着任後は副長をするように命じられています」

　お世辞にも歓迎の顔では無いな。

「わかった。宜しく頼む」

「こちらこそ……」

　形ばかりの握手をし、椅子にどっかりと座る。

「兵達の士気が低いようだな。理由はわかるか？」

「自分は軍人です。上層部に異議を唱える口は持ちません」

　つまり士気が低いのは上層部のせいと言いたいのか。

「ヤーコフだったか。お前はこの兵団に詳しいのだろう？　兵達がしている噂を聞かせてくれ。噂なら特定しようもないから心配するな」

　さすがに着任してすぐの俺に文句も言いにくいだろうと逃げ道を作ってやる。

　ヤーコフは一瞬躊躇したが、溜息を一つ吐いてから口を開いた。

「第一〇五は強制徴兵された二等市民の集まり、どの道捨て駒として扱われると噂されております……」

　白都には市民権を持つ市民と勝手に住みついたとみなされている二等市民がいる。

二等市民には市民のような権利は与えられておらず、生活も格段に厳しい。

　それでも白都から追い払われなかったのは臨時の労役や徴兵──今回のような事態に備えてのことだ。

当然ながら徴兵を拒む権利など彼らにはない。

「続けろ」

　俺は周囲を漁って酒を見つけた。早速呑もうとしたがセリアに取り上げられてしまう。

「装備も待遇も連邦の正規兵団より悪く、指揮官は速成、どの道長くはないだろうと噂が……」

「なるほど」

　おっチーズがあった。……カビだらけじゃないか。捨てとけよ。

「与えられる任務は雑用のような物ばかり。そして大きな戦いが起これば捨石として投げ捨てられると……他の二等市民からなる臨時編成兵団も全てそうでしたから」

「ほうほう」

　机の隅でソーセージを見つけて齧る……酸っぱいぞ！　腐ってるじゃないか！

「……臨時編成として碌に騎馬も無く、訓練も少ない！　おまけに司令官は他国からの借り物！　これで士気を上げろと言う方がおかしいだろう！」

　ソーセージを吐き出しているとヤーコフがドンとテーブルを叩いた。

最後はお前自身の言葉になっていたが、その方が話が早いな。

　覚悟を決めた目でこちらを見ているヤーコフに笑いかけてやる。

「自信はあるのか？」

「は？」

　俺に怒鳴ったことで懲罰の話になるとでも思っていたのだろう。

ヤーコフは気の抜けたような返事をする。

「真正面から敵と戦って勝つ自信だ。捨石では無いまともな戦いでだ」

「俺達二等民は労役や魔物退治をこなして生きて来た！　まともな戦いをやれば敵にひと泡吹かせる自信はある！」

　ヤーコフは困惑した顔のまま応じる。敬語を忘れているが、俺も好きじゃないから大目に見よう。

「ひと泡だけじゃ困るんだが……まあいい。ならやってみようか」

　セリアから酒を奪い、カップをヤーコフにも渡す。

「無理やりにでも士気を上げて貰おう。その覚悟はあるようだしな」

　俺は人当たり良く微笑んだつもりだったが、ヤーコフはカップを握ったまま硬直している。

おかしいな、そんな怖い顔していただろうか。

「では私もお付き合いを」

「お前は呑むな」

　セリアのカップには水を注いでやる。そんな顔しても駄目だぞ。
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数日後　白都近郊　某村

「前方に帝国軍部隊発見！　戦奴兵では無く正規軍と思われます。総数、報告通り七〇〇〇！」

　遠目にも帝国軍の赤を基調にした軍装が見える。

既に敵もこちらに気付いているのだろう。陣形を作り始めていた。

　ステーセリ司令官によると帝国艦隊は依然白都周辺でも河川を掌握しており、随時小規模な部隊を上陸させて撹乱や補給物資の奪取を狙って来るらしい。

今回の敵部隊もその一つだ。

　既に敵味方は向かい合っており、どちらかの号令で即座に戦いは始まるだろう。

「小規模と言っても七〇〇〇か、やはり桁が違うな」

「司令部に駆けこんで出撃を望んだと聞きましたが……」

　ヤーコフが不安そうに話しかけてくる。

「その通りだ。数がちょうど良かったんでな。俺の初陣にはちょうどいいだろう？」

「し、しかし……敵は帝国の正規軍です。我々は──」

　俺はヤーコフを睨みつける。

「二等兵団か？　二等民でなる兵団だから勝てないと？」

　大男が言葉に詰まって小さくなったように見えた。

「司令官だったお前がそう思っていたのならまともな任務など来るはずがないな」




　俺はステーセリ司令官に一〇五兵団について聞いてみたのだ。

確かに一〇五は二等兵団として雑務のような仕事をさせ、捨石にするつもりだったらしい。

　だがそれは彼らが二等民からなる兵団だったからではない。

練度も士気も低く、まともな任務に使えないと判断されたからだ。

「せっかく集めて編成して装備まで与えた兵団だぞ？　無駄に捨てる余裕は今の我が国にはない」

　ステーセリはそう言って笑っていた。




「訓練が少ない？　当たり前だ！　限られた場所と資材は有望な兵団に優先して割り当てられるに決まっているだろうが」

　黙ってしまったヤーコフの肩を叩いてから俺は兵達の前面に馬を進める。

戦の前の鼓舞とやらをしてやろう。大きく息を吸いこんで大声を出す。

「お前達は無価値だ！」

「エイギル様!?」

　言い放つとセリアが悲鳴のような声を上げる。

「はぁ!?」「馬鹿にしているのか!?」

　ここで終わったらどうなるか試してみたくはあったが、多分ボロボロに負けるのでやめておく。

「寄せ集めの二等民の徴兵部隊。おまけに士気も低いとなればお偉い方には見向きもされん。捨て駒以外にどう使えと言うのか」

「す、好き放題言いやがって……」「んなことはわかってんだよ……」

　ボロクソに言ったせいか、反発する声が消えて行く。

「ここに到ってお前達の名誉挽回は不可能だ。俺が上にべんちゃら言おうと、お前達が品行方正に過ごそうと何も変わらない」

　ついに無言になってしまった。敵は不思議がっているだろうな。

「だが一つだけある。お前達を認めさせる方法だ」

　長剣を抜いて敵に向ける。

「勝利だ。とにかく勝利すれば全ては上手くいく。戦場では勝利が全てだ！　勝てば良い！」

　手近にいた兵の頭を掴む。

「勝利するにはどうすればいい？」

「ち、忠誠心を持って勇敢に戦えば……」

　俺は兵の頭を軽く小突き、高いシュバルツの上から並ぶ兵士達を睨みつける。

「なんだそりゃ。忠誠、勇気、愛国心だったか？　大層な訓示だと馬鹿にしていたくせにお前達も似たようなもんじゃないか」

　もう無駄口を叩く兵士はいなかった。

「勝利するにはな……目の前の敵を斬りまくれ。決して引かずに斬って斬って斬りまくれ！」

　レオポルトに聞かれたら絶対嫌味を言われるがここにはいないから一安心だ。

「勇敢だろうが卑屈だろうが何でも良い。敵を皆殺しにすれば俺達の勝ちだ」

　わかりやすいのが良かったのかごく少数の兵士が鬨の声を上げる。

「勝って帰ればお前達は英雄だ。装備だけ立派な他の兵団の奴らに言ってやれ。『お前達はいつ戦場に行くのだ？　俺達は勝って帰って来たぞ』とな！」

　今までは逆に言われていたのだろう。少なくない数の兵が歓声を上げる。

「ついでにもう一つ。最高司令官と話をつけた。勝って帰れば酒と食い物、娼婦も回して貰えるぞ！」

　怒涛のような歓声が天まで響く。

やはり女だ。男は女で動くのだ。

「俺に続け、全隊突撃──！」

　一番最初に飛び出した俺を見て、慌ててヤーコフも馬を走らせる。

兵達は歓声なのか突撃の叫びなのかわからない声を上げながら一直線に敵に向かって走る。

陣形も規律も無い。だが戦意だけは溢れんばかりだ。

今以上に勢いの乗れる場面は無い。小細工する意味はなかった。




「エイギル様陣形が滅茶苦茶です！　団子みたいに突っ込んでいます！　大丈夫なのですか!?」

　一〇五兵団は歩兵主体で騎兵はない。

歩兵八〇〇〇が叫びながら団子になって突進する光景は相当に醜いだろうな。

　隣に並んだセリアもヤーコフも不安そうだ。

特にセリアはレオポルトやマイラの戦い方を見ているから、こんな無秩序な戦い方は敗北を招くと承知しているはずだ。

「どうせ陣形を組む訓練も碌にしていないんだろ？　なら対等に陣を組んでぶつかっても勝てん」

　ヤーコフは頷く。

「今のあいつらに必要なのは綺麗な戦いではない。愚痴を言うだけの負け犬を目覚めさせるには醜くても良いから勝利が必要だ」

　整然と戦うよりも犠牲は多く出るだろう。だがこのまま役立たずでいるよりはずっといい。




　いよいよ敵が間近に迫る。

帝国軍は防御の横陣を組んで備えているが、最初からまさかの総突撃に泡を食っているように見える。

連邦軍がこんな戦い方をするとは思わなかったのだろうな。そう考えると笑えてくる。

「まずは俺からだ」

　先頭切って走る俺に矢が集中する。

だがシュバルツも俺もドラゴンの鎧に身を包んでいる。

更に危なそうな矢は剣や盾で払いのける。

「おっと」

　一本の矢をシュバルツの目に刺さる寸前で掃う。

ちらりとこちらを見て嘶くシュバルツ。

　知らない者なら『ありがとう』とでも訳すかもしれないが、俺にはわかる。

奴は『危ないだろうが、もっとちゃんと掃え』と言っているのだ。

「矢に当たるのが嫌なら速度を上げろ！」

　フンと溜息を漏らしたシュバルツは矢の狙いが後方に逸れるほど加速していく。

　そのまま敵陣に向かって突入する……直前に進路を左に大きく変える。

同時に俺は体を大きく傾けて長剣を振るう。

　シュバルツの加速と長剣の重量は敵を盾ごと払いのけるのに十分だった。

連続して金属音が鳴り、最前列の敵がバタバタ倒れて行く。

「ぎゃっ！」「ぐおっ！」

　慌てて突き出された槍がシュバルツを掠めるが、馬鎧に阻まれて弾かれる。

まれに隙間を掠めて僅かに血が飛ぶがシュバルツはものともしない。

そもそも高速で走る馬を横から突いてもうまく力は入らない。

「大将が突っ込んで敵を皆殺しにしているぞ！」

「すげぇ！　吠えるだけの事はあるな！」

　走りながら剣の重さで盾を薙ぎ払っているだけなので、致命傷を負った敵は少ないはずだ。

それでも後ろから来る味方から見れば俺が敵の列をまとめて斬り捨てているように見える。

「大将に続け──!!」

　味方の団子が敵に激突し、激しい金属音と鈍い肉が当たる音、そして絶叫が響く。

「押せ押せ──！」「斬りまくれ！　何をしてでも勝つぞ！」

「なんだこいつら！　無茶苦茶だ！」「本当に連邦軍か!?　蛮族の援軍じゃないのか!?」

　味方は敵と切り結び……というよりも暴れ回っている。

規則正しい号令もなく剣を振りまわし、盾を蹴り飛ばし、武器を失った兵は石を持って殴りかかる。

隊列を維持したまま受け止めようとした帝国軍は狂ったような勢いに押されている。

「勝機は今しかない」

　いずれ敵は弓兵の援護や別動隊を迂回させるなど色々と手を打ってくる。

そうなれば勢いだけの一〇五に勝ち目はない。

敵が泡を食って混乱している今しかないのだ。

「敵の中心は厚くないな。なんとかど真ん中をぶち破って敵を分断したいが……」

　敵はこちらも陣をもって来るものと想定し、全面に同じ厚さの陣形だ。

ならば真ん中で引き裂いてしまえば立て直しようがなくなる。

だが、大乱戦の中で命令は届きにくい。さてどうしたものか。

「敵陣の中央に敵大将がいるぞ！　倒せば金貨一〇〇枚だ!!」

　ヤーコフが突然叫び、周囲の兵が反応した。

「一〇〇枚だと!?」「中央だ！　中央を食い破れ！」

　味方の攻撃が中央に集中して行く。

ヤーコフがこちらを向いて笑う。

やるじゃないか、下手な命令よりもずっと効果的だ。

「俺達も中央に突っ込む。片っ端から斬りまくれ……だが注意しろよ」

　言いながら敵の頭を叩き割り、馬上から蹴り飛ばす。

「何にですか？」

　ヤーコフが敵の首を跳ね飛ばしてこちらを向いた。

「敵の女は殺さず生け捕れ。後で俺が頂くからな」

　ヤーコフ、何を止まっている。先に行くぞ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「戦況膠着」

兵員　　現在百二十三万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十二万　民間犠牲九十七万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百八万　動員限界三百十万　既損害二百二万（戦奴兵は含まない）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）

アルバキン（連邦大使）ミルミ（到着）

財産　金貨一三五九〇

経験人数四四五人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９１話　連邦援軍⑧　勝利の美酒　♯







「中央だ！　中央を破れ！　金貨一〇〇枚は俺のものだ！」

「槍が折れただと？　石を投げつけろ！　いくらでも落ちてるだろ！」

　味方は敵隊列の中央部に殺到し、剣や槍、はては石まで投げて猛攻している。

「こいつら滅茶苦茶だ！　とにかく跳ね返せ！」

「敵が殺到して陣を組み直す暇が無い！　横に並んで盾で防げ！　細かい指示はいらん！」

　帝国の指揮官が必死に指示を飛ばすのが見える。

混乱しながらも崩壊してしまわない所をみると帝国軍の練度は大したものだ。

　正面に殺到した味方は敵の中央をどんどん押し込んで行くが、敵は後退しながらも上手く防いでいる。

このまま放置しては攻撃に疲れた所で反撃を受けるだろう。

　俺は敵に向かって駆ける。

　敵は盾を並べ、長槍を突き出して防御に専念してるようだ。

さすがにシュバルツに乗ったまま突っ込めば槍が刺さるし、敵味方が入り乱れているので長剣を振りまくれば同士討ちになってしまうだろう。

「シュバルツ。お前はセリアを守れ」

　馬の背から飛び降りた俺は左手に盾、長剣を右手に持ち、デュアルクレイターを背負う。

「前開けろ！　邪魔したら踏みつぶすぞ！」

　言いながら徒歩で突進、道を開けない鈍くさい味方を跳ね除けながら敵陣に突進する。

「うおっ！　何だ今の！」

「クマ……いや大将か！」

「でかいのに早ぇ!?」

　俺は別に脚は遅くない。

密かに自信を持っていたマイラを走りで負かし、勝者の特権として裏路地で口奉仕をさせたこともある。

盾と剣が相当な重さだが、短距離なら問題はない。

「どけ」

　敵陣に取りついていた味方がひっくり返るように道を空ける。

盾を構えて一列に並ぶ敵が見えた。

「さて突き破れるか」

　俺は盾を肩に乗せるように持ち、そのまま敵に向かって突進する。

盾を突き出しての突進攻撃、ヤーコフに盾の使い方を教えてもらったのだ。

「突け！　突き殺せ!!」

「盾ごと突き伏せろ！」

　敵の槍が一斉に突き出され、盾に当たるのを感じる。

だが大砲の玉さえも弾くドラゴンの鱗で作られた盾を槍ごときで貫ける訳が無い。

突き出された槍は悉くへし折れ、俺は疾走の勢いのままに敵の隊列に突っ込んだ。

「盾で敵を弾き返……ぷぎゃっ！」

「隊長？　どわっ!?」

　敵は盾を並べて防御しようとするが──俺と激突した途端に三人の敵が真後ろに吹き飛び、周りの敵は衝撃で盾を取り落としてひっくり返った。

思った以上に軽い。このまま行ける所まで行ってやろう。

「前列が紙みたいに破られたぞ！　後列備えろ！」

　敵は二重の防御列を敷いており、今突き破ったのは一枚目だったらしい。

　俺はほとんど速度を落とさないまま、同じ姿勢で後列に向けて突っ込んで行く。

「撃て!!」

　後列から一斉にクロスボウが放たれ、俺は慌てて盾に顔を引っ込める。

カンカンと金属音がなり、ボルトが地面に落ちて行く。

普通の盾ならクロスボウの集中攻撃には耐えられなかったかもしれない。

「ぐっ！」

　だがクロスボウの集中攻撃は盾以外の部分にも命中する。

足に二つ、右肩に二つの衝撃を感じた。

　右肩の二発はドラゴン皮の鎧が弾いて多少の痛みだけで済んだが、足に当たった二発のうちの一発がブーツとズボンの隙間から足を傷付け、血が流れ出す。

「ま、味方の連中にも無茶をさせた。これぐらいは仕方ないか」

　結構な痛みだが走るにも戦闘にも支障はなさそうだ。

　俺は獣のように叫びながら更に速度を増す。

「なんて奴だ止まらない！」

「突っ込んで来るぞ！　クロスボウは槍の後ろに──」

　激闘の衝撃と悲鳴。続いて吹き飛んだ敵兵が地面を転がり、こすれる鎧が耳障りな音を連続させる。

「うわぁぁぁ！」「人が飛んでる!?」「五人まとめてか！」




「案外簡単にぶち抜けたな」

　振り返ると前列、後列ともに俺が走り抜けた後がぽっかりと穴になっている。

「これで……仕上げだ！」

　腰を落として上半身を捻り、一瞬の溜めを作ってから長剣を一回転させる。

　突進で倒れ、起き上がろうとしていた者、俺に槍を向けようとしていた者、怒声を飛ばしていた敵の指揮官──長剣の届く範囲にいた全ての敵が胴の真ん中から二つに千切れて崩れ落ちた。

「ば、化け物……」

「もう一つおまけだ」

　咄嗟に屈んで避けた敵に盾を叩きつけ、顔面を潰す。

頭の形まで変わったからもう追撃は不要だろう。

「道を開いてやったのだからさっさと来い。そんなだから二等兵団と呼ばれるんだぞ」

　振り返り、唖然として突っ立っている味方に叫ぶ。

「お……おぉぉぉぉ──!!」

「突撃だぁぁぁ！」

　開いた穴から味方が敵隊列を切り崩していき、俺の隣にも味方が次々とやってきた。

これで俺だけが狙われる事もないだろう。もちろん一番乗りはセリアだ。

　彼女は至近距離から敵に短剣を投げ付け、敵が盾で弾く隙に懐に飛び込んで足首を切り払う。

倒れた敵を放ってコロリと前転、後ろから突き出される槍に空を切らせた。

起き上がり様、後ろの敵に剣を向けるセリアだが、その必要はなかったようだ。

「うぎゃあああ！」

　セリアが斬りかかる前に黒い巨体が敵に圧し掛かる。

飛びかかったシュバルツが容赦なく両前足で敵を踏みつけ、鎧ごと体を潰してしまったのだ。

　それを見てセリアがこちらに駆けて来る。

「またお一人で突っ込んで──足から血がっ！」

「大丈夫、動くのに支障はない。戦が終わったら優しく拭いてくれ」

　盾を担ぎ、左手をデュアルクレイターに持ち替える。

セリアは俺の横に従うように剣を構えた。

「さあ、ここからが本番だ。斬って斬って斬りまくるぞ」

　応える味方の歓声が響き、陣内に斬り込まれた敵はさすがに混乱の度が増している。

このまま終わらせるのだ。

「ふん」

　逃げようとする敵に向かって飛びこみ、一人を長剣で背中からばっさりと斬り捨てる。

慌てて振り返ったもう一人はデュアルクレイターで一閃、コロリと首を落とす。

「よくもやってくれたな！」

　横から切りかかって来た敵を前蹴りで吹き飛ばすと、それだけで口から血を噴いて動かなくなった。

「蹴りだけで死ぬとは軟弱な奴だ」

　更に三人が短槍を並べて突っ込んで来る。

　迎え撃つように一人の顔面を叩き割る。短槍と同程度の長さを持つ長剣だからこそできる技だ。

　続いてもう一人の突きを引き戻した剣の柄で弾き、がら空きになった胴をデュアルクレイターで軽く薙ぐ。両断できるほど深くはなかったが、敵兵は破れた腹から臓腑を零れさせて崩れ落ちた。

　最後の一人の攻撃は体を回転させながらしゃがむように身を屈めて躱す。

たたらを踏んだ敵の後ろに回り込み、回転の勢いを利用して振った長剣で両足を斬り飛ばした。

「ふぅ」

　少なからず動いた気がするが、実際には恐らく数秒程だろう。

見れば今の間にセリアも一人の敵を仕留めたようだ。

太ももを斬られて倒れる敵の喉元に剣を突き立てている。

「つ、つぇぇ……化けもんだ」

「うちの大将は本当に人間か……？　剣技うんぬんって感じじゃねーぞ！」

　俺は両手に剣を構えて更に敵陣の奥深くに駆けだす。セリアが慌てて味方に続けと命令し、背後から歓声と後に続く足音が聞こえた。周囲の敵は既に敗走しつつあるようだ。

「このままでは俺自身が一番手柄だ。褒美の娼婦も酒も俺が頂いてしまうぞ。ははははは！」

「そりゃねえよ大将！」「行くぞ！　俺も女と酒が欲しい！」

　味方の先頭に立って走りながら敗走する敵を斬りまくり、向かってくる敵も斬り倒す。

　勇敢にも一人抵抗した長槍兵を頭から股下まで両断し、必死に味方を留めようとしていた指揮官の腹を突き刺して後ろへ投げ飛ばす。

気勢を上げながら突撃してきた騎士を正面から迎え討ち、馬の首ごと騎士の胴を叩き斬り、派手な音をたてて転倒させる。

「やるな。だが俺の超剛力の前では無力だ！　うぬん!!」

　まるで首切り役のような巨大な斧を持った騎士が現れ、俺の頭上に全力で振り下ろす。

遅すぎる……避けても良いが士気高揚の為に利用させて貰おう。

　俺はあえて長剣を頭の上で構え、巨大な斧を受け止める。

響く轟音はとても武器同士が当たった音とは思えない。

「……で、どうした超剛力？」

「ば、馬鹿な!!」

　斧は長剣でピタリと止まっていた。

確かに並の剣で受けていたら折れたかもな。だが力自体は大した事はない。

「次は俺の番だよな？」

「待て！　そうとも限らんぞ！　ここで痛み分けと言う選択肢もある！」

　遠慮するなよ。

俺は受け止め易いように長剣をゆっくり大きく振り上げてから、全力で振り下ろす。

「んにょ────！」

　自称超剛力騎士は汚い悲鳴を上げながら俺の一撃を受け止め……武器ごと縦に真っ二つになった。




　味方の大歓声が上がる。

「うちの大将は無敵だ！　敗北の心配はない。手柄だけを考えろ！」

　ヤーコフも適当なことを言ってくれている。

だが奴の後ろにも一〇人近い敵が倒れている。口だけの男ではないようだ。

「敵は手当たり次第殺せ。女は捕まえて後で抱くのだ！　いくぞ！」

「エイギル様、品が無さ過ぎます！　本当に山賊みたいじゃないですか!?」

　いかんつい本音が出てしまった。




　敵は予想外の猛攻で崩れた陣を立て直すことができず、中央を破られて大混乱に陥る。

その中で本当に陣の中央に居たらしい敵司令官が幸運な味方兵士の一人によって討ち取られた。

　それを契機に敵は遂に崩れ、徹底的な追撃を受けながら敗走していった。

敵は兵力のほとんどを失い、僅かな兵だけが待機していた船に乗って河の南岸へと撤退していった。

　本当は殲滅も狙えたのだが、あまり深追いして敵艦隊に砲撃でも受けたらつまらない。

一〇五兵団の初勝利にケチをつける必要はなかった。




　本軍の駐屯地に戻り、勝利に沸き立つ一〇五兵団の面々には今までのような拗ねていじけた雰囲気は無かった。

同数で正面から敵を打ち破った自信に満ちている。

「これで少しは戦えるようになるかね」

「そうですね。でも訓練不足はいずれ問題になります。しっかり鍛えなければ」

　ふんぬとセリアが胸を張る。数人の兵士がいやらしい目で彼女を見たが、俺を見て慌てて逃げて行く。

戦場での大暴れは既に味方全体に伝わっているようだ。

それでいい、セリアにちょっかいだしたら俺は本当にやるぞ。

「なるほど、一端の兵団になったか」

　背後から声をかけられて振り返る。いたのはステーセリだ。

「負け犬が番犬ぐらいにはなりました」

　俺は笑いながら答える。

ステーセリは爽やかな笑みを浮かべて俺の肩を叩く。

「それはいいな！　このまま犬から狼へ、やがては餓狼へと育てて貰いたいものだ」

　笑いながら彼は指を鳴らす。

現れたのは酒樽を満載した馬車だ。更に娼婦達が樽に腰掛けて妖艶な笑みを浮かべている。

「約束の褒美だ。遠慮無く味わってくれ……主力を動かさずに奴らを蹴散らせたのは有難い。これからはお前達を戦力として考えさせてもらう」

　俺の礼は兵士達の爆発したような歓声に消されてしまい、ステーセリも苦笑したまま背を向けて本陣に戻って行く。




　俺は兵達に向き直る。

「酒を呑んで喧嘩するのは構わんが女は大切に扱え──おお、それから」

　俺は一人の兵士を呼びとめる。

こいつが敵の司令官を仕留めた……というより適当に繰り出した槍が馬に刺さり、落馬した司令官が首の骨を折ったらしい。

それでも仕留めたことには違いない。

「約束の褒美だ。よくやった」

　金貨一〇〇枚が入った重たい袋を放る。

これはヤーコフが適当に作った話なので俺の自腹だが奴にはその分役に立ってもらうことにしよう。

「うぉぉぉ!!」

　中身を確かめて咆哮する男に背を向けて俺は去る。

もちろん娼婦の元へ去るのだ。

「「「……」」」

　五つの視線……いや六つの視線を感じる。

日が沈んだのでブリュンヒルデも起き出して来たらしい。

「もちろんお前達が先だよ」

　俺は微笑みながら彼女達を抱きしめるのだった。
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夜のお遊び

「ああっ！　兵隊さん太い……すごいいいっ」

「そうだろう!?　結構自信あったんだぜ。あぁ……お前の胸も柔らかいぞ」

「ぐっ出る！」

「すっごい濃い……孕むぅ……」

「あぁ……良かった。もう一発やりたいな」

「うふ、ありがと。でも交替しないと後ろに並んでる人が怒るわよ？」

　天幕の中からは男と女の嬌声が響き続ける。

ここは娼婦達が兵の相手をするために用意された場所だ。

　用意された天幕は大きいだけで隙間風だらけ──というよりも並ぶ兵達の列で入口が開けっ放しになっている。

外は極寒、それでも何十組の男女が絡み続けている中はむしろ暑いと言っても良い。

「邪魔するぞ」

「おお……って大将!?」

　まさに女を抱こうとしていた男は俺の顔を見て声を上げた。

「大将は美女を連れ歩いていたんじゃ？」

「全員へばった。高ぶりが収まらないのでな」

「全員って……あれだけ居てですかい!?」

　俺の天幕では女達があられも無い格好でへばっているはずだ。

唯一、まだ俺に体を許してくれないナーティアか憤りながらも面倒をみてくれている。

「変に緊張するな。女を抱くのに司令官も兵士もないだろう。重要なのは逸物だけだ」

「へへ違いありません。そらっ！」

　男は肉棒を取り出すと女の腰を引き寄せる。

「あうっ大きい！　太くて苦しいから、少しゆっくり……」

「わかってるさ。俺のはでかいからな。優しくするぜ」

　娼婦は大きい大きいと訴え、男はどうだと誇らしげに俺を見る。

「ふふふ、その程度で勝ったつもりか」

　俺も肉棒を取り出し女の穴に当てる。

「た、大将……なんで股間から丸太が生えて……」

「ふんっ！」

「ぎゃあぁぁぁぁぁ!!　お、大き過ぎる!!　何これ──!!」

　えび反りになって叫ぶ女に全員の視線が集まった。

「すまんな。気持ち良くしてやるから」

　俺は腰を小さく動かし、女の弱点を探す。

「太すぎるし……先っちょはもっと張って……ごつごつして……あーんしかも硬いよぉ────!!」

　女が叫びながら説明するので周りの娼婦達の視線も集まって来てしまう。

そんなに見られたら更に大きくなってしまうぞ。

「ここか？」

「あおっ！」

　ソコをこすった途端、女が反応し目を見開く。

どうやら見つけてしまったようだ。

「ふふふ、覚悟しろよ」

「あぁぁぁ見つかっちゃった……しかもこんな極太に……あたしどうなっちゃうの……」

　俺は娼婦に優しくキスをし、撫でながら猛然と腰を動かす。

「ひぃぃぃぃ──し、死ぬ──!!　気持ち良すぎて死ぬ──!!」

　絶叫が痛みによるものではないことを確認し、動きをどんどん激しくしていく。

「すげぇ動きだな」

「てかあのチンポなんだよ……でか過ぎだろ。馬だぞありゃ」

「ばっか、最強の大将はチンポも最強に決まってるだろ」

「むしろモノがでかいから強いんじゃないのか？」

　俺を賞賛する声が聞こえるが、男の賛辞は気持ち悪いだけなのでいらない。

お前達はさっさと自分の娼婦に戻って腰を振っていろ。




「あ、あへぇ……もっと突いて……殺してもいいから……激しく……して」

　娼婦はもう意識が飛びかけているようだ。

最後に俺は彼女を包むように抱きしめる。

商売で抱かれる娼婦とは言え女だ。果てる時は優しくしてやらなければならない。

「最高だった。出させて貰うよ？」

「だ、出して……いくらでもらひて……」

　キスをしながら腰を強く押し込み、精を解き放つ。

女はビクリと大きく震えて低い叫びを上げ……そのまま意識を失った。

「ありがとう、気持ち良かった」

　俺が体を離すと女は幸せそうな顔のまま失神し、大股を開いて震えている。

粘着質な音と共に大量の種が噴きだす。

最後に彼女の額にキスをしてからその場を去る。

「す、すごかったね」

「うん……香油無しに濡れちゃったかも」

　娼婦も兵士も俺の行為を見て盛り上がり始めたようだ。

「……なぁ俺はどうすれば？　種汁で水たまりになって……穴もガバガバなんだが……」

　俺の後ろに並んでいた兵士だけが失神して種を噴き出す女を見ながら呆然としていた。




「さて、次は捕虜の女達の所に行くか」

「「「まだヤるのかよ!!」」」

　兵士と娼婦の声が入り混じる。

まだ半分ぐらい精が残っている気がするんだ。戦帰りは昂るな。
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余談　逃亡記②

「あの馬鹿どこに隠れているのかっ必ず引っ張り出してやる！　参謀が逃亡など……なんて醜態！」

　悔しそうにテーブルを叩くマイラを冷たい目で見つめる影が一つ。無表情のレオポルトだ。

「れ、レオポルト！　いたのですか？」

　レオポルトは何も言わずに頷く。

　マイラは爵位を持つ貴族で当然レオポルトよりも地位は上だが、役職上彼の指揮下に入ることが多く、どう接したらいいか困惑する。特に主人のいない今は立ち位置がはっきりしない。

だがレオポルトにはそんな戸惑いは無かったようだ。

「トリスタンはまだ？」

「ええ、あの馬鹿どこに逃げたのか。ラーフェンは既に探し尽くしたはずですが……」

「春の人頭税徴収も近い。アドルフだけではそろそろ限界、早々に連れ戻すべきか」

　レオポルトはラーフェン市内の地図を開く。

「ラーフェン外へ逃走の心配はない。奴は恵まれた環境でしか生きていけない。荷馬車に飛び乗って単身逃亡など考えられない」

「公的な馬車の使用はありません」

　マイラがそういうとレオポルトは小さく頷く。

「市内に潜んでいるならばこことここ、そしてこの区画……本屋と貸本屋は？」

「既に全ての店に手配書を回しました。網も張っていますがひっかかりません」

　レオポルトは顔を上げる。

「店舗内は捜索を？」

「家捜しなどしませんが……それでも治安隊が手配書を配るがてら訪問しています。顔を見れば通報して来るはずですが……」

「訪問済みの店は？」

「こことここ……ここもですね」

　レオポルトは数秒考える。

「奴が店の者を脅して押し込むことは考えられない。となれば……家族構成は」

「ここに登録帳があります」

　書類を確認したレオポルトは地図の一点に赤い丸をつけるのだった。







エステル貸本屋

「ねぇトリスタン、あたしこれからお湯で体拭くから絶対覗かないでよね」

「わかってるよ～」

「素っ裸になっちゃうから絶対見ないでよね！　あたし胸結構あるから隠しきれないし」

「見ないよ～」

「なんでよ！」

「わぁ、ページがわからなくなったじゃないか」

　平和な日々は長く続かない。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「戦況膠着」

兵員　　現在百二十二万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十三万　民間犠牲九十七万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百七万　動員限界三百十万　既損害二百三万（戦奴兵は含まない）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　七五〇〇名

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）ミルミ（到着）

ヤーコフ（一〇五兵団副長）

財産　金貨一三四九〇　褒美（一〇〇）

経験人数四四七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９２話　連邦援軍⑨ 南岸奇襲上陸　♯







　一〇五兵団を率いた俺は初陣勝利の後も何度かの戦いを経験し、その度に勝利を収めた。

勝利の度に補給は増えた。ボウガンや大弩など武装も配備され始め、二線級の部隊ではあったが騎兵部隊までも配属されたのだ。

　他の部隊──特に常備兵からなる部隊でも一〇五兵団を他の二等兵団と同等に見る者は少なくなっていった。結果、単独任務だけではなく他部隊と共同での大規模戦闘も次第に増え始めた。

「司令部参謀達には『戦い方が蛮族』だの『女の捕虜だけ優遇するのはやめろ』だのと言われるけどな」

　戦い方は一〇五の最大の長所である勢いと個人の力量を生かす為には多少乱暴な方が良い。

決して俺の指揮能力の不足ではない。決してだ。

　女については議論の余地は無い。何を言われても無いのだ。




「ふえ？　何の話かな？」

「いや、なんでもないよ」

　俺は顔を上げたレアの髪をすいてやる。

彼女は嬉しそうに微笑んでから再び股間に顔を埋め、肉棒をしゃぶりはじめる。

「いいぞ……気持ち良い」

　喉奥まで飲み込んでの激しい首振りに快楽の声が漏れてしまう。

男が声を出して喘ぐのはいささか格好悪いがレアは嬉しそうに更に動きを早める。

いつもながら上手い。小柄でおっとりした外見からは想像できない淫らな舌使いだ。

「お前の口は最高だが、そろそろ下の名器も味わいたいな」

「んぶっ！　はぁいご主人様。たっぷり味わって下さいね」

　レアは奉仕を止めるとコロリと転がり、自分の指で大きく性器を開く。

彼女の穴は天性の名器だ。ただ突っ込んでこするだけなら俺の女の中でも最高だろう。

「行くぞ、……ふふふ、温かい。ねっとりと絡んでくる」

　少しだけ肉のはみ出した淫唇は俺の男根をゆっくりと咥えこんでいく。

「あぁぁぁ、太いのがずっぽり入ってくるよぉ」

　俺は腰を押し出し一番奥まで侵入する。

子袋の入口に肉棒がキスをすると同時にレアは短い叫びを上げて両手両足を絡ませてきた。

「えへへ、もう中に出してもらうまで絶対放さないよ」

「言ったな？　激しく突きまくって失神させてやろうか」

　俺が彼女の乳房を軽く撫でながら言うとレアは対抗するように腰をゆるゆると動かす。

「うふふ～やれるものならやってみて？」

「面白い。受けて立とうじゃないか」

　レアに絡みつかれたまま彼女の体を持ち上げる。

彼女の体はセリアよりもやや小柄だが、色々な場所の肉付きは豊かだ。

多少荒々しく抱いても壊れてしまうことはないだろう。

「これはどうだ？」

　正面から抱き合いながらレアを持ち上げ、腰を突き上げる。

「あぐっ！　すごいめり込む……でも、えいっ！」

　レアの穴が締まり、無数の襞がうねうね動いて肉棒を攻める。

「ぐっやるじゃないか。ならこうだ！」

「あああぁぁぁ！　すごい！　でもまだまだ……えーい！」

　俺達はじゃれあいながら性技を尽くしお互いを高め合って行く。

勝敗などどうでも良く、最後は互いに気持ち良くなって絶頂するのだ。

　その時、天幕の外から声が聞こえる。

「大将！　司令部から伝令です。入っても良いですか？」

「おう、入れ」

「失礼しま──どわぁ！」

　入ってきたのはヤーコフだ。俺の顔を見るなりひっくり返る。

「何をひっくり返ってるんだ。後、大将と呼ぶな。兵団長と呼べ」

　大将だとまるで山賊みたいだろうが。それでもヤーコフはまだマシな方で、兵の中には親分とか頭とか呼びやがる阿呆もいる。

「いや、どうにも大将の方が呼び易くて──それより入室許可を出したなら女を抱くのは止めて下さいよ。突然目の前に女の尻と大将の巨根が出たら尻もちもつきます」

「こら、レアの尻は俺のもんだぞ。勝手に見るんじゃない」

「あぅーお尻の穴、見られちゃったよー」

　仕方ないのでベッドに正常位に押し倒し、腰に毛布をかける。

「……それでも続けるんですね」

「レアが満足するまで途中で抜ける訳が無いだろう。それで司令部がなんだって？」

　ヤーコフは腰を動かし続ける俺と喘ぐレアを見ながら溜息をつく。

「司令部から連絡です。近々一〇万人規模の作戦を実施すると、その為の軍議をするので司令部に顔を出せとのことです」

「一〇万とはまたでかいな」

　俺はレアの乳房を舐めながら言い、彼女は甲高い嬌声をあげる。

「はい。どうも陸兵だけではなく河川艦隊司令官も呼ばれているようですし……もしかすると南岸への上陸があるかもしれません」

　ここ最近の戦いの結果、帝国軍は完全にノーステリエス河北岸から追い払われた。

一方で帝国艦隊は依然健在で、こちらも南岸には手が出せていない。

「いよいよか。それは気合いを入れないとな！」

　思わず腹に力が入る。

「あーん！　気合いが入ってチンチン膨らんだぁ」

　こうなっては残念ながら延々とレアといちゃついている訳にはいかない。

一気に昇るしかないだろう。

　彼女の腰のくびれをがっちりと掴み、腰を少し浮かせる。

レアは激しい動きを覚悟したのか、蕩けた目で微笑みながら俺の腕を軽く掴む。

「うぉぉぉぉ!!」

「きゃあぁぁぁぁ!!」

　肉の音が鳴り、レアの嬌声が絶叫に変わった。

たちまち目が焦点を失い、舌がピンと突き出される。

今まで俺の男根を優しく包んでくれていた穴が痙攣するように締まり始める。

　俺は猛然と動き続け、最後の一撃を打ちこむ。

激し過ぎる動きにレアもたちまち昇ってしまったようだ。

「出すぞ。ぐぅ……」

「んひぃぃぃ……」

　俺達は互いを強く抱きしめながら絶頂した。

「失礼します。司令部から早々に出頭するように……と……」

　ヤーコフが戻らないせいか、セリアまで天幕に飛びこんできた。そして同時に沈黙して溜息をつく。

「またヤってたのですね。……出し終わったらすぐに司令部に行って下さい」

　俺は歯を食いしばり射精しながら頷く。レアはあうあう言いながら手足をばたつかせていた。

ヤーコフとセリアは気まずそうに天幕を出て行く。すまんな、一〇分ぐらい射精したら行くよ

「と、ところでセリア殿、このビューという音は一体なんなのだ？」

「……エイギル様の射精音です。音が大きいのでこれは一〇分ぐらい出ますね」

「大将は怪物なのか？」

「床の中ではそうかもしれません。この勢いだとレアは間違いなく失神しますから後始末も必要ですね」

　天幕の外でセリアとヤーコフが溜息交じりに話している。

「すごい量だよぉ……い、意識がとんじゃう……」

　言いたいことは色々あるが今レアから離れるのは女に対して失礼だ。

俺はレアをがっちりと抱きかかえたまま腰を密着させ、セリアの言う通り彼女が失神するまで注ぎ込んだのだった。




「ハードレット卿、遅いぞ」

「申し訳ありません」

　俺が司令部に向かうとアルサノフ将軍──北方軍団の司令官でステーセリ司令官の実質的副官を務めている男──に釘をさされてしまった。

レアが可愛過ぎたので仕方がないのだが、俺以外の全員は揃っていたようなので一応謝っておこう。

「まぁいいさ。全員揃ったのなら肝心の話に入ろう」

　ステーセリがそう言い、集まった司令官達の背筋が伸びる。

「皆の働きで河の北岸の敵は全て叩き潰せた。新たに奇襲上陸を試みた敵部隊にも甚大な損害を与えて追い散らすことに成功している。まずもって河の北岸は完全に確保できたと言って良い」

　オオ、と全員から小さく歓声が漏れるが、ステーセリは間を開けずに話し続ける。

「だが依然として敵は散発的に北岸への上陸を狙っており、我々は数多くの港町に兵力を張りつけることを余儀なくされている……これらの兵力は基本的には無駄だ。あまり宜しい状況ではない」

　司令官達は腕を組み、苦い顔をして考え込む。

　敵は依然として強大な艦隊で河を支配し、その気になれば北岸のどこにでも上陸を仕掛けられる。

何も無い平原ならば迅速に駆逐すれば問題は無いが、港町は一時でも奪われると打撃が大きい。

防衛に失敗すれば敵に再び大軍を送りこめる態勢を作られるかもしれない。

そこで仕方なく各港町に防衛軍を置いているのだが、これは敵が上陸戦を仕掛けてこなければ無駄となり……実際に九割以上は完全な遊兵になってしまっている。

「寄せてくる敵からただ守ると言うのではあまりに効率が悪い。よって我々は攻勢に出ることを決定した。敵に入りこんだ間諜の報告から、河の南岸の港町ザブレラが敵上陸部隊の重要な拠点となっていることがわかった。この街を占領し、船や港を破壊すれば敵の上陸作戦はかなりの期間困難となるだろう。一〇万の兵力で南岸への上陸作戦を実行する」

　それはいい。やはり防御よりも攻撃の方が好きだからな。早速やろう。

俺は立ち上がろうと思ったのだが他の司令官達は腕組みをしたまま苦い顔をしている。

「ステーセリ閣下、確かに攻勢に転じて敵の拠点を狙うのは当然のことでありますが」

「敵艦隊が健在な中、それだけの兵力を上陸させることは不可能では？」

　ステーセリは予期していたのだろう。頷いてから続ける。

「もちろんだとも。もしここで『それはいい！　早速やろう』などと無能なことを言われていたら俺は逆に頭を抱えたところだ」

「むぅ……」

　立ち上がらなくて良かった。アホだと思われるところだった。

「馬鹿正直に敵の艦隊の前を突っ切るのではない。ニコライ」

　ステーセリに促され、アルサノフ将軍が立ちあがる。

「現在白都近郊は厳寒期を過ぎつつある。そして例年この時期、大規模な川霧が発生する。これに紛れて我々は一気に上陸を計るのだ。それまで敵に見つからぬように船舶を準備させておく」

　なるほど霧を隠れ蓑にか……だが敵に見つからない程の霧が上手く出るだろうか。

もし薄かったり途中で晴れたりしたら悲惨だぞ。

　他の司令官達もその点をアルサノフに聞いているようだ。

「例年通りなら一度大規模な川霧が発生すれば二～三日は晴れることはなく、襲撃には十分だ。霧の濃さについては神のみぞ知るだが──」

　ステーセリが再び口を開く。

「そこで君の出番だ［イヴァンナ＝レスキナ］将軍」

「はっ！」

　女の声に俺は首がねじ切れるような勢いで振り返る。後ろの席の男が驚いて椅子から落ちた。

「彼女の率いる河川艦隊が霧に乗じて敵艦隊を襲撃する。大規模な奇襲攻撃で敵艦隊の目を引き付け、多少霧が薄くとも上陸部隊に対処する余裕を無くさせる。無論戦力的に不利は否めないが」

「霧に乗じて攻撃すれば戦闘艦の不足はカバーできます。敵を引っ掻きまわしてご覧に入れますとも」

　胸に手を当ててステーセリに一礼するイヴァンナ。

彼女からは勝気な雰囲気を感じ、顔は美しく胸も大きい。

更に敬礼の手に押された胸が柔らかそうにひしゃげている。これはたまらん。視線が外せないぞ。

今すぐ彼女の中を引っ掻き回したいがそれを口には出さない。俺は理性的な人間なのだ。

「霧に乗じて敵拠点を急襲、霧が晴れる前に速やかに作戦を終了させる。各員準備にかかってくれ」

　他の司令官達もこの作戦なら勝機はあると見たのか不平を言う者はいない。

ステーセリは彼らに敬礼を返した後、俺の所に寄ってくる。

「ハードレット卿、この作戦に加える臨時編成兵団は君の一〇五だけだ。上陸戦の性質上、無駄に数を揃えることができないから少数精鋭で当たる。君と一〇五ならその任に耐えると考えたのだ。期待に応えてくれよ」

「もちろんですとも」

　俺は笑いながら立ち上がる。沈黙を続けていた副将のヤーコフも最高司令官を前に緊張の面持ちで立ち上がり──俺の方を見て真っ青になった。何だ一体。

「この戦いで戦功を上げれば今までとは比べ物にならない褒美を──と思ったのだが前払いが必要か？」

　ステーセリとヤーコフの視線を追うと俺の股間に辿りつく。

そこにはこれでもかと盛り上がったズボンがあった。

イヴァンナを見ていたせいで勃起してしまったのだ。

「ゴルドニアの色情狂が……」

　イヴァンナは俺を氷の視線で一瞥してから天幕を出て行く。

すまん、悪気はなかったんだ。ただ貴女を心の中で裸に剥いていただけだ。

　彼女には完全に嫌われてしまったようだ。

なんとか活躍して彼女の機嫌を取り、あわよくば上に乗らないといけないだろう。
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作戦決行日

「総員乗船開始、もたもたするな！」

「馬には何か噛ませておけ。嘶かせるなよ！」

「河に出たらくしゃみも咳も禁止だ！」

　幸運にもそれほど日を置かず河全体が霧に包まれる日がやってきた。

俺と一〇五兵団を含めた上陸部隊一〇万が静かに、かつ急いで船に乗り込んで行く。

　俺達の任務は敵の北岸上陸の拠点となっている港町ザブレラに逆上陸し、町に集積されているだろう物資等を焼き払う。更に港や町の施設も破壊し、可能ならば近隣の敵部隊も撃破する。

その上で霧が晴れる前に速やかに撤収するというものだ。

　霧は十分に濃く、視界はほとんど通らない。

普段は帝国艦隊の襲撃を恐れて河岸には近づけないが、この天候なら問題ない。

　俺達を乗せた船は出港の鐘を鳴らすこともなく、無音のままゆっくりと岸を離れて行く。

「いよいよですね」

「腕が鳴る！」

「ヒトの戦とは信じられない程に残酷なものなのだな。だからこそ見ておかないといけない」

「まったく、危険だと言ったのに」

　セリアはもちろん、ピピとナーティアまでついてきた。

危険だとは止めたのだが聞かないのだ。

「エイギル様に置いてけぼりにされるぐらいなら死んだ方がましです」

　セリアは絶対に離れるつもりはないようで、俺の腕にしがみつく。

可愛いので兜を外して頭を撫でてやる。

「ピピもだ！　メッサーシュミットもそう言ってる！」

　いや、駄犬はどう見ても飯食って欠伸しているだけだ。補給がままならない時の非常食と思おう。

「お前も落ちないように気をつけろよ」

　船の隅に座っている小さな人影がびくりと震える。

『ばれたか』と言う顔をしているが最初から気付いていたぞブリュンヒルデ。

彼女は小さいので逆に目立つのだ。

流水が弱点だと言うのにここまでしてくれるとは。

「本当はレアもついてきたがっていたのですが」

「さすがにレアを連れて戦場のど真ん中に来る訳にはいかないな」

　絶対に離れないと俺の足にしがみつくレアを優しく説得したのだが、結局聞き入れてくれなかった。

仕方ないので彼女の股間に油を塗り込んでから逆立ちで攻めて失神させたのだ。

「私が見た時にまだすごい痙攣してましたけど……いい加減にしないと快楽で女が死んでしまいますよ」

「それは大変だ気をつけないとな」

　俺は軽口を叩きながら目を凝らす。

帝国艦を警戒してのことだったが、前も後ろも真白で何も見えない。

「敵の目をごまかせるのはいいが……これだけ霧が濃いとここが河のどの辺なのかもわからないぞ。ザブレラには本当につけるのか？」

　これで目標を見失って妙な所に上陸してしまったら悲惨だ。

最悪岩に乗り上げてしまう事だってあり得る。

「経験豊富な船頭を総動員したと聞きましたが……最後は運次第でしょうな」

　ヤーコフが落ち着いた調子で言うが貧乏ゆすりがうるさい。

やはり命を船頭に預けている状況は落ち着かない。

とはいえ、今までも運が悪ければそのまま死んでいた状況はいくらでもあった。

ここは今一度幸運の女神に祈るしかない。

「大将!?　右前方に艀！　帝国の哨戒船か」

　霧を切り裂き、突然小舟が現れ、ヤーコフが思わず声を上げる。

こちらと違って松明を焚いているので船上が良く見える──軍装から見て帝国軍に間違い無いようだ。

　敵も同時にこちらの船団を視認したらしく、慌てて船上を駆けまわっていた。

攻撃しようにも大砲をぶっ放したら音で全てばれてしまう。

「いかん！　警鐘を鳴らされます！」

　敵は船上に取り付けられた鐘を打ち鳴らそうとして……そのまま急速に右に傾き沈んでいく。

「と、突然沈没しました」

　続いてもう一隻、左前方からも、もう一隻の哨戒船が現れるが、同じく一気に傾いて転覆した。

「……不可思議なこともあるものだ。幸運の女神が大将に味方しているのだろうか？」

　いや、これは幸運の女神ではないな。美女には違いないが。

　見れば水面から顔を出したミルミと子供達が手を振っている。

俺も応えて振ってやると数人の子供が嬉しそうに水面をパシャパシャ跳ねた。

　後で何か果物でもあげよう。最近彼女達は肉を食傷気味らしく果物や野菜類を喜ぶのだ。

肉なんてまったくやっていないのだが不思議なことだ。

「うん？　な、何だ今のは！　水面から顔と手が！」

「はあ？　──何もいないじゃないか。戦う前からびびってんじゃねぇぞ」

「お前ら口を閉じろ！　声で敵に見つかったら河に放り込むぞ！」

　兵士に見つかりかけたミルミ達は間一髪で身を隠すことに成功したようだ。

彼女達はこうして水の中から俺を守ってくれているのだ。

「心配しないで、岩に当たりそうだったら知らせるから」

　浮き上がったミルミは小声でそう言い、俺に投げキッスしてから再び沈んでいく。

世話になるな。全てが上手くいったらたっぷり可愛がってやらないといけない。




　その時、霧の中で目を凝らしていた見張りが叫ぶ。

「ザブレラの町が見えたぞ！　どんぴしゃだ！　進路そのまま、港へ突っ込め！」

　大声を禁じられているはずの見張りが叫ぶのはもう隠密行動の必要がないということ。

間をおかずに町への上陸が始まるのだ。

　一斉に水面に降ろされたオールが船の速度をみるみる上げて行く。

「兵団長、訓示を」

　ヤーコフに促されて俺は船の穂先に立つ。

だが何を言っていいかわからないので耳を澄ませ、隣の船から聞こえる訓示を参考に聞く。

「帝国に侵された我らの神聖なる土地を奪い返す。その第一歩となるこの作戦の成否は諸君らの忠義と勇敢なる心にかかっている！　一歩も引かず、祖国と皇帝に我らの──」

　だめだ参考にならない。

「この作戦の成否は今後一〇年、いや一〇〇年、我らの土地に薄汚い帝国の奴らが居座るかどうかに影響する。各員は無限の闘志と忠誠を──」

　こっちも気に入らん。そもそも一〇五兵団の奴らは忠義や祖国の繁栄にあまり関心がないからな。

「港が見えてきました。上陸準備！」

　もう時間が無い。このままなし崩しに戦闘だと今一つ士気も上がらないだろう。

他の兵団長も俺が無言なので怪訝な顔をしているな。仕方ない、いつも通り分かりやすくいくとしよう。

　俺は剣を掲げて部下全員の注目を集める。

「町を破壊しろ。敵は全て殺せ。女は残らず奪え！」

　一〇秒にも満たない訓示が終わると同時に船が港に突入、激しい音を立てて接岸する。

「攻撃開始だ！」

「うぉぉぉぉ！　突っ込むぞ！」

「敵は皆殺しだ！」

「馬鹿野郎、女は全員生け捕りにするのだ！」

「わははは、また捕虜が増えるぞ！」

　一〇五兵団はどの兵団よりも大きな歓声を上げて船を降りて行く。

さすがにこちらに気付いた敵兵が慌てて向かって来るが、勢いでは完全に勝っているな。

叫びながら斬りかかって行く味方に敵はたちまち後退していく。

「連邦の逆上陸!?　守備兵を集めろ！」

「この霧の中でどうやって船を──」

「連邦兵!?　海賊の群れじゃないか」

　俺も兵達に続いて船を降りる。

「……ふぅ」

「やりきった顔しないで下さい。他の兵団長が睨んでますよ！」

　セリアに言われて視線を横に動かすと、他の兵団──特に騎士団を中心に組織されている奴らが凄い顔でこちらを睨んでいる。

ちょっと常識外れの訓示だったかもしれない。

「だが、今一番先頭にいるのは俺の兵団だ。品良く戦っても弱ければ無意味だな」

　わざと聞こえるように言ってやる。彼らの顔が歪み、自らの部下に叫ぶ。

「いいか貴様ら、あんな野蛮人共に遅れをとったら許さんぞ！」

「名乗りや隊列はどうでも良い。とにかく一〇五よりも前に出るのだ！　突撃しろ！」

　他の兵団長もうまいこと乗ってくれたようだ。

上陸までは兜の羽根飾りを気にしていた兵隊がなりふり構わず攻撃を開始していく。

　これこそが戦い、これこそが戦争だ。

さあ楽しくなってきた。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「逆上陸作戦開始」

兵員　　現在百二十万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十五万　民間犠牲九十七万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百五十四万（うち戦奴五十万）　動員限界三百十万　既損害二百六万（戦奴含まず）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　八千名

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）ミルミ（到着）

ヤーコフ（一〇五兵団副長）

財産　金貨一万三千　諸々褒美等（四九〇）

経験人数四四七人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９３話　連邦援軍⑩ ザブレラ攻防戦







「港の周りに防御線を張るんだ！　援軍の到着まで敵を押し込め──うぎゃああ！」

　敵指揮官に剣を突き立てて河に放り込み黙らせる。

「お頭が仕留めたぞ！　俺達も遅れを取るんじゃねぇ！」

「ヒャッハー抵抗する奴は殺せ！　逃げる奴も殺せぇ！」

　俺が指揮官を斃すと同時に味方兵が動揺する敵隊列に突撃していく。

盾で下から突き上げるように敵を殴打し、敵の盾が持ちあがった所で足を斬り付け転倒させる。

転ばせてしまえば後は踏みつけるなり上から滅多刺しにするなり好き放題だ。

　一〇五兵団がとにかく前に出るので敵は防衛線の再構築ができず、港から街の中央、そして街壁の近くまでどんどん後退していく。

「停泊中の敵船に火を放て。港湾施設も破壊しろ。片っ端から叩き壊せ」

　今回の主要目的は町の駐屯軍を撃破することではない。

ザブレラを利用しての北岸上陸を封じることだから船と港を完全破壊できれば目標達成となるのだ。

敵兵の撃破は副次的なものだ。

「た、助け俺達は投降──ぎゃあぁぁぁ！」

　船に乗り込んだ味方が手を上げて出てきた敵の船乗りを次々と剣で突き刺して河へ捨てて行く。

あるいは蹴飛ばして船内に放り込んだ上で油を撒いて火をつけていく。

　一〇五兵団に負けじと他の兵団の兵士も破壊活動を活発化させていた。

「お、お願い！　死にたくないの助けて！」

「けっ帝国の淫売め！　大人しく死──うわっ、なにをする！」

　命乞いする女兵士を斬り捨てようとした味方を一〇五兵団の兵士が押さえこむ。

「女は殺すなってのが親分の厳命でな。こいつは頂いて行くぞ！」

「親分、女を手に入れましたぜ！」

　女兵士を肩に担いで報告してくる一〇五の兵達。

「……もう完全に海賊ですよね。どうしてこうなったのか」

　セリアが俺の横で頭を抱えている。だが俺の士気は俄然高まってきた。

「でかした。だが次に親分と呼んだら尻を蹴っ飛ばすぞ」

　言いながら捕縛された女を抱き寄せる。

可哀想なぐらいガタガタと震えている。取り敢えず安心させなければならない。

「武器をここにおいて後ろで大人しくしているんだ。大丈夫、絶対に乱暴はしない」

　女の頬に手をやり、優しくキスをする。

その時、女の瞳に剣を振りかぶる敵の姿が映りこんだ。

「女と話している時に邪魔をするな」

　敵の剣を長剣で受け止め、前蹴りで吹き飛ばす。

間髪おかずに駆けこんだセリアが鮮やかに首を刎ねる。

「ひぃぃ……」

「安心しろ。お前は女だから傷付けたりはしないよ。後で口説くからそれまで待っていてくれ」

　もう一度優しいキスをしてから胸を軽く撫でて女を放す。

戦いが終わったら彼女を口説き、上に乗って種付けせねばならない。

さっさと戦いを終わらせなければ。

「全員俺に続け、敵を一気に街の外に放り出すぞ！」

「野郎共行くぞ！　お頭に続け！」

　俺を先頭に一〇五は突進しながら敵を押し出していく。

他の兵団は弓や大弩を使ったり、あるいは大砲を据えようとしている所もある。

だが、敵が逃げ腰の今、一番効果的なのは総攻撃──つまり突撃であるはずだった。

「この海賊共め！」

「何を失礼な正規軍だ！」

　敵の突き出す槍を身を屈めて避け、通り過ぎ様に胴を薙ぎ払う。

「どこがだ蛮族！」

「やかましい！」

　次の槍は最初よりも余裕がなかったので頭だけを捻って躱す。

頬を槍が掠めて僅かに血が出るが構っている余裕は無い。

体を回転させ、遠心力を乗せた長剣で敵の首を刎ね飛ばす。

「まだだ……ここから先には行かせんぞ」

　最後に帝国の騎士らしき、深紅のフルプレートを着た男と対峙する。

敵の大剣の一撃を剣の腹で受ける。なかなかの腕力だ。

「お返しだ」

　同じく剣を振りかぶっての一撃、敵は俺と同じように剣の腹で受ける。

更に俺の剣が尋常でなく巨大なのを見てか、騎士は剣を斜めに滑らせて衝撃を受け流した。

「なんという剛力！　野蛮人と侮ったか!?」

「うるさい死ね」

　俺は既に振り下ろした剣を切り返し、下からもう一撃できる体勢に入っている。

敵は慌てて防御するが今度は衝撃を流しきれなかったようだ。

「ぐおお！」

　大剣は二つにへし折れ、更に脇腹に長剣が食い込む。致命傷にならなかったのは重厚な鋼鉄製のフルプレートのおかげだろう。

「ぐ……なかなかやる。だがまだ勝負はついていない！」

　騎士は折れた大剣を捨て、腰の片手剣を抜き放つ。

「いやついたよ」

　何故攻撃が二合で終わると思ったのか。

俺は脇腹に食い込んだ剣を素早く引き戻しながらバックステップで下がる。

もちろん睨み合う為では無く、突きの距離を取るためだ。

「ふっ！」

　俺の長剣は刃渡りだけで二ｍ、突けば槍とも言える長さがある。

突進しながら速度を乗せた突きを片手剣だけで捌けるはずもない。

「がっ……」

　突きは騎士の喉元に吸い込まれ、甲冑を二枚引き裂いて首の後ろから刃が突き出る。

噴水のように鮮血が吹き出し、俺の勝利を告げていた。

「大将がやったぞ！　敵の頭を斃した！　俺達の勝利だ！」

　ヤーコフが皆に聞こえるように大声で叫んだ。

はて、こいつが本当に司令官なのだろうか？　そんなこと一言も言って無かったはずだが。

「ここはそう思って下さい。赤くて豪華で司令官に見えるでしょう？」

　ヤーコフは俺に小声で囁いた後、勝利の鬨の声を上げる。

とりあえず俺も乗っておき、一〇五兵団全員が勝利の叫びを上げた。

「大将がやったぞ！　俺達の勝ちだ！」

「残敵を掃討しろ！　女も奪うのだ！」

　味方の勢いは一気に増し、敵は成す術もなく敗走していく。

「まて、司令官閣下は健在だ！　やられたのは騎士モルグマンだ！　逃げるな！」

　帝国の指揮官は必死に叫んでいるが一度ついた勢いは変えられない。

一〇五兵団のみならず、味方全員が勝利を確信して猛攻を開始、瞬く間に敵はザブレラから追い散らされていったのだった。







「さて取り敢えず街は奪い取った。あとは撤退のタイミングだな」

　敵をとりあえず街の外に駆逐し終えた後、俺をはじめ他の兵団長達は臨時に司令部を置いた宿屋に集まる。

「船と物資は片付いた。施設にも火を放ったからこちらも問題はない。後は港の封鎖だが……」

　音頭を取っているのは今回の作戦の総司令官、名前は──おんな好き──だったか？

「ウォルナスキー軍団長ですエイギル様」

　そうそう、そのオンナスキーだ。ありがとうセリア。

素晴らしい響きだと思う。俺もハードレットよりこっちにすれば良かったかもしれない。

「目下、周囲の住宅や施設を取り壊して瓦礫や石材を港に放り込んでいます。明日までには大型船の停泊はできなくなるでしょう」

　物資や船はまた持ってくれば良いし、施設も突貫工事で建て直すことができる。

だが港を潰されてしまうとちょっとやそっとで復旧はできない。

ザブレラの母港としての機能は完全に破壊されるだろう。

　港を破壊した後、俺達は小舟で北岸に戻る手筈になっていた。

大型船を使えない分、時間もかかるのでなるべく急がないといけない。

「ならさっさとやってしまおう。河の霧は未だに濃いが、晴れてしまってからでは遅い」

　俺はそう言ってみたが、オンナスキー司令官の顔は苦い。

「いや、確かに当初の計画ではその予定だったのだが……」

「何か問題でも？」

　俺の知る限り特に作戦に支障の出るような何かはなかったはずだ。

「当初の予想では街の奪還に半日、犠牲は全員の二割だった」

　そんな事も言っていたな。

「だが実際には二時間とかからずに敵を街から駆逐し、損害も一割を大きく下回っている」

　結構なことじゃないか。

「……つまり敵はこちらの予想以上に脆弱で士気も低い。一撃して逃げ帰らずとも、このまま南岸深くまで侵攻できるのではないか？　それならばサブレラの港を潰してしまわない方が良いかもしれない」

「それは──」

　ヤーコフが思わず隣で声を出し、睨まれて慌てて口をつぐむ。

上陸部隊一〇万と言うのは十分な大兵力だ。確かに一つの地域を制圧するぐらい訳はないだろうが……。

「だが霧が晴れれば敵艦隊が戻ってくる。我々は孤立してしまうぞ」

「うむ、それに艦砲射撃が始まればとても持ち堪えられない」

　他の兵団長達は不安そうに訴えるがオンナスキーは止まらない。

「敵の物資を大量に捕獲しているから白都からの補給が切れてもしばらくは心配いるまい。艦砲射撃も南岸に深く侵攻できれば特に問題にはなるまい」

　なんだかまずい流れになってきた。

正直戦術なら俺より彼らの方が何倍も詳しいのだろうが、経験的には土壇場で計画を変えて碌な目に会った試しがない。

「では計画を変更して港の破壊から本格的な南岸侵攻に繋げると？」

「それは最高司令官の意に反するのでは？」

　ステーセリの命令はあくまでザブレラ港の破壊だったはずだ。

「命令違反をするつもりはない。司令官閣下は町の破壊の他『可能ならば近隣の敵部隊の撃破』も命令されている。敵が想像以上に脆弱であったのだから可能な限りの戦果を狙うべきだと思うが」

　なんだかいいように解釈している気もする。

近隣とはどこまでか、隣の家までなのか隣の村までなのか。それとも地平線全て近隣か。

「それに敵艦隊には霧に乗じてイヴァンナの艦隊が襲いかかっているはずだ。殲滅──などとは言わないがそれなりの損害を負わせていることだろう」

　随分と楽観的だな。俺としては彼女に傷つかず戻って来て欲しい。

「うむむ……確かに敵の脆さを見ればある程度叩いておくべきか」

「だが退路を塞がれ前にも進めなくなるかもしれん……リスクが高すぎるぞ」

　兵団長達は未だに懐疑的な姿勢を崩していない。俺はセリアを引き寄せて頭を撫でる。

それにしても大きくなったなぁ。

「何、万が一退路を塞がれることになってもそれは敵艦隊を誘引できたと言うこと。もし敵艦隊がザブレラにかかりきりになれば、逆に西や東で戦っている味方が南岸に自由に上陸できるということだ。ステーセリ閣下ならばそれぐらいのことはやってくれるだろう」

　俺に撫でられていたセリアがボソリと言った。

「むぅ……根拠の無い楽観的な観測と味方の動きを勝手に予測する……レオポルトさんがやっては駄目だと言っていたことばかりです」

　だが反対に周囲の兵団長達は徐々に乗り気になってきているようだ。

「そうだな……吹雪の戦い以来、連戦連勝のステーセリ司令のことだ。ここで好機をみすみす逃すのを良しとしまい」

「河の両岸を押さえれば帝国艦隊の方を孤立させられる」

「上陸拠点の機能は奪った。港を完全破壊しない方が反撃の為には良いか……」

　良く分からんが失敗しそうな気がする。

理屈はセリアから借りるとしよう。

「よろしいでしょうか？」

「何かなハードレット卿」

　俺はぎこちなくも敵情不明のままの進軍がうまくいく保証がないこと。

白都の総司令部がこちらの意図に気付かなければ行動が遅れて壊滅する。などと言ってみたが、オンナスキーは苦い顔をするだけだった。

「卿の考えはわかった……戦い方に比べて慎重なのだな」

「かもしれませんね」

　オンナスキーは目を閉じて少し考えた後顔を上げて言い放つ。

「先程言った通り南岸深くへの攻撃を実施する。これは上陸軍軍団長としての命令だ。ハードレット卿の考えもわかるが、今は積極的な行動こそ戦局を好転させる。……ここは我らの土地なのだ」

　こう言われてしまってはこれ以上何も言えない。

俺は一礼し、再びセリアの頭を撫でることにした。白い喉も撫でると小さくコロコロ鳴くのだ。恥ずかしいのかかすかに抵抗する姿がより愛らしさを強調する。

「……エイギル様の方が正しいはずです」

「ははは、セリアはいつでも俺の味方だな。嬉しいよ」

　特に腹が立つでもない。どちらが正しいのかなど終わってみないとわからないのだから。

「ただ気になるのはオンナスキーか」

　勝利を求める以外に何か抱えているように見える。

混乱しているわけでも、戦功を焦っている訳でもなさそうだが……。

「だが決まった以上は戦うだけだ。準備するぞセリア」

「はい！」




　こうして港の破壊作業は中断され、更なる進軍に向けての準備が開始されることになったのだが……陽が落ち始めた夕暮れ時、見張りが甲高い声を上げる。

女の見張りだ。後で温かいスープを持って口説きにいこう。

「敵襲──！　敵騎兵多数！　立ち上る雪煙で詳細不明！」

　このタイミングで騎兵とは。

俺はピピを肩車したまま見張り台を駆け登り、女見張りの尻を撫でる。

「ピピどうだ？」

「雪が舞い上がってよくわからない。でも速度がとても遅い。それに街の周囲にいた敵兵がいない」

　ピピの目によると、雪で馬が疾走できないと考えても遅すぎるらしい。

更に街から放り出されたはずの帝国兵がいなくなっているらしい。

「陣形は突撃態勢にしては広がりすぎか……後ろに歩兵を隠しているな」




　俺は見張り台を飛び降りる。

「敵騎兵の群れだ。後方に歩兵を連れている。総員戦闘準備に入れ！」

　一〇五だけではなく、他の兵団も急いで戦闘準備を整えていく。

「士気の低い敵がこんなに早く反撃に出てくるかね」

　つい独り言を言ってしまう。

「大将、街の周囲には防御施設はありません。見渡す限りの平原で騎兵と当たるより街に引き込んで戦った方が有利では？」

　ヤーコフの問いにセリアが胸を張って答える。

「いえ、これだけ雪が積もっていれば騎兵は本来の速度と衝撃力を発揮できません！　しっかり防御すれば十分防げますし、何より敵は後方に歩兵を連れています。街に入れてしまえばそれこそ厄介です」

　ヤーコフは納得し、セリアはどうだと胸を張る。

もっと小さい頃なら微笑ましい光景なのだが、今はしっかり胸があるからな。

ヤーコフに見せつけているようで気に入らん。後ろから掴んでやる。

「ひゃあああ！　なんでおっぱいを掴むんですかぁ！」

「嫉妬だ。気にするな」




　ともあれ、俺達一〇五は町の正面に立ち、盾と槍を構えて防御陣を敷く。

他の隊も俺達と同じ結論に至ったのだろう。軍団長の命令が出た時には既にほとんどが陣形を整えていた。

　俺の私軍はレオポルトやマイラなどは優秀だがその下となると少々微妙になってくる。

改めて連邦軍の底力を知らされる。

それだけに軍団長の戦略が間違っていないことを祈るばかりだ。

「敵騎兵が歩兵と分離！　騎兵がこちらに突っ込んできます！　約一万！」

　敵はこちらが街の前に防衛線を張ったことで戦術を変えたようだ。

定石通り、騎兵が突撃して防衛線に穴を開け、歩兵がそこから侵入して敵を引っ掻き回すつもりだろう。これもまた定石だ。

「弓隊射撃開始!!」

　突進してくる敵に対して矢の雨が降る。

雪で速度が出ないので敵はより多くの矢を浴びる……が、重装備の騎兵はなかなか倒れない。

「ち、騎兵はこちらの正面に来るな」

「一〇五は隊列が一番粗いですからね。敵に弱点と見えたのかもしれません」

　ヤーコフが悔しそうに言う。

雪の援護があるとはいえ、野戦で騎兵とかち合って喜ぶ奴はいない。

　隣の兵団から鮮やかな軍旗がこちらに向けて振られた。

そんなことされても俺には意味がわからないぞ。

「『奮戦期待する』の意ですな」

「まったく気楽に言ってくれる」

　シュバルツに飛び乗り長剣を一度大きく振る。

積もった雪が巻き上がって散らばり、周囲の兵から感嘆の声が上がった。

　シュバルツも確かめるように雪を数度踏みこみ、問題ないと嘶いた。

「対騎兵防御──構え！」

　俺の横に並んだセリアが剣を抜いて叫ぶ。

いつもはレオポルト辺りの役目だったが今、俺の隣に立つのはセリアだけだ。

「ふ……ふふふ」

　真剣な顔を保とうとしつつも笑いを隠せていない。

実はお前ずっとやりたかったんだろう？

　可愛いセリアの声で兵は動き、盾が雪上に叩きつけられて壁となり、隙間から長槍が突きだされる。

そこに敵騎兵が勢いそのままに突っ込んでくる。

「ぐわぁぁぁぁ！」

「ぎゃああああ！」

　無数の悲鳴が響き、馬の倒れる音、肉の潰れる音、金属がひしゃげる音が続く。

　勢いそのままに串刺しとなって倒れ込む敵騎兵。

　槍を弾かれ、盾ごと馬に蹴り飛ばされる味方。

　長槍をかいくぐった所でクロスボウを浴びて落馬する敵兵。

　殺した敵の馬が倒れ込み、潰されて断末魔を上げる味方。

　一瞬のうちに多数の死が訪れた。

「死んでも隊列を崩すな！」

「とにかく槍を突き出せ！　敵に踏み込まれるなよ！」

　味方は槍をくぐって密着してくる敵を盾で殴り付け、突進する敵にタイミングを合わせて槍を突き出す。敵は一息でこちらを突破することに失敗し、足を止めての斬り合いとなっている。

　まずもって当座の防御は成功したと言って良い。

俺はいつも突撃する側だからこうやって騎兵に押し込まれるというのは新鮮だな。

　その時、隣の味方陣地からも悲鳴と金属音が聞こえる。

やや遅れてやってきた敵歩兵と味方がぶつかったのだ。

　敵は必死に攻撃を続けているが、味方の防御は頑強でほとんど後退していない。

それどころか、時折掛け声と共に盾が突き出され、僅かずつだが逆に押し返しているようにも見える。

「あれなら側面は大丈夫そうだ。こちらは正面の騎兵に専念するぞ」

　一〇五兵団も盾を突き出し、槍を振りまわしてなんとか敵を押し返そうと奮戦する。

　ピピは矢を撃ちつづけ、ナーティアも万規模の戦闘に圧倒されながらも加勢してくれていた。

だがなかなか上手くいかない。じりじりと押し込まれているのはこちらの方だ。

「……敵が騎兵と言うこともありますが、防御に入れば集団行動が重要……隊列の練度では一〇五は他の兵団に及びません」

　最低限の訓練はしたがさすがに付け焼刃だ。そもそも一〇五は防御に向いていない。

勢いで戦ってきた分、忍耐を強いられる防衛戦には弱いのだ。

　そして恐れていた事が起きてしまった。

「中央が破られたぞ！　穴を塞げ！」

「敵騎兵に侵入されました！」

　押されるうちに元々微妙だった隊列が更に乱れ、ど真ん中を破られてしまった。

敵騎兵は中央から侵入してこちらを分断するか、後方に回ろうとするだろう。

そうなっては一気に崩れてしまう。させるわけにはいかない。

「行って来る。後は任せた」

「えっ!?　私も……ってヤーコフさんも行くんですか？　全体指揮が私しかいません!?」

　セリアはここに残らなければならない。いつものレオポルトと同じだな。

次々と上がってくる報告に対処するセリアを見ながら俺は中央に向かう。




「なんとか突破を阻止しろ！　予備兵を回して穴を塞ぐんだ！」

「敵は重騎兵だ。半端な奴を前に出しても無意味──」

　敵は既に中央の半ばまで食い込んでいた。

俺は少数の兵だけを連れて中央に到着する。

「穴は塞がなくて良い」

「か、頭!?」「すいやせん！　ど真ん中を破られやした！　もうすぐここにも敵が……」

「させん」

　長剣を槍のように突き出す。

防御に弱いなら攻撃に回れば良い。攻撃してきた敵を攻撃するのだ。

「続け！」

　俺が突進し始めると目の前でうろたえていた味方が慌てて道を開けて行く。

前方には槍を突き出して迫る敵騎兵の群れがあった。

　敵は全員が深紅の装備に身を包んでいる。

そういえば街で仕留めた騎士も赤かったな。

「敵を食い破れ！　連邦に我ら赤竜騎士団の力を見せつけてやるのだ！」

「正面から敵騎兵一騎!?　突っ込んできます」

「一騎駆けだと!?　何を考えて……」

　敵は真っ正面から突っ込む俺を見て罠かと足を緩めるが、羽織ったマントを見て血相を変える。

このマントはステーセリから兵団長の証にともらったものだったか。

「あれは敵の司令官です！　大将首です！」

「ば、馬鹿な……だがそうだとすれば！」

　敵の足が再び速まった。一直線にこちらに向かって来る。

正しい判断だ。司令官を仕留めれば兵団ごと一気に崩れる。全体の勝利にも繋がるだろう。

「だがそう上手くいくかな？」

　俺は長剣を大きく引き戻す。

「大将首は貰った──!!　あぐあ！」

　意気揚々と突っ込んで来た騎士の胴の真ん中に全力の突きを放つ。

敵騎士は串刺しになってバタバタ暴れている。あまり暴れると落ちるぞ。

「どうした？　もっと来い」

「いい度胸だ！　その命……ぐわぁぁぁぁ！」

　男が突き刺さったままの剣で次の男を弾き飛ばす。俺の力に互いの勢いまでが上乗せされて全身が潰れたように見えたぞ。突き刺さった男は死んでいるがまだ原型は留めているな。

「仲間の元に返してやろう」

　大きく持ち上げた剣を敵に向かって振り、刺さった男を振り落とす。

山なりに飛んだ男の死体が別の騎士にぶつかり激しく落馬させた。

　突進して来る敵に対して、俺も速度を緩めず突っ込んで行く。

一見、自殺行為にも見えるが互いに向かい合って馬を走らせていれば包囲されることはない。

正面の敵だけ対処すれば良いので楽なのだ。

「敵は一騎、大将首だぞ！　さっさと仕留めるのだ」

　指揮官……いや、敵は騎士団のようだから騎士団長だろうか？

叫びに呼応して次々と騎士達が向かって来る。

「勇猛果敢で素晴らしいじゃないか」

　こんな味方なら頼りになるだろう。敵にしてもやりやすくて大好きだ。

　五人の赤い騎士が叫びを上げながら迫る。

一人目はすれ違いざまに腹を抉り、二人目は首を刎ね飛ばし、三人目は馬の足を払い、四人目は顔面に刃を突き刺して引き千切る。

「隙あり！」

　五人目が嬉しそうに叫びながら俺の脇腹めがけて槍を突き出す。

「叫ばなければ隙だったかもな」

　その穂先を掴んで放り投げる。

頭から地面に落ちた騎士は奇妙に曲がって動かなくなった。

「つ、強い……」

「なんて奴だ。騎士がまるで玩具だ……」

　慌てて俺の正面から退いた二名の騎士に向かい横一閃に大きく剣を振る。

「後一秒決断が早かったら助かっていたのに」

　喉元から血を撒き散らしながら倒れる騎士二人を一瞥し、再び前を向く。

まだまだこちらの隊列に食い込んだ敵は多いが、さすがに全てを相手することはできない。

「手前ら何をしている。戦場で棒立ちしやがって、さっさと敵を殺しやがれ！」

　追いついてきたヤーコフが吠え、敵の騎士団に押されていた味方兵が勢いを取り戻し始めた。

「守ろうと思うな。押しまくれ。敵を引きずり落として殺ってしまえ。こんな風にな！」

「ひぇぇぇぇ！」

　俺も叫びながら近場にいた敵のひっつかみ放り投げる。

そして地面に落ちる前に剣で甲冑ごと体を真っ二つに切り裂く。

敵からは悲鳴、味方からは大きな歓声が上がった。

　人間を放り投げてから両断する。結構やっている気がするぞ。

もし領主をクビになったらこの大道芸で食っていけるだろうか？

「領主はクビになりませんし、街中でやったら人殺しですよ」

　ヤーコフは俺の隣で軽く笑った。

「真面目に答えるなよ。なら人殺しにならない戦場でたっぷり楽しんでおこうか」

「大将に続きます」

　味方は勢いを取り戻したが、敵もそう簡単に引いてはくれない。

俺達は反撃に転じた味方の先頭に立って赤い騎士団に斬り込んでいく。

　剣を振りまわして敵を跳ね飛ばす。

刃で両断される敵もいれば峰の方に当たって吹き飛んで行く敵もいた。




　味方を鼓舞し、暴れ回りながら突き進んでいた俺とヤーコフだったが、いつの間にか俺達二人の周りが全部真っ赤になってしまった。ちょっと行き過ぎたかもしれない。

「大将……ちょっとまずくありませんか？　敵の真ん中まできてしまいました」

「うむ、調子に乗り過ぎた。かなりまずいな」

　言いながら襲ってきた敵の槍を斬り飛ばしてから喉を抉る。

更に後方から斬り付ける騎士の剣を篭手で弾き、顔面を殴りつけて斃す。

　さすがに盾無しではつらいかと盾を左、長剣を右に構えて全方位を警戒する。

「こうも囲まれてはお終いだ！　諦めて死ね！」

「嫌に決まってるだろうが！」

　襲いかかる敵の剣を盾で受けると軽い音を立てて剣が折れた。

今度は俺が斬りかかり、敵は同じように盾で受け、盾ごと頭が割れた。

「往生際が悪い！」

　至近距離で剣を振りかぶる敵に盾を叩きつける。

怯んだ隙に反撃しようと思ったのだが、叩きつけただけで敵が血を吹きながら倒れてしまった。

そういえばこの盾は並の人間よりも重かったな。

　視線を移すとヤーコフが敵騎士二人と切り結んでいる。

見るからにつらそうだがもしかしたら演技かもしれない。

「ヤーコフ大丈夫か？」

「大丈夫じゃありません！　助けて下さい大将！」

　本当にまずかったようだ。俺は咄嗟に盾を投げつける。

盾は一直線に飛び、豪快な音と共に騎士の一人をなぎ倒した。

もう一人の方も驚いて動きが止まった隙にヤーコフが斬り倒す。

　なんとかなったようだ。

盾を飛ばしてしまったので左手にデュアルクレイターを持つ。飛び道具が出ないといいが。

「敵は盾を失ったぞ！　一気に攻めろ！」

　一気に寄せて来る敵、俺は両手の剣を振るって次々と斬り伏せて行く。

だがデュアルクレイターが防御に向かない分、徐々に敵の攻撃が当たり始めた。

　槍が肩を掠め、思わず無駄な反応をしてしまった時、シュバルツの馬鎧の隙間に敵の槍が突き立つ。

嘶きながら傾くシュバルツ──倒れてしまうのかと思ったが、奴はそのまま槍を刺した騎士の馬に体当たりした。

「ぐわぁぁ！」

　馬ごと倒れ込んだ騎士の顔面を蹄が捉え、聞くに耐えない音がする。

さらに起き上がろうとした馬の足まで踏み砕いて大きく嘶く。短気な奴だな。

「傷を見せて見ろ」

　槍はしっかりと突き立っていたようだ。深手ではないが軽くもない。

ま、しばらくは大丈夫だろう。

「そろそろどうにかせんとな」

　このままではいつ次の一撃を貰うかもわからない。

「突っ込んで血路でも開きますか？」

「俺はともかくお前が死にそうだ」

　ヤーコフは男だがなかなか面白い。むざむざ殺したくはないのだ。




「──新手!?　側面だと！」

「いかん騎兵だ！　後退して集結しろ！」

　その時、敵兵がにわかに動揺し、後退し始める。

俺とヤーコフは顔を見合わせた後、敵の視線の先に目を凝らす。

「あれは……味方の騎兵です。側面から回りこんだようです」

　雪原に煙を立てながら疾走する騎兵。敵は側面攻撃を恐れて後退したのか。

「俺達の騎兵の数は五〇〇もいなかったはずだが」

「あれだけ派手に煙を立てればわかりませんよ。まして戦闘の混乱の中です」

「セリアがやってくれたのだろう。成長したもんだ」

　今の司令部にはセリアしかいないから考えるまでもない。

敵が下がったことで味方が一気に士気を取り戻す。

「ではこの隙に態勢を立て直して隊列を……」

　ヤーコフに向かって首を振る。

「何を言う。せっかく攻勢に出る好機じゃないか。一気に行くぞ」




　剣を掲げながら味方の注目を集める。

「敵は退いた。次はこちらの番だ！」

　その時、横合いから残っていた騎士が突っ込んで来る。ちょうどいい。

「敵を殺し……」

　その騎士を袈裟がけに両断する。

　更にもう一人の騎士の剣で受け止めて兜を剥ぎ取ると綺麗な顔が見えた。女騎士か。

「女は捕まえろ！」

　俺は女の唇を奪い、抱き寄せて思い切り締め上げる。

女騎士は苦しそうに抵抗したがやがて意識を失った。

「行け！」

「うおぉぉぉぉ──!!!」




　息を吹き返した一〇五兵団は敵騎士団を猛攻、やがて敵は街の攻略を諦め敗走していった。

騎士団の敗走で士気が折れたのか、他の兵団に攻撃を加えていた歩兵達も競うように後退、ザブレラ防衛に成功したのだった。




夜

　そこかしこで兵達が死体を片付けている。

敗者だけあって敵の死体が多いが、味方の物も少なくない。

一方的な勝利であるとは言えない。

押し寄せた敵は決して脆い相手ではなかった。流れによってはこちらが負けていた可能性だってあったのだ。

「涼みに出たが死体の山は気分の良い光景じゃないな」

　まだまだ雪の降る気温だが俺の体は火照っている。

先ほどの戦闘で捕まえた帝国の女騎士に、無事に解放するよう尽くすからと頼み込んで乗らせてもらったのだ。ちなみに俺が終わった後はヤーコフが乗っている。

　ふとオンナズキー軍団長の姿を見つけた。

既に日は落ちているので表情までは読み取れない。

俺は無言のまま傍によって口を開く。

「敵は思った以上に精強です。まだ南岸深くの侵攻をお考えで？」

　暗に止めておこうと含みを持たせてみる。

「たまたま精鋭部隊が近くにいた可能性もある。全体があの強さだとは思えん。……念のため斥候は密に出すさ」

　俺は溜息を一つ、オンナズキーに聞こえないように落した。




「エイギル様ーどこですかぁ？」

　聞き覚えのある声……セリアが俺を探している。

今日はお手柄だったのだからたっぷり褒めて可愛がってやろう。

　その後、セリアの手を引きながら天幕に入ると、さっきの続きのままヤーコフが女騎士に乗って腰を振っていた。セリアが可愛いせいで涼みに出ていたことを失念していた。

「何をやっている……エイギル様の天幕で……しかも女を三人も！　捕虜を犯すなんて！」

　ヤーコフの隣には見張りの女と別の帝国の捕虜も大股を開いて転がっていた。

彼女達はさっき俺が抱いて失神させたので、ヤーコフは抱いてないはずだがここで言う訳にはいかない。

　助けを求めるヤーコフから目を逸らすと、セリアが奴の尻を思い切り蹴り上げる。

「ぐあああああ！」

「きゃあああ！　中に出したぁ!!」

　ヤーコフは蹴られた衝撃で女騎士の中に盛大に出してしまったようだ。

　すまんな。セリアを可愛がる前に他の女に乗ったとばれたら拗ねてしまう。尻を蹴られるぐらいは我慢してくれ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「逆上陸作戦開始」

兵員　　現在百十九万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十六万　民間犠牲九十七万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十八万（うち戦奴四十八万）　動員限界三百十万　既損害二百十万（戦奴含まず）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　七五〇〇名

同行　セリア（護衛・補佐）マータ（傍仕え）ナーティア（従者仮）レア（従者仮）

ブリュンヒルデ（従者仮）ピピ（射手）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（怪我）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（色情狂の濡れ衣）

財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９４話　連邦援軍⑪　寡兵の戦い







　敵軍の襲撃からザブレラを防衛した上陸軍は後始末を終えてすぐ南への進軍を始める。

「あれだけの戦闘からたった一日で進軍態勢を整えるとは……びっくりです」

「そうだな。さすがに練度が高い」

　規則正しく足音を立てて行軍する味方の隊列には微塵も混乱は見られない。

俺の一〇五兵団も若干の損害はあったものの概ね問題は無かった。

「へへへ、敵の鎧から肩当てを分捕ってみたぜ」

「いいねぇ。俺なんて折れた剣の代わりが無いから工兵用の斧を持ってきたんだが」

「俺は頭を槍でこすられてよー。片側だけ髪が無いってのもおかしいから真ん中以外剃ったんだが……なんだか妙に解放感があっていい感じなんだ。はまるっていうかさ。こうひゃっはーって感じだ」

　なんだかますます蛮族みたいになった気がするが戦えればいいか。




「しかし軍団全体の損害も小さくなかったはずです。何故これほど南進に拘るのか……」

「何か言いましたか強姦魔」

　隣に並んでいたヤーコフがセリアにキッと睨まれてすごすご後ろに下がっていく。

セリアはヤーコフが女騎士を無理やり犯したと疑っており、態度が極端に硬化しているのだ。

　女騎士に説明させれば良かったのだがそれもできなかった。

彼女は厚遇と身柄の返還を条件に俺とヤーコフに抱かれることを承諾していたのだが、種だけは外に出してくれと言われていた。

それをセリアに蹴られた衝撃でヤーコフはどっぷり中に注いでしまった。

　女騎士は約束違反だと泣き叫び、ヤーコフを散々に罵ったのだ。

今も捕虜達を運ぶ馬車の中で泣いており話を聞ける状態ではない。

　これを見てセリアのヤーコフを見る視線が更にきつくなったのは言うまでもない。

「ヤーコフには後で償わせるとして、今は目の前の戦いに集中しよう」

「……はい。目的の街［カリーシン］まではそう距離はありません。順調に行けばですが」

　セリアは難しい顔をする。

街までの距離は大したことはない。だが心配ごとが多いのだ。

「斥候騎兵の半数が未帰還、強力に妨害を受けています。近隣に敵部隊がいるのは間違いありません」

「撃破した敵が大人しく下がったのも気になる。壊滅させた訳でもないのにああも一目散に逃げるのは不自然だ」

「後詰がいると言うことでしょうな」

　再びヤーコフが俺と歩調を合わせる。セリアに睨まれるが今度は半歩だけ下がってついてきた。

「奴らだって兵数はこちらと同数、一〇万近かった。それが頼りにする後詰となると……」

　溜息が出てしまう。街を制圧して破壊、さっさと帰ればこんな苦労はなかったのに何を強引に進んでいるのだろうか。

「一応白都の総司令部にも事の次第は伝えているのでしょうが、時間に猶予がないのが痛いです」

「霧が晴れた途端に敵艦隊が来るとも限らんが……」

「敵に期待しないといけないのがつらいですね」

　悪い考えばかり浮かんでしまう。

「そう心配ばかりするな。いざとなったら妾がお前だけは持ち帰ってやるわ」

　シュバルツの上に飛び乗ってきたのはブリュンヒルデだ。

一応鎧を着けてくれと言ったのだが『汗臭いからいらん』と言われて私服のままだ。

豪奢な金髪を風に靡かせる姿は美しく、そしてとんでもない違和感をかもしだしている。

「ははは、大将もこんな美少女に守られるなら心強い」

　ヤーコフは冗談だと思っているようだが、ブリュンヒルデは本当に俺を担いで敵陣を突破することができるだろう。

「その時はセリアも一緒に頼むよ」

「ピピも捨ててはいけないです」

「ナーティアも一緒だ！」

　頭の中にブリュンヒルデから俺、セリア、ピピ、ナーティアと亀の子みたいになって走る光景が浮かび苦笑してしまう。一番下が小さいブリュンヒルデというのがなんともな。

「ま、そうならないように万全を──」

　最後まで言い切る前にラッパの音が響いた。全軍への警戒合図だ。

「──尽くすしかないな。全隊に戦闘態勢を取らせろ」

　ヤーコフとセリアは馬に飛び乗る。

俺もシュバルツに乗ろうと手をかけてからやめた。

『乗らないのか？』とシュバルツが嘶く。

「途中で倒れられたら適わん」

　シュバルツの傷は深手ではないが、僅かに動きがおかしくなっている。

俺が重量のある武器を振りまわせばどうなるかわからない。

「ピピはシュバルツに乗れ。お前ぐらい軽ければ問題ない」

「わかった！」

　ぴょんとシュバルツに飛び乗るピピ。シュバルツは息を吐いて後ろへ下がっていく。

ちらりと後ろを見ると明らかに歩き方がおかしくなっていた。

俺を乗せている間は見栄を張っていたようだ。

「ふん、エロ馬の癖に」

　俺は長剣とデュアルクレイターを確かめる。どちらも傷一つない。

　デュアルクレイターは相変わらずほんのりと紅く輝き、ドラゴンの長剣もここまでの戦いで敵の血を吸って僅かに紅く染まっているように見えた。

「まだまだ染まって貰うことになりそうだ」

　苦しい戦いになる予感がする。

それでも顔に浮かぶ笑みは止められなかった。
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前日　アルベンス　ガーランド帝国軍　総司令部

　慌ただしく伝令や参謀が陣地内を駆けまわる。

「ザブレラに上陸した連邦軍は一〇万規模！　本格的な逆上陸の模様です！」

「街の奪還を計った第六軍団が撃破されました。主力赤竜騎士団も被害大、再編成に時間が──」

「敵は更に南下、カリーシンに向かっています！」

「野蛮人の集団がいるだと？　意味不明な報告をするな！」

　帝国軍最高司令官ザフネスは目を閉じたまま腕を組み、何も話さない。

隣に並ぶ参謀達が心配そうな顔をする。

「一〇万もの兵をみすみす上陸させるとは、セクリト将軍は何をやっておられるのか！」

「敵は霧をついて渡河したらしい。……なにぶん敵地だ。地の利は相手にあるからな」

「上陸させてしまったものは仕方ない。早急に追い落とすのだ」

「第六軍団に再編を急がせなければ！」

　参謀達が騒ぐ中、ザフネスが目を開いた。

「東部方面軍がカリーシンの西まで下がって来ていたはずだな」

　参謀達がどよめく。

「た、確かに南岸に下がった東部方面軍ならば今から命ずれば間に合うかもしれませんが」

「あの軍は戦力を温存し春を待って再侵攻に用いるのでは？　今ここで消耗してしまっては春季の反撃に支障が出ます。カリーシンなど放棄しても全体戦略には影響はありません」

　本格的な冬季反攻が開始されて以来、帝国は敗戦を続けていた。

連邦の厳しい冬に対して帝国兵の装備は全く不十分で、気象現象にも無知だったのだ。

　戦力はみるみる消耗し、今や正規兵の数では連邦との戦力比は逆転していると思われた。

穴を埋めるべき戦奴達も装備の貧弱さから弱体化が著しい。

現状で正面から当たることは致命的な敗北を招く可能性があったのだ。

　そこでザフネス以下司令部は全面衝突を避けながら比較的寒さの緩い河の南岸に後退し、春をまって再攻撃する戦略をとったのである。

　幸いにしてセクリト麾下の艦隊は依然健在で、連邦の反撃を退け続けており、彼らが大挙して河を渡ることは不可能だったのだ。……そう今までは。

「影響がないだと？　愚か者が！　反撃計画の前提は我々が南岸を完全に保持してこそだ。上陸して深く入られれば全てひっくり返るわ。何よりも兵の士気がもたん」

「それは確かに……」

「落ち着きを取り戻したのは河を隔てていたからではありますが」

　過酷な環境な上に連戦連敗では兵の士気はすぐに崩壊してしまう。

そうならなかったのは『艦隊は健在で河の南岸に連邦は来ない』安全圏にいると兵達が信じているからだった。

「南岸に敵を居座らせる訳にはいかん。投入できる最大戦力を持って敵を迎撃する。東部方面軍に早馬を走らせろ。敵は一〇万、東部方面軍二〇万でひねり潰せ！」

「「「了解しました!!」」」

　ザフネスは威勢良く命令した後、声をひそめて独語した。

「セクリト……お前はいつまで頑張ってくれるだろうか。お前が負けた時は俺も終わりだぞ」
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カリーシン近郊　上陸軍団

「え、エイギル様……」

　顔をひきつらせているセリアを撫でる。

「ヤーコフ、兵をなんとか鼓舞しておけ」

「……期待はしないで下さい」

　そこをなんとかするのがお前の仕事だ。

「ナーティアはザブレラに戻っても良いぞ。いや、できれば戻れ」

　正直ナーティアには戻って欲しいのだが彼女は黙って首を振る。説得している時間はなさそうだ。

　前方からは見渡す限りの敵軍が迫っていた。

他の兵団長達も皆一様に厳しい顔をしている。

「あれは……敵の東部軍だぞ。ここまで戻ってきていたのか」

　一人の兵団長が軍旗を確認したのだろう。絞りだすような声で言う。

「東部軍全てがいるとすれば兵力は二〇万を優に超える！」

　最低でもこちらの二倍か。

しかもこちらは街周囲での戦闘を想定していたので野戦用装備が潤沢とは言えない。

「セリアが軍団長ならどうする？」

　試しに聞いてみる。

「……敵数がはっきりとわかるまでは判断が──」

「斥候隊の報告！　敵数、正規兵二〇万余！　更に五万の戦奴兵を正面に立てています！」

　セリアの声に斥候の報告が被る。

「──撤退です。二倍以上の敵と野戦なんてできません。それに敵には援軍の可能性があり、我々にはありません」

「そうだな。俺もそう思う……けど無理だろうな」

　東部軍と言うだけあって敵は東から来たのだろう。南下する俺達の左手から迫って来ている。

敵陣から白い煙がこちらの後方に向かって伸びて来ていた。

　騎兵がこちらの後方に回り込んできているのだ。

対抗しようにも船で上陸した俺達はほとんど騎兵を持っていない。

「戦うしかない。全力を尽くすぞ」

　一〇五兵団の面々もさすがに震えがきている。

ヤーコフが必死で鼓舞しているがあまり効果はないようだ。




　そうこうしているうちに軍団長からの命令が降りて来る。

「一〇五兵団は左翼に位置し、敵戦奴兵と当たれ！　戦奴の練度は低く装備も貧弱だがなりふり構わず突っ込んで来る上に数が多い。気をつけろ！」

「了解だ」

　どうやら前回の戦闘で防御陣の構築に手こずったのを見られていたようだ。

乱戦のできる相手と当ててくれるらしい。

軍団長はしっかり状況を把握できているようなのにどうしてこうなったのか。




　両軍はドンドン接近していく。

数の違いから俺達は半ば包まれるようになり、どうしても敵の攻撃を受け止める形になってしまう。

そして俺達はみすぼらしい集団、戦奴兵の正面に出た。




「敵を蹴散らし、皇帝陛下への忠義を示せ！　突撃──!!」

　戦奴兵達は指揮官の命令に合わせて叫び声を上げ、突進してくる。

防具は半裸にも見える貧弱なもので武装も小さな盾と片手剣だけだ。

「あれが戦奴兵……捨石部隊ですか」

　ヤーコフが息を呑む。

　彼らは取り敢えず横に並んだだけの隊列を組みながら一直線に向かって来る。

五万近い数が走る音たるや凄まじく、さすがに味方が動揺している。

　仕方ない。また鼓舞しようか。苦手なんだけどな。

「聞け！」

　兵達がこちらを向く。

「奴らは五万らしい！　多いな……何割が女だと思う？」

　帝国兵の女性比率は連邦よりも高い。はっと味方が顔をあげる。

「一割としても五〇〇〇！　そして良く見ろ！　奴らはこの寒いのに半裸だ」

　よく凍死しないと思う。味方からざわめきが広がる。

「半裸の女が五〇〇〇！　復唱しろ！」

「半裸女が五〇〇〇！」

「女が五〇〇〇！」

「俺達の女が五〇〇〇だ！」

　敵がいよいよ目前まで迫ってくる。

敵に援護はないらしく弓も大砲も飛んで来ない。

「捕まえてお前らの体で温めてやれ！　行くぞ！」

「うおぉぉぉぉ!!」




　激突の瞬間味方は一斉に盾を前に突き出す。

　大きな音が響き、敵の前衛が弾き返される。

倒れ込んだ前衛を踏みつけるように敵は更に押し寄せてくる。

話には聞いていた。戦奴兵はこうやって味方の損害など構わない戦いで敵の隊列を破るのだ。

だが思い通りにはさせない。

「攻撃開始だ！」

　俺が叫ぶと同時に味方は防御態勢を崩し、剣を振りながら前に出て行く。

　敵兵の顔が驚きに染まった。まさか攻撃に攻撃で返して来るとは思わなかったらしい。

予想外の事態に戦奴達の叫び声が小さくなり、勢いが弱くなっていく。

「前へ出るぞ！」

「ああっまた！　もうレオポルトさんの気持ちがわかります！」

　俺も盾と長剣を持って前線に飛び出していく。

盾を構えていた味方兵士を踏み台にして敵の中に飛び込む。

「そら！」

　着地と同時に剣を顔の高さで振る。あえて刃を横に向けた一撃は敵の体に食い込むことなく棍棒のように周囲の敵を吹き飛ばし、押されて更に周囲の敵兵までも倒れて行く。

「そんなに密集していると狩り放題になるぞ」

　言った時には既に剣を返して一閃、同じ高さだが今後はしっかり刃を立てる。

「うぎゃっ！」

「な、何がおきた!?」

　頭を失った二人が斃れ、刃が届かなかった幸運な敵が一人、呆然と立ち尽くす。

「斬られたんだよ」

　剣を振り上げて幸運なそいつの腹をかっ捌き、体を回転させて周囲の敵を更に薙ぐ。

盾が当たった敵の頭は割れ、剣に斬られた者は腰から下を失って倒れ、獣のような断末魔をあげた。

「い、一体なにが……」

「突然化け物が飛びこんで来たんだ！」

「こ、怖いよぉ……」

「誰が化け物だ！」

　俺は目を見開き声を上げる敵兵の中に飛び込む。

剣を突き出し一人の胸元を貫く。柄まで入って抜けなくなった長剣から手を放してもう一人を殴りつける。

「がばっ！」

　戦奴兵は兜をつけていないので俺の拳打がまともに入り、鼻が潰れて両目が飛び出した。

「うおぉ！」

　武器を持っていない右側から剣を振り上げた敵が迫る。

力任せに振り下ろされるその剣を軽く避け、地面を叩いたところで手を掴んで剣を奪い取る。

「あ……あぁ……」

　ボロだが一応剣だ。俺はその敵に微笑みかけた。

「貸してくれるんだな。ありがとよ」

「ど、どういたしまし……ぎゃああーー!!」

　剣で男の首筋を切り裂く。更に前方から来る敵の剣を受け止め、頭を叩き割ったところで剣は折れた。

やはり、ボロ剣だなぁ。戦奴兵もこんなもので戦わねばならんとは大変だな。

折れた剣をもう一人の首筋に無理やりねじり込む。

　他の敵が向かってこなくなったので刺しっぱなしにした長剣を掴みゆっくりと引き抜いた。

「何て野郎だ」

「で、でも逃げたら家族が……」

「こ、怖い……」

　敵兵三人が顔を見合わせてから頷き、一斉に叫んで飛び込んで来る。

「しっ」

　俺も三人に向かって踏み込み、長剣を振るった。

　振り上げられた剣が敵の手ごと宙を舞い、突き出された剣は俺の肩を掠めて空振り、反撃の頭突きが敵の顔面を崩壊させる。

最後の一人は……目を瞑ったまま飛び込んで来た。なんだこりゃ。

「……ほれ」

　その剣を軽く避け、足をかけて転倒させる。

「きゃああ！」

　可愛い声が出た。女だな。

「装備を捨ててこちらの隊列に飛びこめ。それで死なずに済む」

　本当は優しく慰めて説得したいのだが敵が多すぎて余裕が無い。乱暴な言い方してすまんな。

償いにベッドでは優しくしてやるから。

「ひ、ひゃい！」

　戦奴の女は武器を捨てた──だけではなく半裸のような防具も全て捨て、本当に全裸になって味方の隊列に飛び込んで行った。

もちろん敵とは言え全裸の女を攻撃するような奴は一〇五にはいない。そう教育した。

だが装備ではなく武器と言っておけば良かったかもしれない。風邪引かなければ良いが。

「そら俺は女を一人手に入れたぞ。お前らもさっさと進め！」

　俺はそう呼び掛け、味方は応えるように雄叫びを上げて猛攻を開始した。




　勢いも装備もこちらが上だし、突撃を叫ぶだけの敵指揮官に対してセリアはうまく指揮している。

半包囲されないように上手く後退と前進を繰り返しながら敵の攻撃を流し、敵が息切れしたと見るや一気に攻勢に出ている。

ついでに俺も前線で剣を振りまくって少しは戦況を好転させているだろう。

　だがいかんせん数が多い。

敵の攻撃は無駄も多く遊兵も出ているが、それでも五万の兵に包まれるように戦っているので中々決着を付けられない。

「まったく斬っても斬っても次々と」

　大きく剣を振りまわし密集した一〇人近い敵を切り裂く。

「本当に厄介ですな！」

　ヤーコフも剣を奮い、立てつづけに三人を斬り伏せた。

「矢が足りなくなる！」

「とっておきも使います」

　ピピの矢は次々と飛び、確実に一矢で一人を斃す。

更にナーティアの矢……というより硝子の瓶が敵の真ん中に落ちる。

すると近くの敵兵が吐き戻しながら地面に倒れ込んだ。彼女は本当に色々と作るな。

　それでも敵は途切れることなく押し寄せてくる。

見覚えがある光景……そうゾンビの群れと戦った時みたいだ。

「まぁ少し切れば倒れるし──」

　腕を斬り落とした敵兵が倒れ込んで絶叫する。

「たまに当たりもあるからゾンビよりましか」

　女戦奴の剣を弾き飛ばし、味方の隊列の方に行けと怒声を上げる。

「わ、わかりましたぁ！　殺さないでぇ！」

　泣きながら戦奴は全裸になって走っていく。

だから全部脱がんでいいと言うのに。風邪引くぞ。

「きりがありませんけど……あっちよりはいいですね」




　セリアの視線の先は他の兵団だった。

「あれはすごいな」

　重武装の兵士同士がぶつかり合い、頭上を大矢だけではなく大砲弾までが飛び交っていた。

良く見れば砲弾に細切れにされた敵味方わからない人の破片が撒き上がっている。

敵重騎兵の群れを味方は長槍を並べた対騎兵防御陣で防いでいる。

数の比率はこちらよりましだが、完全武装の正規兵を相手しているのだからつらいだろう。




「死ねー！」

「嫌だよ」

　余所見の隙を狙ってきた敵兵にカウンターで前蹴りを見舞う。

血反吐を吐いて咳込む敵の胸に足を乗せて体重をかけて肋骨をへし折り絶命させる。

「こっちも高見の見物とはいかないな。目の前の敵に集中しよう」

　つらい戦いは始まったばかりだ。
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余談　逃亡記③　深夜　エステル貸本屋

「だめ、完全に囲まれてる……」

　エステルは窓の隙間から外を覗く。外には無数の松明が見えた。

「……うーん多分レオポルトさんが出てきたんだろうなぁ。いよいよここまでかなぁ」

　トリスタンは読みかけの本に丁寧に栞をして溜息をつく。

（もう言い逃れできない……この人が強引に押し入ったって言えば私はお咎め無しかも）

　エステルはそう考えて口を開く。

「……トイレの窓から裏の路地に出れるわ。急いで」

（あーあ、結局こうなるのよね。ごめんねお父さん。お店はここで終わりみたい）

「うーん、レオポルトさんが出て来ているならそんな穴はないと思うけどね」

　トリスタンはトイレの小窓から外を覗く。路地に松明の光は見えなかった。

「……」

　軽く窓を動かして音を出す。風のせいにもできる程度だ。

途端に路地の奥で人影が動く。だが窓から何も出て来ないとわかると再び静かになった。

「やっぱりね。わざと裏をがら空きにして飛び出して来るのを待ってるんだよ。逃げ場はなさそうだ」

　トリスタンは苦笑し、荷物をまとめ始めた。

「残念だけどここまでかな。いやぁ気楽でよかったよ」

「あ……そんな……」

（治安隊がこんなに出てくるなんて、きっと捕まったらただじゃすまない！　牢屋に長く入れられるか下手すると……）

　エステルはやれやれと溜息をつくトリスタンを見つめる。

治安隊相手に彼女ができることは何もない。それでも理屈ではなかった。




　しびれを切らせたのかドアが乱暴に叩かれる。

「治安隊だ！　室内を改めさせてもらう！　直ちに扉を開け！」

「っ!?」

「はいはい、今出て行くさ」

　トリスタンが頑丈とは言えない鍵を開ける。

戸が開かれ、治安隊の屈強な兵士がトリスタンに近づいた時だった。

「だめぇ！」

　エステルが治安隊の兵士に飛びかかったのだ。

丸腰の町娘が飛びかかっても兵士は倒れたりしない。

それでも突然しがみついたエステルに兵士は動揺する。

「何をする!?　放せ！　放さんか！」

「逃げて！　トリスタン逃げてぇ!!」

　引き離そうとする兵士、振り回されながらも必死にしがみつく。

「えーっとなんて言ったらいいのかな。そんなことしなくても大丈夫──」

（こんなことしたって絶対逃げられない。それでも目の前でこいつが連れて行かれるのは駄目！）

　必死のエステルとどうしていいのかわからないトリスタン。だが兵士達はそうではなかった。

「いい加減にしろ小娘！　言っても聞かんなら──」

　エステルがしがみつく兵士の後ろから現れたもう一人の兵士が腰の剣を抜き放つ。

「!?　駄目だ！　やめ──」

（あ、斬られる……でもなんでだろう。後悔……ないや）

　エステルの瞳に鈍く光る剣の輝きが映った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「南岸戦闘中」

兵員　　現在百十九万　　動員限界二百五十五万　既損害百三十六万　民間犠牲九十七万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十八万（うち戦奴四十八万）　動員限界三百十万　既損害二百十万（戦奴含まず）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　七五〇〇名

同行　セリア（司令官）マータ（待機）ナーティア（特殊射手）レア（待機）

ブリュンヒルデ（主人公監視中）ピピ（射手）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（怪我）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（副将）

トリスタン（捕縛）

財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９５話　連邦援軍⑫　渾身の一投







　激戦は延々と続いた。押し寄せる帝国の戦奴兵を叩きながら俺達は本当に少しずつ前進する。

味方の怒号が飛び交う。

「奴らの武器は貧弱だ！　盾で受ければどうってことはないぞ！」

「数だけは多い。疲れて動けなくなったら後ろと換われ！」

「側面に回られるのは仕方ない。備えを怠るな」

　敵の怒号も聞こえる。

「とにかく前に出ろ。相手が崩れるまで攻撃あるのみだ！」

「全方位から包んで押しつぶせ！」

「化け物がいる？　知るか、数でいけ！」

　乱戦は更に秩序を失って行く。ヤーコフの顔にも焦りが見える。

「このままだらだら戦っていてもこちらが先に疲弊します」

　奴の言う通りだ。敵の陣形に無駄が多いせいで兵力差を生かしきれず、なんとか互角に戦えている。もちろん味方の装備と技量が敵を上回っているのも大きいだろう。

　だが敵と違ってこちらの兵はほとんどが正面に出ており休憩の余裕がほとんどない。

敵の五倍強い兵とは言え、五倍長く戦える訳では無いのだ。

「持久戦にする訳にはいかないな……指揮官を狙うか」

「それしかなさそうですね」

　古今東西、指揮官をやられれば部隊は瓦解する。

特に戦奴兵達は単純な命令で押し寄せているだけだ。頭がやれれば一気に崩れるはずだ。

「それはこちらも一緒なのですが」

「俺は死なんさ」

　俺は乱戦から一旦抜けだし、ナーティアを抱き寄せる。

「な、何をする！　突然戦場で始める気か!?　もう少し場所と時間を考え──あれ？」

「お前の綺麗な腰を俺の物にしたい気持ちはあるが、今は敵指揮官を探してくれ」

　俺が抱き寄せた彼女を肩車で持ち上げるとナーティアは数秒沈黙した後、ぽこんと俺の頭を叩いた。

「ご、誤解させるな。えっと……あの派手そうなのがそうか？」

　戦奴達は粗末な茶色い防具をつけている。

その中で立派な鎧をつけた指揮官はより目立つ。

目の良いナーティアやピピなら容易に判別できる。

「あれか、よし」

　俺は再び乱戦に飛び込み、指揮官向かって一直線に進んで行く。

まるで肉の壁のような戦奴兵の群れを蹴散らし、槍や剣でかすり傷を負いながらもなんとか接近する。

「何をもたもたしている。とにかく数で押しまくって……おい！　あれは敵じゃないのか!?　誰か俺を守──」

　指揮官が気づいた時にはもう遅い。

俺は既に叫び声を上げながら突進していた。

「ぐわぁぁぁ！」

「うぎゃっ！」

　長剣を突き出し、盾を構えたままの突撃。進路を阻もうとする敵兵を暴走馬車のように跳ね飛ばしながら突進し、指揮官に肉薄する。

「こ、このぉ！」

　慌てて剣を抜いた指揮官を盾で突き飛ばし、尻もちをついた男の頭に豪快に長剣を振り下ろす。

骨を砕き、肉を裂き、地面を叩いた感触まであった。

「うわっ！」「ひ、ひでぇ……」

　悲鳴はなかった。

一瞬遅れて指揮官の男は地面に座りこんだ格好のまま右と左に割れて倒れる。

当然血と内容物がこれでもかと零れ、周囲の敵兵が後ずさる。

「し、指揮官様がやられた……」

「お、俺達はどうすれば……とりあえず命令が出るまで逃げるのだ！」

　一気に周囲の敵兵が崩れて行く。

戦奴達を見張る役目の兵も指揮官がやられたことで後退していき、踏みとどまる理由がなくなったのだ。

「この調子で他もやるぞ！　徹底的に指揮官を狙え！」

　周囲の味方から再び歓声があがる。

「おっと」

「きゃあ許して！」

　味方に混じって逃げようとしていた戦奴の女を捕まえる。

「逃げてもまた戦わされる。おとなしくこっちに来い」

「や、やだ！　そういって殺す気なんだ！　放してー!!」

　話を聞かず暴れる女の手をとり、股間を触らせる。優しく説得する余裕はない。

「あっ……何これ大きい……すごい……」

「落ち着いたな。さあ捕虜になれ」

　既に戦の興奮で硬くなっていたのが幸いしたようだ。

「……わかりました。捕虜になります」

　それでいいのだ。




　その後、ヤーコフを中心に敵指揮官に狙いを絞った攻撃を連続し、何人もの指揮官を仕留めた。

セリアもこちらの意図に気付いたらしく、布陣を変えて敵の突出を狙い始める。

次々と頭を失い、戦奴兵の集団はやがて秩序を失い始めた。




「敵は右往左往しています！　今なら押し切れます！」

　本陣に戻った俺の前でセリアが興奮して言う。

確かに敵は数こそあまり減っていないが、ばらばらになりつつある。

無意味な移動を繰り返したり、同じ部隊の中で撤退と攻撃の命令が混じり飛んだりと既に軍勢として機能しなくなりつつある。

ここで総攻撃をしかければ崩せるかと思われたが……。




「伝令──!!　軍司令部より緊急命令。一〇五兵団至急後退、即時後退せよ」

　突然の後退命令に味方から驚きと不平が漏れる。苦労してやっと優勢になったと言うのに。

「馬鹿な！　もう一押しで奴らを蹴散らせるのに後退なんて！」

　セリアも大声で怒鳴る。だが伝令は更に続けた。

「本陣危機！　一〇五兵団は右翼を放棄し中央へ来援されたし。繰り返す──」

　慌てて本陣を見る。いつの間にか味方は大きく押し込まれ、隊列も乱れつつあった。

激しく撃ち合っていた大砲や大弩も、今は帝国側が一方的に撃ちまくっているように見える。

「既に敵は本陣近くまで押し寄せ、このままでは……」

　右翼でいくら敵を叩いても本陣が落ちればそれで終わりだ。

「セリア、残念だがお前の初勝利は放棄しないといけない。すぐに向かうぞ」

「わ、わかりました！」

「幸いにも戦奴兵は混乱を極めています。今後退するならば追撃は来ないでしょう」

　ヤーコフは真剣な顔で言う。

だが右の脇に抱えている女捕虜のせいで台無しだぞ。

「最低……」

「本当だ。この女好きめ」

　セリアの罵倒に乗ると俺もナーティアに白い目を向けられた。

何故だろう。まさか俺が左脇に捕虜の女を抱えているせいだろうか。




　駆けつけた本陣の様相は思った以上にひどかった。

味方の中心のはずがそこら中に敵の歩兵や騎士が侵入し、乱戦を繰り広げている。

「なんとか戦線を立て直せ！」

「もう無理です！　そこら中に穴が開き、敵が大規模に浸透しています！」

「両翼からの援軍はまだか!?」

「右翼は敵を支えるのに精一杯、左翼は敵に押し切られて大きく後退しています。来援不能！」

「ウォルナスキー閣下はまだ司令部にいるのか？　既に安全では無い。後方へ下がって頂け！」

「それが閣下は一歩も下がらぬと仰せで……」

　味方部隊はまだ崩壊してはいないが不利は明らかだ。

司令官のオンナスキーが逃げないので兵がかろうじて踏みとどまっているだけだ。

「戦線が随所で破られています。このままでは遠からず完全に崩壊してしまいます」

「そうなる前になんとかするぞ」

　セリアの頭を撫でようとした所に敵の騎士が走り込んで来た。

「敵陣に突っ込んだぞ！　片っ端から斬りまくり連邦軍を崩壊──」

　言い終わる前に体を回転させ、馬上の騎士の胴を両断する。

「全員続け。本陣内に侵入した敵を斬りまくる。味方を殺るなよ」

「「「おう!!」」」

　俺と一〇五兵団が乱入し本陣内の戦闘は更に混乱を極める。

　味方の防御を食い破った敵が本陣内の騎士や司令部要員に襲いかかる。

その敵の横腹に雄叫びをあげる一〇五の兵士達が更に襲いかかる。

剣で斬り合い、槍で突き合い、中には素手で掴み合い、石を掴んで殴りつけている者までいた。

　ある意味では俺達が得意とする乱戦に持ち込めたとも言える。

「とにかく目の前の敵を斬れ！」

　この大乱戦では隊列も組めない。ただ個人の力量に任せて戦わせるしかない。

ともかく本陣内から敵を追い出さなければいけない。

俺にできるのは豪快に戦い、剣で味方を鼓舞し、敵を威圧することだ。

　徒歩のまま敵の歩兵を叩き切り、馬上の敵に掴みかかって引きずり落とす。

背中から素手で掴みかかってきた敵を逆に地面に引き倒し、顔が崩壊するまで殴りつける。

敵の剣を長剣で受け、鍔迫り合いの中で左手を伸ばして相手の頭を掴み首をねじ切る。

　そんなぐしゃぐしゃの乱戦にセリアが思わず叫んだ。

「エイギル様、馬に乗って下さい。馬上で戦われた方が良いです！」

「エロ馬が怪我したせいで乗れる馬が無いんだ」

　今シュバルツはピピとナーティアを乗せて駆けまわっている。

完全武装の俺が乗るよりあの二人の方がずっと軽いし、弓を主体に戦うので激しい動きも少ないのだ。

　シュバルツ以外の馬だと俺が上で長剣や盾を振りまわせば重心を崩して倒れてしまう。

　その時、敵兵がセリアを指差して叫ぶ。

「あの馬上の女、敵の貴族ではないのか!?　やってしまえ！」

　セリアに敵の歩兵が迫る。

「そう簡単にはいきません！」

　突き出される槍の穂先を剣で逸らしたセリアは敵の手首を切り払う。

「うぎゃっ！」

　敵は手の動脈を切られて出血し、思わず槍を取り落とす。

間をおかずに突きが見舞われ、男の眼球に剣が突き刺さった。

目から頭まで貫かれた男はびくりと一度痙攣して絶命する。

「この女！」

「引きずり落とせ！」

　今度は敵三人が同時に駆けだし、セリアが身構える。

だがその三人が彼女に辿り付く事は無い。

「俺のセリアに何をする！」

　俺は男達に向かって突進し、走りながら振りかぶって長剣を一閃する。

「なんだこいつ！」

「この女の護衛か──ぐえ」

「な、なんだこの馬鹿でかい剣──ほげ」

　鈍く湿った音が鳴り、二人の男が両断された。

「お前もだ」

　勢いそのままに最後の一人を全力で蹴飛ばす。

男は目鼻口、ついでに耳からも血反吐を吹きながら地面を転がり動かなくなった。

「無事かセリア」

「は、はい……」

　するとセリアの周りに本陣を守る味方の兵が次々とよってくる。

「貴女が援軍の司令官殿ですか！　助かりました！」

「我々は乱戦の中で隊とはぐれたので……火急故、貴女の指揮下に入ります。ご指示を」

「えっ？　えっ!?」

　慌てるセリア、だが周囲に寄ってくる味方はどんどん増えて行く。

隊とはぐれた兵が次々と集まってきているのだ。

「従者の方もお見事な活躍でした。主を立派に守られましたな！」

　馬に乗って号令するセリアと、徒歩で長剣を振りまわす俺。

どちらが上官に見えるかは明らかだった。

別にいいけどな。セリアに命令されるならレオポルトの百倍は気持ち良い。

「訂正する時間も惜しい。お前が指示を出すんだ」

　そう言ってやるとセリアは戸惑いながらも次々と味方に命令していく。

「剣と短槍を持つ者は五人一組になって本陣内の敵を掃討しなさい」

「了解です！　凛々しい女性に命令されるのがこんなに心地良いとは……」

「弓とクロスボウを持つ者は私の所に集まって下さい。数をまとめてから支援を行います」

「わかりました！　あぁ……可憐だ」

「右翼はしばらく大丈夫です。左翼方向は私の隊が防ぎますから正面の敵に集中して下さい。斥候は後方の騎兵が動いたらすぐに知らせなさい」

「承知しました！　踏まれたいなぁ」

　セリアが次々と命令を出す中、俺とヤーコフは手当たり次第に敵を斬りまくる。

何か間違っている気もするが、不快でないので良しとしよう。




　一〇五の奮戦とセリアの指揮もあってか、本陣に侵入した敵は徐々に駆逐されていった。

やがて味方の各兵団もなんとか秩序を取り戻し、戦線を再構築する事に成功する。

「なんとか支えられたようですね」

　セリアはふいーと汗を拭った。

それにしても見事な指揮だった。俺よりずっとうまくやれるんじゃないだろうか。

「そんな……エイギル様を差し置いて指揮を執るなんて……」

「いえ、セリア殿の指揮はお見事でした。私も見ていて惚れそうに──」

「黙れ強姦魔」

　ヤーコフがしょぼんとうなだれる。

セリアは俺と他の者に向ける顔が大分違う。

最近はレアや他の女性と仲良くやるようになったが、ヤーコフはセリアの中では仲間ではないらしい。

「一〇五の奴らはもう戦えないだろう。休息させないとな」

　右翼で戦奴兵をたっぷり相手してから間をおかずに本陣での戦闘だ。

さすがにこれ以上は無理だ。現に皆、その場にへたりこんでしまっている。

「次に敵が来るまで──」

　セリアが口を開いた途端、物凄い轟音が響き、土煙が立ちあがる。

「砲撃だ──!!」

「乱戦が解けて砲を撃ってきやがったぞ！」

　味方の叫びで正体を知る。

「ち……大砲か」

　最初の一発の後、続けざまにドカドカと砲弾が落ちてくる。

結構な数の大砲で撃ちかけて来ているのだろう。

「こちらも大砲を並べろ！　撃ち返せ！」

　味方の指揮官が叫び、こちらからも砲撃が始まる。

「これが大国同士の戦いですか……敵味方合わせて何門の砲があるのか」

　帝国の砲弾が着弾する音と、味方の砲が火を噴く音が入り混じり、先ほどの乱戦中よりも耳が痛い。

「しかしこちらの砲は目に見えて少ない……砲撃戦では不利です」

　ヤーコフがにがにがしく言った。

だろうな。こちらの大砲が一門火を噴く度、敵の砲弾は五発も六発も落ちて来ている。

良く見れば、周りに壊れた大砲が転がっていた。最初の砲撃戦でかなりやられたのだろうか。

「うぎゃっ！」

「お、お頭、どうすれば!?」

　一〇五の連中も逃げまどっている。

頭の上から鉄球が落ちてくるのだからどうしようもない。

「適当に窪んだ所に飛びこんでおけ。後は死なないよう祈ってろ」

　俺も味方の砲兵を援護したいが、二〇〇ｍ以上離れての砲戦ではできることがない。

だが何もしないもの気分が良くないと、壊れた大砲の脇に転がる玉を掴む。

「ふん！」

　気合いを入れて投げてみたが、玉は敵味方の中心付近に落下する。

「やはり駄目だ。さすがにこの距離では届かん」

「いや……一〇〇ｍ以上飛びましたよ……化け物ですか」

　思いついた。もしかするとブリュンヒルデなら届くのではないだろうか。

「なぁブリュンヒルデ」

「おい。今、化け物で妾を思い出したのではあるまいな」

　いつの間にかブリュンヒルデは俺のすぐ近くにいた。

もしかすると最初からずっと近くにいたのかもしれない。

「そんな訳がないだろう。頼む……このまま好き放題撃たれては困るんだ」

「怪しいものじゃ。まぁいい。で、何をさせる気じゃ？」

　俺は付近を見渡し、壊れた大砲とその周囲に散らばる砲弾を指差す。

「あれを敵の大砲めがけてぶん投げて欲しい。お前の力なら届くかもしれない」

「……まったく女にあんな重い物を持たせるとは……はぁ、後で埋め合わせはさせるぞ」

　ブリュンヒルデはそう言いながら壊れた大砲の所へ向かう。

「そうその玉を──っておいそれは違う」

「これを投げれば良いんじゃろう」

　ブリュンヒルデはソレを敵陣に向かって放り投げる。

大きく放物線を描いたソレは見事に敵砲兵の上に落下し……三門をまとめて吹き飛ばした。

「……うそだろ」

「え？　え!?　夢……じゃないよな」

　猛烈な砲撃の中でこちらを見ていた味方は少ないが、それでも見ていた兵は信じられないとばかりに目を擦る。敵陣からも驚きの声が聞こえてきそうだ。

現に破壊された砲だけではなく、その周囲の大砲も火を噴くことをやめている。

　ブリュンヒルデは『壊れた大砲』を掴んで敵陣に投げ付けたのだ。

　これが筋骨隆々の大男なら英雄の誕生と騒ぎになるのだろうが、見た目小柄な少女がやったものだから目を疑うしかない。

「そらもう一つじゃ」

　彼女は再び捨てられた大砲を掴み上げると投擲する。

今度はやや狙いが外れて敵陣の手前に落ちたが、超高速で投げられた大砲は地面を転がり、巨大な鉄塊と化して敵兵を薙ぎ倒す。

「肩が痛い。これでしまいじゃ」

　最後とばかりにブリュンヒルデが持ち上げたのは補給用の馬車だった。

幸い人は乗っていなかったようだが、水樽を積んだままの馬車が回転しながら飛んでいく。

実に奇妙な光景だ。

　馬車は敵の砲兵隊のやや後ろに落下し、派手な破壊音がする。

いつの間にか敵の砲撃は目に見えて薄くなっていた。

被害は知れたものだろうが、大砲だの馬車だのが降ってくれば動揺もするだろう。

「疲れた。日を浴びた。もう寝る」

　そう言ってブリュンヒルデは後ろに引っ込んでしまう。

今夜は彼女をたっぷりもてなさなければならない。

「敵の砲撃が止まりました！」

「よし、この隙に敵の砲を叩け！」

　味方の砲撃が激しくなる。

しかし、悲しいかな砲門の少なさは明らかで、とても有効打は与えられそうにない。

こちらの不利は変わらない。




「族長様、真っ赤な奴らが前に出てきたぞ！」

　その時、シュバルツの上のピピが目を凝らして言った。

「真っ赤……敵の軍装、特に高官は赤を纏うようですが……」

　ピピは更に目を凝らす。

「真っ赤な騎兵がいっぱい。真ん中に派手な飾りをつけた男が一人だ。大砲？　の後ろで怒鳴ってる」

　俺とヤーコフ、セリアは顔を見合わせる。

「騎士を沢山連れた派手な飾り……敵の司令官クラスが動揺している砲兵を立て直しに出て来た？」

　聞くと同時に俺は傍にあった大弩の矢を引っつかんで駆け出す。

乱戦するつもりはないので長剣はその場に落とす。

これが勝利を得る為の最後のチャンスだと俺の勘が告げている。

　俺は味方の戦線を飛び出して疾走していく。

幸い敵味方が砲戦をやっていたので間には誰もいない。

距離は二〇〇ｍ余、俺一人で駆けるならあっと言う間だ。

大砲は素早く狙いを変えられないし、俺一人に向かって撃ってもまず当たりはしない。

「な、なんだ!?　一人突撃してきたぞ」

「矢を射かけろ！」

　それでも敵の反応は素早くざっと矢が飛んでくる。

俺は盾を突き出した姿勢のまま走り続けた。

　足と胴は盾で守り、顔面に飛んでくる矢はデュアルクレイターで払いのける。

はみ出た部分に突き刺さる矢は仕方ない。致命傷にはならないはずだ。

　右のわき腹に一本、撃ち落とし損ねた一本が左肩に刺さる。

激痛は走るが問題ない。足と右手が無事なら勝負に出られるのだ。

　距離は約五〇ｍ、そろそろいいかと右手のデュアルクレイターを落として大矢を掴む。

そして砲兵陣地の後方にいる派手な装飾の男を見据える。

この距離からなら俺でも見える──はずだったのだが。

「ちっ庇っているか！」

　男は周囲の騎士が構える盾に守られているのだろう、姿が確認できない。

一人で突っ込めばわざわざ防御などしないと踏んだのだが、どうして帝国の騎士達は職務に忠実だ。

「まずいな。ここで引き返したら針鼠だぞ」

　もう勘で狙うしかないかと振りかぶった時、後ろから野太い声が俺を呼ぶ。

「お頭！　俺達に任せて下さい！」

「行くぞ野郎共！」

　俺の突進を見て一〇五の兵達がついてきたのだ。

敵は後続の出現に慌てて防御を固め始める。

「よし、お前達踏み台になれ！」

　我ながら随分な命令だが兵達は俺の狙いが分かったようだ。

一番下の男が土下座するように地面に倒れ、その上に次の男が乗って行く。

「な、なんだあいつら！」

「不気味な！　撃て、射殺せ！」

　矢が飛び、無防備に身を伏せる兵達に突き刺さる。

「ぐわ……腿に刺さりやがった……」

「腕に……後少しだ、耐えてくれよ」

「ケツの穴にドスリと……だ、だめだ！　イっちまう！」

　苦悶と悲鳴が漏れるがそれでも一〇五の兵は崩れなかった。

男達による『投擲台』の完成だ。

「行くぞ。耐えろ」

　俺は遠慮なくその台を踏みつけて登る。

矢が刺さった時よりも苦悶の声が漏れ、骨が折れたような音まで聞こえた。

すまんな。勝ったら女と金で報いてやる。

　一番上の男を思い切り踏み切って跳躍、空中高く身を躍らせる。

　宙に舞いながら敵を見下ろす。

地面からでは盾に囲まれて見えなかった派手な鎧がはっきり確認できた。

ひらひらのマントに偉そうな口髭……間違いない。あいつは司令官だ。

あんぐりと口をあけた敵将と目が合う。

「ふん！」

　渾身の投擲、投げた後で頼むから外れてくれるなよと矢に願をかけた。

これで外して逃げ帰ったら格好悪すぎる。

　俺の願いが届いたのか、投げた大矢は正確に敵将に向かって飛んでいく。

「軍団長閣下を守れ！」

　騎士の一人が盾を構えて敵将の前に飛び出す。

大した覚悟だ。これが並の投げやりなら、彼は身を呈して将軍を守った英雄になっただろう。

だが俺の投げた大矢には我ながら完璧に力が乗っていた。

　唸りを上げて飛ぶ大矢は突き出した盾を紙のように貫通し、騎士自身も貫く。

騎士の背中から突き出て、敵将の胸元に深く刺さる。

立派な口髭が吹き出す血で真っ赤に染まるのを確認してから俺は地面に落下する。

「ぐう！　ぐはっ！」

　セリアの軽業のように見事な受け身を取ったつもりが失敗して腹から落ちた。重さが違いすぎた。

肺から息が抜け、激しくむせる。

「がほっごほっ！」

　敵の隊列の前でひっくり返るなど冗談ではない。

わかってはいるのだが、息が詰まって動きが取れない。

これは死んだかと思ったのだが……。

「ぐ、軍団長がやられた！」

「どうするのだ!?　後退か？　継戦か？」

「とにかく一旦下がろう。副将殿の指示を待つのだ！」

　敵は転がる俺に構うことなくゆっくりと後退していく。どうやら命を拾ったようだ。

「むぅ大丈夫そうじゃの」

　息を整えながら味方の陣地を見るとブリュンヒルデが大岩を担ぎ上げたまま止まっていた。

ぽいとそれを投げ捨て、大きな音が鳴る。

俺が本当に危なかったら投げるつもりだったようだ。

今日は散々無理をしてもらったな。床でたっぷり借りを返そう。

「大将を守れ！　防御態勢！」

　数瞬おいて一〇五の兵達が俺を盾で囲む。

「こちらも一旦下がりましょう。肩をお貸しします」

　手を伸ばすヤーコフに不要だと言う。

それほどの深手は負っていないし、汗かいた男に密着したくなどない。

「エイギル平気？　薬要る？」

　おおナーティアまで駆けつけてくれたのか。

「駄目だ……立てそうにない……お前の肩を貸してくれ」

「わかった！　捕まって」

　俺はナーティアの肩を借り、身を預ける。

肩を密着させると彼女の慎ましいながらも確かなふくらみが胸板に当たる。

たっぷりかいた汗の臭いも何故か不快ではない。

「私も支えます！」

　同じく駆けこんで来たセリアの腰に手を回し、尻を撫でる。

二人共俺を心配しているので細かいことは気にしないようだ。ふふふ、これはいい。

　その後、帝国軍の軍団はしばらく停止し、こちらと睨み合い、やがてゆっくりと南へ後退していった。

時を同じくして白都の総司令部から使者が訪れたのだった。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「南岸戦闘中」

兵員　　現在百十四万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十一万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十二万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十四万（戦奴含まず）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五五〇〇名

同行　セリア（司令官）マータ（待機）ナーティア（特殊射手）レア（待機）

ブリュンヒルデ（怪物）ピピ（射手）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（怪我）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（副将）

財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９６話　連邦援軍⑬　愛娘







白都　総司令部

「ウォルナスキーの愚か者が！」

　マルティンは司令部内で上陸軍からの報告を受け取るなり、何も言わずに司令官室に入り、扉を閉めるなり怒声を上げる。

「上陸装備の一〇万ぽっちで侵攻するなど奴の頭はどうなっている！」

　ドンと机を叩くマルティン。

彼が司令官室に入ったのは自分の怒声が他の部下に不安を与えるのを避けるためだった。

司令官室には今、腹心であるニコライしかいない。

「周辺の敵を掃討する名目で南下しています。すぐにザブレラに戻り撤退を開始するようにと返事を出したが……時間がかかるでしょう」

「霧で伝令を乗せた船も早く動けないからな！」

　マルティンはそう言ってから机の上の水をボトルごと一気に飲み干し、冷静な声に戻る。

「──見苦しい所を見せたな。奴がこの程度の頭だと見抜けなかった俺の不手際だと言うのに」

　苦笑するマルティンにニコライも小さく頷く。

「いや、当然だと思うよ。俺が司令官ならきっと机を叩き壊していただろう」

　小さな笑い声が交差した。他の者が居ない所で両者は上司部下から長年の親友に戻る。

だが両者の笑いは一瞬で消えた。

「早急に対策を打たねばならん。ザブレラから無秩序に南下したとすればやがて敵の有力な軍団と当たるだろう。軽装備の上陸軍団では不利だ。敗走してくることも想定しなければいけない」

　ニコライも同意する。

「ウォルナスキーは可能ならば援軍をと求めていますが論外ですな。帝国艦隊が健在な以上、何十万を送っても霧が晴れれば孤立する。それにそれは遠い日ではありません」

　マルティンは棚から命令書を引っ張り出しながら言う。

「東部の河川艦隊とイヴァンナの艦隊の残存艦を集めておけ。……例の艦も完成している。打てる手は打っておくが──」

　マルティンは怒りと焦りが文に出ないよう、丁寧に命令書をしたためながら更に続ける。

「上陸軍団の精鋭一〇万が消滅したことを前提に再度戦略を組み直してくれ」

「承知しました」

　ニコライは見事な敬礼を返す。

「それにしてもウォルナスキーがこれ程無能とはな……俺の人物眼もまだまだか」

　マルティンはウォルナスキーの経歴書をちらりと見ながら嘆息し、あることに気付く。

そして悔しそうに目を閉じた後、ガラスのグラスを机に叩きつけた。

「どうしました？　奴が他にも何かやっていましたか？」

「いや、この怒りは俺自身に向いている。何故見落としていたのだろう」

　マルティンはニコライに経歴書を渡す。

「奴の家族を見て見ろ。一人娘の［ソフィア］がカリーニンのセムブレイ卿の所に嫁いでいる。夫は戦死、彼女自身も街から脱出できず、行方不明だそうだ。奴はカリーニンまで突っ込むつもりだったんだよ」

「軍を私物化するとはやはり度し難い馬鹿です。これは奴自身の資質の問題でしょう」

　マルティンは資料を閉じて天を仰ぐ。

「そうだろう。だが気付いていればやりようもあったのだがな。もう言っても仕方ないが」

　マルティンは一つ伸びをして続ける。

「あのゴルドニアの奴もどうなったことだろう。期待していたのとは違ったが面白い男だった」

「戦場の常です。武運あらば潜り抜けるでしょう」

「それもそうか」

　マルティンは鏡で自分の顔を確認し、怒りや焦りがまったく顔に出ていない事を確認してから部屋を出て参謀達の元に戻ったのだった。
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上陸軍団　ザブレラへ後退中

「防衛総司令部からの命令書です。よろしいですな？」

「……」

　ウォルナスキーの前に兵団長達が並び、彼はがっくりとうなだれていた。

俺は声が聞こえる程度の距離で椅子に腰かけ、横で直立不動になっているセリアの尻を撫で続ける。

「んっ！　くぅ……」

　司令官級の集まるこの場で副官の彼女が声を出す訳にはいかず、目で必死に訴えてくる。

だが可愛過ぎるのでもっと撫で回し……涙が浮かんでしまった。調子に乗り過ぎた、すまん。

　俺達は辛くも帝国の軍団を撃退した。

将軍らしき者を仕留め、敵が後退したのだから一応は勝利したとも言えるだろう。

　だが損害を見ればとてもそんな事は言えない。

あの戦いで上陸軍団は総兵力の約半数と大砲や大弩など強力な武器も数多く失ったのだ。

　敵の損害も同じ程度ではあるが、そもそもの兵力に二倍以上の開きがある。

態勢を立て直し再度攻撃されれば今度はまったく持ち堪えられない。

　セリアやヤーコフ、そして他の兵団長達も同じ考えだったようで、ほぼ全員の意見が一致し、ザブレラへの後退が進言された。

　それでも尚、ウォルナスキー司令官は敵の軍団も撤退したのでなんとかカリーニンまで前進できないかと言い始め、そこに総司令部からの命令が届いたのだ。

　総司令官の名で出されたそれは今回の南下を命令の曲解と激しく糾弾しており、即時無条件の撤退と従わない場合は司令官を更迭し序列に従って軍団内で代任を立てるべし、とまで書かれていた。

　兵団長達は命令書を根拠に未だ進軍を主張していたウォルナスキーを全員の同意の元で解任することにしたのだ。

　そして今、軍団はゆっくりと撤退を開始している。

敵の主力もまた下がったのでとりあえず追撃を受ける心配はないが、兵達は傷つき疲労困憊で傍目には敗残兵にしか見えない有様だ。

「是非もない。後は任せた……」

　肩を落としたウォルナスキーが軍団長の杖とマントを椅子に置いて立ち上がる。

兵団長のうち一人が悲しそうな顔で尋ねる。

「閣下、何故こうも無茶な前進をしたのですか？　閣下は決して行きあたりばったりの方ではなかったはずです」

　付き合いの長い部下だろうか。

「──この期に及んで隠すまい。カリーニンにな、娘が嫁いでいたんだよ」

　彼は半ば諦めたように語り始める。

　カリーニンに居た一人娘が帝国の急襲から逃げ遅れ行方不明になったこと。

　帝国に占領された街の住民や領主一家は悲惨な運命を遂げていること。

　小さい頃から何もしてやれなかった彼女をなんとか救ってやりたかったこと。

　話が進むにつれて司令部には怒気が漂い出す。発信源は他の兵団長達……当たり前か。

　娘の為に敵と戦う父、美しい話ではあるがその為に軍団を動かすなど私物化以外の何ものでもない。

まして上陸軍団は精鋭を選りすぐった部隊、全滅するようなことがあれば戦争全体にも影響が出る。

「閣下──いや、貴様──！」

　一人の兵団長が剣を抜かんばかりの勢いでウォルナスキーに迫る。

一方ウォルナスキーはもう全てを諦めたように抵抗しない。

「まあ待って下さい。閣下はもう解任されています。これ以上の詰問は無意味ですよ」

　俺はそう言い、両者の間に入って引き離す。

彼の両脇を掴んでいた兵にも俺が連れて行くからと言い放させる。

　とりあえずウォルナスキーは手近な馬車で軟禁のような形になるらしい。

「卿もさぞかし怒っているのだろうな」

「いえ、別に」

　娘の為に自分の部隊と祖国まで危機に晒した。

軍人としては失格なのだろうが、俺は特に嫌悪感も怒りも感じない。

　俺だってよく知りもしない一〇万より親しい一人を優先するだろうからだ。

それが娘とは言え女ならば当然のことだ。

「そうか……最後に娘の話でも聞いてくれるか？」

「お好きにどうぞ」

　もし無事に白都へ戻れたとしても彼はただでは済まないだろう。彼もそれはわかっているはずだ。

特に親しくもない間柄だが、話を聞いてやるぐらいは手間でもない。

「娘はな……」




　俺の横で父親は愛する一人娘の話を始める。

　思いだすように淡々と語るウォルナスキー、対して俺は自分の表情が変わっていくのを感じた。

「最後に見た娘は腹に肉がついてしまったとぼやいていたよ。元々胸が大きいこともあって太って見られ易くてなぁ」

「肉付きの良い巨乳ですか……」

「良く笑うのんびりした娘でな。きっと過酷な環境には耐えられないだろう。それに親の目にも美女だ。女としてつらい目に会っているかもしれないと思うと耐えきれなかった」

「しかも美人ですか……」

「ふらふらと惚れっぽいせいで婚期が遅れ今年で二十四、そろそろ孫でもと思っていた矢先にな……」

「二十四の惚れっぽい美女か……しかもぽっちゃりで巨乳……なるほど」

　決意は固まった。

「閣下、もし娘さんを救う男が居たらどうされますか？」

「仮定の話は空しくなるだけだ。だがそんな男がいれば……私はなんでも差し出すだろう。言うまでもないだろうが、とんでもない親バカでね」

「……では娘さんを所望したとしたら？」

「悩ましい所だが、惚れっぽい娘のことだ。そんな男がいれば親が許すまでもなくついていってしまいそうだな」

　決まりだ。

「貴方を救うことは俺にはできないでしょう。だが娘さんには会わせて見せましょう」

　彼が何か言っていたが、もうどうでも良かった。




夜

「ううん、エイギル様……極太です」

「むにゃむにゃ……大根……」

　セリアとピピをベッドに残し、俺は準備を整える。

かなり激しく攻めたのでそう簡単に目は覚まさないだろう。

「すまん。だがいかねばならないのだ」

　二人の顔にキスをするとふにゃりと表情が緩む。

　俺はこれからカリーニンに向かう。

幸いにして大きく損害を出した上陸軍団の足は遅く、街からの距離はそれほどでもないだろう。

馬で駆ければあっという間に到着する。

　勝手に部隊を離れるのはまずいかもしれないが、どうせザブレラに辿り付くまではすることもない。

ばれそうになった場合も想定してちゃんと書置きを残して来たしな。

あれを見ればうまくやれるだろう。ふふふ、俺も策士になったものだ。




　問題はカリーニン周辺の警備態勢だが、こちらが撤退していることは敵も知っているはずなので警戒はそれほど厳しくないだろう。一人なら入りこむのは難しくないはずだ。

「ま、一人じゃないんじゃがな」

「むう」

　こっそり外に出た所でブリュンヒルデに声をかけられてしまう。

彼女にとって夜は活動の時間、目を盗めるはずがなかった。

「ふん、単身行かせられるものか。妾の見てない所でお前が斃れ、美味い血が地面に消えて行くと思うと不快極まるのじゃ！」

　ここで問答すればセリア達が起きてしまう。

本当は一人で片づけるべきことなのだが仕方ない。

「わかったブリュンヒルデ。また助けてくれるんだな」

「か、勘違いするでないわ！　妾はぬしの血が惜しいだけじゃ！　お前が死んでしまったらどうしようと考えたら昼も眠れない訳ではないからな！」

　声の大きくなってきたブリュンヒルデの口を手で塞ぎ、シュバルツを連れだす。

傷は……一応傷薬は塗ったが万全ではないかもしれない。

まぁ俺も少しばかし怪我しているが。

「女を救いに行く。巨乳だ。いけるか？」

　シュバルツは嘶き、さっさと乗れと促す。さすがエロ馬だ。

「重い装備は置いていこう。甲冑に長剣担いだ姿では町に入れない」

　こっそり忍び込むことを考えれば重い盾や長剣を持って行くことは不可能だ。

それに軽いデュアルクレイターだけならシュバルツの負担も少ないだろう。

「人馬揃って女好きめ。本当に仕方ない弟じゃ……いつか矯正せんといかん。巨乳など何が良いものか、ぺったんこでも良いではないか」

　俺はシュバルツに飛び乗り、自分の胸をぺたぺた触っているブリュンヒルデに手を伸ばす。

「では行こう。ブリュンヒルデは後ろに乗ってくれ」

「いらん。妾の方が速い」

　そう言って駆け出したブリュンヒルデは本当にシュバルツより速かった。

馬のプライドにかけてシュバルツも速度を増したのだが、地面を蹴り、まるで飛ぶように走る彼女は時折こちらを振り返って気遣うような仕草まで見せたのだった。

　こうして風のような速度で駆けた俺達は夜明け直前、最高のタイミングでカリーニンの街壁の前に到着したのだった。
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余談　トリスタン逃亡記④　喪失

「うーん、不当労働だ……むにゃ」

「……なんでこうなるのよ」

　エステルはベッドに肘をついて大きく溜息をつく。

どう考えてもこんな結末はおかしかった。

　トリスタンを逃がす為、踏み込んで来た治安隊兵士にしがみ付いたエステル。

遂に兵士が剣を抜き──。

「あたしが切られてベッドに寝てるっていうならわかるんだけど」

　現実はそうではなかった。

剣を抜いた兵士を見てトリスタンは慌てて駆けだしたのだ。

「無気力なトリスタンがあたしを守ってくれるんだって体が熱くなったのに……」

　トリスタンはエステルの前に立ちふさがる前に足元の本に躓いて転び意識を失ったのだ。

「室内で転んで失神ってお婆ちゃんなの？　どんだけ鈍臭いのよ！」

　エステルは眠るトリスタンの頬をつねる。か細い声が漏れた。

「それにしても……こいつが領主様の参謀って信じられない。単に仕事から逃げてただけって何よそれ」

　トリスタンが失神すると兵士達は目に見えて慌てだした。

エステルはこれはおかしいぞと問い質し、真実を知ったのだ。

　結局騒ぎを聞きつけたマイラがやってきて、失神したトリスタンを休ませるということでもう一日だけの滞在が認められたのだった。

「なーんか色々疲れちゃったな」

　エステルはトリスタンの寝るベッドに頭を乗せる。

「今の時間、結構いいなって思ったんだけどな。明日で終わりかぁ」

　トリスタンが処罰されないことがわかって安心はした。

しかし、反対に領主の参謀である彼と一介の貸本屋のエステルが今後も親しくできるとは到底思えない。

「……寂しいな」

　エステルは普段呑まない酒をカップに入れて一気に煽る。

「そういえばこいつ、お酒は一滴も呑めないって言ってたっけ。コップ一杯飲んだらバケツ一杯吐くからって」

　くすくすと笑う。

「変な男。女にも酒にも興味が無くて仕事も嫌い。人生何をしたいのよ……って本とお茶か。本当に父さんみたい」

　エステルは身を起こしトリスタンの顔を至近距離から覗きこむ。

規則正しく動く胸と僅かに開いた唇、気の抜ける雰囲気だが顔立ちは十分整っている。

酒のせいもあって彼女の体は更に熱くなっていく。

「最後だし思い切り誘惑を……って駄目だ。絶対反応しない」

　酒は確実に彼女の思考を蝕んでいた。

「誘って駄目ならやっちゃうしかない。こいつひ弱だし、あたしでも力づくで……」

　ゆっくりとエステルの口角が釣り上がっていく。




「ううん……一体なにが……エステル？　えっとあれからどうなったのかな？」

　目を覚ましたトリスタンにエステルは微笑む。

「貴方はあたしを守ろうとして転んで気を失ったのよ。本当に間抜けなんだから」

　トリスタンは微かに顔を赤くする。

「はは、慣れない事をするもんじゃないね。僕は荒事はからっきしなのさ」

「うん、最高に格好悪かったよ。話はマイラ様から全部聞いたわ」

　トリスタンはばれたかと苦笑した。

「でも、嬉しかったよトリスタン」

　見つめ合い微笑む二人、だがトリスタンは突然無表情になる。

「で、なんだいこれ」

「何って？」

　トリスタンは両手を動かそうとするができない。

当たり前だ。彼の両手は頭の上でベッドに縛りつけられているのだから。

「なんで僕は拘束されてるんだい？」

「うふふー聞きたい？」

　エステルは言いながら男の上に圧し掛かる。

「何するのさ。重いからどいて欲しいんだけど……」

「んふふ、だーめ」

　トリスタンはエステルの不自然な様子に気付くが全ては手遅れだった。

「お酒を呑んでいるのかい？　……本当に何をするんだ！　本格的に酔ってるだろう!?」

「いくら誘っても聞かないトリスタンには強硬策しかないの。童貞切って上げるから大人しくしてて」

「これじゃあ強姦じゃないか」

「女が男を犯すのは強姦じゃないの！　女々しい事言ってないでじっとしてなさいってば、大人しくしてればすぐ終わるから！」

「あぁ……なんてこった。僕はただのんびり本を──」

「抵抗しても無駄よ！　あたしの方が力強いんだから。天井の染みでも数えてなさい」

　二人の影は一つになってゆっくりと揺れる。




翌朝

「なんてことだ……汚されてしまった……奪われてしまった……」

　げんなりとしたトリスタンが兵士に伴われて屋敷へと戻っていく。

エステルはシーツだけを身に纏った姿で見送る。

「屋敷の周りにいたんだろう？　どうして助けてくれなかったんだ……」

　トリスタンが兵士を恨みがましい目で睨むが、兵士達は複雑そうな顔だ。

「あんな美人の娘に犯されているのに……助ける必要があるのだろうか？」

「だよな。そういう遊びかと思ってた」

「というより嫌なら振り払えるだろう。女の細腕ぐらい」

　兵士達のひそひそ声にトリスタンは『僕の方が非力なんだよ』と肩を落として言った。

「最後は酷かったけど……お世話になったね」

　溜息と共にトリスタンはエステルに別れを告げる。

だが彼女の返事は別れを受け入れるものではなかった。

「うん。いっぱいお世話したね」

　エステルはそう言いながらシーツで隠しているだけの自らの下腹部を優しく撫でる。

「嫌がってた割にはどっぷりと……ふふ、もしかしたらもしかするかも。そうなったら宜しくね」

　優しい顔で腹を撫で続けるエステルにトリスタンは肺の空気が全部出たような溜息をつくのだった。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　「南岸戦闘中」

兵員　　現在百十四万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十一万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十二万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十四万（戦奴含まず）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五五〇〇名

同行　セリア（司令官）マータ（待機）ナーティア（特殊射手）レア（待機）

ブリュンヒルデ（怪物）ピピ（射手）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（怪我）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（副将）

エステル（加害者）トリスタン（被害者）

財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９７話　連邦援軍⑭　潜入作戦







　カリーニンの街が近くなったところで俺はシュバルツから降りる。

こいつはでかすぎて目立つからだ。

「黒いのは闇に紛れていいがもう少し小さくなれなかったのか。まったく役に立たん」

　尻を叩いてやると頭を噛まれた。何をする。

「遊んでおらんで早うせんか。もうすぐ陽が昇るぞ」

　ブリュンヒルデに怒られてしまったじゃないか。全部このエロ馬が悪い。

俺は気を取り直して街の様子を観察する。

　街壁は城壁という程ではないが、一息に乗り越えられる高さではなかった。

近くまで俺達の軍が来ていたせいか街の警戒はなかなか厳重だ。

一定間隔で置かれた見張り台には篝火が焚かれ松明を持った兵士達が壁の外側を巡回している。

「ううむ、さすがに押し通る訳にはいかんしな」

「当り前じゃ。ソフィアとか言う小娘を探すのじゃろが。殴り込んだら大騒ぎになってそれどころでなくなるぞ。……お主まさか何も考えずに来たのか？」

「味方の陣を抜けだしてもばれないように頭を使って肝心なことを忘れていたんだ」

　ブリュンヒルデに頭をポカリと叩かれる。撫でるような一撃だが、案外効いた。

「阿呆めが……なんにせよ忍びこむしかあるまい。幸い見張りもそう気を張っているようには見えん」

　夜目の効くブリュンヒルデによると敵兵は欠伸や雑談をしながら巡回しており、見張り台の上の兵などの中には居眠りをしている者もいるらしい。夜明け前は深夜よりも気の抜ける時間帯なのだ。

「俺達の撤退は既に知られているらしいな。まさか二人で忍びこんで来るとも思っていないだろうし、こっそりいけば行けるか」

「さすがに正門は閉じられておるが裏口があるようじゃ。巡回の兵士があそこから出てきておった」

　なるほど、そこから入れば騒ぎを起こさずに済む。

「なんにせよ時間がない。早くせんと時間切れになってしまう」

「確かに陽がしっかり登ってしまっては潜入などできないな」

「いや、太陽を浴びると妾のやる気がなくなる」

「……」

　無言のままブリュンヒルデの乳首を服の上からつつき、腕を噛まれる。

さて行こうか。

シュバルツはここで適当に待っておけ。俺達が脱出したらいいタイミングで迎えにくるんだぞ。




　難度はともかくやることははっきりしている。

巡回の兵の目を盗みながら街壁に接近、見張り台にいる兵にも見つからないように裏口からカリーニンの街に侵入するだけだ。息を殺しながら進む隠密作戦となる。

ピピやセリアなんかが得意そうだが、俺も負けていないことを見せてやろう。

「猫のように忍びこむのだ」

「でっかい猫もいたもんじゃ」

　腰を落として中腰のまま走り、街壁に近づいていく。

ブリュンヒルデは黙って後ろからついてくるようだ。




「おお寒……昼間と夜の巡回が同じ時間で交代って不公平だよな」

「まったくだ。上がりの褒美も具のほとんどないスープだけだぜ」

　二人の兵士が互いに愚痴を垂れながらこちらに近づいて来る。

周囲に注意を向けずにただ歩いているだけだ。これなら正面にいかなければすり抜けられるはずだ。

　俺は地面に伏せて兵士達をやり過ごし、通り過ぎてから再び進むことにした。

体を低くして息を殺し──。

「誰だ!?」

「しまった！」

　何故か普通にばれてしまった。

　俺は反射的に飛びかかり、一人の口を塞いでそのまま首をへし折る。

「だ、だれか……ぐげ！」

　もう一人の方もブリュンヒルデが首をねじ切ったようだ。

　その場でしばらく声を潜めるが灯りも増えないし、他の兵士の騒ぐ声も聞こえない。

どうやら聞かれなかったようだ。

「危ない所だった。何故ばれたのだろう」

「筋肉達磨が四つん這いで睨んでおればな……妙な殺気がモンモンと出ておったぞ」

　難しいものだ。次は上手くやろう。




　俺達は再び前進を開始する。

「──でよ、その女がまた良い声で泣きやがってよ」

「俺も居合わせたかったぜー」

　今度の二人は足を止め、槍にもたれて立っている。

どうやらさぼっているようだが、逆に厄介だ。

　相手が動かなければこちらが動くしかないからだ。

息を殺して地面を這いながら迂回し──。

「誰だ!!」

「曲者か！」

「しまった！」

　またばれてしまった。

　俺は跳ね起きて突進し、一人を地面に引き倒し顔面を殴りつけて黙らせる。

ブリュンヒルデも同じように相手を引き倒し、体を二つ折りにへし折っていた。

　声を潜めるが特に反応は無い。

「またばれた。今度は何故だ」

「お主の匍匐はやたらズリズリ音がするんじゃろ。そもそもお主は隠密行動に向いておらん。絶対ばれると思って飛びだす準備をしておったわ！」

　うむむ、こっそりと言うのは難しい。

気を取り直して進もう。街壁は近い。

「……もう好きにせい」




　前進を開始する俺達、裏口まであと一息と迫った。

　裏口前には誰も居なかったが、すぐ近くに見張り櫓が組まれており兵士が一人で見張っている。

「ち、寝ててくれれば良かったのに」

　それなりに高い櫓なのでボーっとしているならこちらには気付かないかもしれないが、この兵士は真面目な性格らしく熱心に周りを見回していた。

　薄暗いとは言え、上から見下ろされたのでは今までのように身を隠して進んでも意味は無い。

「今までも隠れておらんかったがな」

「強引だがここは奴が反対側を見た瞬間に駆け出して門まで走り抜けるしかない」

　扉の向こう側に敵が居るかもしれないが、まずここを切りぬけてからの話だ。

　ブリュンヒルデは返事をせずに溜息だけ落したが従ってくれるようだ。

　俺は睨みつけるようにして見張りの頭の動きを観察する。

この作戦で足を引っ張る可能性があるのは俺だ。

　ブリュンヒルデはシュバルツよりも速いから問題なく駆け抜けられる。

俺も鈍足ではないが、風のように──とはいかない。気合いを入れていかねばならない。

　その時、男の顔が俺達とは反対側に向けられる。

好機だ。

「うおぉぉぉ!!」

　気合の叫びと共に走り出す。

我ながら素晴らしいスタートだ。これなら奴がこちらを見る前に走り抜けられるだろう。

「うわぁ！　誰だ!?」

「しまった！」

　なぜだが分からないがまたばれてしまった。

咄嗟に見張りに足元の石を投げ付ける。

「ぐげっ！」

　石は見事頭に命中し潰れた音がした。

見張りはそのまま櫓の上から落下して絶命したようだ。

「お主、本当に忍びこむ気はあるのか!?　妾を担いでおるんじゃなかろうな！」

　ブリュンヒルデに怒られながら走る。

扉は目の前だった。

　今の声を誰かに聞かれていたかもしれない。

敵が対応する前に街に飛び込む必要がある。

「ふん！」

　俺は駆ける速度そのままに飛びあがり、扉目掛けて両足を揃えて蹴りを見舞う。

木製の扉は吹き飛ぶように壊れて街への道が開かれた。

「潜入成功だ」

「──妾が人と関わらぬようになってから幾百年。潜入の意味も随分と変わったものじゃな」

　時代が変われば言葉も変わる。ブリュンヒルデにとっては感慨深いことなのかもしれない。




　夜明けを迎えたカリーニンの街は当然まだ閑散としている。

だが全く人が居ない訳ではなく、井戸から水を汲む老婆や料理用だろうか薪を家に運びこむ男の姿がちらほらと見えた。

「街に帝国軍しかいなかったらどうしようかと思ったが、これなら民に紛れこめそうだ」

　俺はデュアルクレイターをいそいそとマントの中に抱えるようにして仕舞う。

既に春が近いとは言え、連邦の明け方はまだまだ凍える寒さだ。

民も分厚いコートやマントを着こんでいるので目立ちはしないだろう。

　長剣や甲冑をつけて来ないで幸いだった。あれは隠しようがない。

「むしろ目立つのはブリュンヒルデの方か」

　彼女のドレスは一応外を歩く為のものらしいが、流石に占領下にある街で着て歩くには不自然だ。

「余計な心配などいらん。お主は自分のことだけ心配しておれ、阿呆め」

　ブリュンヒルデに叩かれてしまう。

どうやらさっきの潜入は彼女の中では駄目だったらしい。

「貴様が動くとばれる。飢えて凍える物乞いのふりでもしておけ。妾がその女を探してくる」

　そう言ってブリュンヒルデは軽い調子で地面を蹴り、屋根の上に飛び乗った。

「待て、俺がいないと顔がわからないだろう」

「お主もわからんじゃろが」

　そう言えばそうだった。

「どうやって探すべきか……巨乳の女に片っ端から声を……」

「だからお主はついてくるなと言っておる」

　ブリュンヒルデはフンと鼻を鳴らして屋根から屋根へと跳躍していく。

無意味に歩き回ってはぐれてもつまらない。素直に地面に座り込んでいることにしよう。

もしかすると俺はいらなかったのだろうか。

ポケットに入れてきた干し肉でも食べよう。




　しばらくして朝日が完全に昇った頃、気だるげな顔をしたブリュンヒルデが戻って来る。

「見つけたぞ……しかし忌々しい太陽じゃ……」

　普通のヴァンパイアは太陽を浴びると灰になってしまう。

長きを生きた彼女は太陽の下を歩くことはできるが、力は抜けるし何よりとんでもなく不快らしい。

　俺の手を引く彼女を黒いマントで覆ってやる。少しはマシになるといいんだが。

「この家にいるのがどうやらそうらしい」

「そうか。しかしよくこの短時間でわかったな」

　ブリュンヒルデは無言で井戸を指差す。

覗いてみると帝国の兵士らしき何人もの男の死体が浮かんでいた。

中にはミイラのようになっているものもいる。

「あ、その若い男、案外に美味くて止まらんかった。後のはまずかったので早々に絞めたぞ」

　深くは聞くまい。

　その家はやや大きくはあったが普通の民家にしか見えなかったが、家は朝にも関わらず窓が閉め切られている。まだ寝ているのだろうか。

窓を開けて覗こうとする俺の肩に手をかけたブリュンヒルデが真剣な顔で言う。

「もう夜は明けておるぞ。妾は本来の力を発揮できん。お主の安全を考えればこの場は確認するだけに留め、夜を待って奪いに行く。わかったな」

「あぁわかっているよ」

　俺は答えながら窓を軽くあけて中を覗く。




　窓を開けるなり女の悲鳴が聞こえてきた。

男に犯される女の泣き声だ。

「やっと番が回って来たぜ。そら、足を開けよ」

「も、もう許して……お股が擦り切れて……痛いの……」

　涙を流す女は二〇半ばに見える。セミロングの黒髪を乱し、覆いかぶさる男に懇願していた。

全体的にぽっちゃりした印象を受ける体と相当に大きな胸は男の情欲をそそりそうだが、体中についた痣と小さな傷のせいで痛々しさしか感じない。

　男にされるがままに体を押さえられ、両手で顔を押さえてさめざめと泣いている。

　強引に開かされた股からは大量の……恐らくは何人分もの精が流れ出していた。

幾度も凌辱されたのだろう、性器は真っ赤に腫れあがっていた。

「うるせえ。領主一家のお前を生かしておいたのは女として……こうするためなんだよ！」

「あぐっ!!　痛い──!!」

　男は両足を掴んで腰を押し出す。ふくよかな尻にバチンと音を立てて男の腰が当たる。

途端に女性は体を反らせて悲痛な声を上げた。

　凌辱されてしまった悲しみの声ですらない。単純な激痛に呻いているのだ。

男が挿入すると同時に奥の部屋から声が上がる。

「どうだ、生かしておいて正解だろう？　やっぱ女は少しばかり太ってるぐらいがいいんだよ」

「だなっ！　特にこうやって……無理やり犯すには最高だ！　中の具合も良いぜ！」

「やめて……痛い……死んじゃう……」

　男は遠慮なしに腰を激しく動かしながら巨乳に吸い付く。

女性は抵抗もせず、ただひぃと小さく叫ぶだけだった。




　己の目がゆっくりと据わって行くのがわかる。

久しぶりに心の底から不愉快な気分になった。

「さっき言ったばっかりで悪いがやっぱりわからなかったことにしてくれ」

「じゃろうな」

　俺は窓を離れて裏口に向かう。さすがに通りに面した表から殴り込まないだけの理性は残っている。

　裏口の扉には鍵がかかっていたようだが、構わず押し開く。

民家の鍵など俺が全力で押せばあってもなくても同じだ。

「な、なんだお前！　ここは帝国が召し上げた家だ！　勝手に入れば処刑するぞ！」

　半裸の男が片手に酒瓶を持ったまま飛び出してきた。

俺は何も言わずにその男の顔に両手をやり、首を思い切りひねってやった。

ゴリンと鈍い音がして男は体と頭の向きが逆になって倒れ込む。

「まるで妾がやるような絞め方じゃの。ヒトとは思えぬ怪力じゃ」

　ブリュンヒルデの言葉にも答える気になれない。

「一体何騒いで……グルゼ!?　お、おい貴様何をした！」

　更に飛び出してきた半裸の男、どいつもこいつも不愉快な。

片手で喉を掴んで持ち上げる。

「が……ぐ……」

　男はがっちりした体格だったが、その程度の重さなら右手一本で十分だ。

窒息させるつもりなどなかった。そのまま力を込めて頸椎をへし折る。

　首を折られ、痙攣する男を投げ捨て、窓から見えた部屋の扉を蹴破る。

そこでは未だに男が女性を凌辱していた。

「どうだ！　痛いか！　でも気持ち良いんだろう!?」

「痛い痛い！　もうやだぁ！」

　腰を振りながら女の巨乳を鷲掴みにして強引に引っ張っている男。乳首の周りには噛みついた跡まである。そんなことをしたら痛いだけだろうが。救いようの無い奴だ。

「おい」

　一言掛けると同時に男の肩を掴み、テーブルの上に放り投げる。

「ぐわあ！　なんだぁ！」

「あぐ！」

　男はテーブルに倒れてから床に転がり落ちて悶える。

女性の方も男の一物が強引に抜けたせいで痛みを感じてしまったようだ。

すまない。後で優しく手当てしてやるからな。

「さて確認しよう」

　さっさと叩き殺してやりたいが、まずこの女性がウォルナスキーの娘ソフィアなのか確かめないといけない。

　だが男は俺の話を聞かずにがなり立てる。

こいつは先ほどの男達と同じく半裸だが下半身が剥き出しなのでまともに聞く気にもならない。

「てめぇ街のモンか！　俺にこんなことして唯で済むと思っているのか、一家皆殺しに──」

　男は叫びながら布切れを見せつけてくる。なんだろうか──そうだ思い出した。帝国軍の階級章だ。

詳しい事はセリア任せで覚えていないが多分指揮官クラスなんだろうな。

「皆殺しとは大変だ。だがお前の方も相当大変になるぞ」

　俺は男を廊下に投げ飛ばす。

「くそっもう許さん──グルゼ……ギヨルテ……!?」

　廊下には頭だけ後ろを向いた死体と、喉が潰れた死体が転がっている。

「お前はもうすぐこいつらと同じように死体になる予定だ。しかし俺の質問に素直に答えれば助かるかもしれないぞ？」

　もちろん本当に助ける気はない。何を答えても最後には殺す。

　言いながら俺は男の剥き出しの一物を踏みつける。

話もできなくなるので手加減はしているが相当な苦痛のはずだ。

「お前が犯していた彼女の名前は？」

「し、知らない！」

　体重をかける。

「痛い痛い痛い!!　やめてくれ本当に知らないんだ！　興味なかったんだ！」

　ち、本当に知らないようだ。

ブリュンヒルデの情報とややぽっちゃりした巨乳の美女……ほぼ間違いないが、万が一にもソフィアを置き去りにして帰っては父親に会わせる顔がなくなる。

「なら彼女の素性を教えろ。知っている事を全部だぞ」

「こ、こいつはグンゼが連れて来たんだ！　この街の貴族の嫁だったとかなんとか……」

「その貴族の名前は？」

　足の力を少しだけ緩める。

「そこまで知る訳ないだろ！」

　玉の上に足を乗せる。

「言う！　確か──」

　男の言った名前はウォルナスキーから聞いていた名と同じだった。もう間違いはあるまい。

この男の価値はなくなった。

「よし、もういい」

　男は安堵したように息を吐く。

「ところで彼女のことなんだが、この様子では犯したのは一度や二度ではないな？」

「あ、あぁ……具合が良いって同僚や部下、上官にも噂がいってたんだ。俺も一〇や二〇じゃ……」」

　なるほど、穏やかに暮らしていた女にはきつすぎる凌辱だ。

突然の乱入にも反応せず、放心状態で天井を見ているのも頷ける。

「可哀想だとは思わんのか？」

「連邦の奴らなんざどうなっても──い、いや可哀想だ！　本心からそう思う」

　そうだろう。まともな心を持つ男ならそうだろうとも。

「お前は女の気持ちが分かる良い奴なんだな。見直したよ」

「そ、そうだろう？　だからこの場はどうか……」

　俺は男への嫌悪感を押さえて精一杯の笑顔を浮かべてやる。

「良い奴なら可哀想な女の気持ちを理解する為に……玉の一つや二つ潰れてやる気になるだろう？」

「へっ！　待ってくれ！　やめ──!!」

　ブリュンヒルデが叫びが漏れないよう男の口に手を当てる。

同時に俺は床板を踏み抜く勢いで男の股間を踏みつけた。




「もう大丈夫だ。怖かったな」

　俺は全裸のまま放心している女性──ソフィアの方に毛布をかけてやる。

彼女は俺の手が触れるとビクリと震えた。

「心配いらない。アンタの父親の頼みで助けにきたんだよ。ソフィア」

　本当は勝手に来たのだが些細なことだ。

　すると何が起こったかわからない顔をしていた彼女がゆっくりと反応し、俺に抱きついてくる。

俺も優しく包むように抱きしめ、肩や背中をゆっくりと撫で続ける。

　ブリュンヒルデ、今のうちにそこの死体を片付けてくれ。

玉と竿をまとめてペシャンコにしたら痛みで死んでしまった。

「父様……父様の……ふ……ふぇぇ……ふぇぇぇぇぇ……」

　ソフィアは父の名を聞いてしばらく動きを止め、やがて瞳に大粒の涙を浮かべる。

ぼっちゃりした体に大きな胸、年齢は二四と聞いていたがより幼く見える童顔の可愛い感じの美女だ。

　体も柔らかく感じ易いそうだ。乱暴にせず、丁寧に口説いて優しく抱けば最高の時間が過ごせるだろうに、帝国の男達も愚かなものだ。

　そのまま泣こうとした彼女の唇に手を当てる。

「誰が来るかわからない。まずはここを脱出してからだ」

　ソフィアは涙を拭いて鼻をすする。

俺達に合わせて立ち上がろうとするが腰が砕けてしまった。

穴が腫れあがるまで犯されていたのだ、まともに歩けるはずがない。

「少し休ませなければ走れもしないな」

　真昼間から女を抱きかかえて走れば嫌でも目についてしまう。

どこかに潜伏するのが最善だが、この家で軍人三人を殺したことが夜までばれないとも思えない。

　街壁の見張りが殺されていることもばれているだろう。

街に侵入者がいるとわかれば本格的な捜索が開始されるはずだ。

「いっそ地下室にでも……いや、逆に逃げ場がなくなるか」

　俺が考え込んでいるとブリュンヒルデが嘆息する。

「だから先走るなど言ったのじゃ。ま、考える必要はなくなったわ」

　彼女が窓を指差す。馬から降りる三人の男が見える。

彼らは玄関に向かっているようだ。

そういえばこの家は帝国軍が召し上げたとか言っていたな。となれば軍人だろう。

「そのようだな。正面から押し通るしかなくなった」

　毛布で包んだソフィアを後ろに下げてデュアルクレイターを抜く。

外に居る男達の声が聞こえる。逃げる時間はもうない。




「ふふふ、今日は俺の出世祝いだ。良い酒を呑ませてやるぞ」

「ようやっとザフネス大将軍も閣下の才をお認めになられたのでしょう！」

「それも東部方面軍司令とは一族どころか領民全体の誉れとなりましょう」

　男達は陽気に笑いながら正面から入ってこようとしている。

偉そうな奴が一人にお付きの騎士が二人か。時間はかけられない、一瞬で仕留めねば。

「しかし閣下のような方がこのような民家で何をなさるのですか？」

「ははは、ここにいる女がまた俺好みでな。作戦前の景気付けに抱いておこうと思ったのだ」

　奴もソフィアを凌辱していた一人のようだ。

閣下殿は上機嫌で偉そうに胸を反らせている。

「戦死した奴の後釜と言うのは気に入らんが、それも戦場の常。死ぬのも本人の責によるというもの」

「まったくです。それにしても就任してすぐに上陸した連邦軍への追撃を準備されるとは……まったく見事なものでございます」

「戦いとは常に仕掛けた方が有利なのだ。守りに入っては勝てはせんぞ」

　お付きの騎士が扉に手をかけた瞬間、俺は内側から思い切り扉を蹴り飛ばす。

「ぐわぁぁぁ！」

　騎士が扉と一緒に吹き飛ぶ。

俺は間髪いれずに飛び出し、もう一人の騎士に剣を振り下ろす。

　突然のことに対応できない騎士を肩口から両断、凄まじい悲鳴が上がるが最早隠しようもないので放置する。

「き、貴様！」

　扉と共に倒れた騎士が何か言う前に胸を剣で貫く。

「な、何者、いや敵か!?　誰か出会え！　俺を助け──」

　慌てて逃げようとする閣下。腰の剣は飾りらしいな。

俺は追いかけるように踏み込んで剣を横に薙ぎ、後ろから閣下の首を飛ばす。

閣下は噴水のように血を撒きながら二歩三歩と歩いて倒れ込んだ。




「走れ！」

　家の中で震えるソフィアを掴んで抱き上げ、門に向けて走る。

既に周囲には民の悲鳴と衛兵らしき怒号が飛び交っている。

　ちらっと見ただけでも数十の兵が寄って来ているし、すぐに数百になるだろう。

立ち止まって戦うことはできない。

　左手でソフィアを抱き上げ、右手一本でデュアルクレイターを掴む。

「曲者！」

「その通り」

　路地から飛び出して来た衛兵を走りながら叩き切る。

ブリュンヒルデに目をやるとぴったり後ろからついてきている。

だがその表情は冴えない……今日に限って良い天気だからな。

「このまま街壁まで走る。ブリュンヒルデ、俺を壁越えで投げ飛ばせるか？」

「へ？」

　ソフィアが妙な顔をする。

普通に考えれば少女のブリュンヒルデが筋骨隆々の俺を投げ飛ばすなどあり得ない話だろう。

だが彼女の怪力ならばそれができるだろうし、格好悪いが今はこだわっている場合ではない。

「今はできん」

　だが彼女はばっさり否定する。

「さっきから太陽を浴びているせいで体調が優れん……力加減を間違えて壁にぶつけたり、高々と投げ飛ばしてしまうかもしれん」

　あんまり高く投げ飛ばされて骨でも折れてしまえばそれこそ逃げられない。

残念ながら彼女の力で無理やり逃げることはできないようだ。

「連邦の間者が紛れこんだぞ！　扉を閉めろ！」

　既に連絡は回っているらしく、正門がゆっくりと閉じられていく。

門の前にも兵士がいるし押し通っている間に後ろから追いつかれておしまいだ。

「俺達が入って来た裏門から出る」

　あそこの扉は入る時に俺が蹴り壊した。

少なくとも閉じられていることはないはずだ。

「危ない！」

　その時、後方から風切り音が聞こえる。

クロスボウボルトが飛んで来たのだ。

　ボルトは左脇に抱えたソフィアに当たりかけ、慌てて俺が右手で庇う。

ドスンと音を立ててボルトが右手に食い込む。

「……ち」

　思わずデュアルクレイターを落としかけた。

もう振り回す訳にはいかないな。逃げに徹することにしよう。

　目指す門の前には一〇人ばかりの敵が陣取っている。

さすがに無防備なはずがないか。

「仕方ないの」

　俺の右手に刺さったボルトを見て顔を顰めたブリュンヒルデが加速していく。

兵士は突進して来る少女に戸惑った顔をしていたが、慌てて槍を構える。

「ええい鬱陶しいわ！」

　ブリュンヒルデは大きく腕を振る。

少女の華奢な拳──それに当たった男達がひしゃげ、バラバラになって吹き飛んでいく。

「ぬ、二匹逃した」

　本来ならば一瞬で皆殺しだったのだろう。

だが太陽のせいかブリュンヒルデはやはり本調子ではない。

やり損ねた二名が俺に槍を突き出す。

「問題ない」

　俺は槍ごと敵を両断しようとデュアルクレイターを振り上げ、痛みに呻く。

一番使う筋肉に刺さってやがる。

　なんとか一人目は叩き切ったものの、剣を戻してもう一度は無理そうだ。

　正面から来る敵の剣を紙一重で避ける。

だが左手にはソフィアを抱え、右手は痛みで動かない。

仕方ない第三の足……は大事な物だからやめておこう。

　俺は敵の剥き出しの顔面に深々と噛みつき、鼻を引きちぎった。

「うぎゃあああああ!!」

　絶叫と共に男は倒れてのたうつ。口に広がる血と肉の感触が最高に気持ち悪い。

「お主ますますヒトから離れて行くのう」

　いいからさっさと逃げよう。さっきからぴゅんぴゅん矢が飛んで来ている。




　裏口を出ると同時に黒い影が走りよってきた。

「シュバルツか、良いタイミングだ」

　この巨体がどこに隠れていたのか気になったが、今はどうでも良い。

ソフィアを抱えたままシュバルツに飛び乗る。

何も言わずともシュバルツは北へ、上陸軍が居る方向に向かって走り出した。

ブリュンヒルデは行きと同じくシュバルツと並走して風のように駆ける。

「奴らもおでましだ」

　俺達が外に出たのがばれたらしい。

正門が開き、敵の軽騎兵が次々と飛び出してくる。

「全速でいけシュバルツ」

　俺はソフィアを前に乗せてマントでくるむ。

心配してはいない。軽騎兵は足が早いが、こいつに追いつける馬など今まで見た事が無い。

　走り出すシュバルツ、敵は見る見る小さくなっていく──はずだったのだが。

「どうした。追いつかれているぞ」

　敵の姿は徐々に大きくなってくる。

敵が早いのではない、シュバルツの速度が出ていないのだ。

良く見れば走り方が少しばかりぎこちなく、前に受けた傷から血が流れている。

　苦々しい顔でこちらを見るシュバルツ。

傷は治りかけていたはずだが、行きに調子に乗って全力疾走したせいでまた開いたらしい。

「すまん……妾もきつい」

　更にブリュンヒルデが速度の出ていないシュバルツからも遅れ始めた。

「陽の下ではだめなのじゃ」

「わかった。こっちにきてくれ」

　馬上から手を伸ばして彼女を引き上げ、ソフィアと同じように前に乗せて抱きかかえる。

僅かとは言え重量が増えたことで更にシュバルツの速度は落ち、敵が見る見る大きくなってきた。

　追手は甲冑を着ておらず非常に軽量で、剣と──厄介なクロスボウを抱えている。

逃げるしかないこちらとしては最悪の装備だ。

「軍司令官殿を殺されてこのまま取り逃がしたでは我らはいい恥さらしだ！　絶対に仕留めろ！」

「八つ裂きにしてやるのだ！」

　怒号が聞こえる距離にまで詰められた。そろそろまずいな。

　俺は女二人を覆いかぶさるように抱きかかえる。

その瞬間、背中に衝撃と熱い感覚が走った。

「うぐ」

「よし命中だ！」

　遂に敵のクロスボウの射程に入り、背中に一発貰ってしまったらしい。

弓を馬上で射るのは相当な技量がいるがクロスボウならそう難しくはない。

背中の筋肉に力を入れて盛り上げていたおかげで内臓まではいっていないがとにかく痛い。

「あ、あの……」

　俺の腕の中でソフィアが心配そうな顔でこちらを見ていた。

俺はなんでもないと笑う。つらい思いをしてきたのだ。これ以上心配させることはない。

「貴女の胸が当たってつい呻いてしまったよ。大きくて良い乳房だ」

　茶化して見せたが続いて二本目が突き刺さり、さすがに顔が歪む。

　鎧無しの生身にこれはつらい。

とりあえず限界まで頭を下げて延髄と後頭部を隠す。

ここに刺さったら筋肉があってもどうしようもないからな。

　なにより女達に当たらないように気をつけないといけない。

それにしても遠慮なく当ててくる。筋肉に限界まで力を込めて臓腑を守らないといけない。

「あぅ……痛いです」

　次々と刺さるボルトの痛みで思わずソフィアを強く抱きしめてしまっていたようだ。

おっといけない。気をつけないと。

「すまん。美女を強く抱きしめたくなるのは男の性だ。許してくれ」

「い、いえ。それよりさっきからドンドンって音が……」

　それは俺の背中にボルトが突き刺さる音だ。

腰、肩、太もも、背中とバスバス刺さってやがる。

「もういい黙っておれ」

　尚も何か言おうとするソフィアを同じく俺の腕の中にいるブリュンヒルデが睨みつけた。

こらこら、怖がらせるな。彼女の心の傷が広がってしまうじゃないか。

　その時、シュバルツの尻にもボルトが突き刺さり、僅かに嘶く。

だが奴もやるべきことは知っているのだろう、速度を落とさず走り続ける。

いや、無理やり速度をあげたようにも見える。なかなか根性があるじゃないか。

「あ、当たってるはずなのに落馬しねぇ……馬も悲鳴一つあげねぇ！」

「あれだけ受けてまだ……奴は人間なのか？　平気な顔してやがる！」

　馬鹿言え、死ぬほど痛い。

少しでも力を緩めれば内臓まで食い込んでお終いなんだぞ。




　シュバルツが速度を上げたせいで敵は追いつく事まではできず、一定の間隔を開けて追いかけながら俺の背中に次々とボルトを叩きこんで来た。

　俺は時折後ろを振り返って頭に来るのは避け、胴体に来るものはそのまま受ける。

　馬上射撃の上、互いに全力で走りながらなのでさしものクロスボウとは言え命中率は悪い。

それでも既に俺に十三本、シュバルツにも三本──いや、尻に四本目が当たった。

「はは……次はお前だったか。速度を落としたら許さんぞ」

　こいつの方が的がでかいのに俺にばっかり刺さって不公平だと思っていた所だからちょうどいい。

シュバルツも傷からだらだらと血は流しているが、フンと一つ息を吐くだけで嘶きもせず、もちろん速度も落とさない。

「も……もう……たまらん」

　マントの中に抱えていたブリュンヒルデが顔を出す。

そして俺の背中を見て悲鳴を上げた。

「も、もう限界じゃ！　妾が後ろに乗って矢を受ける！　このままでは主が死んでしまう！」

　這いだそうとするブリュンヒルデを抱え直す。

さすがにきついから暴れないでくれ。

「夜なら大丈夫だろうが、今のお前だとまかり間違って本当に刺さってしまうかもしれない」

「構わん！　妾を誰だと思っておるのじゃ！　針鼠になったところで死にはせん！」

　馬鹿な事を言うんじゃない。

彼女の美しい肌に無骨な鉄が食い込むなど俺の心が死んでしまう。

「お前に矢が刺さるぐらいなら俺が針鼠になるさ。これは譲れない」

　更に強く強く彼女を抱きしめる。

もちろん彼女の力ならば抜ける出す気ならすぐだ。

だがブリュンヒルデはそれ以上抵抗しなかった。

「……もし、もし命が尽きそうになったら言うのじゃ。妾にはお主の命を救うことはできんが、滅びを回避することはできるから」

　そうならないよう願うよ。




　追撃戦は長く続いたが、やがて敵の馬が一頭、また一頭と遅れて行く。

長く走り続けて遂に体力が限界を迎えたのだ。

中には突然横倒しになって転倒する馬まで出始めた。

　シュバルツは怪我のせいで速度こそ出ないものの、持久力も一級品だ。

そう簡単にへばったりはしない。

　そして遂に敵の最後の馬が足を止め、俺達は敵を振り切ったのだった。

「はぁ……なんとか助かったようだな」

「「ふぇぇぇ良かった……良かったよぉ」」

　マントの中でソフィアが抱きついて来る。

巨乳が当たって大変喜ばしいが痛みがひどくて集中できないのが残念だ。

背中に矢が突き刺さった程度で乳に集中できないとは俺もまだまだ未熟だな。

　だがもう一つ平らな感触を感じる。

見ればブリュンヒルデが俺の腹に顔を埋めていた。

「さっきの『ふぇぇぇ』はお前も言っていたのか？」

　だとすれば可愛過ぎる。想像するだけで肉棒が硬くなってしまうぞ。

　ブリュンヒルデは無言のまま、俺にキスをする。

うむ、やはりキスをされれば痛みなど気にならないな。

　シュバルツがヒヒンと鳴いて邪魔をする。

お前もよく走ってくれたと、鬣を撫でてやる。

「うん、待てよ。お前が行きで調子に乗ってブリュンヒルデを追いかけたせいでこうなったのか」

　やっぱり鬣を毟ってやろうか。

　とりあえず今は体中にぶっ刺さったボルトを美女に優しく抜いて欲しい。

シュバルツも同感なのか、顔をしかめながら速度を落として歩き始めたのだった。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　南岸戦闘中

兵員　　現在百十四万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十一万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十二万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十四万（戦奴含まず）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五千名

同行　セリア（戦闘）マータ（戦闘）ナーティア（特殊射手）レア（待機）

ブリュンヒルデ（心労中）ピピ（戦闘）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（重傷）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（戦闘）ソフィア（救出）

財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９８話　連邦援軍⑮　傷の手当て　♯







　行きはカリーニンまで一日で着いたが、帰りは随分と時間がかかっている。

シュバルツが怪我をしている上に三人も乗っているので全く速度が出ないからだ。

ブリュンヒルデは子供のように軽いが俺が一・五人分あるし、ソフィアもぽっちゃり体型なので体重はあるだろう。

　軽くしてやろうにもまさか体も心もボロボロのソフィアを歩かせる訳にはいかないし、ブリュンヒルデが降りても重量的にほとんど意味は無い。

俺が降りてやれば良かったのだが。

「さすがに背中がこれでは徒歩は厳しい……痛みも感じなくなってきたぞ」

　シュバルツの尻も血塗れだが俺の背中も負けていない。

一度手当てしようとしたソフィアが失神してしまったほどだ。

「臓腑までは届いておらんし死ぬ程ではなかろう。お主は人一倍頑強じゃからな。しかし……」

「ぐおぉぉ……」

　ブリュンヒルデが背に手をやると同時に感じなくなっていた激痛が蘇り、声が漏れてしまう。

「すぐに抜かなかったせいで肉がボルトを包んでしまっておる。おまけに膿んできて……これを引き抜くのは骨じゃ。尋常ではない程に痛むぞ」

　矢はすぐに抜かなければ肉が締まって抜けなくなってしまう。

だが俺の場合刺さった本数が多い上にすぐ手当てできる環境ではなかったので下手に抜くと失血で命を落とす可能性もあり、そのままにするしかなかった。

「そりゃ怖い。セリアに手を握って貰いながら抜こう」

　茶化すようにシュバルツが嘶く。

うるさい、ふらふらしながら余計な声を出すな。

それにお前のケツも同じだぞ。男の獣医に抜かせてやる。

「大分追いついたとは思うが味方も北上しているからな。ザブレラまで行くことになるかもしれない」

　俺がそう言った時、シュバルツがぶるると啼いた。

前を見ると連邦の旗がうっすらと見える。

「お、もう追いついたのか。味方は随分とゆっくり進んでいたんだな」

　えらく鈍臭い行軍だが俺達にとっては幸いだ。

これで手当ても受けられるし、何より馬車で移動できるだろう。

「待て、様子がおかしいぞ」

　ブリュンヒルデが目をこすりながら言った。

今は昼なので彼女の視力はあまり良くないのだ。

「行軍していないな。休憩中……いや違う」

　距離が詰まるにつれて状況が見えてくる。

天幕を張った野営陣地だ。周囲には柵まで作りつつある。

「もう一日二日も歩けばザブレラに到着すると言うのにどうしてこんな場所で野営するんだ」

「妾にはわからんが良いことではなさそうじゃの」




　すると馬が三騎こちらに向かって走ってきた。

ピピとセリアとナーティアだ。きっとピピは俺達が旗に気付くずっと前にこちらを見つけていただろう。

ともかくまずは手当てが先だ。

　思わず安堵の息が漏れ、危うくシュバルツから落ちそうになる。

「おっと危ない」

　慌てて鞍を掴んだ俺の耳元でブリュンヒルデが囁く。

「後はセリアとか言う小娘の前で軽口を叩くだけじゃぞ。後少しじゃ」

　ふむ、ブリュンヒルデにはばれてしまっていたようだ。

さすがにそろそろ意識を失いかけていた。そのおかげで痛みも感じにくくなっていたのは幸いだったが。

「エイギル様、もう！　あんな手紙だけ置いてどれだけ心配したと──その背中!!」

「す、すごい怪我だ！」

　案の定セリアとピピは俺に飛び付いた後、ボルトが刺さりまくった背中を見て悲鳴を上げる。

ナーティアも口に手を当てて絶句している。

「全部肉で止まっているから大した怪我じゃない」

　そう言ってソフィアをシュバルツから降ろす。

「それより彼女を救出できた。手当てをしてやってくれ」

「わ、私なんて……それより貴方の方が」

　俺は笑いながらセリアに言う。

「彼女、凄い乳だろう？　ふふふ、楽しみだ」

「むぅ、ピピとナーティアさんだけになって私が一番の巨乳になったと思ったのにまた別の女が！」

　途端にセリアの頬が膨らむ。場に最初の悲痛な雰囲気はなくなっていた。

「怪我よりも徹夜続きで走って来たから疲れたよ。少し眠らせてくれ」

　俺もシュバルツから降りて手近な馬車にうつ伏せに寝転ぶ。

同時にシュバルツもぐったりとへたり込んでしまったようだ。

「はい。すぐに軍医と薬を用意してきます！」

　駆けだすセリア。俺はそれを見届けてからゆっくりと目を閉じる。

もちろん眠気などではない。激痛と失血のせいでこれ以上意識を維持できなかったのだ。

「よう頑張ったの。良い男っぷりじゃ。褒めてやるぞ」

　意識を失う瞬間、頭を優しく撫でる小さな手を感じた。
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朝

「うごぉぉぉぉ」

「が、我慢して下さい……本当にごめんなさい……」

　うつ伏せの背中に馬乗りになったセリアがボルトを一本引き抜く。

布を思い切り噛むがつい呻きが漏れてしまった。

ぶっ刺さった時より抜く方が痛いとはどういうことだ。

「まだ残り七本あります。やはり私よりも軍医に抜いて貰った方が良いのでは？」

「いや、後一本でもあいつに抜かれたら首をへし折ってしまったかもしれん。お前がやってくれ」

　最初の二本は軍医に抜いて貰ったのだが、あまりの激痛の上、軍医は中年のむさ苦しい男だった。

一本目で痛みが殺意に変わり、二本目で手が勝手に動きそうになった。三本目はもうないだろう。

その点セリアなら逆にボルトをねじ込まれていたとしても我慢できる。

「ドラゴンの血の薬も持って来たのですが使えませんね……」

「刀傷なら良かったんだけどな」

　ドラゴンの血はいかなる傷も治す良薬だ。致命傷でも死ぬ前ならば治癒する。

当然、俺の傷など瞬時に治してしまうだろうが、残念ながら使えない。

「……背中に矢が刺さったままで傷だけ治したら大変なことになっちゃいます」

「うむ……本当に針鼠みたいになってしまうかもしれない」

　背中に異物が刺さったままでドラゴンの血は使えない。一本一本全部引き抜き、傷口に薬を塗っていくしかないのだ。

「えい！」

「ぐぉぉぉぉ……」

　残り六本だ。セリアは流れる血を拭い、傷薬を塗り込んでいく。

「そうだ。今の間に部隊の状況を説明してくれ。何故こんな所で野営している？」

「手当の後でと思ったのですが、今話した方が気も紛れますね。あまり良い報告ではありませんが」

　やはり良い理由ではなかったんだな。

「私達は一旦ザブレラまで撤退したのですが……到着とほぼ同時に一気に霧が晴れだしたのです」

　まぁいつかは晴れるだろう。

「そして霧の向こうには既に帝国の大艦隊が浮かんでいました」

「おいおい……」

「間髪おかずに私達は猛烈な艦砲射撃を食らいました。あまりの砲門数に撃ち返すどころではなく、とにかく逃げて河から離れ、ここに野営することになりました」

「霧が晴れたならいずれは来ただろうが、まさか同時とはザブレラの近くで待っていたんだな」

「一〇五は私が指揮して後退させました。先頭ではなかったので被害は他と比べれば大したことはありませんでしたが、やはりある程度やられました」

「あぁよくやってくれた。セリアは本当に頼りになるよ」

　褒めてやるとセリアは嬉しそうに微笑む。

彼女がいたからこそ、俺は安心して隊を離れることができたのだ。

　待てよ、そうなると帝国艦隊に仕掛けた河川艦隊の女司令官……イヴァンナだったか。彼女はどうなってしまったのだろうか。まさか死んではいないだろうな。

「司令部なら情報があるかもしれん。ちょっと行って──」

「駄目です。えい！」

　セリアは立ち上がろうとする俺を押さえてもう一本引き抜く。

「ぬぐぅぅぅ……」

　ベッドに倒れる俺の傷口にセリアが薬を塗り込む。

痛み止めも入っているのか、薬を塗られると痛みがましになっていく。

「いずれにせよ北岸には帰れません。私達は孤立してしまいました。北には行けず、南には有力な敵軍が存在します。西は未だ敵の勢力圏内……東の状況も不明です」

　河を塞がれればこうなることは目に見えていた。

「私達だけではどうしようもありません。白都からの援護が必要ですが、船を出せなければ連絡を取る手段すらないのです」

「俺も寝ている場合ではないな」

　セリアは少し怒り顔になる。

「です。他の兵団長の方も手当てが終わったら顔を出せと言っております」

「ん？　俺が抜けだした事はばれていないはずだが？」

　その為に一晩じっくり考えた策を使ったのだから。

「……置き手紙にあったヤーコフを偽装させるアレですよね」

「そうだ。あれだけやればばれないはずだ」

　前日に小道具まで揃えて置いておいたのだ。

「目の下に炭を塗り、分厚いクマを作って人相を誤魔化す。常に裏声を出して声色を誤魔化す。股間に妙な果物をいっぱいに詰め込んで──アレの大きさを誤魔化す。それで全部でしたよね」

　その通りだ。

「三秒でばれました。他の兵団長を侮辱しているのかとヤーコフは殺されそうになったのですから」

「ち、あの野郎ドジを踏みやがったのか。俺の完璧な作戦が台無しじゃないか」

　セリアは大きな溜息をついた。

「あれを本当にやっただけ忠誠心はありそうですけど……軟禁されているので後で出してやって下さい」

　コホンと可愛い咳を一つ。

「目的もばればれです。エイギル様がお眠りになっている間にあの娘……ソフィアが兵団長達にかけあっていましたから」

　俺はやはり知将にはなれないようだ。

「ともあれ明日にはちゃんとエイギル様が顔を出して下さいね。矢さえ抜き切ってしまえばドラゴンの血も使えますから」

　言いながらセリアは次の矢を引き抜こうとするが、一段と深く食い込んでいるせいか全く抜けない。

痛みがすごいが、あまり情けない声をあげるのも格好悪いので軽く呻くだけにする。

だがある事に気付いて俺は彼女に待ったをかけた。

「いかん。やめてくれ！」

「ええっ!?　そ、そんなに痛みが!?　すぐに軍医を！」

　狼狽するセリア、いや背中の痛みじゃないんだ。

俺は体を起こし、ベッドに腰掛けるように座る。

「この体勢で抜いてくれ」

　セリアは困ったような顔をする。

「え？　でも寝転んで頂いた方が楽だと思います。この体勢では痛みもひどくなるかもしれません」

　そうじゃない。そうじゃないんだセリア。

「これを見てくれ」

　俺は背中だけを見ていたセリアを前に引き寄せる。

心配と動揺の顔をする彼女に見せる先は俺の股間、ズボンが破れて一物が飛び出しているのだ。

「さっきから痛みが酷くて勃ってしまった。うつ伏せのままだとモノが痛すぎる。背中の痛みなど、どうにでもなるがこっちは駄目だ」

　セリアがベッドに突っ伏した。

「なんでこの状況で勃つのですかぁ……心臓が止まるかと思うぐらい心配したのに……」

　文句を言うセリアを撫でてやる。それにしても我ながらでかくなったものだ。

「すごい大きさですね……いつもよりもずっと大きい。筋がこんなに浮き出して、まるで凶器です」

　溜まっている上に戦闘に怪我だ。注意しないと獣になって女を破壊してしまうかもしれない。

　セリアは正面に回って顔を赤らめる。

「先にしゃぶりましょうか。物凄い事になっていますし」

「うーむ」

　口奉仕の申し出を断るなどあり得ないのだが、背中に矢が刺さったまま女に奉仕させるのは奇怪な光景だろうし正直まだ痛い。できれば種汁の前に矢を抜いて欲しい。

　セリアは既にその気になっており、俺の前に跪いて一物を掴み、口を開いていた。




「失礼します」

　その時乱入者が現れる。

「ひぅ!?」

「あぅ!?」

　どう見ても奉仕中のセリアを見て乱入者が驚き、セリアも見られてしまって悲鳴を上げる。

「ソフィアか。よく俺の天幕がわかったな」

　俺は微笑みながら一物を仕舞い──ズボンが破れているので出来ず、そのまま話しかける。

「は、はい。兵の皆さんに聞いたらここだと……」

　言いながらも彼女は俺の顔を見ていない。視線は完全に一物に固定されている。

力を入れて少し動かすと視線もついてくる。

「はは、手当て中で見苦しい所をお見せしました」

「大変大きくて結構な……いえなんでもありません」

　ソフィアは気を取り直し、セリアが俺の股間にタオルを乗せてくれる。盛り上がってより卑猥になってしまったが。




「父と……話してきました」

「お前は乳と話せたのか!?」

　確かに立派な胸だがまさか口を聞けるとは思わなかった。

「はい。父は私を見て泣きました。お前が助かって本当に良かったと」

「泣いたのか……」

　もしかすると乳とは俺が思っていた以上に神秘的な存在であったのかもしれない。

「父から聞きましたよ。貴方が父に頼まれたのでは無いことを……」

　言いながらソフィアが抱きついて来る。

乳に頼まれるとはどういうことだ。そいつはずっとソフィアにぶら下がっていただろうに。

「貴方は私の救世主です。父は言いました『私は全てを失うだろう。だがお前はハードレット殿を頼って幸せに生きろ。彼にお前の全てを捧げて幸せにして貰いなさい』と。もちろん私も……その……そうありたいと思います。そもそもあのように助けられて惚れない方が無理と言いますか──」

　ソフィアの言葉はまだ続いていたが頭に入ってこない。

俺の頭は乳のことでいっぱいなのだ。

　そもそも乳が失う全てとはなんだ？　乳首ぐらいしか思いつかんぞ。

しかも随分と知的な乳だ。まさか大きさに比例して相応の知性が芽生えるのだろうか？

だとすればノンナの乳はある種の高みに昇っているかもしれない。

「当主たる父の許可もあります。どうぞお好きに扱って下さい」

　はにかむ彼女に俺は驚きを隠せない。

「と、当主だと？」

「はい、当主は父ですが？」

　まさか乳が当主の家があろうとは……待て、ソフィアはウォルナスキー家の娘だったはずだ。

その彼女の乳が当主ということは今拘束されている彼女の父の立場は一体──。

　俺が思考の沼に沈もうとしているとセリアが不機嫌な声で引き戻してくれる。

「エイギル様、父とは前司令官、ドスケビッチ・ウォルナスキー殿のことです。決して目の前で揺れている不愉快な肉塊のことではありませんから」

「なんだと……」

　俺は一気に力が抜けるのを感じる。

良かった……屋敷に帰った時、どうやってノンナの乳に話しかけようか心配で仕方なかったんだ。

　良く考えれば当たり前のことだ。

怪我のせいで頭が鈍っているのかもしれない。そう思っておこう。

「それからウォルナスキー嬢」

「ソフィアで結構ですわ」

　セリアは一応貴族のソフィアに対して丁寧に、だが棘は隠さないままにいう。

「見ての通り今はエイギル様の手当て中です。用が済んだならば御退室願えますか？」

「え、えっと……」

　ソフィアは元々気が弱いのだろう。言い返せずに助けを求めるように俺を見る。

「なら二人で手当てしてくれ」

　女が増えれば痛みも減るのだ。




「不公平です！」

「ふに……ごめんなさい」

　吠えるセリアに謝るソフィア。

　セリアは今まで通り、ベッドに腰掛ける俺の後ろに座り、背中の矢を抜いて手当てする。

一方ソフィアには俺の前に立ち、胸をはだけて巨乳をぱふぱふと顔に押し付けてもらっている。

「私、血や傷を見るとクラクラと……」

　過酷な経験はしたがソフィアは貴族のお嬢様だ。傷の手当てなんてできないし血にも耐性はまったくないので仕方ない。血を見ない為には俺の正面に立たせるしかないのだ。

だが彼女は十分役に立っている。巨乳を顔に押し当てられれば痛みなど感じている場合ではない。

「うぅぅぅ──！」

「ぐおぉぉ……セリアもう少しゆっくり抜いてくれ」

「大丈夫ですか!?　もっとお乳当てますか!?」

　だがこの夢のような手当てにも欠点があった。

「たまらん生殺しだ」

　巨乳に顔を埋めるのは素晴らしいが、股間が御留守なのだ。

これでもかとそそり立つ一物は放置されている。

ここを刺激して貰わなければ性欲はたまる一方だ。

「あの、私が手で」

「それは駄目です！　不公平過ぎます！」

　ソフィアが手を出そうとするとセリアが文句を言う。

誰か俺の一物を助けてくれる女はいないのか。

「ピピがいるぞ！」

　飛び込んで来たのはピピだった。後ろには顔を手で覆っているナーティアもいる。

俺の様子を見に来てくれたらしい。

「おお、助かった。咥えてくれ！」

「あい！」

　言うなり服を脱ぎ棄てたピピが俺の足元に滑り込み、一物に口をつける。

「大き過ぎて口に入らない。全身でする！」

　ピピは俺の一物を抱きしめるようにして体を動かす。

肉棒から溢れる先走りと彼女の唾液で粘着質な音が響き、快楽が訪れた。

「おぉ、いいぞ。もっとしてくれ」

　素晴らしい手当てだが、冷たい視線が一対残っている。ナーティアだ。

「……最低！　酷い怪我だからって痛み止めの薬作ってきたのに！」

　彼女は薬瓶を投げつけて来る。受け取って飲むと本当に痛みが引いていった。

「俺の為に作ってくれたんだな。ありが──おぉう」

　ピピが尿道に吸いついたせいで変な声が出てしまう。

お礼を言い損ねたじゃないか。ほら彼女が余計怒ってしまった。

「私もう行くから。好きに楽しめば！」

「待ってくれ」

　肩を怒らせて出て行こうとするナーティアを呼びとめる。

「見て行かないか？」

　ナーティアが怒鳴る。

「はぁ!?　馬鹿なの？　見たい訳ないだろう！」

　俺は腹に力を入れて一物を更に勃たせる。

「人に興味があるんだろう？　たまにはヒトの情事を見て行くのも良い勉強になるだろう」

　彼女が顔を隠しながらも興味津々に一物を見ていた事はわかっているのだ。

「何がヒトだ。そんな黒くて腕より太くて……おまけに先がそんなに張ったお化けちんちん見ても参考にならない！」

「わ！　まだ膨らむぞ！」

　ナーティアが淫語を口にした瞬間、一物が更に膨らみピピが声を上げる。

「まあそう言わず。薬が効くか見ていてくれよ」

　言い訳を与えてやると、ナーティアは嫌そうな顔を作って目を閉じ、部屋の隅に腰を降ろした。

もちろん目は薄く開き、俺の男根を凝視している。

「別に見たくなんてないけど！　渡した薬がちゃんと効くか興味あるし！　見てるけど！」

　セリアに手当てをされながらソフィアの巨乳に顔を埋め、ピピにしゃぶってもらう。

そしてそれをナーティアに見せつけるのだ。これならナーティアの痛み止めがなくても苦痛など感じるはずがないではないか。




「これが最後の一本です。抜きますね」

　セリアがとうとう最後の一本になった矢を引き抜く。

その安心感のせいだろうか。抜かれた途端に絶頂の予感が襲いかかってきた。

「出るぞ」

「ピピが受ける！」

　俺の肉棒をしごきながらピピが一物の前に顔を出し、口を開く。

顔で種を受けてくれるつもりのようだ。

だが俺の肉棒には今までのような傷とは違った鈍痛が走っている。

「また詰まってしまった」

　予想はしていたことだ。これだけ溜まって濃くなっていれば当然だろう。

「セリア、ソフィア、玉を握ってくれ。ピピは尿道に指を入れてくれ」

「わ、わかりました。……精って詰まるものなんですね」

「はい！　……エイギル様の量は特別なんです」

「こうか？」

「いや、人差し指を根元まで突っ込んでくれ」

　セリアとソフィアが左右の玉を揉み解し、ピピが尿道を刺激する。

ついに熱い熱い欲望が飛び出した。

「うおぉぉぉぉ──!!」

　立ち上がった俺はまずピピの肩を掴んで射精する。

我ながら男根が壊れたのかと思うほどの量だ。濃さも勢いも量も尋常ではない。

黄ばんだ種汁が一瞬にして小さなピピをドロドロにしてしまった。

　近くで寝ていたメッサーシュミットにも盛大に汁がかかり、あわてて逃げ出すのが見えた。

寝たような目をしている癖に随分早かったな。

今度、トリスタンが会議中に寝ていたら種をかけてやろうか……いや、気持ち悪いしやめておこう。

「わぶっ！　熱い！　息ができない！」

　これ以上やったらピピが溺れてしまうので、続いてセリアを座らせ、顔から足まで種をかけまくる。

「すごい量です！　火傷しちゃいそうなぐらいです！」

　脈動して飛び出すのではない。噴水のように絶え間なく出続けるのだ。

　思わず尻持ちをついたソフィアにもまたがるようにして顔にかけていく。

「出過ぎですよぉ……夫も私を犯した男達も……みんな玩具みたいに見える……」

　精を浴びてぐったりしてしまった三人を並べて更に全身に種をかける。

本当に止まらないぞ。

「ナーティア！」

「ひゃい！」

　カップを取り落として呆然としていたナーティアも仲間外れにしてはならない。

俺は床に座っているナーティアに迫りながら男根をしごく。

「待って、私にはかけなくていい！　こっちくんな！　やめろぉぉぉ！」

　何か言っていたが聞こえなかった。

まだまだ大量に飛び出す種は彼女の頭から足までを汚しただけではなく、叫んだ口の中にも大量に入ってしまった。

「いやぁぁぁ!!　口に入ったぁぁ！」

　こうして俺の手当ては終了したのだった。




翌日

「貴殿に言いたい事は色々あるが──それどころではなくなった」

　翌日、兵団長達の会議に出た俺に皆が白い視線を向けるが、どうやら糾弾されることはないらしい。

「今さっき、敵の目を盗んで侵入した味方の使者が司令部からの指令を伝えてきたのだ」

　ウォルナスキーの代任として上陸軍団を率いる男が言う。

「司令部は俺達を見捨てなかった。東部地域で建造されていた船を全て投入して敵艦隊に当たるらしい。壮絶な水上戦になるぞ」

　まだまだ戦いは終わらない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦

兵員　　現在百十三万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十二万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十二万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十四万（戦奴含まず）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五千名

同行　セリア（汁だく）ナーティア（汁だく）　　　　レア（不安紛わせ中）マータ

ブリュンヒルデ（日光酔い）ピピ（汁だくだく）ソフィア（汁だく）

メッサーシュミット（汁だく）シュバルツ（尻怪我）ミルミ（潜航中）ヤーコフ（軟禁中）




財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第２９９話　連邦援軍⑯　艦隊決戦







帝国艦隊　旗艦リヴァイアサン　提督室

「敵の上陸軍はザブレラを放棄しました。継続して街の封鎖を継続しています」

「ん」

　セクリトは部下の報告に短く頷くと彼に視線を向けることなく足を組みかえる。

「北岸の敵本陣は上陸軍と連絡を取ろうとしております。発見次第連絡船を撃沈しておりますが、なにぶん小舟ですので完全に封鎖はできているかどうかは不明。既に連絡を取り合っているやもしれません」

「構わん。それよりいずれ敵は封鎖を解こうと艦隊を送って来る。そちらの発見に全力を尽くせ」

　部下は椅子に座って足を組むセクリトに視線を送りながらもチラチラと彼女のベッドに視線を飛ばす。

セクリト自身は部下を一瞥もする事無くベッドだけを見ていた。

「どうした？　誰が腰を止めろと言った」

「申し訳ありません！　敬愛する閣下！」

「あぐっ！」

　冷酷な声に応えて部屋には肉をぶつける音が戻り、部下は気まずそうに敬礼してから退室した。

　ベッドの上では両手を縛られた女がうつ伏せに転がされ、後ろから圧し掛かる男に穴を貫かれていた。

男は女の腰を掴み、乱暴に腰を打ち当て続ける。

「この外道め……いつか必ず復讐して……あぐぅ！」

「雌犬の格好で良く吠えるものだ。こいつは口を聞く余裕があるようだぞ。もっと激しくしろ」

「は、はい！」

　男は猛然と腰を振り、女は苦しそうに悲鳴を上げる。

強姦されているように見えるが男も決して楽しんでいる訳ではなく、ただセクリトだけを見ながら必死の形相で腰を振り続ける。男はセクリトの奴隷であり、彼女に従うしかないのだ。

「連邦の貴族ともあろうものが無様だな。河の底に沈んだ貴様の部下が見たらなんと思うか。くく、案外興奮しておっ立てるかもしれんな。──イヴァンナ提督」

　死んだ部下の名を出され、イヴァンナは歯を剥き出しにしてセクリトを睨みつけるが男に肉穴を深くまで貫かれて崩れてしまった。

既に何度も射精されているのか、彼女の穴では泡立った大量の精が粘着質な音をたてている。

「霧に乗じての急襲など馬鹿でも思いつく愚策だ。それに連邦の季候は私も知っている」

　言いながらセクリトは男にもっと激しくと促す。

男の腰は限界まで早まり、イヴァンナの声は悲鳴だけになる。

「敵将を前に男に突かれて鳴くとは……船より街で男に乗る職につくべきだったな。もっとも我が奴隷の子でも孕めばそれもできんか」

　この罵倒にイヴァンナの目に光が戻る。

「貴様がこうせねば部下を皆殺しにすると──もう堪忍ならん！」

　イヴァンナは男を跳ね除け、セクリトに襲いかかる。

「ふん」

　その腕を掴んだセクリトは勢いを利用し、全裸のイヴァンナを床に投げ飛ばす。

更に腕を取ったまま体重をかけると、ボコンと腕が脱臼する音がした。

「ひぃぃぃぃ!!」

　腕を押さえて悲鳴を上げるイヴァンナの腹が更に蹴りあげられる。

悲鳴は途絶え、激しく咳こむ声だけとなった。

「セクリト様……」

　跳ね除けられた男がおそるおそる声を出すとセクリトは男の肉棒を蹴り上げる。

悲鳴がもう一つ追加された。

「お前の粗末なものでは女一人屈服させられないらしいな。役立たずが」

　セクリトは棚から尋常ではない極太の張り型を取り出す。

そして彼女はそれを腕を抜かれ、腹を押さえて悶えるイヴァンナの穴に強引に押し込んだ。

「あがぁぁぁぁぁ！」

　先ほどの男のモノとは比べ物に成らない程に太く大きな張り型をねじ込まれ、イヴァンナの性器はメリメリと音を立てて広がる。

「悲鳴を上げろ。苦痛の声を聞かせろ」

　セクリトは張り型をねじり込みながらイヴァンナの髪を掴んで顔を上げさせる。

彼女は涙と鼻水に濡れ、ひぃひぃと小さく悲鳴を上げる。

既に抵抗できるような様子ではない。

「ふん。もう壊してしまうか」

　張り型を強引に引き抜いて部屋の隅に放る。

「さっさと立て屑が」

　セクリトは股間を蹴られて悶える奴隷を立たせ、手を叩いてもう一人の男奴隷を呼び付ける。

「甲板に出る。お前達は二人がかりでその女を犯せ。死んでも構わんから私が戻るまでやり続けろ」

　口応えなど許されない。

男二人はぐったりしたイヴァンナをベッドに乗せ、尻穴と女の穴をそれぞれ貫いた。間延びした悲鳴を背に受けながらセクリトは甲板へと向かう。




「敵状は？」

　セクリトが姿を現すと全員が敬礼で持って迎える。

「先ほどから敵の観測員らしきものが街に見えました。その度に数発砲撃させております」

「本日も北岸からの小舟六隻を撃沈しました」

　セクリトは部下の報告を聞き流す。どれも重要だとは思えなかったからだ。

「陸の敵がこちらをどうこう出来る訳はない。問題は敵艦隊の────」

　リヴァイアサンの高い見張り台から聞こえる叫びが全員を黙らせた。

「上流に船団を確認！　大型艦船複数、数は──多数！　二列に並んで突っ込んできます！」

　セクリトの頬が釣り上がる。

「また──連邦の血で河を染められる」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ザブレラ近郊の丘　上陸軍陣地

「いよいよ始まるぞ」

　俺を始め、兵団長達も丘に隠れるように身を伏せながらザブレラの街近くに停泊している帝国艦隊に目を凝らす。

敵に見つかると撃たれるので身を伏せてはいるが丘の上なので視界は良い。

観戦には最適の場所だ。

「霧が晴れて視界も良好だ。悩ましいことにな」

　俺の隣に伏せるのはウォルナスキー司令官の代理として軍団の指揮に当たることになった兵団長だ。

無断で抜け出した俺を罰すると息荒かったが、今はとりあえず目の前の戦いに集中するらしく、何か言って来る様子は無い。

「貴方までこっちに来てしまっていいんですか？　南からは敵軍が来るかもしれませんよ」

「大丈夫だ。カリーニンまで退いていた敵東部方面軍の様子は斥候に確認させている。何故か知らんが、大混乱していて、とても北上できる様子ではないそうだ。俺達は運が良いのか悪いのか」

　何もしていないのに大混乱とは不思議なことだな。

とはいえ、今追撃されると打つ手がなかった。ここは素直に喜んでおこう。

「だから俺にとっても一番大事なのはこれから始まる戦いだ。頼むぞ……」

　手を組んで祈るように目を閉じる。

見れば他の兵団長も落ち付かない様子だ。

　勝ってくれれば万々歳なのだが、負けたならまずセリア達の脱出を考えないといけない。

樽につめてミルミ達に運んで貰う手もあるな。ともかく女が無事なら後はなんとかなる。

「嫌です」

　何を感じたのかセリアが俺の腰に抱きつく。いざとなったら無理やり入れよう。

「ピピとナーティアもいるのか。お、ヤーコフも軟禁は解けたんだな」

「あい、ピピは目がいいから任せろ！」

「空気がピリピリしている。船同士の戦いとはこないだの海賊みたいなものなのか？」

　好奇心の強いナーティアは水上戦に興味があるようだ。

「大将……俺は大将の命令に従ったのについに助けに来てくれませんでしたね」

「すまん。重要な戦略会議があったんだ」

　本当はソフィアの乳をいじくるのに忙しくて忘れていた。

巨乳に勝てる男はいない。勘弁してくれ。

「ブリュンヒルデはまだ体調が悪いのか」

　ブリュンヒルデは何日も日光の下にいたせいで体調を崩してしまったのだ。

立ち上がるのもつらいらしく、俺の天幕で休んで貰っている。




「来た！」

　誰かの声で全員の視線が上流に集中する。

　見えて来たのは多数の軍艦、整然と二列に並び、かなりの速度でこちらに向かっている。

俺の大して良くない視力でもマストには同じ旗がはためいているのがわかる。

「連邦の海軍旗だ！　海軍は死んでなかった！」

「見ろ！　あの大型戦闘艦は新型のやつだ！　東部の港で建造してたんだ！」

「あれは……戦艦！　戦艦までやってきたぞ！」

　兵団長や兵士達が騒ぐ。

俺は軍艦について詳しく知らないが、小手先の戦力でないことはわかる。

連邦は単なる撹乱や陽動ではなく、本格的な勝負に打って出たのだろう。

「確かに多いですが────ピピ」

「あい！　敵の数と味方の数は……」

　あまり勘定が得意でないピピに変わってセリアが計算して行く。

「帝国五に対して連邦三と言った所です。船の大きさも敵の方が上かと……不利は否めません」

「まぁそうだろうな」

　そもそも優勢に戦えるならさっさと決戦していただろう。

今まで戦力を温存していたと言う事は艦隊戦では不利なのだ。

俺達が孤立しなければもっと戦力が整ってからやるつもりだったのだろう。

　そんなことを考えている間にも両艦隊の距離は詰まって行く。

　連邦艦隊は大型艦が左右に広がっていき、比較的小型の快速艦と思われる艦が中央に密集して行く。

「戦艦が敵と撃ち合い、その隙に中小の戦闘艦が敵に突っ込むのだ。小型艦の砲では相当近づかないと戦艦には歯が立たないからな」

　傍にいた軍団長代理が説明してくれる。

　帝国艦隊も動いた。ザブレラを包囲するように停泊していた船が動き始め、迎え撃つように側面を連邦艦隊に向ける。頭は向けないんだな。

「戦艦の砲、特に大型砲は全て側面についているから本格的に撃ち合う時は横を向くのだ」

　また軍団長代理殿が説明してくれた。助かるなぁ。

セリアはメモをとっている。勉強熱心で何よりだ。

「全隊を街に接近させろ。敵艦隊にこちらを気にする余裕はないはずだ。戦いが順調に進めば輸送艦が強行突入して俺達を回収に来る」

　そして距離が一定に詰まった瞬間、両艦隊が一斉に火を噴いた。

一瞬置いて腹に響くような轟音が俺達に襲いかかる。

「ひゃん！」

　ナーティアが小さく悲鳴を上げて俺にしがみ付いた後、慌てて離れ頭を叩かれた。

何故叩かれたのかわからないが可愛いので全ては許される。

　双方の艦艇から大量の煙と木片が飛び散り、所々から火柱も見えた。

余韻に浸る間もなく再び砲煙が上がる。

「最初のが舷側砲、今のが甲板砲だ。舷側砲は大きく門数も多いから直接船体の破壊が狙える。だがほとんど狙いを動かせんから射撃のタイミングは限られる。一方甲板砲は小型だが、比較的自由に動かせるから発射の機会は多い」

　さっきから本当に解説助かる。

セリア、メモを取るのもいいが目の前の戦闘の方が重要だぞ。

　お互いに狙いを正確にする為だろうか、ゆっくりと動きながら砲撃を繰り返していく。

味方側が撃ったと思えば次は敵が撃ってくる。示し合わせている訳ではないだろうが、交互に撃ち合っているように感じる。

　どちらも練度が高いのだろう、戦艦が次々と破壊され落伍していくが、艦列は崩れない。

まるで多数のドラゴンが吠え合うように砲声と砲煙を上げながら互いを叩き合っている。

「すごい……これが人間の戦い……」

　ナーティアも最初こそ驚いていたが、今は視線を釘づけにされている。

気持ちはわかる。見ている分にはまるで神話の戦いのようで幻想的ですらあった。

俺達の運命がかかっているので気持ち良く観戦できないが。




　その後しばらく戦艦同士の砲撃戦が続き、燃え上がる艦に傾いていく艦、ボロボロに壊れて漂う艦が出始める。お互いに表面に鉄を張っているらしく、命中の度に甲高い金属音が聞こえた。

だが積んでいる砲が大きいのか、砲弾は弾かれることなく互いの船体を破壊している。

「一隻やられた！　畜生、マストが折れた！」

「一隻やったぞ！　おお、弾薬に誘爆した！　爆発しやがったぜ!!」

　兵達が興奮して叫ぶ。絶え間ない砲声がここまで届き、大声を出さないと聞き取りにくいのだ。




　双方に被害は出ているようだがどちらかと言えば敵が優勢だ。

味方戦艦の艦列が徐々に乱れ始め、相互に撃ち合っていた砲撃の間隔も少しずつ味方が遅れ始めていた。

「くそう、やはり数が足りないか!?　緒戦の惨敗が尾を引いている！」

「まだだ！　快速の戦闘艦が敵戦列に突っ込むぞ！」

　苦境の戦艦を救う為、中小戦闘艦が一列になって敵に突っ込んで行く。

もちろん敵は阻止しようと砲撃してくるが、戦艦に比べて目標が小さい上に、河の流れまで利用して高速で正面から突っ込んでくる船をなかなか捉えられない。

　それでも数隻は直撃を食らい、上部構造を無残に破壊されたり、マストを失い速度を落とした所を滅多打ちにされて沈んでいく。

一隻、また一隻と味方が沈む度に周囲から落胆の溜息が聞こえた。

　だがそれでも大半の艦は致命傷を受けないまま敵との距離を詰めることに成功したようだ。

そして距離が十分詰まったところで一斉に砲撃を開始する。

　砲撃を食らった敵艦が怯んだように見える。

「上手い！　敵の艦列をすり抜けた。これなら同士討ちになるから敵は思う様に撃てないぞ！」

　味方の戦闘艦は舵を細かく切りながら敵艦をすり抜けて砲撃を浴びせる。

既に至近距離と言える距離からの砲撃に敵戦艦も損害を出しているようだ。

「艦体への損害は大したことなさそうですが、敵にとってあれは鬱陶しいでしょうね」

　いくら距離を詰めても戦闘艦の小さな砲では戦艦を仕留めることはできない。

だがマストや甲板砲は破壊されるだろうし、何より撃たれながらでは兵士の気が散って正面の敵に集中できなくなる。

　現にやや帝国有利に傾きかけていた戦況が拮抗してきていた。

「まだだ、あれが俺の知っている新型戦闘艦なら……」

　応えるように一隻の戦闘艦の艦首が火を噴いた。

敵戦艦のど真ん中に砲弾が命中し、大きく破壊される。

炎も上がっているようで、その戦艦は砲撃をやめて退避し始めてしまった。

「やはり！　あの艦は艦首に埋め込み式の大型砲二門を格納している。突撃からの砲撃に特化している」

　嬉しそうに叫ぶ軍団長代理、そんなに船が好きなら海軍に入れば良かったのではないかと思う。

解説してくれて非常に助かるんだが。

　そんな中、一隻の味方戦闘艦が速度を落とさないまま敵戦艦に突っ込んで行く。

「おぉ！　突撃していくぞ」

「まさか衝角突撃する気か!?」

　予想通り味方の艦は敵戦艦に激突して衝角を食いこませた。だがこれだけでは終わらない。

味方艦は敵に密着したまま艦首の砲をぶっ放したのだ。

密着状態からの砲撃では鉄板を張られた戦艦と言えども堪らない。

側面を滅茶苦茶に破壊された敵戦艦は突き刺さった味方共々ゆっくりと河に沈んで行った。

　突入組の活躍で戦局は味方有利に傾き始めている。

味方戦艦も意気上がったのか猛烈な砲撃を開始し、敵は怯んでいるようにも見える。




　────だが、見え始めた希望をあざ笑うように化け物がゆっくりと動き始めたのだ。

「よしこのまま……うわっ！」

「味方戦闘艦、更に敵を一隻……ええっ!?」

　味方の戦果を嬉しそうに報告していた兵士達が絶句する。

　それもそのはず、善戦していた戦闘艦二隻が一瞬でぼろ屑と化してしまったのだ。

一隻は上部構造を粉々に破壊され、ただのいかだとして漂い始め、もう一隻は真ん中からへし折れて瞬く間に沈んでいく。

　更に慌てて進路を変えようとしたもう一隻を引き裂いてそれは現れた。

「リ、リヴァイアサン……」

「出やがった！　緒戦で海軍を叩き潰した帝国の怪物！」

　敵陣の奥から現れた巨大な艦体は他の戦艦と比べても倍近い。

まるで味方をかき分けるようにして現れたソレは説明されるまでもなく敵の大将だとわかる。

「み、味方が挑むぞ！」

「が、頑張れ！」

　ゆっくりと敵中央からせり出してくるその艦を味方の戦闘艦二隻が挟みこんで同時攻撃を仕掛ける。

艦首の砲が火を噴き、両側面に命中弾を得たようだ。

「……効いてないな」

「壊れてないぞ！」

　激しい金属音がしたが何かが壊れる音はなかった。ピピも火花しか見えなかったと言う。

　次の瞬間、怪物──リヴァイアサンは両舷の砲を同時に発射し、左右二隻を同時に仕留めた。

密集した中で発射したものだから左右の味方にも容赦なく当たっているが、特に気にしているようには見えなかった。

　周囲の味方も道をあけるようにリヴァイアサンから一定の距離を保って戦闘を継続しているようだ。

善戦の雰囲気が変わってしまった。突入した味方はそこかしこで追い詰められている。

「リヴァイアサン、敵戦艦の艦列に加わります！」

「いかに巨大とは言えたった一隻加わったぐらいでは……」

　セリアには悪いが俺にはそうは思えなかった。

たった一人の参戦が数百同士による戦いの戦況を変えてしまうこともあるのだ。

「リヴァイアサン砲撃を開始……こ、これは!?」

「味方戦艦また一隻撃破されました！　あっまた一隻！　……信じられない、戦艦がまるで玩具だ！」

　一体どれだけの砲を積んでいるのだろう。

リヴァイアサンは砲撃の度に艦全体が見えなくなるほどの砲煙に包まれ、狙われた味方の周りには無数の水柱が立つ。そのうち何十かは命中しているのだろう。一斉射で味方は完全に破壊されるか、傾いてそのまま水面下に姿を消してしまう。

　味方戦艦も必死に撃ち返しているが、装甲が厚いのか大き過ぎてちょっとやそっとの破壊など問題ないのか、被害を受けているようには見えない。

　なんとか接近しようと追いすがる味方艦に向けてリヴァイアサンの舷側砲が火を噴く。

砲声は一つだけ、そのたった一発で味方艦は中央に大穴を開けられて速度を失い沈んでいく。

「たった一発……どんな巨砲を積んでいるのだ!!」

「化け物め！　どうすればいいのだ！」

　リヴァイアサンが大暴れする中、他の敵戦艦の砲撃も活発になり始めた。

敵の大将が出て来たのだから士気は否応にも上がっているのだろう。

　味方戦艦は次々とマストを折られ、舷側を叩き壊され、甲板から炎を上げ、浸水して傾いていく。

逆に敵の小型艦がこちらの艦列に突っ込み始めている始末だ。

「ここまでか……」

　誰かが肩を落として言う。

　聞こえた訳も無いが、味方の戦艦が次々と転舵し始めた。

艦首は上流、敵とは反対側に向けられている。

「艦尾は最も砲の配置が少ない場所だ。そこを向けると言う事は……もう戦う気はない……」

　悔しそうに軍団長代理が唇を噛む。

敵はこの機に味方を徹底的に叩くつもりなのか、艦列を崩して追撃する構えだ。

「部隊を内陸に戻そう」

　俺がヤーコフに指示しようとした時だった。

「族長様！　妙なのが来る！」

　ピピが上流を指差す。

小さな指が差す先をその場の全ての者達が追う。

　見えて来たのは大型だが鈍重そうな船が十隻程、輸送艦だろうか。

一瞬期待した皆の顔が失望に染まる。とても敵戦艦と撃ち合えそうには見えないからだ。

「違う、その後ろだ！」

　改めて目を凝らすと大きな船に引っ張られるようにして動く真っ黒な船。

決して大きい訳ではない。味方の普通の戦艦よりもやや小さいだろうか。

だがその姿はあまりに異様過ぎた。

「なんだあれは……？」

　軍団長代理も説明出来ず絶句している。

その船────いや船らしき黒いものは後退する味方を無視するようにゆっくりと戦場に向かっていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　ザブレラ水上戦

兵員　　現在百十一万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十四万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百四十一万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十五万（戦奴含まず）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　初春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五千名

同行　セリア（海軍勉強中）ナーティア（観戦）　レア（マータと）マータ（レアと）

ブリュンヒルデ（体調不良）ピピ（観戦）ソフィア（巨乳）

メッサーシュミット（かぴかぴ）シュバルツ（馬）ミルミ（緊急避難）ヤーコフ（観戦）




財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第３００話　連邦援軍⑯　艦隊決戦２







戦闘中　帝国艦隊　旗艦リヴァイアサン

　敵味方の砲弾が飛び交う中、セクリトはそのヴァイオレッドの瞳を見開いて指揮を執る。

リヴァイアサンの甲板上、鉄板に囲まれた指揮所に報告の叫びが重なった。

「敵戦艦一隻撃沈！　二隻炎上！」

「右舷より敵中型戦闘艦接近──ネプチューン砲斉射……命中！　敵艦完全破壊!!」

「舷側に被弾！　損害は軽微です！」

　リヴァイアサンは圧倒的な砲火力で次々と敵を屠って行く。

　全長１００ｍを超える巨大な艦体にごってり積まれた砲門数は大小合わせて一五〇。

特に左右の舷側に五門ずつ並ぶネプチューンと呼ばれる砲の大きさは群を抜いていた。

　左右から挟みこもうとする連邦の戦艦を同時に相手し、逆に二隻とも戦闘不能にして前進を続ける。

まさに我こそが水神といわんばかりだった。

「このまま決まりそうですな。やはりセクリト閣下とこの艦は無敵です」

　副官がセクリトに笑顔を向ける。

「余計な口を叩くな。敵に全滅する気がなければそろそろ逃げるぞ。追撃の準備をしろ」

　彼女はいつも通り無表情のまま、きつい調子で答える。

しかし声色から不機嫌で無い事に気付いたのか指揮所は安堵の雰囲気に包まれた。

「連邦艦が次々と転舵、上流方向へ撤退していきます」

「追撃しろ。ケツにつけて撃ちまくれ!!」

　決着はついたと小さな歓声が漏れた。

　しかし次の報告が僅かに和んだ空気を打ち壊す。

「上流から新手……大型艦です！」

　セクリトは不機嫌そうに眉を動かして上流へ視線を送る。

「……良く見てから言え輸送船だ。大方上陸部隊を運び出そうとしていたのだろう。数隻送って沈めろ」

　全員が脅かすなと見張りを睨み、見張りは肩を竦めて小さくなった。

だが事態はこれで終わらなかった。




「戦闘艦ハヌレスが大破しました!?」

「戦闘艦オキヌス炎上！　航行不能の模様です！」

　戦功を求めて先行した二隻が炎を上げふらふらと漂流を始める。

「なに？」

　セクリトが彼女にしては珍しく驚いた声を出した。

「輸送船風情に──あれはなんだ？」

　輸送船の後ろからのっそり這い出るように姿を見せた真っ黒なその船は数多の船を見、建艦にも見識のある彼女を持ってしても何だかわからなかった。

「さ、さっぱりわかりません。それほど大きくはないようですが……」

　部下達も目を細めては首を傾げる。

　黒い船の大きさはやや大型の戦闘艦程度で戦艦程はない。

何より異様なのがその形で、一応船の形はしていたがマストも無ければ見張り台も無い。

そしてのっぺりとした艦体は全面真っ黒だった。

「敵艦……？　ロープを解いているようです。輸送船が引っ張っていたのでしょうか？」

　輸送船の数は十隻、妙な船も同じく十隻だ。

　切り離された黒い船は途端に輸送船から遅れ始める。

這うような速度、止まっているようにも見えたが良く見れば僅かに水を切って航行しているのがわかる。

「遅いな。ただ河の流れに乗っているだけに見える。帆もオールも無いのでは当り前か」

「だが正面から来るぞ。ともかく沈めてしまえ」

　輸送船は既に逃げ出しており、多数の帝国軍が一気に黒い船に襲いかかる。

　戦闘は一方的だった。

　間隔を空け、横一列に並んで向かって来る十隻の黒い船を前後左右から取り囲んだ帝国艦はそれぞれ側面を向けて一斉に砲撃する。

　凄まじい数の砲弾が集中、手も足も出ない……はずだった。

「敵艦破壊────していない！　敵艦は無傷、損傷ありません！」

　参謀達が『馬鹿な』『そんなはずがない』と口々に叫ぶ。

セクリトは一瞬驚いたように目を見開いたが、続いて歯を強く噛みしめた。

　砲撃は続く。

十隻の連邦艦に対して帝国艦は三十を超え、周囲を完全に囲みながら好き放題に砲撃していた。

「全て……弾かれているのか」

　距離のあるリヴァイアサンにまでその音が聞こえてきた。

艦体が破壊される音とは明らかに違う。金属が砲弾を弾き返す音だ。

　無数の砲弾を受けながら遂に黒い船が反撃に出た。

舷側から複数の砲身がぬっと現れ火を噴く。

「戦闘艦イヌリス被弾！　火災発生──！」

　実にあっけなく帝国の戦闘艦は破壊され、炎を上げながら慌てて離脱していく。

その砲撃を契機に他の九隻も一斉に反撃を開始、破壊音が河全体に木霊する。

三〇対一〇がたちまち二〇対一〇、一五対一〇になっていく。

「快速戦闘艦群、歯が立ちませーん！」

「砲弾が効かない！　一方的に叩かれています！」

「戦艦をこちらに回させろ」

　セクリトの命令はすぐに狼煙と旗で伝えられ、戦艦部隊が駆けつける。

黒い船の速度は極めて遅いので追いつくのは容易だった。

「戦艦部隊砲撃を開始」

　先ほどとは桁違いの凄まじい砲撃が一〇隻の連邦艦に集中する。

　さすがにこれならば、と参謀や副官達も薄く笑いを浮かべ、すぐに再び顔をひきつらせた。

「敵の装甲に損傷を与えました。……それだけです」

　見張りの声もまるで幻覚を見ているように頼りない。

　砲弾を集中された艦体はそこら中が凹んでいた。

だが見た目が悪くなった以外になんら損害を与えたようには見えず、平然と航行している。

　そして返礼の砲撃を帝国の戦艦に見舞っていった。

「な、なんなのだあの船は!?　戦艦の砲が効かん！」

「妖術の類か!?　リヴァイアサンに魔術師は乗っていたか？　居れば連れて来い！」

　参謀達が狼狽を始める。

同じことは各艦で起こっているのだろう。戦艦部隊は動揺したように艦列を乱し始める。

　いよいよ敗北の文字が全員に、セクリトの頭の中にもうっすらと浮かび始めた。

（いや私は負けぬ　考えろ　連邦が妖術などと不確かなものを使う訳が無い）

　セクリトは首を一つ振って弱気を追い払って叫ぶ。

「静まれ！」

　砲声の中でも響き渡る怒声で一喝、どよめいていた者達は口をつぐむ。

「妖術などではない。目を見開いて良く見ろ」

　セクリトは剣を抜き、ゆっくりと、だが確実に迫る敵艦を指して言った。

「あの色は鋼だ。敵艦は鋼の装甲を持っているだけに過ぎん」

「は、はあ」

「しかし……」

　参謀達は納得しない。

リヴァイアサンも重要部分は鋼の装甲で覆っている。

だがあんな一斉砲撃を無傷で凌げるとは思えない。

「馬鹿どもが、喫水を見ろ」

　一〇隻はいずれも喫水線が非常に深い。

数人の参謀は気付いたのか小さく声を上げた。

「あの鈍足、深い喫水、強力な防御力、奴は鋼の塊だ。艦体構造そのものが鋼で出来ているのだ」

「まさかそんな！」

「金属の塊など水に浮きません！」

　セクリトもどうやって金属の塊が水に浮いているのかはわからない。

だが連邦の技術は帝国よりも上であると知っていたし、何より現実として目の前にいる。

議論は無意味だった。

「黙れ。奴は現に前にいる。妖術でも幻覚でもない。我々が敵にしているのは鋼の塊だ」

　いつの間にか連邦の全ての艦が転舵して再び向かって来ていた。

黒い船……鋼鉄艦を先頭に再び決戦を挑むつもりなのだ。

「距離を詰めろ。至近距離から砲弾を叩きこめ。機を見て乗りこめ。奴は所詮金属の塊にすぎん。必ず打ち壊せる」

　参謀達は顔を見合わせ、頷いて気勢を上げる。

強敵ではあるが正体がわかればむやみに恐れることはしない。

彼らもまた歴戦の軍人だった。

「第一戦隊は敵戦艦隊と当たれ」

「第三戦隊はひたすら撃ちまくって敵の気を引け」




　第二幕が始まった。

一層凄まじくなった帝国艦隊の砲撃に戻って来た連邦艦隊の砲声も加わって世の終わりかと思うほどの大轟音が絶え間なく響く。

水面は落下する砲弾でまるで沸騰しているかのようだ。

　セクリトの指示通り、帝国の戦艦はこれでもかと距離を詰めて行く。

鋼鉄艦はもちろん砲撃で応戦して損傷させていくが、自重が重すぎるのでそれほど沢山の砲は積めず、防御に比べて攻撃力は際立っていない。戦艦を一瞬で屠れる訳ではなかった。

　衝突しそうな程に距離を詰めた戦艦からの一斉砲撃が鋼鉄艦を襲い、鋼の艦体を打ち据えて行く。

装甲は随所で無残に凹み、上部構造物の一部が壊れて水面に落下していく。

初めて与えた損害に帝国の船乗り達が沸き立ち……反撃の砲弾を食らって甲板に血の花を咲かせた。

　次々と損傷していく鋼鉄艦、しかし戦況は止まることなく連邦有利に傾いていく。

損傷は与えた。だが鋼鉄艦を止めるには甚だ不十分だった。

いくら装甲を滅茶苦茶に凹ませ、上部構造物を剥ぎ取っても船は沈まないし砲撃も止まない。

反対に帝国の戦艦は至近距離からの砲撃で盛大に損傷し、燃え上がり浸水して傾いて行った。

「セクリト閣下、敵に打撃は与えています。しかしこのままでは……」

　鋼鉄艦に集中しているせいで連邦の戦艦にも押され始めている。

早急に片づけなければこのまま敗北してしまうだろう。

「……戦艦の至近砲撃でも不足か。連邦め厄介な物を」

　いよいよ近くにまで迫った鉄鋼艦から砲弾が飛ぶ。

リヴァイアサンの右側面に当たった砲弾が装甲を抉り取る。

「反撃だ。この艦が並の戦艦でないことを見せてやれ」

　右舷側五門の巨砲が照準を定める。

「目標……よし！　撃て！」

　巨砲が火を噴き、唸りを上げて砲弾が飛ぶ。

四発の砲弾は狙いを外して水面に大きな水柱を上げたが、最後の一発が鋼鉄艦の艦首に命中した。

　大きな金属音と火花は雷でも落ちたようだ。

鋼鉄艦は黒い船体をぶるり震わせる。

「やったか──ぐげ！」

　参謀の一人がそう言った瞬間、鋼鉄艦の前面が光り、指揮所に命中弾を浴びる。

鉄板を張った指揮所だが大型の砲弾に耐える程の強度はない。

身を乗り出していた参謀は上半身を失い、セクリトを始め他の者達もその場にひっくり返る。

「ネプチューン砲でも駄目なのか……」

「もう打つ手がない……」

　絶望の空気の中、セクリトは何も言わずに立ち上がる。

（私は連邦には屈さん　死ぬその時までな）

　指揮所を破壊されて一時的に統率を失い沈黙するリヴァイアサン。

旗艦の異常に気付いた一隻の小型戦闘艦が迫る鋼鉄艦とリヴァイアサンの間に割り込んだ。

　セクリトの口角が微かに上がる。

「戦闘艦アギュルに旗信号。取り舵一杯」

　信号員が驚いてセクリトを見る。

アギュルが取り舵を切れば鋼鉄艦に衝突するからだ。

「早くせんか」

　信号員は慌てて伝え、アギュルは忠実にも指示を守り……横っぱらに突っ込まれる形で衝突した。

ばきばきと木のへし折れる音が響く。もちろん破壊されているのは一方的にアギュルの方だ。

「閣下、ぶつけるにしてもさすがにアギュルでは荷が重────」

　セクリトは既に参謀の意見など聞くつもりはなかった。

（これは私の戦いだ　黙って見ていろ）

　セクリトは反論を許さぬ鬼の形相と怒声で言う。

「全砲門砲撃。アギュルを撃て！」

　味方を撃てとの命令に全員がぎょっとする。

鬼気迫る様子のセクリトを見れば僅かな異議も躊躇も許されないことは明らかだった。

「ほ、砲撃開始、撃てー！」

　無数の砲弾がアギュルに集中、哀れな戦闘艦は守ろうとしたはずの旗艦に打ち砕かれた。

艦体は原型を留めぬ程に大破、火災も多数発生する。

　────そしてアギュルも小さいとは言え大砲を積んだ戦闘艦、艦内には火薬が積み込まれている。

　鋭い閃光と火柱、艦内の火薬に引火したアギュルは巨大な火の玉となって吹き飛んだ。

「うお！」

「ぐあ！」

　衝撃がリヴァイアサンの甲板を吹き抜ける。

船員が身を伏せる中、セクリトは壊れた指揮所の鉄板にしがみついたまま火の玉を見続ける。

　やがて炎が収まり、残ったのは粉々になったアギュルの破片と艦首を破壊されて、つんのめるように沈んでいく鋼鉄艦だった。

「一隻やった。次へ行くぞ」

　セクリトはもう部下の意見など聞いていない。ただ命令をするだけだ。

　リヴァイアサンは帆を張って増速し、護衛艦を置き去りにして別の鋼鉄艦に向かって突っ込んで行く。

「衝突させろ。敵は遅い、外したら許さんぞ」

　操舵手は何か言いたげな表情を殺して鋼鉄艦に向かって突っ込んで行く。

　全速で突入して来る巨艦を鋼鉄艦は必死に迎撃し始める。

砲弾がドカドカと落ち、甲板の砲が吹き飛び、マストがへし折れるが命令は変わらない。

「鋼鉄の敵にぶつければ相打ちになってしまいます！　どうか再考──ぎゃああああ！」

「やかましい！」

　セクリトは腰の剣を抜いて意見した参謀を斬り捨てた。

既に彼女が誰の意見を聞く気もないことは明らかだった。

　そして激突の直前。

「面舵一杯!!」

　全速力のままの転舵でリヴァイアサンは左に大きく傾く。

転覆の恐怖を感じるほど大傾斜しながら鋼鉄艦の艦首が左側面を掠めるその瞬間だった。

「撃て！」

　素手で石を投げても届くような至近距離での全門斉射、しかも船体が傾いているので砲弾は上部ではなく、船の弱点たる喫水付近に集中して命中する。

　喫水線を破られた鋼鉄艦は大量に浸水、急速に傾いていった。

「舵戻せ、取り舵三十！」

　リヴァイアサンは飢えた怪物のように次の獲物に向かう。

周囲から群がる敵に砲火を浴びせながら鋼鉄艦に突っ込んで行く。




「衝角突撃、垂直に当てるな……取り舵今！」

　衝角突撃の構えのまま鋼鉄艦に接近したリヴァイアサンは直前で再び舵を切る。

だが今度は砲撃ではなく、艦尾を掠めるように突っ込んだのだ。

　鈍い音がして多数の兵が甲板に倒れ、セクリト自身も指揮所から転がり落ちてひっくり返る。

「衝角損壊！　艦首砲、喪失！　敵艦は……て、転覆！」

（まともにぶつけてはこちらも沈んでしまっていた　奴は喫水が深く水面からの距離がない　艦首か艦尾にぶち当ててバランスを崩してやればこんなものだ　もっともリヴァイアサンの重量あってこそだが）

　セクリトは立ち上がる埃を払って壊れた指揮所に戻る。

「次だ」

　敵味方ともにリヴァイアサンの狂ったような奮戦ぶりに驚愕していた。

帝国艦隊はなんとか旗艦を守ろうと追いすがり、連邦艦隊は切り札の鋼鉄艦をこれ以上やられてなるものかと追いすがる。戦いは混沌を極めていく。

「ふん、最初のやり方を見ていなかったらしい」

　鋼鉄艦に迫るリヴァイアサンを阻止しようと戦艦が割って入る。

それは敵味方違えど最初の状況と同じだった。

　リヴァイアサンは連邦戦艦と撃ち合い、一瞬にして相手を破壊する。

そのまま廃墟と化した戦艦に突っ込み、押し込むように逃げようとしていた鋼鉄艦にぶつける。

「足が遅いからわかっていても逃げられんだろう」

　引き裂くようにして三艦の団子から離れたリヴァイアサンは舷側の巨砲で戦艦を砲撃、炎上後爆発した戦艦は鋼鉄艦を道連れに沈んで行った。

「くくく……ははははは!!」

　甲板にはどこから飛んで来たかわからない多数の砲弾がひっきりなしに落下し、兵士達の死体と飛び散った血で溢れている。

地獄のようなその場所を女の笑い声が通り抜ける。

「よ、四隻目撃破……」

　報告する見張りの声が引きつっている。

彼には砲弾飛び交う中、敵を破壊しながら笑うセクリトが正気とは思えなかった。

「他の艦は？」

　笑いを止めたセクリトが目だけを動かして部下達を見る。

部下が即座に答えないのが気にいらないのか次は怒声が上がる。

「グズが！　他の艦は鋼鉄艦を撃破できているのか!?」

「はっ！　集中砲火で一隻を無力化、二隻に乗りこんで現在白兵戦となっております」

「残り三隻か」

　全体の戦況は再び帝国有利に傾いている。

頼りの鋼鉄艦を次々と沈められたことが士気に大きく響いているらしい。

「艦の損害は？」

「艦首と右舷に中程度の浸水発生、火災は鎮火済、サブマスト二本と左舷装甲板を喪失しました」

「衝角と艦首砲一二門全喪失、右舷砲八門喪失、左舷砲一四門喪失、ネプチューン砲三門喪失、甲板砲二四門喪失しました」

（三分の一の戦力低下　まだやれる）




　セクリトが顔を上げ、次の鋼鉄艦への突撃を命じようとした時だった。

「敵が一騎、右舷よりこちらに向かってきます！」

「一隻だと？　戦艦か、鋼鉄艦か」

　見張りは一瞬躊躇し、覚悟を決めたように目を閉じて叫ぶ。

「て、敵は騎兵です！　馬に乗った敵が一騎、水面を駆けてきます！」

　セクリトは無表情のまま見張りを掴んで引き倒し、剣を引き抜く。

「下らん戯言を──」

「本当です！　どうかその目でご確認を！」

　セクリトは男の胸倉を掴んだまま、ちらりと水面を覗く。

　一度目を擦った彼女の噛みしめていた顎が緩み、ポカンと開かれる。

そこには確かに水面を走る騎兵の姿があったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　ザブレラ沖水上戦

兵員　　現在百九万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十六万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百三十九万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百十七万（戦奴含まず）
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第３０１話　連邦援軍⑰　リヴァイアサン轟沈







上陸軍　ザブレラ

「全員乗船！　早くしろ!!」

「急げ急げ、重い大砲なんか河に放り込んでしまえ！　とにかく早く乗れ！」

　一時は連邦敗北に見えた艦隊戦だったが、謎の黒い船の集団が現れて戦況が一変した。

敵に突っ込んだ黒い船が四方八方から集中砲火を食らった時には味方から悲鳴が上がったが、信じがたいことに無傷だったのだ。

「港に入るのを待つ暇はない。泳げる奴は鎧を脱いで飛び込め。直接船に乗り込むのだ」

　最初からそういう手筈だったのか、黒い船が敵中に突っ込むと同時に撤退しつつあった連邦の全艦艇が反転して再度の攻撃を仕掛け、広大なノーステリエスが狭く見える程の大乱戦が始まった。

　その間隙を付くように味方輸送船の群れがザブレラに突っ込んで来た。

帝国艦隊も目の前の戦闘で手一杯で俺達に構う余裕はないようだ。

　ザブレラの街は船に乗り込む兵士で大混乱になっている。

もちろん俺の麾下にいる一〇五兵団も同じように押し合っていた。

　違いと言えば他の兵士が重量物を放棄し剣と盾だけを抱えているのに対して、一〇五の兵士達は剣と盾すらも捨てて捕虜の女を抱えていることぐらいだ。

　捕虜の女達は抵抗するかと思ったが『敵に降伏した戦奴なんて絶対に殺される』『なんでもするから連れて行って欲しい』と言われてしまったのだから選択肢は無い。

「女だけ抱えて乗りこむなんて……他の兵団長達にどんな目で見られているか」

「仕方ないじゃないか。武器はまた作れば良いし、最悪こん棒と鍋の蓋でも戦えるが、女を失ったら取り返しがつかないぞ」

　ぶー垂れるセリアの頭を撫でながら俺も輸送船に乗り込む。

綺麗に整列して部隊ごとに乗りこむ余裕はない。

大まかに定員近くまで乗りこんだ船から岸を離れ、戦闘地域を迂回するように北岸を目指していく。

「頼むぞ。敵艦隊を蹴散らしてくれ……」

「最悪でも俺達が渡り切るまで頑張ってくれよ」

　船員達が祈るように戦闘を眺めていた。

幸いにして戦闘は依然苛烈を極め、帝国艦隊がこちらに気付いた様子は無い。

　いや気付いてはいるのだろうが、こちらは戦闘の下流側を迂回するように進んでいる。

上流から来る味方艦隊と撃ち合っている中で、彼らに背を向けてこちらを追うような真似はできないはずだ。このまま逃げられそうだ。




「あ！　黒い船がやられました!!」

　セリアが声を上げ、周りの味方から苦悶の声が上がる。

よくは見えなかったが、帝国艦が大爆発し黒い船は巻き込まれるようにして沈没したようだ。

その後も無敵に見えた黒い船が次々とやられていく。

「またやられた」

「リヴァイアサン……化け物め！」

　敵味方が激しく撃ち合う中で敵の旗艦が猛然と突出し、次々と黒い船や味方戦艦を沈めているのだ。

味方も多くの命中弾を与えているが、破片を撒き散らし炎を見せながらも敵旗艦は止まらない。

「あの船の艦長も相当めちゃくちゃだな」

「ええ、まるでエイギル様みたいです──ふにぃぃやめてくだはい！」

　生意気に皮肉を言ったセリアの頬っぺたを揉み解す。

「三隻目がやられた！」

「四隻目も──駄目だ！　傾いていくぞ」

　一時は優勢かと思われた戦況だがリヴァイアサンの大暴れでまたも劣勢に変わりつつある。

「……」

　俺が沈黙したのを見てセリアが袖を掴む。

「例え敗北したとしても、私達はこのまま北岸へ逃げられます。危険を犯す必要はありません！」

「そうだろうか」

　後ろに視線をやる。

急いで撤退しているとは言え、数万の兵がそう簡単に船に乗り込める訳はない。

未だザブレラで兵を乗せている船もいる。

　決着がつき、帝国艦がこちらに目を向ければ後ろ半分の船は喰われそうだ。

「後ろの船にも一〇五兵団の兵士と女達が乗っている」

　もし俺が活躍して彼女達を救えばどうなるだろうか。

女達の中で俺の株は天井知らずに上がるだろう。そうなれば……。

「皆が俺に抱かれたがる。大乱交ができるかもしれない」

「あぁもう……」

　セリアが頭を抱える。

「要はあの暴れ回っている旗艦を潰せばこちらの勝ちなのだろう？　わかりやすいじゃないか」

「でもエイギル様がそんな危険を犯す必要ないです！　そもそもこれは私達の戦いでは──」

　確かにこの戦いは連邦の戦争であって俺の戦いではない。

結局は負けても勝っても俺には関係がないのだ。

「それでも来たからには勝ちたい」

　一〇五の兵士達とも並んで女を抱いたこともあるし、もうまったくの他人ではない。

「ソフィアを助ける為だから仕方ないが、隊をほっぽり出してしまったこともある」

　このまま北岸へ帰ったらきっと色々な奴らに怒られるはずだ。

少し埋め合わせをしておかなければならない。

「で、でも水の上では私達にできることなんて無いです！」

　尚も抵抗するセリアの頭を優しく撫でる。俺だって下半身だけで生きている訳じゃない。

ちゃんと考えているさ。




　俺は甲板で戦況を見つめる兵士達をかき分けてシュバルツを探す。

「あっ、ちょっともう。鼻やめて……やだ濡れて来ちゃう……」

　エロ馬は戦況など全く見ず、捕虜の女の尻を鼻で撫で回していた。

薬のせいでほとんど治った尻を叩いてから上に飛び乗る。

「色の時間は終わりだ。行くぞ」

「後少しだったのに……」

　俺が敵旗艦に長剣を向けると、シュバルツはアホを見る目で俺を見た。

お前一人で泳いで行けとでも言わんばかりだ。

「エロ馬の分際で生意気言うな。ちゃんと考えてる」

　先ほどからこの船はガンガンと鈍い音を立てながら進んでいる。

上流で続く戦いで破壊された船の残骸が一面を漂い、船首に当たっているのだ。

　俺は水面に向かって声をかける。

「あの船まで行きたいんだ。頑張ってくれるか？」

　この船からリヴァイアサンまでは泳げば何時間もかかるだろうが『もし』シュバルツが全速で走れれば五分とかからない。

　水面から伸びた白い腕、指が『大丈夫』のサインを作る。

　シュバルツは水に入るのを躊躇っていたが、真っ白の腕が女の物とわかったのだろう。

溜息を一つついて覚悟を決めたようだ。

「よし──っておい」

　背中が少し重くなったのを感じて振り返るとセリアとピピまで乗りこんでいた。

危険を感じて離脱しようとするメッサーシュミットまでピピの胸元に抱き締められている。

「もう置いて行かせません」

「ピピも役に立てるぞ！」

　離れる気はないようだ。

「まったく、危ないことはするなよ」

「エイギル様に言われたくありません！」

「だぞ！」

　これ以上話していて連邦艦隊が負けてしまったら馬鹿みたいだ。出撃するとしよう。

「いけシュバルツ」

　俺の合図でシュバルツが甲板を走り、水面に飛び込む。

周りの兵、見覚えのある兵団長の一人も目を丸くして唖然としていた。

　いかにも重量級のシュバルツは盛大な水柱を上げて落水────せず、どかりと気持ちの良い音をたてて水面に着地した。

「な、なんで水の上に!?」

「あれを見ろ！　瓦礫の塊……いや道ができて行く！」

　水面に散らばる船の残骸や破片が俺達の前で寄り集まり道となっていく。

シュバルツは一度足元を踏みつけていけると確認したのだろう、一気に速度を上げた。

「えっさほいさ。えっさほいさ」

「尖ったのはだめー平べったいのー」

「ふにー重いよー」

　砲声で味方には聞こえていないだろうが、耳を澄ませば水面から僅かに囁きが聞こえる。

ミルミと子供達が俺の進路上に先回りして瓦礫を寄せ集め、バラバラにならないよう支えて道を作ってくれているのだ。

　秘密を知らなければまるで俺が妙な魔術でも使っているように見えるだろう。

現に後ろからは驚愕の声、神に祈る声まで聞こえてくる。

「全速で走れ、ちんたら走ると的になるぞ」

　シュバルツは答えて全力で突っ走る。

それでこそ、エロ馬の尻ごときに特上の薬を使った甲斐もあると言うものだ。

これで遅かったら辛子でも塗り込んでやるところだった。

「狙いはあの特大の奴だけだ。他の船からはできるだけ離れてくれ」

　下手に近づいて大砲をぶっ放されたらたまらない。

「りょうかいー」

「でもいっぱいでさけられないよー」

　瓦礫の道は蛇行しながら敵を回避するが、敵艦隊の真ん中に近づくにつれて密度が上がりどうしても近くを通ることになってしまう。




「右舷砲が全損だと!?　ええい、回頭して左舷を敵に向けろ。弾が全てなくなるまで撃ち……」

　帝国艦のすぐ傍を走り抜ける俺達。怒鳴っている艦長らしき人物と目があった。

「「「……」」」

　艦長とその周りの兵士達は手拭いで顔を何度か拭いてから再びこちらを見る。

その間にシュバルツは風のように走り去る。なんとかやり過ごせたぞ。

「この先、木がういてないよぉー」

「どうしよー」

　子供達の泣き声が聞こえる。

流れの関係か瓦礫の途切れた場所に当たったらしい。迂回するしかないが……。

　俺は周りを見回し、例の黒い船を指す。あの船は甲板が水面に近く跳び乗れそうだ。

「あいつは背が低い。乗り越えて行こう」

　瓦礫の道が大きく曲がっていく。

近づいてわかったが、黒い船は敵に乗りこまれて白兵戦をしているようだ。

残念ながら加勢する余裕はない。

「ちょっと邪魔をするぞ」

　敵味方が斬り合う中にシュバルツが飛び乗り、ちょうど真ん中を走り抜けて行く。

「船を渡すな！　敵を駆逐し……うそだろ？」

「乗りこんでしまえばこっちのものだ！　船を奪って……え……馬……騎兵？」

　戦う敵味方が動きを止めて間を抜ける俺達を見る。

狭い甲板の上を走り抜けた俺は反対側の水面を覗いた。

こっちには十分な瓦礫があったようで再び気持ち良く道ができていく。

「邪魔したな。続きをやってくれ」

　だが船上の戦いはすっかり止まってしまったようだ。悪い事をしたな。

　ヒヒンとシュバルツが俺を見る。

さっきの船は鉄製だったらしく蹄が痛いそうだ。

「やかましい。後で女に手当てさせてやるから今は黙って走れ」

　速度が上がった。なんてエロ馬だ、嘆かわしい。




　その後も俺達を見た敵がまず目をこするか、呆気に取られてくれるおかげで滅多打ちにされることはなかった。いよいよ敵の旗艦、リヴァイアサンに迫る。

「近くでみると、とんでもなくでかい」

「味方が蹴散らされていた訳です」

　まるで水に浮かぶ城のようだ。こんな船をよくぞ作ったものだと思う。

味方の砲弾が多数当たったのだろう、舷側には無数の穴が開いていたが全体が大きすぎるのでその穴も随分と小さく些細な損傷に見える。

「高すぎます。とても跳び移れません！」

「だな」

　リヴァイアサンの舷側はまるで壁だ。

ちょっと跳ねてなんとかなる高さでは無い。

「あれだ」

　俺はリヴァイアサンの近くで破壊され、沈みつつある連邦の戦艦を指差す。

その戦艦は艦首をリヴァイアサンに向ける形で尻からゆっくりと河に飲み込まれようとしていた。

艦首はまだ結構な高さがあるし、艦尾が沈んでいるのでそこから乗りこんで跳び移れるかもしれない。

　シュバルツは間髪おかずに進路を変え、ミルミ達もさっと道を作っていく。

「根性を見せろよ」

　シュバルツは一度小さく首を振って更に加速、沈む戦艦の船尾から飛び乗り、船首方向に向かって一気に加速していく。

役目を果たしてくれたミルミ達がいってらっしゃいとばかりに一斉に手を振っている。少し怖いぞ。

　途中で連邦兵の死体を何体が踏み潰したが、お前達の仇を討つ為なのだから辛抱してくれ。

最悪化けて出るとしても踏んだのはシュバルツだからこの馬の所に出て欲しい。

　障害物だらけの甲板を走り、いよいよ艦首が近づいて来た。

斜めに傾いた艦体は跳び上がるにはちょうどいい。

これで届かなければ何をしても届かないはずだ。

「跳べシュバルツ」

「行きなさいシュバルツ！」

「頑張れシュバルツ！」

　シュバルツは艦首ギリギリで踏み切り、渾身の大ジャンプを見せる。

速度の乗った跳躍は本当に空を飛んでいるかのように感じる。

　敵艦までの距離はどんどん近くなり、敵兵があんぐりと口をあけているのが見える。

お、甲板に褐色美女がいた。

「駄目です！　届きません！」

　物凄い大ジャンプだったがあと一歩届かない。

頂点で失速した俺達はゆっくりと落ち始める。

　すまんと言いたげにシュバルツがこちらを見た。

「いや、よくやった」

　俺は鐙から足を放して馬の背に立つ。セリアとピピも気付いたのか同じようにした。

「これで届くぞ」

　シュバルツの頭を思い切り踏みつけて俺は跳躍した。

「ごめんなさい」

「あいさ！」

　セリアとピピも背中で踏み切り、跳躍する。

　俺達は更に高く跳び、空中で踏み台にされたシュバルツは悲しげな顔のまま落ちて行く。

　身軽なセリアは綺麗に着地、俺は転がるように甲板に倒れ込み、手すりぎりぎりにしがみ付いたピピを引き上げる。最後に大きな水音を立ててシュバルツが水面に落下したようだ。

ミルミ達もいるし溺れはしないだろう。

「乗りこみ成功だ」

　長剣を引き抜き腰溜めに構える。

これだけの巨艦だ。相当な数の敵がいるはずだ。厳しい戦いになる。

「……へ？」

「……おう？」

「えーと……お前達はなんだ？」

　甲板の大砲に玉を込めていた敵が呆然とこちらを見る。

甲板についた火を消している敵も、砲撃の号令を出す指揮官も皆、口をあんぐりと開けている。

何が起こったかわかっていないらしい。突然だからな、戦いの合図が必要か。

　俺はゆっくりと剣を振りかぶり、踏みこんで一回転させる。

「ぐぎゃあああ！」

「うわぁぁぁ!!」

　砲手、見張り、指揮官が千切れて水面に落下し、甲板が血で染まった。

「て、敵襲！　乗りこんで来たぞ！」

「白兵戦だ！　迎撃しろ！」

　叫び声と共に沢山の兵が湧き出してくる。

「セリア、後ろから援護してくれ。ピピは俺達が暴れている隙に船中に入って燃え易そうな物に片っ端から火を付けまくってくれ」

　何も敵兵を皆殺しにする必要はない。要はこの船を沈めてしまえばそれで勝ちなのだ。

「任せて下さい！」

「あい！」




　そして戦闘が始まった。

「敵は少数だ。押し包んで仕留めろ！」

「俺は右から……ぎゃっ！」

　敵に囲まれるのを待つことはない。

囲もうとする敵に向かって逆に突っ込み、長剣を振りまわす。

水上の敵は軽武装だからまだ楽だな。

　一人目を脇の下から両断、くるりと一度回って二人目の喉を貫く。

刃を捻って首を千切り、三人目の頭を叩き割る。

四人目の短槍を左手で受け止めて槍ごと河に放り込むみ、隙をついて潜りこんだ五人目の顔を前蹴りで潰して、その後ろにいた六人目の脳天に長剣を振り下ろす。

「六人上がりだ」

「私も負けていません！」

　セリアは俺の真後ろに付き、正面のマストの上から狙っていたクロスボウ兵二名に向かって両手で短剣を投擲してどちらにも命中させる。

一人は武器を取り落として落下し、もう一人は狙いを外して味方の背中を撃ってしまった。

　更に俺の斜め後ろに回り込もうとする敵に向かってセリアが突進する。

「この女！」

　敵は慌てて剣を振り下ろすが、セリアは最小限の動きで回避して反撃する。

太ももを斬り上げられた男が悶絶して倒れる中、もう一人がセリアに槍を突き出す。

「こんな突き！」

　セリアはそれを斜めにした小さな盾で流し、そのまま男の顔に盾を叩きつける。

「ぐあっ！」

　鼻血を出して仰け反る男を素早いセリアが逃がすはずもない。

男は鼻を押さえたまま、頸動脈を斬り裂かれてのたうち回る。

「女も手強い！　一斉に行くぞ！」

　槍を構えた敵が三人セリアを囲む。

さすがに同時に来られると荷が重いかもしれない。

「いけーー！」

　合図と共に敵が突っ込んで来る。

「しゃがめセリア」

「はい！」

　セリアは防御することもなくしゃがみ込む。俺を信頼してくれて嬉しいよ。

　俺の長剣がしゃがんだセリアの頭より少し上で一回転する。

襲いかかった男達の腕六本と上半身がセリアを跳び越え、下半身がセリアの前に崩れ落ちる。

「つ、強い！」

「もっと人数を集めろ！　敵艦への砲撃一時中止、砲手と装填手も武器を持て」

　敵は連邦艦への砲撃を中止し、先に俺達を排除する気になったようだ。

何百門もある砲の撃ち手たちがワラワラと集まってくるだろう。

「相手が多すぎます。ピピがやってくれるまで持ち応えられるかどうか……」

　広い甲板を埋め尽くすように敵が集まってきた。

これは俺の長剣でも手間取りそうだ。

　ふとある物に目が止まる。

「なぁセリア、お前大砲の撃ち方って知ってるか？」

「一通りは勉強しましたけど」

　それは良かった。

「じゃあやってみようか」

「ええ？　まさか！」

　俺は目の前に設置された甲板砲を引っつかむ。さっきまで味方艦に狙いを定めていたのだから火薬も砲弾も入っているはずだ。

甲板砲はある程度の範囲でだけ動くように固定されており、さすがに自艦は撃てない。

もし撃てたら乗りこんだ瞬間に俺達はつるべ撃ちになっていた。

「ふん！」

　大砲を掴んで力を入れると固定していたヒンジや釘が千切れて行く。

「あいつ何をするつもりなんだ？」

「大砲を……持ち上げやがった！　小型の甲板砲でも二〇〇ｋｇはあるんだぞ!?」

　俺は右手に長剣を持ったまま左肩に大砲を担ぐ。これでどこでも自由に狙える。

「化け物が!!」

　走り寄ってくる敵を長剣で斬り伏せてから腰を落とす。

目標は密集した敵の塊だ。

「セリア撃て」

「はい！」

　砲口の先にいる敵が目に見えて慌てだす。

「おい担いで撃って来るぞ！」

「嘘だろ!?」

　セリアが火のついた松明を大砲の後ろに押し当てる。

同時に轟音と肩に強烈な反動を感じた。

「「「ぎゃああああ!!」」」

　リヴァイアサンの甲板は広いが、それでも船上なのだから知れている。

そこに密集していた敵兵の中に砲弾が飛び込んだ。

　何十もの悲鳴が交差し、肉片と血が噴水のように噴き上がる。

「ははは、命中だ」

　俺は発射した砲を投げ捨て、次の砲を抱え上げる。

「次、行きます！」

　再びセリアが火をつけて発射、密集する敵の少し前に落下した砲弾は甲板を転がり、一列に敵をなぎ倒した。幸い甲板にはいくらでも大砲が据えてある。

「もう一丁！」

　今後はマストの上からクロスボウで狙って来る敵に向かって砲撃し、マストごと粉々に打ち砕く。

　敵兵は完全に腰が引けた。今が好機だ。

　この船は旗艦なのだから敵の大将が乗っているはずだ。ならばそいつを仕留めれば船を沈めたのと同じことだ。ピピを信用しない訳ではないが、こちらでもできることをしないといけない。

「突撃だ」

「はい！」

　俺の声にセリアが元気に応じる。

「突撃──！」

「「「「うぉぉぉぉ！」」」」

　敵指揮官の叫びに何十人の敵兵が応じる。

　こちらは二人、相手は数十、互いに真正面から突っ込んで行く。

手数を増やすべく長剣とデュアルクレイターの二刀持ちだ。

「槍を前に立てて串刺しにしてやれ」

　俺が真正面から突っ込んで来るので敵は槍をすらりと並べて突っ込んで来る。

誰が馬鹿正直に飛び込んでやるものか。

「ふん！」

　俺は激闘の直前に剣を振り、甲板に転がる木片や鉄板などのゴミを跳ね飛ばす。

「ぐわっ」「いでっ」

　俺の剛力で飛んだ鉄板は当たり所によっては相手を卒倒させるに十分だ。

乱れた先頭の穴に飛び込み、両手の剣を振りまわす。

　デュアルクレイターは綺麗に敵を斬り捨て、長剣は豪快に敵を引き千切る。

俺の背中はセリアが守ってくれるし、マストの上に陣取るクロスボウも発射前に彼女が仕留めてくれる。

クロスボウはもう大嫌いになったから、射手は遠慮なく皆殺しにしてやれ。

　俺達は敵を斬りまくりながらどんどん前進していき、遂に甲板上に設けられた指揮所らしき場所の目前に迫った。

「これで……何人目かな！」

　デュアルクレイターで敵を脳天から両断、同時に右手から迫る敵を長剣で河まで弾き飛ばす。

「四五です！　私は九！」

　言いながらセリアが左手から迫る敵の剣を盾で受け、股間を蹴り上げてから喉を剣で引き裂いた。

　同時に敵兵が下がって行く。

「だ、だめだ。なんて強さだ……人間じゃない！」

　俺は吸血鬼でも人魚でもないぞ。ついでにエルフでもない。

「斬ってもついてもピンピンしてやがる！」

　俺もセリアも何度か敵の剣や槍が体を掠めている。

血の一つも出ないのはドラゴンの皮鎧のおかげだ。掠める程度でも場所によっては動きが鈍るから大変助かる。華奢なセリアは特にだ。

「うろたえるな、下層舷側砲の砲手達も武装して甲板に出てくるはずだ！」

　上級指揮官らしき男が叫び、兵達の顔に色が戻る。

俺もセリアも相当疲れている。これ以上はまずいな。

　すると船内へ降りる階段から大人数の足音が聞こえる。

どうやらはったりでは無かったようだ。

「なんとかならんか……うん？　あれを使うか」

　俺のすぐ傍にあった大砲……先ほど使った奴よりもずっと大きい。

少々きつそうだが……贅沢言ってもいられない。

「セリア、一〇秒押さえてくれ」

　俺は砲身に掴みかかり、気合いを入れて持ち上げる。

「ふんぬぅ……」

　凄い重さだ。普通の馬より重いかもしれない。

持ちあげられる重量ではない。

「ぐおおおお！」

　俺はクラウディアを持ち上げて抱いた時の事を思い出しながら大砲の固定を外し、ゆっくりと向きを変えて行く。

あの時は本当に腰が砕けるかと思った。

　大砲を引きずるようにして船内入口へ向きを変えて行く。

俺が剣を置いたのを見て敵が一斉に仕掛けて来た。

セリアが必死にしのいでいる……早くしなければ。

「セリア火をつけてくれ」

「はい！」

　セリアが後方宙返り二回で俺の傍に戻り、大砲に火をつける。

先ほどとは比べられない砲声が轟き、追撃しようとしていた敵兵も衝撃でひっくり返る。

「第八舷側砲員ただいま到着しま────うぎゃあああ!!」

　ちょうど階段から敵の増援が顔を出した瞬間、砲弾が命中する。

木片と肉片と鉄片が盛大に飛び散り、船内への入口は構造ごと崩壊した。

「うぉぉぉぉ！」

「きゃあああ！」

　だが抱えるようにして撃った俺と傍にいたセリアも反動でひっくり返り、後方へ吹き飛ばされる。

「無事か？」

「なんとか……」

　セリアの張りのある尻を一揉みしてから起き上がる。

敵兵は顎が外れたような顔でこちらを見ている。

「大型カノン砲を持ち上げて撃ちやがった……増援がやられた……もうだめだ……」

「俺達の勝てる相手じゃない」

　敵兵が一斉に崩れて行く。この機に敵の頭を討ち取ろう。

　俺は両手の剣を取り落としていないことを確認してから猛然と突進する。

「こ、この先には行かせん！」

「うるさいどけ」

　行く手を阻む騎士を通り過ぎ様に切り裂く。

「お逃げ下さい閣下！」

　高そうな軍装を着た参謀らしき男を蹴り飛ばし、胸を踏みつけて絶命させる。

「閣下の護衛としてここは通せん！　風よ、鋭き刃となって敵を……」

　ローブを着た護衛らしき男が何やら呟いている。

前方から嫌な気配を感じて目を凝らす。散らばった破片を巻き上げながら何かが迫ってきていた。

「ふっ！」

　巻き上がる破片に合わせてデュアルクレイターを振り抜くと見えない何かを切り裂いた感覚があった。

「馬鹿な、我が魔法を斬っただと……？」

　呆然とするローブ男の首を跳ね飛ばす。

やはり魔法だったか、破片を巻き上げてくれて助かった。




　そして俺の目の前に居るのはたった一人となる。

「……」

　何も言わずにこちらを睨みつける女。

飛び移る時にちらりと見えた褐色の美女だ。

「まさかお前が大将なのか？」

　俺は問いかけながら女を観察する。

　歳は三十に届くか届かないか。若い娘ではなく、年増と言う程でもない。

背は一七〇半ば、やや大柄といったところだろうか。

髪は俺と同じで真っ黒、目は綺麗なヴァイオレットだ。

肌は褐色でエルフ森で見たダークエルフ達と良く似ている。

　そしては胸は中々に大きく、豪華な軍服をしっかりと押し上げている。

尻も大きいが体全体が引き締まっていることから見てあれは筋肉も結構ある。締まりも……。

「しっ！」

「うおっ」

　女は俺の問いに答えることなく、表情を変えないまま襲いかかって来た。

得物は中程度の長さの片手剣、刀身は細く突きにも使えそうだ。

「いきなりか。質問にぐらい……」

「ふっ！」

　女は更に攻撃してくる。

もちろん斬り捨てるつもりはない。軽くいなして取り押さえてしまおうと思ったのだが……。

「速いな」

　地に伏せたような体勢から一気に伸びあがっての突き、身を捻って交わすと間髪おかずに体を回転させて首筋を狙って来る。

「うおっ」

　長剣の戻しが間に合わず、デュアルクレイターで受けようとしたのだが手ごたえが無い。

見れば女は既に後ろに跳ねており、マストを蹴って斜めに飛び、頭上から斬りかかってくる。

反撃の時間はない。剣を動かすより、彼女の剣が俺の頭を割る方が早い。

そう判断し、前転して攻撃を躱すが、起き上がったところに渾身の振り降ろしが来た。

　今度は長剣で受け止めることに成功し、ガキンと激しい音が鳴る。

女は力比べをするつもりはないらしく、防がれたとみるや素早く後ろにとぶ。

　俺は少しばかり驚いて手を見る。これは思った以上に……。

「……」

　女も一瞬だけ驚いたように目を大きくしたが、一言も口を聞く事無く再び攻撃を仕掛けてくる。

剣を振りかぶって正面から跳躍する。

　もらったな。予想以上の速度と力だったが、跳んでしまえば予測は簡単だ。

致命傷にならないように長剣で打ち落とそうと迎撃する。

「えっ？」

　その声はセリアから漏れたのだろう。

女は峰を向けて振り抜かれた長剣を腕の篭手でいなし、その衝撃を利用して空中で動きを変えたのだ。

「ぐっ」

　思わず苦悶の声が出る。

こちらは長剣を振り抜いたせいで体勢を崩している。

一方彼女は空中で回転しながらもしっかりと剣を握りしめていた。

「危ない!!」

　セリアの叫びと同時に閃光のような突きが飛び、俺はそれを篭手で弾く。

見て受けたのではない。喉元を狙ってくると予想して山を張ったのだ。

　だがこれで彼女の攻め手はなくなった。

一旦距離を取ると思ったのだが……。

　彼女は無言のまま体を捻り、回し蹴りを放ってきた。

とはいえ空中で身を捻った不安定な姿勢での蹴りに大した威力はないだろうと腕で受け止める。

　ミシリと骨が軋む音がした。

　力任せに腕を振って女を弾き飛ばすが腕に痛みとしびれが残る。

女は綺麗に受け身をとって着地、鉄板を踏んだ彼女の足元から金属音がする。

　革のブーツに見えたが底に鉄板を仕込んであったらしい。

骨が折れなかったのが幸いだった。




　だがここで事態が悪い方向に転がる。

セリアが我慢できず女に向かって斬りかかったのだ。

「待てセリア！」

「今なら奴は体勢を崩しています！　十分やれます！」

　駄目だ。受け身を綺麗にとっているから女はまったく崩れていない。

それに彼女の力は女のそれではない。体格以上……イリジナに匹敵する。

速度も、素早いセリアよりもまだ速い。

　飛び込んだセリアの薙ぎ、自分より大柄の相手を狙う時の定石、太ももへの攻撃が見事に空振りする。

女が高く跳躍したのだ。しかもただ跳んだだけではない。前方宙返りのように飛びあがっているので目も腕もセリアをしっかりと捉えている。

　空中からの斬撃を盾で受けたセリアが体勢を崩す。やはり力が違うのだ。

　そして女は静かに着地、同時に剣を突き出して強烈な突きを見舞う。

「避けろセリア、受けるな！」

　叫んだものの間に合わなかった。

セリアは盾で女の突きを受け止めてしまったのだ。

　体重の乗った突きを受けると同時に彼女の盾は飛ばされ、剣一本となってしまう。

女の攻撃は終わらない。

　体ごと回転させての横薙ぎ、しかも同時に片足が上がって回し蹴りの体勢にもなっている。

　鉄板入りのブーツと剣が棒立ちになってしまったセリアを襲う。

「う……」

　首筋には斬撃、腹には鉄板入りの蹴り。防ぐ得物は剣一本しかない。

結局セリアはより致命的な首への一撃を剣で受け止め……腹に蹴りを受けて吹き飛ばされた。

「げぼっ！　がほっ！」

　胃液を吐きながら激しくむせるセリア。

目の前が真っ赤に染まる。奴は女のはずなのに、殺意が生まれてしまう。

「うおぉぉぉぉ!!」

　咆哮を上げながら女に向かって突進する。

途中で護衛の兵が邪魔しようとしたので殴り飛ばすと、一〇ｍ近く甲板を滑ってから手すりを突き破って水面に落下していった。自分でも力の制御が出来ていない。

　女はセリアに止めを刺そうとしていたようだが、俺の雄叫びを聞いてこちらに向き直る。

小細工はもうしない。

両手持ちしていたデュアルクレイターを仕舞い、長剣を両手持ちで思い切り振り降ろす。

　もちろん女もこの一撃を受けるような真似はしない。

案の定、後ろへ飛んで避けるようだ。

　俺は外れるのが分かった上で全身全霊の一撃を叩きこむ。

場所は甲板、重要箇所なのか鉄板が敷かれていた。

　砲弾が命中したような金属音が鳴る。

ドラゴンの剣は鋭さこそ大したことはないが、強度と硬度では並ぶものが無い。

俺の全力の一撃は鉄板をひしゃぎ、下にある木の床まで叩き壊し、全てを破片に変えて周囲全体に巻き上げた。

「くぅ!!」

　鉄片と木片が後ろに避けた女に向かって降り注ぐ。

溜まらず女は顔を覆い、視界が一瞬なくなった。

　俺は甲板にめり込んだ長剣をそのままに素手で女に向かって駆ける。

「終わりだ」

　着地した女に振りかぶって拳打を見舞う。

女は覚悟したようにそれを受け、吹き飛んだ。

　その瞬間女の顔が歪み、俺は勝利を確信する。

　俺は全く力を入れていなかった。にも関わらず女は盛大に後ろへ吹き飛んだ。

つまり彼女は俺の攻撃を受け流すべく、自分で飛んだのだ。

一撃をやり過ごせば素手の俺を仕留められると踏んだのだろう。

だが俺に見抜かれた。

　偽りの攻撃で体勢を全く崩していない俺は空中にいる彼女に向かって今度こそ強力な拳打を見舞う。

既に自分で跳んでしまった彼女はもう受け身を取れない。

「がふ！」

　ズドンと鈍い音がして拳が鳩尾にめり込み、彼女は玩具のように吹き飛んでマストに背中を打ちつけて気を失った。

戦いは終わった。




「勝鬨を──」

　勝利の鬨は上げられなかった。

リヴァイアサンが一瞬揺れ、耳が潰れたと思える程の爆発音と共に艦の中心部から巨大な火柱が噴き上がったのだ。

「爆発したのか？」

　とりあえず胃液を吐き続けるセリアを抱き上げ、それからデュアルクレイターと長剣も回収する。

　艦は急速に傾いていく。

船首の方にいる俺達は船尾の方に傾き、船尾の方も船首の方に傾いている。

つまりリヴァイアサンは真ん中で真っ二つに折れたのだ。

「ピピか？　火をつけろとは言ったが……一体何に火をつけたんだ」

　再び腹の底まで貫く爆発音が響き、船体が壊れる音と共に急速に全体が傾いていく。

既に中心付近は火の海だ。

「ピピが心配だが……セリアをこのままにして探しにもいけない」

　今は大丈夫と信じるしかない。

　一刻も早くこの艦を脱出しなければならないのだ。

水の中に入ればミルミ達がなんとかしてくれるだろう。

　その時、船内に通じているらしい梯子から一人の女が現れる。

何人かの男を連れているようだ。

「よし、外に出たぞ……このまま河に……」

　女達は俺を見て顔を強張らせるが、その顔には見覚えがあった。

「貴女は──」

「貴様は──」

　河川艦隊の司令官イヴァンナだ。ここに捕まっていたのか。

見れば股から血と精を垂れ流し、歩き方もぎこちない。何をされていたのかは聞くまでもなさそうだ。

「爆発の混乱をついて見張りを倒して部下を救いだしたのだ。まさかこれは貴様がやったことなのか？」

　血の付いた剣を片手に言うイヴァンナ。なかなか逞しい女だ。

「後で説明しよう。今は話している余裕がなさそうだ」

　艦は今にも沈没しそうだし、下手をすればその前に爆発するかもしれない。

イヴァンナは大きく頷き、次いで俺に小さく頭を下げてから河に飛び込む。

　さて俺もセリアを担いで続くとしよう。

　ふと炎の広がる甲板の上で意識を失っているあの女の姿が目に入った。

「……奴も女だ。助けねばならないな」

　怒りはあるが、その場の感情だけで女を見捨ててはならない。

　俺は両肩に一人ずつ女を抱き上げ、河へ飛び込むのだった。

　飛び込むと同時にミルミ達が群がり、俺を支えてくれる。

溺れる心配はなさそうだった。

「艦隊戦の方も決着はついたらしい」

　目の前を連邦の戦艦が次々に通過していく。

良く見れば艦上で船乗り達が歓声を上げている。

「おーい、ここだー助けてくれー」

　叫んでみるが兵士達は怒涛の勝鬨を上げているのでまったく聞こえていないようだ。

　俺も一緒に歓声を上げてやるから早く引き上げてくれないものか。

もう春とは言え、水はまだまだ冷たいのだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　ザブレラ沖の戦い　連邦勝利　帝国艦隊敗走

兵員　　現在百八万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十七万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百三十三万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百二十三万（戦奴含まず）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五千名

同行　セリア（失神）ナーティア（観戦中）　レア（鬼攻）マータ（悶絶）

ブリュンヒルデ（体調不良）ピピ（着火）ソフィア（巨乳）

メッサーシュミット（逃走）シュバルツ（落水）ミルミ（凱旋）ヤーコフ（観戦中）




財産　金貨一万三千

経験人数四五〇人　産ませた子五五人＋五五五匹








第３０２話　連邦援軍⑱　成敗の聖剣　♯







ノーステリエス河　北岸　連邦軍陣地

　北岸へ撤退した上陸軍は河沿いで陣を張る。

孤立から解放された安心と今までの戦いの疲労からか寝てしまっている者も多い。

河岸に近い場所だが、もう敵の艦砲に撃たれる危険もないので警戒は不要だ。




　兵団長の一人が俺に向かって敬礼する。

「ハードレット卿、良くやってくれたな！」

「ええ、なんとか」

　味方の兵士が称える声を上げる。

「リヴァイアサンを葬った英雄に敬礼！」

「おう」

「頭さすがですぜ！」

「俺達の親分に乾杯！」

「うるさいその酒を寄こせ」

　一〇五兵団の兵士達だ。

まず脇に抱えた女と酒をこちらに寄こしてから言え。後親分と呼ぶな、ぶっ飛ばすぞ。

　怒鳴ったら鼻水が出て来た。

「へっくしょん！　あぁ、やっぱりまだ水泳には寒かった」

　俺はぐったりしたセリアを焚火のそばに寝かせ、自分も同じ火に当たる。

下流に流される前に拾い上げては貰えたが、長く河を漂っていたせいで風邪をひいたかもしれない。

「うぅー」

　セリアが腹を押さえながら苦しげな声を上げて起き上がる。

「もう少し寝とけ」

　胃液を吐く程蹴られた直後に水に浸かったのだ。体力も消耗していることだろう。

何か言おうとするセリアの肩を押さえて寝かせる。

「ぐ……」

　続いて捕まえた女将軍が起き上がろうとする。

いや、まだ意識は戻っていないようだ。それでも手で腰の当たりを探っている。

恐らく無意識に剣を掴もうとしているのだろう。やはり普通の女として扱うと痛い目を見そうだ。

「これぐらいは仕方ないか」

　隣にはセリアもいる。自由にするのは危ないので丈夫な縄を使って手足を縛る。

ついでに胸を鷲掴むと不満げな呻きが漏れた。

「お前を担いで浮くのは結構疲れたんだぞ。乳ぐらい触らせろ……張りがあって良い乳だな」

　その時、頭に激痛が走る。

「痛！　なんだ！」

　振り返るなり激しい嘶き、シュバルツが頭を噛んだらしい。

足を踏み鳴らして怒っている。踏み台にしたのが気にいらなかったのか。

「後で何かくれてやるから大人しく火にでも当たってろ」

　シュバルツは本当だなとばかりに何度か振り返ってから去って行く。

主人に褒美を強請りに来るとはなんて不忠な馬だ。

どうせ女か雌馬に相手させればすぐに機嫌を直すくせに。

「族長様～」

　アホ馬の背中からピピが飛び降りる。

「ピピ無事だったか！　心配したぞ！」

　俺はピピを抱きしめ、頭の上に乗っていた駄犬を払い退ける。

駄犬はくるりと一回転して着地、そのまま突っ伏して寝てしまった。

「ピピは……あやうく死ぬ所だった。族長様も危険な目に合わせた」

　しょぼくれるピピ、見れば全身濡れ鼠な他に顔を軽く火傷し、髪もチリチリになっていた。

あの爆発に巻き込まれたのか。これは大変だ。

「すぐに薬を塗ってやる。さあ来るんだ」

　ピピを抱き上げて救護所に運ぶ。

「何があったか話してくれるか？」

「あい……実は──」




　ピピの話によると俺とセリアが暴れて敵の目を引いている隙にうまく船内に忍びこんだらしい。

　それはいいが、駄犬まで連れて行ったのか。ワンとでも鳴かれればまずかっただろうに。

「鳴いたら焼き肉にすると言っておいた」

　駄犬はいつも通り覇気の無い目のまま濡れた体をプルプルと回し、焚火の前に寝転んだ。

こいつも全体的に焦げているな。

「敵はみんな騒ぎながら走り回っていたから結構自由に動けた」

　ふむ、大砲持ちあげて大暴れした甲斐はあったようだ。

「言われた通り火をつけようとしたんだけど上手くつかなかった……。布とか紙はほとんど無かったし壁や床には妙なものが塗られててなかなか燃えない」

　リヴァイアサンに限らず、軍船には火災防止に松脂などが塗られるのが普通だ。

小さな火種を押し当てた程度では燃え上がらないだろう。

「探すうちに食材の倉庫についた。警備兵もいたけど頭の上で大きな爆発音が……」

　多分俺が大型砲を船内に向けてぶっ放した時だろう。

「それで敵が慌てて駆けだして……ピピは侵入に成功した」

　うまくやったじゃないか。

「中には木の樽や麻袋がいっぱい積まれていた。早速燃え易そうな袋に火をつけたのだ」

　ピピはメッサーシュミットの頭を撫でる。

「そしたらメッサーシュミットが足に噛みついて鳴き出した」

「なんだと？」

　これだけ可愛がって貰っていながら噛みつくとはなんて恩知らずな駄犬だ。

今すぐ解体して肉料理にしよう。

「それでピピも怒って口を塞ごうとした……こいつは鳴きながら逃げ出した」

　噛みつくのはもちろんだが、鳴き声をあげれば敵にばれてしまう。放ってはおけないだろう。

「ピピは慌てて追いかけた。こいつは壁に穴のあいた所で止まった」

　リヴァイアサンは激戦の中で結構ボロボロになっていたからな。

側壁にも何箇所か穴が空いていたと思う。

「その途端、すごい音がして目の前から炎の壁が迫って来て、ピピとメッサーシュミットは河の中へ吹き飛ばされた」

　あの大爆発だ。しかし食材倉庫が何故大爆発するのか。

「ピピそこは本当に食材倉庫だったのか？」

「あい、お屋敷の食材倉庫と同じ感じだった。つまみ食いに良く入るからわかる」

　ただ……とピピは続けた。

「樽と袋には黒い小麦粉が入ってた。あいつらはまずそうな物を食べてるんだなと思った」

「やっぱりか。鉄の玉も転がってただろう？」

「あい。漬物の重しだと思った」

　それはきっと弾薬庫だ。そもそも食材倉庫に警備兵はつかない。

ピピは弾薬庫に侵入して火薬のごってり入った袋に火をつけたらしい。

もし駄犬がピピを連れ出さなければ彼女はバラバラになっていたはずだ。

「こいつがピピを助けてくれた。でも族長様が怪我をしたら申し訳ないと思って」

　ピピは駄犬の頭を撫でる。駄犬はめんどくさそうに片眼だけ開けて伸びをする。

「すまんな。俺の判断がお前を危険に晒したらしい。だが助かったよ」

　ピピを抱き寄せる。

「違う。ピピがバカだっただけだ。でも族長様の役に立てて嬉しい」

　俺とピピは抱き合ってキスをする。

「髪が少し焦げてしまっているな。綺麗に整えてやろう」

　俺はハサミを手に取りピピの焦げた毛を軽く撫でる。

「嬉しい。でも先にメッサーシュミットをやってあげて欲しい。ピピは後で良い」

　犬を先にとは奇妙なことだが、こいつのお陰でピピが助かった訳だ。

焦げた毛を整えるぐらいは褒美代わりにやってやろうじゃないか。

　俺は焚火の傍で眠る駄犬の焦げた毛を整えて行く。

「ふむ……ここも焦げているな……ぐ、少し奥までやり過ぎた……もう少し前も切るか」

　上手くいかない。俺はあまり細々した作業は得意じゃないんだ。

「なんだこの毛は面倒くさい。ええい、これでどうだ」

　だんだんイライラしてきた。

「この野郎面倒くさい生え方しやがって！　もう根元から行ってやる。これで文句はないだろう！」

　こうして駄犬の散髪は完了した。

「……」

「禿げた。ズル剥けだ」

　目の前には尋常で無い量の毛、そして無秩序に刈りまくった芝生のようになった駄犬がいる。

俺は刈った毛を焚火に投げこんでからピピに向き直る。

「さあ次はピピをやってやろう」

「ピピはお腹が痛くなった。ちょっと席を外す」

　ピピはどっかにいってしまった。

　俺は眠りこける駄犬を見る。

「ただでさえ不細工だったのにこれはひどい。もうトリスタンでは無くアドルフだな」

　少しだけ気の毒になり顔の前に焼き魚を一つ置いてやる。これでちゃらと言うことにしてくれ。

　ちなみにトイレに行ったはずのピピは何故か綺麗に散髪されて戻って来た。

たまたま会ったナーティアが綺麗に刈ってくれたらしい。

俺がやってやろうと思っていたのにな。







　さて救護所から戻ろうとすると、ドカドカと派手な馬蹄の音がする。

目をやると何十もの重騎士がやってくるのが見えた。

中心に居る男の顔には見覚えがある。最高司令官のステーセリ＝マルティンだ。

　一応俺は今、彼の部下になるので直立しての敬礼で迎える。

俺に気付いたステーセリは周りの騎士に合図してからこちらにきた。

「聞いたぞハードレット卿」

「ははは」

　何を聞かれたのだろう。聞かれて悪いことは山ほどあるぞ。

「とぼけるな、リヴァイアサンを沈めた事以外に何があるか。海戦は俺も見ていたんだ。正直途中からは緊張で腹が痛くてたまらんかったよ。俺はこう見えても胆は太くない」

　ステーセリは俺の手をとって笑う。

自分で胆が太い、太くないと言う人間は大抵言ってるのと逆だ。

「リヴァイアサンが爆沈する様はここからでも実に良く見えたよ。司令部で上がった歓声をお前にも聞かせたかったものだ」

　気持ち良く笑うステーセリは男の俺が見ても男前だ。

俺もこれだけ男前に生まれていたらもっと女を抱きまくれただろうに。

街を歩くだけで女達が股を濡らして走り寄ってくるのが理想だ。

「兵の中にはお前が水面を馬で駆けたなどと噂する者もいると聞く。それだけお前の活躍が際立っていたということだろう」

「はっはっは」

　本当に走ったのだが言わない方がいいかもしれない。

結構な数に見られたとは言えせいぜい数百人、ばれないといいな。

「先ほど俺の所にイヴァンナが来てな。あの艦に囚われていたそうで敵の捕虜になったことを恥いっていたよ。俺としては有能な人間が戻ってくれるのは嬉しい限りなのだがな……後でお前にも礼を言いに行くと言っていた。彼女は軍人だが女だ、あまり責めないでやってくれ」

「もちろんですとも」

　敵に捕まった女を糾弾などする訳が無い。

むしろその場で良い雰囲気になれば下半身を攻め……いかん期待と股間が膨らんでしまう。

ステーセリの前で突然勃起したら変態だと思われるだろう。

「リヴァイアサン撃沈を機に敵艦隊は総崩れだ。艦隊司令官もあの爆発で行方不明と聞く。最早敵に再起の余地はないだろうさ。味方艦隊は追撃をかけてこのまま海まで追い出すつもりだよ。ノーステリエスは遂に我々の手に戻ったのだ」

　それは良かった。戦闘が早く終われば俺もそれだけ早く領地に帰れる。

「未だ敵の陸上部隊の大兵力は残っているが、河がこちらに戻ればもう問題は無い。俺達には奴らを蹴散らす自信と能力がある」

　ステーセリは俺の肩を叩いて敵主力のいるだろう南岸を睨みつけた。

「卿の戦功は大きい。俺は褒美うんぬんを語る立場ではないが、上に嘆願ぐらいはしてやれるぞ」

　レオポルトは大砲や火薬などを欲しがるだろう。

アドルフは資金が良いのではないだろうか。

ノンナは……とにかく高い何かを欲しがりそうだ。

　さて何にしようか。

「美女を……はっ！」

　思わず口から本音が出てしまった。

　周りの騎士とステーセリが苦笑する。かかなくてもいい恥をかいてしまったじゃないか。




　さてそろそろ目を覚ましているだろうか。

　俺が自分の天幕に戻ると、セリア達を温めていたはずのたき火は既に消されていた。

天幕の中でドタバタと騒ぐ音が聞こえる。

　覗いてみると、セリアが捕虜の女将軍を足蹴にしていた。剣まで抜こうとしている。

「……おいおい捕虜の虐待は感心しないな」

　するとセリアはこちらを見て叫ぶ。

「違います！　この女、逃げようとしたんです！」

　見れば女の手足を縛っていた縄がほとんど千切れている。

石か何かの破片を使って自分で切ったらしい。

危ない所だった。本当に油断ならない女だ。

「ふー」

　今もセリアに押さえられながら鋭い目で俺を睨みつけてくる。

眼光も鋭く、とても女とは思えない迫力だ。

「そう睨むな。逃げようとしなければこれ以上危害は加えるつもりはない。そもそも殺すつもりならわざわざお前を背負ってここまで泳いだりはしない」

　そう言って手を伸ばすと、思い切り噛まれた。

驚いて手を戻すと顔に唾をかけられる。どこまでも敵対的な奴だ。

「この女ぁ──！」

　激昂したセリアが本気の蹴りを脇腹に見舞う。

「ぐがっ！」

「セリアやめるんだ」

　だが女は一瞬怯んだものの、すぐに顔を上げる。

同時に手をしばっていた縄が切れ、女の拳が俺の鳩尾に入った。

「おう」

　かなりの腕力だ。並の男よりも余程力は強いだろう。

「これじゃ話もできん」

　だが並の男よりも余程強い程度なら俺にはあまり問題ではない。

　暴れる女を抱き上げ、ベッドに放り投げる。

「邪魔するぞ」

　両手を押さえるようにして上に乗っかる。

さすがに俺の体重が乗ってしまえばもう逃げることはできない。

女はしばらく抵抗したが、俺が岩のように動かないとわかると再び睨みつけてくる。

「あんまり暴れると話ができない」

　それに彼女を捕らえたことを味方には知らせていない。

幸いにして敵将軍の顔を知るものはほとんどおらず、周りにもただの女捕虜と思われているが、あんまり騒ぎまくって人目を引けば顔を知る者に見つかる可能性も上がるだろう。

「……連邦の豚と話すことなどない」

「まぁそう言わず」

　褐色の顔を丁寧に撫でる。

が、女は全く反応しない。

「そもそも俺は連邦の人間じゃない。連邦への恨み事なら聞いてもいい」

　俺は言いながら彼女の首筋を軽く舐めてみる。

「汚らわしい雄豚が！」

　すると彼女は両手を押さえられた不自然な体勢のままで体を捻り、膝で俺の股間を蹴り上げた。

鈍い音と短い悲鳴が上がる。

「ぐはっ！」

「エイギル様！　……は大丈夫ですか」

「すまん。お前の体が魅力的だから硬くなっていたんだ」

「ぐぅぅ……畜生……」

　膝の痛みに呻く女に謝っておく。

「ところで『お前』だと呼びにくい。名前ぐらい教えてくれないか？」

「豚に名乗る名前など──」

「［セクリト］ですエイギル様」

　セリアが口を出し、女が悔しそうに彼女を睨む。どうやらセクリトでいいらしい。

「こいつらに聞きましたから」

　セリアが二人の若い男、少年と言っていいだろうか、を連れてくる。

身なりはボロで首輪まで付けられた分かりやすい奴隷だ。

彼らは俺に組み敷かれているセクリトを見るなり声を上げる。

「そ、そうです。彼女がセクリト、帝国艦隊の最高司令官だ！」

「俺達にわかることは全部話します！　ですからどうか助けて下さい！」

「貴様ら……」

　どうやら彼らはセクリトに飼われていたらしい。沈没した艦からうまく脱出したようだ。

　セリアの話では相当な扱いを受けていたそうで、主人を庇うつもりはなさそうだ。

男としては相当情けないが、それだけの扱いをしていたのだろう。

「他に女も数人捕らえておりますが、皆一様に彼女に脅えています」

「随分とむごい仕打ちをしていたんだな。俺の女も酷く扱われていたようだし」

　イヴァンナは俺の女になっていなかった気もするが些細なことだ。

「ならさっさと処刑すれば良い」

　セクリトは遂に観念したのか腕の力を抜く。

「ふむ、お前をこのまま連邦に引き渡せばそうなるのだろうな」

　セクリトは小声で『連邦の奴らに捕まるなら自害する』だのと言っている。まだ話は終わっていない。

「お前は悪女だが俺は女をみすみす死なせるつもりはないんだ」

　言いながらもぞもぞと動く。

「はっ随分と甘い……何をしている」

　セクリトを組み敷いたまま俺は全裸になったのだ。

もちろん彼女の下着も剥ぎ取って行く。

「悪い女には罰も必要だ。だが痛めつけたりする趣味もない。ならわかるだろう？」

　全裸になった俺はセクリトの腹に一物を乗せる。

「この異常者め……」

「妙な事を言うな。お前の方が余程異常な事をしていただろうが」

　見た限り彼女は今まで俺が会った中でも群を抜いて歪んでいる。

「異常なチンポを晒しておいてほざくな！　でかすぎる、怪物か！」

「ふふふ、そんなに褒めないでくれ」

　俺はセクリトを四つん這いにさせ後ろからがっしり腰を掴む。

　彼女を改心させるのに口で言っても無駄だろう。もちろん殴りつけて言うことを聞かせるなど論外だ。

ならば男根を使うしかない。

「ではお前を成敗するぞ。壊したり傷つけたりしないように注意するから安心しろ」

「……」

　ギリッと歯を鳴らす音がした後、セクリトはこちらを威嚇するような声で言う。

「色豚め、好きにすればいい。だが私が屈するより先にお前がみっともなく汁を出して終わ──きゃあああああ!!」

　言い終わる前に腰を突き出す。

セクリトは今までの低い音とは違う女らしい高い声を出して反りかえる。

おおっと男奴隷二人とセリアから歓声が上がった。

「おぉ、きゅうきゅう締まって気持ちいいぞ。実はお前も期待していたのか？」

「違う……お前のがでかすぎて……中が痙攣……してるだけ……」

　俺は嬉しくなってどんどん腰を使う。

セクリトは最初脂汗を流して叫んでいたが、徐々に慣れて来たようで少しずつ悪態が戻ってくる。

「成敗はどうだ。改心したか？」

「するものか！　私は連邦の貴族になど屈さない！　いくら肉棒がでかくともだ！」

　だがそこにセリアのちょっかいが入る。

「この女少し感じ始めています。このままでは成敗になりません。私に任せて下さい」

　セクリトを突く俺の背後に回ったセリアは俺の首筋に近づくと……首筋に歯を立てた。

「おい、今はまずいぞ。うぉぉぉぉ！」

「えっ!?　……う……うぅぅぅ……ひぃぃぃぃ！」

　俺が叫び、再びセクリトが絶叫する。

首の弱点を噛まれてしまった俺の肉棒はセクリトの肉穴にずっぽり収まった状態で巨大化したのだ。

　仰け反ったセクリトは舌を突き出し、涎を垂らしながら悲鳴を上げる。

「ひぃぃぃ──!!　んひぃぃぃ──!!」

「いかん！　このままでは壊してしまうぞ」

「いいのです。こんな女は性器を滅茶苦茶にしてやればいいんです！」

　セリアはぷいと横を向いてしまう。

なんとか腹に力を入れて限界一歩手前で踏みとどまっているがこれは困った。

　だが困り事はまだ終わっていなかった。天幕の入口から声が聞こえる。

「ハードレット卿、私だ。司令部からの命令と……個人的な話もある」

　聞き覚えのある声はイヴァンナだ。

　そういえばステーセリが礼に来るだのと言っていたな。

大歓迎だし隙あらば関係しようとも思っていたが今はあまりにもまずい。

「で、でかすぎる！　連邦の豚男め、チンポばかりでかくて、がぁぁぁぁ！」

　何しろ俺はセクリトを後ろから貫き、彼女を絶叫させている真っ最中なのだから。

「あぁ申し訳ない。今はその、取り込み中と言いますか」

　声は外に漏れているだろうし、女を抱いていると言えば諦めるだろうか。

「遠くからでも嬌声は聞こえていた。私は女である前に軍人、一々気にはせん。……あの場では満足に礼も言えなかったからな。このままにしておくのは私の性に合わん。入るぞ」

　イヴァンナは天幕の中に入って来てしまう。

彼女は骨でも折ったのだろう。効き腕を包帯で吊っている。

そして俺に突かれているセクリトとしっかり目があう。

「……あ」

「……ふん」

　セクリトが目を逸らすなり、イヴァンナが叫ぶ。

「き、き、貴様ぁぁぁぁぁぁ!!」

　剣を取ろうとするが興奮のせいか、不自由な腕のせいか取り落としてしまう。

慌ててセリアが割って入り、奴隷の二人は悲鳴を上げてその場に土下座してしまった。

「女を殺すのは結構ですがエイギル様が巻き添えになります！」

「ならさっさと離れろ！」

「エイギル様のが大きくなり過ぎて抜けないんです！」

「なんだそれは！」

　セリアとイヴァンナの言い合いが続く。

　お、予想外の事態のせいで少し小さくなってきたぞ。

「ぐぅ……」

　駄目だ、セクリトが肘をつき、乳が揺れたせいで大きさが戻ってしまった。

「セクリト、あの艦で焼け死んでいると思っていたが、よもや生きていたとは」

　イヴァンナは憎しみの籠った視線でセクリトを睨みつけ……やがて薄く笑う。

「なるほど、こういうのも一興かもしれない」

　イヴァンナは言いながらコートを脱ぎ捨て、剣を外しブーツや上着まで脱いで行く。

「ハードレット卿、私も参加させて貰うぞ。この女にはたっぷりと借りがあるのだ」

　予想外の事態になってしまったようだ。

　彼女がセクリトを過度に痛めつけないように注意しないといけない。

責任は重大で決して楽しみなんかではない。職責に押しつぶされそうだ。

「ぐぅぅ、まだ太くなりやがって……」

　断じて楽しみではない。
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第３０３話　連邦援軍⑲　お仕置き　♯







「敵将を捕らえながらステーセリ閣下に報告も無しとはけしからんが、今は捨て置く」

　イヴァンナはセクリトの尻を掴んで腰を振る俺を一度睨みつけてから言った。

「この女には随分と世話になった。借りは返しておかんとな」

　イヴァンナは服を脱ぎ捨てながら部屋の隅で震える男奴隷二人も睨めつける。

短い悲鳴が上がり二人は床に突っ伏して震えていた。

「ふん、貴様らのやったことも全てこの女の責だ。奴隷風情に怒りなどせん」

　遂に彼女は下着まで脱ぎ捨てて全裸になってしまった。

「色ボケ娼婦が全裸になって何を──うぐ！　ひぃぃぃ……」

　セクリトは全裸のイヴァンナに何か言おうとしたようだが、その前に悲鳴を上げて前のめりに突っ伏してしまった。

「すまん、悪気はない。男の性だ」

　目をつけていたイヴァンナが目の前で全裸になった。

俺からも彼女の引き締まった体と不釣り合いに大きく柔らかそうな胸、薄く開いた性器が丸見えなのだ。

　既に限界に近いと思っていた一物が「俺の力はまだこんなものじゃない」とばかりに膨らんでしまったのだ。

四つん這いで後ろから俺に突かれているセクリトは体を丸めて喘ぐ。

「敵の男に突かれて悶えるエロ女に言われたくない。変態め」

「違う！　くそ……馬みたいなチンポしやがって……股が裂ける……体が動かん……」

　セクリトは俺を睨もうとするが、体を捻ると体内で男根が擦れるせいか身動きがとれないようだ。

「すまんなぁ。せめて気持ち良くなれるように愛撫するよ」

　これ以上動いたら本当に壊してしまいそうなので尻に置いていた手を前に伸ばし、肉豆を摘まみ、褐色でもちもちの乳房を撫でるように愛撫する。こうして慣らしていけばいずれ穴も緩み、苦しさは和らぐはずだ。

　だがイヴァンナは待ってはくれなかった。

「舐めろ」

　彼女は悶えるセクリトの前に立ち、頭を左手で掴んで自分の股間に押し当てる。

「んぐ」

「そらどうした。舌を使って丁寧に舐めるんだ」

　セクリトは噛みつこうとしたようだが、俺の男根がずッぽり入って力が出ないのか目だけで抵抗しながら大人しくされるがままになっている。

　極悪非道な女将軍が後ろから貫かれながらイヴァンナの股間に顔を埋めているのだ。

背徳的な興奮を誘うが少しやり過ぎかもしれない。これではまるで二人がかりで強姦しているようだ。

「あんまり無理やりするのはどうかと思うぞ」

　俺はイヴァンナにそう言うが彼女は聞かない。

「私がこの女にされたことはこの程度ではない！　特大の張り型をぶち込まれ、奴隷の男二人に尻も前も犯されたんだぞ！」

　そう言われてしまうと強くは反論できない。

セクリトは因果応報かもしれない。怪我しない程度で受け入れて貰おうか。

「体位を変えよう」

　俺は後背位で突いていたセクリトを抱き上げ、貫いたまま体を回して対面の騎乗位にした。

「いぎぃ……太いもの入れたまま回転させるな……」

「すまん。だが肉傘が張り過ぎて抜くともっと痛みそうだから」

　女が主導権を取れる騎乗位となったのだが、セクリトはぐったりと俺の胸に覆いかぶさってくる。

俺は彼女を抱きしめ、肩と背中を優しく撫でる。

苦しそうに唸る彼女だが、穴は少しずつ肉棒に慣れ始め、蜜もしっかり出て来ていた。

「さあイヴァンナ、さっきのように舐めさせてやれ」

「……」

　イヴァンナはジト目で俺を睨みながらセクリトの頭を再び自分の股間に押し付けた。

　騎乗位で俺の上に乗るセクリトにそうすれば当然、下で仰向けになる俺からイヴァンナの股間は全て丸見えになるのだ。

「あぁ、良く見える。やはり美女は穴も美しい」

「……変態め」

「う……ぐぅ変態巨根男が……」

　二人に同時に罵られてしまった。

おいおい、ますます大きくなってしまうぞ。

「この野郎どこまで────ひぃぃぃぃ!!」

　その時、突然セクリトが声に成らない悲鳴を上げ、跳ね上がるように体を逸らせる。

慣れつつあった穴が再び痙攣し始めた。何があったのだろう。

「私も貴女には借りがあります！　これはどうですか!?」

　見ればいつの間にかセリアが彼女の後ろから近づき……尻を貫いていた。

「あぁぁぁぁぁぁ！　ぐぅぅぅ!!」

　セリアは張り型、自分の穴にも入れる形のそれを装着しセクリトの尻穴を貫いているのだ。

「参りましたか!?　貴女みたいなのがエイギル様に入れて貰えるなんて……こうしてやります！」

　セリアは一度腰を引いてから一層強く打ち付ける。

「あ、中でエイギル様と擦れている気がします」

「あぁ、こすれて気持ちは良いが」

　セリアが動くとセクリトの中が蠢いて気持ち良い。

　しかしセクリトの顔は酷いことになっていた。

俺の男根を前に入れながら尻穴まで貫かれてはもうどうしようもない。

彼女は抵抗どころか言葉もまともに出せず、ただただ悲鳴を上げ続けていた。

「ふ、小娘に突かれてだらしない顔だな。だが意趣返しと言うなら男に輪姦させるのがいいかもしれん」

　イヴァンナは部屋の隅にいる男奴隷二人に言う。

「おい、お前の主人を凌辱しろ。私に散々やったようにな」

「は、はい！」

「わかりました！」

　男奴隷が立ち上がったので慌てて止める。

「それは駄目だ」

　俺はイヴァンナの性器を見上げながら言う。

「彼女もできれば俺の女にしたいんだ。他の男には抱かせたくない」

「そんなことが許されると？　私が許すとでも？」

　迫力のある声だ。全裸で立っているのに威厳がある。

「言いたいことはわかるが、彼女は美女だ。美女を自分のモノにしたいのは当然だろう」

　俺の胸に突っ伏すセクリトの頭を撫で、だらしなく垂れた舌を吸って言う。

　その間もセリアは休みなく動いていた。案外こういうのが好きなのかもしれない。

あと、そんな張り型持って来た覚えはないぞ。一体どこから何のために……。

「こんなことは許さんが問答をするのも興が削がれる。お前達は二人で掘り合っていろ」

「は、はい！　いくぞ！」

「ああ、来てくれ。あおぉぉぉ──！」

「おいバカ止めろ。やるなら外でやれ」

　隣で男同士にやられては興が削がれるどころではない。

　なんとか繋がったままの男二人を外に追い出したが、今の騒ぎで一物がかなり小さくなってしまった。

肉傘の張りもなくなったせいか、セリアが動いた拍子にずるりと抜け落ちてしまう。

「うぐ……はぁはぁ……やっと抜けた」

　セクリトが溜息をついてへたり込む。

とりあえず休憩させようと俺が体を離すといつの間にかイヴァンナが左手に何かを持って居た。

それを見たセクリトの顔が歪む。

「ふふふ、見覚えがあるか？」

「ちっ」

　それはセリアが使っているよりもずっと大きな張り型だった。

でこぼこに作られている上に真っ黒に塗られているので凶悪さが際立つ。

「すごいだろう？　お前にこれを突っ込まれた時は死ぬかと思ったぞ」

　イヴァンナはセクリトの足を押さえ付け穴に張り型をあてる。

俺は止めさせようと思ったが考え直した。あれなら問題はないだろう。

「同じことをしてやる。せいぜい苦しめ！」

　イヴァンナは力任せに張り型を押し込む。

極太の張り型はセクリトの性器を破壊し、断末魔の絶叫を……上げさせなかった。

「ぐ……ふぅ」

「あれ？」

　ねじ込まれた張り型をセクリトの穴は楽々と受け入れた。

彼女は一瞬目を閉じたものの割と平気な顔をしている。

逆にイヴァンナの方が呆然とし、一度引き抜いてから再びねじ込む。

「う……ふむ」

「ええっ!?」

　やはりセクリトは苦しまない。

　当たり前だ。その張り型よりもさっきまで入っていた俺の男根の方が二回り以上太いし長い。

しかも俺のモノも筋だらけなのでデコボコだって平気なはずだ。

「なんだこのガバガバの穴は!?　どれだけ遊んでいるのだこの淫乱め!!」

「ふふふ、そんな程度では私は倒せんぞ？」

　言い争う二人、そんなやり取りを無視してセリアは腰を振っている。

その辺にしておけ、変な癖がついて俺の尻を強請られても困る。

「ここは俺に任せてくれ。優しく彼女を成敗する」

　後ろからセクリトを抱き上げ背面の座位で貫くことにする。

「優しくしては仕置きにならんではないか……まったくお前は女なら誰でも──どわぁ！」

　不平そうに正面に回ったイヴァンナが後ずさってひっくり返った。

痛めていた右手が痛むのか苦悶の声を上げている。

「どうした？　大丈夫か？」

　イヴァンナは俺の一物を見ながらまるで処女のように口に手を当て目を丸くしていた。

「な、なんだその男根は！　お前本当に人間か!?」

　今更どうした。さっきからずっと晒していたと思うのだが。

「さっきは深く入っていたからわからなかったんだ！　これが入っていたならあんな張り型なんて……」

　俺は再びセクリトの中に突入した。

「んあぁ！」

　先ほどのように引き裂かんばかりの感覚はない。

絡みつくとは言わないがなんとか受け入れてくれているように思う。

「さっきよりも気持ちいいぞ。俺の大きさを覚えてくれたんだな」

　俺は一番奥まで押し込むと胡坐をかき、後ろから手を回して豊かな褐色の両乳を掴んだ。

「がばがばにされただけだ！　覚えてなどいな……んひぃ！」

「美しい体だ。綺麗だセクリト」

　腰を突き上げながら首筋にキスを繰り返す。

こうして尽くしていればいずれは俺の女になってくれるだろう。

　セリアとイヴァンナは正面に陣取り、俺とセクリトの結合部を眺めている。

「おい、お前の主人は本当に人間なのか？」

「当り前です。エイギル様は並はずれた巨根で絶倫ですが決してオークじゃありません！」

「ひぃぃぃぃ……」

　聞かなかったことにしておこう。

　俺はセクリトの足を開かせ、二人から良く見えるようにして動きを早める。

「た、玉も特大なのだな……量は多いのか？」

「ものすごいです」

「おぉぉぉ……おぉぉぉ！」

　俺はセクリトの乳首を軽く引っ張りながら動きを激しくする。

あまり抜き差しすると痛みが出るので擦り付けるようになる座位はちょうど良かったかもしれない。

「ところでお前はこいつの情婦も兼ねているのだろう？　その華奢な身体で入るのか？」

「ちゃんと入ります！　ただエイギル様が本気になるとすぐに失神して……なんでもありません！」

「んぎぃぃ……」

　セリアの手は自分の股間に伸びている。

イヴァンナも食い入るように結合部を見つめ、股間から僅かだが蜜を滴らせていた。

　それを見て俺の興奮がいよいよ限界を迎える。

　俺は乳房を弄んでいた両手でセクリトをがっちりを抱え込んだ。

その動きと震え始めた肉棒で男の絶頂に勘付いたのだろう。彼女が暴れ出す。

「お前出すつもりだろう!?　抜け！　外で出せ！」

　だがイヴァンナがセクリトの両手を掴んで叫ぶ。

「いやこのまま中に出せ！　お前の種でこの女を仕置きしてやれ！」

　セクリトは両足をばたつかせ、頭をなんども後ろに叩きつける。

だが両手を封じられ、股間につっかえ棒が突き刺さっていてはさすがの女将軍もこれ以上のことはできない。

「中に種を出すなど絶対に許さん！　孕ませる気か!?」

「うるさい！　私はお前の命令で男どもに散々出されたのだぞ！　お前も同じ目にあえ！」

　俺はセクリトの頬を撫でながら優しく言う。

「大丈夫だ。心配するな」

「避妊薬でもあるのか？」

　ゆっくり首を振る。

「子供が出来たら責任をとって俺の女にする。だから安心しろ」

　セクリトは悪態をつきまくりながら暴れる。イヴァンナの手を振り切り、俺の顔を掴んだ。

引き離そうとしているようだが力が入らず、まるで甘えるように絡んで来る。

これはたまらない。

「セクリト好きだ。俺の種を受け入れてくれ」

　俺は腰を深く押し込み、彼女の体を一層強く抱きしめる。

同時に褐色の美しい背中に唇を押しつけて強く吸いながら呻く。

「やめろぉぉぉぉ!!」

「うぅ」

　粘着質な音と共に熱い精が勢い良く流れ込んで行く。

玉と竿が激しく痙攣し、濃い精が尿道を痛い程広げながら飛び出していくのが自分でもわかった。

「あぁセクリト、お前は最高に良い女だ。種が止まらん」

「よくも……よくもぉ……」

　抵抗を諦めたセクリトは全身を脱力させてぐったりしてしまう。

「なぁ、このブビューって音はなんだ？　まさかとは思うが」

「もちろんエイギル様の射精音です。この音量だと悔しいですが相当良かったようです」

　セリアの言う通り相当良い。

種は終わりなく飛び出し、見る見るセクリトの腹が膨らんでいく。

　やがて彼女を妊婦のようにした一物は硬度を失って抜け落ち、大量の種汁が逆流した。

「良かったよセクリト」

「……」

　彼女は何も答えない。

俺は呆然としているイヴァンナの頬を撫でた。

「これで成敗完了と言うことで良くないか？」

　言いながらゆっくり腰を近づけて行く。

抜いてそのままの肉棒は種と汁に濡れている。

「良い訳ないだろう。その女は敵の艦隊司令官、ステーセリ閣下に突き出して……」

「そう言わずに、彼女はこんなに美しいのに捕虜になったら処刑されてしまうかもしれない。『敵司令官はリヴァイアサンと共にノーステリエスに沈んだ』それでいいじゃないか」

　俺はイヴァンナの顔にどんどん男根を近づけて行く。

「お前とお前の部下の仇はこの肉棒が討った。それじゃ駄目か？」

　いよいよ肉棒がイヴァンナの顔に当たる瞬間だった。

「あぁもう」

　彼女は俺の太股を掴み、口を開いて肉棒を咥えこむ。

「んごっ、んぼっ、んぶっ」

　二度三度と顔を動かし彼女は口を離す。

どろどろだった肉棒は綺麗になっていた。

「これは仇を討ってくれた礼だ。だが彼女を放免すると同意した訳ではないぞ！　ステーセリ閣下にはとりあえず黙っていてやるから、お前は奴を犯しまくって妊娠させてしまえ。女好きなら望む所だろう」

　イヴァンナはそれだけ言い、服を着始めてしまう。

「あぁ……このまま愛し合おうと思ったのに」

「馬鹿者、私はそんな軽い女ではない。口説きたくば相応の準備をして来い」

　彼女はそれだけ言って天幕を出て行ってしまう。




「あの、私ならいつでも」

「そうだな。おいでセリア」

　だが、セリアを抱きしめる前に後ろから首に手が回ってくる。

セクリトがもう復活したらしい。

「おいおい、お前はしばらく休んだ方がいい。それとも首でも締めるか？」

　振り返るとセクリトは赤い顔をしてしなを作っている。

「そんなまさか……愛する男にそんなことはしません」

　口調がおかしい。まるで別人のようだ。

「貴方に種をつけられて思い知りました。私は貴方の肉奴隷になる為に生まれてきたんだって」

　俺に覆いかぶさるセクリト。

甘い声猫撫で声を出し、潤んだ目で俺を見つめる。まるで媚を売る娼婦のようだ。

「貴方の情婦として永遠の忠誠を誓います。誓いのキスをさせて下さい」

　言いながらセクリトは俺の唇にキスをしてから股間に顔を寄せる。

「こっちの立派なご主人様にもキスを……」

　なんだか良くわからんが男根にキスしたいと言われて拒む理由もない。

俺は足を開いて彼女の頭を股間に迎える。

彼女は俺の尻を撫で回しながら腰をがっちりと抱え込んだ。

「っ!?　駄目です！」

　不審な顔でこちらを見ていたセリアが叫ぶと同時にセクリトの目が光ったように見えた。

薄く開かれていた唇がかっと開き、白い歯が見える。

「かかったな！　食い千切ってやる」

　セクリトは俺の腰に手を回したまま渾身の力でがぶり男根に噛みついたのだ。

　甘い言葉は演技で俺の一物を食い千切るのが目的だったらしい。

歯が男根にどんどん食い込んでいく。

「動かないで下さい！　この女を斬ります！」

　セリアが慌てて剣を抜く。セクリトは首だけになっても放さないとばかりに噛む力を強めた。

「やめろ」

　俺はセリアを制するとセクリトの胸に手を置く。

　これは彼女と俺の勝負だ。

食いちぎられたなら俺も俺の肉棒もその程度の男だったと言うことだ。

「あぁ良い乳だ。肌も滑々……マックが褐色を好む理由もわかってきた」

　噛みつかれたままの一物が硬く大きくなっていく。

こうして膨らませれば容易には噛み切れまい。

「んぐ!?　ぐぅぅぅぅ！」

「ぐ……」

　だがセクリトも必死だ。噛みしめるだけではなく引っ張り始める。

鋭い痛みが走った。なるほど、痛みで萎えさせてから喰い千切るつもりか。

まさか経験があるのだろうか？

「やっぱりこの女を斬り捨てましょう。エイギル様の大切な男根が千切れてしまいます！」

「心配は嬉しいが、俺の一物はそんなにやわじゃない」

　勝算は十分にある。理由は愛しい吸血鬼ブリュンヒルデだ。

彼女は気に障ることがあれば良く俺の一物に噛みつき、そこから血を吸う。

　彼女に男根を噛まれるのはかなりの激痛だが、同時に至高の快楽でもある。

俺の中で一物を噛まれる痛みと快楽が結びついていく。

　セクリトに噛まれたままの肉棒がむくむくと膨らんでいく。

彼女は得物に食らいついた狼のように頭を振り仕留めようともがくが、俺はどんどん大きくなる。

　彼女の乳を揉みながらブリュンヒルデの吸血を思い出す。

一物の膨張は止まらない。最早自分でも制御できず、際限なく膨らんでいく。

　そして遂に決着がついた。

「ぐがっ！」

　腰に回っていた手が外れセクリトが口から一物を抜いて倒れ込む。

「よし勝った」

　すぐにセリアが押さえ付けるが彼女はもう抵抗しない。

口を手で押さえ、涙目で俺に何か言っているがふがふがと言葉になっていない。

「顎が外れているようです」

　セリアが信じられないものを見たように言う。

「大変じゃないか。セクリトは動くな、誰か医者を……いや俺が行って来るぞ」

「待って下さい。女の顎よりエイギル様のお道具です。あんなに噛まれて手当てしなくては」

　セリアが俺の股間を確かめるが問題はない。

「ちょっと皮に歯が食い込んだだけだ。血も滲んでいる程度、こんなものは怪我でもないさ」

「ほ、本当ですね。あれだけ噛まれて歯型がちょっとついているだけですか……」

「早く医者を呼ばないといけない。セクリトすまん、埋め合わせはする」

　セクリトにやり過ぎたと謝ってから天幕を出る。

セリアが『エイギル様本当に人間ですよね？』と呟いていたのは聞こえなかったことにしよう。

　ちなみに医者がセクリトの顎を治した後、埋め合わせと噛みつきの罰も兼ねてたっぷり抱いた。

彼女は先ほどの演技のような甘い声や態度は見せなかったが、過度に抵抗することもなかった。

この調子でいつか心まで落としてやりたいと思う。

　甘い時間は終わった。




　翌日、ステーセリ司令官から全軍に南岸への進出が命じられる。

いよいよ帝国対連邦、最後の決戦が始まるのだ。
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連邦ＶＳ帝国　戦争兵力比較　（現在＋損害＝動員限界です。足りない場合はまだ余力があります）

　オルガ連邦　最終決戦開始前夜

兵員　　現在百八万　　動員限界二百五十五万　既損害百四十七万　民間犠牲九十八万

　ガーランド帝国

兵員　　現在百三十三万（うち戦奴四十六万）　動員限界三百十万　既損害二百二十三万（戦奴含まず）
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　五千名

同行　セリア（副官）ナーティア（エルフ）レア（ほっこり）マータ（服従）

ブリュンヒルデ（おやすみ）ピピ（おやすみ）ソフィア（巨乳）

メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）ミルミ（心配）ヤーコフ（ほっこり）

セクリト（抵抗）




財産　金貨一万三千

経験人数四五一人　産ませた子五五人＋五五五匹








第３０４話　連邦援軍⑳　最終決戦







　大型の輸送船が続々と岸に寄り兵を降ろしていく。

一足先に下船して待機する間、その光景を見続けていたがさすがに飽きてしまった。

「もう丸一日続いているぞ。いつまで待てばいいんだ」

　俺が苛立っているのを見てセリアが何かの果汁を注いでくれた。

甘い飲み物よりもその気遣いが嬉しく、苛立ちが収まっていく。

「敵は艦隊の敗走をみて占領地を一気に縮小しています。百万を超える兵力が集中しているようなので、木端な兵力を出しても犠牲が出るだけです。集結を待たなくては」

　セリアの言う通り帝国艦隊の敗走によってノーステリエス河は連邦の手に戻り、南岸への自由な上陸が可能となった。

帝国側も最早南岸への上陸阻止は不可能と覚悟し、広く展開していた全軍を集結させ始めた。

「しかしどれだけ集まって来るんだ。陣地がまるで都市だ」

　俺は天幕の入口を開いて再び外を見る。

続々と集結してくる連邦の軍勢がどれだけいるのか見当もつかない。

待機中の兵を目当てにする娼婦や露店商はもちろん、簡易な木組みの建物まで立ち始めていた。

「ヤーコフの言うにはこちらも百万かそれに近い数が集結するらしいです。もう邪魔は入らないので集められるだけ集め、防衛総司令部も丸ごとこちらにやってくるとか」

　言いながらセリアは慌てて入口を閉める。

「そんなにか、敵味方が百万ずつ集まったら地面が抜けてしまうんじゃないのか？」

　地面が抜けないとしてもそこまで大軍が集まって本当に身動きが取れるのだろうか？

動かした事がないから見当もつかない。

「敵の本陣はあそこだったな」

「はい。アルベンス跡地に陣を張っているようです」

　アルベンスと言えばクラウディアの家が……いや、もう存在しないのだったか。

「さっさと決着をつけてラーフェンに帰りたい。そろそろ連邦の景色も飽きて来たよ」

「そうですね。戦時下なので華やかなことも────」

　セリアの言葉を最後まで聞けなかった。

俺は限界を迎え、小さな頭を掴んで呻く。

「ぐっ」

「んんん!!」

　肉棒が脈打ち大量の種がレアの口の中に流れ込んで行った。

彼女はベッドに腰掛ける俺の太股を強く掴み、涙を浮かべながら喉を鳴らして飲み込んでいく。

「ぷは……久しぶりにご主人様の精液飲めた……濃くて絡みつくよぉ……」

　レアは俺に向かって口を開き全て飲んだと見せつけてから尻を向け、肉棒を掴んで穴の中に導く。

「おぉ、いいぞ。さすがの名器だ」

「やっぱり太い！　ひぃぃぃ広がる……」

　今回の出陣は前回の奇襲上陸とは違い、堂々と大規模に乗りこんでいるので大丈夫と思ってレアやマータも連れて来たのだ。

　ソフィアは彼女の父親と二人きりにさせている。

奴はやはり個人的な感情で兵を損ねたとして罪に問われるそうだ。

もしかすると親子で話ができる最後の機会かもしれない。今はそっとしておくべきだろう。

　そしてマータはベッドの横で失神している。

俺に奉仕していた彼女の股間をレアが攻めたて気を失わせてしまったのだ。

絶頂の瞬間、レアに向かって服従していた気もするがあえて聞かなかったことにする。

「あの……話の途中だったのですけど」

　セリアが疲れた顔でこちらを見る。

「ああ、お前も参加したいのだったか。もちろんいいぞ、さあおいで」

　両手を広げた俺に向かい溜息をつくセリア。

しかしいそいそと服を脱いでいる所をみると乗り気ではあるらしい。




「大将！　いよいよ出撃命令が──」

　唐突に入口が開かれる。ヤーコフが飛び込んで来たのだ。

「あうーまた見られちゃったー」

　レアが手で結合部を隠しながら俺の胸に顔を埋めた。

そしてまさに短パンを脱ごうとしていたセリアの白い尻も突き出されている。

「ヤーコフ……この強姦覗き魔！」

　下着姿のまま剣を振りかぶるセリア、慌てて受けるヤーコフ。

突然の金属音に周りにいる一〇五の兵までが飛び込んでくる。

「大将一体何が……なんだ親方が女連れ込んだだけか」

「戦場に女を連れ込むなんて……ってお頭なら仕方ねぇな」

「なんてでけぇ男根だ。無茶苦茶に掘られてぇ」

　いよいよ出撃らしい。

さっさと行ってさっさと勝とう。
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アルベンス近郊　朝

「前は見渡す限り敵だらけと」

「ですね。しかし横を見れば見渡す限り味方だらけです」

　アルベンス近郊の平原に敵味方が展開する。

敵が陣取ったのは丘や河の無い平原地帯だ。

　敵は南北にのびる長大な隊列を組み、こちらもそれに対応するように相対する。

平原戦はこちらにとっても好都合だが、敵も大兵力を有する以上、下手に起伏のある地形は避けたかったのだろう。これだけの大軍同士がまともに戦おうと思えば広大な平地を選ぶしかない。

「参考になるのかならないのか……とにかく貴重な光景ではありそうだ」

「はい！」

　セリアは可愛らしい目を大きくして良く観察している。

　さすがに今回は彼女に指揮は任せていない。

というよりも予め行動が指示されており自分で判断して動ける要素はほとんどない。

ステーセリや参謀達が全て出て来ているので一〇五と俺はただの駒にしか過ぎないようだ。

「楽だがつまらん」

「私としては大将の暴走で胆を冷やす心配がない分楽ですがね……動きます！」

　ヤーコフとセリアが同時に言う。いよいよ始まるぞ。

　ラッパの音が響き、味方の先鋒が前進していく。

先鋒と言っても何万もの兵力、中央平原の国家なら全力で絞り出さなければならない数だ。

　その後ろを本軍が十以上の塊に分かれて進んで行く。

いや、本当はもっといるのだろうが、南北の地平線まで広がっているので確認できないのだ。

　凄まじい数の行進で大地が揺れているように感じる。

しかも皆が白を基調とした軍服や甲冑を着ているので朝日が反射して目が痛い。

その点一〇五兵団はごちゃまぜで目に優しい。

くすんだ灰色に深緑に茶色、そして肌色……肌色だと？

「おい、半裸のお前！　さすがに上半身剝き身はいかんだろう。何を考えている」

「す、すみやせん御頭。昨夜やけに良い女に誘われて一戦やったんですが起きたら甲冑が無くて」

「アホが……鎧無しに隊列は組めん。お前は遊撃隊にする。半裸でも逃げたら許さんぞ」

　セリアは激昂し、ヤーコフは頭を抱えている。

まあ剣は持っているみたいだし勇敢に戦うならいいだろう。

鎧が無いせいで死んでも自分の責任と言う奴だ。

「味方の先鋒が敵と接触しました！」

　砲声が鳴り響き、煙が立ち上る。帝国と連邦の戦いは大砲ばっかりだな。

「迎え撃つには強力ですからね。しかし今回は完全な野戦です。大砲で決着はつきませんよ」

　先鋒が帝国軍の砲火に晒される間に後ろからせり出した軍団が迂回しながら側面を左右に回り込んで行く。それほど迅速な動きではないので対応は難しくないだろうが、重たい大砲を据え直すのは苦しい。

「左右に迂回を繰り返しながら先鋒が適時攻撃を仕掛けます。敵は砲火を主力に集中する事ができず、照準を頻繁に変えねばなりません。砲兵の動きも狙いもずれていきますし、敵陣に達してしまえば大砲はもう撃てません。先鋒は多少撃たれますが全体の損害は微々たるものです」

　なるほど、大砲をいっぱい持っている同士には相応の戦い方があるんだな。

中央平原だと大砲はほとんどないから細かいこと考えずに突っ込めばいいんだが……セリア、メモだ。

　ヤーコフの言う通り、味方が何度か陣形を組みかえながら敵陣を迂回しようと試み、その度に敵も陣の正面を動かす。

そうしているうちに砲声は乱れたものになり、一カ所に集中されていた砲火も徐々に散らばって行く。

　各砲兵が度々砲の向きを変えるので隣の砲兵と狙う敵が違って来ている。

さらにどの目標を最優先で撃てばいいのかわからなくなっているのだ。

「突っ込みました！」

　砲火の乱れを見て先鋒が敵正面に突撃をかけた。

散髪的な砲声が上がるがとても攻撃を阻止できるほどではない。

　敵味方がぶつかりあった所に後ろから別の軍団も殺到して行く。

砲火は止み、矢が飛び始めた。

こうなってしまっては手軽に狙いを変えられる弓の方が役に立つのだろう。

「さて俺達も命令通り……隠れているか」

「はい」

　総司令部から俺達一〇五兵団に下された命令は『別命あるまで伏せていろ』だった。

　前にいた味方の隊列が前進していけば敵の視線も通るのでより深い草むらや輜重隊の馬車の裏などに銘々身を隠していく。

　楽でいいんだが、大会戦の中でかくれんぼとは今一つ釈然としない。

「何、今回はステーセリ閣下が直々に指揮を取っておられます。意味の無い命令はありませんよ」

　ヤーコフはそう言うが納得はできない。

「このまま隠れている内に戦いが終わったらどうするのだ」

「楽でいいではありませんか」

　それもそうか。

「じゃあ隠れている間に負けて追撃を食らったら？」

「逃げるしかないですな。後ろにいる分助かるのでは？」

　まあそうだな。

「こうして隠れて退屈している間に俺が寝てしまったらどうするのだ」

「そんなこと知りません。これでも噛んで目を覚まして下さい」

　差し出された木の皮のような物を噛んでみる。

思わずえずいてしまうほどの酷い味で眠気が吹き飛んでしまった。

「何にせよ今までの戦いで力を示した我々とリヴァイアサンを沈めた大将を無駄に遊ばせる訳がありません。重要な役目があると思いますが」

「そうだろうか。単に綺麗な白い軍服の中に汚い服の俺達が混じるのが我慢できなかったとか」

　すぐ後ろの本陣をちらりと見てみる。

一人の参謀が凄い顔でこちらを睨んでいた。視線の先は……さっきの半裸男だった。

「……な、ないと思いますよ。多分」




　戦況は更に進展していく。

兵は敵から見えないように伏せているので、俺達だけが少し離れた所から全体を観察する。

「一進一退ですがじりじりと押しているように見えます」

「敵の数はこちらよりもかなり多いようですが、戦奴兵達は疲弊しているようですね。簡単に押しのけられています」

　敵味方は東側……つまりはこちらの正面とやや迂回気味になっている北東方面、そして味方が大きく回り込もうとしている南方面で激しく衝突している。

特に南側ではなんとしても迂回しようとする味方と絶対阻止の構えを見せる敵との間で激戦になっているようだ。

　騎兵、歩兵、弓兵が入り乱れ、遠目に見るだけで敵味方の兵の屍が無数に転がっているのがわかる。

「味方はなんとか南から包囲しようとしているようですね。南を押さえれば敵を河へ追い込み艦砲射撃に晒せますから」

「それに敵は河を失ってから物資の補給は陸路で周囲の占領地から集めているはずです。南を押さえられれば長期的に見ても致命傷です。一旦包囲してしまえば囲み続けるだけで敵は崩壊します」




　ヤーコフとセリアの言葉に頷きながらこっそりナーティアの尻を撫でて足を踏まれる。

　だがその時、戦況に大きな変化があった。

南へ包囲しようとする余り、味方の東側……つまり正面が一瞬薄くなったのだ。

　俺が見ても分かる凡ミスだ。

南の激戦を気にする余り、中央の兵力を回し過ぎたのだ。

代わりに後方の予備兵を充てるつもりだったのだろうが、間にあっていない。

「敵が中央への総攻撃に出ました！　一点突破で抜いてきます！」

　敵も愚か者ではなかった。

僅かな隙を見逃さず、一気に勝負を付けに来たのだ。

　薄くなった正面の軍団はその圧力に耐えられず、遂に敵の突破を許してしまう。

敵は無数の旗が上がるこちらの本陣に向かって真っすぐ突撃してくる。

　つまりは俺達の真正面に向かってだ。

　北東と南の味方が異常に気付いて後退し始めるが到底間に合わない。

「まずいです。これはまずいです！」

　セリアが慌てだした。ヤーコフも顔色を無くしている。

　敵は側面からの味方の攻撃を無視して一直線に本陣へ向かって来る。

数は間違いなく十万単位、重騎士や正規軍、そして戦奴までが混在するなりふり構わない突撃だ。

「これは参ったな」

　まるで押し寄せる濁流の正面にいるようなものだ。

今更逃げてもどうしようもない。正面から受け止めるしかなさそうだ。

別命あるまで伏せていろと言われたが、もういいだろう。

　俺が一〇五に戦闘態勢を取るように命令しようとした瞬間、本陣からの伝令が走り込む。

「一〇五兵団は伏兵解除！　防御体勢を取れ！　全て作戦通りに進行中！」

　伏兵解除は言われるまでもないが『作戦通り』だと？

　すると周囲から一斉に鬨の声が上がる。

俺達のすぐ傍にもいくつかの兵団が伏せていたらしい。

　更にラッパが今までと違う調子で吹き鳴らされる。

同時に本陣に向かって突撃する敵の側面に次々と軍旗が立っていく。

「敵の進路側面にこれだけ伏せていたのか……」

　見渡す限りの大草原に隠れる所など無さそうだが、見れば俺達と同じような汚い草色をした兵団ばかりだ。

動きが無かった所を見ると俺達と同じように昨夜のうちに伏せていたのだろう。

「多少隠れ方が甘くても正面からあれだけ派手な白一色の集団が来ていればそう見つかりはしないか」

　俺は本陣の方に目をやる。すぐ近くとは言え、さすがにステーセリの表情までは見えない。

　だが奴も参謀も逃げ支度などしていない。どっしりと腰を据えて戦況を眺めている。

「何が胆は太くないだ。心臓が毛だるまじゃないか」

　一番上が臆病者だとやる気もなくなるが、これなら良い。

俺は長剣を抜き、盾を構える。




「思った以上に味方は多かった。だが真っ正面にいるのは俺達だ。ここを抜かれたら本陣がやられて味方は負ける」

　側面からの攻撃は敵の損害を増やすだろうが、俺達が猛攻される事に変わりは無い。

「後ろからは味方が戻って来ている」

　敵はなりふり構わず突っ込んで来た。

逆にここで奴らを止め、背後の味方と挟撃すれば敵は全面から包囲されて壊滅する。

　ステーセリは最初からそのつもりだったのだろう。

河へ追い込んでうんぬん、南からの補給を断ってうんぬんのつもりなどなかった。

ここで敵を粉砕し完全に勝負を決めるつもりだったのだ。

その上でもっとも危険で要となる場所に俺と一〇五兵団を放り込んだのだ。

「ここを突破すれば敵の勝ち、味方が戻るまで押さえきれば俺達の勝ち。わかりやすくて大変結構」

　兵達にもグダグダ説明する手間が省けた。

俺は迫る敵を前に訓示を垂れる。

「踏み止まれ、一歩も引くな。それだけだ」

「おう」と叫びが応える。

「行くぞ!!」




　俺は盾を構えて最前列に参加する。

敵はすぐそこまで迫っていた。

　幸いにして左右に展開した伏兵のおかげで、俺達は包囲を心配する必要はない。

敵も時間がないのはわかっている。側面から回り込むよりも最短距離を取るはずだ。

それに混沌とした突進の中で今更命令の変更などできないだろう。

　つまり敵は正面からのみ来る。但し猛烈な勢いでだ。

「敵は加速がつき、数もケタ違いです。本来なら正面からは避けて受け流すように防戦するのですが」

「今回は却下だ」

　俺達の少し前にいた味方の兵団が敵を防ごうとして弾き飛ばされるように引き裂かれた。

「正面から受け止めろ。こちらも走る！」

　言うなり俺は先頭をきって走り出す。

味方も槍を突き出し盾を構えながら続いた。




「奴らも突っ込んで来るぞ!?」

「ええい構っている暇はない！　本陣はすぐそこだ。このまま踏み破れ！」

　敵もまったく足は止めない。

「当たれ!!」

　金属がひしゃげる音、骨が砕ける音、肉が潰れる音、馬の悲鳴、人の悲鳴、そして断末魔。

戦の神が戦場の音を詰めた箱をひっくり返したような凄まじい音だった。

「ぎゃあああ！」

「ぎぇぇぇぇ！」

　盾を構えたまま激突した俺達、衝突点では何十人もの兵が宙を舞っている。

もちろん足元ではその何十倍もの兵が潰れているはずだ。

「下がるな！」

　叫びながら俺も正面の敵と盾をぶつけ合う。

敵は盾を構えた姿勢のまま地面と水平に後ろにすっ飛び、味方を背中で跳ね飛ばした。

「押し破れぇぇ!!」

　槍を構えたまま走り込んで来る敵が三人程。

「やれるものなら──」

　突き出される槍先に盾をぶつける。

三本全ての槍がへし折れる。

「やってみろ！」

　俺は勢いを殺さないまま敵兵三人を盾で弾き飛ばす。

三人は宙を舞い、一〇ｍ程飛んでから落下、地面を滑って動かなくなる。

「まだまだ」

　盾を頭上に高く放り投げ、長剣を両手で掴む。

正面から来る敵に向け、わざと予備動作を大きく振るう。

「でかいのが来るぞ！　防御しろ！」

　走り込んで来る帝国兵達は盾を構えて俺の薙ぎ払いに備える。それでいい。

　構わず盾の上から横薙ぎの長剣を叩きつける。

見事な連携で俺の薙ぎ払いを防いだ敵は全員揃って後ろへ跳ね跳び、味方を巻き込んで転がって行く。

ちょっとした大砲を撃ったみたいになったぞ。

「足を止めるな！　進み続け……ぐぎゃ！」

　俺に剣を向け、叫んでいた指揮官らしき男が突然潰れた。

さっき投げた盾が頭の上に落ちて来たらしい。

「おかしいな。ちゃんと真上に投げたつもりだったのに」

　どうも細かい事は苦手なんだ。

　盾を持ち上げると指揮官の頭が平べったくなっている。

すまんな、この盾は普通の人間だと持ち上がらないぐらい重いんだ。

　周囲の敵の動きは止まっていた。

「ここは止まった。後はお前達で防げ」

　味方兵にそう言い、俺はいまにも破られそうな場所に向かう。

敵は思い出したように突撃を再開するが、一度止まってしまった勢いは戻らず、味方と押し合いを繰り返すだけだった。




　次に駆けつけた場所は先ほどよりも苛烈に押されていた。

「人には盾をぶつけろ！　騎兵は槍衾で止めるんだ！」

「陣を組み直す暇が無いぞ。弓で敵の足を止めてくれ！　誤射するだと!?　良いから撃て！」

　怒鳴り合う兵士達に向かって重騎兵が突っ込んで行く。

慌てて槍を向けるが加速がついているのでとても止められないだろう。

「感謝しろよ」

　重騎兵が飛び込む直前に俺が横っぱらに突っ込む。

鉄板で覆われた馬体とドラゴン鱗の盾がぶつかって火花が散る。

「ひぎゃっ！」

　馬はその場は勢いそのままに横倒しになり騎士は派手に落馬、俺も勢い余って前転してしまう。

「大将！」

「大将が来てくれたぞ！」

　俺は応えず、起き上がるなり低いうなりを上げて後ろに回転しながら長剣を振る。

ズドンと音がして駆け寄っていた敵兵が鎧ごと真っ二つになった。

「まだだ」

　身を屈めて地面すれすれを一閃、騎兵と同伴している歩兵の足、まとめて六本切り落とす。

馬と騎士、そして歩兵は走る勢いそのままに両足を失い、見事に空中を飛んで行った。

「これで最後」

　剣を上段に引き上げ、横に飛び退いてから振り下ろす。

突撃してきた敵騎兵の槍は空を切り、俺の剣は騎士の肩口をざっくり斬る。

「ぐあぁぁぁぁ!!」

　深く剣を撃ち込まれた騎士は鮮血を撒き散らしながら走り、味方の真ん中で力尽きて落馬した。

　味方からは歓声が、敵からはどよめきが聞こえる。

「なんだあいつは!?」

「歩兵が重騎兵を三騎も？　あり得ん！」

「さっすが大将、無敵だぜ！」

「御頭ついていくぜ！」

「しゃべる前に敵を斬れ！」

　助けた指揮官の尻を蹴飛ばしてやる。

敵の足が止まった隙にさっさと立て直すのだ。

　相手を完全に追い払う必要はない。要は味方が駆けつけ、敵の尻に食らいつくまで持ちこたえれば良いのだ。そう考えると人任せで楽なもんだ。

「怯むな突撃──!!」

　敵も時間切れが近いことは知っている。

犠牲に構わず猛烈な攻撃が連続する。




　俺達は大きな犠牲を出しながらも耐え続けた。

やがて本陣から砲弾や矢が降り注ぐようになると敵の勢いは徐々に衰え始める。

「敵の勢いが落ちて行きます。今のうちに陣形を整えましょう」

「いや突撃だ」

　ヤーコフを遮って俺は命令する。俺達の目的は時間稼ぎだが、ここで攻撃に移れば敵は大きく混乱し、攻撃の勢いを失う。今は仕掛ける時だ。

「本陣から伝令、一〇五兵団に突撃を命じる。突撃せよ!!」

　ステーセリも同じ意見だったようだ。

俺達は他の兵団に先駆けて敵に向かって駆け出す。

　本陣から予備に置かれていた騎兵隊が進出し、俺達と並んで攻撃に加わった。

　敵陣には先に本陣からの騎兵が飛び込み、続いて俺達が殴り込む。

敵は対騎兵陣や盾を並べて防御の体勢を取る。まさに思惑通りだ。

突撃するしかない相手に防御の姿勢を取らせるだけでも満点、刻一刻とこちらの勝利は近くなる。




　敵兵を斬り捨てながら暴れていると珍しい馬車が走り回っているのに気付く。

　二頭立ての馬車のようだが、馬も騎乗兵も重装鎧に包まれている。

そして荷台には大弩がどっかりと乗せられていた。

「おおっ戦車だ！」

「右の敵を狙ってくれ！」

　味方がその馬車を見て歓声を上げている。

応えるように戦車は大弩を発射し、次々と敵を打ち倒していく。

「ほう、大弩が旋回できるのか」

　大弩はただ荷台に積んでいるだけではなく、馬車の上で回転でき全方位が狙えるようだ。

速度も重騎兵並には出るようだし非常に使い勝手が良さそうだ。

　今度シュバルツを使って作ってみようか。奴なら一頭立てで引けるだろうし。

　すると特殊な馬車の一両が盾を構える敵兵の群れと激突しひっくり返る。

「ありゃ。やっぱり激突したら駄目か」

　場所も近かったので一応助けに行こう。




「覚悟しろ！」

　倒れ込んだ味方に向けて剣を振り上げる敵兵。

その剣が振り下ろされる前に俺の長剣を敵の頭に振り降ろす。

　間髪おかずに二人目の敵兵を蹴飛ばし、三人目を長剣で貫いて投げ捨てる。

「生きてるか？」

　転倒した味方三人がなんとか起き上がってきた。

操縦者が一人に大弩の操作が二人のようだ。

「馬と車体は無事だが大弩が壊れてしまった……」

「仕方ない。一旦後退して……」

　賢明な判断だ。武器が壊れてしまっては戦場に居ても邪魔なだけだろう。

だがここには俺がいる。

「車体が無事ならやりようはあるぞ。大弩の代わりに俺を乗せてくれ」

「「はぁ？」」

　いいからいいからと装填手の一人を降ろし、代わりに俺が乗り込む。

要は大弩の代わりがあればこの戦車はまだまだ戦える。

「やってやろうじゃないか」

　実はちょっと乗ってみたかったのだ。




　大弩を失った戦車は笑顔の俺と不思議な顔をした味方二人を乗せて再び戦場を駆ける。

「矢を装填してくれ」

「装填……？　投げるのか？」

　装填手が困った顔をしながら大弩用のボルトを俺に手渡す。

俺はそれを掴んで、手近な敵に向かって振りかぶって投げる。

　空気を切る音と共にボルトは飛翔し、狙った敵の隣の兵に命中した。

ボルトは命中した敵兵の背中から飛び出し更に後ろの敵兵にも突き刺さる。

「元の大弩より威力がすげぇ……」

　装填手が呆然と呟く。さっさと次の矢を装填してくれ。

「次は右の騎兵を頼む。味方の側面に迫っている！」

「任せろ」

　俺は再び振りかぶり思い切り投擲する。

今度は距離が近いこともあって見事胸に命中、突然消えた主に馬が不思議そうな顔をするほどの勢いで吹き飛んだ。

「威力も精度も元の大弩より高いぞ……どうなってるんだ」

「わはは」

　やってみると結構面白い。

剣で斬りかかるよりも迅速に味方を援護出来ていい感じだ。

　次の目標は対騎兵陣を組んだ敵槍兵だ。

味方の騎兵が迫っているがしっかり防御されていて攻めあぐねている。

「どんどん行くぞ」

「おう！」

　次々と差し出されるボルトを連続して投げる。

太いボルトは盾ごと敵兵を貫き、陣形はあっと言う間に乱れていく。

　その隙をついて騎兵が突入し、敵陣を切り裂く事に成功して歓声を上げる。

「援護助かる。それにしても凄い連射速度と威力だな。新型の戦車なのか……なぬ？」

　騎兵の隊長らしき中年男がこちらと並走しながら賞賛の言葉を送ってくれた。

だが男はボルトを掴んで仁王立ちする俺と目が合うなり速度を落としてしまった。

一応返礼に手でも振ってやろう。

「なぁ……戦車は大弩を積んだ装甲馬車だよな？　筋肉男が矢を投げる兵器ではないよな？」

「隊長戦いはまだこれからです。呆けてないでしっかりして下さいよ」

　そう戦いはまだこれからなのだ。




「少し突出し過ぎている。取り敢えず味方の方に戻ろう」

　操縦手がこちらを振り返りつつ言う。何を馬鹿な事を言っているんだ。

「敵は目の前だぞ。戻ってどうする。このまま突っ込むんだ」

「いや戦車はそう言う兵器じゃなくて高速で走って味方を援護する……」

　俺は操縦手の頭を掴む。

「いいから突っ込め。お前の後頭部に誤射するぞ！」

「無茶苦茶だ……」




　俺達の戦車は速度を落とさないまま、敵陣深く飛び込んで行く。

「あれは敵の……確か戦車か!?　一両で突っ込んで来たのか？」

「とりあえず止めろ！　歩兵では追いつけん。騎兵に追わせろ！」

　敵が好き放題に駆け回るこちらを追い掛けてくる。

騎兵が走れば少なからず陣形は乱れる。撹乱と考えれば十分すぎる成果だ。




　だがすぐに俺達は敵の騎兵に囲まれてしまう。

戦車は機動力に優れるが、それは重装備の騎士と同じ程度の速度であって普通の騎兵に比べれば鈍重だ。

「囲まれた！　だから言ったじゃないか！」

「なんとか振り切るんだ！　追いつかれたらまずい！」

　敵の騎兵は剣を抜いてこちらに迫ってくる。

装填手が備えてあった短槍を振りまわして威嚇しているがいかにも頼りない。

「戦車は援護の兵器だ！　敵に密着されたら対抗手段が……」

　悲壮な顔をする装填手に笑いかけてやる。

「心配するな。今積んでいる大弩は白兵戦が得意なんだ」

　俺はボルトを置き、長剣を掴んで身を乗り出す。

「へ？」

「ふん！」

　剣をこちらに向けたまま呆然と２ｍを越える剣を見上げる敵騎兵。

驚き顔がそのまま斬り離れて宙を舞う。

「な、なんだあ！」

「俺の知ってる戦車と違う！」

「うるさい邪魔するな」

　至近距離まで近づいていたもう一人の馬を蹴り飛ばし転倒させる。

更に左手に持ったボルトを至近距離から投げ付ける。

たちまち数騎を失った敵騎兵の足が止まり、距離が離れて行く。

「どうだ、切り抜けたぞ」

「……あんた化け物だよ。無茶苦茶だ」

　戦車の二人から尊敬と呆れが混じった目で見られてしまった。

「おい、あそこにいるのうちの大将じゃないか？」

「本当だ。変な馬車に乗って暴れてるぞ」

「なんだかわからんが俺達も遅れるな。ぶん殴られるぞ」

　突出していた俺達に味方が迫る。

敵はこちらの本陣を攻めるどころか既に守勢だ。

それに相当な時間暴れたからそろそろ……。




　ちょうどそう考えたタイミングだった。

敵陣の後方から高らかにラッパが吹き鳴らされる。

連邦の突撃合図だ。

「決着だな」

　味方の主力が敵の尻に食いついたのだ。もう敵に抵抗する術は無い。

帝国軍は陣の中程から総崩れとなり逃げ散って行く。

「正確には逃げ散ろうとしている……か」

　何しろ本陣深くまで突っ込んだ上に前には俺達、側面には伏兵、後方からは味方の主力だ。

袋の中に飛び込んだようなもので逃げ道が無い。

「最初から逃がさないつもりだったのでしょうね」

　ヤーコフが隣に来て言う。

肩と腹に傷があり血が滲んでいた。激しく戦っていたようだな。

「これだけの数に逃げ散られたら大変だからな」

　敗残兵が盗賊になって長く居座ると言うのは珍しく無い。

「しかし降伏も認めず皆殺しですか」

　セリアも微妙な顔をしている。

既に決着はついたのに降伏勧告がない。

苛烈な追撃は現在進行形で続いている。

「一〇五にも休息の後、徹底追撃の命令が下されました。西部平原まで追いかけろと」

「恨みは深いな」

　これだけ国土を荒らされてはそれも当然か。

「まあ俺は特に恨みもない。復讐は連邦の奴らに任せるとするよ」

　帝国の奴らも相当なことをやってきたのだろうし、女以外は皆殺しにしても特に抵抗もないが別に嬉々としてやりたい訳でもない。むしろ地図で見た西部平原までの距離を思い出すと憂鬱になる。

「敵の総大将はザフネスと言うらしいですが、捕らえた者には一兵卒でも金貨十万枚を与えるとか」

「十万とはまたすごい」

　感心はするが食指は動かない。

アドルフは喜びそうだが、男の笑顔の為に頑張ろうとはなかなかならないものだ。

「では私はちょっと準備をしてきます」

　セリアが武器と防具を確かめ始めた。

「金貨十万分もお菓子を食ったら死んでしまうぞ」

「違います！　エイギル様の領地経営にも役に立つかと思ったのです！」

　あぁセリアは可愛いなあ。無理しない程度に狙ってきたらいいさ。

　見ればヤーコフもそわそわしている。

当然か、金貨十万枚など想像もつかない金額だ。

「俺は疲れたから少し寝るよ。護衛も補佐もいらない。好きに行って来い」

　それだけ言って俺はその場を離れる。

巨大な恩賞と言う餌もあってか味方の追撃は苛烈を極めているようだ。

悲鳴と怒号が地平線の彼方まで続いている。

「……うぅぅぅ。人間怖い……」

　凄まじい光景にナーティアが震えている。

「好奇心もいいが知らなくていい事、見なくて良い事もある。さあ俺と一緒に少し休もう」

　彼女の肩を抱いて歩く。

「……ありがと。でもスケベなことはしないからね」

　悲しそうな顔でナーティアを見るとポコリと頭をはたかれる。

　戦いは終わった。

早く愛する女達が待つ場所に帰りたい。そして腰が抜けるまで愛し合いたいものだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

麾下軍　第一〇五臨時編成兵団　二五〇〇名（負傷者も員数外）

同行　セリア（追撃中）ナーティア（休憩中）レア（奉仕中）マータ（服従中）

ブリュンヒルデ（寝起中）ピピ（追撃中）ソフィア（巨乳中）

メッサーシュミット（駄犬中）シュバルツ（休息中）ミルミ（水中）ヤーコフ（追撃中）セクリト（暇つぶし中）




財産　金貨一万三千

経験人数四五一人　産ませた子五五人＋五五五匹

連邦編終了です。

褒章や小話はありますが、戦争は終わったので番号は切れます。

予想外の長編になった連邦編……今見返すと話を統合したり追加したり削除したりしたい場所が山ほどありますね。

しかしまた余計な手間が増えるのでこのままとしておきます。










第３０５話　戦勝式典　♯







アルベンス　マロードル屋敷跡

「よっと」

　俺は黒く煤けた石柱を掴んで転がる障害物を乗り越える。

軽く体重をかけただけなのに石柱は音を立てて崩れてしまった。

「大丈夫ですか？」

　良い所にあったセリアの頭を掴み、なんとか転倒は避けられた。

だが綺麗な銀髪の頂上が黒ずんでしまった。黙っておこう。

「酷いもんだな」

　元マロードルの屋敷……であったと思われる廃墟は完全に焼け落ちていた。

アルベンスの街全体が戦火と略奪で酷く破壊されていたが、屋敷は特に酷い。

僅かに残る天井と壁以外は瓦礫の山が散らばるだけでどこが屋敷だったのかもわからない。

　俺達も生き残った住民からここが屋敷の跡だと聞かなければ到底気付けなかっただろう。

「総石作りの屋敷がこんな燃え方をするなんて……推測ですけど外からではなく内側から火をかけたのではないかと思います」

「そうかもしれないな」

　圧倒的な敵に敗北を覚悟し、敵の手に何も渡すまいと全てを焼き払ったのだろう。

「これじゃ何も持って帰れないか」

「無駄足でしたね」

　逃げる帝国軍を味方はどこまでも追撃していた。

西部平原へ向けて南下する街道は帝国軍の死体で溢れ、道中の町村では残党狩りが続いている。

　俺の率いるべき一〇五も当然追撃に参加しているが、俺はヤーコフに指揮を任せて帝国が本陣を張っていたアルベンスに入ったのだ。部隊単位での追撃は続いているのだから良いだろう。

咎められたら『アルベンスに残党が逃げ込んだと思い、別動隊として来たら猫だった』とか言えばいいだろう。

　セリアもしばらく兵を率いて敵将ザフネスの捜索を行っていたが、高額賞金のせいであらゆる兵団の兵士達が争うように捜して収拾がつかないらしく、俺の所に戻って来た。




　俺がアルベンスに来た理由はクラウディアのことだ。

俺の元に来た彼女は服と金目の物しか持って居なかったので旦那の遺品か何かを見つけられればと思ったのだ。

「あの肉玉に余計なお気使いだと思いますよ？　多分なんとも思ってないと思います」

「そう言うなよ。色々問題も多い奴だがあれはあれで可愛いんだ」

　肥満も度を過ぎると愛嬌に変わるらしい。

丸いクラウディアを転がすのが実はちょっと楽しみなのだ。

「これ以上ここに居ても意味は無いな」

「ですね」

　俺は灰と煤だけの屋敷を後にすることにした。

だが、屋敷を出ようとするとした所で突然燃えカスが一つ倒れる。

「お、崩れた」

　目をやるとそれは元タンスの燃えカスだったらしい。

中から焼けた服や小物が溢れていたが、その中に一つだけきらりと光るものがある。

「ペンダントか、ほとんど傷んでいないな。一応持って帰ろう」

　俺はペンダントを懐に入れる。

「もしかするとマロードル侯爵があの女に届けたがったのかもしれませんね」

　セリアがそんなおとぎ話を言い出す。可愛いので頭を撫でてやろう。

「はは、幽霊を信じるなんてセリアはまだまだ子供だな。可愛いぞ」

「いえ幽霊は絶対いますけどね。間違い無く。かぼちゃとか食べます」

　もしマロードル侯爵の幽霊がいるなら報告ぐらいはしておくか。

「実はクラウディアが産んだ子は俺の子なんだ。心配はしないでくれ、彼女達は俺が貰い受け、しっかりと面倒を見る。だから安心して冥府へ旅立ってくれ」

　そう言った途端、僅かに残る天井から俺の頭に向けて破片が落ちてくる。

「きゃあ!!」

「おっと」

　破片を跳ね除けると間髪おかずに壁が崩れかかってきた。

「ひぃ！」

「危ない危ない」

　セリアを抱えて素早く離れる。

すると崩れた壁に弾かれたのか、飾られていた剣がまるで突き出されたように飛んでくる。

「よっ」

　剣の腹を手の甲で叩いて弾き飛ばす。

　俺の腰にしがみ付くセリアはガクガクと震えていた。

「はは、お前の言う通りマロードル侯爵が俺達に最後の挨拶をしたのかもしれない。これで安心して冥府にいけるってな」

「絶対違いますよ！　今の道連れにする気まんまんでしたよ！　呪われますってば!!」

　騒ぐセリアを抱き上げる。

「だがこれだけ壊れていれば全体が崩れ落ちるかもしれないな。危ないからさっさと出よう」

「そ、そうですね。早く出ましょう！」

　だがマロードル侯爵は俺達に更なるお土産を用意してくれていたらしい。

「い、今の見た!?」

「こ、ここにいたら駄目よ！　さっきの男も出て行ったし早く脱出を……」

　瓦礫の中からもぞもぞと人が二人這い出して来たのだ。

灰だらけで黒くなっているが、見覚えのある軍服だ。

「帝国軍──！」

「女か！」

　セリアが剣を抜くよりも速く、俺は飛び出す。

「まだいた？　かくなる上は！」

　騎士らしき女が抜いた剣をデュアルクレイターで一閃して真っ二つにする。

女は半分になった剣を取り落とし、その場に尻持ちをついた。

「業火よ！　我が脅威を焼き払え──！」

　もう一人の女はなんと魔法使いだったらしい。

手の腹に赤い火が見え、それが渦を巻いた炎となって吹き出す。

だが今まで見た魔法使い達と比べれば迫力不足だ。特にアリスの炎は彼女の何倍も熱いし大きい。

　俺は十分に炎を引きつけてからデュアルクレイターを振り降ろす。

炎は両断され、まるで空気に溶け込むかのように薄く消えて行った。

「うそ……魔法を切るなんて」

　魔法使いの女もがっくりとしゃがみ込む。

「ここまで……なのね」

「せめて死ぬ時は二人一緒に」

　女二人は諦めの表情のまま互いに手を繋いで項垂れる。

　馬鹿な事を言っている。俺が女二人を殺す訳ないじゃないか。

俺はぷくっと膨らむセリアに睨まれながら微笑み、女達に近づいて行った。







「あぁぁぁぁ──!!　死ぬぅぅぅ──!!」

「何これぇ太すぎるよぉ！　お腹が盛り上がるぅ！　ひぃぃぃ──!!」

　女騎士と女魔法使いと重ねて寝かせ、後ろから交互に穴を犯す。

「お前は元気に締まる気持ちいい穴をもっているな」

　女騎士の弱点は途中の襞のようだ。こすってやると体を反らせて嬌声を上げる。

「よ、弱いところに集中攻撃なんて卑怯よぉ！　また気持ちいいのきちゃう！」

　女騎士が本格的に絶頂する前に引き抜き、下になっている女魔法使いに押し込む。

「お前の中は柔らかい。奥まで入るぞ」

　彼女は女騎士と同じような体格だが、尻にはより多くの肉がつき、打ち付けるとパンパン派手に肉の音が鳴る。奥は深く、きつい締まりはないが柔らかく包みこんでくる。

　彼女の弱点は特定の箇所ではなさそうだ。

入口ぎりぎりまで引き抜いてからゆっくりと再進入して最奥に軽く当てる。この動きが良いらしい。

何度も繰り返してやると魔法使いは上になった女騎士の背中を掴んで悶える。

「あぁん！　なんで弱いのばれたの……一言も言ってないのに！」

　何度か繰り返すと女魔法使いは両手両足をばたつかせ始めた。

彼女も絶頂が近いようだ。

　ここまで出来上がれば最後の承諾は容易だろう。

俺が体を離すと二人は不思議そうな顔でこちらを見る。

「え……止めるの？　犯してから殺すんじゃないの？」

「それとも仲間を呼んで輪姦してから殺すの？」

　脅えの混じった目でこちらを見る二人。

「何を意味のわからないことを言っているんだ。セリア、女物の服を二通り持って来てくれないか？」

「……ぶぅ」

　膨らんだままセリアが去ると女達はますますわからないといった顔をしている。

「その格好では逃げようがないだろ。武器を捨て適当な服を着てればそうそうばれないさ」

　幸い彼女達はセクリトのように連邦の民には少ない褐色の肌でないので目立つこともない。

「生きて国に帰れるようにしてやるから、俺の種を胎の中に入れさせて欲しい」

　言いながら女騎士を仰向けにする。

「……生きる為ならしかたありません。でも、できれば気持ち良くして下さいね」

「お腹に出すのかぁ……あぁ孕んだらどうしよう」




　俺は再び彼女達に圧し掛かる。先ほどまでの行為で十分高まっていた彼女達はたちまち昇り詰めていく。俺の限界も近い。

「このまま中に出す。俺の種を帝国に持って帰るんだ」

「ううー生きる為だから仕方ないわ。耐えるしか……耐えるしかないぃぃぃ!!」

　女騎士は叫びながら俺の顔を掴んで肩に手を回し、激しいキスをしながら絶頂する。

応えるように肉棒が震え始め濃厚な種汁が胎の奥に飛び出していく。

「出てる……孕む……孕むぅ……」

「たっぷりと孕んでくれ」

　三〇秒程射精した後、俺は女騎士の中から男根を引き抜き、女魔法使いに向ける。

もちろんこの程度で俺の射精は終わらず、脈打つように種を出し続けていた。

「射精してる肉棒を入れるの？　そんなの家畜の種付けみたいでいや……私は……」

　脈打ち続ける男根を押し込む。

「いやぁぁぁ！　妊娠はいやー怖いぃぃ！　でも巨根気持ちいいーー！」

　挿入と同時に耳元では拒絶の声、そして両手両足が俺の背中に絡められる。

「妊娠は怖いか。だがお前の腰は孕みたがっているようだな」

　俺はまだ挿入しただけなのだが、魔法使いの腰がこすりつけるように動いている。

もちろん種は出続けているし、最初に入れた時より中は柔らかくなっている。

彼女の体は俺の種での妊娠を望んでいるのだ。

「貴方が悪いのよぉ……こんなに大きくて……おまけに硬くて黒いなんてもう孕むしかないじゃない！」

　淫らな言葉に俺はいっそう興奮して腰を使う。

女は舌を突き出し、背中に爪を立てて絶頂した。

俺は彼女に完全に乗っかるようにして大量の種を流し込むのだった。




　濃厚な種付けが終わり体を離すと女二人は手を握り合って空を仰いでいる。

口元から垂れる涎と荒く上下する胸が彼女達が十分満足したことを教えてくれる。

「種付けされちゃったね。これだけ出されたらきっと出来ちゃうわ」

「そうね。戦いにも負けちゃったしこれから大変だけど、一緒に強く生きて行きましょ。二人でならきっと大丈夫」

　二人は手を繋いだまま、囁き合う。

これはうまくやれば彼女達を俺の女にできる好機かもしれない。

「もし良ければ俺の女にならないか？」

　だが結果は無情だった。

「私は帝国に年老いた父と母がいますから」

「私も愛する子供達を国に残していますから」

　駄目だったか。

　ちょうどセリアが服を調達して戻って来た。

いい感じに小汚く使い込まれた服は目立たなくてちょうどいい。セリアは何をやらせても上手くやる。

「帝国に戻るにしても二週間程後にして置け。お前達の将軍の首にとんでもない懸賞金がかかってな。今南に向かうのは得策じゃない」

　女達は顔を見合わせる。

「ザフネス閣下ですか」

「南に？　あぁ、なるほど」

「貴方達何か知っていますね!?」

　まどろむ俺の脇からセリアが顔を出す。

俺は種を出し切ったせいか、敵将なんかもうどうでもいい気分だ。

「えっと、閣下は戦線崩壊直後にアルベンスから船で逃亡されました」

「以前に鹵獲した連邦の小舟で」

　セリアが俺に目を向けるが、俺の満足げな顔を見てまた膨らむ。今日は膨らんでばっかりだ。

「なるほど、南へ向かえば追撃を受ける。連邦船に偽装して海に出ると言う訳ですか」

　しかし女達は首を振った。

「いえ、向かったのは東でした」

「帝国には戻れないらしくて」

　ほう、いくら偽装しているとは言え、敵の深部に突っ込むとは中々の度胸だ。

捜索隊もまさか東は探さない。うまく逃げおおせる可能性もある。

「なるほど。ですが、何故貴女達はそこまで詳しく知っているのですか？　それにこうも簡単に話すなんておかしいです。偽装じゃないのですか」

　セリアが疑いの目を向ける。

すると彼女達は少し黙った後、憎々しげに言った。

「私達、閣下の夜のお相手もしていたので話はできましたから」

「なのに私達を街に置いて逃げちゃったので……義理立てする必要もないかと思って」

　ザフネスとやらは彼女達をここに残し、他の女や部下を連れて船で逃げ出してしまったらしい。

敵中に残された二人はどうしようもなくなってここに隠れ潜んでいたそうだ。

「酷い男だ。見つけたらとっちめてやろう」

　俺は両手で二人を抱き寄せてキスをしたのだった。




　二人と別れて再びセリアと二人になる。

「アルベンスの捜索は完了だ。敵の残党は居なかったな」

「いましたけどね」

　女は敵では無い。故に残党でもない。

「クラウディアにも家の物を持って帰ってやる事が出来た。これで旦那も浮かばれるだろう」

「絶対浮かばれませんよ……憑いてきてないか心配です」

　セリアは何度も後ろを振り返り、何かに脅えている。

「敵将の情報も手に入れた。一応司令部に報告しておくか」

「そうですね。船で逃げられたのなら私達では追えませんから」

　戦いが終わってから既に数日経っている。船を使っているならどの道追い切れないかもしれない。

「これで俺達の追撃も終わりか」

「女を犯して種付けただけですけどね」

　さっきからセリアの言葉に毒がある。頬を揉み解して毒を抜いておこう。

「わあ！　揉み解さないで下さい！　本当のことじゃないですか！」

　毒抜きの揉みは頬から胸へと移ってゆき、無事股間から毒を噴射させる事に成功したのだった。
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白都内　宮殿

「皆の者、ユトラント二世陛下の御成りである。頭を下げよ」

　宰相らしき男の言葉と共に全員が一斉に礼を取る。

オルガ連邦皇帝、ユトラント二世だ。ずっと前に一度会っているのだが老人である事以外記憶にない。

俺はこの老人の部下ではないが、ここで抵抗する意味もないので同じようにしておく。

　ゴルドニア王宮とは比べ物にならないほど巨大な宮殿、戦火の傷など微塵も見えないそこを埋め尽くす数の貴族と騎士、そして兵達が跪いている。




　敵主力を撃破した後、味方は西部平原の半ばまで徹底的な追撃を行った。

軍隊として機能しなくなった帝国軍は壊滅的な損害を受けて逃げ散り、領内の残党もおおよそ撃滅されたことで戦勝が宣言されたのだ。

　今から始まるのは戦勝式典らしい。

　格式を重んじる連邦だけあって並び方もしっかり決まっている。

前方には大臣や司令官クラスの軍人が深く腰を折って頭を下げていた。

ステーセリはここにいるようだ。

　もう少し後ろには膝をついて頭を垂れる軍人の姿がある。

階級は兵団長や高級指揮官クラスだ。俺やイヴァンナもここにいる。

　更に後ろには騎士や下級指揮官達が宮殿とその先の広場の境目当たりまで並んでいた。

ヤーコフやセリア達はここにいるはずだ。セリアは連れて来たかったのだが許されなかった。

どうせ退屈な話になるはずなので可愛い尻を撫でたかったのだが。

　そして俺の隣にはイヴァンナがいる。

本来彼女の立場的にはもう少し前のはずだが、何故か俺の横にきている。

尻に軽く手を当てたら本気の殺意が籠った目で睨まれた。

「陛下は汝らの健闘と勝利に満足されておいでである」

　演説が始まる。皇帝が労いの言葉をかけるのかと思ったが話すのは宰相ばかりで皇帝はただ小さく頷くだけにすぎない。これが連邦のやり方なのだろうか。

「野蛮なガーランド帝国を追い散らし──」

　まだ続くのか……何万人もいるのだから俺一人抜けてもわからないのではなかろうか。

いや、駄目だな。全員が微動だにせずに聞いている。少しでも動けば注目の的だ。

「しかるに国難は今だ終わらず。苦難の日々を乗り切るには──」

　あくびしそうになるとイヴァンナが睨んで来る。勘弁してほしい。

「此度の戦いは正に国家の命運を賭け──」

　良く見ると片膝をついたイヴァンナの胸元が見えそうだ。

もう少し奥まで覗けば桃色の乳首が見えるかもしれない。おぉ、見えた！

「故に戦功のあった者には恐れ多くも陛下自ら忠義を称え──」

　イヴァンナにばれてしまった。

慌てて胸元を隠し、俺の股間に目をやってから殺気の籠った目で睨みつけられる。

美女の桃色乳首が見えたのだから勃ち上がるのは仕方ないと思う。

「戦功第一は最も困難な戦況で防衛総司令に就任し、敵を叩きだした最大の功労者。マルティン・ステーセリ────」

「すご……」

　イヴァンナに睨まれる中、逆隣にいた女性司令官が反応する。

既に四〇近い年増に見えたがそれだけに男の経験も多いのだろう。

俺の勃ち上がった一物を見て口に手を当てて顔を赤らめていた。

　何やら宰相が次々と名前を呼びあげているようだが、俺はそれどころではない。

腹に力を入れてびくびくと男根を動かし、隣の年増を誘惑する。

彼女はもう露骨にこちらを見ている。式典が終わった後で抱けるかもしれない。

「不遜にも我らがノーステリエスを脅かし続けた敵艦隊。その旗艦を焼き払い、残虐なる敵司令官共々、水底へと沈めた功労者、ゴルドニアからの客将『エイギル・ハードレット卿』前に出られよ！」

　名前を呼ばれて周りを見回す。

「馬鹿、早く立て！　陛下のご指名だぞ！」

　イヴァンナに言われて慌てて立ち上がる。

「うわっ！」

　前列にいた男が尻持ちをついた。

突然立ったので勃起していた一物が眼前に突きつけられたのだ。

「ハードレット卿。陛下の御前へ参られよ」

　やや不審な顔をした宰相から急かされる。

だが完全に勃っているのだ。このまま歩いていけば変態だと思われる。

既に周りの者達からは『あいつ勃っているぞ』『あぁ勃っているな』『でかすぎないか？』とひそひそ声が聞こえている。幸いにも玉座からは距離があるので見えていないようだが。

　セリアが後ろでのたうち回っている気配がするぞ。

「ハードレット卿、こちらの通路からだ」

　イヴァンナが俺に密着し、案内する振りをしながらズボンの中に手を突っ込んで一物の位置を動かしてくれた。これでとりあえず目立たなくなった。

「さっさと行け馬鹿」

「ありがとう。この礼は必ず」

　できれば一物を使って礼をしたいものだ。

　俺は結構な距離を歩いて皇帝の前に進み出る。

近くで見る皇帝はまぎれもない老人だった。

　真っ白になった髪と髭、しわがれた顔と手、軽く窪んだ目は薄く開いてこちらを見ている。

贅を尽くした衣服と見た事も無いほど巨大な宝石があしらわれた王冠、そして周りに傅く者達……そういった飾りがなければ街でぼんやりと子供の遊びを見ている老人と区別はつかないだろう。

「そちがハードレットか？」

　決して大きく無く。かつ聞き取れない程でもない音量で皇帝が問う。

「御意にございます」

　どうにも居心地が悪い。

皇帝の威圧感と言うよりも俺に集中する数多の視線がうざったいのだ。

まして連邦の貴族連中は作法や礼義にうるさい。

この視線の中で下らないことをすればセリアが泡を吹いてひっくり返るかもしれない。

「ゴルドニアから来たか。大義であった。……宰相」

　皇帝はそれだけ言って再び玉座に深く腰を戻す。

後は宰相に任せるのだろう。

　俺に特段の興味は無いらしい。というよりもこの場の誰にもさして興味はなさそうだ。

老人は物事にあまり興味を持たないものだからな。

　代わりに宰相が俺の前に立つ。

「卿は我が国と皇帝陛下に忠を誓う貴族ではないがその武勲は確かなものであった。功には賞、罪には罰が我が国の理、故に卿には皇帝陛下の御名において褒美を取らせる」

　褒美の話だったのか。何をくれるのだろうか。

「本来ならばその功は叙爵に値するが、他国の王に忠誠を誓う者に爵位を与える訳にはいかぬ。よって金子、物品をもって行う」

　宰相はそこまで言って思い出したように小さな紙を取り出す。

途端、軽く咳払いが聞こえてステーセリが目を逸らす。

「褒章には美女を希望だと……なんと下劣な……」

　宰相に軽蔑の目で睨まれてしまった。俺が何をしたというのか。

　その様子を見て皇帝が再び口を出す。

「宰相、何か？」

「い、いえ！　陛下のお聞きになるようなことではありませぬ！　お目の汚れにございます！」

　宰相は慌てて紙を仕舞おうとしたが。

途端、ただの老人と思っていた皇帝からぞわりと異様な圧力を感じる。

今まで感じた事の無い妙な感覚だった。

「宰相、何か」

　皇帝が同じ事を言い、宰相は顔色を無くして紙を手渡す。

周囲の大臣達がざわつき、伝播するように並ぶ貴族達もざわめく。

セリアが地面に崩れた気配を感じるぞ。

「美女か」

　皇帝は怒りも軽蔑も、そして笑顔も見せないまま宰相に紙を返す。

「そちは美女が欲しいのか？」

　皇帝が再び俺に話しかけてくる。

「御意にございます」

　先ほどと同じように答えると皇帝は小さく頷いて俺から視線を外す。

「宰相、計ろうてやれ」

　宰相はそれ以上何も言わず、深々と頭を下げた。

　俺は元の位置に戻り、延々と続く式典を聞き流す。

イヴァンナは先ほどの妙な間に何があったのか聞きたそうだったが、さすがに式典中に私語をするのは不敬と判断したのだろう。ちらちらとこちらを見てくる。

　セリアも復活した気配がする。さっさと終わらないかな。







　式典は丸一日続いて終わり、ようやっと俺は片膝付きの体勢から解放された。

「ふう、疲れた。セリア、せっかく白都に来たのだから一杯ぐらい……」

「貴様皇帝陛下に何を言った」

「エイギル様、一体何をしたのですか!?」

　イヴァンナとセリアが同時に問い詰めてくる。

隠すようなことでも無いのでそのまま言うとセリアは項垂れ、イヴァンナは怒りだす。

「し、神聖なる皇帝陛下に女を所望など！　貴様どこまでアホでドスケベなのだ!!」

「どうせならもっと役に立つものにして下さい！」

「いや、俺が直接言った訳じゃなくてだな」

　そこに笑顔で割り込んできたのはステーセリだ。

「俺が事前に伝えていたのだ。何、陛下は気にされていなかったではないか。宰相も見下しこそすれ、禍根を残すような話でもない。もうすぐここを去るお前にとっては痛くもかゆくもなかろう」

　ステーセリの登場にイヴァンナが慌てて膝をつく。

「おいおい、式典からずっと膝をつきっぱなしだろう。いい加減にしておかないと関節が壊れるぞ」

　ステーセリはイヴァンナを立たせてから俺に言う。

「ゴルドニア王にもお前の活躍はやや大げさに報告しておいた。よくやってくれたな」

　大げさとはどういうことだろうか。

ただでさえ戦の度、毎度妙な噂が満ち満ちているのだが。

「褒美の金貨も役人が既に用意している。帰還に合わせて積みこむから日程が決まったら声をかけてやってくれ」

「金貨ですか？」

　俺の褒美は美女のはずだったのだが。

「おいおい、戦功の褒美が女だけなんて女衒じゃないんだぞ。まして他国の貴族に女だけ抱かせて帰らせるなどできる訳がない、連邦の面子が丸潰れだ。皇帝の謝状と幾分かの金貨は用意されているさ。それで他に何か欲しい物でもあるか？」

　ふむと考える。

レオポルトになって考えるなら何か新兵器のようなものと小さな少女か。

だがここで更に女を所望したらさすがに異常者扱いされそうだ。

「射程距離の長い新型の大砲を何門か貰えませんか？」

　するとステーセリは困った顔をする。

「うーん、それは無理だ。最新の大砲は高価な上に門外不出の技術も多くてな。俺の一存では決められんし、上に言っても恐らく可とはなるまい」

　さすがに駄目か。ならあれはどうだろうか。

「では戦車を何両か頂けませんか？」

「戦車？　ふむ、あれなら特に機密がある訳でも無し、百年以上も前から使われている物だからな。しかしまたなんであんな嵩張るものを？」

「私の私軍は騎兵が中心ですので騎馬に追随できる兵器があると助かりますから」

　実はそれは建前で、本音は戦車に乗っての大暴れが案外に楽しかったのだ。

次の戦いでも同じことをやってみたい。

「なるほど、まあ戦車ぐらいなんとでもなる。用意しておこう」

　ステーセリはそう言って俺に手を差し出す。

なんだろう。返礼に何か寄こせと言うのだろうか。俺の女は誰一人やらんぞ。

「ハードレット卿のお陰で助かった。仮定の話に意味はないが、もし卿がいなければ今この時、戦勝の酒に酔えていたかどうかわからない。望んでいたタイプとはちょっと……いや、かなり違ったがお前は英雄に数えられるべき一人だと思う」

　俺とステーセリはがっちりと握手をする。

イヴァンナとセリアも表情を緩めて俺達を見ている。

　握手の後、ステーセリは俺を軽く抱きしめる。

美男子とは言え、男相手に掘った掘られたはごめんだぞ。

　ステーセリはセリア達に聞こえないよう俺の耳元で囁いた。

「今夜は凄いだろうよ。何しろ皇帝から直接お前に美女を与えよと命が出たのだ。宰相も役人達も全力で動く。とんでもない美女がお前の為に集まるぞ」

　おい、そんな想像をさせないでくれ。

お前に抱かれたまま一物が盛り上がって来てしまったじゃないか。

セリアとイヴァンナが絶句している。完全に誤解されてしまったぞ。
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第３０６話　愛に埋もれて　♯







　無表情な男に連れられて俺は夜の白都を歩く。

「戦勝祝い大セールだ！　酒は半額、食い物は二割引！」

「うちは三割引きだ！　今週だけだよー」

　商店や酒屋が声を上げている。だが客の表情は優れない。

「半額つっても、前ならそんなワイン精々銅貨二、三枚のはずだろ。銀貨二枚の半額つってもなぁ」

「仕方ないだろ。これでも利益なんて出やしない値段なんだぞ。戦争で何もかも足りないんだ」

　食い物や日常品まで高騰しているらしい。

今は戦勝祭りの気分でまだマシだが、これから先はどうなるか。

「中央平原にも影響は出るかもしれないなぁ」

　特にノンナはクレアに頼んで良く連邦の品を取り寄せているので困り顔が目に浮かぶ。

なにか土産を買って帰ろう。

「何よ浮気しておいて偉そうに！」

「なんだと!?　俺は命がけで戦ってきたんだぞ。文句言うなら別れてやるぞ！」

　男と女が言い争っている。

「う、それは困るけど……浮気はやめてよ……」

「文句言わずに居ればいずれ嫁にしてやるよ」

　怒っていた女の方が折れたようだ。

そういえばヤーコフが大量の戦死者のせいで男女の比率がおかしくなっていると言ってたな。

連邦にも女兵士はいるがやはり戦死数では男が圧倒的だ。

男が減ったことで女は結婚相手に困り、強気に出れないらしい。

　なんとなく腹が立ったので、すれ違い様に男に足をかけてひっくり返す。

「いでぇ！」

「ぷっ」

　無表情な案内人はちらりとこちらを見たが鼻息を一つ落としてから歩を進める。

どうやら彼は近衛騎士らしい。皇帝の指示なので俺の案内役をしているが甚だ不本意なようだ。

「こちらになります」

　近衛騎士はある建物の前で立ち止まる。

「ここは娼館？」

　そこは壮麗ながらも僅かに怪しい雰囲気を漂わせている。

露骨な作りや毒々しい色をしていない所を見るとかなりの高級店のようだ。

いよいよ褒美の美女が貰えるのか。

「皇帝陛下の命で特別に借り上げた建物です。元が何であったのかなど知りません」

　騎士はぷいと横を向く。

「そう言わず。君も好きなんだろう？」

　騎士は冷たい視線でこちらを見る。

どうやら俺の評判はかなり悪いらしい。戦争では活躍したと思うんだがな。

　こちらも美女が待って居るのに男と不毛な会話をする意味はない。




「「「ようこそいらっしゃいましたハードレット様」」」

　建物の中に入るなり何人、いや何十もの女に迎えられる。

「「「今夜のお相手をさせて頂きます。どうぞよしなにお願い致します」」」

　女達は床に手をついて丁寧に頭を下げた後、顔を上げて微笑む。

俺は言葉を失ってしまった。

もちろん、こうして沢山の美女に迎えられることを期待してはいたのだが。

「これほどの美女が集まってくれるとは……」

　彼女達は俺の想像を超えていた。

全員が思わず目を奪われる程の美貌、しかもスタイルも完璧に近い。一人一人が娼館でトップを張ってもおかしく無い美女だった。

まさか一つの店にこれだけの美女がいるなんて……今後もたっぷり金貨を持って連邦旅行に来るべきかもしれない。

「これが連邦の最高級店なのか」

　入口で呆気に取られる俺の手を引きながら美女達が体を寄せてくる。

「いいえ、私達はこの店の女ではありませんわ」

　言いながらマントが外され、丁寧に畳まれて収納に納められる。

「私も他の店の女ですわ。今日の為に参りましたの」

　ズボンと上着を脱がされ、首筋と胸にキスされる。

「私は王宮に仕えておりました。うふ、でも今宵はハードレット様の情婦ですわ」

　彼女達は今日の為に白都中から集められた美女らしい。

「このお店は豪華なお風呂の他にも色々な物が揃っていますから……貸し切って御遊びすれば色々な事ができますわ」

「王宮の方も良く知っていらっしゃいますね。もしかして常連さんなのかも」

　女達はクスクス笑いながら、俺の手を引き風呂場へ入る。

その間に下着も全て脱がされてしまった。

「わっ大きい！」

「すごい、こんなの見たことないわ」

「それに真っ黒よ。どれだけ女の蜜に浸かってらっしゃったのかしら」




　そして体を清めた俺はいよいよベッドに導かれる。

「どうぞご鑑賞下さい」

「連邦の花、色とりどりに揃っておりますわ」

　女達はベッドに腰掛ける俺の正面に並びそれぞれ体を見せるポーズを取る。

「見事だ」

　その言葉しか出て来ない。

「白い肌はいかがでしょうか？」

　一人の女は両手を頭の上に上げて全身を見せつける。素晴らしいスタイルだ。

金髪と雪のように白い肌、薄い布地のドレスを巨乳が押し上げ、美の女神のようだ。

「年増はお嫌いですか？」

　一人の女は尻をこちらに向け、体を捻ってこちらを見る。

三〇半ばだろう。やや肉のついた尻と腹が男の本能を誘う。ちらりと見える下着が尻の割れ目に食い込んでいるのも素晴らしい。

「黒い肌はいかがでしょう」

　一人の女は床に四つん這いになり、俺に向かって舌舐めずりする。

浅黒い肌はセクリトに似ている。いかにも好色そうな女で誘う表情がたまらない。

「ちいさなおんなのこ、だめですかぁ？」

　一人の少女は床にペタンと座り、俺に向かって足を開きスカートをめくり上げる。

まだ幼くも見える美少女だが、男に媚びる仕草はこなれていた。

「選べないよ。全員まとめて花畑にしよう」

　俺は微笑み、両手を広げて美女達を迎える。

「あら強欲なお方、欲張って大丈夫ですか？」

「僭越ながら私達は技量には自信がありますよ。耐えられますかしら」

　望む所だと既にそそり立っている一物を晒す。

女達の顔に一瞬本気の驚きが浮かぶ。

「確かにこれは大物です」

「皆でかからねばなりませんね」

　ベッドに寝転ぶ俺に女達が覆いかぶさる。

「では頂きますね」

　男根が美女の温かい口内に消えると同時に腰が跳ねた。

「これは……すごい」

　美女は口をいっぱいに開いたまま微笑む。

とんでもない技量だ。魂を抜かれるかと思った。

「いつでも精を出して下さいね」

　それだけ言って再び美女の奉仕が始まる。

他の女達も体中を舐め始める。

「はーどれっとさまぁ、キスしてもいい？」

　舌ったらずな話し方をする少女が俺の胸に乗りキスしてくる。

だが決して彼女は無垢な子供では無かった。

　口を合わせるなり舌が一気に入る。

更に腰を小刻みに動かして無毛の性器を胸板にこすりつけてくる。

「からだがぽかぽかするよぉ。もっとえっちぃことして？」

　子供を抱く趣味は無いがここまで露骨に演技されればそういう遊びなのだと逆に抵抗がなくなる。

「あら、お道具がまた大きく」

「ハードレット様は少女が大好きなのかしら」

　男根に群がる女達が笑いながら挑発してくる。

「ふふふ、俺は年増も大好きだぞ。さあ俺の顔に遠慮無く乗っておいで」

　少女とのキスを中止し、枕元に来ていた年増を誘う。

「まぁ……それでは失礼します」

　年増美女は他の女よりも大きな尻を俺の顔の上に乗せてくる。

肉厚な尻肉が顔に乗り、性器に鼻が食い込んで濃厚な女の匂いを感じた。

「また大きくなったわ」

「年増もお好きなのね」

　顔で年増と少女を同時に味わい、股間に美女数人の妙技を受ける。

天国は白都にあったのかもしれない。

「んぐぐ……」

　だがあまりの快楽に肉棒がどんどん膨らみ咥えている女が苦しそうな声を出し始めた。

これ以上膨らませれば奉仕できなくなるし、顎が外れてしまうかもしれない。

一度ここらで射精しておこう。

「出すぞ」

　言うと同時に女達は一斉に奉仕を強める。

枕元の年増女も耳に舌を入れ始め、胸に乗った少女は俺の乳首に激しく吸いつく。

　これだけの人数が一斉に俺を仕留めにかかったのだからたまらない。

自分でも情けない声が漏れ、腰を浮かせての射精が始まる。

「んぶぅぅぅ!!」

「きゃっ！　大丈夫？」

「すっごい勢い！　おしっこしてるみたい！」

　咥えこんだ女が大量の種汁に苦悶の声を上げたのだ。

「抜いてもいいぞ。後は手でこすってくれればいい」

「んぐぐ……」

　そう言ったのだが女にもプライドがあるらしい。

俺の腰を抱え込み、根元まで咥えこんでしまった。

　長さから考えて胃袋まで入りこんだのではないだろうか。

確かにこれだけ深く入れればむせないかもしれないが、喉にみっちり俺のモノが入っては息もできないだろう。そして俺の射精は十秒や二十秒では終わらない。

「んぼ……ぐぼ……」

　だがそれでも女は射精が続く間、決して口を離そうとはしなかった。

どくどく飛び出す大量の種を直接腹に流し込んで行く。

「ぷはぁ！」

　普段通り一分程続いた射精の後、女は一物を吐き出すなりベッドに倒れ込んでしまう。

真っ赤な顔をして激しく息をついている。

「無理をしなくても良かったのに……だが嬉しかったよ」

　俺がキスをすると女はやりきった顔で微笑む。

彼女は娼婦として男を満足させる事には誇りを持っているのだろう。

「たっぷりお出しになったみたいですが、まだできますか？」

「もちろん、まだ一割も出していないよ」

　一物は射精後ほんの数秒萎えていただけで再び膨らんでいる。

「すごいですね。ではいよいよ本番と参りましょう」

　女達は体が透けるほど薄いドレスだけを纏ったままベッドに並ぶ。

「どうぞお好きな女体にお乗り下さい」

　仰向けのまま両手をこちらに向けて開く女達に俺の強固な理性も崩壊する。

色白金髪の女に乗り、極上の女体を抱きしめる。

「あん！　凄いお体ですね……筋肉とお傷の痕も色っぽい……」

　女はそう言いながら熱に浮いた目で俺の胸板や腕を撫で回す。

もう限界だ。すぐにでも中に入りたい。

「ふふ、構いませんよ。準備はできておりますから、いつでも押し込んで下さいな」

　薄いドレスは胸と股間を隠してはいたが、ワンピースのようになっているのでめくることは容易い。

しかも彼女達は下着をつけていなかった。

　女が言い終わる前に俺は裾を捲り上げ、足を抱えて一物を押し込む。

「うっ！　あぁ……大きい……」

　挿入の一瞬、女は苦悶の表情を浮かべたが、すぐに蕩けた微笑みを戻す。

彼女の中は洪水のように濡れている。この感触は女の汁ではなく、油か何かを塗り込んだのだろう。

　女を濡らすのは男の義務だ。

しかしこの人数に丁寧な愛撫をしていては時間も足りないし、彼女達も俺に惚れて抱かれてくれている訳ではない。ここは何も言わず、気分良く楽しむ方がお互いの為だ。

「この美貌にスタイル、しかも穴まで素晴らしいとは、なんて良い女だ」

「そんな世辞をおっしゃらずとも宜しいですのに。でもうれしくて余計に濡れますわ」

　世辞ではない。仰向けに寝転ぶ色白の彼女は俺が今まで抱いた女の中でもそうそういない美女だった。

しかも動く度に大きく揺れる胸はノンナ程ではないがかなりの巨乳。

穴は一突きする度に入口が締まり、奥が蠢いて男根をもてなす。

「本心から良い女だよ。今すぐにでも俺の女として囲いたいぐらいだ」

　腰を振りながらそう言うと女は微笑み、俺の首に手を回す。

「嬉しい……でも私のような女ではハードレット様には不足でしょう。今この時、ご奉仕するだけで精一杯ですわ」

　断られてしまった。ここでまだしつこく迫るのはもてないクリストフ辺りがやることだ。

「残念だ。なら今夜、一生分抱かせて貰うぞ」

「うふ、いくらでも」

　女の尻を持ち上げるようにして激しく腰を使う。

腹ごしにモノが動くのが分かるほどの激しい動きにも女はついてきてくれる。

俺に主導権を取らせながらも動きに合わせて腰を調整し、上手く受け止めてくれるので非常に心地良く腰が振れるのだ。

　他の女達も交わる俺達の横に並び、体をすりつけて奉仕をしてくれている。

全員ごちゃまぜになって乱交と言うのも捨てがたいのだが、せっかく極上の女を抱けるのだから一人ずつじっくり味わいたかった。

　そうしているうちに俺は急速に高まり、再び絶頂に近づいてしまう。

「胸いいか？」

　返事も聞かず、薄いドレスの上から胸を鷲掴んでこねまわす。

薄すぎる布地は上からでも乳房の柔らかさが感じられて素晴らしい。

「あっ！　あっ！　あぅ！　はぁはぁ……直接お吸いになって下さいな」

「そうしたいがな」

　ドレスを脱がせる為に腰を止めたくはない。

かと言ってドレスは薄くもしっかり作られているので無理やり乳房を出せば痛むだろう。

この極上の体を痛めるなど男としてできるはずがない。

「あらお優しい。でしたら遠慮なく破って下さいな」

　女は俺の手を取り、胸元に導く。見るからに高価そうなんだが。

「ハードレット様を楽しませる為にはドレスなど些細なことです。さあどうぞ」

「なら破らせてもらうぞ」

　胸元に手をかけ力を込めると絹が裂ける音がしてドレスは無残に破れ、豊かな乳房が飛び出す。

「ああっ！」

　叫ぶ女、破れた胸元、そして開かれた太ももの間には俺の男根が突き刺さっている。

女を乱暴しているような光景、それが戦場を駆けて滾った血に火をつけた。

「うぉぉぉぉ！」

「きゃっ！」

　腰の動きは勝手に激しくなり、ベッドがギシギシ音を立てる。

目の前の巨乳に顔を埋めて獣のように呻く。

　俺の突然の豹変に女は何かを感じ取ったらしい。

息を軽く吸いこんでから突然俺の肩に手をおいて抵抗を始めた。

「やめて！　もう止めて！　犯さないで！」

　鋭い悲鳴に慌てて女を見ると軽くウインクされた。

そしてすぐに鋭い悲鳴とか弱い抵抗が始まる。

「いやぁぁぁ！　孕まされるぅ！　許してぇぇ！」

　普段は嫌がられると萎えてしまうのだが、今はこの抵抗が余計に興奮を誘う。

戦場での殺し合いで乱暴な情欲が溜まっていたのだろう。女はそれを見抜いたのだ。

「許さん。お前は俺のモノになるんだ！」

　乱暴に言い放ち、抵抗する女の手を掴んでベッドに押し付ける。

すると女は目を閉じ、イヤイヤと頭を左右に振る。これがまた興奮を誘う。

「出るぞ！」

「やめてぇぇぇぇ！　中にだけは出さないでぇぇ！」

　拒絶の悲鳴を上げながら太ももで俺の体を挟む女、低い呻きと共に大量の種が吹き出した。

「ぐぉぉ……これはすごい……おぉぉ……」

　腰が俺の意識とは無関係に動き、うるさいぐらいの射精音が聞こえる。

「いやぁ……ひどい……だめぇ……」

　女はすすり泣く演技をしながらもゆっくりと腰を動かす。

射精中の男を優しく愛撫してより多くの精を出させる動きだ。

「すごい。びゅうびゅう出てる音聞こえます」

「がっちり抱かれて逃げられないね。お腹にお汁がどんどん流れ込んでるわ」

　周りの女の声も興奮を誘い、実に気持ち良く大量に出す事が出来た。




　数分の射精の後、俺はゆっくりと体を離す。

「最高に良かったよ」

「お粗末様でございました」

　体を離すと女は微笑み、自分の腹に目を落として僅かに悲鳴を上げた。

「きゃっ！　ふ、膨らんでる」

　どうやら俺の種で妊婦のように腹が膨らんだ事に驚いているらしい。

しかし彼女は一瞬で表情を戻すとそそくさと部屋を出て行く。

後始末は男には見せないらしい。さすが極上の女だ。

「次は何をしましょう。女同士の交わりを鑑賞されますか？」

「それとも少しお酒でも呑まれますか？」

　あれだけ射精してはすぐに行為はできないと思ったのだろう。

「いや、俺はまだまだいける。こんな美しい女に囲まれてお預けなんて拷問だ。すぐに抱かせてくれ」

　俺はそう言いながらやや年増の女を抱きしめベッドに引き倒す。

「あらすごい。本当にガチガチ」

　あぐらをかき、年増を上に乗せて貫く。

「太い！　硬い！　奥まで来るぅ！」

　貫かれるなり年増女は俺に抱きつき、全身をこすりつけてくる。

ドレスは脱いでいないが服を着たまま座位で抱くのもまた一興だ。

　年増女は甘えるようにキスを強請り、執拗に俺の体と一物を褒めまくる。

俺を喜ばせる為の言葉だとわかっているが、美女に褒められて喜ばない男はいない。

「貴方の子供が欲しいの。この太い棒からたっぷり種を出して！　私の穴に赤ちゃんを送り込んで！」

　年増女はさっきの女とは違って徹底的に甘えてくる。

大正解だ。先ほどの行為で乱暴な情欲は全て吐き出され、今度は愛情溢れる行為がしたかったのだ。

「俺の子が欲しいのか？」

「欲しいの！　大好きな貴方の種を受けて腹を膨らませたい……私の卵を奪って！」

　年増女は座位から俺を倒して騎乗位に移り、胸板に手をついて激しく腰を動かす。

前後左右に見事な腰使いを見せながら『孕ませて』『赤子が欲しい』『妊娠したい』などと繰り返す。

　男にとって最高の興奮は美女を自分の種で孕ませることだ。

　もちろん俺も例外ではなく、体が上に乗る女を全力で孕ませろと勝手に動きだす。

俺の岩盤のような理性をもってしても押さえることはできない。

「行くぞ。種が吹き出すぞ！」

「来て、濃いの来てぇ！　淫らな年増の胎に若い種をトバトバ出して孕ませてぇ！」

　年増女は最後に自分の胸元に手をかけドレスを破る。

俺はすかさず飛び出した乳房を掴みながら咆哮、大量の精を打ち上げた。

　女の短い悲鳴と俺の低い唸りが続く。

やがて肉棒の震えが止まり、女はゆっくりと俺の上から降りる。

腹は本当の妊婦のように膨らんでいた。

「すご……こんなに出る男いるんだ……あっ失礼しました！」

　深々と頭を下げてから部屋を出て行く年増女。

本音の言葉に萎えかけていたモノが再び立ち上がる。




「無理やりなんていやぁ！　お願いだから許してハードレット様ぁ！」

　褐色の女が壁に手をつき、俺に向かって懇願と悲鳴を上げる。

なるほど、乱暴な行為と愛情溢れる行為を繰り返すのか。これは楽しそうだ。

「ふふふ、抵抗しても無駄だ。お前は今から俺に強姦されるのだ」

　俺も演技に乗り、後ろから掴みかかってドレスを引き裂き、尻を掴んで強引に挿入する。

激しく悲鳴を上げる褐色女を罵り、時折軽く尻を叩きながら最後は奥まで差し込んで射精する。

女は絶叫した後、壁にもたれるように崩れ落ち、性器から溢れる種を見てすすり泣く。

だが俺は無情にもその頭を掴んで肉棒を口に押し込むという非道を働いたのだった。




「お兄様ぁ兄妹でエッチしちゃうの？　いけないよ？」

「もう気持ちが抑えられないんだ」

　俺は見た目幼い少女を抱きしめ、ドレスをするりと脱がせて側位で貫く。

「あぅぅ！　お兄様の大きい！　アソコが壊れちゃうよぉ」

「そんなこと言いながらずっぷり飲み込んだじゃないか。いやらしい妹だ」

　少女は舌っ足らずなしゃべり方のままお兄様と繰り返す。

甘えながらも背徳感を誘うやり方らしい。

「うん……いいよお兄様。兄妹だけどエッチして赤ちゃん作っていいよ。いっぱいしよう」

　俺は側位から正常位、そして騎乗位と少女を転がしながら攻め、最後は背面から持ち上げて腰を振る。

「ふにゃああ！　足が浮いちゃう！　怖いよぉ！」

　俺の首に手を回して怖がる少女だが、腰は休みなくこねられる。

幼い外見だが相当な熟練者だ。並の女垂らしならあっという間に絞られてしまうだろう。

「このまま出すぞ」

「兄妹で赤ちゃん作ろう！　妹を妊娠させて！　私もい、いっちゃう──!!」

　少女を抱え上げたまま吠え、精を送りこむ。

小さい体の中で肉棒が脈打ち、腹がモコモコ膨らんでいく。

　少女は悲鳴を上げ続け、やがて可愛らしく失神した。

……ように見せかけて穴の中を痙攣させる。

この外見でどれだけの男とやってきたのか。




　その後も次々と女達を抱いていく。

何しろ全員が外見が美しく、男を悦ばせる技量も持っているのだ。

俺の肉棒が萎える事は無い。

　十人ほどを抱いたところで、扉がノックされ数人の女が追加された。

「おぉ、お前達も抱かれてくれるのか？」

「はい。宜しくお願いします」

「気持ち良くなって下さいね！」

　俺に群がっていた美女達が離れ、新しく来た女性達がベッドに並ぶ。

「交代か？」

　よく見ると新しく来た女性達は美しいながらもやや歳が幼く見える。

年増はいないし、体格的にも華奢な娘が多い。

男を誘う笑みを浮かべながらも僅かに恐怖と戸惑いの色が見えた。

「お口直しに彼女達をどうぞ。お抱きになればわかりますわ」

　最初に抱いた女──恐らく女性達のリーダー的存在なのだろう。

微笑みながらそう勧めてくる。

「いいかな？」

「はーい」

「もちろんです～」

　女性達は足を自分で開く。

少し気になることはあったが嫌がっている訳でもなさそうだし遠慮なく頂こう

　一人の太股を抱え、男根を押し込むと違和感の正体がわかった。

「いぎっ!!」

　ブチリと何かを突き破る感触と苦痛の声、そして女がシーツを噛んだ。

「処女だったのか」

「はい、彼女達は皆処女です。小慣れた女の後では新鮮でしょう？」

　確かにそうだが、俺は色々大きいので相手が処女だと苦しめてしまう。

大丈夫だろうかと組み敷いた女を見る。

「えへへ、処女を奪われてしまいました」

　少し顔を歪めながらもそう言ってキスをしてくる女。

恐らく俺の相手をすれば相応の報酬でも約束されているのだろう。

嫌々と言う訳でもなさそうだ。

「私の処女も奪って下さい～」

「あーん、こっちも。ぶちっとお願いします～」

　目の前に処女の尻がいくつも並ぶ。夢のような光景の前に細かいことはどうでも良い。

俺は本能に身を任せることにした。

　処女を裂く感触と女の短い悲鳴、それは女を支配したい男の本能をたっぷりと満たしてくれた。







「次はちょっとした遊びをしませんか？」

「戦勝祝いですから戦を題材にしましょう」

「面白そうだな」

　女達と俺は簡単な鎧姿に着替える。

「覚悟しなさい！」

「お命ちょうだいー！」

　模擬剣を振りかぶって襲いかかってくる女達。

俺は彼女達と撃ち合う振りをし、剣を落とさせてひっくり返す。

「や、やめろぉ！　私達は誇り高い騎士なんだぞー」

「敵に犯されるなんて死んだ方がましだー」

　叫ぶ女を組み敷き、鎧の前だけを開いて一物を取り出して犯す。

互いの鎧が邪魔で自由には動けないが、これもまた一興だ。

鎧同士が当たる金属音も良い。

　もしかすると俺にも戦場で女を犯したい願望があったのかもしれない。

実際にやってしまわないよう、こうして発散しておかないとな。

　俺は次々に女騎士達を撃破して凌辱する。

やがて騎士達は心まで俺に屈服し、服従の言葉を吐きながら股間に群がるのだった。




「ふふふ、覚悟しなさい！」

「もう勝ち目はありませんよ！」

　次の遊びはさっきの逆だ。

沢山の女騎士に囲まれた俺は武器を失い、もう勝ち目はない。

「ここまでか……さあ止めを刺せ」

　諦めてその場に座る俺に女達は舌舐めずりする。

「ねえ、こいつ良い体してるわよ」

「どうせだから殺す前に食べちゃわない？」

「そうね、みんなで犯しましょ」

「なにをするやめろー」

　俺は甲冑を剥ぎ取られ、鎧姿の女達に凌辱される。

手足を押さえられ、無理やり上に乗られて腰を振られる。

「あはは！　しっかり舐めなさいよ」

　顔面にも女が乗り、性器を鼻に押し付けられてしまう。

「こっちも犯してやるわ」

　更に俺の尻にまで女達は遠慮なく指を入れてくる。

「うわーやめろー助けてくれー」

　俺は抵抗も敵わず、女達の徹底的な凌辱を受けて最後には彼女達の肉人形として生きることを誓わされるのだった。

　その後も馬鹿らしいながらも男を悦ばせる様々な遊びが続いた。




「はぁはぁ……凄かったです。こんなになったのはいつ以来かしら」

「何十回出しても硬いまま、ハードレット様は戦争の英雄ってお聞きしましたけど」

「優秀な殿方はベッドの上でもお強いのですね」

　俺は大きなベッドの真ん中で大の字になり、両手両足に女達が絡みついている。

激しい行為の後で女達の体温は高く、荒く息をついていた。

股から溢れる蜜は予め塗り込んだものではなく本物だろう。

「それにしても部屋がすごいことになってしまいましたね」

「私も長く娼婦をやっていますけど、こんなになったの初めてだわ」

　ベッドこそ何度もシーツを替えたのでなんとかなっているが、床一面に汁が飛び散り、所々では水たまりまで出来ている。

　壁にも到る所に精が付着しており、床に向けて幾筋にもなって垂れ落ちている。

　そして何より三ｍ以上はある高い天井にまで俺の種が飛んでおり、ぽたぽたと風呂場の水滴のように滴り落ちてくるのだ。

「すごい性能のお道具だったね。たっぷり出して軽く……」

　少女が悪戯な笑みを浮かべて俺の玉を揉みこむ。

「……あれ最初と同じぐらい重い？　というよりお道具硬くなって……」

　俺は少女に笑いかけ肩を抱いて組み敷く。

「お前達が美人過ぎるから終わりが無い。まだまだいけるぞ」

「嘘！　百回以上出したはずなのに！」

「まさかそんな……うわ、ビンビンに勃ってる！　どういうことなの？」

　女達が驚きと若干の恐怖が混じった目で俺を見る。

「ふふふ本番はこれからだぞ。全員こっちに来るんだ」

　色欲の宴はまだ終わらない。
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二日後　朝

「名残惜しいがそろそろお暇せねばならん」

　重要な用なので時間がかかると言ったが、いい加減セリアが痺れを切らせて動きだすかもしれない。

「最高の時間だった。お前達のような極上の女に相手して貰えて俺は幸せ者だよ」

　幼い雑用の少女が持って来た俺の服とマントを着る。

「またいつか会えたら、たっぷり楽しもうな」

　誰からも返事はない。雑用少女だけがカクカク可愛らしく震えていた。

　ベッドに突っ伏す女、椅子にもたれたまま動かない女、床に転がり汁まみれになってしまっている女。

壁に手をついてうわ言を言いながら腰を振る女や、大股開きで断続的に潮を噴き上げる女までいた。

さすがにちょっとやり過ぎてしまったようだ。

「み、みんな……お見送りを……」

　リーダー格の美女が絶え絶えに言い、ゆっくりと動く。

床に手を付こうとしたようだが、力が入らないので顔から突っ伏してしまった。

「ほ、ほんじちゅはありがとうごじゃいました……」

　それでも舌の回らなくなった口で必死に最後の言葉を紡ぐ。

「あ、ありがとう……ふぎゃ！」

　ベッドから降りようともがいた年増女が床に落ちてしまう。

褐色の女がタイミング良く潮を噴く。

「お兄ちゃん……またきてねぇ……」

　美少女が微笑んで別れの挨拶をしたが、蕩けた目はあらぬ方向に向けられていた。

「百戦錬磨のお姉様達が数十人がかりでこんな……」

　雑用少女が震えている。

　以前の俺ならこれだけの慣れた女を相手にすれば腰が抜けてしまったかもしれない。

だが今の俺は足取りもしっかりしており、軽い疲れを感じる程度だ。

「俺も成長したものだ」

　今ならルーシィを相手にしても最後まで戦えるだろう。

早く迎えに行きたいものだ。

　俺は雑用少女が呼ぼうとした馬車を断り、自分の足で館を出て行く。

「……終わりましたか？」

「あぁ最高だった。これ以上ない程幸せだったよ」

　館の外では例の近衛騎士が直立不動で立って居た。

どうやら彼の任務は俺の案内と同時に館の警備であったらしい。

一応皇帝の褒美としてここに来た俺が襲撃でもされたらまずかったのだろう。

　二晩も延々待たされたせいか酷く機嫌が悪い。

「ここからは自分の足で帰るよ」

「そうですか」

　近衛騎士はそれだけ言うと館に入って行く。

異常が無いか確認するのも仕事なのだろうか。

　俺が口笛を吹きながら上機嫌で歩いていると館の中から叫び声が聞こえる。

「な、なんじゃこりゃ！　床どころか壁まで飛び散るだと!?　うお、何か垂れて──天井だと!?　何をしたらこんな事になる！　おい、お前達何があったか説明しろ！　ええい、これだけ居て全員失神しているとはどういう訳だ！」

「せ、性の王様……」

　雑用少女が呟いた一事が妙に耳に残るのだった。




　腰も軽やかに俺は皆の元に戻る。

戦いが終わった後は軍の野営地ではなく、ある高級宿屋の大部屋を与えられているのだ。

　きっとセリアの頬はパンパンに膨らんでいるだろうと苦笑しながら帰路を急ぐ俺の目に奇妙な光景が飛び込んで来た。

「お願いします。どうか私達一家を！」

「何を言う！　私達一家は息子二人を戦死させたのだぞ！」

　白都内を区切る城壁、二等民区画と市民区画を仕切る門に人が群がっているようだ。

「ええいうるさい！　選出は厳正に行う。今迫っても変わりはせん！　名前だけ書いてさっさと去れ！」

　群がる人間に衛兵が言い放つ。

はてさて何をしているのだろうか。

　その時、衛兵達の態度が急変し、一斉に地面に膝を付いた。

お、皇帝から褒美を受けたことで俺も有名になったのかな。

「気にす──」

「ステーセリ閣下！　このような所にいかなるご用件でございましょうか!?」

　俺は少しだけ出した手を降ろし、明後日の方向を向いて口笛を吹く。

危なかった……もう少しで恥ずかしい勘違い男になる所だった。

「混乱があると聞いてな。やはり例の件か」

　ステーセリは俺の真後ろにいたようで兵に笑いかけながら言う。

一方、兵士はより一層の大声で民へ散るように怒鳴り始める。

「戦が終わったら終わったで問題も起きる。まったく大変だよハードレット卿」

　まさかさっきのも見られていたのだろうか。

「やけに血色が良いな。陛下からの褒美は良かったか？」

　ステーセリはからかうように笑う。

だがその笑いは決して不快ではなく、非常に爽やかな笑顔だ。

傍でそれを見た町娘が顔を真っ赤にしてへたり込んでしまった。

「ええ、最高でしたよ」

　俺は言いながら目の前の混乱に目をやる。

「これは一体何の騒ぎなのでしょうか？」

　見た所、二等民区画側の住民が衛兵に何やら懇願していたように見える。

何らかの衝突かとも思ったが家族連れが多いのはどうにも奇妙だ。

「うむ、俺も専門外ではあるんだが」

　ステーセリが言うには今回の戦争で軍務についた白都の市民と二等民にも死者が多く出た。

そこで死んだ市民の分、一定数の二等民を格上げし、白都の外からも一定数を二等民として迎えることにしたそうだ。

さっきの混乱は自分達を格上してくれと訴えていたのだ。

「二等民の中にも人頭税を払える余裕のある者はいるからな。市民になれば連邦の完全な庇護が受けられる。こんな機会はそれこそ戦争でも起こらなければもう無いだろう」

　なるほど、事情はわかった。俺にできることはなさそうだ。

だがステーセリはまだ話を続ける。

「厳正に選出と言ったが実際には担当の者達がコネやら賄賂やらで決めるのだろうよ」

「はぁ……」

　住民にとってはかなり真剣な話だろうに不満が出ないのだろうか。

「所詮希望する全員を格上げする事は出来ないのだから、誰を選んでも不満は出るさ。それに今の連邦は問題山積でこのような些事に労力を使うことはできないのだよ」

「そんなものですか」

　あんまりな話だが俺には関係無い。

早く帰って拗ねるセリアを宥めなければいけない。

良い雰囲気になればそのまま抱こう。

「実は私もこの問題を扱う者と知己でな。三十家族程を選んでくれと言われているのだ」

　ステーセリはわざと住民に聞こえるように言う。

ざわっと妙な雰囲気が広がった。

「だが俺は残念ながら多忙でな。一人一人を見て選ぶ時間は無いのだ」

　意図を計りかねる俺の耳元でステーセリが言う。

「高級娼婦は喰い飽きただろう？　市井の女の摘まみ食いも良いものだ」

　こっそりとそう言ってから再び声を大きくする。

「卿の戦士としての力は随一だ。その血を引く子供が居れば連邦も安泰だろう。もし、彼らの中にお前の子を宿す者が居たなら……その一家はすぐにでも市民として迎えるべきだろうな」

　皆の視線が俺に集中する。

「少し向こうの区画でも散歩して来るといい」

　ステーセリに肩を押され、俺は二等民の区画へと入って行く。

「あ、あの！　私ミーシャって言います。ハードレット様は戦争でご活躍されたって──」

「すごいお体ですね！　もしこの腕に抱かれたら──」

　たちまち女達が群がってくる。

目的がはっきりし過ぎているので少しばかり戸惑ってしまう。

「そこが私達の家なんです。もし良ければ上がって行きませんか？」

「あっずるい！　私達の家にも！」

　右手と左手を同時に取られて引っ張り合われてしまう。

　ふむ、良く考えれば何の問題があるだろう。

俺の子を孕めば晴れて市民となって彼女達は幸せ。

俺も女に好き放題種付けできて幸せ。

ステーセリも選考の手間が省けて幸せ。誰も損をしないじゃないか。

「迷いは消えた」

「ひゃっ！」

　腕を引く女を抱き上げて彼女の家に入る。

そこには夫と息子らしき者達がいた。まさかの人妻だった。

「ペリーヌ？　その人は一体……」

「少しだけクリフ連れて外に出てて！　私達一家の未来がかかってるんだから！」

　夫は首を傾げながら外に出て行き、同時に彼女は服を全て脱いでベッドに転がる。

俺は彼女の上に乗っかり、肉棒を突き込むのだった。




　その後も周辺の家から次々と招かれ、夫に応援されながら妻の中に種を出したり、やや年配の妻に応援されながら娘姉妹を交互に抱いたりと頑張った。

　さすがに普通の女達だけあって今朝まで抱いていた極上の女達に比べれば美貌も技術も普通の域を超えない。

　だが彼女達はステーセリの言葉を信じ、子を要求して来るのだ。

女に赤子を要求されれば男は理性を飛ばすものだ。




　気付けばいつの間にか夜も更けており、周辺一帯の家、全てにお邪魔してしまっていた。

「さすがに疲れた……もう帰ろう」

　俺は足にしがみ付く人妻の手を優しくほどく。

「待って……行かないで……愛人でいいから囲って……」

　気持ちは嬉しいが後ろで旦那が机に突っ伏している。家庭に戻ってやるんだ。

　反対側の足にしがみ付く少女の手を優しくほどく。

「いや……私、ハードレット様の性の奴隷になりたい……ずっと可愛がって……」

　気持ちは嬉しいが後ろで両親が複雑そうな顔をしている。

家に戻って元気な俺の子を産んでくれ。

「人妻が夫の目の前で愛人にしてくれってどれだけなの？」

「あの娘、気の強い跳ねっ返りのクーシャでしょう？　それが奴隷にーなんて言うんだ」

　ひそひそと話声が聞こえる。

「まるで王様」

「ベッドの帝王」

「「性王よ！」」




　こうして俺はようやくセリア達の所に帰る事ができたのだった。

「もうエイギル様！　いくらなんでも遅すぎ……臭っ！　なんですかこの匂い！」

　セリアは一瞬鼻を摘まんだ後、見当がついたのか予想通りぷぅと膨らむ。

「香水と女の色々な匂いが混じってます！　それも一人や二人……いえ十や二十じゃないです！　無茶苦茶に女を食い散らかしましたね!?」

　レアやナーティアも加わりワイワイと騒ぎ始めた。

にぎやかになったと思ったその時、静かに扉が開かれ、ソフィアが入ってくる。

　彼女は盛り上がる俺達に合わせるように力無く微笑むが、目からは涙が止めどなく零れ落ちていた。

「何があった？　話をしてくれ」

　俺はソフィアを抱き締め、さめざめと泣きだした彼女の話を聞くのだった。
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「父が……父が……」

　ソフィアの泣き声が他の女達のざわつきを消す。

俺の胸に顔を埋め、香水臭いと言うこともなく嗚咽を漏らし続けた。

さすがにこれが乳の話でないことぐらいは俺にもわかる。

「全部話せ。力になってやる」

　ソフィアは俺の胸の中で泣きながら話し続ける。

まるで幼女がやるようで聞き取り辛かったがなんとか内容は把握できた。

　どうやら戦勝式典の裏で罰に関する事も言い渡されていたらしい。

帝国に通じようとした裏切り者はもちろん、命令に反した軍人や、あるいは無能が目立つ指揮官、守るべき領地領民を捨てて逃亡した領主も裁かれた。

　ウォルナスキーは自分の娘を救う為に、自らが率いる南岸上陸軍団が本来執るべき戦略を歪めた。

ソフィアは巨乳だし、柔らかい美女だからその気持ちは重々理解できるが、それでも一歩間違えば軍団全体が壊滅していた可能性もあった。

『なんとかなったから良かったね』とはならないだろう。

それが呼び水となって起こった戦いで帝国艦隊を壊滅し、事実上の決着はついた訳だが。

「これはさすがに」

「重い罪に問われるかと」

　セリアとマータが顔を見合わせて黙りこむ。

俺が皇帝なら美女を救うための行動は無罪にするが、きっと連邦ではそうではないだろう。

「ウォルナスキー家は分家も含めて一切の爵位剥奪、所領没収……私も死亡した夫の家系から出されることになりました。父個人は一応貴族扱いのまま、無期限の自宅軟禁刑となってしまいました」

「自宅軟禁ですか？　それならば──」

　案外に軽いとセリアは言いかけたのだろう。

自宅軟禁ならば不潔な牢獄とは違うし、食事も好きに食べられ、使用人も一人二人ならば認められる。

本人は外に出れないが許可を得れば来客も許される。

　だが宮廷事情に詳しいであろうマータは首を振る。

「爵位と所領を無くし、更に自宅軟禁など高位貴族には耐えられない不名誉です」

　続くようにソフィアも涙声で言う。

「しかも無期限なんて暗に自害せよということ……うぇぇ、パパとお別れなんていやだよぉ」

　ソフィアは再び声を上げて子供のように泣きだす。

柔らかくすれていない彼女だ。厳しい躾けよりもいっぱいの愛情で育てられたのだろう。

「うむむ」

　なんとかしてやりたいが方法が思いつかない。俺が何をしても今更決定が動くとは思えない。

乗り込んで見張りを殴り倒し、ウォルナスキーを引っ張り出しても何も解決しない。

　それに本人が脱走などして恥を上塗りすることは望むまい。

だからこそ最低限の見張りで軟禁されているのだ。

「とりあえずもう一度会いに行こうか」

　本人のいない場で言い合ってもアドルフの頭頂部のように不毛だ。

結末を変えられないならせめて何か望みがないか聞く必要がある。

　そもそも俺としてはウォルナスキーがどうなろうとあまり興味はない。

要はソフィアの悲しみがなくなればそれでいい。直接話せばその答えも出るだろう。

「そんな簡単に会えるのでしょうか？」

　セリアが可愛らしく首を傾げる。

「娘と一緒に行くんだ。問題ないだろう」

　俺はソフィアの涙をハンカチで拭って立たせる。

ただ泣きぬれているより行動した方が気も紛れる。それだけでもやる意味はありそうだ。

「さすがに着替えてからにされては？　失礼かと存じますが、香水と……その淫液の匂いが」

　マータに言われて慌てて服を着替える。

すると上着のポケットからばさばさと何かが落ちた。

「あっエイギル様、何かメモが──」

　セリアとマータがすかさず拾う。はて、メモなんて入れた覚えはないのだが。

『淫らな褐色の尻はいかがでしたか？　私は黄金の泉で娼婦をしております。料金は私が建て替えますので是非いらして下さい。尻穴も使ってご奉仕致します。アミータ』

『ビィーレです。娼館七色の光で働いております。ハードレット様がいらして下されば他の客を断ってお相手致しますので是非ともお願い致します。淫乱年増を哀れと思うならもう一度大槍を馳走下さい』

『小さなピルシルだよ。アルトーネ商会の若旦那さんの愛妾してます。来週の頭に若旦那には内緒で宿を取ったから良ければ来てね。色々な服と、鞭も用意しておきます。ちっちゃなピルシルを沢山いじめてくれると嬉しいな』

　俺はセリア達の手からメモをさっと取ってしまう。

もちろん書かれている手掛かりで誰かすぐにわかった。店と日付を頭に叩きこんでおかねばならない。

「「……」」

「さあ行こうか」

「ぐす……はい」

　セリアとマータの何とも言えない視線を浴びながらソフィアの背中を押すように退出するのだった。
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ウォルナスキー邸

「ソフィア、それにハードレット殿か」

　俺とソフィアはテーブルの無い応接間で椅子だけを置いてウォルナスキーと向かい合う。

見張りに会いたいと伝えると少し待たされただけで許可が貰えた。

もしかすると自害前提の軟禁なので知人の挨拶は想定されているのかもしれない。

「久しぶりだな。椅子だけですまん。もう来客も無いと思い、応接間の机は処分してしまったのだ」

「久しぶりです。このような形で会う事は残念です」

　特にそうでもないが一応そう言っておく。残念なのはソフィアの顔が曇ることだけだ。

「はは、私は正直君には会いたくなかったよ。私の都合で散々な目に合わせたからな。今更合わせる顔がない」

　そう言ってウォルナスキーは軽く笑った。

「だが娘を助け出してくれた卿に再び会えたのだ。この通り、礼を言う」

　中年男は立ちあがり、深々と頭を下げた。

「ハードレット殿、いや今の私は平民だったね。ハードレット様、愛する娘を助けて頂き感謝の極み」

　その顔には後悔も未練も、おおよそ負の感情は何一つなかった。

彼に特に興味の無い俺にも『ああ、こいつは近く死ぬつもりなのだな』と伝わってくる。

まして近親者たるソフィアにはしっかりと伝わっただろう。再び嗚咽が聞こえてくる。

慌ててハンカチで涙を拭う。

「礼儀を弁えずいいます。最後に何か望みはありますか？」

　俺はウォルナスキーに言う。

彼の死はもう止められない。ならば最後に何か望みを叶え、満足させてやることができれば娘の悲しみも幾分かマシになるのではないかと思ったのだ。

　するとウォルナスキーは少し考え込んだ後、虚空を見ながら言う。

「罪人の私が望める立場で無いことは分かっているが、贅沢を言うならばソフィアの子供を見たかった。いささか溺愛し過ぎた娘だがそれだけ愛おしくてな。嫁ぎ先から懐妊の報告を待っていたのだが……いや、今考えれば妊娠しなくて良かったのか」

　ソフィアは涙を止めて俯く。

「既に家は取り潰され家名は残せぬが、せめて私とソフィアの血だけでも後世に残せればな」

「パパ……」

　悲しい目で見つめ合う二人。

「できる……それならば叶えてやれる」

　俺は思わず立ちあがってしまった。

怪訝な顔をするウォルナスキーときょとんと首を傾げるソフィア。

「要はソフィアに子供が出来れば満足なのだろう？　ならこの場で俺が種付けすれば全て解決だ！」

　言いながらベルトを外す。

「と、突然何を言い出す──」

「そ、そうですね！」

　ソフィアは決意したように声を大きくし、むんと気合を入れた。

「パパ、私ハードレットさんに抱かれて種を貰う！　赤ちゃん作って血筋も残すよ！」

　彼女もまた服を脱ぎ始める。

「おい、そんな突然──」

　困惑するウォルナスキーだが、ソフィアはもう決意を決めたようだ。

「心配しないでパパ、私もハードレットさんのことは大好きなの。助け出してくれた時に抱えてくれた太くて大きな腕の感触なんて……正直に言うと死んだ夫よりもいいかなって思うぐらいなの。やっぱり男は野性的で逞しい方がいいと思う！」

「お前は昔からころころ好きな男が変わってしまう娘だったが……」

　たちまち全裸となった俺とソフィア。

「貴方の目の前で俺がソフィアに種付けする。それを見届けられればもう思い残すことはないだろう」

　俺は全裸のまま椅子に深く座る。

「私もパパに赤ちゃん作る所見てて欲しい！　大好きなパパに見ててもらえればきっとできるから！」

　ソフィアは俺の膝の上に尻から乗り、正面の父親によく見えるように足を開いた。

「……わかった。ソフィアがその覚悟なら父も覚悟を決めよう。さあ遠慮無く見せてくれ！」

　ウォルナスキーは目を見開き、俺達を睨みつける。

それは娘の懐妊を見届けんとする父親の覚悟だった。

　そして行為は始まった。

　俺とソフィアは背面の座位のまま男根と穴の位置を調節する。

彼女はややぽっちゃりしていることもあって尻肉もしっかりついている。

挿入は初めてだが、重量があるので入れやすい。

　俺は手を伸ばして大きな乳を触りながら一物を穴に侵入させようとする。

だがそこに邪魔が入った。

「待ってくれ。ハードレット殿のソレは大き過ぎないか？　娘が死んでしまうぞ……ってどこまで大きくなる！　まだ膨らむのか！」

「いや、大丈夫。娘さんはよく肉がついていて尻も大きい。これぐらいはきっと……」

　言いながら腰を抱えて引き込む。

肉棒はずりずりと肉を擦りながら中へと侵入していった。

　ソフィアへの挿入は初めてだ。

父親に見られながら初めての結合をするのはなかなかできない経験だと思う。

「あぁぁぁぁ!!　ふ、太い……大きいよパパ……！」

　ソフィアは嬌声を上げながら両手を前に出す。

ウォルナスキーは彼女を支えるようにその手を掴む。

「私パパのこと大好き！　いつまでも大好きだよ！」

「パパもソフィアが大好きだ。お前はいつまでも私の可愛い娘だ！」

　家族の愛情を確かめ合う二人、俺は腰を動かす装置となってソフィアを突き上げる。

　豊かな胸とどっしりした尻、たっぷりと汁を流す穴に俺の興奮も限界を迎える。

男根は父と語らう娘の穴の中で最後の脈動を始める。

「あっ！　ビクビクし出した！」

　ソフィアは既婚者であったし、穴の具合から見ても男性経験はかなり豊富だ。

動きで男の限界を察したのだろう。父親に一層熱を込めて訴える。

「パパっ種が出るよ！　ソフィア妊娠するよ！　もうすぐ赤ちゃんできるよ」

　まるで幼子が初めて作った草冠を父親に見せた時のような言い方だ。

「そうか、遂にソフィアも母になるんだな。この時を楽しみに思いながらも寂しくもあり……」

　娘が自分の子供から母になる瞬間を見るのは父親として感慨深いものだろう。

俺のような他人が口を挟むべきではない。ただ無言で精を出すだけだ。

「うっ」

　二人の会話を邪魔しないように小さく呻いて精を出す。

玉から一気に種汁が駆け登って行くのを感じた。

「あっ出た！　パパ見て、出たから見て!!」

　ソフィアは大きく足を開き、結合部を父に見せつける。

「あつっ！　熱いのが吹き出して来るぅ！」

　大量の精は音を立てて吹き出し、全てソフィアの中に流れ込んで行く。

二日前から延々出している気がするが、最近は良い女を見ると自分で玉に精が溜まるのを感じるぐらい補充が早くなっているのだ。

吹き出した精でソフィアの腹が膨らんでいく。

「う、うそぉ、お腹が膨らんで……パパァ、私あっという間に妊婦さんになっちゃったぁ」

　ソフィアは俺の精が詰まった腹を優しく撫でる。

ウォルナスキーも膨らんだその腹を愛しげに撫で、美しい親子の絆を見せるのだった。




　あれだけ大量の種を出せばまず孕んだだろうとソフィアも父も満足し、俺達は別れる。

思い残すことの無くなった彼はすぐに死を選ぶかもしれない。

だが、ソフィアはきっと大丈夫。俺の子を与えてやれば強く生きていけるはずだ。

「おっと、ハンカチを忘れて来た」

　屋敷の出口近くで気付く。

あのハンカチはセリアが用意してくれたものだから置いて行きたくはない。

「応接間だな。ちょっと取ってくる」

　俺はソフィアを待たせ、応接間に向かう。

そして扉をノックしようとした時だった。

「うぉぉぉぉ!!　これはどうだ！　これはどうだ！」

「ひぃぃぃすごぃぃぃぃ!!」

　応接間から男女の声が聞こえ、こっそり鍵穴から覗く。

「旦那様すごい！　もう五〇になられるのに！　どうしてこんなに硬いの！」

「こんな良い尻を前に男なら歳など関係あるか！　ふん！　ふんふんふん!!」

　ウォルナスキーが一人だけ残った使用人……三十路程のメイドを床に倒し、後ろから突いていた。

「娘のボテ腹を見て興奮してしまったのだ。それに娘だけに血筋を押し付ける訳にはいかん。俺も自分で血を残す努力をしなくてはな」

「血筋？　旦那様は私を孕ませるおつもりで!?」

「その通りだ。小さな頃から仕え、最後まで残ってくれたお前だ。我が儘な願いを聞いておくれ」

　言いながらウォルナスキーは腰を更に激しく動かす。

女の方はされるがまま床に突っ伏し、好き放題にされている。

止めた方がいいのだろうか……。

　だが女は俯いた顔をぱっと上げる。

そこには心の底からの歓喜が浮かんでいた。

「う、嬉しい！　実は私、十代の頃から旦那様に焦がれておりました。奥様へ理不尽な嫉妬の気持ちを抱き、お一人で白都にいらした時、何度枕を抱えて褥に忍ぼうとしたことか！」

　止めなくていいのかもしれない。

「なんと！　俺も妻は愛しているが、若いお前の肉体がずっと欲しかったのだぞ。何度襲いかかろうと思う心を理性で殺した事か」

「あぁそんな、いつ強姦されても良かった。上も下も嬉し涙を流したと言うのに！」

　二人は体位を正常位に変えて床で激しく絡み合う。

「もう家は無い。子持ちのお前に満足な援助もしてやれない。それでもいいか？」

「もちろんです！　愛する方の子を産むのに理由なんていりません！」

　二人は見ているこっちが恥ずかしくなるほど愛を囁き合い、床を転げ回り、硬く抱きしめ合う。

「出るぞ！　俺の血を……俺の子を受け入れてくれ！　ぐおっ！」

「嬉しい！　十余年も焦がれた殿方が遂に胎に入ってきてくれる！　あひっ！」

　二人は床で抱きしめあったまま、ぷるぷると震えている。

中年男の種が長年仕えた三十路メイドの中に今まさに注がれているのだ。

　俺は二人が絶頂したのを見てからこっそり扉をあけて侵入し、椅子に置かれていたハンカチを取る。

「うぅー……うぅー……」

「あー……あー……」

　二人は俺に気付くこともなく、腰を擦り付けあいながら絶頂の呻きを上げている。

「死なないで……旦那様……」

「あぁ……恥知らずと罵られようともこのまま生き続けてやる。お前に子を産ませ続けてやるぞ」

　どうやらソフィアに悲しい知らせは届けずに済むだろう。

やはり女を抱き、深く愛し合えば全てが上手くいくようだ。

　俺は何事も無かったような顔をしてソフィアの所に戻る。

「今日からお前を抱きまくってやるぞ」

「えっ……うふ、もちろんです」

　ソフィアは俺の胸に顔を埋めて微笑むのだった。




　全てが円満に解決、満足して戻った俺を迎えたのは怒号だった。

「だからさっさと呼び戻せ！　緊急事態だ！」

「無茶を言わないで下さい！　エイギル様は今大事な用で出ておられます！」

　声の主はセリアとイヴァンナか。

「騒々しいな。一体なにがあった？」

　部屋に入るなり、イヴァンナは俺に掴みかかる。

「あの女が居ない！　拘束が切られ、地面に穴が開いていた！　あの女、セクリトめ逃げやがった!!」

　イヴァンナは怒鳴りながら壁を蹴飛ばす。やめてくれ、穴があいたら隙間風が入るじゃないか。

「すぐに探しに行くぞ。このままおめおめと逃げおおせられてたまるか！」

　イヴァンナは言いながら街の中で着る華美な軍服を脱ぎ捨て、乳房まで放りだしてしまう。

「動きやすい服を貸せ。何でもいい」

　どうやらすぐに追いかけるつもりのようだ。

「追うのは良いがどこに逃げたかわからないだろう。後姿を見た訳ではあるまいし」

　イヴァンナは俺の軽装を着て、丈の余る分を腰のところで縛る。

「逃げる場所は帝国、ならば河を渡って南に行くか、西へ向かって海に出るはずだ。すぐに河川艦隊を動かして西に向かう船に臨検を！　軽騎兵に連絡して南部の捜索もだ!!」

　俺とセリアは顔を見合わせる。どこかで聞いた事のある話だぞ。

「東じゃないですか？」

「セクリトは根性がありそうだからな。敵中に飛び込むことも平気でやりそうだ」

　イヴァンナは駆け出そうとした足を止める。

「東？　それでは中央平原に行きつくだけだ」

「それはそうだが、だいぶマシになったとは言え、南はまだ警戒されていて味方の兵も多い。ましてセクリトは連邦には珍しい褐色の肌だから目立つ」

「それにイヴァンナさんは毎日二回様子を見に来ていましたし、脱走すればすぐに気付かれるぐらいはわかります。海に向かう船に乗ってもすぐに臨検の網が張られるのは承知の上では？」

　だったら残るのは東しかない。

確かに反対方向だが、こちらの意表をつけるし、何より連邦東部は広大過ぎて網も張れない。

更に蛮族との混血も多く、褐色の肌も西部程は目立たない。

ある程度行ってから船を降りてしまえば探しようがないはずだ。

「……一理ある。あの女ならそれぐらい剛毅なことはやりそうだ」

　イヴァンナは頷いてから白都近郊に停泊する河川艦隊に向かう。

「頑張れよ」

「何を言うか。お前も来るのだ」

　手を引かれてしまう。

「……俺はすべきことが多いのだが」

　今からソフィアの巨乳を揉みながらもう一度種付けしようと思っていたのに。

「やかましい！　あの女を捕らえたら私の乳でもなんでも好きにさせてやるから急げ！」

「三〇秒で準備しよう」
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一日後　ノーステリエス河

「ぐぅ……」

　停船させた中央平原向けの商船、その食糧庫の樽の中からセクリトは見つかった。

さすがの彼女も武装兵に囲まれている上、大砲を積んだ軍船が横付けしているので抵抗はしなかった。

「この糞女、よくも手間をかけさせてくれたな。脱走の代償、体に刻みこんでやる」

　イヴァンナは怒髪天をついている。

「ふん。逃げられる方が間抜けなのだ。商船程度しか襲えない無能女が」

　セクリトもまた挑発してから床に唾を吐いた。

イヴァンナのこめかみに血管が浮く。

「やはりこいつは突き出すべきだ。その前に腕の一本でも千切っておくか」

　彼女が抜いた剣に手を重ねて止める。

「それではこいつが死刑になってしまうじゃないか」

「そもそも生かして置く方が意味不明なのだ。お前には恩があるから大目に見たが現に逃亡を計った。もう限界だ！　この女が欲しいなら今から散々に犯せばよいだろう。壊れたらさっさと吊るせばいい」

　イヴァンナが恐ろしい事を言う。

しかし一理ある。大人しくしているならやりようもあるが、逃亡を図るようではな。

だが女を死に追いやる事はできない。

　根競べは苦手だ。ここで一気に決着をつけよう。

「よし、セクリト。俺と勝負しないか？」

「……勝負だと？」

　プイと逸らせていた顔をこちらに向けるセクリト。

「もしお前が勝てばこのままいずこへでも逃がしてやる」

「そんなこと許さ──もがもが」

　叫ぼうとするイヴァンナの口を手で塞ぐ。

「……それで私が負ければ？」

　俺は精一杯の微笑みを浮かべる。

「俺に心まで屈服して貰う。もちろん幸せにしてやるぞ。心も体も」

　セクリトは想像したのかぶるりと一度身震いした。

「勝負はお互いが対等と思える方法でやる。お前の自由を賭けた戦いだ。どうだ、受けるか？」

　セクリトは疑いの目で俺をジトりと見て言う。

「信じろと？」

「そうだ」

　信じられないと言うのでは始まらないからな。

それにどの道、今のセクリトに選択肢は多く無い。

「いいだろう受けよう。だが不公平な勝負ならば──」

「お前のような美女を騙すようなことは絶対にしない」

　目をしっかり見て言い放つ。

セクリトは黙って目を見返し、頷いた。

どうやら成立のようだ。

「物事は早い方がいい。今すぐ始めるぞ」

　俺は船を岸につけるように言う。幸いにもここは街から離れているので住民に見られることはない。

彼女が水に飛び込んだ時の為に備えていたミルミ達が興味深そうに水面から顔を出している。

「さあ、勝負だ」

　俺はもがもが言うイヴァンナを抱えつつ岸に上がるのだった。
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「それで何で勝負をするというのだ？」

　セクリトは俺を睨みつけながら言う。

その目には覚悟が宿っており、何を言われても応じるのだろう。

もちろん彼女を騙して不利な勝負をしかけるつもりはない。

「大きな物を賭けた勝負だ。走りや泳ぎで決めるのも格好がつかない」

　俺はそう言ってからナイフを一本彼女の足元に投げる。

「お互いに一番慣れた方法で決めようじゃないか」

　セクリトはナイフを拾い上げて確かめる。別に良い物では無いが粗悪品でもないはずだ。

だが彼女は嘲笑するような顔を俺に向けた。

「もう少し見所のある男と思っていたのだが、こうもケツの穴が小さかったか」

　何が不満だと言うのか。それに俺はケツの穴を緩める予定は無い。

「私に小さなナイフだけを持たせ、自分は大剣と盾持ちとは随分な勇者様だ」

　笑いながらもセクリトの表情に諦めはなく、ナイフを逆手に構えて身を屈める。

あぁそう誤解されてしまったのか。

彼女は粗末な服にナイフだけ、俺は甲冑姿で長剣と盾まで担いでいる。

「おいおい、馬鹿な事を言うな。そんな卑怯はしないよ」

　俺は長剣をセリアに預け、盾をイヴァンナに預けて丸腰になる。

「ぎゃー！　つ、潰れます！」

「なんだこの盾は！　誰か手を貸せ！　潰れる！」

　しまった。つい普通に武器を預けてしまった。

兵士達が慌ててそれぞれ二人がかりで長剣と盾を抱え上げている。

　セクリトは俺が剣と盾を置いたことで少し安堵の顔を浮かべた。

「お前もナイフだけで勝負すると理解していいんだな？」

「いや、そうじゃない」

　俺は首を振る。

「俺は丸腰でいい」

「なんだと？」

　褐色の美顔が歪む。

「私を馬鹿にしているのか？」

「そんなことはないさ」

　俺は甲冑の紐を解いて脱ぎ捨てる。

「さすがにそれは止めて下さい！」

　長剣の下から救い出されたセリアが悲鳴に似た声を上げる。

悪いが俺とセクリトを対等にするにはこれしかないんだ。

「ルールは簡単、一対一で戦って相手を戦闘不能にしたら勝ちだ。それでいいな？」

　セクリトは目を吊り上げて俺を睨みつける。

「構わん。だが貴様の意図を先に聞かせろ」

　彼女はどうやら俺が丸腰なのが気に入らないらしい。

「賭ける物の違いだ。俺は負けてもお前を逃がすだけで済むが、お前は負けたら俺に服従することになる。同じように得物を持って戦っては逆に不公平だろ？」

　それに裏の理由もある。

勝利の条件は相手の戦闘不能だ。当然セクリトは俺をナイフで殺すのが一番手っ取り早い。

だが俺はセクリトを傷付けずに戦闘不能にしないといけない。どの道得物は使えないのだ。

「なんなら剣がいいか？」

「おい！　さすがにそれは許さんぞ！」

　盾の下から助け出されたイヴァンナが叫ぶ。

「これ以上のハンデなどいるか」

　セクリトはまだ納得できないような顔をしていた。

そう不公平でも無いと思うんだがな。

「但し、俺が勝ったら今回みたいに逃げるのは無しだ。しっかり服従してもらうぞ」

「……」

　黙るセクリトを前に更に続ける。

「もちろん服従と言っても酷い扱いなどはしない。何度も何度も愛し合い、やがては子も出来るだろう。俺の女になり母親になり……服従の約束など無くても俺と共に生きたくなるようにしてやる」

「……おぞましい。お前が言い出したことだ。後で文句など言うなよ」

　セクリトは腰を落とし、ナイフを逆手に構える。

しゅーと息を大きく吸いこんでから、ぴたりと呼吸を止める。

「……ふっ！」




　息の音が試合開始の合図だった。

　風のような速度で飛び込んで来るセクリト。

五ｍはあった距離が瞬きする間に〇になる。

「頭からとは」

　突進からの攻撃は普通に考えればナイフを前に突き出してくる。

だがセクリトは俺の目を見たまま頭から突っ込んできたのだ。

「驚いた」

　俺としては彼女に掴みかかり、地面に倒して押さえこみたい。

セクリトとは一度リヴァイアサンで戦ったのでおおよその能力はわかる。

　彼女は速度、身のこなし、力、全てがかなり高い水準にある。

速度は初見では目で追えない程だったし、身のこなしも本当に人間かと思う程だった。

一方で力は確かに並の男よりも強いが、俺と力比べできるほどではない。

掴んで押さえこんでしまえばそのまま決着させられるはずだ。

　ナイフを突き出して来たのなら、袖を掴んで投げ飛ばそうと思っていたのだが、頭から突っ込んでくるので勝手が違う。

仕方なく襟元を掴んで引きずり倒そうとしたがうまくいかない。

　俺の手が彼女の襟に届く直前、低い位置からナイフが振り上げられたのだ。

力の入らない姿勢にも関わらずかなりの勢いだ。これを受ける訳にはいかない。

良くこんな変則的な動きができるものだ。

　仕方なく俺は手を引っ込めて腰を引く。すると彼女は全力疾走から一瞬で急停止した。

　さて仕切り直しと構え直そうとした俺を鋭いナイフが襲う。

「ん!?」

　思わず声が出てしまった。

完全に足は止まって見えたのに力の乗った斬撃がきた。

腰の入っていない牽制の攻撃ではない。当たれば首を切り裂かれかねない。

「うう……もう見ていられません！」

　セリアとイヴァンナが固唾を呑んで見守っている。

試合とはいえあんまり俺が不利になるとセリアが飛び込んできかねない。

そうならない為にも頑張らないとな。

「余所見か？」

　言葉と同時、いや、ナイフの後に言葉が飛んでくる。

だがもう何度も見たのでさすがに避けられるはず──。

「ぐ……」

　避け損ない、ナイフが俺の体に届いた。脇腹を軽く切られてしまう。

いや、本当は浅く無かった。盛り上がった脇の筋肉が無ければまずい場所まで刃は届いていたと思う。

セリアの鋭い悲鳴に俺は笑って平気だと答える。このままだと剣を掴んで飛び込んできそうだ。

「それにしても奇妙な動きだな」

　最初に戦った時も薄々感じてはいた。

　彼女の動きは恐ろしく早いが、何度も見ているので目では追えている。

今の攻撃も俺はギリギリで回避したつもりだったのだ。だが直前で腕が伸びた。

「……」

　セクリトは無表情のまま次の攻撃の準備に移る。

さすがに自分の口でネタばらしはしてくれないようだ。

　一旦距離を取ってから腕を大きく振りかぶって再び飛び込んで来る。

伸びた腕の正体はわからない。

　俺は先ほどと同じように紙一重で避ける動きを見せ、セクリトの腕が伸びる。

　そこで俺は一気に距離を詰め。腕を掴む。

「なに!?」

　セクリトが声をあげた。

　どうして伸びるのかはわからないが、伸びるとわかっていれば避けられる。

得物はナイフなので腕の長さを考えれば素手の俺とさしてリーチは変わらない。

　引っ掻かれる痛みを無視してそのまま彼女を地面に押し倒す。

「あぐ！」

　俺が覆いかぶさって倒れたので受け身は取れず、肺から息が抜けたようだ。

このまま押さえこんで降参させよう。

「……この程度で──やられるか！」

　彼女が俺の下でもがいたと思った瞬間、股間に痛みが走った。

「ぐう！」

　器用に体を捩じった彼女の膝蹴りが俺の玉を捉えたのだ。

さすがに力が弱まり、セクリトは俺の下から転がり出てしまう。

「さすがに玉は竿と違って鍛えられないようだな！」

　勝ち誇るセクリト、俺は苦笑しながら立ち上がる。

「やられたよ。この程度で力が抜けるとは俺もまだまだか」

「すごい音したよな？　俺はてっきり潰れたものかと思った」

「あの蹴りを玉に食らって普通に立てるのかよ……男として信じられねえ」

　外野兵士達の声を無視して俺は再び構えを取る。

顔には笑みが浮かぶ。

　金的は痛かったが、今のやりとりで色々わかってしまった。

腕が伸びたように感じた事も変則的な動きの事もだ。

　三度突進してくる彼女。

俺は定石から外れ、彼女の足の動きから目を離して上半身だけを見る。

　最後の踏み込みは左足だ。普通に考えれば右から攻撃が来る。

だが俺はまだ動きは取らない。

「しっ！」

　息を吐く音と共に彼女の右肩が軽く後ろに戻った。

俺は即座に腕を左に伸ばす。セクリトのナイフは彼女の右手から出て、振りかぶる前に俺の腕に弾かれて宙を舞った。

「なに!?」

　今後は俺の方から逆に突進する。

　セクリトは腕を払われた衝撃で上体が完全に泳いでいる。

このまま押し倒すのは簡単に見えたが、俺は彼女の足を見た。

「ふっ！」

　仰け反った体勢のままで鋭い蹴りが顎下を狙う。

「終わりだ」

「うっ!?」

　完全に読んでいた俺はその脚を掴んで放り投げる。

うまく受け身を取ったセクリトだが、四ｍ近く上がったのでさすがに衝撃は殺しきれない。

「がほ！　ごほ！」

　それでもむせながら彼女は立ちあがる。

戦いの中で苦しんでいる暇など無い。彼女も戦場で生きてきたのだ。

　上手く受け身をとってくれて良かった。

正直投げ過ぎたと思ったのだ。怪我でもされたら大変だった。

　安堵の思いを込めてセクリトに抱きつき締めあげて行く。

「あ……ぐぐ……」

　こうなってしまってはもう力以外の要素は無意味だ。

腕まで抱えられているのでセクリトはもがくしかできない。

「ぐ……なぜ……攻撃を……読めた……」

　俺は答えず更に締め上げる。

彼女は力があるので緩ければ抜けられる。力を入れ過ぎると背骨を折ってしまうので手加減が難しい。

「さあ眠れ。そして俺の女になるんだ」

　最後にぎゅっと力を入れた所でセクリトの全身から力が抜けた。

「勝負有り！」

　今の今まで存在を忘れていた審判が俺の勝利を宣言して試合は終わる。

　俺は失神したセクリトを優しく横たえる。

包帯と薬を持ったセリアが慌てて駆けつけた。

「本当に胆が冷えました。脇と……そのアレは大丈夫ですか？」

「もちろん。かすり傷だよ」

　セリアの頭を撫でて髪をぐしゃぐしゃにする。

慌てて直すセリア。このやり取りをすると落ち着く。

「凄い戦いだったな。それにしても奇怪な動きをする女だ。最後は完全に見切っていたように見えたが」

　イヴァンナもやってくる。

もうセクリトと戦うことはないだろうが、種明かしでもしておこうか。

「秘密は体の柔らかさだよ。セクリトは体がとんでもなく柔らかいんだ」

　腕が伸びたように見えたのは通常の攻撃体勢から更に体を捩じったからだ。

変則的な攻撃は、上半身と下半身に別の動きをさせられるからだ。

左に重心を移しながら右からの攻撃がくるので、足や腰の動きだけ見ていても動きが読めない。

体を限界までしならせてくるので体重が乗っていなくても攻撃の威力が高いのだ。

「なるほど……見抜いたのは押さえこんだ時か？」

「ああ、あの体勢から股間蹴りをするのは普通の人間じゃ無理だ。いかに怪力だろうとな」

　俺はセクリトの髪を優しく撫でる。

「ともあれこれで彼女は俺の女になった……ふふふ、柔らかい体か、あんなことやこんなこともできるのかもしれん」

　セリアとイヴァンナの目が冷たくなる。

「言っておくが私はまだ納得していないぞ。お前がこの女を玩具にしても何も言わんが、ゴルドニアに連れ帰るとなれば話は別だ。またいつ連邦に牙を剥くかわからんのだからな！」

　イヴァンナが吠える。

まあそれは後で考えるとしよう。







「ううん……」

　白都に戻る船上のベッドでセクリトが目を覚ました。

「起きたか。体は大丈夫か？」

　彼女は隣に寝る俺を見て跳ね起きようとした。

そして試合の結末を思いだしたのか、再び力無く寝転ぶ。

「私は負けたか。素手で半裸の男に……ふん、お前は強い男だな」

　俺は何も言わず彼女を抱きしめる。

「そう言う訳だ。不本意かも知れんが、俺に服従してもらう。つまりは俺の女になってもらう」

　セクリトは何か言おうとしたが、諦めたように言葉を飲み込む。

「私もここまでらしい。で、何をさせる？　寝ている間に体は貪ったか」

　彼女は布団をめくり、全裸の自分と同じく横に眠る全裸の俺を見比べる。

まさか、寝ている女を犯すようなことはしない。

ただ、全裸で眠る彼女を見る内に俺も同衾したくなっただけだ。そして女が裸なのに俺だけが服を着ているのは無粋だと思って脱いだのだ。

「まずはお前の話を聞かせてくれ」

「は？」

　セクリトの目が丸くなる。こうして見ると可愛い顔をしている。

「お前の今までの話だ。どこで生まれ、どう生き、どう戦ったのか。お前の全てを教えて欲しい」

　彼女の手に自分の手を重ね、目を見ながら言う。

「そんな事を聞いてどうする」

「お前の心を狙っているんだよ」

　セクリトを抱き寄せ、胸の中に迎え入れる。

彼女は抵抗しようとしたが、服従の約束を思いだしたのか、素直に抱かれている。

「お前はそのままだと逃げそうだしな、反抗的な態度を取られればイヴァンナが連邦から出してくれそうにないからとりあえず服従を約束して貰ったが……」

　彼女の胸を軽く撫でる。

セクリトは反応せず、続きを話せと目で催促してくる。

「俺はお前を服従させるだけでは足りないんだ。心まで俺に惚れて貰いたい」

「何を馬鹿な」

　更に続ける。

「服従の約束など忘れて俺に惚れこみ、夜は俺の胸の中で幸せになる。そんな女になって欲しいんだ」

「ならそう命じれば良い。服従の約束だ、真似ぐらいはしてやる」

　俺は首を軽く振る。

「男としての俺の魅力でお前をそんな女にしてやりたいんだよ。そのためにも俺にお前を知る機会をくれないか？」

　俺はセクリトに乗り、首筋への愛撫を開始する。

恐らく簡単には話して貰えないだろうから、まずは体を愛撫して彼女の機嫌を取ろうと思ったのだ。

「……やめろ」

　だが彼女は俺の頭を押さえ、男らしく大の字になって天井を見つめながら話し出した。

「ちょっとしたお伽話をしてやろう。不快な話だ。覚悟しておけ」

　思った以上に簡単に話してくれた。だが表情を見るに気持ち良い話ではなさそうだ。




「ある少女は元々連邦東部の寒村の生まれだった。地域も村の名も忘れたがな」

　まさかセクリトが連邦生まれとは、驚いたが話の腰を折りたくはない。

「少女は母親と二人で暮らしていた。父親は最初からいない……母に種をぶち込んだオスはいたが」

　セクリトは枕元のカップを取り、酒を煽ってから続ける。

「村は度々蛮族の襲撃を受けていた。母親は逃げ遅れて犯され、少女を身籠ったと言う訳だ」

　俺が何も言わずカップを取ると、セクリトは話しながら注いでくれる。

「強姦で生まれた父無し子、しかも相手は蛮族ときた。村で母親と少女がどんな目にあったかはわかるだろう？　そこで邪魔なガキを処分していれば万事うまくいったのだろうに」

　随所に入る自虐の度に俺は彼女の肩や胸を撫でる。

「少女が十になるかならないかの時だ。些細な……今となっては思いだせない程些細ないざこざのせいで母親ともども村を追い出された。ご丁寧に雪の舞う時期だったようだぞ」

　冬の連邦東部に女と十の子供を放り出すとは。その村を特定したら井戸に小便でもしてやろう。

「とりあえず少しでも温かい所、街のある所を目指して南下した。だが持って来た路銀などたちまちなくなる。目立った特技も無く、少しばかり美人だった母親にできる仕事はわかるだろう？　お前は好きそうだしな」

　娘の為、男に抱かれながら路銀を稼いで南へと向かったのだろう。

「だが本職の娼婦でもない真似ごとだ。客の良し悪しもわからない。ある日捕まえた身なりは良いが、柄の悪そうな男、今考えれば騎士か下級貴族かの放蕩息子だったのだろうな」

　あぁ嫌な予感しかしない。

「散々に殴られ、血の出るような酷い抱き方をされ……最後は娘の目の前で絞め殺された。母親が最後に伸ばした手の感触を少女は今でも覚えているのだろうな」

　肩を抱いていた手に思わず力が入り、セクリトに小さな悲鳴をあげさせてしまった。

　女を子供の前で乱暴して殺すとは、見つけたら生きたまま一物と首を引き抜いてやりたい。

「お伽話だ」

　セクリトにそう言われてしまう。

彼女にすれば俺が怒るのも馬鹿な話か。一言謝るが、腕は彼女を抱きしめたまま離さない。

「それにその男をどうこうするのは不可能だろう。既に地獄へ落ちたからな」

　彼女は果物用のナイフを手にとる。

「母を殺した男が次は少女に向かってきた。すると少女はこれと同じようなナイフを喉元に突き立てて男を殺してしまった」

　ナイフを壁に突き立て、続きを話し始める。

「一人になった少女は既に河の近くまで来ていた。そしてエレクトラ──懐かしい名前だ。に到着したが、文無しのガキが船に乗れる訳などない。だから夜のうちにこっそり積荷に紛れて客船に忍びこんだ」

　母を殺された直後でよくここまで行動できるものだ。

子供の頃から龍は龍と言うことだろうか。

「しかし少女はすぐに見つかり、船員に取り囲まれてしまった」

　ありゃ、駄目だった。

「だがそこで救世主が現れる。その船には三人の貴族が供を連れて乗っていてな。見るからに困っていそうな少女に温かい食事を与え、貴族用の特別なベッドで寝かせてくれると言った」

　良い奴らじゃないか。少女が困っているとなれば助けるのが当然だが。

「少女は感謝したさ。連邦には母を殺した屑だけじゃない。こんな良い貴族達もいるんだとな」

　そしてセクリトは天井を向いて続ける。

「それも夜、貴族共に集団で犯されるまでの話だ」

　前言撤回だ。こいつらも一物を引き抜いてやりたい。

「それはそれは酷かったぞ。まだ子供の少女、しかも満足に食べていないせいでやせっぽちの少女に腹の出た中年男共が次々と圧し掛かる」

　俺はセクリトの代りにカップを強く掴むが、すぐに握り潰してしまった。

「少女の処女はあっという間に引き裂かれ、口も尻も穴という穴は全て犯された。下半身は血まみれでな。汚い種を全身にかけられたと思ったら次は貴族の従者達だ。夜が明けるまで続いた」

　俺はゴシゴシとセクリトの頭を撫でる。

「髪が抜けるやめろ！　……それで夜明けと共にボロボロになった私はどうなったと思う？」

　目を見て続きを促す。

「全裸のまま河に放りこまれたのさ。泳いだことなどなかったし、おまけに身を切るような寒さだ。たちまち少女は溺れたよ。すると嬉しそうに貴族共は笑っていた」

　彼女は嫌がりながらも俺の腕を振り払わなかった。

「手も足も動かなくなって息も続かない。これでやっと終わってくれるのかと諦めた時……足がついた。溺れて流されながら岸までたどり着いていた」

　やはりセクリトは並の女ではない。

「だが南とは言え、冬の寒さの中で濡れて全裸だ。少女は凍えて震える……そこに一人の男が」

「またクズか、勘弁してくれ！」

　俺が思わず口を挟んでしまうとセクリトが笑い出す。

「くく、そうだクズだ。だがこの男は少女を助ける良いクズだったのだぞ？」

　セクリトの笑い顔を初めて見た気がする。

「そのクズは奴隷商の手先でな。売れる子供や女を見繕っていたらしい。私を見るなり目を輝かせて腕を掴んで来たよ」

　そう言って彼女は俺の顔を覗き、いらついているのを見て嬉しそうに笑う。

「少女はこう言った。『貴方の言うことになんでも従います。ご奉仕するので乱暴しないで下さい』そして男の股間に顔を埋め、一物に舌を這わせた」

　セクリトはイチゴを一つ口に放り込む。

「男が欲情して少女の口に一物を押し込んだ途端──」

　彼女は口に入れたイチゴを思い切り噛み潰した。

「粗末なチンポを千切られてのたうち回るそいつの上に馬乗りになった少女は、河原の石を掴んで何度も何度も振り下ろした。こうして全裸の少女は男物だがボロで無い服と懐の金、護身用のナイフまで手に入れる事ができた。ほら、こいつは良いクズだろう？」

　俺は何も言わずセクリトを抱き締める。

体温はやたら高かった。まるで泣いている時のようだ。

「私はその金とナイフを使って河を下り、海に出て……帝国へ入ったんだ。金がなくなればスるか強奪した。訓練などしたことはなかったが、私はナイフ一本でいくらでも男の首を搔き切れた」

　セクリトは戦闘に天賦の才を持っていた。

本当は気付かない方が良かったのだろうが。

「この先も聞くか？　帝国到着の後、第二編が始まるぞ」

「いや、もういい」

　彼女をがっちりと抱きしめる。

　俺の想像以上だった。俺も大概の人生を歩んで来たつもりだったが、セクリト程ではない。

俺には誰もいなかったが、彼女には母がいた。

その愛する存在を無残に奪われる苦痛はいかばかりか。

「それで連邦を恨むか。戦争中に聞かなくて良かったかもしれない」

　こんな話を事前に聞かされていたら彼女の味方をしたくなってしまう。

　だがセクリトは静かな調子で首を振り、言う。

「違う。私は連邦を恨んでなどいない。母の復讐をしていたつもりもない」

　はて、どういうことか。

「私が連邦に仇成す道を選んだのは……民を殺しまくったのはな、単に気に喰わない、嫌いだからだ。連邦がこの世界に存在するだけで不愉快だからだ」

　セクリトの目が大きく開き、瞳から光が失われていく。

「オルガ連邦を世界から抹消したかった。そこに暮らす奴らを全て屍にしてやりたかった。ただそれだけの為に戦っていたんだ」

　狂っていると言えるのだろうか。

彼女は俺に向かって話していない。見えない何か、いや自分に向けて話しているようだ。

「だがもう終わった。お前の望みは叶わない。なら次善の策で俺の女になるのも良いだろう」

　既に帝国は敗走した。両軍の損害は激甚で、すぐに再侵攻などできない。

彼女が連邦を滅ぼす機会はもう来ない。

「そうだな。今更私が暴れても十人ばかりの兵士を殺して終わりだろう。それに本国に帰った所で拷問の後、吊るされるのが関の山。私の望みは叶わなかった」

　彼女は俺に向けてかすかに微笑む。

これは俺の女になってくれると言うことだろうか。

「私を連邦に突き出せ。恨みはどうでも良いが、やられた事を一万倍ぐらいにして返した。これで満足しておくとしよう」

　セクリトは壁から果物ナイフを引き抜いて俺に渡す。

「聞けばザフネスを捕えれば金貨十万枚と言うではないか。私の首にも同じだけの価値はあるだろう。下らん話をした詫びだ。もっていけ」

　ナイフを自分の首筋に当てるセクリト。

俺は腕に力を入れ……ナイフを天井に投げ付けた。

「馬鹿な事をいうな。金貨十万枚？　そんなものより俺はこの魅力的な身体が欲しい」

　セクリトの上に乗っかり、乳房を揉み、肩口に吸い付く。

「……十万の価値のある女体などあるものか」

「ある！」

　言いながら俺は顔を近づけていく。

「お前の心と体、全てが欲しいと言っただろう。金になど変えられてたまるか！」

　唇を軽く合わせてから受け入れてくれと舌でつつく。

セクリトの口は開かない。

「過去は消えない。だが忘れることはできる。過去を忘れ、俺の女として幸せになるんだセクリト」

　再び同じようにする。

すると今度は少しだけ口が開き、彼女と俺の舌が遂に絡んだ。

強姦した訳でも、仕置きでも、服従の命令でさせた訳でもない。

　セクリトが自分の意志で俺の舌を受け入れてくれた。

そう考えると肉棒が一気に膨らんでいく。

「お前に全てをやる訳ではない。だがそれだけ私に御執心なら──」

　キスは中止され、彼女のは俺の股間へと下がって行く。

「今しばらくは垂らし込まれたことにしておいてやろう。しゃぶってやるから足を開け」

　既に大きくなっている一物を手で持ち咥える。

無愛想で媚の無い行為だが、前回噛みつかれた時の誘いよりずっと彼女らしかった。

「無愛想なのに上手いな……おおぉ、これはすごい」

「女が上に行くには必要なことと思ってな。色事師を雇って色々と練習した」

「その男に嫉妬してしまう」

　セクリトは少しだけ笑い、しゃぶりながら指を立てて床を指す。

船の床……いや水面……なるほどその男、今は水の底か。

「ぷは、それにしてもでっかい奴だ。毎日何を食ったらこんなになる？　リヴァイアサン級だぞ」

「もちろん女を食べているに決まっている」

　自信満々に言う。

「うるさい阿呆」

　股間に少しの痛み、セクリトが肉棒を甘噛みしたのだ。

途端に男根は更に膨らむ。

「おい、なんで噛まれて巨大化する」

「はっはっは」

　もう口に入らなくなったので、俺はいよいよ彼女に覆いかぶさった。

肉棒を穴に押し当ててゆっくりと挿入していく。

「う……うぅぅぅ……!!　あぁぁぁ！　で、でかい！　でかすぎる!!」

　叫ぶセクリトにキスをしながら肉棒を押し込み、三分の二程度まで入ることができた。

腰を動かすと苦しそうなセクリトの喘ぎが漏れる。

もちろん苦しめたくないので全身を愛撫し、腰も調整してなんとか快楽を引きだそうと試みる。

　徐々に喘ぎから苦悶がなくなり、高い嬌声も漏れ始めた時だった。

「情事の戯言に聞け。……もしお前が私と母に会っていたらどうなっていたんだろうな」

「もちろん、お前の母を俺の女にしただろうな」

　即答するとセクリトは溜息をつく。

「こぶつきでもか？」

　俺とセクリトでは彼女の方が年上のはずだ。

だからこれはただの戯言、なんの可能性も無かった話だ。

「お前の母と言うからには良い女のはずだ。些細なことだよ」

「私の前で母を散々に抱いたんだろうな。この凶器のような一物で」

　何の意味もない未練だけの話だ。

「だが必ず悦ばせて見せる。お前の母を幸せにしてやれたはずだ」

「強く出たな。……だがお前にはそれができたかもしれない」

　その時、男根がずるんとセクリトの穴の中に引き込まれる。

彼女の穴が俺を受け入れようとしているのだ。

「だがお前は女狂いだから、まだ十やそこらの私まで犯したかもな。この巨根で犯されれば……穴が裂けて死んでしまいそうだ。こう見えても小さい頃は可愛らしかったのだぞ」

「そんなことするか。毎日美味い物を食べさせて、温かいベッドで一緒に寝る。事あるごとで頭を撫で回して髪をぐしゃぐしゃにするのもいいな。悪戯をしたら頬っぺたを引っ張ってやる」

「そうか……ぁぁ……あぁぁぁ……く、感じてきた……」

　腰の動きを激しくしていく。

既に肉棒は八割以上が入りこんでいた。

「そして一六ぐらいになったら俺の女になってくれと誘うだろうな」

「あぅっ！　げ、外道だな。娘のように育てて女になったら食べるのか……だ、だが……そんなことをされたら私──いやその少女は、きっと拒まなかっただろう。むしろ望んでお前の女になったろうに」

　セクリトが言い終わるとまたも肉棒が深く沈んでいく。

遂に子宮の入り口を突破して完全に根元まで入ってしまった。

「苦しい……だが……悪く……ない」

　両手両足が腰に回る。

肉棒が脈動を始める。

　避妊を求める雰囲気は一切なかった。

「ふ、打倒連邦は子供に託すとするか。物語のようだろう」

「男ならそれも良いが、女なら安穏と生きさせてやってくれ」

　その会話を最後に俺とセクリトの口から出るのは言葉ではなくなる。

「ひ……あぁぁぁぁぁぁ!!」

「ぐ……うぉぉぉぉ!!」

　とばっと濃い種が飛び出し、根元まで入った肉棒を通って彼女の一番奥に飲み込まれていく。

直接子袋に流し込んだ大量の種は時期さえ合えば確実に卵を捕まえるだろう。

「セクリト大好きだよ」

「……愛している────というふりをしてやろう」

　激しい射精音を聞きながらキスをする。

「ふりだけか？」

「ふりだけだ……今はな」

　長く続いた射精が終わった後、俺達は重なってベッドに転がる。

「次は面白い体位に挑戦してもいいな。お前なら色々できるだろう？」

「やはり気付いていたか」

　セクリトは溜息をつきながら起き上がり、足をスッと開く。

一八〇度の開脚を楽にこなした。これは夢と肉棒が膨らむな。

　おっと、それより聞きたいことがあったんだった。

「ところでお前に聞きたいことがある」

「なんだ？」

　イヴァンナが言っていたことだ。

「気の強い女は尻穴が弱いと聞いたぞ。お前はどうなんだ？」

「……あの女からだろう？　私が散々言いながら奴隷共に尻を犯させたからな」

　しまった。セクリトが本家だったらしい。

　気まずい雰囲気の中、彼女は顔を逸らしたまま言う。

「まぁ私は……尻も嫌いではないぞ」

　俺はそう聞くなり、セクリトに襲いかかる。

「セクリト！　尻を味わわせてくれ!!」

「待て！　いきなりは止めろ！　自分の大きさを考えろ！」

　俺達は再び絡み合う。




翌朝

　嬉しくなってしまった俺が豪快に腰を使い、セクリトは切れ痔になってしまったのだった。

馬鹿、アホと罵られながら薬を尻に塗り込む。

　こうしてセクリトは俺の女となり、彼女は俺を愛するふりをすることになったのだった。
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経験人数五〇四人　産ませた子五五人＋五五五匹








第３０９話　主の帰還、そして来訪　♯







　汗に濡れた褐色の巨乳を両手で掴みながら俺は小さく呻く。

「う、あぁぁぁぁ……」

　女は俺の肩に手を回しながら細い叫びを上げる。

　それっきり声は無く、種が飛び出る音だけが延々と響いた。




「さて、そろそろ行って来るか」

　俺はベッドから起き上がり服を着始める。

セクリトは上半身だけを起こして水を呑んでいた。

　彼女を俺の女にして以来、延々と彼女を抱いていた気がする。

最初が肝心なので仕方ないのだが、部屋の外から時折セリアの唸り声が聞こえていた気がするので何か埋めあわせてやらないといけない。

「延々と女を抱いて飽きたら仕事か。結構な御身分だな」

「仕事じゃないさ。後始末も終わったが、勝手に帰る訳にもいかんからな。それを知らせるだけだ」

　帰りも船を貸して貰わないといけない。

急かされてはいないが、だらだらすればそれだけ帰還も遅れてしまう。

「それじゃあ……ん？」

　俺が服を来て立ち上がるとセクリトに腕を掴まれる。

「まだ陽が昇ったばかりだ。……もう少し後でも良いのではないか」

　彼女はつまらなさそうに顔を背けて言う。

「ステーセリは恐ろしく忙しいらしくてな。普段の仕事が始まる前に来てくれと言われていたんだ」

　そういうとセクリトは大人しく手を離す。

なんだったのだろうか？

「ふん。する事を終えたらさっさと戻ってこい。ただ喰って寝るにはこの部屋は狭すぎる」

　俺は満面の笑みになり、セクリトはそれを見て顔をしかめる。

「そうか寂しいのか」

「違う！　退屈なだけだ！」

　俺はセクリトをベッドに押し倒す。

　褐色の肌を首筋から腰まで舐めて行く。

「この美しい褐色滑々の肌も俺のもの」

「いや、私のものだからな」

　恥らうことなく放り出された乳房を揉み吸う。意外にも乳輪は小さく、色もやや薄い。

「この巨乳と可愛らしい乳首も俺のものだ」

「……好色男め」

　更に手を下げ、股を開かせて種が詰め込まれた穴に指を突っ込む。

「この具合の良い穴も俺の物だ。全て俺のもの、お前は俺の女だ」

「んむ！」

　熱いキス、上の口は舌でかき混ぜ、下の口は指でかき混ぜる。

　セクリトはしばらく大人しく応じてくれたが、一段落して口を離すと同時に蹴られてしまった。

「ええい鬱陶しい。もう行け。さっさと行け！」

　加減されて全く痛くない蹴りを放った足を掴んでその先にキスをする。

「これからもいやらしい事をいっぱいしような」

「さっさと行けと言っただろうがエロ男が！」




　部屋を出た所にセリアが居た。既に完璧な礼装だ。

しかし俺は今から行くと伝えていなかったはずだが。

そしてふと彼女が脇に隠したものに気付く。

「野営用の寝袋……ずっと部屋の前で待って居たのか」

「……」

　セリアは何も答えない。一晩中俺とセクリトの音を聞いていたらしい。

唸り声は本当に聞こえていたようだ。

「今日はお前を可愛がってやるからな」

　頭を撫でると目を細めてくっついて来る。

セクリトは良い女だったが、やはりセリアは特別に可愛い。

　顎の下を撫でるとふにゃふにゃと声を出していたが、はっと気付いて真顔に戻る。

「は、早くいきましょう！」

　可愛いな。




総司令部

「そうか、ゴルドニアに帰るか」

　ステーセリは簡易な普段着のままで俺とセリアにワインを出す。

朝一番で酒とはなかなかやるな

「この程度の量は気付けだよ。それにしても職務時間の前に呼んだと言うのに正装で来るとはハードレット卿も案外貴族であられるのだなぁ」

　茶化すように言うステーセリ。

　そういえば当然のように礼装を着て来た。

俺も貴族社会の型にはまってしまったのかもしれない。もっと自由に生きねば。

「これ以上自由になってどうするのですか。自由と言いながらどうせ女を増やすのでしょう」

「まぁそれはいいんだ」

　ステーセリは二杯目の酒を煽りながら僅かに笑う。

「船の手配はしてやろう。何、南岸を奪還した今となっては軍船は遊ぶ。すぐにでも用意できるだろう」

「助かります」

　ステーセリは続ける。

「皇帝陛下から下賜された金貨と約束した戦車も用意してある。改めて良くやってくれた」

　ステーセリと俺は固く握手をする。

　そうだ。絶対に聞かないといけないことがあった。

主に一〇五が捕らえた捕虜達のことだ。

「捕虜達はどうなるのでしょうか？　女が多いと思うのですが」

　ステーセリは難しい顔をした。

「全員処刑──」

　俺は思わず机に両手をつく。あ、ヒビが入った。

「──にしろと言う意見も多い。『侵略者に食糧を与えて養うとは何事だ』とな。いまは一〇五が自分達の食糧からやりくりしているようだが」

　一〇五への教育は無駄ではなかった。

男は飢えてでも女を養うものだ。そうすればいずれ体を許してくれるだろう。

　俺は決意を固めた。

「ま、まさか！　止めて下さい！」

　セリアが止めるがこれは譲れない。男として俺がやるべきことなのだ。

「ならば彼女達を私に任せて下さいませんか？　全員ゴルドニアに連れて帰ります」

「あぁもう！」

　ステーセリは驚きに目を開き、セリアが頭を抱える。

「……それは奴らをまとめて引き取ると言う事か？」

「そうです」

　もし連邦が彼女達を殺すと決めれば俺にはもう救ってやれない。

ならばそうなる前になんとかしてやらなければならないのだ。

「総数で一万はいるぞ？　ゴルドニア王に許可はとっていまい」

「はい。ですがなんとかします」

　俺の領地で引き受けることにしよう。

アドルフならなんとか考えてくれるだろう。

「ニコライ」

　ステーセリは真剣な顔でいつの間にか後ろにいた副官を呼ぶ。

「ほぼ全員が戦奴か兵卒で高級指揮官はいません。聞き出す情報も守るべき情報も持っていません」

　ふむと大きく頷くステーセリ。

「さすがにこの人数を運ぶ手段がないので船の都合をお願いすることになりますが……」

　一万となればちょっとした船団が必要になる。

　だが目の前の二人は笑顔を崩さない。

反対にセリアはぐったりしてしまった。

「いいさ、いいだろうとも。船ぐらい用意させてもらう。これで捕虜の話は一切片付くのだから」

「侵略者とは言え捕虜を皆殺しとは後味も悪いですからな。それもご丁寧にほとんどが女ときています。命令とあれば仕方ないですが、軍人としては避けたいものです」

　ステーセリはパンと手を叩いた。

「鉄は熱いうちに打てと言う。すぐに大臣共にかけ合うから一筆書いてくれ。何、心配するな、船と道中の食糧ぐらいは用意してやるとも」

　ステーセリは行動が早くていい。さすが連邦の最高司令官を務めるだけの男だ。

しかし、とにかく男前だな。俺も奴の半分も顔が良ければ初対面の女をもっと沢山抱けただろうに……平凡な顔の持ち主としては男を磨くしかない。後は逸物だ。

「エイギル様の方が男前です。ではなく！　あぁ……あっと言う間に地ならしされていく……」

　何を心配している。

厄介払いできて連邦も幸せ、死なずに済んで女達も幸せ、沢山女が増えて俺も幸せ。

誰も不幸にならないじゃないか。

「その不幸をアドルフが一手に引き受けるのですけどね」

「大丈夫、奴も男だ。男なら周りに女が増えて喜ばないはずがない」

　俺はステーセリが持って来た書類を適当に書き、帰還に向けての準備は整った。

　だがまだもう一つ重要な問題が残っている。




「ゴルドニアに帰還するそうだな」

　イヴァンナは俺に手を差し出す。

出来れば乳を差し出して欲しかったが、ここは握手で我慢しておくとしよう。

「お前は祖国の為によくやってくれたと思う。私はお前を賞賛する」

　改めて俺の評価はかなり高かったらしい。

「軍人としても、そして男としてもお前は魅力的だと思う」

　これは抱けるのではないだろうか。

「で、あの女は私に任せて置いていくのだよな？」

「そうきたか」

　イヴァンナは腕を組んで仁王立ち。絶対に許さんと雰囲気で言っている。

「他の捕虜達も引き取る。セクリト一人構わないじゃないか」

「馬鹿者！　他の奴らは戦奴、行けと言われ叫んで突っ込むだけの者共だ！　だがあの女は違う、我が国がここまで追い込まれたのは八割方あの女のせいなのだぞ？　このまま中央平原に解き放つなど危険なことができるか。いつまた祖国に牙をむくかわからん！　目を見ればわかる。奴はまだ連邦への敵意を捨てていない！」

「そこは俺がなんとか押さえるから」

　だがイヴァンナは聞き入れない。

「実際に彼女に会ってくれればもう安心だとわかるさ」

「ふん！　どうだかな！」

　実はここまでの事は予想していた。後はセクリトの演技力次第だ。




　俺はイヴァンナを伴って宿に戻る。

「入るぞ」

　予め決めていた回数ノックをしてからゆっくりと扉を開く。

「ふん、捕虜の分際で随分良い部屋に……なに？」

　イヴァンナはいつも通りセクリトに悪態を吐こうとして固まった。

「ご主人様！」

　甘い声を上げて飛び込んで来た女は間違いなくセクリトだ。

「寂しかった……三時間も放置するなんて酷いぞ」

「すまんな」

「あ？　ああ？」

　俺の足にしがみ付いて太ももに顔を擦り付けるセクリト、呆然とするイヴァンナ。

　セクリトは薄い白生地のネグリジェを身に着けている。

浅黒い肌と純白の布はよくあって美しい。

丈が短いので身を乗り出すと尻が丸見えになってしまう。

「下品な下着を履きやがって！」

　彼女は一応下着をつけていたが、まるで紐のような下着は尻に深く食い込んで隠す役目を全く果たしていない。尻穴さえも半分以上がはみ出ていた。

「ご主人様、もう我慢できない。早く犯してくれ……」

　セクリトは俺の靴を脱がせ、つま先にキスをしたかと思うとズボンを降ろし始める。

「ははは、イヴァンナもいる。もう少し我慢できないのか」

「できる訳無いだろう。こんな……こんな……」

　ズボンが降ろされ、一物が飛び出る。

「すごいモノが目の前にあるのに」

　言うが早いがセクリトはがっぷりと男根を咥えて頭を振り出してしまった。

　俺は呆然とするイヴァンナに言う。

「こう言う訳だ。あの勝負から後、彼女を徹底的に抱いたのだが」

「んぶっんぼっ！」

　激しく動く頭を撫でてやると嬉しそうに目を細め、更に奉仕が加速する。

「セクリトは巨根好きだったらしい。しかも凶暴に見えて本性はとんでもない淫乱被虐趣味でな。俺と俺の男根に心から服従してしまったんだよ」

　そうこれが俺達の作戦だ。

彼女が俺に心から屈服し、男と肉棒の事しか頭に無い色情狂になってしまえばもう連邦への脅威ではない。とイヴァンナに思わせることができる。

　屈辱的な演技にセクリトがどこまで従ってくれるか心配だったが問題はなさそうだ。

「……以前こいつは臣従したふりをして噛みついた事もあったろう。演技ではないのか？」

「いや、今回は本当さ」

　さすがにそう簡単ではないか。

俺はセクリトの頭を離させる。

すると彼女は慌ててもう一度咥えようとするがそれを手で押さえる。

「た、頼む。もっとチンポをくれ……でかいチンポをしゃぶらないと変になってしまう」

　なんとか男根に近づこうと必死に身をよじり、舌を伸ばすセクリト。

予想以上の演技、どう見ても心まで色欲に染まった変態女だ。

変態の演技をさせるのは心苦しいが、これも彼女の為、もう少し我慢して貰おう。

　手を離すと飛び付くように再び一物を咥える。

「な？　こんな変態になってしまったんだよ。もう兵の指揮なんかできないさ。毎夜、俺に抱かれるだけのメス豚だよ」

「フガ」

　メス豚と言うのが気に入らなかったのか歯を立てられた。

お前がどうしようもない変態だと強調する為だ。勘弁してくれ。

「奉仕はもう良い。尻を見せてくれ」

「あぁ……いくらでも見ろ。前でも後ろでも好きな方に突っ込んでくれ」

　セクリトは俺達に尻を向け大きく開く。

紐のような下着では隠しきれない前と後ろの穴が開帳される。

「あの憎たらしい女がこんな淫婦になるとはな……」

「だろう？　これからは俺の女として可愛がるから連れ帰ってもいいじゃないか」

「チンポ……太いチンポをくれ……」

　よし、これでいけそうだ。

「だが、私の恨みは消えたわけではないぞ」

　イヴァンナがセクリトの尻を蹴っ飛ばす。

「何をする！」

「ほう？」

　セクリトが怒ってしまった。イヴァンナがニヤリと笑う。

「私のケツを蹴っていいのは愛しいご主人様だけだ。チンポのついていない奴に用は無い！」

「変態女が……」

　演技を忘れていなかったようで安心した。

　だが今のやり取りでイヴァンナは何かを思いついたのか舌舐めずりする。

「なるほど『愛しい御主人』か。これは面白い」

　イヴァンナが悪い顔をして俺を振り返る。

そんな目で見られたら一物が立ってしまう。

「お前はこの男に惚れているのだな？」

「当り前だ。ご主人様ほど強く逞しく、男根が大きな男はいない。最高の男だ」

　演技とわかっていても嬉しくなってしまう。

「そうかそうか……ならば良い考えがある」

　イヴァンナは俺に向き直り、唇を押しつけて来た。

「お前は私の体を欲しがっていたな？　その考えは変わらないか？」

「もちろんだ」

　今度はポカンとするセクリトを尻目にイヴァンナが上着を豪快に脱ぎ捨てた。

「お前の愛しい男を目の前で犯してやろう。お前の男が他の女に狂うのを見ていろ」

　言いながらイヴァンナが剥き出しになった乳房をこちらに向ける。

予想外の展開だが、頭で考える前に俺はむしゃぶりついてしまった。

「こら！　もっと優しく……あん！　ふふ、どうした、もっと見ろ。お前の男は私の乳に夢中になっているぞ」

　セクリトは『こいつは何している？』と言いたげな顔をしていたが、悪い顔をして俺の腕を掴む。

「や、やめてくれ！　私は本当にこの男に惚れているんだ！　あまりに酷い……」

　悲鳴を上げながら俺の耳元でぼそり。

「面白そうだからこのまま乗ってやれ」

　あぁこれが謀略戦か、俺はレオポルトの範疇に踏み込んでしまったらしい。

「どうだ、私の乳は美味いか？　この女よりも良いか？」

「あぁ……セクリトよりもいいな。乳首が俺好みで触り心地も最高だ」

　本当は甲乙つけがたい乳房だ。嘘を吐くのは本当に心苦しい。

「うぅぅ……くそう……私の男を……よくも……」

　悔しそうに俯くセクリトにイヴァンナは気を良くしてますます大胆になっていく。

「次は太ももを舐めていいぞ。その怪物女よりはまだ女らしいだろう」

「気にしている事を！　そんな嬉しそうに舐めるなんて……」

　心は苦しいがこれも役得だ。舐めまわしておこう。

「股間も構わん。その女よりもいいか？」

「あぁ、綺麗な形をしている。セクリトは黒ずんでいるからな」

　言ってからセクリトに目で謝るが、彼女は薄笑いしながら、もっと煽てろと合図する。

「うぅぅぅ、こんなことなら遊ばなければ良かった。私の男……愛しい男が盗られてしまう！」

　突っ伏して泣き濡れるセクリトに高笑いするイヴァンナ。

多分床に伏して笑っているのだろうなぁ。

「いよいよだ。私の手で昇らせてやろう。そらいけ！　たっぷりと出せ！」

　イヴァンナは俺の背中から手を回して一物を激しくしごく。

「だめだ……いかないでくれ。お願いだ」

　セクリトの懇願も空しく俺の肉棒は動き始める。

「無駄だ。もうビクビクし出した。そら、お前の愛する男が他の女の手の中で昇るぞ！　良く見ろ！」

　涙目のセクリトの前で激しく絶頂して精が噴き出す。

その瞬間、セクリトは大きな声を上げて泣きだし、イヴァンナは満足げに息をつく。

「ふぅ、これで少しは意趣返しできたか。いいか、忘れるなよ。ハードレットは私が抱けないから代りにお前を抱いているだけだ。お前の女の魅力など大したことはない」

　立ち去ろうとしたイヴァンナに聞こえるようにセクリトが呟く。

「くそ……だが良かった。穴を使っていないならまだ私の男だ。寝取られていない」

「なんだと？」

　振り返るイヴァンナ。

俺にはもう何もわからない。ただ股を開いて一物を勃てるだけだ。

「男にとって一番大切なのは女の穴だ。そこを使っていないのだからちょっとした遊びのようなもの。悔しいが我慢できる」

「面白い、ならばその一番大切な物でも私の方が上だと教えてやろう！」

　そう言うなりイヴァンナは俺に圧し掛かってくる。

そのまま騎乗位で一気に男根を飲み込もうとしたが、苦悶の声を上げて止まる。

「で、でかすぎる！　腕より太いぞ。なんだこのデカチンは！」

「怒られても困る」

「良かった。やっぱり私のデカチンは他の女には入らない。寝取られずにすむ」

　セクリトが挑発する。

「そんなことがあるか。お前にできて……私に……あぁぁぁぁぁぁ!!」

「おいおい、そんな無理やりしたら怪我をするぞ」

　聞く耳持たず、自分の腰を掴んで押し下げて行くイヴァンナ。

そして遂に彼女の腰が下がりきる。

「がああぁぁぁぁ!!」

　もう悲鳴なのか断末魔なのか分からない声が漏れた。

穴が少し切れた感触もある。快楽などなく痛みしか感じないはずだ。

「ど、どうだ……私の方が……いいだろう？」

　涙と鼻水を流しながら聞いてくるイヴァンナ。さすがにそうだと頷くしかない。

「入れただけなら大丈夫。激しく動かないと寝取られたことにはならない」

　そしてセクリトの更なる挑発。

イヴァンナは見事に乗って動き始める。

　彼女は軍人として大丈夫なのだろうか？

挑発に弱すぎる。セリア並に食いついてくるぞ。

　拙い動きではあるが必死の顔で動き、大きな胸もぶるぶる揺れる。

しかも相手はいつかものにしたいと思っていた美女だ。

俺の興奮はどんどん高まって行く。

「ぬ、震え始めたな。もう出るのか……なら一旦抜いて──抜けないな。傘が張り過ぎだ」

　イヴァンナが腰を上げて抜こうとする。

そこに満を持してセクリトが飛び付いた。

「駄目だー中に出させるのだけは勘弁してくれーそれをやられたら私はもう立ち直れないー」

　イヴァンナにしがみ付き、懇願するセクリト。

だが明らかに俺の上から逃がさないように押さえている。

「だから抜くと言っている！　邪魔だからどけ！」

　ただでさえ限界なのに美女二人が上に乗りもみくちゃになるのだ。

どんどん種が上がってくる。

「イヴァンナ……もう駄目だ。出てしまう」

「待て、すぐに抜くから少し我慢しろ！　ええいどけ、離せ！」

「やめてくれー私の男を寝取らないでくれー」

「どけどけ！　本当に中に出てしま────あっ!?」

「すまん。出た」

　最後に俺は腰を突き上げ、イヴァンナの乳を掴んで射精する。

一応少しは我慢していたのだが、それが災いしてかすごい量が出てしまう。

「あぁぁぁぁ！　中に出したなぁぁ！　今すぐ止めろぉぉ!!」

「無茶を言わないでくれ……おおぅ……」

　もちろん射精は途中では止まらず、腰が抜ける快感と共に全てがイヴァンナの中に流れ込んでいくのだった。




　長い射精が終わり、萎えた一物が自然に抜け落ちる。

追いかけるように大量の精が溢れだした。

「……」

　イヴァンナは俺の胸の上に乗っかったまま首を絞めてくる。

もちろん手加減はされているが。

「塊みたいな濃い種汁を出しやがって。私は未婚だぞ」

　イヴァンナは片手で数を数える。

「あれから三日で……あぁ最悪だ。一番危ない日だ！」

　頭を抱えて青くなるイヴァンナ。

「もし良ければこのまま俺の女に──ぐえ」

　首を絞められる。

「寝言を言うな！　私は連邦の栄誉ある家、中央平原などに行けるものか！　……まぁお前が連邦に残るなら考えなくもないが」

「悪いがそれはできない。帰りを待つ女が沢山いるんだ──ぐえ」

　再び首を絞められる。

「デカチン種付け男と淫乱女などもう用はない！　さっさと出ていけばいい！」

　言いながら服を着始めるイヴァンナ。

どうやら俺達が帰ることを認めてくれたようだ。

「但し──」

　キッと俺を睨む。

「もし出来ていたら！　絶対に責任を取らせるからな！　覚悟しておけ！」

　それだけ言ってズンズン部屋を出て行く。そして帰り際に一言。

「お前の事は嫌いじゃない。しっかりそいつの首に鎖を繋いでおけよ」

　イヴァンナは去る。

同時にセクリトがククと笑い始める。

「本当に愚かな女だ。少し挑発してやったら見事に孕んで帰るとは、あれが司令官では連邦も知れたものだな」

　尚も笑うセクリト。だが少し気に入らない。

「イヴァンナは良い女だ。騙したのは俺も共犯だが嘲笑うのは良くない」

「はぁ？　おい！」

　俺はセクリトをひっくり返し、紐のような下着も取り去る。

「あれだけ出してまた発情したのか？　おい！　そこは尻だ。まだ痔が治って……あぁぁぁ!!」
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　数十隻の輸送船団に満載した女捕虜達と共に河を遡り中央平原へと帰って行く。

行きと違って快速船で疾走とはいかないので旅程はかかる。

だがまったく退屈は感じない。

「ハードレット様ぁもっとぉ」

「新しい御領主様ぁいやらしいことしてぇ」

　体中に抱きついて来る女達を抱きしめながら口移しで果汁を貰う。

女捕虜達の人数は九五〇〇もいる。

本来は一万いたのだが、欠員がいる。

「クルリも馬鹿よねー領主様の方がずっといい男なのにー」

「中隊長の愛人になったのよね？　赤ちゃん作るって嬉しそうに言ってたし」

　そう、一部の女性達は俺と共に中央平原に行くとしながら、一〇五の兵士達の愛人や妻に収まったのだ。戦後の混乱期だから後のことはどうにかなるのだろう。

　ヤーコフも今回の戦果で名誉騎士を授けられたらしい。

女達が豊かに暮らせる男についていくのは当然だ。

奴は四人程の女に迫られ、全員を愛人にしたらしい。

一人も妻にしない所がセリアの癇に障ったらしく、ハイキックを貰っていた。

「あーん領主様ーこっちの船にもきてぇ！」

「大きいおっぱいがいっぱいありますよー」

　隣の船では甲板に並んだ女達が一斉に胸を晒し、大小の胸が揺れる。

「この船団は天国へ向かっているのかもしれない」

「……約束は忘れないで下さいね」

　隣のセリアに釘を刺され、レアやマータにもジト目で見られてしまった。

「わかっているよ」

　約束とは帰るまでの間、捕虜の女性達とは性交しないというものだ。

　建前は帰った後で女性達の処遇を決めないといけない。

抱いた女だけ優遇されれば不和の元になる──というのだ。

全員抱ければそれも無いのだろうが、さすがに九〇〇〇を超える人数を一カ月やそこらでは無理だ。

「自分の粗末な逸物と非力な玉が恨めしい。彼女達は俺に抱かれたがっている。全員まとめて抱いてやるのが男の甲斐性だというのに」

　まだまだ鍛えねばならないということか。

「これ以上怪物になったら死人が出ますから止めて下さい」

「私はやり殺されても幸せだよ」

　セリアとレアがすり寄ってくる。

　約束の本音はレアやマータなどが今回あんまり俺に抱かれなかったので不満が溜まっているらしい。

そこで帰り道の間、徹底的に抱いて貰おうという魂胆なのだ。

「よし、ならレアには逆立ちをしてやろう」

「わーい。じゃあ先におしっこしとくね。あれされると全部垂れ流して失神しちゃうから」

「私にもその逆立ちをやって貰えませんか？」

「ソフィアさんにはまだ早いです。エイギル様との行為に慣れていないと本当に廃人になりますよ」

　穏やかな会話が続く。

「ねえ私居場所がないんだけど」

　ナーティアが何か言っていた。

「逃げたくなってきた。アホかあいつは」

　だめだぞセクリト。

「どれだけ女臭いのじゃ。あぁ一人二人食ろうてやろうか」

　勘弁してくれブリュンヒルデ、俺からたっぷり吸っていいから。

「たねづけーたねづけー」

「らんこーえっちーてんごくー」

　水面から怪しい歌が聞こえる。後でミルミに怒られそうだ。

　俺達は遂にゴルドニアに帰還する。
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帝国東北部　中央平原南の境界付近

　男女混合十人程の集団が息も絶え絶えに歩き続けていた。

「はぁはぁ……もう少しだ。もう少しで中央平原に入れる」

「みんな頑張れ！　後ほんの二、三日だぞ！」

　一団は激しく疲弊していたがそれでも歩みを緩めることはなかった。

　彼らは帝国の辺境部から脱出した者達だった。

「でも大丈夫なのか？　噂では山が爆発したって。俺の故郷からでも煙が見えたって言うぞ」

「わからねぇ……でも行くしかねぇ。あの税と労役は絶対に払えねえ。村にいても死を待つだけだ」

　その時、一人の少女が地面に倒れる。

慌てて隣の男が抱き起こすが既に息はなく、首を振ってからその場に置いて足を進めた。

「とにかく進むしかねぇんだ。死にたくなけりゃな」

　男は気を紛らわす為か、肩を組んで歩く若い夫婦に声をかけた。

「あんたらはルグースの村だったな。確か領主が突然村ごと焼き払ったとか言う……反乱でも？」

「あ……あぁ……そんなとこだ。税が重すぎて先走った奴がいてな」

　夫が強張った顔で言う。明らかに不自然だったが今の状況で疑う者はいなかった。

「そうか、あの税じゃ無理もねぇよ。それより奥さん具合悪そうだな。次の水場で休憩になるからそこまで手を貸してやるよ」

　男が伸ばした手を夫が払い退ける。

「なんだよ！　親切でやってるのに！」

「す、すまん。だが彼女は俺がなんとかするから大丈夫だ。本当にすまん」

　舌打ちして離れる男。

夫は誰も見ていないのを確認してから妻の顔を覆うフードを外す。

「すごい熱だ。どうしてこんなことに……ナタレ可哀想に」

　女は熱に浮かされ、声にならない音を発している。

そして彼女の顔には豆粒状の出来物が無数に現れていた。

夫が服を軽くめくると白い出来物は顔のみならず全身を覆っている。

「昨日までは顔だけだったのに……くそう、一体これはなんなんだ」

「あぁー……あぁー……」

　既に意識も朦朧とした妻が小さく呻くと同時に口から大量の血が零れる。

夫は慌てて布でそれを拭きとる。

「大丈夫、落ち着いてゆっくり寝ればきっと治る。だから頑張ってくれ」

　夫は再び妻にフードを被せ、支えられても歩けなくなった彼女をおぶると足を進めていく。

汗ばんだ彼の顔にもいくつかの白い出来物が浮き出ていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万一千人　難民二万二千人 女性捕虜達九五〇〇人

重要都市　ラーフェン 二万九千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍七七〇〇名

歩兵四五〇〇騎兵千弓兵六〇〇弓騎兵九〇〇臨時難民警備兵一五〇〇

予備役二三〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室妊）マリア（側室妊）カトリーヌ（側室妊）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（しっぽり）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（前後不覚）レア（しっぽり）

マルスリーヌ（愛妾孕）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（気まずい）ブリュンヒルデ（女臭い）ソフィア（しっぽり）セクリト（休息）

セバスチャン（窮）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（巨肉玉）クララ（侍女）

フェルテリス（みんなの肉便器）

人外

ラミー（職務放棄）アルラウネ（もっさもっさもっさ）プチローパー（寄生）ミルミ（遠足）

ペット

ポチ（勇者トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（摘まみ食い）

部下

セリア（しっぽり）マータ（しっぽり）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー　マイラ（緊急）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官－緊急）グレーテル（妻犬予定）

レオポルト（参謀－緊急）アドルフ（内政官－緊急）トリスタン（内政補佐）

クレア＆ローリィ（御用商人－緊急）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（陥落）

財産　金貨一〇四五〇　下賜金（未開封）

経験人数五〇五人　産ませた子五五人＋五五五匹








第３１０話　アドルフ散る







ゴルドニア　王都　夏

　俺達がゆったりとした船旅を終え、ゴルドニア王都に到着した頃には既に季節は夏に差しかかっていた。

「月日が流れるのは本当に早い」

「エイギル様は帰り道の間、本当に楽しそうでしたからね」

　連れ帰った女捕虜達は九五〇〇、用意された船は三〇隻だったので一隻三〇〇人程度が乗っていた。

俺は定期的に食糧や水の不足がないか確認する名目で船を渡り歩いていたのだが、それがすごかった。

　女達には俺の領地まで連れて行くと告げている。

領主の俺に気に入られればより良い待遇が受けられると考えるのは自然なことだ。

そして俺が女好きであることは何故か全員が知っており、彼女達は体を使ってきたのだ。

　小舟で乗り付けると女が全員全裸で待って居たこともある。

白い肌から黒い肌、大きな乳から乳首だけの小さな乳、引き締まった尻から柔らかい尻。

それはそれは天国のような経験をさせてもらった。

　もちろんセリアとの約束は守り行為はせず、遊ぶのは口や尻穴でだけだ。

先っちょは問題ないとして、実はうっかり根元まで入ってしまったこともあったが事故なので問題ない。

「エイギル様膨らんでいます。ズボンが破れますよ」

　おっとまずい。これから王に謁見なのに勃起したまま行く訳にはいかない。

「は、はわわ！　大きい……」

　横に詰めていたメイドが顔を真っ赤にする。

悪戯に尻を撫でてやるとピクンと震えてへたり込んでしまう。

「今夜俺とどうだ？」

「お、お受けします……」

「お受けしません！　エイギル様はもう呼ばれますよ！　貴女は掃除でもしていなさい！」

　あと少しだったのに。

仕方ない。謁見を済ませるとしよう。

「此度の遠征大儀であった。よくぞゴルドニアの名誉を高め、我が国の力を連邦に知らしめた」

　俺は謁見の間で王を前に跪く。

「ありがたき幸せです」

　とりあえずこれだけ言っていれば良いだろう。

「連邦からも先だって使者が来たぞ。『最も重要な同盟国』に感謝するとな」

　王は機嫌が良さそうだ。

まぁあれだけ頑張って怒られては割に合わないが。

「仔細はまだだが、今まで以上に交易の条件も良くなることだろう」

　連邦に対等とは言わないまでも力を認められたと言うことか。

俺に直接関係はないが、王が喜ぶに越したことはないし、クレアの商会も恩恵を受けるかもしれない。

そうなれば彼女の機嫌は良くなり、とんでもなくいやらしい遊びまでしてくれる期待ももてる。

「──余からは以上だが、政務総監と軍務総監から話があるそうだ」

　王はそう言ってから王座の後ろに平伏していた女性に手を伸ばし優しく支え起こす。

随分とあっさりだがどうしたのだろう。

「陛下、皆々様に失礼になりますわ。私のことなど気にかけずに……」

「なに、すべきことはした。お前の為に美しいドレスを新調したのだ。是非試着して見てくれ」

　ロサリオとか言う女性だったか。

非常に控えめではあるが、相当な美人だ。

　痩せている訳では無いのに醸し出す雰囲気は儚げでいかにも男の庇護欲をそそる。

王に手を引かれながら困ったように微笑む彼女から妖艶な女の香りがしてくるようだ。

　その場に居た大臣や官僚達が困ったような顔をする中、エイリヒとケネスが俺の前に立つ。

俺も膝を折るのをやめてすっくと立ち上がった。

「ハードレット卿、まぁ陛下にも事情が御有りだ。悪く思わないでくれ」

「子を成すのも王としての務めなれば、ご忍耐下され」

　はて、俺は王を悪くなど思っていないし腹を立ててもいないが。

そもそも男を労うより女を待たせない方が重要に決まっているじゃないか。

　まして彼女のような妖艶な美女ならそれも当然だ。

俺だってもし彼女が王の女でなければ声の一つもかけていただろう。

　あぁ俺も早く領地に戻ってノンナにドレスを試着させたい。

見えないドレスなんて最高だな。

「さて、陛下のおっしゃった通りだ。今回の遠征は連邦にゴルドニアの存在をより一層知らしめることとなった」

「連邦は我らを中央平原を代表する国として認めたことでありましょう」

　報償などはおってまた協議しようと前置いてからエイリヒとケネスは声を揃える。

「「それで港に乗り付けた船団と郊外の集団は何事だ!?」」

　対立関係にある二人の声が揃うとは珍しい。

「戦争で捕らえた捕虜の女達です。彼女達を運ぶ為に連邦から船を借りました」

　さすがに九五〇〇人もいるからな。

それにセリアが無秩序を嫌って整列させたものだからちょっとした軍隊みたいになってしまった。

「……言いたいことはいくらでもあるが、せめて先触れを出せ。敵襲かと王国軍を動かしかけた」

　エイリヒに睨まれる。

うーん『沢山の女を伴って帰ります』と知らせたはずだが。

「常識で考えろ！　万も連れて来ると思うか!?」

「王都内でも少なくない混乱が起こりました。食糧や水の確保もございますので以後はご注意を」

　ケネスにも困った顔で見られる。

　王都内に女達が泊まれる場所は用意できなかったので今は郊外で野宿をさせている。

戦場のような酷い扱いに気は引けたが、女達は文句一つ言わずついて来てくれている。

領地についたら良い暮らしをさせてやるから我慢してくれ。

　俺はエイリヒに怒られながらも政務担当のケネスと彼女達を連れて来た経緯を話す。

「それで彼女達を俺の領地に住まわせてやりたいのです。どうかお願いできませんか？」

　ケネスはしばらく固まった後、表情を歪めながらも丁寧な口調で言う。

「万に届く者達をおいそれと受け入れることはできません。まして戦いに参加していたとなれば下手をして盗賊に身を落とすこともあるやもしれません」

「そこをなんとか。私が面倒を見ますので」

　俺の熱心な説得が通じたのか、ケネスはやがて深い溜息を吐いた。

「まぁ連れて来てしまった者達を追い出す方が難儀でしょう。ハードレット卿の御領地で面倒を見るならば良しとしましょう。陛下にもそう申し上げておきます」

「助かります」

　問題解決と思った所にケネスが余計な一言を添える。

「何しろ領地に戻られましたらいよいよグレーテル嬢との婚礼にございます。今騒ぎを起こすことは良くありません」

　エイリヒの視線がきつくなる。

さて俺は領地に戻る支度がある。

「待てハードレット卿、実は俺の部下にも年頃の娘を持つ者が居てな」

「いやいや、これだけの女性を連れ帰るのです。今更縁談など無粋ではありませんか？」

　俺は帰る。女達を引き連れてさっさと帰るのだ。
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ラーフェン

　ラーフェンまでは延々と歩きだった。

女達が元兵士だけあって並の女よりも遥かに健脚で思ったよりも早くついたのだが少々問題が発生する。

「敵襲!?　野盗共の群れか！」

「馬鹿言え！　何千もいるぞ。盗賊なもんか！」

「ならば他の国が……って北から来てるのはどういうことだ。他の領主が戦争を吹っ掛けてきたのか！」

「ともかくレオポルト様に連絡を入れろ！　何？　問題ないから動くな？　どういうことだ!!」

　やっとこさラーフェンが見えて来たと思ったのに、城門は固く閉じられ、街壁の上には武装した警備兵達が並んでいる。

どう見ても敵を前にした籠城戦の構えだ。

「エイギル様、今度こそ先触れを出しましたよね？」

　セリアに問い詰められる。

「あぁ、ちゃんと一万近い女を連れて帰るとレオポルト宛てに手紙を書いたぞ」

　俺はその手紙を開いてセリアに見せる。

「書いた手紙を自分で持っている時点でアウトだな」

「うぅ……確認しなかった私がいけないのです」

　ナーティアが呆れて言い、セリアが首を振りながら頭を抱えた。

そういえば書いただけで出すのを忘れてた。

　俺は前に出て警備兵達に呼び掛ける。

「待て心配ない！」

　兵士達は俺の顔を見て更に動揺する。

「おい領主様だぞ！」

「だが領主様は単身で出立されたはずだ。まさか捕虜になったのか!?」

「まさか！　最強の領主様が虜囚などあり得ない！」

　兵士達はすぐに門を開こうとしない。

　ええい面倒くさい。

「こいつらは全員俺の女だ。さっさと門を開けろ！」

　俺の叫びに応えて周りの女達は兵士に見せつけるように服を肌蹴てしなだれかかる。

中には胸を放り出して前屈みになっている女まで居た。

「お、女？　今女と言ったのか？」

「あぁ、領主様は街を囲むような数の女を全員情婦にしたらしいぞ」

「か、怪物だ……やっぱ俺達の領主様は巨根の怪物だったんだ」

　ようやく城門が開き始める。

俺は一番に門に入り女達に呼び掛けた。

「ここがお前達の新天地だ。後の事は面倒を見てやる。もう心配はいらないぞ」

　女達は少しの間、動きを止めた後、様々な変化を見せる。

「ここなら私達も人として生きていけるんだぁ」

「うぅもう戦わなくてもいいんだ……よかった」

「赤ちゃんも産んでいいんだよね」

　嬉しそうに笑う者、泣いてしまう者、感極まって隣の女とキスしてしまうものまでいた。

すかさずその輪の中に入ると次々にキスされてしまう。うむ、たまらん。

　やはり連れ帰って来て良かった。

連邦の貴族達には馬鹿を見る目で見られたし、ゴルドニアでも同じような視線を浴びたが良かった。

　これからレオポルトとアドルフにも同じような目で見られ、ノンナにも頭突きを喰らうかもしれないが、連れ帰って来てよかった。




　新屋敷に入るなり、そのレオポルトと遭遇する。

いや、待ち構えていたのだろう。まずは女達に挨拶したい俺の心が分からないのだろうか。

「まず最初に、一団は領内に入った所で斥候が捉えておりました。非武装の女の集団でしたので大よその見当はつきましたが、万が一の為に私兵と警備兵を完全武装で待機させました。無駄な手間と金がかかりました。次からは先触れを出して下さい」

「わかっているよ。ほら手紙はちゃんと書いていた。出すのを忘れただけだ」

「そうですか。ハードレット卿にしては大したものです。まずはアドルフから重要な連絡があります。私室の方におりますので早く向かって下さい」

　レオポルトは手紙を見もせずそれだけ言って去ってしまう。

ちょっと待て。奴はまた俺を馬鹿にしたのではなかろうか。

「ともかくアドルフは後だ。まずは──」

「「「「エイギル様──!!」」」」

　新屋敷の廊下や階段からドタドタと音が聞こえて来る。

ふふふ、いよいよ女達のお出迎えだ。

彼女達の抱擁が無ければ遠征の疲れも癒えはしない。

「わ、私が最初ですー」

　先頭はなんとノンナだった。

あまり俊敏で無い彼女は先ほどの騒ぎから俺の帰還を予想して玄関近くで待機していたのだろう。

大きな乳を揺らしながら必死で走ってくる。

「はうわ！」

　そして転び、慌てて侍女達に起こされる。

その必死さに他の女性達も追い抜こうとはしないようだ。

「ただいまノンナ。遅くなってすまない」

　全ての体重を乗せて飛んでくるノンナを受け止める。

軽いものだ。それに巨大な乳房がこれでもかと当たって最高の気分だ。

「んっ、んっ、んー！」

　ノンナは言葉の前にまず熱いキスを交わす。

そしてたっぷりと唾液を交換した後、口元をハンカチで拭って丁寧に挨拶をしてくれる。

「この度の御出征、本当にお疲れ様でございました。エイギル様のご活躍は当家の一層の繁栄と名誉の為────」

　ノンナが平伏して丁寧な挨拶をしている間にカーラが俺の唇を奪う。

更にメルも横から顔を出し、娘達共々首筋や頬にキスをする。

　ミレイやヨグリも顔を出したので唇を奪う。

マイラとイリジナは今の騒ぎのせいか甲冑姿のままだが、もちろん抱きしめる。

ルナも後ろでこそっと見ていてのでキスを交わす。

　更にリタが俺の後ろにメイドとして直立しながらも体をすり寄せて来ていたので強引に抱きかかえて唇を奪う。

「────王国への覚えもめでたく、ああーーー!!」

　ノンナが顔を上げた時には既に女達は俺の四肢に絡みついており、カーラなどは俺のズボンを降ろそうとしていた。

「こ、口上の途中で割り込まないで下さい！　マイラさんは貴族のくせに知っててやってますね！」

「う……いや、分かってはいたのですが寂しかったと言うか……その……」

「まぁまぁいいじゃないか。細かい事は気にせず、このまま乱交といこう」

　だがズボンを降ろす前にノンナに静止される。

「今宵はどうせそうなるでしょうけど。その前にマリア達を見てやって下さい」

　振り返るとカトリーヌ、マリア、ミティ、マルスリーヌが照れた顔で立っている。

その腕にはスヤスヤと赤ん坊が眠っている。

彼女達は留守中に子供を産んでくれたのだ。

「春の終わりです。マリアとミティは同日だったのですよ」

「そうか……おいで」

　全員をまとめて抱きしめる。

「傍に居てやれなくて済まなかったな。体は大丈夫か？」

「三人目ですもの」

「えへ、私も二人目だし平気だよ」

「陣痛は辛かったですけど案外楽に……」

「ほ、本当に四十七で産んでしまいました。恥ずかしい……」

　補足するように産婆が前に出る。

「皆さまいつもながらの安産でございました。初産のミティ様も、お年を召したマルスリーヌ様もそれはもう簡単にすぽぽーんと」

　ノンナはこほんと咳をする。

「後、別館に囲っている女達も何人か出産しております。顔は見てやって下さい」

　もちろんだ。ちゃんと抱きしめて子を産んでくれた礼をしないといけない。

「はい。ではもう一人……わかりますか？」

「メリッサだな？」

　ノンナは微笑み、メイド達が赤い顔をしたメリッサの手を引く。

「ほらメリッサさん」

「あはは、こうなったの……祝ってくれる？」

　メリッサはゆったりした服の裾を捲り上げる。

「おお！　遂にか、やったな！」

　メリッサの腹は目に見えて盛り上がっている。

誰が見ても分かる妊婦、俺の種が胎について子となったのだ。

「もう六カ月、冬前には生まれるって。私、母親になれるんだ」

　それ以上言葉はいらない。

彼女の腹に気を付けながら抱きしめる。

子供大好きのメリッサのことだ。何も言わずとも良い母親になるのだろう。

「いやあ、少し留守にしただけで子が沢山だな」

「エイギル様がばら撒くからです！」

　ノンナが拗ねる。

「文字通りエイギルの播いた種ってね」

　カーラは茶化す。

「エイギルさんが悪いですね。女はこんな凄い物で迫られたら孕むしかありませんから」

　メルは笑いながら指で俺の股間をつつく。

　和やかな雰囲気だ。どうやら頭突きを食わないで済みそうだ。

「ところで今回新しい女はいかほど？」

　そう甘くなかった。

まぁ、ソフィアもセクリトもここで生活するのだからノンナに紹介しない訳にはいかない。

「あ、正妻の方ですか？　ソフィアと申します。以後何とぞよしなに」

　丁寧に膝を折った連邦式の挨拶にノンナも思わず同じようにする。

さすがソフィアは礼儀作法はしっかりとできている。

「家中の序列はしっかり守りますのでどうか今後とも……あれ？」

「ええ、礼儀を弁えていらっしゃる方で安心致しました」

　ノンナはソフィアの丁寧な挨拶に満足しているようだ。

一方ソフィアは首を軽く傾げてノンナを見ていた。

　さて問題は次だ。

「セクリトだ。でかい乳だな」

　ふんと鼻息を鳴らし、ノンナの胸を軽く触るセクリト。

　凍りつくノンナ。セクリトはそのまま自分の部屋の場所だけ聞いて歩き出してしまう。

そして振り返るなり俺に一言。

「連邦臭い女に飽きたらたまに来い。口直しに褐色肌も良いだろうよ」

　セクリトが部屋に消えると同時にノンナが吠える。

「な、なんですかあの失礼な人は!?」

　突撃しようとするノンナを後ろから抱きついて止める。

これは失敗だった。ソフィアが礼儀正しい分、セクリトが際立つ。

彼女が最初からノンナのご機嫌とりなんてできないことはわかっていたのに。

「落ち着け。ああいう女だが大目に見てやってくれ」

　後でセクリトにも喧嘩するなと言って置かねば。

このままではあっという間に孤立するだろう。

　俺はノンナを宥めようと後ろから抱きついてひたすら乳房を揉み続ける。

「だってあの女いきなり無礼な……あん！　ちょっともう！　あぁぁっ！　もうわかりました！」

　やっと諦めてくれたようだ。

「もう……立っちゃったじゃないですか。あの女には後々しっかりと礼儀を教えますからね！」

　ノンナは服を直し、深呼吸して息を整える。

乳首の形がしっかり見えているのは言わないでおこう。

「それでも半年遠征して連れ帰った女が二人だけなら上出来だと思います。エイギル様もそろそろ落ち着かれてきたのですね」

　俺は顔を逸らす。

「私は何十人も連れ帰ってくるのではないかと心配していました。特に敵の捕虜などを救って、とか」

　セリアとレアとマータが顔を逸らす。

心苦しいが言わねばなるまい。

「実はなノンナ、俺が愛人にしたのは二人だけだが、連れ帰って来たのはもう少し多いんだ」

「ではやはり一〇人以上いるのですか!?」

　俺は静かに首を振る。

「実は女が外に九千と五〇〇人いるんだ」

「この色魔！　女殺し！」

　結局、俺の顎下にノンナの頭突きが突き刺さる。

そのまま泣いて走り去ってしまったノンナ、後で機嫌を取らないといけない。




　さて、これで家族の問題は一段落か。

いや、待て。何かを忘れているぞ。

　噂をすれば地響きが聞こえる。

ドスドスとまるで巨人の足音だ。

「愛しの方ぁぁぁぁぁ!!」

「奥様！　あんまり走ると床が壊れます！　衝撃で窓が割れます！」

「あぁ……あの肉玉。トイレで唸っていたから放置しても大丈夫だと思ったのに」

「嗅ぎつけましたね」

　カーラとミレイが頭を抱える。

　俺は大きく息を吸い込み、足を広めに開き、歯を食いしばる。

「お帰りなさいませ!!　貴女のクラウディアですわぁ!!」

　だが轟音は天井から聞こえた。

見れば二階の吹き抜けから肌色の大きな物体が飛んでくる。

　しまった。てっきり前から来ると思ったが上だった。

「ふんがぁ！」

　俺は飛び降りた彼女を全身全霊の力で支える。

手がメキメキ音を立て、膝も強烈な負荷に軋む。

腰の筋肉に断裂寸前まで力を入れ、なんとか彼女を落とさないで済んだ。

「ただいまクラウディア」

「あぁ半年！　半年ぶりの抱擁……クラウディアは心まで蕩けてしまいそうです！」

　歓喜の悲鳴を上げながら俺の顔中にキスをするクラウディア。

俺は遂に膝をつくことなく彼女を受け切ったのだった。




　てんやわんやの出迎えを終えた後、俺はまずアドルフを訪ねることにした。

本当ならばこのまま女達とベッドに向かうのだが、レオポルトがあえてアドルフの私室に行けと言ったからには何か理由があるのだろう。

もし何も無ければ今度こそニナを寝取ろう。

「アドルフいるか？」

　特にノックはせずに扉を開く。

「……ハードレット様？　あぁようやっと帰還されたのですか」

「お前は誰だ？」

　ここはアドルフの私室で奴以外いるはずはないのに思わずそう聞いてしまった。

こけた頬に目の下はクマで真っ黒だった。

おまけに頭は一層薄くなっており、頭頂部から前まで浸食してきている。

「冗談に付き合う余裕はないのですが」

　見ればアドルフの机には無数の書類が山となっている。

この量を一人で捌くのは無理だろうに。

「失礼します。あっ！」

　扉が開きポルテが入って来た。

俺に気付いた彼女は丁寧に頭を下げた後、アドルフの前に書類を追加する。

「これはリハネ村、これはアトニト村の集計です。それからこれは……トリスタン様が行方不明なので仕方なくこちらに。……アドルフ様、少しお休みになられては？」

　ポルテは疲れた顔をしながらもアドルフを心配している。

見れば後ろからグレーテルもついて来ていた。

彼女は俺とキスを交わしてから書類をどさりとアドルフの机に置く。

「結婚式の日程が決まったよ」

「わ、わん！」

　グレーテルは満面の笑みを浮かべ、尻尾を振って駆け出していく。

　さて問題はアドルフだ。

「いくら忙しいと言ってもやり過ぎだ。少し休め」

　俺はアドルフの見ていた書類を取り上げる。

「それはちょうど今夏の税収一覧です。こちらの春分と合わせてどうぞ」

　藪から蛇を出してしまった。

「そもそも何故それ程忙しい。収穫も人頭税も時期が違うだろう」

　夏は作付さえ順調なら特に内政官が慌ただしい季節ではない。

連邦と違って戦争している訳でもないのだ。

「こちらをご覧下さい」

　アドルフが差し出したのは各村からの報告書で陳情も書かれている。

陳情の内容は色々だが、ほとんどが難民がどうの、警備がどうのと書かれている。

「アルテイル、ヴァンドレアの食糧事情が限界を迎えたようです。更に灰の影響で今年度の収穫も期待できないらしく、故郷に見切りをつけた民が一斉に北上してきております」

　アドルフは水を一杯飲んでから続ける。

「数は延々と増え続け、既に二万を超えております。臨時の集落を作ってそこに集めていますが、何しろ次から次へと流れ込むので対策が追いつきません。難民とは言え、食うに困れば強盗盗みに手を出す輩も出て来るでしょう。そうなれば住民との衝突、大規模な騒乱になりかねません。既に一部の町では住民が脅威を感じており、レオポルトさんが軍を出しております」

　なるほど、アドルフがやっていたのは延々と増える難民達へ食糧の手配や住居の確保、そして元の住民から寄せられる不満や陳情への対処と言う訳か。

「ポルテだけでは到底無理になったか」

「彼女はなかなか優秀ですが、今回は事が大きすぎます。そこに税の徴収や新規耕作地の選別、リントブルムの新燃料計画や、ヴァンドレア捕虜達への仕事の手配などあり、まったく手が足りません」

　言いながらも筆を動かすアドルフの頭頂部を軽く撫でる。

それだけで十本以上の毛が舞い散っていった。

「なるほど、確かに領民十八万の中、新たに三万が流れ込むとなれば一大事だな」

　アドルフは怪訝な表情で顔を上げる。

「いえ難民は二万と少しです。もっともそう遠く無い内に三万に届くかもしれませんが」

「いや、俺が連邦から約一万の捕虜を連れて来た。彼女達にも家と食い物を与えないといけないから三万であっている。なんとか宜しく頼む」

　アドルフの肩を叩く。

しばしの無言の後、アドルフは机に崩れ落ちた。

「お、さすがに疲れたか。ゆっくり寝かせてやろう」

　俺はアドルフの肩にマントをかけてやる。

しっかり休んでから捕虜達の待遇を考えてやってくれ。

プレゼントも用意してやるぞ。




「旦那様、よろしいでしょうか？」

　廊下に出た所でセバスチャンに声をかけられる。

「どうした？」

　するとセバスチャンは腰を深く折って謝罪の言葉を出す。

「申し訳ありません。私の不手際にて家中にいくつか問題が生じました」

　穏やかじゃないな。

「一つは中庭にございます。正体不明の植物が大繁殖し、庭師を入れたもののなんともならず。現在荒れ放題で立ち入れない事態となっております」

「ああ、わかった。それはいい」

　もう何が起こったかだいたいわかった。

セバスチャンのせいではないので、ラミーに問い質しておく。

「もう一つはアリス様のことにございます」

「アリスが？　何かあったのか？」

　また尻をいじりすぎて重度の切れ痔になったとかだろうか？

「最近は朝餉にも夕餉にも御姿を見せず、声をかけましても心ここにあらずの有様、更に夜な夜な外出されておりまして……一応御報告申し上げます」

　セバスチャンはアリスが外に男を作ったかもしれないと警告してくれているのだ。

「わかった。よく知らせてくれた」

　半年も留守にすればどこぞの男に寝取られた可能性もある。

もちろん女を責めるつもりはない。奪われたのなら奪い返すまでだ。




「庭にアリスに難民に、問題山積だな」

　できることからやるべきだ。

アリスの件は夜を待つとしてまず、アドルフを元気にしないといけない。

奴が元気になれば俺が難民について考える必要もなくなるのだ。




　俺はナーティアの部屋を訪れる。

「戻ったばかりで落ち着かないうちに悪いが薬を作ってくれないか？」

　ナーティアの部屋は彼女がちょこちょこ買い集めている不思議な置物や奇怪な植物で溢れている。

「薬？　どんなだ？」

　うーん元気になればいいんだが。

「元気になる薬か。二日ぐらい眠らず働ける薬なら作れるぞ」

「いや、それはやめておこう」

　聞いただけでも危険そうだ。アドルフが死んでは元も子も無い。

そうだ、奴の頭に髪が戻ればきっと元気になるだろう。

「毛の薬は作れるか？　ちょっと悩んでいる奴がいるんだ」

「毛？　あぁ……うんわかるぞ」

　ナーティアは親身になって聞いてくれる。

以前アドルフの禿げをはっきり指摘して非難されたからな。今回はぼかしていこう。

「毛で悩んでいる奴がいるからなんとかしてやりたいんだ。そんな薬はないか？」

　さすがに毛の生える薬など無いかもしれない。

だが少しでも進行を遅らせられればアドルフにとって大きな希望となるだろう。

「毛の問題はあまり人には言えんな。薬はある。実は私もその……そうだったんだ」

　ナーティアは恥ずかしそうに言いながら紫色の瓶を取り出してくる。

彼女も薄毛に悩んでいたとは思わなかった。

薄緑の綺麗な髪からはそんなこと微塵も感じない。

「これを……その毛の根元に塗り込んで一晩待てばたちまち解決する。効果は確認してある」

　俺は瓶を受け取るとナーティアの頭を撫でる。

エルフの長い耳がピンと伸びた後で下向きに垂れる。

「ありがとう助かった。お前のおかげで一人救われたよ」

「大げさに言うな！　まったく、あまり言いふらしてやるなよ。女にとっては恥ずかしいことなんだ」

　ふむ、アドルフは女ではないが、女が薄毛になればもっと深刻なのかもしれないな。

「じゃあこれは貰って行く。本当に助かった。お前のような美人は心も美しいんだな」

「さ、さっさと行って来い！」

　追い払う様に言いながらもナーティアの長い耳はパタパタと激しく動く。

分かりやすくて可愛いなぁ。

「頭撫でられた……脱毛剤一つであんな感謝されるとは……えへ。私の他にも無駄毛で悩んでる娘がいたとは親近感が沸くな。あの薬は強力だからきっと満足してくれるはずだ」

　扉越しにナーティアが何か言っているのが聞こえたが、内容までは聞き取れなかった。




　アドルフは未だ私室の机に突っ伏していた。

「えーと毛の根元に塗り込むんだったか。たっぷり生えるように一瓶全部塗っておこう。禿げているのは頭頂部から前だが、もしかすると側面や後ろも危ないかもしれない。全部やっておかないとな」

　俺はアドルフの頭に毛が戻ることを祈りながら薬を塗り込んだのだった。








第３１１話 難問山積（内政編）







俺は清々しい思いで朝食の席につく。

「エイギル様？　何かいいことでもありましたか？」

　セリアが皿にサラダをよそいながら言う。

「昨日は凄かったもんね。私達全員ベッドに並んで自分で股開いてさ」

　カーラがパスタを頬ばりながら笑う。

「エイギルさんが端から順に圧し掛かって私達はみんな絶叫しましたね」

　メルが口元を隠して上品に笑う。

「は、激しかったですね。その、背中は大丈夫ですか？　思わず爪を深く立ててしまって……」

　マイラが上目遣いで恥ずかしそうに聞く。

傷はしっかりついているがもちろん問題ない。

深く爪を立てるのは女がそれだけ感じた証拠であり男の勲章だ。文句があろうはずがない。

「マイラさんすごかったもんねー。仰け反って悲鳴上げた後おしっこまで漏らしちゃって」

　マリアが顔を赤らめて照れながら言う。

「でもマリア達さ、産後なのにあんな激しくヤって大丈夫だったの？　お腹盛り上がるぐらい入ってたじゃない。エイギルのチンポまた大きくなってたし」

　ふふふ、そうか俺は大きくなったか。

「久しぶりだったから思い切りして欲しくて……」

「子供を産んでから旦那様が一層恋しくなって……」

　マリアとミティは可愛いものだ。

「久しぶりに子を孕んだせいか、お腹が空になったのが寂しくて……子宮に何か入れたかったのです」

　マルスリーヌは年齢的に最後の子供になるはずだ。次は彼女の娘達を孕ませてやろう。

「男が欲しくて狂いそうで……巨根を咥えこんでやっと正気に戻りました」

　カトリーヌは限界だったらしい。

淫乱の彼女が妊娠していたとは言え半年も御無沙汰でよく浮気せずに耐えてくれたものだ。

昨夜も鬼気迫る顔でむしゃぶりつき、他の女性達が少し引いていた。




「──貴女達食事中ですよ。下品な話題は慎んで下さい！」

　ノンナがドンとテーブルを叩く。

皆の視線が彼女に集中し、俺の視線も前屈みになって覗いた胸の谷間に集中する。

「ここは場末の酒場じゃないのですよ！　ハードレット辺境伯家のダイニングルームなのです！　ヤるだの精だのと食事中の会話ですか!?」

　バンバンとテーブルを叩くノンナ、侍女二人が零れないようにスープの皿を避難させていた。

その巨大な谷間に見える宝石付きのネックレスには見覚えがなかったが、まあ気にしないでおこう。

「うるさいわねぇ。ノンナだってエイギルにハメられながらあたしとメルにおっぱい吸われて『あひぃー！』とか叫んで喜んでたじゃない」

「だから夜の話を朝食の席でするなと言っているのです！」

　ノンナは更に机を叩き、巨大な胸もポムポムと机に当たる。

「くぅ……」

　マリアが苛立った顔をするが何も見ていないことにしよう。




「ぷぷ……アドルフ様がご起床なされましたのでっ！　くくっ……お言いつけ通りご案内しました」

　メイドの声が廊下から聞こえる。何かをこらえている感じだ。

「おお、入れてやってくれ」

「アドルフを呼んだのですか？　それもこんな時間に……」

　ノンナはアドルフが朝食に遅れたことに不満そうだが、普段の激務を知っているのかそれ以上文句は言わなかった。

「疲れていたようだからな。たっぷり寝てたっぷり飯を食えば元気も出る」

　奴は昨日の昼から今までぐっすり寝ていた。

後は肉をがっつり食えば覇気も戻るだろう。俺ならそこに女も必要だがな。

「それに……ふふふ、皆アドルフを見違えるかもしれんぞ」

　ナーティア特製の毛生え薬を一瓶全部塗ったのだ。

もしかすると一晩にして腰までの長髪になっているかもしれない。

　俺はナーティアを見て微笑むが、彼女は不思議そうな顔をして首を傾げる。

「ふさふさのいい男になっているかもしれんが、惚れたら駄目だぞ」

「はい？」

　俺はセリアにそう言いながらアドルフを待つ。

「丸一日寝てしまったようですね。食事をしたらすぐに遅れを取り戻さなければ……」

　そういいながら現れたアドルフ。その頭には黒々とした髪が────。

「無い！　何も無いじゃないか！」

　思わず声が出てしまう。これはどうしたことだ。

　奴の頭はふさふさどころか、完全な肌色……つまり一本の毛も生えていなかったのだ。

「ぶふっ！」

　朝の挨拶をしようとしたノンナがスープを噴いてしまう。

「あんたこそ汚……ごふ！」

　カーラがパスタを喉に詰まらせ激しくむせる。

「ぷっ。ぷふふふふ」

　メルは噴き出しているのを誤魔化す為にルウを抱き寄せて震えている。

「これは酷い」

　マイラが首を振りながら呟く。

　セリアも一晩で完全な禿げ頭となったアドルフを呆然と見ていたが、先ほどの会話から俺が何かしたことに気付いたのだろう。非難の目を向けて来る。

「エイギル様……また何か余計な事をしましたね」

「エイギル何かしたの？　さすがに酷過ぎるわよ」

「あんまりです」

　カーラとミティまで非難の目を向けて来る。

そんな目で見られても俺だって困惑しているんだ。

「なぁ、これは一時的な副作用でこの後一気に生え揃うとかそういう話なのか？」

　俺は身を乗り出してナーティアに聞いてみる。

「はぁ？　なんの副作用──」

　聡明なナーティアはそこで何かに気付いたようだ。

「エ、エイギル！　貴方まさかあの薬をこの人に塗ったのか!?」

　信じられないという顔をして悲鳴のように言うナーティア。

「あぁ、たっぷり毛が生えるように一瓶全部塗ったんだが……もしかして多すぎたか？」

　ナーティアが絶句してしまった。なにやら悪い予感がするぞ。

アドルフの頭を見るに取り返しがつかない悲劇が訪れた気がする。

「あれは毛生え薬なんだよな？」

「ち……違う……あれは強力な脱毛剤だ！　てっきり無駄毛に悩んでる女の子がいると思ったから！」

　俺はナーティアを見つめながら二度程瞬きする。

「ちょっとした意見の食い違いがあったようだ」

「……ひどい」

「あんまりですよエイギルさん」

「アドルフ様は未婚なのに、もう旦那様が貰うしかありませんよ」

　ノンナとメル、マータにまで責められてしまう。

「はあ……毛生え？　脱毛剤？　一体なんの話でしょうか？」

　アドルフは寝惚け眼を擦りながら首を捻っていた。

「些細な事だ。それより疲れが溜まっているのだろう。たっぷり食って体力を戻せ」

　俺はどっさりと肉の乗った皿を差し出す。

「ごまかしたわね」

「ごまかしましたね」

　カーラとセリアの声は聞こえない。

「朝からそんな重い物食べられませんよ……ですがぐっすり寝たせいか頭がすっきりした気がします」

　そうだろう、そうだろうとも。

これ以上ないぐらい頭はすっきりしているぞ。

「せっかくですので先に顔を洗って来ます。朝食を落ち着いてとるのは久しぶりですねぇ」

　アドルフはそう言って洗面所へ向かってしまった。

「なんとか誤魔化せたな。この調子で毛が生え揃うまでやり過ごそう」

「いくらなんでもそれは無理かと……」

「でも今までちょっとずつ薄くなってたのも気付いてなかったみたいだしあるいは？」

「……あの薬を塗ってしまって本当に生えて来るのだろうか」

　ナーティアは不穏な事を言わないでくれ。

「言いにくいのですが──」

　ノンナが目を逸らしながら言う。

「私……新しく買った鏡を洗面所に置いたのですけど」

　俺はノンナと目を合わせて三度瞬きする。

　同時に洗面所からアドルフの絶叫が聞こえたのだった。

　ちなみにクラウディアは最初から最後まで延々と肉を食っていた。




執務室

「アドルフが疲労の蓄積で遂に倒れた。よって俺が直接、問題解決に動くことにした」

　アドルフは日々の激務が祟って、洗面所の鏡の前で卒倒してしまった。

奴は次々と押し寄せる難問に耐えかねて毛の無い頭を抱えながら倒れてしまったのだ。

これは領内に蓄積した問題が原因であって、脱毛剤は何の関係もない。

「…………」

「……くーん」

　ポルテとグレーテルが俺を非難の目で見て来る。

誰だ、真実を伝えた奴は。

「まぁこれも良い機会だ。奴には少々負担をかけ過ぎた。しばらく寝かせておいて起きて来た時には万事解決しておいてやろうじゃないか」

　僅かながら俺の責任も無いでは無い。

少しばかり頑張ってやろうじゃないか。

　そして寝込んだ奴の看護は三十路過ぎのメイドに頼んでいる。

旦那が男を作って逃げ、二人の子供を抱えている女性だ。

同僚に誰でも良いから面倒見てくれる男が欲しいと言っていたらしいので、もしアドルフが寝起きに血迷って襲いかかっても嬉々として受け入れてくれるだろう。俺からのせめてもの心遣いだ。




「さあ仕事をやろうじゃないか。何をすれば良い？」

　この場にいるのはポルテとグレーテル、そして俺の副官として同行したセリアと連れ戻したトリスタンだ。奴の居場所は既にレオポルトによって優先順位のついたリスト化されている。

ちなみに優先度ＡＡがついていた貸本屋にいたのだが、一緒に若い女がいた。

今度こっそりつけて覗いてやろう。

「まずはこちらを見て下さい。春分と夏分の税収です。アドルフ様によると昨日はまともに確認せずに机に放置されていたようですから」

「うーん、数字を見ると頭が痛くなってくるんだよな」

　俺は仕方なくポルテから税収の詳細を受け取って目を通す。

そしてそのままセリアに回す。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




春・夏分　税収

収入

人頭税　　六万枚（リントブルム・ヴァンドレア特別町は無税）

鉱山税　十四万枚

交易税　　八万枚

特別交易税　二千枚

収入計　二十八万二千枚

支出

屋敷維持費　　　　一万三千枚

　──臨時支出　　　　千枚

警備兵維持　　　　二万枚

軍給料　　　　　十二万枚

軍施設その他　　　一万八千枚

有償労役　　　　　二万枚

支出計　　　　　十九万二千枚

合計＋九万枚




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




「へぇ金貨九万枚も黒字なのか」

　しかし連邦でザフネスを捕まえれば一〇万枚だった気がする。

半年でそれに届かないとは、あの報賞がどれだけ巨大だったのかわかる。

結局奴は見つからず、誰も手にできなかったんだよな。

　俺は満足して書類を置く。

だがセリアは概要だけでは満足しなかったようだ。

詳細内訳が書かれた紙を手にアドルフの代役をしているポルテに次々と質問をぶつけ始めた。

「収入なのですが、人頭税はともかく鉱山税が頭打ちになっているようですが」

　セリアのきつい言い方にポルテは脅えながらもきっちりと答える。

「そ、それは水と食料の関係でリントブルムの人口をこれ以上増やせないのです。国に納める鉱山税も上がりましたから利益は今後も概ねこの程度になるかと……鉄製品の交易は今後も伸びると思います」

　攻めるセリアも受けるポルテも可愛いな。

「次は支出です。屋敷の維持費が増えているのはどうしてでしょうか？」

「それはその……」

　ポルテが詰まり、セリアが更に前に出る。

「何かやましい事があるのですか!?」

「屋敷のメイド達がその……次々と妊娠するので祝い金と代わりのメイドの雇用に費用がかかります」

　セリアが俺を見る。

微笑みかけてやると見る見る頬が膨らんでいく。

「ではこの臨時というのはなんですか？　なんだか怪しいです！」

「それはその……奥方や愛妾の方々の小遣いです」

　セリアは納得しない。

「それはおかしいです。屋敷の維持費にお小遣いも入っているはずです。どうして別途なんですか!?」

　連邦で頑張ったせいで彼女の足と腹は少し引き締まった気がする。

俺としてはもう少しふくよかになって欲しいな。お菓子をどんどん食べさせよう。

「はい、皆さまのお小遣いはその……屋敷の維持費に入っているのですがその……」

　ポルテは先ほどよりも更に言いにくそうだ。

そんな言い方ではセリアはポルテ達が使い込んだと思ってしまうぞ。

「まぁ簡単な話だけどね」

　山積みになった書類に埋もれていたトリスタンが顔を上げる。

「なんですか！　貴方も噛んでいるのですか！」

　セリアの矛先がトリスタンに向くが奴は飄々としている。

「ぶっちゃけ小遣い以上に物を買う人がいるから臨時に計上してるのさ。具体的にはノンナさんだね」

　なるほど、臨時費とはノンナ特別費だったらしい。

「あの人はもう……また浪費癖が……」

「ま、悪く言わないでやってくれ。半年も放置してしまった俺が悪い。浮気せずに待っていてくれたのだから金ぐらいいいさ」

　それに俺の留守中、近隣の領主達の相手は彼女がやってくれていた。

貧相な格好では不都合が出るのだろう。半分は必要経費みたいなものだ。

「後は軍関係の費用が軒並み膨らんでいるよ。これは流れ込む難民達が原因だね。警備兵の増員に監視所の建設、そして食うに困った彼らに仕事を与える為の労役増加もだ。必ずしも今すぐ必要ではない作業も多いけど、働かせて給金を与える方が警備を強化するよりも安上がりだったりするからね。いやぁアドルフさんは良くやっていると思うよ────痛！　なにするんだ！」

　セリアとポルテが同時にトリスタンの頭を叩いた。

「さっきまでさぼっていた貴方が何を偉そうに！」

「トリスタンさんが仕事を放るせいでアドルフ様がどれだけ苦労しているか！」

　温厚なポルテが手を出すとはトリスタンめ、サボってばかりだったようだ。




　ともあれ、これで税の話はお終いだ。次に移ろう。

「確か問題になっているのは難民対策だったか。よし、俺が解決してやろうじゃないか」

　アドルフの主人は俺だ。主人より優れた部下などいないことを見せてやる。

奴が苦労した問題を手早く片づけるのだ。

　ポルテは難民対策が専門なのか、先ほどよりも自信ありげな調子で次々と紙を集め出す。

紙の束はどんどんでかくなっていく。嫌な予感がしてきたぞ。

「ではまずこちらの書類の確認と、具体的な予算・人員の配置を決定して頂けますか？」

　俺は山のように積まれた書類の一番上と一番下を見る。

「よし確認した。このまま進めてくれ。予算と人員は追って知らせよう」

「「待って下さい!!」」

　ポルテとセリアが同時に声を上げる。

「いいじゃないか。俺だっていつも書類の確認をしているが、間違いなんてほとんど無いだろう」

「それはアドルフとレオポルトさんが確認した後の書類ばかりだからです！　これは本当に確認前の書類ですよ。それに作成したのは王立学校の実習生なのできっと間違いも多いはずです。ついでにいつも確認しているのは私です」

　セリアが言い終わる前に俺は書類の山を持ちあげる。

「トリスタン、お前が全部確認しておけ。サボっていた罰だ」

「やっぱりね！　絶対こうなると思ったよ！」

　悲観するトリスタン、こいつは割となんでも出来そうだし遊ばせて置くのは勿体ない。

セリアもポルテも奴を働かせるのは賛成らしい。

「手抜きもサボりも許しません。最後の確認がエイギル様だということを忘れないで下さい。貴方が間違えると重大な結果を招きますよ！」

「あぁなんて日だ……」

　これで書類は解決だ。




「ま、書類なんて適当でもいいんだ。実際には難民の何が問題になっているんだ？」

　紙の上ではなく、現実に起こっている問題を解決すればそれで終わりのはずだ。

「難民達の数は既に二万を超えています。領主様が連れ帰った女性達を含めれば三万を超えますが……」

「数が多いのが問題なのか？」

　そもそも以前に他領から流れてきた民を受け入れたこともあったはずだ。

飯と住む場所を与えれば問題は無いだろう。金も食糧もまだあるはずだ。

「もちろん数が多い事も問題です。現時点でも多い上にこの先いくらでも増えそうなのです。ヴァンドレアは国土の広大な面積が灰を被って耕作不能な状況です。唯でさえ食糧不足なのに帝国領から大量の人間が流れ込こみ、押し出されるように──」

「ちょっと待ってくれ。食糧不足の場所に何故帝国から人が流れ込む？　逆じゃないのか」

「僕が説明しようか」

　トリスタンが書類の山から顔を上げる。

こいつはなんだかんだで説明好きだよな。だが書類仕事はきっちりこなしてもらうぞ。

「中央平原と接している帝国の東部辺境は最近彼らが征服した地域だ。住民は帝国に決して良い感情を抱いていないし、帝国の統治もそれに対応するように苛烈なのさ。戦奴なんかもこの地域からが多いね」

　そんな話も聞いた気がする。

「そして帝国は連邦との戦いで大きく消耗した。戦いを続けるには沢山の金と人が必要だ。必要だから持って来ないといけない。しかし人と金を持って行かれればその場所は荒れ果てる。となれば、より反抗的でどうでも良い地域から吸い上げるのが当然だろうね」

「悲惨な状況のヴァンドレアよりも帝国辺境は更に悲惨と言う訳か」

　トリスタンはうんうんと軽く頷く。

「今後はもっと酷くなるよ。何しろ連邦が勝っちゃったからね。帝国が勝っていればなんらかの果実もあったのだろうけれど、負けたから何も無し。膨大な犠牲を出して何も無しだ。今まで以上に締めつけないと国家の運営も難しくなるだろうね」

　つまり今後も難民の流入は止まらない。むしろ増え続ける訳だ。

「どんどん増え続ける難民に国境地帯の住民が恐怖を感じ出しています。警備兵を増員し、更に町を囲む簡易な柵も作っていますが……食糧の不足した難民が周辺の村々で盗みを働いたり、それが原因で住民達が攻撃する事態も僅かですが起きつつあります」

　なるほど。それは大変だ。

「警備兵と柵の建設、渡す食糧、一家で来ている者も多く家も必要です。しかしそうすると住民達からは不公平だと不満が……」

　ポルテは頭を抱えている。難しく考え過ぎだろう。

もっと簡単に考えれば良い

「彼らを追い出すなら必要なのは壁だ。受け入れるなら食糧と労役の金だ。どちらかで良い」

　そして結論はもう出ている。

単純に考えて難民達の半分は女なのだ。

「俺は彼らを受け入れて良いと思っている。食糧はまだ残っているのだろう？」

「は、はい。もう売るほどの量はありませんが、今のままでも秋の収穫までは十分持ちます」

「なら食糧と労役に金を使えばいい。これ以上警備兵増員と村を囲む柵は必要ない」

　これでやってみれば良い。

うまくいかなければ後でまた考えればいいのだ。

「何か気になることがあるか？」

　ポルテはあまり強く物が言える女性じゃない。

こちらから聞いてやらないと口籠ってしまう事も多いのだ。

「それだと住民達から不満が出るかもしれません。今でも警備兵が少ないと陳情が沢山……」

「なら軍隊を入れようじゃないか」

　わざわざ警備兵を増やさなくても軍隊があるじゃないか。

　それにこういうのは印象だからな。

実際に盗みや喧嘩を取り締まるのに長槍隊や弓隊、まして重装の騎兵など全く不必要だ。

しかしこれらを含む軍隊は威圧感がまるで違う。住民に安心感を与え、不埒な輩を震え上がらせるには短槍担いだ警備兵より重武装の軍なのだ。

「でも私軍を動かすにはレオポルト様に相談しないと……以前も協議しましたけどどうしても、あっ！」

　思わず笑ってしまう。

アドルフはレオポルトと内政、軍事と担当が違うだけで対等だが俺は違う。




　俺はレオポルトを執務室に呼びだす。

「今すぐ難民対策に軍を入れる。印象が大事だから数も揃えろ」

「近隣領主との衝突や突発的な反乱へ対処する能力が少なくなりますが宜しいですか？」

　レオポルトは確認だけをする。

「構わん。起こって無いことを心配してどうする」

「承知しました。準備に二日、行軍に一週間、十日以内に国境地域に展開出来ます」

　ほら、これで終わりだ。

協議など必要ない。命令なので手っ取り早い。

「他に何かあるか？」

　ポルテはポカンとしてたが慌てて口を開く。

「難民が国境地帯に集中しているので労役と言ってもなかなかさせることがありません。バラバラにすることも考えたのですが……」

「暴動の危険を考えるとあまり散らすのは得策ではないかと」

　トリスタンが口を開く前にレオポルトが答える。

奴は悲しそうに書類を捲る作業に戻った。

「確かに国境に二万も集中していたらさせる仕事もなくなるな」

　国境地帯だけを大規模に開発しても戦争があったらまず危険な場所だからあまり好ましく無い。

できれば領地全体に散らして従事させたいのだが……何か良い考えはないものか。

「それにせめて女達でもラーフェン近くに置きたいものだが」

　ポルテとセリアは呆れた顔をする。

レオポルトは相変わらずの無表情、トリスタンだけが何かを思いついたように言った。

「なら良い考えがあるよ。難民のうち家族持ちの割合はどれぐらいだったかな？」

「えっと……大まかですが三割程度でしょうか？」

　ポルテが答える。

「家族持ちが多いならラーフェン近くに家を用意して妻子だけを住ませれば良いんじゃないかな？　それで男は他の場所で労役に就かせるんだ。表向きは女子供を大事にするってことでさ。十分働いてお金が溜まったら一緒に住めるようにすればいいし」

「それで暴動を起こせば妻子を吊るす……ですか、良いでしょう」

　レオポルトが表情を変えないまま言って場を凍らせる。

そんなことする訳ないだろうが、せいぜい旦那を見限らせ俺の女にするぐらいだ。

「そうはならないよ。自分の妻子が安心して暮らせている者、つまり反乱なんてしたくない層が三割も居れば絶対に暴動なんて起きない。仲間割れになるよ」

　俺達は頷き、総括する。

「ではまず重武装の軍を見せつけてから妻子にラーフェン近郊での安定した暮らしを保証、その後に千人程度の単位で領内に散らして労役に当たらせるということでいいな」

　異議はない。そもそも俺が決めたらそれで終わりだ。

「では難民の問題はこれで良し。トリスタン以外は解散だ」

　俺は執務室を後にする。

今日はアドルフの禿げ頭から始まって疲れる一日だった。

まだ昼前だが、娼館にでも繰り出そうかな。




「あっと言う間でしたね……ところで連邦から連れ帰った一万の女性達はどうするのでしょうか……？」

「僕に聞かれても知らないよ。全員愛妾にする気じゃないのかな？　それより書類仕事を手伝ってくれないかな？」

「嫌です。私はこれからアドルフ様のお見舞いに行きますから」

　トリスタンとポルテが何やら話しているようだが内容までは聞こえない。

それよりセリアが何を察したのか、俺の腕にひっついている。

これでは娼館に行けそうにない。

「娼館なんて駄目です！　そんな所に行くなら私がその……」




　その時、ムンと女の匂いが立ちこめる。

思わず振り返るとそこにいたのはアリスだった。

「……お尻……ぬるぬる……産んで……また……育てる……ふふふ」

　ふらふら左右に揺れながら歩く彼女の様子は尋常ではない。

「アリス？　一体どうした？」

　だがアリスは何も答えず、ぶつぶつと何か呟きながら俺の横を通過してしまう。

「エイギル様を無視するとは！　もがが！」

　怒鳴るセリアの口を塞ぐ。

　良く見れば彼女の太股から垂れているのは大量の愛液だ。

全身から凄まじい発情の匂いを放っている。

セバスチャンから聞いて浮気だろうかと考えていたが、そんなものではない。

「追うぞ」

　俺とセリアはそのまま裏口から出ていってしまったアリスを尾行する。

大変なことでなければいいのだが。
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ヴァンドレア南部地域

「こっちも駄目だ。一家丸ごと死んでやがる！」

　一人の兵士が叫ぶ。

「こっちも全滅だ。どうなってるんだ!?」

　応えるようにもう一人の兵士も叫ぶ。

彼らを従える隊長もまた、信じられないと言った顔をしている。

「実りの確認に来て見れば……これは一体どういう訳だ。賊か、魔物か？　いや違う！」

　村には何かに襲われた形跡は一切なかった。

周りの畑には豊かに小麦が実りつつある。

にも関わらず村中全ての家族に死が訪れている。

「おい、何かわかったか？」

　隊長の言葉に十人ばかりの兵士達が首を振る。

「さっぱりです。皆一様に出来物だらけになり、血を吐いて死んでいます」

「生き残りが誰一人いないので話も聞けません」

　隊長は頭を抱える。

「皮膚病？　いやまさか……」

　病気と聞いて兵士達がざわめく。

「あり得ないでしょう。ほんの一週間前にこの村を通った行商人と会ったじゃないですか。疫病が発生したなんて話は言ってなかった。何も無い所から一週間で村ごと全滅なんて考えられません」

　だが一人の兵士の反論にそれもそうだと兵士達は胸をなでおろす。

「そうだな。それに疫病だとしても全員が死ぬなんて考えられない。何か他の──井戸に毒が入ったか、皆で毒キノコでも食べたか、下手すると何かの呪いかもしれん」

　隊長も兵士も僅か一週間で村中にうつり、しかも全員が死に絶える病気など聞いたことがなかった。

ならば毒か呪いと考えるのが自然だった。

　兵士達も同じ考えなのか引きつった顔で頷く。




　その時、村はずれで一人の兵士が大声を上げる。

「生存者だ！　生存者がいるぞ！」

　生存者は若い女性だった。

生きてはいる……だが口から血を吐き戻しながら力無く虚空を見つめており、もう長くないことは明らかだった。

「おい村に何があった！　これは一体どういう訳だ！」

　娘はむせながら力無く呟く。

「村に……きた……ていこく……ひとたち……具合……看病……でも……死んで……みんな同じ……」

　娘の目が開き、手が落ちる。

「くそっ！　死んだ！」

　結局何もわからない。隊長は床を踏み鳴らす。

　村の墓地には真新しい墓が十近くも見て取れたが、死体だらけの村の中で気に留める者はいなかった。

「死体しかないんじゃ何もわからん。とにかく本隊に知らせねばならん。グオスは馬で街に報告に迎え。他の者は死体を埋葬してすぐに詰所に戻る。呪いだとすると長居は危険だ」




　指名された男は死んだ女の開いた目を優しく閉じてやってから馬に乗る。

「可哀想に……吹き出物だらけになる前は可愛い顔してただろうに」

　男は手のひらについた血を自分の服で拭い、司令部のある街へと馬を駆けて行ったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万一千人　難民二万二千人 女性捕虜達九五〇〇人

重要都市　ラーフェン 二万九千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍九五〇〇名

歩兵五千騎兵千弓兵八〇〇弓騎兵五〇〇臨時難民警備兵二二〇〇

予備役二千

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（幽霊）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（？？？）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（罪悪感エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（暇）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（暴食肉玉）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（不貞寝）アルラウネ（もさもさもさ）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（翼付き巨大火トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（肉便器）

部下

セリア（副官）マータ（傍仕え）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（内務補佐ー婚約）

レオポルト（動員出兵）アドルフ（丸禿）トリスタン（激務）

クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（ロビー活動）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨九五四五〇　税収（＋九万） 軍動員（五千）

下賜金（未開封）

経験人数五〇五人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３１２話　難問山積（家庭編）♯







　俺とセリアは裏口から出て行くアリスを尾行する。

　裏口にも衛兵はいたが、特に止められることはない。

挙動は不審だがアリスは俺の女だ。屋敷から出て行く彼女を衛兵が止められる訳も無い。

「もう少し近くへ行ったら駄目か？」

「だめです」

　セリアは足音を殺し、アリスの十歩ほど後ろからついていく。

俺はそこから更に三〇歩後ろだ。

「エイギル様が近づくとあの状態とは言え気付くかもしれません」

　不満はあったが巧みな尾行でふりふり揺れるセリアの尻に免じて勘弁しよう。




　アリスは酔ったような足つきのままフラフラと街の外れに向かう。

獣や魔物の危険もあるので街壁を越えようとするなら止めるつもりだったがどうやら出て行くつもりはないらしい。

「しかしこんな何も無い所に何の用だろうか。草むらしかないぞ」

　彼女が来たのは街壁内ではあるがまだ建物は建てられておらず空き地となっている区画だ。

　ラーフェン街壁の建設に際してアドルフは将来の発展を阻害しないように、街の面積をかなり大きくとっていたのだ。

　現在ラーフェンの人口は約三万、他にも出稼ぎや交易や中継に訪れる者、そして俺が連れ帰った難民達も街壁内に取り込んでいるが、それでもまだまだ余裕があるように見える。

「逢引の待ち合わせでは無いでしょうか？　昼間からとは図々しいですが、人目もありませんから」

　セリアが苛立った顔で言う。

「俺達も空き地で何度かやったものな。一度、最中を衛兵に見つかったっけ」

「それはもういいのです！」

　しかし本当に男が来たらどうしようか。

アリスが他の男に抱かれて平気な顔は出来ない。

男を捕まえて目の前でアリスを抱きまくり、奪い返そう。

「止まりました」

　アリスが足を止めた。

そこは草むら……の中にある小さな濁った水たまりだった。

「あれはため池ですね。用水が整備されるまで便宜上使われていた物です。水質が悪くて飲んだらお腹を壊すのです。ううう、嫌な思い出が蘇ります」

　ふむ、水道橋も完成したからもう必要ないかもしれないな。

既に誰も使っておらず、単に雨水が溜まっているだけなので水も恐ろしく汚そうだ。

周りも手入れされておらず小虫と雑草が酷く、とても逢引の場所に適しているとは思えない。

　だがアリスは池を見た途端、とろけるように微笑み、服を脱ぎ始める。

「あぁ……もう我慢できない……はぁぁ……」

　乱雑に脱ぎ、アリスは尻を池に向けて屈みこむ。

「な、何をやっているのでしょう？」

「普通に考えればなぁ……」

　どう見ても排便の仕草にしか見えない。

このまま見ていても良いのだろうか。

「う……出る……あ……ぁぁぁぁぁ!!」

　アリスが踏ん張ると同時に尻から──。

「ひっ！」

「あれは……」

　セリアが悲鳴をあげた。

　アリスの尻から溢れだしたのは汚物ではなく、蠢く触手の群れだった。

大量の触手がずるずると湿った音を立てて彼女の尻の穴から飛び出して池に落ちて行く。

「あがぁぁぁぁ！　んひぃぃぃぃ──!!」

　アリスは触手を排泄しながら天を仰ぎ、涎を垂れ流しながら絶叫する。

　やがて全て出尽くしたのか彼女は最後に低く喘いでからぐったりとその場に倒れ込む。

よく見れば股間からは大量の愛液が噴き出し続けていた。

「どうやら浮気ではなかったようだが、これはまた」

「あ、あれはなんですか!?　うねうねして……何故あんなものが腹の中に!?」

　セリアは見た事が無かったのだったな。

エルフの森で見たローパーだったか。どうやらアリスは持って帰ってきてしまったようだ。

そしてウネウネした長い物があればアリスが尻の穴に入れるのは時間の問題だった。

「ともかくこのままにしてはおけん」

　見れば濁った池からアリスが排出したよりも遥かに太い触手が伸びている。

「あっ！　あうぅぅぅ！」

　触手がアリスの尻に入りこんでいく。

何をしようとしているのかはわからないが、俺の女が得体の知らない物を挿入されようとしていることは確かだ。

「目の前で寝取らせる訳にはいかない。汚い物を引き抜いてやる」




　俺は隠れるのをやめてアリスの前に飛び出す。

「エイギル様！　こ、これはぁ……違うのぉ！」

　アリスは俺の姿を見て慌てて尻穴から触手を抜こうとするが、うまくいかない。

それどころか刺激が強くなったのかたちまち力が抜け、より深く入り込まれてしまったようだ。

「事情は後で聞く。今はこいつを……」

　俺はアリスの尻に侵入した触手を掴み、力任せに引き抜いた。

「あおぉぉぉぉ──!!」

　ずるずる抜けていく触手、既に１ｍ程は入られていたようだ。

触手のぬめぬめとアリスの腸液が混じって滑りやすい。

「もう少しだ。我慢しろ」

「だめ、気持ち良すぎる……狂っちゃうぅぅぅ……」

　反りかえって獣の咆哮を上げるアリスを押さえ付け、更に触手を引き抜く。

「あひぃぃぃ──!!」

　最後に先端の太い部分が抜けた。

アリスは涙と鼻水、尿に愛液に腸液とあらゆる汁を撒き散らして気を失ってしまったようだ。

「セリア、アリスを下げてやってくれ」

「はい、うわぁ酷い顔ですね」

　池に向かって向き直る。

濁りきった池の中では女を奪われて怒るローパーの群れが蠢いていた。

俺はセリアの腰から片手剣を借りるが奴らは見た目に反して斬りにくいので心もとない。

「だがやるしかない。俺の女にちょっかいを出した罰だ。皆殺しに……」

　だが俺が斬りかかる直前、池に影がかかる。

咄嗟に見上げると、赤く硬そうな鱗に包まれたそいつは、ピピのペットである大トカゲのポチだった。

そういえばピピがポチがいないと探していたぞ。どこにいたのだろう。

「今は忙しい。こいつらを片付けてから相手してやるからどいていろ」

　連邦に出る前は確か俺と同じぐらいの大きさだったはずだが、今はその倍はある。

顔も更に怖くなってしまってこれではより一層屋敷のメイド達に脅えられるだろう。

おまけに空まで飛ぶとは飼うのに苦労しそうだ。

　なんだかポチと同じような奴をどっかで見た気がするが、気のせいか。

こんな巨大で空を飛ぶトカゲなど見たことあるはずがない。

　するとポチは俺と池の中でうねるローパーの群れを見比べて首を傾げてギャーと鳴く。

こいつらを倒すのかと聞いているようだ。

「そうだ。ちょっと苦労しそうだから構ってやれん」

　同時にポチは大きく息を吸い込んでから、池に向かって口を開く。

　ゴウと轟音が鳴り、ポチの口から真っ赤な火炎が噴き出した。

火は池を中心に周囲の地面を舐めて行く。

「きゃっ！」

「うおっ！」

「私の……うねうね……」

　火炎が止まった時には周囲は火の海となっていた。

池の水は激しく沸騰し、ローパーはのたうち回りながらしおれて行く。

　どうだとばかりに胸を張るポチ。

よく見ればなんだか顔が凛々しくなっている上に額に変な紋章のようなものがついている。

だが今はそれどころではない。

「このアホ！　早く火を消せ！」

　奴らは討伐されたが一面火の海だ。

火力が高かったのか、水を含んだ青い草がそのまま燃えている。

ここは空き地だが放置すれば大火災になってしまうぞ。

「あわわ！　こっちも燃えています！」

　セリアは慌てて火を踏みつけて消している。

ポチも大きな体で火に覆いかぶさってなんとか消火しているようだ。どうやら熱くないらしい。

「おい！　凄い煙だぞ！」

「火事だ！　北東の空き地で火が出てる。警鐘を鳴らせ!!」

　やがて街の到る所で鐘が鳴り始め衛兵や野次馬がこちらに来るのが見えた。

「消火の心配はなさそうだ。アリスも救いだせたからまずまず良しとするか」

「うぅ……マイラさんに怒られてしまいます」

　ポチは悲しそうに項垂れている。

こいつは結果はどうあれ俺達を助けようとした訳だ。

なのに久しぶりのピピとの再会が叱責から入るのはつらいだろう。

俺は奴の下がってしまった頭を軽く叩く。

「ま、お前が火を噴いたってことは伏せていてやろう。久々にピピに甘えて来い」

　ポチが嬉しそうに顔を上げる。

「し、しかしそれでは火災の原因はどういうことに？」

　もちろん考えているぞセリア。

「俺がお前とアリスを並べて野外でヤっていたら激しさの余り火が出てしまった。それでいこう」

「そんな無茶な！」




夜

「なるほどな」

　アリスに事の次第を問い質しおおよそのことはわかった。

　彼女はエルフの森からローパー触手の切れ端を持ち帰り、壺に入れて飼っていたそうだ。

その触手に尻をいじらせるとぬるぬるして気持ち良かったらしい。

　やがて触手はどんどん大きくなって快楽も大きくなり、遂に逆らえなくなってしまった。

部屋に隠しきれなくなった触手をアリスは尻の穴に入れてあの池に運んだらしい。

　その後、毎晩のように通い詰め、池に体を沈めて触手に揉みくちゃにされて楽しんだ。

やがて成長した触手は幼体をアリスの尻の中に残し、十分育ったら池に排泄させるを繰り返して増殖していったらしい。

「まったくお前の尻好きにも困ったもんだ。俺はてっきり他の男の肉棒を咥えこんでいると思ったぞ」

「……浮気なんてしないよ。触手は浮気じゃない」

　難しい所だが終わった事をもう言うまい。

俺にもアリスを放置した責任はある。

「触手風情に負けるのも気分が悪い。これからは俺が尻を掘りまくってやるからな」

「楽しみ……おぅ！」

　彼女は今ベッドにうつ伏せとなり、尻穴には俺のモノがぎっちりと詰まっている。

　彼女の尻穴は触手に開発され尽くしたせいか、俺の男根を楽に飲み込める程に拡張されているのだ。

「これだけ広がってしまうと垂れ流しになってしまいそうなものだが」

「何故か平気、触手に変な開発されたみたい」

　そう考えると全部燃やしたのは惜しかったかもしれない。

ローパーが必死に開発したアリスの尻穴を俺が味わう。

これは広い意味では俺が彼女を寝取ったことになるのだろうか。

「動いて……激しく……」

「おお、そうだな。哲学している場合じゃなかった」

　俺はアリスの尻肉を掴むと勢い良く腰を打ちこむ。

他の女なら一発で切れ痔どころか尻穴が引き裂けてしまう行為だ。

「あぁん!!」

　だがアリスは嬉しそうに嬌声を上げる。

素晴らしい尻穴だが子作りする時が大変そうだなと思いながら、勢いよく種を発射してアリスの尻穴を取り戻したのだった。




　ちなみに火事の言い訳だが、皆が信じてしまい自分で妙な噂を作り出してしまった。

ラーフェン七不思議とやらにされているらしい。
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中庭　もさもさ天国

「見てよこれ」

　ラミーに呼ばれて中庭に来てみるとそこはまるでエルフ達の森だった。

地面を覆い尽くす下草と一面に広がった草木……どう踏み入って良いものか迷うほどだ。

「これはすごい。庭か森かわからないな」

　リタによるとメイド達は中庭に洗濯物が干せないので無駄な苦労をしているそうだ。

ちなみに中庭の植物の世話はラミーに任せていた。

「別に厳しく管理しろとは言わんがもう少し手入れをしてくれても良かったんじゃないか？」

　だがラミーは不満げな顔をしながら一本の雑草を引き抜く。

「ならこれ見てよ！」

　すると草の根っこには小さな人型がついていた。

抜かれた事にびっくりしたのかキューと鳴き、もぞもぞ動いた後、ラミーの手をすり抜けて再び元の穴に収まってしまう。

「まさかこいつら全部なのか？」

　俺は試しに腰ぐらいまである小さな木を触ってみる。

　キューと鳴き声がして幹が割れ、中から小さな人型が現れる。

「前のあの子……実はエイギルが出発してすぐに枯れたの。少しは寂しくなるなと思っていたんだけど……一週間もしないうちにそこら中から生えて来たのよ」

　ここに繁茂して中庭を密林と化している植物のほとんどがアルラウネらしい。

「これだけ増殖して……よくも被害が出なかったな」

　こいつらは消化液をかけて生き物を捕食する。

俺が必死に教え込んでなんとか躾けたが、これ程大勢となると教え切れなかっただろうに。

「それなんだけどさ。ちょっと水を汲んでくれない？」

　ラミーは唐突に近くの一体にそう話しかける。

するとその個体は微笑むだけで動かず、遠くの井戸に近い個体が水を吸い上げ、体を膨らませていた。

「この子達は繋がってないけど全部で一体らしいの。一人に教えたことは全員が知ってるわ」

「なるほど……ということは」

　俺は一体の人型……人間を模した部分を確認する。

　その人型はもう木の色をした人と言えるほど精巧になっている。

本体に合わせて大きさこそ小さいが、乳房や穴まで完璧に作り込まれていた。

俺が人に似せろと言ったのをきっちり守っているようだ。

「これはすごいな」

　褒めてやると嬉しそうに庭中の木がカサカサと体を揺らす。

「だが確かに邪魔だ。洗濯物も干せないし庭で遊ぶこともできない」

　今度は一斉に庭中の木がしおれてしまう。

「密集し過ぎだ。いくらなんでも多すぎてこれじゃあ日光も栄養も満足に取れないだろう」

　どこかに植え替える必要がある。

「そういえば街壁の周りが殺風景だったな」

　街壁に隣接した内側は防衛上、民家や重要な施設はおけない。

城門近くの場所以外は整地の必要もないので荒れ地のまま捨て置かれているのが実情だ。

ここに彼女達を植えれば見栄えも良いのではないだろうか。

「木の葉の鳴る音は心を鎮めるけど……」

　ラミーがそう言うと庭中の木がわさわさ音を立てる。

一斉にやられるとやかましいが口には出さない。

「季節ごとに花でもつければメルやマリアが喜びそうだ」

　するとアルラウネがぷるぷると震えた後、可愛い黄色の花がポンと咲いた。

「実がなれば街の人も喜びそうね」

　再び震え始めたアルラウネはポトリと実を落とす。

拾い上げてみると虹色の実で微妙に動いている。

……これは食べても大丈夫なのか？

「問題は火事になった時に壁にまで燃え拡がることだが」

　アルラウネは井戸から吸い上げた水をピューと噴いた。

自分で消すと言いたいらしい。

「逃げようとする悪党が足場に……できる訳無いか」

　アルラウネは枝をバシンと地面に叩きつける。

　なら何の問題もないように思う。

「早々に植え替えるとしよう。明日にでも人夫を手配して作業を始める」

　だがアルラウネは首を振る。

はて、やっぱり植え替えは嫌なのだろうか。

　すると次の瞬間、アルラウネ達が一斉に地面から飛び出し、根っこを足のように使って歩き始める。

「なるほど器用なもんだ。自分で歩けるなら人夫はいらんな」

　大木のような個体からタンポポ程度の大きさのものまで一列に並んで整然と歩いて──。

「待て、白昼堂々お前達が行進したら街が大混乱になる！　夜中に行け」




　こうしてアルラウネは中庭から街壁沿いに移り、庭は再びすっきりした。

　突然街壁沿いに多数の木々が出現したことはラーフェン七不思議の一つに数えられているらしい。

　結局、中庭には俺の背丈ほどのアルラウネが一本だけ残った。

そしてもっと小さな個体が植木鉢に入って俺の部屋にいる。

ラミーや俺の近くに居たかったのだろうか？　可愛い奴だ。

「ちょっとぉ……集中してよぉ」

「悪い悪い」

　ラミーの小屋で彼女を抱き、アルラウネも参戦する。

中庭の平和は戻ったのだ。

　ちなみに移動中の彼女達をケイシーが目撃したらしく大騒ぎしていた。

挙句の果てにどこぞやで覚えて来た悪霊退散の呪文を唱え続け、自分が薄くなってきたので慌ててやめさせたのだった。
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フェルテリス裁判

「これより裁判を開始します！」

　マイラがやる気のない俺に強い視線を送る。

場には他にリタとセバスチャンの姿があり、俺の横にはノンナが座っている。

「被告フェルテリス！　罪状は淫乱と変態、少年食いです！」

「屈辱ですわ！」

「なんだそりゃ」

　俺は笑ってしまった。

淫乱が罪になるなどあり得ない。いやらしい女に感謝しこそすれ罰するなどありえん。

　だが笑っているのは俺ぐらいでマイラはもちろん、リタもセバスチャンもノンナも深刻な顔をする。

そんなにひどいのか？

「エイギル様、カトリーヌさん程度と考えてはいけません」

　ノンナにそう言われると構えてしまうな。

「オホン！　では罪状を……あぁ、読み上げるのも汚らわしい！」

　マイラはドンと机を叩き、目を閉じて語り始める。

「罪状一！　屋敷に務める者のみならず、ラーフェンの町で少年を相次いで誘惑し行為に及ぶ。その数は数十人以上に及び、大半が童貞だった模様！」

「なんて淫らな……」

　ノンナが扇子で口を隠す。

「ははは」

　俺は笑ってしまう。

別にいいじゃないか。少年の童貞を切って女を教えてやっているのだ。

フェルテリス程の美人に初めてを貰われて嫌がる男などいない。

試しにその犯された少年達に聞いてみろ、フェルテリスを恨んでいる奴などいるものか。

「罪状二！　牢獄への侵入です！」

　これは笑えないな。何があった。

「経緯は……看守の目を盗んで牢獄に侵入し、囚人達を散々に罵った末にうっかり転倒して気絶、その後多数の囚人達に輪姦された模様です」

「わざとだろう？」

　フェルテリスは目を逸らす。

「罪状三！　人夫達の宿で彼らを散々に侮辱しました。その後、自ら誤って痺れ薬を飲んでしまい、そのまま輪姦された……いえ、させた模様です」

「わざとだな？」

　フェルテリスは目を逸らす。

そもそも誤って痺れ薬を飲む意味がわからない。

もう少し上手にやれないのか、みえみえじゃないか。

「そして罪状四！　無差別の交わりで拾って来た病気を撒き散らしました！　ちなみに三種混合です！」

「病気か……」

「き、汚い！　もう貴女には絶対屋敷の風呂は使わせません！」

　さすがに肩が落ちる。

ノンナは体中を奮わせて憤っていた。

　セバスチャンが進み出る。

「屋敷に勤める少年達の母親が抗議に参りました」

　俺は机に突っ伏してしまう。

「ともかく治療費は全部俺が持つと言え。移された奴には見舞金も出してやるから余り言いふらすなと言っておけ」

「かしこまりました」

　セバスチャンが頭を下げる。

「それからフェルテリスは治るまで風呂は禁止、どこかの部屋で女だけに面倒見させろ」

「そ、そんなチンポ無いと狂っちゃう……じゃなくて、人間風情に閉じ込められるなど屈辱ですわ！」

「申し訳ありません。既に屋敷内で噂になっており、彼女の世話をしたがるメイドはいないかと……正直メイド達は彼女を汚物のように見ております」

　リタが困ったように言う。

「特別手当を出すからと頼んでくれ。見つからなければ最悪……マダムに頼む」

　できる限りそれは避けたい。

「それで治った後、いつ頃追い出されるのですか？」

　ノンナが当たり前のように言う。

「いやそこまでは」

「駄目です！　ここはエイギル様の屋敷です。誰彼構わず抱かれる淫婦は置けません」

　セバスチャンとリタも頷いている。

さすがにフェルテリスはやり過ぎたようだ。

だが彼女はエルフの森から出て来て行く所もないだろうし追い出すのは忍びない。

「仕方ないかと、屋敷の女は家人、愛人、使用人問わず、彼女を受け入れません」

　ううむ……困った。




　だがこの問題は簡単に解決した。

フェルテリスが屋敷を追い出されるとの噂が流れた途端、使用人の少年や牢獄から出所した男、人夫などが押し寄せて来たのだ。

「ぼ、僕のお嫁さんにして毎日罵りながらお尻を叩きたいです！」

「牢獄で腐るつもりだった俺を救ってくれたのは彼女だ。あれから俺は心を入れ替えたんだ！　あいつを嫁にして毎日強姦遊びがしてぇ！」

「俺がきつい仕事で金を溜めたのはあいつを嫁にするためでさ。後ろから腕を引っ張りながら尻の穴を犯して泣き叫ばせてやりたいんです！」

　どこかおかしい奴らばっかりだが、一応慕われているようでなによりだ。

「に、人間風情がなんて下劣な！　エルフの誇りにかけてお前達なんかの嫁にはなりませんわ！」

　言いながら足をもぞもぞさせるフェルテリス。

幸せの形は人それぞれだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万一千人　難民二万四千人 女性捕虜達九五〇〇人

重要都市　ラーフェン 二万九千人　リントブルム 五千人　ヴァンドレア特別町 九千人

軍九五〇〇名

歩兵五千騎兵千弓兵八〇〇弓騎兵五〇〇臨時難民警備兵二二〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

予備役二千名

治安隊一五〇名

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（薄）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（薬研究）ソフィア（愛妾）セクリト（暇）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（移住）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（飛翔型火炎大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（性病）

部下

セリア（弁解）マイラ（叱責）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（内務補佐ー婚約）

レオポルト（動員出兵）アドルフ（不毛）トリスタン（激務）

クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（ロビー活動）クロル（子作り）アルマ（子作り）

財産　金貨九五三〇〇　治療費見舞金　少年五〇人分（一五〇）

下賜金（未開封）

経験人数五〇五人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３１３話　大見合会







ラーフェン市内

「ねぇ、結局あの人達ってなんなの？」

「すごい人数よね……正直ちょっと怖いけど領主様が連れて来たのよね」

　ざわざわと小さい声が聞こえる。

「領主様が戦争で捕まえた捕虜らしいわよ。行き場がないって難民みたいなものよね」

「あぁ、街壁の外と南部の国境にもわんさかいるらしいな。そんな奴ら養って大丈夫なのかよ」

「全員女だからまだマシだがよ。そのうち盗みやかっぱらいでも増えそうだよな」

　ラーフェンの市民達が俺が連れて来た捕虜達九五〇〇人分の臨時テントを見ながら呟いている。

　内容は概ね否定的だ。無理も無い。いきなり街の三分の一の人間が押し寄せて来たのだ。

　だが具体的な衝突は一度もない。

　それはラーフェン市民がそもそも生活に不満を持って居ないこと。

元捕虜と言うことで彼女達が市民に遠慮して控えめに過ごしていることが原因だ。

更に彼女達が女と言うことも幸いしている。

　俺の領地では女を犯したり傷つけたりした奴を軽く済ませることはない。

これは民の間でも知れ渡っているのだ。




「世界中全ての女は大切にしないといけない。いつか俺の女にできるかもしれないのだから」

「族長様、心の声が漏れております」

「みんな見てますよ」

　つい声に出ていた。

　俺はギドとクロルとクリストフの三人を伴って連邦から連れ帰った女性達の所に向かっている。

理由は今後の事を話し合う為だ。

彼女達が今後どう生きるにせよ、今のままラーフェンにテントを張っている訳にはいかない。

　本来俺一人でも良かったのだが、念の為護衛を連れて行くように言われたのだ。

　セリアとマイラは街壁の外で起きた難民と郊外の民とのこぜり合いの仲裁に向かっている。

俺も行くつもりだったが、若い男同士の喧嘩と聞いてやめた。女の方がいい。

　捕虜達に文句を言っていた民は俺の顔を見ると気まずそうにその場を離れる。

不安を感じるのもわかる。だからこそ早く解決しないといけないだろう。

「この大事な時にアドルフが禿げてしまうとは……俺が代わりにやってやらんと」

　まったくあいつもタイミング悪く禿げるものだ。

何故奴が禿げたのか不思議と思い出せない。きっと思い出す必要がないのだろう。




「あっハードレット様!?」

「馬鹿っ！　領主様と呼ばなきゃ！」

「来て下さったのですね!?」

　天幕に近づくと俺を発見した女達が次々と駆け寄ってくる。

その声を聞きつけて更に多くの女が集まる──女の大軍に包囲されてしまう。降伏してしまいそうだ。

「領主様、私達これからどうなるのですか？」

「きつくてもいいので働き口を──」

「食べ物はいつまで頂けますか？」

「あんた邪魔！　どきなさいよ」

「うわぁぁぁぁぁ！」

　人数が多すぎて簡易の家も立てられない天幕生活、湯も満足に使えず、香水などあるはずがないのに女とはどうしてこうも良い匂いがするのか。

そして、どうしてクリストフが倒れているのか。どうでもいいが。

「ははは、一度に話されてもわからない。俺は頭が良くないんだ」

　彼女達を抱き締めながら天幕群の中心に向かう。

端っこで一部の者だけに話しても意味はない。

「はーい。わかりました」

「あっお尻触った！」

「もう……領主様スケベです……」

　もちろんどさくさに紛れて尻は触る。

彼女達もまったく嫌がってないようだ。

　しかし俺の手の届かない場所の女まで顔を赤くして照れている。

「……」

　ギド、お前か。スケベな奴め。




　俺は彼女達を集めて今後の事を話していく。

彼女達の道は大きく分けて四つある。

　一つは他の民と同じように何らかの働き口を見つけることだ。

農民でもいいし、手先が器用なら縫製や細工の仕事でも良い。

「何人か集まって針仕事の仕事とかやりたいよね？」

「うん、ここまで一緒に来たし、みんなでなら頑張れそう」

「女だけの工場か……胸が熱くなる」

「族長様、股間が膨らんでいますよ」

　おっと危ない。

　もう一つは家庭に入ることだ。

彼女達は戦奴や兵士、つまり戦える若い者達だ。

ならば何処かの男の嫁となって子供を産み育てる道も当然ある。

ただ、今のように全員で固まっていてはなかなか男を見つける機会もないかもしれない。

「結婚したいなぁ。赤ちゃんいっぱい産んで幸せになりたい」

「私は子供よりまず男ね。戦争中に指揮官のオヤジに乗られたっきりだもん。若い男が欲しい！」

「わかる！　ここも女しかいないしね。ハードレット様達みたいな逞しい男見るだけでたまんない」

「ちょっとクチュクチュ音が聞こえてるわよ！　誰か自分でしてるでしょ！」

　一人や二人ではないのだろう。一帯に淫靡な香りが漂う。

ギドとクロルが前屈みになり、俺のズボンも膨らんでいく。

「ギド、クロル、お前達も人の事が言えるのか？」

「すみません。想像してしまう上に濃厚な女の香りが」

「股間が制御できません……膨らんでしまう……」

　わかる。わかるぞ。お前達は何も悪くない。

俺のズボンも今まさに破れようとしている。

　最後は兵士だ。

「俺も私軍を持っていてな、実戦経験がある者が加入してくれるとありがたい」

　これに関してはレオポルトとも相談済みだ。

彼女達は大戦争を戦い抜いて生き残った。

実戦経験は何物にも替え難い。

「あー兵隊……か……」

「それしかないなら仕方ないけど……」

　前の二つと比べて女達の反応は悪い。

当り前だ。地獄のような戦いを潜り抜け、更に捕虜として処刑されそうになった末になんとか生き残ったのだ。この上、もう一度兵士をやりたがるなど奇特な奴だけだ。

　これは想定済み。

むしろ全体の一割ぐらいだろうと推測していた。

逆に五千も六千も入られたら維持費が嵩んで仕方ない。

「でも領主様の軍って男だらけよね」

「若い男でむんむん……か」

　数人の女が勃起した俺達を見て舌舐めずりする。

クロルとギドがますます前屈みになる。

うむ、遂にズボンが破れてしまった。

「そして最後……隠れた四つ目は俺の愛人になることだ」

「「「えっ!?」」」

　女達の目の色が変わり身を乗り出す。

前三つの選択肢より明らかに食い付きがいい。

「「えっ!?」」

　ギドとクロルの目の色も変わる。

レオポルトにもこの選択肢は一切言わなかったからな。

　だが俺としては嬉々として語れはしない。

屈辱的な事を話さねばならないからだ。

「本来ならば希望する者は全員愛人にしてやりたい！　だがそれはできない」

　女達の顔を見る。

自分の声が悔しさに震えているのがわかる。

「情けない事に俺にはお前達全員を囲い、豊かに暮らさせてやるだけの財力はない」

　トリスタンに二度検算させたが九五〇〇人を愛妾にするのは不可能だった。

馬鹿なことをさせないで、と言ったトリスタンの飯は青豆尽くしだ。

　俺に国王レベルの財力があれば可能だったのだろう。

自分の甲斐性の無さが忌々しい。

「ま、まあ全員はいくらなんでも……」

「ガーランド皇帝でもそこまでの無茶はしていないのでは……」

　もっと情けない事も告白しなければいけない。

「よしんばお前達全員を囲っても、夜に皆を満足させてやれないんだ」

　仮に九〇〇〇人を囲うとして、一月に一度抱いてやるだけでも毎日三〇〇人を抱かねばならない。

「無様なことに俺の粗末なモノにはそれだけの能力が無い」

　非力な俺は一日二〇人も抱けば疲れてくるし、五〇人も抱けばぐったりしてしまうだろう。

力を振り絞って一〇〇人抱けば、もう一物はピクリとも勃たなくなるはずだ。

「毎日二〇人なら抱けるんだ……すごい」

「粗末？　……その丸太みたいなのが粗末……あはは……」

「でも愛人かぁ……いいなぁ」

　女達が慰めてくれる。

俺もまだまだ、もっと沢山の女を抱けるようにならねばならない。

「だから全員を愛人にはしてやれない。せいぜい……五十か、百かだ。情けない俺を嗤ってくれ」

　俺が言い終わると同時に女達が声を上げた。

「アイザ愛人希望です！　おっぱいの柔らかさには自信あります！　お試しにどうぞ」

「ユユヌ同じく！　お尻開発済みで巨根も大丈夫です。是非ご試食を！」

　群がった女達に服を剥ぎ取られてしまう。

「あの……職の紹介なのですけど、働き口は領主様が選んで下さるのですか？　給金や待遇も？」

「そのつもりだ」

　とは言っても九〇〇〇人からの職を一つ一つ選んでられない。

さすがに劣悪な所は避けるが、全員を同じ条件にするのは不可能だ。

「領主様に気にいられれば良い条件で職に就ける……かも！」

「──女好きで巨根……つまり女体！」

　愛人希望以外の女達も一斉に服を脱ぎ捨てた。

「待てお前達！　領主様に無礼を──な、何をするー」

　俺の前に立ちはだかったギドだが、多勢に無勢でたちまち押し倒されてしまう。

「若い男よ。もう我慢できない！」

「ついでに犯しちゃいましょう！」

　ギドも俺と同じように全裸に剥かれてしまった。

横ではクロルも同じように剥かれてしまっている。

クリストフは失神しているので放置だ。

「俺には妻がいる！　そう簡単には──」

　言いながらギドは上に乗った女と手を絡ませ、騎乗位での挿入を促している。

「俺にも将来を誓った相手が……」

　クロルはそう言いながら大柄な女に包まれるように倒れる。

もぞもぞ腰を動かしているのは挿入の準備だろう。

　当然だ。女に裸で迫られて拒むようでは男ではない。

たっぷりと女体を味わい、後で嫁に怒られれば良いのだ。

俺もきっとノンナに頭突きされ、セリアに非難の目で見られることだろう。




「ギド君だっけ？　キミおちんちん大きいね。あーん、すごい！」

　ギドはまだ一七だがかなりの巨根だし女にも慣れているので結構上手い。

女は予想外の動きにたちまち喘ぎ出した。

「クロル君だったよな？　歳の割にねちっこい攻めを……しかも複数慣れてるのか？」

　クロルも大柄の女に乗りながら傍の女も指で愛撫している。

アルマの他、ロラミラ親子を愛人にしているだけあって生意気にも乱交に慣れていやがる。

「俺も負けていられないな」

　大股を開いて誘惑する目の前の女の膝を抱え、腰を突き出す。

雰囲気で既に十分湿っていたので一物はずるりと入りこんだのだが……。

「うわぁぁぁぁぁ！　ひゃあぁぁぁぁ!!」

　女は絶叫し、そのまま泡を吹いて気を失ってしまった。

同時に潮と尿がだらだら流れ始める。

仕方なく一物を引き抜き立ち上がる。

「領主様？　一体何が……ひぃっ！」

「彼女はどうした……わぁぁ！」

「ば、ばけもの……！」

　俺に群がっていた女達がざっと距離を取る。

まるで戦場で槍を振ったみたいな反応だ。肉槍も振ってみるか。

「そ、その三本目の足って男根……？」

「おっきいなんてもんじゃない。さっきの丸太でも完全に勃ってなかったの!?」

「あたしの知ってるちんちんと違う……」

　一気に形勢が逆転してしまった。

だが戦いが始まった以上容赦はできない。

「ふふふ、覚悟しろ。捕まえた者からこいつを入れてしまうぞ」

　俺は女達の大軍を撃破すべく、槍を振りかざして突入して行った。




そして数時間後

「エイギル様～家の者から難民達の視察に行かれたと聞きました。帰りが遅いのでお迎えに参りました」

「はて姿が見えませんね。誰かハードレット卿の居所を知る者はないか？」

　セリアとマイラの声で目を覚ます。

周りを見回してこれはまずいと身を起こすがどうにもならなさそうなので諦める。

「ここだ。天幕の中にいる」

「そちらにいらっしゃいましたか」

「もう陽も落ちます。ノンナさんが怒ってまし──」

　天幕の入口が開かれ、愛しい女二人が凍りつく。

正確には三人、イリジナもいたようだ。

彼女のでかい声が聞こえなかったのは歩きながら骨付き肉を食べていたかららしい。

「そろそろ帰るよ。準備するから少しまってくれ」

　俺は立ち上がり服を着始める。

「いかないでぇ……狂うまで可愛がってぇ……」

「もっと突いて……死ぬまで突いてぇ……」

「お潮が止まらない。気持ち良すぎてお股が壊れちゃったよう」

　足元では女達がか細い声を上げていた。

だがこれ以上やると体も心も壊れそうなので軽くキスをしてから毛布をかける。

「さあ帰ろうか」

　爽やかな笑みを浮かべ、何事もなかったかのようにマイラとセリアの肩、そしてイリジナの尻を叩く。

イリジナは一瞬むせたが肉を飲み込んで……おい、骨も無いぞ。まさかのんだのか、大丈夫か？

「……バカ」

「どれだけの女を虜にするつもりですか……本当にもげますよ」

「わははははは！　骨ごと丸のみしてしまった！」

　女性達の非難の視線を回避しなければならない。

それはクロルとギドの役目だ。確か隣の天幕に居たな。

　俺はばっと天幕を開く。

「おい、ギド、クロル。帰るぞ」




「どうだいいか？　俺はお前のなんだ？　ご主人様と呼べ！　はっ、族長様!?」

「ママおっぱい……もっとちゅうちゅう……はっ、エイギル様!?」




　二人はまだ最中だったようだ。

「ギド……エイギル様の護衛を任せたはずなのに何故女の尻に乗っかっている！」

　ギドはマイラに尻を蹴飛ばされてひっくり返る。

「何がママのおっぱいですか、このエロガキ！」

　セリアの蹴り、しかもつま先がクロルの玉に命中しクロルは悶絶する。

「わははは！　よくわからんが成敗するのだな！」

　しかも剛力のイリジナが追撃したことで二人は泡を吹いて失神してしまった。

仕方ない。ギドは妻の所へ、クロルはアルマの所に置いて来よう。

「領主様……」

　女の一人が心配そうに言う。

「お前達のことは任せておけ。一人立ちにせよ家庭に入るにせよ、ちゃんと面倒を見てやるよ」

　俺はそう言いながら男二人を引きずってその場を去る。

「ありがとうございます。でもそういうことじゃなくて、お二人の服が脱ぎ捨てられたままなのですが」

　さあ今夜のおかずは何かな。

　全身から女の匂いをさせた上、体中に口付けの痕をつけた二人を愛する女の元に返す。

翌朝、クロルは目の周りに痣が出来ており、ギドは頬に引っかき傷があったが俺は何も悪く無い。

　ちなみに倒れていたクリストフは特に何をされるでもなく、翌日歩いて帰って来た。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




後日　ラーフェン

「では本日は双方ともあくまで秩序を保って行動するように、騒動を起こせば主催したハードレット様にご迷惑をかけることを忘れるな。では開始しろ」

　マイラの長い演説が終わりようやく事が始まった。

よくあんなに長く話せるな。俺は『ではやってくれ』で終わったと言うのに。

「ただでさえ男女が集まっているのですから少し締めねば乱痴気騒ぎになりかねません」

「マイラは真面目だな。可愛いぞ」

　凛と胸を張ったマイラの髪を梳いてやるとみるみる目尻が下がってくる。

「わ、私も真面目です！」

「そうだな。お前も可愛いよ」

　反対側からひっついてきたセリアの頭も撫でる。

するとセリアの顔は緩んだが、マイラの目尻が上がり出した。

なんとも調整が難しいことだ。




　そんな俺達を気にすることもなく、目の前では男と女の攻防が繰り広げられていた。

「初めまして！　ルルガ開拓村から来たマッシュと言います！」

「こんにちわ、私はクェルって言います」

（ケイシーだよ　って誰も見えてないのかな　まあいいや　ごはんごはん～）

　大量に用意されたテーブルに座った男女がそれぞれ自己紹介をしている。

だが単なる団らんではなく、その瞳は皆真剣だ。

「しかし見合いとは……しかもこれだけの人数ですか」

「他に手段がないからなぁ」

　連れ帰った女達の半分以上が家庭に入ることを望んでいたのだ。

となれば五千以上、仕事ならばまとめて紹介もできるが男を五千人も紹介などできない。

　そこで嫁が欲しい男は今日ラーフェンに来いと触れを出したのだ。

来た男達と嫁希望の女達を集めて歓談させ、気が合う者同士で結婚すれば良い。

「しかしテーブルを用意して軽食を出すのは斬新だな」

　この提案をしたのは今日の事を聞きつけたノンナだ。

「男女の仲は相性が重要ですから。見た目と家柄が良くとも品性下劣な輩もいます。共に食事すればきっと見抜けます」

　一理ある。俺も食事のマナーを少し考えるか。

こないだも晩餐に出たトマトを素手で掴んで食べたらノンナが乳をブルンブルン揺らして怒っていたし。

「だがこの札はやり過ぎじゃないのか？」

　男女ともに胸に札を下げている。

そこには年齢・職業・収入だけではなく自分の長所や短所まで記載されていた。

提案したのはマイラだ。

「そんなことはありません！　顔と性格だけではなく甲斐性も重要な要素です。無一文の駄目男が嫁をとっても不幸になるでしょう」

　それはわかるがこれじゃまるで奴隷市だ。

まぁ互いにつけてるからいいのだろうか。

　俺達をよそに見合いは盛り上がって行く。

「職業、酒屋従業員……ラーフェン住みね。収入は月金貨三枚、まぁ合格っと。顔もそれなり……」

「衛兵？　安定してるわね。収入金貨二枚か……うーん妥協すべきかしら」

「宿屋経営？　収入月金貨十五枚!?　ひどい不細工のおっさんだけど金か顔か……うむむ」

　女達の生々しい声が聞こえる。

「長所は『誰とでもすぐ仲良くできる』短所は『押しに弱い』……浮気しそうだな」

「長所『人智を超えたものと会話できる』短所『封印された右腕がたまにうずく』なんだこりゃ」

「長所『誰にでも優しいにゃん』短所『我慢は苦手だにゃーん』……パス」

「長所『一度信じた人を誰よりも深く愛する』おお、いいな！　短所『好きになった相手を食べてしまいたくなる』怖ぇぇよ！」




　声だけ聞くとあまり上手くいってないようにも思えるが会は概ね順調に進んでいる。

「見る限り、目を引く美人はもちろんもてますが、そう美人とは言えない女達にも相手が出来ているようですね」

　さりげなく顔を出したのはマータだ。

彼女は会場を見渡せる場所にいる俺にお茶を出しながら冷静に分析している。

「確かに、完全にあぶれているのは……なんというか常軌を逸した奴だけだな」

　明らかに見た目に劣り、遠慮がちに座っていた女にも男がしきりに話かけている。

「わ、私みたいなのでいいの？」

「もちろんだ。確かに美形じゃないけど一緒に家庭を築くんだ。重要なのは顔より相性だろう？」

　別の方でも。

「私ほら……戦争で顔に傷があるからさ」

「俺にだって傷はあるさ。これはボーとしてたら馬車に轢かれた時のだ。こっちは昔崖から……」

　傷の見せ合いをしながら和んで行く者達もいる。

「我は冥界の使者。右手の包帯は暗黒龍の封印、例え我が夫となっても決して触れてはならぬものだ」

「ふふふ、俺は天界より舞い降りし常世の番人。終末の時がくれば我が目は金色へと変わり、破魔の力を解き放つのだ。時が来るまで仮初の夫婦で良ければ付き合おう」

　よくわからんが変な方向に気の合う者達もいる。




　そんな中、周囲を圧倒する雰囲気を出しているのが元ヴァンドレア投降兵達だ。

もちろん悪い意味でだ。

　彼らは現在、一カ所に集められ、力を合わせて開墾に治水に奮闘、なんとか一人前の町や村を作ろうとしているが、また途上なのでこちらから食糧を供給している状態だ。

しかし彼らの街には問題がある。そのほとんどが男だと言うことだ。

　視察にでかけた者の報告では治安は良好にも関わらず異様な緊張が町を包んでおり、男色も横行しているそうだ。

たまに町を訪れる女には何十もの男が群がり、食事に酒にと至れりつくせりでもてなし、なんとか上に乗ろうとしているようだ。

女神のように扱ってくれるので女の中にはヴァンドレア特別町を頻繁に訪れる者もいるらしい。

　しかしさすがに女が皆無では今後の発展も望めないので今回の見合いを知らせたのだが……数千人の男が血走った目で強行軍してきた時は本当に反乱が起こったのかと思った。

「俺達について来てくれ！　必ず幸せにする！　さあ結婚しよう！」

「ちょっといきなりそんな……」

「子供は何人がいい？　はは、その前に家を建てないとな！　いや交尾だな！　種付けしよう！」

「やめてってば！　近づかないで！」

　いかん、奴らは女に飢えるあまり先走り過ぎだ。女達が引いているのに気付けていない。

だが無理もない。一年近く女と縁のない男も多いのだ。

「職業、無職（農民予定　畑無し　開墾中）収入〇（食糧補助中）って……」

「しかも猿みたいにアソコおっ勃てて……最低、こんなのと一緒になるなら独身でいいわ」

　いかん。このままでは彼らの嫁になってくれる女は皆無だ。口を挟もう。

「あー、こいつらは男だけの環境にいて少し飢えているだけだ。それに開墾も近く目処がつくし、そうなれば普通に暮らせるだろう。────お前達も盛っているんじゃない。もっと女を敬え！」

　なんとか女達は再び話を聞いてくれるようだ。

「すまん……俺達の町は男ばかりなんで半年ぶりぐらいに女を見たんだ」

「良い匂いがして理性が飛んじまった」

　叱られた犬のように大人しくなる男達、女もその様子を見て笑い始める。

「んもーどれだけ発情してるのよ」

「じゃ落ち着いたところで少し話でもしよっか」

　いい感じになってきたな。

「へぇーそんなことが……ねぇ、なんで近づいただけで勃つの？」

「す、すまん。こうならない為に昨日五回も抜いたんだがあんたみたいな美女に寄られると……」

「あははかわいー。背中撫でたら顔真っ赤になるー」

「か、堪忍してくれ。匂いがたまらないんだ」

　俺も参加してきていいだろうか。

「駄目です」

「エイギル様が食い荒らしたら会の意味がなくなります」

　やがて良い雰囲気になった男女が立ちあがり、会場の隅に用意された天幕に向かい始める。

「ふふふ、いよいよ俺の案がいきて来たぞ」

　俺が胸を張るとマイラが溜息を落とす。

セリアも眉を寄せてしまった。

「私は街の風紀を守る立場なのに」

「エイギル様ならではですね」

「マータもちょっとびっくりです」

　腕を繋ぎ、顔を赤らめる男女。

「こっちって確か……だよな？」

「うん、貴方がいい人だってことはわかったけど夫婦になるのはこっちの相性も大事だから」

　これこそ俺の提案、つまり下半身の相性を確かめる為の場所を用意したのだ。

　いくら性格や顔、そして職に満足していても夜が盛り上がらなければ子も望めない。

そしていずれ家庭は崩壊するだろう。そうならない為にここで一発確かめておくのだ。

　近づいて様子を伺ってみよう。

「貴方のコレすごい！　ご、ごめんなさい。実はキープするとか生意気考えてました。嫁にして下さい」「ふふふ、昔から唯一の自慢だったんだ。満足させてやる！」

「うわっ凄い気持ちいい！　何これ!?」

「俺もたまらん！　俺達は体の相性最高みたいだな。一緒になろうぜ」

「ふふふ、俺には金があるからな。一人は正妻、一人は愛人にしてやるよ」

「はい、お願いしま──えっなにこれ小さい！　もやしみたい」

「うわぁ、これはないわー。……やっぱり貴方には他に良い人いると思うから私達は辞退しますね～」

　色々なドラマがあるようだ。




　こうして大見合会は無事に終了し、嫁希望の女達は全員が伴侶を見つけることができた。

男達は幸と不幸に別れたが、元ヴァンドレアの兵士達もかなりの者が嫁を連れ帰れたようだ。

「だがお前みたいな美人を連れ帰れば皆大騒ぎだ。浮気が心配だな」

「そうならないように頑張ってね旦那様っ」

　これで奴らの町にも活気が出るだろうし、男達の仕事ぶりにも磨きがかかるだろう。

「心残りは俺が混じれなかったことだ」

「昨夜マータがお漏らしするまで抱いたのに……どこまで好色なのですか……」

　実に残念だ。

「では予定通り、後片付けは囚人達の労務とする。軽犯罪の者はこれで刑を一カ月減ずる」

　マイラは不満そうだったが、天幕の中を覗き、顔をしかめて納得する。

　何しろ数千組がやりまくったのだ。

どの天幕も汁まみれでぐちょぐちょ、しかも夏とあって凄まじい匂いがする。

これを延々と片付けるのは十分刑期一カ月分に相当するだろう。

「これからはエイギル様の部屋を片付けるメイドには優しくします」

「私もそうしましょう」

　セリア、マイラ、何か言ったか？
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余談　薬師の遠い道のり

「失敗か」

「うぅ……」

　項垂れるナーティア。俺はその肩を軽く叩き、ついでに胸元に手を入れようとしてつねり上げられた。

「わははは!!　だがこれは愉快だぞ！」

　イリジナが笑いながら大きな音を立てる。

「不思議な感じ。面白い」

　ピピも笑いながら小さな音を立てる。

「これは酷い……」

　リタが鼻を摘まんで窓を開ける。

「しかし、髪を生やす薬がどう間違ったら際限なく屁が出る薬になるんだ」

「ミドロの葉とラム蛇の殻にオークの臓物で完璧のはずなのだが……」

　この薬はヘガデールと名付けよう。

　ナーティアは不幸な事故でツルッパゲになってしまったアドルフに罪悪感を感じているらしく、なんとか毛生え薬を作ろうと頑張っていたのだ。

　しかし人を殺す毒は簡単に作れるが、生かす薬は難しい。

毛もまた同様で、抜くのは簡単だが生やすのは実に難しいのだ。

「前の試作薬は無限に腹が減る薬だったよな」

　腹が減り過ぎて食いまくり、効果が切れた頃には太り切ってしまうらしい。

この薬はクラウ……いやデブリシンと名付けよう。

「これは自信あったのだが……何故かおっぱいがしぼむ効果だった」

　ナーティアが差し出した薬瓶には無数の札が貼られている。

ノンナやカーラ、そして特にマリアが悪魔の薬として封じたらしい。

マリアは心配しなくてもあんまり変わらないと思うが。

ちなみにこの薬はチチシボミンと名付けた。

　ナーティアの作る薬はどうしてこうも女に敵対するのだろう。




「ところでそんなひどい薬効を試した奴がいるんだろう？　ちゃんと詫びておいたのか？」

　誰で試したのか、金一封包んでやった方がいいかもしれない。

「わ、詫びたぞ。もう床に頭をつけて詫びた」

　ナーティアは目を逸らしながら言う。俺は気付いてしまった。

「まさか試さずアドルフに？」

　背中を向けてしまうナーティア。

　哀れなアドルフ……禿げた上に太って胸までなくなり、屁をこきまくっていたのか。

「もし神がいるのならば決して平等ではない。アドルフに神はないのか。もう一度言う、かみはないのか」

「私は絶対あの男の頭に髪を生やして見せる！」

　アドルフを救う為、ナーティアの戦いは更に続く。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十九万人　難民二万六千人 （女捕虜同化）

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍一〇五〇〇名

歩兵五千騎兵千弓兵八〇〇弓騎兵五〇〇臨時難民警備兵二二〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

女性兵千（志望者のみ　軽歩兵）

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（屁）

ケイシー（満腹）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー活動）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（奮戦中）ソフィア（愛妾）セクリト（散策）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（移住）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（飛翔型火炎大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（暇）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（傍仕え）イリジナ（大屁）ルナ（指揮官）ルビー

ギド（引っ掻かれ）ポルテ（難民担当官）グレーテル（結婚準備）

レオポルト（出兵）アドルフ（無残）トリスタン（激務）

クレア＆ローリィ（政争）リリアーヌ（ロビー活動）クロル（殴られ）アルマ（怒）

財産　金貨九万　大見合会（千）女性兵雇用（三千） 職業斡旋（一三〇〇）

下賜金（未開封）

経験人数五三〇人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３１４話　希望と絶望







「難民対策は順調なようだね」

　トリスタンは報告書を流し見てからそう言った。

何故かマイラの機嫌が目に見えて悪い。

「そうか」

　俺はもっともらしく頷きながら棚から酒の瓶を取り出す。

「だめです」

　セリアに奪われてしまった。

「軍隊が出てから住民と難民の衝突はほとんどなくなったみたいだね。予定通り、千人単位に分けて領内各地に作業に出しているよ」

　トリスタンが紙を一枚こちらに寄こし、セリアが確認してポンと判を押す。

「そりゃ良かった」

　俺は机の引き出しに隠した小さな酒瓶を取り出す。

「職務中はご自重下さい」

　今度はマータに奪われてしまった。

「彼らの妻子は今日明日中にラーフェンに着きます。最初は家族が離れる事に抵抗があったようですが、こちらが十分な量の食糧を供給したことと、労役に給金を出したことで信用してくれたみたいです」

　ポルテがそう報告しながらチラチラと鼻息の荒いマイラを見て怖がっている。

「妻子は取り合えずラーフェン街壁外に簡易住居を用意して住まわせます。そして旦那の頑張り次第でラーフェン街壁内への居住も許可する運びになっています」

「うーん……そういうやり方か」

　俺はさりげなく机から木製の張り型を取り出す。

「だめです……うひゃっ!?」

　セリアがさっきのように素早く奪い、正体に気付いて慌てて隠した。

ふふふ、ひっかかったな。

「なんでこんなもの机に入れてるのですかぁ！　しかも湿ってる……使用済みじゃないですか！」

　マータが顔を真っ赤にして目を逸らす。

　俺としてはすぐに壁内に住まわせても良いのだが、彼らにやりがいを与えるにはこうした区別が必要らしい。まぁラーフェン近くなら壁外だからと言って特に危険な訳でもないしいいか。

　それに今はもっと気になることがある。

「なあマイラ、何をそんなに怒っているんだ？」

　先ほどからマイラの怒気が凄いのだ。

ポルテが脅えてしまっている。

　セリアとマータも怪訝な顔をしており、トリスタンはマイラを見ようともしない。

反対にマイラはトリスタンを睨みつけていた。

「報告をほったらかして逃げたトリスタンを捕まえろとは言ったが、何かやったのか？」

　トリスタンがマイラに悪さできるとは思えないが。もし尻でも触ったのなら腕を折られているだろう。

「思い込みと誤解の産物だよ。まったく世の中、特に女性はめんどくさい。だから僕は部屋で本を……」

「ふん！　あの無礼な女どうしてやりましょうか！」




　聞けばまたも逃亡したトリスタンは恋人の店に駆けこんでいたらしい。

「二つ違うね。一つ、僕とエステルは恋人じゃない。もう一つは駆けこんだんじゃなくて腕を掴まれて引きずりこまれたんだ」

　まあ些細なことだ。

「私が店に入った時、この不埒者は女にひっつかれてデレデレしていました」

「なんだと!?　仕事をさぼって女といちゃつくとはけしからん奴め」

「「「……」」」

　何故皆揃って沈黙する？

「私がトリスタンの襟を掴んで引っ張ろうとしたらあの女……」

　マイラのこめかみに血管が浮く。

「『トリスタンは私の男なの、ちょっかい出さないで下さい』などと……酷い誤解です」

「ぷっ」

　セリアが笑い、マイラが睨む。

「僕は誰の男でもないよ……」

「挙句の果てに『色恋に権力を使うなんて見苦しい女！　彼は渡さないわ』と吠えられました！」

「エステルと言ったか？　性根の座った女だ」

　マイラの顔はラーフェンでは皆知っているだろう。

彼女は横暴なことはしていないが、規則にうるさく融通が効かないのでお目溢しが望めない。

街娼や街角の賭博、立ち小便まで片っ端から取り締まるので、どうしても民には嫌われ恐れられている。

　しかし男爵位を持ち、治安隊を率いるマイラに怒鳴る勇気のある奴はまずいない。

マイラがこれだけ怒るのだ、一言二言ではなく激しく言い争ったのだろう。

「私がトリスタンに気があるなどとよくも言えたものです。否定しても聞きません」

「あぁ見えてエステルは結構しつこいのさ……しかも思い込みが激しいからね」

「あの無礼な女、不敬罪で牢へぶち込んでやりましょうか」

　マイラが悔しそうに足を踏み鳴らす。相手は女なのだし少し大目に見てやれ。

俺がそう言う前にトリスタンが口を挟む。

「ちょっと待ってよ。確かにエステルは言い過ぎたけど妙な誤解もしてたみたいだしさ。最後の方は言い争った末のことだし、大目に見てくれないかな？」

　俺は興味を引かれて身を乗り出す。

トリスタンが他の人間、まして女をかばうとは面白い。

「難民達については全てそのまま進めてくれ。さあトリスタン、話を聞こうか」

「話す事なんて何もないさ。単に朝食をご馳走になっただけだからね」

「フォークもスプーンもカップも全て彼女だけの手にありましたけどね」

　マイラが茶々を入れる。

「ふふふ、お前も隅に置けない奴だ」

　だが見直した。女に興味の無い男はどこか腹の底で信じられないのだ。

「下世話なことを考えてるなぁ」

　トリスタンが呆れた顔をする。隠す事はない。

「後ろから尻たぶ掴んでばんばん突いたのだろう？　昨夜、俺がマイラにやったように」

「ちょっ!?」

　マイラが真っ赤になり、セリアとマータの頬が膨らむ。ポルテが恥ずかしそうに目を逸らす。

「跪かせて咥えさせたりもしたのだろう？　俺が今朝セリアにやってもらったように」

「はうっ!?」

　今後はセリアが真っ赤になり、マイラが膨らむ。ポルテが両手で顔を隠してしまった。

「もしくは張り型で遊んだか？　俺がついさっきまでマータにしていたように」

「いやぁ……」

「まさかこれですか!?」

　マータが顔を赤らめ、セリアが慌てて背中に隠していた張り型を放る。

ポルテがしゃがみこんでしまった。耳まで赤い。

「頭が痛くなってきたよ。諦めて働くからその辺にしてくれないかな……」

「言い逃れは許さんぞ！　おい、待て。まだ聞きたいことがある」

　俺は更に問い詰めようとするが、マイラとポルテに執務室から連れだされてしまう。

いつか全てを聞き出してやるぞ。例の貸し本屋に覗きに行ってもいいな。




「あ、ご主人様……ではなく辺境伯様」

　廊下でグレーテルとばったり会う。

彼女は迷いなく走りよってきた。

　どうやらポルテの手伝いをしていたようだ。

「ふふ、今日も可愛いぞ」

　グレーテルは薄い半そでに膝を隠すスカート、そして帽子を頭に乗せている。

彼女はなかなかの巨乳なのだが、仕事着なので胸元は隠されていた。

「嬉しい！　辺境伯に褒められるとわたくし体が火照ってしまいますの」

　頭を撫でてやるとふりふり尻を動かす。揺れる尻尾が見えるようだ。

「俺の婚約者なのに仕事なんかさせて済まないな」

「いえ、辺境伯のお役に立てるのは嬉しいですの！　それにポルテ教官には迷惑をかけてしまいましたから、お手伝いできれば私の心も楽になりますわ」

　我が儘お嬢様と言った印象だったグレーテルだが、最近は俺の前以外でも穏やかで上品なご令嬢だ。

しかも一七の彼女から溢れだす若さがたまらない。

　その時ぞわっと背筋に何かを感じる。

振り返ると反対側の廊下をメルが横切っていた。

距離もあってこちらには気付いていなかったようだが、不思議な気配だった。

「それに……もうすぐ夫となる方の御領地ですもの、身も入りますわ」

　グレーテルは顔を赤らめてしなだれかかってくる。

そうだ、その事で話があった。

「式の日程が決まったよ。お前からもベルツ卿に報告するといい」

　俺がそう言うとグレーテルは嬉しそうに飛び付いて来た。

　連邦への出撃もあって随分待たせてしまった。

その分たっぷり幸せにしてやらないといけない。

「嬉しい！　これでようやく貴方のメス犬になれるのですね！」

　頼むからそれを結婚式では言わないでくれよ。

特にベルツ伯の前で言われたら決闘騒ぎになるかもしれない。

「後の仕事は全部トリスタンに押し付けてドレスを仕立てに行くといい」

　グレーテルは若い唇を俺に押し付けてから満面の笑みで支度し始めた。

「ドレスに帽子に……首飾りも良いでしょうか？」

「もちろん。好きな物を買っておいで」

　それぐらいの甲斐性はあるつもりだ。

「あれにこれに……耳に……尻尾に……」




　るんるんと出掛けて行くグレーテル。

俺は彼女の後姿を見送った後、ノンナの部屋に向かう。

　理由は彼女の機嫌を取る為だ。

グレーテルとの結婚式は後ろに控えるベルツ伯の事を考えればある程度格式を重視する必要があり、正妻であるノンナも式に出てもらう事になる。

　自分の夫が他の妻を娶る式だ。心穏やかなはずが無い。

とにかくノンナの機嫌を取り続けないといけない。

頭突きとひっかきぐらいはいくらでも受けてやる覚悟だ。

「ノンナ入ってもいいか？」

　きっちりノックをしたが返事が無い。

　前にノック無しに扉を開けた時、ノンナはソファに寝転がって欠伸をしながらクッキーを食べていた。

俺の姿を見るなりクッキーを口からポロリと落し、まるで幽霊でも見たような悲鳴を上げたのだ。

その後、散々に文句を言われ二度とノック無しに入室しないと誓わされた。

「さてどこに行ったのか」

　普段お茶をしているテラスにも中庭にもいなかった。

最近はクラウディアと互いの部屋で話していることも多いらしいが……彼女は居間に転がっていてノンナと一緒ではなかった。食べすぎて動けなくなったとクララが言っていたな。

　その後、思いだしたかのように高速で町へ転が……走り去ってしまった。クララまで置いて行くとは何か約束でもしていたのだろうか。

「ノンナも町へ行ったのだろう。俺も気分転換に出てこようかな」

　ついでだから誰かと一緒に行こうと思ったが、こんな時に限って誰もいない。

呼び付ける程のことでもないので一人で行こう。

「おっと、こっちは娼館への道だった」

　無意識に足が向いてしまったがノンナが娼館にいるはずがないな。

　きっと劇場だろう。俺も久しぶりに行ってみようか。
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ヴァンドレア人民連邦　首都ヴァンドラ　人民会議

　議場はかつてない緊張に包まれていた。

国家の中枢を担うはずの重鎮達はまるで叱られた子供のように小さくなって脅えているようにも見えた。

　先日までは不足する食糧と難民への対策で意見が食い違い、怒鳴り合いが繰り返されていた。

だが今、無駄口を叩く者は誰もいない。不気味な静寂が場を支配していた。

　報告は淡々と続く。

「疫病は遂にヴァンドレア近郊の村でも確認されました。これで首都以南の都市、町、村、全てで疫病が確認されたことになります」

「死者は既に万に届きます。しかしこれは三日前の情報ですから、現在は数万となっているでしょう。町によっては民の過半数が死亡し、まともな報告ができなくなった場所もあります」

「国家命令により数百人の医者を動員、あらゆる治療法を試しましたが、何を行っても病人の九割は助からず、逆に一〇〇名以上の医者が病にかかりました。現在この病に効く薬はありません」

　悲観的な報告に参加者達は同じく悲痛な顔をする。

　そんな中、一人の男が挙手をした。

「この凶悪な疫病には新たな対策が必要と考えます。現在、この病にかかった者は治療せず、すぐに処分するとされております。私はこの対策を同じ家で暮らす全ての者に広げるべき、と考えております」

　男の発言にようやっと沈黙が破れ、どよめきが起きる。

「一人病気が出たら一家皆殺しにするというのか!?」

「いくらなんでもそれは……」

　だが報告者は静かに首を振る。

「この疫病──民の間では『炎痘病』と呼ばれているようですが」

　燃えるような高熱の『炎』全身を覆う出来物が『痘』の所以だった。

「炎痘病は我々が知るどんな病ともまるで違っています。かかれば九割が死ぬ疫病……これは村や町どころか国家、いえ中央平原全体を滅ぼしかねない災厄です」

　同調したもう一人が立ちあがる。

「一理ある！　考えても見てくれ。炎痘病発生の一報からまだいかばかりも経っておらん。しかし今や病は我が国全土に広がりつつある。更にこれはアルテイルに潜入している間諜からの報告だが……かの国でも極めて深刻な疫病──まず間違いなく炎痘病のことだろう──が蔓延し始めているとのことだ！」

　どよめきは更に強くなる。

「私は医者ではないが、この病が不治であり、そして猛烈な勢いで広がっていることはわかる。長々議論している余裕は無い。すぐに行動せねば我々は本当に滅んでしまうぞ！」

　語気を強める男を議場の中心にいた人物が手で制する。

ヴァンドレア人民連邦の最高指導者だ。

「理解した。罪を犯したわけでもない人民を殺めるのは不本意だがそうも言っていられないようだ。すぐに実行してくれ」

「承知しました人民代表！」

　担当者が深々と頭を下げる。

他の者達は深刻な表情で深く頷く。

そして一人は青白い顔のまま固まってしまった。

　人民代表は静かな顔で議場を見回す。

「戦争、天変地異、深刻な飢え、そして疫病、まさに何かの呪いを受けたような悲惨な状況だ」

　代表は議場の一人一人と目を合わせた後、柔和な笑顔を見せた。

「それでも我々は混乱し、バラバラになることなくしっかりと国家を形成している。これは実に誇らしいことだ。有能な諸君がいてこそだ」

　一同の表情が少しだけ和らぐ。

最高権力者からの賞賛が嬉しくないはずがない。




　その時、側近の一人が青い顔をして議場に入り、代表に耳打ちした。

柔和な笑みが一瞬にして凍りつく。

「諸君、残念な報告だ。先ほどヴァンドラ市内で炎痘病患者が確認された」

　議場から苦悶とも悲鳴ともつかない声が上がる。

男達の顔色が青から白に変わり始めた。

「発生場所は────ある邸宅の寝室、感染者は主の妻……誰の邸宅かは分かるな？　キリシウス君」

　全員が一人の参加者から一斉に距離を置く。

名指しされた男は何事か言い訳しようとしたが、その前に兵士が槍を突き刺し、彼を絶命させた。

　遂に疫病はヴァンドレアの首都にまで侵入したのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十九万人　難民二万七千人 （女捕虜同化）

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍一〇五〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三〇〇　臨時難民警備兵二二〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（被ロビー）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（開発中）ソフィア（愛妾）セクリト（発見）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（不動乃肉玉）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（満足）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（暇）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（恥）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（幸せ）

レオポルト（国境駐屯）アドルフ（療養）トリスタン（激務）

クレア＆ローリィ（政争）リリアーヌ（ロビー）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨九万

下賜金（未開封）

経験人数五三〇人　産ませた子六六人＋五五五匹








☆　人物紹介３１４話時点







　主人公

［エイギル＝ハードレット］

　二四歳　黒髪　ゴルドニア辺境伯　東部大領主

　主人公 戦いの才能に恵まれ成り上がる。ゴルドニア王国辺境伯にして東部大領主。

　貴族同士の付き合いが希薄で晩餐会にもなかなか出てこない特異な存在と見られていたが、東部領主の間で派閥を形成しつつあるとの噂あり。

　マグラード内戦の鎮圧、オルガ連邦への援軍で戦功を示し実戦指揮官として国内最強と評価されている。

　圧倒的な性技と巨大な性器で女を次々と虜にし、人外もその例外ではない。

　一万人の女を連れての帰還は伝説となった。

（女）家族

［セリア］

　二〇歳　銀髪　身長１６１ｃｍ　引き締まったアスリート体型　呼び方　エイギル様　自分　私

　主人公が父、兄、恋人と全てであり絶対の忠誠を誓っている。仇成す者には容赦せずやり過ぎることも。

　戦闘、指揮、内政全てに非凡な才能を示すが、ポカも多い。

　他の女性が主人公の傍にいると拗ねる。特に戦場に同行することの多いマイラとはライバル。

　主人公の好みに合わせて密かに髪型や服装を変えている。




［ノンナ］

　二三歳　茶髪　身長一六〇　超巨乳スレンダー　呼び方　エイギル様　自分　私わたくし

　正妻、滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせる。

　使用人との軋轢も解消され奥様として日々頑張っているが、宝石と贅沢品への愛は消えていない。

　クラウディアの事を少しだけ尊敬している。

　周辺貴族との関わりが薄い主人公に代ってハードレット家の社交を担っている。

［カーラ］

　二〇代後半　栗色髪　身長一六五　グラマー　呼び方　エイギル　自分　あたし

　側室、実娘エカチェリーナを出産。ノンナの地位を狙っている。

　露出や野外での排泄等、多数の変態趣味を持つ。

　はっきり物を言うので女性達の悩みや問題を主人公に伝える重要な存在に。

　正妻ノンナを物理的に止める役目を任されている。

［メル］

　四一歳　金髪　身長一六〇　ややグラマー　呼び方　エイギルさん　自分　私

　主人公の側室、連れ子のクウ・ルウを含めて五人の子供を持つ母親で非常に孕み易い。

　最近年齢に敏感になっており、四〇に関連する数字は禁句。

　普段は温厚で優しい性格だがまれに人格が変わることも。

　小遣いのほとんどを化粧品など若さを維持する為に使っている。

［クウ］

　二三歳　金髪　身長一五八　スレンダー

　メルの娘で主人公の愛妾。

　胸が小さい事を気にしている。

　母親メルにそろそろ子供を期待されている。

［ルウ］

　一八歳　金髪　身長一五〇　つるぺた

　臆病でおどおど、要領が悪くすぐドジを踏む。

　主人公に処女を捧げ、恋人や兄、父として様々な感情が入り混じる。

　大人に近づいているが体は幼児体型のまま。

　子供を欲しがっている。

［メリッサ］

　三〇歳　赤毛　身長一六四　グラマー　呼び方　エイギルさん　自分　わたし

　愛妾　妊娠中

　元白都の娼婦　過去につらい経験があり性器が壊れていたが、ドラゴンの血を口に入れた事で完治。

　早速主人公と子作りして孕む。

　大の子供好きで、ラーフェンに捨て子などを集めた施設を作ろうとしている。

［マリア］

　二七歳　栗色髪　身長一六四　貧乳　呼び方　エイギルさん　自分　私

　側室

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘だが主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　めでたく主人公と結婚し、女同士の愛を封印する。

　貧乳で乳房がほとんどわからないが乳首は大きい。妊娠出産後、更に乳首が大きくなった。

［イリジナ＝ウォルス］

　二六歳　茶色　身長一八一　がっちり筋肉質　呼び方　ハードレット殿　自分　自分・私

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。

　豪快な性格だが、男女の常識には特に疎く、空気も読めないアホの子。

　戦争と酒を愛する豪快な女で体臭が濃い。

　霊感が全く無いのでよくケイシーを踏ん付けてしまう。

　主人公の愛人なのか部下なのか微妙なところだが細かいことは気にしていない模様。

［リタ］

　三二歳　黒髪ストレート　身長一七〇　ややグラマー　デカ尻　呼び方　ハードレット様　自分　私

　主人公の愛妾にしてメイド長を務める。大の巨根好きで主人公の股間にも絶対の忠誠を誓う。

　メイド長として使用人達に頼りにされながらも恐れられている。

　主人公が次々とメイドを妊娠させるので人材の確保に苦心している。

［カトリーヌ］

　二七歳　金髪ふわふわ髪　身長一五六　スレンダー　呼び方　貴方様　私わたくし

　側室

　反乱首謀者の娘で主人公に助け出された事もありあまり公に顔を出せない。

　娘ローズ、主人公の実子アントニオ他一人を出産。

　非常に好色で男に抱かれていないと理性を失ってしまう。

　どうしようも無くなった時は女同士で行為して気を紛らわせている。

［ヨグリ］

　二五歳　黒髪ポニーテール　身長一六三　巨乳グラマー　私

　元村娘、主人公の金で生活しながら駄目男に抱かれた事で家中で孤立、主人公の取り成しもあってメリッサ・マリア・カトリーヌと仲良くしている。

　生々しい実体験を元にした演劇脚本が人気を博し人気の脚本家に。

　女優リリアーヌと共謀し主人公に新劇場の建設を懇願している。

［ピピ］

　一六歳　こげ茶短髪　身長一四三　子供体形　呼び方　族長様　自分　ピピ

　山の民の長との連絡要員　余りの体格差からマスコットとして扱われていたが、ついに処女を奪われる。

　小柄な者の多い山の民の中でも一際小柄、主人公との性交風景はさながら魔物に犯される幼女。

　ポチとメッサーシュミットの飼育を任されている。

　日々巨大化するポチが本当にトカゲなのかと疑問を持ち始めている。

［ルナ］

　二四歳　薄茶髪　身長一六二　スレンダー貧乳　呼び方　族長様　自分　私

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　武芸に優れ、統率力もあり真面目だが自己主張がないので影が薄い。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。

［ルビー］

　ルナの妹　影は限りなく薄い。たまに主人公に抱かれる。

［ミティ］

　一九歳　　肩までの黒髪　身長一五四　中肉中背　呼び方　旦那様　自分　私

　側室　要領がよく、孤児院組三人のお姉さん役、マリアを尊敬している。

　酔った主人公に犯され処女を奪われそのまま側室になる。

　出産を経験し母として落ち着く。

　クロルとアルマの良き姉であり、二人の関係に心を砕いている。




［アルマ］

　一六歳　黒髪　ちんまい　呼び方　旦那様　自分　私

　孤児院組最年少。

　密かに想っていたクロルに強姦されるが最終的に受け入れる。

　一時クロルの浮気から破局の危機を迎えるが真実の愛に気付いて寄りを戻す。

　そろそろ正式に結婚したいと考えている。




［ケイシー］

　見た目二〇半ば　白髪　身長一五五（可変式）中肉中背（可変式）　私

　王都の家に取り付いていた幽霊、主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる（細かい性格の人間により見えやすい）脳内会話が可能。

　不死だが押されたり踏まれたりすると凹み、色物と一緒に置くと変色する。

　明るい性格で苦手なものはお化けと暗い場所。

　空も飛べるが、風があると飛ばされて行方不明になる。

　かなり繊細で枕や環境が変わると眠れなくなる事も多い。

　食へのこだわりが強く、遅れると物を揺らして催促する事も……

「捨てられる女」・「首吊り自殺」などの言葉を引き金に怨霊化する事もあるがイリジナには通じない。

　壁を通り抜けられる体を利用して家中でスパイ活動に勤しむが、ドジなのですぐばれてしまう。




［レア］

　一〇代後半　金髪短め　身長一五三　セリアよりやや豊満　呼び方　ご主人様　自分　私

　地下の施設から救い出される。主人公に極度に依存し絶対従順の態度で尽くす。

　性に積極的で自分の身を顧みない奉仕を行う。非常に性技がうまく、天性の名器。

　歳の近いセリアと何かと仲が良い。

［マイラ＝ヒューティア］

　二八歳　金髪ロング　身長一七〇　ややグラマー筋肉質 やや巨乳　呼び方　ハードレット卿　自分　私

　元ユレスト連合軍司令官 ゴルドニア男爵

　主人公に破れ、捕縛されて犯される。王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公について行く。

　軍才があり、万単位の司令官としても事足りる。

　治安官に就任後、秩序を重視するあまり民を締め付け過ぎる事も多く、街での評判は良く無い。

　案外に嫉妬深く、セリアと主人公を取り合う事が多い。謀略戦では彼女が優勢。




［アリス］

　一〇代後半　赤髪　身長一五〇　寸胴貧乳　呼び方　エイギル様　自分　私

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。

　普段は大人しいが極めて強力な火魔法の使い手

　尻穴が弱点で触れられると途端に力を無くす。

　イリジナと良く一緒に行動している。

　ローパーに尻穴を開発されたことによって主人公のモノを楽に受け入れられるようになった。

［ミレイ］

　二〇後半　赤毛　身長一七二　グラマー筋肉質　呼び方　エイギル　自分　あたい

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。現在でもカーラと仲が良い。

　勝気で荒っぽい性格だが随所に優しさがにじみ出る人情家でもある。最近影が薄い。

［ブリュンヒルデ］

　約三〇〇歳　金髪　豪奢で腰まである　身長１５５ｃｍ　スレンダー　呼び方　貴様・お前・ヒト　自分　妾

　少女のような外見だが、永きを生きるヴァンパイア集団のリーダー。

　傲慢で冷酷だが、主人公の血の味に惚れて協力することを決める。

　象徴的な存在で実際の統率はヒトの頃からの部下［ジークフリート］に任せている。

　主人公を弟のように思っており、色々な遊びにも抵抗しながら応じてくれる。

　甘えられる事に弱く、主人公を守る為連邦まで追いかけて来た。

［ポルテ＝ブラント］

　二三歳　茶髪　サイドテール　身長一六〇　中肉中背　呼び方　ハードレット辺境伯　自分　私

　王立学校内政教官　実家の地位と役職が低く貴族の子女達の不服従に悩んでいたが主人公に解決（？）してもらう。

　主人公の領地で行われている内政官育成実地研修に教官として同行するが、実質はアドルフの補佐役。

　増え続ける難民問題の担当官に就任する。

　アドルフが禿げ倒れてしまった事に心を痛めている。




［グレーテル＝ベルツ］

　一七歳　栗色髪　縦ロール　身長一六二　巨乳　呼び方　ご主人様（犬モード）辺境伯　自分　わたくし

　名門伯爵家四女、傲慢でポルテを下級官吏と馬鹿にして言う事を聞かなかったが主人公に諭されて（？）改心した。

　その過程で犬としての自分に目覚め、今では人前で首輪をつけて四つん這いで歩く事も平気になった。

　妻犬として婚約を交わし、近々婚姻の予定。密かに式で自分の本当の姿を示そうと企んでいる。

［マルスリーヌ］

　四七歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王妃　身長一六二　豊満　呼び方　ハードレット様

　裁判で処刑されかけていた所を主人公預かりとなり、情け深い対応に心動かされていく。

　遂に主人公の種が付き、妊娠・出産してしまう。

　さすがにこれ以上の出産は諦めているが、娘達に主人公の種がつくことを祈っている。

［ステファニー］

　二六歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六〇　豊満　呼び方　お義父様

　マルスリーヌの長女　同じく裁判で処刑されかけていた所を預かられる。

　おっとりした性格、既婚だったが逃亡中に権力を無くした彼女を見限った旦那に離縁された。

　主人公に抱かれて気を許し、旦那を忘れて愛妾となる事を決めた。

［ブリジット］

　二一歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一六五　貧乳　呼び方　あいつ・あんた

　次女　三姉妹唯一の貧乳、全体的な肉付きはいいのだが胸だけが膨らまなかった。

　気丈で強気な性格で主人公にも頻繁に食って掛かるが実は姉妹で一番の好色。

［フェリシー］

　一七歳　ストロベリーブロンド　元トリエア王女　身長一五五　巨乳豊満　呼び方お義父様　自分　フェリシー

　三女　歳の割に非常に豊満な体つきをしている。

　主人公に抱かれて心も蕩け、父としても愛する男としても慕う。

［ドロテア］

　四五歳　孤児院院長　痩せ　呼び方　ハードレット様

　孤児院を経営する中年女性。根っからの善人で子供達のために全力を尽くす。頭の回転も悪くない。

　主人公の愛人として王都の屋敷で孤児達の面倒を見る。

　四四にして遂に自分の子供を儲けた。

［マータ］

　一五歳　身長一四八　細身　黒髪　碧眼　呼び方　旦那様　自分　私（もしくはマータ）

　傍仕え兼、愛妾

　主人公をスパイする為に王から送り込まれたスパイだったが、巨根好きが災いして心まで落ちてしまう。

　王宮勤務の経験を生かして傍仕えとして働く。

　王への定時連絡はアドルフとレオポルトが書いた書類をそのまま送っている。

［ソフィア］

　二四歳　身長一六八　ややぽちゃ　黒髪黒瞳　呼び方　ハードレットさん　自分　私

　連邦の高位貴族にして軍司令官ウォルナスキー家の娘、別の貴族家に嫁いでいたが帝国に領地を占領されて亭主は戦死、自らは性の玩具にされていた。

　単身乗り込んだ主人公に助け出されて惚れる。

　父親からも孕ませ許可を貰い、後は妊娠するだけ。

　惚れっぽい性格で好きな男が頻繁に変わる。

　今は主人公にぞっこんなので戦死した亭主のことはあまり気にしていない様子。

［クラウディア＝アルベンス＝マロードル］

　三八歳　金髪　身長一六〇　肉玉

　元オルガ連邦名門貴族マロードル侯爵家正妻だが主家が帝国の攻勢で滅亡し、主人公を頼ってラーフェンにやって来た。

　傲慢な態度で女性達に嫌われるが、貴族の覚悟をしっかり持っている。

　極度の肥満体形だが、跳ねたり転がったり案外機敏に動く。

　冬は暖房いらずだが、夏の同室は地獄。

［クララ］

　一八歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　クラウディアを上手く扱える侍女。

［セクリト］

　三〇歳　身長一七七　巨乳、やや筋肉質　黒髪　ヴァイオレッドの瞳　呼び方　お前・ハードレット　自分　私

　ガーランド帝国大将軍

　帝国艦隊最高司令官として旗艦リヴァイアサンに乗船、オルガ連邦侵攻作戦の一翼を担う。

　圧倒的と思われた連邦の海洋艦隊を緒戦で完全粉砕、以後の帝国優勢の立役者。

　その後も数多の水上戦で次々と連邦艦隊を叩き潰し、白都への砲撃も実行。史上初めて白都の城壁を損傷させる。

　連邦の冬季反攻で陸上軍が敗走する中でも河に陣取って動かず、最後の戦いまで不敗を誇ったが、主人公によって旗艦が撃沈され捕虜となる。

　数十万を指揮する能力を持ち、個人の戦闘能力も極めて高い。

　一方で性格は冷酷かつ嗜虐的、特に連邦の民や貴族相手には無慈悲な行いをする。

　現在は主人公の下で愛人として休憩中、褐色の乳房にむしゃぶりつく男を憎からず思っている。

［ナーティア］

　七五歳（人間二〇歳相当）淡い緑　冒険エルフ　身長１７４ｃｍ　細身　呼び方　エイギル　自分　私

　エルフ村の異端児、村にこもりがちなエルフ達の中で人間社会への興味を持ち、頻繁に冒険に出る。

　弓、軽業、薬作りと多才。路銀が足りなくなった所でノンナと出会い、媚薬を売ったことからひと騒動。

　主人公をスケベな男と批判するが少しずつ心惹かれている。

　最近頻繁に自慰をするようになり、脳裏には主人公の裸体が浮かぶ。

［ミルミ］

　約五〇歳　人魚　上半身はグラマー

　ラーフェン近郊の池下の洞窟で暮らしている若い人魚。

　産んだばかりの卵に主人公が特濃種付け、数百匹の母となる。

　住んでいた池に水道橋が完成、主人公の屋敷と行き来出来るようになった。

　連邦への遠征では水上戦において主人公を助けて大活躍。

　大きくなった子供達と並んで愛らしいが肉食、牙は鋭く骨もバリバリ砕く。

［ラミー］

??　歳　ラミア　上半身は最高のスタイル

　森に暮らしていたラミア、仲間との致命的な違いに悩んでいた。

　主人公に抱かれてつがいになる事を決意、領地までついてくる。

　屋敷の中庭に家を貰い、管理も任された。

　一時、増殖したアルラウネに混乱するが、今は良き友達。

　蛇の体や舌を生かした技で主人公を楽しませる。




［アナスタシア＆バルトロメイ］

　二歳　ノンナの双子

［ローズ］

　六歳　カトリーヌの娘

［スウ］

　五歳　メルの娘

［ミウ］

　四歳　メルの娘

［ギルバード］

　三歳　メルの息子

［アントニオ］

　五歳　カトリーヌの息子

［エカチェリーナ］

　四歳　カーラの娘

［クロード］

　三歳　マリアの息子

［ライナー］

　二歳　ヨグリの息子

［アマータ］

　二歳　リタの娘

［］

　二歳　クラウディアの息子

［］

　二歳　ドロテアの第一子

［］

　一歳　マリアの第二子

［］

　一歳　カトリーヌ第三子

［］

　一歳　ミティの第一子

［］

　一歳　マルスリーヌの第四子

（女）家族以外

［クレア］

　二七歳　黒髪　身長一六三　標準　　正式辺境伯様　二人エイギル様　ベッド　エイギル

　元貴族の娘、家名を取り戻すために流れて盗賊稼業に落ち、主人公に敗れ尻まで陵辱される。

　ストゥーラ王国でフィリッチ商会に入り中央平原北東部地域担当まで出世した。

　成功の為には形振り構わず、体を使っての交渉も厭わない。

　ハードレット領での商取引をほぼ独占し莫大な財を築く。

　反対に弱体化する本店への不服従が目立ち始める。

［ローリィ］

　一八歳　金髪　身長一四六　子供体形

　没落した商家の娘、クレアに庇護されている。

　非常に頭がよく商売の才能にも恵まれている。

　幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　しかし最近は巨大なモノを入れられると理性を飛ばして乱れる事も。

［リリアーヌ］

　二四歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　辺境伯様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

　ラーフェンで劇団を作り軌道に乗せるが、現在の劇場が小さすぎる為に限界を感じている。

　一門を引き連れ、新劇場建設のロビー活動を行う。

［レティシア］

　二五歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

　妹（？）シャロンと共に主人公の愛人となった。

［シャロン］

　一六歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの妹（？）。小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に貞操を奪われて一生愛人となる事を誓っている。

　必要なら切り落とす覚悟がある。

［フェルテリス］

　一〇〇歳（人間換算二〇程度）やや濃い緑　身長一七六　細身　呼び方　エイギル様　自分　あたくし

　村一番の弓と魔法の使い手にしてど変態、オークを前に目覚めた性癖はボロボロに輪姦される事で開花。

　身体的な痛みのみならず、精神的な侮蔑や罵り、汚辱まで「痛い」「恥ずかしい」「汚い」なんでもＯＫの真正変態。

　人口の多いラーフェンに出て来たことで性癖は満開となり暴走。

　少年、囚人、人夫と無差別にやりまくり病気にかかる。

［ユーラーレン］

　千歳　淡い緑　身長一六五　村長　細身だが尻は大きい　呼び方　そなた　自分　妾

　エルフ達の中でも飛びぬけて長生きしているエルフ村の村長。

　イジャリス率いる黒エルフ村と長年対立していたが、主人公の訪問を機に和解。

　清純な外見とは裏腹にとんでもない淫乱にして変態。

　過去には親友だったイジャリスと共同でオークをやり殺した事もある。

　主人公の種汁を集めてとんでもない事をした模様。

［イジャリス］

　千歳　淡い紫　身長一六二　豊満むちむち　呼び方　ぬし　自分　わっち

　黒エルフ村村長

　極めて露出の多い格好をしており、男を誘うポーズを繰り返す。

　見た目通りの淫乱で常に男を求めている。

　主人公のすすめでエルフ村と和解する。

［ラーヌ夫人］

　三四歳　黒髪　身長一五八　やや豊満　呼び方　あなた（結婚風）

　内政官の夫を持ち、六児の母　日々盛り場で浮気を繰り返す淫乱妻

［イザベラ］

　三〇歳　赤髪長髪　グリーンの釣り目　身長一七〇　巨乳　私わたくし

　アトロア首長　父の後を継いで三年前に首長となり部下の信頼も厚かったが正統マグラード頭目と恋仲になり戦乱を招いた。

　大の巨根好きで主人公に寝取られ、更にギルドレスに寝取られる。

　巨根ならオークでもいいらしい。

［ロラ］

　一六歳　銀髪　身長一四七　ちんまい痩せ　呼び方　領主様　クロル様

　街娼親子の娘　幼い頃から客を取っていた。クロルに惚れてしまう。

　アルマに遠慮しながらもクロルに抱かれる毎日。

［ミラ］

　三〇歳　ロラ母　銀髪　身長一五六　小柄痩せ　ハードレット様　クロル様

　街娼親子の母　一四でロラを出産　クロルの愛人

　アルマに遠慮しながらも若い男の体に夢中。

［トティパ］

　二一歳　１４３ｃｍ 細身　黒髪

　屋敷の財を狙った盗賊　身のこなしが非常に素早く、鍵開けや侵入に優れる。

　捕縛されて警備兵達共有の妻となった。

　遂に妊娠してしまい、警備兵全員に責任を取れと迫っている。

（特別）

［ルーシィ＝ユークトヴァニア］

　五〇〇歳??　金髪　身長一六六　Ｂ１００　Ｗ５８　Ｈ９６　呼び方　貴方、坊や

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイアで、人外の怪力や見た者を死に追いやる魔眼を持つ。

　森の奥の家を守る失われた王国の関係者か？

　絶世の美女で神の造形のようなスタイル、人外の凄まじい性技を持つ。

　主人公に知識と生きる意味を与える（主人公にとり恋人であり母）

　王となってエルグの森周辺を支配すれば主人公の女になると約束し、この約束が主人公の全ての行動の原点となる。

　彼女の存在は絶対的で他の全てに優先する。




　　　　　　　　　　　　　　　　仲間（男・部下）

［レオポルト＝フーゲンベルグ］

　二五歳　参謀　呼び方　ハードレット卿

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。

　主人公と野心を共有する。

　領地の軍事最高責任者。

　トリスタンの能力は認めている。

［アドルフ＝フールカ］

　三二歳　内政官　呼び方　ハードレット様

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられ、主人公に救出される。

　政務能力が高く、発想も革新的。図太く、飄々としているが荒事はからっきし。

　内政全般を統括している。

　諸事情により丸禿に、現在休職中。

［トリスタン］

　二三歳　金髪　呼び方　辺境伯様・伯

　天性の策略家でその才能は多岐に渡るが、怠け者で仕事嫌い、責任感がまったく無い。

　お茶と読書をこよなく愛し、武芸は素人以下、馬にも乗れない。

　溜息ばかりつきネガティブな発言が多い。

　現在アドルフの代役として馬車馬のように働かされている。

　頻繁に逃亡するが既にラーフェン内に逃げ場は無い。

　時折、エステルに連行された後、げっそりして帰ってくる。

［ギド］

　一七歳　山の民　黒髪　呼び方　族長（エイギル様）

　主人公の護衛隊に所属している。同い年の妻がいる。

　天性の戦闘センスがあり、公私共に信用され傍に置かれている。

　クロルが不能になってからは街の娼館へのお伴に呼ばれる事も多い。

　実はなかなかの巨根かつ好色

［セバスチャン＝ミゼルス］

　五九歳　執事　呼び方　旦那様

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

　主人公の方針には一切意見しないが、使用人の頻繁な妊娠に苦労している。

［クロル］

　一七歳　子供　使用人　金髪　呼び方　エイギル様

　孤児院出身の使用人で女性陣の生活空間に出入り出来る貴重な男手。

　不能を克服し、サイズも増した。アルマと結婚を約束し、他二人の愛人を囲う。

　密かに寝取られ願望を持っている。

［クリストフ］

　二八歳　マッチョ

　最精鋭部隊である護衛隊の一員だが隊内最弱のお情け任用。

　数々の戦争に参加するが戦果無し。

　一方で頻繁に負傷するが重大な怪我は一度もなく、不思議な力を持っているとの噂も。

　主人公の個人的な旅にも同行する側近だがまったく戦果は無い

［マック］

　三四歳　身長２ｍ超　極マッチョ

　工兵隊長にして無口な超マッチョ、単純な力比べならば主人公にも匹敵する剛力。

　凄まじい巨根でもあり、主人公と並んで街の娼婦泣かせ。

　褐色肌が大好きでラーフェンに追いかけてきた黒エルフの女性を夜毎に抱いている。

［ベイチェク］

　三六歳　マッチョ

　元ヴァンドレア侵攻部隊司令官

　国から切り捨てられ、噴火にも巻き込まれて祖国を捨てる。

　現在は主人公の領地で降伏した元ヴァンドレア兵からなる一団のリーダーをしている。

　部下共々女に飢えている。

［ダーシャ］

　二五歳　身長１６５ｃｍ 標準体型　足が綺麗

　元ヴァンドレア軍副官

　戦いの結果捕縛され、その後の噴火で家族の全滅を悟る。

　現在ベイチェクと共に元ヴァンドレア兵をまとめている。

　男だらけの環境のせいで周囲から欲情に染まった目を向けられ身の危険を感じている。







　　　　　　　　　　　　　　　人物（国・軍）

［アレクサンドロ＝ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　三三歳　ゴルドニア国王

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぎ、中央平原北部をほぼ平定し強国ゴルドニアを作り上げた。

　謀略に通じる者の常か、信頼出来る人間は少なく家族も持っていない。

　国内の裏切り者を恐れ、監視体制を強化している。

　ますます人間不信は強まり、心を許すのはロサリオのみとなった。

［ロサリオ］

??　歳　王の愛妾

　王から絶対の信頼と寵愛を受ける。

　決して逆らわず意見せず、平伏して自らを愚か者とする態度を貫く。

　一部の愛国者から王をたぶらかす悪女として敵視されている。

［エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵］

　三五歳　軍務総監　旧アークランド北東部領主

　夜明けの翼時代から軍団長を務める。策略、政務、指揮能力全てに高い能力を発揮する。

　軍務総監としてゴルドニア王国軍の最高司令官に就任、役職・爵位ともに頂点を極めた。

　新貴族や軍人達を束ねる一方で伝統貴族や文官を束ねるケネスとはライバル関係にあり激しく対立している。

　主人公とケネスの接近に神経を尖らせている。

　王の変容に内心不満を抱いている。

［ケネス＝ボールドウィン侯爵］

　四四歳　政務総監

　陰謀、謀略に長じる。

　エイリヒと対を成す内政部門の最高責任者として頂点を極める。

　伝統貴族や文官達を影響下に置く。

　自派ベルツ家の娘、グレーテルと主人公との縁を利用して接近を図る。

　王の変容に困惑しつつも利用しようと試みている。

［レベッカ＝ブレイズ］

　二四歳　黒髪　身長一五五　寸胴　呼び方　ハードレット卿　伯　（プライベート・エイギル）

　名誉騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報官に。

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

　王の変容によって権限が拡大、重要人物と化しているが、王が自分も信じていないことに気付き始めている。

［コンラート＝バルターク］

　一七歳　金髪　身長一七五　男臭いマッチョ　呼び方　辺境伯

　王立学校指揮官養成コース所属、没落貴族家の騎士家次男　ホモ




　　　　　　　　　　　　人物（その他）

［ナタリー］

　二二歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　アンドレイを見限ることなくラーフェンへの移住に付き合う。

　主人公からの誘いにはいつでも応じる構え。

［アンドレイ］

　四六歳　髭　大男

　末期のロリコン、ロリハーレムを作るがより小さく、より幼くの探求が尽きる事が無かった。

　まだ物事もわからない幼女に手を出し収監された。

　周辺住民からの排斥運動に押され、ゴルドニアからラーフェンに移住、固茹亭ラーフェン店を出す。

［エステル］

　二一歳　標準体型やや尻大　身長１６０ｃｍ　茶髪　目は緑　呼び方　御領主様　トリスタン　自分　私

　貸本屋の店長　仕事を放棄して逃げ出したトリスタンを匿った縁から現在も交際している。

　父と死別した後、店を継いだ。以前に男に金を貢いだ末に捨てられた経験あり。駄目男を構ってしまう癖がある。

　怠惰なトリスタンに父を重ねており、なんとか一緒になろうと店に連れ込んでは上に乗る。

［バルバノ］

??　歳　ドワーフ族　呼び方　友

　鉱山町リントブルム近くの山に住むドワーフ族の重要人物、剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強く、鍛冶を始め、金属加工の腕はピカ一

　リントブルムを打ち倒した巨砲を製造

　ドラゴンの骨を利用した長剣を作り上げた

［ジークフリート］

　約三〇〇歳　金髪　身長１９４ｃｍ　細マッチョ

　無口で超の付く美形　ブリュンヒルデに絶対の忠誠を誓い、その言には絶対服従。

　最強クラスのヴァンパイアで人の戦える相手ではない。

［モナシ伯爵］

　主人公領地の近隣領主、政務・軍務ともに能力はそれなりだが絶望的に運が悪く、やることなす事が全て失敗して文無しになった。

　同じく金に困る他二領主を率いて小派閥を形成、口の悪い貴族からは「困窮同盟」と陰口されている。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

　娘が主人公に手篭めにされた。

［ビンボ子爵］

　モナシ伯に隣接する領主

　元騎士で戦いの功績により中規模の街を領有したが内務に無知で税を適当にかけた結果、民が四散し貧乏になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

［ゴクフィン男爵］

　ビンボ子爵と隣接する領主、男爵だけあって拝領した土地は小領で農地も痩せていた。

　領内に肥えた土地を発見、農民を強制移住させようとした結果、全員が逃亡し極貧になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。







「他国」友好的

［ギルドレス］

　四〇歳　黒髪　短髪　身長一九〇　超マッチョ　髭ズラ　呼び方　ハードレット　自分　俺

　筋肉と戦いを国是とするポリス［アレス］の王にして、無類の強さを発揮する最強の戦士でもある。

　主人公を友と呼び、困った時は助けに行くと約束を交わした。

　好色絶倫巨根と三拍子揃っている上に圧倒的な守備範囲を誇り、老婆から幼女まで女と名がつけば誰でも食える豪傑。

　あらゆる意味で頼りになる男だが考える前に体が動く上に人の話をあまり聞かない。

　彼の行く所には汗と漢の匂いがたちこめる。

［セレスティナ＝モルト＝コルティス］

　一二歳 金髪　身長一三七　子供体型　呼び方　兄様　自分　妾

　モルト王国女王、太陽のような笑顔は見るもの全てを魅了する。

　主人公を兄として慕いながら頻繁に悪戯されているので次第に性への興味を膨らませている。

　難民の流入に苦慮しているが、更に重大な問題が……。

［モニカ］

　二四歳　セレスティナ付きメイド（女官）身長一六三　やや豊満　呼び方　ハードレット様　自分　私

　セレスティナ女王付き女官

　セレスティナを溺愛する余り必要な試練からも目を逸らさせてしまっていた。

　主の命で主人公に処女を奪われるが忠誠心は健在。

［アネット］

　二二歳　元海賊　身長一六三　中肉　栗色髪　呼び方　ご主人様　自分　あたい

　元女海賊、海賊長に体で取り入り一隻の船を任されるまでになっていたが、主人公に捕縛されて乗り換える。

　ある程度の統率力と戦闘力を持つ。

　主人公が大勢の女を連れてゴルドニアに戻ったと噂に聞き行動を起こす。

［マルティン＝ステーセリ］

　三五歳 １８６ｃｍ　金髪碧眼 オルガ連邦新防衛最高司令官

　連邦の冬季総反撃を指揮し、帝国との大戦争を勝利に導いた。

　司令官として極めて優秀で部下の信頼も厚い。

　国家的英雄として称えられている。

　主人公の事は指揮官としては極めて優秀と評価している。

［ニコライ＝アルサノフ］

　三五歳　１８５ｃｍ　オルガ連邦北方兵団司令官

　北方兵団・通称「氷の軍団」の司令官にしてマルティンの旧知の友

　最高司令官の副官として勝利に貢献、過酷環境での戦いに長けた有能な前線指揮官。

［ヤーコフ］

　二八歳　オルガ連邦第一〇五兵団　副長（現兵団長）　身長１９３ｃｍ　マッチョ　呼び方　大将　自分　俺

　士気の低い二等市民中心の一〇五兵団を自身も二等市民出身で軍隊経験があったことで率いていた。

　他の兵士と共に主人公の生き方に共感し、一躍精兵と化す。

　戦後の混乱の中で四人の愛人を作る。

　セリアに嫌われている。

［イヴァンナ］

　二八歳　河川艦隊司令官　身長一七五　筋肉質　赤毛　焦げ茶の目　呼び方　ハードレット　自分　私

　河川艦隊の司令官として上陸作戦を援護するも帝国艦隊との交戦で大損害を受け、自身も捕虜となる。

　虜囚の間にセクリトとその奴隷達に激しく凌辱され恨みを募らせていた。

　主人公を対等に話せる相手として気に入っている。気が荒く男勝り。

　セクリトの策略で腹に主人公の種を受けてしまった。

［ソラナ］

　二〇前半　リバティース民主国の軍務官僚　実戦経験は無かった

　たまに主人公に夢で抱かれる。

　緊急招集中




　　　　　　　　　　　　　　　　非友好的

　国内

［グリフ＝ジルグレイ］

　三四歳　１９０ｃｍ 筋肉質　金髪碧眼　マグラード総督

　新たにマグラード総督に就任した男。

　優秀な統治能力を評価されているが、女を苦しめて喜ぶサディスト。

　エイリヒ、ケネスに次ぐ第三勢力のリーダーを狙っており、現状その位置にいる主人公を敵視している。

　リバティース民主国

［ユノー］

　四三歳 リバティース民主国外務次官

　主人公とリバティース民主国との協力関係を成立させる。

　噴火を好機と捉え、自国の影響力拡大を狙っている。

　ガーランド帝国

［ザフネス］

　四〇歳　巨漢　歴戦の軍人　ガーランド帝国大将軍

　オルガ連邦侵攻作戦の陸上部隊を全て統括する。

　戦奴を容赦なく使いつぶす強引な戦い方で白都を包囲下に置いたが、攻城戦に失敗。

　全軍の崩壊後、行方不明になる。中央平原に向かったとの話もあるが……

矛盾点あればご指摘下さい










☆　国力比較 ３１４話時点　地図有り







　ゴルドニア王国

　人口　　三百五十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口十万

　制度　　封建制

　兵員　　現在十五万　動員限界三十万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原北部をほぼ手中に納める一大強国。

　ストゥーラ共和国を事実上の保護国としている。

　南部での火山噴火によって南部諸国が混乱、現在脅威となる敵対勢力はいない。

　中央平原北部を統一した積極的な拡張主義を停止し、国内の不穏分子の掃討に力を入れている。

　南部諸国の混乱を静観、安定しているリバティースと限定的交易を行う以外の対応は無し。

　ハードレット領にある程度の難民が流入している模様。




　ストゥーラ共和国

　人口　　十二万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口四万

　制度　　共和制

　兵員　　現在五百　　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　河沿いにある首都が物流拠点として機能し経済的に豊かな国だったが、

　ゴルドニアが平原北部を制覇したことで交易中継点としての意義を喪失し衰退している。

　大商人からなる富裕層の流出が止まらず国力は低下、ゴルドニアから併合の圧力を受けている。




　都市国家群

　人口　　総計五十五万

　支配者　多種多様

　首都　　点在する各都市がそれぞれの国家として独立

　制度　　多様

　兵員　　現在二万　　動員限界十五万（全都市国家総計）

　支配域　中央平原真ん中

　ノーステリエス河、テリエス河の上流域に跨って存在する多数の都市国家の総称。

　人口数千から数万まで多様な都市そのものが自給自足を行う国家として機能、テリエス河流域の湿地帯に面している都市は未知の環境へ冒険者を送り出す拠点ともなっている。

　ゴルドニアとも南部諸国とも距離を置いている。

　アトロアポリスがアレスの指導の元、体制を変更中。

　　　　　　　　　　　南部諸国

　モルト王国

　人口　　二十五万

　支配者　セレスティナ女王

　首都　　ビアード　人口二万

　制度　　王政

　兵員　　現在二千　　動員限界一万

　支配域　中央平原南　中部

　中央平原中部に位置する農業国、四つの国境線を持つが国民の軍事に対する意識は薄い。

　火山噴火の影響で農作物の作付けに影響が出ている。

　南部諸国の混乱で軍事的な脅威は薄まったが大量の難民に苦慮している。

　難民の中に僅かながら不審死する者が現れ始めている。

　リバティース民主国

　人口　　百十五万

　支配者　－－－統領

　首都　　トルトエント　人口八万

　制度　　民主制

　兵員　　現在八万　　動員限界十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南部と北部の境界に位置する国家。

　国家運営を市民の投票によって選出された代表が行う稀少な政治形態を持つ。

　貴族制は存在せず、各都市の首長も市民によって選出される。

　噴火の影響は少なく、アルテイルからの軍事的圧力も弱まり、繁栄を継続中。

　南部諸国の混乱から大量の難民が流入し、一時的に国境地域に騒乱が起きた。

　これを見て政府が国境を広域に閉鎖することを宣言。軍を動員し侵入する難民を追い返している。




　アルテイル神国

　人口　　百万

　支配者　アルテイル法王

　首都　　アルテリア　人口二十万（国内難民流入）

　制度　　原理主義

　兵員　　現在五十万（正規兵無）動員限界六十万

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南西部に位置する宗教国家。

　代々の法王は古代神アルテイルの生まれ代わりと呼称し、民に絶対の服従と従属を求めている。

　当初は小国だったが、この一〇年で周辺国を次々と併合し巨大化した。

　思想の違いからリバティース民主国、ヴァンドレア人民連邦、双方と対立している。

　ダード山噴火によって農業と産業に激甚なダメージを受けた。

　食糧・物資の不足が慢性化し飢餓も発生。本年秋も十分な収穫は見込めない模様。

　更に原因不明の伝染病が広がりを見せているが、国政の混乱から被害の把握はできていない。

『神の恩恵を受ける神国』の幻想は崩壊、民は国とアルテイル教会を公然と批判し始めている。

　地方の教会組織の中には噴火の原因を中央の背教に求めている所もあり、国家そのものが崩壊の危機に瀕している。

　対外的に行動を起こす余裕はなく、ヴァンドレア・リバティースとの戦いは自然停戦となった。

　ヴァンドレア人民連邦

　人口　　百十万

　支配者　－－－人民代表

　首都　　ヴァンドラ　人口二十五万（国内難民流入）

　制度　　特殊専制

　兵員　　現在三万　　動員限界十万

　支配域　中央平原南　東部

　現在、中央平原南部最大の国家。

　数十年前に起こった農民反乱から生まれた国家で、様々な変質を経て特殊な政治体制に移行。

　民が国家を統治すると言う思想の下、民の代表者が全ての権限を握るが、事実上専制化している。

　最高指導者（人民代表）が連邦支部（各都市）の首長、軍司令官など全てを選出する。

　世襲される役職がほとんどないので最高指導者の交代の度に壮絶な権力闘争が繰り広げられる。

　全ての中心は民であり、王権でも神でもないとの思想の下、慣習を越えた宗教的行いを禁じておりアルテイル神国との関係は劣悪で度々紛争を起こしていた。

　ダード山の噴火で国力に甚大なダメージを受けた。

　特に農業への影響は著しく、食糧不足が深刻に懸念されているが、隣国のゴルドニア、アルテイル、モルト全てと敵対し食糧の購入もままならない

　帝国も戦後の混乱が続いており満足な交易が行えない状況。

　首都ヴァンドラは大量の国内難民で機能が停止、政権は遷都を計画している。

　治安の悪化が著しい上に領内で深刻な伝染病が蔓延し始めている模様。

　政府は非常事態宣言を発令して主要都市に軍を動員しているが、軍内部にも現政権に不満を抱く層が出始めている。

　アルテイルとは自然停戦、モルト・ゴルドニア国境警備も事実上行われていない。




　ポルポ王国

　人口　　二十一万

　支配者　ポルポ四世（危篤）

　首都　　ポロン　人口二万

　制度　　封建制

　兵員　　現在五千　　動員限界二万

　支配域　中央平原南境

　古い歴史を持つ小王国。

　以前は中央平原の南の境にある五王国の一つだったが、いつの間にか他四ヶ国がアルテイル神国に併合されて一国になった。

　高齢の現王は危篤に。

　噴火の影響は少なく、伝染病の発生も確認されていない。
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　　　　　　　　　　　　中央平原外




　オルガ連邦

　人口　　一千七百万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口五十万～六十五万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在七十五万　　動員限界七十五万

　支配域　西部平原を含む大陸北部

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中しており、戦争で大きなダメージを受けた。

　ガーランド帝国との大戦争に勝利、西部平原以南に追い散らした。

　皇帝は勝利を宣言したが、ガーランド帝国は何の反応も示していない。

　戦争によってアルベンス他、多くの主要都市が焼け落ち、軍民合わせて死者は三百万に及び、国力が大きく低下した。

　建国以来王家を支えた名家も複数断絶、後釜を狙って貴族同士の睨み合いが始まっている。

　一方で戦勝によって国民は政府と皇帝を支持しており、国内の混乱は最小限に留まっている。

　数百年に渡って蓄えた財は健在で復興に惜しみなく投入されている。

　戦時体制を随時解除する一方、西部平原に大規模な要塞建設を開始、海洋艦隊の再建も始まった。




　ガーランド帝国

　人口　　三千五百五十万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口九十万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在十八万　動員限界十八万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖、農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　オルガ連邦侵攻に失敗、威容を誇った艦隊は消滅、陸軍も苛烈な追撃によって壊滅的な損害を受けた。

　陸海の最高司令官二人を始め、軍の中核たる将軍、参謀陣もほとんどが戦死か行方不明となり、軍組織そのものが瓦解の危機にある。

　オルガ連邦軍は西部平原から一部帝国領にまで侵入しているが対処する能力は既にない。

　国民は重い負担の末の敗北に深く失望している。

　一方で皇帝は逃げ帰った数少ない将軍達を敗戦の責で処刑した。

　連邦との停戦も拒否、辺境地域を中心に軍再建の為の負担を強いており、これが大量の国民流出に繋がっている。

　東部辺境で重大な伝染病が発生している模様。

毎度ながら地図の適当さはご容赦下さい

他に矛盾点あればご指摘下さい










第３１５話　ロビー活動　♯







　ノンナの機嫌を取る為、俺は彼女を探して屋敷からラーフェン中央広場への道を歩く。

屋敷から中央広場への道は結構広く、シュバルツを使っても良かったのだが無駄に目立つのでやめた。

「まずは劇場に行こう。新しい公演もやっているみたいだしな」

　道の途中に立てられた看板には新公演なんとかと書かれており、周りで人妻達が談笑している。

「新しい劇が始まってるのね。朝は『嫁と陰険姑六』か。なんだかんだでこれずっと人気あるわよね」

「昼の部は……戦争で行方不明になった夫、妻は悲嘆に暮れる中で夫の同僚でかつての恋人に体を許してしまう。そこに行方不明の夫が帰って来た……なるほど」

「あらゆる手を使って妻を奪いあう夫と元彼……いいわね」

「主演リリアーヌじゃない。あの人の演技すごいからこれは見なきゃ！」

　昼間はやはり人妻を中心に女性向けの劇が多いらしい。まあ男は大抵仕事に出ている時間だからな。

「夜の部は……剣豪騎士の武勇伝、戦いの中で騎士は奴隷の少女を救いだす……少女は身分違いと知りながらも騎士に迫る。しかし騎士には相思相愛の許嫁が居て……」

「この女役アミカじゃない。絶対濡れ場も濃いわよ。乳も平気で出すしさ」

「あー……うちの旦那アミカ大好きなのよね。戦記物も好きだしこの看板見たら絶対見に行くなぁ」

「私あの女大嫌いだからパス！　昨日、旦那がイク時最後に『アミカ！』って叫びやがったのよ！」

　夜の部は男もターゲットにした内容が多く、濡れ場も割と露骨にあるらしい。

そのせいか、最近は芸術に無縁そうな男達が劇場に足を運ぶと言う話も聞いている。

最初は赤字続きで俺が金を援助していた劇団だが、最近は黒字で雑用係を増やしたりもしているらしい。

劇団の中心にいるリリアーヌは劇だけではなく、色々と頑張っているようだ。

「でもねー、劇場行っても最近いっぱいで座れないこと多いわよね」

「あーわかるわ。通路も狭くてすれ違うのも大変なのよね」

「私王都の劇場行ったことあるけど……比べるとさすがにちょっと貧相よねぇ」

　人妻達の話は劇場の狭さや設備の貧弱さに移り始めた。

　俺もゴルドニアでノンナに引っ張られて劇場に行った事はあるが、ラーフェンの物とは全く違う。

そもそもラーフェンの劇場はノンナが半ば無理やり建てたものでしっかりした計画はなかった。

それに劇場が出来た時にはラーフェンに劇を見る余裕のある層は少なく、大きな物を建ててもスカスカで悲惨なことになっていただろう。

「臨時の公演もあるみたいだけど空き地でやるんじゃ旅芸人と変わらないわよね」

「屋外じゃ虫も気になるわよねー」




　延々と人妻たちの世間話を聞いていても仕方ないので歩を進めることにする。

中央広場に近づくと劇場が見えて来た。

「む、遅かったか」

　劇場の入り口からわらわらと人が出て来るのが見える。

どうやら昼の部の公演は終わってしまったようだ。ノンナの姿を探すが見当たらない。

あの巨大な乳を俺が見逃すはずは無い。ならばまだ中にいるのだろう。

　流れに逆らって劇場に入ると客に頭を下げていた雑務の一人が俺に気付いた。

「こ、これはご領主様!?　よくぞいらっしゃいました」

「ああ」

　俺はノンナに連れて来られる以外にあまり劇場には来ないので意外だったのだろう。

他の客も慌てて挨拶してくるので軽く応えて流す。今はノンナを探しに来たのだ。

「誠に失礼ながら公演は終わってしまいました。ご所望ならもう一度最初から公演を──」

「いや構わん。妻を探しに来ただけだ」

　劇団員達がどれだけ全力で劇をやっているかは知っている。

連続で二回もやらされれば倒れてしまうだろう。

「奥方様は観劇された後、うちのリリアーヌとお話なさっております」

　やっぱりここにいたのか。

そういえばリリアーヌとしっかり話すのも久しぶりだ。この機会に会って行こう。

　俺は雑務係の後に続いて賓客用の個室に入っていく。

役を終えた女優や俳優が何やら話していた。

「領主様よ！　はやく例の準備をなさい！」

「劇団の未来は今にかかっているのだから、ポカは許さないわよ！」

　はて、夜の劇の相談だろうか？　今から準備するとは忙しいことだ。




「エイギル様？　劇場にいらっしゃるなら声をかけて下されば一緒に観劇できましたのに」

　ノンナは俺を見ると嬉しそうな顔を見せたが、すぐに少しむくれた顔になる。

「悪い悪い。今度また一緒に見ような」

　なるべくいやらしい奴がいい。

「ようこそおいで下さいました。劇団一同歓迎致します」

　ノンナの隣で話していたリリアーヌが床に手をついて頭を下げる。

「おいおい、女を土下座させる趣味は無い。頭を上げてノンナの相手をしてやってくれ」

　普段から無礼なことはしないが、ここまで丁寧なのはどうしてだろう。

「んまーー！　愛しの方！　クッキーなど食べている場合ではありませんわぁ！」

「おお、クラウディアもいたのか。今日も丸くて愛らしいよ」

　ちらりと見えたがバターたっぷりのクッキーを五枚重ねで口に放り込むのは止めた方がいい。

しかもクリームまでついている。ますます太って破裂してしまうぞ。

　さてここでいきなり『グレーテルとの結婚式は宜しく』などと言えばたちまちノンナの機嫌は最悪になってしまう。まずは取りとめのない話からだ。

「美女三人で話している所に悪い。俺も話に加えてくれないかな？」

　ノンナとリリアーヌは俺を中心にしてソファに座り直す。

クラウディアは床に直接置かれた専用クッションにもたれている。ソファに座ると壊れてしまうのだ。

「いきなりで不躾なのですが、辺境伯様にお聞き願いたい……いえ、おねだりしたいことがあります」

　座るなりリリアーヌは改まってそう切り出した。

ノンナとクラウディアも黙って頷いている。はてなんだろう？

「辺境伯様にはこの劇場を作り、劇団を援助して頂いた大変な恩もあります。その上で更に我が儘を申します。新しい劇場の建設を考えて頂けませんか？」

　丁寧な口調でリリアーヌは再び頭を下げる。

俺を伺うように上目遣いで見る仕草がなんとも男心をそそる。




「元々ここは私の為に──コホン、一部の裕福な民だけが来ることを考えて作っておりますから。今のように多く民が訪れるには少々手狭かと思います。思い切って国一番の大きな物を建てましょう！」

　ノンナが俺の膝に手をかけ肩に胸を当てて来る。

「この劇場は悪くはありませんが、やはり地方劇場の域を出ませんわ。役者が車座になって待機しているようでは演技に支障が出るやもしれませんわ。それにこの劇場の椅子では私のお尻が入りませんの」

　クラウディアが反対の膝に腹肉を当てて来る。

「辺境伯様」

　リリアーヌがソファに座る俺の足の間に入り、上目遣いで見上げて来る。

今にも咥えてくれそうな位置取りだ。

肩と膝に当たる軟らかい感触とリリアーヌの懇願に俺の心は動いてしまう。

「うむむ」

　だがそう簡単に首を縦には振れない。脳裏に浮かぶのはきらめく禿げ頭だ。

アドルフはこの劇場の建立にもあまり乗り気でなかった。

もし彼女達の言う通りの豪華で大きな劇場を大枚はたいて建てることが知れたら全身の毛が抜け落ちてしまうのではないだろうか？

　奴が床に伏した責任はほんの僅かだけ俺にないわけでもない。

追い打ちをかける外道な真似は出来ない。ここはアドルフの為に抵抗せねばならないだろう。

「うーん、今の劇場を改築して広げるとか、空き地に別館を建てるとか……」

「辺境伯様は男の中の男です。半端な真似をなさるお方ではありません」

　リリアーヌが更にずいっと前に出て俺の股間に胸が当たりそうになる。

「エイギル様、私もっと大きな劇場で素晴らしい劇がみたいです」

　ノンナが頭に乳房を丸々乗せてくる。ずっしりした重さがたまらない。

「芸術にどんと投資なさるのも貴族の器量ですわ。ふぅふぅ……暑いですわ」

　クラウディアは密着していたせいか猛烈に汗をかき始めた。汗をふいたハンカチが濡れタオルになる。

　ぐぬぬ、軟らかい。心がどんどん動いてしまう。

　俺の決意が揺らぐのを察したのだろう。リリアーヌが雑用係に目で合図する。

「劇団の技量と頑張りをしめす為に特別な劇を見て頂けませんか？」

　リリアーヌがそう言うと劇団の俳優や女優が次々と現れた。

同時にクラウディアがノンナの手を引いて立ち上がった……のだろうか？　傍目には少し縦に伸びただけにしか見えなかったが。

「さあ貴女は私と共に席を外しますわよ」

「え？　特別な劇を私も見たいのですけど？」

　ノンナは軽く抵抗しようとするが、クラウディアは手を掴んだままどんどん転……歩いていく。

「リリアーヌはエイギル様だけに向けた劇をするのです。傍に貴女がいては満足に演じられません」

「そういうものなのでしょうか」

「そういうものですわ」

　クラウディアはそのままノンナの手を引き、クレアの店に居ると言い残して出ていってしまった。

最後にリリアーヌが彼女に軽く頭を下げていたような気がする。




「では……特別な劇を開演致します」

　リリアーヌがそう宣言し、昼の劇が終わって客のいない舞台の上で俺だけの為に劇が始まる。

それは歌劇であったり、ダンスであったり、普通の劇であったりした。

　確かに必死さは伝わってくるし、ミスもなく素晴らしい技量なのだろうことはわかる。

だが俺の心は先ほどの軟らかさ程揺れることはなかった。

心の鉄壁要塞は未だ健在なのだ。

　そんな俺の心を見抜いたのかリリアーヌが近くに寄ってくる。

「お気に召しませんか？」

「いや、素晴らしいよ。ノンナと一緒に見たゴルドニアの劇に勝るとも劣らないと思う……だが問題は俺にこういう芸術を見る才がないことだ」

　自分で言うのもなんだが、俺ほど芸術から遠い男も珍しいと思う。

「だからお前達の素晴らしさを深く理解してやれない。俺が自信を持って言えるのは皆が素晴らしい美人だと言うことだけだよ」

　すまんと一言謝るがリリアーヌは笑顔で首を振る。

「いえ、大変嬉しいお言葉です。それに芸術の根本は様式や技量ではありません。それは人間から溢れだす感情の表現……怒り、悲しみ、喜び……そしてエロスです」

　リリアーヌが手を上げるとたちまち舞台で別の準備が整えられ、俺は観客席から舞台に連れ出された。

そこには大きなベッドが用意されており、仕方ないのでその上に腰掛ける。

「締めの演目です」

　女優達は三人ずつ四組に分けられている。

いずれも女優だけあって町ではなかなか見かけないレベルの美人揃いだ。

「随分特徴的な分け方だな」

　彼女達はどうも共通点を持って組分けされているらしい。

　一組はスタイルの良い二十歳から二〇後半ぐらいまでの女性だ。

別の一組は十代半ば程度だろうか。まだ子供っぽさが残る顔をしている。

もう一組は三十路より上、半ばから後半ぐらいの女性もいるだろう。妖艶な色気が溢れていた。

　そして最後の一組は……。

「……なぁリリアーヌ。あいつらは男だよな？」

「はい。男です」

　服装は完全に女物だったが、顔立ちが女っぽい男だ。

はてさてどういう劇になるのか皆目見当がつかない。

「演じるのは男女の本能……つまりエロスです」

「なんだと？」




　驚く俺の前でスタイルの良い三人の女達が服を脱ぎ去った。

良く見えると全裸ではなく赤や黒の下着をつけている。だが股間と乳首の部分に穴が空いているので下着としての役目は全く果たしていない。

「抱いて下さい旦那様」

「思い切りどうぞご主人様」

「色仕掛けか。だがそう簡単に頷いてはやれんぞ」

　言いながら俺は服を脱いで両手を広げ、彼女達を迎え入れる。

「ふふ、彼女達はとても敏感なのですよ」

　それは嬉しいと一人を抱き締め、ベッドに組み敷いた瞬間だった。

「た、逞しいお体……だめっ！　イク──!!」

　抱き締めただけなのに女は激しく痙攣し、絶叫の叫びを上げたのだ。

「そんな馬鹿な」

「あぁ……あぁぁ……すごい抱擁……おぉぉぉ」

　あり得ないとはわかっているのだが、表情も仕草も絶頂したとしか思えない。

「これが私達の演技力です」

　リリアーヌが微笑む。確かにこれはすごい。

俺はもう一人の女性の肩を抱く。

「尊敬するご主人様が肩を……ダメ、とんじゃう!!」

　立ったまま女は足をガクガクと動かし、力が抜けて床に倒れ込む。

なんと汁まで大量に太ももを垂れ落ちる。どうやっているのだろうか。

「目があった……すごい雄の瞳……あっ！　気持ちよくなっちゃう!!」

　もう一人はなんと目があっただけで絶頂し、気を失ってしまった。

演技とは分かっていても気分がいい。

「ふふふ、じゃあこれならどうだ！」

　気を良くした俺は一人を押さえこみ、勢い良く肉棒を付きこむ。

「ひぃぃぃぃ！　死ぬぅぅぅ！　すごすぎるぅ！」

　凄まじい嬌声、抵抗するように胸を叩いていた手が力無く垂れ、やがて甘えるように首に回った。

「そら、こっちもだ！」

　残りの二人には性器に指を突っ込む。同じく演技とは見分けられない壮絶な嬌声と絶頂、そして激しい愛の言葉だ。

「こんなのすごすぎる！　奴隷にして！　私を性の奴隷にして飼って下さい！」

「ずるい！　私は玩具でいい！　何をしてもいいから私で遊んで、飽きたら捨ててぇ！」

「あーー！　気持ち良すぎて狂う！　死ぬ！　男根で殺してぇぇぇ！」

　最後に俺が種を出すと全員が同時に仰け反り、そのまま気絶した。

「本当に良かったよありがとう」

　最後に全員にキスをすると気絶していた女性達がすっと立ち上がる。

やはり演技だったようだが、本当の絶頂と区別がつかなかった。

「え、演技が大変でした……本当にお上手で理性が……」

「途中で少し本音で叫んでしまいました」

「あれ？　本当に腰ぬけちゃってる」

　女達は俺のキスに応えながら一言ずつ。

「夜の劇には殿方も沢山いらっしゃるのですが……席がなくて立ち見の方が喧嘩することもあります」

「迷惑ではあるのですが、何より席を用意できないのが申し訳なくて」

「三階席まである広い劇場だと皆さま満足して頂けると思うんです」

　いかん、鉄壁の要塞が揺らぎ始めたぞ。




　次の組は子供っぽさを残した女達だ。

彼女達の一人を抱き寄せ、ベッドに倒して肉棒を指し込んだ瞬間だった。

「あーん、領主様の極太男根があたしのせまーい穴をギチギチ広げて入ってくるぅ！」

　それなりに膨らんだ胸にキスをして乳首を舌で舐める。

「ふにぃ～領主様の舌が私の乳首を遊んでるよぉ！　コリコリになった乳首舐められながら筋だらけの黒チンポが私のお肉をゴリゴリ擦ってるぅ！　男らしい太根っこで穴がガバガバにされちゃう～」

　なにやら抱かれている女が状況を説明しだした。

　更に口奉仕をしてもらっていると他の二人が覗きこみながら声を上げる。

「ほえー。ネーマの小さな口を領主様の太いのがじゅっぽじゅっぽ音立てて往復してる！」

「ネーマもうすぐだよ？　領主様の男根からしろーいお種がびゅびゅーって出て胃袋の中まで雄汁どろどろにされちゃうんだよー」

　これはこれでありかもしれない。

　俺は別の女を後背位で貫き腰を振る。

小柄な体は面白いように揺れた。

「動きだしたぁ。領主様の極太男根ビクビク動いて傘張ってきてるぅ！　子供穴にどびゅどびゅ出るぅ」

「玉が動きだした！　もう出るよ、卵に向かって凄い量の種がビャーって出るよ！」

　まだ子供の色を残す声でそう言われながら俺は気持ちよく射精する。

「みぎゃあぁ！　ちんちんが脈打って孕ませ汁がどんどん出て来る！　止まらないよぉ！　子袋が嬉しそうに種をごくごく飲んでるよぉ！　私まだ子供なのに領主様に種付けされてママになっちゃうよぉぉ！」

　全てを射精した俺はゆっくりと体を離す。

まだ歳がいってないだけあってさっきの女達より多少演技は甘かったが十分楽しめた。

　キスをしてやるとまたも耳元で囁かれる。

「あたし達は経験が浅いからなかなか役が貰えないんですぅ」

「野外の公演だとあんまり人が集まらなくて……それに劇場での経験も積みたいです」

「私達が舞台に立てる小さな舞台もあったらいいなって思います」

　鉄壁の要塞が炎を上げ始めた。これはまずい状況だ。




　次の組は熟れた女達三人だ。

体をくねらせて絡みつき、一物を口で咥え、乳房を押し付けて欲情させてくれる。

　そしていよいよ、俺が一人の女をベッドに倒して男根を挿入した時だった。

他二人の女がすっと離れ、顔の良い俳優が叫びながら近寄ってくる。

「これは一体どういうことなんだ！　その男は誰だ！　俺の留守中に浮気していたのか！」

「あ、貴方!?　これは違うのよ！」

　何か始まってしまった。肉棒を女に突っ込んだままの俺は一体どうすればいいのだろう。

だが女は俺の胸に顔を埋めて言う。

「もう言い逃れは出来ないわね。そう、私はこの人と浮気していたの。だって仕方ないじゃない。見てよこの巨根を！　貴方の粗末なモノではもう満足できないのよ！」

　そう言って女は対面の座位になり、旦那設定の俳優に見せつけるように腰をくねらせる。

「あぁ太い。すごいわ、腰を動かすだけで頭が痺れちゃう」

「こ、この淫乱が！　さっさとやめろ！」

　男がゆっくり俺に掴みかかってくるので軽く手でどける。

「ぐはぁ！」

　男は大げさに転倒し、恨めしそうな顔でこちらを見た。

すると俺の上で腰を振る女は小馬鹿にした口調で続ける。

「やっぱり貴方はその程度の男、この人が軽く小突いただけで身動きが取れなくなる貧弱な男なのよ」

　なるほど、やっと理解できた。

俺が彼女をこの男から寝取る筋書きなのだな。そうとわかれば楽しもう。

「ふふふ、悪いがお前の妻は頂いた。この熟れた乳と尻は今日から俺のモノだ」

　豊かな尻をがっちり掴んでベッドを軋ませて腰を振る。

「畜生……畜生……」

　俺は座位で女を突きまくりながら涎を垂れ流す下品なキスを夫に見せつける。

ここまで外道になれるのもこれが演技とわかっているからこそだ。

「どうだ、俺の方が夫よりいいか？」

　女は獣のような喘ぎを上げながら夫と俺を見比べ、蕩けた笑みで叫んだ。

「いいっ！　貴方の方が全部良い！　逞しい筋肉も女を鳴かせる技も男根の大きさも……全部貴方が上よ！　あの人と過ごした時間より貴方の一突きの方がいい！　あんな軟弱夫いらないから貴方の女にしてよぉ！」

「そ、そんな……」

　がっくりと肩を落とす夫。

「良く言った」

　俺は座位を背面に変えて女を持ち上げ夫の前に歩いていく。

「良く見ていろ。今から種を出してお前の妻の胎に俺の子を仕込んでやる」

　俺は一気に動きを激しくする。女も呼応するように甲高い嬌声を上げ始めた。

「ま、待て、それだけは勘弁してくれ！　孕ませるのだけはっ！」

　縋りつく夫の前で俺は呻き、女の一番奥まで男根を押し込んで射精する。

「濃い種が噴き出たぁ！　もうだめ、絶対孕むぅ！」

　俺は射精しながら彼女と唇を合わせ、腰を小刻みに動かし続けた。

　やがて射精が収まり、一物は軟らかく抜け落ちる。

床に突っ伏す夫の目の前で女は俺の足の間に座り、男根に誓いのキスをしたのだった。




　そんな寝取り遊びが三人続いたが、それぞれ違う遊び方だったのでかなり楽しめた。

「寝取りがこうも良いとはな。今度クロルかギドに付き合わせてみようかな」

　マータとレアをクロル、ギドから寝取るという遊びもいいかもしれない。

メルやリタだとさすがに年齢差があり過ぎて子供みたいになるからな。なにか悪寒がしたな。

　最後の口付けの時、やはり女達が囁く。

「私、実は本業は歌なんです。でもこの劇場の壁だとなかなか音が反響しないのが困りものです」

「歌劇はそう沢山の人が集まるものではありませんし……専用の小さな劇場が欲しいなぁと思います」

「私達の歌、領主様にも聞いて欲しいわ」

　城壁が崩れ、塔は倒れて行く。俺の鉄壁要塞は陥落間近だ。

　最初に寝取り遊びした女が悪戯に笑う。

「ちなみにさっきの男、私の本当の夫なんですよ？」

「なんだと!?」

　俺は慌てて俳優の方を見る。

「はは、妻とは芸が第一、家族は第二の条件で結婚しましたからね。新婚その日に枕営業していましたし、今更気にはしておりませんよ」

「そ、そうか……」

　俳優、女優とは領主や騎士にも負けぬ覚悟を持つ者達なのだな。

しかし、俺の男根は何故再び立ち上がっているのだろうか。

「次は僕達ですね！」

「とろとろのお尻、気持ちいいですよ。女の子よりずっと良いって言われますから」

「領主様の太いのを最初に四連結しましょう！」

「いや、お前達はいらん」

　俺は服を脱いで迫る女装組を拒絶する。

確かに華奢で女っぽいがやはり男だ。俺に男を抱く趣味は無い。

「そんな、領主様は少年も囲ってるって噂だったのに！」

「あの食堂の男の子、服の上から撫でられるだけで出しちゃう程だったのに！」

　なんの話だ。ともかく男は抱かん。




「さて、私達の覚悟、ご覧になって頂けましたでしょうか？」

　リリアーヌが俺の前に立つ。

既にボロボロの要塞だが、まだ突破された訳ではないぞ。

　するとリリアーヌ以外の全員がすっと消えていった。

「ふふ、エイギルは本当に甘えんぼね。そんな大きな体をして姉のベッドに忍んでくるなんて」

　言いながらリリアーヌはベッドに横になる。

自分の隣をぽんぽんと叩いて俺を誘う。俺はふらふらとベッドに近寄っていく。

すると挑発するような雰囲気が一瞬で消える。

「ごめんなさい、強がりました。本当は私を慰めにきたのでしょう？」

　リリアーヌは俺の頭を抱え込み、ぎゅっと抱きしめた。

「夫は結婚して一年も経たずに戦死……後継ぎもなく実家に出戻った厄介者の姉に構ってくれるのは弟の貴方だけ」

　リリアーヌは涙を流しながら俺を抱き締める。

やはり彼女の演技力は特別だ。本当に出戻った未亡人の姉を持っている気になってきた。

いかん、これはいかんぞ。俺は姉には弱いんだ。

「泣かないでくれ姉さん。俺はいつも姉さんの味方だ」

「エイギル……」

　俺とリリアーヌはキスを交わす。

「エイギル貴方はもう十六。遠からず嫁を取り、私の所になどいられなくなる」

　リリアーヌは服を脱ぎ捨てた。

「姉さん……」

「私を抱きなさいエイギル。私はもう家中では死んだも同然、許されぬことですが、貴方と共に過ごす時だけが姉の幸せなのです」

　俺はリリアーヌを力いっぱい抱きしめた。

「俺は結婚なんてしない！　いや、姉さんを嫁にしてやる！」

「何を馬鹿な、貴方は長男で……あぐっ！」

　肉棒を押し込み猛然と腰を振る。

「親の前で言ってやる。姉さんを嫁取るとな！　だから姉さん、俺の子を産め！」

「なんて恐ろしいことを、姉と子作りなど許されるはずが……ああっ！　恐ろしいのに、許されないのに体が悦んでしまって抵抗できない！　胎がエイギルの子を産みたがってしまう！」

　俺はすっかりリリアーヌの弟になった気分で腰を振る。

「産ませてやる！　姉さんをボテ腹にして両親の前で俺の子だと宣言してやる！」

「あぁ恐ろしい！　あぁ気持ちいい！　あぁ幸せぇぇぇ!!」

　要塞が崩れる音を聞きながら俺は絶頂した。

自分でもよくぞこれだけ出たと思える程の射精だった。

やはり姉はだめだ。俺の弱点なのだ。







「ふぅ」

　鉄壁要塞に翻る白旗を感じながら俺は屋敷への帰路につく。

手には結構な量の図面を持たされていた。

リリアーヌは既に新劇場の設計図を仕立てており、後は俺にお願いするだけだったようだ。

推定の費用もちゃんとかかれているがあえて見ないことにする。

「三階客席のメインホールにサブホールが二つか……」

　とりあえず緊急のものではないのでこっそりアドルフの机の上に置いておこう。

奴の禿げが治って職務に復帰すればうまくやってくれるだろう。

「まぁ、うんと言ってしまったのだから仕方ない。リリアーヌが上手だっただけのことだ」

　俺は気にしないことにして屋台で骨付きの肉を買う。

その時だった。

「道を開けろ！　伝令──!!　伝令──!!」

　大通りの荷馬車や行商人が慌てて道を開けて行く。

突っ込んで来たのは武装した軽騎兵だった。装備から見て俺の私軍のようだ。

「何事だ？」

　軽騎兵は屋敷に向かおうとしていたようだが、俺の姿を見ると慌てて馬から飛び降りる。

「レオポルト様から緊急伝令、至急領主様に伝えよと！」

　伝令は固く封をされた筒を差し出した。

　ぞわぞわと悪寒がするぞ。

レオポルトが仕事の途中でわざわざ俺に報告を入れるなど相当なことだ。




「緊急──！　道を開けろ──！」

「なんだ、またか！」

　思わず声を上げてしまった。

今度は街壁を守る警備兵が走ってきて、俺を見てやはり止まる。

「領主様に緊急報告です！　モルト王国より使者が参っております！　至急面談を、とのこと」

「……マイラとトリスタンを呼んで来い。屋敷に戻るから使者も案内しろ」

　セリアは既に勘付いたのかこちらに走って来ている。

なんで彼女は俺がどこにいるかわかるのだろうか。

　面倒事はなんだろう。

嫌な予感しかない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十九万人　難民二万七千人 （女捕虜同化）

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍一〇五〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三〇〇　臨時難民警備兵二二〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（放置）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（かぼちゃ祭り）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（完成）ソフィア（愛妾）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（爆食）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（繁殖）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（暇）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（幸せ）

レオポルト（国境駐屯　緊急）トリスタン（参謀）アドルフ（療養）

クレア＆ローリィ（政争）リリアーヌ（成就）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨六九九九〇　ノンナ怒りの買い物（一〇）新劇場計画（二万）

下賜金（未開封）

経験人数五四二人　産ませた子六六人＋五五五匹








ＳＰ話　かぼちゃ祭り　ラーフェン地図有

地図を移転しました。

変更点はほとんどありません。

矛盾点あればご指摘下さい。
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「かぼちゃ祭り？」

　俺が連邦から戻ってすぐのある日、セバスチャンとリタが朝食の席でそう言ったのだ。

「はい。この地域で伝統的に行われている祭りにございます」

「一日だけのお祭りなのでなんとか参加したいと地元出身者中心に要望が出ているのです」

　朝からそわそわしている使用人がいたのはそれか。

俺はそんな祭り聞いたこともなかった。そもそもまともに村人生活をしたこともない。

「地元出身でない者を中心に仕事には支障が出ないように致します」

　セバスチャンが丁寧に頭を下げる。

うーん、楽しむ者と関係ない者が出るのか。それもつまらんな。

「祭りか……。よし、どうせなら全員休みにしてしまおう。ちょっとした息抜きだ」

　メイドも使用人も良くやってくれている。

屋敷は家族だけになってしまうが、幼児じゃあるまいし一日世話されなくても死んだりしない。

「宜しいのでしょうか？」

　セバスチャンは繰り返しながらノンナを見る。

一番怒りそうなのは彼女だからな。

「むぅ、使用人がいなければお茶も食事も大変じゃないですか。乳母だって必要ですのに……」

「なーに赤ちゃんみたいなこと言ってるのよ。お茶ぐらい自分で入れなさいよ。祭りなら外に出てもいいしさ。あたしもミレイと一緒に町へ出るし、子供も連れて一緒に行く？」

　カーラが言うとノンナはぷいと横を向いたまま出掛ける支度をするようだ。

いつもノンナの傍にいる侍女二人も嬉しそうだ。彼女達も祭りに参加したかったらしい。

「それでかぼちゃ祭りってのはどんな祭りなんだ？　カボチャを食べまくるのか？」

「えっとかぼちゃ祭りはですね──」

　地元出身のメイドが説明しようとした時だった。

（カボチャ食べまくるですとー！）

　ケイシーがすごい勢いで壁を突き抜けて来た。

（はうあー！）

　そして何かに躓いてテーブルの上を滑って行く。

物を突き抜けられるのになんで躓くんだ？

「……オホン」

（ごめんなさい……）

　ケイシーが派手に突っ込んだせいでテーブルの上に用意された食材が飛び散り、何枚か食器も割れる。

セバスチャンが無表情で咳払いするとケイシーは俺の後ろで小さくなってしまった。

「ひぃぃ……食器が勝手に……」

「お屋敷の悪霊が出たぁ！」

　ケイシーが見えないメイド達は抱き合って震えだす。

（失敬な！　悪霊なんかじゃないもん　むぎゃ）

　これ以上暴れるとイリジナの隣に座らせるぞ。

「わははは！　このスープはうまいぞ！」

（それだけは勘弁……）

　ここでもう一騒動起こせば本格的にメイドが脅えて話が進まない。

俺は彼女の腕を掴んで膝の上に座らせる。

「捕まえたからもう大丈夫だ。さあ話の続きを聞かせてくれ」

「は、はい。かぼちゃ祭りは……」

　メイドの話によると精霊がなんかして大地に感謝するのでカボチャを食いまくるそうだ。

あと余興のような行事もあるらしい。

そちらは化け物に仮装して何かするそうだ。

「なら私達でカボチャパイいっぱい作ろうよ」

　マリアが言い、ミティやメル達も嬉しそうに立ち上がる。

彼女達は元々料理が好きだからな。使用人達がいないのはちょうど良い機会なのかもしれない。

「私は子供達と遊んでるわね～」

「お手伝いします」

　メリッサとリタは子供達の面倒を見てくれるようだ。

「あの、私達も外に出て良いのでしょうか？」

　もじもじと訴えるのはマルスリーヌと三人娘だ。

彼女達は仮装の方に興味があるらしい。

「仮装するなら大丈夫だろう。遠慮なく行っておいで、ばれたらすぐに衛兵を呼ぶんだぞ」

　彼女達は元トリスニアの王族だ。

王国の崩壊に際して民への弾圧があり、その元生き残りがラーフェンには多数住んでいる。

王族とばれれば面倒なことになるかもしれないが、面識のある者もそういないだろうし、顔を隠す仮装をするなら問題ないだろう。

「ピピも行く！　仮装した奴に悪戯してお菓子にする！」

　ピピがはしゃぎ、ポチがギャーと鳴いて口を開き、メッサーシュミットはずっと寝ていた。

何か違う気がするぞ。

「お前達も仮装する。メッサーシュミットは餓狼、ポチはドラゴンの仮装だ！」

　メッサーシュミットは面倒くさそうに片目だけ開き、ポチは嬉しそうに翼を広げた。

　犬のメッサーシュミットが餓狼なのはともかく、ポチがドラゴンとは無理があるだろう。

まあ滅茶苦茶な仮装もそれはそれで面白いか。

「確か食糧庫にカボチャの備蓄があっただろう。中央広場で配ってしまえ」

（沢山のカボチャパイ　しかもお菓子貰い放題！　悪戯すればお菓子を貰えるんだね！　うひゃー）

　ケイシーは俺の膝を離れると部屋中を飛び回ってから外へ飛び出していった。

気をつけないとまた飛ばされて行方不明になるぞ。

「あいつのも何か違う気がするな」

「エイギル様はわかっているのですか？」

　俺が苦笑しているとセリアが隣に……いや、膝に乗って来た。

ケイシーに嫉妬していたらしい。可愛い奴だ。

「もちろんだ。えーと、熟れた人妻に悪戯して旦那を驚かす……」

「最初から全部違います！」

　俺も料理が出来上がるまで町に出ることにしよう。




　ちなみにピピやケイシーは先走っていたが、仮装して驚かすだのお菓子だの人妻だのは陽が落ちてからで、昼の間は家族や友達と酒を飲んだりご馳走を食べたりするようだ。

「普通の祭りと一緒で本番は夜か」

　俺は簡素で動きやすい外出用の服を着こんで屋敷を出た。隣には誰もいない。

セリアを誘おうと思ったのだが、部屋に籠って何かを縫い始めたのでやめておいた。

　後は屋敷に来たばかりでまだ溶け込めていないソフィアとセクリトも誘おうとしたが、ソフィアはセリアが籠ったせいで暇になったレアと話しこんでいた。

あの二人はどこか柔らかい雰囲気が似ているので気が合うだろう。

　そしてセクリトには『余計な世話だ。私に群れて喜ぶ趣味は無い。……体が欲しくなったら遠慮なく来い。別に今夜でもいいぞ』と言われてしまった。

あんなことを言うから屋敷内でいきなり浮いてしまうのだ。

ノンナはお冠だし、メイド達も険悪な雰囲気を感じてか必要以上にセクリトに近づこうとしない。

もっとも彼女は自分で言った通り、全く気にしている様子は無い。

　俺は屋敷から中央広場に伸びる道ではなく、やや細い西へと伸びる道を使う。

この道から使用人達の住居群を抜けて直接商店が立ち並ぶエリアに出ることができるからだ。

「それにしてもこの道の秘密をみんな知っていたとは……真の目的は誰にも話していないというのに」

　屋敷から西に娼館街まで伸びるこの道は当初の計画にはなかったもので、迅速に街の北部にいけるよう俺が主張して作らせたものだ。娼館街まで伸びたのはおまけということにしてある。

もちろん本当の目的は屋敷から最短距離で娼館に行けるようにする為だ。

「街の視察と言っているのに、この道を使うとノンナが拗ねるから変だと思っていた」

　しかも一発終わって店から出ると大抵セリアかマイラに会うのだ。いつも不思議だと思っていた。

「クロルとギドを誘っても奴らはわざわざ南に出てから娼館街に来ていたからな……あいつらよくも俺に教えなかったな。いつか騙して［菊開きの園］に連れて行ってやる」

　奴らがマダムに掘られるのを見ながら美女を抱いてやる。

……いやそんな絵面を見せられたら勃たないかもしれない。




　独り言を言いながら俺達は使用人住居が立ち並ぶ場所を歩く。

使用人は住み込みの者も多いが、家族がいる者などには屋敷の近くに家を建て、そこを貸している。

町に家があるよりも出勤が楽だし、とある事件もあったからだ。

「まさか一日お休みが貰えるなんて思わなかったわ。カボチャパイもゆっくり焼けるわね」

「なかなかお休み欲しいって言えなかったから今年は駄目かと思った」

「お屋敷のお給金良いからね。私の歳で月金貨四枚、家まで貸して貰えるんだから下手な事言えないわ」

　娘達が楽しそうにキャイキャイ騒ぎながら重そうなカボチャをくり抜いている。

俺が顔を出せば気を使わせてしまうだろう。ここは足早に通り抜けよう。

「きゃっごめんなさい！　あっ領主様!?」

　カボチャを両手で抱えてふらふら歩いていた小さな娘にぶつかりかけた。

俺とも良く顔を合わせる使用人なので近くで見られればさすがにばれてしまう。

「おっと」

　こうなっては仕方ない。俺は彼女には重そうなカボチャを片手で掴み上げると家まで持っていってやることにする。

「そ、そんな恐れ多──」

「いいから家はどこだ？」

　娘の言葉を遮りカボチャを遊びながら歩く。こんなもの重さのうちにも入らない。

「それにしても周り中からカボチャの香りがするな」

「実は自分達で食べる他に、大きなパイを作ってお屋敷にも持って行こうと思っているんです。……お屋敷でカボチャ料理がよくなくなるので……幽霊なんて信じていませんけどその……」

　言いにくそうな娘、俺の前で屋敷に幽霊が出る話はしにくいようだ。

「喜ぶと思うぞ。間違いない」

　ケイシーが満足して昇天してしまわないか心配なほどだ。




　彼女の家に着くと玄関にカボチャをくり抜いて作った顔のような物が置かれていた。

「おまじないみたいなものなんです。今年一年悪いことが起きませんようにって」

「なるほど、それは責任重大だ」

　悪い事が起きるかどうかはカボチャ人形では無く、俺の肩にかかっているのだ。

この小さな娘の笑顔を無くすことのないようにしないといけない。

「ここでいいか？」

「あ、はい！　本当にありがとうございます！　お礼をしたいので、もしよろしければ是非うちに！」

　彼女はお礼に家へ招こうとする。

だが、家族の団欒を邪魔する気はなかった。

「お礼なら……これで十分だよ」

　俺は娘を抱き寄せ、尻を撫でる。

「ひゃわっ!?　あぅ……もう領主様のすけべぇ……」

「ははは、これ以上ない礼を頂いたぞ」

　俺は最後に頭を撫でてその場を離れる。

「……お、お腹に当たってた。噂通り丸太みたい……はぅ下着替えなきゃ」




　使用人の住居区域を抜けると一気に人通りが多くなる。

北門から中央広場まで続くラーフェンで一番大きな道の両側に店を構える商店や宿などが集まっている。

　道には馬車や荷車が行き交っているが、人の流れは割と整然としている。

それもそのはずでこの区域の商人はちゃんとした店を構えており、地面に品を並べるような行商人はいない。屋台もちょっとした食い物屋ぐらいだ。

「焼きカボチャ二個で銅貨一枚だよー」

　焼きカボチャってなんだ。興味があるので買ってみよう。

「ふわー焼いたカボチャがあるのですねぇ」

「こっちにカボチャスープがあるよぉ」

　聞き覚えのある声に目をやるとソフィアとレアが買い食いをしている。

ソフィアは貴族令嬢なので買い食いなど未経験なのだろう。興味深そうに簡素な食べ物を眺めている。

「今日はお祭りだしいっぱい食べよう」

「私、実はお腹のお肉が気になっていたのですけど……クラウディア様を見ているとまだまだ大丈夫と思えるようになりました。遠慮無く頂きますね」

　レアとソフィアは笑顔で色々頬張っている。

幸せそうだがクラウディアを基準にするのは止めた方がいい。

ソフィアのぽっちゃりした体は抱き心地が良くて最高だが、物事には限度というものがある。

　さて、適当に商店街でも見て回るとしよう。

まずは固茹亭ラーフェン支店……アンドレイの所に顔を出すとしよう。




「よう、繁盛しているか？」

　暖簾をくぐると新築の匂いがした。

客もいるが俺の服装もあって気付かれてはいないようだ。

「あぁ」

「ハードレット様……いえ領主様のおかげです」

　アンドレイとナタリーがいるカウンターの前に腰掛け、大げさにしないでくれと手で示す。

「……わかった」

「はい！」

　アンドレイはハードボイルドに酒瓶の栓を抜き、グラスに注いで俺の前に出す。

ナタリーは簡単なつまみを持って来てくれた。

「こんな立派な店を作って頂いて、本当になんとお礼を言って良いか……場所も良くて早速お客さんもいっぱい来てくれてます」

　ナタリーは潤んだ目で俺を見つめて来る。旦那の前だぞ？

それにゴルドニアの固茹亭には俺も思い入れがある。

この店がそこらの安宿みたいになるのは何となく嫌だったんだ。

　新生固茹亭は二階建ての中規模店舗だ。一階は酒場兼食堂になっており、今も結構な人数が酒や飯を楽しんでいる。

そして二階は宿になっており、華美な装飾はないが良質の木材で丁寧に作られた室内は良い雰囲気だ。

以前と同じく富豪や貴族向きではないが、余裕のある平民・旅人向けの宿になっていた。

　新築なので当然全てが新しい。しかし何故かカウンターだけはやや黒ずんで使い込まれた感がある。

「カウンターが新品では駄目だ。知り合いの伝手で中古を貰って来た」

　アンドレイには何やら拘りがあるようだ。

確かにちょっと古く細かな傷のある方が味がある。

「それでマスター、童女趣味は治ったのか？」

　俺はもう一杯酒を要求し、それをアンドレイの前に滑らせてから聞く。

　アンドレイがラーフェンに移ってきた理由はゴルドニアで幼女に手を出し、周辺の住民から追い出されたからだ。

「……無論だ。これ以上ナタリーを泣かせはしない」

　アンドレイはハードボイルドに酒を煽って言い切った。

どうやらもう安心なようだな。

「てんちょーお肉やさんがきてますー」

「てんちょーシーツがやぶけちゃいましたー」

　顔を出したのは店の従業員だろう。

どう見ても十を少し超えた程度に見える

「マスターと呼ぶんだ。肉屋は夕方にまた来いと、シーツは予備を使うんだ」

　アンドレイはそう言ってからハードボイルドに目を逸らす。

「おい」

「ラーフェンは仕事が多くて人材不足でな。彼女達は良くやってくれている。何も問題は無い」

　もし同じ事をしたら今後はマイラが相手だ。

彼女はきっと容赦なく地下牢にぶち込むぞ。

「あなた、今日は祭りなのにお肉屋さんに手間をかけないで。すぐに行って来て下さい」

「だがしかし……」

　アンドレイがこちらを見る。

「気にするな。俺は店が順調か見に来ただけだ。また近いうちに来るさ」

　メルとマルスリーヌと一緒にこよう。絶対にピピやマータは連れて来ない。

　アンドレイが去り、俺も席を立つとナタリーが俺の袖を引っ張る。

「ん？　なんだ？」

　無言のままカウンターの内側に連れ込まれ、ナタリーは周囲を軽く見てからしゃがみ込む。

　俺はよくわからないまま、カウンターの中で突っ立っていた。

「そのまま立っていて下さい。ささやかですが……」

　ナタリーはそう言うと俺のズボンの前を開き、飛び出た一物に舌を這わせ始めたのだ。

「おいおい……」

　祭りの前とあって店には結構な数の客がおり、彼らが騒ぐ中、ナタリーは男根を愛撫し続ける。

　カウンターはそれなりに高さがあるので外からは俺が立っている様子しか見えないだろう。

しかし覗きこまれればアウトだ。ナタリーの小さな口を俺の一物が凌辱しているのが丸見えになる。

この場合アウトになるのは俺じゃないのか？

「どうですか？　ハードレット様は人妻に夫の店で口淫させているんですよ。しかも周りには沢山の人が……公衆の面前での寝取りです」

　そう言われると興奮が増してしまう。

膨らみだした男根にナタリーは微笑み、更に動きを早くする。

おいおい、あんまりやると音で気付かれてしまうぞ。

　ナタリーが小さな口で必死にしゃぶり、俺の快楽も高まって来た時だった。

「おくさまーあれー？　いない？」

「おくさまどこいったのかな～？」

　先ほどの小さな従業員達が戻って来た。

今度はナタリーを探しているようだ。

ナタリーの動きが一瞬止まる。

「どうしたんだ？」

　そのままだとカウンターの中まで入って来そうだったので俺は彼女達に声をかける。

「あれ？　おにいさんはだれですか？」

「ナタリーおくさま知りませんか～？」

「俺はマスターの知り合いだよ。ナタリーはちょっとお腹が痛いらしくてな。少しだけ店番を手伝っているんだ。戻ったら知らせておくよ」

　これで大丈夫だろう。

「あれ～おかしいなぁ」

「いまおトイレ掃除してたのに～？」

　しくじった。

少女達は不思議そうな顔でカウンターに寄って来る。

内側ではナタリーが男根を咥えたまま固まっているが、少女達の身長が低いことが幸いして見えてはいないようだ。

「おかしいな。もしかすると掃除中だったから外に……おぉう」

「ふに？」「はに？」

　更に言い訳しようとしたところでなんとナタリーが再び動き始めた。

「何かじゅぶじゅぶいってる～？」

「何かこぼれてる？」

　カウンターの内側に入ってこようとする二人、最終手段だ。

「ほら、小遣いをやろう。今日の祭りをしっかり楽しめるようにな。ナタリーはすぐに戻るから大人しく待っていろ」

　銅貨を何枚か渡してやる。

「わーい！」「わぁい！」

　だが喜ぶ少女達は俺の希望通りその場を去ってはくれなかった。

ナタリーの愛撫は続く。

「ありがとうお兄さん！」

「ありがとうございます～おっきいお兄さん」

　丁寧にお礼を言う少女達。ちゃんと礼儀がちゃんとできていて素晴らしいが今はまずい。

俺は限界を迎え、ナタリーの頭を掴んで腰を突き出した。

「ああ、祭りを楽し……うぐっ！」

「んぼっ！」

「うにゃ！」「ふにゃ！」

　俺は声を上げながらナタリーの喉奥に一物を突っ込み、精液を送り込んでいく。

彼女は苦しそうな顔をしながらもなんとか声を抑えてそれを飲み込んで行った。

「おにいちゃん……」

「だいじょうぶ？　くるしいの？」

「平気だよ。ちょっとしゃっくりが出ただけだ」

　俺はカウンター越しに少女達の頭を撫でて微笑む。

もう片方の手ではナタリーの頭を押さえて種汁を口内に流し込む。

随分と異常な体験をしてしまった。

　少女達が去った後、ナタリーは舌で丁寧に一物を掃除してくれる。

そしてアンドレイも戻ってくる。

「ん、待っていてくれたか。すまない」

　アンドレイはそう言いながらカウンターに近づいて来る。

少女達と違って奴は身長があるので当然カウンターの中も見える。

「ぷはっ、お疲れ様でした～」

　ナタリーは気付かれるギリギリで立ち上がる。

「ちょっと食器を床に落しちゃって、洗って来ますね」

　種汁臭い口を洗ってくるのだろう。ナタリーは適当なスプーンを掴んでその場を去る。

「……ところでどうしてカウンターの内側に？」

「一度ここに立って見たかったんだ。もう飽きたから戻る」

　アンドレイへの罪悪感を感じる。

だが良く考えればまだ浮気した訳ではない。

一物をしゃぶらせ、口の中に発射しただけだ。

そう気にすることもないだろう。

「俺はもう行くよ。もう一度言うが幼女には手を出すなよ」

「愛は時として悲しくつらいものだ。だが運命には誰も逆らえない」

　こうして俺はアンドレイの店を出た。

市場は盛り上がっていそうだな。行ってみるか。




「と思ったのになぜか娼館街に来てしまった」

　俺は悪く無い。勝手に動いた足が悪いのだ。

「あっ領主様よ！」

「今日も昼から遊ばれるのね！」

　目立たない服装をしているのに何故か一瞬で気付かれてしまう。

娼館街には知り合いが多すぎるのだ。

　声と同時に娼館の窓が開き、娼婦達が手を振る。

更に店に属さない街娼────本当は違法でマイラは取り締まっているのだが────達も歓声を上げて集まってくれる。

「私を買って下さいよ～さっきお尻も綺麗にしたばかりですから」

「今日はおっぱいの気分ですよね！　好きに触って下さいな」

　たちまち両手に花束となってしまい、中には乳房や尻を見せて来る女までいた。

「待ってくれ。夕方には屋敷に戻らないといけないんだ。残念だが遊んでいる時間は無い」

　えーっと娼婦達は落胆の声を上げる。

しかしせっかくの祭りだ。家族と一緒にいてやりたい。

「じゃあせめて路地裏で軽く一発！」

「ずるい！　街娼なんか本当は違法じゃん！」

「あの女みたいなこと言ってんじゃないわよ！」

　娼婦達が争うように俺をズボンを脱がせ始めた。

「仕方ないな、手早く頼むぞ」

　渋々ズボンを降ろし、男根を取り出す。

突然、笛の音が聞こえた。娼婦、特に街娼達が弾かれたように逃げ出す。

俺も慌ててズボンを上げた。

「何をしている！　店外での売春行為は禁止だ！」

「治安隊よ！」

「もー昼間から鬱陶しい！　商売の邪魔よ！」

　先頭に見えるのはマイラだ。彼女を先頭に治安隊がやってくる。

　いかん、俺も逃げよう。何しろ祭り前の町を見て来ると言って出て来たのだ。

娼館街にいる所を見られてしまえば屋敷に戻った時に女性陣から総攻撃を受けてしまう。

　蜘蛛の子を散らすように逃げる街娼達に混じって俺も手近な店に飛び込む。

「すまん、客じゃないんだが少し匿ってくれ」

　言ってから気付く。

毒々しいピンクの壁に赤い絨毯、異様な臭い……はっきりと覚えがある。




「……菊開きの園に入ってしまった」

　ここはマダム＝ゴンザレスの店、男が男を買う娼館だ。

しかも優男を揃えた男色屋などではない。男臭い男ばかりをずらり揃えた凄まじい店なのだ。

慌てて出ようとするが、まさに店の前でマイラの声がする。

「街娼は全部引っ張ってきなさい。まとめて尻を叩いてやる」

　今外に出れば一発で見つかってしまう。

「逃げた男も追いなさい。野外でナニするなど言語道断！」

　そんなに厳しくしないでくれ。領主の俺が困ってしまうじゃないか。

　マイラは治安隊を伴って順に店を検めているようだ。

このまま玄関に居てはまずいぞ。

「おい、誰かいないか？　すまんが奥に匿って……」

　一番手近な部屋を開く。

地獄がそこにあった。

「おらっ毛だるまの臭いケツしやがって！　どうだ、俺の太いモノは美味いか！」

「んほぉぉぉ！　兄貴のぶっといのでケツ穴がめくれるぅぅ！」

　俺は何も見なかったことにして扉を閉じる。

幸い集中していた二人はこちらに気付かなかったようだ。

「おいこら、てめぇ何覗いてんだ」

　背後から野太いドスの効いた声が聞こえて来る。立って居たのはマダム＝ゴンザレスだ。

マダムは俺の顔を見るなり話し方を変える。もちろん野太い声はそのままだ。

白いドレスをから伸びる逞しい手足、薄い生地から透けて見える濃い体毛が実におぞましい。

「あらやだぁハードレット様？　んもぉ、来るなら言ってよぉ。ケツの綺麗な子並べて歓迎したのにぃ」

「……実に不本意だが、しばらくここに居させてくれ。玄関から見えない位置だと助かる」

「ぐふ、ま・か・せ・てぇ」

　マダムは俺の手を引き個室に入る。

俺は最悪の事態に備えて拳を握りしめる。

「ここはあたし専用の部屋だから安心してぇ」

　何も安心はできないが匿ってくれたのだから何も言うまい。

　悪臭立ち込める程ではないが、どことなく雄臭い。

どこか座れる場所を探すとベッドに血がついていた。俺はできるだけ離れた椅子に腰を降ろす。

「んふ、初めての子だったのよぉん」

「そうか……ん？」

　ちょっと待て、初めてとはどういうことだ。いや答えなくていい。




　菊開きの園の玄関がバンと開かれる。

「店の者はおらんか！　話がある！」

　来た。男の声だが、見つかれば即座にマイラにも知られてしまうはずだ。

「ぐふふ、任せてぇん」

　マダムはそう言って立ち上がり……服を脱ぎ去った。

俺はあまりの惨状に目を逸らす。

マダムは玄関にむかい声だけが聞こえる。

「あんらぁお客さん？　でももうちょっと待ってね。今満員なのよぉ」

「客じゃない。店に街娼と男が逃げ込んで……ってうわぁぁ！　なんだそのおぞましい格好は！」

　マダムは全裸のまま治安隊の前に出たらしい。

「何ってお客とケツ掘り合ってたんだから当然じゃなぁい。娼館に踏み込むなら見慣れてるでしょぉ？」

「んな訳あるか！　服を着ろ馬鹿野郎！　綺麗な髪飾りに腹が立つんだよ！」

　兵士には心の底から同情する。

そこに三人目の声が混じった。

「ふいー良かったぜ。今日もお前の雄尻はたまら────」

「デ、ディートリヒ？」

　しばし沈黙が続く。

「お、お前なんでここに!?」

「仕事だ！　お前こそ非番の今日は釣りに行くんじゃなかったのか？　こんな店で何してんだよ」

　どうやら客として来ていた治安隊の一人が同僚と鉢合わせしてしまったらしい。

「お前そうだったなんて……」

「隊長には……言わないでくれ」

　今のうちに裏口から脱出できるかもしれない。

俺は全裸のマダムに促され、こっそりと裏口に向かう。

「実を言うとな、俺もマダムの全裸を見ておぞましいと思いつつも心のどこかで興奮を覚えた」

「なんだって？　じゃあお前も同好の……」

　俺は逃げるのに必死で何も聞こえない。

「今日、空いてるか？」

「職務は夕方で終わりだ。一緒に夜景でも見に行くか？」

　何も聞こえない。

「男愛よ！　今まさに美しい男愛が生まれたのよ！」

「おめでとう！」

「おめでとー!!」

　大騒ぎになる菊開きの園に背を向けて俺は裏口から出る。

「あっ」

　そしてヨグリと鉢合わせた。

「わ、私、次は娼婦が主人公の話を書こうと思ってその取材をしていたのっ！」

　ヨグリは激しく動揺しながら菊開きの園と俺の顔を交互に見ていた。

「違うぞ。誤解だ」

「そ、そうだよね。見回りの一環ですよね！　わかってる！　私もそう思うことにするから！」

　背後で男達の叫びが聞こえる。

「めでたいめでたい、ガン掘り祭りじゃ！」

「わっしょいわっしょい、雄尻祭りじゃ！」

　ええい、誤解が深まるから叫びを止めてくれ。

ヨグリは後ずさりしながら遠ざかって行く。

「違うぞ。お前の想像は間違っているんだ」

「言わないから、誰にも言わないから。雄尻祭りなんて知らないからぁ!!」

　走り去るヨグリ、なんとか誤解は解けたようだ。




　さて今度こそ市場についた。

どう歩いて来たか覚えていないが些細なことだろう。

　市場は商店・宿屋の区画と違い、建造物としての店舗はない。

代わりに地面に布を敷いただけの露店や、屋台が所狭しと並び、野菜や簡単な小物などが売られている。

価格も店を構える商店より総じて安く、ほとんどの民はここで日々の食べ物や雑品を買っている。

人の数はかなり多く、肩同士が当たってしまう程だ。

「さあいらっしゃい！　特産高級ワイン一瓶銅貨二十枚！　安ワインなら銅貨五枚だ！」

「家族全員大満足、でっかい鳥の丸焼きが銅貨十五枚だ！」

「祭りに必須の菓子だよ。砂糖菓子がなんと袋一杯銅貨四十枚！　奮発して買ってくれよ！」

　祭りの前とあって沢山の露店が並び、またすごい勢いで売れていく。

特に菓子の類が人気のようでクッキーやスポンジケーキなどが安価で良く売れている。

しかしクリームや砂糖菓子なども高価ながらちょこちょこ売れているようだ。

「他の町に比べればラーフェンは砂糖が安いからな」

　ラーフェン近くでは砂糖になる作物が大規模に栽培されているのだ。

おかげで砂糖菓子はもちろん高価だが、庶民が祝い事のときぐらいには買える程度の値段になっている。

裏でセリアの熱心な活動があったらしいが詳しいことはわからない。

「ほくほくのおイモさんです～」

「こらルウ、買いに来たのは牛乳でしょう？　余計な物買わない！」

　イモを蒸かしている屋台にルウが張りつき、クウが呆れている。

彼女達はメルと料理していたらしいから、足りなくなった材料を買いに来たのだろう。

「あっとごめんなさーい」

　その時、女がトンとクウに当たってから素早くその場を離れる。

本当に軽くだったのでクウは振り返りもしなかった。

　だが俺の目は女の手がクウの懐に入ったのを見逃さなかった。

俺は人ごみを掻き分けて女に迫る。

「うわぁぁぁ！」

「ああっ！　クリストフが誰かにやられた！」

　途中で銅貨三枚の串焼きを値切っていた男に衝突してしまったようだ。

見知った顔だった気もするが今はそれどころではない。

「ふふん、ああいう自分ではしっかりしてると思ってる奴が一番ちょろいのよね。着てる物も良いしきっと……うひゃー金貨だわ。やりー！」

　女の手にはクウの財布が握られている。やはりスリだったようだ。

俺は隅にしゃがみこんでほくそ笑む女の肩に手を乗せた。

「おい」

「え？　ちっ！」

　女は呼びかけた瞬間に逃げようとする。

逃がす訳にはいかないが、力を入れると腕を潰してしまうかもしれないので、仕方なく腰を掴んで引き寄せる。これなら人目も憚らずいちゃつく恋人ぐらいにしか見えないはずだ。

「言わなくてもわかるだろう？　財布を返せ」

　布製の財布には可愛らしい狐の刺繍が施されており、クウの財布であることは間違いない。

彼女はこの財布を気にいっていたので失えばとても悲しむだろう。

「し、知らないわよ。これはあたしんだから！　いい加減にしないと痴漢って叫ぶわよ！」

　女は俺の胸を叩いて離れようとする。

だが声を潜めている所をみると叫ぶというのははったりだ。

「好きに叫ぶといい。市場には人が集まるから警備兵もそこら中にいる。さあやってみろ」

「う……」

　案の定、女は固まってしまった。

そして目を泳がせた後、耳に口を寄せて来る。

「……財布は返すから堪忍してよ。あたし捕まるの三度目でさ。次は本当にやばいのよ」

「常習か」

　ゴルドニアの法を詳しく覚えていないが、三度目となれば常習スリと見なされて厳しい刑を科されるだろう。

「二度も捕まってるならお前にスリのセンスはない。さっさと足を洗え」

　言いながらクウの財布を取り返すと女は拗ねたように俯く。

「お金がないのよ。せっかくの祭りなのにカボチャも用意できなくて……妹と弟に情けない思いさせたく無いの。あたしはちょっと手先が器用なだけで他には何もできないし」

　少し可哀想に思えてしまう。ラーフェン市民は豊かになったと思ったがまだまだのようだ。

「だがカボチャぐらいならなんとかなると思うぞ」

　女が顔を上げる。

「俺──いや、領主が中央広場でカボチャを無料で配るはずだ。うん、間違いない」

　俺が命じたのだから断言できる。

「ほんと!?」

　女が慌てて立ち上がる。

「そう焦るな。食糧庫から馬車に積み込むのだから時間はかかる。夕方ぐらいだろう」

　あまり前から配るとカボチャを売っている店の商売を邪魔してしまう。

どうしても手に入れられない者に与えるぐらいでちょうどいい。

「じゃあ今年はあいつらにお腹いっぱいカボチャ料理を作ってやれるのね」

「兄妹想いはいいが、お前が牢屋行きになったらそいつらはどうなるんだ。足を洗え」

　女は無言で頷く。よし、これでラーフェンからスリが一人減った。

「じゃあ、あたしはこれで……」

　去ろうとする女の肩を掴む。

クウの財布をすったことは事実でその罰は受けねばならない。

「やっぱりだめ？」

「駄目だ」

　もちろん警備兵に突き出す訳では無い。少し辱めて灸を据えるだけだ。

「スカートを短くしろ。立っていても下着が見えるぐらいに」

「うぅぅ……」

　女は自分でスカートを巻き、どんどん短くしていく。

やがて色気の無い下着が丸見えになった。女は周りをしきりに気にする。

「こ、こんなの丸見えじゃん！　いくらなんでもこれじゃ歩けない！」

「わかっている。下着を見せて歩けとは言わんさ」

　俺は彼女のスカートに手を突っ込み、下着を引き抜いた。

「ほわぁ！」

　悲鳴を上げる彼女、だがこれで異様に短いスカートから下着がのぞくことはなくなった。

もっとも少しでも屈めば毛どころか穴まで見えてしまうかもしれないが。

「下着を銀貨一枚で買い取ろう。カボチャの他にも何か買って帰ってやれ。但しそのままの格好でな」

　女に銀貨を一枚握らせる。

「変態めぇ」

　真っ赤な顔のまま女は市場へ戻って行く。

「おい、見ろよ。すげぇな」

「大胆な女だ。今にも見えそうだぜ」

　たちまち男達の視線が集まる。

何しろ彼女のスカート丈は太ももが全て見えるぐらいに短いのだ。

男の視線は否応も無く集まるだろう。

「うぅぅ……恥ずかしい……」

　天罰だろうか、突然強い風が吹く。

慌てて女はスカートを押さえるが時すでに遅し。短い布がひらりと捲りあがった。

「うおっ！　履いて無い!?　露出狂だ！　変態女だ！」

「見えた！　毛が見えたぞ！　うぉぉぉぉ！」

「ふぇぇぇぇん!!」

　うむ、スリの罰としてはこれぐらいでちょうどいい。

あの女もこれで懲りることだろう。

　見ればクウとルウはまだきゃいきゃい騒いでおり、財布をすられた事に気付いていない。

こっそり戻しておこう。

「よっと」

「わきゃ！」

　こっそり懐に戻すつもりが思い切り体に触れてしまった。俺にスリの才能は皆無らしい。

だが財布はちゃんと戻すことができた。

「エイギルさん！　こんな街中で突然お尻と胸を触るなんて何考えてるんですか！」

「はぅ！　エッチすぎます～」

「クウが愛しくてな。つい発情してしまったよ」

　プリプリ怒っていたクウの表情が凍りつく。はて、そんなおかしな事を言っただろうか。

「エイギルさん……それ……なんですか？」

　クウの視線の先は俺の左手で先ほどの女から抜き取った下着が握られている。

「ま、まさかこの混雑を利用して女性の下着を脱がせてるの!?」

「はぅぅ！　さすがにエッチすぎてだめです～」

　俺は下着をポケットにしまい、早々に立ち去ることにする。

「あっ逃げた！　やっぱりそうなのね！　母さんに報告しなきゃ！　ルウ、行くわよ！」

「はぅぅ……私達がもっとお股のお世話をちゃんとしていれば……」

　屋敷に戻ったらメルにも怒られそうだ。




　俺は次に市場近くにあるレティシアの店を訪ねた。

店は大繁盛と言う訳ではなく、むしろ普段よりかなり空いている。

祭りに向けて盛り上がる今、わざわざ外食する者は少ないだろう。

「よぅ、今日は暇そうだな。ちょっとした物を頼む」

「あっ領主様、ようこそおいでなさいました」

「ハードレット様！　いらっしゃい！」

　レティシアとシャロンが元気に挨拶し、簡単な一皿を作ってくれた。

「店はどうだ。うまくいっているか？　変な奴はこないか？」

　普段はよく客が入っているように思うが一応聞いておく。

「おかげ様ですごく繁盛しています。馴染みのお客さんもできましたし、仕入先の皆様に申し訳ないぐらい利益が出ています」

「ハードレット様のおかげだよ！」

　場所的にはラーフェン最高の立地だろうし、仕入先には特別価格で納品するように言ってある。

「傍に警備兵の詰所がありますので、怖い思いをしたこともありません」

「酔っ払いが店の近くで騒いだことはあったけど、すぐに警備兵に連れてかれちゃった」

　レティシアはおっとりして隙が多いせいかすぐに男に犯されてしまうから心配なのだ。

近場の警備隊には昼夜問わず店の周りで怪しい男を見かけたら問答無用でしょっぴけと言ってある。

　それで一度俺がしょっぴかれたことがあった。

レティシアとの情事を期待して股間を盛り上げて歩いていたせいかもしれない。まったくけしからん。

「ただ気になることもあるんです」

　レティシアは困ったような顔で言う。

「狭い店なのですが、昼食・夕食時に団体さんがいらっしゃると手が足りなくなることもあるんです。それで従業員を一人雇おうと思ったのです。一応面接で良さそうな方はいたのですけど」

　言いにくそうなレティシア。

「その方は若い女性なのですけど、南西地区のあまり豊かでない地区の娘なのですね」

「ふむ」

　南西地区はあまり豊かでないらしい。常識らしいので覚えておこう。

「うちの常連さんにはお店を持ってる人やお金持ちの奥さんが多いのですが、皆さん口を揃えて南西地区の人は雇わない方が良いと言われるんです。良い娘だとは思うのですけど客商売ですからお客さんに駄目と言われるとあまり強くは言えなくて……」

「僕はいい人だと思ったんだけどなぁ」

　なるほど、確かに貧しい人間が近くにいるのは金持ち達にとっては不安があるのかもしれない。

だが結局は本人の質であって、しっかり面接したなら大丈夫のはずだ。

　レティシアもわかってはいるのだろうが、彼女はとにかく押しに弱いから常連達にワッと言われると弱気になってしまったのだろう。ここはその娘の為にも俺が逆から押してやろう。

「雇ってやればいいんじゃないか？　貧乏人が悪人だという道理もない。人となりを見せれば常連も納得するだろう」

　俺は炒った豆を齧りながら笑う。

「そうだよ！　必死で頑張るって言ってたし、きっと大丈夫だよ！」

　レティシアも微笑んで頷く。

「そうですね。明日お呼びしているので、雇わせて貰うと伝えます」

　それでいい。万事うまく行った。

だがこの問題はレティシアの店だけには収まらないだろう。

　ラーフェンには元々、貴族階層がおらず富裕層もクレア達ごくごく一部に過ぎなかった。

ある意味で皆が貧しかったので逆に問題も起きなかったのだが、街が豊かになるにつれ商売で成功した者や、鉱山や黒獣狩りで大儲けした者も出始めた。

　逆に新しくラーフェン内に住み始めた層、飢えはしないながらも日々かつかつの生活をする者達も少なからずおり、市民の間でも階層が出来つつある。

「連邦の市民と二等民を見ているからな……ああはしたく無いんだが」

　一〇五兵団の奴らから酒の肴に色々と胸糞悪い話も聞いた。

俺は問題を解決すべく頭を捻る。そして諦めた。

「まるでわからん。アドルフが復活したら任せよう」

　できることはできる奴に任せるのが良い。

不器用な大男が縫物して華奢な少女が狩りに出かけたら、どちらもうまくいかないのだ。

「それでその……今日はお時間大丈夫でしょうか？」

　シャロンが上目づかいに俺を見ながらテーブルに手を付く。

レティシアもいそいそとカーテンを閉じ始めた。

つまりアドルフには奴に適した仕事があり、俺には適した女体がある。

「余り時間は無いが、一発ぐらいはできるだろう」

　俺は後ろからシャロンにのしかかる。

嬉しそうな悲鳴が上がった。




「すっきりした」

　シャロンはいつも通り尻で俺を受け入れてくれた。

いつか前の穴も使いたいと思っているのだが、どうしても抵抗して見せてくれないのだ。

「あいつもアリスと同じ尻好きなのかもしれない」

　俺は手元のメモを見ながら住宅街を進む。

ここは金持ちでもなく貧乏でも無い、いわゆる『普通の市民』が住んでいる地区だ。

　三食きっちり食べられ、旦那は仕事帰りに酒場に寄って帰る。

妻は旦那の稼ぎが少ないせいで生活が苦しいと毎日のように食堂で友達と談笑しながら語る。

そんな市民達が住む場所だった。

　俺がここに来たのはある貸本屋を探す為だ。

そしてトリスタンにも今日は半日の休みを与えている。

「ふふふ、そろそろあいつはこの店にしけ込んでいるはずだ」

　メモの住所に到着する。

新興のラーフェンに古い建物はほとんどないが、なんとなく古びれた雰囲気のする店だ。

一見普通の民家と区別はつかず、小さな看板に『エステル貸本屋』とだけ書かれている。

その隣に『営業終了』の札がかけられている。

「……怪しい」

　俺は扉を小さく、本当に小さくノックする。

家人が静かにしていれば気付くだろうが、何かに熱中していれば気付かない程度のノックだ。

返事は無い。

「これはきっとヤっているぞ」

　俺は息を潜めて家の周りを回る。

今日はそこそこ気温が高い。体を重ねているならば窓を開けたくなるだろう。

　身を屈めながら一つ一つ窓を確かめて行く。

「ママとお祭りー。おいしいお菓子ー」

　通行人の親子連れが通りかかったので地に身を伏せて誤魔化す。

「ママ、おっきい人がエステルのおうちのまえでなにかしてるよ？」

「しっ！　気付かないふりをして歩きなさい。早く警備兵屯所へ知らせないと！」

　親子連れは俺を注視することなく去った。上手く身を隠せたようだ。

　全ての窓を確かめ、一つだけ開いていた窓から中を覗いたが台所だった。

おかしいな……まさかトリスタンはいないのか？

　その時、バシャっと水音が聞こえる。

俺は全てを悟った。

「そうか！　水浴びしながらヤっていたんだな！」

　水を浴びながら体を重ねているなら暑くはない。何故こんな事に気付かなかったのか。

　俺は慌てて水音のする方向へ向かう。

水浴び場は建屋の外にあり、隣家から見えないように簡単な木の壁で囲まれている。

「だがこの低い壁なら上から覗けそうだ」

　俺は躊躇なく壁に手をかける。

だが壁は想像以上に薄く、脆かった。

「うぉぉ！」

「えっ!?」

　俺が体重をかけた途端に壁は壊れ、俺は破片ごと前のめりに倒れ込んでしまう。

そこにはトリスタンの姿はなく、濡らしたタオルで体を拭く女性がいた。

　滑々した白い肌に綺麗な形の乳房だ。

陰毛も整えられており、男に抱かれる準備をした良い体だ。

「いやぁぁぁぁ！　変態よ!!　犯されるぅぅぅ！　助けてトリスタン！」

「待て！　誤解だ！」

　体をタオルで隠して絶叫する女性、説明しようとするがこの状況は苦しい。

男が壁を壊して水浴び場に飛び込んで来たのだ。強姦魔に間違えられるのは当然だろう。

「来るな来るな──！　誰か──！　警備兵を呼んで──！」

　叫びながら次々と物を投げて来る女性、更に表では複数人の声がする。

「警備兵さん今悲鳴が聞こえている家です！　早くしないと！」

「変態野郎め！　おい、裏に回れ！」

「昼間っから強姦とはとんでもない奴だ。殺さない程度に痛めつけて連行するぞ」

　先ほどの親子連れはしっかり警備兵に通報していたらしい。既に逃げ場はない。

ここで捕まったら妻達に丸一日嫌味を言われそうだ。

「ならばこうだ！」

　俺は隣家との境界の石壁を力任せに突き破って逃走する。

更に隣と隣の境界も同じように突破し、家々が立ち並ぶ中を一直線に進んでいった。

「うおっ石壁を突き破って逃げやがった!?」

「なんて野郎だ！　追え追え──！」

　後で何か口実をつけて弁償するから勘弁してくれ。

「うがぁぁぁ！」

　最後に植え込みと鉄柵を突き破って道に出るとそのまま全力で走り去る。

警備兵は追って来ていない。どうやら撒けたようだ。

「ちょっとトリスタン！　恋人が襲われそうだったのにどうして出てこないの!?」

「相手が男なら僕が足止めできるのはせいぜい三秒だからね。それより警備兵に知らせる方がエステルのためになると思ったのさ。それから僕と君は別に恋人じゃないんだけれど？」

「情けないこと言わないで！　そう思うなら体でも鍛えたらどうなの？」

「僕が鍛えるよりエステルが武芸を習った方が効率的だと思うけどなぁ」

「もぉ情けない！　いいわ、今から取っ組み合いの練習しましょ。いくわよ！」

「この本は今が肝心な……うわぁ！　何をするんだ！」

　トリスタンめ、今回は大人しく引き下がるが次はこうはいかない。

必ずお前の情事を暴いてやるからな。




「あぁ疲れた」

　壁を突き破り、植え込みの中をつっ走ったせいで擦り傷だらけだ。

とにかくあの場にいてはまずかったので、俺は東の道を進んでいる。

このまま街壁を超えればリントブルムへと到る道だ。

　北側左手方向には大小の工房が軒を並べ、南側右手方向では多数の馬車が荷積みを行っていた。

「祭りの日も馬車は休み無し。大変だな」

　馬車はリントブルムへ向かう物だろう。

食糧や水、そして燃料がこれでもかと積み込まれている。

　リントブルムの人口は五〇〇〇に届く。

そしてあの町は全く自給自足ができず、食べ物どころか水まで馬車で運んでくるしかない。

　逆にリントブルムで取れた鉄鉱石や加工済みの鉄や鋼の塊がラーフェンに運び込まれ、近くの工房で建材や武器、その他の鉄製品に加工されていく。

　それら全てはクレアの商会が一括して行っている。

俺も鉱山税や交易税を十分に受け取っているので文句は無いが、相当な利益をあげているらしい。

　一度鉱夫達が水がぼったくりだと抗議し、自分達でリントブルムに井戸を作る騒ぎがあったらしい。

結局井戸水を飲んだ全員が鉱毒にやられて騒ぎは治まったそうだが。

「一応水と食い物ではぼったくるなと言ったのだが……」

　クレアはアドルフの隙をついてすぐ価格を改定しようとするらしい。なんとも恐ろしい女だ。

「あら辺境伯様」

　噂をすればクレアだ。どうやら荷積みの様子を視察していたらしい。

「おお、クレアもいたのか。祭りの日なのに精が出るな」

「うふふ、貧乏暇無しですわ」

　クレアは小さく笑い、部下に彼女と俺の椅子を用意させた。

「すごい量の水と食料だな……」

「ええ、リントブルムの人口も増えましたから。どの道、鉄の運搬に大量の馬車が必要ですわ。往路を空荷で行かせても仕方ないですから」

　ラーフェンからリントブルムへ向かう馬車は水と食料を満載し、帰りに鉄製品を満載する。

実に効率よく往復しているのだ。

　その時、馬車から降ろされる荷に混じって女達が降りて来た。

「ふぃー久しぶりのラーフェンだわ」

「あー疲れた……今日は祭り？　いいや、あたい一週間ぐらい寝続ける」

　派手な格好の彼女達はふらふらと宿街の方に向かって行く。

どうやらリントブルムから戻った娼婦のようだ。

「一日八人も客とって死にかけたわー、三本同時は初体験だったー」

「しかもみんな激しいのよね。どんだけ溜まってんだっての」

「でも一ヶ月で一年分儲かったわよね。しばらく遊んで暮らそ」

　リントブルムでは命をかけて働く鉱夫が多いせいか娼婦の需要が高い。

その為、男に次々乗られる過酷な働き方になるがその分実入りは多い。

どうしても大金が欲しい娼婦が結構集まっているらしい。

「彼女達も必死なんだ。あんまりピンはねするなよ」

「うふふ」

　クレアは爽やかに笑った。




「おーい、女どもどけー轢かれるぞー」

「道を開けろードラゴン馬車が来るぞー」

　叫ぶ声が聞こえ、周りの者が慌てて道を開ける。

馬車も急いで移動し、集荷場に大きな空間ができた。

「これはすごい……」

　現れた馬車はドラゴンと呼ばれるにふさわしく、とにかくでかかった。

大型の馬十頭以上に引かれた車輪八個の怪物が道を占拠してゆっくりと進んで来る。

長さと幅と高さ、全てが普通の馬車と比べ物にならない。よく城門を潜れたものだと……。

「この前、東門を改築したのはこいつの為か」

「ええ、以前の門の高さでは通れそうにありませんでしたので」

　そりゃこんな化け物を通すことは考えて無い。

「停止！　車輪止めー！」

　怪物馬車が停止するなり車輪の両側に車止めが差しこまれる。

「以前リントブルムで荷積み中に動きだしたことがありまして一五人程が……」

　次からそういうことがないようにな。

「まず上層からだ。下層には触るなよ。重心が崩れるぞ」

　人夫達が馬車から品を降ろしていく。

どうやらあの馬車に高さがあるのは上下二段に積荷が乗せられるようになっているらしい。

「以前、下から荷を降ろしたせいで横倒しになり五人程が……」

「次から気をつけろよ」

　あの馬車呪われてないだろうな？

「上には人や加工品、下には金属塊や鉱石を積みます。リントブルムに向かう時は上に人と食糧、下には水ですね。長くすると壊れやすいですし、横に伸ばすと道をはみ出しますから上に伸ばしました」

　人夫達が次々と荷を降ろしていく。

出るわ出るわ、一体普通の馬車何台分積まれているのだろうか。

「それにしてもよくあんな馬車作ろうと思ったな」

　でかい方が一度に沢山の荷を運べて効率はいいのはわかるが、でかすぎるだろう。

「運用しているのはラーフェン・リントブルム間だけです。集荷場を確保できますし、道がしっかりして曲がり道もほとんどありませんから。普通の交易路で運用したらつっかえてしまいますもの。それに凸凹道で壊れでもしたら大赤字ですわ」

　とても高いのですよと笑うクレア。

「今、運用しているのは一台だけですが、黒字が見込めますから他にも八台建造中です。将来的には二十台にまで増やすつもりです」

　あれが二十台並ぶのか……道が壊れないだろうな。

「職人の仕事も増えて結構なことだが、最近ちょっと頑張りすぎじゃないか？」

　クレアの様子はどこか焦っているようにも見える。

金儲けは商人の使命なのだろうが、少しおかしい。

見ればローリィもドラゴン馬車の周りで何か言っており、俺に気付いてすらいないようだ。

「……本来秘密にすべきことですが」

　クレアは首を一度振った。

「エイギル様にはお伝えしておきます」

　呼び方が辺境伯からエイギル様と変わった。

クレア個人としての話なのだろう。

「フィリッチ商会は今苦境に立たされております。ゴルドニアが中央平原北部を統一したので交易は独占され、ストゥーラが衰退、商会の本部があるミシルも寂れる一方です」

　ストゥーラは各国の交易仲介地点として栄えていた。

周り全てがゴルドニアになってしまえばその意味を失い、ゴルドニアの商人が全てを牛耳るのが当然だ。

「商会が連邦に持っていたコネや仕入れルートも戦争で目茶目茶です。かと言ってフィリッチは南部国にはほぼ伝手を持ちません」

　利益どころか経営も危ないらしい。

「それでお前が頑張って商会を支えようと言う訳か」

　ちょっと大きな仕事でも用意してやろうかな。

「いえ、フィリッチ商会はもうだめでしょう。私は沈没する船の上で足掻くつもりはありませんよ」

　なんだそりゃ。

「ですから私は商会からの独立を考えています。商人にとって自分の商会は国と同じ……言わばフィリッチ国の一領主である私が独立を宣言する訳です」

　クレアはそう言ってから俺の唇に指を当て、秘密ですよと呟いた。

「これは裏切りですわ。商会は決して私を許さないでしょう。利益や採算など無視してあらゆる方法で潰しに来るでしょう。衰えたとはいえフィリッチは歴史ある商会、相当の底力を残しています。私が独立して生き抜くにはもっと財力が必要なのですわ」

　彼女の眼には覚悟が宿っている。

今更俺がどうこう言うことはない。

「そうか、助力が必要ならば言え」

「味方して頂けるのですか？」

　クレアは俺の胸に寄りかかる。

「お前は俺の女だ。俺は何より自分の女の味方をする」

「頼りにしております」

　クレアと俺の唇が近づく。

彼女は一瞬、周りを気にしたが、人夫達に見られても俺に唇を与えて置くべきだと思ったのか、大人しく目を閉じる。

俺達の唇が合わさると同時に背中にも温かい感触があった。

「私もお慕いし、お頼り申し上げています」

　俺に気付いたローリィが抱きついて来たようだ。

「だが助力の対価は高いぞ？」

　茶化して言う。

「あら怖い。どれほどでしょうか？」

　俺はローリィとクレアの腹を軽く撫でた。

「二人揃って俺の子を産んで貰おうか」

　俺達三人は笑い合う。

いずれ始まるだろう彼女の戦い、全力で支えてやることにしよう。




　いよいよ日も暮れ、街では本格的にカボチャ祭りが始まった。

俺も屋敷に帰って女達の料理を頂くことにしよう。

　屋敷へ戻る俺の足元に小さな子供がへばりつく。

手作りの不格好なゴブリンの面を被っている。

「お菓子をくれなきゃ悪戯するぞー」

「それは怖い。これをやろう」

　懐から砂糖菓子を出すと子供は大喜びで去って行った。

「お、お菓子を渡さないと悪戯するぞぉ！」

　今度はもっと小さな女の子だ。頭に角を付けているが可愛らしさしか感じない。

「これで勘弁してくれ」

　クッキーをやると喜んで去って行く。

なるほどこういう祭りか。

　俺だけではなくそこら中で怪物や幽霊に扮した女や子供達が菓子をねだって回っている。

「うふふ、お菓子をくれないと悪戯するわよ？」

　色っぽい小悪魔に扮した女が谷間を見せつけるようにして強請る。

「……」

　俺と一人の男が思わず谷間に銀貨を突っ込んでしまった。

「クリストフ……お前」

「……何も言わないでくれ」

　もう屋敷に帰ろう。




「帰ったぞ～」

　玄関を開けても迎えはない。使用人に休みを出したからだ。

衛兵はさすがに玄関前に立っているが、彼らには特別賞与か高級娼館一回無料を選ばせてやった。

妻持ちの者を含めて全員が娼館を選ぶ辺り、彼らは信頼に足るだろう。

　玄関を閉めた途端、俺の前で黒いマントが開かれる。

「が、がぉー！　お菓子をくれないと血を吸います！」

　身長に不釣り合いに大きなマント、真っ赤な唇、銀の髪、そして尖った牙。

「……」

「が、がぉー」

　吸血鬼に扮したセリアだった。

俺は震える手で彼女を抱きしめる。

「あの……お菓子を」

「なんということだ……」

　俺はセリアをきつく抱きしめて唇を奪った。

「なんだこの仮装は、可愛過ぎるじゃないか」

　繰り返し唇を押し付けながら体中を撫で回す。

「わぁ！　これはお祭りです！　お菓子のおねだりです！」

「これは反則だ。可愛過ぎるぞ。もうたまらん、顔中にキスをしてやる！」

　セリアが部屋に籠っていたのはこの衣装を作っていたのだろう。

「可愛い、可愛いぞセリア！　体中こねまわしてやる。お菓子などいくらでもやるぞ！」

「あぅぅー予想以上の反応です！　嬉しいけど困ります！」

　もっともっともみくちゃにしてやろう。愛らしさが止まらない。




　撫で過ぎてぐったりしてしまったセリアを支えながら俺は食堂に入る。

（助けてー潰れるーしぬー）

「この肉は美味いな！　漬物も美味いぞ！」

「何をやっているんだ？」

　食堂ではイリジナが豪快に肉と漬物を頬張っている。

これはいつものことだが、問題は彼女がケイシーに腰掛けていることだ。

ばたつくケイシーを誰も助けない。

イリジナは気付かないにせよ、いつもは他の女がさりげなくイリジナを誘導してやるのだが。

「これは罰です。しばらくそのままでお願いします」

　ノンナが腕を組んで胸を張る。カーラとメルも苦笑していた。

（おにーあくまー怨霊ー！）

　イリジナは肉を食べ続ける。

更にケイシーに追い打ちがかかった。

バボッと不思議な音が響いた気がするが、俺は何も聞いていない。

「おっと、すまない！　昼に芋を食べたせいだな！」

（あんぎゃーーーー!!）

　俺はやれやれとイリジナの隣に腰を降ろす。

「ハードレット殿もどうだ？」

「貰うよ。……でケイシーは何をしたんだ？」

　うるうる涙目で俺を見るケイシー。

「祭りを『悪戯したらお菓子が貰える』と勘違いして民を脅かしまくったそうです」

「何をしてるんだお前は」

（ちょっと間違えただけだもん！）

「しかも普段は見えない人間も脅かそうと酷い姿に……」

　ケイシーは陰鬱な感情に支配されるとおぞましい姿に変わり、普段彼女が見えない奴にも見えるようになる。その姿はまさに怨霊だ。

「あの姿で町を動きまわったのか……」

　周りは地獄絵図になったことだろう。

しかしよく元に戻れたな。

「子供がカボチャパイを渡すと戻りました。ラーフェンの七不思議と噂されていますよ！」

（しゅん）

　勘違いはままあることだ。せっかくの祭りだ。お仕置きはここまでにしよう。

「カボチャパイが出来ましたよー。沢山作ったからいくらでも食べてねー」

「カボチャのスープもできました」

「カボチャケーキもありますよ」

　メル親子とマリア、ミティが沢山の皿を持って来る。

テーブル一面がカボチャ料理で埋め尽くされた。

（ふおおおぉぉぉぉ！）

　イリジナの尻の下から抜けだしたケイシーが部屋中を飛び回る。

カボチャはケイシーの大好物だからな。

「暴れると皿を落としてしまうぞ。ほら、こっちへ来い」

　俺が膝を叩くと素早く上に乗って来る。

（ケーキ！　ケーキ！）

　ケイシーはケーキを頬張り幸せそうに笑う。

（ケーキ美味しい！　パイもあまーい！　スープも美味しいよぉ！）

「パイが次々消えていきますね……」

「なんだか不思議……」

　見えない者にとっては不思議な光景だろうな。

ケイシーは時々むせながらも次々とカボチャ料理を食べて行く。

（美味しい　美味しいよぉ　幸せだよぉ　もう思い残すことは……ない）

　いかん、ケイシーがどんどん薄くなっていく。

外はもう暗いはずなのに、窓から光が差しこんで来たぞ。

「来年もカボチャ祭りはある。また食い放題だ」

（ほんと!?）

　光が止まり、ポンとケイシーが濃くなった。

「あぁ、また一緒にカボチャを食べような」

（うん！）




その夜

「実は私達も……」

「仮装を用意していたのですよ？」

「ほーら、怖い？」

　寝床に忍んで来たのはノンナとカーラとメルだった。

　ノンナは黒い羽根を背中につけ、サキュバスに扮している。

カーラは猫のような耳をつけて化け猫だ。尻尾は尻穴に突き刺さっている。

メルは小悪魔に扮している。

「なんて恐ろしさだ。怖すぎて種が飛び出してしまいそうだ」

　俺は彼女達三人をたっぷり可愛がり、失神させてから窓をあける。

「よぅ待たせたな」

「本当にの」

　外にいたのはブリュンヒルデだ。

仮装……にはならない伝承通りの吸血鬼の格好をしている。

　だぼだぼのマントに真っ赤な唇、そしてえらく精巧に作られた翼だ。

「まくってみよ」

　だぼだぼのマントをめくると彼女は下に何も着ていなかった。

「ベッドに寝て目を閉じろ。妾が忍びこんで血を吸い、お前を操り人形にしてから交わるのじゃ」

　そう言う遊びをしたいらしい。もちろん大歓迎だ。

　カボチャ祭りは実に楽しい。

しかし翌日、下らないオチがついてしまった。




「ハードレット卿、お話があります」

　マイラに呼びとめられた。悪い予感がする。

「昨日の昼に不審者が出ました」

　それは大変だ。

「様々な目撃証言をまとめますと、不審者はまず娼館街に入り、屋外で街娼を集めて淫らな行為を──」

　マイラが俺を冷たい目で見る。

「まったくふしだらな奴だな」

　俺は目を逸らす。

「続いてその不埒者は菊開きの園で男色行為に耽ったそうです」

「それは誤解だ。俺はそんなことはせん！」

　ヨグリめ口を割ったな。

「俺は？」

「いや、なんでもない。だが街娼好きの奴が男色は無いだろう。うむ」

　いつの間にかセリアまで不思議そうな顔で近くにきている。

今は来ないで欲しかった。

「更にこの不埒者は女性物の下着を手に持ったままクウに抱きついたそうです」

「んな!?」

　もう完全にばれているじゃないか。

だが、ここまで来たら最後までシラを切ってやる。

「まったくけしからん変態だ。成敗してやれ」

　俺は二人分の視線から目を逸らし、青い空を眺める。

「まだあります。変態はある貸本屋に侵入し、壁を破壊して水浴び中の女性を犯そうとしました。警備兵が駆けつけると石壁を破壊しながら逃走したそうです」

「エイギル様……」

　俺は散歩しようとその場を離れて歩き出すが二人は刺すような視線のまま付いて来る。

「力強い変態だ。きっと全ては誤解でそいつは良い奴なんだよ」

　これが祭りの後の空しさと言うものか。

「ちなみに変態はもう一人いたようです。なんでも『お菓子をあげるから悪戯させてくれ』と幼女に迫ったらしいのですが」

「そいつは真性だ。次見かけたら地下牢にぶち込むといい」

　こうしてカボチャ祭りは何事も無く終わった。

何故か遅れに遅れたハロウィンＳＰです。

舞台は夏ですかカボチャ祭りです。気にしないで下さい。










第３１６話　忍びよる死の影







ラーフェン　屋敷

「では読みます」

　レオポルトから至急で届いた手紙をセリアが広げた。

　奴がわざわざ俺に手紙を寄越したのでトリスタンやポルテ、マイラも緊急招集したのだ。

これで昨日の晩飯は美味かったとか書かれていたら急行してニナを寝取る。

「ヴァンドレアにて疫病が発生しているようです。疫病はヴァンドレア全土に広がりつつある模様、暫定的に占領している地域にも既に入りこんでいる可能性が高い。遠からず領内にやってくる可能性もある。とのことです」

「疫病ですか……」

「また面倒くさいことだね」

　ポルテが頭を抱え、トリスタンが溜息をつく。

　内政官にとって疫病は悩みの種だ。

主に不潔な貧民街で発生し、厄介な雑草のように広がって行く。

放置すれば町全体に広がって民の不満を招き、交易も滞り地域の活力も落ちて行く。

「難民達の状況を考えれば疫病も想定すべきだったかもしれません……」

「なんにせよ放置はできません。難民が疫病を持って来たとなれば住民の反発は一気に高まります。治安維持に後詰を送るなら私が指揮を執りますが？」

　マイラは既に行く気になっているようだ。

「まあ待て、まだ全部読んでないだろう。それであいつは一体何を求めているんだ？」

　レオポルトが率いる隊には軍医もいるし薬もある程度持たせている。

足りないから追加を寄越せと言っているのか、それともマイラの言うように増援が必要なのか。

　セリアが慌てて続きを読む。

「疫病対策として……え!?　こ、これは……」

　セリアが目を見開いて声を詰まらせてしまう。

俺は彼女から手紙をひょいと奪う。

「なになに？　『即時の国境閉鎖と疫病に感染した集団を除去する許可を求める』……あいつは何を考えているんだ」

　レオポルトに軍を任せたのは威圧と警備の為だ。

疫病にかかったとは言え難民を皆殺しにしてどうする。

「いや、それだけじゃないね。『難民の集団を除去する許可』とは書いていないよ。この書き方だともし疫病が広がれば自領の民も村ごと皆殺しにするってことさ」

「あいつは頭がおかしくなったのか？」

　もしかするとニナを他の男に寝取られて変になったのかもしれない。

「続きがあります。疫病の詳細が書かれているようです」

　セリアが手紙の二枚目を読み始めた。

「病名は炎痘病と呼ばれている。九割が三日以内に死亡。広がる速度が非常に早く、一人病人が出れば三日で百人となる。一月も経たず、ヴァンドレアのほぼ全土に疫病が広がった。そして……」

　あらゆる薬が効かず治療法は無し、とセリアが告げる。

俺も含めて全員が無言になった。

「貸して下さい」

　トリスタンとポルテがセリアから取り上げるように手紙を取って確認した。

「難民達の証言なら大げさに言っているのではありませんか？」

　マイラの言う事ももっともだ。

よく訓練されていない兵士や民衆はとかく物ごとを大げさに見る傾向がある。

　だが俺はそうは思わない。レオポルトがいい加減な噂話を根拠に報告してくるとは思えないからだ。

「いや、情報源は難民に混じって逃亡してきたヴァンドレアの内政官……しかも疫病対策に当たっていた者、とあるね。まぁ、あの人が適当な話を信じて先走るとは思えないよ」

　トリスタンまでが珍しく真剣な顔をしていた。

手っ取り早く確かめるとしよう。

「モルトの使者をここに呼んでくれ」

　俺の勘が正しければ多分同じ話だ。

セリアが素早く立ちあがって使者が待機している隣室へと駆けていく。

「……ようやっとでございますか」

　やってきたモルトの使者は不満そうな顔をしている。待たされては怒るのもわかる。

だがレオポルトが至急と言う知らせなので先にそちらを見るべきだと思ったのだ。勘弁してくれ。

「では国王セレスティナ陛下よりの伝言を────」

「たちの悪い疫病のことだろう？」

　俺がそう言うと使者は言葉を詰まらせた。

「やはりか……」

　疫病は難民を追いかけるように南の国境に迫っていると言う。

ならば俺達の南に位置するモルトも同じ状況にあると考えるのは当然だ。

　これで疫病が本格的に蔓延していることが確定した。

「何故それを……まさかハードレット様の御領地でも!?」

　使者は心配そうに身を乗り出す。

モルトの使者に隠す意味はない。

「いや、まだだが国境近くまで迫っているようだ。モルトはどうなのだ？」

　使者はゆっくりと丁寧に報告する。

　それによると疫病は既にモルト領内で確認されているらしい。

一週間程前に国境近くに流れ込んだ難民の一団が発症、全員が死亡すると言う悲劇があったのだが、その後、手当てをしていた村の者や医者、そして埋葬に関わった者までが次々と病に倒れているらしい。

「病人は数人からたちまち数百人となり、薬も医者も全く足りません。広がり方も極めて早く、このままでは遠からず国全体に蔓延してしまうでしょう！　この上はハードレット様にご助力願うしかないと……セレスティナ陛下からもこの通り親書を預かっております」

　使者の差し出したセレスティナからの手紙には子供っぽいながらも丁寧に書かれた字で『沢山の人が病気で死んでしまっている』『みんなが悲しんでいる』『お願いだから助けて欲しい』と書かれていた。

「確かに受け取った。今ちょうどその件について話し合っていたんだ。すぐに答えを出すからそれまで飯でも食っていてくれ」




　使者を下がらせた後、全員の表情は更に深刻さを増していた。

深刻な疫病が蔓延しているのははっきりしたのだ。

「本当なら……大変なことになります。九割が死ぬ疫病、それも治療法が無いなんてまるで悪夢です」

　マイラも深刻な顔をしている。

「伝説に近い話だけどさ、かつて凶悪な疫病で一国の民が死に絶えたなんて話もあるよ」

　トリスタンが腕を組んでうんうん唸る。今日はどさくさに紛れて寝ることはなさそうだ。

「私、疫病なんて話に聞いただけなのにどうすれば……えっと確か持って来た教本の中に……」

　ポルテは目に見えて狼狽してしまっている。

慌てふためく新人指揮官のようだ。彼女には悪いがこの件は荷が重すぎるな。

「アドルフを起こさんとだめか、もう禿げさせている場合ではなくなった」

　奴を休息させるにはちょうどいいと思っていたがそう言ってもいられなくなった。

あのトリスタンが真剣な顔をしているし、レオポルトから手紙を受ける前の嫌な予感が今も続いている。

根拠はないがきっと事態はもっと悪くなる気がする。

「叩き起こしてくるよ」

「あ……」




　俺はポルテの心配そうな視線を受けながらアドルフの部屋に向かう。

　すると奴の部屋の扉の前でナーティアと遭遇した。

妙な色の薬を持って唸っている。

「ど、どうしたのだ。そんな血相を変えて……」

「事情があってな。すぐにアドルフを起こさないといけなくなった。悪いがお前の毛生え薬を待つことはできないんだ」

「えっ!?　もう完成間近なのに」

　見ればナーティアは片手に真っ黒な薬が入った瓶を持っている。

そして反対側の手にはなんの変哲もないウサギを抱き抱えていた。

「このウサギ、頭にあの脱毛剤を塗って禿ウサギにしたんだ。そしてこの薬を塗った」

　改めてウサギの頭を見る。

それは何の変哲も無い茶色いウサギで禿げてなどいない。

「おお、生えているじゃないか！」

「四羽で試して三羽はうまく毛が生えたのだが……」

　俺はナーティアの手から黒い薬を受け取る。

「四分の三で成功ならもう完成したようなものじゃないか。アドルフにぶっかけてやろう」

　無理やりにでも起こすつもりだったが、これで禍根は無くなる。

扉を開けるとナーティアが何やら呟いていた。

「でも一羽は失敗してその……」

　そりゃ百発百中とはいかんだろう。しかし十分な確率だ。

ナーティアは完璧主義らしい。

　部屋に飛び込む俺の背中に彼女はまだ何か言っていたが閉まる扉のせいで聞こえなかった。

「失敗したウサギは全身が毛達磨────」




　俺はノック無しにアドルフの部屋に飛び込む。

奴はベッドの上でぐったりとして天井を見上げている。もちろん毛は一本もない。

「アドルフ、寝ている場合ではないぞ！」

　俺は奴の居眠りした兵士にやるようにまず頭へ薬をぶっかける。

必要な分量がわからなかったので取り合えず全部かけておいた。

「冷たい!!」

　アドルフが跳ね起きる。

「目が覚めたか」

「つ、冷たいじゃないですか！　いきなり何をするのですか！」

　俺はアドルフの抗議を無視する。だが案外元気そうで良かった。

「まずはこれを見てくれ」

　俺はアドルフにレオポルトからの報告とモルトからの手紙を見せる。

こいつを目覚めさせるには十分な内容のはずだ。

「こんなものをわざわざ……私に止めを刺しに来たのですか？」

　不審そうな顔をするアドルフ、俺は奴に渡した資料を確かめる。

「すまん、間違えた。見せたかったのはこっちだ」

　間違えて新劇場計画書を渡してしまった。

「これは……！　一大事ですね。念の為、誤報では無いのですね？」

「直接見聞きした訳ではないから詳しくはわからん。だがレオポルトとモルトが同時に言って来ているのだ。ただ事ではないだろう」

　アドルフはベッドから立ち上がり、水差しの水で顔を洗う。

どうやら起きる気になったようだ。

「寝ている場合では無いようです。すぐに支度を致します」

「おう、ポルテとグレーテルを呼ぼう。寝ていた間の情報も必要だろう」

　アドルフは小さく首を振った。

「不要です。ポルテさんからちょくちょく現状を聞いていたのでだいたい把握していますから」

　なんだポルテの報告を聞いていたのか。

案外元気だったのだな。それならもっと早く起きて来ても良かったのに。

「やはり恥ずかしかったのか？」

「違います！　ともあれ寝ている状況ではないようです。早急に着替えて来ます」

　アドルフは寝巻きを脱ぎ始めた。

男の着替えに興味は無いので俺は部屋を出ることにする。

「……」

　アドルフは着替えながら寂しそうに頭をペチペチとやっている。

「やっぱり気にしているのか？」

「なんでもありませんよ！」

　だが安心しろ。お前の頭には大量の毛生え薬をぶっかけてある。

すぐにふさふさになることだろう。

　部屋から出る俺にナーティアが寄って来る。

「あ、あの薬、本当に使ったのか？」

「あぁ、これで奴もフサフサだ」

　俺は空の瓶をナーティアに返す。

「一本全部!?　もしこれで悪い方が出たらどうしよう……」




　一足先に執務室へ戻った俺はセリア達と共にアドルフを待つ。

何故か青い顔をしたナーティアも一緒についてきた。

「入りますよ」

　ノックと同時にアドルフの声が聞こえる。

執務室で奴の声を聞くのは本当に久しぶりだ。

　俺はセリアが入れてくれたお茶に口をつけて許可を出す。

「失礼します。早速ですが疫病対策の件で……」

　アドルフが入室するなり、俺は口に含んだお茶を全部噴き出してしまった。

「げほっがほっ！」

　気管に熱い茶が入って激しくむせる。

「エイギル様しっかりして下さい！　アドルフ、貴方は復讐にエイギル様を暗殺するつもりですか！」

「これはひどい」

「はぁ？」

　セリアはむせる俺の背中をさすりながらアドルフを睨む。

トリスタンはお茶を持ったまま固まってしまっている。

　起こしてから今までの僅かな時間の間に奴の頭は不毛の大地から密林地帯へと変わっていたのだ。

「よ、良かった。成功した。毛玉になってたらどうしようかと思った……」

　ナーティアは安堵の息を吐き、ぐったりとソファに腰を降ろす。

「自分の頭を見てみろ」

　不思議そうな顔をするアドルフ。急いできたので鏡も見なかったのだろう。

執務室の鏡を見せてやる。

「これは!?」

　艶やかな髪はまるで絹糸のようだ。

美しいウェーブを描いて腰まで伸びたそれは芸術品とも言えるだろう。

「ふさふさ……おほん、今はそれどころではありません」

　アドルフは咳払いをして席に着く。

だがその顔は憑き物が落ちたように爽やかだ。

これで奴の能力は何割かアップすることだろう。

「なんて綺麗な髪……羨ましいです」

「く、野外に出ることが多いとどうしても痛む！」

　ポルテとマイラが悔しそうだ。

セリアも毛先をいじりだしたので頭を撫で回してやる。

「わぁ！　ぐしゃぐしゃになったじゃないですか！」

　余興はここまでだ。本題に入るとしよう。




「それでアドルフ、お前はどう対応する？」

「疫病の対策など久しぶりですね。もっともこんな凶悪なものではありませんでしたが……」

　アドルフは少し考え込んでから言う。

「まずはより正確に現状を把握する必要があります。現地に対策の拠点を置き、私とレオポルトさんが陣取るべきでしょう」

　全員が大きく頷く。

マイラの腕組みを真似してセリアも同じようにするが、威厳が無くて可愛いな。

「暫定占領地にある町……［キサット］辺りが良いでしょう。あそこならば街道も整っており、ラーフェンから増援や物資の輸送も容易ですから」

　セリアがすかさず地図を出し、キサットを指で指してくれる。至れり尽くせりでありがたい。

「随分と北だな。現地と言うならもっと国境に近い方が良いんじゃないか？」

　もっと南にも街道の通った街はあるし、モルト領内でも良いだろう。

だが、アドルフは首を振る。ふさふさと動く髪が正直鬱陶しい。

「いえ、キサットが最適でしょう。疫病対策の本部はある程度後方にないといけません。むやみに深入りすると拠点まで疫病禍を受ける可能性があります。我が身可愛さではなく、対応している人間が病にかかれば全体が崩壊してしまいます。戦争と違って病は槍衾を組んでも防げませんからね」

　アドルフがそう言うならこれ以上意見することはない。

そもそもポルテには荷が重いと言ったが、俺にはもっと荷が重いのだ。

奴に自由にやらせるのが最善だろう。

「アドルフ、この件はお前に全て任せる。必要だと思う事は全て俺の許可があるものとして実行しろ」

　ついでにトリスタンも連れて行っていいぞ。

「既に受け入れている難民への対策が滞りませんか？」

「それはこの疫病対策よりも重要なことか？」

　アドルフは驚いたような顔をした後、そうですねと納得した。

「それにお前が寝ている間はポルテが頑張っていた。トリスタンの穴は俺が埋めるから大丈夫さ」

　なんだその不安そうな顔は、ポルテとセリアも同じ顔をしているじゃないか。

「ともかくお前は最善を尽くせ。必要なものは揃える。俺の名前も好きに使え」

　アドルフはしばらく俺の顔を見てから小さく笑った。

「わかりました。ではハードレット様の期待を裏切らないよう、精一杯やって参りますよ」

　アドルフは外出の準備を整える為に退室した。

「あぁ、死なんように気をつけろよ」

　ところでこうして話している間に腰まであった髪がくるぶし近くまで伸びているぞ。

薬をかけ過ぎたかもしれん。ふさふさ長髪のアドルフは思った以上に鬱陶しい。

　ふと見ればポルテが何やらそわそわしている。

「どうした？」

「あ、あの私もアドルフさんのお役に立てるんじゃないかなと……」

　どうやら彼女もついていきたいらしい。だが駄目だ。

「お前まで抜けたらラーフェンが滅茶苦茶になる」

「でもそれどころじゃ……」

　気の弱いポルテが珍しく反論した。だが絶対に駄目だ。

　正直、難民うんぬんは二の次だ。

拠点は安全な所に置くとは言え、ラーフェンより危険なことは間違いない。

女をそんな危険な場所に放り込むことはできない。

「心配しなくてもアドルフはうまくやるさ。レオポルトとトリスタンもいる」

　もしあいつら全員でかかってどうしようもないならそこまでだ。

女達を連れてさっさと逃げるしかないだろう。

「安心してラーフェン────いたい」

　慰めるようにポルテの肩を抱き、尻に手をやったのだが、マイラとセリアにつねられてしまった。

ポルテ自身も困ったような顔で俺を見上げる。

「これでは俺がまるで痴漢みたいじゃないか」

「間違ってはいませんよね」

「好色にも限度があります！」

「言ったな？　こうしてやる」

　俺はマイラの尻を左手で掴み、右手でセリアの尻を掴む。

「わぁ！」

「ひゃあ！」

　じゃれる俺をよそにポルテはアドルフの出て行った扉を不安げな顔で眺めていた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




モルト王国　ビアード　王宮

「ふに……疫病はまだ広がっておるのか？　いっぱい民が苦しんでおるのか？」

　玉座にちょこんと腰かけたセレスティナが泣きそうな顔で大臣に問う。

周りでは涙を一杯に溜めた小さな王に同調したのか侍女や近衛兵達も目を潤ませている。

「残念ながら、未だに終息してはおりません」

　報告する大臣も悲しそうな顔を隠さない。

「先週は五〇人も民が死んでしもうたと聞いた……今週はもっと多いのかの？」

　怖々と言った様子でセレスティナが問う。

大臣は口を開いた後、一度言葉を飲み込んでから声を出す。

「陛下、色々な薬を使ったのですが効果は薄く、先週と同じ五〇人が死んでしまいました」

「はぅぅ……」

　セレスティナは目に溜めていた涙を床に落としてしまった。

「やっぱり妾が現地に行くのじゃ！　妾がゆけば病気に苦しむ者も少しは元気になるかもしれぬ！」

「なりません陛下！」

「陛下にうつりでもしたら大変なことになります！」

　侍女や大臣達が一斉に止める。

「妾だけが安全な王宮で民の死を数えるのはもう嫌なのじゃー！」

　それでも駄々をこねるセレスティナを一人の老騎士が一喝する。

「陛下！　自重なさいませ!!」

　王にかけるとも思えない怒鳴り声にセレスティナを含め、場の全員が硬直する。

老騎士は構わず言葉を続けた。

「不敬ながら申し上げます。もし陛下がご病気になったとします。そして陛下の大事な方にその病気をうつしてしまったとお考えください」

「うぅ……心が痛むのじゃ」

　老騎士はそうだろうと頷いた。

「この国の全ての民にとって陛下は大事なお方です。もし陛下が病に倒れれば病気に苦しむ者を更に苦しめることになるでしょう」

　セレスティナはしょぼんと下を向き、玉座に座り直す。

「なら妾はずっとここに座っておるしかないのか？」

　悲しそうな少女に老騎士は首を振って答える。

「陛下にしかできぬことがございます。ハードレット卿を訪ねて支援を求めて頂けぬでしょうか？」

　ハードレット卿の名が出たことでセレスティナの泣き顔が少し柔らかくなった。

「病が急に広がったせいで薬が不足しておるのです。既に手紙は出しておいでとのことですが、陛下自身が直接赴いて支援を求められればより大きな支援が得られるでしょう。それがモルトに暮らす民を救うことになるはずです」

　セレスティナは涙を拭いて玉座から飛び降りる。

一度躓いて転びかけるが、侍女達に支えられてなんとか立ちあがった。

「それなら妾にもできる！　兄様の所に行って薬をもらってくるのじゃ！」

「そうです陛下、事は急を要します。すぐにご支度なさるのが宜しいでしょう」

　老騎士がそう言うとセレスティナは旅支度の為にパタパタと走って私室に消えて行った。

　王座の間はしばし無言となる。




「騎士グレーン、大儀であった」

　大臣が老騎士の肩を叩く。

「いえ、陛下に無礼な口を利き、恥じ入るばかりです」

　老騎士は顔を上げなかった。

「そう言ってもいられまい。事が急を要するのは確かなのだからな」

　老騎士が大臣に問う。

「先週は五〇人、今週は？」

「陛下に報告した通り五〇人……と言いたいが既に千を超えている。陛下に嘘をつくなど儂は大逆人だ」

　しかし場に大臣を責める者はいなかった。

「言えば陛下は決してモルトを離れようとはしないでしょう。何より民のことを考える優しいお方です」

「いかにも、万が一にも死なせてはならん」

　疫病はモルトに侵入してから二週間足らずにも関わらず、既にビアード近郊まで到達していた。

大臣と老騎士は安全な場所へセレスティナを逃がす為に一芝居うち、嘘まで吐いたのだ。

「ハードレット卿は頼りになる方だ。陛下を必ず守ってくれるだろう」

「そうだとも、もし国がボロボロになろうとも陛下さえ健在ならばモルトはまた復活できる」

　大臣はその場で手紙に一筆したためた。




　やがて、明るい声と太陽のような笑顔が現れた。

「準備できたのじゃ！」

　その笑顔に全員の顔がみるみる緩んで行く。

「おお、陛下。なんと可愛らしい！」

「ハードレット卿も必ずや助けてくれるでしょう！　この手紙に必要な薬の種類をしたためました。お持ち下さいませ」

「うむ！　兄様にお薬を貰ってすぐに戻って来る。それまでみんな頑張るのじゃ！」

　セレスティナはモニカと共に王宮を去って行く。

大臣と老騎士、そして使用人一同は彼女が見えなくなるまで手を振り続けた。




　セレスティナは北へと向かう。

存在しない薬を求めて。
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余談　悲劇

「あれ母さんその薬なに？」

「うふふ、なんでしょうね」

　メルはクウに小さな瓶を見せつける。

「それって確か……アドルフさんをツルツルにした薬？」

「そうよ。ナーティアさんに言って分けて貰ったの」

　言いながらメルは瓶の蓋を開ける。

クウが思わず後ずさった。

「わっ！　危ないよ！　禿げちゃうよ!?」

　クウの狼狽に母は笑いながら薬をはけに染み込ませていく。

「大丈夫。これは塗った場所の毛を抜く強力な脱毛剤らしいわ。だからこうして……」

　女の毛が不要な場所をはけで撫でて行くメル。

「こことかここを……ツルツルにすればきっとエイギルさんにも喜んで貰えるわ」

　貴女も使う？　とはけを差し出すメル。

「わ、私はいいわ。そんなに毛が濃い訳でもないから。って別に母さんが毛深いって言ってる訳じゃ！」

　二人がきゃいきゃい騒ぐ部屋の外、ナーティアが真っ青な顔をしていた。

「ま、また間違えてしまった……あれ脱毛剤じゃなくて毛生え薬だった……どうしよう……どうしよう」

　やがて屋敷にメルの絶叫が響いた。







「メルさんは今日も部屋ですか？　体調が悪いなら医者を呼びましょうか？」

　ノンナの問いにクウルウ姉妹は必死に否定する。

「ううん、なんでもないから！　本当に病気とかじゃないですから！」

「そ、そうです！　毛が濃く──「余計なこと言わない！」あぶぶ」

「……ふむ、ちょっと顔だけでも見て来ようか」

「だ、だめです！　エイギルさんだけは来ちゃ駄目です！」

「もしエイギルさんに見られたら自殺するって母さんが──「だから余計なこと言わない！」あぶぶ」

　メルはそれから一週間部屋から出て来なかった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十九万人　難民二万七千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍一〇五〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三〇〇　臨時難民警備兵二二〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（放置）カーラ（側室）メル（密林）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（満足）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（冒険エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（食客）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（木）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（脱出）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）グレーテル（幸せ）

レオポルト（キサットへ）トリスタン（キサットへ）アドルフ（ロン毛　キサットへ）

クレア＆ローリィ（政争）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨六八四九〇　キサット仮拠点（一五〇〇）

下賜金（未開封）

経験人数五四二人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３１７話　誓いの儀式　♯







　屋敷にベルツ卿夫妻とその一派の貴族や騎士達が訪れる。

もちろんグレーテルも俺の隣にいる。

何しろ今日はグレーテルと俺との結婚式なのだから。

　グレーテルは純白のドレスをまとっている。

ひらひらしたドレスは床に引きずるほど長く、顔は白いレースで覆われていたが極めて薄い絹なので彼女の化粧した美しい顔が透けて見える。

「美しいぞ。まるで女神のようだグレーテル」

「ち、父の前で恥ずかしいですわ……」

　真っ赤になって俯くグレーテル、ベルツ伯は気まずそうに顔を逸らす。

だが美しい女を褒めるのに誰の前だろうと恥ずかしさなど微塵もない。

ドレスに身を包んだグレーテルはそれだけ美しかったのだ。

「まるで美の化身のようだ。この場で愛してしまいたい」

　グレーテルを抱き締めると彼女は小鳥のようにピーと声を上げた。

「ゴホン！」

「オッホン！　……ゲホ、コホ！」

　咳払いはベルツ伯とセリアだ。

セリアは無理に咳を出したせいかむせ込んでしまう。

　仕方なくグレーテルを解放し、周りを見回す。

ベルツ伯は結構な人数の供を連れて来たようだな。

「こ、この豪華な屋敷は一体!?　東部辺境にこんな場所があろうとは……」

「成り上がりの貴族がグレーテル嬢を垂らし込んだと思っていたが、凄まじい財力！」

　そのお付きが何か言っている。

俺の新屋敷は規模もかなり大きいし装飾品もクレアとローリィが勧めるままに色々買い揃えた。

他の貴族の家など知らないが、そうそう負けはしないだろう。

「勇壮な騎士達がここまで揃うとは」

「さ、さすが武勇で鳴らすハードレット卿ということか」

「隅にドレスを着た肉玉がいるんだがあれはなんだ？」

　更にベルツ一派は整列した護衛隊の面々を見て感嘆していた。

彼らは俺の私軍の中でも特に体格や武芸に秀でる精鋭達で騎士団と言っても差支えはあるまい。

　ちなみに最前列で偉そうに胸を張るクリストフは飛びぬけて弱い。昨日もメイドの尻を撫で、モップで殴られて失神していた。

しかし体だけはでかくてがっしりしているので見栄えは良いのだ。

割れ物注意と札を貼った方が良かっただろうか。




「では簡素な式ではありますが、お楽しみください」

　俺はそう宣言してグレーテルの手を取る。

側室を迎える式なので領民を集めて盛大に──とはしないが、ベルツ卿とグレーテルの為にも食事や酒は良い物を揃えた。

いわゆる貴族の中での慎ましい式と言うものだ。

　また俺の方も関係の深い貴族を数人呼んでいる。

と言っても俺と親しい貴族などそう多くは無い。

モンナシ伯爵、ビンボウ子爵、ゲキヒン男爵ぐらいのものだ。

「エイギル様、名前が違います」

　セリアが耳打ちで指摘してくれる。少し間違ったかな。

モナシ伯とゴクフィン男爵は当主が来たが、ビンボ子爵は長男を名代として送って来た。

話を聞くと当主は領内の森でとった毒キノコを食べてしまい悶絶しているらしい。

まさかまた金に困っているのではないだろうな。

　ビンボ長男は最初自身の作法に間違いがないか気にしてやたらキョロキョロしていた。

だが俺が並んだ料理をこっそり素手で食ったのを見て少し安心したらしい。

俺はノンナに手をはたかれたが。

　歓談も終わりグレーテルと俺は精霊に互いを伴侶とし愛する事を誓う。

そこからノンナやカーラなどの妻にも挨拶し、互いに家を支えて行くことを誓った。

会場からぱちぱちと拍手が上がる。

　俺の隣、妻達の列の中にグレーテルが並び、代わりに髭面のおっさん……ベルツ伯が出て来る。

「まさか卿と縁戚になるとは思わなかったが……これも何かの運命なのだろう」

「本当に」

　俺達は握手をしてから全体に向け、これからもゴルドニア貴族として共に王国を守って行くと宣言した。先ほどとは比べ物にならない大歓声が主にベルツ卿の一派から上がる。

彼らにとって四女のグレーテルがどうこうよりも俺とベルツ家の結びつきの方が気になるのだろう。

　複雑そうな顔をしているグレーテルに顔を向けて微笑んでやる。

俺が興味があるのはお前だけだよ。今日の初夜は楽しもうな。

　皆に見えないように手でいやらしい形を作ってやるとグレーテルは真っ赤になって目を逸らした。

いかんノンナから怒気が出ている。卑猥なサインが見つかってしまったらしい。

「いやぁめでたいめでたい！」

　聞き覚えのある声と共にケネスが突然現れる。

「おおっ！　政務総監ご自身がいらしたぞ！」

「さすがベルツ卿とハードレット卿！」

　おかしいな、多忙で出席できないと聞いていたのだが……。

　ベルツ伯の上位者たるケネスと俺の軍での上位者たるエイリヒにはちゃんと招待状が出ていたはずだ。

だが両者とも今は火が出る程忙しいらしく、ラーフェンまで来て式に出ることはできないと返事がきた。

　それほど大規模な式でもないし側室を迎える式でもあるから、ケネスやエイリヒ程の貴族ならば名代が来るのが普通だとノンナが言うので気にしていなかったのだが本人が来たぞ。

「あぁなるほど、そういうことですか」

　ノンナが何やら頷いて苦笑していた。

エイリヒはケネスが欠席するのを確認してから名代を送ると返事してきたがその関係だろうか。

名代として来た新貴族の一人が悔しそうな顔をしている。

「ははは、今宵はめでたい夜、さあ杯を交わしましょうぞ！」

　ケネスの音頭で酒盛りが始まる。

うむむ……式の夜に新郎新婦を拘束するとは何事だ。

一刻でも早くベッドに行きたいのがわからないのだろうか。

しかしノンナに昨日ちゃんと式をこなすと約束した手前仕方ない。

　俺は歓声を上げて乾杯を繰り返しながら輪の中心から離脱していく。

「こ、これは噂に聞く黒獣の肉……これほど分厚く切り分けるとはさすがハードレット卿！」

「モナシ伯。今なら人目がございませんぞ。箱に詰めて家族への土産に致しましょう！」

　あいつらは何をやっているんだ。

肉を持ち帰るな、傷んで腹を壊すぞ。

「うむ抜かりない。その為にこっそり箱を持って来たのだ。ゴクフィン卿、こちらのワインも連邦産の希少品だ。革袋に移しておこう。無いなら予備を貸してやろう」

　貴族うんぬん関係なく人として情けなくなるからもっと見えないようにやってくれないか。

ベルツ一派にも見つかって露骨に眉をひそめられているじゃないか。

「匂いがついてしまいますが」

「それは構わん。しばらくは水を入れても香りを楽しめるからな。口以外は洗わずに使うのだ」

　涙が出て来そうだ。後でちゃんと瓶に入ったワインをやろう。

「モナシ伯、ゴクフィン卿、それは余りにも品位に欠けるのでは……」

　ビンボ子爵名代の長男が俺の方をちらちら窺いながら言う。

ここは見ていないふりをしてやるのが人情と言う物だ。

「見栄を張るのは見られている時だけで良い！」

「名誉で腹は膨れんのだ！　そなたはまだまだ青いな。貴族も裏では皆こうだぞ」

「は、はぁ」

　そもそも結構な人数に見られているし、そんな貧乏性の貴族はお前達だけだろう。

だが不快感はなく、むしろ笑えてしまう。

「また領地経営に失敗したのか、それとも貧乏性が染みついてしまったのか」

　今回のコトが無事終わればアドルフを出張させようかと思ったがまた禿げても困るのでやめておこう。

　そんなことを考えながら俺は少しだけ物想いにふける。

国境から難民と共に侵入しつつある疫病、恐らくこの中で具体的に把握しているのは俺だけだろう。

もしかするとケネスは知っているかもしれないがな。

「祝いの場で言うような話でもない」

　疫病が広がっているのはヴァンドレアとモルトだ。

ゴルドニアの王宮が動くとは思えないし、仮に俺の領地に侵入されても結局俺がなんとかするしかない。まぁ聞かれたら無難に答える程度でいいだろう。

　俺はそこで思考を閉じた。

既にこの件はレオポルト、アドルフ、トリスタンに任せている。

　奴らが何か言ってこない限り、勝手に動いても邪魔にしかならないだろう。

俺が悪い頭をひねってウンウン唸っても何か妙案が浮かぶ訳でもない。

出来る奴が出来る事をするのが最善なのだ。

「ハードレット卿、このように隅に居らずマグラード戦争の件を皆にお聞かせ願えませんか？」

　酔って顔を赤くした騎士に見つかってしまった。

結局俺がグレーテルの元に戻れたのは深夜になってからだった。




　グレーテルが待つのは彼女の寝室だ。

今までは客室を使っていたが正式に俺の妻となったので専用の部屋を用意したのだ。

やや殺風景な寝室もこれから彼女の色に染まって行くことだろう。

「旦那様、お待ち申しあげておりました」

「待たせたな」

　グレーテルはベッドに腰掛けて俺を迎えるように手を広げる。

俺は彼女に優しくキスをしてからドレスを一枚一枚、薄皮を剥ぐようにゆっくりと脱がせていく。

「ほう、これはなかなかいい趣味だ」

「顔から火が出る思いで仕立屋に注文致しました……」

　彼女のドレスはゴルドニア貴族の一般的な婚姻の装いだったが、上の一枚を脱がせてみると途端に色を変える。

レースのみになったドレスはぴったりと体に張り付き、体型のみならず肌の色まで透けて見える。

若いグレーテルの肌は瑞々しい果実のように美しい。

　それだけではない。薄いながらも全身を覆っているように見えるがスリットが各所に入っており、まさぐれば大事な場所には全部触れることができそうだ。

このドレスは明らかに着たままの性交を想定している。

「今宵は特別な夜ですから、着たまま抱いて頂けませんか？」

　俺は返事をしなかった。

代わりにグレーテルを抱き締め、スリットから覗く乳首と性器を愛撫し、濃厚なキスで答えた。

彼女は雰囲気だけで感じてしまったらしく、指は熱い湯に包まれる。

赤くなって顔を逸らそうとする彼女を逃がさず舌で口の中を蹂躙していった。

「ぷは……は、恥ずかしい！　私だけ辱めるなんて酷いですの」

「そうだな悪かったよ。じゃあ俺も恥ずかしい姿にしてくれないか？」

　俺はグレーテルの前に仁王立ちになる。

彼女は微笑んだ後、俺の礼装をゆっくりと脱がせていく。

「以前は鍛えた体など野蛮と思っていましたけれど、女の本能は逞しい男を求めますのね」

　俺の上半身を全て脱がせたグレーテルは筋肉を撫でながら、肩口や胸板、腹筋にキスを繰り返す。

ただ口付けするだけではなく、音をたてて吸い付いているのは痕を残したいのだろう。

「ふふふ、余り焦らさないでくれ。肝心の場所を解放してやってくれないか？」

　俺が足を開いて仁王立ちになるとグレーテルは嬉しそうに床に跪く。

そして彼女の滑々した手が俺のズボンを降ろした途端だった。

「きゃっ!?」

　肉棒が跳ねあがり腹に当たってベチンと音を立てた。

「相変わらず、すごいですわ」

　グレーテルは石のようになったソレを両手で擦りながら上目づかいに俺を見る。

花嫁衣装のままそうされると彼女の全てを手に入れた征服感がこみ上げて来たぞ。

「今日からこの一物はお前の物だ。そしてお前のここと……」

　グレーテルを押し倒し胸を揉む。

「ここは俺の物になる」

　肉穴に指をゆっくりと入れて行く。

「ええ、今日から私達は夫婦ですの……愛を交わすのに何の遠慮もいりませんわ」

　グレーテルがベッドに乗り、俺も全裸のまま追いかける。

そのまま抱きしめて挿入しようとするとグレーテルが少しだけ抵抗する。

「後ろからして頂けませんか？　その……犬みたいに……」

　言いながら四つん這いになって尻をこちらに向けるグレーテル。

ベッドの下から真新しい耳と尻尾が出て来た。

「ようやく旦那様の妻犬になれますわ」

　嬉しそうに尻を振るグレーテル。

股間に穴の開いたウェディングドレスを着せたまま耳と尻尾をつけて犬のように犯す。

背徳的な興奮に俺はたまらず目の前のメス犬にむしゃぶりついた。

「この淫らなメス犬め、主人の肉棒で躾けてやる！」

「ワンワン！　キャウーン！」

　尻を掴んで肉棒を挿入すると背骨が折れるかと思う程に跳ねあがるグレーテル。

俺は彼女の乳房を掴みながら遠慮なく腰を使う。

　ただでさえ彼女の穴に俺の肉棒は大き過ぎるのに後背位になったことでより深くまで沈んでしまう。

一突きごとにグレーテルは悶え、背中に汗が浮かんでくる。

「痛かったら言え」

「クゥゥン」

　大丈夫と言っているのだろうか。

俺は彼女の両手を掴んで引っ張り、結合部がより擦れるようにする。

「キャン！」

　腰を激しく打ち付けるせいで派手な肉の音が部屋中に響き、耳から性感を高めて行く。

　端正な顔、きつく締まる肉穴、滑々の若い肌、そして何より俺に心まで惚れぬき妻犬にまでなってしまった彼女の心。その全てが俺の愛情と情欲を高めて肉棒を膨らませて行く。

「グレーテルたまらん！　激しくするぞ！」

　俺は両手を解放して腰を掴み、今までよりもずっと激しく腰を打ち付ける。

「ワンキャン！　キャイン！　……ひ、ひぃぃぃぃ!!」

　激しすぎる腰使いにグレーテルは四つん這いを維持できず、前足が崩れてベッドに突っ伏してしまう。

構う事なく腰を動かすと遂に人間の嬌声があふれ出た。

「お前は俺の妻だ。これからずっと可愛がってやるからな！」

　叫びながら俺はグレーテルに覆いかぶさって腰を振り続ける。

もはや悲鳴は犬のものか人間のものかわからない。

　レースごしに感じる彼女の体温がどんどん高まっていく。

穴も絶頂の痙攣を始めているが、太いモノが突き刺さっているので満足に締まることもできない。

「出すぞ！」

「ワン！」

　最後までなんとか犬を貫こうとするグレーテル、俺も答えてやろうと絶頂の瞬間に彼女を抱き締め、耳元で飢えた狼のような呻き声をあげる。

　その支配的な唸りが止めになったのかグレーテルの全身が震え出した。

深い深い最後の絶頂の痙攣だ。グレーテルがこれを味わうのは何度目だろうか。

「あっ……がっ……うっ……」

「ふん！」

　声も出ず、口をぱくつかせるグレーテルを力強く抱きしめながら勢い良く射精した。

しばらくの間、深い快楽と俺の射精を味わっていたグレーテルだが、やがて力が抜け意識を失った。

「気持ち良かったよ。ありがとう、これからは俺が守ってやるからな」

　俺は意識の無い彼女の体を抱き締めながら全身を撫でて後戯をする。

その間も肉棒は脈打ち続け、濃い汁をグレーテルの中に注ぎこみ続けた。

「あぅ……あぅぅ……」

　気絶したはずのグレーテルが口を開き舌を伸ばす。

俺はそれに応えて口付けをして舌を絡ませる。

精を撃ち尽くし、萎え始めていた肉棒が再び硬くなり始めた。

「罪な女だ」

　俺は意識があるのか無いのかわからないグレーテルを持ち上げて座位になり、体を揺らし続ける。

「お前の体すべてを俺で染め尽くしてやる。朝日が昇るまで可愛がってやるぞ」

　俺とグレーテルは本当に朝まで……ベルツ卿が帰還するその直前まで交わり続けた。




そして翌日。

「ベルツ卿、道中の護衛は不要なのでしょうか？」

「……いらぬ」

「お父様、道中お気をつけて」

「……」

　ベルツ卿の見送りに出た俺達だがどうにも相手の態度が硬い。

取り巻き達のひそひそ話も聞こえる。

「エイギル様、なんてことを」

「本当にもういつも女で……」

　セリアとノンナの呆れた声まで聞こえる。

　原因は明らかにグレーテルだ。

ベルツ卿の出発直前まで交尾に励んでいた俺達はセリアが部屋に飛び込んできてから慌てて準備したのだ。

　グレーテルの部屋で脱ぎ捨てた礼装は汁塗れになっていたので、慌てて自身の部屋に服を取りに戻り玄関で再び彼女と合流したのだがそれがいけなかった。

「いいのですわ旦那様、いつかお父様にもわかって貰いたかったのです。私が旦那様に身も心も捧げて妻犬になったことを！」

　俺が良く無い。変態だと思われる。

「は、ははは……まぁ夫婦の趣味の問題ですから」

「そ、そうですとも。仲睦まじければ子も早く生まれましょう」

　ベルツの取り巻き達が必死にフォローしてくれるが伯はプルプルと震えていた。

　それもそのはずだ。

何しろグレーテルはあの薄いドレスに軽い物を羽織っただけで出て来たのだ。

しかも頭には犬の耳がついているし、明らかに尻の穴と思われる場所から尻尾まで伸びている。

　おまけに体中キスマークだらけで髪には精汁が飛んだ跡まではっきりわかる。

とどめは俺に支えられてベルツ伯の前に出た途端、股間からドロリと種汁を零したのだ。

下着ぐらい履いて欲しかった。

「ハードレット卿！」

「はい」

　ベルツ卿が俺の肩に両手を置く。

「娘を……グレーテルを頼みましたぞ！　変態趣味も夫婦の間ならば結構！　だが調教して淫婦にした末に捨てるようなことがあれば……」

　その先は言わずにベルツ卿は肩に力を込める。

残念ながら特に痛くなかった。

「もちろんですとも、彼女は私が徹底的に面倒を見ますとも」

　ぐっと握手して俺達は別れる。

ベルツ卿が手をおさえている。力を入れ過ぎたか……男相手だと加減が難しい。

相手が女なら自然と優しくできるのに。

「はぁ……これで社交界はしばらくエイギル様変態の噂で持ち切りですね」

　ノンナが溜息をついた。

そういうな、お前も今夜可愛がってやるから。

「嫉妬ではありません！　まぁ……歓迎致しますけど」

　ふふふ、可愛い女だ。

　貧乏貴族達にも肉と酒の詰め合わせを贈った時、軽騎兵が屋敷に向って走って来る。

「ノンナ達は先に屋敷に入っていろ」

　疫病の関係なら女達に聞かせて心配させたくない。

　軽騎兵は俺の前で飛び降りると無礼ご容赦と叫んでから続けた。

「北門に隊列が到着！　モルト王国セレスティナ陛下御一行！」

「はぁ？」

「えええっ!?」

　俺とセリアの声が被さった。

セリアまで驚くと言う事は俺が忘れていた訳ではなさそうだ。

「セレスティナに会えるのは嬉しいはずなのだが、嫌な予感しかしない」

　リタとセバスチャンに指示を飛ばし火急、式の片付けとセレスティナを迎える準備をさせるのだった。
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南部暫定占領地の町　キサット　疫病対策本部

『暫定占領区南端の村で疫病発生の模様、死者多数』

　国境からの伝令に衝撃が走る。

「遂に来ましたか……」

　アドルフが長い髪を揺らして溜息混じりに呟く。だが口調に焦りや驚きはまったくなかった。

「予想されていたことだ。むしろ予想より遅かったとも言える」

　レオポルトは部下に指示を飛ばす。対処方法は既に決められていた。

「いやぁ優秀なお二方がいると楽でいいねぇ。僕はいらなかったんじゃないかな？　どうだい、クビにしてラーフェンに送り返すって言うのは？」

「現場を見る人間が足りませんね。感染した村の視察にでも行って貰いましょうか？」

　荷物をまとめようとしたトリスタンは長い髪を揺らすアドルフにそう言われ、諦めて椅子に沈みこむ。

「さて、これからの方針を確認しましょう」

　アドルフはぐんにゃりしたトリスタンを無視して切りだした。

「既に行動計画は周知済み、時間の無駄だろう。お前はそこまで無能では無かったと思うが」

　レオポルトがそう言うがアドルフは構わず、長い髪を揺らして書類を読み上げ始める。

不満そうなレオポルトにトリスタンが視線を送り、次いで周りにいる不安そうな部下達を見る。

確認は三人の為ではなく、周りにいる部下達に言い聞かせ安心を与える為に行われるのだと。

　レオポルトは了解か不服かもわからない無表情のまま黙りこんだ。

「まず感染者が確認された村は封鎖し、出入りを完全に禁じます。違反者は厳しく処罰……大規模な違反は村そのものの反乱と見なし殲滅します」

「ただし、命令に従えば食糧と生活必需品は定期的に村の外まで届ける……と」

　アドルフとトリスタンがそう言って頷く。

「軍は地域ごとに薄く分散して展開済みだ」

　レオポルトが無表情のまま付け加える。

「幸いにして国境からキサットまでの間に大規模な街や街道はありません。大規模な造反も起こりにくいでしょうし、感染した者が北上するにも限界があります」

「病気の激烈さに助けられたね」

　トリスタンが皮肉をこめていう。

　蔓延する疫病、通称『炎痘病』の症状は苛烈極まる。

全身の吹き出物に始まり、燃えるような高熱と大量の吐血で死に至るまで三日とかからない。

　逆に言えば吹き出物で自身の感染に気付き、逃げ出しても動ける範囲は限られている。

しかも三日は死に至るまでの時間であって、自分の足で動ける時間は更に短い。

整備された街道のない原野に徒歩で逃げ出してもほとんど動けはしないのだ。

「そこに望みがあります。要は感染した者を閉じ込めたまましばらく置けば疫病は止まりますから」

「病気にかかった人が死に絶えてね」

　トリスタンが茶々を入れ、長い髪を揺らすアドルフに睨まれる。

「いずれにせよこの疫病を封じ込めるのが我らの役目だ。方法は何でもいい」

　レオポルトが口を挟み、アドルフとトリスタンが頷く。

「その通りです。ですが、この件については私がハードレット様から最後に命令を受けております」

　暗にレオポルトに勝手なことをしないでくれとアドルフが言う。

　レオポルトは当初、感染が確認された村を全て焼き払うべきと主張したが、アドルフとトリスタンはこれを否定したのだ。

「皆殺しなどすれば人心の離反を招きます。それこそマグラードのように反乱多発ですよ」

「それに疫病を封じ込める意味でも良く無いね。病人が出たら軍が皆殺しに来るなんて噂になったら、最初の一人が出た時点で村全員が逃げ散ってしまうよ。この方が遥かに厄介だ」

　レオポルトは納得したのかそれ以上は反論しなかった。

「ただし禁を破って逃げ出した者は皆殺しにする。それは良いな？」

　レオポルトの言葉にアドルフとトリスタンは無言で頷いた。

「止むを得ないでしょう。この状況での身勝手な行動は全ての民を危険に晒します。また疫病の者が混じっている可能性がある以上、捕縛の試みは危険です。その場で仕留める……しかありません」

「兵には弓やクロスボウを使うこと、最悪でも槍で対処するように徹底してもらおうかな。もし返り血を浴びた兵はその場で病人として扱うこと」

　三人は頷き合ってから詳細な命令を出す。

落ち着き払ったその態度に周りの部下達は幾分か安堵の表情を浮かべて散って行った。




　だが三人は部下達が退室した後もその場を動かない。

「これで劇は終わりか？」

「上々ですね」

「僕はこういうのむいてないよ。真実の人だからね」

　三人は再び話し始める。

それは先ほどと違い、部下には聞かせられない話だった。

「村の出入り禁止で全て治まるはずがない。いずれこの疫病の凶悪さが知れ渡るにつれ、脱走する者は必ず出る」

「症状が出てから三日で死ぬのは確かですが、病気になった瞬間に吹き出物が出る訳でもありませんね。実際にはもっと長く動く時間がある」

　アドルフは一枚の設計図を広げた。

「予定よりも大きく前倒しできそうです。難民の労働力が役に立ちました」

「大規模治療所か……まるでちょっとした町だね」

　設計図には何棟もの建屋や食糧倉庫、それら全体を囲む堀と簡易な柵が巡らされていた。

施設はかなりの規模で優に数千人を収容できそうに見えた。

「封鎖された村の病人は逃げ出さなければここに輸送します」

「大人しくしてれば治療所に行ける。脱走すれば軍が殺しに来るという訳だね」

　アドルフとトリスタンが頷き合う。

「だが実際にはこの疫病の治療法など無い」

　レオポルトが言い放つ。

治療法が無い以上、自分の家で苦しむか治療所で苦しむかの違いしかない。

　設計図に書かれた見張り台は堀の外側にあり、出入り口の柵も通常とは反対に内側で広く、外に向かうにつれて狭くなっている。

この治療所の構造は侵入を防ぐのではなく、脱出を防ぐことを考えて作られていた。

治療所と言うよりも隔離所と言う方が適している設計だ。

「……疫病が蔓延すれば全てはお終いです。希望を言うなれば治療法が見つかればここは本来の目的通り治療所として機能するでしょう」

　今のところその見込みはまったくないが……とはアドルフは言わなかった。

「ここにも脱走防止に追加の兵が必要だ。要請は？」

「それは心配ありません。追加の守備兵と建材をハードレット様に無心しましたが、返事の手紙と同時にどちらも到着しました」

「あの人本当に動きが早いよね。たまに滅茶苦茶するけど」

　トリスタンは紅茶を口に運ぶが、冷めきったそれに顔をしかめる。

「現状では半端に賢い上司よりもそちらの方が何百倍も有り難いですね。……さて最後の確認ですが」

　三人は周りを見回し、鍵穴から覗く者や窓の外で聞き耳を立てる者がいない事を確認する。

「この件は他言無用……」

「言うまでも無い。続けろ」

　アドルフの確認はレオポルトに遮られる。

「先ほど村から脱出した者達は見つけ次第その場で仕留めると言いましたが、この道を通る者だけは何か理由を作って見逃して下さい」

　アドルフが地図で指し示した道はいずれも治療所方向へ向かう道だった。

「そして治療所に辿りついた者は罰せずにこっそり受け入れるよう命令しておきます」

「それを民の間に噂として流す……と」

　治療所へ辿りつけば受け入れて貰える。

そこへ至る経路も比較的安全となればどうなるか。

「いずれ民も疫病の凶悪さに気付き、恐慌状態に陥る。そうなれば封鎖の禁など構わず四方八方に逃げ散る。そうなればいくら兵が居ても足りなくなる」

「そうです。ですが受け入れてくれる治療所と言う希望があることで民はまずここに集まる。誰だってあての無い旅を望む訳ではありませんから」

　レオポルトは地図を凝視して指摘する。

「この道は駄目だ。足場が良くその気になれば馬なら一日でキサットまで来る。ここには簡易砦を作って閉鎖、代わりにこの迂回路を見逃そう」

「わかりました。それでいきましょう」

「かくして哀れな民の運命は机上で決したのであった」

　再び茶々を入れたトリスタンが二人に睨まれ、溜息混じりに紅茶を入れ直しながら言う。

「ま、後は治療所の規模をもう少し拡大しないといけないね」

「モルトからの流入ですか？」

　トリスタンはそうだよと返事をしてから紅茶を片手に地図を指す。

「あの国はなんていうか……色々のんびりしていてきっとまともな対策は打てないよ。いずれそっちの国境からも溢れだすと思う。北に溢れてザン＝ドラでも巻き込まれたら大惨事だけど……一応別の国だから堂々と国内に入って道を封鎖する訳にはいかない。国境の封鎖は通達するけど……」

　トリスタンは地図上の川をトントンと叩く。

「この川の堤防を壊して街道を水没させてしまおう。それからこの橋を落せば道はこことここだけになるよ。この道は廃砦に近いから少数の兵でも置けば良いね。そうすれば──」

　指がモルトからすっと治療所へと伸びる。

「主要な道は治療所近くへ伸びる一本だけになる」

「……それでいくべきだろう」

「……気分は良くありませんが、最善の案のようです」

　アドルフとレオポルトが同意する。

「それで辺境伯にこっちは伝えるのかい？」

　アドルフがもちろんと言いかけた時、レオポルトが否定する。

「これらは事故でなければならない。ハードレット卿が知る事ではないし、知っていてはならんことだ」

　長く続く無言が全員の了解を告げる。

「かくして悪の官僚三人、主人に内緒の悪だくみをするのであった」

　再びトリスタンは二人に睨まれる。

憮然として紅茶を入れようとするがもう葉は無く、緊急物資の要請欄に紅茶を書き加えるのであった。




「ところでこの治療所の名前は何にする？　民に噂を流すなら名前が合った方が象徴的になって良いと思うけど」

「そうですね……では『ベセルリンク』と名付けましょう。恐らく歴史に残る名前になるでしょう」

「病人を押し込んだ死の収容所として？」

「……疫病を食い止めた治療所として残って欲しいですがね」
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ポルポ王国　首都ポロン　王の寝室

「崩御なさいました」

　従医が王の開いた目を閉じさせてそう宣言する。

小国ポルポ王国の現王、ポルポ四世は数年に渡る病床の末、遂にこの世を去ったのだ。

　寝室に集った王族や重臣達が一斉に悲鳴を上げて泣き崩れる。

だが本当に悲しんでいる者はあまりいない。

王は九十を超える高齢であったし、長く病床にあり危篤を繰り返していた為、やっとかの思いすらある。

　一人の男が進み出て涙を拭いながら宣言する。

「諸君、これよりポルポ王国は全土で三十日間の喪に服する。全ての領主に王都へ馳せ参じるよう命じよ。王都に居る貴族は屋敷で喪に服するよう、王都の民もまたこれに倣え」

　男は崩御した国王の長男だった。

王には男子が五人いたのでまずこうして服喪を宣言する事で長男として家督相続の正統性を示したのだ。

　他の王子達は不満そうな顔をしたが、宣言した内容が至極まっとうで一般的なことだったので口は挟めなかった。

この場は大人しく従いつつ、喪が明けてから王座を巡っての闘争を決意していたのだ。




　陰謀と策略に脈動する王宮を家督争いとは無縁に見える末姫『ヴィルヘルミナ』が一人、涙を流しながら私室へと帰る。

「私は私室で喪に服します。皆も早々に職務を切り上げ、父を黄泉へ見送ってやってください」

　ヴィルヘルミナはそれだけ言って私室へ戻り、メイドや使用人に入るなと告げる。

彼女の悲しみの表情は完璧で、使用人達も貰い泣きしながら何も言わずに下がっていく。

　そして扉が閉じられた。

「死んだのか？」

「ああ、やっと死んだ」

　王女の涙は一瞬で乾き、椅子にどっかりと座る。

同時に部屋にいた大男が姿を現した。

「して行動はいつ起こす？」

　大男は遠慮なく対面の椅子に腰かけて酒を瓶から飲む。

「領主どもがポロンに集まるのに三日はかかる。それからの方が面倒が少ないだろう」

「なるほど、ならば余裕を見て五日後の夜明けと共にやるとしようか」

　大男は酒を王女に勧めるが彼女は首を横に振った。

「私は下戸だ。酒は飲めん」

　大男は苦笑してから話を続ける。

「貴方も不思議な女だ。王女の身で俺のような得体の知れない男をこうして部屋に入れるとは」

　ヴィルヘルミナは大男を見据えながら淀みなく答える。

「私の目的の為にはお前の力が必要だからな」

　ふむと大男は再び酒を煽る。

「俺の見た所、あんたは相当優秀で他の王子や大臣どもはカスだ。その気になれば女の身でも家督争いを制し、王位を得るのは容易いのではないか？」

　ヴィルヘルミナは答える。

「だろうな。陰謀を持って奴らを排し、私が王になることはそう難しいことではない」

　大男は笑う。

「ならば得体のしれん俺達を囲ったのは何故だ？」

　王女は口元だけで笑う。

「こんな小国の王になってどうする？　南の帝国はもちろん、アルテイルの狂信者共がその気になっただけで明日にでも潰れていた国の王に」

　王女は壁に飾っていた地図にナイフを突き立てる。

それはポルポ領内の地図ではなく、中央平原全体の地図だ。

「私はポルポだけではなくアルテイルもヴァンドレアもリバティースも全て欲しい。いや、北部のゴルドニアも都市国家も……中央平原全てを手に入れたい。そう思って毎日この地図を見ていた」

「欲張りな女だ。ならばすぐに行動すれば良かったのでは？」

　大男の指摘にヴィルヘルミナは首を振る。

「残念ながらそれはできない。国を押さえるのはいつでも可能だっただろう。だがアルテイルが健在の時に行動を起こせばたちまち潰されていただろう。ポルポは無能な役立たずだからこそ存在できた」

「それを跳ねのけてこそ覇者たりえるのでは？」

　ヴィルヘルミナは表情に出さずに笑う。

「私に軍才はない。数千の指揮ならばなんとかするが、数万、数十万の軍を率いる能力は無い。アルテイルには太刀打ちできんよ」

　ヴィルヘルミナの顔が大男に向く。

「だが『お前達』にはあるのだろう？　ザフネス」

　大男──ザフネスは否定しなかった。

「王が死に、ヴァンドレアもアルテイルも天変地異の中で崩壊しつつあり、リバティースも疫病対策に必死だ。帝国は敗戦の痛手で難民を垂れ流し身動きが取れない。そして私に欠けていた軍才までが現れた。これほどの舞台を用意されて動かぬ者がいるか？」

「ことを起こしてから『俺達』が裏切り、王位を奪うとは？」

　ヴィルヘルミナはザフネスの瞳を見据える。

一九〇近い筋骨隆々のザフネスと一六〇にも満たぬ細い手足のヴィルヘルミナ、体格差は歴然だが僅かにザフネスの方が気圧されたように見えた。

「お前達が裏切るなら私は終わりだ。だがお前がポルポ二十万人の小王となって満足する小さい男ならもとより道は無いも同然、考える意味が無い」

　ヴィルヘルミナがザフネスを見上げてその胸に拳を当てる。

「私はこれより覇道を目指す。まずはこの国、そして中央平原の南部全てだ。ついてくるか？」

「行きましょうとも、小国の姫と共に覇道を往く……悪くない。帝国に戻って首を刎ねられるよりは余程面白い道だ。敗残の将たる俺と我が敗残の将校団が貴女の力になりましょうとも」

　小国の一室で小さな誓いが交わされた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十九万人　難民二万八千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　四八〇〇名

歩兵三七〇〇　騎兵五〇〇　弓兵三〇〇　砲兵三〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

南部出兵　五七〇〇名

歩兵二千　騎兵五〇〇　弓兵五〇〇　弓騎兵五〇〇　難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（拗ね）カーラ（側室）メル（つるつる）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（満足）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（冒険）ソフィア（愛妾）セクリト（建造）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（木）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（馬車乗車）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（疫病対策）トリスタン（疫病対策）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨六二四六〇　ベセルリンク設置（五千）結婚式（千）貧乏三人土産（三〇）

経験人数五四二人　産ませた子六六人＋五五五匹

久しぶりに更新です。

少しずつペース戻していきます。










第３１８話　小さな涙と光り







「兄様久しぶりなのじゃ～！」

　馬車から降りたセレスティナがトテトテと走り俺の胸に飛び込んできた。

「これはセレスティナ陛下、急な御来訪いかがなさいました？」

　セレスティナはモルトの女王だ。子供相手のように対応する訳にはいかない。

「ぶー」

　セレスティナが不満そうに俺を見る。

仕方ないのでこっそり耳元で囁いた。

「こらこら、今は我慢してくれ。後で一緒にお菓子を食べよう」

　脹れっ面がパッと明るくなる。

どうしてこうも守りたくなる笑顔なのだろうか。

思わずセリアにやるように揉みくちゃにしたくなったが侍女モニカが睨んでいるのでやめておく。

「急な訪問恐れ入ります」

　モニカは丁寧に礼をしてから早く屋敷の中に通せと催促してきた。

こっそり尻を触るとキッと睨まれた。

　しかし屋敷の中は結婚式の後始末も終わっていない。リタにもできるだけ引き延ばしてくれと言われているのだ。

「まぁまぁそう急がずに、中庭でもご覧になられませんか？　珍しい木と蛇、トカゲが──」

　こう言えばセレスティナは興味を示すと踏んだのだが、彼女は困った顔で俺の袖を離さない。

「兄様……できれば早うお話がしたいのじゃ……妾に遊んでおる暇はないのじゃ……」

　小さな彼女にこう言われては仕方ない。

俺は彼女を歓迎の宴ではなく、執務室に通すことにする。




「モルトが大変な事になってみんな苦しんでおる。だから薬を分けて欲しいのじゃ！」

　執務室でセレスティナは必死に訴える。

俺は懸命に紡がれる彼女の言葉に相槌を打ちながらモニカが差し出した手紙に考えを集中させる。

「もう兄様！　セレスティナの話をちゃんと聞いて欲しいのじゃ！」

　話を聞き流されている事に気付いたのかセレスティナがテーブルを乗り越えてきた。

俺は慌てて手紙をセリアに渡す。セレスティナに見せられる内容ではなかったからだ。

『モルト全域で疫病が確認されていて対処不能、治療法も無し』

『王都ビアードへの侵入も時間の問題である』

『陛下だけは何としても病気から守りたいので理由をつけてご訪問願った』

『安全になるまでなんとか引きとめて欲しい』

　大臣らしき幾人かの連名で書かれた手紙にはそうあった。

つまりセレスティナが先ほどから訴えている支援物資や薬の嘆願は全て建前で、信じているのは彼女だけなのだ。

「兄様？　薬をわけてはくれないのか？　妾にできることならなんでもするから……」

　俺は涙目のセレスティナを抱き締める。

　なんて間が悪い。

もしレオポルトやアドルフがいたのならもっと気の利いた誤魔化しができるのだろう。

だが俺ではこれがせいぜいなのだ。

「えぅ!?　兄様突然何を……」

　俺は何も言わず、ただ固くセレスティナを抱きしめた。

こんなことをすれば絶叫しそうな侍女モニカも事情を知っているのか何も言わずに涙を拭っている。

　本当は教えてやるべきだ。

彼女は女王なのだ。自らの国の現状を隠すべきではない。

「全部わかったよ。だが準備には少し時間がかかる。用意できたらすぐに薬を送るからセレスティナはお風呂に入って汗を流しておいで、外は暑かったろう？」

　だが俺にもできなかった。

もし本当のことを言えば彼女の顔はたちまち曇り、涙の雨が降るだろう。

自分の行動が全て無意味でただ彼女自身の安全を図る為だったなど残酷過ぎる。

モルトの家臣も同じ思いで何も言わずに彼女をここに送ったのだろうか。

「わかった！　兄様の家のお風呂は大好きなのじゃー」

　セレスティナはパタパタ足音を鳴らして走り去って行く。

　彼女の足音が遠ざかっていくのを確認してポルテとマイラがよってくる。

「モルトの疫病がここまで深刻だなんて……使者が来てからまだそれほど時間も経っていないのに」

「キサットにも知らせた方が良いでしょうね」

　ポルテは暗い顔をしマイラは既に伝令を送る準備に入っていた。

「この手紙をそのまま持っていかせろ。余計な解釈を入れない方がいい」

　この手紙自体、あまり残しておくべきではないものだ。

「あとは適当に馬車を仕立ててビアードに向かわせろ。効く薬などないが果物でも積ませておけ」

　セレスティナは子供だが馬鹿ではない。

言葉で適当に誤魔化すだけでは気付いてしまう。

　これで出来ることは全てだ。

「薬も治療法もないのでほとんど何も出来ません……悩ましいですね」

「ドラゴンの血も……ダメだな」

　そもそもあれは強力な傷薬だ。

病にも効くかはわからないし、何より量が無さ過ぎる。

モルトは小国とは言え病人が千の単位で出ている事は間違いない。

百人分あるかも分からない薬を配っても焼け石に水と言うものだ。

「いずれにせよモルトには試練の時です。最悪、国の破綻も想定して──」




　マイラの目が丸くなり、しまったと言いたげに細められる。

　扉が薄く開かれており、湯浴み着のセレスティナがタオルを持って固まっていたのだ。

　俺は思わず頭を抱える。

「あ、兄様と一緒にお風呂に入ろうと思って……でも……そんな……」

　セレスティナの目にたちまち涙がたまっていく。

肝心な部分を聞かれていたことは疑いもない。

その場にへたり込むセレスティナ。

「そんな……大臣達が妾を兄様の所に行かせたのはそんな……モルトが……みんなが……」

　それ以上は聞き取れない。

彼女は大声を上げてワンワン泣き出してしまう。

「マイラ、ポルテ、さっきの通り対処してくれ。俺は彼女と寝室に行く」

　号泣する子供に説明しても無意味だ。泣く子は寝かしつける他にない。




　寝室の大きなベッドの上、セレスティナは湯浴み着のままうつ伏せに突っ伏している。

大泣きは止まったが、えぐえぐと泣く声は止まらない。

　俺は彼女の横に寝そべり、後頭部から背中までを撫で続ける。

「妾は……妾は何をしておったのじゃ……立派な王様になって民が笑える国を作ろうと思ったのに……何もできない……ふぇぇぇん」

　俺は何も言わない。今は何か言う時ではない。

「結局、民を放ってまた逃げて来たのじゃ……妾は役立たずのお人形……」

　彼女を抱き寄せる。

　顔を上げたセレスティナはまるで死んだような目をしていた。

絶望して諦めたような、俺が一番嫌いな目だ。

彼女は湯浴み着を脱ぎ捨てて俺の上に乗って来る。

「兄様ぁ、妾を犯して欲しいのじゃ。ううん、壊して欲しい。ボロボロに壊してポイって捨てて欲しいのじゃ。みんなを捨てて逃げた妾にはお似合いの罰なのじゃ、兄様の巨根なら簡単じゃろう？」

　とりあえずセレスティナに巨根なんて教えた奴が誰かは置いておくとしよう。

　もちろん俺にそんなつもりはないし、さっきから扉が不安定に揺れている。

もしここで俺が彼女に乗りかかったらモニカがナイフを持って突撃してくるはずだ。

「セレスティナ、馬鹿なことを言うな」

　俺は少しだけ怒気を込めて言う。彼女の肩がビクリ震えた。

「でも……でも……ならせめてビアードに戻──」

　彼女の言葉を遮る。

「セレスティナ、お前の大臣と騎士は裏切り者か？」

　セレスティナは大きく首を振って否定する。

「だろう？　だが、そいつらはお前に何も教えず嘘までついて俺の所に来させた。これは反逆にも等しいとんでもないことだ。なんでこんなことをしたと思う？」

「妾が役立たずだから……」

　全裸のセレスティナを抱き締める。

幼いせいか泣きじゃくったせいか体は熱く火照っている。

「違う。そいつらはお前に死んで欲しく無かったんだ。何を犠牲にしてもお前だけは死んで欲しくなかったからだ」

　涙を流す小さな目尻にキスをする。

「お前に元気で笑っていて欲しいからだ。もしお前がビアードに戻ったりしたら奴らのやったことは全部無駄になる。……きっと今のセレスティナみたいな顔をしてしまうぞ」

　セレスティナは力無くベッドに沈む。

絶望の表情はなくなったが泣き顔は変わらない。

「できる事は全てやり、あとは寝て待つしかない。今はお前が元気でいることが何より大切だから……さあ、笑ってくれ」

　セレスティナはなんとか笑おうとするがすぐにくしゃりと崩れてしまう。

俺は彼女の体に手を回して、腹や脇、首筋をくすぐってやった。

「ひゃは！　あ、兄様やめるのじゃ！　くすぐったい！　ひゃあぁぁぁ！」

「ふふふ、やめないぞ。もっとくすぐってやるぞ！」

　素っ裸なので体中が弱点のセレスティナを散々にくすぐり続けると彼女はとうとう笑いすぎてぐったりしてしまった。

「病気の事は俺に任せろ。お前の仕事は全てが終わった後で皆を慰めることだ。お前の笑顔を見ればきっとみんな元気になる。これは俺には出来ないことだぞ」

「うん……」

　セレスティナは小さく言うと俺の胸に顔を埋める。

泣くわ笑うわで疲れたのだろう。すぐに小さな寝息が聞こえ始める。

　それを見越してモニカが静かに扉を開いて入って来た。

「陛下は落ち着かれましたか？」

「あぁ、もう寝てしまったよ」

　俺の胸板の上でうつ伏せになって寝るセレスティナ。

「今はこのままゆっくり寝かせる方がいいだろう」

　シーツがわりになっている俺が動くと起きてしまうな。

ポルテとマイラには悪いが俺もこのまま休ませて貰おう。

「それは構いませんが……その陛下が全裸と言うのは……」

　モニカは素っ裸のセレスティナが気になるようだ。

「はは、まだ子供だ。食べてしまったりはしないよ。見ろ、男根も大人しいだろう？」

　足を開いてぐにゃりと軟らかく垂れた男根を見せる。

モニカは両手で顔を塞ぎながらもしっかりと確認する。

　実はちょっと危なかった。

セレスティナは少しずつ成長していて、胸もほんの僅かながら膨らみ始めている。

くすぐって悶える彼女に少しだけ女の気配を感じてしまったのだ。

しかも暴れてかいた汗だろうか、股間や腹がしっとりしていて気を抜くと硬くなりかねない。

「私も今日はここで寝ます。私と陛下はいつも隣で寝ていますので」

　モニカはそう言うと服を脱ぎ捨て、下着姿になってしまう。

主が俺の上に乗っているせいか、モニカは無言で俺の隣に入ってきた。

しっかり成長した胸が腕をかすめる。

「……」

「……」

　もちろん俺の一物は即座に反応し、むくむくと勃ちあがる。

モニカは溜息をついてから嫌そうに……でもどこか期待したように言う。

「辛抱たまらなくなったら私を犯して下さい。万が一にも陛下を襲ったりしないようお願いします」

　モニカは俺に背を向けたままそう言う。

　寝息を立てるセレスティナを右手で支えながら、左手を早速モニカの股間に持って行く。

「早速ですか……んっ！　指が……あんっ！」

　まだ湿っていない穴に突っ込むことはせず、周りをなぞるように撫でながら肉豆をこねる。

片手しか使えない上に仰向けのままなので派手な愛撫はできないがモニカが徐々に熱くなっていくのを感じる。

「んっ！　んんっ！　んんんっ!!」

　しっかり湿り始めた穴の中に指を入れると既に十分潤っている。

モニカは激しく反応して腰が浮き始め声が漏れ始めた。

「うぅん……」

　その時、セレスティナがもぞもぞと体を動かした。

モニカは慌ててシーツを噛み声を殺す。

だが俺は指の動きを止めない。

　決して激しくは無い動き、しかし確実に女の良い場所をこすっていく。

モニカは必死にシーツを噛み、声を出さないように頑張りながら体を反らせる。

真っ暗な寝室に漂う女の発情した匂い、そしてかすかな嬌声。

「あうっ！」

　指がぎゅっと締めつけられた。

十秒もしないうちにモニカは昇るだろう。

「もう一段上に連れて行ってやろう」

　俺は指を少し奥に入れ、一番良いザラザラの場所を一気に擦り上げる。

「っ!?」

　足がピンと伸び息を吸い込むモニカ。

絶叫が漏れると自分でもわかったのか枕に顔を埋める彼女。

「昇れ」

　最後にグッとザラザラを押し込む。

「んんんんーーーー!!」

　シーツを両手で掴んだまま足を何度もビクビクと動かすモニカ。

「んー……んふー……ふぅ……」

　肉穴が俺の指を何度も締めつける。

最初は痛いほどきつく、徐々に柔らかく慈しむような締まりに変わっていく。

まるでモニカの穴が気持ち良くしてくれたことに感謝しているようだった。

「良かったか？」

　モニカは蚊のような小さな声で「……はい」と呟いた。

　本来ならここで遠慮なく彼女に乗るところだが上にセレスティナが乗っているのでそう言う訳にもいかない。

今日はモニカを満足させたことで納得しておくべきだろう。

このまま寝たら夢精してしまいそうだな。ズボンが破れてセレスティナにかからないといいが。

「動かないで下さい。陛下が起きてしまわれますから」

　もぞもぞと俺の下半身に移動する気配がする。

ズボンがゆっくりと降ろされ、男根が柔らかく熱く包まれる。

モニカが愛撫の返礼に口で奉仕してくれるのだ。

「下手くそですけど」

「嬉しいよモニカ」

「ううん……兄様……温かくなってきたのじゃ……」

　奉仕は激しく無く、上手でもなかったがゆっくりした丁寧な愛撫に俺は高まり、セレスティナを抱きしめたまま大量の種をモニカの口内に発射することができた。

「んぐっ！　んぐぅぅ!!」

　射精しながら考える。

セレスティナに病気のことは俺に任せろと言ったが現状俺には何もできない。

アドルフとトリスタンもいかに病気を封じ込めるかを考えており、既に蔓延しているモルトを救う考えはなさそうだ。

「薬がいるな。特効薬が」

　俺はそう考えながら低く呻きモニカの口を汚し続けるのだった。
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南部

「ママ！　ママー!!」

「近寄るな！　うつったらお前も終わりだぞ！」

　血だまりに沈み、娘の声にもピクリとも動かない母親。

男達が道具──長い棒の先に金具がついた物──で遺体を引きずり大きな穴に投げこむ。

　まるでゴミのような酷い扱いだったが、男達は火薬を運ぶ時のように脅えていた。

「よし、入った。火をつけろ。引きずった跡にも油をかけて燃やすんだ」

　娘の泣き声が続く中、母親の遺体に火が放たれる。

黒い煙が天高く昇って行く。

「使っていたベッドも服も全部投げこむんだ。つらいだろうが……仕方ない」

　同じような煙が村のあちこちで立ち上っている。

　目を凝らせば丘向こうや林の向こうの村からも同じ煙が上がっているのが見えるだろう。

　項垂れていた父親がのそのそと動き始める。

妻のことを思い返す余裕はなかった。

「パパ……ママが……ママが……」

　泣きじゃくる娘を抱き締めた後、父親は彼女の服を全て脱がせる。

公衆の面前で若い娘の裸体を晒す行為を見咎める者は誰もいない。

「……ふぅ」

　娘の体に出来物がないことを確認し、父親は取り敢えず息を吐く。

「こんな事……いつまで続くのでしょうか？　どこか安全な場所へは行けないのでしょうか？」

　父親は男達に話しかける。

「疫病の発生した村からは誰も出てはならんと領主様のお達しだ。破れば斬り捨てるとの厳命だ」

「一応食糧は週一回、村の入口まで運んで来てくれている。食うには困らんが……」

　男達が目をやると村を監視するように少し離れた丘の上に真っ黒な軍旗がはためいている。

「疫病を広げない為にと言うのはわかります。しかし娘はまだ十二なんです！　このままここに居れば妻のように……それはあまりに……」

　泣き伏せる父親、男達は少し周りを見回してから耳を寄せた。

「これは噂なんだが……キサットの近郊に大規模な治療所があってな。そこの責任者が民想いで領主様の命令に逆らい、訪れた者は皆受け入れてくれるとか……」

「最悪夜陰に紛れて東の街道を行けば軍の目を逃れていけるかもしれん」

　ひそひそと密談が続いた。




キサット対策本部

「感染速度が鈍ってきています。現在病人が出た村は開拓村四に農村が八、人口八百の町、ヒクールもやられましたが、それなりの町で病人が出たのはここだけです。キサット以北には入っていませんね。もっともモルトから溢れだせばどうなるかわかりませんが」

　アドルフがとりあえず予想の範囲内だと息を吐く。

「逃亡を試みて掃討された者は六団二十五名、村単位での反乱は一件もない。人数も回数も予想以下と言える。無論、ベセルリンクへ向かう者は見逃しているのでここに数えてはいない。こちらは概ね三百程度だ。噂が効いている」

　レオポルトは言いながらも感染した村々の監視報告を淡々と処理していく。

「モルト領内の橋の上で油を積んだ荷馬車が炎上、木製の橋は焼け落ちたそうだよ。あと、堤防が昨日の雨で何故か決壊、街道が使用不能になったってさ。こういうのレオポルトさんが向いてるんじゃないのかい？　それと支援物資の紅茶をバツで消したの誰さ……裏道を用意していなかったら飲めない所だった」

　トリスタンが紅茶をすすりながら言う。

　三人の顔には焦りも絶望も浮かんでいない。

「現状……なんとかなりそうですね。人口密度の低い場所で食いとめたのが幸いしました。これが数千を抱える都市にまで来ていれば困難を極めたことでしょう」

　アドルフにトリスタンが同意する。

「封鎖は上手くいっているし、噂も十分に浸透してるね。万が一収拾がつかなくなっても彼らが向かうのはベセルリンクだ。策は二重でまだ余裕があるかな」

　レオポルトが報告を見終えて顔を上げる。

「村々から上がった報告を十名の医者に見せて意見させた。それによるとこの疫病は病人に直接触れる他、血、排泄物、唾液の毒でうつると見て間違いない。確定させる為、天井に隙間のある低い壁の部屋で病人と何人かを隣合わせて様子をみたが誰も病気にはならなかった。逆に病人の使ったベッドで寝かせた者は全て斃れた」

　トリスタンが紅茶でむせ、アドルフが目を見開く。

「民を使って実験したんですか!?」

「罪人を使ってのことだ」

「罪人とて民です。死罪でもないのにそんな……」

　尚も食ってかかるアドルフにレオポルトは許可書を見せる。

領主の判が押されたそれを見てアドルフは渋々黙ってしまった。

「えー、強盗犯……却下。連続窃盗犯……却下。強姦犯……許可。輪姦犯……全員許可。殺人犯……あれ却下？　あぁ、罪人が女だったのか。本当に分かりやすいよねあの人は」

　トリスタンは許可証を見て小さく笑い、続ける。

「でもこの情報は大きいよ。この疫病は触れれば一巻の終わりだけど息ではうつらない。もし息でうつる病気なら封じ込めは格段に難しかったけど、これならなんとかなりそうだ」

　睨み合うアドルフとレオポルトをよそにトリスタンは紅茶をおかわりする。

険悪な雰囲気は飄々とした雰囲気に中和されていく。

「……では最終的な犠牲者は予想よりも少なくて済みそうですね」

　アドルフが言い、レオポルトが即座に答える。

「現状の死者が千、更に疫病の発生した村にいる者が四〇〇〇、治療所にいるのが五百。これは全員死ぬと考えられるから確定した被害が五五〇〇だ。拡大速度が落ちていることを考えれば多くて一万を超える程度、おおよそ八〇〇〇程度に収まるだろう」

「封鎖した民を全員死者に数えないで下さいよ……」

「助かる見込みがあるとでも？」

　無表情のままのレオポルトに聞き返されてアドルフは詰まる。

　触れなければうつらないとは言え、大量の病人と同じ村に押し込められれば時間の問題だった。

薬が無い以上、彼らが生存することを前提に考えるのは甘すぎる考えだ。

もちろんアドルフもそれはわかっていた。

「死者の予想と根拠は私からハードレット卿に報告しておく。お前は疫病禍が終わった後の処理を考えるべきだ。……警備に穴がないか視察に出て来る」

　レオポルトはそれだけ言って席を立つ。

「……そうするしかないですね。私は一旦仮眠をとります。トリスタンは引き続き緊急対応を頼みます」

　アドルフも渋々席を立つ。

「はいはい、ここで座って待ってるだけで……ってちょっと待ってよ！　全部僕が対応するのかい？　というかいつまでさ？　まさか二人が戻るまでずっと？　僕はそろそろ寝ようと思って──おーい！」
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ラーフェン

「ナーティア！　ナーティアはいるか！」

　朝日と共に起き出した俺は屋敷を駆ける。

セレスティナとモニカはいつの間にか二人抱き合って眠っていた。

朝からモニカと一発とはいかなくなったので先にナーティアを探すことにしたのだ。

「ナーティア薬を作ってくれ！」

　バーンと扉を開くと鋭い悲鳴が上がる。

間違って使用人の部屋を開けてしまったようだ。

しかも朝の仕事に向けて着替え中だった。

「だ、旦那様!?　突然──うむっ！」

　俺は反射的にメイドの唇を奪い、剥き出しになっていた乳房を揉み解す。

抵抗しようと俺の肩に置かれた手が力無く垂れていく。

「すまん。間違えた。仕事に励んでくれ」

「はぁ……はぁ……あれ？　犯しても良かったのに……体が火照っちゃったよう」

　名残惜しいがここでメイドを抱いていては目的が果たせない。

とりあえず顔と部屋を覚えて今夜夜這いしよう




「ナーティアここか！」

　再び扉を開ける。

「きゃー!!」

　正解だったが、ナーティアも着替えていた。

間髪おかずに色々物が飛んでくる。

だが俺はものともせずに部屋に入って行き、彼女の肩をつかんで真剣な目をする。

これは極めて重要なことなのだ。

「こんな乱暴に……せめて初めては優しく」

「ナーティア薬を作ってくれ」

　ナーティアは何故か硬く目を閉じて震えていたが俺がそう言うとパチリと目を開けた。

「……なんだそれは」

「疫病の薬だ。可愛いセレスティナを悲しませない為にはモルトも救うしかない。それには薬が必要だ」

　そう虫の良い話はないかもしれない。

だがナーティアが失敗しても誰か死ぬ訳でもない。せいぜい髪が抜け落ちる程度だ。

ならばセレスティナに笑顔を戻す為にできることはなんでもするべきだ。

　万に一つの可能性でも百個あたれば少しは望みもでてくる。

種の薄い男とて毎日中に出せば孕ませることもあるだろう。

　ナーティアは咳払いを一つし、何故か俺の頭をポカリと殴る。

痛くはないが理不尽さを感じる。

「……私も疫病の話を聞いてな。何か無いかと思ってちょうどこれを取って来たんだ」

　良く見ればナーティアは旅着から着替えようとしていたようだ。

そういえば最近彼女を見なかったな。どこかに出かけていたらしい。

　ナーティアはテーブルの前に本を広げる。

それはとても古くてカビ臭い。

「これは有名な森エルフの薬師が書いた書物なんだ。故郷にあったのを思い出してな。これに似たような疫病の治療薬が載っているのだが……いかんせん問題が──」

　以心伝心とはこのことだ。やはり彼女は俺の女になるべき女性なのだ。

「よくやった！　お前はやはり素晴らしく良い女だ！」

　思わずナーティアを抱きしめる。

「ぎゃーやめろー！　戻ったばかりだから、汗かいてるから！　抱きしめるな！　おい、膨らますな！　話を聞けーー!!」

　勢い余ってナーティアをベッドに押し倒してしまった。

背中に沢山の視線を感じる。

「うわあ……いよいよみたいよ」

「……開けっぱなしでするなんて大胆です」

「ナーティアさんまでですか、本当に手当たり次第に種を撒き散らしてもう！」

　扉を開けたまま騒いだせいで使用人達が集まってしまったようだ。

一際鋭い視線はセリアだ。寝巻姿なので不機嫌な顔もちょっと可愛らしい。

「違う！　私はまだ抱かれてなどいない！　退け、離れろ、話を聞け──!!」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万九千人　難民二万七千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　四八〇〇名

歩兵三七〇〇　騎兵五〇〇　弓兵三〇〇　砲兵三〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

南部出兵　五七〇〇名

歩兵二千　騎兵五〇〇　弓兵五〇〇　弓騎兵五〇〇　難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（拗ね）カーラ（側室）メル（つるん）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（帰還）ソフィア（愛妾）セクリト（完成）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（泣）モニカ（お付き侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（中庭管理人）アルラウネ（木）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（新天地へ）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（疫病対策）トリスタン（疫病対策）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨六万一千　疫病対策追加（一四六〇）

経験人数五四二人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３１９話　治療薬　♯







「ふーふー」

「ふむ、それであの疫病の正体と治療法はわかったのか？」

　俺を睨みながら息を荒げるナーティア。

股間を何回か蹴りあげられてしまった。ナーティアの細い足が痛まないか心配だ。

「お、犯されるかと思った……ゴホン！　まずはこの本を見てくれ」

　本はカビ臭く表紙やページもかなり変色していた。

相当古い物であることがわかる。

「この本は読めるような読めないような……」

　文字自体は読めるのだが初めて見る言い回しが多用されており文の意味がとれない。

「ここだ。体に無数の出来物、火のような高熱、最後は血を吐いて絶命……多分この病気の事だと思う」

　ナーティアはレオポルトが送ってきた病気の報告と古い本を照らし合わせて言う。

「古ウルホーフ地方──今の帝国東方辺境部だ──で稀に発生、中央平原に来るのは百年に一度──」

　俺は彼女の言葉を遮った。

「病気の詳細は後でいい。まずは治療薬だ。この本で作れるのか？」

　既に疫病は来ているのだから百年だろうが千年だろうがどうでもいい。

ちなみにナーティアが薄着で下を向いているせいで桃色の乳首が見えているのも些細なことだ。

「治療薬の作り方も書かれてはいる」

「ならすぐに作ってくれないか？　金が欲しいなら言い値で払うぞ。男が欲しいというならこの場で用意しよう、もちろん子供も作ってやる」

　治療薬ができればアドルフ達も早々に事態を収拾できるだろうし、何よりモルトを救い、セレスティナに笑顔を戻すこともできるだろう。

「必要以上のお金なんていらない。って最後のは私を抱いて種付けしたいだけだろうが！　変なもの混ぜるな！」

　ポカリと頭を叩かれる。

「オホン。できれば薬の話を早くしませんか？」

　セリアに怒られてしまった。

「話を戻す。作り方はここに全て書かれている。問題なのはその材料だ」

「なるほど、良い薬には良い材料がいるからな。それほど希少なものなのか」

　高価なだけならクレアにも頼んで取り寄せる。

「残念ながら簡単に手に入るような物は何一つない。必要な材料は……【ラミアの体液】【アルラウネの花粉】【魚人の玉】【竜族の生き血】概ねこの四つだ」

「聞いたことも無い材料ばっかりです……クレアさんでも無理そうですね」

　クレアへ手配する為メモしようとしていたセリアが肩を落とす。

「どれも普通に使う材料じゃない。一つ一つ集めていかないといけない……長い旅になるかもしれない」

　はて、俺は少しだけ考えた。

「最初の二つはラーフェンで揃うじゃないか」

　ナーティアの手を引き中庭が見える窓を開ける。

「～♪」

　ラミーが鼻歌を歌いながら庭木に水をやっていた。

じゃれつくようにアルラウネが蔓を伸ばす。

「もーあんたは自分で水飲めるでしょー」

　言いながらもラミーはアルラウネの頭にも水をかける。

「♪」

　気持ち良さそうに体を震わせるアルラウネ。

「ラミアいる！」

　あぁ、かなり前から住んでいるぞ。

「アルラウネもいる！」

　あぁ、普段は動かないから見分けがつかなかったか。

街壁の前にもいっぱいいるぞ。

場所がたっぷりあるせいか最近すごい勢いで増えているんだ。

遠からずラーフェンの全周を埋め尽くすのではなかろうか。城門近くには生えないように言わないとな。

「というかナーティアはラミーと面識が無かったか？　前にラミアがいると大騒ぎしていた気がするぞ」

「そ、そういえば……」

　ナーティアは俺から視線を逸らす。

彼女はしっかりしているようでどこか抜けているんだ。

「で、でもアルラウネは知らなかった！　あの魔物はどんな植物にも擬態できるから一見しただけじゃ──まふ!?」

　ナーティアの頬を揉み解す。問答は時間の無駄だ。

「まずはラミーの愛液だな」

「……体液なんだけど、まぁ愛液でもいいけど」




　庭の手入れをしていたラミーに後ろから抱きつく。

「わっ!?　突然何!?」

　驚くラミーの首筋にキスを繰り返す。

「あっ……あん！　昼間から……？　もう、すけべぇ」

　ラミーは如雨露を置き、屋敷から見えないように小屋の影に入った。

「ふふふ、良い乳だ。乳首も立派に立っているな」

「言わないでよぉ」

　ラミーを押し倒し、乳首を口に含んで少しだけ伸ばす。

鋭い叫びが漏れ、下半身の蛇の部分が暴れた。

その蛇の部分を引き寄せ、性器に指を突っ込む。

「あうん！　いいっ！　そこっ！」

　ラミーは悶え、高まって行く。

「ここがいいか？　それともここか？」

「あーん！　どっちもいいよぉ！」

　口から長い舌を出して悶えるラミー。

そろそろかな。

「ラミー、全部同時に行くぞ。遠慮なく昇るといい」

　俺はラミーの首筋を強く吸い、乳を揉みながら穴をこする。

「んひぃぃぃ──!!」

　ラミーの口から長い舌が飛び出して絶頂の悲鳴が上がる。

同時に穴から大量の蜜が溢れだした。

「はぁはぁ……すごかったぁ」

「ふふ、可愛い絶頂だったよ」

　俺とラミーは互いを見つめ合ってから熱いキスを交わす。

「ところでお願いがあるんだ」

「うん？　なんでも聞いちゃうよ。私の長い舌で尿道攻めようか？　それとも巻きついて全身をぬるぬるしようか？」

　ラミーは俺の腕に抱きついて甘える。

「お前の愛液が欲しいんだ。これからお前を連続で絶頂させてやるから、存分に垂れ流してくれ」

　ナーティアは材料を得られ、ラミーは快楽を得る。そして俺はラミーの痴態を見ることができる。

素晴らしいことだ。

「ちょっと愛液って変態！　嘘、そんな桶に入れるの!?　アソコに指入れないでぇ、恥ずかしいのにお汁止まらないからぁ！」

　容赦無い攻めにラミーは桶一杯の愛液を吐きだして失神したのだった。




　次はアルラウネに花粉を貰わねばならない。

花粉など簡単に出していたはずなのに何故か素直にくれない。

「頼むよ。花粉が必要なんだ」

　中庭に残ったアルラウネ、少し小さめの女ぐらいの人型が俺の股間に手を添える。

「……これが欲しいのか？」

　コクリと頷いたアルラウネは俺のズボンを下げ、花粉のついた枝をとり出した。

「わっぷ」

　花粉を俺の顔に押し当てる。

アルラウネの花粉は吸えば理性など一瞬で吹き飛ぶ強力な媚薬だ。

俺の一物はたちまち天を仰ぐ。

「たまらん！」

　俺は人型を押し倒し、体をまさぐる。

　アルラウネの本体はあくまで木の部分で人型は得物を誘う為に作られたダミーにすぎない。

だが俺が中庭でラミーを抱いたり、メイドを抱いたりするのを見ながらどんどん本物に近くなっている。

　最近は普通に人型の性器を使って行為することもできるのだ。

触手で吸われるのも良いが、やはり女の穴に出すのが一番燃える。

「入れるぞ」

　人型へ挿入するとアルラウネは嬉しそうに触手を絡ませてきた。

花粉のせいで辛抱の出来なくなっている俺は早速腰を動かし始める。

「うむ、熟れた人妻のような良い穴だ……だがちょっと擦れすぎる」

　形は申し分ないのだが当然ながら愛液は出ず、摩擦が強すぎる。

痛みはないが滑った感触が恋しい。

　するとアルラウネは何かに気付いたようにもぞもぞと人型を動かす。

途端、穴が一気に汁で満ちた。

「これは樹液か？　あぁ……すごいぬるぬるだ!!」

　樹液は愛液よりも遥かに粘度が高く、まるで蜂蜜のようだった。

だがその粘つきが快楽をより高めている。

正直、普通の愛液より良いかもしれない。

腰が勝手に動きだす。

アルラウネの人型を抱き締めるようにして凄まじい勢いで腰を使う。

「いいぞ！　最高だ！　素晴らしい！」

　人型が壊れそうな程激しく動く。

アルラウネはそれでも嬉しそうに俺の背中を撫でながらウネウネと穴を動かし続けてくれた。

　やがて俺に限界が訪れるとアルラウネはぎゅっと俺を抱きしめる。

それは女が男の種付けを受け入れる仕草だった。

「うぉぉぉぉぉ!!」

　堤防が決壊したような射精、自分でもやかましい程の音を立てて精が飛び出していく。

　普通の女なら性器から種が逆流するか、腹が妊婦のように膨らんでしまうところだが、人型から本体へ流れ込むようになっているのだろう。いくら出しても変化が無い。

「まだ出る！　いくらでも出るぞ！」

　花粉の影響とアルラウネの穴が気持ち良かったことで際限なく精が飛び出していく。

その間、アルラウネは俺の後頭部を優しく撫でてくる。

前に中庭で抱いた年増メイドがこうしてくれた気がする。見ていたんだな。

　やがて精を出し切った俺の前にアルラウネが桶一杯ありそうな花粉を置いてくれる。

これで花粉も集まった。




　ラミーの汁とアルラウネの花粉を持ってナーティアの元に戻る。

彼女とセリアの冷たい視線はあえて気にしない。

「次の材料、魚人の玉だったか？　名前からは見当もつかん。どんな物でどこにある？」

「魚人とは人魚の変種だ。通常人魚とは上半身がヒト、下半身が魚なのだが魚人はその逆なんだ」

　なぜだろう、簡単すぎる説明なのに脳裏にとても具体的な絵が浮かぶ。

「その魚人が何十年に一度生みだす玉、それが魚人の玉だ。その正体はほとんどわかってないから正直どこにあるのか……人魚の住みそうな湖畔を片っ端から当たるしか──わきゃー!!」

　俺は言い終わる前に彼女を抱き上げて寝室に走る。

「な、何をする！　そっちは寝室!?　この流れで一体何を……あぁもうだめだ……」

「今は大事な話の最中では!?　また発情なさったのですか!?」

　ナーティアもセリアも俺をなんだと思っている。

大事な話の最中に発情したりするものか。

『魚人』と『玉』の単語が俺の頭で結びついたのだ。

　寝室に飛び込んだ俺はナーティアをベッドに放り、戸棚を漁った。

確かこの辺りに仕舞い込んだはずだ。あったこれだ。

「さよなら……私の純潔……」

　目を閉じているナーティアの前に箱を置く。

「これを見てくれ」

「さ、最初は見せつけるのか？　ってなにこれ？」

　ナーティアは赤い顔で薄眼を開いた後、パチパチとまばたきした。

「以前にまぁ色々あって貰ったものだ。確認して見てくれ」

　最初にミルミに会い種付けした時、俺は魚人も抱いた。その時、礼にと変な玉を渡されたのだ。

ぶよぶよと妙に弾力のある玉だったが気持ち悪いのでずっと仕舞いこんでいた。

　ナーティアは咳払いしてから恥ずかしそうに箱に手を伸ばす。

　ちなみにこれまでの反応を俺は見落としていないぞ。

もう強引に迫れば勢いで抱けそうだ。

「こ、これは!?」

「まさか魚人の……ぎゃあああ!!」

「うおっ!?」

　箱を開けたナーティアの後ろから覗きこんだセリアが後ろへひっくり返る。

俺も驚きの声を上げてしまった。

　ぶよぶよしているだけの玉だったはずが、何故が全面から毛が生えている。

しかも毛は微妙に長く縮れているので最高に気持ち悪い。

「これは間違いなく魚人の玉！　しかも熟成されてる！」

　熟成されると縮れ毛が生えるらしい。話が長くなりそうなので突っ込まないが。

「ともあれこれで三つは揃う。最後の材料は……」

　ナーティアは大事そうに玉を仕舞うと肩を落す。

「ドラゴンの生き血……これはもう伝承や伝説に近い話だ。どこを探したらいいか見当もつかない。これだけで人生をかけた大冒険に……」

　俺はナーティアの手に赤黒い欠片を乗せてやった。

「何だこれは」

「ドラゴンの血だ」

　ナーティアは欠片を光にかざし、匂いを嗅ぎ、少しだけ砕いて粉末を舐める。

「ドラゴンの血！　この家は魔境なのか？　なんで希少な素材が全部あるんだ!?」

　ナーティアは無意味に部屋を走り回っている。

無邪気な子供みたいで大変可愛らしいが、埃が立つからやめてくれ。

「あ……でも……」

　ナーティアはぴたりと止まって肩を落とす。

まだ何か問題があるのだろうか？

「これはもう結晶化してしまっている。ドラゴンの血は結晶化してもあらゆる傷を立ちどころに癒す傷薬だ……だがここに書かれている材料は生き血、結晶化する前の新鮮な血で無いといけないんだ」

「そもそもこれを書いた伝説の薬師はよくそんな薬を作れたな」

　疫病が発生したタイミングでちょうどドラゴンが現れないといけないじゃないか。

それこそ滅亡一直線だと思うのだがエルフなら簡単に狩れるのかもしれない。

俺は相当苦労したんだけどな。

「ドラゴンの生き血なんて手に入れようもない。だからこの本を見ても喜べなかったんだ」

　ナーティアは溜息を吐いて項垂れた。

さすがにドラゴンがもう一匹出てくるとは思えない。

だが後一歩なのにここで諦めるのは悔しい。

「無い物は仕方ないから何かで代用できないか試してみよう。ナーティアは薬の調合に入ってくれ」

「ええっと……代用は確かに薬師の基本だけど」

　入手困難な希少材料の代わりに代用品を使うこともあるらしい。

効果が落ちたり余計な副作用が出たりはするが、一応薬が作れることもあるそうだ。

「でもドラゴンの生き血の代用品なんて知らないぞ。それにもし失敗したら……」

　ナーティアの頭を撫でる。

「失敗したって今と何も変わらない。成功したら万々歳なのだからやるだけやろう」

「もし死んでしまうような副作用が出たら……」

　彼女はそれでもまだ怖がっているようだ。

「成功したらお前の手柄で失敗したら俺の不手際、何も心配はいらない」

　ぐしぐしと頭を撫で続ける。

俺が彼女に頼んでいるのだから全部責任を取るのは当然のことだ。

それに九割が死ぬ病気を相手に副作用も何もない。どの道何もしなければ死ぬのだ。

「……むぅ」

　何故か拗ねるセリアも少しだけ撫でてやる。

「代用品として使えそうな物を探そうか。竜っぽい顔をした男を捕まえて血抜きでも……」

　その時、部屋がノックされる。

「なんだ？」

　開けてみるとポチがいた。

ドアを傷付けないように器用に前足の甲でノックしたらしい。

　ポチは俺を見てギャーと鳴く。ピピが呼んでいるのか。

悪いが今は行ってやれない。後で埋め合わせするから……。

「ふむ」

　ポチの顔を撫でる。

首を傾げてギャーと鳴く。

　ポチの鱗を軽く叩く。

困ったようにギャーと鳴く。

　ポチの翼を動かしてみる。

恥ずかしそうにギャーと鳴く。

「ポチの血で代用できないだろうか？」

　ポチはただのでかいトカゲだが、硬い鱗を持ち、翼で空を飛び、火を噴くなどリントブルムで戦ったドラゴンと若干の共通点が無くも無い。

ほんの僅かでも似ていた方が可能性はありそうだ。

こいつはやたらでかくなってきたので少しぐらい血を抜いても平気だろう。

　不穏な気配を感じたのか逃げようとするポチ。

俺はその尻尾を掴み、部屋の中に引きずりこんだ。




「ポチ頑張れ。族長様の為だ」

　駆けつけたピピが頭を撫でるがポチは情けなさそうに鳴く。

奴は今まさに仰向けにひっくり返されて血を抜かれようとしているのだ。

「鱗は硬すぎて何も通らん。どこか鱗の隙間を狙うんだ」

　体を確かめるが重装騎士並に覆われている。

鱗が無いのは目玉と口の中ぐらいだ。

「あっここには鱗がありません」

　セリアが声を出すと同時にポチが暴れ出す。

おいおいそこは……。

「本当だ。ではここから……大丈夫、少し血を抜くだけだからね。怪我にはならないから」

　ナーティアがそう言ってポチを撫でるが動きは止まらない。

「族長様とピピを信じろ」

　ピピにそう言われてやっと大人しくなったポチ……そして鱗の隙間、足の間……もっと言うなら肛門のすぐ近くにナーティアが針を刺す。

　何とも言えない顔で、か細く鳴くポチ。

「そう恥ずかしがるな。俺もしょっちゅうモノを噛まれて血を抜かれているが慣れれば良い物だぞ」

　ブリュンヒルデが最近逸物をよく噛むのだ。

激痛の中の快楽が癖になりつつある。いかん、大きくなってきた。




　こうして無事材料が全て揃い、ナーティアは薬の試作に入る。

大釜でぐつぐつ材料を煮込む彼女は少し不気味だったが何も言うまい。

「とりあえず配合を調整しながら数人分ずつ作ってみたけど、実際に病人に使わないと本当に効くのかわからない」

　大量に作る前にまず、一番効果のある配合を確認する必要があるらしい。

「なら伝令に預けてキサットに届けさせよう。番号でも振っておけば報告してくるはずだ」

「私が行くのが一番早いのに」

　それはだめだ。病気になったらどうする。

「心配しなくてもレオポルトとアドルフがいる。あいつらの報告は正確だよ」




　キサットに伝令を出してから数日後、定時報告では無く緊急の伝令が屋敷に駆けこむ。

「なになに……『治療薬には顕著な効果あり。至急増産し送られたし。尚、番号別の効果率、副作用は後述──』効果があったな。トカゲでもなんとかなるもんだ」

　俺は後述の方も見ようとしたがすごい枚数だったのでそのままナーティアに回す。

これを書いたのは絶対アドルフだ。奴は細かいことまで全部報告して来る。

「ふむふむ、これは予想以上だ。一番良い配合なら血を吐く末期の病人も救命できているし、副作用も全部想定の範囲内だ。まさかトカゲの血で代用してこれほどの効果が出るとは思わなかった」

「本を書いた奴も無駄骨を折ったようだ。トカゲの血で良いのにドラゴンの生き血はないだろう」

「うむむ、この方は偉大な薬師……そんな無駄なことはしないと思うのだが……」

　ちなみにポチは尻穴から血を抜かれる様を皆に見られた恥ずかしさのせいか地下室で丸まって出て来なかった。

ピピと駄犬が一晩慰めてなんとか回復したのだ。

　薬の手柄は九割がナーティア、一割がポチだ。

豚の丸焼きでも贈ってやろう。

「配合も分かったし大量生産に入るよ。しばらく外には出ないから」

「……悪いな。疫病が収まったらなんでも言う事を聞いてやる。頼みを考えておいてくれ」

　そう言うとナーティアは軽く笑う。

「ふふ、もう頼みは決まっているさ」

　そうか、嬉しいよ。俺も全力で応えよう。

微笑み返すとポカリと殴られた。

「違うから股間を膨らますな！　別に礼などいらないさ。苦しむ者を助けるのは当然のことだから」

「そうか……巨根男ならいつでも用意できるんだが。数が必要なら不本意だが何十人の男を用意しても良いぞ」

　もちろんその中に俺も混ざる。

「私をフェルテリスと一緒にするな！　それにどうせ自分が混ざる気なんだろう！　……冒険の前に少しばかりの路銀をくれれば十分だ。両手で持ち切れない物はいらないんだ」

「本当に冒険が好きなんだな」

　ナーティアはもちろんと笑う。

「私の生きがいだから、いつかそれで命を落とすかもしれないが、それも本望と言うものだ」

　推薦状ぐらい容易いことだが、命を落とすとは縁起でもない。

「なに、死にそうになったら俺が助けてやるさ」

　俺は閉じた扉に向けてそう言うのだった。

「ん？　しまった報告はまだあったのか」

　薬の件以外にも何かあったようだ。

『ポルポ王国で大規模な政変があった模様。詳細は不明──』

「飯でも食おう。ポチに何か持って行ってやるか」

　俺は手紙をポケットに仕舞い、食堂へ向かうのだった。

ポルポとはどこだったか。後でセリアに聞いとこう。
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余談　幻の戦艦

ラーフェン近くの池

「まったくこういうのは警備兵の仕事だろ～」

　クリストフは不平を垂れながら同僚の護衛隊員一人とぶらぶら池の周りを歩く。

「領主様が屋敷にいるんだから俺達の出番もないだろ。ちょっとした息抜きと思えよ」

　彼らの任務は領主の護衛、要は近衛隊のような役目だったが、その領主が安全なラーフェンの屋敷にいる時はさほど気を張る事もなかった。

　そこで今は警備隊の手伝いとしてラーフェン郊外の池、水源の見回りをしていたのだ。

「ここに毒でも投げこまれたら一大事だ。水道橋から入ってラーフェン全体がやばくなる」

「そりゃそうだが、周りにこれだけ警備がいるんだ。無理な話だぜ」

　池の周囲には昼夜問わず兵が巡回していた。

今までに捕まった者も何人かいたが、池周囲の森で狩りをしようとしたり、開墾が禁止区画に被ったりと水とは直接関係がない行為ばかりだった。

「それはそうとクリストフ、お前領主様がまだ平民だった頃からの知り合いって話は本当なのか？」

「おう！　俺とエイギルは昔からの友ってやつよ。剣を交えた事もあるんだぜ！」

　クリストフが胸を張る。

「呼び捨てってお前……ばれたら八つ裂きにされるぞ」

「俺とあいつの仲だ。そんな心配はねぇよ」

　同僚の兵士は不思議そうにクリストフを見る。

「すげぇコネだな……本当に不思議でならねぇよ」

「へへ、まぁ大物同士は引き寄せ合うって──」

　同僚の兵士は調子に乗るクリストフの頭を叩く。

「そうじゃねぇよ。領主様の友人で多くの戦場を共にした仲……普通に考えて側近とか将軍になってないとおかしい話だろ？　なんでお前未だに一兵卒なんだよ」

　暑いはずの夏の空気が凍る。

「お、俺はよ、大器晩成？　今はまだ準備期間っていうか……明日から……頑張るっていうか……」

　同僚がクリストフの肩を優しく掴んだ。

「お前……恐ろしく弱いもんな。領主様も出世させてやれねぇよな」

　しばしの無言。

「小便したくなっちまった。ここでやったら本当に縛り首だし、森の外まで出てくるわ」

　同僚はそう言って場を離れる。

　クリストフはその場に三角座りしようとしたが、ふと池の傍に何かが隠されている事に気付いた。

「なんだありゃ」

　近づいてみると木製の小舟だった。

「こ、これはまさか曲者の──これを報告すれば出世できるかもしれねぇ！」

　クリストフは船に取り付き、調べる。

「よく出来た船だが作りは結構荒いな。素人が組み立てたのか？　一体何のために……ん？　文字が彫られてるぞ。なになに『りう〝ぁいあさんⅡ』なんだこりゃ？」

　その時、クリストフの肩に手が置かれる。

「お？　戻ったのか。この怪しい船を見てくれ。こいつを報告すれば俺も部隊長ぐらいには……」

　振り返った先に居たのは同僚ではなく褐色美女だった。

「──見たな」

　森に悲鳴が響く。




夜。

「護衛隊からの報告です。本日は隊の一部を水源警備にあてましたが、その際クリストフが何者かにやられました。頭を打っており記憶がないそうです。ちなみに怪我はしていません」

　セリアの報告に俺は首を捻る。

護衛隊兵士がやられたとなれば曲者の侵入を前提に動くのだがクリストフだけは例外だ。

「はて、あの辺りに危険な動物なんて出たかな？」

「キツネやタヌキかもしれません」

　クリストフがやられた以外に特に変わった事は無かったので詳しい調査はしていないそうだ。

「もしかするとリスかもしれない。前に行った時多かったろう？」

「可愛かったですね」

　俺とセリアは笑い合った。

「クリストフがやられただけなら特に警備を増やす必要もないでしょう」

「……昔の誼もあるし悪い奴じゃない。出世させてやろうとは思っているのだが」

　出世させるにはなにか理由がいる。

百倍に拡大して見てもその理由が無いのだ。

「クリストフが指揮官なんて兵が可哀想です。一生兵卒で良いです」

　セリアはそう言って身を寄せて来る。

「ま、いつも通りの日常と言う奴だな」

「はい、ではそろそろ夜の営みに……」

　セリアを抱きしめてベッドに入る。

やがて部屋に激しい嬌声が響き始めた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万六千人　難民二万六千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　四八〇〇名

歩兵三七〇〇　騎兵五〇〇　弓兵三〇〇　砲兵三〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

南部出兵　五七〇〇名

歩兵二千　騎兵五〇〇　弓兵五〇〇　弓騎兵五〇〇　難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（拗ね）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（慰め）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（量産）ソフィア（愛妾）セクリト（隠ぺい）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（お付き侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（汁取）アルラウネ（花粉取）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（羞恥）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（淫乱エルフ）

部下

セリア（副官）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（疫病対策）トリスタン（疫病対策）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨五万九千　疫病対策追加（二千）

経験人数五四二人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２０話　南の異変







ポルポ王国　王都ポロン　王宮一室

「よく来たなヴィルヘルミナ。お前と二人きりで会うなどいつ以来か」

「お会いできて光栄ですわ。ヘルブラントお兄様」

　ヴィルヘルミナは黒い喪服のスカートを持ちあげて最敬礼する。

ヘルブラント──前ポルポ国王長男にして第一王位継承権者──はふむと一つ頷く。

「喪中故、華美なもてなしはできぬが茶ぐらいは飲んで行け」

「ありがとうございます。私も少しですが茶菓子を持って参りました」

　同じ王族でありながらも皇太子として多忙だったヘルブラントと末娘として一部の儀典に出席するだけだったヴィルヘルミナの関係はあまり深くない。

　そもそも年齢の違いが大きい。

前王は晩年になるまで子を成さなかったが、それでも九十を超える王の長男ヘルブラントは既に齢五十を超え老年に差しかかりつつあった。

　一方のヴィルヘルミナは今年で二十歳、親子のような年齢差だった。

「父の死後、お前が部屋に閉じこもったと聞いて心配していたのだ。お前は父に可愛がられていたから」

「ええ……ですが悲しんでばかりもいられません。王族として国を明日へと導かねばなりませんから」

　ヴィルヘルミナは悲しそうな微笑みを浮かべて言う。

「その通りだ。しかるに愚かな弟共め……王位を簒奪せんと何やらこそこそ企んでおるらしいわ」

　ヘルブラントは舌打ちをし、次期王としては不適切な汚い言葉を口に出した。

「誤解ではないでしょうか？　そのようなことあるはずがございません」

　ヴィルヘルミナが驚いたように言うとヘルブラントは苦笑する。

「はは、無垢なお前にはわからんだろうな。俺もそうあって欲しいとは願うが……」

　ヘルブラントは菓子を一つ口に放り込んでから歳の離れた妹の隣に腰掛け、肩を抱く。

「ヴィルヘルミナ、俺と一緒にポルポを盛りたてていかんか？　お前の事情は噂に聞いているが最早父も無い。王族同士、我らが手を結べば弟共への牽制にもなろう」

　そう言って男は女の肩を優しく撫で、顔を息がかかるほど近くまで寄せる。

ヘルブラントの視線はヴィルヘルミナの首筋と膨らんだ胸元に向けられていた。

「お兄様……」

　ヴィルヘルミナの年齢は二十歳、前王が七十を超えてからつくった子供になり不自然でもある。

彼女の母は若い側室だったが、その母が出産後早々に病死していることもあり王宮内では彼女が間男の種で産んだ子との噂が絶えなかった。

　事実、ヴィルヘルミナの容貌は前王とも他の兄弟の誰とも似ていなかった。

前王も末娘を愛玩動物のように可愛がりはしたが、その才に興味を示すことはなく、意味のある仕事を与えることもなかった。

「俺の物になれ。そうすれば濃い王族の血を与えてやるぞ」

　ヘルブラントはヴィルヘルミナの手を取って軽くさする。

目には明らかに色欲の炎が宿っていた。




「殿下……ヘルブラント殿下……」

　その時扉をノックする音が聞こえる。ヘルブラントは慌ててヴィルヘルミナから体を離した。

大声の許されない喪中なので囁くような声だが焦りの隠せていない声だった。

「何事だ」

　ヴィルヘルミナの対面に座り直したヘルブラントが入室を許可する。

素早く部屋に入った男はヴィルヘルミナを見て少し驚くが、構わずヘルブラントに耳を寄せる。

「なに？　ヨエルが暗殺されただと!?」

　ヘルブラントは喪の禁も忘れて声を上げる。

ヨエルとは第二王子である。

「は……領主共の居る宿場からの帰り道にクロスボウで」

「あの馬鹿、なにをちょろちょろと……いや、それはどうでもいい」

　ヘルブラントはヴィルヘルミナに目をやる。

彼女は口に手を当てて絶句し、目には涙まで浮かべていた。

「一体誰が……奴が死んで利を得るのは継承権三位のマウリッツか？　いや、奴はヨエルと仲が良かった。手を組むことこそあれ暗殺などあり得ん！　険悪だったのは継承権四位のバルファン──だが臆病者のあいつにそんな大それたこと……」

「お兄様──」

「お前は黙っておれ。とりあえずバルファンをここに呼んで問い質す必要があろう。それから使用人の周囲を洗うのだ。ヨエルを殺すならこの俺も狙うに決まっている」

　だがその命令が実行される前に次の男が飛び込んで来る。

「殿下、一大事にございます」

「バルファンが死んだだと!?　食事中に昏倒して……毒殺か!?」

　呆然とするヘルブラントに次の報が飛び込む。

「ま、窓をご覧ください！　マウリッツ殿下のお屋敷から火が出ております！　殿下の安否は不明！」

　慌てて窓を開くと晴れた夏の空にもうもうと黒煙が上がっていた。

屋敷は既に真っ赤な炎に包まれている。

　既に喪の禁もなく全員が大声を張り上げていた。

「マウリッツ殿下のお屋敷に第五王子ダーフィット殿下もいたとの情報がございます」

「な、なんということだ……」

　ヘルブラントはその場に腰を落とす。

家督を争う覚悟をしていた四人の兄弟が一日にして居なくなってしまったのだ。

　ヴィルヘルミナはいつの間にか口を覆うのをやめ感情の無い目で燃え上がる炎を眺めていた。

「ともかく軍を召集しろ！　もはや喪などと言っている場合ではない」

　しかし部下達は困惑した様子のままだ。

「それが王宮内に詰めているはずのワラグッド近衛団長のお姿が見当たらず、リヌーズ将軍も……」

「なら副団長でも良い！　少しは頭を使え!!」

　ついにヘルブラントが怒鳴り、全員が一斉に駆け出していく。

扉を閉めたヘルブラントは二重の鍵をしっかりかけた。

　厚い扉と頑丈な鍵は曲者が来たとしても容易には打ち破れないだろう。

　部屋の中は再び二人だけとなる。

「なんということだ……誰がこんな……大臣か？　それとも大領主のあいつ……いや、自分が王都に来ている今そんな馬鹿なことをするだろうか？　しかし同時に四人などなんという非道──」

　病んだ熊のようにふらふらと部屋を歩き回る五十男。そこにヴィルヘルミナが唐突に言った。

「全員同時にやらねば備える時間を与えてしまうではありませんか」

　突然の声にヘルブラントは驚き歳の離れた妹を見た。

「ヘルブラントお兄様は本当に無知で愚鈍ですのね」




　彼女は──微笑んでいた。




「ヴィルヘルミナ？」

　悠然と足を組んだ彼女はティーカップを傾けながら続ける。

「ふふ、だから他のお兄様方に王位の簒奪など出来ぬと申したではありませんか。既に全員死んでいるのですから」

　その口調は楽しそうですらあった。

「まさかお前が!?　いや、あり得ん。こんな小娘風情に王族が四人も！」

　ヴィルヘルミナは飲み終わったカップを静かにテーブルに戻す。

「他にも居たかしら？　近衛団長はため池の中、リヌーズ将軍は郊外の畑かもしれませんわ」

　彼女が視線を上げた途端、ヘルブラントが尻持ちをつく。

小娘の眼を見て五十男の腰が抜ける。奇怪な光景だった。

「なぜこんなことを！」

「強者が弱者を食うのに理由が必要と？」

　小さな歩幅で歩み寄ったヴィルヘルミナは五十男の前で身を屈める。

「お兄様方は皆凡庸です。国を率いる器ではありません。故に食わせて頂きました」

　女は男の耳を軽く噛む。

「お、お前のような小娘がポルポの王になど──ぎゃっ！」

　言葉を遮ったのは凶行、噛んだ耳たぶを噛み千切ったのだ。

「ポルポの王になど興味はありませんわ。私が欲しいのはもっと大きな国……中央平原の全て……」

　ヴィルヘルミナはヘルブラントの執務机に置かれた地図を見つけて顔を顰める。

それはほとんどポルポ王国しか書かれていない地図だったからだ。

「やはり小さい男、王座は貴方には過ぎたる物」

　地図を破り捨てた彼女は軽やかに部屋を歩く。

悲鳴を上げようとも思ったが機密を守る為の分厚い扉越しに声を上げても届かない。

何より彼女の言葉にできない迫力にただ呆然と眺めるしかなかった。

「弱肉強食はこの世の道理、どうせなら強者として生きたいものですわね」

　まるで草原をスキップするように彼女は歩きそして語る。

「そしてそれはこの国も同じ事。か弱い子ネズミのようにアルテイルに脅え、帝国に脅え……そんな在り方つまらないでしょう？　だから私が作り変えて差し上げます。国も民も何もかも」

　ヴィルヘルミナは夢を語る少女のように楽しそうに語る。

「ヴァンドレアが疫病で混乱している今のうちに軍備を整えないといけません。できれば混乱に乗じて侵攻もしたいところなのですけど、こちらに疫病を持ちこんでしまっては本末転倒、特効薬でもあればもっと近道ができるのに残念ですわ……」

「戯言を……」

　ヘルブラントは気圧されながらも腰を弄り、護身用の短剣を掴む。

そしてヴィルヘルミナが視線を逸らした瞬間に立ちあがり、彼女にそれを突きつけた。

「貴様の母親は父ではなく悪魔の種を受けたらしいな！　だが思い通りにはさせん。この国と民を悪魔の娘に渡す訳にはいかん！」

　ヴィルヘルミナは身長一五〇そこそこと小柄で武術の経験も無い。

いかに頭が切れようと刃物を持った男をどうすることもできないはずだった。

「あら驚いた」

　ヴィルヘルミナは口に手を当てて大げさに言う。

「ペラペラしゃべる前に俺を不意打ちしておくべきだったな。自分語りは俺の死体を相手にすれば良かったのだ」

　ヘルブラントは扉の方へじりじり歩こうとする。

「お兄様もそれぐらい知っているのですね。まったく同意致しますわ。……でも」

　女は再び微笑みを浮かべた。




「私は最初から死者を相手に話していたつもりなのですけれど」




　カランと音を立てて短剣が床に落ちる。

ヘルブラントは拾い直そうとするが出来ず、そのまま床に倒れ込んだ。

「お兄様、家督争いの最中に他の王族から貰った菓子など食べてはいけませんよ？」

　ヴィルヘルミナは残った茶菓子をポケットにしまう。

「ぎ……ぎざ……ど、毒……ぎぎぎ……」

「ただのしびれ薬ですわ。毒で殺したら私が犯人になってしまうではありませんか」

　彼女は床に落ちた短剣を拾い振り上げた。

「無駄話に付き合って頂きありがとうございました。一度思い切り自分語りをしてみたかったのですが、生きている方相手だと恥ずかしくて」

　短剣は躊躇なく振り降ろされる。

「が……ご……ぎぎ……」

　薬で声帯まで痺れているのか悲鳴は上がらない。

「この国と民は私が導きます。お兄様はどうぞ安らかにお眠り下さい」

　再び刃が振り下ろされ、心臓を捉えた。

びくりと一度痙攣したヘルブラントはそのまま二度と動かなくなる。




「……鮮やか過ぎるか」

　彼女は心臓の他にも全身に傷をつけてからテーブルをひっくり返し、花瓶を扉にぶつけて壊す。

「今の音はなんですか？　殿下!?」

　さすがに音が漏れ、衛兵が扉をノックし始めた。

　ヴィルヘルミナは更に音を立てながら部屋を荒らす。

「殿下！　殿下扉を開けて下さい！　おい、打ち破るぞ！」

　ヴィルヘルミナは素早く窓を開け放つと短剣を再び兄の心臓に突き立てた。

間を置かず、木槌で扉を叩き壊して衛兵が突入してくる。

「いやぁぁぁぁお兄様!!　お兄様ぁぁぁ！」

　兄の遺体に縋って泣く末娘がそこにいた。

「で、殿下!?　これはいったい！」

「ヴィルヘルミナ様、一体何があったのですか!?」

「曲者が突然窓から入って来て……お兄様は私を守って戦われたのですが剣を奪われて……あぁどうしてこんなことに！」

　衛兵はヘルブラントの息を確かめるが当然事切れていた。

「窓の外だ追え！　絶対に逃がすな！」

「これで後継者全員が殺された……もうポルポはお終いだ……」




　騒ぎの中、ヴィルヘルミナは衛兵に護衛されて自室に戻る。

「私よりお兄様の仇を追って下さい！　まさか継承権もない小娘を狙うこともないでしょう」

「ですが姫殿下をお一人にする訳には……」

　渋る衛兵の傍に大男が立つ。

「殿下の護衛は私兵の我々がやります。安心してお役目を果たして頂きたい」

　ザフネスは他数人の男と共にヴィルヘルミナを囲むように立つ。

見るからに強そうな男達を見て衛兵も納得し、離れていった。




「効き目が弱い。綱渡りだったぞ」

　ヴィルヘルミナは頷いてから菓子をザフネスに放る。

「知らんよ。俺は買いに行っただけで毒なんてわからん」

　彼女は椅子に深く座り、足を組む。

男の視線が足に来ると、目を細めて威嚇する。

「で、首尾は？」

「上々だ。集まった領主達には襲撃の噂を流した。国軍には逆に領主達の反乱の噂を流してある」

　王位継承権者が皆殺しにされると言う異常事態に軍と領主達の緊張はピークに達している。

何かきっかけがあれば爆発するはずだ。

そしてそのきっかけも既に用意されていた。

「待て！　怪しい奴が逃げたぞ！」

「剣を持っていたぞ！」

「そいつが下手人だ、追え！」

　窓の外から衛兵達の声が聞こえる。

「手筈通り、奴は領主達が居る宿場街に走りこみ自害する」

　血に濡れた剣を持った男が王宮から逃げ去れば疑いの余地はない。

「望みは家族の幸せだったか？　上手く仕事すれば叶えてやろう」

　ヴィルヘルミナは静かに窓を閉じる。

「全てお前の思い通りか？」

「ここまではな。だがまだ始まったばかりだ。安穏とする余裕はない」

　机の上で腕を組む彼女の眼は鋭い光を放っていた。




一週間後。

「新王陛下万歳！」「ヴィルヘルミナ女王陛下万歳！」「女王に栄光あれ！」

　王都の広場にヴィルヘルミナを称える民の喝采が響く。

「気分はどうだ？」

「悪くはないが良くもない。予定通りの結果に小躍りするのもおかしかろう」

　ヴィルヘルミナは民に向けて手を振りながら後ろに控えるザフネスと会話する。

「非道な領主達は王国を乗っ取らんと暗躍し王族を皆殺しにした。唯一残された末姫が軍を率いて悪の領主共を誅した……か。感動的な物語じゃあないか」

「少し黙れ、演説を始める」

　民は静まりヴィルヘルミナは静かに話し始めた。




「例えようもない悲劇がありました──」

　暗く沈んだ声から始まる。

「ポルポは導き手を失い、私は一族全てを失いました」

　広場がシンと静まりかえる。

「勇敢な兵士達の活躍で悪は滅びましたが残ったのは不安に押しつぶされそうな二十歳の小娘です」

　ざわめきが広がる。

「その上、ポルポは小国です。力は弱く国土も少ない。周囲には強大な国家がひしめき、いつ攻めて来るやもしれない……」

　戴冠の場とも思えない悲観的な言葉の連続に集まった民のざわめきが大きくなっていく。

ザフネスも怪訝そうな顔で演説する彼女を見ていた。

「この状況で我が国が生き延びるには何より団結が必要です。貴族、兵士、民、皆が団結し国を支えなければなりません。でなくば我が国は瞬く間に他国に飲み込まれてしまうことでしょう」

　間を置かずヴィルヘルミナは続ける。

「アルテイル神国のように全てを神に支配される生き方を望みますか？」

「ふざけるな！　信じる神ぐらい自分で選ぶ！」

「狂人共の仲間入りはごめんだ！」

　反対の声が上がる。

「では帝国の取るに足らない辺境人としての生き方を望みますか？」

「酷い搾取と聞いているぞ。戦奴なんかになってたまるか！」

「野蛮人共の集団め、何が帝国だ！」

　再び否と声が上がる。

「では我々は団結するしかありません。生き残る為に、私達が私達として生きる為に！」

　ヴィルヘルミナの口調に合わせて場のトーンも上がっていく。

「私などが王位についたことに不満の思いもあるでしょう。混乱の末のですから尚更です。しかしひとまず胸に仕舞って下さい。家が火事になりそうなのです。家人同士で喧嘩をしている場合ではありません」

「くくっ」

　ヴィルヘルミナは涙を浮かべて民や兵士達を見つめる。

ザフネスが思わず笑ってしまったが彼女の表情はまったく変わらない。

「今は争っている場合ではないぞ！」

「若き女王を支えよ！」

「我らの女王を助けるのだ！」

　ヴィルヘルミナは涙を豪奢な衣装の袖で拭う。

「皆さま……本当にありがとう……私、全力を尽くします！」

　喝采の中、大臣達の中には複雑そうな顔をしている者もいた。

彼らは各王子に近しい存在だった者達だった。

「……なぜこのような」

「……ううむ」

　側近として権力の座につけると思った矢先の動乱で計算は吹き飛び、誰だかわからないような小娘が王位についた。不満が出ないはずもない。

「うぉぉぉ──!!　女王万歳！　若き我らの女王万歳!!」

「美しき女王万歳!!」

　一方で大衆や一般兵士は大喝采で迎える。

元々権力から遠い彼らは末娘が王位についたとて実害はないし、むしろ今までの既得権益がひっくり返るのだから好機とも言えた。

　兄達の仇を討った武勇伝もあり、何より若く美しい娘なのだから受けが良い。

美女が涙を拭きながら演説するのと偉そうな老人が痰を絡めながら演説するのでは盛り上がりが違う。

　そして人数は後者が圧倒的に多い。

不満ある者も場に流される形で渋々賞賛を送るしかなかった。

「きっとこの国を強く立派な国にして見せます。皆さま、一緒に頑張りましょう！」

　おおげさな身ぶりで大衆に応えながらヴィルヘルミナは壇上を降りる。

大きな歓声が王都中に響いていた。




　皆から姿が見えなくなるやいなや、彼女の紅潮した肌は色を失い、流れていた涙は乾いた。

「お見事です女王陛下」

「……」

　ヴィルヘルミナは何も言わず王冠をザフネスに放り投げる。

慌てて受け止め、丁寧に置く大男。

「これで概ね民の支持は取り付けただろう。熱気が冷めぬうちに果実を配る。領主共から没収した財の半分を民に配れ」

「いいのか？」

　ザフネスが驚いたように顔を上げた。

「金は惜しいが今しばらく民には踊って貰わねばならんからな。奴らが踊り狂っている間は貴族共も動けまい。その間に体制を整えよう」

「まるで民を道具扱いだな」

　ヴィルヘルミナは足を組み直しながら微かに笑い、否定も肯定もしなかった。

「まずは軍の増強を進める。民が酔っている間に目に見える成果を出す必要がある」

「了解だ陛下。あの熱気なら募兵すれば多く集まるだろう」

　ヴィルヘルミナは自室となった王の私室に中央平原の地図を広げる。

「そして情報だ。片っ端から間諜を出すぞ。アルテイル神国はもちろん、リバティース、ヴァンドレア、モルト……そしてゴルドニアもだ。南部領主ハードレット卿の根拠地、ラーフェンに送り込む」




　ポルポの政変は広く伝わったがアルテイルでさえ何も対応しようとはしなかった。







噂のラーフェン

「あぁぁぁぁ──!!　手を！　手を握ってぇぇぇ！」

「これで……いいかっ！」

　手を握りドスンと強く押し込むとラミーの胴体がピーンと伸びる。

「ひぃぃぃ!!　あぅぅぅっ！　あぁぁ……」

　そのまま意識を失ったラミーにキスをして一物を引き抜く。

本当は中で射精したかったが我慢しなければならない。

「顔で受けてくれ」

　引き抜いた一物を顔前に持って行き、ラミーの綺麗な顔を白濁まみれにする。

「……失礼します」

　失神したラミーから噴き出す愛液を助手の女が桶に受ける。

　彼女は俺とナーティアに雇われた薬作りの助手だ。




　炎痘病特効薬の最適な製法は概ね確立している。

アルラウネの花粉とラミーの愛液を多めに入れる。魚人の玉は煮込んで再利用できる。そしてポチの血はちょっぴりでいいらしい。それでも足りなくなる度に尻から血を取られているらしい。

　アルラウネはいっぱい生えているしいくらでも花粉が出せるが、ラミーの愛液はそうはいかない。

「こんな抱き方をして済まないな」

　ラミーを材料扱いするみたいで気が引ける。

「……僭越ですけど、すごく気持ち良さそうなので良いのではないでしょうか」

　助手の女が桶に溜まった愛液を複雑そうな顔で見ながら言った。

「毎日快楽で気を失うまで可愛がって頂けるのですから女として嬉しいのでは？　少なくとも私なら嬉しいです。……すごい巨根ですし」

　俺は彼女の肩を掴んだ。

「巨根が好きか？」

「巨根嫌いな女なんていません」

　視線が合わさる。

「お前の部屋は別館の二階の奥だったな。今夜鍵を開けていてくれないか？」

「……お待ちしております」

　薬作りは軌道に乗った。

　ちなみに助手の彼女は俺の子を孕むこととなった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 十八万六千人　難民二万五千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

財産　金貨五万七千　疫病対策追加（二千）

経験人数五四三人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２１話 薬を巡って　♯







「ふぅ、今回の分が完成したぞ」

　ナーティアが汗だらけの顔を拭いながら部屋から出て来る。

「ご苦労さん。ほら井戸水で作ったジュースだ。冷えてるぞ」

　俺が果物ジュースを差し出すと彼女は一気に飲み干した。

相当喉が渇いていたようだ。

　無理もない。夏に大釜の前で延々作業していたのだ。

彼女は俺の部下でないにも関わらず頑張ってくれた。精一杯労ってやろう。

「ぬるい風呂を用意してあるから入っておいで。背中も流してやるよ」

「あぁ体中汗まみれだからありがたい。遠慮なく頂こう」

　ナーティアの肩を抱いて風呂へ連れて行く。

　思わず口元が緩むが、無情にも目の前で扉が閉められた。

「何故だ！」

「さりげなく一緒に入ろうとするな！」

　さすがに無理やり入るのは駄目だろう。

残念だが諦めるしかないようだ。

「風呂を出たら俺の部屋に来ないか？　ふかふかのベッドに腕枕もつけるぞ」

「寝るだけですまんだろ！　絶対挿れる気だ！」

　ナーティアと俺は扉を挟んでしばらく言葉を交わす。

服を脱ぐ音に興奮が高まる。

「そう言わず。気持ち良くしてやるから楽しもう。な？」

「そういうのは互いにしっかり愛し合っていないとダメだ！　子供だってできちゃうだろ！」

　うーむ残念だ。

　最後に俺は声のトーンを落として言う。

「ナーティアには本当に感謝している。だが無理はするな」

　扉の反対側に彼女の額が当たる音がした。

「忘れないでくれ。俺にとってお前の薬で助かる何百、何千の命よりもお前の方が大切なんだ。体を壊しそうならすぐに言えよ。何か理由をつけて作業を止める」

「……」

　扉の向こうから何も反応はなかった。

　聞こえていればいいだろうと俺が背を向けた時、囁くような音が聞こえる。

「ありがとう……私にとっても……お前は結構大切だぞ」

　振り返ると扉が少しだけ開き、顔が半分だけ覗いていた。

「ナーティア……」

「え、えいぎる……」

　互いにニコリと微笑んだ。

「その気になってくれたか！」

　俺は服を一気に脱ぐと扉へ突進した。

「なってない！　どうしてそうなる！　台無しだ！」

　扉の隙間から飛び出した白い足に蹴られてしまった。




　俺は追い払われた野良犬のようにスゴスゴと去る。

だが後悔はない。

「ふふふ……蹴られる瞬間、確かに見えたぞ。股間の緑はきちんと手入れされているじゃないか」

　男を意識している証拠だ。

いつかあの茂みに顔を埋めて舐めまくり、肉柱を突っ込むのだ。

それは遠い日ではないだろう。

「わはははは！」

「ぴっ!?」

　高笑いしながら歩いていると可愛い悲鳴が聞こえた。

見れば女の子が数人がかりでキサットへ送る薬の梱包をしていたようだ。

瓶入りなので割れないよう一本一本丁寧に藁に包んで輸送に備えているらしい。

「あ、危ない……落とすかと思った」

「すまんすまん」

　あの瓶は病人にとっては命一つだ。

不用意な事をしてはいけないな。

「これはナーティアが昨日つくった分だな。何人分ぐらいになる？」

「え、えっと……」

　縦五列に横六列で三十……その箱が五つだから一五〇個か。

聞いて悪いが俺の方が早く計算できてしまった。

少女は計算ができないらしく、一本一本数えている。

「あぅぅ……」

　どうやら途中で数がわからなくなったのか泣きそうな顔で最初から数え直していた。

　俺は少女を抱きしめて頭を撫でる。

「もう数えなくて良いよ。仕事の邪魔をして悪かったな」

　さっきから邪魔ばかりしている。

お詫びに今夜計算でも教えてやろう。

「仕事終わってから時間はあるか？　良いことを教えてやろう」

「はうあ!?」

　少女はビクンと震えた。

周りの女性達もざわざわと色めき立つ。

「よ、よろしくお願いします」

　数瞬の躊躇の後、少女は小さく頷いた。

「おう、たっぷり教えてやるぞ。優しく厳しくな」

「ひぇぇ」

　何故か少女は肩を抱いてぷるぷる震えている。

どうして顔まで赤らむのだろうか。

「白昼堂々、童女を手籠めにする話をしないで下さい！」

　セリアに怒られてしまった。理由はわからない。

少女は慌てて仕事に戻る。少し残念そうな顔をしていた。

「手籠め……？　まぁいい。どうしたセリア、俺に可愛がられにきたのか？」

　セリアの頭をぐしゃぐしゃにして顎の下を撫でる。

「ふにゃあ、ごろごろ……ではなく！　キサットからの連絡がありました。執務室においで下さい」

　おおそうか、なら一緒に行こう。

　セリアを肩に担いで歩きだす。

「わあ！　自分の足で歩けます！　お尻を撫でないでください！　お前達も見るな、仕事しろ！」

　暴れるセリアの尻をショートパンツ越しに撫で回す。

本当はペロリと剥いてしまいたいが、使用人の前で生尻を出すのは可哀想だな。

「指を入れないでくださいー！」

「はっはっはっ」




　執務室についた時にはセリアは湿っていた。

執務室にいた奴を見て俺は無言になる。

「あん」

　セリアの穴から指を引き抜く。

「トリスタン、今月の給金は無しだ」

「なんでさ！」

　執務室でお茶を楽しんでいたのはキサットにいるはずのトリスタンだったのだ。

「やかましい。どうせ怠けまくってアドルフに送り返されたんだろうが」

「違うってば、薬が出来たんで向こうも落ち着くし、僕がこっちに戻る事になったのさ」

　本当だろうか怪しいな。

セリア、威嚇してやれ。

「本当だってば睨まないでよ」

「……まぁいい。それでキサットの具合はどうだ？」




　トリスタンの話は大雑把だったが、要点は押さえていた。

　疫病の拡大は現状止まっている事。

　このままの状態を維持すればいずれ終息に向かう事。

　薬の完成でより一層楽観的になっていること。

「僕達は南部以外からの侵入も恐れていたんだけどね」

　リバティースは疫病の侵入を食い止めているらしい。

　モルトは残念ながらもっと悲観的であり、ビアードも疫病禍に襲われているが何故かベセルリンク診療所以外へ続く街道が使えないのでこちらへの無秩序な流入はおこっていない事。

「なんとかこのまま押さえ込めるだろうね。死者の予想は四千～一万、あとは薬の分だけ減らせるかな……アドルフさんはもっと薬を増産して欲しいと言ってたよ。圧倒的に足りてないからね」

「それは無理だ」

　俺は即座に言う。

　薬の材料調合から煮込みまでは極めて繊細な作業なのでナーティアを手伝うこともできない。

煮込みには半日かかり、一回にできるのは先ほどの少女達が詰めていた程度……百五十程度なのだ。

　この暑い中で半日大釜に向かうナーティアは疲労困憊してしまう。

現状の一日一度の製作ですら負担が大きすぎるぐらいなのだ。

「減産はありえるかもしれないがこれ以上増やすことは不可能だ」

「『増やして』『はいよ』って訳にいかないのはわかってたけどね。増産できるならとっくにやってるだろうし」

　トリスタンは最初からわかっていたのか食い下がりはしなかった。

　次は俺からの頼みごとだ。

「ところで出来る薬の一部をモルトにも回したいと思うのだが」

　トリスタンが机に突っ伏す。

「あのさあ……今の話はなんだったんだい？　薬が足りないから増やせないかって話をしてたはずだけど」

　それはわかっているがセレスティナが困っているのだから助けないといけないだろう。

「言ってることが無茶苦茶だよ……」

「ナーティアに無理はさせたくない。セレスティナを助けたい。別におかしくないだろう？」

　トリスタンは大きな大きな溜息をつく。

「そうだね……判断基準が女性中心ならおかしくないね」

「ははは、女が中心なのは当然だろう。優先順位は身内の女、次に知り合いの女、そしてまだ見ぬ女、最後が女以外だ。何を言っている」

　ルーシィは例外だ。

最近セリアが何かに気付いている気がするんだよな。

「ほんと何言ってんだか……とりあえずアドルフさんには伝えとくよ。そもそも貴方が命令したなら審議の余地は無い訳だし」

「ん、奴を納得させる素晴らしい手紙を送っておけ。それがお前の仕事だ」

「そんな無茶な……」

　次回の分から少しずつモルトに回すとしよう。

「あの、クレアさんが疫病の特効薬を言い値で買うので僅かでも売って欲しいと言ってきてますが」

「「だめだ」」

　俺とトリスタンの声が被る。

「言い値で買っても百倍にして売るつもりだよあの人は」

「そこらへんクレアは容赦ないからな」

　さすがに金持ちだけ優先して助けるようなことになれば民の不満が爆発するだろう。

　ちなみに現在、薬の配分はアドルフに一任している。

なるべく女を助けろと言ってあるがどこまで守っているのか心配だ。

　セリアも当然だと頷く。だが一つ言い忘れていた。

「もし万が一、クレアやローリィ自身が病気になったらすぐに言えと伝えておいてくれ。どこに居ても俺が薬を持って行ってやる」

　彼女達は俺に抱かれてくれた女だ。

金の為にはやれないが、命の危機となれば民の命よりも優先する。

「はい。ち、ちなみに……もし私が病気になったら……」

　俺はセリアを抱き締める。

「怖い事言わないでくれ。もしお前が病気になったら薬を全部使ってから治るまで抱きしめて離さないぞ」

「嬉しいですエイギル様！」

　俺とセリアは抱きしめ合い、自然とキスが始まった。

「……じゃ僕は仕事してくるね」

　珍しくトリスタンが素直に仕事に向かう。

だがそんなこともうどうでもいいのだ。

「セリア……セリア……」

「エイギル様……大好きです……」

　抱きしめ合い、服を脱がし合う俺達。

「今日は後ろからやってみよう。テーブルに手をつくんだ」

　セリアを全裸にしてテーブルに手をつかせ、ツルツルの尻を一撫でする。

外に居る事が多いセリアは夏になると健康的に日焼けする。

だが可愛い尻は真っ白なままだ。

「立ったまま後ろから……なんだかドキドキします」

「ふふ、すぐに考える余裕もなくなる」

　突き出された尻に口をつけて唾液を送り込む。

「あぅ！」

　丁寧な愛撫はしない。

俺もセリアも早く繋がることを望んでいた。

　セリアの穴を唾液だらけにした俺は立ちあがって肉棒をそこに押し当てる。

「あっ……入ります」

　肉棒は大きく膨らんでいたが唾液のおかげでぬめりは十分だ。

しかもセリアの穴は俺のモノを何度も受け入れているので見た目以上に拡がるのだ。

「お前がアレをしょっちゅうやるから、ガバガバにならないか心配だよ」

「アレ、エイギル様が夢中になってくれるから好きなんです……」

　アレとは行為中に首筋を噛む行為だ。

セリアは隙あらば狙って来るし、噛まれてしまうと俺の意志に反して男根が一気に膨らんでしまう。

やる度に彼女は悲鳴を上げて苦しがるのにそれでもまたやってくるのだ。

「悪い娘だ。お仕置きしてやる」

「はい、罰を受けます」

　ふりふり揺れる尻を掴み、腰を押し出す。

俺達は立ったままの後背位で繋がった。

　肉棒は一気にセリアの胎内に侵入して奥の壁に当たった。

「あぐっ！　一気に奥まで入った！」

「おぉ、気持ちいいぞ」

　肉棒の半分ほどが埋まっている。

セリアも大きくなったものだ。最初の頃は三分の一ぐらいしか入らなかったのに。

「まだ穴はぎちぎちだな。痛くないか？」

「すごく拡がってます。でも痛くは無いです」

　なら遠慮はいらない。

俺は引き締まった尻を両手で掴み腰を前後に動かす。

「大きいです……太いです……んんーーー!!」

　可愛い喘ぎを上げるセリア。少し遊んでやろう。

　入口近くの感じる場所を肉傘で細かく擦る。

「あっ！　あぅっ！　あぁっ！」

　短く高い声が出る。

　次に奥の方を突き上げてみる。

「あぐぅ、ああぁ！　んひぃ！」

　やや低い吠えるような喘ぎが出る。

　最後は入り口まで抜いてゆっくり一番奥まで進んでいく。

「んあぁぁ……」

　小さいが長く続く喘ぎが出た。

「遊んでますね!?　ひどいです！」

「はは、気付かれたか。じゃあ次はこれだ」

　自分の指を舐めて丸見えの尻穴に当てた。

「あっ!?」

　反応する間もなく指をすぼまった穴に押し込む。

途端、セリアはピンと背中を伸ばして声を上げた。

「お尻に指がぁ……変な感じ……」

　セリアの顔を覗いてみるが痛そうではない。

半開きになった口からテーブルに唾液が垂れている所から見ても十分に快楽を得ている。

「このまま動くぞ」

　返事は聞かず、腰の動きを激しくする。

　肉穴を攻める男根と尻穴に入った指のせいでセリアの膝が崩れかけるが、普段の訓練のおかげかなんとか踏ん張ったようだ。

俺の動きに合わせて腰をこちらに押し当ててくれる。

「良いぞセリア、本当に気持ちいい。良い女になったなぁ」

「嬉しいです！　もっともっとエイギル様好みの女になります。その為にはもっとおっぱいが……」

　立ったままの後背位だと繋がるのは性器だけだ。

だが密着出来ない分、俺達は言葉を交わし愛を囁きながら高まって行った。

　腰の動きはどんどん激しくなり、床に垂れる汁も増えていく。

喘ぎは絶叫と区別がつかなくなり、尻に入る指も三本に増えた。

　遂にセリアが限界を迎えた。

一際大きな喘ぎと同時に膝が崩れ、太ももに潮がかかる。

「もうだめです！　とんじゃいますぅ!!」

　テーブルに寄りかかった彼女は深く絶頂したようだ。

元々締まりの良いセリアの穴が男根を激しく締め上げる。

「はぁはぁ……あれ？」

　セリアが怪訝そうな顔でこちらを見た。

胎内にも体にも種汁が飛ばないことを疑問に思ったのだろう。

　俺を満足させられなかったのかと不安そうな顔になるセリア。

違うぞ。俺も本来なら出していた所を我慢しているんだ。

「飲ませたい。飲んでくれセリア」

　不安そうな顔が明るくなる。

「もちろんです！　すぅーはぁー……どうぞ」

　一つ深呼吸してから俺の足元に跪くセリア。

彼女の頭を掴み最高潮のままの男根を喉奥へと入れていく。

「んぼ……んごご……」

　肉棒はどんどん侵入し、セリアの喉ごしに俺の形がわかるほどだ。

　根元まで押し込み、出すぞと合図に髪を撫で上げる。

「んぐ……」

　微笑むセリア、射精が始まった。

「おぉぉ……セリアが可愛かったせいで濃いのが出るぞ。すまん止まらん」

「んんんーーー!!」

　男根はセリアの喉を通してわかるほど激しく脈打っている。

感触から言っても固形のような濃い種が大量に出ているはずだ。

　種は直接セリアの胃袋に送り込まれているだろう。

喉は男根で完全に埋められ、息継ぎもできない。

その為に彼女は深呼吸したのだ。

　セリアは俺の腰に手を回し必死に種を受け入れていく。

だが徐々に顔が苦しそうになっていく。息が切れて来たのだ。

まだ射精は終わりそうにない。

「よし、一旦抜いて顔にかけよう」

「んーんー！」

　だがセリアは頭を振って拒絶する。全部飲み切ると言うのだ。

「息が続かんだろう」

「んーー！」

　真っ赤な顔で拒否し、腰を掴む力を強める。

その健気な仕草に種の勢いがますます止まらなくなってしまう。

　射精はセリアの息が限界を迎える直前まで続き、彼女が意識を失う寸前でようやく終わった。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　床に手を付き息を荒げるセリア。

「大丈夫か？　無理をするからだ」

　その頭を優しく撫でる。

「飲みきりました！　エイギル様の種を全部飲みました！」

　嬉しそうに立ち上がるセリア、その腹はドカ食いした直後のようにぽっこりしている。

本当によくあの量を飲んだものだ。

「ありがとう気持ち良かったよ」

　セリアとキスをする。……当然だが精の臭いがすごいな。

「これからも飲ませたい時は遠慮なく言って下さい。いつでも飲みます」




「あ、あのぉ」

　抱き合う俺達の後ろから困ったような声がかかった。

「ひゃあ！」

「おうポルテか」

　セリアは散らばる服で体を隠し、ソファの後ろに飛び込んだ。

俺は全裸のままでポルテに挨拶する。

「……そ、外で待っていたのですが、これ以上は仕事に差し触ると思ったので……」

　うむ、今は緊急の事が多いからな。肝心な事はもう終わったし問題はないだろう。

「大有りです！　勝手に入らないで下さい！」

　セリアがソファの後ろから顔だけ出して怒鳴る。

「で、でもここは寝室じゃなくて執務室なんですけど」

　ポルテは困ったように反論する。

「それに廊下に面談予定の方が並び始めていましたので止む無く……」

　赤いセリアの顔が青くなった。

「い、いっぱいいるんですか!?」

「それなりに……」

「聞こえてたんですか!?」

「防音とは言えさすがにあれだけ叫ばれると……」

　セリアは無言のまま服を着て窓を開ける。廊下から逃げ出す勇気はないらしい。

「おい！」

　止めるのも聞かず二階から跳躍、器用に体を捻って着地し、走り去ってしまった。

「ズボンを忘れてるぞ！」

　セリアはパンツ丸出しで走り去ってしまった。

まったく元気な奴だ。

「さて、仕事の話だったか」

　やれやれと呟いてから椅子に座ってポルテに微笑む。

「は、はい……ですがその前に……」

　ポルテが恥ずかしそうに指差す。

「とてもご立派ですけど……隠して頂けると助かります」

　肉棒が飛び出したままだった。いかんいかん、これで面談したら変態領主だと思われる所だった。

　恥ずかしそうなポルテの顔を見て少しだけ大きくなる。

「早く隠して下さい！」

　わざとらしく見せつけると彼女は顔を覆ってしまった。




同時刻　ラーフェン近郊

「ザン＝ドラからラーフェンまで馬で僅か一日、馬車用に整備された街道有。物流も極めて盛ん……と」

　何の特徴もない一般的な旅装束を纏った女は口に出しながらメモをとる。

「ラーフェンは大規模ながら構造は簡素で要塞としての機能は低い……か」

「わーすごいね兄ちゃん！　これがラーフェンなんだー！」

「だろう？　俺も初めて見た時はこんな巨大な──」

　田舎から出て来たのかラーフェンを見て騒ぐ者達に紛れ、女は街周辺の地形をスケッチする。

「これでよしと。さてここからが肝心、ヴィルヘルミナ陛下からの最優先命令……」

　女は息を吐き、目つきを鋭くする。

「噂通り、炎痘病の特効薬があるならハードレット領中心のここね。なんとしても情報を持ち帰らないと」

　彼女はヴィルヘルミナが放った間諜の一人だ。

　指令は間諜としては当たり前のもので、街道・橋の詳細、街の規模や防衛状況調査、軍の兵力把握などであったが、それ以外にも最優先の命令を抱えていた。

『炎痘病に効く薬の情報があれば他の任務を中断してでも調査すること』

「根も葉もない噂がほとんどだけど、あれだけ大規模な診療所があるからにはひょっとするかも」

　女は鋭くなった目をこすり、平凡な旅の女の顔に戻る。

　そして周りの者と同じくラーフェンに驚く声を上げながら門をくぐって行ったのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二四五〇〇人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　四八〇〇名

歩兵三七〇〇　騎兵五〇〇　弓兵三〇〇　砲兵三〇〇

大砲二六門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一〇両

南部出兵　五七〇〇名

歩兵二千　騎兵五〇〇　弓兵五〇〇　弓騎兵五〇〇　難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（休息）ソフィア（愛妾）セクリト（釣り）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（お付き侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（植物）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（貧血）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（乱交エルフ）

部下

セリア（パンツ丸出）マイラ（治安官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（疫病対策）トリスタン（疫病対策）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨五万六千　疫病対策追加（千）

経験人数五四三人　産ませた子六六人＋五五五匹

本当はもう少し書きたかったのですがセリアを書いて余力がなくなりました。

題名と少し矛盾しますがご容赦下さい。

次こそは話を一気に進めたいですね。










第３２２話　女スパイ参上　♯　　ラフ画公開

ラフ画公開致します。

王国へ続く道①と同じく日陰影次さんに描いて頂きました。

尚、王国へ続く道②は一二／二二発売となります。

何卒よろしくお願いします。

セリア




ノンナ







メリッサ







クラウディア
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　キサットへ向かう馬車がカラカラと小気味良い車輪の音と共に走り去る。

それを住民達が物珍しそうに眺めていた。

　疫病禍が知られていることもあり、ラーフェンから南部へ向かう馬車の数はかなり減ったがそれでも珍しいといえる程ではない。

　注目を集める原因は分かっている。

「全員気を抜くなよ。この馬車を狙った賊には情け無用、全員首を刎ねるのだ！」

　馬車に完全武装の騎兵数十が伴っているせいだ。

まるで王でも乗っているかのような警備だが、それも仕方ない。

　何しろあの馬車には厳重に梱包された炎痘病の特効薬が積まれている。

病人達の命であり、ナーティアが汗だくになって作り上げた薬を万が一にも賊に奪われてはならない。

「すげぇ警備だな。領主様か奥様が乗ってるのかな？」

「いや、領主様はさっき娼館街を歩いてたぜ」

　見られていたのか。

新しい娘が入ったらしいので顔を見に行ったのだ。

頼むから街であまりしゃべるなよ。ノンナの耳に入ったらへそを曲げる。

「あの馬車は薬を積んで南へ行くらしいぜ。なんだっけな炎痘病だっけか」

「あー南の方で流行ってるっていう？　噂じゃやばい病気らしいなぁ」

　ラーフェン市民は炎痘病について実感はほとんどないようだった。

このまま知らないに越した事はないんだが。

「あれ？　護衛付きがもう一台出るぞ」

「もういいだろ、それよりさっさと仕事行こうぜ。二人そろって遅刻かましたら親方が切れちまう」

　二人の男は欠伸をしながら職人街の方へ向かって歩いて行く。

　もう一台はモルトへ向かう馬車だ。

毎日生産される一五〇の薬のうち、三十をモルトに回すとなんとかアドルフに納得させたのだ。

「街道の修復までに薬を届けることで西からの侵入を留める──だったか」

　説得の理屈を考えたのはトリスタンだ。

怠ける暇がないように尻を叩きまくったのだ。

「散々嫌味を言われたな」

　レオポルトとアドルフの嫌味に満ちた報告書はセリアに回した。

読んでる内にセリアが怒ってしまう程だったらしい。

「だがたった三十だ。セレスティナにもどう言っていいのかわからん」

　アドルフに『これ以上は絶対に無理、やるなら自分を解雇してくれ』とまで言われては仕方ない。

「これだから内政だのは嫌いなんだ。調整ばかりで決着がつかん。敵を叩き潰せば勝てる戦争の方がいい」

　苛立ちが動きに出てしまった。




「ひぐっ！　痛い……」

「悪い、つい力が入ってしまった」

　俺は組み敷いた女に謝り、動きを止める。

「いえ、領主様は優しいのですが、お道具が凄いので少しの動きで穴が軋むんです」

　女は気にしてないと微笑みキスをしてくれる。

俺は安心して再び腰をゆっくりと動かし始めた。

　本当は薬の出荷が滞りなく行われているか見届けに出て来たのだ。

だがいつの間にか色っぽい女と目が合い、今は上に乗っている。

彼女は田舎から出稼ぎに来たのだが、淫乱の気があり休日は男漁りに精を出しているそうだ。

「む、そろそろ出そうだ」

「今日は危険日だわ。でも領主様の種ならいっか。どうぞお出し下さい。ただ嘘でもいいので──」

　俺は最後に奥まで腰を打ちこみ、耳元で女の名を呼ぶ。

「愛している。俺の子供を産んでくれ」

「ぁぁぁ……産みますぅ!!」

　ぎゅっと全身で抱きついて来る女に遠慮なく種を注ぐ。

今日初めて会った女に種付けしてしまった。まぁこれも縁と言うものだ。

「出続けてるぅ……止まらないぃ」

　抱きついたままか細い声を上げる女に種を注ぎ続け、確実に卵を奪ってからキスをしてその場を去る。




「ここにおられましたか！　視察にいらっしゃるはずが姿が見えないので心配しました！」

　女の家を出た所で輸送隊の指揮官に声をかけられる。

「あぁすまん。ちゃんと見ていたよ。あれだけの警備なら大丈夫だろう。まさか軍隊が奪いに来る訳でもあるまいしな。気は抜かずに行って来い」

「はっ！　では輸送隊の指揮に戻ります」

　指揮官は騎乗して去って行く。

　嘘は言ってない。女に乗りながら小窓から見ていたからな。

「セレスティナと話さないとな、悲しまないと良いが……」

　セレスティナが笑うと楽しくなるし、泣かれると俺まで涙が出そうになる。彼女の持つ不思議な力だ。




「ねぇ貴方」

　屋敷に戻ろうとする俺に声がかけられる。

「ん？」

　振り返ると帽子を深く被った女が立っていた。

　背丈は百六十ぐらい、胸がやや大きい他、体型にこれといった特徴は無い。

髪と目の色もこの辺りで良く見る色だ。

「貴方、今の馬車のこと何か知ってる？」

「まあな」

　そりゃ俺が命令したのだから。

「そっか、ちょっと話を聞かせて欲しいんだけどさ。今時間ある？」

　女が帽子をとってやや上目使いに俺を見る。

特徴のない格好だと思っていたが訂正しなければならない。

細い眉にやや鋭い目、知的な感じの美女だった。

　だが俺は屋敷に戻らないといけない。視察から戻らないとセリアが探しに来るだろう。

「もちろんだ。なんでも聞いてくれ」

　おかしいな。心と口が別々のことを話したぞ。

「それじゃ食事でもしながらお願い」

　ゆっくり話している時間は無いのだが。

「美女と食事なんて楽しみだ」

　あれ？　おかしいな。

　俺達は近場の酒場──昼なので食事を提供している店に入る。

さすがにレティシアの店は避けた。カーラやメルでもいたら大変なことになるからな。

「貴方ってあの馬車に関係ある仕事してるのよね？　指揮官みたいな男と話してたけど」

「あー、まぁ輸送に関する事とか色々だな」

　俺の命令で輸送が開始されたのだから嘘ではない。

例え命令書をセリアが代筆して判まで押していようともだ。

「輸送……物流手配の役人か何かか……それにしては随分ガタイいいわね」

「体一つで成り上がったからな」

『見るか？』と服を肌蹴ようとすると『いらない』と止められた。

「武勲で取り立てられて慣れない事務仕事……頭弱そうだし狙い目ね」

　女は何かブツブツ言っている。聞き取れないが取り合えず微笑もう。

「オホン。じゃ早速だけどさっきの馬車のこと教えてくれない？」

　キリッとした目が素晴らしい。可愛いというより美人だ。

「ベセルリンクの治療所へ物資を運ぶ馬車だよ」

　ベセルリンク治療所の話は秘密でもなんでもない。

だが変な事に興味を持つ女だな。

「それにしては警備が厳重過ぎないかしら？　王侯貴族並の警備体制じゃない」

　薬の話も隠しようが無い話だが、無意味に言いふらすなとトリスタンが言っていたからな……。

「話してくれたらお礼はするわ」

　女は上着を軽く開いた。

チャリンと音がしたがそんなことはどうでもいい。

肝心なのは胸の谷間、しかも夏の暑さで汗ばんで色っぽい。

「あら……ふふっ」

　女は俺の視線に気付いたのだろう、わざとらしく椅子を引き足を組み変える。

黒の下着が一瞬、しかし確実に見える。

「夏も盛り、暑いわね」

　更にパタパタ胸元を広げる。

「あれは炎痘病の薬だよ。数が少ないから奪おうなんて馬鹿な真似ができないように警備が厳重なんだ」

　女の目が一気に丸く大きくなったが、すぐに取り繕うように何度か瞬きする。

「にせ薬じゃないの？　南部じゃ訳の分かんない薬が沢山出回ってるけど」

　俺は少しムッとする。

ナーティアが端正込めた薬がにせ薬のはずがない。

「紛い物を軍隊が護衛する訳無いだろ。効果は確認済みだ」

　俺の機嫌を損ねたのが分かったのか、女は素直に謝り手を重ねて来る。

「ごめん、疑うわけじゃないの。大事なことだったからさ」

　言いながらも手をすりすりと動かす。怒気は消し飛んでしまった。

「あの薬の材料とか製法ってわかる？」

「おいおい、そんなペラペラ話せる訳がないだろう」

　俺はそう言ってお茶を飲み干す。

さすがにそこまで教えてはいかんだろう。と言うよりも詳しく覚えてない。

「ふむ、まだ時間あるかしら」

「説得しても無意味だぞ」

　俺は意志の強い男なのだ。

「ま、そう言わず。ちょっと説得されて見てよ」

　女が俺の腕を掴んで向かったのか簡易宿──要は連れ込み宿だった。

　俺は意志は強いが男なのだ。故についていくしかない。




　宿に入るなり女は俺に見せつけるように服を脱いで行く。

最初の印象通り、胸はやや大きめだが乳首は桃色で小さい。

体は引き締まり、くびれもはっきりわかる。

すらり長い脚も美人系の顔に似合っている。

「知っている範囲でいいの。薬について教えてくれたら私の体をあげるわ」

　なんという卑劣な誘惑だ。男の下半身を人質に取るとは。

「もちろんお金も上げる。貴方は私を玩具にできる上にお金も手に入るのよ。悪くないでしょ？」

　金はどうでもいいが彼女の美しい唇を奪い、長い足を抱えて股に肉棒を突っ込めるのか。

「ふふ、こっちは答えが出てるみたいね」

　大きく盛り上がったズボンを見て彼女は微笑む。

「前払いしてあげる。最後までしたかったら……話してね」

　女は俺をベッドに腰掛けさせ、ズボンを降ろした。

「口には少し自信があるからすぐにしゃべらせて────うわでかっ！」

　いつもながら女の驚く声が心地良い。

「こんなに大きな男いるんだ……うっ、まだ大きくなってる」

　女は肉棒に抱きつくように身を寄せて先端を舐め始めた。

「おぉ……」

「どう？　結構いいでしょ？」

　大きめの乳が肉棒に押し当たり小さな乳首の硬さを感じる。

先端を這いまわる舌も確実に男の弱点を攻めて来る。

　よく考えたら材料はほとんど手に入らない物だったはずだ。

つまり彼女に教えても問題ないと言うことになる。

「教えてくれないと射精は無しよ。穴も使わせてあげない。ね、言っちゃおう？」

　女は先端にキスをして舌を尿道にねじ入れるように動かす。

「材料は──」

　女が微笑み、口いっぱいに肉棒を咥えこんでいく。

俺は肉傘を刺激する口愛撫に降伏してしまった。

「まずラミーの愛液だ」

「ラミー？　人の名前……つまり女の愛液ね？」

「それから確か木の花粉だ」

「木の花粉？　スギとかでもいいのかしら」

「後は縮れ毛の生えた玉が必要だ」

「それって……男の睾丸じゃないの？　そんな材料どうやって」

「最後にトカゲの生き血だ。でかい奴がいい」

「大トカゲの生き血……やっとそれっぽいのが出たわね」

「それを混ぜ合わせて半日煮込む。玉だけは再利用できるらしい」

「……なるほど」

　女は裸のままメモをとっている。

「俺の知っていることはそんなもんだ」

「ふむ、これなら普通につくれそう……」

　俺は全裸のまま考え込んでいる彼女に後ろから抱きつく。

「さあ話はしたぞ。ご褒美をくれ」

　返事を聞く前に女体を持ちあげてベッドに転がす。

「わかってるわよ。ゆっくりしなさいよね……貴方のでっかいんだから」

　頷きながら女の股を開かせ一物を当てる。

「少し湿っているな」

「言わないで、筋肉質な男は好みなのよ」

　嬉しくなり、キスをしながら女の手をとって胸板を触らせる。

湿り気が少し増えたようだ。

「行くぞ」

「ええ……あぁぁぁぁ！　ぎちぎちいってるわ！　大き過ぎて苦しい！」

「すまん、少しだけ辛抱してくれ」

　首筋を舐め、肉豆を擦りながらゆっくり入れて行くが女の顔は歪んでしまう。

彼女は処女ではなかったが最近はご無沙汰だったのか穴が閉じてしまっていたのだ。

ご無沙汰の女を拡げるには俺の肉棒は太すぎた。

「もう少しで奥まで入る」

　彼女の両肩を抱いて腰を押し込む。

　ギチリと肉が軋む音と共に先端が彼女の最奥に当たる。

「うあっ！　は、はいった……少しだけ動かないで」

　彼女は硬く目を閉じて衝撃に耐えながら俺の肩や胸板を撫でて来る。

本当に筋肉が好きなんだな。

「ここも自信があるぞ」

　割れた腹筋を触らせてやるとそちらの方が良かったのか少し嬉しそうな顔になった。

彼女はがっちりと抱いてやった方がよさそうだ。

　彼女と結合したままベッドの端に腰かけて対面座位となる。

「このままゆっくり揺するから抱きつくなり噛みつくなり好きにしろ。但し首筋はダメだぞ」

「うん……あっ！　太いのが出たり入ったりする……すごい、こんな太いの初めて！」

　苦痛に耐えていた表情が徐々に緩み、やがて快楽の顔に変わって行く。

「一緒に気持ち良くなろう。ここはどうだ？」

　入口近くにある女の弱点をこすると、彼女は嬌声を上げて仰け反った。

普通の反応だ。ここではないらしい。

「こういうのは？」

　大きな動きで奥を突いてみる。

「ああっ！　それいい！」

　女は俺の肩に噛みつき腕をさすってくる。

結構好きなようだがここも違うか。

「おっと」

　きつい穴をかきまわしていたので思った以上に高まっていたようだ。

唐突に射精しそうになり、腹に力を入れてこらえる。

「あっ！　急に中に膨らんで……あああっ!!」

　女が悲鳴を上げて舌を出し、そのまま後ろへ倒れそうになってしまった。

中で膨らませるのがいいのか。面白い感じ方だな。

「ふふ、弱点を見つけたぞ」

　俺は座位を止めて正常位でのしかかり肉棒を一番深くまで押し込む。

「ふん」

　更に腹に力を入れて肉棒を膨らませる。

「やあぁぁぁ！　わざとやってるの!?」

　足をばたつかせる女を押さえ付けて腰を激しく動かし、再び一番奥で止めて一物を膨らませる。

「ひぃぃぃぃ！」

　両足がピンと伸びた後、腹が温かくなる。

女が潮を噴いたのだ。

　もうそろそろいいだろう。

「さて、俺からも質問をしよう。お前は何者だ？」

「ふえ？」

　熱に浮かされた顔でこちらを見る女。

「馬車に興味があるぐらいならともかく、薬の製法だの材料だの聞いてくるのは普通じゃない」

　トリスタンも薬の噂が立てば嗅ぎ回る奴らが多くなるだろうと言っていた。

　他の貴族か大商人か……もしかしたら他国からの間諜かもしれない。

「私は普通の旅人だから！　ちょっと興味があっただけだから！」

「隠すな隠すな。ちょっと興味があるぐらいで金を払ったり体を許したりはしないだろう」

　顔色を無くして逃げようとする女の腰を掴む。

「さあ話してくれ。悪いようにはしないから──ふん！」

　腹に力を入れてもう一度膨らませる。

「あひぃ！　だ、ダメなの言えないのっ！　うきゃっ！　んひぃ！　ひゃあぁ！」

「そらそら言ってしまえ。さもないと中途半端にやめてしまうぞ？」

　何度も一物を膨らませながら首筋を舐めまわす。

　乳首を優しくつねったところで遂に女が口を割る。

「み、南！　南から来たの！」

「南？　ヴァンドレアか？」

　普通に考えれば俺と戦争したことのあるヴァンドレアが一番怪しい。

「そ、それは言えない！」

　まだ抵抗するつもりのようだ。俺は女に耳を寄せる。

「もし口を割ればもっとすごくしてやるぞ。男が種を出す瞬間、肉棒がどうなるか知っているだろう？」

「あぁぁぁ……ふ、膨らむ……出る瞬間はすっごい膨らむの……この巨根が膨らんだらどうなるの……？」

「さあどうなるんだろうな。想像してみろ」

　妄想を加速させるように女の腹をゆっくり撫で上げる。

「あ……あ……あ……」

　種を出せば妊娠の可能性もある訳だが彼女はもうそこまで頭が回っていない。

「そらっ！」

　女を抱え上げ、持ち上げて突く。

彼女は俺にしがみ付かざるを得ず、胸板や腹筋に密着することになる。

「どこから来た？　誰に言われて来た？　さあ言え！」

　大きい動きを繰り返す。既に俺の方も限界であり最後の膨張が始まっている。

「ダメ……こんなの耐えられない！　もう全部吐いちゃう、全部出ちゃうぅぅぅ!!」

「うぉぉぉ!!」

　俺が吠えながら射精した瞬間に女は全てを吐いた。

おまけに潮と尿も全て撒き散らした。

お返しに俺も彼女の腹にたっぷり精を送り込んだのだった。




「……それで私は牢屋行き？　それともこのまま処刑かしら？」

　女はベッドに横たわりか細く言う。

　間諜の始末は彼女が言った通りだが女だから許そう。

それにポルポは別に敵国ではないし、そもそも地理的にも離れている。

別に脅威でもなんでもないだろう。

「いや、このまま離してやるよ。これ以上嗅ぎ回らずにさっさと帰るんだぞ」

「……本当にいいの？」

　女は俺を見ようとするが腰が抜けているので身を起こせずベッドに沈む。

「美女を殺す訳がない。それにお前の胎には……ふふふ、芽吹くといいな」

「あー……これだけ濃厚なの中に出されればね。覚悟はしてるわ」

　女は既に妊娠の覚悟をしているらしい。

「孕まされたついでにさ、どうせなら例の薬を一本くれないかしら。持ち帰りたいんだけど」

「調子に乗るんじゃない」

　俺は互いの汁に濡れた指を女の尻穴にねじ込む。

あの薬はナーティアの汗とポチの羞恥、そしてラミーの快楽で出来ているのだ。

一本たりとも無駄にはできない。

「あん！」

　女は尻に指を入れられて潮を噴く。

もう何をしても快楽になってしまうらしい。

「じゃあ俺は行くよ。腰が立つようになったら早く帰るんだぞ」

　女は部屋から出る俺に思わず手を伸ばし……そのまま枕に顔を埋めてしまった。




「間諜を追い払って領主の役目を全うした。俺がこれほど職務熱心な人間だとは思わなかったな」

　夕陽の下で伸びをする。暑さも和らぎ心地良い。

「それはお疲れ様でした」

　隣に何故かマイラがいた。

「連れ込み宿から女の臭いをプンプンさせて出て来るなんて、さぞ激務だったのでしょうね！」

「ああ、激戦だったぞ。話を聞くか？」

「結構です！」

　怒るマイラを宥めるために手を繋いで帰ると今度はセリアが拗ねてしまった。難しいものだ。
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その後。

ポルポ王国　王宮

「外遊する。しばらく任せた」

　私室にてヴィルヘルミナはザフネスに言う。

いきなりのことに男の方が一瞬動きを止める。

「どこへ？　何しに？」

「ゴルドニア南部だ。間諜が例の病気の薬を確認したらしい。交渉に行って来る」

　ヴィルヘルミナはザフネスの目の前にも関わらず着替え始める。

躊躇なく下着姿になった彼女にザフネスは苦笑しながら会話を続ける。

「それにしても急過ぎないか？　何も聞いてないぞ」

　ヴィルヘルミナはザフネスを睨みつけた。

「無能な大臣共と同じことを言わないでくれ。状況は常に変化しておりスピードこそ最大の武器、素早く間違う方が鈍重な正解よりも良い結果になる事も多い」

　若き女王は既に旅支度を整えてしまったようだ。

これでは船や旅支度をする従者は大変だなとザフネスは笑う。

「軍備増強は今まで通りに続けてくれ」

「了解だ。だが俺は内務はわからんぞ？」

　ヴィルヘルミナは普段見向きもしない大きな宝石付きのネックレスを首にかける。

「二週間かそこらで戻る。問題が発生したら力で押さえ付けろ、後のフォローは戻ってからする」

「今で無いとダメなのか？　正直、現状であんたの留守は痛い。余程のことでなければ自重すべき時だ」

　ヴィルヘルミナはザフネスを見て笑う。

「余程の事だとも。これを上手く転がせば冬までにアルテイルを食えるぞ」

　その笑顔は幼ささえ残す微笑みだ。だがザフネスは背筋に冷たい物が走るのを感じたのだった。




「そういえば炎痘病の薬を試作していたよな？　あれはどうなった？」

　ヴィルヘルミナが無表情になる。

「酷く臭いだけの汚物ができたよ。アニタめ、相殺して功績は無しだ」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

財産　金貨五四九九〇　疫病対策追加（千）アニタの枕元へ（一〇）

経験人数五四六人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２３話 運命の出会い　イラスト公開

カバーイラスト及びカバーデザインを公開します。

ノンナとセリアになります。
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「セレスティナ、蜂蜜のお菓子があるぞ」

「ありがとう頂くのじゃ」

「セレスティナ、頭を撫でてもいいか？」

「兄様の手はおっきいのじゃー」

　俺は食事の席でひたすらセレスティナを構う。

珍しい食材を使った料理を出し、菓子を勧め、頭を撫でた。

　彼女は嬉しそうに笑ってくれるが……素直な少女王はどうしても悲しそうな顔が隠せていない。

「兄様、お願いがある……妾を少しだけでもビアードに──」

「それはダメだ。わかっているだろう？」

　モルトの連中は万が一にもセレスティナが病気にならないようにここへよこしたのだ。

ここで彼女が戻ってしまえば全てが水の泡だ。

「大丈夫、いずれ全部良くなる。アドルフに考えさせているからな。それまで俺の所にいるんだ」

　領内の疫病に目処がついた今、アドルフ達はモルトの対策にも目を向けさせている。

キサットとラーフェンを往復しながら色々準備しているのだ。

今は確か薬以外の物流うんぬんを整える為にラーフェンに戻っているはずだ。

　そこに思わぬ援軍が現れる。

「おはよ……」

　ふらふらと揺れているのはナーティアだ。

寝ていたはずなのにどうして疲れ切っているのか。

「頑張って余分に一五〇瓶作った。これをモルトに回す分には問題ないだろう？」

　クマの出来た目で朝食に手をつけるナーティア。

俺は思わずナーティアに飛び付き唇……は拒否されたので額に熱いキスをする。

　さて感謝の次は説教だ。無茶はするなと言ったじゃないか。

「ありがとうナーティア。だがな──」

「わかってる。でも私だって無理をしたい時もある。……そもそも私はお前の三倍は生きているんだぞ！　偉そうに説教するんじゃない！」

　ナーティアはキスの照れ隠しか俺をぽかぽか叩く。

ははは、痛いじゃないか。それとすごい場所にキスマークが出来てしまったな。

言わない方が彼女のためだ。

「と言う訳だ。セレスティナ、今回は一五〇人分多く薬が渡せるよ」

「うわーん！　ありがとなのじゃー！」

　セレスティナが涙目でナーティアに抱きつく。

たちまちナーティアの顔が緩む。彼女の魅力はエルフにも有効らしい。

彼女がこれから毎日無茶をしないか心配だ。

　俺は満足げに笑って席に座る。

「「……」」

　何故かノンナが横に立っていた。

食事中に席を立つのはマナー違反じゃなかったのか。

「妻の前で客人にキスするなんて……こうです！」

　ゴツンと肩に頭突きを喰らってしまった。もちろん痛くはなく、むしろ腕に巨乳が当たって心地良い。

　そして何故かセリアが俺の膝の上に座ってくる。

仕方ないので額にキスマークをつけてやった。

「本当に嫉妬深い女はしょうがないわね」

　カーラが言ってメルが笑う。

マリアやメリッサも微笑み、ミティとグレーテルもにこやかだ。

イリジナは豪快に笑うのをやめようか。ケイシーに色々降りかかっているぞ。

「ほ、本当にそうですね」

　席を立ちかけていたマイラが咳払いをして座り直した。

セリアがにやりと視線をやると不機嫌そうにゆで卵を口に放り込んだ。

　俺はノンナの頭突きをいなして頭を撫でる。実に素晴らしい気分だ。

　囲った女達が幸せなのは男として誇らしいことなのだ。

今日は久しぶりに妻達全員と乱交するのもいいだろう。

メリッサは妊娠中だが、たまには体を撫で合って愛を確かめる事も必要だ。

「ねぇ、エイギルがぶつぶつ乱交とか呟いてるわよ？」

「本当にもう……エイギル様の女好きは病気です」

「うふふ、でもいやらしくないとエイギルさんじゃないですよ。あぁお腹が疼いちゃうわ」

「ママ、もう良い歳なんだしこれ以上子供作ったら危な──グリグリはやめてぇー！」

「首輪と尻尾を用意しないと」

「グレーテルちゃんも変態なんだね」

「私もお尻の準備をしよ……」

「わはははは！　脇毛を剃らないとな！」

「ぶふっ！　山菜食べてるのに脇毛とか言わないで！」

（ぎゃー　顔にいっぱい飛んだー　の、呪ってやるー！）

「母さま、私達も一緒に大丈夫なのかな？」

「ええきっと。ハードレット様の絶倫は凄まじいですもの。二十人ぐらい平気で相手して頂けるわ」

「はふっ！　はふはふはふっ！　はふっ！」

「奥様、少しはお話に参加されては？　あと食べ過ぎです。また太られて……椅子が壊れそうです」

　和やかな雰囲気に包まれる食堂。

　このまま穏やかな時間を過ごそうと思っていたのだが、そうもいかなかったらしい。

「ポルポ王国から使者が来訪致しました！」

　乱交は夜までお預けらしい。




「領主のエイギル＝ハードレットだ」

　礼装に着替えた俺は使者に着席を勧める。

　隣にはセリアとマイラ、そしてクリストフを礼装で立たせていた。

　相手が一国の使者である以上、護衛と付き人が女だけより体格の良い男も並べた方が見栄えが良いとノンナが言うのだ。

　ギドでも良かったのだが、奴は体格ではやや劣る。

決して貧相ではないが、見栄を張るには少し足りないのだ。

　そしてマックだと使者がオークか何かと勘違いするかもしれない。

奴もそれを気にして特注で作った流行りの服を着たりもしているが、残念ながらオシャレなオークにしか見えない。

見栄を張るのと相手を威嚇するのは違うのでマックも不適だった。

　そこで選ばれたのがクリストフだ。

体格も良く、礼装を着せればいかにも強そうな騎士に見える。

「護衛の任には耐えませんが、私達もいますし盾としてお考え下さい」

「ひでぇ！」

　とセリアも言っていたし大丈夫だろう。

「急な訪問をお受け頂きありがとうございます」

　使者の顔を見た途端、俺は頬が緩むのを感じる。

使者の代表らしき人物は女性だったのだ。

　顔は見惚れる程整っており、美女というよりも愛らしさを感じる。

ニコリとはにかんだように笑う姿も可愛らしさを際立たせている。

もし彼女が使者でなければ夜の誘いをかけていただろう。

　艶やかな長い黒髪が首を動かすたびにふわりと揺れて良い匂いがする。

　体は決して豊満ではないが、膨らみがわかる程度の胸とスラリと伸びた足は十分性欲を誘う。

　痛い。マイラが相手に見えない背中をつねって来た。少し体を見過ぎたようだ、使者達に茶を勧めるが、代表の女性以外は全員が固辞してしまった。

彼女以外は何故かえらく緊張しているな。

「早速ですが、ポルポ王国が私にどのような用件ですかな？　それとも我が国への繋ぎをご要望でしょうか？」

　俺とポルポは全く無関係と言って良いし、俺個人ではなくゴルドニア王国への仲介を求めていると考えるのが自然だ。

「いえ、今回はゴルドニア王国ではなくハードレット卿とお話がしたかったのですわ──でもその前に」

　彼女は一度言葉を切って俺の目を見つめる。

もちろん女に見られて悪い気はしないので見つめ返す。

「実は私は使者ではありませんの。欺いた非礼をお詫び致しますわ」

　その言葉と同時にセリアとマイラが俺の前に飛び出す。

対応するように相手の護衛も飛び出す。

　刺客と言うわけでもなさそうだから落ち着け。

それとクリストフを盾として構えるのは止めてやれ。

「やめるんだ」

「やめなさい」

　互いに護衛を下げたところで女性が微笑みながら告げる。

「私はヴィルヘルミナ。非力ながらポルポ王国にて女王を務めております」

「なっ!?」「えっ!?」「うわぁぁぁぁ！」

　セリアとマイラが目を丸くして下がる。俺も結構驚いたぞ。

「使者と偽ったのは余計な手間を省く為ですの。何分一刻を争う用件でございましたので」

　ヴィルヘルミナはもう一度ペコリと頭を下げる。

　王と名乗ってからも傲慢になる訳ではなく、申し訳なさそうな顔をしている。

そんな彼女に俺はますます好感をもった。

「我が国での政変はこの地にも伝わっていると思いますが」

　全く知らんな。セリアを見ると彼女が頷く。なんだ、知らないのは俺だけか。

レオポルトめ、そういうことを伝えるのもお前の役目だろうが。

　彼女はどう見ても二十歳かそれ以下に見える。それが女王とは……まぁセレスティナはもっと小さいが。

ともあれ相手が王となれば相応の対応が必要になる。

「女王陛下となればこのようなもてなしでは不足ですね。少々お待ち頂ければ──」

　ヴィルヘルミナは笑いながら首を振る。

「無用です。その時間も惜しいと思ったので使者と偽って訪れましたの。出来れば早速お話をしたく思います。用件はそう──忌まわしき病、炎痘病についてですわ。我が国は幸運にも悪魔の蔓延は免れておりますが、隣国アルテイルでの流行を見ればそれも時間の問題。ハードレット卿の助けが必要なのです……」

　ヴィルヘルミナは上目遣いに俺を見る。

王の威厳よりも可愛らしさが目立ち、傲慢な態度は微塵も無い。

　だが澄んだ緑の瞳を覗きこんだ瞬間、微かな戦慄が走った気がした。

「？　いかがなされましたか？」

　一つ瞬きをして見直すとヴィルヘルミナは可愛らしく首を傾げている。

何かの間違いだろう。まさかこんな可愛らしい女に戦慄など感じるはずがない。

　俺は控えていたメイドにレオポルトとアドルフを呼ぶように言う。

　彼女が形式よりも実務的な話を求めているのは明らかだったからだ。




　二人もヴィルヘルミナの名前を聞いて驚きを見せたものの数秒と待たずに立ち直る。

さすがにこいつらは動じないか。

「どこぞやの領主様が毎度予想外なことをしてくれるからね。慣れたのさ」

　うるさいトリスタン。お前は呼んでないぞ。

　こいつは普段の仕事は怠ける癖にこういう変わった事が起こるとちょろちょろ顔を出すのだ。

　それからレオポルトをポルポの政変を知らせなかったな、と責めると紙を突きつけられた。

それはポルポ政変についての報告書で俺の閲覧済みサインが入っていた。

透かして見てもひっくり返してみても俺の字だ。

「ぐぅ……」

　俺が唸っている間に話が進んでいく。

　ヴィルヘルミナが貴族でないレオポルトやアドルフと話をしてくれるか心配だったが問題ないようだ。

むしろ実務をしているのがこいつらだと気付いたのか、俺の方を見てもくれない。

「さて炎痘病の対策とのことですが、我らと女王陛下の国とは距離も有り、間にアルテイル神国を挟んでおります。協力は現実的ではないと思われますが？」

「陛下と我らは軍事的な問題も抱えておらず、停戦協定も必要ありません」

　二人は暗に何をしに来たんだとヴィルヘルミナに問う。

　もしかするとレオポルトが俺のサインを偽造したのかもしれないな。なんと不忠な奴だ。

だがそれだと横につかれた俺の印が説明できない。ううむ、奴が使ったトリックがわからん。

「古来より病人が何をおいても求める物……それは薬ではないでしょうか？」

　俺以外の全員が凍りつく。

「ん？　どうした？」

　今日も暑いのによく凍れるな。

どうしてみんなして俺を睨む？

　ヴィルヘルミナは微笑みながら続けた。

「ハードレット卿が炎痘病の特効薬をお持ちだと聞きましたわ。是非いくつか────」

「残念ながらそれはできません」

　言い終わる前に俺は断言する。

「……無論タダでとは申しません。当然相応の対価をお支払いしますわ」

　俺は首を横に振る。

「金の問題ではないのです。薬は我が領だけでもまったく足りないのです。残念ながら貴国に提供する余裕はありません」

　彼女は美女だし、王でありながら無駄に偉ぶることもなく好感が持てる。

　だがそれでも薬を分ける訳にはいかない。

ポルポに分ける分があるならモルトへもっと沢山提供したい。

　アドルフとレオポルトもそれでいいと頷いており、セリアは胸を撫で降ろしていた。

まさか俺が色香に惑わされると思っていたのだろうか。

俺はそんなに甘い人間じゃないぞ。むしろ最近は自分が理性の塊なんじゃないかと思っている。

　さてヴィルヘルミナがどう出るかと視線を戻すと彼女は怒るでも非難するでもなく、しょんぼりと悲しそうな顔になった。

「そうですわね……炎痘病の薬一つは命一つと等価。お金で売れないのは理解致しますわ」

　女に俯いて言われると心が痛む。思わずわかったと言ってしまいそうだ。

　だがヴィルヘルミナはそのまま泣き落しには来なかった。

ぐっと可愛らしく気合いを入れると顔を上げた。

「それに我が国に薬を提供することはハードレット卿の為にもなることですわ」

　はて、どういう理屈なのか。

「南部の二大大国アルテイルとヴァンドレアは先の大災害の打撃でまともに疫病に立ち向かえる状態ではありませんわ」

　レオポルトを見ると何も反応しない。その通りだということだ。

「現状では両国での流行に終息の兆しは見えません。もしこのまま蔓延が続き、国家の屋台骨まで揺らぐことになればどうなるでしょう。難民となった民が大挙して北上するのではないでしょうか？　もちろん病気を持った者も含めてですわ」

　アドルフを見る。

「確かに国が崩壊すれば大量の難民が出るでしょう。しかし北上する者の多くがリバティースや都市国家群に流れるのではないでしょうか？」

　だがヴィルヘルミナはアドルフの反論を即座に否定する。

「それはどうかしら、リバティースが逃亡民をどう扱っているか知っていますか？　……国境を厳しく見張り、見つけ次第殲滅しておりますのよ。各都市国家も同じ対応ですし、そもそも他国の民を街壁の中には入れません」

　レオポルトを見るとすっと目を閉じた。そこまでは確認できていないと言うことらしい。

　さすがに俺達より同じ南部地域にあるポルポの方がその辺の情報については早いようだ。

「ハードレット卿の御領地はお広い……本格的に難民が押し寄せれば守りきる事は不可能では？　それにキサットの近くにベセルリンクなる診療所まで構えているとお聞きしました。病気の難民が希望を求めて大挙押し寄せることは想像に難くありませんわ」

　言われてみればそうだ。

領地の南部国境とモルトまであわせればリバティース・アルテイル間の国境線と大差ない。

そして彼らと違い、俺が個人で何万もの兵力を用意して国境を守ることは不可能だ。

「確かにそうなれば大変な苦難ですな。しかしそれが貴国に薬を提供することと何か関係が？」

　レオポルトの言う通りだ。悲惨な想像と薬は何も関係が無い。

「薬を頂ければ我が国が疫病から守られますわ。いかに対策をしても責任者が疫病で倒れては一息に崩壊しますが、薬があればそれを防げます」

　はて、何故ポルポを守る為に薬を提供しないといけないのか。

「なるほど……分散と言う訳ですか」

　アドルフが納得したので見えないようにコツコツ蹴ってやる。

俺にも分かるように言え。

「ポルポ王国が健全な状態で残ることに意味があるのですよ。少なくとも難民の向かう先が分散しますし、南部地域の民にとって得体の知れないハードレット卿よりも古くからあるポルポ王国を目指す方が多いかもしれません」

　しかしそれでは別の疑問が残る。

「それじゃあ理が通らないよ。薬を手に入れても何万も病人が押し寄せたんじゃ何の意味もない。むしろ災厄を呼び寄せるに等しいじゃないか。無理してまで薬を手に入れたい理由にならないね」

　トリスタンが俺より先に言いやがった。

　するとヴィルヘルミナは胸の前で手を組み、瞳を閉じて声を大きくする。

「私は苦しむ民を助けたいのです。我が国は長くどの国とも戦をしておりませんし、南部の民は皆兄弟のように思っております。悪夢のような疫病から少しでも……ほんの少しでも守ってやりたい。薬があれば診療所も建てて、少しでも命を救ってあげることができます」

　彼女の目元には涙が浮かんでいた。

なんて民想いの女王なのだ。自国民だけではなく他国の民まで思いやるとは。

「……」

　レオポルトは涙を流す彼女を詐欺師を見るような目で見ていた。

まったくこいつは本当に根性が曲がっているな。

　俺も男が同じことをやったなら胡散臭いので放り出すだろうが、美女なので信じるぞ。

　ヴィルヘルミナはレオポルトが疑っているのを感じたのか、俺に向けて身を乗り出す。

「私は民を助ける事ができ、ハードレット卿は難民を分散できる。誰も損をしないではありませんか」

「それはそうなのだが……」

　大局的にメリットがあるのかもしれないが、今一つ気乗りしない。

アドルフも同じ考えなのかレオポルト程ではないが、憮然とした顔をしている。

　ヴィルヘルミナはそんな俺達の顔を一瞥するとハンカチで涙を拭いた。

「お金だけで駄目ならばこの条件ならばいかがでしょうか？」

　彼女は使者──本当はお付きの者だったのだろう──から書面を受け取る。

　そのうちの一枚をまずアドルフの前に持って行く。

「ハードレット卿は交易路の開拓にも熱心だとか」

　彼女の差し出す書類を見てアドルフが目を丸くする。

「我が国が都市国家の一つと契約して借りている港と我が国の港での最恵国待遇──我が国の船と同じ待遇での寄港を認めますわ。更に帝国の商人を紹介し交易路の開拓も仲介致しましょう。帝国は戦争で荒れていますが逆に言えば産業が破壊されたせいで必需品の輸入は増えておりますわ」

　続いてヴィルヘルミナはレオポルトの前に書類を差し出す。

　レオポルトは無表情のままだったが、俺の経験からして少し驚いているはずだ。

「どうやらアルテイルと都市国家群、リバティースに関しては私の方が情報を持っているようですね。その情報を随時、ハードレット卿に提供致しますわ。どの道真偽の確認はなさるでしょうが、元情報の有無は大きいのでは？」

　アドルフとレオポルトは黙ってしまった。

　それにしてもレオポルトが軍務、アドルフが内務と見て正確に話を持ちかけている。

俺は説明した覚えはないんだが。

「それからハードレット卿」

　次は俺らしい。耳元に口を近づける彼女から良い匂いがする。

わざとだろうか。とにかく息が耳に当たる。いかん、勃ってしまう。

「ハードレット卿は数多の武勇伝を持つ英雄だとか……勝手ですがお話を聞きたいという者を何人か連れて参りました」

「まさか女性ですか？」

「みな若い娘ですわ。機会があれば語ってやって下さい……全員まとめて……たっぷりと」

　顔に似合わない色気のある声で囁かれ、俺は椅子に浅く座り直す。

一物が完全に勃ってしまい、少し前屈みにならないと醜態を晒してしまうのだ。

「確実に約定が成されるならば……一五〇程度ならば宜しいのでは」

「得られる資金や情報を有効に使えば少々の薬よりも効果的に疫病を押さえ込めるでしょう」

　レオポルトとアドルフはそう結論づける。

「これだけの好条件を出す意図は不明ですが、現時点では地理的にも国力的にもポルポは我々の脅威となる勢力ではありません」

「彼女が本当に民を助けたいのかは疑問ですが……我々が損をする要素はありませんね」

　二人がそういうなら俺が反対する理由は無い。

俺の話を聞きたい若い娘は関係がない。断じてない。

「うーん……」

　トリスタンだけは何も言わず、ヴィルヘルミナを見つめ続けていた。

　ヴィルヘルミナは視線に気付くとニコリと微笑んだ。

「まぁ僕には関係ないかな」

　それだけ言ってトリスタンは形だけの礼をして視線を逸らす。

「では今回の会談は秘密ということでお願いします。私も王となったばかりなのであまり色々動くと国内の反応が心配なのです」

「ええ、わかりました」

　俺の方も薬を国外に売ったとわかれば不満に思う民もいるだろうし秘密にしておきたい。

　こうして交易路の確保と南部諸国の情報の提供を条件に薬を販売することを決定したのだった。

モルトを差し置いて販売した事に若干の罪悪感はあったが……。

「既に患者が多く出ているモルトに百や二百ばかり多くの薬を持ちこんでもあまり意味はありません。それよりも得られた資金を使って対策を行った方が間違いなく死者は減らせます」

　とアドルフが言うので納得することにした。

「ポルポは南部の取るに足りぬ小国と考えておりましたが、情報収集能力は確かなようです」

　レオポルトもこの取引に満足しているようだった。

　ただ一人、トリスタンだけが複雑な顔をしていた。

「薬の事は僕も二人と同じ意見さ。彼女の意図はどうあれ、この取引は僕達にとても有利だと思う」

　そう言った上で更に続ける。

「でもね、ヴィルヘルミナ女王には注意した方がいいよ。嘘を吐くとか信用できないとかそういう問題じゃない。目を見て正直震えたよ……目を見ただけで怖気づく、なんて表現は本では良く見るけどあれがそうなのかなぁ。とにかくあの人は敵にしない方がいいよ。もっともポルポと交易以外で関わる事も無いと思うけどね」

　俺も妙な気配を感じた気もするが流石に勘違いだろう。

彼女は理想を追いがちな若い小国の女王、それだけだ。
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「陛下があれだけの条件を出されたのになんだあの態度は！」

「おまけに爵位も持たぬ役人風情を前に出すとは我が国を小国と馬鹿にしているのだ！」

　部下が不平を言う中、ヴィルヘルミナは一言も発さない。

みな彼女が口も聞けぬ程怒っているのだと考えていた。

「陛下、今からでもあのような不平等な約定は破棄しましょう！」

　ヴィルヘルミナはゆっくりと顔をあげる。

彼女は満面の笑みを浮かべていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

財産　金貨五三九九〇　疫病対策＋モルト（三千） 薬代金初回五十人分（二千）

経験人数五五二人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２４話　謀略戦の始まり　♯







「と言う訳だ。お前の薬をポルポに送らせてもらうことになる」

　俺はそう言ってナーティアに頭を下げる。

　彼女が俺とセレスティナの為に作ってくれた薬をポルポに売ることに罪悪感があったからだ。

だがナーティアは特に怒りは見せなかった。

「別に捨てる訳じゃないのだろ？　場所は違っても誰かを助ける為に使われるならいいさ」

　ナーティアは釜をかき混ぜる手を止めて汗を拭いそう言った。

　ヴィルヘルミナとて薬を矢に括りつけて飛ばすはずもない。

薬は疫病に苦しむ人を助ける以外に使い道はないはずだ。

「それに私が何日か徹夜すれば済むことだ。大したことじゃない」

　ナーティアは水を一杯飲んで笑う。

　俺の心に衝撃が走った。

「ナーティア!!」

「わきゃあ！」

　思わず彼女を抱きしめてしまった。

　結局俺が無茶をさせてしまった申し訳なさと彼女の優しさに体が勝手に動いたのだ。

「ナーティアお前は最高の女だ！」

「な、何をいきなり！　ぶっとい腕で抱きしめるな！　暑い！　暑苦しい！」

　だが俺の気持ちは治まらず、ナーティアを抱き締め続け、彼女は暴れ続けた。

結局俺達は汗だくになってしまい、風呂に入ることになったのだ。




「……本当に何もしないだろうな」

「もちろんだ。詫びと労いの意味を込めてマッサージをするだけじゃないか」

　ナーティアは俺を睨みつけながら恐る恐る湯の中に座る。

胸と腰回りには二重にタオルが巻かれ鉄壁の構えだ。

「じゃあいくぞ」

「ん」

　俺は湯船に浸かるナーティアに後ろから手を伸ばし、その肩を優しく揉みほぐす。

彼女は長身だが全体的に華奢なので力を入れ過ぎないように気をつけないといけない。

優しく優しくと言い聞かせながら摘まむように肩を揉む。

「ふふっ私は壊れ物じゃないぞ。もう少し力を入れてくれないと凝りがほぐれない」

「そうか……こんなもんでどうだ？」

「♪」

　立ちっぱなしの作業が続いていたナーティアの肩はかなり凝っていた。

湯を肩にかけながら揉んでいると少しずつ解れてくるのがわかる。

「ガサツに見えて繊細な事もできるんだな。……結構気持ちいい」

　女の体は触り慣れている。特にノンナがよく肩凝りを起こすので後戯がてら揉んでやることは多い。

とは言わない分別ぐらいある。

「じゃあ一旦上がって横になってくれ。湯に入ったまま腰や足は揉めない」

「肩だけじゃないのか!?」

　何を言ってるんだ。立ち仕事で疲れるのはむしろ下半身だ。

肩だけ揉んでも仕方ないだろう。

「……いやらしい事は禁止だぞ」

　ナーティアは俺を一睨みしてから湯から上がる。

　湯船の傍に敷いたマットに彼女がうつ伏せに寝転ぶ。

残念ながら尻はがっちりとタオルでガードされていた。

「それじゃ行くぞ」

「わっなんだこれは……香料が入っているのか」

　香料入りでとろみのある湯をナーティアにかけてから彼女の腰を揉む。

「んっ少し痛いかも……」

「かなり凝っているからだ。我慢できなかったら言ってくれ」

　やはり肩よりも腰はかなり凝っている。

先ほどよりも力を入れるとナーティアは少し身をよじるがそれ以上の抵抗はしなかった。

「少しずつ下げていくぞ」

「ん♪」

　尻に触れると怒るだろうからそのまま太もも、ふくらはぎ、そして足の先までとろみのある液体をかけながら揉みほぐしていく。

「なぁ、お前は領主で人の中でも偉いんだろう？　女の足を揉むなど抵抗はないのか？」

「無い。全く無い。微塵も無い。なんなら足の指を舐めまわしてやろうか？」

　女体に奉仕するのは男の務めであり喜びだ。足だろうが尻の穴だろうが、いくらでもやってやる。

そして女の心が緩めばその穴を頂くのだ。

「本当に舐めようとするなぁ！」

　なんだ、冗談だったのか。

「あぁ……だいぶ楽になった。自覚はなかったがかなり凝っていたみたいだ」

　ナーティアの疲れはかなり取れたようだ。

だが今度は瞼が下がって来ていた。

「眠いなら少し眠ったらどうだ？　薬は一段落ついたのだろ？」

「んん……薬はあと二時間ぐらい寝かせるんだ……」

　ならそれまでここで眠ればいい。

風呂ものぼせないようぬるくなっているぞ。

「俺の上に座って湯船の中で寝るといい。沈む心配も無いし寝ている間もマッサージを続けよう」

「……本当に──わ！」

　俺はナーティアを抱き上げて湯船に入れ、俺の上に座らせる。

「約束しよう。絶対に犯したり悪戯したりはしない。信じてくれ」

　真剣な顔で言う。彼女の善意に応えてやりたいのだ。

「わかった……」

　ナーティアはそれ以上何も言わず、俺に身を任せて力を抜く。

「でも背中に硬いのは当たるんだな。大きくなってくるし……」

「それはどうしようもない。気にしないでくれ」

　男の一物は別の生き物なのだ。レオポルトよりも俺の言うことを聞かない。

「じゃあ揉んで行くよ。眠たくなったらいつでも寝ろ。沈まないように支えるから」

　肩や脇腹などを先ほどよりも弱く揉んでいく。

　ふと見るといつの間にかナーティアはタオルをつけていなかった。

「悪戯しないと約束しただろ？　タオルを巻いていると寝にくいんだ」

　俺の約束を信じてくれているのだ。これは裏切る訳にはいかない。

「また大きくしたな……わかるんだぞ。まるで壁みたいな……筋肉……湯も手も気持ち……良い」

　文句が徐々に小さくなりナーティアは寝息を立て始めた。

「ありがとうナーティア。本当に助かってるよ」

　彼女が起きないように気をつけて優しいマッサージを続けていく。

　少し覗けば彼女の乳房も股も見えるだろう。

腰を動かせば簡単に挿入してしまうことだってできる。

だがここまで信じられてはそうする訳にはいかない。

　俺は張り詰めた一物が射精してしまわないよう注意しながら二時間彼女の椅子となった。




「うーん……本当に二時間だろうな？　一晩寝たより気分爽快なんだが」

　本当に二時間しか寝ていないはずなのに彼女の顔から疲れの色が消えていた。

目の下にうっすら残っていたクマも綺麗になくなっている。

「ははは、元気を一物から胎に注入したからな。そのせいかもしれない」

　つい変な冗談を言ってしまう。

「ふふ、嘘を吐くな。お前はそんな裏切りはしない男だ。信頼しているよ」

　ナーティアは笑ってそう言うと大釜の元に戻って行く。

「……なんて良い女だ」

　絶対に俺の手で幸せにしてやらないといけない。

人間とエルフのハーフか……寿命はどうなるのだろう。今度聞いてみよう。




「兄様ぁ」

　ナーティアを温かい目で見守っていると脱衣所からひょっこり小さな顔が出る。

　セレスティナだ。彼女は全裸のままちょこちょこと走り寄って来た。

「セレスティナ、ちょうど良かった」

　彼女にも謝って置いた方がいいだろう。

モルトに回す分を減らした訳ではないが、気分を悪くしているかもしれない。

「セレスティナ、薬のことだがな────」

「本当にありがとうなのじゃ！」

　セレスティナは全裸のままペコリと頭を下げて言う。

「大事なお薬を分けてくれた上に、診療所まで作ってくれると聞いたのじゃ」

　モルト内に作る診療所は薬の売却益を当てる事を前提にアドルフが計画している。

病人の隔離を目的としたものだが、僅かながら薬があるからまったく絶望と言う訳でもないだろう。

「本当は全部妾がしないといけなかったのに……出来損ないの妾の代わりに兄様がやってくれた」

　ぽふっと俺の腰に抱きつくセレスティナ。

風呂場で互いに全裸なのだがいやらしい気分にはならない。

「だが俺はポルポとか言う国にも薬をな……」

「ポルポにまでお薬をあげたと聞いたのじゃ。やっぱりに兄様はすごい！　いっぱい人を救っているのじゃな！」

　そうくるとは思わなかった。

セレスティナの清浄な目は見え方が違うらしい。

「うーん……どう言えばいいのか」

　どう説明したら良いのか。そもそも説明すべきなのか……わからん、俺に細かい説明は無理だ。

「それより兄様、妾がモルトの民に代わってお礼をするのじゃ！」

　元気に宣言するセレスティナ。

俺もふっと息を吐いて。微笑む。

「はは、そうか。なら頬っぺたにキスでもしてくれ──」

「妾のお股に兄様のちんちんを入れて欲しい！」

　俺は無言になってしまう。

「妾にできることはそれぐらい……去年より背が３ｃｍも大きくなってもう大人だから、きっとちんちんも入るのじゃ！」

　頼むから連呼しないでくれ。俺が子供を抱いたと噂が立ってしまう。

「兄様は女の子には手当たり次第に入れると聞いた。男の子でも可愛ければ入れるって」

　おのれ屋敷の噂好きメイドだな。俺がそんな女狂いのはずがないだろう。

犯人を見つけて肉棒でお仕置きしてやる。

「セレスティナ、気持ちは嬉しいがそういうのは大人同士がやるものだよ。お前はまだ子供だし、俺も淫らなことをする気にはなれない」

「なっておるが」

　セレスティナはそそり立った俺の肉棒を指差す。

「しまった！」

　ナーティアをマッサージしていたせいで肉棒が既に膨張してしまっていた。

俺はこれをセレスティナに突きつけたまま謝罪しようとしていたのか。

「兄様……」

　セレスティナは指でつんと肉棒をつついた後、ぴょんぴょんと跳ねている。あぁキスが届かないのか。

　腰を落としてやると両手で俺の顔を包み、唇を近づけて来る。

「んむっ」

「ん？」

　頬っぺたかと思ったが彼女は唇同士のキスをする。そして間髪おかず舌を入れて来た。

「んっんっ！」

　小さな舌が入って来る。顔を赤らめながら懸命に舌を絡めて来る。

「ぷはっ！　どう？」

「嬉しいよ。でもどこで覚えたんだ」

　セレスティナは嬉しそうに答えた。

「モニカと一杯練習した！　夜寝る前に毎日していたぞ！」

「うぐっ」

　セレスティナとモニカが唇を合わせる光景を想像して肉棒が脈打つ。

「動いておる……任せるのじゃ」

　セレスティナは俺の股の間に入り肉棒を口で愛撫し始める。

小さいセレスティナに奉仕させるのは抵抗があったが以前にも一度やっている。

子供食いはしたくないが、肉棒をしゃぶらせるだけなら問題はないだろう。

　小さな舌がチロチロ這い、時折飲み込もうとしているのか口を大きく開いて先端を食む。

当然彼女の小さな口に入るはずもない。

「大き過ぎるのじゃ～」

「セレスティナ、俺に乗っかって尻をこっちに向けるんだ」

　彼女は素直に従い、ゆで卵のような尻が目の前に現れる。

仰向けになった俺の上に彼女が乗り、互いに性器を口で愛撫するやり方だ。

　俺は躊躇なく毛一本無いつるつるの股に口をつける。

「ひゃ！　兄様すごい！」

　音を立てて吸ってやるとすぐに温かい泉が沸き出す。

だがほとんど匂いはしない。

やはり歳と関係があるのだろうか。

　メルやマルスリーヌなど年増女を同じ体勢で愛撫すると濃い淫臭がする。

一方セリアやピピだと臭いは薄い。もちろんどちらも興奮することに変わりはないが。

　ちなみにカトリーヌは噴水のように潮を噴き続けるので匂いを嗅ぐひまがない。

そしてクラウディアの時は両手に力を込めないと頭が潰れそうになるので匂いを気にする余裕が無い。

「あぅぅ……もうだめ……続けられない……」

　おっと少し愛撫が強すぎたらしい。

セレスティナは男根を握ったままへなへな崩れてしまった。

「兄様入れて？」

　ぐったりと床に横たわったまま自分の指で性器を開く。

ソコは汚れ一つ無いピンクで不似合いな女の汁が滴っていた。

「これは困った」

　まだ小さいセレスティナを食う訳にはいかない。

だが女にここまで誘われて拒むのもまた道に反するのではないだろうか。

「兄様ぁ……いいよ？」

　よく考えろ。

セレスティナとキスすることは当然許される。

肉棒をしゃぶらせたり、無毛の穴を舐めまわしたりするのもまぁ許されるだろう。

挿入はさすがにギリギリだが、中に種を出さなければ許されるのではないだろうか？

「わかった。覚悟は良いな？」

　セレスティナを仰向けにして上に乗る。

「うん……初めては兄様にと思っておった」

　俺は肉棒を一度二度擦り、いよいよ彼女の中、まずはその処女の証を引き裂く。

　彼女の細い足を優しく掴みまずは先端を中に──。

「あぐぅ！」

　押し込む前、入り口に当てただけで悲鳴が漏れた。

「いや、無理だろう」

　唐突に冷静になる。

　俺は何をしようとしていたのだ。

彼女の小さな穴に俺の男根が入るはずが無い。

なにしろ彼女の太股より俺の一物の方が太いのだ。

肛門と肉穴を繋げてもまだ入るかどうか怪しいぞ。

「が、我慢するから」

「そういう問題じゃない」

　セレスティナの腹の上に肉棒を滑らせてみる。

もし俺が肉棒を根元まで差し込めば……のど近くまで先端が来る。

間違いなく死んでしまうだろう。

　ふぅと息を吐いて笑う。

「まだ一つにはなれないな。だから練習をしよう」

「練習？」

　セレスティナの足を閉じさせて肉棒を挟みこむ。

「このまま滑らせる。俺に全部任せるんだ」

「わかったのじゃ。なんだかドキドキする」

　セレスティナの肩を掴み、ズドンと腰を突き上げる。

一物は彼女の穴を破壊することなく腹の上を滑る。

「わっ！　ずるって滑った！　びりってした！」

「ふふふ、どうだ？」

　再び腰を引いてから腰を押し付けて前に押し出す。

　もちろん腹を滑らせるだけではセレスティナに快感がないので、肉棒に浮き出た筋で彼女の可愛い肉豆を擦り上げる。

同時に乳首を遊ぶようにこね、脇腹や首筋もくすぐってやる。




　最初はじゃれあうようにセレスティナは笑っていた。

「きゃははは！　くすぐったいー！」

「まだまだするぞ」

　豆を擦られているうちにセレスティナの性感は徐々に高まって行く。

「あう！　はぁはぁ、なんかお股がぴりぴりってする……あうあうっ！」

「まだ終わらないぞ」

　やがて擦りつける度に甲高い嬌声をあげ出した。

「だめなのじゃあ！　変になるのじゃ！　ピリピリが止まらないのじゃあ！」

「そろそろか？」

　セレスティナは固く目を閉じて大口を開け、舌がピンと飛び出していた。

快楽に溺れた少女がしてはいけない顔をしている。

「これで止めだな」

　腰の動きを変え、陰毛で股間を擦り上げた。

最初にやれば摩擦して痛いだけだろうが、今ならば……。

「────!!」

　声にならない悲鳴、そして手足が一瞬伸び切り、すぐに脱力する。

「はぁはぁはぁ……兄様……腰がおかしい、勝手に動くのじゃ……」

　体を離すとセレスティナはくねくねと腰を躍らせてしまっている。

初めての深い絶頂を経験して体が戸惑っているのだろう。

「ふふ、少し大人になったな」

　ふつうは処女喪失してからこれを経験するのだろうけどな。

「抱きしめて欲しい……」

「もちろんだ」

　俺はセレスティナをがっちり抱きしめ、そのまま息が整うまで包んでいてやるつもりだった。

首筋に吸い付きながら良く頑張ったと頭を撫でる。




「……なんてことを……なんてことを！」

　背中から声が聞こえるまでは。

「とうとう……とうとうヤってしまいましたね！　陛下の……陛下を!!」

　風呂場の入口で呆然としているのはモニカだ。

セレスティナを探しに来たのだろう。

　ふと俺達の状況を見直してみる。

　俺達は全裸で俺はセレスティナの上に乗っかっている。

体勢は完全に正常位で組み敷いた彼女は俺の背中に手を回して荒く息をつき、首筋を吸われている。

　どう見ても俺がセレスティナを犯し、まさに行為が終わった瞬間に見える。

　俺はモニカを制止するように手を突き出した。

「話せば分かる」

「問答無用！」

　モニカは護身用の短刀を俺に向けて突進、その短い刃がプスリと尻たぶに突き刺さったのだった。




「酷い目にあった」

　俺は尻をさすりながら廊下を歩く。

　モニカは今セレスティナに部屋でこんこんと説教をされている。

見ていて面白かったが、今はナーティアの手伝いでもした方がいいだろう。




「ほい！　やー！　とお！」

「……」

　ナーティアは掛け声を上げながら凄まじい勢いで動いていた。

俺のマッサージでああなってくれたと思うと嬉しいが、俺にできることはなさそうだ。

あの勢いでは手伝いどころか邪魔になってしまいそうだ。

　俺はナーティアに感謝の言葉を告げてから静かに扉を閉める。

「これでどうだぁ！　決まったぁ！」

　本当に薬を作ってるんだよな？　心配になってきぞ。

「あれご主人様？」

「お、グレーテルか。妻の立場は慣れたか？」

「はい……街中の人に奥様って呼ばれて照れますわ……って！　それはなんですか！」

　グレーテルが指差すのは俺の股間だ。

あぁ、モニカに邪魔されて射精出来なかったからな。

「そんなもっこりさせて歩いては威厳に関わりますわ！　それに妻の沽券にも……宜しければ私で絞り出して下さいませ」

　グレーテルに手を取られ部屋に引っ張り込まれる。

もちろん大歓迎だ。

「激しくなるぞ。覚悟しておけ」

「も、もちろんですわ……ワン」

　急いで耳と尻尾をつけるグレーテルをベッドに押し倒していく。




数時間後。

「ギャン!!」

「ふん！」

　後背位で思い切りグレーテルを突いて絶頂する。

濃厚な種が噴き上がり、奔流となって彼女の中に流れ込んで行く。

「キャンキャン！」

「こら逃げるな」

　這いつくばって逃げるグレーテルの尻を掴んで引き戻す。

射精しながらも腰の動きは止めず、粘着音と肉を打つ音が混じり合う。

　既に彼女の腹が妊婦に見える程中に注いでいるが男根は萎えない。

　ナーティアの体を触り、セレスティナを可愛がりながらも射精はできなかった。

おまけに尻をぷっすりやられたものだから種がたっぷり溜まっているのだ。

「犬の体位もいいな。征服感がある」

　ベッドの上に四つん這いにしての後背位は愛を語らうには不向きだが、激しく肉をぶつけ合うには最高の体位だ。

「そろそろ終わりにしようか」

　俺は三度目の射精をしてからグレーテルの上に覆いかぶさる。

「あひぃぃ……ひぃぃ……死ぬぅぅ……」

　犬の真似もできなくなり、ただ痙攣するグレーテルを抱き締める。

　後ろからどっかりと覆いかぶさったまま唇を奪い、手のひらを重ねた。

「おやすみ」

　腰を小さく使って一番奥を押し上げる。

「……あぅ」

　声をあげたグレーテルから力が抜け、温かい汁がベッドを濡らす。

小さな一撃で彼女が意識を手放したのだ。

「あぁ気持ち良かった。ありがとうグレーテル」

　やはり溜めて出すと快楽がすごい。

もちろんグレーテルが美しく、俺を愛してくれるからこそだが。

　グレーテルは汗だくで俺も激しい行為で体が火照っていた。

とうに陽も落ちているし、窓を開ければ少しは涼しくなるだろう。

「今の悲鳴は何だ！　曲者か!?」

「水道橋の出口から聞こえた！　人を集めろ！」

「絶対に領主様に近づけるな！」

　何か騒いでいるようだ。

曲者とは物騒だな。後で見に行くとするか。

だがその前に──。

　俺は腹に力を入れて思い切り屁をこく。

グレーテルを抱いている最中から我慢していたんだ。さすがに行為の最中に屁をこくほど下品では無い。

　途端、風を切る音がして窓枠に何かが突き立つ。

「誰だ？」

　全裸のまま向き直ると扉が勢いよく開かれたのだった。
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夏の夜の襲撃

「ガル、ゼリ。準備はいいな？」

　三人の男が狭い路地を音も無く走る。

　寝静まった住宅区画で彼らを咎める者は無く、巡回兵も松明を持っているので簡単にやり過ごせる。

　彼らの手の中にはマントに隠せる程度の剣があった。

「大通りを横切るぞ。深夜とは言え急ぎの馬車や警備兵も多い。見られるなよ」

　三人は一気に加速していく。しかし派手な足音はならない。

彼らが特別な技能を持った者であることは明らかだった。

　大通りを風のように速く、影のように静かに横切った彼らを待つのは使用人達が住む区画であり、一般の区画とは門で隔てられ警備兵が立っている。

「今日は夜になっても暑いなぁ」

　溜息をついて伸びをする警備兵。

「兄者……」

　一人の男が短剣を太ももから出す。それは黒く塗られ月明かりを反射しないよう加工されていた。

「行きは殺すな。ばれれば大事になる」

　リーダーの男は首を振り、吹き矢を取り出す。

「ふっ」

「いで！　一体なに……が……む……」

　見張りは一瞬首筋を押さえるがヨロヨロと門に寄りかかり、そのまま寝息を立て始める。

「眠り薬だ。交代が来ても居眠りに見える」

　男達は門を突破し更に進んでいく。

　使用人住居も深夜なので起きている者はほとんどいない。

巡回の警備兵は街より多いが、明かりをつけて動く彼らを避けることは男達にとって容易かった。

地に伏せ、壁に隠れ、屋根に登って警備兵をやり過ごしていく。

　彼らはいよいよ領主の館への裏口へ通じる道へ到る。

もちろん警備兵が複数、槍やクロスボウを持ってしっかりと守っている。

　だが男達に焦りの色はまったくない。

「再度確認しておく。標的はハードレット辺境伯ただ一人だ。対象は屋敷の二階にいると思われるが部屋は特定できず、一部屋一部屋確かめて行くしかない」

　リーダー格の男が言い、他の二人が頷く。

「対象の位置が不明なので、確実を期すため俺達の他に二つのチームが別ルートから侵入する。合言葉は『灰色』だ。協力の必要はないが同士討ちはするな」

　囁くような声に二人は頷き、迷い無く歩を進めていく。

　彼ら三人は傭兵である。しかし普通の傭兵ではない。

侵入や暗殺などの特殊な仕事を専門とする者達だった。

彼らの今回の仕事はラーフェン領主、ハードレット辺境伯の暗殺だった。

　高台にある領主の館への道は正門と裏口の二つしかない。

いずれも門がつくられて少なくない警備兵が詰めており突破は極めて困難、特に秘密裏には不可能だろう。

　そこで彼らは予定通り別の選択肢を取る。

「行くぞ、落ちるなよ」

　靴を鉄鋲の付いた物に穿き替え、棘のついた手袋をはめた彼らは崖の壁面をすいすいと登って行く。

猿が木登りでもするような素早さで垂直に近い崖を登るのだ。

静まりかえった夜を壊すような音も出さない。

　この技量でもって彼らは数々の危険な任務を成功させ生き抜いてきたのだ。

「兄者、この任務が終わったら大金が入るな」

　この程度なんでもないとばかりに男が囁く。

「前金で金貨千枚、成功すれば更に二千枚。一生遊んで暮らせるぞ」

　もう一人の男も囁く。

「その為にも必ず辺境伯は我ら兄弟が仕留める。遅れを取るなよ」

　三兄弟は瞬く間に崖を登りきり、厳重に閉じられた鍵を避け、協力者から得ていた情報通りの盲点……開きっぱなしの料理場ゴミ出し口を見つけそこから屋敷に侵入しようとした。

　その時だった。

「ぎゃあああ!!　化け物ぉぉぉぉ!!　食わないでぇぇぇ!!　いぎゃああ!!」

　静寂を引き裂く絶叫が響いた。

「なんだ今のは!?」

「悲鳴がしたぞ？」

　たちまち屋敷周りの警備兵が動きだし鎧が金属音を立てる。

　三兄弟は歯を噛み鳴らした。

「協力どころか邪魔しやがる！」

「死ぬなら黙って死ね素人がっ！」

　だが兄はまだ冷静だった。

「愚痴を言う時間は無いようだ。条件は一段と厳しくなった。早急に辺境伯を見つけ出して殺害、屋敷に火を放ち混乱に乗じて逃げる。いいな!?」

　言い終わる前に兄は身を低くしたまま走りだし、弟も続く。

　幸いにして悲鳴は兄弟の侵入場所からは離れていたので衛兵が集まってくることはない。

しかし、そう時間を置かず屋敷全体が警戒態勢に入り使用人達も飛び出してくるだろう。

そうなれば暗殺計画は失敗だ。

　三人は突風のように二階へと駆け上がり耳をすませる。

警備兵が騒ぐ声の他、何の音も聞こえない。

「手当たり次第だ」

　兄弟はそれぞれもっとも手近な扉の鍵穴を覗きこむ。

　一つはマリアの部屋だった。

「カトリーヌさん。これはどう？　気持ちいい？」

「ああっ！　すっごくいいマリア……もっと激しくして、あの人がやるみたいにかきまわして！」

「この太いの入れちゃうからね……えいっ！」

「あひぃ！」

　末弟は外れだった。




　もう一つはカーラの部屋で彼女の他にノンナとミレイが居る。

「こないだの大喧嘩の原因ね、庭師が料理人の奥さん寝取ったのよ！」

「ほ、本当ですか？　嘘言っていませんよね？」

「うわぁまじかよ」

「本当！　連れ込み宿から二人で真っ赤な顔して出てきたの見たんだってば。こっそり近づいたら『すっごく良かった』とか言ってキスしてんの」

「なんてふしだらな！　そ、それで続きは？」

「おいおい……」

「決め手はね、料理人が週一の夜食当番の時に庭師を家に連れ込んでたらしいんだけど……エイギルが先週思いつきで休みにしちゃったでしょ？」

「ま、まさか!?」

「うわぁ……」

「乗っかってる所に旦那が帰宅したのよ！」

「「きゃー!!」」

　もう一人の弟も外れだった。




「!?」

　兄は鍵穴を覗くなり無言のまま手を振って弟を呼ぶ。

「運は俺達を見離さなかったようだ」

　鍵穴の先にはベッドに倒れ伏すグレーテルと無防備な全裸姿で窓をあける彼らの狙うべき標的の姿があった。

しかも扉には鍵がかけられていない。

「裸とはいえ辺境伯は豪傑、俺が吹き矢でやる」

　兄は再び針を取り出し、今度は毒薬をたっぷりと塗りこむ。

　標的は窓から外を覗きこみ完全に背を向けている。外すはずのない好条件だ。

　兄は狙いを定めて息を吸い込み、一気に矢を吹き出す──。

　ブオッ！

「ぐっ！」

　突然の轟音に狙いが狂い、針は窓枠に突き刺さる。

「誰だ？」

　標的が振り返る。

　もう一発打つか考えるが既に相手はこちらをしっかりと捉えている。

ゴルドニア一の豪傑と名高い男に正面から針など当たらないだろうと判断した。

「かくなる上は剣でやるぞ！」

「おうよ！」

「覚悟！」

　三兄弟は腰に下げた剣を抜き、扉を蹴破って突入した。
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「なんだお前らは？」

　俺は部屋に飛び込んだ三人に問う。

　もちろん本当に聞いている訳ではない。

窓枠に刺さった針と黒装束、そして手に持った剣でわからないはずもない。

この状況で一瞬でも固まるようなら俺はとっくに死んでいる。

「死ね！」

「嫌に決まっている」

　男の突き出す剣を横に大きく動いて躱す。

　装束と武器から見てまともな戦士ではなく、暗殺者の類だろう。

ならば針にも剣にも毒が塗られていると考えるのが自然だ。

俺は全裸なのでかすめることも許されない。

「まったく、せっかく気持ち良く抱けたのに」

　次の男の横薙ぎを身を屈めて躱す。

「余韻が台無しだ」

　最後の男の振り降ろしをバックステップで躱す。

「ん、なんとかなるか」

　剣筋は一見鋭いが小手先だけの技術だ。

まっとうな斬り合いなら恐れる必要のある相手ではない。

当たったらお終いなのが少しつらいが、この程度ならどうにでもなる。

武器があれば簡単なのだが流石に屋敷内では持ち歩かないからな。

「やはり強い！」

「兄者、息を合わせるぞ！」

　三人は広がり俺を半包囲するように構えた。

なるほど、俺が扉からも窓からも逃げられないようにした訳か。

馬鹿な奴らだ。俺がベッドのグレーテルを置いて逃げるはずがないだろうが。

　三人の呼吸が同じ間隔になる。次は同時に来るな。

　何も三人同時の攻撃を待つ事は無い。

俺は奴らが仕掛ける直前、一人の男に狙いを定めてこちらから飛び出す。

「なに!?」

　咄嗟に殴りかかる俺の右腕を斬りつけようとする男、だが裸の俺から仕掛けるとは予想外だったのか、反応が一瞬遅れている。

「こっちだよ」

　右の拳は囮だ。

本命は下から伸ばした左腕で、男の服を掴み床へ引き倒す。

「ぐっ！」

　倒れ込んだ男が顔をあげた瞬間、俺は足を振り抜いて思い切り頭を蹴りつけた。

　バコンと小気味よい音がして男は吹き飛び、床を滑って動かなくなる。

「ガル！」

　もう一人が駆け寄ろうとするのをリーダーと思われる男が止める。

「無駄だ。ガルはもう死んだ」

　だろうな。壺を蹴り割ったような感触があった。

血だまりも広がっているし頭蓋がかち割れているだろう。

「よっと」

　ガルとやらの剣を拾い上げて構える。

　一応剣の形はしているが長さが無くて玩具みたいだ。無いよりマシと言ったところか。

「怒りなど捨てろ。氷の心で──やれ！」

　二人の男が同時に飛び込んで来る。

　むきになって突っ込んでこないだけ経験は積んでいるらしい。

兄の方が左から、弟の方が右から剣を突き出す。

　俺の体を両断するのではなく、傷だけをつけようという動きはこの状況ではまったく正しい。

冷静さを失わず、もっとも効率的な戦いをするのは大したものだ。

「しかしお前らは……」

　体を回転させながら身を屈め、二人の突きを空振りさせる。

「遅くて……」

　奪った剣を弟めがけて振りかぶる。

弟は慌てて防御しようと剣を頭上に構えた。

「非力だ」

　俺は構わずその上から剣を思い切り叩きつけた。

　両方の剣がひしゃげるが、構わずそのまま男の顔面に曲がった剣をめり込ませる。

鼻が潰れて顎が砕け、男は倒れ伏した。

「ゼ、リ……」

　兄がそう言い終える前に弟の後頭部に足を踏み降ろす。

ぐしゃりと果実の潰れる音がした。

「人の家に勝手に入って剣を向けたんだ。非道だとは言うなよ」

　俺は兄に向って真っすぐ歩いて行く。

長びかせるつもりはない。

さっさと片づけてグレーテルが目覚める前に部屋を掃除したい。

こんな光景を見せたら彼女が卒倒してしまう。

「くっ！　弟の仇を打たせて貰うぞ！　いざ覚悟ぉぉぉ！」

　兄はそう叫び、剣を振り上げて一直線に向かって来る。

　残念ながらそれは悪手だ。俺はそこまで馬鹿じゃないぞ。

　俺が振り下ろしを避ける動作を見せた瞬間、男はさっと小さな何かを取り出す。

小型のクロスボウのようだ。そう認識した時には既にボルトが飛んでいた。

　ボルトは捻った体の中心めがけて飛んでくる。

　小型とは言え至近距離、ボルトは筋肉を食い破り臓腑まで……届く前に左手に掴まれて止まった。

「なっ!?」

「返すぞ」

　俺は掴んだボルトをそのまま男の肩に突き立てる。

「がぐっ！」

　男は悲痛な顔でボルトを見ると床にへたり込んだ。

「な、何故わかった……」

「一人目を殺されても冷静だったお前が叫びながら突っ込んで来るなんておかしいだろう。俺を馬鹿だと思っているのか？」

「ぐ……こ、ここまでか……」

　男は口から血泡を吹いて痙攣し始める。

傷は肩口で致命傷ではないはずだ。やはりボルトにも毒が塗られていたらしい。気をつけて良かった。

「エイギル様！　ご無事ですか!?」

　セリアが飛び込んで来る。

先ほどの戦闘の音で屋敷中が異常に気付いたようだ。

「俺は無事だよ。護衛隊はすぐに女達の部屋を回って俺の寝室に集めろ。まずは女を守れ、次に曲者を捜索するんだ」

　セリアは剣を抜いたまま俺の傍にぴったりとくっつく。

そして俺が全裸なのに気付いたのか慌てて自分の上着を差し出す。

床に散らばる俺の服は血まみれになってしまっていたからだ。

「気持ちは嬉しいが、お前の上着を俺が来て歩いたら変態になる」

　ピチピチの上着だけを纏い、一物をぶらぶらさせながら歩くんだぞ。

「し、失礼しました！」

　セリアは慌てて履いていたショートパンツも脱ぐ。またパンツが丸出しだぞ。

「……変態の度合いが上がったな」

　自分がこのショートパンツを穿いている所を想像すると吐き気がしてきた。

「そらお前も俺の部屋に向え、俺は全裸でも良いから」

　セリアの頭を撫でながら廊下を歩く。

「こいつら頭を潰されてる。まるで戦槌で殴られたみたいだ」

「てか領主様すっ裸だったんだよな？　全裸のまま武装した三人を皆殺しかよ」

「それにあれを見ろよ……ぶらんぶらんと俺達の腕程あるぜ……やっぱ領主様はすげぇよ」

　屋敷の警備兵達が何やら言っている。

「無駄口を叩くな！　お前達の不手際だ！　曲者を逃がしたら減給だから覚悟しなさい！」

　セリアが怒鳴ると槍を担いで走り出す警備兵達。今一つ頼りにならんなぁ。




翌早朝。

　夜が明けるまで懸命の捜索が続いたが結局俺が殺した三人以外の曲者は捕らえられなかった。

正確に言うなら生きては捕らえられなかった。

「水道橋から侵入しようと試みたようです。成功すれば一気に屋敷内に入れますから」

「ふむ……」

　俺は屋敷の堀に浮かぶ侵入者のなれの果てを眺める。

「四人？　いや五人か？」

「多分四人ですね。大腿骨が八つしかありませんから」

　侵入者は何故か骨になっていた。

それもまるで趣味の悪い芸術品のようにピカピカと光沢まである。

まるで丁寧に舐めしゃぶったようだ。

「お腹いっぱいー」

「綺麗に食べたー」

　ミルミの子供達がこっそり顔を出す。

ミルミが慌てて子供達を抱き抱えて潜って行く。

　それにしても全員首から上の骨がないとはどういう訳か。

「頭は中身までうまうま……もがー」

　再び顔を出した子供をミルミが水の中に引っ張り込む。本当に謎だらけだ。




　もう一組の曲者は南東部……以前アリスがローパーを飼っていた沼の付近の街壁そばで見つかった。

　五人の男達はこちらも全員が死んでいた。

「二名が街壁を乗り越えようとして転落死したようです。もう三人はその……あり得ない死に方です」

　街壁沿いにはアルラウネが繁茂している。

葉の影からこっそり人型が覗いていた。

俺に怒られるんじゃないかと心配しているようだ。

「持っていた毒矢や短刀から考えてこいつらも曲者に違いありませんが……壁を登り損ねて落ちるとはいくらなんでも間抜け過ぎませんか？　街壁沿いに木があるので子供でも登れそうなものですが」

「そうだなぁ」

　恐らく曲者はアルラウネを登って脱出しようとしたのだろう。

だが不穏な気配に気付いたアルラウネが叩き落としたのだ。

　奴らは状況が信じられず何度も同じ事を繰り返し何度でも落される。

そのうち、落ち方が悪かった二人が死んだ。奴らは木が抵抗していると知って斬りつけた。

　アルラウネの幹に剣でつけたらしい小さな傷がある。

そして攻撃されれば当然彼女も反撃する。

だが彼女は消化液を使うなという言いつけを律義に守り、別の防衛策を取ったのだ。

「残る三人は……互いに尻を掘り合ったのでしょう。最終的に穴が引き裂け、臓腑が傷ついたことで出血死したものかと」

　アルラウネの花粉をかけられた曲者達は発情して理性を失い、互いの尻を死ぬまで掘り合ったのだ。

「早く片付けろ。こんな死に方じゃ未練もあるだろう。すぐにゾンビになって復活するぞ」

「はっ！」

　護衛隊の男は敬礼し、早々に死体を片付けて行く。

「お前は良くやった。怒らないよ」

　そう言うと安心したのか木々がわさわさと揺れて俺の目の前に木の実を落とした。




　俺が全ての曲者が死んだのを確認したところでレオポルトとマイラがやってくる。

「今回の件は失態でした」

　レオポルトは軽く頭を下げる。

反対にマイラは可哀想なぐらいしょんぼりしてしまっている。

　一応屋敷の防衛はこいつらの範疇になるのだろうか。まあ大事なのは今後だ。

「ん。それで奴らの正体は分かるか？」

　正直望みは薄いだろう。何しろ曲者が全員死んでいるのだから。

「襲撃者は全員死亡致しましたが、協力者と思われる者を複数拘束しました。これより尋問を開始します」

　流石に早いな。確かに複数のチームが同時に動くなら街の中に協力する人間が必要だろう。

「お前に任せる。厳しく取り調べろ」

　今回こちらに犠牲者は出なかった。

だが一歩間違えば女達の命も危うかったのだ。

多少乱暴な事をしても吐かせなければいけない。

「は、男三名、女二名を地下牢にて尋問します」

「待て」

　俺はレオポルトの肩に手を乗せる。

「女は優しく……いや、お前の優しくは信用ならん。俺が直々に取り調べる」

　レオポルトの目が一気に細くなるが気にはしない。

こいつ溜息つきやがったな。不手際の責任でニナを奪い取るぞ。

「治安隊を任せて貰っておきながら……なんて失態……この責は……」

　憔悴しているマイラを抱き上げる。

「ははは、じゃあ責はベッドでとって貰おうか。口と穴と尻でたっぷり奉仕して貰うぞ」

　俺は茶化して言いながらも、きっとこの事件は面倒くさい事に繋がるのだろうなと直感するのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

財産　金貨五一九九〇　疫病対策＋モルト（四千） 薬代金五十人分（＋二千）

経験人数五五二人　産ませた子六六人＋五五五匹

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（攻）カトリーヌ（受）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（怖）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（絶好調）ソフィア（愛妾）セクリト（食客）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王　絶頂済）モニカ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（鉄壁）　ミルミ（人魚　満腹）

ペット

ポチ（貧血）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（乱交エルフ）

部下

セリア（パンツ丸出）マイラ（しょんぼり）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（尋問中）トリスタン（参謀）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）








第３２５話 見えない戦い①　始まり、敵の確認







地下牢

「こいつらがそうです」

　セリアが目の前の女二人を睨みつけて言う。

「……ふん」

「……なんもしらないよ」

　女達は粗末な囚人服を着せられ、手に枷をはめられて床に転がされていた。

どちらも若くはないが年増と言う程でも無い。

取り立てて美しい訳でもないが、肉感的な体は俺好みだ。

「ふむ、俺は女を手荒に扱いたくはないんだ。大人しくしゃべってくれたら────」

　少し離れた牢から凄まじい絶叫が聞こえくる。

レオポルトが男の捕虜を尋問しているのだろう。

「……俺はお前達に痛いことをしたり苦しめたりするつもりはない。そう怖がらないでくれ」

　説得空しく女達は唇を噛みしめて黙りこんでしまった。全く邪魔をしてくれる。

これでは逸物で懐柔することもできそうにない。

「やはりここは強硬策で行くべきです。彼女達はエイギル様の命を狙った暗殺者に協力したのです！」

　セリアがバシリと鞭を床に叩きつけた。

女達は脅えた顔を見せた後、歯を食いしばって下を向く。

「こらこら乱暴するんじゃない。鞭は今夜ベッドで俺に使ってくれ」

　セリアから鞭を取り上げると俺は女達にいくつか質問をしてみた。

しかし当然ながらまともな答えは帰ってこない。

　彼女達は殴られたり痛めつけられるのを覚悟しているようだ。

こうなっては簡単には口を割らないだろう。

　もちろん今レオポルトがやっているように苛烈な尋問をすれば口を割るかもしれないが、女相手にそんなことは絶対にできない。

「ふぅ……一旦ここまでだ」

　俺がそう言って牢を出ると女達は安堵の息を吐く。

女に怖がられるのはなんともやりきれない。

「何も聞き出せなかった。ではレオポルトに馬鹿にされそうだな」

　女を傷付けるよりは馬鹿にされる方が全然良いが、できることはやっておきたい。

「というわけだトリスタン。何か考えろ」

「無茶苦茶だね……」

　女を傷付けず、かつ迅速に口を割らせる方法だ。

一物を入れても良いのだが、強姦になってしまいそうだからな。

「なら体じゃなくて心を攻めればいいんじゃないかな？」

　トリスタンは作戦を提案するが、俺は即座に否定した。

体が無傷でも心を壊してしまうのは駄目だ。

　するとそこにセリアが口を挟む。

「なら全部演技ならどうですか？　つまりこの女の役を……こうしてああして……」

「なるほどね。それなら似たような効果になるかもしれないね」

　トリスタンはいいんじゃないか、と言ってから再び紅茶を飲み始める。

お前まともに考えて無かっただろう。晩飯を豆だらけにしてやる。

　一方でセリアはむんと胸を張る。褒めてくれと揺れる尻尾が見えるようだ。

「よしよし、良い子だ」

　頭を撫でて額と頬にキスをしてやると、キリッとした目がふんにゃり垂れる。可愛いな。

「怖がらせることになるが、今回は下手をすればグレーテルも危なかった。少しぐらいは仕方ない」

「やるなら劇団にでも声かけた方がいいだろうね。それから辺境伯とセリアさんは可能な限り舞台に上がらないこと。まともな演技なんてできるはずないしね」

　俺はトリスタンの茶菓子を奪いその場を去る。

セリアもトリスタンの読んでいた本を奪いその場を去る。

「……なんでさ」

　作戦開始だ。




「さっさと入れ！　お仲間だ！」

「痛い！」「うぅぅ……」

　女達の牢に追加で二名が放り込まれる。

最初にいた二人はちらりとそちらを見たが再び俯いて唇を噛んだ。

「ふむ……やはりレオポルトの読み通りか」

「はい、彼女達協力者はお互いの事を知らないようですね」

　俺とセリアは覗き穴から牢の様子を確認して言う。

　協力者の男女はそれぞれ個別の連絡経路で暗殺者達と繋がっていたらしく互いの存在を知らなかった。

恐らく一人捕まってそのまま芋づるで釣りあげられるのを避けたのだろう。

最初の二人も全く別々の場所で捕まり、同じ牢に入れた時もこんな反応だったからな。

　そこにこちらの付けこむ隙がある訳だ。

「……うぅ捕まっちゃった」

「やられたわね。まさかこんなに手が早いなんて」

　新たに放り込まれた一人はリリアーヌの所で下働き兼修行中の無名女優でまだ顔を知る者はいない。そしてもう一人はレアだ。

「心配だ。正体がばれたら襲われるんじゃないのか。やはり今からでもレアは止めさせた方が……」

「全員手枷がついてます。それにレアがどうしてもと言ったのです。自分も役に立ちたいと」

　レアの顔は民の間でもほとんど知られていない。それでもばれたらと思うとそわそわしてしまう。

「ほら、大丈夫ですよ」

　セリアに促され、彼女の頭の上に顎を乗せて穴を覗く。

「……あの……大丈夫ですか？　酷いことされてますか？」

　レアがいかにも脅えている様子で本命の二人に声をかける。

小柄な外見とビクビクした演技は女優顔負けだ。

「……まだなにもないわ」「あんまり話しかけないでよ。あたしはなんも知らないんだからさ」

　今度は女優の女が話しかける。

「とりあえずしばらくなんもなさそうだし、これからよろしく……ってのはおかしいか」

　さすがに自然な口調でなんとか話を続けようとするのだが……。

「無駄話なんかする気分じゃないわよ」

「……もう終わりよ」

　本命の二人は全く会話に乗って来ない。さりげない会話から情報を聞き出すのは無理そうだな。

「領主暗殺に加担した以上、処刑は当然です。あとはいかに楽に死ねるかの話、と思っているはずです」

　セリアが教えてくれる。

だからこそ死をちらつかせて脅しても意味が無いのだ。どうせ死ぬと思っているのだから。

　必要なのは死よりもつらい苦痛か屈辱で本当に与えることなく脅えさせないといけない。

「よし次の手に行こう」

　牢の前に看守というにはあまりに下品な奴らが現れる。

奴らはニヤニヤ笑いながら牢にいる四人を見定める。

「どれにするよ」

「俺はあのむちむちの女がいいな」

「俺はあのびくびくしてる奴だ」

　牢を開けた看守は女優とレアを掴み乱暴に引っ張りだす。

「な、なんだよ！　取り調べかい？」

「うぅぅ怖いよぉ」

　看守はベロリと女優の顔を舐め上げた。

ちなみにレアを舐め上げたら玉を引き抜くと言ってある。

「へへ、そうだな。個人的な取り調べだよ」

「領主様は今回の暗殺騒ぎで激怒しててなぁ。協力者のお前らはどう扱ってもお咎め無しって訳よ」

「ひっ!?　痛いやめて！」

　看守は女優の股に手を突っ込んでこねまわした。

　女優は力無く抵抗し、レアは泣きだし、他の二人の女は目を逸らす。




「腹が立って来たな。殴りに行きたい」

「エイギル様あれは演技ですってば！」

　わかってはいるけどなんとも腹が立つ奴らだ。

彼らもリリアーヌに頼んで寄越してもらった劇団員で、あらゆるチンピラ役をこなせる人材らしい。




「おっとそうだ。こいつを忘れてたぜ」

　一人の男がいかにも怪しげな瓶に入った琥珀色の液体を取り出す。

「な、何よそれ。いやよ、飲みたく無い！」

「やめて！　いやぁ！」

　男達は女優とレアの口元に強引に瓶を持って行く。

明らかに怪しい薬に抵抗する二人。

「げへへ、こいつは領主様からくすねた秘薬でな。水に薄めて一口飲むだけでどんな貞淑な女も淫乱になっちまう特上の媚薬よ。原液で一瓶なんて飲んだら……」

「おいおい前に飲ませた女は完全に頭がいかれて戻らなくなっちまったよな。げひゃひゃ！」

　それを聞いたレアと女優の抵抗が更に激しくなる。

まぁ蜂蜜なんだけどな。

「やめて──!!　淫乱になんてなりたくない！　助けてぇ！」

「私も想い人がいるのぉ！　やだやだ、壊れたくないよぉ！」

　暴れる二人から悲しそうな顔で目を逸らす本命二人。

次は自分達の番かも知れないのだ。

　そして抵抗空しくレアと女優の口に液体が流し込まれていく。

　レアの奴少しだけ幸せそうな顔になったぞ。

甘い物好きだもんな。

「あ……あ……あぁぁぁぁ」

「あひ……おぉぉぉ……」

　股を押さえてその場にへたり込むレアと女優。

「へへへ、どんな具合だ？」

「さすが秘薬、いきなりこのありさまだぜ」

　二人の股間からは大量の愛液が流れ出し始めた。

　女優は先ほど股に手を突っ込んだ男が仕込み、レアは俺が仕込んだ汁を穴を締めて留めていたのだ。

それらが一気に流れ出したことでまるで突然発情したように見える。

「あぁぁぁぁ……もうだめ……だめぇぇぇ……男っ！　男が欲しい!!」

　女優はその場で股間に手を突っこみ、乳房を自分で握りしめて悶える。

レアも色っぽい悲鳴を上げながら股に手を突っ込む。

「隣でヤろうぜ」

「おお、非番の奴らも呼んでるからよ。盛大に楽しもうか」

　男達に両脇を掴まれ引きずられるように連れて行かれる女優とレア。

　本命の女二人は抱き合って震え始めている。

「こんな一瞬で……」

「発情期の獣見たいな顔……あたし達もいずれああなるの？」




「ふむ、効果はあったようだな」

「明らかに脅えていますね」

　女達の反応は先ほどまでとは全然違う。

だがまだまだこれからだ。




「もうだめ！　股が焼けるぅ！　何も考えられない！」

「お潮が止まらない……バカになるー！」

「もうすっかり出来上がってるぜ。ここに逸物ぶち込んだらどうなるかなっ！」

　声にならない絶叫と男の気持ち良さそうな声が地下牢に響く。

「こいつはたまらねぇ！　汁がいくらでも溢れてくるぜ！」

「ははは、見ろよ。この女白眼剥いちまった。すぐに壊れるんじゃねーか？」

「かまわねぇよ。快楽で狂い死んでもしばらくはあったけぇだろ」

　男達の嘲笑と女の絶叫、そしてベッドが激しく軋む音がする。

　俺はイラつく心をセリアをコシコシ撫でることで落ち着かせる。

「お前それ病気持ちじゃねぇのか？　イボだらけじゃねぇか」

「俺のきたねぇモノをこいつの穴で消毒してやるのよ！」

「いやぁぁぁぁ！　汚い、うつるぅ！　なのにどうして気持ちいいのぉ!!」

　俺はセリアをゴシゴシ撫でて心を……。

「はう、髪が抜けちゃいます」

　すまん。押さえきれなくなってきたんだ。

「ちょっと見て来る。本当にレアが犯されてないか不安になってきた」

「そんなに心配されるレアに少し嫉妬します……」

　隣の牢を見てみるとレアと女優は普通に椅子に座って台本を見ながら叫び声をあげており、チンピラ役が騒ぎながらギシギシベッドを揺らしていた。

音だけだと本当に苛烈な輪姦に聞こえたのに、こうして見ると馬鹿みたいだな。

「そろそろ二本刺しと行こうぜ。尻と前にずっぷしよぉ！」

「まてまて、どうせなら前に二本まとめてぶちこまねぇか？」

「げひゃひゃ！　裂けちまうぜ！」

　台詞に合わせ、レアが大きく息を吸い込んで絶叫する。

「うぎゃーーー!!」

　元の牢に居る女二人の肩がびくっと震える。

「ぎゃはは！　本当に裂けちまった！」

「こりゃひでぇ！　けどこれで三本もいけるんじゃねぇのか？」

「こっちの女は尻に二本行こうぜ！」

　そこからは嬌声と言うより絶叫ばかりだった。

苛烈な凌辱で無ければ意味がないのだが、演技と分かっていても腹が立つ。

ついイライラと部屋の中を歩き回ってしまう。

「エイギル様が怖い顔をするせいでチンピラ役が怖がってます……」

　レアと女優にも苦笑いを向けられてしまった。

　仕方ないだろう。もし本当にこんな現場に居合わせたら俺は男を皆殺しにしてしまうだろう。

「もうそろそろいいですかね」

　チンピラ達が汚い絶頂の叫びと罵り声をあげる中、壺が用意される。

中に入っているのは血……ではなく劇で使う血糊だ。

　待機していた女性……恐らく劇団のメイクアップ担当だろう。

ハケを使ってレアと女優の股間に素早く血糊を塗り込んでいく。

鮮やかな手並みでたちまち彼女達の股間は血に染まって行く。

「なんというか本当にやられたみたいだな」

「はい……少し気分が悪いです」

　太ももまで伝った血と服に染み込み黒く変色した血まで再現されている。

もしこんな姿でレアが帰ってくれば俺は長剣片手に街へ飛び出し、怪しい奴を殺しまくるだろう。

「わ、私だったらどうですか？」

　怖いことを言わないでくれセリア。町ごと焼いてしまうかもしれない。




　彼女達はチンピラ役に抱え上げられて牢に戻っていった。

俺とセリアも再び覗き穴の前に陣取る。

「あぁすっきりしたぜ」

　牢に戻ったレアと女優の血まみれでボロボロの姿を見て本命の二人から小さな悲鳴が上がる。

「ひっ!?」「ひ、ひどい……」

　レア達は折り重なるように倒れ、一言も発さない。

　全身は血糊と疑似精液に塗れ、股間からも大量の血糊が流れ出している。

命が心配されるほど性器を損傷させられているように見えるだろう。

「「……」」

　何も言わず、時折びくりと震えるだけのレア達に恐る恐る近寄る女二人。

「ね、ねぇ大丈夫なの？　水飲む？」

「ボロだけど布あるから……股拭く？」

　だが二人は顔をあげたレア達を見て小さく悲鳴を上げた。

「ち……ちんぽぉ……」

「もっと……欲しいよぉ……」

　二人の顔には苦痛などなく、ただ色欲に狂っていたのだ。

男根を求める言葉を吐きながら互いの体をペロペロと舐め合う。

「ひいっ！　く、狂ってる！」

「あの薬よ……ひどい、頭が壊れちゃってる」

　二人で絡み合うレアと女優を見て、女達は腰を抜かしてしまったようだ。

　うーむ、女優はもちろんレアの演技もかなりのものだな。

そういえば彼女と強姦遊びをするとやたらリアルで反応に困る事がある。

「い……いや、あたしこんなになりたくない！　いっそ殺してよぉ！」

「やだあ！　助けて！　助けてぇ!!」

　女達が恐慌状態になってしまった。これ以上引っ張るのは良く無い。

「仕上げに行くぞ」

「はい」

　俺とセリアは並んで再び牢に顔を出す。




「よぉ……ってあいつらひどくやりやがったな」

　俺は女優とレアを確認するふりをしながら耳元であることを囁く。

「さて、そろそろ何か話してくれる気になったかな？」

「げ、外道……」

「何も無いわ」

　本命はぶるぶる震えながらも気丈に言う。

　そこでレアと女優が身を起こした。

「トリスニアからのぉ……荷に紛れさせてぇ……毒薬を持ちこんだのぉ」

「門の警備が緩いのはぁ……夕刻前ぇ……それを……知らせたのぉ」

　この情報はついさっきレオポルトが拷──尋問で聞き出した情報の中でもさして重要ではない物だ。

だがそれをあえてレア達の口から話させることで彼女達が完全に堕ちたと知らしめる効果がある。

「なんでも言うからコレをちょうだい？」

「おちんちんあればなんにもいらなぁい」

　俺は股間にひっつく二人を押しのけて笑う。

「よしよし良い子だ。だがこっちの二人に先に聞かないといけない」

　俺がニヤニヤと笑いながら前に出ると本命の女二人は同じだけ後ずさる。

「こないで！」「やだぁ！」

「ふふ、そう邪険にするな。──話し易くする薬もある」

　ポケットから瓶に入った琥珀色の液体を取り出した。

「ひぃぃぃぃ!!」「やだぁぁぁぁぁ！」

「あーはっはっはっ！」

「わーはっは……ゲホッゴホッ！」

　俺とセリアは女達に迫る。慣れない笑い方をしたせいでセリアがむせてしまったのはご愛嬌だ。







二時間後。

「騙された……」

「鬼……外道……」

「はっはっは」

　俺と女二人はゆったりと屋敷の風呂に浸かっている。

　女達は心まで壊される幻想の薬に脅えて全てを吐いたのだ。

吐いてしまえばこれ以上牢に閉じ込める意味もない。

怖がらせてしまった詫びも兼ねて風呂に入れてやり、蜂蜜酒を飲ませてやっている。

　彼女達の情報は男三人の情報とあわせて暗殺者を送り込んだ黒幕を特定するのに十分だった。

　小型クロスボウや毒薬など普通に持ち運ぶのが危険な品を隠した荷馬車、それにマグラード総督府から至急の旨の書面がついていたこと。それによって中小の領主貴族に荷を検められることもなかったという。

　更に彼女達は二人共人妻で夫が重罪を犯し、その釈放を条件に協力を強いられていたらしい。

口を割らなかったのはもし漏らせば夫を処刑すると脅されていたそうだ。

「しかし何故単なる人妻を？」

「実は私、結婚する前はあまり人に言えない職だったというか……だからこそこそするのは慣れてたの」

「あたしも人から無料で物を預かるのが商売だったというか……あはは、でも暗殺なんて思わなかった」

　深くは聞くまい。

そして彼女達が住んでいた場所はマグラード総督府領域、しかもジルグレイが代官を置かず直轄している場所だったのだ。

　情報をレオポルトに伝えると奴は即座に今回の黒幕がマグラード総督グリフ＝ジルグレイ個人であると断じた。最初から最有力候補ではあったらしいが、断言できる証拠が揃ったらしい。

　その上であくまで今はジルグレイ個人として動いており、せいぜい知己の貴族を巻きこんでいる程度、マグラード総督府としては動けていないと言っていた。

「すぐに反撃の準備をするらしいからとりあえず任せて置くか」

　俺としては奴なんてどうでも良かったのだが、女が危険となればそうもいかない。

やられる前にやらなければいけない。

「はぁーこれで旦那も処刑かぁ。頑張ったんだけどな」

「あたしも、あの世でどう言い訳しよう」

　女二人は大きく溜息をついて湯に沈む。

「そもそも旦那も罪を犯したのだろう？　何をしたんだ？」

　一人の女が答える。

「博打で金に困って押し込み強盗……」

　屑じゃないか。

「うちのは……酒場で女を無理やり犯したの」

　屑じゃないか。俺がその場にいたら首を刎ねてやりたい。

が、それでも彼女達にとっては一応旦那だ。悪口はやめておこう。

「気にすることはないさ。暗殺への協力なんて一歩間違えば本当に殺されていた所だ。身代りに女を死に追いやるなど男としてこれ以上無い屈辱、こうなってきっと旦那も本望だと喜んでいるさ」

「そんなものかなぁ」

「もちろんだ。同じ男が言うんだから間違いない。もし助けてくれないなどと喚く臆病者ならそれこそ見限ればいい。そんな下らない男、きっと男根も小さいに違いないしな」

　そう言ってやると女が咄嗟に言い返す。

「待って待って！　うちの旦那はアホだけど男根だけは大きいから────ひぇ！」

　言い終わる前に俺は女の前に仁王立ちになる。

「どうだ？」

「嘘、めちゃめちゃ大きい！　旦那の二倍以上ある！」

　呆然とする女の髪を撫でる。

「旦那を忘れてラーフェンに住め。職も世話してやるし、なんなら子供も作ってやろう」

　女の視線は俺の男根に集中していた。

「わ、忘れて？　そんなことは……でも……こんなの大き過ぎて……」

　女はしばらく迷っていたが、やがて小さく頷いた。

「よしよし、ならお前達を白状させたこれも使おうじゃないか」

　瓶に入った蜂蜜を男根に垂らすと女は苦笑してからしゃぶりついてくる。

これで彼女は悪い旦那から解放されたのだ。

「お前もどうだ？　旦那を見限ってここに住まないか？」

　もう一人の女に声をかけてみる。

「あたしはまだあの人を愛しているからなぁ。金は稼がないし浮気はするし終いには強姦で捕まるような駄目男だけど、あたしがいないとあいつは何もできないのよ」

　駄目男にはまる性格のようだがそれでは彼女が不幸になってしまうだろう。目を覚めさせる必要がある。

「こっちを見るんだ」

　唾液と蜂蜜でドロドロになった一物を眼前に突きつける。

「すごい迫力、太くて長くて黒くて……な、なんか目が覚めた気がする。わかった、旦那は諦めるわ。こんなに大きいんだから仕方ないわよね」

　こうして二人は改心しラーフェンに住むこととなった。

「ふふ、では約束通り子供も作ってやろう。怪しい薬など無くても快楽に溺れさせてやる」

「「きゃあ♪」」

　めでたしめでたしだ。

男の方は取り調べの最中に全員死んでしまったらしいが、特に気にすることではない。

「ところであれは何？」

　風呂の隅から泡が立っている。

俺と女達だけにする訳にはいかないと風呂に同行したセリアが拗ねてブクブクやっているのだ。

「心配するな。彼女達を気絶させてからゆっくり可愛がってやる」

　ポコンと大きな泡が一つ上がった。
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ポルポ王国　王都ポロン

「全軍出立、女王の親征である！　各人武勇と誇りを示せ！」

　ポロンから軍勢が北に向って出立していく。

その数約五千。整然と隊列を組み軍靴の音を響かせて進む。

　しかし勇壮な行軍に比べて兵士とそれを見送る民の表情はぱっとしない。

嫌がっている訳ではないが、どこか心配そうな表情をしているのだ。

「ポルポの兵が五千も集まって出征なんていつ以来か。勇壮なものではあるが……」

「装備も隊列もずっと良くなっている。まるで別の軍のように勇ましいが……」

　全員の考えは一つになる。

「「「本当にアルテイルと戦うのか？」」」

　アルテイルは隣国ヴァンドレアと幾度となく戦火を交えている。

その戦いに於いては武装した民を十万単位で動かすことも珍しくなかった。

　いかに災害で衰えたとはいえ五千の兵でどうにかできる相手でないことは誰の目にも明らかだった。

　皆が不安そうな顔で視線を送るのはこの出兵を半ば独断で決定した若い女王。

　白馬に乗るヴィルヘルミナは一点の曇りもない瞳で北だけを見つめていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一五両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（攻）カトリーヌ（受）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（演技派）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（絶好調）ソフィア（愛妾）セクリト（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王　絶頂済）モニカ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（増殖）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（オオトカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（乱交エルフ）

部下

セリア（副官）マイラ（しょんぼり）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

財産　金貨四八四九〇　疫病対策＋モルト（四千） 薬代金五十人分（＋二千） 軍備増強（一五〇〇）

経験人数五五四人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２６話 見えない戦い②　報復の炎







「──捕虜達の情報を総合しますと下手人はマグラード総督、グリフ＝ジルグレイで間違いありません」

「そうか」

　俺はそれだけ言って執務室の椅子に深く腰掛ける。

　この場にいるのは今報告しているレオポルトと怒り顔をしているセリア、俯いているマイラ、そして寝ているトリスタン。セリア蹴っ飛ばせ。

「起きなさい馬鹿！」

「痛い、骨が折れるじゃないか」

　その他にセバスチャンとリタも同席させている。

「下手人が分かったのはいいが、気になるのは次があるかだ。ないなら後でゆっくり仕返しするなり王都で騒ぐなり適当にやればいいと思うがな」

「確実にあります」

　レオポルトが躊躇い無く言うので俺は溜息を一つ吐いて思わずセリアを引き寄せて撫でる。

「今回の襲撃が威嚇や警告でなくハードレット卿の命を目的としていたことは明らかです。奴は目的をなんら達成しておりません」

　更に、とレオポルトは付け加える。

「ジルグレイ総督は執念深い性格で有名、更に出席した舞踏会や晩餐会でハードレット卿への批判や誹謗中傷を繰り返しているとの情報があります。ハードレット卿を除くのは実利の他、感情的な部分が大きいと思われます。なれば今後も執拗な攻撃が続くと予想されます」

「なんだそりゃ、別に恨まれるようなことをした覚えはないんだがな」

　少しだけ場が沈黙する。一体なんだろう、まあいい続けるか。

「となると放置はできない。対策はどうする？」

　レオポルトは無表情のまま屋敷の地図を取り出した。

「屋敷の防御は訓練を積んだ侵入者に対して脆弱であることが露呈しました。よって篝火や衛兵を増やし見張り台も増設します。更にメイドや使用人に不審者発見時の訓練を施し、警戒用の笛を持ち歩かせます。これが一つ目」

　単に警備を厳重にする訳か。

このために呼ばれたのだろうリタとセバスチャンも深く頷いた。

「護衛隊から常に数名を屋敷に待機させます。衛兵だけでは分が悪い相手もいるかもしれません」

　セリアが付け加える。

　衛兵と護衛隊では体格も練度もかなり違う。

完全武装の護衛隊が数名駆けつければ大抵の奴らは制圧できるだろう。

「それで解決か？」

「次に王都への報告です。今回の件を旧マグラード反乱勢力の残党がハードレット卿の暗殺を試みた……と注釈をつけましたので牽制にはなるでしょう。ジルグレイも表立って動ける訳ではありません」

　なるほど、わざわざマグラードの名前を出したのは奴を連想させるためか。

「でもそれはその……」

　セリアが不満そうな顔をする。レオポルトはちらりと彼女に視線を動かして続ける。

「本来屋敷に賊の侵入を許すのは恥ずべき事、普通の貴族ならば王都への報告を躊躇うでしょう。しかし今回は牽制の効果をより重要と考えました。これが二つ目の対策」

「構わん。少しでも効果が見込めるなら好きにやれ」

「はは、普通の貴族だったらレオポルトさんに怒り狂っているとこだろうね」

　トリスタンが言う。この程度どうってことはない。

「先日中庭に誰もいないと思って自作の歌を熱唱していたら、隅で洗濯していたメイドがそそくさと逃げて行った。あれの方がよっぽど恥ずかしい」

「もっと威厳を持って下さい……でもそれよりもあの女達を証人にしてジルグレイがやったと王都に報告した方が効果的なのでは？」

　セリアがレオポルトを見る。するとレオポルトが口を開くより前にトリスタンが話し始めた。

こいつは怠ける癖にしゃべりたがりなんだよな。

「それは無意味どころか悪手だね。ジルグレイはゴルドニアの重臣、平民数人の証言を根拠に処罰されるはずがないさ。それにハードレット卿が彼と対立してるのは有名な話だって言うし、下手すればこちらの中傷と取られる可能性もあるだろうね」

「……」

　セリアはトリスタンを忌々しげに睨んでから口を閉じる。

　俺とジルグレイは対立していたのか。覚えておかないといかん。

　そう言えば奴の元から助け出した女が少し前に孕んだな。

今は大きな胎を抱えて赤ん坊用の服を楽しそうに編んでいる。

子供が無事産まれたらどんな贈り物をするべきだろうか。

その時はついでに母乳も飲ませて貰おう。

「……母乳」

　最後の所が口に出ていたらしくセリアが自分の胸を揉んでいた。

「よろしいでしょうか？」

　レオポルトに冷たい目で見られてしまった。話を横道に逸らしたのは誰だ。

「しかしこれらだけでは不完全です。一つ目は盾、敵の攻撃を受けているに過ぎません。二つ目は声、敵を恫喝・説得しているに過ぎません」

「そりゃな。斬りかかって来る相手を止めるのに必要なのは剣だ」

「それが最後の対策になります」

　レオポルトは相変わらずの無表情だが目と雰囲気が変わる。ここからが本番だな。

真面目に聞くとしよう。

「我々もジルグレイへの攻撃を行います。方法は────」

　レオポルトは攻撃計画の説明を始める。なるほど、それは面白そうだ。

　ジルグレイなどあまり興味がないがやられっぱなしで黙っているのも気分が悪い。

二度と下らないことをしないように一撃入れて置くのもいいかもしれない。




　そして作戦の人選に入る。

　水面下の戦いだ。なるべく少人数で遂行すべきことを考えれば個人の戦闘力が重要だ。

　次に目立つ事無く行動する隠密性が必要となる。

　更に状況に応じて臨機応変に対応する判断力と何より秘密を守れる奴でなければいけない。

「改めて考えると多くはないな」

　まず最初に浮かんだのはギドだ。

戦闘力が高く、何より弓の腕が役にたつだろう。護衛隊の指揮官を務めているので判断力もあり機密を漏らす心配もない。

　次の候補は強烈に志願したセリアだった。

彼女の技能は隠密作戦にはぴったりで頭も良いのだが……。

「気が進まん、怪我をしないか心配だ……」

「大丈夫です！　それに襲撃を許したのは私の不手際でもありますから挽回させて下さい！」

　ここまで言うのを無理に止めさせるのも可哀想だ。

彼女の技量があればまず大丈夫だとは思うのだが眠れない日が続きそうだ。

いや待て、発想を転換しよう。人を送ると考えるから間違っているのだ。

「いいことを思いついた。俺が行けばいいんじゃないか？」

「「絶対に駄目です」」

　セリアとレオポルトの声が揃う。

「ハードレット卿は戦闘力、隠密能力、判断力、信頼性からなる必須四要素のうち戦闘力しか満たしていません。まったく不適格ですので自重して下さい」

　レオポルトにこう言われてしまったのだ。

「ちょっと待て、隠密能力は自分でも無いとわかるが信頼性が無いとはどう言うことだ」

　なんで俺が裏切る心配をする？　おかしいだろう。

「美女に床の中で請われても絶対に秘密を守れますか？」

「……多分大丈夫だ……と思うのだが」

　時として下半身は俺自身を裏切る。故に確約はできない。

「ならば大人しくしていて下さい」

　こう言われては黙るしかない。

　ん？　ちょっと待て。判断力の所がするりと流された。

お前やっぱり俺を馬鹿にしているだろう。

「人には向き不向きがございます」

　この野郎、いつか絶対お前とニナの変態行為を暴いてやるからな。

「暗殺未遂の報復に領主本人が突っ込むって……くく……くくく」

　トリスタンめ笑ってやがる。

リタ、今日の奴の食事は三食豆料理だ。専属のメイドをつけて口に押し込んでやれ。

「話を戻すぞ」

　他に適任と言えば……。

「あの、私にも汚名を返上する機会を……」

　マイラが手をあげるがこれには首を振る。

「不可能です。爵位を持つ彼女が万が一捕縛されたり、顔を見られた場合、無条件にハードレット卿の犯行と証明されてしまいます」

「それにマイラは軽業や隠密行動はあまり得意ではないだろう？　戦場での指揮こそがお前の領分だ」

　俺とレオポルトに否定され、マイラは力無く座りこむ。

今日の彼女は少しおかしいな。俺とセリアがいちゃついても嫉妬の目もむけず下を向いたままだ。

　とりあえず確保したのは二人、後は護衛隊から特に信頼できる奴を見繕うしかないか。

マックは除外だ。目立ち過ぎる。

クリストフも除外だ。弱すぎる。




　その時扉がノックされる。

「私だ。入っても良いか？」

　声の主はセクリトだった。

「今は会議中です。入室など認められません」

　セリアが厳しい口調で言い放つ。

　セクリトはノンナを中心に家の女ほとんどから嫌われている。

最初の出会いがひどかった上に、俺以外の言うことを聞かず、協調するつもりがまったくないのだ。

　俺もなんとか取り成そうとはしているのだが、本人が孤立をなんとも思っておらず、うまくやる気がないのでどうしようもないのだ。

　案の定、セクリトはセリアの怒声を気にも止めない。

「どんな報復をするのか気になってな」

「なっ！」「……」

　セリアが驚き、レオポルトが扉を睨む。

「……入れ」

　廊下で下手な事を話されては使用人達の耳に入るかもしれない。

彼らを信頼していない訳ではないが、ここにいる者達と比べれば遥かに危険だ。

　セリアが苦虫を噛み潰した顔で扉を開けるとセクリトは薄笑いを浮かべたまま部屋に入ってきた。

ぴったりとした半袖のシャツにスリットの入ったロングスカート、飾りは一切なく長い髪も邪魔にならないよう簡単に束ねられているだけだ。

「廊下には誰もいない。心配はいらん」

　セクリトはちらりと部屋を見回し、セリアが立って空席になった俺の隣にどっかり座った。

「あっ！」

　セリアがたちまち真っ赤になるがそれは後回しだ。

「報復のことをどこで知った？」

　セクリトはテーブルに置いてあったセリアのお茶を飲み干すとにやりと笑う。

「あの襲撃は私も知っているのだぞ？　軍を仕切るお前と執事・メイド長を集めて会議など何を話し合っているかなど阿呆でもわかる」

　セクリトはカップを持った手でレオポルトとリタを差す。

足も豪快に組んでまるで彼女が主人のようだ。

「襲われた者の取る選択肢は逃亡、泣き寝入り、復讐だ。お前が泣いたり逃げたりするタマか？」

　レオポルトは顔には出さないがかなり不機嫌になっている。

一方セリアは分かりやすく怒りまくっており、リタとセバスチャンが止めている。

「ま、そんなことはどうでもいい」

　セクリトは報復作戦の計画をちらりと確認すると薄く笑って俺の肩に頭を乗せた。

「きー！」

　セリアが更に暴れている。リタとセバスチャンではそろそろ限界だろうから止めてくれ。

「この作戦に私も参加させろ。いい加減釣りと昼寝に興じるのも飽いてきた」

　レオポルトとトリスタンの視線が興味深げな物に変わる。

セリアは相変わらず暴れ続けているが。

「私は必要な要素を全て満たしていると思うがな」

　セクリトは空になったセリアのカップの縁を舐めてからテーブルに戻す。

そんなことするから皆に嫌われるんだぞ。

「確かにそうかもしれないが……」

　レオポルトとトリスタンがこちらを見ている。

こいつらは愛妾としてのセクリトしか知らないのか。

一応連邦での顛末は伝えたが、俺は口下手なので上手く伝わらなかったようだ。

「辺境伯の話は女のことばっかりだったじゃないか。あれで何か伝わったと思う方がおかしいよ」

　とにかく戦闘力は疑いの余地がない。彼女は正面からでもイリジナ並の強さを持っているだろう。

ちなみにイリジナは俺と同じく隠密性がまったくないので今回は不適とされた。

　更に彼女は柔らかい体を生かした軽業や素手での戦いにも強く、隠密任務には適している。

「信頼性がありません！　こんな女いつ裏切るかわかりません！」

　セリアが騒ぐ。

「私が裏切るなどせんさ。裏切ってどこへ行くというのだ？　このジルグレイとか言う奴に寝返り褒美でも貰うのか？　ありえんよ」

「もちろんそんな心配はしていないさ」

　彼女との付き合いはまだ短いが裏切りの心配などしていない。

セクリトが居れば荒事になってもまず大丈夫だろう。

「わかったよ。お前にも頼むことにする。だがセリアと喧嘩するなよ」

「それはあちら次第だ。私はあいにく子供のあやし方など知らんからな」

「この！」

　ついにセリアがリタ達の手を振りほどいてセクリトに飛びかかる。

だが興奮し過ぎていたせいか、ソファを飛び越え損ねてニヤニヤしながら座っていたトリスタンに足をひっかけ派手に転倒した。

「ふぎゃあ！　痛いです！」

「ふん、そんなことで隠密作戦など務まるのか？」

「い、一番痛いのは僕なんだけど……思い切り頭に膝が……」

「作戦が失敗した場合の次善策を考えておきましょう」

　レオポルトめ縁起でもない事を言うな。

「お前達任せにして済まないな。帰ったら何でも言うことを聞いてやるよ」

　セリアの機嫌がたちまち治って行く。

　ギドの奴は最高級の娼館に連れて行ってやろう。

たまには妻を持つ者同士、並んで浮気するのも良い。

　セクリトはそうだな。

「一緒に釣りにでも行こうか。お前のりう〝ぁいあさんⅡに乗ってのんびり一日水の上で過ごそう」

「作戦が成功する前に褒美の話など……」

　照れながらも嬉しそうだったセクリトの顔色が徐々に消えていく。

「なんで知っている？」

　ぶつかる程に顔を寄せ、殺気まで出して迫って来る。

「ははは、領主は全てを知っているんだ」

　池近くの木陰で寝ていたらセクリトが小舟を引きずってきたのだ。

「錨をあげろ。出航する！」と言いながら自分で漕ぎ出した所で笑わなかった自分を褒めてやりたい。

「なんですか？　私にも教えて下さい！」

「うるさい、ガキには関係の無いことだ！」

　セリアが敏感に察して首を突っ込み、セクリトが追い払おうとする。

少しでも馴染んだようで何よりだ。
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しばらく後　ノーステリエス側北岸の港町パナテ

「対象に荷物が入ります。重そうな荷……間違いありません」

　ギドの視線の先、河沿いの建屋に船から荷が運び込まれていく。

建屋を含む敷地はジルグレイ所有のもので、荷はマグラードから河を渡ってきたものだ。

　じっと観察し続けるギドだが、倉庫からの距離はかなり遠く、山の民の驚異的な視力が無ければこちらを向いたとしても気付くことはない。

「ならば予定通り今夜決行します。全員カーテンを閉めて闇に目を馴らしておきなさい」

　セリアが全員に言い、セクリトが笑う。

「なんですか？」

「いーや、なんでも」

　険悪な雰囲気を必死に打ち消そうとギドが独り言を言う。

「いつもの弓を持って来れれば良かったんだけど、これじゃ射程は半分って所か」

　さすがに他の領地を通るのに戦闘用の弓を持ち歩くのは危険なので旅の日用品に紛れこませられるよう組み立て式の弓を持ちこんだのだ。

もちろん大きさも弦の張りも劣り、射程と威力は大きく落ちる。

「街中に甲冑を着こんだ兵はいるまい。距離は最大で百だ。いけるか？」

「百五十ぐらいまでなら……」

　セクリトは少しだけ目を丸くする。

「ほうやるな。私の尻を見ておっ勃てるだけの男ではないということか」

「あ、あれは貴女が突然目の前で着替え始めるから！」

「エイギル様に報告します」

「ごめんなさい……」




　暗闇の中での無駄話は陽が沈むに連れて終わる。

　陽が完全に沈んだ事を確認しギドとセリア、セクリト、そして護衛隊から選抜された数名が動き始めた。

「うーい、良い気分だねぇ」

「このまま娼館でも行っちまうか？　でっけえ乳を揉みてぇぜ」

　船員服姿の護衛隊員二名が肩を組んでフラフラ歩く。

港町ではありふれた光景で気にとめるものなどいない。

　二人は裏路地に入るなり懐から木筒と火縄を取り出す。

手際良く着火した彼らはそれを数本、倉庫がある敷地内に放り込んだ。

「うーい、酔っちまったねぇ」

「もう一軒行こうぜ～まだ夜は更けてねぇ」

　彼らは再び肩を組み裏路地を抜けてフラフラと歩く。気にとめる者はいない。




　夜を切り裂く轟音、そして闇を照らす火柱が上がる。

「な、何事だ！」

「火事だーー！　早く火を消せ！　水を持って来い！」

「火の勢いが凄いぞ！　どうしていきなりこんな！」

　遠目にも半端な火勢ではない。

倉庫の見張りが慌てふためきながら火元に駆け出していく。

　倉庫の入り口にいた者達も見張りどころではなく、火の方ばかり気を取られていた。

「ぐっ！」

「おごっ！」

　一人のうなじから剣が突き出る。

もう一人の首は両側から斬りつけられてコロリと地に落ちた。

「死体は？」

「放置します！」

　下手人たるセリアとセクリトは死体を転がしたまま入口を通り抜ける。

「ん？　貴様ら──ぐはっ！」

　見張りの台の上にいる者達は当然彼女達に気付くが言葉を発する前に顔や喉に矢を受けて沈黙していく。

ギドが離れた場所から矢を放っているのだ。

「夜に百ｍ先からこの精度か。我が艦隊にいれば可愛がってやったのだが」

「無駄口を叩かないで下さい。それよりもこの火筒の威力は……」

　セリアが言い終わる前にセクリトが筒に火をつけ、見張りの詰所に放り込む。

爆発音と同時に詰め所全体が燃え上がり、火達磨になった男達が飛び出し倒れて行った。

「火薬と高質の油を組みあわせたものだ。火薬だけなら炸裂して仕舞い、油だけなら燃えるだけ、だが組み合わせれば燃える油が飛散してたちまち大きな火災となる。昔はよく使ったんでな」

　言いながらセクリトはひょいと身を捻る。

　同時に横合いから剣が振り下ろされて空を斬る。

「ああ、久しぶりだ。人を斬る感触……やはりこうでなくては」

　セクリトは右手に持った剣で男の腕を斬り落とし、左手に持った剣でわき腹を裂く。

更に体を一回転させて首と腹を深く抉る。

男は臓物と血を撒き散らしながら崩れ落ちた。

「く、曲者──ひっ！」

　叫びながら逃げようとした男が振り返るとセクリトは既に間近まで迫っている。

「遅い、鈍い、豚のように」

　かかとを斬りつけられた男は腱を斬られて転倒する。

「ま、待ってくれ！　どうしてこんなことをする？　お前達盗賊か？　荷はあそこにあるから……」

「知っている」

　命乞いする男の頭に剣を叩きこんだセクリトは予備動作なく横に動く。

「な！」「くそ！」

　後ろから突き出された短槍が空をきる。

　慌てて引き戻した時にはもう遅い。

セクリトは腰を限界まで落した姿勢のまま男の足を斬りつける。

　不安定で力の籠らない体勢に見えたが、セクリトの一撃は男の脛を砕く。

「足が──えっ!?」

　倒れ込む男の眼前にあるのは笑うセクリトと突き出された剣先。

男は自分の眼球深く剣が刺さるのを感じながら絶命していった。

「後ろが留守です！」

　セリアが太ももに備えていた短剣を引き抜き投擲する。

　セクリトに斬りかからんとしていた男は迫る短剣を慌てて弾こうとするが、喉と下腹部を狙った二本に同時には対応できない。

　一瞬迷った男はどちらも防ぐことができず、喉と下腹部を貫かれて絶命する。

「もっと注意して下さい！」

「お前もな」

　セクリトが柔らかく体を捻って剣を投げる。

　剣はセリアの後ろから迫っていた男の心臓に深々と突き立った。

　同時に二人に向って来る兵士達がバタバタと倒れる。

良く見ればそれぞれ急所に黒く墨を塗られた矢が突き立っていた。

　更に一本がセクリトとセリアの間に突き立つ。

「あの坊や、早くしろと言っているらしいぞ」

　セクリトは薄く笑うと男の死体から剣を引き抜く。

噴き出した血が全身に噴きかかるが気にする様子もない。

「炎、火薬、そして血か……ふ」

「エイギル様ぁ……この女おかしいです」




　敷地の中央、もっとも大きい石造りの建物が目的の場所だ。

　本来はもっと厳重に警備されているのだろうが火事のせいか見張りはいない。

しかも頑丈な扉は僅かに開いていた。

　セリアとセクリトは扉を一瞥して呟く。

「私は飛ぶ」「私は屈みます」

　二人が同時に扉を押しあけた瞬間だった。

「うおぉぉぉ!!」

「賊め死ねぇぇぇ！」

　今までの見張りとは違い、金属の鎧に身を包んだ二人の男が剣を構えて飛び出した。

　しかし男達の斬撃は何もない虚空を斬る。

「「あれ？」」

　セリアは扉を開くと同時に低く身を伏せ、男の足元で剣を構えていた。

　セクリトもまた同時に跳躍し、剣を振りかぶっていた。

「阿呆が」「終わりです」

　セリアは胴鎧の隙間から剣を深々と突きたてる。

　セクリトは力任せに兜を叩き、卒倒して倒れ込んだ男の首を足で折った。

　笑いながらセクリトは建屋の中へ入って行く。

そこには船から運びこまれた荷が積まれていた。

「ひぃぃ！　私達はただの人夫でここの人達とは関係な────」

「そうか」

　その荷の間で震えていた人夫達をセクリトは両手の剣を奮って瞬く間に皆殺しにした。

剣の血を拭うこともなく荷を確かめる。

「見込み通りだ。金貨に銀貨、ほう加工前の金塊もあるぞ。ジルグレイとやらの慈悲深い統治の結晶だな」

「マグラードには鉱山が多いですから」

　襲撃の目的は最初から王都へ向かうこの積荷だった。
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戻ってレオポルト作戦説明中

「報復とはいえジルグレイ総督を暗殺してしまってはそれこそゴルドニア全体を巻き込む大騒動になるでしょうな。しかも先の騒動の後、疑いがこちらに向くのは必定、王の現状を考えれば最悪の事態を招く可能性もある」

「重要なのはジルグレイに痛撃を与え、はっきりとした意志を示すこと」

「その上で奴が王都へ被害を申し出ることができない類のものが好ましい」

「定期的にマグラードを出立するこの荷馬車隊は護衛状況から考えても積荷は──」

「お膝元の総督府内では厳重に護衛されているでしょう。そして王都近郊で騒ぎを起こせばたちまち王国が首を突っ込んで来る。狙うのは荷揚げした直後の港町、ジルグレイが堂々と兵を動かせず、かつ王都からも離れているので王国が関わって来ることもない」
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「何もかも見込み通りか。計画を立てた者はレオポルトとか言ったか……あいつめ女殺しなだけでは無く良い駒を持っている」

「一万枚はありそうです。不正蓄財でしょうか？」

「さあな。だが堂々とした金ではなさそうだ。盗られても王国に訴え出る訳にもいくまい」

　セクリトは金貨を一掴み懐に入れた。

セリアの眉間にシワが寄る。

「だが金は金だ。有意義に使わせて貰おう」

「りう〝ぁいあさんⅢの建造費ですか？」

「なんだと？」

　セクリトとセリアが睨みあう。

「何をしているんですか！　火が広がっていますし、町の衛兵隊も駆けつけている！　早く離脱しましょう！」

　ギドが残りの護衛隊と共に飛び込んで来る。

「ふむ、長居し過ぎたか」

「では予定通り脱出は河から、この金貨も河に捨ててしまいましょうか」

「もったいないですが、流石に持って帰る訳にはいきませんからね」

　皆が金貨の箱を運ぼうとするが、セクリトがそれをとめる。

「いや金貨を回収不能にできる上、濡れずに脱出できる良い方法があるぞ」

　彼女の案にセリアとギドも思わず苦笑する。




「準備はいいな？」

「ええ」「はい」

　金貨は馬車一杯に積まれ、しかも箱が剣で壊されているのでじゃらじゃらと溢れだしていた。

馬車に繋がれているのは二頭の馬、火事と喧騒で既に落ち着きをなくしている。

「「行け！」」

　セクリトとセリアは二頭の尻を同時にナイフで突き、他の者は慌てて馬車から離れる。

　鋭い嘶きと共に馬車が走りだす。

建屋を飛び出し、倉庫の敷地を飛び出し、凄まじい勢いで走り抜けていく。

　もちろんどこへ向かう訳ではない。尻を突かれ、ただ滅茶苦茶に暴走しているのだ。

　敷地の周りには既に野次馬や衛兵が詰めかけて来ていた。

　その群集の中を馬車が突っ切る。

「あぶねぇ！」

「暴走馬車だ避けろ!!」

　皆が慌てて身を引く。

　だがその中の一人が怪訝な声をあげる。

「あの馬車何か落して……ってこりゃ金貨だぞ!!」

「そこら中に撒き散らしてる！　拾え拾えーー！」

　激しく震動しながら走る馬車の荷台から金貨銀貨が零れおちていく。

野次馬はたちまち地面に伏し、必死に金貨を探し始めた。

「お前達やめんか！　ってクラース！　お前まで何拾ってる！」

「だって金貨だぜ。俺達の一月分の給料がそこら中に転がっているんだぞ！」

　暴走馬車は町を駆けまわり、到る所に金を落して行く。

特に曲がり角など大量に零れた場所には民と衛兵が区別なく群がり大騒ぎになっていた。

「衛兵は火事の原因でも突きとめて来いよ！　不審火なんだろ!?」

「うるさい！　金貨は我ら衛兵隊が預かるのだ！　お前達こそ家で寝ていろ！」

　もはや火事など誰も見ておらず、まして不審者を探す衛兵など一人もいなかった。

　炎に照らされた狂乱の騒ぎの中を一行は悠々と歩いていく。

「もう一〇枚も集めたぜ。これで一年は良い物食える。おっと！　ん？　お前ら剣など持ってどうした？」

　それでもぶつかりかけた衛兵の一人が一行を見咎めたが──。

「あっ！　そこの隅で何か光りました！」

「その金貨は俺のもんだー!!」

　その衛兵は裏路地に滑り込んで行く。

　こうしてパナテでの襲撃は終わった。




「ギド……貴方も何枚か盗りましたね？」

「ははは……」

　護衛隊の全員がすっと視線を逸らす。

危険な任務ではあったが、実入りは大きかったようだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一五両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊一五〇名

財産　金貨四八四九〇　疫病対策＋モルト（四千） 薬代金五十人分（＋二千） 軍備増強（一五〇〇）

経験人数五五四人　産ませた子六六人＋五五五匹








12／22　特別記念編

第二巻発売記念話になります。

作中の時期は曖昧かつ、本編とは直接関係しませんのでおまけとしてお読みください。









とある日の午後

第一幕　花風呂

「ふいー気持ちいいです」

「やっぱり、おっきいお風呂はいいね～」

　この場にいるのはセリアとメリッサと俺、そしてノンナだ。

セリアとメリッサは湯の中で手足を伸ばし、一日の疲れを癒しているようだ。

「よいしょ、うんしょ」

　そしてノンナは何やら真剣な顔で体を洗っている。

どうやら巨大な乳をよけながら下を洗うのが大変らしい。

「手伝ってやろう」

「きゃあ！　は、恥ずかしい！」

　乳を後ろから持ちあげると可愛い悲鳴が上がる。

　すごい重量だ。思わず揉みほぐしたくなるが自重する。

「いつもは侍女が手伝ってくれるのですけど……」

　侍女は俺とノンナが風呂で鉢合わせると気を利かせて出て行ったのだ。

その後でセリアがやってきて、メリッサも偶然現れた。

　この三人の組み合わせは久しぶりだ。

「俺が連邦を旅した時はお前達と一緒だったな」

　そう言いながらノンナに湯をかけて泡を落とし、一緒に湯船に入る。

「なつかしいねー」

「ふふ、今となっては恥ずかしいですね」

「私が一番最初にエイギル様と出会ったのです！　私が先輩なのです！」

　メリッサはしみじみと、ノンナは少し恥ずかしそうに、セリアは自分が最初だと主張する。

　俺は香り付けに浮かべられていた果物をセリアの頭に乗せてみる。

「む、おとと……」

　セリアは適当に乗せた果物を落とさない。見事なバランス感覚だ。

「うふふ、悪戯しないで？」

　メリッサにやると逆に頭に乗せられてしまった。

　ノンナにもやってみよう。

「きゃっ、無理です！」

　すぐに頭から前に転がり落ちた果物は胸で弾んで飛んでいく。

「……」

　セリアは不機嫌な顔で果実を湯に落とした。




「三人で揃うのも珍しい。互いに何か面白い話でもしようじゃないか」

　俺は湯船の中でノンナとメリッサを両腕で抱き寄せ、セリアを足の間に入れる。

互いに全裸だが今は湯の中でゆっくりする雰囲気だ。

童貞男のように性交ばかり求めるのもみっともない。

　まず話し始めたのはノンナだ。

「面白い話と言えば……メリッサさんがもてる話とか」

「わっエイギルさんの前ですごいのきたよ！」

　メリッサが苦笑するがノンナは続ける。

「使用人から出入りの商人、町の子供達にまでモテモテなんですよ」

「はは、それはすごいな」

　自分の女がもてるのは誇らしいことだ。それだけメリッサが良い女と言う証なのだから。

「私も聞きました。なんでもエイギル様の愛人だと知った上で言い寄る者もいるとか」

　それは聞き捨てならん。憧れるだけではなく手を出そうと言うなら男として迎え撃たねばならん。

「あはは、そんな大げさなもんじゃないよ。はっきり断ったらすんなり引いてくれたしね」

　メリッサがそう言うなら大丈夫なのだろう。

「しかしメリッサがそんなにもてるとは思わなかった。相手の男も中々根性があるな」

　少なくとも俺に知られれば酷い目に会うことぐらいわかるだろうに。

それでも言わずにはおれなかったのだろうか。

「メリッサさんは見た目と性格のギャップが凄いですからね」

　ノンナの言葉にセリアも同意する。

「失礼ですけど見た目は際どい格好も多いですし……まさに愛人って感じです」

「もーひどーい」

　メリッサがセリアにバシャっと湯をかける。顔が笑っているので本気で怒ってもおらず気にしてもいないだろう。

　確かにメリッサの普段着は相当だ。

単に好みなのか愛人としてそうあろうとしているのかはわからないが、スカートには大抵深いスリットが入り太ももの上の方までチラチラ見えるし、胸元もこれでもかと開いているので覗けば胸が見えてしまう。

「なのに使用人達にもすごく優しくて細かい所にも気がつかれますし」

「男の理想みたいな性格ですね」

　セリアとノンナに褒められてメリッサは恥ずかしそうに俺に寄って来た。

「そうだ、メリッサは本当に良い女だ」

　抱きしめてやるとメリッサもすかさず抱きしめ返してくる。

「ふふ、［妖精の木］でエイギルさんと知り合えて良かった。あれから私ずっと幸せだよ」

　俺達の唇は近づいていき、軟らかく──。

「させません！」

　セリアが割りこんだせいで俺達は彼女の頬っぺたにキスをしてしまった。これはこれで気持ちいい。

「じゃあ次はセリアちゃんの良い話しようよ」

　セリアの話か、なら俺も知っているぞ。

「セリアはとにかく直感が鋭いな。この間もシュバルツの運動がてら遠乗りに行ったんだ。適当に駆け回ってから近くの農村に寄ったんだが……何故かその村にセリアが来たんだよ」

　思いつきで適当に走ったし、行き先はもちろん誰にも告げていない。

「それはすごいねー」

「何かタネがあるのですか？　尾行していたとか？」

　メリッサとノンナが聞くとセリアは嬉しそうに胸を張る。

「私にはエイギル様のいる場所がわかるのです。こうやって目を閉じるとだいたいの方向が……」

　目を閉じたセリアをメリッサとノンナがクルクル回す。

これだけ回しても方向がわかるのだろうか。あ、目が回って湯に倒れてしまった。やっぱりだめか。

「そういえばこの間、セリアちゃんと一緒に寝てたんだけど夜中に突然起きあがってさ。「エイギル様の気配を感じる」って寝巻のまま行っちゃったのよ」

　心当たりがあるぞ。

「あの時か！　外出しようとしたら裏口にセリアが陣取っていた」

　こっそり娼館で遊んで来ようと思っていたのだが、セリアが一緒に寝ようとひっついて来るので諦めざるを得なかった。

てっきり行動を読まれていたのかと思ったのだが、ただの直感だったとは。

「私がエイギル様のことを一番分かっているのです」

　セリアが正面から抱きつき、唇を寄せて来る。

「だから今日最初のキスは私に……わっ！　何をするんですか!?　脇は弱いから止めてください！」

　ノンナとメリッサがセリアの脇をくすぐり、我慢できずに可愛い彼女はひっくり返ってしまった。

「さてノンナの話も聞きたいな」

「おっぱいがすごいです」「まあその……おっぱいの話かな」

　セリアとメリッサの声が揃う。

「どうしてですか！」

　ノンナが興奮して立ち上がると、当然その巨大な乳房がブルンと揺れた。

「わっ危ないです！」

　セリアが素早く後方に回避する。もし遅れていたら弾き飛ばされていたはずだ。

「冗談はおいといて、ノンナは本当に美人だし、肌も絹糸みたいだし……おっぱいがそんなに大きいのにスタイルはいいし」

　メリッサに褒められてノンナはゆっくりと湯に戻る。

「ノンナさんの見た目は卑怯です……客が来ても街へ行ってもみんなに見られているじゃないですか」

　ノンナの圧倒的な美貌と巨乳の前に男は抵抗することなどできない。

迎えた客が俺の前でさえチラチラとノンナを見ているほどだ。

「お前は俺の自慢の妻だよ」

　ノンナを後ろから抱き締めて肩を抱く。

「あぁんもう……」

　ノンナは俺の手を取り、胸元に導いた。

包み込んでみるとわかる華奢な身体だ。ちゃぽんと音を立て、いけない物が水面に飛び出てしまった。

「ノンナさんと抱き合うとエイギル様があっという間にその気になっちゃいます……」

　無茶を言わないでくれ。

「エイギルさんをその気にできるのがいいよね～私がエッチな服着て色々趣向を凝らして頑張ってもノンナがおっぱい出したら一発なんだもん」

「反則です！　半分私に分けるべきです！」

　セリアとメリッサがノンナの乳を掴む。

「いやあ、犯されるーエイギル様助けて下さい」

　笑いながらじゃれる三人。良いな実に良い。




「話も盛り上がったし酒でも飲んで──」

「お待ち下さいな！」

　浴室にでかい声が響く。クラウディアの声だ。

「クラウディア？　どこにいるんだ？」

「ここですわっ最初から浮いておりましたわ」

　広い湯船の中間辺りから声が聞こえる。

あの浮いていたのは仰向けのクラウディアだったのか。てっきり新しいオブジェか何かだと思っていた。

「道理で妙にお湯が溢れていると思いました……」

　クラウディアは手足をバタバタさせて姿勢を変える。樽みたいだな。

「私もお話に混ぜて下さいな」

　もちろん彼女も大事な俺の女だ。異存があるはずがない。

「クラウディアも何か話はあるか？」

「それならば……私達があの戦争から逃げ延びたお話でも致しましょう」

「私達が厳寒の連邦から女の身でここまで逃げ伸びたのは奥様のおかげなのです」

　答えたのはどこからか現れたクララだった。

俺達に遠慮して隠れていたのか、お前も俺の女なのだから気にしなくていいのに。

「それは是非聞きたい。いや聞いておかないといけない」

　本当は俺が助けに行くべきだったのだ。だが、アルベンスは遠く俺の手は届かなかったのだ。

せめて話だけは聞いておく必要があるだろう。

「私と奥様は敵の目から逃れる為、深夜になるまでボロ小屋に身を潜めていました」

「そうか……じっとしているのはさぞ寒かっただろう」

　連邦の冬はまさに氷の地獄だ。隙間風も入るだろうボロ小屋では凍死の危険もある。

赤子まで連れてさぞ苦労したはずだ。

「いえ、それが上着を脱いで窓を全開に致しました」

「はあ!?」「暖炉もないのに上着を脱いだのですか？」「わけわかんない……」

　セリア達が目を丸くしている。俺も意味がよくわからない。

「それが敵から逃げる際に少し走りまして、そのせいで奥様が激しく発汗なされたのです。汗が湿気を、湿気が更なる暑さを呼び、奥様が大変なことに……それに汗の臭いがすごくてその意味でも窓を……」

「ほほほ」

　思っていた感じの話と違う。

　それからクラウディアはあんまり上下に跳ねないでくれ。波がおこっている。

「他にも夜の森でゴブリンの群れに見つかって──」

「「「ごくり……」」」

　女達が息を飲む。

「奥様がリーダーらしきホフゴブリンに圧し掛かり、押しつぶしたんです」

「ほほほほほ」

「「「……」」」

　ホフゴブリンを圧死させるとは……そういえばクラウディアは見た目から想像できないほど俊敏に動く。

全身の肉を使って跳ねるので動きが予想できないのだ。

「たちの悪い船長と喧嘩をして河に落とされたことも……」

「なんだと!?」「ひどい！」「なんてことを……」

　俺だけではなくメリッサやノンナも声をあげる。

　厳寒の河に突き落とすのは殺すのと同じ意味だ。

まして赤子を抱えた女をなど万死に値する。

いつかつきとめて体を引きちぎってやる。

「仕方なく奥様に乗って対岸までオールを漕ぎました」

「おほほほほほ！」

「あん？」

　色々とおかしかったぞ。

「奥様は水に浮きますから」

　見るからに浮きそうだし、今も腹を上にして浮き上がりそうになってはいるが。

「寒くは無かったのか？」

「いえ全然。むしろあの無礼者との喧嘩で熱くなっていたので快適でしたわ」

「すごいの方向性が違いますね」「超人伝みたいになっちゃったね」「超人というより妖怪……」

　それ以上言ってはいけない。

せっかく本人が嬉しそうにぼよんぼよん弾んでいるのだから……波がすごいな、セリアが流されそうだ。




「気を取り直して別の話でもしようか」

　この団欒が楽しくなってきた。もっと色々な話が聞きたいので下半身にはしばらく我慢してもらおう。

「じゃあ次は……お互いのおバカな話とかどう？」

　メリッサが悪戯な顔で言う。面白そうじゃないか。

「あら、それなら言い出しっぺのメリッサさんの話からしてしまいますよ？」

　ノンナが巨大な胸をブルンと張る。

「さっきのメリッサさんがもてると言う話に繋がるのですけど……もてるのは男だけじゃないのですよ」

「えっうそっ!?」

　メリッサが慌ててノンナの口を塞ごうとする。

「メリッサさんは女性の相手も上手いって評判が立っていまして、町娘やメイドの中にはメリッサさんに処女を捧げようとする者も──！」

「わー！　やってない！　みんな帰って貰ってるから！」

　この場合俺はどうしたらいいのだろうか。

夜の行為まで迫られているのだから対処すべきなのか……それとも女同士だから大目に見るべきなのか。

「よし、間をとって俺も参戦しよう。これで全て解決だ」

「あれも面白かったですね」

「まだあるの!?」

　無視されてしまった。

「メリッサさんが運動不足だと言うので剣でも振って見たらどうかと提案したのです。もちろん刃の無い訓練剣で遊びのようなものですが」

　ふむ、特におかしなことではないな。

「それで打ちこみの相手をクリストフにやらせたのです」

「あー恥ずかしい」

　メリッサが桶で顔を隠してしまう。

「そうしたら思いの外、鋭い剣がクリストフの脳天に直撃、一撃で卒倒してしまったのです」

「なんだそりゃ」

「剣なんて持つの初めてだったから加減がわかんなくて思い切りやっちゃった私が悪いの」

　加減なんかいらん。剣を初めて握る女の攻撃を受け損ねて卒倒する兵士など普通はいない。

「あの時は本当に動揺したなぁ」

　クリストフを一刀の元に仕留めたと思いこんだメリッサは泣きながら医者を呼びに行ったそうだ。

「で、結局は？」

「水を頭からかけたら起きあがりました」

　だろうな。奴はとにかく弱いが何度倒れても立ち上がる。

「いつも余裕のあるメリッサさんが取り乱すのは新鮮でした」

「本当に殺しちゃったと思ったんだよ？　泡吹きながらビクビク痙攣してたし」

　起きあがったクリストフを見てメリッサは安堵して泣いてしまったそうだ。

　バカな話ではあるがメリッサの株をあげ、クリストフの武勇伝がもう一つ追加された。




「もー私の話はお終い！　次はノンナ！」

「きましたか……」

　メリッサとノンナが火花を散らす。

「私は正妻として汚点の無いようにしているのでそうそうバカな話はありません！」

「ふふふ、そうでしょうか？」

　セリアがいやらしい笑みを浮かべる。しかし可愛い。

「私は知っています！　怖い夢を見てカーラさんのベッドに潜りこんだ事を！」

「な、何故それを!?」

　これはまた可愛いのが出たな。

てっきり宝石の月賦買いとか、社交会での嫌味合戦とかそういう生々しいのが来ると思ったが。

「カーラさんにひっついたまま離れなくなって一晩中震えていたそうじゃないですか！」

「どうしてそこまで知っているのですか!?」

　セリアの笑みがますます邪悪になっていくが、どこまで行っても可愛いな。

ノンナが真っ赤になって顔を隠すのもまた可愛い。

「カーラさんがケラケラ笑いながらみんなに言ってました」

「あの女ぁ!!」

　ノンナが地団太を踏んで暴れる。

裸なのでもちろん巨乳も大暴れする。いかん、俺の下半身まで暴れそうだ。

　おもしろ可愛かった所でそろそろノンナを宥めよう。

「昔の夢を見たんだろう？」

「……」

　図星らしい。

「俺の傍にいる限り昔のような目には遭わせない。安心していい」

　正面から抱き締める。巨乳の感触が心地良いがもっと重要な話だ。

「それでも思い出して怖くなったら、俺とカーラの所に来い。二人で挟んで寝かしつけてやる」

　ノンナは大人しく俺の胸に顔を埋めていた。

「はい……もう、終わったことですものね。今はここが私の家……ここだけが私の居場所です」

　よしよし、いつものノンナに戻った。

「でもカーラのバカは許しません。朝食のスープに辛子をしこたま入れてやります」

　じゃれあうのもいいがあんまり暴れるなよ。




「最後はセリアちゃんだね」

「どうぞお好きに、私に隙はありません！」

　そうだろうか？　むしろセリアが一番ガバガバだと思うぞ。

「セリアちゃんは多いよね……」

「いくらでも思いつきますね」

「そ、そんなはずはないです！　エイギル様に恥をかかせないように気をつけていますから！」

　ノンナとメリッサがにやりと笑う。

「エイギル様の代理で屋敷の警備兵に訓示しましたよね？　それもかなり厳しく」

「それが何ですか？」

　ノンナが笑いながら続ける。

「あの時、警備兵が複雑な顔をしていませんでしたか？」

「確かに……ニヤニヤしてたるんでいると怒った覚えがあります」

「あの時、セリアちゃん頬っぺたに朝食のジャムつけたままだったんだよね」

「それも割とたっぷりでしたね」

　セリアがどんどん赤くなる。

「どうして教えてくれなかったんですかぁ！」

「微笑ましくてついね……まさかあのまま訓示なんてすると思ってなかったから」

　暴れるセリアを捕まえて頭を撫でる。こうすると大人しくなるのだ。

「他には無いか？　セリアの可愛い話をもっと聞きたい」

「やめてください！　聞かないで下さいエイギル様！」

　こらこらノンナとメリッサの話を聞いたのだから自分だけやめろは不公平だぞ。

「他には……服屋で詰め物入りの下着を特注しましたよね。でも限界まで詰め物したせいであまりに不自然になって人前で付けられなくなったとか」

「なんで知ってるんですかぁ！　あの店主め口を割りましたね！　あんなに口止めしたのに！」

　詰め物入りの下着をつけた疑似巨乳セリアが鏡の前でポーズを取る姿を想像してしまう。

「可愛い、可愛いぞセリア！」

「ふにゃー！」

　思わず顔を揉み解してしまった。

「ちなみに店主が口を割った訳ではありませんよ？　普段使わない店から出て来たのをメルさんが見かけたそうです」

「後はイリジナさんが部屋に行った時、机の上にその下着が出しっぱなしだったらしくて」

「み、店から出る所を見られていたなんて……それにイリジナさんはまた人の部屋に勝手に入って！」

　やっぱりセリアは詰めが甘いな。

「私はもう立ち直れません……」

　セリアは湯に飛び込み、目から上だけを出してブクブクし始めた。

「後は……昨日の朝食の時かな」

「みんなの前でエイギル様のことをパパって呼びましたね。その後すぐに真っ赤になって窓から飛び出してしまいましたけど」

「あぁ……あれはなぁ」

　前の夜にそういう遊びをしたからな。余韻が残ってしまったのだろう。

「ぶくぶくぶく」

　セリアが頭のてっぺんまで沈んでしまった。ここらで勘弁してやろう。

　本当はまだまだ色々あるんだけどな。

漏らした系の話なんかは本気で泣いてしまいそうなので言わないでおこう。

セリアは膀胱が緩いのかそっちの話は簡単に二つ三つ思い出せる。




「そういえばクラウディアさんも色々とおありですよね」

　ノンナが仰向けになって湯船を漂うクラウディアに話を振る。

「あら？　そうだったかしら？」

　さすがに彼女は肝が座っていると言うか全く動揺しない。

余裕の顔で湯に浮かぶ果物を食べている──その実は香り付け用で食べるもんじゃないんだけどな。

　ちなみにクラウディアのバカ話は

「鉄で強化された特注椅子が定期的に壊れる」

「彼女が劇場に行くと温度が上がり客が汗をかきだす」

「劇場のトイレを使用不能に、以後クラウディア専用の手洗いがつくられた」

「強烈な放屁を爆発と勘違いした衛兵が警鐘を打ち鳴らした」

　というものだった。

「怪物じゃないですか……」

　復活したセリアの言葉を俺は肯定しない。否定もしないが。
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とある夜　第二幕　雄風呂

「で、マック行きつけの店な、酒は美味いんだがきっつくて気がついたらゴミ捨て場で寝てたんだっての」

「まったく何をやってるんだ。またセリアに蹴飛ばされるぞ」

「あの酒はお前には強すぎる」

　俺とマックとクリストフは湯に浸かりながら談笑していた。

時間は既に深夜、家族が入り終えた風呂が使用人にも解放される時間だ。

　仕事終わりのマックとクリストフも風呂に入ろうとしていたらしく、着替え場で鉢合わせになった。

ちなみに俺はカーラを抱いて失神させたら尿をかけられてしまったのでもう一度風呂に入りに来たのだ。

　俺達は領主と部下の立場だが、昔馴染みでもあるし風呂の中でまで立場など気にしても仕方ないので一緒に入ることにしたのだ。

「しかしマックお前ますますムキムキになっていくな。本当はオークじゃないだろうな？」

　俺はマックの胸板をドスンと叩いてみる。体中に無数の傷がありまさに歴戦の体だ。

筋肉量なら俺よりも多いだろう。水に浸けたら石のように沈んでいきそうだ。

口数が少ないこともあって妙な威圧感を感じる。

「最近食い物がいい。力も強くなった」

　マックは俺に見せつけるように力瘤を作る。ええい暑苦しい。

　目をクリストフに向ける。

「お前はこうして見ると強そうなんだけどなぁ」

　クリストフの体は俺やマック程ではないが十分に鍛えられており、十分歴戦の戦士と言える。

まぁ歴戦であることは否定しないのだが。

「これだけ鍛えてどうしてあんなに弱いんだ？　理由がわからん」

　戦いは力だけでするものではないが、いくらセンスが悪くても体を鍛え上げれば中の下ぐらいまではいくはずだ。

「ははは、まぁ調子が悪い時もあるってことさ！　本調子になれば一気に挽回よ！　まぁ見てろって」

　まったく期待しないで待っておこう。

「戦いの前には皆がクリストフに触れる。死神から逃れられるからだ」

「やたらみんなが俺に触れてくるのはそういうことだったのかよ!?　てっきり尻を狙われてるかと思ってひやひやしてたんだぜ……」

「どこかで聞いたことがあるが笑える話だ」




　一通り騒いだ所でクリストフが酒瓶を持って来る。

酒が入って話は盛り上がり、下品になっていく。

「で、二人とも最近こっちの方はどうよ？」

　クリストフが小指を立ててにやつく。

「俺もまだまだだ。一昨日も別館の女をまとめて相手したんだが最後は種が出なくなってしまった」

　女達は気にせず楽しんでくれたが男としてこれほどの屈辱はない。

「別館の女って何十人もいたよな……一晩で抱いたのかよ」

「絶倫だ」

　慰めてくれるらしい。やはり昔馴染みは良いな。

「ところでエイギル、最近屋敷にその……丸いのいるよな？」

「転がる玉だ」

　丸い？　転がる玉？　ああ、わかった。

「クラウディアのことか。彼女がどうした？　やらないぞ」

「いや、あんなのいらな──っとエイギルの前で女の悪口は駄目だな。ともかくあの女もその……ヤっちまってるのか？」

　何をバカな事を言うんだ。

「クラウディアは俺の女だぞ。ヤっているに決まっているじゃないか」

　そんなだからお前はいつまで経ってもクリストフなんだ。

彼女は体がどっしりしているからどんな激しい攻めも受け止めてくれるのだ。

「そ、そうか……すげえな……やっぱりあんたが大将だよ」

「俺にはできん」

　もっと褒めてくれ。彼女と騎乗位で終えた時は戦に勝ったような達成感があるのだ。

「俺だけでは不公平だぞ。お前達の話も聞かせろ」

　まずはマックから聞こうじゃないか。

「オーサは色々世話を焼いてくれる」

　オーサと言うのはラーフェンにやってきたダークエルフ隊長の名前だ。

彼女はマックの家に住み込み、家のことを全部してくれているらしい。

「お前それ完全に惚れてるだろ！　かーいいなぁ、あの褐色の美人を好き放題できるのかよ！」

　彼女は完全にマックの女になるつもりのようだ。

このまま同棲を続けてなし崩しに嫁に収まるつもりなのだろう。

「だが他にもいる」

「なんだと？」「マジかよ!?」

「馴染みの娼婦が家に来た」

　なんでもオーサが家に来る前はある娼婦とよく遊んでいたらしい。

マックが他の女と同棲したと聞いて慌てて家にやってきたそうだ。

どうやら彼女もあわよくばマックの女になろうと思っていたらしく、もうお金はいらないから愛人にしてくれと懇願されちょっとした修羅場になったらしい。

「彼女も良い女だ。心根が優しく……何より肌が褐色だ」

　美女と同棲しながら愛人まで作るとはとんでもない筋肉達磨だ。このスケベオークめ。

「ハクション！」

　湯に浸かっているのに何故かくしゃみが出た。次はクリストフだな。

「へへ、俺だって色々やることはやってるさ」

　クリストフは湯の真ん中で立ち上がり、大げさな身ぶりで話し始める。

「酒場で見つけた踊り子……美人でスタイルも良くて人気ある娘なんだが……彼女どうやら俺に気があるらしくてよ、こないだも一緒に食事してそのまま店に行ったのよ」

　ほう、それは羨ましい。

「まぁ流行りの服をねだられて結構な出費だったんだけどな」

「……」

　一転して雲行きが怪しくなってきた。

「休日にも声がかかるんだぜ？　飯を食って買い物して……次の日も忙しいとかで夜までは一緒にいられないんだけどな」

「ちなみにどんな買い物だ？」

「そりゃあアクセサリーとか服とかさ。上目使いに俺を見てよ「これ……欲しいなぁ」って言われるんだぜ。もう買ってやるしかないだろ！」

　だいたいわかってしまったよ。

「それで指一本でも触れたのか？」

「いや、胸を軽く触ろうとしたら本気で怒られたからな。まだ早いかなって思ってる」

　うむ、完全にカモにされているだけだ。

だが女に金を貢ぐのは素晴らしいことなので何も言わないでおこう。

「そういや、前に彼女が知らん男と楽しそうに歩いててさ、店で聞いてみたら兄だってよ。まったくびびったぜ、俺の事が好きなはずなのに……前に家族はいないって言ってたと思ったんだけどな」

　ほぼ間違いなくそれが本物の恋人だろうな。だが言わない優しさもある。

「哀れな奴だ」

　マックと二人でクリストフに酌をしてやろう。

男だらけの臭い酒だがせめて楽しく飲め。

　その時、風呂の扉がカラカラと開く。

見れば女が三人こちらを覗いていた。

どうやら夜の仕事を終えたメイド達らしい。

「わっ男の人が入ってるよ」

「えっ領主様!?　失礼しました！　すぐに出て行きます！」

　女達が慌てて服を着始める。

夜勤で疲れた彼女達を待たせる訳にはいかない。

「今はお前達が湯を使える時間じゃないか。嫌でないなら一緒に入ろう」

　マックとクリストフの同意はいらない。

女が風呂に入って来るのに喜ばないような男は男ではない。

「どうする？　私はいいけど」

「タオルで隠せば……」

「ご相伴しようか？」

　女達はそれではとタオルで体を隠して入って来る。

　見た感じ三十路過ぎのベテランメイド、二十歳そこそこの若いメイド、十代と思われる見習いメイドの三人のようだ。

恥ずかしそうにはしているが嫌がってはいない。

「なら酒を追加だな」

　クリストフが湯を出て酒を取りにいく。

「ふっ」「あらら」「ひゃっ！」

　女達が小さな声をあげる。

　クリストフの股間に揺れるモノが見えたのだろう。

　ギラリとマックの目が光った気がする。

「足が疲れた」

　突然マックが立ち上がる。湯に浸かっていて何が疲れるというのか。

「うわ！」「すごい！」「ひぃぃ！」

　女達が驚きの声をあげる。なるほどそういうことか。

マックはクリストフよりも遥かに大きな一物を女達に見せつけたかったようだ。

これは負けられん。

「俺も伸びをしようかな」

　立ち上がって思い切り伸びをする。

「うひゃあ！」「な、なにあれ！」「ひぇぇぇ……」

　女達が仰け反ってしまう。だが手で顔を隠しながらもしっかりと俺とマックのモノを見ている。

ベテランメイドなど唇を舐めているぞ。

「あわわ……そ、それにしてもすごい筋肉ですね！　領主様もマックさんも！」

　一番恥ずかしがっていた見習いメイドが慌てて話を逸らす。

ちょっとバカな事をし過ぎたかと俺達が座り直そうとした時だった。

「力比べをしたらどちらが勝つのかちょっと興味ありますね～」

　俺とマックの目線が合う。そして戦いが始まった。




「ふん!!」「なんの!!」

　マックと俺は全裸のまま取っ組み合い、女達は湯に浸かりながらそれを見物している。

　ルールは簡単、打撃無しでの肉弾戦だ。

湯船に落ちるか投げ飛ばされれば負けとなる。

　一応クリストフも参加したんだが開始三秒でマックが思い切り放り投げた。

仰向けに浮いているから息は続く大丈夫だ。

「おぉぉぉぉ！」

　無駄な事を考えていたせいで隙ができてしまった。

マックが吠え、俺は一気に湯船の傍まで追いつめられる。

　俺は腰を落として下半身に力を込め、なんとか奴の突進を止める。

「これはどうだ！」

　反撃にマックの腕を取って思い切り引っ張る。

あわよくばこのまま投げ飛ばして終わりにしてやる。

「負けん！」

　それに対してマックは俺に密着してきた。なるほどこうすれば体が近すぎて力が入らない。

そして中途半端な力ではマックの巨体を投げ飛ばすことはできない。

このままでは一気に勝負は決められない。残念ながら仕切り直しだ。

「やるなマック、ここまで手強い奴は久しぶりだ」

「力比べなら負けん」

　激しく動いた上に浴室なので温度も高い。

俺達は汗を落としながら笑い合う。

　何も殺し合いをする訳じゃない。ど真剣にやる必要はないだろう。

「まるで私達が奪い合われてるみたい。こんなのお腹の下が熱くなっちゃう」

「マッチョ同士が汗まみれで……あぁん駄目、手が勝手に……」

「変な気分になってきちゃったよぉ……」

　その時ベテランメイドの一言が俺達の耳を貫いた。

「勝った方の殿方に……三人まとめて抱かれるのも……いいわよね」




「うがぁぁぁぁ！」

「ぐおぉぉぉぉ！」

　同時に俺とマックが腹の底から咆哮する。

　今までは遊びだったが、女を賭けた勝負で手加減はできない。

全力で戦うしかない。

「手加減はできん。怪我をしても知らんぞ」

「同じくだ」

　目一杯の力で押しているのにマックは岩のように動かない。

逆にじりじりと押されているようにも感じる。

「力……だけなら……負けん」

　とんでもない怪力だ。

認めよう、単純な押し合いだけなら奴の方が強い。

だが肉弾戦とは言え、単に押し合うだけではないのだ。

「ふん！」「なにっ!?」

　俺は押されながら腰を落とし、奴の力も利用してくるりと体勢を入れ替える。

　湯船ぎりぎりまで追い込まれていたはずが、一回転したことで一気に俺が優勢となる。

「ここで決める」

　渾身の力を込めて押しまくる。

さすがのマックもここまでの攻めで疲れている所に全力の押しを受けては持ちこたえられないだろう。

「あっ！　決まる!?」

「やっぱり領主様強い！」

　遂にマックの腰が崩れ、そのまま湯の中に落ちるかと思われたが……。

「まだだ」

「しまった！」

　マックが俺の腕を掴み、捨て身の投げを放ったのだ。

奴を湯に落とすことしか考えていなかった俺の足は浮いてしまい、引っ張られるままマックと一緒に倒れ込んでしまう。

　湯船に落ちたのは二人同時、派手な水柱が終戦を告げた。







「引き分けとは中途半端な結末だな」

「ああんっ大きい！」

「仕方ない」

「こっちもすごい！」

　俺はベテランメイドを、マックは若いメイドを後ろから突いている。

　彼女達は俺達の勝負を見ている内に出来上がってしまったのだ。

引き分けなのだからそれぞれ一人なのは仕方ないだろう。

　ちなみに見習いメイドはどさくさに紛れて復活したクリストフに抱かれようとしている。

なんでも俺に抱かれるのはノンナが怖く、マックはその巨体そのものが怖いそうだ。

　クリストフは怖くなるほどの巨体では無いし、誠に不本意ながら俺やマックよりも顔は良い。

女が見た目に惹かれてもおかしくないのだ。

「や、やさしくして下さい。初めてなんです……」

「マジか!?　俺に任せとけ！」

「処女か……」

「まったく良い所だけ取りやがって」

　だが彼女がクリストフに処女を捧げることはなかった。




　がらっと扉が開かれる。

「ふぅ……思った以上に夜戦訓練が長引きました。汗を流してエイギル様と一緒に──」

「うげっ!?」「ぬ」「あっまずい！」

　現れたのはセリアだった。

クリストフとマックそしてメイド達が声をあげる。

「よおセリア、ご苦労さん」

　セリアは俺を見て一瞬笑顔になったが、俺が抱いている女を見て怒り顔になり、今にも始めそうなクリストフと既に始めているマックを見て無表情になる。

この顔は本気で怒っている時の顔だ。

「このバカ風呂場で……！」

　セリアは綺麗に跳躍し、クリストフの後頭部に飛び蹴りを放つ。

「うわぁぁぁぁぁ！」

　蹴りは手本のように綺麗に決まり、クリストフは気絶する。

「お前も何をやってる！」

　次に標的になったのはマックだ。

奴は既に女に差しこんでいるので回避も防御もできない。

　せめてもの抵抗に全身の筋肉を盛り上げたようだが無駄なことだ。

セリアは自分よりも大きな相手と戦う事に慣れている。

マックのような筋肉達磨の腹や足を狙うはずがない。

「甘い！　こうしてやります！」

　後ろから伸びたセリアの蹴りは軽く……だが確実にマックの大切な玉を捉えた。

パシンと小さな音がする。

「……」

　マックは一言も発することなく湯船に倒れ込む。

「エイギル様もです！」

　俺には攻撃ではなく全身を使って背中にしがみ付いて来た。

「エイギル様は渡しません！　お前達はさっさと着替えて上がりなさい！」

「「「きゃあー！」」」

　メイド達が追い払われてしまった。

　さてパンパンに頬を膨らませたセリアをどうなだめるか。

「ははは、悪かったよ。お詫びにお前の背中を流してやろう」

「そんなことでは誤魔化されません！」

「なら全身マッサージもつけてやる」

「うう～」

　セリアの機嫌を取りながらの風呂もこれはこれで良い物だ。

やはり風呂は男同士よりも女と入る方がいいな。








第３２７話 見えない戦い③　狙われた女達







マグラード総督府　総督執務室

　マグラード総督、グリフ＝ジルグレイは部下からの報告を聞いていた。

「賊共の処刑が終わりました。残念ながら有益な情報は得られませんでしたので、公式には旧マグラード残党としております」

　ジルグレイはつまらなさそうにペンを机に放る。

だがその表情は不機嫌と言う訳でもなかった。

「ふん、ハードレットの安い復讐だろうが証拠がないからな」

　少し前、ジルグレイを狙った暗殺計画が進行中との密告が総督府にあったのだ。

「ハードレットの奴がやり返して来るとは思っていたが無様なものよ」

　暗殺が未遂に終わったことで復讐が来ると備えていたジルグレイは迅速に対応し、事を起こす前に怪しい者達を全て拘束する事に成功したのだ。

非友好地域の総督を任されるだけあって彼の治安維持能力は高かった。

　その後、容疑者達の半数が死亡するほどの激しい拷問が行われたが、ジルグレイの期待したハードレット側へと繋がる証拠は何も得られなかった。全員が何も知らなかったのだ。

「俺達の計画がハードレットまで後一歩まで迫ったのに、奴のお粗末な計画は準備前に破綻よ。やはり戦いだけの筋肉達磨にはここらが限界のようだな」

「誠にその通り、我々の失敗は暗殺者が無能だった故です。閣下の計画は完璧にございました」

　部下がすかさず機嫌を取りジルグレイは満足げに頷く。

「なんにせよ、次の計画を考えねばならない。あの目障りな男を取り除かねば──」

　その時、廊下をバタバタと走る音が聞こえ、ジルグレイは眉を潜めて肘をつく。

「閣下一大事です！」

「うるさいぞ。もう少し落ち着いて動けと言っているだろうが」

　だが報告を受けたジルグレイの声はたちまち絶叫に変わる。

「パテナの倉庫が襲撃されただと!?　それで被害は!?」

「警備兵一五名と荷役四名が死亡──」

「そんなことはどうでもいい！　王都への荷はどうなった!?」

　ジルグレイは報告した部下の胸倉を掴む。

「それが襲撃者は荷を町中にばら撒き、回収は不可能であると……王都中枢貴族への半年分の工作資金はその……全て失われました」

　部下が目を逸らしながら言う。

「おのれ……おのれおのれーーー！」

　ジルグレイは机上の書類、筆記用具、カップなどを全て払いのけて暴れた。

「ハードレットめよくもやってくれたな！　殺してやる！　絶対に殺してやる!!」

　ジルグレイは一通り暴れると机を叩きつけてからようやく鎮まった。

「総督閣下……？」

　部下が不安そうな面持ちで尋ねる。

「殺せ……今すぐあの不愉快極まる女好きを殺すのだ!!」

「お言葉ですが次の暗殺計画は準備段階です。前回のことで防備を固めているだろう奴を討ち取るのは……それに派手にやればどこでボロが出るやもしれず、王国の情報官に尻尾を掴まれれば逆に閣下の不利益になるかもしれません」

「ならば奴の女共を狙え！　正室さえ避ければ愛人の暗殺などに王宮が首を突っ込むこともない！」

「か、かしこまりました！」

　かくして水面下の戦いは続く。
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ラーフェン

「……ジルグレイめ超えてはならん一線を超えたな」

　俺は手紙をレオポルトに回す。

作戦の成功をセリア達以外から聞く事になるとは思わなかったぞ。

　手紙は王国筆頭情報官のレベッカからで『パテナの焼き打ちの件、ジルグレイ総督は激怒している模様、非常手段に出るかもしれない。特に愛妾、愛人の身に注意されたし』と書いてある。

　その後ろにも色々書いてあったがどうでもいい。

俺を殺しに来るならともかく女を狙うとはなんというおぞましい奴だ。

「後半部分に、水面下でこそこそやるのは好きにすれば良いがこれ以上事を荒立てると介入するとも書いてあります」

　レオポルトは手紙を読みこんでから火をつけて灰にする。

残しておく類の手紙では無いのだ。

　読めなかったマイラがレオポルトを睨んでいるが、奴は涼しい顔だ。

「以前の計画通り屋敷の警戒を強化、しばらくは警備兵も増員致します」

　だが納得できない。守りに入って相手の出方を延々待つのは性に合わないのだ。

俺が狙われているなら女でも抱きながら気楽に待つが女達に危険があるかもしれないと思うと心配で夜も眠れなくなる。

「俺に考えがある」

　レオポルトに俺の策を耳打ちしてみる。

「それは本末転倒ですな。もう少し頭を使って頂きたい」

　無茶な策だったのは分かっているがもう少し言い方があるだろう。

話を聞こうと近くにきたマイラの頬っぺたを揉み解す。

滑々でよろしいがセリアより若干弾力に欠ける気がする。

「何をなさるのですか!?」

　だが口以外で抵抗しないのはセリアと同じだ。揉み続けよう。

「……ですが一息に片をつける方針は理解しました。こちらで修正の上、改めてお伝えしましょう」

　レオポルトはそう言って執務室を出て行く。

「ん？　俺の案を聞いたのか？」

「頬っぺたが伸びますから～」

　そういえばレオポルトは俺が言ったことは基本的に無視しない。

皮肉は垂れるし、言ってないこともするが指示は破らない。

「ああ見えて結構な忠臣なのかもしれん。いつもいつも腹は立つが……」

「はう……はう」

　ともあれ準備をしなければいかん。




後日。

　揺れる大型馬車の中、俺は無言で長剣を確かめる。

「名誉挽回の好機、必ず活躍して見せます」

　張り詰めた雰囲気、隣にいるマイラの顔は固い。

「ふかふかね。何が入っているのでしょうか？」

「硬い粒々？　でもこうしてクッションにするといい感じ……」

ルナとルビーはメル印のクッションが気に入っているのか幾分か表情が柔らかい。

「わははは！　飯を食わないと力が出ないぞ！」

　イリジナは何か肉っぽいものを食っている。絨毯に汁をこぼすとみんなに怒られるぞ。

「いいか？　絶対に俺の前に出るな、これは命令だ」

「おう！」「はっ！」「「はい！」」

　声が揃う。自分の身を十分守れる女を連れて来たつもりだが、それでも前に出られると気になって大暴れできないからな。

　俺達が乗る馬車は所有する中でも一番の大型馬車で、普段はノンナ達が揃って外出する時に使われている。広い車内にはノンナが持ちこんだ着替えや、カーラの狩猟弓、メルが娘達と編んだクッションなどが所狭しと置かれている。

ちなみに天井には小さな空間がありケイシー専用になっていた。

　そして『俺』が乗る馬車が多数の護衛を引き連れて、俺達に一時間先行して出発している。

目的は避暑であり、普段とは違って遠くの池に家族揃って出かけるのだ。

　主要街道から離れるので道は狭く大型馬車は速度を出せない。

更に先行する『俺』の馬車に比べてこの馬車の護衛は極端に薄い。




「道に障害物だ！　止まれー!!」

　馬車が急停止し、俺達は軽く体勢を崩す。

　同時に護衛にしては多すぎる人の怒鳴り声が聞こえる。

懐かしい金属音──剣が打ち合わされる音だ。

「足は止めたぞ！　間違いない妾共の馬車だ！」

「Ａ班は護衛を足止め！　Ｂ班は目的を達しろ、容赦はするな！」

　俺は慌てることなくゆっくりと立ち上がる。

　馬車の扉が乱暴に開かれた。

「ハードレットの妾共！　恨みは無いが死んでもら──」

　剣をかざして車内に入ろうとした男の顔面深く鉄のブーツがめり込む。

偽装の為か旅人風の服装だった男は顔がめちゃめちゃに潰れ、一見で不審者だと分かるようになった。

まぁもう動かないだろうが。

「うおっ！　一体何が──へ？」

　入口で待っていた男は自分の胸を貫通した剣を不思議そうに見ている。

長剣は心臓を完全に潰しており、男は一呼吸おいてから崩れ落ちた。

　二人の屍を踏み潰しながら外へ出る。

俺は完全武装、長剣を担ぎデュアルクレイターを腰に差し、全身に戦の時と同じ甲冑をまとっていた。

おおよそ、煌びやかな馬車から出て来る格好ではない。

「待ってたぞ。焦らさず一発で出て来てくれたことには感謝する」

　俺はそう言いながら長剣を勢い良く振る。

三ｍ程先に立っていた男の胸から上がずれていく。

「じゃあ始めようじゃないか」

　だが襲撃者達は完全武装の俺を見て後ずさって行く。

「話が違うぞ!?　後方の馬車には愛妾が乗っているはずだろう！」

「斥候は確かに女が乗っていると言っていたぞ！」

「だがあれはハードレット本人だろうが！」

　最後の村を通過する際、ルナとルビーに普通の服を着せたまま外を覗かせたのだ。

もちろん今は完全武装だが。

「どうした？　襲ってきたのはお前達だろうが。さっさとこい」

　言いながら軽く周囲を確認する。

　襲撃者の総数は三十人と少しと言った所、こちらの護衛は四人だが完全武装なので少なく無い数を止めている。

足元に転がっている奴らを除いて二十ほどか。

「い、今更後には引けん！　行くぞ！」

　号令と共に敵が一斉に駆ける。

だが俺は号令の前に駆けていた。

「うわぁぁぁ戦鬼がきたぁ！」

「ひるむな！　戦鬼など所詮は噂……ひぎゃあ!!」

　俺は号令を出した男に向かって一直線に突進し長剣を叩きつける。

男は対応出来ず剣は脳天に直撃、脳天から股下まで薪のように綺麗に割れた。

「ふん」

　不用心な奴だ。戦いの基本は頭潰し、前に立って号令など上げたら狙われるに決まっているだろうに。

これで奴らの士気も落ちる。

「だが逃がさん。俺の女を狙った奴がどうなるか思い知らせてやろう」

　残念だが全員死んでもらうことにする。

「や、やれー！」

　情けない号令と共に襲撃者が本格的に動き出す。

　剣を振りかぶって突っ込んで来る男に、俺もまた盾を構えたまま突っ込む。

「ぐぎゅ」

　激突と同時に情けない声と三つの音が聞こえる。

一つ目は盾とぶつかった剣が折れた音、二つ目は剣を持つ手が折れた音、三つめは男の体が潰れた音だ。

骨が砕けぐにゃぐにゃになった男が地面を滑って行く。

「ひい！」「やっぱり戦鬼……化け物め！」

　もう話をする気は無い。

俺は無言のまま声のする方に突進し、長剣を振るう。

　一人の足を斬り払い、その回転を利用して盾でもう一人を殴りつける。

更に反撃に出た奴に足をかけて転ばせ、ひっくり返った背中に長剣を突き立てた。

　襲撃者は素人ではないが戦い方が妙だ。

戦場で鎧を着た相手と戦い慣れておらず、街で喧嘩をするような戦い方だ。

「これでどうだ！」「もらったぞ！」

　両側から斬りかかる男二人、俺は体を捻って回避する。

それでも完全には避けきれず、刃が体に当たったが……。

「それで仕留められる訳がないだろうが」

　刃は小手と肩の鎧で滑って空を切る。

俺が着ているのはドラゴンの皮を利用した極めて頑丈な鎧だが、仮にこれが普通の金属鎧だとしてもその斬り方ではかすり傷にもならない。

「こう斬るんだよ」

　剣が弾かれて姿勢を崩した二人、そのうちの一人を前蹴りで吹き飛ばし、もう一人の左肩口に長剣を叩きつける。

剣は男の着ていた革の鎧を紙のように引き裂き、体を斜めに縦断して右の腰から抜ける。

　男は意味の分からない叫びを上げながら斜めにずれていき、中身を全部ぶちまけて斃れ伏した。

うむ、今の一撃なら相手が金属の鎧を着ていても十分仕留められただろう。

　前蹴りで倒れた男は足をくじいたのか立てないまま後ずさって行く。

　止めを刺そうと近づくと突然手に握った砂を投げつけて来た。

俺は顔を覆って蹲る。

「ははは！　貴族様の上品な戦いに砂は無かっただろう!?」

　男は素早く起きあがると剣を手に突進してきた。

「そうでもないぞ」

　間近に迫った所で俺もまた手に握った砂を男の顔にぶちまける。

　奇襲に砂をかけるのは戦いの定石だよな。

他の奴に見られたら見苦しいだのとうるさいが、ここには身内しかいない。

　俺の方が至近距離だったのと力が強いので男は完全に目をやられたようだ。

倒れ込んでのたうちながら見苦しく喚いていた。

「た、頼む、助けてくれ！　もう戦えないんだ！」

「だめだ殺す」

　人の女の命を狙っておいて不利になったから逃がしてくれは聞けないな。

　悲鳴を上げる男に盾を振り降ろし、潰れた果実に変える。

これで九人か。




「ハードレットの相手をするな！　女の方を狙うんだ！」

　襲撃者達が標的を俺から馬車に乗っていた女達に変える。

　だが俺が暴れていた間に彼女達は臨戦態勢を整えている。

ルナとルビーは弓を背負って馬車の上に飛び乗っており、マイラとイリジナは馬車の前に立ちはだかるように並んで立っていた。

「あのでかい女……は強そうだから華奢な方から狙え！」

「……来るなら来なさい」

　マイラはそう言いながらも少し嬉しそうだ。

一方イリジナは膨れている。でかいの気にしていたのか。

　マイラに襲いかかった敵は三人、援護に入ろうとするイリジナに不要と合図してから彼女は腰を低く落とす。

　彼女の得物は標準的な片手剣と金属の盾だ。

だからこそ襲撃者達も与し易いと見たのだろうが──。

「ふっ！」

　相手が斬りかかる瞬間、マイラはさっと後ろに下がる。

二人の剣が空を切るが、もう一人は体勢を崩すことなく再び剣を振りかぶった。

「女が盾なんぞ構えても！」

　マイラは盾を構えるが相手はそのまま振り下ろす。

女の力なら盾ごと押し潰せると思っているのだろう。

「愚かな」

　マイラは確かに剛力ではない。軍人として鍛えてはいるが力で相手を圧倒はできない。

「なに!?」

　彼女の強さは技量にある。

剣が当たった瞬間、マイラは盾を斜めに下げる。

剣は流されるように横に逸れ、男の体勢が崩れる。

「しっ」

　マイラの剣が一閃され男の首が綺麗に飛んだ。

首をなくした男はそのままよたよたと数歩進んで前のめりに崩れる。

「この女！　叩き殺してやる」

　激昂した男の突きをマイラの剣が絡め取る。

「巻き上げか、俺も練習ではよくやられたな」

　長剣は重くて長いので不可能だが訓練用の剣なら飛ばされたことが何度もある。

　気がつけば男は剣を飛ばされ無防備なまま彼女の前に立っていた。

男が次の言葉を紡ぐ前にマイラの突きが男の喉元を貫く。

「お前で最後！」

　今度はマイラから仕掛けた。剣を振りかぶって男に斬りかかる。

男は当然、剣を上げて守りに入るがその顔面に盾が打ちつけられる。

「上手いな」

　マイラは最初から盾をぶつける牽制として剣を無駄に大きく振りかぶったのだ。

二度強く盾で殴られた男は鼻血を出して目を閉じてしまう。

そこに今度こそ斬撃が放たれ、男は喉をざっくりと斬られて絶命する。

　マイラは兵を率いても優秀だが決して弱くない。

いや、精兵でも彼女とまともにやりあえる者はそういない。

セリアも一騎打ちの訓練ではよく負けているのだ。

「こ、こいつも駄目だ！　馬車の上の女を狙え！」

　男達が狙いを馬車の上に陣取るルナとルビーに変える。

「弓を持っているぞ！」

「一気に距離を詰めて引きずり落としてしまえ！」

　男五人が一斉に駆ける。

距離もいくらも無く、普通に考えれば一発外せばそこまでの距離に思える。

　だがピピやギドの腕を見ていた俺に不安はほとんどなかった。

「いきますよ」「はい、姉様！」

　ルナとルビーは矢をつがえ、更に口に矢を咥える。

　一瞬の静止の後、弦が唸りを上げる。

「が！」「うっ！」「ぐえ！」「いぎ！」「ぎゃっ！」

　短い悲鳴が響き、馬車に向った五人がバタバタと倒れた。

全員、目や喉、胸など急所に矢が突き立っている。

　素晴らしい精度と連射だ。

矢筒から抜くのも手間だと口に矢を咥えていたのだろう。

「やりました姉様！」

　はしゃぐ姉妹、これで残るは僅かだ。

「だ、だめだ！　俺達の敵う相手じゃねえ！」

「逃げようぜ！」

「手ぶらで逃げてもどうせお終いだぞ！」

　残った男達は狙いをイリジナに定めた。

「わははは!!」

「弱そうな奴が強かったんだ」

「一番強そうな女が弱いかもしれない！」

「良く見るとアホそうだぞ！」

　男達がイリジナに剣を向ける。

残念ながらイリジナはマイラやセリアと比べても頭一つ突き抜けて強いぞ。

「よし、全員で仕掛け────」

　言い終わる前に一人の顔をイリジナの槍が貫通した。

「悪漢共め串刺しだ！」

　槍を振り上げ、串刺しになった男を玩具のように飛ばす。

「この野郎！」

「わはははは!!　ぬるい！　甘いぞ!!」

　男達も剣を振るうがイリジナは槍を回して容易に防ぐ。

イリジナとまともに正面からやって勝つことは並大抵のことではないのだ。

「そこだ!!」

　イリジナの鋭い突きが男の胴真ん中を捉えた。

速過ぎて防御が出来ない上に、上手く防いでも剛力でごり押しされるのだ。

「ぎゃあぁぁぁぁぁ!!」

　胴を貫通された男は長い悲鳴を上げる。

「まだまだ!!」

　イリジナは男をポイと捨てると次の男を穂先で斬り払い、叩き伏せる。

圧倒的だ。まったく勝負になっていない。

「畜生、強そうに見えて本当に強かった！」

　見た目強そうな奴は大抵本当に強いもんだ。例外もたまにいるがクリストフとかな。

「終わりだぞ!!」

　最後の一人は腰の引けた所に突きを喰らい、木に打ちつけられて本当に串刺しになってしまった。




「逃がすな全員追え！」

　見れば護衛隊の四人も敵を蹴散らしたようだ。

敵数名が地面倒れ、他の者も逃げ散っている。

「一人生かして後は殺せ」

「は！」

　馬に乗った護衛隊から走って逃げられるはずもなく、襲撃者は次々と打ちとられていく。

言い付け通り、一人は頭を殴られて昏倒させられたが後は皆殺しだ。

「そいつも殺せ」

「きゃあ！」

　甲高い悲鳴が聞こえ、俺は思わず走り寄る。

「女だ！　殺すな！」

　今にも剣を振り降ろそうとしていた護衛隊員を止める。

　剣は既に失ったのだろう、俺に向って健気にもナイフを構える女。

そのナイフを軽く叩き落として暴れる女を肩に担ぐ。

「さあ作戦成功だ。レオポルトに自慢しに行こう」

「やめて！　放せ！　いっそころせぇ！」

　こうして襲撃は終わった。

レオポルトがどうしてもと言うので一人生かしたが、正直尋問するまでもなく下手人はわかっている。

「倉庫を焼き払ったのが随分効いているじゃないか」

　軽い口調で言ってみたが自分が笑っていないことに気付く。

今回の襲撃は完全に俺の女……愛妾達を狙ってきていた。

レベッカからの情報が無ければ誰かが傷付けられていた可能性だってあるのだ。

「お前がその気なら……思い知らせてやる」

「ひぃぃぃぃ……」

　思わず殺気が出てしまう。

肩に担いだ女はそれをまともに浴びて脅え出してしまった。

「すまんすまん、お前にじゃないんだ。お前は頭から足先まで優しく取り調べてやるから安心しろ」

　ぷるぷると震える女の尻を撫でながらマイラに言う。

「レオポルトとトリスタンを呼んでおけ。次の出方が決まった」

「はい」

　面倒くさい戦いだが、仕掛けて来るならとことん乗ってやる。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵五七〇〇　騎兵千　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車一五両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨四五四九〇　疫病対策＋モルト（四千） 薬代金五十人分（＋二千）警備増強（千）

経験人数五五四人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２８話　見えない戦い④　報復の連鎖







ポルポ・アルテイル国境

「前方にアルテイルの軍勢、約二万！」

　斥候からの報告にポルポの司令部に衝撃が走る。

「既に国境地帯に敵がいるだと!?　まさか情報が漏れていたのか？」

「疫病と飢饉でアルテイルは死に体ではなかったのか？　こちらは五千だぞ……」

　ざわつく司令部の中、ヴィルヘルミナと隣に立つザフネス、そして彼が連れ込んだ部下達はまったく動揺を見せない。

「陛下、侵攻は読まれていました！　ここはただの演習であると彼らに通告して兵を引くべきでは？」

「残念ながら四倍の敵を相手に勝利が得られるとは思えません。このままでは全滅致します！」

　だがヴィルヘルミナは柔和な笑みと穏やかな口調のまま言う。

「このまま進んで下さい」

「ですが！」

　詰め寄る部下達の前にザフネスがその巨体を割りこませる。

「陛下は進めと命じた。軍人ならば命令に従うべきではないか？」

「偉そうに何様のつもりだ！」

「そもそも何故身元の知れぬお前が本陣へ参加している！」

　抗議の声に答えたのはヴィルヘルミナだった。

「私が頼みました。彼への文句は全て私に願います」

　女王がそう言うと部下達は言葉を詰まらせる。

同時にザフネスの無言の圧力にも押されすごすごと引き下がって行った。

　ヴィルヘルミナが王位についてからザフネスは次第に公の場に顔を出すようになっていった。

周囲は『陛下の拾った野良犬』『男妾』などと噂していたが、若い女王の気晴らしやちょっとした火遊びとして特に問題にする事は無かった。

　ヴィルヘルミナは民から健気な若き女王として支持されており、下手に突けば民の反感を買う可能性もあったのだ。そして今や唯一の王族となったヴィルヘルミナを貶めることは王国の弱体化を意味する。

　ポルポ王国軍はアルテイル軍が陣を張る国境へ向けて一直線に行軍していく。

やがて兵士の間にも動揺が走り始めたが、「止まれ」とも「戦闘態勢を取れ」との命令も出ない。

「おい……このまま縦隊のまま行くのか？」

「もう矢が届く距離だぞ？　久しぶりの戦争で指揮官は寝てるんじゃないだろうな？」

　兵士はざわめくが、いよいよ距離が詰まりアルテイル兵の顔が見えるまでになると逆に重苦しい沈黙に変わる。それでも停止せよの命令は出ない。

　そしてポルポ軍はそのまま前進を続け、遂に両者の距離は〇となった。

「あ、あれ？」

「え？　どうなってるんだ？」

　呆気にとられる兵の間を縫うようにヴィルヘルミナとザフネスが前へ出る。

対応してアルテイル側からも数騎の騎兵が前に出る。

「宜しくお願い致しますわ。バグフーフ枢機卿」

「こちらこそ、ヴィルヘルミナ女王」

　両者は互いに挨拶を交わし、ヴィルヘルミナは握手をしようと手を差し出す。

「これは失敬、なにぶん疫病が広まってから体を触れさせる挨拶の習慣が無くなっておりまして」

　バグフーフは苦笑してからヴィルヘルミナの手を取る。

「あの病は悪魔の所業、早々に根絶せねばなりませんわね」

「女王の下さった薬ならばそれも可能でしょう。まさにこれこそ──」

　枢機卿は言葉を止めて周囲のアルテイル兵を見回しながら言う。

「我らにもたらされた薬こそアルテイル神の恩寵と言える！　神の意志は聖都ではなく我らにもたらされた！　ポルポから来た彼らは敵では無く、アルテイルの加護のもと、悪魔の病を打ち払う仲間なのである」

　宣言するように大声を出してからバグフーフは再び音量を落とす。

「これも円滑な協力の為、ご理解願いたい」

「存じております。我々もアルテイル神の御威光にケチをつけるつもりはございませんわ」

　ヴィルヘルミナが恭しく言うとバグフーフは枢機卿の証たる杖を見て苦笑する。

アルテイルでは貴族階級は存在しなかったが、法王が与えた位がそれに代わっていた。

　枢機卿とは法王を除いた最高位にあたり、聖都にあっては大臣などの重要役職、地方にあっては広大な範囲を統治する大領主の地位となる。

「確かに民にとってはアルテイルの恩寵こそが生きる全て、しかし立場と知性を持つ我々にとっては……それ以外の要素も重要でありましてな」

「ええ、だからこそこちらの提案に承諾頂いたものと存じております」

　ポルポに隣接する一帯の統治者だったバグフーフ枢機卿もまた領内で蔓延する疫病に悩まされていた。

そこにヴィルヘルミナから特効薬の話を聞かされたのだ。

「あの時はさすがに神の思し召しかと思いましたが」

「残念ながらあまねく民を救うには数が足りませんわ」

　薬は劇的な効果を示したが、いかんせん提供された数は僅かで到底疫病を押さえ込める数では無かった。

「だがその効果はまさしく奇跡、少なくともそうは見える！」

　枢機卿は笑う。

　もしこの薬を携えて聖都アルテリアに入り、民の前でその効果を示せば愚かな民衆は悪魔の病を前に打つ手の無い現法王と自分のどちらに神性を見出すだろうか。

ヴィルヘルミナにそう提案された時、密かに身を震わせたのだ。

「その為にはある程度まとまった『奇跡』を用意する必要があるが……」

　バグフーフはヴィルヘルミナを見る。

「簡単ではありませんが全力で協力させて頂きます。バグフーフ枢機卿が……筆頭枢機卿としてアルテイルをお治めになればポルポの安寧は約束されたも同然ですから」

「うむ、うむ。俺は現法王のように無意味な戦いなど望まぬからな」

　バグフーフは薬を奇跡として示すことで混乱するアルテイルの民衆を味方につけ、そのまま権力の座につくつもりであったのだ。

　アルテイルの民衆はほぼ全てが法王の言葉を神の言葉として絶対の忠誠を誓っている。

だが権力の座にあるもの……例えば枢機卿達のほとんどはその限りではなく、民衆を従順にする為の手段としてアルテイル神を称え忠誠を誓っていたものの、全てを委ねている訳では無かった。

「しかしヴィルヘルミナ女王がわざわざ来ずとも薬だけ貰えれば──」

「そこは新たな指導者になられた方と真っ先にご挨拶したいではありませんか」

　ヴィルヘルミナはにこやかにほほ笑み、続ける。

「奇跡の提供数が少ないのもご容赦下さい。薬は極めて繊細な作業の末に完成するものです。製法を理解する者も少なく、事故でも起きれば取り返しが効きませんの、これでも精一杯なのですわ」

　暗に無理やり奪おうとすれば全てが壊れると示唆する。

バグフーフも意図を察してかそれ以上追及はしなかった。

薬が失われては全てが瓦解するのだ。

　聖都までヴィルヘルミナを連れ歩くことは望ましいことではないが、ポルポ軍は戦い慣れしておらず兵力も僅か五千、何が出来る訳でもなかったからだ。

「しかし俺以外の数人の枢機卿にも薬を提供していると聞きましたぞ？」

「それは仕方ありませんわ。混乱の最中とは言え聖都に駐屯する兵は数万と聞きます。私と枢機卿の軍を合わせても二万五千……これでは危険な賭けになってしまいます。他の方にも協力を仰がねばなりません」

「む、それはそうだが……良く知っていますな」

　聖都はなりふり構わぬ疫病対策……つまり病人とその家族、少しでも疑わしい者を全て抹殺し都市外へ捨てることでなんとか機能を維持している。その代償として政軍ともに混乱を招いており、平時のような防衛力は発揮できない。

　しかしながらそれでも聖都はアルテイルの中枢であり、法王に捧げる死を喜びとまで考える狂信的な兵数万に守られている。寡兵で突破できるとは考えられなかった。

「ご安心下さい。私が頼りにしているのはバグフーフ様だけです。他の方には兵をお借りするだけ……薬の数もごく少数ですわ」

　ヴィルヘルミナは兵の目につかぬ場所に入るなりバグフーフに体を寄せて見上げる。

小柄な彼女が男に近づくと大抵の場合上目遣いとなる。

「な、ならば良いのだが……うむ」

　枢機卿は神に仕える身であるから公式に妻を迎えることは許されない。

しかし非公式には幾人もの愛人を囲っている。

その中にもヴィルヘルミナ程の美女はいなかった。

「事が成り、バグフーフ様がアルテイルをお治めになられた暁には個人的にも友好関係を結びたいものですわ」

　男の目が自然とヴィルヘルミナの首筋、胸、腰を追う。

　もし彼がアルテイルの指導者となったならば小国ポルポの女王など、どのようにでも扱えるだろう。

美女が王冠を被ったまま自分の前に跪き、快楽に溺れた顔で奉仕する。そんな光景を想像して男はぶるりと身震いする。

「よし、ならば急ぐとしよう。目指すは聖都アルテリアぞ！」

　こうしてポルポ軍はアルテイル地方軍と合流し北上を続けていく。
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一方その頃……。

「皆、良く頑張ってくれたな」

　俺はイリジナ、マイラ、ルナとルビーを抱き寄せて撫でる。

「いえ、先の失態と比べれば」「族長様の為に当然のことです」「です！」「わはははは!!」

　レオポルトは俺の意向に基づいて具体的な策は立てたものの、最後まで俺は出るべきでないと言っていた。

そんな中で彼女達は文句一つ言わずに協力してくれた。

　ちなみにレオポルトから一応、一人は生かして連れ帰れと言われていたのだが、女を捕まえたので男の方はいらなくなってしまった。

そこで仲間全員の首を刎ねて集め、雇い主の所に持ち帰らせることにしたのだ。

　こいつが直接ジルグレイに繋がっている可能性は低いが、おいおい伝わるだろう。

無論、それだけで終わらせるつもりはないが。

「ああいう乱戦は久しぶりで高ぶるな。今夜は激しくなるぞ？」

「もう！」「族長様にご奉仕します」「あ、あたしも……」「わはは！　またベッドが壊れてしまうぞ！」

　マイラが照れ、ルナとルビーの目に色欲が灯る。

イリジナと俺が激しくやると大抵色々壊れてしまうから注意しないといけない。

　そんなことを考えた時だった。

「敵襲──!!」

　護衛の声と同時に馬車に複数の矢が突き立つ。

「まだいたのか!?」

「弓だ。多いぞ!!」

　まだ女達を狙うか、いいだろう何度でも叩き潰してやる。

マイラとイリジナが反応する前に俺は剣を掴んで外に飛び出す。

「駄目!?」

　だが俺が入口を出た瞬間、マイラが飛びついてきた。

同時にトンと軽い振動を感じる。

「あぐっ」

　見ればマイラは俺を庇うように飛び付き、その右肩に矢が一本突き立っていた。

最初の矢は牽制で馬車から飛び出してくる奴を待ちかまえて狙いを定めていたのか。

俺の失態だ。

「マイラ！」

　傷は肩で本来致命傷にはならない。

だが前回の経験からするとまずい。

「うぅぅ……あ、熱い……」

　マイラの肩が紫色に変色していく。

やはり毒が塗られていたのだ。

　イリジナが倒れたマイラを馬車に引っ張り上げる。

「ハードレット殿も早く馬車に戻るのだ！」

「いらん。お前らは馬車から出るな」

　振り返らないままイリジナに言う。

彼女はまだ何か言おうとしたようだが、俺の声を聞いて黙ってしまった。

　俺は目を見開いたまま敵を見据える。

　馬車はちょうど両側が丘になった絶好の場所で襲撃されていた。

敵は弓兵を含む二十名程もいる。

行きに通る時は勿論警戒していたのだが、一度襲撃者を撃退したことで安心してしまっていたのだ。

奴らは恐らく襲撃が失敗した時の後詰だったのだろう。なのであえて行きは手を出してこなかったのだ。

「だが今更どうでもいい」

　敵が巧みだったのではない。俺が愚かだったのだ。

レオポルトの忠告を無視し、戦慣れしているとは言え女を連れ出し、挙句に一度勝って油断した。

全て俺が悪い。

「だからこれは八つ当たりだ」

　それでもこいつらを生かしては帰せない。

どの道こいつらが居る限り馬車は動けない。車内には万一に備えて薬は備えてあるが、それでも一刻も早くマイラを医者に診せる必要がある。

「がぁぁぁぁぁ!!」

　俺は馬車を守ろうとしている護衛隊を押しのけ敵に向って走る。

　俺を狙って五本の矢が飛んでくる。

一本は最初から外れているが四本は当たるな。毒が塗られている以上、一本でも当たると終わりだ。

ここで倒れれば俺だけではなく女達も危険に晒される。

　だが恐れも不安も無かった。

怒りで目の前が真っ赤になる中で矢はいつも以上に遅く、はっきりと見えた。

　一本を長剣で掃い、同時にデュアルクレイターを抜いて更に一本掃う、もう一本は鎧の頑丈な部分に当てて弾くが、最後の一本は顔に向って飛んでくる。

ガツンと衝撃があった。

「仕留めたぞ！　顔面に当たった！」

　襲撃者の一人が立ちあがる。さてなんのことだろう。

　俺は顔に命中したのではなく、噛みついて受けとめた矢を地面に落とす。

「口……歯で!?」「化けもんかよ！　それに速い！　もう登って来るぞ！」

　次弾を撃つ暇は与えない。

　両手の剣を振りかざして丘を登り切った俺は弓兵を守ろうとする襲撃者に斬りかかった。

「がぁぁ！」

　もう叫び声なのか雄たけびなのか自分でもわからない。

　防御の上から一人を長剣で縦に両断し、もう一人はデュアルクレイターで腰から上で真っ二つにする。

両側から鮮血が全身に降り注ぐが気にもならない。

　更に突進の勢いを緩めないまま両手の剣でそれぞれ敵を突き刺して上に投げ捨て、正面の敵は体当たりで吹き飛ばしてから足で頭を踏み割った。

　慌てて振り下ろされる敵の剣は三本。

一本は肩の鎧で滑らせ、二本目は振り下ろされる前にデュアルクレイターを投げて敵本体を貫く。

そして空いた手で三本目を振り降ろす腕を掴み、力任せに振りまわして一本目の男にぶつける。

腕がもげ、敵二人がボロ雑巾になったのを見て投げ捨てる。

　これで残るは弓兵だけだ。両側から攻撃されているのでこちら側にかかりきりになる訳にもいかない。

一気に片付ける必要があった。

「く、奴は深追いできないはずだ。散開して逃げ──」

「させるか！」




　俺は手に掴んだ長剣を思い切り投げつける。

並の男では持ちあげるどころか圧死する重量の長剣が横に回転しながら勢い良く飛んで行く。

刃の部分が当たったかどうかは関係なかった。岩をぶつけられたように弓兵三人がまとめて倒れる。

　残るは一人だけだ。

「バカ者め武器を二本とも手放すとは女をやられて冷静さを欠いたな！」

　そうだ、マイラが傷付けられたのだ。お前の言葉でより理性がなくなったよ。

「死ねー！」

　最後の男が剣をこちらに突き出す。

俺はその遅すぎる斬撃を軽く避けて男の両腕を掴む。

「ふん！」

　ブチブチと嫌な音が鳴り、俺はそのまま力をこめて男の両手を左右に引きちぎった。

「ひぎゃああああ!!」

　両手を失った男に間髪おかずに頭突きを見舞う。

額が凹み、壊れた人形のようになった男を捨てて反対側に視線をやる。

　目は怒りに染まり、口からは狼のような唸り声が出る。

「素手で人間を引き千切ったぞ……」

「戦鬼だって？　ありゃ悪鬼か悪魔の類だろうが！」

「こっちへ来るぞ！　撃て撃て!!」

　敵の照準が馬車から俺に変わっている。

良い兆候だ。これで少なくとも馬車は安全なのだから。

「毒矢で射殺せ！　一応人間……だろうから当たれば倒れる！」

　奴らの矢が弓を離れる直前だった。

　ズドンと音がして数人の敵が潰れる。

何事かと一度瞬きすると大量の土煙と赤い何か。

「族長様　助けに来た！」

　赤い何かはポチとその頭に乗ったピピだった。

土煙は恐らく直上から勢いよく着地したのだろう。

そういえばピピが最近ポチに乗って空を飛んだと興奮気味に話していたな。

　今回の作戦では接近戦に弱いピピに万が一があったらいけないと屋敷に残して来たのだが、良いタイミングで助けにきてくれたようだ。

　敵の一番密集していた場所に着地したポチは何をすればいいとばかりにギャーと鳴く。

「全員斃せ、容赦はいらん」

「ポチやるのだ」

　ピピがそう言うとポチはギャーと一つ鳴いてから後ろ脚で立ち上がり、大きな爪のついた前足で襲撃者を薙ぎ払う。

「なんだこいつは！」

「嘘だろ!?　ど、どらご──ぎゃああああ！」

　ポチの爪は襲撃者を容易に引き裂き、防御した敵もその力で弾き飛ばしていく。

「とても敵わん！　矢で射殺せ!!」

「ポチ避けろ、毒矢だぞ！」

　だがポチは巨体故に機敏には動けない。そもそもトカゲは大きかろうが遅いものだ。

　ポチは避けることなく、翼をあげて頭に乗ったピピを守る。

毒の塗られた矢はポチの全身に襲いかかり──軽い音を立てて弾かれた。

「矢が通らない!?」

「やはり伝説通りだ！　鋼鉄よりも硬い鱗……なんてことだ！」

　そういえばポチの鱗は異様に硬く、矢どころか剣も斧も通さないのだった。

一見、薄い膜が張っているだけに見える翼部分も全く傷ついていなかった。

いくら強力な毒でも体内に入らなければ無意味だ。

　そうこうしているうちに俺も丘を登り切る。

「よくやったポチ、後は任せろ。トカゲのお前にこれ以上は無理だ」

　するとポチは少しムッとした顔をした後、勢い良く息を吸い込み始めた。

「まさか！」「全員逃げろーーー!!」

　襲撃者が武器を投げ捨てて逃げ出す。

　ポチはカッと口を開くと数瞬の後、凄まじい炎を噴射する。

炎は地面を舐めるようにして逃げていた敵を後ろから襲い、たちまち全てを包んでしまった。

「……お前は火を噴けるトカゲだったな」

　ポチの炎が止まった後、逃げていた敵はどこにもいなかった。

火達磨になった訳でも焼け死んでいる訳でもない。文字通り溶けてなくなったのだ。

良く見れば赤く溶けた金属の残骸が僅かに残っているがそんなことを気にしている場合ではない。

「ポチ、お前は飛べるトカゲでもあったな」

　馬車からイリジナがマイラをおぶって出て来る。

薬は使ったらしく腕の変色は止まっていたが、未だ意識は朦朧としている。

やはり一刻も早く医者に見せねばならない。

　偽装の為にシュバルツは前を行っていた『俺』が乗るはずの馬車に同行していてここにはいない。

ならば馬車よりも空を飛んだ方がずっと早いだろう。

「マイラをラーフェンまで連れて行ってくれ。一刻を争う」

　ポチはギャーと鳴いてからマイラを大切に背に乗せて飛び立つ。

だが少し動きが鈍い。

「重量オーバーだ」

　ピピはポチの背中からぽいとメッサーシュミットを落とす。

　ポチは少しメッサーシュミットを心配する様子を見せたがピピに急かされ、そのままラーフェンへと飛び去って行く。

　駄犬は空中で身を捻ってうまく俺の頭の上に着地、一つ伸びをした。

「呑気な奴め……だがもう怒っても仕方ない」

　気を鎮め冷静にならなければいけない。

襲撃がこれで終わりとも限らないからだ。

　だがそんな俺の心配を打ち消すように多数の馬蹄の音が聞こえてくる。

「レオポルトか」

　さすがに多数の騎兵が襲撃者として侵入できるほど警備は甘くないだろう。

作戦の際、敵を警戒させない為に護衛以外の兵はあえて離して配置していた。

先ほどの騒ぎ……というよりポチの炎で異常に気付きこちらに来たのだろう。

これで一応は安心と言える。

「この度は領地内での度重なる襲撃を許し──」

　レオポルトの言葉を遮る。

「そんなことはいい」

　俺の領地は広い。

街道外から数十人程度が侵入するのは止められまい。まして偽装に長けた奴らなら尚更だ。

「これはジルグレイの仕業だな？」

「示せる証拠はありませんが間違いなく」

　まあ俺も知っている。一応の確認だ。

「マイラが怪我をした。……ジルグレイを殺せるか？」

　奴の命とマイラの怪我を比べるのもおこがましいが、黒幕を無傷で済ませる訳にはいかない。

マイラの為だ、などと言うつもりはない。

これは自分の女を傷付けられた俺の意地だ。

「可能ですがやるべきではありません」

「……」

　無言のまま俺はレオポルトを睨む。

「一連の件は遠からず王宮の知るところとなるでしょう。そんな中で総督という重職にあるジルグレイを殺せばハードレット卿の不利益になることは明らか、重ねてやるべきではありません」

「何もするなと言うのか？」

「やれと言うなら作戦を立て実行します。しかしやるべきではありません」

　しばらく俺達は視線をぶつけ合う。

「……わかった。ジルグレイを殺すのは無しだ」

　今回の件もレオポルトを押し切ってやった結果がこの始末だ。

そもそも俺に謀略だの政治だのはわからないのだから下手に口を出しても良いことはない。

ここはレオポルトの言うことを聞いておこう。

「だがこのまま済ませるつもりはないぞ」

「同感です。報復は必要でしょうな」

　俺はようやくやってきたシュバルツに乗りながら言う。

「お前が限界と思う最大の報復をしろ。必要なことは全て言え」

「承知しました」

　レオポルトはそう頭を下げ、馬車の護衛につく。

俺はシュバルツを走らせてラーフェンへと駆ける。

「ポチに追い付くつもりで走れ」

　シュバルツは無茶言うなとばかりに溜息をついてから猛然と駆け始めた。




翌日　夕刻。

「エイギル様、戻りました！　作戦成功です！　褒めて……」

　セリアの喜びの声が段々小さくなっていく。

「おお、よくやってくれたなセリア。……マイラ、ほら口をあけろ」

「あーん」

「なんですかこれ？」

　俺はサラダをフォークで刺し、膝の上に置いたマイラの口に運ぶ。

「次は何が欲しい？」

「お肉が欲しいのですが、まだ口に力が入らなくて……」

「なんですかこれ！」

　俺は肉を自分の口に入れて軽く噛み、マイラに口移しする。

「口元が汚れてしまったな」

「あう、布で拭いて下さいよぉ」

　俺はマイラの口元を舌で舐めて綺麗にする。

「なんなんですかこれぇー!!」

　セリアが吠え、ノンナが溜息をついた。

「マイラが俺を庇って怪我をしたんだ。治るまでは付きっきりで面倒を見る。飯から風呂、便所までな」

「恥ずかしいから言わないで下さい……」

　医者に見せた結果、マイラはすぐに使った薬の効果もあって命には別状ないようだが、数日は体の痺れが残り日常生活に支障が出ると言われたのだ。

　マイラは侍女をつけてくれれば良いと言っていたがそれでは俺の気がすまない。

彼女は俺を庇い、下手をすれば死に至る毒に身を晒したのだ。

　昨日の夕方から今まで俺はずっとマイラの傍にいる。

風呂では全身を洗ってやり、トイレでは持ちあげて色々させてやった。

もちろん体調が戻るまでずっとだ。

「私も怪我をすれば良かったです……」

「バカな事を言わないでくれ」

　もしセリアまでが死にかけるような事があってみろ。

俺はレオポルトの忠告なんか無視してジルグレイを殺すだろう。

いや、むしろ俺が乗り込んで直接斬り捨ててやる。




「あの、ハードレット卿……その」

「ん？　トイレか連れて行ってやろう」

　俺はマイラを椅子から持ちあげて運ぶ。

「……♪」

「きー！」

　マイラと目があったセリアが地団駄しだした。

彼女が何かしたのだろうか？　いや、体が痺れているのだから不可能だろう。

「ふふふ、マイラの放尿を見るのは背徳的で興奮する。なんなら昨日みたいに口で吸いだしてやろうか？」

「言わないで下さい！　あれは一時の気の迷いなのですから！」

　上手く動かない体をねじって抵抗するマイラにキスをした時、背中に声がかかった。

「ハードレット卿、後ほど執務室へお越し下さい」

　レオポルトの声、作戦が決まったようだ。

俺は別の男に聞かれたと顔を真っ赤にするマイラを撫でながらも心が怒りで満ちて行くのを感じた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵六千　騎兵一一〇〇　弓兵八〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車二五両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨四三六〇〇　軍備増強（一五五〇）特殊工作費（三〇〇）マイラ医師団（四〇）

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（援軍）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（ロビー）アリス（尻愛妾）レア（演技派）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（好調）ソフィア（愛妾）セクリト（凱旋）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（増殖）　ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（援軍トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（乱交エルフ）

部下

セリア（凱旋　嫉妬）マイラ（負傷）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（凱旋）

ギド（凱旋　幸）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

経験人数五五四人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３２９話　見えない戦い⑤　陰謀と強襲







「話せ」

　マイラを寝室に寝かせてからレオポルトと執務室で向かい合う。

「以前に申しました通り、ジルグレイ本人を害する攻撃は致しません」

　そう言っていたな。

「しかしこれは甘い報復で済ませるという意味ではありません」

　中途半端な報復では俺の気持ちも治まらない。

「ジルグレイは既に理知的な思考よりもハードレット卿への憎悪感情でもって行動していると推測します」

　最初の暗殺未遂はともかく、こうも目立つ形で二度目が来るのはジルグレイが冷静に考えているならあり得ないとレオポルトは言う。

「狂った犬に必要なのは説得ではなく懲罰です。最終的に落とし所を見つけるにせよ、少なくとも相応の報復をした後というのが上策でしょう」

「俺は単純にあいつをぶん殴ってやらんと気がすまん」

　俺は椅子に座って体を揺らす。

「攻撃は奴個人の生命身体を除いた全てへ行います。人材、財産、そして名誉。ほぼ全てを攻撃対象とします。殴りつけるよりもダメージは大きく、尾も引くでしょう」

　そう言う問題じゃないんだがな。まぁこいつに任せると言ったのだから我が儘は言うまい。

「但し女を殺すのは許さん。男が巻き添えになるのは仕方ないが女は駄目だ」

　レオポルトの目が少し細くなる。

これは我が儘ではなく世の真理なのだから妥協できないぞ。

「それで具体的な計画はどうなっている？」

　別に聞かなくてもこいつが上手くやるだろうが、聞けば少しは気が晴れるかもしれない。

「攻撃目標はジルグレイ個人の財、つまり私邸になります。しかし現状では奴の方も報復を予想し厳重に防御されているでしょう」

　そりゃそうだ。今の状況で無警戒に寝ていたら底抜けの阿呆だ。

「よってまずジルグレイ本人を私邸から釣りだします。そうすれば護衛の大部分は追随し、留守屋敷への攻撃は容易くなるでしょう」

「いやちょっと待て」

　そりゃそうだろうが簡単には出て来ないはずだ。

外出しなければならないとしても様々な偽装を行うはずで、簡単に留守を狙えるとは思えない。

「でしょうな。そこでハードレット卿にはこれを書いて頂きます」

　レオポルトは下書きらしき文が書かれた紙を置く。

　内容は──『これ以上争うのは困る』『何でも言うことを聞くからもう勘弁して欲しい』とかなりへりくだった文で書かれており、敗北宣言にも等しい内容だった。

そして最後に和睦の話し合いをしたいので極秘裏にそちらに行く。マグラード総督府側の港町まで来て欲しいと書いてあった。

「そりゃこんなものを送れば相手は気を良くして出て来るかも知れんが、送った時点で負けだろうが」

　極秘裏と書いてもジルグレイは鬼の首を取ったように俺が慈悲を求めたと喧伝するに決まっている。

それにこんな文を送っておいて騙し打ちすれば俺がやった証拠になってしまう。

「ハードレット卿が書簡を書いた後、手紙の最後にはこの印を押すことになります」

　俺の質問に答えずレオポルトは何やら印を取り出した。

家紋があしらわれた印は貴族家が正式な文書に用いるもので、本来当主のみが押すことのできる印だ。

　俺の印はレオポルトやアドルフ、セリアの間で行き来しており俺は押すどころか最近見た覚えもないが、今はそんなことどうでもいい。

「印をつけば公式な文章になってしまう。ますます意味がわからん」

「良く見て頂きたい」

　うーむ、俺の家の判子はこんな形をしてたんだな。

「これ……違います。とても似てますけど、こことそれからこの曲がりも微妙に違います！」

　いつの間にか部屋に居たセリアが真剣な顔で判子を見ていた。

「つまりこれは偽の印というわけか？」

「その通り、印が偽ならば書面全体が偽になります。優越感を与える文で釣り出してその隙をついて屋敷を攻撃致します。当然ジルグレイは手紙を証拠に王国へ報告をするでしょうが……」

「確認してみれば印が違う……ジルグレイはどこの誰から送られたかもわからない偽文書で体よく釣り出された上にその恥を自分で王国に報告してしまうわけですか」

　セリアが感心したようにレオポルトを見る。

　これが奴の名誉への攻撃か。なんとも悪辣な手だが面白い。

「でもジルグレイの元にも紋章官はいます。そう簡単にひっかかりますか？」

　紋章官とは各領主の印や旗印を覚える役目の者のことだ。

本当は当主本人が覚えるのが好ましいがやはり限界がある。

そこで紋章官が代わりにこれを暗記し、紋章や軍旗が誰の物かわからないという失態を避けるのだ。

　うちではセリアがこの役目を担っているが、レオポルトもアドルフもそしてノンナもゴルドニア貴族ならほとんど覚えているようだ。

　ちなみにトリスタンはまるで覚えておらず、こないだはモナシ伯の印さえわからなかった。

まぁ自分の印を間違えたことのある俺が言えた義理ではないかもしれんが。

　レオポルトは無表情のまま本当の印と偽造印を並べる。

セリアが双方を見比べてうなる。

「違いはありますが……あまりに似過ぎています。私も前置きが無ければ分からなかったかもしれません」

「でしょうな。何しろ予備の本物から加工したのですから」

　セリアが絶句した後、レオポルトを睨む。

だが奴は俺から視線を外さない。

「ここにハードレット卿が自ら筆をとればまず偽物と気付くことはないでしょう。それに万が一気付かれたとしても精巧な偽書が送られただけのこと。こちらには何の関係もありません」

　なるほど、成功すれば大勝利。失敗してもこちらは痛まず次を考えれば良い訳か。

なんともレオポルトらしいやり方だ。

「これで奴をうまく釣り出せたとする。その隙を狙ってどうする？」

　上手く奴を釣り出せても屋敷が空になる訳でもない。

大規模な攻城部隊を送ることはできないだろうし、どうするのか。

「屋敷を破壊するだけならば兵は要りません。計画は────」

　レオポルトは屋敷への攻撃計画を話していく。

　さすがに良く出来ている。

だが俺としては一つだけ不安がある。

「この計画ではジルグレイ自身は無傷だな？　留守中に屋敷をやられるだけか」

　やはり俺の心情としては殺さないまでも奴自身に一撃くれてやりたい所だ。

「奴自身は慎重な性格もあり、百以上の子飼い騎士を連れて移動するでしょう。こちらが送り込める人数は限られていますから牽制以上のことはできません。捨て駒をぶつけてもよろしいですが成果無く全滅は必至、奴に僅かなりとも勝利を与えることになりますが？」

「極秘に送り込むとなるとどうしても人数が限られるか」

　極めて少数で精鋭の騎士の集団を蹴散らすなんて都合が良すぎ──。

　俺は立ち上がって言う。

「もしごく少数で奴の騎士団を皆殺しにできるとしたらどうだ？　やる価値はあるか？」

　レオポルトが僅かに目を開いたように見えた。それも一瞬のことだが。

「あります。子飼いの騎士にはジルグレイ陣営の貴族の子息が多くいます。これが全滅すればその影響は財や名誉への攻撃以上となります。……但し奴自身を殺害したり重傷を負わせては必ず王国の介入を招きますので、兵の完璧な統制が必要となりますが」

「よし、なら奴の騎士団も叩き潰してやる。後は全てお前の計画通りでいけ」

　早速お願いに行かないといけない。

　相当吸われるだろうから血になる食い物を食いながら行こう。

今日はノンナを抱く約束だったが一晩延期して貰わないといけないな。

　拗ねられるだろうが、噛み痕だらけの体で抱いた方がまずい。

まして愛しの姫の牙は男根を集中して襲うはずなのだ。
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後日　マグラード総督府　オドロス　ジルグレイ総督私邸

「「「行ってらっしゃいませ！」」」

　使用人達が頭を下げる中、ジルグレイは馬車に乗り込む。

馬車の周りは重装備の騎士団ががっちりと固めていた。

「港町の視察に行って来る……それからハードレットが俺に会いたいと泣きついて来たからな。『ついで』に会ってやるとする。まったく面倒なことよ」

「愚かな男の言を聞き入れる広いお心に感服致します」

「閣下、そろそろ御出発を」

　同じく馬車に乗り込んだ重臣の一人が促す。

「ん、留守はお前に任せたぞイール」

　めんどくさそうに頷いてからジルグレイは出発して行く。

　だが馬車の扉が閉まると同時に勝利の笑みを浮かべていたのは言うまでも無かった。




「さて総督が不在の間も警戒は怠るなよ。ハードレットの奴は負けを認めたがマグラードの反乱分子はまだしぶとく生き残っているのだからな」

　屋敷の留守を預かる男は主人の不在で緩みがちな空気を引き締める。

しかし病的な程に張り詰めていたジルグレイが出かけたことで使用人達の緊張が解けるのはどうしようもなかった。

　そこにガラガラと荷馬車を引いた商人が現れ、深々と頭を下げる。

「これはこれはイール様、いつもお世話になっております。毎度の食糧を納めに参りました」

「む、今日だったか。いいだろう食糧庫に……」

　言いかけてイールは顎に手を当てる。

「念の為に積荷を調べる。気をつけて置くに越したことはないからな」

「はい、どうぞ御調べ下さいませ」

　商人は特に抵抗することもなく積荷を開く。

「野菜……肉……漬物……小麦粉……随分と分厚い樽だな」

「へぇ、万が一にも樽が壊れて総督様の食事に差し触りがあってはいけやせんので」

　使用人達が棒を突っ込んで確かめるが、曲者が潜んでいる訳でも剣や弓が隠されていることもなかった。

「いいぞ、行け」

「ありがとうごぜえやす」

　商人は這いつくばるようにペコペコと頭を下げながら再び荷馬車を進ませていく。

「ま、何事も起こるまい。仮に一人や二人忍びこんでもここには警備の者も多くいる。まして総督閣下には選りすぐりの精鋭騎士が一五〇もついておるのだからな」

　イールはそう言いながら一人のメイドの尻を撫でる。

メイドは軽く顔を引きつらせたが、すぐに愛想笑いに変えた。

「今日は閣下もおらん。声を気にする事も無くたっぷり抱いてやれるぞ」

「う……こ、光栄ですイール様……」

　メイドは男に寄り添いながら悲しそうに目を伏せるのだった。




深夜

「どうだ！　俺のモノはいいだろう？　町にいる平民の恋人よりも良いか！」

「はい……彼よりもいいです……あっ痛い！　お願いですからもう少し優しく……いぎっ!!」

　イールがメイドを後ろから攻め、メイドが泣きながらそれに応じている時、警備兵が部屋の扉をノック無しに開く。

「イール様、緊急事態であります！」

「ば、馬鹿もの！　就寝中だぞ！」

　イールは慌ててメイドを突く腰を止め、メイドはすぐにベッドから逃げ出して部屋の隅で丸まる。

「しかし緊急であります！　食糧庫から火の手が……」

「なんだと!?」

　イールが粗末なモノを放りだした全裸のままで慌てて廊下を覗くと、煙が屋敷中に拡がっていた。

「ば、馬鹿な!?　よりにもよって俺が屋敷を預かっている時に!!」

　預かっている屋敷から火を出したなど斬首ものの失態だ。

大ごとになる前に消し止めなくてはとイールは全裸のままバタバタと廊下を駆けて行く。

「火は食糧庫だけか!?」

「今の所は！　しかし勢いが強くいつ燃え広がるかわかりません！」

（まだ間に合う！　食糧庫は石造りで窓も無い。あそこだけで消しとめればなんとか誤魔化せる）

　イールがかけつけると食糧庫の前には使用人や警備兵が集まっていた。

「イール様！　一大事です！」

「見ればわかる馬鹿者！　何が燃えた!?」

「わかりません。しかし気付いた時には既にこのような……火の勢いから考えて油か何かが燃えたとしか考えられません」

「そんな馬鹿なことがあるか！」

　食糧庫に油など保管されていない。

それに火種となるような灯りもないのだ。

「メイドの一人が何かが破裂するような音を聞いたと……」

「ええい、後で聞く。とにかく火を消せ！」

　使用人達が慌てて桶などで水をかけるが火勢に比べてあまりにも僅かだった。

分厚い木の扉も既に燃え始めており役に立たない。

　更に火に晒されていた樽が次々と爆発し、大きな炎を巻き上げる。

「あれは野菜の樽ではないのか？　何故野菜が爆発するのだ！」

「私にも何がなんだか……」

　イールが部下と言い争う間にも次々と樽が爆発を起こし火勢はどんどん強まって行く。

やがて消火を試みていた者達も強烈な熱と煙で食糧庫前の廊下に立つことすらできなくなる。

「イール様！　もうとても消火出来ません！　お逃げ下さい！」

「馬鹿言うな！　逃げるなど……逃げるなど……」

　自分でも水をかけ続けていたイールは尚も渋るが、廊下の絨毯や装飾品が燃え始めた所で諦めてその場を離れて行く。

「とにかく警備兵も全員消火に当たれ！　それから宝物庫の品を屋敷外に運び出すのだ」

「し、しかし宝物庫の鍵は総督閣下だけがもたれておりまして我々にあそこを開くことはできません！」

　ジルグレイは部下を信じ切ってはおらず宝物庫の鍵はいつも肌身離さなかった。

現在も自分で持ち歩いておりここに鍵はない。

「……ええい！　なんとしても消し止めろ！」




　奮闘空しく、一時間と経たぬうちに屋敷全体が紅蓮の炎に包まれる。

水を持った使用人や警備兵達が屋敷中を走り回ったが、まるで逆に火でもつけているように猛然と炎は燃え広がり、遂に手の付けようがなくなったのだ。

　いかに主人の屋敷と自らの職を守るためとはいえ焼け死ぬ訳にもいかず、全ての者が外から焼け落ちる屋敷を眺める他無かった。

「おぉ……なんと……なんということだ……」

　イールはがっくりと膝をついて呆然と呟く。

　マグラード総督私邸──ジルグレイの屋敷は数多の豪華な調度品と何より宝物庫に蓄えられた膨大な財と共に跡形も無く焼け落ちた。

　その有様はオドロス中から見え、民もまた闇を焼く業火に目を奪われた。

総督府の混乱に肩を落とす者、立て直しの労役・課税を心配する者、単に火事を見て騒ぎたいだけの者。

　それでもかなりの数の民が闇に表情を隠しながら嗤っていたのだった。




一方その頃

「では明日の朝に出発と致します。半日遅れとなりますが」

「ふむ、二日ぐらい遅れて行きたい所だが、こんな田舎に長居するのも詰まらんからな。そろそろ行ってやることにしよう」

　会談の日時にあえて遅れて行く為にジルグレイは小さな村に逗留していた。

「アデラを呼べ」

「はっ！」

　ジルグレイはそう言うとベッドに転がる。

アデラとは愛人の名前だ。

「ちっ、クソ田舎め。満足なベッドも無いのか」

　寝心地の悪さにジルグレイは悪態を吐く。

住民を村外に放りだし自分と騎士達の家を用意させたが、当然ながらそのレベルは自らの屋敷には遠く及ばない。

「ハードレットにはさっさと謝罪と賠償を約束させて屋敷に帰りたいものだ」

「お待たせいたしました」

　アデラはジルグレイの足元に土下座してから服を脱ぎ、ベッドに入って来る。

「喉奥まで深く咥えろ。むせるぐらいにだ」

「承知致しました」

　アデラの口奉仕を受け、彼女の苦しそうな声を聞きながらジルグレイは更に独語する。

「随分と手間はかかったが、ハードレットが俺に詫びを入れたとなれば俺が第三極になるのは必至、いやそれだけではなく軍務総監や政務総監の閥からもこちらに靡くものが出るかもしれん」

　ジルグレイはアデラの頭を太い腕で掴み激しく前後させる。

「うぐ！　うえ！　ぐえ！」

「さて賠償はどうするか。取れるだけ取ってやりたいが、小物にふっかけると自暴自棄になりかねんからな。うむ、複数年に分割して二〇年取り続けてやろう。ははははは、あの馬鹿のことだ。足し算も出来ずに安く済んだと喜ぶかもしれん。……うっ！」

　ジルグレイは何も言わずに射精し、アデラを更にむせさせた。

「よし、それでいこう。後は蓄えた財を使って大臣を何人か籠絡すれば王も俺のことを認めるだろう」

「うぐぐ……」

　満足げに独語した男は男根を女の口に入れたまま放尿する。

女は咳こみながらも零さず全てを飲み干した。

　さて次はどう攻めてやろうかとジルグレイが女の尻を掴んだ時、窓の外から聞こえる喧騒に動きを止める。

「住民を嬲って……いや、そんな音ではないな。喧嘩……いや、襲撃か？」

　ジルグレイも総督に登りつめる前には戦場に出た経験もあり、敵襲を初めて受ける訳ではない。

　騎士の一人が部屋を激しくノックした時も取り乱すことは無かった。

「敵襲か？　数はどの程度だ」

「はっ！　敵数は二〇程度！　夜陰に乗じて閣下を狙ったものと思われます」

　ふんとジルグレイは溜息を吐く。

「馬鹿な奴らよ。こちらは精鋭の騎士一五〇と近場の代官にも二百の兵を出させているというのに」

　勝利は約束されており、微塵の心配もなかった。

（それよりもこの襲撃が単に血迷ったマグラード残党か、それともハードレットの愚かな謀か……ふん、どちらであろうとこの襲撃をネタにハードレットから更に多く賠償金を取ってやろう）

「俺がここから動く必要も無かろう。できれば一人二人捕まえた方が好都合だが……まぁよい。皆殺しにして首を斬れ。ハードレットに突きつけてやるわ」

「はっそのようにいたします！」

　騎士は頭を下げてから退室していく。

彼もまたジルグレイがこの家から避難する必要を感じていないようだった。

むしろこの機に戦功をあげようとしているのか、足早に去って行く。

「戦いの音を聞きながら女を抱くのも乙なものだな。上に乗れ」

「承知致しました閣下」

　アデラはジルグレイの上に乗って腰を振る。

乳首をつねられれば悲鳴を上げ、白い肌に爪を立てられれば仰け反って泣き、嗜虐趣味の男を楽しませる。

　だが男はやがて腰をゆっくりと止める。

「おかしい、何故戦いの音がまだ聞こえる」

　悲鳴と怒号が聞こえるのは当然のことだ。

暗殺に来た敵勢があり得ない数の味方に狩られる音なのだから。

　だが二〇対三五〇だ。勝敗は一瞬にして付き、後は逃げ惑う敵を追いかけて狩るだけのはずだ。

しかし戦いの音は遠ざかるどころかむしろ近づいて来ているようにも感じる。

　音は徐々に明瞭になっていく。

「手が！　俺の手がない！」

「素手で首をもぎ取った!?　なんだこいつらは!?」

「刺したのに！　めった刺しにしたのにどうして死なないんだぁぁぁ！」

「奴はどうして真っ暗な中を動ける？　松明一つつけていないぞ!?」

　ジルグレイはアデラをベッドから放り投げ、窓から外の様子を覗く。

　圧倒的優勢のはずの味方は既に窓から見える場所で戦っていた。

松明がそこら中に散らばり、明らかに混乱している。

「敵が思ったよりも多かったのか？　だがそんな大兵力を用意できる勢力など無い……ええい見えん！」

　不自然な事に敵方はまったく灯りを燈しておらず、その数も姿も全く見えなかった。

「うん？」

　その時、黒衣を着た影が一瞬味方の松明に照らされる。

影はまるで疾風のような速度で味方の列を通り過ぎ、同時に騎士達の首が熟れ過ぎた果実のようにポトポト地面に落ちる。

「な、なんだあれは……」

　窓の隙間から覗くジルグレイと影の視線が合う。

　近づいたとは言えまだ数十メートルは離れている。

開けた隙間は小指程でしかも今夜は月の無い闇夜だ。

「あ、あり得ん」

　だが確かに目が合ったとジルグレイは確信する。

真っ赤に光る見た事の無い目だった。少なくとも人間の目ではない。

　ジルグレイは慌てて窓をしっかり閉じると剣を手に取り、部屋の中央に陣取る。

「あの……？　奉仕は？」

「うるさい！　それどころではない！」

　蹴飛ばされたアデラは転がってテーブルで頭を打って悶えてしまう。

「はぁはぁ……」

　ジルグレイは指が白くなるほど剣を握りしめ、窓と扉を交互に睨む。




　やがて喧騒が聞こえなくなり、静かな夜が戻った。

「お、終わったのか？」

（だがどっちだ……？）

　ジルグレイは荒い呼吸のまま窓から様子を見ようとするが先ほどの赤い目を思い出してやめる。

（いや、味方が勝ったのならすぐに報告に来るはずだ。それが来ないということは……）

　ジルグレイは慌てて部屋のランプを吹き消し、身を屈める。

（家探ししている様子はない。このままやり過ごせるか？　いや、すぐにでもここを脱出すべきかも）

「ううん……」

　その時、アデラが頭を押さえたまま起きあがる。

「貴様、外の様子を見て来い。安全ならばそう伝えよ！」

「えっ？　で、でも……」

　アデラも当然先ほどの喧騒は聞いていたので躊躇する。

「いいから行って来い！　行かねばこの場で俺が斬り殺すぞ！」

「わかりました……」

　彼女は震える足で扉をゆっくり開き、おそるおそる外に出て行く。

そして数秒後……。

「いやぁぁぁぁ!!　やめてぇぇぇぇ!!　きゃああああ!!」

　鋭い悲鳴が上がり、すぐに静寂が戻る。

「!?」

　ジルグレイは猫のような素早さでベッドの下に潜り込む。

（やはりまだ敵が！　だがこれは上手くやったぞ。目が合った奴もこの家から覗いていたのはアデラと勘違いするはずだ）

　後は味方の援軍が駆けつけるまで隠れていれば良い。

ジルグレイは気配を消し、息を殺してベッドの下に潜む。




　どれだけの時間が流れたのか、さすがにそろそろ大丈夫だろうかと顔をあげた時だった。

　ベッドを覗きこむ無数の赤い目。

何の音もしなかったのに『それら』は既に部屋の中に居た。

「知っていた」「知っているぞ」「見つけていた」「見逃さねばならん」「残念だ」

「ーーーー!!!」

　マグラード総督ジルグレイは股間に温かいものを感じながら意識を失った。




　ジルグレイが目を覚ました時、既に夜は明けていた。

まるで昨日のことが悪夢だったかのようにいつも通りの朝だ。

「……」

　ベッドの下から這いだしたジルグレイはおそるおそる扉を開いて外に出る。

そして手に持った剣をカラリと落とす。

「……悪夢が覚めておらんのか」

　彼の隠れていた家を囲むように全方位に散らばる無数の死体。

「誰か居らんか？」

　倒れた騎士を抱き起こすと首が無かった。

「誰ぞ居らんのか？」

　壁に寄りかかる騎士を引っ張ると右半身が無かった。

「誰でも良い。返事をしろ！」

　馬車に乗っていた側近の一人を見つけて手を引くと下半身が無かった。

「誰でも良い！　返事をしたら代官にしてやる！　オサーロ！　バレク！　アデラ！　誰もおらんのか！」

　散らばる屍の内、人間の形を留めたまま死んでいる者はほとんどなかった。

まっとうに死んでいる者もよく見ると心臓や臓物を抜きとられていたり、体が何回転も捻じられていた。

「誰か返事をしてくれーー！　誰かーーー!!　誰かーーーー!!」

　死体の中にへたり込んだジルグレイは屋敷炎上を知らせる急使が到着するまで延々と叫び続けていたのだった。
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一方　ラーフェン　屋敷

「誰か返事をしてくれ」

「「「……」」」

　誰も答えない。

ノンナもカーラもイカせ過ぎて気絶している。

レアが返事をしようとしたが力尽きてそのままベッドに突っ伏した。

「わ、私は大丈夫です」

　体力を温存していたセリアだけが返事をし、俺の胸に収まる。

だが既に腰はガクガク震えているしこれ以上抱くのは無理だろう。寝物語でもしよう。

「さてレオポルトの策は上手くいったのかな」

「樽の中に何か仕込むのではなく樽その物に仕掛けがあるのでしたね」

　レオポルトは樽を二重にし、その隙間にごってりと油や火薬を仕込んだのだ。

火がつけば中身に関係なく爆発し激しく燃え上がるだろう。

しかも中身をいくらひっくり返しても樽を壊さなければ細工には気付けない。

堂々と食糧として屋敷内に運び込めるのだ。

「しかし火がつかなければ何の意味も無いからな……あれはなんて言ったか？」

「石灰ですか？」

　セリアが俺の胸にコシコシと顔を擦りつけながら言う。

「そうそう、水で燃えるとはなんとも不思議な粉だな」

「本当ですね」

　細工された樽のうちいくつかには妙な粉が混入されていたらしい。

なんでも適切な量の水と混ぜると燃え上がるらしい。

詳しくはわからないが。

「だがそれも協力者あってのことだな」

「はい、荷を運ぶ商人や屋敷の使用人の中にも総督府を良く思わない者が多かったらしく、そちらは簡単に手筈が整ったそうですよ」

　細工した樽を水が滴る場所に置く以外にも火災を広げる為に消火するふりをして油をかけると約束した使用人までいたそうだ。やはりマグラードのゴルドニアへの恨みはまだ残っているらしい。

「とはいえ奴らはレオポルトをマグラード残党だと思って協力しているんだからな。一番悪いのは俺達なのかもしれん」

「です。でも証拠はありません」

　ふふふ、とセリアが悪い笑みを浮かべる。

悪女セリアを成敗しようと胸を吸うとたちまちいつもの可愛いセリアに戻った。

「ジルグレイ本人への襲撃は大丈夫なのでしょうか？」

「それはなんの心配もいらないな」

　少数精鋭で真っ先に思い浮かんだのがブリュンヒルデ達だった。

　彼女自身は遠出を渋り、いつも傍に従っているジークフリートを行かせることになった。

もちろん、彼らを陽に当てないまま運ぶ手筈を整えたのはレオポルトだ。

　かなり前に見ただけだが、ジークフリートに勝てる人間がいるとは思えない。

俺も女がかかった戦いで無ければ簡単に負けてしまうかもしれない。

「だが我が儘を聞いて貰う代償は大きかった」

　思い出すだけで痛みと屈辱が蘇る。

体や男根を噛まれることは覚悟していたのだがそんな生易しいものでは無かったのだ。

「ど、どんな代償を？」

　ブリュンヒルデはどこから持って来たのか極太の張り型を取り出したのだ。

そしてそれは俺に深々と突き刺さった。どこにかは言いたくない。

「代償を教えて下さい！」

「教えん。詮索する悪いセリアにはこうしてやるぞ」

　俺はそう言ってセリアの尻穴に指を入れるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵六千　騎兵一一〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車三〇両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨四二〇五〇　軍備増強（五五〇）特殊工作費（千）








第３３０話　見えない戦争⑥　人の国







アルテイル神国　首都アルテリア




「あらん限りの矢を放て。奴らに弓を構える時間を与えるな」

　バグフーフ枢機卿の軍はアルテリア南側から攻撃を仕掛けていた。

時を同じくして他の方角からも同調した枢機卿達の兵が猛攻をしかけている。

　その様をヴィルヘルミナは無言のまま見つめている。

　彼女が率いるポルポ兵五千も最初は援護したのだが、アルテリア守備兵の猛反撃の前に一瞬で崩れ本陣まで逃げ帰ったのだ。

「お役に立てず申し訳ありません。なにぶん弱兵揃いでございまして」

「構わぬよ。そもそもポルポの兵に何か期待をしていた訳でもない。大人しく見ておられよ」

　バグフーフは笑い、特に失望したようにも見えなかった。

むしろ事ここに至ってはポルポの弱兵ぶりが逆に安心できる要素でもあった。

仮にヴィルヘルミナが血迷ったとしても連れる兵がこれだけ弱ければ何も心配はいらないのだ。

　ヴィルヘルミナは大げさに胸を撫で下ろしてから後ろを振り返る。

視線の先のザフネスは頭を下げたまま小さく頷く。

初戦で一息に蹴散らされたポルポ兵だが、あまりに早く崩れたので兵数はほとんど減っていなかった。

　戦いは昼夜問わず延々と続いたが、守備兵は次々と倒れ、塔は燃え上がり崩れて行く。

アルテリアは重厚な城塞都市であったが、圧倒的な兵数と、最初から四方を包囲された戦いに長くはもたなかった。

「門が破れたぞ！　突入しろ！」

　攻城兵が遂に門を突き破り、騎兵や槍兵が大挙して突入していく。

「終わりだな」

　ザフネスが呟く。

「ああ、だが見てみろ。アルテリアの守備兵は抵抗を止めない」

　ヴィルヘルミナの指差す先、アルテリア守備兵は怒涛のごとく雪崩込むバグフーフの兵を食い止めようと挑んでいく。

「背教者に死を与えよ！」

「神の御許へ行ける喜びを抱いて死のうぞ！」

　数において圧倒的な劣勢、しかも門まで破られても戦意にまったく衰えはなかった。

串刺しにされながらも相討ちを狙い、ある者は武器を失っても爪と歯で喰らい付いた。

「アルテイルでも一番の狂信者どもだったか……」

「あのような奴らの相手などできるか」

　ヴィルヘルミナはつまらなそうに言う。

　初戦の敗北は全て計画通りで死兵と化した彼らとまともにぶつからない為だった。

「だがそれもこれまでだな。東と北からも狼煙が上がっている。あちらも城門を突破したようだぞ」

　いかに死兵とは言え四方から攻め立てられてはどうしようもない。

しかも狂信的な中核部隊以外は攻め手が枢機卿と言うことで混乱を隠せていない。

「そしてここからが本番、槍も弓も使わぬ戦争だな」

「頼むぞ女王様、あんたがしくじったら俺達は全員バラバラにされてしまうからな」

　ヴィルヘルミナは「そうなったら諦めろ」と呟き準備を始めるのだった。




　決死に追いすがる狂信の兵もやがて殲滅され、バグフーフ他の軍は各方向から城門を突破しアルテリアの中枢……アルテイル神殿に向かう。

　民は武器になりそうな道具をもって家から飛び出すが敵が同じアルテイルを象った旗を掲げていることに困惑し動きを止めてしまう。

「枢機卿様？　これはどういうことなのでしょうか？　一体何が起きたのですか？」

「敵は……異教徒はいずこに……あれ？」

「抵抗するで無い。これはアルテイルの真の意志を示す戦いなれば、忠実な僕は家で神に祈りを捧げよ！」

　バグフーフがそう一喝すると民は困った顔をしながら武器を地面に置いて家に戻って行く。

「他国が攻め入っていればこいつら全員が敵になっていた訳か。寒気がするな」

　ザフネスは無駄口を叩くがヴィルヘルミナは答えない。

　やがて軍はアルテイル神殿──神殿と言うにはあまりに壮大で巨大な城にも見える──前に達した。

　兵達は神殿を前に自然と足を止める。

「ここから先は神職にあるものしか入れない聖域だぞ」

「お、俺達が踏み込んだら地獄に落ちてしまう」

「穂先を神殿に向けるな！　神の怒りを買うぞ！」

「ここまでだな。後は俺達だけで行くしかない」

　バグフーフや他の枢機卿もそれは予想の範囲内だったのか、一部の部下だけを連れて神殿に入ろうとした……その時だった。




「不信心者共よ」

　鈴を鳴らすように美麗、そして良く通る声が響く。

「アルテイルの怒りを恐れぬか」

　神殿内部へと続く長い長い登り階段、そこを一台の輿がゆっくりと降りてくる。

　輿は白一色に飾られ、担ぐ者達もまた全員が白衣に身を包んでいる。

屋根のついた輿からは薄い絹が下がっており、乗る者の顔を見ることはできない。

　この者こそがアルテイルを治める法王その人だった。

「ほ、法王猊下!?」

「ひぃぃぃ!!」

　兵達は慌てて武器を投げ出し、地面にひれ伏す。

　良く聞けば話しているのは輿に乗る法王本人ではなく、傍に控える独特の服装をした女だった。

女は法王に近づいてから恭しく頷き、その美しい声で音声をあげていた。

　市井の者には神の生まれ変わりにして分身とされる法王の言葉を聞くことすら許されず、巫女たる女がその言葉を代弁するのだ。

「哀れな罪人共、背教者にたぶらかされたか。神に背いた怒りを恐れよ！」

　美しい声が兵達を貫く。

兵達はひれ伏したままガクガクと震え始める。

　巫女は更に厳しい声で反乱軍を糾弾した。

「バグフーフ枢機卿よ、何故アルテイル神に背く。背教は永遠の地獄へと続く道ぞ！」

　いつの間にか家に戻っていたはずの民達も表でひれ伏している。

　バグフーフは間髪置かずに返す。

「否！　この身は未だアルテイルの忠実な僕なり。反旗を翻したるは現世の法王へのみ！」

　巫女は更に厳しく返す。

「同じ事、我は現生に降臨せしアルテイルの分身！　我に背くこと神に背くと同意なり！」

　周りの兵も民も一言も発さないまま耳を澄ませている。

　もしここで言いまかされればバグフーフは民だけではなく自分の兵からも八つ裂きにされるだろう。

　額に流れる汗を隠して更に返す。

「再び否！　法王は神の分身にあらざるなり。万能なるアルテイルの御世なれば何故山が火を噴き、灰が国を覆い、悪魔の疫病が忠実なる信徒を襲うか!?　全てアルテイルの名を騙る法王の業である」

　両者が言い合う中、ザフネスが下を向いて肩を震わせる。

「馬鹿者、笑うな。奴が言い負かされたら終わりなのだぞ？」

　ヴィルヘルミナはそう注意するが自身も扇子で顔を隠していた。

「愚かな、困難は全て神の与たもうた試練！　汝のような背教の徒を炙り出す神の技なり！」

　巫女がそう答えた途端、バグフーフの目がギラリと光る。

「アルテイルは全知全能にて背教者を炙り出すなど不要！　法王は神の真理を理解しておらぬと見える！」

　反乱軍を前にした焦りが出たのか、幼い頃から神学を徹底的に学んだバグフーフの前で失言であった。

巫女は慌てて法王の言葉を聞き直すが、男は更に畳みかける。

「女、前に出よ」

「はい」

　バグフーフの脇から一人の女性が前に出る。女は神官の装いに身を包んでいた。

「この神官は法王から贈られた褒美であった」

　民から動揺の声が上がる。

「戦功の褒美として送られたこの女は俺に肉体を捧げようとしたのだ！」

「法王様の命でありました。バグフーフ様に全てを捧げよと……」

　巫女の顔が歪む。

「神の化身が信徒に女を贈るか!?　そのような教えがありえるのか!?」

　動揺の声がざわざわと広がって行く。

先ほどの失態を取り繕おうとしていた巫女が再び法王の輿に戻る。

「これぞ当世の法王がただの俗物であり、神殿が腐敗の城となり果てた証である！」

「普段は美味しく頂いていたのだろうな」

「平時に言い出せば己が不道徳な枢機卿として糾弾されるだけだが、今ならば攻め手になるからな」

　ヴィルヘルミナとザフネスはひそひそと言葉を交わす。

　矢継ぎ早に言い放つバグフーフに対して法王側は聞き直しが多くなかなか反論できない。

「そのような事、我がするはずもない。何の根拠もなく────」

「真に神の生まれ変わりならば根拠など不要、俺に神罰を下せばそれで済むことではないか！」

　巫女を通じての言葉は厳粛な雰囲気の場では威厳を増すが討論をやるには圧倒的に不利だった。

目に見えて余裕がなくなり、バグフーフの優勢は誰の目にも明らかだった。




　そしていよいよバグフーフは切り札を出す。

「神の恩寵は既に法王に無い！　奇跡は──我が手にある！」

　男は手に握った小さな薬の瓶を民に見えるように掲げた。

「これは悪魔の病、炎痘病の特効薬だ！　この一瓶で今にも死にかけている者の命を戻すことができる！」

　おおっと周り中から声が上がった。

　アルテイル中枢や優れた情報網を持つ一部領主は薬について僅かなりとも知っていたが民や兵にとっては初めての話だ。

　炎痘病はアルテイルでは幼子でも知っている恐怖の対象だった。

ひとたび患えばいかなる薬も効かずほとんどの者が屍となる恐ろしい病であり、悪魔の吐息として恐れられていた。

特効薬があると言われて興味を示さない者はいない。

「そのような偽薬を示したところで背教の言い訳にはならぬ」

　法王は否定するがバグフーフは自信満々のまま数人の男女を前に出す。

「枢機卿から賜ったお薬で夫と私はどちらも命を拾いました」

「枢機卿は野で一人朽ち果てようとしていた私に優しく薬を与えて下さいました」

　言ってから男女はアルテイル神に誓ってと宣言する。

「あぁ、道中でわざわざ野垂れ死にそうな乞食を助けたのはこう言う訳か」

　ザフネスの言葉はヴィルヘルミナ以外には聞こえない。

「こ、これこそ地上に示された奇跡であり──」

「その奇跡が何故法王に背いた俺の手にある！　これこそ現法王が神であるどころか、その恩寵さえ受けられぬ平凡な人間で有る証拠である」

　いつの間にかバグフーフは法王のすぐ近くまで階段を登っていた。

「法王に神の恩寵無し！」

「いや、法王が神を騙ったからこそ今の苦境があるのだ！」

「今までの戦争も神の意志ではなく法王の欲望によるものだったのだ！」

　民から都合良く上がる声がバグフーフの背中を押す。

「この剣こそが……アルテイルの意志なのだ!!」

「なにをなさいますか!?」

　バグフーフは剣を輿に向って振り降ろす。

慌てて飛び付いた巫女に邪魔されてその一撃は浅くなり、法王の顔を隠す絹のみを切り裂いた。

「ひぃぃぃ!!」

　現れたのはヴィルヘルミナよりも若干年下だろうか、まだ大人にもなり切らぬ少女だった。

　初めて向けられたであろう剣を前に動揺し、輿から転がり落ちて逃げようとする。

「猊下に剣を向けるなぁ！」

「く、来るな！　神罰が下るぞ！　わぁぁ！　こっちにくるなぁ!!」

　巫女は逃げる少女を庇うようにバグフーフの前に立つ。

　大衆の前に初めて姿を現した神の生まれ変わりは女に庇われながら悲鳴を上げて逃げる少女。

それは民と兵から法王の神性を失わせるに十分だった。

「とくと見よ！　これこそ神を騙る法王の真の姿なのだ！」

　バグフーフはそう宣言してから息を吸い込む。

「民を欺きアルテイルを穢した罪深き女を……殺せぇぇぇ!!」

　数秒置いて全方位から爆発するような怒号が響く。

それは法王の最後を告げる号砲だった。

「猊下こちらへ！」

「シュアーラ手を繋いで！　こんな階段登れない！」

　輿を担いでいた男達が壁となり殺されている間に法王と巫女はなんとか逃げようとする。

　だがバグフーフは追おうとはしない。

今や全てを敵に回した女と少女に逃げのびられる可能性は無かったからだ。

　その光景を感情の無い目で見据えながらヴィルヘルミナはザフネスに言った。

「手筈通りにせよ」

「準備は完了している」




夕刻。

「法王には神罰が下されたがアルテイル神が失われた訳では──」

「これからも神の忠実な僕として──」

　アルテリアの全民を前にバグフーフやその他の枢機卿が演説をしている。

枢機卿達も国と統治機構を壊してしまいたい訳ではない。

民を安心させ混乱の終息を計る必要があったのだ。

　神殿の前にはバラバラにされた上に火をつけられ、原形を留めぬ少女と女の死体が晒されている。

逃げた法王と巫女は怒る民に襲われたのかバラバラの死体となって街角で発見された。

「新しい法王が決まるまでは我ら枢機卿が共同で統治せねばならぬ」

「だが全員横並びでは支障がある。筆頭枢機卿を決めねばならんが」

「やはりバグフーフ殿しかおるまいが独裁は許されん。我らの権限もしっかりと……」

　その裏では既に権力闘争が始まっていた。

「オッドバイル枢機卿の演説が終わりましたな。次はヴィルヘルミナ陛下より友好国として一言賜りたい」

　ヴィルヘルミナは覚悟を決めるように大きく息を吐いた。

その様子を見てバグフーフは笑った。

「ははは、何も厳しい外交交渉をしようと言うのではありません。今後の友好について当たり障りなく語って頂ければよいのです。民は愚かなもの、耳触りの良い言葉を並べれば満足しましょう」

　一世一代の対決を終えた達成感からか年若い女王にかける言葉は優しい。

「ええ、愚かなだけにしっかりと導いてやらねばなりませんわね」

　ヴィルヘルミナは可愛らしく笑って壇上に登る。

「あれがポルポの新女王でしたか、まだ少女にも見えますな」

「いやはや美しい……噂ではバグフーフ殿と個人的にも親しいとか」

「それは羨ましい。俺もあんな美人を手籠めにしてみたいものですな」

　ヴィルヘルミナは壇上で民に向かって手を振る。

「私はヴィルヘルミナと申します」

　国号を言わずただ名前だけを言う。

　枢機卿達に比べてずっと小さな歓声が起こる。

「親愛なるアルテイル神国の皆様、この場を借りて言わせて頂きます」

　微笑ましげに見るバグフーフや他の枢機卿達。




「まず、この世に神など居りません」




　全てが凍った。

　民も兵も枢機卿達も何もかもが凍りついた。

「私がこの場に立ったのは貴方がたに目覚めて貰うためなのです」

　誰も動けない。

あまりのことに思考がついていかないのだ。

「新たな時代が到来します。法王がすげ変わるよりもずっと大きな変化が……貴方がた全てを包みます」

　ヴィルヘルミナが言い終わる前に凄まじい怒号と絶叫が響く。

演説しているのが神殿のテラスで無ければ彼女は一瞬で民に襲われていただろう。

「殺せ！　神を恐れぬ異教徒を殺せー！」

「アルテイルを汚す冒涜者を滅しろ！」

「あの穢れた女を黙らせろ！」

　ヴィルヘルミナは吹き飛ばされんばかりの罵声の中、目を閉じて待つ。

「何を血迷ったのか！」

「早く引きずり降ろせ！」

　壇の後ろでも枢機卿達が騒ぎ、警備兵が押し寄せる。

「そうはいかん。あれでもうちの大将だからな」

　その警備兵を阻止すべくザフネスとポルポの兵が割りこむ。

取っ組み合いはすぐに斬り合いへと発展していった。

　ポルポ兵に戦場で見せた弱さはなかった。

ザフネスの指揮の元、神殿内という狭い地勢も利用し警備兵をヴィルヘルミナに近寄せない。

　一方民衆の洪水のような罵声はヴィルヘルミナがただ目を閉じているので少しずつ小さくなっていく。

　するとヴィルヘルミナは懐から薬の瓶を取り出し、ポーンと前方に高く投げた。

　法王とバグフーフの言い合いで民もそれが炎痘病の薬だと知っている。

全員の目が宙を舞う瓶に集中し、壇上に詰め寄っていた男が落ちて来る瓶を受け止める。

命そのものとも言える薬瓶を砕かせまいとするのは半ば本能だ。

　瞬間、大衆の罵声が止まった。

そのタイミングをヴィルヘルミナは逃がさない。

「その薬の瓶は神の恩寵ではありません。人が成し遂げた技です」

　再び罵声が起こる前に矢継ぎ早に言葉を紡ぐ。

丁寧ながらも迫力のある声だった。

「それはこのアルテイルにて生み出された物ではありません。私が持ちこみ枢機卿達に与えたもの、この国と何の関係も無かった私がこの場に立っているのがその証拠です」

　背後の斬り合いを彼女は気にもとめない。

「奇跡はこの地に生まれませんでした。もし全能の神が貴方がたを見ているならどうして加護を与えないのでしょうか？」

　罵声が戻る。

「うるさい不信心者め！」

「神罰が下るぞ！」

　だが戻り始めた罵声をヴィルヘルミナは一喝する。

「諸君らはいつまで愚かでいるつもりなのか!?」

　一変した口調に再び一瞬の静寂が訪れる。

「目を開いて前を見よ。頭を使って考えよ！」

　彼女と視線のあった民が思わず尻持ちをつく。それ程の迫力があった。

「薬のことは一例に過ぎぬ。諸君は神の名において搾取されているに過ぎぬのだ」

「だ、だがアルテイルの恩寵のおかげで我々は今日も生きているのだ……」

「そうだ、神を失えばこの世は闇に包まれるのだぞ！」

　ヴィルヘルミナはすかさず言い返す。

「アルテイル神を信じているのはこの国だけに過ぎぬ。他の国は皆、諸君らの言う所の『神』を知らぬままに生き、そして死んでいるぞ？」

　反論する余裕は与えない。

「そして闇に包まれているのはこの国だけではないか」

　ヴィルヘルミナは足元に置いていた紙束を民に向かって投げつけた。

紙は風に煽られてひらひらと舞い落ちて行く。

　民はそれを拾い、字の読めない者は読める者と一緒に覗き込む。

「何かわかるか？　それは税の触れ、ポルポとリバティースのものだ」

「ポルポの税率……収穫高の五割だと？　リバティースに至っては四割も無い」

「お、俺の実家は農民だが七割を超えているぞ!?」

「失業したら人頭税を半年も待ってくれるのか!?　俺達はすぐに町から追い出されて野垂れ死になのに……」

　長年争うヴァンドレアは似たり寄ったりの税率だがそれは言わない。

　どよどよと動揺が広がって行く。

それでもほとんどの者は懐疑的で罵声もまだ大きい。

「騙されるな！　神なき国の庶民は俺達よりももっと苦しいのだ！」

「リバティースなどは少数の金持ちや貴族が多数の貧民を支配していると聞く。我々は神の元に平等……」

　ヴィルヘルミナは罵声を無視して続ける。

「リバティースは確かに平等ではない。だが諸君らはどうなのだ？　民よりも貧しく暮らす司教や司祭を見たことは？　大司教の息子が軍隊に取られたか？　昨今の飢えでやせ細った教会の人間はどこにいる？」

　罵声が徐々に小さくなり、困惑の声に取って代わられる。

どれも思い当たることが無かったのだ。

「貴族に支配されるのも教会に支配されるのも同じことだ。諸君らはただ統治者から過酷に支配されていたにすぎないのだ。税に兵役……これからも苦しみは未来永劫続くだろう」

　場はどんどん静かになり、ポルポ兵と警備隊が争う音だけが響く。

　暗く沈む民に向けてヴィルヘルミナは一転して満面の笑顔を作る。

「だが我々はその支配を打ち破ることが出来る」

　示された希望に皆が一斉に顔をあげた。

『我々』と呼びかけられたことに気付く者はいない。

「我々は目も見えず頭を使うことすら知らなかった。それでさえヴァンドレア・リバティースという大国と互角に戦い続けた。ならば目隠しを取ればどうなる？　答えはわかっている。我々は他の国の者達よりも遥かに優秀なのだ」

　人々の顔に希望が戻る。

「そうなのか？　俺達は優秀なのか？」

「そうだよな！　あれだけ歯を食いしばって生きて来たんだ！　他の国の奴らに負けるはずが無い！」

　反応を確認してヴィルヘルミナは続ける。

「今、我々は間違いに気付いた。ならば正さなければならない。私は矮小な一人の女に過ぎないが、偉大な神の名を騙るだけの者達よりも遥かにマシな統治をする絶対の自信がある」

　一呼吸置いてヴィルヘルミナは全員の顔を見回す。罵声はもう無い。

「人の為の国を、我々自身の為の国を取り戻そう。今こそ目覚めの時だ！」

　ヴィルヘルミナはにこりと年相応の笑顔を見せる。

「人の国……神の国じゃなく俺達の国……？」

「どうすればいいかわからないぞ」

「でもあの人なら、きっと俺達に道を示してくれる。そんな気がするんだ」

　最初は小さく、だが確実に大きくなる地響きのような歓声が鳴り響く。

　背後からの騒音もほとんどなくなった。

警備兵もヴィルヘルミナの演説を聞いているのだ。枢機卿と取り巻きだけがヒステリックに叫ぶ。

　ヴィルヘルミナは大きくなる歓声を手で制する。

「我々は今目隠しを取り去った。そして目の前には多くの敵が存在する」

　白く細い手を民衆に向けて伸ばす。

「灰は降り続き、疫病の脅威もある。ヴァンドレアやリバティースも我々が目覚めたことを良しとしないだろう。全てが我々の目を再び塞ごうとするだろう」

「その通りだ。俺達が強くなったらヴァンドレアの連中は黙っていない！」

「灰で潰れた畑はどうしよう……」

　民衆の息を飲む音が聞こえる。

「だが心配はいらない。私が必ず勝利を与えよう。その為に必要なのは団結すること、疑わないこと、そして敵を恐れぬことだ。常に敵を見据えて戦え！　全ての敵を打ち倒すまで！」

　ザフネスが何色かに色分けされた大きな旗を壇上に掲げる。

旗には誰でも描ける簡単な模様が三色に色分けされて書かれていた。

「三色はそれぞれ我らの美しい土地、全ての民、そして勝利を現す。これを我々の新しい旗とする」

「そうなのか？」とザフネスが目で問い。

「知るか」とヴィルヘルミナが目で答える。

　だが民衆は旗を前に最大の歓声を上げる。

「そうだ……俺達は強いんだ！　何者にも負けはしない！」

「うぉぉぉぉ!!　疫病でも敵兵でもかかって来い！　全部なぎ倒してやる！」

「俺達の為の国を作るのだ！　ヴィルヘルミナ様と共に！」

　民衆は熱狂し歓声を上げる。その歓声が更に熱狂を高めて行く。

最初の罵声を遥かに凌ぐ、空を破る程の大歓声が上がった。

「最初の敵は我らを苦しめた者達だ！　戦え！　打ち破れ!!」

「「「「うぉぉぉぉ!!」」」」

　民衆は動き始めた。慌てて逃げ出す司教やその部下達がたちまち民衆に呑まれていく。

自らの兵までも民衆と一緒になって押し寄せ、たちまち町は狂乱の渦に包まれた。

教会やその一族の家が焼き払われ、アルテイル神の像が引き倒されていく。

　後方の枢機卿達もまた自らの兵に押し包まれ八つ裂きにされようとしていた。

バグフーフは既に数十の槍に串刺しにされ、壁に突き立てられている。

　ヴィルヘルミナは手を振りながら神殿の中に下がる。

彼女の姿が見えなくなっても民衆が歓声を止めることはなかった。




「……ここまでは想像しなかった」

　声をかけたザフネスにヴィルヘルミナは答えない。

「途中からの盛り上がりはサクラか？」

「アルテリアに間諜を送りこむのは困難だぞ」

　何十万の民衆が繰り出したのだ。サクラを利用するなら百や二百は必要でそんなことは不可能だった。

「そうだな……俺は生まれて初めて女を恐ろしいと思った」

　ザフネスは脅えさえ含んだ表情でヴィルヘルミナを見る。

「演説を聞いている内に言いようもない高揚感と熱狂に包まれた。全て欺瞞だと分かっているはずの俺がだぞ？　内容を一つ一つ考えれば笑いさえ漏れる程に滑稽だと言うのに」

『まるでお前が……に見えた』と誰にも聞こえない声で言う。

「そうか」

　対するヴィルヘルミナの返答はそっけなかった。

　いつの間にか枢機卿は皆殺しにされ、警備兵達が槍を掲げてヴィルヘルミナを称えている。

全ての目に熱狂が宿っていた。ほんの数時間前まで彼女が誰か知っていた者はいないというのに。

　気を取り直したのかザフネスはいつも通りの軽い口調でヴィルヘルミナと話す。

「あの罵声の嵐を歓声に変えるとは未だに信じられんよ」

「激昂する相手を味方につけるのは冷静な相手を説得するよりも簡単だ。感情の高ぶりは怒りと熱狂で共通する」

「その為にあえて最初に怒らせたのか」

　ヴィルヘルミナが一歩前に出るとザフネスは思わず後ろに下がる。

「計画通り……いや、それ以上だ。見事に国ごとひっくり返したな」

「思った以上に簡単だった。法王の追放で民衆の心には変化の火がついていた。私はそれを煽って大火にしただけに過ぎん」

「それにしてもあれだけ狂信的だった国をこうも簡単にとは……しかもいつの間にか自分を統治者として信じさせていた。お前のような女……いや人間は見たことがないぞ」

　ヴィルヘルミナは小さく笑い、テーブルの上のパンをザフネスに放る。

「お前がパン売りとする。ただ歩いている奴と肉を探している奴、どちらに売り込む？」

「そりゃ歩いている方だろう？　肉を探している奴にパンを勧めてどうする」

　女王は小さく笑う。

「違う、売りこむなら肉を探してる奴だ。腹を減らして食う肉を探しているのだから代わりにパンを与えればそちらを食べる可能性は高い。反面、歩いている奴は食事をしたばかりかもしれないぞ？」

　納得できない顔をするザフネスにヴィルヘルミナは続ける。

「彼らがアルテイル神など信じていたのは絶対的な何かを信じて委ねたいからだ。その絶対的なものを否定出来さえすれば代わりに私が入りこむのは容易い。狂信的な奴ほど別の馬鹿な言葉にも乗せられるのだ」

　無駄話は終わりとヴィルヘルミナはパンを投げ捨てる。

「首都は押さえたが次は地方の説得だ。枢機卿の連れて来た兵を再編成しろ。準備が出来次第、私も同行し説得して回る。それから疫病対策もすぐに実施する。疫病を押さえ込むのは百やそこらの薬ではなく徹底した隔離をおいて他にない」

「すぐにやろう。だがアルテイルはポルポとは規模が違う。何をするにも金が足りんぞ」

「ストゥーラ商人共から大規模に金を借りる。奴らは今苦境に陥っているからな。私に最後の希望を託すだろうよ」

　最後にヴィルヘルミナはチラリと処刑された法王と巫女の無残な死体に目をやる。

「うまくやったか？」

「ああ、あれは別の女二人の死体を刻んだものだ。まさか法王が少女とは思わなかったから現地調達になってしまったがな。顔を潰して焼いたからわからんだろう」

　元法王はヴィルヘルミナの指示で秘密裏に逃がされていた。

バラバラにされ火で焼かれた二人は混乱の中で調達された哀れな犠牲者に過ぎない。

「奴らは北の街道を進んで行ったよ。リバティースもヴァンドレアも不倶戴天の敵国、逃げるとすればモルトか……」

「ゴルドニアしかないだろう」

　ヴィルヘルミナの目は糸のように細まったのだった。
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オドロス　総督府庁舎

「ジルグレイ総督！　いくらなんでもあんまりではございませんか！」

　ドンとテーブルを叩く貴族達を前にジルグレイは苦い顔のまま目を伏せている。

彼らはジルグレイ派閥に属する貴族達だ。

「トーマスは不肖の息子ではありましたが、総督の騎士団に加われたとそれは喜んでおったのです！　それが戦地でも無い場所で戦死だなどと……納得できませぬ！」

　息子を失った父親は涙を浮かべて詰め寄る。

「我が弟もですぞ！　……百歩譲って総督を守り斃れたならば騎士の誉れ、しかし遺体も返せぬとはどういうことなのですか!?　ここは戦場ではない、回収できぬこともあるまいに！」

　何も言えないジルグレイに代って生き残った側近の一人がボソボソと言い訳するが男は納得しない。

　実は遺体は回収していたが返せないのだ。

どこがどの部位か分からない程に解体され、家紋の入ったペンダントでようやく身元が分かったのだから。

「そもそも賊の襲撃と言うのもおかしい！　完全武装の騎士団を含めて三百以上いたと聞く。それを皆殺しなど普通の賊にできることではない！　同日に総督の私邸も火事を出したと聞く。総督府の秩序はこうも崩壊しておったのですか!?」

「生き残ったのが総督だけと言うのも不自然ですな。よもや事前に知っていて一人逃亡したのでは？」

　いよいよ雲行きが怪しくなってきたところでジルグレイはようやく言葉を紡いだ。

「皆の悲しみと怒りはわかる。……だがこれは全てハードレットの仕業であると確信している」

　場が静まりかえる。

　集まった貴族達も当然その可能性を疑わなかったわけではない。

「確かに総督との噂は良く聞いておりますが……」

「彼の私兵なら数百の兵を壊滅させる力もある……どうやって兵を送り込めたのかはわかりませんが」

　だが皆の声は歯切れの悪いままだった。

相手はゴルドニア有数の大領主、証拠も無く誹謗すれば王国からも睨まれるだろう。

　貴族達は隣同士で顔を見合わせ、ハードレットの名を自分の口から出すのは躊躇っていた。

　だがジルグレイはもう一度力強い声で言う。

「証拠はある。俺は奴からの文で呼び出されたのだ……奴も平和を求めていると思い、甘言に乗ってしまった。奴は最初からこうするつもりだったのだろう！」

　ドンと悔しそうにテーブルを叩き、貴族達を見回してからジルグレイは続ける。

「だが愚かな事に奴が俺に宛てた手紙は手元にあり、これを証拠として既に王宮へ告発している。奴には相応の罰が下され、諸君への賠償もなされるだろう」

　貴族達の顔がやや和らぐ。

一門を不当に殺したとなれば多額の賠償金が支払われるはずだ。

相手が大領主であれば支払い能力が無いとも思えない。

もちろん家族としての悲しみはあるが、他家に預けられる者は家督継承者では無く、家の存続には関わらない。多額の賠償金は家の発展に役立つとの計算もあった。




「閣下、王宮より返事が参りました！」

「おお、きたか！」

　タイミングよく王宮からの使者がやって来る。

　ジルグレイは貴族達を隣室に行かせたが、使者の声が聞こえるようわざと扉を少しだけ開く。

「こたびの告発について申し渡す！」

「ははっ！」

　期待に満ちた目でジルグレイは膝をついて待つ。

「まずハードレット辺境伯が行ったとする不法行為とその証拠について──」

　ごくりと隣室からも唾を呑む音が聞こえた。だが……。

「証拠として提出された書状の印はハードレット家の物にあらず、精巧な偽物と確認された」

「は？」

　ジルグレイは一瞬呆けた顔をしてから顔色を無くしていく。

「よって告発は事実無根とする！　更に陛下からの御言葉を伝える。『余は卿に失望しつつある。此度の襲撃は総督府の治安維持に責任を持つ卿の失策であり、告発はその責を他者に押し付けようとしたとしか思えぬ。これ以上根拠の無い讒言で王国の和を乱すならば、卿の総督職任命は余の失策となるだろう。そして余は失策を改める覚悟を持つ』以上である！」

　側近が慌てて隣室の扉を閉めたがもう遅い。

　ジルグレイが何か言い出す前に使者は更に続ける。

「更に筆頭情報官より正式文書を預かっております。この場で開くようにとの言付けも」

　使者の差し出す書状をジルグレイはその場で開く。

『多数の死者を出した襲撃事件及び失火と報告された私邸の火災につき、情報局は反乱分子によるものと推定している。これは総督府の統治能力に深刻な疑念を生じさせるもので直ちに詳細な報告を送られたし。報告の内容によっては王都へ召還の上、直接報告を聞く可能性も有り。尚、この文面及び決定は陛下の御裁可を得ている』

「お、おのれ……情報官風情が偉そうな口を──!!」

「閣下お控えください！　陛下の御裁可を得ていると書かれております！」

　使者はジルグレイをジロリと見てから一礼して退室していく。

「くそっハードレットの罪を告発するつもりがとんだ恥を晒してしまった！　陛下からも叱責を受けるとは！　こんな醜聞、王都の社交界で良いネタになってしまう。早急に取り繕わねば……大臣とその奥方達に心付けをしてなんとか押さえ込まなければならんか」

「しかし総督閣下、先の火事で宝物庫が焼け落ち、贈り物を買う金もありません。無理に用意すれば私邸の再建ができなくなってしまいます」

　私邸を焼けたまま放置するなど金が無いと宣伝しているも同じ、体面上も統治の上でもできる話ではなかった。

「臨時徴税か……いやできん。騒ぎの後で臨時徴税など反乱を誘発するようなものだ。このタイミングで反乱など起こったら本当に総督職を解かれてしまう」

　動揺するジルグレイを部屋に戻った貴族達が冷めた目で見ていた。

「ジルグレイ殿……随分と立てこんで居るようですな」

「我々は一旦御暇しようかと存じます」

　既に帰り仕度を整えている貴族達もいる。

「ところで秋の狩りのことなのですが、どうにも妻の具合が悪いので参加は見送らせて頂きます」

「そういえば倅の王宮官吏採用の口利きの件、一旦保留にして貰えませぬか？　画家になりたいなどと申しておりましてな」

「姪の縁談なのですがどうも好きな男がいるようでして……紹介して貰って申し訳ないのですが白紙に戻すという方向で」

　ジルグレイを沈む船とみた貴族達が一斉に引いて行く。

　彼が歯を噛み鳴らした時、部屋の隅から小さな言い争いが聞こえてきた。

「モナシ伯がこちらの要求を断っただと？　あの川の治水工事には俺達も人手を出したのだ。水利はこちらが五割、悪くとも四割は使わせるのが道理だろうに……二割とは納得できぬ！」

　ジルグレイ派閥の中でも領地も力も小さく、話に加われず隅にいた貴族が部下と言い争っているのだ。

　張り詰めた沈黙の中でその言い争いは悪い意味で目を引いた。

「オホン、えーと……ウェジーニ男爵何か問題でも？」

　ウェジーニは周りを見回し全員の注目が集まっていることに恐縮する。

「い、いえ！　実は隣接するモナシ伯爵と水利で揉めておりまして……中々決着がつかんのです」

「モナシ伯……確かハードレットに近しい家だったか」

　そう言ってからジルグレイは名前すら曖昧だったウェジーニ男爵の事を思い出す。

　金に困っていた男爵を援助したのはハードレット領に近い領主を派閥に引き込む当てつけだった。

まったくの無反応にその期待は裏切られて以降はほとんど相手にしていなかったが。

　ジルグレイの顔に笑みが戻る。

今はとにかく派閥の者達の目を逸らし、自らの力が未だ強大だと示す必要があった。

「それは大変ですな。水利とは領民にとって命も同じ、奪われたとなれば泣き寝入りはできますまい」

　末席にいたウェジーニは突然の事に困惑する。

「は、はぁ。だからこそ何度も話し合いをもっているのですが……」

「相手が伯爵家とあれば強気にも出れんでしょう。しかし我々は互いに助け合うと約束した家同士、モナシ伯に対抗できるよう兵をお貸ししましょうとも」

　突然の申し出にウェジーニ男爵は動揺を隠さない。

「兵ですと!?　いやいや話し合いも続いておりますし突然そのような！」

　ジルグレイは更に詰め寄る。

「水利を巡って領主同士の兵がぶつかることなどよくある事、なあに相手が伯爵とて心配要りません。我々の団結を見せてやりましょう。兵も物資も私が用意します。遠慮など不要ですとも！」

「しかしせめてもう一度モナシ伯と話合ってからでも……」

　ウェジーニは尚も渋っていたがジルグレイは聞かず、満面の笑みで手を握り激しく振るのだった。
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ラーフェン

「奴の私邸は全焼しました。完全に焼け落ちたと確認が取れております」

　レオポルトの報告に俺は頷く。

「お前の言う通り、奴だけ残して残りは皆殺しにしたぞ」

　ブリュンヒルデはそう言うと俺の膝の上に座った。

実際に動いたのはジークフリートだったが奴は報告だけするとどこかへ消えてしまった。

　レオポルトがブリュンヒルデをじっと見ている。

彼女は俺の女だ、そんなに見てもやらないぞ。

「何を見ておる下郎、はよう去ね」

　ブリュンヒルデはやはり俺以外の奴への当たりがきつい。

一応レオポルトも良くやってくれたしフォローしてやろう。

「そう言わないでやってくれ。お前達が無事河を渡れたのはこいつの手配のおかげなんだ」

「ふん、下僕が一人二人溶けたところで何程のこともないわ。特に今回結構増えた……いやなんでもない。それよりお前に言っておかねばならんことがあってな」

　ブリュンヒルデが指を鳴らすとどこからか現れたジークフリートが一人の女を連れて現れる。

　女は薄い服を纏っただけの格好で可哀想なぐらい震えていた。

「奴を襲った時に捕まえた。……何が女は殺すなじゃ阿呆め」

「おお、ちゃんと守ってくれたんだな」

　ジルグレイの部下とはいえ女は殺したくない。

　改めて女を見る。

歳は二十五と言ったところか。身長は一六〇半ばで色白、体型は足が長くスラリとしながらも尻と太ももにはしっかり肉がついた男受けの良い体だ。

乳はあまり無く、服を控えめに持ちあげている。

髪はノンナと同じ茶色、肩までの長さだがふんわりと整えられた流行りの髪型だった。

「……早速大きくしよってからに」

　女はふらふらと俺の足に縋りつく。

「き、吸血鬼の王よ。どうか殺さないで下さい……なんでもします。奴隷にもなりますから……」

　はて吸血鬼の王とはなんだろう。ブリュンヒルデがそれに近くはあるが。

「ははは違う違う」

　そう言って彼女の肩を掴んだ途端だった。

「あ……あ……」

　部屋に異臭が立ち込める。

見れば女の股間が濡れていく。

恐怖のあまり何もかも漏らしてしまったようだ。

「まずは風呂に入れてやれ。話はそれからだ」

　よく考えれば彼女は河の西で捕まってから吸血鬼に囲まれてここまでやってきたのだ。

その恐怖たるや尋常ではなかっただろう。

まず彼女の恐怖を解いてやらねばならない。それからゆっくり口説こう。

「……お主のために気張った妾を無視して新しい女に乗る準備か。大した身分じゃな」

「ブリュンヒルデも愛しているよ。だが彼女は脅えている、男として慰めてやらないといけない」

　無論肉棒でだ。

「言っておれ」

　言い訳を聞かずにブリュンヒルデは俺のズボンを引き裂き、一物を取り出して口を開く。

どうやらまた肉棒を噛まれてしまうようだ。だがその痛みが楽しみでもある。

「ふん、いつもとは違うぞ」

　彼女の牙が竿ではなく先端に移動する。

待て、そこはまずい。

「観念せいこの女好きめ！」

「ぐわあああ!!」

　牙ががぶりと肉棒の先端、発射口に近い場所に食い込む。

竿とは比べ物にならない激烈な刺激に絶叫してしまう。

　小さな溜息と扉が閉まる音、レオポルトが退室したようだ。

こら助けてから行け。この痛みは洒落にならないんだぞ。

「妾をもっとかまえ！　もう一度じゃ！」

「うがああああ！」




そして夜。

「という訳で俺は吸血鬼ではないし、お前を食いも殺しもしないよ」

　風呂から上がった女を寝室に招き、温かいスープを飲ませながら話をする。

「こんな美女をどうして殺せるだろうか」

　隣に座ると女はビクリと肩を震わせる。

ここで下手に触れてはまた脅えてしまうだろう。

「美味い酒があるんだ。注いでやるよ」

　返事は聞かずグラスに酒を入れて女の前に出す。

女は警戒しながらもチロリと舐め、気にいったのか両手でグラスを持ってもう一口飲んだ。

「ふわふわの美しい髪だ。撫でてもいいかな？」

　女が無言のまま頷いたので風呂上がりで少し湿った髪を優しく撫でる。

「綺麗な髪だ……絹のようだよ」

　遠慮なく髪を撫でるが他の部分には触れない。

風呂上がりの軽装なので視線が胸や脚に行くのはどうしようもないが。

「ぷっ」

　すると女が突然口を押さえて笑う。はて笑うようなことをしただろうか。

「おっぱいと太ももばかり見過ぎです。それに前が……ふふっ」

　気付けばズボンがはち切れそうなぐらい盛り上がっていた。これは情けない。

「おっとすまん。君に色気が有り過ぎるからだ」

　もう一つの原因は胸が小さいせいか胸元に隙間が出来ており、上から覗くと乳首が見えるのだ。

「吸血鬼は女の乳や太ももを見ておっきくしませんよね」

「ああ、俺は少しばかり女好きの人間だよ。もちろんお前を傷つけるつもりもない」

　女は安心したように大きく息を吐き、酒をもう一杯煽る。

やっと落ち着いてくれたようだ。




「えっ!?　じゃあ貴方がハードレット卿……あぁなるほど……」

　名前を言うと女は驚き、その後納得したように頷く。

「私はアデラと申します。閣下……いえジルグレイ総督の愛人として囲われておりました」

　アデラが言いながら床に伏せたので慌てて抱き起こす。

女を土下座させる趣味は無い。

だが部下ではなく愛人だったとは死なせなくて本当に良かった。

　さて一つ話をしておかねばならない。

「俺とジルグレイが色々やり合っていることは知っているな？」

　アデラはコクリと頷く。

「今回の襲撃も明るみには出せない。だからお前を簡単に奴の元に帰してやる訳にはいかないんだ。そこで提案なんだが、奴から乗り換えて俺の愛人にならないか？　家族がいるならトリスタンにでも言ってなんとかこっちに来れるようにしてやるが」

「はい、なります」

　即答だった。もう少し葛藤があるかと思ったので拍子抜けだ。

「いいのか？」

　アデラは丁寧に頭を下げる。

「私に肉親はいません。閣下との関係もその……仕事と言いますか生きる為といいますか、そういう類のものでした」

　言いながらアデラは俺にすりついて来る。

「宜しくお願い致しますご主人様」

　俺の肩にしなだれかかり、手を太ももに乗せる。

かかる吐息と甘えるような上目使い……流石に愛人をやっていただけあって男の機嫌の取り方を知っている。わかっていても嬉しくなってしまうのが男の業だ。

「ああ、大切にしてやる。……ちなみに今この時から愛人になってくれると思っていいんだよな？」

　アデラの目を見つめると彼女は笑う。

「はい、愛人の責務をいつでも果たします」

　彼女はソファに座る俺の前に跪き、足の間に入って来た。

まずは口で奉仕してくれるようだ。

「いきなりすまんな」

「うふ、男らしくドーンと構えていて下さいね」

　アデラは俺の気分を盛り上げるためか、淫らな笑みを浮かべ舌舐めずりしながらズボンを降ろす。

途端、既に硬くなった俺の肉棒が飛び出す。

「ひゃっ！　お、大きい……なんて大きさなの……本当にドーンだなんて……」

　ふふふ、女に一物を褒められるのは最高の気分だ。

腹に力を入れればもう少し膨らむぞ。

「大きさ、硬さ、色、形、匂い……全部満点。なんて一物なの」

　しばらく目を丸くしていたアデラだが、気を取り直したのか慌てて肉棒に舌を這わせる。

「んっんっんっ！」

　動き自体はぎこちないが先端や傘の根元など男の弱点を的確に攻めてくるので中々気持ちいい。

「あむぅ」

「おぉ……」

　一通り舐めた後、アデラは先端を口に含みながら手で玉を持ちあげた。

軽く傾げた首は玉を愛撫しても良いかと聞いているのだろう。

「頼む」

　口いっぱいに咥えたままアデラは微笑み、先端から舌を徐々に玉へと下げていく。

「はむ！」

「うぐ」

　玉を口に含み舌で優しく愛撫される。

刺激された玉は更に重く大きくなっていくように感じるぞ。

「ぷはっお玉も大きくて重い……濃い種がたっぷり詰まっているんですね」

　そう言うとアデラは玉から口を放し、竿を伝って再び先端へと戻っていく。

先端まで戻ると口を大きく開いて咥え、口内で舌が這いまわる。

「全てお任せ下さい。射精まで導いて差し上げます」

　アデラは動きに飽きが来ないように少しずつ角度を変えながら何度も一連の動きを繰り返す。

　今は全部任せることにしよう。射精し終わったら改めて愛撫してやればいい。

俺は彼女の頭を優しく撫でながら奉仕を続けて貰う。

　不思議な事に彼女の口奉仕は最初のうちはややぎこちなかったものの、二度三度と繰り返す度にどんどん

上手くなり快楽が高まっていく。

　奉仕のやり方が違うので単純に比較はできないが、メリッサやレアよりも上手いかもしれない。

　四度目の往復の時、とうとう俺は情けない声をあげて腰を持ちあげてしまった。

「おぉぉ……おおっ！　たまらん、どうしてこんな急に上手くなるんだ」

　アデラは一物から口を放し唾液と俺の先走りで濡れた口で微笑む。

「私、口奉仕の技には自信があるんです。最初戸惑ったのはその……」

　言いにくそうにするアデラ。俺が気にしないと言うと目を逸らしながら続けた。

「ジルグレイ総督が……そのあまりに小さかったので巨根相手の愛撫は久しぶりでして……」

　思わず笑ってしまう。

「そうか、奴は小さかったか」

「はい、これぐらいでした」

　アデラは指を立てる。その大きさは俺の先端から肉傘の根元ぐらいまでの長さだった。

「ははは、それは小さいな！」

「太さもこれぐらいだったんですよ」

　女も笑いながら指二本で奴の太さを表現した。

「それはいかん。そんな短小の相手をしていたらしゃぶり方を忘れてしまう」

「なのでご主人様の巨根をしゃぶりながら技を思い出していたんです」

　アデラは既に限界までそそり立った肉棒に頬ずりする。

　短小に慣れ、巨根のしゃぶり方を忘れてしまうとはなんという悲劇だ。

「小さい癖に痛くて苦しい事ばかりして……本当に毎日が苦痛でした」

　アデラは一物にキスをして再び咥えこむ。

俺は優しく髪を撫でてやった。

「奉仕をしても頭を押さえるばかりで髪を撫でてくれたこともありませんでした……押さえなくても小さいんだから根元まで入るのに」

　愚痴を言いながら俺の肉棒を飲みこんでいく。

しかし半分ほどで喉奥に当たり軽くむせてしまう。

「おいおい、俺のは勝手が違うからあまり奥まで入れるとむせてしまうぞ」

「ふふっみたいですね」

　愚痴とは言え、彼女の言葉一つ一つから男として優越感を感じる。

もし狙ってやっているなら大したものだが本心だろうな。

　俺も彼女に愛撫をしてやりたくなってきた。

そのまま彼女の穴も頂くとしよう。

「ベッドに行こう。お前の事も気持ち良く──」




　その先を言う前にセリアが部屋に飛び込んで来た。

「エイギル様！　ああっまた見知らぬ女を抱いて……ってそれどころではありません！」

　そんなに急いでまた襲撃だろうか。

　セリアの乱入にもアデラは肉棒を咥えたまま平然としている。

音で邪魔しないように頭の動きを止め、舌だけでぺろぺろと舐め続けていた。

さすがに愛人経験が豊富なだけある。

「モナシ伯より救援要請がありました！　攻撃を受けているとのことです！」

「はあ？　わけがわからん」

　攻撃も何も奴の領地は俺の北西にあって外敵などいない。

一体誰に攻撃されると言うのか。

「それが隣接する領主……ウェジーニ男爵から攻撃を受けているらしいのです。とにかくすぐに執務室にお越し下さい！」

　セリアはそう言うとアデラを一睨みしてから出て行ってしまった。

「……さすがに行かんといかんか」

　モンナシ伯とは友好関係にあるし、味方に攻撃されるとは穏やかではない。

詳細を聞く必要があるだろう。

「……残念だがここまでのようだ。気持ち良くしてやれずすまない」

　アデラに謝る。俺も射精出来ずじまいとはなんという不完全燃焼だ。

　だがアデラはニヤリと笑う。

「お着替えに何分ほどかかりますか？」

　俺の仕事着は装飾こそ少ないがやたら紐がついているので二～三分はかかるだろうか。

「十分です。お着替えの間に射精させてみせます」

　アデラは猛然と頭を動かし出す。

今までの愛撫は児戯だと言わんばかりの快楽が俺を襲う。

　強烈な吸引と同時に前後する唇が竿を激しく擦り上げ、中では舌が独立した生き物のように蠢く。

更に手が絶妙の強さで玉を転がす。




　そして俺は本当に二分で射精させられてしまったのだった。

　全身種塗れで丁寧に挨拶するアデラを部屋に残して執務室に向かう。

何が起こったかわからないが、今なら全てを許せそうな気がするぞ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

残留軍　八八〇〇名

歩兵六千　騎兵一一〇〇　弓兵九〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車三〇両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨四二〇五〇








第３３２話　見えない戦争⑧　王国介入







「出撃命令が出たぞー！」

「一秒でも早く隊に復帰しろ！　各指揮官は休暇の兵を呼び戻せ！」

　モナシ伯の使者からの援軍要請に俺は二つ返事で答えた。

　レオポルトやトリスタンの言うにはウェジーニ男爵は小貴族であり、貧しいとは言えモナシ伯を相手に戦が出来るだけの力はない。

　しかし使者は竹馬の友であり武門でもあるビンボ・ゴクフィンの両者と共闘しても尚圧倒される程の兵力だという。

そしてウェジーニ男爵がジルグレイの派閥の末席にいるとなれば事の真相は俺にだってわかる。

「毎度何かする度に倍返しだったからね。とどめの策も上手くいったしさすがに揺らいで来たんだろうさ。ここでモナシ伯を蹴散らして「ハードレットの派閥に勝った！」とでも言うつもりじゃないかな？」

　トリスタンも既に出撃準備を……お前私服のまま軍帽被っただけだろう。矢に当たっても知らんぞ。

「鎧は非力な僕には重たいからね。着たら背骨が折れてしまうよ」

「本当に情けない……」

　セリアが呆れる中、レオポルトが言う。

「先ほども言いましたが、本格的な衝突となればまず王国の介入を招くでしょう。無論、責は先攻したウェジーニにあるとできるよう準備は整えておりますが、王の現状から考えて想定外の事態を招きかねません。それを知った上でのご決断ですな？」

　奴には珍しく同じ事を二度聞いた。

それだけ重要なことだろうと俺は目を閉じて考え込む……ふりをした。

こうすると知的に見えないだろうか。

「演技は結構ですので早く返答を頂きたい」

「……問題ない。ここで決着をつけるのが俺の決断だ」

　おのれレオポルトめ、せっかく知的に見せようとしていたのに。

「出撃準備完了です！」

　命令を下してから二時間程だろうか。

騎兵千、弓騎兵五百の部隊が準備を終えた。

　山の民の所にもピピを出している。

二日──いやポチに乗って行ったので今日中に付くかもしれない。

　彼らには平時と戦時の区別が無いので準備に時間はかからない。

ピピの知らせと同時に出撃してくれると見て間違いない。

　俺はレオポルトに問う。

「お前がジルグレイ一派なら何日で俺がやって来ると思う？　こちらの内情を知らないとしてだ」

「突然の事態ですから準備に四日、行軍に三日ですな。早くて一週間でしょう」

　ここからモナシ領までは道も良く騎兵だけで先行すれば一日か二日……十分意表はつけそうだ。




「あの……」

　ふと見ればノンナが近くまで来ていた。見送りだろうか。

「西へ出撃とはどういうことですか？　全て味方なのでは？」

「ちょっとした内輪揉めだ。気にするな」

　何故かノンナの顔が青い。

「自国内へ兵を出すなんて何かの陰謀ではありませんよね？　本当に大丈夫ですよね？」

　俺はノンナを抱き寄せる。

「大丈夫だ。問題ないよ」

「でも……でも万が一反逆と見られたりしたら……そういう陰謀だったとしたら……」

　ノンナは自分の家の事を思い出したらしい。

　俺は安心させる為にノンナの巨乳を揉む。

「きゃあ！　な、何をするんですか!?」

「ははは、もしそうなったとしてもだ」

　他に聞こえないよう彼女に耳を寄せた。

「お前達を連れて連邦なり帝国なりへ逃げるだけだ。昔のようなことは絶対に無い」

　返事をする前にノンナにキスをして侍女が抱く子供を軽く撫でる。

　ドスンと大きな足音が聞こえた。

「情けないですわよ。貴族家の妻なら自分の夫を信じなさいな」

　クラウディアもいつの間にか近くに転がって──いや立っている。

足元に漏らしたみたいな水たまりが出来ているが多分汗なんだろうな。

その体型で夏の日なたにいるのだから無理も無い。

「行ってらっしゃいませ愛しの方。存分に戦功をあげられませ」

　深々腰を折るクラウディア。慌ててノンナや他の女達、侍女達も頭を下げる。

だが肝心のクラウディアは腹が出過ぎているせいで全然体が曲がっていない。

しかも腹を圧迫したせいだろうか『ブオッ』と禁断の音がなる。

「ぐぅぅ……臭い……」

「しっ！　お見送りの最中よ私語はだめ……で、でもこれは目にしみるぅ」

「おぇぇ汗の臭いと混じって強烈だわ」

　とにかく俺達は出撃した。
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二日後　モナシ伯爵領　ウェジーニ男爵軍（？）ある侵攻部隊

　夜明け前の最も暗い時間帯にもかかわらず侵攻部隊は足元を気にする必要はなかった。

燃え上がる炎が彼らを照らし出していたからだ。

「ボルダー隊長、本当に村に火を付けちまって良かったんですかい？」

　隊長と呼ばれた男は笑って答える。

「良い訳無いだろうがよ。火は戦いの中で付いちまったんだよ」

　言いながらボルダーは火のついた松明を民家に放り込む。

　たちまち家は燃え上がり住民からは悲しげな声が周りの兵士からは歓声が上がる。

「モナシ伯はまだ降参しないらしいからな。ちょっとぐらい派手にやった方が首を縦に振りやすくなるだろう」

「そうですなぁ……ちなみにこっちの要求ってなんでしたか？　賠償金でしたか？」

　ボルダーは兵士の頭を軽く叩く。

「馬鹿野郎、水利を寄越せって話だよ。俺達は一応ウェジーニの兵ってことになってるんだからそれぐらい覚えとけ」

「へへ、すいません。そうでした」

　ウェジーニ男爵の私兵……ということになっていたが実質はジルグレイやその側近達が用意した私兵である。

今ここにいる彼らは主要攻撃部隊の西側に陣取り村や町を襲撃していた。

「うちの本当の大将も偶発の範囲なら略奪放火も大目に見ると言っている。ま、何をやっても咎められるのは大将じゃなくてウェジーニとか言う貧乏貴族だからな」

「貧乏と言えばビンボとゴクフィンとかいう奴らは中々手強いそうですなぁ。一息に屋敷を囲んでしまうつもりが押し戻されたとか」

「ああ、腐っても戦功で成り上がった奴らだからな。だかそれも限界さ、明日には俺達も参加して総攻撃する。それで終いだよ」

「確かハードレットの軍が出撃したとの連絡がきましたね」

　ボルダーの顔が曇る。

「……奴は洒落にならん。兵力もでかいが何よりあいつ自身が化け物だ……おれはマグラードの戦場で奴を見たことがあるんだが槍を振る度に人が細切れになって飛んでいくんだ。甲冑を着た重歩兵がだぞ？」

　ボルダーはそう言ってブルっと体を震わせ無言になる。

部下は慌てて付け加えた。

「で、でも明日モナシを降伏させて停戦を宣言させれば兵を引くしかねえですよ」

　そうだなとボルダーが顔をあげた途端、兵士がドサリと崩れ落ちる。

「なっ!?」

　見れば背中に複数の矢が突き刺さっていた。

ボルダーは慌てて身を隠して叫ぶ。

「敵襲だーーー!!　弓兵がいるぞ!!　警戒態勢ーー!!」

　叫びを皮切りに矢が本格的に降り注ぐ。

「敵の伏兵か！　弓兵を探せ！」

「くそっ！　火をつけたせいでこっちは丸見えだ。散開して隠れろ！」

　兵士達は物影に身を隠して矢の出所を見極めようとする。

　だが次の瞬間、彼らをあざ笑うように雨のような凄まじい数の矢が降り注ぐ。

「ぎゃあ！」

「なんだこの数は!?　伏兵なんかじゃないぞ！」

「周り中から撃ってきてる!!」

　ようやく矢が収まったと思った瞬間、暗闇の中から号令が響く。

「撃ち方やめ。弓騎兵抜刀、突撃せよ！」

　闇に馬蹄の音が響く。

「馬鹿な騎兵だと？　だが矢がこんなに……いや、それよりもモナシに騎兵隊などいるはずが……」

　ボルダーが呆然としても騎兵は待ってくれない。

暗闇から飛び出した騎兵は最初の射撃で統制を失った味方を次々と屠っていく。

「一体誰が？　ビンボとゴクフィン以外の領主が援軍に来たのか？」

　一騎が燃え上がる家の前を通り旗が見える

闇の中では到底見えないだろう黒一色の異様な軍旗だった。

「ハードレットの軍旗だ!?　そんな出撃したばかりでどうして……いや、それよりもどうして西から来る!?　街道を北上しているはずじゃ！」

　その時、ボルダーの両脇を味方の兵士が飛んで行った。

走り抜けたのでも転がったのでも無く、地面と平行に吹き飛びそのまま燃え上がる家の中に飛び込んだ。

　追いかけるように闇の中から巨大な黒い馬と巨大な剣を持った男が現れる。

「は、ハードレット……」

「おう、なんだ？」

　男は名を呼ばれると笑いさえ浮かべてボルダーの前に立ったのだった。
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「おいどうした、呼んでおいて無視か」

　この男は服装から見て隊長のようだし、呼ばれなくても用はある訳だが。

　弓騎兵による奇襲は完全に成功し、敵は何もできないまま崩れつつある。

ここで隊長を屠れば潰走だろう。

　この部隊は小規模支隊のようだし手間をかける訳にもいかない。

さっさと決着をつけるとしよう。

「行くぞ」

「えっ？　待って……」

　シュバルツを奔らせて男に突っ込む。

男は何か言うがもう聞くつもりはない。

「ふん！」

　男は反射的に剣を突き出すが俺の長剣と奴の剣ではリーチが違う。

奴の剣が届く前に長剣は男の胸元に突き刺さる。

　さてどうするかと思ったところでなんとか体勢を立て直そうとしている敵の一団を見つけた。

「そらよ」

　刺さった男を空中に放り投げ、剣を振りかぶって峰で思い切りぶん殴った。

男は一直線に飛び、一団の目の前で燃えさかる家に突っ込んだ。

衝撃で燃えていた家が崩れていく。

「た、隊長がやられた……？」

「もうだめだぁ！」

　敵は抵抗の意思を無くして潰走していく。

「弓騎兵、もう一斉射くれてやれ」

　そう命令しようとしたがレオポルトが割って入ってくる。

「お待ち下さい。これはあくまで水利を巡る私闘、決着がついたらそれまでとするのが慣例です」

　奴らも明らかに決着のついた村に火を放っていたが。

「悪漢と同じ事をしてはいけないぞ！　それでは自分も悪漢になってしまうのだ!!」

「……」

　イリジナに言われると何故か負けた気がする。

追い打ちはやめておこう。

「や、やめてくれー!!」

「……ふふ、泣け、喚け」

　悲鳴を上げる敵を引きずり炎に放りこもうとしていたセクリトの尻を叩いて止める。

「……何をする」

「意味の無い殺しは止めとけ」

　隙をついて敵兵が逃げて行く。

「意味はあるぞ。私が楽しい」

「この女……」

　セリアがセクリトを睨むが、睨み返されて俺に半分隠れた。

彼女と睨み合うのはセリアにはまだ少し荷が重いようだ。

「なんでこんな女連れて来たんですか！」

　連れて来たのではなく勝手についてきたんだ。

彼女は正式な部下ではないので屋敷に戻そうとしたらこう言われた。

「最近色々と溜まっていてな。誰も相手をしてくれん屋敷にいると問題を起こすかもしれんぞ」

　俺やイリジナなど戦闘に長けた者がいなくなった屋敷でセクリトが暴れたら誰にも止められない。

それなら一緒に居た方が良いかと思って仕方なく連れて来たのだ。

「そう怒るな。お前も使える穴が増えて嬉しいだろう？」

「嬉しいが指示はちゃんと守れ。イリジナやセリアを危険に晒す」

　そう言うとセクリトはわかったよと小さく言ってから馬に飛び乗った。

「この分は敵の本隊に叩きこんでやればいい。行軍を続けるぞ」




　完全な奇襲で犠牲はほぼ皆無だった。

弓騎兵五〇〇と騎兵一〇〇〇からなる俺達は東へと向かう。

　ピピが呼び寄せたはずの弓騎兵達とは合流していない。

大きく西へ迂回した俺達に対して彼らは順当に東回りでやってくる。

　大きく迂回することで敵を東西から挟むと同時にやや遅れて出発する弓騎兵隊と攻撃のタイミングを合わせるのだ。

「モナシ伯もまだ頑張っているようだな。さっさと助けてやろう」

　俺とイリジナはそれぞれ数百の兵を率いて左右に散開する。

完全に騎兵だけで編成された俺達は多少ばらけていても問題はない。

それよりも広がってより広い範囲をカバーする方が重要なのだ。

「だが普通こういう時は俺が中心にいてレオポルトとイリジナが散開するのではないだろうか。なあ？」

　セリアを見るとフイっと目を逸らされる。

　セクリトを見るとニヤニヤと笑っている。

　うーむ、納得いかん。




　行軍中に夜明けを迎え、陽が高く登った頃、いよいよモナシ伯の屋敷のある街が見えてきた。

　部隊に先行して高台に登ってみると街は多数の兵に包囲されており、街壁は所々破られて煙も立ち上っている。

　一方で敵は街壁の外を取り囲んでおり、まだ戦闘は終わっていないのだろう。つまり守備側がまだ抵抗を続けていることを示していた。

「間に合ったようだ。あの町……なんて名前だったかな」

「マズシーです。人口は三千、ラーフェンとアークランドの中間に有り交易隊の通過も頻繁でそれなりに栄えているようです」

　セリアはメモを見ながら答える。

なんだか栄えていなさそうな名前だがそれはまあいい。

「敵の兵力はざっと三千以上、やはり男爵家が用意できる数ではありませんな」

「良く見ればあそことあそこの集団の動きが違うね。旗は同じのを使ってるけどあれは傭兵だよ」

　一方モナシ側は町に籠っているので正確にはわからないが五百もいないのではなかろうか。

よく今までもったものだ。

「ともあれ突撃するか」

　そう言って剣を掲げようとするとレオポルトに止められる。

「お待ち下さい。敵はまだこちらに気付いていません。もっと良い手があるでしょう」

　だが早くしないと町が落ちてしまうぞ。

「恐らく我々が撃破した部隊の到着を待っているのでしょう。攻撃はまだ始まっておりません。後三時間待つべきです」

「夕日か……」

　敵は攻城しているので多数の弓兵を揃えており、こちらにも弓騎兵がいる。

そして俺達がいるのは西側の丘、矢の撃ち合いなら太陽を背負った方が圧倒的に有利だ。

「敵は寄せ集めに見えるけど数がこちらの倍近いからね。まともにぶつかったら損害も大きいよ。それに少し待てば東から弓騎兵も到着する」

　挟撃で一気に叩き潰すにはその方がいいかもしれない。

犠牲も少なくなる。




　そして太陽が赤く成り始めた頃、俺の号令で丘の上に走りこんだ弓騎兵が一斉に矢を放つ。

　高所、それも威力の高い合成弓から放たれた矢は町を囲んでいた敵兵を面白いようになぎ倒す。

「敵襲!?　西だ！」

「五百はいるぞ！　黒い旗っハードレットの兵か!?」

「ありゃなんだ？　弓兵……が馬に乗っているのか？」

「弓隊は反撃しろ！　くそう夕日がまぶしい！」

　敵も反撃を始めるがこちらが夕日を背負っているので狙いが定まらないようだ。

更に高所に向けて撃つので射程も短く当たっても威力に欠けている。

弓騎兵は軽い革鎧だけだが、それでも敵の矢を十分防げていた。

「このままじゃ狙い撃ちだ。距離を詰めろ！　接近戦に持ち込め！」

「相手はたかだか五百だ。とにかく丘から引きずり降ろすんだ！」

　敵は弓の撃ち合いを止め、盾を前に出して距離を詰めて来た。

完全に予想通りの動きだった。

　レオポルトが俺に「今だ行け」と合図する。

いつもながらおかしいがまあ今はそれどころではないな。

「突撃する。続け」

　簡単な命令と共に五百の弓騎兵が下がり、丘の下で待機していた千の槍騎兵と重装騎兵たる護衛隊が俺と一緒に飛び出し、登って来る敵に向って丘を駆け降りていく。

「どわあ！」

「突っ込んで来るぞ！」

　盾兵を前に接近戦をしようとしていた敵に時間を与えず衝突する。

槍騎兵の突き出す槍が敵の兵士を串刺しにしていき、重装備の護衛隊は敵兵を弾き飛ばす。

「俺も一丁やるか」

　長剣ですれ違い様に右側にいた敵兵の一団を斬りつける。

一人は両断、もう一人は腹の半分を切り裂かれて崩れ落ちる。

　身を捻って今後は左側の敵を斬りつける。

左の盾兵の反応は良く、剣が来るまえに素早く盾を構えて防御した。

　そこで俺は刃を反して剣の腹で盾を殴りつける。

盾兵は盾を構えたまま吹き飛び、三人程を巻き添えにして転がって行った。

「もっと静かに走れんのか」

　さっきからガンガンとやかましい。

シュバルツが前に立つ敵を踏み潰し、彼らの甲冑がひしゃげる音だ。

　シュバルツがフンと息を吐く。

まぁこいつが正面の敵を蹴散らしているから俺は左右だけを気にできるんだけどな。

「この怪物馬め！」

　正面の敵が短槍でシュバルツを突き刺そうとする。

　ヒヒンと啼いたシュバルツは跳躍、男の突き出す槍を飛び越え、男の上に着地した。

「みぎゅ！」

　一トンを優に超える巨体に飛び乗られた哀れな敵兵はなんだかよくわからない形になってしまった。

　シュバルツの速度のせいで他の味方から突出し、跳んだことで速力が落ちた俺達に敵が群がる。

「おい、しっかり支えてろよ」

　俺はシュバルツにそう言ってから長剣を振りかぶり体を捻る。

「ふん！」

　全包囲から接近する敵兵に剣を一閃、直前にシュバルツは少し頭を下げる。

訓練で同じ事をやった時に耳が少し切れたのを覚えていたらしい。

　一瞬の後、周りの敵が胸から上で両断されてバタバタと崩れ落ちる。

シュバルツの耳は無事だった。

「な、なんだよこいつ……おかしいだろ！」

「黒い馬に身の丈を超える長剣……まさかハードレット本人が出てきたのか!?」

　背中の方にいた敵二人は生き残ったらしい。

さすがに背中まで剣は回せないからな。

　俺が振り返ると男達は逃げようとした。まあ逃がしてやろうか。

「ぎゃあ！」

「ぐげっ！」

　だが一人の喉元に槍が突き刺さり、もう一人は目に剣が突き立つ。

「悪漢共は串刺しだ!!」

「エイギル様前に出過ぎです！」

　イリジナとセリアが俺を追いかけて来たらしい。

運が無かったな。諦めてくれ。




　攻撃するつもりだった部隊が逆に攻撃を受けると非常に脆い。

敵は完全に崩れ始め、城を囲んでいた奴らも包囲を解き慌てて体勢を整えだした。

　こちらが騎兵主体と見て長槍と弓で備えようとしているのだ。だがもう遅い。

　レオポルトの指示だろう。五百の弓騎兵は左右に分かれて敵を包囲しようと動いている。

普通の弓兵では機動力に欠けるのでこんなことはできない。

しかも弓の精度も並の兵とは比べ物にならないのだ。

「左右からも包囲されたぞ！　矢に備えて盾を……いや騎兵だから長槍なのか？」

　正面の俺達と左右の弓騎兵、敵はどちらを正面に陣を組めば良いか迷っている。

　そこにもう一つ加わる。

「開門！　撃って出るぞ!!」

「今が好機ぞ！　逆襲せよー！」

　町の門が開き、守備兵が一斉に飛び出したのだ。

数は三百もいないがもう一つ正面が加わったことで敵は大混乱に陥った。

　先頭を切るのはゴクフィン男爵のようだが……甲冑の左手部分が普通の手袋なのは何故だろうか。

ここまでの戦いで失われたのだと思いたい。まさか売ってしまった訳じゃないよな。

「うわぁこっちからも来た!!」

「落ち着け！　全部合わせてもまだこっちの方が多いんだ！」

「でも四方向から包囲されたんじゃ戦えないぞ！」

　敵の混乱は弓騎兵が矢を放つことで更に加速していく。

「敵が町から離れます。撤退するのでしょうか？」

「良く見ろ馬鹿、一旦引いて包囲を抜けるだけだ」

　セクリトに茶々を入れられたセリアはムッとした顔をしたが文句は言わずに続ける。

「ならば追撃に入りましょう。一気に決着をつけるのです！」

　そうしたいが俺達が追撃する必要はもうない。

「東に騎兵約二千……味方の弓騎兵隊です」

　ピピが呼びにいった山の民がちょうど到着したのだ。

これで敵の数的優位はなくなり、更に東西から挟撃されることになる。




　同時に丘の上の本陣から狼煙が上がる。

レオポルトが総攻撃を命令したのだ。

「なぁ総攻撃は普通総大将の俺が命じるもんだよな」

「細かいことは気にしない!!　悪漢は串刺し串刺し!!」

　イリジナに聞いた俺がバカだった。

　東から二〇〇〇、西から一六〇〇の騎兵が一斉に突撃していく。

敵の狼狽が目に見えるようだ……というより本当に慌てている様が見えている。

「長槍隊をどっちでもいいから構えさせろ！」

「弓隊を後方に置くんだ！　違う、西は後方じゃない前線になった！」

「ゴクフィンの奴らが突っ込んできてる？　ええい自分でなんとかしろ！　ハードレットの騎兵が突っ込んで来るぞ！」

　更に馬蹄の音に車輪のガラガラ音が混じる。

「なんだあれは？　馬車？　だがなんで戦場に馬車を？」

「荷台が鉄で出来ているのか？」

　敵兵の疑問の声は特製馬車────戦車が大弩を放つと悲鳴に変わる。

「何が起きた!?」

「大弩だ！　あの馬車は大弩を放って来るぞ！」

　弓騎兵から降り注ぐ矢に備えていた大盾が巨大なボルトの前に引き裂かれる。

更に敵は対騎兵陣をとって密集していたので大弩一本で複数の敵が斃れて行く。

　大弩や大砲は速度の必要だったこの戦いには持って来れなかった。

だが馬で引く戦車は騎兵の行軍速度にもついてこれる上に、戦場でも縦横無尽に駆け回れるのだ。

「あの馬車を潰せ！　矢を打ち返せ！」

　敵兵が慌てて戦車に矢を集中するが鉄の囲いで覆われた戦車と馬はそう簡単にはやられない。

逆に周りの弓騎兵から応射を受けて敵弓兵はバタバタ倒れて行く。

　並んだ三〇両の戦車が次々とボルトを放って敵陣を切り崩し、できた隙間に弓騎兵が矢を集中する。

　なんとか形になっていた対騎兵陣は完全に崩壊、いよいよ終わりが見えて来たようだ。

「弓騎兵は抜刀、全員突撃しろ！」

　今度こそ俺が言ってやったぞ。

　味方はぼろぼろに寸断された対騎兵陣に飛び込み敵を思うまま屠って行く。

戦車も敵陣に飛び込み、車輪についた鋼鉄のブレードで敵兵を引き裂いていく。

　たちまちのうちに勝敗は決した。

　敵兵は多くが討ち取られ、他の者も散り散りに逃げて行く。

指揮官クラスの者は馬から引きずり降ろされて止めを……刺すことはせずに拘束する。

一応同国だからな。殲滅戦はしない。




「きっと……きっと来て頂けると信じておりましたぞ！」

　補給と再編成の為に町に入るとモナシ伯が涙を浮かべて近づいてくる。

だが俺は友情の握手など交わすことなく言う。

「その件は後でいくらでも、まずは動ける兵を集めて頂きたい」

　これが本当にウェジーニ男爵との争いなら部隊を失って決着になるが、残念ながらそうではない。

奴らの侵攻を止めるには兵と同時にウェジーニ領内にあるだろう兵站の拠点を叩く必要がある。

レオポルトが言っていたことだ。

「このままウェジーニ領内へ進軍します。兵に水と食料の配布をお願いします。……それから良く持ち堪えられました」

　ビンボとゴクフィンが嬉しそうに胸を張る。

「我ら武門の出！　そう易々とは参りませんぞ！」

「例え甲冑の左手が今晩の飯に変わろうとも心は常在戦場！」

　やっぱり小手は売ったのか……。




　俺達は更に西へ進み、水利の問題があった川まで進軍する。

「なるほど……治水ね」

　川には確かに治水の後がある。

だがその工事は土を盛り上げて堤防を作っているだけで俺の工兵隊に任せれば一週間でやれそうだ。

　ちなみにアドルフがやった治水は盛り上げた堤防を木材で補強し、内側には石まで積んでいる。

　一応水路もあるがなんとも貧弱でどれだけの畑を賄えるのか疑問だ。

そもそも川自体の水量も少なく、小川と川の間ぐらいだ。橋が無くても渡れそうだぞ。

「ジルグレイは介入の口実が欲しかっただけなのだろうが、実際に見てみると戦うのが情けなくなる」

　言っても仕方ないからやるけどな。

「川向こうに敵兵が……様子が変ですね」

　川の向こうはウェジーニ男爵領なのだが、敗残兵達は川の傍で寝転んだり火を焚いて何か食べている。

「俺達は見えているだろうに何故気を抜いているんだ？」

　するとモナシ伯が申し訳なさそうに言う。

「戦いの初期は兵数も拮抗しており一進一退だったのですが、和解の機会を潰すまいと川向こうへの攻撃はしませんでしたので……」

　なるほど、それで川を渡れば安心と舐め切っているんだな。

「川の浅い箇所は知ってますか？」

「……存じています」

　大変結構だ。

「では和解するとしましょうか」

　俺は剣を振り上げる。

「川を渡って突撃しろ。敵を蹴散らし物資は焼き払え」

　鬨の声を上げて押し寄せる俺の兵が川を渡り出すと敵兵は蜘蛛の子を散らすように逃げ始めた。

「わぁ！　相手は川を渡らないんじゃなかったのか！」

「ひえぇ!!」

「……命令を修正する。物資だけ奪って敵は脅すだけでいい。もう戦意はないようだ」




　俺達はほとんどまともな抵抗を受けることなくウェジーニ男爵の屋敷がある町へと到着する。

　さて攻城戦と言うまでもなく街には白旗が揺らめいている。

門は開いたままになっており、トボトボと本人らしき男が歩いて来る。

「貴方がウェジーニ男爵でお間違いないか？」

「あわわ！　あわわわわ！」

　俺は後ろに下がりモナシ伯が前に出る。

「此度の争いの決着はついた。かくなる上は降伏して頂けると無用な血を見なくても済みますぞ！」

「あわ、あわわわわわ！」

　ウェジーニ男爵は動揺し過ぎて言葉もまともに話せないようだ。

肝も小さそうで侵攻などできそうには見えない。

やはり全てジルグレイがやったのだろうな。

　後のことは当人同士に任せよう。

そう思ってイリジナの尻を撫で始めた時だった。

「西方向より騎兵接近、数は七百！　……重騎兵です！」

　重騎兵七百とはなかなかだ。

「更に後方に歩兵を確認しました！」

「ジルグレイの援軍ですな。ウェジーニ男爵を降伏させまいとしているのでしょう」

「もう手遅れだけどな」

　肝心の男爵はさっきからずっとアワアワ言っている。

「旗印は……ノーステリエス東岸の領主、総督府にも籍を置くタリオッド伯の騎士団……いよいよ連中は隠すこともしなくなったようですな」

「どうあれ来るなら迎え撃つさ」

　俺はシュバルツに飛び乗る。

　敵の重騎兵は一度も停止することなくそのままこちらに突っ込んで来る。

こちらも防御するつもりは毛頭なく、攻撃に攻撃で応じる。

「弓騎兵、一斉斉射！」

「戦車を前に出せ！」

　雨と降り注ぐ矢が敵の重騎兵に襲いかかる。

さすがに本人と馬の全身をプレートメイルで覆った騎士団は簡単には倒れず、弓騎兵との距離を詰めて行く。

　そのまま突っ込まれれば軽装の弓騎兵は大損害が必至だが……。

「後退しろ」

　答えは簡単で逃げればいいのだ。

「卑怯者め！　敵に背を向けるか!?」

「騎士の誇りを忘れたか！」

　山の民に騎士の誇りはないと思うが。

　重い騎兵は軽量の弓騎兵に速度と馬のスタミナで劣るのでまず追いつけない。

「背面……撃て！」

　そして俺の弓騎兵は後ろ向きでも矢が撃てるので距離を保たれたまま延々と矢を浴びることになる。

さしもの重装甲とは言え一方的に撃たれてはやがてパラパラと斃れる者が出始める。

　更に戦車が追いかけっこに乱入して大弩を放つ。

巨大なボルトには重装甲も役に立たず、甲冑に大穴あけられた騎士が次々と落馬していく。

　さて頃合いと俺もセリアといつの間にか横にいるセクリトと共に敵の騎士団に突っ込んだ。

「こうも連戦するのは久しぶりだ……なっ！」

　正面から突っ込んで来る騎士の槍を長剣で跳ね上げてから首を飛ばす。

更に次の騎士は馬の足を剣で払って転倒させ、もう一人は剣の腹で頭を殴って落馬させる。

　シュバルツも相手が重装騎兵なので正面からの衝突は避けて上手く立ち回っている。

そして並走してきた相手には突然体をぶつけてひっくり返すのだ。

「ハードレット、楽しいな！」

　振り返ると頭から肩まで血塗れになったセクリトが笑いながら続いている。

「この女！　舐めたことを！」

　敵騎士がセクリトに槍を突き出すが、馬上で体を後ろに逸らせて空を切らせる。

よくもあそこまで上半身が倒れるものだと感心する間もなく、彼女の双剣が騎士の甲冑の弱い箇所……肘の関節部分を狙って振るわれる。

「ぎゃあああ！」

　右の剣が敵の左肘から先を斬り落とし、左の剣が同じく右手を斬り落とす。

十分に致命傷だろうに、セクリトは更に剣をふるって首と目に剣を突き立てる。

「おいおい……」

　いくらなんでもやり過ぎだろう。

しかも返り血を浴びて笑っている。

「この女！　死ね！」

「危ない！」

　仲間の無残な死に激昂した敵が背後からセクリトに斬りかかる。

彼女は真後ろからの攻撃にも機敏に反応して受け止めるが、衝撃で馬から落ちてしまった。

馬にはあまり慣れていないのかもしれない。

　セクリトは剣を持ったまま片手を綺麗に地面につき衝撃を殺して落下、即座に反撃に移る。

切りかかった男の馬体の下に潜りこむと振り下ろされる馬蹄を避けながら鎧の無い腹部を切り裂く。

大量の臓物を溢れさせながら馬が斃れ、騎士も転がり落ちる。

「き、貴様……」

「死ぬのはお前だったな」

　セクリトが双剣を振り上げる。

「待て降伏する！　身代金の交渉に入って貰いたい！」

　騎士は剣を地面に置いて手をあげた。

　だがセクリトは剣を降ろさない。

「き、貴様降伏した者を殺す気か!?　そのような無法は許されんぞ！」

「許されんかもしれないな。だが──」

　セクリトがいよいよ男に近づく。

「お前は死ぬ」

　騎士の顔が強張る。

「そうだ、その顔が見たかった」

　セクリトは嬉々として剣を振り降ろし、その剣を俺が掴んで止めた。

「指示は守れ、捕虜は殺すな」

「……わかっている」

　セクリトが剣を収めた瞬間、騎士が立ちあがる。

「貴様はハードレットか！　ははは、大手柄だ！」

　腰に差していた予備の剣を引き抜いて俺に向かって切りかかってくる。

　男の剣は俺に届き──高い音を一つ鳴らしてへし折れた。

　奴が剣を振り降ろすよりも俺が盾を構える方が早かったのだ。

「降伏は撤回するそうだ」

「ならもう捕虜ではないな」

　俺とセクリトは騎士に近寄って行く。

「ま、待て降伏だ！　本当に今度こそ降伏を……ぐぎゃ！」

　俺の剣が男を肩口から引き裂き、セクリトの剣が頭を割る。

大量の返り血が俺達に降りかかった。

「……ん」

　全身血塗れになったセクリトが突然唇を重ねてくる。

間髪おかずに舌が入ってくるがさすがに引き放す。

女の口付けは嬉しいが戦場のど真ん中でやっては命がいくらあっても足りない。

「なんのつもりだ」

「血塗れの男に高ぶっただけだ。さあもっと戦をやろうじゃないか」

　セクリトは笑いながら剣についた血を服で拭う。

うーむ、やはり彼女は癖があり過ぎるぞ。




　戦いは概ねこちらの優勢で進み、敵は隊列を乱し始めた。

そしていよいよ総突撃と言う時、突然敵味方の間に少数の騎兵が割りこんでくる。

「新手？　射撃準備……」

　攻撃命令を出そうとした指揮官をセリアが慌てて止める。

「攻撃中止！　全攻撃中止！　絶対に撃つな！」

　レオポルトの率いる部隊も攻撃を止めた。

セクリトにはイリジナが組みついて動きを止めている。

　敵も一切の攻撃を止めて完全に停止している。

「王国軍か……」

　割りこんだ騎兵は王国旗を掲げていた。

「事情の仔細に関わらず一切の戦闘を中止せよ！」

「以後の全ては王と軍務総監の名の元に王国軍が預かる！」

「抵抗や戦闘の続行は反逆と見なします。よろしいですな!?」

　戦いはどうやらここまでのようだ。

俺はこちらに向かう王国軍騎兵を見ながらセリアの尻を撫でるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（心配）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（弓騎？　兵）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（恍惚）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（侍女）

人外

ブリュンヒルデ（休憩）ラミー（ラミア）アルラウネ（町の緑）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（巨大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（行方不明）

部下

セリア（副官）マイラ（待機）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（弓騎兵）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（疫病対策）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍　八六五〇名

歩兵六千　騎兵千　弓兵九〇〇　弓騎兵四五〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車二七両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨三八五五〇　出兵経費（三五〇〇）

経験人数五五四人　産ませた子六六人＋五五五匹

濡れ場も書くつもりでしたが力尽きたので次回になります。










第３３３話　後始末　♯







王都　ゴルドニア。

　俺はノンナを伴って王都にいる。

　あれから俺達は介入した王国軍の指示に従いウェジーニ男爵領から撤兵。

さっさとラーフェンに戻って軍を解散させた。

　時を置かずして王都より『事情説明の為に王宮へ来い』と連絡があったのだ。

ノンナは分かりやすく動揺して荷作りまで始めたが、エイリヒから『俺が保証するから余計な心配はするな』と暗殺の心配が無いことを知らせる手紙がやってきた。

　レオポルトもトリスタンも大丈夫だろうと言っていたし問題ないだろうと言ったのだが、ノンナは今も俺の横でプルプル震えている。

「そんなに怖いなら領地に残っても良かったんだぞ？」

　もし万が一のことがあるとしたら領地に居た方が逃げやすいだろう。

「謝罪するなら正妻の私も居た方が良いと思います……それにエイギル様にもしもがあればお家は終わりです。また全部無くして放り出されるくらいならエイギル様と一緒にあの世に逝きます」

　縁起でも無い。

「私も一緒に逝きます！」

　一緒にいるセリアも覚悟を決めた顔で言う。

だから縁起でもない。心配はいらないと言うのに。




「ハードレット卿、こちらへどうぞ」

　王宮についてすぐ、待ちかまえていた騎士に謁見の間とは別方向に案内される。

「「……」」

　ノンナとセリアは露骨に警戒しているが、まず心配はいらないだろう。

何しろまだ剣も取り上げられていない。

デュアルクレイターがあればこの騎士が十や二十出て来ても凌ぎきれる。

　緊張を解す為に二人の尻を撫でてやろう。

「ひゃっ!?」「わきゃっ!?」

　緊張していた所に突然尻を撫でられて二人が揃って飛びあがる。

「？　いかがなされましたか？」

　先導する騎士が不思議そうに振り返る。

俺は騎士から見えない角度でノンナ達の尻を撫で続ける。

「な、なんでもありま……せんわ」

「は、はい！　問題ありません」

「はぁ……」

　騎士が前を向くとセリアに涙目で睨まれノンナに腕をつねられた。

いくら筋肉をつけてもつねりの痛みは変わらないな。

　案内された部屋は薄暗い地下室……ではなくエイリヒの執務室だった。

そういえばこの騎士は前も顔を見た覚えがあったな。ノンナの巨乳を見ていたせいで気付くのが遅れた。

「奥方と従者の方はこちらへ」

　騎士がノンナ達を別室に案内し、扉が閉じられた瞬間だった。

「この大馬鹿者が!!」

　エイリヒに怒鳴られてしまった。

ついでに頭まで叩かれる。男に頭を叩かれたのはいつ以来だろう。

額の上をかなりの力で殴られた。これは腫れるかもしれない。

「王宮は貴様とジルグレイの話で持ちきりだ！　陛下の変容も教えただろうに本当に余計な真似をする！　貴様の短絡的な行動の弁解に俺がどれだけ苦労したと思っている！」

　さすがに王宮の貴族達はウェジーニ男爵の背後に誰が居るかわかっているようだ。

　続いて説教が始まる。

ノンナとセリアを別室に通したのは俺が怒られるところを見せない為だろう。

エイリヒは俺が恥をかかないように考えてくれていたらしい。

ここは大人しく怒られておくことにしよう。

　エイリヒは最初大声で俺を怒鳴りつけ、続いてコンコンとした説教に変わり、やがて今回のことでどれだけ苦労したかの愚痴話となっていった。

「……奴から色々とちょっかいを出して来たのですよ。マイラにまで怪我をさせられて黙っていられない」

「ヒューティア卿か……まあ気持ちはわかる。俺がお前でも反撃はしていただろう」

　やはりエイリヒは話が分かる。

「だが物には限度と言う物がある。数千の騎兵を率いて暴れ回るのはいくらなんでもやり過ぎだ！」

　エイリヒは言いながら茶菓子を摘まもうとしていた俺の手を叩く。

どうやら今日は何も食わせて貰えないらしい。そういえば酒も出ていない。

「馬鹿者これから王に謁見するのに酒を飲んで行く奴があるか。本当に吊るされるぞ」

　ふうと溜息を吐いたエイリヒは声のトーンを落とす。

「公には水利争いでのやり過ぎ、裏の事情の方もほぼ周知だが、ジルグレイ卿の側から仕掛けたというのが大方の見方だ。……商務大臣が今までやたらとジルグレイ卿の肩を持っていたんだが、少し前から急に冷淡になってな」

　宮廷の事情はよくわからんがレオポルトも色々考えていたしなんとかなったのだろう。

「王もお前を除こうとは思うまい……だが恥と罰金は覚悟しておけ。ま、三千も四千も兵を動かす余裕があるのだから罰金ぐらい屁でも無いか？」

　そんな事は無い。アドルフにまた言い訳しないといけない。セリアに任せて俺は逃げよう。

　エイリヒは自業自得だと笑って言う。

「お前はここで俺に小一時間怒鳴られ、頭まで殴られた。そういうことだ」

　はてどういうことだ。




謁見の間

「ハードレットよ。此度の事に余は失望している。そちに多くの領地と兵を持たせたのは国内で利を争うためではないぞ」

「御心を無用に騒がせましたこと心より猛省致します。以後このような事の無きよう──」

「夫の愚挙を止められず──」

　俺とノンナは揃って深々と頭を下げる。

自分でも何を言っているか分からないがとりあえず覚えた通りの謝罪だ。

さっき待機部屋でノンナと何度も練習したのだ。

「そちのことだ。どのみち女でも絡んで短絡的な考えで動いたのであろう。だが国境の重要な地を任せた以上、一指揮官ならば笑い話で終わる行いが破滅をもたらすこともあろう。以後厳に戒めよ」

　王は厳しく言い、傍に控える大臣から巻物を受け取る。

多分あれに俺の罰が書かれているのだろう。

『ノンナを差し出せ』などと言われたらどうしよう。この場で反逆せねばならない。

「此度の軽挙の罰としハードレット辺境伯に罰金、金貨二万枚。更に相応の期間、監視役として情報官を屋敷に常駐させるよう命ずる。良いな？」

「はっ！」

　二万か痛いな。

ジルグレイの馬鹿が余計なことをしたせいでとんだ大出費だ。

だがこれで女達に危険が及ばないなら我慢するより他あるまい。

　読み上げられた処罰状を丁寧に受け取る。

王は小さく頷き表情を緩めた。

「大臣の中にはもっと厳しい罰をと訴える者もいた。余がそうしなかったのは、そちの忠誠を疑っておらぬことと……既に軍務総監から罰を受けているようだからな」

　王の視線の先は俺の額だ。触ってみると先ほどエイリヒに殴られた所がやはり腫れていた。

　エイリヒが王を見ながらいかめしく頷く。

大臣や他の重臣達がざわざわと騒いでいる。

「軍務総監はハードレット卿の頭を殴ったのか……」

　結構痛かったぞ。

「確かに辺境伯ともあろう者が頭を殴られた上にこのような場で公にされるとは耐えがたい屈辱のはず……誇りを重んじる貴族ならば恥辱の余り自害する者もいる……罰金などより余程応えただろう」

　そうでもない。頭を一発二発殴られるよりこれ以上罰金が増える方が痛い。

アドルフへの言い訳も面倒くさくなるし、女達にも贅沢をさせてやれなくなる。

とは言え理由なしに殴られたらそいつの頭蓋骨を陥没させてやるが。

「それにしても勇猛、戦鬼と謳われるハードレット卿も軍務総監には頭が上がらないらしい」

「やはりここは政務総監よりも……」

　エイリヒが満足そうに頷いている。

あえて俺を殴りつけたのは王に向けてのことだったらしい。

　同じ傭兵上がりのエイリヒは俺が頭を殴られたぐらいでは堪えないと知っている。

自分の威信を示す目的もあったらしいが……そこは持ちつ持たれつだな。

「ふぅー……」

　ノンナが大きく安堵の息をついて崩れそうになったので支えるついでに少し乳を揉む。

彼女の巨乳を見ている奴らがいるな。ここは謁見の間だぞ、貴様ら少しわきまえろ。

　俺とノンナは後ろに下げられ、続いてジルグレイが前に出る。

はてあんな顔だっただろうか？　今一つ覚えていない。

「さてジルグレイ卿、そちは少し事情が違うな」

「は……」

　王は俺の時よりも遥かに不機嫌な顔をしている。

仕掛けたのはお前からだ。顔をボコボコに殴られると良い。

「余は、これ以上王国の和を乱す事無きようにと警告したぞ？」

「は……面目次第も──」

　王はジルグレイの謝罪に被せて言う。

「偽書に騙されての根拠無き讒言！　多数の貴族子弟を失った襲撃事件！　相次ぐ火災！　そちの周りは問題続きではないか！」

「そ、それはハードレット卿が……」

　王の目と周囲の目がこちらに向く。

「まったく知らぬことでございます」

　俺はそれだけ言う。

レオポルトに襲撃については何があっても認めるなと言われている。

完全に疑われているとは思うが証拠はない。

　王は遂に立ち上がり、手に持っていたグラスをジルグレイに投げ付けた。

「そちが出した報告書を余が読んでいないと思ったか！　パテナの火災は焚き火からの失火、襲撃は反乱分子によるもので既に鎮圧済み、私邸の火災は一使用人の乱心と貴様自身が報告したではないか！　その上でまだ他者に責をなすりつけようとは……そちのそういう態度が今回の騒ぎの根幹にあるのではないか!?」

　ジルグレイは何も言えずに黙っている。

自分から仕掛けたことだ。知ったことじゃない。

「……もう良い。そちに期待した余が愚かだったようだ」

　周囲がざわつく。

「これは……総督職解任だろうか？」

「いやこれだけの叱責、それだけでは済まぬかも……」

　青くなるジルグレイの前にケネスが進み出る。

「陛下、度重なる不手際に弁護の余地はありませんが……」

　王も含めて全員の視線がケネスに集中する。

「ジルグレイ総督の統治にて旧マグラード地域は曲がりなりにも安定しており、本国への税収が滞ったこともございません。先の襲撃と私邸火災の原因がなんであれ──」

　ちらりとこちらを見るケネス。俺は視線を逸らしてノンナの巨乳を見る。

「この状況での総督交代は反乱分子をつけあがらせ民の混乱も増しましょう」

「余はまだ何も言っておらんぞ」

　王がそう言うとケネスは恐縮したように深々と頭を下げる。

「これは出過ぎた事を申しました……」

　王は改めてジルグレイを睨みつけて言う。今度は処罰状を出さない。

「ジルグレイ辺境伯に罰金、金貨一〇万枚を命ずる。マグラード総督府には余が任ずる副総督を置き、総督権限の一部を分割、今後の統治は副総督と良く協議の上で行え。仔細は政務総監から聞け」

「……ぐ……は、はい。承知……いた、致し……ました」

　どよめきが起きる。

「金貨一〇万とはまた……いかにジルグレイ卿とは言え何年かかることやら」

「いやそれよりも副総督の方が厳しい。委譲される権限によっては総督をやる旨味が無くなるぞ」

「今日は商務大臣が大人しいな。ジルグレイ卿とは兄弟のような仲と公言していたというのに」

「噂では毎月貰っていた金が件の火事のせいで──」

　商務大臣とやらは知らん顔をしており、ジルグレイは大臣を睨みつけていた。

一方でケネスは何の感情も示さず目を閉じており、エイリヒがぶすっとしている。

ここらへんは良く分からない。

「よし。では互いにこれ以上騒ぎをおこさぬと余の前で誓え。今後は小さな事件も仔細調査の上、厳罰を持って臨む。無論、自作自演で相手を貶めようとしても同じことだ」

「「はは！」」

　俺とジルグレイは和解の証明の為に全員の前で握手をさせられる。

正直腹立たしいがノンナもいるしこの場ではねつける訳にもいかない。

「過去の事は全て水に流しましょうぞ」

「陛下の前で和解を宣言します」

　互いに心にも無い事を言って握手する。

　途端、ジルグレイの顔が歪み、繋いだ手に思い切り力が込められた。

でかい図体しておいて本当にとことん陰険な奴だ。一物が小さいだけはある。

　応えてやろうと俺も思い切り力を込めるとポキポキと乾いた音がなった。

「ぬぐぅぅ……」

　ジルグレイが小さく呻くが苦悶の表情で耐えている。

奴は武勇も誇っているのだから握手したら指が折れたなどと言えるはずがない。

「いやあこれで一安心ですな」

「はてジルグレイ総督、汗がすごいですがいかがしました？」

　さてこれで終わりだ。

「で、では御機嫌よう……」

「ええお大事に」

　別れの挨拶をしてやると真っ赤になる。

もうジルレッドでいいんじゃないか？　その方が強そうだぞ。




　これで終わりと思ったが、またも別の人間に捕まってしまう。

「不服ですか？」

「いえまったく」

　本心だ。久々にレベッカの引き締まった小尻を眺められるのに不服であろうはずがない。

「……言っておきますが私に乗るチャンスはありませんからね？」

「いやいやそんな」

　何事もない風を装ったが自分でもがっかりした顔をしているのがわかる。

そんな俺を見てレベッカは溜息をついて切り出す。

「まったく……私も貴方の為に結構な手間をかけさせられたのですよ？　軍務総監ではありませんが一発ぐらい叩きたい気分です」

「では叩いて見ますか？　貴女になら叩かれても平気ですよ」

　どうせなら頭を叩くのでは無く一物を踏まれるのもいい。

以前マイラに踏ませて見たが結構良かった。イリジナはかなり痛かったのでもうさせない。

「ハードレット卿の性癖はさて置き」

　無視されてしまった。

「陛下のご命令通り、情報官を一人監視役として屋敷に駐留させます」

「おお！」

　思わずレベッカの手を取ってしまった。

彼女が俺の屋敷に来てくれるとは素晴らしい。同じ家に暮らせばねんごろになるのも時間の問題だろう。

いよいよ彼女の股に俺の肉棒が入りこむ時が来たのだ。

「違います！　私が管理職なのにそっちに常駐できる訳ないでしょうが……そもそも監視役が行くと言うのになんで嬉しそうにするのですか」

　なんだ来てくれないのか。俺は再びしょぼんとなってお茶を飲む。

「これでハードレット家の内情も筒抜け……になられても困るんですよね。私だけが知っているからこそ価値がある訳で陛下まで直通で行ってしまうと旨味がありません」

　言い切ったな。

「なら屋敷に常駐されてもしのげるぐらいの奴を送ってください」

　とは言え単に愚かな奴は不愉快だからな。

「明るくて仕事に不熱心、物ごとを深く考えず文字も読めないバカがいいな。どうせなら酒好きな奴だとなお良い」

「そんな馬鹿の大将みたいな人が情報官になれる訳ないでしょうが！　私達の仕事をなんだと思っているんですか！」

　結局レベッカにも頭を叩かれてしまった。

「人選はこちらでします。一応考えはありますから普通に扱ってやって下さい」

　レベッカは話は終わりだと席を出す。

ううむ、あわよくば抱けるかと思ったのに。

「とにかく普通に、他の者にするように扱ってやって下さいね」

「わかりました」

　レベッカは何度も繰り返している。

「とにかくいつも通り、いつも通りですよ」

「もちろんですとも、安心して下さい」




　ああ、やっと帰れる。

王宮から出ると二台の馬車が待っていた。

　一つは俺が王都に置いている小型馬車で見慣れた物だがもう一台ある。

「ぐ！」

「……」

　顔を出したのはなんとジルグレイだった。

今まで副総督うんぬんの話をしていたのだろう。

手に包帯を巻いている

「……偶然ですな」

　話かけてくるな。

「それにしても実に質素な馬車だ。清貧であること武門の出として実に素晴らしい。しかし互いに王家へ金貨を納めなければならぬ身、いささか心配ですな」

　ジルグレイは嫌な笑いを向けてくる。

なんで屋敷から王宮まで十分もかからん道を大型馬車で来ないといかんのだ。

「それより貴方の右手が心配ですな。怪我でも？」

　奴の顔が怒りに染まる。

ふふふ俺にだって嫌味が言えるのだぞ。

「あのご主人様？　出発なさらないのですかぁ？」

　なかなか乗らない俺を不審に思ったのか、馬車から女が顔を出す。

　女──アデラは今回の召喚に同行していた。

以前の奉仕が中途半端に終わったので最後までしておきたいらしい。

帰ってから可愛がるとは言ったのだが、愛人としてのプライドがあると譲らなかったので連れて来た。

「あ」

「あ？」

　アデラとジルグレイの目が合う。

「あ、アデラ！　お前死んだはずでは!?　こ、こんな所でハードレットと何を！」

「あ、あう……えっと私は……」

　俺はアデラを隠すようにジルグレイの前に立つ。

「アデラをご存じか？　彼女は俺が領内で見染めた女だが？」

　彼女は何も言わず俺の背中に隠れた。

「知っているも何もこいつは俺の情婦だった女だ！　これこそ貴様が俺の騎士団を襲った証拠だぞ！」

「なんのことかわからん。アデラは何年も前からラーフェンに住んでいるのだが？」

　アデラもコクコクと頷く。

「ええい出まかせを！　名も顔も同じで隠し通せると思うな！」

　ごちゃごちゃとうるさい。殴って解決したくなったが和解宣言直後に王宮の外で殴り合うのはさすがにまずい。それぐらいは俺にもわかる。

「『アデラ』は別に珍しい名前でも無い。同名の誰かと間違っているのだろう」

「間違うはずがあるか！　顔もはっきりと覚えておるわ！」

　俺はアデラを見る。

もちろん彼女はフルフルと首を振る。

「知らんと言ってるが？」

「この嘘つき女め！　あれだけ可愛がってやって忘れるはずがなかろう！　さては貴様ハードレットに寝返って……すべての事は貴様の手引きだったのだな！」

　ジルグレイはアデラに掴みかかろうとする。

身長一八〇ｃｍを超える大男に殺気を向けられてアデラは恐怖に目をつむる。

「いい加減にしておけよ」

　俺はジルグレイの顔に顔を接近させる。王宮の兵も見ているし手を出したらまずいが睨みつけるぐらいは問題無いだろう。

「彼女は今も昔も俺の女だ。騎士団を襲った証拠だと？　なら今から取って返して陛下にそう説明すると良い。「情婦が誘拐されていたので奴が犯人です」とでもな」

　できるはずがない。

妻や一族の者ならともかく情婦がどうと王の前で言えるはずがないし、そもそも本人が否定している。

因縁をつけようとしたとして更に罰を受けるのは目に見えている。

「うぐぐ……」

「俺達は行く。妙な因縁はこれっきりにして頂きたい」

　最後は心を押さえて敬語を使い、丁寧に一礼してやる。

　歯を食いしばる奴を置いてアデラと共に馬車に乗りこんだ。

「あいつ何が可愛がってやったよ！　痛い事と苦しい事しかしなかった癖に！」

　彼女も彼女で荒れていた。

　そして俺の顔を見てニヤリとする。

「そうだ、奉仕の続き今ここでいかがですか？」

「ここでか」

　馬車の扉は閉めているが密閉できるタイプではないので声は普通に聞こえる。

ジルグレイはまだ出発していないし王宮の兵にも聞こえるだろう。

「あの男に聞かせてやりたいから！」

　そういうことならまあいいか。一応王宮の外には出ているから大丈夫だろう。

「じゃあお前を激しく犯せばいいか」

「いえ、それじゃあ無理やり犯られてるだけって思うかもしれないから……」

　アデラはコホンと咳をしてから俺にしなだれかかった。

「怖かったですご主人様ぁ……アデラを慰めてくださぁい」

　砂糖菓子のような甘ったるい声が耳の奥を刺激する。

「頭を撫でればいいのかな？」

　砂糖菓子は更に積み増されていく。

「そんなのじゃ足りないですよぉ。もっとエッチなことですぅ」

　アデラはポンポンと服を脱ぎ捨てる。

下着が馬車の扉の隙間から外に落ちてしまったのはわざとだろうな。

「おいおい屋敷まで待てないのか、淫乱女め」

「待てないですぅ……ここでシテ下さい」

　心まで惚れこんでしまったことを見せつけたいらしい。

「お、おい。始まるんじゃないのか？」

「マジかよ……ハードレット卿は女好きと聞いてたがすげぇな」

　兵の声にもアデラは動じない。

俺のズボンを引き下ろすと一物を両手で掴む。

「すっごくおっきい、腕ぐらいあるぅ……誰かさんとは大違い……んむ！」

　挨拶代わりにペロリと一物を舐めてから一気に奥まで咥えこむ。

赤い紅のついた唇と黒い肉棒の対比がなんともいやらしい。

声は出なくなったが激しい水音がなるので何をしているのかは丸分かりだ。

「ア、アデラ……」

　ジルグレイの声が聞こえる。もうアデラはお前などなんとも思っていないぞ。

「ぷはっ！　口はこれぐらいにしておきますね」

　二分程の口奉仕だったが一物は完全にそそり立っている。さすがの技術だ。

「ではそろそろ本番を……」

「おいおい前戯もしていないぞ」

　彼女は微笑むと俺の手を取り自分の穴に導く。

触るなり粘着質な汁が指を伝う、もう十分濡れていた。

「こんなもの舐めたら準備も完了しちゃいますよ」

　アデラは座る俺にまたがり一物を掴んで位置を調整する。

　何度か腰を動かし、穴の入口と俺の一物がキスをする。

アデラは顔をあげて微笑み、目を閉じてゆっくりと体を落としていった。

「ああっ入ります！　ぶっといご主人様のおちんちんが私の子宮まで……入るぅ!!」

　体面の座位で俺達は繋がった。

彼女は大きな嬌声をあげながらも自分の太股を押さえて体重をかけ奥まで肉棒を飲み込こんでいく。

　俺を初めて受け入れた穴はメリメリと音をたてて広がる。

「あぅぅー大きすぎる！　穴が裂けちゃうぅぅ！」

　せめて気を散らしてやろうとアデラのあまり無い胸を撫で、鎖骨にキスを繰り返した。

彼女も思わず浮いてしまった涙を残したままキスを返してくれる。

　そして深呼吸を一つした後、手を俺の肩にやって一気に腰を落とした。

肉棒が一番奥までめり込み、ドスンと奥を突いた感触があった。

「ああぁぁぁぁぁーー!!」

　俺の肩を抱きしめて大きな声をあげるアデラ。せめて彼女の体中に浮いた汗を優しく舐めとってやろう。

「おい、今の絶対入った声だよな。馬車も揺れたし」

「すげぇ悲鳴だったな。ハードレット卿、どんだけデカイんだよ」

　兵士にも当然聞こえていたようだ。

「さっきジルグレイ卿と女がどうとか揉めてたよな？　これって寝取られたってことか」

「あぁ、しかも女の方から誘いまくってたぜ。見ろよジルグレイ卿歯ぎしりしてるぜ」

「寝取られか……思い出したくねぇな」

　兵達がヒソヒソと話しているが俺に聞こえるということはジルグレイにも聞こえているだろう。

馬車が出発した音がしなかったのでまだそこらにいるはずだ。

「はぁーはぁー……ご主人様、動いてもいいですか？」

「好きなように動け」

　あえて突き放すように言ったがきゅうと締まった所を見ると彼女の嗜好にも一致したようだ。

　アデラは俺の肩に手をかけたまま腰を動かす。

激しく上下する動きではなく、くねくねと腰を別の生き物のように動かすのだ。

「あん！　ああん！　んんーー!!」

「おぉ……上手いぞ」

　腰を動かしながら穴の中も蠢かせる。

更に耳元での甘い声と首筋へのキスも男の獣欲を高めて行く。

　さすがの技量、ジルグレイが情婦にしたのも良く分かるがもう俺の女だ。

「うわぁ派手に揺れてるぜ……完全に始まっちまった」

「見ろよジルグレイ卿プルプル震えてるぞ。聞きたくねぇなら帰ればいいのに……」

「こういう時は逆に目が離せねえんだよ。俺も前に家に帰ったら女房が兄貴とやっててよ……終わるまで待っちまったよ」

　このままでも十分射精できそうだが、頭の上で手を組んで座っているだけなのもつまらない。

「舐めろ」

　俺は指を二本アデラの口元に差しだす。

彼女は一瞬の躊躇もなく指を咥え一物でもしゃぶるかのようにねっとりと舐めまわす。

　唾液まみれにされた指を引き抜き、そのまま彼女の尻に手を回した。

「あっ！　そこ!?」

　動きだけでアデラは気付いたようだ。

「予想通りだよ」

　俺は小さな胸とは大違いの豊かな尻を掴み、彼女のすぼまった肛門に指を入れて行く。

　抵抗するように固く窄まっている肛門を指でノックする。

続いて優しく周りを撫でると僅かに力が抜けて穴が緩んだ。

「そら」

　その隙を見逃さず、指をグイっと肛門の中に差しこむ。

アデラの尻穴は細かく動いて異物に抵抗するが入ってしまってはもう手遅れだ。

「ううぅん！　入っちゃたぁ……」

　尻穴に指を入れられてもアデラの腰は止まらない。

だがもう一本指を入れるとさすがに仰け反って動きが鈍くなる。

「に、二本目も入った！　お尻が変になっちゃう……」

「おい……聞いたか？　ケツに指入れられたみたいだぞ」

「ジルグレイ卿、卒倒しそうだぜ。大丈夫かよ……」

「女房も兄貴にケツ掘られてたんだよな……俺だってやったことないのに」

「どうだ、気持ちいいか？」

「いいよぉすごくいい！　お尻いじられて気持ち良くなっちゃってるぅ……私変態になっちゃったぁ！」

　アデラは再び激しく腰を動かしながら顔中にキスをしてくる。

そして唇同士が合うと彼女の手が後頭部に回り舌が絡まって来た。

「はぁ……はぁ……もう駄目、いっちゃう」

　彼女は尻穴から俺の指を抜き、体勢を背面の座位に変える。

「ふふ、最後は奴に思い切り嬌声を聞かせてやるのだろう？」

　そのための後ろ向きだと思ったのだが、彼女は首を振った。

「そうじゃないの……本当に深くイキそうで……このおちんちんのせいですよぉ。大きさもだけどゴツゴツしてて……穴の中でひっかかってすごい感じるんです」

　俺の肉棒はもともと筋も多いが最近ブリュンヒルデやらに頻繁に噛まれるからな。

傷は残らないんだがその度に凶悪な形になっていく気がする。

　娼館で新人の子に見せたら泣かれてしまったこともあるのだ。

その後馴染みの娼婦が舌舐めずりしながら出てきたが。

「なら、これはどうだ？」

　腹に力を入れて一物を膨らませる。

こうすると筋がより目立って刺激が強くなるのだ。

「それ駄目！　も、もう駄目ぇ！」

　もうジルグレイに見せつけるなどどうでも良い、アデラを満足させてやりたい。

「俺も動くぞ」

　後ろからアデラの太股を掴み腰を突き上げる。

「ひぃぃーー！　激しいよぉ！　こ、こんなの知らない……何もわかんなくなるよぉ！」

　アデラは嬌声を上げながら足をばたつかせ、そこでハプニングが起きた。

「あひぃぃぃ!!」

　彼女が動かす足が馬車の扉に当たり、内側から蹴り開けてしまったのだ。

　幸い正面には誰もおらず丸見えは避けられた。

ジルグレイや兵士達が居る場所から見えるのは突き出たアデラの足だけだろう。

「うおっ足が出てきた！　な、長くて綺麗な足だな」

「ジルグレイ卿、酒を飲んでるつもりなのかな。手が震えて全部服に零れてるぜ」

「だ、駄目だ。兄貴と女房のことを思い出すと……ちょっと便所に行って来る」

　すぐに扉を閉めるべきなのだろうが、それすらもどかしい。

「もうイっちゃう！　噛んで！　吸って！　痕を残して！」

　求めに応じてアデラの首筋を甘噛みしてから強く吸い付く。

同時に彼女の穴は激しく痙攣し始めた。

「あ、あ……あうぅぅぅぅ！　いくぅぅぅーー!!」

　突き出した足がバタバタ暴れた後、ピーンと伸びてしばらく止まり、ゆっくりと力を失って垂れさがる。

　肉穴がぎゅうと締まり、肉棒も震え始めた。

「うぐ！」

　低く呻いて精を出す。

肉棒が激しく脈打ち、アデラの胎にドクドクと子種を送りこんでいった。

「お、終わったな……やべえ、股間が痛い」

「あぁ……てかジルグレイ卿も前屈みだぜ。マジかよ」

「お前ら見てないで警備をしっかりやれよ。職務怠慢だぞ」

　たっぷりと精を出した後、俺はアデラを馬車の中に引き戻す。

「扉を閉めないと……」

　アデラは四つん這いで扉を閉めようとする。

　そしてこちらを凝視していたジルグレイと視線があったようだ。

「こ、このど淫乱め……」

　だがアデラは今度は臆することはなかった。

「はい私はど淫乱、ハードレット様のおちんぽのことしか考えられない変態なのです」

　彼女は唾液まみれの顔で深々と頭を下げる。

「だからジルグレイ様がお探しのアデラとは別人です……私はこれからも」

　俺は四つん這いのままのアデラの尻に悪戯した。

「んひぃ！　ハードレット様の玩具なのですぅ！」

　それを最後に扉が閉まり馬車が出発する。

奴が最後に見たアデラは快楽に溺れた幸せそうな顔をしていたことだろう。




　王都の屋敷に帰るとドロテアではなくセリアが出迎えてくれた。

アデラはそそくさといなくなる。

「顔中に紅がついています」

　セリアが濡れたタオルでごしごしと拭いてくれる。

　セリアは拗ねるだろうし、どう機嫌を取った物かと考えたが真面目な顔のままだ。

そんなに怒っているのだろうか。

「不本意ではありますが、拗ねている場合ではないのです。こちらへどうぞ」

　屋敷の居間にはレオポルトとトリスタンが座っている。

あぁ、ノンナから罰金の話を聞いて大騒ぎか。それとも情報官の方がまずいだろうか。

「まぁ払えない額ではないし、レベッカもうまくやってくれると言っていた大丈夫──」

「それは後程、今はより緊急の事態について説明致します」

　トリスタンは相変わらずお茶のカップを揺らしているが目だけはしっかりこちらを向いていた。

「ポルポ王国がアルテイルを併吞、リバティースに対して一方的に和平を宣言し、ヴァンドレアに侵攻を開始しました」

「あん？」

　事態が良く分からない。

「アルテイルで政変が起きて統治機構が転覆。新たな統治者はポルポ王国の女王です。その国──仮にポルポ・アルテイル連合と呼称します──がリバティース・アルテイル間で続いていた戦いの終了を一方的に宣言、その後ヴァンドレアに宣戦を布告、侵攻を開始しました」

「いや細かく言われてもわからん。何がどうなっているんだ？」

　アルテイルとヴァンドレアは元々不倶戴天の敵同士だし、天災と疫病で自然停戦していたにすぎない。

目処がついたのでまた始めたと言うなら分かる。

だがその前のポルポ云々が全く理解できない。

「ポルポはここだよな？　そしてアルテイルはここ」

　地図を指で差す。

小さなポルポと大きなアルテイル、逆にポルポが併合されたというなら理解は容易なのだが。

「そもそもいつから戦争をしていたんだ？」

「いえ、戦争はありませんでした。たった一日でアルテイルが転覆したのです」

　頭をひねってみるが理解できない。

仕方ないのでセリアの頬っぺたを引っ張ってみる。

「ほわぁ！　真面目な話なのです！」

「僕も何を言っているかわからないよ。けど行商人、間諜、難民、全ての情報がそう言っているんだから真実だろうさ」

　トリスタンは溜息をついてから墨で地図からアルテイル神国の名前を消す。

「ジルグレイとの争いに多くの間諜を使いましたので南部への警戒が薄れていました。それを除いてもポルポ王国はほぼ無警戒でしたが」

　俺もそうだった。というよりもどこにあるのか忘れていた。

だが国は覚えてないが女王は覚えている。

炎痘病の薬を売ったあの美しい女王だ。

「そう、ポルポ・アルテイル連合の指導者はヴィルヘルミナ女王さ」

　場が静まる。

「で、でもヴァンドレアとは一度戦いましたし、アルテイルも話の通じる相手ではありませんでした。どちらも潰れてポルポになる方が良いのでは？」

　セリアが言うとレオポルトは無表情で見つめ、トリスタンは溜息を吐く。

「アルテイルを乗っ取り、間髪おかず隣国へ戦争を仕掛ける。しかも疫病の流行を抱えながらだ。そんな人物がアルテイル・ヴァンドレアの二国で満足すると考えるのは希望的臆測に過ぎる」

　レオポルトに言われてセリアがしゅんとなってしまう。

頭を撫でてやるとむくむくと復活する。

「何より怖いのは戦争無しで一国を飲みこんだ所さ。国の転覆は天災・疫病で統治が乱れた隙をついたのかもしれないけれど、ヴァンドレアに仕掛けたってことは併吞したアルテイルの人心をまとめたってことだよ。あの狂信で有名なアルテイルをこの短時間で……もうどうやったのか想像もつかないよ」

　トリスタンはお手上げだとばかりに両手をあげる。

「そしてリバティースに向けて一方的に和平宣言さ。確か大統領の選挙が近いはず……あの国はこれで動けなくなった。見事なものだよ」

　トリスタンが苦笑いする。

「あの女王、本当に今まで名が知れてなかったのかい？　突然女王になったんだっけ？」

「今しがた間諜から報告があった。ポルポの家督争いで彼女以外の継承権者全員が死亡、唯一王の血筋となった彼女が女王となったそうだ」

　レオポルトが答え、トリスタンが両手を広げる。

「それってやっぱり……」

　セリアもぶるりと体を震わせる。

「我々はとんでもない相手に手を貸してしまったのかもしれません」

　色々裏はありそうだが美人だからな。悪い奴では無いと信じたい。




「あのエイギル様？　御来客ですよ」

　深刻な雰囲気の中、ノンナがひょっこり顔を出す。

正確には顔を少しと乳をたっぷりだ。

「王から命じられた……その情報官だそうです」

　嫌そうな顔でノンナが言う。

まぁ俺達を監視に来る訳だからだ。気分は良くないだろう。

「南のことはお前達で考えておいてくれ。対策ができたら言って来い」

　レオポルトが軽く頭を下げる。

　さて情報官と顔合わせだ。嫌な奴で無ければ良いが。




「ミルクーラ主任情報官です。以後宜しくお願いします」

　見るからに厳しそうな鋭く釣り上がった目。

　変化の無いまるでレオポルトのような表情。

　感情の籠らない事務的な話し方。

「別命あるまでラーフェンに滞在させて頂きます。これは王命であることをお忘れなく」

　俺は情報官……彼女の手をがっしりと掴む。

　セリアよりも小さい一五〇程度の身長。

　ショートカットに整えられた桃色の髪。

　しゃべる度に口から覗く八重歯。

　正装をかっちり着こみ、凛と胸を反らす女性がそこにいた。

「もちろんですとも、いつまでも仲良く致しましょう！」

　俺が心からの歓迎の意思を示すと可愛らしい監視役は困惑したように眉を寄せていた。

　レベッカと親しくしていて本当に良かった。

こんな可愛らしい女性を監視役にしてくれるとは。

「さあさあ一緒に食事をしましょう。その後は風呂でもどうですか？」

「いえ今日は挨拶だけの予定ですので……そもそも何故歓迎されるのか……」

　色々問題の多い日だったが終わり良ければすべて良しだ。
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情報官室

「ふふふふふ……」

　部屋で一人レベッカが微笑む。

「ミルクーラめ、罠にかかりましたね」

　レベッカは彼女の資料を見る。

　現地調査能力、情報分析能力、部下の統率力、全て最高の評価がついている。

間違い無く優秀だった。恐らくはレベッカよりも。

「しかも私の地位を貪欲に狙っている。彼女は危険です」

　更に別の資料を見る。

それはミルクーラの私的側面を調査した資料だった。

情報官は私生活まで全てが調査対象となるのだ。

「過去に交際した男性は五名……二十歳にしては多いですね」

　男の身元は特に問題なく、職業もまちまちだった。

「共通するのがアレの大きさ……」

　女性情報官に言い寄らせて確かめたが、どの男もかなりの大きさだったと言う。

「男をとっかえひっかえする好色さに加えて大きなアレがお好き。そんな女がハードレット卿の元に行ったらどうなるか……ふふふ、すぐに無能な色ぼけにされるでしょう」

　優秀な部下は有用だが優秀すぎる部下は有害なのだ。

まして王が情報官さえも信用しない今は思わぬ所から足をすくわれかねない。

「王命による監視役の任、出世のチャンスと見て飛び付きましたね。それが貴女の運の尽きです」

　レベッカは悪い顔をしながら窓へと向かう。

「情報官は修羅の世界、危険を直感できない者は生き残れないのですよ。ミルクーラ」

　窓枠に腰掛けようとしたレベッカだったが罰が当たったのか机の角に脛をぶつけてしまう。

「ぐぅぅぅぅ……あおぉぉぉぉ……痛い痛い痛い……」

　蹲るレベッカを月明かりが照らしていた。




余談

その後、王都で根も葉もない噂がいくつか流れた。

　一つは今回の騒動の原因は奴の情婦を俺が寝取ったから、だというものだ。

不名誉だと思ったのかジルグレイの奴は火消しに必死らしい。

　もう一つは俺の肉棒がトゲとコブだらけの凶器のような逸品だと言う噂だ。

それ以来、街中でどうにも股間に視線を浴びている気がする。

　最後は俺が王宮の馬車乗り場で盛大に女を抱いたと言う噂だ。

事実無根だと否定したのだがエイリヒにも目撃されていたらしく、小一時間説教された上にもう一発殴られそうになった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（安心）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（トカゲ騎兵）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（侍女）アデラ（プロ愛人）

人外

ブリュンヒルデ（休憩）ラミー（ラミア）アルラウネ（町の緑）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（巨大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（行方不明）

部下

セリア（副官）マイラ（暇）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（弓騎兵）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（悶絶）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

ミルクーラ（監視役）

領民 一八五五〇〇人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万二千人　リントブルム 五千人　特別開拓地区 一万三千人

軍　八六五〇名

歩兵六千　騎兵千　弓兵九〇〇　弓騎兵四五〇　砲兵三五〇

大砲三五門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車二七両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一万八千　罰金（二万）諜報（五〇）兵一時金（五〇〇）

経験人数五五五人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３３４話　ヴァンドレア侵攻







　王からの沙汰は下されもう王都に残る意味はなかったのだが、トリスタンが「あんまり早く領地に戻るのも良くないね。沙汰に不服で謀反でも企んでるんじゃないかと邪推されるよ」と言うので少しばかりのんびりしてから帰ることにした。

　南部ではヴィルヘルミナが大暴れしているらしいので対応が必要だったのだが。

「私が対処致しますのでハードレット卿が居らずとも問題はありません」

　とレオポルトに言われ。

「むしろ邪魔なのでいない方が「この無礼者め！」痛い！　骨が折れるじゃないか！」

　トリスタンがそう言ってセリアに蹴られていた。




「ま、ドロテアもたまには抱いてやりたかったしな。ちょうどいい」

「……ドロテアさん、まだ起きて来ませんけどね」

　四十を超えたドロテアに朝まで連戦はやり過ぎたかもしれない。

明け方前に失神してしまい、今もそのままだ。

「それにそういう話を妻の前でしないで下さい」

　おっと、ノンナが拗ねてしまった。

「すまんすまん。今日はお前をたっぷり可愛がってやるからな」

「きゃっまだ昼間なのに！」

　ノンナをソファに押し倒した所で視線を感じる。

ドアの隙間から子供達が覗いていた。

　王都の屋敷は普段ドロテアに管理して貰っている。

代わりに彼女が面倒を見ている孤児達を自由に住まわせているのだ。

　居間でしているので覗かれても仕方ないし、ちょっとした刺激にもなるのだが妙な顔が一つ見える。

「お前まで何をしているんだ」

　セリアまで子供に混じって覗いているのだ。

声をかけると少しだけ膨らみながら部屋に入って来る。

ノンナは真っ赤になって服を整え出した。

「今さっきモナシ伯から会食でもいかがかと使者が来ました。どうしますか？」

　そう言えば俺とジルグレイだけではなく、衝突に参加した他の領主達も召喚されていたのだったな。

「今日はノンナを抱くから駄目だ」

　即答するとノンナにコツンと頭をぶつけられた。

「ちゃんと行って下さい。それが貴族の義務です」

　ううむ、当人に言われては仕方がない。

「ならせめて時間まで膝枕してくれ。生乳を顔に乗せて欲しい」

「……スケベ」

　ノンナが手を叩くと布を広げた侍女達が現れ、他の者から見えないように俺達を隠す。

「よいしょ」

　そして夢の塊がずっしりと顔に乗って来る。

軟らかく温かい、そして少し湿っている感触がたまらない。

「乳首も吸っていいか？」

「お、音を立てないで下さいね。聞かれてしまいますから」

　俺は子供が近くにいることなどお構い無しに激しく音をたてて乳首を吸う。

「もう母乳は出ないなぁ」

「さ、さすがにもう止まりました！　飲みたいのなら次の種をつけて頂かなければ……」

「もう本当に……コラ！　子どもはさっさと散りなさい！」

　セリアの声を聞きながら時間いっぱいまでノンナの乳を吸い続けたのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ヴァンドレア南西部

「右翼、ルルス軍団が押されています！」

「左翼、エルグゼリド軍団は敵の猛攻を浴びて行動不能、救援にはいけません！」

　ヴァンドレア軍は不利な戦いを強いられていた。有利な条件は一つも無かった。




　まず戦争準備。これがまったく不十分だった。

　天災と疫病で混乱していただけではない。

アルテイル政権転覆の情報はヴァンドレアにも伝わっていた。

　ヴァンドレア上層部はこの情報に胸を撫で下ろしていたのだ。

政権が転覆したとなればしばらくは混乱が続き、戦争などできないだろうと。

逆にこちらから侵攻したらどうだと言う意見すらあった。

　結局、兵の一部を疫病対策や農地の復旧に向けたのだが、そこに大規模な侵攻が始まったのだ。




　次に地形の悪さだ。

　ヴァンドレア軍は槍や弓、そして騎兵など多くの兵科を揃えている。

軍が弱体化した今もその基本編成は変わらない。

一方でアルテイル軍はほとんどが歩兵であり数頼みの突撃が主体だった。

　数で押し寄せるアルテイル軍にヴァンドレアは各兵科を組み合わせた効率の良い陣形と機動力で対抗していたのだが、山が火を噴いて以降、アルテイル・ヴァンドレアにまたがる広い範囲に灰が降り積もった。

灰はやがて雨に晒されて乾かぬ泥濘のようになり、移動を著しく困難にしたのだ。

　場所によっては騎兵はほとんど役に立たず、泥濘を掻き分けて進めるのは歩兵のみとなった。

そしてアルテイル軍は的確に『騎兵が動けない場所』を狙って進軍してきたのだ。

機動力が発揮できず、陣形もまともに組めないとなれば単純に兵力の多いアルテイル軍が強い。




　そして最後はアルテイル軍の動きが変わっていたのだ。

「敵の攻撃が更に右翼に集中！　予備の兵団を送れ！」

「だから違う、左翼への攻勢は陽動だと言っているだろうが！　敵の増援は中央突破を狙っているぞ！」

　今までのように力任せに押し寄せるだけでは無い。

右へ左へと攻勢をかけて揺さぶりながら手薄になった場所に集中攻撃をかける。

「敵の小部隊が右から迂回してくるぞ……動かせる予備は無いのか。騎兵!?　ここで騎兵は使えんと言ってるだろうが！　邪魔だから後方に送り返せ！」

「左の敵も迂回する動きを見せているぞ。右の方は陣形を動かしてなんとかしろ！」

　隙あらば小規模な部隊までが迂回攻撃を試み、主戦線を撹乱してくるのだ。

「どうなってるんだ。今までの連中とまるで動きが違うぞ。別の国を相手にしているみたいだ！」

「奴らもついに戦術を覚えたのか？　いやだがしかし……いくらなんでもこれは……」

　ヴァンドレアの将校達も長く戦いを続けてきただけあって経験豊富だった。

だからこそわかる。この動きは一人の優秀な司令官が動かしているのでは無い。

小規模部隊の指揮官がそれぞれ独自の判断で臨機応変に動かなければこの動きはできない。

それは今までのアルテイル軍ではあり得ないことだった。




「総司令部より命令！　全部隊は５ｋｍ後退し、防衛線を立て直せとのこと！」

　伝令が叫び、将軍達が呻く。

「また後退か……どこまで下がるのだ」

「止むを得まい。このまま粘っていたら突破されてしまうぞ」

「だが首都ヴァンドラまで後が無い。これ以上は下がれん……増援は無いのか？」

　ヴァンドレア軍はかろうじて敵の突破を阻止しながら後退を続けて行く。




アルテイル軍？　本陣

「おお！　敵がまた下がって行く！」

「勝利です！　またも我らの勝利です！」

　興奮気味に叫ぶアルテイルの兵達にヴィルヘルミナはニコリと照れたように微笑む。

「長く続いたヴァンドレアとの戦いでもここまで押し込んだことは無かった！」

「やはり我らは強い！　そして何よりヴィルヘルミナ陛下こそ我々の救世主なのだ！」

　兵達は鬨の声をヴィルヘルミナに向かってあげる。

彼女は手を振り、声に応えながら天幕の中に下がって行った。




「お前は本当に一秒で顔が変わるな」

　天幕に入るなり無表情になったヴィルヘルミナにザフネスが軽口を言う。

「不服ならお前にも微笑みかけてやろうか？」

　ヴィルヘルミナの表情は瞬時に民の前で見せる嬉しそうな恥ずかしそうな笑顔に変わる。

だが声は抑揚の無い淡々とした口調のままだ。

「やめてくれ。可愛らしい笑顔と声があっていない。不気味ですらある」

「そうか」

　ザフネスは再び真剣な顔となる。

「戦況を再度確認する」

　地図に次々と敵味方の駒が置かれていく。

「敵軍は敗走したが、損耗は５％程度で継戦能力は健在だ。恐らくは５ｋｍ下がったこの地点で防衛線を張り直すだろうな」

「ふむ……ここは灰の積もりが軽い場所か。奴らなんとしても騎兵を使いたいようだな」

　ヴィルヘルミナは軽く地図を叩いて言う。

「それでどうするのだ？」

「全隊を四つに分けてそれぞれこの方向から進む」

　ザフネスはそう言ってから何も口を出さないヴィルヘルミナを見る。

「どうしたザフネス？」

「いや、総大将殿から何か意見は無いのかと思ってな」

　彼女は組んだ足を組み変える。

「軍事は任せると言っただろう。だが聞いて欲しいならあえて問おう。戦力の集中は戦術の基本、その基本を曲げて分割する理由はなんだ？」

　ザフネスは再び苦笑する。

「これではまるで説明したがりの老人だな。現在の我々は兵数でヴァンドレアに倍する。四分割した部隊の一つとは言え、瞬時に殲滅とはいくまい。ならばその一つに構っている間に他の三つが防衛線を突破して首都に至る。最終的にその四分の一を殲滅したとて他を首都に行かせる訳にも行くまい。ならば敵は防衛線を更に下げて後退するか……部隊を分けて四つ全てを迎撃する他ない、彼らにとって不利な地形でだ」

　そうかとヴィルヘルミナは頷く。

「恐らく敵は部隊を分けての迎撃を選択するだろう。ここは広大な連邦と違って狭い中央平原だ。後退の余地はあまり無い。ま、そこは相手の出方を見てから対応するさ」

『狭い』の言葉にヴィルヘルミナが眉を潜めるがザフネスは気付かず続けた。

「しかし最初侵攻と聞いた時は驚いた。さすがに無理が過ぎるだろう……とな」

　疫病禍への対策は立てたが実際にはまだほとんど効果を上げていない。

ヴァンドレアも同じ状況とは言え時期尚早と思われた戦争をヴィルヘルミナは強行した。

「混乱しているのは敵味方共同じ、ならば構造が単純なアルテイルの方が影響は少ない。民心さえ味方につければアルテイルの軍は機能する。多少の混乱があろうと……頭がすげ変わろうとな」

　かつてのアルテイル軍指揮官達の多くは司祭や司教などであったが彼らは政変後、兵によって追放もしくは処刑された。

後釜に座ったのがザフネス麾下の将校達だった。

　新しく指揮官となった者達を兵は問題なくを受け入れた。

指揮官達個人を信じたのではなく、彼らを任命したヴィルヘルミナを信じたのだ。

更に緒戦からの連戦連勝によってその信は確固たるものになった。

「指揮官変更の難しさは身に染みていたのだがな。こうも簡単にいくと馬鹿らしくなる。一つの反乱もなく見事に組み替えるとは信じられんよ」

「だが善戦の理由はお前と部下達の能力だ。いかに民心を掴もうとも素人集団ではこうは勝てなかった」

　かつてのアルテイルでも兵は絶対的な忠誠を持って戦っていた。

それでもヴァンドレアに勝利することはできなかったのだ。

　ザフネス麾下の元帝国将校達は見事な指揮能力を発揮し、ヴァンドレアを圧倒していた。

　彼らは帝国の軍学校で戦術の教育をしっかりと受けている。

特にザフネスの周りにいるのはその中でも優秀な成績を収めた者ばかりだ。

中央平原にそれだけの士官教育を実施できている国は無い。

「優秀な兵を育てるには多くの時間と手間がかかる。優秀な指揮官を育てるにはそれに数倍する時間と手間がかかる。そして優秀な司令官は……時間と手間だけでは得られん。運が必要になる」

　司令官が部下の指揮官達を連れてやってくるなどあり得ない天運だった。

　ヴィルヘルミナに優秀だと言われザフネスは少しばかり胸を張る。

「アルテイル兵の技量は素人に毛が生えたようなものだが死を恐れんからな。見張らなくとも逃げぬ戦奴のようなものだ。敵の指揮能力は……帝国ならば後方部隊の司令官だな、我らの相手にはならん」

「だが連邦には破れた」

　ザフネスはぐっと下を向く。

「……俺は勝っていた。現に白都を囲み、奴らを完全に押し込めたのだ」

　ザフネスはヴィルヘルミナを睨みつけるように力強く言う。

　ヴィルヘルミナは再反論せずに頷いていた。

「俺達が負けたのは連邦の軍にではない。山のような白都の城壁と地獄のような寒さに負けたのだ。そのどちらも中央平原には無い！」

「そうだな、意地悪を言った。許せ」

　冷静なままのヴィルヘルミナを見て興奮する己が恥ずかしくなったのかザフネスは一つ咳払いをする。

「ともあれ首都ヴァンドラの城壁など白都に比べれば子供が作った砂の城に過ぎぬ。攻城兵器は無いが……落として見せるとも」

　投石機や大砲などの攻城兵器はポルポはもちろん、アルテイルにもあまり数が無かった。

それに灰の降り積もる悪路を選んで行軍しているのでとても持ってはこれなかった。

「そうか」

　ヴィルヘルミナはそれだけ言う。

　彼女は心の内で攻城兵器無しに首都を落とすのは困難だろうと推測するが、自分よりもザフネスの方が戦に長じていることは間違いないので余計な茶々は入れない。

「いざとなれば兵を押し出しての力攻めでも勝機はある。最悪は周り中から火矢を射かけて街ごと燃やしてしまっても良い」

「それは……困るな」

　ヴィルヘルミナが口を挟む。

「お前達は敵の首都に迫る所までやってくれれば良い。そこから先は私の領分だ」

「なに？　首都を落とすまでが俺達の仕事じゃなかったのか？」

　ザフネスが眉を潜める。

「落とせるなら落としても良いがね、破壊されてしまうのは困る。今後の統治に支障が出る」

　ヴィルヘルミナは椅子から立ち上がりザフネスに近寄って行く。

身長差３０ｃｍ以上、大人と子供の体格差だ。

「私はヴァンドレアの全てが欲しいのだ。血肉と骨、臓腑も全て……朽ち果てた腐肉としてではなく新鮮なままで」

　彼女の手がザフネスの胸に軽く触れると大男が思わず後退する。

「いらないのは……ここから上だけだ」

　手が胸から首に伸び、喉元を指でさっと一閃する。

「奴らの頭だけを斬り落とし他の全てを頂く。それにはまだ幾度か戦う必要があろう……頼んだぞ」

　最後にトンとザフネスの胸を叩いてヴィルヘルミナは天幕を後にした。




「皆さんの尽力でなんとか勝利を得ることが出来ました。でもまだ敵は諦めていません。私達の戦いを続けましょう！　勝利と栄光はもうすぐです！」

　外から聞こえる凛々しいながらも愛嬌のある声を聞きながらザフネスは椅子に腰をかける。

「ふー……」

　そして自分の頭がちゃんとついていることを何度も確認するのだった。








第３３５話　愛のお屋敷　♯







「ドロテアはまだ起きてこないのか？」

「うん、ママはまだ寝てます～」

　ドロテアの代わりに食事を運んでくれた少女が困ったように言う。

「そうか」

　少女を軽く観察してみた。

顔だちは整い、可愛らしくはあるが尻も乳もまだまだ平坦で手を出すには早すぎる。

「あんなに激しくするからです」

　ノンナが食事をしながら言う。

普段はあまり食事中に話さないのに、少し怒っているのだろうか。

「抑え目にしたんだが」

「どこがですか。屋敷中に獣みたいな声が響いてましたよ」

　ノンナの食器がカチンと音を立てる。やっぱり怒っているようだ。

「あはは……」

　テーブルの端に座ったアデラも困ったように笑っていた。

そんなに大きかったのだろうか。

「女の声だけならまだしもエイギル様の声まで……まるで野獣の雄叫びでした」

　多分それは二回戦の途中だな。

年増の尻穴に突っ込んだ興奮で思わず吠えてしまったんだ。

「……」

　セリアは何も言わないが少しずつ頬が膨らんできている。

拗ねているのが見え見えだが、本人は隠しているつもりなのだろう。

「今夜王宮へ納める金貨二万枚が到着します。明日にでも直接持って行くようにとレオポルトさんが……」

「また王宮か。どうも最近あそこは辛気臭くて嫌なんだよな」

「もう！　滅多なこと言わないで下さい」

　ノンナにまた怒られた。

　罰金を納めればそろそろラーフェンに帰ってもいいだろう。

となれば王都にいるのも今日明日ぐらいということになる。

「俺は今日は外出の予定が──」

「「だめです！」」

　両手をノンナとセリアに掴まれてしまう。

「また娼館に行くつもりなのでしょう!?　夜はドロテアさん、昼は娼婦の所なんて私の面目丸潰れじゃないですか！」

「せっかく周りに女が少なくなったのに……放置は嫌です」

　ノンナは腕に胸を押し当て、上目使いに可愛らしく睨んで来る。

　セリアは腕にしがみつき、離さないぞとぎゅっとする。

　久しぶりに会ったドロテアばかり相手にし過ぎたようだ。

こうも迫られて娼館に行ける程、俺は馬鹿ではない。

「寂しい思いをさせてすまなかったな。よし、今からヤろう！　ヤりまくろう！」

　二人をそれぞれの手で抱え上げて寝室へ向かう。

「子どもの教育に良くない家ですよね」

　アデラが何か言っているが気にしない。

子ども達が最近えっち遊びなるものをしているらしいが気にしない。




　俺はまずノンナを抱く事にした。一人ずつが良いと二人共言うからだ。

「じゃあ脱がすぞ」

「うふ、どうぞ」

　ノンナの服を脱がせていく。

レースや紐など色々ついていて脱がしにくいが、破らないように気をつけながら一枚ずつゆっくりと剥ぐ。

「あん！　もう先に服を」

　奇襲するように首筋や胸元にキスを落とす。ノンナは嫌がる素振りを見せるが顔は笑っていた。

「仕返しですよ！」

　ノンナは俺の頭を抱え込むと耳たぶを甘く噛んできた。

　俺達は見つめ合って笑う。

「はは、さてこれを脱がすとどうなる？」

　俺の頭を撫でながら答える。

「ふふ、お乳が飛び出してしまいます」

　それは大変だ。早々に脱がさなくては。

　綺麗な絹の下着の紐をゆっくり外す。

途端、巨大な乳房が飛び出した。

「あぁん、とうとう脱がされちゃいまし──きゃああ!!」

「うおぉぉ！」

　辛抱たまらず胸に頭から突っ込んでしまう。

「おお温かいぞ、なんて軟らかさだ！　これはたまらん最高の乳だ！」

　胸の谷間に顔を埋め、更に両手で乳を寄せて頬ずりする。

「やぁんスケベぇ……野獣ぅ」

　頭に軽い衝撃がある。

ノンナが嬉しそうに抵抗しているのだ。

「この乳は俺のモノだ。俺だけのモノだ！」

　乳に顔を埋めながら俺は叫ぶ。するとノンナはもぞもぞ後ろに下がって抱擁を抜け出してしまった。

「だめですよ。私のお乳は、私のものです～」

　そう言って彼女は両手で乳を持ち上げ、自分の両乳首を口に含んだのだ。

　自分の乳首をしゃぶるのは巨乳の女にのみ許された秘儀だ。

チラチラと誘う目を向けながら、乳首に可愛らしい舌が這う。

　上半身のみ裸だった俺はズボンを脱ごうとしたがもう手遅れだ。

「ひゃあ！　と、飛び出しました……」

　バリリと布が裂ける音がしてズボンが千切れ一物が飛び出す。

破れたズボンと下着はそのまま床に落ちて俺は全裸となった。

　バネでも入っているかのように震える一物はいつもより大きく凶悪な形をしている。

「相変わらず巨大ですね……ご奉仕しますね」

　ノンナは俺の足元にしゃがみ込むと先端にキスをする。

「できれば──」

「『乳で』ですよね？　ふふっわかっています」

　バフッと音を立てて俺の一物はノンナの谷間に呑み込まれた。

「うっ！」

　思わず仰け反ってしまう。

「すごい……深く挟んでも頭が飛び出しちゃいますね」

　見れば巨乳の間から辛うじて肉傘だけが顔を出していた。

「お前こそすごい。俺の一物がほとんど隠れてしまう」

　そう言って再び二人で笑い合う。

「ではいきますね」

　ノンナは唾液を谷間に垂らすと全身を揺らして一物を擦る。

「どうですか？　気持ちいいですか？」

「あぁとても気持ちいいよ」

　乳による愛撫は刺激こそ強くない。

口奉仕や性交に比べるともどかしい程だ。

　だが乳奉仕の真髄はその光景だ。

なにしろ男の夢とも言える巨大な乳房が目の前でゆさゆさ揺れるのだ。

　シミ一つ無い白いノンナの谷間から唾液で濡れた俺のドス黒い一物が突き出す。

その光景だけで背筋が震える程の快楽が走る。

「先っちょまで石みたいに硬くなっちゃいました」

　そう言うと谷間から突き出た先端を咥える。

もちろん竿は胸に挟んだままだ。

「んっんっんっ！　んちゅ」

　軟らかい感触と先端への刺激に肉棒は大喜びして跳ねまわり先走り汁を送り出す。

　このまま身を任せればそう時間をかけずに精が飛び出すだろう。

だが俺はノンナと愛し合いたいのだ。奉仕だけさせて気持ち良くなりたい訳ではない。

「そろそろ繋がろう」

　彼女をベッドに押し倒し唇を奪う。

　ノンナは対面の座位か正常位での性交を好む。

今日もそのどちらかで繋がろうと思ったのだが、彼女は絡み合ったまま俺の上に乗ったのだ。

「今日は上に乗りたいです」

　腹の上にペタリと座る彼女、騎乗位でしたいのか。

　ノンナは俺の上に乗ると肉棒の位置を調整して肉穴に飲みこもうとする。

「うぐ！　やっぱり一度精を出して下さっていた方が楽だったかも、大きすぎます」

　彼女は胸は大きいが体格は華奢で腰もほっそりしている。

当然穴も小さく、張り詰めた肉棒を咥えこむのに苦労しているようだ。

　それでも穴に先端を押しつけたまま腰が降り、少しずつ肉棒がノンナの穴に入って行く。

「あぁぁぁ太い……苦しいです」

「巨根ですまんな」

　穴はパンパンに拡がり、どこまで入ったのかが腹の盛り上がりでわかるほどだ。

　肉棒を半分と少し飲みこんだ所でノンナの動きが止まる。

「は、入りました……ふぅ」

　倒れそうになる彼女の手を取ると指をしっかりと絡めてきた。

「動きますね」

「ああ、頼むよ」

　ノンナは息を整えるとゆっくりと腰を前後させる。

激しい動きではないが、俺に尽くそうとする健気な想いに性感はどんどん高まって行った。

「あうっ！　ひうっ！　んんっ！」

　腰を動かす度に漏れる短い嬌声もたまらない。

「お前のような美女が俺の上で動いてくれている。夢のような光景だ」

　もちろん世辞ではなく本音だ。

「ふふ、妻に今更何を言うのですか。私は全部エイギル様のモノ、心も体も魂も……。して欲しいことがあれば喜んでなんでも致します」

　ノンナは体を傾けて俺の乳首にキスをする。

だがその動きで呻いたのは彼女の方だった。キスに反応して一物が膨らんだからだ。

「こうしてエイギル様に抱かれて、愛されて、精を頂いて……いつまでもこうして居たいです」

「ん？　突然どうした？」

　ふとノンナの顔が真剣な物に変わる。

「なんでもないです」

　ぷるぷると頭を振った彼女の顔が再び淫蕩な顔に変わる。

「エイギル様は本当に私の乳がお好きですね。もしかして私より乳の方が好きなんじゃないですか？」

「馬鹿なこと言うな。お前についているからこそ素晴らしいんだよ」

　もし巨乳が床に落ちていたら奇怪な肉塊でしかない。不気味過ぎる。

「もし私がセリアちゃんぐらいの胸だったらどうです？」

　ふむ、セリアサイズの胸のノンナか。

少々寂しくはあるが、彼女の心と美貌が失われる訳ではない。

愛情が減るとは思わない。

「では私の胸がセリアちゃんについていたらどうです？」

「……」

　想像して見る。

セリアの体にはアンバランスな巨大な果実……良く動くセリアのことだ、それはもう右へ左へ東へ西へと揺れまくることだろう。

「それはそれで不自然かもな…………気付いたか？」

「もちろん気付いています」

　自然に振舞って見たが駄目らしい。

なにしろ俺とノンナは繋がったままだ。

巨乳セリアの妄想で膨らむ肉棒を隠しようがない。

「エイギル様の巨乳好きは良く分かりました！」

　ノンナはそう言うと繋いだ手を解き、両手を自分の頭の後ろに回す。

「ならこれでどうですか？」

　そして腰を再び動かし始めた。

先ほどとは違って前後ではなく上下の動き、しかもかなり激しい。

「どうですか？　どうですか？」

「おぉ、なんてことだ！」

　激しい動きで肉棒を攻め立てられるのはもちろんだが、上下の動きと何より手を頭の後ろに回したことで邪魔するものがなくなり、胸がこれでもかと暴れまくっている。

「えいっ！　えいっ！」

　ノンナの腰は止まらない。

　普段は体位はどうあれ俺が彼女を攻め立てることが多いが、今は完全に主導権を取られている。

鍛えた肉体も歴戦の巨根も暴れ回る超巨乳に打つ手がない。

「もはやここまでか」

　このまま成す術なく精を絞られてしまうだろうと思ったのだが、ノンナの動きが唐突に止まる。

乳房を手で押さえて少し涙ぐむ。

「……おっぱいが痛いです」

「そりゃあなぁ」

　ノンナが騎乗位や後背位を好まないのは、彼女の乳房は大き過ぎ、乳が大きく揺れる体位だと痛いからだ。これだけブルンブルン揺らせばそりゃあ痛くもなる。

「形勢逆転だ」

「きゃあ！」

　俺は繋がったままひっくり返して後背位になる。

　そしていつものようにベッドに突っ伏そうとしたノンナを持ちあげて体を反らせた。

膝立ちで上半身が半分起きた後背位だ。

「こ、これだと」

「わかっている」

　この体位もやはり乳房が揺れるので痛いだろう。

そこで俺は後ろから手を回して彼女の乳房を両手で持ちあげた。

「こうして支えてやれば痛みはないだろう？」

「それはそうですが……」

　ノンナが困った顔をする。

　こうなってしまうと彼女はほとんど体を動かせず、後ろから俺に突かれるしかない。

全ての主導権はこちらにある。どうやら戦はまた俺の勝ちに終わりそうだ。

「このまま突きまくって昇らせてやる。覚悟しろ」

「あぅ……できれば優しく……」

　なんとか身をよじって振り返ったノンナの耳を舐めて言う。

「だめだ。激しくなるぞ」

　言うと同時に猛然と動く。

彼女の体が十分高まっていることはわかっているし、俺だって長くはもたない。

一気に昇り詰めるべきなのだ。

「激しすぎます！　音がっ！　肉の音が響いて！」

　ノンナの尻と俺の腹が当たりパンパン激しい音を立てる。

だがそんなことはもうどうでもいい。

　胸を揉みまくりながら腰を打ち付ける。

肉棒は粘着質な音を出しながらノンナの穴を出入りし、一番奥をドスドス突く。

最初にやったら悲鳴をあげて泣かれそうな動きだ。

「痛いか？　痛くないだろう？」

「い、痛くないですっ！　気持ちいいです！」

　だが十分高まった女体にはこれがたまらないのだ。

　ノンナはひぃひぃ鳴きながらされるがままに俺の攻めを受け入れる。

彼女の手は宙をひっかいている。

もういつでもいかせることができそうだ。

「そう言う俺も余裕はないか」

　胸と口の愛撫に騎乗位と散々攻められていた肉棒が限界を訴えている。

そろそろ発射の頃合いだろう。

「そろそろ出すぞノンナ」

「あうぅ！　はうぅ！」

　ノンナはこちらを見て何度も頷く。

「今日は避妊しているのか？」

「し、してないですぅ！」

　一物が一段階大きくなった。

「安全な日か？」

「一番危ない日です！」

　また一段階硬くなる。

「よし、たっぷりと種を注いでやるからな」

「あぁぁ……赤ちゃんができる」

　ノンナは妊娠しにくい体質のようで前に子どもを孕んだ時も結構な苦労があった。

だが悪いのは全て俺だ。俺が問答無用でノンナを孕ませる濃い種汁を発射すれば良かったのだ。

そして今がその時だ。

　最後の脈動が始まり玉に鈍い痛みが走る。

濃すぎる種が玉から上がってきているのだ。

「エイギル様吠えて下さい！　ドロテアさんの時よりも大きな声で吠えて下さい！」

　女のプライドには応えてやらないといけない。

「出るぞ！」

　動き始めた肉棒を入口まで引き抜き──突きこむ。

「あぐっ！」

　もう一度同じ動きでねじ込む。

「はぐっ！」

　最後に子袋まで入れとばかりに叩きつけてから思い切り吠えた。

同時にノンナの体も痙攣し、今までよりも遥かに大きな嬌声を響かせた。

「イ、イク！　イクゥゥゥゥ！　ひぃぃーーー！　あぁぁぁーーー!!」

「うおぉぉ!!　があぁぁぁ!!」

　戦場のような雄叫びを上げながら全身で覆いかぶさる。

　同時に大きな粘着音と共に精が噴き出し始めた。

我ながら尋常な量と濃さではない。

「熱い！　多い！　濃いぃ!!」

　ノンナは圧し掛かられて身動きが取れないまま延々と噴き出す精を胎に受け続ける。

当然ながら彼女の胎はすぐに満たんとなり、妊婦のように腹が膨らんでいく。

まだほんの二～三分しか射精しておらず、この感覚では間違いなく十分は出続ける。

これ以上中に出し続ければ破裂の危険があるだろう。

「かけるぞ」

　俺は肉棒を引き抜き、ノンナを仰向けにする。

　端正な顔、綺麗な首から自慢の巨乳、膨らんだ腹からほっそりした足までトバトバ精をかけていく。

「あぅん……すごい匂いです。それに濃くて……流れていきません」

「もう一回後ろだ」

　再びノンナを後ろ向きにひっくり返し、うなじから背中、尻へと精をかけていく。

「あぁ……全身種まみれ……エイギル様に包まれてます……」

　だが種はまだ止まらない。

　どろどろになった尻たぶを掴んで広げ、その中心──尻穴に射精を続ける肉棒を押し当てる。

「あ……あぁぁぁぁ……」

　種汁を潤滑材にしてそのまま俺はノンナの肛門に射精中の一物を挿入した。

「射精が止まるまでここに注がせてくれ」

　種まみれになったノンナにキスをする。

彼女との行為の最後はいつもキスで締めくくるのだ。

「いつまでも……一緒に……いてくださ……」

　ノンナは腸内に精を注がれながらニコリと微笑み、そのまま意識を失った。







「セリア待たせたな」

　行為を終えた俺は軽く体を流してからセリアの部屋に行く。

「なんだか釈然としないです。ノンナさんとの音がこの部屋まで響いてました！」

　セリアはちょっと不服そうだ。

「ははは、すまんすまん。だがお前もちゃんと可愛がってやる」

　セリアと舌を絡めるキスをし、一枚ずつ服を脱がせていく。

　彼女の服はノンナと違って構造が楽なので苦労しない。

タンクトップを前から開き、ショートパンツをずり降ろせば下着だけだ。

いつもの簡単な下着かと思ったが桃色のパンツに小さなリボンがついていた。

可愛らしい奴だ。

「エイギル様の服も私が脱がせます！」

　セリアは下着姿のまま俺の服を脱がせにかかる。

彼女なりの誘惑なのか体をひっ付けながら服が脱がされて俺は全裸となった。

「さあ下着も全て脱がせてやるぞ」

「恥ずかしいです……」

　最後にセリアの下着を脱がせて完成だ。

外にいることが多いセリアは夏になるとしっかり日焼けする。

しかし元々の彼女は決して色黒ではない。

　日焼けと地の肌の境目が見えると何とも言えない興奮がある。

俺の一物も既に角度がついていた。

「では愛撫をします」

　全裸になったセリアは肉棒に軽くキスをしてから唾液をつけて手でしごく。

こちらの顔色を伺いながら一番良い場所を探しているようだ。

　俺は微笑みながらセリアの髪を撫でる。

　彼女はもう十分に女なのだが、それでも昔の感覚があるので奉仕させると背徳感があるな。

「はむ」

　まるで自分の娘に咥えさせているようだ。

普段はきつい釣り目が蕩け、上目使いにこちらを見ている。

「気持ちいいぞ」

　声をかけてやると嬉しそうに細まる。

　セリアを抱いていると獣欲よりも愛しさが膨らんでしまう。

どっちにせよ肉棒は膨らむのだが。

「お前にもしてやろう。上に乗って来い」

　どうせセリアは遠慮するだろうから言葉と同時に彼女の体を持ち上げ、互いの性器へ口をつけられる体勢となる。

「あぅ」

　数え切れないぐらい可愛がった穴だが、未だに間近で見られるのは恥ずかしいらしい。

引き締まった小尻が恥ずかしそうに揺れ、ほんのり赤らんでいる。

普段ショートパンツを穿いているせいか、太ももはしっかり日焼けしているが尻は白い。

境目がはっきり見える。

「可愛らしい尻だ。匂いも薄い」

「わひゃ！　嗅がないで下さい！」

　尻に鼻を押し付けるとバタバタと暴れる。

　やはり若いと薄いのだろうか。

そういえばノンナも匂いは薄い。

反対にメルやリタなど年増女の性臭は濃厚だ。

「むう！」

　股間への刺激で我に返ると、セリアの小さな尻が顔に乗っかってきた。

他の女のことを考えていたのがばれたのかもしれない。

「すまんすまん」

　気を取り直して尻を掴み、大事な豆や穴に舌を這わせる。

セリアも両手で男根を掴んで口で愛撫してくれている。

　言葉はなくなり、愛撫の音だけが聞こえる。

それでも淡々と舐め合っているだけではない。

　セリアの動きが突然早くなる。

根元を手で擦りながら、上半分を小さな口で擦り上げてくるのだ。

「おお……」

　思わず呻いてしまうとセリアは更に先端をぺろぺろと舐めてきた。

俺からは彼女の尻と性器しか見えないが、してやったりの顔をしているのだろう。

「やったな」

　育ったとは言え、セリアは娘のようなもの。

簡単に敗北する訳にはいかない。

　俺は両手でセリアの性器を開き、唾液をたっぷり乗せた舌を穴の中に入れる。

「んんっ！」

　セリアが反応したのを確認してから穴の中で舌を暴れさせていく。

　彼女は身をよじろうとするが、がっちり尻を抱えてそれを許さない。

更に息を吹きかけてもう一つ刺激を加えてやる。

「んん……んーー！」

　男根への愛撫が弱くなってくる。

同時に穴の湿り気が増し、唾液を送りこむ必要がなくなってきた。

「どうした？　もうお手上げか？」

「そんなことありません！　まだまだ……ひゃう！」

　再び愛撫を再開しようとするセリアの小さな豆を唇で食み、少しだけ引っ張ってやると尻がピクンと震えて大量の汁が溢れて来た。

「うぅ……負けました……」

「はは、そう簡単には負けてやれないな」

　荒く息を吐くセリアの尻を一撫でしてから手を貸して立たせる。

「立って腰をこっちに突き出せ」

「後ろからは久しぶりです」

　セリアは膝に手を置き、戸惑いなく腰を突き出す。股から汁が床に垂れていてもう準備万端だ。

俺が近付くと受け入れる為か体に力が入った。

　残念ながら単純に後ろから突きたいのではない。

　俺は後ろから彼女の太股に手を回し一息に持ちあげる。

「わっ!?」

　突然の事に驚いたのだろう慌てて首に手を回してくる。

　持ちあげたセリアをそのまま俺の肉棒の上に降ろす。

濡れ切った穴を肉棒が掻き分け、一気に一番奥まで貫いた。

「あぅぅーー!!」

　セリアは仰け反り悲鳴を上げた。

連動して穴も可愛らしく締まる。

「痛いか？」

「大丈夫です。でもびっくりしました」

　よしよし、今日は抱き上げたまま可愛がってやろう。

　セリアを持ち上げたまま腰を動かす。

「私も何かしたいです～」

「気を使わなくてもいい。今日は徹底的に可愛がってやる」

　腰の動きを激しくするとセリアは鋭い嬌声をあげ始めた。

持ちあげての性交ではより深くまで一物がめり込み、彼女の一番奥を押し上げるのだ。

「な、ならせめて娘になります！」

　それはお前がやりたいだけじゃないのか？　とは言わない。

「パパ……セリアはとうとうパパとエッチしちゃいました……」

　切なそうに言うセリアに興奮が高まる。

「あぁとうとう親子でシてしまったな」

　言いながら繋がったまま歩き、セリア愛用の鏡の前に立つ。

「あっ！」

　結合部が丸見えになり、セリアは恥ずかしそうに声をあげた。

だが容赦はしない。

「ここで最後までするぞ。俺達が繋がっている所をしっかり見るんだ」

　セリアを持ち上げては落とし、深くまで穴を抉る。

「あうっ！　ひぅっ！　パパっ！　激しいっ！」

　一突きごとに鳴くセリア、俺の動きはどんどん早まっていく。

「わ、わざと膨らませてますね！」

　途中、腹に力を入れて一物を動かすとセリアは悶える。

狭い彼女の穴にみっちりと入っているので些細な動きもわかるのだ。

「そら、グリグリしてやる」

　突き上げを止めて回すように腰を動かす。

「そ、それもいいです！　パパが私の中で暴れてます！」

　この動きでは一番奥以外、穴の途中を押し上げることができる。

そして回転に慣れると、再び深い突き上げに切り替える。

「あぅぅ！　パパッパパァ！」

　乳首が硬くそそり立ち、足が伸びて来たのは絶頂に近づいている証拠だ。

それでも懸命に耐えているのは俺と一緒に昇りたいのだろう。

「遠慮なく最後まで昇ればいい」

「でも……」

　セリアの乳首を摘まむ。

「可愛い俺のセリア、さあいってしまえ」

「うぅぅぅ……」

　もう我慢できないのか更に乳首が硬くなる。

止めを刺してやろう。

「セリア」

「はい……パパ……」

　必死に絶頂を堪えながらセリアが答える。

その耳元に口を寄せた。

「孕めセリア」

　囁いて息を吹きかけ、深い一撃を見舞う。

「あっ!?　……あ……あ……あぁぁぁぁぁ!!」

　セリアの体が震え始め、やがて激しい痙攣に変わる。

彼女がしっかり避妊しているのは知っているが、それでも効果は抜群だった。

「も、もう駄目です！　パパごめんなさい！　いきます！　あぅぅぅーーー！」

　両足がピンと伸び、顎が真上を向く。

大きく開いた口から牝の叫びが漏れる。

「うおぉぉぉ！」

　タイミングを合わせて俺も精を発射した。

「パパー！　パパァー！」

「セリア……セリア！」

　俺とセリアの叫び声が部屋中に響く。

いかん、窓が開けっぱなしだった。まぁ仕方ないか。

　鏡には膨らんでいくセリアの腹がはっきり写っていた。

それどころか、肉棒の脈動や愛液と種が混じった汁が垂れる様子まで見える。

「すごい……すごいです……」

　セリアは絶頂しながら鏡を見続け、やがてぐったりと力を失った。

「気持ち良かったよ」

　一物を引き抜き、彼女を優しくベッドに横たえると手が伸びて来る。

「続けて下さい……まだエイギル様は勃ってます。私も失神してません」

「無理に気絶することはないだろう」

　だがセリアは手を離さない。

　娘のような存在とは言え、女に気絶させてくれと言われては応えない訳にはいかない。

とはいえあまり長々としては彼女の狭い穴は持たないだろう。今でも結構赤くなっているのだ。

「仕方ない娘だ」

　俺はセリアをうつ伏せにして腰を上げさせる。

「今度こそ後ろからですか？」

　残念ながらまた違う。

「まさかこれは!?　ちょっと待って下さい！　さすがに今されたら──」

　今更気付いてももう遅いのだ。

　俺の必殺技は繰り出されてしまった。

セリアは悶絶・絶叫し、失禁しながら失神したのだった。

まだ窓を閉めてなかった。すごい声に衛兵が来ないといいが。




一時間後。

　事が終わり、セリアは大変なことになってしまっている。

　ベッドに突っ伏したまま可愛い尻をヘコヘコ振る。

穴からは絶え間なく潮が噴き出しており、目の焦点は定まっていない。

口元には泡まで見えてしまっていた。

「はひ……あひ……」

「やり過ぎた。大丈夫か？」

　意識も曖昧で俺の声も聞こえていないようだ。

「すまん。止めの逆立ちはやり過ぎた」

「ふひぃ……」

　プシュっと潮で返事したセリアの背中にキスをしてから風呂場に向かう。




「お待ちしてましたご主人様」

　風呂に行くとアデラが全裸で三つ指ついて待っていた。

「お前ずっと待っていたのか？」

「いいえ、今来たところですよ」

　はて、どうして行為が終わったのが分かったのか。

まさか覗いていたのだろうか。

「叫び声が屋敷中……というより近所中に響いてましたから。『逆立ちを喰らえ！』の後の絶叫はすごかったですねぇ。一体どんな技なんでしょうか」

　アデラは俺の全身を石鹸で洗ってくれる。

「奥様もセリア様もドロテア様も……大鳴きでしたね。ご主人様は罪な殿方です」

　泡だらけになった全身を優しくマッサージしてくれる。

互いに全裸だが、必要以上に体を擦りつけてはこない。

「三戦終えられた後ですもの。ゆったりとマッサージの方がいいでしょう？」

　そう言ってアデラは全身を丁寧に揉み解す。

一物にも触れたが出し切って軟らかくなったソレを軽く洗うだけだった。

「萎えてもすごい大きさですね……椅子が低いと床についちゃうんじゃないですか？」

　うむ、良くつくぞ。

「すごい筋肉……この傷跡もすごく男らしい。お顔も逞しくて男の中の男ですね」

　世辞なのはわかっているがそれでも気分は良いものだ。

アデラは自称プロ愛人と言うだけあってベッド以外でも男の喜ばせ方を知っている。

「お前は良い女だな」

「うふ、ありがとうございます。私もご主人様のことお慕いしてます。末長く囲って下さいね」

　ちょんと唇を合わせる。

「いずれ子供も作るか」

「子供……」

　アデラの顔に影が落ち、言葉が途切れる。

だがそれは一瞬のことで再びニコリと笑う。

「もう、愛人を孕ませたら奥様に怒られますよ」

　アデラはまだ何か抱えていそうな気がする。

だが取り繕ったということはまだ言いたくないのだろう。

俺は気付かないふりをして彼女を抱き寄せる。

「ところでお前は俺を甘く見ている」

「はい？」

　首を傾げるアデラの前に仁王立ちになる。

「あん」

　彼女の控えめな胸を軽く撫でると一物はたちまちムクムクと大きくなっていった。

「うそ……三人抱いてまだこんなに!?」

「ああ、四人目はお前だ」

　アデラの頭に手を置くと、彼女はゆっくりと口を開くのだった。

　そして四人目の絶頂が屋敷に響く。ちなみに風呂場の窓も閉め忘れていた。








第３３６話　陰謀は進む







「お帰りなさい」

　馬車が屋敷に着くと出迎えが待っていた。

そこにアドルフの顔を見て俺は溜息を吐く。

「お前も帰ってきていたのか」

　別に奴が気に入らない訳ではない。

それどころか疫病の広がる危険な南部で奮闘していたのだから、労いの言葉ぐらいはかけてやりたい。

　だが今はよろしくない。

そもそもアドルフは普段俺の出迎えなんてしない。するのは面倒くさい用がある時だけだ。

その用とは金貨二万枚の罰金以外にないだろう。

「セリアに任せて逃げようと思っていたのに」

「その件はまたじっくりお話するとしまして」

　必ず逃げてやる。奴はレオポルトと違って娼館に踏み込んできたりはしないからな。

「まずは南部の状況についてご報告したいと思います」

　アデラの尻を撫でているとノンナとセリアに前を向かされた。

「お話は執務室で後ほどにしましょうか」

　アドルフはそれだけ言って言葉を切る。

普段は嫌だと言っても次々報告してくるのに珍しい。視線を追うとミルクーラと目があった。

真剣な目でメモを片手にこちらをずっと見ている。

「監視役が来るとは聞いていましたが、同じ馬車に乗せて帰るなんて思いませんでしたよ……」




　ミルクーラはあの後もう一度家に来て、○日後にラーフェンへ行くので住まいの準備をして欲しいと言ってきたのだ。

これは王の命令だから拒む権利はないとか、危害を加えることは許されないとか色々難しい事を言っていた気がする。

　そこで俺もラーフェンに戻るのに別々に行く方が面倒だと同じ馬車に乗せることにしたのだ。

馬車は広いし、今回は同行する家族も少ないので十分過ぎる程余裕がある。

　これが男の監視役なら適当に来いと言うのだが、ミルクーラは愛らしく可愛らしい女だからな。

傍にいる女は多ければ多いほどいいのだ。

「なんでしょうか？　私は王から命じられた監視役としての任を──」

　微笑みながらミルクーラを見ていると彼女は真剣な表情でこちらを見る。

対抗するようにセリアが彼女を睨みつけていた。

　小さな体に細身の体型はどうしても子どもっぽく見える。

本人も分かっているのだろう、少しでも大人っぽく見せる為か、夏にも関わらずかっちりした服を着こみ、厳しい顔を作っているが、ますます背伸びする子供に見えてしまう。

おまけに口を開く度にチラリと覗く八重歯とボブカットは狙っているとしか思えない。

「可愛い……」

「なっ!?」

「む！」

　思わず口に出てしまった。

ミルクーラの細めていた釣り目が大きく見開かれる。

同時にセリアの目が釣り上がる。

「戯れは結構です！　私はいったん下がらせて頂きます」

　彼女は馬車から大荷物を引き出すと客間へ案内するメイドの後に続く。

後ろから見ると荷物が歩いているみたいだな。

「持ちましょうか？」

「気を使わなくて結構、馴れ合うつもりはない」

　気を使うメイドにそう言って、彼女はフラフラと歩いて行った。

「可愛いなぁ」

　微笑ましい目で見ていると目の前で銀色が揺れる。

ミルクーラを見送る俺の視界を妨害しようと、セリアが跳ねているのだ。

よしよし、お前も可愛いよ。

「さて、邪魔者はいなくなりましたね」

　アドルフがふうと息を吐く。

　あんなに可愛らしいのに邪魔者は可哀想だろう。

「何を言うのですか。監視役を抱え込むなんて罰金よりも厄介ですよ」

「そうです！　あんな女はさっさと追い出すべきなのです！」

　アドルフにセリアの援護が入る。

まあ王命だからな。それに別に見られて悪い事をするつもりもない。

「いや、私が言うのもなんですけど、見られて悪いこといっぱいありますよ？」

　そうだったかな。じゃあそこらへんは全部任せるから良いようにやってくれ。




　執務室でいつもの会議が始まる。

アデラが傍に侍ろうとついて来てセリアに追い出された以外はいつも通りだ。

トリスタンがマイラに引きずられて来たのも、もちろんいつも通りだ。

「まず私から……私がキサットから戻ったのでわかっているかもしれませんが、疫病への対応に目処がつきました」

「そりゃあ良かった。よくやってくれた」

　アドルフは南から入る難民から広がった疫病『炎痘病』の対策にかかりきりになっていた。

そのせいで他の仕事に色々と支障は出たが、疫病対策は何よりも優先すべき事だったのだ。

「それで一息ついて帰って来た所に罰金と監視役の話ですからね」

　そういう嫌味を言わなければ手放しで褒めてやるのに。

「患者数の増加は既に峠を越え、減少に転じています。新たな村や町への広がりも無くなりました」

　ふむ、それならもう少しだろう。

「もちろん私やレオポルトさんの打った隔離対策の効果もあり、ナーティアさんの特効薬も大きいのですが……気候の変化も影響しているように思います」

「気候？」

「はい、最近は暑さも和らぎ夜は冷えるようにもなりました。場所によっては収穫も始まり、季節は秋になろうとしています」

　そりゃ夏が終われば涼しくもなるか。

「炎痘病は夏に帝国からやってきました。恐らく暑さがこの疫病には重要なのでしょう」

　中央平原も夏は暑い。

だが秋になれば途端に涼しくなるし、冬になれば雪も舞い、コートを着ないと凍えるぐらいには寒くなる。

　それに対して帝国は秋でもまだ暑いし、雪など見る事もない地域が多い。

帝国からやってきた疫病が寒さに耐えられなくても不思議はない。

「まだはっきりとは言えませんが、暑さが和らぐにつれて勢いがなくなっているように思います。平原南部は温暖なのでもうしばらく猛威を奮うでしょうが、冬になれば概ね終息するのではないでしょうか」

　なるほど、では一段落と言うことだな。

「一連の死者とそれに伴う混乱、収穫への影響も既にまとめています」

「ああ、後で見ておくよ」

　俺は差し出された書類をしっかり受け取るとそのままセリアに回す。

「……ちょっとは見ませんか？」

「隅まで見て色々意見しようか？」

　アドルフは溜息を吐く。

「いえ、ややこしくなるだけなので結構です」

「そうだろう。そうだろうとも」

　セリアに任せるのが皆が一番幸せになる方法なのだ。

「疫病は遠からず終息するでしょう。しかし別の問題が生じます」

　アドルフが下がり、レオポルトが前に出る。

「南部の動乱、仮にポルポ・アルテイル連合と呼称します──の急速な拡大です」

「あぁ、ヴィルヘルミナが暴れているんだよな」

　俺が聞いたのはアルテイルを吸収し、その勢いのままヴァンドレアに仕掛けた所までだ。

「間諜からの報告ではヴァンドレアは劣勢、延々と後退を続け既に首都ヴァンドラの近くまで押されているとのことです」

「……へえ」

　正直驚いた。

俺も以前ヴァンドレア軍と戦ったが決して弱兵では無かった。

　俺の時は奴らはかなり無理のある前進をしていたし、そもそもアルテイルと戦いながらの二正面作戦だったのだ。

　だが今回は敵は一つなので全力で当たっているだろう。

それでも一方的に押されているのだからヴィルヘルミナの軍が相当強いと言う事だ。

「それともヴァンドレアが疫病で弱り切っていたか？」

「可能性はありますが状況はアルテイルも同じはず、そこに弱国ポルポの兵が加わった程度でこうも一方的な展開はあり得ないかと」

　元々ヴァンドレアとアルテイルの戦力は拮抗していた。

だからこそ長年決着がつかずに争っていた訳だ。

　双方とも弱体化したなら条件は同じで拮抗を崩す条件はポルポ軍の合流しかない。

だがポルポの兵は一万もいない。参加したところでそれほど影響するとは思えない。

「もしかするとヴィルヘルミナが美女だから兵が力を出したのかもしれんぞ。俺も美人女王の下で戦うなら倍は強くなるだろう」

　そして手柄を立てて気に入られ、女王の穴を狙うのだ。

「ともあれ、このままヴァンドレアまでが併合されると厄介な事態になります」

　レオポルトの野郎無視しやがった。

「アルテイル・ヴァンドレアを統合した国家が誕生すれば、大変な脅威になるでしょう。しかも疫病も終息し、山からの降灰も徐々に収まりつつあります。両国は急速に国力を回復するでしょう」

　いいさ、俺にはセリアの軟らかい頬っぺたがある。

「敵対する二国を吸収したら混乱しませんか？　そう簡単に強大になるとは思えません」

　セリアまで議論に参加してしまった。

こうなったらマイラの尻を触ろう。

「普通ならばそうでしょう。しかしヴィルヘルミナ女王は狂信的なアルテイルを取り込んだ実績があります。今回もそうで無いとは言い切れません」

　マイラまで真剣に議論しているので尻を触りに行った手を空しく戻す。

俺にどうしろと言うのだ。

「軍備の増強を優先する必要があるでしょうが、状況によっては我々だけでは対処しきれない事態になるかもしれません。今後も状況を注視していく必要があります。間諜を増員しましょう」

「そうですね」

「異議はないよ」

「資金的な問題は追々協議しましょうか」

「もっと兵を訓練しないといけません」

　マイラ、トリスタン、アドルフ……セリアまで書類をまとめて立ちあがる。




「一人になってしまった」

　釈然としないので溜まっている書類へ適当に判をついてやるぞ。

　いや、待て。

殺人を犯した女囚への処刑許可だと？　押せる訳がないだろう。

この女囚と遺族を屋敷に呼ぶように書いておこう。

　ふと扉の向こうに気配を感じる。

俺は扉に近づき、鍵穴からこっそり外を覗いて見る。

「……うむむ、聞こえないな」

　ミルクーラが扉に張り付いていた。

　執務室の扉は厚く簡単に音は漏れない。

聞き取るには確かに耳でも押し付けるしかないが、メイドでも通ったら一発でばれるぞ。

　それに会議は終わっているので今張り付いても意味はないと思うが。

少し悪戯してやろう。

　俺は鍵穴を覗きながらいかにもいかめしいトーンで話す。

「ところでミルクーラ情報官について意見を聞きたい」

　ピクリと彼女の肩が震える。

「素晴らしい美女だと思わないか？　俺はあんな美人を見たことがない」

「な、なにを話しているのか……」

　困惑したように首を傾げている。

「お前達もそう思うか。なに？　彼女は美の女神に違い無いだと？　奇遇だな、俺もそう思っている。一目見た瞬間に跪いて足を舐めたくなったぐらいだ」

　彼女の肩がプルプル震え、顔がうっすら赤くなってきた。

なんだか楽しくなってきたぞ。

「もう結婚を申し込んでしまおうか。それとも夜這いでもかけようか」

「夜這っ!?」

　そこで扉を一気に開く。

扉に耳を押し当てていたミルクーラだが部屋に倒れこんで来ることもなく、すっと立ち上がり何事も無かったかのように澄ましている。まだ少し頬は赤いが。

「これはハードレット卿、御機嫌よう。この部屋は何の部屋なのですか？」

　見事に取り繕った。大したものだ。

もう少し遊んでみよう。

「ミルクーラ情報官、話があります」

　そう言って彼女の両手を取る。

「なっ!?　互いに立場があるでしょう！　こんな急にきゅうこ──」

「監視役として私の軍の様子を見たいと言っていましたね。明日訓練をやりますのでその時にでもどうぞ」

　動揺していた彼女の動きが止まる。

「……」

　俺の背中越しに執務室を覗きこむ。もちろん俺以外には誰もいない。

「……ぐ」

　担がれた事に気付いたのだろう。

気まずそうな顔をした後、俺をキッと睨んでから表情を戻した。

「どうかしましたか？」

「なんでもありません。これから色々とお聞きする事になると思いますが王命ということをお忘れなく！」

　いかにも怒っているぞと雰囲気を出して大股で去るミルクーラ。

だがそもそも小さいので可愛らしい。

「……」

　口に出てしまったのだろうか。

ミルクーラは振り返って再び俺を睨みつけてから去って行った。




　レオポルトやアドルフはもちろん、屋敷のほとんどの人間はミルクーラを歓迎していない。

最初から監視するぞ、と宣言して来ているのだから当然と言えば当然だが、それではあまりに可哀想だ。

「俺ぐらいは味方になってやろう」

　そうすれば彼女が唯一の味方である俺に惚れるのも時間の問題だ。

何しろこれから彼女はここに住み込み俺を監視するのだ。

アピールする時間は色々ある。

「ふふふ、あの小さな体を味わう日も遠く無い」

　考えるだけで肉棒が膨らんでしまう。

娼館にでも行ってこよう。

「小さな体って誰だろう？　新しく入ったメイドのトトルのことかな？」

「ううん、あの娘もう食べられてるから違うわよ。きっとモルトの女王様よ」

「もしかすると自分の娘さんかも……旦那様ならあり得るわ」

「ひぇぇぇ」

　メイド達が何かコソコソしているが気にしないでおこう。

　そう言えばミルクーラとは姓だよな。

彼女の名前をまだ聞いていない。自己紹介の時も言わなかったはずだ。

「いずれ俺の女になる……いや、もう俺の女のようなものなのだから聞いておかないとな」
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ヴァンドレア領内

「陛下！　ヴァンドレア第三兵団を投降させましてございます！」

　一人の若い男がヴィルヘルミナの前に跪いて大声で報告する。

だが一同は比較的冷めた目で男を見ていた。唯一の例外はヴィルヘルミナだけだ。

「なんと……素晴らしいことです。貴方の才覚と忠誠に感謝致します。これで無用な戦いが一つ避けられました」

　ヴィルヘルミナは満面の笑みでその男の手を取り、男も嬉しそうに彼女の手を握り返す。

「貴方がいなければ私はきっとここまで来れなかったでしょう。いつまでも傍に居て下さいね」

「も、勿体なきお言葉です！　より一層の忠誠に励みます！」

　ヴィルヘルミナは美しい顔を赤らめて言い、照れを隠すようにいそいそとその場を後にした。

　男はどうだとばかりに周囲を見回し、周りの者は苦々しい顔で目を逸らす。

「いやあ、陛下こそ命をかけて尽くすに値する方。皆々様もより一層の忠誠に励みませんとな！」

　舌打ちやフンと鼻を鳴らす音が応える。

（ふふふ、舌打ちしかできん馬鹿共め。陛下お気に入りの俺には何も言えんだろう）

　男はわざと胸を張りゆっくりと歩いて退室していく。

（それにしても俺は幸運の星の下に生まれたのか、ここ最近は何をやっても上手く行くぞ）

　ヴィルヘルミナの命で動くようになってから彼には一度の失敗も無かった。

（これだけ手柄をあげればいずれ大臣も夢では……いや、もしかすると陛下は俺に惚れているのかもしれん。あのザフネスと言う男が陛下の愛人という噂だったが、やはりどこの馬の骨ともしれない男よりも長くポルポに仕えた俺に魅力を感じたのだろう）

　男は笑いを堪え切れない。

（いずれ陛下の寝所に呼ばれたりしてな……そうなれば俺は王配、いや王になるかもしれん。ポルポ・アルテイル・ヴァンドレアを統合した大国の王とは夢のある話だ。大きな権力と美しい女が同時に手に入るとはやはり世は俺のような有能な男の為にあるのだな）

　にやつく顔を手で押さえる男は更に妄想に耽るのだった。




「一体どういうつもりだ？」

「はてなんのことやら」

　奥に引っ込んだヴィルヘルミナの顔に先ほどのような照れも笑顔もない。

「決まっている、あの馬鹿の話だ。あんな若造をどうしてああも立てる？」

　ザフネスは苦々しい顔で言う。

「功績をあげた部下を労うのは指導者として当然のことだ」

　ヴィルヘルミナが薄く笑いながら言うがザフネスは真剣な顔を崩さない。

「何が功績だ。ヴァンドレア第三兵団は既に完全包囲下にあって死に体だった。そのまま押し潰すのも容易かったし、なんなら放置しても脅威とは成り得なかった。ガキを送っても降伏してきただろう」

　ヴィルヘルミナは「それで？」と続きを促す。

「奴の手柄だと言うジェリスタスの街の無血開城もそうだ。俺達の軍が迂回に成功した時点であの街の命運は尽きていた。交渉役などいなくとも、文の一通で領主は街を明け渡したはずだぞ」

　ザフネスは不満げな顔を隠さず椅子に腰かける。

「ストゥーラ商人との交渉も奴の手柄になっているが、実際にはお前が全てお膳立てしたのだろう？　奴はただの伝令に過ぎなかった」

「さて、どうだかな」

　薄笑いのままヴィルヘルミナが差し出した酒をザフネスはやや強引に取って一気に煽る。

「こんなことを言うのはあれだがな。民や兵、俺の部下達までが噂しているぞ。その……」

　ザフネスが言い淀み、ヴィルヘルミナ自身が続けた。

「『陛下と奴はねんごろなのではないか？』だろう」

「……馬鹿な噂ではあるが兵や部下の士気に影響する。色恋で功績を決められてはたまらんからな」

　ザフネスはヴィルヘルミナが当然否定するものとして言ったが彼女はかすかに笑みを浮かべるだけだ。

「否定はせんさ」

「何!?　まさか本当に奴と恋仲だとでもいうのか？」

　ザフネスが机を叩く。

「奴は私にとって必要な男なのだよ」

「あんなひょろい馬鹿のどこがいいのか。あれならまだ俺の方が──」

　ヴィルヘルミナの目が冷たい光を放つ。

「奴の乏しい才覚などいらぬよ。必要なのは『私に重用され、恋仲の噂まである男』だ」

　ザフネスは動きを止め、静かに席につく。

「俺はお前ほど権謀術策に優れていない。説明してくれ」

「そうだな。男の嫉妬をこれ以上見たくもない」

　言葉に詰まるザフネスを尻目にヴィルヘルミナは一通の書状を出す。

「これは？」

「ヴァンドレアとの極秘に進めた和平交渉だ。だいたいの条件で折り合いがついたのでな」

　ザフネスは驚き、ひったくるように書状を開く。

文字を追いながら彼の目が限界まで見開かれた。

「和平後十年の不可侵条約……俺達が獲得するのは国境近くの数個の村と川の利用権……そして雀の涙程の賠償金だけ……おい、これは冗談じゃないだろうな！」

　既に首都近くまで押し込んでいる側が出す条件ではない。

もしこの条件で和平が成れば外交上の大敗北と言える。

「冗談ではないが嘘ではある」

　カクンとザフネスの肩が落ちる。

「ヴァンドレアの奴らは今にも乗って来る。近く首都ヴァンドラの近郊で私とお前が奴らの指導者連中と直接交渉し、調印を行うことになるだろうな」

　ザフネスにもだいたいのことがわかってきた。

「もちろん調印とはならない。指導者連中……邪魔な頭部をそこで除去し、ヴァンドレアは私が頂く」

「暗殺か……だがそううまく行くか？　奴らも馬鹿ではない、どこで調印を行うにしても警戒は厳重だろうし、何より頭を殺されて体……民や兵が素直にこちらに従うとも思えない」

　ザフネスはヴィルヘルミナの目を見ないように少しだけ上を見て言う。

「それはこちらで考える。お前は更に攻勢を強めてくれ、奴らが一刻も早く交渉したくなるようにな」

「あぁわかった……だがまだ最初の疑問に答えていないぞ。あの馬鹿を取り立てる理由はなんだ？」

　ヴィルヘルミナは鏡で身だしなみをチェックしながら言った。

「奴らだけ皆殺しではいかにも私の陰謀だ。こちらもせめて寵臣を死なせておかねばならん。それが私と恋仲の噂まである男なら適任だろう？」

「その為に今まで準備していたのか」

　ヴィルヘルミナは「そうだ」と軽く答える。

「役割的にはお前でも果たせたが、本当に有能な者を死なせるのは惜しいからな。その点あいつはまったく惜しくない」

「おい、怖い事を言うなよ」

　髪を梳き終えたヴィルヘルミナは確認するように表情を変えていき、年相応の照れ笑いで固定した。

「ではあの男を夕餉に誘うとしよう。もう少し噂を盛り上げておく必要がある」

　そう言ってヴィルヘルミナは部屋を出ようとしたが、急に動きを止める。

「なぁザフネス。あいつの名前はなんだったかな？　つい忘れてしまった」

「哀れな奴だ」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（おっぱい）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（トカゲ騎兵）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（玉）クララ（侍女）

セレスティナ（女王）モニカ（侍女）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（娘？）マイラ（指揮官）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（弓騎兵）

ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（内政官）

クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）ミルクーラ（監視役）

人外

ブリュンヒルデ（休憩）ラミー（ラミア）アルラウネ（町の緑）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（巨大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（行方不明）

領民 十八万七千人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万三千人　リントブルム 五五〇〇人　特別開拓地区 一万三千人

軍　八六五〇名

歩兵六三〇〇　騎兵千　弓兵千　弓騎兵四五〇　砲兵三五〇

大砲四〇門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車三〇両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二五〇〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一六一〇〇　軍備増強（一九〇〇）

経験人数五五五人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３３７話　真の謀略







ラーフェン郊外

「撃てーー！」

　十門の大砲が一斉に火を噴き、的として組まれた櫓を粉々に粉砕する。

「次……撃てーー！」

　連続して別の十門が火を噴く。

「一番隊、命中三！　二番隊、命中五！」

　報告と同時に二番隊からは歓声が、一番隊からは悔しそうな声が漏れる。

「二番隊は今日の食事に酒を追加する！」

　セリアが叫び、二番隊から更に大きな歓声が上がった。




　目の前で行われているのは私兵の訓練だ。

レオポルトやマイラの提案を聞き入れ、大規模な訓練が行われている。

「聞き入れて、と言うより日程まで全部決まってから判子だけ押せと言って来たんだがな」

　更に思い出すと最後の判子もセリアがついた。俺は何もしていない。

「対騎兵陣を組め。陣形変更。攻撃陣を組め」

　長槍とボウガン、剣を持った歩兵達が激しく入れ替わる。

「遅い。もう三十秒短縮しろ」

　レオポルトが表情を変えないまま言う。

　俺の私兵は他の領主に比べればしょっちゅう戦争しているので経験は豊富だが、それでも日々の訓練は欠かせない。

　特に砲兵隊に訓練の機会を与えることは重要だ。

大砲は訓練でも撃てば壊れる危険もあるし火薬も安くはない。

それでもたまには撃たせておかないと兵が砲に慣れず、実戦で戸惑ってしまうのだ。

「突撃ーー！」

　その砲声に負けぬ轟音を立てながら騎兵隊が突撃していく。

速度を落とさないまま、布と木で出来た的を槍で突き刺しつつ駆け抜ける。

遠目には壮観だが、良く見ると槍を抜き損ねたり的とぶつかったりして落馬した者が数名いる。

「落馬した馬鹿は日が変わるまで訓練だ！」

　マイラが叫び、悲鳴と嘲笑が交差する。

「わはははは！　吹き飛ばすぞ！」

「ぎゃー！」

「うぎゃー！」

　イリジナは重騎兵相手に個人戦技の訓練をしている

先端が丸くなった演習用の槍で派手に兵を吹き飛ばしているが……大丈夫だろうか。

「進路を右に変更してそのまま直進、隊列を乱すな」

　ルナの指示で弓騎兵の隊列が動く。

　彼らは生活や狩りの中で馬と弓を自在に使いこなしているので、馬術や弓の訓練はほとんど必要ない。

必要なのは隊列を組んで集団行動する訓練だ。

行軍中でもキツネや鹿を見つけるとうずうずしているのが露骨にわかる。

「ポチ、右へ曲がれ」

　中に一騎おかしな騎兵がいる。

大トカゲに乗ったピピだ。違和感が凄い。

「案外早いのが余計おかしいな」

　ポチは四つん這いのまま走っているのだが、その速度は周りの馬に勝るとも劣らない。

しかし周りの馬が脅えて距離を取るせいか隊列が乱れている。

やはり騎兵にトカゲを混ぜるのは無理があるようだ。

　ん？　急に足が止まったぞ……あぁメッサーシュミットが落ちたのか。

あの駄犬は本当に役に立たないな。

ポチに咥えられて眠そうな顔でぶら下がっている。

「見ろ、あの間の抜けた顔を。まるでトリスタンじゃないか」

「……あのさぁ僕に言うことじゃないよね」

　隣にいたトリスタンにそう言うと奴は長い溜息を吐く。

「僕はやる気の無い時以外はちゃんとやる気があるよ。それより大丈夫なのかな？」

　トリスタンはチラリと視線を動かす。先はもちろん監視役のミルクーラだ。

「私軍の監視は王命です。妨げることはできません」

　小さな体を精一杯ぴんと伸ばすミルクーラ、彼女は先ほどからちょこちょこメモをとっていた。

「大砲の数とか弓騎兵の練度とか、全部ばれちゃうけどいいのかな？」

　ミルクーラが俺の屋敷に居付くのならいずれ知られるだろう。

あまり筒抜けも宜しく無いが、下手に隠す方が不信を煽りそうな気がする。

「まぁ肝心なのは運用だから武器の数ぐらい、いいんだけどね」

　トリスタンもそれほど気にしてはいないようだ。

「あの砲は普段はどこに仕舞っているのですか？」

「三棟目の武器庫が半地下になってましてそこに入れているのですよ。間諜が砲に細工でもしたら面倒だから警備は厳重にしています」

　なるほどとミルクーラはまたメモを取っている。

「……だからって自分から教える必要もないと思うけど」

　何か言ったかトリスタン。

「見事な体格の馬が多いですね。領地内で繁殖を？」

「年中発情期のエロ馬がいまして、戦の時以外は腰を振るしか能がないから種付けばかりしています。そいつの子どもは大抵でかくなるのですよ」

　言いながらシュバルツの腹を足で叩くとフンと息を吐きやがる。

何がお前に言われたくないだ。張り倒すぞ。

「ふむふむ」

　ミルクーラは最初セリアやレオポルト、マイラとちょろちょろ動いて聞きこみをしていたが、結局俺の所に戻って来た。彼女も俺の女になりたがっていると見た。

「いや一番口が軽くてなんでもベラベラしゃべるからだね。あぁ……後で僕がマイラさんに怒られるんだろうなぁ」

　仕方ないじゃないか。真剣な顔でメモを取るミルクーラが可愛いのだから。

「ところで私から質問してもいいかな？」

「答えられることでしたら」

　ミルクーラは怪訝な顔でこちらを見る。

「貴女の名前を教えて頂けませんか？」

　彼女の顔が微かに歪む。

「最初に名乗りました通りミルクーラですが？」

　俺はシュバルツから飛び降り、ミルクーラに近づいていく。

「家名ではなく貴女自身の名前を知りたいのです」

「私もハードレット卿とお呼び致します。姓だけで問題無いではありませんか」

　俺は更に彼女に近づいていく。

「私と貴女の仲ではありませんか。名前で呼び合う方がより関係も深まると言うもの」

　周りの兵がぼそぼそと囁き始める。

「やっぱり領主様手を出してたのか……」

「だろうな、領主様だぜ。王都の監視役だろうが関係ねぇよ」

「あの小さな体に領主様のモノが……大丈夫だったのかな？」

　ミルクーラの眉間にシワが寄る。

「いらぬ勘違いをされますから妙な事は言わないで下さい！」

　怒った顔も可愛らしいな。

「では名を教えて下さい」

「お断りします！　私は資料をまとめるので一旦部屋に戻らせて頂きます！」

　逃げるように去ってしまった。

「トリスタンお前に仕事を与えよう」

「嫌な予感しかしないけどなにかな？」

　重要な仕事だ、失敗は許されない。

「彼女の名を突きとめるんだ。早ければ早いほどいい」

「……本当にもう言葉がないよ」

　溜息をつきながらトリスタンは仕事に取り掛かり……いとも簡単に彼女の名前を割り出したのだった。




数日後。

「おはようございます」

　朝食後の団欒中、ミルクーラが居間を訪れた。

「おお、おはよう」

　俺も挨拶を返しお茶を勧めたのだが、辞退されてしまう。

マイラとセリアがこれでもかと嫌そうな顔をしているからだろうか。

「今日は領内警備を見て回りたいのですがよろしいですね？　王命ですが一応確認をと思いまして」

「お役目御苦労様です。主人はまだ食事中ですので仕事の話は後ほどで宜しいですか？」

　ノンナは表面上丁寧だがさっさと出て行けと突き放つ。

　しかし想定内だったのかミルクーラはノンナへ曖昧に返し、俺の返事を待っていた。

「……むむ」「……むう」

　マイラとセリアの圧力も増して険悪なムードだ。

「この肉スープはうまいな！　アツアツなのがたまらないぞ！　おっと少しこぼれてしまった！」

（あっちゃーーーー!!）

　イリジナとケイシーが何かやっているが放っておこう。

　俺はもちろん家族の味方なのだが、ミルクーラも邪険にはしたくない。

ここは一つ雰囲気を和ませよう。

「好きに見て構いませんよ。俺と貴女の仲じゃないですか──プチチェリー」

「ほへっ!?」

　奇声が響き、セリア達が不思議そうな顔をする。

「プチ……？　エイギル様？」

「突然何を？」

「わははは！　こぼしたらちゃんと拭かないとな！」

（あーん汚い布巾で頭拭くなー！）

　奇声の発生源はミルクーラ──いやプチチェリーだった。

彼女の本名は【プチチェリー・ミルクーラ】彼女にとても似合う可愛いらしい名前だ。

「ど、どこで私の名前を……情報官の個人情報は秘匿対象なのに！」

「そうなのか？　まあ名前ぐらいどうってことはないでしょう」

　トリスタンによるとレベッカが嬉々として教えてくれたらしい。

「という訳でこれからはプチチェリーと呼ばせて貰ってもいいですか？」

「良い訳ないでしょう！」

　どうしてそんなに赤くなるのだろう。まるで名前通りの小さなチェリーじゃないか。

「プチチェリー……ですか。なるほど、プチチェリー殿ですね」

　マイラが名を繰り返す度にプチチェリーの顔が更に赤くなっていく。

「プチチェリーさんですね。良い名前だと思います」

　セリアも満面の笑みで褒めている。

「あら可愛らしい」

「良いお名前だね」

「うふふ、覚えたよー」

「この肉美味しいですわ」

　メルやマリア、メリッサにも好評のようだ。

クラウディアは肉しか見ていないが。

「ぐぬぬ……失礼します！」

　だというのに何故かプチチェリーは涙目で退室してしまった。

いかん怒らせてしまったようだ。

　俺は慌てて彼女の後を追いかける。

「待ってくれ、どうして怒っているんだ？」

「当たり前じゃないですか！　こんな屈辱を与えておいて……どうせ馬鹿にしているんでしょう!?」

　馬鹿にするとはなんだろう。名前で呼んだだけじゃないか。

まさか俺が彼女を嘲笑する為に名を呼んだと思われたのだろうか。

だとすれば悲しいことだし、男として挽回しなければならない。

「プチチェリー！」

「まだ言いますか！」

　振り返った彼女を抱き締める。

抵抗するが背丈も力も違い過ぎるので大した問題にはならない。

「名前で呼んだのは貴女ともっと仲良くなりたかったからなんだ」

「放して下さい、私は監視役ですよ！　危害を加えることは許されませんよ！」

　彼女は猛然と腕の中で暴れる。だがここで放せばますます気まずくなってしまうだろう。

「貴女の名前を馬鹿にするつもりなんてない。可愛くて綺麗な良い名前だと思う。本当だ」

「く、苦しい！　なんて馬鹿力……うぐぐ……」

　彼女の抵抗は止まないが俺は更に強く抱きしめながら続ける。

「役目上、皆とぶつかってしまうのもわかる。それでもラーフェンが敵ばかりじゃないことを分かって欲しい。俺は家族の味方だが……貴女の敵じゃない」

「わかりましたから……息が……あぐぐ……」

　抵抗が少し弱くなる。効いているな。

「貴女ともっと仲良くなりたい。私は女がとてもとても好きなんだ……美女に嫌われるのはつらい」

　抵抗がほとんど無くなり、彼女は俺に寄りかかって来る。

もう一息だ。

「貴女の調査にも可能な限り協力するからこれからは仲良くしよう。もし良ければ仲直りの印に一発──」

　あまりに反応が無いので視線を少し落として見る。

「きゅう」

「……」

　抱きしめ過ぎて締め落としてしまったようだ。説得に夢中で力が入り過ぎた。

　俺は彼女の息を確かめ、周りに誰もいないことを確認してから寝室に連れ込んだのだった。
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ヴァンドラ近郊の農村

　首都ヴァンドラに近いある農村。

小麦を首都向けに送り出すだけが存在意義とも言えるこの村を双方合わせて万に届く兵が取り囲んでいる。

「ヴィルヘルミナ女王陛下、お越しになりました！」

　村を治める領主も野外に放り出され、彼の屋敷には十数名の者達……ヴィルヘルミナとザフネス、そしてヴァンドレア側の最高幹部達が集結していた。

　現在の戦線に近いこの小さな村が和平交渉の舞台となったのである。

「ヴァンドレアの皆様、お初にお目にかかります」

　ヴィルヘルミナはヴァンドレアの最高幹部を前に丁寧に一礼する。

その態度には有利な戦況を背景にした威圧的なものも無ければ、切れ者を気取る鋭さも無かった。

顔は緊張に強張り時折それを解すように大きく息を吐くなど場に慣れていないのは誰の目にも明らかだ。

「こちらへ」

「ひゃい！」

　どこに座るか迷っていたヴィルヘルミナにヴァンドレアの大臣が席を勧める。

慌てた高い声で応え、取り繕うように咳払いをしてから座る。

その隣りには正装をした大男が無言で座り、更にその隣に優男が余裕ある態度で座る。

「私がヴァンドレアの代表だ──現在貴国と我が国は不幸な状態にある。その責は全てそちらにあると理解しているが、此度はその糾弾ではなく有意義な話し合いをしたいと思っている」

「は、はい！」

　ヴァンドレアの代表から差し出された手を慌てて取るヴィルヘルミナ。

　その光景を見ればまさかヴィルヘルミナの側が侵略者だとは到底思えないだろう。

「おい、アレが本当にアルテイルの支配者なのか？　偽物ではないのか？」

「確認はとっている。彼女が女王ヴィルヘルミナで間違いないのだが……」

　ヴァンドレア側の面々が声を潜めて言う。

「では早速和平を結びましょう！」

「陛下、まずは条件を詰めねばなりません」

　優男が丁寧にヴィルヘルミナを諌め、ヴァンドレア側と交渉を始める。

「和平を結びたいとああも露骨に見せるとは。我々にとっては有利なのだが……」

「完全に素人だぞ」

　外交交渉は自らの腹を隠し、相手に最大の譲歩を迫るものだ。

ヴィルヘルミナの一言で彼女の側がこの交渉でなんとしても和平を結ぶつもりであることが丸見えになってしまった。こうなればヴァンドレア側は少々厳しい条件を出しても大丈夫だと見透かすだろう。

「えっと……わかりました。私は何をすれば……」

「女王としてどっしり構えて下さい」

　大男──ザフネスに諌められてしょげるヴィルヘルミナ。

「代表にまで出て来いと言うから警戒してこれだけの護衛を揃えたのだが……」

「あの様子では深く考えていなかったのかもしれない」

　通常戦時下にある両国の和平交渉で最高指導者が直接顔を合わせることは無い。

行われるとしても最後の挨拶程度に留まるものだ。

あえて最初からそれを求められたことで暗殺を警戒するのは当然だったが、ヴィルヘルミナの態度を見てヴァンドレア側は少しばかり緊張を解く。

　その後もヴィルヘルミナは交渉が過熱すれば慌て、一つ条件がまとまれば露骨に喜び……と人間味溢れる行動を繰り返した。

「いやはや女王陛下の反応は新鮮でいらっしゃる」

「そ、そうでしょうか？　まだ女王になりたてなんです。えへ……」

　皮肉を言ってもはにかんで笑う。

『傀儡』

ヴァンドレア側全員の脳裏にその言葉が浮かぶ。

　どう考えても彼女がポルポの王位を簒奪し、アルテイルを転覆させ、自分達をここまで追い込んだとは思えなかったのだ。

　だとすれば操っているのは誰だという話になる。

　候補は彼女の両脇に座る二人のどちらかだろう。

ただ無言で座り、時折ヴィルヘルミナを諌めるだけのザフネスはただの世話役に見える。

ならば積極的に交渉を進めるもう一人の方だと容易に推測された。




「なるほど、ではこの条件は絶対に譲れんと……ふむ。なるほど」

「ええ、逆にこの条件は我々にとっては重要ではない。譲歩できるでしょうな」

　ヴァンドレア側と優男は互いに意味深げな笑いを浮かべるが、本心で大笑いしたいのはヴァンドレア側だっただろう。

（この男は無能だ）

　席に着く全ての者がそう確信していた。

「ふむ、これはなかなか厳しい。だがここは譲るとしよう」

「こちらもそう簡単に引けぬ。この条件はなんとしても飲んで貰わなくては合意はない」

　いかにも大物ぶった態度で交渉を勧めてはいるが、視野も偏狭で想像力も無い。

厳しい交渉を進めているつもりだろうが、実際にはどうでも良い条件ばかりに拘り、本当に重要な部分では全て譲歩していた。

ヴァンドレア側の交渉役もすぐにそれに気付き、良いように優男を誘導していた。

「すごいです。やっぱり貴方がいて良かった」

「ははは、陛下への忠誠故ですとも」

　ヴィルヘルミナの応援もいい具合に交渉に不利となっていた。

どこに拘っているのか丸わかりになってしまうからだ。

　更にヴィルヘルミナは交渉する優男を熱に浮かされたように眺め、目が合うと顔を赤らめる。

単なる部下として見ているのではないことは誰の目にもわかった。

「なるほど……男女の情で馬鹿を取り立てたのか」

「隣の大男は護衛と世話役か、難しいことはわからんのだろうな」

（これはひどい）

　声には出さないがそれがヴァンドレア側の共通認識だった。

傲慢な侵略者との厳しい交渉を想定していた彼らは少々拍子抜けする。

だが彼らにとっては嬉しい誤算だ。

　戦争中の両国とは思えないほど交渉は円滑に続く。

すると突然、ヴィルヘルミナが立ちあがり窓の方へ寄っていく。

全員の目が彼女に吸い寄せられる。

「ごめんなさい。白狐の親子が見えたもので……」

　恥ずかしそうに舌を出す彼女……その時だった。




　大きな破裂音と衝撃が全員を襲う。

更に煙がたちこめて視界が全く効かない。

「ぐわあぁぁぁぁ!!」

「な、なんだ！　何が起きた！」

「代表だ！　代表を守れ!!」

　和やかな雰囲気は一瞬で吹き飛び、怒声が交差する。

　窓が開かれ、徐々に視界が戻って行く。

同時に兵士も慌てて飛び込んでくる。

　そこには無数の屍が──散らばってはいなかった。

「代表はご無事か!?」

「う、うむ。少し額を切っただけだ。大事はない」

「火は出ておらんな？」

　何かが破裂したのは間違いないが大した威力はなかったらしく、数人がかすり傷を負った程度だった。

「そ……そんな……」

　だが一人だけそうでない男がいた。

ヴィルヘルミナはフラフラと覚束ない足取りで歩いていく。

「いやあ……いやぁ!!」

　爆発の直近に居たのだろう。今まで交渉を進めていた優男が血塗れで倒れていた。

「あ……あ……」

　足は千切れかけ、腹も破れて臓腑が飛び出している。

最早声も出せない男にヴィルヘルミナは縋りつく。

正装が血に濡れていく。

「ヴィルヘルミナ陛下にお怪我は……」

「マルコ！　死なないでマルコ！　こんなの嫌ぁぁぁぁ!!」

　ヴァンドレア側の声には答えず、ヴィルヘルミナは血塗れの男を抱きしめて号泣する。

「……彼らの陰謀ではなさそうだな」

「はい」

　代表はそう言い、他の者も同意する。

　ヴィルヘルミナの様子を見れば彼女が仕組んだので無いことは明らかだったし、そもそも策謀を巡らせる程賢いとも思えなかった。

「陛下、ここは危険です。早々に引き揚げましょう」

　ザフネスが手を引くが彼女は首を激しく振る。

「い、医者を呼んで下さい！　マルコが……マルコが……！」

　ザフネスは何も言わずヴァンドレア側に視線を送る。

「医者を呼んでやれ。形だけでもな」

「は……」

　既に助からないのは誰の目にも明らかだった。




　当然和平交渉は中止となったが、この爆発が双方に寄らない第三者の介入であることを互いに確認し、真相の究明に全力を尽くすため、次の交渉までは全面停戦を続けることも決定された。

　ヴィルヘルミナは未だ泣き続けながら仮の合意文書にサインをする。

「今回の交渉は誠に不本意な結果に終わりましたが……少なくとも停戦は成りました。次の交渉までには我々の真の敵が見つかるでしょう」

　ヴァンドレアの代表は複雑な顔で言う。

「ぐす……はい……」

　ヴィルヘルミナはすすり泣きながら震える手で代表と握手する。

侵略を受けていたはずのヴァンドレアの兵達もなんとも言えない顔をしている。

　本来ヴィルヘルミナは最大の容疑者のはずなのだが、彼女の態度を見てそう考える者は誰もいない。

むしろ会談場所の用意と警備を担当した自分達が悪いのではないかとさえ思えてしまう悲しみ方だった。

もうマルコがただ彼女の忠実な部下だったと考える者は誰もいなかった。

「ぐす……ではお願いします」

　ヴィルヘルミナはザフネスに支えられながら自陣に帰る馬車へ乗りこむ。




「まさか侵略者の王を慰めることになるとはな」

　代表は苦笑して言う。

「まったくです。しかしこれで和平は成ったも同然、あの様子では再度仕掛けて来ることはないでしょう」

　ヴィルヘルミナの悲しみなど本心ではどうでもいい。

これが祖国の繁栄に繋がるなら歓迎すべきことだった。

「だが破壊工作は捨て置けんな。詳細はわかったか？」

「はい、あのマルコとか言う男の椅子の下に火薬の入った……恐らくは陶器が置かれていたと思われます」

　部下は更に続ける。

「大きさも威力も小さく、木製の床さえもほぼ健在……直近にいたあの男以外を殺傷することはほとんど考えられなかったでしょう」

　代表は首を傾げる。

「わからんな……奴らがやるにしてはなんの意味もない。むしろそれだとこちらが疑われそうだ」

「それが狙いでは？」

　だが代表は首を振った。

「それこそ無意味だろう。我らは戦争中なのだぞ？　自作自演で宣戦布告するならばわかるが、既に侵略中の相手に王が身を危険に晒してまですることではない」

　しばし無言となる。

「やはり和平を望まぬ第三者の介入と考えるのが自然だな。交渉中に出入りした者は洗い出したな？」

「は、全て洗い出しました。しかし部屋に入る前は厳重にチェックしています。火薬など持ちこめないと思われますが……」

　さすがに二人の最高指導者のいる部屋の警備は厳重だった。

「いや、隠して持ち込む為に威力を小さくせざるを得なかったかもしれん。体の穴までチェックした訳ではないだろう、目を盗んでこっそり椅子の下に転がすのは不可能ではない」

「わかりました。では親類縁者から交友関係まで全て調査致します」

　部下はそう言って退室する。

「いずれにせよ、次の交渉相手はあの女王か、こちらとしては幸運だ」

　代表はニヤリと口角をあげて微笑み、そこで一つ咳をして水を飲んだのだった。
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馬車内

「腹がうまく破れたから良かったものの、助かっていたら面倒だった。やはりもう一回り大きな物を使うべきだったな」

　ヴィルヘルミナの目にはもう一滴の涙もない。

無表情で足を組み、ザフネスに文句を言う。

「……無茶を言うな。あれ以上太い物が入ってたまるか」

　会談の場に火薬──正確には陶器に入った火薬と着火装置を持ち込んだのはヴィルヘルミナ側だった。

運搬役はザフネスで今も少し腰が浮いている。

「まあそれはもういい。だがマルコが死んだのは良いとしても奴らは一人も死ななかったぞ？」

　ヴィルヘルミナは答えずにザフネスにグラスを差し出す。

「話はまず乾杯してからだ。お前に休まれては困るからな」

「はあ……」

　ザフネスとヴィルヘルミナはグラスを一気に飲み干す。

「ゲホっ！　ゴホッ！　なんだこれは!?　胃が焼ける！」

「……慌てるな。炎痘病の薬だ、全部飲め」

　ザフネスは吐き出しそうになった液体を飲み下し、不服そうに言う。

「例の薬か？　だが俺は病気になった覚えなんぞ──」

「なっているさ。私もお前も、あの部屋にいた者は全員な」

　まさかとザフネスはグラスを取り落とす。

「マルコは炎痘病にかかっていた。まだ症状が出る前だが……直接血に触れればうつる。実験済みだ」

　足が吹き飛び、腹の破れたマルコの血は部屋中に飛び散っていた。

更にヴィルヘルミナはマルコに縋りつき、全身を彼の血で濡らしていた。

その状態のまま、ヴァンドレアの指導者達と接触したのだ。

「だ、だがどうして……病人はしっかりと隔離して──」

「奴の食事に病人の血を入れたからな」

　ヴィルヘルミナは苦い薬に顔をしかめてからカップを戻す。

「指導部を一網打尽にするのはなかなか難しいのでな、炎痘病にやってもらうことにした」

　硬直するザフネスを前にヴィルヘルミナは続ける。

「後は一週間ほど泣き伏せるだけだ。これ程泣くのは初めてだが案外体力を使う……あと自陣に疫病が広がってはいけないからマルコの死体はそこらで適当に燃やしておけ。国葬用に似ている者を準備しているからそっちを殺して使う」

　言い終わるなり目薬も無しに再び涙を流し始めたヴィルヘルミナは馬車の窓を開ける。

彼女の泣き顔を見た護衛の兵は悲しそうな顔で彼女に忠誠を誓い、彼女もまた涙を流しながら微笑み手を振るのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（笑）マイラ（笑）プチチェリー（元ミルクーラ）ピピ（トカゲライダー）

領民 十八万七千人　難民二万四千人

重要都市　ラーフェン 三万三千人　リントブルム 五五〇〇人　特別開拓地区 一万三千人

軍　九三五〇名

歩兵六五〇〇　騎兵千　弓兵千　弓騎兵五〇〇　砲兵三五〇

大砲四〇門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車三〇両

南部出兵　二二〇〇名

難民警備（軽歩兵）二二〇〇

その他

予備役二五〇〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一万五千　軍備増強（五〇〇）大規模訓練（六〇〇）

経験人数五五五人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３３８話　淫らなさくらんぼ







「うぅん」

　ミルクーラ改めプチチェリーが小さく呻いて目を開ける。

子供っぽい声なのにどうしてか色っぽい。

「目が覚めましたか」

　冷えた水のグラスを渡してやる。

「あ、どうもすみません」

　プチチェリーは両手で受け取るとクイッと飲み干す。

冷たい水を飲んで意識が覚醒してきたようだ。

「私は……どうして寝かされているのでしょうか？」

「貴女は突然廊下で倒れたのですよ。感情的になって興奮し過ぎたのかもしれません」

　もう一杯水を注いでやると彼女は小さく頭を下げて飲み干す。

「ここは……ハードレット卿の寝室ですよね？」

「柄にも無く慌ててしまいましてね。一番近い俺の部屋のベッドを使って貰いました」

「私はどうして服を脱がされているのでしょうか？」

「楽にする為にですよ。この暑いのに特に貴女は服をかっちり着過ぎていましたから」

　そうでしたか、と彼女は小さく呟く。

彼女が気を失っている間に色々考えた甲斐あってうまく誤魔化せたようだ。

これで彼女は俺の優しさに惚れるはずだ。

「ハードレット卿……」

「なにかな？」

　さっそく来たぞ。これで彼女の小さな体は俺のモノになるだろう。

「騙される訳がないでしょう！　貴方に締め落とされたのをはっきり覚えています！」

　案外に彼女の記憶は強固だったようだ。

「服を脱がせるにしてもすっぽんぽんにすることはないでしょう！　よくも犯しましたね！　このことは上司に報告します！」

　まさか、俺は女の同意なく突っ込んだりはしない。

　一睨みしてからシーツを被ってもぞもぞするプチチェリー。

「一応犯されてはいないようですね……」

　まさかシーツの中で自分の穴を確かめていたのか。覗けば良かった。

「当たり前ではないですか、そんな非道はしませんよ」

　俺はさりげなく上着を脱いでベッドに入る。

「何故入って来るのですか」

「この方が話しやすいでしょう？　監視役とはいえせっかく同居しているのです。無駄に対立せず打ち解けた方がお互いの利益になりますよ」

　プチチェリーはじっと俺を睨んで言う。

「……手を出したら王宮へ強姦されたと報告しますからね。それから下着を返して下さい」

「ははは、もちろんですとも」

　小さな彼女はもぞもぞして下着をつけたが、ベッドから出て行くことはなく、素直に俺の隣に転がっていた。そして俺に背を向けたまま拗ねたように言う。

「おかしな名前でしょう？　皆に笑われるのは当然です」

「そうかな？　可愛らしい名前だと思いますが」

　プチチェリーは大きな溜息をついた。

「年端もいかない子供なら可愛くもありますが……二十歳の女の名ではありません」

　まだまだ十分似合っていると思ったが言えば怒るので言わない。

「これも全部父が悪いのです……あの馬鹿親め！」




　なんでも彼女は生まれた時から小さく、真っ赤なほっぺがそれはそれは可愛らしかったらしい。

そこで彼女の父親が周囲の反対を押し切ってプチチェリーと命名してしまった。

ちなみに彼女の父親は王都近郊の地主でそれなりに裕福だったそうだ。

　子供の頃は可愛い名前と言われ続けた彼女だが、成長につれて笑われるようになり、自分でも恥ずかしくて名乗れなくなったそうだ。

　次第に家族から距離を置くようになった彼女は勉学に励み、王都ゴルドニアに出てきた。

そこで情報官の職につき今に至るというわけだ。

　俺は何も意見せず、ただ頷いて彼女の話を聞き続ける。

「父は帰って来いと言いますが誰が帰るものですか！　村に帰れば皆が私を『プチチェリー』と呼ぶのですよ。チェリーだけでも大概なのにプチまでついているのですから！」

　彼女は自分の名前をかなり嫌っているようだ。

道理であれだけ怒ったわけだ。

「そんなに嫌だったとは……知らなかったとはいえすまなかった」

　俺は最後にそう言ってプチチェリーを抱き寄せる。

そしてふと気付く。

　プチチェリーは下着しかつけていないので俺の手は彼女の素肌に触れてしまう。

だが彼女は反応しなかった。

偶然を装って小さな尻に手の甲を当ててみたが、目立った反応はない。

　間違いない。プチチェリーはかなり男慣れしている。

　改めて彼女を眺めてみる。

桃色の髪をボブカット、身長は一五〇ｃｍ程しかなく、体も豊満ではない。

言えば怒るだろうが、プチチェリーの名が十分似合う。

　更に子供っぽいだけではなく、キリリと締まった表情と釣り目はいかにも真面目な性格に見えて、どちらも男遊びとは対照的な印象だ。

ううむ、わからん。

「別に謝罪なんていりません。どうせなら大事な情報の一つでも頂きたいものです」

　半分冗談なのだろう。プチチェリーは少しだけ表情を緩める。

話を大人しく聞いたのが良かったらしい。

「何かありませんか？」

　彼女が顔を近づけて来る。

一応下着はつけているが、腹や肩から太ももが密着してしまう。

　小柄ながらも良い匂いのする女の体に俺が抵抗できるはずもなく、南部で暴れ回るヴィルヘルミナの情報を教えてしまう。

「ポルポ王国の新女王がそれほどとは思いませんでした。ですが個人的に知っているような口ぶりですね」

　これ以上はいけないと思い天井を見て口笛を吹いて誤魔化す。

「……まぁいいでしょう。後は自分で調べます」

　プチチェリーは胸の間からメモを取り出す。

下着に収納でも付いているのだろうか？　谷間に挟むのは無理そうだが。

「さて、有益な情報をありがとうございました。……もし次もあるのなら何か返礼を致しますが」

　彼女はまだ俺の家族ではないし、次の約束はするべきではないな。

「では一発ヤらせて貰えませんか？」

「……仕事に戻ります」

　おかしい。頭と口が別々に動いてしまったぞ。

　プチチェリーは無言でベッドから立ちあがると上着を探し始めてしまう。

　さすがにいきなり過ぎた。フォローしないといけない。

「せめて口付けだけでも貰えませんか？」

　なんだろう。脊髄反射のように口が動いてしまう。医者に診てもらった方がいいかもしれん。

「……嫌です」

　案の定また断られてしまう。

せっかく近づいた距離がまた離れてしまったじゃないか。

「口付けは嫌ですが……」

　だが彼女は俺の前に立ち首を傾ける。

「首筋へのキスぐらいなら……構いませ──きゃあ！」

　言い終わる前に俺は彼女に抱きつき首筋に吸い付く。

「い、いきなりすぎ──あぁもう！　んっ！」

　絹のように滑らかで白い首筋を激しく吸い上げる。

プチチェリーは最初僅かに抵抗したが、自分で言い出したことだからか、今はさせるがままに身を任せてくれている。

「綺麗な肌だ……それに香りも素晴らしい……もっと吸わせてくれ」

「わっ、ちょっと！」

　力が入り過ぎて彼女をベッドに押し倒してしまう。

一物はすっかりその気になっているが、ここで首筋以外に手を出すのは約束違反だ。

俺は彼女に圧し掛かり、ただ首筋だけを激しく吸う。

「んっ！　激しすぎっ！　それに当たってる！」

　一物が彼女の腹を押し上げるのは不可抗力だから許して貰うほかない。




「ありがとう、最高だったよ」

「……それはどうも」

　首への濃厚なキスを終えた俺はプチチェリーを客間まで送ってやる。

彼女はこれでもかとキスマークのついた首筋を隠し、内股でちょこちょこ歩いていた。

最後にペコリと頭を下げてドアが閉まる。

「首筋だけだったが俺の愛は伝わっただろう。なに、機会はまたあるさ」




　その時、ケイシーが左右の壁にぶつかりながら妙な動きでこちらにやってくる。

（目標の部屋を発見　潜入するー）

　あぁ、あれは柱に隠れながら進んできてるつもりだったのか。

面白いから見ていよう。

（ふふふ　彼女の秘密を突きとめちゃうのだ）

　ケイシーはそのままプチチェリーの部屋に顔を突っ込んだ。

　大方ノンナかセリアに言われて彼女を監視に来たのだろう。

見えない前提で顔を突っ込んでいるが、もしプチチェリーが見える人だったら大変な騒ぎになるぞ。

　ケイシーの動きが止まった。ばれたのだろうか。

（むふふ　むふふふ）

　顔を引き抜いたケイシーがニヤニヤしながら俺の方へ飛んでくる。

（見てみて）

　俺の手を引き部屋の扉の前、鍵穴まで誘導する。

いや、覗き見は流石に趣味が悪いだろう。

（いいから　いいから）

　仕方なく鍵穴を覗くとプチチェリーはベッドにいる。

昼寝でもするのだろうか。

　だがすぐに彼女が何をしているのかに気付く。

「んっ！　んっ！　はぁはぁ……ああっ！」

　ベッドに仰向けになった彼女の手は自分の股間に伸びていた。

「はぁはぁ……すごい男くさかった……体が疼いて……ああっ！」

「これは……」

　彼女は自慰をしているのだ。それもなかなか激しい。

「ああもう！　足りない！」

　プチチェリーはベッドの下をもぞもぞやって小さな袋を取り出す。

袋から出て来たのはなんと木製の張り型だった。

「あの大荷物の中には張り型まで入っていたのか」

　彼女は再びベッドに飛び込み、両手で張り型を掴んで下半身の穴へと挿入していった。

「やっぱりココが埋まるとイイ！　気持ちいい……い、イクっ！」

　張り型を掴んだまま彼女の体がピンと反る。

「はーはー……良かったけど、やっぱり本物の男が欲しいなぁ。町で漁ってこようかな」

　なんということだ。

男にあまり抵抗がないとは思っていたが、プチチェリーはスケベなチェリーだったのだ。

「く……突入したい……だが」

　ここで突入すれば覗いていたことがばれてしまう。

そうなればせっかくの信頼関係がぶち壊しだ。

ここは血涙を流してでも耐えねばならない。

「必ずお前を収穫してやるぞプチチェリー」

　決意の言葉を残して俺は去る。

ケイシーの手を掴んで。

（ふえ？　ええ？）

　俺はケイシーを寝室に連れ込み、ベッドに押し倒すのだった。

（あーれー　おーかーさーれーるー）

　久しぶりに抱いたケイシーの体は新鮮だった。

頭から雑巾の匂いがするのが気になったが。




　その後、情報を漏らしたことをレオポルトに言うと「王国に備えさせる意味もあるので良いかもしれません」と褒められた。「但し、次に何か情報を出す前には私に報告願います」と付け加えられた。

何かおかしい気がする。
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ヴァンドレア首都　ヴァンドラ

「ヴァンドレア市民の皆様。お初にお目にかかります」

　ヴィルヘルミナは群衆を前に頭を下げ、控えめに語り始める。

　群衆のざわつきは止まらない。

何しろヴィルヘルミナは彼らにとって敵軍の将、ついこの間まで憎むべき怨敵だったのだ。

「一体何しに来たんだ？　兵士は捕まえないのか？」

「一週間前に停戦が発表されてたろ？　それに彼女は兵を連れずにたった一人で来たらしいぞ」

　彼らが剥き出しの敵意を向けないのは、彼ら自身の指導者からヴィルヘルミナとの停戦が成立したと告げられていたからだった。

「皆さまの中には此度の戦争でご家族や友を失った方もおられるでしょう。私達を憎むのは自然なことだと思います」

　だがもうヴァンドレアに指導者はいない。

和平交渉が爆発事件で延期になった後、指導部の面々が一斉に炎痘病で斃れたのだ。

突然の事態にヴァンドレアは大混乱となり、戦争どころではなくなった。

「しかしその憎しみよりも重大なことが起ころうとしております」

　そこに見計らったようにヴィルヘルミナがほとんど単身でヴァンドラに乗りこんできたのだ。

伴っていたのは一人の大男だけで、敵対の意図が無いことを示しながらの訪問だった。

「あの日……和平交渉の場で何が起こったか……私にはそれを皆様に伝える義務があります」

　群衆のざわめきが小さくなる。

その場にいたヴィルヘルミナからの話には皆少なからぬ興味があったのだ。

　和平交渉で事件が起きたことは噂としては流れていたが、詳細までは知られていない。

ヴァンドレアの上層部は事の真相がわかるまで何が起こったか伏せており、そのまま病気に斃れてそれどころではなくなったのだ。

「和平交渉の最中、私と代表の話がまとまりかけた時、大地を揺るがすような大爆発が起きました」

　大衆から驚きの声が上がる。

「私と代表の方々はたまたま席を立っており難を逃れましたが、もし席についていたとしたら……皆殺しとなっていたことでしょう。幸運……ではありましたが私の大切な部下の一人は助かりませんでした」

「おいおい本当かよ」

「ダチが警備をしてたんだが確かに爆発があってアルテイル側が一人死んだと言ってたぜ」

　ヴィルヘルミナは涙を拭うとキッと前を見据える。

その迫力に群衆が気圧される。しばしの無言の後、彼女は再び話し始めた。

「敵がいる。私でも貴方がたでもない。私達双方を潰そうとする強大な敵が！」

　拙く静かに始まった演説は次第に熱を帯びていく。

「ヴァンドレア代表方が突然病に倒れたのは偶然!?　時を同じくして私の食事に毒が盛られたことも偶然なのか！」

　ザフネスは軽く肩を竦める。

「やっぱりどう考えても暗殺だよな。炎痘病を使うなんて外道な手を使いやがる」

「アルテイルでも起きてたのか……一体敵は誰なんだ？」

　ざわめきはヴィルヘルミナが手をあげた途端に止まる。

皆、演説の続きを聞きたいのだ。

「あぁ、今思えば私もまんまと罠に嵌められました。此度の戦争……私達は先制攻撃を受け、その反撃として侵攻を始めたのです」

　突然声のトーンが落ちる。

「ば、馬鹿なこと言うな！」

「攻めて来たのはそっちからだろうが！」

　さすがにブーイングが起こるが、ヴィルヘルミナは重ねるようにすぐに言葉を続ける。

「全て敵の策略でした。まんまと乗せられたこと、ここに謝罪致します」

　ヴィルヘルミナは目を閉じて頭を下げる。

群衆は文句の言い所を無くしてブーイングもたちまち小さくなっていく。

　長く長く頭を下げた彼女が顔をあげる。

その目は怒りと闘志に燃えていた。

「これらは全て『敵』によって計画されたものだ。我々をまとめて葬ろうとする者達は確かにいる。貴方がたの代表もまたその毒牙にかかったのだ！」

　ヴィルヘルミナの手が振り上げられる。

声はますます大きくなり、つられるように群衆のトーンも上がって行く。

「な、なんかすげぇな」

「あぁ、理屈はおいても信じたくなる」

「美人だしな」

　既に兵士も群衆も、ヴィルヘルミナから目を離せる者はいなかった。

「我々が対立する理由は既に無い。アルテイルの民はもう狂った教えでは動かぬ」

　はっきりと言い切るヴィルヘルミナに「その通り」だと叫ぶ群衆と「いや疑わしい」と疑う声が並ぶ。

　だがヴィルヘルミナは更に続ける。

「我々が互いに憎しみ合っている場合ではない。それこそ敵の思う壺、奴らの高笑いが聞こえるぞ！」

「敵とは誰なのだ？」

「そうだ、はっきりと言え！」

　群衆から飛ぶ声にヴィルヘルミナは深く頷いた。

「敵は──リバティース民主国」

　場がシンと静まりかえる。

「我々が戦い続けて喜ぶのは誰だ？　戦い続けるアルテイルとヴァンドレアを尻目に繁栄を謳歌したのはどこだ？　疫病に犯されていないのは？　灰を被っていないのは？」

「リバティース……」

「確かに俺達が争えば奴らの一人勝ちだ」

「あの国は皆が豊かで金持ちと聞いたことがある」

　ヴィルヘルミナは群衆を見回し、十分な間を開けて言い放つ。

「我々の苦しみと怒りをこのままにはしない。必ず彼らに報いを受けさせる。それが……これまでの斃れた者達全てへの弔いにもなるだろう」

　そう言って彼女は壇上を降りる。




「では私達は一旦戻ります。町の治安はお願いしますね」

「は、はっ！」

　声をかけられた兵士が思わずヴィルヘルミナに敬礼してしまった。




「女王陛下万歳とはいかなかったな」

　ザフネスが軽口を言う。

「ヴァンドレアの民はアルテイルの民よりも賢い。これぐらいで十分だ。あとは生活の向上と敵の存在を前面に出してなんとかする」

　ヴィルヘルミナは顔を二度三度と揉み、表情を戻す。

　満場拍手喝さいではなかった。

だがそれでもヴァンドレアの民から反発の声はなく『我々』をいつの間にか受け入れていた。

十分に合格点だった。

「さてここから忙しくなる。もっともらしい証拠をでっちあげるのと……ストゥーラの商人を叩いてもっと金を出させろ。しばらくの間、ヴァンドレアの民には良い目を見させないといかん」

「商人には既にかなりの額を借りているぞ？　これ以上は──」

　返せないと言うザフネスにヴィルヘルミナが声を被せる。

「新たな商会と接触できた。フィリッチ商会……ここから金貨三十万引っ張る」

「三十万か……年利も相当になるんじゃないか？」

　ヴィルヘルミナはフンと鼻を鳴らす。

「年利なぞ適当に決めておけ。返すつもりはない。……借金まみれで威張る方法を知っているか？」

「いや……知らんな」

「貸主の限界以上に借りるだけだよ」




　ヴィルヘルミナは無表情のまま馬車の窓から外を眺める。

表情の無い顔……だがその口元は確かに笑っていた。
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プチチェリー（いやらしい）ケイシー（任務失敗　凌辱）








第３３９話　愛のさくらんぼ　♯







　執務室で喧々諤々とした議論が続く。

「砦建設の費用が大きすぎます。このような建設困難な場所ではなくもっと街道に近い場所に建てるべきでは？」

「街道沿いの平原に建てても意味は無い。崖沿いの険しい場所だからこそ側面防御の要になる」

「チェリーが食べたいな」

　政軍それぞれを担当するアドルフとレオポルト、そして俺も交えて真剣な議論が続く。

目的は税収のやり繰りだ。秋は収穫税も入るので穀物の扱いもあって夏・冬より少し面倒くさい。

　ジルセピアのせいで罰金を喰らったので、いくらか切り詰める必要があるのだ。

お洒落な名前のくせに余計なことをしてくれた。

　議論は更に白熱してゆく。

「それよりも南部……キサット周辺の開発こそ無駄ではないか？　あそこはヴァンドレアから正式に割譲された訳ではない。地理的にも衝突が起きれば戦場となって荒れ果てる」

「いえ、あの地域は疫病禍でコミュニティが崩壊しつつあります。支援が無ければ食えずに北部への流入が始まりせっかく下火になっている炎痘病の再拡大もあり得るでしょう。それに南部から流入した難民の同化にも金がかかります。怠れば治安悪化の原因になりますよ」

「小さなさくらんぼはきっと甘くて酸っぱいぞ」

　激しい議論の中で数字満載の書類が飛び交い声も大きくなる。

俺は数字も会議も嫌いだが、たまにはこうして真面目に議論に参加するのも領主の務めだな。

「収穫した小麦は早々に全て売却して現金に替えるべきでしょう。北部地域で収穫を迎えれば市況価格も下がりますから買い直せばよろしいのでは？」

「突発的な軍事行動で必要となる可能性がある。少なくとも半年分は手元に置いておかねばならない」

「艶のある瑞々しいチェリー、舌の上でたっぷり転がしてから飲み込んでやろう」

　レオポルトとアドルフは互いの能力は認めている。

しかし優先するものが違うのでどうしても対立することが多い。

俺が二人の意見を調整しているからこそ円滑に会議が進んでいるのだ。

　二人の議論にセリアが参加する。

「名案があります。別館に囲っている女達へ渡す小遣いを減らすのです。増え過ぎてすごい額になってます。女囚人の待遇も落としましょう。囚人全体の一割しかいないのに半分の予算を使っているんですよ！」

「……私は反対しませんが」

「囚人など強制労働で使い潰せばよい」

「それは認められん。全て却下する」

　たまにははっきり断ずるのも領主の役目なのだ。

　金か……金……うん？　何か思い出したぞ。

「おい、連邦の王様から貰った金があったろう？　あれが足しになるんじゃないのか？」

「そういえばありましたね」

「開封の許可を頂けるなら勘定にいれますが、あえて使わず置いていたのでは？」

　いや単に宝物庫に放りこんで忘れていただけだ。

使えるならすぐに使おう。金に使う以外の用途などないのだから。




　セリアとアドルフを伴って宝物庫に入り、下賜金の入った箱を探す。

だがなかなか見つからない。

「おかしいな。この辺りにおいたと思ったが……」

　箱も高級そうで目立つからわからないはずもないんだが。

「それにしても暗いな。でっかい窓でも付ければよかった」

「いや宝物庫ですからね。解放感があっても困りますよ」

　アドルフと無駄話をしながら探したが見つからない。

「無い。無いからさっきの会議通りで行こう」

　セリアとアドルフから同時に怒られる。

「そんな簡単に言わないで下さい！　無いって大変じゃないですか!?」

「帳簿外ではありますが、盗難にあったなら一大事です！　ただちに緊急調査が必要ですよ！」

　長く忘れていたからどっかに行ってしまったんだろう。

昨日のケーキも半分残して風呂に行ったら無くなっていた。物などそんなもんだ。

「それは私が食──オホン！　えっと調査すべき場所に心当たりがあります」

　セリアはそう言うとズンズン大股で廊下を歩いていく。

彼女が飛び込んだのはノンナの私室だった。

「さあ出して下さい！」

「突然なんですか!?」

　言い争う声が聞こえて来る。

「こっそり持っていった物のことです！」

「どれのことだか──じゃなくて何のことだかわかりません！」

　ぎゃあぎゃあと言い合っている。

ノンナは家族だからな。持って行ったなら構わんが一声かけて欲しかった。

「そもそも宝物庫は私には開けられません！　見張りもレオポルトさんみたいに融通聞きませんし！」

「入ろうとしたんですね！　やっぱり怪しいです！」

　結局セリアは何も持たずに出て来る。

「違ったみたいです……」

「人を泥棒みたいに！　ふぇーん、エイギル様ぁセリアちゃんが酷いんです」

　俺に抱きついて泣くノンナ。確かにいきなり疑ったのはセリアが悪い。

頭をぐしゃぐしゃして喜劇的髪型に変えてやろう。

「わぁ髪が！　うぅ……でも部屋に金のランプが増えていました。小遣いだけで買えるとは思えません」

　ノンナが腕の中でビクリと震える。泣き声も唐突に止まったな。

話は後で聞こうか。

「どうしよう……どうしよう」

　何やら廊下でワタワタしているメイドがいる。

ちょうどいい、腹が減ってきたから軽く食べる物をもらおう。

　無い物は騒いでもしょうがない。今ある金だけでやりくりするしかないだろう。

　セリアが丁寧に畳んで俺のポケットに入れてくれた書類を見る。
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収入

収獲税　　二万枚　（穀物売却）

鉱山税　　七万五千枚

交易税　　三万五千枚

収入計　十三万枚

支出

屋敷維持　　　　　　七千枚

警備兵維持　　　　一万三千枚

軍給料　　　　　　七万八千枚

軍施設その他　　　一万二千枚

内政開発　　　　　一万枚

支出計　　　　　十二万枚

合計＋一万枚
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　会議で言っていたことを思い出す。

　リントブルムの鉱山収入は新鉱床が見つからなければそろそろ頭打ち。

交易は国内では順調だったが、疫病でモルトが打撃を受け、リバティースも人の出入りを制限したので全体としては下がった。

　支出も大きく増えた。

ジルロマンスの攻撃のせいで屋敷の防御を増強したので維持費も増えたのだ。

街の治安をもっと良くしたいと言うマイラの意見も反映された。

　更に南部で暴れるヴィルヘルミナに備えて軍隊も増強され、防御用の砦なども作られている。

当然これにも給料や維持費がかかる。

　幸いなのは疫病が小麦の収穫に大きな影響をもたらさなかったことだ。

蔓延した地域はもちろん収穫どころではなかったが、領内の主要な穀倉地帯は特に影響を受けなかった。

治水が進み肥料の供給も滞り無かったので安定した収穫があったのだ。

　収穫された穀物を一定数売却することである程度の黒字を確保したが、この程度全力で軍を動かせば一瞬で無くなってしまうだろう。

いざとなればまたクレアに借金せねばなるまい。

　さて仕事も終わったし街へ遊びに行こう。

ちょうど収穫の祭りをやっていて退屈しないだろう。




「マスター順調か？」

「おかげ様でな」

　訪れたのは固茹亭ラーフェン支店だ。

　店主のアンドレイは童女趣味が過ぎて王都で商売ができなくなったので、俺がラーフェンに店を用意してやったのだ。

昔の誼もあるし、何より妻ナタリーとこいつが囲っている女が不幸になるからな。

「ここは静かだな」

　今はラーフェン全体が収穫祭で非常に騒がしい。

街の至る所で酒や肉が配られ、皆仕事を切り上げて騒いでいる。

　酔って大声をあげる者や喧嘩騒ぎもちょこちょこ起きているが、警備兵も今日ばかりはうるさいことは言わない。

　街が喧騒に包まれる中、固茹亭にはいつもと変わらない時間が流れていた。

騒がしく盛り上がるのも嫌いではないが、延々続くと少し疲れる。

アンドレイと話しながら静かに酒を飲む時間があってもいい。

　同じ思いの人間も少なからずいるのだろう。

決して小さくはない新固茹亭に空席はなかった。

「繁盛しているじゃないか」

「ラーフェンには競合する店が少ない。良い客が集まってくれる」

　俺は空になったグラスをアンドレイに向けて滑らせる。

「ラーフェンが田舎だと言うのか？」

　笑いながら言ってやる。

「どうだろうな」

　酒の入ったグラスが滑ってきた。

「趣味は治まったか？　ラーフェンでやったらマイラに逮捕されるぞ」

「男には譲れない物がある……だがその譲れない物も家族のために犠牲にするのが真の男だ」

　ハードボイルドに言うが、要は幼女に手を出すのを我慢しているだけの話だ。

そう言うアンドレイの左手が微かに震えていた。

まさか少女趣味の禁断症状が出ているんじゃあるまいな。

　もう少し飲んだら屋敷に帰ろう。そう思っていたのだが、とんでもないものを見てしまう。




「良かったよハニー」

「ええ、気持ち良かったわ」

　二人の男女が腕を組んで階段を降りて来る。

明らかに一戦終えての帰りだろう。

「うちは連れ込み宿ではないんだがな。客は客だ、仕方ない」

　アンドレイがうんざりした声を出すが、そんなことはどうでもよかった。

　男の方はいかにも知性の低そうな若者、そして女の方が問題だった。

「プチチェリー！」

　思わず声を出してしまう。

「名前で呼ばないで！」

　反射的にプチチェリーが反応する。

俺と目が合い、しまったという顔をする。

「どういうことだ……俺の女になってくれるんじゃなかったのか!?」

「そんな約束した覚えはありませんけど」

　俺が大声を出したせいで周りの注目を集めてしまう。

「痴話喧嘩か？」

「おいおい、雰囲気を壊さないでくれよ」

　アンドレイも目をつぶって扉を指差す。

暴れるなら出て行けと言うのだ。

安心しろ、ここで騒動を起こすつもりはない。

「おっさんよぉ、俺の女に手を出そうなんて──」

「うるさい」

　殺気を込めて睨むと男はカクンと腰を落とす。

　その肩をがっしり掴み、無駄に筋肉を盛り上げて威嚇しながら言ってやる。

「彼女は俺が連れて行く。文句はあるか？」

「な、ないです！　お好きにどうぞ！」

　馬鹿そうだが話の分かる男だった。

「行くぞプチチェリー」

「はぁ……わかりました」

　俺はプチチェリーの手を引いて固茹亭を出る。

　男は床に座り込んだままこちらを見ていたが、プチチェリーは一瞥もくれない。

「飲め、若いの」

　アンドレイが男に酒を渡してやっている。

せめて支払いは俺がしてやると目で合図し、アンドレイも小さく頷いた。




　俺とプチチェリーは場所をやや怪しい雰囲気の酒場に変える。

踊り子が下品なダンスを見せ、酔っ払いが歓声を上げる中、俺達は並んでカウンター席に座る。

「悲しいよプチチェリー。まさかあんな下半身でしかものを考えていなさそうな奴と浮気をするとは」

「名前で呼ばないで下さい！　それから私はハードレット卿の女じゃありません。誰と付き合っても私個人の問題です」

　プチチェリーは酒をクイっと煽る。彼女は大人だが、なんだか背徳感のある光景だな。

「で、あいつはお前の恋人なのか？」

　モタモタしている間にプチチェリーが男を作ってしまった。

こんなことなら初見で襲いかかって俺の女にしておけばよかった。

「隠すと余計ややこしくなりそうなので言いますけど遊びですよ。こちらへ来る時に彼を切ったのですが……やっぱり男が欲しくなったので酒場で声をかけて来た男に靡いてみました」

　言いながら彼女はグラスの酒を一気に空にする。

結構強い酒だったのだが。

　ビクンと一物が反応する。

プチチェリーはスケベな上に男好きだった、たまらん。

「遊んでそうな外見だったので夜は楽しめるかと思ったのですが……所詮は田舎の若造ですね。暇つぶし程度の男でした。一応恋人を演じてあげましたけど……遠からず切ろうと思っていました」

　あの男は悪ぶった外見を作っているだけで、チンピラに脅されたら犯されるとわかっていても女を捨てて逃げるだろう。

さっきも俺が少しばかり本気の殺気を向けただけであのザマだ。

「男が欲しいなら言ってくれれば良かったのに。喜んで面倒見るぞ」

「私は貴方の監視役ですよ？　監視対象とねんごろだなんてばれたら出世に響きます」

　肩に置こうとした手を摘ままれてしまう。

「仕事より愛に生きる道もある……もご」

「私は仕事優先ですから」

　身を乗り出してキスを迫ると口につまみのチーズを押し込まれる。

「奥様も愛妾も皆、美女ばかりなのにどうして私にちょっかい出すのですか？　胸も尻も小さいですよ」

「今の俺には貴女しか見えない。一番なんだ」

　女を口説く時はなにがなんでも君が一番と言わねばならない。

例え頭の中でノンナが怒り、セリアが拗ねようともだ。

　手をプチチェリーの手に乗せ、スリスリと撫でる。今度は拒絶されなかった。

顔も大分赤くなっている。ペースは早いが酒豪ではないらしい。

「名前を呼ばないで下さい。せめてチェリーと呼んで下さい」

「わかったよ。チェリー好きだ。君が欲しい」

　少しずつ、本当に少しずつ近づいて行く。

雑音が少しずつ聞こえなくなっていく。

「……女好きの甘言なんて信じません」

「チェリーも男好きだろ？」

　俺とチェリーの唇が合わさる。

「んむっ」

「ん」

　彼女は拒まず、キスを続けさせてくれた。

　彼女の小さな唇をたっぷり味わい口を離す。

「もう……気持ち良くしてくれますか？」

「任せろ。今までの男よりずっと良くしてやる」

　店員は雰囲気を察し、俺達の間に宿の部屋の鍵を置いたのだった。




「脱がせて下さい」

　個室に入った俺達は互いの服を脱がせ合う。

　隣室からは激しい性交の声が聞こえて更なる興奮を煽っていた。

「可愛らしい服だ──おおぅ」

　チェリーのシャツを脱がせると清楚な白いキャミソールが現れる。

彼女らしいと思いながら脱がせたのだが、次に現れたのは面積の小さい黒下着だった。

　彼女はどうだとばかりに体を反らせる。

なんていやらしいさくらんぼだ。たまらなくなってしまうじゃないか。

「ハードレット卿も見た目通り逞しい体ですね。すごい筋肉……こんなの見た事ありません」

　チェリーの小さな手が体を撫でながら服を脱がせていく。

「マッチョは嫌いか？」

「まぁ好きですよ」

　いよいよ俺は下着一枚。チェリーも胸と秘所を隠すだけになる。

「脱がせるぞ」

　まずは俺が彼女の胸を覆う下着を剥ぐ。

　見た目通りの薄い胸。成長期の膨らみかけの少女のようだ。

そして綺麗な桃色の乳首はまるで新鮮なチェリーだった。

　続いて下も脱がせる。

こちらは少女というには少し勝手が違う。

　黒い陰毛はしっかり生え揃い、彼女が大人の女だと主張している。

穴は綺麗な色ではあるが、少し肉がはみ出していてかなり使い込まれていることが伺えた。

　綺麗に形を整えられた陰毛と相まって体を男に見られることを想定しているとわかる。

しかも彼女は全裸になっても恥じらうことなく、挑発するようにこちらを見ている。

「子どものようで大人の肉体か……素晴らしい身体だ」

「ありがとうございます。ではこちらも」

　チェリーは俺の足元に座り下着をゆっくりと引き降ろす。

だが彼女の体を見て大きくなった男根が邪魔をする。

「アレがひっかかって……え？　こんなに大きいはずが……えい！」

　下着が一気に引き降ろされ、男根がブルンと飛び出る。

「やった！　すごく大きい！」

　チェリーは口に手を当てて満面の笑みを浮かべる。

そしてすぐに俺の顔を見て赤面する。

「なんでもありません。ではベッドにいきましょうか」

　今の喜びは演技ではなかった。

なんていやらしいんだチェリー。最高じゃないか。

「オホン、迫ったのはそちらからですから、全部お任せしますからね」

　彼女はベッドに仰向けになり、細い足を大きく開く。

「もちろんだとも」

　誘った以上、男には女を気持ち良くする責務がある。

女が寝ているだけで絶頂できるように導くのが良い男というものだ。

　俺はまずキスをしてから首筋、小さな胸、へそ、腹とキスを下げて行く。

「良い匂いだ」

　そして最後に秘所に軽く鼻を当ててから穴にしゃぶりついた。

「んんっ！」

　びくりと反応するチェリーの太股を抱え、舌をとがらせて穴に挿入していく。

肉豆は鼻で柔らかく擦り、両手で太ももを撫でつける。

　彼女の穴は狭いながらも軟らかく、ほんのり良い匂いがした。

肉豆は非常に小さく、ほとんど皮に覆われている。

「あぁ……お上手ですね」

　俺は顔をあげて微笑むと更に強く顔を押し付け、舌をより奥まで侵入させる。

唾液を絡ませてねじ込んだので激しい水音が鳴り、これも互いを興奮させる要素になる。

「深いぃ、舌が気持ちいいです」

　舐め続けていると奥から愛液が溢れ始め、唾液が不要になってきた。

チェリーの穴は良く濡れるな。

「ああん……もっと」

　自分の肉豆に伸びたチェリーの手をとめ、俺自身の手で豆を摘まむ。

途端に彼女はビクンと跳ね上がった。

「あああっ！　とても良い感じ……ああっ！」

　肉豆は敏感過ぎるので強く掴み過ぎると苦痛に変わってしまう。

強すぎず弱すぎず、最適の力加減が重要なのだ。女遊び経験の賜物だな。

　チェリーの両手が俺の後頭部を押さえてきた。

腹に何度も力が入り震えている。軽く昇りそうだな。

「これで──どうだ？」

「あっ！　あぁぁぁ……んんん──!!」

　最後に肉豆を咥えて強く吸い上げてやる。

　これがとどめとなってチェリーは小さな体をピンと反らせて短く叫んだ。

少し間を置いて肉穴の中から濃い汁が溢れて来る。無事昇天したようだ。

「ふぃ、口だけでいっちゃいました」

　チェリーはぐったりと四肢を投げ出して脱力する。

目が合うと良い笑顔で微笑んでくれた。

「気持ち良くできたなら幸いだ。ゆっくり余韻を味わってくれてもいいのだが……」

　言い淀みながらチェリーに男根を見せつける。

彼女の痴態にそそり勃ったこれを放置されるのはつらい。

「うわ!?　な、なんですかこれ……こんな大きなちんちんって……本物ですか？」

　チェリーは男根を軽く撫でると上目使いに俺を見る。

「大きいのは大好きですけどいくらなんでもこれは……ハードレット卿は人間ですよね？」

　俺は笑いながらチェリーに覆いかぶさる。

「当たり前だ。そんなこと言う女は太い槍で串刺しにしてやるぞ」

　チェリーも苦笑しながら俺の肩に手を置き、足を大きく開く。

その表情は少し強張っているように見えた。

　なかなか使い込んでいそうだとは言え、小柄なチェリーと俺の男根はサイズが違い過ぎる。

恐怖を感じても仕方ない。

「優しくする。痛かったらすぐに止めるよ」

「ん……はい」

　ゆっくりと腰を進めて行く。

肉棒はほんの少しずつチェリーの中に入って行く。

「ぐぅ、太いです」

　呻き声を聞けば腰を止め、しばらくじっとしてからまた進める。

それを繰り返しながら遂に彼女の一番奥まで男根を差しこんだ。

「はぁはぁ……ね、根元まで入りましたか？」

　チェリーに微笑みかけキスをする。

「残念ながら半分程だ」

「うえっ!?」

　チェリーは上半身を起こして結合部を覗き込み、再びばったりと倒れる。

「なんて巨根ですか。私は見かけによらず奥が深いはずなのに」

　すりすりと俺の肩を撫でるチェリー、やはりちょっと苦しそうだな。

「慣れるまでこのままでいるよ。しばらく話でもしよう」

「宜しいのですか？　何もしないと萎えませんか？」

　こんな可愛らしい女に差し込んでいるのに萎えるはずがない。

それにチェリーの私的な話も聞いてみたかった。

「正直大したものだよ。豊満な女でも俺が初めて挿入すると悲鳴をあげるんだが、お前は案外平気だな」

「人を淫乱みたいに言わないで下さい。こんなぶっといのは初めてだから苦しいですよ」

　チェリーに体重をかけないようにしながら話を続ける。

「お前はどうしてそんなに男好きになったんだ？」

　少し言い淀むチェリー。だが最初に昇らせたのが良かったのか、酒の勢いか徐々に話をしてくれる。

「若い頃に家を飛び出しましたからね。色々苦労もありまして楽しみと言えば男遊びぐらいでしたから。気苦労を解消する為に色々な男に抱かれるうちに男がいないと寂しい体になってしまいました」

　少し肉棒が膨らむ。もちろん気付かれたようだ。

チェリーは悪戯な笑みを浮かべて言う。

「私の初体験、幾つの時だと思いますか？」

　今でも小柄なチェリーだ。そう早くはないはずだ彼女は二十歳だから……。

「一六、いや一七か？」

「外れ、一二です」

　なんだと!?　ただでさえ幼く見えるチェリーを一二で食った奴がいるのか。

「前にも言いましたが名前のせいで馬鹿にされ始めた歳です。両親と揉めて家出した私は街外れの道具小屋で夜を明かそうとしていました」

　なかなか話し方が上手い。さすが情報官だ。

「するとそこに四十ぐらいの男が入って来ました。男は不潔で醜悪なブ男でした。そいつは私を見ると舌舐めずりして襲いかかって来たのです」

　なんてことだ。

「小柄な私では抵抗もできず、しかも親と揉めて自暴自棄になっていたこともあってそのまま体を開いてしまいました。あ、少し小さくなりましたね」

　一二のチェリーは四十のブ男に処女を奪われたのか。

なんて可哀想なさくらんぼだ。今からでもそいつを探して生皮を剥いでやりたい。

「怖い顔をしないで下さい。この話には続きがあるんですよ」

　チェリーは俺に軽くキスをして続ける。

「男は処女を奪った後も何度も私を求め、たるんだ腹を打ち付けてきました。私はそんな男の下で──快楽に喘いでいたのです」

　カクンと体が落ちる。

「スケベ中年のねちっこい攻めがすっごく気持ち良くて……それから男遊びをするようになりました。あっ、むくむく大きくなりますね」

　醜悪な中年に犯されて男好きになるとはなんてスケベな女だ。興奮してしまうじゃないか。

「そろそろ中も慣れましたね……スケベな女は嫌いでしょうか？」

　大好きに決まっているだろうが。

　俺はチェリーの太股を抱え込み、猛然と動く。

　小さなチェリーは俺の動きに合わせて木の葉のように揺れるが、顔に苦痛はない。

目を閉じ、肩に手を回して甲高い嬌声をあげてくれるのだ。

　今の俺達を真上から見ればチェリーは足と手の先しか見えないだろう。

「たまらん！　たまらんぞチェリー!!」

　奥を激しく突き、次に入口の感じる場所を激しく擦る。

「い、入口の方を重点的に……太くて硬いからすっごく感じます」

　チェリーもしっかり要望を出してくる。

「ここか？　ここがいいのか!?」

　激しい動きに加えて男根で盛り上がった腹を軽く押して刺激を強める。

「そ、そこ……ああーー!!　すごくいい！　だ、ダメっ！　もうダメェ！」

　チェリーは足を伸ばして昇天するが動きは止めない。

彼女に覆いかぶさるようにして更に動きを早める。

「んーーー!!」

　穴が締まり、チェリーがもう一度昇ったのがわかる。

そろそろ次に移ろう。

　俺は入口を擦るのをやめ、大きな動きで奥を突く。

「あっ!?　ひっ！　んあっ！」

　何度も昇らせたことでチェリーの胎は緩み、奥への突きでも快楽を得られるようになっているはずだ。

現に彼女は一突きごとに甲高い叫びをあげて悶えていた。

「中でどんどん大きくなってます！　こ、こんなの耐えられる訳無い！　あっイク！」

　再び絶頂の痙攣が始まる。

俺は彼女の突き出た舌を吸い、ピンと勃った乳首を摘まみながら腰は止めない。

「イ、イったから！　もうイったのにぃ！　またイくーーー!!」

　三十秒もしないうちに再び絶頂するチェリー。

正直俺も限界近いのだが根性で耐えて膨らんだ男根で彼女を攻める。

　チェリーはもうイきっぱなしだ。

これだけ気持ち良くなってくれれば誘った俺の面子も立つ。

「そろそろ出すぞ」

　俺はチェリーに覆いかぶさる。

「あっ待って下さい。最後は後ろからでお願いします」

　後背位が好きなのか。やはり男好きは一味違うな。

　俺は体位を入れ替え、チェリーを四つん這いにして後ろから突きこむ。

「出すのはもちろん外ですよ？　中に出したら本気で怒りますからね！」

「わかってる。じゃあいくぞ！」

　宣言して猛烈に動く。

「激しい！　太いちんちんが私の中で暴れてる！　うぅぅ！」

　シーツを掴んで悶えるチェリー。

既に限界まで高まっていた俺は狭い穴の刺激と可愛らしい声に導かれてすぐに絶頂した。

「おう！」

　最後にドスンと一番奥を押し上げてから一気に引き抜く。

「わっ！」

　途端に種が飛び出し、チェリーの小さな背中を真っ白に染めて行く。

「熱いし濃いし多いし……その上すごく男臭い……こんなの大好きです」

　可愛い事を言われたら止まらなくなるじゃないか。

　種が出終わると汁付きチェリーはベッドに横たわる。

「ふぅー激しかったぁ」

　だがまだ終わってはいない。

ぐったりした彼女の手を取り、男根を握らせる。

「え？　どうしてまだ硬いんですか？　あんなに出したのに」

　びっくりしてこちらを見るチェリー。

「俺は性欲が強くて十回ぐらいは平気で出来るんだよ、つまりまだ足りない。体力の限界でなければもう少し相手してくれないか？」

　彼女の表情が驚愕から喜びに変わる。

「マッチョで巨根で男臭い絶倫なんて……どうしてこんな私好みなんですか？」

　チェリーは起きあがり、テーブルの上に腰をかけて足を開く。

　俺は何も言わず正面に立って彼女を抱き締め、男根を挿入した。

「ああっ全然萎えてない！　とっても硬い！」

「お前こそ穴が良い具合になってきた。もっとほじくってやるからな！」

　最初から猛然と突きまくり、互いに最初よりずっと早く絶頂する。

「出すぞ！」

「顔に来て下さい！」

　俺はテーブルからチェリーを降ろして床に座らせ、目の前に男根を突き出す。

　彼女は目を閉じて童顔を男根に差し出す。

「うぐ！」

「ひゃっ!?」

　大量の種が今後は顔中に降り注ぎ、たちまち白チェリーになってしまう。

彼女はべったりと顔についた種をすくって舐める

「固形みたいに濃い……生臭いですね」

　言い終わる前に俺は彼女をベッドに放り、次は騎乗位で交わる。

　騎乗位で出してから背面座位で一発、持ちあげてもう一発、最後は後背位でベッドに押し付けて一発だ。




「も、もうだめです……限界です……」

　さすがの好色チェリーも体力の限界となり、ベッドにうつ伏せに倒れ伏す。

俺も一応は満足した。もちろんやれと言うならまだまだできるが。




　俺はベッドに仰向けになり、チェリーを引き寄せて腕枕に乗せる。

「あっ？　つきますよ？」

「構うものか」

　彼女は全身俺の種汁まみれなのでべったり不快な感触はあるが構わない。

行為の後で女を腕に乗せるのは男の誉れなのだ。

「よかったか？」

「最高でした。今まで抱かれた男の中で一番です。腰がまだビクビクしてます」

　チェリーは俺の腕に顔を埋めながら、一物と玉をやわやわ触ってくれる。

良い気分だ。頑張った甲斐があった。

「ならこのまま俺の女になってくれ。出世に響かないよう隠せば問題ない」

　チェリーは少しだけ無言になった後、溜息をつく。

「……わかりました。但し公の場では今まで通り接して下さい。特に奥様にはちゃんと隠して下さいよ」

「もちろんだ。これからは愛人として宜しく頼──ぐぅ」

　玉をギュッと握られた。なにをするんだ。

「愛人じゃありません、恋人です！」

　すまんすまん。まあどっちも同じようなものだ。

「それで呼び方なんですが……公の場ではミルクーラでお願いします。私的な時間ならチェリーと。絶対にプチチェリーは止めて下さい」

　可愛い名前なのに。

「じゃあチェリーも私的な時間は敬語無しだ。ハードレット卿もやめてくれ」

　チェリーの『ハードレット卿』と言う時の発音がレオポルトにとても似ているんだ。

ヤってる最中に呼ばれると心臓に悪い。

「で、では名前で……エイギルさん？」

「それでもいいがもっと甘える感じに」

　チェリーは小さくて愛らしいから舌足らずな呼び方もいい。

「エーギル……とかですか？」

「可愛いぞチェリー!!」

　思わず抱きしめてしまう。

「じゃあこれからはエーギルと呼びま──呼ぶね」

「おお、いくらでも呼んでくれ」

　晴れて恋人となった俺とチェリーはキスをする。

「ねぇエーギル。お腹減ったから何か軽く食べよう？」

　彼女の呼び方も恋人に対するものに変わる。

「おお、着替えて……というのも面倒くさいな。持って来て貰うか」

「私もエーギルのお汁でドロドロだもんね」

　店員の少年に飯を頼む。

少年はチェリーの裸を見て赤面していたが、俺の男根を見てがっくりと去って行く。

「ねぇご飯来るまで筋肉触らせて」

「おおいいぞ。こうか？」

　力を入れて筋肉を盛り上げる。

「すごいね……ここもムキってなる？」

「なるぞ、そら」

　褒められて調子に乗った俺はムキムキ音が鳴るほど盛り上げる。

「あはは、すごーい」

　甘い時間が過ぎた。




翌日

　目が覚めると既にチェリーはいなかった。

「おっと、伝言があるぞ」

　起きたばかりでそそり勃つ一物に口紅で文字がかかれていた。

『昨夜は最高でした　揃って朝帰りはまずいので先に出ます　愛しのさくらんぼより』

　文の最後はキスマークで締められていた。

男心をくすぐるやり方だ。

「次はあの小さな口でして貰おう」

　チェリーはもう俺のさくらんぼなのだ。

これからいやらしいことをやりまくろう。




　その時、店の外から誰かが騒ぐ声が聞こえる。

「さっきの東門の騒ぎなんだったんだ？」

「見て来たがナイフを振りまわして騒いだ奴がいたんだよ」

　祭りの時に何をしているんだ。馬鹿はいくらでもいるな。

「その馬鹿共ってのが若い女とちっこいメスガキの二人組だってんだよ。神がどうのと意味わかんねぇこと喚きながら暴れてたぜ」

「頭が可哀想な奴らじゃねぇのか？」

　俺は溜息をついて服を探す。

脱ぎ散らかしたはずなのにキチンと畳まれて椅子にかけられていた。

「かもなぁ。女の方はゴテゴテした服着てたが相当美人だったぜ、もったいねぇ。ガキの方は……髪まで真っ白で目だけ赤いのよ。あんなの初めて見たぜ」

「で、結局どうなったのよ？」

　相当な美人だと？　服を着る速度を上げる。

「若い女の方が警備隊にナイフを向けたんで大騒ぎよ。運の悪いことに治安隊が近くにいてな。あっという間に押さえられて連行されてったよ。可哀想に治安隊に捕まったとなりゃ当分出てこれねぇな」

「馬鹿、道でナイフ出すような頭のおかしい奴を放っておいたら危ねぇだろ。治安隊は嫌いだが今回は良い仕事したよ」

　治安隊の本部か。よし準備完了、早く行こう。

　部屋を飛び出すと廊下にセリアが居た。

「……おはようございます」

　何故ここがわかったのかは不明だが、今はそれどころではない。

「行くぞセリア、美女が待っている！」

　極めて不満そうなセリアを抱き上げて宿を飛び出す。

目指すは治安隊本部だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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グレーテル（犬妻）メリッサ（愛妾妊）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（トカゲ騎兵）

ケイシー（踏まれた）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（愛妾）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肥大中）クララ（困惑）

セレスティナ（女王）モニカ（侍女）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（浮気調査）マイラ（尋問中）マータ（傍仕え）イリジナ（踏んだ）プチチェリー（恋人）

ルナ（指揮官）ルビー（弓騎兵）ギド（護衛隊）ポルテ（難民担当官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（内政官）クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）

クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（町の緑）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（巨大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（辺境の女神）

領民 十九万一千人　難民二万二千人（二千同化）

重要都市　ラーフェン 三万三千人　リントブルム 五五〇〇人　特別開拓地区 一万三千人

軍　一〇三〇〇名

歩兵七五〇〇　騎兵千　弓兵千　弓騎兵四五〇　砲兵三五〇

大砲四〇門　大型砲二〇門　ドワーフ砲一六門　戦車三〇両

南部出兵　軽歩兵　千

その他

予備役二五〇〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二五五〇〇　秋税収（＋一万）　祭り（六〇〇）

経験人数五五六人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３４０話　聖なる傲慢







　治安隊の施設は俺の屋敷の南、武器庫などが立ち並ぶ場所に集中している。

だが普段行く場所ではないので拘束された者がどこにいるかわからない。

「美女はどこだ。どこにいるのだ」

「お、降ろして下さい！　恥ずかしいです！」

　おっとセリアを脇に抱えたままだった。

すれ違う人が笑っていたのはこのせいか。

「あっご領主様！」

　一人の治安隊員が俺を見て背筋を伸ばす。

こいつに聞いてみよう。

「おう、お前美女を知らんか？」

「美女……ですか？　同僚のトミルは美人ですが……」

「呼びましたか？　えっ領主様!?」

　後ろから顔を出した二〇後半の治安隊員は確かに美人だった。

だが探しているのは拘束されたらしい美女だ。彼女ではないだろう。

「ん」

「うむっ！」

　とりあえずトミルにキスをする。彼女は慌てていたが拒絶はせずに肩に手を乗せて来る。

「ふぅ唇をありがとう。だが探しているのは君じゃないんだ」

　顔を赤くする彼女を優しく引き離し、もう一度尋ねる。

美人ではわからんかったか。美女と少女の二人組と説明しなければ。

「ああ、警備兵にナイフを向けたという──それならば第三尋問室で取り調べ中です」

　膨らむセリアの手を引いて歩く。

　キスをした女性は唇を押さえてポーとしている。

あの反応なら脈は十分、後で誘えば簡単にベッドに連れ込めそうだ。

名前をちゃんと覚えておこう。




「いい加減にしろ！　これ以上意味のわからんことをぬかすと地下牢にぶち込むぞ！」

「何を言われても真理は変わぬ。啓蒙されるべきは神を知らぬ愚かなる貴様らなれば──」

　取調室で目当ての女を見つけた。

一人は妙齢の女性で奇妙な格好をしているが期待通り相当な美女だ。

もう一人は少女……だとは思うのだが白い布を頭から被っているのでよくわからない。

　妙齢の女性が取り調べ官と何やら怒鳴りあっている。

「どうして警備隊にナイフを向けたかを聞いている！　ラーフェンで一騒動起こすつもりだったのか!?」

「この地全てが神の御世なれば起こること全て神の御意志」

　今一つ話しがかみ合っていない。

というより女の言っていることが意味不明だ。

「ああ、神を知らぬ哀れな民草よ。恐れ多くも神の御前にいる幸運に祈りなさい」

「あのなぁ……」

　取り調べ官は怒鳴りながらも困惑している。

口をつぐんだり抵抗したりは慣れているだろうが、こういう手合いはなかなかいない。

「……こいつはダメだ。これ以上調べる意味もないだろ、地下牢に繋いでおけ」

　取り調べ官が諦めたように言うと女性は両脇を治安隊に掴まれる。

「無礼者！　巫女たる私に安易に触れるとは神罰を恐れぬか！　離せ下郎！」

　女は抵抗するが特に力が強い訳でもないらしく、引きずられるように運ばれていく。

「あ……」

　すると布を被った少女が小さな声を出して手を伸ばす。

布から覗いた手は恐ろしく白い──色白程度ではなく本当に真っ白だった。

「離せ！　猊下がお呼びだ！」

　女の抵抗が激しくなる。

「自分の立場を弁えろ。この少女とは別の牢だ」

　言いながら取り調べ官が少女の腕を掴む。

「あう……あう」

　少女が言葉にならない呟きを漏らした途端、女の反応が常軌を逸したものに変わる。

「やめろぉ！　猊下に触れるなぁ！　あああぁぁぁぁぁ!!」

　狂ったように暴れ、押さえようとする治安隊員をひっかき、噛みつき、頭突きする。

服が破れるのも構わずにのたうち回り、腕を逃れて少女に向かう。

　その狂人のような暴れ様に取り調べ官は少女を掴んでいた腕を離して後ずさった。

「ふーふー……」

　少女を庇うように前に立つ女……服が破れて下着まで見えており、暴れた時に切ったのだろうか目の上からは血を流している。

それでも彼女は一斉気にせず、口角に泡まで浮かべて仁王立ちしていた。すごい迫力だ。

「……話は通じんか。やむを得ん」

　遂に治安隊が抜刀した。

いかん、これ以上暴れたら本当に斬られてしまうぞ。

いよいよ俺の出番だ。

「待て、話は聞かせてもらったぞ。……ぬ、開かん」

　颯爽と登場しようとするが、取り調べ室には鍵がかかっていて開かない。

声は出したが緊迫していて誰も気付いてくれない。

ええい、仕方ない。

「うぉぉ！　話は聞いたぞ！」

　扉を蹴破って部屋に突入する。

「なんだ！　曲者か！」

「治安隊を襲うとは不届きな！」

「襲撃だー！　全員であえー！」

　こうして女は斬られずに済んだが俺は拘束されてしまった。




「まったく本当にもう、なんて言ったら良いのか……」

　セリアの弁明と駆けつけたマイラのおかげで誤解は解けたが、呆れた声で責められる。

「仕方なかったんだ。あの場ではああするしかなかった」

　取り調べ室には俺とセリア、マイラ、そして例の二人だけが残っている。

女性は少女を庇うようにこちらを睨んでいた。

「まぁそう睨むな。あんたやそっちの子に何かしようと言う訳じゃない」

「子とは無礼な、猊下こそ万物の長でありお前も含めて全ての人は猊下の子なり」

　やはり話はかみ合わないが気にしたら進まないので無視する。

「ならそれでいい。それであんた達は何者だ？　どこから来た？」

「猊下こそ神の化身なり、魔に取りつかれ神を捨てた愚者の地を見捨てたり。かの地に永遠の呪いあれ」

　頭が痛くなる。

マイラが激昂しかかるが、ここで怒鳴ってはさっきと一緒だ。

女性の破れた服から覗く下着を見て気持ちを切り替える。

「その呪われた地とはどこだ？」

「呪われた地は南にあり、神を失ったかの地は名もまた失った」

　南か……最近大騒ぎになっているらしいが。

「それで神の名は？」

「無知もまた罪と知れ。神とは唯一、アルテイル神以外に無し」

　マイラとセリアが顔を見合わせる。

南から来て、アルテイルがどうのと言えばだいたいわかってきた。

アルテイルの政変は聞いていたしな。

「お前達はアルテイルから逃げて来たのか？」

「その名は神の地に与えられし名、魔に落ちたかの地に名など無い」

　ああ、面倒くさい。

もう一度下着を眺める。乳はでかそうだな。

「あんた達は元アルテイルから逃げて来たと、逃げる前は何をしていたんだ？」

　ここが重要だ。

政変で国を追われると言う事はそれなりの地位だったのか、それとも頭がおかしいだけなのか。

「猊下は何もなさる必要はない。ただそこに在るのみ」

　無職か……やはり頭がおかしいだけか。

だが女性は少し溜めを作って続ける。

「猊下こそ現世に降りたるアルテイル神の化身なり、神はただ威光を示し崇められるのみ」

　マイラが俺に耳打ちする。

「確か『猊下』とはアルテイルで法王にのみ使われる敬称だと記憶しています」

「なに？」

　俺は女性の横でただ座っている少女を見る。

頭から布を被っているので足先以外は何も見えない。

「お前はアルテイルの法王だったのか？」

　すると少女が女の袖を引く。

女性は少女に耳を寄せてから高らかに宣言した。

「我こそはアルテイル法王、今もそしてこれからも唯一神の化身である！」

　美女を助けに来ただけなのにややこしいことになったぞ。




　俺達は場所を屋敷に移した。

自称アルテイル法王が本物かどうかレオポルト達に見極めさせる為だ。

「御身が法王と言うならばその証を示されよ」

「神を疑うは罪深きことなれど、無限の慈悲にてその罪を許し──」

　面倒くさい会話が続いている。

　レオポルトが敬語なのも珍しい。

と言っても奴が彼女達を敬っているはずもなく、そうしないと話が進まないからやっているだけだ。

目的を達した途端に手の平を返して粗雑になるだろう。奴はそういう奴だ。

　一通りの質問を終えたトリスタンとレオポルトがこちらにやってくる。

「彼女達はアルテイル法王であった可能性が高いと思われます」

　ふむ、やはりか。

「こちらが持っている情報と比べても矛盾はありません。汚れ破れてはいますが、女の服も生半可な素材と技術ではありません。職人複数が数カ月かかって仕立てる代物、酔狂で用意はできないかと」

「政変でアルテイル信仰が崩れたからね。法王は処刑されたと聞いたけど……まぁ逃げられても代役立てて処刑したって宣言するよね」

　こいつらがそう判断するなら元法王と思っておこう。

「それで何故ラーフェンに来た？」

「ゴルドニア王に真理を授けに行く。しかし猊下が道中怪我をされたので休息に立ち寄った」

　見れば少女は足を痛めているようだ。

神の化身でも怪我をするんだな。

「現世に在る以上、人の身の制約も受ける。されど神としての──」

　はいはいわかった。怪我を見せてみろ。

　女性は本当にゆっくり靴を脱がせるが少女は痛そうに顔をゆがめる。

「あぁ豆か」

　足の怪我と言うから心配したがただの豆だった。

とは言え真っ白な足は見るからに歩き慣れておらず、沢山の豆が潰れて血が滲み痛々しい。

さすがにこれでは旅は続けられないな。

「馬車にでも乗れば良かったのに」

「不信心な民草は恐れ多くも対価を望む」

　ああ、金が無かったのか。

無一文でよくアルテイルからここまでこれたな。

こんな美女が野宿なんかしていたらたちまち賊にさらわれて慰み者になってしまうぞ。

神と言うだけあって余程幸運だったようだ。

「まあ怪我が治るまでは休んで行け」

　アルテイルだ法王だに興味はないが豆だらけの少女を追い出す程外道でも無い。

それに女性──巫女の方はやはり美人だ。少々付いていけない所もあるが豊かな乳と尻に罪は無い。

「神の子として当然の行いなれど、猊下への献身はいずれそなたの為になるだろう」

　巫女はそう言いながらも胸を撫で下ろしていた。

顔を隠した小さな法王様もはっきりと聞こえる息を吐いている。痛かったんだろうな。

「では名を教えてくれないか。それぐらいはいいだろう？」

　二人は顔を見合わせてから言う。

「私の名はレーミアドイスタトヌフィーリス、アルテイル神のお傍に仕える巫女なり」

「長いな、姓と名は──」

「姓も名もない。全てが神から頂いた我が名なり」

　覚えられん。レーミアでいいか。

「あんたは？」

　少女に問うが答えたのはレーミアだった。

「猊下はアルテイル神の化身であらせられる。故に人の名など不要です」

　じゃあアルテイルでいいか。

「ではよろしくな」

　手を差し出すがどちらも反応しない。少し悲しいぞ。

「では逗留場所の準備をせよ」

　ふむ、どこか適当な宿屋に話を通しておこう。

なんならアンドレイの所でもいい。

　するとアルテイルがレーミアに耳打ちする。

「猊下はこの屋敷を仮の住まいとして御所望です。また早急に神殿を立てよとも」

「何を言っているのですかこの人」

　セリアが呆れた声を出す。

俺も同感だ、さすがに屋敷丸ごと明け渡せは図々し過ぎる。

　だが否定する前にレーミアは再び続ける。

「付き人として若い女を五〇人、力仕事用に若い男五〇人を差し出せ」

「……」

　奴隷を寄越せと言っているのか。

さすがに少々腹が立つ。いかにレーミアが美女とは言え他の女を奴隷にして良い訳ではない。

「できないな。お前達をちゃんとした宿には泊めてやるがこの屋敷や、まして奴隷を与えることはない」

　少し言い方がきつくなってしまったか。

アルテイルの肩が震え、レーミアの顔が怒りに染まる。

「狂信で有名なアルテイルのトップか……きっと今まで無茶苦茶してきたんだろうね」

　トリスタンが溜息をつく。

セリアとマイラは気分を害したのか彼らを睨みつける。

　さすがに大人しくなるかと思ったのだが、レーミアの行動は俺の想像を超えていた。

「この不届き者め！　一度信仰を示しながら裏切るなどただ不信心であること以上の冒涜と知れ！」

　なんと激昂して襲いかかってきたのだ。

信仰など示したつもりは全く無いのだが、アルテイルを脅えさせたのが悪かったのか。

素手のようだし女の細腕だ。一発頬でも張らせれば大人しくなるだろうか。

「よくも猊下を失望させたな！」

「……痛い」

　平手と思ったら顔をひっかかれた。

もちろん深い傷になるはずもないが、爪が長かったので結構なひっかき痕が残る。

しばらく風呂でしみそうだ。

　これが間違いだった。

俺としては美女にひっかかれてもなんてことは無いのだが、傍にセリアがいるのを失念していた。

血が滲むのを見てセリアの目がカッと開く。

「エイギル様に何をするか！」

　止める間も無く飛び出し、レーミアのわき腹に蹴りが突き刺さる。

「あぐっ！」

　腹を押さえる前にセリアが追撃の肘打ちを見舞い、レーミアを部屋の隅まで吹き飛ばした。

　レーミアに武術の経験はないらしく完璧に入ってしまった。

あれはしばらく立てないな。

「あーあ、やっちゃった」

「……当然の結果です」

　トリスタンは両手を広げて苦笑し、マイラは腕を組んだままでセリアを止めようとはしない。

「セリアもう良い止めろ。十分だ」

「うう……」

　セリアは泣きそうな顔のまま、ハンカチを濡らして俺の顔に滲む血を拭いてくれる。

心配してくれたんだな。

「げほっ！　ごほっ！」

「大丈夫か？　医者を呼んでやれ」

　レーミアは部屋の隅に倒れてせき込み、立てそうにない。

セリアの力だからそれほど重傷では無いと思うが一応医者を呼んでおこう。

「あ……あ……」

　小さな声、少女アルテイルがセリアを指差し何かを言っている。

　そういえば彼女の声はまだ聞いていない。

全てレーミアが代弁していたからだ。

彼女はセリアを指差し消え入りそうな声で何か言っている。

「……なんですか？」

　だが小さすぎて聞こえないし、布を頭から被っているので表情もわからない。

聞き取ろうと近づくとその分後ずさるのでどうにもならない。

「うー……」

　アルテイルは地団太を踏むように悶える。

するとそれを見たレーミアが這いずるようにして傍に向かった。

「げ、猊下……ぐぅ」

「おいおい、無茶するなよ」

　レーミアはアルテイルに耳を寄せ、苦しそうに詰まりながらも言い放つ。

「この女は背教者だ！　即刻処刑せよ！　すぐに殺せ！」

　セリアを指差して言う。

　カチンと頭で音が鳴った気がする。

俺の顔をひっかくぐらいなら構わないが、セリアを殺せなど言葉だけでも我慢ならない。

女は尊重するが可愛いセリアと同列ではない。

　それにもう一つ我慢ならないことがあった。

「マイラ、押さえていろ」

　俺はレーミアをマイラに拘束させてアルテイルの前に立つ。

「な、何を……げほっやめっ！」

　レーミアは悶えるがセリアの攻撃が効いているので取り調べ室でのように大暴れはできず、マイラの拘束を逃れることはできない。

　また何か言おうとするアルテイルを掴み、被った布を一気に取り払った。

「ひ……」

　彼女の素顔が明らかになる。

　手や足と同じく異様に白い肌、いや肌だけじゃなく髪や眉毛まで真っ白……というより色が無かった。

全身雪景色のような中で目だけが赤い。

一瞬吸血鬼かとも思ったが、もしそうなら足の豆で歩けなくなったりはしないと思い直す。

　年の頃は一五、六だろうか。仕草からはもっと幼い印象だったが思ったより育っている。

顔立ちは非常に整っており、胸もそれなりに膨らんでいた。

セリアと良い勝負、昨夜抱いたチェリーよりも大きい。

「あぅ……あぅ……」

　アルテイルは二つに結んだ白い髪を揺らして、奪い取った布を取り返そうと手を伸ばす。

だが俺は心を鬼にして布を後ろに放り投げる。

「この外道！　よくも猊下に、ゲホゴホ！」

「大人しくしていなさい！」

　アルテイルは再び地団太踏むがレーミアはマイラに拘束されていて動けない。

　まったく気にいらない。

「お前は何様のつもりだ？」

　俺はアルテイルの目を見据える。

彼女は目を逸らそうとしたので頭を掴んでこちらを向かせる。

『神様のつもりだ』と言われて雷でも落とされたら困ったものだが、俺の怒気に脅える少女を見て絶対に違うと確信する。彼女はただの美少女に過ぎない。

「俺の大事なセリアを殺せだと？　ふざけるなよ」

　改めて言葉に出すとどうしても怒りが溢れてしまう。

それだけ俺にとってセリアは大切なのだ。

例え本当の神に言われたとしても戦ってやるつもりだ。

「ひ……ひぃ……」

　少女はガクガクと震え、また訴えるように身悶えする。

一番気に食わないのはこれだ。

「何を悶えている。誰の助けを待っている？」

　再び頭を掴んでレーミアを見させる。

彼女はマイラに押さえられて動けない。

「彼女はあの通りだ。言いたい事は自分で言え」

　だが少女は嫌々と目を閉じて首を振り、レーミアに早くこっちへ来いとばかりに呻く。

それを見てレーミアは咳き込みながらなんとかアルテイルの元へ這って行こうとしていた。

　俺は一層気分が悪くなり、再び怒鳴ってしまう。

「お前は幼児か！　相手を罵倒したいならせめて自分の口で言え！　それができないなら黙ってろ！」

　ドンと机を叩いた途端だった。

「う……う……うぇぇぇ……うぇぇぇぇぇ!!!」

　泣かせてしまった。

それも尋常な泣き方ではなく、本当に幼児を泣かせたみたいな泣き声だ。

『あーあ、泣ーかせた』とどこからか聞こえる気がする。

「うわっ！　エイギル様下がって下さい！」

　セリアが俺を後ろに引っ張る。

見ればアルテイルの下半身が濡れており、水が床を伝って来る。

思い切り尿を漏らしているようだ。

「本当に幼児だねこれは……」

　トリスタンが呆れ、レオポルトは既にいない。

野郎、さっさと引き上げやがった。

「うぇぇぇぇ！　びぇぇぇぇぇ！　ぶぇぇぇぇぇん！」

　屋敷中に響き渡る大泣きだ。

俺は正しい事を言ったと思うし、もし時間が巻き戻っても同じことをする。

それでもこうビービー泣かれるとやはり良心が痛む。

「これでは街の宿を用意するのは無理だな。なるべく隅の客間を用意して男の使用人に見張らせておけ。何をするかわからんから火の出る物は置くなよ」

「仕方ないですね」

「わかりました」

　マイラとセリアも小便を漏らしながら泣き叫ぶ相手をこれ以上責めても無意味と思ったのか同意する。




「あのエイギル様」

　彼女達を使用人に預けた後でセリアが不安げな顔でやってくる。

「私……まずかったでしょうか？」

　俺はセリアを抱き締める。

「そんな訳があるか、俺の為にやってくれたんだろう？　次は足を払ってひっくり返すぐらいにしておけば満点だ」

　髪を撫でつけるとセリアは安心したように大きく息を吐く。

「あいつらが法王だろうと神の化身だろうとお前の方が大切に決まっているだろう。何しろこんなに可愛い俺のセリアなんだから」

　顔を揉み解して遊ぶ。

「私が……一番ですか？」

「もちろんだ」

　即答するとセリアは満面の笑みになる。

　セリアの方が大切なのは当たり前として、あいつらの極端な考え方では王都へ言っても相手にされないどころか普通に生きていくことすらできない。すぐに地下牢行きだろう。

「なんとか矯正できないものか……そうすればただの美女と美少女……並べて味わうことも……」

「……」

　しまった、セリアの前で口に出た。

　せっかく可愛い笑顔だったのに頬がどんどん膨らんでいくぞ。

つついて空気を抜くとしよう。

　際限なく膨らむセリアの頬をつついていると、レオポルトがいつの間にか傍に来ていた。

慌ててセリアが離れて背筋を伸ばす。

「これを」

　静かに一通の手紙を出すレオポルト。

「まさか俺への恋文か？」

　無言で顎をしゃくるレオポルト、冗談がわからんやつめ。

　宛先も差し出し人も無いし、当然押印もない。

「なんだこりゃ」

　開いてみると丸みを帯びたやや小さめの字だった。

　文の先頭に書かれた名前を見て俺は目を丸くする。

「ヴィルヘルミナからか！」

　レオポルトは静かに頷く。

封が空いていると思ったらお前先に見たな。

「彼女からの使者と名乗る者が置いていきました」

「わ、わたしもっ！」

　セリアが横でぴょんぴょん跳ねているのでソファに座って覗き易くしてやる。

「内容は──ああ、なるほどな」

　内容は先ほどの二人組、元法王とその巫女のことだった。

簡潔に、かつ不躾にならない程度に装飾された文でこう書かれていた。

『彼女達は元アルテイル法王と巫女で間違いない』

『政治的な理由で処刑する必要があった』

『しかしまだ小さい少女を殺すのは哀れだったのであえて逃がした』

『戦乱の無いゴルドニアで飼い殺し、平凡に生かしてやって欲しい』

　あの無茶苦茶な二人がラーフェンまで無事やってこれた理由がわかった。

ヴィルヘルミナが影から支えてやっていたのだ。

「ヴィルヘルミナは良い女じゃないか」

　だがレオポルトとトリスタンの顔は厳しい。

「差し出し人も押印も無いね。つまりこの手紙はただの紙切れでなんの証拠にもならないよ」

「到着と同時に使者が来たと言う事は、我が領への監視体制が確立していると言うことです」

　ひねくれた見方をする奴らだ。

「彼女がヴァンドレアを押さえるとして、すぐに来るかな？」

「いや我が領だけならともかく、ゴルドニアに仕掛けるにはまだ二手ほど足りない。だが悠長に構えている場合でもない。軍備の増強を加速させる必要があるだろう」

「まったく心配症な奴らだ……わかったよ。俺にできることはあるか？」

「「大人しくしていて下さい」」

　なんて奴らだ。

　いいさ、俺にはレーミアとアルテイルに現実を教える役目がある。

その方がレオポルトやトリスタンと顔を突き合わせているよりマシだし、上手くいけばそのまま彼女達の毒を抜いて俺の女にできるかもしれない。

「私もついていきます！」

　ふむ、現実を教えるにはセリアが居た方がいいか。

一杯飲んでアルテイルが泣きやんだ頃に向かうとしよう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

セリア（ＫＯ勝）アルマ（あやし役）

領民 十九万一千人　難民二万二千人（二千同化）

重要都市　ラーフェン 三万三千人　リントブルム 五五〇〇人　特別開拓地区 一万三千人

軍　一一六〇〇名

歩兵八五〇〇　騎兵一二〇〇　弓兵千　弓騎兵五〇〇　砲兵四〇〇

大砲四五門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　戦車三五両

南部出兵　軽歩兵　五〇〇

その他

予備役三千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二二二〇〇 大規模軍増強（三三〇〇）

経験人数五五六人　産ませた子六六人＋五五五匹
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　軽く時間を潰してから俺とセリアは客間に向かう。

「次はエイギル様に触れさせません。不穏な気配を感じたら先制攻撃します！」

　セリアは気合い十分、動きやすいようタンクトップと短パンに着替えている。

ちらちら見えるへそと脇が素晴らしい。

「頼りにしてるよ」

　だが蹴り飛ばすのは勘弁してやれ。話ができなくなる。

「わかっています。足を払って脳天から床に叩きつけてやります！」

　そうならないように注意しよう。




「入るぞ」

「!?　待ちなさい！」

　一応声をかけると部屋からレーミアの声が聞こえる。

セリアは構わず突入しようとしたが、また襲いかかられても話が進まないので素直に待とう。

　部屋に入るとレーミアはこちらを睨みつけており、少女アルテイルは頭からシーツを被っていた。

何か被ってないと落ち着かないのだろうか。

「それはまだ続けるのか？　顔を見ながらの方が話し易いんだがな」

「猊下の御顔を拝見できるのは巫女衆と大司教のみ。信徒でも無い貴様などが見れば目が潰れると知れ」

　さっき見たが潰れて無いぞ。

いきり立つセリアを宥めながら俺は溜息をついた。

　彼女達には残酷なことだが、このままでは生きてなどいけない。

現実を突きつけるしかない。

「巫女衆に大司教か……なるほど。で、そいつらはどこにいるんだ？」

　俺はあえて傲慢な態度でソファに踏ん反り返る。

本当は女の前でこんな態度はとりたくないが必要なことだ。

「私が巫女としてお仕えしている！」

「ならこの娘はもうお前としか口が聞けないな。他の巫女は？　大司教はどこにいる？」

　さっきレオポルトから色々と聞いたのだ。

　アルテイルの政変は国の在り方が激変する大きなものだった。

弟が兄を廃した程度ではなく、今やアルテイルの国としての在りようもあやふやだということだ。

　当然ながら信仰を統治のよりどころとしていた体制は根底からひっくり返り、最早あの国には法王も巫女も大司教も存在しない。

　民は不思議なほど新たな制度に順応し、大きな反乱もなくアルテイル神に寄らない統治を受け入れているそうだ。

そのことにはトリスタンもアドルフも困惑していた。あの狂信的な国がこうも簡単に変わるとは……と。

「う……」

　レーミアが沈黙する。

もし国内に彼女達を支える勢力があったならここまで逃げてくることはない。

「その少女が神の化身だと信じるのは勝手だが、そう考える奴はもうどこにもいない。アルテイルにもラーフェンにも、もちろん王都ゴルドニアにもだ」

「ふ、不信心な者どもの国など滅びるがいい！」

　それだと世界が滅びてお終いだぞ。

　正確に言うとアルテイル神を祭る古い祠はゴルドニアにも結構ある。

だがどれも小さな祭壇が前に置いてあるぐらいで大げさなものはない。

固有の祭りも熱狂的な信者もなく、腹が痛い時や博打の前に拝む程度で他の神や精霊の祠となんら変わることはない。

　ちなみに俺はラーフェンにある豊穣の女神の祠に通ったことがある。

何しろ豊穣の女神は──美しい顔は常に優しく微笑み、体は豊満、尻は万の子を産めるほどに大きく、人の頭よりも大きな乳房から大地を潤す母乳を流す──と言い伝えられていたのだ。

　熱心に拝めばあわよくば女神が枕元に立ち、信仰の礼にと一発やらせてくれるかと思ったのだが、そんなことはまったくなかったので飽きてやめた。

ノンナの乳房も十分顔より大きいしな。

「あのエイギル様？」

　おっと話の途中で妄想に耽ってしまった。

「ともあれ、お前達はもう法王でも無ければ巫女でもない。自称するのは勝手だが誰もまともに取り合わない。お前達の思うアルテイル信仰は中央平原には──いや、世界中のどこにもなくなったんだ」

　冷たく言い放つ。

可哀想だがこれを受け入れて貰わないことには何もできない。

国を追われた身なのだから味方がいないことは彼女が一番わかっているだろうが信じたくないのだろうか。

　ぷるぷると震え始める少女アルテイル。

慌てながらも悲しい顔をするレーミアだが、少女には一切触れない。

きっと体に触れてはいけないのだろう、道は長そうだ。

「ううう、うぇぇぇ……」

　先ほどの号泣とは違うか細い声で泣き始めるアルテイル。

「猊下お気を確かに……必ずどこかに──」

「そんな場所はどこにもありません」

　セリアが容赦なく追い打ちをかける。

「そんなことはわからぬ！　世界は広い、どこかに必ず──」

「確かに世界は広い。どうやって探す？　金は？　足は？　誰が一文無しの貴様らに与えてくれる？」

　アルテイルは更に泣きだし、レーミアが遂に激昂した。

セリアはいつでも来いと身構えるが、今度は襲いかかって来なかった。

「私がなんとでもする！　猊下の為ならばこの身が壊れるとも本望！」

　涙目で睨むレーミア、さすがに心が痛くなってきたがまだ続ける。

「それでボロボロになって同じ神を信仰する新天地に辿り着いてもそこで終わりです」

「どうしてだ!?」

　それほど馬鹿な女には見えないのだが、少女を思う故か、国を追われて混乱しているのか。

　俺はセリアに代わってレーミアに尋ねる。

「半年前、お前達の国に突然『我こそがアルテイル神の生まれ変わりである』とかぬかす二人組が来たらどうしていた？」

「恐れ多くも神の名を騙るなど異端！　異端は生きたまま火あぶりと決まっている！」

「そのままお前達の運命だな」

　がっくりと項垂れるレーミア、しゃくりあげるアルテイル。

「わかっただろう。アルテイルを崇拝するのは勝手だが二人きりの時だけにしておけ。お前達が生きていく上で邪魔になる」

　さすがにこれ以上はもう言えない。さっきから心が痛くてたまらない。

　アルテイルがレーミアの袖を引っ張る。

「陛下、私だけは最後までお供致します。ですから気をお鎮め下さい……」

　さて、これで彼女達も不本意ながら現実を理解しただろう。

ここからが本題だ。

「お前達は王都へ向かうと言っていたが……残念ながら王都に行けば状況はもっと悪くなる」

　王は南部国とはなるべく関わるまいとしている。

政変で国を追われた彼女達を優遇してもなんの利も無い上に無用なトラブルを呼びかねない。

　そもそも彼女達が王都に溶け込めるとは思えない。来た途端に治安隊に捕まったのを見ればわかる。

ラーフェンなら俺がなんとか助けてもやれるが、王都ではなかなか難しい。

二人が吊るされる所は見たくないのだ。

「俺はお前達を神だとは思っていないし、崇めるつもりもない。だが邪険にするつもりはない。なるだけ幸せに生きられるように尽くしてやりたいんだ」

　ヴィルヘルミナからも平凡に生かしてやって欲しいと頼まれているしな。

　俺は怖がらせないように微笑みながらアルテイルの被るシーツを取る。

「あ……」

　アルテイルは困ったような顔をするが、先ほど一度見ているせいかそれほど大慌てはしなかった。

涙を浮かべた赤い目がおれを見る。

吸血鬼とは違うとわかっているのだが、この赤い目で見られると興奮してしまう。

「猊下に何をする──あっ！」

　俺に掴みかかろうとしたレーミアを逆に引き寄せる。

「新しい生活に慣れるまでお前達二人の面倒は俺が見てやる。悪いようにはしない」

「み、巫女たる私に触れるとは！　離せ下郎！　ええい力が強い！」

「エイギル様に抱かれて文句を言うなんて失礼です！　エイギル様！　こんな女は足で踏んでおけばいいのです！」

　ぎゃあぎゃあ言い合うレーミアとセリアを無視してアルテイルに言う。

「深く考えなくていい。しばらく俺の所で休んで行け。毎日歩き続けるのはもう疲れただろう？」

「ん……」

　アルテイルは豆だらけの足を見てから、本当に僅かに頷いた。

「猊下が申されるならその通りに致します。しかし手は離せ！　用が済んだなら出てゆけ！」

「保護される身で何を偉そうに！　こんな女は体でも売らせておきましょう！」

　セリアとレーミアが睨み合う。

俺は再び無視してアルテイルに話す。

「もし不満があったら俺に、自分の口で直接言うんだ。できる限りは聞いてやる」

　俺があえてレーミアではなくアルテイルに言ったのはその方が話が早いからだけではなく、彼女自身に判断させたかったのだ。

顔を隠して伝言ゲームで会話する女に何の魅力も感じないからな。

　再びコクリと頷くアルテイル、ちらちらレーミアを見る反応は変わらないが自分で頷いているだけ進歩だと考えよう。

「ではベッドに行こうか」

「はぁ!?」

　素っ頓狂な声を出したのはセリアだけだ。

　レーミアとアルテイルは不思議そうに首を傾げている。

「ベッド？　何故お前と一緒に寝なければならないのか？」

　レーミアは怪訝そうに言い、アルテイルもきょとんとしている。

まさかわからないのか。

仕方ないのでもっと直接的に言う。

「男女の愛を育むにはベッドが最適だ。良ければ俺と愛の行為をして欲しい」

「あーんまたですか！」

　セリアは情けない声を出すが、やはり二人の反応は鈍い。

顔を見合わせ、アルテイルが何か呟き、レーミアが首を振る。

　どうやら二人とも本当に知らないらしく、的外れな答えが返って来た。

「民草に愛を与えるのは猊下の御技、貴様ごときが猊下に愛を与えるなどおこがましいぞ」

　これはいかん。こんなことではいずれ二人揃って悪い男に食われてしまう。

愛について教育してやらねばならないだろう。

「そうだな、なら俺に愛を与えてくれないか。無論ベッドで」

　レーミアが何か言おうとしたが、その前にアルテイルが彼女の袖を引く。

微かに微笑んでいるようにも見える。

「恐れ多くも猊下はお前に愛を与えて下さる。感謝し忠誠を誓え」

「もちろん誓うとも、さあベッドに行こう」

　アルテイルの化身には忠誠は誓えないが、美しい女体にならいくらでも誓うぞ。

「俺達は男と女だ。細かい諍いは全て愛の行為で解決できる」

「本当はわかってました！　わざわざ部屋に行くと言った時にわかってました！」

　セリアが騒ぐ。やはり彼女は俺のことを誰より理解してくれている。

「このタイミングで言われても嬉しく……なくはないですけど……」

　よしよし可愛い奴だ。




「では始めよう」

　俺は上着を脱ぐとベッドの上に乗って行く。

レーミアが何か言おうとしたがアルテイルが俺の前に立ったので口ごもって下がる。

「ん……」

　すると俺の前に立ったアルテイルが何やら手を動かす。

「一体何を──」

「黙りなさい！　恐れ多くも猊下が祝福を下さる！」

　この妙な動きは祝福とやらなのか。

小さな体でちょこちょこ動く様には小動物的な可愛らしさはあるが、神聖さは感じないな。

「天と地全てを統べる我が──」

　最後に聞きとれない小さな声でそう言いながら俺の頭の上に手を乗せる。

　なんだか少し体が温かくなった気がする。

「本来は下賎の者が頂けるはずのない祝福、感涙するが良い」

「ふー」

　何故かレーミアが胸を張り、アルテイルはやり遂げたと言わんばかりに汗を拭っている。

「ああ、なんか知らんがありがとう──次は俺が愛を与えよう」

　言うなり俺は少女に近づき、肩と腰に手を回す。

「えっ？」

　アルテイルが俺を見上げた時、真っ白な肌に浮かぶような赤い唇と俺の唇は既に重なっていた、

「──!?」

　目を見開く彼女を抱きしめる。

セリアどころかプチチェリーよりも小さな体だ。

　俺は小さな体を抱きしめながら、同じく小さな唇を割って舌をねじ込む。

アルテイルはピンと背筋を伸ばしたままで抵抗は無い。

　少々強引だったので抵抗されるかとも思ったが受け入れてくれてよかった。

遠慮なく舌を口内で暴れさせ、縮こまっていた少女の舌を絡め取る。

「き、貴様よくも──！　あう！」

　後ろではレーミアが俺に飛びかかろうとしたが、その前にセリアが彼女に飛びついて押さえ込んだ。

「行かせません！　すぐにお前もエイギル様の毒牙にかかるのですから大人しくしていなさい。うぅ、悪の片棒を担いでいる気分です……」

　くんずほぐれつしている二人にも興味はあるが今はアルテイルに集中しよう。

　俺を受け入れてくれた以上、気持ち良くしてやらねばならない。

次のステップに進むのだ。

　舌で口内をかき回しながら更に体を密着させ、首筋を撫でる。

腰に回した手は尻を優しく撫でさする。

　ここから手を胸や太もも、そして肝心の穴に伸ばして前戯しようと思っていたのだが──。

「んんん──！」

　アルテイルが叫び声をあげて硬直し、股間が一気に濡れる。

俺は慌てて体を離した。

「漏らしてしまったのか」

　まさか抵抗しなかったのは怖くて動けなかったからなのか。

だとすると恐怖で漏らすまでしてしまったことになる。

酷な事をしてしまった。

「すまん怖かったな。一旦やめておこう」

　体を離そうとした所で違和感に気付く。

失禁にしては服の濡れが少ないし、異臭もない。

俺はベッドでしょっちゅう女を失禁させているからわかるのだ。

「まさかこれは……」

　濡れた股間に手を伸ばす。

「──!!」

　アルテイルが再び体を震わせる。

だがこの震えは恐怖によるものではない。

快楽に耐えかねて身をよじっているのだ。

　間違いない。アルテイルはさきほどの行為に反応して潮を噴いたのだ。

「キスと軽い愛撫だけだぞ」

　長時間抱いて高まっていたならともかく、最初のキスと愛撫で潮など噴くだろうか？

　するとセリアに拘束されたままのレーミアが叫ぶ。

「猊下のお体はあまりに神聖故に淫気の影響を受け易い！　人の身で猊下に触れてはならぬ！」

　ふむなるほど。

俺は息を荒げているアルテイルの手を取り手の甲から肩までをゆっくり撫で上げる。

「あ!?　うぅ──!!」

　大きく震えるアルテイル、股の染みが更に大きくなる。

　これではっきりした。

彼女は体に触れられるだけで絶頂してしまうほどの敏感体質なのだ。

「なんという淫らな体だ──たまらん」

　アルテイルを抱き締め、股と胸に手を這わせる。

「あひぃ！」

　ほとんど同時にアルテイルは体を伸ばして絶頂し、へなへなベッドに崩れ落ちる。

「はぁ……はぁ……あぅぅ……」

　たったこれだけの攻めでまるで半日攻めまくられたようにへばっている。

「は、離せ！　離せ──!!」

「わっ！　エイギル様、逃げました！」

　レーミアが大暴れしてセリアを押しのけ俺に突っ込んでくる。

だがそれを止めたのは他ならぬアルテイルだった。

「いい、大丈夫」

「し、しかしこの男は猊下にとんでもないことを……」

　アルテイルは小さいながらもはっきりと言う。

「ふわってなって……気持ち良かった……もっとして欲しい……と思う」

　感激に体と肉棒が震える。

「もちろんだ。今のなんて序の口、もっともっとすごいことをしてやるぞ！」

　アルテイルを優しくベッドの中心に横たえ、一枚ずつ服を剥いでいく。

　顔や手足から想像はついていたが新雪のような真っ白の肌、そして二度絶頂したせいかほんのりピンクに染まっている。

「綺麗だな。シミ一つない」

　胸と尻は小さく、手足は細い。

腰は若干くびれて子どもではないと主張しているが、それでも性欲が沸き立つ体型ではない。

「だが……」

　綺麗な形をしたへそを軽く撫でる。

「あぅ！」

　同時に股から潮が噴き出る。

彼女の体は狂わんばかりに男を求めているのだ。

「ここも頂こう」

　薄い胸の頂点についた小さな乳首を啄ばむ。

「──！」

　それだけで体が反り上がる。

反対側の乳房を手で撫でると反り返ったまま噴水のように激しく潮を噴く。

「まだまだいくぞ」

　股間に手を伸ばして穴に軽く指を入れる。

「ん──!!」

　またも絶頂、穴の中は既に水っぽいどころではない。

ドロドロの女汁がいくらでも溢れて来る。

「おっと処女か」

　穴に入れた指が何かに触れる。

愛撫で喪失させてしまわないように注意しないといけない。

「本当にすごい体だ。どこを触っても絶頂する」

　敏感にも程がある。

女を絶頂させるのは男の喜びだが、これだけイキやすいと肉棒を叩きこんだらどうなってしまうのか不安にもなる。

「み、水……」

　アルテイルが水を求めてきた。

絶頂の連続で潮を噴きまくり、全身から発汗しているのだから当たり前だ。

「今お持ちしま──」

　レーミアが反応する前に水を口に含み、口移しでアルテイルに流し込む。

「ん!?　んんん──!!」

　アルテイルは水を飲みながら足を開いて潮を噴いてしまった。

もうキスしただけでイってしまうようだ。

「俺も水を貰おう」

　俺は彼女の下半身に移動してその中心に口をつける。

「あぅぅ！」

　間髪おかずに大量の愛液と潮が流れ込んでくる。

　俺の頭に両手を置いて悲鳴を上げる少女、だが太ももを抱え込んで逃がさない。

穴は痙攣を続け、肉豆がピンと立っている。

　その豆を舐めた瞬間、両太ももが力いっぱい俺の頭を挟みこむ。

少女の力なので痛くもかゆくもないが。

　口愛撫が終わるとアルテイルは半ば失神していた。

大股開きで中心の穴もヒクヒク動いている。

　本来は少し休憩させるべきだが、彼女の場合は休ませてもあまり意味は無い。

どうせ行為を再開すればまたイキっぱなしになってしまうからだ。

「このままお前を女にする。構わないな？」

「ふぇ……」

　アルテイルは俺の顔を見て小さく、だがはっきりと頷いた。

「ありがとう」

　俺は服を脱ぎ捨てる。

「正気に戻って下さい！　この男はなにやらとんでもないことをしようとしています！」

　レーミアが叫ぶ。本当に男女の行為を知らないようだ。

この分では彼女も処女なのだろうな。

「……いい。もっとふわふわに……なりたい」

「そ、そんな……」

「心配するな。壊したりはしない。必ず気持ち良くしてやる」

「処女を食ってまたエイギル様のお道具が黒くなるのですね……」

　最後の一枚を脱ぎ捨てる。

「いやぁぁぁぁぁ!!」

　レーミアから悲鳴が上がった。

「なんだそれは！　悪魔！　悪魔がぶら下がっている！」

　悪魔呼ばわりは悲しいぞ。

確かにいきり立った一物は筋だらけで愛らしさは微塵も無いが。

「大きい……これをどうするの？」

　一方でアルテイルは絶頂を繰り返したせいか、男根に恐怖は見せずに手を伸ばしてくる。

俺は男根を触らせてから彼女の足を思い切り開き、その間に入る。

「これを股の穴に入れるんだ。そうすればお互いに気持ち良くなれるんだぞ」

「……今までより？」

「今までのは前菜みたいなものだ。男の棒を女の穴に突っ込んでこそ真実の愛が生まれるんだよ」

　行為を始めてからアルテイルは声を出すようになった。

やはり男と女は肌を重ねてこそわかり合える。

「行くぞ」

　細い太ももを抱えて男根を穴に宛がう。

アルテイルは体も穴もとても小さいが限界まで濡れているのでなんとか入るだろう。

　仰向けにした彼女の頭の両側に手を付き、体重をかけすぎないようにしてゆっくりと乗って行く。

「まるでエイギル様が子どもを犯しているような、すごい光景です……」

「あぁぁぁ……」

　尻にセリアとレーミアの視線を感じて肉棒が一回り大きくなったぞ。

　肉棒はゆっくり沈んでいき、かすかな抵抗に当たる。

「うぐ……苦しい」

　アルテイルは俺の背中に手を回してしがみつく。

　俺は安心させようと微笑み、一息に彼女の純潔を押し破った。

「あぐぅぅ──!!」

　小さな体が悲鳴を上げて反り返る。

足はばたつき、背中に小さな爪が立つ。また男の勲章が増えてしまうな。

　アルテイルの小さな穴は今にも破れそうなぐらい広がっている。

さすがに少し大きさに慣らさないといけないだろう。

「よしよし……しばらくじっとしているから慣れたら──」

「気持ちいい！　すごく気持ちいい！」

　今までボソボソと話していた少女からはっきりとした声が飛ぶ。

「なに？」

「気持ちいい……気持ちいい……気持ちいい……」

　処女喪失してすぐに動いては痛いだろうと腰を止めていたのだが、彼女は自分からヘコヘコと腰を動かし、上に乗られていて動かしにくいのか、もどかしそうに唸っていた。

「痛くは無いのか」

「いいから動ご……う、動け！」

　命令口調になると案外声が大きいな。

そこまで言うなら遠慮はしないぞ。

「ふん」

「んひぃ！」

　腰を一番奥にぶつけると腹に潮が噴きかかる。

「そら」

「くぅん！」

　肉傘で入口付近を擦ると舌が突き出て穴が痙攣し、潮が噴きかかる。

「よっと」

「あひぃ！」

　ギリギリまで抜いてから一気に再侵入すると手足がピンと伸びて体が反り返る。

もちろん潮が噴きかかる。

「……」

「んあ！」

　これでもかと硬くなった両乳首を手でこねると腰が跳ねて潮が噴き出る。

　要は何をしても絶頂するんだな。

これなら少々荒く攻めても大丈夫だ。

　俺はアルテイルに覆いかぶさるようにして大きく腰を使う。

一突きごとに腹が盛り上がるのがわかるぐらい激しく動いたが驚いた事に彼女は痛いとも苦しいとも言わず、ただ気持ちいいと繰り返して一突きごとに絶頂し、潮を撒き散らした。

「もっと、もっと激しく」

「これ以上やったら腹が破れる」

　それでもいいとばかりに俺の顔に手をやるアルテイル。

真っ白だった顔は桃色に染まり。涎と涙で汚れている。

仕方ない、一度本気で突いてやろう。

「ふん！」

　腰を思い切り振り、一番奥を打ち付ける。

本来メリッサやメルなど豊満で男慣れした女にしかやらない技だ。

　セリアやミティにやっても苦痛の悲鳴が上がるだろう動きだが……。

「んぎっ!!」

　アルテイルの両手両足が巻きついて来る。

顔は……人に見せられないぐらい快楽に歪んでいた。

どうやら大丈夫そうだ。

「あっ、あっ、止まら、止まらない！」

　少女の腰がヘコヘコと勝手に動きだした。

どうやら一度の突きだけで止まらなくなってしまったようだ。

何度も連続して絶頂している。

「い、いきが、できな」

「おっと、これはいかん」

　絶頂が止まらないせいで息ができなくなってしまったのか。

俺は強引に口付けして息を吹き込む。

「んぐぅぅぅ!!」

　その動きで肉棒が奥を刺激し、絶頂するアルテイル。

当然、また呼吸ができないので更に息を吹き込む。




　しばらくそれを繰り返していると体力の尽きたアルテイルがぐったりとベッドに倒れ込む。

　そろそろ止めておかないと本当に抱き殺してしまうかもしれない。

幸いにして俺の方もかなり込み上がってきている。

「そろそろ俺の愛も噴き出るぞ」

　どこに出そうか迷う。

これだけ絶頂しているのだから子袋の口も開いているだろう。

中で出せば妊娠する可能性は高い。

「……このまま出すぞ」

　だが俺はあえて中に出すことにした。

子を産むには早すぎると思わなくもないが、子を持てば普通の女である自分を自覚し、もっと世の中に溶け込めるかと思ったのだ。

もちろんこの真っ白な肉体に俺の種を流し込みたい欲望もある。

「愛が……出るの……」

「そうだ、たっぷりと愛が出るぞ……おう！」

　脱力した彼女を抱え込み、一声呻いて種を発射する。

彼女はもう力が入らないのか俺の肩に軽く手を回した体勢のままで胎内に種を流し込まれていた。

「熱い……愛が……熱い……」

「この音……猊下に何をしている！　あぁお腹が膨らんで……一体何がおきているの!?」

　びゅるびゅる全員に聞こえる音を立てながら種が流れ込んで行く。

アルテイルの腹はゆっくりと膨らみ、それを不思議そうに見ながら彼女はカクンと崩れ落ちた。

「息は……問題ない。穴も切れていない。よし大丈夫だ」

　一応体をチェックしてから少女を寝かせる。

うーむ、小柄な彼女の腹が膨らんでいる光景はなんとも背徳的だな。




「さて次はお前だ」

　俺は男根を勃たせたままレーミアの前に立つ。

アルテイルに出す量を少し抑えたのでまったく萎えていない。

「大人しく脱ぎなさい。抵抗すると怪我をしますよ。……まるで強姦の共犯者です」

　セリアがブツブツ言いながらレーミアの服を剥ぐ。

だが上半身を脱がされ、俺の前に豊かな乳房を晒しても彼女は何の抵抗もしない。

　まさか俺の男根を見て惚れてしまったのだろうか。

そうなら最高の結果なのだが。

「貴様に惚れるなどあろうはずがない。だがその股間は……」

　レーミアが俺に近づき、肉棒に舌を這わせる。

「おおぅ」

「あれだけ抵抗しておいてしゃぶるなんて……本当はエイギル様を狙っていたのでは!?」

　アルテイルとの交わりでドロドロになった肉棒を丁寧に舐め、最後は先端を口に含んで綺麗にする。

しかも顔は恍惚としており、どう見ても俺の虜になったよう思える。

「勘違いするな。コレは悪魔だったが……既に猊下に清められている。もうこれは聖なるモノだ」

　言いながらアルテイルの潮が飛んだ俺の腹や太ももを舐めるレーミア。

理由はどうあれ俺の男根に抵抗が無くなったのなら好都合だ。

　俺はレーミアの豊満な乳房に手を伸ばし、乳首に口付けする。

「やめ──いや、その手も口も猊下に清められている……続けていい」

　レーミアは体を引くつかせながらも俺の愛撫を受け入れる。

俺はあくまで優しく撫でるような愛撫で彼女の性感を高めて行く。

「ああ……んんっ！」

　しばらく愛撫をしているとレーミアの声が甘くなってきた。ようやく高まってきたようだ。

彼女は股間をガードするようにして体を硬くしているのでなかなか愛撫しにくかったのだ。

とはいえ処女を相手にするならこれぐらいが普通で、イキまくったアルテイルが特別だったのだ。

　セリアがレーミアの下半身も脱がそうとする。

「待ちなさい！　や、やはりここは……だめだ」

「おいおい、それじゃ愛してやれない。これが欲しくないのか？」

　一物を目の前に突き出す。

「う……猊下に入った神聖な肉棒……」

　レーミアの目がトロリとなる。

だが思い出したようにまた股間を庇う。

　やはり怖いのだろうか？

だがそれにしては乳房を愛撫しても抵抗はなかった。

行為よりむしろ股間そのものを隠したがっているように見える。




「大丈夫、穢れてない」

　その時、背後から小さな声が聞こえた。

アルテイルが目を覚ましてレーミアに呼びかけたのだ。

「猊下！」

「穢れて無い。そう言った」

　レーミアは覚悟を決めたように丁寧に頭を下げると、下半身を覆う布を自らの手で取り去った。

「ぬ！」

「ぎゃあ!!」

　セリアは悲鳴をあげ、俺も思わず呻いてしまう。

　程良く肉のついた美しい太ももと丁寧に整えられた陰毛、男の情欲を掻き立てる素晴らしい腰回りの中心に異物がそそり勃っていた。

「お前、男だったのか」

「ううぅぅぅ！　ばっちり見てしまいました。許しません！」

　レーミアの股間には一物がついていた。

それも優に三〇ｃｍはあるだろう大きさで、血管が浮き出て肉傘も張りかなり立派だ。

さすがに俺よりは随分小さいが並の男になら引けはとらないだろう。

「うむむ」

　俺は悩んでしまう。

今までの彼女の行為も女だからこそ許してきたのだ。

「ここまで美しいなら肉棒が生えていても女ではないだろうか？　いや、やっぱり生えていたら男か」

「エイギル様しっかりして下さい！」

　俺も少し混乱しているのかもしれない。

「勘違いするな。私は男ではない」

　そう言ってレーミアは自分の手で肉棒を持ちあげる。

あまり見たくはないが、その後ろにはこれまた立派な玉と──。

「なに？」

「えっ？」

　再び俺とセリアは声を出してしまう。

　肉棒の後ろになんと女の穴もついていたのだ。

目をこすってみたが尻の穴ではない。

「私は生まれ付き、どちらも持っていた。悪魔の身体……と言われていた」

　彼女はアルテイルに促されてゆっくりと話を始める。




　レーミアはアルテイルの田舎で何も欠けることがない女として生まれたが、ただ男根がついていた。

　両親は娘への愛か、それとも自身が悪魔と交わったとされることを恐れたのかレーミアを隠し部屋に幽閉し、一歩も外へは出さなかった。

　だがある日の深夜、外に出てしまった彼女は自警団に見つかってしまう。

　そしてスケベ男の一人が取り調べの名目で体を触り、事が発覚してしまう。

　村の者は悪魔の子だ、異端だと騒ぎ立てた。

　司祭まで駆けつけたがずっと匿われていた彼女の身元は誰にもわからない。

　そこに両親が現れ、彼女と目があったがはっきりと『見知らぬ者』と言い切った。

　彼女は絶望し、自ら悪魔の子であると自供した。

　レーミアは聖都アルテリアに連行され、火炙りに処されることになった。

　だが火が放たれる直前、神殿のテラスから見ていた少女アルテイルが言った。

『邪悪ではない』と。

　法王たる彼女の一言でレーミアは助命され、そのまま傍に仕える神官となったのだ。




「猊下に救われた命、尽き果てるまで猊下のために使うと決めました」

　レーミアは自分に言い聞かせるように言い、堂々と男根を晒す。

　良い話だとは思うがそんな男根を近づけられても困る。

女に付いているとは言え、本能的な抵抗を感じるんだ。

「だが女なら抱かせて貰うぞ」

「お好きに、猊下に入ったモノならば何を抵抗しようか」

　俺はレーミアを仰向けに倒して圧し掛かる。

そして女の穴に男根を押し当てるが……。

「……後ろからでもいいか？」

「好きに」

　前からだと彼女のそそり勃った男根が俺の腹に当たるのだ。

生半可にでかいからどうしても気が散る。

　四つん這いにしたレーミアの尻を掴んで再び男根を押し当てる。

うむ、この角度だと男根は見えない。

「入るぞ」

「ん……」

　ずるずると肉棒が彼女の中に飲み込まれていく。

レーミアの尻は大きく、穴のサイズもアルテイルよりも余裕がある。

だが普通に濡らしただけの彼女は狂ったように濡れていたアルテイルよりも痛みを感じてしまっている。

「ぐ……あ……痛い！　ううぅぅ……」

　苦悶の声が漏れるが俺は動きを止めず、そのまま処女膜を押し破る。

「あぅぅぅ!!!」

　悲鳴が上がりレーミアの上半身がベッドに崩れる。

「処女は貰ったぞ。これでお前は女──俺の女だ」

「違う！　私の処女は猊下に清められたお前の肉棒に捧げたのだ！　お前に捧げた訳ではない！」

　何を言っているかわからないがまあいいだろう。

「動くぞ」

　返事を待たずに腰を動かす。

「あうっ！　ぐうっ！」

　痛々しい程広がってはいるがアルテイル程ではない。

このまま動いても怪我はしないだろう。

「動きを変えるから気持ち良い場所を言え、重点的に攻めてやる」

「いいから好きに動け！」

　言ってくれないと痛みが続くのにな。

仕方ない、手探りで探すとしよう。

　後ろから手を回して乳房を掴み、首筋に吸い付く。

ぷりぷりした肌は極上で体を密着させるとより快感が高まる。

「うわぁ……すごいです」

　見ればセリアがこちらを見て呆然としていた。

「どうした？　お前の前で女を抱くなど珍しくもないだろう」

「そうですが……その女のアレが腹に張り付いていて、エイギル様が男色しているように見えます」

　萎えることを言ってくれるな。

せっかく俺からは見えない体位で抱いているのに。

「まあそれも含めてお前か。女の全ては受け入れないとな」

　自分に言い聞かせて腰の動きを早める。

「すごい、綺麗」

　アルテイルがそう言うなりレーミアの身体が震える。

「う、うぐ！　うぅぅー!!」

　穴がきつく締まり、体が痙攣する。

俺の攻めよりもアルテイルに褒められて絶頂するとは男としては複雑だが、気持ち良くなれないよりはいい。

それにしても何やらビクビク変な動きも感じるぞ。

「……その女が種を噴いているのです。男色みたいなのに何かがこみあげて来ます」

　全てを受け入れるにはまだ抵抗がある。

　いかに男根がついていようと前の穴は処女なのでさすがにあまり攻め続けると痛めてしまう。

ドロドロに濡れたアルテイルが例外なのだ。

「そろそろ終わらせる。最後に激しくする」

　このまま後背位で注ぎ込もうとしたのだが、アルテイルがこちらに這って来る。

「見せて」

「あぁ猊下……そんな恐れ多い」

　俺は彼女の意を汲み、背面からの座位を取って動きを激しくする。

レーミアの肩越しにこれでもかとそそり勃ったモノが見えるが首筋に吸い付いてみないことにする。

「これ、もっと大きくして」

「ご命令とあれば……」

　レーミアは俺に貫かれながら両手で自分の一物をごしごし擦る。

両手で擦れるとはやはり結構な大きさだな。

「うううーうううーー!!」

　低く呻きながら必死に擦り続けるレーミアをアルテイルは面白そうに見ている。

　セリアが俺の背中にひっついてきた。

背中に胸を当てながら首筋に舌を這わせてくれる。

「仲間外れみたいで嫌です。私がエイギル様の一番です」

　よしよし、二人の相手が終わったらお前をたっぷり抱いてやるからな。

　遂に限界を迎えたのかレーミアが震え始めた。

「も、もう駄目です。どうかお下がりください……このままでは猊下に汁をかけてしまいます！」

「いい、汚くない」

　アルテイルがそう言うとレーミアの中が激しく締まる。

深く絶頂するようだ。

俺も出させて貰う事にしよう。

「ん」

「ああっ！　なんて恐れ多い！　も、もうだめ!!」

　アルテイルがなんとレーミアの一物を口に含む。

それでレーミアは決壊したのか、ものすごい嬌声をあげて絶頂した。

「俺もいくぞ！」

　俺もまたセリアとキスをしながらレーミアの乳房を鷲掴みにして種を放つ。

「うぉぉぉ！」

「あひぃぃ！」

「んぶぅ！」

　俺はレーミアの中にたっぷりと種を出し、レーミアの肉棒もアルテイルの口内で激しく脈動している。

「ごほっ！」

　少女の口から大量の精と共に肉棒が零れおちた。

相当な量の種が出たのだろう。

「あぁぁぁぁ！　止まらない！　お汁が止まらないぃぃ!!」

　口から抜けた後もレーミアの肉棒は暴れ回り、種を撒き散らし続けていた。

暴れる彼女をがっちり抱きしめる。

「女の肉棒には負けられん」

　俺も対抗し、腹に力を入れて更に大量の種を出す。

　勝負は俺の勝ちとなり、やがて精を吐き尽くしたレーミアは意識を失ったのだった。




「エイギル様がいつも大量なので慣れてますけど……これすごい量ですよね」

　ベッドが白濁でドロドロになっている。

俺の種は彼女達の中に注いだので、これはほぼ全てレーミアの精だ。

「まだ痙攣しているしな。出し過ぎてモノが壊れて無いといいが」

　ぐったりとしたレーミアの肉棒を指で弾いてみる。

瞬間、脳裏に電撃が走った。

「うん？　突然レティシアの店が浮かんだぞ。妙なこともあるもんだ」

「思い出さない方が良いこともあるのです」

　気にしないでおこう。

「こいつらは俺の女になった。これからゆっくり物事を教えてやろう」

　抱き合って眠る二人を優しく撫でる。

「また女が増えました……」

　撫でてからセリアに手を伸ばす。

女の嫉妬解消には抱くのが一番だ。

「汁まみれのベッドでは嫌です。私の部屋に行きましょう」

「おお、いいぞ」

　俺は全裸のままセリアを持ちあげて部屋に運ぶ。

途中でマイラに会い、すごい目で見られたが今は気にしない。

セリアが手を振っていたことも気にしない。

　こうしてアルテイルとレーミアは俺の女となった。
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ヴァンドレア・アルテイル国境の要塞　アルゴルス城塞

　長年両国の最前線として奪い奪われ、壊し壊されを繰り返して来た城塞。

その一角で両国の権力者達が席を共にしていた。

「今、長かった戦いが終わります」

　何とも言えない空気の中、ヴィルヘルミナが告げる。

「これより我々は手を携え歩くことになります。共通の敵を倒すために、我々全員が生き残るために」

　ヴィルヘルミナがアルテイル側を見て頷く。

彼らもヴィルヘルミナに力強く頷き返す。




回想　一週間前　アルテリア旧神殿

「ヴァンドレアの指導者達は悪魔の疫病によって亡くなりました。しかしただ病にかかった訳ではありません……人の手による陰謀です」

　黒い喪服に身を包んだままヴィルヘルミナが民に向けて語る。

彼女が居るのはかつて法王が鎮座したアルテイル神殿だった。

神像や儀典の装飾が取り払われ、実務的な行政府として使われていた。

「ヴァンドレアの奴らに神罰が下ったのだ！」

「おい神罰などもう無いぞ！　滅多な事を言うな！」

「誰がやったにせよ、よくやってくれた。良い厄介払いになった」

　民衆はざわつくが、ヴァンドレア指導部の死を歓迎する者がほとんどだった。

長年の対立により敵愾心は政変後も根深い。

「そして私も大切な忠臣のマルコを……失いました」

　場がゆっくりと静まっていく。

「皆に宣言します。私は──ヴァンドレアと和解するつもりです。支配でも服従でもなく和解です」

「和解？　嘘だろう！」

「このまま攻め滅ぼして──」

　静まりかえった民衆が意味を理解して怒号をあげる前にヴィルヘルミナは畳みかける。

「ヴァンドレアは敵でした。しかし和解が必要なのです。我々が生き残るために……その理由は──」

　機先を制された民衆は続きを聞くために静まる。

「共通の敵がいます。恐るべき敵です」

　ヴィルヘルミナはいかにも恐ろしいとばかりに身を震わせ、大衆も再びざわつく。

「敵？　ヴァンドレア以外に敵がいるというのか？」

「奴らと和解してまで備える敵とは誰だ？」

「しっ！　少し黙れ、続きが聞こえない」

　皆が注目するのを確認してからヴィルヘルミナは再び声を張る。

「長年戦った敵は憎い。家族と財を奪われた恨みもあるだろう。だが心して欲しい。真に恐ろしいのは正面で剣を構える敵ではなく、闇に潜み毒ナイフを隠した暗殺者なのだ！」

　ヴィルヘルミナは一人の男を大衆の前に連れ出した。

「この者は間者だ。優秀な我々の兵が捕らえ……全てを白状させた」

　大きく手を広げるヴィルヘルミナ。脅えの色は消え、声色も威厳あるものに変わる。

「此度のヴァンドレアとの戦いは彼らの先制攻撃から始まったのは周知の通りだ」

　アルテイル政変後の混乱を狙った侵攻──少なくともアルテイルではそうなっていた。

「その通りだ！　隙あらば攻めてくる卑怯な奴らだ！」

「やはり最後まで叩かねば終わらない！」

　ヴィルヘルミナは口々に叫ぶ民の声を圧倒する。

「だが違った、事の始まりから全ては真の敵の陰謀。そして頃合いを見て私とヴァンドレアの指導者をまとめて始末する恐るべき計画を立てていたのだ！　私は幸いにもマルコが犠牲となって難を逃れたが……」

　一瞬だけ悲しそうな表情を見せてからすぐに目を見開く。

「真の敵とはリバティース！　彼らは苦しむ我々を尻目に繁栄を貪り、平和の機会を潰し、常に我々を戦火の中に置こうとしている！」

　またもどよめきがおきる。

「炎痘病を撒き散らしての暗殺などまさに悪鬼の所業、人の争いを超えた非道だ！」

　ヴィルヘルミナは怒りに満ちた表情と声色で訴える。

「炎痘病を使うなんて……外道にも程がある」

「神はいなかった。だが悪魔は居た！　リバティースに！」

　アルテイル・ヴァンドレア間の対立は根深いが、死屍累々となった炎痘病の猛威も同じだけのインパクトがあった。大衆にリバティースへの怒りが盛り上がる。

「大義の為に昨日の敵を許せ！　真の悪を倒すのだ！　恨みも憎しみも……全て奴らに向けてやれ！」

　怒涛の歓声が起こる。

　間者──とされた流れ者は切られた舌では何も言えず、大衆の前に引き出されて首を刎ねられる。

こうしてアルテイルの民はヴァンドレアとの和解を容認していた。




回想終わり

「我々としては異論はない。過去のわだかまりは横に置き、共通の敵に当たらねばならない」

　アルテイル側がそう言うとヴァンドレア側の参加者もほとんどが頷く。

ヴァンドレア側も大半がヴィルヘルミナを受け入れていた。

　彼女はヴァンドレア国民の前で自らがアルテイル出身ではなく、小国ポルポの生まれで在ることを強調し、ヴァンドレア指導者達が炎痘病で無残に殺害されたことを強調して和解の必要を解いた。

　和解の暁には増税などせず、むしろ全ての民に向けて施しをするとまで訴えた。

天災、疫病、戦火で生活が破綻しつつあった民にとってこの提案は魅力的だった。

　だがヴァンドレア側には未だヴィルヘルミナに懐疑的な者も多く、この場にもそういった者達が幾人か参加していた。

「……確かに和解は大変結構。だが長く争った過去の清算はそう簡単ではありませんぞ」

「左様、民にもアルテイルとの戦いで家族を失った者は多い。その者達の心を考えると安易に手を繋ぐ訳にはいかぬ」

　アルテイル側は男達を睨みつけるが、当のヴィルヘルミナはにこやかにほほ笑む。

「もちろん、事はそう簡単ではありません。それにこの場にいる少数だけですべてを決めるのは傲慢に過ぎると言うものです」

　ヴィルヘルミナがあっさりと異議を認めたことで会場が混乱する。

「実は今回、皆様をここにお呼びしたのは和平の為だけではありません。アルテイル・ヴァンドレア全ての民に和解と……そして統合の是非を問いましょう」

「と、統合!?」

「一つの国になると言うのか!?」

　ヴィルヘルミナはただ笑みを浮かべていた。

「強大な敵に対するには団結が必要、その究極は両国の統合です。統合の是非とその指導者の選定──それを民に託すのです」

「民に指導者を選ばせると言うのか!?　そんな馬鹿な！」

「それは貴女が敵であるとしたリバティースのやり方ではないか！　矛盾しているぞ！」

　ヴィルヘルミナは細い体に似合わぬ声で一喝する。

「矛盾などありません。敵が剣を使えば剣を否定しますか？　馬に乗っていたからこちらは乗らぬと？　それこそ馬鹿馬鹿しい考えです。優れた制度は取り入れねばならない」

「だが和解ならまだしも統合など民が受け入れるとは──」

　ヴィルヘルミナは反対意見を今度は手で制し、被せて言った。

「──両国の対立が根深いからこそ、どちらの民にも受け入れられる指導者を立てねばならない。そういう指導者が上に立てば真の団結が成し得るでしょう。我はと思う者は名乗り出て下さい。もちろん私も手を上げさせて頂きます」

「アルテイルにもヴァンドレアにも受け入れられる指導者など……」

「いるはずが……」

　いるはずがなかった。

目の前の女性以外には。




　異様な雰囲気で会議が終わり、ヴィルヘルミナは移動の為馬車に戻る。

「また派手に吹いたな」

　ザフネスが渡した濡れタオルでヴィルヘルミナは軽く顔を拭く。

「この会議は歴史書に残りそうか？」

　女は顔を拭きながら問う。

「結果によってはな」

　男は溜息混じりに言い、女はタオルで顔を隠したまま小さく笑った。

「そうだ、法王と巫女は無事ラーフェンに入ったぞ。ラーフェンにも間諜はいるが追いかけさせるか？」

　ゆっくりと首が振られる。

「もういい、奴らがゴルドニアに入った事実があれば十分だ。布石は置かれた」

　そう言ってヴィルヘルミナは軽く目を閉じる。

「さすがに疲れたな……今日は八時間ほど寝ることにする」

　言うなり服を脱ぎ捨て、下着姿で毛布を被る。

ザフネスはふぅと息を吐いてその隣に座る。

　歳に似合わぬ働きぶり、だが毛布からはみ出た足は年相応の若い女の細足だった。

「……なぁ男が欲しくならないか？」

「もちろん欲しいさ。有能な男はいくらでも欲しい。だが人材発掘はこの大仕事後だ」

　言い終わるなりヴィルヘルミナは寝息を立て始める。

ザフネスは気まずそうに首を振ってから馬車を出て行くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

財産　金貨二二二〇〇

経験人数五五八人　産ませた子六六人＋五五五匹








第３４２話　冬は燃えるのか







　冬　ラーフェン

　強い風がノンナの帽子を吹き飛ばす。

「きゃ！」

「おっと」

　手を伸ばして帽子を捕まえ頭に戻してやる。

「ありがとうございます」

　にっこり笑うノンナはやはり美しい。

「風が冷たくなってきたな」

「ええ、一昨日から朝夕は特に冷えます。もう冬ですから」

　何の不思議も無い。

　既に季節は冬、遠からず雪も舞い出すだろう。

「体を冷やさないように気をつけろよ」

「うふ大丈夫ですよ。私、寒さには強いので」

　ノンナは小さな毛皮の帽子を直しながら腕を組んで来た。

　露出の少ない冬服でありながら巨大な胸がずっしりと当たってくる。

「戻ったら一緒に温かい風呂に入ろう。体の外も中も温めてやる」

「まぁ！　外はともかく中は何で温めるつもりですか？」

　ナニに決まっているじゃないか。




　俺達は二人仲良くラーフェンを視察している。

　本当は俺一人でやることだし、ノンナを寒空の下歩かせるのは心苦しかったのだが。

「エイギル様は浮気をし過ぎなんです！　少しぐらいは男の甲斐性ですけど……毎度違う女性を連れて街を歩かれるので私が軽んじられていると噂が立っているのですよ！」

　思い出してみると、セリアは例外としても家族の皆とはよく外出するし付き人のマータや御用商人のクレア、贔屓女優のリリアーヌと出かけることもある。

「グレーテルさんに犬の格好をさせて遊んだでしょう？　首輪までつけてって使用人達が噂していました」

　なるべく人目のない路地で散歩ごっこをしていたんだが見られていたのか。

　いつもは深夜に裏庭でやったりするんだが日中に街中で散歩したいと言われて応えてしまったのだ。

「あと、アデラを連れ込み宿に堂々と！　愛人ぐらい目を瞑りますが人目を忍んで下さい」

　アデラは愛人として俺の下半身の面倒を良く見てくれるが、抱くだけでは可哀想とちょっとした遊びに連れ出したのだ。

　芝居を見たり買い物をしたりと楽しく遊んだのだが、屋台の串焼きを食べさせ合っているうち互いに興奮してしまい、そのまま連れ込み宿に駆けこんだのだ。

　待ちきれないと互いの体を弄り合いながら部屋を要求したから印象に残ったのだろうか。

　それともぬるぬる遊びでベッドを酷い状態にしたのが悪かったか。清掃代は置いてきたのだが。

「あと言うまでもありませんがクラウディアさんとは家の中で遊んで下さい。あの方はどこにいても目を引くのですから。なのにあんなことをして！」

　クラウディアは秋の収穫祭以降更に太った。

　いや体型自体は既に球体だったので『更に大きくなった』と言う方がいいかもしれない。

　高級品嗜好のクラウディアだがたまには趣向を変えて街の宿でヤろうと言うことになった。

　いかにもな安宿の二階でクラウディアを押し倒すと、ベッドが壊れて床まで抜け大騒ぎになったのだ。

　俺達は繋がったまま一階に落下したが幸いにも彼女の肉がクッションとなって大事は無かった。

　全裸で落下して恥をかかされたクラウディアの怒りは物凄く、床を抜かれたと抗議する店主と用心棒を片っ端から腹で吹き飛ばし、俺が手を出す暇もなかった。

　仕方ないので彼女が騒ぐ間、隣の部屋でクララを抱いていた。

「マルスリーヌさん親子を四人並べて乱交されたとか、せめて馬車の窓は閉めて下さい」

　元トリエア王妃のマルスリーヌとその娘三人は国を追い出された元トリエア市民がラーフェンに多いこともあってあまり堂々と表を歩かせられない。

　しかし屋敷の中だけでは息が詰まるだろうと小さな馬車に乗せてラーフェンやその近郊をゆったり見て回る事は多いのだ。

　馬車の窓から綺麗な夕日を見ているうちに盛ってしまい乱交となった。

　ちなみに最近のお気に入りは四人を並ばせてその顔にかけて回る遊びだ。

　母娘を俺の種汁で白く染める征服感がたまらない。

　かけ終わったらそのままキスをさせ、そこに俺も乱入して二回戦だ。

「それからレアと妙な行為をなされたでしょう？　恥になるのでお控えください」

　路地裏にレアを連れ込んで強姦ごっこをした時だろう。

　レアの口を塞いで後ろから貫いたのだが、彼女の悲鳴と抵抗があまりに迫真だったので衛兵を呼ばれて逃げる羽目になった。

「屋敷でも一応使用人がいるのですから常識を外れた行為は隠れてして下さい」

　恐らくカーラとアリスのことだろう。

　カーラには中庭で男根を咥えさせながら放尿させる遊びをしたのだが、彼女は人に見られたかったらしく、あえて使用人達の前でしたのだ。

　しかも勢い余ったカーラは想定外のことまでしてしまい、中庭に住むラミーが激怒して追いかけ回された。

「カーラのアホはどうしようもないのでエイギル様に言っているのですよ！」

　アリスとはちゃんとベッドで行為したが、声の大きさが尋常ではなかった。

　ローパーにこれでもかと拡張されてしまった彼女の尻穴は俺のモノを楽に飲み込めるぐらい拡がった。

　そこで激しく尻穴攻めをすると断末魔のような凄まじい嬌声をあげたのだ。

　慌てた警備兵やセリアまで飛び込んできてからもアリスの絶叫が止まることは無かった。

「マリアとは台所でしていますし……」

　これは失態だった。

　マリアに台所でしゃぶらせているところにノンナが入ってきてしまったのだ。

　びっくりしたマリアが俺の一物を噛んでしまい、危うく歯が折れるところだった。

「メルさんとは居間で！」

　メルとはけだるい午後に浮気してしまう人妻遊びをしていた。

　ちょうど種を放った所でノンナが入って来たのでどうしようもなく、結局二、三分ノンナと侍女に見られながら延々射精することになった。

「廊下でもしてましたよね」

　カトリーヌとは最初部屋で始めたのだが、彼女が感じ易いので興奮が高まり部屋中動きまわって抱いていたのだ。

　その中で何故か扉が開いて廊下に転げ出てしまったが、俺達にはそんなことどうでも良くなっていた。

「セバスチャンも呆れていましたよ！」

　空き部屋でクウルウ姉妹に口奉仕させていた時のことか。

『兄さん』『お兄ちゃん』と呼ばせながら頭を抱えて舐めさせている所を見られてしまったのだ。

　セバスチャンはあくまで見ていないふりで戸締りを確認して退室したが、クウとルウはしばらく彼と目を合わせられなかったらしい。

「おまけにソフィアさんと子作りしていますね！」

　ソフィアが子が欲しいと言うので頑張っている。

　良く知っているな。

「窓開けたままスるからです！　夜中に「孕め──!!」って叫びが聞こえて来たんですけど」

　次から窓は閉めることにしよう。

「最後に──」

「まだあるのか」

「クロルとアルマの前でリタさんを抱いたでしょう！　あの年で乱交なんて教えてどうするのですか！」

　仕事を終えたリタと寝室に向かう途中、クロルの部屋から嬌声が聞こえたので覗くとアルマを抱いていたのだ。

　ならばと俺もリタを連れて参戦し、見せ合いながら朝までやった。

「あとはミレイさんと──あれ？　まあそれはいいです」

　いいのか。

　ちなみに恋人のチェリーやアルテイル・レーミアとも関係は続いているがあえて言わない。

　自分で言いながらどんどん不機嫌になって行くノンナを後ろから抱きしめる。

「見栄もありますけど……他の女を抱いていると聞かされると寂しいです……嫉妬します……」

「浮気ばかりしてすまんな。お詫びに温めてやろう」

　ぎゅっと後ろから抱き、うなじに口を当ててコートの中に息を吹き込む。

「く、首はぞくぞくしますから！　あぁぁもう！」

　文句を言いながらも声色は柔らかくなった。

「見て。あれ領主様と奥様じゃない？」

「あんなにいちゃいちゃと羨ましいわぁ」

「お二人ともまだお若いのよねぇ。いいなぁ」

　ノンナは外野からの声に顔を赤くしながらも満更ではないのか照れくさそうに俺をペチペチ叩く。

　良い雰囲気だ。このまま宿をとってしまおうか。

「駄目ですよ。今日は一緒に視察だってマイラさんにも伝えたのに途中で宿なんか取ったら丸わかりじゃないですか」

　そうだった。行方不明になったと言われて捜索でもされたらたまらない。

「最初に視察するのは兵隊さんですよね？　街壁の外に出るのですか？」

「いや、視察はラーフェンの中だよ」

　俺は中央広場の露店で小さな果物を買う。

　ノンナは正妻が買い食いなんて、と渋っていたが口に入れてやると笑顔になる。

　美味い物と女を食うのに地位もへったくれもないのだ。




　練兵場につくとマイラ達が寄って来る。

「かなりスムーズに陣形が組めるようになりました。ここの所新兵を多く募集したので全体練度の底上げに努めます」

　指揮能力に優れるマイラは主に陣形の構築や部隊の連携など集団の練度向上に努めてくれている。

「わぁ、綺麗に並んで美しいですね」

　ノンナも整然とした隊列に満足している。

　彼女は当然ながら軍には無知だし、何の興味もないが儀典的な行進は好きらしい。

　余談だがマイラが俺の横で訓示をしている最中に後ろから手を回して尻穴や性器をいじったことがある。

　兵に気付かれてはならないと必死に耐えたマイラだったが声がやたらと色っぽくなり、逸物を勃てる兵士が続出してしまった。

　当然後で怒られて腕を思い切りつねられた。




「そこは突破だぞ！」

「しかし防御陣は迂回するのでは？」

「まだ槍がザワっとしてる！　これがビシッとなるまでは馬をビュンとしてドカンと突破できるのだ！」

「は、はぁ」

　個人戦に優れるイリジナはより小規模な単位の練度向上に務めてくれている。

　小規模部隊での突撃訓練や、個人技の鍛錬は彼女の担当だ。

「きゃあ！　……馬がぶつかりそうでなんだか怖いです」

　ノンナは突撃の訓練などはお気に召さないらしい。

　視察なので仕方無く見ているが、ほとんど俺の後ろに隠れている。

　余談だがイリジナと訓練の休憩時間に激しく交わったことがある。

　体も洗わないまま汗だらけで激しく腰を振り、勢い余って天幕を倒してしまった。

　しかも限界が近かったせいで兵が駆けつけても行為を止められず、かなりの数の兵にばっちり見られてしまった。

　イリジナが馬鹿にされないか心配だったがあまりに行為が激しかったせいで逆に兵の尊敬を得るようになったらしい。

　さすがに怒られ、夕食の肉を奪われてしまった。




「右手へ回って」

「後ろから……そこ！」

　ルナとルビーは弓騎兵専属だ。

　卓越した射撃と乗馬技術を持つ山の民だけで構成される弓騎兵はかなり俺の部隊に馴染んだが、未だに射撃や突撃のやり方が独特で彼ら流のやり方を知らない者に訓練させるのは不可能だった。

　馬の扱いも極めて上手く、並の腕の指揮官だとついていけない。

「皆さん馬の扱いがお上手ですね。私はシュバルツ以外の馬には乗れませんから」

　ノンナは馬に乗れない。

　例外はシュバルツで奴はノンナが落ちないように細心の注意を払うのだ。

　それでも俺がノンナをシュバルツに乗せることはほとんどない。

　奴がしがみつくノンナの巨乳を背中で味わっていることは明白だからだ。

　余談だがルナとルビーの寝室に夜這いすると弓騎兵の女十人程が待ちかまえていることがあった。

　彼女達はそろそろ出産適齢で結婚相手も決まり故郷に帰るが、その前に俺の種が欲しいと言われたのだ。

　旦那予定の男が待っているのに良いのだろうかと悩みつつも全員種付けて帰したのだが、盛り上がり過ぎてルナとルビーを抱かないまま寝てしまう大失態をやらかした。

　当然拗ねられ、三人で遠乗りして機嫌を取ることになった。

「きゃあ！」「危ない！」




　その弓騎兵の隊列が珍しく乱れる。

　良く見ればでっかいトカゲが走っており、周りの馬が脅えて距離をとっている。

「ポチもっと周りにあわせて走れ」

　その正体はオオトカゲのポチに乗るピピだった。

　既に大きさは五ｍ近い、四つん這いで走っても相当な迫力で何をしても馬は脅えるだろう。

　ギャーの鳴き声も段々低くなり可愛げがなくなってきた。いや、元から可愛げなんて無かったか。

　奴の頭ではメッサーシュミットが寝ている。

　あれだけ激しく動く中で良く眠れるものだと感心するな。

「あの……ポチのことなんですけど……」

　ノンナが不安そうな顔で言う。

「まったく際限なく大きくなってピピの部屋にも入れなくなるぞ」

　そうなれば外に小屋を作ってやらんといかん。

　でかい図体して寂しがり屋だから夜鳴きしたらうるさそうだ。

「いえそういうことではなく……あれってどう見ても……」

「奴はああ見えても大人しいからな。でかくなっても心配ないだろう。壺でも割ったらピピに叱って貰え」

　ピピに怒られるとポチは小さくなってしょぼくれるのだ。

　ノンナはまだ何か言いたそうだったが、ハッと何かに気付いて俺の後ろに隠れる。




　仏頂面のご登場だ。

「現状の進捗は七割程度です。年が変わる前に第一段階を仕上げる想定でしたが、遅れが目立ちますな。年明けにも大規模な演習を行い、取り戻します」

　レオポルトは無表情のまま言う。

「そうですか」

　ノンナは興味なさげに言ってツンと上を向いてしまった。

　まだレオポルトが苦手なんだと笑えてしまう。

　レオポルトは隊の編成や募兵、武装の調達、訓練計画の策定など軍の重要な事を全て行っている。

　奴の指示に従ってマイラ、イリジナ、ルナ、そして俺が動くのだ。

　最後が間違っている気がしないでもないが良くやっているので勘弁してやろう。

「『南ユーグリア帝国』成立から既に三カ月、そろそろ国内の混乱も終息し行動に出る可能性があります。軍の増強は最重要の課題となります。本来は王国全体で動くべきなのですが」

『南ユーグリア帝国』は南部三国『ポルポ王国』『アルテイル神国』『ヴァンドレア人民連邦』が統合されて生まれた新しい国だ。

　そこに女帝として君臨したのは──ヴィルヘルミナ一世──あのヴィルヘルミナだった。

　アルテイル、ヴァンドレアは疫病と天災で大きく国力を落としていたが、それでも大きな国であった事に変わりは無い。

　その両方を吸収したユーグリア帝国は更に強大な国になることは間違い無かった。

「エイリヒには伝えたよ。だが陛下の南部国への不干渉は揺るがないそうだ。何か重大な事が起きない限り城の建造も王国軍の増強もない」

「つまり戦略的なアドバンテージはあちらにあると言う事ですな」

　嫌な言い方をするなよ。俺がごねてもどうにもならないんだ。

　それに俺はまだヴィルヘルミナが敵になるとは思っていない。

　何しろ美女なのだからな。

「できることをやるしかないだろ。最善を尽くしてくれ」

　レオポルトは静かに小さく頭を下げる。

　余談だが夜間訓練の日、レオポルトの着替えを届けにニナが訓練場にやってきたことがある。

　これはきっとヤるぞと思い、現場を押さえるために奴の天幕に先回りして天井に張り付いたのだが、二人とも無言のまま一言もしゃべらない。

　そのうち俺の方がつらくなり、腹に力を入れ過ぎてでかい屁が出てしまった。

　突然の轟音に驚いたニナがひっくり返って下着が見えたが色気の無いモコモコパンツだったのでこれは違うと確信して、レオポルトの溜息を聞きながら退室したのだ。

　それからしばらくニナに涙目で睨まれるようになり、心が痛かった。




「奥様、お身体が冷えませんようにこれをどうぞ」

「あら気が効きますね」

　ギドが温めた蜂蜜を差し入れてくれる。

　こいつは護衛隊として俺の傍にいる時間が長かったせいか、女に対しては結構気が効く。

　しかも童顔ながらも整った顔立ち、そしてなかなかの巨根ときているのでかなり女にもてる。

「この前行った『蜂蜜の泉』の女がお前にぞっこんで、また連れて来てくれと頼まれてしまった。今夜にでも行くぞ。きっと心を込めて相手してくれる」

「ちょっ！　族長様こんなところで！　……訓練が終わったら固茹亭で落ち合いましょう」

　よしよし、お前の妻には臨時の夜間演習が入ったと言っておいてやる。

「……」

　ノンナの耳がピクピク動いた気がするがさすがにこの音量では聞こえまい。




「ところでトリスタンの姿が見えませんけど？」

　そういえばそうだ。

　指揮官クラスは全員揃っているはずだが。

　不思議に思って辺りを見回すといかにもやる気なさそうな……兵卒にしても情けない男が歩いて来る。

「いやぁごめんごめん。重要な仕事をしていたのさ」

　トリスタンが悪びれもせずに現れる。

　便所にでも行っていたのかと思ったが、どうやら違うようだ。

「……貴方昼過ぎですよ」

　ノンナの声が冷たくなる。

　俺の目も細くなる。

　片方だけ襟の立った服、かけ違えたボタン、跳ねあがった髪──今の今までどこかで寝ており慌てて飛び出してきたのが丸わかりだ。

「イリジナ、敵の斥候を発見した時の訓練だ。逃がさず仕留めろ！」

「へ？」

「わかったぞ！　斥候を仕留めるのだ！　串刺しだ!!」

　イリジナと数騎がトリスタンに向けて駆けだす。

　斥候を逃がさず仕留められるかどうかは非常に重要だ。

　有意義な訓練になるだろう。

「ちょっと！　馬はダメだって死ぬって！」

　余談だがトリスタンが貸本屋の娘とねんごろになっているのは確定している。

　どうしても気になったので護衛隊を使って調べさせたのだ。

　二日か三日置きに女の家に通い、深夜か朝に帰って来るのだから間違いあるまい。

　だが気になるのは溜息を付きながら女の元に向かい、ほっとした顔で帰ってくるのだ。

　さっぱり理由がわからない。更なる調査が必要だ。




「エイギル様──!!」

　おお、やっと来てくれたか。

　セリアが俺の目の前で馬から飛び降り、綺麗に一回転して着地する。

「エイギル様に見苦しい所は見せられないので今まで頑張っていました！」

　セリアは固定された役目は持たず、臨機応変どこにでも顔を出す。

　更に部隊をくまなく見て回り、俺に今の問題点をわかりやすく説明してもくれる。

「いつもありがとう。お前がいないとレオポルトの小難しい説明じゃわかりにくい」

「いえ、人には向き不向きがあります！　エイギル様は頭を使う仕事に向かないので私が支えます！」

　ありがたい限りだ。セリアが居て良かった。

「ところでセリアちゃん……」

「……はい。例の件ですね」

　セリアとノンナがボソボソと何やら話している。

　女の内緒話を聞くほど無粋ではない。

「──ルクーラが」

「──はありませんが」

　だから聞こえないように話して欲しい。

「浮気の──」

「──送り返す」

　耳でも塞ごうかな。

「ところでエイギル様あの女はなんとかなりませんか？」

　セリアがある一点──セクリトを睨みつけた。

「くくっ」

　セクリトはセリアの睨みを嘲笑で返す。

「うむむ、聞き流してくれればいいんだが……」

　セクリトは最近軍の訓練に良く顔を出している。

　そして訓練に一々茶々を入れたり文句をつけたりしているそうだ。

　マイラやセリアはもちろん他の指揮官達も腹を立て、しかもセクリトが自重しないものだから一触即発の雰囲気になってしまった。

　なので仕方なく『この女には手を出すな』『命令権はないので何を言われても気にするな』とふれを出すことになった。

　言っても犯しても聞かないんだ。

　実害は無いらしいので放置してやって欲しい。暇なんだろうな。

「対騎兵陣組め──！」

「くく、ゆったりした陣形変更だ。相手がロバに乗っているならいいな」

「右から迂回しろ！　素早く半包囲しろ！」

「そこは左周りだ馬鹿。弓を浴びながら半包囲ができるか、兵卒からやり直せ」

「砲兵移動！　迅速にやれ！」

「間抜けめ最初から北東に展開しておけ。無駄に砲兵を動かすなどグズのやることだ」

　足を組んで座り、片っ端から毒を吐いている。

　あれじゃ嫌われるのも無理は無い。

　周り全部から敵意を向けられても悠々としているのは大した度胸だ。

　やはり大艦隊の司令官だっただけある。

「くそあの女……こっちが手が出せないと思って……」

「領主様に気に入られたからって好き放題言いやがって……」

「泣き叫ぶまで犯してやりてぇ！」

　兵の不穏な声にセクリトが反応する。

「そうだ。私にはあいつ好みの顔と体と股の穴があるからな。気にいらんならお前達で犯してみるか？　さすがに何十人でかかれば押さえつけて突っ込めるだろうよ。後はお前達の度胸次第だ」

　セクリトは文句を言った兵に向けて足を開く。恐らく下着が見えているだろう。

「いやそれは……」

「領主様に殺される……」

「く、訓練に戻ろうぜ」

「ふん、腰抜けめ」

　彼女にも何か仕事をやらせた方がいいだろうな。

　暇をすると碌な事をしないタイプだ。

「あの女──エイギル様！　きついお仕置きしてやって下さい！」

「ああ、わかってはいる」

　だがセクリトは嬲るのも嬲られるのも好きだから何をしてもあまり効かないんだ。

　本格的に傷付けるような行為はできないしな。困ったものだ。




　さて軍の視察も終わった次はどこだったかな。

「次は内政部ですよ。なら先月建てた場所です」

　ああそうだった。

　内政部とはアドルフが統括する領内の内務全般を行う場所だ。

　今まではアドルフの私室や俺の執務室でさばいていたのだが、さすがに手狭になってきたので別に建屋を建設し、助手のような者も沢山つけた。

　発足に伴って俺からアドルフがいつでも寝れるように最高級の寝袋を送ってやったのだが、見事に奴の部屋に置かれている。

　これで睡眠も十分に取れて再び頭が禿げることはなさそうだ。

　真新しい二階建ての建物はクレアの店の少し東、空き地の多い場所にある。

　最初は俺の屋敷の近くか治安隊の傍に建てようと思ったが。

『民の陳情や申請も受け付けるので街中の方が良い』

『治安隊の近くなど最悪で怖がって誰も来なくなる』

　と言われてこの場所になった。

「よぉやっているか？」

「エイギル様の財は増えそうですか？」

　これまた真新しい机に腰掛けたアドルフがいる。

　お前、今見えないように溜息をついたな？　わかるんだぞ。

「そりゃやっていますよ。いくらでも仕事はありますからね。……軍が予算を使い過ぎなのをなんとかして頂ければもっと余剰金も増えるのですが……冬の税収は穀物の売却も含めてなんとかトントンにしましたけどね」

　レオポルトに言ってくれ。

　奴を説得できたら俺はなんでも判をついてやる。

「あまり働きすぎるとまた禿げる。これを飲んでおけ」

　俺はナーティアから渡された試作の滋養強壮薬を渡す。

　天国にいるような気分になり一発で疲れが吹き飛ぶそうだ。

　怖そうなので俺は試していない。

「……後で頂きます」

　アドルフは傍にいるポルテに薬を渡す。

　怖いんだろう、意気地無しめ。

　そういえばポルテは王国からの実習監督と言う名目だったがずっといるな。

　自分から何度も延長の志願をしているらしいが……まさかアドルフとできているのだろうか。

　だとすれば確かめねばならない。

「あの、せっかくおいでになったのですから話をしても良いですか？」

　アドルフが呆れたように言い、ポルテは顔を赤らめている。

「まさか口に出ていたか？」

「口に出ていたなんてものじゃありません。大声で叫んでましたよ」

　ノンナに指摘される。次から気をつけよう。

「まず南部の炎痘病について……流行は急速に終息しています。やはりあの病は寒さに弱いようです」

　そりゃ結構なことだ。

　ナーティアも魚人の玉が出涸らしになってきたと言っていたからな。

「領内だけを見るなら良い事なのですが」

　どこを見ても良いことだろう。

「南ユーグリア帝国でも状況は同じはずです。つまり旧アルテイルとヴァンドレア地域の疫病が自然終息し、国力の回復が本格化するでしょう」

　いいじゃないか。

　流れて来る難民も減るだろうし、ヴィルヘルミナも統治し易かろう。

　さらにとアドルフが続ける。

「ダート山の灰が止まりました。まるで南ユーグリア帝国の成立を待っていたようなタイミングです」

　それもいいじゃないか。

　農作物の生産力が上がれば新たに交易でも出来るかもしれない。

　それを縁にして俺とヴィルヘルミナの関係が深まり、子を作る仲になる可能性も──ないか。

　アドルフは書類をトントンとまとめて疲れた様子で言う。

「本気で言っていないでしょう？」

「……なんのことだ？」

　ヴィルヘルミナは美女だ。

　美女は信じたい。

「かの国はポルポとアルテイル、ヴァンドレアを押さえているのですよ？　これで『ユーグリア』ならともかく『南ユーグリア』と名乗っている。この意味はわかるでしょう？」

　わかっている。わかってはいるが信じたいのだ。

「私は信じません。それで良いですね？」

「ああ」

　俺はメリッサを見舞うことにする。

　もういつ生まれてもおかしくないのに赤子が腹で粘っているのかなかなか陣痛が来ないのだ。




　窓の外を見る。

「寒くなってきたのに、これじゃあまるで──」

　冷たい風が吹き、夕日が沈む。

　まるで大地全体が燃えるように真っ赤だった。
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第３４３話　商人の決意







「今にもはち切れそうだ。すごい膨らみだな」

　俺はメリッサの腹を撫でる。

この膨らんだ腹に俺の子が入っていると思うとなんとも感慨深い。

「あはは、お医者さんはもういつ生まれてもおかしく無いって言うんだけどね」

　メリッサは自分でも撫でながら少し暗い顔をする。

「……私のお腹やっぱりおかしいのかな、なんて思ったり思わなかったり……」

　メリッサの腹は過去の乱暴で壊されてしまっていた。

ドラゴンの血の効果で治ったことで妊娠可能となったのだがやはり心配は尽きないらしい。

「馬鹿言え、これだけ大きくなっているなら大丈夫だ。しかも良く動くんだろう？」

「今日も動いたよ。でも本当は一月前に生まれてもおかしくなかったみたいだし……」

　俺はメリッサの頭を撫でてやる。

　妊婦は情緒不安定になりやすい。

ノンナは高い物を買いまくったし、カーラも気が立って他の女とよく言い争いをしていた。

「何も心配いらない。俺がついているからな」

　メリッサは安心したように俺の胸に顔を埋めて大きく息を吐く。

「ありがと……ふふ、ごめんね。今になって弱気になっちゃった」

　メリッサは微笑んだ後、悪戯な顔に変わってもぞもぞズボンを弄る。

「おいおい、いいのか？」

「うん。さすがに抱かれてはあげられないけど口なら平気だよ」

　俺はメリッサを椅子に座らせたまま、その前に仁王立ちする

この体勢なら腹に負担もかからない。

「腹の大きな女にしゃぶらせちゃうんだね」

「改めて言われると興奮してしまうな」

　メリッサは既に大きくなっている俺の男根にキスを落として先端を咥える。

軽く呻く俺を上目使いに見てから奥まで飲み込もうとした時だった。

「あっ!?」

「どうした？　臭かったか？」

　確かに今日は一度使ったが、終わってから綺麗にしてくれたはずなのに。

「違うの！　い、痛い！　お腹が痛い……！　痛いよ！」

　腹を押さえるメリッサ。

男を咥えたことで陣痛を誘発してしまったらしい。

「すぐに人を呼ぶ」

　言うなり部屋を飛び出して廊下を歩くメイドを捕まえる。

「きゃあ！　ど、どうぞ……」

　メイドは俺を見て悲鳴を上げたが、すぐに後ろを向いてスカートを捲りあげる。

「そうじゃない。メリッサが産気づいたから準備を頼む！」

　慌てて男根剥き出しのまま声をかけてしまったせいか。

だがそれどころではない。

「十分もすれば産婆も駆けつけるはずだ。もう少し辛抱するんだ」

「わ、わかってるんだけど……痛すぎて……私もうだめかも……」

　初産のメリッサは腹を押さえて呻く。

さすがに俺は未経験だが、ノンナも──この世の終わりかと思う痛み──などと言っていたから相当なのだろう。

「も、もうだめ死んじゃう！　私が死んでもお腹を裂いてせめて赤ちゃんだけは──！」

「そんなこと言うな。ほらしがみつけ、引っ掻いてもいいぞ」

　メリッサは差し出した手を思い切り握りしめる。

爪が立って血が滲むが、彼女の痛みと比べればなんのこともない。

「産婆さんがすぐに来ます！　頑張って！」

「女は子を産める体になっていますから大丈夫！」

「領主様に抱かれているからきっと安産のはずです！」

　騒ぎを聞きつけたメイド達がメリッサに声をかけてくれるが、痛みであまり聞こえていないようだ。

普段は余裕のあるメリッサだが初産だから仕方ない。

「も、もうだめ──!!」

　メリッサが俺の腕にがぶりと噛みついた。

それで痛みが和らぐならいくらでも噛めばいいと思ったのだが。

「あっ生まれたわよ!?」

「うそっもう？」

「まだ五分も経ってないのに……」

　おぎゃおぎゃと泣き声が聞こえ、メリッサが深い深い息を吐く。

「お待たせしました！　って生まれてる!?」

　駆けつけた産婆が拍子抜けの息を吐く。

なんにせよ母子共に無事で良かった。

「赤ちゃん……女の子……可愛い……」

　メリッサは泣き続ける赤子を抱かせてもらい目から涙を零す。

「もう産めないと思ってた……赤ちゃん……私の赤ちゃん……」

　本当に幸せそうな顔だ。

十度連続で昇らせてもこんな顔はしないだろう。

　遅れて部屋にどやどやと家族の女が飛び込んで来る。

産気づいてから早かったので間に合わなかったのだ。

「まぁ可愛い！」

「本当……顔立ちがメリッサさんに似てますね」

「目はエイギルに似てるー」

　こうなるともう俺はいらないな。

後の事は女達に任せるとしよう。

「もう皆さんどいて下さい！　赤ちゃんをお湯につけますから」

「あっ私がやるよ」

　産婆が産湯を使おうとした時、なんとメリッサが立ちあがった。

「うわっ！　メリッサさん立っちゃ駄目ですよ！」

「もう立てるのですか!?」

「えーお腹痛くて死ぬかと思ったよ。苦しかったんだから」

「産婆として言わせてもらえば五分で出産なんて安産も安産、大安産です。普通の女性は貴女の百倍は苦しんで産んでいますよ！」

「やっぱりエイギルのがでかいからよね」

「エイギルさんのアレって正直赤ちゃんの頭よりも……ね？」

　姦しく騒いだ後、みんなしてこちらを見る。

褒められているのだろうか。

　俺は部屋の隅に椅子を置いて腰掛ける。

「俺は一日ここにいる。何でも言ってくれ。迷惑なら出て行くが……」

「ううんいて！　いて下さい！」

　メリッサが身を起こし、慌ててメイドに押さえられた。

　それならいい。

俺に何が出来る訳でもないが、子を産んでくれた礼のようなものだ。

寝ているなら傍に居てやるし、暇なら話し相手を務めよう。

　空気を読んでか本当に必要な産婆やメイド以外はいそいそと退室していく。

　ちゃっかり俺の隣に座っていたセリアもマイラとカーラに両腕を抱えられていった。

ぶー垂れるセリアに少し笑ってしまう。

「それにしてもメリッサは元気だな」

　お産に苦労したノンナは失神したように丸一日寝ていたし、安産だったカーラやメルもさすがに疲れてしばらく起きて来なかったのに、メリッサは赤子を優しく撫でながらともすれば体を起こそうとしてメイドに止められている。

「うん、全然平気だよ。私の事より赤ちゃんにもっと顔を見せてあげて」

　また体を起こそうとして産婆に止められる。

「うーむ赤子だな」

　メリッサは何それと笑う。

そうは言われてもなぁ……美女を褒めちぎるのは慣れているが赤子はどうにも勝手が違う。

「ほらパパだよーおっきいねー」

　甘い声で言うが当然ながら生まれたばかりの赤子の目はまだ閉じている。

　触れようとすると産婆に手を掴まれて丁寧に拭かれた。

「今日は汚い物を触ってないつもりなんだけどな」

「他の女性は？」

　それは触った。もう色々触った。

そう言うともう一度隅から隅まで拭かれてしまった。

「パパは指もおっきいね」

　赤子は俺の指を掴むともぞもぞといじり、これじゃないとばかりに放す。

「あはは、これが欲しかったんだね」

　悶える赤子にメリッサが母乳を与えた。

豊満な乳にしゃぶりつく赤子。

「お前の乳房は今日からこいつの物か」

　さすがに赤子に右乳、俺が左乳と言う訳にもいくまい。

「うふ、余るようだったらエイギルさんにも分けてあげるよ」

　産婆は授乳の様子をじっと見ていたが心配無いと判断したのか息をつく。

「母体も赤子も健康、お乳も沢山出ていますね。とりあえず問題はございませんので何かあったらお呼び下さい。後はとにかくゆっくり体を休めることです……間違ってもすぐに行為などは為さらないように！　一ヶ月は禁止です」

「わかっている」

　産後すぐの女を犯すなどどんな鬼畜だ。

産婆は俺をなんだと思っているんだ。

「──お尻の穴でも駄目ですよ？」

　それでも退室間際にちらりとこちらを見る産婆。

「わかっている！」

　俺の印象がおかしい。一度ラーフェン全体で調査しないといけない。




　母乳を飲んだ赤子は寝てしまった。

部屋には俺達だけになる。

「赤ちゃん……生まれたね」

　俺はベッドの横に椅子を置き、メリッサの話を聞く。

「無くなっちゃった家族が……またできたよ」

　赤子を撫でながら涙を流すメリッサ。

涙が一滴、赤子の額に落ちてむずがる。

「そうだな。俺とお前の子だ」

　俺はメリッサの涙を指で拭う。

「ひどいね私。マリアもカーラさんもみんな良くしてくれてるのに『家族ができた』ってさ」

　できるのはメリッサの手をさすることだけだ。

「みんな大切な家族だよ。それは本当……他の何よりも大切だけど……エイギルさんとこの子はその中でもきっと特別、今ならメルさんの気持ちがわかるよ」

　メリッサが手を握り返してくる。

「お腹をめちゃめちゃにされた時は痛いだけだったけど、本当につらかったのはしばらくたってからだったよ。もう子供が産めないって意味を噛みしめた時……永遠に一人なんだって思った時」

『終わったことだ。もう俺も子どももいる』の気持ちを込めて頭を撫でる。

　伝わったのかメリッサの手が俺の手にがっちりと絡む。

「パパとママ、お兄ちゃん、もう誰にも会えないけど、新しい家族が出来た」

　メリッサの家は商家だった。それが破産して一家は離散、メリッサは人買いに売られたのだ。

随分と前のことだからもう家族を捜すのも難しい上、捜す意味もない。

一度売ったメリッサと再会することを彼らもメリッサも望まないだろう。

「そうだ。もうお前は一人じゃない」

　俺は繋いだ手を離し、メリッサが寂しそうな顔をする前に抱き締める。

「この子は命に代えても守るよ。だからエイギルさんも死なないで。私、これ以上家族を無くすのは耐えられない。絶対に耐えられないよ」

　俺は返事をしない。

死ぬつもりは毛頭ないが、戦場では一本の流れ矢で命を落とすこともある。

　だが少しだけ安心している。

俺に何かあってももうメリッサには子どもがいる。一人ぼっちにはならないのだ。

　俺達が抱きしめ合っていると赤子がおぎゃあと鳴く。

メリッサは笑って再び母乳を与え始める。

　娘は『ジェニファー』と名付けられた。




翌日。

　屋敷ではまだ祝賀ムードが抜けていない。

家族や使用人が次々とメリッサの部屋を訪れるのだ。

遂には産婆が母体と赤子を休ませろとドアの前に仁王立ちしてしまうほどだった。

　それだけメリッサは皆に好かれていたのだろう。

彼女が嫌いと言う人間は男女問わずみたことがない。




「ハードレット卿、御相談がございます」

　それでものんびりとはいかないらしい。

アドルフが真剣な顔で執務室にやってきたのだ。

　奴の仕事場……内務部部長室に向かうとそこにクレアとローリィもいる。

はて、アドルフと彼女達は税を取る側と取られる側で結構な緊張関係だったはずだが。

「フィリッチ商会本店から通達がありました」

「へえ、どこの商会だっけか？」

「クレアさんの商会ですよ。ストゥーラにある本店のことです」

　ああそうだったか。

クレア商会だと思っていたからわからなかったよ。

「ん？　俺は普段からクレア商会とか書いていた気がするぞ」

「私とセリアさんが直していたんですよ」

「あの、そろそろよろしいでしょうか？」

　クレアは微笑んでから話を続ける。

彼女が余談を切るとは結構深刻な話らしい。

「フィリッチ商会の本店は──中央平原北東部……つまりここからの撤退を決定しました」

「なぬ？」

　さすがに驚いた。

「ついては全ての資産と権益を売却して従業員は総解雇せよと」

　俺はアドルフをつつく。

「絞り過ぎるから赤字になったんじゃないのか？　もう少し甘く見てやればよかった」

　だがクレアは首を振る。

「詳細は秘密ですが、利益は撤退などあり得ない水準ですのでご安心下さい」

「なら何故撤退なんだ。それも急過ぎるだろう」

　行商人じゃあるまいし、先に話があっても良いはずだ。

「本店から何の相談もありませんでした。地域担当たる私にもですよ！」

　クレアの顔に一瞬怒気が籠る。

「よほどの不採算で無い限り、商区全部を清算などありえませんわ」

　そう言ってからクレアはお茶を飲んで口調を戻す。

「とは言え私も馬鹿ではありません。既に事の次第は把握しています」

　聞かせて貰おう。

「本店はヴィルヘルミナ女王──建国された南ユーグリア帝国から巨額の資金提供要請を受けています。もちろん相応……いえ、大き過ぎる程の見返りを提示されていますが」

　またヴィルヘルミナの名前が出たぞ。

「他の商会にこの機会を奪われない為、本店はいますぐに現金が必要なのですわ。十分黒字である私の地域を清算してでも！」

　アドルフが手を組みながら言う。

「新たに国を興したのです。資金はいくらあっても足りないでしょう。元々豊かだったゴルドニアですら急拡大した領土を抱えて資金不足に陥ったのですから……ですがそれほどの巨額融資をして返済の心配はしないのでしょうか？」

「仮に現金の返済に不安があっても他に担保を約束されています。特定地域での独占商権や農産物の独占出荷権など多岐に及びますわ」

　アドルフとクレアが二人で話を始めた……俺はすることがないのでローリィを呼ぶが、真剣な話なのでと拒まれる。

「確かに今や南ユーグリア帝国の領域は広大……現金以外にも取る物はあるということですか」

「はい。それにあの国は今後も大量の資金を必要としますわ。下手な踏み倒しをすれば信用が崩れ、その商会のみならず他の商会からも資金調達できなくなるでしょうから」

　暇なのでアドルフの持っていた書類を一枚引き抜いて眺めたが、頭が痛くなったので戻す。

数字と文字が入り乱れると悪夢が生まれるのだ。

「……それでも最終的にはヴィルヘルミナ女王を信じるしかありません。新興の国にそこまでの信を置くのはやはり不自然ではありませんか？」

「ですわね。もしフィリッチ商会が万全であれば高リスク案件として見送りか、貸し付けるにしても少額から段階的となったでしょう。少なくとも商会の金庫が空になるほどの巨額はあり得ませんわ。ですが今は選択肢がありませんの。商会の売り上げこそ私のおかげで黒字ですが、売上はどんどん縮小……回復の見込みはありません。突如南に現れた大国に賭けてみたい気持ちになったのでしょう」

　頼むよローリィ。相手してくれ寂しいんだ。

「……ふぅ」

　彼女は視線をクレアに向けたままこちらに来てくれる。

俺は満面の笑みで頭と尻を撫でた。

「とはいえ少々理解できない所も残ります。本店にも慎重派と言いますか、今は耐え忍んで時を待とうとする者達も多く居ましたわ。しかしヴィルヘルミナ陛下の招待を受けてから一転して、一枚でも多く金を送れと言い出しましたの」

　ヴィルヘルミナが美人だからだな。間違いない。

「ああっ、ん……」

　ローリィの可愛らしい声を聞きながら指を動かす。

「ま、経緯はどうでもいい。肝心なことはお前が出て行ってしまうのかどうかだ」

　正直大変困る。

ラーフェンでもリントブルムでもクレアの差配する事は多い。

販売や輸送だけではなく、燃料の調達から人の手配までありとあらゆることを行ってくれているのだ。

いきなり撤退するから代わりを見つけてくれは酷過ぎる。

アドルフに丸投げしたらまた髪が飛び散るだろう。

　それにクレアが去ってしまうのは女を失うことだ。

一緒にローリィも去ってしまうのだから二人もだ、大変な悲劇と言える。

「出て行く訳がありません！　リントブルムの鉱山の開発と交易路の確立にどれほどの手間と金がかかったとお思いですか！　それを叩き売って撤退など絶対にしませんとも！」

　クレアが大声を出すとは懐かしい。

「では本店からの指示は……」

「無視致します。手紙一つで今日、明日に片付く問題で無いことは本店もわかっているでしょうから……粘れるだけ粘りますわ」

「それで引っ張って最後にはどうする？」

　クレアは覚悟を決めた顔で言い放った。

「商会を割って独立します。今まで苦労して築き上げた物を南の女王のために渡してたまるものですか。独立して私とローリィの店を興すつもりです」

　ローリィも俺の手から逃れてクレアの隣で頷く。

糸を引く指を見せてやると真っ赤になって俯いた。

「私は商人ではないのでわかりかねますが、それは穏便に済むことですか？」

　アドルフの問いにクレアは笑う。

「まさか、戦争になりますわ」

　戦争とは物騒だな。

「戦争と言っても商人の戦争です。領地ではなく仕入先と顧客を奪い合い、矢玉ではなく賄賂が飛び交うでしょう」

　さて物騒さは下がったのかどうか。

「言うまでも無いと思いますが私は手助けできませんよ。領主の内政官は中立で無ければなりません」

「俺はいくらでも手を貸すぞ。何でも言ってきてくれ」

　アドルフの言葉に重ねて言うと呆れた顔で溜息をつかれた。

お前こそ無情だろう、顔も見たことの無いフィリッチ商会なんてものとクレアを比べて中立などありえん。

「ふふ、大丈夫ですわ。私とローリィがそうそう負けるものですか」

　もちろん手助けがいらない可能性もあるのだが。

「しかし独立となれば本店はどのような手段を用いるかわかりません。商人の戦争とは言え、夜陰にナイフが光るかもしれません。そうなったら……助けて頂けますか？」

「もちろんだ。領地の治安は守る……ことを建前にお前達をがっちり守ってやる」

　それは文句は無いなとアドルフを見ると渋々頷く。

「しかし領内で暗殺合戦などは看過できません。クレアさんの側から仕掛けることのないように願います。目につけばマイラさんに通告せねばなりません」

「そして俺が握りつぶす」

　アドルフが再び呆れた顔で俺を見る。

　そしてゴホンと咳をした。

「重ねて言いますが私は立場上あくまで中立です。ですが……ここまで付き合って来た仲ですから、貴方がたに勝って頂きたいと思います」

「ふふ、ありがとうございます」

　クレアはそう言ってアドルフに箱を差し出す。何やら重そうだぞ。

「と言う訳でどうぞお納め下さい」

　じゃらじゃらと盛大な音がした。

「賄賂なんか取る訳ないでしょうが！」

　クレア流の冗談にアドルフが怒り、俺は笑う。

　アドルフがなんと言おうが俺はクレアを守ってやるつもりだった。

「あの……貧相ですが賄賂は要りますか？」

　ローリィがその小さな胸を押し付けて来る。

「もちろん頂くとも」

　今夜は悪徳領主に差し出された少女の設定でいこうか。




　クレアが出て行った後の部屋で俺は腕を組んで考える。

「うーむ、このままではいかんな」

　最近、軍事にも内政にもなにかとヴィルヘルミナが絡んで来る。

しかし俺は彼女と彼女の治める土地をあまりにも知らない。

「一度南を見て来た方がいいな。少し行ってくるか」

「南？　それは開拓村ですか？　それとも国境の警備ですか？」

　アドルフが答える。

「いや、南ユーグリア帝国にな」

　数瞬置いて驚きの声が上がる。

　民は豊かなのか貧しいのか、敵意に満ちているのか呑気なのか……俺はそれほど頭が良くないから自分の目で見ないとわからないのだ。

　レオポルトやアドルフの言う通りならいずれヴィルヘルミナと俺達はぶつかるだろう。

本当にそうなのか、誤解はないのか、確かめねばならなかった。

「そうと決まれば早速準備だ。荷物をまとめよう」

「荷物……泊まりで狩りですか？　私もお供します」

　何故かドアを開くとセリアがいた。

最近今までよりもずっとひっついている気がする。

「いや、南ユーグリア帝国まで行く。もしかしたらヴィルヘルミナと会えるかもしれないから正装と避妊薬も入れて置いてくれ」

「ええーーー!!」

　セリアの大声で人が集まって来る。

こっそり行ってこっそり帰って来たかったが……まぁ仕方ないな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母の幸せ）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（？　騎兵）

ケイシー（目覚め）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（冒険エルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（野次り屋）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（準備）モニカ（準備）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（副官）マイラ（治安隊）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）プチチェリー（恋人）

ルナ（指揮官）ルビー（弓騎兵）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（独立決意）

リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（巨大トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（エロフ）

領民 二十万五千人　難民一万人

重要都市　ラーフェン 三万六千人　リントブルム 六千人　特別開拓地区 一万四千人

軍　一三七〇〇名

歩兵一万　騎兵一五〇〇　弓兵一三〇〇　弓騎兵五〇〇　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車六〇両

その他

予備役四千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一万三千

経験人数五六七人　産ませた子六七人＋五五五匹

ぼちぼちぼち更新します。










第３４４話　南ユーグリア帝国①　辺境部







「思いとどまって下さい」

「無茶しないで下さい」

　セリアとマイラに両側から言われながら旅の支度をする。

　鎧は邪魔だから頑丈な服を着て行こう。

南部はあまり雪は降らないらしいが、一応帽子も持って行こうか。

武器は……長剣とデュアルクレイターは目立ち過ぎる。

なくしたら大変だし置いていくか、普通の剣を差して行こうかな。

「聞いていますか！」

「流していますね！」

　炎痘病は下火だが一応薬は持って行こう。需要が減ったので予備もあるはずだ。

　金は……長くいる訳じゃないし適当でいいか。野宿に備えて毛布もいるかな。

うーむ、荷物が多くなったがシュバルツにくくりつけておけば問題ないだろう。

「そう騒がないでくれ。俺は行くと決めたんだ」

「わかりました。ではマイラさんは留守をお願いします」

「だからやめて下さいって──えっ!?」

　セリアが手のひらを返してコートを羽織り、俺の横につく。

文句を言いながらも自分の準備は既に完了させていたようだ。

「エイギル様が行くと言われるなら仕方ありません。ならばせめてお傍で守ります。さあ行きましょう」

「謀りましたね！」

　そんな怒らなくてもすぐに戻って来るさ。

「旅の間抱かれ放題じゃないですか！　いつもいつもセリアさんばっかり……私だって……」

　マイラを抱きしめて唇を奪う。

「すまんな。だがお前まで引っ張って行ってしまうと訓練にも支障が出る」

　そしてレオポルトが口を出してきて鬱陶しい。

「頼りにしているんだマイラ」

　マイラが俺の頬に手をやって舌を入れて来る。

軽く終えるはずだったキスは激しく唾液を交換しながら数分続いた。

「ぷは……わかりました。私は重要な役目を持っているから同行できないのですね。誰かさんと違って」

「むっ！」

　マイラが俺との間に割り込もうとしていたセリアに笑いかけ、再び睨み合いになった。

「エイギル様を守る以上に重要な役目などありません。レオポルトさんと二人で頑張って下さい」

　これ以上一緒にいるとまた喧嘩しそうだ。

さっさと出発することにしよう。

「二人きりも魅力的……ですけど、護衛を考えると……うむむ」

「女を二〇〇人ぐらい同行させましょう」

　マイラが茶々を入れてセリアが怒る。

　セリアの他には誰を連れて行こう。

護衛と言うならクリストフは駄目だな。戦力にならない上に持って行く食い物と水だけが増える。

「ならマックか」

「うぬ」

　ちょうどマックがいたのだが済まなさそうに頭を下げる。

「行けないのか、何かあったか？」

　こいつは怠け者ではない。理由もなく渋ったりしないはずだ。

「子が生まれた。せめてもう少し共にいてやりたい」

「なんだと？」

「あの黒エルフだ。一昨日産んだ」

　エルフの里からマックを追いかけて来た黒エルフか。

今はマックの家で同棲していたはずだ。

教えてくれれば祝いの品を持って行ったのに。

「……男として複雑だ。生まれた子が」

　マックによると生まれた子は健康だが母親よりも色の薄いハーフエルフらしい。

こいつの肌は母親よりも黒い。そしてあの黒エルフに種を注いだ男と言えば──。

「俺の種が勝ったようだな」

　だがマックは気にせず自分の子として育てるらしい。

なかなか見上げた男だ。俺なら嫉妬に狂ってそこら中の女に種付けしそうだ。

「そういうことなら構わんさ。気にせず一緒に居てやれ」

　言いながら少し胸が痛い。

俺も子を産んだばかりのメリッサを放っていくことになる。

「メリッサさんのことなら心配いりませんよ。うちには面倒を見てくれる人が沢山います」

　それが救いだ。期間も短いし、心配させないように黙ってちょっと行ってくればいいか。

「ならギドを連れて行こう。あいつは戦力になる」

「そうですね」

　ギドは護衛隊として俺を守るのが本来の仕事なので嫌とは言うまい。

それにギドなら旅の間何をしても告げ口される心配はない。

俺は奴の弱みをいくらでも握っているのだ。

　行きつけの飯屋の娘の処女を奪ったことや、年上娼婦の誕生日に結構するアクセサリーを送ったこと、先週飲み屋で知り合った女達と意気投合の末、一夜を過ごしたことなど、どれか一つでもあいつの妻に言ってやれば大騒動になるだろう。

　もちろん俺は告げ口などしない。奴が俺の浮気をばらさない限りは。

「エイギル様の浮気はほとんどばれています。そもそも隠しているつもりだったのが驚きです」

　この二人でいけばいいか。

そもそも未知の冒険に出かける訳ではなく、隣にできた国を見に行くだけなのだから。

備えるのは盗賊とちょっとした魔物ぐらいだし、戦じゃないのだから不利なら逃げれば良いのだ。

むしろ大人数になった方が目を付けられ易く危険になるだろう。

「アリスも連れて行きましょう！　彼女なら万が一大軍に囲まれても活路が開けます！」

　大軍に囲まれている時点で大丈夫じゃないが、たまには外に連れ出すか。

いざとなったらシュバルツに守らせよう。

「では伝えて来ます。アリスは三〇分──ギドは四〇秒で支度させます」

　セリアが走り去る。

町で串焼きでも食って時間を潰そう。




「神を信じてみませんか？」

「アルテイルの威光に縋るつもりはありませんか？」

　通りで手書きのチラシを配る女には見覚えがある。

アルテイルの巫女、レーミアだ。

良く見ればアルテイルも無言だがチラシを差し出している。

「神殿が出来たので信者を勧誘しているのか」

　俺はアルテイルとレーミアの強い求めに応じて神殿を建造した。

といっても建物は普通の民家より少し大きいだけの二階建てで荘厳さはまったくない。

街壁を真っ白に塗ったので周りよりは少し目立つぐらいだろう。

　それでもアルテイルとレーミアは大変喜び、ベッドでこれでもかと尽くしてくれたので建てた甲斐はあった。費用もしれたものだったしな。

「アドルフが色々うるさかったが……」

　無理な勧誘は行わないことや、何か行事をする時は内政部に報告すること、犯罪者が関わったら報告すること、破ったら容赦なく踏み込む──などの条件を呑ませてやっと納得したのだ。

「神を信じて幸せになりましょうー」

　木造二階建、日当たり良好の神殿が完成していよいよ勧誘を開始したようだが勧誘成果は今一つらしい。

「アルテイル？　あぁ……拝んだことはあるが入信ってどういうことだ？」

「俺としては女神を拝みたいんだけどなぁ。あんた美人だし祠を拝むぐらいなら構わんが？」

「そうではなく、アルテイルを絶対の存在として──」

　ラーフェンの市民は俺と同じく、一つの神だけを信じるという概念が無い。

信じたい時は信じるが、問題が解決したらさようならが普通なのだ。

というより中央平原のほとんどの地域でそうではなかろうか、彼女達は苦労しそうだ。

「邪霊や怨霊などはアルテイルの威光に触れればたちまち消し飛んでしまう！　それほどまでに偉大な力なのです！」

「祝福……頑張るから……」

　レーミアは声を張り上げ、アルテイルも精一杯声を出している。

健気なので俺が入信してやりたくなるがそれだけはするなとアドルフに念を押されている。

「話だけは聞かせて貰おう」

　またも聞き覚えのある声──アンドレイだった。

アルテイルは嬉しそうな顔をするが駄目だぞ。

そいつは神に興味なんか無い、単に幼い外見のお前に寄ってきただけの不信心者だ。

（そ、そうだったの　あらゆる邪霊を祓う崇高な神がいたなんて　わたし入信する！）

　今日知り合いを良く見るな。

ケイシーが身を震わせて感激していた。

その理屈だとお前は入信した瞬間に消し飛んでしまうが大丈夫なのか？

　結局アンドレイはレーミアに下心を見抜かれて蹴りだされ、ケイシーは見えなかったので自分で勝手に信者になったつもりのようだ。

ケイシーが生前男に騙された理由が分かった気がする。

　この前も持っているだけで寿命が延びる石とやらをどこからか買って来た。

色々言いたいことはあるが、まず詐欺にあう幽霊など初めてみた。

　そうこうしている内にセリアが二人とシュバルツを連れて戻ってくる。

「よし、出発だな」

　軽く行って軽く帰って来よう。

　俺達はラーフェンから南下、モルトの領内を南西に進み、旧アルテイル首都アルテリアへと進む。

本当はヴァンドレアの領内も見たかったのだが、あまりダート山に近づくと積もった灰の影響で速度が鈍ると考えたのだ。




モルト・南ユーグリア国境付近

「やはり疫病の影響は大きかったようだな」

　モルト南部の状況は悲惨だった。

既に寒さで流行は終息していたが、死んだ人間が蘇る訳ではない。

「この規模の村ならどう見ても五〇人は住むはずなのに……これは酷い」

　村にいるのは十人程度で何軒もの家が入口を塞がれ廃屋となっている。

「セレスティナを連れて来ないで良かった」

　この光景を見せていたら大泣きしていただろう。

「……ところでどうしてナーティアさんがいるのですか？」

　セリアは少しだけ不満そうに言う。

「私も新しい国が見たい」

　ナーティアは俺達を門の前で待ちかまえていたのだ。

冒険心の強い彼女はシュバルツから俺達が出かけるらしいと聞いたらしい。

無駄口ばかりのエロ馬め。

「小汚いが頂いておくか」

「うわっ貴女それ！　恥を知りなさい！」

　セリアが怒鳴る。

「一家全滅なら文句は言うまい」

「どうしてこんな女まで連れていくのですか！」

　セクリトが入口を塞がれた家の裏に作られた真新しい墓──七つもあるから一家全滅だったのだろう──に置かれた陶器を当然のように持ち去ったのだ。

「今日あたり雨が降りそうだ。布袋だと香辛料が湿る」

「……おいて置け。死者へ供えた物だろう」

　そう言うとセクリトはつまらなさそうに容器を放る。

ナーティアが慌てて受け止めて墓へ戻す。

　俺もセクリトを連れて行くつもりはなかった。

だが最初に宿をとった町から出発しようとすると、そこにセクリトがいたのだ。

「お前がいない屋敷に居てもつまらんだけだ。連れて行け」

　既に馬も帰してしまっていたようだし、何より彼女が未だに屋敷に溶け込めていないのは俺のせいでもある。もしかすると居心地が悪くてたまらず出て来たのかと思って許可してしまった。

「この女がそんなタマですか！　バチでも当たればいいんです！」

「ふふん、死者が祟ると言うなら私などとうに呪い殺されているだろうよ」

　今の世界でセクリトほど人を殺した人間も少ないだろう。

そいつらでさえ手を出せないのに、墓を荒らされた程度の霊がちょっかい出せるはずもない。

まぁ俺も人のことは言えないが。

「そういえばお前の屋敷にも何かいたな。くく、笑えて来た」

　多分ケイシーのことだろう。

　ノンナ達はセクリトを快く思っていなかった。

しかし見るからに強面の彼女に仕掛けるのは怖かったので不死身のケイシーがけしかけられたらしい。

　結果は惨敗、彼女の寝室に忍びこんだケイシーは号泣しながら俺の部屋にやってきて朝まで泣き続けたのだった。何があったのかは未だに誰にも語らない。

「ジルピュアハートの時は上手くやってくれたんだ。今回も仲良く頼むよ」

　セリアの頭を撫でる。

「……エイギル様が言うなら従います」

　セクリトの頭を撫でると手を払われてしまった。

「殺し合いせん程度にはな」

「この、エイギル様が撫でて下さっているのに！」

　セリアがセクリトの足を払おうとする。

しかし、ひょいと避けられて逆に軸足を払われ転倒してしまう。

言った傍からこれだ。

「私も仲良くしよう」

　ナーティアが言う。お前の方はそう心配していない。問題はセリアとセクリトなのだから。

「仲良くしよう」

　もう一度言って近づいて来るナーティアの頭を撫でてやる。

　さてアリスの方は大丈夫かと目をやると、シュバルツの上で大人しい。

大人しいがその顔は紅潮し、時折ぶるりと震えていた。

シュバルツは何かに気付いたのか不必要に彼女を揺らしまくっていた。

「おかしいな、確かに買ったのに……うーん」

　隣でギドがもぞもぞ荷物を探っていた。

「今日の昼食は野外ですので、スープ用に人参を買っておいたのですが……確かにここに入れたのに」

　多分それはアリスの体内にあるだろう。

今日のスープは人参無しだ。




　かつてのモルト・アルテイル、今の南ユーグリア帝国国境線には本当に何も無い。

　モルトは疫病禍で混乱し、元々手薄だった国境警備が更にザルになっているし、南ユーグリア側も小国モルトから侵攻の可能性は無いと見て、馬に乗った警備兵がたまに通り過ぎるぐらいだ。

もちろん検問などもなく、数少ない旅人や行商人は国境など無いものとして通り過ぎている。

「適当ですね……これは警戒した方が良さそうです」

　セリアが言い、旅経験豊富なナーティアも頷く。

　国境警備が厳重で無いのはありがたいが、無さ過ぎると別の面倒を生む。

人っ子一人いないならともかく、たまに行商人や旅人が通るとなると……。

「ヒャッハー！　身ぐるみ全部置いて行きな！」

「おお、すげえ美女だ！　怪我したくなかったら少しばかり女を貸しな！」

　こういう馬鹿共が出るのだ。

「さてどうしてやろうか」

　人数は十人、馬は無し。武装は質の悪い剣と短槍に革と毛皮の鎧……典型的な辺境の野盗だ。

　少なくとも目的を達するまでは派手に戦って目立ちたくはない。

説得するには頭が悪そうだから恫喝して散らすのが理想なのだが。

「げへへ、褐色女じゃねーか。こういうきつそうな女の尻穴を……はれ？」

　セクリトに手を伸ばした男の首から鮮血が舞う。

双剣で左右から斬り付けられた男は水芸をする大道芸人のように首の両側から血を噴いて絶命した。

「て、てめぇーーー!!」

「さて戦闘だ」

　相手を殺してしまっては恫喝も説得も全部吹き飛んだ。

思考を殺し合いに切り替えて目を細める。

　奴らは死んだ男の後ろに五人、更に後ろに四人が散っている。

団子になっていて飛び道具がないので差し当たっては前の四人が相手だ。

　こちらはセクリトが先頭、少し後ろに俺とセリアが準備万端でいる。

アリスとナーティアは少し後ろでまだ戦闘準備は万全ではないが、傍のギドは剣を抜いていた。

「ギドはそのまま二人を護衛！　貴方は少し下がって私とエイギル様の両脇を──」

　セリアの判断は正しいが、俺は無視して前に出る。

別に彼女に恥をかかせたい訳ではない。

「はっ二人目！」

　セクリトが大きく踏み込み、二人目の頭上から右の剣を叩きつける。

男は慌てて剣で受けるが、空いた胴を左の剣が切り裂き、臓腑がこぼれる。

　彼女がセリアの指示など聞かずに突っ込むことは明らかだったからだ。

「この野郎！」

　その隙にセクリトの後ろから賊が剣を突き出す。

しかし彼女は分かっていたかのように体を倒す。

　腰を残したまま上半身が地面に付く程曲がる。

いつ見てもすごい柔らかさだ。

「三人目はお前だ」

　空振りした男にセクリトが笑いかける。

それはまるで死神の微笑だ。

　間髪おかずに繰り出される双剣、男は守りに徹するが手数の違いはどうにもならない。

斜め上、脳天、突き、胴、と次々に襲いかかる斬撃を泣きそうな顔をしながら防いでいる。

「そら、上手く受けないと死ぬぞ？」

　完全に遊んでいる。

そもそも彼女が本気なら一刀で首が飛ぶはずだ。

「つまらん。終わりだ」

　太ももと下腹部、喉元の三カ所に次々剣が突き立ち、男が崩れると同時に後頭部に剣が刺さる。

「もらったーー！」

　セクリトの大げさな動きはできる隙も大きく、その隙を狙って横合いから短槍を構えた男が突進する。

あれだけ体重が乗っているとセクリトの力でも簡単には払えないだろう。

「俺の女に何をする」

　なので俺が男を蹴り飛ばし、地面にひっくり返した。

「ふん！」

　倒れた男が顔をあげる前にその脳天に剣を振り降ろす。

　使う剣は高品質の鋼の剣、長剣よりは遥かに軽く、デュアルクレイターよりは重い。

力の調整が出来ずに振り下ろしが中途半端になってしまう。

これが達人を相手にしていたなら致命的になったかもしれない。

「仕留めたことには変わりないが」

　剣は男を両断できなかったが、刃は鼻の下までめり込んだ。

とりあえず生きている可能性は無いだろう。

「馬鹿、次は死ぬぞ」

　俺は厳しい顔でセクリトに言う。

「最初からお前が来るとわかっていた」

　彼女は笑みを浮かべたまま剣を握り直す。

「次にやったら私が尻に剣をぶっ差しますからね！」

　セリアとギドが俺達の隣に並ぶ。

後ろの敵五人が目の前に来たがもう負ける要素は無い。

現に敵は一人多いにも関わらず腰が引けている。

「だが待ってやる義理はないな」

　野盗をやって金と女を奪おうとしたのだ。

相応の報いは受けるべきだ。

「いくぞ」

　俺の号令と同時に四人で突進する。

敵の五人も慌てて武器を向ける。

「ふん」

「ぐがっ！」

　俺は上段から思い切り剣を振り降ろす。

相手は短槍で防御しようとしたが、俺の剣は鉄を張った木製の槍を容易に両断、顔面から腹まで縦一線に切り裂く。

　一般的な鋼の剣で何度も頭蓋骨を叩き割ると曲がってしまうかもしれないので、少し浅めに斬った。

両断はしなかったが喉から腹までぱっくり割れて地面に臓腑がこぼれおちる。

「とう！」

「ぐわぁぁぁ！」

　ギドは相手の剣を一度顔の前で受け止め、左下に流してからその首を跳ね飛ばす。

基本的な剣技だがよく鍛錬している。浮気ばかりしていた訳ではなさそうだ。

「当たりません！」

「うわっ！」

　セリアは横に凪いだ敵の槍を身を屈めて躱し、ふくらはぎを切り裂く。

敵の後ろに出たセリアは剣を逆手に持ち、膝をついた敵のわき腹を一突きにして仕留めた。

「くく、面白いな」

「た、助け──ぎゃっ！　ぐえっ！　うぎゃっ！」

　セクリトは敵の斬り上げを交差させた双剣で受け止めてねじり、剣を落とさせる。

間髪おかずに体を回転させての無慈悲な連撃で男の両手が飛ぶ。

次いで喉が切り裂かれ、両わき腹が抉られ、右の脛から先が落ちる。

そして男が地面に倒れ込む直前に首が飛んで終わった。

　さて最後に一人残ったはずだが……。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　最後の一人が一目散に逃げて行く。

他の四人が仕掛けた時には既に逃げていたらしく、一足で追い付ける距離ではない。

「追うぞ」

　別に賊を狩る必要はないが、ああいう奴らは案外同業と横の繋がりがあったりする。

不慣れな場所で何度も待ち伏せされては敵わない。ここで殲滅しておくのが賢明だ。

「……仕留める？」

　アリスが手をかざすが俺は首を振る。

周囲は一面の草原、しかも冬季で枯れ草が多い。

アリスの魔法で野火でも起きたら賊より厄介だ。

「……」

　ナーティアが弓を引くが手が止まる。

一緒に暮らしてわかったが、彼女は人を殺すのにかなり抵抗があるようだ。

戦いの中では仕方ないと割りきるが、逃げる相手を後ろから撃つのは嫌なのだろう。

　俺はシュバルツに飛び乗って男の後を追う。

エロ馬は荷物が重いと不服そうに嘶きながら手を抜いて走った。

それでも見る見る距離は詰まり、いよいよ俺は剣を振り上げる。

「た、助けてくれぇぇぇ！」

　男が叫ぶ。

命乞いかと思ったらどうやら違うようだ。

「馬鹿野郎！　こっちに来るんじゃねぇよ！」

「見つかったわよ!?」

「クソアビン！　後でぶっ殺してやるわ！」

　どうやら男が逃げた場所にまだ仲間がいたようだ。

草むらに伏せていたのは三人、俺達が逃げたら行く手を塞ぐ役目だったようだが、状況不利と見てやり過ごすことにしたのだろう。

そこに逃げた男が駆けこんでしまったのだ。

「落ち着け、一対四ならやれる！　こいつを仕留めてずらかれ！」

　残念だが一対三だ。

俺は馬上から剣を突き出し、逃げていた男の背中を貫く。

「ぐあああああ！」

「てめぇどこまで使えねぇんだ!!」

　こういう奴はどこにでもいるよな。

　言いながら隠れていた男の突き出した槍を斬り落とす。

「このっ！」

　声と同時に風切り音が聞こえる。

俺は左手で放たれた矢を掴み、へし折って捨てた。

隠れていた奴らは弓を持っていたんだな。

「嘘、矢を素手で!?　化け物ぉ！」

「終わりだ」

　俺は剣を男の目に突き立てて絶命させ、弓を射た奴の腕を掴んで持ちあげる。

このまま頭から石にでも叩きつけて殺そうと思ったのだが──。

「ひぇぇ……」

「む、女か」

　女なら殺す訳にはいかない。

俺は軽く腕を捻って弓を落とさせ、尻から草の上に落とす。

「こ、降参よ……だから命だけは助けて」

　もう一人の女も弓を地面において両手をあげる。

「もちろんだ。降参すれば──」

　その時、背中を突き刺した男が呻く。

「ぐ……俺も……こうさ、ぐぎゅ」

　シュバルツが頭を踏み潰してしまった。

「降参すれば殺さないさ」

　震える女達を俺は優しく抱え上げたのだった。




その夜──。

「あぁぁぁぁぁ！　死ぬ──!!　死ぬ──!!　ひぃぃぃ──!!」

　俺は盗賊の女に圧し掛かり腰を振っていた。

女は絶叫しているがもちろん強姦ではない。

　普通に考えれば降参した賊はどこかの町で突き出すのが筋だが、無駄な手間はかけたくないし、女達も捕まりたくはないだろう。

そこで一晩たっぷり相手をすれば解放すると約束したのだ。

「太いぃぃ！　もうダメ死んだぁ!!　イキ死んだぁ！」

「ははは、まだまだこれからだ。もっと気持ち良くしてやるぞ」

　ついでに彼女達を更生させる意味もあった。

このまま放せばまた盗賊稼業だろうが、孕ませれば粗野なことはできなくなるし、子が生まれればもっとまっとうで安全な職を捜すだろう。

「出すぞ。孕め！」

「いやぁぁぁ！　ものすごい濃い種出たぁ！　孕ませられたぁ！」

　崇高な目的の為、腰を押し付けて激しく射精する。

女は手足を伸ばして絶叫し、尿を漏らして白目を剥いてしまった。

　俺達が交わっている草むらの傍でセリアともう一人の盗賊が何やら話していた。

「ご、拷問しているの……次は私なの？　殺されるの？」

「抱いているだけです。エイギル様の男根は特大なので悲鳴が出るのです。大人しく待ちなさい」

「特大ってこれぐらい？」

「これぐらいです」

「それ足じゃん！　本当に死んじゃうわ！」

　ふふふ、さあ次の女を呼ぼうかな。

「……」

　ギドが何か言いたそうな目でこちらを見ている。

二人同時か、女を納得させてからだぞ。




　こうして盗賊を更生させた俺達は旧アルテイル領内の小さな農村に入る。

「疫病の痕跡はありますが……」

　墓地には真新しい墓が目立つ。

「そう困窮してもいないようだ」

　男達が石臼を挽いて粉を作り、女子どもは冬小麦の準備をしている。

最低限の生活は成り立っているように見えた。

「何より悲痛な顔をしていない」

　戦火で家を焼かれた者、親しい物を皆殺しにされた者、そういう絶望に染まった顔が見えなかった。

　後は直接聞いてみるか。

「なぁ嬢ちゃん。ちょっといいか？」

　俺は一五、六ぐらいの洗濯物を持った少女に話しかける。

「ぴい！」

　逃げられた。何故だ。

「顔が怖いからだろう。おまけに筋骨隆々の男臭い大男とくれば強姦されると思うさ」

　セクリトに言われて肩を落とす。

アリス、代わりに頼む。

「……うん。あの……聞きたいことがある……あっ!?」

　やや詰まりながら問うアリスに少女は逃げ足を止めたが、その時アリスのスカートの中からボトリとにんじんが落下した。

下着もつけてなかったのか。

「ぴい！　変態！」

　ギド行け。

「ちょっと聞きたいことがある。時間は取らせないから構わないかな？」

「あ、格好いい……いいよ」

　釈然としない。

一物を出してアピールしたいがセリアが何かに気付いて警戒しているのでやめておこう。

　ギドを通じて少女に色々と話を聞かせてもらう。

　疫病はやはり村に大打撃を与えた。

暮らしは貧しく大変だが、日に日に良くなっており明日には希望が持てる。

「村から司教様が追い出された時にはひと騒動ありましたが……あの方のお話を聞いているとどうしてか納得できました」

　あの方と言うのはヴィルヘルミナだ。

彼女は辺境の村々まで足を運び、住民に新しい国を説いて回っているらしい。

更に彼女が訪れてから、生活を立て直すまでの繋ぎとして無償の食糧が届くようになり飢えはなくなったそうだ。

「私みたいな田舎娘の手をしっかり握ってくれたんですよ。それもまだ疫病が終息していなかったのに」

　大人達にもヴィルヘルミナを悪く言う者はいないらしい。

彼女を信じれば全て上手く行く、村中がそう信じているようだ。

彼女は辺境の民から支持されている。そう言っていいだろう。

「わかった。ありがとう」

「でも問題が無い訳じゃないんです。最近魔物が増えて来ていまして、退治をしようにも疫病で男手が減っちゃってなかなか上手くいきません」

　あぁ、人が減ればそうなるな。

農作業や日々の仕事で一杯一杯になり自警団も作れなくなる。

「昨日も家畜がやられちゃって……なんとかしないといけないんです」

　見れば粗末な槍や毛皮の鎧で身を包んだ者達が並んでいる。

あれは討伐隊か、しかし見れば少年や女も混じっている。

人材不足は深刻なようだ。

「討伐隊は明日出発するんですけど、上手くいくかどうか」

　さすがに討伐まで付き合う訳にもいかない。

上手く行くことを祈ろう。




翌日

「ああ良く寝た。家一軒貸してくれるとは太っ腹だ」

　辺境の農村に宿など無く、どの家かに間借りできればと思ったのだが村長は家を丸々一軒貸してくれた。

それも普通の街で宿をとるより安かったのだ。

「……寝れませんでした」

「……私もだ」

「……怖かった」

　なのにセリアとナーティア、アリスは目の下にクマを作っている。

「家の裏に真新しい墓標がありました。きっと一家全滅の家です」

「夜中に天井からガタガタ音がした……」

「夜中にお尻撫でられた」

　最後のは俺だ。

「うぅん。くぁあ」

　セクリトは気持ち良さそうに伸びをしている。

ぐっすり熟睡したのだろう。さすがに肝の据わり方が違う。

「そういえばギドはどこだ？」

　昨日夜中に抜けだしたのは見たのだが、便所かと思ってそのまま寝てしまったのだ。

　ちょうどその時、ある農家の家の戸が静かに開く。

出てきたのはギドと──昨日の娘だ。

「ありがとうございました。最高の初体験でした！」

「うん、俺も良かったよ」

　二人は軽くキスをし、娘が真っ赤になって引っ込む。

「……はっ!?」

　ほっこりした顔のギドを迎えたのはセリア達の冷たい視線と俺の嫉妬の視線だった。

何故俺を呼ばん。賊の女をお前にも抱かせてやったと言うのに。

「さ、さすがにあの娘は族長様には狭すぎるかと思って──」

　締まりの良い穴を一人占めしたのか。なんて贅沢な奴だ。

「最近貴方は浮気ばっかりですね。いずれ報いを受けるでしょう」

　セリアが何かをメモしている。

帰ったら恐ろしいことになりそうだ。

「ガキ同士の交尾などどうでもいい。それよりさっさと出発しないか」

　セクリトが髪を整えながら言う。

どうでもいいが、お前が腰かけているのは墓標だぞ。

村人と揉めるのはやめてくれよ。

　この村を出たら更に農村を後数カ所回ってから都市を見よう。

それで南ユーグリア帝国、ヴィルヘルミナの統治がどんなものかわかるだろう。

　村を南に出ると昨日見た討伐隊の一団と遭遇する。

こいつらも南に向かうのか。

「ちょうどいいな。ついていくべきだ」

　内訳がどうであれ人数は武器だ。

盗賊も相手が大人数だと仕掛けるのを躊躇うし、魔物も寄って来にくい。

道は一本だし、邪魔だと言われるまでついて行ってやろう。

「私も隊商をみつけたら後ろをついて行ったものだ」

　ナーティアもうんうんと頷いている。

今度お前の冒険話も色々聞きたいな。

「面倒を避けるには群れるのが一番だ。大抵の雑魚はそれで怖気づく」

　セクリトが独語する。

「そして群れを相手に仕掛けてくる奴は大抵手強い。面白くなりそうだ」

　俺を見てニヤリと笑うセクリト。

同時に討伐隊の一人が叫ぶ。

「敵だーー！　魔物が出たぞーー！」

　指差す方向には何もいない。

いや、指は空を向いていた。

「空だと？」

　目を凝らすと抜けるような晴天にいくつもの影が落ちている。

「巨大な鳥と──あれは翼のある人か？」

　言いながら剣を抜く。

しかし空か、剣が届かなかったらどうしよう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

冒険ＰＴ

アリス（尻魔道士）ナーティア（弓使い）セクリト（双剣使い）セリア（セリア）ギド（浮気者）

財産　金貨一二九〇〇　持ち出し（一〇〇）

経験人数五六九人　産ませた子六八人＋五五五匹








第３４５話　南ユーグリア帝国②　魔翼　♯







「ギド、詳しく教えろ」

　俺の視力ではおおざっぱにしかわからない。

ここは目のいいこいつの出番だ。

「牛みたいな巨大鳥が十五！　腕が翼の人間……が十！　とびっきり大きくて派手な奴もいます！　こちらの真上をぐるぐる回っています！」

　なるほど、そのでかいのが親玉だろう。

形は巨大鳥と同じだが目に見えてでかい。

「全員目を凝らして見張れ。一気に来るぞ」

　鷲や鳶なんかが頭上で回るのは狩りをする時だ。

死角から急降下して仕掛けて来る。

　だが多数の鳥が激しく鳴きながら回る中でまともに訓練されていない村の討伐隊は気を散らしてキョロキョロしてしまっている。

　そこに一際大きい鋭い鳴き声が響く。

思わず皆の視線が集中し、できた死角をついて巨大鳥が急降下する。

大きさもさることながら飛んで来る速度も凄まじい。

「うわー！」

　中年男が一人掴み上げられ、持ちあげられていく。見事な連携だ。

空中に連れ去られた男は複数の鳥に群がられ、たちまちバラバラにされてしまった。

「ははは、空の敵に人数は無意味か。むしろ団子が大きくなって外周を崩し易くなったな」

　落ちて来る男の残骸を見ながらセクリトが笑う。

「馬鹿な事を言うな。このままでは奴らが死んでしまうぞ」

「構わんだろう。化け鳥共は大きな餌箱を狙うだろうから、こちらが逃げても気にしまい。それとも赤の他人も守りたい正義漢だったか？」

　正義に興味は無い。だが今は状況が違う。

「人手不足のせいで女まで討伐隊に加わっているんだぞ。特にあの年増女はいい尻をしている。あの若い女は器量は並だが乳がかなりでかい。彼女達を鳥の餌になどできるか」

　俺は剣を抜き、足元の石も掴む。

「ナーティアとギドは向こうへ行く奴をなんとかしろ。セリアとセクリトはこっちへ来る奴を叩き落せ」

　弓が使えれば空中の敵には対処できる。

だが俺とセクリトはもちろん、短剣の投擲ができるセリアでも空の敵は厳しいだろう。

こちらを狙って来た所を叩くしかない。

「アリス、魔法でまとめてやれるか？」

「できる……でもちょっと集中がいる……初めての魔法だから」

　なら時間稼ぎといくか。

「いやぁぁぁぁ！」

　再び化鳥共が討伐隊に仕掛けた。

爪のついた足で女を一人抱え上げる。

「させない！」

　そこにナーティアの矢が飛び、胴体を捉えた。

悲鳴を上げた鳥は女を取り落としたが、でかいだけあって矢の一本では仕留められない。

「そこだ！」

　続いて飛んだギドの矢が首筋に命中、化け鳥はもんどりうって落下した。

「急所を狙わないと死にません！」

「飛びまわるから狙いを定めるのに時間がかかる！」

　更に仕掛けてくる巨大鳥に向けて矢が飛ぶが今度は当たらない。

　普段は百発百中のはずのギドとナーティアが外す、やはり上下左右に動く敵は難しい。

こちらの矢を見て避けているようにも見える。

「とにかく撃ち続けろ。常に狙われていれば相手も襲いにくいだろう」

「こっちにも来たぞ」

　セクリトの声で真上を見るとほとんど垂直に巨大鳥が落ちて来る。

「やっ！」

　セリアが短剣を両手で投げる。

　命中はしたが浅い。

上に向けて投げるので威力が減じてしまうのだ。

「十分だ」

　深手にはならなかったものの痛みで敵の目がこちらから逸れた。

剣を振りかぶって跳びあがった俺に気付いた時にはもう遅い。

「ふん！」

　地面すれすれを飛びぬけようとした巨大鳥の腹をざっくりと抉る。

哀れな鳥は鮮血を撒き散らしながら二度横に回転して墜落した。

「これで二──」

「いや三だ」

　肩に衝撃があった。

　セクリトが俺の肩を踏み台にして宙を舞う。

　彼女は更に上にいた巨大鳥の胴に右手の剣を突き立ててぶら下がり、悲鳴を上げるその喉を左手の剣で切り裂いたのだ。

　絶命した巨大鳥が地面に激突する瞬間に飛び降りたセクリトは衝撃を殺して着地する。

「後ろから来るぞ」

「お前もな」

　俺とセクリトは同時に振り返り、鋭い爪で掴みかかる鳥の足を斬り落とした。

二羽が足を失い、血を撒き散らしながらふらふらと飛び去る。

「私も跳んで仕留めます！」

　セリアが俺達を見て意気込むが軽いお前だとそのまま持って行かれそうで怖い。

俺の横に居て欲しい。

「俺もやる！　浮気だけが能じゃありません！」

　ギドが正面から突っ込んで来る敵に矢を放つ。

矢は見事目玉を射抜くが、巨大鳥は絶命せずそのままの勢いで突っ込んで来る。

　鋭いクチバシが正確にギドを狙っていた。

「くっ」

　ギドは素早く弓を投げ捨て、剣を抜いてクチバシを弾く。

ガキンと金属を打ち合わせるような音がした。

ギドは転倒したがなんとか回避できたようだ。

「これはどうだ！」

　飛び去る巨大鳥の尻に向けてナーティアが矢を放つ。

矢は急所とは思えない尻に軽く刺さっただけだが、空に戻った鳥が悶え始めた。

　羽を撒き散らして無茶苦茶に飛び回り、最後は他の鳥とぶつかって地面に落ちる。

巨大鳥は地面に落ちてからも悶え続け、やがて口と肛門から大量の血を流して悶死する。

「これならどこに当たっても仕留められるぞ！」

「真上にだけは撃たないでくれよ」

　毒てんこもりの流れ矢は勘弁してほしい。

「次が来るぞ！」

　狩りの邪魔をする俺達を先に始末する気になったのか、討伐隊を放置してこちらに向かって来る。

「が、頑張ってくれ！」

「あいつらを追い払って！」

　彼らは縋るような目を向けてくる。

正直に言うと今のうちに逃げてくれた方が戦い易いのだが素人の集団だから仕方ないか。

　敵を全て片づければ済むことだ。

「さっきと様子が違う。注意しろ」

　仕掛けて来る奴らは先ほどの巨大鳥よりもかなり小柄だ。

直線的な降下ではなく錐もみしながら複雑な軌道を描いて急降下してくる。

「人型の奴だな」

　降下するにつれてよりはっきりと姿が見える。

　体長は一三〇程度だろうか、人間と比べてもかなり小柄だ。

人間との違いはなんと言っても肩口から翼と化した腕、そして鋭い爪を持つ鳥の足だ。

「【ハーピー】だな。高い山や切り立った崖に棲みつく奴らだ。ここらに高い山など無いと思ったが」

　セクリトが巨大鳥の血で染まった剣を舐めながら言う。

「ダード山に居たのが逃げて来たのだろう。灰だらけではこいつらも住めない」

　ナーティアが言いながら矢を放つがハーピーはひらりと身を捻って躱す。

「怖い……」

　アリスが呟く。

目を見開き、こちらを凝視しながら突っ込んで来る様は、顔や胴体部分が人間なだけに余計不気味だ。

「族長様、なかなか当たりません」

　ハーピーはでかい鳥よりは知能があるのだろう。

バラバラに死角を狙って突っ込んでくるだけだった先ほどとは違い全方位から同時に狙ってくるようだ。

小柄な体が変則的に動く上、矢を警戒しているのでほとんど当たらない。

「このっ！」

　セリアが投げた短剣も勢いを無くし翼で叩き落とされる。

「引きつけて撃て」

「しかしそれでは……」

　接近されると言いたいのだろう。

そこをなんとかするのが俺の役目だ。

　甲高い鳴き声と共に一斉に仕掛けて来るハーピーの群れ。

「そらきた」

　正面から突っ込んでくる奴にむけて剣を振りかぶる。

するとそいつは俺の目の前で急上昇して避けた。

　だろうな、少しでも頭があるなら真正面からは来ない。

奴はただの囮だろう。

　俺はすぐさま振り返り、左手に握っていた小石を放り投げる。

「ピギ!?」

　案の定、俺の背中を狙っていたハーピーの顔面に小石が命中。

小さな石とは言え至近距離で喰らったハーピーがふらつく。

俺は隙を逃さず羽をひっつかんで地面に叩きつけた。

「面白い戦い方をするじゃないか。私好みだ」

　セクリトが両手に持った砂を頭上に放り投げる。

そこにハーピーが突っ込み、大きな目に砂が入ったのか動きが単調になった。

「これなら」

「当たる！」

　翼と太ももに矢が刺さったハーピーは落下して動かなくなった。

すばしっこいが耐久力はさっきの巨大鳥より格段に落ちるようだ。

「さあ来なさい！」

　セリアが声をあげ呼応して二体のハーピーが前後から突っ込んで行く。

　やはり正面の奴は囮、後ろから襲いかかった個体がセリアの腕を掴んだ。

「いかん！」

　セリアが掴まれたのは革の防具の上なので傷は無いがこのまま持ちあげられたらどうしようもなくなってしまう。

　俺は慌てて剣を投げようとするが、腕を掴みあげられたセリアが器用に体を回転させる。

「せいっ！」

　くるりと回ったセリアはハーピーの喉元に蹴りを見舞う。

華奢なハーピーには威力十分だ。

息を詰まらせてセリアを取り落とし、自身もそのまま落下する。

　空中で二度回転してから上手に着地したセリアがどうだと俺を見る。

「大したものだ。すごいぞセリア」

　褒められて喜ぶセリアの顔が凍りついた。

「エイギル様後ろです！」

　セリアに気を取られ過ぎていた。

両肩に衝撃を感じる。後ろから掴まれてしまったようだ。

食い込む爪が少し痛い。

「ピギー！」

　やったと言わんばかりの鳴き声と共に激しく羽ばたくハーピー、俺を持ち上げようとしているのだ。

「ピー！」

「ふむ」

　必死に羽ばたき続けるハーピー。

「クピー！」

「まぁ無理だろうな」

　体格差から考えて無理だろうとは踏んでいたのだ。

俺は結構重さがある。セリアの二倍では到底効かないだろう。

見るからに軽そうなハーピーが持ちあげるのは不可能だ。

　俺はハーピーの足を掴んで前に倒す。

ビタンと顔から地面にぶつかったハーピーは意識を失ったようだ。

「む……」

　前のめりに倒れたハーピーの尻が丸見えになる。

まるで人間の少女のような小尻だ、そう考えると殺しにくくなってしまう。




　その時、遠慮がちな声が届く。

「準備……できたよ」

「よし、全員でアリスを守れ」

　俺達はアリスを中心に小さな団子になる。

　獲物が固まったのを見てハーピーと巨大鳥が入り混じって一斉に仕掛けてきた。

「高速の……火球……当たって……弾ける……」

　アリスの頭上に直径一ｍ程の火の玉が現れる。

それは轟音を立てて飛んで行く。凄まじい速度だ。

「ピィー！」

　燃え上がる球体に驚いた鳥達が攻撃を止めてバラバラに逃げる。

「うーん、当たれば消し炭だろうが……」

　見るからに威力は高そうだが、できれば広範囲をまとめてやって欲しかった。

既に敵は散開しているし、これでは落とせて一体二体だろう。

「大丈夫……散る」

　アリスは相変わらずの小さい声で呟き、命中の直前で指を鳴らす──失敗して音は出なかったが。

「わっ！」「ほう」「すごい！」

　同時に火球が爆発音を立てて分解、顔ほどの大きさの火球十個に分かれた。

いいぞ、これなら一気に数体やれそうだ。

「まだ……もう一回……」

　アリスは再び指を鳴らす。

今度は小さく音が鳴り、満足そうにほほ笑む。

「うわあ！」「ほほう」「綺麗だな」

　十個の火球が再び分解して小石程の小さな火球に分かれる。

数は優に数百はあるだろう。

　無数の火球は速度を維持したまま魔物の群れに向けて突進していった。

「ピィ!?」「ピー！」「クゥ！」

　これではハーピーも巨大鳥もどこに逃げたらいいのかわからない。

「当たります！」

　悲鳴を上げて逃げ惑うハーピーと巨大鳥は火球の嵐に打ち据えられて悲鳴を上げる。

翼や胴を燃え上がらせながら、火に飛び込んだ蛾の群れのようにバタバタと落ちて行く。

　複数の火球を喰らい火達磨になって落下する巨大鳥、翼を焼かれてふらふらと着地するハーピー、足についた火を消そうと必死に体をよじるハーピーもいる。

群れの戦闘力は無くなったと言っていいだろう。

「終わった……よ」

　アリスが大きく息をつく。

まだ何か忘れている気がする。

「一番大きいのが来ます！」

　頭上に影が落ちる。

群れの親玉らしき超巨大鳥は健在だったようだ。

　良く見れば翼や胴が所々焦げている。

火球が何発か命中したようだが、さすがにあれだけ大きいとそう簡単には落ちないらしい。

「大きいので……行く」

「いや間に合わん」

　俺はアリスの頭を押さえて地面に倒す。

　親玉が俺達の頭上ギリギリを通り抜けると突風が吹いた。

「ちっ！」「きゃあ！」

　セクリトは地面に剣を突き立てて耐えたが、セリアは転がされてしまう。

ギドが咄嗟に矢を放つが、この強風では役に立たず吹き飛ばされてしまった。

「ぎゃああああ！」「ひぃぃぃ!!」

　親玉は俺達の頭上を飛び抜けた後、討伐隊を一撃した。

一人の若い男が頭を咥えられ、初老近い男は爪で体を引き裂かれる。

そのまま高度を取った親玉は咥えた男の首を引き千切り、胴体だけが落下して再び悲鳴が上がる。

殺られたのが女で無くて良かった。

　親玉は速度を落とさないまま旋回して再び襲いかかってくる。

「私が気を引きます！　その隙に魔法で！」

　セリアが立ちあがり、親玉に向かって駆ける。

アリスが慌てて魔法を準備をする。

　それを見て親玉の目が光った気がした。

「いかん！」

　俺はセリアに向けて突進する。

アリスが今度は分裂しない大きな火球を放った。

　同時に親玉は鋭い鳴き声を上げ、まるで樽の縁をなぞるように回転して横にずれる。

火球は奴の体ギリギリを掠めて外れてしまった。

　火球の熱は相当のはずだが、互いに高速で正面からすれ違うので炎上するほどではない。

　そしてセリアが奴の正面に残される。

親玉は鋭いクチバシで彼女を狙う。

「く！」

　セリアは剣を構えるが体格差は歴然、当たればバラバラにされてしまうだろう。

可愛いセリアを死なせてなるものか。

「きゃっ！」

　俺はセリアを後ろから突き飛ばし、そのまま剣を振りかぶって親玉に斬りかかる。

「うお!?」

　俺は剣で奴のクチバシを受け止めるが、途端に剣がへし折れる。

こんなことならデュアルクレイターを持ってくれば良かったと思うがもう遅い。

　剣を失った俺は一瞬にして両肩を爪で掴まれ持ちあげられてしまった。

さすがにここまで大きいと俺の体重でも持ちあがるんだな。

「エイギル様！　エイギル様ぁぁぁ!!」

　セリアが泣きながら追いかけてくるがさすがに飛ぶ鳥には追いつけない。

滅茶苦茶に投げている石も親玉の巨体には効果が無い。

必死に走るが遂にこけてしまった。

「いやぁぁぁ……」

　高度が上がり、セリアが豆粒のように小さくなっていく。

地面がどんどん遠くなり、遥か遠くまでが見渡せる。

見事な景色だが楽しんでいる余裕はない。

「どうしたものか」

　このまま巣に持ち帰られて飯になるつもりはない。

「それにこの爪が……痛いんだ」

　分厚い革の服を貫いて爪が肩に刺さっている。

美女に爪を立てられるなら大歓迎だがでかい鳥などごめんこうむる。

　俺は肩に食い込む爪を掴み力を込める。

巨体に見合うでかい爪だ。生半可な力では外せまい。

　だが外さなければ俺はこのままこいつの晩飯になる。

やるしかない。

「うがぁぁぁぁ」

　思い切り爪を握り、そのまま本来曲がらない方向にひん曲げる。

巨体が揺らぎ、鳴き声が聞こえた途端だった。

　肉を引き千切る音とともに爪が千切れた。

バッと血飛沫が舞う。爪と言うより指ごといったのかもしれない。

「おわっ！」

　親玉が足を放して一瞬体が軽くなり、慌てて片手で足を掴む。

「馬鹿野郎、こんな所で放す奴があるか！」

　俺の罵倒が聞こえたのか、親玉は首をこちらに回してクチバシで襲いかかって来る。

鋼の剣をへし折るクチバシだ。まともに受けたらただでは済まない。

「ええい不安定な所で暴れるな！」

　体をひねってなんとか避けるが片手でぶら下がっている状態なので思う様に動けない。

一方、奴の方も飛びながら首を回しているので思う様に攻撃できていない。

「大人しく飛んでろ！」

　俺はもぎ取った爪を奴の顔に叩きつける。

すると見事に目玉を捉え、親玉は半狂乱になって暴れ出す。

「うおお！」

　このままでは落とされる。

俺は両手で足にしがみ付き、奴の体をよじ登っていく。

　なんとか背中の上まで登り切ったが、奴は更に滅茶苦茶に飛びまわる。

何度も回転して上下が反転する上、羽ばたいて俺を落とそうとするのだ。

　背中の羽毛にしがみ付いてなんとか耐えるが、でかいとはいえ所詮は鳥の羽根なのでズボズボ抜けて持ちにくい。

　俺は肩口から裂かれた上着を脱ぎ、帯のようにして奴の首に巻きつけて思い切り締め上げた。

これで俺は落ちないし、奴の息も詰まるはずだ。

「このまま絞め殺して特大の焼き鳥にしてやる」

　クラウディアへの土産にしてやろう。

これだけデカければ三日は持つだろう。

　首の骨をへし折るつもりで思い切り締め上げるが、奴も簡単には観念しない。

飛翔速度がどんどん上がり、動きも激しくなっていく。

少しでも気を抜けば振り落とされて潰れるのは俺の方だ。

　このままでは埒があかないので俺は首を締めながら、拳で奴の首や後頭部を殴りつける。

苦しそうな鳴き声と共に動きがおかしくなっていく。

なんとかしようと悶えているが首元にいる俺をどうすることもできない。

「まだまだ」

　首を締め上げながら拳を叩きつけ、更に隙を見て頭突きも見舞う。

　遂に何度目かの振り下ろした拳にいい感じに手応えが伝わった。

親玉の鳴き声が止まり、やったと喜んだ刹那だった。

「しまった！」

　親玉が地面に向けて一直線に落下し始める。

完全に意識を飛ばしてしまった。

　まともに顔も上げられない程の風圧だ。

この速度で地面にぶつかったらどうなるかは火を見るより明らかだ。

「しかも……あれか！」

　目の前に小さいながらも岩山が見えて来る。

このままではよりにもよってあの岩に突っ込むぞ。

　辺りを見回すと岩山の手前に小さな池がある。

「この速度で飛び込みか……だが他に無い」

　浅かったり岩でもあったらお終いだが、このままでは確実に死ぬ。

選択肢はない。

　俺はタイミングを計り親玉の首から飛び降りる。

「ぬおおおおお！」

　頭を手で守りながら池に落下していく。

そして風を切る速度のまま水面に達した。

「ぐえっ、ぐおっ」

　背中と腹に交互に衝撃を感じる。

どうやら水面に投げられた石のように跳ねているようだ。

　その時、グシャっと嫌な音がする。

恐らく親玉が岩山に突っ込んだ音だろう。

音だけでもう原形を留めていないことがわかる。

　ああならないように祈りながら俺は水面を跳ね続ける。

衝撃でズボンや下着まで脱げ飛んでしまったが、なんとか挽肉になる前に勢いが止まった。

「あー久しぶりに死にかけた」

　池は案外深く、一面水草に覆われていたのが良かったらしい。

　さて一安心だが、真冬の水浴びはさすがに寒い。

「しかも全裸だぞ」

　服は衝撃で全て吹き飛んだ。

親玉にどこまで運ばれてしまったのだろう。

これで皆とはぐれて凍死でもしたらとんだ笑い話だ。

「エイギル様ぁ！　エイギル様ぁぁぁ！」

　なのでセリアの声を聞いて本当に安心した。

駆けつけた彼女は口を開いて泣き叫びながら両手を広げて飛び付いてくる。

「ふぇぇぇ、ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　何を謝ることがある。

それにしてもセリアは体温が高くていいな。温かいぞ。

「肩の傷は──」

「ちょっと抉られたぐらいだ。大したものじゃない」

　むしろ水面に打ち付けた背中と腹が真っ赤になっているだろう。

「それより服が破れてしまった。何か貸してくれないか？」

「私の服をどうぞ！　全部どうぞ！」

　セリアはまだ混乱しているのか、全裸になって全ての服を差し出す。

　コートはまだしもお前のタンクトップや短パンが入る訳無いだろう。

まして白いパンツをどうしろと言うのだ。被るのか。

「風邪をひくから早く着ろ。これだけ借りるよ」

　俺はセリアのマフラーだけを首に巻く。

ちょうど他の者も追いついてきたようだ。

　残念ながらマフラーだけ巻いても体は温かく無い。だがセリアの匂いを感じて心は少し温まった。




　──夜。

「持ちあげられた時の景色はすごかったぞ。今思えばもう少し見ておけばよかった」

「ふふん、面白い男だ」

「さすが族長様です」

　あれからすぐに陽が落ちてしまったので俺達は仕留めた親玉のすぐ傍で野宿することになった。

討伐隊の連中も一緒だ。

　親玉は旋回しながら飛んでいたらしく、持ちあげられた場所から距離はそう離れていなかった。

戦いの様子は地上からもかすかに見えたらしい。

「私も一度見てみたい……でもそのまま食べられてしまうか」

　ナーティアは空からの景色に興味津々のようだ。

お勧めはしない。俺ももう一度やるかと言われたら遠慮する。

　セクリトが注いでくれた酒を一気に煽る。

「私が酌をするとはな。笑える話だ」

　俺達は戦いの後の宴会に興じていた。

大きな火が焚かれ、仕留めた鳥達が丸焼きにされている。

皆で腹一杯食べても食いきれない量だった。

「お前達も遠慮なく食え。死んだ奴は気の毒だが嘆いても還らないぞ。せめて仇を食ってやれ」

　同席する討伐隊の面々に言ってやる。

　結局討伐隊からは死者三名、負傷者四名を出した。

幸いにして負傷者に助からないような傷の者はいない。

「そうね……マルローさよなら……あら、これ美味しい」

「肉はあんまり食べられないからね」

「精気をつけて子を産まなきゃ」

　持って来た酒を皆に配り徐々に場が盛り上がって行く。

　そんな中で俯いてしまっている女が一人、可愛いセリアだ。

彼女は俺が自分を庇って死にかけた事に気を揉み、俺の手当てをしてからずっと黙っているのだ。

「まったく一々気にするな。俺がお前を守るのは当然だ」

「ふがふが……」

　頬っぺたを引っ張り、髪をぐしゃぐしゃにするが、再びショボンとなってしまう。

こうなったらもっとつついてやる。

「ふにゃっ！　ひゃっ！　むに！」

　首筋や腕や太ももから始まり、徐々にきわどい場所……へそや尻や乳房に移って行く。

　公衆の面前での辱めに恥ずかしくなったセリアが抵抗した所を抱き締める。

「俺はお前を守る。いくら怪我をしようが、例え死のうがな。それが俺の生き方だ」

「でも──」

　口付けで遮る。

「お前はいつも俺を助けてくれている。いざという時ぐらい格好をつけさせてくれ」

　再びキスをする。

セリアはそれ以上何も言わなかったが、気分は戻ったようだ。

顎下を撫でてやると喉が可愛らしく鳴る。

「肉の追加を持ってきます。まだまだ鳥肉はありますから」

「頼む」

　これで綺麗に収まったと思ったのだが。

「ツカマタ　ココマデカ」

「トベナイ　コワイ　クワレル」

　追加の肉はハーピーだった。

「ちょっと待って下さい。今、羽をむしりますから」

「いや、ちょっと待て」

　俺は慌ててセリアの手からナイフを奪う。

同時に火であぶられている鳥を確認する。

……良かった、俺が食っていたのは巨大鳥の方だったようだ。

「ハーピーは美味いぞ。私は食ったことがある」

　セクリトが豪快に肉をかぶりながら言う。

　まぁ半分鳥だから上手いのかもしれん。

見た目がオスなら俺も試してみたかった。

だがこいつらは──。

「クウノカ？　クウノカ？」

　やはり顔は少女にしか見えない。さすがに食う気はおきない。

「ちょっとハーピー達を連れて来てくれ」

「……ぶぅ」

　不服そうにセリアが縛ったハーピーを連れて来る。

数は全部で一〇体、羽が焦げていたり骨が折れてしまっている奴もいる。

ハーピーは手強い魔物だったが、それは空を舞うからであって、地に落ちれば華奢なこいつらはゴブリンより無力だろう。

「ナーティア、手当てできるか？」

「えっ？　ハーピーを？」

　俺は返事をせず、翼が折れてしまっているハーピーに添え木をしてやる。

最初は逃げようとしたが、ある程度の知能は持っているのか手当てとわかると大人しくなる。

「お前はどこを怪我した？」

「ヤガササタ　ハネガ　ウゴカナイ」

　翼をめくり、刺さった矢を抜いてやる。

ちらりと見えた乳房はほとんど膨らんでいなかった。

「フトモモイタイ　オチテブツケタ」

「どれどれ」

　足をぱっかり開かせる。

膝の上までは鳥の足だが、それより上はほっそりした人間の太股だ。

「もう少し体を倒してみろ」

「コウカ？」

　ふむ、筋一本だが穴もちゃんとある。

体の感じは成長中の少女といった所だな。

「……エイギル様」

「お前、ハーピーにもか？　感心する色情狂め」

　セリアとセクリトが呆れた視線を向けて来る。

「見境なしだな。まぁラミアとかアルラウネとか色々いたが」

「穴があったら……なんでもいいんだね……」

　ナーティアが溜息をつく。

アリスにぼそりと言われ、少し心に刺さる。

「さすが族長様、俺はまだ魔物は無理です」

　うるさいギド、浮気をばらすぞ。

「とにかく俺はこいつらが女に見えてしまった。なら男として守りたい、焼き鳥にはできない」

　ハーピー達は首を傾げていたが、俺が庇っていることだけは感じたらしく、スススとこちらに寄って来る。特に本気で食おうとしているセクリトからは素早く離れていた。

「でも解放されたらまた被害が出るわ」

「せっかく大きいのを退治できたのに」

　討伐隊から不平が出る。

「俺が連れて帰るから大丈夫だ。ここに居付かないようにするよ。それでいいな？」

「イジュウスル！」「エサガアルナラ　ドコデモイイ」「ニクタベタイ」

　ハーピー達の知能は高く無さそうだが最低限の話ぐらいは通じるようだ。

　それならばと討伐隊達も納得して宴が再開される。

「でもエイギル様……こいつらの体はまるで子供ですけど……」

「コドモチガウ　オトナダ！」

　そこは俺も気になっていたんだ。

「ハーピーの子どもはほとんど鳥だから、話せるならもう十分大人だろう」

　ナーティアが教えてくれる。

「なら問題ない。いやぁ良かった」

「何が良かったのですか……うぅ絶対する気です」

　俺は一体のハーピー──見える怪我がないので、恐らく俺が引きずりおとして失神させた奴ではなかろうか──を引き寄せる。

「お前らの翼はふかふかだな。温かい」

「ソウカ？　フカフカカ？」

　ハーピーは抵抗せずされるままに翼をいじらせてくれる。

どさくさに紛れて尻を撫でてみたが特に反応はない。

「ハラヘタ　ニクホシイ」

　興味があるのは目の前の焼き鳥のようだ。

共食いにならないのだろうか。

「ナカマ？　シラナイ　ニクハニク」

　一切れ取ってやるとうまそうに食べる。

お前達がいいならそれでいいか。

　夜は更けて行く──。




　宴は終わり、俺達と討伐隊は少し離れた場所で火を囲むようにして野宿をした。

「さすがに冬の野宿は冷えるな」

　襲撃が無ければ夜までに隣の村まで行けるはずだったのだが言っても仕方ない。

毛布を女達にやり、俺とギドはそのまま横になる。

　特に俺は室内着しか残ってないのでかなり寒い。

セリアが添い寝すると言ってくれたが、彼女に風邪でも引かれたら大変だから遠慮した。

「それにあてもある」

　深夜、肩を軽くつつかれる。

「サムイカ？　フカフカイルカ？」

　片言の声と羽毛の感触。

ハーピーが寄って来たらしい。

「ヨクミエナイ。マチガテナイカ？」

　ハーピーは鳥目らしく、触れているのが俺か自信がないようだ。

「間違ってないよ。おいで」

　俺はハーピーを引き寄せる。

彼女は俺の上に馬乗りになり、翼で体を包んでくれた。

「アッタカイカ？」

「ああ、温かいぞ」

　天然の羽毛は本当に温かい。

「オマエツヨイナ」

　耳元でハーピーが言う。

「オオキイトリ　スゴクツヨカタ　ナカマイッパイタベラレタ　デモコロシタ」

　ふむ、あの親玉がハーピー達を支配する感じで群れがくっついていたのか。

「オマエツヨイ　キズモナオシテクレル　ニクモクレル」

　傷はナーティア製の傷薬を使った。人用だがハーピーにも良く効いたのだ。

さすがに骨が折れた奴はしばらく添え木が必要だが……。

　ハーピーは俺をじっと見つめると胸に頭を擦りつけて言う。

「ツヨイオス　コウビシタイ　コウビシテクレ」

「いいぞ。交尾をしようか」

　そう言うとハーピーは嬉しそうに俺の首筋を舐め、体中を羽で撫でてくれる。

「コレジャマ」

　ハーピーに前戯は無いらしくいきなり股間を触って来る。

だが翼になった手では上手くズボンが降ろせないらしい。

「ははは、ちょっと待ってくれ」

　ズボンを降ろしてまだ軟らかい肉棒を取り出す。

「デカイ！　トテモデカイ！　スゴクデカイ！」

　興奮して騒ぐハーピー、周りに聞こえるじゃないか。

「……」

　いや手遅れか。さっきからセリアが不機嫌そうにフンフン鼻息を鳴らしている。

ナーティアは静かだが寝返りを打つふりをしてこちらをチラチラ見ていた。

　もうばれているなら遠慮なく声を上げてしまおう。

「触ってみればもっと大きくなるぞ。お前の体も触らせてくれ」

「オー」

　ハーピーは翼で一物を撫でる。

新鮮な感触だな。

　俺もまた彼女の体を優しく撫でる。

顔から腕と太ももまでは完全に人間だな。

「ゾクゾクスルー」

　乳房からへそへ、そして股間から太ももへと優しくさするとハーピーは身を震わせた。

「はは、乳首が立ったぞ」

　ほとんどない乳房からムクムク乳首が大きくなる。

「ハウ」

　更に股間に手を入れて穴を探る。

毛の無い筋のような穴だったが、軽く触れると柔らかく開く。

この柔らかさは子どもの穴ではない、やはり小さくても大人なのだろう。

「ドンドン　オオキクナル　スゴイ」

　俺達の準備は整った。

「入るぞ」

「コウビコウビ」

　俺は胡坐をかいたままハーピーを抱き上げ、背面座位で上に乗せる。

そそり勃った一物が彼女の小さな穴をゆっくりと広げて行く。

「ピィィーーー！」

　挿入の瞬間、ハーピーが大声で鳴く。

「おお……どんどん入る」

　もし彼女が本当に見た目通りの子どもだったなら三分の一も入らないだろう。

だが既に俺の一物は半分以上が入りこんでいた。

「ピギーーー！　ピーーーー！」

　翼をバサバサ動かして悶えるハーピー。

「痛いか？　やめるか？」

「ヤメナイ！　モットコウビ！　ピーーー！」

　最終的に俺の一物は九割方入りこんでしまった。

見ればハーピーは胸近くまで盛り上がっている。

穴の構造が人とは違うのだろう。

「動くぞ」

「ピ」

　ゆさゆさ体を揺らして楽しむ。

それにしても軽いな。

「マエ！　マエ！」

「顔が見たいのか？」

　体位を体面座位に変えると翼で顔を包まれる。

「ツヨイオス　ワタシノオス」

　全身で抱きつき、硬くなった乳首が胸に当たる。

ふさふさした羽根と耳元で続く舌ったらずな声と硬い乳首、そして狭いながらも深い穴──俺は限界を迎えた。

「出すぞ」

「ダシテ　コドモツクル！」

　ハーピーの唇を奪い、一声呻いて突き上げる。

「うっ！」

「ピィィィィーーー!!」

　俺は目を閉じ、ハーピーは絶叫して仰け反る。

同時に種が出る音が響く。

「うわすご」

　ギドが思わず声を出した。

俺の種の音にびっくりしたらしい。

　粘着質な音が続き、ハーピーは力無く崩れ落ちる。

「元気な子を産むんだぞ」

「ガンバル……」

　ぐったりしたハーピーを地面に横たえる。

すると背中に次々と柔らかい感触が当たって来た。

「コウビスル」「ツヨイオスホシイ」「タネホシイ」

　他のハーピー達まで寄って来てしまった。

「全員か？　なら逸物を復活させてくれ」

　言うなり沢山のハーピーが一物に群がり口や羽根で愛撫してきた。

「オスクサイ　コドモデキソウ！」

「コレワタシノモノ」

「ドケ　ジャマ！」

「オマエコソジャマ！　コウビノジャマ！」

　それは仲良く愛撫なんてものじゃなく、交尾相手を奪い合う野生の戦いだった。

怪我している者も関係なく、体をぶつけ合い、喚きあって股間に群がる。

　結果、男根からあぶれた者は少しでもアピールしようと太ももや尻穴までを舐めて来る。

ああ、苦労して鳥の親玉を倒して良かった。

　こうして見ると年端もいかぬ少女の集団を犯しているように思える。

俺は決して幼女趣味ではないぞ。あくまで彼女達はハーピーであり大人のメスなのだ。

「おお、玉もいい」

「タマシャブル」

「モットタマナメル」

　ハーピーによる集団愛撫に酔いしれていると背中を叩かれた。

「おお、年増のハーピーもいたのか」

「……違います。私は人間です」

　良く見ると討伐隊にいた女だった。

歳は三〇過ぎだろうか。

「……私はハーピーが嫌いです。助けるなんて納得できません！」

「そうか」

　空気が凍りつくが既に発情しているハーピー達は愛撫を止めない。

「私の子ども、十歳のアランは彼女達にさらわれました。もう生きてはいないでしょう」

「それは……」

「チイサクナタ」

「モットナメテオオキクスル」

　彼女はカッと目を開く。

「だからこそ……こんな大きな男根をハーピーごときにくれてやれません！」

「なんでそうなるのですか！」

　遠くからセリアの突っ込みが入る。

　思い出したぞ。

俺はセリアと一緒に戻った時、マフラーしかつけていなかった。

当然股間も丸見えだったのだが、やたらと興奮していたのがこの女だ。

　替えの服を着ると残念そうに顔を伏せていたな。

「このデカチンは私のものです！　魔物どもはどきなさい！」

　女はハーピーに体当たりして俺の肉棒を咥える。

「トラレタ！」

「ウバイカエセ！」

　ハーピー達もピーピー騒ぎながら奪還を試みる。

「あの……私達もその大きいなって思ってその……」

「温めて貰ってもいいですか？　隣でこんな音をたてられたらたまりません」

　討伐隊の他の女達も参加する。

もちろん大歓迎だ。

「ぐぬぬぬ……ぐぬぬぬ……」

　セリア、そんなに歯を食いしばると折れてしまうぞ。




　年増女を後ろから攻めて遠慮なく種を注ぐ。

　軽いハーピーを二人まとめて持ち上げ、交互に穴を貫く。

　人間の女とハーピーを重ね、前の穴と後ろの穴どちらも貫く。

意外なことにハーピーの方が尻穴への挿入に抵抗があったらしく、恥ずかしそうに泣き叫んでいた。

何故かアリスがすぐ傍で見ていた。

　小柄なハーピーを正常位で猛然と突く。

ハーピーも絶頂を繰り返すと失神することが確認できた。

　夜が明ける頃には全てのハーピーと女が股から俺の種を垂らしていたのだった。




「サラッタ　ニンゲンノオトコノコ　イキテル」

「えっアランが!?」

　行為後のまどろみの中、年増女が身を起こす。

「タベナイ　モクテキチガウ」

「ならどうしてさらったの？」

　ハーピーは少し考えている。

鳥だからな。思い出すのに時間がかかるのだろう。

「シソンフヤス　コウビスルタメサラッタ」

「こ、交尾!?　だってアランはまだ一〇歳よ？　精通もまだで……」

　ハーピーは俺にじゃれつきながら何でもない事のように言う。

「コウビデキテル　マイニチシテル」

「タネ　イッパイデテル」

「そ、そんな……可愛いアランがそんな……」

　俺が口を出すことじゃなさそうだが、毎日ハーピーに種付けする日々か。

そう悪く無いのではなかろうか。

「サイキンハ　ジブンカラ　モトメテクル」

「チョットイヤガルト　ヨロコブ」

「タマニ　アカチャンナル　アマエル」

　アランには変な性癖がついてしまったようだ。

「コウビ　モウジュウブン　イルナラカエス」

「アシタカエス」

「アランが……アランが帰って来るのね……あぁ神様……」

　何か知らんが上手くまとまったようだ。




　こうして俺達は魔物の群れを討伐し、大量の鶏肉を得ることになった。

アルテイルの辺境に俺の種も残っただろう。

　そして──。

「ドコイク？　ドコイク？」

「オイカケル　オスオイカケル」

「ハラヘッタ」

　俺達の頭上をハーピー達が飛びまわることになった。

「トクベツ　ウレシイ」

　骨を折った一体だけは治るまでシュバルツに乗せている。

シュバルツはしばらく考えたようだが、尻と前の穴を見てＯＫと判断したらしい。

「さあ出発だ」

「「「……」」」

　女達の視線が冷たい。

「さすがです族長様」

　わかってくれるかギド。

「ハーピーは美味いんだがなぁ……」

「キケン　アブナイ　ニゲル！」

　セクリトがハーピーをそろりと撫でると彼女はバタバタ騒いでいた。

添え木が外れるから安静にしておけ。




　俺達は歩を進め、いよいよアルテイルの都市部が見えてくる。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

冒険ＰＴ

アリス（魔道士）ナーティア（弓使い）セクリト（双剣使い）セリア（可愛い）ギド（浮気者）

シュバルツ（馬）ハーピーＸ１０

財産　金貨一二九〇〇

経験人数五八三人　産ませた子六八人＋五五五匹








第３４６話　南ユーグリア帝国③　輝く国　♯







「街の名は【オルフル】ですね」

　セリアが看板に書かれた街の名を読み上げる。

「結構な規模ですね。万近い市民がいそうです」

　ギドが言う。

街の守りも人口に相応の物となっている。

　外周はぐるり石造りの街壁に囲まれ、複数の見張り台が見える。

門の手前は深く広い堀に跳ね橋がかけられており、いざとなればこの橋を上げて街を守るのだろう。

「ラーフェンよりもよっぽど厳重だ」

　ラーフェンの街壁はここよりも薄く、門も上から鉄のフェンスを降ろすだけだ。

本格的な攻撃には耐えられず、破城槌で叩かれたら割と簡単に壊れてしまうだろう。

「だから私は街壁の周りに堀を廻らせるべきだと言ったのです！」

「ははは、そうだったな」

　セリアの提案にアドルフは金がかかるとして反対、レオポルトもラーフェンは構造自体が長期籠城戦を戦える造りではなく、野戦で敵を撃退することが前提になっているので無意味と反対した。

　マイラまでもが堀や跳ね橋は普段の訓練や有事における迅速な出撃に支障が出るとして反対。

総攻撃を喰らったセリアは半泣きになってしまい、俺の膝の上で蜂蜜パンを食べて復活したのだ。




　門の前まで来ると無愛想な衛兵二人が前を塞ぐ。

「荷を検めるぞ」

　二人は荷と俺達の体を確かめていく。

「毛布と服、食糧に薬……これは油か？」

「ああ、野宿で薪が湿っていた時に備えてな」

　少し考え込んだ衛兵は俺の顔を見ながら油壺を戻す。

「あとは片手剣とナイフか」

「美女を連れての旅だ。これぐらいの武器は許してくれ」

　ナーティアとセクリトが満更でも無い顔をした。

　衛兵も野盗や魔物の存在は知っている。

全ての武器を取り上げるのが現実的で無いことはわかってくれるだろう。

「まぁ不相応な武器で無ければ良いだろう」

　デュアルクレイターや長剣を置いてきたのは正解だったようだ。

さすがにあれだと通れなかったかもしれない。

「お前もここに立つんだ」

　衛兵がシュバルツの上にいるハーピーに言う。

怪我をしたこいつは飛べないので毛布にくるんでシュバルツの上に置いたが見逃してくれなかったようだ。

　ちなみに他のハーピーもしっかりついてきており、街から少し離れた木に止まって騒いでいる。

肉を沢山置いて来たから二、三日は大丈夫だろう。

「タツノカ？　オリルノカ？」

　バタバタ騒ぐハーピー。

「こいつは俺の妹なんだ。見ての通りでな、馬から降ろすのは勘弁してやってくれないか」

　俺は鳥の足を見せないように注意しながら頭を撫でる。

「ゴハンゴハン　ニクタベタイ」

　ハーピーは騒ぎながら俺をペチペチと叩く。

本当は羽で撫でているつもりなのだろうが、濡れた布で翼を包んでいるのでこうなるのだ。

　彼女の羽は結構な大きさがあったが、濡らして包むと驚くほど小さくなったのだ。

干し肉を一枚やると嬉しそうにバタバタ騒ぐ。

「ニクウマイ　ハネツメタイ　ピィー！」

「……お前も苦労しているんだな」

　騒ぐハーピーを再び毛布で包むと衛兵は小さく頷いた。

「とはいえ、少し前ならお前も妹も異端として火炙りだったろうな。俺の近所にも悪魔と交わったとか言われて処刑された奴がいたよ」




　次に身体チェックが始まる。案外厳重だ。

「チッ」

「……お役目なんだよ。抵抗しないでくれ」

　衛兵の一人がセクリトの体に触れ、露骨な舌うちにひるむ。

いかにもビクビクしながら彼女の体を確かめる。

「胸の谷間も確かめないと……」

　セクリトが衛兵を睨みつける。

これ以上は手が出そうだ。

「これでいいか？」

　俺はセクリトを抱き寄せ、乳を思い切り揉む。

「んっ……」

　これでもかと揉み解したので妙な物を挟んでいないのはわかったはずだ。

「い、いいだろう」

　衛兵がセクリトから離れてセリアとナーティアに向かう。

好色な訳でも無いのだろう、無駄に触りまくることもなくチェックを済ませて行く。

「私達も胸のチェックを──」

「お前達はいい。どうせ何も隠せないだろ」

　セリアとナーティアが衛兵を囲んで睨みつける。

こらこら、因縁をつけるんじゃない。

「なぁお前股間に何か隠していないか？　盛り上がり過ぎだぞ」

　矛先がこっちに向いた。

「エイギル様の膨らみはれっきとした逸物です！」

「……とっても……大きい」

「巨根でなければ女が四人もついて来る訳無いだろうが」

「わ、私は別にエイギルの女じゃない！」

　と言う訳だ。

「く……羨ましい」

　衛兵は大人しく引き下がる。男にまさぐられる趣味は無いので良かった。




「これは検査だから大人しくするんだ！　なんてこった、可愛い顔してなんてデカさだ！」

　横ではもう一人の衛兵がギドの股間をチェックしている。

やたら手つきが怪しいのは気のせいだと思っておこう。

「女のチェックなんて詰まらんぜ。やっぱり若い男が最高だ。おぉ素晴らしい！」

「ぞ、族長様……」

　情けない顔で俺を見るギド。

ま、下手に抵抗して長引いても詰まらない。好きにさせてやれ。

女達や俺がやられたら張り倒していたがな。

「それにしても、えらく厳重なんだな。乳の谷間や股間に隠せる物などせいぜいナイフぐらいだろう」

　普通の剣が持ちこめる事を考えるとチェックの意味があるのか疑問だ。

ノンナサイズの巨乳ならクロスボウぐらい隠せるかもしれないが。

「武器もそうだが、主に神像や経典を持ちこんでいないか検めたのだ。特にお前のように病気の身内がいる奴は傾倒し易いからな。そのチェックも今からやる」

　衛兵が何やら妙な像を持って来る。

どこかで見た覚えが……うーんわからん。

「これに忠誠を誓うか？」

「興味無いな」

　反射的に答えてしまう。

まずかったかと衛兵を見るが特に変化はない。

「お前達はどうだ？」

「興味ありません」

「石の塊がなんだと言う」

「神に興味はない」

「……何も……思わない」

　セリア達もそう答えると衛兵は大きく頷いて合図する。

「問題無し！　通っていいぞ」

　ようやくか、シュバルツが待ちくたびれて隣のメス馬にちょっかい出し始めていたじゃないか。

「もし良ければ今夜ここの宿に……な？　待ってるから」

「いらない！」

　ギドが衛兵の一人から何か貰ったようだが、すぐに投げ捨てていた。

特に興味はないが。




　俺達は門を通過して街の中に入る。

途端に寒さを吹き飛ばす程の熱気を感じた。

　オルフルの街は門から一本の大通りが奥まで続き、そこから中小の路地が伸びる単純な造りだった。

その大通りの熱気たるや凄まじく、隙間無く露店がひきめきあい、客引き達が大声を張り上げている。

「今日の宿は決まったかー？　ひまわり亭には豪華なベッドがあるよ！」

「たんぽぽの里は他の宿より二割は安いよー！　長期滞在、出稼ぎには持って来いだ！」

　宿屋の客引きは半ば強引に客の手を引いていた。

「飯は食ったか？　良質なパンと野菜たっぷりのスープがあるよ」

「肉ならうちだ！　豚、牛、鳥、珍しい肉も置いてるよ」

　店を構える食品店も露店に負けじと呼びこみをかけていた。

「栄えていますね……」

「これほど熱気ある街はなかなか見ないな」

　セリアとナーティアが意外そうに言う。

　俺も少なからず驚いている。

貧困に喘いでいると思っていた訳ではないが、疫病に政変にと大混乱したのだからもっと荒れているかと思った。

「ラーフェンにも……負けてないね」

「ニクノニオイ　ヒトオオイ　ピィー！」

　アリスは人ごみに揉まれて困惑し、シュバルツに乗ってしまう。

ハーピーが騒ぎ、慌てて口を塞ぐ。

「さっさと宿を探すぞ。客引きは無視だ、どうせ碌な店はない」

　セクリトは先頭を切って人ごみを掻き分けていく。

ん？　突然動きが止まったぞ。

「この阿呆が」

「ぎゃあああ！」

　雑踏に紛れてセクリトの尻を撫でたらしい男が悲鳴を上げる。

見れば指が反対方向に曲がっていた。

　その悲鳴も賑やかな街の喧騒に消されていった。




　結局、俺達は路地の奥にある地味で客引きもいない宿に泊まることにした。

夕刻を迎えて一層過熱する客引き合戦に少しばかり疲れたのだ。

「あんたらは賢いよ。大通りで客引きしてるのは新興の店ばっかり、箱だけ立派でもまともな接客は期待できないさ。その点うちは古いがしっかりしているぞ」

　店主はそう笑って俺達を迎えてくれる。

彼の言う通り六人部屋にしては狭く、内装にも年季が入っていたが、寝具も床も清潔で水差しと照明の油は満タン、厩のシュバルツには新鮮な飼葉が与えられていた。

値段はナーティア曰く高くも安くもない常識的な値段らしい。

「満足しているさ。あとここらで手頃な酒場はないか？　夜遅くまでやっている所がいい」

　情報を集めるならやはり酒場が最適だ。

酔っぱらった奴に一杯奢れば普段は話さないこともポロリと漏れるものだ。

「角の二階建てがそうだ。大通りでまずい酒を飲むのは新参だけ、賢いやつは路地に入った酒場で飲む。……ははは、あんたは見るからに飲みそうだからな。ルグスの奴には感謝して貰わんと」

　店主の知り合いがやっている酒場か。

まあ長くやっているようだし安心できるだろう。




「らっしゃい！」

　店に入ると元気のいい声が響く。

結構な客がいて程良い盛り上がりだ。

「きつめの酒とつまみを適当に頼む」

　目的は情報収集だがこちらが素面では相手も警戒するだろう。

それに戦闘に野宿にと色々あったので少し酔いたい思いもあった。

「こいつと同じ酒だ」

　セクリトは男前に注文して胸元を緩める。

褐色の谷間に目を奪われた隙に俺のナッツが奪われる。

「私はワインとチーズ、あと新鮮なサラダをお願い」

　ナーティアは最近白ワインにはまっている。

傷薬を売って金を作り、何本かボトルを買っているらしい。

「果物のお酒……とチーズ……なるべく熟成したの」

　アリスは見た目通りそれほど酒に強く無い。

飲むのは果物のような甘い酒なのだが、反対にチーズは匂いと味の濃厚な物を好む。

「私もエイギル様と同じ──」

「蜂蜜酒とパンケーキ、酒は思い切り薄くしてくれ」

　セリアの口を塞いで代わりに注文してやる。

セクリトに対抗するつもりだろうが、お前にこの酒はきつすぎる。

また酔っぱらって小便を漏らしてしまうぞ。

　ギドも何か適当な物を頼んだようで俺達はワイワイと盛り上がりながら暇そうな奴がいないか捜す。

　見た感じほとんどの者が馴染みなのだろう、複数で来て盛り上がっているのでなかなか自然に話に入れそうな奴はいない。

　だが俺は全く心配していなかった。

「なぁ一緒に飲んでもいいか？」

　ほらきた。

何しろこちらは男二人に女四人なのだ。

　その上、全員が美人とくれば声をかけて来る奴は必ずいる。

もちろん四人とも俺の女なので指一本触れさせる気はないが。

　男を観察してみる。

美女に釣られて声をかけるだけあって見るからに軽薄そうだ。

そして女を見た目で垂らせるほど顔が良いとも思えない。

　だが許しを得ず隣に座って来るほど図々しくはないようだし、俺を見て心なしか脅えている。

あまり根性は無いようで柄の悪い奴でもない。

　初対面なのだが初めて会った気がしない。

さしづめ不細工なクリストフと言った所だろうか。

「お前はここに住んで長いのか？」

「ん？　ガキの頃から住んでるが？」

　ならよし、こいつにちょっと飲ませればペラペラしゃべりそうだ。

「いいぞ、適当に座れよ」

「おお、悪いな」

　男が座るなり俺の意を汲んだセリアが男にきつい酒を渡す。

　男はセリアに見惚れて挙動不審になっている。

どうだ俺のセリアは可愛いだろう？　絶対にやらないぞ。

「男ならぐっといけ、ちびちび女々しいことはするなよ」

「この酒をか？　いや、あんたみたいな美女が言うんだ。やるしかない！」

　男はセクリトに促されて一気にグラスを空にする。

鼻で笑われているのに気付かなかったのは幸いだ。




「──で俺は街に入りこんだゴブリンを」

「すごいですね」

「大したものだ」

「騙そうとした商人に言ってやったんだ──」

「すごいですね」

「大したものだ」

　真っ赤になってどうでもいい話を始める男に適当に相槌をうってやるセリアとナーティア。

そしていい感じにできあがった所で肝心の話を始める。

「このオルフルは随分と活気があるな。疫病にやられてまだ間もないだろうに」

「あぁ疫病が流行ってる時はそれはもう酷いもんだったぜ。死人を出してない家はほとんどなかったんじゃねえかな。……だがヴィルヘルミナ陛下の統治が始まってからは好況も好況、そこら中の農村から人が流れ込んできてる。疫病前よりもずっと人は多いと思うぜ」

　なるほどと相槌を打つ。

アリスが空になったグラスに不器用に酒を注ぐと、男の目じりが更に下がる。

　なんとも情けない顔だ。

俺もこうなっていないか心配だな。

「人がどんどん増えるせいで家からコップまで何もかもが足りてねぇ。だからいくらでも職はあるし、どんな店を出してもそれなりに売れる。……まぁそのせいで素人店が乱立してるって文句もあるけどな」

　確かに大通りの呼びこみは凄い数だったが、それでも次々と客がついていた。

「ちなみにお前はどこで働いているんだ？」

　軽薄そうな感じからしていかがわしい店の呼び込みだろうか。

「俺は生粋のオルフル生まれだぜ。適当な奴がやってる店で働くなんてごめんよ」

「ふむ、なら昔からの店で働いているのか？」

　クリストフもどきは少しだけ俯く。

「そういう店は昔からの従業員がいるし……堅苦しいし……」

「つまり無職なんですね」

　セリアがばっさり切って男はテーブルに突っ伏す。

もう十分酔いが回ったので機嫌取りは不要と考えたのだろう。

「職無しか」

「怠け者」

「……微妙……だね」

　セクリト、ナーティア、アリスの追撃も入って男は泣きだしてしまった。

「うぉぉぉ、仕方ないんだ！　俺は肉体労働は嫌だし接客も面倒くせえ。商売やるには学が足りてねぇ！」

「そうだな、仕方ないな。まぁ飲め」

　可哀想になったので酒を注いでやる。

味方になってくれたのが嬉しかったのか、男は俺に向けて話しだした。

「無職でもなんとか生きていけるのはよ、ヴィルヘルミナ陛下のおかげで食糧がとにかく安いんだ。今までの三分の一……いやもっとかもしれねぇ。なんでも国が直接食糧を買い付けて格安で商人に降ろしているらしい」

　ほう、それはすごい。

ヴィルヘルミナは太っ腹だな。

「ヴィルヘルミナ陛下が戴冠してからは全部上手くいってる。疫病も飢えもなくなった。職も溢れてる……俺は無職だけどな。最初の頃はアルテイル信仰禁止に反発してた奴らもいたんだが、何しろ生活がどんどん豊かになるもんでいつの間にか消えちまったよ」

　屋根のある場所で眠り、腹一杯の飯が食えて酒も飲めれば大抵の不満は忘れるもんだ。

うちにいる少女にとっては悲しいことかもしれないが。

「アルテイル信仰はタブーなんだよな？」

「声を落とせ！　衛兵に聞かれたら面倒だぞ。──まぁそうだ、アレだけはまずい。帝国成立前後に陛下に反発する司祭や信者が徒党を組んで放火や暴動をやったんだよ。それ以来アルテイルの神像を持ってるだけでもしょっぴかれる」

　偽クリストフは大げさに動いてから再び酒を煽る。

こいつから聞き出せるのはこれぐらいだろうか。

礼にたっぷり酒を飲ませてやろう。

　その時、肩にがっしりとした手が置かれる。

見るからにむさ苦しい二人組だった。

「おう兄ちゃん。良い体してるな軍に入らないか？」

「人夫なんかより高給だ。兵卒で月金貨三枚、十人長になれば金貨四枚出すぞ」

　どうやらヴィルヘルミナは募兵も熱心にやっているようだな。

「そっちの坊主もどうだ？　まだ若そうだが良い目つきと体をしているじゃないか」

　男達はギドにも声をかける。

「俺とこいつはもう職が決まっているんだ。それよりこいつをなんとかしてやってくれないか？」

　劣化クリストフを指差す。

無職だしちょうどいいだろう。

「……こいつか。貧相だし頭も悪そうだな」

「顔も悪いな、今回はやめておこう。お前達は気が変わったらいつでも来てくれ」

　男二人は去って行く。

俺達も引き上げるとしよう。

　その前にむせび泣く男の為にもう一本酒を注文しておく。

今は全てを忘れて酔うといい。

「ハラヘタ　ハラヘタ　ワスレテル　ワスレテル！」

　部屋に戻るとハーピーが騒いでいた。

俺達だけで飯を食ったことを察して怒っているらしい。

「悪かったよ。ほらお土産だ」

　露店で買ってきた肉と野菜の焼き物を与える。

「ニクウマイ　ヤサイイラナイ」

　俺の手に翼を添えて食べる様になんだか愛着が沸いてきたぞ。




　次の日、俺達は朝から街に出た。

中心都市アルテリアに出発する前にオルフルの全てを見ておきたかったのだ。

　街を見て回る中で一際騒がしく人が集まる場所を見つける。

「あれは市場か何かか？」

「お待ち下さい。見て来ます」

　セリアがさっと前に出て器用に人ごみを通り抜けて行く。

　さすが身のこなしが軽い。

俺だと文字通り掻き分けることになったろう。

「この先は劇場です。どうやら演劇をやっているようです」

「何だつまらん。公開処刑でもやっているのかと思った」

　セクリトは興味を失ったようだ。

ナーティアも劇より街を見て回りたいのかそわそわしている。

「……私……ちょっと興味ある」

　なら三人で見に行こうか。

娯楽には違いないが何かわかるかもしれない。

「ギドは二人を守れ」

「はい！　でも必要あるのでしょうか？」

　俺も必要ないとは思うがお前は何か役目を与えておかないと浮気をするだろ。




　劇場に入ると既に劇は始まっていた。

「わはははは！　お前の娘は頂いて行く！」

「そんな！　先月上の娘を捧げたばかりなのに！」

　見るからに人相の悪そうな男が床に倒れた貧相な老人から娘を取り上げている場面だ。

「娘を二人も神に捧げられるのだ。光栄に思え！」

「畜生！　あんたが神の名の下に若い娘を集めて悪さしているのは知っているんだ」

「ええいうるさい！　貴様のような不信心者は神罰をくれてやる！」

　悪者が剣を抜く。

　劇とはわかっても胸糞が悪くなる。

両側にいるセリアとアリスの尻を撫でてやろう。

「お待ちなさい！」

　そこに現れたのが綺麗な衣装をまとった美女だった。

尻を撫でる手が止まる。

「私はヴィルヘルミナ！　娘を奪い、老人を斬りつけて何が神か！　成敗してやりましょう！」

　うーむ、本物のヴィルヘルミナはもっと美人だが。

　その後、ヴィルヘルミナは神の名の下に民を苦しめるアルテイル教団に乗り込み、教団の幹部を次々と成敗、遂に法王までも打ち倒す。

　ちなみに法王は悪人顔の中年で怪しい魔法を連発する怪物だった。

俺の知っているアルテイルとは随分違うが指摘する訳にもいかない。

　そしてヴィルヘルミナはヴァンドレアの支配者を討ち果たして民を救い統一国家をうちたて、全ての民が幸せになるハッピーエンドで終わる。

　荒唐無稽な展開だが時間と人材の限られた劇ではこんなものか。

「話も演技も大雑把ですね……」

　演技もリリアーヌ達に比べれば数段落ちるものだったので、セリアとアリスも徐々に興味を失っていた。

それでも他の観客は盛り上がっているようだ。

大半の民は劇なんて見た事無かっただろうから比較もできないのだ。

　ちなみにこの劇は国の支援があるようで観劇代は無料だった。

　他にも無料で上演されていた劇をいくつか見る。

恋愛物や冒険活劇までジャンルは様々だったが、悪役は例外なくアルテイル信者かリバティース人になっていた。

「この話で悪役をあえてリバティース人にする必要はあったのでしょうか？」

「……無理やり……に見える」

　セリアとアリスは違和感に気付く。

だがそれは彼女達が本を読み、他の劇を知っているからだ。

そしてこの場にいる民衆は大抵そうではないだろう。

　なんとももやもやする。




　観劇を終えて外に出ると街角の看板に人が群がっている。

何か布告が出ているようだ。

「……募兵広告と犯罪者の処罰を知らせています。強姦殺人の罪で男を処刑──リバティースから来た者であることを強調しています」

「ふむ」

　よく見ると看板の隣で男が叫んでいる。

「悪鬼にも劣るこの男は衛兵に捕まっても諦めない！　金貨十枚で見逃してくれと賄賂を渡す！　しかしヴィルヘルミナ陛下の衛兵は毅然とこれを拒否した！　正当な法は悪に勝ち、男は遂に吊るされた！」

　なるほど、布告を読み上げているのか。

庶民には文字の読めない者も多いからな。

「それにしても相当誇張されていますね」

「話が……上手……」

　布告にないことも延々と話しているが、話がまとまり過ぎていてどこまで真実なのか疑わしい。

話し方も上手く、まるで吟遊詩人のようだ。

「陛下の下に正義あり！　金持ちも罪を犯せば罰せられ、貧乏人が冤罪に苦しむ事も無し！　あぁそれにしても悪しきはリバティースの者達なり、陛下の統治に至るまで、どれだけ無辜の民が食い物にされたか！」

「行こうか」

「はい」

　これ以上は聞いても仕方ないだろう。

俺達が退くとその場所はすぐに他の民が埋める。

皆、熱心に話し手の声を聞いていた。

　異常な光景ではない。

それでも俺は心にうすら寒い物を感じずにはいられなかった。




　──その夜。

「この面子は初めてじゃないか？」

　俺の横にいるのはナーティアとアリスだった。

「セクリトは本当に問題ばかり起こす！」

　ナーティアが憤りながら大股で歩く。

　セクリトは酒場で俺が便所に行った隙にセリアを挑発、きつい酒を一気飲みさせてしまったのだ。

言うまでもなくセリアは噴水のように吐いておねむとなった。

　更に彼女はセリアを宿に送る途中に声をかけて来た男三人組に喧嘩をふっかけて止める間もなくボコボコにしてしまった。

　最初こそ男と喧嘩するセクリトへ応援の声が上がっていたが、彼女の攻撃が苛烈になるにつれて次第に野次馬は沈黙し衛兵に通報されかねない状況になってしまった。

　結局、セリアとセクリトは宿に隔離。

監視役にギドをつけて俺達は夜風に当たることにしたのだ。

「まぁいい機会だ。ナーティアとアリスも互いの事を知るといい」

　俺達は人通りの無くなった橋の欄干に腰かける。

閉店前処分価格で売っていた串焼きをかじるとやはり冷めてしまっていた。

「ん」

　アリスが小さな火を出して温めてくれる。

便利だな。俺も魔法が使えるようになりたい。

そうすればどこでもアツアツの飯を食えるだろうに。

「私のも頼む──ありがとう」

　ナーティアが礼を言い、アリスが顔を赤らめる。

人見知りの彼女はまだナーティアと上手く話せないようだ。

　ナーティアはアリスの心情を察したのか、橋の下を指差す。

「そら、見てみろ」

「あ……月……綺麗……」

　小川の水面に揺れる月が映っている。

綺麗な満月だった。

　アリスはもっと見たいようだが落ちるのが怖いのか遠慮がちに覗いている。

魔法はすごいが彼女は基本的にドンくさいからな。

「支えてやれ」

　俺はあえて支える役目をナーティアに譲る。

「ん、これでどうだ？」

「あ、ありがとう……」

　アリスはしばらく綺麗な光景を楽しみ、やがて体を戻す。

「ありがとう……綺麗だった」

「ふふ、そうか」

　アリスのはにかんだ笑みにナーティアもにこやかにほほ笑む。

だが欄干に腰を降ろした瞬間だった。

「んひっ！」

「おわ！」

　あぁ、手すりの出っ張りがアリスの尻穴に当たってしまったんだな。

いきなり目が上に向き、顔が真っ赤になった。

　驚いたナーティアは仰け反ってそのまま川へと──。

「よっと」

　落ちる前に彼女の手を掴んで橋に戻す。

「……ありがと」

「おう」

　ナーティアは顔を赤らめた。

　正直、そろそろ彼女を抱けるのではないかと思っている。

今夜にでも頭を下げて頼んでみようか。

やらせてくれるなら土下座も厭わないのだが。

「いやらしいことを考えたな？」

　何故わかる。

「……それ」

　アリスが指差す俺の股間はもっこり膨らんでいた。

さて話を変えよう。




「あれはなんだろう？」

「誤魔……かした」

「誤魔化したな」

　いや、本当に見てくれ。

　女が一人、灯りもつけずに歩いている。

辺りは暗いのでどんな女かまでは見えない。

　彼女は周囲を一しきり気にした後、ある建物に入って行く。

「女が夜中に人目を忍ぶ……逢引きだろうか」

「またそんな下世話なことを！」

「あっまた……来たよ」

　今度はやや大柄な男が同じように建物に入って行く。

「間違いない、逢引きだな。話の種に覗きに行くか？」

　別に本心から覗きたかった訳ではないが悪戯にそう言って見る。

「人の逢瀬なんて見たくもない！」

　ナーティアが真っ赤になって怒る。

俺が中庭でしている時は結構覗いている癖に、と言ったら激怒するだろうか。

「あれ？　また……きた」

　今度は娼婦のような派手な格好の女が入って行く。

「乱交か？　本気で覗きたくなってきた」

　もし乱交ならさりげなく混ざれるかもしれない。

「いや、どうやら違うようだ」

　ナーティアが真剣な顔つきになる。

　次に来たのは杖をついた老婆、その次は小さな子を抱いた母親だった。

どう考えても乱交に参加しそうな顔ぶれではない。

「厄介事だな」

　ここは見なかったことにして退散するのが最善だろう。

「……」

　だが人一番好奇心の強いナーティアの鼻息がにわかに荒くなってくる。

このまま帰って寝ようは通じまい。

下手すれば一人で覗きに行ってしまうかもしれない。

「仕方ない。見てみるか」

　俺達は灯りを消してこっそりと近づいて行く。




「ここは……食糧倉庫か？」

　建物の中には小麦や野菜などが積み上げられている。

だが灯りはなく、人間は一人もいない。

「少し隠れていよう」

　積み上げられた袋の裏に隠れてしばし息を潜める。

　すると入口が静かに開き、また誰か入って来た。

「……」

　今度は町娘のようだ。

無言のまま早足で倉庫の奥へと歩いて行く。

「よいしょっと」

　女は倉庫の一番奥で床板を持ちあげる。

なるほど、地下への階段があった訳だ。

「いくぞ」

　俺達は足音を響かせないように追いかける。

　町娘は階段を降りた所におり、扉の前で突っ立っていた。

すると扉の奥から声が男の声が聞こえた。

「──男」

「──太陽」

　町娘は素早く答え、扉が静かに開く。

なるほど合言葉か。

「俺達も行くぞ」

「あ、ちょっと！」

　ナーティアの制止を聞かず扉をノックする。

男と聞かれたら太陽でいいのだろう。

俺としては女こそ太陽だと思うけどな。

「──女」

　なんだと、話が違うぞ。

合言葉が二つあったのか。

「──女！」

　扉の向こうの声が大きくなる。

早く答えねば怪しまれる。

　ナーティアはハッと気付いて声を出そうとする。

「──つｋ」

「乳房！」

　反射的に俺まで答えてしまった。

しかも俺の方が何倍もでかい声だ。

「もうこの馬鹿ぁ!!」

　ナーティアが怒鳴るが手遅れだ。

「な、何者だ!?」

「しまった！」

　こんな複雑な暗号を用意していたとは完全に想定外だった。

俺達は相手を甘く見ていたのだ。

「ふん！」

「うわぁぁぁ！」

　俺は前蹴りで扉を蹴破る。

扉の前にいたらしい男が一緒に吹き飛んだ。

「きゃああああ！」

「衛兵か!?」

「顔を隠すのよ！」

　地下の部屋は想像したほど広く無い。

俺達の六人部屋より少し大きいぐらいだろうか。

　しかも部屋の側面は土が剥き出しになっていてかなり雑な仕事だ。

随分と急に作ったのだろう。

　そこに老若男女十名程が座り込んでいた。

「こんな所で一体何を──あぁそういうことか」

　ナーティアが周囲を見回してから正面を指差す。

　薄暗い地下室の中で精一杯の灯りに照らされている物。

それは街に入る時に衛兵が見せて来たアルテイルの像だった。

　ここはアルテイル信者達が隠れて集う教会だった訳だ。

「こ、ここまでか」

「いや良く見ろ。あいつら鎧を着てないぞ」

「丸腰で女連れ……衛兵じゃない？」

　じりじりと信者達が距離を詰めて来る。

「ゴホン、俺達は旅の者でオルフルにはふらりと寄っただけだ。お前達がアルテイルを信奉しようが、魚の頭を信奉しようが興味はないし、衛兵に通報する気もない。ちなみに俺は女体を信奉している」

　そう言って立ち去ろうとするが、先ほど蹴り飛ばした男が唯一の出入り口の前に立ちはだかっていた。

他の信者達もナイフや棒を持って迫って来る。

「逃がしたら終わりだぞ……」

「口を塞がねば……」

「殺して埋めねば……」

　あぁやっぱりこうなるのか。

　俺は壁に寄ってアリスを背に隠す。

場所が狭いので強行突破すればアリスが危ない。

彼女には女が持つ小さなナイフも十分な脅威なのだ。

「ここは見逃して置いた方がいいぞ。お前達の為にもな」

　一応最後の警告をしておく。

「相手は丸腰、怖がるな！　男をやってしまえば後は簡単だ！」

　そう言って若い男がこん棒で殴りかかってくる。

普段は肉体労働でもしているのだろう、がっちりとした体でそれなりに力もある。

「見逃せと言ってるだろうが！」

　だが所詮はそれなりに過ぎない。

俺はその棍棒を左手一本で受け止め、男の腹に拳を見舞う。

「おげぇ！」

　男は激しく嘔吐してその場に崩れる。

鍛えていたおかげで胃は破れなかったようだな。

「うおぉぉ！」

　中年小太りの男が角材で殴りかかってきた。

「ええい鬱陶しい！」

　その角材を逆に右手で殴りつけて粉砕する。

更に左手で男の胸倉をひっつかみ、壁に向かって投げつけた。

「ぐぇ！」

　水平に飛んだ男は壁に背中を強打して床に突っ伏す。

もし壁が石だったら死んでいたかもしれない。

アルテイルもちょっとはご利益あるのかもな。

「やぁぁぁぁ！」

　次に仕掛けてきたのは十二、三の少年だ。

手には小さなナイフを持っている。

「手加減！」

　迎撃の直前にナーティアが叫ぶ。

言われなくても女の前で子どもを殴り倒すようなことはしない。

「そらよ」

「わっ！」

　少年の手を掴み、足をかけて一回転させる。

手を掴んで頭を打たないようにはしたが、少年は運悪く木製の椅子の上に落下して悶絶する。

アルテイルの拝み方が足りなかったのかもな。

「わしが成敗したるわい！　きぇぇぇ！」

「これはまた……」

　ヨボヨボの老婆が杖を振り上げて向かって来る。

殴り倒すのは論外で、足をかけただけで頭を打って死んでしまうかもしれない。

昔のアルテイル軍はこんなだったのか……戦わなくて良かった。

「せい！　せいや、せいや!!」

　しかも今までの男共よりも動きがいい。

本当に従軍経験豊富なのかもしれない。

振りまわす杖は正確に急所を狙って来る。

「こちとらあんたの母ちゃんが生まれる前から戦ってるんだ！　そうそう負けはしないよ！」

「いや、それはない」

　俺の母と言えばルーシィだ。

彼女は少なくとも五百年生きていると言っていた。

　そう考えると冷静になれた。

「よっと」

　老婆の攻撃を腕で受けてから杖を奪い、背中を軽く押す。

「おっわっわっ！」

　老婆はつんのめり、腹を殴られて悶絶していた男の上に倒れる。

軟らかいから怪我もないだろう。

「「「死ね異教徒ぉ!!」」」

「ぐ」

　背中とわき腹に痛みが走る。

老婆に気を使い過ぎて背中がお留守になっていたか。

もう女しか残っていないと油断していたのかもしれない。

「エイギル！」

「きゃあああ！」

　ナーティアとアリスの悲鳴が地下室に反響する。

　人妻風、娼婦風、そして町娘風の女。

三本の刃物が俺の背中とわき腹に突き刺さっていた。

「やった仕留めた！」

「油断しないで、他の二人もやらないと」

「絶対に逃がしちゃ駄目！」

「エイギル……貴方達……」

「……許さない」

　ナーティアの眉間に皺が寄り、懐から薬瓶を取り出す。

アリスの髪も見る見る赤みを増していく。

こいつらは本気でやる気だ。

「心配するな。俺に任せろ」

　俺はそう言って二人に微笑みかける。

　危ない危ない。

ナーティアの薬は怖いし、アリスが本気で魔法を撃ったら倉庫ごと吹き飛んでしまうだろう。

「エイギル？」

「平気……なの？」

「うそ……確かに刺したのに」

「体重を乗せてグサって！」

「ま、女の力だからな」

　セクリトやイリジナみたいな例外はいるが、女が持つ小さな刃物ぐらいで致命傷は負わない。

まして筋肉がよくつく背中や脇腹を狙われていれば尚更だ。

　俺はナイフを軽く掴んで後ろへ放る。

ふむ、やはり三本とも皮だけ裂いて肉で止まっている。

これなら手当ても不要だ。

「ば、化け物！」

「きっと悪魔よ！」

「色魔かもしれないわ！」

　言いながらも女達は燭台や尖った木など別の武器を手に取る。

悪いがこれ以上じゃれてはいられない。

ナーティアやアリスが怪我をするかもしれないからな。

「おい」

　俺は心を鬼にして女達を睨みつける。

「武器を降ろせ。でなければ……」

　目の前の女達を心の中でおっさんに変えて殺気をぶつける。

「ひ！」

「う！」

「ひゃぁぁ……」

　娼婦と人妻は腰を抜かしてへたり込み、町娘は漏らしてしまった。

「他に抵抗する奴は？」

　行方を見守っていた子連れの女や病弱そうな男が首を振る。

終わりだな。




　戦いが終わった後、俺は一応事情を聞くことにした。

と言ってもアルテイル信仰を禁じられ司教がいなくなった後もごく一部の信者は隠れて信仰を続けていた。

その秘密の教会に俺が入って来たので密告されたら一貫の終わりと襲いかかってきた。

そこまでは予想通りで聞くまでもなかった。

「そこまでして何故信仰を続けるんだ？　他の奴らは割と簡単に順応しているだろう」

「私達のほとんどはアルテイルの奇跡を受けた身なのです。神がまやかしなど戯言です」

　そう言って子連れの女が大事そうに抱えていた我が子を撫でる。

「この子は生まれ付きの大病を抱えて一年も生きられぬ身でした。しかしアルテイルで法王様の祝福を受けた途端たちまち病は癒え、今年五つ……病気一つ致しません」

　偶然じゃないか？

「俺は炭鉱の仕事で足を潰したんだ。もう切り落とすしかないと言われたが、法王様の祝福を受けた途端に痛みもなくなり前と同じに動くようになったんだ！」

「私も娼婦の仕事で病気を移されて──」

「三年も帰って来なかった夫が──」

「僕の童貞を──」

　皆が口々に奇跡を語る。

アルテイルは聖都を訪れた信者へまれに祝福を施していたらしい。

権威付けの一貫でもあったのだろう。

　だがその効果はもっともらしいのもあれば眉唾なのも多い。

特に最後の童貞ってのはなんだ。

いい女を抱ける祝福があるなら俺も入信するぞ。

「まあ事情はわかった。どうせ俺達は明日にはこの街を去るのだから気にせず続けてくれ。衛兵に見つからんようにな」

　それだけ言って去ろうとしたが、袖を掴まれる。

「まだ何かあるか？」

「し、信用できません。もし密告されたら私達は全員処刑です」

「怪我をさせたのにこのまま許して貰えるとは思えませんし」

　女につけられたものだし、別に深手ではないから気にしないさ。

一つ言うなら服に穴が空いてしまったことだ。

巨大鳥との戦いで既に一着失っているから、この街で何か買っていくしかない。

「詫びがしたいなら乳の一つも触らせてくれればいい」

「……またか」

「……やっぱり」

　ナーティアとアリスが溜息をつく。

「──そうね。奉仕すれば私達に情が沸くかも」

「信仰の危機よ。神も不貞を許して下さるわ」

「街を出るまで傍にいれば密告の危険もないし……」

　女達がするすると服を脱いでいく。

「約束して下さい。密告はしないと」

「そうすれば色欲を満たして差し上げます」

「うぅ……神様ごめんなさい」

　女達が俺にしなだれかかり、俺のズボンも盛り上がって行く。




　地下の教会に淫らな音が響く。

男達は退室し、残るのは俺達と女四人だけだ。

「んぶっ！　んぶっ！　なによこの大きさ……こんな棍棒みたいなの初めて……んぶぶ！」

　娼婦風の女が椅子に座る俺の股間に跪き、自慢の技で肉棒をしゃぶる。

「ちゅ……ちゅ……ああ、すごい男の匂い。旦那が家で待ってるのに……」

　人妻風の女は俺の肩に乳房を押しつけながら唇を吸ってくれる。

「ああっ！　この人上手！　乳首が熱い！　お乳がでそう……あぁん！」

　子持ちの女は豊かな乳房を俺に揉まれて嬌声をあげる。

「あうっ！　指も太いぃ」

　町娘は俺の指を性器に突っ込まれて悶えている。

「結局乱交……なんでこうなる」

「好色だから……」

　ナーティアの冷たい視線も気にならない。

これは彼女達を安心させるために必要なことなのだ。

「まず一発出すぞ。飲んでくれ」

　俺はそう言って娼婦の頭を軽く押さえる。

一声呻くと濃い種汁が勢い良く飛び出していった。

「んぶぅ！」

　娼婦は手慣れた様子で口内での射精を受け入れるが、たちまち頬が膨らんで吐き出してしまう。

「げほげほ！　量が多すぎるわ、滝みたいに出る！」




　慌てて人妻が肉棒を咥えるが濃厚な種が喉に張り付いたのか、やはりむせてしまう。

「凄い匂い……お腹が火照るぅ」

　次に咥えてくれたのは子持ち女だった。

「んん……」

　子持ち女は俺の股間に覆いかぶさるようにして深く一物を咥えて行く。

「おお……これはすごい」

　赤い唇を目一杯広げて飲み込む。

その間も激しい射精は続いているのだが、子持ちは躊躇なく喉を動かして種を飲み干す。

　俺は子持ちの後頭部を優しく撫でながら言う。

「お前実は好きモノだろう？」

　子持ちが小さく頷く。

だろうな。技術はともかく、肉棒に吸い付く姿が必死なのだ。

「子どもができてご無沙汰だったのか？」

　またも頷く。

もちろんその間も種は出続けているし、女の喉も鳴り続けている。

「よし……なら俺も気持ち良くしてやろう」

　俺は身を屈めて子持ちの乳房をさする。

「ん！　んーー！」

　乳首はこれでもかと勃起しており、今にも乳を噴きそうだった。

子持ちの女に種を飲ませて母乳まで噴かせる。

それは男の願望でもある。

「乳首をつねってもいいか？」

　女は激しく頷き、両方の乳房を差し出して来た。

どちらもやってほしいのか、淫らで素晴らしい女だ。

「行くぞ……」

　俺は両手を伸ばして彼女の乳首を同時につねる。

痛みを感じるかもしれない強さだったが、子持ちにはちょうど良い刺激だったようだ。

「んんんんーーー!!」

　快楽に硬直する女の喉に一層深く肉棒を突きこむ。

衝撃で思わず噛まれてしまうが、それも快感となって更に勢い良く種が出る。

「ん……ん……んあぁぁぁぁぁ!!」

　遂に限界を迎えた子持ちは肉棒を吐きだし、仰け反って倒れる。

豊かな乳房からは母乳が噴き出していた。

「わ、私こういうの初めてでその……」

　町娘は経験がないのか呆然としていたが、肉棒を近づけると小さく口を開く。

「んぶう！」

　可愛い口の中に遠慮無く肉棒を入れてゆっくりと動かす。

彼女の口内を種まみれにしてから肉棒を引き抜き、可愛らしい顔にもたっぷりとかける。

「あぁ出した出した」

　射精を終え、俺は落ち着いたが女達はむっくりと起き上がる。

四人とも顔を紅潮させて息が荒い。

「さて、終わりにするか？」

　そそり勃ったままの肉棒を女達に向ける。

「……なにこれ」

「体が勝手にぃ……」

　女達が壁に手をつき、自分で下着を降ろし始めた。

「私初めてなのに……こんなぁ……」

「貴方のソレおかしいわ。何か神気を感じるって言うか」

　娼婦と人妻が尻を振る。

　娼婦はやはり使い込んでいるのか肉がはみ出してやや黒ずんでいるが大量の汁を流してうまそうだ。

人妻は綺麗な穴をしていて肉豆が大きい。

　子持ちと町娘は壁に背を預け、がに股で穴を開いて俺を誘う。

「こ、こんなことになるなんて思わなかったから」

「ふぇぇぇ恥ずかしい」

　子持ちの性器は手入れをしていなかったのだろう。

毛が生い茂っている。

　町娘は処女の穴だな。

「ふふふ、では頂くぞ」

　だが人妻の腰を抱えて挿入しようとすると抵抗されてしまう。

「待って！　やっぱりダメ！　これは浮気になっちゃう、教えに反する！」

「おいおい、今更か」

「肉棒をしゃぶるのは仕方ないけど穴は駄目よ。不義の子供ができちゃうから！」

　ここまで来てお預けはないだろう。

「なら外に出してやる。それでいいだろう？」

「良く無い！　そんな種まみれの肉棒突っ込まれたら同じよ！」

　そんな事を言われても避妊薬なんて持って来ていないし、この時間に店は空いて無いだろう。

　人妻の体ははっきりと俺を求めている。

今も肉穴は汁を垂れ流し、尻はふりふり揺れているのだ。

　いっそ強引に押し込んでしまおうとも考えた時だった。

「お尻なら……？　妊娠……しないよ」

　どこからか声が聞こえる。

途端に女達から悲鳴が上がった。

「お、お尻って肛門に入れるってこと!?」

「いやぁぁぁ不潔過ぎる！」

「なんて背徳！　悪魔の交わりよ！」

「地獄に落ちるわ！」

　どうやらアルテイルの教えでは肛門性交は禁止らしい。

娼婦までもが身を震わせて拒絶する。

　ドンと何かを叩く音がした。

アリスが机を思い切り叩いたのだ。

「お尻の穴を馬鹿にしないで……やったことも無いくせに！」

　普段の彼女からは想像もできない低い声だ。

「エイギル様やって」

「いやしかし嫌がっているからな？」

「良いからやって。やればわかるから！」

「お、おう」

　アリスの剣幕に押されて仕方なく人妻の尻穴に肉棒を押し当てる。

「あぁぁぁ不浄を掘られる……悪魔の行為しちゃう……」

「ゆっくり入れる──」

「駄目、一気に押し込んで」

　アリスが俺の尻を思い切り押す。

　メリメリと音をさせながら肉棒が人妻の肛門を蹂躙してしまった。

「あがぁぁぁぁぁ!!」

「アリス何をする」

　一気に半分入ってしまった。

痛みを訴える叫びが上がる。

　だがアリスは叫ぶ人妻の耳元で囁く。

「痛いぃぃ！　お尻が裂けるぅぅ！」

「痛い？　でも痛みの他に何か無い？」

　何を囁いているのかわからないが、とりあえず動かずに耐える。

だが狭い尻穴が痙攣するので少しずつ肉棒の硬度は増してしまう。

「ほら感じて、お尻から全身が熱くなって来ない？　中でおちんちんがドクドクしてるよ」

「あ、あぁぁぁぁ……でも痛いの……切れちゃったの……」

「大丈夫、ちゃんと切れ痔の薬もあるから、その痛みも快感に変わる」

「あぁぁ……痛い……痛いけど……ジンジン……ピリピリ……お尻が熱い」

「切れ痔薬じゃなくて傷薬なんだけど」

　ナーティアの声は無視された。

「ほら、ドクンってなるよ」

　そう言ってアリスが人妻に突き刺さった俺の肉棒を撫でる。

刺激されれば当然反応してしまう。

「あうっドクンってなった！　お尻の中で膨らんだ……」

「ゆっくりお尻を開いて？　毎日トイレでしてるみたいに」

　人妻の尻穴が少しずつ緩んで行く。

「良い子、今からお尻の中でちんちんが動くからね。身を任せて」

　アリスに合図されて俺は腰を動かし始める。

「はう！　あう！　おおぅ！」

　人妻から痛み以外の叫びが上がり始めた。

「良い子、もっともっと激しくなるわ。痛みが出ても楽しんで」

　俺は動きながら少しずつ肉棒を奥まで突き込み、最後には根元まで挿入する。

「あぉぉ！　ー　おぉぉー！　んぉぉー！」

「け、獣みたい……」

「ああ、アルテイルよ。肛門を犯されて女がこんなになってしまうなんて」

「うう、濡れちゃうよ」

　他の女達は呆然と肛門で性交する俺達を見ている。

　さすがにここまで声を上げられると俺の興奮も高まり、動きは激しくなっていく。

だがあまりに激しく喘ぐので人妻が尻は初めてだったことを失念していた。

「ぬ、しまった」

　思い切り腰を打ち当てた瞬間に尻穴が音をたてて軋んだ。

これは切れてしまっただろう。

行為をやめて薬を塗らないといけない。

「あぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　予想通り悲鳴が上がったので俺が慌てて肉棒を抜こうとするとアリスが止める。

「違う」

　彼女は人妻の顔をこちらに向ける。

「あぁぁぁぁぁ！　気持ちいいぃぃ！　お尻最高よぉ！」

「もう痛みも快感に変わってる。それが尻穴の真髄……彼女には素質が……あったよ」

　快楽に歪む人妻とそれを温かく見守るアリス。

　俺の快楽も一気に爆発する。

「うぐ」

　人妻の尻深くで肉棒が脈動する。

「あ、熱い！　出た、お尻の穴に精液出た!!　あぁぁぁすごいぃ!!」

「なによこれ」

　ナーティアだけが冷静だった。




　射精が終わり肉棒を引き抜く。

人妻の肛門はしっかり切れ痔になっていたが、アリスが丁寧に薬を塗る。

「大丈夫か？　途中で理性が飛んでしまった」

「切れ痔は勲章だから……心配しないで。それより……」

　アリスの指差す先に三人の女がいる。

「はっ私達何を!?」

「な、なんでこんな格好……」

「いやぁぁぁ！」

　三人は床にうつ伏せになり、俺に向かって尻穴を広げていたのだ。

ここまでされては激しく掘ってやらねば逆に失礼だ。

　俺の一物は最後まで微塵も萎えず三人の尻穴を凌辱していくのだった。




　朝日が昇りつつある。

「……」

「……ふふ」

　気まずい沈黙の中、宿への帰路を歩む。

　ナーティアは俺を無視しており、アリスは何やらやり遂げた顔をしている。

　女達は全員が尻にはまってしまったようだ。

特に娼婦のはまり方は凄まじく、あえて切れ痔の薬を使わずに痛みを楽しみたいと言い放ち、アリスに中級者の称号を貰っていた。

「……あれ、良かったの？」

　ナーティアがボソリと言う。

「凄く良かったぞ」

　ポカリと頭を叩かれる。

「そうじゃなくて、最後のあれよ」

「あぁ、いいんじゃないか？」

　ナーティアが気にしているのは俺が放心状態の彼女達にかけた言葉だ。

『ゴルドニアに小さなアルテイル教会がある』

　行為後で気が緩んでいたこともあったし、彼女達がこのまま隠れて信仰を続けてもいつかは見つかってしまうだろう。

それならラーフェンの小さな教会で生きた方が良いのかもしれないと思ったのだ。

　アルテイルの方も数人とはいえ信者が増えれば喜ぶだろう。

かつての無茶苦茶な信仰に戻らないよう、注意しておけば問題は無いと思う。

「知らないからね」

「大丈夫だよ。大したことじゃない」




　宿に戻り部屋に向かう。

　セリアの酔いは覚めているだろうか。

それでも二日酔いで頭を押さえているかな。

　ふと俺達の隣室から聞き覚えのある声が聞こえた。

「ギドさん。私恥ずかしい……初めてなの」

「心配しないで優しくするから」

　ゴソゴソと音がする。

「痛い！　あぁ昨日会った人に捧げちゃったぁ……でも幸せ」

「ありがとう、嬉しいよ。このまま後ろから突くからね」

　俺とナーティアは顔を見合わせてから隣室の扉を開け放ったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

冒険ＰＴ

アリス（伝道師）ナーティア（沈黙）セクリト（食事準備）セリア（泥酔）ギド（浮気者）

怪我ハーピー（危機）シュバルツ（馬）ハーピーＸ９

財産　金貨一二九〇〇

経験人数五八三人　産ませた子六八人＋五五五匹








第３４７話　南ユーグリア帝国④　ヴィルヘルミナ







「アブナイ　アブナイ」

「しっかり担いでやるから暴れるな。傷が治らんぞ」

　俺達はオルフルの街を出発していよいよアルテリアに向かう。

両都市の間には定期便の馬車が出ていたのだが、怪我をしたハーピーが大人しくしているか疑問だったので諦めたのだ。

「エイギル様におんぶなんてうらやましい……あいたたた……頭が……」

「手がお尻に……少しずらせばお尻の穴に……うらやましい」

　シュバルツの上には二日酔いのセリアと運動が苦手なアリスが乗り、健脚のナーティアは歩いている。

そしてセクリトは少し後ろでむくれている。

俺も当然歩いているのだが、背中にハーピーを背負っていた。

「オモイカ？　ハラヘッタ」

「羽根のように軽いよ」

　重さは全く問題ない。

正直乗っているのかいないのかわからないぐらいだ。

　だが手が羽根な上に片方怪我しているのでしがみつけず、俺が尻を持って抱えているので暴れられると歩きにくいのだ。

「大人しくシュバルツに乗っていたらどうだ？　俺達がいるからセクリトもちょっかい出さんだろう」

「イヤダ　コワイ　クワレル　クワレル！」

　断固拒否するハーピー。

「貴女が余計なことするから面倒なことになった」

「ふん、鳥を食って何が悪い」

　ナーティアが責めるとセクリトは鼻を鳴らして明後日の方向を向いてしまう。




　昨日アルテイル信者共との悶着をしている間、ギドは宿の娘を後背位で突いていた。

　奴が離れていた間、部屋にはセリアとセクリト、そしてハーピーが残された。

しかしセリアは泥酔して寝ており、事実上ハーピーとセクリトの二人きりだったのだ。

　俺が部屋に戻った時、部屋には呻くセリアしかおらず、庭から焚火の火が上がっていた。

　セクリトはレンガを積んで火を起こし、鉄の串まで準備していたのだ。

その隣でハーピーは猿轡を噛まされて転がされ、さめざめと涙を流していた。

　ギリギリで助けたのだが、それからハーピーはセクリトに近づかないばかりか俺の傍から離れなくなってしまったのだ。

　このハーピーはもう俺の女で、食うなど論外だ。

そこでセクリトをきつめに叱ったのだが、今度は彼女が拗ねてしまった。

　騒ぐハーピーの声で二日酔いの頭を抱えるセリア、不貞寝するセクリトと尻をもじもじしているアリス。

「いくらなんでも気が緩み過ぎだ」

　ナーティアが溜息を付く。

まったく同意だ。

「エイギルもその手はなんだ！」

　ポコンとクルミを投げつけられる。

「ピイ！　シリナデテル　ユビハイテル！　コウビシタイカ？　スルカ？」

　おっと尻を支えているつもりが指先が性器に入っていた。

何しろハーピーは下着をつけず下半身剥き出しだから仕方ない。

　指を引き抜き、ハーピーに舐めさせる。

一物が勃ってしまって歩きにくいな。

「ほんとなんだこのパーティは……まともなのは私だけじゃないか」

　頭を抱えるナーティア。

「俺は普通なのですけど」

「うるさいエロガキ！　お前は腰振るだけだろう！」

　ギドの股間に全力投球されたクルミが命中する。

悶絶するギド……クルミごときでまだまだひよっこだな。




　しばらくは何事も無く旅が続く。

オルフル・アルテリア間は人の往来も多く、街道も整備されていて盗賊うんぬんの心配もない。

つまらない旅になるかと思い始めた時だった。

「前方に何か見えます……騎兵です！　それも多い！」

　二日酔いから復活したセリアが叫ぶ。

　まさかハーピーのことがばれたかと毛布で覆う。

「そんな数ではありません！　ざっと……一五〇はいます！」

「その後ろ、歩兵の隊列、約六〇〇！」

　ギドが追加で報告する。

さすがにハーピー退治の数じゃない。

俺達が狙いでは無さそうだ。

　軍隊は街道沿いの草地を行軍しながら隊列を組み替え始める。

「陣形を変えた……演習か？」

「みたいですね」

　小集団が更に細かく分かれたかと思うと、今度は全体が横一線に並んで防衛線を作る。

「基礎訓練ではありません。陣形を確認する実戦向きの訓練です」

　セリアが言う。

「矢筒に矢が一杯に入っています。訓練でそうする必要はないと思うのですが」

　訓練中ではあるが、いつ事が起こっても駆けつけられるように──かな。

「ふむ」

　すると後ろでむくれていたはずのセクリトがいつの間にか前に来ていた。

「どうした？」

　セクリトは答えず、ただでさえきつい目を細めてその軍隊を睨んでいた。

「基本的な中隊単位での戦闘開始から敵の突破を狙っての散開と強襲……そこに敵の援軍が到着して防御体勢に移行──といった想定か。平凡で堅実な内容だ」

　俺達に視線を向けずセクリトは続ける。

「歩兵三十からなる小隊が五つ連なって中隊だ。歩兵中隊が四つと騎兵中隊が一つ。恐らくここに弓兵が一個中隊つくぞ」

　言いながらセクリトは歩を進める。

俺達もぼーっと止まっていては怪しまれるので横目で見ながら彼女に続く。

「後方に弓隊約一五〇です！」

　セクリトの言う通り、弓隊も顔を出した。

「次は砲か大弩が六門だ」

　続いて後方から大弩が登場する。

　セクリトはにやりと笑って毛布の上からハーピーの頭を撫でた。

「アアー！　クワレル　タスケテ！」

　だから余計なことをするなというのに。

「最後に指揮官と参謀──これで立派な帝国式の一個大隊だ」

　言い終わると同時に遠目にもわかるほど派手な服に身を包んだ数名の騎兵が見える。

どう見ても高級指揮官だった。

「……どういうことだ？　何故南ユーグリアがガーランド帝国式の軍隊を持っている？」

「知る訳ないだろ」

　そりゃそうか。

だがここまで言い当てられては彼らが帝国式の軍隊を創っているのは間違いない。

理由は知らないがそれは事実だ。

「南ユーグリア帝国は帝国の属国、もしくは援助を受けていると言うことですか？」

　セリアが食い下がるとセクリトは彼女のポケットからクッキーを引き抜き、口に放り込んでから続ける。

「私のお菓子が……」

「それにしては武装が貧弱に見えるがな。帝国ならこの規模の大隊には大弩より大砲を配備するのが一般的だ。それに指揮官に随行する司令部要員の数も少なく見える」

　それ以上は知らんと言葉を切るセクリト、セリアはクッキーを尻ポケットに移して死守するつもりのようだ。




　そこに一騎の騎兵が走り寄り、街道を進む者達の前で叫ぶ。

「通行人は大隊長殿が通るまで左によってしばらく待て！」

　無用な揉め事を起こす意味は無い。

素直に従うべきだろう。

「道の外へ出るぞ。少し休憩にしよう」

　どうせだから昼飯を済ませてしまおう。

「これは覚えておかないと……」

　セリアだけが昼食を食べながら相手の編成を必死に覚えているようだ。

そんなに必死にならなくても大まかで良いと思うけどな。

無警戒になった尻ポケットからまた一枚クッキーを盗られたぞ。

　そうするうち、派手な格好の一団──指揮官と司令部要員達がやってくる。

「軍務御苦労様です」

「陛下の剣よ万歳！」

　行商人の中から小さな歓声が上がり、指揮官達は無言のまま片手を上げて応える。

　そして大隊長らしき人物が俺達の目の前を通過した時だった。

「……うん？」

　男が速度を緩める。

視線の先は──セクリトだ。

「貴女また盗りましたね！　一枚減っています！」

「悔しければ現行犯で押さえて見ろ」

　セリアをあしらうセクリトを見て怪訝そうな顔をしている。

まさか知り合いなのだろうか。

帝国式の軍隊と言うから嫌な予感がする。

「うーむ」

　男は首を傾げながらゆっくりと近づいてきた。

表情から見てまだ確信はないようだが、このまま近付かれれば危ない。

　しかし今更顔を隠すのも怪しすぎる。

どうするべきか。

「あわせろ」

　その時、セクリトが突然俺に抱きついた。

「あーんしてダーリン」

　振り返った俺の口にソーセージを含ませる。

　普段の彼女からは想像もできない猫撫で声だった。

セリアとナーティアが引きつっている。

「悪いな」

「ううん、私も貰うもーん」

　そう言って反対側を咥えるセクリト、両側から食べ進んで最後に俺達の唇が重なる。

「んちゅんちゅ……」

「んぐ……んぐ」

　そのまま濃厚なキスへと移行する。

「はぁはぁ……好きよダーリン、本当に愛してる。世界中の何より好き！　何でもしてあげたいわ」

「俺もだ……えーとハニー」

　セクリトと言いかけた。

危ない危ない。

「アルテリアについたら一杯子作りしようね。せっかくの新婚旅行だもん」

「ああ、そうだな。やりまくろう」

　セクリトは顔を赤らめ、両手で口を隠してくねくねと身をよじる。

演技とわかっているが可愛い。

本気で押し倒したくなったぞ。

「お、怖気がします」

「私も背筋が……」

「格好いいわダーリン」

「可愛いよハニー」

　手を握り合っていちゃつく俺達を見て大隊長の男が首を振った。

「……馬鹿馬鹿しい。こんな色ぼけ女をあの将軍と勘違いするなど、疲れが溜まったか」

　男は興味を失ったのか俺達から離れて行く。

「お前達いちゃつくなら宿の中にしろ。節操を弁えんか！」

　側近の男が俺達を一喝する。

「申し訳ない。彼女が可愛過ぎてね」

「ごめんなさい。彼が素敵過ぎるから」

　側近はそれ以上何も言わず溜息を吐いて離れて行く。

なんとかやり過ごせたようだ。




　アルテイル軍は去って行く。

「……これで南ユーグリアにガーランド帝国の人間がいるとはっきりしましたね」

　セリアが厳しい声で言う。

「そうだな。あの男に見覚えが？」

　セクリトはつまらなそうに鼻息を鳴らしてクッキーをかじる。

セリア、またやられたぞ。

「無い。指揮官ごときの顔まで覚えてられるか」

　口調が戻っている。

あれはあれで可愛かったのにな。

「ともかく相手はセクリトさんを知っていましたね。これはどういうことでしょうか？」

　ギドが言うが俺にもわからない。

「ともかく敵は帝国式の軍を持ち、セクリトを知る恐らくは帝国指揮官までいる。そういうことだな」

　これを知っただけでも来た意味はあるだろう。

レオポルト達に伝えておかないといけない。

　セリアがものすごい勢いでメモを取る。

そしてその隙をつかれてまた一枚クッキーを失った。

「くく、連邦で生まれて連邦と戦い、次は帝国を裏切って帝国と戦うか。我ながら数奇な人生だ」

　セクリトがクッキーをかじりながら嗤う。

「南ユーグリアと戦うとは限らんぞ。それを見極めに来たのだからな」

　俺がそう言うとセクリトは嫌な笑みを浮かべたまま目を覗きこんで来る。

「本当にそうか？　この国を見て戦わぬ未来もあると心から思っているか？」

　俺はその視線を正面から受け止めたが、何も言葉にはしない。

「ふふふ、楽しみだな」

　セクリトは半分かじったクッキーを俺の口に押し込み、鼻歌を歌いながら歩き始めた。

「美女と戦いたくは無いんだがなぁ」

　セクリトの味がするクッキーをかじる。

「あっ!?　エイギル様まで酷いです！　最後の一枚だったのに！」

　涙目のセリアに睨まれる。

しまった、俺がクッキーを盗ったみたいになっているじゃないか。

「アルテリアについたら山のように買ってやるから拗ねないでくれ」

「それに演技とは言えあの女とイチャイチャとぉ！」

　膨らむセリアを抱き上げる。

「背中にハーピー、前にセリアさん。子守りしているみたいですね」

　茶化すなギド、浮気をばらすぞ。

「ぷ、そう考えると笑えるな」

　ナーティアが笑う。

「体が大きいから……ちょっと変……だね」

　アリスまでか。

「いいからさっとと行くぞ」

　ヒヒンと啼くシュバルツの鼻をはたいて歩を進めていく。
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南ユーグリア帝国　首都アルテリア

　アルテリアはオルフルをそのまま大きくしたような状況だった。

　巨大な街にひしめき合う人と店、そして客引き……。

今もそこら中で民家や商店の建設は続いている。

　街をぶらつけば客引きのみならず、人夫から酒場のウェイター、果ては娼館の用心棒まであらゆる職の勧誘が来る。

街は店から人まで何もかもを求めていた。

　それでいて食糧品の価格は異常に安い。

誰もが食うに困らず、いつでも職に付くか商売を始められる。

そんな理想郷にも思えた。

「凄い数の劇場ですね。それに掲示板が街角ごとにあります」

　オルフルで見たような劇場もそこら中にある。

そして掲示板の前に立ち、やたらと勇壮に話す話し手も同じだ。

恐らく南ユーグリアの全ての都市が同じなのだろう。

『勇猛なる我が兵士達は一〇倍の敵にも屈さず──』

　ちょっと規模の大きな盗賊退治と書いてあるが。

『その農夫は灰に見舞われた土地を前に三日三晩奮闘し、遂には──』

　農民達が灰で覆われた畑を開墾しただけの話だ。

「宿に戻るか」

　アルテリアは南ユーグリアの首都にして最大の都市だが、正直オルフルで分かったこと以上に得る物はなさそうだ。

　唯一の違いは旗の数か、国旗らしき旗はどんな農村でも上がっていたが、アルテリアでは街中で上がっている。

国の建物はもちろん、商店主などが個人的に揚げている旗も数多い。

他の国ではまず見ない光景だ。

「では次はヴァンドレア方面に向かいますか？」

　大量のクッキーを買いこんだセリアが言う。

「……そうだな」

　その時、街の雰囲気が変わる。

騒がしいのは同じだが客引きの声は止まり、皆が同じ方向へ視線を向けている。

「喧嘩でもあったか」

「見て来ましょうか？」

　だがセリアを偵察に出すまでも無く理由はすぐにわかる。

「本当か？　陛下が」

「演説をされるとか」

「店は置いとけ！」

　言葉の端々に『陛下』『演説』『ヴィルヘルミナ』と聞こえる。

　ヴィルヘルミナはアルテリアにいたらしい。

そして今から民に向けて何か話すのだ。

これを聞かない手はない。

　俺達は街めぐりを中止して皆の流れに乗って歩きだす。




　行き着いた先は巨大な神殿──アルテイルとレーミアが暮らしていた場所だった。

今は新しい国の中枢として使われているようだ。

　旧アルテイル神国の紋章は削られ、引き倒された像の跡らしい場所もあった。

　さて神殿からヴィルヘルミナが出て来るのかと期待したが、出てきたのは煌びやかな兵士達だった。

男に興味はないのだが。

「南ユーグリア帝国皇帝、ヴィルヘルミナ陛下万歳！」

　宣言と同時に神殿の周囲から多数の国旗が上がって行く。

ラッパが吹きならされ、兵士達一人一人も国旗を掲げる。

瞬く間に神殿の周りは同じ旗に埋め尽くされた。

　詰めかけた観客達も興奮して『ヴィルヘルミナ陛下万歳』『南ユーグリア万歳』と繰り返す。

無数の国旗と勇壮なラッパの音色にはこの国に関係が無い俺でも少し興奮させられるから無理もない。

　そして遂に神殿から純白のドレスに身を包んだヴィルヘルミナが現れる。

「「「「うぉぉぉぉぉ!!」」」」

　一際大きくラッパが鳴らされ、民衆がどよめく。

　ヴィルヘルミナはゆっくりと視線を動かした後、手を掲げてからすっと胸元へ引く。

途端にラッパが止まり、民衆も一気に静かになった。

「よく躾けられている」

「うちのメッサーシュミットもこれぐらい言う事を聞けば良いのですが」

　セクリトとセリアが小声で言う。

メッサーシュミットは駄犬でピピの言うことも満足に聞かないからな。

　そしていよいよヴィルヘルミナが口を開く。

「我々は再び勝利しました。勇敢な兵士によって新たに十の町で狂信者共と無法者が駆逐され、勇敢な農夫によって灰に埋もれた三〇の村が蘇ったのです」

　同時に大きな歓声が起きる。

「エルフィトンは俺の故郷だ！　復活万歳！　ヴィルヘルミナ陛下万歳！」

「ロームルのクソ盗賊共が吊るされた！　ははは、ざまあみろ!!」

　どうやら民衆も知っていたらしい。

あの話し手付きの布告は相当な頻度で更新されているらしい。

　それにしても綺麗な声だ。

口調に傲慢さを感じない所も良い……以前俺と話をした時のままだ。

「アルテリアに住む皆様方にも勝利の恩恵は平等に配られます」

　民衆が静まりかえる。

はてなんだろうな。

「来月には五百戸の家が完成、子ども二人以上を抱える家族に無償で与えられます。更に小麦の価格は更に五分引き下げられます」

　これは民の知らないことだったのだろう。

怒涛のような歓声が起こる。

「確かにすごいです……でも財源はなんなのでしょうか？」

　セリアが首をひねる。

アドルフの気配を感じて思わず頬を撫でてしまった。

お前は会話に数字を並びたてる人間にならないでくれよ。

　ヴィルヘルミナの言うことが本当だとすればすごいことだ。

ラーフェンでも最初は住宅を無償で配ったりはしたが規模が違う。

アルテリアには今や王都ゴルドニア以上の民がいるように見えるのだから。

「まずは得ばかりの良い話から入ったな」

　セクリトがニヤニヤしながら耳元で囁く。

その嫌な笑い方は好きじゃない。

この国に入ってから多いぞ。

「我々は疫病や圧政に苦しみました。様々な物を失いました。今はそれを取り戻す時なのです」

　歓声の中、一人の小さな子と夫婦らしき男女が壇上に現れる。

「この子どもは疫病で父を、更に動乱の中でリバティース人の野盗に母を殺されました」

　周囲から悲しげな溜息と憤りの声が上がる。

「そしてこの夫婦は子どもをアルテイルの生贄にと奪われました」

　ヴィルヘルミナは子の背を押して夫婦の元に歩かせた。

「孤児と子を失った夫婦が今、家族となりました。血の繋がりなど些細な事……皆、私の大事な臣民──同胞なのですから」

　いい話じゃないか、俺も感動してしまったぞ。

特に夫婦の女がとても美人だ……俺が新しい子を授けてやりたくもあったが。

　民衆から拍手と大歓声が起きる。

「坊主……良かったなぁ」

「新しい家族と幸せに生きろよ！」

「もう二度とあんなことにならないよう俺達が守ってやらんといかん！」

「うぅ……良かったよお……」

　アリスも感動してしまっている。

だがセクリトの嫌な笑みはそのままだ。

「涙を誘って大衆を感情的に……ねぇ」

　そこでヴィルヘルミナは表情を一転させる。

「しかし我々の未来はただ明るいだけではありません」

　しんと場が静まる。

「我々が幸せになる事を望まない者達は虎視眈々と機会を狙っているでしょう！」

　それは誰だ？

「我々の苦しみに付け込み、利益を上げる邪悪なる存在。彼らが今や安定と幸せを掴みつつある我が国を良く思っているはずがありません。──その敵の名は……」

「「「リバティース！」」」

　大衆から一斉に声が上がった。

「そして共通の敵を仕立てる」

　セクリトが何か言った気がする。

　話の通りならリバティースはけしからんな。

「我が国は皆の努力と忠誠によって豊かになりつつあります……しかしリバティースが我々から絞りとった富は膨大！」

　そうだろうな。

リバティースは強敵だぞ。

「膨大な富は強力な軍を養い、戦火にも疫病にも荒らされなかった国土は豊かな実りをもたらす──認めねばならない。リバティースは強い。今戦えば我々は敗北するだろう！」

　民衆は大きく動揺する。

　なんということだ。

戦えば負ける相手に狙われているとは、すぐに手を打たないといけない。

「我々を狙う敵はリバティースだけではない！　河を挟んだ都市国家群は和平提案を受け容れない。これは場合によっては敵に回ると言う事なのだ！」

　この上、まだ敵が増えるのか。

大変じゃないか。

都市国家群は域外のどの国とも和平は結ばなかった気がするが、今はどうでもいい。

「そして北にはかの強大なゴルドニアもある！　かの国が山の異変に乗じて我々の領土を切り取ったのは皆の知る通りだ！」

　次々と増える敵に民から悲痛な叫ぶが上がる。

「天災に乗じて侵攻するとは信義にもとる奴らだ！」

「しっかりして下さい！　エイギル様のことです」

　セリアに言われて思い出す。

「そうだ、俺がやったんだった」

　ヴィルヘルミナの演説に思わず引き込まれてしまった。

「感情的になった民衆の恐怖を煽って──」

　セクリトが面白そうに嗤う。

「しかし希望はある。それは平凡な私の才覚ではない。諸君ら一人一人の献身にかかっているのだ！」

　ヴィルヘルミナの声が一段と大きくなる。

いつの間にか可愛らしさは声を潜め、まるで帝王のように吠えていた。

まあ皇帝だから帝王で間違いないのか。

「今日勝てぬ敵には明日勝てば良い！　圧政に天災、疫病までも乗り越えた諸君が安穏と暮らした奴らに勝てぬ道理はない！　その為に軍は着実に強化されつつある。我々の勇敢な兵士は我が国を守るだろう。現に我が軍は発足以来、一度の敗北も知らぬ！」

　爆発する大歓声、涙を流して喜んでいる者もいる。

「脅える民に希望の光を示す」

　セクリトが呟く。

「南ユーグリアは一度も戦争してませんから当然〇勝〇敗ではないかと」

　セリアも何か言っている。

「必要なのは鋼の団結と鉄の意思だ！　その為に私は新法を制定しようと思う、全ては我々が敵から身を守り、生きて行くために！」

　法律が読み上げられるが興奮が極まりうまく頭に入って来ない。

「一つ、十六歳以上の男子は国の命令によっていつでも軍に参ずるものとする。若者達と忠誠がか弱き者達を守る。先ほどの子のような！」

　歓声が鳴りやまない。

「一つ、各家庭は国の命令によっていつでも住居と職を変えるものとする。不合理で無秩序な町ができれば防衛に不利だ。それは敵を利することに──」

　歓声は更に盛り上がる。

「か、かなり無茶な事を言ってますけど……民がこんなに歓迎するなんて」

　セリアが言う。

それは聞き捨てならないな。

「何を言う、皆を守るためには必要なことじゃないか」

「その通り、集団を守るには多少の我慢は必要です！」

「うん……頑張ら……ないと」

　俺、ギド、アリス、三人の意見が一致した。

理屈は良く理解できなかったが、ヴィルヘルミナの熱意に心を動かされたのだ。

「えっ!?」

「何を言っているんだ？」

　セリアとナーティアが何故か驚いている。

「心を正負に揺さぶられた者は正常な判断ができなくなる。あの女は大した玉だ、見事な扇動者だよ」

　セクリトだけが我関せずと呟いていた。

「では皆様の忠誠に期待致します」

　ヴィルヘルミナは元の口調に戻り、神殿の中に帰っていく。

　未だ興奮冷めやらぬ中、何人かの指揮官らしき男が声を張り上げる。

「ヴィルヘルミナ陛下への忠誠を示す時だぞ。国軍兵士募集だ！」

「若い男は訓練を受けろ。皆を守る責任があるぞ」

　軍の募兵のようだ。

熱狂の中で若者が殺到していく。

「俺達も行くぞ！」

「はい、族長様！」

　俺達も兵士として戦い、この地の民を守らねばならないのだ。

今こそ募兵に応じる時だ。

「馬鹿なことを！」

「しないでください！　ごめんなさい、えいっ！」

　ナーティアがギドの、セリアが俺の股間を蹴りあげる。

蹴りは正確に玉へと吸い込まれた。

「ぐおっ」

「ぎゃあああああ!!」

　はっと目が覚める。

そうだ、俺は何をしていたんだ。

「私も……なにかできることを……」

　アリスはまだ目を覚ましていない。

「しっかりしろ」

　アリスを抱き締め、尻穴を指でつつく。

「あひぃん！　はっ……私……何を……」

　正気に戻ったな。

ギドは……。

「すまん、やりすぎた」

　ギドはナーティアの蹴りを玉に喰らって泡を噴きながら気絶している。

まだまだ鍛錬が足りないな。

　ともあれ南ユーグリアのことがまた一つ分かった。

　ヴィルヘルミナの演説は凄まじい。

知的な俺でさえこの様だったのだから無学な民などはひとたまりもないだろう。

下手をするとかつてのアルテイルより厄介かもしれないぞ。

　セクリトが面白そうに言う。

「お前は相当単純で無知な部類だがな。それでもあの演説は大したものだ。愚かな民は好き放題だろうよ」

　馬鹿だと言われてしまった。

すかさずセリアが噛みつく。

「エイギル様を馬鹿にしないで下さい！　エイギル様は物を考えるのが苦手なだけです！」

　やはりセリアは良い子だ。

俺を庇ってくれるんだな。

「追撃してない？」

「……わからない……かな」

　さて宿に戻ろう。




夕刻──。

　俺は一人、昼間演説を聞いた広場近くで木にもたれかかっていた。

既に募兵も終わって人はいない。

　この場所は街の中にも関わらず植物が植えられており、小さな林のようになっている。

中心に壊れた石材が転がっている所から見て、かつては大きな神像でも据えられていたのだろう。

　昼間ヴィルヘルミナが立っていたバルコニーが見える。

もちろん警備は極めて厳重で近寄ることは全く不可能だった。

あくまで遠目に見えるだけだ。

　既にここにきた目的は達した。

南ユーグリア帝国は本当に脅威になるか、戦争は起こるのか。

それを見極める旅だったのだから。

「ヴィルヘルミナと話せたらな」

　無論不可能だ。

一領主の俺が彼女と気軽に話すことなどできないし、そもそも演説でも敵だと言われていた。

「帰るか」

　立ち上がろうとした時、バルコニーに人影が見える。

目を凝らすがこの距離ではわからない。

だがあの白いドレスはヴィルヘルミナではなかろうか。

「話せるだろうか」

　叫んでみるか？　いや、ここからでは聞こえない。

近付いてみたら──即座に衛兵に取り押さえられるだろう。

　そう思った時、頭の上に何かが乗る。

「ピイ！　オイテイクナ　クワレル！」

　あのハーピーだった。

見れば折れていたはずの翼が治っていた。

ナーティアの薬のおかげだろうか。

「馬鹿、こんな街中を飛んで見つかったら──いや、ちょうどいい」

　俺は咄嗟に懐からメモとペンを取り出す。

セリアが随分前にくれたものだが未だにメモは白紙でペンのインクは満タンなのだ。

『お久しぶり　ハードレット』

　それだけ殴り書いてハーピーに咥えさせる。

「衛兵に見つかるな。高度を取って行け」

「ワカタ　オワッタラ　ニクニク」

　いくらでも食わせてやるよ。

　ハーピーはひょいと飛んで高度を上げバルコニーに近付いて行く。

高度を取ればトンビに見えないこともない。

　ハーピーはヴィルヘルミナの真上で無事手紙を落としたようだ。

　ヴィルヘルミナらしき人影はハーピーを見て身を引いた。

ここで衛兵を呼ばれたようならさっさと退散だ。

ハーピーも飛べるようになったなら逃げられるだろう。

　だがヴィルヘルミナがバルコニーから逃げ去ることは無かった。

　少し間があってからハーピーが彼女に向けて降下していく。

同時にバルコニー周辺にいた衛兵が遠ざかっていく。

ヴィルヘルミナが衛兵を遠ざけてくれたのだろうか。

「テガミ　トドケロテ」

　ハーピーはヴィルヘルミナからの手紙を咥えて戻って来た。

彼女の視線もこちらを向いているように見える。

良く見えないが驚いている気配を感じるぞ。

『例の件以来、何用か？』

　例の件とは薬のことだろう。

　ヴィルヘルミナも長くバルコニーにいる訳はない。

本題から入らなければならない。

『戦争をするのか？』

　これだけで十分だ。

ハーピーに再び託す。

「クラクナテキタ　ミニクイミニクイ」

　もうすぐ夕日が落ちる。

そうなればハーピーは飛べない。

時間はほとんど残されていない。

　ハーピーがすぐに引き返してくる。

多分こちらの質問がわかっていたんだろうな。

『必要ならば』

　これだけだ。

『貴女とは争いたくない』

　送る。

『私も、今すぐには』

　返って来る。

『今すぐには』の文字を横線で消して返して見る。

　受け取った彼女が笑った気配がした。

『お前に覇道は無いのか？　今に満足しているか？』

　不思議と嘘をつく気にはならなかった。

　証拠にもならない紙の切れ端のやり取りだからではない。

真実で語り合いたかった。

彼女もこの些細な遊びでそうしてくれると信じていた。

『覇道はある』

　ルーシィを迎えに行くには王にならないといけない。

まだ道は見えないがこのまま終わるつもりはなかった。

『では我らの道は交差する　続くのは片方の道だけ』

　ヴィルヘルミナは神殿に戻ろうとしている。

「モウミエナイ　トベナイ」

　夕日も沈む。時間切れだ。

「最後だ。頑張ってくれ」

『全て終わったら一晩どうだ？』

　ヴィルヘルミナが足を滑らせた気配がした。

『そんな未来があったなら』

　ヴィルヘルミナは神殿に戻り、俺はハーピーをマントの中に隠す。

結論は出てしまった。




　宿に戻った俺はハーピーにソーセージを与えながら酒を飲む。

「エイギル様、今後の旅程なのですが、アルテリアから東の街道を抜けて──」

　俺はセリアの言葉を頭を撫でて遮る。

「不要だ。もうラーフェンに帰ろう」

「えっ？　でも他の街も見てこの国がどれほどの脅威なのか判断しないと──」

　俺は首を振った。

「結論は出た。この国とリバティースは戦争になるし、いずれゴルドニアにも攻め込んで来るだろう。最大の警戒と対策が必要だ……これ以上の調査は時間の無駄だ」

「……そうですか」

　セリアとギドは神妙に頷く。

争いごとを好まないナーティアとアリスは苦い顔だ。

「そうか戦争か。それはいい」

　セクリトだけが嬉しそうだ。

「コレウマイ　スゴイウマイ　ピー！」

　ソーセージをいたく気に入ったハーピーの声が宿に響いた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

冒険ＰＴ

アリス（魔法使い）ナーティア（エルフ）セクリト（歓喜）セリア（真面目）ギド（真面目）

ハーピー（美味）シュバルツ（馬）ハーピーＸ９

財産　金貨一二九〇〇

経験人数五八三人　産ませた子六八人＋五五五匹

隔日更新ができない……ぐぬぬ










第３４８話　南部情勢は複雑怪奇

作者名を「湯水　快」のみとしました。

以後も宜しくお願い致します。









ラーフェンへの帰路。

「風が止まないな」

「……そうだな」

　俺は水を飲みながら言い、ナーティアも答える。

「見ろ。雨が雪に変わっている」

「……そうだな」

　冷たい風と雨が降り始めたのは昼過ぎだった。

風邪をひかないように雨宿りしようと近くの農作業小屋に入ったのはいいが、結局雨は止まず、次の街へ向かう時間も無くなってここで一夜を過ごすことになったのだ。

「小屋とは言えボロボロで隙間風も酷い。一人離れていたら寒いだろう。こっちに来い」

「……うむ」

　俺はナーティアの肩に手を置いて引き寄せる。

　彼女が複雑な顔をするのは何故だろうか。

もしかすると目の前でセリア達を抱きまくったからだろうか。

　セリアは壁に手をつかせたまま後ろから毛布でくるんで抱いた。

　アリスは持ちあげて尻穴を激しく突いた。

　セクリトは彼女の希望で強引に──何度も顔を張られ、胸をひっかかれながら腕を押さえつけて犯した。

　今は三人ともぐったりと部屋の隅で寝ている。

「まさか嫉妬しているのか？」

「違うわ馬鹿！　目前でズコバコやられたら気まずいに決まっているだろうが!!」

　ポコンとレモンが頭に当たる。

　だがナーティアの顔は怒っているだけには見えない。

俺をチラチラ見ながら紅潮しており……その表情はまるで発情しているような。

「そう怒らないでくれ」

　肩に手を置くと『ひぅ』っと短い叫びが漏れる。

　やれる。

そう確信した。

　ナーティアだって健康な女だ。

目の前で男女の性交を見せつけられれば発情して当然なのだ。

「怒らず温め合おうじゃないか」

「ちょ！　わっ！」

　返事は聞かずそのまま同じ毛布に包まる。

「わ、私にまだその気は──」

「わかっている。さあキスをしよう」

　俺はナーティアの瞳を覗きこんだ。

「わかってな──あ……」

「嫌なら抵抗してくれ」

　ゆっくり唇を近付けるが抵抗は無かった。

　唇が合わさる。

「んむ!!」

「ん……」

　静かに唇を離すとナーティアは真っ赤になって唇を押さえている。

「き、キス、キスしちゃった！　初めてだったのに！」

　悶えるナーティアの頭を撫でる。

「美味しい唇だったよ」

　俺はナーティアをそのまま押し倒す。

「このままお前を抱きたい」

　言いながら喉の下と首筋にキスをする。

「やだ、怖い！」

　ナーティアは俺の頭に手をやってどかそうとする。

か細い声が可愛らしい。

　まだ覚悟は決まっていないようだ。

このまま抱けば無理やりになってしまう。

妥協案が必要だ。

「分かった。なら挿入はしないよ。抱きしめるだけならいいか？」

「本当に抱きしめるだけ？」

　ナーティアは抵抗を止める。

　俺は体を起こすと服を全て脱いだ。

「どうして脱ぐ！　嘘をついて犯すつもりだな!?　嘘つき！　裏切り者！」

　レモンがいっぱい飛んでくる。

「心配するな。お前を騙したりしない」

　俺は全裸になってナーティアを抱き締める。

本来なら彼女の服も剥ぎとって美味しく頂くのだが、もちろんそれはしない。

「お前は服を着たままだ。これなら入らないから安心だろう？」

　上着を脱いでいる彼女は長袖と膝上までのスカート姿だ。

俺は彼女のスカートがめくり上がるように体を押し付け、太ももに肉棒を擦りつける。

「入らないけど、熱いのが太ももに当たってる……」

　俺はナーティアの目を見ながら懸命に腰を動かす。

肉棒は彼女の股の付け根にドスドス当たる。

下着が無ければこのまま入ってしまうだろう。

「ナーティア、ナーティア！」

「あう、あうあう」

　服の上から彼女の腰を掴んで激しく突く。

彼女が服を着ていなければ完全に正常位での性交だ。

「胸もいいか？」

「……」

　返事がないので服の上から乳房を掴──みたいところだったが無かったので撫でる。

もう理性が限界だ。

激しくさせて貰おう。

「うぉぉぉ！」

「きゃあ！」

　ナーティアの両太ももを掴んで持ち上げ、更に激しく腰を振る。

「お腹に響くぅ」

　彼女の下着はぐっしょりと湿っている。

これは俺の先走りかそれとも愛液か……願わくは後者であって欲しいものだ。

　俺はナーティアの頬を撫でながら服の上から乳房を撫で、同じく下着の上から性器を突く。

「あっ……ううっ……」

　ナーティアの体から徐々に力が抜け始め、両足はぐったりと大股に開き、両手は俺の肩を掴んでくる。

そろそろ頃合いだろう。

「ナーティア好きだ！」

「あうっ！」

　叫びながら一際強く肉棒を押し付ける。

もし下着が無ければ一番奥まで入る勢いだ。

肉棒がビクビク動く感覚は布越しに彼女に伝わっているだろう。

　それを最後に動きを止め、ナーティアに再びキスをする。

「ん」

　今度は悶えず、潤んだ目で俺を見ている。

「この邪魔な布を取ってもいいかな？」

　言いながら俺は彼女の下着をゆっくりと下げて行く。

嬉しい事に下着は糸を引いていた。

ナーティアは感じていたのだ。

　彼女の性器は桃色に色づきシミも黒ずみもない。

美しい処女の穴だった。

「このまま押し込んでもいいよな？」

「そ、それは……」

　ナーティアは息を荒げるだけで明確に否定しない。

　俺は肉棒を彼女の穴に押し当てて優しく微笑む。

「俺の女にするぞ」

「あぁぁぁぁ」

　腰をゆっくりと進めて行く。

そそり立った肉棒がナーティアの穴に挿入前の口付けをする。

「だめ……だめ……」

　小さな穴に頭を突っ込んだ肉棒がいよいよ彼女の純潔を──。

「だめだーーー!!」

　ナーティアが突然叫ぶ。

同時に平手打ちが飛び、股間にはひざ蹴り、最後に乳首をつねられた。

「ぐお！」

　平手打ちも股間蹴りも効かなかったが乳首つねりは痛かった。

「はぁはぁ！　危なかった！　雰囲気に流されかけた！　もう少しでやられる所だった！」

　ナーティアは慌てて湿った下着を履き直し、上着からコートまでモコモコに着こんでしまう。

「あと三秒あれば俺の女になって貰えたのに……」

「フ──!!」

　モコモコナーティアが威嚇してくる。

さすがにこれ以上迫るのはしつこいだけで未練がましい。

「わかったよ。今回は諦めるからせめて一緒に寝よう」

「ソレをしまってからだ！」

　仕方なく肉棒を仕舞う。

勃ったままなのでズボン穿きにくいな。

「七十五年物の処女を甘く見るなよ。雰囲気に流される軽い女じゃないんだからな！」

　服を着終わった俺の腕の中で文句を言うナーティア。

俺達は同じ毛布に包まりながら、やがて寝息を立て始めた。

　夢の中ではナーティアを散々に抱いて妊娠させてやった。




　次の日、俺はナーティアの悲鳴と罵声で目を覚ます。

「このアホ！　スケベ！　変態！」

　俺は淫夢のせいで大量に夢精してしまい、腕の中で寝ていたナーティアの下半身をドロドロにしてしまったのだった。

「はっはっは！」

「笑うなバカー！」

　俺はナーティアを抱き損ねた。

だがこうして少しずつ近付いて行く関係も良いものだ。

　さあラーフェンに帰ろうじゃないか。
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一方その頃　リバティース某街

　テーブルを挟んで二人が向かい合う。

「ようこそヴィルヘルミナ陛下、お会いできて光栄です」

「こちらこそ光栄ですわ。ユノー次官」

　ヴィルヘルミナは自分から手を差し出してユノーと握手する。

一国の皇帝たるヴィルヘルミナが高位とはいえ役人に過ぎないユノーに握手を求めるのは異例だった。

　ユノーが困惑しながらも握手に応じると、ヴィルヘルミナは花の咲くような笑みを浮かべる。

温かく軟らかい手と美女の笑顔は歴戦の外交官である男にも悪い印象は与えない。

「ではさっそく例の件についてお話し致しましょうか」

「不可侵条約でございますか」

　ユノーは緩みかけた顔を戻す。

「ええ、私は本気ですわ。そうで無ければ非公式とはいえ、国を離れる訳にはいきませんもの」

　アルテイルとヴァンドレアという敵対勢力を吸収して生まれた南ユーグリア帝国の経緯を考えれば、皇帝が安易に国を離れる訳にはいかないとユノーも納得する。

むしろ騒乱が起きていない今が異常なのだ。

「陛下の本気は理解致しております。そして我が国も心から平和を望んでおります。しかし我々の間に少なからぬ疑念が残っておりますこともご承知頂きたい」

　ユノーがそう言うとヴィルヘルミナはずいと身を乗り出す。

「あら、疑念とはなんでしょうか？」

　ユノーはその上目遣いに唾を飲むが、なんとか表情と声には出さずに返す。

「貴国では我が国や市民を悪人とする風潮があるとか、しかもそれを先導するのは陛下の政府だとも聞きます。民に敵愾心を植え付けておきながら不可侵条約を求めても信用はできません」

　リバティースも隣国である南ユーグリア帝国の情勢には敏感で諜報活動も盛んだ。

当然ながらリバティースに敵対的な劇や布告に神経を尖らせ、侵攻の可能性もありとして国境の防備を固めつつあったのだ。

　ヴィルヘルミナはお茶を飲むと申し訳なさそうに答える。

「ええ、それは私の指示ですわ。貴国には申し訳ないと思っております」

「えっ？」

　ユノーは思わず声を出してしまう。

当然誤魔化してくると思っていたので素直に認めて謝罪されるのは想定外だったのだ。

「我が国は敵対する二つの国を繋げて誕生した帝国──民心は不安定でふとしたきっかけで国は割れてしまうでしょう。安定の為には外の脅威が必要だったのです」

「その為に我が国を敵に仕立てたと？」

　ヴィルヘルミナは頷く。

「他に適当な相手がおりませんでしたの。モルトは脅威としては弱すぎますし、ゴルドニアはいくつもの国を滅ぼした狂犬……機嫌を損ねれば本当に侵略されるでしょう」

「それはまた不愉快な話ですな」

　ユノーは露骨に機嫌を悪くする。

半分は本心、半分は外交上の演技だ。

「本当に申し訳なく思っております。しかし貴国に実害は与えておりませんわ。国境での衝突は私の知る限り一件もありませんし、リバティース人を冤罪で処刑したこともありません。名誉を傷つけた事に関しては──この場で謝罪致します」

　ヴィルヘルミナは深く頭を下げる。

「うむむ……確かに」

　過激で敵対的な演説が繰り返されてはいたが、実際に南ユーグリア軍が国境を超えたことは無かった。

「全ては国内向けの演技、無知な民を治める手段に過ぎません。国情が安定するまで今しばらく大目に見ては貰えませんか？」

　ユノーが何か言う前にヴィルヘルミナは続ける。

「もし騒乱が起きて私が帝位を追われ、帝国が崩壊すれば──再びアルテイルの狂信者達が根を張り始めるかもしれませんわね」

　そう言って視線を一気に厳しくするヴィルヘルミナ。

「ぐ……」

　リバティースにとってヴィルヘルミナの行為は不愉快ではあるが実害はない。

南ユーグリア帝国成立以降、リバティース軍には一人の戦死者も出ていなかったのだ。

　不愉快だからと圧力をかけて南ユーグリアが潰れれば次にどんな政権が生まれるかわからない。

多くの血が流れる可能性の方が高かった。

「わかりました。持ち帰って前向きに検討することに──」

　ヴィルヘルミナがユノーに手を重ねる。

「必要ないでしょう？　貴方はこの件で本国から全権を与えられているはずです」

　ユノーは驚き、ヴィルヘルミナは微笑む。

「貴国では指導者の選挙が近いと聞きます。次の大統領が誰になるにせよ……今成果をあげておくことは貴方自身の為にもなるのでは？」

　ヴィルヘルミナは一枚の紙を差し出す。

「不可侵の前提として南ユーグリア帝国は──『国境付近の軍を即時撤退』『国境近郊の砦全て破壊』『南ユーグリア側に非武装地帯を設定』それらを確認の後、リバティースは国境から軍を引く──これは本気ですか？」

「ええ、その条件ならば貴方も胸を張って大統領に報告できますでしょう？」

　不可侵条約の前提としては完璧だった。

軍の撤退は奇襲の危険を無くし、砦の破壊は補給拠点がなくなることを意味する。

「しかし実際に履行されるか──」

「監視役を派遣して頂いて結構です。我が軍の撤退と砦の破壊を見届けることを許可します」

　ユノーは口をつぐんでしまう。

逆の意味で交渉の余地が無くなってしまったのだ。

「……ここまで譲歩されるのは何故でしょうか？」

「無論、我が国の安定と恒久平和の為ですわ」

　にっこりと笑うヴィルヘルミナ。

　この日、リバティース民主国・南ユーグリア帝国の間で十年の不可侵条約が締結された。




　──帰りの馬車。

「それにしても攻める相手と不可侵条約とはな……俺は政治をやる自信が無くなったよ」

　ザフネスが肩を竦める。

「これが最善手だ。周りに十、二十と国があるなら信義を守らねばやってはいけん。だが今ある国は事実上我が国とリバティース、ゴルドニアだけだ。モルトは取るに足らん属国でストゥーラは死に体、ゴルドニアも外には出て来ない……ならば信頼など必要ない」

「怖い女だ。まさかお前が国を作る時、わざわざ民に選ばせたのは──」

　ヴィルヘルミナは不思議な顔をした。

「リバティース向けの目的もあったに決まっているだろう。今更何を言っている？」

「やはり俺に政治は無理だ」

　ザフネスは言いながら筆を走らせるヴィルヘルミナを覗きこむ。

「何を書いて──あぁ、不可侵条約の布告書か……散々煽った分、反発もあるだろう。上手くやらねばな」

　ヴィルヘルミナはまたも怪訝そうな顔をする。

「すぐに破る条約を布告してどうする。これはな──」

　紙がザフネスの眼前に突きつけられる。

「開戦の命令書だ。軍人のお前から見てどうだ、不格好ではないか？」

　筋骨隆々の大男はあんぐりと口を開けたままだった。
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　──しばらく後　ラーフェン

「これ美味しいわね。でも軟らかくてフォークじゃ食べにくいわ……えい」

「カーラ、手掴みなんて下品ですよ！　貴女は野人ですか！」

「あらあら……」

　ノンナがカーラを叱りメルが笑う。

「ハムハム……うう、ハムハムハム」

「ルウは口小さいんだから遅くてもいいのよ。無茶したら詰まらせるわよ」

　ルウが姉クウの皿を見ながらペースを合わせようと急ぐ。

そして案の定、喉を詰まらせてしまい慌てて水を飲んでいた。

「これ私達が作ったスープ……メリッサはお産の後で栄養がいるでしょ？」

「美味しく仕上がったから遠慮無くどうぞ」

「ありがとう。でもちょっとお腹の肉が気になるかな～なんて。あはは」

　マリアとカトリーヌが普通の朝食メニューの他に一品作ったようだ。

温めた牛乳ベースのスープにパンや野菜などが沢山入っている。

メリッサは出産後の体型変化を気にしながらも美味しそうに食べていた。

　特別メニューと言えば──。

「ンモッ！　グモグモグモ！　ハムッハムハムハム!!」

「奥様食べ過ぎです！」

　クラウディアとクララは俺達とは別のテーブルで食事をしている。

　別に彼女達を差別している訳ではない。

クラウディアが重すぎて普通の椅子に座れないのと、食事量が多すぎて幅をとってしまうからだ。

「んごんご！」

「ああもう、ハムはナイフで切って召し上がって下さい。丸呑みはいけません！」

「すげぇ食いっぷりだな……はは」

「下品な……」

「見ているだけで食欲が無くなりますわ。あれで貴人だなんて」

　ミレイはまだ好意的だが、作法に通じるマータやグレーテルが目を背ける。

公式の場だと綺麗な食べ方になるんだけどな……食う量は同じだが。

「カーラさんほうれん草が残ってますけど」

「端に寄せて残すつもりでしょう！　ちゃんと食べなさい！」

「うっさいわねぇ……」

　ノンナ達は見ないことにしているようだ。

「わははは！　私達も負けていられないぞ!!」

「下品と豪快は違いますよ。真似はいけません」

「わっ骨付きの肉を丸呑みは駄目です。すぐに出して下さい」

「……」

　イリジナとマイラ、セリアも騒いでいる。

セクリトだけが話し相手もおらず黙々と食事していた。

　貴族には似つかわしく無い騒がしい朝食風景だが、俺もこちらの方が余程落ち着く。

　他の貴族の食事に招かれた時は息が詰まりそうだった。

こっそりセリアやマータの尻を撫でて紛らわせたものだ。




「食事中失礼、間諜より火急の報告がありました」

　バタンと扉が開かれてレオポルトが入って来た。

　ノンナやグレーテルは眉を顰めるが俺は構わないと促す。

「南ユーグリアとリバティースだろう？」

　レオポルトは無言で頷き、皆の視線が俺に集中する。

一緒に南へ行ったセリア達は知っているだろうが、他の家族や使用人達にとっては初耳だろう。

ここは一つ俺が思慮深く、先読みの出来る男だと知らしめておかねばならない。

　俺は慌てることなくお茶を飲み、皮肉げに笑って足を組み替える。

「遂に開戦したか──いずれ来ると予想はしていたがな」

　この仕草はリリアーヌの劇で出てきた知的な主人公を参考にしたのだ。

「領主様まったく動じていないわ。本当に知っていらしたのね」

「さすが一代で大貴族になったお方だわ」

　メイド達が尊敬の眼差しで俺を見る。

知的に誘えばすぐ上に乗れそうだ。

「侵攻の規模と戦況はどうだ？　リバティースも国境を無防備にしていた訳ではあるまい」

　お茶のカップを持ちながら窓際に立って遠い目をする。

庭ではラミーとミルミが朝の体操をしている。

体を反らせるとラミーは予想以上に長いな。

ミルミの子ども達が脅えて池に飛びこんでしまっている。

「攻め手の有利もあるが、リバティース軍は精強だ。国境から数キロ押し込んで膠着──どうだ違うか？」

　少し冒険して推測でものを言って見る。

当たれば俺は一気に智将になってしまうだろう。

「さすが族長様……私達では及びもつきません」

　ルナが目を輝かせる。

「エイギルさんが賢くなってる……私も成長していかないと……」

　ヨグリが口をあんぐりさせている。

「──では申し上げます」

　レオポルトが口を開く。

「リバティース・南ユーグリア両国が相互不可侵条約を締結致しました」

「……」

　食堂に気まずい沈黙がおちた。

俺を尊敬の目で見ていた奴らが一斉に目を逸らす。

「この先は機密情報を含むので執務室にてご報告致します。早急に食事を終えておいで頂きたい」

　レオポルトは小さく頭を下げて退室する。




「……俺はどうすればいいんだ」

　完全に予想外だ。

最初から全部間違っていたのか。

しかも格好つけて色々言ったせいで完全な馬鹿になってしまった。

「私達はえーと……食器の片づけに参ります」

「えーと……デザートをお持ちしますね」

　レオポルトめ、すぐに指摘すればいいものを何も言わないから最後まで演じ切ってしまったじゃないか。

メイド達は厨房へ逃げたし、ルナとヨグリも目を泳がせ、セクリトの押し殺した笑い声が延々と続く。

「だ、大丈夫よ。エイギルの売りは頭じゃないもの。代わりに筋肉を鍛えればいいわ」

「か、考えるのは他の者に任せましょう。頭を使いたいならば私が頭突きをお教えしますから」

　カーラとノンナのフォローが空しい。

「……執務室に行って来る」

　俺は肩を落として食堂を出る。

「くくく……くくくく……」

　セクリトめ笑い続けやがって。

残していたパンを食ってやるぞ。




　──執務室。

　俺がセリアとマイラを同行して部屋に入ると、レオポルトとトリスタンは既に来ていた。

「なんで不可侵条約なんだ？　南ユーグリアはリバティースを散々に言っていたぞ。セリアも聞いたよな」

「間違いありません」

　俺は椅子に深く腰かけて言う。

どうせ疑うんだろう？

「その程度のことはこちらでも確認を取っております」

　素直に信じていると言えばいいのに。

可愛くない奴だ。

「今回の不可侵条約締結は順当な手ではありません。私もこの動きを想定していた訳ではありません」

「そうだろう！　まったくもって予想外だった」

　レオポルトが予想していなかったのだから俺の頭で予想できるはずがないのだ。

少し心が軽くなったぞ。

「エイギル様……」

　セリアが悲しそうな顔で俺を見る。

「説明してくれ。推測でいい」

　とにかくこいつらの意見を聞かないと始まらない。

外したらさっきの俺みたいに恥をかくと良い。

「「……」」

　レオポルトとセリアが部屋の隅を見る。

そこにいるのはセクリトだ。

「私のことは気にするな。私はこいつの肉便器だ、部屋の隅に転がっていると思っておけ」

　便器が部屋に転がっていたら気になるが、俺は続けろと合図する。

　まず話を始めたのはレオポルトだった。

「まずこの手は正道では考えられません。南ユーグリアが拡大を望むなら、その相手はリバティース以外にはありません。都市国家群に仕掛けるには河を越えねばならず、モルトは吸収の恩恵が薄い。ゴルドニアは国力差から考えて今の彼らには分の悪い博打ですな」

　いきなり河を超えて行くのは難しいだろうな。

船も必要な上に、リバティースがそのままでは補給も大変だ。

「逆に拡張を望まないなら、民にリバティースへの敵意を植え付ける必要はなかった。偶発的な衝突を招く上、逆にリバティースからの侵攻を呼ぶ恐れもある」

「ヴィルヘルミナは拡大を望むさ。間違いない」

　俺がそう言うとレオポルトは頷く。

「もちろんそう確信しています。ですがこの不可侵条約は完璧に履行されています。南ユーグリア軍は国境地帯から撤退を開始、砦はリバティース側監視の元に破壊されています。これは間違いない情報です」

　どう交渉したのかわからないが軍の撤退と砦の破壊まで行えばリバティース側も信じるしかない。

　トリスタンも口を出す。

「しかも和平交渉の噂はその内容までリバティースの市民に知られていたようだ。これじゃあの国は嫌とは言えないね」

　何故だ、怪しいなら嫌と言えばいいだろう。

「あの国は民が政府を選ぶんだよ？　新たな脅威だった南ユーグリア帝国が不可侵を求めて来た……しかも彼らは先に国境を無防備にした……ならそれを蹴るなんてできないさ。リバティース市民にすれば敵は少ない方がいいし、軍事よりも自分達の為にお金を使って欲しいだろうからね」

　トリスタンは一息ついて続ける。

「何よりリバティースはもうすぐ大統領──最高指導者を選ぶ選挙だよ。ここで不可侵に応じておかないと対立候補に攻撃されるネタになるよ『無駄な軍事費を使っている』『戦争好きの大統領だー』ってね」

　ふむ、色々説明してくれたが結論がまだだ。

「それで今後どうなる？　このまま南ユーグリアが平和な帝国になってめでたしか？」

「あり得ません。今回の行動は油断を誘う欺瞞ですな。侵略の為の不可侵条約でしょう」

「今はわからないけど、彼らは切り札を持ちリバティースを狙っている。それは間違いないよ」

　侵略の為に不可侵を？

やはり意味がわからない。

「見事な手だね。リバティース側に怪しむ人がいても結局選挙のために一番上が乗って来る。その最高のタイミングを狙ったんだ」

「しかし実際に補給拠点は破壊された。これでは国境を超えた大規模な作戦は不可能だ。部隊の秘匿は可能だが拠点はそうもいかん。戦略レベルの切り札を用意しているはずだ」

「帝国式の編成と優秀な現役指揮官か……いや、整った部隊を揃えても行軍速度はそう変わらないし、補給の重要さも同じだ。兵科や部隊数の詳細な情報があれば戦術の予測が出来るんだけどなぁ」

「南ユーグリアの防諜網は急速に強化されつつある。兵科、兵数の詳細まで把握するのは困難だ。覗けるのは奴らが隠すつもりの無い部隊ばかりだ」




　レオポルトとトリスタンの話が小難しくなってきた。

俺の出番は終わりつつあるようだ。

　セクリトがやってきて俺の肩を優しく撫でる。

「簡単に言ってやろう。なんとしても殺したい相手を殺るときはな──」

　セクリトは俺の腰からナイフを抜き取って構える。

「こいつ！」

　セリアも慌ててナイフを抜いて睨み合う。

「こうして睨み合っていては抵抗も激しい」

　セクリトはナイフを床に落として両手を上げた。

緊張が少し和らいだ。

「取り押さえます！」

「油断させてから──」

　丸腰になったセクリトにセリアが近付いた途端、彼女は太ももに隠していたナイフを取り出してセリアの喉元に突きつけた。

刃物を捨てたと一瞬油断したセリアは彼女の速度に対処できない。

「殺れば楽に片付くだろう？」

　セクリトはセリアを解放して今度こそ大人しくなった。

なるほど、よくわかったよ。

「うぅぅ……やられました。悔しい！　悔しいです！」

　セリアが悔しそうに声を上げて床を叩き、セクリトは笑いながら退室していく。

「この罰は受けるさ。お前が直々に仕置きをしろ。なんなら拷問にかけてもいいぞ」

　そう言って去っていくセクリト、本当に問題ばかり起こすな。

せっかく一緒に旅をしてセリアと打ち解けるかと思ったのにこれで台無しだ。

「いずれにせよ準備は怠るな。戦争になるものとして備えろ」

「ま、そうだけど……これで一層王国の説得が難しくなるね」

　トリスタンの言う通りだ。

　俺はエイリヒを通じて王国に南の防御を固めるように進言してみたが、返答は芳しくない。

王は消極的だし、エイリヒにも現実の脅威がないのだから簡単に王国軍は動かせないと言われた。

この不可侵条約で南ユーグリアの脅威を訴えるのは更に難しくなるだろう。

「困ったことだ」

　落ち込むセリアを撫で回して気を紛らわそう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（フォロー）カーラ（フォロー）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母親）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（？　騎兵）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（……）アリス（尻の達人）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（貞操守りエルフ）ソフィア（愛妾）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（準備）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（副官）マイラ（治安隊）マータ（傍仕え）イリジナ（指揮官）プチチェリー（恋人）

ルナ（……）ルビー（弓騎兵）ギド（浮気者）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）

クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（トカゲ？）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（エロフ）ハーピーｘ１０

領民 二十万五千人　難民一万人

重要都市　ラーフェン 三万六千人　リントブルム 六千人　特別開拓地区 一万四千人

軍　一五四〇〇名

歩兵一〇五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵一五〇〇　砲兵四〇〇（弓騎兵は徴集のみ）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車八〇両

その他

予備役四千名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一〇〇五〇　軍備増強（二八五〇）

経験人数五八三人　産ませた子六八人＋五五五匹

次回から戦争になります。










第３４９話　半端な援軍







「ありがとう、お前達のおかげで自信を取り戻したよ」

　感謝の意味を込めてベッドに倒れる二人にキスをする。

「あひ……あへ……」

「嬉しいで……す……くふ」

　ソフィアは潮を噴いて返事をし、アデラは頭を下げようとしてそのまま枕に突っ伏して動かなくなった。

彼女達は盛大にやらかして落ち込む俺の為、こんなになるまで尽くしてくれたのだ。

「エイギル様至急です！　入ってもよろしいですか!?」

　さて後戯をと思った所でドアの向こうから声がかかる。

セリアか、少し遅れたがお前も可愛がってやろう。

「いいぞ。好きに入ってこい」

「失礼致します」

　扉を開けた先にいたのは俺の可愛いセリアだったが一番に入ってきたのはレオポルトだった。

「おい、どういうことだ」

　セリアに声をかけさせて自分が入って来るとはどういうことだ。

自分の声だと俺が開けないと思ったんだな。

まさかソフィアとアデラの裸を見ようと思ったのか、スケベな奴め。

「火急故、失礼しました。まずは報告を」

　こいつめソフィアの巨乳とアデラの尻が剥き出しなのに顔色一つ変えないし、視線が俺から動かない。

まさか本当は男色家なのではあるまいか、逆に怖くなってきた。

「南ユーグリア帝国がリバティースとの不可侵条約を一方的に破棄、軍が国境を超えて雪崩込んだとの報告がありました」

「なぬ？」

　変な声が出てしまう。

　不可侵は相手を油断させる為だと言われていたがいくらなんでも早すぎる。

まだ何日も経っていないんだぞ。

「正確には不可侵条約の破棄を通告してもいないようです。リバティース軍が条約によって撤退を開始をしたところでその後背に襲いかかりました。戦闘が始まってから宣戦布告をした模様です」

「無茶苦茶だな」

　裏切りにしても随分と男前だな。

並の裏切り者ならせめて相手が家に帰るまでは待つだろう。

「だが南ユーグリアは兵を国境から引いていたのだろう？　部隊をどこかに隠していたのか？」

「国境近くに配置した間諜の報告によると多数の騎兵と馬車のみで編成された部隊が雪崩込んで来たとのことです。これらの部隊は村々の制圧は行わず、ただリバティース軍部隊を撃破して通り過ぎた……と」

　騎兵のみでの急襲か、約束した国境付近からの撤兵はきっちり行って相手を油断させ、その後方に騎兵部隊を準備万端で待機させていたのだろう。

騎兵だけの部隊なら距離の制約は相当軽減される。

「はて騎兵だけの編成で急襲とはどこかで聞いたやり方だな」

「私達が昔トリエア王国にやった戦術です。きっと真似されたのです！」

　そうだったかな。

昔のことはよく覚えていない。

「詳細は続報を待たねばなりませんが、撤退中に後背を突かれたリバティース軍は大混乱に陥っていると推測されます。さすがにこれほど早く条約を破るのは想定外だったのでしょう。撤退途中で兵に大きな緩みが出ていたと考えられます」

　そうだろうな。なにしろ締結から一週間程も経ってない。

国境での緊張状態から不可侵を結んでさあ帰る途中だ。

これ以上兵の気が緩む時は無い……立て直して粘るなどできないだろう。

「となれば敗走は続くな。どこまで下がると思う？」

「兵力は不明ですが、敗走した兵は砦や街で再編成するまで使い物にならないでしょう。予備兵力の投入で阻止するのが現実的ですが、南ユーグリア軍の侵攻速度から考えますと──」

「つまりどこまでも下がり続けると言う事か？」

　レオポルトは首を振った。

「いえ、騎兵のみの部隊で要塞や大都市を落とすことはできません。包囲して一時的に無力化することはできますが……国境の後方まで下げていた歩兵部隊が追いつくには時間がかかります。これでは補給が続きません」

　そうだったな。

騎兵は速いし便利だが、水に飼葉にと歩兵部隊よりもずっと物資がいる。

「リバティースもその事は十分わかっているでしょう。一時的に敗走するにせよ必ず反撃します。そうなれば騎兵だけで攻勢を維持することは不可能でしょう」

「南ユーグリアは無茶をし過ぎだと思います。奇襲を狙うあまり先走ったのではないでしょうか？」

　セリアもそう結論付けたがレオポルトは俺の目を見据えて言う。

「しかし逆に言えば、南ユーグリア軍が何らかの手段で確固たる補給拠点を確立すれば……リバティースは防衛線を寸断され、国土深く敵に侵入された状態で戦い続ける事になります」

「でもそんな手段は──」

「予備役を召集して南部の防衛拠点に兵を配置しろ」

　俺がそう言うとレオポルトはしっかりと頷いて退室する。

「「……」」

「念の為だ。念の為」

　不安そうに顔を上げるアデラとソフィアに笑いかける。

アデラとソフィアの尻の穴に指を入れてやる。

「あっそこは駄目です！」

「きゃあ悪戯される！」

「……」

　後は意見を無視されて膨らんでいるセリアの機嫌取りだ。

　お前を邪険にした訳じゃないんだぞ。

レオポルトよりお前の方がずっと可愛い。

だが今回はどうにも悪い方に転がる予感しかしないのだ。
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少し後　王都ゴルドニア

　玉座の間──アレクサンドロ王が不機嫌な顔で深く玉座に座っていた。

その後ろには一人の妖艶な女が静かに佇んでいる。

　王の前には各大臣が並び、大臣達より一歩前に軍務総監エイリヒと政務総監ケネスが跪いていた。

「食うが良い。この菓子はお前好みの味だろう」

「恐れ多いことです」

　王が差し出した茶菓子を両手で丁寧に受け取ってロサリオは微笑む。

その笑顔に王は不機嫌だった顔を緩ませた。

　数人の大臣達が眉を顰める。

ロサリオを良く思わない者は、特に高位貴族や役職者に多かった。

王が国内貴族への監視を強めたり、対外政策を疎かにしている原因はロサリオだと、信頼できる者同士では必ず話題に上っていたのだ。

「心よりうれしゅうございますが、私などより皆々様をお気遣い下さい」

　ロサリオは貰った茶菓子を上品に口に運んでから場の誰よりも低く頭を下げる。

「うむ……そちは本当に控えめよな」

　王は一つ咳払いをして大臣達に向き直る。

表情は再び不機嫌になっていた。




「ではご報告いたします。先にあげました報告書の通り──」

　深刻な顔で王を正面から見据える。

「リバティースから遂に援軍要請の使者が参りました」

　大臣の言をエイリヒが補足する。

「リバティースは横紙破りの奇襲攻撃で国境部隊が大損害を受けた後も我が国へ繰り返し不介入を訴えておりました。南ユーグリア程度、自力で対処できるので関与は不要と」

「心変わりした理由は？」

　王は今一つ気の乗らない表情で言う。

「侵攻があまりに速かった事が一つ、開戦から僅か一週間で南ユーグリアは首都トルトエントに迫る勢いとか」

　他の大臣や役人にざわめきが広がるが王とケネスは無表情のままだった。

「もう一つは補給拠点の存在です。不可侵条約に伴う砦の破壊で補給が続かない物と想定していたようですが、今現在でも南ユーグリア軍は十分な補給を受けて侵攻を続けております」

　詳細まではわからないとエイリヒは続けた。

「──」

　王が後ろを振り返りレベッカが耳打ちする。

王は無言のまま頷く。

「ともかく戦局が不利になったので余に援軍を寄越せと言うのか。随分と虫の良い話ではないか」

　数人の大臣の顔が歪み、また数人はその通りだと頷いた。

「リバティースと我が国の間には少々の交易があるようだが、友邦とまでは言えぬ。助ける義理はあるまい。何より余は国内にこそより大きな問題があると思っておる」

　王は言い切ってからロサリオの顎を撫でる。

彼女は恥ずかしそうに顔を赤らめながらその手を両手で愛おしそうに包んだ。

「恐れながら陛下」

　だがエイリヒは更に訴える。

「南ユーグリア帝国の存在は危険です。リバティースがこのまま滅すればかの国と我が国は南一面で国境を接する事になります。大禍となる前に抑えておくべきかと進言致します」

「……」

　反論された事に不愉快な顔をした王だが、ロサリオの微笑みを見て怒気を鎮めた。

「そちは南ユーグリア軍には勝てぬのか？」

　軍を統括するエイリヒへの皮肉だが、エイリヒは怒りも脅えもせず堂々と答えた。

「今ならば必ず圧倒して見せます。しかし奴らがこのままリバティースまで吸収すればかつて無い強敵となります。勝敗には天運が入りこむことでしょう」

「……む」

　王は厳しい顔となる。

「更にリバティース軍と協力して当たれば犠牲もそう大きくはなりません。求めに応じて全力で援軍を出し、南ユーグリア帝国を壊滅すべきと存じます」

　そこに小さいながらはっきりと異論が挟まれた。

「さてそれはどうでしょうか？」

　政務総監のケネスが苦笑しながら前に出る。

「軍務総監殿は戦争をお望みのようでございますが……私の意見はいささか違いますれば」

「言って見ろ」

　王がそう言うのを確認してからケネスは恭しく頭を下げる。

「私はリバティースと南ユーグリアの和解を仲介すべきだと考えております」

「何を馬鹿な──」

　エイリヒが言い終わる前にケネスは続ける。

「この和平は成りませんが、南ユーグリアとの対話の糸口にはなります。かの国を信じることはできませんが、上手くあしらえば全面衝突は避けられるのではないでしょうか」

「馬鹿な！　奴らは不可侵を一週間で反故にしたのだぞ!?　友誼などあり得るか！」

　エイリヒが大声を上げる。

「軍務総監殿、そう熱くなられますな。何も奴らを友にしようと言う訳ではございません。南北互いに不干渉でいるだけのこと……心配せずとも主義の全く違う二カ国を呑み込んだ国が長く安定するはずがない……自壊を始めてからゆっくり切り崩せば兵を損ずることも無いでしょう」

「自壊に期待するなどあり得ん。リバティースを落とせばより強力な存在になることこそ恐れるべきだ」

「しかしリバティースを守っても我々が得る物は何もありませんぞ？　南ユーグリアを壊滅させるべく中央平原の南端まで進むなら、どれだけの犠牲と出費になるのでしょうか？」

　睨み合う二人。

戦争になれば軍務を司るエイリヒの力は増す。

内部からの切り崩しとなれば外交を司るケネスの力が増す。

「では陛下に御裁可を頂きましょう。私はあくまで今回は静観し、謀略を持ってゆっくりと南ユーグリア帝国を崩すことを提案致します」

「私はこの機会に苦境にあるリバティースに大規模な援軍を差し向け、南ユーグリア軍を粉砕。その後は遠征軍としてかの国を叩くことを提案致します」




　ケネスに同調する大臣達が声を上げた。

「財務を預かる者として政務総監の意見に同調致します。陛下のご威光により我が国は豊かさを維持しておりますが、富は無尽蔵ではありません。他国を守る為に陛下の財を使うべきではありません」

「農務を預かる者としても同じです。いかに有利と申せど戦となれば兵は死に、男手を集めることになります。それは王国の基盤たる食糧生産に打撃を与えるでしょう」

「ふむ……」

　次にエイリヒを支持する者達が声を上げたが、そのほとんどは軍人や治安関係者などエイリヒ子飼いの者だったため王は今一つ反応が悪い。

「……余はそう急ぐ事も無いように思うが」

　ケネスが僅かに笑う。

だがエイリヒはまだ諦めていなかった。

「昨日もまたハードレット辺境伯より私宛に書状が参りました。『国境の情勢は極めて緊迫し一刻も早い対処が必要だ』と。更に『かの国は必ずゴルドニアに戦争を仕掛けて来る』とも繰り返しております。奴は今回の不可侵が破られることも予想しておりました。国境を接したハードレット卿の意見には一考の余地があるのではないでしょうか？」

「ハードレットか……確かに条約は不調に終わると言っておったな。むう……」

　王の考えが揺らいだことにケネス支持の大臣から愚痴が零れる。

「ハードレット卿も軍人……しかも一番血の気が多いではないか。戦争がしたいのだろう」

「きゃつの領地は鉄の生産で栄えておるとも聞く。戦となれば鉄も売れるからな」

「戦争に紛れて新たな女を調達するつもりかもしれん。何しろ南ユーグリアの支配者は女帝だからな」

　睨み合う二人、王は少し考え込む。

「しばし考える。このまま一時間待て」

　王はそれだけ言って私室に下がり、場の緊張感が僅かに緩んだ。

「また情報官と話して決めるのか。我ら大臣を差し置いて……」

「それならまだ良い。下手をするとあの女かもしれんぞ」

「政務も軍務も知らん牝犬風情が……」

　誰が話しているかもわからない囁き声が微かに漏れ続ける。

　ケネスは平静を装って静かに笑みを浮かべ、エイリヒは難しい顔で腕組みのまま目を閉じたのだった。




王の私室

「これらが知り得た情報の全てです」

　レベッカから大臣達には伝えていない情報を得た王はゆっくりと頷く。

「今は国内に集中したい所なのだが、軍務総監とハードレットが揃って叩くべしと言うのが気になる。やはりリバティースがこのまま滅びるのは好ましくないか」

「同意致します陛下」

　レベッカは王に同調する。

彼女もハードレット卿より極秘の情報をもたらされていた。

「……時にロサリオ、そちはどう思う？」

　レベッカが驚いて顔を上げる。

彼女が政務にも軍務にも無知なのは明らかだったからだ。

王も今まではそれを把握しており、彼女を愛玩動物のように可愛がるだけで意見を聞くことはなかった。

「私は無知故に何も分かりません」

「それで構わん。思った事を言えば良い」

　王が更に促すとロサリオは困った顔のまま言う。

「戦もまた陛下の務めと理解しておりますが……なるべく小さく終われば良いかと存じます」

　王は顎に手を当ててしばし考える、

「よし、まずは一個兵団を送り、余の意思を南ユーグリアに示す。苦戦するなら改めて援軍を送れば良い。これで戦は最小限の規模に留まるはずよ。奴らの軍を追い払えばそれで終い、深追いすることもあるまい」

「なんとご聡明で慈悲深い……陛下は素晴らしき王にございます」

　ロサリオが顔を赤らめて言うと王は満足そうに頷く。

「ははは、今更おだててどうするというのだ。余は大臣共に方針を伝えて来る。……そちは準備をしておけ。可愛がってやろう」

「恐れ多くも陛下の愛、全力でお受け致します」

「ははは、奴を見れば南ユーグリアも慌てて兵を引くかもしれん。一戦で兵を引くかもしれんぞ？」

　床に伏した彼女に笑いかけながら王は退室し、室内にはレベッカとロサリオだけが残された。

「陛下の為に準備を致しますのでお目汚し失礼致します」

「いえ……」

　ロサリオは躊躇いなく全裸となり、湯とタオル、そして油のような粘着質な液体を用意する。

彼女はレベッカの目を気にすることなく液体を肉穴と尻の穴にまで塗り込め始めた。

王に前戯の手間を取らせないよう体の準備を整えているのだ。

　レベッカは静かにその場を去る。

「戻ったぞ、ロサリオ」

「あっ陛下!?　こ、これはお見苦しい所を──！」

「陛下の高貴なモノが私の下賎な体に入っていく……なんと恐れ多い……」

「何を言う。そちの体は非の打ちどころも無い美しい肢体ではないか」

「陛下のお種が胎の中に……あぁあまりの光栄に身が焼けてしまいます！」

「ええい可愛い事を言う。ならばこのまま何度でも焼き殺してやるぞ！」

　情事の声を聞きながらレベッカは感情の無い顔で言う。

「さあ困ったことになりましたよ。本当に大丈夫ですか」




　こうしてリバティースへの援軍が準備されることとなる、

しかし王の意向により南ユーグリアへの警告を兼ねてまず一個兵団、一万五千が送られ、援軍は戦況に応じて適宜拡大されることとなった。

その司令官にハードレット卿が就くことと宣言されたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（出撃）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（エルフ）ソフィア（寝込み）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（準備）アデラ（寝込み）

部下

セリア（出撃）マイラ（出撃）マータ（同行）イリジナ（出撃）プチチェリー（調査中）

ルナ（出撃）ルビー（出撃）ギド（出撃）ポルテ（内政官）

レオポルト（出撃）トリスタン（留守番　幸）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（怒）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（出撃）メッサーシュミット（寝）シュバルツ（出撃）フェルテリス（エロフ）

領民 二十万五千人　難民一万人

重要都市　ラーフェン 三万六千人　リントブルム 六千人　特別開拓地区 一万四千人

軍　一九四〇〇名

歩兵一四五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇（予備役弓騎兵動員）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車八〇両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二〇五〇　出撃準備（八千）

経験人数五八三人　産ませた子六八人＋五五五匹

少し短い上に戦闘シーンがありませんでした。

次回はほとんどが戦闘になるのでどうかご容赦下さい。
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　ゴルドニア王国

　人口　　三百五十万

　支配者　アレクサンドロ一世

　首都　　ゴルドニア　人口十三万

　制度　　封建制

　兵員　　現在十八万　動員限界三十万

　支配域　中央平原北部全体

　中央平原北部をほぼ手中に納める一大強国。

　ストゥーラ共和国を事実上の保護国としている。

　中央平原北部を統一した積極的な拡張主義を停止し、国内の不穏分子の掃討に力を入れている。

　リバティースへの援軍派遣を決定。




　ストゥーラ共和国

　人口　　十三万

　支配者　−−−−

　首都　　ミシル　人口二・五万

　制度　　共和制

　兵員　　現在三百　　動員限界？

　支配域　中央平原中部

　ノーステリエス河沿いの商業国家。

　貿易拠点としての意義を喪失し衰退著しい。

　主要な商会は南ユーグリア帝国との取引に命運を賭ける。

　都市国家群

　人口　　総計五十四万

　支配者　多種多様

　首都　　点在する各都市がそれぞれの国家として独立

　制度　　多様

　兵員　　現在二万　　動員限界十五万（全都市国家総計）

　支配域　中央平原真ん中

　ノーステリエス河、テリエス河の上流域に跨って存在する多数の都市国家の総称。

　人口数千から数万まで多様な都市そのものが自給自足を行う国家として機能、テリエス河流域の湿地帯に面している都市は未知の環境へ冒険者を送り出す拠点ともなっている。

　南ユーグリア帝国の拡大に危機感を抱くが統一した意志は示していない。




　　　　　　　　　　　南部諸国

　モルト王国

　人口　　二十万

　支配者　セレスティナ女王

　首都　　ビアード　人口二万

　制度　　王政

　兵員　　現在千　　動員限界一万

　支配域　中央平原南　中部

　中央平原中部に位置する農業国

　疫病で甚大な被害を被り復興中、女王が難を逃れたことに国民は安堵している。

　リバティース民主国

　人口　　百十万

　支配者　－－－大統領

　首都　　トルトエント　人口十五万（周辺からの避難民含む）

　制度　　民主制

　兵員　　現在十万　　緊急動員発令　上限十五万へ

　支配域　中央平原南　西部

　中央平原南部と北部の境界に位置する国家。

　国家運営を市民の投票によって選出された代表が行う稀少な政治形態を持つ。

　貴族制は存在せず、各都市の首長も市民によって選出される。

　疫病や噴火の被害から免れて繁栄したが、南ユーグリア帝国から侵攻を受ける。

　予想外の苦戦に防戦一方、首都近郊まで押されている。




　南ユーグリア帝国

　人口　　二百六十万

　支配者　ヴィルヘルミナ一世

　首都　　アルテリア

　制度　　帝政（女帝選出は民意）

　兵員　　現在十万　上限？？？

　支配域　リバティース以外の南部全域

　アルテイル・ヴァンドレア・ポルポを統合して生まれた新国家。

　成立初期、投票によってヴィルヘルミナ一世が皇帝に選ばれた。

　国民は帝国と女帝に絶対の忠誠を誓っており、新国家にありがちの混乱は見られない。

　母体となった各国家は疫病と噴火で甚大な被害を受けていたが、ストゥーラ商人達からの莫大な借入金を利用した様々な政策を行い、大好況の中で急速に国力を回復させている。

　軍機構には帝国式を採用、女帝のカリスマの下で大規模な軍拡を続けている。

　リバティースとの間で結んだ不可侵条約を僅か一週間で一方的に破棄、現在同国と交戦している。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　　　　　　　　　　　　中央平原外

　オルガ連邦

　人口　　一千七百五十万

　支配者　ユトラント二世

　首都　　ユトラントグラード　人口五十万～六十五万　（二級市民は詳細把握せず）

　制度　　封建制

　兵員　　現在五十万　　動員限界九十万

　支配域　西部平原を含む大陸北部

　五〇〇年の歴史を持つ大陸最古かつ最大の大国。

　冬季は北部～中部地域は厳寒となるので王都を始め主要都市は南西部に集中しており、戦争で大きなダメージを受けた。

　戦争によってアルベンス他、多くの主要都市が焼け落ち、軍民合わせて死者は三百万に及び、国力が大きく低下した。

　建国以来王家を支えた名家も複数断絶、後釜を狙って貴族同士の睨み合いが始まっている。

　一方で戦勝によって国民は政府と皇帝を支持しており、国内の混乱は最小限に留まっている。

　海洋艦隊再建と西部平原に極大規模の要塞建造を続けながら国力の回復を続けている。

　積極的な対外政策は行っていない。




　ガーランド帝国

　人口　　三千四百五十万人

　支配者　ガーランド大帝

　首都　　ガーランド　人口七十五万人

　制度　　絶対王政

　兵員　　現在二十四万　動員限界二十四万

　支配域　大山脈以南全域

　近年南部地域の国家を次々と併呑し巨大化した新興国家。

　貴族制度は残るが皇帝の権力が強く事実上独裁。

　領域全体が温暖、農業可能な土地が豊富で人口は多い。

　連邦への侵攻に失敗し劇甚な損害を出した。

　皇帝の威信は大きく低下、苛烈な徴税もあって辺境部で暴動や反乱が頻発。

　これに対して皇帝は更に強硬な態度で鎮圧を行い、軍による虐殺が発生している。

　国力の回復は思うように進んでいない。

　地方では各軍閥の長や地方行政長が各々の判断で交易や暴動の鎮圧を行い始め、たがが緩んでいる。

戦争前の国力比較です。

地図が不安定なのは仕様です










第３５０話　南部戦争①　入り乱れる騎兵







　俺達は長蛇の列となって街道を南へ進む。

「久しぶりですね」

「お前と轡を並べて戦うのはいつ以来だろうな」

　俺とマイラは馬上で言葉を交わした。

連邦へ同行しなかったマイラと一緒に戦うのは本当に久しぶりだ。

ジルラブリーとの戦いは戦争とは呼べなかったしな。

「リバティース国境からここまで僅か一日……私が今まで学んでいたことが時代遅れになっているように思えます」

　マイラが少し俯く。

「気にするな。俺のやる戦争はいつも攻撃的だから防御の得意なお前は勝手が違うだけだ」




　王命を受けた俺達はリバティースの援軍に向かうことになった。

用意された兵力はトリスニアに駐屯していた一個兵団一五〇〇〇だった。

ここに俺の私軍からも幾分か加えている。

多少補給に負担をかけるが、エイリヒは快く了承してくれた。

『半端な数で済まん。小出しは愚策と分かっているが陛下の命でな……出撃後もなんとか再考して頂けるように働きかけて行く。とにかく今はこの兵力で最善を尽くしてくれ』

　とむしろ謝られてしまった程だった。

「王も何か考えがあるのかね。ま、そういうことを心配するのはレオポルトに任せておこう」

「では兵力の総数を一応再確認して下さい」

ゴルドニア王国軍　第七兵団　一万五千余名

歩兵　一万一千

弓兵　　二千

騎兵　　二千

ハードレット私軍　四千余名

弓騎兵　四千

護衛隊　　二〇〇

戦車　　　八〇両

「二万ぐらいだな。まあこんなもんだろう」

「それは私がまとめたやつです！　マイラさんに盗られました！」

「戦地で些細な事を気にしないで下さい」

　後ろでセリアが騒いでいる。

そういえばさっきから俺達の横からちょこちょこ顔を出していたな。

　但し、今ここに全ての兵力はいない。

いるのは騎兵と弓騎兵、そして護衛隊に戦車──要は馬を使う兵科ばかりだ。

トリスニアにて合流した俺達は南に向けて出発したのだが、その際に速度の速い騎兵だけを先行させた。

　今まで何度もやったやり方だ。

レオポルトに言わせれば攻城戦に向かう場合を除いて歩兵と騎兵が並んで行軍するのは極めて非効率であるらしい。

「騎兵最大の利点は攻撃力では無く機動力だ。それを殺すのは愚策以外の何物でもない」

「ぷっ」

　無表情を作って奴の声真似をしてやるとマイラが吹いた。

うけたのが嬉しくて更に真似をしてみる。

「私はこんな顔だが心の中は常にドスケベだ。男好きの噂も事実無根ではない」

「や、止めて下さい」

　鏡の前で練習した甲斐があった。

次は何をやってやろうか。

「ハードレット卿、三番斥候が戻りません。軽騎兵をつけての強行偵察を進言致します」

「う、あぁ、うんいいぞ」

　いつの間にかレオポルトが真後ろに来ていた。

何を言われた訳でもないが非常に気まずいぞ。

マイラも笑いを止めて明後日の方向を向いている。

「このまま南下すれば遠からず敵と当たるでしょう。時間は有効にお使い下さい」

「……わかったよ」

　シュバルツが妙な動きをする……この野郎笑ってやがるな。

さっさと止めないと芋虫を耳の穴に放り込むぞ。

　いつの間にかマイラは兵の視察に行ってしまった。

多分レオポルトの傍にいるのが気まずかったのだろう。

　今回は久しぶりの本格的な戦いとあって軍務に就く者はほとんど全て連れて来た。

置いてきたのはトリスタンぐらいだ。

　男爵位を持つマイラは王国軍に対しても或る程度の影響力があるのでそちらを見て貰っている。

ルナは弓騎兵専属でセリアは護衛隊を統括する。イリジナは好き勝手暴れ回る遊撃隊だ。

そして全体を統括するレオポルトと無駄のない完璧な編成だった。

あれ、何か足りないな。

「うぅ、エイギル様」

　何故セリアは悲しそうな顔をするのだろうか。

イリジナを見習ってもっと気楽にやったらどうだ。

「わはは久々の戦争だ！　なあにこれだけ勇壮な兵士がいて負けるはずがないぞ!!」

　そうだな。

「すぐに大勢の援軍も来る！　なんの心配も無いぞ！」

　エイリヒが頑張ってくれるといいな。

「南ユーグリア軍など恐れるに足らずだ!!」

「セリア、イリジナを黙らせろ」

「もがっ！　この戦い、もがが！　勝ったようなものだ!!」




　その後、レオポルトの進言通りに出した強行偵察隊がトルトエント西方にある砦を包囲している南ユーグリア軍を発見する。

　一報を受けた俺は少しばかり驚いた。

「こんな所まで来ていたのか。もう少し南になると思っていた」

　砦の位置を確認したがリバティース首都トルトエントのすぐ近くじゃないか。

こんな場所まで攻められているのか。

リバティース軍はなかなか精強だと聞いた覚えがあるのだが。

「リバティースは地理的な余力に欠けますので奇襲を受ければ深くまで入られます。とはいえここまでの侵入は悪い方の予測になりますな」

　レオポルトもやや険しい顔を……いや、表情は変わってないな。

「ともあれ援軍らしいことをするべきだ。包囲しているなら好都合だ。その横っ腹に突っ込んでやろう」

　マイラは頷き、レオポルトも何も言わない。

こいつの無言はそれで良いと言う事だ。

縦列で行軍していた王国軍と弓騎兵は分かれて加速していく。

　俺と護衛隊は戦車と共に少し後ろから追う形になる。

「敵の軍旗を視認！　報告通りリバティースの砦を包囲していますが、攻撃している様子はありません。確認できるのは騎兵と馬車のみでおおよそ六千！」

　ギドが馬の上に立ちあがって報告する。

数では同数ぐらいか。

「こちらと同じ編成で一気に駆けて来たらしい。だとするとまともな攻城戦ではなく包囲して補給を断つのが狙いか」

　見た限りリバティースの砦は小高い丘の上にあって堅牢そうだが規模自体は大きく無い。

大量の備蓄がありそうには思えない。

「隠れて進める道は無い。このまま正面からいこう」

　小細工はできないし、する必要もない。

　弓騎兵が走りながら空に火矢を放つ。

矢は空中で燃え上がり派手な赤い炎をあげた。

攻撃開始の合図だ。

「攻撃開始！」

「突っ込むぞ！」

　鬨の声と全力疾走の馬蹄の音が響き、ゴルドニアの軍旗と俺の真っ黒な手抜き軍旗が上がる。

　俺達は真北から一直線に突っ込む。

平原を進む騎兵集団に敵が気付かないはずもない。

「援軍だと!?　トルトエントでは無く北からか!?」

「ゴルドニアだと！　トリスニア出撃の報がさっき来たばかりだぞ!?」

「ええい慌てるな！　こちらも同じ騎兵だ、受け止めるな、攻撃で返せ！」

　南ユーグリア軍は少々の動揺こそ見せたがすぐに包囲を解いて野戦陣形に移行する。

想像以上の対応力だった。

「北から援軍、ゴルドニア軍旗です！」

「おぉ、助かったか」

　リバティース砦の旗が激しく揺れる。

下手に出撃されて混戦になっても厄介なのでしばらくそこで大人しくしていてくれよ。




　まず左翼から敵に接近したのは弓騎兵の一団だ。

ルナの指揮の下、複数の小集団に分かれ、角度の大きな三角の陣形を取る。

　それに対して敵はより大きな二つの三角陣形を取った。

左右の陣の間には大きな隙間があるな。

「あれでは簡単に中央突破できますが……あっ側面の敵が槍を持っていません！　クロスボウです！」

　セリアが敵の思惑に気付く。

なるほど、こちらが中央を抜きたくなる陣を取っておいて側面にクロスボウを持った騎兵を配置する。

そして側面から攻撃して混乱した所を挟みこむのか。

「弓騎兵、そのまま中央に向けて突撃します」

「それでいい」

　だが俺もレオポルトも命令を撤回しない。

敵の狙いは分かったがそれは不可能だ。

「撃て！」

　互いに急速接近する中で弓騎兵が一斉に矢を放った。

複数の陣から無数の矢が降り注ぐ。

　弓騎兵を小集団に分けたのはこれが理由だ。

大きな一つの陣を作ってしまうと陣後方にいる兵は敵が見えず、正確な狙いがつけられない。

小さな陣を複数作ることで全員が戦闘に参加できるのだ。

「ぐわっ、この距離で……しかも馬上で弓だと!?」

「全力疾走しながらか！」

「こんな兵は情報に──ぎゃあああ！」

　正確に降る矢の雨を受けて、にわかに敵陣が乱れる。

弓騎兵は速度を落とさないまま、激突前に更にもう一斉射を放つ。

「さすがに早い」

「そうですね。これはちょっとやそっとの訓練では身につきません」

　十分訓練された弓兵でもあの速度での連射はできまい。

弓騎兵はそれを疾走する馬の上で、しかも正確に敵兵を狙って行うのだ。

　敵の騎兵はバタバタ面白いように落馬していく。

ただでさえ騎兵は図体が大きいので弓兵にとっては良い的なのだ。

　クロスボウを構えていた敵も射程のより長い合成弓で撃ちまくられては何もできず、たまらず隊列を崩していく。

「総員抜刀！　突っ込みます！」

　ルナの号令と同時に弓騎兵は弓を仕舞って抜刀する。

彼らは接近戦になれば優秀な軽騎兵に早変わりするのだ。

「激突します！」

　激突と言っても本当に衝突はしない。

軽防備の弓騎兵は正面から打ち合わず、すれ違いざまに敵を切りつける戦法を取るのだ。

　槍を構えた敵騎兵と剣を振りかざす弓騎兵が交差する。

甲高い金属音と馬の嘶き、そして多くの悲鳴が上がった。

「本来、槍と剣なら槍の方が強いんだけどな」

「あれだけ陣が乱れていてはリーチの長さを生かせません。逆に取り回しの悪さが目立っています」

　セリアの言う通り、敵騎兵は槍のリーチを利用して弓騎兵を一突きにしようと試みたようだが、弓騎兵は一騎単位で細かく進路を変えるので上手くいかない。

　槍騎兵は本来横一列に並んでそのまま突っ込むはずが、陣形の乱れで左右の味方が遅れたりいなかったりして孤立してしまう者が多かった。

そんな敵を弓騎兵の剣がたちまち仕留めて行く。

　そこに奇怪な光景が見えた。

「なんだありゃ」

「あれは……いえ見ないことにします」

　ルナの近くにいる妙な騎兵が指揮官を狙って近付く敵を薙ぎ払っている。

おかしいのは薙ぎ払っているのが騎兵では無く乗られている馬──いやトカゲだからだ。

「ポチめ立ち上がって両手を使うのは反則だろう。お、尻尾も使ったぞ」

「集中攻撃されていますがまるで効いてませんね。槍の方が折れてます」

　囲まれた所でポチが翼を広げて吠えると周囲の馬が全部逃げてしまった。

ポチは立ったら五ｍぐらいある上に咆哮はここにいても腹に響く音量だ。

　気を取り直して全体を見よう。

「弓騎兵中央突破成功です！　クロスボウも……まともに撃てていません！」

　特に集中的に狙われたクロスボウ騎兵は大きく陣を乱しており、側面攻撃の好機を生かせない。

散発的にボルトが放たれるが、阻止には程遠い状況だった。

「持ち替え弓、撃て！」

　敵陣を中央突破した弓騎兵はすぐに剣を弓に持ち替えて後ろ向きに矢を射る。

慌てて反転した敵の頭上に再び矢が降り注ぎ、ここから見ても分かるほどの大混乱となっていた。

これで敵左翼は戦闘能力を喪失しただろう。




　続いて右翼からマイラ率いる王国軍騎兵隊が突撃をかける。

こちらはどちらも槍で武装した騎兵が主力で、少数の重装騎兵が先頭を切る。

「我々こそが王国軍だ。私軍に遅れをとってはなるまいぞ！」

「騎兵同士の戦いこそ戦の華、見事飾って見せるのだ」

　王国軍の指揮官達は闘志に燃えているようだ。

「我らまで崩れてなるものか！」

「敵に奇怪な兵科はいないぞ！　正面から撃ち破れ！」

　敵も左翼がやられて怖じることはなく、逆に戦意が上がっているようだ。

　敵はほとんど横一列にも見える角度の大きい三角の陣形、味方はより鋭角の突破陣形をとった。

「衝突します！」

　今度は本当の衝突だった。

槍と盾を持った両騎兵がまともに正面からぶつかったのだ。

　弓騎兵の時とは比べ物にならない金属音が上がる。

「ぎゃあああ！」

「うぉぉぉ！」

　槍が鎧を貫く音、盾が兜をひしゃぐ音、鎧を着た馬同士がぶつかり激しく転倒する轟音……そこに無数の悲鳴と断末魔まで響くものだから凄まじい。

「戦局……拮抗！」

　セリアが険しい顔で叫ぶ。

　真正面からぶつかった敵味方は同程度の損害を出して同程度に陣を乱した。

まともにぶつかったので一気に勢いは無くなり、足を止めて馬上で打ち合っている。

槍や剣が乱舞するが、互いにしっかりした盾と鎧を持っているのでどちらも損害は小さく簡単に崩れない。

「俺の出番かな」

　言いながら長剣を抜く。

「いえ不要です」

　レオポルトがさっと手を上げる。

すると戦場のやや後ろからついてきていた馬車──戦車が一斉に搭載した大弩を放つ。

　おい、俺は振り上げた剣をどうすればいいんだ。

「ぐわっ、なんだ？」

「大弩だと？　馬鹿ないつの間に設置し──ぎゃあああ！」

　八〇両の戦車から降り注ぐ大矢に敵は動揺を隠せていない。

　大矢の前には盾も鎧も紙も同然だ。

大威力で頭をもぎ取り、兵を馬ごと串刺しにする大矢は損害以上に敵を動揺させる。

　しかも戦車の射程は長く、敵と戦いながらなんとかできる距離ではない。

近付いたら近付いたで車輪についた刃もあるしクロスボウ兵も乗っているんだけどな。

　拮抗していた戦況はじりじり味方有利へと傾いて行く。

「後方に下がっていた騎兵が突撃陣を組んでいます」

「良策でしょう」

　セリアとレオポルトが指差す先に味方の騎兵が集合していた。

　マイラは前線が乱戦となる中で少しずつ兵力を引き抜いて新たな陣を一つ組ませていたのだ。

後方に集まった一部隊が乱戦の中へと駆けていく。

乱戦の中で足を止めていた敵は少数とは言え、勢い十分の騎兵突撃を阻止できない。

「こ、後退だ！　一旦下がれ、立て直す」

「陣に戻れない者は散って逃げろ！」

　遂に敵の右翼も崩れた。

敵全体が砦の南へと下がり包囲は完全に解かれた。

「これで砦の兵も出て来るとは思うが──待つか？」

「いえ、一気に決着をつけましょう」

　レオポルトが敵陣の一点を差す。

そこには乱れて後退する敵の中心で両翼を支える部隊がいた。

「あれが敵の本陣、撃破すれば全体が崩壊します。ここがハードレット卿の出番となります」

「そうか」

　今度こそ長剣を抜いて鞘を捨てる。

「続け」

　それだけ言ってシュバルツを蹴る。

「エイギル様が出る！　遅れるな！」

　セリアが怒鳴り護衛隊が続く。

お馴染みの三角陣──というには鋭すぎる陣形、俺はその先頭に立って駆ける。




「敵重騎兵二〇〇、真正面から本陣に突っ込んできます！」

「そう好き放題やられてたまるか、迎撃しろ！」

　敵本陣から重騎兵の群れが飛び出した。

狙いは先頭を進む俺だ。

　最初の敵は五騎、重厚な鎧に身を包み、槍と盾の完全装備だ。

「正面から来るとは愚かなり！」

　五つの穂先が俺を睨む。

乱れなく並んだ良い陣形だ。

　穂先を前にしてもシュバルツは全く減速しない。

まあここでへたれるようなら耳に毛虫を入れてやるところだ。

「いくぞ」

　俺は長剣を振り上げながら五騎のど真ん中に突っ込む。

右左から槍が迫る。

「ふん！」

　右手に持った長剣を全力で振り抜く。

剣は突き出された槍二本を叩き折り、更に一騎を両断した。

「こっちもか」

　左から突き出された二本の槍には盾をぶつける。

ぶつけた盾は穂先を二本ともへし折り、槍を突き出した兵に迫る。

「うわ！」

　咄嗟に盾で受けた反応はなかなか鍛えられているが無駄なことだ。

人間一人分はありそうな重さのドラゴン鱗で出来た盾は重騎兵を藁のカカシのように弾き飛ばす。

　馬上から吹き飛んだ兵は左から迫っていたもう一人の馬にぶつかって派手に落馬する。

「わはははは!!　串刺し!!」

「ぎゃあああ！」

　槍を失った一騎が後ろでイリジナにやられたようだ。

本当にあいつは楽しそうだな。

　これで残るは正面の敵だけだ。

「両手が塞がった。最後はお前がなんとかしろ」

　不服そうに嘶くシュバルツは進路を変えず、正面の敵から目を離さない。

突き出される槍を見据えて、そのまま穂先を額で受けた。

　戦場なのでシュバルツは馬鎧を被っており、一番装甲の分厚い額部分をそうそう貫くことはできない。

普通の馬なら顔を背けて目や首で受けてしまうかもしれなかったが度胸だけは大したものだ。

帰ったらノンナの高い香水を耳の穴に塗ってやろう。

「なに！」

　分厚い額で受け止められた槍が曲がり、敵兵が驚く。

　そしてすれ違い様にシュバルツが体を寄せて敵の馬と衝突する。

甲高い嘶きと共に相手の馬が派手に倒れて地面を転がる。

敵兵は……哀れ馬の真下だ。

あれじゃ潰れた蛙だな。

「気をそらしている場合じゃないか」

　正面からは敵の騎兵が次々とこちらに向かって来る。

俺は盾と長剣を構え直して叫ぶ。

「死にたい奴から来い」

「抜かせ猪武者が！」

　正面から斬りかかってきた重騎兵の槍を弾き上げて胴から真っ二つに両断する。

「一騎駆けなど舐めやがって！」

　剣を抜いて迫る軽騎兵の胸元を貫き、真上に放り投げる。

「名のある騎士か？　我が手柄としてやるわ！」

　盾に身を隠して槍を構えて突っ込んでくる騎士。

力を込めて長剣を叩きつけ、馬の首と男の上半身をまとめて斬り飛ばす。

「ひぃぃぃ！」

　最後に何故か悲鳴を上げながら突っ込んで来た敵の頭を甲冑ごと盾で叩き割る。

そういえばマイラに『ハードレット卿の使い方はおかしい。盾は鈍器じゃありません』と良く言われる。

この使い方結構便利なんだけどな。

「まだいるか？」

　周囲を見回す。

ちょうどいいタイミングで放り投げた軽騎兵がぐしゃりと音を立てて落ちて来た。

「う……」

「なんだあいつ……」

　次がなかなか来ない。

さて敵の本陣なら司令官がいるはずだ。

そいつを討ては終わりになるはずなんだが……。

「ええい臆病者め。どけ！」

　周りを見回していると一騎の騎士が怒鳴りながら俺の前に出てくる。

　身の丈はマック程あり、甲冑の上からでもむさ苦しい雰囲気が伝わって来る。

しかも何故か鎧に金属製のトゲが沢山ついていた。

男が乗る馬も巨大でトゲのある馬鎧を着ている。

「次はお前か」

「そして最後の相手だ！」

　男は背中に背負った武器を向けてくる。

これまた巨大なモーニングスターだ……本当にトゲが好きなんだな。

「おお！　騎士ゴリランだ！」

「トゲ戦士ゴリランの前に敵は無いぞ！」

　敵兵の歓声を受けてゴリランとやらはムンとポーズを取る。

いつの間にか護衛隊も追いつき、敵兵と共に俺達を囲んでいる。

これは対決しなければいけない雰囲気だな。

「まあいい、さっさとかかってこい」

　時間をかけていたら敵の司令官に逃げられるかもしれない。

こいつはどう見ても腕力だけの馬鹿で司令官の器ではないしな。

「何か言ったかレオポルト」

「エイギル様、レオポルトさんはここにいません！」

　気のせいか。

「無駄口はそこまでだ。行くぞ！」

　ゴリランが襲いかかってくる。

「ふんごぉぉぉ！」

　聞き苦しい叫びと共に振り下ろされる鉄塊を盾で受ける。

もちろんそのまま弾き飛ばして勝負をつけるつもりだったのだが。

「む……」

　受け止めた盾が押し込まれる。

予想以上に力が強かったのだ。

「ふんふん！　ふんふんふん！」

　俺が揺らいで気を良くしたのかむさ苦しい叫びを上げながら連撃してくる。

「調子に乗るなよ」

　四合目にタイミングを合わせて思い切り盾を突き上げる。

「ぐお！」

　モーニングスターが弾かれてゴリランが仰け反った。

次はこちらの番だ。

「ふっ」

　頭上から長剣を振り降ろす。

「なんの！」

　だが奴はモーニングスターを引き戻して受け止める。

巨大な鉄塊の柄は分厚い鋼で簡単には両断できない。

「しっ」

　間髪おかずに横薙ぎで胴を狙う。

「まだまだ！」

　トゲつきの鉄塊で受け止められた。

さすがに鉄球を叩き割ることはできない。

「むはは！　その程度か！」

　むさ苦しい声で言われて頭に血が上る。

「……ふっ」

「むごっ」

　顔面を狙って一閃、奴は慌てて防御するが剣先が顔を覆う甲冑を抉り取った。

鼻先が切れて血が流れる。

予想通りむさ苦しく不細工な顔だ。

　これで最後にしてやる。

　俺は盾を投げ捨て両手で剣を持つ。

全力で振り抜いて奴の鉄塊ごと体を両断してやるのだ。

　だがその時、奴の馬が突然素早く寄って来た。

俺の全力振りに構えていたシュバルツは対応できない。

　本来、相手が大きいとは言え、少しぶつかったぐらいでシュバルツは揺らがない。

だが馬鎧についたトゲが腹に刺さってはそうもいかない。

　ほんの僅かだが重心が崩れる。

タイミング悪く全力で振りかぶった瞬間だったので大きく体勢を崩してしまう。

　周りから歓声と悲鳴が聞こえる。

「おお、馬が手柄だ！」

「ゴリホースも名高い名馬だからな」

「シュバルツ何をしているのですか！」

　その隙を逃さず奴が振りかぶる。

俺は半端な体勢のまま無理やり防御せざるを得なくなってしまった。

　それでもなんとか剣の根元でモーニングスターを受けたのだが──。

「ぐ！」

　衝撃は受け切ったものの、トゲが俺の左手に当たる。

優秀な防具は貫通こそ防いだが、手が一瞬痺れて剣を放してしまった。

ただでさえ不安定な防御体勢だったのが災いしたか。

　敵兵から歓声が上がりゴリランが咆哮してドカドカ胸を叩く。

セリアの悲鳴が聞こえた。

「ウホホホ！　これで止めだぁぁ!!」

　モーニングスターを背中まで振りかぶるゴリラン。

そして鉄塊が脳天目がけて振り下ろされる瞬間、俺の右手は奴の顔面に吸い込まれた。

　確かな手応えがあり、ゴリランの攻撃が止まる。

「こ、拳だと!?」

「なんて威力だ……ゴリランが拳骨一撃で揺らぐなんて」

「エイギル様の怪力に勝てる者などいません！」

「ぶふぅ……」

　ゴリランは鼻血を撒き散らしながらふらつく。

顔面を陥没させるつもりだったのだが頑丈さは大したものだ。

　もし奴が堅実に攻めて来たら、もしくは甲冑の顔が壊れてなかったら少しやばかった。

ちょっと頭に血が上り過ぎていたな。

　俺が腰のデュアルクレイターを引き抜こうとした時、シュバルツが動く。

こいつもさっきの一撃が相当頭にきていたらしい。

　激しい嘶きと共にゴリランの馬に体をぶち当てる。

またもトゲが刺さるが、今度は自分から当てているので揺らぎはしない。

逆にゴリランが上でふらついているせいで奴の馬の方が体勢を崩した。

「おいおい」

　シュバルツの攻撃は止まらない。

さらに鎧の隙間を狙って噛みついたのだ。

敵の馬が思わず後ずさる。

　更にふらつく敵馬に向かって前足を振り上げて前蹴りを見舞う。

甲冑の着けられない足を狙っての連続攻撃にたまらずふらついた所に止めが入った。

　シュバルツ渾身の蹴りが敵馬の前足をへし折ったのだ。

枯れ木を折るような音と、悲痛な嘶きが聞こえる。

「「「おおっ！」」」

　周囲のどよめきの中、ゴリランは馬ごと地面に倒れる。

「うぐぐ……また勝負はついていない……」

　奴は未だモーニングスターを放していない。

「そりゃ良かった」

　これで参ったと言われたらモヤモヤが収まらない所だった。

　俺は言うなりシュバルツから飛び降りて蹴りを見舞う。

更に間髪おかず左右から顔面に拳骨を見舞って地面に倒す。

「ぐあああ！」

「終わりだ」

　慌てて起き上がろうとする顔面に前蹴りが完璧に入った。

鼻が潰れて血が噴き出し、奴はそのまま地面に崩れ落ちる。

　頭蓋が割れなかったので死んでいないかもしれないが、勝負はついた。

何より今は戦闘中でこれ以上構っている暇はない。

決着と同時に護衛隊と敵が乱戦を再開したのだ。

「司令官を捜すぞ」

　俺は再びシュバルツに飛び乗る。

「もう少し耐えろ。すぐに終わる」

　平気な顔をしているが耳が不自然に動いているシュバルツに言ってから周囲を見回す。

「これが独立騎兵隊の亜種と考えれば司令部は本陣右翼後方、あの辺りだろうよ」

　護衛隊の一人が助言してくれる。

おお、良く見れば南ユーグリアで見た派手な格好の騎兵が並んでいる。

間違いないだろう。

「司令部防衛の重騎兵までが迎撃に出ている。今なら司令部は丸腰に近いはずだ」

「なら急ごう。続け」

　敵を良く知っている奴だ。

だがどうしてこんなに口が悪いのか。

まさか兵達まで司令官をレオポルトだと思っていないだろうな。




　俺とセリア、数騎の護衛隊は司令部らしき集団に接近する。

司令部では派手な格好をした者達が慌ただしく動いていたが、助言通り護衛は出払っているようだ。

「よう」

　俺がそう言って一人の首を跳ね飛ばすと唖然とした顔が向けられる。

「司令部まで侵入されたのか！」

「ええい、第四中隊は二百騎ごときを止められんのか！」

　騒ぎながらも剣を抜く者達、だが派手な格好に剣だけの装備は明らかに本格戦闘を想定していない。

司令部だから当たり前なんだけどな。

「ぐわっ！」「ぐえ！」

　俺とセリアは野菜でも切るように司令部要員を次々と討ち取って行く。

「因果なものだ。本当に」

　助言してくれた護衛隊もついてきたようだ。

自分の剣以外に敵の剣も奪い、二刀をもって戦っている。

こんな奴護衛隊にいたかな。

どこかで見た覚えがある戦い方なのだが。

　司令部の人員は悉く死ぬか逃げ散り、最後に残るのは一人となった。

「お前が司令官か？」

「いかにもガ……南ユーグリア帝国第八兵団長、メンカウラーだ」

　男が剣を抜く。

俺も腰のデュアルクレイターを抜いた。

　セリア達は空気を読んで手を出さないようだ。

「参る」

　男は裂帛の気合と共に飛びかかってくる。

俺はその攻撃を横に動いて避け、一刀で男の首を跳ね飛ばす。

　首は地面に落ちて二度弾み、頭を失った体がゆっくりと倒れた。

「司令官は討ち取った。勝利だ」

「エイギル様が敵の主将を討ち取ったぞ！　鬨の声を上げろ！」

　セリアに続いて護衛隊が鬨の声を上げ、続いて弓騎兵や王国軍も歓声を上げる。

　敵も何が起こったのか分かったのだろう。

混乱しながらも戦っていた両翼が散り散りになって撤退していく。

「追撃して完膚無きまでに──」

「それは宜しくないだろうな」

　セリアの口を先ほどの護衛隊員が塞いだ。

「六千とは数が少なすぎる。恐らく分割した独立集団がまだ付近にいるはずだ。調子に乗って追撃戦などやったら今度はこちらが横腹を突かれる」

　なるほど、なら砦のリバティース兵と合流して兵を休ませた方がいいだろうな。

シュバルツもこころもち動きが悪くなってきた。

　全体を指揮するレオポルトも同じ考えだったのか王国軍、私軍共にゆっくりと合流し始めており、追撃に移る気配は無さそうだ。

「……偉そうに貴方はどういうつもりなのですか」

　セリアが護衛隊員に食ってかかる。

どうやら彼女は女のようだな。

「お前、本当に分からんのか？」

「おいおい、戦勝の後で喧嘩などするな。それより……」

　俺はその女の肩に手を置いて優しく撫でる。

「お前の戦いぶりは見事だった。後で褒美はやるが何より……」

　尻に手をやるが女は抵抗しない。

「戦の後は燃えないか？　もし良ければ今夜は俺と楽しまないか？」

　手を彼女の甲冑の中に滑り込ませようとした時、女が兜を脱ぎ捨てる。

「このスケベが」

「あっ!?」

「セクリト、お前だったのか」

　道理で戦い方に見覚えがあると思った。

「あのマイラとか言う女に止められたのでな。護衛隊に潜りこんでついてきた」

「……もっと厳格な管理が必要なようです」

　セリアが肩を落とす。

　それにしてもどうやって潜りこんだのか、鎧まで用意するのは難しかっただろうに。

「護衛隊の男に近付いてな、穴を使ってやったのだ」

「なんだと！」

　思わず大声が出てしまう。

俺に着いて来るために体を使って誘惑したのか……その気持ちは嬉しいが、俺以外の肉棒がセクリトの穴に入ったかと思うと嫉妬を押さえきれない。

「勘違いするな。私の穴を使った訳では無い」

「なに？」

　意味がわからなくなった。

「鎧を着ていた男の尻に色々とねじ込んだだけだ。それで奴は私の忠実な犬になったよ。くくく、まさかあの大きさの壺まで入ってしまうとはな」

　誰か知らんが帰ったら叱責だけにしておいてやろう。




　砦の門が開き、リバティース兵が歓声を上げて出て来るのが見える。

「……全部終わるまで引っ込んでいて都合が良いですね」

　セリアが複雑な顔をする。

「奴らの任務は砦の守備だろう。闇雲に飛び出す阿呆でなかっただけマシだ」

　俺はセリアを肩車して砦に向かう。

「その分今夜は砦の飯と酒を全部食ってやろうじゃないか」

　後続の歩兵隊とも合流しないといけない。

野っぱらで待つよりこの砦を使った方が安全だろうからな。

　ともあれまずは初戦に勝利、幸先が良い。




　──夜。砦の厩

「腹の肉を少し抉られただけだな。薬を塗って寝てればすぐに治る」

　俺はシュバルツの尻を叩く。

奴はフンと溜息をついた。

「まったく可愛く無い馬め。リンゴでも食ってろ」

　リンゴを口元に投げる。

シュバルツは俺の方は見なかったがむしゃむしゃ食う音は聞こえる。

蜂蜜を塗っていたので手がべたつく。

「──馬の具合を見に来たのか？　お優しいことだ」

　セクリトか。

「足が無くなったら困るだけだよ」

　もう一つリンゴを投げる。

コツンと顔に当たる音とむしゃむしゃ食う音が聞こえる。

「そうか」

　セクリトはリンゴを一口かじってからシュバルツに投げる。

明らかに食う速度が上がっている。

俺の用意したリンゴよりセクリトの食いさしがいいのか、恩知らずのエロ馬め。

「私にも褒美を寄越せ」

　セクリトはそう言って俺のズボンを一気に引き下ろした。

「おいおい、いきなりか」

「言いながら勃てているのはどういう訳だ？」

　それは仕方ない。

戦いの後はほとんど勃ちっぱなしで注意しないとズボンを破って飛び出す。

「性獣め」

　セクリトが口を開き肉棒を呑み込む。

「おいおい、汚いぞ」

　戦闘後も水浴びはしていない。

砦には井戸があったが、戦闘後の兵達が争う様に水を飲んでいたのだ。

そこに割り込んで呑気に水浴びするほど俺は外道ではない。

「ああ、かなり汚いな……酷い臭いだ。何日も洗っていないのだから当然か」

　セクリトは悪態をつきながらも肉傘から根元まで丁寧に舐めてくれる。

肉棒を拭うように丁寧に舌で舐めて行く。

　その心使いに更に大きく硬くなってしまう。

もうこれは出さなければズボンに入らない。

「そら綺麗になったぞ」

　顔を上げたセクリトは厩の壁に両手をつく。

俺も何も言わず彼女の腰を抱え込む。

「「じー」」

　そこで視線を感じて振り返るとマイラとセリアが顔だけ出して覗いていた。

「ち」

　セクリトが舌打ちする。

「貴女一人にやらせはしません」

「私達も参戦させて頂きます」

　これは四人でする流れか。

ふふふ、シュバルツも俺達の交わる声を夜通し聞けば早く治るだろう。

「私達も少し汗臭いですけど……」

「一応大事な所は拭いたので……」

　二人がいそいそと服を脱ぐ。

いいさ、少しぐらい匂う方が盛り上がる。

「待て！　私も参戦するぞ！」

　イリジナまで来てくれたか。

「私も水浴びしていないが可愛がってくれ！」

　豪快に服を脱ぎ捨てるイリジナ……途端に汗や色々混じった臭いが立ち込める。

「うわぁ！　ほんとに臭いです！」

「貴女、トリスニアを出てから一度も洗ってませんね!?」

「……ちっ」

　イリジナは元々体臭が強い。

特に久しぶりの戦に興奮して人一倍走りまわっていたからなぁ。

「なあに、汗でドロドロになって臭いもわからなくなるまで抱いてやるさ」

　俺達は厩で激しく絡み合う。

臭いのせいか戦い後の高揚のせいか、いつもよりずっと激しかったのだった。

　ちなみにエロ馬は翌日ずっと不機嫌だった。

色々気遣ってやったのに本当に恩知らずな馬だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊　総員　約一万九千名

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　一万一千名

弓兵　　二千名

騎兵　　一七五〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三九〇〇騎

護衛隊　　一九〇騎

戦車　　　　八〇両

（欠員に負傷兵含む）

部下　レオポルト（総参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）

ギド（護衛隊員）ピピ（特殊騎兵）ポチ（戦トカゲ）マータ（付き人）

現在地点　トルトエント西方　砦

戦果　砦包囲軍撃破

久しぶりの戦闘でした。










第３５１話　南部戦争②　メリスバーク防衛戦







リバティース首都　トルトエント中央市民広場




「我々一同、ゴルドニアからの援軍を歓迎致します。よくぞ来て頂きました」

　ラッパが吹きならされリバティース軍の兵士達が槍を掲げる。

男は俺と握手しながら激しく上下に振る。

　熱烈な握手はいいとしてもこっちを見たらどうだろうか。

男の視線はずっと横、俺達の握手を見て歓声をあげるトルトエント市民にばかり向けられていたのだ。

「こちらこそ共に戦えることを歓迎致します。ホワイト大統領」

　目の前の男こそ、リバティースの最高指導者【クリストファー＝ホワイト】大統領だった。

「堅苦しい挨拶は不要ですエイギル司令官。私のことはクリストファーと呼んで下さい」

　大統領はそう言ってにっかり笑う。

わかったから市民ではなく俺を見ながら言ったらどうだ。

あと俺はお前に名前で呼ばれたくないぞ。

「わかりました。クリストファー大統領」

　しかし相手は最高指導者、つまり王か皇帝なのだから適当には扱えない。

俺は立派な大人なので社会性を持っているのだ。

ちなみにリバティース大統領を王だの陛下だのと呼ぶのは絶対禁忌らしい。

　それにしてもこいつは俺が見ても女にもてそうだな。

歳は四〇ぐらい、身長は俺より少し低いぐらいで髪はきっちりと整えられ、服も体型に合っている。

顔は非常に整っており、全身から清潔感が漂っている。

皺や僅かに薄くなった髪は無理に隠さず、若づくりしない年相応の男前になっている。

　これなら若い娘から年増の中年女まで幅広く虜にできるだろう。

俺も中年になっても女を食いまくりたいものだ。

渋い男前になる魔法とか薬とかないだろうか。

「クリスー！　こっちを向いてくれ！」

「あんたを信じてるぜクリス！　卑怯な南ユーグリアなんて蹴散らしてくれ！」

　市民の呼びかけに大統領は両手を持って応え、歓声は更に大きくなる。

「王を呼び捨て……いえ、あだ名で呼ぶのですか」

「ゴルドニアでは考えられませんね」

　隣に並んでいたマイラとセリアも呆気にとられている。

俺が王に『ようアレク、今日は元気か？』とか言ったら不敬罪で吊るされるんだろか。

「何が歓迎だ。ゴルドニアの軍隊なんか呼びやがって！　恥を知れ！」

「軍は何をしているんだ！　俺達から取った税は飲み食いに消えたか！」

　歓迎の声に混じって批判の声も聞こえる。

「統治者に面と向かって罵声とは大したもんだ」

「目の前にいる兵も抑えようとはしませんね」

　これが民に選ばれた大統領と言う奴か。

トリスタンを連れて来なくて良かった。

奴はこういうの好きそうだからな、行方不明になるかもしれない。

「今夜改めて会食の場で……それまでは彼らと会談して頂きたい。今後連携する事になる者達ですので」

　視線の先にはかっちりした軍服を着た男が三人、うーむ気が乗らん。

美女三人が良かった。

「美女三人と会談してどうするのですか……見るからに軍の高官です。式典とは違って実のある話ですよ。ちゃんと気を入れて下さいね」

　セリアが俺の正装の襟を直し、マントの皺を伸ばしながら言う。

そうは言っても三人の内、二人は暑苦しそうなマッチョじゃないか。

これでやる気を出せと言うのが無理なのだ。




「俺は【ブライアン＝ヘイリー】国防長官をやっている。ブライアンと呼んで貰って結構だぞ。これから宜しく頼みますぞエイギル司令官！」

　国防長官とはエイリヒのような立場だろう。

だとするとかなり偉いのだろうが、とても気さくだな。

初対面から名前で呼ぶのはリバティースの伝統なのだろうか、正直女からだけにして欲しい。

　年齢は先ほどの大統領と同じ四〇程で俺より頭一つ程小さい。

遠目で見ても分かるほどの筋肉に茶色の髪は短く整えており大臣というより戦士のようだった。

大口を開けて笑いながら俺の肩をバンバンと豪快に叩く。

「自分は【ジム＝カーラック】トルトエントの防衛軍の指揮を任されている。ハードレット司令──いや、ハードレット辺境伯閣下とお呼びした方が宜しいですかな？」

　こいつは年齢三〇ぐらいか、俺と同じぐらいの身長がある筋肉達磨だった。

大きくはっきりした声と漂うむさ苦しさ、一目で分かる闘将タイプの男だが言葉に毒があるな。

俺を嫌う感情をまったく隠せていない……いや隠すつもりが無いのだろう。

別にいいけどな、こんな筋肉男に頬を赤らめて歓迎される方が気持ち悪い。

「まだ若い娘を……可哀想に逆らえないのだろう。生まれで身分を決める貴族制など邪悪極まる！」

　ジムは悲しそうな顔でセリアとマータを見てから再び俺に敵意を向けて来る。

二人は首を傾げて俺を見る。

俺もなにがなんやらわからんぞ。

「国防軍参謀長【デーヴィッド＝ ヒルトン】です。以後、宜しくハードレット司令官」

　小さく頭を下げて軽く握手する。

　こいつは前の二人と違ってほっそりしており、目は伏せられて声は小さい。

表裏もありそうで正に参謀、レオポルトのような男に見える。

「宜しく頼むぞデーヴィッド！」

「……はい」

　リバティースの風習に習って突然大声で名を呼んでやると、困惑と不快の表情を浮かべた。

ふむ、レオポルトよりはまだ甘い、感情の起伏が見えるからな。

こいつは奴のように非情に徹しきれなさそうだ。

　奴は俺が悪戯してやろうと全裸で執務室に行った時も無表情のまま会議を始めやがった。

おかげで俺も意地になってそのまま居座ってしまい、後から来たマイラに小一時間説教されたのだ。

　マイラやイリジナ、レオポルトもそれぞれ適当に握手を済ませて席に着く。

「あの？」

「すまん……今の俺にはどうにもできない……」

　セリアと握手したジムが長々と手を握った後泣き出しそうな顔をしている。

まさか可愛いセリアを狙っているのだろうか。

それにしては妙な反応だが気をつけておこう。




「さて、では現在の戦況を説明しよう」

　地図が広げられ、敵味方に色分けされた駒が置かれていく。

レオポルトが好きそうなやり方だな。

　ブライアン国防長官が説明を始める。

セリアにマイラにレオポルトまでいるから俺は聞いてなくても良さそうだ。

「南ユーグリア軍は総数約十万──」

　敵の数は十万、西から三万、南から三万、東から二万の三個軍団に分かれており東の軍団は国境付近に留まっているそうだ。

ん、足し算を間違えたかな？

「どうしてここまで押し込まれ──」

「敵の先鋒部隊は騎兵のみの高速部隊で──」

　マイラとデーヴィッド参謀長が言い合っている。

どうやら南ユーグリア軍は二万の騎兵からなる先鋒を使ってリバティース軍をひっかきまわしたようだ。

リバティースは不可侵を信じていたせいで対応できず南部一帯で撃破されたり包囲されたりと散々で今動ける兵は六万に満たないらしい。

「敵の補給について──」

　レオポルトが声を上げ、デーヴィッドが反応する。

おぉ、陰気な参謀同士の対決だ。

　レオポルトは撤退時に物資を残したのかと尋ね、デーヴィッドが肯定した。

そこにジムが市民から物資を奪うなどリバティースではあり得んと怒鳴っている。

　やはりジムは分かりやすい性格に思える。

何故初対面の俺に噛みつくのだろう。

「連中はイルクスターに強行揚陸を──」

「南ユーグリアが大型輸送船を──」

　その後も補給の話は続く。

もっと面白く話せないものか、眠くなってきた。

「ふむふむ」

　セリアは俺が真剣に聞いていないのを見抜いてメモをとってくれている。

後で見せてもらえば問題なさそうだ。

「う」

　欠伸を堪えた拍子に屁が出てしまった。

上手くすかしたので臭いさえ散らせばわからないはずだ。

「敵は大型の輸送艦を突入──」

「半数は沈めたが陸からの攻撃でこちらの水軍拠点が──」

　しかし場の雰囲気が重い、少し和ませてやろう。

俺はメモを取るふりをして紙に『麗しきマイラ愛している』と書いてマイラに見せる。

「──!?」

　真っ赤になってから怒り顔になるマイラ、ふふふ悪戯し甲斐のある反応だ。

レオポルトも見習うといい。

「南ユーグリアは空前の好況とは言え短期間であれほどの数の船は……」

「船型から見て帝国から……」

「資金源は……」

　次はセリアだ。

「──あぅ」

　セリアは少しずつ真っ赤になってから『悪戯しないで下さい』と紙に書いて頬を膨らませる。

こちらも良い反応だ。

「高価な大型船を捨て駒に──」

「それは敵の強固な侵略意志の──」

　次はイリジナでどうだ。

『焼きたて骨付き肉』『トマトとカボチャ入りビーフシチュー』『熱々アップルパイ』と書いて見せる。

「……むう」

　ググーっとイリジナの腹が鳴り、一瞬全員の会話が止まる。

文字だけで腹を鳴らすとは大したものだ。

「緊密な連携の為にそちらの部隊状況も把握させてくれないか？」

　ルナにはリアルな男根の絵を見せてやろう。

ふふふ、恥ずかしがる顔が楽しみだ。

「ハードレット卿、部隊表をこちらに頂けますか？」

　レオポルトが突然俺に話しかけて来た。

びっくりするじゃないか。

「ええっとこれか？」

　レオポルトにセリアが作ってくれた部隊表を渡す。

するとレオポルトは一瞥してから丸めて捨てやがった。

「セリアがせっかく作ってくれたのになんてことをする！」

　言ってから手元にまだ部隊表がある事に気付く。

いかん、男根絵の方をレオポルトに渡してしまったようだ。

「……いや、なんでもない」

　さっさとよこせとばかりに無表情のままこちらに手を出すレオポルトに部隊表を渡す。

「うん？」

「はて」

　ブライアンとジムが怪訝な顔で俺達のやり取りを見ていた。

どう見ても主従のやり取りじゃないからな。

レオポルトのせいで俺の威厳を損ねてしまったじゃないか。

「最終的な目標は奴らをリバティースから叩き出すことだが、まずは現状の防衛線を死守、機会を見て敵の補給拠点となっているイルクスターを奪還、もしくは破壊する。その方針で動いて頂く」

　ブライアンがそう締めて会談は終わる。

　やっと終わったか。

正直どうして負けたやら、補給がどうやらを聞いても仕方ない。

それは戦いが終わってからの話であって今はただ敵と戦って勝利する以外にない。

　敵はこちらよりも多く、多数の騎兵でかきまわしてくる。

それだけわかれば十分だ。

「援軍が十万──いや五万あれば反撃に出られたのですが」

　参謀長のデーヴィッドがぼそりと言う。

俺に言われてもな。

「本国は追加の援軍も検討しています。いずれ増援が来るでしょう」

　エイリヒからこういえと言われていたのだ。

本当に送ってくれる可能性もあるから嘘は言ってないぞ。

「それはそれは……自由の国は偉大な王様の軍隊も歓迎致しますぞ」

　ジムの言葉にはやはり毒がある。

ねちねち悪口を言うタイプには見えないがなんで嫌われているんだろうか。

　まあいい。

マッチョの好感度を上げても仕方ない。

それよりも戦いに備えるとしよう。

　俺が立ちあがると書類を持ったセリアと帽子とマントを持ったマータが続く。

ジムは最後まで俺に敵意のある視線を向け続けていた。
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数日後　都市メリスバーク

「さてそろそろ敵がやってくるかな」

　メリスバークの街壁に登った俺は伸びをしながら言う。

「はっ！　必ずや敵を粉砕してゴルドニアの威信を示しましょう！」

　俺の横にいるのは王国軍第七兵団長のえーと、ノルタ……ノルト……ノース……なんとかバルト＝キースなんとかだ。

もう【キース】でいいだろう。

「ハードレット卿に恥ずかしい戦いを見せないよう兵にも徹底しております！」

　キースはとにかく馬鹿みたいに真面目で俺の前では常に直立不動なのだ。

悪いとは言わんがちょっと疲れる。

「斥候によると敵数は約三万、本格的な攻城兵器を所持して一直線にこちらに向かっている模様です」

　レオポルトとキースに挟まれた。

四倍疲れるから止めてくれ。

　メリスバークは首都西方にある中規模都市で、トルトエントとは太い街道で結ばれている。

トルトエントを伺う敵がまずこの街を狙うのは子どもでもわかる話だ。

　そして要衝だけあって街の防備もそれなりで門や街壁などはラーフェンより余程重防備だ。

街壁は頑丈な石造りで高さは五ｍから六ｍもある。




「敵が見えました。西から接近してきます！」

　見張りが声を上げ街中で警鐘が打ち鳴らされる。

兵達が慌ただしく動き、リバティースの守備兵が市民を堅牢な建物に避難させていく。

「総員配置につけ！　弓隊は街壁の上、歩兵は城門前と消火要員に分かれろ。騎兵隊は街中央で待機だ！」

「いよいよか……」

「まあハードレット卿がいるんだ。負けることはないだろ」

　兵に動揺はないようだ。

王国軍の歩兵にとっては初戦闘、しかも士気が下がりがちな籠城戦なので助かるな。

「そういえば俺も本格的な籠城戦は初めてだ。いつも攻める側だったからな」

「私は守備戦は得意なので補佐して見せます。期待して下さいね」

　マイラがむんと胸を張る。

「もちろん頼りにしている」

「はい！　ですがその突き出した指で胸をつついたら本気で怒りますよ」

　俺は咳払いして両手を後ろで組む。

さあ戦いが始まるぞ。

「ハードレット司令官、話があるのですが」

　誰だ、こんな時に。

あぁメリスバークの市長だったか、ここに入った時に挨拶はしたが名は忘れた。

「敵の本格攻撃が迫っているとか……もちろん貴方と祖国の勝利を信じてはおりますが、市民はいまだ街の中におります」

　メリスバークは中規模とは言え万単位の民を抱えている。

全てを避難させるのは時間がかかり過ぎるし街壁外に出すことが安全とも思わない。

「万が一街壁が破られて市内戦闘となれば死傷者は激甚となります……そうなるなら早めの降伏を……」

「あのなぁ」

　戦う前から負けた時の事を考えさせるなよ。

「司令官は軍務に責任をお持ちでしょうが、私もまた市民の命に責任を持っておるのです」

「戦況はこちらの予想通り進んでいる。何も問題は無い」

　レオポルトが答えると市長は渋々引きさがった。

「それで本音は？」

「最悪の場合は市街戦の混乱の中で敵中を強行突破して脱出することもできるでしょう」

　だろうな。

お前はそう言う奴だ。

「そうならないように上手く戦うとしよう」




　敵は西からゆっくりと接近してくる。

先頭を大盾が固め、その後ろに弓兵、中央に槍兵が綺麗な陣を組み、両翼には散開した騎兵と軽歩兵が展開する一般的な攻城陣形だ。

数は報告通り三万程度だな。

「定石通りの陣で穴はありません。奇策は避けるべきかと」

　レオポルトの言う通り、まずは一当たりされてみようか。

「敵が西門に接近します」

　敵は西門……つまり一番近い門に攻撃を仕掛けるようだ。

相手はあくまで奇策を避けて定石通りに当たってくるようだ。

「大盾と弓が前に出て来ます！」

「弓兵準備！」

　こちらの弓兵二〇〇〇と備え付けの大弩が射撃体勢に入る。

敵の弓兵はこちらの倍以上はいるだろうか

「撃て！」

「撃てーー！」

　敵味方同時に号令がかかった。

矢が空中で交差して互いの頭上に降り注ぐ。

「ぎゃっ！」「ぐわー！」

「ぐえ！」「ひぎ！」

　悲鳴と絶叫が響いた。

「続いて撃てー！」

「撃ち負けるな！」

　矢の応酬は連続して何度も続く。

「発射速度は同じぐらいでしょうか」

「なかなか訓練されているな」

　王国軍はエイリヒがしっかり鍛えている。

同じ速度と言う事は少なくとも寄せ集めではない。

　弓騎兵よりは相当遅いがあいつらは本当に早いからな。

「三斉射目が交差します！」

「ふむ……」

　防御施設に守られている味方はもちろん、大盾に隠れて矢を放つ敵の方にも大した損害は出ていないだろう。

そもそも矢の応酬は戦い前の罵倒合戦みたいなもので決着がつくものではない。

「そろそろ来ますね。歩兵隊は準備をしなさい」

　マイラの予想通り、敵の四斉射目は街壁上の守備兵を狙わなかった。

大きく角度をつけて直接街の中へ撃ちこんで来たのだ。

おまけに矢先に燃える布が巻かれている。

「市内に火矢を放ってこちらの動揺と混乱を誘う……か」

　だがマイラは当然予測し準備もしていた。

「敵からこちらの様子は見えていないぞ。落ち着いて水をかけろ！」

「木製の家にだけ注意しろ。なあにどうってことはない」

　街に散った兵が水桶を持って走り回り火事を未然に防いでいく。

「弓の性能はこちらの勝ちだな」

　今のは恐らくはもっとも射程の出る撃ち方をしたのだろう。

重い火矢とは言え、俺の私軍が使う合成弓はもちろん王国軍の弓よりも飛んでいない。




　敵の弓隊はしばらく様子を見ていたが、守備兵に混乱が無く、火の手も上がらないことを確認するとゆっくりと後退していく。

「敵軍が後退していきます」

「そうだろうな。さて次にどう出るかわかるか？」

　レオポルトにも少し仕事をさせよう。

「こちらに十分な守備兵がおり、街の防火もできている。ならば本格攻撃で城門を破るしかないでしょう」

　次が本番と言う訳か。

「西門前に歩兵を並べろ。騎兵も隊列を組んで街中央で待機だ」

　もし城門が破られたり街壁を乗り越えられても即座に反撃して叩き潰す体勢を整えておく。

「敵が攻城兵器の組み立てを開始しています。更に複数の破城槌を確認！」

　籠城戦は相手の出方に合わせないといけないからもどかしいな。

「レオポルト、カタパルトと大砲が組み上がったらまずくないか？」

「問題ありません。下手に飛び出す方が損害は大きい……このまま構えるのが最善ですな」

　そんなもんか。




　炸裂音が響く。

遂に敵が大砲を放った。

本格的な攻撃が始まったのだ。

　だがマイラの提案で鉄製の門の外側には土嚢が積まれ、内側には石が高く積まれている。

いかに大砲とはいえそう簡単には破れない。

　だが街の中にいるので着弾音だけが聞こえて様子がわからない。

「ちょっと見て来る」

「あ、もう！」

　セリアの文句を聞きながら俺は本陣を出て街壁の上に登る。




　街壁上に顔を出すと王国軍の兵が驚きの声をあげた。

「え、ハードレット卿!?　ここは危険ですよ」

「下からだと何も見えんからな。なーにそうそう矢など当たるもんじゃ──」

　風切り音が聞こえ、反射的に手が動く。

長剣を大きく振り上げると強烈な手ごたえがあり、金属片と木片が飛び散った。

街壁上の兵を狙った大矢だったようだ。

「──ともかく敵を見ないと始まらん」

「……大矢を弾き飛ばしたぞ」

「それより速度だろ……あの大剣の振りが見えなかったぞ」

「やっぱり危ないです！　下に居て下さい！」

　騒ぐセリアを撫でながら矢に当たらないように頭を下げさせる。

　敵は大砲で西門へ集中砲火、大弩やカタパルトは街壁上の味方を狙っている。

弓兵がこちらの守備兵と矢を撃ち合い、その隙に破城槌が門を狙って前進するようだ。

「レオポルトは問題無いと言っていたが……なるほど、大砲が小さいな」

　俺達が使っている小型の大砲と似た大きさだ。

あれでは簡単な砦や木製の扉なら破れるだろうが総石造りの壁や鉄の門は中々破れまい。

　俺達の大型砲ならいかに補強しても門を撃ち砕いただろうし、ドワーフ特製の大砲なら壁に大穴をあけることも可能だった。

やつらが持っていなくて本当に良かった。

「敵砲、また来ます！」

　複数の砲声が響いて煙が上がる。

砲弾は門前の土嚢に命中し僅かに街壁全体が揺れた。

「ぐ……」

「うう……」

　門は壊れていない。

だが味方の兵は少し動揺しているようだ。

　大砲の強さはその破壊力だけではなく、派手な閃光と轟音で敵を圧倒する点にもある。

ポチなど散歩中に大砲訓練の轟音を聞いてから練習場には近付かなくなったし、ハーピー達は危うく頭から地面に落ちる所だった。

「落ち着け、うるさければ耳でも塞いで他の敵を迎撃してろ。どうせ玉なんて飛んで来ない」

　もっと言うなら直撃の軌道で飛んできたらどうしようもないので考えても仕方ない。

「し、しかしこうもドカドカ撃たれてはいかに鉄製とはいえ門がもちません……」

「なんとかあの砲を壊さないと……」

「いや必要無い」

「ですね」

　手が出せない距離から一方的に撃たれるのがつらいのはわかる。

だが破壊しようと無理に飛び出せばそれこそ敵に付け込まれるし……そもそも必要が無い。

「俺達も演習の度に悩まされる問題だ。あれを見ろ」

　敵の大砲数門が発砲を止める。

その周囲で砲兵達が何やら騒いでいた。

「大砲は本当に簡単に壊れるんだよなぁ」

「はい……」

　ドワーフ達の協力で改良した俺達の砲でさえ結構簡単に壊れるのだ。

玉が無くなるまで延々撃ちまくるなど幻想でそうなる前に砲がぶっ壊れて終わりというのが現実なのだ。

「敵はこの戦いが最後とは思っていないはずだ。砲を全部壊す覚悟で砲撃は続けてこない。必ず破城槌や梯子を使って攻めて来る」

「脅えている場合ではありませんよ！」

　俺とセリアは兵を鼓舞する。

「心得ております！　戦鬼ハードレット卿の前で臆病な真似はできませんとも！」

　中年の指揮官がそう言ってから部下を叱咤して回る。

「俺も勇敢に戦って見せます！　あ、貴女の為に……」

　若い兵がセリアを見て顔を赤らめている。

可愛いから仕方ないがやらないぞ。

手柄を上げれば俺に抱かれるセリアを見るぐらいは許してやってもいい。




　敵の攻勢はいよいよ本格化し、街壁上に無数の矢と大矢、更にはカタパルトから飛ばされる油壺などが降り注ぐ。

「大弩は右の一団を狙え！　好き放題に撃たせるな！」

「防壁に隠れるのは消火の要員だけだ！　弓を持って隠れている奴は蹴り出すぞ！」




　味方が街壁上に据えられた大弩を放ち、防壁を利用しながら矢や油壺を落として迎撃する。

　敵のカタパルトが大矢の直撃を受けてバランスを崩して崩壊する。

　弓兵の一団の真ん中に油壺が落ちて凄まじい絶叫が上がる。

　梯子をかけて壁を登り始めた敵兵が中間まで登った所で矢を受けて頭から地面に落ちる。




　もちろん味方も無傷では済まない。

　敵カタパルトが放った鉄玉が味方の大弩に命中し、大弩と操作兵が入り混じった破片になって飛び散る。

　振りかぶった油壺に火矢が命中、哀れな兵は火達磨になって転げ回り街壁から市内へ転落していく。

　敵を狙うことに夢中だった弓兵が梯子で登った敵の槍に貫かれて引きずり落される。




「これが籠城戦と言うやつか。結構面白いな」

　梯子を登り切った敵兵を前蹴りで蹴り落し、梯子を揺らして後続も全て転落させる。

「矢に注意して下さい！　そこら中から狙われています！」

　セリアが矢を避けてからナイフを真下に投げつける。

鋭い悲鳴が上がったので命中したようだ。

　俺も矢を二本程素手で掴んで味方の弓兵に渡してやる。




　敵も頑張る、士気が高い。

「なんとしても登りきれ、街に突入すれば俺達の勝ちだぞ！」

「なら入れてやろうか？」

　かかった梯子の一つを掴んで思い切り引き上げてやる。

するとひっついていた兵と指揮官の二人が一気に街壁の上に立った。

「へ？」「なぬ？」

　呆然とする二人の首筋を掴んでそのまま街の中に放り投げる

何かが潰れる音が二つした。

「ふむ、負けにはならなかったな」

　下を見ると先ほどの市長が怒っている。

わかった、次はやらないよ。

　守るばかりの戦いはイラつきそうだったがそうでもない。

騎兵戦とは別の興奮がある。

「破城槌が接近してきます！」

「絶対に近づけるな！　門を破られるぞ！」

　乱戦の混乱の中、破城槌がいよいよ西門に近付いてきた。

ゆっくりと這うように、だが確実に近付いて来る。

　車輪のついた箱のような破城槌は鋼鉄の重厚な杭を城門に繰り返し叩きつけて破壊する攻城兵器だ。

大砲と違って一度目標に取りつけば破損の心配も少なく連続で攻撃できるので守備側にとっては一番の脅威と言ってもいい。

大抵の物は頑丈な屋根を持っているので上からの矢や投石の効果は薄い。

「火力を集中しろ。大弩を向けるんだ！」

「油を流せ、火達磨にしてやれ！」

　味方の指揮官が怒鳴るが、敵も破城槌を守ろうと攻撃を集中させるのでなかなか頭が上げられない。

「近付かれます！」

　セリアが叫ぶ。

「いや、まだ猶予はあるぞ」

　城門の前にはマイラが積んだ土嚢がある。

ボロ布に詰められていた土は先ほどの砲撃で破れて散らばっている。

　いかに破城槌が強力とは言っても土ごと門を叩き割れるほどではないし、そもそも門の前がでこぼこでは車輪が詰まって上手く接近できない。

「土をどける為に兵が出て来るからそいつらを集中して狙え。弓兵以外も何か投げて落とせ」

　既に油壺は投げ尽くしたので、兵達は街壁上に転がる石や壊れた大弩の破片などを手に持つ。

うーむ、それもすぐに無くなりそうだな。

「おいお前、街へ降りて何か投げられそうな物を持って来い。水瓶でも家具でもなんでもいい」

　数人の若い兵を呼びとめて命令する。

「わかりましたー！」

　若い兵が街壁を降りて行く。

……がすぐに戻ってきた。

「市長が市民の財産を勝手に使うのは容認できないと──」

「なら石でもゴミでもなんでもいいだろうが！　さっさとしろ！」

　若い兵は泣きながら再び降りて行く。

つい怒鳴ってしまった。

　そうこうしているうちに破城槌の前に敵兵が現れて土をどけ始めた。

守備兵も矢や石を投げて猛烈に応戦するので敵兵は次々と斃れて行くが、いくらやられてもあきらめない。

「投げられる物は全部落とせ。レンガも引っぺがせ！」

「二番の大弩は距離が近すぎてもう使えない！　矢を直接投げつけてやれ！」

「この破城槌は屋根がごついぞ。狙うのはその手前の兵──うぎゃー!!」

　物を投げ落とす為に身を乗り出す味方の損害も拡大していく。

敵の矢は今も雨のように降り注いでいるのだ。

　更に俺達の攻撃が破城槌に集中するうちに街壁を登ろうと無数の梯子が寄りかかって来る。

「盛り上がってきたな」

　俺も足元のレンガを引っぺがし、梯子を登る敵に思い切り投げつける。

レンガは先頭の兵の頭を吹き飛ばし、更に後続一人の顔面深くにめり込んで二人を仕留めた。

「破城槌が動き始めます！」

「む」

　敵は土の除去に成功したようだ。

破城槌が門に向かって再び動き始めた。

「何か重い物は……これでいいか」

　俺が甲冑を着たまま倒れる敵の死体を持ちあげた時、破城槌が轟音をたてて前のめりに沈んだ。

「落し穴です！」

「マイラめ、上手いじゃないか」

　土嚢の向こうに落とし穴とはな。

この根性の悪い罠はもしかするとレオポルト発案かもしれないが、マイラの手柄にしておこう。

「今の内に破壊してしまうぞ」

　敵はまだいくつも破城槌を持っている。

だがこいつを破壊すれば門の前が詰まって攻撃はより難しくなるはずだ。

「そこをどけ」

　街壁上に設置され、守備兵を守る石造りの防壁……その防壁に長剣を叩きつける。

「ハードレット卿は一体何を……？」

「防壁を破壊しようとしているのか？」

　数度全力で長剣を叩きつけると防壁が壊れる。

これで数百キロの石の塊が出来た。

「剣を持っていてくれ」

「わかりまし──わぁ！　つ、潰れます！」

　セリアの為にもさっさと片付けないといけない。

　俺は石の塊をゆっくりと持ちあげる。

「え？　嘘だろ……あの重さを持ちあげるのか？」

「怪力なのは噂に聞いていたが限度があるだろ……やっぱりオークなんじゃ」

　好き勝手言いやがって。

「あぅぅぅ……お前達はエイギル様を矢から守りなさい！　盾になるのです！　うー重いです！」

　長剣の下でバタバタしながらセリアが叫ぶ。

声に応えて守備兵が盾を構えて俺の側面を守ってくれた。

　石塊を抱え上げたまま俺は破城槌の近くまで歩く。

だが城門の真上は敵の攻撃が凄まじく、両手が塞がった状態で行くのは自殺行為だ。

　仕方ない、ここから投げるか。

「え？　まだ一五ｍ程ありますが……」

「さすがに放り投げるのは無理では──」

「うおぉぉぉぉ!!」

　我ながら野獣のような叫びを上げてから腰を落し、思い切り放り投げる。

大きな石塊は少し上に持ちあがってからゆっくりした動きで斜めに落ちて行った。

「よし命中だ」

　狙いは正確で見事に破城槌の上に影を落とす。

呆然と覗きこむ味方と、同じく呆然と見上げる敵兵の前で石塊は破城槌のど真ん中に落下した。

　矢や投石を防ぐ屋根は数百キロの重みに一瞬も耐えられず、紙のように陥没していく。

石塊がへし折ったのだろう杭がひしゃげて飛び出し、重厚な攻城兵器はくの字に折れてから崩壊した。

「これであいつはただのでかい障害物だ。西門を攻めるのは難しくなっただろう」

　岩の圧し掛かった残骸を除去するのは相当な手間だろう。

まして矢の降り注ぐ中では尚更だ。

「なんて人だ……まんま怪物じゃないか」

「ハードレット卿が男根と筋肉で出来ている噂は本当だったのか」

　男に褒められても仕方ないが、悪い気分ではない。




「敵が撃ってきます！」

　破城槌を壊された腹いせか門周辺に敵のカタパルトから多数の鉄玉が飛んでくる。

「エイギル様退避しましょう！」

　セリアはそう言うが間に合わない。

下手に背を向ける方が危険だな。

「俺の後ろに居ろ」

　長剣を振り上げる。

鉄弾は高々と上がり、ほとんど真上から落ちて来る。

　全部で一四発──当たりそうなのは三発だな。

「ふっ！」

　腰を入れて最初の一発目を剣の腹で弾く。

ただでさえ重い鉄弾が勢いをつけて落ちて来るのだ。

全力でいかねば潰されてしまう。

「ふんが！」

　鈍い音と共に鉄弾を真上に弾く。

思い切り当てたので手が痛い。

「もう一つ！」

　次は剣の腹で滑らせるように叩き、勢いを殺してその場に落す。

先ほどよりは上手くやったので痛みはない。

「最後は……こうだ！」

　目は慣れ、やり方もわかってきた。

最後はもう少し面白くしてやる。

　思い切り剣を振りかぶって鉄弾を横から叩きつけると激しい金属音と共に勢い良く敵に向かって飛んで行く。

ほとんど大砲のような勢いで跳ね返した弾は敵兵数人をなぎ倒した。

　敵にとって大した損害ではないだろうが俺の気分は良くなったぞ。

「こ、ここまで来ると逆にこえぇよ……」

「怪力の秘密は今まで食い殺した男達の筋肉を吸収したって噂が……」

　やり過ぎたらしい。




「ハードレット様！　街から使えそうな物を持ってきました！」

　先ほどの若い兵が色々な物を抱えて登って来る。

今更だが、次の攻撃を防ぐには役に立つだろう。

　壊れた瓶にベッドの残骸、割れたレンガ……ゴミばかりだが投げれば一緒だ。

ん、これは──。

「おい」

　俺は一つの箱をあけてから兵を締め上げる。

「お前はこれをどう使うつもりだったんだ」

　入っていたのは腐りかけた大根だった。

「な、投げ槍の代わりに……」

「阿呆、なる訳無いだろうが！」

　怒声と共に俺は大根を街壁の外に投げ捨てる。

「ぐわぁぁぁ！」

　投げ捨てた大根が敵の喉に根元まで刺さり、一瞬で絶命させた。

「……」

「……」

　気まずくなったので何も言わずに兵を解放する。




　その後も俺は西門にかかりきりだったが、他の箇所へと行われた攻撃はマイラとレオポルトが指揮を執り見事に凌いでくれた。

あいつらがいるから俺が安心して前に出られるのだ。

　そろそろ夕方になる。

敵の初撃は凌いだと言っていいだろう。

　心持ち敵が増えている気がするが、気のせいだろう。

明日に備えて英気を養うとしよう。
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４／１　特別編　♯

何故か完成した四／一特別編です。

本編とは何の関係も無く、色々と意味不明な展開ですがご容赦下さい。









ラーフェン　ある日

「うん？」

　突然の目まいに襲われる。

普通に歩いていただけなのに目まいとは不思議だな。

「……なんだったんだ？　女を抱き過ぎたか？」

　ぷるぷる頭を振って気を取り直す。

特に体調不良は感じない。

一時的なものだったようだ。

「ま、気にしないでおくか」

　むしろ体は軽いぐらいで、特に股の辺りがやけに軽い。

今さっきまで三十路過ぎのメイドにどっぷり出していたおかげだろう。

最後まで妊娠は困ると叫んでいたが、腰に回した脚を離さなかったのでどっぷり中に出してしまった。

「セリアと遊びにでも行こうかな」

　セリアは仕事中だろうが、たまには休みも必要だ。

ラーフェンの飯屋で上手い飯を食い、そのまま飲んで楽しもう。

潰れるだろうが、俺が面倒を見てやれば問題はない。

「セリア入るぞー」

　ノックと同時にドアを開ける。

化粧中だったり着替え中だったら怒られるのだが、いつものことなので気にはしない。

「エイギル様ぁ……愛しています！　エイギル様、エイギル様……あうっ！」

「……何が起こっている」

　俺は硬直して動けなくなってしまう。

　部屋ではセリアが自慰をしていた。

いやそれはいい、彼女も健康な女だし自慰ぐらいするだろう。

俺としては嬉しいだけで、動揺するにしてもセリアだけのはずだ。




　だが問題があった──セリアに男根が生えていたのだ。

大きさは二〇ｃｍぐらいだろうか、大きくはないが完全な男根だった。

「え、エイギル様！　いやぁぁぁぁぁ!!　見ないで下さいぃぃ！」

　セリアは悲鳴を上げて毛布を被る。

　前にも有った反応だ。

あの時も自慰を覗いてしまい、セリアは真っ赤になって布団に埋まった。

　だがあの時は確か俺の服を抱き締めながら必死に肉豆をいじっていたはずだ。

どう間違っても肉棒など生えていなかった。

「セリア……お前……男……だった……のか」

　俺は動揺を隠せず、短く切って言葉を紡ぐ。

「え？　な、なんでですか？　私はちゃんと女です！　……そんなに可愛くなかったでしょうか？」

　恥ずかしさを引っ込めて露骨に落ち込んでしまうセリア。

罪悪感が襲ってくるが、それどころではない。

「だがその肉棒は……」

「え？　女にコレがあるのは当然じゃないですか……女の象徴とも言いますし」

　セリアは何を言っているんだ？

まさか仕事が忙しすぎておかしくなってしまったのだろうか。

疲労がたまって肉棒まで生えたのかもしれない。

　だとすれば俺のせいだ、仕事など全部レオポルトとトリスタンに押しつければ良かった。

可愛いセリアに負担をかけるとは男失格だ。

　俺が言葉に詰まっているとセリアが恥ずかしそうに俺に抱きついて来る。

もちろん湿った肉棒も当たる。

「見られただけでは恥ずかしいです……このまま犯して欲しいです」

「うむむ」

　セリアは可愛いし、抱いて欲しいと言うなら街中でも抱く。

だがこのビクビク震える肉棒をどうするべきか。




「──今日もエイギル様の立派な肉穴で気絶するまで絞って欲しいです」




　さらりと彼女はとんでもないことを言いやがった。

「肉穴？　何を馬鹿なことを」

「うう、恥ずかしすぎて死にそうです……エイギル様も脱いで下さい」

　セリアが俺のズボンを降ろす。

現れたのは馴染みの肉棒ではなく……やたら黒ずみ、肉厚で媚肉がだるだるにはみ出した肉穴だった。

「──！」

　人生で今まで出したことの無い声が出てしまう。

「なんだこれは！　一体どうなってる！」

「あぁ……やっぱり凄いです。こんなすごい肉穴の男性なんてきっとエイギル様しかいません」

　セリアは蕩けた目で俺の肉穴を舐める。

ピリピリした快楽を感じたが、それどころではない。

　何故俺に肉穴がついているのか、そしてセリアに肉棒が生えているのか、しかも俺の穴は熟年娼婦もかくやと言うぐらい使い込まれているのか、まったく思考がまとまらない。

「今日もたっぷり絞って下さい。気を失うまでアソコを締めまくって下さい」

　セリアは肉穴を一通り舐めるとバキバキに勃起した肉棒を俺の肉穴に当てる。

「いきます。エイギル様の穴はすごいのできっと叫んでしまいますけど……許して下さい」

　セリアが俺の上に圧し掛かり、肉棒を挿入しようとした時に彼女を跳ねのけてベッドを飛び降りる。

「す、すまん！　今は体調が優れん！　また今後抱いてやるからな！」

　それだけいって退室する。

可愛いセリアとは言え、挿入される勇気は無かった。

むしろ何が起こったのかわからない。

　乱暴に締めた扉の向こうからセリアの声が聞こえた。

「え、エイギル様が女を拒否するなんて……やっぱり私の自慰に失望して……うぅぅぅ！　私のバカ……エイギル様に嫌われた……うわぁぁぁぁぁん!!」

　慟哭するセリア。

部屋に戻りたくなったが、今入室すれば間違いなく挿入されるだろう。

その勇気はどうしても湧かない。

「それよりもこの異常の原因を突き止めねばならん」

　自分に言い訳してセリアの部屋を去る。

　彼女には後でフォローを入れるべきだ。

部屋いっぱいの菓子と一週間ずっと一緒に居てやろう。




「エイギル様？　何を難しい顔をされているのですか？」

　現れたのはノンナだった。

ちょうど良かった、今は誰でも良いから相談して混乱を和らげたい。

「ノンナ──うぉぉぉぉぉ!!」

　ノンナの方を見て思わず雄叫びをあげてしまう。

「いきなりどうされましたか!?　ま、まさか昼間から情欲が……」

　ノンナの股──薄い生地に包まれた股間に、規格外の盛り上がりがあったのだ。

　生地に包まれているので剥き出しではない。

だが股間の不自然な盛り上がり具合から見てとんでも無い巨根がぶらさがっているのは明白だった。

「ノンナ！　お前どうしたんだ！」

「ひぇぇぇぇ！」

　俺はノンナの肩を掴んで空き部屋に連れ込み、彼女のロングスカートを引き下ろす。

「私達は退室致します」

「お水やタオルがご入り用ならばお声掛けを」

　侍女二人が察したように退室していく。

ちなみに彼女達の股間も少なからず盛り上がっていた。

「あぅあぅ……もう、昼間から子作りなんて……不道徳です」

　言いながらノンナは静々と服を脱ぎ捨てる。

「ぐは！」

　そこに合ったのは一ｍを優に超える超巨根だった。

その大きさは小柄な女の身長と大差無く、しかも胴回りぐらい太い、更には筋だらけな上にいきり立って先ばしりを垂れ流していた。

　オークも土下座するだろう怪物だ。

「は、恥ずかしい。女は興奮するとすぐわかってしまうから不公平です」

「……何が起こったんだ」

　セリアだけではなくノンナまで生えている。

しかもそれが当然で有るかのように受け入れている。

「え、エイギル様の大好きな巨根です。どうぞ遠慮無くおしゃぶり下さい。その気になられたらいつでも咥えこんで頂いて構いませんので……」

　俺は唇にキスだけして素早く部屋を出る。

何やら不満げな声が聞こえたが緊急事態だから仕方ない。




　いつの間にかラーフェンの街に飛び出していた。

「俺が狂ったのか、それとも世界が壊れたのか」

　いや待て、もしかすると屋敷に良からぬ呪いか魔法もしくはナーティアが薬作りに失敗して変なことになったのかもしれない。

　確かめる為に向かわねばならない場所がある。

「良い娘が入っているよー、昼に相手できる娘じゃ一番だ！　すぐにお客がついちゃうよー」

　馴染みの娼館街をおそるおそる覗いて見る。

「うふふ、サービスするわよぉ」

　ある娼館の前に立つ娼婦がいやらしい目で見つめる客に向けて何かするようだ。

きっと胸元を開いてその豊満な胸を──。

「ほらどーお？　私の巨根は」

「……」

　俺の予想に反して娼婦はスカートをめくり上げて股間を晒したのだ。

「げへへ、なんてでかいチンポだ。しかも肉傘がバンと張ってやがるぜ！」

「随分使い込んでそうだが……まぁ娼婦だからな。その方がうまく突き上げてくれそうだぜ」

　見るからに品の無い男達が娼婦を見ていやらしい笑みを浮かべている。

「屋敷だけではないんだな……」

　がっくりと肩を落としてその場を去る。




「女全てに生えてしまったのか……俺はこれからどうすればいいのだ」

　屋台で買った果物を齧りながら歩く。

これを売っていた娘も美人だったが、生えているのだと考えると萎える。

　半ば自棄になって屋台で買った酒を煽る。

これを売っていた髭だらけの店主にも穴があるんだよな。

想像すると酒も泥水のように感じる。

　ふとトリスタンが女に手を引かれて行くのが見えた。

　昼間からまた仕事をさぼっているな。

だが今の俺に声をかける元気は無かった。

「そんなに引っ張らないでくれないかな。転んでしまうよ」

「マイラ様に見つかったら面倒でしょ！　いいからさっさと歩く！」

　トリスタンは半ば強引にとある家に引き込まれていく。

前に色々あった貸本屋か……まぁ適当にやってくれ、俺はそれどころではない。

　溜息を一つついて窓の傍にしゃがみこむ。

「いいから脱ぐ！　時間がないんだから！」

　トリスタンの抗議の声が聞こえる。

「三日も来ないから、こんなになったんだから！」

　トリスタンの激しい抗議が聞こえる。

「もっと男らしくしたらどうなの、もう私が上になるからね！」

　悲鳴が聞こえる。

「あぁん良く締まるぅ……ほらトリスタンも自分から締めて、男の子でしょ！」

　悲鳴が大きくなる。

「ほら次は後ろ向いてお尻をこっちにむけなさい！　あぁもう逃げるな！　押さえ込んでやるんだから……トリスタンがいくら抵抗しても無駄なんだからね、あきらめて受け入れなさい！」




　俺は静かにその場を後にする。

「女に生えているのも異常だが、誰もそれをおかしいとおもっていない。これはいよいよ俺の頭がおかしくなってしまったのか」

　魔法や呪いで体を変化させたとしても頭の中まで変えることなどできるのだろうか。

もしそうならとんでもないことだ。

肉棒を失った俺では到底太刀打ちできないだろう。

「旦那様？」

「あぁマータか」

　マータは屋敷で着る礼服のままだった。

ちょっとした買い物に来たらしい。

「屋敷に戻られるのでしたらお供致します」

　俺の横を数歩下がってついて来る。

いつもなら隣に呼んで肩でも抱く所だが──。

「見た感じ膨らんではいないが……」

「？」

　俺の視線はマータの股間に集中していた。

ノンナのようにこんもりと盛り上がっている訳ではない。

もしかすると生えていない女がいるのかもしれない。

「ちょっとこっちに来てくれ」

　マータを薄暗い路地裏に引き込む。

「だ、旦那様!?　まさかこんな所でなんてマータは……マータは……その」

「いいから下を脱ぐんだ」

　壁に手をついて迫るとマータは顔を赤らめ、スカートの裾をめくり上げて口でくわえる。

可愛らしい桃色の下着……盛り上がりはない。

「おおこれは……お前は変わっていなかったか！」

　嬉しくなって彼女の下着を一気に引き下ろす。

そして膝をついてしまった。

　皮を被った小さな肉棒が控えめにぶら下がっていたのだ。

「なんてことだ。小さいだけで生えていたのか……わからなかった」

「ひ、ひどい！　酷すぎます！」

　マータが跪く俺の頭をポカポカと殴る。

彼女がこんなことをするなんて相当怒らせてしまったようだ。

「いつもは『小さくて可愛いのも好きだから気にするな』『今日も小さなコレをたっぷりしゃぶってやろう』とかおっしゃって下さるのに」

　更に元気が無くなったぞ。

まるでゾンビのような足取りでふらふらと去る。

目の前が真っ暗になりそうだ。

「ハードレット様！」

　次はシャロンか、両手に袋を抱えている所を見るとレティシアの店で必要な買い物の途中だったようだ。

「どうせお前もだろう？」

　有無を言わさずにズボンを下着ごと引き下ろす。

　慌てるシャロン……俺は自分の目に光が戻るのを感じる。

「穴だ！　穴があるぞ！」

「うわぁぁぁぁ！　人、人が見てますー!!」

　俺は思わずシャロンの穴に指をねじ込んでしまう。

「ひぃぃぃ！　気持ちいいけどだめですぅ！」

「穴だ……女に穴がついている！　俺の知っている通りだ！」

　ざわざわと聞こえる周囲のどよめきも気にならない。

「あいつら公衆の面前で何やってるんだよ」

「変態よ、治安隊に通報しましょう」

「良く見りゃ男同士じゃねぇか！」

「てか領主様じゃねぇか！　うわぁ……見境無しの噂は本当だったか」

「まぁ確かにあの子は……そう見えなくもないけどな。しっかり穴はついてるが」

　嬉しさの余りシャロンの穴をいじり回してから屋敷へ駆ける。

諦めるにはまだ早いのだ。

　シャロンに穴が残っていたように、元の体のままの奴がいるかもしれない。

ならばこの異常を解決することも可能なはずだ。




「戻ったぞ！」

　屋敷の扉を開くとノンナとセリア、そして屋敷中の女が集まっていた。

「お前らどうしたんだ」

「「「「ご覧ください」」」」

　女達は一斉に服を脱ぎ捨て全裸となる。

美しい肌に大小の胸……そして異物。

「今日のエイギル様はどこかおかしいです！」

　セリアが迫って来る。

「女を裸にしておきながらそのままにするなんて……」

　ノンナが俺の手を引く。

「女に酷いことを言うなんて旦那様らしくありません」

　マータも涙目のまま背中を押す。

　寝室に引き込まれた俺はベッドに押し倒され、周りを女に囲まれた。

「思えば朝から少し様子がおかしかったです」

「エイギル様の御病気は女体で治すのが一番です」

　女達がじりじりと寄って来る。

大小様々な異物も迫って来る。

「待て、少し待つんだ。話をしよう」

「この状況で待てなど……やはりおかしいな」

　セクリトが俺の手をベッドに縛り付ける。

ちなみに彼女もかなり巨大なナニカを揺らしている。

「女に抱かれれば良くなりますよ」

　メルと娘達が足をベッドに縛り付ける。

ちなみにメルはやや大きめ、娘達は小さなナニカを揺らしている。

「さあいつものようにまとめて可愛がって下さい！」

「種切れになるまで頑張りますから！」

　動けなくなった俺に女達が圧し掛かってくる。

「あたしは口で……」

「私は手でお願いします」

「私達は三本まとめて入りましょうね」

　覚悟を決めねばならないようだ。

　そもそも彼女達は俺達の愛しい女達だ。

肉棒が生えたから彼女達を捨てるとでも言うのか？

「そんなことはあり得ない。来い、全員まとめて可愛がってやる！」

　歓声と共に一斉に女が圧し掛かって来る。

さあ、戦いの始まりだ。
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「うおおおおお!!」

　絶叫と共に目が覚める。

股間に鋭い快感は続いているが、部屋は真っ暗で両手両足まで群がっていた女達がいない。

「ゆめ……か……」

　長い長い息を吐いて天井を見上げる。

この気持ちをどう表現すれば良いのか、まだわからない。

　一応股間に目をやる。

　肉棒は……女に沈み込んでいて見えないが、上に乗っている女にはしっかり穴があるので大丈夫だろう。

「おぉ、良い締まりだ」

　激しい音を立てて射精が続いていた。

あの夢で発射してしまったのか。

「うっぷ……もう駄目、お腹いっぱい」

　上に乗っている女が腰を引いて肉棒が抜ける。

うむ、いつの通りの一物だ。

「このあたしが吸いきれないなんて……なんて精力なの。すごい男、本当に人間なのかしら」

　上に乗った女がふらふらと宙を舞い、窓をあけて飛び去っていく。

「……うん？」

　寝起きで判断力が鈍っていたので不思議に思わなかったが今の女は誰だろう？

背中に黒い翼、尻に尻尾、頭に小さな角が生えていた気がする。

「ヘンナノイル　アヤシイアヤシイ　ピー！」

「うわ、なんでハーピーがこんな所にいるのよ。コラ騒ぐなってば、鳥人間！」

　ハーピーは夜目が効かないので朝まで静かに寝ているはずだが珍しいな。

「うぐ！」

　肉棒の痙攣がまだ止まらない。

起きあがるのはつらそうだ。

「妙な夢が覚めきっていなかったのかな」

　大の字に寝転び、不自然な射精の快楽を味わうことにする。

「……濃厚で美味しすぎてつい食べすぎちゃった。一人の男でお腹いっぱいなんていつ以来かしら」

　まだ寝ぼけているのかな、窓の外から声が聞こえる。

　それにしても男根は未だ壊れたように精を吐き出し続けている。

まるで媚薬でも飲んだか変な魔法でもかけられたかのようだ。

だが暴れ回る肉棒もまた愛おしい。

「お前が戻って来てくれて良かったよ。これからも宜しく頼むぞ」

　こいつが使い物にならなくなる時はきっと俺も息絶えるのだろう。

ルーシィを迎えに行くその時まで互いに健在でありたいものだ。

「明日はレーミアを抱きに行こうかな。思い切り抱き締めて抱いてやろう」

　今の俺ならどんな体位でも激しく抱いてやれそうだ。

　ようやく射精を終えた肉棒が垂れさがる。

ベッドをドロドロにする量が出てしまった。

強い倦怠感を感じる。

「まるで何十人の女と乱交した後みたいだな」




　その時、扉がノックされた。

「旦那様、旦那様、先ほどの叫びは何事でしょう？　異常ありましたでしょうか？」

　夢から覚める時の絶叫を聞きつけたリタが駆けつけたようだ。

夜番メイドをやっていたのは彼女だったのか。

　入室したリタが小さく叫ぶ。

「そのベッドは!?」

「淫夢を見て夢精してしまっただけだ。気にしないでくれ」

「はぁ……しかしこんな桶どころか樽一杯分お出しになって、お体は大丈夫なのですか？」

　俺はリタを抱きしめて大きな尻を撫でつける。

「出し過ぎて一物が壊れてしまったかもしれない。確かめてくれないか？」

「まぁ、それは一大事ですわ。ご確認させて頂きます」

　リタは俺の股間に顔を埋めてゆっくりと肉棒に舌を這わせる。

精を丁寧に舐め取り、中に残った精も頬を窄めて吸い出す。

「大変ですわ、いつもよりずっと軟らかい……出し過ぎておかしくなってしまったのかも」

「そりゃ困ったな。お前の尻で治療してくれ」

　リタは怪しく微笑むとメイド服のスカートをめくり上げて大きな尻を晒す。

彼女の尻は体型の割に大きく、肉付きも張りも素晴らしい。

男を誘い、腰を叩きつけられる為にあるような良い尻なのだ。

「良いデカ尻だ。肌も滑々している」

　リタの尻を両手で撫でながら口で奉仕を受ける。

俺の男根はゆっくりと大きさと硬度を取り戻していった。

「うっそ!?　並の男なら干からびて死ぬぐらい絞ったのに！　よっぽどの性豪でも不能になるか、一ヶ月は勃たないはずよ！」

　はて、まだ声が聞こえるな。

「えっ？」

　リタが慌てて窓を見る。

同時にバサバサと何かが飛び去る音がした。

「今窓の外から人の声がしませんでしたか？」

「ハーピー達が寝言でも言ったのだろう。さっきも何か騒いでいたからな。それより……」

　窓を見るリタの腰を抱えて一気に男根を挿入する。

「あぁん！」

　目を閉じて甘い声を出すリタ。

反射的に反った背中が色っぽい。

「今はお前のいやらしい尻を味わわせてくれ。夜が明けるまで突いてやるからな」

「ああっ太い！　張った肉傘と血管だらけの竿がたまりませんわ！　もっと打ち付けて下さいませ！」

　やはり女は良い。

乳があっても無くても、尻がでかくても小さくても、生えていてもいなくてもだ。

最初は世界が完全に変わってしまう展開でしたが、あまりに酷過ぎるので夢落ちにしました。

もうエイプリルフールでもなんでもありませんねｗ










第３５２話　南部戦争③　メリスバーク総攻撃







　第一次攻撃を撃退した俺達は戦闘で壊れた部分を修理しつつ次の攻撃に備えた。

戦闘に参加しなかった者が夜通し作業に当たる。

「外も大分痛んでますけど……どうしようもありませんね」

　マイラが準備した落とし穴や街壁補強の土嚢なども最初の攻撃でほとんど使ってしまった。

「防御兵器のいくつかは修理可能ですけど……数は減りますね」

　大弩やごく少数あった大砲も少なくない数が壊れた。

「東や北に据えられているやつを外して持ってくるか？」

　防御兵器は街を守る性質上、全方位に配備されている。

それは壁の上にしっかり固定されているので移動させるには一度ばらして壁から降ろし、移動させて再び組み立てる必要がある。

これを攻撃を受けてからやるのはかなりの愚策と言える。

　現実的に考えれば敵は攻撃でいくらかでもダメージを与えた西と南を中心に狙って来るはずで、無傷の北や援軍が来るかもしれない東は避けるはずだ。

「それは危険かと」

　レオポルト、いつ生えた。

「敵はまず正攻法で当たり、こちらの頑強さを確認しました。敵司令官が余程の馬鹿でない限り、このまま力押しで攻めても大損害と長い時間がかかると判断するでしょう」

「まぁ敵の目的はあくまでトルトエントだろうし、激戦の末にズタボロになってこの街を陥落させても成功とは言えないだろうしな」

　レオポルトは正解ですと言う。

お前は俺の先生か。

「よって次の攻撃で奇策に出る可能性があります。対応力を落とさない為にも防御設備は全方位に維持されるべきです」

「わかったよ。ならそうしよう」

　レオポルトと戦術のことで言い争うつもりはない。

女も絡んでいないし、奴の言う事を聞いておいた方が良いだろう。

　そこでマイラが言う。

「門の前に円形の空白地を作れませんか？　突破された時に備えて集中砲火のポイントを作りたいのです」

「必要な事ですな。すぐに用意することをお勧めします」

「ん」

　レオポルトも同意したので俺も了承する。

「ではヒューティア殿はすぐに必要な行動を、ハードレット卿は……数軒民家を取り壊すことになりますので、市長への説明を願います」

「ちょっと待て」

　市民の家を一方的に壊したらあの市長がどうなるか。

面倒な事を俺に押し付けるつもりか？

「なら私が説得しようか？　副官の肩書きでもくれればすぐに済むぞ」

　セクリトが薄く笑って剣を撫でる。

やめろ、余計こじれる未来しか見えない。

「副官!?　やはり私の地位を狙っていたのですね！」

　セリアがセクリトに飛びかかる。

だがその鋭い蹴りは軽く受け止められ、足を掴まれて宙ずりにされてしまった。

「このっ離しなさい！　ええい離せ！」

　自由な方の足を振りまわしてなんとかセクリトを蹴ろうとするセリア。

だがそちらの足も掴まれて逆さのまま大開脚させられてしまう。

「ほう、張りのあるケツと白い太ももだな。一度鞭で打ってやりたいものだ」

「や、やめなさい！　足を開くなぁ！　はなせーーー!!」

「じゃれあうのもいいが、明日……いや、もしかすると今夜にでも夜襲に来るかもしれない。しっかり体を休めておけ」

　さすがにいきなり夜襲はないとは思うが念の為だ。

「私は無役だ。備える必要もないが？」

「そう言うな、いざとなったらお前も頼りにしてる」

　セクリトは軽く笑うと、もう寝ると去ってしまう。

「うう、エイギル様の前で恥辱を受けました」

「セリアも頼りにしているよ」

　額にキスをしてやるとセリアも機嫌が直ったらしく、軽やかに去っていく。

　さて明日はどんな戦いになるのだろうか。

今日より面白くなるといいが。




　──翌日　早朝

「おい、話が違うぞ」

「私は話などしておりませんが」

　ええい、揚げ足を取りやがって。

「敵兵力は三万だろう？　どう見ても五万はいる」

「夜の間に増えたのでしょうな」

　そんなゴブリンみたいにポコポコ増えられてたまるか。

「いずれにせよ敵は五万となりました。敵の攻勢を防ぎ、機会を見て野戦に打って出る……という戦術は放棄するしかありませんな。敵が諦めるか、防御不能となるまで籠城戦を続けることになります」

　レオポルトめ冷静に言いやがる。

とはいえこいつが涙目で右往左往していたらそれはそれで困るのだが。

想像したら少し笑えて落ち着いた。

「まあなんで増えたと文句を言っても始まらんか。で、五万になっても防げるのか」

「問題ありません。そもそも攻城戦において正面に投入できる数は限られています。いくら兵力が増えようとも後詰が増えるだけで攻撃力は変わりません」




　その時、敵陣から地響きのような鬨の声が聞こえる。

恐らく敵の司令官が兵を鼓舞したのだろう。

　奴らは本当に士気が高い。

昨日追い払ったのだからもう少し落ち込んで欲しいものだ。

「来るぞ！　市民は中心部へ避難、兵は配置につけ！」

　警鐘が狂ったように鳴り、軍靴が地面を踏み鳴らす。

「西と南から同時にきます！」

「南側へ破城槌三基を確認！」

「西側から多数の敵兵！　無数の梯子が確認できます！」

　そら来た。

西と南、あくまで正攻法で来るようだ。

「北側にも若干の敵兵──土を盛っただけの簡易な陣地を構築中」

　セリアが首を捻る。

「こちらが打って出るのを警戒しているのでしょうか？」

　メリスバーグに弱点がないか探っているのかもな。

土をほじくり返して簡単な陣地を作っているらしいが、わざわざ出て行って叩く余裕もない。

「何か知らんが今は西と南が最優先だ。北は後でなんとかする。今日も暴れようか」

「駄目です。今日は本陣に居て下さい」

　セリアが俺の横にしっかりと立つ。

もちろん場合による。




　攻撃は昨日と同じくまず矢を打ち掛け、次に大弩とカタパルトでの攻撃が始まった。

違いと言えば今回は大砲が使われていないことだ。

「やはり敵は次を考えて大砲を温存するつもりか？」

「かもしれませんね」

　だが奴らはここから先には進めない。

「西はマイラが見ろ。南はレオポルトだ」

「「は！」」

　少なくとも俺がここに居る間はな。




　まず敵兵が殺到したのは西側だった。

「敵兵が街壁一面に分散してきます！」

　マイラが見張りの報告に小さく頷く。

西に破城槌は来ていない。

「壁を直接乗り越えるつもりですね。西は門前に昨日壊した破城槌が転がっていますから」

「だが梯子をかけて乗り越えようとするだけなら昨日と変わらんぞ」

　昨日やって駄目だったのだ。

数が増えたとは言え、壁に取りつける数は変わらない。

「まずは今の攻撃を全力で防ぎます──矢を釣瓶撃ちにしろ。惜しまず撃ちまくりなさい！」

　味方からも勇壮な掛け声が上がった。

「構え──撃て！」

　城壁に並んだ弓隊が一斉に矢を放つ。

目の前は敵だらけなので『狙え』の号令は必要ない。

「何人連なっていても先頭を落とせば全部落ちるぞ！」

　弓兵とは対照的にクロスボウ兵は梯子を登る敵を正確に狙い撃つ。

ただでさえ強力なボルトを上から受けた敵兵はたまらずに落下、後続の兵も巻き込んで転落していく。

「手の空いている者は石を投げろ！　石が無くなっても色々あるぞ！」

　弓やクロスボウを持たない兵達も用意された石やその他諸々を投げ落とす。

「野郎、無茶苦茶しやがって！」

「なんだこりゃ……大根だと？　ふざけているのか!?」

　枯れた植木鉢に壊れた水瓶、腐った野菜まで無茶苦茶に投げ落とす。

　ゴミでは敵を殺すことはできないが、それでも当たると痛い。

頭上が気になって梯子を登る速度は落ちるし、下から狙うクロスボウ兵も攻撃の精度を欠くだろう。

「こいつでどうだ！」

　そこに数少なくなった油壺が投下される。

火は投げまくられた様々なゴミに引火して燃え上がり、敵兵の接近を妨害する。

「くそ！　あそこに矢玉を集中しろ、守備兵を針鼠にしてやれ！」

　もちろん敵も黙っていない。

間髪おかず味方が矢を放った場所に矢の雨や大弩が集中する。

「身を隠せ！」

　だが街壁上には石造りの分厚い防御壁がある。

そこに身を隠せばそう簡単にやられはしない。

「ぐわぁぁぁ!!」

　悲鳴に視線を向けると鉄弾が防御壁ごと味方を四人ほど叩き潰した。

「まぁカタパルトの鉄弾が命中したら諦めるしかないけどな」

　放物線を描いて高所から落ちて来る高威力の鉄弾はどうしようもない。

とは言え正確に狙える兵器ではないので当たるのは運の問題だ。

　ズドンと音を立てて市内に鉄弾が落下する。

こんな風に狙いを大きく外して飛んでくる物も多い。

「ひぅ！」

「う！」

　声を上げたのはマータと王国軍第七兵団長の通称キースだけだった。

「……ご、ごめんなさい」

「構わんさ。頭の上に落ちて来ても俺がなんとかしてやる」

　マータは戦場に慣れている必要はないしいくらでも脅えれば良い。

彼女は顔を赤くしてちょんと俺の袖を掴む。

今ここで男根を出したらしゃぶってくれそうな表情だ。

「……申し訳ない。カタパルトで撃たれるのは初めてですので」

　キースは平気な顔をしているマイラとセリアの顔を見てばつが悪そうに軍服の襟を直す。

もしかするとキースは攻撃を間近に受けた経験がないのかもしれない。

「今のは近かったな！　んごんご……」

　イリジナは出撃に備えて腹ごしらえ中だ。

食いながらしゃべると飛ぶぞ。

「レオポルト、南はどうなっている？」

　レオポルトが答える前に見張りが叫ぶ。

「二基目の破城槌が炎上しました！　更に右側の敵攻撃が頓挫！」

　レオポルトは怒鳴るでもなく淡々と命令する。

「弓兵は火を消そうとする兵を狙い撃て。他の兵は左に寄せろ、次は左から来る」

　大丈夫なようだな。

むしろ西側よりも上手くいっているようで、マイラが悔しそうな顔をする。

心配するな、いざとなったら俺がまた街壁に登って押し返してやるさ。

「む！」

　セリアが俺の袖を掴んでくる。

何故わかったのか。




　敵の攻撃は次第に激しさを増し、味方の負傷兵も増え始めた。

もちろんそれ以上の損害を敵に与えているだろうし、乗り込まれてもいなかったがさすがに兵には疲労の色が見えて来る。

「え!?　敵の攻撃が止まりました……西壁、南壁から引いて行きます」

「なに？」

　そろそろセリアを振りきって出ようとかと思っていた矢先だったのだが。

「損害に耐えきれず引いたか？」

　呟くと即座に否定された。

「敵の損害はざっと二五〇〇──五万から考えればほんの五分……攻撃停止はあり得ません」

「後方部隊との入れ替えですな。むしろ今までの断続的な攻撃はこちらの疲弊を狙ったもの、本格攻撃はここから始まるとご理解下さい」

　レオポルトの言葉が終わらない内に見張りが声を張り上げる。

今までよりもずっと緊迫した声だ。




「敵が大規模に移動しています！　南から西……いえ北です！　北側に移動していきます！」

「北だと？」

　西と南に集中攻撃しておいて突然北からとは支離滅裂な感じもする。

今まで正攻法で攻めてきただけに妙な感じだ。

　レオポルトも見張りの情報を集めるように指示を飛ばしている。

俺にはわかる、予想外だったのだ。

「西は街壁も防御設備も少なからず損害を受けています。総攻撃をかけるなら西だと思うのですが」

　マイラも不思議そうな顔をしている。

だがどこを攻撃するか選ぶのは俺達ではないからな、来るなら迎え撃たねばならない。

「最小限の兵を残して北側へ兵力を集中させろ。大弩の再配置は間に合うか？」

　マイラが首を振る。

だろうな、無理をして作業中に戦闘になったら大変なので止めておこう。

　レオポルトが難しい顔をしている。

「レオポルト何かあるのか？」

「可能性の問題として処理していましたが、今は最善を尽くします」

　なんだそりゃ、まあいい任せた。

「じゃあお前が全体の指揮を執れ、俺は前に出る」

「ああっ！」

　周りがバタバタしてセリアの注意がそれた隙に俺は北へと駆け出す。

慌てて追いかけてくるのが可愛らしいな。




「おわ！　また出た！」

　街壁を登った俺を見て兵が叫ぶ。

怪物を見たみたいに言うんじゃない。

「敵はどうなっている？」

「それが歩兵も破城槌も随分と後方にあって、すぐに仕掛けて来るように見えません」

　それは妙だな。

せっかく北に移動したのだからこちらが体勢を整える前に攻撃する方が良いだろうに、何をぐずぐずしているのだろうか。

　そこで敵陣に隙間が空き、ゆっくりと重そうな何かが現れる。

　俺は思わず舌打ちしてしまう。

「大型砲……こいつを待っていたのか」

　その大きさは今まで敵が使っていた数人で動かせるような代物ではない。

馬に引かれて現れた車輪付きのそれは砲身も長く、見るからに威力がありそうだ。

「敵砲が陣地の上に……いや、あれは最初から砲座として用意されていたのか」

「一……二……三……八門、こ、これはまずいです」

　敵は土を盛った台座の上に砲を引き上げる。

　良く見ると台座に傾きをつけて砲身をやや上向きにしている。

あの角度なら標的は門ではなく、俺達が守る街壁の上部か、もしくは市内を直接砲撃するつもりか。

「大型砲の周囲に他の大砲も並んでいます！　総数約二〇門！」

「カタパルトも組み立てを開始しました！」

　思わず笑いが漏れてしまう。

敵は大砲を温存するつもりなど無かったのだ。

最初の攻撃で大砲を使わなかったのは、総攻撃で北壁に全部まとめて叩きつけるつもりだったのだ。

「面白いじゃないか」

「おい、ハードレット卿笑ってるぜ」

「こえぇ……尻がきゅってなったぞ」

　俺はセリアの尻を少し強めに握ってから予備の短槍を握りしめる。

さんざん撃たれる前にまずは一矢こちらから放ってやりたかった。

だが俺は弓が下手で後ろに飛ぶかもしれないので槍にしておく。

　全身の筋肉に力を込め、大きく息を吸う。

「うおぉぉ!!!」

　野獣のように咆哮して槍を投げる。

「あぅ！　や、野蛮なエイギル様も素敵です……あぁ下着が……」

　槍は強弓で引いた矢のような勢いで飛び、大砲の準備をしていた敵兵の胸に突き刺さった。

周りの敵兵が信じられないと言う顔でこちらを見ている。

　弓の射程にも少し遠い距離だからな。

我ながら良く飛んだ物だ。

「さて百倍になって返って来るぞ。全員覚悟しておけ。セリアは俺の後ろだ」

　味方の兵から苦笑とも悪態とも付かない小さな笑いが漏れる。

　セリアも頬を叩いて気合いを入れ直していたが、俺を見る目が蕩けていた。

攻撃を凌いだらマータとセリアを並べて穴比べができそうだな。

　そして砲撃が始まる。

　砲声から僅かに時間をおいて街壁全体が揺らいだ。

「ぐわぁぁ!!」

「ぎゃあああ！」

　防御壁に身を隠していた兵がバラバラになって吹き飛ぶ。

　街壁上部を掠めた砲弾が弓兵二人の上半身を持って行く。

更にその破片を受けた味方が全身血塗れになって街へと落下する。

　逸れた砲弾が市内に落ちて石造りの民家を一撃で倒壊させる。

「すごい威力です！」

　頭を上げるセリアを押さえ込む。

連れて来たのは失敗か、本陣に居させるべきだったな。

　続いて小型砲の弾も次々に着弾してくる。

　こちらも石作りの防御壁で防げる威力では無い。

着弾の度に悲鳴が上がり、幾人かの味方が砕けて行く。

　外れた砲弾も放物線を描いて市内に降り注ぐ。

火矢と違って砲弾はどうしようもない。

「反撃するぞ。大弩で狙い撃て！」

　弓の射程には遠いが大弩なら狙えない事も無い。

　しかし大矢と砲弾では威力が違い過ぎる。

こちらの攻撃が命中しても砲兵を数人殺す程度だが、敵の砲撃はこちらの大弩を粉々に粉砕してしまう。

　短時間の撃ち合いでほとんどの大弩が破壊され、完全に撃たれるがままになってしまった。

「まだ続くのかよ……」

「くそ……街壁ごと崩れて落ちるんじゃないのか……」

　こうなると兵の士気は急速に落ちてくる。

　見た感じ敵の大型砲は強力だが、街壁を叩き壊すにはもっと近付かないといけない。

これ以上近づけばこちらの矢も届くのでそう簡単にはいかないだろう。

それにこのペースで撃っていれば、すぐに砲が壊れたり歪んだりして撃てる門数は減るはずだ。

　だが今の兵にそんな理屈をこねても士気は上がらないからな。

「泣いても怒っても寝ていても当たる時は当たる。頭を下げて女を抱いた時のことでも思い出しておけ」

「わあ！　言いながらお尻を触らないで下さい！」

　周りの兵が這いつくばる中、俺は一人立ったままセリアの尻を撫で回す。

　そこで近くに砲弾が落ち、轟音と共に破片が飛ぶ。

「おっと危ない。セリアは伏せていろ」

　俺の方は僅かに頬が切れたがどうってことはない。

「すげぇ……ハードレット卿に恐怖は無いのか？」

　あるに決まってるだろうが、こっちに飛んでくるなと願ってるぞ。

「俺は童貞なんだがどうすれば……」

　知るか、憧れの女を頭の中で淫乱にして犯せばいいだろうが。

「俺はお前とのことを思い出すぜ」

「俺もだ相棒」

　ええいこっちを見るな。

もうお前らの前で水浴びはせん。

　さすがに士気高らかとまではいかないが、ある程度気が紛れたようだ。

　俺達が亀のように耐えていると延々続いた砲撃が突然止まった。

兵達は安堵の顔を浮かべたが、安心できる状況ではない。

「全員顔を上げろ。敵が来るぞ！」

　言い終わらないうちに敵陣から鬨の声が上がる。

「攻撃開始──!!」

「突撃──!!」

　俺と指揮官達の怒鳴り声も通らない程の声を上げて敵が一斉に迫って来る。

北側面に広がって押し寄せてくる。

　先頭が大盾を構え、後ろの歩兵が続く今まで通りの攻め方だった。

「使える大弩は残っているか？」

「ありません！　防御壁もほとんどが破壊されました！」

　壁の優位性はかなり失われたな。

守備兵が直接防御するしかない。

「なら俺達でやるしかない。勝利すれば褒美に良い女を用意してやるぞ」

　長剣を抜き、左手に短槍を構える。

「そら来い」

　俺が槍をぶん投げる。

それを合図に味方の弓兵が一斉に矢を放った。

「ぐわぁ！」「ぎゃあ！」

「足を止めるな！　この一戦、ヴィルヘルミナ陛下の為に！」

　槍は馬上の指揮官を貫き、矢が周りの兵を次々と打ち倒す。

　だが敵の弓兵もすかさず反撃してくる。

防御壁がほとんど失われたので撃ち合いは今までのように味方の圧倒的有利ではない。

少なくない数の味方が矢を浴びて斃れ、または落下していく。

「損害が大きすぎます！　高所の有利はありますが、数で圧倒されています！」

　叫ぶセリアに迫る矢を長剣で叩き落とす。

その間に肩に一本当たったがドラゴン鎧のおかげでちょっとした衝撃だけで済んだ。

　そういえばポチの鱗の下とこの鎧の質感は似ている気がする。

まあ気のせいだろうな。そう思っておこう。

「撃ち負けています！　敵を阻止できません！」

　互いに六度、矢を撃ちあった所で味方の射撃が弱くなった。

弓兵に多くの死傷が出て統一した斉射が出来なくなったのだ。

「怪我人死人を壁から降ろして増援を呼べ」

　壁上のスペースは限られている。

死人はもちろん戦えない怪我人も邪魔なのだ。

「既にレオポルトさんの指示で予備部隊が下に待機しています」

「あいつめ準備が良くて逆に嫌味だな……統一射撃が出来なくても良い。とにかく一本でも多く撃て」

　増援が入ったことで味方は勢いを取り戻し、再び互角に敵と撃ち合いを始める。

　しかし敵の攻撃は大砲と矢だけでは終わらない。

先頭の大盾隊が左右に割れると同時に歩兵が飛び出してくる。

だが彼らの戦術は今までと違っていた。

「敵歩兵が壁に接近──奴ら武器を持っていません！　土嚢を積み上げる気です」

「……なるほど、その為に北で土を掘っていたのか」

　北側でちょこちょこやっていたのは大砲に角度をつける砲座を作ると同時に、掘り返した土を土嚢にして積み上げるためだったわけだ。

　梯子をつかって壁を登るのは簡単だが、蹴り倒されればそれまでだ。

土嚢を積みあげるのは時間がかかり、長く矢に晒されるので損害も大きくなるが、一度積み上げた土嚢を崩すのは容易ではないので、確実に守備側を追い込める。

「敵さんはやっぱり本気というわけだ」

「弓隊は歩兵を狙え！　積ませるな！」

　セリアが吠えるが、弓隊は敵の弓隊と撃ち合うので精一杯で思う様に歩兵を狙えない。

弓を持たない者も準備された石を投げ落とすが、阻止しきれない。

「第一隊完了、撤退！」

「第二隊前進、第三隊準備待機中」

　敵兵は味方の屍を乗り越えて壁に迫り、土嚢はどんどん積み上がっていく。

「敵の砲撃が再開しました！」

「……味方がこの距離でか」

　砲撃が再開されたことで俺達はますます頭が上げられなくなってしまう。

　だが同時にそれほど精度の良く無い大砲は城壁に迫る敵歩兵の頭上にも時より落下する。

「ぎゃあああ！」

「恐れるな！　勝利の為の犠牲だ。帝国と陛下を信じて突き進め！」

　敵歩兵は一時混乱したが、すぐに体勢を立て直す。

「味方からの攻撃など士気が崩壊しそうだがな。これは手強いぞ」

　敵兵の士気と覚悟は相当なものだ。

これはちょっとやそっと損害を出しても引きそうにはない。

「はい……ここまでとは思いませんでした」

　セリアもごくりと唾を呑み込む。

　どうやら阻止はできそうにない。

「弓隊は壁の下へ降りろ。歩兵隊は投石中止、得物を持て」

　兵が息を呑む気配を感じる。

乗り込まれる前提の命令を出したのだから仕方ない。

籠城戦で敵に壁を越えられるというのは一般的にあまり希望の持てる展開ではない。

　少しフォローが必要だな。

「心配するな。俺は矢だの石だのを投げ合うより、斬ったり突いたりの方が得意なんだ」

　知らなかったか？　と言いながらセリアの尻を撫で回す。

「だ、だから尻を撫でないで下さい！　『突いたり』の部分が兵に誤解されますから！」

　セリアの可愛い悲鳴もあって僅かながら笑いが漏れる。

それでいい、笑って戦っている内は大丈夫だ。

　こちらの反撃が無くなったことで敵の砲撃も止み、一気に土嚢が積み上げられる。

土の壁は遂に街壁と同じ高さになった。

「メリスバークへ突入だ！　この戦いは俺達の勝ち──ぐげぇ!!」

「それはどうも」

　剣を掲げ大音声をあげながら乗り込んできた指揮官らしき男の喉を長剣で貫く。

そのまま刀身を回転させて首を捩じ切り、死体を下へと蹴り落とす。

「よくも中隊長殿を！」

　突き出された槍を下から跳ねあげ、剣を反して頭頂部から股間まで両断する。

全ての内容物を土嚢の丘に落しながら半分になった敵兵が斜面を滑り落ちて行く。

「住民ではないが歓迎する」

「貴様ぁぁぁ！」

　横方向の斬撃を身を沈めて回避し、下から突き出すように腹を貫く。

歓声を打ち消す絶叫を聞きながら真上に放り投げ、空中で体を斜めにぶった切る。

真っ赤な不純物まみれの噴水が周囲に降り注いだ。

「ようこそメリスバークへ」

　頭から足まで真っ赤になって敵兵へ笑いかけてやる。

「なんだありゃ……」

「隊長と副長がバラバラに……あいつなんなんだよ」

　鬨の声とともに駆け登ろうとしていた敵兵の動きがぴたりと止まる。

うむ、それでこそ頭から臭い血を浴びて演出した甲斐がある。

無駄な残虐な殺し方は趣味ではないが、敵の士気を下げて味方を鼓舞する効果はあるだろう。

「やっぱりハードレット卿は怪物だったのか」

「戦鬼は長く戦いが無ければ人を食うって噂もあるぜ」

　おい、味方を有利にする為にやったんだぞ。

なんでお前達まで脅えているんだ。

さっさと戦え。

　広いとは言えない壁上で敵味方入り乱れての乱戦が始まる。

出足を挫いて一呼吸置いたのが良かったのか、味方もしっかり踏みとどまっている。

「奴らを追い落とせ！　街に入れるな！」

「ここを超えれば我らの勝ちだ、なんとしても押し通れ！」

　剣と槍で殺し合う白兵戦はむしろ俺の望むところだ。




　中年の兵が俺に斬りかかってくる。

「先ほどの奴はお前か！　ちょうどいい我が槍の錆に──」

「そりゃ無理だ」

　何故ならお前の肩から上はもう宙を舞っているからだ。

「もう我らを追い落とすことなどできん！　既に丘は築かれているのだ」

　若い根性の悪そうな男が短槍を突き出してくる。

「ああそうかい」

　槍を盾で弾いて懐に飛び込み、思い切り蹴り飛ばす。

男は残っていた数少ない防御壁に頭から突っ込んで絶命した。

「さすがに直通になると多いな！」

　新たに駆け登る四人の敵に突っ込む。

　一人目には奇襲で突進の勢いで剣を突き立て、そのまま体当たりして弾き飛ばす。

　二人目には振り下ろしの斬撃に振り上げの斬撃で返し、剣ごと顔面を叩き斬る。

　三人目は防御したので上段からの一撃で盾ごと右手を斬り落し、盾で左手も砕いてから蹴り飛ばす。

　四人目は足元の死体に躓いてすっ転んだので頭を掴んで前に突き出す。

「ぐぇ！　ぐぎ！　おげ！　がふ！」

　何度か鈍い手応えがある。

俺を狙っていたクロスボウのボルトが四人目に次々と突き刺さったのだ。

　俺を仕留め損なった上に味方を殺ってしまい、クロスボウ兵は動揺している。

「よし、復讐して来い」

　死体をクロスボウ兵目がけて投擲する。

　死体は見事隊列に突っ込み、甲冑を着た体でクロスボウ兵二人を潰して本懐を果たす。

残りの三名は逃げ出そうとしたが……。

「ぎゃ！」「ぎゅ！」「ぎょ！」

　それぞれ目、側頭部、首元に短剣が突き刺さって崩れ落ちた。

セリアがよしと頷いているが……。

「良くない！」

　慌てて駆けだし、セリアの顔ギリギリを長剣で薙ぐ。

「ひっ！」

　短い音が三つ、セリアの顔面に三本のナイフが投げられていたのだ。

「ちっ！」

　俺の可愛いセリアになんてことをする。

出元を追うと身長一五〇ｃｍもないぐらいの小男だった。

「歴戦のナイフ使い、このチーンパーンの投擲を見切るとはな！」

　小男は体型もやたら細く、落ち着き無く動くのでまるで猿のように見える。

「ふん、ナイフを投げるだけの大道芸人が偉そうに──ぐえ！」

　小男を罵倒した味方兵士の眉間にナイフが刺さり絶命した。

「戦場では強さが物を言う！　大道芸だろうが敵を倒せば良いのだ！」

「その通りだ。いくぞ」

　俺は小男の反応を無視して剣を振りかぶる。

「ふん、お前のようなデカ物とまともに打ち合うものか！　距離をとって──」

　小男が器用に宙返りして後ろに下がろうとした所で左手に握った砂利と小石を思い切り投げ付ける。

こいつが無駄話しているうちに握りこんでおいたのだ。

壁が破損していくらでもあるからな。

「ウキーーー!?」

　小男は運悪く宙返りの最後でこちらに頭が向いており、小石をまともに顔面で受けてしまった。

鼻から血が噴き出し歯が折れ飛ぶのが見える。

「キキーー！　卑怯なりー！」

「む？」

　とどめを刺そうと思ったが、自分で手を滑らせて街壁から落ちて行ってしまった。

なんだったんだあいつは。

「よしもう一歩だ！」

「くそ！　階段は取られるなよ、絶対死守だ！」

　市内へ降りる階段に敵が迫っている。

猿男より余程重要だ。

　敵味方が団子になっている場所に飛び込む。

「味方なら這え」

　長剣を腰で一溜めしてから全力で横に薙ぐ。

「わっ！」

「ひい！」

「へっ？」

「これ俺の足か？」

「世界がひっくり返ったぞ？」

　味方はなんとか這いつくばって回避に成功、敵は八人が腰から上で両断されてひっくり返る。

「何をしている。押し返せ」

　もう剣先から柄まで血にまみれた長剣を肩に担ぐ。

兵士達は歓声とも悲鳴ともわからない叫びを上げて駆けだしていく。

　今『殺される！』って叫んだ奴がいただろう。

お前達の司令官だぞ、殺す訳がないだろうが。




　とりあえず市内への侵入は阻止しているが、土嚢は積み上げられ続け、二つ三つと登り口が出来るに従って敵の数も多くなってくる。

「これは一旦市内に降りるべきかな？」

　レオポルトとマイラはさすがに対応が早く、市内を見れば既に簡易のバリケードが築かれ、後詰の歩兵達が配置についているし、大通りに展開した騎兵の姿も見える。

突入されてもそう簡単に陥落しそうではないが。

「いえ……粘るべきだと思います。市内突入は士気の劇的な低下を招きますから」

　セリアが異議を唱えたが、逆にその成長が嬉しい。

「ふふ、わかったよ。もう少し粘ってみようじゃないか」




　長剣を構え直した時、伝言役が叫ぶ。

「総員、盾を市内に向けて防御体制を取れ！」

「はぁ？」

「何言ってるんだ？」

　目の前の敵に背を、街に盾を向けろとは意味不明も極まる。

味方の兵達もまったく従おうとしてない。

「市内に向けて防御態勢──！」

　だが目を凝らすと街からマイラまで叫んでいた。

意味はわからんがマイラの言うことなら信じて見るか。

「全員、市内に向けて防御体制。文句を言うな、さっさとやれ！」

　俺が怒鳴ると兵達は慌ててその通りにする。

これぞ人望と仁徳の賜物だ。

「いえ恐怖だと思います」

　後でセリアの頬っぺたをつつき回してやろう。

「なんだこいつら、頭がおかしくなったのか？」

「司令官が狂ったのかもな。今のうちにやってしまえ！」

　敵に背を向けた味方は当然敵にいいように斬られる。

だが一方的な殺戮は続かなかった。

「弓騎兵、全力斉射！　あらん限りの矢を撃ちまくれ！」

　市内に向けた盾に衝撃が走り、背後の敵兵から無数の悲鳴が上がる。

　矢の風切り音なのか未知の怪物の叫びなのかわからない不気味な音と、矢が盾に当たる音が連続する。

「弓騎兵が撃ちました！　私達ごとです！」

　弓騎兵は籠城戦では出番が無く、四〇〇〇騎ほとんどがそのまま温存されていた。

市内突入に備えて大通りにいるのかと思ったが、良く見れば北の壁と平行に並んでいる。

マイラは最初からこれをやるつもりだったのか。

「盾を動かすな。背中から斬られたら諦めろ。下手に逃げたらその場で針鼠だぞ」

　味方はできる限り小さくなって盾の影に隠れ、弓騎兵は次から次へと連続で矢を放って行く。

セリアは盾を持っていないのでマントでくるんで抱き抱えてやる。

「ものすごい数です！」

「そりゃそうだ。一発で四〇〇〇本だぞ」

　弓騎兵は命中精度も高いが連射速度も並の弓兵とは比べ物にならない。

まして今回のように連射を優先すればとんでもない発射速度になる。

「しかも案外狙ってる」

　味方の盾に当たる矢よりも敵を捉えている矢の方が遥かに多い。

位置関係を考えれば逆のはずだが、これも弓騎兵の卓越した腕のおかげか。

　無防備な味方を一掃しようとしていた敵は逆に無防備に矢を受けることになってしまった。

数千、数万の矢の嵐はたちまち街壁上から敵を一掃する。

「壁を超えた攻撃部隊が崩壊！　攻勢を維持できません！」

「退却！　一時退却だ！」

　潮が引くように敵が退却していく。

この崩壊した状況で粘るより懸命な判断だと言えるだろう。

「負傷兵は市内へ、増援を上げろ」

「土嚢は除去できん。燃える物を積み上げて油で火をつけろ。一時しのぎにはなる」

　さすがにエイリヒが鍛えた王国軍だ。

すぐに適切な動きをし始めた。

ここは俺が下手に口を出さない方がいいな。




　さて一段落……とは行かなかった。

「破城槌北側城門に接近しています！　接触!!」

　大砲とは違う轟音が鳴り城門が揺らぐ。

こちらが乱戦している間に門にも攻撃が来ていたのか。

「城門破られます!!」

　鈍い金属音が鳴り、鉄製の門がひしゃげてゆっくりと市内へ倒れ込む。

「今度はこっちか」

　俺は街壁を駆け降りる。

見ればマイラが城門前に急造された陣地まで来ていた。

「門が破られたぞ」

「大丈夫です」

　マイラは小さく微笑んだ。

「市内突入だ！」

「敵を蹴散らせ！　我らの強さを示す時だ」

　手をついて登らなければならない土嚢の丘と違い、城門が開けば敵は自由に飛び込める。

騎兵さえ疾走しながら突入できるだろう。

　だがマイラは落ち着き払って手を高く掲げる。

「殲滅せよ！」

　民家を取り壊し、城門前に半円状に作られた空間。

そこに城門を睨みつけるように並んだ戦車八〇両から大矢が一斉に飛んだのだ。

「うぎゃ！」

「どわぁぁ！」

「なんだあの馬車は!?」

　メリスバークの城門は広い。

だが広いとは言え所詮城門は狭まった空間だ。

　そこから飛び出した所に大矢が集中すればどうしようもない。

「戦車は野戦専用と思っていましたが、防御戦でも運用し易いですね」

　大弩は設置や分解に手間がかかるので敵が迅速に動けば対応できない。

だが馬車に取りつけたまま動ける戦車は瞬く間に位置を変えることができる。




　最初に飛び込んだ敵は全て地に伏した。

だが後続はまだまだやってくる。

「二番撃て！」

　すかさず戦車の大弩が再び吠える。

「ぐわぁぁぁぁ！」

「何が起きたのだ!?」

　敵は市内を蹂躙しようと騎兵を出して来た。

だがそれも水平から狙う大弩にとっては良い的でしかない。

　強力なボルトは馬上の兵を吹き飛ばし、大きな軍馬の胴を抉って即死させる。

運が良ければ狙った標的を貫通して後続まとめて貫くことさえある。

　太い弦が低い音を立てる度に兵の断末魔と馬の嘶き、躯が地面に叩きつけられる音が続く。

城門の前はたちまち人馬の死体だらけとなった。

　大矢の雨を駆け抜けて戦車に迫った者も少数いたが、戦車にはクロスボウ兵や長槍兵も乗っている。

二段構えの攻撃に同じく斃れ伏すこととなる。

「クロスボウ隊、歩兵隊前へ。破城槌をどけて臨時の防壁を築きます」

　城門前は死体の障害物で埋められ、もう騎兵は速度に乗っての突撃ができない。

後は歩兵同士で押し合いしながら門を塞げは完了だ。

「俺が行こう」

「え？」

　城門での押し合いならどうしても少数同士のぶつかり合いになる。

自分で言うのもなんだが俺程適している奴はいない。

「でも司令官自ら行くなんて、何かあったら指揮が──」

　俺はマイラにキスをする。

「お前の指揮を信じているさ。敵を打ち破り城門を塞いで来るさ」

　長剣を抱え直す。

「わかりました。お任せ致します」

　マイラが頷く。

「ではマイラさんは後を宜しく」

「待ちなさい。貴女はここで私の補佐をして貰います」

「嫌です！　私はエイギル様の──!!」

　セリアがマイラに捕まったようだがこれでいい。

狭い場所での乱戦では何がおこるかわからない。

さっきの戦いでも実はセリアが心配で仕方なかったんだ。




　すると城門に向けて駆ける兵の中に一際巨大な筋肉の塊がいた。

「マックお前もいたのか」

　良く考えれば扉に突き刺さった破城槌をどうにかして臨時の防壁を築く。

これは工兵隊の役目だな。

「……本当はそっちがいる方がおかしい」

　そりゃそうか。

「「「「うぉぉぉぉ!!」」」」

　敵の怒号が聞こえる。

「「「「おぉぉぉぉ!!」」」」

　こちらも負けずに吠えながら突っ込む。

　敵はこちらの防備が厚いと悟ったのか重装備の歩兵が先頭だ。

鉄の塊のような甲冑と大盾を持っている。

「俺がぶち破る。続いて来い」

　鉄の塊に向かって盾を構えて全力で疾走する。

「来るぞ！」

「馬鹿め。我ら重装歩兵を抜けると思っているのか！」

　敵先頭は盾を地面につけて剣を構えるが、俺はお構い無しに隊列のど真ん中に突っ込んだ。

金属音が響く。

　敵兵三人を吹き飛ばし、そのうち一人を軍靴で踏み砕いて更に走る。

「ど、ど真ん中を!?」

「もう一枚！」

「舐めるな！　絶対通すなよ！」

　次の隊列から突き出される槍を身を屈めて避け、下からすくいあげるように盾で殴る。

二人の鉄塊が宙を舞った。

「三枚目！」

　今度は敵前で横に回転、勢いをつけて長剣を叩きつける。

「「「「ぐわぁぁぁ」」」」

　四人の鉄塊が激しい音を立てて地面を転がる。

鎧の中から大量の血飛沫が飛んでいる。

中で色々砕けたんだろう。

　こんなもんか、単に鎧が重いだけの部隊じゃないか。

しかも重すぎて動きが少ないので普通の歩兵よりやり易かったぞ。

　中央をぶち抜かれて動揺したのか敵の重装歩兵は味方の歩兵隊に押されて早々に崩れ去る。

　俺達は城門をぶち破った破城槌に辿りつく。

「さてこれをどけるか」

「人数がいる」

　だが味方を待っていても先に来るのは敵かもしれない。

「とりあえず押してどけよう」

「……本気か」

　見るからに重そう……いや問答無用で滅茶苦茶重そうだが車輪がついているのでなんとかなるだろ。

そもそもこれは押して進むようにできている。

「敵は三〇人がかりで押していたが」

「お前が二○人分気張れ。俺は一〇人分やる」

　マックは文句を言いながらも破城槌前面に両手をつく。

「ふんごぉぉぉ！」

「んがぁぁぁ！」

　男二人から聞くに耐えない醜い声があがる。

「動かんぞ。もっと力を入れろ」

「……これが限界だ」

　ええい仕方ない。

俺がもっと力を出すしかない。

　歯を食いしばり全身の筋肉を盛り上げて吠える。

車輪がゆっくりと回転し始めた。

「ぐぬぬぬ」

「ふんがぁ！」

　ゆっくりと破城槌が後ろ向きに進みだす。

「マック、汗を飛ばすな！」

「無茶……言うな……」

　さっさとどけないとマックの汗まみれになってしまう。

いよいよ渾身の力で押したのだが、急に進まなくなってしまう。

「くそ、リバティースの奴らが押してやがる」

「負けるな！　逆に門へ叩きこんでやれ！」

　どうやら逆から敵が押し返しているようだ。

しかも声からしてかなりの数だ。

邪魔をしやがって、一気に押し切ってやる。

「ぐおおおおお！」

「ぬごぉぉぉ！」

　負けじと押し返す俺達。

回りこんで敵を追い払えば良いのだろうが、それをやると負けた気がする。

敵も同じなのか反対側からひたすら押し込んできた。

「なんだこの力は！　五〇人ぐらいで押してやがるのか！」

「……二人だ阿呆め」

　敵兵とマックが破城槌ごしに会話している。

「嘘付けこっちは三十人だぞ！　軟弱なリバティース野郎は諦めて離れろ！」

「嘘などつくか、お前らこそ余計な事をするな！　隣の奴が猛烈に汗をかき出して臭いんだ」

　俺も思わず口が出てしまう。

　そこにドタバタと足音が聞こえた。

「よし！　こっちには援軍二十人が来たぞ。これで同数、俺達の勝ちだな」

　くそ、ここに二十人増えたらさすがにきつい。

筋肉痛を覚悟せねばならないか。

「族長様　助けに来た！」

　おお、こっちにもピピが援軍が来てくれた。

「ははは、こっちにもピピとトカゲが一匹援軍に来た。俺達の勝ちだ」

　さあ諦めて下がれ。

「ぷっ！　どう聞いても女の声だ。それにトカゲだと？　俺達を笑わせて勝つつもりか？　……ところで横からはみ出しているのはなんの翼だ？」

　俺とマックが並び、その上に立ちあがったポチが手をつく。

ピピも俺に肩車されたまま手をついたがあまり意味はないだろう。

「行くぞ！」

　全員が力を込めた瞬間、破城槌は坂道を転がり落ちるように後退する。

「「「ぎゃあああああ!!」」」

　あまりに勢い良く下がったもので敵を何人か轢き殺したらしい。

だから下がれと言ったのに。

　次の瞬間、車輪が耐えかねてへし折れ、破城槌は横倒しになる。

「これも防壁の一部と考えれば目的達成だな」

「……ポチのことだが」

　マックが何か言っている。

すまんがトカゲについて語っている時間は無い。

戦いが終わったら酒の席ででも聞いてやろう。

　後ろでは工兵隊が防壁を築き始めている。

城門に押し寄せていた敵も突入失敗と破城槌の破壊を見て動きが止まっていた。

　いつの間にか太陽にも色が付き始めていた。

ここから再攻撃する時間はもう無いだろう。

「防衛司令官に告ぐ！　負傷兵と死者の回収の為、日没までの停戦を提案する！　繰り返す負傷兵と──」

　敵陣から叫びが聞こえる。

とりあえず今日はここまでかな。




夕刻　本陣

「敵の出方を見抜けませんでした。私の失態です」

　珍しくレオポルトに謝罪される。

しかし謝る時も無表情と言うのはどういうわけだ。

今更気にしないけどな。

「敵の援軍経路は不明、また大型砲の運搬経路も未だに不明です」

　あれはびっくりした。

「メリスバーク周辺の地盤は固く土嚢作戦はないと想定しておりました。しかし北側の一部だけは元ため池で土が軟らかく、陣地構築や土嚢作りがし易い土だと判明しました」

　へぇ、だがそんなこと急にここにきた俺達にわかることじゃないだろう。

レオポルトの落ち度と言えないだろう。

「また北側街壁は建造の際に地盤の問題で若干傾き攻撃に適していたことも事後に分かりました」

　見た感じ俺にはわからなかったけどなぁ。

「これらは参謀である私が確認すべきことだったと認識しております」

　小さく頭を下げるレオポルト。

だから無表情で謝るのはやめろ、不気味で仕方ない。

　ここはユーモアで和ませるとしよう。

「ならラーフェンに帰ってお前とニナの情事を見せてくれ。それでちゃらにしよう」

「ニナは付き人に過ぎませんが、それが指示ならば実行致しますが」

　淡々と言うレオポルト。

「……いやいい」

　謝られる方が精神を削られるとはどういうことだ。




「ハードレット司令官！　お話があります!!」

　場の空気を変えたのは乱入した第三者、メリスバーク市長だった。

今度はなんだ、民家を壊した件の続きか？

「これは市長、どうしました？」

「どうもこうもありません！　市内の被害は甚大です！　市民に死傷者も出ておるのですぞ！」

　敵の砲弾が市内に飛んだことか。

だが狙っていたのは街壁だし、見た限り被害もそれほどではないはずだが。

「四八軒の民家が被害を受け、二八名が負傷！　三名の死者まで出してしまいました！」

「それは残念」

　突入されていたらそれどころでは済まなかったぞ。

ちなみにこちらは歩兵・弓兵を中心に二千以上の死傷者を出している。

「これは当初の約束に反するのではありませんか？　これ以上の被害が出る前に開城すべきでは──」

　いい加減少し頭に来た。

「──我々は貴国の求めに応じて援軍に来た。民や貴方に戦をしろとは言わないが、余計な口出しは止めて貰おう。文句があるなら市民が選んだ大統領に『戦わず街を明け渡して良いか』とでも聞いてくれ」

　疲れていたので少し怒気が出てしまった。

「横暴な方だ！　やはり貴族制度は市民を蔑にする！」

　わかったから消えてくれ。

文句ならまた暇で元気な時に聞いてやる。

　市長が去った後、マイラが怒り心頭の様子で机を叩く。

「援軍に来て何故民を殺したような言われ方をされねばならないのか！　敵国に街を占領されればそれどころではないと何故気付かない！」

　占領されたことがないからだろうな。

「街に敵を誘引して市街戦をやってはどうだ？　家屋を使って戦えば守り易かろう。一万、二万民草が死ねば同じことは言えんだろう」

「貴女どうしてここにいるんですか。出て行って下さい」

　セクリトが言い、セリアが文句を言う。

　そんなことしたら勝手に降伏しそうだぞ。

「しかし放置するには由々しき事態かと、民の協力が得られなければ防衛に支障をきたします」

　さりげなく居たキースが言う。

　そりゃそうだ。

いくら守りを固めても裏切り者が出れば街は簡単に落ちる。

「早めに決着をつける必要があるな」

　俺はレオポルトに向き直る。

「お前に責任を取って貰おう。迅速に決着をつける策を考えろ」

　レオポルトは俺の目を見たまま答える。

「既にございます」

　レオポルトはどこで見つけて来たのか街の概要図をテーブルに広げる。

　むぅ……こいつが考える間にマータと一発ヤろうと思っていたのに。

とことん空気の読めない奴だ。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　八五〇〇名

弓兵　　一二〇〇名

騎兵　　一七〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三九〇〇騎

護衛隊　　一八〇騎

戦車　　　　八〇両

（欠員に負傷兵含む）

部下　レオポルト（総参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（お疲れ）ルナ（弓騎兵指揮官）

ギド（護衛隊員）ピピ（特殊騎兵）ポチ（押し合い勝利）マータ（夜のお供）キース（兵団長）

セクリト（顔だし）

現在地点　メリスバーク

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーグ第一次、第二次攻撃撃退








第３５３話　南部戦争④　業火の反撃　♯







「まず……」

「おい、先に聞け」

「貴女はまた！」

　レオポルトが策を説明しようと街の地図を指差した所でセクリトが割りこみ、マイラが怒る。

俺がセクリトに続けてくれと目で合図するとレオポルトは何も言わずに一歩下がる。

　顔には出ていないがあれは怒っている。

後でセリアのクッキーを一枚やろう、心して食うがいい。

「どんな策かは知らん。興味も無い。だがまず前提として教えてやろう」

　セクリトはどっかり椅子に座って脚を組む。

「今夜間違いなく夜襲が来るぞ」

　場が僅かにざわめく。

「何故そう思う？」

「街壁に穴が空いたからだ。健在なら純粋な攻城戦になり、闇夜にはむしろやりにくい。だが崩れてちょっとした障害物になり果てた」

　セクリトは脚を組み直す。

黒い下着が覗く……布地はかなり少なくしかも生地が薄い。

「加えて不必要に下がり過ぎだ。私なら矢の射程ギリギリに構えて夜通しカタパルトか大砲を撃ち掛けてやる……あえて下がっているのはこちらの油断を誘う為……全て帝国の教本に書いてあることだ」

「た、確かに妙に下がってはいますが、こちらの奇襲を警戒しているのでは？」

　セリアが反論するとセクリトが鼻で笑い、可愛い彼女のこめかみに筋が浮く。

「五万の敵が防衛戦で疲れた二万足らずの夜襲を警戒するのは不毛だ。敵には温存された部隊がいくらでもある」

　セリアが言葉に詰まるとセクリトが彼女の額を指で弾く。

　悔しさで涙目になってしまったじゃないか。

慌てて撫でて機嫌を直させる。

今度はセクリトが少し不機嫌になった。

「先ほどまでの負傷者回収の停戦もむしろ疑いを増やす。時刻は夜明けの二時間前、一気に片がつけばそれで良し、つかねば夜明けから本格攻撃に移るためだ」

　セクリトは言うことは言ったとばかりに立ちあがる。

すれ違いざまに俺の耳元でボソリと呟いた。

「戦の後は昂るだろう？　私は無役だからボロボロに犯しても構わんぞ。……天幕にいる」

　まったくあいつは……この場でズボンが破れたら面倒だと言うのに。

「とセクリトは言っているが、お前達はどう思う？」

「──夜襲の可能性は想定していましたが、彼女の帝国の知識を考えれば確実に来ると判断して良いかと」

「可能性のいかんを問わず、備えるのは当然のことです」

　マイラとレオポルトが知っていたぞと主張する。

セリアはならなんで先に言ってくれないのかと頬を膨らませていた。

　マイラがまず提案する。

「北壁に敵が積んだ土嚢の完全な除去は不可能ですが、上に杭や障害物を打ち込んで臨時の防壁とします。更に他の方面から大弩を集中して防御を固め、夜襲に備えます。破壊された門も可能ならば大きな石かなにかで……無ければ城壁の破片で完全に塞いでしまうべきでしょう」

　だがレオポルトは首を振った。

「夜襲を防ぐことは比較的容易ですがそれでは足りません。敵は部隊を撤退させ、再び夜明けを待って攻撃を開始するでしょう。籠城は長期化します」

　そして市長が怒りまくると。

「ならばこそ、一戦で敵に重大な損害を与えて撤退させる必要があります。その為の策です」

　レオポルトが策の内容を説明する。

　俺はもっともらしく聞いていたが、成功するかどうかはわからない。

だが面白そうだ。少なくとも延々と押し寄せる敵を追い払い続けるよりはいい。

「レオポルトの策で行こう。兵は交代で準備にかかれ、手が空いた者は時間まで寝かせてしまえ」

「それでは防衛に──」

　マイラに向けて微笑む。

「そうなったらお終いだ。仕方ないさ」

　全てに備えることはできない。

敵が今すぐに来たらそこまでとしておこう。

「……わかりました」

　マイラは承諾してくれたが目に見えて怒っている。

いや、これは拗ねているのか。

「怒らないでくれ。お前のおかげで今日の攻撃は凌ぎ切ったんだ。頼りにしているんだよ」

　マイラに抱きついて甘える。

「怒ってなどいません！　そんな子供をあやすみたいなことは必要ありません！」

　俺を引き離そうと手を突っ張るが力は全く入っておらず、顔もにやけている。

概ね喜んでくれているようだ。

「ぶぅ」

　今度はセリアが拗ねてしまった。

慰めに行こうとするとマイラが腕を掴んで離さない。

「もう、公の軍議なのですから自重して下さい！」

　キースとレオポルトの手前か口で俺を責め、突き離すふりをして腕を離さない。

うーむ、可愛いな。




　──夜。

　軍議が終わった後、レオポルトはそのまま策の準備に向かい、俺は時間近くまで寝ることにした。

天幕で横になった途端に眠気が訪れて目を閉じる。

「んぶ、んぼ……んっんっんっ！　んー」

　すると微かな絹ずれの音と水音、下半身の快感で目が覚めた。

「ん……しゃぶっているのはマイラか？」

　奉仕者は着衣のまま、それも肌触りから考えて軍服をかっちり着ている。

そもそも舌の形と技量でだいたいわかる。

「はい。ハードレット卿は体を休めていて下さいね」

　起きあがろうとした胸を軽く押されたのでそのまま頭の後ろで手を組んで目を閉じる。

もちろん体を休めるよりも快楽を味わう方が優先なので男根に感覚を集中する。

「はも……大きい……いつもよりもずっと……」

「戦いの後出さなかったからな。すまんな、勃ち過ぎてしゃぶりにくいだろう」

　マイラは両手で一物を抱えるように奉仕してくれるが、男根が大きく硬くなりすぎてなかなか口に入れられないように見える。

「びっくりしました。ぐっすり寝ておられたのに一物だけどんと直立していましたから」

　おれが寝巻を着ないのには理由がある。

淫夢でも見て勃起したらすぐに破れてしまうからだ。

「続けます」

　マイラは再び一物を舐め始める。

「お前も体を休めておいた方がいいんじゃないのか？」

　もちろん奉仕は嬉しいが、そのせいで疲れて怪我でもしたら大変だ。

手で一絞りしてくれるだけでも嬉しい。

　だがマイラは答えず、丁寧に肉棒を舐めながら暗い顔をしていた。

これでは気になって奉仕を楽しめない。

「何かあるのか？」

　そういうとマイラは肉棒から口を離して項垂れる。

「私はハードレット卿にむけて矢を撃ちました」

　ああ、街壁防御の時か。

どうせレオポルトの指示だと思っていたが違ったのか。

「お世話になった貴方に向けて撃ったのです。もちろんハードレット卿は防いでくれると確信していましたし、戦術的に必要だと考えた結果です。それでも……撃ちました」

　俺はマイラを引き寄せて胸に乗せる。

全裸の俺と軍服姿の彼女が体を重ねているのは妙な光景だな。

「気にしていない。お前はちゃんと兵が盾を構えてから撃っただろう？」

　実際に射撃のタイミングはかなり遅かった。

あれがレオポルトなら伝令が伝えると同時にぶっ放していたと思う。

　だがマイラは俺の胸に突っ伏して顔を上げない。

「それだけじゃありません。卑怯な計算もありました」

　マイラはボソボソと独白する。

　彼女はゴルドニア古参の者にとっては俺やエイリヒ以上の新参の外様で、貴族連中だけではなく兵士達からもそれほど敬意を受けている訳ではない。

　口の悪い奴は俺の愛人になって引き上げて貰っただけの毒婦とまで言っている。

もちろん俺に聞こえたら歯を全部折ってやるが。

「その私が味方に矢を撃てば次からまともに指示を聞かなくなるでしょう」

　それはあり得るな。

味方撃ちは士気も命じた指揮官への信頼も大きく損なう。

「でもハードレット卿ごと撃ったことで兵は私の指示だとは思っていません。私がそんなことできるはずがありませんから」

　彼女が俺に媚を売って権威を得たと信じるなら、その俺に矢を向けるはずがない。

なら命令は俺から直接出たと見るのが自然だ。

　俺は兵達と一緒に矢を浴びていたので、部下を顧みずに敵ごと撃った──ともならない。

誰も悪いようにならない、良く考えられているじゃないか。

「いいんじゃないか？　それでマイラがやり易いなら良い考えだと思うぞ。なんなら本当に俺の命令だったと言ってもいい」

　それでマイラが指揮し易くなるなら言うことはない。

俺は彼女の顔を上げさせて頬を撫でて気付く。

「これは？」

　マイラの頬は赤く腫れていた。

「代償です」

　気まずそうに笑うマイラ。

セリアと喧嘩したのだろうか。

「セリアちゃんには怒鳴られましたが、ルナさんにはきつくお灸を据えられました」

　マイラはルナに俺が街壁上に居る事を伝えず射撃を命令したらしい。

それを知ったルナが軍議の後、マイラの頬に一発見舞ったそうだ。

　ルナはゴルドニア王国や領主うんぬんよりも俺個人についてきている。

半ば騙されて矢を撃たされ、相当な怒りだったらしい。

ルナを責める訳にはいかない。

「平手でしたしすぐに治ります。私が全部悪いのですから……ハードレット卿からも仕置きを受ける覚悟で来ましたから」

「責めないと言っただろう」

　脇腹や背中をつついて悪戯してやるとマイラは表情を緩ませて悶える。

「……本当に女に優しいのですね。何をしても許してくれる……つい甘えてしまいます」

　はて何か言ったのだろうか。

「ではせめて昂りだけでも解消させて頂きますね」

　再び股間に快感が走る。

マイラの口奉仕は一生懸命で素晴らしい。

強い刺激で絞り取られる感じはないが、徐々に高められていくので量も多く出る。

「脱いで女も使いましょうか？」

　マイラは軍服に手をかけて脱ごうとする。

「いやいい。そのままでいい」

　俺の肉棒は我ながら相当大きくなっている。

興奮も強いので今マイラを抱いたら激しくなって戦闘前に彼女がばててしまうだろう。

　それに凛々しいマイラが軍服のまま口奉仕するのも新鮮で大変よろしいのだ。

「手を使わずにできるか？」

「ふふ、わかりました」

　マイラは俺の太股に手を置いて肉棒には触れずに口だけを寄せて来る。

「んっ……れろれろ……ちゅ……」

　根元に吸い付いてからくっきり浮き上がった筋に沿って舐め上げ、肉傘のくびれを舌で一周してから先端にキスをする。

「濃い男の匂いがしますね」

「洗いかたが足りなかったかな？」

　だがマイラは音を立てて先端を強く吸い、先走りを吸い取る。

「いえ、男くさくて素敵です」

　彼女は太ももを掴む手に力を入れながら肉棒を飲み込んでいく。

「ぐぅぅ……んぐぅぅ！」

　彼女は口が大きい方ではないので普段から俺の肉棒を咥えると苦しそうにする。

まして今はいつもよりもかなり大きくなっているので少し無理かもしれない。

硬さも我ながらまるで石か鉄だ。

「んぐぐ……んんーー!!」

　苦しそうに眉根を寄せ、噎せながらそれでも必死に頭を押し付けて呑み込んでくれている。

頑張っている姿を見ると遠慮するよりも褒めてやるべきだ。

「気持ちいいぞマイラ……お前の美しい口に俺の男根が吸い込まれていく……歯は気にするな、当たっても平気だ」

　マイラは目を閉じたまま頷き、頭を股間に押し付けるようにして深く呑み込んでゆく。

いっぱいに口を開いてもなお肉棒の方が太く、歯が擦れるがこの程度で痛みは感じ無い。

むしろ刺激で膨張してしまう方が心配だ。

「んぐぅぅ！」

　俺の肉棒を深くまで呑み込んだマイラは涙目で俺を見る。

「ここまで呑んでくれて嬉しいぞ。最高の気分だよ」

　嬉しそうに目を細めたマイラはゆっくりと肉棒を抜いて行く。

下手をすれば胃の近くまで入っていた肉棒がゆっくりと引き抜け、喉に擦れて快感が伝わる。

何より彼女の奥深くまで蹂躙している支配感とここまでしてくれる愛おしさが快楽を増幅していた。

「うぐぐ……ふぅーふぅー、むぐぐぐ……」

　健気な息継ぎと舌で先端を刺激した後、再びゆっくり奥まで呑み込んで行く。

これを繰り返して俺を絶頂させてくれるつもりのようだ。

浮き出した筋を舌が擦るのもまた素晴らしい。

　最初よりも慣れたのか、それとも髪を梳いてやっているのが良いのか苦悶の表情が幾分和らいでいる。

『何か要望はないか？』とばかりに首を傾げる。

「俺の目を見ながらやってくれないか？」

　嬉しそうに目が細まり、要望通り上目遣いのまま奉仕が続く。

「ああ良いぞ……お前は美人だから上目遣いがたまらない」

　口いっぱいに肉棒を咥えてしゃべれないマイラだが、頬がポッと赤くなる。

　マイラの軍服姿は軍議の時のままであり、まったく着崩していない。

戦場で指揮する姿のまま俺の肉棒にしゃぶりついていることに異様な興奮を感じる。

「あぁ可愛いマイラ……俺のマイラ！」

　肉棒が震え始め、先走りが大量に流れ出す。

　マイラは手を太ももから腰に回して更に深く咥えこんだ。

呑み込んだまま精を受けるつもりのようだ。

「駄目だマイラ、量が多すぎて窒息してしまうぞ」

「んー！　んー!!」

　彼女は構わないとばかりに頭を振りだす。

くぐもった高い呻きは俺を興奮させる奉仕の一環だろう。

「ぐう」

　ドクンと大きく肉棒が脈動して玉が震える。

精が玉から飛び出して尿道を上がって行くのを感じる。

根元からゆっくりと肉棒が膨らんでいく。

　マイラはその太さに限界を迎えて涙目を見開く。

やはりだめだ、このままでは種でマイラを壊してしまうかもしれない。

「顔で浴びろ！」

　言いながら肉棒を強引に引き抜くとマイラは男根の真上に整った顔を晒す。

蹂躙されていた口も開き、軽く舌を覗かせている。

準備は万端のようだ。

「ふん！」

　掛け声と同時に粘液が勢い良く飛び出す。

凄まじい勢いだ。

「きゃあ！」

　覚悟を完了していたマイラもその勢いに押されて顔を逸らしそうになるが目を硬く閉じて浴びている。

汁をかけると言うよりも軟らかい何かをぶつけているような光景だった。

「ぐお……うおぉぉ……おぉぉ……」

「あう、くふぅ、お、音が、皆に気付かれ、あぶ！」

　口での奉仕やマイラの呻きなど比べ物にならない大きな射精音だ。

粘着質で大きな音が断続的に鳴ってしまう。

「ん？　なんの音だ？」

「ブシューブシュー言ってるな？　ハードレット卿の天幕……一応確かめるか？」

　マイラの体が硬直する。

だが止めろと言うのも無理な話、このまま最後まで出させて貰おう。

「いや、予定時刻まで起こすなと言っていただろう？　下手なこと言うと掘られるぞ」

「とにかく見回りを強化するか」

　うむ、なんとかなったようだ。

　大量の白濁で表情も見えなくなってしまったマイラの顔を引き寄せて至近距離で更に種を浴びせる。

服にかけると困るだろうから徹底的に顔面を汚してやろう。

「まだまだ出る。いくらでも出そうだ」

「すごいねばつき、顔が重たくなるほどですね。さすがです」

　俺はマイラの顔を固定して最後まで種を浴びせ続けた。

　十分か二十分かが経つと徐々に勢いがなくなり、濃さも普通の精に戻る。

「ふぅ……すっきりだ」

　ベッドにドサリと倒れ込むとマイラが笑う。

「すごい射精でしたね。顔に張り付いた精がとれません。微妙に動いている気までしますよ」

　拭ってやろうとするとマイラが俺に毛布をかける。

「このままお眠り下さい。道具のお掃除と後始末は全部私がやりますから、明日は激しい戦いになります」

「ならお前こそ──おおぅ」

　股間を吸われて遮られる。

「大丈夫です。貴方さえ元気ならばきっと勝てますから」

　マイラは男根に残る種を全て吸い取り、肉棒を綺麗にしてくれた。

やはり疲れていたのか猛烈な眠気が訪れる。

「お慕いしています。いつまでも……」

　マイラの綺麗な声を聞きながら俺は意識を落とした。




　──そして数時間後。

「見張りから通達、敵に動きがありました。いよいよです」

　敵本陣から少なくない数が動いたらしい。

灯りを消し、音を立てずに動いているので夜襲部隊で間違いない。

動きは完璧ではないが、こちらが油断して居れば気付くのが遅れただろう。

「既に準備は完了しています」

　マイラが言う。

微かに髪から俺の匂いがする。

濃かったからな。

「敵は十分に接近した後、西、南、北側から一斉に火矢を放ちこちらの混乱を誘うでしょう。その隙に北壁の土嚢と城門から市内突入を狙うはずです」

「三方から仕掛けるとすればかなりの兵力を出してきているな」

「西と南はあくまで欺瞞なのでほぼ弓兵のみかと、主力は北のみですな」

　北側ではこちらの街壁に土嚢を積み上げて高さを増し、更に敵が作った人工の丘の上にも無秩序に積み上げて駆け登れないようにしていたがどう見ても焼け石に水だ。

　門も破損部分を柵や杭で処置しているが石の壁とは比べるべくもない。

歩兵が大金槌や斧で十分除去できると見るだろう。

「その為にわざわざ芝居をうったのだからな」

　応急修理後、王国軍の兵士一隊にあえて壁の上で飯炊きをして火を灯させた。

その後、すぐにセリアが乗り込んで彼らを蹴り飛ばし火を消したのだ。

　夜襲を狙う敵は一瞬の隙も無く凝視していたはずで、数分の灯りでこちらの防御を十分把握しただろう。

　ちなみに欺瞞と気付かせない為にセリアには本気で蹴らせた。

哀れな兵士達には後で何か良い思いをさせてやると約束したが、一人の兵士はセリアに蹴られただけで十分だと言って股間を洗いに行っていたが、意味が良くわからない。

「もうすぐか」

「十分……いや二十分ほどでしょうな」

　案外に時間がかかるが敵はばれていないつもりで慎重に動いているから仕方ない。

水でも飲んで来よう。




「ふふふ、いよいよか……なぬ!?」

　瓶から水を飲んでいると暗闇から飛び出した何者かが掴みかかって来る。

まさか潜入していた敵か。

「ぐむ！」

　だが曲者は俺の唇に自分の唇を押しつけて来る。

良く見ると褐色の肌、甲冑姿のセクリトだった。

「一体なんだ？」

「犯して良いと言っただろうが。それがあの真面目女にぶっかける方が良いとはふざけやがって」

　セクリトは更に唇を押し付け、舌と唾液をねじ込んで来る。

「それは悪かったがもう戦いが始まる。終わったら狂うぐらい抱いてやるから──」

「いや駄目だ。今だ」

　セクリトは俺の甲冑に手を入れて乱暴に肉棒をこする。

「勃てずにこの大きさとは……人外の巨根め」

　激しく擦られ、ほんの三十秒程で勃起してしまう。

「このまましろ、できるはずだ」

　それを確認したセクリトは甲冑下に穿いたズボンを降ろし、壁に手をついて尻を突き出す。

このまま後背位で突っ込めということらしい。

「おいおい」

　例の黒い下着が見えるが尻の部分はほとんど紐だった。

指で軽く寄せると陰毛と性器が完全に剥き出しになる。

　ここまでされては引き下がれない。

「……じっとしていろ」

　口をつけようとするとセクリトに蹴られてしまう。

「阿呆、愛撫などする時間は無いのだろう。唾をつけてねじ込め」

　彼女の言う通りだ。

時間は一〇分あるかないか、愛撫やキスなどもうできない。

やめるか、このままつっこむかだ。

「すまんな……ふん！」

「んぎっ！」

　そして俺は唾を肉棒に塗ってそのままセクリトの褐色の股間に押し入る。

セクリトはほとんど濡れておらず、俺の唾だけでは潤滑剤が足りない。

痛みは相当なものだろうが、入ると同時に自分から尻を打ち当てて来る。

「動け！　遠慮無く。快楽を得る為だけに。犯すように。私を射精するための穴として使え」

　俺はセクリトが壁についた手を上から押さえ、圧し掛かるようにして腰を振る。

僅かな時間で射精する為に猛烈な動きで肉棒をこする。

　余計な言葉を紡ぐ暇もない。

甲冑同士が当たる金属音、俺の息使い、そしてセクリトの耐えるような呻き声だけだ。

　甲冑を着たまま局部だけを解放し、一言も発さず濡れていない女を後ろから突く。

こんな強姦のようなプレイなのに肉棒の硬さが止まらない。

　俺は狂ったようにセクリトを突くだけ、彼女は壁に手をついたまま呻くのみだ。

「ふっ！　ふっ！　ふっ！」

「がふ！　ぐう！　うぐ！」

　甲冑で尻も乳も触れず、尻は見えず、キスもできない。

ただ腰をぶつけるしかない性交だった。

　するとセリアの押し殺した声が聞こえる。

「エイギル様、そろそろ敵の攻撃が始まります。どちらですか？」

　潜めた声はいよいよ敵が間近に迫っているのだろう。

だが返事をする余裕はない。

　俺は更に腰を激しくする。

セクリトの大柄の体が地面から浮きあがる。

「あ……がぁ……ぐぅぅぅ!!」

　苦悶の声があがり、バリバリと壁に爪を立てる音まで聞こえた。

「エイギル様こちらです……か……？」

　遂に水飲み場にセリアが姿を見せる。

だがもう動きは止められない。

　セリアの目の前で数度動いて俺は絶頂した。

「ぐおぉぉ!!」

「あおぉぉ!!」

　俺は獣のように呻き、セクリトに腰をぶつけてそのまま胎内に射精する。

セクリトも思い切り仰け反って遠慮無く吠える。

「……」

　ゆったり射精する時間は無い。

出しながらも腰を激しく動かし、尿道が痛む勢いでどばどば種を出す。

　出し切った後は言葉もなく、一気に引き抜いた。

「いぎっ！」

　セクリトはまだ太い肉棒が引き抜かれて高い悲鳴を上げた。

「今行く」

　そのままズボンに肉棒を直すと俺はセリアに続く。

「ふふふ、遠慮無く中に出したな。穴も擦れて腫れあがるだろう。良い犯し方だったぞ」

　セクリトは壁に手をついたままがに股になる。

股間から大量の種汁が零れおち、地面に水たまりを作った。

「忘れていた」

　俺はセクリトの頭を掴み強引にキスをした。

「行って来る」

「……ち、最後までこれか。やり捨てて行けば良い物を」

　セクリトは股間から零れる種を指ですくい、ベロリと舐める。

まったく良く分からない女だ。




「撃て──!!」

　暗闇の中に怒号が響き、周り中から市内に火矢が打ちこまれる。

昼と違って綺麗だな。

「敵、攻撃を開始！」

　言わなくてもわかるが、報告も見張りの任務だからな。

　降り注ぐ矢は兵達の寝込みを襲う……はずだったが、実際にはほとんどの兵が屋根の下にいるので被害はない。

木製の家も水をかけられるか既に取り壊されていた。

「もう一発来ます！」

　更にもう一度数千の矢が降り注ぐ。

味方は反撃しない。

「突撃ー!!」

　号令と突進の足音で敵が一気に距離を詰めて来るのがわかる。

　そして案の定、西と南の敵は矢を撃つだけで距離を取り始めた。

実際の攻撃は北に集中している。




「反撃が無い、敵は油断しているぞ！　今のうちに駆け登って急造の柵など壊してしまえ！」

　駆け登った敵兵が柵に取りつこうとする。

　レオポルトが頷き、それに合わせて俺は右手を振り上げた。

「やれ」

　市内から一斉に大弩が放たれる。

全ての大弩が北壁を狙って準備万端整えていたのだ。

「全隊放て！」

　更に各家々に散っていた弓兵が一斉に火矢を放つ。

　昨日の弓騎兵の一斉射撃にも劣らぬ猛烈な矢と大矢の雨が敵を襲う。

「しまった！　看破されていたか！」

「ものすごい射撃だ！　これはたまらん！」

「一旦停止だ。防御に徹しろ」

　凄まじい火矢の雨の中、敵部隊は大盾を構えて防御に入る。

夜襲が見抜かれての総反撃にも備えていたらしい。

「ここまではさすがだ」

　だが敵兵の防御はすぐに揺らぎ始める。

「なんだこれは!?」

「じ、地面が燃える？　土嚢が燃えている!?」

　こちらから放った火矢は当然街壁に積まれた土嚢にも当たる。

すると本来燃えるはずの無い土嚢がくすぶり、燃え上がり始めたのだ。

「あれは土嚢ではないからな」

「はい、布袋に廃材やらゴミやらを詰めただけですから。燃料と大差ありません」

　新たに積まれた土嚢の中身は全てこれだった。

敵兵は足元から燃え上がる火をどうすることもできず右往左往している。

「次だ」

　俺の合図で味方の兵士が一気に街壁を駆け登る。

「て、敵が来たぞ。備えろ！」

「この火の海の中で戦う気か!?」

　大混乱の中でも敵はなんとか戦闘体勢を取ろうとする。

うーむ、やはり精兵だな。

「おかげで策も上手くはまりますが」

　レオポルトの言う通り敵が正面から受けてくれた方がありがたい。

すぐに逃げられたら中途半端になる所だった。

「やるぞ。巻き添えに注意しろよ」

　合図で味方が駆けよるのは街壁上にいくつか作られた樽のような急造の櫓だ。

というより本当に樽だが。

敵にも当然見えていただろうが、兵も配置されていなかったので気にしなかったのだろう。

　ハンマーを持った味方は敵には目もくれずに櫓を叩き割る。

　マイラの目が大きく見開かれ、レオポルトの目は僅かに細まった。

　一瞬の間をおいて樽を中心に炎が立ち上る。

土嚢が燃え上がっているなどと言う次元ではない。

まるで炎の大魔術でも使ったかのような凄まじい業火だった。

「これは──うわぁぁぁぁ！」

「に、逃げろぉぉぉ！　火達磨になるぞ！」

「ぎゃああああ！」

　樽を流用した急造の櫓──に見せかけて本当の目的はそのまま樽だった。

中には油がたっぷりと入っていたのだ。

　流れ出した油は足元の火に引火して、炎の洪水のように敵へと襲いかかる。

　メリスバーク市内、正確には市民と商人は照明用や補助燃料としての油を十分に蓄えていた。

それを徴収して使ったのだ。

　市長は湯が沸かせるぐらい激怒していたが、防衛に成功すれば後は知らん。

リバティース政府につけとけと言っておいた。

「すごいですね……まるで地獄です」

「灯りがいらなくなったな」

　セリアの頭を撫でながら蝋燭を吹き消す。

それでも明るさは幾分も衰えない。

「敵の夜襲部隊は総崩れです」

　マイラの報告を聞くまでもない。

あの火の中で戦える人間などいるはずがない。

　火達磨になった敵が炎から逃れようとして次々と街壁から身を投げていた。

もちろんあれで助かるはずもない。

「まだまだこれからだ」

　広がった火が木製の樽を燃やしつくし、更に大量の油が溢れ出る。

流れる炎は街壁上だけではなく、人口の丘を伝って外側へ、そして階段から市内へも流れ込む。

最早北壁全体が炎の塊になっている。

「だ、大丈夫ですよね？」

「軽く溝も掘ったし街まで燃え広がりはしないだろう……多分な」

　余りの光景に避難所から出ていた市民も悲鳴をあげて腰を抜かしている。

お、結構な美人だ……抱きたいが嫌われているだろうな。

「敵の街壁乗り越えは完全に阻止しました。第一段階終了です」

　ここまでは気楽な観戦、本番はここからなのだ。

「護衛隊続け」

　護衛隊は完全武装の上で騎乗して並ぶ。

この籠城戦では見られなかった光景だ。

　重騎兵独特の重い馬蹄の音を立てながら燃え盛る北門に近付いて行く。

　破られた門を補強していた柵も杭も燃え盛っている。

「臆するなよ」

　それだけ言ってシュバルツの尻を叩く。

奴は『マジかよ』と言う顔をしたがセリアの馬が先に駆けだしたのを見て溜息をついて走りだす。

　シュバルツは火の壁に向かって突進し、柵に激突する。

本来ならば騎兵の突撃を防ぐための柵は簡単に吹き飛び、俺達は一気に街の外に飛び出した。

「え!?　出てきた？」

「火の中から……どういうことだ？」

「柵があったんじゃ……」

　門の外で敵兵が呆然としている。

城門への夜襲を試みたが、火の海になったので諦めていたのだろう。

　別にシュバルツが力技で柵を突き破った訳ではない。

柵そのものが最初から簡単に突き破れるように脆く薄く作られていたのだ。

　恐らく敵兵がちょっと叩けば簡単に壊れただろう。

だからこそその前に火を放って攻撃を躊躇させたのだ。

　炎で敵の足を止めて動揺させて城門から打って出る。

これがレオポルトの考えた一気に決着をつけるための作戦だった。

「騎士も馬も燃えてやがる……」

「火……火の悪魔だ……」

　短時間で駆けたとはいえ、少なくない火の粉を浴びてしまった。

俺とシュバルツが軽く身震いすると赤い粉がばっと散る。

　俺の後ろから護衛隊が飛び出してくる。

軍馬とは言え、普通の馬は火に突っ込むのを躊躇するものだ。

シュバルツが道を開いたので続いたのだろう。

　敵は夜襲陣形のままで対騎兵戦闘の準備は無い。

そして目の前に突然重騎兵が現れたことで混乱している。

更に騎兵にとって不利な暗闇も燃え盛る城壁が昼のように照らし出している

　今攻撃しないことは考えられない。

「──総員、かかれ！」

　長剣を抜きシュバルツの腹を蹴る。

　敵の悲鳴と怒号の中で俺は敵に向かって突っ込む。

「とにかく長槍はいないか……クロスボウを並べて騎兵を止め──うぎゃああ！」

　指揮官の男をすれ違い様に斬り捨てる。

混乱が続いて貰わねばならない。

「隊長！　ぐ、隊列を組み直せ。防御陣を取るのだ！」

　慌てて集まり出した敵兵へ横一列に並んだ護衛隊が突っ込む。

まともに陣を組んでいない歩兵が重騎兵の集団に突っ込まれれば結末は見えている。

　鎧を着た重厚な馬に弾き飛ばされ、馬上から槍で貫かれ、重量の乗った馬蹄で踏み砕かれる。

紙程の抵抗もできずに蹴散らされていく。

「セリア、指揮官を狙え」

　言いながら俺は目の前の敵兵を長剣で貫き、必死に号令をかけていた指揮官に投げつける。

「わかりました！」

　セリアは正面の男にナイフを二本、時間差をつけて投擲した。

「この程度で！」

　男は盾で一本目を防ぐが、盾で視界を遮られたせいで低く飛んだ二本目が足に刺さり崩れた。

「ぐげ……」

　そこに三本目が左目を捉え、奇妙な叫びと共に絶命する。

　ギドも馬上で弓を使い、先頭に立つ奴、大声を出している奴、なんとなく偉そうな奴を片っ端から狙い撃っていた。

なかには明らかに雑兵で単に偉そうな髭を生やしているだけの兵もいたが、それも一興だ。

　敵の混乱が続く中、門からは護衛隊に続いて王国軍の歩兵や弓騎兵達も次々と飛び出してきていた。

「撤退──！　全員下がれ！　総員退却──！」

　敵が銅鑼のような物を鳴らし始めた。

敵兵がバラバラになって一目散に撤退し始める。

「追いかける。いや、追い抜いてそのまま敵本陣を攻撃するぞ」

　これはただの夜襲潰しではない。

敵の攻撃を逆攻撃で潰して、そのままこちらの夜襲に変えてやるのだ。

「時間との勝負だ。敵本陣もこちらの夜襲には備えていないはず、立て直す前に突っ込む」

　攻撃を仕掛けながら攻撃に備える器用な真似は難しい。

最初の攻撃を見る限り、弓隊もほとんどこちらに送りだしていたはずだ。

　攻撃に攻撃を返された時、部隊は最も混乱する。

「敵本陣でも混乱が広がれば良いのですが？」

「そう簡単にはいかないでしょう」

　マイラとレオポルトも出て来ている。

言うまでもないがここが勝負なのだろう。

「敵本陣に動きがあります。一部の部隊を前面に押し出してきております。予想の範囲内ではもっとも厄介な対応です」

「詳細はわかっていないはずですが……既に防御体勢を取りつつあるようです」

　街壁の大炎上と夜襲部隊の混乱を見てとりあえず状況を把握できるまで防御を固めているのか。

さすがに慌てて踊ってくれるほど甘くはない。

ならば押し破るのみだ。

「突撃する」

　そう宣言したがレオポルトもマイラも止めはしなかった。

「俺に続け!!」

「「「うおぉぉぉぉ!!」」」

　護衛隊と王国兵士、弓騎兵が入り乱れて突撃を開始する。

陣形も何もあったものではないが、そもそも夜戦においてきっちり陣を組んで戦うなど不可能だ。

ノーガードのまま敵に迫り、馬乗りになってボコボコにしてやるまでだ。




「前方に敵陣。約一五〇〇！」

　本陣から分離した一隊が俺達の前に立ちはだかる。

迂回する時間も手間もかけられない。

「ど真ん中を抜くぞ。速度を落とすな！」

　敵は対騎兵陣を取っていない。

というよりこちらが各兵科入り乱れて突っ込んでくるので困惑しているのだろう。

「つけ込ませて貰うぞ」

　俺は右手に長剣、左手にデュアルクレイターを持って大きく両手を広げる。

　シュバルツが盾を構える敵兵に突っ込み、盾ごと地面に押し潰す。

「ふん！」

　同時に俺は長剣を奮って右側二人の首を飛ばす。

「こちらもだ」

　反撃を試みようとした左側の一人の脳天にはデュアルクレイターを叩きこむ。

「正面はお前がやれ」

　シュバルツが鎧をつけた頭をぶつけて正面の敵兵を弾き飛ばす。

「速度を落とすなよ。こいつらは通過点だ」

「「はい！」」「ん」

　セリアも馬上で剣を奮い、敵兵の首や顔を狙って斬りつけている。

仕留め損ねた敵や、厄介な長槍の敵には左手に持った短剣が飛ぶ。

　ギドはすれ違い様に二人の首を飛ばし前方の一人を馬上からの蹴りで転倒させた。

「このガキ！」

「ちょっと顔がいいぐらいで！」

　敵兵二人が槍を突き出して進路を塞ぐが、ギドは馬を軽く跳ねさせて回避し、逆に一人を斬り倒す。

さすが馬が友達の山の民だけあって上手い。




　悲鳴と共に敵兵の腕が宙を舞う。

セクリトだ。

いつもの双剣持ちのスタイルで暴れ回っている。

「そら、きっちり受けんと死ぬぞ？」

　頭上からの一撃を防いで腹を貫かれる敵、腕を狙った一撃を避けて喉を裂かれる敵……あの速度で繰り出される双剣を受け切るのは並大抵のことではない。

「この女！」

「惜しい。当たれば中古の女体が手に入ったのにな」

　馬上でセクリトが体を仰向けに倒す。

まるで馬の背に吸い付くようにぐにゃりと体を曲げて槍を避け、首を両側から斬りつけた。

「その顔はなんだ。言っておくがあいつの穴には俺の種が入っているんだぞ」

　俺はシュバルツを一喝しながら

敵陣深く突っ込んで行く。

「先頭の奴を止めろ！　ど真ん中を抜かれるなどいい恥晒しだぞ！」

　無駄口を叩く余裕は無くなったようだ。

既に敵陣正面は味方に食い破られつつあるが、士気はまったく萎えていない。

　俺の前に数十人の敵兵が目を血走らせて立ちふさがる。

　剣を受け流し、槍を折り、ボルトを避ける。

　盾を弾き、兜を叩き割り、体を貫いて打ち捨てる。

　金属がひしゃげる音、肉が千切れる音、悲鳴と断末魔、怒号のような指揮官の号令が交差する。

　俺もまた対抗するように吠え、あえて進路を動かさず真正面から突破していく。

　五人、十人、何人斬ったか数えるのは止めた。

「悪魔だ……悪魔が出た……」

「お、臆するな！　正義は我らとヴィルヘルミナ陛下の下にある！」

　仕掛けてきた二人の敵兵。

一人の額から上を長剣で斬り飛ばし、もう一人は盾で頭を叩き割る。

　今の俺はレオポルトばりの無表情かもしれないな。

　正直あまり余裕が無いのだ。

ここまで食い込んでも敵は諦めない。

とことんまで喰らいついて来る。

「笑ってやがる！」

「この悪魔！　血濡れの悪魔め！」

　前言撤回、どうやら俺は笑っていたようだ。

意識はしていなかったんだが。

　襲いかかる二人を長剣で団子のように串刺しにして放り投げる。

　頭に生温かい飛沫がかかる。

街壁から離れて暗いのでわからないが、降り注いだ血だろうな。

　遂に敵陣を突破した。

目の前には敵の本陣があるはずだ。

「……大したものだ」

　だが敵の本陣の前にはいくつもの陣が新たにせり出していた。

突破の間に整えたのか、敵の司令官は余程優秀なのだろう。

　だが後には引けない。

　敵は夜襲に出した部隊と合流できていないし、この暗さでは騎兵も上手くは使えない。

今が好機である事に変わりは無かった。

「うおぉぉぉぉ！」

　セクリトに射精した時の何倍も大きな吠え声が出る。

「怪物……」

「馬鹿言うな！　来るぞ、絶対阻止だ！」

「我が隊の誇りにかけて本陣へ通すな！」

「エイギル様に続け！」

「串刺しだぞ！」

「ここが正念場だ！」

　セリアとイリジナが叫ぶ。

マイラまで前に出て来ていた。

　メリスバークの戦いが最終章を迎えるのだ。
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第３５４話　南部戦争⑤　夜戦の結末







　目の前の敵に向かって駆ける。

この陣を打ち破った先に本陣があるのか、それとももう一枚二枚の備えがあるのかはわからない。

　だがそれを考えるのはレオポルトに任せよう。

俺はただ目の前の敵を突き破るだけだ。

「このまま行け」

　シュバルツは速度を落とさない。

良く見れば顔の近くに矢が一本刺さっていたので引き抜いてやる。

　後ろには護衛隊、そして王国軍の騎兵隊も続いている。

籠城戦で役目の無かった彼らは今こそ活躍の時と士気は高い。

　闇を煌々と照らす炎も既に遠い。

視界が悪いので騎兵を細かく動かして敵を撹乱する戦術は取れない。

「騎兵は錐だ」

　騎兵突撃で敵陣に穴を開け、そこを足がかりに後続の歩兵隊がぶち抜く単純な作戦が一番いい。

騎兵の先頭に立つ俺はその錐の先端なのだ。




「対騎兵陣組め！　防御……」

　シュバルツは更に加速していく。

敵指揮官は全体を見ながら号令したのだろうが、こいつの加速は想定外だったのだろう。

長槍の構えが揃うよりも早く、俺達は敵陣に到達する。

「こ、こいつ速い！」

「黒い疾風……」

　激闘の寸前、慌てて槍を向ける敵に長剣を投げつける。

「ぐげっ！」

　体のど真ん中に剣が刺さった敵兵は仰向けに斃れ、陣に馬一頭分の穴が開いた。

　シュバルツはすぐに進路を調整してその穴に飛び込む。

左右の敵を巨体で弾き飛ばし、後ろに控える予備の兵を馬蹄で潰す。

「返してもらうぞ」

　敵に突き刺さった長剣を通り過ぎ様に引き抜き、号令をかけていた指揮官を胸の上で両断する。

「クロスボウ隊何をしている！」

「馬鹿！　こんな状況で撃てるか、同士討ちになるだろうが！」

　シュバルツは敵陣を風のように駆ける。

足元からグシャグシャと何かを潰す音が響く。

　俺も長剣と盾を無茶苦茶に振りまわす。

周り全部が敵と言うのは逆にやり易い。

　逆に敵はやりにくいだろうな。

特に弓やクロスボウなどはこの暗さ、密集度合いで撃てばほぼ味方に当たる。

　僅かな時間で俺は二枚目の敵陣をぶち抜いた。

「ハードレット卿を一人にしてどうする！　一気に粉砕するのだ！」

「エイギル様少し速度を落として下さい！」

　後ろでは味方が敵陣と衝突したようだ。

先に穴を開けたこともあってか敵は一気に乱れており、突破も時間の問題だろう。

「……えらく薄かったな」

　呟いてから目の前の光景を見て笑う。

「なるほど……三枚目を準備する時間稼ぎだったか」

　三枚目の敵陣が現れたのだ。

それは既に防御を整えており、一気にぶち抜くのは難しそうだ。

「放て！」

「投擲！」

　新たな敵陣から無数の火矢とボルトが飛んでくる。

　俺を狙った火矢は切り落としたが、周囲に落ちて燃え上がり敵は視界を確保したようだ。

　更に防ぎきれないボルトがシュバルツと俺に当たる。

ほとんどは鎧が弾いたが面積の大きいシュバルツは数本を鎧の隙間に受けてしまう。

　僅かに息を吐いた以外は平常を装っているが、この防御陣に突っ込ませればただでは済まない。

「お前はここまでだ」

　俺は走り続けるシュバルツから飛び降りる。

　奴は『ああ、そうかい』とばかりに嘶いて横へ逸れていく。

　俺はシュバルツから降りた勢いそのままに駆けだす。

「あいつ全身が黒い……いや、血に染まってやがるのか！」

「悪魔め……撃て！　撃ちまくれ！」

　無数の矢とボルトが飛んでくる。

　だが止まっては逆に的になってしまうだろう。

盾を掲げながら突進の速度は緩めない。

　盾と甲冑に連続した衝撃を感じる。

二本程が隙間から体を抉ったが大した傷ではなく、動きに問題は出ない。

「来るぞぉ！」

「軽歩兵前に──うわぁぁぁ!!」

　俺は矢を掻き分けるように突進して最後に腰を落とし、前面の敵を一気に薙ぎ払った。

クロスボウ兵が四名ほど吹き飛ぶ。

　血飛沫が舞ったので何人か仕留めたはずだが数えている余裕は無い。

敵の対応は早く、瞬く間に盾と剣を構えた歩兵が飛び出してきたのだ。

「総員下馬！　正面から当たれ！」

　追いついた護衛隊も猛烈な射撃を喰らって下馬戦闘を選択したようだ。

ここからは揉みくちゃになりそうだ。

「こいつの服装を見ろ。こいつ指揮官だぞ」

「先頭きって突撃とは勇敢だが、ここで仕留めて手柄にしてやる！」

　おっと目の前の敵に集中しないとな。




　大きく息を吸い込んで止めると世界がゆっくりと動き出す。

この感覚は久しぶりだ。

　目の前から来る敵兵は二十程、統一された剣と金属製の盾、最後尾にいる赤い盾の男は指揮官だな。

「覚悟しろ！」

　叫びながら迫る最初の敵の振り下ろしを盾で受けてから胴を右に斬り払う。

鎧を裂き、軟らかい臓腑と硬い背骨を断ち切る感触をしっかり感じた。

間延びした断末魔が響く。

　右に泳いだ体を無理に戻さず、流れのままに盾を次の敵に叩きつける。

盾が顔にめり込み骨を砕く感触を感じる。

　敵の体を使って最初の斬り払いの勢いを止め、剣を突き出してくる敵を正面から見据える。

力の乗った突きでその敵の足を断ち切る。

あえて足を狙ったのは胴に剣を突き刺してしまうと動きが制限されるからだ。

　前のめりの姿勢そのままに地面すれすれまで体を沈めて両側の敵二人からの攻撃を回避、跳ね起きて振り返り様に斬りつけ、二人の背中を深く抉る。

　敵に見せた背は当然狙われるだろう。

直前に見た限りでは頭、わき腹、太ももが狙われていた。

「ふっ！」

　盾で頭を防御、体を捻ってわき腹狙いの突きを躱し、太ももは鎧のある部分で受ける。

敵の驚愕も間延びして聞き取りにくい。

ここで最初に斬った男が地面に崩れる音がした。

　体を戻して一人を盾で殴り、一人は頭から盾ごと両断する。

敵の顔にめり込んだ盾をそのままにして、敵が離した剣を空中で掴み、三人目の首を飛ばす。

「ふぅー」

　一旦息継ぎすると時間の流れが元に戻った。

「か……怪物……」

「一呼吸で八人……」

　敵が言い終わる前に息を吸い込み、仕掛ける。

　腰からデュアルクレイターを抜き放ち二刀となり、目の前の二人に斬りかかる。

二人は防ごうと盾を掲げるが、俺の斬撃の方が速い。

　デュアルクレイターではそのまま両断したが、長剣はあえて刃を傾けて峰打ちにする。

長剣は切れ味が鈍いので両断すると隙が出来てしまう、どの道頭が凹んでいるので結果は同じだ。

　間延びした叫びと共に右手からくる斬撃を長剣で受け、傾いた重心を利用して左手の敵を蹴り飛ばす。

　そのまま腰を落とし一溜めしてから一回転、長剣で周囲を薙ぎ払う。

　首の高さで回った長剣は一つの首と四本の手を宙に飛ばした。

更にデュアルクレイターを低い位置で同時に回し、身を屈めた敵兵二人の顔面を斬り払う。

　これで終わりでは無い。

回転が終わると同時に前に向けて駆けだす。

　突進の勢いを乗せてデュアルクレイターで首を、長剣で胴を切り裂きながら風のように走る。

　慌てて繰り出される敵の剣はまるで止まっているかのようにゆっくり見えた。

一本、二本、三本と受けずに避けてデュアルクレイターで持ち主を屠っていく。

　腰の入った四本目は避けきれず、長剣で受けてそのまま体当たり、倒れた所を踏みつけて仕留める。

　絶叫と同時に出された五本目はデュアルクレイターを真上に放り投げて素手で掴んでへし折る。

そして落下するデュアルクレイターを掴み直し、呆然とする敵の首を飛ばした。

　これで指揮官だけになった。

「あ、あく──」

「誰が悪魔だ」

　最後まで言わせず指揮官に頭突き、勢いの乗った甲冑付きの一撃で頭蓋をかち割って締めだ。

　振り返ると二十の骸、起きあがって背中を狙う者はいないようだ。

「……ひい！」

「こんなの無理だよ……ありえねぇよ……」

　周囲の敵兵がざっと下がる。

指揮官と思しき男も俺と目が合うと慌てて兵の後ろに隠れた。

「あんな奴とまともに戦えるか！　射殺せ！　クロスボウで撃ちまくれ！」

　おっと盾を置いてしまった。

剣で払いのけるしかないか。

　少しまずいかと剣を構えた時、護衛隊の一団が敵に突っ込んだ。

下馬しているとはいえ、重装備の護衛隊の攻撃にクロスボウ隊が耐えられるはずもない。

「エイギル様！　やっと追い付きました。もう、盾を置いてしまうなんて！」

「ぐぬぬ……」

　声をかけてきたのはセリアとマックだ。

マックが全身から汗を流しながら俺の盾を担いでいる。

おおすまんな。

「先ほどの活躍見ていました。目で追えない程の速さでした」

　セリアが目を輝かせる。

ははは、惚れ直して貰えたなら嬉しい。

　護衛隊の猛攻の中、弓騎兵と王国軍も追いつき敵の第三陣が崩れ始めた。

いや潰走ではなく、秩序を持って本陣に向かって撤退している。

　何にせよこれでいよいよ本陣への攻撃だ。




「押しこまれているぞ！　なんとしても奴らを止めろ、動ける部隊は全部前へ出せ！」

　乱戦の中、俺達に向けて大男の集団が迫って来た。

「戦槌……いえ、もっと大きいです。巨大なハンマーと大斧で武装しています！」

「あれは柵や門を破る攻城部隊だな」

　どう見ても野戦用の兵科ではないが敵もなりふり構わなくなってきたようだ。

「「「ふごぉぉぉぉ!!」」」

　二ｍ以上の大男たちが巨大な得物を持ち上げて迫って来る。

武装は全て両手持ちの超重量武器、体には目の粗い鎖、缶のような兜を被り、目以外全く見えない。

　その迫力と処刑人のような外見もあって味方は圧倒されているようだ。

士気の鼓舞が必要だった。

「マックやるぞ」

「おう」

　俺とマックが正面に立つと処刑人もどき達が向かって来る。

「ふんごぉぉぉ！」

　歪な程巨大なハンマーが振り下ろされる。

両手持ちなので胴は隙だらけ、動きも遅いので避けて殺すのは簡単だがあえて盾で受ける。

　昼を知らせる大鐘のような轟音が鳴り、セリアと味方が思わず目を閉じた。

「……ふむ、こんなもんか」

　俺の盾は僅かに下がっただけだ。

処刑人もどきの目が丸くなる。

「ふん！」

　逆に盾でハンマーを殴りつけると、得物を持ったまま処刑人もどきは後ろへ吹き飛ぶ。

「うおぉぉぉ!!」

　見ればマックも巨大な戦槌で力任せに処刑人を地面に押しつけている。

だろうな、単純に力だけならばマックは俺よりも強い。

「ふんごぉ！」

　再び挑んで来る処刑人もどき。

その振り下ろしに、こちらも長剣を振り上げて応える。

　獲物が激突して火花が散り、処刑人のハンマーが砕けた。

「これで終わりだ」

　俺は処刑人の鎖を右手一本で掴んで持ちあげる。

「な……に……」

　低い声で呆然と呟く処刑人。

体重は一五〇ｋｇぐらいか。

「そらよ」

　大男をぶん投げる。

さすがに重くてそれほど飛ばなかったが、頭から落ちた処刑人の首はボキリと折れた。

セリアなら簡単に受け身を取っただろうに体重があるのも善し悪しだな。

「ぐあぁ!!」

　同時にマックも処刑人の頭に戦槌を叩きこんだようだ。

「すげぇ……さすがハードレット卿だ」

「落ち着いて考えればあんな奴ら隙だらけだ。恐れることはないぞ」

　味方の士気も戻ったようだ。

たちまち処刑人達は短槍やクロスボウで仕留められていく。




　レオポルト、マイラの指揮もあって少しずつ敵を押しているようだ。

俺は次にどこを攻撃すべきが見定める為に少し後ろに下がって全体を見る。

「敵将覚悟！」

「危ないです！」

　セリアの警告と同時に槍が突き出された。

見れば周りの雑兵とは違う赤い鎧を来た騎士が飛び込んできていた。

「おっと」

　慌てて避けたがなかなか鋭い突きだ。

槍も銀色に輝いて随分綺麗だな。

「まだまだ！」

　空振りした槍を引き戻しての連撃、これは結構な技量だぞ。

イリジナ程一撃が重くは無さそうだが速さは匹敵する。

「これで止めだ！」

　俺が回転させた槍を避けて揺らいだ所に渾身の突きが来る。

　俺はその鋭い突きを避けきれず──左手で掴む。

「鋭いが軽いな」

　この軽さで俺を仕留めるには不意打ちで無いと無理だ。

　ぐいと引くと槍は騎士の手を離れる。

「あ……あ……」

「悪いな」

　呆然とする騎士の頭上にデュアルクレイターを振り降ろす。

その直前、覚悟を決めて俯いた騎士の兜から長い髪と甘い匂いが零れた。

「ぐっ！」

　デュアルクレイターをギリギリで止める。

刃は兜を割り、髪を数本切った所で止まる。

カランと音を立てて兜が両側に落ちた。

「女だったのか!?　なら最初から言え、斬ってしまうところだっただろうが！」

　俺が怒鳴ると女は一瞬呆けた後、怒りに顔を染める。

「女だからなんだ！　私は南ユーグリアの軍人、ヴィルヘルミナ陛下に忠誠を誓うお前の敵だ！」

　女は腰の短剣を抜いて斬りかかって来る。

「危ない！　私がやります！」

　セリアが飛びかかるが、俺はそれを制して女の前に立つ。

「死ね帝国の敵！」

　女の攻撃を左手の小手で受け、右手を股に突っ込む。

「あっ!?」

　甲冑の隙間から指を入れ、三本まとめて挿入した。

セクリトとの行為が練習になったかな。

「いったーーーい!!」

　指を見ると血がついている。

「おっと処女だったか、だがこれも戦場の習いと思ってくれ」

「どんな習いですか……」

　女は短剣を取り落として蹲る。

「うぅぅ……私の処女が……覚悟は決めて来たけど……それでも……」

　無事戦意を喪失したようだ。

下手に抵抗され続ければ味方が殺してしまうかもしれないからな。

「よくもお姉さまを！」

　おっと今度は剣か。

　綺麗な銀色の剣が突き出される。

体を引いて避けると先ほどの女よりも一回り小さい女騎士だった。

「今お助けします！」

　言いながら飛びかかって来る。

だが先ほどの女よりも更に攻撃が軽く、動きも遅い。

「よっと」

　剣を奪い取って抱え上げ、甲冑下のズボンをペロリと剥いて尻を出す。

「何をする！　やめろぉぉ！」

　同じ方法で戦意を無くそうかと思ったがまだ少し小さいな。

「こっちにするか」

「あっ!?」

　俺は指を二本まとめて尻穴にねじりこむ。

これで戦意を喪失して大人しく捕虜になってくれるだろう。

「んひぃぃぃ！　だめ……初陣で緊張してたから……あ、あ、あ、あーーーーーー!!」

「あ、漏らしました」

「あれま」

　セリアが冷静に言う。

これはまた盛大にやったな。

　小さな騎士は地面に突っ伏して泣き崩れる。

最早戦意など欠片もない。

とりあえず目的は達した……だろうな。

「後で埋め合わせはする」

　二人のことは味方に任せよう。




　俺とセリアとマックは戦いの基点となる場所を見つけた。

「夜明けまでにあの丘を取れば弓騎兵が敵全体を狙えます。敵はここに居座れなくなるはずです！」

　良く見ると丘を巡る戦いをマイラが陣頭指揮している。

彼女もここが最重要ポイントと見たのだろう。

　敵の援軍も続々と駆けつけている。

敵司令官もしっかり把握しているようだ。

「マイラに加勢してあの丘を取るぞ」

　一気に駆けつけたいが、夜戦で視界が悪い事もあってそこら中で敵味方が入り乱れて気は抜けない。

「ふん！」

　敵兵の一人を叩き斬る。

「えい！」

　セリアも敵の足を引き払い、倒れた敵に剣を突き立てて止めを刺す。

「むん！」

　マックも戦槌で敵の頭をかち割る。

「ふっ」

　セクリトが敵兵の両腕を斬り落とし、倒れた敵の足まで切断してそのまま放置する。

「いつの間に……」

　乱戦の中でいつの間にか後ろにいたようだ。

まあ彼女は剣技も優れているし戦力になるだろう。

「マイラ加勢に来たぞ」

「ハードレット卿！」

　マイラは嬉しそうな笑みを向ける。

そして彼女の周りにいる指揮官達も歓声を上げた。

「おお、ハードレット卿がいらしたぞ」

「これで勝ったも同然だ！」




　褒められて無意識に油断してしまったのか、セリアが後ろから迫る敵に気付かない。

「覚悟！」

「あぅ！」

　敵兵の剣がセリアの肩を掠めた。

斬撃は浅かった、だが敵兵は次の攻撃を構えている。

「くっ」

　セリアは慌てて剣で防御するがその必要はない。

横から入った俺が敵兵の利き腕を斬り落とす。

「大丈夫です！　掠めただけのかすり傷です！」

　セリアは健在をアピールするが、服に染みる血が見えた。

俺の目の前も瞬時に真っ赤になる。

「よくも俺の可愛いセリアを傷付けたな……許さん……絶対に許さんぞ」

「ひぃぃ……」

　利き腕を失って倒れる敵の足を掴みあげる。

　この敵兵は一番槍だったようで後続数人が続いている。

全て同罪だ。

「うがぁぁ!!」

「ぎゃあああ!!」

　掴んだ敵兵を後続に向かって叩きつける。

甲冑をつけた兵士をいびつな形の戦槌として使う。

「ぐえっ！」

「ぐあっ！」

　上から振り下ろして叩き潰し、横に振りまわして弾き飛ばす。

「無茶苦茶だ……ハードレット卿は女を傷付けると狂うのか」

「恐ろしい方だ……噂と何も違わない」

　周囲がうるさい。

セクリトの笑い声も聞こえるが、今はどうでもいい。

「があ！」

　最後の敵に思い切り叩き付けた所で得物が妙に軽くなった。

見てみると体が千切れ飛んで足しか残っていない。

「ふむ……」

　セリアも軽傷だったことだし、この辺で許してやろう。

頭も胴も飛び散ってしまったが。

　あまり怒りに任せて戦うと思わぬポカをするからな。

　深呼吸して周囲を見回すとセクリトが敵と正対している。

敵がセクリトに斬りかかるが、彼女はただ受けるだけだ。

まさか苦戦しているのだろうか。

「くうーやられてしまったー」

　なんとセクリトは太ももに敵の剣を受けてしまう。

幸い傷は浅いようだが、彼女の褐色の太股に僅かな血の筋が見える。

　再び目の前が真っ赤になる。

「わざとです！　あれは絶対わざとです！」

　セリアの声も遠く聞こえる。

　俺は再び怒号を上げて突進し、敵を担ぎあげた。

「よくも俺のセクリトをやってくれたな！」

「うぎゃあああ！」

　背中側に、くの字にへし折ってやる。

敵は口と肛門、腹の裂け目から血を噴きださせて絶命する。

「セクリト大丈夫か？」

「かすり傷だ。……ふ、悪く無いな」

　二人とも無事で良かったが気をつけてくれよ。

お前達が深手を負ったら勝ってもまったく喜べない。

「ぐお！」

　その時マックが呻きを上げる。

肩に矢を受けてしまったようだ。

「生きてるか？　お前はでかいから狙われ易い。気をつけろよ」

「……あぁ」

　さて戦いに戻ろうじゃないか。




　俺達はマイラの指揮する部隊を助けて大暴れした。

　頑強な部隊を叩き、陣頭に立つ指揮官を討ち取る。

　兵の士気が陰れば、大立ち回りをやって鼓舞し、敵を押し返す。

　陣頭に立つマイラの見事な指揮と、後方から最適のタイミングで援軍を寄越すレオポルトの手腕もあって味方は次第に有利となっていった。

　そして地平線が微かに明るくなる頃には、丘のほとんどはこちらの手中にあった。

　弓騎兵は準備万端で待機しており、朝日が視界を開けばすぐに敵陣に矢を降らせられる。

　決着は間近だった。




「歩兵は敵の左翼を蹴散らせ！　もう一息だ。この反撃を押し返せば敵を丘から追い払えるぞ！」

　マイラは汗を拭いながら叫ぶ。

俺も前線で暴れながら凛とした声を聞いて更に奮起する。

　ふと彼女と目があう。

　血塗れの汚れた顔だが精一杯笑ってやると、マイラも勝利を感じ始めたのか凛々しい顔で頷いてくれた。

　その時、俺は自分の顔が凍り付くのを感じる。

「────！」

　思い切り叫ぶが敵味方の怒号にかき消され聞こえていない。

　口の動きを見てマイラは微笑み、体を動かす。

「心配ありません！　この程度でやられはしません！」

　マイラは馬上の自身を狙って突き上げられた槍を盾で弾き、見事な反撃で敵を仕留めた。

　だが違う。

そいつじゃないんだ。

　進路上の敵も味方も弾き飛ばして駆ける。

だが間に合うはずもない。

　マイラの傍を駆け抜けるように通り過ぎる一騎の敵。

混戦の中、捨て身で突出したのだろう。




　すれ違い様に剣が振られる。

　マイラの首から鮮血が舞う。

　その量はセリアやセクリトの時の比では無い。

　マイラは首筋を手で押さえ、俺の顔を見ながらやけにゆっくりと馬から落ちていった。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団　戦闘中
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騎兵　　一五〇〇騎
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現在地点　メリスバーク郊外

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーグ第一次、第二次攻撃撃退

本当は前話とセットでしたが間に合いませんでした。

次回お楽しみに。










第３５５話　南部戦争⑥　リバティース優勢？







　陽は既に登り切り、天幕の中まで差し込んできている。

もう昼を過ぎたのだから当たり前か。

「────夜明けからの総攻撃は我々の圧倒的優位の内に進み、敵軍団はメリスバークの包囲を解いて撤退を開始致しました」

「……」

　レオポルトの報告に頷く。

いや、本当に頷いていたかはわからなかった。

「損害が大きく包囲を継続したままの再編成は不可能と判断したのでしょう。メリスバーク西二十ｋｍの砦に戻ると思われ、再攻勢に出るにはある程度の時間を要します。防衛戦は成功と判断します」

「そうか……」

　今のはちゃんと声が出たな。

「我々の損害と疲労も大きく、敵援軍の有無も不明ですので追撃は行いませんでした」

「ん」

　またも気の無い返事をする。

「以上です。では私は部隊の再編に戻ります」

　最初から俺の反応など気にせず、義務として報告しただけだったのだろう。

レオポルトは頭を下げて踵を返した。

　俺は労いの言葉もかけず、視線をベッドに戻す。

「マイラ……なんてことだ」

　彼女の顔を撫でるが目は開かない。

「俺の両手は何をしていた。足は何故間に合わなかった。喉は何故もっと大きな声が出せなかった」

　起こったことを悔やむのは無意味だし、自分を責めるなど愚の骨頂だ。

　あの状況で俺にできたことは何も無い。

わかってはいるのに自然に口から自分への罵倒が飛び出る。

「俺が傍にいながら……くそ……」

　右手をこれでもかと握りしめる。皮膚を破って血が滴った。

左手で彼女の手に触れるが強めに握りしめてもなんの反応もない。




　不安になり、慌ててマイラの胸に耳をつける。

「……ふぅ」

　トクントクンと鼓動が聞こえる。

とりあえず心臓が動いていることに安堵するが、その音は弱々しい。




　あの時、マイラは首に斬撃を受けて落馬した。

俺が駆けつけた時、彼女は首の傷を押さえながら一言「申し訳ありません」と呟き、そのまま意識を失ったのだ。

　首からは噴水のように出血しており、瞬く間に地面に血溜まりを作っていた。

俺は薬と軍医を寄越せと叫び……その後は良く覚えていない。

　最悪の事態が頭を駆け廻ったが、最高の薬と軍医の処置のおかげでマイラは一命を取り留めた。

だが彼女の意識は戦いが終わった今もまだ戻らない。

「ハードレット卿……」

　傍にはいつの間にか王国軍の軍医がいた。

俺は慌ててベッドの傍を譲る。

　俺が傍にいても無駄口を叩くだけでなんの役にも立たない。

一瞬でも軍医の邪魔をしてはならない。

「先生、マイラはどうだ？　もう大丈夫なのか？　意識は戻るのか？」

　軍医は脈をとって頷く。

暗い顔ではないが笑みもまったくない。

「私にもわかりませぬ。ヒューティア卿は首の動脈を切られ大量に血を失いました。あと一分対処が遅れていれば助からなかったでしょう」

　マイラにはドラゴン血が使われた。

既に残り少ないが、もし持って来ていなかったらと思うとゾッとする。

「傷は塞がりましたが、血を失い過ぎたと思われます。意識を取り戻すには体力が足りぬのでしょう……ヒューティア卿がご自分で傷を押さえていたのが救いでしたが……」

　マイラが意識を失ってからはまさに噴水のような出血だった。

俺も必死に押さえたがまったく止まらなかったのだ。

「それで……命の危険はどうなんだ？　いずれ目は覚ますのか？」

「無能と罵り下さい……わかりませぬ。私は首の動脈を切られて生きながらえた者を知りませぬ故。ただ血を失って冷えた体を温めて意識が戻るのを待つしかありません」

「わかった……ありがとう」

　軍医は蒸気で温めたタオルで全裸のマイラを包む。

下手なちょっかいは出せないので、頭を一撫でして外に出る。

「エイギル様……」

　天幕の外にはセリア達が集まっている。

皆心配してくれているようだ。

「まだ意識は戻らない。医者もどうなるかわからないそうだ」

　溜息をついてセリアの頭とイリジナの尻を撫で回す。

もちろん色事をするつもりはないが、何かしていないと余計イライラが募ってしまう。

「そうですか……とにかくエイギル様も休んで下さい。あれだけ暴れたのですからきっと体は疲れ切っています。温かいスープも用意しました」

　セリアが木の器に入ったスープをくれた。

そういえば昨日の夜から何も食べていなかった。

　寒空の下、敵が放棄していった木箱の上に腰かけて器に口をつける。

辛いぐらい塩の利いたスープが空腹に染みわたった。

「昨夜のエイギル様はすごかったです。丘の戦闘で敵を打ち破ったのはエイギル様一人のおかげと言っても良いと思います」

　俺の気を紛らわす為かセリアが必死に話しかけてくれる。

イリジナも自分から尻を差し出してくれた。




　少しずつ思いだしてくる。

マイラが倒れた後、後続の騎兵が彼女に止めを刺そうと突っ込んで来たのだ。

「エイギル様はその騎兵を馬ごと持ちあげて地面に叩きつけました。何百ｋｇもあるはずなのに軽々と」

　あの時はほとんど理性がとんでいたからな。

オークもかくやの叫び声を上げていただろう。

　そしてマイラの傍に居ようとする俺をイリジナが一喝したのだった。

「ハードレット殿が隣にいてもマイラ殿は治らないぞ！　一刻も早く勝って手当てを受けさせるのだ!!」

　確かこうだったと思う。

　その声で俺は理性を取り戻し、勝利の為に敵へ向かって突っ込んだのだ。

「とんでもない光景だったぞ！　長剣を竜巻のように振り回しながらの突撃は戦技もへったくれも無かった！　矢やボルトを受けてもひるむどころか苦悶の声さえ上げなかった」

　あの時は小さな衝撃以外まったく痛みを感じなかった。

今さらズキズキ痛むんだけどな。

「敵兵をバラバラにしながら突っ込み、隙を狙って懐に入り込んだ騎士には──」

「素手で兜ごと頭を握りつぶしてしまいました。敵も味方もドン引きでしたよ」

　そんなことまでやったっけな。

　イリジナとセリアはぎこちなく笑う。

彼女達もマイラのことが心配だろうに、俺を落ち込ませない為に無理やり笑ってくれているのだ。

　マイラを助ける為に目の前の敵をすべて殺して戦いを終わらせるつもりだった。

「その程度序の口だ。敵のど真ん中に飛び込んでからはもっと無茶苦茶だった」

　セクリトが傍の石に腰かけて言う。

　そういえば暴れている時は常に彼女が視界の端に入っていた。

今思えば暴走する俺の背中を守ってくれていたのか。

「敵の攻撃を腕に受けて一度長剣を取り落としただろう？」

　おぼろげだがそんなこともあったと思う。

「腰の剣も抜かんから援護に入ってやろうかと思ったが……必要無かったな」

　セクリトはクク、と小さく笑って続ける。

「まさか丸腰で甲冑を着た兵を解体するとは予想を越えてくれる。覚えているか？　素手で腹を破って内臓を引きずり出したのだぞ？」

　まさか冗談だろう。

「騎士の首を掴んで、背骨ごと頭を引き抜いた時にはさすがの私も背筋が凍るかと思ったよ。さしもの南ユーグリア兵も度肝を抜かれて逃げ散っていたな」

「なんだそりゃ。どんな魔物だ」

　俺の記憶が曖昧なのを良い事に、セクリトが面白半分大げさに言っているんだろう。

またセリアと言い合いになりそうだ。

イリジナがいるから上手く止めてくれるといいが。

「……」

「……わはは」

　なんでお前達まで黙る。

「と、ともかくエイギル様のご活躍で敵は恐慌状態に陥り、味方も後に引けなくなって猛攻しました。レオポルトさんが言うには予想よりもずっと順調に丘を取れたようです」

「ピピ殿とポチもハードレット殿を追いかけて突っ込んできたな！　トカゲが珍しいのか南ユーグリア兵達は相当動揺していたぞ！　火を噴いた時には武器を捨てて逃げてしまうものまでいたぞ!!」

　トカゲが飛んで火を噴いたのだから、さぞびっくりしただろう。

それはいいから、今の大げさな馬鹿話を否定してくれ。

「は、ハードレット卿!!　総員敬礼！」

「微動だにするなよ。臓腑を引きずり出されるぞ！」

「但し目は合わせるな！　背骨を引き抜かれるぞ！」

　通りかかった兵が直立不動のまま背筋を伸ばす。

もう考えないことにしよう。

「ただ心配なことが一つある。暴走中に女を殺していないよな？」

　理性が飛んでいたとは言え、さすがに無いと信じたいが。

「三人程相手にしていましたがいずれも怪我させずに捕虜にしています」

「……暴走しても女に手は出さんとはなんともな」

「わはは！　それでこそハードレット殿だ！」

　なら良かった。

「ありがとうな。気が紛れたよ」

「マイラさんはきっと良くなります」

「マイラ殿は強い方だ！　絶対戻って来るぞ！」

「ま、生きるなら生きるだろうよ」

　俺はセリアの頭をわしゃわしゃと撫で、イリジナとセクリトの尻を撫でてから、もう一度マイラの顔を眺めにいくのだった。







　──数日後。

　マイラが眠り続ける中、再編成と激戦の後始末をしていた俺達へリバティース首都トルトエントから連絡が来た。

『ゴルドニア援軍はトルトエントへ戻って欲しい。メリスバークには別隊を派遣する』

　というものだった。

「まあ俺達はリバティースへの援軍であってメリスバーク防衛隊じゃないからなぁ」

「作戦としては正しいかと。そもそも野戦に長けた編成の我々を防衛戦に宛てたのは急場凌ぎです。敵を後退させ、一段落ついたからには歩兵主体の部隊を以て守備隊とするのが定石です」

　それでもマイラが大怪我をしてまで守ったこの街の防衛をポンと託すのは複雑な気分だった。

　同じ知らせは市長にも届いたのだろう。

本陣を置いた建屋の外で声が聞こえる。

「おお、やっと撤兵か。ゴルドニア軍め、民家を破壊し門を壊し、あげく街壁を火達磨に……いつ街ごと破壊されるか気が気ではなかったからな。常識の通じる我が国の軍隊が来てくれるなら安心だ」

　あいつら誰の為にマイラが怪我をしたと思っている。

　俺がざっと立ち上がったのを見てセリアとマータが青くなる

「腹立たしいのは私も同じですが、ここで殴りかかっては大変なことになります！」

「どうかご自重を！　苛立ちは私達にぶつけて下さい！」

　両手それぞれにセリアとマータがしがみ付き、何故か慌てたイリジナが後ろから首を絞めて来る。

　振り払うのは簡単だが、セリア達にまで怪我をさせてしまうかもしれない。

「族長様落ちついて下さい！　ピピもなんとかしなさい」

「わかったぞ！　族長様はここを撫でると鎮まるのだ」

　ピピとルナが俺の股間を服の上から擦る。

　少しずつ気持ちが落ちついてきた。

「……移動するぞ。こんな街さっさと出て行く」

　もう二度と来てやるものか。

いや、もう一度来て市長官邸の便所を借りてやろう。

特大のモノを便座から丸々外して放置してやる。

　俺が扉を蹴って開けると市長と側近がビクリと肩を竦める。

「リバティース側からの要請で我々はこの街を去ります。世話になりました」

　言葉と表情が一致していないだろうな。

「マイラの奴も報われないなぁ」

　そこにセクリトが耳元で余計な事を言う。

俺の全身から殺気が吹き出し、市長がひっくり返ってしまった。

手は出して無いから構わんだろう。

「て、撤兵式はいかように……」

「必要ありません。では」

　これ以上の挨拶など必要ない。

それよりマイラの様子を見にいかねば。

「無礼者共め……おい、替えのズボンを持って来い」

「り、了解しました！」




　トルトエントへの道中はそれ程の心配はない。

街道はしっかりして賊や魔物の心配はほとんどないし、敵もさすがにここまではきていない。

「では頼むぞ。変化があったら何でも知らせてくれ」

「はい承知しました」

　未だ目を覚まさないマイラも連れて行く。

本当は動かさない方がいいのかもしれないが、メリスバークに置くのが彼女の為になるとは思えなかった。

　これでもかと持って来たクッションで馬車全体をベッドのように仕立てる。

そこに交代で軍医を乗せ、一日中目を離さない体制を整えたのだ。

　他の負傷兵の治療に支障が出るかもしれないが、マイラを優先するのは当たり前だ。

　俺も起きている間はついていてやるが、寝る時は別の馬車に移る。

隣で俺が寝ていては医者が変な気を使うだろう。

俺の気持ちよりもマイラが治ることが一番なのだから。

　朝日と共に目覚められるように窓を開けて寝る。

もちろん隣には誰もおらず一人きりだ。

　さっさと寝てさっさと起きようと目を閉じる。

意識が遠くなっていき……刺激で目が覚めた。

「……マータか」

「はい」

　マータが俺のズボンを降ろし、肉棒を擦り続けている。

「すまんが今は女を抱く気分じゃない。また今度にしよう」

　こんなセリフを言うことになるとは思わなかった。

「いえ駄目です。無理にでも私をお抱き下さい」

　マータはそう言い切って小さな口で男根を咥える。

小さな舌が肉傘を舐めまわし、快感が伝わるが一物はなかなか勃起しない。

「マイラが心配で集中できないんだ。わかるだろう？」

　今の状況では俺の気分も乗らないし、きっと女を楽しませることもできないだろう。

それは誰にとっても不幸なことだ。

「旦那様、お聞き下さい」

　マータは俺の上に圧し掛かるとまだ柔らかい一物を股で挟んで腰を揺らしながら手を顔に添える。

「もし戦場で傷を負ったのが旦那様だったと致します。予断を許さぬ事態になったと致します」

　その方が良かった。

俺自身のことなら踏ん張り様もあるというのに。

「そのことにマイラ様が気を病み……食事も睡眠も取られなくなったらいかがですか？」

「む……」

　俺の心配でそうなってしまうのは深く想われていると誇らしくもある。

　だがやはり嬉しくはない。

気にせず食って寝て健康で居て欲しい。

俺が目を覚ました時に元気な笑顔で迎えてくれるのが一番だ。

「その通りだと思います。想い人が弱って嬉しい女はおりません。マイラ様も同じはずです。いつも通りに過ごして元気になるのを待ちましょう」

　言いながらマータは肉穴の入口で肉棒を擦り続ける。

　マータの言う通りだ。

マイラ優先だなんだと言っておきながら、彼女の気持ちになっていなかった。

　意識を失う前、彼女はなんと言った。

「申し訳ありません」だ。

自分のせいで俺に迷惑がかかると思っていたのだ。

　目を覚ました時に俺が落ち込んでいたら彼女は自分を責めるだろう。

ならばいつも通りに過ごし、目を覚ましたら満面の笑みで抱きしめてやればいい。

「そうだな。お前の言う通りだ」

　感謝を込めてマータを抱き締める。

しかし疑問は残る。

「だが俺は飯は食っているし、短いながらも寝ているが？」

「でもあの戦い以来女を抱いておられません。旦那様が女を抱かないのは息をしないのと同じことです。食事や睡眠どころではありません」

　なるほど、そういうものか。

「なのでどうぞ……どんな抱き方でも構いません。荒くとも痛くとも構いません。女を沢山抱いていつもの旦那様にお戻り下さい」

　マータはコロリと転がり、自分の指で肉穴を開く。

　俺ももう何も言わず彼女に圧し掛かり、男根を穴に当てる。

「あうっ！」

　マータから短い悲鳴が上がる。

だが俺は思わず苦笑してしまう。

「我ながら情けない。いつも通りで居ると言いながら男根を勃たせることもできないとは……根性無しの短小野郎を笑ってくれ」

　俺は自身を嘲笑しながら見るからに小さい男根をマータに見せる。

あれだけ刺激して貰ってこの大きさとは泣きたくなる。

「それでも四十ｃｍぐらいあるのですけど……多分私の穴には十分だと思います。そんな心配はなさらず好きにもて遊んで下さい」

　マータは天使のように微笑む。

世辞とはわかっていても嬉しくなり、無様な短小男根を彼女の穴に思い切り押しこんだ。

「あひぃぃ！　やっぱり大きい、大き過ぎます!!　奥にグリグリ当たります！」

　マータは仰け反り大きな嬌声を上げる。

もちろんこんな短小で満足するはずがないから気を使ってくれているのだろう。

「少し軟らかいから逆にイイ所いっぱい擦れます！　ダメダメイクぅぅ──!!」

　マータの両脚が俺の腰に回り、中が激しく痙攣する。

もちろんこんな短小で女が簡単にイクはずがない。

俺が気持ち良くなれるように演技しているのだ。

　抱く以上は少しでも満足させないといけない。

短い分、勢いをつけて奥までねじ込もう。

「お、奥！　奥が！　んひぃぃ──!!　あおぉぉ──!!　だめぇぇぇ!!」

　マータはバッと潮を噴き、両手両足でがっちりとしがみつく。

俺を気遣って潮まで噴いてくれる彼女に感謝しながらペースを落とさず短小を振りたくって突き続けた。




一時間後

　俺は延々とマータの上で腰を振り続けたが、射精感は高まらない。

短小だけではなく不能になるとは、俺はどうしようもなく小さな男だったようだ。

「すまん。なかなか行けなくてな」

「あぁぁぁぁぁ！　ひぃぃぃぃ！　突きっぱなしなんてぇぇぇ！」

二時間後

　未だ勃ちきらない一物でマータを突き続ける。

彼女もさすがに演技に飽きてきたのか言葉が少なくなってきた

「無理しなくていい。気持ち良く無いなら無言でもいいぞ」

「……んひぃぃ……あうぅぅ……意識が……死ぬぅ……」

三時間後

　まだ射精には至らない。

それでも俺は小さな胸を吸いながら腰を振る。

俺が俺であるために、マータの思いやりに応えるために。

「ふん！　ふん！　ふん！」

「もう……だめです……今まで……ありが……ございました……かふっ」




　その時だった。

「ハードレット卿!!　ヒューティア卿が意識を取り戻しましたぞ！」

　医者の声だ。

俺は一瞬停止してその意味を理解する。

「マイラが目を覚ましたか！　うぉぉぉぉ!!」

「え？　ちょ……わぁぁぁぁ!!」

　短小と化していた肉棒がマータの中で一気に膨らみいつものサイズとなる。

硬度もたちまち鉄のようになった。

　ぐったりしていたマータの腰が跳ねあがる。

潮を噴きまくり白目まで剥いてしまったが、もう演技はいらないぞ。

「ありがとうマータ。おかげでマイラを笑顔で迎えてやれる」

　俺はマータから勢い良く男根を引き抜き、キスをしてからマイラの馬車に飛んで行く。

「ほへ……あへ……ふへ……もう……私が……死ぬ……がくり」

　マータはベッドの上で水芸をしているように見えたが、今はそれどころではない。




「……そんなに長い間意識を失っていたのですか」

　馬車の中から聞こえるのは愛しいマイラの声だ。

正直彼女の死を想像する事は何度もあった。

だが全ては過去のこと、彼女は目を覚ましたのだ。

「マイラ!!」

　馬車の扉を開き……いや、破壊する。

「わ、ハードレット卿そんなに慌てて……きゃあああああ!!」

　マイラを抱き締めると鋭い悲鳴が上がる。

「どうして全裸なのですか！　そそり勃っているのですか！　さては情事の途中で──うむ！」

　マイラを抱擁して唇を奪う。

「マイラ良く助かった！　良く頑張った！」

　両手で頭を撫で回し、顔をもみくちゃにする。

「あぶぶ……ああもういいです！　それより」

　マイラは少し俯く。

「この怪我は私の油断が原因です。ご迷惑をかけて──あぶ！」

　言わせずに胸板でがっちり抱きしめる。

「あぁマイラ、俺のマイラ！　もう離さないぞ！」

　騒ぎを聞きつけてセリアやイリジナも出て来ていた。

皆一様に安心している。

　セリアの頬はちょっと膨らんでいるが、今はマイラだけを可愛がらせてくれ。

「ハードレット卿、そこまでに。病み上がりですぞ？　あと前をお仕舞い下さい」

　軍医に注意される。

おっとこれは調子に乗り過ぎた。

「意識は戻り、傷も膿んでおりません。何か気になることはございませんか？　それと前を……」

　医者の問いにマイラは俺の顔を恥ずかしそうにチラリと見てから答えた。

「少しくらくらするのと……その、お腹が……とても空いているのですが……」

　医者が始めて笑顔を見せた。

「もう大丈夫ですな。目が回るのは血が足りぬ故、血になる物をたっぷり食して下さい。それとハードレット卿はとにかく何かお穿き下さい」

　俺は即座に立ちあがる。

「ありったけの食い物を持って来る。クラウディアみたいになるまで食わせてやるぞ」

「止めて下さい！　あんな姿になるなら死を選びます！」




　マイラは助かった。

俺の心配事は消えた。

「貴女にも迷惑をかけましたね」

「本当です。エイギル様を心配させてもう」

　セリアがマイラに何か言っているが互いに笑顔だ。

「良き事です」

　ルナも笑う。

「一安心ですね」

　ギドも胸を撫で下ろす。

「良かったぞ！」

　ピピが言い、ポチも嬉しそうにギャーと鳴く。

「ふ、死にかければ堅物も少し軟くなるかな」

　セクリトはいつも通りだ。

「もう何も怖くないぞ！」

　そうだイリジナ、恐れる物は無くなったのだ。

　ところでマイラが復活したので一物も安心して勃ちっぱなしだ。

忘れていた興奮が今にも飛び出しそうなんだが。

「なら私が受け止めます。あちらにいい感じの小屋がありましたから」

　セリアが俺の手を引こうとするとマイラが叫ぶ。

「駄目です！　私を心配して沢山溜めてしまったのですから私が受け止めるのが筋でしょう？　すぐに体調を戻すのでそれまでお待ち下さい。くれぐれも他の女に出したらダメですよ」

　マイラはそう言って用意された粥をガツガツ食べ始める。

この調子ならすぐに起きあがれるようになるだろう。

「夢精も駄目ですからね」

「ぬぅ」

　俺の方も少なからぬ頑張りが必要なようだ。
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南ユーグリア首都アルテリア

「第一軍がメリスバークを落とし損ねたようだ」

　ザフネスがヴィルヘルミナに報告する。

　若き女王は笑みも怒りも浮かべず、地図を眺めながら問う。

「原因は？」

　ザフネスも淡々と答える。

「ゴルドニアの援軍が入っていた。数は二万足らずだが相当に手強かったようだ。ごり押しすればもう一勝負できるが損害がでかくなる。ここで第一軍を損耗させたくはない」

　ヴィルヘルミナはゆっくり頷いた。

「お前の判断に異は唱えんさ。ゴルドニアは手強かった。リバティースにしておいて正解だっただろう？」

「……今はまだ準備が足りない。もう少し兵数と装備が揃えば遅れはとらんさ」

　ザフネスの意地にヴィルヘルミナが僅かに頬を緩める。

　彼の部下からなる参謀達は、対リバティース侵攻の前にゴルドニア領主ハードレット辺境伯によって暫定的に占領されている旧ヴァンドレア人民連邦領北東部の奪還及び、保護国化している弱小国家モルト侵攻の計画を提案してきた。

　だがヴィルヘルミナはゴルドニアと直接衝突の可能性があり、時期尚早としてこれを却下したのだ。

　ヴィルヘルミナは鏡の前で口紅を引きながら続ける。

「追い払われはしたがゴルドニア王国軍の編成と練度、ハードレット辺境伯の戦術も把握できたのだ。数千程度の損害でこの情報が買えるなら良い買い物だと思う」

「……そうかもな。とりあえず最低限の訓練した者を補充兵としてイルクスターから回す。第一軍は二十日は動けんな」

　ザフネスは頭をかきながら言う。

帝国時代ならば鼻で笑える程度の損害だが、兵数の少ない現在ではそれなりに痛かった。

「それで──」

　化粧を終えたヴィルヘルミナは完璧となった美貌をザフネスに向ける。

男の眉が僅かに動く。

「二十日の時間と、この敗北をどう生かす？」

　ザフネスは挑発するように言う女王へ笑い返す。

「そうだな……南部方面の第二軍も負けさせるか。第三軍も進軍停止だな」

　ヴィルヘルミナも僅かに笑う。

「それは大変だ。戦局が変わってしまうな」

「そう、リバティース軍にとってはいよいよ反撃の好機というわけだ。我が方を撃破すべく最大戦力で向かって来て貰いたいな」

　ザフネスは部下の一人を部屋に呼ぶ。

「特別部隊の訓練を繰り上げて配備……そうだな、マルトフィアに集結を急げ、二十日以内に完了しろ」

「はっ！」

「苦労をかけますね。我が国の為、何卒よろしくお願い致します」

　ヴィルヘルミナは微笑みながら小さく頭を下げ、部下は恐縮して腰を床と並行に折る礼をして退室する。

　完全に扉が締まってからザフネスはヴィルヘルミナを見ずに言う。

「敵の動きは読めている。次にどう出るかもわかる。勝算は十分だ。……だが完璧ではない、大きな賭けだがそれでいいか？」

　ヴィルヘルミナもザフネスを見ないで応える。

「賭けに負けるようでは私の覇道もここまでと言う事だ。問題無い」

　女王はそこでザフネスに目をやって続ける。

「しかし今回は賭けにならないと思うぞ」

　ヴィルヘルミナはバルコニーへ出て行く。

週に二度、民へ向けて行っている戦況報告の演説が始まるのだ。
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リバティース首都トルトエント　作戦会議室

「よく敵の西部軍団を退けてくれた！　しかも僅か二日で……参謀達も目を丸くしていたぞ」

　国防長官のブライアンが俺の手をがっちりと掴む。

　メリスバークでは不愉快な思いもしたが、こう真っすぐに歓迎されると悪い気はしない。

相手が美女でお礼に穴を差し出してくれるなら最高なのだが。

　おっと美女の妄想はまずかった。

マイラの完全回復まで禁欲しているせいで一物が勃ちかけた。

ここでズボンを破ったら俺は一気に変態だ。

「まずはゆっくり兵を休ませるといい。負傷者は我々が責任を持って治療させてもらう……戦死者は丁重にゴルドニアへ移送、家族へは我々からも少しばかり包ませて頂く」

　戦費や損害などの補填費用は援軍の謝礼としてリバティースからゴルドニアへ払われる。

それとは別に遺族へ直接出すらしい。

やはり裕福なんだな。

　レオポルトが俺を見てくる。

「呼び戻したからには何かあるのだろう。さっさと聞き出せ」と言う顔だ。

「それで我々を呼び戻したのは……」

「ああ」

　ブライアンは地図を広げる。

レオポルトはフイと俺から視線を逸らせて地図に注目する。

「メリスバークでハードレット殿が敵西部軍を押し戻してから三日後、我々も防衛戦の末、南部軍の撃退に成功した。遂に南ユーグリア軍の進撃が止まったのだよ！」

　リバティース軍も南部で奮闘していたらしい。

　偽レオポルトことデーヴィッドが淡々と補足する。

「東部から迫っていた軍団も後退しております。敵の攻勢は全戦線で停止しました」

　奇襲から始まった戦争で敵の進撃が止まった。

これは南ユーグリア軍が遂に息切れを起こしたと見る事もできる。

「いよいよ反撃の時です！　卑怯な南ユーグリアの奴らから自由なる民と国土を取り戻す時であります！」

　ジムが立ち上がり熱く叫ぶ。

汗がとんできそうで嫌だな。

　ブライアンは頷き、地図に多くの駒を乗せた。

「我々は近く総反撃作戦を行う。可能な限りの兵力を結集して一気に南下、敵主力の撃破を狙う大作戦だ。ハードレット司令官もこの作戦に参加して貰いたい。ついては具体的な議論をしたいのだ」

　なるほど、敵が息切れしたところを狙って一気に敵を蹴散らして勝利を確定させる。

わかりやすくて俺好みではあるが……。

　レオポルトが何か言いたそうだな。

一応聞いておいてやろう。

「レオポルトはどう思う？」

　いつもながらの無表情が立ち上がる。

「南部の戦いにおける自他の損害はおわかりですか？　ある程度の推測でも構いません」

　差し出された書類に目を通す。

「……これを見る限り自他の損害は拮抗しており、敵の総兵力を考えればまだ余裕がありそうですな。これでは撃退でなく、自発撤退ではないでしょうか？」

　ブライアンとジムの顔が歪む。

デーヴィッドは無表情のつもりだろうが眉が動くのがわかった。まだ甘いな。

「東部軍に至っては無傷のままの後退です。本当に深刻な打撃を受けて戦線が危ないならば南部軍団の増援に回る動きを見せるのではないでしょうか？　そのまま後退とは意味を成さない采配です」

「損害数だけで戦は計れない！　損害が少ない方が敗走することもあるだろう！」

　ジムが反論する。

ふふふ、レオポルトと言い合うとイライラするだろう？

自分がやると不快だが人がやっているのを見ると笑えるな。

「小損害で敗走する脆弱な敵とも思えません。敵は余力を残したまま後退している公算が大きい。全軍を以ての決戦を挑むのは時期尚早ではないでしょうか？」

　その後もレオポルトはデーヴィッドやジムと何度か言い合う。

国防長官ブライアンは腕を組んだまま目を閉じていた。

「当初の計画では敵の攻勢を止めた後、補給拠点イルクスターの陥落を狙う予定だったはず。何故唐突に敵主力への総攻撃に変更されたのか？」

「戦は勢いが──」

　ジムを制してブライアンが口を開く。

「レオポルト殿、ハードレット司令官、言わんとすることはわかる。だが議論は作戦内容についてにして貰いたい。作戦決行の是非は……既に大統領が決定されていることなのだ」

「はあ」

『王様の命令が出ています』と言われてはもう何も言えない。

「まあ、準備にはまだ時間がかかる。今日はまず互いの親睦を深めて良しとしようじゃないか」

　ブライアンは高そうな酒をグラスに次いで差し出し、俺の耳元で囁く。

「大統領……いや、リバティース市民は早期の決着を望んでいるんだ。戦争で国土が荒れて経済は疲弊している。我ら軍人は市民とその代表に尽くす者、いかなる場合も全力でやるしかないのだ」

　大変だな。

まあそこら辺りは何処でも一緒か。

　王が決めたと言えば俺は従うしかない。

そう考えると鬱陶しいな。

「更に大統領と俺の間には少しばかりあってね。……いやこれは失言だ。無かったことにしてくれ」

　ブライアンは苦笑いする。

その表情の奥には何とも言えない不安が見えた気がした。

「我々はあくまで援軍ですからね」

　根本的な作戦はそっちに任せるしかない。

まぁあまりに無茶苦茶になったら逃げ帰るが。

一応レオポルトと相談しておこう。




　そして全員に酒が振る舞われ、ささやかな防衛成功祝いとなる。

「エイギル様、このお酒美味しいです」

「お前一気に飲んだのか？　この酒は美味いが結構きついからまた小便を漏らすぞ」

　赤くなったセリアを撫でてふにゃふにゃにする。

「うん？」

　ジムが不思議そうな顔でこちらを見ていたが気にはしない。

「あの旦那様、私に注がせて下さいませんか？」

　マータが赤い顔で酌をしてくれる。

もちろん付き人の彼女は酒を飲んでいない。

　マイラのどさくさで放置してしまったが、マータはあの日一日中失神していたらしい。

彼女が言うには百回近く昇天したらしく、今は俺に近付くだけで真っ赤になるようになった。

「どうも無理やりには見えんが……うむむ」

　またジムが何か言っている。

「あの……」

　部屋の外から声が聞こえる。

開けてみるとマイラがルナに肩を支えられて立っていた。

　一応は直立しているが、足元はまだふらついている。

完全に体力が戻っていないのだ。

「おい馬鹿、寝ていないと駄目だろうが」

　俺は慌ててかけつけマイラを支える。

「合同軍議を行っていると聞きました。顔だけでも出すべきと思いまして」

「そんなことよりお前の体が大事だろう！」

　俺はマイラを抱き上げて壊れ物のように椅子に座らせる。

「な、情けない格好で失礼します」

「名誉の負傷だ。堂々としていればいい」

　マイラがリバティースの面々に頭を下げ、俺がすかさずフォローする。

文句言う奴がいたら文字通り噛みついてやる。

「軍服だけでは冷えるだろう。俺のマントを着ておけ」

　マントを脱いでマイラを大事に包む。

彼女は口では遠慮しながらも大人しく包まれていた。

「うむむ……俺は何か間違っていたのか……？」

　ジムがまた何か言っているがマイラが大事なので聞こえないぞ。




「それでハードレット司令官」

　ブライアンが先ほどとはうってかわって明るい笑顔に戻っている。

「同じ作戦に参加するならより緊密な連携が必要だ。その為に連絡役の士官を送らせて頂きたい」

　そうすべきだろうな。

双方の事情をしっかり把握した連絡役は必要だ。

「士官学校を出たての新人ではあるが年度次席の有能な者だ。宜しく頼む」

　うーむ次席の秀才か、クソ真面目で面白く無い奴が出てきそうだな。

『それは教本に書いておりません』とか言いそうだ。

　扉が開き、次席殿が現れる。

　身長は一六〇半ば、風に舞う綺麗なロングの金髪。

使い込まれていない真新しい軍服──はこれでもかと着崩されている。

「へ？」

　セリアが妙な声を出した。

　綺麗なグリーンの目と長いまつげにピンクの派手な口紅。

本来頭の真ん中にしっかり被るはずの軍帽が右側にちょこんと乗せられている。

「はあ？」

　マイラも変な声を出した。

　連絡役は俺の前に立って息を吸い込む。

「あたしスージィって言いまーす。よろしくおねがいしまーす。ちゅっ……んふ」

　間延びした声での挨拶、最後に投げキッスまで飛んできた。

「な、ななな」

　マータまで絶句してしまう。




「おい、書いてあることと全然違うぞ。なんだこいつは？」

「しかし名も在籍番号も同じです。間違い無く彼女ですが……」

　ブライアンとデーヴィッドがひそひそ言い合っている。

「あたしつらいこと苦手なんですけどー、一応精一杯頑張るんでー、優しくしてくださーい」

　スージィと言う女は体をくねらせながら言うと俺の胸をちょんと指でつつき『やだーキンニクすごーい、あはははー』と笑っていた。

「こ、この女……」

「なんて無礼な……」

「体調が万全なら張り倒してやる所を！」

　セリアとマータが先ほどとは違う意味で顔を真っ赤にしている。

マイラもふらつきながら立ち上がろうとしている。

　俺はスージィを見降ろし咳払いを一度してから口を開く。

　ブライアンとデーヴィッド、ジムまで頭を抱えていた。

「スージィと言ったな？」

「はぁーい」

　彼女は俺の腹筋をポコポコ叩いて笑っている。

　俺はカッと目を開き、彼女を見据えて言い放つ。




「こちらこそ宜しく頼むよ。あぁ君のような美人と一緒に働けるなんて光栄だ」

「あははーよく言われますー」

「「「えー……」」」

　女性陣の非難の声が聞こえる。

さすがの俺でもわかるほどの非礼な振る舞い、しかもどう見ても仕事できそうにない。

　だが仕方ないじゃないか。

スージィは目を引く派手な美人だし、何より着崩した軍服から胸の谷間が見えるんだぞ。

しかもスカートは明らかに短くされてむっちりした太ももが覗くし、バンと張った尻の形もわかるんだ。

　仕事が出来なくてもいいじゃないか。

その分誰かが頑張ればいいのだ。

「やさしー男の人ってすてきですよねー」

　スージィが上目使いのまま俺に微笑みかける。

「そうだよなぁ。やっぱり男は女に優しくないとなぁ」

　顔が緩み、我ながら気持ち悪い猫撫で声が出た。

楽しい作戦準備になりそうだ。

「「「ぶぅ……」」」

　ともあれまずはセリア達への言い訳が先か。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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第３５６話　南部戦争⑦　自由の風　♯







「失礼します」

　耳心地の良い声と共に朝日が差し込む。

「ん……朝か」

　数秒まどろんでから体を起こす。

「おはようございます」

「おう」

　窓を開けたのはセリアだ。

次の作戦までトルトエントで休養してくれとリバティースから宛がわれた宿は非常に快適でつい寝過ごしてしまったようだ。

「うーむ、まだ眠いぞ。目を覚まさせてくれないか？」

　ベッドから降りずに言うとセリアは微笑んで俺の腹に馬乗りになる。

「ん」

　そのまま体を倒して口付けをし、舌を入れて来る

小さく軟らかい舌を味わうのは顔を洗うより余程効果的だ。

「改めておはようございますエイギル様。……こちらもお目覚めですね」

　セリアが腹に乗ったまま手を後ろに回す。

滑々の手が優しく一物に触れてきた。

「こらこら悪戯しないでくれ。ただでさえ治まらなくなっているのに」

　メリスバークの戦闘以来一度も射精していない。

マイラの体力が戻るまでは、と約束していたからだ。

「昨日は丸一日ずっと勃っていた気がする。マントで隠さないと変態扱いされる」

「エイギル様は巨根だから大丈夫でしょうけど、普通の男なら壊れちゃいますよ」

　セリアは腹から徐々にずり下がっていく。

「なのでこのまま私で出してしまいませんか？」

　尻を前後させて擦り付けるセリア。

　このままひっくり返して下着を剥ぎ取る。

そして引き締まった小尻にねじ込み、歩くと重さを感じる程になった玉から大量に出せばどれだけ気持ちいいだろうか。

「上でも下でも、前でも後ろでも……好きに扱ってすっきりして下さって良いですよ」

　俺の手がゆっくりとセリアの腰に伸びた時、刺すような視線を感じた。

「……」

　僅かに開いた扉からマイラが覗いていたのだ。

「……と言いたいところだがマイラと約束したからな。そういうわけにもいかない」

　言いながらセリアを持ちあげてベッドの脇に戻す。

「さて少し遅いが朝飯を食おうか」

「むぅ、後少しだったのに」

　不満げなセリアを撫でて食堂へ向かう。




　皆の食事は既に終わったのだろう、食堂ではマータとギドが食後のお茶を飲んでいた。

ルナとルビーは朝の運動として走りに出たそうだ。

　ピピは町に入れず、弓騎兵と共に郊外の駐屯地にいるポチに会いに行った。

昨夜の妙な咆哮はあいつだったのか、ポチはピピと一緒に寝ないとたまに夜泣きするからな。

　連絡役として俺の所にいるスージィは真剣な顔で爪に何かを塗っている。

連絡らしきものが一度も来ないのだが、気にしなくて良いのだろうか。

　そして一番の問題はこの二人だ。

「はふ！　はふはふ!!　むぐむぐむぐ!!」

「はむはむ……もぐもぐ」

　イリジナとマイラが山のように皿を積み、猛然と食事しているのだ。

　イリジナの方は良い。

いつもこんなもんだし朝から肉の塊を食うのも珍しく無い。

うちには怪人クラウディアがいるので二番手に甘んじているが、彼女の食事量も尋常ではないのだ。

「うぐぐ……うぅぅぅ……」

　問題はマイラの方だ。

彼女も体格は良いし軍人として体を動かしているので食は細くないのだが、それでも女の食事量だ。

それがイリジナに対抗するように肉やパンを口に詰め込んでいる。

「……その辺にしておいたらどうですか？」

「まだ大丈夫です！」

　セリアが言ってもマイラは聞かず、肉のスープをおかわりする。

そしてスープを具ごと一気に飲み干した所で青くなっていく。

「大丈夫か？　便所いくか？」

「大丈夫です……体を休めて来ます」

　マイラは口を押さえたまま自室に戻っていった。

　彼女は一刻も早く失った血を補充して体を治そうとしているのだ。

つまり一刻も早く俺の溜まりに溜まった欲望を受け止めようとしているともいえる。

「これは待っててやらないといけないな」

　俺は苦笑しながら帽子を被ってドアに手をかける。

「何をするつもりなんですか!?」

「ん、ちょっと街に出ようと思ってな。ついでにレオポルトがちゃんとやっているか見に行く」

「そうじゃないです！　服、服を着て下さい！」

　セリアが慌ててマントを持ってついて来る。

「はて、何か着忘れていたか？」

「何かも何もなんにも着てません！　全裸に帽子じゃないですか！」

　おお、そうだった。




　セリアと共にトルトエントの街を歩く。

戦時下、それもかなり深くまで押し込まれているにも関わらず街にはお洒落な装いをした男女が歩いている。

　露店も出ており、活気を感じる──ブライアンによるとこれでも景気は落ち込んでいるらしいが。

「新発売！　レモンとオレンジのオリジナルブレンド香水！　今だけ二割引」

「戦争中だからこそ宝飾品を安く買えるチャンスだよ！　終戦すれば倍になること間違いなし！」

　こんな文句が飛び交い、普通の市民が金貨単位の値段で宝飾品や香水を買っている。

市民全体が相当な財力を持っているようだ。

さすが市民が統治者を選ぶ国だ、アドルフもこういう社会を目指しているのだろうか。

　その時、ちょっとした騒ぎがある。

「だからそのネックレスは盗品の可能性があるんですよ。ちょっと検めさせて下さい」

「馬鹿言え！　商品を勝手に持って行くなら令状を先に持って来い！」

　どうやら衛兵と民が揉めているようだ。

「……わかりましたよ。明日には令状を持ってきますからね？」

「ケッ、役人風情が偉そうに、一昨日来やがれ！」

　俺とセリアは目を丸くする。

「露店商が衛兵を追い払うとはな。やっぱり他の国とは全然違う」

「ゴルドニアであんなことしたら店ごと破壊されて店主は牢屋行ですね」

　リバティースでは市民の力が強く、衛兵も正式な令状を示さないと本人や持ち物に手が出せないのだ。

「衛兵にとっては面倒くさいだろうなぁ」

「ふふ、貴族が大量にいるようなものですからね」

　貴族相手の捜査では衛兵はとにかく気を使うと聞く。

この国では市民全員が貴族のようなものだからな。

　さて、さっさとレオポルトの所に行こうかな。




　────翌日。

「うっぷ……体を休めて来ます」

　マイラがまたも限界まで食べて部屋に戻る

足取りはしっかりしてきたし、顔色も良くなってきたが……腹が出てきたような気もする。

まずは回復が優先なので言わないでやろう。

「じゃあ行こうか」

　今日は街の視察名目でマックとギドを連れて男三人むさ苦しい飲み会だ。

　本当は女と行く方が良いのだが、いよいよ逸物が限界に近づいている。

女が近付くだけでズボンを破ってしまいかねないのだ。




　俺達は昼間からやっている酒場で杯を交わす。

馬鹿な笑い話や戦場の話、下品なエロ話など女の前ではできない話は盛り上がる。

「昼寝するセリアが可愛過ぎて悪戯で墨の眉毛を書いたんだ。するとそのまま買い物に出かけてしまってな、半泣きで窓から帰ってきて胸をボコボコ叩かれたよ」

「クリストフさんがまたやられていました。街壁上の戦いで敵に斬りかかるなり蹴り落とされて……下がたまたま生ごみの山だったのでかすり傷でしたが……ひどい臭いでした」

「弓騎兵のマトラ……日焼けしたいいケツをしているぞ」

　俺達が馬鹿な話で盛り上がっていると、ふとギドの肩がつつかれる。

見れば肩の出る派手なドレスを着た女二人組だ。

歳は二十前半でそれほどの美女ではないが十分魅力的だ。

「ねぇ君、あたし達と飲まない？　楽しいお店知ってるんだー」

「美味しいお酒もあるんだよー」

　二人はギドの両肩に手を乗せてスリスリを擦る。

「い、いえ俺は族長様と飲んでいますから……」

　ギドが渋ると同時に俺とマックは立ち上がる。

「俺達で良ければ」

「……いこう」

　女達は俺とマック、そしてギドの顔を見比べる。

「あー君が来ないならねー」

「お兄さん達も一緒にいてあげなよ」

　去っていく二人。

「明らかに俺達の顔を見比べていたな」

「うむ……」

　ギドは間違いなく男前だ。

そして俺は不細工ではないが、男前と言えるほどではない。

いや、問題はマックに違いない。

「お前がデカ過ぎて女が怖がったんだ」

「……横幅は似たようなものだ」

　く、今だけはほっそりした男前になりたい。

「まぁまぁ、族長様の魅力は俺なんか比べ物になりません。きっとあの女達も──」

「ねぇ君、時間ある？　お姉さん暇なんだけどなぁ」

　ギドは謙遜するが今度は三十路ぐらいの女に声をかけられた。

もう嫌味にしか聞こえない。

「くそ、このままでは俺達は道化だぞ。なにかギドに勝てるものはないのか？」

「……ないわけではない」

　俺とマックは目で通じ合う。

何かおかしい気もするが酒も入っていて判断がつかない。

「よし、俺達の魅力を女に見せつけるぞ」

「おう」

　俺達二人はズボンに手をかけて一気に引き下ろした。

「さあ俺達を見てくれ、どうだ！」

「……なかなかだろう？」

　俺達がギドを圧倒しているモノ……それは逸物の大きさだ。

自慢の二本を三十路女に見せつけた後、酒場の女達にも見えるように腰を動かす。

「「「……」」」

　一瞬の沈黙の後──。

「ぎゃあああ変態！　変態が出たわ！」

「衛兵を呼んで、強姦魔よ！」

「なによあの大きさ！　オークよ、討伐しないと！」

　次々と食器や器が投げ付けられ、店長が衛兵を呼びに走る。

「いかん、逃げるぞ！」

「……そっちが勃起しているせいだ」

「なんで俺まで!?」




　俺達はバラバラになって酒場を飛び出す。

勃っているせいでズボンが穿けずうまく走れなかったが、なんとか人通りの少ない路地裏に逃げ込む。

マックやギドは気になるが、しばらく身を潜めていた方が良さそうだ。

　息を整えて周りの様子を伺っているとくぐもった悲鳴と下卑た笑い声が聞こえてきた。

「へへへ、いい尻だ……あぁ気持ちいい。おおっ出る！」

「んむー！　んむー！」

「こっちの女は乳がいい感じだぜ。こうやってつねりながらハメてやると……」

「んぐぐー！　んんー！」

　女二人、男四人で交わっている。

女は口に轡を噛まされておりどう見ても和姦では無い。

　良く見れば犯されているのは最初にギドに声をかけた女二人組のようだ。

「こいつらも馬鹿な女だよなぁ。酔ってほいほいナンパされてくるなんてよ」

「それだけ俺達がいけてるってことじゃねぇか？」

　男達が笑う。

年齢は全員が二十歳前後、こういうカスはリバティースでも沸くようだ。

逃走劇をやった上に不愉快な光景を見せられてすっかり酔いが覚めてしまった。

「何をしている」

　俺は立ち上がって叫ぶ。

「おわっ！　衛兵か!?」

「ただの……酔っ払いじゃねーか？」

　若い男達は女を捨てて俺を囲むように立ち、顔を近づけて来る。

「こっちは今いいとこなんだよ。酔っ払いの兄ちゃんはさっさと家に帰んな！」

　臭い息だ。殺したくなってきた。

「見ろよこいつ勃ってやがるぜ？　けけけ、きっと兄貴のを覗いてやがったんだ」

　俺の一物は今日の朝から勃ちっぱなしだ。

お前らの愚かな行為など関係ない。

　今まで女に乗っていたリーダー格の男がニヤニヤしながら近付いて来た。

ズボンの前から小さく小汚い肉棒を丸出しにしている。

「兄ちゃんは余計なことせずにそこで見てろや。小遣いやるからよ」

　胸ポケットに銅貨が一枚入れられ、男四人がげらげら笑い出す。

「そうか、なら銅貨の返礼をしないとな」

　銅貨一枚とこいつの粗末な男根なら釣り合うだろう。

　俺は男の肉棒を掴んでドアノブにやるように半回転させる。

「ぴょっ!?」

　グリュンと妙な音がして、粗末な一物は半ばで折れた。

「あ……あ……ぁぁぁぁ……」

　男は口をパクパクさせながらその場にへたりこむ。

「兄貴の自慢の逸物が……お、折れた……てめぇ！」

　次の男がナイフを抜いて飛びかかって来る。

「自慢？　あぁ、小さくて少女でも怪我をしないからか？」

　そういう変態を知っているぞ。

　男のナイフを完全に見切り、右手の甲で腕を打ち払う。

払っただけなのに骨が折れる音が聞こえた。

「がぁぁぁぁ！」

　男は腕を押さえて倒れ込み無様に暴れる。

いい機会だ。リバティースの治安の為にも去勢しておこう。

　足を振り上げて暴れる男の股間を思い切り踏みつける。

玉と竿を踏み潰す感触があり、男は一度震えてそのまま意識を失った。

「うおぉぉぉ！」

　背後からもう一人が迫るが……完全に素人で安心した。

せっかく視界外にいるのに叫ぶなんてな。

「よっと」

　体を回転させて後ろに向き直り、腕と中途半端に伸びた髪を掴んで地面へ叩きつけ、足で踏んで押さえつける。

「これでも使うか」

　路地裏に放置されていた箒を掴み、服の上から男の尻深くまでねじりこむ。

「ぐぎゃああーーー!!」

　男は絶叫して抜こうとするが、柄の半分近くまで刺さった箒は簡単に抜けないだろうな。

　さて四人目はどこかな？

「こ、こっちに来るなよ。来たらこの女達を殺すぞ！」

「ちっ」

　最後の男はナイフを地面に転がる女につきつけていた。

女は轡を噛まされている上に、強姦されたショックでまったく抵抗できていない。

「素直に放せば腕の一本で勘弁してやる。だが放さなければ……」

「く、来るな！　お前みたいな酔っ払いに俺達を捕まえる権利なんてねぇんだぞ！」

　リバティースでは本当に無いのかもしれない。

なら面倒くさいことにならないよう二度としゃべれないようにしてしまおうか。




　俺と男が睨み合っていると背後から叫びが聞こえる。

「貴様、女性に何をやっているーーー!!」

　男が後ろを振り返った瞬間だった。

「ジャスティスラリアット！」

　突進してきた大男は腕を伸ばし、勢いのまま強姦男の顎下を打ちすえたのだ。

「悪は許さん！」

　体重の乗った大男の一撃は強姦野郎を壁に叩きつけ、意識を失わせた。

良く見るとその大男は首都防衛司令官のジムだった。

「君、大丈夫か!?　おお、酷い事をしやがって！　いますぐ医者に連れて行ってやるからな！」

　ジムはナイフを突きつけられていた女を抱え上げて猛然と走りだす。

「お前もそっちの女性を頼む！」

「おう」

　もちろん異存はない。

俺も服を破かれた女性をマントで包み、優しく持ちあげる。

「あ、ありがとう……って貴方酒場の？」

「ああ。次からは妙な男についていくなよ。顔で選ぶと碌なことがないぞ」

　女は俺の胸に顔を埋めてすすり泣く。

「ぐす……だね。ふふ、すごい胸板……不細工でもマッチョの方がいいかもね」

　とても嬉しいが、その言い方だと俺が不細工と言われているようで複雑だぞ。




　その後、女達を送った俺とジムは並んで酒を飲む。

「お前を誤解していたようだ」

「そうか」

　互いに敬語は無い。

ジムが言うには勤務が無い日は互いに一人の男らしい。

「金の為ではなく己の身も顧みず、ただ悪を討ってジャスティスを成す。これが男だ」

　ジムが言うにはあの強姦四人組は金持ちの家の生まれらしく、目撃者を買収したり腕の良い弁護人──よくわからんが──を雇ったりして法の網を掻い潜り、牢屋行きを免れていたらしい。

どこでも似たような話はあるものだ。

「俺はこの国が好きだ──愛していると言ってもいい。リバティースの為ならば命だって捧げられる！」

「お、おう」

　熱く語りながら顔を近付けるので思わず引いてしまった。

「だがこの国には金に屈する奴が多すぎる。自由を守るには相応の責任と覚悟が必要だと言うのに！」

　ジムはグラス一杯の酒を煽る。

「俺も結構暴れたと思うが、リバティースの法的にはどうなんだ？」

「無論やり過ぎだ。性器の破壊に内臓の損傷、三人とも死ななかったのが不思議なぐらいだ。これはまごうこと無き過剰防衛に当たるぞ」

　ジムは真剣な顔で俺を睨みつけてからニカっと笑う。

「だが路地裏は暗くてな、俺には何も見えなかった」

　それで良いのかと意地悪を言うと『そこにジャスティスがあるなら良いのだ』と言い切られた。

今まで理由なく嫌われていい気分では無かったが、ジムは案外面白い奴だ。




　酒の入ったジムはやたら距離が近く少々むさ苦しかったが話は案外に弾む。

　やがて話題は国防長官ブライアンに移っていく。

「国防長官閣下……いやブライアン将軍は人としても軍人としても素晴らしい資質をお持ちだ。俺の最も尊敬するお方だよ」

　ジムは酒で赤くなった顔で続ける。

「将軍は士官学校を主席で卒業なされた。通常この成績だと出世コースの参謀になるんだが……将軍はあえてもっとも激務の歩兵指揮官を志望されたのだ。その上で軍人としての最高位まで登りつめたのだよ」

　たたき上げの軍人と言う訳か。

だがそれだと少し違和感を感じるな。

「それにしては大人しく見えるな。今回の総攻撃にも諸手を上げて賛成しているようには見えないが……上の指示に文句は言ってないのだろう？」

　叩き上げと言うのは総じてアクが強く上官にとっては扱いにくい。

「将軍は私と同じく民主制と市民を信じ、愛しておられる。市民が選び出した大統領もまたしかりだ。何か思う所があろうとも……な」

　ジムは少し沈黙する。

続きを話して良いのか迷っているようだ。

　だがやがて俺の目を見ながら口を開く。

「隠せることでもないから言う。前回の大統領選挙は将軍とホワイト大統領の一騎打ちだったのだ」

「ほう、それはすごい」

　もしかするとブライアンは大統領になっていたかもしれないのか。

「将軍は国民にも人気があったからな。接戦となったが……リバティースでは元軍人はあまり好まれん。そこを集中攻撃されてな。ホワイト大統領は国防費を削って市民へ還元すると主張して当選したのだ。今日の苦境の一因は────いや、これは俺が言ってはいけないことだ」

　ホワイト大統領の容姿も大きかったらしい。

鍛えられてはいるが身長一七〇半ばのブライアンと一八〇を越えるホワイト。

無骨なブライアンと整った男前中年のホワイト。

　民の全員が賢明ではなく、こうした外見だけで動かされる者もいるようだ。

「しかしそれだと色々気まずくないか？」

　民主制うんぬんは知らんが、最高権力を争った二人が決着後に仲良しになるはずがない。

「うむ、将軍は今でも人気があるので民の手前、国防長官に据えているが……やはり色々とあるみたいだ」

　将軍は何も言わないが、と付け加えてジムはグラスを一気に煽る。

すごいな、この酒はさっき飲んだらえげつない強さだったのに。

「それにしても他国の軍人にベラベラしゃべっていいのか？　スパイしているかもしれないぞ？」

　茶化すように言ってやるとジムは大笑いしながら背中を叩いて来る。

すごい力な上に声がでかい。

酒場の全員から注目されただろうが。

「ははははは！　お前のような目立つ男がスパイなものか！」

　言いながらジムは俺のグラスに並々と酒を注ぐ。

「俺はお前が良い奴だと信じた。正義を愛し、女に優しい男は良い奴だ」

　前半は知らんが後半は同意する。

「では友情の証に勝負しよう。マスター！　この酒を十本持って来てくれ！」

「この強い酒を十本か……」

　だが挑まれたからには受けねばならない。

それにジムと飲むのはそれなりに楽しい。

無論女と戯れる程ではないが。




　──数時間後。

「ぐうう……」

　痛む頭を押さえてベッドから起きる。

ここまでわかりやすい二日酔いも久しぶりだ。

「ここはどこだ？」

　ジムと酒勝負をしてから記憶が無い。

　窓を開くと地平線が僅かに明るくなっている。

酒場の二階か、途中で倒れて担ぎ込まれたのかな。

「……うぅん」

　ベッドから声が聞こえる。

見ればベッドから白く細い足がはみ出ていた。

「……」

「お兄さん……もう起きるの？」

　気だるげに起きあがったのは全裸の女性だ。

良く見るとベッドの周りには俺達の服が脱ぎ散らかされている。

　エプロンに地味なスカートには見覚えがある。

どうやら酒場のウエイトレスとヤってしまったようだ。

「うう……腰が立たない……お兄さんの特大サイズのせいだよ」

　大変なことに気付いてしまった。

マイラを裏切ってしまったかもしれない。

「まさか俺は昨夜射精したのか!?」

　女は頬を膨らませる。

「それ聞く～？　あー思い出しても自信無くすなぁ。結構遊んでるつもりだったけど……口でしても上に乗って腰振ってもお兄さん全然イってくれないんだもん。結局あたしだけイきまくって失神だよ～」

　一物を見るとすっきりするどころか益々張り詰め、玉も更に巨大化していた。

どうやらマイラを裏切らずに済んだようだ。

「ねぇお兄さん。もし良ければあたしの恋人になってくれないかなぁ？」

　女は俺の太股に手を置き、すりすり撫でて来る。

「遊ぶだけの女にしてもいいから……コレ凄すぎて忘れられそうにないよ」

　手が股間に伸びた時、隣室から大きな叫び声が聞こえた。




「ノォォォォォ!!　酒の勢いだったんだぁ！」

　ジムだな。響き渡ってるじゃないか。

「愛してるって言ったじゃない！　これだけヤったんだから恋人にしてよ!!」

　奴もここの二階で良い事をしていたようだ。

「俺には愛するワイフがいるんだぁ！　ワイフを裏切る事はできない！　ジャスティス的に！」

　揉めているようだ。

「既婚だったの!?　ふっざけんじゃないわよぉ！　あんだけ尽くしたのにー！」

「俺を殴ってくれ、踏んでくれ！　それでなんとか勘弁してくれぇぇ！」

　とにかく声がでかいので宿中に丸聞こえだぞ。

「あはは……出よっか」

「そうだな」

　俺の隣にいる女も苦笑しながら服を着始めた。

　やはりジムはいい奴のようだ。

酒の勢いで浮気するのは当然のことだし、女に謝り続ける姿勢が好感を持てる。

「このでっかいので散々にヤっといて！　もうこうしてやるー！」

「ぐわぁぁぁ！」

　男根もでかいようだ。

これは益々悪い男では無いな。

　こうして俺とジムは打ち解けた。

そして来るべきものが来る。




　────リバティース軍最高司令部

「勇敢なる自由の闘士諸君。そしてゴルドニア王国援軍の方々よ」

　リバティース軍人と俺達が揃う前で、ホワイト大統領が演説する。

「反撃の時は来た。南ユーグリア帝国とその独裁者は思い知ることになるだろう……我ら自由なる市民の意思を、自由を守らんとする我らの決意を！」

　やはり演説は退屈だなぁ。

セリアの尻でも撫でよう……む、セリアが隣にいない。

いるのはマイラだが、彼女のを触ると怒られそうだな。

「勇敢な市民とその盾たる諸君ら軍は──」

「……」

　試しにつついてみると抵抗せずに前を向いたままだ。

おお、触らせてくれるのか。

なら遠慮せず撫で回そう。

「必ずや卑劣な専制を打ち破り──」

「むー」

　すまんセリア。

だが残念なことにお前の尻までは手が届かないのだ。

「──となるであろう！」

　お、演説が終わったようだ。

ヴィルヘルミナの演説は思わず引き込まれてしまったが、こいつのはそこまでいかないな。

マイラの尻の感触しか覚えていない。

しかも後半は少し湿ってきていたからな。

　軍人達は歓声を上げ、大統領は手を振って応える。

横に並んだブライアンが直立不動のまま太い声で叫ぶ。

「反攻作戦、リバティファングを発動する！」

　さて反撃の始まりか。

上手くいくといいんだが……悪い予感がするんだよな。
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余談　マイラ完治

　一風呂浴びて戻るとマイラが部屋の前に立っていた。

膝上の短いスカートに薄い上着……彼女にしては珍しいラフな格好だ。

「……ハードレット卿」

「どうした？　そんな所に立たずに入って座っていれば良かったのに。体調を崩したら大変だろう」

　そう言うとマイラは少し恥ずかしそうに目を泳がせてから頬を赤らめる。

「今日は宿の回りを走って来ました……駐屯地にも一人で行き、馬にも乗りました。剣も振りました」

　マイラは左右の廊下に目をやり、人がいないことを確認する。

「全て元通りです。医者も完治と言ってくれました。つまりその……」

　マイラはゆっくりとスカートを持ち上げる。

白い下着が丸見えになる。

「や、約束通り全て受け止めます」

　同時に布を裂く音がする。

俺のズボンが破れてしまったのだ。

　無言のままマイラを抱き上げて部屋に連れ込む。

「な、なんでもして差し上げますから……何がよろしいでしょうか？」

「脱ぐんだ。全裸になってくれ」

　俺は破り捨てるように服を脱いでマイラに迫る。

溜まりに溜まった性欲が暴走して取り繕えない。

　今の俺は童貞少年並に無様だろうがどうしようもない。

いよいよ種が出せると男根も張り切っている。

　マイラは苦笑した後、薄い上着を脱ぎ捨て胸を覆う下着も外す。

スカートの止め紐も外され、ふわりと床に落ちる。

「最後の一枚はお願いしてもいいですか？」

「もちろんだ」

　マイラのサービスに感謝だ。彼女のへそにキスをしてから下着に手をかけてゆっくりと降ろしていく。

整えられた陰毛と密やかな穴が少しずつ見えて来る。

「綺麗だ……」

「ソコに言わないで下さいよぉ」

　俺は下着を降ろすと僅かにはみ出た桃色の肉にキスをする。

「あぁ……恥ずかしい」

　立ち上がってマイラにキスをしようとするが、先に一物が彼女の腹に当たってしまう。

俺達はぷっと吹き出す。

「すまん、こいつの方がその気になっているようだ」

「ふふ、すごい大きさですね。これほど大きくなったのは初めて見るかも……」

　マイラは唇にちょんとキスをしてから俺をベッドに座らせ足元に屈みこむ。

「我が儘を言ってごめんなさいね。出せずにつらかったでしょう？」

　幼子に語りかける口調で男根に詫びるマイラ。

腹に力を入れてビクビク動かしてやろう。

「今日はいくら暴れてもいいですから、すっきりして下さいね」

　ちょんと先端にキスされる。

「ぐお！」

「きゃっ!?」

　その瞬間、一物から汁が噴き出した。

マイラの顔が汁だらけになってしまう。

「いきなりですか!?　い、いえこれは薄い……まさか」

「ああ、先走りだ」

　先走りでこの勢いだ。

本当の種を出したらどうなってしまうのか。

マイラは飛んで行ってしまうのではないだろうか。

「すごい……」

　マイラは大きく口を開いて先端を咥えて先走りを飲み、一物の側面を舐め上げる。

「あぁ、いいぞ。最高の気分だ」

　俺が喘ぐと彼女は更に気を良くしたのか、舌をペロペロと動かして全体を舐めまわす。

普段は兵やトリスタンを怒鳴りつける形の良い唇、そこから伸びる赤い舌が俺を悦ばせるために動いていると考えると一層興奮する。

「重いですね。たっぷりと入っています」

　更にマイラは玉を丁寧に舐めて袋を吸う。

玉が吸いこまれる度に腰が跳ねあがる。

「気持ちいい……だが俺にもさせてくれ」

　俺はマイラをベッドの上に引き上げて体の上に乗せる。

逆方向を向き、互いに口で性器を愛撫できる姿勢だ。

「綺麗な桃色だ。何度も可愛がっているのにどうしてこんなに綺麗なんだ。ん」

　俺はマイラの尻たぶを両手で開き、中心の肉に口をつけて舌を入れる。

「ちゃんと手入れをしていますから。貴方こそこんな特大で真っ黒なんてもう……ん！」

　俺達は互いの性器を口で愛撫する。

言葉は無く、水音と喘ぎだけが部屋に響く。

「んあっ！」

　俺はマイラの穴に口をつけながら、時折肉豆にも舌を這わせる。

両手で太ももを優しく撫でながら隙を見て尻穴をつつくと高い喘ぎが漏れて尻が震える。

「うぐ……」

　お返しとばかりにマイラは肉傘のくびれを舌で集中攻撃しながら両手で玉を揉んで来る。

太ももや腹に乳首が当たっているのもわざとだろう。

思わず腰が持ちあがり、うめき声が出てしまった。

　最後に俺はマイラの肉豆を強く吸い、彼女は俺の尿道に舌を入れて来る。

互いにびくりと震えてから口を離す。

「はぁはぁ……そろそろいいか？」

「ふぅふぅ……私も限界です」

　自然と体面座位の流れとなり、俺がベッドに胡坐をかいてマイラがその上に乗る。

「うぐ……うぐぐ……」

　マイラはゆっくりと腰を落としていく。

苦しそうだが、救いは先ほどまでの愛撫で彼女の穴が大洪水をおこしていることだ。

豊富な潤滑液に導かれて少しずつ沈んでいく。

「ああっ！　は、入る！」

　男根がマイラの一番奥を押し上げる。

根元まで入ったわけではないが、十分深い挿入だ。

　マイラは大きく仰け反った後、俺の肩にしがみ付いて息を整える。

「はぁはぁ……遠慮はしないで下さい。今は貴方に一滴でも多く射精して貰う事が私の喜びですから。全てを叩きつけて下さい。壊されても嬉しいですから」

　大き過ぎる男根も気にせず、気持ち良いように動いて欲しいとマイラが念を押す。

ここまで言ってくれるなら遠慮はするまい。

「動くぞ」

「はい」

　俺は腰をゆっくりと動かす。

マイラも俺の肩に手を置いたままタイミングを合わせて腰を動かし始めた。

「キスを──うむ！」

　言い終わる前に唇を奪う。

するとマイラはお返しに俺の手をとって自らの乳房に導く。

　唇を重ねて舌を絡めながら腰の動きを激しくしていく。

俺の両手はマイラの乳房を乱暴に揉み、彼女の手は俺の頭と背中を撫で続けていた。

「もうたまらん。激しくしたい」

「はい！」

　俺はマイラの尻に手を回し、体面座位のまま立ち上がった。

メリッと音を立てて肉棒が奥を押し上げ、彼女の爪が背中に食い込む。

「いくぞ！」

「来て下さい！　激しく抱いて下さい！」

　一声吠えてから俺は猛然と腰を動かす。

肉棒は遠慮なくマイラの中で暴れ回る。

「あううぅ！　うぅぅぅー！」

　マイラは俺の肩を両手で掴んだまま、激しい動きを受け止めてくれる。

それどころか自分でも腰を動かしてなんとか俺に快楽を与えてくれようとしている。

「手を……外しても構いませんよ？」

「いいのか？」

　彼女の尻を掴んでいる両手を放せば、全体重が男根一本にかかる。

欲望が溜まって鋼鉄と化した俺の一物は平気だが、マイラの穴は大変なことになる。

子袋まで突きこんでしまうかもしれない。

「でも……やりたいのでしょ？」

　そう言いながらマイラは俺の手を取り、ゆっくりと尻から外す。

徐々に力が抜け、彼女の体が沈んでいく。

そして──。

「ぐっ」

「あぁぁぁぁ──!!!」

　肉を広げる粘着質な音と共に男根は根元まで埋まってしまう。

マイラの子宮まで男根が入ってしまったのだ。

　マイラは思い切り絶叫した後、涙と涎を垂らしながら微笑む。

「だ、大丈夫です。続けましょう」

　そう言って腰を動かし始めるマイラ。

ここで気を回しても彼女の好意を無駄にしてしまうだけだ。

「行くぞ」

　彼女の手を取り、全ての指を搦めながら腰を突き上げる。

肉棒一本で持ちあげたマイラの体を思うがままに突き上げる。

　繋がりながらゆっくりと移動し、彼女の背中が壁に当たる。

俺は彼女を壁に押しつけるようにして更に腰を激しく使う。

「アレが震えてきてる……も、もう出ますね？」

「ああ出る。とんでもない量が出るぞ」

　肉棒の痙攣から射精が近いことを感じとったマイラは切なげな顔で俺の首筋を舐めて来る。

「出して下さい。溜まった分を全部……私の胎に注ぎ込んで下さい！」

　俺はマイラの手をぎゅっと握ったまま、思い切り突き上げて動きを止めた。

「うぐ……おぉぉ……」

　玉が震え、男根は激しく痙攣する。

だが種は噴き出さない。

　もちろん出し損ねた訳ではない。

既に玉から種はあがって来ており、尿道が押し広げられる鈍痛も激痛に近い。

これはとんでもない濃さだ。

「マイラ……出るぞ……これはすごい……覚悟してくれ」

　かつてないほど濃い種が出るのは間違いない。

「根元からゆっくり膨らんできてる……あぁ半分まできた……肉傘が膨らんで……あぁ出るんですね！」

　マイラがキスを求めようとした時、遂に先端から種が発射される。

「ぐおぉぉぉぉ!!」

「あぉぉぉぉぉ!!」

　俺とマイラは同時に咆哮する。

大量の種を流し込む……というより固形物を送り込むような射精が続く。

　マイラは子宮に種を流し込まれる感覚に悲鳴を上げながらも俺の両肩を抱いて放さない。

「好き！　貴方が好き！　貴方の女で良かった！　貴方に抱かれて幸せです！」

　うわごとのように嬉しい事を叫ぶので益々種が止まらない。

　マイラの腹はどんどん盛り上がり、床に潮と愛液が溜まっていく。

「押し倒して下さい！」

　マイラの求めに応じて俺は床に倒れ込み、彼女の上に乗って射精を続ける。

　我ながらなんの騒音だと思うほどの射精音をたてながら種は出続け、一向に止まる気配が無い。

「すまんが止まらん。苦しめてしまうかもしれん」

「構いません。ずっと抜かないで……このまま二人で意識を失いましょう」

　マイラは失神しても放さないぞと手足を絡めてくる。

俺もそんな彼女を抱き締め返して射精を続ける。

　射精は何分続いたのか、それとも何時間だったのか。

マイラは俺の腕の中で意識を失い、俺も長い射精の後、目を閉じて眠りについた。




　翌日、目覚めた俺達には毛布がかかっていた。

どうやら風邪をひかないようにセリアがかけてくれたらしい。

　セリアにとっては不本意だったのか、俺の尻には怒った顔、マイラの腹には舌を出した顔が口紅で書かれていたのだった。




「マイラさん……そのお腹、ちゃんとして来たらどうですか？」

　食堂でセリアがマイラに文句を言う。

何しろ彼女の腹は妊婦のように盛り上がったままなのだ。

「……別に勝ち誇っている訳じゃありません。濃すぎて固形になって出てこないんです」

　マイラがセリアに何かを渡す。

「なんですかこれ？　ぷよぷよして床に落すと弾みますね。……えっ？　これが種なんですか!?」

「入り切らなかった分です。これが子袋までぎっちりなんですよ？　とても出てきませんよ……」

　我ながらすごいものを出してしまったようだ。

「ところで貴女やってくれましたね？」

「なんのことですか？」

「落書きのことです！　ハードレット卿のお尻には口紅でしたが、私のお腹には赤い染料で書いたでしょう!?　こすっても落ちないんですけど！」

「知りません。記憶にございません」

　姦しくぎゃあぎゃあと言い合う。

こんな日常もマイラが生き残ってくれたからこそだ。

　これからの戦いはもっと激しくなるかもしれない。

同じことを繰り返してはならないな。
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第３５７話　南部戦争⑧　リバティースの牙







　整備された街道を南に向けて軍隊が進んでゆく。

もっとも俺と率いる兵達もその一部なのだが。

「大した数だな」

　リバティース軍の総数は実に十万に達している。

奇襲による緒戦の損害を考えればほとんど全兵力と言えるだろう。

　その証拠に国防長官であるブライアン自らが軍を率いており、首都防衛司令官のジムとその部隊までが戦列に加わっている。

「予備役も動員したようですね」

　マイラの言う通り、一部部隊は他と比べて明らかに練度が低そうだった。

「これに俺達が連れて来た援軍で十二万弱か」

　死者と帰還した重傷者を除けば一万六千といったところか。

数で言うなら南ユーグリア全軍と同等か、上回ってさえいるはずだ。

　しかしどうしても嫌な予感が消えない。

イリジナに不安を鎮めて貰おう。

「この戦いは勝ったようなものだぞ！　もう大丈夫だ！　奴らもここまでだな！」

　よしよし、少し不安が消えた。

「開戦早々に民を徴兵していれば戦力は十五万に届いたと思われますが」

　背中から冷たい声が聞こえる。

せっかくイリジナで安心したのにレオポルトがやってきた。

「徴用できるのは予め準備された予備役の者だけだ。民を無差別に戦場へ送るなどできるはずがない！」

　ジムがレオポルトを睨みつける。

もっとも奴の方は平気な顔をしているが。

「……しかし予備役の中にも戦地を嫌って逃亡する者も出ているのだ」

　ジムによればさすがにこれはリバティースでも違法なのだが、今は捜査や追跡の時間が無いので放置するしかないそうだ。

「違法だからと捕まえて無理やり戦地に送るのは見目も宜しく無い。そんなことをすれば……」

「次の選挙で負ける……と」

　ブライアンの言葉を続けてやると、彼は苦笑して曖昧な表情を浮かべた。

　戦争に負けたら選挙もへったくれも無い気がするがな。

「ゴルドニアの援軍が間に合えば良かったのですが」

　デーヴィッドに反撃されてしまった。

「それはなんとも申し訳ないな」

　エイリヒからはまだ援軍は出せないと連絡がきていた。

　説得を続けているが王はやはり消極的らしい。

そして近く王の誕生日があるらしく、記念に国内の景勝地へ旅行にいくそうで、援軍を出すにしてもそれ以降にしろと言われたらしい。

　王は今まで自分の誕生日など気にしなかったし、俺達も一言祝いの言葉を言って終わりだった。

過度な贈り物や式典をすれば『無意味な事を』と機嫌を損ねる程だったのだ。

　エイリヒは文面上で言葉を濁してはいたが自分の誕生日は口実で、恐らく王が惚れこんでいる女性……ロサリオとの旅行を楽しみにしているのだろう。

　王の気持ちはよくわかる。

女達との旅行の前にレオポルトが戦争すると言い出したら腹も立つ。

なので文句を言う訳にもいかない。

「いずれにせよ兵力面で遅れはとっていない。そして敵は西部、南部、東部軍団と分散している。各個撃破できれば言うことは無いし、真正面からぶつかってもそれはそれで臨むところだ。騎兵集団に最近動きがないのが気にはなるが……連中に小細工を弄する時間を与えぬよう、行軍を急ぐとしよう」

　ブライアン達は色々することがあるのだろう、俺から離れて行った。

「リバティース軍をどう思われますか？」

　彼らがいなくなってすぐにレオポルトが話しかけて来る。

また試すようなことを言いやがる。

「装備は良いが、騎兵が少ないな。どの部隊にも過剰な程の弓やクロスボウ兵がいる。そもそも野戦をする編成に見えない」

　兵達は全員が鉄か鋼の鎧を装備している。

剣も弓も一級品で練度も中々のものだ。

実戦でも使える兵だと思うが、兵科の偏りは如何ともし難い。

「よく見ておられます。加えて数少ない騎兵も軽装備の偵察隊が大半で正面から敵にぶつける騎兵戦力はほとんどいないと言うべきでしょう」

　これは俺達のやる事が増えるかもしれん。

「道中、中小の街にまで街壁があり、大弩や櫓も揃っていました。あれだけするのは大変なお金がかかると思います」

　セリアが言う。

　ジムはホワイト大統領になってから軍事費が削られていたと言っていた。

その上で街の防衛施設をしっかり揃えているとすれば、リバティースがいかに裕福でも騎兵まで並べる余裕はないだろう。

「で、どう思う？」

　漠然とした質問をレオポルトに投げてみる。

　これは具体的な質問が思いつかなかった訳ではなく、奴がどの視点から答えるか試し返しているのであって決して考えるのが面倒くさかった訳ではない。断じてない。

「良いのは三点ですな。まずは兵の装備練度、指揮官の質共に戦うには十分であること」

　良かったな。レオポルトのお墨付きが出たぞ。

「次に自国土の利もあって兵站もしっかりと確保されていること」

　街を出てからも飯はしっかりしているな。

「最後に兵力が集中されていること。我々に正面から仕掛けて撃破するのは難しいでしょう」

　つまりこの作戦は上手くいくのか？

「悪いのも三点です。まず現在の配置、敵は三方に分散していますが、見方を変えれば包囲されているとも見えます」

　どこから来るかわからないもんな。

「次に機動性の欠如です。敵は騎兵集団を有しており、会戦時期と場所を選ぶ主導権が常に敵にあります」

　まあ行軍を見ても遅いからな。

金属鎧を纏った歩兵が中心だから仕方ないのだが。

「そして最も重大なのが情報力の差です。メリスバークの一件から見ても、敵はリバティース内部の状況をかなり詳細かつ正確に把握していると考えられます。それに対してリバティースは南ユーグリアの情報をほとんど持っておりません」

　レオポルトは行軍する隊列に目をやる。

「各都市や首都トルトエントはもちろん、この軍の中にも間諜が潜んでいることでしょう」

　今更スパイ捜しもできない。

「それで結論は？　勝てそうか、負けそうか」

　レオポルトはほんの一秒目を閉じてから言い切った。

「勝率は二割程でしょう。敗走時にもこちらの損害を限定すべく作戦を立案しますので失礼致します」

「あの野郎……」

　嘘でも十割勝つと言えばいいのに。

まったく融通のきかない奴だ。

　見ろ、傍にいた弓騎兵の女が不安な顔をしているじゃないか。

「大丈夫だ。いざとなったら俺が助けてやる」

　女の手をとって目を見つめる。

「も、もちろん脅えたりしていません。族長様を信じています！」

　それでも瞳から不安が消えなかったので手を取って股間を触らせる。

「どうだ？」

「お、大きいです。さすが偉大な族長様です……」

　女の目から不安が消えて潤み始めた。

「安心したらお腹の下が熱くなってきました……あの……その……」

「次の休息はすぐだ。どこか休める場所は──」

　女は息を荒くして袖を掴む。

「そこらの草むらでいいです。見られても気にしませんので」

　一時間ほどの時が極めて有意義に過ぎた。




「ありがとうございました」

　弓騎兵の女が全裸のまま丁寧に礼を言う。

腰はまだガクガクと震えているがそれでも必死に姿勢を保っている。

「偉大な族長様に処女を破って頂き……私のつまらない穴に種まで流し込んで頂けるなんて」

　山の民は族長に並々ならぬ敬意を抱いているらしく、抱くと大抵こんな風になる。

俺としては引き締まった良い体、まして処女を貰えたのだから感謝すべきはこちらだと思っているのだが。

「族長様の手籠めになれたなんて本当に光栄です。両親や兄弟にも自慢できます」

「ははは」

　まあ無理に価値観を合わせる必要はないだろう。

俺と彼女は合意の上で愛し合い、恐らく数カ月後には彼女の胎は膨らむ。それだけなのだ。

「ハードレット司令官はどこに行かれた!?」

　ブライアンの叫びが聞こえる。

さすがに全裸のまま出て行く訳にはいかない。

　すると傍の草むらからザバッとセリアが飛び出してきた。

まさかずっと間近で覗いていたのか？

「そんなことはいいのです。早く服を着て下さい」

「おお、すまんな」

　セリアに手伝われて俺は服を整える。

弓騎兵の女はもう一度礼を言ってからそそくさと去る。

「そこにいたか！　南へ出ていた偵察部隊から敵の一団と遭遇して交戦中と報告が入った。そこで貴重な騎兵を持つハードレット司令官の部隊には早速出て貰いたい」

　デーヴィッドが更に補足する。

「我々もすぐに総攻撃の準備に移りますが、実際に接敵するのは明日以降になるでしょう。敵がこちらの兵数を見て後退する可能性もあります。司令官には側面を脅かして敵の移動を妨害して頂きたい」

　その為に来たのだから嫌とは言わない。

「ジャスティスの為に戦ってくれ！」

　ジムが綺麗な敬礼をする。

　俺は小さく頷いて了解を告げた。




　俺達は弓騎兵を中心に敵に向かい、陽が落ちる直前でなんとか敵を捉える。

接敵と同時に弓騎兵の得意技、矢を放ちながらの騎兵突撃で一気に敵隊列を踏み破る。

　僅か数分の戦闘で敵は散り散りに敗走していった。

「あん？」

　さすがの俺でも違和感に気付く。

「敵数──僅か千！　敵数は千です！」

　俺とセリアは目を見合わせた。

三万近いはずの敵が千だった。

　釣りだされた先に弱すぎる敵となれば次の展開は二つしかない。

「レオポルト」

「周囲に敵部隊は無し。兵を伏せる場所もありません」

　レオポルトは俺の声と同時に返事を返す。

「なら後ろの本隊か」

「でしょうな」

　レオポルトが落ちついているのは俺達が狙われていなかったからだろう。

「取って返すぞ。陣形を組み直せ」

　俺達が隊列を立て直すと同時に鬼気迫る顔の伝令が駆けこんで来た。

「本陣に数万規模の夜襲──！　総攻撃に移る隙を突かれ混乱中です！」

　更にレオポルトが南へ放っていた俺の斥候も馬に泡を噴かせて戻ってくる。

「打ち破った敵の後方より敵の大部隊が迫っています！　数三万、攻撃陣形をとって北上中！」

　レオポルトは無表情のまま準備を急がせる指示を出した。

「夜襲したのはメリスバークで戦った敵の西部軍団、こちらに来ているのは南部軍団ですな」

「まんまとやられた訳か」

　この戦争全体で感じるのは敵の司令官が総じて優秀だと言う事だ。

「更に騎兵集団と東部軍団の動きも推測でしか追えていません」

　不安要素がいっぱいだ。

　とにかくまずは本陣に戻らないといけない。

長く激しい戦いになりそうだ。




　俺達が本陣に戻った時、そこは既に鉄火場だった。

「槍衾を崩すな！　弓兵は何をしている」

「視界が悪くて矢が射れない！　歩兵だけで食い止めろ！」

「敵中央に当たるなよ。右から回り込め、敵の数的優位を崩すのだ」

「騎兵は時計回りに迂回だ。敵の正面を動かすのだ」

「半包囲されるぞ、右翼に増援を送れ！」

「騎兵には追いつけない！　当てずっぽうでいいから矢を撃ちまくって足を止めろ！」

　陣が乱れていたせいか、夜襲で視界が悪いせいなのか、数で圧倒しているはずのリバティース軍が苦戦していた。

「編成も悪いです……弓隊は夜戦を受けたらほとんど使えません」

　戦場は敵味方入り乱れて乱戦となっており、参戦するならこの中に飛びこむしかない。

とりあえず本陣がやられたら終わりなので中央に援軍に入ろうか。

「中央からの参戦で良いでしょう。これだけの乱戦で下手に回り込めば味方に撃たれる危険もあります」

　採点するようにレオポルトが頷き、俺達はブライアンのいる本陣近くで混沌の夜戦に飛びこんでいく。

「ぐわぁ！」

「ひぎゃっ！」

　騎乗のまま飛び込んだのでシュバルツが何人か踏み潰したが、敵か味方かはっきりしない。

夜にこれだけの混戦なのだ、どうせわからないのでこのままやってしまおう。

　要は押し寄せて来る方が敵なのだからこっちを向いている奴を殺せばいいのだ。

敵に背を見せて逃げている味方がいたら運が無かったと諦めて貰おう。

「重騎兵が出たぞ！」

「手強いぞ。なんとか引きずり落とせ！」

　俺と護衛隊は正面から衝突し、そのまま敵陣に食い込んで暴れ回る。

「そら」

　暴れると言ってもさすがに長剣を振りまわすと大変なことになりそうなので槍のように構えて馬上から敵兵を貫いていく。

二ｍの刀身を持つ長剣は突き出せば槍のような物だ。

　指示を出している者、他と違う格好をしている者を指揮官と見なして優先して狙う。

進路を塞ぐ者、なんとなく気に入らない動きをしている者もついでに突き殺して行く。

「俺達も負けていられないぞ」

「敵を押し戻してやれ」

「クリストフがやられたぞ！」

　護衛隊の面々も奮戦して敵を斬りまくっている。

　乱戦の中でも重騎兵である護衛隊と敵歩兵の戦力差は大きい。

まして槍衾も弓での集中攻撃もできないのだから止めようがない。

　敵がリバティース軍を押し込んでいるのは奇襲効果があったからで最初から仕掛けるつもりで突っ込んだ俺達にはなんの優位もないのだ。

　敵の圧力が減ったことで、一時は本陣近くまで押されていた中央の味方が息を吹き返して反撃に転ずる。

奇襲で一気に片をつける敵の思惑はとりあえず挫かれただろう。

「ハードレット司令官！　よくぞ──」

　俺は本陣に騎乗のまま駆け込み、ブライアンの歓迎に言葉を被せる。

「南から更に数万が向かって来る。夜明けにもぶつかるぞ」

「──!?」

　ブライアンとデーヴィッドが顔を見合わせて指示を出し直している。

とはいえ正面に敵がいればできる事は限られるだろう。

「レオポルト状況はどうなってる？」

　奴の返答に間は無い。

「中央は拮抗、左翼は不利、右翼は崩壊間近です」

「どこに入るべきだ？」

　普通に考えれば崩壊間近の右翼だろうか？

「左翼へ移動すべきでしょうな。右翼自体の救援は既に困難、左翼を救援することで右翼の敵を包囲の危機に置けば結果的に救援できます」

「ならそうしよう」

　イリジナとギドが前に出て行く。

セリアは俺の隣につく。

マイラは毛布に包んでレオポルトの隣に置く。

「……あの」

「駄目だ」

　念の為にマントで頭まで包んでやる。

　準備は万端だ。




　陣の厚みが崩壊寸前の右翼と同じ程度だった左翼が持ち堪えていたのは前線に立って指揮を執るジムと彼の麾下部隊、首都防衛隊による所が大きかったようだ。

「うぉぉぉぉ！」

　ジムは防御用の大盾と大ぶりの剣──どちらも両手で扱うべき武器を左右の手に持って暴れていた。

「ジャスティスキック！」

　迫る敵を蹴り飛ばす。

「ジャスティスエルボー！」

　避けようとした敵兵を吹き飛ばす。

「ジャスティスヘッドバッド！」

　仕舞いには敵に飛びかかって頭突きで仕留めていた。

「おお、戻って来てくれたか！」

　ジムは俺の姿を見ると兵に向かって叫ぶ。

「遂に救援が来たぞ！　ジャスティスは必ず勝つのだ！」

「うぉぉぉ！」

「首都防衛隊の底力を見せるぞ！」

　ジムの部隊は歓声を上げる。俺達も参戦して敵を押し戻す。

左翼の他部隊もそれを見て士気を取り戻して総反撃に転じて敵を押し戻し始める。

「中央から援軍が続々と到着しています！」

　更にブライアンも中央の部隊を左翼にどんどん送りこんで来る。

　それでも敵は頑強に攻撃を続けた。

　既に左翼を打ち破る望みはなくなり、戦力差も刻一刻と開いていくのに諦めない。

「女王陛下の名の下に！」

「撤退は無い。勝利か死か！」

　俺はレオポルトと並んで複雑な顔で戦場を見る。

「なかなか崩れんな」

「はい」

　指揮官が怒鳴るのはともかく末端の兵までが次々と斃れる味方をものともせずに戦い続ける。

これは南ユーグリア帝国軍では当たり前の光景なのだろうか。

「わはははは！　行くのだ！」

「……馬鹿は扱いが楽だ」

　そこにイリジナとセクリトが突入していく。

慌てて俺も出ようとするが、イリジナは敵兵を蹴散らして敵陣を乱す。

「ここらへんか……そこか」

　イリジナを露払いにしていたセクリトが急前進して一人の敵騎兵と交差する。

「ぐわぁ！」

　その瞬間に敵兵の首から鮮血が飛び、ゆっくりと頭がずれて地面に落ちた。

「兵団長閣下戦死──！　戦死──！」

「副長殿に指揮を引き継げ！」

　にわかに敵陣が乱れ始める。

「乱戦で副長の所在がわかりません！」

「負傷して手当て中だ！　ヌルフクゥス部隊長に──」

　その混乱を見逃す程、レオポルトも俺も甘く無い。

　指揮系統が混乱した敵に総攻撃が実施され、遂に敵が後退を始めた。

「撤退──！　全隊撤退だ──！」

　敵が退いたのを見て俺は追撃の命令を出す。

そして二秒後にレオポルトに訂正された。

「追撃ではなく隊を迂回させて右翼の敵の後背に出て下さい。包囲の危険を感じさせるのです」

　正論だが釈然としない。

シュバルツのタテガミを三本抜いてやる。

　腹は立ったがレオポルトの指揮は的確だったようで、俺達が回りこむ動きを見せると右翼の敵はあっさりと撤退を開始する。

「今度は随分とあっさりだな」

「全体の攻勢が停止した今、右翼部隊が粘る意味のある戦況ではありません。これ以上の犠牲を抑えて後退するのは正しい選択でしょう」

　とりあえず窮地は脱したが本番はこれからだ。

夜明けまで数時間、明けたら今度は南から迫る敵の攻撃があるだろう。

できればこちらに有利な地形に移動したいが……。

「その余裕はないだろうな」

　セクリトが返り血だらけの顔で嘲笑する。

お手柄だったのでとりあえず頭を撫でてやると無表情になった……セリアとは違うか。

　彼女の言う通りブライアンとジムは部隊の再編成に飛びまわっている。

とても夜明けまでに移動はできないだろう。

「大丈夫です！　敵は各軍団の逐次投入になっています！　各個撃破してやりましょう！」

　セリアが気合いを入れる。

「この場合、逐次投入ではなく波状攻撃でしょうな」

　その気合いをレオポルトがぶっ壊す。

本当に人の気持ちが分からない男だ。

「いずれにせよ夜が明ければ激戦だ。少し休め」

　敵の攻撃はまだまだ続くだろう。

視界の通る昼の戦いはわかり易いがより激しい戦いになるだろう。




　そして夜は明ける。

「夜襲に参加した部隊が三万余、南からの敵が三万──か」

「数的にはまだこちらが有利ですが……」

　ブライアンとジムは渋い顔で言う。

　見えている数ではそれだけだが、敵の騎兵集団の位置が不明だ。

ここに騎兵二万近くが加わるとなるとそう有利とも言いきれない。

「後方に回られる可能性は無いのか？」

　一応何か言っておこうと聞いてみる。

「主要都市には防衛部隊を残している。さすがに騎兵だけでは破れまいよ」

「本隊が負ければ彼らは逆に孤立だ。この戦いを無視して遠足はあり得ないだろう」

　それならそれでいいんだけどな。

　軍議はそれ以上進展しなくなる。

そもそも平原で正面から睨み合っているのだから策も何も無いのだ。

　敵も同じなのか早々に動く。

「敵が仕掛けてきます！」

　見張りの声で意味の無い軍議は中断された。

ブライアンとデーヴィッドが各部隊に指示を飛ばし、ジムが暑苦しく叫び出す。

　ちらりとレオポルトを見ると問題無いとばかりに小さく頷いた。

こういう時にこいつは静かなのでいいな。

　更に奴は耳元で囁く。

「緊急時の撤退経路は既に確保しております」

　縁起でも無い事を言うなよ。

戦い前に士気が下がったのでセリアの帽子を持ちあげて髪をぐしゃぐしゃにしよう。

「ああっ！　せっかくセットしたのに！」

　よし癒されたぞ。

　時を同じくしてリバティース軍と南ユーグリア軍の隊列が衝突した。

敵は中央を僅かに突出させた陣形、味方はそれを中央を僅かに凹ませた陣で受ける。

　矢が飛び交い、少数の騎兵が突撃し、歩兵部隊が迂回しようと試み、阻止する部隊と入り乱れて戦い、また離れる。

「普通の戦いだな」

　俺は思わずそう呟いてしまった。

「敵は九割を正道にて戦っております。目立ちはしますが奇策を多用する訳ではありません」

　レオポルトの言う通りだ。

メリスバーク攻城戦でもそうだったが、基本的に敵は定石通りの戦い方をする。

「そしてこちらが定石通りの対応を組み立てた所を見計らって奇策で崩しにかかるのでしょうな」

「『でしょうな』なんて他人事みたいに言うなよ」

　レオポルトはちらりと俺を見たが何も言わなかった。

俺達以外は他人なんだろう、お前の言いたいことはわかっているさ。

「しかし現在の戦況は悪くありませんね。正面では一歩も引かず、迂回は全て阻止、騎兵突撃も余裕を持って跳ね返しています」

　マイラが馬上で言い、俺は慌てて彼女を毛布で包む。

「もう治りましたから壊れ物みたいに包まないで下さい！」

　どうしても心配なんだ。

「ジムの言う通りブライアンは優秀らしいな。これは破られそうにないぞ」

　あえて攻勢に出ていないのは昨夜の夜襲での兵の疲労を考えてのことだろう。

敵もそこをついて猛攻しているのだろうが、数と守りの優位を崩せそうにはない。




「弓隊、一斉斉射！　打ち崩せ！」

「負けるな！　撃ち返せ！」

　敵は一点に矢を集中して陣を破ろうとするが、味方が大盾を並べているのでさしたる効果はない。

反撃で敵の方が多く損害を出しているようにも見える。

「中央突破する。続け──」

「槍衾を崩すな。クロスボウを並べろ！」

　敵の勇猛な騎兵突撃も槍の林に阻止される。

更に足が止まった所にクロスボウの集中射撃を浴びてたちまち逃げ帰って行く。

「右回りに迂回しろ。敵陣の後方へ出るのだ！」

「予備部隊を出せ。奴らの進路を妨害する」

　迂回しようとした敵部隊と味方の部隊がぶつかる。

こうなっては迂回などできず、敵は諦めて後退していく。




「敵も苦労しているな」

　このまま不毛な攻撃を続ければ遠からず敵は疲弊する。

そこに反撃の好機が生まれるだろう。

「正攻法で陣を抜くことは難しいでしょうな。奇策が来るなら頃合いですが」

　レオポルトの言葉に呼応するように敵陣全体が僅かに後退した。

味方がにわかに色めき立つが、ブライアンは攻勢に転じなかった。

　夜明けと同時に始まった戦闘からまだ三時間程で疲弊するには早いと判断したのだろう。

「はて、部隊の入れ替えか？　随分と不細工な奴らが出てきたな」

　敵陣の正面に簡素な鎧……いや、ほとんど平服の兵が並ぶ。

身長もバラバラで陣形も歪、そこらの村でかき集めた民兵のように見える。

「やつら得物を持っていません」

　ギドが不思議そうに言う。

　丸腰のまま近づいて来る敵部隊に味方は一応大盾とクロスボウで防御体勢を取ったが……。

「『焔』隊、斉射！」

　数十の火が味方に襲いかかる。

兵が大盾ごと燃え上がり火達磨になって転がる。

「な、なんだ!?」

「カタパルトなんてどこにもないぞ！」

　慌てる兵の頭上に再び火が降り注ぐ。

「うわぁぁ！　なんだこりゃ！」

「に、逃げろ！」

　味方はたちまち崩れ始めた。

慌てて弓隊が援護しようと前に出る。

「『疾風』隊、用意！」

　同時に敵の弓兵が一斉に矢を放つ──と言っても到底届く距離では無かったが……。

「ぎゃああ！」

「なんだこの射程は！」

　敵の放った矢は怪しい一団の真上でぐにゃりと軌道を変え、速度まで増して味方の弓隊の上に降り注いだのだ。

　弓騎兵でも到底届かない距離からの射撃。

しかも矢の威力はまるで至近距離で射られたかのごとく、革の鎧を易々と貫いている。

「魔法使いか。それも使いものになる奴らをあれだけ大勢とはよく揃えたものだ」

　魔法使いはただでさえ希少な上、戦いで役に立つほど強力な奴らは本当に少ない。

それを火だの風だのと分けてあれだけ揃えるとは大したものだ。

「炎の壁を作れ！」

　数人の魔法使いが炎を噴射しながら前進していく。

味方はその迫力にたちまち道を空けてしまっていた。

「随分な迫力だがアリスに比べれば火力が弱い気がする」

「多分後ろから風の魔法で煽っているのだと思います。……今朝みたいに」

　セリアが少し笑う。

　今朝と言えばあの件だろう。

焚き火で芋を焼いていたギドの前で俺が盛大にくしゃみをして、火が立ち上り奴が煤だらけになったのだ。

「しかし味方は恐慌状態になりつつあります」

　まあ魔法使いの大量投入なんて初めて見るしな。

見事な奇策だ。

「レオポルト、お前ならどうする？」

「ただ正面から突撃させます」

　レオポルトは混乱する味方を指差す。

「奴らの魔法は派手ですが、数えれば兵はほとんど損じていません。所詮は目くらましに過ぎないかと。損害に構わず距離を詰めれば容易に撃ち破れます。出来ずとも混戦になれば魔法は撃てません」

「そうだな」

　だが実際に兵が混乱しているのは確かだ。

今、正面突撃など命令してもまともに動けないだろう。

このままでは目くらましの後に盛大な投げをかまされるかもしれない。

「続け」

　俺は長剣を置いてシュバルツに飛び乗る。

抜いたのはデュアルクレイターだ、魔法相手ならこいつが一番良い。

「我々は後詰ですが？」

「許可は後で取れ」

　俺と護衛隊ぐらいなら勝手に出ても問題はないさ。

　それだけ言って俺はシュバルツを駆けさせる。

護衛隊はいつも通り慌てて後に続く。




「敵の新手です！」

「重騎兵？　はは、馬鹿共め。騎兵などただの的ではないか」

　敵が狙いをこちらに変える。

「黒一色の旗にでかい黒馬……まさかあの先頭の奴は……」

「黒衣の悪魔……」

「メリスバークの悪鬼！」

　何やら敵兵が騒いでいるぞ。

「全員で先頭の奴を狙うんだ！　全ての魔法を奴に集中しろ！」

「あいつだけは絶対に仕留めろ！　他はなんとかする！」

　敵の魔法使い達の魔法が全部俺に向かって飛んでくる。

ほとんどが火の魔法、前一面が炎の壁のようだ。

「いくらなんでもやり過ぎだろうが！」

　セリアとセクリトの分ぐらいは引き受けるが、ギドやクリストフの分までとは不公平だ。

シュバルツもお前のせいだとばかりに体を揺らす。

と言っても魔法は止まってくれないのでデュアルクレイターを振りかぶる。

　火の魔法はほとんど全てが正確に俺に向かって飛んでくる。

逸れている物もあるが、先ほどのやり方を見るにどうせ風の魔法で曲がってくるだろう。

「打ち破るしかないか」

　迫る火球をデュアルクレイターで薙ぎ払う。

　独特の手応えと共に火球は両断されて消し飛んだ。

「へ？」

「魔法が消えた？」

　魔法使いの男がポカンと口を開く。

「馬鹿みたいに撃ちやがって！」

　更に迫る一発を突き刺してかき消し、壁のように迫る炎を真っ二つに切る。

いかにも痛そうな氷柱も叩き落とし、最後は風の魔法に乗って弧を描く火球を盾で弾く。

「熱い……」

　ドラゴンの鱗で出来た盾は鋼の炉に使われるほどなので熱にはめっぽう強い。

だがデュアルクレイターと違って魔法をかき消す訳ではないので火の粉が飛び散って熱かった。

　シュバルツが俺を睨む。

次からなるべくデュアルクレイターで防ぐから黙って走れ。

「魔法が効かない!?」

「魔法を消して……いや魔法を食っているんだ！　本物の悪魔だ！」

　叫びながら三人の魔法使いが同時に炎の壁を展開する。

メリスバークで見たような凄まじい炎だが、所詮は魔法だ。

「ふん！」

　思い切りデュアルクレイターを振り降ろすと幻であったようにかき消える。

「あ……あ……」

「これで剣の間合いだな」

　僅かに笑ってデュアルクレイターを一閃、魔法使いの首が二つ宙を舞う。

「ひぃぃぃ！」

　逃げようとするもう一人は馬上から足で蹴って地面に叩きつける。

見るからに軽装だからこれで十分だろう。

「適当に走り回れ」

　シュバルツにそう言ってから俺は目の前の魔法使いを斬りまくる。

「ご、業火の精霊よ──」

「ふん！」

　手で印を組んだ敵の顔面を蹴り付ける。

「疾風よ渦を巻きて──」

「遅い」

　愛用の杖ごと首を跳ね飛ばす。

「氷の槍よその力を示せ！」

「阿呆か」

　跳んで来た氷の槍を弾き飛ばし返礼に喉へデュアルクレイターを突きこむ。

　魔法使いの群れは初めてだが予想外に戦い易い。

　魔法以外の攻撃を警戒しなくていい上に、一旦間合いに入れば攻撃速度の遅さは致命的、しかもおおよその種類と攻撃の瞬間が聞こえる詠唱からわかるのだ。

「大地よその怒りを石塊に示せ！」

「跳べシュバルツ」

　地面が割れて石が飛び出す……が、高々と跳んだシュバルツには届かず、蹄が魔法使いを踏みつける。

　俺も実は少し魔法を使いたかったのだが、これでは役に立ちそうにないな。

いや待て、アリスは魔法を使う時に杖も詠唱も必要無かった気がする。

彼女に教えてもらえばいいかもしれない。

「そこだ！」

「喰らえ！」

　二人の詠唱が同時に聞こえる。

　振り返るが何も起こらない。

「ふむ」

　頬に僅かな風を感じて反射的にデュアルクレイターを振るう。

カキンと小さな音が聞こえ、風がふわりと散っていく。

「見えないはずの風の刃を……」

　前に似たような魔法で吹っ飛ばされた覚えがあったもんでな。

　もう一人の手が僅かに光る。

「しっ！」

　そいつに向けてデュアルクレイターを掲げる。

同時に稲妻が飛び、剣先にあたって四散する。

「わ、我が雷を……」

　これもずっと前に一度喰らった。

威力はお前の何倍もあった気がするが。

「ひるむな！　全ての隊で全方位から魔法を叩きこむのだ！」

「そこか」

　全ての隊と言うからには指揮官だろう。

　俺は声の方向を見定めてデュアルクレイターを投げつける。

「カカッ！　得物を投げるとは愚か、そのようなもの我が風魔法で弾いてくれる！」

　老人に近い男が杖を振って魔法を放つ。

確かに今までの魔法よりはずっと強力なようだ。

「はえ？」

　だが巻き起こった旋風はデュアルクレイターの進路を微塵も変えることができず、刃は老人の胸元深く突き刺さる。

「老師がやられた！」

「奴は悪魔だ！　本当の悪魔だ！」

　ここに至って魔法隊が遂に逃げ始める。

「魔法隊は後退しろ！　歩兵隊はあいつを止めろ！」

　入れ替わるように槍を持った歩兵が飛び出してくる。

　こちらの方がずっと厄介だ。

魔法と違って槍を突き出すのに詠唱はいらないからな。

「させません！」

　そこに突撃体勢の護衛隊が突っ込んで来た。

だがそれは敵の想定内だったようだ。

「残った魔法使いは他の重騎兵を足止めしろ！　悪魔以外には効くはずだ！」

「ちっ」

　魔法使い達が護衛隊に向けて一斉に魔法を放つ。

　主に火の魔法が次々と護衛隊に降り注ぎ、爆発の音と馬の悲鳴が聞こえる。

これはかなりやられたかもしれない。

「やった！」

「後は悪魔だ！　なんとしても奴を仕留めろ！」

　敵は小さいながらも歓声を漏らす。

　だが火柱と煙が晴れると護衛隊はほとんど無傷だった。

「なるほど……鎧か。ドラゴン様々だな」

　ドラゴンの皮で作られた鎧は軽くて丈夫だが、何より炎にめっぽう強い。

たとえ暖炉で何時間か焼いても洗えば元通りだろう。

　更に攻撃が魔法なのも良かった。

これが油だったりすれば鎧は無事でも中身が耐えられない。

しかし魔法なら延々と燃え続ける訳ではないので最初の熱さえ凌げればなんとかなるのだ。

　そういえば以前アリスが魔法の練習中に間違えて寝ているポチに命中させてしまったことがあった。

かなり強力な魔法だったので、これは焼きトカゲになってしまった、せめて美味しく食べてやろうと思ったのだが涙目で抗議するだけでなんの怪我もなかったな。

関係はないだろうが。

「突撃再開！」

　ほんのりと顔が煤けたセリアの号令で再び突撃が始まる。

「ひ、一人も焼けてない……」

「悪魔だ……奴らも悪魔の軍勢だ──！」

　更に追い打ちがかかる。

「うちかえす！」

　ポチに乗ったピピが煤けた顔で命令する。

「なんだあいつは！」

「翼が……」

　ポチはギャーと鳴き、口を開いて炎を噴く。

こちらは燃やすと言うより溶かすに近い。

　浴びた魔法使いは消し炭も残さず消えてしまう。

「悪魔に率いられた悪魔の軍団……」

「魔のドラゴン……」

　誰が悪魔だ。

それにトカゲをドラゴンと見間違うなんて、もうまともな思考も出来ていないようだ。

　士気を折られた魔法使いは逃げまどい、歩兵隊も動揺は隠せず、次々と護衛隊に仕留められていった。

状況は追撃と言うより虐殺に近くなっていった。

「犠牲はどれぐらいだ？」

「ありません！　……いえ、クリストフが棒立ちになった馬から落ちてやられました。損害一です……」

　セリアが地面に突っ伏すクリストフを睨む。

まあ奴のことだから気を失っているだけで無傷だろう。

　俺達は敵の増援が来るまで魔法部隊を徹底的に殺しまくった。

魔法使いの希少性から考えてこれで次が来ることはないだろう。

　俺達が魔法部隊を粉砕するのを見てリバティース軍も士気を取り戻し、戦況は再び膠着した。

戦いは夕刻まで続き、日暮れと共に互いが疲れ切って終わった。




　その後も敵味方共に互いに引くことなく連日延々と攻防を繰り返し、五回目となった朝の定例軍議が開かれる。

「報告、敵が陣形を左右に広く変更しました」

　ブライアン他の面々が頷く。

特に変わったことではない。

「報告、敵の小規模夜襲部隊が迂回を試みて味方の左翼と戦闘を開始しました」

　俺も軽く頷く。

想定通りの出来事だ。

「報告、補給物資到着遅延。確認中です」

　デーヴィッドが渋い顔をするが、戦場では珍しく無い。

むしろ毎度定刻通り到着すれば賞賛の対象だ。

「さて今日も一日戦争するか」

　俺がセリアを撫でて立ち上がった時だった。

「報告！　敵の部隊が突如北の街道上に出現──」

　地図で場所を追う。

まさに俺達の後方だ。

全員が凍り付く。

　夜の間に迂回されたのか？

監視に抜けは無かったはずだし、正面の敵も減っていない。

「数は!?」

　ジムが怒鳴る。

至急向かって排除しなければならない。

「敵数三万！　恐ろしい数の馬車と敵東部軍団の旗印を確認しました！　敵の東部軍団が後方に回りこんでいます！」

　地図上では敵の東部軍団は俺達の南東遥か彼方のはずだ。

実際には俺達のすぐ北……どういうことだ。

「すぐに詳細の確認を──」

　デーヴィッドの言葉を敵陣から地響きのように上がる声が封じる。

「敵が動きます！　これは……総攻撃、総攻撃です！」

「まさか呼応したのか……？」

「最初からこれを狙って我々をこの場所に……」

　さて困ったことになった。

　俺は思わずマイラを毛布で何重にも包んでしまい、再び抗議の声を浴びるのだった。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　八五〇〇名

弓兵　　一五〇〇名

騎兵　　一八〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三七五〇騎

護衛隊　　一八〇騎

戦車　　　　七五両

（軽傷復帰　重傷帰国）

部下　レオポルト（参謀）セリア（副官）マイラ（毛布）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ピピ（ポチ騎兵）ポチ（火吹きトカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（連絡役）マータ（付き人）キース（兵団長）

現在地点　リバティース南部

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅








第３５８話　南部戦争⑨　折られた牙







「後方に回りこまれただと!?　偵察部隊は何をしていたんだ！」

「突破されたのか？　それとも迂回されたのか？」

　ドタバタと味方が走り回る。

「それより総攻撃が来るぞ。まずはそちらに対応しないと」

「馬鹿な、後ろに回られたまま戦えるか！　場所を変えるべきだ！」

　怒号が飛び交う。

「数万が回りこんだなら逆に前方の兵力は薄くなっているはずだ。逆に攻勢にでれば……」

「後ろは東部軍団だと報告があったぞ。だとすれば全く別物だ。単純に挟まれたんだ！」

「しかし東部軍団は遥か彼方だったのだろう？　どうやって回りこんだと──」

　動揺と共に飛び出す適当な案が乱立する。

絵に描いたような混乱状態だな。

「で、どうする？」

「ふが……もが……暑い……」

　俺はマイラを三枚目の毛布で包みながらブライアンに問う。

混乱を終息できるのは総司令官の彼だけだからだ。

「……」

　ブライアンはデーヴィッドと共に十秒程沈黙してから立ち上がる。

「全ての者は前面の攻勢を阻止しろ。後ろは気にするな」

「矢は物資の節約は必要ありません。全力で当たって下さい」

　何か言おうとする指揮官達をデーヴィッドが追加の命令で封じる。

「そしてハードレット司令官、貴方は機動力のある部隊を選んで後方の敵に当たって頂きたい」

「俺の部隊だけで破れと？」

　後方の敵は数万、俺の手持ちの騎兵は弓騎兵、王国軍の騎兵を合わせても五千そこそこだ。

「可能ならば……不可能ならばせめて敵の詳細を把握して頂きたい」

　力技の偵察みたいなものか。

なんて戦術だったかな。

「ぷはっ！　威力偵察ですか」

　毛布からマイラが顔を出す。

ほんのり汗で濡れていい感じだが抱いている時間は無い。

「この敵が本当に数万規模なのか、だとすれば本当に敵の東部軍なのか……我々はまったくわからない状態なのだ。少しでも情報が欲しい」

「わかった」

　兵力差は大きいが別に死闘をやる必要はないからいいだろう。

　一応レオポルトを見ておく。

何も言わないから問題は無さそうだ。

「だとすれば早い方がいいな。準備しようか……セリアなにやってる？」

「……すぐにします」

　セリアは何故か頭から毛布を被っていた。




　俺達は激闘の始まる本隊を離れて北上していく。

「敵を視認しました。もう隠れるつもりはないようです……街道の真ん中を行軍しています」

　敵はいくつかの集団に分かれて旗を高く掲げながら堂々と行軍している。

周囲には慌てて飛び出してきたリバティース軍の軽騎兵なども見えるが、とても手が出せないようだ。

「敵は少なく見て三万、数え間違いではなさそうだな」

「ですな」

　レオポルトと会話しながら攻撃命令を出す。

弓騎兵が駆けだし、王国軍の騎兵も剣を抜いて突撃していく。

「敵が防御陣形を取ります」

　敵は些かの動揺も無く対騎兵陣形に移行していく。

「百歩譲って弓騎兵のように全員が騎乗しているならあり得ない話でもないが……」

「見た所騎兵の割合はそう多くありません。少なくとも二万以上は各種歩兵でしょう」

　敵は多数の長槍とクロスボウを構え、その後方から弓兵が矢を射る。

味方は突撃を断念し、弓騎兵が矢を打ち返しながら距離を取る。

「最初の報告にあった多数の馬車が存在しません。ここから先は推測になりますが」

「言ってみろ」

　敵陣から軽騎兵が飛び出し王国軍の騎兵と斬り結ぶ。

数で劣る味方はたちまち下がり始め、戦車が援護の大矢を一斉に放つ。

「敵は輸送専任、恐らくは大量の大型馬車で構成された部隊を保持していると思われます」

「それで敵の東部軍団を丸々運んで来たのか？」

　大矢を浴びた敵騎兵もそもそも深追いする気はなかったのか早々に退いて、こちらを牽制できる位置で隊列を組み直した。

　弓騎兵が矢を浴びせるが、ルナに犠牲を最小にと命令しているので敵の射程外から撃っている。

距離があるので当然威力も命中率も落ちて決定打にはならない。

「だが大量の馬車を使ったとしても早すぎないか？　この作戦開始から一週間と少しだ。東部軍団をはるばる持ってこられるか？」

　馬車と言っても生身の騎兵に比べれば速度はかなり落ちる。

それに馬自体が使う水や食料を考えると延々移動できるものではない。

　弓騎兵の猛烈な射撃に押されて敵はじりじりと下がり始めたが、すぐに後詰がせり出す。

そいつらが大弩を持ちだして撃ち始めたので弓騎兵は慌てて射程外に下がっていく。

「可能性は二つあります。一つは敵東部軍がモルト領内から回りこんだ可能性です」

「ふむ」

　モルトは疫病の影響でまともに国境警備も出来ていないからな。

「しかしこれでは結局長距離を駆ける羽目になります」

　レオポルトはそう言って地図上の『東部軍団』と書かれた場所を指で叩いた。

「そこでもう一つの可能性、東部軍団なる物は本当に存在したのでしょうか？」

　なんだそりゃ。

「東部軍団三万が直接確認されたのは緒戦のみ。その後は西と南の軍団に比べて進軍が明らかに遅い」

「さすがにリバティースも斥候を張り付けていただろう」

　レオポルトは何も言わない。

　弓騎兵と王国軍騎兵は距離を開けて敵と睨み合う。

敵はがっちり対騎兵陣を組んだまま這うような速度で進んで来る。

「斥候とその情報分析はごく少数で行われます。軍がそこにいるかのように偽装するか、分析の過程で間諜の関与があればどうでしょうか」

　そこまではしらん。

「東部軍団は緒戦を終えた後、既に移動しており、輸送部隊と合流していたと推測します。いつでも切れるカードとして手元に残されていたのでしょう」

　レオポルトはそう言ってから弓騎兵と王国兵に攻撃中止の指示を出す。

　眼前の敵は頑強かつ何重にも陣を重ねている。

突破は不可能だった。

「後ろを破れんならこのまま包囲されるな」

「は、ここからは勝敗よりも損害の限定を優先すべきです」

　俺はシュバルツの腹を蹴って方向を変える。

『なんだ逃げるのか』じゃない。

これは戦略的撤退と言う奴だ。馬の知能では理解できまい。

「ふむ……」

　見ればセクリトが珍しく首を傾げている。

また勝手に攻撃に参加していたのだろう、胸から上が返り血に染まっている。

「徹底した迂回と包囲……帝国式の陣容か……あるいは……だとすれば珍妙なことだ」

　ブツブツ言いながらどこかに行ってしまう。

「敵数は報告通り約三万。生半可な戦力で突破は不可能……撤退するぞ」

　俺達は踵を返して撤退する。

敵は余裕綽々とばかりに両翼を開いて再び南へ行軍し始めた。




　ブライアンは俺の報告を聞いて目に見えて肩を落とす。

気の毒だがあそこで無理に攻めても大損害を出しての敗走で終わるだろうから仕方が無い。

「正面の敵の攻勢も苛烈極まります。なんとか持ちこたえている状態です」

　デーヴィッドも動揺がはっきり顔に出ていた。

「後ろの敵も夕刻までにはやってくるでしょう。後方を脅かされることは勿論脅威ですが……」

「それより退路がないと知れば兵の士気が崩壊してしまう」

　ジムも頭を抱えて机に突っ伏している。

「方法はあるか？」

「むう……」

　マイラとセリアは敵味方の配置を見ながら考え込んでしまう。

対抗策は思いつかないようだ。

「状況を打破できるとすれば迅速に正面の敵の攻勢を潰し、少なくとも部隊の半数を後方に動かして敵を要撃することです。そうすれば挟み打ちではなくただ二正面の敵と当たっているに過ぎません。補給の問題が現れるまでは互角に渡り合えるでしょう」

　レオポルトが言うとブライアンが首を振る。

「先ほども言った通り敵の攻勢は極めて苛烈だ。二割以上戦力を抜けばとても支えられない」

　レオポルトはそうですかと呟いて着席する。

つまり打つ手はもう無いということだ。

「勝てないなら逃げるしかない。挟まれてからよりも今から撤退準備に入った方がいいだろう」

　敵の猛攻を受けながら上手く撤退するのは難しいが、挟まれてから撤退するよりはマシだろう。

「敵はここぞとばかりに追撃してくるだろう……被害は大きいぞ」

「仕方ないな」

　ジムの意見を切って捨てる。

「受ける損害を考えると敵味方の兵力は逆転します。我々は再び守勢に立たされます」

「とは言え勝利の望みは無くなった以上、踏みとどまる意味もない」

　ブライアンは溜息をついて命令を下した。

「全部隊に撤退を命令する。敵と交戦しつつ損害を最小にして撤退せよ！」

　軍議は終わり、一気に慌ただしくなる司令部。




「上手く撤退できればいいが」

　レオポルトにそう言いながらマイラを毛布で包もうとすると拒否されてしまった。

「戦力の三割喪失までならば許容範囲でしょう。トルトエント近郊で体勢を立て直せば敵も迂闊には攻められぬ状況を作り出せます」

　そしてまた睨み合いか……思った以上に長引きそうだな。

エイリヒが頑張って援軍を寄越してくれれば変わるのだろうか。

「うーん何か忘れているような気がする」

「忘れているならハードレット卿が思い出す必要の無いことでしょう」

　そうだろうか。

仕方ないので代わりにセリアを包むと大人しくなる。

「あ……むぅ」

　マイラが毛布で包まれたセリアと何やら視線を交わしてから俺の隣にやってくる。

大人しく包まれる気になってくれたようだ。




　戦況は予想通り一気に悪化した。

兵を少しずつ撤退させているのだから当然だ。

　それに兵の士気と言うものは『持ち堪えろ』と言っているうちはいいが『撤退開始』と言われれば途端に落ちる。

撤退とはつまり負けたと言うことで、敗北が命の危機に直結するぐらい一兵卒でも理解する。

　むしろ撤退命令と同時に崩壊しないだけリバティース軍は秩序を保っていると言えるだろう。

「右翼が崩れそうだぞ。増援を送れ」

「いや、増援は送れない。むしろ左翼を下げて孤立させないようにしろ」

「中央の長槍隊を引き抜いて後退させろ。奴らは機動力が無いから前に置くと取り残される」

　リバティース軍は踏みとどまらずじりじりと後退していく。

ともすれば上がる後退速度を維持しながら隊列を維持して下がっていく。

「敵は今の俺達の立場をはっきりわかっているんだろうな。乱暴なぐらいごり押ししてくる」

　敵は粗い陣形のまま強引な攻撃を繰り返している。

こちらが反撃を狙っているとすれば危険な攻め方で、そのつもりがないことを知っているとしか思えない。

「でしょうな。こちらの状況は全て敵に把握されていると考えるべきでしょう。情報力で完全に遅れをとっております」

　レオポルトはそう言いながら何やらちまちまと命令を出していた。

「ちょっと前に出て敵を足止めして見るか」

　敵は無茶攻めしているので、隙を突けば指揮官を何人か殺して僅かなりとも勢いを殺せそうだ。

　シュバルツに乗ろうとする俺の手をレオポルトが掴む。

こいつが体に触って来ることは珍しい。微塵も嬉しく無いが。

「絶対に出てはなりません。ハードレット卿はあくまでここに留まって頂きたい」

「別に反撃する訳じゃない。ちょっと前を乱してみるだけで──」

　レオポルトが再び言う。

「出てはなりません」

「……わかったよ」

　予想外に強硬なレオポルトに俺はシュバルツへかけた手を放し、居心地が悪いので奴の尻を叩く。

何をするとばかりに頭に噛みついて来るシュバルツを振り払いながらレオポルトから離れた。

　レオポルトに押し切られて釈然としない俺の傍にマイラとセクリトが寄って来た。

「くく、あの無愛想な男に言いくるめられるお前は見ていて滑稽だったぞ」

　面白そうに言うセクリト。

反対にマイラは真面目な顔だった。

「彼の言うことは正しいと思います。撤退命令に動揺しているのはリバティース軍だけではありません。私達の兵が落ちついているのはハードレット卿がどっしり構えているからですよ。万が一貴方が怪我でもしたら……一気に潰走するかもしれません」

　そんなもんか。

俺はマイラに微笑みかけ、セクリトの尻を強めに掴んでやる。

「痛い。濡れるだろうが」

「……そういう所もいつも通りと兵を安心させているのでしょうね」

　セリアが俺の手を掴んでセクリトから離す。

見ればゆっくりと朝日が昇り始めていた。




　そこから怒涛の展開となる。

　遂に後方から敵の東部軍団が顔を出して挟み打ちとなる。

　ブライアンは二万程度の部隊を後方に出して迎撃し、時間を稼ぎながら斜め方向への撤退を試みる。

　敵東部軍団は両翼を伸ばして阻止しようとするが、三万程度の兵力であまり陣を薄くはできない。

　代わりに正面の西部・南部軍団が攻勢を強めるが、味方はなんとか崩れずに後退を続ける。

　斜めに滑るような陣形を取る俺達を敵は上手く包囲する事が出来ないようだ。

全力で矢を撃ち、騎兵を随時動かしながら敵の圧力を少しでも軽減しつつ下がっていく。

「もう少しで挟み打ちを脱せます。兵力は不利ですが下がるだけならなんとかなります！」

　セリアが汗にまみれた顔で言う。

「そうだな。だが──」

「これで一安心だな！」

　イリジナが槍を回しながらそう言った時、陣の東西から真っ赤な連絡矢が上がった。

全隊に非常事態を知らせるものだ。

「東西に敵の騎兵集団が出現！　一万ずつの総数二万！　突撃して来ます！」

「あぁ、何か忘れていると思っていたんだ」

　そう言えば敵の騎兵二万が行方不明だった。

レオポルトを見ると静かな顔だ……さっきわざと言わなかったろう。

「言ったところで既に選択肢はありませんでした」

「だが先に言っておけば俺も違った指揮ができたかもしれないだろうが」

　怒ってから冷静に考えてみる。

指揮を執っているのはレオポルトだし、次の策を考えているのも奴だ。

「エイギル様はいるだけで兵の勇気の源です！」

　セリアがフォローしてくれるが、つまり俺が知っても知らなくても大差ないと言う事だ。

　なんとか持ちこたえていたリバティース軍の陣形が左右同時の騎兵突撃で見る見る崩されていく。

「前後で挟まれてなんとか抜けようって時に左右から挟撃か……これはもう駄目かもしれんな」

「ここまででしょうな。独自の防御陣に移行します」

　それまでリバティース軍と共同で組んでいた俺の陣がたちまち動き、歩兵を外周にせり出し弓兵が中央に入る正方形に近い陣に変わっていく。

「全周警戒、矢はこちらに向かう敵にのみ撃て。騎兵は命令あるまで防御に徹せよ」

「おい周りが崩れてるぞ……やばいんじゃないのか？」

「四方を囲まれているじゃないか！」

「でもハードレット卿慌ててないな。いつも通り女の尻を撫でている。案外大したことないのか？」

　王国軍からもどよめきは聞こえるが、特に陣を乱したり逃げ出す奴はいない。

　俺達が陣を組み終えた時、リバティース軍から叫び声が聞こえる。

「防戦しつつ撤退だ！　騎兵には槍兵を当てろ！」

「槍兵は先に後退している！　もう陣形が伸び切って対騎兵陣は組めないぞ！」

「連携がズタズタだ！　司令部からも指示が出ない。下がるのか守るのか決断しないと！」

　そして事態はいよいよ最終局面を迎えた。

「各部隊は自由に撤退、部隊に拘らず全速で撤退だ！　重量物は放棄してとにかく北へ逃げろ！」

「撤退！　撤退だー！」

「北はどっちだ!?」

「槍も捨てるのか？　ええい、逃げるだけならいらん。捨ててしまえ！」

　俺達の周りにいたリバティース軍は小規模な部隊単位で、あるいはもっと小さくバラバラになって一目散に逃げ始める。

「リバティース軍……崩壊します！」

　マイラが動揺を隠せない顔で報告する。

「おいおい、バラバラになってどうする」

　相手が徒歩ならそれもいいだろうが、騎兵相手にいくら走っても追いつかれる。

どれだけ滅茶苦茶にされても守りながら下がらないと生き残れないぞ。

「敵潰走！」

「徹底的に追撃せよ！　リバティース軍を殲滅するのだ！」

　ほら見たことか。

逆のパターンはよくやったが追撃されるのは始めてだ。

「陣形を維持したまま後退」

　一方で俺達は方陣を維持したまま後退を開始する。

「本来はハードレット卿のみ先に帰って頂くのが理想ですが？」

　それも格好悪いな。

女を置いて逃げる訳にもいかない。

「俺はここにいる。後はお前の好きなようにやってくれ」

　敵はゆっくりと後退する俺達の両側を掻き分けるようにして潰走するリバティースを追撃する。

だがもちろん俺達が敵に見えていないわけではない。

「まだ崩れていない隊がいるぞ！」

「敵は死に体だ！　一息に叩き潰せ！」

　敵の一隊が一気呵成に向かって来る。

「構え」

　陣の内側にいる弓兵と弓騎兵がザッと矢をつがえる。

「うぉぉぉ！」

「突き破れ!!」

　敵が間近に迫るまで待って号令一つ。

五千以上の矢が一気に舞った。

　味方に動揺は見られず、矢はいつも通り正確に敵を襲う。

そして敵の勢いに乗った突撃は悪く言えば乱暴な攻撃であり、盾で防御を固めていなかった。

「ぎゃっ！」

「うわぁぁぁ！」

「すごい射撃だ！　攻撃中止！　中止！」

　勢いを削がれた敵へ弓騎兵は持ち前の正確な高速連射を見舞う。

敵の攻勢はたちまち崩壊する。

「足を止めるな。戦いながら下がれ」

　続いて敵騎兵の一団が迫る。

　長槍隊が一斉に槍を上げて突撃を阻止し、同時に弓とクロスボウが矢の嵐を見舞った。

「くそっ！　こいつらまるで崩れてないぞ！」

「勢いだけの突撃はするな。被害が出るだけだ！」

　敵が弱点を探そうと距離を取った所でレオポルトが更に命令する。

「陣を開け。騎兵隊突撃」

　歩兵がさっと道を開け、二千近い騎兵が飛び出していく。

　反撃を喰らって足を止めていた敵騎兵に勢いをつけた味方の突撃が見事に決まり、ここだけは敵味方が逆転したような一方的展開になる。

「攻撃中止、ただちに撤収」

　命令を受けて味方の騎兵は陣の中へ返ってくる。

　そして怒り心頭で追いかけて来た敵を再び矢の嵐が迎える。

演習でもしているような見事な指揮だ。

「大したものだ」

　敵は怒声を上げながら俺達の陣を囲み、弱点を見つけようとしているようだ。

「南側に敵の強襲、押されています！」

　ふむ、少しぐらい仕事するか。

　俺はシュバルツに飛び乗る。

レオポルトが目だけを動かす。

「陣を出ないように」

「お前は俺の母親か」

　文句を言いながら敵へと向かう。

陣は破られてこそいなかったが、かなり押し込まれているようだ。

「流れは完全に俺達に来ている。一か所破ればこいつらも崩壊する！」

「損害に構うな。押しまくれ！」

「なんとしても押し返せ！　陣に入れるな」

「破られたら最後だぞ！」

　敵味方が入り乱れる中に馬ごと飛びこむ。

「おまえは──」

　叫んだ敵兵を長剣で切り上げて半分にする。

「黒い──」

　返す刃でもう一つの頭を叩き割る。

「──悪魔」

「言うな。縁起でもない」

　口を塞ぐように喉に剣を突きこんで放り投げる。

「おお、ハードレット卿だ！」

「これで負けは無い！」

　味方が歓声を上げ、敵の勢いが目に見えて減退する。

「臆するな！　我々は勝利しているのだ。これは残党の殲滅戦に過ぎ……」

　叫んだ男目がけて突進する。

守るように重装備の騎士らしき者達が前に出て来る。

「戦はお前達の勝ちだが」

　一人目をすれ違い様に胴を剣で叩いて吹き飛ばす。

「そう簡単に」

　二人目の剣を手甲で弾き、体当たりして落馬させる。

「殲滅されてはやれんな」

　その曲がった剣を掴んで三人目の僅かに開いた兜の覗き穴にねじ込む。

「と言う訳だ」

　長剣を目当ての指揮官に振り下ろすと脳天から胸元までめり込ませる。

強引に剣をねじって引き抜くと熟れた果実を潰したような音が鳴った。

　そのタイミングだった。

「旗を掲げろ！」

　一斉に俺の軍旗……黒一色手抜きの軍旗が掲げられる。

「おいおい、こんな時に閲兵式みたいな真似をしてどうする」

　思わずレオポルトに文句を言ってしまうが、敵の反応は違っていた。

「こ、この旗は……こいつら悪魔の軍団だったのか！」

「手強い訳だ！」

「勝敗は決した。悪魔に仕掛けて無駄に死人を出すこともない」

　どよめきが広がり、潮が引くように敵の攻撃は弱まっていく。

「なんだこりゃ」

　俺が長剣を降ろすと敵兵が罵声を浴びせて来る。

「悪魔め、いつか必ず討伐してやるからな！」

　もちろん大人しく言われっぱなしも腹が立つ。

「やかましい。なら今突っ込んで来い根性無しめ」

　俺は陣から出るなとレオポルトに言われているのだ。

破ったらまたうるさいからお前らが来い。

「いつか帝都の大通りにお前の首を晒してやるぞ悪魔め！」

　次の罵声は女、しかも結構な美女だった。

これは正直堪える。

「悲しい事を言わずに一発どうだ？　俺のはでかいぞ」

「変態！　破廉恥な悪魔！　ち、ちなみに大きいってどれぐらい？」

　下らないやり取りを終えて中央に戻る。

「ハードレット卿の情報は良くも悪くも彼らの間で共有されているようですな」

　それでわざわざ軍旗を立てた訳か。

「逃げるウサギが溢れる中であえて牙を剥く狼を狩るのは不効率です」

　敵は俺達を避け、逃げるリバティース兵を徹底的に追撃していた。

「こりゃリバティースの損害は二割や三割じゃないな」

　どんな激戦でも正面からの戦闘で出る犠牲者は知れたものだ。

壊滅的な被害が出るのは決着がついた後、今行われているような追撃戦によってなのだ。

「リバティース軍にも秩序を保っている部隊がいるようです。あそこと……あそこにも！」

　セリアが指差す方向を見る。

あれは……ジムが率いる首都防衛隊とブライアンの直轄部隊だな。

やはりある程度出来る奴は乗りきっているようだ。

　相手も俺達を認識したのか、後退しながらゆっくりと近づき、互いに援護できる位置まで接近する。




　敵の追撃は苛烈を極めたが掲げた黒旗のせいか、無秩序に逃げる兵を狩る事を優先したのか、俺達秩序を持ったまま後退した部隊はなんとか窮地を脱することができたのだった。

「逃げ散った兵を回収しながらトルトエントへ向かいます」

　デーヴィッドが言い、俺はほいよと返事したが他の者は無言だった。

「……」

　ブライアンは目を閉じたまま項垂れている。

「……おぉぉ……ぉぉ……じゃすてぃすが……なぜ……」

　ジムは前を向いたまま目を見開いて泣いていた。

悔しいのは分かるが正直かなり気持ち悪い。

「集計はトルトエントに戻ってからとなりますが、極めて……極めて甚大な損害が予想されます」

　デーヴィッドも顔を伏せてしまった。

　マイラやイリジナ、セリアも雰囲気に呑まれて暗い顔をしている。

　無表情なのはレオポルトだけ、いやセクリトは俯いているが笑いを堪えているだけだろうな。

　既に追撃を終了した背後の敵陣から微かに声が聞こえる。

「勇敢な兵士達よ。私達はまたも勝利した」

　聞き覚えのある声だがさすがに遠すぎてはっきりしない。

「リバティースの愚鈍なる政府と軍に我々を止めることはできない。この戦いはそれを証明したのだ。我らこそもっとも強く、もっとも優秀な国家なのだ」

　地響きのような敵の歓声が聞こえる。

「無知蒙昧な政府を戴く哀れなリバティースの民を真なる統治の元に置き、栄光ある帝国の一部と──」

　まさかヴィルヘルミナが来ているのだろうか。

だとしても戻れはしないが。

「進め我が勇敢な兵士達よ。諸君の進む先に敵は無い」

　再び怒号のような歓声が聞こえる。

敵の士気は極めて高い、それだけははっきりとわかった。




　この日、リバティース軍は総兵力の七割を喪失したのだった。







　──二週間後、トルトエント市内。

「センキュウ報告書でーす」

　スージィが連絡係として総司令部から持って来た報告書をセリアが受け取る。

　受け取る時にセリアがスージィを睨みつける。

「……」

「なんですかぁ～？」

　セリアが言いたいのは三つだろうな。

一つは言葉遣い、一人は真っ赤な染料で塗られた爪とジャラジャラしたアクセサリー、三つ目は多分『戦況報告書』を正しく読めていないことだ。

　俺もスージィが男なら張り倒していたと思う。

しかし女だから我慢せざるを得ない。

　軍服を着崩しているのでチラチラ胸が見えることや、ガードが緩いのでたまに下着が覗けることは関係がない。

「あたしちょっと出て来ていいですかぁ～？」

「おう」

　スージィはそう言って部屋を出て行く。

　ソファーに置いたバッグを取ろうと屈んだ拍子に下着が見えた。

今日は派手な赤か、しかも豊かな尻肉に食い込んでいる。

　多分昼食兼、昼休憩に行くのだろう。

三時間は戻って来ないはずだ。

「あの女なんなんですか！　態度だけじゃなくて仕事もまったくできないのですけど！」

　扉が閉まると同時にセリアが叫ぶ。

「まあそう言ってやるな。まだ経験がないだけだろう」

　彼女に足りないのはやる気と能力と礼儀だけだ。

「何も無いじゃないですか！　パンツ見せてるだけじゃないですか！」

「それだけじゃないぞ。昨日は屈んだ拍子に乳首が見えた」

　セリアを宥めながら報告書を読む。

いつも通りの内容だ。




　現在トルトエントは南ユーグリア軍の包囲下にあり、断続的な攻撃を受けている。

　頑丈な城壁と多数の防衛兵器、そして市内に備蓄された豊富な物資のお陰で今しばらくは持ち堪えられそうだが、十五万に達しそうな敵に対してリバティース軍に反撃に転じる余力は無い。

「エイリヒの返事はまだ来ないか」

「はい……届いているはずなのですが」

　俺はトルトエントが包囲される前にゴルドニア本国に会戦での大敗北と圧倒的劣勢を伝え、早急に大規模な援軍が必要だと文を送った。

　文はセリアが書いてレオポルトがチェックしたのでふざけた内容にはなっていないし、さすがに王国軍一個兵団ごと切り捨てられるほど王に嫌われているとは思わない。

例え数万でも援軍が来てくれれば南ユーグリアも呑気に包囲を続けていられなくなるだろう。

「ま、一月や二月でトルトエントが陥落する事も無さそうだし気長に待つか」

　俺はそう言って机の下に隠した包みに触れる。

中身はギラギラした金細工のネックレスでスージィが好みそうな一品だ。

　彼女は軽そうだし機嫌を取ればヤらせてくれるかもしれない。

問題はセリアに知られたら絶対に邪魔されてしまうということだ。

　スージィとセリアの相性は見るからに最悪だからな。

「ふふふ……」

「むむむ……」

　清楚な女性も素晴らしいが、ガードの緩い女性もまた素晴らしい。

女は常に最高なのだ。
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同時刻　王都ゴルドニア

　ほの暗い地下の一室で男達がテーブルを囲む。

そこにまた一人軍服の男が参加する。

「おお、クラーフ卿。待っていましたぞ」

「何かおありになったのですかな？」

「何しろクラーフ卿は要職に就いておいでなのだから」

　クラーフと呼ばれた男はコートも取らぬまま席に着いて言った。

「軍務総監と重要な会議がありましてな……南部の戦況が思わしくないらしい。我らが力添えしたリバティースが大敗北……あのハードレット卿が苦戦の末に援軍を求めて来ているのです」

　参加者から驚愕の悲鳴が上がる。

「南ユーグリア帝国とはそれほどまでに強大なのか！」

「ううむ、リバティースが滅びればかの国と我らは国境を接する。他人事ではありませんぞ」

　一同はざわざわと騒ぐ。

「軍務総監は早々に大規模な援軍を出すおつもりなのだが……」

　クラーフは難しい顔をする。

「陛下がご静養に出ておられては勝手に援軍を出す訳にもいかぬ。しかもいかなることがあっても邪魔をするなと厳命されていては……お帰りになるのを待つしかない」

　一同は怒りの声をあげる。

「このような一大事にご旅行とは……正気を疑う！」

「近頃の厳しすぎる取り締まりといい陛下は乱心されてしまったのか。到底国を愛しているとは思えぬ！」

　王を非難する声が上がるが、すぐにかき消される。

「いや、陛下が一代で王国の版図を広げた傑物であるのは間違いない」

「そうとも、今日の強大なゴルドニアがあるのは聡明なる陛下あってのことなのだ」

「このようなことになった原因は他にある」

　そして全員の意見が一致する。

「あの女……」

「そうだ。ロサリオとか言ういかがわしい女が陛下を惑わせているのだ」

　男達は次々と聞くに耐えない言葉でロサリオを罵る。

「あの女をなんとかできないものか……」

「うむ、あの女さえいなければ陛下も元の聡明さを取り戻されるだろうに」

　いきり立つ者達、しかし場はすぐに静かになる。

「しかし我ら国粋派は愛国の想いこそ誰にも負けぬが……」

「国政に影響を持つ者はほとんどおらず……陛下にお目通りもできぬ者ばかり」

　彼らは国粋派を自称して夜毎地下室に集まり天下国家を論じてはいたが、その実は下級貴族の息子や騎士、中堅官僚などで国政を動かす力を持つ者はいなかった。

「そうとも限りませんぞ」

　閉塞感が漂う中、一人の若い男がもったいぶった態度で進み出る。

「ディリス殿……貴方は王都で影響力のある徴税官……しかし王に意見するまでの力は……」

　男は部屋の隅にあった箱を開く。

「おおっ！」

「こ、これは！」

　箱の中には多数の金貨がぎっしりと詰められていた。

「更にこちらもご覧ください」

　広げられた巻物には王とロサリオの旅行の日程や警備の状況までが詳細に書きとめられていた。

「……俺の親父の衛兵隊まで詳細に書かれている。病で一人欠員が出ている所まで正確だ」

「これほどの資金と情報を一体どうやって……」

「わからぬ。早朝に国粋派への宛名で俺の部屋に届けられた。だが俺はこう考えている」

　ディリスは全員をゆっくりと見回してから言う。

「これは現状を憂い、我らと志を共にする心ある大貴族、もしくは大領主が我らに託したのだと！」

　おおっと歓声が上がり、全員が立ち上がる。

「これだけの情報と資金があれば例の計画を実行に移せる」

「あの女奸を排する計画か……我らの力が足りず御蔵入りとなっていたが」

　男達はホコリを被った計画書を引っ張りだす。

それは計画とは名ばかりの浅はかで出来の悪い作戦書だった。

「あの女を排せば陛下はきっとお目覚めになる」

「その通り！　我らがロサリオを殺してゴルドニアの救世主となるのだぁ！」




　盛り上がる一同は地下室を出てそれぞれの役目に走る。

　その一人が路地裏で何者かに一通の文を渡したと知る者は無かった。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　七五〇〇名

弓兵　　一四〇〇名

騎兵　　一六〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三七〇〇騎

護衛隊　　一七〇騎

戦車　　　　七〇両

（軽傷復帰　重傷帰国）

部下　レオポルト（参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ピピ（ポチ騎兵）ポチ（トカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（やる気無）マータ（付き人）キース（兵団長）

現在地点　トルトエント（包囲下）

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅

昨日更新予定が遅れました。

滞ってばかりですが、ＧＷ中は気長にお待ち下さい。










第３５９話　南部戦争⑩　ロサリオ事件







王都ゴルドニア




「こちらが定時連絡の報告書です」

「そこに置きなさい」

　レベッカは部下の女性を見ないままに返事を返す。

処理すべき情報が多すぎて定時連絡の確認まで手が回らないのだ。

「何か手伝いましょうか？」

「……その封筒を開けたら貴女はお終いですよ」

　部下は報告書を震える手で指示された場所に戻す。

　例え情報官であっても絶対に担当以外の情報に触れてはならなかった。

その判断ができるのはレベッカと王のみなのだ。

　女性は冷や汗をハンカチで拭ってから別の書類を取り出す。

「南ユーグリア帝国関連の不定期情報です」

　レベッカが仕事の手を止めた。

「先にそちらを見ます。こちらは貴女の担当でしたね」

　レベッカは書類に目を通して溜息を吐く。

「……間諜を十二人送り込んで一月で五人が死亡、四人が音信不通ですか」

「あのフーラもアルテリアの安宿で喉を裂かれて見つかりました。ありがちな娼婦の最後ですが……切り口は見事なものだったとの報告です」

　レベッカは頭を抱える。

売春婦に擬態して送り込んだフーラは一番の腕利きで、体を使ってこれまで大商人や貴族から何度も重要な情報をもたらしていた。

その腕を期待して送り込んだのだが何も得ることなく死体となったのだ。

「厳重な防諜体制ですね……それでこちらは」

「王都ゴルドニアで発見した南ユーグリア間諜と思われる者達です。三人は既に処分、二人を拘束し、四人はあえて泳がせています。毎週のように新しい間諜が発見されます」

　レベッカは厳しい目のまま溜息をついた。

「実際にはこの数倍は根を張ってそうですね」

　そこにもう一人情報官が飛びこんで来る。

「緊急報告です！　ある組織が陛下の襲撃をたくらんでいるとの密告がありました！」

　レベッカは思わず立ち上がるが、報告を聞いて再び椅子に座る。

「『国粋派』？　ああ、あの井戸端会議もどきの……遊びみたいな集団ですが襲撃を企むだけなら誰でもできますからね」

　王の静養旅行は隠されていることではないし、それだけに警備も厳重だ。

大臣や大領主が襲撃にかんでいるならともかく、地下室で不毛な言い合いをするだけの弱小組織に何かできるはずもない。

「とはいえ、跳ねっ返りが近衛隊の手を煩わせたら事ですね。一応調べておきましょうか」

　レベッカはお茶を飲みながら念の為にと部下数人を国粋派の調査に当てる。

　だが部下達が一人戻る度に彼女の顔は青くなっていく。

　そして最後の一人が戻った時。

「ただちに陛下に緊急──いえ、私が行きます！」

　レベッカは執務室を飛び出して走り抜ける。

曲がり角で滑って壁にぶつかり、悪態をつきながらも馬に飛び乗ったのだった。







静養地　湖沿いの小屋

「ああっ陛下！」

「ロサリオ！」

　美しい湖畔の畔にいる小屋で男女二つの影が激しくぶつかる。

　影の動きは大きくなっていき、やがてピタリとくっついて小刻みに震える。

　男の影が大きく息を吐いてベッドに転がった。

女の影がその胸に頭を乗せ、男はすぐに抱き寄せる。

「良かったぞロサリオ」

「陛下こそたくましゅうございました。快楽でバラバラになるかと思いました」

　ロサリオは荒く息を吐きながら涙まで浮かべて王の胸を撫でさする。

王は彼女の様子を見て満足げに頬や髪を撫でながらキスを繰り返す。

「そなたとの相性が良いのだ。余も天に昇る気持ちであったぞ……それは良いとして二人ならば名で呼べと言っただろう」

　王は少しだけ不服そうに言いながらロサリオの首筋にキスを繰り返す。

「私ごときが陛下を名で呼ぶなど恐れ多いことです。ああっ首筋をそんな……」

　ロサリオが困ったように言うが王は呼ぶまで止めないとばかりにキスを激しくしていく。

「さあ呼べ、余の名を呼ぶのだ」

「ああっ陛下、そんな音を立てて吸っては……ああ！」

　王がキスをやめてロサリオの瞳を覗きこむ。

彼女は謝るように目を閉じて頭を下げた後、消えるような声で王の名を呼んだ。

「ロサリオ……俺の愛するロサリオ！」

　王はロサリオをうつ伏せにして圧し掛かる。

だが女は困った顔をする。

「もう時間がございません。ご領主様と昼餉のお約束が有られたのではありませんか？」

　王は途端に不機嫌な顔になってしぶしぶ体を放す。

「……そうであったな。下らん歓待を準備していると抜かしておったわ」

　近隣の領主──フーウン男爵は今回の旅行の為に尽力した。

ただ綺麗なだけだった湖畔に小屋や街道を整備し、近衛隊が陣を敷けるよう林も切り開いたのだ。

さすがに歓待の式典を無碍にはできなかった。

「私などより部下の皆様を大事になさってください。私はここで陛下の残り香に包まれてお待ちしておりますから」

　立ち上がった王を上目遣いで見るロサリオ。

王の不機嫌な顔がたちまち緩んで行く。

「なるべく早く切り上げて戻る。寂しいか？」

「いつまでもお待ちしております……ただ」

　ロサリオは照れたように顔を伏せる。

「歓待にはさぞ美女が多いことでしょう。その方々を見れば陛下がみすぼらしい私に飽きてしまわないかと心配です」

　王はロサリオを抱きしめた。

「馬鹿なことを、そなた以上の女がいるものか。他の女に浮気するなどあり得ん」

　ロサリオは潤んだ目で王を見つめる。

「偉大な陛下が私など気になさることはありません。いくらでも美女をお抱き下さい。……でも私もたまには可愛がって頂けると至上の喜びです」

　健気なセリフに王はたまらずロサリオにキスをする。

「ロサリオ、子作りをしないか？」

　ロサリオは露骨に驚く。

「えっ!?　い、いけません。私のような下賎の女となんて陛下の高貴な血が穢れます！」

　だが王はロサリオをベッドに押し倒して押さえつける。

「また馬鹿な事を言う。余はそなた以外に子を産ませたい女などおらん。無論、無理強いはせんが……」

　王は一転して弱い口調で言いながらロサリオの顔を見る。

瞳には拒絶されることの恐れが浮かんでいた。

　ロサリオは王の顔にそっと手を添える。

「陛下の精で孕めるなど望外の光栄です。でも私ごときを愛人にして子を産ませれば陛下の尊厳を傷つけることになってしまわないかと心配なのです」

　拒絶では無いと知って王は勢いを取り戻す。

「愛する女を孕ませて傷つく尊厳など元より要らん。それにもう一つ間違っているぞ。余はお前を愛人にして孕ませたいわけではない。……我が妃となって子を産めと言っているのだ」

「──!?」

　ロサリオは信じられないとばかりに口に手を添えて目を丸くする。

「お──」

「恐れ多いと身分違いは禁ずる」

　王が茶化して言うとロサリオは何も言えずに困ってしまった。

「ふふふ、旅行から戻ったら大々的に発表してやる。その時には……」

　王はロサリオの下腹部を撫でる。

「ここに余の子が宿っているだろうがな」

「まぁ」

　ロサリオの体温が上がるのを感じて王は満足して服を着始める。

「今夜から子作りを始める。避妊薬はまとめて捨ててしまえ」

「……無能な私はまだ混乱しておりますが、お戻りになる前に覚悟を決めておきます」

　ロサリオは全裸のままベッドから降りて床に伏せ、王を見送る。

王は満面の笑みでフーウン邸へと向かっていった。

もちろん近衛隊のほとんどを伴って。

　ロサリオはそれをなんの表情も浮かべずに見送った。




「情報通り陛下が出立なされたぞ」

「すごいな……警備も巡回も全てここに書かれている通りだ」

　湖近くの林から小屋を監視していた国粋派の面々は昂る気持ちを押さえきれずに言う。

　本来ならば小屋を臨める場所は全て近衛隊が固めているはずだ。

だが厳重なはずの警備にぽっかりと空いた空白地帯、そこに彼らは身を潜めていたのだ。

「近衛隊が陛下と共に去っていくぞ」

「予定通りで良かった……万が一にも陛下に怪我をさせるわけにはいかぬからな」

「陛下に万が一があってはならぬ。近衛隊よ、しっかりと頼むぞ」

　一同は王に向けて敬礼する。

　国粋派は王を害したい訳でも、まして国をひっくり返したいわけでもなかった。

彼らが狙うのはただ一人、小屋に残る傾国の女だけだった。

「愛国心に溢れるのは結構だが、肝心な部分を忘れないでくれよ」

　彼らを呆れた様子で見つめる見るからに鍛えられた体と鋭い目を持つ男達。

「陛下に敬意を払うのは臣民として当然だろうが……ここからはお前達の出番になる。金の分は働けよ」

　男達は傭兵だった。それも法外な額で雇い上げた一流の者達だ。

「警備が一気に緩くなっていくな」

　今まで周囲の警護に当たっていた兵はほとんどが王に随行したのだから当然だ。

　残った少数の兵は小屋周りに曲者が忍びこまないよう監視を続けてはいたが、緊張は解けている。

王を守るのが彼らの役目なのだからそれも仕方ないだろう。

「そろそろだ」

　傭兵が言うと同時に周囲から叫びが上がる。

「曲者だ！　剣を持っているぞ！」

「逃がすな！」

　国粋派の面々は緊張するが傭兵達は余裕の表情のまま身を伏せる。

　留守番の兵達は一同が潜む場所とは正反対の場所に向かって駆けて行った。

「みつかったぞー」

「うわーにげろー」

　顔を出した曲者達はたちまち剣を放り出して脱兎のごとく逃げる。

「くくく、あの走り屋どもに追い付ける奴はそういない。まして林の中とあってはな」

　傭兵の隊長が笑いながら様子を伺う。

　最初に発見された曲者は足の速い者を集めた囮だった。

思惑通り、ただでさえ少ない兵が彼らを追いかけて林に飛び込んでいく。

「行くぞ」

　国粋派と傭兵達が武器を手に林を飛び出す。

「こ、こっちからも来たぞ！」

　慌てて剣を構える近衛隊に傭兵が剣を突き立てる。

「ぐえっ！」

　さらに進路上にいる兵がクロスボウで撃ち抜かれていく。

　本来近衛隊は選りすぐりの精鋭だが、ほとんど数が残っていなかったこと、王の出立で気が緩んだところへの奇襲だったこと、そして傭兵達が高額報酬で雇われた一流の者達ばかりだったことで次々と斃されていった。

「すまぬ……お前達に恨みはないが王国の為だ！」

「あの悪女を恨んでくれ」

　国粋派は斃れる近衛兵に詫びを言い、傭兵達はそれを鼻で笑う。

　一同は薄い守りを突破し、目的の小屋の扉を蹴り開ける。

「ロサリオどこだ！」

　真っ白な服に身を包み椅子に座るロサリオは目を僅かに丸くして扉を見た。

目当ての女を見つけて国粋派の面々が勢いを増した。

「見つけたぞこの悪女め！」

「陛下を誑かし国を乱した報いだ！」

「我らと民の怒りの刃を受けるがいい」

　一同は剣を手にロサリオに迫る。

その鬼気迫る様子を見てロサリオは床に頭をつける。

「愚かな私が皆々様のご機嫌を損ねたのならお詫び致します。いかようにも謝罪致しますのでどうか命だけはお助け下さいませ」

　もし彼女が無礼を罵ったり悲鳴を上げていたりすればたちまち殺されていただろう。

だがいきなりの土下座に怒鳴りこんだ者達も少々面食らってしまう。

「わ、詫びて済む問題では無い！」

「そうだ！　事は我が国全体に関わっているのだ！」

　一同は雰囲気を変えようと再び怒声を上げるが、ロサリオはただ床に伏せるだけだった。

「私は陛下の恩情に縋るだけの無知な女です。何が悪かったのかすらわからない愚か者です。皆様の剣を奮う価値もございません。どうか、ご容赦を……命だけはご容赦を……」

　男達はいよいよ困惑するが、このまま帰るなどできるはずがなかった。

「うるさい、もう事は起きているのだ！　貴様をこのままにしておくなどできるか！」

　一人がロサリオの長い髪を掴む。

それでも彼女は抵抗しなかった。

「どう扱われても抵抗は致しません。玩具にも慰み者にもなります。どうか命だけはお助け下さい」

　あくまで無抵抗なロサリオだったが、それが一人の男を憤慨させた。

「陛下の寵愛を受けながら何が慰み者だ！　そうやって媚を売り王を誑かしたのだろう！」

　激昂した男がロサリオの胴を蹴る。

「あぐっ！」

　掴まれていた髪が千切れ、腹を押さえて呻くロサリオ。

それが合図となってしまった。

　男達は罵り声をあげながらロサリオに襲いかかる。

「まやかしでも陛下の愛を受ける身なら命に代えても貞操を守るべきだろうが、この淫乱女め！」

　白いドレスが破られる。

「何が無知だ！　全て陛下の寵愛を得る為の計算であろうが腹黒め！」

　整った顔が剣の柄で殴られる。

「貴様一人のせいでゴルドニアがどれだけ！」

　背中や手足が容赦なく踏みつけられる。

　それでもロサリオはボロボロの有様で尚も謝り続けた。

　さすがに一同が勢いを削がれ始めた時だった。

「お前達の手で殺ると言うから見ていたが……いい加減嬲っている時間は無い。ふん！」

　後ろで暴行を見ていた傭兵の隊長が進み出て剣を一閃する。

「あぐ！」

　剣はロサリオの顔を掠め──彼女の両目を切り裂いた。

鮮血が彼女の顔を流れ落ちて行く。

「これで気は済んだか？　さっさと殺してずらかるぞ」

　それっきり興味ないとばかりに剣を収める隊長、国粋派の面々も覚悟を決めて剣を振り上げた時だった。

「やばい近衛隊が戻って来た！　ものすごい勢いで騎兵が駆けて来る！」

「なに!?」

　小屋の屋根で見張っていた傭兵の一人が叫ぶ。

見れば土煙をあげて街道を進む兵が見える。

「先頭はまさか陛下か!?」

「馬車ではなく騎乗なされている！　何故御自ら戻られて……この女か!?」

　既に傭兵達は風のように逃げ出していた。

　いかに歴戦で屈強とは言え近衛隊の本隊とまともに戦えるはずがない。

任務達成よりも自らの命の方が大事なのは金で雇われた者としては当然だった。

「わ、我らも逃げるぞ！」

「まて剣を落して……」

「うわぁぁぁ！」

　国粋派の面々もロサリオに止めを差す事を忘れて逃げて行く。







「ロサリオ！　ロサリオはどこにいる！」

　先頭を切って馬を駆ける王は逃げる者に目もくれない。

「陛下危険です！　奴らの残党が残っているかも──」

「どけぃ！」

　止める近衛隊員を蹴り飛ばす。

　そして小屋に駆けこんだ王が見たのは、服を引き裂かれて乳房を半ば露出させ、体中を腫れあがらせて尚、許しを請うロサリオの姿だった。

「ろ……ロサリオ……こんな……なんという……」

　王はロサリオを抱きしめる。

「この声、陛下でございますか？　気付くのが遅れて申し訳ありません……目が見えませんのでどうかご容赦を……」

「ロサリオ、お前目を……どうしてこのようなことをする……何故だ……あまりではないか!!」

　王はロサリオを抱きしめて慟哭する。

閉じた目から大粒の涙が溢れ落ちた。

　それっきり言葉にならずに泣く王へロサリオが手を伸ばす。

「陛下、私などの為に泣いてはいけません。襲撃者の方々も命だけは見逃してくれました。……もう陛下のお顔を見れないのが残念ですが、私には相応だったのかもしれません」

　王は集まる近衛隊の目も憚らず声をあげて泣きながらロサリオを抱き締める。

「へ、陛下、この度の大失態なんと申し開きして良いか……」

　震えながらも綺麗な声はレベッカのものだ。

緊急連絡に駆けつけた彼女はちょうど歓待の場に向かう王の一行と遭遇した。

　王はレベッカの報告を聞くなり、馬車から馬に飛び乗り、小屋へと取って返したのだ。

それが国粋派にとっての誤算となった。

「あの陛下──」

　王の目が見開き、振り返り様の拳がレベッカを小屋の壁まで吹き飛ばす。

「あう！」

　頬を殴られてへたり込むレベッカの襟を王は掴みあげる。

乱暴な仕打ちに似合わず、王の声は泣きながら話す幼子のように震え、途切れ途切れだった。

「見舞うのが……剣ではなく……拳だったのは……ロサリオが……生きているからだ」

　王は震える声でゆっくりとぎこちなく言ってから襟を放し、レベッカは再び尻餅をつく。

　医者がロサリオをベッドに寝かせるのを見ながら王は興奮を鎮めるように深呼吸しながらレベッカに命令した。

「襲撃犯は絶対に逃がさぬ」

「も、もちろんです。既に奴らの身元は割れておりますので──」

　レベッカの返答を既に王は聞いていない。

「奴らの一族郎党、少しでも親交のあった者は嫌疑の有無に関わらず、すべからく捕え、すべからく殺せ」

「陛下──」

　王は既にレベッカの言葉を聞いていなかった。

「協力した者も逃しはせん。毛ほどでも疑いあれば大臣だろうが大領主だろうが兵団長だろうが皆殺しだ」

「それは──」

　王はもう誰の言葉も聞いていなかった。

「王都に王国全軍を集結させよ。俺自ら裏切り者を処断する。俺のロサリオを……何も知らぬ可哀想なロサリオを嬲り、光を奪ったクズ共を地獄に叩き落としてやる！」

　そこまで言って王は気付いたように顔を上げる。

「そうだ……奴らは俺の留守を狙った……つまり俺の予定を知っていたのだな」

　王は先ほどまで向かっていた領主屋敷の方角を睨みつける。

「奴らが襲撃者に情報を漏らした。そうに違いない」

　王は剣を抜き、屋敷の方向に向ける。

「お、おい。いいのか？」

「陛下の命令だぞ」

　王命が出ては近衛隊に選択肢は無い。

隊列を整えて攻撃体勢に移る。

「お待ち下さい陛下。フーウン男爵にロサリオ様を狙う理由はありません。情報を流すにしてもやり口があまりにお粗末……彼らは関係が無いものと強く推測致します」

　レベッカはどうか自分を斬らないでくれと思いながら目を閉じて進言する。

だが王はレベッカに怒りをぶつけることはもうなかった。

「ならばそれで良いのだ。俺は言っただろう？」

　王は攻撃命令を下し、近衛隊が進撃を開始する。

「疑わしい者は全て殺すのだ。百人を冤罪で殺すとも、一人とて罪人を逃がしてはならん」

　レベッカはもうそれ以上何も言えなかった。

「フーウン男爵の屋敷にいる者は全て殺せ！　病人も幼子も腸を引きずり出してやる」

　王は泣いて赤くなった目を爛々と輝かせて命令した。

もう意見する者は誰もいなかった。

「今日のことは千年後の歴史書にも残るでしょうね……差し詰め『ロサリオ事件』でしょうか。ゴルドニア王国の終焉とならなければ良いのですが」

　出撃の喧騒が続く。

恐らくフーウン男爵は何が起こったか知る事もなく殺されることだろう。

「貴方もピンチですね」

　王国全軍を王都に集めるということはリバティースへの援軍はもう無い。

軍務総監も今の王を説得できるとは到底思えなかった。

「もし無事にまた会えたら酔い潰れるまで隣で飲んであげましょう。……起きたらどうなっているか想像つきますけど」

　レベッカはわざと馬鹿馬鹿しい想像をしながら馬を駆る。

これから王都で起こる凄惨な物語の主役になるために。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　七五〇〇名

弓兵　　一四〇〇名

騎兵　　一六〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三七〇〇騎

護衛隊　　一七〇騎

戦車　　　　七〇両

（軽傷復帰　重傷帰国）

部下　レオポルト（参謀）セリア（信用調査中）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（浮気中）ピピ（ポチ騎兵）ポチ（トカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（貢がれた）マータ（付き人）キース（兵団長）

現在地点　トルトエント（完全包囲）

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅

財産　金貨二〇五〇

経験人数五八五人　産ませた子六八人＋五六五匹

久しぶりの更新です。

ちょっと最近間が空きすぎなので気分を変える為にこのぐらいの文量でより頻繁に更新するかもしれません。










第３６０話　南部戦争⑪　リバティース降伏







リバティース　トルトエント

「エイギル様大変です！」

　部屋にセリアが飛びこんで来る。

「んんっ！」

　突然のことに俺の男根に奉仕していたマータが驚いて思い切り歯を立ててしまう。

「あっ！」

　しまったと言う顔をするが、彼女の小さな歯では俺の男根は傷つかない。

むしろ良い刺激となって精が出始めてしまった。

「んぐ……んぐ」

「もう少し、せめて出終わるまで待てないか？」

「待てません。出しながらでもすぐにご覧ください」

　セリアは俺の下半身に吸い付くマータごと毛布をかけてから封書を差し出す。

　それは所々で破れ、血らしき物までついていた。

穏やかでは無さそうだな。

「エイリヒさんからの連絡です。私の目の前で南ユーグリア軍に擬態した使者が城門から飛び込んできました。残念ながら怪我が酷くすぐに事切れましたが……」

　そいつが命をかけて運んで来たのならすぐに見てやるのが情と言うものか。

「んぐんぐんぐ……うぶぶ……」

　マータの必死さに気を散らしながらも血塗れの手紙を開く。




　内容は手紙の状態以上に衝撃的だった。

「これは……さすがに参ったな」

「私も見ていいですか？」

「あ、お種が止まりました」

　律義なセリアは先に見ていなかったようだ。

俺の脇から顔を出して絶句する。

「勅命にて王国全軍は王都に集結……援軍の目処は立たず……援軍は無いものと考えよ。そんな……」

　セリアの顔が青くなっていく。

　そんなセリアを見たくないので軽く脇をくすぐって見るが反応はなかった。

「皆を呼んできてくれ。ギドが女を抱いていたら五分だけ待ってやれ」

　セリアは短く返事をして飛び出していく。




　深夜、寝間着姿のホワイト大統領までが会議室に集結する。

五分待たせたギドをセリアが睨む中で俺は早速切り出した。

「結論から言います。ゴルドニアの援軍は来ません」

　一瞬の静寂の後、驚愕と困惑の声が漏れる。

「……それは援軍の時期が遅れると言うことか？」

　ブライアンがゆっくりと言う。

やつれているのは先の敗戦以降苦労が絶えないからだろう。

「いえ、もう来ないでしょう」

　遅れるならその時期も含めてエイリヒは知らせてくる。

つまり援軍は絶対に来ないと言うことだ。

「約束と違うではないか！」

「ゴルドニアの援軍が期待できると言うから籠城を選択したと言うのに！」

　俺に言われてもどうしようもない。

それにあれだけ派手に負けては籠城以外に選択肢なんて無かっただろうが。

　しばらく喧々諤々と騒ぎが続く。

セリアが俺を庇うように前に立ってくれるが頭を越えて文句が飛んでくる。

癒されるからいいんだけどな。

「いずれにせよ援軍がないとなれば戦略を練り直さねばなりません」

　ブライアンが周りを制してからホワイト大統領に向けて言う。

「幸いにして市内には豊富な食糧、物資があります。城壁を盾に守りを固めながら市民から兵を募り、大規模な反撃を繰り返して敵を疲弊させれば、包囲を破れる可能性は残ります」

　現状、敵の兵力は十万を優に超えていまも増加中だ。

リバティース軍は負傷者を含めても三万程度で俺の軍を合わせても勝負にならない。

だがトルトエントには十五万以上がいるので、何万か臨時に徴兵すれば対抗できないこともないだろう。

　ゴルドニアなら当然そうするだろうが、果たしてリバティースではどうだろうか。

　ホワイト大統領は難しい顔をして一つ頷いた。

「国防長官の言うことは分かる。だがそれは君が決められることではないし、私だけでもできない」

　そう言って今度は俺を見る。

「明日、私は緊急に議会を開催する。ハードレット司令官にも是非参加して頂きたい」

　そう言って俺の肩を叩くホワイト大統領。

「はぁ」

　一応頷いておくが議会とはなんだろうか。




　──翌日。

　議会とやらに案内された俺は大統領と議員、そしてブライアン達のやり取りを適当に聞いていた。

しかし居眠りはできそうにない。

「戦況がこんなに悪いなんて聞いていないぞ！」

「ちょっとした負け戦じゃなかったのか！」

「軍はどう責任を取るつもりだ！　この税金泥棒め！」

「本当にやかましいな……」

　議場の議員から飛ぶ罵声もやかましいが、議場の周りを囲んでいるだろう市民の地鳴りのような声もこれまたすごい。

「民に余計なことを伝えるからです。民衆とは愚かなもの、真実を伏せて動かすのが最善です」

　レオポルトも議論の内容に興味が無いのか珍しく無駄話に乗って来る。

「これはきっと何も決まりませんね」

　セリアも呆れたように言う。

こんなふうに怒鳴り合うだけの議論は往々にして何も決まらずに終わる。

　だがそんな俺達の考えを裏切られる。

怒号飛び交う中、ホワイト大統領がゆっくりと壇上に上がり言い放ったのだ。

「ご静粛に……これよりリバティース市民に選ばれし議員の皆様に南ユーグリア帝国との和平交渉についてご報告する」

「和平交渉？」

　思わず声が出てしまう。

レオポルトは無表情のまま小さく首を振り、真剣な顔で聞き始める。

　見れば離れた所にいたブライアンとジムも驚いた顔をしている。

他国の俺はともかく味方にも知らせていなかったようだ。

「先の敗戦以降、戦況は残念ながら極めて不利と言わざるを得ません」

　ホワイト大統領は大げさな身振り手振りで演説する。

「この和平条件は我々にとって屈辱的と言えるものであることは否定しません」

　なになに……『軍の指揮権を一時委譲』『外交権の一時委譲』『税制の改定』ふむふむ。

「これでは属国ではないか！」

「侵略者にここまで譲歩することなどできない！」

　議員達が騒ぎ出す。

ブライアンもさすがに反対の声をあげている。

「確かに喜ばしい条件ではない。だがこちらも全ての点で譲歩した訳ではありません。我が国の根幹、自由と民主主義は守られるのです」

　なになに……『市民の財産の保証』『民主制の維持、統治機構の温存』ね。

「税を変えられるのに財産なんてどうにでもなります。そもそも軍隊を奪われれば抵抗ができないのですから、条件も何も有ったものじゃないと思います」

　無抵抗にしてから約束なんて気にせず殴り倒せばいいんだからな。

「そのような条件は受け入れるべきではありません！　彼らがどうやって戦争を始めたか忘れた訳ではないでしょう!?　信じるに値しない相手です！」

　ブライアンと軍人達が一斉に意見する。

だがホワイト大統領はまったく動じなかった。

「なるほど……では国防長官、現状の戦況と勝算について教えてくれたまえ」

　ブライアンは苦い顔をしながらも立ち上がる。

「……現状、南ユーグリア軍は首都を中心に約十二万以上の兵力を展開しています。対して我が方は再編中の兵力が約三万、ハードレット司令官の部隊が一万五千……合わせて四万五千になります」

　改めて聞いても不利は明らかで議員たちから溜息が洩れる。

「野戦での勝算は薄いと考えます。節約令を出して長期籠城に備えながら市民から兵を募って軍を増強し──」

「節約令？　まさか市民の財に制限をかけるというのか？」

「市民から兵だと!?　まさか強制的に徴兵するのではあるまいな！」

「それは我が国の自由に反する！　軍人の口から出て良い言葉では無い！」

　議員達が騒ぐ。

「話を聞いて頂きたい！　その上で、その上で、交戦を続ければ敵に包囲を断念させるか、少なくとも降伏に等しい条件ではなく──野次を止めて頂きたい！」

　必死に叫ぶブライアンだが議員達の怒号は止まらない。

「そもそも軍が不甲斐ないからこうなったのではないか！」

「その為にはどれだけの損害が出る！　市民の理解が得られると思っているのか！」

「選挙を得ていない者が勝手な事を言う！　更迭だ、更迭の動議を出す！」

　もう何が何やらわからない。

セリアの足でも撫でていよう──妙に硬いな……レオポルトの太股を撫でてしまった。

最悪の気分だ、お前も更迭してやろうか。




　議員たちが一通り騒いだ所で大統領は再び壇上に戻る。

「国防長官は勝利の最善策を考えてくれたのだろう。私は君の才と国を愛する心を尊敬している」

　お前がブライアンを吊るしあげたようにしか見えないが。

「だがその方法で勝利を得てもそれは本当に勝利と言えるだろうか？　市民を死なせ、彼らが築いた財を焼いてまで得た勝利に意味はあるのだろうか？」

　大層な雄弁だが実際に野盗に入られた開拓村を見ればそんなことは言えなくなると思うぞ。

「故にこの和平案を受けようと思う。何より市民の利益を考えるのが我々の最も大切な使命なのだから」

　本当に市民の利益が残ればいいがな。

「これは正に国家の運命を決める決断だ。議員の皆様は熟慮の上で──」

　そこから先は聞く必要もない。

リバティース政府は南ユーグリア帝国との和平──事実上の降伏勧告に応じることを決定したのだった。




　呆然とするブライアンとジムと共に司令部に戻る。

急ぐ必要はない。もう軍の再編や防御を考えて走り回る必要はないのだ。

「気を落すな。世の中上手くいかないことの方が多い。俺だって大切な人を迎えにいけないんだ」

　そう言ってやるが反応がない。

まるで葬式みたいでこっちまで暗くなる。

「もっとも、これじゃあな」

　静かな俺達とは正反対の歓声が聞こえる。

　ホワイト大統領がリバティース市民に対して和平受諾の演説をしているのだ。

　最初はさぞ大混乱、下手をすれば反乱でも起きるんじゃないかと思っていたのだが、蓋を開けてみれば市民は驚くほどあっさりと受け入れた。

「すぐに戦争は終わります。そうなれば食糧も服も以前と同じように入って来ます。いつでも街の外へ出かけられるようにもなるでしょう」

「もう燻製肉で我慢しなくていいんだな」

「野菜の値段も下がるのか」

「彼女との旅行の予定も立てられる。さすがクリスだ！」

　市民は講和の条件よりも日々の暮らしの方に興味があるようだ。

「戦争が終われば臨時に課せられていた取引税も撤廃する予定です」

「あれのせいで利益が減って仕方なかったんだよ」

「とにかく戦争を終わらせろ。軍にいる俺の息子が無事に帰ればなんでもいい」

　市民はまるで戦勝したかのように騒いでいる。

「どうしてだ……自由は何よりも尊いものなのに……命をかけても守り、子や孫に受け継いでいかねばならないものなのに……どうしてそのジャスティスをわかってくれないんだ……」

「私は少し市民に期待をし過ぎていたのかもしれないな」

　ジムとブライアンは帽子の鍔を下げてその場を通り抜ける。

　市民は軍服の俺達を見て軽く悪態をつき、再びホワイト大統領の演説に酔いしれる。

「まあこんなもんだろう」

　自由だなんだも結構だが、大抵の者は自分の命が第一、財産が第二だ。

それは悪い事でも無いし不自然なことでもない。

　正直、俺だって大差無い。

自分の女が命よりも上に来るだけだ。

　ジムには悪いが『自由を守る』なんてのは馬鹿な話だ。要は自分が自由に生きるかどうかだけだ。

与えられた自由を他人の為に守っている時点で自分にとっても他人にとってもそれは自由ではなくなる。

つまり自由を守るか守らざるかを選択することもまた自由の一部であるのだから……ぐむむ。

「エイギル様どうしました？　あっ熱が出ています！」

　セリアが俺の額に手を当てて騒ぐ。

「さっきから真剣な顔をして何か難しいことを考えていましたね？　エイギル様の頭はそういう事に向いていませんから、やり過ぎると熱が出てしまいますよ」

　セリアはいつも優しいな。

　ともあれ俺は別に自由な国も制度も愛していないし、命をかけて守りたいとも思わない。

「ジャスティスが……俺の国が……」

「それでも私は何をしても理想を後世に残して見せる」

　思うのは悔し涙を流すジムとブライアンを少しばかり助けてやりたいということだけだ。




　三日後、リバティースは講和を受諾する旨を正式に南ユーグリア側に通知した。

「正式に降伏……いや、講和が発効し次第、我々は武装を解除することになる。とても気の入る状況ではないと思うが正式な発効までは今まで通り警戒を続けて貰いたい」

　ブライアンの訓示に指揮官たちは小さく返事をした。

もう士気も何もあったものではないが、今更咎めても意味が無い。

「南ユーグリア側はゴルドニアの援軍に対しても武装解除の上、司令部に出頭するように求めている」

「理解しました。準備致します」

「おい」

　俺が返事する前にレオポルトが返事しやがった。

「……ではよろしく頼む。本当に迷惑をかけるな」

　ブライアンは悲しそうに笑って去っていく。

「おい、なんでお前が勝手に言うんだ」

　そもそもリバティースが降伏するからと言って俺達まで投降する必要はないだろう。

どさくさに紛れて逃げようと思っていたのに。

「無論投降はしません。捕縛されれば理由をつけて処刑か、最低でもラーフェンに戻れなくなるでしょう」

　レオポルトは周りを警戒しながら続ける。

「降伏の受諾を伝えた今が敵の警戒が最も緩みます。本日深夜に内側から門を開いて強行突破、ゴルドニア領まで戻ります」

「昨日のうちに戦闘準備は完了しています」

　マイラも凛とした顔で言う。

「ブライアンには嘘をついてしまったか」

「我々の生還が最優先です。とはいえ嘘もついておりませんが」

「降伏するのを『理解して』脱出の『準備をする』のですよね」

　セリアが言う。

　いいだろう。

俺だって大人しく捕まるつもりはない。

だが敵は既にトルトエントを完全に包囲しているし、リバティース軍はもう動かない。

「俺達だけで包囲を破れるか？」

「十分可能です」

　言い切ったな。

「敵の油断に付け込むだけではありません。視界の利かない夜ならば突破を試みたのが我々の部隊だけだとは見分けられません」

　まあそうだろうな。

「敵の司令官はリバティース軍全部隊が降伏受諾を撤回して奇襲をかけた可能性を考えねばなりません。となればトルトエント全周を警戒しなければならず、迂闊に包囲を崩す事はできません。我々の目的は敵の撃退ではなく突破するだけなので十分に可能です」

　突き破るだけならなんとかなるか。

だがそれだと俺達が無茶をした後は大変なことになるな。

「それを機に本格的な戦闘が始まるかもしれませんな。城門を開け放って出るのですから、たちまちトルトエント市内での戦闘となるでしょう」

　そのことについて……とレオポルトは続ける。

「知ったことではありません。私にとって最優先は自らの生命であり、次にハードレット卿の生命です」

　さりげなく自分を優先しやがった。

「私はエイギル様が一番です！」

　よしよし、セリアにそう言って貰えると嬉しいがお前は自分の命を優先してくれ。

俺を庇ってセリアが死んだらショックで心臓が止まってしまうかもしれない。

「ふむ……」

　リバティースはどうでもいいが、ブライアンとジムには申し訳ない。

「では諦めて南ユーグリアに投降しますか？」

「いや、やろうか」

　ブライアンとジムは気に入っているし、可能なら助けてやりたいと思う。

だがこの場でセリアやマイラと共に捕虜になることは絶対にできない。

南ユーグリアが俺達を捕まえるだけで済ますとは考えられない。

優先順位を違えてはならない。

「問題は夜が明けた後、状況を把握して追撃してくると思われる敵の騎兵集団です。こちらに歩兵がいる以上、振り切ることは不可能です。厳しい戦いになるでしょう」

　俺の私軍は全て騎乗しているが、王国軍はほとんどが徒歩だ。

「最悪彼らを丸ごと切り捨てる必要があるかもしれません」

「最後の最後までそれはするな」

　部下を捨てたくない心情だけではない。

味方を捨てて逃げたとなれば、次から兵は誰もついてこない。

エイリヒも俺を信用しなくなるだろう。

「それを許すのは俺の女の命を助けるのに必要な時だけだ」

「承知しました」

　優先順位を違えてはならないのだ。




　そして深夜、俺達は北門の前で準備万端整えて松明を消し夜陰に目を慣らす。

　上手いことにリバティース兵は回りにいない。

もう警戒しても仕方ないと居眠りでもしているのだろう。

いつもは門の前にいる兵もおらず、簡単に開けることができる。

　反対に街壁の上では過剰な程煌々と火を焚いている。

真面目な南ユーグリア兵達は居眠りすることなく火を見ているはずだ。

「行くぞ」

　俺が手を振り上げようとするとその手が何者かに掴まれる。




「──見つかったか」

　それはブライアンだった。

さて、面倒くさいことになった。

ただでさえ苦労の多そうな脱出劇の前に同士討ちをしなければならないのか。

「心配するな。邪魔しに来たのではない」

　そう言うとブライアンは小さく合図をする。

　現れたのは僅かな兵と見るからに軍人では無い者達だ。

おお、スージィもいるじゃないか。

「彼らは降伏を良しとしない者達で右から──いや、時間が無い。やめておこう」

　ブライアンは軽く笑う。

「彼らをどうか逃がして欲しい。もしリバティースが滅んでも彼らがいる限り自由の芽は再び出るだろう。ジム、お前も頼んだぞ」

「やはり国防長官も一緒に……」

　ブライアンの目を見てジムは言葉を切り、ただ頷いた。

亡命者達の護衛はジムがやるようだ。

「さあ行ってくれ。我々も出来る限り援護しよう」

「降伏するんじゃないのか？」

　ブライアンは笑う。

「まだ講和は発効していない。それに君が考えることでもないだろう」

　覚悟を決めたような目だ。

これ以上問う必要はない。

「城門を開け。同時に松明に水をかけろ」

　城門が大きな音と共に開かれる。

　深夜には良く響くはずで敵も異変に気付くだろう。

こっそり逃げるのではなく強行突破だ。




「突撃だ。走れ」

「うおおおおお!!」

　鬨の声を上げながら先頭を俺と護衛隊、そして騎兵、歩兵、と続く。

「夜襲だぞ──！」

「馬鹿な奴らは降伏したぞ！」

「援軍か!?　それとも騙し打ちか？」

　敵に向けて弓騎兵から矢が一斉に飛ぶ。

闇に目を慣らした弓騎兵の矢は正確に敵を捉える。

　慌てて打ち返した敵の矢は全く見当違いの方向に飛んで行く。

　一応夜襲の警戒はしていたみたいだが、逆に普段以上に煌々と焚かれた松明を見続けた目は突然の暗闇に慣れていないのだ。

僅か数分の話だろうが、今の俺達には貴重な時間だ。

「突き破れ！」

　俺は三ｍを優に超える槍を馬上で構えて最前列の敵を貫く。

　どうせ武装解除するならとリバティースの長槍隊から頂いて来た。

長いリーチが良いかと思ったのだ。

「がぶ！」

　シュバルツの加速が乗った槍は敵兵の胴部分を強引に貫く。

更に先っちょに人を刺したまま強引に振りまわして周囲の敵陣を乱す。

「くそ、化け物め。追え、絶対に逃がす──ぐわっ！」

　俺を追おうとした敵兵の群れに弓騎兵が踏み込み、馬蹄で踏みにじる。

　とにかく突破を優先して一直線の突撃だ。

　更にもう一人を貫き、更に振ろうとした時、軽い音を立てて槍が折れる。

「ええい脆いな」

　長剣を引き抜き、好機と向かって来る敵兵を叩き斬る。

　頭を割って屠った敵をあえてシュバルツに弾かせて左右へ飛ばす。

　敵を何人殺しても意味は無い。

何より少しでも大きな突破口を開かねばならない。

　その時、敵全体から悲鳴のような声が上がる。

「うおっ！」

「トルトエント全体から火矢が飛んできます！」

「奴ら降伏なんて嘘だったのか！」

　トルトエント市内から四方八方に向けて矢が乱れ撃たれている。

　狙いは明らかに適当だが、無視することはできない。

俺達を追撃しようとしていた敵は更なる襲撃に備えて足を止めた。

「ブライアンか」

　俺と違ってブライアンはこの国の人間だ。

こんなことをすればただでは済まないだろう。

　だがそれはブライアンの決断であって俺が気を使うことではない。

亡命者を連れて包囲を抜ければ彼の想いも果たされる。




　弓騎兵は正面の敵を突破しながら左右に矢をうちまくり、敵陣の混乱を誘う。

　戦車も大弩を撃ちまくる。車輪についた刃は暗闇では良く見えず、敵に必要以上の距離を開けさせる。

　弓兵も走りながら矢を滅茶苦茶に乱射する。

味方は前と後ろにしかいないので同士討ちの危険は少ない。当たれば儲けものだ。

　最後に歩兵隊が混乱した敵を盾や剣で蹴散らして背後の憂いを断つ。

「自由の灯火を消してはならん！　ジャスティス陣形を取れ！」

　ジム率いる少数の兵も亡命者をがっちりと守っている。

　士気も練度も高い者達が集められたのだろう。

決して弱くない南ユーグリア兵を圧倒しているように見える。

「お前達ごときにジャスティスが屈してなるものか！」

　ジム自身の戦い方も見事だ。

大剣と大盾をそれぞれ片手で持ち、敵兵を蹴り飛ばしたり殴りつけたり頭突きしたりと暴れ回っている。

おお、ラリアットまで出た。

「俺も負けてはいられんな」

　正面で大盾を構える敵を長剣をすくい上げるようにふるって弾き飛ばす。

　右からシュバルツの足を狙う槍兵の首を飛ばし、左の敵はシュバルツ自身に跳ねさせて躱させる。

「また悪魔が出たのか！　射ろ、射殺せ！」

　クロスボウ兵が一斉にこちらを狙う。

　発射の指の動きを見て盾を突き出しボルトを弾く。

ボルト自体を撃ち落とすのは難しいが発射前に分かれば案外簡単に防げる──。

「ぐっ」

　ズドンと反対のわき腹に衝撃があった。

　背中も狙われていたようで見事に鎧の隙間にボルトが刺さっている。

「ちっ」

　幸い筋肉で止まっていたので素早く引き抜いて捨てて置く。

　セリアは戦いながらも定期的に俺の方を確認しているがどうやら気付かれなかったようだ。

余計な心配をさせて逆に彼女が怪我をしても困るからな。

「もう少しだ。いけるぞ」

「おおぉぉぉぉ!!」

　突破まで後少しだ。

「ああっクリストフが！」

「あの馬鹿が」

　ここで足は止められない。やられたらもう拾ってやれんぞ。

「やられなかった！」

　思わず落馬しそうになる。

　長槍に突き落とされそうになったクリストフはまるで曲芸師のように体を捻って槍を避けたのだ。

表情を見る限り意図したものではない偶然の産物だろう。

「やればできるじゃねーか！」

「お前の格好良い所なんて初めて見たぜ！」

　護衛隊が戦いながら次々とクリストフを褒める。

　俺も軽口に乗ってやろうとした時、わき腹がズキリと痛む。

無駄口はやめておこうかな。




　ブライアンの援護と味方の奮戦もあって俺達はトルトエントの包囲を突破する事に成功する。

　だが本番はこれからだ。

ゴルドニア領に至るまではまだまだ距離があり、敵の騎兵集団が追いかけて来ないとは考えられない。







「行ったな」

「はい、行きましたね」

　ブライアンはデーヴィッドに微笑んでから攻撃中止を命令する。

「攻撃停止だ。即座に白旗を掲げろ。使者を出せ。内容は──」

『攻撃は暴走した反逆者の独断にてリバティース政府の意志にあらず。我らに降伏撤回の意思なし。貴国を交えて当事者の処罰を行うことを約束する』

「国防長官……」

　ブライアンは笑みを崩さない。

「ははは、そんな顔をしないでくれ。祖国を守れなかったのだからこれも当然の報いだろう。それに未来への種子を残せたのだ。俺が唾棄すべき裏切り者となるぐらい安いものだ」

「……確かに安いかもしれません。せめて私も並ばねば釣り合いが取れませんな」

　ブライアンとデーヴィッドは笑みを浮かべながら慌てて駆けつけた憲兵隊の方へと歩き出した。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬　戦時

リバティース救援軍　総司令官

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　六二〇〇名

弓兵　　一二〇〇名

騎兵　　一四〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　三三〇〇騎

護衛隊　　一六〇騎

戦車　　　　六五両

（軽傷復帰　重傷帰国）

部下　レオポルト（参謀）セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（戦闘中）ピピ（ポチ騎兵）ポチ（トカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（亡命中）マータ（付き人）

現在地点　トルトエント北

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅　トルトエント包囲突破

財産　金貨二〇五〇

経験人数五八五人　産ませた子六八人＋五六五匹

ちょっと戦闘不満ですが、次回思い切り書きます。

急遽構成を変えたので不自然な所があれば遠慮なくお知らせ下さい。

次回で南部戦争終わりです。

やはり長くなってしまいました。もっと圧縮したいですねぇ。










第３６１話　南部戦争⑫　撤退戦







　陽は高く上り、何もない平原を冷たい風が吹き抜ける。

だが兵達は汗を拭いながら息を切らせていた。

「走れ走れー足を止めるな！」

「騎乗の者は怪我人をケツに乗せてやれ」

　俺達は北へ向かって一直線に行軍……というより逃げる。

王国軍の大半を占める歩兵は延々と駆け足を続ける強行軍だ。

「これだけの行軍速度です。そうそう追いつけないとは思いますが……」

　セリアが心配そうに言う。

　ブライアンの援護もあってトルトエントを囲んでいた奴らは夜明けまで動けなかったはずだ。

「問題は騎兵だ。いくら強行軍しているとは言え、騎兵から見れば誤差みたいなものだ」

　現に兵に歩調を合わせているシュバルツは退屈そうに欠伸をしながらメス馬の尻を見ている。

「奴らが本気ならすぐに追いつかれるぞ」

「辛い戦いになりそうですね」

　マイラが深刻そうな顔になった時、後ろに何かが乗ってきた。

「ふふん」

　見ればセクリトが飛び乗って来たようだ。

彼女は後ろから抱きついて俺の首筋を舐める。

「こら、さすがにここではヤれないぞ」

　怒るセリアとマイラを見ながらセクリトは楽しむような口調のまま言う。

「気をつけるのは騎兵の追撃だけとは限らんぞ？」

「何？」

　振り返った所で唇を奪われる。

「んなー！」

　セリアの叫びを聞きながらセクリトは尚も楽しそうに言う。

「夜明けの時点でこちらの脱出は知れていた。騎兵が本気で追いかけたなら朝方には喰らいつけたはずだ」

　セクリトは尚も嬉しそうに進行方向を指差す。

「このまま一直線に進めば小さい丘が連なる場所に行き当たる。街道もあるし普段であれば登り坂なこと以外なんの問題もないが」

　俺の目を見ながら笑顔で首を傾ける。

セリアがやれば可愛い仕草なのだろうが、どうにも邪悪な笑みだ。

「丘に防御陣を作られたらどうなる？　そこにちょうど騎兵が追いついたら？」

　それだけ言って再び自分の馬に飛び移るセクリト。

「騎兵以外は追いつけもしないのに待ち伏せなんて……あっ！」

　セリアが何かに気付いたように口に手を当てる。

　そうだ。奴らは馬車を並べて高速で動ける部隊を持っていたはずだ。

「そう都合よく……いえでも……」

　マイラも難しい顔をする。

　奇跡が起きればもしかして、という可能性ならわざわざ考えなくてもいい。

　俺達の脱出を早馬で伝えてすぐに馬車部隊が動き出す。

全速力で回り込むように丘まで走って兵を降ろし簡易の陣を張る……。

「できるな」

　奇跡は要らない。

何もかもを素早く行うだけで可能だ。

それに南ユーグリア軍が今までそうしなかった事はなかった。




　そして俺達は丘まで辿りつく。

「案の定か」

　丘の斜面に見えるのはずらりと並ぶ南ユーグリア帝国の旗と急造の浅い溝、そして同じく乱雑に組み立てられた柵だった。

「前方に敵陣地……兵数約一万！」

　俺とレオポルトは静かに頷く。

「後方に敵の騎兵の一団を確認！　約二万！」

　これも予期していたとはいえ本当に見事なタイミングでやってくるものだ。

「やるぞ」

「は」

　俺とレオポルトはそれだけ言って分かれる。

　レオポルトは歩兵を率いて前方の敵陣を突破する。

俺は騎兵を率いて後ろの敵に突っ込むのだ。

「セオリー通りなら……いえ、セオリー通りならもう負けていますね」

　マイラが苦笑いしてレオポルトに続く。

　本来は騎兵が敵陣を突破し、歩兵が敵の攻撃を防ぐのがセオリーだ。

　だが開けた平原で追撃されては防御のしようなどない。

とにかく大暴れして足の遅い歩兵が逃げ切るまで頑張るしかない。

「私はこっちだぞ！」

「私もです」

　イリジナが槍を振りまわして気をはいている。

「レオポルトさんが敵陣に攻撃を仕掛けました！　後方の敵騎兵も突っ込んできます！」

　隣にいるセリアが叫ぶ。

　敵は二万、こちらの騎兵は五千足らず。

「それでもなんとかせんといかんな」

　俺は長剣を掲げて先頭に出る。

「うぉぉぉ！　偉大なる帝国の為に！」

「敬愛する女王の為に！」

　敵兵が叫びながら駆けて来る。

「突撃開始だ。お前達の一番好きなものを叫びながら突っ込め！」

　言うなり俺はシュバルツの腹を蹴る。

「女ぁ!!」

　セリアとイリジナも続く。

「エイギル様ぁ！」

「串刺しだぞ!!」

　兵達も続く。

「俺も女だぁぁ！」

「酒ぇぇぇ！」

「でかい乳ぃ!!」

「あたしは良い男ぉ！」

「私はお金ぇ！」

「金持ちの男前ぇ！」

　欲望の絶叫が拡がっていく。

「酒場のエリィィ！」

「隣の人妻ぁぁぁ！」

「俺はお前だマイケル！」

「俺もだグレット！」

　思い切り叫べば怖気づくこともない。

別に国だ王だに拘る事は無いのだ。

「あいつら逆に突っ込んで来るぞ！」

「だが好都合だ、足の遅い歩兵などどうせ逃げられはせん。先に騎兵を叩いてしまえ」

「あいつら金だの酒だの女だの、欲望丸出しで突っ込んで来るな……」

　敵味方は横に広がりながら一直線に距離を詰めて行く。

互いに足を止める気も迂回する気もなく、真正面から急速に接近していく。

「放て！」

　ルナが叫び、弓騎兵が見事な早業で一斉に矢を放った。

矢はほとんど地面と平行に敵に吸い込まれていく。

「ぐあっ！」

「突進しながら弓を……」

「こいつらが……ぐえ！」

　まともに正面から受けたので損害は決して軽微ではない。

千近い敵がバラバラと落馬し、あるいは馬ごと倒れ込む。

「もう一発！　狙いは馬！」

　弓騎兵は目前に迫る敵の前で矢を番えてもう一斉射放つ。

　そして放った次の瞬間には弓をしまって剣を抜く。

惚れ惚れするような早業だ。

　敵の馬がバタバタと斃れ、斃れなかった馬も矢を浴びて動きがおかしくなって後続を妨害する。

「馬がやられた！」

「後続の邪魔になる。早くどかせ！」

　先頭が乱れた所に剣に持ち替えた弓騎兵と先頭に立つ俺と護衛隊の一団が突っ込む。

「ふん！」

　最初の一撃には景気づけに渾身の力を込める。

　長剣が先頭の馬の頭ごと騎兵の胴を真っ二つにして振り抜ける。

バスンと音がして馬の頭と兵士の上半身が宙を舞った。

「もういっちょう！」

　振り抜いた刃を返して更に一閃。

敵兵を肩口から斜めに切断し、そのまま馬の胴まで真っ二つにする。

馬は中心から折れるようにして斃れ、勢いのまま地面を転がって行く。

「やばいのが出たぞ！」

「防御を──ぐぎゃ！」

　馬上で盾を構える敵へお構い無しに剣を叩きつけて盾ごと体を半分にしてやる。

「守れるもんなら守ってみろ」

　もう一騎を盾で殴って吹き飛ばし、ついでにすれ違い様に足で蹴って落馬させる。

「出たな悪魔め！」

「こいつだ、こいつを仕留めろ！」

　左右同時に槍が突き出る。

　左は盾で軽く弾き、右にはあえて鎧を叩かせる。

僅かに体勢が崩れるが腹筋に力を入れて立て直す。

「狙いはお前だ」

　構わず剣を振りかぶり、二騎の後方にいた指揮官に狙いを定める。

「いかん指揮官殿を守れ！」

　もう遅い。

　俺の一撃は咄嗟に指揮官が出した剣を叩き折り、軽い音を立てて首を刎ね飛ばした。

僅かに脇が痛むが気にする程では無い。

　まずは上々か。

体を捻って後ろを伺う。

「こいつら出来るぞ！　弓だけじゃない！」

「ええい、所詮寡兵だ！　落ちついて当たれ！」

　俺の後ろから突っ込んだ弓騎兵が奮戦している。

　敵は彼らを馬に乗った弓兵ぐらいに思っていたのだろう。

だが接近して剣の戦いとなっても弓騎兵は決して弱く無い。

特に互いに突進しながらすれ違い様の斬り合いは最も得意とするところだ。

弓騎兵よりも重装備の敵が次々と首から鮮血を飛ばして落馬していく。

　その中でも特にルナの活躍が目立っている。

「そこです！　もう一つ！」

　至近距離まで迫った敵を前に弓を撃ち続けている。

そして敵が斬りかかると目にも止まらぬ速さで口に咥えた剣に持ち替えて手首や首筋を一閃するのだ。

瞬く間に矢で五騎、剣で二騎を仕留めて兵の士気をあげている。

「な、なんだこいつ！」

「こんなのずる……ぎゃー!!」

　ついでにポチが敵を弾き飛ばしながら走っているのも見えた。




　まず初手はこちらが有利な展開だ。

だがそのまま南に戻るわけにはいかないので、一撃後は速度を落として敵と斬り合う乱戦に移行する。

　互いに足を止めて、あるいは細かく動きながら馬上で斬り合いとなる。

こうなると技量には優れるが軽装で槍も盾も持たない弓騎兵は数に押され始める。

「ぐあっ！」

「ひぃ！」

　矢を射る余裕はなく、敵の槍に貫かれて地に落ちる弓騎兵が増え始めた。

次第に敵に勢いが戻ってくる。

「今こそ俺達の出番だ！」

　そこに王国軍の騎兵隊が槍を掲げて参戦する。

彼らは盾と騎乗槍を持ち、接近戦でも引けをとらない。

　足を止めて槍を突き出し、盾で受け止め、更に馬を寄せて剣を奮って斬り合う。

人馬が入り乱れる大混戦だ。

数では圧倒的に劣るが、少なくとも一時的に敵を押し戻しているように見える。

　もちろん俺と護衛隊も混戦のど真ん中に飛び込む。

「一、二、三、四と」

　デュアルクレイターで敵の喉を貫き、引き抜いてもう一騎の首を飛ばし、首無しの死体を長剣で刺して放り投げてぶつけ、二騎をまとめて落馬させる。

「五、六──ふん！　……わからんようになった」

　五騎目の槍を避けて両手を斬り落とし、六騎目の馬の頭を拳で殴りつけて転倒させる。

周り中の敵が俺を狙って来たので長剣を一呼吸溜めて一回転させ、迫る敵をまとめて斬り飛ばす。

ズキリとわき腹が痛んだ。




「きゃあー！」

　悲鳴に目をやるとある弓騎兵の女が敵に蹴り落とされ、槍で止めを刺されようとしていた。

目にした以上は助けたいがここからでは間に合わない。

「いかん！　誰か助けろ！」

「わっかりました！」

　敵の喉から真っ赤な剣が突き出る。

ギドが後ろから敵を仕留めたのだ。

「貴様ぁ！」

　仕留めた敵の仲間が二人ギドに襲いかかる。

「遅い！」

　突き出される槍をギドは盾でいなし、もう一人の剣は剣で受ける。

そして受けた剣を跳ねあげてから、肘の関節部を狙って斬りつける。

「ぎゃああああ！」

　鎧の隙間を狙われた敵が悲鳴を上げた瞬間、ギドの剣が喉に突き立って悲鳴を止めた。

　残った敵は怒声を上げながら再度槍を突き出す。

ギドはそれを盾で受けずに剣で受け止め、槍の胴を上から盾で殴る。

「なに!?」

　敵はひんまがった槍を捨てて剣を抜こうとするがその余裕は与えない。

ギドの剣は見事に敵の首を刎ね飛ばした。

「大丈夫か？」

「あ、ありがとう」

　弓騎兵の女はギドの手を取って素早く自分の馬に乗り直す。

「次はへまするな。生き残ったら夜這いをさせてもらうつもりだから」

「もちろん……待ってる」

　格好をつけたギドは背中がお留守になっている。

「あの馬鹿何をやっている！」

　そこに稲妻のような速度で何かが飛び出す。

「ぐぎゃ！」

　敵の顔面に槍が突き立ち、後頭部から穂先が飛び出た。

「わははははは!!　串刺し！　串刺しだぞ!!」

　女と思えない体格と力、何よりでかい声はイリジナだ。

「もっと串刺し！　どんどん串刺しだ！」

　イリジナは周囲の敵に次々と突きを繰り出す。

「ぎゃああああ!!」

　反応の遅れた敵は喉を貫かれて絶命する。

「うわっ、このっ、ひぎゃあああ！」

　巧く初撃を防いだ敵も目にも止まらぬ連撃で遂にわき腹を貫かれて断末魔をあげる。

「ふん！　ふんふんふん！　ふんがぁ！」

　盾で槍を防いだ敵は力任せの突きの連打に体勢を崩され、最後は絶叫したイリジナ渾身の一撃を頭に喰らって卒倒した。

「わはははは！　もっと戦うぞ！　まだまだ串刺しだ!!」

　イリジナは槍を振りまわしながら走り回り、行く先々で敵の悲鳴を上げさせていた。

「あいつは楽しそうだな」

　ギドの他にも重装備の護衛隊は乱戦で一際輝いている。

一人で複数の敵を仕留めている者も珍しくはない。




　だがそれでも敵味方の数が違い過ぎた。

　敵は乱戦に痺れをきらせ、数千をあえて後ろに下げてからの突撃を繰り返し始めた。

足を止めている所に突撃を貰うと、来るとはわかっていても損害は大きいし勢いも士気も削がれてしまう。

　二度、三度と繰り返されるにつれて味方の不利は明らかになってくる。

「さすがにきついな」

「敵の損害はこちらの数倍のはずです。もっと乱れてもいいはずなのに」

　セリアが悔しそうに言う。

　それは南ユーグリア帝国との緒戦からずっと感じていることだ。

彼らは司令官でも殺すか、部隊を完全にズタズタにしない限り崩れないのだ。

「司令官は……狙えんな」

　そして奴らは基本的に司令部を後方に置く。

俺がちょっと行って殺してこれる距離ではない。

「敵の勢いが無くなって来たぞ！　総攻撃だ、押しまくれ！」

　敵の勢いが更に増す。

「レオポルトはまだ突破できんか？　そろそろ限界だぞ」

　とはいえ、文句を言っても仕方ないので俺は長剣を握り直して前に出る。

「準備完了、発射します！」

　突然セリアが横で叫ぶ。

思わず股間を見てしまったが違うらしい。

　勢いを増す敵に向かって巨大な矢が降り注ぐ。

もちろん大弩を設置している余裕などないのでこれは戦車からの射撃だ。

「最高の場所から狙っています。これで敵も少しは混乱するはずです！」

　生き残った戦車は六〇両と少しで敵を止めるには心もとない。

それでもドカドカ降る防御不能な大矢は敵の勢いを鈍らせる。

「大弩!?　どこだ！」

「あの妙な馬車だ！　あいつを潰せ！」

　そして敵は戦車を狙って攻撃を始める。

もちろん戦車はすぐに逃げ始め、追いかける敵の横腹に味方が突っ込む。

「くそ、面倒くさい奴らめ！　さっさと降伏すればいいものを！」

「もうあの馬車は放っておけ！」

「よくやったセリア」

「はい！　……でも所詮は時間稼ぎです」

　それは仕方ない。

この戦闘そのものが歩兵が敵陣を突破するまでの時間稼ぎなのだ。

　さらに別の場所でも敵が混乱している。

「おかしいだろ！　絶対おかしいだろこれ!?」

「ないない！　これはないわよ！」

　見ればポチが後ろ脚で立ち上がって敵のど真ん中で暴れている。

　爪で敵を引き裂き、尻尾で弾き飛ばす。

敵は槍や剣で挑むが金属の塊を叩いたような音がするだけだ。

お、火を噴いた……ポチを中心に空白地帯が出来ている。

　さすが装甲トカゲだ。

最近奴が本当にトカゲか怪しく思える時がある。




　その時、レオポルトが攻めている方向からものすごい轟音が鳴る。

同時に腹に響くような衝撃が伝わる。

わき腹を軽く触ると血が滲んでいた。

「なんだ、あいつ大砲でも撃ったのか？」

「大砲なんて持って来ていませんが……」

　セリアが周囲を見回す。

頷いてやると頭を下げてから俺の頭に登って目を凝らす。

戦いで蒸れた股間の匂いがいい感じだ。

「あれは……馬と馬車が敵陣に突進していきます。あっ爆発しました！　火薬を積んで突っ込ませているようです！」

「滅茶苦茶だな」

　奴も奴で奥の手を用意していたようだ。

　レオポルトも長々と戦う余裕が無い事はわかっている。

短時間でこちらよりも多い敵を突破するには無茶も必要と判断したのだろう。




　爆発音は連続して何度も続き、やがて止まった。

「敵陣突破！　突破成功です！」

　走り込んで来たのはマイラだった。

伝令を出さず自分で走ってきたらしい。

何故そのまま逃げなかったのか……包む毛布もないぞ。

「これ以上の時間稼ぎは無用です。すぐに撤退に移って下さい。策があります！」

　今逃げたら歩兵隊はすぐに追いつかれると思うが、レオポルトが退けと言うならこれ以上長居は無用だ。

「総員退くぞ。背中を切られるなよ」

　命令を受けて味方から安堵の声が漏れる。

さすがにこの状況はつらかったらしい。

「逃がすな！　追え！」

「このまま逃げられたら俺達は良い恥晒しだぞ！」

　敵の騎兵も血眼になって追いかけて来る。

　だが互いに騎兵なので一旦逃げに入ればそうそう簡単には追いつけない。

そしてもう一つ。

「後方射撃！　撃て！」

　弓騎兵による振り向き様の射撃が敵に降り注ぐ。

　弓騎兵は敵よりも軽装で足も速い。

敵は追いつくことはできず、一方的に撃たれまくることになる。

「うわっ！　この！」

「後ろ向きでどうやって弓を……ええい、追いつけん。一旦止まれ！」

　敵の足が遅くなる。

このまま一旦振り切れそうだな。

「きゃっ！」

　だが一つの小さな不幸が起きる。

最後尾で弓を射っていた一人が速度を落とし過ぎて敵の槍に捉えられたのだ。

　幸いにして槍は彼女の体を掠めただけだったが衝撃で落馬してしまう。

「あいつは……」

　地面に転がって悲しそうにこちらを見る女の顔に見覚えがあった。

俺が最近処女を奪った、あの弓騎兵の娘だったのだ。

　普通に考えれば俺が行くべきではない。

司令官としてあまりに無責任な行動だ。

だが司令官の責任と、処女を奪った男としての責任を天秤にかければどちらが吹き飛ぶかは明白だ。

「先に行け！」

「エイギル様!?　駄目です！」

「何をやっているんですか!?」

　セリアとマイラの制止を振り切って飛び出す。

シュバルツもこの戦いの中で一番の速度を出す。

「どけい！」

　勢いを落さないまま敵兵の群れに飛び込む。

　シュバルツの体当たりで二頭の馬が倒れ、俺が盾で殴ってもう一頭を倒す。

「族長様どうして──！」

「乗れ」

　女を掴んで馬に引き上げる。

　さて逃げようとしたが敵も甘くはない。

取り残された俺達は既にぐるりと囲まれていた。

敵の対応力を甘くみたか。

「頭を低くしてしがみ付いていろ」

　俺は女にそう言い長剣とデュアルクレイターを持つ。

「もう逃げられん。諦めて降伏すれば──」

　千切れた首が『捕虜として──』うんぬんと言いながら飛んで行く。

「ガタガタ抜かすな。来い」

　目に殺気を込める。

　敵もそれで無駄口を叩かなくなった。

「こいつは悪魔だ、人と思うな。卑怯などない……一斉に行くぞ」

「「「おう！」」」

　敵が一斉に襲いかかる。

　同時に来るのは四人、他に投げられた短槍が二本だ。

「申し訳有りません族長様」

　涙声で腰にしがみ付く女が俺に力をくれる。

　短槍の一本はデュアルクレイターを持つ左手の手甲で滑らせ、もう一本は体を後ろに逸らせて避ける。

「うおおおお！」

　大きく体勢が崩れた所に敵が突っ込んで来る。

「おい」

　応えてシュバルツが体を前に揺らし、後ろに傾いた俺の重心が戻る。

「それでいい」

　長剣を下から振り上げて一騎の胴を切り上げる。

　二騎目の剣はデュアルクレイターの腹で強く弾き、体勢を崩させる。

　三騎目は剣を突き出す前にシュバルツが体当たりして転倒させる。

　四騎目にはデュアルクレイターを突き出す。

敵の剣は俺の肩に当たり、俺の剣は敵の喉元を貫いた。

「そらよ」

　最後に振り上げた長剣をふらつく二騎目の頭上に落して終わりだ。

「ひるむな！　相手は悪魔だ、最初から五〇人は殺されると覚悟して行け！」

「息つく暇を与えるな！」

　敵はまったく躊躇せず、槍や剣を掲げて次々と俺に向かって突っ込んで来る。

これではシュバルツを駆けさせる余裕はなく、足を止めて戦い続けるしかない。

　斬りかかる敵をあえてデュアルクレイターを持つ手で殴りつけ、すぐ後ろから迫る二人目を斬り払う。

　槍を構えて突っ込んで来る敵を長剣で迎撃する。

何しろ騎乗槍より長いので先に串刺しになるのは敵の方だ。

「左をなんとかしろ」

　シュバルツが嘶き、体当たりで横に並ぶ敵の馬を転倒させる。

「うぉぉぉ！」

　突っ込んで来る敵、その後ろに短槍を投げようとしている奴らが見えた。

「預ける。ちゃんと持てよ」

「ぐえ！」

　俺は突っ込んで来た敵兵のど真ん中に長剣を突き立てて放し、盾に持ち替えて飛んで来る短槍を防ぐ。

「ありがとよ」

　すぐに盾を置いて長剣を敵の体から引き抜き、蹴り飛ばす。

「族長様後ろです！」

　女が叫び、返事の代わりにデュアルクレイターを後ろに突き出す。

デュアルクレイターは見事に敵の額を貫通、びくりと震えてそのまま落馬していく。

「どけぇぇぇ!!」

　三騎の敵が槍を突き出して突進してくる。

咄嗟に長剣でまとめて両断するが、倒れ込んだ馬が勢いのままぶつかってきた。

「……ち」

　シュバルツはすぐに体勢を立て直したが今のはまともに腹に当たった。

知らん顔をしているがかなりのダメージを受けたはずだ。

「続け、奴が倒れるまで攻撃を止めるな！」

　続いて三本の短槍が投げられる。

　長剣とデュアルクレイターで二本叩き落としたが、一本が背中に当たる。

鎧を貫通することはなかったが矢とは段違いの衝撃が伝わる。

「ぐ……」

　思わず出た苦悶の声に女が背中に抱きついた。

「私が鎧になります！　死んでも放しま……むぎゅ」

　片手で頭を押さえて伏せさせ、後ろから迫る敵の首を刎ね飛ばす。

「せっかくお前を助けに来たのに死なれたら困る。それより殺した敵の数でも数えていてくれ」

「は、はい……今ので一四です」

　まだ一四か。

　長剣を振りまわし、デュアルクレイターで切り裂き、盾で殴り付け、頭突きや足まで使って敵と戦い続ける。

「二五……二七……二九です族長様」

　なんとか逃げようとしているのだが敵が全くひるまないのでその隙がない。

「族長様、全方位から来ます！」

「おう！」

　長剣を両手持ちで構え全力で回転させる。

　面白いように千切れ飛ぶ敵兵。

盾も鎧も関係なく力任せに叩き潰す。

驚愕に染まった敵兵の首がいくつも宙を舞って行く。




　最後の一人を両断する瞬間、わき腹に鋭い痛みが走った。




「ぐ……」

　痛みで筋肉が反射的に痙攣し、力が抜けてしまう。

長剣は最後の敵に当たる前に失速する。




　そして敵の突き出す槍が俺の喉に突き刺さった。

「えっ？」

　女が信じられない物を見たかのように固まる。

　槍を突き出した敵も驚いたような顔のまま止まっている。

　血が喉から溢れて体の前面を染める。

「あ……あ……」

　動揺する女に何か言おうとしたが声が出なかった。

そもそも息も出来ない。

「や、やったのか？」

「待て、死んだとわかるまでは迂闊に飛びこむな」

　敵兵がじりじりと距離を詰めて来る。

息ができず、意識が遠くなって動けない。

　敵が一斉に槍を構える。

これはまずい。

「悪魔を滅するぞ」

「帝国と女王陛下に栄光あれ！」

　女がそっと背中に抱きつく。

「共に果てることができて望外の光栄です。心苦しいのは私のせいで偉大な族長様を死なせること──」

　目が覚めた。

俺が死ねばこの女も助からない。

そしてセリアもマイラも、屋敷に残してきた女達も悲しませてしまう。

　俺は喉に突き刺さった槍を掴む。

　そして女達は新しい恋を見つける。

セリアが他の男とベッドを共にし、ノンナの超巨乳に他の男が顔を埋める。

　力を込めて槍をゆっくりと引き抜いて行く。

　やがて女は子を成すだろう。

カーラやマリアの上で見た事も無い男が呻き、種を注ぎ込んで妊娠させるのだ。

　そんなことをさせてなるものか。

彼女達を抱きまくり、妊娠させまくるのは俺なのだ。

「ぐぅぅぅ……」

　力任せに刺さった槍を引き抜く。

　大量の血が喉から流れ込むが、同時に空気も流れ込む。

意識が覚醒し、目が敵を捉え、手足が言う事を聞く。

「がぁぁぁぁぁ!!」

　突っ込んで来る敵兵に向けて引き抜いた槍を突き出す。

「悪魔が──」

　敵の目に槍を根元までねじ込む。

「蘇──」

　突き出される槍を掴んで敵兵を上空に放り投げる。

「やはりこいつは人ではない！」

　俺の顔を狙った一撃が命中する。

敵兵の顔に一瞬喜色が浮かぶが、すぐに恐怖に変わる。

　突き出された槍は俺の口、正確には歯に挟まれて止まっていた。

　その敵を殴りつけて顔面を潰し、槍を奪って振りまわす。

　柄で叩き、穂先を力任せにねじりこむ。

たちまち槍はぐにゃぐにゃに曲がったが、ただの棒として使い続ける。




　喧騒が起き、護衛隊の顔が見える。

先に行けといったのに戻ってきたのか。

　何か言おうとしたが声はやはりでない。

機会は今しかない。

　俺は何も言わずにシュバルツを駆けさせる。

……やはり走り方がおかしい、どこか痛めているな。

　敵は何やら叫び、馬上からクロスボウが構えられる。

これは背中に結構貰うだろうな。

どうしようもないので女を前に回して構わず駆ける。

「狙え……いや待て！」

「俺参上──！」

　狙いをつける騎兵に一騎の護衛隊が突っ込む。

クリストフだ。

「くそ、あの重装騎兵か！　手強いぞ！」

　敵も護衛隊の勇戦は存分に見ている。

さらに体格の良いクリストフが勇壮な叫びをあげて突進してくれば無視はできない。

　俺はその隙に護衛隊の群れに飛び込んだ。

セリアは喉に穴が空き、血塗れになった俺を見て狼狽するが、大丈夫だと頭を撫でると少し落ちつく。

　さてクリストフによくやったと言ってやりたいが声が出ないので勘弁して貰おう。

「ははははは！　見たかよ、昨日からずっと絶好調なんだ！」

　クリストフは俺が逃げ切ったのを見て踵を返す。

当然ながら最初から突っ込むつもりはなく、撹乱が目的だったのだ。

「よくやったクリストフ！」

「すげえぞクリストフ！」

「今日はお前の日だぜクリストフ！」

　護衛隊から次々と勝算の声が上がる。




　奴は胸を張って帰還しようとして────落馬した。




「うわあぁぁぁぁ!!」

「ああっ、クリストフがやられた！」

「あの石だ！　馬が躓いたんだ！」

「よそ見しているからです！」

　地面に倒れ込むクリストフ、無情にも奴の馬はそのままこちらに戻って来てしまった。

　敵はたちまちクリストフを包囲する。

「もう……無理ですね」

　マイラが呟く。

　助けてやりたいが喉に穴をあけられたせいで俺ももう限界だ。

「クリストフ、よくエイギル様を救いました」

　セリアはクリストフに敬礼し、俺の喉を布で押さえる。

護衛隊も敬礼してから俺を囲むようにして撤退していく。

「クソ、逃げられるぞ！」

「ただちに追撃を再開する。悪魔のせいで全体の追撃も遅れている」

「こいつはどうやら高位の騎士のようだ。殺さず捕虜にして尋問するのだ」

「うわぁぁぁ！　うわぁぁぁぁ！」

　どうやら殺されはしないようだ。

　恩ができてしまったからにはこのまま死なれては後味が悪い。

なんとか生き抜けよ。




　俺達はなんとかその場を切り抜け、傷身には厳しい登り坂を駆けあがる。

「敵の追撃が始まりました！」

　早いな……。

　この調子ではとても歩兵隊は逃げ切れない。

レオポルトはどうするつもりなのか。

　すると丘を駆けあがった俺達の前に数台の馬車が並んでいた。

疑問を感じるが足を止めることはできない。

　そして俺達を追い掛ける敵が差しかかった瞬間……大爆発が起きる。

「なるほど……突破の時と同じ方法で敵を……」

「それだけではないようだ」

　いつの間にかセクリトが隣に来ている。

全然見なかったがどこに行っていたのだろうか。

　彼女は俺の喉を見て目を鋭くしたが、ちょこちょこと傷をいじって小さく息を吐いた。

「ただの爆発なら先頭が吹き飛ぶだけで終わりだがこいつにはもう少し工夫があるぞ」

　見れば爆発の後も煙が消えていない。

もくもくと立ち上った大量の煙が残り続けている。

「あれは……何かの粉ですか？」

「石灰の粉末だ。爆発はあれを散らす手段に過ぎん……レオポルトとか言う奴はなかなか面白い」

　敵騎兵は石灰の煙を突き抜けたが、すぐに足を止めてしまう。

兵と馬が激しく咳き込み、走るどころではないのだ。

「石灰の中に飛び込めば噎せもするし目も痛む。あの位置で散らせば斜面を下ってかなりの敵が巻き込まれただろう」

　なるほど、馬の目と喉を痛めれば追撃は難しい。

百や二百を火薬で吹き飛ばすよりずっと効果的だ。

「戦いそのものでの損害も大きく、ゴルドニア国境も近い。私ならこれ以上追撃はしない」

　セクリトはそう言ってからもう一度俺の傷を確かめる。

「薬を使えば死にはせんだろう。女でも食いながら休むことだ。食う女は私でもいい」

　そうだとセクリトが続ける。

「あのリバティースのむさ苦しい阿呆がお前に話があるそうだ」

「手当てが先です。そんなのは後回しです」

　セリアが俺の喉に包帯を巻きながら言う。

マイラは何故か俺を毛布で包んで来る。

　まともに声も出ない状況では話もできんが……聞くだけなら聞こうかね。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

リバティース救援軍（失敗）

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　四一〇〇名

弓兵　　九〇〇名

騎兵　　七〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　二四〇〇騎

護衛隊　　一五〇騎

戦車　　　　四五両




部下　レオポルト（参謀）セリア（心配）マイラ（心配）イリジナ（トリガーハッピー）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ピピ（装甲化トカゲ騎兵）ポチ（装甲トカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（亡命中）マータ（心配）名も無き弓騎兵（べた惚れ）

現在地点　ゴルドニア国境

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅　トルトエント包囲突破

騎兵集団＋東部軍団一部撃退

財産　金貨二〇五〇

経験人数五八五人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６２話　南部戦争⑬　マイワイフ







　──激しい戦いが終わった翌日。

「動かないで下さい」

　セリアは俺の首が絞まらないよう注意しながら包帯を替えてくれる。

不安定な馬車の上なのに本当に器用だな。

　爆発で石灰をぶちまけるレオポルトの策は効果を発揮したらしく、追いすがる敵の姿は見えない。

斥候によると足を止めて再編成しているらしい。

　ゴルドニア領までの距離を考えると追撃を断念したと考えて良さそうだ。

「痛みは無いですか？　息は大丈夫ですか？」

　俺は微笑みながら頷いて答える。

　槍で貫かれた俺の喉は薬がなければ命に関わるような怪我だったらしい。

思えば口ではなく喉の穴で息をしていた気もする。

　軍医にはもう命の心配はないが、何があるかわからないのでできるだけ安静にと言われている。

また薬のおかげで傷は治ったが話すと、かすれた珍妙な音になる上に喉が痛く、しばらく声は出さない方が良いと言われているのだ。

　セリアは包帯を巻き終え、服の襟を整えて不格好にならないように隠してくれる。

「一応できましたけど……やはり安静にするべきです。あの人の話は私だけで聞いてきます」

　あの人とはジムのことだ。

俺に話があると言うので手当てを終えたら行くつもりだったのだ。

「あう」

　俺はセリアの頭を撫でながら首を軽く振る。

　話を聞くぐらいどうってことはない。

それに何か大切な話である予感がするのだ。

「なら私がエイギル様の喉になります！　私はエイギル様が声に出さなくても目で全部わかりますから」




「族長様！」

　俺とセリアが馬車から降りると、馬車にぴったりくっついていた弓騎兵の彼女が慌てて寄って来る。

乱戦で気にする余裕がなかったが彼女に怪我はなかっただろうか。

「た……か……」

　大丈夫か聞こうとしたが変な声になった。

仕方ないので彼女の体を軽く触り、『怪我は無いか？』と目で訴えてみる。

「族長様声が……でも言いたいことは目ではっきりとわかります。もちろん構いません」

　女は服の前をはだけて俺の手を乳房へ導く。

俺はどんな目をしていたのだろうか。

「あっ下もですか？　もちろんどうぞ」

　俺が首を振ると今度は下を脱いで手を股間に導く。

周りの目など全く気にしない脱ぎっぷりだ。

　むしろ彼女の目から俺への愛をびしびしと感じる。

　この調子なら特に怪我もなかったのだろう。

安心してジムの元に向かうことにしよう。

　その前にちょっとだけ乳房を揉ませて貰おうかな。

　ちなみにセリアはちゃんと俺の言いたいことをわかっていたんだよな？

「……」

　なんで目を逸らす。




「おお、来てくれたのか！　こちらから行こうと思っていたのだが……怪我人を呼び付けるなどジャスティスに反していた。すまん！」

　ジムはでかい声で謝る。

セリアは開口一番文句を言おうとしていたようだが、でかすぎる謝罪に機先を制されて黙ってしまった。

俺が来たくて来たのだし、謝らせる為に来た訳でもない。

　俺は表情と仕草で『気にしてないさ』と伝える。

「気にされておりません。エイギル様は、ですけど」

　セリアがジムを睨んで言う。

ジムは一瞬怪訝な顔をしたが、喉に巻かれた包帯に気付いて再び一つ頭を下げて続ける。

「もうここは……ゴルドニアの国境だな」

「はい、街道沿いにあの丘を越えれば国境線の小川と開拓村が見えるはずです」

　俺は知らんかったがセリアが代わりに答える。

「……ならばもう襲撃の心配はない。亡命者の安全は守られたのだな」

「敵が国境を踏み越えて来ないのならそうです」

　ジムは目を閉じて一つ大きく頷く。

「彼らは自由の土地で、自由の空気を吸って生きて来た者達だ。王制のゴルドニアにとっては異物になるかもしれない。それでも……なんとか彼らの事を頼めないだろうか？　この通りだ！」

　ジムは再び頭を下げる。

今日はよく謝るな。

　俺は少しばかり考える。

リバティースの制度はかなり奇妙で、彼らがゴルドニアに溶け込めるかどうかはわからない。

俺だってブライアンやジムが気に入っていたから同行を認めたにすぎない。

「頼れる者はお前しかいないのだ。頼む……俺のジャスティスに免じて！」

　今更だがジャスティスとは万能の呪文か何かなのだろうか。

　まあいい、いざとなったら俺の無駄に広い領地のどこかに置けばいいだろう。

反乱さえ起こさなければ民主主義でもなんでも好きにやっていればいいさ。

「……エイギル様がなんとかしてくださるそうです」

　セリアは本当に俺の目を見て言いたいことを伝えてくれた。

　ジムは安堵の息をついて笑みを浮かべる。

「助かる……本当に感謝するぞ」

　そして奴は大きな盾と剣を持ち、荷物を背負い出した。

「なにをする気だ？」

　セリアが俺の代わりに聞いてくれる。

口調まで俺に似せてきている。

「トルトエントに置いてきたものがあるのだ」

「何を馬鹿な事を、今更取りに帰れるわけ無いだろう」

　俺の口調で話す可愛いセリアの声はそそるな。

しかし本当に一言一句わかるんだな。

「馬鹿なのは知っている。しかし置いて行く訳にはいかない……残してきたのはワイフなんだ」

　一瞬空気が止まる。

俺はセリアが目を読む前にジムを蹴り飛ばした。

「アホかお前は。男なら他のおっさんどもを放り出してでも妻を連れて来い。見損なったぞ」

　セリアが殺気まで込めてきつい口調で怒鳴る。

しかしどうしても可愛くなってしまう。

「そうだな……ワイフ一人守れない俺は夫失格だ。最低の男だ……それでも……ブライアン閣下から託された未来への種子を守り抜くと決めたのだ」

　ジムは立ち上がり胸に下げたペンダントを見る。

「ワイフは最高の女性だ。だが重職に就いていたわけでも俺と共に皆を守れる訳でもない……軍人としての責務を忘れて公私混同はできない」

　まったく同意はできないな。

ところで亡命者に紛れていたスージィは重職についていたのだろうか。

「あの馬鹿女がそんな訳ないです。ゴホン、それで何をする気だ？」

　セリアが言い、ジムは決意の籠った目で俺を見る。

「俺はリバティース軍人として私を捨て自由の為に全力を尽くした。亡命者は安全な場所に辿りついた」

　ジムはペンダントをぎゅっと握りしめて大事そうに胸に戻す。

　あの乱戦の中、亡命者の被害は〇だった。

それはジムと彼の兵達の勇戦によるものだ。

　ジムは大きな剣と盾を振り回して奮戦したらしい。

敵を蹴りつけ、投げ飛ばし、ラリアットや両脚飛び蹴りまで炸裂したと聞いている。

「軍人としての仕事は終わった。次は夫としてワイフを迎えに行く」

　ジムはくるりと反転し、南に向けて歩き出す。

　もちろん救出など不可能だ。

トルトエントに辿りつく事さえ不可能だろう。

「死ぬ気か？」

　俺は後ろ姿に問い掛ける。

声を出しているのはセリアだが。

「死ぬつもりはない。死んだらワイフを抱きしめてやれないじゃないか」

　ジムは俺に向かってリバティース式の敬礼をして歩いて行く。

馬も使う気はないようだ。

「……」

　セリアと俺は二人でジムを見送る。

もう絶対に帰って来ない男の背中を見送る。

「ふ……」

　俺は吹き出すように息をしてセリアを見る。

　最後の答えに満足した。

死ぬつもりだったならさっさと死ねばいいが、妻を助ける為に死地へ飛びこむなら話は別だ。

「……だめです」

　首を振るセリアの目を更に見続ける。

昨日から無茶やってばかりだ。

帰ったらセリアとマイラ、レオポルトにも散々文句を言われるだろうな。

「……いやです」

　そう言わずに頼む。

　セリアは頬を膨らませ、涙目を更にウルウルさせてしまった。

「……待て！　こっちに来い！」

　そしてセリアは不本意極まりないと言う怒声でジムを呼んだのだった。

　遠くでポチがギャーと鳴くのが聞こえた。







二時間後　トルトエント近傍

「な、なんと言ったらいい。これをどう言い表わせばいいのか……おお、なんという光景、なんというジャスティス」

　俺達は強行軍で一日以上かけて歩いた道を僅か二時間で戻る。

もちろんシュバルツでもこんなことはできない。

　俺達が乗っているのはポチだ。

俺とジムはポチに乗って風を切り、空を飛んでいるのだ。

　トルトエントは既に開城しているだろうし、道中にも敵がうろうろしているはずだ。

そこを延々突っ切るのは例えシュバルツと言えども不可能で、しかも奴は体を痛めている。

　潜入も考えたが時間がかかりすぎる上に、俺は潜入に向いていない。

同じくでかい声と図体を持つジムもまったく向いていないからこの選択肢も無い。

　そこでポチの出番となった訳だ。

　ポチは装甲化された巨大トカゲでありながら飛行もできるのだ。

ついでに言うと火も吹ける。

「頑張れポチ　もう少しだ」

　ポチは頭に乗ったピピの指示を聞いてギャーと鳴く。

最近大きくなったポチの声は鳴き声と言うより咆哮で腹に響く。

「よもやドラゴンの背中に乗ることになるとは……まったく信じられん！」

　ジムは初めて空を飛んで少し錯乱しているらしい。

気持ちはわかる、俺も以前怪鳥に持ちあげられた時は昂ってしまって冷静ではなかったからな。

「空から見るリバティースも実に美しい……いつか必ず取り戻す！」

『決意もいいがそろそろ到着だ。準備をしろ』

　言おうとしたが大きな声はまだ出ない。

しかも風の音がすごいので小声では全く聞こえない。

ピピに代弁して貰おう。

「む、わかった」

　ピピは頷き、ジムに向き直る。

「お前の横顔も景色に負けず劣らず綺麗だ」

『違う！』と怒鳴りかけてむせてしまう。

　ジムは無表情になって僅かに俺から距離を取る。

　まだピピには荷が重かったようだ。

　するとポチが首をこちらに回してギャーと鳴いた。

もう到着らしい。

「お前の妻がいるのはどのあたりだ？」

　ピピもできるじゃないか。

なんでさっきはあんなことになったんだ。

「街の中心やや西の住居区域、時刻を知らせる赤いベル付き塔の向かいが俺の家だ。そこにワイフがいる」

　塔の傍なのはありがたい。

空からでも十分わかるだろう。

「なんとか市民を殺さないでくれ。俺の都合で市民に犠牲は出せない」

　自分の妻と市民どちらが大切なのかとジムを睨む。

やつらが降伏を支持したことにわだかまりはないのだろうか。

　俺ならむしろ思い切り犠牲を出してやろうと思うが……無論、女は別だ。女はジャスティスだからな。

「どちらも大切だ。何よりも愛する妻と守るべき市民、どちらも俺自身より大切なものだ」

　問答はこれぐらいにしておこう。




　いよいよ俺達はトルトエントの真上までくる。

分厚い街壁も堅牢な門も空飛ぶ俺達には何の障害にもなりはしない。

「な、なんだありゃ!?」

「ドラ……ゴン？　えぇぇぇぇぇ!?」

　予想通りトルトエントは既に開城し、南ユーグリア軍が街に入っていたようだ。

街壁の上で見張る兵士がこちらを指差して狼狽している。

　俺達はジムが言った赤い塔を探してトルトエント上空を旋回する。

　空から見るトルトエントは巨大な都市で、分かり易い目印もなかなか見つけられない。

「ありゃなんだ!?　うわぁぁこっちに来るぞ！」

「ひぇぇドラゴンだぁ！　逃げろぉ!!」

　白昼堂々飛んでいるので俺達の姿は街中からもはっきり見える。

　南ユーグリア兵だけではなく、トルトエント市民も慌てふためき逃げ惑う。

しかも俺達が目印を探して旋回しているので正に右往左往と逃げ回っている。

　市民には悪いがこれは良い状況だ。

街が混乱状態になれば南ユーグリア軍も動きが取りにくいはずだからだ。

傷付けず利用しているのでジムも文句はないだろう。

「何をしている。あれはきっと敵の残党だぞ！　命令通り排除しろ、撃ち落とせ！」

「えっ、どうやって？」

　南ユーグリア兵は真上に向けて矢やクロスボウを放ったがもちろん当たるはずがない。

頭に矢が落ちてきた味方が怒鳴り込んだのだろう、すぐに射撃は止んだ。

「あれだ！　あの塔の向かいだ！」

　ジムが指を差す。

「家が多くて着地できない。あそこの広場に降りる」

　ピピが言うなりポチは翼を折り畳んで急降下していく。

「こっちに来るぞ！」

「迎撃しろ！　陛下が居られるのだぞ、ドラゴンの一匹や二匹に屈してたまるか！」

　俺達の動きを察したのか南ユーグリア兵が着地予定の広場に飛びこみ、クロスボウを構える。

　ポチとピピが『どうする？』と俺を見る

　既に逃げたのだろう、広場に市民の姿は無い。

　俺は腕を突き出して軽く右から左へ動かす──『薙ぎ払え』と。

　ポチが大きく息を吸い込む。

「狙いを定めろ！　着地した瞬間を──」

　敵の指揮官が発射の命令を下す直前、ポチの口から巨大な火炎が噴き出した。

「みぎゃ──」

「ぴ──」

　炎は敵の一隊を丸ごと包み込む。

　焼き殺すなどと生易しいものではない。

直撃を浴びた敵は高熱にのたうつ事も無くその場に立ったまま一瞬で消し炭となり、金属の鎧だけが真っ赤な液体となってドロドロと地面へ流れ落ちる。

「着地だ」

　地面ごと燃え上がったような業火の中にポチは躊躇なく着地する。

衝撃で人型の灰が崩れて舞い上がり、まるで消えた暖炉に息を吹きかけたようになった。

　着地と同時に俺とジムは飛び降りる。

重さの心配があったので持っているのは軽いデュアルクレイターだけだ。

「──」

　俺は無言のまま斜め上を指差す。

　意を察したピピとポチは特大の咆哮の後、斜め上に向かって再び炎を吐く。

炎は何も焼きはしなかったが、その光景はまるで空を焼き尽くさんばかりだったはずだ。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

「ひぃぃぃ!!」

　俺達の着地を見て駆けつけた南ユーグリア兵達が腰を抜かしてひっくり返る。

彼らの士気は並大抵のことでは折れないが、巨大な飛行型火炎トカゲは並大抵のことではないだろう。

「こ、腰が……抜けて……動けない……」

「お、おしっこ漏れちゃった。誰か助けて……」

　もし広場の周りへ水平に炎を吐いていればそこら中が火炎地獄だ、市民を傷付けるどころではない。

ジムの妻を連れて帰るまで動揺していてくれれば十分だ。

「今行くぞ！　無事でいてくれ愛するワイフよ！」

　広場を飛び出したジムは一直線に自宅へ走る。

「お、お前らは一体……ぎゃ！」

　路地から顔を出した南ユーグリア兵を問答無用で肩から切り裂く。

「貴様その軍服は！　降伏したはずじゃぐっ！」

　クロスボウでジムを狙う敵の腕を斬り飛ばし、反す刃で首も飛ばす。

　ジムはもう妻のことしか考えていない。

背中は完全にお留守で守ってやる必要があった。

「うおぉぉぉぉ！　ワイフよ無事かぁぁ！」

　ジムが自宅のドアをドロップキックで開ける音がした。

「ジ、ジム！　貴方生きていたの!?」

　女性の声が聞こえる。

どうやら上手くいったようだ。

「おお……マイマイフ！　アイリーン！　アイリーン!!」

「ああジム！　愛するジム！　んむっ、んちゅ、むちゅ」

　ジムと妻は玄関先で濃厚なキスをしている。




「うぉぉぉ！」

　斬りかかる敵の剣を弾き、胴を横一閃に裂く。

零れおちる臓物を抱えて地面に沈む敵兵。

「信じてたわジム、必ず迎えにきてくれるって！」

「待たせてすまんアイリーン。大切な人よ！」




「このぉぉぉ！」

　突き出される槍を手甲でいなし、間合いに飛び込んで心臓を一突き。

噴水のように血を飛ばしながら敵兵は力を失う。

「南ユーグリアごときに俺達のラブは止められん！」

「ええそうよ、どんな困難も乗り越えられるわ」




「覚悟しろ！」

　一騎の騎兵が狭い道を突っ込んで来る。

俺はあえて直前まで引きつけてから路肩に積まれた木箱を踏み台に跳躍して馬の体当たりを避け、すれ違い様に首を刎ね飛ばす。

「アイリーン、今夜は空を焦がすほど燃え上がろう！」

「もちろんよジム。一日中愛し合いましょう！」




　俺はドンと地面を踏みしめる。

「「はっ！」」

　ジムと妻が自分たちの世界から出てきたようだ。

　いちゃつくのは俺も大好きだが時と場合を考えて欲しい。

……そうか、いつもマイラが言うのはこれだったんだな。

「アイリーン俺と一緒に来るんだ」

「もちろんよ。どこにだっていくわ！」

　ジムはアイリーンを守り、全方位を警戒しながら走る。

行きと違ってあれなら心配はなさそうだ。

　目的を達した俺達はポチがいるはずの広場に戻る。

　だがそこには燃えカスが燻っているだけだった。

「ち……」

　歯を噛みしめて空を見る。

「撃て！　撃ちまくれ！」

「女王陛下の前で醜態は見せられん。例え相手がドラゴンであろうとも！」

　複数の大砲が轟音と共に火を噴く。

多数の大弩が同士討ちも気にせず空へ向けて撃ちまくられていた。

　ピピ達は集中砲火を喰らってこの広場に居られなくなったのだ。

大砲の直撃を受ければさしもの装甲トカゲたるポチも無傷では済まない。

「あの砲火では無理だ……」

　ジムが呟く。

　ポチはなんとか着地出来る場所を探しているようだが、砲火は更に増しており、回避のために速度も高度もあがり始めている。

　門から外へ出るしかない。

外へ出れば俺達を拾いあげるぐらいはできるだろう。

　俺とジムは頷くと最も近い門へ向けて走り出す。

　そこら中に敵はいたが、土地勘のあるジムの先導で入り組んだ路地を進んでいるのでそうそう見つかりはしない。

アイリーンもロングスカートを短く破り、逞しい姿になって走り続けた。




　その途中、俺は捨て置けない光景に遭遇する。

「ええい静粛に！　栄光ある我が軍があのような怪物すぐに駆除する。騒ぐんじゃない！」

　南ユーグリアの指揮官らしき男が数人の兵を従えてトルトエントの市民に何か言っている。

いや、そんなことはどうでもいい。

「話を続ける。こいつらは諸君らの血税を使いながらなんの役にも立たなかった。それはひとえにリバティースの不効率な政治制度と無能な統治者によるところが大であって──」

　晒し者のように台上に立たされているのはリバティース軍人達だろう。

いや、それもどうでもいい。

「故に諸君らは今ここで彼らの無能と堕落を糾弾せねばならん。そして偉大な南ユーグリア帝国とヴィルヘルミナ陛下の指導の元で──」

　その中の一人に見覚えがあった。

泣きそうな顔で下を向いているのは……以前に知己となったソラナだった。

　顔を合わさないと思っていたがトルトエントにいたのか。

「ああやって糾弾することで市民と軍、そして政府を寸断するつもりか……より楽に支配するために！」

　ジムが悔しそうに言うが俺にとってはそれもどうでもいい。

「我々は市民の為に全力を尽くした！　そもそも貴様らごとき卑怯な掠奪者に──」

「やかましい！　敗北者が吠えるな！」

　指揮官は反論した軍人の頬を平手で打ち、他の者にも唾を吐きかける。

ソラナの綺麗な顔にも汚い唾が吐きかけられる。

「……くぅ」

　ソラナは泣きそうな……いや既に涙を零しながら肩を震わせていた。

唾を吐きかけられたことだけではなく、今の状況が情けなくて、つらくて泣いてしまったのだろう。

　もう限界だった。

　俺はツカツカと歩いて市民の群れを掻き分け、真正面から壇上に近づいて行く。

「なんだお前は」

　甲冑姿の俺を見て怪訝な顔をあげる指揮官の男、俺はその顔面に拳を叩きこむ。

「ぎゃぶ」

　鼻が潰れ、頬骨が砕ける音がする。

「へ？」

「お？」

　突然のことに周りの兵が呆気に取られる中、俺はもがく指揮官の襟を掴んで引き寄せる。

『どんな理屈をこねようが女の顔に唾を吐いて何が正義だ』

『降伏して抵抗できない者をいたぶって垂れる高説なんぞ糞みたいなもんだ』

　色々思う事はあったが、戦闘して走っての繰り返しでまた喉を痛めてしまったらしい。

漏れるのはかすれた音だけだ。

「こー……ほー……こー……ほー……」

「お、お前は一体……」

　聞こえるように顔を近づけるがやはりまともな声はでない。

もういい、構っている時間も無い。

「ぐぎゃ！　ぐ！　やめ！」

「こー……ほー……」

　指揮官の首を掴んで引き上げる。

「ぐ……が……」

「こー……ほー……」

　首が折れる音が鳴り、指揮官の体がぐったりと垂れさがる。

これも弱い者いじめと言えなくはないが、女の顔に唾を吐いたのだから仕方ないと諦めてくれ。

「な、なんだあいつ……」

「一言も話さないぞ……まさか人じゃないのか!?」

　市民から悲鳴が上がり始める。

「し、指揮官殿！　呆けている場合かやってしまえ！」

　我に返った敵兵が飛びかかって来る。

「こー……ほー……」

　その剣を避け、カウンターに拳を叩きこむ。

先ほどとは違う全力の一撃は顔面を完全に潰し、頸椎をへし折る。

「こー……ほー……」

　もう一人の敵は甲冑の上から腕と腰を掴んで持ち上げ、頭から地面に叩きつける。

ボキンと鈍い音がなり、敵兵は腰から曲がってはいけない方向に折れて絶命した。

「あいつおかしい……やはり人間じゃない……」

「真っ黒なマント、人間とは思えない力……そして地の底から吹く風のような声……悪魔に違い無い！」

「魂を食われるぞ！　逃げろぉ！」

　いやちょっと喉の調子が悪いだけなんだが。

「もういいだろう。早くいこう！」

　ジムの声で我に返り、リバティース軍人達を見る。

「いやいいんだ。ここで逃げれば本当に市民に申し訳が立たん」

　なるほど、それもまた一つか。

「ハードレット卿!?　で、ですが私も……」

　俺はソラナの手を問答無用で引いて行く。

他のはどうでもいいが、彼女だけはここに置いておく訳にはいかない。

「えええええ!!」

　騒ぐソラナを引っ張ってその場を離れる。




　そして路地から門に続く道へと飛び出した時だった。

「うおっ！」

　ジムが思わず叫んで再び路地へ戻る。

「……く」

　俺も苦々しく呻いて続く。

　門へ続く道に見覚えのあるもの……大砲が据えられていたのだ。

砲兵は既に狙いをこちらに定めており。装填前に突っ込むことはできそうにない。

「……ここを通らねば門へはいけない」

　引き返すか隙を伺うか……。

「広報隊をやった奴がこっちに来ているはずだ！　必ず見つけて血祭りに上げろ！」

　どちらも不可能なようだ。

十や二十ではない足音が後ろから迫ってくる。

「こー……ジム、ソラナを守ってくれ。怪我をさせたらお前の妻を頂く」

　お、ようやく声が出るようになった。

「どうするつもりだ！　馬鹿やめろ！」

　答えずデュアルクレイターを両手で持ち、ゆっくりと路地を出て大砲の前に立つ。

「出て来たぞ！　この距離で外したら許さんぞ！」

　そう狙いを外すような距離じゃない。

しかもこちらは両側の民家が壁になって大砲の射線から逃れられない。

「狙え─！」

　既に玉の入っている大砲が俺に向けられる。

砲手が狙いを定め、指揮官が手を振り上げる。

　俺は両脚を大きく広げて立ち、デュアルクレイターを上段に振りかぶる。

「放て──！」

　指揮官の手が振り下ろされる。

まだだ、指揮官が命令しても弾はでない。

　息を止め、目を凝らして砲兵を凝視する。

　指揮官の命令を受けて大砲の尻に火があてられる。

まだだ、もう少しだ。

　熱せられた火薬が一瞬白煙をあげ、次の瞬間爆発する。

「ここだ！」

　大砲が火を噴く様がゆっくりと見える。

俺も既に振り上げたデュアルクレイターを振り降ろした。

　ゆっくりと動く煙と敵兵、そして俺の体。

その中を不自然なほどの高速で大砲の弾が飛んでくる。

　かろうじて見えてはいるが、もう剣の軌道は修正できない。

俺にできるのはこのまま力を抜かずに振り下ろすことだけだ。




　凄まじい衝撃と剣を取り落とすほどの痺れ、そして両頬に熱い風が叩きつけられる。

「ふっ！」

　一瞬の間をおいて後ろの建物から破壊音が聞こえる。

音は二つ、右側と左側。

正直自信はなかったが上手くいったようだ。

「え？」「お？」「ひょ？」

　ソラナが間抜けな声を出し、ジムも続く。

最後に大砲を撃った敵が更に間抜けた声を出す。

「行くぞ」

　俺は痺れる手でなんとか剣を拾い直して進む。

さすがに砲を再装填する時間はないはずだ。

「大砲の弾を……斬った……のか？」

　ジムは体こそ迅速に動かすが、ポカンと開いた口が閉まらない。

　妻とソラナも口を開いたままだ。

彼女達は少し色っぽいな。

「え、嘘だろ」

「いやいや……そんな」

「む……ぬ……」

　敵砲兵の傍を通り抜けるが再装填も白兵戦もする気配がない。

全員が固まったまま首だけを回して俺を見送る。

「なかなかだっただろう？」

　一声かけてやる。

直感だけで勝負したかなり分の悪い賭けだったと思う。

二度と同じことはやらないので多分これで見納めだぞ。

　指揮官の男は腕を振り下ろした姿勢のまま硬直しており、不格好な銅像みたいだった。

　その脇を抜けて俺達は門に到達する。

が……。

「閉まってる……」

「ここまで来てか……」

　南ユーグリア軍はどこまでもしっかりしているらしい。

襲撃と同時に全ての門を閉じていたのだ。

「城門は機械式だ……街壁の上から操作しないと開かない」

　今から街壁の上に登るのか……一体どうすれば……。

　俺達が頭を抱えた瞬間、街壁上の敵が騒ぎ始めた。

「く、来るぞ！　突っ込んで来る！」

「撃て撃て！　大弩も効かない！　大砲で狙うんだ！」

「あ……うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　何やら絶叫が聞こえた瞬間だった。

　先ほどの砲声が玩具かと思うような凄まじい破壊音とともに街壁に大穴が開いた。

大穴の周囲の街壁がバラバラと崩れ、敵兵が内に外にと落下していく。

壁の崩落に伴う土煙りが辺り一面を覆い尽くす。

　俺は咄嗟にマントでソラナを破片から守る。

ジムも同じように妻を体で守ったようだ。

　土煙りの中から聞き覚えのあるギャーと、ピピの声が聞こえた。

「着地する場所がないから突っ込んだ！」

　どうやらポチが加速をつけたまま街壁に突っ込んだようだ。

鋼鉄の塊以上の強度を持つポチが高速で突っ込んだことで街壁に大穴があいたらしい。

　ピピは埃まみれの顔で嬉しそうに手招きしているが、ポチは目に涙を溜めている。

さすがに痛かったんだろうな……帰ったら牛を何頭か丸ごと食わせてやろう。

「さあ乗れ、土煙りが収まる前に逃げよう」

　かなり危ない橋だったがなんとかうまくいった。

リバティースでの戦いはこんなのばっかりだな。

もう少し楽に勝ちたいものだ。

「あとは……クリストフを探せなかったか」

　余裕があれば奴も探そうと思っていたのだがとても無理だったな。

「生きていろよ。生きていれば十人……いや、三人隊長ぐらいにはしてやるからな」

「おっと！」

　突然ピピが叫ぶ。

ソラナとアイリーンで重量が増えた分、ポチがふらついたらしい。

　かつてのリバティース大統領府……今は南ユーグリアの旗がたなびくそこにポチの尻尾が当たる。

　鋼鉄の尻尾で大統領府の屋根が壊れ、掲げられていた南ユーグリアの三色の旗がヒラヒラと舞い落ちる。

「はは、下らんことだが少し気持ちは晴れるな」

　ジムが皮肉げに笑う。

「うーん、今何か見えたような」

　大統領府を通り過ぎる瞬間、二人の人影が見えた気がした。

　振り返ると何者かがバルコニーからこちらを睨んでいるのが見える。

だがポチの速度は早く、たちまち見えなくなった。

「まあいいか」

　こうして俺達のリバティースでの戦いは全て終わったのだった。
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特殊尋問室　クリストフ

　湿気の強い地下の一室にクリストフは拘束されている。

「覚悟はいいな？　良い体をしているようだが、私の拷問に耐えられた奴はいない」

　前に立つのは一人の女。

表情はなく、手には血のついたおぞましい器具を持っている。

「ふ、俺の口は貝よりも固いぜ」

　隣の部屋から凄まじい絶叫が聞こえる。

ここは南ユーグリアが設けた尋問──拷問の為の部屋だった。

　女は無表情のまま器具を動かしてクリストフの目の前で嫌な音を立てる。

「まずは爪を剥がす。次は歯を抜き、舌を切る。それから体中に針を刺し、手足を一本ずつだ」

「けっ陰険なことだぜ。陰湿なお国柄にぴったりじゃねぇか」

　クリストフが強がると女は怒りの表情を浮かべ、頬を数度張る。

「祖国と陛下を悪く言うのは許さん。貴様にはどうあっても吐かせてやるからな──ん？」

　女の表情が今度は驚愕に染まる。

　それもそのはずで先ほどまで強がっていたクリストフが涙目になっていたのだ。

「……なんだ？」

「た、頼む……ぶたないでくれ！　痛いのと苦しいのとかゆいのと熱いのと空腹だけは苦手なんだ」

「……」

　女は無言でもう一度、男の頬を張る。

「勘弁してくれぇ！　何でも答えるから！」

　女は拷問器具を投げ捨てて溜息をついた。




「これがお前の知る情報の全てか」

「あぁ……畜生情けねぇ。拷問に屈したなんて大将に合わせる顔がねぇよ」

　拷問官は詰まらなそうに机に肘をついて言う。

「ほんとにな、お前ほど見かけ倒しで骨の無い男は初めて見た。十の子供でももう少し意地を張るぞ」

　そう言って女はクリストフから得られた情報を暖炉に放り込む。

「へ？」

「こんなしょうもないものが情報になるか。まったくの無駄骨だ」

　拷問官は溜息を吐いて続ける。

「それになぁ……お前は大領主ハードレットが地位を得る前からの最も古い友であり、一番最初の部下でもある。そうなんだろう？」

「ああそうだぜ！」

　もう痛くされないとわかったクリストフが明るい声で答える。

「個人的な関係も深く、酒場だ娼館だと一緒に出かける仲でもある」

「おう！」

　拷問官は可哀想な目でクリストフを見る。

「なのに領地は欠片も無し」

「うぐっ」

　クリストフが仰け反る。

どうせ不要と既に拘束は解かれていた。

「役職は一兵卒」

「はぐ！」

　追撃が入る。

「で、でも護衛隊ってのは近衛兵みたいなエリート集団なんで……」

「そんなもんお情けに決まってるだろ」

　クリストフは床に倒れ込む。

拍子に頭を打ったのか本当に意識を失ってしまった。




「で、こいつどうするの？　役に立たないから殺す？」

　悲鳴も怒声も聞こえないのを不審に思いやってきた別の女が聞く。

「いや、ハードレットの知り合いなら使い道はあるかもしれない。牢に繋いでおくわ」

　そう言って立ち上がった拷問官はニヤリと笑う。

「それに見かけ倒しだけど良い体してるし……顔も私好みの男前……フフフフフ」

　囚われのクリストフの危機は続く。
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エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

隷下部隊

ゴルドニア王国軍　第七兵団

歩兵　　四一〇〇名

弓兵　　九〇〇名

騎兵　　七〇〇騎

ハードレット私軍

弓騎兵　二四〇〇騎

護衛隊　　一五〇騎

戦車　　　　四五両




部下　レオポルト（参謀）セリア（心配）マイラ（心配）イリジナ（トリガーハッピー）ルナ（指揮官）

ギド（護衛隊）ピピ（装甲化トカゲ騎兵）ポチ（飛行型重装甲高火力超大型トカゲ）セクリト（臨時隊員）

スージィ（亡命中）マータ（心配）名も無き弓騎兵（べた惚れ）ソラナ（救出）

クリストフ（拷問中）

現在地点　ゴルドニア帰還

戦果　砦包囲軍撃破　メリスバーク防衛完遂　魔法部隊撃滅　トルトエント包囲突破　ジムワイフ奪還

騎兵集団＋東部軍団一部撃退

財産　金貨二〇五〇

経験人数五八五人　産ませた子六八人＋五六五匹

滑り込み更新です










第３６３話　異様な気配







「ふあぁ」「はふ」

　俺が小さく伸びをするとセクリトが大きく欠伸をし、つられてセリアも噛み殺して小さく欠伸する。

　普段ならたるんでいると口を出すだろうマイラも何も言わず水筒から水を飲んでいた。

「気が抜けても仕方ないよな」

　既にゴルドニアの国境を踏み越えてしばらく歩いた。

さすがに敵がここまで追って来るとは考えられないし、ゴルドニア国内に俺達を襲撃する奴はいない。

ここからは無意味に急ぐ事も無く、ゆっくりと王都まで帰ればいいのだ。

「減ったな」

　二万近くで出発した軍が今は一万もいない。

特に王国軍第七兵団は三分の一ほどになってしまった。

　途中で送り返した負傷兵もいるが、とんでもない損害が出たのは間違いない。

普段ならエイリヒや王に怒られる心配をするところだろう。

「エイギル様は悪くないです！　あんな状況で援軍がなければどうしようもありません！　むしろこれだけの犠牲で帰って来れたのはエイギル様の力あってのことです！」

　セリアはいつも俺の味方だな。

「損害報告をまとめました。軍務総監への報告にお使い下さい」

　そしてレオポルトはいつも温かい雰囲気を台無しにするな。

　俺は損害報告をそのままセリアに渡す。

王都まではもう少しかかる。その間にエイリヒに言う文句を考えておこう。

「あ」

　ひょいと視線を向けた先にソラナがいた。

俺を見て僅かに顔を赤らめる。

可愛らしいな……近く食べよう。

　彼女は自分だけ逃走したことに引け目を感じていたようだが、亡命者達を見て安心したようだ。

ちなみにソラナとスージィが顔を合わせた時に一騒動あったのだが、まあいいだろう。

「あっ！」

　またもひょいと視線を向けた先に弓騎兵の女がいた。

彼女は俺を見るなり顔を真っ赤にして息を荒げる。

それどころか目を潤ませて自分の体を抱きしめていた。

「あぁ族長様……素敵……素敵すぎます……」

　彼女は死地から救われたことで俺に惚れ込んでしまったのだ。

「ふっ」

　調子に乗ってちょっといい顔をしてやる。

「はうっ!?」

　彼女はリンゴのように赤くなってもじもじし始めた。

もうメロメロだな。俺が体を見たいとでも言ったらこの場で全裸になりそうだ。

　そうだ、一つ言っておきたいことがあったんだった。

「今回は弓騎兵もかなり失ってしまった。近いうちに山の民の長達と話をするからお前もついてきてくれ」

「は、はいそれはもちろん……」

　最後に耳を甘く噛んで息を吹き込む。

「あ！　あぁぁぁぁ──!!」

　ビクンと震えてから脱力し、だらしない顔になってしまった。

「し……下着を替えてきます」

　可愛い奴だ。

「おいおい、兵の前で淫行とはジャスティス的に好ましく無いぞ」

　大きな声と共に現れたのはジムだ。

笑っているので本気で咎めている訳ではない。

「嫁は大丈夫か？」

「少しばかりショックは受けていたが、そこは夫の出番だ」

　なら良かった。

少しばかり苦労したし、ポチも顔に怪我をしたがやった甲斐があった。

ソラナも救えたしな。

「……コホン、よろしいでしょうか？」

　そこにマイラが割りこんで来る。

「なんだろうか？」

　ジムがマイラを見た途端、彼女は再び咳払いをして言う。

「……貴方に改めて欲しいことがあるのです」

　何かあったのだろうか。

ジム達と俺達に今の時点で問題発生となればこれから難しくなりそうだな。

場が静かになり、二人のやり取りに全員が注目している。

「やはり我らと王制の下で生きてきた者達は価値観が違うか……だが俺達はこれからは世話になる身だからな、気に入らない所があれば可能な限り改める。さあ何でも言ってくれ！」

「そんな大げさなものではなく……」

　マイラはまたも言い淀んで覚悟を決めたように言う。

「貴方と奥さんのその……夜の声が大き過ぎるんです！」

　セリアが落馬しかけたので慌てて支える。

「毎日毎日、明け方まで！　夫婦でするなとは言いませんが、ちょっと声を抑えたらどうなんですか！」

　恥ずかしいのだろう、赤面しながら怒鳴るマイラが可愛いらしい。

そう言えばマイラの天幕はジムのすぐ近くだった。

「毎晩聞かされる私の身にもなって下さい！　何が『オーイエス！』『カモン！　シーハー』ですか！　私はハードレット卿が怪我しているせいで抱いて貰えないのに！」

　マイラがジムに詰め寄っている。

俺はちょっと席を外すとしよう。

「おおう、俺とワイフとのラブボイスが漏れていたとは……だが愛の営みはゴルドニアでも許されているのだろう？　エイギルも結構な大声でやっているじゃないか」

　馬鹿、余計な事を言うな。

「え？　ハードレット卿は負傷が治るまで控えないといけないんじゃ……だから私も……」

「ははは、昼間から馬車を揺らして激しくラブメイクしていたぞ。俺も唖然とする壮絶なラブで馬車がグラングラン揺れていたじゃないか」

　イリジナが空気を読まず誘うものだからつい乗ってしまったのだ。

聞きつけてセクリトまで参加して三つ巴になってしまった。

高ぶっている所に体格が良く、荒く抱ける二人がくればそりゃ激しくもなる。

「……ハードレット卿」

　マイラがジト目で接近する。

俺は距離を取る。

「あれほど駄目だって言いましたのに！」

　しかしセリアに回りこまれてしまった。

「だがピピ殿とマータ殿を抱くのはどうしても感心できない。体格が違い過ぎて子供と変態行為をしているようにしか見えないからなあ」

　ええい、本当に余計なことばかり言う奴だ。

助けてやった恩を仇で返しやがって。ワイフを寝取るぞ。

「ピピとマータまで……私達が医者の言いつけを守って自重していたのに」

「ううぅぅ……」

　セリアとマイラに問い詰められる。

「こーほーこーほー」

「嘘です！　もう声は出るはずです！」

「今晩は私を──いえ、傷が治るまで女は駄目です！」

　結局完治まで女禁止を約束させられてしまった。

「……ん？　ありゃなんだ？」

「「話を逸らさないで下さい」」

　遠くから立ち上る煙が見える。

あそこは確か往き道で補給を受けた貴族の屋敷だったと思うが火事でもやったのかな。
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一週間後　王都ゴルドニア

「では私達は駐屯地に戻ります！」

　兵団長のキースが敬礼して去っていく。

すまん、今の今までお前がいたことを忘れていたよ。

「彼も王国軍兵士もどこか不満そうです」

「そりゃそうだろうよ」

　なんとか生きては帰れたが散々な負け戦だった。

ぱっと見ても装備が完全に残っている者は数えるほどで、兜がなくなっていたり小手が千切れていたり、兵によっては剣まで失い、代わりに敵の剣を持っている者までいる。

「帰り道は援軍を送らなかった本国への恨み節ばかりでした。援軍さえ来ていれば勝てていたと」

　俺の部隊は結局最後まで一度も崩れなかった。

大損害を出しながらも兵は負けた気がしていないのだろう。

「俺もエイリヒと王に文句を言ってやろうかね」

「陛下には止めて下さいね」

　最初はエイリヒからだ。




　エイリヒの執務室に入るなり、俺は分からない程小さく頭を下げて損害報告を渡す。

席にはつかず直立不動のままで思い切り不満げな表情を作ってやるぞ。

「……」

「……」

　無言が続くな。

同行したレオポルトも俺と同じくエイリヒを見つめ続ける。

こいつは単に俺が何か言うまで無表情で待っているだけなのだろうが。

　ふふふ、セリアはあえて部屋の前で待たせておいた。

花もなく目の前にいるのがレオポルトだけなのはエイリヒにとってつらかろう。

俺だって奴と二人きりだと三十秒で嫌になるぞ。

　無言のまま損害報告をめくっていたエイリヒが大きく息をついて両手を広げた。

「言いたいことはわかってる。説明するから座ってくれ……二人して見つめるな、ぞわぞわする」

　俺が席につくとエイリヒは僅かに笑みを浮かべる。

「すまなかった。そして良く戻って来てくれた。第七兵団も喪失を覚悟していたよ。だが何よりお前が無事に帰って来てくれたことが嬉しい」

　エイリヒと俺は握手する。

もうこれでいいだろう、セリアを入室させてレオポルト成分を中和しよう。

「さて簡単には伝えたがとんでもないことになっている。陛下が全兵団を動かせと命令を出したのだ」

　良く見るとエイリヒは疲れ切った顔をしており、覇気がまったくない。

「何があったのですか？」

「陛下への暗殺未遂だ」

　そんなことがあったのか。

王も楽じゃないな。

「──と公式にはなっているが真相は違う。陛下が寵愛しているロサリオが狙われ……かなり酷く痛めつけられたそうだ。王は怒り狂い、関係者を皆殺しにするつもりなのだ」

「なんだと！」

　俺はドンと机を叩いて立ち上がる。

王が狙われるのは理解もできるが、その女を狙うなど許せん。

卑怯な暗殺者は皆殺しにしてやらねばならん。

「他の奴ならここで愛妾ごときの為にどうして──と返す所なのだろうが、お前はやはり違うな」

　エイリヒは苦笑して続ける。

「まあ俺も男だ。陛下が狙えぬからその女を殺してやろうなどと考える下種共を庇うつもりは毛頭無いし、襲撃者共を皆殺しにしてしまっても何も問題はないだろう」

　エイリヒはそこで頭を抱える。

「だが陛下の怒りは完全に常軌を逸しているのだ。……計画に加担したとして陛下直々に討伐命令が出た者のリストだ。ここ以外では漏らすなよ」

　俺はペラペラとセリアにも見えるように紙をめくる。

レオポルトもスススと立ち位置を変えていた。

「すごい数……あ、この名前は晩餐会で見たことがあります。ノンナさんと何やら揉めていた奥方です」

「王都の要職者から地方領主、はては下っぱ徴税官吏から一衛兵まで物凄い数だ。軍が動けなかった原因がわかっただろう？」

　これだけの人数を捕まえるとなれば衛兵だけでは不可能だし、そもそも衛兵隊長の名も上がっている。

実力者や力のありそうな領主も多く、軍を準備しておかねばならないのは間違いない。

　だが一つ疑問があった。

「これだけの人数が計画に加担などあり得ますか？　いくらなんでも多すぎる」

　そもそもこれが全部共謀しているなら暗殺と言うより内乱だ。

一体襲撃はどんな規模だったんだ？

「襲撃者は約十人、うち数名は明らかに手慣れていて歴戦の傭兵だろう」

「「いやいやいや」」

　俺とセリアの声が揃う。

「この面子なら襲撃者を千の単位で用意できるぞ。たった十人なんてあり得ない」

　セリアもコクコクと頷く。

そしてエイリヒまでが頷いた。

「だろうな。彼らが全員共謀者なら陛下は生きているまいよ。──これも漏らすなよ」

　絶対言うなよと俺達を睨んでからエイリヒは咳払いする。

「ここに書かれた奴らの九割九分は白だ。なんの関係もない」

　よくわからん。無実の者を殺しても意味がないだろう。

「だから陛下の怒りは常軌を逸していると言っただろう。陛下は襲撃者だけではなく、その親族、親交のあったもの、そして僅かでも疑わしいと陛下が思った者を処刑するつもりなのだ。だからこそこの数だ」

「それは無茶苦茶ですね。どうにかならんのですか？」

　女を痛めつけた奴は処刑されても仕方ないが、関係のない者を殺してもなんの意味もない。

だがエイリヒは静かに首を振る。

「どうにもならん。陛下は最早聞く耳を持たんのだ。お前も会えばわかるさ」

　エイリヒははっきりと言い切った。

本当にどうしようもないのだろう。

「おい」

「はい、私達とマイラさんの家族、ついでにビンボ伯達の名前もありませんでした」

　セリアからそう聞いて少し安心する。

「こう言う訳で今回はすまなかった。もちろん軍を連れて帰還したことを称えこそすれ、兵を損じたなどと言うつもりは毛頭ないから安心してくれ。お前の兵もずいぶん減ったようだが、この件が終わるまでは何もしてやれないだろう……」

　うむむ、何も貰えないとなると弓騎兵達にどう報いればいいのか。

考えておかないといけない。

　そうだ、エイリヒに南ユーグリアについて言っておかねばならない。

「南ユーグリア軍に関する事なのですが──」

　俺はレオポルトとセリアの助けも借りながら、南ユーグリア軍の精強さと戦術の巧みさ、更に明確な領土拡張の野心などを説明し、エイリヒは時折質問しながらしっかりと話を聞いていた。

「南ユーグリア軍が想像以上の脅威であることはわかった。だが今は備えるどころではない……四六時中王から出撃や討伐の命令が出るからな」

　がっかりした顔のセリアにエイリヒは苦笑する。

「だが馬車を使った高速移動の戦術と兵の精強さは理解した。俺が知っているだけでも対応は全く違うだろう。よくやってくれた」

　エイリヒは机の奥から見るからに高そうな、果物の香りがするクッキーの袋をセリアに渡す。

一瞬満面の笑みになったセリアが慌てて渋い顔を作る。

「……わ、私は子供ではありませんのでクッキーなんて」

　俺とエイリヒが同時に笑う。

貰っておけ、帰路は大変でお菓子どころではなかったからな。

「お前にはこっちだ」

　鍵？　鍵とはどういうことだろう。

　エイリヒはセリアに聞かれないように耳打ちしてくる。

「俺が囲っている愛人の家の鍵だ。好色でとにかく男がいないと生きられない女でな。相手してやらねば適当な男を引っ張り込みかねん。本来は俺の役目だが見ての通り今はどうしようもない」

　もう良い予感しかしない。

「以前お前の話をした時にとても興味を持っていてな……よければ相手をしてやってくれ」

「もちろんですとも！」

　俺は両手で鍵を受け取り固くエイリヒの手を握る。

「……俺もあいつのことは結構気に入っているから完全に寝取るなよ。あくまで遊びだぞ」

「はっはっは！」

　素晴らしい褒美を頂いてしまった。

セリアとマイラには秘密にしておこう。

「では謁見の間に向かってくれ。忠告しておくが、今の王は昔の王ではない。細心の注意を払い、言葉を選べ、たった一言でお前と言えど首が飛ぶかもしれん。……それと膨らんだズボンをなんとかしろ」

　王に文句を言う訳にはいかないらしい。




　──謁見の間

「ハードレット戻ったか！」

　部屋に入るなり王は大声で俺を迎える。

はっきりと通る声に陰鬱さは無い。

エイリヒの言うように怒りで我を忘れているようにも見えない。

「は、ただ今戻りました」

　脇に控える男にエイリヒの注釈がついた報告書を渡す。

　王が色々やったせいではあるが、結果として第七兵団に大損害を出して成果は無しだ。

何か言われるだろうなと覚悟していたが、王は報告書をチラリと見てすぐに置いてしまう。

　ネチネチ言われるのも嫌だがこれはこれで釈然としないぞ。

　だが王はもう興味は無いようで俺の目を見ながら言う。

「ところでそちはロサリオ襲撃について何か知らぬか？」

　突然そう聞かれて少しばかり困惑してしまう。

　労いの言葉どころかリバティースでの戦争など無かったように聞かれては僅かながら腹も立つ。

だが幼児のように拗ねる訳にもいかない。

「ラッドハルデ卿より概要については──」

　すると王は首を振って言葉を遮る。

「そうではない。あの事件の首謀者、協力者、あるいはその疑いがある者を誰か知らぬかと聞いておるのだ。あるいはそち自身が計画した……とかな」

　王は何を言っているんだろうか。

冗談のように聞こえるがエイリヒの忠告通りなら茶化さない方が良いだろう。

それになんだか嫌な予感もする。

「申し訳ありませんが分かりません。なにぶんリバティースへの援軍に出ておりましたので留守の間のことは人伝に聞いた以上の情報は持っておりません」

　王は数秒ほど俺の目をじっと見る。

一時の脅えた疑いの目ではない。

むしろ王になった当初のような、苛烈ながらも理知的な瞳だ。

　男と見つめ合う趣味は無いが、別にやましいことはないので動揺もしない。

怪訝な顔にはなっていたかもしれないが。

「うむ、そうであったな。そちが知らんのは当然か」

　王は膝を叩いて立ち上がる。

　その仕草も堂々としており声も大きく良く通る。

何もかもが昔の活力漲る王に戻ったようだ。

　だが何かがおかしい。

目も声も仕草も堂々としているのに漏れる雰囲気が異様なのだ。

「ラッドハルデから聞いたなら知っておると思うが、今ゴルドニアには余の大切な女性を傷付けた者とその協力者共が跋扈しておる。そちも女好きならばこの腸煮えくり返る気持ちがわかるだろう？」

　怒りの声のはずが王は笑みさえ浮かべている。

「は、卑怯にも無力な女性を狙う輩に生きる価値はありません」

　これは俺の本心だ。

「その通りだ！　畜生にも劣る卑怯な犯人には考えられる限り残虐な死を与えねばならない。無論、親兄弟、親交のある者も全てだ！」

　王は腰の剣に手をかけ、ハッと気付いて再び玉座につく。

　うーん。犯人は生きたままバラバラしても良いと思うが、関係の無い者は殺しても仕方ないぞ。

「余はそちを良く思っている。ラーフェンに戻った後も余の求めに応じ、その武勇で反逆者共を退治してくれ。なにぶん反逆者が多すぎて手が足らんのだ」

「は、いつでも」

　すると王は異様な笑みを浮かべて取り留めの無い雑談に入る。

「以前そちから届けられた黒獣とやらの肉は絶品だったな。余もロサリオもあのステーキを……」

　王の動きが止まる。

「そうだ……思い出したぞ。料理人のボルボード……奴はロサリオが夕餉にステーキを望んだにも関わらずあえて煮込み料理を出したのだ……やはり奴はロサリオを嫌っていた……奴も襲撃に協力した……」

　王の笑みが一瞬にして怒りに変わっていく。

「ボルボードは反逆者だ！　ただちに捕えるのだ！」

　王が怒鳴り近衛兵が何も言わずに走る。

　いや、いくらなんでも無茶苦茶だろう。

料理人がちょっと間違えただけか、ロサリオを嫌っていたとしても即暗殺となるはずがない。

　しかし周囲の大臣も側近も何も言わずに俯くのみだ。

「すまぬなハードレット！　余は反逆者の捕縛を見届けねばならぬ故、ここまでとしよう！」

　王は再び笑みを浮かべ、陰鬱さなど微塵も感じさせずに言う。

　なるほどエイリヒの言う意味がわかった。

これはダメだ、前以上に人の話など聞きはしないだろう。

　俺は王に一つだけ質問する。

「陛下、陛下は多くの者を疑っておられるのですか？」

　王は即答する。

「ははは、余は以前の猜疑心に塗れていた余ではない。もう誰も疑っては居らぬ」

　予想外の返答だった。

「余が悪と思えば反逆者であり、そうでなければ無罪である。『疑い』など存在せぬ」

　ああ、そうなったのか。

　俺は何も言わず、ただ一礼して謁見を終えた。

　王の後ろを車輪付きの何かがついていく。

それは四方が鋼鉄の壁で覆われた台座であり、周りを百人近い兵が護衛している。

王の間にあるには……いや、どこにあっても異様な光景だった。







　──夕刻。

　俺は何とも言えない気分で民家を出る。

「待って……お願いもっとして……壊れるまでして……」

　足に絡む女性を優しく振りほどいてキスをする。

　気持ちは嬉しいが、激しい行為で腰が抜けている上に穴も真っ赤になってしまっている。

これ以上すれば本当に壊してしまうかもしれない。

そうなればエイリヒに申し訳が立たない。

「待ってるからいつでも来て……本当にいつでもいいから、夜中でも明け方でも、待ってるから……」

　家を出ると黒塗りの馬車が待っている。

見るからに怪しい。暗殺者でも出てきそうだな。

　デュアルクレイターに手をかけておく。

「ハードレット卿、事情は後で説明致しますので、今はお乗りください」

「おう」

　馬車から顔を出したのは若い女性だった。

よくわからんが乗り込む。

「……少しは疑わないのですか？」

「君が美女だからな」

　怪訝そうな顔をする女性だが、悪い気はしていないようだ。

目的地がどこかは知らんが尻を触りながら連れて行かれるとしよう。




「どうも」

「おぉレベッカだったのか」

　連れて行かれたのは平凡な民家……に擬態した情報官の隠し拠点だったようだ。

「気付かずに来たのですか？　まぁその為にわざわざあの娘に行かせたのですけど」

　レベッカは久しぶりの再会にも関わらず笑みの一つも見せてくれない。

顔は硬直しており、その余裕も無いように見えた。

「陛下がどんな状態かは把握していますね？」

「ええ」

　それだけで十分だった。

「陛下はロサリオ様を傷付けられてから正気を失っています。私も陛下の命令で無実と知りながら既に数百人単位の人間を捕縛、拷問、処刑しています」

「それはまた……」

　俺が何か言う前にレベッカは続ける。

「私は今回の事件で大きく王の信用を損ねました……既に絶対の信頼を得ているとは言えません。少しでも王命に躊躇すれば次に反逆者とされるのは私でしょう。現に情報官数名も反逆の疑いで処刑されています」

「もう無茶苦茶だ……」

「そう、無茶苦茶なんです。ですので貴方には細心の注意を払って欲しいとの忠告、そして一つ謀略があります」

　謀略の相談を俺にするのか。

大丈夫なのか？　真剣にそう思う。

「このままではゴルドニアは本当に無茶苦茶になります。一刻も早く、この騒動を終わらせないといけません。しかし陛下はまったく聞く耳を持ちません……既に首謀者全員を処刑しているにも関わらず」

　もう犯人は捕まっていたのか。

「首謀者の名前は『国粋派』と言って本当に下らない組織とも言えない地下組織なのですが、これが悪かった。あまりに小物過ぎたのです」

　レベッカが言うには連中は徴税官や軍の下級指揮官程度の奴らだったらしい。

「これでは陛下は到底納得しません。黒幕の大物がいると思うのも無理からぬことです」

　そんなもんだろうか？

王の口ぶりを聞いている限りもっと別の……開き直ったような気配を感じたが。

まあ俺なんかよりレベッカの方がよっぽど謀略に向いているだろうし言わないでおくか。

「そこで生贄を出すのです。大物を一人反逆者にでっち上げ、その者の捕縛を持って反逆者一味の掃討に成功したと幕を引くのです」

　なかなか腹の黒い策だ。

あまり気分は良くないが、その哀れな犠牲者は誰なのかには少し興味がある。

「軍務総監、ラッドハルデ侯爵──」

「駄目だ」

　俺はレベッカの両肩をつかむ。

　エイリヒは俺の女ではないが恩もあるし、何より良い奴だ。

あいつを嵌めるような真似は例えレベッカでもさせる訳にはいかない。

　そして聞いてしまった以上は妨害しないといけない。

もしどうしてもやると言うならこの場で押し倒して止めると言うまで抱きまくるしかない。

あえて強姦魔のそしりを受けるともだ。

「……ふ、合格ですね」

「ん？」

　俺がレベッカのベルトを緩めようとしているとレベッカが僅かに笑う。

ついでに手を思い切り抓られる。

「嵌めるのはラッドハルデ卿ではありません。そもそも貴方にこれ以上情報を与えたくありません。漏れそうです」

　信用ないな。悲しくなるぞ。

「このことをラッドハルデ卿に伝えて下さい。近々大物一人に嫌疑がかかると、無罪ではありますがこれも王国の為なので邪魔はするなと。出元不明や私からの情報ではラッドハルデ卿は乗って来ませんが、貴方と彼の親交があれば別でしょう」

　ふむ、そういうことならお使いもやぶさかではない。

「だが名前ぐらい一緒に伝えた方がいいのではないですか？」

「ラッドハルデ卿は聡明です。名を出さずとも即座に理解するでしょう。……それに貴方にとっても冤罪で殺される者の名を知っても気分を害するだけでは？」

　それもそうか。

俺は了解したと頷く。

「これは本当に機密です。事が起こる前も後も、絶対に誰にも話してはなりません。奥方や部下、あのセリアさんにもです」

「セリアは俺の一部なのですが……」

　セリアが裏切るなど自分の手が裏切るのと同じで考えるだけ無意味なのだ。

「いっつも下半身が裏切ってるでしょうが！　ともかくラッドハルデ卿以外誰にも話してはいけません。頼みましたよ！」

「わかりましたよ」

　仕方ない。約束だから誰にも話さないでおくか。

「代わりに計画が上手くいけば個人的なお礼を差し上げます。何か希望は──」

「貴女の体が欲しい。穴はもちろん、子袋の奥から尻の穴まで全てが」

　最後に思い切り鼻を摘ままれた俺は鼻水をすすりながら退室しようとする。

「あ、そうだ。忘れていた」

「なんですか？」

　ジム達のことを王に話していなかったんだ。

「リバティースから議員や軍人達からなる亡命者を連れて帰って来たのですよ。王都は無理そうだからラーフェンに連れて帰るのですが、見つかったらまずそうなんて適当に誤魔化して置いて下さい」

　さてこれで忘れた事は無いな。

家に帰るとしよう。

　レベッカの悲鳴が聞こえた気がした。

「最後にとんでもない爆弾を!!　んもーーー!!」
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余談　クリストフの苦難一

　ほの暗い地下の一室にクリストフの苦悶の声が反響する。

「……でな、こうなったんだよ」

「ぷっ！　お前本当に馬鹿なんだな」

　陽の当たらぬ地下に押し込められたクリストフは憔悴の度を増していく。

「あ、それ美味そうだな。そうそう、クッキーと言えばな～」

「ん、欲しけりゃ好きに食え。──あはははは！　なんでクッキーでそうなる！」

　既に尋問は数時間に及び、クリストフの体力は限界を迎えていた。

「ふむふむ、それで？」

「知り合いのあいつがこうなってよ～」

　テーブルに置かれた菓子とお茶が尋問の過酷さをより一層強調していた。

「ぬ、もうこんな時間か。今日はここまでだな」

「いやー喉が乾いたぜ」

　クリストフのカップは既に空だったが、拷問官に情けはない。

陶器のポットからカップにお茶が注ぎ足され、クリストフの喉を容赦なく潤す。

　その時、カツンカツンと階段を降りる音が聞こえる。

「いかん、隣の奴が尋問の時間だ。クリストフ悲鳴を上げろ」

　女拷問官は鞭を取り出して床を激しく叩く。

「うわぁぁぁぁぁ！　うわぁぁぁぁぁぁ！」

　合わせてクリストフも絶叫する。

凄まじい断末魔だった。

「ふぅ、今日はここまでにしておこう。さっさと寝て体力を戻しておくんだな。明日も苛烈な尋問がまっているぞ」

「明日は酒が飲みてぇなぁ……」

　女拷問官はクリストフの唯一の希望を容赦なく断ち切る。

「まったく、少しだけだぞ。ワインでいいか？」

　こうしてようやくクリストフの過酷な一日が終わるのだった。




「ねぇ貴女？」

「……なにか」

「あんたの担当だけ怪我してなくない？」

「体が頑丈だからな。それに怪我ばかりさせるのは二流の仕事だ。それで死ねば元も子もない」

「なんかあいつ日毎にツヤツヤしてきてない？」

「奴は案外手強い。逆境にあって生気が漲るタイプなんだろう」

「隣の奴が笑い声が聞こえるって」

「ああいう手合いには体への拷問より侮辱が効くからな。嘲笑しているんだよ」

　明日も拷問は続くだろう。

クリストフの運命やいかに。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻太め）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（悩）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（完成）ソフィア（愛人）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（混乱）

ルナ（指揮官）ルビー（）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（困）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（修羅場）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（激怒）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（装甲化重火力空中巨大トカゲ）

メッサーシュミット（寝）シュバルツ（疲）フェルテリス（発見）

領民 二十一万二千人　難民五千人

重要都市　ラーフェン 三万七千人　リントブルム 六五〇〇人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一四五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵二四〇〇　砲兵四〇〇（予備役弓騎兵動員）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二〇五〇

経験人数五八六人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６４話　戦間の日常　♯







ラーフェン　自宅

　ラーフェンに戻った俺はノンナと昼食を摂りながら穏やかに過ごす。

　南ユーグリアは脅威に違いないが、民主制という特異な体制を持つリバティースを取り込んだのだから一週間で次の全面戦争とは行かないだろう。

　そもそも今のゴルドニアはそれに備えるどころではない。

ラーフェンで出来る事は少なく、軍を立て直し、細々と備える以外にできることはないのだ。

と言ってもレオポルトとマイラに任せているのだが。

　留守を守っていたトリスタンによると領地の南東──旧ヴァンドレア方面でもちょこちょこと動きがあるらしいので、レベッカに早く王をなんとかして貰いたいものだ。

　彼女から依頼された謀略をエイリヒに伝えると難しい顔をしながらも了解したと言っていた。

誰かに話してないか？　どうせ女に話しただろうと、何度も確認されたのは心外だが本当にセリアにも話していない。




「王都は大変ではありませんでしたか？　晩餐会でもその話ばかりです。皆さん怖がってしまって……」

　ノンナはたっぷりバターを塗ったパンを食べ終えて言う。

「みたいだな。ドロテアも心配していたよ。実害は無いようだが」

　レベッカの言う通り、王都を中心に捕縛と処刑の嵐が吹いている。

しかし孤児たちとドロテアはなんの力も持たず、王都ではいないも当然の存在だった。

それが幸いして王の疑惑や密告とも無縁だったようだ。

ドロテアは特に危険は感じないと言い、俺は安心して彼女と再会の愛を交わすことができたのだ。

　ノンナもドロテアに問題が無いと聞き、胸を撫で下ろしながらローストビーフを上品に口へ運ぶ。

「……それでドロテアさんをどう抱いたのですか？」

「あえて小娘のようなピンクの下着を着せてな。鏡の前で後ろからたっぷりと」

　歳に合わない、恥ずかしい、と連呼するドロテアを失神するまで抱いた。

四〇半ばの熟れきりながらも男に慣れていない体は素晴らしかったぞ。

「むぅ……今日の夕方からは夫婦の時間ですよ」

　ノンナはクリームがごってり乗ったデザートのケーキを食べながら拗ねる。

「なあノンナ？」

「なんでしょうか？」

　俺は後ろから手を回してノンナの巨大過ぎる乳を持ち上げるように掴む。

「きゃあ！　ここは人の目があります。発情なされたのなら寝室へ……」

　俺は一通り乳を揉んだ後、胸から手を下げ、腹から太ももを愛撫していく。

「もうそんな所まで……あっ！　使用人も見ていますのに……」

　食堂には当然俺達だけではない。

ノンナは嫌がりながらも自慢げな視線を他の女に送る。

　呆れた顔でこちらを見るカーラとマリア、困った顔をしているマルスリーヌ他トリエア親子、ニヤニヤしているメル親子とソフィアにレア……ケイシーめ苦手な野菜をこっそりイリジナの皿に移したな。

そして野菜ごと手をフォークで突かれて悶絶している。

　俺は更にドレスを捲りあげてノンナの腹をつつく。

彼女の反応が変わった。汗が頬を伝っている。

「なあノンナ」

「言わないで下さい」

　続いてスカートを捲り上げて太ももをつつく。

「自分でもわかっているのか？」

「聞きたくありません」

　顔を背けるノンナに俺では無くカーラが言い放つ。

「あんた最近露骨に太ったわよね」

「いやぁ！」

　聞きたくないと耳を塞ぐノンナ。

しかしマリアが追撃する。

「食べる量もどんどん増えてるよね～」

　ノンナは目を閉じ、耳を塞いで首を振る。

巨大な胸がぶるんぶるん暴れ回る。

「エイギル様！　左をご覧ください！」

　ノンナが叫び、何事かと顔を向けるとクラウディアが微笑んでいた。

彼女の体型は特に変わっていない。今まで通りの球体だ。

「あんた……極端なのを見せて自分の贅肉を隠そうってわけ？　やり方が姑息なのよ」

「だってエイギル様に太ってるなんて思われたらショックで死んでしまいます！」

「だったら痩せればいいだけでしょうが！　動きもしない癖にバクバク食うからよ。もうはっきりわかったわ。あんた三〇半ばになったら絶対ああなるわ」

　カーラがクラウディアを指差している。

「オホホホ」

「いやぁぁぁぁぁ!!」

　手招きするクラウディアから走って逃げるノンナを捕まえる。

「ははは、確かに随分ぷにぷにしてきたな」

「言わないでぇ……ううう」

　嘆くノンナの頬を優しく撫でて囁く。

「だが美しい……少々肉がついたところでお前の美貌を隠せるものじゃないさ。さあキスをしてくれ」

　求めながら俺は自分からノンナの唇を奪う。

ノンナは軽く当てるだけのつもりだったようだが、容赦なく舌を入れて音を立てる。

「んっ！　んぐ！　ぷはぁ！」

「ふう」

　キスを終えた俺達は見つめ合う。

「お前の部屋に行くぞ」

「……はい」

　手をノンナの背中と肘に回し、彼女も流れるように身を任せる。

俺はそのままノンナを持ちあげて寝室へと向かう。

「……納得できないんだけど」

「……私も太った方が良いのでしょうか」

　カーラの不満げな声とセリアの悩む声が聞こえた。

　太ったセリアも可愛らしいからな。

もう一度丸くなったら散々に転がして愛でてやりたい。

　おっと、今はノンナに集中しないとな。

勘がいいから気付かれてむくれられても困る。




　寝室に着くなり、俺はノンナの服を剥ぎ取って素っ裸にしてしまう。

久々に見る胸はやはりとんでもない。

少し太ったせいでより大きくなっているようにも見える。

「待って下さい！　遊び用の下着と服がありますからそれに着替えます！」

　慌てて体を隠してタンスに向かうノンナ。

何か服を着て体型を隠そうとしているのだろう。

だが、今の俺はぷにぷにの軟らかい体を楽しみたいのだ。

「ふふふ駄目だ。だらしなくなった体を全部見せて貰うぞ」

　笑いながら彼女を抱きしめ、体を隠す手も取り払う。

「あぁ、意地悪しないで下さい」

　ノンナの体は全体的に肉が付き、特に腹周りは僅かにたるんでいる。

「体型を崩して申し訳ありません。エイギル様の為の体なのに」

　ノンナが本気の雰囲気で謝って来た。

俺は女が太ったぐらいで怒るような器の小さい男じゃないぞ。

「はは、確かにかなり軟らかくなったな。だが──」

　俺も服を脱ぎ去り全裸になる。

「見ろ。失望していると思うか？」

　脱いだ瞬間にバチンと音がして男根が腹に張り付く。

「す、すごい。私のだらしない体でこんなに？」

　ノンナが思わず触れて来たところで肩を掴む。

「そもそもお前は細み過ぎたんだ。クラウディアほどになったら困るが、これぐらいなら問題ない。そんなに気にすることもないよ」

「安心しました……でもやはり女としてこれでは駄目ですね。ちゃんと体型を戻さ──きゃっ！」

　少し力を込めるとノンナは抵抗無くベッドに倒れる。

上に覆いかぶさると今まで以上にノンナと密着する感覚があった。

「ふふ、抱き心地も良い。悪いが激しくなるぞ」

「ええもちろん……好き放題に抱いて下さいな。元の体型に戻るぐらいに」

　俺はもう一度濃厚なキスをしてから正常位で繋がる。

　最初は体を揺らすように浅くゆっくりと、興奮が高まるにつれて少しずつ動きを速くしていく。

「はぁっ！　はぁっ！」

　ノンナは息を荒らげながら身を任せるが、何もしない訳ではない。

俺の動きに腰を合わせながら両脇を締めて潤んだ目を向けて来る。

　脇を寄せることでただでさえぶるんぶるん揺れている乳房が更に強調されるのだ。

「たまらん！」

「ああそんな……駄目です……やめてぇ……」

　乳房にしゃぶりつくとノンナは俺の頭を優しく抱きしめて乳房に押しつけながら小さく抵抗の声を出す。

獣欲が昂った時には僅かな抵抗が興奮をより高めるスパイスになるのだ。

「こいつめ逃がさないぞ！」

　もちろん俺の興奮も高まりノンナの両手を押さえて腰を思い切り打ち付けてしまう。

「あうっ！」

「おっと」

　ノンナの声を聞いて俺の理性が戻る。

巨乳の割に華奢な彼女にあまり激しい腰使いは良く無い。

言葉には出さないが苦しそうな顔と声が出てしまうのだ。

「すまんな。もう少し優しくするよ」

「いえ……多分大丈夫です。もう一度してみて下さい」

　そう言われて俺はもう一度強めに突いてみる。

「あうっ！　気持ちいいです」

　声は上がるが苦しそうではない。

　更に強く突いてみる。

「あぐっ！　平気そうです」

　思い切り腰をぶつけてみる。

「ひぐっ！　少し衝撃はありますけど……気持ち良さの方が……」

　俺とノンナは見つめ合う。

「うおぉぉぉぉ!!」

「あぁん！」

　ノンナは少し太り尻や腹に肉がついたことで俺の突きを受け止められるようになったのだ。

俺は嬉しくなってしまい、全力でノンナの体を味わう。

「ずっとこうしたかった。お前の体を痛めると思って我慢して居たんだ！」

「あぁ……遠慮なくどうぞ……今なら受け止められますから」

　俺はノンナの尻を持ち上げ、真上からドスドス腰を落とす。

「まだ入る。根元まで入れるぞ」

「ええ、どうぞ。私の一番奥まで……きゃーー!!」

　肉棒が彼女の穴を押し広げ、子袋まで入りこむ。

ノンナは絶叫して仰け反るが、意識を失うことはなかった。

それどころか自分からも小さく腰を揺らしてくる。

　いつもは壊れ物のように気を使いながら抱くノンナに好き放題できる。

彼女もそれで気持ちよくなっているとあって俺の理性は弾け飛ぶ。

そこから先は我ながらやり過ぎだった。




　正常位で暴れ回ってベッドからずり落ち、そのまま床で続けてノンナがまず絶頂する。

　ベッドに手を突かせて後ろから貫き、繋がったまま移動して壁に手をついての絶頂。

腰の抜けたノンナを持ちあげてそのまま射精する。

　休憩がてらベッドに突っ伏したノンナの上でゆっくり腰を振り、ノンナの体力が戻った所で騎乗位に移行、連続で三度絶頂したノンナが倒れるのを許さず、下から尻を掴んで突き上げて激しく射精する。

　ぐったりしたノンナを抱き抱えたまま座位で突きまくって射精……その辺りからノンナが何度絶頂したのかわからなくなった。

　追加の水を持って来た侍女に構わず座位を続け、最後は見せつけるように射精した。

　さすがにノンナの意識も曖昧になってきたので、尻だけを持ちあげた後背位で勢い良く子袋までねじ込み覚醒させる。

「今なら出来るかな」

　俺はノンナの尻を掴み、位置取りを調整して……逆立ちをしてみた。

「ちょ！　え!?　ひぃぃぃぃーーーー!!」

　しまった。一瞬で気絶してしまった。

仕方ない、また子袋まで入れて目を覚まさせよう。

　その後も色々な体位で遊び、空が白んで来た頃には俺達は汁だらけのベッドに横たわっていた。




「たっぷりやったな。最高だったぞ」

　ベッドに突っ伏すノンナの髪を撫でやるが、ノンナは小さく震えながらアウアウと声を出すだけだった。

「ははは、夜が明けるまでやるのは珍しく無いが……ん？　そういえば始めたのは昼だったな」

　そう考えれば十八時間ぐらいやっていたことになるのか。

太ったからと言って体力が増える訳ではないしやり過ぎたかな。

「ノンナ大丈夫か？」

「あぅ……あぅ……まだ大丈夫です……もっと……あう……」

「……」

　もうノンナにほとんど意識はなく、寝言に近いのはわかっている。

だがそれでも妻がもっとと言うのに夫が寝るなど許されるだろうか？

「答えは出ている。許されはしない」

　俺はぐったりしたノンナに覆いかぶさる。

　ゆっくりと繋がるとノンナは低く長い声をあげるのだった。




　──翌昼。

「あそこが痛いです……」

「そりゃあ一日中やってればねぇ……」

　ノンナがふらふらと椅子に座る。

「使用人が噂してたわよ。『旦那様と奥様が獣になってる』って、どんだけ激しかったのよ」

「途中からあんまり覚えてないんです。体の中をエイギル様のが出入りする感触だけで……後『逆立ち』って聞くだけで体の奥が熱くなるのですけど」

　俺の横でカーラとノンナが話している。

　昨日はさすがにやり過ぎた。

さすがに疲れは残っているが妻を散々悦ばせたのだから誇らしい疲労だ。

その証拠に股にはまだ快楽の余韻が──えらく直接的な余韻だな。

「しー……うふ」

　テーブルの下にはアデラが潜り込んでいた。

鮮やかな手つきでズボンの前を開けてモノを引っ張りだす。

「あららこんなに擦れて……奥様の中を散々引っ掻き回したんですね」

　言いながらアデラは男根をずるりと喉奥まで呑み込んでいく。

「おう」

「エイギルさんどうかした？」

　マリアになんでもないと答える。

見つかったら怒られそうだからな。

「てか貴女お腹見せてみなさいよ」

「ちょっとなんですか！」

　カーラがノンナの腹を捲り上げる。

「やっぱり、あんた体型が戻ってるわよ」

「えっ!?」

　ノンナは慌てて侍女に鏡を向けさせる。

「本当……首周りについたお肉も無いですね。体もそこはかとなく軽いような……」

　どうやら昨日の激しい情事でノンナは贅肉を燃やし切ってしまったようだ。

「ぐっ」

　アデラの奉仕に妙な刺激が加わる。

見ればレアがアデラの横に並んで舌を這わせていた。

「気付かれちゃった」

「私も愛人だもん」

　舌が二枚になったことで這い回る刺激は四倍になる。

俺は小さく呻きながら机を掴んで耐える。

「旦那様？」

　俺の呻きにリタが不思議そうな声を出す。

「デブノンナとやり過ぎて腰痛めたんじゃないの？」

「せめてぽっちゃりと言って下さい！　それにもう元通りです！」

「しっかしすごいわね。一日やっただけで痩せるなんて……」

　皆の視線がこっちに向いたので笑って誤魔化す。

「あはは……」

　しかしメリッサは何かに気付いたようでテーブルの下を覗きこんで苦笑する。

「ふふ、言わないよ。でもこれで終わりじゃないかも」

　メリッサは意味ありげに言って母の顔で赤子に母乳をあげ始めた。

「メリッサさん母乳の出はどうですか？」

「うん、これでもかってぐらいに出るよ～」

「あたしも飛び出すぐらい出たのよね。きっとエイギルに女を開発されまくったせいよね」

　話題が母乳に逸れたと思ったら更に股間の快感が増す。

見ればメルまでが参戦していた。

ルウとクウまで一緒だ。

「うふふ、臭いで気付いちゃいました」

「ママまずいよぉ……食堂でこんなの気付かれたら怒られるよう」

「うう……五人で舐めるなんて変態よ……」

　舌が五枚になってはさすがにもう耐えられない。

　限界を感じたところでグレーテルと目が合う。

　グレーテルは視線で俺への好意を示してくれるが、俺が返せたのは絶頂間際の欲情の視線だ。

「え？」

　彼女が怪訝な表情を浮かべた瞬間、止めが刺された。

「「かぷ」」「「はも」」「んちゅー」

　メルとレアが男根を横から甘噛みし、クウ、ルウ姉妹が玉を口に含む。

そこにアデラが先端を咥え、頬を窄めてこれでもかと吸ったのだ。

「ぐぅ！」

　なんとかくぐもった声でこらえたがグレーテルには直感で俺が射精したとわかったのだろう。

驚いたような顔をした後、数瞬遅れてピンと体を伸ばす。

どうやらつられて昇ってしまったらしい。

「なんとかばれなかったか」

　テーブルの下では射精が続いているが五人もいるのでなんとかしてくれるだろう。

そう思って顔をあげると全員がこちらを見ていた。

「エイギル様……分別ぐらいつけてください」

　ノンナが攻めるように言ってからテーブルクロスを捲り上げる。

「メルもいないと思ったらあたしのこと言えない変態じゃない」

「食事中に……」

　カーラとリタも不満げだ。

とにかく謝ってアデラ達を庇ってやる。

だがどうしてばれたのだろう。

「エイギルの射精は豪快過ぎて音がするんだってば」

「私達の会話よりも大きな音でブシューっていうのに気付かない訳ないじゃないですか」

　うむむ、量が多いのも考えものだな。

「匂いもすごいよね」

　メリッサが笑う。

奉仕してくれた五人は全身に種を浴びてリタに風呂へ連行されていた。

「私にあれだけ出してもまだ出るんですね……どうなっているのか」

「最近底無しなんだよ。女を抱くといくらでも出る」




「ねぇ、最近蛇女とか魚女とか飛んでるのとか……変なのといっぱいやったせいで根っこがおかしくなっちゃったんじゃないの？」

　カーラが真剣な顔で言う。

「こらこら、彼女達を悪く言ってくれるな」

　それに底無しになるなら良い変化だ。

もし並の男のように数人抱いて種切れをおこすようなら皆を満足させてやれないじゃないか。

「ところで昨日からピピを見てないが山に帰ったのか？」

　戦いも終わったし家族に会いに行くのは構わないが一言ぐらい欲しかった。

「ピピは自室で唸ってましたよ？　なんだか考え込んでるようでしたが」

　珍しいな。相談があるなら聞いてやろう。




「それでピピ、一体何があったんだ？」

「ポチがもう部屋に入らない。どうしよう」

　窓の外から悲しそうなギャーが聞こえる。

　そうだろうなぁ。

ポチはもう扉を潜れないどころか、廊下を歩いても壁を擦りそうだ。

本人もわかっているのか、窓から頭だけをピピの部屋に突っ込んでいた。

「ポチはピピがいないと眠れない。でも冬は寒いから外に出たくない」

　悲しそうな鳴き声、よく見れば目が潤んでいる。

　しかしピピに冬に外で眠れと言うのも酷な話だ。

　いい機会だ。今回はポチの活躍は実に大きかった。

もし人間なら金貨の山でも与えるところだが、残念ながらポチはトカゲだ。

「褒美代わりにお前の家を建ててやろう。どうせまだまだでかくなるんだろう？」

　窓から突っ込まれたポチの顔が喜色に染まる。

「家作ってくれるのか？」

「おう。ピピが温かく眠れる場所もきっちり作ってやろう」

　やるのはアドルフだがな。

　ポチは嬉しそうに咆哮する。

「きゃあああ！　な、なに！」

「怖いよう……いつか私達食べられるのよ……うぅ」

　使用人達が恐怖の声を上げ、ポチは悲しそうに俯く。

　ポチは人を食ったりしないのにな。

こないだやった牛も食べるのにかなり時間がかかった。

　こいつは穀物と野菜と肉を五：四：一ぐらいの比率で食べるのだ。

好き嫌いはなく、旬の野菜を特に好んで食べたりする。

トカゲも外見に寄らないものだ。

「ピー！　クワレル　クワレル！」

「デカイノハ　クワナイ　クワナイ！」

　今の咆哮でハーピー達も騒ぎ出したようだ。

しかしポチとは空を飛ぶ者同士うまくやっているらしく、背中に止まって羽根を休めるやつまでいた。

「ん？　なんか数が増えてるな」

　一〇羽ぐらい小さいのが余分にいる気がする。

「タマゴカエッタ　ウマレタ」

「ツギノハンショク　ハンショク」

「ピー！　コノコドモ　マタニナニカハエテル　デカイ！」

　まあいいか。

「それより近く山の長の所に行こうと思う。……随分死なせてしまったからな」

　今回は弓騎兵の損害もかなりのものだった。

弓騎兵の損耗はそのまま山の民の存亡に関わる一大事だ。

「気にするな。族長様の為に死ぬのは当然だ」

　ピピは気にしていないようだが、ルナが顔見知りの死を知って暗い顔をしていたことも知っている。

やはり一度彼らの所に行かねばならないだろう。

「わかった。なら明日行く」

　急だが早い方がいいだろうな。

　早速準備しようとした時、突然ナーティアが部屋に飛び込んで来る。

何やらとても興奮してるな。

「す、す、すごいのが出来てしまった！　偶然だけど！　ドジの結果だけど!!」

　落ち着け、まず話を聞こうじゃないか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（驚愕）ソフィア（愛人）セクリト（愛人）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（混乱）

ルナ（指揮官）ルビー（）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（困）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（修羅場）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（激怒）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（家持ち）メッサーシュミット（寝）シュバルツ（疲）フェルテリス（発見）

領民 二十一万二千人　難民五千人

重要都市　ラーフェン 三万七千人　リントブルム 六五〇〇人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一四五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵二四〇〇　砲兵四〇〇（予備役弓騎兵動員）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一七〇〇 ポチ小屋（三五〇）

経験人数五八六人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６５話　山の民の疑問　♯







　ノックもそこそこに飛びこんで来たナーティアは興奮して机に薬瓶を置く。

「すごいものができたんだ！　ほらこれだ、見て欲しい！」

「へぇ」

　そこまで言われるとちょっと興味がわいて来るな。

「見たことの無い色だ」

　ピピは俺にしがみ付いたまま瓶を見て顔をしかめる。

「うーむ」

　十五ｃｍ程度の普通の薬瓶に入っている液体は紫色をしており、見る角度によってきらきらと輝いて見える。宝石ならば美しいのだろうが、口に入れるには勇気のいる色だ。

「最初に作っていたのは急速疲労回復の薬だったんだ。これは一般的な薬を私なりに改良した薬で、モンゼツダケの傘とイボダラケドク虫の粉末を加熱しながら一対三で混ぜるはずだったのだが、くしゃみした拍子にクサレゴミトカゲの干物が一匹丸ごと入ってしまった」

「……いやな名前だな」

　ナーティアは興奮気味に更にまくしたてる。

「慌てて手を突っ込んだら鍋が熱くて……横に置いた発酵したゴブリンの目玉まで中に入ってしまったんだ。ついでにくしゃみした時に私の唾液も入ってしまった」

　まともな材料がナーティアの唾液しかないじゃないか。

「さすがに失敗したと落ち込んで……一応実験してみたらすごいことになったのだ！」

　ダンと机を叩くナーティアの迫力にピピが背中に隠れる。

「これ、このネズミを見て」

　ナーティアは檻に入ったネズミを取り出した。

彼女は薬の試しにネズミを使っているらしい。

　ちなみにナーティアの部屋で数十匹のネズミを見たリタが卒倒してしまったことがある。

幸いにしてピピはそこまでネズミを嫌っていない。

「ふむ、これのどこがおかしいんだ？」

　檻には三匹のネズミが入っている。

一匹はもぞもぞと動き、もう一匹は寝ているようだ。

「これ！　こいつに薬を飲ませたんだ！」

　ナーティアが指差したネズミは物凄い勢いで檻の中を走り回っている。

狭い檻の中を何かに取りつかれたように走り回り、一瞬たりとも止まろうとしない。

「……変だ」

　ピピが微妙な顔で言う。

正直俺も興味が無い。ネズミが走り回ったからなんだと言うのか。

「本来、この種類のネズミが連続して動けるのは三分ぐらいで──」

　ナーティアは身を乗り出して説明するが、俺とピピにわかるはずもない。

だがナーティアを邪険にすることもできない。

彼女は今まで俺の為に色々してくれたし、何より将来的には股を開いて貰う予定なのだから。

「つまりどんな薬なんだ？」

　ナーティアは我に返ったのか恥ずかしそうに一度咳払いしてから言い放った。

「疲れなくなる薬。ついでに眠気もなくなっていつまででも動けるようになる」

「「……」」

　そんな謳い文句の薬を路地裏の露店で売っていた奴がいたなぁ。

すぐに衛兵に連行されて今は地下牢にいるはずだ。

「そんな危ない薬と一緒にするな！　色々試したけど悪い副作用も無いから純粋にすごい活力剤だ！　こんな一般的な材料で希少な薬よりもずっと凄いのができるなんて……後進の為に本に残しておかないと！」

　ナーティアは本に作り方を書き始めた。

だが動きがすぐに止まる。

「……実際に人で試さないとちゃんと書けないから飲んでくれないか？」

「ぐ」

　いつの間にかピピは逃げてしまっていた。

「大丈夫。材料から考えて危険はないから」

「そうだったか？」

　色々嫌な名前があった気がする。

「遠慮なく飲んでくれ」

　疑問は尽きないがナーティアの勧めるものを断ることはできそうにない。

まして期待に満ちた目で俺を見ているのだ。

もし毒薬でひっくり返ってもナーティアが看病してくれるだろうし、その勢いで抱けるかもしれない。

　俺は覚悟を決めて一気に紫色の薬を煽る。

「飲み方は少しずつ舌に乗せるようにして十分の一だぞ」

「……おい先に言ってくれ」

　全部流し込んでしまった。

この世のものとも思えぬ味だったぞ。

　俺とナーティアが視線を合わせる中、扉が開く。

「あぁ愛しい方！　お部屋にいらしたのですね！」

　現れたのはクラウディアだった。

後ろにクララも続いている。

「お茶とお菓子をお持ちしましたの。たまには私とお話でも致しましょう」

　更に後ろから現れた使用人が二人がかりでクラウディア専用椅子を置く。

豊満なクラウディアは普通の椅子だと尻がはみ出る上に壊してしまうのだ。

「まあ、お酒をお召しだったのですね。ならば私も貴方と同じ物を頂きますわ。注いで下さる？」

　クラウディアはあの薬を変わった酒と勘違いしているようだ。

テーブルをパムパム叩いてナーティアを見る。

「い、いやこれは酒じゃなくて……」

「んま！　私には出せないお酒だと？　愛しの方と二人きりでしか飲めないと？　そうはいきませんわ！」

　クラウディアはその肥満体からは想像もつかない速度で跳ね、ナーティアに襲いかかる。

肉を弾ませた人ならざる動きに敏捷なナーティアも反応できない。

たちまちクラウディアに圧し掛かられてバタバタもがくしかできなくなってしまった。

「あっちょっと、こらっ、ううう……重い！　暑い──!!」

「これですわね！　変わった色……どんな珍味なのでしょうか」

　薬を奪い取ったクラウディアは瓶を一気に煽る。

変化はすぐに現れた。

「まあ不思議な味、これは痛んだレモンに熟成し過ぎたチーズに似た──な、なんだか体が熱いですわ！」

　クラウディアの異常と共に室温が急速に上昇していく。

心地よい温かさではなく、じめじめした不快な暑さだ。

「んあぁぁぁぁ！　暑い！　汗が吹き出しますわ！　動きたい……走り回りたくてたまりません！」

　クラウディアはそう言うなり部屋を飛び出していく。

「奥さまお待ちください！」

　慌ててクララが後を追う。

そのまま二人はどこかへ走って行ってしまった。

「本当に大丈夫なんだろうな？」

　クラウディアも大事な俺の女だぞ。

「……全部飲むからだ。効果は大きく出るけど毒性は無いからしばらく走りまわったら落ちつくはず」

　ナーティアは呆れたように言った後、俺の顔を覗きこむ。

「でもエイギルはなんともない……どうしてだろう」

「さてなぁ」

　目を閉じて意識を集中するが特にクラウディアのような変化は感じない。

「やっぱり実はオークで人間向きの薬は効かないとか……」

「エイギル様に何を失礼な事を言っているのですか！」

「失礼します～」

　今度はセリアとソフィアが入ってくる、千客万来だな。

「ちょうど良かった。ちょっと試してみてくれ」

　ナーティアは別の薬を取り出す。

今度は橙色で飲み易そうだ。

「これは体の代謝を……つまり体がポカポカする薬だ。寒さを感じにくくなる」

「前のよりは大丈夫そうだな」

「美味しそう。私も頂いていいかな？」

　ソフィアと一緒に薬を飲んでしばらく待つ。

「お、ポカポカしてきたぞ」

「ふむ、他の薬は普通に効く……って何だそれは！」

　ナーティアの指摘で股間を見ると漏らしたように濡れている。

まさか女の前で漏らしてしまったのかと慌ててズボンを降ろして真相に気付いた。

「あぁ漏れたんじゃない。ただ股間がポカポカして強烈に汗をかいただけだった」

「なんでそうなる！」

　ナーティアに怒鳴られる。

　それでも事実は事実だ。ナーティアの薬は主に俺の股間を温めたらしい。

そこから伝わって体中が温まったのだ。

「エイギル様、予備のズボンです」

「すまんな」

　ナーティアは俺を変な眼で見ながらソフィアに聞く。

「貴女はどんな感じ？」

「すごく温かくなってきましたよ。汗もかいて痩せられそう」

　ソフィアはそのふかふか具合がいい感じだからあまり痩せないでほしいな。

「薬の効能に異常無し……だとするとやっぱり……」

　ナーティアは次の薬を突き出す。

「これも飲んで。一時的に筋力が上がる薬！」

「おう」

「私も貰います。ムキムキになってもっとお役に立ちます」

　セリアと一緒に飲む。

あまりムキムキしたセリアは見たくないぞ。

「どう？」

「効いて来た気がします。力瘤が少し大きくなってます！」

「俺は特に……」

　そこで股間の違和感に気付き、再びズボンを脱ぐ。

「うわっ!?」

「す、すごい」

　セリアとソフィアが息を呑む。

　男根はただそそり立つだけではなく、全体がいつもよりも太い。

太い筋が無数に浮き出して平坦な部分はどこにも無く、肉傘はこれでもかと張って目の前の女三人を狙い定めているようだった。

「なるほど、ムキムキになったな」

「なんでちんちんがムキムキになるんだ！　そんな薬じゃない！」

　理不尽にもナーティアに頭を叩かれてしまう。

「すごい……あんなので突かれたら私……だめ、さっきの薬のせいで火照って……はぁはぁ……」

　ソフィアは発情してしまっているようだ。

後で部屋に行くとジェスチャーで示すと何度も頷いていた。

「次はこれ！　痺れ薬！」

「おいおい、痺れ薬を飲むのか」

「エイギル様に何を飲まそうとしているのですか！」

　セリアが慌てて薬を奪う。

「護身用の弱い薬で数分痺れるだけで終わるから！」

　そこまで言うなら仕方ないか。

心配そうな顔をするセリアから薬を取って一気に飲む。

「どう？　即効性だからすぐに体の自由が利かなくはずだけど」

「ふむ……ぐ、痺れてきた！」

　俺は三度ズボンを脱ぐ。

「男根が痺れてたまらない。まったく自由が利かないぞ！」

「なんで効果が全部ちんちんに出るんだぁ！」

　ナーティアが俺の股間に何かよくわからない材料を投げ付ける。

そんな事を言われてもどうしようもないじゃないか。

「……もういい。世界には私の常識が通じない部分があるようだ。ちょっと頭を休めて来る」

　ナーティアはとぼとぼと自室に戻ってしまった。

　せっかく意気揚々と来てくれたのに悪い事をしてしまったかな。

お、痺れが治って来たぞ。

「いくらナーティアさんに言われたからって痺れ薬なんて飲んじゃだめです。今の隙に暗殺者が現れたら大変じゃないですか」

「ははは、そうなったらセリアが守ってくれただろう？」

　セリアはもちろんですと胸を張った。

「じゃあ俺はちょっと出かけて──」

「待って下さい」

　セリアに袖を掴まれる。

「ソフィアさんの所にいくんですよね？」

　もちろんだ。あそこまで発情させて放置するのは可哀想だし浮気の原因になる。

「私も行きます！　筋力が上がったのでエイギル様を受け止められそうです！」

　セリアの体を触って見る。

僅かに腹筋が固くなっているようないないような……本人が満足しているならいいか。

セリアとソフィア、三人で楽しむとしよう。




　──夜。

　山の民の所に行く準備をしようとしたが、シュバルツが厩から出て来ない。

「なんだ、まだ体が痛むのか？　もう歳なのかもな、馬肉になる日も近いぞ」

　こいつはでかいから食いでがあるだろう。

「イリジナとクラウディアに知らせておかないといかん」

　シュバルツが首を伸ばして俺の頭を噛む。

ええい、やめろ。この場で馬肉にするぞ。




「で、傷のせいじゃないならなんで出て来ないんだ？」

　シュバルツは首を後ろへ振る。

「シュバルツ様は私を気遣ってくれているのよ！」

　目で追って見ると厩の隅から飼育係の女が出てくる。

彼女はシュバルツ専属の飼育係だ。

エロ馬に犯されてから虜となり、飼育係兼愛人として夜ごと交わっている。

　シュバルツの男根は体格に劣らず巨大でとても人間に入るように出来ていない。

それでも彼女は無理やり挿入を続けているのだ。

　さすがに馬の愛人も不憫かと思って一度誘って見たのだが手酷く拒絶されてしまった。

『放せ！　シュバルツ様以外に抱かれるなら死ぬ！』と言われてはそれ以上何も言えなかった。

「お前の部屋も用意しているのにどうしてずっと厩に──おおう」

　驚きの声が出てしまう。

彼女の腹がぽっこりと突き出していたからだ。

どう見ても妊娠している。それも今にも産まれそうだ。

　妻たちの臨月でもあそこまで腹は大きくなっていなかった。

腹が破れないのが不思議な程だ。

「妊娠しているなら尚のこと自分の部屋に入れ。厩なんかで寝て体を冷やしてどうする」

「シュバルツ様の傍が私の場所なの！　余計なお節介はいらないわ！」

　いつもながら彼女はシュバルツ以外にはまったく気を許していないな。

とはいえそれもまやかしだったと言う事だ。

「ふふふ、このエロ馬め見事に寝取られたな」

　シュバルツの頭をポコポコと叩いてやる。

　彼女は妊娠している。

つまりシュバルツの知らぬ間に男の種汁を流し込まれていたと言う事だ。

「だが女を恨むなよ。寝取られた無様なお前が悪いんだ」

　今日ぐらいは俺がブラシをかけてやろうじゃないか。

　だがシュバルツは馬鹿にしたような顔で俺を見る。

馬に見下されると腹が立つ、力を込めてブラシをかけてやるぞ。

「下種の勘繰りは不愉快なのでやめなさい！　お腹の子はシュバルツ様の子です」

　女が堂々と言い放ち、シュバルツが彼女の腹に軽く頭を寄せる。

「そうかい」

　これ以上女を追い込んではいけない。

人に馬の種が付く訳が無いが、そういう事にしておけば良いか。

「なんでもいいが、ちゃんと寝るのは部屋にしておけ。冬の厩など腹の子にも響くぞ」

　それだけ言って背を向けた時、シュバルツが激しく嘶く。

「い、痛い……産まれる！」

　見れば女が地面に手をついて苦しんでいた。

「ここでか！　そこで待っていろ！」

　俺は慌てて屋敷へ走る。

　彼女の腹にいるのは俺の子ではないが、それでも女の一大事だ。

場所も外同然の厩とあっては安穏としてはいられない。

一刻も早く産婆を手配しないといけない。




「いやよ！　ここで産むー！　シュバルツ様の前で産む──！」

「ああもう聞き分けのない！　こんな寒くて不潔な場所で……もう産まれるわ！　できるだけ清潔な布といっぱいのお湯を持って来て！」

　産婆はなんとか女をベッドのある部屋に移そうとしたが、彼女自身が厩で産むと言って聞かず、最後は産婆が折れたようだ。

「とことん頑固だな」

　俺にできることはもうないが、せめて元気な赤子が産まれる所だけは見届けようと少し離れた場所に腰を落す。

「ううーーー！　苦しいーーー！　もう産まれるーー！」

「お腹がすごく大きいわ。赤子が大きいかもしれないから注意して！」

　女の呻きと産婆の声からそろそろ産まれるようだ。

「「「きゃあああああああ!!!」」」

「どうした!?」

　産婆と手伝いをしていたメイド達が絶叫する。

悪い結果が思い浮かぶが、歴戦の産婆が死産でも悲鳴を上げるなどあり得ない。

　慌てて駆けつけると一頭の仔馬がふらつきながら立とうとしている。

全身に血が付き、本当に産まれたばかりのようだ。

「はておかしいな。この厩に孕んだ馬はいないはずだが」

　仔馬はなんとか立ち上がりかけるが、足がふらつき再び倒れてしまいそうになる。

　シュバルツが倒れる仔馬を支えて、半ば強引に立たせた。

一度立ってしまえば大丈夫のようで、仔馬は覚束ないながらも歩き始める。

「ああ、そうか。もう一頭メス馬が同じ厩だったな」

　メス馬に目をやると不貞腐れたように寝ている。

とても出産したばかりには見えないが、こいつしかいないのでこいつの子だろう。

「はぁはぁ……わ、私の……赤ちゃん……」

　飼育係の女が息を荒げながら仔馬に触れる。

ぐったりとして産婆達に後処理される様はまるでこいつが産んだみたいだがそんなはずもあるまい。

「何をしていたか忘れてしまった。今日はもう寝よう」

　俺は頭を軽く二度振ってから部屋に戻る。

どうも酒を飲んだせいか現実と夢の区別が怪しいな。




　翌日、俺は昨日の妙な夢は忘れて馬車で山の民達の居住地に向かう。

楽しい旅行と言う訳では無いので、同行するのは護衛隊を除けばピピとルナ・ルビー姉妹だけだ。

「今回はこれだけの数が死んだ。行方不明も死者に入れている……最後は酷い戦いでな。屍を拾ってやることもできなかった」

　長達を集めた前で言い放つ。

死者の数は実に千人を優に超え、怪我で動けなくなってしまった者も多い。

それほど数の多くない山の民にとっては大惨事だろう。

　長達もさすがに難しい顔をしている。

「その上まだまだ争いは続きそうだ。これからも戦って貰う事になると思う」

　ヴィルヘルミナがここで動きを止めるとは考えられない。

いずれ更なる北上を試みるはずだ。

今度はゴルドニア、あるいは俺の領地で戦うことになる。

強力な弓騎兵抜きの戦争は考えられない。

「悪いがしばらく力を貸してくれないか。必ず報いる」

　少し頭を下げてみたがさてどうだろう。

嫌だと言われたらルナに説得して貰うしかない。

あるいは長達の妻や娘を楽しませて説得して貰うかだ。

「ふむ、随分な数が死にましたなぁ」

「しかし族長の為となるなら無駄死にではないでしょう」

「そもそも毎年一割程度が飢えと渇きで死ぬのは常のこと。族長様から食糧を頂き飢え死には無くなっておりますのでそう悲観する数でもありますまい」

「族長が頭を下げては我らの立つ瀬がありません。どうか堂々として下され」

　長達は酒を飲み、俺にも勧めながら言った。

山の民達が暮らす過酷な環境を考えると飢えや乾きで死ぬのは珍しくないのだろう。

　だがそれでも今回の損失は俺のせいだし、弓騎兵は男女混合なので女の死者も出ている。

俺の為に戦ってくれた女を死なせたのは実に情けないことで、頭を下げるぐらいは当然だ。

「しかしそのプークリアと言う奴らは強いのですのう。族長が苦戦なさるとは」

　なんだかとても情けない敵にやられたように聞こえるぞ。

「なに、いずれ族長と正面からぶつかればそこまでよ。ヘルヘルヒナ女王も族長様の女になるじゃろう」

　随分力が抜ける名前になったな。

ヴィルヘルミナは美女だし是非俺の女にしたいが道は遠そうだ。

「となればまだまだ我らも戦わねばなりますまい。人死には恐れませんがあまり死ぬと普段の狩りにも戦いにも支障が出ることは事実……増やさねばなりますまい！」

　一人の長の意見に全員が同調する。

「その通りだ！　もっともっと子を増やすべきだ！」

「だが厳しい戦いに普通の子では不足だ！　強い子供達が必要だぞ！」

「それにはつまり強き男……最強の種が……」

　全員の視線が俺に集中する。

「「「最強の族長の種を！」」」

「もちろんだ」




　陽が落ちて本来なら暗闇に包まれるはずの荒野が松明の灯りに照らされて怪しく光っていた。

更に剥き出しの荒野に絨毯や藁が敷き詰められている。

見るからに野外での乱交が想定されている。

「こちらへどうぞ」

「おう」

　全裸にマントだけを羽織った俺は同じく全裸のルナに導かれるまま歩く。

目の前には数えきれないほどの女達が集まっていた。

しかも皆が一矢纏わぬ全裸だ。冬の夜なのだが松明のせいか異様な興奮のせいか、寒がっている者はいない。

「貴方達も」

「は、はい」

　ルナに促されギドと護衛隊員達も進む。

「ではお召し物を」

　俺はマントをバッと投げ捨て完全な全裸となった。

　男根には自信があるので隠す必要はない。

足を肩幅に開いて立ち堂々と見せつける。

「ひえっ!?」

「噂通り、いえ噂よりずっと大きい！」

「しかも黒い！」

「あんなゴツゴツのモノがあるなんて……」

　どよめきが広がる中、ルナが声高に叫ぶ。

「今宵は祭り……戦い戻った者を称え、戻らなかった者を偲び、更に我らの未来を作る大祭り！」

　ルナの声を合図に俺と護衛隊の男達、そして山の民の女達が距離を詰めて合流する。

　そこから先は凄まじいの一言だった。

　まずはスタイルの良い美女の集団に囲まれ、四つん這いや立ったままの後背位で貫き、次々と中に放出していく。

後ろ向きのままずらりと並べ、順に犯して行くのは素晴らしいの一言だった。

　美女達がへばると次に押し寄せてきたのは山の民の中でも小さな娘達だった。

単に小柄なだけではなく、少女の雰囲気を残しており、歳を聞いても答えない。

「子供が作れるのでもう女です！」

　と主張して群がり、仰向けになった俺の上に乗っかって来たのだ。

彼女達の穴は小さく狭く、中には毛の無い娘もいたが覚悟は決めていたのか豪快に体重をかけてきた。

　全員が処女で乗る度に悲鳴が上がり、肉棒が血で染まる。

ほとんどの娘はそこが限界で俺の胸に倒れ込んでしまい、仕方なく小さな尻を掴んで腰を揺すり種付けすることになった。

　小さな身体の次は熟れた熟女達だった。

三○半ばを越えた女達が『年増だけど……』と遠慮がちに群がって来たのだ。

もちろん俺は年増も大好きなので一瞬の躊躇いも無く押し倒し、男に慣れた穴に欲望を押し込む。

　小娘ではできない激しい体位を繰り返すうちに熟女達は自分達が人妻だと白状する。

どうしても俺の種が欲しくて参加したらしいが、それを聞いて俺はますます燃え上がり、最終的に彼女達の九割を失神させ、五割を失禁させてしまった。

　数十人を犯して一息ついた俺が周りに目をやると、護衛隊の面々と女達の乱交も続いている。




「義兄さん。私ずっと想ってたんです。でも……姉さまと結婚してしまうなんてひどいです」

「君の気持ちには気付いていたよ。でもあの頃は奥手で情けなくて妻以外の女性とするなんて絶対駄目だと思っていたんだ。今なら君の気持に応えてあげられる」

　ギドが一人の少女に圧し掛かり、短い嬌声が上がる。

「い、痛い！　でもこれで私の処女が義兄さんに……」

「このまま注ぎこんで君を孕ませる。それでいいね？」

「嬉しい！　おに……いえ、ギドさんの子供が貰えるんですね！」

「ああ、でもあいつには秘密だよ」

「はい！　姉さまには秘密です！　フフフ姉さまよりも先に子供を作ればなし崩しに……」

　ギドはまた浮気しているようだ。

「おい、これに種を入れろ」

　ずいと横から木筒が突き出される。

「セクリト？　お前付いて来ていたのか」

　また護衛隊に紛れこんでいたのか。

「いいから出せ、急いでいる」

「そう言われてもな」

　出せと言われて飛び出るほど俺も男根も節操無しでは無い。

「いいからどっぷり出せ」

　セクリトは俺の一物を荒くしごきながら尻の穴に指を突っ込んできた。

おまけに褐色の乳まで押しつけられてはたまらない。

押し出されるように種が噴き出す。

「ぐおお！」

「……いつもながら凄い量だな」

　セクリトは飛び出した種を木筒に入れて去っていく。

何をする気だ。まさかアレを一気に飲むと言うのか。

変態的だがそれはそれで興奮しそうだ。

「お姉さまぁ、どこに行かれていたのですかぁ？」

「くくく、これが何かわかるか？」

　セクリトに裸の女が抱きつく。

雰囲気からして女同士で絡み合っていたようだ。

「これは……まさか男の人のアレですか!?」

「そうだ。これを今からお前の穴に流し込む」

　脅える女をセクリトはたちまち押さえ込んでしまう。

いくら山の民の女が動けると言ってもセクリトに対抗できるはずもない。

「止めて下さいお姉さま！　私はお姉さまに処女を捧げて心まで……今更男の汁なんて要りません！」

　だがセクリトは容赦なく女の股を開かせ、木筒を逆向きに突っ込んだ。

今、彼女の中に俺の種が流れ込んでいるだろう。

「この種の持ち主はとびっきりの不細工で臭い不潔男、性欲以外に取り柄のない無能でな。女は誰も相手してくれんから安物の娼婦ばかり買っている。そのせいで何種類もの病気を持っているんだぞ？」

　ひどい言われようだ。

嘘だとわかっていても心が痛むぞ。

「いやぁぁぁぁぁ!!　そんなのいやぁぁぁぁ！　やめて、抜いてぇぇぇ！」

　当然女は悲鳴を上げて暴れるが、セクリトは木筒を更に奥へ挿入していく。

「そら、腐った種が流れ込んでいくぞ。どんなひどい子を孕むんだろうな」

「いやぁぁぁぁ！　セクリト姉さま酷い!!　酷過ぎて……いっくぅぅぅ!!」

　女が昇ってしまった。

それでいいなら文句は言わないが……。




「族長様ぁ回復なされたのならお相手して頂けませんか？」

　おっと、よそ見している訳では無いな。もっと種付けねば。

「それで少し特殊な要望があって……」

「ふむふむ……面白そうだな」

　俺は全裸のまま仁王立ちし、女は弓騎兵の姿で剣を構える。

周囲の者達も興味深そうに見ている。

「いきます！」

　振りかぶって切りかかる女の剣を軽く払いのける。

なるほど、手加減は失礼になると見たのか本気で斬りかかって来たな。

「やぁぁ──！」

　再び飛び込んで来る女の剣を寸前で避ける。

空振りでたたらを踏んだ女に足をかけて転倒させ、剣を蹴り飛ばす。

　周囲からおおっと声が上がる。

「ま、参り……んぐぅ！」

　女が参ったと言う前にその顔を掴み、口に強引に肉棒を押し込む。

「んごぉ！　うぐーー！」

「敗者にはこれがお似合いだ。歯を立てたらもっとひどい目にあわせるぞ」

　頭を掴んで喉奥まで強引に犯し、激しくむせる女の鎧を捲りあげて下履の服を引き千切る。

「ひぃぃぃ──！」

　愛撫無しの挿入に女が叫ぶが、俺は遠慮なく腰を振る。

　完全に戦場で犯される女戦士の絵柄だがこれは彼女が望んだことだ。

俺に挑んで敗北し、そのまま犯されたかったらしい。

しかもそれを周りの全員に見せつけたかったそうだ。

「これが族長様の強姦……すごい迫力……」

「私もこんな風に犯されてみたいなぁ」

　俺は女に合わせることなく強引に腰を振り、一声呻いて種を注ぎこんでから止めを差す。

「そ……そこは……あぁぁぁぁぁ!!」

　軽く舐めて濡らしただけの指を三本尻に突っ込む。

女は激しく震え、皆の前で尿を撒き散らして倒れ込む。

「ふう、こういうのは趣味じゃないが結構燃えたな」

　せめて最後だけはと優しいキスをしてから女に毛布をかけてやる。

「あの……私も今みたいに犯してくれませんか？」

「私にもきつい強姦をお願いします！」

　自分で股をいじりながら強姦もへったくれも無いと思うが。

「……」

　何故かセクリトまで待ち列に並んでいる。

お前もこういうのが好きだったのか。




　その後も俺は延々と乱交し、夜明け前には広場は倒れ伏す女で埋め尽くされた。

「あっあっあ！　んんぅ!!」

　そして今はルビーが胡坐をかく俺の上で腰を振っている。

結局最後まで残ったのは俺に抱かれ慣れたルナとルビーだったか。

ちなみにピピは夜更かしが苦手なのだ。

「私もいます」

「おっと、すまんすまん」

　頬を膨らませたのは俺が助けた弓騎兵の──彼女は【ミミ】と言うらしい。

　彼女は先ほどから俺の全身をひたすら舐めてくれている。

　ミミは俺に命を救われたことで心から惚れてしまったらしい。

「族長様の為なら何でも出来ます。こんなことでも……」

　ミミは俺の尻の穴に舌を這わせてくる。

「ぐお！　おいおい、汚いだろう。そんな事をする必要は……ぐう！」

　衝撃的だが気持ち良いのでこのまま奉仕を受けていよう。

　ルビーが絶頂し、俺も彼女の腰を抱えて射精する。

そのまま倒れ込むと両腕にルナとルビーがそれぞれ乗って来る。

ミミは一物の後始末にしゃぶり続けてくれているようだ。

　周りにも既に起きている者はいない。

ボソボソと聞こえる声は寝物語の声だろう。




「族長様は王都から帰って以来、よく難しい顔をなされております」

　ルナが俺の右腕の上で言う。

簡単に話す話題ではないが、寝物語ならいいかもな。

「王がちょっとおかしいんだ。女をやられて狂乱するのはわかるんだが……」

　王の異常を軽く話して見る。

　ルナとルビーは真剣に聞いてくれ、ミミも一物をしゃぶりながら相槌を打つ。

　だが話を聞き終えた彼女達はきょとんとした顔をしていた。

やはりこういう話はわからないか、正直俺もわかっていないからな。

「いえ、お話は分かったのですが疑問があります」

「うん、王様って族長様より偉いんだよね？　その人がおかしいなら──」

　ミミも含めて三人の声が揃う。

「「「どうして族長様が一番偉くならないのですか？」」」

　三人が俺の顔を覗きこむ。

「強い人がより多くを支配するのが当然です。王様が族長様より強いなら仕方ないでしょうけど」

「そうでないなら族長様が全てを支配するべきです」

「ロサリオ？　とか言う女性もより強い男に支配されることを望んでいるはずです」

　まったくバカなことをと言おうとして声が出なくなる。

　そういえば俺が王に従う理由はなんだったのか。

　俺の目的はルーシィをモノにする為に王になることだ。

それには貴族になって出世しなければならず、王に忠誠を誓う必要があった。

　だが王にいくら忠誠を誓っても王にはなれない。

王がよぼよぼの老人で後継ぎもいないなら、最後まで忠誠を誓うのも手ではある。

　だが王は若いし、病弱でも無い。

後継者うんぬんを考える歳ではないのだ。

　だとすれば俺が王に忠誠を誓う意味はなんなのだろうか？

恩もあるし義理もある。個人的にも嫌いな人間ではない。

ノンナに叩きこまれた貴族の常識から考えても王に忠義を尽くすのは当然のことだ。

　だがそれはルーシィを手に入れる事と比べられる程の事だろうか？

自分でもわからなくなってきた。

「またむらむらしてきた。起きている者は相手しろ」

　俺が叫ぶと女達が次々とやってくる。

　いつかは考えなくてはいけないことだ。

しかしそれは南ユーグリア帝国をなんとかしてからの話になるだろう。

今は女体に溺れよう。




　──翌々朝。

「逞しいお種をありがとう……ござい……まし……かふっ！」

　俺の上で腰を振っていた女が倒れ込む。

最後の力を振り絞って俺の背中に何か印をつけたようだ。

　それを見て他の女が抱き合って震えている。

「大一、中八、小五……一八五人……ひぇぇぇぇ！」

「無礼を承知でいいます。族長様は人じゃありません……怪物です……」

　しかも全員に射精した気がする。我ながら怖い。

「終わられましたか？」

　そこに長達がやってきた。

「ああ、さすがに満足したよ」

　今日の夜明け直前に力尽きたミミとルナを撫でながら言う。

「凄まじいの一言。正に無限の性欲ですな」

「どの女も股から種を垂れ流しております。皆孕んだことでしょう」

　さすがにこの精力は異常だ。

もしかするとナーティアの薬の影響もあるのかもしれないが、格好悪いので黙っておこう。

「とりあえずこれで二百近い赤子が授かりますな」

　全員が妊娠したとは限らない……いや、この濃さならしたかもしれない。

「ですが死者は千以上、まだ足りませぬ」

　ふむ、ならばどうすればいいのか。

「これより我らの選んだ適齢期の女を百人毎月ラーフェンに送ります。どうか孕ませてお返しください」

　なんという魅力的な提案だ。

だが領地から若い女を漁る悪徳領主みたいだな。

「何を言われます。我らの中に族長様の種を嫌がる者などおりません」

「その通り、例え結婚している者でも族長様が押し倒せば悦ぶでしょう。夫の目の前で妻を犯しても強き種が付くと歓迎するはずです」

　少し興奮してしまった。

「例え男でも族長様の活力が頂けるなら尻を捧げることでしょう」

「いらんことは言わんでいい」

　ギドが顔を赤らめて尻穴を向けて来るイメージが思い浮かんだ。

興奮が消し飛んだじゃないか。

「ともあれ百人の件は了解した。出来る限り種を付けて戻してやる」

「あり難き幸せ」

　いやあ種付け放題の領主とはいいものだ。

俺はあえてそう思うことにする。

「ラーフェンに戻るか」

　何とも心がもやもやする。

　エイリヒが豪快に笑う顔が脳裏に浮かぶ。

あいつは良い男だが、最後まで味方で居られるのだろうか？

　俺はゆっくりと首を振る。

「どうした？　面白い顔をしているじゃないか？」

　隣でセクリトが嗤う。

「なんでもない」

　何故か普段よりもきつい口調になってしまう

「実に面白い顔をしている。その顔は──」

　セクリトの頭を掴み、一物を口に押し当てる。

「しゃぶれ」

　まさか女にこんな声が出るとは思わなかった。

セクリトは一瞬驚くがすぐにまたニヤニヤと笑みを浮かべた。

「あぁしゃぶるとも。いくらでも奉仕しようじゃないか。何せお前は──ぐごっ！」

　セクリトの口に肉棒を押し込んで黙らせる。

だが彼女の目ははっきりと言っていた。

『○○となる男なのだからな』

　俺は山の民達と大乱交した。

そしてラーフェンに戻り、次々と起こる問題解決に追われるのだろう。

　現にクレアとローリィが至急の面談を求めて来ている。

　日常が続くのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（不条理）ソフィア（愛人）セクリト（愉悦）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（肉塊）クララ（侍女）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（不満）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（混乱）

ルナ（乱交）ルビー（乱交）ギド（義妹孕ませ）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（困）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（修羅場）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

人外

ブリュンヒルデ（激オコ）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（家持ち）メッサーシュミット（寝）シュバルツ（超越）フェルテリス（発見）

領民 二十一万二千人　難民五千人

重要都市　ラーフェン 三万七千人　リントブルム 六五〇〇人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一四五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵二四〇〇　砲兵四〇〇（予備役弓騎兵動員）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名（大満足）

財産　金貨一四〇〇 山の民粗品（三〇〇）

経験人数七七一人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６６話　平等とは







商人戦争の序章

「三人でゆっくり話すのは久しぶりの気がする」

　俺はクレアとローリィと向かい合い、穏やかに声をかける。

　彼女達がわざわざこうして屋敷にやってくるのは大抵何かのおねだりがほとんどだ。

○○の許可が欲しいとか、一筆書いて欲しいとかそういう類のことで、大抵はアドルフに却下されたものが持ちこまれる。

「辺境伯様のご協力が欲しいのです」

「おう、なんだ？」

　予想通りだな。

向かいあって正式にお願いをしてから少しずつ距離を詰めて来る。

内容を聞くうちにクレアとローリィはソファのこちらに座って来る。

そして最後は俺の下半身に陳情を開始するのだ。

「何卒ご助力お願い致します」

　だが今日は少し勝手が違った。

ローリィは甘えた顔で俺の膝には乗って来ず、クレアの横で床に手をついたのだ。

「おいおい、女を土下座させる趣味は無いぞ。せめて普通に座ってくれ」

　これはただ事ではないな。

ローリィとクレアの身体を貪る気満々だった一物には少し休んでいて貰う必要がありそうだ。

　俺が真剣な顔で促すとクレアがゆっくりと丁寧な口調で説明を始めた。

「遂に来るべきものが参りました。フィリッチ商会からハードレット領を含む、ゴルドニア東部全体の利権、財産を全て処分せよとの最後通牒が参りました。売却先としてゴルドニアの大商会まで紹介されましたわ」

　クレアは地域担当として商会内で大きな権限を持っている。

仕入れから販売、投資などほとんど自分の判断で行えるが、それでも立場はフィリッチ商会の大幹部だ。

地域全体からの撤退や事業の売却など本店からの命令が出れば従わなければならない。

「以前から言ってたな。本店は南部──南ユーグリア帝国への投資に熱心だと」

　クレアは厳しい顔で頷く。

「はい。近く南ユーグリア帝国からヴィルヘルミナ女王の名で極めて高利率の国債が大量発行されます。戦費調達とリバティース統治の費用を賄うためのものでしょう」

　南ユーグリアが勝ったとはいえ、軍の損害も出ただろうし、リバティース全土を呑み込むには更に多くの金が要るだろう。それを借金で賄うつもりのようだ。

「一目で危うさを感じる高利率なのですが……上は豊かなリバティースを円満に統治できれば十分返済可能と考えているようですわ」

　俺はとりあえず頷いておく。

商売についてはそもそも詳しく無いし、クレアの話す内容は雑貨屋の主人が仕入れた売ったの話ではないだろう。

　つまるところ俺にはさっぱりわからない。

相槌だけを打っておこう。

「しかし私もこの地での商売を投げ捨て、中堅商会の一幹部に戻るつもりはありませんわ。そこで色々理由をつけてはぐらかしていましたの。そしてこれです」

　ローリィが俺の前に朱のインクや金箔までついた派手な紙を置く。

ありがとうと彼女の頭からうなじを撫でてやると『はふ』と息を吐いて身を震わせる。

「ほう『一週以内に清算の事実が無い場合は背任と見なして地位をはく奪、初期資金と利子に加えて違約金の返金を命じる』ね」

　随分と荒い文言だが紙に書いた文字に強制力はあるのだろうか。

いや、商人にはあるのかもしれないな。俺なら鼻かんで捨ててしまうが。

「まあ便宜上の物です。初期資金と利子ぐらいならばすぐにでも返せますが、違約金が元本の十倍ですので払える額ではありません。従わなければ私の利権や売掛金を全て差し押さえると言うことです」

「だろうな。で、どうするんだ？」

　クレアは軽く口角をあげて見せた。

「踏み倒しと言われるのは商売人として心外ですので元本と適正な利子のみ送り返してやりましたわ。フィリッチの暖簾も一緒に」

　そうなると本店との衝突は避けられないな。

「発送は三日前ですが、既に六軒の大口仕入れ先が取引打ち切りと売掛金の即時返還を通告してきましたわ。河を渡る船便への荷も全て受け入れ不可、事実上連邦との取引は不可能となりました」

　相手もさすがは商人、行動が早いな。

「更にリントブルムから王都へ発送される鉄製品の輸送隊が複数の領主に足止めされていますわ。間違いなく本店から賄賂がいったのでしょうね」

　そりゃ大変だ。

「しかし既に領主や関所役人を買収済みの迂回路を手配しておりますので大事にはなりません」

　クレアも負けていないか。

「辺境伯の領地やその近隣ではフィリッチ本店よりも私の名前が通ります。鋼鉄の販路もゴルドニア商人の方へ切り替えてやりましたわ」

「これが前に言っていた商人同士の戦争と言う奴か。俺にはよくわからんが……応援はしてやるぞ」

　するとローリィとクレアが揃って首を振る。

「まさか！　まだまだ前座に過ぎませんわ。戦で言えば最初の罵り合いか矢合わせ程度」

「ここからが本番です。山のような金が動きますから、商人同士とは言え血を見る戦いになりかねません」

　なるほど。

「なら俺は何をすればいい？　正直商人の戦いについてはさっぱりわからない。フィリッチ商会に乗り込んで槍を振りまわしても駄目だろう？」

　わかるのはアドルフだろうが、奴は領主の政務官は中立が原則で商人同士の争いには関われないとかなんとか言っていた。

　クレアとローリィはそこでようやく俺の傍にやってくる。

「本店は南ユーグリア帝国への投資に商会の存続を賭けておりますの。販路を切り、私を除名してそれだけ……とはいかないでしょう。全ての財を回収するためにあらゆる手段を使ってくるはずですわ」

「フィリッチは中堅ですが数十万程度の金貨なら右から左へ動かせます。歴史もありますし、裏の道にも通じておりますので私達を排除する暗殺者を雇うことも容易いでしょう」

　俺も噂程度に超高額で仕事を請け負う暗殺専門集団がいると聞いたことがある。

そこらの傭兵や酒場で雇うチンピラ程度では無い厄介な連中が送り込まれることもあるだろう。

「無論私達でも警戒致しますが、残念ながら限界があるでしょう。エイギル様の力をお借りできれば……」

「もちろん貸してやるとも」

　彼女達の周りを俺の護衛隊で固めればそうそう手は出せないはずだ。

何しろ暗殺者は武器を隠してこっそり忍んで来る必要があるが、こちらは重武装で堂々と守れるのだ。

　そもそもクレアが私的に雇う用心棒と戦が本職の護衛隊では戦力として全く違う。

いかに相手が長けていようと少々勝手が違うはずだ。

それでも不足なら私軍を動かしてもいいしな。

アドルフが何か言いそうだが女の命には代えられない。

「それから近隣の領主や代官達との関係はしっかり保っておりますが、本店の中にはやり手も多くおりますわ。計略や賄賂で思わぬ重要人物が落ちてしまう事も……そうなった時に商人たる私達にできることには限界があります。エイギル様のご威光があれば──」

「おう」

　要は金で転んだ奴を金で取り戻そうとしても賄賂の張り合いになってしまう。

そこで俺が『さっさと止めないとぶっ殺すぞ』と手紙を出せばいいのだろう。

クレアの為だ、地位と権力をかさにきて一商人に肩入れする悪徳領主になってやろうじゃないか。

「わかった任せておけ」

　アドルフどころかそこら中から色々言われるだろうが、それでも俺はクレアの味方だ。

なにしろ彼女は俺の女なのだから。

「「ありがとうございます。辺境伯様のご厚意には──」」

　クレアとローリィが揃って頭を下げる。

そういう他人行儀なのは嬉しく無いぞ。

　すると二人は顔を上げ、悪戯に微笑む。

「ではどんな対価を御望みですか？」

「ふふふ、わかっているくせに……クレアよ、そちも悪い女よのぉ」

　劇場で見た悪徳領主のように言いながらクレアの豊満な胸とローリィの細い腰に手を回す。

「ぐふふ、ご領主様程では……あん！」

　クレアも乗ってくれたが俺の指が入ると嬌声に変わる。

二人をソファに倒すと、少しお預けとばかりに胸に手が添えられる。

「もちろん私達の身体は貪り放題ですわ。何時どこでも──」

「どの穴でも好きにお使い下さい」

　そんな嬉しい事を言われたらズボンが破れてしまう。早く脱がないと。

「それだけではなく、私達はこの地である程度の情報網を築いております。エイギル様が私達以外にも女を御所望ならいくらでも揃えますわ」

「ふしだらな熟女から御望みなら無垢な少女まですぐに」

　それは嬉しいが、一つ確認が必要だ。

「無理やりや騙して連れて来るのはだめだぞ。あくまで俺に抱かれたい女だけを連れて来てくれ」

　俺が一番好きなのは女だが、一番嫌いなのは絶望する女なのだ。

「もちろんエイギル様の愛人として募集します。ですが本来必要ないのですよ？」

　クレアが俺の服を脱がしながら言う。

そしてローリィがズボンを引き下ろし、息を飲んでから言う。

「この大きさと太さなら嫌がる女を強姦しても終わる頃には嬌声をあげるに決まっていますわ」

「この形……女を殺す武器にしか見えません。心の前に体が堕ちてしまいます」

　ともあれ俺はクレアに協力する。

説明はセリアからアドルフにして貰おう。俺から言うと文句がきつくなるからな。
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貧者と富者

「うむむ……失敗してしまった」

　俺が執務室の椅子に深く座って頭を抱えているとセリアがふくれっ面で言う。

「あの女、見事に品だけ取っていきましたね」

　今さっき、俺はスージィに特注の純金ネックレスをプレゼントした。

彼女は大いに喜び、首に飛びついて頬にキスをしてくれた。

散々飛び跳ねるので豊かな胸がゆさゆさ揺れ、スカートもめくれて面積の小さい赤下着もちらちらと見えて大変素晴らしかった。

　そしてそのまま去って行った。

「あれだけ喜んでくれたのだからすぐに抱けると思ったんだけどなぁ」

「あの女は相当男慣れしてますよ。見ればわかると思いますけど……というか！　これから亡命者云々の話をするつもりだったのにネックレスだけ持ってどっかいきましたよあの女！」

　男女の化かし合いでは俺に勝ち目は無いな。

ベッドに引き込めばなんとでもなるのだが。

「あとしばらくノンナさんには会わない方がいいです。あのネックレスは自分へのプレゼントだと思いこんでいますから」

　知られていたのか。スージィに貢いだと知れたら相当拗ねるだろうな。

見つからないように街に出よう。

「……私はリバティースの亡命者達から話を聞いてあの女の事をもっと調べてみます。そもそもあれが優秀だなんて絶対おかしいです。陰謀の匂いを感じます」

　セリアはスージィの経歴を疑っているようだ。

今更どうでも良いとは思うがやりたいなら好きにさせればいいか。

　俺は屋敷を出て街へと向かうことにする。

途中、厩で飼育係の女が仔馬に母乳をやっていたが気にはしない。




　まずは練兵場を覗いてみる。

イリジナが実に楽しそうに走り回っていた。

「ここで突っ込むのだ！　どうした、元気がないぞ！」

　その横ではマイラが中位下位の指揮官相手に延々何かを語っている。

「敵の急襲を受けた場合は大まかな規模を即座に本隊に伝達、その後に敵の戦力と圧力を分析して撤退、防戦、反転攻勢の判断を行う。戦力判断の基準となるのは──」

　どうやら戦術の講義をしているようだ。

見つかったら俺まで聞かされそうなので少し距離を取っておこう。

「ボーっとするな！」

　マイラが指揮棒で一人の頭を叩く。

男は謝りながらも少し嬉しそうだ。

俺も今夜あの棒で尻をバシバシ叩いて貰おう。

「そういえば予備役の動員は解除しないんだな」

　万が一に備えて動員した予備役の歩兵に結局出番はなかった。

無駄に動員し続けても金はかかるし、奴らも本職が疎かになるしで良い事はない。

そろそろレオポルトから解除の命令が出ると思っていたのだが。

「旧ヴァンドレア方面に不穏な動きがあります。今しばらく現状の体制を維持するべきと判断しました」

「おおう」

　いつの間にか背後にレオポルトが立っていた。

こっそり来ている事に気付いていたのか。

「気付いておりました。そして兵も皆気付いておりますが、ハードレット卿が隠れようと試みているように見えますので指摘しないのでしょう」

　レオポルトが言うと同時に兵士達が敬礼し、マイラも軽く頭を下げた。

イリジナは……楽しそうに走り回っているな。

　最初からばれていたとは格好悪い。ここは真面目な話をして誤魔化そう。

「ヴァンドレア方面で具体的な動きがあるのか？」

「南ユーグリア帝国の防諜体制は厳重で得られる情報は限定的です。しかし規模不明ながらリバティースを始め南西部に集中していた軍が一部東に移動したことを確認しております。反乱や治安悪化の懸念のあるリバティース方面から軍を移動させる意味はそう多くありません」

「また戦争か」

　レオポルトはいえと首を振った。

「全面戦争を仕掛けるつもりならば軍の部隊だけではなく兵站などの構築も必要です。故に小規模で奇襲的な作戦を行う可能性があります」

「そうか。ならそこは全部任せる。いざとなったらまたトリスタンを行かせよう」

　レオポルトは小さく頭を下げて消えるように去っていく。

　俺も別の所に行こう。

何もしない上司がうろついているのは害にしかならない。




　商店街でも冷やかそうと大通りをてくてく歩く。

　目の前から毛皮のコートと鮮やかな色の帽子で着飾った女性の一団とすれ違う。

「今日は寒いよねーあったかい場所でお茶しない？」

「じゃあルムルム亭はどう？　昨日から新作のアップルパイが出てるのよー」

「おいしそー。お小遣いがなくなっちゃうわ」

「あはは、先月も親に銀貨五枚前借りしたんでしょ？　さすがに叱られるんじゃない？」

「お茶して温まったら新しい帽子を見に行かない？　狐の毛皮が……きゃあ──!!　この人お尻触った！　痴漢よ！」

　おっと華やかな雰囲気に流されてつい尻を撫でてしまった。

「すまん。君があまりに美しかったのでつい尻を撫でてしまったよ。好色な俺と右手を許してくれ」

　女達は俺の顔を見て驚く。

「領主様!?　こんな所をお一人でどうしたんですか？」

「ははは、俺だって人間だ。買い物もするし歩きもするさ」

　五人の女達は珍獣を見たような感覚なのかわらわらと集まってくる。

彼女達は割と裕福な家の娘なのだろうが貴族うんぬんの肩書は無く俺にも気楽に話しかけてくる。

俺としてもこの方が嬉しい。

そもそもラーフェンに貴族なんて俺とマイラぐらいしかいないがな。

「領主様がお尻触ったースケベですー」

「えっちな手ですね～」

　女達は俺を囲んで悪戯な口調で咎めてくる。

よく見ると全員が若い十代後半か二十歳程度だろう。

冬の厚着で身体は見えないが、若い女と流行りの香水の香りに包まれてしまう。

「やだー鼻の下が伸びてますよー」

「いやらしいこと考えてるんですね。噂通りです～」

　ちょんと体をつつかれる。

領主になって本当に良かった。ラーフェンを守る理由がまた一つできたぞ。

「こらこらつつくんじゃない。ところでお茶はいいのか？　ルムルムのアップルパイは人気だから夕方になったら無くなってしまうぞ？」

　昨日発売の特製アップルパイは富裕層にかなりの人気らしい。

訓練終了後の夕方に駆けつけたセリアが店の前で項垂れていたからな。

彼女は賢いので同じ過ちは繰り返さない。今日は上手く手に入れることだろう。

「ほら、尻を触らせてくれたお礼だ。これでたっぷり食べてくるといい」

　金貨を一枚ずつ渡してやる。

装いから見て十分余裕のある家の娘だろうが、女に金を渡すのは全く惜しく感じない。

「わー。ありがとうございます」

「金貨分も食べたら太っちゃいます～」

「メリージュレストランにも行きましょうよ。あそこは高いからお小遣いだけじゃ厳しかったし」

　女達はきゃいきゃい騒ぎながら俺に手を振リ去っていった。

　年増も良いがやはり二十前後の女は良いものだ。

　エイリヒがいつか言っていたな、『街とそこに住む民を守る』のが領主の義務だと。

「あれは間違いだな。『女が住む街を守る』が正しい」

　さて、どこか適当な店で酒でも飲むか。

どうせならギドやクリストフでも誘えば良かった──

「そうだった。クリストフはもういないんだったな……」

　奴は俺の身代わりと言うには少々情けなかったが、ともかく南ユーグリアに捕まってしまった。

レオポルトが言う通り南ユーグリアの防諜体制は厳しく、奪還作戦どころか居場所さえわからない。

「馬鹿な奴だったが、面白い奴だった。寂しいものだ」

　やっぱり今日は一人で飲もう。

奴を弔って静かな一杯をあげてやろうじゃないか。

　なるべく静かな酒場に入ろうとした所で袖が引っ張られる。

「ん？」

　見ると十歳ぐらいの少女が袖を掴んでいるのだ。

「どうした迷子か？」

　身なりは粗末ではあるが、一応普通の服だから孤児ではないだろう。

かと言って自分の家がわからなくなる年齢にも見えない。

「どうかお恵みを下さい。お願いします」

「ふむ……」

　物乞い、しかも子どもか。

ラーフェン市内ではこういうのはほとんど見かけないのだが。

「……ん？」

　巡回の衛兵が視線を向けたので、少女を肩車してやる。

これで親子に見えるだろう。

「……ふむ」

　衛兵は視線を戻して巡回に戻って行く。

　ラーフェンではマイラが治安悪化の原因になると騒ぐので物乞いは違法になった。

見つかったら牢屋とは言わないがきつく怒られることだろう。

「帰る家がないのか？」

　少女は首を横に振る。

はて、物乞いをするのに家はあるのか。

「親がいないのか？」

　またも少女は首を振る。

「ママはあそこ……」

　指差す先では三十路ぐらいの女性が同じように通行人の袖を取っている。

お、衛兵を呼ばれて慌てて逃げたぞ。

　俺は裏路地に入った所で母親の肩に手かける。

「あのどうかお恵みを……ひい！」

　俺の顔を知っていたのだろう。

母親はまたも逃げようとするが、俺の隣に娘がいるのを見て観念する。

　ここで娘を置いて逃げ出すような母親なら肉棒で仕置きしないといけない所だった。

　母娘をお茶のできる店に座らせて事情を聞き、事態を把握する。




　家族は夫婦と子供が三人で子はまだ働ける歳ではない。

　夫は働いてはいるが、体が弱くあまり給金を稼げない。

　妻も働いていたが最近仕事でポカをしてクビになった。

　その他諸々あって手元に金が残らず、冬の人頭税五人分──金貨五枚が払えない。

　ラーフェンを追い出されたら生きていけないのでなりふり構わず金を稼ごうとしていた。




「なるほどな」

　そういえば人頭税の徴収がもうすぐだ。

領主の俺にはアドルフから上がって来る書類の表題でわかるのだ。

もちろん表題しか見ていないので内容はわからない。

「都市人頭税金貨一枚は私達には重いのです。ここで毎日買い物をする方々には小遣い程度なのでしょうけど……」

　母親はしょんぼりと俯いてお茶をすする。

　アドルフがラーフェン市民の貧富差の拡大を心配していたが実感するな。

　ラーフェンを始め街の人頭税は一年ごとに一人金貨一枚だ。

　これは小さな町や農村の年銀貨二枚に比べるとかなり高いが、街壁に囲まれて衛兵が常に治安を守り、新鮮な水が常に供給されるラーフェンの設備を建造するにはそれなりの金がかかっているから仕方ない。

　これらの恩恵は富裕層にも貧困層にも同じように行き渡っているので金持ちだけ一〇倍負担と言うのも理が通らない。

　それに都市を農村を同じ税金にするとたちまち都市ばかりに人が集まってくる。

そうなると家も足りないし食糧も行き渡らない。

そして食えなくなった者達が溢れ治安が悪化する、と何も良い事が無いのだ。

　今までのラーフェンは皆が貧しかったので問題にならなかっただけで、何をしたって豊かになる者と貧しい者は出て来るものだ。

それを均一にしようとする方がおかしなことになる。

「うぅぅ……もう人頭税の徴収まで時間がありません。こうなったら娼館で身を売るしかない……それでも子供達もろとも放りだされるよりはまだ希望がありますから」

「うむむ」

　人頭税は必要なものだし額もちゃんとアドルフが計算した理由のあるものだが、目の前で困っている親子を見捨てることもできない。

「わかった。なら一筆書いてやるから徴税官が来たらこれを見せろ」

『領主エイギル＝ハードレットの名においてこの一家を免税とする』

　これでよし、いずれアドルフが良い方法を思いつくはずだ。

「いいんですか!?」

「ああ、あまり言いふらすなよ。騒ぎになったらアドルフが文句をいってくるからな」

　母親は涙を浮かべて俺の手を取る。

「おいおい、そんなにひっつくと発情してしまう。俺は人妻も大好きなんだぞ？」

「構いません。情け深いご領主様になら……」

　母親がちらりと外に目をやる。

そこには肩を寄せ合いながら男女が吸い込まれていく宿があった。

「税と引き換えに体を奪う悪徳領主になってしまうじゃないか」

　笑いながら母親の腰に手を回す。

「人妻が民想いの領主様に不貞の恋をしてしまっただけです」

　母親の手が腕から肩、そして胸へと這って行く。

「リーチャ、お小遣いをあげるから一時間ぐらい遊んで来なさい。パパには秘密よ」

　母親は物乞いで得たのだろう銅貨を数枚娘に渡す。

　喜んで串焼きの屋台に走る娘を見ながら俺と母親は肩を寄せ合って宿に入るのだった。




一時間後

「ママ、ふらふらしてる。足が痛むの？」

「大変なことになっているのは足の付け根だから大丈夫よ」

　俺は母親と娘を見送り、酒場へと向かう。

「ママ、足に何か垂れてるわ？　なにを零したの？　すごい量だよ？」

「ナニが溢れているだけだから大丈夫よ」

　腰も少し軽くなった。

落ちついてクリストフを追悼できそうだ。

「ママ、首筋に沢山赤い痣があるね。どうしたの？」

「季節外れの虫に刺されたのよ。家に帰ったらマフラーを巻くからパパにいっちゃだめよ」

　若い女も良いが子持ち女も最高だな。

「来年の冬にはきっと兄弟が増えるわ。名前を考えておきましょうね」

「わーい！　私弟がいい！」

　夕方になって気温も下がって来た。

継接ぎのある服では寒いのだろうか、身を寄せ合いながらも楽しそうに家路に着く親子の姿は美しい。

「あぁ……それにしても凄かったわ。パパもあれぐらい大きくて太ければ良かったのに。そうしたらママも毎晩ひぃひぃ鳴けるのにね。あぁ領主様……また抱かれたい……忘れられない……」

「えーパパがおっきくなるのはいいけど太るのはやだよぉ。ママが泣くのもやだよー。領主様にだっこされたいの？」

「だっこもいいわね。だっこされながらアレだけで支えられてズボズボ……パパには何も言っちゃだめよ」

　美しい親子だ。




「あっ！　領主様ー！」

「これからお酒ですか～？」

　見れば先ほど出会った若い五人組だった。

帽子が違っているところを見るとお茶の後で買い物もしていたのだろう。

ノンナも大好きな狐の毛皮を使ったふかふかの温かそうな帽子だ。

「さっきはお小遣いありがとうございます！」

「メリージュの今日のディナーは最高ですよ。領主様もきっと気にいると思います～」

「えー、でも領主様だと五人分ぐらい必要かも」

　女達は心から笑っている。

本当に幸せそうだ。

「私達はもう食べちゃいましたけど、お酌ぐらいなら致しますよ？」

「領主様のお話も聞きたいです～」

「ははは、だがもう日が暮れる。帰らないと家の者が心配するだろう？」

　女達も夜遅くなるのは気が進まなかったのかもしれない。

俺が促すと素直に手を振り、去っていく。

「あー弟にお土産買っていかないと……連邦製の赤ワインとか言ってたんだった」

「あたしも今日は使い過ぎたー！　来月の新作ドレス買えるかなぁ」

「あなた毎回使いすぎよ。いい加減お小遣い減らされるんじゃないの？」

「やめてよ縁起でも無い！　これ以上減ったら死んじゃうわよ！」

「ふふーん。私はパパの仕事が上手く行ってるからお小遣いが金貨三枚になったもんね。頭が高ーい」

「「「「ははー奢ってくださーい！」」」」

　彼女達は本当に幸せそうだ。

「「「「「キャハハハハ!!」」」」」




「同じ金貨五枚の価値も随分と違うものだ」

　別にどちらの方が良いとも思わない。

単にラーフェンの民も色々変わったものだなぁと思っただけだ。

「少し考えてみるのも良いかもしれないな」

　貧しい者と富める者……皆が幸せになる道を考えつけば俺は名君となるだろう。

　すなわちそれは貧しい女、富める女、全ての女が俺に股を開くということだ。




「税の配分は──そして貧者への救済は──」

　考え始めた所で目の前に見知った奴が見える。

　暗くなるにつれ増えてきた酒場の怪しい光の中でもすぐにわかる。

胸元の大きく開いた服に短いスカート、むっちりした太もも、長く派手な髪……俺のスージィだ。

　その彼女を壁際に追い込むように一人の男が立っている。

「キミ本当に可愛いねー。今から一緒に遊ぼうぜー」

「えー、あたし一応領主様と仕事してるしーそういうの困るっていうかさー」

　男はスージィの横に手をついて顔を近づける。

「いいだろ～そんな格好して実は男釣ってたんでしょ？　俺と良い事しようよ、きもちーよー」

「ちょっとぉーいきなりハメとかやだー。こまるぅー」

　男はスージィの髪をかき上げで首筋に息を吹きかけている。

いや、あれは首筋にキスまでしているようだ。

しかももう片方の手でスカートをたくし上げ、むっちりした太ももを撫でているじゃないか。

　よく見ればスージィは俺が贈ったネックレスをつけているようだ。

男はネックレスを褒めながら彼女の胸元を触っている。

「すっげえエロい体、このネックレスもやらしいし……なぁいいだろ？」

「んもーこんなとこで……しかたないなぁ。あんたちょっと格好いーし、一発だけなら～」

　スージィは苦笑しながら傍の連れ込み宿に目をやり、男は嬉しそうに彼女の肩に手を回す。

　格差だなんだと考えている場合ではない。

俺の女が他の男に襲われようとしているのだ。

自分の女も守れない男が他に何もできるはずがないのだ。

　頭を振ってややこしい思考を全部放り出して叫ぶ。

「待て、そうはいかんぞ！」

　俺は思わず飛び出して二人の前に立ちはだかる。

「……なんだよあんた」

「あれー？　エイギルさんじゃん」

　俺には分かる。

スージィは一見こいつを受け入れたようにも見えるが本当はこんな男に抱かれたくないはずだ。

公衆の面前で迫られて断れず、恐怖で受け入れてしまっただけなのだ。

「俺の女に手を出すとは良い度胸だ」

　プレゼントを受け取ってくれたのだから俺の女と言えなくもない。

　俺は男がスージィにしていたように壁に手をついて顔を近づける。

「な、なんだよぉ。こんな凶悪な彼氏持ちなんて聞いてないぜ！　筋肉達磨じゃねぇか。しかもどこかで見たような……」

　男は恨みがましくスージィを見る。

「ふんが！」

　バキンと音がする。

力を入れ過ぎて手がレンガの壁を貫いてしまったのだ。

「ひいっ！」

　男は腰が抜けたのかその場にへたりこんだ。

「もう一度言うぞ。俺の女に何をしようとしていた？　返事によっては……」

　ズボンの股が濡れて行く。

「ひいっ！　すみませんでしたーー!!」

　男が半泣きで逃げて行く。

　まったくだらしが無い。

せめて向かって来るぐらいの度胸はないのか。

そうしたらボコボコにしてスージィの前でどちらがいい男か証明してやれたのに。

「怪我はないか？　悪い男は追い払ってやったぞ」

　俺は満面の笑みでスージィに振り返る。

「あーうん、すっごい余計な……。まあいっか、へたれはどの道好みじゃないし」

　スージィは息を整えながら男に触られていた太ももや首筋を撫でている。

しかし紅潮した肌と荒い息は止まらない。

「あーん、やっぱ我慢できない。ハードレットさんアソコデカそうだし……ちょっといいですか～？」

　スージィは俺の手を取り歩きだす。

「うん？」

「あ・そ・こ・に一緒にいきませんか～？」

　スージィが指差したのは薄暗い照明に照らされた連れ込み宿だった。

俺の心と股間が跳ね上がる。

「おお、ついにその気になってくれたか！」

「んふふ～」

　スージィは俺の腕を取り、胸を押し当てながら宿へ向かう。

密着した彼女を見降ろすと開いた胸元から下着どころか乳首まで見えてしまう。

「あー見てる～スケベ～」

「ふふふ、スケベだとも。もっともっとスケベになってやるぞ」

　スージィはにやりと笑って俺の耳元に口を寄せてくる。

「実はね。あたしも……『ものすっごいスケベなの』」

　ズボンが破れる音を聞きながら俺はもう我慢ならないとスージィを持ち上げて宿に走る。

　クリストフとか金貨五枚とか格差とか色々あった気がするが全て忘れてしまった。

　今俺の頭にあるのは熟れた三十路女の肉体、張りのある若い女の尻、そして目の前のスージィをどう貪り鳴かせるかだけなのだ。
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クリストフの惨劇②

「くくく……ここはどうだ？」

「ぐあっ！　痛てぇ！」

　南ユーグリア某所、湿った地下室にクリストフの悲鳴が響く。

「次はここだ」

「ああう！　も、もう少し手加減してくれぇ！」

　拷問官が腕を押し込む度、クリストフは悲鳴を上げて体が跳ねる。

「もう音をあげるのか？　だがまだまだ終わらんぞ……そら！」

「ひぎぃ！」

　悲鳴は延々と続き、やがて拷問官は椅子に腰を降ろして水を飲み始める。

「はぁ……はぁ……死ぬかと思った……俺にも水をくれ……」

　クリストフは息も絶え絶えで動けず、命だけを保たせるために水を飲まされる。




「単にマッサージしただけだろうが。どこまで見かけ倒しなのだ」

「だって痛てぇもんは痛てぇんだよ」

　クリストフは肩をグルグル回して拷問官にせめてもの反抗を示した。

「お、こりが取れてる。ツィーリア上手いんだな」

「私だって生まれてずっと尋問官じゃないぞ。もともとはマッサージをやっていたんだよ」

　拷問官はクリストフが一息ついたのを確認し、今度は足の裏へと非道な拷問を開始する。

「いたたたた！　ずっと地下室にいるからどうにも体中が凝るんだよなぁ。外に出たいぜ」

　クリストフは歯を食いしばって訴えるが拷問官が聞き入れるはずもない。

「うーん、飲み食いぐらいならなんとかしてやれるが外出となるとなぁ。毎日マッサージしてやるからそれで我慢しろ」

「やられてばっかじゃ悪いよな。今度は俺がツィーリアにマッサージしてやるよ」

「お、悪いな」

　僅かな隙をついてクリストフの反撃が始まる。

「お……なかなかいい感じだ。力を入れ過ぎないのがいい……素人が無茶しても痛いだけだからな」

「へへへ、戦果が無い分、せめて上官をマッサージして評価をあげていたんだぜ！」

「……言うな悲しくなる」

　だがクリストフの反撃は長く続かない。

「背中はこんなもんか。んじゃ次は仰向けに──いてぇ！」

「ばーか、お前が私の胸や尻ばかり見ているのに気付かない訳ないだろ。どうせ乳でも掴んでやろうって魂胆だろう」

　苛烈な罵倒がクリストフの心を攻める。

「うう……だって女に触れたいんだよぉ。大将はいい女いっぱい侍らせてよぉ……戦地でも次々ものにしていくし、俺だって頑張って口説いてるのに『愉快な人』『面白い友達』で終わっちまうんだよ！」

「お前妻も恋人もいないのか？」

　心を折られたクリストフはがっくりと頷く。

「そうか……女はいないのか」

　拷問官が一つ頷く。

「大将の嫁はこんなでっかい乳だしさ……リタってメイドもバーンと張ったでかいケツで……あぁぁぁ大将は毎日触り放題舐め放題なんだよなぁ！」

　クリストフは世の不条理を叫ぶ。

「女の前でそういう事を声に出す辺りが駄目なんだろうよ。軽薄、アホ、中身無し」

　拷問官の拷問が再開される。

非道な指がツンツンとクリストフの脇腹や太もも、胸板を襲う。

「ちょ！　やめ！　うひ！　おひょ！　やめろぉぉ死ぬぅぅ！」

「スケベ、バカ、いい男」

　クリストフをつつき終えた拷問官はそろそろ飯の時間だと立ち上がる。

「……ところで妻も恋人も無しとなればお前は童貞か？」

「ふ、バカ言うな。俺は栄光ある護衛隊だ。酒代を引いても給金は残る！」

「娼婦か──はぁ情けない」

　容赦ないデコピン拷問がクリストフを襲う。

「だがまさか地下牢では娼婦も呼べまい。しかも常に見張りがいるから自慰もな……」

　拷問官はクリストフの独房の扉を確かめる。

「ふむ……ここを目張りして……隣が拷問している時間に……ふむふむ」

「おーい、そろそろ飯の時間だぞー」

　クリストフの訴えも届かず、人間として絶対に必要な食事さえも遅れて行く。

「娼婦しか経験が無いなら童貞のようなものだよな……ふふ、新しい下着はちょっと冒険して見て……」

「おーい、腹減ったぞー」

　過酷な拷問は終わらない。

クリストフに光は無かった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（待）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（奮起）ソフィア（愛人）セクリト（食客）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（疾走）クララ（追跡）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（調査）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（混乱）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（出撃準備　喜）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（修羅場）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

虜囚

クリストフ（苛烈な拷問）

人外

ブリュンヒルデ（激オコＷ＋）ラミー（ラミア）アルラウネ（裸）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（工事中）メッサーシュミット（寝）シュバルツ（育児）フェルテリス（発見）

領民 二十一万二千人　難民五千人

重要都市　ラーフェン 三万七千人　リントブルム 六五〇〇人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一四五〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵二四〇〇　砲兵四〇〇（予備役弓騎兵動員）

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨一三七五　五人娘（五）スージィプレゼント（二〇）

経験人数七七二人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６７話　悪い恋人　♯







「やっとその気になってくれたな」

「ふふん、プレゼントとか色々くれたもんね～」

　宿の部屋に入るとスージィは内側から鍵をかける。

　普通の行為だがもう逃げる気はないと宣言されているようで興奮が増した。

「ああ、お前に気に入られようと頑張ったんだぞ」

「体が目当てなんでしょ？」

　スージィは悪戯に言いながらゆっくりと歩き、俺も笑いながら追いかける。

「全然隠さず見てたよね～。胸とか──」

　前かがみになるスージィ。

挑発的な上目遣いと適度に乱れた金髪も魅力的だが、何より胸の谷間が視線を吸い寄せる。

「太ももとか──視線、隠そうともしなかったよね」

　彼女自身の手が膝から太ももへと撫で上げる。

ただでさえ短いスカートが捲れて下着を留める赤い紐がちらりと見えた。

「あははーエイギルさんすごい目ー。息も荒いし、まるで野獣だー」

　必死に覗きこむ俺を指差してケラケラと笑うスージィ。

「お前こそいやらしい格好で俺を誘っていたじゃないか」

「うふん。わかんないでーす」

　前屈みに靴を直す彼女の下着を覗いた時も、俺の視線に気付いて咎めるではなく、一層屈んで尻に食い込む下着を全て見せてくれた。

　何か聞く時は基本的に前屈みで谷間が見えない時の方が少ない。

　ただ歩くだけでも尻をいやらしく振って歩くので俺はもちろん、屋敷中の男が振り返ってしまうのだ。

　今も彼女は胸元が開き、スカートは短い、しかも全体的にぴったりした体のラインを見せつける以外の目的が無さそうな服を着ているのだから仕方ない。

「ここまで露骨に見られると逆に気持ちいいかも。見てるくせに『興味無いです～』みたいに顔逸らすのは格好悪すぎだけど」

　そう言うとスージィは両手を広げた。

俺は戦場で相手の隙を見つけた時のような勢いで飛び込み、彼女の腰と肩に手を回して唇を奪う。

「わっ速！　んむっ！」

　見るからに男慣れしている彼女に唇を合わせるキスから始める必要はない。

即座に舌をねじ込んで歯茎を舐めまわし、更に奥に進んで彼女の舌を絡め取る。

「んっ……んっ……やっぱり野獣……んむっ」

　最初こそ驚いていたスージィだがすぐに俺の顔を両手で挟み舌を伸ばして応えてくれる。

　俺達のキスは純情とは程遠い肉欲的なものになっていった。

　男慣れしていると見て遠慮なく舌を突っ込んでいるのだが、彼女もただ受けるだけではなく、隙を見ては逆に俺の口内に舌をねじ込んで来る。

　俺達は目を閉じる事も無く至近距離で相手を見ながらその反応を楽しむ。

「ぷはっ、じゅる！　んむ！」

「ふぅっ、んんん！」

　時折息継ぎに口を離すが俺が離せばスージィが首筋を抱いて引き寄せ、彼女が離せば俺が腰を引き寄せて再び唇を奪う。

　ぼたぼたと床に唾液が滴り落ち、俺達の口もドロドロになっていく。

ロマンスの欠片もないキスは互いの性感を高めていく。

　そろそろ次の段階に移行しようとスージィの胸を触る。

　結構な頻度で見える谷間は欺瞞ではなく、かなりの大きさの乳だった。

巨乳でありながら弾力もある良い乳房で、しかも服の上からでもはっきりと乳首が勃っているのがわかる。

「んっんっ！　……ふふん」

　彼女が俺を見てニヤリと笑う。

まるで先に手を出した俺を早漏と笑っているようだ。

　俺はせめてもの反撃に大量の唾液を流し込んでから尻にも手を伸ばす。

　乳と同じく大きく弾力のある尻だ。

肉棒を沈めれば深く入るだろうし、激しく打ち付けても平気だろう。

男を誘惑し子種を発射させるためにあるようないやらしい尻だ。

「んぐっ！　んぐんぐ……ふふ」

　スージィは何の抵抗も無く唾液を飲み干してから再びニヤニヤと俺を見る。

この小馬鹿にされたような視線もたまらない。

「たまらん」

　キスをしながら開いた胸元に手を入れる。

「ふふん」

　その手を軽く抓られてしまう。

痛みを感じる程ではないが、拒絶されたのにしつこくする真似は男として情けないので出来ない。

　仕方なく今度はスカートの中に手を入れて赤い下着に包まれた尻を触るが、これも手を抓られてしまう。

「がっつきはだめー。今は服の上から」

　そう言って顎から鼻先までを舐められる。

　焦らされてしまっているが仕方ない。

男は女の言う通りに礼を尽くして体を求めないといけないのだ。

「なら服の上から昇らせてやる」

　俺は服の上から胸や太ももを触り続ける。

乳房を優しく揉みこみ、乳首をこね、太ももを撫でさする。

「んー！　ん♪」

　スージィも俺の愛撫を気にいってくれたのか抵抗もなく気持ち良さそうに身を任せてくれる。

だが残念ながらすぐに昇天してくれそうには見えない。

　ただ体を撫でまわすだけでは男慣れしているだろう彼女には不足のようだ。

「んんん……ん!?」

　俺は彼女の太股を掴んで持ち上げ片足立ちにする。

もちろん倒れないようにしっかりと支えるが突然のことにスージィは目を見開いた。

ふふふ、ここからが本番だぞ。

「ふん！」

「ああっ！」

　俺は彼女の太股と腰を掴み、引き寄せるように自分の腰を打ち当てた。

　スカートと下着ごしに硬くそそり立った男根がスージィの股間を押し上げる。

もし俺達が全裸であれば子袋まで挿入されたであろう動きだ。

　スージィは唇を外して俺に抗議の目を向ける。

「ふふふ、ちゃんと服の上からしたぞ」

「えーちょっと反則っぽいかも～。てかすごい……スカートごと入ったかと思ったぁ」

　スージィは抗議の声をあげてから体を離す。

「でも今の効いたわぁ。そろそろあたしもキてる」

　スージィは俺から五歩程の場所でこちらに振り返る。

　彼女は挑発的な笑みのまま、上着を大きく肌蹴て足元に落した。

　下着だけになった豊かな胸が揺れる。

「おぉ……」

　俺が思わずあげた感嘆の声を心地よさそうに受けたスージィは後ろを向き、胸を覆う下着を取り去る。

そして両手で乳房を覆ったままこちらを振りかえった。

「手を……手を外してくれ……」

　スージィの大きな乳房はとても片手では覆いきれない。

だが肝心の部分──先ほどまでの濃厚なキスと愛撫で硬くなっているはずの乳首が見えないのだ。

「えーどうしよっかな」

　スージィはニヤニヤしながら机の上に置かれた安っぽい木製カップと布巾を床に払い落して腰掛ける。

「パンツも……脱いじゃおっかなー」

　彼女がスカートに手を入れてもぞりとすると、下着の紐が垂れ下がる。

「もう片方の紐も……外そっと」

　本来数秒で済むはずの作業を数分かけてゆっくりと行う。

もどかしすぎるぐらいの遅さだがそれがいい。

　やがてスカートの中から赤い下着が床に落ちる。

ひらりとではない、面積の少ない布はべちゃりと濡れた音を立てて落ちたのだ。

「あーあ、全部見えちゃうかもー」

　言葉に反して俺からスージィの大事な場所はまだ見えない。

唯一残された服であるスカートが最高の場所を隠してしまっているのだ。

　だがそれもかなりきわどい。

何しろスージィは高さのあるテーブルの上に乗っている上に俺に向かって足を開いているのだから。

「もう少しだ……もう少し足を開けば見える」

「えー、こわーい」

　言いながらもスージィは少しずつ足を開いていく。

だがまだ見えない。ギリギリの所をわかって挑発されているのだ。

「んふー」

　スージィはまるで幻想の肉棒を舐めしゃぶるように舌をいやらしく出しながらスカートを少しずつ捲り上げていく。

スカートが少しずつ上がりむっちりした太ももの根元が見えて来る。

　普段から履いている短いスカートでも見えず、陽にまったく焼けていない白い太ももの上部がどんどん露わになっていく。

　俺はいつの間にか草むらに身を隠す獣のように姿勢を低くしていた。

なんとかして彼女の中身を覗こうと体が勝手に動いてしまったのだ。

「くふ」

「む……」

　彼女の髪と同じ金色の毛が顔を出した所で突然手が止まる。

　スージィは扇情の笑みで俺を見る。

そして俺が情けなさそうな顔で彼女を見上げるのを見て満足そうに動きを再開した。

「はいどうぞ～」

　スカートは完全に捲りあげられ、スージィの全てが晒された。

　清楚とは正反対のいやらしい穴は見るからに使いこまれ、僅かに肉をはみ出させている。

だが若い上に手入れがされているのか色は薄く、熟女のそれともまた違う色気を放っていた。

　そして何より僅かに開いた入口から透明な汁が──。

「きゃあ！」

　気づけば俺は低くした姿勢から肉食獣のようにスージィに飛びかかり、スカートを履いたままの両太ももを抱え込んで股にしゃぶりついていた。

「ちょ！　あっ！　強引なのはやだってばー」

　言いながら俺の頭を掴む彼女の両手は突き放すのではなく、逆に引き寄せている。

　遠慮は不必要だし、獣欲も抑えられない。

これでもかと音を立てながら穴に舌を突っ込み、愛の汁を下品にすする。

「あん、んんっ！　うっひゃー舐めるの上手……乱暴なだけじゃないんだね～」

　何か気の利いた返事をしようと思ったが、頭を抑えられているので話せない。

肉穴との会話で勘弁して貰おう。

「あー舌長い……その吸うの良い……もっと上側舐めて……あっそれいい！」

　スージィは遠慮なく自分のして欲しい事を主張してくる。

言う通りにしてやるとその度に甲高い嬌声と大量の汁で応えてくれた。




「ねぇ、次はエイギルさんのも見せてよ」

　スージィは俺の愛撫から抜けだしてベッドに座る。

「おう、おっと」

　躊躇する理由は無い。

早速ズボンを脱ごうとするが、内側から破ってしまったせいで変にほつれて上手く脱げない。

引き裂いてしまってもいいのだが、下半身全裸にマントを羽織って帰る羽目になるからな。

「あはは！　脱ぐだけなのに何してるの～笑える～」

　スージィからは童貞が慌ててズボンを脱ごうとしているように見えているのだろうか。

　だがその笑いは俺が強引にズボンを脱がした瞬間に固まってしまった。

「え？　なにそれ？」

「男根だが」

　スージィの口がポカンと開く。

まさか失望させたのだろうか？

今までの行為でほとんど最高潮になっているからこれで短小と言われてしまったら打つ手がないぞ。

「や……」

　彼女の驚愕の表情がゆっくりと歓喜に変わっていく。

「す、すごーい！　超おっきい！　やったぁ！」

　目を輝かせるスージィ。良かった、失望させた訳では無かったようだ。

「うっひゃー！　これマジでチンポなの？　こんなおっきいの初めて見た！　すごいすごーい！」

　スージィは心から楽しそうに言い、遠慮なく男根を掴んでくる。

初めて体を重ねる男を前にこの仕草は他の女が見れば淫乱と軽蔑するのかもしれない。

「うわ硬！　しかもこの筋なにー？　ゴツゴツで木の根っこみたいじゃん！」

　だが俺には無邪気に男根をいじり回るスージィが玩具で遊ぶ子供のようで愛しく思える。

「そんなに大きいか？」

「これ半端じゃないって！　巨根自慢の男ともヤったことあるけどこれの半分あったらいい方だって！　ひゃーすごい、服の上からおっきいのはわかって期待もしてたけど……ここまでとは思わなかった！」

　そんなに褒めると更にでかくなってしまいそうだ。

「これならあの女の人が叫びまくってた理由もわかるわ～。ほら、四十路超えで子供いっぱいのおばさん」

「おい」

　まさかそれはメルの事を言っているのか？

「さすがにあの年で子供産みまくってたらアソコ緩いだろうし絶叫は演技でしょーとか思ってたけど……これなら仕方ないよね～」

　悪気は無さそうだしメルを罵る意図も感じないので不問にしておくが、絶対に部屋の外で言うなよ？

本人の耳に入ったら血どころか臓物の雨が降るぞ。

「ねえ、しゃぶってもいい？」

「もちろんだ」

　許可を出すとスージィは俺をベッドに倒して股の間に入ってくる。

そして本当に楽しそうに笑いながら肉棒に舌を這わせる。

「うっわー、まるで腕舐めまわしてるみたい。先っちょも太すぎ！　どう咥えようかなぁ」

　スージィは遠慮も恥じらいもなしに舌を思い切り出して男根をしゃぶる。

　根元から先端まで舌が這い回るが、ただ漫然と這うのではなく敏感な場所に来ると小刻みな動きに切り変わり、上目使いに俺の表情を確認して攻めを変えていく。

　女を侮辱するつもりは無いが、もう男慣れと言うより淫乱と言った方が良いだろう。

「玉もすご！　ねぇいじってもいい？」

「もちろんだ。好きにしてやってくれ」

　何しろ初めて体を重ねる男の玉を舐め、陰毛を引っ張って笑い、なんと尻穴まで舌でつつくのだから。

スージィは性交を子作りではなく、完全に娯楽として楽しんでいるのだ。

　ここまで割り切ってくれると俺としてもありがたい。

遠慮なく遊ばせて貰うとしよう。

「そろそろいい？」

「俺も入れたい」

　目が合って笑う。

「上乗っていい？」

　スージィは返事する前に騎乗位の姿勢を取る。

「悪いな。楽させて貰うよ」

「ほーい。あたし巨根とハメる時は上に乗るって決めてんだよね」

　上に乗って腰を調節するスージィ。

ヘコヘコ動く腰とつられて揺れる乳房に視線が吸い寄せられる。

「先っちょ膨らみ過ぎ……これで入るかな……ん？」

　俺の視線に気付いたスージィはにやつきながらわざと腰を前後させて挿入を焦らす。

まるで娼婦が客を弄ぶ時のようだ。

「あ、娼婦みたいって思ったでしょ～」

「ははは」

　スージィは笑顔のまま俺を非難して再び位置を調整する。

「あたしも実は娼館で軽く稼ぐか、士官学校行くかで迷ったんだけどさ。友達が士官学校は女に飢えたいい男多いって言うからさー」

　マイラが聞いたら張り倒すだろうな。

「ま、やってることは一緒──んうっ！」

　スージィが腰を一気に落す。

男根が熱い女の沼の中に沈み込んでいった。

「かはっ！　やっぱでかい……苦しい……」

　天井を見上げて激しく息を吐きながらも彼女は腰を動かし始める。

「いいぞ。すごい締め付けだ……きゅうきゅうしてくる」

「うっ！　うっ！　あっ！　あ、あたしちょっと緩めなんだけど……ああぅ！　エイギルさんの大きさじゃ、ひぃん！　誰でもそうなるって」

　スージィは俺の胸に手を置いて腰を上下に動かす。

目の前で大きな胸がゆさゆさと揺れる。

「胸を掴んでもいいか？」

「いいよー、ってうわっ！　胸触ったらおっきくなった！　もう限界だってばぁ！」

　限界と言いながらも腰の動きはどんどん激しくなっていく。

「てかエイギルさん、これ本気でやばいって、オークよりでかい……今までどうやって使ってたの？」

「どうと言われてもなぁ」

　普通に挿入する以外にどうしろと言うんだ。

振りまわしても魔法は出ないぞ。

「いつも一緒にいるセリアって娘もヤってるんでしょ？　よく撫でられてメス顔してるし。あの娘にもコレ入れてんの？」

「もちろんだ。セリアは可愛い俺のセリアだからな」

　俺はスージィの硬くなった乳首を軽く抓る。

「それでも初めてでここまで入る女はなかなかいない。嬉しいよスージィ」

　スージィは身長１７０ｃｍ無い程度だ。

むっちりしてはいるがイリジナやセクリトのような一八〇に届く大柄な女ではない。

それなのに俺の肉棒はほとんど彼女の中に入ってしまっている。

「あたしもかーなりシたからねー。でも本音言うと今相当無理してる……めちゃ苦しいし、冷汗やばい。目茶目茶長い上にぶっといからさ、硬すぎていくら締めても拡げられるし」

　んはっと一息吐いてスージィが後ろに仰け反る。

彼女は手を胸板から外し、後ろ手に俺の太股を掴んでバランスを取った。

「む……乳がいってしまった」

　揉めるものがなくなったので彼女の全身を軽く観察して有る事に気付く。

「ん？　腹に怪我をしているのか？」

　スージィの腹、正確には臍の所に小さな傷があったのだ。

「あーこれ……引く男もいるから外してたんだけどねー。まあいっか」

　スージィは俺に乗ったままベッドの上に散らばった小物入れからある物を取り出す。

それはキラリと銀色に輝くピアスだった。

「ピアス？　俺は腹の傷の事を聞いて──」

「ふふ、このピアスはさ。耳じゃなくて……こっちに着けるんだよ」

　スージィのヘソにピアスが光る。

「前に付き合ってた変態趣味の男につけられちゃってさー。今は止めてるけど実は乳首にも──きゃああ!!　なによこれ！」

　女の腹、まして乳首に穴を開けてピアスをつけるなど決して褒められることではない。

だが何故かスージィの腹についたピアスを見ると説明できない快楽に襲われる。

当然、肉棒も一気に膨張する。

「ちょ！　マジ限界！　破裂する！　なんでヘソピにそんな興奮すんの!?」

　慌てて肉棒を引き抜いたスージィを追いかけて後ろから尻を掴む。

「もう抑えきれん。このまま最後までさせてくれ」

「なら立ちバックでお願い。それならあたしかなり乱暴にされても平気なのよ」

　スージィはベッドから立ち上がり先ほど淫技を披露したテーブルに手をつく。

改めて後ろから見ると彼女の尻は本当に大きく、乱暴な行為にも耐えられそうだった。

「いくぞ」

「はーい。あーお尻に乗っかる重さ半端ないわ……もう腕じゃん」

　俺は後ろから彼女の腰のくびれを掴み、一気に挿入した。

「おう！」

「ああっ！」

　バチンと肉の音が響く。

俺の腰とスージィの尻が当たる。肉棒が根元まで入ったのだ。

「おお、全部入ったぞ」

「あたしお尻大きいから後ろからだと──ああん！」

　これ以上言葉は要らない。

俺は彼女に激しく腰を打ち付ける。

　打ち付ける度に大きな肉の音とスージィの喘ぎ声、そして俺からも呻き声が漏れる。

「最高だスージィ。なんて良い体……良い女なんだ」

「エイギルさんもすごいよ。すっごい巨根、最高……」

　最初こそ受けに回っていた彼女だが、すぐに調子を取り戻して俺の動きに腰を合わせてくる。

「なんてスケベだ！　なんて淫乱だ！　なんていい女なんだ！」

「ああん、嬉しい！　もっと突いて！　ガンガン突いて！」

　俺はスージィの尻を跡が残るほど掴み腰を振り、互いの嬌声さえ聞き取りにくい程肉の音を立てる。

彼女は自分の乳房を両手でこれでもかと鷲掴みにして発情期の猫のように吠えた。




「隣すごいな」

「うん……パンパンって激しいね」

　安宿独特の薄い壁の向こうから聞こえる声も気にはならない。

「叫びながらやるとか、スケベ同士なんだろうなぁ」

「ふふ、私達も負けずにやろう？　ね、ギド」




　興奮の高まった俺達は更に激しい行為を求める。

「スージィ持ちあげるぞ！」

「え？」

　返事は聞かず、俺は挿入の角度を変え、肉棒だけで彼女の体を持ち上げる。

「うえっ!?　え？　マジで!?」

　両手は乳房に回すが揉みほぐすだけだ。

全体重のほとんどを肉棒で支え、更に腰を振りたくる。

「ぷ……あははは！　すごいすごーい！　チンポ一本で持ち上げられちゃってる！　こんなの駄目、笑っちゃう!!」

　手足をばたつかせて笑いながら感じるスージィ、俺も一緒になって笑うが獣欲はもう限界だった。

「もう出るぞ、どこがいい？」

「はぁはぁ……いいよ。中でいいよ」

　俺も当然中で出したいがこれだけ楽しんだ後だから物凄い濃さだろう。

行為前に避妊薬を使っている様子も無かったし、若いスージィは確実に妊娠してしまう。

「いいのか？　妊娠するぞ？」

「大丈夫、あたし日課で朝夕避妊薬塗ってるから」

「なんて淫らな女だ！」

　それがとどめとなり男根から大量の種が噴出してしまう。

「熱！　え？　え？　ドバドバ音立てて出てるんですけど!?　お腹膨らんでるんですけど!?」

「ぐおおお……うおおお……」

　スージィを持ちあげたまま射精を続ける。

肉棒一本で支えているので射精の脈打ちに合わせて彼女の体は規則的に揺れる。

「これやばくない!?　こんな出されたら避妊薬流れ出して妊娠するかもぉ……」

「もう……手遅れだ……おぉぉぉ……」

　今更引き抜くことなんて出来はしない。

俺はスージィの体を抱きしめて最後まで精を放つ。

　いつもながら種を出す音が部屋中に響く。




「隣の音おかしくねえか？　まさか部屋の中で水浴びしてるのかよ？」

「そういう部屋もあるんだろ？　それより綺麗にしてきたからよ……俺のケツたっぷり味わってくれよ」

　隣の部屋の声も気にならない。




「ふぅ……良かったぞ」

　種を出し終わると肉棒は硬さを失い、自動的にスージィが床に降ろされる。

「あたしも良かったぁ……」

　ぐったりとしたスージィをベッドに横たえ、腕枕に彼女を乗せて髪を撫でながら言う。

「どうだ、俺のこと気に入ってくれたか？」

　彼女も俺の胸に顔を埋め、後戯なのか乳首にキスをしてくれる。

「さいこーだった～。チンポはでかいしテクはあるし、精力も……」

　スージィが種を放ったばかりの股間に手を伸ばす。

途端にシーツがムクムクと盛り上がる。

「底無しっぽいしね……おまけにお金も権力も……」

「ならスージィ、俺の女になってくれないか？　もちろん大切に扱うから」

　俺もシーツの中に手を突っ込み、彼女の股間に指を入れる。

「んっ！　あん！　あたし欲しいブレスレッドあるんだけど～」

「すぐにでも買ってやるさ」

　そう言ってやるとスージィは嬉しそうに唇を重ねて来る。

「ならあたしエイギルさんの女になる～」

「ははは、嬉しいよ。さあ二回戦だ」




　こうして俺とスージィは恋人になった。

少なくとも俺はそう思っていた。




　スージィを自分の女にして上機嫌で家に帰るとセリアとプチチェリーが仁王立ちしている。

どっちも小さいので仁王立ちしても可愛らしいだけなのだが。

「どうした、可愛らしい顔が台無しだぞ」

　ふにゃりとセリアとプチチェリーの表情が緩むが、チェリーは一秒、セリアは十秒で表情を戻す。

「あのスージィと言う女の経歴について詳しく調べました。プチチェリー情報官も──」

「ミルクーラです」

　やっぱり拘るんだな。

「──コホン、ミルクーラ情報官の協力も得て調べた結果がこれです」

　なになに……。

俺が読む前にプチチェリーが読み上げる。

「彼女が士官学校次席卒業なのは間違いありません」

　まぁそれはリバティースの面々が言っていたからな。

「しかし彼女の能力には深刻な疑問が残りますので亡命者を中心に詳しく調査した結果……」

　資料に目を通す。

「彼女は性的にかなり奔放で──亡命者の中だけでも複数の男と関係を持っています。ざっと聞き取っただけですが恐らく経験人数は数百人に届くかと……」

「とにかくすごい淫乱女なんです！」

「こらこら、そんな悪口はいかんぞ」

　淫乱なのはわかっているがいいじゃないか。

男も女もスケベなのはいいことだ。

「まあそれは能力とは関係ありません。私も人のことは……ゲフン！　彼女は入学試験の試験官と肉体関係を持っています。彼女の試験答案だけが何故か三日後に採点されて合格判定を受けています」

「絶対に不正です！　限りなく黒です！　体で合格を取ったんです！」

　プチチェリーが冷静に言い、セリアが騒ぐ。

「まあ待て、そうとも限らないじゃないか」

　俺も正直怪しいと思うが既に彼女は俺の女だ。庇ってやらなければならない。

「更に士官学校の教官が亡命者の中におりましたので聞き取りをした結果、彼女は基礎座学から実技、戦術演習まで全ての教科を理解しておらず、そもそも授業をさぼることも多かったようです」

　でも次席なんだろう？

「……彼女は複数の担当教官と愛人、恋人関係にあったことが判明しています。欠席は公休、授業態度は全て特良、試験は数日遅れて再評価されることがほとんどだったとか。ちなみに担当教官が女性の科目の成績は他と比べて目に見えて悪かったようです」

「こんなの間違いないじゃないですか！　あの女はベッドで試験を受けてたのです！」

「まあ待て、まだわからん」

　理由の無い誹謗中傷は駄目だぞ。

「リバティースの士官学校は三年制となりますが、彼女は三年間ずっとクラスメイトの男性全員とその……性行為をする仲だったようです。記録では十八度、教室での性行為を注意されていますが、全て処分保留となっています」

「クラス中の男を味方につけてカンニングやり放題だったんです！　不正女です！」

　セリアが興奮している。

こいつも真面目だからな。

「ちなみに任官直後に上官から能力不足を告発されていますが……後に取り消し申請がされています。本人が亡命者の中にいたのですが、彼女と性的な関係にあったことを認めています」

「もう黒です！　まっ黒です！　漆黒じゃないですか！」

　俺は息を荒げるセリアの頭を撫でて落ちつかせる。

「まあ彼女にそういう疑いがあることは認めよう。だが疑いで人を判断するのは良く無いな、このことは俺達の心の中に留めておこう。よく調べてくれた」

　俺はそう結んで二人に微笑みかける。

「もう疑いなんてありませんけど────あ！」

「どうしてそこまで彼女を庇うのか────あ！」

　足早にその場を去ろうとするが後ろから足音が二つついてくる。

「エイギル様……ヤりましたね？」

「彼女に乗りましたね？」




　大股で歩く俺にトコトコと小走りでついて来る二人、すると廊下の端で何やら言い争う声が聞こえる。

「スージィ、そのネックレス何よ！」

「うっさいなぁ。だーからエイギルさんに買って貰ったんだって。好き合ってるのよあたし達」

　どうやらソラナとスージィが言い争っているようだ。

仲裁すべきだが、まずは事の次第を把握しようと角に隠れる。

　セリアとプチチェリーも俺の背中から覗く。

「どうせまたベッドに引き込んで色々したんでしょ！　貴女全然変わってない！　ハードレット卿は既婚者なのよ!?　貴女の浮気が奥方にばれたら私達全員の立場が……」

「あーはいはい、変わってませんよー。ソラナ本当にお硬いね～、これが首席様と次席の違いって訳？」

　どうやら二人は同期でソラナが首席だったようだ。

「貴女と一緒にしないで！　私は死ぬ気で勉強して頑張って……貴女は教官と寝ただけじゃない！」

「同級生とも寝てたけどね～」

　ケラケラ笑うスージィを前にソラナが地団太を踏む。

「だいたいソラナが首席になったのは恋人も作らず勉強ばっかしてたからでしょ？　寂しい女～」

　スージィの挑発にソラナの顔色が変わる。

いかん、あれは手が出る。

「待って下さい。もう少し」

　止めに行こうとしたがセリアに止められる。

ううむ、殴り合いになったら絶対に止めるぞ。

「よ、よ、よくも言ったわね……私だって……恋人と、ミ、ミシェルと付き合って……それを……」

　ソラナは興奮のあまり上手くしゃべれなくなっているようだ。

「ミシェル？　あーはいはい思い出したー」

「一年の冬に彼の誕生日だから頑張ってケーキ焼いて、お料理も作って、ロマンチックな雰囲気で初体験になると思って……彼の部屋に行ったら!!」

「ミシェルはあたしの上で腰振ってたのよね♪」




「「うわぁ……」」

　セリアとプチチェリーの声が重なる。

どうやらソラナは恋人をスージィに寝取られてしまったようだ。




「結局ミシェルとはそれっきり！　貴女が私の青春をぶち壊したのよ！　それから私は男なんて構わずに勉強して訓練して！」

「つまりあんたが首席になったのはあたしのおかげ？　なら今度お酒でも奢ってよー」

「うるさーーーい!!」

　おお、遂にソラナが咆哮した。

「許さない……絶対許さないんだから……いつか淫乱の罪で地獄に落ちるんだから！」

　物騒な事を言っているが泣いているのはソラナの方だ。

　涙声で叫ぶソラナにさすがに罪悪感が沸いたのかスージィが近づいていく。

「あー、ソラナ……ミシェルのことだけどさ」

「……今更謝罪なんて聞かないわよ」

　スージィがニヤリと笑う。

「あ、これ駄目なやつです」

　セリアも直感したようだ。

「ミシェル、チンポでかそうだから摘み食いしてみたけど大したこと無かったわー。しかも童貞だったから下手くそな腰振り三分でビュー……つまんなかったわよー。ソラナはヤんなくて正解！」

「」

　パクパク魚のように口を動かすソラナに更なる追い打ちが入る。

「まぁ……男前ばっかだと食傷するでしょ？　口直しにああいうゲテモノも良かったかも。じゃね」

　スージィは無言になったソラナの肩を叩いて去っていく。




「ひどい女です……」

「これでわかりましたか？」

　セリアとプチチェリーがじっとりと俺を見る。

　俺も正直自信が無くなってきたが、それでも自分の女は信じるべきだ。

「スージィは悪い女だったのだろう。だが今もそうとは限らない。過去ではなく今を見るべきだ」

「現在進行形で悪い女だと思いますけど」

「知りませんよ。本当に……」

　二人の声に曖昧に頷きながら、俺は声をあげて泣きだしてしまったソラナの元に向かうのだった。








第３６８話　突然の襲撃







ハードレット領東南部　キサット周辺

　窓から差し込む朝日を感じながら一人の兵士が目覚める。

「くぅー……ちっまだ起床時間前じゃねえか。隙間風のせいで目が覚めちまった」

　兵士……ギュランは悪態は吐くが陽の昇り具合から考えて起床時間が近いのも間違いない。

二度寝すれば寝惚け眼で点呼を受けることになり、口うるさい指揮官に怒鳴られることは間違いない。

　ギュランは起きあがり、部屋に置かれた水瓶に取りつき冷え切った水を飲む。

「……うるせぇよ」

「殺すぞ……うぅん」

　だが周りの兵士にとってはそれさえも朝の心地よい眠りを妨げる騒音であり、即座に文句が飛ぶ。

「へえへえ、外に出ますよ」

　ギュランは溜息をついて冷たい外気に身を晒した。

　駐屯地は気の荒い男ばかりが集まっているだけあって和気藹々の雰囲気はないが張り詰めた緊張感も今は無い。

　そもそもキサット周囲に駐屯地が作られたのは炎痘病を押さえ込む部隊を受け入れる為だった。

その炎痘病も今は通常の態勢で十分となり特に私軍が果たすべき役目はない。

　またリバティースとヴィルヘルミナとの戦争に領主であるハードレット辺境伯が援軍に赴いた際には報復や牽制の侵攻も考えられると緊張状態になった。

兵数も次々と増員され、リバティースに行かなかった私軍兵士のほとんどがこちらに配置されたと言って良かった。

　しかし侵攻はなく、張り付いた部隊は警戒体制のまま延々と待ちぼうけるだけであった。

結局そのまま戦争はリバティースの降伏で終了したのだ。

「援軍に行った奴は災難だったが……俺達には関係ないわな」

　建屋の外に出たギュランは声を気にせず大きく伸びをする。

しかし寒さが身を打ち、すぐにまた背中を丸める。

　死んだ兵士には気の毒だが、この戦いの結末に特に思う所はない。

それがハードレット領民のみならずゴルドニアの民ほとんどの意見だった。

　この場所を守る──ただ陣地に籠っているだけで守っているかは疑問だが──ギュラン達の興味も南ユーグリアの動向よりもいつラーフェンに戻れるのか、次の遠征娼婦はいつ来るのか、に移っていた。

　その時、ワッと怒声が聞こえる。

続いてドタドタと駆けまわる足音、そしてバケツか何かを蹴っ飛ばした金属音だ。

「夜番の奴らの喧嘩か？　朝っぱらから笑える奴らだ」

　ギュランは笑いながら声のする方に向かう。

寒空の下でただ座っているよりも喧嘩騒ぎを見る方がまだ面白そうだったからだ。

　だが騒ぎは彼の期待を遥かに超えていた。

「緊急連絡だ！　南から武装した騎兵の集団が接近中！　直ちに戦闘態勢を取らせろ！」

「敵は早いぞ！　伝令のすぐ後ろまで迫っている！　時間が無い！」

　馬を飛ばしてきた伝令が疲れて座りこみ、その周囲で指揮官達が騒いでいる。

「おいおいマジかよ……なんも聞いてないぞ」

　戦争は終わったはずだった。

また始まるにしても上から連絡ぐらいはあるはずだ。

　槍も鎧も持っていない事に気付いた兵士が宿舎へ戻ろうとすると見張り台にいた兵が声を張る。

「南から所属不明の騎兵が多数！　土煙りで総数わかりません！」

「嘘だろ……伝令が今来たばっかりだろうが」

　小走りだったギュランは全力疾走で宿舎に転がりこむ。

「一体何の騒ぎだ……どわぁ!!」

　寝惚け眼で悪態をつく同僚のシーツを引っ張って床に落す。

「全員起きろ！　敵だ、なんだかよくわからんがとにかく敵が来たぞ！」

「敵!?　どこから？」

「バカ野郎！　モルトが攻めて来るはずないだろ。南ユーグリアだよ！」

　ドタバタと騒ぎながらも十分に訓練されている彼らは鎧を着込み、得物を持つ。

五分もしないうちに完全武装の二十人が建屋の前に並ぶ。

　そこに見るからに慌てた指揮官が寝癖をつけたまま走り込む。

「総員準備は……できているな！　よし、俺達は駐屯地を出て敵を迎え撃つ。敵を足止めして時間を稼ぐのだ！」

「時間稼ぎ？」

「いや、キサットの南にも部隊がいくつもあっただろう？　まさか全部やられたのか？」

　指揮官は兵士達の疑問には答えない。

というよりも彼自身もそこまで状況を把握している訳では無いのだ。

「とにかく俺達のやることは一つだ。長槍を突き出して敵を防げばいい。すぐに援軍が来る」

　兵の顔に不満や疑問はあるが、脅えはない。

しょっちゅう戦争をしているハードレット軍の兵士は経験豊富な者が多い。

生き残るには秩序を持って動くことが必要だと身をもって知っているのだ。

　ギュラン自身も命を賭けた戦闘を十度は経験している。

戦闘の前に小便をちびるような事はもう無い。

　駐屯地の外に出るとすぐに敵が視認出来た。

「うわ……」

「マジかよ……」

　同僚達が口汚く罵り、舌打ちをする。

立ち上る土煙りと無数の馬蹄の音が攻撃が本格的な規模だと教えてくれていた。

　さすがに困惑したギュランだが、続々と駐屯地から出て来る味方を見て僅かに安堵する。

領主の私軍は千差万別、権威付けのお飾りだったり夜盗もどきの集団だったりだがハードレット軍は王国軍にも引けは取らない精鋭だ。

若干の堅苦しさはあるが、戦いになれば隣の味方が頼りになるのは何よりありがたい。




「対騎兵陣を組めー！」

　指揮官の号令を受けて一団は腰を落し、ざっと長槍を突き出す。

逃げ出す者は誰もいない。

　騎兵突撃の威力は凄まじい。しかし長槍隊が乱れなく陣を組めば十分に阻止できる。

恐ろしくとも慌てて背を向けることが最悪の選択肢だと全員が知っていた。

「距離二〇〇ｍ！　一五〇ｍ！　構え崩すな！」

　指揮官は声を張り上げるが他の兵士は無言か小声で呟くのみだ。

　いつの間にかギュラン達の後ろには弓兵や軽歩兵が集まっている。

彼らは騎兵の突撃を長槍の後ろで凌いだ後、足を止めた敵に矢を射かけ、横腹に飛び込んで倒すのだ。

「俺達の役目は敵を食い止めることだ。絶対に抜かれるなよ！」

「おう」

「言われなくても」

　勝利や戦功を置いても敵に突破され、全体が崩れれば戦死の可能性は跳ねあがる。

一兵士の身としても全力で敵を食い止めねばならない。

「敵至近……来るぞ!!」

　指揮官の怒号と同時にギュランは腰溜めに構えた長槍を思い切り突き出す。

金属がぶつかる轟音とはっきりした手応えがあった。

　軍馬の嘶きが悲鳴に変わり、長槍がひん曲がるなんともいえない感触が伝わる。

「おらあ！」

　槍を右に流すと喉元を貫かれ力を失った敵の軍馬が倒れ込み、騎兵が頭から投げ出される。

「おのれ！」

　地面に転がった敵が腰の剣を抜くが、周りの味方が長槍を振り降ろすように叩きつけると敵は身動きが取れない。

　そこを狙い澄ましてクロスボウが放たれ、敵は顔面にボルトを受けて絶命する。

　周りでは他にも数騎の敵が仕留められている。

「次が来るぞ！　構え直せ！」

　ギュランは曲がった長槍を投げ捨て、予備に持ち替えて再び構える。

　そして衝撃と怒号、悲鳴……しかし今度は数が多く、敵は長槍の隙間を潜り抜けるように押し寄せる。

「させるか！」

　そこに矢が降り注ぎ、横合いから軽歩兵が飛びこんで来る。

足を止めている敵相手ならば軽歩兵の方がより有利に戦える。

　クロスボウも次々と放たれ、敵騎兵はほとんど一方的に損害を出していく。

「突っ込んで来るだけか。こりゃ勝てるな」

　隊の誰かが呟き、周囲の味方も同調するように笑みを見せた。

　そこに鈍い風切り音と共に異物が飛びこむ。

「へ？」

　長槍を構えていた味方の胴に杭が突き刺さり、そのまま後ろへ跳ね飛ばされたのだ。

「大弩……？」

　大弩の直撃を受けて仲間が一人殺された。

経験豊富な兵はそれが何か即座に理解する。

理解できないのは何故敵から大弩が射かけられたのかだ。

　大弩は攻守どちらにも使える優秀な攻撃兵器だがいかんせん大きく重いので簡単に持ち運びできない。

敵が騎兵を連ねて駆けてきた事を考えれば到底持っているはずがない。

「ぐげっ」

「ぎゃっ」

　だが現実に仲間は次々と巨大な矢の餌食になっていく。

　慌てて伏せたギュランの頭上を大矢がブンと音をたてて通過していく。

　倒れたついでに目を凝らして彼はその正体に気付いた。

「おいおい……あれは俺達のもんじゃなかったのかよ。戦車だ、戦車が来るぞ！」

　大弩を積んだ屋根の無い馬車。

大きな車輪がたてる独特の音を間違えることはない。

「なんで奴らがアレを持ってるんだ！」

「ええい、なんとかしろ！」

　長槍隊は矢や大砲などの射撃武器には非常に弱い。

両手で長い槍を構えるのだから身を守る盾がないし、横一列に並んで敵を待ち受ける陣形は狙いやすいことこの上ないのだ。

　次々と襲い来る大矢は騎兵突撃に一歩も引かなかったギュラン達の隊列を引き裂いて行く。

そして隊列が崩れたのを見て戦車が突進してくる。

「く、来るぞ！　阻止、阻止だ！」

　指揮官が一際でかい声で叫ぶ。

「バカ！　戦車を見た事無いのか？　あいつの進路を塞いでも──」

　ギュランが言い終わる暇もなく、阻止を試みた一人が脳天を大矢で撃ち砕かれ、横合いから騎手を狙おうとした兵が車輪についた刃で腹を抉られる。

　戦車は陣の中央を突破していき、おまけとばかりに後ろ向きに大矢を放った。

陣の穴が空いたのを見た敵騎兵が殺到する。

「一旦後退──！」

　指揮官の怒号を別の指揮官が遮る。

「敵の一隊が左翼から後ろへ迂回した！　包囲されるぞ！」

「敵が右翼後方に移動しつつある。動ける隊はすぐに向かえ！」

　ギュラン達は顔を見合わせる。

バカみたいな突撃が単なる目くらましだったことを理解したのだ。

「今の一瞬で迂回されたのか？」

「これ……やばくないか？」

　平原で騎兵に囲まれるのは歩兵にとって最大の悪夢だ。

守る事も逃げることもできなくなる。




　さすがに全員が動揺を隠せなくなった時、間延びしたやる気の無い命令が下される。

「これは厳しいねえ。仕方ないから計画通りに逃げて籠ることにしよう。訓練通りにやってくれればなんとかなるさ」

　颯爽と馬に……ではなく、馬車の荷台で転びそうになりながら命令を出すのはトリスタンだった。

「おお、占領地暫定長官殿！」

「バカ、それは前の肩書だ。今は防衛司令官殿だ！」

「お前こそ古い！　南部防衛軍長官殿だ！」

　指揮官達の声にトリスタンは頭を掻きながら溜息をつく。

「なんでもいいよ、僕だってよくわかってないんだから。そもそもあの人は毎回適当に肩書きつけてるからね。そのくせ一字でも違ったらセリアちゃんとマイラさんが怒るんだよなぁ……こんな理不尽があっていいのかなぁ。はぁ、いつの間にか軍人みたいな立ち位置になっているし、こんなことなら最初からリバティースに亡命……それも今となっては……どうしてこんなことに……」

　ぶつぶつ言い出したトリスタンだが、目の前の戦況が待った無しな事に気付いて咳払いを一つ落す。

「じゃあ作戦を発動するよ。作戦Ａだね、全て計画通りに動いてくれればいい──うわっ！」

　計画の発動を宣言したトリスタンだが馬車馬が動いたせいで荷台が揺れて転び、なんとも情けない宣言を残して後方へ下がって行く。

「おいおい、なんだありゃ」

「いよいよ俺達もおしまいか……」

　ギュランと仲間は悲壮な決意を固めるが反比例して指揮官の顔は明るい。

「総員西へ転進。丘の上に登れ！」

　周りの隊も全てが迷い無く動き出す。

「東の丘へ──」

「北の川辺──」

「二つに分かれて林へ──」

　全ての部隊が一見バラバラに潰走するように、それでいて軟体生物のように複雑な動きだ。

「な、なんだこの陣形は……まるでばらばら……」

　突然全体の陣形が変わって困惑する敵をよそに、味方は小さな集団に分かれて地形的要衝に吸い込まれていく。

「細かく分かれて我々の進撃を妨害するつもりか？　なんとも嫌な場所にばかり陣を敷きやがって」

「だが馬鹿だな、小集団になったなら一つずつ踏み潰すだけだ！」

　敵は包囲する必要もないとばかりに各所の味方に襲いかかる。

　ギュラン達の隊がいる丘にも敵騎兵が全速力で突撃し……ひっくり返った。

　低い藪に隠された杭が馬の足を貫いたのだ。

「な、なんだこれは……！　木杭？　注意しろ、速度を落とせ！」

　敵は慌てて速度を落とし、足元を確かめながら進む。

　そこに矢の雨が降り注ぐ。

丘をゆっくり登る敵はギュラン達の隣に陣を構える味方から良い的になっていた。

　そして丘の上にいる林に籠る味方へ襲いかかろうとする敵はギュラン達から丸見えになる。

細かい指揮もタイミングも必要無い。撃って下さいと言わんばかりに眼下を通る敵に矢を射かけるだけで効果は抜群だ。

「これは……」

　ギュランは思わず声を出す。

　同じことがそこら中でおきていた。

　ある陣地の死角を他の陣地が埋める。

一つの陣地を狙えば他二つの陣から好き放題に撃たれる。

ならば他二つを先に攻略しようと進めばまた他の陣の射程に入り、更に罠まで待ち構えている。

「こりゃすごいな。まるでここいら全部まとめて一つの城だ」

「いや、城より厄介かもしれんぞ。見てみろよ」

　味方が指差す先では敵が損害覚悟のごり押しで一つの陣地を強襲していた。

さすがに辛抱できずに味方が陣地を捨て逃げ散るが、すぐ後ろの丘に集まって再び陣地を作る。

　敵は陣地の占領に一瞬沸くが、冷静に見れば状況は何も変わっていない。

逃げた味方が新しく陣を構えた場所もまた無視しては進めない場所なのだ。

　目を丸くするギュランの後ろから間延びした声が聞こえる。

「あー君たちもこれ以上は無理と思ったら逃げてもいいさ。ここを捨てたらあそこの林、そこも捨てたら向こうの盆地、その次は……命令書に十個ぐらい書いてあると思うからその通りにしてよ」

　トリスタンは緊張感の無い声で言いながら溜息をついてお茶を探し、さすがに前線には無いと気付いて嫌そうな顔で水筒から水を飲むのだった。
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「これは本格的な侵攻とは考えられません」

　ラーフェンを飛び出し、キサットへと向かう道中でレオポルトが言い放つ。

「そんな馬鹿なことがあるか。一万の騎兵で攻めて来て侵攻では無いだと？」

　襲撃の報告を聞いた時、俺は新しく入ったメイドを抱いていた。

田舎から出てきた初心な少女の処女を正に引き裂こうとした時にこいつがノックと共に入って来たのだ。

　しかもレオポルトはこの襲撃を予測していたのか、リバティースでの戦いで乱れた編成を立て直し、いつでも出撃できる体制を組みあげていた。

そのせいで猶予なく即座の出撃となり、結局彼女の処女を奪うことはできなかったのだ。

先っちょまで入っていたのにな。

「ラーフェンで捕縛した敵の間諜はリントブルムや山の民への食糧輸送を調べておりました。以前の交戦経験も踏まえて敵は弓騎兵が山の民からなる特殊な部隊であると気付いていることでしょう」

「別に気付かれたからどうとも思わないが」

　正体に気付いたからと言って矢に当たらない訳ではないだろう。

「敵はリバティースでの戦いで弓騎兵が大きく損耗したことも知っております。つまりハードレット卿と山民の間に軋轢が生じている可能性を考えているはずです。戦いを仕掛ければはっきりとわかりますから、これは強行偵察の一環と言うべきですな」

　一万で強行偵察とは無茶にも思える。

「俺と奴らの仲が悪くなったか確かめる為に戦いをふっかける？　そんな馬鹿なことをするのか？」

　さすがに無いだろうと笑うが、レオポルトの表情は真剣なままだ。

こいつが笑っているところなど見た事が無いが。

「それだけ敵は弓騎兵とハードレット卿を脅威と感じているのでしょう」

　いずれにせよ、とレオポルトは続ける。

「例え主目的が強行偵察であってもこちらが脆いとなれば一気に浸食してくるでしょう。こちらがヴァンドレアから奪った地域は厳密にはあくまで暫定的な占領状態です。ヴァンドレアを併合した南ユーグリアが正統を主張することは十分考えられます」

　普段ならば暫定とは言え俺が占領した場所を巡って戦えば国家間の戦争だ。

いかにヴィルヘルミナとはいえリバティースを呑み込んで損害の回復もできていないだろう今、ゴルドニアに仕掛けるとは考えにくい。

「しかし今のゴルドニアにその余裕も意思もないことは明らかです」

「……」

　レオポルトの言う通り、王の目はロサリオ襲撃の犯人にしか向いていない。

さすがに本国領土を攻撃されれば戦争だが、扱いの微妙な占領地でのいざこざでどこまで動くかは怪しい。

「いずれにせよ、事は占領地内で終わらせねばなりません」

「それはそうだ。せっかく開発された自領まで荒らされたら大損害だ。アドルフがまた禿げるぞ」

　そこにセリアが顔を出す。

「南ユーグリアの騎兵戦術は巧みで強力です。奇襲をうけた歩兵隊が持ち堪えられるでしょうか？」

　俺は笑ってセリアの頭を撫でる。

「その為にトリスタンを行かせたんだ。大丈夫だろう」

「彼には自信があるようです。問題ないでしょう」

　俺とレオポルトが同時にそう言うと何故かセリアが少し膨れる。

どうしたのだろうか。

「俺達も急ごう。山の民の離反など無いと教えてやろうじゃないか」

　俺はチラリと弓騎兵の方を見る。

大きな損耗にも関わらず、敵の侵略と聞いて弓騎兵達は再び大挙して集まってくれた。

その忠誠心に疑問はない。

「……」

　レオポルトは何か考えていたようだが、結局何も言わなかった。

　そして俺達は前線に到着する。




「おい、あれ味方じゃないのか!?」

「間違いないぞ。たった四日で来たのか!?」

「もう大丈夫だ！」

　小さな砦や陣地から歓声が上がる。

どうやら敵の突破は阻止できていたようだ。

　守る味方の歓声に応えながら前に出るがその数が多い。

砦だけでも二〇近く、簡易陣地も含めたらいくつあるのかもわからない。

「守ると言えばでかい城に大量の兵と思っていた」

「その守り方では機動力に優れる敵に対処できません。城と主要な砦を迂回して北上されてしまえば追撃は間に合いません。見る限り、領域そのものを防御陣地と見なして小刻みに部隊を動かし、それを各所に築いた小規模な砦と貯蔵物資で支える防衛戦術を取っております。これは大軍の蹂躙には耐えませんが、小規模で機動的な部隊の移動や補給を十分に妨害できます。特に騎兵部隊にはかなり有効と思われます」

「小規模な砦ならそのうち落されてしまうのでは……」

　それほど金もかけていない木製の簡易な砦だからな。

「砦は小規模で陥落させることそのものは容易です。しかしそれはそれで構いません。目的が我々の到着まで持ち堪えることですから、攻城戦で時間を潰すならばそれも成功と言えます」

　要は奴らの騎兵による急襲を食い止めれば良いのだ。

　リバティースでももし彼らの奇襲を止められていれば戦局はわからなかった。

緒戦の大敗に最後まで足を引っ張られたのだ。

「一帯に展開するこの守り方なら迂回も包囲も難しいですね。一つ一つを落すのは簡単そうですが……あ、あの丘の陣が落されました」

　マイラが指を差す先で敵が味方を丘から追い落とした。

　勝鬨をあげる敵だったが周辺の陣地から牽制されてうまく追撃はできていない。

更に強引に前に出た騎兵が突然棒立ちになったりひっくり返っている。

トリスタンのことだからなにか罠でも仕掛けていたのだろう。

　その隙に散り散りに逃げたように見えた味方がスルスル集まって再び陣を組む。

結局敵は一〇〇ｍ程前に進めただけで戦局には何の変化もない。

「陣を構えているのも騎兵には嫌な場所ばっかりですね……傾斜がついていたり低い立木が多かったり」

　最初から騎兵隊を想定して綿密に場所を定めていたのだろう。

今の円滑な動きを見る限り、最初から陣を落された時の行動が決まっているとしか思えない。

　敵にすれば攻めにくい上に苦労して陣を取っても、こちらは何食わぬ顔で数歩下がってまた最初からだ。

単純な損失以外にも相当頭に来ているだろうな。

「トリスタンはよくやっている。決着をつけてやろうじゃないか」

　俺は長剣を引き抜き、レオポルトが陣の変更を命令する。

弓騎兵は横に広がって一斉斉射からの突撃準備に入った。

　そしてセリアが下を向いて二度三度何かを呟いた後、顔をあげて叫ぶ。

「総員、敵を蹴散らして我らの強さを示せ！　突撃──！」

　ああ、このセリフを練習していたのか。

セリアが俺の代わりに号令をかけることは多いがたまに噛むからな。

　セリアの『としゅげき』も可愛らしいのでやる気は出るのだが本人が悶えてしまう。

今回はうまくいったので満足げに剣を突き出して加速していく。

「セリア、マイラ、俺の後ろにいろ。お前達の役目は指揮だ、決して一番前に出るなよ」

　言いながら俺もシュバルツを加速させる。

出撃前に飼育係の女が仔馬に乳をやりながらこいつの無事を祈っていた気がするが今はどうでもいい。




「北から敵の援軍！　くそ、もう来たのか！」

「数……多い！　少なくとも騎兵五千──せいぜい二千じゃなかったのか！　諜報部の間抜け共め！」

「攻勢中止、集結しろ。こっちが各個撃破になるぞ！」

　散らばって各陣地に当たっていた敵部隊からラッパの音が鳴り響いて集結していく。

この対応の早さはさすがだ。

「むしろ好都合です」

　レオポルトが敵が対応するのを待ってから指示を出し、陣形が再び変更される。

　同時に味方の歩兵から火矢が四方八方に飛び、地面に刺さって赤い煙をあげる。

矢の落ちた場所には罠があると教えているのだ。

　俺達は騎兵突撃としては奇怪な凹型陣形で敵に向かう。

両翼の弓騎兵が前に出ながら左右に大きく開き、中央には少し遅れて俺や護衛隊、槍騎兵が並ぶ。




　これだと最初に敵に当たるのが両翼になってしまい、その面積も少ないのでせっかくの衝突力を生かせないように見える。

しかも薄く広がっているので突破の勢いも望めない。

　一方の敵は一般的な騎兵陣である中央が先頭の三角形だ。

このままぶつかれば逆にこちらの中央が危険に見えるだろう。

　だがそれはこちらが普通の槍や剣を持つ騎兵だったらの話だ。




「中央に攻撃を集中！　放て！」

　両翼の弓騎兵は自分の正面の敵を無視し、中央に向かって一斉に矢を放つ。

左右からの矢が正確に敵陣の先頭ど真ん中に集中していく。

　敵兵の怒号と絶叫が響き、遠目にも敵は次々と落馬していく。

　敵は弓騎兵の存在を既に知っているが、ただでさえ矢に弱い騎兵が二方向から撃たれては分かっていてもどうにもできない。

　両翼の弓騎兵は素早い斉射を三度行った後はさっと身を翻して逃げる

敵の両翼は慌てて追いかけようとするがその余裕は与えない。

　俺を含めた弓騎兵以外の騎兵は十字砲火で乱れた敵中央に向かって突っ込むのだ。

「た、隊の三割が負傷している！　入れ替えて正面の戦力を──」

「斃れた馬が邪魔で隊列が乱れている！　こんな所に突っ込まれたら……」

　近づくにつれて敵が動揺しているのがわかってくる。

「「「「オオォォォォォ!!」」」」

　衝突の瞬間、俺に続いて味方全員が吠える。

ちなみにセリアも可愛らしく吠えているが、レオポルトの奴は無視だった。

　先頭に立つ俺は長剣を槍のように突き出してまず正面の敵を貫く。

「お、お前は……ぐわっ！」

　敵はなんとか盾でいなそうとしたが、突進の勢いも合わせた突きは生半可な力と技量では防げない。

鋼鉄製だろう盾はひん曲がって吹き飛び、鎧のど真ん中を長剣が貫く。

　最初から串刺しにすると剣が使いにくくなるのだが、今は関係ない。

「エイギル様に続け！」

　隣には護衛隊と槍騎兵がいるからだ。

　俺の突撃から僅かに遅れて彼らも一斉に敵に突っ込んだ。

　そこら中で槍が交差して騎兵が落馬、馬もバタバタと横倒しになっていく。

　斃れる数は圧倒的に敵の方が多い。

陣を乱していたことも大きいが、何より騎兵同士の戦闘では攻撃側が圧倒的に有利だ。

一斉射撃で出鼻を挫かれて守勢に回ったのが致命的だ。

「中央が突破されるぞ！」

「追撃中止、中央の援護に回れ！　敵を逆に包囲してやるんだ」

　だが敵も馬鹿では無い。

中央の戦況は俺達が圧倒的に有利だが、敵の両翼はまったくの無傷だ。

彼らが弓騎兵の追撃を諦めてこちらの後方に回る動きを見せたのだ。

「ケツをとられるぞ」

「数が……多い」

　俺はちらりとレオポルトを見るが、何も言わない。

何も言わないなら心配はいらないのだろう。

　同時に点在する味方の陣地から一斉に色のついた矢が上がる。

「歩兵が動きます！」

　陣地に籠っていた歩兵隊がたちまち集結し始めたのだ。

数十名単位だった部隊がたちまち数百単位の陣を完成させる。

　これも最初から合流する部隊を決めていたのだろう。

「こいつら今更！」

「ええい、迂回は中止！　足を止めるな包囲されるぞ！」

　敵騎兵が左右からじりじり迫る歩兵を警戒してこちらへの包囲を諦める。

今が好機だ。

「一気に崩すぞ」

　俺は串刺しにした敵を地面に投げ捨てて敵中に突っ込む。

「貴様ハードレット本人か！　陛下の為にこの場で──」

　一騎目が言い終わる前に腹の上から横に両断する。

絶叫をあげる上半身と血飛沫をあげる下半身が別離する。

「この場で悪魔を討てばこの戦い勝ったも──」

　二騎目の槍先を手甲で逸らしてこいつも腹で両断する。

互いの速度を乗せて鋼鉄製の鎧を叩き斬ったので激しい火花が散る。

「祖国よ俺に力を……いざ勝負──!!」

　裂帛の気合と共に切りかかる三騎目と交差する。

敵の剣は俺の兜を掠めて衝撃と火花を残し、俺の剣は奴の胸から上を吹き飛ばした。

　下半身のみとなった三騎は血飛沫を上げながらしばらく走り続けドサリと落ちる。

それぞれの馬は命を無くした主人を寂しそうに鼻でつついていた。

「えぇい！」

　叫びと共に四騎目が突っ込んで来る。

しかし前の三人に比べれば弱々しい上に女の声だ。

「がぁぁぁ！」

　俺は三人を両断した興奮のままに咆える。

「ひ！　きゃー!!」

　咆哮に驚いて彼女の馬が棒立ちになり、女騎兵はポトリと落馬する。

うむ、これでよし。

　そこで足を止めて全体の戦況を見回す。

　正面は圧倒的に有利で既に一部の味方は敵を突破している。

両翼の敵は歩兵隊に囲まれないように動きながら機会を狙っているようだが、弓騎兵も戻りつつある。

もうまともには動けないだろう。

「敵はすぐに後退するよ。しなければ全滅するからね」

　いつの間にか隣にトリスタンの馬車がきていた。

「エイギル様を差し置いて馬車に乗るなんて……って貴方は馬に乗れませんでしたね」

　マイラが大きな溜息を落す。

「そう文句を言ってやるな。トリスタンは良くやった」

　俺がトリスタンを褒めると何故かセリアが膨む。

男にまで嫉妬するとは可愛い奴だ。

　その時、敵を突破した槍騎兵から怒号が響く

　何事かと目を向けると見慣れたフォルムが騎兵の間で暴れ回っている。

見覚えはあるが敵として見るのは初めてだ。

「あれは戦車──敵が戦車を使っています！」

　あれは間違いなく俺達が使っている戦車だ。

大弩で狙い撃ち、並ぼうとする騎兵をクロスボウや車輪についた刃で撃破する。

「リバティースの戦いで放棄した物を鹵獲して複製したのでしょう。彼らも戦いに機動力を重視します。戦車は有効な兵器です」

「ぬ、盗まれました！　大変です！」

　レオポルトが冷静に言いセリアが騒ぐ。

　あの戦いからまだそれほど時間も経っていないのにもう複製して持ってくるとは行動が早いな。

「他人事みたいに言ってはいられんか」

　こうしている間にも味方の騎兵が次々とやられている。

戦局をひっくり返せるとは思えないが、勢いを削がれるのは面白くない。

「行くぞシュバルツ」

　俺はシュバルツの腹を蹴って駆ける。

　敵として出てきた戦車にどう対処するか迷っている味方を掻き分けて正面から向かう。

「借りるぞ」

　途中で突っ立っている味方騎兵から槍を奪う。

もう戦いも終わりだから構わんだろう。

「次はあいつだ！」

　戦車の狙いがこちらに変わる。

大弩が旋回してこちらを向き兵が狙いを定める。

　俺は目を細めて発射の瞬間を見極め……シュバルツの腹を蹴る。

短く嘶いた奴は僅かに右に動く。それだけで大矢を避けるには十分だ。

耳元にブンと空気を切る音が聞こえるが衝撃は無い。

「く、外した！　クロスボウで──」

　残念ながらその時間は無い。

俺は投げやりの要領で戦車に向かって槍を投げる。

「ふん！　鋼鉄製の装甲にそんな槍など効かんわ！」

「だろうな」

　だから車体は狙わなかった。

槍は回転する左車輪の隙間を通って地面に突き刺さる。

　左の車輪に槍がつっかえて止まり、右車輪は動き続ける。

当然ながら派手な音を立てて戦車は横倒しになった。

「ぎゃぁぁ！　ちょ、待って……うわぁ!!」

　倒れた戦車に味方が群がり起きあがろうとする搭乗兵はたちまち滅多刺しにされて絶命する。




「側面に回らせるな！　正面からいけ！」

　次の戦車が真正面から向かって来る。

　さすがに全力疾走しながら大弩を打っても当たらないと思ったのか敵はすれ違い様に車輪の刃でこちらを仕留めるつもりなのだろう。

　面白い受けてやろう。

「行け」

　シュバルツはまったく動じずに真正面から敵に向かう。

そしていよいよ俺達はすれ違う。

「くたばれ悪魔め！」

　敵兵の顔に残酷な笑いが浮かんだ瞬間、シュバルツが小さく跳ねた。

　車輪と共に回転する刃が蹄鉄を掠めるのがわかるほどに最小限の動きだ。

だからこそ俺も安定して長剣を振るえる。

「ふん！」

　互いの速度を乗せた全力の一撃は戦車の装甲ごと御者と搭乗兵と大弩、搭載されていた全てを吹き飛ばす。

鉄片と木片と肉片が飛沫となって飛び散った。

「普通の剣なら折れているな」

　俺は長剣の健在を確認する。

今のをデュアルクレイターでやる勇気は無い。

少しでも角度を間違えてぽっきりいったらノンナに股間をぽっきりやられるだろう。

「おのれ──！」

　おっと、落ち着いている暇はなかった。

次の戦車が反対側から迫る。

　足を止めていたので勢いが足りない。今度は鋼鉄ごと両断とはいかないな。

　俺は撃ち掛けられるクロスボウボルトを剣で弾き、狙いを定める。

「ここか」

　迫る車輪の刃の動きを見定め、下からすくい上げるように長剣で受ける。

そして手応えを確認して一気に剣を引き上げた。

「ふん!!」

　腕への負荷とシュバルツの揺らぎと引き換えに戦車の車体が持ちあがり、槍を投げた時よりもずっと派手にひっくり返る。

　味方が止めを刺そうと近づくが、派手に転倒したので既に敵兵は全て息絶えていたようだ。




「せ、戦車を剣でひっくり返した……戦車がどれだけ重いと思ってるんだ……」

「やっぱり化け物だ！　先任の話は誇張されてなんかいなかった！」

　三両立て続けに破壊されて敵は動揺してはいるがまだ逃げようとしない。




　そこに空を暗くするほどの矢が降り注ぐ。

弓騎兵がこちらへの攻撃を開始したのだ。

いかに鋼鉄の戦車とは言え、数千の矢が立てつづけに降る中には留まれない。

　撤退の号令が下ったのだろう。

敵の全部隊が雪崩を打って後退していく。

「とりあえず終わったな」

「敵は総数一万の騎兵と判明しました。こちらの歩兵は一四〇〇〇、騎兵も合わせれば数で圧倒的優位に立てます。最初の攻勢を凌いだ今、定石通りの攻めで追い払えるでしょう」

　レオポルトが言う。

敵が自由に動けるなら歩兵がいくらいても迂回されてしまうだろう。

だが敵が守勢に回った今となっては兵力差が物を言う。

　ここから先はミスなく無難に追いかけるだけでいい。

そしてレオポルトが詰まらないミスをするとは思えない。

「後はレオポルトとトリスタンに任せる。奴らを叩き出せ」

「え？　もうレオポルトさんだけでいいよね？　僕は帰りたい──いや、やっぱりいるよ。うん、今は」

　レオポルトがあえて数秒返事を遅らせる。トリスタンの文句は聞こえない。

「──叩き出す。で宜しいのですか？」

「叩き出すだけだ。それ以上仕掛けても勝算は無い」

　これを機会に奴らの領地に侵入する……ことは俺も考えたが、ゴルドニア本国の混乱で援軍は得られない。となればリバティースの時と同じになってしまうだろう。

「王国のゴタゴタが足を引っ張りますな」

　レオポルトが北を見て言う。

俺は何も答えなかった。




　その後、予想外の展開は何もなかった。

レオポルトは順当に敵を押し返し、占領地の外に叩き出す。

　敵は抵抗しながらも大きな損害を出して後退してゆく。新たな援軍が来ることもなかった。

　占領地の損害はかなりのものだったが、開発済みの場所まで敵の侵入を許さなかったため領地全体から見れば微々たるものに過ぎなかった。




　戦いの後、俺は王国へ南ユーグリアから侵攻を受けたことを報告。

当然国家間の問題となったが、俺の報告よりも早く南ユーグリア──正確にはヴィルヘルミナから王国宛てに使者が来る。

　様々な外交儀礼に彩られた文の内容はこうだった。

『今回の行動は東部司令官の独断暴走』

『既に司令官は処刑済み』

『最大の謝罪を示す』

　添えられていたのは司令官とその同調者の首だ。

　そして最後に一文が添えられている。

『今回の件に対して賠償の意思がある。暫定となっている占領地全体の処遇も含めて協議を行いたい』

　だそうだ。




　ちなみに俺の元にも事情の説明と謝罪の使者が来た。

言っている内容は概ね同じだったが一つだけ違うことがある。

「この度は個人的な怨恨から司令官が暴走し──」

　謝罪する使者の代表が何故か若い美女だ。

しかもかなり乳がでかい。

「ヴィルヘルミナ陛下も此度の事件に心を痛めており──」

　何故か代表以外の使者も皆、一様に美女だったのだ。

しかもどうしてか一様に俺好みの年齢と体付きなのだ。

「戦いでは領民も兵も死んでいる。すまんと言われても簡単に分かったとは言えませんな」

　俺は厳しい声で使者を牽制する。

「エイギル様緩んでいます」

　ノンナが俺の顔をいじる。

おっといかん。

「しかし今回の衝突原因の大本にはハードレット卿が旧ヴァンドレアから奪った土地の問題がございます」

　使者の美女は頭を下げながら上目使いにこちらを見る。

どうして唇がそんなにプルプルしているのだろう。

「それは過去の話、今回の事とは無関係ですな」

　俺が吐き捨てるように断ずると代表は脅えたように目を涙を浮かべる。

「緩んでいます」

　セリアが俺の顔をいじる。

すまん、こいつの谷間が見えるんだよ。

「いずれにせよ貴国の外交官も交えて交渉させて頂きたく存じます」

「厳しい交渉になりますぞ」

　頭を下げていた使者が立ち上がる。

彼女達は何故か深いスリットの入ったスカートを穿いており、立ち上がった拍子に太ももと下着が見えてしまった。なんて憎らしい肉付きだ。

「「緩んでいます」」

　ノンナとセリアの手助けで俺は真剣な表情を保つ。

　最後に今後の交渉に備えてラーフェンへの滞在を許可し、和解してはいないが最後に使者の代表と儀礼上の握手をする。

「お手柔らかにお願いしますね」

「そうはいきませんな」

　言いながらも代表の軟らかい手を感じてどうにも強く出れないのだ。

　そろそろレオポルト辺りから文句が出るかと思ったが何も言わない。

ただ使者が去ってから一言だけ。

「交渉の結果など一時的なことだ。すぐに全てひっくり返る」

　とマイラに言っているのが聞こえたのだった。
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余談　クリストフ暴走

　拷問官ツィーリアはクリストフのベッドで寝息を立てていた。

残酷にも彼女は虜囚唯一の安らぎである睡眠までも奪おうとしているのだ。

「ツィーリア？　おかしいな、まだ一杯しか飲んでいないのに……」

　クリストフは首を捻る。

彼女は時折食事と一緒に酒を持ってきて彼を共に飲むのだが、一度も酔っぱらうようなことはなかった。

それが今日は完全に潰れて寝込んでしまったのだ。

「すーすー……」

　無防備に眠るツィーリアを見てクリストフは息を荒げる。

「あぁ、こうやってみると美人だよな……畜生、たまんないぜ」

　クリストフは食事の前にも苛烈な拷問を受けていた。

ツィーリアは彼をうつ伏せにし、手足を執拗に揉み解したのだ。

「今日のマッサージはなんていうか……エロかった……股間にちょこちょこ手が当たるんだもんな……おかげでずっと大変なことに……」

「……うーん。すーすー」

　ツィーリアがコロンと寝返りをうつ。

無防備に手足が開かれ、体の輪郭がはっきりと見える。

　虐げられていたクリストフの理性が飛び、遂に反撃に打って出る。

「ツィーリアもう限界だ！　すまん！　すまーん!!」

　クリストフは謝りながら彼女に飛び付く。

「うーん……」

「ツィーリア許してくれ！　俺も……俺も男なんだ！　しかも溜まってるんだ!!　うぉぉぉぉ！」




　しばらくの間凌辱は続き、クリストフは脱力して満足げな顔でベッドに倒れる。

二つになった寝息はすぐに一つに戻る。

　クリストフが寝たのを確認してツィーリアが起きあがったのだ。

彼女は凌辱された体を確かめ、忌々しげに呟く。

「え、終わり？　服の上からおっぱいに触るだけで満足したの？　この状況なら普通犯すでしょ……」

　ツィーリアがクリストフをつつくが完全に眠っている。

「うーん、ツィーリアすまん……俺はなんてことを……うーん、むにゃむにゃ」

「きわどいマッサージまでしてやったのに……どんだけ根性無いの。もういっそ私から襲ってやろうか」

　クリストフを縛り上げて襲うのは容易い。

いや、縛らずともクリストフならば女の力でも容易に押さえ込めるだろう。

「……駄目だな。やっぱりこいつから襲わせないと。少しは男にしてやらないとどうにもならない」

　ツィーリアは溜息と共にわざと脱がし易くしていた服を整える。

「あんた本当に男をぶら下げてるの……」

　そして彼女が悪戯に軽く男の股間を踏もうとした時だった。

「ツィーリア！　交代の時間だ！」

　バンと扉が開かれる。

この部屋は拷問に使われる部屋なのでノックをする者などいないのだ。

「わっ！」

　驚いたツィーリアの足が思い切り股間に落ちる。

ぐんにゃりした感触が彼女の足に伝わる。

「うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　突然の狼藉にクリストフがクの字に跳ね起きて絶叫する。

「し、しまった。本気で踏んでしまった」

「おお、拷問中だったか。お前のやり方は手ぬるいと思っていたが……股間を狙うとはなかなかだな。だが玉は急所だ、責め過ぎて死なせないように気をつけろよ。盛り上がっているようだから交代は後にする」

「うわぁぁぁ！　うわぁぁぁぁ！」

「す、すまん！　ほら酒をやるから落ち着け。なんならおっぱいを触ってもいいから落ち着け！」

　クリストフの拷問は終わらない。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二四歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（不機嫌）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（製薬）ソフィア（愛人）セクリト（昼寝）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（変身）クララ（驚愕）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（不機嫌）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（調査）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（出陣）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（修羅場）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）スージィ（恋人？）ソラナ（ＮＴＲ）

虜囚

クリストフ（苛烈な拷問）

人外

ブリュンヒルデ（暗黒微笑）ラミー（ラミア）アルラウネ（芽）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（土建トカゲ）メッサーシュミット（寝）シュバルツ（出撃）フェルテリス（発見）

領民 二十一万二千人　難民五千人

重要都市　ラーフェン 三万七千人　リントブルム 六五〇〇人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一三六〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨三七五　出兵（千）

経験人数七七三人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３６９話　クレアの独立計画







「それで両国の交渉はいつになりそうかな？」

　俺は南ユーグリアの使者に聞いてみる。

　彼女の名前は【ハニトゥーラン】と言うらしい。

「残念ながらまだ正確な時期は決まっておりません。アレクサンドロ陛下よりしばし待つようにとのお言葉以外はまだ……」

　だろうな。

俺も一応当事者なので彼女よりは知っている。

　ゴルドニア王は南ユーグリアとの交渉にほとんど興味が無い。

とにかく国内の反乱分子掃討に注力しているのでまともに考える気が無いのだ。

「今は事務的な交渉を進めておりますわ」

　ケネスや他の文官達が色々と詰めてはいるようだが、最高者が動かなければ捗らないものだ。

実効性のある交渉に入るまではしばらくかかることになるだろう。

「おかしいな。俺の領地は俺が何もしなくても動いてるぞ」

　多分アドルフとレオポルトが作った書類にセリアが俺の印をついているからだろうな。

王もそうすれば楽でいいのに。

「では私は一旦お暇させて頂きます」

　彼女は髪を整えながら床に散らばった服を着る。

　ちなみにここは俺の部屋で二人は全裸、先ほどまで激しい交渉が行われていたのだ。

「交渉相手とねんごろになったなんて知れたら私……」

　困った顔をする彼女の唇を奪う。

「密室で交渉するのは当たり前です。俺達が言わなければばれませんよ」

「そうでしょうか……うう、ハードレットがあまりに魅力的過ぎてこんなことに……」

　服を整えた彼女は甘えるように微笑んでから退室していく。

　俺も満面の笑みで見送ってからベッドの下に声をかける。

「どう思う？」

「当初の見立て通り唯の機嫌取りですね。彼女は諜報の訓練を受けているようにも見えません。やはり美女をあてがってハードレット卿を落ち着かせ、運が良ければ何か情報の一つでもというところでしょう」

　ベッドの下から出てきたのはプチチェリーだった。

小さな彼女にとって寝室の大きなベッドの下は十分な空間だ。

「彼女がベッドで話したことをもう一度分析してみますが、まあ大した成果は無いと思います。ほとんどの権限は王都側の使者にあるのでしょう」

　プチチェリーは埃をはたいてからウーと低く呻いて体を反らせる。

「そうか……甘く見られたものだ。美女を寄越せば俺が思い通りになると思われているようだ」

　さすがの俺でもここまで露骨だと気付いてしまう。

手が出るのと顔が緩むのは本能だから仕方が無いが。

「……騙されたふりも手ではありますが」

　小さなプチチェリーが鋭い目で俺を見る。

「六時間かけて八発もやる必要があったのでしょうか？　せいぜい一時間と踏んでベッドの下に隠れましたけど頭の上でギシギシギシギシ……これならクローゼットの中にすれば良かったです！」

　ははは、ともあれ今回の交渉は簡単にはいかなさそうだ。

ヴィルヘルミナはまだまだ大きく狙って来るだろうが、こちらは困ったことに国内のゴタゴタで動けない。

リバティースの二の舞にならなければいいが。

「そもそも体に溺れているふりだけすれば良いのですから適当に相手をすれば良いでしょうに、漏らすまで愛撫する必要は──んむ」

　文句を並べるプチチェリーにキスをする。

口を塞がれると彼女は大人しくなり、そっと頬に手を回してきた。

「……」

　と思ったのに舌を思い切り噛まれる。

一体何かと視線を追うと入口でセリアが睨んでいる。

そういえば俺はまだ全裸じゃないか。

「では私は仕事がありますから」

「……ミルクーラ情報官、聞きたいことがあります」

「仕事がありますのでごめんなさい」

　何事も無かったかのように去るプチチェリーをセリアがぴったり追いかけていく。

足音がドンドン早くなり、最後には全力疾走の音になって消えていく。

「とりあえず、まだ平和だな」

　明日嵐が来ると分かっていても今日晴れている間は庭に洗濯物を干して昼寝をする。

人生とはそんなものだ。







　だが明日の嵐を前に午後から突風が吹く事もある。

「こちらをお受け取り下さい」

　屋敷の一角、アドルフ他、内政官の前で俺に跪いたクレアが丁寧に書状を差し出す。

　俺は恭しく頷いてから宣言する。

「ではクレア地域担当の要請を認め、リントブルムの権益と領内の優先交易権をフィリッチ商会からＣＲ商会に移行するものとする」

　内政官全員が頭を下げて了解を示し、クレアが一際深く頭を下げる。

アドルフも一応同じ行動をするが見るからに不服そうだ。

　クレアが遂にフィリッチ商会から正式に独立を宣言。自分が担当していた権益の全てを新たに立ちあげた商会に移すように要請してきたのだ。

　俺は事情を知っていたが内政官全てに周知するためにこういう形をとった。

ちなみにＣＲ商会とはクレア・ローリィ商会の略称だ。

　これでいよいよクレアとフィリッチ商会の戦いが始まるのだろう。

南ユーグリアといい、ロサリオの事件といいどこもかしこも大変だ。

騒ぎというのは起きない時はまったくないのに一つ起きるとボコボコ起きる。

「では快諾して頂けたことへの感謝としてささやかな感謝の品をお贈り致します」

　引き出されたのは金貨が満載された箱だった。

　クレアが声を潜めて言う。

「これはけじめですので遠慮なくお受け取り下さい。どうか私とローリィを守って下さいね」

「もちろんだ。自分の女を守らないでどうする」

　俺がクレアにキスをすると内政官達は気まずそうに目を逸らす。

そしてハラハラと何やら細い糸が散って……あぁアドルフの毛か。

　国同士の戦いに先だって商人同士の戦いが始まったのだ。




　数日後、フィリッチ商会から俺に権益移動への抗議とクレアは既に解雇されている旨の知らせが来た。

もちろん俺はそんなことは知らんと突き返す。

　実際にはアドルフに『そちらの担当に従ったまで』『そもそもフィリッチ商会のお家騒動なんぞ俺に関係あるか』との内容を高圧的かつ理論だてて上手いこと書かせた。

「はぁ……本来はクレアさん──ＣＲ商会とフィリッチ商会を並び立たせて取引するのが健全な形なのですけどね」

「まあそう言うな。クレアに任せているからリントブルムも上手くいっているんだ」

　もちろんアドルフの功績も大きいが、クレアの大胆な投資が無ければこう上手くいかなかったろう。

「しかし護衛隊を彼女に張りつけるのはやり過ぎですよ。明らかに公平性に反しています」

「二人が争っていれば普通はどっちかに肩入れするもんだと思うが」

　それか興味なしと放置するかだ。

「クレアは俺の女だし無条件で彼女を助ける。……だがそれを抜きにしても彼女が最善だとは思わないか？　公平性がどうのは無視してだ」

「……」

　アドルフはそれ以上何も言わなかった。

つまりはそういうことだ。

　彼女一人を優先することは健全では無いにせよ、俺達にも最良の結果をもたらした。

ならばこれからも彼女に任せるべきだろう。

必要なのは過程よりも結果だ。

「つまり愛あるキスから始まっても激しい抵抗から始まっても最終的に女が悦び子を求めてくれば同じだということだ」

「いや、それは違います。後者は強姦ですよ」

「そうか……違うか」

　自分でも何を言ってるかわからなくなってきた所にマイラが飛びこんで来る。

「フィリッチ──いえ、ＣＲ商会本店を強盗団が襲撃しました！」

「来たか」

　俺は素早く立ち上がりクレアの店に向かう。

「詳細は？」

「強盗団は十五名、彼らは用心棒数名を殺害して店内に侵入しました」

　並の強盗団の装備じゃないな。

店は大量の金貨も保管しているから警備も厳重だが防げる規模ではない。

　武装兵が白昼堂々とは思うがクレアの店はこれでもかとばかりに馬車の往来がある。

仕入れの馬車に偽装して店内に雪崩込むのはそう難しいことではない。

「それからどうなった？」

「強盗団十二名はその場で斬り殺し、残る三名は負傷させて捕縛しました」

　まあそんなものか。




　クレアの店に着くと店の前には彼女が雇ったであろう傭兵の死体と怪我人が、そして店の中には強盗団の死体と辛うじて息のある者が血を流しながら縛り上げられていた。

　負傷した奴らがぶつぶつと何か言っている。

「なんで重歩兵が何十人も……話が違う……」

「ハードレット卿の騎士がどうして一商人の所に……」

「あ、族長──領主様」

　ギドが俺の姿を見て駆けよって来る。

　やはり成長して俺より顔が良くなっている。

久しぶりに二人で娼館でも行くか。一物を見せつけて威厳を保たねばなるまい。

「襲ってきた奴らは全員倒しました。連中は鎖帷子を着込み、クロスボウまで持っていましたが護衛隊に負傷者はいません」

　ギドは俺の決意も知らず爽やかに笑う。

ただ着ている甲冑は返り血で真っ赤に染まっており、抜き身の剣も根元まで血が滴っていた。

　詳細を聞くと奴らは荷入れ口で警備の用心棒を蹴散らしてクレアの部屋と売上金のある部屋へ一直線に向かったらしい。

しかし残念ながら途中で完全武装の護衛隊二〇名と遭遇し、あえなく壊滅させられたのだ。

「さすがにやり過ぎではありませんか？　一商人を衛兵どころか護衛隊が守るなんて」

　マイラが難しい顔をして言う。

彼女もアドルフと同じく一商人を領主が守る必要はないという意見なのだ。

　うーむ、衛兵や他の隊も考えたが、万が一のことがあってはいけないからな。

　護衛隊なら練度も装備も完璧で相手が同数の騎士団でも十分クレアを守りきれる。

「一応言い訳も考えているぞ」

「『会員制高級茶店開店、ＣＲ商会本店二階』……甲冑着こんでお茶会ですか」

「それも男ばかり二十人でな」

　もちろんそんな気持ちの悪い茶会も存在しないし、他の客も存在しない。

これはアドルフが考え出した苦肉の策だ。

　護衛隊は事が落ち着くまでずっとここで茶会をし続けるのだ。

「ハードレット辺境伯様」

　そこにドレスを着こんだクレアとローリィが現れる。

もちろんまったくの無傷だ。

「無事で良かった。これからも守ってやるから心配するな」

　マイラは不満げな顔で後始末に向かう。

　クレアはそんな彼女にも恭しく頭を下げてから囁き合える距離まで近づく。

「エイギル様、本当にありがとうございます」

　口調が親しげなものに変わりにこりと微笑んだ。

「で、戦いは順調か？」

「はい、重要な得意先、仕入れ先の買収や脅迫──ゴホン、説得合戦は続いております。概ね優勢……フィリッチの南ユーグリア傾倒がゴルドニア商人を警戒させているようです」

「その他にも色々と仕掛け、仕掛けられを繰り返しておりますが、ハードレット様のご助力で有利に進んでいます」

　ローリィは恥ずかしげに俺の袖を引いて甘えながらも目は光っている。

見た目は完全に子供のローリィだが商売の表も裏も知る優秀な女なのだ。

　俺もアドルフとマイラから『色々』の詳細は聞いている。

　街道上で行商人が賊に襲われたり、中小の街の倉庫で不審火が出たり、商人の財産隠しの密告が相次いだりと様々だ。

　役人の不自然な動きに気付いたセリアが不意打ちで飛び込み、賄賂の現場を押さえたこともあった。

　表向きはあくまで普通の事件や汚職として扱っているが、クレア側が仕掛けたことは穏便にフィリッチ側が仕掛けたであろうことには厳しい裁きを下している。

　何しろ全ての決定権は俺にあるのだからな。

今まで裁判など他の奴らに丸投げしていたがこれが権力の味というものなのだろう。

「いわゆる『普通の抗争』で押されている彼らはこれまで以上に強硬策……今回のような荒い手を使わざるを得ないでしょう」

　今回のような荒っぽいやり方は騒ぎが大きくなるしばれたら大変なので本来はあまり使いたくないらしい。逆に言えばクレアがそれだけ優勢になっている証でもある。

「生き残った奴が白状すれば手っとり早いが」

　俺が狙われた訳ではないが証拠があればラーフェンで騒いだことを理由にフィリッチへ『俺の街で騒いだことを王国に報告する。嫌ならクレアにこれ以上関わるな』とでも言えるだろう。

「いえ、さすがに相手もそこまで甘くありません。実行役の彼らはただの傭兵、代理人を通しているので雇い主が誰か知らないでしょう。そういった専門の組織がありますので」

「商人の世界も闇が多いんだな」

　失敗も当然想定しているだろうし、簡単に尻尾は掴めないか。

「しかし今回のようなことが延々続いては商売の邪魔です。反撃しようにも残念ながら新興の私達は信頼がありません。裏の社会ほど長年の信頼を重視致しますから」

「となると……例のアレを実行するしかないか」

　クレアとローリィは頷く。

「はい、どこまでもお手間を取らせます。適任は見つかりましたでしょうか？」

　俺は大きく頷くのだった。




数日後。

「行くわよルルス。まったくフィリッチの連中がうるさいせいで疲れが溜まって仕方ないの。ゆっくり骨休めをしないとやっていられないわ」

　クレアは溜息を落しながら馬車に向かう。

その後ろから帽子を深く被って俺も続く。

「どうぞクレア様」

　俺は馬車の前に四つん這いになる。

「……気が利くわね」

　クレアは僅かに躊躇して目で俺に謝りながら背中を踏みつけて馬車に乗りこむ。

　クレアに踏まれるのも悪い気分ではないがそれが主目的では無い。

これは作戦の一部で、俺はしばらくの間クレアお気に入りの男娼ルルスとなる。

　俺は彼女に踏まれながらさりげなく周囲を見渡す。

　気になる者は二人。

一人は荷積みの下人でいやらしく馬車に乗り込むクレアの尻を凝視している。

もう一人は屋敷雑用の女で本来必要の無い見送りに出て来ている。

どちらか、あるいはどちらもかは分からないがしっかりと報告してくれよ。

「ルルス、貴方も早くなさい。道中しっかり奉仕するのですよ。貴方の舌はその為にあるのですから」

「承知しましたクレア様」

　俺はまるで主人に呼ばれた犬のように馬車に乗り込む。

「うわぁ……あれってフィリッチ商会のクレアさんよね？　男娼囲ってるんだ……」

「今は名前変えたんじゃなかったっけ？　唸るほどお金あるらしいしやりたい放題よね。あのマッチョ私好みだなぁ……」

「でもでっかい図体して女の機嫌取って生きるとかほんと情けない」

　市中の女に罵倒されてしまったな。

作戦とはいえこんな姿をノンナには見せられないな。

だが不思議と悪い気分じゃない。

　馬車に乗り込むとクレアが情けない顔をしている。

「まさかエイギル様本人に来て頂けるなんて……適任者はてっきり部下の方だと……確かに効果は抜群ですが、危険に身を晒すことになりますよ？」

「ははは、構わんさ。自分の女の為に尽くすのは当然のことだ。さっさと決着もつけたいしな」

　この作戦に必要な人物は個人の武勇に特に優れ、かつある程度の地位がある男だ。

その条件で考えると一番の適任が俺だった。

「さあ俺に命令してくれ。御者にも聞かせないといけない、どこに目と耳があるかわからんからな」

「で、では。ルルス！　股を舐めなさい。それからズボンを脱いで自分で──」

　俺は男妾としてクレアの指示に従いながら彼女の別荘に向かう。




「では二日後に迎えに来なさい。それまでは仕事の連絡は全てローリィに、彼との時間を邪魔をしたら相応の対応をとりますからね」

　小さな町にある別荘につくとクレアは同行した部下達に厳しく告げる。

　部下達はクレアに頭を垂れながら俺に侮蔑の視線を送る。

無理もない。道中、俺はひたすらクレアに媚まくり犬のようになついたのだ。

　作戦の為に男妾と思いこませる目的だったのだが、途中からちょっと楽しくなってきたのもある。

　去り際、クレアの部下達が俺にぼそりと一言落していく。

「ち……恥知らずのヒモ野郎め」

　男に見下されると絞め殺したくなってくる。

「最低……女の股を舐めて養われるなんてなっさけない男」

　反面女に蔑まれるのはそれほど不快に感じない。何故だろう。

　部下達が去ったのを見て俺とクレアはベッドに入る。

「では……宜しいでしょうか？」

「おう、もし奴らが気付いているなら今夜にも仕掛けて来るだろう。それまでは楽しもうじゃないか」

　クレアはニコリと微笑み言った。

「お手柔らかにお願いしますね」




　そして深夜。

「家の周りに気配があるぞ」

　俺はクレアの上に乗って激しく体を揺らしながら彼女の耳元で囁く。

「……来ましたか？」

「ああ、間違いないだろう」

　クレアも体を揺らされて激しく嬌声をあげながら目を細める。

　別荘の外に気配を感じる。

数は三つ、足音はほとんどない。

もし最初から警戒していなければ気付けなかっただろう。

「そこらの傭兵にこんな器用な真似はできない。お前の予想通り一級品の暗殺者だろうな」

「やはりそうですか」

　クレアは強盗団もどきの失敗の後、より上級な暗殺専門の者達が自分を狙うことを予期していた。

フィリッチ商会が彼らを使って商売仇を片づけた所も見ていたのだ。

　重装備の護衛隊に守られている本店を力任せに襲っても勝算は薄い。

ならばクレアのみを的確に除去できる暗殺者が送られてくるだろうと。

　だからこそあえて狙いやすいように本店から別荘に場所を移したのだ。

男妾と別荘で二人きりになり、しっぽりといたす。

暗殺者にとってここを狙わない手はない。

　注意していないと見逃すほど希薄な気配がドアの前に立つ。

しっかりとかけられていた錠がゆっくり動きカチリと開けられた。

そして音もなく扉が開き、三つの気配が室内に入って来る。

「ああっルルスもっと突いて！　奥を突いて！　ああっ！　あぁぁぁぁ!!」

　クレアは嬌声をあげ、俺は激しくベッドを揺らし続ける。

「クレア様！　私のモノは気持ち良いですか？　一晩中ご奉仕いたします。ふん！　ふんふん！」

　三つの気配がベッドの傍で止まる。

俺達が性交に夢中になっているか確認しているのだろう。

　そして数瞬の後、微かな音とともに殺気が放たれる。

「ふっ！」

　俺はクレアをベッドから蹴り出し、自身も跳ね起きる。

「なに？」

　同時にベッドに三つの短刀が突き刺さった。

　暗殺者はいずれも黒一色の外套に身を包んでおり目以外はまったく見えない。

「隠れていろ」

　俺がそう言うとクレアは何も言わずにベッドの下に潜り込む。

この状況では自分がただの足手まといと知っているのだ。

「愛し合う男女を殺そうとは不届きな奴らだな」

　俺は全裸のまま三人の暗殺者に向き直る。

「気付いていたか」

「まあな」

　暗殺者共を睨みつける。

奴らも相当場数を踏んでいるのだろう、動揺した様子はまったくない。

「少々勘が良いようだが無駄な事。お前を殺しクレアも殺す」

「させん。骸になるのはお前らだ」

　俺は枕元に置いていた短刀を構える。

玩具のような刃だがないよりはマシだ。

　三人の暗殺者はそれぞれ違う武器を取り出す。

　一人は鎌のような武器。

　一人は指に挟む針のような武器。

　一人は曲がりくねった片手剣。

　いずれもまっとうな武器ではない。

彼らが正面からの戦いではなく暗殺を専門としていると実感させられる。

「ふっ」

　三人が同時に仕掛けて来る。

　針のような武器が投げ付けられ、同時に鎌と片手剣を持った奴らが斬りかかって来る。

　俺は目を凝らして針の動きを見切り短刀で弾き飛ばす。

　同時に後ろへ跳ね跳んで二本の刃を躱す。

　正直、ぎりぎりで避けて反撃することも可能だったがこいつらが暗殺者という事を考えると刃に毒が塗られている可能性は高い。

なるべく余裕を持って回避するべきだろう。

「……躱したか」

　暗殺者の一人がそう呟いて前に出て、後の二人は後ろに下がる。

　この別荘はそれほど広くはないし、調度品が多数おかれていて動きまわれる空間は少ない。

三人同時に仕掛けるならばどうしても動きが限定されるので読み易い。

　ならばと一人で俺を仕留めるつもりになったようだ。

一人でも十分と自信があるのだろう。

「珍妙な武器だな」

「……」

　最初の相手は鎌を持った男だ。

良く見ると鎌に鎖がついているようだ。

正直こんな武器は見たことが無いな。

　男は暗殺者らしく何も言わずに襲いかかって来る。

　鎌で斜めに斬りかかり、俺が避けると体を回転させて横に薙ぎ払う。

それを短刀で弾き、逆に蹴りを繰り出すが男は羽根のような動きで後ろに跳ね跳んで避ける。

　なるほど大した動きだ。

「……次、行くぞ」

　男は跳ね跳んで距離を取ったまま鎌を構える。

牽制なのか鎌についた鎖を振りまわしている。

　そこで妙な違和感を感じた。

奴らは暗殺者だ。正々堂々とは程遠いはずで『行くぞ』はおかしい。

「ふっ！」

　男が鎌を振り上げた瞬間だった。

風切り音と共に何かが飛んでくる。

　それは見るからに重そうな分胴だった。

　鎖の先についていたそれは先ほどの鎌での攻撃とは比べ物にならない速度で飛んでくる。

まさか鎖の先から分胴が来るとは思わず、完全に意表を突かれてしまう。

「貰った！」

　男の顔に喜色が浮かぶ。

　分胴は見事に俺の眉間に向かって飛翔し……左手に収まった。

「え？」

　俺は分胴を掴むと同時にこちらへ向かって引き寄せる。

目を見開いたままの男は得物を放すタイミングが遅れ、両脚が宙に浮く。

「じゃあな」

　俺に向かって飛んでくる男の顔面を全力で殴りつける。

引き寄せの力と俺の腕力が重なり、男の頭は地面に叩きつけたスイカのように砕け首から上がなくなった。

　壁、床、天井にまで飛び散った脳漿に他の二人が目を丸くする。

　もし相手の動きを読んで戦っていたなら脳漿をぶちまけていたのは俺の方だっただろう。

こんな奇怪な武器は見たことがないし、分胴が来るのも完全に予想外だった。

　だが奴にとっては残念なことに俺は相手の動きを見てから対応しているので不意をつかれても結構対応できる。

　自分で言うのもおかしいが、俺は決して鈍重ではない。

正直俺より俊敏な奴はほとんどいないのではないだろうか。

生まれ持っての動体視力にも感謝だな。




「次はどっちだ？」

　そう言うと同時に針が俺の顔面向かって飛んでくる。

見るからに毒が塗られていそうで全裸の今は掠めることも許されない。

　可能な針は避け、避けられない針は短刀で弾く。

　俺は投げられた全ての針を凌いだが、相手もさすがの立ち回りで狭い室内でありながら距離を詰めさせない。

　二度三度とそんなやり取りが続き、遂に痺れを切らせたのか男が両手に複数の針を持って振りかぶる。

俺は目を細め、その一瞬に手元を確認した。

　四本の針が同時に飛翔する。

　一本目は首を捻って避ける。

　二本目は短刀で弾く。

　三本目は体を捻って躱す。

　そして最後の四本目を床に転がりながら避けて男との距離を詰める。

　男が位置取りよりも攻撃を優先したことで十分距離を詰められたのだ。

本来ならば焦る状況。しかし男の口元には笑みすら浮かんでいた。

　そりゃそうだろうな。

なにしろ男が握りこんでいた針は五本、まだ一本残っているのだから。

「終わりだ！」

　男は至近距離から最後の一本を投擲する。

　床に転がった俺には避けられないと確信しているのだろう。

「残念、知っていたよ」

　床に落ちていた枕を掴んで引き上げる。

最後の針は羽毛の入った高級な枕を貫いて止まった。

「な……に……」

　言い終わる前に俺の短刀が男の胸に突き刺さり、そこから下へ一直線に降りて行く。

　腹を切り開かれた男はどさどさと内臓を床にこぼしてそのまま絶命した。




「一人になってしまったな」

「……ぐ」

　最後の男の得物をもう一度凝視する。

　異形の剣だ。曲がりくねった刀身は斬り払うにも突き通すにも不向きに見える。

ならば他の利用法があるということだ。

　まずは当たってみないとわからない。

「行くぞ」

　短刀を構えて突進する。

　俺の一撃を男は受け流すようにいなし、間髪おかずに反撃の突きを放つ。

　俺は余裕を持ってそれを避け、今度は回し蹴りを放つ。

　蹴りは男の腹を捉えるが手ごたえが非常に軽い。

当たる瞬間に後ろに飛んで衝撃を流したのだろう。これではとても決定打にならない。

　そして男は空中で剣を横に振って俺の目を狙って来る。

斬撃は当たるはずの無い距離だったが、剣から何か液体が飛ぶのが見えた。

毒の可能性もあるのでさすがに避けざるを得ず、空中に飛んだ隙に畳みかけることができなくなった。

　男は少し離れて着地し、隙のない仕草で剣を向ける。

　なるほど剣技、軽業ともに間違いなく一級品だ。

複雑な形の剣は毒汁を飛ばす為のものか。

　厄介だが剣の振り方をしっかり見れば対応はできる。

そう考えて俺が再び距離を詰めようとした時だった。

「燃え盛る炎、我が刃となりて敵を討て」

　男が何かを呟いた瞬間、奴の剣がごうと燃え上がる。

「魔法だと？」

　俺が一瞬躊躇した隙に男が間合いに飛び込んで来る。

「ふっ！　はっ！　ふん！」

　燃え上がる剣は短剣で受け止めることができず、止むなく後退しながら避け続ける。

「甘い！」

　一旦距離を取った俺に向かい男が剣を振る。

するとまるで燃えさかる蛇のように炎が襲いかかって来た。

「ちっ！」

　仕方なく屈んで避けるが、起きあがった瞬間頭上に剣が振り下ろされる。

「ええい！」

　反射的に短刀で受けるが火が飛び散って引かざるを得なくなる。

　なるほど毒汁ではなく油を収めた剣に魔法で自在に着火している訳だ。

「そこだ！」

　男の回し蹴りが俺の鳩尾を捉える。

　魔法と剣技、体術の組みあわせて攻めてくる。

ただでさえ数の少ない魔法使いでありながらこれだけの動き……一流の暗殺者になるわけだ。

　だが剣士としては俺に及ばず、魔法もアリスのように強力な訳ではない。

十分にやりようはある。

　男の弱点は力だ。

魔法と動きの上手さに比べて男の筋力は並の域を出ない。

　現にさっきの蹴りは俺の鳩尾を的確に捉えたがダメージはほとんどない。

　要は魔法と体術を潰せばよいのだ。

　ベッドの傍に置かれていた壺を男に投げ付け、同時に俺自身も突進する。

俺が突進してきているのだから男が壺を避ける為に大きな動きを取る事はないだろう。

　期待通り、男は最小限の動きで後ろに下がって壺を躱す。

床に落ちた壺は派手な音を立てて割れ、内容物……灯り用の油を撒き散らす。

「ぐ!?」

　男の服と足元に油が飛び散る。

これで下手に魔法を使えば自分が火達磨になる。

　男は魔法を封印して歪な剣を俺に向ける。

「もう一つ！」

　そこで俺は思い切り床を踏みつける。

　頑丈に作られた別荘の床だが所詮は木製で俺の力に耐えられるはずもない。

長方形の床板は俺の踏んだ部分が陥没し、反対側──つまり男がいる場所が跳ねあがる。

「うわっ！」

　突然足元が持ちあがった男がバランスを崩す。

俺は踏み抜いた床板から強引に足を引き抜いて男に突進する。

　これで魔法と体術は封じた。

　そして俺の短剣と男の剣が打ち当たる。

「ふん!!」

　小細工無用の強烈な一撃。

足元がふらついた男は避けることも受け流すこともできずにまともに受けてしまう。

そして俺と男の腕力差は歴然だ。

「ぎゃっ！」

　男は思わず剣を取り落とし、床に膝をついた。

「終わりだ」

　俺は男にがっちり抱きつき、力を込めて締め上げる。

「が……が……ぐ……ぐぇぇぇ……」

　内臓の潰れる音が響き、最後に鈍い音を立てて背骨がへし折れ男は動かなくなった。




「エイギル様！　今です！」

「おう」

　三人が仕留められたのを見てベッドの下から飛び出したクレアが俺にマントを放る。

俺はそれを素早く羽織ると全速力で外に飛び出す。

　ただでさえ小さく静かな町、まして深夜に表に出ている者などまずいない。

「あっ!?」

　だが短い叫びと共に一人の女が脱兎のごとく逃げだした。

俺は間髪いれずに後を追う。

　女は必死に走るが俺との速度差は歴然で十秒ほどの追いかけっこで捕まえる事に成功する。

「きゃ、むぐぅぅぅ!!」

　女は悲鳴をあげようとするがその前に布を噛ませて黙らせる。

「さて事情を話して貰おうか」




　これで作戦は完遂された。

　今倒した暗殺者達はそこらの傭兵などとは違う特別な奴らだ。

彼らは木端な者達と違って依頼主の身元も知らずに依頼を受けたりはしない。

　もっとも彼らは完全な玄人集団であり捕縛して口を割らせることはまず不可能だ。

それはフィリッチ商会の暗部も見ていたクレアが良く知っている。

　そこで狙ったのは見届け役──暗殺者達が確実に任務を遂行したか確かめる者──だ。

　いかに玄人集団とは言え所詮は暗殺者。

フィリッチ商会が全面的に信用する訳が無い。

必ず見届け役を送り込むはずだったのだ。

　そして夜でも娼婦や酔っぱらいの多いラーフェンと違ってこの別荘がある小さい町では見届け役を見分けるのが容易だ。

　現にこうして見事捕縛することができた。

「後は彼女の口を割らせるだけですわね」

　クレアが残忍な笑みを浮かべて言う。

「おいおい、乱暴はいかんぞ。まあ簡単だろうな」

　俺はバタバタと暴れる女の尻を撫でる。

　肉付きの良いいかにも男を欲していそうな体だ。

尻を撫でた反応から見てもなかなか敏感だろう。

「ふふふ、優しく厳しく尋問してやるからな」

　そう言いながらマントを脱ぎ捨てると女は俺の股間を見て驚愕に目を見開き、諦めたように抵抗を止めるのだった。




　結局女は全てを吐いた。

一連の襲撃がフィリッチ商会の差し金であったことのみならず、自分の商会内での地位からＣＲ商会内部にいる裏切り者の名前、そして自らの男性経験から性感帯まで全てを吐いたのだ。

「今頃フィリッチ本店は震えあがっているでしょうね。何しろ男妾と間違えて辺境伯まで暗殺しかかったのですから」

　本来はそれなりの地位にある者に男妾の役目をやらせ、それを問題にする予定だったのだが俺自身がやった方が効果は抜群だろう。

　クレアを暗殺したとしてもそれはただの犯罪行為だ。

だが俺の領地で俺を狙ったとなれば話はかなり違って来る。

『事情によっては討伐もある』

　と脅しの文を送ってやると慌てて弁明に来ると返信してきた。

これでフィリッチはＣＲ商会に手だし出来なくなるだろう。

「何から何まで感謝しています。このお礼はたっぷりと……」

　俺はクレアの肩を掴んで微笑む。

「たっぷりと……か？」

「ええ、たっぷりどっぷりと……うふふ、楽しみにしていて下さいね」

　まったくもって楽しみだ。
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余談　ポチハウス

　ポチの小屋が遂に完成した。

見た目は小屋どころか屋敷も通り越してまるで城のようだ。

「強度は屋敷よりも高いですよ。内側には陶器を使っているので火にも強くなっています」

「予算と景観の関係であまり高々とは造れませんので半地下となっていますが……こんな堅牢な建物はなかなかありません」

　大工達が口々に言う。

「まったくトカゲ一匹に贅沢だな」

　とはいえポチが色々と活躍したのは事実だからこれ以上文句は言わないでおこう。

「トカゲ……そうトカゲでしたね」

「まさかドラ──いえなんでもありません」

　大工達が苦笑している。

細かいことはどうでもいいが。

「それにしてもよくこの短時間で建てられたな」

　着工から一ヶ月も経っていない。

まあトカゲ小屋だから手抜きしていても構わんが。

「いえいえ、まさかそんなことはしていません！　ただその……なぁ」

「ああ……建材運びが捗ったというか」

「穴掘りも一瞬だったというか」

　大工達の後ろでポチがギャーと鳴く。

その声は俺でもわかるぐらい嬉しそうだ。

　そういえば大石を持ったポチが採石場と工事現場を行ったりきたりしていたな。

　頭に鉢巻きを巻いて爪で穴を掘っている所も見た気がする。




「どれ中も見てみるか」

　ポチ小屋は内部の高さは四階建ぐらいあるが、うち二階分は地下になっている。

家主はもちろんポチなので階層に分かれてはおらず四階分ぶち抜きの空間だ。

　出入りするのはほぼポチだけなので入口は巨大な扉が一カ所だけしかない。

他には顔だけが出せる窓が一カ所用意されている。

　更にロフトのように人間が寝起きできる空間も用意されており、ピピが泊まれるようになっている。

「それはいいとして……どうして便所と洗面台があるんだ」

　巨大な水周りには水道橋から上水が引かれ、排水は下水に流れるようしっかり整えられている。

何より納得いかないのは便所が巨大な木戸で仕切られていることだ。

「ポチは綺麗好きだ。それに見られていると出ない。トイレは譲れない条件らしい」

　ピピが説明してくれる。

そういえばポチが屋敷の中で糞の問題を起こしたことはなかったな。

　妙なトカゲだとポチに目をやると妙な顔で俺を見ながら悲しそうにきゅるきゅると鳴く。

「あん？　一体どうしたんだ？」

　訳が分からずピピに聞いてみる。

「靴のまま入らないで欲しいと言っている」

　トカゲ小屋が土足厳禁とはどういう訳だ。

「もう知らん。俺は戻るぞ」

　頭を抱えて小屋を出るとポチが濡れた布を持ち出し、俺の靴跡を丁寧に拭き始めた。

ピピはポチの育て方を間違ったのではないだろうか。

真剣にそう考えてしまう。

　ともあれポチの小屋は完成した。

これで夜泣きすることもなくなるだろう。
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第３７０話　成し遂げた者







　暗殺者を退けてからＣＲ商会への有形無形の攻撃はぱたりと止んだ。

フィリッチ商会が俺を攻撃したことに気付いて泡を食ったのだろう。

　一方俺はその代償として居間で説教を受ける羽目になっている。

「クレアさんを助けるのが不公平だと言う話ではありません！　領主が自分から危険に身を晒してどうするのですか！」

「エイギル様はお強いですが余計な戦いをしていたらいつか死んでしまいます！　もうやめて下さい！」

「ハードレット卿を危険から遠ざけるのも我々の役目です。しかし本人が危地に飛び込むのでは如何ともなりません。今後は厳にご自重下さい」

「戦いについて私からは何もいいませんが……クレアさんと二人で旅行と言うのが一つまずいことです。朝からノンナさんの周りがすごい空気になっているので何とかして下さいよ」

　マイラとセリアにレオポルトとアドルフまで加勢するものだから大変だ。

クレア以外誰にも言わずに決めたのが悪かったか。

　俺を責めながら最後には涙目になってしまったセリアの頬を撫でていると、来客が告げられる。

もう来たのか。早いな。




「信じられない不敬、不始末、誠に申し開きのしようもなく……」

　目の前で床に頭をつける男はフィリッチ一族の者で店の大番頭らしい。

　マイラは何故店主が来ないのかと責めたが病床で動けないらしい。

本当か嘘かは知らんが誰が来たって顔も知らんのでどうでもいい。

それよりも大事なのはクレアの独立を認めさせることだ。

「まあ過ぎたことを言っても仕方ない。俺も浮気旅行をしていた訳なのだから無駄に騒ぎ立てるつもりもないが……相応の誠意は見せて貰おう」

　俺はあえて酒を飲みながら傲慢に言う。おっとふんぞり返り過ぎて後ろに倒れかけた。

セクリト笑うんじゃない。まったく面白そうなことになると見物に部屋から出て来やがる。

「もちろん相応の誠意はご用意してございます。謝罪金と他に──」

　俺は使者の言に被せて言う。

「それも良いが何より俺の領内で二度とお前達の面を見たくない。今後余計なちょっかいは一切許さん」

　大番頭は頭を床につけながら俺が話し終わるのを待って続ける。

さすがに大商人だけあってただ平伏するだけの奴ではないらしい。

「商家の信に反したクレアとその一党を認めることはできませぬ。万が一にもハードレット卿とその財にご迷惑をかけることがないように致しますれば……」

　こちらに迷惑はかけないからクレアとの抗争は続けようとしているのだろう。

　俺は大げさに机を蹴り飛ばす。

「阿呆！　俺と男妾の区別もつかん節穴の目で何がわかるか！　これは交渉でもまして要請でもない。命令だ！　今度もしＣＲ商会の周りで何かあればお前達の仕業として俺を襲ったことも含めて王国に報告する。ストゥーラとゴルドニアの力関係はわかっているだろう？」

　我ながら安っぽい脅迫だな。

　大番頭は目を閉じたまま何も言わない。

見た目には恐れているのか怒っているのかもまったくわからない。

「後の事はクレアに任せて大人しく出て行くなら俺もこの件は忘れる。妻にも大事にするなと言われているからな」

　このやり方はアドルフに嫌々ながら助言して貰った。

完全に追い込むよりも逃げ道を残して誘導した方が思惑通りにできるらしい。

　しかしノンナが不機嫌なのは事実だからな。しかもセクリトが煽って火に油を注いでしまった。

あいつは本当に余計なことばかりする……今夜は油で滑ったふりをしてあいつの尻に捻じ込んでやろう。

「我が商会も主もハードレット卿に仇成すつもりはございません。どうか穏便にお願い致します」

「ちょっかいを出さなければそうすると言っているだろう。俺は女と戦は好きだが問答は嫌いなんだ」

　わかりやすい粗野な悪役を演じる。

だが不思議と結構やりやすい

「本能のまま話せるからだと思います」

　マイラの言葉に僅かな毒を感じるぞ。

　俺が睨みつけるふりをしながらそんな事を考えていると大番頭は目を閉じたまま頷く。

『一応承諾はしたがまだ何か手がある』といった仕草だ。

まあ俺とクレアの関係を引き裂くことはできないだろうが。

　奴の思惑はすぐに判明したがそれはまた別の話になる。




　一芝居を終えた後、俺はクレアの部屋に赴き彼女とローリィと共に酒を楽しむ。

「この度は──」

「もう礼は聞き飽きたよ。いい加減別の話をしてくれ」

　俺は笑いながらクレアの口を指で塞ぐ。

彼女は苦笑して言いかけた言葉を切り、ローリィが満面の笑みで杯に酒を注いでくれた。

「遂に独立、一国一城の主と言う訳だな。大したものだ」

「感慨深いものですわね。本当に長く感じます……貴方に見逃されたあの日から別の人生をもう一度歩んだようなものですから」

　俺の隣に腰かけたクレアはさりげなく太ももに手を置いて来る。

あえて局部には触れて来ない。今やっても下品になるだけだと知っているのだ。

「甘えてもよろしいですか？」

「おう、いくらでも来い」

　許可を取ってからクレアが俺の首に抱きつき、ローリィも太ももに抱きつく。

体を密着させ服を肌蹴させるが下着が見えないようにしているのもいい感じだ。

……ローリィの肌蹴け方で見えないのは穿いていないのだろうか。

　今や俺の領地を含めたゴルドニア東部地域の商売はほとんどクレアに仕切られている。

その影響力は中小の領主など問題にならないだろう。

　そんな彼女が俺にしなだれかかっている。

ここで俺が指を一つ打てば全裸になって横たわるだろう。

何とも言えない優越感を感じるな。

「あの時はお前ともう一度こうなるとは思っていなかった」

「私もですわ。ふふ、エイギル様への恨みも私の原動力だったのですよ？　いつか復讐してやる、殺してやると」

　ローリィがぎょっとした顔でクレアを見るが俺達が表情を変えないので不思議そうな顔をしていた。

「今も恨んでいるか？」

　俺は彼女の男、それも長年付き添ったであろう男を殺した。

盗賊に落ちて自業自得だったとはいえ理屈で感情は割り切れないだろう。

恨まれるのは仕方なく、はっきりと言われた方が気持ちも楽だ。

「あれは定めだったのでしょう。エイギル様と会わずアッシュが生きていたとしたら未だに私は盗賊まがいに生きていて……良くて名の知れた傭兵団の長、そして恐らくは討伐でもされて骸でしょう」

　肯定も否定もしなかったことをあえて流す。

「盗賊団??　アッシュ？　えーっと昔の男の話題でしょうか？」

　俺とクレアの会話にローリィがついてこれないようだ。

説明は追々クレアがやるだろう。

「アッシュは何より私の将来を案じていましたわ。彼一人ならなんとでもなったでしょうに私に付き添って盗賊団に……ふふ、彼は私を抱いてから一度も他の女に手を出さなかったのですよ？　彼に媚を売る女や、襲った村の女……犯す機会はいくらでもあったでしょうに。盗賊が貞操を貫くなんて本当に滑稽ですね」

　おかしそうに、どこか寂しそうに言うクレアを前に複雑な感情が沸き上がる。

「あら、死人に嫉妬ですか？　それも貴方が首を刎ねたと言うのに」

　嫌味ではなくおかしそうに言うクレアに負けたよと両手を広げた。

「えぇ……辺境伯様がクレア様の恋人を殺して……クレア様は盗賊で……うぅ……」

　昔話はここまでにしておこう。ローリィがついてこれないからな。

「なあクレア、今更だが本当に今で良かったのか？　俺は商人のことはわからないがお前なら──」

　今度は俺がクレアに指で口を塞がれる。

「もちろんエイギル様の協力があるならもっと引き延ばせたでしょう。そして伸ばした時間の分だけ私は有利になっていましたわ。……でも良いきっかけだと思ったのです」

「きっかけねぇ」

　クレアの体を引き寄せる。

彼女は意図を察して全身を密着させる。

あぁ、ローリィだけではなく彼女もつけていないな。

「はい。私は商人を志したその時から独立して自分の商会を持つと決めていた……その為に自分の全てをかけてきましたわ」

　何も言わずにクレアの背中から尻を撫でつづける。

「きっかけは確かに本店の変容と南ユーグリア……でも最後はこうすると決めていました」

　俺は何も言えずにただクレアの尻を撫でつづける。

悪代官のように彼女の体を触りながらもどこか気後れしている自分を感じる。

「リスクはありましたし、利に合わなかったかもしれません。それでも今だったのです。今ならば出来る、今やらなければ永遠にできないかも知れなかった」

　クレアはにこりと笑みを浮かべる。

「いつかやらないといけませんでした。それが私の人生の意味だったのですから」

　俺は一言も発せないままクレアの尻を揉み続ける。

　欲情した訳でも彼女を辱めたい訳でもない。

ただ何かしていないと落ち着かなかったのだ。

「エイギル様、指がきわどい所に……もう少し緩めて頂けると……あっそこはお尻の！」

　彼女は賭けに出てそれに打ち勝った。

レオポルトにでも言わせればもっと良い手があったのだろうし時期も最適ではなかったのかもしれない。

彼女の立場になれば俺の贔屓に頼る作戦など不完全極まりない。

　だがそれでも成し遂げたのだ。

「あの、手をどうか……は、入って……あうぅ！」

　俺は我が身を振り返って見る。

　奴隷の餓鬼から成り上がった夢のような人生だ。

　なにしろ数百万の民を統べるゴルドニアで辺境伯になって偉ぶることができる。

　アドルフが今日上げてきた税収目録には金貨二十万だのと数字が並んでいる。

　そして周りは美女だらけ、彼女達は俺に心から惚れてくれていて抱き放題に孕ませ放題、屋敷に勤めるメイド達も誘えば喜んで股を開いてくれる。

　一度ヨグリが劇の題材に俺の半生を使おうとしたのもわからないではない。

傲慢かもしれないが、我ながら大成功の人生と言えるだろう。

「だが俺は達していないんだ」

「わ、私は達しそうです……だ、駄目！　あうぁっ！」

「きゃっ！　クレア様……盛大に噴きました。え？　まだ続けるのですか？」

　クレアが仰け反って悲鳴をあげるが、今の俺には些細なことだ。

　俺の人生の目的はなんだ？

忘れるなどあり得ない。王になってルーシィを迎えに行くことだ。

　大貴族として美女とその子供、孫に囲まれて大往生することではない。

　忘れてはいなかった。

ただ居心地が良くて甘えていたのだ。

　ノンナは美しく、セリアは可愛い。

カーラは面白く、メルは魅力的だ。

他の俺に惚れてくれた女達もみんな素晴らしい。

　彼女達に囲まれて本当に幸せなのだ。故に今の幸せに浸っていたのだ。

「お前はすごいな。本当に辿りついた」

　クレアの手を取り手の甲にキスをする。

情欲ではなく敬意を示す。今の俺は彼女に及ばない。

「え？　一体何を……」

　彼女の『その時』は今だった。

一方で残念ながら俺の『その時』は今では無い。

目的の為に動くことと暴走することは同義ではない。

　今やるべきなのは覚悟を決めることだ。

数秒目を閉じて息を吐く。

「ん、よし」

　元々大した頭ではない。長く考え込んでも意味は無い。

今の数秒で覚悟を決めるには十分だ。

「あの……何か機嫌を損ねましたでしょうか？」

「退屈させたならお詫び申し上げます」

　クレアとローリィが心配そうに俺を見ている。

柄にもなく難しい顔をして考え込んでいたようだな。

「気にするな。そろそろ始めようか」

「きゃっ！」「ひん！」

　クレアとローリィを両肩に担いで持ちあげ、用意されていたベッドに投げる。

同時に俺も上下の服を脱ぎ捨てる。

「やっぱりすごいお身体……」

「それになんだか覚悟を決めた男の魅力が……」

　クレアとローリィはまるで処女のように赤面しながら互いの体を重ねて尻を俺に向ける。

「今日は少し荒い気分だ。覚悟してくれ」

　俺はそう宣言して二人に圧し掛かって行く。

「いつもよりも大き──あぐぅ!!」

「強引にされるとますます──ひぎぃ！」




『その時』が来れば躊躇はすまい。

例えどんなに非効率だろうと、いかなる犠牲を払おうともだ。

　俺は悲鳴をあげる二人の体に乗りながらそう自分に言い聞かせた。
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余談　クラウディア変身

「うお」

　しばらく姿を見せなかったクラウディアが久しぶりに食卓についていた。

それは大変素晴らしい事なのだが、俺の口から漏れたのは何とも言えない声だった。

「うわぁ……うわぁ……」

　ノンナもすくったスープをだらだらとテーブルに零す。

彼女にしてはあり得ない不作法だ。

「嘘……なにそれ……」

　カーラも目を丸くして硬直している。

「こ、これは酷いです」

　セリアも動揺を隠せていない。

「どうしてこうなったのでしょうか……」

　給仕をしていたリタがせっかくの料理を床に落してしまう。

しかし誰も咎めないし、周りの使用人達もそれどころではないようだ。

「あら、揃って何か言いたいことがおありなのかしら？」

　視線の先のクラウディアは微笑と共に体を捻る。

　同時にどよめきが漏れた。

　しかし意味のある言葉はない。あまりの衝撃に皆何も言えないようだ。

仕方ないので俺が代表して尋ねよう。

「クラウディア、その体はどういう訳だ？　一体何があってそうなった？」

「あら、うふふ。気になられますか愛しの人」

　もちろん気になる。

　気になると言っても憧れの人の髪型が変わったとかそういう気になるではない。

昨日まで女だった人が突然男になったという類のものだ。

「激しい運動をしたのが良かったのかもしれませんわね。厄介な脂肪が消えてしまったのですわ！」

　今まで肉玉、肉塊と言って良い体型だったクラウディアの贅肉が全て消え去っていた。

「あの日、猛然と走りだした奥様は一度も止まることなくノーステリエス河まで走り抜きました。そして河の水を一飲みすると再びとって返されました」

「本当に馬鹿じゃないの」

　カーラの呆れた声と共に全員が溜息をつく。

　ラーフェンから河までどれだけの距離があるのか。

まして往復だ。




「突然走り出したい衝動に駆られたのですわ。んほほほ！」

　まあそれはいいんだ。

少々だらしない体も好きな俺だが最近のクラウディアはさすがに目に余っていた。

抱き締めればすぐに汗を噴くし、騎乗位でもすれば骨が軋む程だった。

　彼女は引き締まった腹を見せつけるように体をねじる。

体のどこにも贅肉は見えない。




「引き締めるのは良い。素晴らしい……だが物には限度がだな……」

「ほー!!」

　クラウディアが笑うのに合わせてはっきり六つに割れた腹筋が蠢く。

「体が軽くてたまりませんわ。ご覧くださいな、この引き締まった太ももを！」

　太ももの筋肉も浮き出している。

確かに贅肉はまったくないがその太さはセリアの胴周り程もある。

もし彼女が男なら俺以上の筋肉ではないだろうか。

「まだ二の腕が太いかもしれませんわね。服がきついですわ」

　布地越しに腕の筋肉の形がわかる。

服を破らんばかりに盛り上がっているのは力瘤か……。

きついはずだ、クラウディアの腕はクララの足ぐらいあるぞ。

「うふふ、今夜は私と一戦お願いできませんか？　ご奉仕して差し上げますわ」

「おう、わかった」

　一瞬模擬試合でもするのかと思ったがこれは夜のお誘いなのだろうな。

　クラウディアの喜びと共に胸がブルンブルン揺れているがまさか大胸筋の力で胸を揺らしているのか。

　俺はセクリトやイリジナなど筋肉質な女も好物ではある。

だが今のクラウディアはやり過ぎだし、何より突然の変貌に困惑が隠せない。

彼女はほんの少し前まで贅肉の塊だったのだ。

「……鬱陶しさは半減したはずなのになんとも落ち着きません」

　セリアがげんなりして言う。

「いっそ暴食させて元の玉に戻したら？」

「美味しいお肉を山盛り焼こっか？」

　カーラとマリアも何か言っている。

　あの体型は健康にも悪かっただろうし、彼女の為にはこのままの方が良いのだろうが……落ちつかん。

「ああ、急に動きたくなりましたわ。ふん！　ふん！　ふん！」

　物凄い勢いで食事を終えたクラウディアが腕立て伏せを始めるのを見て俺は頭を抱えるのだった。
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余談　吸血鬼の嫉妬

「申し開きはあるかの？」

「いや無い」

　俺はラーフェン市内の薄暗い一室で縛りあげられている。

　目の前にいるのは金髪の少女。

しかし見た目に反して数百年を生きた吸血鬼の姫だ。

「妾に血を吸わせる約定を破り、あまつさえどこぞやへフラフラと……」

「すまん」

　俺にはただ謝ることしかできない。

「今後もうせんと誓うか？」

「いや、誓えん」

　もし何事かあれば俺は再び遠征しないといけないだろう。

ならば上辺だけ誓うのは逆に不誠実だ。

「もぐぞ」

「それだけは勘弁してくれ。沢山の女が悲しむ」

　ブリュンヒルデが俺の股間に手を添える。

彼女の怪力なら本当にブチンとやられそうだ。

「まったくお主は……行き先ぐらい言ってから行け……妾の目の届かぬ所で死んだらどうするつもりじゃ……助けてやれん」

　ブリュンヒルデはブツブツと呟く。

後半は小声なので聞こえなかったが、下手な事をいったら本当に千切られてしまうかもしれない。

「今は大切な時なんだ。俺の生きる意味に関わるほどに」

　嘘偽りはない。

ブリュンヒルデは俺の瞳を覗きこんだ後、満足そうなそれでいて嫉妬したような表情を浮かべる。

「……ならば大目に見る。但し次は妾だけでも連れて行け」

「む、だが……」

　もし出撃となれば移動は基本的に昼だ。

彼女にとって日光は致命的ではないが極めて不快なはずだ。

「妾が良いと言っておるから良いのじゃ！　……お前がどこぞやで死んだかと思う方が昼も寝られんわ」

　最後の方が再び小声で聞きとれなかったが彼女自身が良いなら来て貰うべきだろう。

「さて話はこれだけじゃが腹の虫が収まらん。お前ら来い！」

　ブリュンヒルデが指を鳴らすと同時に三人の女──真っ白な肌色から見て彼女の僕たる吸血鬼だろう──が現れる。いずれも容姿体型ともに並の女達だ。

　彼女達はブリュンヒルデに何やら耳打ちをされてから俺のズボンを文字通り剥ぎ取る。

剥き出しになった股間に女達は口を寄せて来る。

このまま三人がかりの奉仕をしてくれるのだろうか。

　彼女達は俺の股間に顔を寄せながらも情欲や親愛の表情は全く浮かべていない。

むしろ軽蔑や嫌悪が見て取れる。

　吸血鬼は基本的に人間を見下している。

恐らく今回の事もブリュンヒルデの命令なのだろう。

嫌々奉仕させるのは好きではないが決定権はブリュンヒルデにある。

　それにこの見下されたような表情も……意外と悪く無い。

「おいおい、これじゃ褒美になるぞ」

　俺が緩む顔を隠さずに言うとブリュンヒルデは残酷な笑みを浮かべた。

「さてどうかの。殺すのも眷族にするのも許さん。玉を潰すのも勘弁してやるのじゃ」

　彼女の号令と同時に女達が口を開く。

　俺は目を閉じて快感を受け止めようとしたが、襲ってきたのは激痛だった。

「ぐあぁぁぁぁ!!」

　俺の一物には牙六本、少し遅れて更に二本が食い込み、文字通り穴だらけにされてしまったのだった。

「……美味い」

「……これは癖になる」

「……すご」

　吸血鬼の女達は一瞬喜色を浮かべるが、俺が微笑みかけると再び侮蔑の表情を作る。

　ううん、やはり悪く無い。

今度セリアに罵らせながら一物を踏んで貰おうか……俺は何を考えているんだ。

「お前ら今回だけじゃぞ。こやつの血は妾専用じゃからな」

　だが激痛ながらも四人の女に男根から血を吸われるのは悪く無い感触だった。




　そして翌日。

「あの……ご主人様」

「これは一体何があったのですか？」

　ベッドに引き込んだリタとアデラが脅えすら混じった目で俺に問う。

　無理もない吸血鬼達に穴だらけにされた一物はすぐに治癒したが、噛まれた場所が盛り上がっている。一夜にして八箇所がボコボコになったのだから気付きもするだろう。

時間が経てばマシになってくるんだけどな。

「凶悪過ぎる形になっているんですけど……こんな地獄の植物みたいなモノ、五分ももちませんよ……」

「旦那様はいつか本当にベッドで女を殺してしまいますよ」

　そう言いながらもアデラとリタは息を荒げ、唾を飲み込みながら擦り寄って来る。

　確かに最近は酒場や娼館で行きずりの女を抱いても反応がすごい。

行為中は失神を繰り返すし、翌朝になっても目覚めない。

　中に慣れた女が朝起きて来ることもあるが、その場合は大抵もう少し一緒にいてくれと迫ってくる。

そう言われて突き放すこともできずに再戦していると大抵セリアが飛びこんできて大惨事になるのだ。

「罪な人です」

「罪なモノです」

　二人の愛を受けながら俺は大の字にベッドに倒れるのだった。

　ブリュンヒルデには何をされても許してしまう。

それは彼女自身が美しく愛らしいこともあるだろうが、やはり大元は『彼女』の面影を感じるからだろう。

　言ったらまた二つ穴が増えるので言わないが。




収入

人頭税　　　　　　六万枚

鉱山税　　　　　　九万五千枚

交易税　　　　　　二万五千枚

穀物売却　　　　　二万枚

収入計　　　　　二十万枚

　　　　　　　　支出

屋敷維持　　　　　　七千枚

警備兵維持　　　　一万四千枚

軍給料　　　　　十二万枚

軍施設その他　　　二万枚

内政開発　　　　　　九千枚

支出計　　　　　十七万枚

総計　　　　　　　三万枚




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）

ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）

マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（失敗）ソフィア（愛人）セクリト（食客）

セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（ゴリマッチョ）クララ（諦め）

セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（調査）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（出陣）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）スージィ（男漁り）ソラナ（憔悴）

虜囚

クリストフ（苛烈な拷問）

人外

ブリュンヒルデ（吸血鬼）ラミー（ラミア）アルラウネ（芽）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（家主）メッサーシュミット（移住）シュバルツ（馬）フェルテリス（発見）

領民 二十二万人

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一三六〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨五〇三〇〇　春の税収（＋二十万）春の出費（十七万）謝罪金（＋一万）ノンナの機嫌取り（七五）

経験人数七七五人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３７１話　占領地割譲







王都ゴルドニア　王宮

　クレアの件が片付いてからしばらくは特に何事もなかった。

レオポルトとアドルフは懸命に働いていたがいつものことなので、平穏な内にノンナと旅行でもと思った所に王都への呼び出しがあったのだ。

　呼び出しは王の名だったが、実際はケネスから出されたもので南ユーグリアとの会談日程がやっと決まったので当事者の俺も交えて話をしたいらしい。

　更にケネスは呼び出し文の中で暗に『王にはやる気がないので皆でなんとかしないといけない』と匂わせていた。

　とはいえ俺が注意してもなんにもならないので怠けていたトリスタンを引っ張ってきた。

領地の内政官を実務の為に連れてきたと言えばなんとかなるだろう。

　他の同行者は今回は連れて行けと我が儘を言ったノンナだけのはずだったのだが。

「むぅ……むぅ……」

　そのノンナが不機嫌な声をあげながら俺を睨んでいる。

正装のドレスをこれでもかと押し上げている乳もぶるんぶるん揺れていた。

「やれやれ」

　トリスタンは呆れた声を出しながら苦しそうに襟元をいじっている。

「僕はこういう場も服も苦手なんだけど……ネクタイを外して襟のボタンを二つ開けてもいいかい？」

「やったらぶちますよ」

　トリスタンが溜息混じりにそう言い、セリアに睨まれて更に深い溜息をつく。

「妾も王宮を訪れるなど幾百年ぶりかの。しかしまあ宮殿が貧相になったものじゃ」

　ノンナ不機嫌の半分ぐらいは彼女……ゴルドニアに先回りしていたブリュンヒルデだろうな。

ちなみにもう半分は旅行が潰れたことだ。『クレアとは行ったのに』と道中ずっと愚痴を言われた。

「こらこら」

　何百年とか言うと吸血鬼だとばれるじゃないか。

王宮に吸血鬼を連れ込んだと知れたらただでは済まない。

さすがに気付かれることはないだろうが普通に陽の下を歩いて来たしな。

　普通の吸血鬼は太陽の光を浴びると燃えて灰になってしまう。

何故平気なのか、同じく平気だったルーシィと関係があるのか聞いたことはあるが答えてはくれなかった。

「わかっておる。お前を追い込むようなことはせんわ」

　ブリュンヒルデはそう言って俺の腕に頭を乗せる。

「むぅぅぅ……むぅぅ！」

　ノンナが更に不機嫌になってしまうがさすがに王宮の待機部屋で騒ぐ訳にはいかないのでジタバタ足を動かしながら胸を揺らすことしかできない。

　なだめようとしていたセリアは胸の動きを見てやる気をなくしたように頬杖ついてしまった。




　改めてブリュンヒルデの格好を見てみる。

　吸い込まれそうな黒いドレスだ。そこに手袋と短い袖の間、足首、僅かに開いた胸元、そしてそれなりに開いた背中の四カ所からブリュンヒルデの真っ白な肌がのぞく。

　陽に焼けないように注意しているはずのノンナと比べても全く異質の白だ。

病的な色と言っていい。

「まあとうに死んでおるからのう」

　茶化すように言うブリュンヒルデ。

　黒いドレスそのものも派手さこそないものの、大金をかけて仕立てたノンナのドレスにまったく劣らないように見える。

　新品特有のキラキラした輝きは無いが、完璧に手入れされたドレスは何十年と丁寧に使い込んだ歴史ある家具のような美しさがあった。

　何よりブリュンヒルデの小さな体と一体化するほどあっている。

正直、ノンナよりも王宮に馴染んでいると言えるのではないだろうか。

　これで乳もあったら無敵なのだが。

「うるさい」

「ぐっ」

　ブリュンヒルデにポムと足を踏まれてしまう。

ノンナが少し機嫌を直して俺にひっつき、セリアも自分とブリュンヒルデの胸を見比べて笑みを浮かべる。

　僅かに和んだ雰囲気にトリスタンも安堵の息を……おい、トリスタンのは寝息だぞ。

「起こします」

　セリアがトリスタンの太股を鬼の形相で思い切り抓る。

さすがに王宮内で蹴り飛ばす訳にはいかないとの判断だろうが、痛みはこっちが上かもしれない。

「んぐーー!!」

　トリスタンは飛び起きて悲鳴をあげるが、想定内だったのかセリアにタオルで口を塞がれていた。

まるで誘拐でもされるみたいだな。

「もう……王宮内ですのに本当に……エイギル様？　お暑いのですか？」

　ノンナはその光景に微笑みながらも俺が汗を流しているのを見て首を傾げる。

「いやそうじゃない。気にしないでくれ」

　言いながらも汗は止まらない。

無理に笑おうとしたが笑顔が引きつる。

　それを見てセリアまで寄って来た。

「お手洗いならここから遠いので早めに行かないと──」

「心配するな。俺は漏らしたりしないよ」

「俺は？　まさかセリアちゃん」

「ち、違います！　あれは事故です！　床が磨かれ過ぎていて転んだ拍子に……い、言わないで下さいって言ったのに！」

　ノンナとセリアが騒ぐ中、ブリュンヒルデがそっぽを向く。

　冷や汗の原因は先ほど彼女に踏まれた『ぽむ』だ。

軽い音からは想像もつかなかったが、ハンマーで叩かれたような衝撃だったのだ。

しかも的確に小指だけを捉えてきた。

「妾を侮辱した罰じゃ。苦しむが良いわ」

　そう言いながらもブリュンヒルデは俺に体重を預けて来る。

「王宮は何時の時代も妖怪の巣ぞ。お前は策謀に疎いからの……まあ妾に任せておけ。いざとなったら場の全員を皆殺しにして──」

「やるなよ？　絶対にやるなよ」

　ブリュンヒルデが本気になれば出来そうだから冗談にならない。

「ならばこれからも危険な目には合わぬことだな」

　ブリュンヒルデは話は終わりとばかりに立ち上がる。

「そら、お呼びが来るぞ」

　彼女の言葉から数秒後、重厚な扉が開き入室の許可が出る。

「「「……」」」

　全員の不審な視線を受けながらブリュンヒルデは小さい体で堂々と歩きだしたのだった。

「うう……」

「なんじゃ女」

　小さいながらも高貴さと威厳を兼ね備えたブリュンヒルデを前にノンナが気遅れしている。

後でフォローしてやらないといけないな。




　会議の席はテーブルの左右でゴルドニア側と南ユーグリア側に分かれており、俺は当然ゴルドニア側に座る。セリアとトリスタンもいそいそと俺の隣に座る。

ノンナとブリュンヒルデは実務に関わらない付き人が座る別のテーブルに案内されていた。

　反対隣にはケネスや他の役人が座っており、中央には王が一段高く座るがやる気は無さそうだ。

そして王の後ろにはまるで移動監獄のような鋼鉄の箱……これはどこにでも持ってくるのか。

「では話し合いを開始致しましょう」

　ケネスが口火を切ると同時に双方が書類だのなんだのをテーブルに並べる。

動きを見せないのは俺と王、そして南ユーグリア側の末席に座るフードを被った一人だけだ。

「無礼ですね……」

　セリアが言う通り、礼儀には疎い俺だがさすがにこの場でフードを被るのが宜しく無いのはわかる。

当然ながら役人達も非難の目を向けるのだが、南ユーグリア側の誰もそいつを注意しない。

遂に痺れを切らせたケネスが口を開く。

「失礼ながら陛下の御前にありながら聊か無礼ではありませんか？」

　あくまで温厚な口調ながらもはっきりと通る声で警告する。

　それに答える声もまた温厚かつ良く通る美しい声だった。

「これはとんでもない失礼を致しました。外で顔を見せたく無かった物ですから」

　フードが取り去られると床につきそうな長い黒髪が溢れ出る。

まるで黒い宝石のような髪がふわりと揺れると同時に俺の所にまで良い香りが伝わってくる。

果実や香の匂いとも違う言うなれば良い女の匂いだ。

「うっ!?」

「なに!?」

「おぉ……」

　ゴルドニア側から驚きの声が上がる。

　それも当然だ。

彼女の美貌を見間違うはずもない。

　彼女こそ南ユーグリアを統べる女帝、ヴィルヘルミナ一世だったのだ。

　控える使用人達も困惑している。

相手の元首が来たとなれば席の配置も全て違って来る。

「知らせず来たのはこちらの勝手、下手な気遣いは無用ですわ」

　ヴィルヘルミナは末席から立ち上がり、より王に近い上座……今まで最上位とされていた使者の代表が座る席に向かってゆっくりと歩く。

「皇帝陛下、万歳」

　代表は跳ねるように立ち上がって椅子を引き、ヴィルヘルミナが腰かけたのを確認して後ろに立つ。

その動きに一点の曇りも無い。彼女に心酔して忠誠を誓っているのだろう。

「お初にお目にかかりますわ。アレクサンドロ陛下、突然のご無礼をお許し下さいませ」

　にこりと微笑みながら礼をするヴィルヘルミナに王もさすがに驚愕の表情を隠せない。

「う、うむ……事前に知らせるが礼儀ではあるが、この方が事は早く片付くかもしれぬな」

「ええ、まさしく。争い事は早く解決するに越したことはございません」

　さすがに王は一瞬の動揺の後冷静さを取り戻す。

だが予想外の事態にケネス達はかなり困惑しているようだ。

「見事に機先を制されたね。緒戦は敗北かな」

　トリスタンがぼそりと言う。

こいつはさすがに動揺しない。

もちろん俺も別に慌ててはいないが。

「……」

　その時ヴィルヘルミナが俺を見て微笑み、小さく頭を下げる。

彼女との衝突が避けられないとは知っているつもりだったが、なんとも美人過ぎる。

とても敵意など向けられそうにはない。

「えぇ……なんでさ」

　思わず微笑み返してしまいトリスタンに妙な声をあげられた。

　だがヴィルヘルミナは俺の微笑みに応えることなくさっと王へ向き直る。

「ではアレクサンドロ陛下、さっそく本題に入りましょう。この場に私達がいる以上、無駄な議論は省略すべきかと思います」

「……うむ、そうだな。余も長々と無駄話をする気はない」

　ケネスが苦い顔をしている。

当然か、このままでは自分の頭越しに話が決まってしまうのだからな。

「いや、一番それを心配すべきなのは辺境伯ですよ？」

　そう言えばそうだった。

「先の偶発的な衝突は愚かな部下の暴走……私としてもまったく不本意なことでしたわ。不幸な戦いで亡くなった貴国の兵士と民へ哀悼を捧げます」

　ヴィルヘルミナは目を閉じて小さく頭を下げる。

間違いなく建て前だけのはずなのに、その姿に嘘が見えない。

「もちろん言葉だけでは収まりませんでしょう。遺族と領主の方にも相応の賠償をさせて頂きます。我々はあくまで貴国との平和共存を望んでいることをご理解下さい」

　今度は王に一礼、そして俺に向けて一礼する。

「最初下手に来る相手は大抵たちが悪いんだよなぁ」

　トリスタンが俺にしか聞こえない小声でぶつぶつと何かを言っている。

「陛下」

　そこに情報官レベッカがいそいそと進み出て王に近づく。

王はちらりと彼女を見るが、どう見ても好意的な視線ではないな。

レベッカの立場も既に安泰ではないらしい。

　それでも王はレベッカの言葉に耳を傾けたのだろう。

聞き終えてからヴィルヘルミナに向かって笑いかける。

　しかしその笑みは決して友好的で慈愛に満ちたものではない。

むしろ嘲笑に近い攻撃的な笑みだった。

「──ヴィルヘルミナ陛下」

「はい、なんでしょうか？」

　ヴィルヘルミナはあくまでにこやかな表情を崩さずに受け止める。

「貴国が食い殺したリバティースと我が国の国境に十万近い兵が集結していると報告があった。これは先ほどの平和共存とはいささか話が違うのではないか？」

　会議場がどよめく。いや、正確にはゴルドニア側だけがどよめく。

南ユーグリア側の者は一言も発していない。まるで石像のようだ。

「何も話は違いませんわ。平和とは互いの力が拮抗してこそもたらされるもの」

　ヴィルヘルミナの笑みだけがそのままに眼光だけが鋭くなる。

「共存が要らないなら周りを全部殺して自分一人になるのが完全な平和だけどね」

　トリスタンがまた何か言う。

「ほう、では貴殿は既に余と対等であるとそう言いたいのか？」

　王もまたヴィルヘルミナを睨みかえす。

「まさか。大国ゴルドニアと対等などと……私達が望むのは中央平原南部の円滑な統治、それだけですわ」

「どうだかな」

　ヴィルヘルミナが王から目を逸らす。

「それならユーグリア帝国でいいよね。南は要らないよね」

　トリスタンめブツブツと俺に言っても仕方ないだろうが。

「しかしゴルドニアには及ばぬとは言え、我が国も十万程度の兵は用意できますわ」

　再び笑みを浮かべたヴィルヘルミナと既に笑っていない王が睨み合う。

「戦えば長期戦になるぞと言ってるんだろうね。こっちにやる気がないのを見越されてるよ」

　トリスタンの言う通りなのだろう。

ケネスは表面上何事もないように聞いているが、周りの役人は苦々しい顔をしている。

　そこに慌ててエイリヒが着席してくる。

まさか交渉初日からこんな事態になるとは思っていないから呼ばれていなかったのだろう。

　俺もこんなことになるならレオポルトを連れて来たら良かった。

いや、それだと逆に領地が危ないのだろうか。

　戦いに例えれば奇襲を受けて大混乱といったところだろう。

ヴィルヘルミナは奇襲が大好きなようだ。

「なるほど……だがこの場で余が貴殿になんらかすれば戦争にもならぬのではないか？」

　再びどよめきが漏れる。

だが当のヴィルヘルミナに焦りはない。

「さてどうでしょうか？　我が軍の忠誠についてはご存じのはず。もし私が害されでもしたら……和平などあり得ない泥沼のような戦いが延々と何年も続くことになるでしょう」

　ヴィルヘルミナは席についたばかりのエイリヒを見る。

よく奴が軍務の責任者だと分かったな。

「私達は陛下の『本当の敵』ではありませんわ」

　王の表情に目に見える変化がある。

「うわぁ知ってるねぇ。怖いねぇ」

　トリスタンの間延びした声すら意味ありげに聞こえてしまう緊張感だ。

　空気が限界まで張り詰めた所でふっとヴィルヘルミナが笑う。

「──ふふ、それに非才で愚かな私がどうにかなっても更に優秀な者が出て来るだけ。そのような冗談、笑い話にしかなりませんわ」

　すっと空気が緩んでいくのを感じる。

「……まあ余も貴国とことを構えるつもりは無い。平和共存などと馴れ合うつもりはないが、我が領に手を出さぬのならばあえて戦することもあるまい」

　王は咳払いを一つして椅子に深くかけ直す。

　だが修羅場を超えたと皆が思ったのもつかの間だった。

「私ももちろん同じ思いですわ。しかし両国の関係を危うくする刺が刺さっているのです」

　ヴィルヘルミナは美しい指先で地図を指差す。

そこは俺の領地──ではなく、衝突の舞台となったキサットを中心とする占領地だ。

「この一帯は旧ヴァンドレアの地、貴国が暫定的に占領したまま……その後のダート山の異変もあって取り決めも無いまま放置されております」

　確かに占領した直後に山が火を噴いてそれどころではなくなっていた。

その後も疫病うんぬんでヴァンドレアと交渉する暇もなく、正式に領地と認めさせてはいない。

そして今やヴァンドレアは無くなってしまった。

「この地は長くヴァンドレアの地でした。今やかの国は我らの一部ですが民は変わりません。土地に愛着もあり、あるいは親族が住む者もいるでしょう」

　ヴィルヘルミナと共に全員の視線が俺に集中している。

トリスタンは難しそうな顔をしてお茶を飲んでいる。こういう時こそ下らないことでも言えばいいものを。

「暴走した司令官もまたこの地の生まれだったのです。かの者の罪を薄めるつもりはありませんが、このままでは今後に禍根を残してしまうでしょう」

　ヴィルヘルミナの目が大きく開かれる。

鮮やかな緑の瞳に吸い込まれるように感じた。

「貴国にとっては辺境の何も無い場所……しかし私達にとっては大切な地なのです。どうか返して頂けませんか？　我々の土地と民を……返して頂けませんか？」

　弱弱しい懇願でありながら凄まじい圧力を感じる。

真正面から俺を見るヴィルヘルミナの美貌に思わず首を縦に振りかけてしまう。

もちろん頷いては駄目なことはわかっている。

「「……」」

　しばらく俺とヴィルヘルミナの睨み合いが続き、俺が降伏する僅かに手前で彼女は王に向き直る。

「もちろん血を流して占領した土地をただ返せなどとは言いません。衝突の賠償金に数倍……いえ、数十倍する対価を支払って買い取らせて頂きたいと思っています。領主たるハードレット卿、そしてゴルドニア王国にも」

「あー……これは口で辺境伯が敵う相手じゃないなぁ」

　一瞬で交渉対象を俺から王に、方法を威圧、懇願から買収に切り替えた。

トリスタンの言う通り、交渉術では俺がどうこうできる相手じゃないな。

　クレアから聞いている分に、南ユーグリアはストゥーラ商人を中心に相当な投資を受けている。

資金はかなり潤沢ではあるだろうが、それでもゴルドニアに敵うとは思えない。

さすがに王を丸めこめるだけの額が用意できるとは思えない。

「占領地はハードレットが勝ち取ったもの。余が口を出すのは好ましく無い」

　案の定、王の反応は薄い。

だがもう一度あの瞳で見つめられると俺が堕ちてしまいそうだ。

　トリスタンのケツでも触って中和しておこうか。

……どうして椅子を離す。勘付いたか？




　俺と王の反応が好ましく無いと確認するとヴィルヘルミナは微笑んで立ち上がる。

「一旦間を置きましょうか。良い機会です。献上品を持ちなさい」

　ヴィルヘルミナが部下に命じて何やら妙な物を持ち出してくる。

　一見なんの変哲もない朽ちた木の枝に見えるが、献上品と言うからにはそうではないだろう。

大きさは俺の腕程度だ。一体なんなのだろうか。

「それはなんだ？」

　王も怪訝そうに眉を潜める。

「これはお香です。テリエス北岸の湿地帯でのみ採れる大変珍しい代物、この大きさのものは数十年に一度見つかるかどうかと聞いております」

「ほぅ」

　正体が知れて王の興味が薄れる。

俺も同じく興味を失った。

　いくら珍しくても宝石と同じで興味の無い者にとってはただの朽ち枝だ。

王もケネスもどうでも好さそうな顔をしている。トリスタンが一番反応しているほどだ。

　ヴィルヘルミナの部下はまずは試しとばかりに香を焚く。

毒煙ではないかと護衛が緊張したがヴィルヘルミナがこの場から離れない以上その危険は無いだろう。

　なるほど希少なだけあって良い香りだ。

便所において大を落した後に焚けばいい感じかもしれない。

「ん、良い香りだ。有りがたく頂いておこう」

　王も溜息混じりに一応の礼を言って受け取ろうとする。

その時だった。

「素晴らしい……香りでございますね」

　王の後ろの移動監獄から声が聞こえる。

同時に王の顔色が変わる。

「ロサリオ!?」

　まるで母親に呼ばれた子供のように駆けよっていく。

「突然声を出して申し訳ありません。目が見えませんので状況がわからず……もしお邪魔でしたら……」

「構わん。遠慮することはないぞ。何でも言うが良い」

　檻のせいで良く見えないが王とロサリオは何事か話している。

そしてケネスとエイリヒの顔色が見る見る青くなっていく。

　ヴィルヘルミナの表情に変化はない。

本当にまるで鉄仮面のように変化が無い。

　王とロサリオは何度か言葉を交わしていたが、ロサリオの声が小さいので内容までは聞きとれなかった。

　だが、目が見えないので匂いに敏感になった。

嗅いだ事のない良い香り、心が落ち着く、と言った内容を言っていたように思う。

「そうか、そなたはこの香りを好むか。いや良い。遠慮なぞせんで良いのだ」

　しばらくの空白の後、王がヴィルヘルミナに向き直る。

その顔に先程の睨みかえすような迫力はほとんど見られない。

「香木はこれで何回分ほどあるのか？」

「使い方によりますが三週間はもつかと思いますわ」

　王は苦い顔で三週間……と呟く。

「ここにある他にいかほどある？」

「貴重なものですので幾分も無いでしょう」

「高額でも良い。買付けよう」

「何分秘境の奥にありますのでそう簡単には……」

　苦笑するヴィルヘルミナと本気で顔をしかめる王。

「しばし休会とする！」

　王はそう言い放って尚もヴィルヘルミナと話し続ける。

会議が止まった後も微動だにしない南ユーグリアと、動揺を隠せないゴルドニアの面々が印象的だった。




「ハードレット」

　会議は休会のまま、俺は王に中庭へ呼び出される。

　内容の想像はついた。きっとトリスタンも分かっていたのだろう、微妙そうな顔をしていた。

「南ユーグリアが言う占領地の返還……いや、売却の件、受けてやれ」

　まあこうくるだろうな。

ロサリオが絡んでからの王はまったく余裕を無くしていた。

「ヴィルヘルミナは十分な対価を用意すると約束した。ゴルドニアにとってもそちにとっても悪い話ではない。あのような辺境の土地を抱えていても利に合うまい」

　占領地が俺と王国にもたらす恩恵はほとんどない。

疫病対策の拠点とはなっていたが、それも今は意味を失っている。

だから返還自体は痛手では無いのだ。

「まずは国内を固める必要がある。それには南ユーグリアとことを構えるのは得策ではない」

　もし金貨が欲しくて占領地を手放すのならなんの問題も無かった。

むしろ高く売りつけてホクホクだっただろう。

「防衛に支障をきたすことも無かろう。得た金で軍備を整えれば釣りの来る話だ」

　防衛もレオポルトに任せれば問題無い。

金が入れば大砲や戦車も増産できるだろう。

「ハードレット、余の願いである。どうにか容れてくれ」

　問題は一つ、ゴルドニア王がヴィルヘルミナに屈したと言う事だ。

　交渉の末に利益を考えて納得したのなら良かった。

だがコレは違う。彼らの策略に乗せられ、本来認めるはずの無い条件を呑んだのだ。

　外交や謀略に疎い俺にも分かる。

ゴルドニア王は交渉の敗北を認めたのだ。

　言い訳がましく色々と理由をつける王にどんな顔を向けたら良いのかわからない。

「承知致しました。陛下」

　王はそう言った俺の肩を何度も叩き、感謝の言葉を続ける。

俺は愛想笑いを浮かべてそれに応える。

　占領地を手放すことは俺にとって致命的ではないし、王の意向に逆らって保持することも無理だ。

俺は王の言葉を受け流しながら心の中で呟く。

『王よ、この程度だったのか？』と。

　そして会議は終わる。

　南ユーグリアはゴルドニアに賠償金を支払い和解が成立した。

　俺が占領していた地域は南ユーグリアに返還となり、対価として俺と王国に少なくない金貨がもたらされる。そしてヴィルヘルミナは王へ個人的な贈り物を続けることとなった。

　それでこの交渉は終わり、全て終わりだ。




　屋敷に帰った俺はどんな顔をしていたのだろうか。

「ノンナ、今日は激しく抱きたい。悪いが覚悟してくれ」

「私は貴方の妻です。いかようにでも」

　ノンナを激しく抱きながらも心が晴れることは無かった。
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南ユーグリア帝国　ヴァンドレア州　州都ヴァンドラ

「北方領地返還！　北方領地の返還！　ヴィルヘルミナ陛下が奪われた土地を取り戻したぞ！」

　男が声を張りながら走り、民が驚愕に目を向く。

「本当に帰って来たのか!?　戦いには負けたと聞いたが」

「ゴルドニアの猛将ハードレットから奪い返した……嘘だろ？　ダレオン将軍は敗死したのでは？」

　信じられないと言う民に向かって男は更に怒鳴る。

「ダレオン将軍の命を捨てた想いが遂に陛下に届く！　単身ゴルドニアに乗り込んだ陛下はゴルドニア王とハードレットを前に正道を説き、これを屈服せしめた！　偉大なる陛下万歳！　ユーグリア帝国万歳！」

　男は背負った立て看板を次々と街の要所に建てて行く。

劇的な内容は必ずしも全てが事実ではなかったが、集まった民は驚愕と歓声をあげる。

「──そこで陛下はハードレットを一喝！　我が領、我が民を奪うこと例え神でも許さぬ！　もし正道を認めぬならば、我が精強なる兵がたちまち平原を蹂躙するぞ！　ハードレットとゴルドニア王は心胆を寒からしめて許しを請い────」

　立て看板の周りでは語り手達が勇壮に語り続ける。

「本当なのか……まさかあそこが帰ってくるとは」

「正直俺は陛下を疑っていたんだ。だがこれは……陛下は本物だ。本物の英雄なんだ」

「俺達は歴史に残る偉大な皇帝を見ているのかもしれないぞ」

　民がどよめく中、兵士の一団が整然と行軍していく。

「見ろよ。取り戻した土地に向かう兵士達だぜ」

「本当にハードレット軍は撤兵したらしい……すごい……すごいぞ」

「万歳！　南ユーグリア万歳！　ヴィルヘルミナ陛下万歳！」

「我々は歴史を見ているのだ!!」

　どよめきは次第に歓声、そして大歓声へと変わっていく。

　旧アルテイル地域に比べてヴィルヘルミナを支持しない者も多かったヴァンドレア州からこの日を境に彼女への疑いが消えた。




　時を同じくして南ユーグリア帝国は『諸般の事情』から商人からの借入金の元本及び利子の支払いを無期限停止することを通告。

　泡を食った商人達は全取引の停止を盾に資金の返還を求めたが、南ユーグリア帝国は吸収したリバティース商人の販路を軸に独自の経済圏を立ち上げており既に彼らの力を必要としていなかった。

　結局、この通告によってストゥーラ商人の大多数が破綻することとなる。

破綻した商会の中にフィリッチの名もあったが、もはや歴史だけの中堅商会に気を止める者はいなかった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（悶絶失神）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（ぴったり）グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（失敗）ソフィア（愛人）セクリト（食客）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（ゴリマッチョ）クララ（諦め）セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（慌）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（調査）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（出陣）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）スージィ（乱交）ソラナ（憔悴）

虜囚

クリストフ（苛烈な拷問）

人外

ラミー（ラミア）アルラウネ（芽）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（家主）メッサーシュミット（移住）シュバルツ（馬）フェルテリス（発見）

領民 二十二万人

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一三六〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二五〇三〇〇　賠償金（＋五万）遺族支給（五万）占領地売却（＋二十万）

経験人数七七五人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３７２話　三つの刃







「うーむ……」

　俺はゴルドニアの自宅で唸り声をあげる。

「あう……ふに……」

　膝にはセリアを猫のように乗せて頬をつつく。

なんとも釈然としない気分が続いているのだ。

「利益勘定では得だよね。守りを考えるとちょっと怖いけど……まぁやりようはあるよ」

　トリスタンが気の抜け切った顔で言う。

だらりとソファーにもたれかかる様はとても部下が上司の前でする態度ではない。

　普段ならセリアの蹴りを貰うところだが、彼女は膝の上でふにゃふにゃになってしまっている。

「問題は彼らの士気だよねぇ……単身ゴルドニア王都に乗り込んで領地を奪い返す。まさに英雄伝だ。安っぽくて僕好みではないけどね」

「英雄伝？　金を払って買い取ったんだろう」

　ちらりと屋敷の隅を見る。

　そこには重そうな鉄箱がいくつも並んでいた。

諸々しめて金貨二十五万枚、ヴィルヘルミナは交渉がまとまるとその場で金を置いて行ったのだ。

「最初から持って来てる時点で掌の上だよねぇ。金を払っていようがなかろうが彼らにとって領地が戻ったのは事実だ。脚色なんていくらでも出来るよ」

　俺達の視線が集まると何故か箱の近くでお茶をしていたノンナがぴくりと反応する。

　取ってもいいが言ってからな。数が合わないとアドルフが騒ぐぞ。

　しかし金貨二十五万とはすごい数で持って帰るのも一手間だ。

どうせなら領地の方に送ってくれたらよかったのに。

いっそここにおいておこうか。

「それは困ります。どうか持って帰って下さい……こんな大金が傍にあっては落ち着きません」

　ドロテアが慌てて言う。

まぁ女子供しかいない屋敷に大金を置くのは良く無いな。

俺の屋敷と承知で突っ込んで来る馬鹿が出ないとも限らない。

「レオポルトとアドルフにぶつぶつ言われるんだろうな」

　そうだ、トリスタンが独断専行で決めたことにしよう。

「やめてよ！　あの二人はほんとうに冗談通じないんだから……それに今回は仕方ないさ。王様があれじゃあこっちにできることは何も無いよ。全てを把握されていた時点で負けていたのさ」

　トリスタンは肩を竦めてお茶を飲みきる。

そしてクッションを首元に添えて横になった。

　茶を飲んで菓子を食って昼寝とはこいつめ見ていろよ。

「あぅ……あぅ……はっ！」

　セリアの頬を解放すると名残惜しそうな表情をした後、瞳に光が戻る。

警戒するように周囲を見回してソファに寝転ぶトリスタンを発見した。

「トリスタン！　昼間っからエイギル様の前で堂々と昼寝するとはなんのつもりだ！」

　セリアの蹴りがトリスタンに命中し布団を叩くような良い音がする。

「痛ったい！　お尻が壊れるじゃないか、僕の体は繊細に──」

「やかましい！　起きなさい！」

　トリスタンがセリアに追い立てられていく。

「昼間から騒がしいのう。おちおち寝てもいられん」

　入れ替わるようにブリュンヒルデが俺の隣に座る。

「ん」

　そして俺の手を取って自分の頬にあてる。

セリアにしていたのを見ていたのか。

「……む、それで良いぞ」

　同じようにつつくと怒りそうなのでやわやわと頬を撫でると小さく頷いてもたれて来る。

「帰りに気をつけろよ」

　ブリュンヒルデは顔をこちらに向けずに言う。

「気をつけろ？　ここは敵地じゃないぞ」

「阿呆……」

　太ももを捻られる。お前の力でやられると加減していても本当に痛いのだが。

「お前は優秀な武人、じゃが武人が多く死ぬのは戦場ではなく宮廷。矢玉ではなく毒刃によってよ。お前の十倍以上生きてきた妾が言うんじゃ、信じて損は無いぞ」

「おう」

　ブリュンヒルデは俺の反対側の手を握りながら続ける。

「人は本当に、本当に簡単に死んでしまう」

　ブリュンヒルデは俺を上目使いに見てから首に噛みつく。

血を吸う訳ではなくただの甘噛みだ。

「お前は妾が守ってやる。だがお前も我が身に気をつけろ。今はトリスタンとかいうガキが何やらやっとる。素直に聞いておけ」

　守られるというのはどうにも反応に困る。

ブリュンヒルデの強さは知っているがそれでも見た目は少女なのだ。

　ドロテアが複雑な顔で目でこちらを見るが、ブリュンヒルデが一睨みすると腰が抜けて尻もちをついてしまう。

　ブリュンヒルデは興味なさげにドロテアから俺に視線を戻す。

「死ぬなら妾の傍で死ね。ならば我が下僕として永久に生かしてやる」

　ブリュンヒルデの見開かれた目が光を放っているかのように爛々と輝く。

昨日のヴィルヘルミナの目もすごかったがさすがにこれには敵わない。

　彼女の下僕になるとはすなわち吸血鬼になるということだ。

「それは困るなぁ」

「なんでじゃ！」

　輝いていた目が不機嫌そうに細められ頭をポコンと殴られる。

怪しい雰囲気は消し飛んだ。

「ははは、青空の下で女と乱交できなくなるじゃないか」

「アホ！　アホ!!　妾に対してその態度はなんじゃ！　この場で死体にしてやろうか！」

　茶化して話題を切る。

ブリュンヒルデの子供のようで実はかなり重い連打を受け流す。

　本当はもし俺が吸血鬼になったらきっとルーシィは歓迎してはくれない、一緒に来てはくれないんじゃないか。そう思ったのだ。







　エイリヒやケネス達との適当な社交をこなした俺とノンナはさっさと領地に帰ることになる。

本当はもっと長く滞在する予定だったが、一日で交渉が終わってしまったのだから仕方が無い。

レオポルトとアドルフも連名でさっさと帰って来いと言っている。

「……」

　夜陰の中をゆっくり走る馬車の中でブリュンヒルデとノンナが睨み合っていた。

「この馬車は私達夫婦の為のものなのですが？」

　ノンナが巨大な胸を張ってブリュンヒルデを威嚇するが効果はないようだ。

　ブリュンヒルデは答えもせず、ただ見下した視線を送るだけだ。

彼女はノンナのみならずヒトそのものにあまり興味が無い。

「ブリュンヒルデ、ノンナを邪険にしないでくれ。俺の大事な妻だ」

　だが俺もノンナを無視されるのは許せないので注意する。

ノンナが嬉しそうな顔をすると、ブリュンヒルデが露骨に舌打ちして口を開く。

「守ってやると言うたじゃろうが。お前一人なら少しばかり離れておっても間に合うが、足手纏いの乳袋を背負っていては不覚もとろう。故に隣におるだけのこと」

　それだけ言ってまたプイと横を向くブリュンヒルデ、だが今度はノンナが激昂する。

「ち、乳袋ですって！　よくも正妻の私を侮辱しましたね！」

「乳袋は乳袋よ。獣のように夜鳴く能はあるようじゃがの」

　抑揚の無い声で言い放つブリュンヒルデ、ノンナは顔を真っ赤にして立ち上がり平手で打とうと腕を振りかぶる。

「ちっ」

「──!!?」

　俺が間に入る直前にブリュンヒルデが目を開く。

　すると振りかぶった手をそのままにノンナがペタンと尻もちをついてしまった。

まるで恐怖で腰が抜けた新兵のようにガクガク膝を震わせている。

「ブリュンヒルデ！」

「知らん。乳袋が寄って来たから掃ったまでじゃ」

　本来なら睨みつけるだけで済ませたと言うべきなのだろうが、彼女の視線は冗談にならない。

　以前もブリュンヒルデにちょっかいを出した伊達男が一睨みで糞尿を垂れ流して失神してしまった。

吸血鬼の視線はそれだけで一つの武器なのだ。

　俺は慌ててノンナを座らせる。

よし、なんとか漏らしてはいない。俺は震えるノンナの頭を撫でながら溜息をつく。

「よしよし、俺は傍にいるぞ。落ち着いて深呼吸しろ」

　ノンナとブリュンヒルデはどうしてこんなに相性が悪いのだろうか。

胸に抱きついたまますすり泣くノンナとそれを不機嫌そうに見るブリュンヒルデを見比べる。

「まさか気にしているのか？」

「……妾がどこを気にしておると？　言葉に出して言ってみぃ」

　俺もそこまで残酷にはなれない。

数百年を生きる吸血鬼、その体はもう成長しないのだ。

　ブリュンヒルデが俺に襲いかかろうとした時、警戒していたセリアの叫びが聞こえる。

トリスタンの提案で護衛隊は馬車の傍ではなく広く散開して隊列を組んでいたのだ。




「敵襲──！　賊がこちらを包囲しています！」

「賊ねぇ」

　馬車が急停止して護衛隊がたちまち周りを囲む。

戦場でやるような索敵陣を敷いていただけあって対応は早い。

　俺はノンナを馬車の真ん中に置き剣を掴んで外を覗いてみる。

　王都からラーフェンへ向かう街道上に賊はもういないはずだ。

といっても街から離れた場所を移動する小さな集団まで全て除去し切ることは難しい。

「賊が私達を狙うなんて！　なんて愚かな！」

　ノンナの言う通り小規模な賊は警備の隙をついて行商人や一人旅の者を襲うのが相場だ。

護衛のついた隊列を狙うのはあまりに無謀過ぎる。

「狙いたくなる理由は一応あるが」

　後ろにある金貨二十五万枚だ。

これは目玉の飛び出るような大金だし、どれだけ分が悪かろうと賊が集まって飛び付くには十分な餌だ。

　俺がヴィルヘルミナから金を受け取ったことは王宮の役人には知られていることだし、彼らが酒の勢いや脅迫にあって漏らしたとも考えられるか。

「金目当ての盗賊……のう」

　ブリュンヒルデが俺を見て嗤った。

「我々の後方、旅行者の一団も巻き込まれています！」

　セリアの続報と同時に甲高い悲鳴が聞こえる。

旅行者は若い女なのか。

「いかん！　女がやられる！」

「おま、阿呆が！」

　飛び出した俺に続いてブリュンヒルデも飛び出す。

　見れば護衛隊とセリアが既に盗賊と斬り結んでいた。




「賊風情をエイギル様に近づけるものか！」

　突き出される槍を跳ねあげたセリアは喉元に剣を突き込む。

賊は言葉を発する前に絶命する。

　セリアは更に横合から斬りかかる相手の剣を盾で流してから手首を刎ね飛ばす。

そして最初の男の喉元から引き抜いた剣が閃光のように突き出され、手を失った賊の眼球深くめり込んだ。

「俺達も呆けている場合ではないぞ」

「賊程度一蹴できねば護衛隊の値打ちはない！」

　他の護衛隊に斬りかかった賊も体格と装備で圧倒する彼らを揺らがせることができず跳ねかえされて地面に転がる。

無様に倒れた男達は剣、あるいは鋼鉄の軍靴で屠られていく。

　次々と賊の躯が転がっていき、逆に護衛隊は負傷者もいないように見える。

一方的な展開だ。例え俺が馬車の中で昼寝していても問題は無かっただろう。

　だが俺達の後ろをついてきていた旅行者の一団はそうはいかなかった。

「いやぁぁ！」

「うわぁ！」

　新婚と思われる夫婦の男が腕を切られて倒れ込み、女が賊に担ぎあげられてしまう。

「俺のかねぇぇ！」

　行商人と思われる男は顔面を蹴られて地面に倒れ大事そうに抱えていた財布を奪われる。

　護衛のついた一隊にへばりついていけば旅路は安全だ。

そう考えるのは旅行者の鉄則だが、今回に限っては完全にあてが外れたようだ。

セリア達もまず俺の馬車を守るのが最優先なので後ろについてきた者達まで守りはしない。

　これもまた運命と言えなくもないがそれは相手が男だけだった場合の話だ。

　新婚と思われる妻はこのままさらわれれば酷く犯されてしまうだろうし、他にも切りつけられて血を流しながら倒れる母親や泣き叫ぶ小さな女の子も見えた。

「無抵抗な女を切る屑に生きる価値は無い」

　俺はそう呟いて剣を振りかぶる。

慌てて剣で防御する賊だったが、気にせず振り下ろして剣を叩き折り錆の浮いた兜を凹ませる。

頭蓋骨までめりこんだ剣をあげると賊は数度小さく震えてから斃れた。

　死体の腕から落ちた女に微笑みかけながら体を素早く捻る。

後ろから首を狙った斬撃がぎりぎりを通り過ぎる。

　たたらを踏んだ敵の胴へ剣を叩きこむが両断できない。

不思議に思って剣を見ると最初の一撃でひしゃげてしまっていた。

「む、儀典用だったか」

　腰につけていた剣をそのまま使ってしまった。

長剣はかさばるので同じ馬車に置いていなかった。

「鉄棒として使うか」

　好機と飛びこんだ敵の横腹へ力任せに曲がった剣を叩きつける。

「ぶ……ぐぶ……」

　曲がった剣では革の鎧すら貫けなかったが、鎧の上から内臓を叩き潰す手応えはあった。

　だが今の一撃で剣が完全に曲がってもう振るのも難しくなってしまう。

敵の剣を拾おうと身を屈める。

「今だ、やれ！」

「おう！」

　賊の二人が俺に向けて突っ込んで来る。

仕方ないので素手で相手してやろうと構えた時、背中から風が吹いた。

　爛々と輝く紅玉が二つ、糸を引くように闇夜を滑る。

　迫る賊とは次元の違う速度で迫る赤い瞳、黒い影が耳元で呟いた。

「危なっかしいのじゃたわけ」

　ブリュンヒルデは俺を追い越し、賊二人の正面に飛び出す。

　突然少女が飛び出してきたことに困惑した賊だが、元々平気で女を切るような奴らだ。

何の躊躇もなくブリュンヒルデに向かって剣を振り降ろし……。

　ドンと鈍く水っぽい音が二つ鳴る。

鋭い悲鳴も断末魔も聞こえない。

「汚い……」

　不機嫌そうに呟くブリュンヒルデ。

彼女は両手をそれぞれ交差させるように振り抜いていた。

　賊二人の姿はもう無い。身当たるのはその残骸だけだ。

　数秒おいて二人の首がぽとりと地面に落ちる。

同じく右足、左足、そして腰骨、内臓に分離した下半身がバラバラと周囲に散らばった。

　胸から上はどこにも見当たらない。

彼女の一撃をまともに受けて粉微塵になってしまったのだ。

冬の枯れ草にぶちまけられた汚泥混じりの染料が唯一その名残だった。

「あー!!　エイギル様が馬車から飛び出しています！　全員急行しなさい！」

　セリアが飛び出した俺に気付き、慌ててこちらにこようとする。

　だがまだ馬車にはノンナがいる。

トリスタンもいそいそと馬車の下に潜りこむのが見えていた。

「護衛隊は馬車を守れ！　賊程度に俺は倒せん」

　護衛隊の足は止まり馬車の護衛につくがセリアだけはこちらにやってくる。

まあもう奴らは半分以上死んでいるので問題は無いだろうと思った時だった。

「油断するな」

　美しい言葉と同時に小さな白い手が俺の眼前に現れる。

そしてトスンと軽い音が鳴り、美しい手を無残にクロスボウボルトが貫いた。

「二段構えじゃ」

　ブリュンヒルデは無表情のまま、手に刺さったボルトを引っこ抜き、俺の前に突きつける。

「何かは知らんが毒が塗ってある。かすっても命が危うかったぞ」

　そう言ってからボルトをへし折ってつまらなそうに投げ捨てる。

「ブリュンヒルデ……」

「妾に毒は効かん。傷もすぐに消える。それよりも──」

　風切り音が聞こえる。今度はブリュンヒルデは動かなかった。

「ああ、こっちが本命だな」

　音は三つ、全て正確に俺を狙っている。

だが来るとわかっているのだから当たりはしない。

　一つは頭を反らして躱し、二つ目は曲がりきった剣で弾き、三つ目をマントで包んだ手で弾く。




「もう勝手に飛び出さないで下さい！」

　文句を言いながら合流してきたセリアだったが俺の顔を見てすぐに剣を構え直す。

同時に暗闇からまるで染み出るように黒衣の集団が現れた。

　奴らは周囲でのたうつ賊や逃げ惑う旅人達に一瞥もくれず、ただ俺だけを見ている。

「賊は捨て駒、適当にかき乱して本命が仕留める。だな」

　目的はやはり金などではない。

最初から俺の命を狙っていたのだろう。

　頭から足まですっぽりと黒いローブを被った集団は一言も発せずにするすると俺達を包囲する。

「護衛隊を呼び戻します！」

　セリアが合図を送ろうとする。

「いや、その前に来るぞ」

　俺の言葉と同時に黒衣の連中が一斉に飛び込んで来た。

襲撃者は五人、セリアに一人俺とブリュンヒルデに二人ずつだ。

叫びも怒声も無い。それどころか息使いさえも聞こえないほど無音の襲撃だった。

　俺も無駄口は叩かず曲がった剣と死んだ賊の錆剣を拾い、二人の同時攻撃を受け留める。

　金属音が闇夜に響く。

斬撃はさして重くないが、得物が悪いので何度も受けたら折れてしまいそうだ。

それに剣が紫に染まっている。間違いなく毒付きだな。

　セリアも心配だしさっさと片づけたい。

「ちっ！」

　俺は曲がった剣を見ながら舌打ちをして後ろへ跳ねる。

　剣がもたないと見て一旦距離を取るのは至極当然の判断だろう。

そして奴らがそれを許さないこともわかっている。

「────」

　無言のまま急加速して追撃に来る二人。

先ほどの計算された同時攻撃とは違い、咄嗟に追ってきたせいで僅かな乱れが出た。

　かかった。

「ふん」

　バックステップした足で思い切り地面を踏みしめ、一転敵に向かって飛びこむ。

ただ突っ込むだけではなく、両手に握った剣も投げつける。

「「────!?」」

　二人の顔はローブに覆われて見えないが雰囲気で驚いているのがわかった。

　だがもう遅い。

敵は俺に向かって、俺は敵に向かって飛び込んでいる。

軌道修正はできないし、まともに剣技を見せる時間もない。

　それでも敵はかなりのやり手だったのだろう。

投げた剣を咄嗟に剣やローブの下の手甲で弾いたが、それ以上の動きは取れない。

　慌てて取り出そうとした短剣は間に合わず、轟音を立てて俺の右手が敵の顔面に食い込む。

　渾身の一撃がまともに入った。

顔は拳の形に陥没し、鼻が奥にめり込んで目玉が逆に飛び出してきた。

さすがに仕留めただろう。

「────！」

　左手は右手よりも僅かに遅れ、そちらの敵には僅かに対応の時間ができる。

　そいつは剣は間に合わないと見て咄嗟に両手を交差させて拳を防ごうとする。

そのまま殴りつけても両手は潰せるだろうが、どんな隠し手があるか分からない相手だ。

確実に仕留めておきたい。

「そらよ」

　俺は拳を開いて交差させた腕を掴み、突進の勢いそのままに地面に叩きつける。

「ぐふ！」

　敵が初めて苦悶の声を出した。

生半可な衝撃ではなかっただろうが、それでも間髪いれずに懐に手をやりながらおきあがろうとしている。

「そうはいかんさ」

　俺は倒れ込むようにして膝を敵の鳩尾に食い込ませる。

骨と心臓の潰れる音が鳴り、男の両手両足が伸び切ってから力を失った。

　さて俺の方はこんなもんだ。

「セリア無事か！」

「はい！」

　威勢良く返事するセリアは両手に短剣を持つ相手と互角に斬り結んでいた。

彼女の得物は立派な片手剣と盾なので押しきれそうだが、やはり毒を警戒して慎重になっている。

　俺が助けに入ろうとした時だった。

「やぁぁぁ!!」

　セリアが低い姿勢のまま敵に突っ込んでいく。

敵も慌てず迎撃して両者の得物が夜に火花を散らした。

　セリアの盾が敵の短剣を一本弾き飛ばすが、敵のもう一本がセリアの手首を狙い、彼女はやむなく剣を手放す。

もちろん敵は一気に仕留めようと残った剣を振りかぶって迫る。

　だがセリアの方が動きは速く、紙一重で避けて敵の腹を蹴りあげる。

「せい！」

　一応は入ったがセリアの蹴りは体重相応に軽い。

鍛え上げた相手なら腹に入ってもそれほど効果は無い。

　敵もそれを見越してあえて受けたのだろう。

足を大きく上げる技はその後の隙も大きいのだ。

「が……ぐぅ……」

　だが敵は腹を押さえて蹲っている。

よく見れば足元に血が流れ落ちていた。

「終わりだ！」

　敵の両目に投擲された短剣が突き刺さって絶命させる。

セリアの勝ちだ。

　フフンと胸を張るセリアの足元が月明かりで光る。

鉄のブーツから鋭い刃が覗いていた。

「靴に刃を仕込んでいたのか。やるじゃないか」

　体格から見てセリアの蹴りが脅威でないと判断する者は多い。

体に自信があればあえて受けてから反撃を狙う戦い方もありえるだろう。

そこをあの刃で仕留めてしまうと言う訳か。

　昼間セリアはあの靴でトリスタンを蹴飛ばしていたが、普段は刃が出ない工夫があるのだろう。

馬車の下から脅えた文句が聞こえる気がするが今は気にしている場合ではない。




「うおっ！」

　ブリュンヒルデに目をやった俺は思わず叫んでしまう。

彼女の腹、胸、首元、そして目玉に敵の短剣が突き刺さっていたのだ。

「……ふむ」

　思わず敵に向かって突撃しかけたが、ブリュンヒルデが何事もなく呟くのを見て動きを止める。

そうだった、彼女はこの程度では死なないのだった。

だが本当に心臓に悪い、今一瞬止まったかと思ったぞ。

「ん、存分に心配せい」

　ブリュンヒルデは敵から完全に目を離し、俺に向かって微笑みながら刺さった短剣を引き抜いていく。

僅かに流れた血はすぐに止まり、たちまち傷口もなくなる。

　敵が顔を見合わせているのがわかる。

恐らくローブの下ではこれでもかと目を見開いているのだろう。

「昼間ならば痛みぐらいはあったかもしれぬがの」

　再び短剣が投げつけられる。

刀身は紫に染まり、ごってり毒が塗られているのがわかる。

「夜の妾にこのような玩具が──」

　素手で短剣を弾くブリュンヒルデ。

まるで鋼鉄同士が当たるような金属音が鳴った。

「通るはずもない」

　最後の一本を掴んだブリュンヒルデは真っ赤な小さい舌を出して扇情的に刀身を舐める。

「────!!」

　かすっただけでも死に至るだろう毒を舐めて尚、笑うブリュンヒルデは敵の理解を超えている。

吸血鬼が俺を守って戦っているなど想定できるはずもない。

「次の余興はなんじゃ？　面白ければ受けてやる。はようせい」

　敵はブリュンヒルデが言い終わる前に小さなクロスボウを放つ。

「それは最初に見た。もう品切れか」

　ブリュンヒルデは両手を突き出し、人差し指と中指の間でボルトを挟み投げ捨てた。

「つまらん。ここまでじゃ」

　慌てて剣を抜く敵に向かってブリュンヒルデが駆けだす。

いや、本当に駆けているのかすらわからない。

俺が目を凝らしても彼女の残像しか見えないのだ。

「うぇっ？」

　敵にもセリアにもブリュンヒルデが消えたように見えているだろう。

「中身が出んように注意せんとな」

　ブリュンヒルデの小さな手が敵の両肩を掴んで回す。

ギュルンと聞いたことの無い嫌な音が鳴った。

「ひっ！」

「これは……」

　戦場に慣れたセリアですら驚きの声をあげる。

　当たり前だ。

何しろ敵兵は下半身が普通に立ったまま、上半身だけが二回転したのだ。

腹のあたりが絞った雑巾のようにねじれている。

　首をねじきるぐらいなら俺でもできるが、さすがにこれは人の域を超えている。

　何が起こったのか分からずに痙攣する敵を捨てブリュンヒルデはもう一人の方へと向かう。

「ん」

　振り下ろされる剣を手のひらで受け止め、敵の襟首を掴んで真上に放り投げる。

　敵はまるでカタパルトで打ちだされた石弾のように垂直に飛び、闇夜に消えてしまう。

一……二……三……まったく落ちて来ない。

「一一……一二……一三……」

　俺と同じく数えていたセリアが一五と呟いた時、敵が頭から地面に落下する。

　どこまで高く飛んだのか、頭から落ちた敵の生死など確かめるまでもない。

酷いことになっていそうだからローブを捲りたくもない。

　これで賊も暗殺者も全員仕留めた。

「他にはおらん」

　ブリュンヒルデはそう呟いて俺の傍に帰って来る。

　護衛隊は周辺の警戒に走り回っているがブリュンヒルデがそう言うのなら無駄骨なのだろう。

彼女の目は夜ならばフクロウよりもよく効く。




「あ……あの……」

　事が終わったと見たのか、誘拐されかけていた女が寄って来る。

「怪我は無いか？」

「はい！　ありがとうございました。もしあのままさらわれていたら私は今頃……」

　脅えるように自分の体を抱く女を俺は優しく抱き寄せてやる。

　トリスタンが何か言っているが今は女が優先だ。こんなに脅えているのだ。

「もう大丈夫だ。怖かったな……なんなら俺の馬車に乗せてやろう」

　腰を抱きながら少しだけ尻を撫でるが女は嫌がる素振りを見せない。

それどころか潤んだ目で俺を見上げて来る。

　そう言えば彼女は夫が居たのではなかったか。

「はい、新婚旅行なんです。でもハードレット様を見ていたら私……夫も一晩だけなら分かってくれると思います」

　見れば旦那は傷の手当てをしながらこちらを見て苦笑している。

なんとも情けない限りだが夫も許すなら一晩悦ばせてやろう。

　トリスタンがまたうるさい。

話なら後で聞いてやるから今はちょっかいを出すな。

　そして女を抱え上げた時だった。

「また油断」

　ブリュンヒルデが女の髪を引っ張って地面に引きずり落とす。

「何をする！」

　思わず叫んでしまうが、女の手には紫に濡れた短刀が握られていた。

ブリュンヒルデは女の両手を踏みつけて身動きを取れなくする。

「三段構えです！」

　セリアが再び剣を抜いて飛び出す。

　今まで傷の手当てをしていた旅人達まで一斉に剣を抜いて襲いかかって来たのだ。

　とはいえ先ほどのような手練れと違ってその動きはバラバラで鈍い。

セリアはたちまち三人を切り捨て、そこに護衛隊が合流して一分と経たずに制圧した。

最初から俺が助けようとした所を後ろから刺すだけの集団だったのだろう。

　護衛隊はもう心得ているのか男は皆殺しにして女を縛り上げていた。

数人混じっていた子供は訳も分からず泣きじゃくっている。

「むう……」

　完全に油断していた。

ブリュンヒルデがいなかったら女の短刀は見事に俺を捉えていただろう。

やはり俺は謀略には弱いのだ。

「警告したんだけどなぁ……」

「謀略ではなく女に弱いのじゃろうが」

「勝手に飛びだされると守りようがないです！」

　非難轟々だな。

「ではコレは壊しておくぞ」

　ブリュンヒルデは押さえた女に向かって腕を振りかぶる。

「待て、殺すな」

「ん？　先に犯すのか？」

「違う。命を取るなと言っているんだ」

「……聞かん」

　ブリュンヒルデは淡々とした口調ながら瞳に怒りを燃やしている。

俺を殺そうとした奴に怒ってくれるのは嬉しいが、目の前で女を殺して欲しくは無い。

「黒幕を聞きたい。殺さないでくれ」

　なので黒幕を言い訳になんとか助けてやらねばならない。

「ふん。下らん」

　言いながらもブリュンヒルデは腕を収めてくれる。

なんだかんだで俺の言うことを聞いてくれる彼女に感謝だ。

「コレは妾が貰って行く。黒幕が分かれば良いのじゃろう」

　ブリュンヒルデは女の髪を乱暴に掴んだまま物陰に引きずっていく。

「死体にはせん。それが妥協点じゃ」

「腕を千切ったりするのも駄目だぞ」

「暴れたら分からんぞ」

　話は終わりとばかりにブリュンヒルデは行ってしまう。

まあ彼女は嘘はつかないから殺したりはしないだろう。




「さてどうしたものか」

　あの女の他にも口が利ける者を探したが死体ばかりで見当たらない。

「これを見て下さい」

　セリアが賊の一人を指差す。

腹を裂かれているが即死するほどではなさそうだ。

だが男は白い泡を吐いて事切れている。

「毒で自殺したんだよ。随分しっかり準備されていたようだね」

　トリスタンが出番とばかりに声を出す。

しかし馬車の下に隠れていたとはなんとも情けない。

セリアの見下した視線を受けろ。

「僕は荒事は専門外なんだって」

　しかも馬車の下から這い出て来る時に誤ってノンナに踏まれていたな。

「これを見て下さい！　旅人には不釣り合いな金貨……それも鋳造されたての新貨です！　こんなものを平民が持っているはずはないのですが……」

「黒衣の者が暗殺の命令書を持っておりました！　宛名は消されていますが『情報官』の文字が残っています」

　護衛隊の報告を聞いてノンナが動揺し始める。

「ど、どういうことですか!?　まさか陛下がエイギル様を狙って!!」

　セリアや護衛隊の面々も驚愕の表情を浮かべている。

　そんな中、踏まれた背中を押さえていたトリスタンだけが飄々としている。

「どうかなぁ。これだけの綿密な作戦を立てたにしては出て来る証拠が安直過ぎないかな。申し訳程度にひねってはいるけどね」

　トリスタンは命令書を見てつまらなさそうに言う。

「情報官……と確かに読めるけど、これだけはっきりわかるなら他の文字も移っていいと思うけどね」

　更に金貨をポンポンと投げながら言う。

「新貨は王家の御用商人や王宮の使用人から普通に手に入るよ。もちろん山のようにあったら変だけど数枚じゃねぇ」

「つまり誰かが陛下の仕業に偽装してやったということですか？」

　セリアがトリスタンに迫る。

「かもね。もし王様が辺境伯を殺すつもりなら王都でやるんじゃないかな。家に火をつけるとか井戸に毒を入れるとかやりようはいくらでもある」

　怖い事を言うな。後でドロテアに注意するよう言っておこう。

　話が進むとノンナが心もち胸を撫で下ろしたように見える。

　ここらでもう無駄話はいいだろう。

「俺が聞きたいのは一つ、『誰がやった』か、だトリスタン」

　トリスタンは溜息を一つついて水筒から水を飲んで続けた。

「物事に１００％はないからね。可能性の問題も考慮すれば──」

「早く言いなさい！」

　セリアがじれて足をあげる。

「やめてよ！　その靴から刃が出るの見たんだからさ！」

　トリスタンは再び咳払いしてから真面目な表情になる。

それでもどことなく間は抜けているが。

「二分が王様、三分がライバルの貴族」

　残りは五分か？　良い具合に割れてわかりにくいぞ。

「そして九割五分が南ユーグリアだよ。暗殺に成功すればよし、失敗しても王と辺境伯の──」

　なんだほとんど決まりじゃないか。




　そこにブリュンヒルデが先ほどの女を連れて割り込んで来た。

「いや十割じゃ。疑いなどありはせん」

「はいブリュンヒルデ様。私は南ユーグリアへの内通者から金を受け取り、旅行者の一団に見せかけた傭兵達を手配しました」

　女は驚くほど簡単に事の次第を自白する。

あっさりし過ぎて逆に信憑性がないぞ。

「安心せい、こやつはもう嘘などつかん。つく意味も無い」

　女は感情の見えない目で小さく頭を下げる。

「私は南ユーグリア工作員として第三襲撃隊の統率を行っていました。襲撃の成功、失敗に関わらず直後の自害を持って命令は完遂される予定でした」

　淡々と一定の口調で話し続けながら女は瓶に入った毒薬を見せる。

さっきブリュンヒルデに一瞬で拘束されて飲めなかったのか。

「次じゃ」

　ブリュンヒルデが更に促す。

「作戦全体の第一目的はハードレット辺境伯の暗殺、失敗しても残された証拠からゴルドニア王の関与を疑わせ両者の離間を狙う作戦です」

「なるほどな」

　もし今回の襲撃でセリアが怪我していたりしたら俺は理性的に考えることをやめていたかもしれない。

あり得ない結果ではなさそうだ。

「僕もそう言おうと思っていたんだけど……」

「遠吠えは見苦しいですよ」

　肩を落とすトリスタンをセリアが追撃する。

　トリスタンは溜息をついてから女に問う。

「ところで君はどうしてこうもペラペラと話すんだい？　話を聞く限り南ユーグリア間諜だったのだろうけど、彼らがちょっと脅されて簡単に寝返るとは思えないんだけど」

　女はトリスタンの問いには答えず、奴の方を見ようともしない。

「答えよ」

　そしてブリュンヒルデがそう言って初めて口を開く。

「南ユーグリアも間諜も全てヒトだった頃の瑣末な事にすぎません。今の私には無関係です」

「ヒトだった頃？」

「今の私？」

　俺の両側からセリアとノンナが袖を引く。

「あの女の目って青じゃなかったですか？　今はなんだか赤いのですが」

「口元から牙が覗いている気がするのですけど」

「引き倒された時の傷がもう無いね……」

　くいくい袖を引いて来る二人とプイと横を向くブリュンヒルデ。

「……感情的になって血を全部吸ってしまったのじゃ。死体にはしとらんから約束は破っておらん」

「いよいよ魔王軍みたいになってきたよ。あぁ平和にだらだら生きたかったのにどこでどう間違ったらこんなことになるんだろう」

　全てを察したトリスタンが深い深い溜息を吐くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（ドン引き）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（夜寝）グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（失敗）ソフィア（愛人）セクリト（食客）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（ゴリマッチョ）クララ（諦め）セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

部下

セリア（ドン引き）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（調査）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（ドン引き）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）スージィ（乱交）ソラナ（憔悴）

虜囚

クリストフ（休日）

人外

ラミー（ラミア）アルラウネ（芽）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（家主）メッサーシュミット（移住）シュバルツ（馬）フェルテリス（発見）

領民 二十二万人

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一三六〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二五〇三〇〇

経験人数七七五人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３７３話　事態は悪く







南ユーグリア使節団　帰路

「ハードレットへの襲撃は失敗だ。逃げのびた奴はいない」

「そうか」

　ザフネスの報告にヴィルヘルミナは顔色一つ変えず答える。

「奴らは何か言ってきたか？」

　グラスに張られた飲み物を一滴も零すことなくヴィルヘルミナは返す。

「いや、ハードレットは王家に報告しなかったようだ。忍ばせていた間諜にも注意させたが王都にも領地にも早馬は出ず、予定通り帰るようだ。街道管理の代官が泣いて走り回っている以外に語ることはない」

「騒ぎ立てるつもりはなし。歩を早めんと言うことはゴルドニア王を疑うことも無い……か」

　ヴィルヘルミナは皮肉げに笑いながら小さな溜息をつく。

「暗殺は失敗、苦労して潜入させた間諜数十人は全滅……散々だったな」

　ザフネスは残りの報告書をテーブルに放ってグラスに酒を注ぐ。

とはいえ残念そうな表情ではない。

そもそもザフネスは戦場で戦う軍人であって謀は得意でも好きでもなかった。

「ハードレットの人外の強さは全ての者が口を揃えることだ。そう簡単に仕留められるはずがない」

「本命は王家と奴の不和だろう？　それも上手くはいかなかったようだが」

「そこは残念だ。半分ぐらいは上手く行くかと期待していたのだが」

　グラスを空にしたザフネスが再び酒を注ぐ。

交渉もそれ以外の謀りごとも全て終わった。もう残された仕事は無い。

「奴の強さは皆が認めているが頭の方はどうだかな。やはりもっと分かり易くした方が良かったんじゃないのか？　金貨だの書類だの小細工に気付けなかったのかもしれんぞ」

「私としては相当分かり易くしたつもりなんだがな。あれ以上はさすがに露骨過ぎる。よしんばハードレットが噂以上の馬鹿だったとしても周りが気付く」

　ヴィルヘルミナはそこまで言ってから気付いたように話題を変える。

「ハードレットの傍にいたあの少し抜けた男、奴の素性は分かったか？」

　ザフネスはふむと小さく頷く。

「確かここに……あった。名はトリスタン、ハードレットの側近のような立場で軍務にも同行することがあるようだ。戦で一隊を任せられたこともある。詳細はここにある」

　書類に目を通したヴィルヘルミナの目が細まる。

「奴個人の経歴はこれ以上わからんのか？」

「南部小村出身の平民だ。さすがにこれ以上は追えんよ」

　隠されていて追えないのではない。

そもそも小村の平民の系譜や一族模様など調べようがなかったのだ。

「出自や一門を調べるのは無意味だろうな」

　ザフネスは溜息をついて続ける。

「あんたの命令でハードレットの周囲を調べたがある意味凄い。配下で爵位を持つのはヒューティア男爵のみ。後は出身地さえ怪しいレベルの奴らばかりだぞ」

　愉快そうな笑いが響く。

「あいつはそこらの村から部下を適当に拾ってきているんじゃないのか？　他にも正妻の経歴も不明、側室は土民出身と貴族令嬢がごちゃまぜ、最近は帝国出身らしき小麦肌の女までいるらしい。とにかく女が多すぎて訳がわからん、あんな好色男は見たことがないぞ」

　茶化すようにザフネスは笑うがヴィルヘルミナは乗らなかった。

「だとすれば私もそこらの村で部下を探してみるとしようか」

　ザフネスから笑い声が消え、気まずそうに咳払いする。

ヴィルヘルミナは目だけを動かして彼を見る。

「ハードレットの部下は揃って優秀だ。そうでなければ私が奴への対処に頭を使う事も無かっただろう。あれほどの配下を揃えて本人が無能とは考えられない」

「……運が良いだけかもしれないぞ」

　ザフネスが複雑な表情で言う。

「それこそ厄介だ。智に優れる者、策に長ける者、どちらにもやりようはあるが運が良い者はどうしようもない」

「……そんなものか……うーん」

　未練がましく何か言うザフネスには応えず、ヴィルヘルミナは続ける。

「ハードレットは予想以上に手強かったが、ゴルドニアは予想以上に弱っていた。下準備を重ねればもっとかき回せそうだが……時間が我らに味方するかどうかはわからない」

　ヴィルヘルミナは小さく頬をあげた。

「まず揺らして見極めようか。反応によってはそのまま行く」

「急だな……全軍の再編成も完璧ではない。少し時間を貰うぞ」

「二週間だ。それで動けぬ軍に価値はないぞ」

「相変わらず厳しいな」

　ザフネスが苦笑しながら書き始めた命令書をヴィルヘルミナが横から修正する。

「『戦争』ではなく『演習』だよ。全軍を動員した国境防衛の為の『演習』を準備するのだ」

「演習ねぇ。では演習名は？」

　ヴィルヘルミナは窓からちらりと外を伺う。

冬が終わったゴルドニアの大地からは無数の草が芽吹き、広大な草原へと変わりつつあった。

「演習名は『緑色』だ。草原が緑のうちに終わらせたいものだな」

　中央平原に嵐が来る日は近い。




「ところで一つ言っておかねばいかん」

「どうしたザフネス」

「ハードレットは相当に強いらしいが、俺も剣を持てば相当なものだぞ」

「ほう。ならば奴が私の前まで来たらお前に任せて逃げるとしよう」

「敗将として行き先も無い中でお前に拾われたのだから運も良い」

「そうかもしれんな」

「帝国に居た頃は女にももてた。数だけ揃えたハードレットにそっちでも遅れは取らんと思うぞ」

「そうか」

「それから……いや、なんでもない」

　ヴィルヘルミナが露骨に興味を失っていくのを感じてザフネスは言葉を切った。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ラーフェン　屋敷

「本当に王国へ報告しなくて良かったのでしょうか」

　セリアがまだ後始末のことを気にしているようだ。

「報告はしないと決めたじゃないか。なあ？」

　俺はトリスタンを見る。

「証人が吸血鬼じゃねぇ……彼女の話から裏を取ってある程度の証拠を掴むことはできるかもしれないけど、王様があの様子じゃ逆にこっちがいちゃもんをつけていると思われかねない。動かない方が良いよ」

　トリスタンが否定しレオポルトも同意するとセリアはむぅと唸る。

　もう決めたことをあれこれ言っても仕方ないだろう。

「それより代官は気の毒だな」

　俺への攻撃はただの賊の襲撃ということになった。

そうなれば管理者たる代官の落ち度ということになる。

　必死に謝る代官を前に真相を言う訳にもいかず、難しい顔を作っていたのだ。

「実際にはノンナの乳のことばかり考えていたんだけどな」

「もう！」

　ノンナは文句を言いながらとても嬉しそうに体を寄せて来る。

「でも結局あの人の奥さんを食べたのですよね」

　こらセリア余計な事を言うな。ノンナの表情が消えたじゃないか。

　そもそもそんな事実は無い。

どうしてもと言うのでちょっと男根を舐めてもらっただけだ。浮気してなどいない。

「えい！」

「おお、大きい。窒息してしまいそうだぞ」

「うぅ……醜いデカ乳です」

　嫉妬して頭に胸を乗せてくるノンナを宥めているとレオポルトが何やら部屋の外に出て行く。

　数分して戻ってきたレオポルトはノンナがへばりついていることなど気にもせずに俺に耳を寄せてきた。

右手にノンナ、左手にレオポルトとはなんだこりゃ。

「マグラード総督ジルグレイ辺境伯が先の国王襲撃に加担した疑いで拘束されました」

「なぬ？」

「あの男が王の暗殺を!?」

　俺にくっつくノンナをどけようと引っ張っていたセリアも思わず声を大きくする。

　ドアの向こうにはプチチェリーの姿も見える。

恐らく同じ情報を彼女も得て駆けつけたのだろう。

「あーそれは大変だね。ちょっと眠いから横になっていいかな？」

　誰かトリスタンを蹴っ飛ばせ。

「痛い！」

　だが蹴飛ばすまでもなく慌てて立ち上がったノンナがトリスタンの足に躓いてしまった。

彼女の体は俺が支えたが踵を踏まれたトリスタンはのたうち回っている。

「しかしジルブラウンが王をねぇ。根に持ちそうな奴だから前の裁定を恨んでいてもおかしくないが……来るならまた俺の方に来そうだけどな」

　次にやりあったら厳しく罰すると言われていたが、それで王に襲いかかるのはどう考えても変だ。

「うーん、腑に落ちん」

　頭をひねっているとプチチェリーと目が合い、その瞬間に記憶がざっと蘇る。

　プチチェリーが舌を出して絶頂する表情がレベッカの引き締まった尻に繋がり、大きくない胸、そして汗ばんだ脇へと繋がる。

　この一件は前にレベッカがエイリヒに伝えていた謀略の一つじゃないか。

　絶対秘密と言われていたから誰にも言わずにいたらそのまま俺も忘れかけていた。

だが事が起こった今、レオポルトぐらいには伝えてもいいだろう。

「レオポルト、ちょっと来い」

　抱えていたノンナを離してレオポルトの手を引いていく。

「え……な、なんで……どうして私を離してレオポルトを……」

　ノンナが愕然としている。

レオポルトを選んだみたいに言うのは止めてくれ。




　誰もいない廊下にレオポルトを連れ出した俺は事の次第を奴に伝える。

「経緯は理解致しました。今後は事情を踏まえて動きましょう」

　レオポルトは特に表情を変えることも無く言う。

「しかし、今後はその場で伝えて頂きたい。対応が後手に回ることになります」

　レオポルトの奴はそれなりに怒っているようだ。

「レベッカに絶対秘密だと言われたんだから仕方ないだろうが、万が一にも漏れたら大変だとな」

「ならば私に伝えてハードレット卿は全てお忘れ下さい。その方が漏えいの心配がありません」

　なるほど、そうかもしれない。

「既に起こってしまった今となってはできることはありません。この策略の意図はわかりましたが良い結果を導くことはないでしょうな。そちらの対策が必要になって来ますのでこれで失礼します」

「おうわかった。だがまだ言いたいことがあるぞ」

　また馬鹿にされた気がするのだが気のせいだろうか。

「我々は余計な口を出すことなく知らぬ存ぜぬで通します。ハードレット卿もそうして頂きたい」

　レオポルトめ答えないつもりか。

「エイギル様ぁ……いつまでその男と話しているのですか、まさか本当に男色に──」

　ノンナが覗きにきてしまった。

余計な心配をさせないよう構ってやらないといけない。

　レオポルトはもう話は終わりとばかりに去っていく。

いつかあいつに俺の賢さを思い知らせなければならない。

「マイラとセリアがよくやっているゲームなんていいかもな」

　盤の上で駒をちょこちょこ動かすあのゲームはいかにも知的そうだ。

レオポルトはゲームなどやりそうには見えないし、セリアにやり方を教えてもらえば負けないだろう。

「ふふふ、レオポルトの悔しそうな顔を見るのが楽しみだ」

　俺は早速セリアにルールを教えて貰い、隣で一緒に見ていたノンナと腕試しに三連戦────そして鮮やかに三連敗して机に突っ伏す。

　そんなはずはないと、眠そうな顔で見ていたトリスタンにも勝負をふっかけて見たがまたも三連敗、それもセリアが悲しそうな顔をするほど一方的な惨敗を喫した。

　結局レオポルトをゲームで見返す計画は凍結となり、トリスタンの晩飯を豆だらけにするように指示を出して不貞寝することにしたのだった。




　そして数日後、レオポルトが予言した通り事態はレベッカの思い通りには転がらなかった。

　レベッカの考えではジルなんとかが黒幕として捕縛され、王の心は落ち着き、周りの者全てに向けられた敵意も和らいで大団円、ついでに彼女自身も黒幕を突きとめて株をあげる……予定だったのだろう。

　ジル某はマグラード総督職にあり王を納得させられる大物でありながら、俺と騒ぎを起こしてからは王国直属の副総督にかなりの権限を握られており突然いなくなっても政務にそれほど支障はでない。

まさに生贄になる為に存在するような男だった。だが現実はそう上手くいかないものだ。

　エイリヒから聞いた所によると、奴の捕縛を聞いた王は激情を隠すことなく自ら鞭を持って尋問に赴いた。

　そこで王の憤怒と後に待ち構える運命に正気を失ったのか奴はとにかく手辺り次第知己の名をあげて弁明したらしい。

　もちろん普通に考えれば正気を失った末のでたらめだとわかりそうなものだが、今の王はロサリオのことではそれほど冷静に物を考えられない。

　エイリヒやレベッカが必死に取りなして話半分に過ぎないと押さえたがそもそも奴が黒幕と言う所から嘘なのだから、目をつけられた全員が濡れ衣の大惨事だ。

　結果として王が疑いを向ける貴族が更に増え、状況は一層悪くなってしまった。

王はジル……は黒幕として更に情報を吐かせるべく牢に繋ぎながら奴の身内や古参の部下などを処刑し始めている。遠からず、奴の口から名の出た貴族達にもその範囲は拡大していくだろうと溜息が聞こえるような文体で書かれている。

　そこからは結果的に火に油を注いでしまったレベッカへの恨み節が続いて手紙は終わっている。

「……」

「お前の言う通りになったようだ」

　俺は手紙を無言で後ろに立つレオポルトに渡す。

奴はさっと目を通してから手紙に火をつける。

「でしょうな。やるならば本人は死体にしておき、放免を約束した側近か使用人に経緯を話させるべきでした。死地に追い込めば人は何をするかわかりません」

　当然、利用した者も遠からず病か事故で死ぬことになるがとレオポルトは付け加える。

「事前に教えて頂ければやりようもありましたが、こうなっては仕方がありません。南ユーグリアを巡る戦略に修正が必要になります。今後は更に迅速な決定が必要になりますので、一切を事後報告としますがよろしいですな？」

「無表情で嫌味を言うのはやめろ。報告はなんでも構わん。セリアは怒るだろうから煽るなよ」

　そこにノックの音が飛びこんで来る。

執事のセバスチャンだ。

「失礼致します旦那様、南ユーグリア帝国より使者が参られております」

　俺とレオポルトは顔を見合わせる。

お、奴も少し驚いている。表情は動かないが俺にはわかるぞ。




　今回の使者は交渉目的の者ではなく、一方的な通告だけ……つまりは伝令に近かった。

要点は四つだ。




『近く大規模な演習を行う』

『統合された三カ国、リバティース、アルテイル、ヴァンドレアの兵士を統合するためのものであり威嚇の意図はまったくない』

『監視役を送りたいなら受け入れる』

『領内を騒がせる代償としてゴルドニア国王と領地を接するハードレット卿にささやかな贈り物をする』




「戦争の準備を致します」

　使者が帰った直後にレオポルトが言い放つ。

「なるか？」

「王が対応を誤ればなります。そして王は確実に誤るでしょう」

　レオポルトが言い切る。

　何事かとトリスタンも駆けつけてきた。

「なら仕方ない、お前に全て任せる。トリスタンも自由に使え」

「は？　いきなり僕は自由に使われるのかい？」

「その通りだ。アドルフも呼べ」

　かけつけたアドルフにレオポルトが言う。

「戦争は不可避となった。以前に協議した三十号計画に基づいて領内を動かして貰う」

「三十号ですか……領内の全てを動員する緊急計画……本当に必要なのですか？」

　アドルフが困った顔で俺を見る。

大事そうな計画を領主の俺抜きの二人で決めたことは頭頂部から舞い散る毛に免じて不問にしてやろう。

「必要だ。王国は混乱している。今仕掛けられたらかなりまずい」

　アドルフは溜息を一つ落す。

「……わかりました。これで今まで細かくやってきたことが全部吹き飛びますね」

　肩を落とすアドルフに一応声をかけておく。

「そういうな。負けて滅んだら何もかも終わりなんだ。そうならないように俺とレオポルトは全力を尽くす。トリスタンも命を捨てて領地を守るだろう」

「いや僕は死にたくないよ。給金分頑張ってどうしようもなくなったら逃げるからね？」

「エイギル様の恩を忘れて逃げるとは何事だ！」

「うわぁ！　セリアさんいつの間に！」

　大声をあげる二人を尻目にレオポルトと言葉を交わす。

「勝てそうか？」

「南ユーグリアの兵力はざっと十五万、更に動員すれば二十万にも届くでしょう。彼らの軍の精強さから考えても独力ではとても勝てません」

　楽勝ですと言ってくれれば気も楽になるんだが。

「王国軍がまっとうに戦えるならば現状でも十分持ち堪えられます。持久戦になれば地の利があり、生産力に優れるゴルドニアが次第に有利になるでしょう」

「まっとうに……ね」

　王国軍は弱くはない。

そもそも条件は私軍である俺の軍より恵まれているはずなのだ。

　特に中位以下の指揮官の質において領内から募ってマイラやイリジナが教えている俺の軍と、全土から優秀な者を集めて学校まで作って訓練している王国軍ではかなり条件が違うのだ。

「そう、まっとうに動けばの話です。今回の場合はすぐさま全軍を招集して南部国境に張り付けなければなりません」

「難しいだろうなぁ」

　王国軍は現在、疑いのかかっている貴族の反逆に備えて各地に散っている。

その全てを南部に集めれば良いだけではあるのだが。

「その命令を下すのは王です。『ささやかな贈り物』がそれを決めることでしょう」

「……」

　王への贈り物が王自身ではなく、傍のロサリオに向けて贈られることは間違いない。

そして彼女が贈り物を気にいれば、笑顔を見せれば、王は簡単に警戒を解いてしまうだろう。

「これは全部推測なんだけどさ」

　トリスタンが尻を押さえながら話に入って来る。

セリアが隣で満足げな顔をしている。どうやら尻を蹴り回されたようだ。

「南ユーグリア帝国が問答無用で戦争するつもりなら演習なんて言って警戒させる意味はまったくない。だから多分ヴィルヘルミナ女帝はゴルドニアがどれだけ弱っているか見極めるつもりなんだよ。もし素早く全軍を国境に集めてきたなら適当に演習してそれで終わりだ」

「贈り物に喜んで無警戒だったら？」

　そう返すとトリスタンはがっくりと肩を落として言った。

「僕の嫌いな仕事を増やしてくれるだろうね」

　それっきり言葉は途切れる。




「ところで使者は俺にも贈り物をすると書かれていたな」

　戦争を覚悟した相手から物を貰うのは複雑な気持ちだが、逆に何を持って来たのか気になる。

「その件でございますが、玄関に十人ほどのご婦人がおられます。『自分達は贈り物なのでハードレット卿の所有物にして頂きたい』と主張しておりまして」

　セバスチャンが珍しく会話に割り込んで来る。

　だが俺は全てを聞き終わる前に玄関に向けて駆けだしていた。

下半身が勝手に動くのだ。

　後ろでは男三人が何やら言っている。

「決裁印と訂正印は私が預かる。軍務の書類は当面、ハードレット卿には回さずこちらで処理する」

「完全な越権行為ですが、この際仕方ないですか」

「むしろ下手にうろちょろされるより女遊びだけしていてくれた方がまだ楽だよね」

「また女……また女……やっぱりあの計画を実施しないとダメなようです」

　セリアの怒る声も聞こえる。

後でケーキを買ってやろう。

　もちろん俺だって馬鹿ではない。

女を贈って俺を油断させ骨抜きにしようと言う意図ぐらいわかっているのだ。

「だが残念だったな。俺の領地では内政も軍事も俺抜きで進むので骨抜きになっても何も支障はない」

　わはは、ヴィルヘルミナ破れたり。

「まあそれとは別に……」

　俺は懐から何通かの手紙を取り出す。

「駄目で元々、頼むだけ頼んでみるか」

　手紙を懐に戻すと俺は玄関に向かうのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（調教）グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（失敗）ソフィア（愛人）セクリト（食客）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（クロビカリ）クララ（愛人）セレスティナ（帰還準備）モニカ（メイド）アデラ（プロ愛人）

スージィ（恋人？）ソラナ（食客）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（情報官）

ルナ（満足）ルビー（満足）ギド（護衛隊）ポルテ（内政官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（内政部長）クレア＆ローリィ（御用商人）リリアーヌ（女優）クロル（使用人）アルマ（使用人）

虜囚

クリストフ（休日）

人外

ラミー（ラミア）アルラウネ（春の息吹）ミルミ（人魚）

ペット

ポチ（トカゲ）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）フェルテリス（発見）

領民 二十二万人

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

護衛隊一五〇名

歩兵一三六〇〇　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵四千　砲兵四〇〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　戦車四五両

その他

予備役〇名　治安隊二〇〇名

財産　金貨二五〇三〇〇

経験人数七七五人　産ませた子六八人＋五六五匹








第３７４話　開戦に備えて







　レオポルトとマイラが現状分析を行っている。

「やはり王国は動きません。体裁だけは整えるようで一個兵団一万五千のみが国境についています」

　マイラが渋い顔で言う。

「これは父から聞いた話なのですが、南ユーグリアから陛下へ貴重なお香と高級な楽器や年代物の酒類が贈られたそうですわ。陛下は今まで楽器にもお酒にもこだわっておられませんでしたので……恐らくはロサリオ様の嗜好に合わせた物なのかと」

　グレーテルも真面目な調子で言う。

彼女の父は伝統ある高級貴族だから俺よりも貴族同士の情報が入り易いようだ。

俺が聞くと嫌がられるか怖がられるかだからな。

　しかしマイラが彼女を軽蔑の眼差しで見ている。

犬耳を外し忘れているせいだろうか。いや違う、尻尾が尻の穴に突き刺さったままだからか。




「ハードレット卿の名で軍務総監に問うたが全力での対応はできていない。南ユーグリア軍の機動力を考えると開戦すればかなりの不利を強いられる」

　レオポルトは俺の文体を真似てエイリヒに手紙を出したのだ。

写しを見たが、微妙に字が汚く所々わざと誤字をしていた。

今思いだしても腹が立つ。

「現状は予想通り悪い」

　俺はすっと立ち上がる。

「仔細はお前達に任せる。必要だと思った時には知らせろ。それ以外は自由にやっていい」

「はい」

「承知しました」

　レオポルトとマイラは小さく頷いて俺を見送ってくれる。

　俺が無い頭を捻るより彼らに好きにやらせた方が良い。

それぞれが得意なことをするのが最善なのだ。

　そして俺は厳しい顔のままとある部屋に入る。

「やっときたか。ずっと自分でしていたからもう準備はできているぞ」

「待たせたな」

　ここはセクリトの部屋だ。

「後ろから犬のように犯せ。いくらでも激しくして良いぞ」

　俺は既に自慰で出来上がった彼女の体を抱きしめ、三つの穴を支配するのだった。







　クレアとローリィが武器の大増産計画を説明してくれる。

既にアドルフやレオポルトとは打ちあわせ済みだそうだ。

「炉を新設分も併せて全力稼働させます。私達が育てたリントブルムの生産力をご覧に入れて差し上げますわ」

「リバティース方面と本店向けの販路が消滅したことで逆に人員と燃料の十分な確保ができました」

　用意される武具は今の私兵の数を優に超えている。

矢はいくらあっても構わないが、武器と防具は増員や予備の確保を考えても多すぎる。

「特に槍が多いな。今使っている長槍と作りが違うようだが……」

「レオポルト様のご命令です。強度よりも軽さと取り回しの良さを優先しろと」

　槍は剣と違って心得の無い者が使ってもある程度の戦力にはなる。

あえて強度を落してまで持ち易くしていることを考えると何がしたいかはだいたいわかる。

「できればそうならないと良いが」

　俺は苦笑しながら目録をクレアに返す。

「これだけの数だ。相当な値段になるだろう？　この場で払っておこう」

　今ならこれでもかと金貨がある。

戦いが始まればどうなるかわからないからな。

「このお代は全てが終わってからまとめて頂きます。今は他にもご入用でしょうから」

　クレアは微笑むが瞳は真剣そのものだ。

「……良いのか？　俺が負けたら取りっぱぐれるぞ？」

「ふふ、エイギル様の勝利が何よりですわ。私は全てを貴方に賭けました。エイギル様が沈めばこちらも全て終わりになるということです」

「料金は勝利の後にしっかり頂きます。お金が残っていなければ年利三割のお得な分割払いも可です」

　クレアとローリィが笑う。

　リントブルムの町が武具生産にフル稼働すれば武具の心配はなくなるだろう。

彼女達も俺を精一杯支えてくれるのだ。

「ありがとう、苦労はするだろうがお前達を破滅させないようになんとかやってみるよ」

「ふふ、そうですね」「期待していますね」

　クレアとローリィと軽いキスを交わす。

つもりだったのだがローリィが密かに舌を入れてきた。

可愛い奴だ。

「さて俺もできることをやるか」

　俺はキスで濡れた口を拭いて表情を整える。

「約束通り来てくれたんだ。嬉しいな」

　部屋にいるのはレアだった。

歓迎を満面の笑みで示してから笑顔のままで悲鳴をあげて逃げ始める。

「やだー犯されるよーたすけてー」

　俺はレアを窓際に追い詰めて押さえ込み三つの穴を支配するのだった。




　紅茶を飲みながら間延びした声で話すトリスタンから新兵器の説明を聞く。

声はどうにもならないにしても話の合間に欠伸しやがった時は張り倒してやろうかと思ったが、話が進まないので我慢する。俺も大人になったものだ。

「細かい事を言われてもよくわからん。結局どういうことなんだ？」

「つまりは野戦でも使える大砲が欲しいって話さ」

　トリスタンも大砲の構造うんぬんはよくわからないらしく、ざっくりと言う。

「野戦で大砲か……」

　俺は溜息混じりに肘をついた。

　大砲は非常に強力で攻めにも守りにも威力を発揮するがそれは攻城戦の話であり、正直野戦ではあまり使えない。

　重い大砲はその分動かすのに手間がかかる。

敵味方が入り乱れる野戦でえっちらおっちら運んでいる余裕はないのだ。

　オルガ連邦とガーランド帝国のような大国が何百門と並べて一斉射撃すれば話も違うのだろうが、中央平原にそんなことが出来る国は無い。もちろん俺も無理だ。

「いくら威力があっても動かせないんじゃ奇襲以外に使い道はないよ。だから考えているのは小さくて軽くて動かし易い……数人で持ち運べて馬車にも乗ってしまうぐらいの大砲さ」

「おいおい、そんなもんに意味があるのか？」

　大砲の威力は大きさに比例する。

小さくて軽いという事は威力も小さいと言う事だ。

大砲最大の利点を潰して持ち運んでも意味はないだろう。

「普通に使うなら意味はないね。どうやっても大弩の方が軽くて扱い易いんだから。だから弾の方に一工夫できないかと思ってドワーフ達に相談してみたのさ」

「三角の弾でも飛ばすのか？」

　トリスタンは俺にどう説明したらいいかを考えて諦めたようだ。

「野戦で使うんだから硬い城壁や門扉を破れる必要は無いんだ。鎧を着た兵士を倒せればいいからね。今ドワーフ達が試作してるから目処がついたら僕以外の誰かが丁寧に分かり易く説明するよ」

「わかった」

　トリスタンが紅茶をおかわりしたタイミングで俺も席を立つ。

「クレアに話はつけてあるから次リントブルムに行く時は馬車いっぱいの酒を持って行け」

「ドワーフ達かい？　報酬はちゃんと渡すつもりだけど」

　俺はトリスタンの頭を軽く弾く。

「ドワーフは金なんて欲しがらん。食い物か……特に酒だ」

　トリスタンもまだまだわかっていないなと得意げな視線を向けると奴は床に突っ伏して悶えていた。

「何してる？」

「うぅぅぅ……頭が割れるじゃないか！　辺境伯は馬鹿力なんだから自分をオークだと思って注意して欲しいんだけど」

　誰がオークだ。そんなことを言っているとお前の女を寝取るぞ。

「それじゃ本当にオークじゃないか。もう僕は昼寝する……この三日で一ヶ月分の仕事をしたからね」

「おう、ゆっくり休め」

　なんだかんだでトリスタンも動いている。

今回はさすがに怠けていたらまずいと分かっているのだろうな。

　廊下に出るとマイラが肩を怒らせて歩いていた。

フンフン荒い鼻息が見えるようだ。マイラをこうも怒らせるのは大体決まっている。

「ハードレット卿！　トリスタンの馬鹿を知りませんか！」

　やっぱりか、また何か手を抜いたり横着したりと真面目なマイラの逆鱗に触れることをしたのだろう。

「そこの部屋で昼寝してるぞ」

　俺が言うなりマイラが部屋に飛び込んでいく。

残念だが奴の昼寝はここまでのようだ。

　マイラの怒鳴り声とトリスタンが言い訳する声が聞こえて来る。

　せめて奴には栄養をつけて貰わなければいけない。

料理人にトリスタンのスープを豆だらけにするように言ってからある場所に向かう。

「いらっしゃいませーあっ！　……シャロン、今日は終了の看板出してきて」

　ここはレティシアとシャロンの店だ。

　俺は二人を両手に抱えて寝室へ向かう。

　階段を登りながら服を剥ぎ取られ、二人もまた自分の服を脱ぎ捨てて行く。

何故かシャロンは部屋を暗くするまで下着を取ることはしなかったが。

「ボクもそろそろ決断しないと。体が大人になっちゃったらさすがに……ね」

「どんな選択をしても姉さんは受け入れるわ」

　俺はレティシアの三つの穴とシャロンの二つの穴を支配した。

未だにシャロンは前の穴を使わせてくれない。まだその覚悟が無いのだろうか。




　アドルフが溜息混じりの嫌そうな表情で内政部に訓示をしている。

「……以上のことから今後の治水・開墾は全て中止。労役作業は全て簡易の砦や陣地の構築を行わせます」

　内政部の面々も一様にアドルフと同じく不満げな顔だ。

開発の中止は彼らにとっては不本意だろうが、今回は呑んでもらうしかない。

「備蓄されている穀物は街道が寸断されることを前提に分散して配備します。穀物価格安定のための売却も全部中止ですね」

　穀物の備蓄はまだまだ十分にあるが、そのほとんどがラーフェンにある穀物倉庫に集められている。

もし街道が寸断されれば食糧はあるのに前線に送れない事態にもなりうる。

そこでレオポルトの提案である程度の量にわけて複数の地域に分割して貯蔵することになったのだ。

「あの……それだと施設の問題で虫やネズミが出ます。穀物の価値が下がってしまいますし日持ちもしなくなります」

　内政部の一人がおずおずと言う。

　ラーフェンの貯蔵庫並の設備を持つ倉庫は他にない。

だが今は穀物の売却額うんぬんに構っている時では無いのだ。

「承知していますが仕方ありません。誠に不本意ですが、我々は領主様に仕える内政官ですからね」

　そんな刺のある言い方をするなよ。

文句は南ユーグリアに言ってくれ、攻めて来るのは向こうなんだぞ。

「ともあれ我々も全力を尽くしましょう。これだけのことをするのですから領主様は必ず民を守ってくれるはずです」

　アドルフと内政官達がちらりと俺を見る。

この場にレオポルトが居ればあの鉄仮面を前に立てたのだがいないので皆の視線を仕方なく受け止める。

「頼むぞ」

　そんな皆で見られたら緊張して腹が────別に痛くもならないが屁が出そうになる。

　あの内政官は見た事がないが新人の娘だろうか？

服のサイズが合っていなくて胸がぱつんぱつんだぞ。

　いかん、屁が出る前に前が膨らんでしまう。

この場は退散するとしよう。

「ハードレット様、この戦いが終われば平和になると思いますか？」

　アドルフがぼそりと俺にしか聞こえない声で言った。

「どうかな。もう一つぐらいは荒事があるんじゃないかな」

　それだけ言って俺は部屋を後にする。

アドルフの視線は最後まで俺の背中に注がれていた。




　部屋を出た所にメイドの一人が待ちかまえている。

見たことが無い顔だから新人だろうか。

「今大丈夫でしょうか？」

　神妙な顔で俺の袖を引いていく。一体何事だろう。

　連れ込まれた部屋は地下の予備倉庫だ。

主倉庫が十分なサイズだったのでほとんど空っぽになっているはずだが。

「こんな所でどうするんだ？　地下室で抱くと臭いが籠ってすぐばれる。リタに怒られるぞ？」

　カーラと前に食材倉庫でやった時にマリアに大目玉を食ったので実証済みだ。

　しかし答える声がない。

ふと横を見るとそのメイドはいなかった。

　同時にバタンと扉が締まり、他に灯りの無い倉庫は真っ暗になる。

「おいおい、どういうことだ？」

　辺りを見回すが目が慣れていないこともあって何も見えない。

抱くにしてもこれでは何もできないぞ。

　その時耳元でセリアの声が聞こえる。

「うぅ……見事にひっかかりました」

　続いてカーラの声も聞こえる。

「そりゃ女に誘われてエイギルがついてこないはずないでしょ。はい、銅貨五枚」

　お前ら何を賭けていたんだ。

「今日から働き始めた顔も知らないメイドにほいほいと……もし彼女が暗殺者だったらエイギル様はどうなっていたことか」

「やっぱり改善が必要ですね。このままだといつかエイギルさんは女に殺されます」

　今度はメルの声か、一体何人いるんだ。

そしてこの茶番はどういう訳だ。

「エイギル様にはこれから──」

　蝋燭に次々と火が灯されていく。

「女に厳しく接するやり方を学んで頂きます！」

　ようやく周りが見えるようになった。

周囲を見回すと予想もしていなかった光景が目に飛び込んで来る。

「……俺達殺されないよな」

「……奥様達もいるし大丈夫だと思いたい」

　地下室に置かれた机の上にはブリュンヒルデに下僕とされた例の吸血鬼が無表情で仰向けに寝ている。

　それだけでも異様ではあるが彼女は一糸まとわぬ全裸であり、両手両足をギドとクロルに押さえ込まれて大事な場所を丸出しのまま固定されていたのだった。
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余談　クリストフ

　地下の一室に尋問官の楽しげな嗤いとクリストフの悲痛な声が響いている。

「えー！　そんな人がいたの!?」

「嘘、信じられないわ！」

「それがマジなんだって！　しかもあそこでこうなって……」

「うそうそうそ！　そんなになっちゃうの!?」

「やだーあり得ない……絶対臭い」

　クリストフは担当の尋問官ツィーリアの他二人……三人がかりでの取り調べを受けていた。

　ツィーリアのあまりに過酷な取り調べの音が他の尋問官の気を引いてしまったのだ。

「なあ、こいつの担当は私なんだが。お前達は仕事に戻ったらどうだ？」

「いいでしょ別に、あんたこそ何が取り調べよ。一緒にお菓子食べて笑ってただけじゃない」

「でもこいつの話面白いし。ツィーリアが処分しなかった理由わかるわぁ」

　ツィーリアは不機嫌そうに顔を背けて貧乏ゆすりを始める。

　他の尋問官がクリストフに構うことは面白く無かった。

彼女が拷問では彼の口を開くに不足だと言われているようだったからだ。

「よく見ればかなり良い顔してるわよね。これは殺してたら勿体無かったわ」

「しかもやたら弱いんでしょ？　やりたい放題じゃん」

「おいおい俺だって男なんだぜ？　油断してると火傷を……あぁ止めてくれ！　つつかないでくれ！」

　尋問官二人が両側からクリストフの頬をつつく過酷な拷問を開始する。

痛みと屈辱に男は顔を赤らめて悶えることしかできない。

「ねぇツィーリア、担当変わらない？　私のおっさんあげるからさ。昨日玉潰したから大人しいわよ」

「嫌だ！　おっさんなんかいらない！」

「えー」

　三人がかりの拷問は長く続き、陽が沈む頃にようやくクリストフは解放される。

「また明日も来るからー」

「次はケーキでも買って来るわー」

「もう来るな！　さっさと行け！」




　だがクリストフの一日が終わった訳ではない。

まだツィーリアの拷問は終わっていないのだ。

「お前もデレデレと……」

「な、何怒ってんだよ……うわっ！」

　クリストフの手にガチャリと手枷がかけられる。

「ひでぇ！　こんなもんかけるなんてあんまりだ……これじゃまるで囚人じゃねーか」

「うるさい！　本来ここにいる奴らは全員これをつけるんだ！」

　さめざめと涙するクリストフ、だが残酷な尋問官に情けは微塵も無い。

もちろん手枷はほんの序章に過ぎなかった。

「今日の晩飯だ。パンに牛肉とイモのスープ、春野菜のサラダにデザートのイチゴ」

「量がすくねぇ……もっとがっつり肉が欲しかったぜ」

　囚人には満足な食事も与えられない。あらゆる手段で追い込まれていくのだ。

「肉は高いんだぞ！　私の給金がいくらだと思ってるんだ！　……足りなかったらパスタも茹でてあるから好きに食え」

　クリストフは一瞬嬉しそうな顔を見せるがその希望は瞬時に打ち砕かれる。

「手枷したままじゃ食えねえよ」

　ツィーリアがニヤリと笑う。

「そうだな。誰かに食べさせて貰わないと食えないな」

　言いながらスプーンでスープをすくう。

「そら、あーん」

「えー」

「いやなら今日は飯無しだ」

　食事の時間ですら屈辱を与え続ける。

それが南ユーグリア流のやり方だった。

「ほら、あーん！」

「……ん」

　気まずげに開いた口にスープが流し込まれる。

その後も一切の抵抗は許されず、パンやサラダ、パスタ、デザートのイチゴまで全てが彼女の手によってクリストフの体内にねじ込まれることとなった。

　クリストフの精神は限界に近付きつつある。








第３７５話　未来を賭けて







「これはどういう訳だ？」

　俺はやや厳しい声で問う。

　なにしろ状況がまったくわからない。

　何故、吸血鬼の彼女が全裸で横たわっているのか。セリアやメルまでが傍にいるのか。

そして何よりクロルとギドが彼女の両手両足を押さえつけているのかだ。

「返答によってはクロルとギドの男根をもぎ取ることになるだろう」

「ひいい！」「早く説明を！」

　クロルとギドがセリアに涙目で訴える。こいつらも渋々やっていたようだ。

「これはエイギル様の弱点を克服する為に必要なのです」

「さっぱりわからん」

　セリアが何を言っているかわからないので近くにいたメルを抱き寄せて腰から尻肉を撫で回す。

　うーむ、メルは最近歳のせいか肉がついてきて尻がますます素晴らしくなっている。

若く引き締まった尻も良いが、年増のややたるんだ軟らかい尻もまた素晴らしいのだ。

「あぁん……ん……」

　俺に身を任せ、熟女らしい艶のある声をあげるメル。

もう一人子供を作りたくなる。これが終わったら作ってしまおうか。

「うー……ですから！　エイギル様の弱点は女性です。しかもラーフェンの住民どころかゴルドニア中に知られています」

　セリアが俺にしなだれかかるメルを恨めしそうに見ながら言う。

「このままじゃエイギルが殺されちゃうって皆で相談したのよ。今だってもしこの娘が暗殺者なら真っ暗になった所でサクっとやられてたでしょ？」

　カーラの隣で先ほどのメイドがペコペコ頭を下げていた。

さすがに地下室に入った辺りで少し妙だなとは思っていたが殺気が無かったからな。

とはいえ前の襲撃ではブリュンヒルデが止めてくれなければ一撃貰っていただろうから黙っておく。

「それと今の状況となんの関係があるんだ？」

　何故クロルとギドが女を押さえ込んでいるのかわからない。

女の方が男二人に掴まれながらまったく無表情なのがなんとも不自然だ。

　そもそも彼女は吸血鬼だ。

もし跳ねのける気なら二人まとめて弾き飛ばされている。

「知れたことじゃ。こやつを乱暴に扱え、女に溺れるのではなく支配することに慣れよ」

　爛々と目を輝かせながらブリュンヒルデが現れる。

薄暗い場所では彼女の魅力がより一層輝くな。やはり闇は吸血鬼の場所なのか。

だが言っていることには同意できない。

「俺は女は優しく扱うと決めている。乱暴に扱うなんてことは……うぐっ！」

　俺の拒絶は途中で遮られる。

ブリュンヒルデがズボンの上から俺の大事な場所を握ったのだ。

「黙れ、お主は女で死にかけたんじゃぞ。もしあれが昼間なら妾の手は間に合わんかもしれんかった。いくら傍にいても本人が阿呆では守りようがないわ」

　ブリュンヒルデの手に力が入って行く。

吸血鬼の怪力で大事な場所を握られてさすがに冷や汗が吹き出す。

「な、何をするんですか！　エイギル様の大事な場所が──あぅ」

　セリアが助けに来てくれるが、指一本で額を押さえられて動けないようだ。

メルもなんとか股間を掴んだ手を離そうと頑張ってくれるが力が違い過ぎてなんともならない。

「このまま玉を潰せば女に興味も無くなるかの？」

「勘弁してくれ、お前も抱いてやれなくなる。一番奥にグリグリ当てられるの好きだろう？」

　恥ずかしがらせてみようとしたが、ブリュンヒルデは俺から視線をそらさなかった。

どうやら彼女は本気らしい、茶化して終わりにできる雰囲気では無い。

「選べ、この女を乱暴に扱って支配するか。それともこのまま玉を潰されて女への興味を無くすか。……あるいは無理やりにでも血を吸って我が眷族になるかじゃ。これが一番いいのじゃがな……眷族になれば毒やナイフで死ぬこともなかろう。お主ならあるいは陽の元でも歩けるようになるかもしれぬ」

　玉を潰されるのも吸血鬼になるのも受け入れられない。

「わかったよ。この女を乱暴に抱けばいいんだな」

　乱暴すると言ってもメルとよくやるような強姦ごっこをすれば良い。

最後に尻でも叩けばそれっぽく見えるだろう。

　彼女の気持ちはわからないが精一杯気持ち良くしてやって後で詫びの品でも送ればいいか。

何が好きなんだろうか、血と似ているからトマトジュースだろうか。

　俺は軽く考えて服を脱いだがブリュンヒルデは冗談のつもりではなかったようだ。

「おい」

　感情のまったくこもらない声でブリュンヒルデは女に声をかける。

「お前はこれから奴隷となれ。この男にあらゆる苦痛を懇願し、汚辱を求め、支配者の心を植え付けよ。そして何かあったならば命を捨てて守れ」

「承知しました」

　相当な事を言っているぞ。

「こいつは既に我が眷族、剣で串刺しにしようが首を締めようが死にはせん。人間の女なら一度で壊れることもやり放題じゃ。心の獣が疼くじゃろう？」

「宜しくお願いします……ご主人様」

　女が俺に頭を下げる。

吸血鬼らしくレオポルトとも違う氷のような無表情だ。

　カーラとメルがさっと身を引く。

お前らが企んだんだろうが、何故俺にそんな目を向けるんだ。

　それにしても滅茶苦茶な命令に嫌な顔一つ浮かべない。

吸血鬼の主人と眷族はこれほど絶対的な物なのか。人間の上下関係とは到底比べられない。

　もしルーシィやブリュンヒルデに無理やり吸血鬼にされていたら俺もこうなっていたのか。

踏みつけられたり、椅子がわりにされたり、気分次第で蹴飛ばされたり散々だろう。

そして事あるごとに無能だの巨根だのと罵られるかもしれない。

ん？　案外悪く無い気もする。

「妾は正直この女が嫌いじゃ。もし生温いやり方で茶を濁して恋人みたいな関係にでもなりよったら……日光浴でもさせてやるからの」

　ブリュンヒルデの女を見る目は控えめに見ても路傍の小石、悪くすれば敵を見る目だった。

眷族にした今も俺を騙し打ちしようとした彼女を許していないのか。

「おいおい、さすがにそれはやり過ぎだ。殺すのは許さんぞ」

「ならば精一杯こいつを痛めつけることだな。妾はお主の為と思って協力してはおるが、こいつがお主に抱かれると思うと虫唾が走る。弱点克服の役に立たぬとなれば本当に日光浴させるぞ」

　話はそれだけとばかりにブリュンヒルデは地下室を出て行ってしまう。

　……と思われたがブリュンヒルデが出口で止まっている。

どうやらセクリトが扉の裏に居たようだ。

「どけ邪魔じゃ」

「ふ、これは失礼した。吸血鬼殿？」

　そのまま立ち去るかと思ったが、ブリュンヒルデはセクリトを睨んで動きを止める。

「そんなに怖い顔で睨むな。あいつの男根は大好物でな、潰されてはたまらんと思って見守っていた」

「ふん、人間風情が妾をどうこうできるか。それに妾が本気であいつを──もういい。下郎は捨て置く」

　セクリトの手の中に光る何かが見えた。

ナイフのようだが武器と言うにはあまりにも小さい。

「銀のナイフ……」

　セリアがぼそりと言う。

　なるほど、食器用の銀ナイフを持って来たのか。

吸血鬼相手には巨大なハンマーより余程効果があるだろう。

　例え銀のナイフがあったとてブリュンヒルデ相手に何が出来る訳でもない。

だがブリュンヒルデを吸血鬼と見抜いた洞察力と咄嗟の判断力に敬服する。

そして不利を承知で俺を助けに来てくれたことに心が温まる。

　残酷性が際立つセクリトだが、俺と二人の時、特にベッドでは案外可愛い所もあるのだ。

一つになった時は一瞬だが可愛らしい叫びをあげるし、俺が絶頂して彼女の上に覆いかぶさると挑発するようなことを言いながらも両手で頭を抱いてくれる。

　行為後のまどろみの中で股の毛が多いなと話した時もその場では鼻で笑われたが、次に抱いた時はつるつるに剃られていたのだ。

　セクリトは優しい笑みを浮かべながら俺の傍までやってくる。

俺が感謝の言葉を言う前にその笑みはニヤリと歪んだ。

「今からその女を痛めつけるんだろう？　ならこれを使え、吸血鬼に普通の得物では苦痛もあるまい」

　差し出されたのは革製の鞭だった。

しかも相当に使い込まれている。

そういえば最近屋敷のメイドで足に鞭の痕のようなものをつけている奴がいたな。

「隣で見せて貰うぞ。お前が女を傷付け痛めつける……想像するだけでゾクゾクする」

　やはりこいつはどこかひん曲がっている。

「私はいつまでこのままで居ればいいのですか？」

「俺達もいつまで」「押さえていれば良いでしょうか？」

　俺の奴隷にされてしまった全裸の吸血娘と彼女を押さえる二人の男をどうしたものか。

「主命ですので凌辱して頂かなければ私は灰になる運命ですが」

　そう言われるとつらい。ブリュンヒルデは本当にやるだろうしな。

「仕方ない。覚悟を決めて犯すか、悪いが本当に乱暴にするぞ」

「はい、それが主命ですから。その鞭も遠慮なく使って下さい。どうせ傷など残りません」

　どうにもつらい行為になりそうだ。
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　なんとか一戦を終えた俺は散歩でもしようと中庭に向かう。

尿意も催していたのだが、とんでもない形で解決してしまったからな。

　女はブリュンヒルデが良いと言うまで俺についてくるつもりらしい。

更に今日の行為は温すぎるのでもっと酷く攻めろと言われてしまった。

「まったくいらん心配をされたものだ」

　そう口で文句は言って見たが、自分の命の価値を考え直させてくれる機会にはなった。

　自惚れかもしれないが、俺が死ねばこの場所はきっと崩壊する。

　俺は軍務も内政もまったくしていないし、社交だってノンナに任せっきりだ。

それでもレオポルトが従っているのは俺であり、ノンナが愛してくれるのも俺だ。

アドルフが上司と見なしているのも、セリアが忠誠を誓ってくれるのも、セクリトが言うことを聞くのも俺なのだ。

　もし俺がいなくなったとしてレオポルトはノンナの言う事など聞かないし、アドルフはレオポルトを上司と見なさない。

セリアが俺が死んだから他の誰かに繰り上がりで忠誠を誓うこともない。

これは断言できる。

　そうなればここはバラバラになる。

俺が死ねば俺の大事な女達の幸せも吹き飛んでしまうのだ。

となればそう簡単に捨てて良い命でもなさそうだ。

「それに……」

　屋敷の窓から街を見下ろす。

　贔屓目にも発展したラーフェン、そして街壁の向こうの土地も全て今は俺の領地だ。

「せっかくここまで来たんだ。生きて会いたいからな」

　俺は今でも爵位や領地にあまり拘りは無い。

金があれば嬉しいが、それも愛人を多く囲って良い暮らしをさせてやれることと高級娼婦に相手して貰えるのが主な理由だったりする。

　地位に拘る理由は全てルーシィを手に入れる為だ。

彼女が心から消えた事は無かったが、最近は焦りと貪欲さが失われていたような気がする。

愛しい女達に囲まれる日々が続き、どこかで現状に満足してしまっていたのかもしれない。

　吸血鬼の女と激しく交わったことで昔の想いがより浅い所まで浮かび上がってきた。

　絶世の美貌に最高の肉体、悪戯な笑い声に優しい眼差し。

「俺が切り株の上で昼寝していたら優しく髪を撫でてくれたな」

　その直後に鼻毛を抜かれて起こされたが。

「欲しいな……どうしても彼女が欲しい」

　ぐっと手を握り締める。

　ノンナがベッドの上で誇らしげに言っていた事を思い出す。

『今やエイギル様は貴族として頂点まで登り詰めましたよ！』

『軍務総監のような権限はありませんが、王宮勤めのあの方より領主のエイギル様の方が財力も……』

『──卿が適当な理由をつけて挨拶に来ました。この間まで成り上がりだと嫌味を言っていたのに』

　腕の中で喜ぶノンナには悪かったがあの時俺の心は驚くほど冷めていた。

確かに俺はゴルドニアの貴族として最高位近くまで来たのだろう。

「だがそれだけだ」

　騎士爵からここまで我ながらかなりの速度で出世の階段を登って来たと思う。

だが階段はここで終わっている。

　仮にエイリヒよりも出世して王国軍の長になったなら、ケネスよりも出世して文官の長になったのならどうだ。王国最高の貴族として王に次ぐ富と名声を得る。それだけだ。

　ルーシィを手に入れるには……王になるには階段を登るだけでは足りないのだ。

手をかけるには一か八かの跳躍が必要になる。

　それは俺自身と俺の大事な女達全ての命を賭場に投げ込む行為だ。

　セリアの拗ねる顔、喧嘩するノンナとカーラ、子供達に囲まれて笑うメル、恥ずかしそうに俺の胸に乗るカトリーヌ、嬉しそうに転がるクラウディア……大切な女の顔が次々と浮かび最後にルーシィの顔が鮮明に思い出される。

「まだ決めなくてもいいか」

　時が来れば決断することになる。だが今は曖昧なままにしておきたい。




　なので思考の邪魔をするように近付いて来た足音がむしろ愛おしかった。

　走ってこそいないが随分と早足だな。

　セリアが心配になってついて来たのだろうか？

それともカーラが街へ遊びに行こうとじゃれて来るのだろうか？

　深刻そうな顔で心配させる訳にもいかない。

俺は満面の笑みでくるりと振り返る。

「ハードレット卿、急報です」

「おおう」

　目の前に居たのはレオポルトだった。

いつもよりもかなり距離が近かったので変な声が出たぞ。

俺が一歩前に踏み出せば唇が当たる距離だ。

「俺の愛想を返せ」

「それは後ほど。まずは報告をお聞きください」

「わかった。それからやっぱり返さなくていい」

　よく考えるとレオポルトが早足でやってくるというのは相当なことなのだ。

「南ユーグリア軍の演習を監視させていた部隊から急報です。『南ユーグリアが国境を超えた。演習参加部隊が続々と越境を開始している。『本格攻撃の疑いが濃厚』とのことです。その後連絡はありません。部隊は敵の先鋒に殲滅されたと考えられます」

「来たか」

　わかってはいたが衝撃はある。

そして同時に高揚もする。

「現在多数の斥候を放ち、敵兵力と進撃経路の特定を試みています。今しばらくお待ちください」

「王国へは知らせたな？」

「既に。しかし必要はないでしょうな。南ユーグリアが我々にのみ攻撃を仕掛けるはずがありません。間違いなく西部一帯からも侵攻が開始されているでしょう」

　まあそうだろうな。

「セリア！」

　屋敷に響く声でセリアを呼ぶ。

　少し待つとタタタと軽快な足音と共にセリアが走ってきた。

この可愛らしい足音とレオポルトの足音を混同するとは俺は少し混乱していたのかもしれない。

「お呼びですか!?」

　勢い余って磨き上げられた廊下で滑りながらセリアが現れる。

「すぐにマイラと……他にも必要そうな奴を全員呼んでくれ。戦争だ」

「え!?　……わ、わかりました！」

　セリアはピッと敬礼して再び軽快に走っていく。

おお、開け放たれた窓から飛び出たぞ。一回転して……無事着地、さすがの軽業だ。

「まずは南ユーグリアか。ここで終わったら階段も跳躍も無い」

「……」

　レオポルトは俺の独り言を何も言わずに聞いている。

と言ってもこれだけを聞いてわかるはずがないが。

「……」

　俺の目を見てからレオポルトが小さく頷く。

本当にわかってないよな？

「国境付近の王国軍はトリスニア南の町カスカル近郊にいる王国軍第三兵団のみです。到底防ぎきれはしないでしょう」

　レオポルトの説明を聞きながら執務室に向かう。

セリアが触れまわっているからか、屋敷内もどんどん騒がしくなっていく。

　休日だった私軍の連中がドタバタと駐屯地に向かって行くのが見える。

　屋敷に向けて馬で駆けて来るのは訓練中だったマイラだろう。

イリジナも一緒か……叫び声がここまで聞こえて来るぞ。

　俺と女の行為に飽きていつの間にか消えていたセクリトは中庭で日光浴していたようだが、切り上げてこちらに来るようだ。本当に嬉しそうに笑っている。

　隣でクラウディアが腹筋をしている。

クララが石を置いて回数を数えているようだ。

一番右が一の位のようだ。ふむ、二……九……八……四、アホかあいつは。

（大変だ　大変だ　えらいこっちゃえらいこっちゃ　わたしも出撃？　鎧をもてー）

　雰囲気に当てられたのかケイシーまで慌てて飛びまわっている。

額の鉢巻きには『いざ玉砕』と書かれている。

「玉砕したらいかんだろ」

　正確に言えばケイシーはもう散っている。

戦争も彼女には関係がないだろうから屋敷で大人しくかぼちゃでも食って大人しくしていて欲しい。

焼け出されないように頑張ってやるから。




　執務室には既に全員が揃っているようだ。

　もっとも長々と高説を垂れるつもりはない。

事は簡単、全力で戦い勝利するのみ。

「いよいよ戦争だ」

　真剣な眼差しのマイラとセリア。

　心配そうなノンナとメル。

　楽しそうなイリジナとセクリト。

「敵を叩きのめす。それだけだ」

　一人も失うことなく勝利しなければならない。

もちろん俺も含めて。

ちょっと混乱した感がありますね。

自分で書いた伏線に縛られても仕方ないので次回から書きたいことだけバンバン書くつもりです。
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トリスニア南　ゴルドニア王国軍第三兵団

「南ユーグリア軍が越境！　越境です！」

「一部だけか!?　それとも演習軍全部が超えてきたのか!?」

　司令部は怒号と足音に支配される。

「詳細不明ながら敵は攻撃陣形で進んできます！　偶発的な越境とは思えません!!」

「……軍務総監の言った通りになった。直ちに防衛体制を整えて時間を稼ぐぞ。それから王都へ援軍要請を出せ！」

　司令官は動揺を隠せないながらも的確に指示を出していく。

「陛下からの命令は演習の監視のみでしたが」

「軍務総監閣下は必ず来ると言っていた。おかげでこうしてすぐに動ける訳だ」

　それでも、と司令官は続ける。

「敵はほとんど全軍を演習に動員していた。全てが動いたとなると到底一個兵団一万五千で防ぎ切れる規模じゃない」

「他の兵団にも状況は伝わっております。軍務総監はすぐにでも援軍を差し向けてくれるはずです」

　司令官は深く頷き、後に続く言葉を噛み殺した。

（他の兵団は陛下の命でありもしない反乱に備えて散り散りになっている。援軍に向かえと言われても陣を引き払い移動の準備をするのにしばらく時間がかかるだろう。それまで持ち堪えられるか？）

　鳴り響く警鐘と兵の叫びに混じって何千もの馬蹄の音が近づいて来る。

「敵の先鋒が来るぞ！　対騎兵陣を組め！」

「もう来たか、さすがに早い！」

「騎兵に混じって鉄製の馬車が混じっているぞ！　大弩に注意するんだ」

「対騎兵陣を組みながらどう注意するんだよ！」

「知るか！　自分で考えろ！」

　司令部は喧騒と怒号に包まれた。
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トルトエント『緑色演習』総司令部

『演習』が開始されて以降、南ユーグリア女帝ヴィルヘルミナはトルトエントに設けられた司令部の一室から動くことは無かった。

　控えめに見ても質素過ぎる部屋で彼女は扉をじっと見つめ続けている。

　ノックの音と同時に扉が開かれる。

帝王相手に本来ならば不敬過ぎる行いだがヴィルヘルミナは咎めもせずに言葉を紡ぐ。

「報告しろザフネス」

　前置きも敬称も無く、女帝には不適切な乱暴な言い回しだ。

だが相手の男もまたそれに言及することはない。

「ゴルドニア第三兵団を完全に撃滅した。合流した木端な部隊も全て蹴散らしてトリスニア占領は成功だ」

「ようやっとか」

　ヴィルヘルミナは小さく頷き息を吐く。

「僅か一万五千に随分と粘られたな。西部軍は八万、特に精鋭を揃えているというのに」

「決着は最初から着いていた。奴らはただ延々と時間を稼いでいたに過ぎん。その証拠に敵は一万以上の損害を出したが、こちらの損害は数百に過ぎん。数を見れば完全勝利と言える」

　ゴルドニア第三兵団は五倍する敵を相手に五日間戦い続けて壊滅した。

かけつけた援軍は周辺の治安維持などに当たっていた小規模な部隊のみで王国軍主力は間に合わなかったのだ。

結果トリスニアは失陥、ロレイル以南地域は南ユーグリア制圧下となった。

「それにしても国境近くの全軍演習を予告しても一万五千しか出て来ないとはな。ゴルドニア王は贈り物が相当気に入ったようだ。まさかここまで腑抜けているとは少々予想が外れたか」

　ヴィルヘルミナが小馬鹿にするように言い、ザフネスは同意して笑うがすぐに苦々しい顔を作る。

「ゴルドニアが本気になれば我々と同数かそれ以上の兵を国境に張り付けることもできただろう。だが奴らがここまで無防備だったのは逆によろしくはない。できれば五万程度居て欲しかったな」

　ゴルドニアに雪崩込んだ南ユーグリア軍の総兵力は二十万に達する。

川沿いに進む西部軍が八万、やや内陸を進む中部軍が五万、そしてキサットを発してハードレット領を北上する東部軍が七万だった。

　これは南ユーグリアの一線級の兵力ほぼ全てにあたり、領内に残る兵力は未熟な訓練兵のみだ。

「敵がもっと大兵力であれば西部軍が押し込みつつ、機動力に優れる中部軍がこれを包囲して殲滅する計画だった。緒戦勝利はまず幸先が良いが……一万ちょいを潰しただけではゴルドニア軍に致命傷を与えたとは到底言えん。リバティースの時ほど上手くはいかなかった」

「緒戦で潰せねば苦戦するか？」

　ヴィルヘルミナが挑発するように言うとザフネスは露骨にむっとした表情を見せる。

「弱音を吐いた訳ではない。ただ時間がかかるだけだ。誰だって早く楽に勝ちたいだろうが」

　女帝は悪かったと軽く謝ってから続きを促す。

「ともあれトリスニアは堕ちた。まず第一段階は成功か」

「第一段階の緒戦……成功だな。残敵掃討の後、西部・中部軍共同でロレイルを落とす。さすがに奇襲の効果は失われているから激戦になって損害は出るが、ここではまず勝てる」

　ザフネスは地図に置いた指を河近くから東へと滑らせていく。

「東部軍はハードレット領南の要衝ザン＝ドラを落とす。東部軍は七万、ハードレットの軍は領主軍にしては精強だが二万そこそこで領内に堅牢な城塞もない。こちらはそう苦戦せずに勝てる。トリスニア、ロレイル、ザン＝ドラの三都市を落とせば作戦の第一段階は完了だ」

　ヴィルヘルミナは何も言わずにザフネスの話を聞き続ける。

「続いて第二段階、西部軍と中部軍は連携して主要都市アークランドを落とす。アークランドは他の都市よりもずっと堅牢な城塞都市だが、我々は十分な数の砲を揃えている。野戦で敵を破れれば都市は問題なく落とせる。中央平原の城壁や門は大砲で撃ちまくられることを想定していないからな」

　そして指が東部に滑る。

「東部軍はザン＝ドラからラーフェンを狙うのが第二段階だ。ここは周辺都市から整備された街道が集まり、王都ゴルドニアへの主要街道も通る東部最大の要衝で備蓄物資も多い。絶対に落とす必要がある。まあラーフェンは都市面積こそ広いが街壁は中小の町レベルの玩具だ。まともな攻城兵器すら必要ないだろう。ハードレットの騎兵隊が厄介だが……攻撃に入る前に釣り出して野戦で潰せば後は極めて簡単だ」

　ザフネスが話を次に進めようとした所でヴィルヘルミナが口を挟む。

「待て、一応東部軍には追加で攻城兵器を送っておこう。特急作業で作っている分が完成し次第だ」

「……それも西部軍に送った方がアークランド陥落の役に立つと思うのだが。ラーフェンでは間諜の報告によると景色がもの寂しいとかの理由で街壁周りに木を植えているそうだ。攻め手の足がかりになるし、火をつけられれば街壁ごと火達磨になってしまうぞ。そんな事も気にしないのだから大したことはないさ」

「そう言うな、何があるかわからないのが戦だろう？」

　そこまで言うならとザフネスは渋々納得する。

「第三段階はノーステリエス河を渡って西岸へと侵攻、ストゥーラ共和国とマグラード総督府を潰す。正面戦線を抱えたまま作戦に投入できる兵力は限られるが、この地域は混乱を極めているから抵抗は最小限だ」

「うむ、都市国家の一つと話はつけてある。我々がアークランドを陥落させた段階で支援の艦隊を出すと確約をとりつけた」

　西岸地域を押さえられれば南ユーグリア軍は側面を気にせず進軍できるし、逆にゴルドニア軍は南だけではなく、王都の西側からの襲撃に備える羽目になる。

「そして最後の第四段階。王都ゴルドニアを西、南、東の三方向から攻撃して制圧する。これで終わりだ」

　ザフネスはパンと地図上のゴルドニアを強く叩く。

「兵力と練度に装備はほぼ同等、士気は死を恐れぬ俺達の兵が上で物資量と守りの優位は敵にある」

「ほう、では互角ということか？」

　ザフネスは不敵に笑う。

「いや、必ず勝つ。俺はゴルドニアの司令官よりも有能だし──勝利の為にあらゆる手段を尽くすお前と女に呆けたゴルドニア王……同じ体格なら馬鹿が勝てる道理はない」

　その時、扉が丁寧にノックされる。

「入れ」

「失礼します！　偉大なるヴィルヘルミナ陛下と偉大なる祖国よ永遠なれ！」

　ばっと敬礼する兵士、ヴィルヘルミナは返礼するがザフネスにだけ渋い顔を見せる。

それを見てザフネスは『お前が民を煽り過ぎるからこうなったんだぞ』と皮肉げに笑った。

「東部軍から報告が参りました！　ザン＝ドラへの攻撃準備完了！　眼前にハードレット軍が展開、これを撃破し街を陥落せしめん！　以上です」

「早々に出て来てくれるとはありがたい。東部はあっさり片がつきそうだ」

　ザフネスは満足げに頷く。

そこで地図を見てからぼそりと言う。

「モルト……いるか？」

「穀倉地帯だからな。長期戦になるならもちろん欲しい」

　ザフネスはもぞもぞと何かを調べる。

それは訓練中の予備部隊の一覧だった。

「では臨時に中部第二軍を編成して占領しよう。訓練がてらちょうど良い」

　ヴィルヘルミナの目が細まる。

「まさか忘れていたのか、有能な司令官殿？」

「そういう訳ではないが……この国はハードレットの事実上保護国だ。ハードレット領を制圧すれば自然と手に入る」

「欺瞞は好まん」

「……すまん、どうにでもなると思っているうちに放置していた」

　ヴィルヘルミナはふっと笑う。

「既に命令書は作ってある。訓練中の部隊に渡して出撃させて来い」

　ヴィルヘルミナは呆れた声で言い、ザフネスは苦笑いしながら頭を下げる。

そして彼女の横を通り過ぎる瞬間だった。

「二度目は無いぞ」

　小さな呟き。大男の体が背筋に刃物でも突き立てられたかのように硬直する。

「どうした？」

　女帝に促され、ザフネスは全力疾走で部屋を飛び出す。

　走っているのは少しでも早くヴィルヘルミナから離れたかった訳でも、額を流れ落ちる汗は走ったせいで噴き出したものだと誤魔化したい訳でもない。そう自分に言い聞かせて。
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少し前　ラーフェン近郊

俺を先頭に長蛇の列は延々と行軍していく。

「斥候によると敵数は約七万、一般的編成です。ザン＝ドラに向けて行軍を継続中、足は速くありません」

　レオポルトが行軍途中に入った情報を淡々と伝える。

「七万……」

　セリアとマイラが息を呑む。

「こちらは確か──」

「歩兵が一万四千、騎兵千五百、弓兵千五百、弓騎兵六千、大砲各種百三十門、戦車六十両です」

　セリアがすらすらと答える。

頭を撫でてやると緊張しながらも少し嬉しそうにした。

　全軍出撃、弓騎兵もかなり出して貰って結構な大軍だと思っていたんだがその三倍か。

「まさかヴィルヘルミナは俺に主力を向けて来たんじゃないだろうな」

　少し前にリリアーヌと酒を飲んでふざけあい、彼女にヴィルヘルミナの演技をさせて抱いてしまう遊びをしてしまった。

街の連れ込み宿にもかかわらず結構な大声を出したので、南ユーグリアの間諜に聞かれたのだろうか。

　設定は実は淫乱女だったヴィルヘルミナが俺の巨根を突っ込まれて男根に忠誠を誓うという酷いものだったから、もし知られてしまったとしたら彼女が俺を潰しに来るのも頷ける。

「そんな下らないことしてたのですか……」

　声に出ていたか。頭を撫でられて上機嫌だったセリアが拗ねかけている。

「敵軍は三つに分かれて北上しています。王都を三方向から狙っているのでしょう。となれば東部の要衝で王都と整備された街道で繋がるラーフェンに一軍を向けるのは当然のことです」

　レオポルトは俺の馬鹿話を流して報告を続ける。

「三つのうちの一つで七万か、これはやはり冗談にならない規模だな」

　帝国と連邦の戦いは大規模だったが所詮は他人事だった。

だが今回は負ければ領地は無くなる。そして何より女達も危険に晒してしまうのだから大変だ。

「地の利があって三倍の兵力差は致命的です。なんとか周辺の王国軍と合流できないでしょうか？」

　マイラが心配そうな顔で言う。

彼女のように戦術の知識がある人間は俺よりも更に事態を深刻に感じるのだろう。

「王国第五兵団がアークランド東におります。合流は不可能ではありませんが」

「なら早速伝令を出してみよう。こうなっては王も内輪もめどころではないだろ。話せば合流も──」

　そこに早馬が飛びこみ、口頭ではなく文をレオポルトに手渡した。

「──やはり合流は不可能なようです。トリスニアが失陥しました。第五兵団はそちらに向かうでしょう」

「トリスニアが!?」

「一週も持たないなんて……」

　マイラとセリアが声をあげる。

　確かに陥落は早かった。

だが俺の所に七万も来ているのだからあちらも同じかもっと多いだろう。

だとすれば第三兵団一万五千で支え切れるはずも無い。

「なるほど、なかなか見事じゃないか」

　声を出したのは面白そうについてきたセクリトだ。

一応、吸血鬼の女と同じく俺の護衛と言うことにしてある。

「そんなに見事か？　七万で一万五千を叩き潰すなんて余程のアホでなければできるんじゃないのか？」

　士気も装備も重要だがやはり戦いは何より数だ。

多少の差は兵と指揮官の頑張りでなんとかなるが五倍も開いたら大抵の場合どうにもならない。

「いや、そっちじゃない。エイリヒ……とか言ったか？　あいつの方だ」

　セクリトが笑う。

「南ユーグリアの連中はあてが外れたろうよ。せっかくの奇襲で釣れたのがたった一万五千だ」

　挑発するようにレオポルトを見る。

もちろん奴の表情に変化はないが、淡々とした口調で続きを話す。

「恐らく軍務総監は王の指示で全軍を張り付けられない中、わざと第三兵団だけを国境に置いたのかと」

「そんなことしても全滅するだけじゃないですか！」

　セリアが吠える。トリスタンは『酷いねぇ』とだけ言い、マイラも察したように視線を下げた。

「五万を張り付けてもより大きな兵力で奇襲されれば甚大な損害を出し、戦局全体に影響します。かといって千やそこらでは鎧袖一触に蹴散らされ、怒濤の進攻を許します。一個兵団ならば殲滅されても決定打にならず、かつ敵を十分に足止めできます」

「では軍務総監は第三兵団をわざと……」

　セリアが悲しそうな顔をする。

「決まっている。王があの体たらくでは緒戦は必ず負けると見て被害を最小限にしたのだ。南ユーグリアとやらの侵攻作戦も十分理に適っている……どこかで見た気もするがまあいい。両者なかなかに優秀で面白い戦になるぞ」

　セクリトめ楽しそうだな。

「何を言う。お前だって高揚しているだろう？」

「馬鹿な事言うな。負けたら一からやり直しなんだぞ？　緊張で股間が膨らみそうだ」

「胸じゃなくて男根ですか……しかも押し潰れないんですね」

　セリアの突っ込みを無視してセクリトは俺の頬を掴む。

「痛い」

「わからないか？」

　何がだ。

「お前、出発の時からずっと笑っているぞ？」

　そんな訳ないだろう。

「なあ？」

「「「……」」」

　何故目を反らす。

　話を変えよう。

「ほとんど全軍連れてきたがラーフェンの方は大丈夫だと思うか？」

　今回はいつもと違って本当の全力出撃だ。

私軍ほぼ全員を連れて来ているし、レオポルト、トリスタン、マイラ、セリア、イリジナ、ルナと指揮のできる人間も全てここにいる。

つまりラーフェンは完全に無防備なのだ。

「アークランドが堕ちるか、我々が破れない限り敵がラーフェンを狙うことは不可能です。少数の奇襲部隊による襲撃は考えられますが、臨時部隊で十分対処できるかと」

「臨時部隊、あいつらだよな……」

　出撃の直前にラーフェンで見た光景を思い出す。




「留守はわしらにお任せ下され、なあに死ぬ気でやればこの老骨にも一働きできるでしょうや」

　集まっているのは年齢五十以上の者達で編成された部隊だ。

普通の兵士には不適格とされる年齢だが、籠城戦ならある程度やれるかもしれない。

まぁこれはいい。

「私達もお屋敷と街を守り抜いてみせます！」

「高いお給金と無料の家賃も！」

「領主様付きメイドの地位も！」

　こちらに集まっているのは屋敷の使用人とメイド達だ。

手には槍やクロスボウなど比較的簡易に扱える得物を掴んでいる。

　俺はメイドの一人を引き寄せて耳に口を寄せる。

「頑張ってくれるのはありがたいが、殺されそうになったら降伏しろ。辛い目にあっても必ず救い出してやるから命を捨てる真似はするな」

「あ……」

　メイドの顔が赤くなる。

これは無事帰ってから誘えばすぐに食べられそうだ。

　まあ女に武器を持たせるのは心苦しいがこれもまあ良い。

問題はここからだ。




「私達も族長様の為に戦います！」

「ます！」

「よし山に帰れ」

　俺は即座に山を指差す。

彼らは山の民……と言っても戦える者は弓騎兵として従軍しているので、ここにいるのは弓騎兵になれなかったもの。つまりは本当に小さな子供だった。

「ぼくも大人の儀式をしました！　戦士です」

「戦えます！」

「歳は？」

『八！』『一〇！』と元気な声が返ってくる。

「よし帰れ」

　もう一度言うと子供達は悲しそうな顔をする。

そんな顔をしても子供を戦わせるほど落ちてはいない。

「でも大人の儀式をした者はみんな戦士だから……」

　まだぶつぶつと言う八と答えた男の子を引き寄せる。

「なら山に帰って猟に励め、戦いが激しくなれば食糧を渡してやれるかどうかもわからん」

　出まかせではない。

万が一ラーフェンが戦場になるようなことがあれば食糧の輸送ができなくなる。

だとすれば山の民には昔のように完全に自給して貰う必要がある。

まして弓騎兵として大人がまとめて出払っているのだ。

　男の子の目が輝きを取り戻す。

そして疑問はもう一つ。

「大人の儀式とは一体なんだ？」

　俺の直感が聞かねばならぬと告げている。

「男の儀式は身近な女の人に剥いて貰って種を出すんです。ちゃんと出せたら一人前だって」

「わかった。戦いがひと段落ついたら俺も族長としてその儀式を受けようじゃないか」

　形だけでも彼らの長だ。彼らの伝統は大切にする必要がある。

　次に俺は十と答えた少女を抱き寄せる。

「お前もまだ子供だ。戦うよりも大切なことがある」

　彼女の腹を優しく撫でる。

「今は命を大事にして元気に育て、そして六年もしたら俺の子供を産んでくれ」

「族長様のお子……」

　赤くなった少女が少年に手を引かれて山へ帰って行く。

これでいい、六年後が楽しみだ。

　何故か傍にいたアンドレイもそれでいいと首を縦に振っている。




　さてまだ問題は残っている。

「あたし達も戦うわよん」

「ええ、もちろんよぉ。ここは……ラーフェンは……菊開の園は私達の楽園、絶対に奪わせないわぁ！」

「ようやく見つけた安住の地を脅かす敵は……」

「菊門三本回しにしてやるわよん!!」

　ラーフェン一の変わり種娼館、菊開の園の娼婦──と認めたくはない──と彼らを率いるマダム＝ゴンザレスだ。

ちなみにこの娼館は男が男の客を取る娼館なのだ。

　彼らは総じて恵まれた体格をしており、歳もいっていないので普通の兵として扱われるべきだが、指揮官達が揃って配属を拒否したのだ。

「まあ仕方ないか……」

　彼らはマダム＝ゴンザレスの影響かモーニングスターや釘だらけのこん棒など殴打タイプの武器を持ち、分厚い鎧をがっちり着込んでいる。そこだけ見れば精悍な部隊にも思えるのだが。

「なんで濃厚に化粧して来るんだ……」

　濃いアイラインに真っ赤な口紅、中にはリボンをつけたとんでもない奴までいる。

「化粧しないと恥ずかしくて外に出れないじゃないのぉ」

　鏡を見てから言え。今の姿で外を歩けるなら全裸で王に拝謁も簡単だ。

「口紅つけてないと気合いが入らないのよぉ」

　万歩譲って口紅をつけるならせめて薄くぬれ、唇から上下にはみ出して気持ち悪さが倍化している。

あと化粧の前に髭を剃れ、黒く生えた髭の上に塗りたくられた口紅の赤はおぞましいの一言だ。

「このリボン彼氏がくれたのよぉ。彼もハードレット様と一緒に戦うの……いつも一緒よぉ」

　彼氏が私軍の中にいるのか……大丈夫なのだろうか心配になって来た。

　ともあれ、こいつらの姿を見れば敵も戦意が落ちるかもしれない。

何故か全員体格が良いから案外活躍しそうだしな。

「オホホ、男の留守を守るのも女の務めですわ！」

　そう言って俺にも劣らぬ筋肉を見せつけるクラウディア。

最近彼女は肉体を見せつけるためか、ショートパンツに袖の無いシャツばかり着ているのだ。

また極端に変わってしまったものだ。菊開の園の面々と一緒にいて違和感がないじゃないか。

　だが昨日抱いた感じはかなり良かった。

かなり荒い動きにも耐えられるので手加減せずに色々できたのだ。




　そしていよいよ違和感が最大の者達だ。

他の奴らも彼らからは距離を置いている。

「……頼むぞポチ」

　ポチがギャーと鳴いて応える。

周り中から悲鳴があがる……でかいからな。頭は屋敷の二階よりずっと高い。

どこまで大きくなるのか。

「タタカウ　タタカウ」

「テキ　テキ　ダレダッケ」

「メシメシ　ピー」

　ポチの背中にはハーピー達の群れが止まっている。

いつの間にか怖がらなくなったようだ。

ポチは元々大人しいし、性格も優しいからな。

　こいつらには偵察といざとなったらラーフェンを空から守って貰う。

とはいえハーピー達はとても馬鹿なのでポチとピピが頼りだ。

　視線を移すと水路から小さな手がいっぱい出ている。

ミルミと子供たちだ。

彼女達には水路を守って貰う。もし水道橋の源泉に毒でも入れられたら大変だからな。

　ぬ、突き出た手を見てしまった少女が失禁してしまった。

気の毒な事をしたな。

「戦いは好きじゃないけどここを守るために頑張るよ！」

　見ればラミーが『必勝』と書かれた鉢巻きを巻いて気合いを入れていた。

（私もまけない）

　隣でケイシーが『腐敗』と書かれた鉢巻きを巻いている。

多分『不敗』なんだろうな。幽霊からゾンビ的な何かにはならないでくれよ。

　ちなみに彼女達は街壁の傍に生えているアルラウネ達に防火の塗料を塗っている。

警備隊は防衛上斬り倒すべきだと言っていたがそんなことできるはずがない。

それにこいつらも結構役に立つだろう。

「街を襲う敵には何をしてもいいぞ」と言っておいたしな。




「じゃあそろそろ出発しようか」

　シュバルツに飛び乗る俺に声がかかる。

「領主様、私この町が好きです。治安も良いし食べ物に困らないし……ちょっと税金は高いけど」

　町娘が言う。税金の文句はアドルフまで頼む。

「威張り散らす貴族はいないし、領主様は優しいし」

　別の町娘が言う。

「行く宛も無かった土地無し農民の俺達もここで生きてけるようになった。他に行き場なんてねえ！」

　今度は日焼けした男がでかい声をあげる。

「あたし達もよお。キワモノだったあたし達を快く受け入れてくれたのは領主様だけよぉ」

　マダム＝ゴンザレスまで来た。

キワモノの自覚はあったんだな。それとあまり快くではない。

「今までみたいに迫害もされず……ケツを寄越せとも言わない。あたしのケツはいつでも開帳してるのに」

「おい」

　気持ち悪いことばかり言うと放り出すぞ。

「皆、ラーフェンがなくなったら困るわ」

「私達も頑張るから領主様も……」

「勝って下さい」

「言われなくても勝つさ」

　簡単に答えて民に背を向ける。

この町には大事な女達も沢山いる。奪われるつもりなどない。

「俺達も勝ってラーフェンに戻るぜ」

「ああ、ここには大切な人がいるからな」

　出撃する若い兵士達も気合いが入っている。

マイラが満足そうに頷いているが、俺は真相を知っている。

　こいつらは昨日まで童貞だった。

そのまま死んでは不憫と昨夜、娼婦達が無料で童貞を切ってくれたのだ。

　若い兵士の給料では到底相手して貰えない高級娼婦も混じっており、極上の時間を過ごしたこいつらは俄然気合いが入っているのだ。

言ったらマイラに蹴飛ばされるだろうから言わないがな。

　引退する娼婦から種付けを許可された兵士などはとても新兵と思えないほど精悍な顔立ちになっている。

「俺、この戦いがおわったら父親になるんだよ」

　おう、頑張ってくれ。




「エイギル様？」

「ん、呆けていた」

　セリアに言われて目の前の光景に集中する。

そろそろザン＝ドラが近い。

「どうやら敵より先についたようです。あるいは敵が野戦でこちらの撃破を狙ってわざと行軍を遅らせているのか」

「いいじゃないか。野戦なら望むところだ」

　数で勝る敵に野戦は得策ではないだろう。

だが俺の領地はほとんどが平原な上に、各街も城塞化されていない。

結局は野戦するしかないのだ。

「ここで迎撃できるなら少しは備えもあるしね。気休め程度だけど」

　敵はすぐに俺達の所にやってくる。

ザン＝ドラを巡って壮絶な戦いになるだろう。

「やはりな」

　ふとセクリトが俺の頬に手を置く。

「戦い前のお前は本当にいい顔をする。粗野で無邪気で……それでいて色っぽい。たまらん顔だ」

　ベロリと顔を舐められた。同時にマイラとセリアが食ってかかる。

戦を楽しんでいるつもりはないんだが。

　ただ少し。

「わくわくしているだけだ」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

護衛隊一五〇名

歩兵一万四千　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵六千　砲兵四五〇

総数　二三四五〇名

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

財産　金貨二十万　募兵・軍備（三五〇〇）ラーフェン防衛（一八〇〇）出撃（四万五千）

経験人数七七五人　産ませた子六八人＋五六五匹

地図を書こうとして挫折しました。

国力比較は多分入れます。

最近書いていないので次回、無理やり濡れ場がはいるかもしれません。










第３７７話　中央平原統一戦争②　第一次ザン＝ドラ会戦　♯







　俺は戦地用の天幕の中、簡素な布団で大の字に寝転んで行軍の疲れを癒している。

奇襲の心配は無い。レオポルトが大量に放った斥候隊から頻繁に敵の情報が入っているからだ。

敵の到着は明日の昼頃、随分と遅い御到着のようだ。

　本来は敵が先にザン＝ドラについてもおかしくはなかった。

だが敵軍は急がずしっかりと伏兵や罠を警戒しながら行軍してきている。

こちらの斥候に対しても近付きすぎると騎兵で追い払うだけで隠れるつもりは無いようだ。

「敵も斥候と間諜でこちらの情報は知っているだろう。二万やそこら正面から破ってやると言うことか」

「セッコウキライ　クサイクサイー！」

　独言する俺の上でハーピーが騒ぐ。

石鹸と勘違いしているようだ。泡風呂に入れた時は散々騒いで泡が飛び散ってすごかったからな。

　ほとんどのハーピーはラーフェンに置いてピピとポチに任せているが、以前連れ回して一番俺になついていた一匹だけを連絡役に使えないかと連れてきたのだ。

　道中ラーフェンへの連絡に出して見たが、三十分後にハトを捕まえて帰って来た。

食べ物を見つけて興奮した結果、何をするのか忘れたらしい。

　間違えて敵の方に行かれてはたまらないとレオポルト、トリスタンの反対で伝令役をクビになり、こいつは俺の羽毛布団に格下げとなった。

「カンチョウ！　カンチョウ！　イタイ！　デモキモチイイ！」

「ははは、カンチョウ違いだなスケベな奴め」

　俺は小柄なハーピーを抱き寄せて肩口から首筋へキスを繰り返す。

　ハーピーは俺のキスを受けてくすぐったそうにもがくが本気の抵抗では無く、太ももと股間部分を優しく触ってやるとその小さな抵抗もすぐに無くなる。

「コウビ！　コウビ！」

「おう、交尾するか」

　俺はハーピーを引き寄せて抱きしめ唇を奪う。

鳥の足が軽くもがいてからピンと伸びる。中心は既に子作りの準備を完了している。

　戦の前に女を抱く男は結構多いらしい。

やはり死への本能的な恐怖が女体を求めるからだろうか。

もちろん俺も異様に昂る。

「ピー　クワエル　オボエテル！」

　ハーピーがやかましく騒ぎながら俺の股間をパクリとやる。

これ以上無いぐらい下手くそな口技だが無邪気にモゴモゴやる姿は愛らしい。

　セリアやマイラはては弓騎兵の女達も戦前の伽をすると申し出てはくれたのだが、敵の到着まで丸一日も無い。やり過ぎて体に支障が出ては彼女達の命に関わるので断ったのだ。

「お前は戦いが始まったら空に逃げるだけだから攻めすぎても平気だな」

　彼女の頭を軽く掴んで男根から口を離させ、小さな体を翼ごと包みこむように抱きしめる。

「ピー」

　ハーピーはバタバタと羽ばたきながら翼の手で俺の首を抱え込む。

対面座位の姿勢、彼女と交わる時は基本的にこの姿勢だ。

手が翼なので騎乗位では不安定になるし、子供のように小型軽量なので正常位で乗っかると重いらしい。

だから俺にしっかり抱きつけて体重もかからない対面座位を好むのだが、今は少し気分を変えたかった。

「後ろからするぞ」

　俺はハーピーを布団に放って後ろに回り込む。

そして鳥脚の大きな爪が当たらないよう、脚の付け根を抱え込んで男根を穴に当てる。

「ピー！　イツモチガウ！　コワイ！」

「暴れるな。ちゃんと支えてやるから」

　後ろから掴むとハーピーは布団に突っ伏す姿勢になってしまうが、彼女は人間と違って両手で自分の体重は支えられないので持ちあげてやる必要がある。

　ふーむ、いつもながら小さな子供を抱いている気分になる。

小柄で舌足らずな上、乳房はほとんどないし穴も筋一本だからな。

「よっと……相変わらず狭いが……ふむ立派な大人だ」

　力を入れると男根はゆっくりと沈んでいく。

やはり小さいながらも成長したメスだ。

「ふん」

「ピギーーー！　ハイッタ！　ヘンナトコロアタル！　デカイ！」

　後ろから突きこんだ俺は半ば彼女を持ちあげながら腰を振る。

「痛かったら言え。おぉ、狭くてこすれるな」

「ハラガモリアガル　モコモコスル」

　一突きごとにハーピーの細い腹が盛り上がっている。

もし彼女が人間ならとても耐えられないだろう。やはり魔物の体は人とは違うらしい。

「チュー　チューシタイ」

　突かれながらハーピーが必死に体をねじって来る。

「おお、キスか」

　彼女は俺に懐き、何度も体を重ねているせいか少し他の個体とは違ってきている。

他のハーピーとの交尾では種付けと性感を求められるが、こいつは自分から前戯をしてくれたりキスを求めたりと愛情を向けてくれるのだ。

　彼女の体を持ちあげて唇が届くようにする。

もう後背位と言うより後ろから完全に持ちあげて繋がっているな。

「ピギ……モットオオキクナタ　スコシクルシイ」

「お前が愛おしいんだ。すまんな」

　求め通りキスをしながら、片手を伸ばしてほとんど平坦な胸を揉みしだく。

彼女の軽い体は片手でも十二分に支えられるのだ。

「後ろからもいいだろう？　もっと良くしてやるぞ」

「オオキイ！　オオキイ！　ハゲシイ！」

　腰の動きをどんどん激しくしていく。

ハーピーは押し寄せる快楽に我慢できなくなったのか手足をばたつかせて暴れる。

こういう所は人と違って我慢することがない。顔に翼が何度も当たるがそれも彼女を抱いている証だ。

「スキ　ダイスキ　アイシテル　アイシテル！」

　息も絶え絶えに言いながら必死に舌をねじ込んで来る。

「俺もだよ」

　しっかりと舌を絡めてから唇を離して首筋に思い切り吸い付く。

「クビヲクワレルー」

　小さな悲鳴が上がる。相当吸ったので痛みがあったのだろう。

だが彼女は既に昇天間近で、多少の痛みは性感を高めるスパイスになるはずだ。

「アックル！　オオキイノ！　クル！」

　予想通り吸いの痛みが最後のとどめになったようでハーピーの体が震え始める。

俺は駄目押しに両手で乳首を摘まんでやる。

手を放したことで彼女の体は男根一本で支えられ、体内深くまでめり込んだ。

「────！」

　もう人の声でも鳥の泣き声でも無い甲高い咆哮が響いた。

　翼が飛び立つ時のように広げられ、逆に脚は着地する時のように伸びる。

脚の動きと絶頂で締まる穴が更に蠢き男根を攻めたてる。

　反らされた頭が胸を押し、その表情は目を見開き、大口を開いて舌を突き出す正に断末魔だ。

良く見ると瞳孔が人と少し違う。不気味でもあるしエキゾチックでもある。

　俺が瞳を覗きこんでいるのに気付いたハーピーは絶頂に歪んだ表情を微妙に変えようとしている。

もしかして微笑もうとしてくれているのだろうか。

　そう考えると俺の男根が突然限界を訴える。

我慢する理由も無いので遠慮なく中に出させて貰おう。

「ぐ」

　一声呻いて射精を始めるとハーピーの反応が変わった。

種付けを望む本能か広げられていた翼が再び俺の首に回ってくる。

痙攣するだけだった腰も射精の脈動に合わせて動き、より大量の種をせがんできた。

「コドモ　ツヨイコドモ……ウム……」

「可愛い奴だ。いくらでも種をつけてやるぞ」

　俺は動きを完全に止めて彼女の体を包むように抱きしめてそのまま後ろに倒れる。

　俺は可能な限り奥で射精しながらハーピーの乳首を優しくこする。

小さな乳首が絶頂と共に指先ほどまで大きくなり、波が過ぎるとまたゆっくりと小さくなっていく。

彼女の長い絶頂は終わったようだ。

　俺もどっぷりと種を出し終えて抱きしめていた彼女を解放する。

「ふぅー」

「ピィー」

　一つになったまま二人揃って一息吐いた時だった。

　天幕がバッと開かれた。

「領主様お休みの所失礼致します！　敵軍から使者が来ており──」

　開いた兵は早口にそう言ってから慌てた顔、そして驚愕の表情になる。

おかしな奴だな。あれだけ声を出していたのだから俺が女を抱いていたことはわかっているだろうに。

「使者？　今更何を伝えるんだ」

　立ち上がると精を出しきって軟らかくなった男根がずるりと音を立てながら抜け落ちた。

「は、はい！　領主様に直接伝えたいと……待たせますか？」

「いや、すぐ行く」

　こちらもちょうど手が空いた。

ハーピーは布団に突っ伏して震えているし、二回戦をしたら死んでしまうだろう。

「おい……見たかよ」

「あぁ……てっきり景気付けに女を抱いてるんだと思ってたが」

「まさかハーピー……魔物を抱いてるとは」

　後ろから兵達がひそひそなにか言っているが内容までは聞きとれない。

「穴があったら魔物でもいいなんてどれだけ女が好きなんだ。やっぱとてもかなわねぇよ」

「それよりあのハーピーの顔見ろよ。快楽で呆けちまってる……領主様に抱かれたら魔物でも堕ちるんだ」

「俺が気になるのは水たまりみたいな種だよ。あれをケツん中で出されたらどんだけ気持ち良いか」

　内容は聞こえないがどうやら俺を褒めているようだな。




　敵の使者は広い天幕の中、一つポツンと置かれた椅子に座らされており、周囲を護衛隊が囲むように立っている。

セリアに至っては抜き身の剣を持っている。

もし使者が不用意な動きを見せたら即座に首を飛ばす構えだ。

「俺がハードレットだ。今更なんのようだ？」

　我ながら乱暴な言い方だが、今更礼を尽くす相手ではないだろう。

そもそもゴルドニア王国を騙して戦争を仕掛けたわけだしな。

「……では早速用件を」

　使者はすうっと息を吸って大音声をあげる。

額に冷や汗が浮いているが仕方あるまい。今の状況を考えると生きて帰れる可能性の方が低いことはわかるだろう。

「ユーグリア帝国皇帝、ヴィルヘルミナ陛下のお言葉である！」

「斬りますか？」

　やたら偉そうな物言いにセリアが剣を振り上げる。

邪魔すると余計時間がかかるからさっさと言わせてやれ。

「ハードレット辺境伯におかれては無益な交戦によって兵と民を損じることなく、速やかに我が軍門に下るべし！　戦わずに降るならば一族の安寧と相応の地位を与えるであろう」

「おう、そうか」

　ヴィルヘルミナも俺が本気で降るとは思っていまい。

言うだけ言って見て万が一にも受け入れたら儲け物ぐらいに考えているのだろう。

失敗しても失うのはこの哀れな男の命だけだ。

「では……」

　セリアが剣を振り上げ、マイラも腰の剣を引き抜く。

使者は精一杯厳しい顔を作っているが目が泳いでいて泣きそうだ。

「気持ちは分かるがこいつを斬ってもどうにもならんだろう」

　何重にも嘘をついての奇襲攻撃に偉そうな裏切りの要請、斬って捨てても非礼はない。むしろ当然だ。

だがこいつを斬って何かが変わる訳では無いし、無抵抗な奴を斬るのも後味が悪い。

「返答はいかに」

　ヴィルヘルミナへの忠誠心が篤いのだろう。この状況でも返答を迫る使者を追い払うように手を振る。

「受ける訳ないだろう。話は終わりだ、飯でも食ってさっさと帰れ」

「後悔なさいますぞ！」

　結構な捨て台詞だがそんなほっとした顔で言われても腹は立たんな。

「こんな無礼な奴は斬って当然なのに甘すぎます！　いえ、甘いと言うよりどこか落ち着いているような」

「そういえば最初から慈愛に満ちた表情でしたね。……あっ!?」

　セリアとマイラが顔を見合わせる。

「あの娘を連れて行ったのは掛け布団にする為じゃなかったのですか！」

「また節操無く人以外に突っ込んで……いつかアソコから触手でも生えますよ！」

　ははは、ばれてしまったな。

「何やら良く分かりませんが降伏されぬとなれば私はこれで」

　使者が立ち上がった時、入口からもう一つの影が入って来る。

頭から足首までをすっぽりと覆う黒いコートは春を迎えた今では少々違和感ある格好だ。

　彼女はブリュンヒルデの命で戦場までついてきた吸血鬼の女、名前で呼びたいが教えてくれない。

「陽が落ちましたのでこれよりお傍につきます」

　彼女は俺の傍に立ち、使者は軽く流し見てそのまま去ろうとするが──。

「!?」

　驚いたように使者が女を二度見する。

「お、お前、まさか……」

「なにか？」

　使者は信じられないようなものを見たとばかりに呆然としている。

だが女は感情の無い目で一瞥しただけですぐに視線を正面に戻した。

「何をしている。用が済んだらさっさと出ていけ！」

　動かなくなった使者に焦れたセリアが天幕を開け放った。

途端、唐突に強い風が吹き込む。

「うげ!?」

「……」

　使者が今度は素っ頓狂な声をあげる。

俺も思わず頭を抱える。

女は我関せずの顔だが、原因はこいつの格好にある。

　風で女のロングコートがめくれ上がったのだが、こいつは下に何も着ていなかったのだ。

しかもただの全裸コートではなく、荒縄で全身を縛り上げている。

とどめには極太の張り型が股間にぶっ刺さっていた。

「し、失礼する！」

　使者は足早に走り去る。

飯は食っていかないのか？　せっかちな奴だな。

「ま、まさかキフィルがそんな……あり得ん。無理やりやらされている？　いや、それなら彼女なら早々に命を断つはずだ。となると奴に調教されて……選りすぐりの工作員までも……恐ろしい奴だ」

　こいつもブツブツ言っている。

さっきの兵といい、言いたいことがあるならもっとはっきり言え。

「まあいい。敵が来るまで寝よう」

「なら私が抱き枕になります。羽毛布団は汁まみれで使えないでしょうし」

「いえ、抱き枕なら軟らかい私の方が良いかと」

「私もいるぞ!!」

「イリジナさんはまず水浴びして下さい！　なんでそんなに汗臭くなるんですか！」

　贅沢な休息になりそうだ。







　──翌日、昼過ぎ。

「敵軍現れました！　た、大軍です！」

　俺達の前にいよいよ敵の軍団が迫る。

「敵は野戦陣形、最初から野戦で我々を叩くつもりだったのでしょう」

「好都合じゃないか」

　俺達も最初からザン＝ドラに籠って防衛戦をするつもりはない。

野戦で敵を叩いて撃退するのだ。

「なに心配はいらん。あのトリスタンが『準備万端これで負けたら死んでも良い』とまで言ったんだ」

　全員の目がトリスタンにいく。

「本当ですかトリスタン」

「覚悟しなさいよトリスタン」

「嘘吐かないでよ『一応準備はできた、何もしないよりはマシだろうさ。運が良ければ勝てるかもね』って言ったんだけど。てか僕が死んでも良いとか言うわけないよ……何より自分の命が大切なのに」

　トリスタンが情けない声を出し、セリア達以外からも小さな笑い声が聞こえる。

少しは和んだか。

「僕は荒んだよ」

「お前は戦の前に固くなるタマじゃないだろ」

　トリスタンもレオポルトとは別の意味でふてぶてしいからな。

「では行きます」

　レオポルトの問いに俺は首を軽く振って応える。

「弓騎兵隊、全隊進め！」

　号令と同時に六〇〇〇の弓騎兵が一斉に駆ける。

数では敵の十分の一ほどだが、騎兵の前進は歩兵のそれとは迫力が違う。

「ふむ、早いな」

　二つの意味だ。

弓騎兵が命令に応えるのが早い。そして敵が対騎兵陣を取るのが早い。

「ま、想定内だけどね」

　トリスタンが言うと同時に弓騎兵は脚を止めて一斉に矢を放つ。

六〇〇〇の矢が宙に舞うが、その矢が地に落ちる前に次の矢が放たれる。

　意味が三つになった。弓騎兵の射撃速度もとんでもなく早い。

まるで曲芸師のような速度で矢を番え、弦を引いて放つ。

そして弦がまだ音を立てているうちに次の矢が番えられるのだ。

「普通の弓兵の二倍……いえ、三倍は早いです。一万八千の弓兵です！」

　敵は弓騎兵の事を知っているようで対騎兵陣を変形させた陣を組み、大盾を掲げて守りを固めている。

しかしながら、これだけ滅茶苦茶に撃ちまくられれば盾の隙間に飛び込む矢も多くなり目に見えて敵が斃れ始めている。

「くそ滅茶苦茶に撃ちやがって！　どうにかならんのか！」

「うろたえるな。すぐに弓隊が応射する」

　敵はさすがに一方的に撃たれるのに飽きたのか、盾がさっと開かれて弓兵が一斉に撃ち返してくる。

だが僅かに届かない。

「十歩後退！」

　ルナの指示で弓騎兵はさっと下がり、再び猛然と矢を撃ち続ける。

「この僅かの差を生かします」

「まさに綱わたりだね」

　以前の南部地域での戦いの中で南ユーグリアが使う弓をいくつか手に入れた。

それを調べた結果、奴らの使う弓はなかなかに上物だが俺達の使う弓には若干劣る。

特に最大射程が数十歩分短い、これが重要だった。

「技量によっても射程は変わりますが、弓騎兵達以上の使い手がそうそういるとは思えません。近接戦をせずこの数十歩を確保して戦うならば……」

「一方的に撃ちまくれる訳だ」

　敵陣に休むことなく矢が降り続ける。

掲げられた大盾は既に矢だらけだし、疲れて腕が下がればたちまち矢が飛びこんで悲鳴があがる。

「れ、連中どれだけ撃ってくるんだ!?」

「周りが矢だらけだぞ！　いくらなんでも多すぎるだろう！」

「いい加減矢が切れるんじゃないのか！」

　敵兵の苛立ちが聞こえてくるようだ。

　弓騎兵は背中に背負っている矢筒の他に腰や馬の背中、全ての部分に矢を満載しているのだ。

その数は五十や百ではない。

　これもリントブルムが軍事物資を全力生産しているおかげだ。

矢は既に山のように備蓄されているし、今現在もどんどん作られている。

「敵の騎兵が出て来ました」

　たまらず敵陣の脇から騎兵が駆けだして弓騎兵に向かって来る。

数はそれぞれ二千はいるだろうか。

　すると弓騎兵はくるりと身を翻して逃げ始めた。

「逃げた!?」

「お、追え！」

　敵騎兵が呆気に取られながらも追跡しようとすると、当然ながらザッと矢が降り注ぐ。

歩兵と違って盾の防御が使えない騎兵は矢で受ける損害も大きい。

「くそ、停止！　一旦停止！」

「奴らが前に出て来るぞ！」

「突撃だ！　懐に飛び込め！」

「駄目だ。また逃げながら撃ちやがる！」

　弓騎兵は敵が進めば引き、引けば進む。

弓の射程ギリギリの距離を保ちながら延々と射撃を続ける。

「今回はあくまで彼らを機動力に優れた弓兵として扱います。長期戦を前提に可能な限り損耗を避ける必要がありますので」

　どうにもできない敵騎兵が少なくない死体を残して敵陣の後ろに下がると、弓騎兵は再び敵陣への攻撃を開始する。

　敵は防御体勢を取っているだけあって矢だけで崩れることはない。

だがこれだけ引っ切り無しに撃たれ続ければ陣形の変更や移動にも支障が出るだろうし、何より兵が焦れて来る。

　ただ敵も馬鹿ではないから、このまま続ければ敵は戦術を変えて来るだろう。

「頃合いです。こちらから動きます」

　レオポルトがさっと手をあげる。

今まで正面から矢を撃ち続けていた弓騎兵は道を開けるように左右に割れ、その間を歩兵隊が駆け足で前進していく。

「このタイミングでか！」

「ええい散開中止！　対騎兵陣を崩せ、攻撃陣に変更するのだ」

「ハードレット軍の主力は騎兵だと聞いていたのに仕掛けて来るのは歩兵か。情報部め話が違うぞ」

　敵はこちらが騎兵突撃を使わないことに若干の混乱を見せている。

なんとか陣形を変更していくが、延々と降り続く矢のせいで、整然と……とはいかないようだ。

「当たります」

　両軍の前線が衝突する。

「いけ！　突っ込め！」

「散兵が来るぞ！　クロスボウで狙え、弓兵は今度こそ役に立てよ！　大盾は置け、邪魔だ！」

　味方兵の短槍が敵の大盾兵の足を突いて転倒させる。

さらに剣兵が敵と盾をぶつけ合い、鍔迫り合いから引き倒して喉に剣を突き立てる。

　そして敵もクロスボウを一斉に放ち、動揺した者達に攻撃を仕掛けて追い散らす。

「敵部隊が崩れたぞ。追撃して穴を──」

　敵の一隊が攻勢に出ようとした時だった。

ピーンと甲高い音を立てて一本の矢が敵味方の頭上を通過した。

「警告だ！　伏せろ！」

　味方の兵が一斉に地に伏せる。

敵兵はこちらが何をしているのかわからず呆然と立ったままだ。

　ほとんど同時に無数の風切り音が続き、盾を外して攻撃状態にあった敵を矢の雨が撃ちすえた。

「ぐわっ！」「白兵戦の中で撃ってきやがった！」「これはたまらんぞ！　引け！」

　弓騎兵は敵味方が接触してからはただ撃ちまくるのを止め、鋭い目で戦況を睨んでいる。

そして味方が崩れそうになったり、敵が無防備になった瞬間に音の鳴る矢を一本撃ちこむ。

音を聞いた味方は伏せるか盾で守るかして、そこに精確な射撃が来るのだ。

「ええい、これでは思うように進めん！」

「矢への守りを固めたら今度は歩兵が寄ってきやがる」

　敵は矢と歩兵の同時攻撃に困惑しているな。

「よくここまで訓練したもんだ」

「数で劣るのは明白ですから、これぐらいできなければ話になりません」

　言いながらもマイラが胸を張る。

　そしてレオポルトは戦況を見ながら細かい指示を出し続けていた。

いつの間にかトリスタンはいなくなっている。

「歩兵の攻撃も敵の撃退を狙うものではありません。可能な限り損害を押さえながら戦闘を続けます」

「ああ」

　俺は長剣を肩に担いで腕を回す。

出番はまだかな。




　弓騎兵と戦車の支援を受けながら善戦し続けていた味方だったが、七万の敵に対してこちらの歩兵は一万四千だ。

　敵が騎兵突破を阻止するため厚みのある陣を敷いているせいか、正面兵力に数字ほどの不利はないが、それでもやがてじりじりと押され始める。

「右翼後退せよ」

「左翼も中央を守りつつ後退」

「中央は正面に集中しなさい。絶対に突破を許してはなりません」

　レオポルトとマイラ、セリアが声を張る中、前線はじりじりと後退していく。

「このままだとまずくないか？」

　指揮が見事だからか後退しながらも味方はほとんど崩れてはいない。

それでも徐々に後退のペースが上がって来ているし、どこか一点でも突破されれば寡兵のこちらはたちまち総崩れになる。

「イリジナの騎兵隊も遊んでいる。敵の側面にちょっかい出してみたらどうだ？」

「必要ありません」

　レオポルトに断言されてしまう。

「……」

　俺は無言で隣のセリアを撫で回す。妙に硬いな。

「あの……」

　ギドだった。まぎらわしいぞ、あっちにいけ。

　味方は敵に押されるまま後退していき、俺達のいる司令部もそれに合わせてゆっくりと下がる。

やがてザン＝ドラの街が隣に見えてきた。

　いくらなんでもザン＝ドラの後ろまで押されたら意味がないんじゃないか？

「構いません。敵の方が動きます」




　レオポルトの言う通り、ザン＝ドラより後ろに押し込まれた途端、敵の動きが鈍くなる。

やがて足が止まり、体勢を立て直すようにゆっくりと後退して距離を取っていく。

「敵が後退？　この状況で？」

　セリアも不思議そうに首を傾げる。

こちらはまだまだ健在だが、敵の損害も規模からみれば大したことはない。

ここで手を緩める意味はまったくないはずだ。

なんなら俺達を押し込んでおいて先にザン＝ドラを落とすことも可能なはずだ。

「後ろをご覧ください」

　振り返ったが街道しかない。俺達が来た道だぞ。

「そうです。街道があります。もし敵がこれ以上押し込む──もしくはザン＝ドラを先に落してしまえば、我々が継戦不可能と見て撤退してしまう可能性があります」

　こちらが逃げるならいいじゃないか。敵の勝利だ。

「敵の目的がザン＝ドラ攻略と同時にこちらの野戦戦力撃滅にあるのは明白、街を手に入れても我々に逃げられてしまえば片手落ちです。敵はより我々に有利な深部、ラーフェン近郊でもう一度戦いたくない」

　一気に決着をつけたいから逃げられたくないのか。

「なにしろ我々の主力は騎兵であり敵は見ての通り歩兵が主体。これでは決定的な追撃は行えません」

　ですから、とレオポルトは付け加える。

「敵はこのまま押し込むのではなく、必ず包囲に切り替えて来ます」

　奴が言い終わる前に見張りが声を張る。

「敵陣が三つに割れています！　正面の陣が再び前進して距離を詰めて来ます。左右の陣は大きく迂回を開始しました！」

「中央に三万、左翼、右翼にそれぞれ二万。ハードレット卿ならばどう致しますか？」

　このままだと包囲されて袋叩きだからな。

「全戦力で中央を突破する。俺が先頭に立とう」

「お供します」

　長剣を握るがレオポルトに首を振られた。

「駄目ですな」

　せっかく剣を握ったのに。セリアもひっくり返りかけたじゃないか。

「敵もそれを望んでいるでしょう。中央は防御に徹してこちらを足止め、突破に手こずる間に左右の翼で包まれます」

　突破に手こずればそうなるな。

「中央は間違いなく最も重厚な布陣。そしてザン＝ドラと我らの間に入る左翼も備えているでしょう。もっとも脆弱なのは後方に回り込む役目の右翼です」

「なら右翼へ襲いかかるぞ」

「わはは!!　私も行くぞ!!」

「おやめ下さい」

　また肩すかしだ。イリジナも振り上げた槍をどうしていいか戸惑っているじゃないか。

「今襲いかかっては結局包囲されます。まずは──」

　レオポルトが再び指示を出すと同時にこちらも敵と同じく陣が三つに割れる。

それぞれの陣は防御に徹するように大盾を高く掲げる。

「寡兵を三つに割るのか!?」

「愚かな……遂にボロが出たか」

「いくら防御を固めてもこの兵力差で持ち堪えられる訳が無い」

　敵陣から一瞬の動揺、その後に嘲笑の声が聞こえる。

戦術に長けていない俺から見てもおかしなやり方だ。

「理由は聞きませんか？」

「もう聞かん。好きにやれ……まあ舞台裏に居るからだいたい分かるが」

　俺は左手方向に進みながら微かに笑う。

　味方の陣は中央が後退、両翼は包囲を嫌うように左右に大きく進み、敵は包囲を完成させようと更に大きく左右に割れる。

　敵味方の陣は最早両翼とは言えないほど離れていく。

　レオポルトは目を鷹のように細めて全体を見る。

そして──。

「今」

　中央と左翼が接触する瞬間、俺達が敵右翼に迫るその時、レオポルトの指示で火矢が垂直に放たれる。

「はいはい。行きますよ」

　そんな声が聞こえた気がした。

　閃光と共に緑の草が飛び散る。

間髪置かず、包囲を完成させようと俺達と競争していた敵の右翼から無数の土煙りが上がり、兵がバラバラになって宙を舞う。

「大砲か」

　ただの草原に見えた場所から砲煙が上がっている。

良く見ると浅い穴が掘られて大砲が収められていた。

砲門の前には草が積まれており、平原とは言え遠くからではとても分からなかっただろう。

　昨日から大砲と砲兵を見ないと思ったが……トリスタンが途中で消えたのもこれを準備していたのか。

　見通しの利く平原だからこそ敵も伏兵はないだろうとこちらとの競争しか考えていなかった。

無防備な体勢のまま、まさかの砲撃を喰らったのだ。

　たった一斉射で敵は大混乱に陥り陣形は乱れ、兵は右往左往している。

ここでもう一つの策が完成するのだ。

「かかれ」

　号令と共に全ての大盾が倒される。

やれやれ、ようやく窮屈な姿勢から解放されたな。

「ハードレット卿、出番です」

「任せろ」

　俺は長剣を掴み、砲撃で動揺する敵右翼に向けて走りこむ。

護衛隊、イリジナの騎兵隊、そして歩兵『一万三千』が続く。

「え？　なんでだ!?」

「敵は三つに割れたはずじゃ……ここに全軍いるはずが……」

　敵の右翼は更なる動揺を隠せない。

　俺は突撃しながらもチラリと後ろを見る。

中央と左翼では紙のように薄い大盾を放り投げた千程度の味方が一目散に逃走を開始していた。

　三つに均等に分かれたのは正面の盾だけで、実際にはほとんどの兵力が右翼に集中していたのだ。

大盾には最初から目くらまし以外の目的はない。

じっくり睨み合えばばれたかもしれないが、敵はなんとか包囲を完成させようと急いでいたからな。

　敵のもっとも脆弱な右翼のみを全軍で叩いて撃滅する。最初からこれが目的だったのだ。

「さあ突撃だ。存分にやれ」

　砲兵にきつい一撃を貰って混乱する敵に俺とイリジナの騎兵隊が突っ込む。

僅かに遅れて歩兵隊も突っ込み、頭上に弓騎兵から矢が降り注ぐ。

　砲撃は衝撃こそ強いが実際の損害は大したことがない。

敵に致命傷を与えるのは突撃する俺達なのだ。




　シュバルツを全力疾走で飛びこませた俺は防ごうとした槍兵を長剣の一閃で両断する。

「ふん！」

　更に大盾を構える敵を剣の腹で叩いて弾き飛ばし、返す刃でクロスボウ兵の胴を裂く。

　激しい動きの中でシュバルツが前足をあげて前から迫る敵兵の胸を踏みつける。

一トンを優に超える体重に抵抗できるはずもなく、敵兵は地面に押しつぶされ臓腑が潰れる音が響いた。

「敵は混乱しているぞ。手当たり次第に全部斬れ」

　いきなり大砲で撃たれた上に数の優位も失った敵右翼はさすがに混乱を極めている。

この好機を逃す手はなかった。

「真後ろは私が！」

「左は気にせんでいい」

　俺の後ろにはセリアがつき、左にはセクリトがいた。

　既に敵陣深く食い込んでいるので敵は正面以外にもそこら中にいる。

「しっ！　やあ！」

　セリアが俺の後ろに回り込もうとする剣兵との間に割り込み、盾で剣を弾いてから兜を殴りつける。

そして敵兵が揺らめいた隙に喉元に剣をねじ込んでから蹴り倒す。

「ふん、そんなもんか」

　左から俺に迫る重騎兵の前にセクリトが立ちはだかる。

振り下ろされる大剣を双剣を交差させて二度受け、敵が息を吐いた瞬間に左右から同時の斬撃を見舞う。

敵重騎兵は慌てて剣で受けるが左右から同時に打たれた大剣はいとも簡単にへし折れた。

「じゃあな」

　セクリトは稲妻のような速度で兜の隙間から敵の目玉を貫き、わざと一瞬間を置いて悲鳴をあげさせてから頭蓋の中まで思い切り剣を突き込んで絶命させる。

「俺も負けてはいられない」

　長剣を構え直し、まだ秩序を残している一角に向けて突進する。

　崩れていない敵は俺に気付くと長槍を一斉に向けて来た。

「跳べ」

　シュバルツの巨体が躊躇無く宙を舞う。

敵の長槍はシュバルツの足を掠めて空振り、俺の剣先と奴の蹄が逆に敵兵の命を刈り取る。

「「「ぎゃああああ！」」」

　首を飛ばされる音が二つ、蹄に潰される音が一つ入り混じる。

「もう一つだ」

　着地と同時に構え直した長剣を一回転させ、周囲の敵兵も吹き飛ばす。

「穴が空いたぞ！　いけ！　串刺しにするのだー!!」

　いけと言いながらイリジナは自分が先頭に立って飛び込んでいく。

「わははは！　ひとーつ！　ふたーつ！　みーつ！」

　イリジナは数を数えながら敵兵を槍で貫いていく。

　反撃を試みた騎兵の槍は柄で受けてから回して飛ばす。

イリジナの槍技は決して力任せではない。槍を扱う技術なら多分俺よりも上なのだ。

「や、槍が──待て！」

「よーつ!!」

　ドスンと顔面を貫かれた騎兵が地面に倒れ、周囲の味方から歓声が上がった。




　俺もイリジナに負けじと突き進み、すれ違い様に敵を斬りまくる。

「お、お前はまさかあの──ぷぎゃっ！」

　首を刎ね飛ばす。

「悪魔の噂は──ぐえ」

　デュアルクレイターを喉元につきこんで地面に投げ捨てる。

「いつか必ず陛下がお前を──むげ」

　腹に長剣を突き刺して空に放り投げる。

「馬の足を払って──ぐわぁぁぁ！」

　横合いからシュバルツの足を狙った敵兵の群れが進路を変えたシュバルツに蹴り散らされる。

　いよいよ敵陣ど真ん中まで飛びこむと、見るからに司令官だとわかる派手な軍服の中年男がこちらに剣を向けていた。

「貴様がハードレットか！　どうやら武勇だけではなく頭も回るようだな。人ならざる悪しき物との噂、あながち嘘ではないようだ」

「余計なお世話だ。残念ながら話している時間は無いんだ。死んでもらうぞ」

　言葉と同時に俺は長剣で男に斬りかかる。

男は受けるのは不可能と見て身を反らせるが、体勢を崩した所を左手に持ったデュアルクレイターで斜めに切り裂く。

「がぶ！」

　更に体を回転させて長剣を水平に回し、胴を一文字に斬り開く。

これで終わりだ。

「うぉぉぉぉ！」

「わはははははは！　む、いつーつ!!」

　セリアとイリジナが鬨の声をあげる。

それで敵味方ともに何があったかわかったのか、敵の右翼全体が総崩れとなって敗走し始める。

「追撃しろ。可能な限り殺せ」

『逃げる敵は追うな』とは言わない。

状況は依然として厳しく、この一戦で終わるはずもない。

可能な限りの損害を与える必要があった。

「そういえば敵の中央と左翼は何をしているんだ。すぐに救援に来るべきだろうに」

　そう言いながら全体に目をやると、確かに敵は苦境の味方を救うべくこちらに向かって急進していた。

だがその途中でいつの間にか出現した柵や落とし穴、そして故意に作られた泥濘を越えるのに手間取っていたのだ。

　更に敵が足止めを喰らう度、弓騎兵からの猛烈な射撃を浴びて損害を出している。

何しろ守りなど考えず慌てて走っているのだ。

そこに矢を浴びれば損害は陣を組んでいる時の比ではない。

「前にもやった手さ。あらかじめ完成させて草むらに隠しておいた柵を数人でポンと立てれば急造陣地の出来あがり、もちろんすぐに壊されるけどその間にも矢は降るし、時間は稼げる」

　トリスタンが頭を払いながら隣に来る。

どうやら激戦の間は草むらの中に隠れてたようだ。どうにも格好のつかないやつだ。

　目を凝らすと敵の少し手前に十人にも満たない味方の兵が見える。

逃げながらも所々で立ち止まり、もぞもぞ何かをやったかと思うとポンと柵が立ち上がっている。

あれでは敵もたまらない。

「敵の右翼はどうやら片付いたね。でもまだ相手は五万、苦しい戦いだよ」

「だが敵の損害も相当なものになっている。このまま力攻めはできまい」

　右翼が崩壊をしたのを確認したのか敵軍は無理な進軍を止めて足を止めた。

そして俺達と同じような火矢が垂直に上がり、後退しながら集まり始める。

「一旦退くようですな。我々も追撃はここまでにして立て直しましょう」

「賛成、大砲もさっさと引っ張り上げないと的になるよ。ここで失ったら大変だ」

　レオポルト、トリスタンが同意するなら俺が反対する理由は無い。

「損害は？」

「無視出来る程度、まずは完勝と言っていいかな。敵もまだ五万は残っている。これで諦めるとは思えないけどね」

　全ての兵に本陣への集結を命令する。

　空へ逃げていたハーピーがシュバルツの上に着地して戦いは一旦、終わったのだった。
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第３７８話　中央平原統一戦争③　相互夜襲







　右翼部隊に大打撃を受けたことで敵は一旦ザン＝ドラから距離を取って部隊をまとめ直している。

一方で俺達は損害が小さかったことと、レオポルトの手腕もあって早々に体勢を整えていた。

　そして今、陽が沈むのを確認した俺達はゆっくりと行動を開始している。

　戦いの後レオポルトがすぐに夜襲が来ると明言したのだ。

「敵の目的は我々を撃破の後、ザン＝ドラを陥落せしめることでした。結果としてそのどちらも果たせず、逆に大きな損害を被りました」

　戦場は敵の死体で埋まっている。決して小さな損害ではないだろう。

「敵がこちらへ大軍を向けて来たのは我々を叩く為だけではなく、ザン＝ドラからラーフェン、そして東からゴルドニアへの侵攻を想定しているからに他なりません。つまり敵にはこれ以上無駄にできる時間も兵力もありません。少々強引にでも我々を撃破しようとしてくるでしょう」

「ちょうど今日は新月ですしね」

　マイラとルナは闇の中、敵に向かって目を凝らす。

もちろん何も見えなかったようだ。

「南ユーグリア軍は合理的な思考で動きます。夜襲は部隊の損害と兵の疲労を考えると戦術的には非合理ですが、戦略全体を考えるならば合理的です」

　なんにせよ夜襲があるらしい。

やってくるなら防がねばならない。




　下馬させた弓騎兵と歩兵を連れてゆっくりと陣地を出て行く。

もちろん灯りは持っていない。

　ザン＝ドラから数キロ離れた場所にある敵陣にも変わった様子はない。

もちろん煌々と松明を焚きながら襲って来るはずもないのだが。

「本当に来ているのか？　もし何も無かったら無駄に兵を疲れさせるだけだぞ」

　レオポルトに向けた囁きに答えたのは奴ではなくブリュンヒルデだった。

「来る、とは黒い布を被ってコソコソしておる間抜け共のことか？」

　ブリュンヒルデは赤い目を僅かに細めて指を差す。

もちろん俺には暗闇以外何も見えない。

「攻撃準備」「攻撃準備だ」「わはは──むぐぐっ！」「静かにして下さい！」

　同時に弓兵達が囁いたり肩を叩いたりして何やら伝えているようだ。

「向こうにはあの女に行かせた」

　監視役としてキフィルがついているようだ。

吸血鬼の目には新月の夜も昼間と同じだ。

　ちなみにキフィルの名前は荒っぽく……足蹴にしながら聞いたら這いつくばって教えてくれた。

なんでも乱暴に問いただされるまで教えるなとブリュンヒルデに命じられていたそうだ。

これからキフィルに何かさせるにはいつも乱暴しないといけないのだろうか。困ったものだ。

「撃て」

　小さな命令が聞こえる。

俺からも様子はわからないが弦が弾かれる音が聞こえるから矢を射ったのだろう。

「ぎゃっ」「ぐえ」「声を出すな……落ち着け」

　暗闇から小さな声が聞こえた気がする。

だが敵が飛び出してくることはなかった。

「外れたのか？」

　ブリュンヒルデに聞いてみる。

「いや概ね奴らの所に落ちたぞ。何人か死んだようじゃが……。ふん、これは驚きじゃ。奴ら隊列を崩さないまま進路を変えよったぞ」

　それが本当なら驚くべきことだ。

夜襲を看破されて矢を浴びたのだ。これで混乱しない兵などほとんどいない。

「こちらの追撃が無く灯りもつかないので、威嚇で当てずっぽうに撃っただけと見たのでしょう。こちらの防御陣地を迂回して夜襲を継続するようです」

　大した練度だが逆に気の毒になる。

なぜなら奴らが迂回する先には……。

「撃て」

　キフィルが位置とタイミングを指示したのだろう。

闇の中に並んだ戦車から大矢が一斉に放たれる。

「ぐあ！」「ひぎ！」

　当たれば即死の大矢が降り、さすがに敵から叫び声があがる。

　あえて大砲を使わなかったのは砲火を見せない為だ。

こちらの位置が割れれば敵が一か八かで突っ込んで来る可能性があるからな。

その点、弓や大弩で灯りも付けずに攻撃されれば敵はどこから撃たれているかわからない。

「こ、こちらの位置がばれている？　見えているのか!?」

「馬鹿な、新月の夜に明かりもつけていないんだぞ？　気付かれているにしても正確な位置などわかるか！　あたりを付けて撃っているだけだ！　灯りはつけずに散開するぞ」

　残念ながら見えているんだよな。

「今度は二手に分かれおった。片方はゆっくり前にもう片方は西から回り込んで来るぞ」

　あえて半分を残すことでこちらの目を引き、もう半分が飛びこもうと言うのだろう。

もちろんレオポルトもわかっているはずだ。

「狙え！」

　味方の兵から隠すつもりの無い大きな号令があがる。

同時に小さな無数の火が現れた。火種が灯され、火矢の準備がされているのだ。

「や、やっぱり完全に看破されていた!?　全員立て！　完全失敗だ！」

　敵の指揮官が叫んだ時にはもう手遅れだ。

無数の火矢が闇夜を切り裂き敵に向かって降り注いだ。

「ぐわぁぁぁ！」「くそ、盾は無いのか!?」「や、夜襲でしたので音の鳴る重量物は……」

　小さな火の手が上がり俺達からも敵の影が見えた。

敵は黒布を投げ捨て立ち上がる。

　だがそこに再び矢の雨が降り注ぐ。

今まではキフィルに指示されて大雑把に射ていたが、今度は違う。

弓騎兵達は自分の目で敵を見据えて矢を浴びせてる。

当然その精度は一気に向上する。

　そして敵は隠密性を高める為に矢を防ぐ大盾を持っていない。

撃たれるがままに見る見る数を減らしていく。

「こうなったら敵中に突っ込むしかないぞ！」

「俺に続け！」

　一部の勇敢な指揮官が剣を抜き、火矢の射撃で浮かび上がった味方兵に向けて突っ込んで来る。

「ここだ」

　レオポルトの号令と同時に矢を撃つ味方と突撃してくる敵の間の地面が盛り上がる。

黒い布が投げ捨てられて味方の歩兵が現れたのだ。

「突っ込めーー!!」

　味方歩兵は叫びながら敵へと襲いかかる。

　敵は決死の突撃をしかけるつもりが思わぬ所から逆に攻撃を受けてさすがに混乱が加速していく。

そして遂に崩れて散り散りに逃げ始めた。

「よし攻撃中止！」「追撃はするな！　追撃はするな！」

　指揮官達が勢いづく兵を押し留める。

「本当は追撃して少しでも数を減らしたいのだがな」

「仕方ありません。敵の本陣が夜襲部隊を救援にこなかったのは闇夜で敵味方の区別がつかないからでしょう。我らが追撃すれば手痛い反撃を受けることは間違いありません」

　もったいないが仕方ない。

セリアの尻を触って我慢しよう。

「族長様……それは俺のケツです」

　ギドめいつも紛らわしい場所にいる。暗くて間違えただろうが。

いい加減にしないと何か突っ込むぞ。

「追撃は不可能ですが、敵に損害を与える手段は準備しております」

「まだ何か仕掛けるのか？　さすがに昼、夜連戦で兵は疲れ切っている」

　気持ち良く勝ったので紛れているが、疲労は確実に蓄積している。

長く持ち堪えるつもりならこれ以上兵を酷使すべきではないだろう。

「いえ、使うのは先ほどは出番のなかった騎兵のみです。これより敵に夜襲をしかけます」

「あん？　夜襲？」

　思わず聞き返してしまう。

「敵もまさか撃退した直後に逆に夜襲を仕掛けてくるとは考えないかもしれませんがさすがに……」

　マイラも首をひねっている。

そもそも大きく音も出る騎兵は夜襲に不向きだ。

今日のような新月の日だと足元がおぼつかず肝心の速度も発揮できそうにない。

「そこはなんとか考えたよ。上手くいかなかったらレオポルトさんを責めるんだね。僕は手伝っただけなんだから」

　またもいなかったトリスタンが顔を出す。

昼寝できなかったからか、やたらと眠そうだ。

「ふむ、ならお手並み拝見と行くか」

「責任は持たないけどね。僕はもうすることがないから一足先に帰って寝るさ」

　成功したらトリスタンの寝所に好きものの女を何人か行かせよう。

失敗したら好きもの男を何人か行かせてやる。

実はトリスタンは女からよりもそちらの男人気の方が高い。弱々しい感じが支配したくなるそうだ。




　夜襲に失敗した敵がほうほうの体で敵陣に帰り着き、大小の灯りが揺れる。

三十分程待ち、その混乱が収まったであろう頃に作戦は決行される。

「転ぶな距離を保て」「灯りは必要な時に短く」「馬を啼かせるな」

「わはははは！　腕が鳴るぞ」「イリジナさんうるさいです！」

　騎兵隊は静かに……しているつもりで敵陣に向かう。

「うわ、ここ窪んでるぞ！」「少しだけ灯りをつけるぞ」「はっくしょん！」

「これはひどい……」

　マイラが言う通りだ。

　馬同士が体をぶつけて短く嘶き、騎乗兵は突然の揺れに騒ぎ、足元を確認するために一瞬ながら灯りを灯す。これが夜襲部隊かと嘲笑されても仕方ない。

　だがこれも全てレオポルトの策のうちなのだ。

　俺達はもぞもぞと敵陣に向かうが特に変わった反応は無い。

ゆらゆらと篝火が揺れているだけだ。

　敵陣までもう少しの距離に迫った所で俺が大音声をあげる。

「よし突撃だ!!」

「「「うぉぉぉぉーーー!!」」」

　騎兵が一斉に叫び、松明に火が灯される。

派手な馬蹄の音が敵陣に向かって突っ込んでいった。

　だが敵陣もまた一気に明るくなる。

「アホ共め！　ばれていないと思ったのか！」

「最初から喧しい騒音が漏れていたぞ素人共め!!」

「先ほどの借りを早速返せるわ！」

　待ちかまえていたのはこれでもかと構えられた長槍の群れとその後ろから突き出すクロスボウの群れだ。

哀れな馬達はたちまち串刺しにされ、何本ものクロスボウを撃ちこまれて横倒しになっていく。

「見事に決まったな」

「はい」

　体を槍で貫かれ、顔面にボルトを浴びたロバが勢い良く倒れ込む。

同時に背中に積まれた樽が破れて油が敵兵に振りかかる。

「え？　馬だけ？」

「兵がいない……」

「うえ、これは油か？　それになにか砂のような……」

　背に松明を付けられた馬やロバが次々と斃れて行く。

即死する馬、逃げようとして暴れ回る駄馬、引かされていた馬車ごと倒れ込んで枯れ草を撒き散らすロバ……ただ一人として兵は乗っていなかった。

　俺と騎兵隊は少し離れた位置からその光景を見ている。

　いかに騎兵が夜襲に向かないとはいえ、さすがに本気でやる気ならあそこまで酷くは無い。

最初から全て欺瞞だったのだ。

　吸血鬼の目でも無ければ闇夜に軍馬と駄馬、荷馬車用ロバの違いなどわからない。

背に松明でも立ててやればいかにも間抜けな騎兵が突っ込んで来るように見えるだろう。

「馬には可哀想なことをしたがな」

　勝つのに必要だから仕方ないが悲痛な泣き声を聞いていると胸が痛む。

　俺よりも気分を害しているだろうかとシュバルツを見ると素知らぬ顔だった。

どうやら牝馬はいないらしい。女のことばかりか、このエロ馬が。

「そろそろですな」

「そのようだ」

　俺達の言葉に応えた訳ではないだろうが、背に竹筒と松明を乗せられた馬が槍に貫かれてひっくり返る。

　次の瞬間、目が眩むような強烈な光が弾け、爆発の衝撃が胸を打つ。

僅かに時をおいて大きな火柱が敵陣真ん中で立ち上った。

　更に燃え上がる炎の下で這うように火が広がっていく。

撒き散らされた油や散乱した枯れ草が燃え上がっているのだ。

「な、なんだこれは!!」

「これは火薬!?　だがこんな燃えるなんて──か、体中に火が！　ぎゃあああーーー!!」

「油はこの為か!?　くそ、枯れ草もまき散らされて……そこら中が燃え上がるぞ！」

　更に僅かに時をおいて敵の怒号と悲鳴が響く。

それなりに離れたここにも熱が伝わってくるほどだ。

近くにいる敵はひとたまりもないだろう。

「上手く火がついたようですな」

「ああ、夜に見ると一層派手だな」

　俺とレオポルトの会話にセクリトが入って来る。

「私が教えた特殊火薬か、これだけの量を馬に積んでぶつけるとはな」

　セクリトは子供のような無邪気な笑みを浮かべて、燃え上がりのたうち回る敵兵を眺めている。

「……」

「……ふ」

　尻を触って見るとズボンに染みる程濡れていた。

やはり危険な女だが、それもまた良い。

「そろそろ行くぞ」

「存分に」

　俺はデュアルクレイターを掲げる。

単に炎を反射しただけか、それともこれから訪れる殺戮に興奮しているのか刀身はいつもより紅かった。

「続け」

　地獄のように燃え上がる敵陣へ向かって全速力で駆ける。

　視界の問題は無い。周囲はまるで昼間のように明るくなっている。

　長槍の壁は無い。そこら中で地面が燃え上がり、並んで構えられる場所などない。

「さっさと消火！　そして敵の監視を──」

　なんとか統率を取り戻そうとする指揮官の首をデュアルクレイターで撫でる。

スパンと軽い音を立て、回転しながら首が舞う。

「あ」

　空中で回転する首が一言漏らす。文字通り最後の一言だな。

「この！」「討ち取れ！」

　長槍兵とクロスボウ兵がこちらを向く。

　俺は剣を振り上げてクロスボウ兵の顎を上向きに切り裂き、シュバルツの勢いのままに長槍兵を蹴り飛ばす。

「ごぼっ！」

　長槍兵は血反吐を吐きながら地面を滑り、燃え上がる枯れ草の塊に突っ込んだ。

凄まじい断末魔が響くが、俺は聞かなかったことにして次に向かう。

「私達も行くのだ!!」

　断末魔にも負けない大声はイリジナだ。

彼女率いる騎兵隊も燃え上がる敵陣に全速力で突っ込んでくる。

　そこら中が燃え上がり対騎兵陣など組めない敵に騎兵隊は猛然と襲いかかる。

加速をつけて敵陣に飛び込んだ騎兵は逃げまどう敵兵を次々に槍で串刺しにしていく。

「わはははは!!　ふんふんふん！」

　特に目立つのはやはりイリジナで馬上から次々に敵兵を串刺しにしている。

セクリトのように殺戮を楽しむと言うよりは無邪気に暴れているように見える。

「ふんがー!!!」

　おお二人、同時に貫いたぞ。やるな。

「一方的か」

「でもないようだぞ」

　隣からセクリトの声が聞こえる。

　視線をやると闇の中から敵の騎兵が飛び出してくる。

異常を察したのだろうが、咄嗟に出てきたのか数は少ない。

「迎え撃つ」

「ん」

「承知しました」

　セクリト以外にもう一人、隣にキフィルが来ていた。

ブリュンヒルデから俺の護衛も言われていたな。夜だから出てきたのか。

彼女は馬に乗っていないが問題はあるまい。

「うぉぉぉーー!!」

　槍を構えて飛び込んで来る敵とすれ違う。

体を左に傾けて首を狙った穂先を躱し、デュアルクレイターを振り抜いて脇下深くから胸まで斬り払う。

互いに走っているから軽く当てるだけでも十分だ。

「貴様が指揮官か？　いざ勝負！」

　次の敵は剣と盾を持つスタイルだ。

「構わんぞ」

　振り下ろされる剣を見切って避ける。

間髪置かずに繰り出される盾の打撃は拳を合わせて受ける。

「うおっ！」

　盾を殴られた敵兵が衝撃で仰け反る。

その隙を逃さず喉元を軽く斬り払う。

　首は飛ばなかったが大量の血を撒き散らしながら敵兵は地面に倒れ込む。

「調子が出て来たぞ」

　三人目は敵が大きく振り被るのを見てすかさず馬を寄せ、先制攻撃で腕を斬り落とす。

　四人目は突き出された槍を掴んで馬から落し、落下中の顔面に拳を叩きつけて潰す。

　五人目には上段からデュアルクレイターを振り降ろす。

防御した剣と盾ごと甲冑を切り裂くが、咄嗟に身を引いたのか致命傷では無かったので丸見えになった顔面を柄で一撃し、鼻を顔の奥深くまでめり込ませた。

「よっと」

　どうやら馬を駆けながら戦うのはここまでのようだとシュバルツから飛び降りる。

「降りたぞ！　好機だ！」

「こ、こいつまさか……」

　俺を指差して仲間を呼んだ六人目の両脚を斬り払い、何か言いかけた七人目の前で屈みこんで喉から剣を突き込み首まで貫通させる。

「で、出た悪魔！　ハードレットだ！　ハードレット本人がいるぞ！」

　八人目が言い終わる前に体を回転させて横一閃に斬り払う。

叫びながら傾く上半身とその場に残る下半身が泣き分かれる。

「おい、そこら中から来るぞ」

「主の命令に従って守ります」

　セクリトとキフィルが警告してくれる。

　今の叫びに反応したのか敵兵がわらわらと寄って来る。

ふむ、面白くなってきた。

　俺はデュアルクレイターを左手に持ち替え、長剣を右手に持つ。

「俺がハードレットだ。倒せばお前らの勝ちだぞ」

「よ、よし！　全員ハードレットを狙──」

　返答を待つ義理は無い。

俺は言い終わる前に全速で飛び込み、長剣で指揮官の首を飛ばす。

　周囲からの悲鳴が途切れる前にデュアルクレイターで一人の胴を切り裂き、体を回転させて長剣で更に二人を叩き斬る。

「ふふふ、最高だな」

　飛び込んで来たセクリトが双剣それぞれで敵兵の喉元を貫き、一度回転させて傷口を広げてから引き抜く。

二人分とは思えない大量の血飛沫が撒き散らされる。

「こいつはハードレットの女か！　殺してやれ！」

「悪魔の情婦め！」

「くく、まだまだこれからだ」

　斬りかかる敵兵二人の剣を二本の剣で受けて鍔迫り合いとなる。

セクリトの腕力はやはり女のものとは思えない。男二人と押し合って遅れをとっていない。

「ふん！」

　セクリトは鍔迫り合いを解くと同時に後ろに飛び、思い切り足を振り上げる。

「ぐあっ！」

　鋼鉄製のブーツが男の顎を捉えた。骨の砕ける音が響く。

「そうら」

　舞でも舞うように跳躍したセクリトの足がもう一人の敵を襲う。

だがその蹴りは肩に軽く当たるだけだった。

「え？」

　軽すぎる衝撃に敵兵が不思議そうな顔をする。

今気付いていなければもう手遅れだな。

「さらば男よ。か」

　セクリトの剣が敵の股間に突き刺さる。

去勢される豚のような声が戦場に響いた。

「こいつ強いぞ！」

「さすが悪魔の情婦だ」

「もう片方からやれ、体格も小さい」

　セクリトから距離をとった敵兵がキフィルに群がる。

賢明な選択ではないだろうな。

「女に複数でかかるのは気が引けるが……」

「悪魔の女となった自分を恨め！」

　三本の剣が突き出される。

　キフィルは一本を剣で弾き、もう一本を盾で弾き、最後の一本を顔面で受けた。

「う……う？」

「……おありれふか？」

　キフィルは最後の剣を歯で止めたのだ。

　異常な光景だが無表情のままフガフガ話すキフィルは案外可愛らしい。

「フガ」

　キフィルが反撃に転じた。

「おぐぇ」

　突き出された剣は甲冑の真ん中に当たり、ひんまがりながらも敵の体に柄までめり込む。

「ぎっ！」

　突き出された盾は敵の顔にめり込み、目鼻口の全てを破壊してしまう。

「ひぎゃぁぁぁぁ！」

　得物が無くなったキフィルは敵兵を抱え込み、首筋に噛みついて頸動脈を食いちぎった。

噴水のように血を噴きながら絶命する敵を尻目に口元をペロリと舐めたキフィルは僅かに笑顔を浮かべる。

「こ、こいつも悪魔だ……」

「ハードレットは悪魔なんかじゃない……魔王だ！　悪魔どもを従える魔王だ!!」

　敵兵が一斉に距離を置く。

　その時複数の火矢が撃ちあがった。

レオポルトと決めた撤退の号令だ。

　この夜襲はあくまで敵を混乱させて損耗を強いるもので敵全体を撃破できる規模のものではない。

相手が体勢を立て直す前に撤退しないと囲まれてしまう。

「引くぞ」

　俺は暇そうに敵兵を踏んで回っていたシュバルツを呼び寄せて上に飛び乗る。

「お前が乗れ」

　徒歩だったキフィルをセクリトが自分の馬に引き上げる。

二人乗りだと速度が落ちて危険だと言う前にセクリトがシュバルツに飛び移って来た。

「これで問題あるまい」

　うむ、問題無い。

それからシュバルツ女尻に興奮するな。これは俺の尻だ。

　撤退する俺の視界の端にちらりと赤い軍服が映る。

炎が弱まってきてはっきりとは見えないが、あれは高級指揮官ではないだろうか。

「狙いたいが、もう突っ込む時間は無いか」

　イリジナの喧しい声が遠くなっていくのがわかる。

味方の騎兵は撤退を始めている。これ以上長居はできない。

「ならばこれで……」

　俺は投擲用にシュバルツに積んでいた剣を取り出す。

これを投げて仕留めて見せる。

「投擲用？　普通の片手剣だが」

　セクリトの声を無視して狙いを定める。

「ふん！」

　剣は回転しながら放物線を描いて飛び、短い悲鳴が上がる

「やったか！」

　だが良く見ると剣は指揮官の肩口に突き刺さっている。

あれでは致命傷にはならないだろう。やはり俺には軽業の才能はないらしい。

「ぐぐ……悪魔めよくも……ぐわっ！」

　諦めようと思った時、指揮官の胸元に短剣が突き刺さる。

「これでどうですか！」

　傍にいるのはセリアだ。

俺がなかなか戻らないので見に来てくれたらしい。

　あれなら仕留めたかもしれな──。

「あぶぶ！」

　指揮官の顔面と喉元へ更に二本の短剣が突き刺さる。

セクリトが追加で投げたのか、さすがにこれで──。

「ふんぎゃ!!」

　仕留めたと思ったのだが、最後にどこから持って来たのか半分になった敵兵が命中、それっきり何も聞こえなくなった。

「……」

　キフィルが投げたらしい。

見れば近くに敵兵の上半身が転がっている。今引き千切って投げたらしい。

「……撤収だ」

　なんだか哀れな気分になりながら俺は陣地に引きかえす。

　敵の夜襲を打ち砕き、こちらの夜襲は見事に決まった。

今日は完全勝利と言っていいだろう。

「この調子でうまくいけばいいんだけどな」

　俺は場所を巡って争うセクリトとセリアを見ながら言う。

　そう上手くいかない予感がある。

　そして悪い予感は的中、意気揚々とザン＝ドラに戻った俺達はエイリヒから送られた急使を前にすることになるのだった。
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第３７９話　中央平原統一戦争④　第二次ザン＝ドラ会戦開始







　夜襲を終えた俺達は追撃が無い事を確認しながら陣地に戻っていた。

「ぐ」

「あぐぅ!!」

　俺は目の前の女体を抱きしめて絶頂する。

天幕の中に粘着質な水音と俺の荒い息、そして女の苦悶の声が響く。

「ぐ……う……」

「くぅぅ……ひぎ……あおぉぉ……」

　あぐらをかいて座る俺の上にセクリトが乗る形で互いに腰を密着させて交わっていたのだ。

　俺の手は彼女の汗ばんだ褐色の尻肉を強く掴み、彼女は両手の爪を俺の肩に食い込ませている。

　男根は彼女の胎内深く突き刺さり、激しく脈動して濃い汁を送りこんでいた。

「ぐう、相変わらず多いな……出し切ったか？」

　脈動が止まるとセクリトはそう言って腰を浮かせようとする。

だが戦の後の獣欲は半端ではなく、大量に出した後も男根は硬度を失わない。

　仕方ないので彼女の腰を押さえて一気に引き抜くと甲高い悲鳴が上がりセクリトは仰け反って倒れる。

「すまん。痛かったな」

「ああ、腹が破れるかと思う激痛だった。……だから次からも硬いまま一気に引き抜け」

　何がだからかわからないがまあいい。

　ぐったりとうつ伏せになるセクリトの黒髪を手で梳く。

「どっぷり出たな。すっきりしたか？」

「ああ、腰が軽くなったよ」

　夜襲の後、天幕に戻るとセクリトが全裸でこちらに向けて大股を開いていた。

『体が火照る。犯してくれ──なるだけ乱暴に』

　戦の後の昂りの中でこう言われて抵抗できるはずもない。

愛や優しくとはほど遠い獣欲だけの交わりをしてしまった。

せめて後戯だけはしっかりしてやろう。

　体重をかけないように気をつけながら髪を撫で、肩から背中に優しいキスを繰り返す。

同時にもう片方の手で未だ小刻みに震える尻を壊れ物を扱う様に撫でた。

「ん……随分と気を使うじゃないか」

「獣になった埋めあわせだ」

　いくら親しい女でも性欲をぶつけるだけでは嫌われてしまう。

たまには言葉と行動でしっかり愛情を示さねばならない。

「くく、そこらの女なら良いが私にそんな気遣いはいらん。首を締めながら顔を殴られてもそれはそれで興奮する。これからは女に厳しく当たるのだろう？」

「馬鹿、そういう厳しさじゃない」

　構わず優しい愛撫を続ける。

「それにしても七万の敵に二万で挑むとは中々やる」

　ようやく立ち直ったセクリトが体を回転させて俺の胸に入って来る。

じっとしている所を見ると後戯は続けて欲しいらしい。

「案外やれているだろう？」

「ああ、相手の攻めは定石通りで退屈だが、そうまずくもなく。半分以下で破ったのだから大したものだ」

　セクリトはコロリと寝返りをうち、見事な体を惜しげもなく晒す。

「暗くてわからんがこちらの損害はほとんどなかったろう。寡兵がここまで一方的に勝つのも珍しいぞ」

　汗ばんだ褐色の肌が蠢き、伸ばされた手が俺の股間に伸び──陰毛を抜かれた。

短く笑ってセクリトが続ける。

「昼から立て続けに三連敗ではさすがに痛かろう。定石通りなら一旦退いて攻め方を変えるだろうが」

　仕返しに俺も彼女の股間に手を伸ばす。

愛撫するふりをして尻の穴をつつくと、セクリトは小さく震えてから深呼吸して尻穴を緩めた。

そのタイミングで体を離して水を飲む。

「……ちっ。だがこの後の展開は西で決まるだろうよ」

　セクリトは舌打ちして僅かにコップに残った水をかけてきた。

　南ユーグリアはゴルドニアに戦争を挑んだのだ。

当然ながらここ以外にも戦場はあるし、トリスニアの陥落を考えても全体は劣勢と言える。

「エイリヒならなんとかするだろうよ。王国軍は二十万近くいるんだぞ」

　俺は全裸で仁王立ちしたまま、水差しから直接水を飲む。

　セクリトはゆっくりと立ち上がり後ろから抱き付いて言う。

「さてどうかな。乱心した王、分散している兵力、貴族共の確執、お前の上司は足枷をつけて戦う」

　他人事のように嘲笑しながら言ったセクリトは豊満な体を密着させてくる。

「あんまりひっつくとまた犯すぞ」

「そうされたいに決まっている」

　俺はセクリトの唇を奪い、机に手を付かせる。

そして再び彼女の中に突入すべく褐色の尻を両手で掴む。

「ハードレット卿。火急故、失礼します」

　雰囲気をぶち壊す冷たい声はレオポルトだ。

言い終わるなり天幕が開かれ、本当に失礼してきやがった。

「ちっ！」

　セクリトは盛大に舌打ちしてレオポルトを睨みつけるがもちろん無反応だ。

　普通の女ならここで悲鳴の一つでも上げるところなのだろうが、彼女は体を隠すことなく脱ぎ散らかした服を俺に向かって投げつけ、自分は全裸のまま不貞腐れて隅に座りこんだ。

「後少し待てないのか……敵もさすがに今日は仕掛けて来ないはずだぞ」

「待てません。状況が変わりました」

　レオポルトは全裸のセクリトにちらりと目をやる。

色情の目ではない。彼女にも聞かせても良いのか俺の許可を待っているのだ。

「構わん」

　服を着ながら言う。

セクリトにも毛布を渡してやるが体を隠さず床に広げて寝転びやがった。

いつもながら豪快な奴だ。

「それで？」

「軍務総監から至急の使者が参りました。火急故、私が代理に要件を聞きました」

　嫌な予感しかしない。

セクリトの雰囲気が変わる。目を閉じて寝転んでいるが確実に聞き耳を立てているな。

「なんと言ってきた？」

「まず可能ならば私軍を率いて王国軍に合流せよと」

　鼻で笑う音がする。

「行ける訳ないだろ」

　今でも寡兵でなんとか支えているのだ。

逆に兵を送って貰いたいぐらいだ。

「軍務総監も期待はしていないはずです。だからこそ『可能ならば』がついていたのでしょう」

「エイリヒは話がわかるからな」

　無能な奴なら『無条件で早く来い』とでも言ってくるのだろう。

「ロレイルが激戦の末に陥落しました」

「なに？」

　セクリトの片目が開き口元が釣りあがる。

「地図を出せ」

　俺が言い終わる前にレオポルトは机に置かれた水差しや小物を床に落して地図を広げる。

　ロレイルはマリアの故郷でもあり馴染みのある町だ。

「どうしてこうも簡単に落ちた？」

　声がやや厳しくなる。

トリスニアの時は奇襲効果もあるが、さすがにもう立て直していると思っていた。

「王国軍はロレイルに三個兵団約五万を集結させましたが、それでも数で劣る上、トリスニアから向かう敵と南から進む敵の二つを相手し切れなかった……と」

　南ユーグリアは大規模な迂回や包囲を多用する。

ここの敵は騎兵が少ないので動きは限られているが、逆に言えばその分他の場所に騎兵が集中しているということだ。

　セクリトが横から顔を出す。

全裸で立っていてもそれなりに威厳がある。さすがに元大将軍だ。

「それで損害は？」

　二方向から攻撃を受けて敗走となればかなり悪そうだ。

ここで王国軍が大損害を出していれば後々まで響くかもしれない。

「王国軍はロレイル失陥の後、アークランドまで撤退しました。敵は追撃を試みましたが駆けつけた二個兵団が側面に展開して牽制したため致命的な損害は受けませんでした」

「更に二個兵団ね……間に合ったのか、間に合わなかったのか」

　もしロレイルを巡る戦いの前に到着していればあるいは守りきれたのかもしれない。

　ふむ、ここらで一つはっきりさせておくか。

「お前は全体の戦況をどう見る？　押されているのは俺にもわかるがどこまでまずい？」

「ロレイルの陥落で前線がアークランドまで後退します。これは王国として大きな損失でかなりの人口を敵の占領下に置くことになります」

　やはりまずいのか。

「しかし軍事的には少々の劣勢に過ぎません。戦力の損害は許容範囲内でありますし、前線が王都に近づいたことで兵站はより強固になるでしょう」

　ふむ、一時的に領地を大きく取られても軍が健在ならどうにでもなるか。

「結論は『劣勢なるも挽回可能な範囲内』一つの戦闘の結果如何で流れは変わります」

　レオポルトは続ける。

「軍務総監も同じ見方でしょうな。例え側面から援護があったにせよ、機動力に優れる敵の追撃を凌ぐのは容易ではありません。ロレイル防衛部隊は徹底抗戦よりも戦力の温存を命じられていたのかと」

「守りきれんなら退く、当然のことだ」

　セクリトも同調するが剥き出しの大きな乳房と色の薄い乳首が気になって仕方ない。

彼女自身もレオポルトもまったく気にしないので俺だけが道化みたいだ。

　ともあれ最初からロレイル失陥は想定していたのか。

「だとすると正念場はどこだ？」

　レオポルトの指が地図を指す。

「アークランド。地方中枢にして要塞都市であるここの喪失はゴルドニア南部全体の失陥を意味します。全戦力を持って防衛せねばなりません」

　決戦はアークランドで、という訳か。

「だが私達には別の問題があるぞ」

　セクリトが笑いながら地図をトントン叩く。

「ロレイルの陥落はこちらにとっても重大だ。このままザン＝ドラで戦っていれば側面攻撃を受けるかもしれんぞ」

　ロレイルから東に真っ直ぐ線を引けばラーフェンとザン＝ドラを両断する。

「ざっくりだな。レオポルト、西の敵がこちらに戦力を割いて来ると思うか？」

「可能性は低いでしょう。敵の西部軍団がゴルドニア王国軍を前にしながら移動するのは現実的ではありません。アークランドでの決戦を前に兵力を損耗するのも愚策です」

「……今までの頭の硬いやり方を見る限りそうかもしれん。私ならここで分断を狙うがな」

　セクリトは鼻を鳴らして地図にナイフを立てる。

なんとも不服そうだが、ここはレオポルトを信じて正面の敵だけを気にすることにしよう。

「最後にもう一つ」

「まだあるのか」

　悪い知らせばっかりだな。

「敵の四つ目の軍団が出現、モルト王国への侵攻を開始しました。進軍速度は目立って遅く、陣形の不完全さからも練度に難のある二線級部隊と推察できます」

「それを一番最初に言えよ」

　思わず怒鳴るがレオポルトは涼しい顔だ。

あとセクリトも笑うな、乳と股を隠せ。

「二線級部隊をこちらに深入りさせても兵站に負荷がかかるだけです。敵はそこまで馬鹿ではありません」

「モルトがやられるだろうが」

「そうなるでしょうが、どの道援護は不可能です」

　腹が立つがレオポルトはこういう奴だったと心を鎮める。

そもそもモルトだけが無事で済むという考えは希望的すぎた。

「そういらつくな。乳でも揉んで落ち着け」

「ともかくセレスティナにはすぐに知らせろ。……王命で早々に降伏させる方がいいだろうな」

　俺は褐色の巨乳を思い切り揉み解してから言う。

　モルトの軍事力はあってないようなものだ。下手に抵抗して焼け野原にされるより最初から降伏した方が良い。後で俺達が奪い返せばいいのだ。

「既に知らせはやっています」

「優しく書いただろうな？　お前の素の文だとセレスティナが泣いてしまう」




「うーん僕が書いたから大丈夫じゃないかな。ってうわ！」

　ノックも無しに天幕が開き猫背の男がもそもそと入ってくる。

　トリスタンが頭を掻きながら現れた。

だるそうだが、眠そうでは無い。

まさかこいつ夜戦の間、本当に寝てたんじゃないだろうな。

　損害把握に走り回っていたセリアとマイラも後に続く。

どうやらこいつらもエイリヒからの情報は知っているらしい。

「この匂い！　お疲れのエイギル様を休ませもしないで種を出させるなんて！」

「さっさと服を着なさい！　破廉恥女！」

「……まあいつものことか。それより兵士が普通に寝てるけどいいのかな？　夜明けまで時間がないよ」

「あれだけ叩いたんだ。明日ぐらいは大人しくならないだろうか」

　そうあって欲しいので希望もこめて言ってみる。

　だがトリスタンは溜息と共に否定する。

「いや、残念ながらすぐに来るね。明日また来るよ」

　トリスタンがここまではっきり言うのは初めて聞いた。

「理由は？」

　俺は再び椅子に座り直す。

「ロレイル陥落は当然ながら正面の敵にも伝わっているよね」

「そりゃな」

「当たり前でしょうね」

　俺とマイラの声が揃う。

彼女は一瞬嬉しそうな顔をするが、全裸のセクリトが嗤っているのを見て再び目を釣りあげた。

「敵の西部軍団と中部軍団はトリスニアを落として一個兵団を殲滅、更に三個兵団を破ってロレイルも落し、アークランドも狙っている」

　追撃には成功しなかったけどね、と明後日の方向を見ながら言う。

「それに対して正面……東部軍団はどうだい？　初戦から夜襲も入れて三連敗、七万の兵を揃えておいて小規模な街一つ落せずに足踏み続き、損害だけが増えていく」

「まぁそうだな」

「ですね」

「です！」

　再び俺とマイラの声が重なるが、今度はセリアが強引に入ってきた。

　ザン＝ドラは俺の領地内では大きな街だが、ゴルドニア全体から考えれば大した規模ではない。

地方中枢のトリスニアに比べても格段に落ちる。

少なくとも七万の大軍勢が足止めされて良い場所ではない。

「自分が敵の軍団長だと思ってよ。他の軍団が快進撃する中、たった二万相手に一歩も進めてないんだ。今頃ロレイル失陥の知らせを受けて僕ら以上の冷や汗を垂らしているはずさ」

「なるほどな」

「くく、いつぞやのあいつを思い出すな。でかい図体で慌てふためいて滑稽だった」

　奴の言う通りだろう。そもそも違うならレオポルトがすぐに突っ込むしな。

セクリトは思い出し笑いをしているようだ。

「明日は兵が疲れきっていても損害がどれだけ拡大しても死に物狂いで仕掛けてくるさ」

「だが奴らは滅茶苦茶はやらない。定石から外れた戦いはしないぞ」

　これは南ユーグリアの特徴の一つだ。

基本的に奇策や常識外れの戦い方はせず、順当な戦い方で勝利を狙って来る。

「そうだね。確かに正面の敵の状況を考えれば明朝の攻撃はあり得ないし常識外れさ。でもね」

　トリスタンは地図を持ちあげてペラペラと動かす。

「戦局全体を見れば東部軍団の無茶攻めは常識外れじゃない。敵はアークランドへの攻撃を始める前にできればラーフェン、最低でもザン＝ドラは落さないといけないんだ」

　なるほど地図を見ればわかる。

　ザン＝ドラを落とせないままアークランドを攻めたとする。

そこでもし俺が領地の防衛を放棄して全軍を動かせば、アークランド攻撃に向かう敵は東から横っ腹を串刺しにされる。

「まして僕達が騎兵を沢山持っているのは知ってるはずだ。敵は東部軍団が僕達を叩き潰すまで安心して動けないんだ。本国からはきっと進め進めと矢の催促さ」

　俺はトリスタンの目を見ながらもう一度だけ聞く。

奴はいつも通りやる気の無い視線を返してくるが、セクリトが視界に入ると気まずそうに目を逸らす。

「来るか」

「来るよ」

　なら仕方ないな。

「兵を起こせ。思った以上に正念場が早く来てしまうようだ」

「はい！」

　セリアが飛び出していく。彼女もずっと戦っていたのに元気だな。

少しでも寝かせてやりたかったが。

「ハードレット卿」

　方針がまとまった所でレオポルトが前に出てくる。

「敵がなりふり構わぬ攻撃に出てきた場合、防戦は困難を伴い、成功するにしても大きな損害が出ます」

「戦に損害は付きもの……と言いたいがここで大損害は敵わんか」

　戦争はまだまだ続きそうだ。

緒戦で大損害は避けたい。

「損害を押さえる手段としてザン＝ドラ市内での戦闘を提案します」

「そんな！　街には民も残っているのですよ！」

　マイラがレオポルトを睨みつける。

トリスタンも渋い顔をしている。

「市街戦……」

　セクリトの目だけが嬉しそうに輝く。

「街は焼け野原になるでしょうが最終的な勝利を狙うには最善かと」

　無い頭を数秒抱えて決断する。

「やるか。マイラは住民を可能な限り街から出せ。レオポルトは直ちに防戦準備にかかれ」

「はぁ市街戦……か。僕が焚き付けたようなものだけど嫌だなぁ」

　残ったトリスタンが溜息をついた。

「戦いに負けたら全て終わりだからな、まずは勝つことを考えろ。そもそも責任は全部俺が取るんだぞ。お前は溜息ついていればいいんだからぐちゃぐちゃ言わずに最善を尽くせ」

「はぁ……分かったよ。街を焼いた上に負けましたじゃたまらないからね。せめて勝てるように頑張るさ」
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数時間後　ザン＝ドラ近郊

「敵が来ました！　やはり来ました！　一直線にザン＝ドラに向かって来ます！」

　セリアが興奮気味に叫ぶ。

「お前の読み通りだったな。大したもんだ」

　俺はレオポルトを褒めるが返答はなかった。

返事ぐらいしても良いだろうに。

　前回と違い、俺達はザン＝ドラを守るように陣取っている。

ロレイルの陥落を受けて敵は二兎を追うのを止め、まず街を狙うと予想されたからだ。

その読みは見事的中した。

「数は……四万と少し！」

　間髪置かず見張りが敵数を概算で報告する。

「四万？　少ないな」

　敵は三度の敗戦でかなりの損害を受けているはずだが、それでも三万も減ってはいないはずだ。

五万来ると踏んでいたのだが。

「昨日の今日です。疲弊が酷い部隊は動けないのでしょう」

　レオポルトが抑揚なく、かつはっきり通る声で言う。

「まだこちらの倍ですが、昨日のように戦えば……」

　セリアがそう言いかけた時、敵が昨日とは違う動きを取る。

「敵が散開！　二つ……いえ十……もっと！　バラバラになりました！」

　敵は突然隊列を崩し二百名ずつ程度の小集団に分かれた。

そして更に数十名ずつの集団に分かれ文字通りバラバラになったのだ。

　まるで隊列を崩されて敗走する瞬間のようだったが、敵の足は止まらず一直線にこちらに向かってくる。

「敵は弓騎兵を警戒しています。散兵となって集中射撃をさけて肉薄、乱戦に持ちこむつもりかと」

「なるほどねぇ」

　弓騎兵の集中射撃の恐ろしさを身をもって学習したのだろう。

たしかに散開してバラバラになれば矢を集中することはできない。

「弓騎兵が乱戦を嫌って後退すれば、他の部隊を包囲するつもりでしょう。そうなれば矢は射れません」

　ふむ、意図は良く分かった。

「さて……どうする？」

　セクリトが面白そうに笑って俺を見る。

レオポルトはいつも通りの無表情、マイラもいつも通りキリっと真面目な顔をしている。

　その中でルナが爛々と目を輝かせていた。

「どうもこうもない。愚かな奴らだ」

　そう言えば奴らは隊列を組んだ弓騎兵しか知らなかったな。

少し認識を改めて貰おうとしようか。

「ルナ。弓騎兵は自由に散開して敵に当たれ。乱戦はせず犠牲を最小にしろ」

「はい！」

　嬉しそうな返答と同時にルナが走り、すぐに弓騎兵が動く。

　敵の散兵が目前まで迫ったところで、弓騎兵の隊列が消滅した。

　敵より更に少数団、十程度から数名に分かれて駆けだしたのだ。

それぞれが戦いの叫びをあげながら突進していく。

「相手が陣を組まないならむしろ楽なんだよな」

「弓騎兵はもともと数人単位で動くのが一番楽そうですからね」

　山の民は本来普段の狩りでやるような家族一族数人で動く時が一番生き生きしてる。

しかしそれでは対騎兵陣や、大盾と弓を備えた敵の隊列に太刀打ちできないので苦労して隊列を教え込んだのだ。

「敵が隊列を崩してくれるならこれほど楽なことはない」

「命令は要りません。ただ普段のようにやるだけです」




　近場の攻防に視線をやる。

　三〇程度の敵へまず五名の弓騎兵が突っ込んでいく。

　五名は一家、父親と息子が二人に娘が一人に父親の愛人だ。

ちなみに娘の処女は先月俺が貰っている。

「まず一発」

　敵を射程に収めた五人がまず一斉射、矢が運よく盾に当たった一人を除いた四人が斃れる。

「そして突撃」

　父親と息子二人が剣を抜いて飛び込む。

槍で迎撃しようとした敵兵二人が弓を構え続けていた娘と愛人の矢を受けて倒れ、すれ違いざま男三人の剣が二人を仕留める。

「最後に駄目押し」

　一撃した男達は速度を緩めずに走り去りながら弓に持ち替えて後ろに矢を撃ち、更に敵二人を倒す。

　たった十秒ほどの間に十人を失った敵は完全に足が止まってしまった。

　そこに次の一団が襲いかかる。

若い男三人と若い女三人、こちらも見覚えのある一族だ。

本当は女四人なのだが一人は俺の子を孕んで休養している。

　彼らもほんの数秒の襲撃で五人を討ち取り、敵は混乱極まって隊としての体をなさなくなっている。

「いくぞ！　俺達の力を見せるぞ！」

「もちろんだ兄貴!!　俺達三人が一緒に居れば敵は無い！」

「俺も行くぜ兄様！　愛の力を見せてやろう」

　止めとばかりに男三人が突っ込んでいく。

奴らは実の兄弟ではないが一家らしい。

夜な夜な凄い声が聞こえると噂だが俺は知らないし三連結など知りたくもない。

　怪しい三人衆もまた数人を仕留める。

更に他の弓騎兵も敵部隊の間を縫うように走りながら好機を伺っている。

　やたらと粘り強い南ユーグリア兵だが、全方位を警戒しながら矢を受けてはどうしようもないらしく、ばっと崩れて本当に潰走し始めた。

「敵が散開したことで弓騎兵の騎乗技術が生きています。完全に悪手でしたね」

　マイラが言う通り、俺が見ていた奴ら以外も似たりよったりの結果になっているようだ。

各所で弓騎兵が好きに暴れ回り、南ユーグリア軍は逃げまどっている。

「そろそろです」

「ああ、行って来る」

　レオポルトに言われて俺はシュバルツに飛び乗る。

「ん、行くか」

「貴女はこなくていいです」

　セクリトが馬に乗り、文句を言いながらセリアも馬に乗る。

「後は任せたぞ」

「はっ」

　激しいラッパの音が聞こえる。

敵は散開戦術の失敗を悟り、陣形を再構築するようだ。

　弓騎兵は追いすがって矢を撃ちまくっているが、全てを仕留めることはできない。

陣形が完成すれば今の戦い方では逆に蹴散らされてしまう。

こちらも陣形を組み、歩兵と連携して戦わないといけないだろう。

「それはマイラとレオポルトに任せよう。俺達の役目は──」

　鳴り響く警鐘を聞きながら僅かに開かれたザン＝ドラの門から市内へ入る。

後ろからは敵の一団……一万から一五〇〇〇程度が街に迫っている。

　俺達が入ると同時に門は音を立てて締められる。

「散開作戦で乱戦に持ち込みつつ、別働隊が街に突入か。これもレオポルトの予想通りだ」

「乱戦中に街を占拠してこちらの士気を崩壊させるつもりだったのでしょうね」

　さて、俺はレオポルトじゃないからそんなに深くはわからんな。

「だが占領はさせん。例え焼け落ちたとしてもな」

　長剣を一度回して構える。

「もちろんです。絶対死守です！」

「市内戦闘か、住民が残っていればもっと楽しかっただろうに」

　セリアの頭を撫で、セクリトの尻を叩く。

住民は既に離れた場所に避難させている。

最悪……いや、恐らく街がなくなるだろうからな。

「敵が街の前に展開しました！　間もなく攻撃が来ます！」

「味方は現在、別の一団と交戦中！　援護には来られません」

　全て予想通りだ。

ザン＝ドラに来る敵は俺が少数精鋭を率いて地の利を生かしつつ防ぐ。

そして散兵作戦を断念した敵はレオポルトが残る全ての兵で正面から当たるのだ。

　レオポルトが負ければ俺は敵に包囲されるし、俺が負ければ街が落ちて兵の士気が崩壊する。

どちらかが負ければお終いだ。

「族長様に負けはありません！」

　ギド達護衛隊も全員がこちらにいる。

数は三千程度だが、精鋭揃いかつ入り組んだ街路での戦いだから敵が多くても十分戦えるはずだ。

「よし、まず街壁の上に弓隊を配置するぞ」

　最近防衛戦が多かったので大体のやり方はわかってきた。

俺の智将としての一面も皆に見せつけてやる。

突撃するばかりが能ではないのだ。

「退避します!!」

　だが命令を伝える前に見張りが櫓から飛び降りる。

何を考えているのかわからんが、女だったので受け止めてやる。

「そんな豪快に降りなくても梯子を使えよ」

「領主様頭を下げて下さい！　砲撃が──」

　言い終わる前に櫓が吹き飛び、石の街壁が崩れ落ち、木製の城門が粉々に飛び散った。

小さな破片が降り注ぐのでセリアを後ろに回して守る。

「……弓隊への命令を取り消す」

「取り消さなくとも、もう街壁なぞ無いぞ」

　セクリトめ無駄な突っ込みはいらん。

俺はどうやら智将にはなれないらしい。

　俺の胸に抱かれていた見張りがばっと身を起こし民家の屋根に駆け登る。

さすがに精鋭、いつまでもオタオタしないな。

「攻城兵器多数、大砲一二、大弩三五！　騎兵を先頭に破壊部分から突っ込んできます！」

　彼女のプロ根性に感心している暇はなさそうだ。

「敵を叩き出してやるぞ。総員続け、突撃する!!」

「「「「うぉぉぉ!!」」」」

「結局突撃か」

　セクリトの尻を叩き、シュバルツに乗って迫る敵に向かって駆ける。

ザン＝ドラ会戦再びだな。

さすがに空きすぎたので半端ですが更新。

兵数は戦闘終了時に上げます。
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　街壁が攻城兵器で崩壊、土煙りが収まると同時に敵の騎兵が破壊部分に飛び込んで来る。

　俺も対抗するように長剣と盾を構え、シュバルツを走らせる。

護衛隊とセリア、イリジナ、セクリトもすぐ後ろから続いていた。

「この程度の町などものの数ではない！　一息に踏み潰せ！」

「さっさと町を落として市外の戦闘に加わらねばならん。時間はかけられんぞ」

　随分と甘く見られたものだな。

ザン＝ドラ程度の町が街壁を破られれば落した気になるのもわかるが。

「そう簡単にはいかんと思い知らせてやる」

　敵は一万五千こちらは三千と数では絶対不利だが、そこは入り組んだ町を利用してなんとかする。

　現に今も迫る敵騎兵もせいぜい横に並べるのは五騎程度だ。

街壁が崩壊したとはいえ、そもそもザン＝ドラの大通りはそれほど広く無い。

「これなら護衛隊だけで十分だ。そうだな？」

「もちろんです族長様！」

　ギドが小気味良く返し、マックが黙って頷く。

一瞬クリストフが見えた気もするが気のせいだった。

奴は星となったのだ。

「正面に敵重騎兵！」

「ひるむな！　ほんの百やそこらの騎兵に何ができる」

「お、おい。あの正面のでかい馬……バカでかい剣……まさか！」

　敵が俺が先頭なことに気付いたようだ。

隊列が僅かに乱れたように見えたが、敵指揮官らしき男は俺に向かって槍を構える。

「大将が先陣とは見上げた心がけなり！　いざ勝負！」

「おう、来い」

　互いに向かい合って突撃しているので距離は一瞬で詰まる。

相手が槍を振りかぶり、俺も長剣を握る手に力を込める。

「強敵を討ち取って陛下への忠誠を示す！　いざ──!!」

　なかなか根性のある良い指揮官だった。

　敵の槍は正確に俺の胸を狙う。

その突きを体を捻じりながら盾で左手方向に弾き、反対に右手の長剣を突き出す。

「ぐぼっ！」

　互いの加速が乗ったカウンターの突きに勇敢だった男は反応できず、長剣は腹の上に突き刺さり背中から長々と飛び出す。

「じゃあな」

　一声かけて剣を真上に振り抜くと引き抜けた男がゆっくりと宙を舞い、民家の屋根に落下した。

「指揮官殿……」

「ひ、怯むな、敵将が目前にいるのだぞ！」

　一瞬足が止まった敵兵が自らを鼓舞するように叫びながら再び突っ込んで来る。

「族長様が目にもの見せたぞ！」

「いざ続け！」

　護衛隊も負けじと大声を張り上げて飛び込み、たちまち大混戦となる。

「てい！」

　ギドが敵の斬撃に剣を絡ませて巻きあげ、空いた脇腹を切り裂く。

セリアの技と似ているが力がある分、ギドの方が強引に使えるようだ。

「ふんがぁ!!」

　マックが戦槌を振り降ろす。

盾で受けた敵は盾ごと頭を割られ、体を捻って避けた敵は馬を殴り殺されて地面に転がる。

力任せの攻撃だが大抵の場合はそれだけで十分なのだ。

　それでもやはり一番狙われるのは俺だ。

「うぉぉぉ!!」

「よっと」

　敵の斬撃を躱し、長剣で兜を叩きつける。

小気味良い音が鳴り、兜と頭が綺麗に割れた。

精度が足りなかったな。

「そりゃあ！」

「おっと」

　胴を狙った敵の槍を左手で掴み、引き寄せて長剣を喉に当てる。

喉から噴水のように血飛沫をあげながら落馬していく。

速度が足りないな。

「おりゃあ！」

「ん」

　首を狙った横薙ぎを小手で弾き、逆に長剣で一閃する。

綺麗に飛んだ首が数度回転しながら宙を舞った。

手は痺れもしない、力がまったく足りていない。

「や、やぁぁぁぁぁ!!」

「おいおい」

　叫びながら突っ込んで来た女騎兵だが、突進と攻撃のタイミングがあっていない。

シュバルツがさっと前に出て体当たりすると馬は転倒、女は派手に吹き飛んで民家に突っ込んだ。

頭が足りていなかった。

「次は何が足りないのかね」

　周りの敵を睨みつけると敵はさっと身を引き、他の護衛隊員に向かっていく。

根性が足りないようだ。




「いざ参るぞ！」

「わははは!!　参るのだ!!」

　怒鳴りながらイリジナに向かって行く敵だが、イリジナの方が何倍も声がでかい。

「とう！　やあ！」

　敵は胸と喉を狙って素早い突きを繰り出すが、いずれも穂先をイリジナの槍に払われる。

「ふん！　ふんふんふんふん!!」

　そしてイリジナの反撃が始まる。

顔面、胸、喉、腹と嵐のような連続突き、しかもただ早いだけではなくイリジナの女とは思えない怪力がしっかり乗っており防ぐ度に敵の体勢が崩れていく。

「ぐわっ！」

　敵の体が揺らめいた瞬間、空いた太ももに槍が突き刺さり敵が反射的に体を丸めてしまう。

これで詰みだ。

「どりゃあ!!」

　乱戦の喧騒の中でも雷鳴のように響くイリジナの叫び、そして同時に槍が敵の喉を貫く。

イリジナは見事串刺しとなった敵を持ちあげ、地面に投げ捨てる。

「わははははは!!　取ったぞー!!」

　上機嫌に槍を振り回しながらイリジナは次の敵に向かって行く。

頼りになるが怪我はしないでくれよ。




「は、早い！」

「お前が遅いだけだ」

　セクリトの双剣が息つく間もなく敵を襲う。

盾と剣で必死に守る敵だが、たちまち対処できなくなり、盾を飛ばされ、剣を取り落とし、右手左手と斬り落とされて最後に首を切り裂かれる。

　いつもながらセクリトは無駄に相手をバラバラにしすぎる。

「お前に言われたくはない」

　よそ見をしていた俺に敵が突っ込んで来る。

もちろん気は張っているので不意を突かれることはない。

「ふん！」

　長剣を振り下ろすと頭が砕けて右手が吹き飛び、胴体が半分に割れて色々なものが飛び散った。

「俺のは勝手に相手がバラバラになるんだよ」




　その点セリアは非常に綺麗な戦い方だ。

「やあ！」

　セリアは敵の斬撃を受け流し、脇の隙間に剣を捻じ込んだ。

「がふ……」

　細身の剣は脇から胸に突き刺さり敵は小さく呻いて絶命する。

「こいつめ！」

　更に斬りかかる敵の剣を紙一重で躱して手首を切り裂く。

大量出血に慌てる敵の首筋をすれ違い様に剣で撫で、頸動脈を切り裂いた。

「せい！」

　セリアの活躍はまだ続く。

　懐から取り出した短剣を目の前の敵に投擲、慌てて弾いた隙に兜の隙間……目の穴に剣を突き込んだ。

　流れるような戦い方だ。

俺達と違って返り血をまったく浴びていない。

　どうだとばかりに目を輝かせて俺を見る。

「愚か者、よそ見をするな」

　ドヤ顔の後ろから襲いかかろうとした敵の首をセクリトが派手に斬り飛ばし、セリアは頭のてっぺんから大量の返り血を浴びて真っ赤になってしまった。

「……」

「文句があるのか？」

　助けてもらって文句を言うわけにもいかず、不服そうに膨らむセリア。

互いに守り合えるなら俺も安心だ。




　少数だが精強な護衛隊を前に敵は一方的に損害を重ねていく。

すると敵の攻勢が突然緩まる。

「たったこれだけの数を抜けないのか!?」

「仕方ない騎兵を下げろ！　道が狭くて上手く戦えん」

「槍兵をあげるのだ。道いっぱいに広がって槍衾を組ませろ！」

　敵騎兵が下がり代わって槍兵が道いっぱいに広がって前進してくる。

全員が長槍を突き出しながら前進してくるのでそう簡単には前に出られない。

「とりあえず足は止めたな」

　とりあえず騎兵は止めた。

槍兵には足がないので一気に蹂躙される危険はない。

「全員下馬しろ」

　ここまでは予定通りだ。

そもそも市内での戦いで馬はあまり使えない。

「全員槍衾！」

「間を空けるな。穂先で道を裂き開くのだ」

　敵は道いっぱいに広がり、がっちりと槍衾を組んで前進してくる。

無数の穂先がこちらを向き、兵数が多い分前後の厚みもあって簡単には止められそうにない。

　下馬した護衛隊が盾を構えながら当たるが圧力を受けてじりじりと押されていく。

「ここがただの狭い道だったらの話だがな」

　俺がさっと手を上げる。

「合図だぞ」

「一斉にいけ」

　大通り両側の商店、民家の屋根に伏せていた味方が立ち上がり、石や丸太を一斉に投げ落とす。

「上だ！　上に気をつけろ！」

「隊列を崩すな──ぐえ！」

　敵の陣形が乱れ圧力が弱まる。

長槍兵は両手で得物を持つので盾がもてない。

上から物を投げられても防ぐ手段がないのだ。

「よし敵が怯んだ！　押し返せ！」

　押され気味だった護衛隊が逆に敵を押し戻し始める。

　俺は腕を振り上げたまま少しだけ動きを止めて余韻を味わう。

「エイギル様？」

「今のは智将のようだったろ？」

　手をあげて策を発動させるのはなんともいい気分だ。

「準備したのはトリスタンだがな」

　セクリトの声など聞こえない。

「俺も加わるか」

　戦況をざっと眺める。

　正面の大通りでは護衛隊と敵がギュウギュウ詰めになって押し合っている。

そこに屋根の上の味方が石だの槍などを投げ付けているが、盾を持った敵歩兵が長槍隊を援護し始めているので最初程の効果は出ていない。

「普通に考えれば正面にいくべきだが……」

　あのすし詰め具合では思い切り剣を振ったら味方ごとやってしまいそうだ。

ちまちま戦うなら俺が行く意味は無い。むしろ邪魔になるだろう。

　ここは屋根に登ることにしよう。

　用意された梯子を使って屋根に登った俺達は早速攻撃を開始する。

「いきます！」

　セリアが短剣や用意されていた石を投擲する。

　敵は既に屋根からの攻撃に備えていたので、そのほとんどは防がれてしまうが構わない。

敵の気がこちらに向くことで正面の味方が有利になっているからだ。

「やれやれ。まるで盗賊みたいな戦い方だ」

　セクリトは投げ槍やどこからか持って来たナタなどを次々と投げる。

　彼女の投擲はセリアよりも精度に劣るが、関節が逆を向いているのではないかと思うほどしなった腕から放たれる得物の威力は段違いだ。

　盾で防いでも体勢を崩され受け損なえば即座に死に繋がるので敵はより気を回さざるを得ない。

　現に回転しながら飛ぶ大ナタが盾兵の首を斬り落とし、更に奥の槍兵の顔面に突き刺さっていた。

「私はここだ!!」

　イリジナは投擲は苦手なので槍を持って屋根の淵に立つ。

端の敵を槍で狙い、こちらに登って来る敵を串刺しにしていく。

「俺も見せつけてやろう」

　負けじと投げ槍を思い切り投げる。

「外れたな」

　槍は回転したせいで柄の方が敵に当たってしまった。

　今度は短剣を投げる。

「また外れだ」

　敵が上手く盾を構えたせいで弾かれてしまう。

敵は盾ごとひっくり返ったがさすがに剣が軽すぎて俺の力でも貫通はさせられない。

「このくそが！」

　渾身の力で石を投げる。

だがムキになったせいで手が滑って石が水平に飛んでしまい、反対側の屋根に着弾する。

「おわっ！」

「あぶねぇ！」

　味方が思わずひっくり返り、恨みがましい目でこちらを見て来る。

「惜しい、もう少しだった」

「エイギル様を煽らないで下さい！」

　一々セクリトが入れる茶々に段々腹が立って来る。

　今日はどうしても上手く行かない。

いや、そもそも得物が小さすぎたのだ。

　丸太は……最初の攻撃で全部落してしまっているか、なら足元の民家にもっと良い得物はないだろうか。

　──あるじゃないか。




「ふぎゃあああ！　な、なんだこりゃ……かまど!?」

「なんでこんなもんが飛んで来るんだ！」

　高速で飛ぶ石のかまどが敵兵を横一列に薙ぎ倒す。

「嘘だろぉ!?　みぎゃ!!」

「投げるもんじゃねぇぞ！」

　木製の大型タンスが敵のど真ん中に落下して破片を飛び散らせる。

「うろたえるな！　家具を投げるなど敵が苦しい証拠──ぶぐ」

「指揮官殿が潰されたぞ！」

　偉そうなおっさんの銅像が馬に乗った男に命中して潰れた肉塊に変える。

「……無茶苦茶です。でもすごいです」

「敵が目に見えてうろたえているぞ!!」

　セリアとイリジナの賞賛を聞きながら更に色々放り投げる。

　重量物がドカドカ飛んでくるせいか、敵は屋根にばかり気を使い護衛隊は楽に戦えているようだ。

　ちなみにセクリトは銅像を投げたあたりから笑ってしまっている。

お前も戦え、なんの為についてきたんだ。




「敵が乱れ始めています。スペースが出来て来ました！」

　セリアの言う通り、道いっぱいに広がっていた敵は乱雑な塊に変わり随所に空きが出来ていた。

ここが好機だ。

　俺は長剣を両手で持ったまま屋根から飛び降りる。

「へっ？　だ、駄目です！」

　セリアの叫びが終わる前に間の悪い敵の頭を軍靴で踏みつけて潰して着地、同時に長剣を横に振ってもう一人の腹を裂く。

「降りて来たぞ！」

「先走ったな阿呆め！」

　屋根にいた俺が手の届く所に来たので見てやれると思ったのだろう。

敵十人以上が目を血走らせて駆けてくる。

「孤立しています助けないと！」

「今行くぞ!!」

　セリアとイリジナに心配するなと笑ってやる。

「さて先走ったのはどちらかな」

　敵は興奮のあまり我先にと向かって来る。

人数こそ多いが同時攻撃になっていない。バラバラに向かって来ているだけだ。

「ふっ！」

　駆ける敵に向かって俺も駆ける。

　一人目は間合いを取り間違えて剣を振りかぶるのが遅れた。

身を屈めて胴を薙ぎ払い、その体を両断する。

　体を引き裂いた勢いそのままに刀身を返し、二人目の顔面に剣を突き込む。

　そのまま力任せに首ごと剣を持ち上げ、三人目が振りかぶった剣に合わせる。

敵の剣は長剣と当たるなり折れ、そのまま刃は肩口から脇腹へ抜ける。先端についていた首も飛んで行く。

「喰らえ！」

「食わんよ」

　振り降ろしと同時に地に伏せるように体を屈めて一回転すると、頭の上を槍が通り過ぎる風を感じる。

　回転の勢いを利用して足元から長剣で切り上げる。

四人目の右足は足首の上、左足は太ももの下から地面に転がる。

「そら」

　慌てて防御した五人目の盾を前蹴りして転倒させ、六人目の首を刎ね飛ばす。

　もちろん間髪おかずに切っ先を返して尻もちをついた五人目の頭も叩き割る。

「つ、強──」

　七人目が言い終わる前に喉を貫き、刀身を回して絶命させてから引き抜く。

「一瞬で七人……悪魔……」

「人の敵う相手じゃないのか……」

　敵がじりじりと後ずさる。

俺の周りに大きな空白ができたおかげで正面の護衛隊はますます有利になりそうだ。

「バラバラに行くからだ。奴が強くとも手は二本、まとまっていけ！」

　そこに敵指揮官が余計なことを言う。

敵兵は顔を見合わせてから俺を半包囲するように囲み、一斉攻撃の構えを取る。

「ふむ」

　俺は足元を軽く軍靴の踵で叩いてみる。

大通りだけあって立派な石畳だが、先程までの乱戦でかなり傷み、石が浮いている。

「いけ──!!」

「「「「うぉぉぉぉ!!」」」」

　号令と共に敵が一斉に飛び込んで来る。

「ふん！」

　俺は腰を落として全力で薙ぎ払う。

もちろん敵は横薙ぎの斬撃を警戒しているだろう。

　だが俺の剣は敵を狙っていない。

長剣が叩いたのは石畳の道だ。

　渾身の一撃は石畳みを叩き割り、その破片を砂や小石と共に敵の集団に叩き付けた。

「うわ!?」「め、目が！」「痛！」「馬鹿、足を止めるな！」

　敵の動きが一瞬止まる。

それで十分だった。

　最初の一撃の力をそのまま利用して回転、今度は棒立ちになった敵兵を正確に捉える軌道で剣を振るう。

　声なのか息を吐いただけなのかわからない音がいくつも聞こえる。

確かな手応えがあった。

「……なんだこれは」

「ひぃぃぃ!!!」

　敵指揮官が呆然と呟き、お付きの女兵士が後ろに倒れて悲鳴をあげる。

　目の前にあるのは腹から下のみで立つ五つの死体だった。

　死体は数秒直立した後、ゆっくりと前のめりに倒れて中身をぶちまける。

　俺は視線を指揮官に移した。

だが指揮官が動きを見せる前にその喉元に短剣が突き刺さる。

「どりゃあ!!」

「しっ！」

　同時に俺の後ろに回ろうとしていた敵兵がイリジナの槍に貫かれ、クロスボウでこちらを狙っていた敵兵の胸にセクリトが投げた短槍が突き刺さる。

これで背中も万全だ。

「敵が崩れたぞ押せ押せ──！」

　俺達の横槍が功を奏したのか護衛隊が正面を押し切ったようだ。

　敵兵が川を逆流するように逃げ始める。

「敵にまかれないように注意して殺せ」

「はい！」

「おう!!」

「ん」

　俺達は道の端に寄り、逃げ道を塞がないようにしながら次々に敵を屠っていく。

　俺の長剣が敵を斬り飛ばし、セリアの剣が足や首筋を捉え、イリジナの槍が串刺しにする。

セクリトも転んだ敵を確実に仕留めていく。

「情けをかけろとはいいませんが、どうして足から順に斬っていくのですか。急所を狙って下さい」

「その方がよく鳴いて楽しいだろうが」

　彼女の性格はどうやら治りそうにない。




　正面の敵が門近くまで引いた所で伝令が俺の元にやってくる。

「トリスタン様からご指示です」

「どうしてトリスタンがエイギル様に指示を出すのですか！」

　セリアが伝令の襟を掴み上げる。

　ザン＝ドラの市内戦闘全体を指揮しているのは確かにトリスタンだが俺が奴に指示を出される覚えはない……が伝令を締めあげても意味は無いし、文句をつけている暇もない。

　戦いの後でイリジナにケツを蹴らせればいい。

セリアと違って馬鹿力だから痔を覚悟しておけ。

「続けろ」

「はい。護衛隊は直ちに大通りを放棄、第二作戦に移行せよとのことで──ひぃ！」

「『せよ』？　エイギル様に『せよ』ですか!?　……ふがふが」

　憤るセリアの鼻を摘まんで黙らせる。

「後にしろ。第二作戦に移行だ。一旦トリスタンと合流する」

　苦労して守り抜いた大通りを放棄する事にも抵抗はない。

護衛隊の面々も不満は一切見せない。彼らも作戦をしっかり把握しているのだ。




　第二作戦……兵が分散して各路地や民家の建屋に籠った直後、大通り周辺に敵の砲弾やカタパルトの石弾が降り注ぐ。

　石畳が派手にめくれ上がり、二階建ての商店が土煙りをあげて崩れ落ち、木製民家の屋根に大穴が空く。

　俺達はそれを他人事のように眺めていた。

「派手にやってるな」

「下手に守ろうとしていたら大損害ですね」

　大通りから離れた場所で身を伏せる俺達は苦笑しながらその光景を眺める。

　カタパルトから飛んだ石が　この辺りでは最大規模を誇っていた交易所を無残に破壊する

「……うう、大損害です」

「はぁ、どうせ僕がアドルフさんに文句を言われるんだろうね」

　セリアが悲しそうな声を出す。

トリスタンの文句は聞こえない。

「今更気にしても仕方ない」

　ぶっ壊すと決めたならとことんやってしまおう。

開き直ると案外見てて気持ちがいいぞ。

「あ」

　砲弾が桃色の建屋を捉えて半壊させる。

あれはこの街唯一の高級娼館だ。

「ぐぅ……町が破壊される光景は覚悟していてもつらいものだな」

「「「……」」」

　娼館まで狙うとは非道な奴らめ。

　攻城兵器での攻撃が止むと再び敵の騎兵が駆け出してくる。

　騎兵は先ほどの攻撃で懲りたのか最初そろそろと進んでくるが大通りが無人だと気付いたのか次第に加速し始める。

どうやらこちらが慌てて逃げたと思っているようだ。

「守る必要がないだけなんだよね」

　トリスタンがさっと合図を送る。

　すぐさま数名の兵士が物陰から駆けだし、大通り沿いの石造りの頑丈な建物に飛び込んでいく。

「道側の柱を切断、丸太で仮支えしているんだ」

「それを外せば……」

　まるで積み木細工のように次々と建屋が傾いていく。

「こうなるね」

　頑丈だった建物は轟音を立て、次々と大通りに覆い被さるように倒れて行く。

たちまち道は瓦礫の山になってしまった。

「これでまともな道は細い路地だけ、騎兵は無用の長物だ」

　敵の顔は見えないが地団太踏んでいるのだろう。




　第二作戦が開始される。

こちらの兵は数名ずつに分散して路地や各民家に籠り、なんとか町の中心部に入ろうとする敵と随所で小規模な戦闘を繰り返す。

　こうなれば数の優位は無意味どころか、狭い路地に押し掛ければつっかえてより状況を悪くする。

　騎兵が一気に走り込める道もなく、這うように進み一軒一軒を戦って奪うか破壊して進むしかない。

　更に要衝や視界が欲しくなる場所には柱が切られたり基礎が壊された建物が準備され、必死の思いで奪った建物に入った途端、哀れな敵兵ごと建屋は崩れ落ちた。

「決着は町の外で着くからね。僕達はここで時間を稼ぎ敵をいらつかせていればいいのさ」

　トリスタンはそう言いながら敵の細かい動きに合わせて指示を出し続けた。

　俺も突破されそうになった場所にかけつけて敵を斬りまくった。

　全てが概ね想定通りに進んだが、それでも敵は徐々に町の中心部に迫ってくる。

「予想外なのは攻城兵器の多さだよ。こっちにはまともな城塞都市なんて無いのにどうしてこんなに持って来たんだか……まったく何事も完璧にはいかないよね。そもそも僕の人生がその最たるものさ……」

　トリスタンの愚痴に興味はないが、敵の攻城兵器の多さは確かに厄介だった。

路地の戦闘でこちらが有利となればたちまち砲弾や石弾が飛んでくる。

　防衛陣地が次々と叩き壊されるのでどうしても下がり続けるしかなくなるのだ。

　そしてある陣地が落された時、トリスタンが盛大な溜息を吐いた。

「あちゃ……遂にあそこの詰所が落ちちゃったか。ここまでだね」

「降伏なんて許しません。貴方だけは最後まで戦って死ぬのです」

「なんでさ……じゃなくて、ここまで押されたら普通には守りきれない。だから第三段階に行くしか無いね。これは取り返しが付かないから……本当はやりたくなかったんだけど」

　トリスタンはそう言って俺の顔を見ながら盛大に溜息をつく。

「はぁ……アドルフさんになんて言おうか」

　最後まで文句を言いながらトリスタンは市内に散った部隊に伝令を出すと、途端に動きが見え始める。

　ある部隊は一目散に後退し、ある部隊は他の部隊と合流して敵中に孤立する。

そしてまたある部隊は強引に攻めて拠点を確保した。

　全部隊から準備完了の連絡が来るとトリスタンが俺の顔を見る。

「最後の命令は僕じゃ駄目なんだ。僕にはその責任は取れないし、取る義務もないからね。これは辺境伯の役目だよ」

　そりゃそうだ。

「ん、第三段階を開始しろ！」

「軽いなぁ……」

　別に軽くはない。

町を焼くと決めたのに半端に躊躇してどうする。

ここで悩むなら最初からやらないさ。

　俺の命令と同時に町に一斉に火が放たれる。

　今までの戦闘と攻城兵器による攻撃で瓦礫の散らばるザン＝ドラの町はたちまち炎に包まれていく。

「これで終わりだね」

　トリスタンの言う通り、これで終わりなのだ。

　業火は敵味方の区別なく際限なく燃え広がる──ことはなく、味方を避けて敵兵のいる場所だけを押し包んでいく。

　敵味方ともに戦闘を中止し、火を避けて身を低くする。

だが味方は煙にむせるだけなのに対して、敵の籠る場所は見事に炎に包まれて火達磨になった敵兵がもがきながら飛び出し、やがて地面に斃れて炭となっていく。

　その光景はまるで炎の怪物がこちらの味方をしているようだった。

「これはこれは……なるほどな」

　セリアが目を丸くする。

セクリトも少し驚いたようにトリスタンを見る。

「まるで生き物のようだな」

「僕の努力の結晶だよ。本当に時間が厳しかったんだよ」

　炎を味方につけるタネは簡単だ。

ザン＝ドラの街には木で出来た家と石造りの家が混在していた。

木でできた家は燃え、石の家は瓦礫となっても燃えない。

　味方は燃えない区画に陣取り、敵は燃える区画に陣取らせる。それだけだ

「いや全然違うよ。そんなくっきり分かれてたらどれだけ楽だったか。味方の場所にある木造家屋には泥を塗り込んだし、延焼しないように家を取り壊した。敵に取られるだろう建屋には燃える物をさりげなく置いたんだ。地図を見ながら予想される陣形と細かく見比べて……昼寝どころか一睡もできなかったんだけど」

　ともあれ味方は燃えない陣地で、敵は燃える陣地、そういうことだ。

「そうですね。理屈はどうでもいいです」

「わはははは!!　勝てばいいのだ!!」

「僕の努力をもっと讃えてよ……もう三年分ぐらい仕事したよ……」

　肩を落とすトリスタンの頭をセクリトが撫でる。

「ふむ、お前はなかなか面白いな。興味が出て来たぞ」

　なんだと。

「いやそんな目で見ないでよ。というかセクリトさんに触られてると首を捩じ切られそうで怖いんだけど」

「くくく」

　一瞬嫉妬しかけたが、どう見ても蛙で遊ぶネコといった様子だから勘弁してやる。

「これでもう敵は身動きが取れないか」

「そうだね。こうなったら対処は二つしかない。一つは一旦町の外まで逃げることだね。しかしそうなったら火が収まるまで攻撃はできないし、既に損害も大きい……つまりこちらの目論見通りなんだ」

「もう一つは？」

　答えたのはトリスタンではなく、見張りの兵士だった。

「全ての敵が一斉攻勢に出ました！　炎をついて滅茶苦茶に力攻めに出て来ます！」

「……こういうことだね。火を避けるにはこちらの陣地に飛び込めばいい。とても不利な状況になるけどなにがなんでも町を落とすならこれも一つの答えだよ。理屈ではわかるけどほんとにやるなんてね」

　俺は軽く笑ってトリスタンに告げる。

「出てくるぞ」

「ほい。僕はここで指揮を執るよ」

　顔をあげた途端熱気が押し寄せる。

当たり前だ。直接火に包まれてはいないが、街中が燃えているのだ。

　俺はマントに水をかけて体を包む。

　セリアも頭に乗った火の粉を慌てて払い除け、布と美しい銀髪を水でたっぷり濡らした。

「人の焼ける良い臭いだ」

　セクリトが恍惚の表情で深呼吸をする。

「やっぱりこの人おかしいよ……」

「準備完了だ!!」

　イリジナは口いっぱいにパンを詰め込むと槍を構える。




　炎の中で戦闘は続く。

敵は火に焼かれながら何度も押し寄せ、味方もまた一歩も引かずに追い返す。

俺達も敵を斬り、突き、火に放り込んで暴れ回る。

　それでも敵の損害のほとんどはこちらの攻撃ではなく、火に巻かれて斃れたものだった。

　凄まじい熱の中での戦闘は実際には三十分も続かなかったが、兵達は半日続いたように感じただろう。

　そして長い体感時間と僅かな時が経った後、遂に敵は総崩れとなった。

　追撃するまでもなく、体力の限界を迎えた敵兵は灼熱の中でバタバタと斃れ、あるいは逃げる道を間違えて炎に巻かれてしまう。

　火が鎮まった後、戦場にはごくわずかな負傷者とおびただしい焼死体が転がっていた。

「損害を報告しろ」

「味方の損害は中程度、敵損害甚大……ザン＝ドラの八割が焼失しました」

「ん」

　俺は剣を掲げて叫ぶ。

「勝鬨を上げろ。外で戦っている味方に聞こえるぐらいにだ」

　市街戦と炎は印象が悪い。

ザン＝ドラが堕ちておらず、俺達が勝ったのだと知らしめるのだ。

「「「「「うおぉぉぉぉ!!」」」」」」

　兵が叫ぶ。

「うがぁぁぁぁぁ!!」

「ぐぉぉぉぉぉぉ！」

　セクリトとイリジナの声は女とは思えない。まるで獣の咆哮のようだ。

「うぉーーーです！」

　セリアは精一杯荒々しく叫んでいるがどうしても可愛い。

「おー、ゲホゲホ、はっくしょん」

　トリスタンはやる気がない。

　俺の叫びで締めだ。

特大の咆哮をお見舞いしてやる。

　思い切り息を吸い込む。

「──────!!」

　自分でも信じられない野獣の声が出た。

「ひっ！」「うわっ！」「今のはオークか！　ドラゴンか！」

　味方の兵士が一斉に肩をすくめ、武器を構えて当たりを見回す。失礼な奴らだ。

「ぴい！」

　更に焼け残っていた民家から敵の女兵士が転がり出てきた。

俺の狙撃を狙っていたのか持っていたクロスボウも取り落としてしまっている。

　慌てて逃げようとしたが腰が抜けて動けないのだろう。

のたうつばかりでセリアのかかと落としを喰らって卒倒してしまった。

　まさか俺の咆哮のせいではあるまいが、良い知らせはまだ続く。

「──伝令!!　市外で行われていた戦闘は味方の勝利です！　敵は撤退を開始し、レオポルト様が全面追撃に移っています」

「俺達も合流して追撃する。疲れているだろうがここが正念場だ。もう少し気張れ」




　こうして二度目のザン＝ドラ会戦は終わった。

　俺は市内、市外の両方で敵を破り、その後も執拗な追撃によって敵東部軍に甚大な損害を与えた。

　レオポルト、トリスタンは敵の東部軍団は進軍する能力を失ったと言い切った。

「二万で七万を撃破しました。大勝利ですね」

「そうだな」

　俺はザン＝ドラの町を見る。

控えめに言って壊滅、普通に言えば焦土だ。

　呆然と町を見る住民をマイラが北へと率いていく。

もうここには住めないだろう。

「エイリヒに頑張って貰わんとな。これが続くと勝ち続けたまま負けてしまいそうだ」

　俺達は今だ煙の燻るザン＝ドラに焦げた軍旗を掲げるのだった。




「で、気分が悪いのなら捕虜の女でも嬲るか？」

　セクリトが言う。

あの咆哮でへたれた女か。

「そういうのは好かん」

　うんうんとマイラとイリジナが首を振る。

「なんだ犯らんのか」

　セクリトがつまらなそうに鞭と果物ナイフを捨てる。

「だが彼女とは話をしないといけないな」

　貴重な捕虜だ。何か有益な情報が聞けるかもしれない。

「どうした？」

　マイラとセリアが無言で目を細めている。

まあ気にせず行くとしよう。

……なんだか歩きにくいな。

「それは股間が膨らんでいるからです」

「よっと」

　セクリトが鞭を拾い直す。

それはいらんと言っているだろう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

護衛隊一三〇名　歩兵一一五〇〇　騎兵一二〇〇　弓兵一四〇〇　弓騎兵五八〇〇　砲兵四五〇

総勢二〇四八〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

戦果　敵東部軍団粉砕

損害　ザン＝ドラ壊滅

財産　金貨二十万

経験人数七七六人　産ませた子六八人＋五六五匹

ちょっと遅れました。

題名が長すぎますねぇ。










第３８１話　中央平原統一戦争⑥　俺、参上







南ユーグリア前線司令部　占領下トリスニア

「「「敬礼！」」」

　黄金の装飾のついた綺麗な軍服に身を包んだ男達が一斉に敬礼する。

彼らに簡単な敬礼を返しながらザフネスは中央の席につく。

「全員楽にして良い。現状報告せよ」

　ザフネスがそういうと一人を除き全員が着席する。

「西部軍団八万は既にトリスニアを出撃致しました。ゴルドニア側の抵抗は散発的であり予定通り再来週までにはアークランドの南に陣を構えられるでしょう」

「見事だ【アセベド】お前の西部軍団こそアークランド攻略の要、要らぬ世話かもしれんが気は抜くなよ」

　ザフネスが応えると無骨な男は背筋を伸ばしたまま着席する。

「中部軍団五万は複数の兵団を広く展開、トリスニア・アークランド間の諸侯領を占領しつつ、アークランドへ集結せんとする敵軍を牽制中です。諸侯軍は総じて脆弱でありほとんどは交戦を避けて所領を放棄、北へと撤退しております。周辺を制圧次第、作戦通り西部軍団を援護してアークランド包囲を試みます」

「了解だ【マエスタス】お前の中部軍団の機動力が戦局を決することになるかもしれん。ロレイルの時は後一歩だったが……アークランドでこそ、敵を根こそぎ殲滅してみせろよ」

　生意気そうな男は不敵に笑ってから静かに着席する。

「輜重隊も来るべき大会戦に向けて順調に物資を集めております」

「訓練済みの徴募兵共も到着しました。連戦にも十分耐えられるでしょう」

「うむ、兵站が前線部隊の足を引っ張ってはならん。上手くやれよ」

　ザフネスは満足そうに頷いた後、一つ咳払いをして目つきを鋭くする。

「さて、俺はもう一つ報告を待っているのだがな」

　全員の目が一点に集中する。

その先に居た髭男は巨躯を小さくしながら席を立つ。

「と、東部軍団七万は……ハードレット領ザン＝ドラの攻略に失敗……致しました。二度の会戦に敗北して損害は甚大……上級指揮官にも戦死者が続出し……大規模な将兵の補充が無ければ進軍不能です」

「甚大とはどの程度か」

　ザフネスはあえて声を荒げず、淡々と問い詰める。

「せ、戦死二万、戦傷三万……うち二万は戦闘不能にて本国に移送が必要な深手です」

　一瞬の静寂の後、ザフネスは持ち前の剛力で机を叩きつける。

「損失四万だと？　壊滅ではないか！」

　置かれたカップが倒れて中身が飛び散る。

西部軍団長アセベドは表情を変えず、中部軍団長マエスタスは素早く自分のカップだけを救出する。

「……め、面目次第も」

「それで敵に与えた損害はどの程度だ？」

　ザフネスは謝罪が終わる前に次の問いを投げた。

　男は巨躯に似合わぬ泣きそうな顔と、か細い声で答える。

「て、敵の重要拠点ザン＝ドラは完全破壊を……」

「ザン＝ドラは作戦上の兵站拠点、破壊してどうする」

『重要』を強調して言う男にアセベドが低い声で唸るように言う。

「敵に与えた損害は？　と聞いたのだぞ」

　もう一度ザフネスが繰り返す。

男は観念したように肩を落とした。

「ハードレット辺境伯軍約二万五千……今回の会戦で与えた損害は……い、一割程度かと」

　マエスタスがせっかく救出した飲み物を噴いてしまう。

「三倍の兵力で攻めて二〇倍の損害を受けて負けたのか……いやはや、よくそこまで負けられたものだ」

　ザフネスは大きく長い溜息を吐く。

「ダボル……お前とは長い付き合いだがここまで無能とは思わなかったぞ」

　ザフネスは首を振ってダボルを睨みつける。

　だがそこに鈴を鳴らすような美声が割りこんだ。

「お待ちなさい。戦の勝敗は時の運とも言います。今ここで糾弾することに何の意味がありましょうか？」

　現れたのは普段よりも装飾の薄いドレスに身を包んだヴィルヘルミナだった。

場の全員が一斉に椅子から立ち上がり最敬礼する。

「ダボル、貴方には言い訳と謝罪よりも先に成すべきことがあるでしょう。敗因と敵の詳細を報告し、今後について進言なさい。それこそが皆に勝利をもたらすのです」

　ダボルは涙に潤んだ目をヴィルヘルミナに向ける。

そして卑屈さを消して胸を張る。

「ハードレット兵の士気、練度共にゴルドニア正規軍に比べて遜色なく、兵装に至っては正規軍を凌駕しており、諸侯軍の域を超えております」

　今までダボルを非難していた者達も出て来た有益な情報を前に口は挟まない。

「ハードレット軍最大の特徴たる騎乗弓兵は数千に及び、騎射能力もさることながら少数での戦闘能力も極めて高く、一家単位で行動していたことより辺境部族……恐らくは山岳部に暮らす──」

　報告が終わるとダボルはザフネスに向き直る。

「現在我が東部軍団はまったく身動きが取れぬ状態です。このままではハードレット軍の牽制すらできず、アークランド攻略戦への横槍を許す恐れがあります。何卒援軍をお願い致します」

　その卑屈さの無い目を受けてザフネスはこめかみに手を置く。

「……大作戦を前に敗軍に向けられる兵は無い。だがこのまま放置するのもまずいか」

　ザフネスが地図に目を落とすと細く白い指がすっと一点を差した。

「この部隊は動いていないように見えますが？」

　ヴィルヘルミナが指差した場所はモルト王国だった。

弾かれるように一人の男が前に飛び出す。

「東部第二軍団はモルト王国の降伏を受けて首都ビアードに駐屯！　いつでも動けます！」

「と申しておりますけど？」

　だがザフネスと他の軍団長の反応は鈍い。

「東部第二軍団……名前は確かに軍団ですが」

「小国モルト制圧の為の寄せ集め……ハードレット軍とまともに当たれるだろうか？」」

「……四万の兵数だけは揃うが」

　渋るザフネス達にヴィルヘルミナは笑顔を崩さず言う。

その視線はザフネスの方に向けられてはいなかった。

「敗軍三万と未熟な四万を率いて精強な敵を討つ。その自信はありませんか？」

　視線の先にいたダボルは目を閉じてから首を振る。

「敗軍の将たる私にその才覚はありませぬ」

　ヴィルヘルミナはダボルに向けて微笑んでからさっと視線を移す。

　数瞬の静寂の後、一人の女が名乗り出た。

「恐れながら陛下、私ならばその任を果たす自信がございます」

「【パトリシア】か」

　ザフネスは驚いた後、顎に手を当てて考え込む。

「確かにお前の枠にはまらぬ戦術と奇策の才は他の者には無いものだ。だがお前は万の兵を動かした経験が無い。いきなり七万の長たり得るのかどうか……」

　パトリシアはずいとザフネスに寄る。

「経験はございませんが自信はあります。貴方といくつもの戦場をかけた私をどうか信じて頂きたい」

　胸を張って自信たっぷりに言う彼女は剛毅を通り越して傲慢にさえ見える。

だがはっきり言い切ったことがかえって周囲に安心を与える。

「良いのではありませんか？　誰しも初めてがあります。彼女にとっては今がその時なのでしょう」

　ヴィルヘルミナの援護もあり、パトリシアはますます胸を張って迫る。

そして今だ決断できないザフネスに最後の支援が入った。

「彼女は経験すべきです。初めてを、貴方の下で」

「ぐ」

　ザフネスの体がびくりと震え、他の者に聞こえない声でヴィルヘルミナに囁く。

「俺とパトリシアの関係をどこで知ったのだ。まさか本人に聞いたのか？」

「はて、わからんな」

　ザフネスは苦い顔でパトリシアに振り返る。

反面彼女は自信たっぷりに目を輝かせていた。

「……わかった。パトリシア＝ラーレイ。お前を東部軍団長に任じる。モルト攻略部隊と合流の後、ハードレット軍に当たり、可能ならばラーフェン攻略を目指せ」

「光栄です閣下！」

　次にザフネスはダボルに向き直る。

「ダボル。全力で戦った結果とは言え敗戦の責は取らねばならん。貴様は軍団長を更迭、三階級職階を落し、五百人大隊長に任じる。良いな？」

　ダボルは無言のまま床につきそうな程に頭を下げた。

「ではこれにて軍議は終了とする。各々は自分の隊に戻れ」

　軍議が終わった後、退室したザフネスにダボルが続いた。

「何用だ？　下らん懇願や謝辞なら要らんぞ」

「いえ、実は閣下にだけお伝えしたいことがございます。未確認の情報なので他の者に伝えると無用な混乱を招く恐れがあるかと」

　ダボルがザフネスに囁く。

「セ……あの女を見ただと!?」

　驚愕の声が辺りに響き、ザフネスは慌てて音量を落とした。

「市内での乱戦中でしたので確認はできませんでした。しかし目撃したのが直属参謀だった者ですので見間違いとも思えず」

「わかった。俺の方でも調べてみる。それまでは他言無用だ」

「は」

　ダボルが去った後、ザフネスは周りに人がいないことを確認して独語する。

「河の藻屑と消えたと思っていたが……まさかお前も中央平原に流れて来たのか？」

　ザフネスは東に視線を向ける。

「ダボルの話では兵卒として戦っていたらしい。生きる為に傭兵紛いのことをやっているのだとすれば……俺が重職にあると知らせれば当然頼ってくるはずだ。そうすれば奴を──セクリトを俺の女にできる。あの褐色の胸と尻を俺の自由に……ふ、ふふふふふ」

　ザフネスは好戦的な笑みを浮かべ、若干前屈みになって歩を早めるのだった。
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王都ゴルドニア

　王宮に激しい怒号が響く。

「陛下、何故分かって頂けないのか！　今は一兵たりとも無駄な任に当てている場合ではありません！」

「ラッドハルデ卿、陛下にそのような無礼な言は慎まれよ」

　諌めたケネス閥の法務大臣をエイリヒは怒鳴りつける。

「無礼も何もあるものか、礼儀などよりも遥かに重要な話なのだ。敵軍は大挙してアークランドに迫っている！　あそこが落ちればゴルドニアは南全体、ひいては国力の過半を失うことになるのだぞ」

　その剣幕にたじろいだ法務大臣に代わり王が苦笑しながら言う。

「そちの言うことは理解しておる。だが余と余の愛する者を狙う獅子身中の蟲を放置しては──」

「失礼ながら陛下、それは違います」

　大臣と側近、はてはケネスまでが息を呑む。

まさかエイリヒが王の言葉に割りこむとは思っていなかったのだ。

　王から僅かな笑みが消え、敵を見るような冷徹な視線をエイリヒに向ける。

　だがエイリヒは止まらない。

ここで中途半端に止めればそれこそ破滅を招くことはわかっていた。

「蟲の駆除は目の前の猛虎を退治してから存分に行うべきです。今は少々の痛み、痒みなどは無視して命をかけて噛み合わねばなりません」

「……そちは余を蟲の餌食とするつもりか？」

「人を食える蟲などまずおりません。しかし虎は違う。このまま片手間に相手をすれば虎は必ずや王国を壊し陛下を害することでしょう」

　そもそも体に集る蟲など王の妄想ではないのか。とはさすがに口に出さない。

「それをどうにかするのか貴殿の役目であろうが！　緒戦からの敗北の責は軍務総監にあることは明白、だからこそ我らは最初から外交解決を唱えておった！」

　ケネス派文官の一人がエイリヒに向けて怒鳴る。

だが一秒の間も無く倍する声で怒鳴り返される。

「黙れ！　今更和平など無いとわからぬか！　わからねば無能、分かって言っておれば売国奴だろうが！」

　文官同士の言い争いとはケタが違う殺気の籠った一喝に文官は腰が抜けてへたり込む。

　ケネスは言葉を出せば負けとばかりに何も言わず静かに事の次第を見守っている。

「もちろん私の能力不足によってトリスニア、ロレイルが失陥したことは事実。だからこそ次の一戦には全戦力を投入し、戦局を一気に挽回させねばならぬのです。今のように起こってもいない反乱に兵を張り付ける訳にはいきません。陛下、私に王国軍の全てを任せて頂きたい。必ず戦局を挽回して見せます」

　エイリヒは最早恐れるものはないとばかりに王に懇願する。

あまりに遠慮の無い物言いに王の後ろに控える側近達が王から徐々に距離をあけていた。

「エイリヒ……余はそちを信じておる。信じておるからこそ、侯爵位を与え軍務総監として王国軍を任せてもいる。此度の戦は苦境なれど、そちへの信は失われておらぬ」

　王は玉座から立ち上がりエイリヒに近寄っていく。

　だが今までのように身を屈めたり、肩を叩いたりはせず見降ろしたまま続ける。

「されど余のそちへの信頼は神を信奉するかのごときものではない。揺らぎもするし疑うこともあろう。バカバカしいと思いながらもつい考えてしまう『卿は余に成り変わるつもりなのではないか』『襲撃の糸を引いたのは卿ではないか』とな」

　玉座の間は耳が痛くなるほどの静寂に包まれる。

誰も一言も発せない。

　エイリヒと対立するケネス派でさえ息の音すら殺している。

咳払い一つしようものなら、火の粉が飛んでくると思える緊張が場を満たしていた。

　エイリヒは顔をあげて王の目を見る。王もまた視線を逸らしはしない。

「私にはいかなる叛意もありませぬ。お疑いならいくらでも調べて頂いて結構、一点の曇りでもあればいかなる処罰も受けましょう」

　王とエイリヒはしばらくの間視線を重ねる。

睨み合っていると言っても良いだろう。

　やがて王の方が視線を逸らした。

場の空気が僅かに緩む。それでも他の者にできることは息を吐くことぐらいで体を動かす余裕はない。

「政務総監は南ユーグリアと和平交渉を試みておったな。成果は？」

「陛下！」

　声をあげるエイリヒを王は手で制する。

　今度はケネスに全員の視線が集まる。

「具体的な成果はございませぬ。相手は現在の前線を暫定の国境としての停戦になら応じると繰り返すばかり、撤兵もこちらが先に引くならば追随すると申すのみ」

「してそちはどう思う？」

　王がケネスに問う。

ケネスはエイリヒにちらりと見てから答える。

「残念ながら南ユーグリア側に和平の意志はありませぬ。全ては時間稼ぎとこちらの虚をつく為の弁にございます。少なくとも敵を戦場で破り、現状の不利を覆してからでなければ交渉の余地はないでしょう」

　制されていたエイリヒが再び声をあげる。

「陛下。和平か戦か、ではありませぬ。戦うか諦めるか、その二択なのです」

　王はしばらくの間虚空を見上げる。

それから玉座の後ろに鎮座する巨大な檻に目をやった。

檻からカランと小さな音がする。

「……良かろう。王国軍全てを王都に呼び戻し、軍務総監に任せよう。余の信頼を裏切るなよ」

「身命を賭してかかります」

　ほっと表情を緩めたエイリヒだが、王の次の言葉に再び顔を強張らせた。

「しかるに叛意の有無が分からぬ領主共を野放しにもできぬ。よって全領主貴族に動かせる全ての兵を率いて馳せ参じよと下命する。まさか王国軍に囲まれてはことも起こせぬであろう」

「しかし兵站──いえ、承知致しました」

　エイリヒは言いかけて口を噤む。

　寄せ集めの領主兵など何の役にも立たない上に兵站に負担をかけるだけだろう。

それでも王国軍全てが集結する意味は大きかったし、これ以上粘って全てを撤回されては元も子も無い。

「計算に走った……俺はやはり豪傑に成りきれんな。あいつなら最後まで遠慮なく言い放ったのだろう」

　エイリヒは溜息を交えながら唯一頼りになりそうな男を思い浮かべるのだった。
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ザン＝ドラ跡地

「『動かせる兵を全て率いて王都に馳せ参じよ』こちらの事情も分からないくせに……」

　セリアが不服そうに手紙を傾ける。

横から見ても内容は変わらないぞ。

　連絡はエイリヒからだったが、その命令は王から出されたものだ。

　前のような可能なら来てくれ、などと言うものではなく、王都への出頭命令だ。

しかも文体から見て俺だけでは無く他の全ての領主にも宛てられている。

「そんなに兵に困っているのか？」

「いえ、我らならともかく中小領主の兵をかき集めても兵站にかける負荷以上の意味があるとは思えません。故にこれは軍事的というよりも政治的な意図があるのでしょう」

　政治なら俺にはわからないな。

「ともあれ王の命令なら行かねばなりません。しかし撃破したとはいえ、敵の東部軍団はいぜん我が領内にあります。モルトを攻撃した部隊にも北上の兆候がありますし……むむ」

　マイラが頭を抱えている。

ここに残す兵力と王都に連れて行く配分を考えているのだろう。

「兵の配分についてはもう考えている」

　俺は胸を張って言い放つ。

レオポルトが興味深そうにこちらを見ているのが面白い。まあ見た目は無表情だが。

トリスタンはどうせ下らないことだろうと言わんばかりの顔だ。後でセリアに蹴らせよう。

「ふふふ、聞いて驚け！」




　──しばらく後。王都ゴルドニア。

「クラーネ伯爵家より誉高き豪竜騎士団三〇〇騎、ただ今参上！」

「ボルドン伯爵家より領内に我ら有りと謳われる猛牛兵団二〇〇名、ここに推参！」

「メタボール子爵家より何人も道をあけたる激豚旅団一〇〇名、いざ参った！」

　俺と同じように馳せ参じた領主たちが勇ましく自分の兵を紹介している。

なんか美味そうなのが居た気もするがちょっかいは出さないでおこう。

「うむ、国難の今こそ諸君らの活躍が必須だ。陛下も活躍に応じて惜しみなく褒美を出すとおっしゃられておる……色々とややこしいこともあったが、今は全てを忘れてただ戦ってくれ」

　エイリヒは領主一人一人を称えながら声をかけているが、どうにも疲れた顔をしている。

「当然か、ぱっと見で使えなさそうだもんな」

　竜はやたらゴテゴテ重武装で馬が息をついている。

あれでは騎馬の機動力を殺してしまう。

　牛は剣と大盾クロスボウで固めているが長槍兵が居ない。

あれでは攻撃に使うには鈍く、防御に使っても敵に重騎兵が二〇も居ればぶち抜かれるだろう。

　豚は問題外だ。何よりみていると腹が減る。

「使えないとはなんだ。無礼であろう！」

　おっと独り言が聞こえてしまったらしい。

領主の従者らしき男が俺の肩を掴んだ。

「貴様どこの……ハードレット辺境伯!?」

「おう聞こえたか。すまんな」

　俺が振り返ると男は慌てて頭を下げる。

「まさかハードレット卿とは露知らずとんだご無礼を！　どうか命だけは……いえ、我が新婚の美人妻を寝取るのだけはご容赦下さい！」

　何故そんなに脅えているのか。

最近王都に来る機会も少なかったが、まさか俺の噂はとんでもないことになっているのだろうか。

「おお、ハードレット卿。ここにおられましたか。いやはや探しましたぞ」

「ハードレット卿の大軍ならばすぐに見つかると思っておりましたが、さすがに街の外に置かれましたか」

「ははは、我らのように簡単に並べられる数ではありませんからな」

　次に声をかけてきたのは貧乏三人組モナシ伯、ビンボ子爵、ゴクフィン男爵だ。

そう言えば文で共に王都に向かおうとか言っていたが忘れていた。すまんな。

　三人はエイリヒに向けて胸を張って自軍を紹介する。

「我ら三人は一心同体」

　本当にこいつらは仲が良い。

「軍もまた三人で一つ」

　金が無いから私軍を三人共同にしたんだったな。

「我らが精鋭をご覧あれ」

　ざっと足音を立てて五百ばかりの兵が現れる。

　甲冑は剥き出しの鋼で華美さはないが実戦的な装備であり兵科のバランスも良い。

隊列もしっかりと組めており、練度も高そうだ。

　エイリヒの目が僅かに輝く。

「良い兵を揃えたな。見せるだけではない戦う部隊だとわかるぞ」

　以前に彼らが兵を訓練したいと言うのでマイラに出向いてもらったことがあった。

帰ってくるなり大金の入った財布を落として落ち込んでいたが、まあそれは関係あるまい。

「して隊の名前はなんという？」

　エイリヒが珍しく隊名を聞く。

俺も名前は知らないな。少し興味があるぞ。

「「「モナシ・ビンボ・ゴクフィン共同軍、誇りだけは負けぬ、餓犬隊五二九名ここに見参！」」」

「「餓……犬？」」

　俺とエイリヒの声が重なる。

「餓狼では無くか？」

「餓狼はハードレット卿の名の由来でもあります。我らがつけるなどおこがましい」

　別にどうでもいいんだが。

「しかしハードレット卿の武名にはあやかりたい！　そこで僅かに妥協して餓犬としたのです！」

「……そうか」

　エイリヒが何とも言えない顔で三人組を見ている。

『餓狼』だと獰猛さが際立つが『餓犬』だと飢えてる感じが際立ってなんとも貧相だな。

　それに兵数五二九と言うのも絞り出した感じがして格好がつかない。

五五〇か、せめて一名足して五三〇にできなかったのか。最後の一人分の金がなかったんだろうな。

　そんな事を考えているとエイリヒと目が合う。

「良く来てくれた。お前の領地も敵の攻撃を受けている中……本当にすまんな」

「いえ、西でも勝って貰わないとどうしようもないですからね」

　俺とエイリヒはがっちりと握手する。

「正直言って俺は領主の兵など戦力に数えていないんだ。はは、例外はお前だけだ」

　そこまで評価されているとはなんだか照れくさい。

やれる限りのことはしたくなるじゃないか。

「さて、お前の兵を紹介してくれ」

　エイリヒが笑いながら言う。

　周囲の領主たちもそれぞれの名乗りや雑談をやめて固唾を呑んでこちらを見ている。

ここは一つ派手に名乗ってやろうじゃないか。




「ハードレット辺境伯家より、俺一名、ここに参上！」




　どの名乗りよりもでかい声を張り上げる。

予想外なことに先ほどまでとは違う嫌な感じの沈黙が続く。

　カランと金属音が鳴る。

見れば貧乏組が剣を取り落としている。

「冗談か？　本気か？」

「本気です」

　地を這うようなエイリヒの声に間髪いれず答える。

　俺は理不尽にも首を絞められながらエイリヒの執務室に連行されるのだった。

今回は戦闘無しですが、次回から再び激戦です。
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　俺はエイリヒに首を絞められながら執務室まで連行され、部屋に入ると同時に解放される。

「お前は本当に毎度面倒を起こすな」

　連行する間に怒りが覚めたのかエイリヒは溜息をついてどっかり椅子に腰かける。

鎖帷子を着たまま豪快に座ったのでいかにも高そうな椅子が軋んだが気にかけてはいないようだ。

　そして何やら紙束を放ってくる。

「これが何かわかるか？」

「む」

　ペラペラと捲って見ると人名が並んでおり、名代が～、偽装を～、などと書かれている。

「さっぱりわかりません。女の名前がほとんどないぐらいですか」

　そう言いながらテーブルの下に隠されていた菓子を見つけて手をつけるとエイリヒは溜息をついた。

「人名ぐらいはわかれ……全てゴルドニアの領主だ。さっきの場所に居た奴もいるぞ」

　あれだけいたらわからん。

一人できて名乗りをあげる奴がいたら覚えていたかもしれないが。

　この菓子は良い匂いのするタレが塗られている。期待できそうだ。

「ここに名が書かれた領主共は戦後酷い目に合う。言うなれば悪魔の手帳だ」

　エイリヒは適当に紙を捲る。

『極秘　閲覧不可』と書かれているのが見える。あれはレベッカの字だな。

「たとえば────。ブルト子爵家、非継承権者を名代派遣、兵力も僅少。ムース伯爵家名代次男、精鋭とて一門騎士団派遣と言いたるも傭兵にて偽装。ビビール子爵、編成中とて遅延。……つまり王命に反して連れて来る兵をけちったり身分の低い奴を頭に据えたりした奴が報告されている」

「なるほど」

　この焼菓子は塩味が効いて美味い。砂糖べったりの甘いやつよりこっちの方が俺好みだ。

「なるほどではない！」

　菓子を奪われてしまった。

「兵をけちって言い訳する領主は沢山いたが一人で来たアホはお前だけだ！　王命もへったくれも無い！　参陣せよと言われて一人で来るなどおかしいと思わなかったのか!?」

　そんなに怒らないでほしい。出てくる時にもマイラにかなり怒られたんだから。

「ハードレット辺境伯家・当主が一人でやって来る。とでも書いてやろうか!?　……バカみたいだぞ」

　俺は机に放られた菓子を再び掴んで苦笑する。

「そうですね。ですが、これが『動かせる全ての兵』です」

「……ふむ」

　エイリヒは途端に冷静な調子に戻る。

「東は厳しいか？」

「厳しいですね。まず七万の敵を相手に勝利を得ました。ですが敵はモルトを落とした数万規模の部隊と合流しつつあります。いずれ再び全面攻撃に出るでしょう」

　エイリヒはもう怒気を出してはいなかった。

「俺も最初からお前が大軍を持ってこれるとは思っていなかった。むしろ敵の東部軍団を止めただけでも褒章ものの戦果なのだからな」

　さすがに一人で来るとは思わなかったが、とやや乱暴に水差しを机に置く。

「お前が兵力を動かせんことは分かっている。ここにお前の名前を書くのは勘弁してやろう」

「それはどうも」

　エイリヒは最初からそのつもりは無かったのだろう。ニヤリと笑って紙束を懐にしまう。

「無意味に叱ってすまんかった」

「別に構いませんよ。何か理由があるのでしょう」

　最近は智将と言われつつある俺だが、頭の良さでエイリヒには敵わない。

何か思惑があったのだろう。

「さすがに一人で来たお前を咎めねば他の領主が不満に思うだろうが。奴らとて喜び勇んで来た訳もない」

　乗り気の奴も多く居たと思うが議論する気は無いので何も言わない。

そういえば奴らを放置しているが良いのだろうか。

「良く無いさ。あまり長く二人でいると領主共も動揺するだろう」

　だろうな。この様子では酒も出ないしそろそろ戻ろう。

「ではこの辺で……」

　だが席を立つ俺の腕をエイリヒが掴む。

「今回は俺もかなり無理をした。陛下を相手に怒鳴り散らしたんだ」

　エイリヒの表情は困ったようでいて、僅かに不安にも見える。

「必要なことだったのでしょう？」

「ああ、このままではゴルドニアは負ける。そうなれば何もかも終わりだ。だからこそ徹底的に詰め寄ったのだ」

　なら職責に相応しいことをしたのではないだろうか。

「それでも今の陛下を知っているだろう？　もしこの会戦、アークランドで行われるであろう戦いに負ければ俺は終わりだ。陛下は俺を許さないし、ケネスどもは嬉々として言いなりになる代役を立てるだろう」

　エイリヒは窓の外を見ながら言う。

集まった領主達の兵がどうにも頼りなく見えた。

「だから頼んだぞ」

　振り返って俺を見る。

「わかりました」

　言い淀んでも仕方ないので即答する。

「何の根拠もないのによく即答するものだ」

　エイリヒは苦笑して言う。

　実際、勝敗を決定付けるのはエイリヒ自身の指揮だろう。

俺はせいぜい暴れて殺しまくるだけだ。

「まあ安心しておくことにしよう。ところでお前、兵を動かせんと言っても供廻りぐらい連れ歩け、戦時中なのだから暗殺の危険も……いや、一人の奴をまさか大領主とも思わんか」

　その通り、これは暗殺を避けるための高度な戦略なのだ。

断じて今言われて気付いたのではない。

「だがいつも傍に居る娘がよくついてこなかったな」

　エイリヒの表情が和らぎ話題も雑談に移る

「セリアは相当ごねましたが俺の影武者として踏ん反り返っておけと命令しましたから、役目を捨ててこちらに来ることはないでしょう」

「……いや無理があるだろう」

　セリアに俺のマントを着せたら布のお化けみたいになってしまったからな。

まあ護衛隊と共にいるのだ一番安全だろう。マイラの負傷以来どうにも臆病になってしまっている。

　そういえば俺が出立する時、セリアとマイラの騒ぐ声が聞こえた気がする。




『離して下さい！　私はエイギル様と共に行くのです！』

『そうはいきません！　命令に反する気ですか！』

『影武者なんて絶対その場で思いついただけです！　こっそりついていけば許してくれるはずです！』

『一人行こうなんてそうはいきません羨ましい！』




　よく聞きとれなかったからそのまま出て来た。

そういえば出立の前日からセクリトの姿を見ていない気がしたが、馬鹿な事をすると愛想でも尽かされたのだろうか。

「ふむ……あの娘もいないのか。それならちょっと良い話があるぞ」

「伺いましょう」

　エイリヒは窓を閉めてこちらにドアが閉まっていることを確認する。

窓の外、遠くに日焼けした女が見えた気がするが勘違いだろう。

「今まで囲っていた女なのだが少し歳がいってきたから、そろそろ金をやって清算をと思っていたのだ。するとそいつがお役御免なら、最後にお前に抱かせてくれないかと聞いて来てな」

「なるほど年増女ですか」

　エイリヒも年増を逃がすとはまだまだだな。俺は老婆でなければ何の問題もないぞ。

「うむ、少し甘やかしすぎて体型が崩れてきているが……技は保証しよう」

　だらしない体の年増なんて最高じゃないか。

「なら今夜の式典が終わった後、あそこの路地で合流しよう」

「お供します。ですが、一緒に向かうのですか？」

　口ぶりからしてエイリヒは愚かにもその年増女には飽きていそうなのに。

「その女には一七になる娘が居てな……これがまた愛らしいんだ。色々と物をやって褒めあげて遂に今夜収穫する。間違いなく初物だからな」

　年増になった母親を捨てておいて娘を愛人にするとはなんて奴だ。倫理にもとる。

「馬鹿、俺があの母娘にどれだけ貢いだと思っている。うちの軍団長の俸給よりも多いんだぞ」

　ともかく今夜は楽しい夜になるだろう。たまには一人で動くのも良いもんだ。

「さあ、そろそろ戻るぞ。夜の詳細はまだ後でだ」

「はっ」

　唐突に背中に視線を感じて振り返るが誰もいない。

気のせいか。大戦の前に神経質になるとは俺も鈍ったのかな。

「……阿呆め、何をやっとるんじゃ」

　溜息と呟きが聞こえた気がするが、これも気のせいに違いない。

今夜女を抱きまくって気分転換すれば消えてなくなるだろう。

　その後領主達とした話や晩餐会の内容は全く覚えていない。

やたらでかくてうるさい鳥が頭の上を飛んでいたことぐらいだ。

　そしてあの年増愛人は素晴らしかった。

避妊せずにやりまくってしまったが、できたらその時考えよう。




　深夜の街路を上機嫌で歩く。

「明日の出撃の前にドロテアを可愛がってやろう」

　王都の屋敷に戻る機会もあまりない。やれる時にやっておくのが良いのだ。

　良い女を抱き、僅かに酒も入っていた俺は上機嫌で屋敷に帰りついた。

だが何かがおかしかった。

「玄関に灯がついていない」

　今日は遅く帰るとドロテアには伝えてあった。

日も変わっているので寝ていても不思議はないが灯ぐらいはつけていてくれるはずだ。

「忘れたのかな」

　俺は玄関を軽く叩く。

たまたま鍵を持っておらず、この時間に玄関が開けっぱなしとも思えなかったからだ。

　だがしばらく待っても返事が無い。

これは本当に寝てしまったのだろうかとドアノブに手をかける。

「む……」

　ドアは何の抵抗も無く開く。鍵はかかっていなかった。

　ここまで来るとさすがにおかしい。

ドアノブをじっと確認した俺は土足のまま屋敷に飛び込む。

ノブは破壊されていた。

　耳を澄ませるが何の音も聞こえない。

儀典用の剣を床に捨てデュアルクレイターを引き抜く。

　ドロテアの無事を確かめたいが、今大声を出すとよりまずい事態になる可能性もある。

俺は猫のように身を屈めて暗闇の廊下を駆ける。

　玄関、廊下、そしてリビングは無人だ。

各寝室を回ろうとしたところで調理場から小さな物音が聞こえる。

俺は反射的に息を殺しながら、這うように音の方へと向かう。

　そして調理場のドアをゆっくりと開いた。

「ん……んん……」

　調理場の床にはドロテアと数人の子供が転がされていた。

口には布を噛まされ、後ろ手に縛り上げられている。

「ドロテア！　無事か！」

　心配の声をあげながらも心の中で安堵する。

正直、胸に剣を突き立てられて転がっている可能性も考えていたからだ。

「んーー!!　んんんーー!!」

　俺に気付いたドロテアが必死に叫ぶ。

どう見ても早く助けてくれという顔ではない。

　だが俺は構わず一目散にドロテア駆け寄り布を外してやる。

「ハードレット様後ろに──!!!」

　叫ぶドロテア、同時に天井から何かが俺に向かって落ちて来る。

「知ってるよ」

　俺はその何か──ナイフを持つ腕を掴んで思い切り床に叩き付けた。

「うぐっ！」

　そのままデュアルクレイターで首を斬り落そうとして……剣を止める。

「どういうつもりだ」

　あと数ｃｍの所で止まった刃にも臆さず曲者は笑っていた。

「ちょっとした茶目っ気だ。そう怒るなよ」

　曲者──セクリトは握った水筒をポイと捨てたのだった。




「本当にもう……子供たちまで殺されるかと生きた心地がしませんでした。冗談にも限度というものがあります」

　珍しくドロテアが怒っている。

「その通りだ。さすがに度を越えている。それにもし俺の目が暗闇に慣れていなかったら今頃お前は首だけになっていたぞ」

　俺も本気でセクリトを叱り、力を込めてデコピンする。

「……冗談の分からん奴らだ」

　セクリトは苦悶の表情で俺から顔を逸らす。

　ドロテアによると年長の子供たちと俺の帰りを待っていると玄関からカキンと軽い音がしたらしい。

何事かと見てみると玄関が開いており、顔を隠したセクリトが襲いかかって来たとのことだ。

　なんとか子供達に警告しようとしたドロテアだが身体能力に差があり過ぎ、一言も発せないまま口を塞がれてしまったらしい。

「私は構いませんが子どもの口を塞ぐなんて……万が一怪我をしたらどうするつもりだったのですか」

　ドロテアがセクリトの頬を摘まんで引っ張る。

温厚な彼女が手を出すとは本当にかなり怒っているようだ。

「……ふが」

　ちなみにセクリトは下らない事をした罰として縄で縛って天井からぶら下げているので抵抗できない。

「で、なんでこんなことをした？」

　ドロテアが頬を引っ張り終わってから聞いてみる。

いくらこいつでも悪質な悪戯をする為にラーフェンからやってきたりはしないだろう。

「アークランドとやらで大きな戦が起こるのだろう？　そっちに行った方が楽しそうだからな」

　ニヤリと不敵に笑うセクリト。だがプラプラと揺れながらでは格好つかんぞ。

「居場所も無いしな」

「ふん……そんなことはどうでもいい」

　こいつと他の奴の仲は良く無いどころか険悪だ。

特にマイラとは下手すると斬り合いが始まりそうなぐらい悪い。

「普段から周り中に喧嘩ふっかけるからだ」

「おいやめろ」

　セクリトの肩を掴んで回転させる。

くるくると数回転した後、上部の縄が捻じれて今度は逆方向に回転する。

「それに答えになってない。ついて来たいだけなら強盗まがいのことをする必要はなかっただろう」

　回転の止まったセクリトは一層皮肉げな表情で言った。

「なに、ちょっとお前に現実を教えてやろうと思ってな」

「どういうことだ？」

　セクリトは体を大きくエビ反りにして足で結び目を解いて着地する。

こいつの異常な柔らかさを忘れていた。

　セクリトは果物ナイフを掴み……俺が睨むとナイフを手放してクッキーをドロテアに突きつけた。

「私が本気ならこいつもガキ共も皆殺しにできたぞ。それはもう虫けらを殺すようにな」

　固まるドロテアの口にクッキーを放り込む。

「この屋敷にお前とお前の女がいることは秘密なのか？　南ユーグリアの連中は知り得ないのか？」

　俺の屋敷がここにあることは王都の市民なら普通に知っていることだ。行商人に化けた間諜が十分も調べればわかる。

「そして私よりこういうのが上手い奴はいくらでもいる」

　セクリトは尋常で無く強いが暗殺者ではない。

もし南ユーグリアが本気でドロテアを殺害、もしくは誘拐するつもりなら事は簡単に成されていただろう。

「警告してくれたのか？」

「お前の動揺する顔が見たかったのもあるがな」

　本当に不器用な奴だ。

　俺は溜息をついてセクリトの頭を撫でる。

「私はガキか」

　跳ねのけられたので頬を撫でる。

「うっとうしい」

　手を捻られたので顎を撫でる。

「ち……」

　遂に抵抗しなくなった。

「ついてきてしまったものは仕方ない。このまま屋敷に置くのも心配だから連れて行くさ」

「それでいい」

　話は終わりとばかりに退室するセクリトの腕を掴む。

「が、まだ仕置きは終わっていないぞ」

　これで終わりでは縛り上げられて命の危険まで感じたドロテアが納得しないだろう。

「ドロテア。孤児院では悪さした子どもはどうするんだ？」

「え？　まず口で叱って、それでも言う事を聞かなければお尻を叩きます」

「だそうだ」

　俺はセクリトの目を見ながらソファを指差す。

「……まったくいい趣味だ」

　彼女は溜息を突きながらソファにうつ伏せになる。

「お前の罪はガキの悪戯より重い。生尻だ」

「……」

　恨めしそうに舌打ちしたセクリトはぴったりとしたズボンを下着ごと降ろす。

褐色の大きな張りのある尻が晒される。

「うわ……」

「す、すごい全部見える」

　小さな叫びは子供達からだ。

歳は十そこそこの少年二人がセクリトの尻に釘付けとなり、もう一人は同じぐらいの少女に目隠しされる。

「そら、やるならさっさと叩け。ガキが発情しているぞ」

「ほんとうにもう教育に悪い！」

　セクリトは子どもの視線など全く気にならないのか恥じる仕草はない。

一方ドロテアは今度は俺に非難の視線を向けて来る。

「これも教育だ。ほらさっさと叩くんだ」

「「へ？」」

　俺は食い入るように女尻を見ている少年に促した。

「ちょっと待て！　叩くのはお前じゃないのか？」

　何を言う。被害を受けた奴がまず仕置きするのが道理だろう。

「なんで私がこんなガキ共にケツを──」

　跳ね起きようとするセクリトをソファに押さえつける。

「そら遠慮なくバシバシいけ。お前らの力なら手加減はいらんぞ」

「は、はい」「ゴクリ」

　子ども達はセクリトの尻に平手を振り降ろす。

複数の手が絶え間なく尻を打つが、鍛えられたセクリトにとって大したものでもないし、無意識に手加減しているのかほとんど赤くもなっていなかった。

「お前ら覚えていろよ……ただでは済まさんからな」

「「「ひいっ！」」」

　セクリトが低い声で唸るとその迫力に子ども達が後ずさる。

「こら威嚇するんじゃない」

　褐色の尻をバシンと打つ。

「ぎゃああああ!!」

　叫びながら仰け反るセクリト。手加減はしたんだが。

「ガキの温い打ち方に慣れた所に……この……」

　どうせなので三回打っておく。

「ぎゃん！　ぐぅぅぅ！　お前も覚えていろ！」

「何か汁がとんできた??」

「え？　え？　どこから？」

「ドロテア母さん。この生臭いお汁なーに？」

「本当にもう教育に悪い！」




　仕置きが終わり子どもたちは寝室に帰り、セクリトは下半身裸のままソファでぐったりしている。

「なんだか変な気分……足の間が熱い感じ」

「僕、また女の人のお尻をバシバシ叩きたいよ」

「私……今度はお尻を叩かれたい気分なの。トールぅ今度お尻叩き遊びしよう？」

　無邪気に騒ぐ子ども達を見送り、俺は真っ赤にまったセクリトの尻を撫でる。

「屈辱は忘れん。覚えていろよ」

　彼女は恨みがましく睨んでくる。

仕置きが終わったのだから全ては水に流して機嫌を取ろう。

「ならさっそくベッドで晴らそうじゃないか。今からどうだ？」

「……ふん。行く」

　更にぷりぷり怒っているドロテアにも呼び掛ける。

「三人で教育に悪いことをしようじゃないか」

「まったくもうハードレット様は……行きます」

　ベッドを共にすればほとんどのことは解決するのだ。




　体を拭きに行った二人を見送ってから少し真面目に考える。

セクリトのやり方は間違っていたが、屋敷の安全に問題があるのは間違いない。

　南ユーグリアは俺の立場を知っているし、無警戒の場所を狙っての襲撃もあり得ない話ではない。

ラーフェンは俺の領地なので厳重に守られているが、王都ではそうもいかない。

「エイリヒに頼んで衛兵を──」

「いらんな」

　闇から染み出るように小柄な金髪の女が現れる。

「お前もついてきたのかブリュンヒルデ」

「あたりまえじゃ。というか勝手にどこか行くなと言ったじゃろう鳥頭が！」

　ふと窓の外で『ハラヘター』『クライ　ミエナイ』と妙な鳴き声が聞こえた気がするが今は気にしない。

　こほんとブリュンヒルデは可愛く咳払いする。

「二～三匹の衛兵が居たとしてあの女が止められたと思うか？」

　まず無理だろうな。始末するのに三〇秒もかかるまい。

「ならば軍隊でも張り付けて置く気か？」

　王都でそんな真似ができるはずがない。

「お前が条件を呑むなら眷族を一人、この屋敷に常駐させてやるぞ」

　それはありがたい。ヴァンパイアなら並大抵の暗殺者には負けないし、夜こそ真価を発揮できる。

屋敷に詰めるなら日光の問題も無いだろう。

「それで条件とは？」

「耳を貸せ」

　ブリュンヒルデが俺の耳元で囁く。

俺が思わず噴き出すと首筋に思い切り噛みつかれた。

「他言したらお前の家族を皆殺しにしてお前は妾の奴隷にするぞ！　良いな！」

「分かった分かった」

　見返りは大きく代償はあまりにも小さい。良い取引だった。
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二週間後　アークランド　ゴルドニア王国軍総司令部

　王国軍と領主軍合わせて十五万の大軍となった俺達はアークランドを中心にその周辺に広がって展開する。兵数が多すぎて街に入りきらないこともあったし、単に立て篭もるだけでは包囲されるか、最悪の場合素通りされて王都への進撃を許す可能性もあったからだ。

　それでもアークランドの堅牢な城郭は防衛の大きな助けとなると思われ、兵達もそびえ立つ壁を近くに見てどことなく安心しているように見える。

「敵西部軍団と接敵！　情報通り総数は八万と思われます！」

「遂に来たか」

　警鐘が派手に打ち鳴らされるが、他の部隊に動揺はない。

接敵したのは今だが敵が来るのはわかっていたし、その為にアークランドまで来たのだから当然だ。

「こちらは十五万、敵は八万ですね」

　俺はエイリヒの隣で呟く。こういうと楽に勝てそうに思える。

「敵の中部軍団五万が大きく迂回しつつ迫っているから実質十三万で互角だ。領主兵二万はまあ箔をつける飾りみたいなものだからな。……これでお前が東部軍団七万を止めてくれなかったらと思うと寒気がする」

「王国軍は元々どれぐらいでしたか」

「今更それを聞くか……一二個兵団十八万人だ。緒戦で一個兵団が殲滅、ロレイル会戦で三個兵団が損害を受けた。この戦いに参加できるのは完全な八個兵団と再編成した一万人からなる兵団だけ──という訳でもないが、まあさしあたってはそれだけだ」

　とにかくほとんど全力出撃な訳だ。

ここで負けたらお終いなのはエイリヒだけではなさそうだな。

「俺の知る限り中央平原で双方十万規模の会戦が起こるのは歴史上初めてになる」

「うん？」

　思わず声が出てしまう。

不審そうな顔をするエイリヒに続けてくれと促す。

　ルーシィに習った歴史には三回程出て来たからな。

「大軍を率い歴史に残る一戦か……王国存亡の危機とは言え武人として心は躍る。複雑なものだ」

　エイリヒが遠くを見る目で言った時だった。

「くくっ十万規模ね」

　声を出したのはセクリトだ。どう聞いても嘲笑の色が濃い言い方だ。

「……あえて聞かなかったがその女は誰だ？　中央平原ではあまり見ない肌色だが」

　説明が面倒だから目立つようなことをするなと言っておいたのに。

「仕方なかろう。十万程度の戦いで感慨に浸る阿呆を見て嗤うなと言う方が無理だ」

　ええい、事前に決めていた話をするから合わせろ。

　俺はセクリトをわざとらしく睨みつける。

彼女は口元を釣り上げながらも大人しく後ろに下がった。

「こいつは私の領地で不逞を働いていた盗賊の女首領です。見た目が良かったので犯し抜いたのですが見た目以外も中々使える奴でしたので王都屋敷の警備をさせていたのです」

　創作とは言え女を犯したと宣言するのは抵抗があるが、セクリトがこれ以外の作り話には従わないと言うのだ。こいつめ屋敷で辱めた復讐をするつもりらしい。

「ハードレット様の肉便器をしております。便器故名前はありません」

　エイリヒと司令部要員達が冷たい目で俺を見る。

今のは台本に無いが、演技力の無い俺にアドリブはできない。

「私が出陣すると聞いてどうしてもついていきたい。できないのなら従軍の娼婦になってでもついて行くと言うもので仕方なく同行させました」

「貴方の排泄行為を受け止められない人生なんて無意味です……泣きながら貴方の鞭を浴びた日々。恥辱に叫びながら肛門を差しだしたあの時。そして汚物にまみれながら……」

　根も葉もないことを言いながらセクリトが俺の足にしがみつき靴を舐める。

エイリヒ達の目がますます冷たくなっていく。

こいつめ、もう悪い笑みが隠せていないぞ。

「……卿の領地での事ですから罪人に恩赦を与えるも性奴にするも自由ですが……道徳を学ぶべきであるとは思いますな」

　参謀の一人が軽蔑の表情で言う。

ただでさえおかしい俺の評判がますます悪くなってしまっただろうが。

「軍務総監そろそろ……」

「うむ、ハードレット卿の変態性癖については後ほど議論しようじゃないか」

　エイリヒが言い、参謀達が軽く笑ってから眼前の敵を睨む。

緊張を解す良いだしに使われてしまったようだ。




　アークランドの街壁を中心に左右に広く展開する俺達に対して、敵はまず中央に戦力を集中する。

そして両翼に支隊を展開して包囲を避けつつ、攻城部隊が城壁に向かって前進してきた。

「両翼は敵の支隊を蹴散らして敵を包囲しろ！」

「アークランド駐屯部隊は城壁上から敵の攻城兵器を狙え！　白兵戦は避けろ」

「敵の攻城兵器は投石機と……くそ、大砲まで持ってやがる！」

　両翼で激しい戦闘が繰り広げられる。

右翼も左翼も味方有利が伝えられるが、敵は最初から支隊で包囲を凌ぎつつアークランドを狙っているのだからむしろあちらの思惑通りの展開とも言える。

「南部城壁に損害！　上部が崩れつつあります！」

「南東部城門が破城槌にて損壊！　応急修理します！」

　次々と損害の報告が入るがエイリヒはどっしり座り、目を閉じたまま動かない。

こいつが何も言わないならまだ機ではないのだろうと俺も目を閉じる。

　その時、司令部の傍で轟音がする。

「敵のカタパルトです。石弾が司令部近くに落下……熱された石から火災が発生しています！」

「焼け石に水をかけてもきりが無いから砂かけとけよ」

　言うまでもないと思うが暇なので一応指示を出す。

「火薬と油入りの壺で無くて良かったな」

「壺ならここまで届かんだろ。そら今城壁の所に落ちたぞ。あそこぐらいが限界だ」

　俺とセクリトが話していると参謀の一人が驚いている。

「さすがハードレット卿は肝が据わっていますね」

「しょっちゅう戦争してるからな。頭の上に落ちたらそれはそれで仕方ないだろ」

「くぁ……」

　セクリトなど小さく欠伸までしている。

　最近は防衛戦が多かったので撃たれることにも慣れて来たんだ。

ザン＝ドラに比べればアークランドは城壁が分厚いから砲弾が直接飛びこんで来ることが無い分楽だ。

「とはいえアークランド城壁は大砲を想定していないんじゃないのか？　あまり撃たれ続けるとなぁ」

　言いながらエイリヒを見ると目を閉じたまま小さく命令を告げた。

「第一騎兵隊は南門手前に動け。損害は無視して待機だ」

　参謀が無言で敬礼する。

「突破力がいるなら俺も行こう」

　エイリヒは小さく頷く。

「命令あるまでは絶対待機だ──死ぬなよ」

「おう」




　シュバルツに乗って石弾が落ちる中を進んでいく。

横にはセクリトが並ぶが、彼女は馬を持っていなかったはずだ。どこで盗んで来たんだ？

「戦場で細かいことは気にするな」




　城門はかなり派手に大砲で撃たれており、所々崩れているが全面崩壊には至っていなかった。

外の様子が見えるから好都合とも言える。

　セクリトが外を伺ってから口元を歪める。

「どうにも見覚えのある攻城布陣だ。……おっとそろそろ来るぞ」

　大砲の射撃ペースが落ちた。同時に城壁中心だったカタパルトの狙いが後方へ逸れて行く。

　俺にも分かる。同士討ちを嫌って狙いをずらし始めているのだ。

となれば次は歩兵が押し寄せ、大砲で痛んだ城壁を乗り越えようとしてくる。

「そこが好機でもある」

　敵の大砲は完全に射撃を停止し、より軽量で狙いも正確な大弩が前に出る。

　同時に梯子や大盾を持った敵歩兵が攻撃を開始した。

「よし行くか」

「私は構わんが司令官殿は命令まで絶対待機と言っていたぞ？」

　茶化すようにセクリトが笑う。

むう、もういいじゃないか……いや、先走ったら本気で怒りそうだな。

「さてな。もし私が司令官なら男根を斬りとってから首を刎ねるが」

　大弩が配置に付き、敵兵が城壁に取りつく。

鉄製の梯子が城壁にかかる音が次々と響く。

「登って来るぞ」

「そりゃそうだろう」

　命令はまだか。エイリヒは本当に寝てるんじゃないのか。

「なら勝手に行くか？　司令官が私でない事は分かっているから構わんぞ」

「……もう少し待つ」

　セクリトの尻を揉んで耐える。

　そして遂に敵兵の先鋒が城壁梯子を登り切った時だった。

「城門解放！　攻撃開始！」

　命令と同時に城門が解放される。

「第一～三部隊は梯子を除去！　四～八部隊は城門確保、九より全隊は敵大砲を狙え！」

　全ての味方が鬨の声をあげて疾走する。

「やっとか！」

「痛！　この馬鹿力が！」

　締まった尻をバシンと叩いて俺も続く。

　散々に焦らされたがさすがにエイリヒ、タイミングは完璧だ。

　俺達が飛び出したのを見て大砲や大弩、弓兵の全てが迎撃を躊躇している。

　当然だ。既に味方が城壁上部まで取りついているのだから外せば漏れなく同士討ちだ。

しかもせっかく城壁を乗り越えつつある敵も背後に俺達が出たことで攻撃どころではなくなっている。

「敵を蹴散らすぞ！」

「優先は大砲の排除だろう。あえて知らんと言うなら付き合うが」

　さっきからセクリトが細々と忠告してくる。

「わかってる。見えるものは全部叩き壊す、それでいいだろうが」

　俺は長剣を頭上に振りかぶる。

　シュバルツは相変わらずの足の速さで味方の列から飛び出していく。

射程が短く同士討ちの危険の無いクロスボウの狙いが全て俺の方に来た。

「さて俺の盾を貫けるかな」

　ボルトを撃ち落とすのは難しいので盾で顔を守る。

シュバルツが俺はどうするんだとばかりにチラリと見て来る。

自分のことは自分でなんとかするのが戦場の掟だが、足が無くなったら困る。

「今だ」

　敵の指揮官が剣を振り降ろすのと同時にシュバルツのタテガミを引っ張る。

「撃て──避けた!?　あの速度で進路を曲げたのか！　でかい図体をしてなんと機敏な……」

　降り降ろされそうな急転回で俺を狙ったボルトは全て外れ、後続の数人がハリネズミになる。

運が無かったと諦めてくれ。

　そしてセクリトが斃れた味方の後ろからちゃっかりと顔を出す。無事で何よりだ。

「速度を上げろ」

　口に出す前からシュバルツの速度が上がる。

敵クロスボウ部隊は再装填を試みているようだが間に合うはずもない。

「間に合わん！　長槍兵前に出ろ、隊列を崩すなよ！」

　陣形変更前に突っ込めるかと思ったが敵の反応の方が早かったな。

「穂先は俺が掃う。後はなんとかしろ」

　シュバルツは嫌々といった風にブルルと啼く。

「構え！」

　敵の穂先がずらりと並ぶ。

俺はシュバルツの胴体をきつく足で締め、長剣を背中まで振りかぶった。

「ふん！」

　長剣を横に一閃、俺を迎撃しようとした敵の長槍は中ほどで折れてただの細い棒切れに変わる。

「なに──」

　敵兵が動揺を口に出す前に全速力のままシュバルツが隊列に突っ込む。

　刃のない棒切れで一トンを優に超えるシュバルツを止められるはずもない。敵兵二人は馬蹄で潰され、五人が弾き飛ばされて宙を舞った。

「上出来だ」

　隊列に飛び込んだ俺は振り切った剣を返して呆然とする敵指揮官を一閃する。

振り上げられていた右手、そして右目の上から左顎まで頭部が斜めに斬り落とされる。

「穴が開いたぞ。さっさと続け」

　セクリトが言いながら俺の開けた穴に飛び込む。

それを聞いた味方の兵も殺到し、敵の隊列にはたちまち大穴が空いたようだ。

「先頭に立つのは悪い気分じゃないな」

　気分良く言うとシュバルツが頭をあげて俺の腕を小突く。

見れば前に重騎兵三騎が見える。

　どうも周りと雰囲気が違う。司令部要員だろうか、それなら是非殺しておきたい。

「そのまま直進だ」

　シュバルツにそう言って剣を振りかぶる。

「ええい、騎兵をあげろ！　攻城兵器は下げろ！　部隊長は何をやっている！」

「城壁突破に気を取られ過ぎたか！」

「あいつは……報告にあった例の悪魔!?　西部に来ていたのか！」

「誰が悪魔だ」

　長剣を振りかぶり斜めに斬りかかる。

敵は盾で上手く流すが、流れた先まで気にする余裕は無かったらしい。

　剣先が馬を盛大に切り裂き、敵はまるでカタパルトに装填された石弾のように射出された。

　次の敵は俺が大振りした隙を狙って鋭い突きを向けてくる。

「速いな」

　その突きを盾で受けている間に体勢を立て直し、長剣を振るう。

「簡単にやられはせん！」

　力の乗った振り降ろしを敵は盾で上手く受け流した。

もちろん体勢は崩れているが、無理やりながら俺の鎧の隙間を狙ってついてくるので無理攻めはできない。

「やるじゃないか」

　剣を大きく弾くと敵は盾をナイフに持ち替えてシュバルツを狙って投げて来る。

足をやられてはたまらないので慌てて弾くが、その隙に敵は体勢を立て直す。

　大したもんだがこれ以上構っている時間は無いな。

俺はふっと息を吐く。

「ふっ！」

　勢い良く剣を振り上げて敵に防御体勢を取らせ、そこに盾を思い切り打ち付けた。

「ぐが！　ぐえ！」

　斬撃は技量があれば流せなくもないが盾をぶち当てられれば単純に力での押し合いになる。

そして俺とこいつの腕力には圧倒的な違いがある。

「ぐぎゃ！」

　三発目で遂に敵が盾を取り落とし、そこに頭上からの振り降ろしを叩き込む。

善戦した騎兵は肩口から腹までを切り裂かれて落馬していった。

「最後はお前だ」

「く、悪魔相手とてそう易々とやられは……」

　男は俺を睨みつけるが、唐突に目を丸くして硬直する。

俺の後ろを見ていたようだった。

「あん？」

　俺の斬撃は何の抵抗もなく胴を抉り、最後の敵を絶命させた。

なんだこりゃ、口だけか。

「──将軍……？　どうして……」

　最後に男が何か言っていたが、良くは聞こえなかった。




　敵の隊列を引き裂いた俺は攻城兵器の陣地へ飛び込む。

「敵が来るぞ！　大砲を下げろ！」

「大弩は馬で退いて後ろへ行くんだ」

「カタパルトを分解……とても間に合わん！」

「沢山あるな。どれから壊す」

「普通に考えれば大砲、カタパルト、大弩の順だろうが……乱戦ではそうもいかん。手当たり次第だ」

　セクリトは馬を走らせながら敵兵を切り裂き、持っていた槍を奪って大弩に突き込む。

　手当たり次第か、大好きな言葉だ。

　俺は長剣を振りまわして大弩を叩き壊し、操作兵を殺しまくる。

　すると目の前に四門の大砲が見えた。砲兵が俺達を見て慌てて逃げ出していく。

「火薬の備蓄量が多い……火をつければ私達まで吹き飛ぶぞ。後方の発射機構を壊せ──」

　セクリトが何か言うのを聞きながら俺は長剣を砲身に叩き付ける。

鋼の砲身がくの字にひしゃげる。

　次の砲は盾で殴りつけて陥没させ、三門目は砲口に長剣を突っ込んで放り投げる。

もちろん落下の衝撃で潰れて曲がったので使い物にはならないはずだ。

「何かいったか？」

「……なんでもない」

　彼女は四門目を叩き壊す俺を見ながら溜息混じりにそう言った。

　味方もまた次々と敵の攻城兵器を破壊し続け、かなりの数がガラクタへと変わっていく。

　だが、一方的な破壊は長く続かない。

「敵増援！　重騎兵隊接近！」

「第三中隊包囲され壊滅しつつあり」

「司令部より全隊に撤退命令が出ました！　『直ちに撤退せよ。特にハードレット卿はごねずすぐに退け』」

　俺達が破壊の限りを尽くしたのはほんの数分で敵の反応は思った以上に機敏だった。

攻守は逆転し、味方部隊の全滅まで報告され始めた。

「潮時だな。退くぞ」

　かなりの数の攻城兵器を破壊したと思うが、まだまだ無傷の物も多い。

しかしここで粘ればこちらの損害の方がでかくなるだろうしエイリヒに名指しで命令されている。

　おれはあるカタパルトに目を向ける。あれも潰したかったが届かなかったな。

　良く見るとカタパルトには発射台に油壺が乗せられたままになっていた。

ちょうどよく、俺の傍には篝火用の松明が火のついたまま転がっている。

「セクリト」

　俺は松明をセクリトに投げてカタパルトに向けて顎をしゃくる。

「面白い」

　彼女は自分の馬を捨て、シュバルツに飛び乗って来る。

土台がどっしりしている方がいいのだろう。

　嬉しそうに嘶くシュバルツ、戦場だぞ自重しろ。

「支えろ」

　松明を右手に持ち、体全体を弦のようにしならせていく。

「しっ」

　大きく息を吐く音と同時に松明が放物線を描いて飛んで行く。

　回転しながら高く上がった松明は絶妙の角度で落下して正確に発射台に命中した。

　陶器の割れる音、敵兵の驚きから絶叫に変わる声、物が一気に燃えあがる音、そして爆発音が轟く。

「最後っ屁にしては派手になったな」

「いいじゃないか。戦いは派手な方が楽しいものだ」

　俺はセクリトを背中に乗せたままアークランド市内に戻るのだった。
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　敵の攻城兵器への攻撃を終えた俺は攻撃部隊についてアークランド市内へと戻った。

　ちらりと確認したが軽微とは言えない損害を受けている。

敵の反応が早かったので完璧な一撃離脱とは行かなかったのだろうな。

「だが市内への攻撃は止んでいる。今後は攻城兵器を出し惜しむだろうし、攻撃するにしても距離を取るだろうから当然ながら精度も威力も落ちる。少しばかり兵が死んだ意味は十分にある」

　セクリトは俺の背中にもたれて豪快に水を飲みながら言う。

　良く逆向で馬に乗れるもんだ。それから飲んだ後の水筒を投げ捨てるなよ、当たった兵が睨んでるぞ。




「戻りました」

「うむ。では次は西門から出撃してくれ」

　司令部に戻るなりエイリヒが言い放つ。

「……」

　さすがに少し休んで女も抱けると思っていた俺の無言の抗議も実らない。

甲冑の血も拭けていないのに。

「敵の中部軍団が野戦を仕掛けてきている。放置すれば後方に回られ王都からの兵站が切られる恐れがある」

「連続攻撃ですか」

「南の部隊も攻城兵器こそ下げたが攻撃態勢は解いていない。野戦が終わる前に再び押し寄せてくるはず……波状攻撃は覚悟の上だ。全て跳ねかえしてやる」

　エイリヒは他の司令官達に指示を出しながら不敵な笑みを浮かべる。

「その為には使える奴は全員使う。お前はとっておきの戦力だからな。いるからには酷使させて貰うぞ」

　エイリヒは俺の肩に手を乗せて耳うちしてきた。

「俺の女を抱いたからには無理を聞いて貰うぞ。種まで仕込んで嫌とは言わさん──さあ行ってくれ」

　他の奴らには最後の言葉しか聞こえていないだろう。

　そう言われては仕方ない。エイリヒの女を抱いた上に恐らく孕ませたのだから。

　俺はその場にあった干し肉と果実入りの水を口に放り込む。

「へ？」

　そして司令部で雑用をしていた若い女性の腰を抱く。

「嫌なら言ってくれ」

「ふえ？　え？」

　女性の唇を奪い舌を捻じりこむ。

「んんーー!!　んっんっ！　ん……ううん。はむ、はふ……ちゅ。んちゅ、むちゅ、あふ……ちゅー♪」

　最初抵抗した女だが、目でもう一度問うと力を緩めて口付けを承諾してくれる。

これで最低限の補給だけはできたな。

「私の天幕はここのみっつ隣！　みっつ隣ですから！」

　縋るような女の声に片手をあげて応えてながら司令部を去る。

　呆然としている参謀達とエイリヒに怒られる前に前線に行かねばならないのだ。

「ん」

　セクリトが口をあけて舌を突きだしていたので干し肉を放り込む。

「ちっ」

　もちろん何を求めていたかはわかっていたが、今は取っておくほうが戦後の楽しみが増えそうだからな。

彼女の舌打ちを二度三度と聞きながら俺は再び前線へ向かう。




「敵数五万……いえ二つに分かれました！　三万がそのまま正面から、二万が後方……西門に回り込みます！」

「こちらの兵力は王国軍三万に領主軍が二万……王国軍一万五千は後方の敵に向かえ。残りと領主の方々はここを守って貰います！」

　軍団長らしき男が即断する。

俺は特に何も言わない。エイリヒから指揮に口は出すなと言われていたからだ。

「正解だな。機動性と連携に劣る領主共の兵はまともに使えん。曲がりなりにも戦力にしようとすれば一点を守る防衛任務を与えるしかない」

　そうとは知らずに領主達が盛り上がっている。

「我らが真価を見せる時が来た！　我が選りすぐりの針鼠騎士隊の栄光を示す」

　名前だけは守りに向いてそうだ。

「何を、我が爆裂白狐団が手柄は全て頂きますぞ」

　どういう隊名なのかさっぱりわからない。俺の頭の中は狐の血と臓物でえらいことになってるぞ。

「最後に物を言うのは王と当主への忠義よ。我が大伯父の従兄の娘婿たる家長への忠義を持って──」

　遠いな。エイリヒの手帳に書かれてそうで心配だ。

　そこに三つの聞き覚えのある声がする。

「我ら飢え犬隊も遅れは取りませんぞ！」

「飢えた野良犬のように獰猛に敵を討ちましょうぞ！」

「餓犬隊では無かったか？　何やら名が変わっておるような気がするぞ」

　貧乏三人組も防衛に駆り出されたようだ。

自慢の隊を率いていつの間にか俺の傍にいる。

「あんまりおしゃべりの時間は無さそうだ」

　セクリトに言われるまでも無く、敵軍から号令が聞こえる。

間もなく攻撃が開始されるはずだ。

「敵が来ます。諸侯の皆様にはこの防衛線を守って頂きたい。前進と撤退のおりには伝令が──」

　王国軍の指揮官は実にやりにくそうだ。

何しろ領主の中には彼らより身分の高い者が多い上に、領主同士で連携している訳でもないので命令は領主ごとに全ての隊へ伝えないといけない。

　やはりエイリヒの言う通り賑やかし以外には使えそうにない。

「恐れながらハードレット辺境伯の隊も……」

「俺は俺だけだから一々指示は無くていい。周りの味方を見て良いように動くよ」

　指揮官は驚きながらもどこかほっとしている。

俺がごねたら困ると思っていたのだろう。

　そこで敵陣から一際大きな声が聞こえる。

指揮官が怒鳴り、兵が叫ぶ。突撃してくるようだ。

「忠誠と誇りの──」

「精強なる我が──」

「栄光の──」

　領主達はまだ無駄な口上を並べている。

　俺は何か言おうとしていた貧乏三人の長、モナシ伯爵を制止する。

餓犬隊は俺の隊ではないので号令をかけるのもおかしいが細かいことはいいだろう。

　シュバルツに飛び乗り長剣を引き抜く。

「敵が来る。全て──」

　切っ先を敵に向けて息を吸う。

「殺せ」

　叫ぶと同時にシュバルツを駆けさせる。

　餓犬隊の兵士が何やら引いているような気がする。

長々と演説するのが普通なのだろうか。

　まあいい。まず初手は敵をビビらせてみよう。

「敵を殺せ、殺して殺して殺しつくせ」

　低い声で叫びながら敵に向かって突っ込む。

間髪置かずに王国軍と領主軍の先鋒も敵と当たって混戦となった。

「俺達が祖国と陛下に勝利をもたら──がぶ！」

「じゃあな」

　敵騎兵とすれ違い様、鼻から上を斬り飛ばす。

「敵陣を斬り裂け。心臓が止まるその時まで──ぐふ！」

「さよなら」

　隊の先頭に立つ指揮官の胸に剣を突き立て、投げ捨てる。

次第に俺の周りに敵兵がいなくなっていく。

「あ、あいつやばいぞ！」

「ああ、味方を挽肉にしてやがる……まさかあいつが噂に聞く悪魔か!?」

「悪魔は東にいると聞いて安心していたのに!!」

　俺と貧乏貴族達が攻撃する敵に食い込んだことで全体の隊列が乱れている。

後は重騎兵が隊列のどこかを破って後方に出れば敵陣は一気に混乱するはずだ。

「おおっハードレット卿が目にもの見せたぞ！」

「モナシ一派も続いておるではないか！　我らも行かねば沽券に関わるぞ」

「いざ、炎竜斬刻隊の強さを見せてやる！　突撃じゃ！」

　領主達は俺に負けるなと口々に叫んで突撃してくる。

「馬鹿どもが……」

　呟いたのはセクリトで俺も思わず頭を抱えてしまった。

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　鬨の声をあげて勇猛なのは良いが、俺の後に続いて突っ込んで来るものだからゴチャゴチャの乱戦になってしまう。敵陣の薄くなった場所を狙って突破を狙うべきだったのだ。

「もう言っても始まらん。徒歩でやるぞ」

　俺とセクリトは馬から飛び降りる。

敵味方が入り乱れた乱戦での騎乗は的になるからだ。

そして長剣も味方ごと切り刻むことになるので使えなくなった。

「持って後ろにいろ」

　シュバルツの背に長剣を乗せると、奴はハイハイとばかりに息をついて軽い足取りで下がっていく。

主を心配する様子など微塵も見せないとはなんて馬だ。

「良く似てるじゃないか」

　誰と誰がだ。無駄口を叩いている暇はない。

　デュアルクレイターを両手で持ち斜め上に構える。

「ふっ！」

　大きく息を吐きながら踏みこむ。

　まず他の味方に気を取られていた敵兵に剣を振り降ろして両断、即座に切っ先を返して振り上げて二人目の腹を裂く。

「長剣の後だとこいつが軽い」

　振り上がった切っ先を更に返して三人目の首筋ギリギリに突きを見舞う。

中心を外した突きで首の動脈を裂き、そのまま突進して右方向への横薙ぎ斬撃で四人目の首を飛ばす。

「くそ！」

　五人目の振り下ろす剣を真ん中から両断して返す刃で両手を斬り飛ばす。

「こいつ速いぞ！」

　六人目の横薙ぎはあえて切らずに剣の腹で流して体を泳がせ、後ろに回り込んで背中を深く斬る。




　ちらりと横に目をやる。

セクリトも双剣を手に勇戦していた。

「この女！」「ちょこまかと……あぎゃ！」

　一人目の剣を左の剣で受けながら右の剣が二人目を引き裂く。

　同時に後ろに半歩下がって一人目の体勢を崩してから二本同時の突きが出た。

「げご……！」

　喉元を狙った剣を弾いた敵は斜め下から脇腹を狙ったもう片方に対処できなかった。

セクリトは脇腹深くに食い込んだ剣をぐるりと回して敵を絶命させる。

「きえぇぇぇ！」「覚悟！」

　その隙を見て彼女の両側から敵兵二名が槍を突き込む。

だがその槍は彼女の褐色の肌を傷付けることなく空中で交差する。

「消えた!?」「さては妖術使いか！」

「お前らが遅いだけだ」

　セクリトは這っているのかと思うほど身を低くして槍を避けてから、それぞれの敵に剣を突き出す。

「がふ……」「無念なり……」

　双剣は敵兵二人の喉元を正確に捉えた。

もちろん刺さった瞬間に剣が捻じられて敵は瞬時に絶命する。

「ふー」

　セクリトは返り血を拭う事もなく糸のように細くした目で次の敵を見定める。

　彼女には珍しく軽口も敵を嬲る仕草もない。

だが口元には隠しようもないぐらいの笑みが浮かんでいた。




「ふんがぁぁぁぁ！」

　俺のすぐ傍で野人のような叫びが聞こえ、振りかぶりる気配がする。

少しよそ見をし過ぎたようだが油断まではしていない。

　俺は即座に反応してデュアルクレイターで野人の斬撃を受け止め……。

「しまった」

　野人の一撃を受け止めきれず、剣が飛んで行く。

　奴が振り下ろしたのはトゲのついた鉄球のような得物……確かモーニングスターだったか、それも特大の奴だった。剣のつもりで受けた俺は予想外の重量に剣を飛ばされてしまったのだ。

「がはははは!!　悪魔破れたり！」

　イリジナ並のでかい声で笑う男は身長２ｍはあるだろうか、やたら重そうな全身鎧にバケツのような兜をかぶっている。顔は全く見えないが声で不細工短小だとわかる。

「大人しくこの豪騎士バンガー様の手柄となれい！」

　徒手になった俺に向けて自称豪騎士は俺に向けて両手で得物を振りかぶる。

もちろん大人しく手柄になるつもりはない。

　男が限界まで振りかぶった瞬間に跳躍し、左手一本でモーニングスターの柄を掴んで止める。

「なぬ!?」

　鈍器系の弱点はこれだ。先端以外はただの棒なので掴み易く、刀身を引いて相手の手を切り抜くこともできない。蹴るか力比べをするしかなくなるのだ。

「俺様に力で挑むつもりか！　面白い、我が剛力を持って──」

　力比べで負けない自信はあるが、戦場でやるのは愚かすぎだろう。

　俺は右手を思い切り振りかぶり、渾身の力で脇腹を殴りつける。

「ふん!!」

　金属音が響き、俺の手にかなりの痛みが走る。

そして男の巨体が揺らぐ。

「げ……げぼぉ……」

　汚らしい嘔吐の音が聞こえた。バケツ兜のおかげで見えないのは幸いだ。

「うわ……甲冑の上からだぞ」

「見ろ、凹んでるぞ。どんな怪力だよ……」

　外野の声は無視し、男の腕をとって地面に引き倒す。

　すぐに止めを刺そうとしたが男の全身鎧はほとんど隙間が無い。

「これでいいか」

　騎士の戦いとは程遠いがそもそも俺は騎士ではない。

　傍に転がっていた大きめの石を掴んでバケツ兜に思い切り振り下ろす。

「や、やめ、ぐげ、ごが！」

　振り降ろす度に兜が凹んで悲鳴が漏れる。石も砕けていくが気にせず何度も振り下ろす。

五度、六度と殴り付けたところで男の四肢が痙攣し始めた。もう十分だろう。

「剣は……」

「あそこだ」

　セクリトがデュアルクレイターを見つけて指を指してくれる。

乱戦の真ん中だな。

「長剣はシュバルツに乗せたな……これでいいか」

　バケツ男のモーニングスターを掴んで走る。

デュアルクレイターを無くしたらノンナに乳で殴り殺される。あるいは乳で挟まれて窒息死か、悪くない。

　馬鹿な事を考えながら目の前の敵にモーニングスターを振るって戦う。

　斬りかかって来る敵の剣を鉄球で受けて剣を折り、そのまま殴って頭を潰す。

　目の前を横切る騎兵を鉄球で打ち落し、更に盾を持った歩兵を二度殴って潰す。

「……案外使えるな」

「見た目も似合っているしな。ガキに蛮族の絵を書かせると今のお前になりそうだ」

　セクリトめベッドで尻穴に指を入れてやる。

「来たな悪魔！　だがお前の思い通りには……がっ！　おごっ！　ぐぇぇ！」

　何やら騎士的な男を三度殴って黙らせる。

剣で両断するのと違って血が噴き出さないので返り血も最小限だ。

「よし、あった。欠けていないし折れてない」

　デュアルクレイターを確かめて安堵した時だった。

「背中がお留守だぞ」

　セクリトが回転するように双剣を振るう。

三本のクロスボウボルトが弾かれて地に落ちる。

「ん、すまん」

　ボルトを撃ち落とすのは俺でも難しい。

それを三本とは彼女の敏捷性は凄いな。

「そうでもないさ。一本逃がした」

　セクリトはそう言って太ももに刺さったボルトを一本引き抜く。

「おい」

「心配ない。動脈は外れているし動きにもそう支障はないさ」

　彼女は手についた血をベロリと舐める。

「礼は今夜ベッドでしろ。楽しませて貰うぞ」

心配ではあるがここで戦いを放棄する訳にもいかない。大丈夫とも言っている……。

「そら、それより後方の味方が敵とぶつかるぞ」

　回りこんだ敵は二万、味方は一万五千。激戦になるかと思われたが衝突の瞬間、草むらから味方の伏兵が一斉に飛び出した。

　数は五千程度だったが、正面から激突した瞬間に現れて横槍を入れたので敵軍は大混乱に陥っている。

「なるほど、回りこまれるのは承知の上か。ここまで読み切るとは優秀な軍団長殿だな」

　敵はたちまち総崩れとなり、味方は攻勢に出る。

アークランドから大弩や弓の支援もあるので展開はほとんど一方的だ。

「さすがエイリヒだ。後ろは大丈夫だな」

　正面の敵に集中しようとデュアルクレイターを構え直す。

　だがセクリトはニヤリと笑った。

「さてどうかな？　兵を伏せて側面を襲うまでは良し。だが……」

　後ろの敵が完全に隊列を乱して敗走し始める。

味方はここぞとばかりに追撃戦に移り、敵をおいかけ……アークランドからの援護が届かなくなった。

「追いかけすぎて釣られたな」

　追う味方と追われる敵、乱れて伸び切った一団の横っ腹にどこに隠していたのか敵の騎兵隊が突っ込む。

　ほんの三千程度だ。だが全速力で飛びこんだ騎兵は数以上の威力を発揮する。

　今度はど真ん中で分断された味方が大混乱に陥る。

敵陣に号令と笛が鳴り響き、逃走するだけだった敵兵が振り返る。

「罠を罠で返されたのか」

「あるいは伏兵があるだろうと予備部隊を温存していた……だ。奴らの方も無能ではなさそうだ」

　戦況を見極める。

　俺達の方はごちゃまぜの乱戦で一進一退、容易に決着はつきそうにない。

互いがここまで乱れていると敵も味方も策の打ちようが無いだろう。

　一方で後方の戦況は極めて悪い。

騎兵に分断された上、不用意に追撃したせいで味方陣地からの援護も受けられない位置だ。

「火消しに行ってくる」

　俺は指笛でシュバルツを呼ぶ。

残念ながらまったく音は鳴らなかったが、状況を察してか嫌そうな顔でやってきた。

「おお援軍ですか。では我らも……」

「危機にある味方を救うことこそ騎士の本懐！」

「いざ参らん！」

　貧乏三人組が配下に命令を出そうとした。

「駄目だ。絶対に来るな」

　俺が厳しい顔で言うと三人は同時に尻もちをつく。本当に仲がいいな。

「「「な、何故ですか!?」」」

　三人の声が揃う。

　今の戦いを見る限りこいつらの餓犬隊は足手纏いどころか相当頼りになるだろう。

そして敵味方拮抗している状況とは言え、五〇〇程度が抜けても数の問題は無い。

「問題は領主共の統率の無さだな」

　セクリトが言う通りだった。

　たった五〇〇とは言え、突然転進すれば周囲が動揺するかもしれない。

それを見て隣の一〇〇〇が下がり、それを見て更に隣の二〇〇〇が下がればたちまち壊乱してしまう。

指揮系統のしっかりした部隊とは違うのだ。

「向こうには俺だけで行く。セクリト、お前もここにいろ」

「はぁ？　おい」

　返事を聞く前にシュバルツを駆けさせる。怪我人を連れ回せる訳がない。

エイリヒめ、愛人をもっと頂かないと割に合わない。




「全速だ。心臓が破れるまで走れ」

　シュバルツは嫌だと嘶いてから加速する。

　さすがに速い。まるで風になったようだ。

普段の遠乗りとは速度が全然違う。いつもは手を抜いていやがるな。

　敵は俺に全く気付いていないな……単騎だから当たり前か。

どうせなら初撃で指揮官クラスを叩いてやりたい。

「あの派手な奴に向かえ」

　全速力のまま派手な騎兵に向かって駆ける。

　さすがに敵兵の一部が俺の存在に気付くが、シュバルツが速すぎるので警告も間に合わない。

「大隊長！　右手から敵が！」

「何──？」

　大隊長とやらが振り返るのと俺がそいつの胴体を真っ二つにするのは同時だった。

「わははは！　死にたい奴からかかって来い！　わはははは！」

　馬鹿馬鹿しいとわかっているが大音声をあげる。

苦境にある味方から少しでも目を逸らす必要があるのだ。

……だから鼻息で笑いやがったシュバルツは許さん。

「出たっ奴が出たぞ！」

「単騎で……やはり悪鬼の類だったか！」

　不本意だが今は目立つことが最優先だ。

　奇襲で敵のど真ん中を突っ切った後、進路にいる敵を斬り捨てながら走り回る。

「追え！　押し包んで殺せ！」

「動きが速すぎて……」

　敵はもちろん追撃を試みるがシュバルツに追い付ける馬などいない。

「ふん！」

　近付く敵を胸の上で両断して腹に剣を突き立て、血を撒き散らす下半身を掲げるようにして走る。

「おのれ悪魔め……人の道理など弁えんか」

　俺だって好きでやってる訳じゃない。

　更に一人の敵の頭をデュアルクレイターで斬り飛ばし、その首が地に落ちる前に長剣で敵陣に向けて弾き飛ばす。首が落ちた周囲の敵からどよめきがおき、視線がこちらにくる。

いいぞ俺を見ている分、味方への攻勢は和らぐはずだ。

　王国軍も遅れはとったが無能揃いではない。

僅かな援護が効いたのかは不明だが、必死に隊列を立て直し始めている。




「とりあえずこんなもんか」

　見ればこちらに向かって数百の兵が駆けてくる。

さすがに全部相手にはできない。

　俺は味方陣地に飛び込み、鬼気迫る顔で指揮を取っている兵団長に駆け寄る。

「おお、悪魔のような味方が暴れているとの報告でしたがハードレット卿でしたか！」

　文句を言いたいが時間は黄金よりも貴重だ。

「立て直せるか？」

「今しばらく時間があれば。しかしこちらを分断した敵騎兵が寄せてきます」

　敵もこちらが体勢を立て直すのを待ってはくれまい。

既に三千の敵騎兵が土煙りと共に向かって来る。

「あれを足止めすればやれるか？」

「やれます」

　ならばよし。

「歩兵千で敵騎兵に攻撃をかけろ」

「は？　しかし」

　俺は敵騎兵に向き直ってもう一度言う。

「攻撃させろ。責任は後で俺が取る」

「わかりました……。第一大隊は敵騎兵に向かえ、ハードレット卿を援護するのだ」

　兵団長の言葉を最後まで聞かずに俺は駆ける。




　敵の騎兵は再びこちらを分断しようと突撃陣形で駆けてくる。

　俺はその正面から向かう形で突っ込んでいく。

「前方に敵騎兵が……」

「一騎？　たった一騎だと？」

　敵が困惑する声が聞こえる。

　敵兵三千が突っ込んで来る光景は実に凄まじい。

こちらの背中にも歩兵千がいるはずだが、振り返っていなかったら嫌なので振り返らない。

「すごい迫力だな」

　騎兵の突撃陣形に向かって単騎で駆ける。

無謀極まるやり方だが勝算はある。

　敵と交差すると同時に先頭の一騎を斬り捨てる。

振り抜いた剣の刃を返して左の一騎、そのまま振り抜いて更に右の一騎を斬る。

　騎兵の突撃陣形は敵の隊列を食い破る為にある。

真っ正面から飛びこんで来る一騎を仕留めるようにはできていないのだ。

　弓騎兵などの例外を除いて突撃中は飛び道具は使えない。

　そして速度が出ているので真正面以外の敵には対処できない。

下手に止まれば味方同士で玉突き事故になってしまう。

隣で味方がやられても足を止めて援護する訳にはいかないのだ。

「いかに敵が多かろうと正面だけ相手にすればいい」

　敵馬の足に長剣を軽く当てる。

力は籠っていないが互いに全速なのでその威力は凄まじく、敵は大砲で撃ち出されたかのように吹き飛んで行く。

　そこで胴体にズドンと大きな衝撃がある。

思わず息と戦の前に食った物が吹き出そうになる。

　当然ながら敵の攻撃威力も倍化するのだ。

軽くかすっただけでもこの威力だ。

　もちろん仕留めた敵とぶつかっても落馬は必至だし、足を失ったら命は無い。

「ぶつからないように気をつけろよ」

　シュバルツは嫌そうな顔で耳を軽く揺らす。

「俺も本気でいかないとな」

　息を深く吐いて目を見開く。

集中すると敵の動きがゆっくりと見える。

　正面から突き出される槍を軽く弾き、空いた胴を両断する。

　斬りかかる剣に長剣を叩きつけて吹き飛ばす。

　右から突き出される槍の穂先を掴んで引っ張り落馬させる。

　左から斬りかかる敵の顔面に拳を見舞う。

　俺は次々と敵を仕留め、シュバルツは敵と正面衝突しないように細かく進路を変える。

もちろん速度はまったく落さない。

　騎兵の突撃陣形はただ正面の隊列を食い破るためにある。

だが兵もやはり人間だ。隊列の中に異物が飛びこんで暴れ回っていれば横や後ろが気になるのは当然だ。

そうなれば……。

「敵の速度が落ちたぞ。陣形も最初に比べれば乱れている」

「これなら支えられる。絶対死守だ！」

　速度を失った騎兵突撃ならば訓練された歩兵は十分支えられる。

「何をしている！　たった単騎など無視しても良い！　速度を落とさず敵陣を……」

　そしてあわよくば、この騎兵隊の指揮をしている奴を仕留める。

　俺はシュバルツの腹を強く蹴る。

　部下を叱咤している男。

派手な装いと周囲により重装備な騎兵が並んでいる……間違いない。

「隊長！」

　俺に気付き慌てて隊長の前に立つ騎兵をシュバルツが体当たりでひっくり返す。

「止めろ！　奴を止めろ！」

　更に二騎が斬りかかって来る。

俺は剣を振りかぶったままシュバルツに全て任せる。

　左腕と右脇に衝撃があるがドラゴン皮の甲冑はそう簡単に刃を通さない。

多少胃液が吹き出るのは仕方ない。

「隊長、お下がり下さい！」

「お、おう！」

　隊長は進路を変えて逃げだし、最後の一騎が俺に向かって突っ込んで来る。

周りは敵だらけだ。僅かでも猶予を与えれば取り逃がす。

「ふん！」

　振りかぶった剣を全力で目の前の男に叩き付ける。

だが叩き付けたのは刃ではなく剣の腹だ。

「ぎっ！」

　男は両断されることなく吹き飛ぶ。

そして重い甲冑を着たまま逃げる隊長の馬に激突した。

「どわぁ！」

　当然、馬は後ろ脚を折られて転倒し隊長は地面を転がる。

　次の指示は要らない。

転がる隊長にシュバルツの蹄が振り降ろされ、頭蓋を踏み潰す。

「おぉぉぉぉぉぉぉ!!!」

　俺は剣を空に掲げて咆哮する。

うーむ、ザン＝ドラで出した声に比べれば迫力不足だな。

シュバルツめ、迷惑そうに耳を倒すのはやめろ。

「隊長がやられた……？」

「たった一騎で突っ込んで来た相手にか……？」

「攻撃は中止！　中止だ！」

　敵騎兵隊の足が止まる。

最高指揮官がやられては突撃は断念せざるを得まい。

　どうやら歩兵は最後まで踏みとどまれたようだ。

これで俺の役目は終わり、後は兵団長の某が頑張るだけだが。

「隊長の仇を討たねばならん」

「我ら騎兵連隊の名誉にかけて」

　敵騎兵の足が止まり、全ての首がこちらを向く。

　これはいかん。

「シュバルツ逃げろ！」

　俺は一番敵の薄そうな場所を突き破り、騎兵隊列の外に飛び出る。

「逃がすな、追え！」

「絶対に仕留めろ！」

　選択肢は無かったがこちらは味方とは逆方向だ。

三千の敵が追いかけてくるのでとても合流できそうにない。

「お前らたった一騎を全員で追いかけるなんて恥ずかしくないのか！」

「うるさい、お前が先に仕掛けて来たんだろうが！　大人しく捕まって死ね悪魔」

　進路を変えても敵騎兵は俺だけを目標に追撃してくる。

まるで俺がこいつらを率いて突撃しているみたいだ。

　本来ならシュバルツの加速で振り切るのだが。

「疲れただと？」

　シュバルツの息が荒い。

走らせすぎたようだ。敵との距離は開くどころか縮まってくる。

　耳を引っ張ると、もうだめだとばかりに泡を噴きながらこちらを見る。

「馬鹿野郎。捕まったらお前も馬肉だぞ」

　シュバルツの速度が少し上がった気がする。

「お前のお気に入りのメス馬も他のオスに種付けされるぞ。若いオス相手に次々とだ」

　よし、速度が戻った。

今のうちに味方の方へ行こうとした時、前方に敵の一団が現れる。

　間違って敵陣に突っ込んだのかと驚いたが、どうやら小規模な遊撃隊のようだ。斥候部隊だろうか。

「おい、あれは騎兵連隊じゃないのか？　こっちに来るぞ？」

「どうなってるんだ!?」

　斥候部隊は騎兵の先頭に立つ俺一騎だけがまさか敵だとは思っていないのだろう。

矢もボルトも射掛けて来ない。ここで下手な動きをするのは得策ではないな。

「シュバルツ、南ユーグリア馬のふりをしろ」

　疲れている時に下らない事を言うなとシュバルツが睨む。

　俺は速度を落としながら敵陣に飛び込む。

案の定、敵兵は困惑しながらも槍衾を作ろうとはしなかった。完全に味方だと思っているのだろう。

　騎兵隊が追い付き、情報が伝わるまでに少し猶予があるはずだ。

　高級指揮官でも居ればついでに仕留めてやろうか。




「マエスタス閣下、戦局は不透明になりつつあります。一旦本陣にお下がり下さい」

「戦線はいずれも膠着しております。軍団長閣下が直に視察される意味はもうないかと」

「釣り出せたと思ったのに、なかなか上手くいかないものだな。結局アセベド次第という訳か」

　二人の華麗な装飾の騎士、そして彼らが敬語を使う相手。

彼らの言っていたことが本当ならば奴が全体の司令官だ。仕留めれば戦局が変わるかもしれない。

まさか視察に来ていたとは。これは千載一遇の好機だろう。

「敵兵が侵入──！　あいつだ!!」

「ちっ」

　どうやら騎兵隊が事を伝えたらしい。

周り中がこちらを向く。

　一秒の猶予もない。

俺は無言のまま馬から飛び降り、マエスタスとかいう男目がけて走る。

「閣下！」

　騎士が剣を抜く前に肩口から両断する。

「行かせるか！」

　立ちふさがるもう一人の騎士の首を刎ね飛ばす。

　それで俺とマエスタスの間には誰もいなくなった。

先ほどの騎兵隊長と同じ状況かつ、敵は騎乗していないので逃走の心配は薄い。

「悪魔……貴様か？」

　男はさっと剣を抜きながらも苦悶の表情を浮かべている。

自分の力が俺には届かないことをわかっているのだろう。これはとれる。

「閣下を殺させてなるものか！」

　そこに横合いからもう一人が飛び出す。

当然、斬って捨てようとしたのだが……。

　マエスタスに抱き付くようにして庇うのは女兵士だった。

振り上げた剣が止まってしまう。

「閣下をお救いしろ！」

「クロスボウを放て！」

　背中にボルトの衝撃を感じる。

慌てて振り返った隙に俺とマエスタスの間に十以上の敵兵が割りこんだ。

「ちっ」

　これ以上は無理だ。

俺はマエスタスを一瞥するとシュバルツに飛び乗りその場を去る。

　敵兵は奴を守ることを優先したのか追いかけてこない。

シュバルツも限界のようだし助かった。

「閣下、お怪我は!?」

「いや、君が守ってくれたお陰で命を拾ったよ。悪魔とはあの男のことか。グルサ、アルグス……二人共一瞬で殺られたよ」

　後少しだったのにもったいない。

　敵は大将を狙われた動揺からか攻撃を停止して後退していく。

味方もかなりの損害を出しており、これ以上の戦闘は望まなかった為に同じく後退していく。

　兵団長とその部下の尊敬の眼差しが気持ち良い。

参謀の四十女が熱に浮いた視線で俺を見ていたので夜の誘いをかけると、無言で鍵を渡してくれた。




　セクリトと貧乏達の所に戻るとこちらも決着がついていた。

といっても一方的な勝利ではない。敵が決め手の無い膠着状態を嫌って兵を退いたのだ。

　そしてこちらの戦功第一はどうやら餓犬部隊だったらしい。

「餓犬隊の皆々様の勇猛さは例えようもないほどです。まさに鬼神のごとしと言えるでしょう」

　王国軍の司令官が賞賛の言葉を述べている。

「……見ましたか餓犬隊の活躍を」

「ええ、よもやこれほどとは」

　他の領主も賞賛している。一体どれほどの活躍をしたのか見たかったな。

「しかし、敵とは言え。そのあまりにも……」

「侵略者に死を与えるのは当然……なれど戦場に仁義があっても良いのでは……」

　雲行きが怪しいぞ。

「見ましたか？　無表情のまま敵を狩って行くあの女を、逃走しても降伏しても容赦せず」

「聞けばあの女はハードレット卿の愛妾と言うではありませんか」

「しっ！　愛妾であの程度ですぞ！　ハードレット卿ご本人を怒らせたらどうなるか……」

　セクリト、お前一体何をしたんだ？

「知るか」

　モナシ伯を中心にビンボ子爵ゴクフィン男爵が身を寄せ合って震えている。

「何も見ていないな？」

「「「勿論ですとも」」」

　セクリトに言われて声を揃える三人。

お前達は武闘派の領主だろうが。

「不思議と彼女には逆らえなくて」

「お偉方の雰囲気がするのですぞ」

「部隊の指揮までして貰いました」

　もうこれ以上は聞くまい。

「答えはベッドでお前に聞こう」

「望む所だ。お前には貸しもある……閨で返してもらうぞ」

　今日は死闘続きで疲れた。

夜はせめて女を抱きまくるとしよう。

九月二三日　王国へ続く道③　発売予定です。

何卒宜しくお願い致します。




またも一週間空いてしまいましたが、次回は濡れ場から始まります。

それほど間が開かずに更新できると思われます。










第３８４話　中央平原統一戦争⑨　褐色の愛人　♯







「脱げ」

　俺は天幕に戻るなりセクリトを全裸にする。

愛を交わす為ではなく傷の具合を見る為だ。

「手当ては済んである。刺さりも浅かった、どうもない」

　彼女は太ももにクロスボルトを受けている。

普通の矢よりも遥かに威力はあるはずだが、見た感じ傷は小さく痛みがあるようにも見えない。

「薬も塗った。この程度の怪我を恐れて戦いを楽しめるか」

　セクリトは更に太ももを確かめようとする俺を軽く蹴飛ばして逆に俺の服を脱がせてくる。

「お前こそ何発貰っているんだ」

　何度か受けた斬撃は鎧を貫きはしなかったが、鉄の塊で殴られたのだから痣ぐらいにはなる。

とはいえ、その程度で揺らぐほど柔では無い。気になるのは一箇所だけだ。

「……鎧の隙間にボルトを喰らったな？　この位置……並の男なら背中から肺まで至る致命傷だったぞ」

「そうならないために鍛えている」

「抜かせ。女を抱いて鍛えた背筋だろうが」

　ボルトは見事鎧の隙間を捉えたが、俺の筋肉を貫くことはできなかった。

既に自分で簡単な手当てはしていたが、なにぶん背中だからいい加減だ。

　セクリトは悪い口とは違って丁寧に傷を手当してくれる。

「上着を全部脱げ、どうせ背中は痣だらけだろう」

　断る理由もないので上着を脱ぎ捨てる。

「筋肉だけは立派だな。まるで野人だ」

　罵りながらも丁寧に軟膏が塗られていく。

「下も脱げ。腿や腰にも貰っているだろう」

　これももっともな意見だが、背中から唾を呑む音が聞こえるぞ。

「……下着も脱げ」

「それは治療の為か？」

　耳元に息を吹きかけながら言われる。

「もちろんだ……股の間が腫れているぞ。早急な治療が必要だ」

　俺は振り返って仁王立ちになる。

男根は音がするほど腫れており、実際に下着から布を裂く音が聞こえる。

「これは大変だ。早くしないと手遅れになってしまいそうだ。さあ脱がせてくれ」

　セクリトは軟膏とハケを隅に放り、膝立ちのまま俺の足元に近づいて来る。

「お前に死なれては困るから仕方ないな」

　女にしては大きめの、俺と比べればずっと小さな手が下着にかかりゆっくりと引き下ろしていく。

「ひっかかって脱げん。ここまで腫れているとは……なっ！」

　勢い良く下着が引き下げられる。

既に最高潮となっていた男根が勢い良く跳ねあがり、俺自身の腹筋に当たってバチンと音が鳴った。

「うっ」

　自分が解放したにも関わらずセクリトは驚く。

「戦の後とは言えこれほどとは……怪物め」

　前戯をしようと添えられる手を掴んで阻止する。

「いらん」

　俺はセクリトの背と膝の裏に手を回して抱き上げる。

そのままのしのしと布団に向かって歩き、異物が無いのを確認してから乱暴に放り投げた。

「犯すぞ」

　布団に転がる褐色の肌に俺の理性も限界だ。

よくここまでもったものだと思う。本当は治療などせず男根を捻じりこみたかったのだ。

　だがそんな俺の純情を目の前の褐色女は受け入れてくれない。

「もう少し待て」

　太ももを掴もうとする俺を制して布団に引き込み、胸板に頭を乗せる。

そのまま何も無い時間が数十秒続く。

　本当は乳房を鷲掴みしながら股に手を突っ込みたいのだが、今それをやるべきでないことはわかる。

男根に我慢しろと命じながら左手で髪を撫で、右手で背中から尻たぶにゆっくりと手を這わせる。

　俺の体にも腹筋から胸板、そして首筋から唇へと手が這い回る。

そして強い刺激でもないだろうに胸にかかる息がどんどん熱くなっていく。

比例して一物の硬度も上がり、既に血が入り過ぎて痛いほどだ。天国なのか地獄なのかわからない。

「もういいぞ。好きに犯せ」

　その言葉と俺が彼女をひっくり返し正常位の姿勢を取るのはほぼ同時だった。

　大きく筋肉質な褐色の尻を両手で掴み、足を高く上げて大股開きをさせ、その間に体を入れる。

「ああ、やっとこの素晴らしい肉体が頂ける」

「そうだ。感謝して味わえよ」

　獣の息使いで腰を前に進めていく。理性は残っていないし残す意味も無い。

女の穴は先ほどの軽い愛撫だけで十分滑っていた。

恐らく彼女も戦の後で相当昂っていたのだろう。

「ぐ……でかい。これは……入らん」

　だが入らない。彼女が準備不足なのではなく、俺の一物が準備し過ぎたようだ。

「ここまで来て引きさがれるか。突破してやる」

　尻を更に抱え込み、真上から覆いかぶさるように体重をかけていく。

ミシミシと穴が広がる感触を感じる。

「ぐぅぅぅ！　無茶しやがって！」

　セクリトはシーツを思い切り掴んだがすぐに放して俺の両腕に爪を立てる。

皮が破れて血が出るような力だ。

だがそんな痛みもむしろ興奮を煽る刺激にしかならない。

「うぉぉぉ!!」

　叫びながら全体重をかけて腰を沈め切る。

ノンナやセリアにこんな真似をしたら穴が壊れてしまうだろうが、こいつなら受け止められるはずだ。

「あがぁぁぁぁ！」

　肉棒が根元まで中に入り込む。

抱えこんでいた足がピンと伸び切り、周囲に響き渡る叫びが上がる。

　さすがに気を失うかとも思ったが、彼女は荒く息をつきながらも俺の目を見て言う。

「ふぅ……ふぅ……化けチンめ……良いぞ動け。野獣のように私を食え！　犯せ！」

　なんて女だ。

しかし今はその言葉に甘えたい。

　動けないようにがっちりと抱きしめて腰を動かしていく。

鉄のように硬く大きくなった男根を彼女の一番奥に叩き付け、肉傘で穴の中を抉りながら引き抜く。

「うぐっ！　ぐうっ！　あがっ！」

　上がる声は色っぽいものではなく、獣の呻き声のようだ。

　さすがにこのまま乱暴し続ける訳にはいかないな。

豊かな乳でも揉みながらもう少しゆっくりやろう。

　俺はそう思って腰を止め、キスを求めたのだが返答は唇への噛みつきだった。

「犯せと言っただろう。もっと乱暴に突け、野獣のように声をあげろ」

　言ってくれる。なら容赦はいらないな。

　俺はニヤリと笑って彼女の腰をがっちり掴む。

「うおぉぉぉぉ!!」

「ひぎいぃ！」

　野獣の咆哮をあげながら破城槌のように腰を叩き付ける。

彼女の腹が動きに合わせて盛り上がる。

腰のぶつかる音が盛大に鳴る。殴り合いをしていると言われても違和感がないほどだ。

「まだまだここからだぞ！」

　手を腰から尻に回して腰を高くあげさせる。

「角度が……うぐ！　奥にめり込んでくる……」

　子袋への入り口は最初の挿入時点で既に突破している。

今感じている奥の感触は子袋の一番奥だろう。

「これでどうだ」

　俺は腰の動きを止めないまま、盛り上がる腹を手で軽く押す。

「かふっ！」

　セクリトの目が点になり、くるりと白目を向いてしまった。

同時に手足も伸び切ってから脱力して垂れ下がる。やりすぎて失神させてしまったか。

　だが彼女が気を失っていたのは一瞬だった。

すぐに意識を取り戻し、打ち付ける俺の腰に足を回してくる。

「もっとだ。もっと野獣になれ。殺すつもりで抱け！」

　そう言って肩に思い切り噛みつかれた。

皮が破れ、肉に歯が食い込む。

　俺も仕返しだと右の乳房を掴み、乳首を抓る。

「うがぁぁ！」

「ぐおぉぉ！」

　もうお互いに人間ではなかった。

獣のように快楽を貪り、噛みつき合い、絶叫した。




　そしていよいよ俺の性感は限界に達する。

「ふん！」

　腰を押さえて肉棒を強引に引き抜く。

太いままの男根が子袋から一気に抜けおちる感触にセクリトが叫ぶが、ぐったりする時間は与えない。

「尻を向けろ。最後は面白いことをしてやる」

　言う通りにする彼女の穴に後ろから肉棒を押し込む。

もちろん手加減は無い。胎内を一気に蹂躙し、僅かな抵抗も無視して子袋に再侵入する。

「どこにも手をつくなよ」

　両手を自分の腰にあてたままゆっくりと立ち上がる。

「まさか貴様……うぅぅ！　私は七十近くあるんだぞ！」

「その程度どうってことは無い。そら上がった」

　俺はセクリトを男根一本だけで持ち上げたのだ。

「このまま出すぞ」

　そのまま腰を振り、最後のスパートに入る。

　セクリトは空中で足をバタバタさせながら自分の髪を両手で掴んで喘いでいる。

そんなに乱暴にしたら髪が抜けてしまうぞ。

「体重が全部奥に……腹が破れる」

　あまり長くやるべきではないな。

俺はセクリトの肩に軽く噛みついて終わらせた。

「く！」

「ひぅ！」

　最後に漏れた案外可愛らしい声を聞きながら精を放つ。

同時に穴がぎゅっと締まる。彼女も俺に合わせようと絶頂を我慢していたらしい。

「うぅぅぅ……おぉぉぉ……」

　長く伸びる嬌声を聞きながら、精を放ち続ける。

　男根が柔らかくなっていくのに合わせてセクリトはだんだんと下がり、遂には完全に抜け落ちて頭から布団に突っ伏した。脱力した尻と背中に残り汁のような精が振りかかっていく。




「体が動かん。戦場でもここまで疲れ果てたことはないぞ巨根の獣め」

「すまんな。理性が飛んでしまった」

　俺は布団に横になりセクリトの口奉仕を受けながら謝罪する。

「乱暴なだけならいいがな。厄介なのはこのでかさだ」

　先端を指で弾かれる。痛いじゃないか。

「オーク並とは良く言うが、これはそれ以上だ。捕虜をオークに嬲らせて遊んだことがあるからな」

　さらりと怖い事を言わないでくれ。今後は改心するんだぞ。

「萎えても並の男の倍はある。何を食ったらこんな化け物になる。だいたい種が多すぎて尿道が痛いなど聞いたことがない」

　セクリトは尿道に躊躇なく人差し指を突っ込んでくる。

こらこら、そんなことをしたらまた勃つぞ。

　セクリトはふと水を取りに立ち上がろうとする。

右足で立ち上がろうとし、僅かに止まってから左足で立ち上がった。

　水差しから直接水を飲み、俺に向かって水差しを放る。

「すまんな」

　俺もまた直接水差しを傾ける。

もしノンナがここにいたら大騒ぎするだろうな。

「さあ次はお前の番だぞ」

　俺はベッドをポンポンと叩く。

「まだ足りんのか？」

　勿論足りないがそうではない。

「『貸しは閨で返せ』と言っただろ？　次はお前の好きなことをしてやる。尻穴でも舐めてやるし鞭で打ってもいいぞ」

　だがセクリトは鼻で笑いながら天幕から出て行ってしまう。

「一晩で返せる貸しと思うな。この戦いが終わってからたっぷり返して貰う。今日はここまでだ」

「おい」

　それっきりどこかに歩いていってしまう。

「それはいいが」

　俺は布団の脇を見る。

慌てて着替えを持って追いかけるが既にセクリトの姿はなかった。

「お前全裸だぞ」

　良い女だが変な女でもある。

考えたらまた勃ってきたじゃないか。




　さて先ほどから頭の上で聞き覚えのある声が聞こえる。

「ミエナイミエナイ　ツカレタ　モウダメ」

　そして近場の木にバシンと何かが当たる音がする。

バサバサと音を立ててソレは下まで落ちてくる。

「イタイイタイ　ハラへタ　ピー」

「お前か」

　もう見慣れた翼と鳥の足、知性の足りない声はハーピーだ。

しかも俺が良く抱いている奴だな。微妙な違いでわかる。

一人で出て来たはずなのに結局いっぱいついてきてるじゃないか。

　俺はハーピーを抱き上げ、翼に絡んだ枝葉を取ってやり、擦り傷を水で洗ってやる。

「こんな所でなにしている。夜目が効かないんだろう？」

　するとハーピーは軽く頭を傾ける。

「テイサツテイサツ！」

　偵察？　何を偵察するんだ？

　今度は少し長く頭を傾ける。

「ワスレタワスレタ！」

　だろうな。

「ハラヘタハラヘタ！」

「飯か……」

　周囲を見回すと燻っている焚き火の傍に手のつけられていない串焼き肉が置かれていた。

焼いていた者が急用で席を立ったのだろう。

このまま冷めてももったいない。補給はしっかりしているので肉はいくらでもあるしな。

「そら肉があるぞ」

「ニクー！　ウマー」

　がつがつと肉にかぶりつくハーピーを慈愛に満ちた目で見つめる。

馬鹿ではあるが、小さな子供だと思うとこれもこれで可愛いもんだ。

　丸呑みした肉が喉に詰まり、必死で体を揺するハーピー見つめる。

体付きは子供っぽいが一応乳はある。激しく動けば僅かながら揺れているな。

　翼の手で器用に壺を掴んで水を呑むハーピーを劣情に満ちた目で見つめる。

彼女は小さいが既に立派なメスだ。ほっそりした太ももの根元には繁殖可能な穴がある。

「飯は済んだか？」

「ウマイウマイ　ハライパイ！」

　それは良かった。

俺はハーピーを軽く抱え上げ誰もいない暗闇の中に運ぶ。

「クライミエナイ　ピー」

「大丈夫だ。俺に身を任せろ」

　暗いと騒ぐので座ったまま胸に抱え込む。

これなら俺しか見えないので心配ないだろう。

　そしてズボンをずらして男根を取り出す。

「よっと。お前は小さいのに簡単に入るな」

「ピー　オオキイノハイッタ」

　セクリトと比べれば子供ほどのハーピーだが、挿入しても苦しむ様子は見せない。

やはり種族の違いだろうか。

対面座位で抱え込み腰を振ると嬉しそうに翼をバタバタさせる。

「ハンショク　ツヨイコドモ　ピー」

　しかしあんまりバサバサやるとやかましいので巡回の兵士に気付かれるかもしれない。

ハーピーを抱いている所を見られれば俺の悪い噂にますます拍車がかかるだろう。

「あんまり騒ぐな。そら、抱きしめてやるぞ」

　翼ごとハーピーを包み込むとピッと小さく鳴いたきり大人しくなる。

漏れるのは俺の小さな呻き声と突く度に漏れる小さな鳥のさえずりだけだ。

「ピッピッピッ……ピー」

「全身を抱き締めると本当に子供みたいだ」

　こいつの体格は幼女と少女の間ぐらいだ。

言葉が片言なのもあって小さな子供を抱いていると錯覚する時もある。

　ハーピーの体温が上がり声がでかくなってくる。

そろそろか。

　俺はハーピーの口を塞ぎ、最後に数度強く突き上げて射精する。

「ムグー！」

「ん……」

　それなりの量の精がハーピーの中に飛び出していく。

「ピィ……デキタ　マタタマゴデキタ」

　何やらモゴモゴ言っているが射精に集中していたせいで聞きとれない。




　行為が終わり、ハーピーは仰向けに寝転ぶ俺の胸の上で何やらピイピイ言っている

やはり騒がしいので寝かせてしまおう。

　小さな頭と翼を撫でながら子守歌を歌う。

　ノンナが子ども達に聞かせたのを他の女達も気に入り、子持ちの女達が皆歌っているので俺も覚えたのだ。低い声で下手くそなのは我慢して貰おう。

「■▼●──♪♪　△□◇──♪　──♪♪♪」

　ハーピーは最初こそキョトンとしていたが、徐々にリズムを合わせてくる。

酷く外していた音程も次第に整いだしてきた。俺より上手いんじゃないか。

「歌を知っているのか？」

「ウタシラナイ　ハジメテ　オモシロイ」

　ハーピーは気に入ったのか、俺の教えたメロディをもう一度最初から歌い始める。

「ピー♪　ピピピー♪　ピー♪　ピピピィ♪」

　上手いもんだと聞いていたのだが、急に瞼が下がって来る。

良い歳をして子守歌で寝るなんて馬鹿なことを……。

　立ち上がろうとしても力が入らない。

浴びるように酒を飲んだ時と同じくどうしようもない眠気が押し寄せてくる。

「う……」

　俺は上機嫌に歌うハーピーを見ながら瞼を完全に閉じてしまった。




「──ハードレット卿！　ハードレット卿！」

　体を揺すられて目を覚ます。

「む、朝か」

　俺はどうやら焚き火の傍で寝ていたようだ。

「よ、ようやくお目覚めですか」

　男の顔に見覚えはない。だが起こしてくれたのは感謝しておこう。

「おう、助かった」

　だが男は気まずそうに目を逸らす。

「その……まず服を着られた方が宜しいかと」

「なに？」

　慌てて体を見ると全裸だった。

　昨夜の事を思い出す。

おかしい、ズボンをずらした程度だったはずだが。

まさかハーピーの奴、俺が寝た後にもう一発やったのか。

「見ろよ……すげぇ大きさだぜ。あれで萎えてるんだろ？　俺の三倍はありやがる」

「ハードレット卿は女好きだと言うが無理もない。俺だってあんなモノ持っていたら女を食いたくなる」

「何よりあの剛毅さよ。起床ラッパから二時間は経つ。兵が駆けまわる中、全裸大の字で寝てたんだぞ」

「あんな豪傑には勝てねぇ……いや負けて掘られてぇ」

　嫌な事を聞いた。俺は起床ラッパの後も全裸のまま本陣の真ん中で寝ていたらしい。

ハーピーも起こしてくれれば……いや、隣に居られた方がまずかったかもな。

それにもしセクリトに見つかったら珍味として食われるだろう。

「兵の話が伝わりまして、そろそろ軍務総監がこちらに来られるかと……」

「俺は出陣したと言ってくれ」

　全裸のまま自分の天幕に駆けこむ。

「きゃー！」

「ぎゃー巨根！」

　間違えて女兵達の天幕に飛び込んでしまった。

「大したものをぶら下げて何をしている」

　呆れた声はセクリトだ。

「どこの女を抱いていたのか知らんがさっさと準備しろ。そろそろ敵も来るだろうよ」

　鼻で笑いながら剣を軽く振っている。

その姿にどこか違和感が……そうか、昨日よりも軽装なのか。

「そんな鎧でいいのか？」

「全裸で良く言う」

　セクリトは歴戦の戦士だ。鎧の選択ぐらい自分でできる。

俺が口を出すようなことではない。

　周囲が騒がしくなる。敵が来たのだ。

「敵東部軍、中央軍襲来！　──更に騎兵と馬車主体の新手が南に出現しました！」

「軍務総監閣下より命令！　野戦部隊出撃、アークランド防衛隊は城壁へ！　カタパルト展開！　輜重隊は後方退避！　ハードレット卿は戦いが終わった後、本陣に顔を出すこと！」

　なんともいえない悪い予感がする。
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余談　偽装セリア

ザン＝ドラ防衛線　本陣

　全身を黒いマントで包み、大剣を足の間に置いたセリアが厳めしい顔をしていた。

隣には無表情のマイラがいつも通り背筋を伸ばして立っている。

レオポルトは我関せずとばかりに少し離れて座り、目を閉じていた。

「戦況報告、敵は援軍と合流の後も国境線付近から動きません。強行偵察には反撃しますが、追撃する様子は見られません……ぷっ」

「うむ！」

　セリアは必要以上に低い声で頷く。

報告を終えた兵士は下を向き、肩を震わせながら退席していく。

「リントブルムからの補給は順調です。矢玉、砲弾、予備の鎧、全て必要十分な量が確保されています……ぷふっ」

「うむ！」

　セリアは豪快に膝を叩く。

リントブルムからの伝令も口を手で覆って足早に退席していく。

「ラーフェンからの定時連絡です。市内は平穏にて報告すべき事態無し。奥方様よりお手紙を預かっております」

「ノンナさんには宜しく言って下さい。戦が終わったらたっぷり可愛がってやります。とも」

　セリアは口をあけて豪快に笑う。

伝令は何度も咳払いをしながら顔を背けて退席していく。

　室内が三人だけになったところでセリアが大きく溜息をついた。

マイラが指でセリアの後頭部をつつく。

「痛いです！」

「いつまでこの茶番を続けるんですか？」

「エイギル様がいないと兵の士気が落ちます。私が影武者として……」

「気付かれているに決まっているでしょうが！　誰が貴女とハードレット卿を見間違うのか、表面積が三倍ぐらい違うでしょうに……股間にいくら詰め物しても駄目ですよ！」

　マイラがセリアのほっぺたを引っ張る。

レオポルトは全てに何の反応も示さない。

「ふがふが──分かってます！　でも命令を受けた以上はやらないといけません。だからエイギル様についていきたかったのに！」

　セリアはズボンを開いて中のクッションを落とす。

「……というわけで今夜もマイラさんはイリジナさんとルナさんを連れて私の天幕に来て下さい。エイギル様が女を抱かない夜なんてあり得ませんから」

「なんで毎晩女四人で寝ないといけないのか……」

　言いながらマントを外して変装を解いたセリアとマイラは水浴びの為井戸へと向かう。

　そこで彼女達に兵達の会話が聞こえてくる。

「今日もセリア様あの格好で視察していたよな」

「ああ、領主様の影武者のつもりなんだろう？　仲間もみんな見に来てたぜ」

「馬鹿空気を読め。気付かないふりをするんだよ！　ばれたら止めちまうかもしれねぇだろ」

　セリアが屈辱にプルプルと震え、マイラが笑いを堪える。

「そういえば夜、イリジナ様とマイラ様にルナ様まで天幕に入って行くのが見えたけどあれも影武者のつもりかな？」

「決まってるだろ。真面目なセリア様のことだ、きっと夜の内容まで再現してるんだよ」

「ということは……ごくり」

　嫌な沈黙が続く。

「体格からしてセリア様が上だよな？　んでイリジナ様かマイラ様とこう互いにアソコをだな……」

「いやいや！　俺はマイラ様と重なっていると見たね！　そこにもう二人が張り型で……」

「馬鹿野郎張り型なんか邪道だ。指と舌で一人ずつ集中攻撃でぐちゃぐちゃにだな……」




「あぁぁぁぁぁぁ!!　なんでそこだけ生々しく信じる！　全部信じろバカ者どもが！」

「ぎゃー！」

　飛び出したセリアは兵士を蹴っ飛ばす。

　意地になったセリアにより影武者は継続されることとなるのだった。

手違いで投稿し損ねました。

深夜投稿です。










第３８５話　中央平原統一戦争⑩　アークランド戦争後篇　失われたもの







アークランド　城門外

　朝日を目に受けて思わず手をかざす。

兵士達も同じように小さく悪態をつきながら目を細めるがすぐに見開く。

「何も朝日と同時に仕掛けて来なくてもいいだろうに。こっちも逃げるつもりはないんだからゆっくり朝飯食ってからにできないのか」

　目の前で整然と隊列を組み、今にも襲いかかってくるだろう南ユーグリア軍に向けて愚痴る。

「朝から晩までこってり攻め続けるつもりなのだろうよ。中年親父のようなねちっこい攻めが続くぞ」

　セクリトはふかし芋を齧りながら言い、半分ほどで要らなくなったのかシュバルツに放る。

シュバルツは素早く口で受けとめる。

「敵は全軍出撃のようですな。あの数……まるで減っているように見えません」

　昨日の活躍の結果か俺との相性が良いと見られたのか、エイリヒは餓犬隊を俺の直接指揮に置くと言ったのだ。貧乏組も特に異存は無いらしい。

「昨日も激しい戦いでしたが、一面を埋め尽くす死体と言っても大抵千にも届かぬもの。十万同士の戦いとなれば徹底した追撃戦が無ければそうそう数など減りますまい」

「当たり前のことをもっともらしくほざくな阿呆め」

「うぅ……怒らないで下され。戦の前に心が折れてしまいます」

　ビンボ子爵ががっくりと項垂れる。しかしどこか嬉しそうでもあるな。

　だが昨日の戦いは掛け値無しの激戦で敵味方にかなりの損害が出たのは間違いない。

それでも決着にはまだ程遠いように思われた。

「やはり我が愛槍ヒンソウ丸が輝きを増している」

　ゴクフィンが最後の手入れをしながら独語する。

なんでも俺から金を借りて一心地ついた時には愛槍の切れ味が落ちていたらしい。

それが南ユーグリア戦争以降の混乱で再び資金難となると戻ったそうだ。

「敵が動きますぞ!!」

　ビンボが叫ぶ。

俺達も周りの王国軍も一斉に剣を抜いて構える。

　俺も食いかけのふかしイモをシュバルツの口に放り込む。

　吐きだしやがった。こいつめ覚えていろよ。

「なあセクリト」

「犯したいなら後にしろ」

　ここで交わったら稀代の色情狂として後世に残るだろうな。

「大丈夫か？」

　セクリトはこちらに視線も寄越さない。

「はあ？　まだ始まってもおらんだろうが阿呆」

「そうか。ならいい」

　俺はそれ以上続けずに長剣を構えた。




　南ユーグリア軍の攻勢はまず城外で守る俺達に対して始まった。

野戦でこちらの屋外部隊を市内に押し込んだ上で攻城兵器を展開するつもりだろう。

　しかしその程度のことはエイリヒも想定済みで大多数の兵が城壁外に展開されており一歩も引かない激戦が続く。

　昨日と同じ激しくも決着のつかない戦いとなるのかと思った時、激しい馬蹄の音と土煙りが敵陣のど真ん中を割るようにして現れた。

「新手の騎兵か!?　長槍隊は槍衾で防戦しつつ弓兵は援護を──」

　指示を出そうとした味方の指揮官の首から上が吹き飛ぶ。

「指揮官殿！　ええい、命令通りに……うお！」

　対騎兵陣を組んだ長槍兵もまた次々と薙ぎ倒されていく。

「あれはまさか!?」

「あれが報告にあった戦車か！　だがこれほどの数とは……」

　敵の新手は騎兵ではなく、戦車の集団だった。

十や二十ではない。見える範囲でも数百はいるだろう。

いよいよもって敵が本気を出してきたわけだ。

　戦車は槍衾に臆することなく正面から突入していく。

走りながら放たれる大弩は一列に並んだ槍兵を薙ぎ倒して陣を乱し、突き出される槍も重騎兵よりも更に重装甲の甲冑が弾く。降り注ぐ矢もほとんど効いていない。

そして一たび突入すれば回転する車輪の刃が幾人もの横腹を引き裂く。

　対騎兵陣は一瞬にして引き裂かれ、ボロボロになった穴に今度は騎兵が殺到してくる。

「戦車か……ああやって数を揃えて使うと面白いな。さて援護せんと全体が崩れるぞ」

　セクリトに言われるまでもなくシュバルツの腹を蹴る。

「我らも行くぞ！」「騎兵は続くのだ！」

　貧乏組も一応武闘派だけあってちんたらしなかった。

　味方の真ん中を疾走する戦車の群れに後ろから追いすがる。

　戦車は機動力に優れるが騎兵ほどではないので後ろから追いすがるのはそう難しくない。

「問題は────右」

　シュバルツが進路を変え、左耳に風切り音が聞こえる。

「全方位に撃てる大弩だな」

　セクリトもまたそう言って手綱を引いてジグザグに走る。

続く兵達にも大弩を受けて吹き飛ぶ者が出始めた。

「うわ！　や、槍が勝手に……」

「なんという槍捌き！」「まさかあれを見切るとは！」

　後ろの騒ぎはどうやらゴクフィンが槍で大矢を弾いたらしい。

本人の表情を見る限り偶然の産物のようだが、戦場では運も実力だ。

「おっと」

　長剣を立て、刀身に左手を添えて正面に構える。

そこに大矢が命中、強い衝撃と破砕音が鳴り、金属片と木片が顔に当たる。

　俺とシュバルツは僅かに揺らめくが落馬も転倒もしない。

「お前のは偶然じゃないな」

「まあな」

　だがこのままではまずい。

敵味方の距離は詰まるがその分狙いも正確になる。

「列に飛び込めば大弩は撃てん。車輪の刃には気をつけろよ」

　俺は兵にそう言って戦車の群れに飛びこむ。

「そら」

　戦車の後ろを通りぬけ様、大弩操作兵の首を刎ねる。

「まず二つだ」

「いや三つだな」

　大弩ごと兵を叩き割り、同時にセクリトが使い捨ての短刃を敵兵の背中に突き立てて通り過ぎる。

だが操作兵を仕留めても戦車は動きを止めず、そのまま直進していく。

　大弩を失っても突撃する戦車そのものが強力な武器だ。

味方への脅威はあまり変わらない。

「御者を殺さんと止まらんぞ」

「わかってる」

　分かっているが難しい。

御者台は重装甲で守られているので力を込めて攻撃しないと仕留められない。

　それをするには正面から仕掛けないといけないが、下手に前から仕掛けると車輪の刃に馬の足がやられる。よしんば跳ねて避けても体勢が崩れて次の敵への対処が甘くなるのだ。

「ここは力技でいく」

「いつも通りじゃないか」

　俺は同じように後ろから戦車に迫って操作兵を長剣で貫く。

「再利用するぞ」

「半分寄越せ」

　貫いた敵兵を放り投げて空中で両断、その下半身を剣の腹で弾いて戦車にぶつける。

轟音が鳴って戦車の重装甲が凹んだが、進路は変わらない。

「ええい駄目か」

「下手くそ。こうやるんだ」

　セクリトは半分になった敵兵の襟首をつかみ、車輪に向けて投げ付ける。

「「ぎゃあああ!!」」

　甲冑を着た兵士の骸が車輪の間に挟まったのだろう。片方の車輪が急停止した戦車は弾かれたように横転した。

「なるほど、こうだな」

　俺は戦車に随行していた敵騎兵を剣で突き差し渾身の力で戦車の車輪に投げ付ける。

敵は車輪の間に……挟まらず、車輪ごと破壊して戦車は激しく横転しバラバラになった。

「……なんでもいいがな」

　セクリトは溜息混じりに言ってから厳しい目をする。

「上手くいかんな。仕掛けはしたがどうにもできてない」

　餓犬隊は俺に続いて戦車隊に襲いかかりはしたが、どうにも攻めあぐねている。

剣やクロスボウでの攻撃も重装甲に弾かれて仕留めきれず、逆に車輪の刃でひっくり返される者も多い。

仕掛けたこちら側の方に犠牲が多い。

「俺もこれで四台目──だが……」

　言いながら戦車を牽く馬を斬り払って転倒させたが敵の反応がない。

「マエスタス閣下からの厳命だ。悪魔の相手はせず無視しろ。勝利にのみ意味を見出せ！」

「前だけを見て突き進め！　陛下のご加護を信じろ」

　そこら中で同じようなことが叫ばれている。

俺が戦車をひっくり返そうが、騎兵を叩き斬ろうが敵は正面だけを見て速度をあげていく。

　俺が真正面から突っ込んでも敵兵は足を止めず目を閉じて走り続ける。

そして隣が斬られても構う事なく通過していくのだ。

怒号をあげようがバラバラにして臓物を散らばらせようがお構いなしだ。

「ええい鬱陶しい。俺に構え！」

　言いながらもう一人を斬──おっと危ない女兵だった。

「いかにお前でも走り抜ける戦車を十も二十もやれん。下手に足を止める方が痛手か……それに従う兵もなかなか鍛えられている」

　セクリトめ感心している場合ではないぞ。

既に半分以上が通り抜けてしまった。これでは敵の阻止は失敗だ。

「仕方ないだろう。これで外は荒らされる。城門がもたんぞ。市内へ入る準備をしておけ」







アークランド市内

　セクリトが言った通り、敵の戦車部隊に散々に荒らされた野戦部隊は混乱の中で押されていき、遂に城壁の中に押し込まれてしまう。こうなると敵の攻城兵器が前に出て本格的な攻城戦が始まってしまう。




　アークランドの守備兵は奮戦したが野外からの援護無しに門に殺到する敵兵を押さえきれず、遂に破城槌が南の城門を撃ち破り、敵は市内に突入した。

　もちろん市内に飛びこまれたからといって負けではない。

市内にも十分な兵力が残されていたし、狭い市内での戦闘はそう簡単には進まない。

　敵が三歩進み、味方が二歩押し戻す。そんな戦闘が続く。

それでも苦境には違いなく、王国軍の兵士も動揺の色を隠せない。

「北門はまだ破られていないな？　守備兵を南に回せ、北門は土を盛って塞いでしまえ」

「馬鹿言うな、野戦部隊がまだ外にいるんだぞ！　奴らを市内に入れれば戦力が大きく──」

「もう場所がない！　これ以上兵を入れたらつっかえる！　城壁の周りを回って敵の後背を──」

「敵の戦車に陣を引っ掻き回されているんだぞ！　とても迂回できるだけの統制を維持できてない」

「それより司令部を後方に移せ！　万が一にも敵に襲われたら全てが崩壊してしまう」

　セクリトに言われて司令部に戻ったはいいが大混乱だな。エイリヒの姿も見えない。

「ラッドハルデ卿は？」

　どうせ聞くならと女性参謀に聞いてみる。

「うるさい！　指揮官は命令があるまで目の前の敵と──し、失礼しました！」

　忙しそうに動く彼女は俺を怒鳴りつけた後平謝りする。

もちろん女性なので腹は立たない。

「構わんよ。それでラッドハルデ卿は？」

　怒っていないとアピールするために尻を軽く撫でながら落ち着いた声で再度聞く。

「軍務総監は後方に下がられました。何分混乱していて……」

「そうか。困ったな」

　エイリヒがいないのでは仕方ない。

スカートの上から女性参謀の尻穴をつつきながら首を捻る。

「仕方ないから勝手に何かしよう」

「それがいいだろう。独断専行は戦の華だ。私がやられたら首を刎ねるがな」

　まずは市内に入りこんだ敵を追い払うところからだ。

「今度は戦車の時と違って無視もできまい」

　戦場で無視されるのは実は結構寂しかった。

今度はちゃんと相手してほしいものだ。

　俺は最後に女性参謀の尻を強めに掴んでから再度前線に向かう。

「あう！　うう……噂通りの人だった……戦いが終わったら身を任せるのも……」




　餓犬隊を率いて最も激しい戦闘が行われている場所、中央大通りへと到着する。

　そこは敵味方の怒号、絶叫、悲鳴が交差した文字通り阿鼻叫喚の戦場だった。

敵は圧倒的な勢いで押しまくっているが、冷静に見れば味方もほとんど後ろには下がっていない。

「短槍隊は右を支えろ。左からの圧力が大きい、第二中隊は援護に回れ！」

　一際大きく通る声で叫んでいるのは良く知っている男だった。

「ようアゴール」

「ハードレット卿！　本陣からの援軍ですか!?」

　汗と血にまみれたアゴールが喜色を浮かべる。

　どうやら頭を矢が掠めたのか、濃い顔面を血が伝っている。

良く見れば脇腹部分の鎖帷子も抉れており、わずかだが出血していた。

「勝手に来ただけだが援軍には違いない。怪我は平気なのか？」

「この程度、かすり傷です」

　見ればアゴールは千近い兵を率いている。

大隊長がどうのと言っていたが順調に出世しているようだ。

　シュバルツも面白く無さそうな顔でアゴールの頭を食んでいる。

こいつなりの挨拶のようだ。

「今は十でも二十でも大歓迎です」

　俺達が話している間にも敵がどんどん押し寄せている。

「持ち堪えられそうか？」

「正直綱渡りです。何か一つのきっかけで突破されてしまうでしょう。市内ですのでどんどん後ろに下がる訳にもいきません。司令部には援軍を早くと伝令を出しているのですが……」

「司令部は後方に下がった。伝令はまず通っていまい」

　セクリトがそう言うとアゴールの表情が歪む。

昔の部下だったから知っているが、こいつの指揮は堅実で失敗が少ない。

　しかし司令部と連絡が取れないなどの異常事態が起きると苦しくなる。

レオポルトが中隊長程度が適任と言っていたのもその辺りを見てのことだろう。

だがもう心配はいらん。俺がきたからな。

「セクリト。なんとか立て直してくれ」

　セクリトは目を細めて俺を睨む。一体なんだというんだ。

「……まあいい。お前の守りは悪く無いが、今のままではもって三〇分だな」

　アゴールが困った目で俺を見る。

そうか、こいつはセクリトを知らないのだったか。

「敵の圧力を削ぐには防戦だけでなく効果的な反撃が必要になる」

「なら餓犬隊の指揮を任せる。上手くやってくれ」

　俺がそう言うとセクリトは不満そうな眼を、アゴールは呆然とした視線を向けて来る。

一方で貧乏組は文句一つ言わず文字通り犬のように待てをしていた。

「面倒臭い事をさせやがって……高くつくぞ」

「おう、いくらでもぼったくってくれ」

　俺はそう言ってシュバルツから降り、代わりにセクリトを乗せる。

騎乗の方が指揮を取るには好都合だろうし、いざとなってもシュバルツがなんとかするだろう。

「……ふん」

　セクリトはシュバルツに飛び乗り、マントをたなびかせながら剣を抜く。

うーむ、俺よりずっと様になっている。

「アゴールとか言ったな」

「ああ」

　セクリトはさっと剣先を前線に向ける。

冷酷ながらも凛々しく、動作も非常に洗練されている。俺が女なら惚れていただろう。

「今のままの戦い方を続けながら徐々に後退させろ。敵に押し切れると思わせるのだ」

「なに？　それでは本当に突破されてしまう」

　セクリトはアゴールに返答せず、ビンボへ風切り音と共に切っ先を向ける。

「そこでお前達の出番だ。敵味方の境界があの赤い家を越えた時に合図する。味方の中央を押しのけて敵にぶち当たれ」

　ビンボが答えるより早く切っ先が俺に向く。

「お前が先頭に立ち、敵の真ん中に衝突しろ。指揮を執れと言ったのはお前だ。従って貰うぞ」

「おう」

　思わずワンと言いかけた。名前が犬なだけに危なかったぞ。

「お前らもわかったな。よし行け」

「「ワン！」」

　貧乏共が言いやがった。プライドはないのか。

「ハードレット卿を突撃させるのがどうかというのは置いても下手な反撃は逆に危機を招くぞ」

　アゴールの反論にセクリトはフンと鼻を鳴らす。

見下しているように見えるのはシュバルツの体高のせいだけではないだろう。

「奴らは左右交互に攻め立てて押し込んできている。あえて後退すれば更に左右の圧力を強めるだろう。そこで中央に強力な突撃を喰らえば攻勢全体が瓦解する。……教本通りにやる馬鹿は大抵これで負けて来る」

　最後の方は何やらぶつぶつ言っていたが、今はどうでもいい。

　セクリトに命令されると何とも言えない興奮を感じる。レオポルトだと腹しか立たないのにな。

　俺は徒歩で長剣と盾を構えながらじっと待つ。

　セクリトの言う通り、今まで頑強に踏みとどまっていたアゴールの隊が徐々に後退を始めた。

「敵が下がり始めたぞ！　今こそ好機、押しまくるのだ！」

「一気に突破しろ！　大通りを抜けばアークランド陥落も間近だ」

　敵の攻勢が目に見えて強まる。

味方は防戦しながらも後退速度が加速……前線が特徴的な赤い家にさしかかる。

　シュバルツに乗ったセクリトの剣は風を切って振り上げられる。

そして垂直に構えられた後、同じように鋭く振り降ろされた。

「餓犬隊──突撃。……まったくアホな名だな」

「「「おぉぉぉぉ!!」」」

　餓犬隊が鬨の声をあげて突撃する。

　俺も負けてはいられない。

叫びをあげながら先頭で盾を構えて突っ込む。

「うわ！　なんだ!?」

「道を開けろ！　なにか野獣が突っ込んで来るぞ！」

「どうしてこんなところにオークが!?」

　俺の叫びを聞いてか味方の兵が飛びのき、転がって進路をあけていく。

いい感じだ。目の前に居られたら多分弾き飛ばしてしまっていた。

　味方の陣がぱっくりと割れ、俺達は敵の正面に飛び出す。

俺は肩に盾を担ぐ体勢で走り込む。徒歩での突撃ならこの構えが一番だ。

「なに──」

　敵が何か言う前に盾に軽い衝撃があった。

もちろんその程度で足を止めることはない。

　叫んで気合いを入れながら更に速度をあげる。

　盾越しに鈍い金属音と衝撃が連続する。

それが敵兵を弾き飛ばしたのか、単に槍を防いだだけなのかはわからない。

今は足を止めず、周りも見ず、ただ突進するのが最善だ。

　ある程度進んだ所で体を沈め、体ごと盾を突き上げるように大きく振るってから止まる。

一際大きな音が鳴り、複数の敵兵を吹き飛ばした感覚があった。

そこではじめて周りの状況を確認する。

「あ……あぐ……」

「ひぎ……」

　密集した敵兵の中、俺が突っ込んだ跡が道になっている。

左右に弾き飛ばしたのだろう、腕や脚が変な方向に曲がった敵兵十数人がもがいていた。

　最後の一撃は重歩兵の隊列に突っ込んだようだ。

三人のフルプレートを着た敵兵が地面に転がりピクリとも動かない。

　敵はもちろん、一緒に突撃するはずの餓犬隊まで固まっているのでとりあえず叫んでおこう。

「出た！　とうとう俺達の所に出やがった！」

「なんてついてねぇんだ！　悪魔と出くわした！」

　敵は目に見えて動揺し、味方は怒号をあげながら追いかけてくる。

そして乱戦が始まった。

　見れば敵の攻勢は完全に止まり、アゴールが先ほどまでとは反対に戦線を押し戻し始めている。

　敵は増援を次々と送ってきたが、一度瓦解した攻撃はちょっとやそっとでは立て直せず、俺が到着した時よりもずっと後方まで敵を押し戻し、遂に敵は大盾部隊を前に出してきて守りを固めてしまった。

「大盾の後ろにクロスボウと長槍、通称鈍亀の陣だ。攻勢を完全に諦めた陣形だな」

　セクリトは一言二言敵指揮官を小馬鹿にしてから剣を納める。

大通りを守るというアゴールの任務は成功したのだ。




「ハードレット卿、あれを！」

　アゴールが突然城壁を指差す。

見るとそこにゴルドニアの国旗が翻っている。司令部の印だ。

「城壁の上に司令部？　また派手な所に置く」

「だが野戦・市内戦どちらの戦況も直接見られる。愚かな手ではないな」

　セクリトはそう言いながらシュバルツから飛び降りる。

「おっと」

　よそ見をしていたせいか二、三歩たたらを踏んでから俺を一睨みして無表情に戻る。

「本陣から援軍二千が来ます」

「南西の通りで敵が撃破されました」

「西門を味方が奪還しました」

　エイリヒが本格的に指揮を取り始めたのだろう。次々と良い知らせが入って来る。

「城外より東門を奪還、味方が市内に入ります」

「敵攻城部隊が攻撃停止、後退している模様です」

「敵戦車部隊を採石場跡に誘いこみました。機動力を失って混乱中の模様」

　城壁の外でも状況は好転している。

「敵は城壁外に後退する模様です。もう大丈夫です」

「まったく苦労させられたぞ。いい女でも紹介して貰わないと割に合わん」

　笑いながらアゴールの肩を軽く小突く。

　敵も味方も疲れているので今日はここまでだろう。

俺はエイリヒに一言伝えて休息しようと司令部に足を向ける。

セクリトも同じ考えなのか、盛大に欠伸してついて来る。




　司令部は敵の攻撃撃退の喜び、もしくは危機を凌いだ安堵に満ちていると思われた。

　だが実際にはどちらでも無かった。

　混乱は先程の比ではない。

女参謀が涙目になって走り回っている。

「なにがあった？」

　エイリヒを見つけて短く聞く。

「北へ半日のロクスター兵站拠点が襲撃された。物資が全て焼き払われたのだ」

　エイリヒが机を蹴りあげる。

こいつがこんなに激昂するのは本当に珍しい。

　ロクスターというのは確かアークランド北にある小さな町で物資の集積所として使われていたはずだが、

ここからはかなり距離がある。目の前の敵がちょっと出向いて襲撃できる距離ではない。

「数千規模の歩兵……大量の馬車に乗った兵団が現れ、守備隊一万は奇襲を受けてたちまち蹴散らされたそうだ」

　エイリヒは口調をゆっくりと静かにしていく。

俺に話しながらも自分の心を鎮めようとしているのだろう。

　一万の歩兵が蹴散らされた。これは理解できる。

敵が本当に数千だとしても兵站拠点は主戦場たるアークランドよりずっと北にあるのだ。

兵が油断し切っているのは想像できる話だ。

　わからないのは何故敵が現れたかだ。

戦線はアークランドの南にある。いかに機動力に優れるとはいえ、そこから北上すれば必ず斥候隊の目にとまる。まさかエイリヒが斥候を出し忘れているなど考えられない。

「今更言っても仕方ないですがね」

「そうだな。すぐに逃げねばならん」

　セクリトが靴を履き直し、緩めた甲冑の紐も締め直す。

「命令がまだだ」

　俺はエイリヒの前から動かない。

そこは筋を通さないといけないからな。

「選択肢があるとでも？　兵站拠点は失われ、機動力に勝る敵が居座っている。目の前の敵は今頃追撃準備に大忙しだろうよ」

　エイリヒはセクリトを一睨みして言う。

「撤退だ。アークランドは放棄、迅速に撤収準備をして命令を待て」

　エイリヒと俺は数秒目を合わせ、俺は軽く頷いてその場を離れる。




　司令部を出るとセクリトが皮肉げに話し始める。

「これでお前の領土の南半分、いやラーフェンも危ないか」

　俺は何も答えない。

「最悪国が潰れる。逃走の準備をしておけ。幸い連邦東部辺境への道は開いている」

　何も答えず歩く。

「私とお前で逃げるならなんとでもなるが、お前は女ばかりの大所帯だから時間もかかるだろう」

　視線は前に固定する。

「金もあった方が良いか。あの化けトカゲなら金貨の山を運ぶのも苦にならん」

　俺はセクリトに向き直る。

「予想外のことになった。悪いがもう一度指揮を頼むぞ」

　セクリトのただでさえ細い目が一層細くなった。

「はあ？　そんなものあの馬に乗って駆ければいいだろう。一直線に逃げれば誰も追いつけん」

　セクリトの目に殺気が籠る。

「まさか馬鹿正直に命令通り戦う気ではなかろうな？　撤退戦の意味を知っているのか？」

　知っている。が、やったことはない。

　ゴルドニアに来てからは負けた事が無いし、それより前の傭兵時代は撤退戦になる前に逃げていた。

「一番死人が出るのが追撃、撤退戦だ。下手をすれば皆殺しになるぞ」

「そうはなりたくないな」

　セクリトが俺の肩を掴み、顔を限界まで近づける。

だが色の気配は微塵もない。むしろ普通の男なら漏らしてしまう程の殺気が叩きつけられる。

「エイリヒとかいう男は負けたのだ。奴自身が言った通り、あの男はもうおしまいだ。命令など聞く必要はない。お前まで地獄に引き込まれるぞ」

　俺は薄く笑い、セクリトに口付けする。

……唇を少し噛み切られた。

「まさかあの男と共に死ぬのが美学だと言うのか？　共にあの世までとでも臭いセリフを吐くのか？」

　殺気を叩きつけられる度に心が温かくなる。

本当にセクリトが逃げたいなら静かにいなくなってしまうだろう。

こうも食ってかかってくるのは俺を想ってくれているからこそなのだ。

　もう少し焦らしても良いが、馬車の荷台から半分覗いているブリュンヒルデの童顔からも尋常でない殺気が出ている。この辺でいいだろう。

「俺は死ぬつもりは無いしエイリヒもまだ終わってないさ」

「何？」

　俺はエイリヒと合わせた目を思い出す。

「あいつは諦めていない。必ず何か勝算がある」

　根拠は無いが、結構な時間肩を並べて戦ってきたからわかる。

「では何故あの場で説明しない」

「さあな。時間が惜しかったのか、説明できない事情があるのか。それはどうでもいいじゃないか」

　セクリトは俺の目をじっと見る。

俺も当然見つめ返す。

「……阿呆め」

　それだけ言ってセクリトは背を向ける。

半分覗いていた顔もニュッっと引っ込んだ。

「何かあると言っても追撃戦はやはり危険だ。なんならお前だけ先に逃げてもいいぞ」

　返答は投げつけられた石ころだった。

「下らん独語として聞け。私はこの戦術に見覚えがある」

　準備をしながらセクリトが話し出す。

「戦略レベルでの徹底した迂回と包囲、戦術・戦闘レベルでは粗も多く、敗戦もしばしばだが気づけば敵を追い込んでいる。後方兵站拠点の襲撃などあいつが好む最たるものだ。突然兵をひり出した手品はわからんがな。こんな辺境まできて何の因果だ……まったく気持ち悪い」

　途中からまったく意味がわからなかったぞ。

　セクリトには言わなかったが、エイリヒに勝算があること以外にもう一つ逃げない理由がある。

「長く一緒に戦ってきたんだ。ここにきて一人で逃げるのも気分が悪い」

　もちろん一緒に死ぬつもりはないし、女でないあいつを最後まで守るつもりもない。

いざどうしようもなくなったら逃げるだろう。だがどうしようもなくなるまでは戦ってやりたかった。

「言ったら怒って馬鹿にされるから言わないがな」

　そら、嗅ぎつけたのかまた片目だけが荷台から覗いている。







「全軍後退。後退──！」

「敵に背を向けずに下がれよ！　隙を見せたらおしまいだぞ」

「応戦しつつ迅速に下がれ！　文句言わずに命令に従え！」

　アークランド北門を出て撤退を開始した俺達は即座に南ユーグリア軍の追撃を受ける。

　敵はしっかりとした陣形も組まず、散開した歩兵と騎兵で波状攻撃を仕掛けてくる。

こちらが反撃に転じないと確信している動きだ。

「相手の方が情報が早い。待ち構えていたんだろうさ」

　飛んでくる矢を払い落しながらセクリトが言う。

俺も飛び込んで来る敵の槍を盾で跳ねのけ、逆に喉元に長剣を突きこんで斃す。

　俺達も算を乱して逃げ散っているわけではなく、防御を固めながら撤退しているので今の所なんとか壊滅的な損害は免れていた。

「それも時間の問題かもしれんが」

　セクリトが顎をしゃくる。

「敵が側面に周り込むぞ」

「退路があればそれでいい。捨て置け！」

　敵の騎兵が側面に回りこんで行くのが見えた。

本来なら両翼を伸ばして迂回を阻止するか、こちらも騎兵を出して迎撃するのだが、どちらの動きも無い。

　横合いから周りこんだ騎兵が味方を好き放題に討ち取っていく。

　幸いにして俺達は中央にいるので側面攻撃は受けなかったが、その分正面からの攻撃は苛烈だ。

敵の矢がバラバラと降り注ぐので盾からまともに顔も出せないまま下がり続ける。

「それにしても速いな」

　敵の動きがではない。王国軍の逃げ足がだ。

後ろで戦うこちらを完全に無視しているような撤退の仕方だ。

「応戦は適当でいい。足を早めろ、孤立したら最後だ」

　セクリトが餓犬隊に命令を出し、退却の足が早まる。

当然、陣形が緩んで矢で斃れる者が増えるが仕方ない。

「もう少しゆっくり下がってくれないとついていけないぞ」

　王国軍に向けて文句を言う。

領主軍の中では統制のしっかりしている餓犬隊でさえこれだ。

「シルス卿の部隊が孤立しました！　救援を求めています！」

「無理だよ」

　俺は即答する。

見ればその部隊は既に敵に飲まれている。もう助けようがない。

「崩れそうだな……」

　王国軍の逃げ足が異様に早いせいで統率に劣る領主軍は置いて行かれつつある。

当然ながら敵の追撃は苛烈さを増し、味方は目に見えて浮足立っている。

「ハードレット卿……」

　モナシ伯が泣きそうな目でこちらを見ていた。

言いたいことはわかる。これは囮にされているのかもしれない。

　俺達は二万程いるから敵にとっても食いでのある餌だし、仮に殲滅されても全体の戦力としてはさして問題にはならない。戦争全体を考えれば納得できる考え方ではある。

「俺には一言欲しかった」

　一言不満が漏れたが、愚痴を言っても始まらないか。

　敵の騎兵が側面から後方へ周りこみつつある。

王国軍と俺達の間に割り込む動きだ。

　王国軍の部隊が迎撃して阻止しているが、いかんせん逃げる速度が違うので俺達との間はどんどん開く。

これでは遠からず割りこまれる。俺が見てもわかる危険な動きだ。

「盾を捨てて全速後退、背中を斬られたら諦めろ」

　セクリトが命令を変える。

餓犬隊は大盾を捨て、更に撤退の速度をあげる。

　当然矢を浴びたり背中を斬られて斃れる者は更に増える。

幸いだったのは他の領主の逃げ足が更に遅いことだ。

「クラスル卿戦死──!!」

「こちら水晶円月騎士団！　き、救援を──！　救援を──！」

「マケー＝イクサ卿ご戦死！」

　逃げ遅れた部隊が殲滅される度、敵の追撃の足が僅かに緩まる。

　先を行く王国軍はともかく、俺達の周りは殲滅戦の様相を呈してきた。

これはいよいよまずいな。

　さてどうするかと思った時、セクリトがまたも命令を変える。

「王国軍が反撃する。全隊踏み止まって敵の迎撃を優先しろ」

「あん？」

　咄嗟にシュバルツの上に立って確認するが王国軍の逃げ足は更に早くなっている。

反撃の兆候など微塵もない。

　だが落ち着いて全体を見る余裕のない兵士達は戦意を高めて逃げる足を止める。

そして俺が何か言う前にセクリトが近付き口を寄せて来た。

「完全に退路を断たれた。これで破局だ」

「ならどうして踏み止まる」

　セクリトは馬首を後ろに向ける。

「知れたこと、こいつらを囮に私達が単騎で逃げるのだ。敵も二騎程度に構いはせんよ」

　ああ、そういうことか。

俺達が生き延びるにはそれが最善だろう。

　ちらりと視線を移す。

「うぉぉぉ、反撃の時！」

　ビンボが意気をあげている。

「ヒンソウ丸が光を放っている!?　これはどういうことだ！　髪の毛が逆立っていく!?」

　ゴクフィンが何やら槍をキラキラさせている。

　皆、セクリトの言ったことを信じているようだ。

「どうした。行くぞ」

　自然と笑みが浮かぶのを感じる。

「命令は撤回、退路が断たれた。総員後方に向けて突撃体勢を取れ」

　どよめきと悲痛な声が聞こえる。

「おい」

　地の底から響くようなセクリトの声は迫力があるな。

「要は後ろの敵を突き破って逃げればいいんだろう？」

「馬鹿なことを……兵も指揮官も駒だ。駒を切れんでどうする」

　そういうことじゃない。

貧乏組は知らない仲ではないが、彼らの為に命を賭けて救ってやりたい訳でも無い。

「囮を使って逃げるのは性に合わんのさ」

　要は俺の自己満足だ。味方を捨て駒にして逃げるのは気持ちが良く無い。

兵達も未練を残して俺の所に化けて出るかもしれない。ケイシーのように。

　同じ殲滅されるにしてもそれが突撃した結果なら俺の良心は痛まない。

兵も満足して成仏するだろう。

「その為に死ぬつもりか？」

「死なんさ。俺は敵を食い破って生還する」

　例え兵が全滅するとも俺は生き残る。その覚悟も自信もある。

「根拠は？」

「無い。行くぞ」

　餓犬隊は俺を先頭にして敵に背を向ける。

後方の奴らが次々とやられていくが無視する。

「退路を塞ぐ敵を食い破って離脱する。俺について来い」

　長口上をしていたら突撃前に全滅しそうなのでそれだけ言って駆ける。

　既に周りの領主軍はほとんどが壊滅状態だった。

エイリヒが何を考えて俺達を孤立させたのかはわからないが、後々揉めそうだな。

今はそれどころではないか。

　俺達は敵に向けて突っ込んでいく。

無茶苦茶な突撃だが退路を断っている敵は騎兵だから対騎兵陣を心配する必要もない。

「来たぞ！」

「どうせ苦し紛れだ。数分持ち堪えれば挟み打ちで殲滅できる」

「……先頭にやばいのが見えるんだが」

　敵の言う通り突破に時間はかけられない。

後ろの敵も当然追いかけて来ている。何があっても足を止めることはできない。

「ぶちあたれ。振り返るなよ」

　言いながら俺が最初に敵と衝突する。

　文字通りシュバルツを全力疾走させての衝突だ。

敵は馬ごと地面に斃れ、シュバルツは遠慮なく馬と人を馬蹄で踏んでいく。

「化け物馬め！」

　横に敵がシュバルツの胴体目がけて槍を突きだす。

奴はフンと鼻息を荒くして耳を動かす。俺になんとかしろと言っているのだ。

「主人に命令するな」

　俺はその槍を盾で軽く弾き、長剣で胴をぶっ叩く。

敵兵は馬上から吹き飛ばされて派手に地面を転がった。

「殺さないのか。人情家だな」

　不機嫌極まる様子だったセクリトがいつものように軽口を叩いてくれる。

「斬り抜いてる暇が──ないだけだ！」

　再び棍棒のように長剣を振るってもう一人の騎兵を叩き落とす。

斬り損ねて刃が甲冑に食いこみでもしたら厄介だからな。

「デカブツは楽でいいな」

　セクリトは敵の剣を左手の剣で受け、右手の剣を喉元に突き込む。

さらに馬上で身を捻って真後ろから突き出される槍を避け、左手の剣を逆手に持って敵兵の眼球を貫いた。

「お前こそさすがだ」

　やはりセクリトの強さは相当なもので敵の兵卒など相手にならない。

セリアが同じ状況に陥ったら心配で仕方ないがこいつなら──。

「ぐっ！」

　三人目を屠ろうとしたセクリトの剣が敵兵の兜に当たって弾かれ、その隙をついて剣が振り下ろされる。

　もちろん彼女にそんな単調な斬撃は当たらない。

だが避けられた剣が馬の胴を裂き、激しい嘶きと共にセクリトが地面を転がる。

「いかん！」

　慌てて駆け寄ろうとするがセクリトは華麗に受け身をとってから馬の足を斬り払った。

肝が冷えたがやはり心配はいらなかったか。

　足を失ったセクリトを乗せてやろうとシュバルツを近づけた時だった。

「覚悟ー！」

　両手持ちのバルバードを持った敵騎兵が叫びながらセクリトに突っ込んでいく。

声だけはでかいが振り上げは鈍い。大した相手ではあるまい。

「ふん」

　セクリトも鼻で笑っている。

彼女がこいつを仕留めてからシュバルツを寄せて二人乗りしよう。

「どりゃあああ！」

　力だけの鈍重な振り降ろしを紙一重で避け、双剣が敵の急所に突きこまれる──はずだった。

「なに？」

　セクリトは身を翻す直前、突然動きを止める。

止めたのではない。止まったのだ。

歯を食いしばった苦悶の顔がいつもの余裕や挑発でないことを告げている。

　彼女は足を止めたまま双剣を交差させてバルバードを受け止める。

だが目を瞑ってでも避けられるはずだった一撃はまともに受けるには重すぎた。

「がっ！」

　左手の剣が中ほどでへし折れ、右手の剣は遠くに飛ばされる。

そして止まらなかった振り降ろしが彼女の肩を叩く。

　二本の剣で勢いのほとんどは殺されていた。

普段通りの甲冑を着ていれば打ち身程度で済んだはずだった。

　だが装甲を大きく減らした軽装備のセクリトにとっては大き過ぎる衝撃だった。

　一瞬彼女の意識が飛んだのがわかる。

俺はシュバルツの腹を蹴る。

「ふんがぁぁぁ！」

　立ったまま無防備になったセクリトにもう一撃が振り下ろされる。

狙いは正確に脳天だった。

　俺は長剣を投げようと振りかぶる。

だが間に合わない。

　バルディッシュが彼女の頭に届く直前、セクリトの目に光が戻る。

残像すら見える動きで彼女は体を右に傾ける。

　刃は頭を叩き割ることなく逸れ────

　鈍い音と共に彼女の左腕が斬り落された。




　尚も追い打ちをかけようとする男に俺の投げた長剣が突き刺さる。

だが腕を失って転倒したセクリトに歩兵が襲いかかる。

「──!!」

　声にならない叫びをあげながらセクリトは落ちた自分の左手から剣を抜きとって斬撃を受け止め、中ほどで折れた剣で敵との鍔迫り合いとなる。

　歯を噛みしめる音が聞こえ、口元からは狂犬のように涎が流されている。

鼓動に合わせて左腕の切り口から鮮血が噴き出す。

「がぁぁぁ！」

　セクリトは野獣のように叫び、ほぼ半分になった左腕で相手を殴り付けた。

「うおっ！　こ、こいつ……ぐげ！」

　僅かに怯んだ敵に飛びかかり地面に引き倒して折れた剣を喉元に捻じりこんだ。

　ふらりと立ち上がった彼女に更に多数の敵が殺到する。

　そこにようやく駆けつけた俺がシュバルツごと突っ込む。

俺の脇腹とシュバルツの腿を剣やら槍が掠めるが気にしている暇はない。

　セクリトの足元は腕から噴き出す血で水たまりが出来ている。

耳の奥で自分の心臓の音が聞こえた気がした。

　反射的に長剣を一閃する。

自分でもどう振ったかわからない一撃だった。

「悪魔が来たぞ！」

「手負いは後でいい。まずは悪魔を、ん？」

「あれ？」

　会話しながら転がっている敵の首を踏み潰す。

「乗れセクリト！」

　叫びながら手を差し出すが、セクリトは動かない。

「ふぅーふぅー」

　ただ粗い息を吹きながら折れた剣を虚空に向けて構えている。

　駄目だ意識が残っていない。

「絶対に助けてやるからな」

　俺はセクリトの髪を乱暴にひっつかんでシュバルツを走らせる。

　乱暴すぎるやり方だが、意識が朦朧としている彼女の腕を掴んで暴れられたらどうしようもない。

「北は駄目か」

　既に餓犬隊は敵をぶち抜いて王国軍と合流している。

俺達がはぐれたことに気付く余裕もなかったはずだ。

　彼らが包囲をぶち抜いたことで敵の増援が北に集中している。

既に敵歩兵も包囲に加わっており、単騎で突破するのは不可能だ。

「とにかく敵を避けて走れ！」

　進路も方向もシュバルツに任せて俺は激しく揺れる馬上でセクリトの傷を確認する。

左腕は肘の下で斬り落とされ、激しい出血が俺とシュバルツまで血に染めていた。

　セクリトの動きは明らかにおかしかった。今思えば昨日からいくらでも手掛かりはあった。

彼女が自分の口で言うはずもなく、俺が気付いてやらねばならなかったのだ。

　何が自己満足の突撃だ。セクリトと二人で逃げればこうはならなかったのに。

自分への怒りがこみ上げるが、それは後回しだ。

「血を止めなければ……このままではもたん」

　彼女の服を引き千切って腕を縛る。

だが腕を切断された出血がその程度で止まるはずがない。

　シュバルツが不意に嘶く。

「逃がさん！」

「覚悟しろ！」

　両隣に敵の騎兵が追い付いて来ていた。

敵をよけながら進んでいるせいで速度が出ていないのだ。

『邪魔をするな』

　そう言ったはずだったが、口から出たのはただの絶叫だった。

　ひどくゆっくりと見える敵の剣を素手で掴んで捻じり折る。

敵の表情が驚愕に変わる前に顔面を殴りつけると、首から上が潰れた果実のように飛び散る。

　間髪おかずにもう一人の敵に振り返り、今度は剣ではなく腕を掴んで引き寄せる。

落馬させるつもりだったが、何故か敵は馬上に残ったままだった。

見れば掴んだ腕だけが俺の手の中にある。

　力を入れ過ぎて腕だけを引っこ抜いてしまったようだ。俺は怒りで暴走しているのかもしれない。




　走り続けるうちに前方に敵がいなくなる。

どうやら敵の包囲を西に突き抜けたようだ。

「後ろからはいまだに追って来ているがな」

　かなりの規模の敵が追撃してきている。

悪魔がどうのと叫んでいたから俺を目標にしているのだろう。

色々やり過ぎたらしい。

「だがお前の足には追い付けまい」

　当然だとシュバルツが嘶く。現に距離はみるみる離れていく。

　一安心したいところだが、セクリトの具合は予断を許さない。

　冷や汗をかきながら俺の腕の中でガクガクと震えているのだ。

おまけに血も完全に止まったとは言えない。

「早く味方と合流せねば」

　セクリトの負傷は俺のせいだ。

彼女の具合を把握できなかったのも、突撃をさせたのも俺だ。

　目の前に川が見えてくる。

幸いにして橋がかかっており、足止めされることはなさそうだ。

　俺は速度を落さないまま橋に突っ込み中程まで渡った時、突然シュバルツが急停止して棒立ちになった。

「──セクリトを殺すつもりか！　馬肉にするぞ！」

　怒声をあげた途端、風切り音が聞こえる。

咄嗟に盾を構えて飛来した矢を弾く。

「とんだ大物がかかった。伏兵解除だ！」

　号令と共に対岸の草むらから敵兵が立ち上がる。

ざっと五〇……いや百だ。

ゴルドニア軍がこちらに逃げた時の為に兵が伏せられていたのだ。

　更に背中から馬蹄の音が聞こえる。

足を止めたせいで追撃してきた敵にも追い付かれた。

　橋の両側が敵で埋め尽くされている。

「これ以上無いぐらいの挟み撃ちだな」

　静かにシュバルツから降りて橋の真ん中に立つ。

すると胸の中から弱弱しい声がする。

「……十秒程なら稼いでやる。川に飛び込め」

　セクリトがフラフラと俺の隣に立とうとする。

「寝ていろ」

　俺は彼女を橋の欄干にもたれさせた。

「馬鹿がこの数は無理だ。この傷では私は助からん。どうせなら有効に使え」

「寝ていろ。必ず助けてやる」

　もう一度言ってセクリトにマントを被せるとそれっきり彼女は話さなくなった。

　彼女を置いて逃げる選択肢は無い。

さっきの突撃は俺の自己満足だったが、これは俺の生きる意味にかかわることだ。

　女を身代わりに逃げるぐらいなら死んだ方がましだ。

もちろん死ぬつもりもないが。

　俺は橋の両側からじりじりと迫る敵に向かって言う。

「おい、見逃すつもりはないか？　誰も死ななくて済むぞ」

「馬鹿を言え」

「お前はここで死ぬ。そこの女もだ」

　やっぱり駄目か。

「なら仕方ない。お前達が見逃したくなるまで──」

　長剣と盾を構えて二度深呼吸して最後は叩き付けるように吐きだす。

「殺しまくってやる」

　橋上の死闘が始まる。

本日九／二三王国へ続く道③　発売日となります。

何卒よろしくお願いします!!




さて三八五話は一度完全にやり直したので時間がかかりました。

次からはもっとスムーズに行くと思います。

三巻記念の余談についても近々投稿予定です。お楽しみに。










ＳＰ３巻発売記念話

この話は完全余談なので本編との関係はまずありません。

心を空にしてお読み下さい。









南ユーグリアがゴルドニアに侵攻する前のある日……。

　細身の男が筋骨隆々の男をひっくり返す。

予想外の展開に周りの者からワッと歓声が上がった。

「武芸の大会ねぇ。男同士の戦いを見ても別に面白くないな」

　実際の戦争なら少しは高揚するが模造刀でのチャンバラなので正直眠くなってきた。

賞金が出るので当事者同士は必死だが見ていても面白くはない。

　連邦で経験したものとは違い、ほんの数十人でやるささやかな余興程度のものだしな。

そして意外なことに提案をしたのはアドルフだった。

たまにはラーフェンでもこうした娯楽もやった方が民の気持も和らいで良いそうだ。

出費が少ない割には効果もあると言っていた。

「エイギル様は出ないのですか？」

　セリアが手をパンパンとはたきながら現れる。

「相手がいなくなった」

「ああ……」

　ただ見ているよりは試合でもした方がマシかと思ったんだが、相手が全員棄権するので大会が壊れるとしてアドルフに止めさせられた。

「皆、エイギル様と戦うなど恐れ多いんです。我を忘れて殺されそうだとかそういうのじゃありません！」

　セリアは聞いてもないのに何を言っているんだ。

「それとさっきからどこに行ってたんだ？　また便所か？」

「違います！　そんなにトイレばかり行きません！　……参加者は領民に限定していたのに妙なのが紛れこんでいましたので」

　そういえばさっき町で妙な格好をした貧乏組を見た気がする。

目があったのに無視されたから変だと思っていたが、あれは変装しているつもりだったんだな。

賞金が欲しかったのか……少し哀れになる。




「エイギル～試合に興味ないならあたし達と遊びましょうよ」

　声をかけてきたのはカーラだ。彼女も試合にはそれほど興味がないようだが、雰囲気につられて出てきたらしい。

　彼女に連れられて行くとそこには弓競技の用意がされていた。

「エイギル様？」

「ハードレット殿!!」

　何故かノンナとイリジナまでいる。

「ノンナは普段全く運動しないし少しは体を動かさないと腐っちゃうと思って誘ったのよ。イリジナはなんかいたわ」

「私は外でドタバタするのは苦手なんですっ！　まったくもうこんな野蛮な……ぶつぶつ」

「わはは!!　弓はあまり触らないからな！　たまにはいいかと思ってな」

　少し弓で遊んでいるのもいいかもしれない。

特にノンナは最近ふくよかになってきたからな。

「らしいですノンナさん」

「違います！　また少し胸が大きくなっただけです！」

「それはそれで気持ち悪いわよ。本当にあんたは何になる気……乳？」

　ぎゃあぎゃあと騒ぐ女達とともに弓を取る。

「じゃあ、あたしから手本を見せるわよ。こうやって弦を絞って……最後は力を抜いて……こう！」

　カーラは弓を手に少し静止する。そしてさっと矢が飛び、的の真ん中に的中する。

女達から小さい歓声が上がる。

「やっぱりなまってるわね。こんな程度の距離でも狙わないとだめなんて。暇見つけて狩りにでもいこ」

　俺から見れば完璧だったが、元狩人の彼女には不満だったらしい。

「さあ、あんたらもやりなさいよ。どうせ当たんないでしょうけど」

「むっ！」

　カーラの挑発にまず乗ったのはセリアだった。

「私も弓の練習をしたことはあります。エイギル様見ていて下さい」

　負けず嫌いなセリアは弓を取り、弦を確かめてから的に向かって引き絞る。

真剣な彼女は綺麗な姿勢でいい感じだ。首筋に息を吹きかけたいが怒るだろうからやめておこう。

「えいっ！」

　可愛らしい掛け声と共に矢が飛んでいき、カーラほどど真ん中ではないが、概ね中心に命中した。

器用なセリアは弓も上手く使えるようだ。

「どうです！　当たりましたよ！」

　俺を見てムンと胸を張るセリアだがカーラはフフンと鼻で笑う。

「ええ、競技なら高得点ね」

「どういうことですか？　真ん中に当たったじゃないですか！」

　カーラは的に向かって歩き、刺さった矢を指で弾く。

すると矢はポロリと地面に落ちる。的は藁束なのでかなり浅い刺さりだ。

「狙いすぎて力不足なのよ。これじゃ敵も狩りの得物も倒せないわ」

「うぅぅ……」

　セリアは俺の傍で項垂れる。可哀想なので頭を撫でてやろう。

遊びなのでこれでもいいと思うが、セリアは落ち込んでしまった。

「次はノンナね」

「……まったく野蛮な。むう……あれ？　どうやって構えるのですか？」

「あーもーそこから？　だからそこをこうやって……」

　構えすら取れないノンナにカーラが文句を言いながら教えている。

「だからここが届かなくて、弓がまっすぐ向かないのです」

　しばらくしてカーラが不機嫌な顔で体を離す。

「あんたの乳がでかすぎて構えられないのよ。馬鹿じゃないの」

「なんですか、羨ましい癖に！」

　ノンナは乳がでかすぎて弓をまっすぐ構えられない。

残念ながら弓を使うのは諦めた方が良さそうだ。

「わははは！　次は私だ!!」

　イリジナが弓を構え、カーラが何か言うまえに思い切り引き絞った。

嫌な予感がするぞ……。

「思い切り引き絞って……行くぞ……は、は、はくしょん！」

「うわっ！」

「ぎゃあ！　まずいです！」

　盛大なくしゃみと共に矢は四五度の角度をつけて飛んで行く。

当然的の遥か上を通過し、どこかへ消えてしまった。

「……誰かに刺さってないと良いが」

　言い終わる前に悲鳴が聞こえる。あぁ駄目だったか。

「ぐわぁぁぁ！　尻に流れ矢がぁー！」

「ゴクフィン殿しっかりしなされ！　死んでも借金は消えませんぞ！」

　どうやら問題は無いようだ。良かった良かった。

「俺も少しやってみるか」

　実は弓も結構好きなんだ。

センスがないので実戦で使う余裕はないが、遊びでやるなら楽しそうだ。

「あ、ならエイギルはあたしと勝負しない？」

「ん？　構わんがカーラの相手に俺じゃ不足じゃないか？　お前が面白くないかもしれないぞ」

　弓の腕では到底勝てるとは思わない。

「ふふん。だから面白くする為に罰ゲームを用意するのよ」

　カーラはそういってニヤリと笑う。

「いくらなんでも不公平です！　エイギル様は力だけしか取り柄がないのに！」

「そうです。カーラも調子に乗らないで下さい」

「えー面白いと思ったのにー」

　カーラは頬を膨らませてこちらを見る。

「構わん。受けるよ」

　女がやろうと言うのだ。断るのは男のやることじゃない。

「やった三本勝負ね！　じゃあ行くわよー」

　カーラは早速弓を構えて三連射する。

「うー。やっぱり鈍ってるわ」

　矢は三本とも的を捉えたが、一本は心もち外側に寄っていた。

「次は俺だな」

　彼女に勝つには三本とも中心に集めないといけない。

「エイギル様が普通に引いたら弦が切れてしまいます。優しく……本当に優しく引いて下さい」

　セリアが助言してくれた。なるほど、優しくだな。

　俺は目を閉じてイメージする。

優しく……優しく……セリアの乳首をこねる時のように……。

　俺は目を閉じたまま弦を離す。

「え!?」

　カーラの驚く声も気にせず次の矢を放つ。

今度はノンナの尻だ。

「うそ!?」

　最後は……カトリーヌの豆でどうだ！

「えぇぇぇぇ!?」

　目を開けて的を見ると、矢が一本だけ刺さっている。

あぁ、二本は外れたのか。

「違います！　矢の上に矢が……三本が縦に並んでいます！　すごいです！」

　セリアがはしゃぎ、カーラががっくりと項垂れた。

「エイギルがこんなに上手いなんて……」

　自分でもどうしてこうなったのかわからないが、罰ゲームを受けて貰おう。




「……うわぁ」

「恥ずかしいな!!」

「カーラの変態」

「誰が変態よ！　エイギルに言いなさいよ!!」

　俺がカーラに課した罰ゲームはずばり服だ。

　カーラの格好はひらひらのドレスに短いスカートと非常に可愛らしい。

問題は全てが幼い子供用の服だと言うことだ。

「ははは似合っているぞ」

　もちろんそのままではきつすぎて着れないので買ったその場で仕立て直させた。

店主に生温かい目で見られたがな。

　カーラのなかなかに大きい乳はほとんど飛び出ているし、下も立っているだけで下着が丸見えだ。

「パンツまで子ども用じゃない！　小さすぎてお尻に食い込む～」

「ははは、お前が言い出した罰ゲームだから我慢しろ。ちなみにお前が勝っていたら何をする気だったんだ？」

　カーラはさすがに赤くなって身を捩りながら小さな声で言った。

「あたしと一緒に野外でその……見せ合いながら色々出しちゃうとか」

　次は何をするかな。




「次は槍をやろう！」

　イリジナが訓練用の槍を片手に大声を張り上げる。

元気なのはいいが、もう少し音量を落とせ。野良犬が飛びあがって逃げて行ったじゃないか。

「カーラさんはダウンです」

「む、そうか？」

　カーラは近くのベンチに突っ伏してしまっている。

もちろん子ども服を着たままで尻は丸出しだ。

娘二人が変態変態と連呼しながら通り過ぎていた。

「何をやっているんですか？」

　きょとんとした顔で現れたのはカトリーヌだ。

ちょうどいい、カーラの代わりに遊びに入って貰おう。

「また私が最初です！　えい、やあ！」

　セリアが槍を手に踏みこみ、人型を連続でつく。

「わはははは軽い軽い!!　そんな突きでは敵は倒せないぞ!!」

「むー！」

　またセリアが拗ねてしまった。

頭を撫でてやるぞ。

「また私ですか……やー、とー」

　ノンナがまったくやる気のない様子で槍を突きだす。

その穂先はハエでも止まりそうなぐらい遅く、まったく話にならない。だが……。

「すごいです」

「これほどとはな！」

「……妬ましい」

　ノンナの遅い突きが繰り出される度、胸がブルルンと揺れる。

見るからに重量級の一撃だ。もし突きを掻い潜って間合いに入ってもあの乳に弾き飛ばされるだろう。

まさに攻防一体の技、巨乳乱舞と名付けよう。

「次はカトリーヌだぞ!!」

「ええ？　まあ護身だと思えば……」

　カトリーヌはノンナよりもやる気はあるようでイリジナの構えを真似てはいるが、穂先が怖いのか、これでもかとへっぴり腰だ。

「だがこれは……」

　目の前でフラフラ揺れる尻、それが突き出す槍とは反対にズイと突き出される。

「たまらん」

　俺はカトリーヌの尻を後ろからがっちりと掴む。

立ったままの後背位の構えだ。

「ぎゃ、なんですか!?」

　いかん。性欲が暴走してしまった。

このままでは性獣のそしりを受けてしまう、なんとか誤魔化さねば。

「腰が入っていないんだ。こう押さえているから腰を据えて突き出すんだ」

「……はあ」

　なんとか誤魔化せたようだ。カトリーヌは溜息を吐いてから槍をポンと突き出す。

やはり反動で腰が動き、俺の腹を押し上げる。

「ううむ、やはり足の動きが悪いな。もっと右をこうだな……」

「はいはい、お好きに触って下さいな」

　すりすり尻を撫でながらあれやこれやと指示を出す。

そしてどさくさに紛れてカトリーヌのスカートを少し捲る。

「なんですか、この変な鍛錬は」

「そのうち違う槍遊びになりそうですね」

「今は槍の訓練だぞ!!」

「きゃあ、うるさい」

　俺達の耳元でイリジナがでかい声をあげる。

「ハードレット卿！　私と勝負しよう!!」

「勝負か……構わんがな」

　先ほどの弓と違って槍は俺も得意だからそう簡単には負けないぞ。

「いざ……参る!!」

　イリジナが神速の突きを繰り出す。

俺の目にさえ閃光にしか見えない突きが瞬く間に標的の人型をボロボロにしていった。

「すごい」

「これがイリジナさんの本気ですか」

「んん、良い香りですね」

　カトリーヌとセリアが目を丸くしている。

一方ノンナは日向でお茶を飲み始めた。

最近我が儘さが戻ってきた気がする。

「俺も本気で行かないとダメだな」

　気合いを入れて槍を構える。

長剣よりも遥かに軽い槍は羽根のように思える。

「ふん!!」

　踏み込みと共に槍を突き込む。

足元から土煙りが舞い、人型に槍が刺さると衝撃で藁が飛び散る。

「凄い威力です！」

「でもイリジナさんの方が速いかも」

「クッキーはどこかしら」

　そう、威力は俺が上だろうが、速度ではまったく劣っている。

彼女に勝つには更に速度をあげないといけない。

　俺は槍を持つ手に力を込める。

精神が研ぎ澄まされ、全身に力がみなぎって行く。

　集中が最高潮に達した時、足を踏み出し槍を思い切り突き出す。

「ふん！」

　我ながら会心の突きだ。

誰に向けた訳でもないが、殺気が音をたてて広がるのを感じる。

　閃光のような速度と強烈な破壊力が乗った槍は人型を完全に貫き──。

「わっ！」

「きゃあ！」

　貫かれた人型が数瞬の間を置いて千切れ飛び、空高く舞い上がる。

速度、威力共に申し分ない。悪いが俺の勝ちだ。

「ぐわぁぁぁ！　今度は人型が落ちてくるとは！」

「しっかりなされよ！　利子の返済は明後日、それまでは死ねぬぞ！」




　また何か外野がうるさいが無視しよう。

「俺の勝ちだなイリジナ」

　ニヤリと笑って振り返るがイリジナの反応がおかしい。

「う……あ……」

　全力での攻撃だったので殺気が漏れてしまったせいだろうか。

イリジナに勝とうと意識していたので、彼女に向いてしまったかもしれない。

「本気で殺気を向けた訳じゃない。そう気にしないで──」

　そこまで言った途端、激しい水音が聞こえ始めた。

「ちょっと！　えええ!?」

　カトリーヌが口を押さえて絶句する。

「イリジナさんどうしていきなり漏らすんですか!?　しかも鉄砲水みたいな勢いじゃないですか！」

「仁王立ちのまま失禁するなんて……やるじゃない。悔しいけど認めるわ」

　イリジナはその場にしゃがみこんでしまった。

「ハードレット殿が殺気を向けるから昔を思い出してしまった！　くぅぅ……」

　相変わらずでかい声が段々と小さくなって泣きだしてしまう。

悪かったよ。お前に小さくなられると罪悪感が半端じゃない。

　もう次へ行こう。




「私ですか？　まあ護身術程度なら」

　最後はカトリーヌの護身術だ。

「不埒な輩に襲われた時、貞操を守らねばならないと教えられました。……まあ誰かさんにはローズを人質に取られて無残に凌辱されたわけですけど」

「嫌味を言わないでくれ」

　さあ練習を始めよう。

　練習台はそこらを適当に歩いていた警備兵の一団だ。

「では私から……せい！」

　セリアは暴漢役の兵の手を掴み、体を沈ませて足を払う。

そのまま腕を引いて見事地面にひっくり返す。

　やはりセリアはこういうのは得意だな。完璧な投げ技だ。

だが彼女の技はそれだけで終わらなかった。

「ふん！」

「ぎゃあああ！」

　倒れた兵の股間にセリアの膝がめり込み、兵士は泡を吹いてぐったりしてしまう。

「……おい護身術だぞ。止めを差すなよ」

「はっ!?　すいません、いつもの癖で」

　癖になるほど戦場に出していた俺が悪いのかもな。

兵士は大丈夫だろうか。玉が潰れて無ければいいが。

「セリア様の足……日焼けした健康的な生足が俺の股間に……ふふ……ひひひひ」

「ふん！」

　セリアの膝がみぞおちにめり込み、兵士は今度こそ意識を失った。

「次はノンナだな」

「うう、どうすればいいのでしょうか」

　ノンナは実験台の兵士の腕を掴んで引っ張るが力が無い上にやり方も滅茶苦茶なのでまったく倒れない。

「えい、えい！　たぁ！」

　何度も引っ張るが兵士は困った顔をするだけだった。

だがその表情がだんだん緩んで来る。

「よいしょよいしょ」

　必死になって兵士を倒そうと頑張るノンナ。

良く見ると無駄な動きの中で胸が揺れ、兵士にたぷたぷと当たっているのだ。

　兵は不自然な無表情となるが、鼻の下が伸び切ってしまっている。

「どりゃあ！」

　思わず体が動き、ノンナの代わりに俺が兵士を投げ飛ばしてしまった。

兵士は放物線を描いてどこかに飛んでいく。

「なにやってるんですかもう……」

　すまん、他の男がノンナの乳に触れていると思うと我慢できなかった。

兵には悪いことをしたな、後で何か買ってやろう。

「ぎゃあああ！　今度は兵が降ってきましたぞ！」

「そんなことより早く財布を探して下され！　あれが無ければ今夜の宿代もありませぬ。また雑草を食う羽目になりますぞ！」




　さて今度はカトリーヌとの勝負になるのかな？

「……私が貴方に勝てるはずないでしょう。嬲りたいなら別ですけど」

「まさかそんな趣味は無いさ」

　俺はカトリーヌの手を取り、彼女は練習通りに投げる。

「おお投げられてしまった」

　俺は抵抗せずに、いや自分から跳ね跳んで地面に転がる。

「きゃあ」

　そして寝転んだままカトリーヌの足を払う。

バランスを崩した彼女は俺の上に倒れ込んで来た。

「さあここからはどうする？」

「寝技になったならば……」

　カトリーヌは俺の手首を取り、関節を逆に曲げる。

有効そうだが、さすがに俺の手を捻じるのは無理なようだ。

「ならこうなったら？」

　カトリーヌを押し倒すように回転して両手を塞ぐ。

「押さえ込まれたら……」

　彼女は膝をあげて手加減しつつ股間を蹴りあげる。

もちろん俺はびくともしない。

手加減してくれてよかった、もし本気で蹴られたら彼女の脛の骨が心配だった。

「これなら？」

　カトリーヌに密着し、がっしりと抱き締める。

これで足も手も動かせない。

「こうなってしまったら……こうですね」

　カトリーヌは薄ピンクの唇を俺のそれに重ねた。

「なんですかこの茶番」

　セリアの呆れた声を聞きながら俺達は唾液を交換し続ける。

「ノンナ～あたしと練習するわよ」

「ちょっと嫌ですってば。痛い痛い、本気で捻らないで下さい！　このぉ……もう。えいえい！」

「あはは、そんなへなちょこ当たらな──べぶ！」

　視界の端でカーラがノンナの乳ビンタを喰らって吹き飛んだ気がする。

　ともあれ、訓練兼息抜きは平穏に終わったのだった。

「んちゅんちゅ」

「納得できません！　羨ましいです！」

なんとか本日更新です。

取りとめのない話ですね。










第３８６話　中央平原統一戦⑪　橋上の死闘







　セクリトを欄干にもたれさせてから、ゆっくりと橋の真ん中に移動する。

　敵兵は僅かに反応するが橋の両側を固めたまま動かない。

「こっちは怪我人を抱えて動けないんだ。そっちから来いよ」

　言いながらデュアルクレイターを足元に突き刺す。

「隊長！」

「焦るな。逃げ場はない、合図を待つんだ」

　両側の敵兵は何やら合図し合っている。

同時に仕掛けてくるつもりのようだ。

　気を張りながら橋を詳しく確認する。

　それなりに広い川に架かる橋は、横幅４ｍ、長さは５０ｍ無い程だ。

作りは重厚な石造りでしっかりしており、騎兵も十分走り込める。

　ちらりと川に目を落とす。

水量は比較的多いが、濁流では無い。

ここでセクリトを抱いて飛び込んでも敵の目を誤魔化すことは無理そうだ。




「悪魔とまともに当たる事は無い！　射殺すぞ！」

「タイミングを合わせろ……放て──!!」

　号令と同時に橋の両側から多数の矢が飛来する。

ざっと五〇本近くだろうか。

「だと思ったよ」

　俺はこいつら相手に散々暴れたからな。

まともに正面からえいや、と攻めてくるはずもない。

俺が指揮官でも面倒臭いのでこうする。

「だが簡単に殺される訳にはいかない」

　俺が死ねばセクリトの命運も尽きる。

　息を深く吐いてから一気に止めて目を見開く。

　矢が空高く舞い上がり、向きを変えて落ちて来るのが見える。

軌道を見極める……全てが俺を狙っていて、欄干に蹲るセクリトには当たりそうにない。

　盾を構えながら体を捻って長剣を振りかぶる。

「ぼ、防御しないのか!?」

「これだけの矢だぞ！」

　両側から放たれているので盾だけで防げはしない。

「その上、狙いも正確だな」

　じっとしていれば全てとは言わないが三〇本以上が刺さってきそうだ。

だが泣言を言っている暇は無い。

　俺は体を回転させてまず正面を長剣で薙ぐ。

　軽い音を立てながら四本の矢が砕けた。更に剣風で三本が吹き飛ぶ。

そして一本が胸当てに当たって弾かれ、一本が頬を掠める。

「一本も当たらなかった!?」

「不自然に曲がったのは剣を振っただけで吹き飛んだのか……怪物め」

　次は後ろだ。

　長剣を振り抜いた勢いのまま、盾で背中を隠して回転する。

盾を持つ手に軽い手応えが三つと、背中に鈍い感触が二つ、鋭い痛みが一つ。

「奴め背中に目でもついているのか！」

「だが一本刺さった。それに体勢も崩れた、これで終わりだ」

　重量のある盾と長剣を振りまわしたせいでバランスが崩れる。

だがこれも予想通りだ。

「ふん！」

　回転しながら地面に倒れ込んで身を低くすると、頭上を五本の矢が通過していく。

「避けた!?」

「奴め……力だけじゃない。なんて速さだ！」

　倒れ込んだ姿勢で盾を手放し、長剣一本を両手で掴み、起き上がりざま斜めに振り上げる。

　全力での振り上げで先ほどよりも強烈な剣風が巻き起こる。

直接弾いた矢が三本、風で吹き飛ばした矢が五本、そして太ももに一本、鎖骨近くに一本、これで終わりのようだな。

　俺は腿と背中に刺さった矢を引き抜き、川に投げ捨てる。

鎖骨近くに刺さった矢は深いので胴で折って邪魔にならないようにしておく。

「ふむ、終わりか」

「あれだけの一斉斉射を凌ぐとは」

「確かに三本刺さった。だがまるで効いていない……悪魔め！」

　三本とか言わないでくれ、改めて言われるとかなり痛いんだ。

　俺の頑張りを称えて突っ込んで来て欲しかったが。

「次斉射！　う、うてー!!」

　そうはいかないようだ。

再び大量の矢が向かって来る。

「だが……」

　敵も少しは動揺してくれたのだろう。

先ほどよりも乱れてバラバラに飛んでくるし、何より前後のタイミングがかなりずれている。

「これなら」

　俺はデュアルクレイター一本だけを持って矢を睨む。

「いける」

　ドンと一歩踏み込み、デュアルクレイターを振る。

長剣のように豪快に振り回すのではなく、矢の一本一本の軌道を見極め、正確に撃ち落とす。

「なんだあれは!?」

「奴の剣筋が……見えん!?」

　他の得物と比べると羽根のように軽いデュアルクレイターは腕の延長のように操れる。

先ほどのように矢が同時に来れば対応しきれないが、バラけているのでなんとかなる。

　正面から来る十数本を撃ち落とした俺は身を翻して次は後ろから来る矢に向かう。

今度はなんとか一本も喰らわずに済みそうだ。

「なるほど、もう見えた」

　俺はニヤリと敵に向けて笑いかける。




　橋の両側にいる指揮官二人はそれぞれ少し後ずさってから首を一つ振って命令を下す。

「全員、攻撃準備だ。……奴にもう矢は効かん」

「たった一人と見くびるな。一筋縄で倒せる敵ではないぞ」

　敵兵が剣や槍を構えて橋を進んで来る。

　俺は心の中で安堵の息をつく。

我ながら結構な役者だったろう。

　矢が全部見える訳ないだろうが。

続けて五発六発を撃たれたらいつかはやられていた所だった。

「攻撃──!!」

　とはいえ挟み撃ちにされるのだから余裕をかましている場合ではない。

　長剣を腰溜めに構えて身を屈める。

　橋の幅から考えて横に並べるのは四人、つまりは両側で八人ずつが相手だ。

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　短槍を構えた敵が俺の間合いに入ると同時に俺は長剣を一周振り抜く。

「ふっ甘い！」

「ははは、単純な薙ぎ払いにやられるものか！」

　敵兵八人は最後の一歩を踏みこまなかったようだ。

なるほど、俺のやり方をどこかで見ていたのかもしれないな。

「振り抜いた今が好機、一気に仕留めて──おかしいな、上手く体が動かん」

「私も景色が横に見えるぞ」

　そりゃお前らが胸から上で両断されて転がっているからだな。

「見え見えなんだよ」

　最初から露骨に踏みこみが甘かったので長剣を間合い一つ分長めに持ったんだ。

七人の敵が同じようにして息絶える。

八人目だけはかなり身長が小さいので両断は免れたようだ。

「せ、背が低くて助かった」

「あと５ｃｍ低かったらな」

　八人目は吹き飛んだ頭頂部から脳漿を零しながら倒れ込む。

予定通り一刀で八人仕留めた。

「何をしている！　最初から悪魔を無傷で仕留められると思ってはおるまい！　次行け！」

　だが敵もこの程度では怯まず剣を構えた敵が一斉に飛び込んで来る。

両側から六人ずつ十二人だ。

「少しは大目に見てくれよ」

　振り降ろされる剣を長剣で受けて弾き返し、同時に後方から襲って来る敵に回し蹴りを見舞って二人仲良く川に落す。

「俺はそう簡単に落ちはせんぞ！」

「そうかい」

　身を屈めて短槍を突きだす敵の顔面に盾を叩き付けると、男は水平に吹き飛び橋の欄干に激突して頭がかち割れた。

「奴の剣は超重量武器、振り回させれば必ず隙ができる。手を緩めるな！」

　腹は立つがその通りだ。

それに橋の上では動き回ることのできるスペースも少ないし、セクリトの傍を離れる訳にもいかない。

「だがそう簡単に──」

　長剣を引き戻して突きの構えで腰を落とす。

敵は気勢をあげて突っ込んで来る。

「やられはせんぞ」

　デュアルクレイターを正面に向かって投げる。

輝く刀身は敵兵を屠ることなく欄干に突き刺さり、突撃する敵の視線が一瞬逸れる。

　同時に俺自身も石の破片が飛び散る勢いで橋を蹴って正面に突っ込む。

敵兵は慌てて盾を構えるが無視して全力の突きを叩き込む。

「「ぐぼっ！」」

　声が二つ重なる。

長剣は盾を構えた正面の敵を貫き、後ろに続くもう一つも串刺しにしたのだ。

「今だ！」

　根元まで刺さりきった剣を見た敵兵が叫ぼうとするが、その前に俺は長剣を手放し、欄干からデュアルクレイターを引き抜いてそいつの喉をかっさばく。

　振り切った剣の刀身を返して返す刃でもう一人、そして後ろに跳ねながらの振り降ろしでもう一人を屠る。これで正面の敵はいなくなった。

「ふん！」

　息をつく間もなく盾を後ろに向かって放り投げる。

円盤のように飛んだ盾は今にも俺の背に斬りかかろうとしていた一人の胴にめり込み、隣の敵も怯ませる。

　言葉を発する時間も惜しい。

デュアルクレイターを振り上げて敵に向かって突進、一人を頭から両断する。

　だが盾まで投げてしまったので防御が疎かになり、脇腹を狙った敵の短槍が避けられない。

「とった！」

　甲冑の隙間から脇腹を捉えた自分の槍を見て喜色を浮かべる敵兵。

本当に嬉しそうなので俺も一緒に笑ってやる。

「……ど、どうして」

「力が足らんな」

　急所には違いないが脇腹は鍛えられる。

こいつの力では俺の腹筋を貫くことができなかったのだ。

　皮のみ貫いた槍を中程でへし折り、眼球に向かって返してやる。

ビクンと二度震えて斃れる敵兵の後ろから更に二人が襲いかかる。

「「やぁぁぁ!!」」

　動きの揃った同時攻撃だ。

　片方の斬撃はデュアルクレイターで受け流してから首を飛ばしたが、もう片方は止むなく腕で受ける。

「ぐ……」

　手甲で受けるつもりだったが、敵も素人では無かった。

直前で斬撃をずらして甲冑の繋ぎ目を狙われ、血飛沫が飛ぶ。

感触からして浅く肉を裂かれた程度だが、いつまで続くか分からない戦闘の中では痛い怪我だ。

「ちっ」

　苛立ちも込めて男の兜を素手で掴み、頭を二度欄干に叩きつけてから川に投げ捨てた。




「じ、十人隊が二つ……全滅です」

「悪魔め……」

　両側の指揮官から苛立ち、そして兵の動揺の声が聞こえる。

「見逃すなら大人しく逃げ帰ってやる。これ以上死なずにすむぞ？」

「ぬかせ！　再攻撃だ」

「歩兵では骸を積むだけだ。馬蹄で踏み潰せ！」

　正面に騎兵が並ぶ。

人よりも幅を取る馬は横二列に並び、それが縦に五列で十人隊だ。

僅か十騎だが、全て正面から受けねばならないのだから歩兵よりも厳しく戦いになるだろうな。

「かかれ！」

　一斉に突撃して来る騎兵、俺は先ほどの戦いで敵が落した槍を二本両手に持った。

デュアルクレイターではリーチが足りないし、投げた長剣はかなり向こうに転がっている。

　馬蹄の音が聞き慣れた音から石畳を叩く轟音に変わる。

「「せいやぁぁぁ!!」」

　まず先頭の二騎兵、正確に胸元を狙う槍を身を屈めて避ける。

穂先が左右のこめかみを掠める。

　低いうなり声と共に両手に持った槍を敵兵の脇腹に叩き付ける。

槍は中程まで突き刺さって敵兵を屠り、走り抜ける馬の力によってへし折れた。

使い捨てのつもりなので問題は無い。

「おのれ！」

「俺が仕留めてやる！」

　間髪おかず次の二騎が突っ込んで来る。

「どうかな」

　一騎の槍は手甲で弾き、落ちていた剣を掴んで馬の太股を突き刺す。

激しい嘶きと共に馬が転倒して、敵兵が地面に叩きつけられる。

下が石の場所で落馬するのは十分に致命的だ。

「次だ」

　時間差で来るもう一騎は槍ではなく剣を持っていたので、目の前に仁王立ちする。

剣騎兵が真正面の敵に向けられる攻撃は踏み付けだけだ。

「その度胸があればいいが」

　俺は適当に拾った剣を構えながら好戦的な笑みを浮かべる。

敵兵は僅かに躊躇した後、進路を変える。

「だろうな」

　俺は進路変更の瞬間を見逃さず、逆に敵騎兵に向かって突進、横合いから馬に体当たりする。

高速のまま進路を変えて不安定になっていた馬はよろめいて欄干に衝突、騎兵は斜め四十五度の角度で盛大に投射されていった。

　さて次の敵と向き直った時だった。

「ぐっ」

　屠った敵の血か脳漿かでずるりと足が滑る。

咄嗟に踏ん張るが、太ももと腕に痛みが走ってふらついてしまった。

　なるほど、セクリトもこうなったのかもしれない。

彼女が前日、ボルトを受けていたのを軽く見た俺が悪かったのだ。

　ふらつく俺を敵騎兵が勢いそのままに蹴り飛ばす。

さすがに持ち堪えられず倒れ込んでしまった。

「今だ、踏み潰せ！」

　橋の両側から敵兵が叫び、期待に応えるかのように次の騎兵が向かって来る。

武器も構えず手綱だけを掴んで全速力……馬蹄で潰すつもりのようだ。

「まずい」

　手元に剣はあるが、数百キロの重量を持つ蹄を受け止めることは不可能だ。

よしんば反撃で馬を殺せても俺の頭も潰される。

「うぉぉぉぉ！」

「やるんだ」「いっけー！」

　叫ぶ騎兵とそれを応援する敵兵の声が響く。周りを探るが折れた槍も曲がった剣も役に立たない。

　そこでセクリトと目が合う。

血を流し過ぎ、焦点の合わない虚ろな目が俺と一点を交互に見ていた。

　視線の先には……先ほど投げた盾が転がっている。

　重厚な盾を引き寄せる。

もう体を起こしている暇は無い。

「覚悟──」

　敵騎兵はご丁寧にも僅かに跳ねてから馬蹄を俺に向かって振り下ろす。

　その蹄をしっかり見据えながら、両手で持った盾を突き上げる。

「がぁぁ────！」

　叫びか咆哮か自分でも判断つきかねる声で叫び、盾に極大の重さが加わる。

　歯を折れるほど噛みしめ、全身の血管が切れるかと思うほど力を込める。

骨が軋み、筋肉がぶちぶち音をたてた。

　轟音が鳴り響く。

「うそだろ……」

「ありえん……」

「こんな馬鹿な……」

　視界に飛び込んで来たのはゆっくりと宙を舞い、一回転して地面に叩きつけられる馬体だった。

　俺を見るセクリトの口元が愉快そうに歪んでいる。

「ああ節々が痛む」

　慌てて次の二騎が突撃するが、臆しているのか見るからに迫力がない。

一騎は槍を掴んで引き落とす。もう一騎の馬は俺から距離をとろうとして欄干にぶつかり自滅する。

「お前達で最後だな」

　最後の二組だ。

片方には奪った槍を突き込み、もう片方は斬撃を身を低くして交わしてから後ろ脚を蹴り折った。




「騎兵十人隊……全滅」

　敵の指揮官が無言で首を振っている。

「そろそろ見逃す気になったか？」

　余裕を見せながら言う。

敵も本気にはしないだろう。俺はちょっと本気なんだが。

「げほ」

　目立たないように軽く咳払いする。

唾に若干の血が混じっている。倒された時に肋骨が折れる音が聞こえた。

下手すると肺までやられたかもしれない。

　だんだん動きにくくなってきたな。

次はお手柔らかに願いたいものだとデュアルクレイターを拾って構える。




「投擲！」

　敵兵がスリングのようなものを回転させて石や鉄球を放り投げて来る。

「攻城武器か」

　アークランド攻めを想定して持っていたのだろうな。

矢に比べて狙いは大雑把だが打撃力は高い。それに適当な狙いは蹲るセクリトまで危険に晒す。

　剣と盾で石や鉄を弾き飛ばしながら自分とセクリトを守る。

速度が遅いのでまだマシと思った時だった。

　火のついた何かが飛んでくる。

セクリトが呻き声をあげて何か言おうとするが、聞くまでも無くわかる。

「攻城兵器なら当然か」

　火のついた陶器には油か火薬が入っているだろう。

当然叩き割れば大変なことになる。

　だが選択肢は無い。

この程度の速度なら避けることは造作もない。

　だが悪いことに軌道が見事セクリトの真上だ。

俺が避ければ彼女はそこまでだ。

　セクリトはか細い声で何か呻いているが、残念ながら耳を澄ませる余裕は無い。

「やるしかない」

　燃える陶器を盾で叩き割る。

「やった！」

「かかったぞ！」

　敵陣がうるさい。わかってやったんだよ馬鹿共め。

　小さな破裂音と共に視界全てが炎で染まる。

俺は背を向けたまま動かず、セクリトが炎を被らないよう盾になる。

「……馬鹿め」

　庇ってやったんだから文句を言うんじゃない。

背中が燃えるように熱い……いや燃えているんだった。

「次々いけ！　焼き尽くしてしまえ！」

　敵は更に多数の火炎弾を飛ばしてくる。

「ふぅー」

　大きく息を吸い込み空を見上げると命の危機を感じているからか、全てが異様にゆっくり見える。

炎が糸を引きながら飛来する。

　向かって来る弾は二十五……当たりそうなのは十、全ての軌道と速度を覚えて目を閉じる。

「ふっ」

　短く強く息を吐き、目を閉じたまま頭に焼き付けた弾を剣と盾で叩き割る。

陶器の割れる音と共に炎が頭から振りかかる。

　今の俺は暖炉の薪のように燃え盛っているはずだ。

息を吸えば肺が焼けてしまうだろうし、目を開けていれば潰れてしまっただろう。

「やったぞ、仕留めた！」

「火達磨だ！」

　期待させて悪いがまだ死んでいない。

「ふん！」

　溜めた息全て吐きながら地面を踏みしめて一回転する。

鋼鉄の軍靴が石橋を削って耳触りな音を響かせた。

遠心力が膝や踵、そして負傷した場所が悲鳴をあげるが無視して全力で回り切る。

「あ……」

　短い声は敵陣からか、それともセクリトから出たのだろうか。

　目を開くと俺を中心にして炎の環ができていた。

更に投網のように炎が周囲に広がっていく。

　高速の回転で全身の炎を吹き飛ばす。一か八かだったがなんとか成功したようだ。

油ごと飛び散った炎が川辺に生える青い草を燃やし、煙が周囲に立ちこめる。

　ふとぼろ布が頭に飛んできた。

どうやらセクリトがマントを投げて来たようだ。

そこでようやくまだ髪に火が燻っていたことに気付く。




　あんな非常識な消火ができたのは、ドラゴンの皮で作られた鎧がまったく燃えず、表面についた油だけの火だったからだ。もし鎧や服が延焼していたらどうしようもなかった。

　だが、短時間とはいえ全身火達磨になって無傷はあり得ない。

肌が出ていた部分全てが鋭い痛みを放っている。

時間が経てば痛みは増し、動けなくなるだろう。

「危ない危ない。危うくオークの丸焼きになってしまうところだった」

　弱みを見せるわけにいかないので俺は茶化すように言いながら敵を見た。

　敵指揮官は引きつった顔でめっきり口数が少なくなっている。

引きつりたいのは俺の方なんだぞ。全身痛い。




「……じ、次弾を？」

「いや、煙が酷い。これ以上火で攻めれば逃げる隙をやってしまうかもしれん。奴は今までの攻撃で弱っている……はずだ。今ならやれる……はず」

　現れたのは見るからに兵卒とは違う装備の騎士が一人だ。

馬から飛び降りてじりじりとこちらに寄って来る。

　鎧はフルプレートだが、動きから見て装甲は薄く機動力がある。

得物は大剣の両手持ち、長さはデュアルクレイターと同じ程度だ。

「今更一対一の勝負なのか？」

　言いながら長剣を拾おうとして止め、デュアルクレイターを両手で持つ。

　騎士は２ｍの距離まで近づくと剣を振り上げる。

「どうやらそのようだ。いざ正々堂々と行くぞ！」

「正々堂々ねえ」

　矢を射かけて歩兵で囲み、騎兵を突っ込ませてから火達磨にして正々堂々とは良く言った。

しかし戦争とは概ねこんなものなので文句を言っても仕方ない。

「これで俺に勝てると思ったら──大間違いだぞ」

　デュアルクレイターを正眼に構えて目を見開く。

全身の痛みを無視して目の前の敵に集中するのだ。

「──抜かせ。お前がでかい剣を置いた意味……分かっている！」

　叫びながら飛び込んで来る騎士。何が正々堂々だ、わかっているんじゃないか。

　思わず笑ってしまいながら騎士の振り降ろしを受け止める。

「なるほど」

「せぇぇぇぇい!!」

　騎士は気合いの声をあげて体重をかけてくる。

俺はあえて一歩引いて受け流す。

「まだまだ！」

　騎士は鍔迫り合いを弾いて間合いを取ってから右からの薙ぎ、刃を返して左薙ぎ、振り上げて斜めの振り降ろしと連続攻撃を仕掛けてくる。

「なるほど」

　俺は僅かに後退しながら薙ぎ二発を弾き、振り降ろしをいなす。

そして体勢の崩れた騎士の首を狙って斜めに斬り上げたが、騎士は余裕を持って回避して再び２ｍの間合いを取った。

「満身創痍の割には良く動く。まさに悪魔……敵として憎みつつ、戦士としては尊敬に値する」

「そりゃどうも」

　騎士は剣先をこちらに向けて突きの構えを取る。

「だが終わりだ。動きも力も全て俺が勝っている。ここがお前の墓場となるのだ」

　男は勝利を確信しているようだ。

「体中が痛くてたまらんが……」

　男の体に力が入る。

「案外まだまだ」

　突き出された剣先が僅かに動く。

「動けるようだ」

　男が動くよりも早く、俺は突きの構えで飛び込んだ。

「なっ!?　速っ!?」

　突きを咄嗟に防いだ男の剣が中程でへし折れる。

剣を引き戻しながらもう一歩踏み出して二撃目の突きを見舞う。

「見えな!?」

　男の右腕を抉り、奴の剣は宙を舞った。

間髪置かずにもう一歩踏み出す。

「まて！」

　男は必死の形相で身を捻り、剣先は兜を引き裂きながら側頭部をかすめて鮮血が散る。

三段の突きを全部避けるとはやるじゃないか。

　更にもう一歩踏み出し、男の顔面に頭突きを見舞う。

「ぐえ……」

　鼻血を飛び散らせながら尻もちをついた騎士の鼻の下までデュアルクレイターを食いこませる。

決着だ。

　次は誰だと振り返る直前、背中に衝撃がある。

　どうやら背中から槍を突きこまれたらしい。

血がだらりと流れるのを感じる。

「仕留め損ねたか……ならば仕方ない。次は私だ、正々堂々と勝負！」

「おい……」

　槍を回しながら男が音声をあげる。

これで正々堂々とは良く言った。逆に感心するが、勿論怒りはこみあげる。

「はぁぁあ！　とぉぉう！」

　甲高い間延びした掛け声とともに槍が突き出される。

　顔面や喉、太ももなど鎧の隙間を的確に狙った突きだ。

卑怯なだけでなく実力もちゃんとあるらしい。

「ち……」

　それでもこの程度の突きを見切るのは難しく無い。

問題は奴が間合いを保ち続けていることだ。

「ふぉぉぉん！　てぇぇい！」

　３ｍ近い槍で突きを繰り出しながら、俺が近付けばさっと後ろに飛び退くので斬り込めない。

体調が万全ならいくらでも付き合ってやるが、今は根競べするだけの余裕がない。

「しかたない」

　俺は槍を斬り払う動きをしながらデュアルクレイターを振るい、あえて喉元に隙を作る。

「そこぉぉお！」

　もちろん男は見逃さない。

気持ち悪い声と共に槍が俺の喉に突き刺さる。

「……はれ」

　槍先は俺の喉に刺さることなく、左手の中にあった。

　最初に背中を突かれた時は無防備だった。

にも関わらず致命傷とはならなかった。

あの程度の力なら狙ってくる場所がわかっていれば片手で十分止めてしまえる。

「お前の力など、こんなものだ」

　言いながら槍を思い切り引き寄せる。

「うわぁぁぁあ!?」

　気持ち悪い声を出しながら飛んでくる男の顔面を殴りつける。

骨が砕ける音がなって男の顔面が崩壊、目玉二つが飛んで行く。

「ぐ」

　同時に背中に痛みが走り、ドロリとした何かが足まで伝うが、確かめたら余計痛くなりそうなのであえて無視する。

「次は俺だ!!!」

　でかい声を出しながら顔さえ見えない全身鎧の身を包んだ大男が現れる。

「悪魔よいざ正々堂々の勝負なり!!」

「もう突っ込まんぞ」

　俺はデュアルクレイターを大男に向けて構え……一瞬硬直した。

　男の武器がセクリトの手を斬り落としたものと同じだったのだ。

「お前のハルバード……他に持っている奴はいるか？」

　男は得物を掲げながら一際大きな声で叫ぶ。

「いかにも!!　貴様に屠られた我が義弟の仇……ここで取らせて貰う!!!」

　そうかそうか。

それはちょうどいい。怒り狂えば痛みもとぶ。

「でりゃあああ!!」

　男は渾身の力でハルバードを振り降ろす。

俺はギリギリまで引き付け、命中の瞬間に半歩後ろに下がる。

　重厚なハルバードが石橋を叩き僅かに足元が揺れる。

「よくも俺の女を傷付けてくれたな。八つ当たりをしてやる」

　俺は甲冑の上から大男の膝部に前蹴りする。

金属がひしゃげる音と湿った木が折れる音が混じる。

　絶叫する男を前にデュアルクレイターを上段に振り上げる。

「死ね」

　言葉と振り降ろしは同時だ。

男の頭頂部から入った刃は顔、首、胸、腹、と通過していき、いかにも臭そうな股間から下に抜けた。

　男は薪割りしたかのように左右へ綺麗に割れる。

　歯の間から息を漏らしながらデュアルクレイターを引き上げる。

宝石のように美しい刀身は返り血を掃っても尚、いつもより赤く輝いているように見えた。




「し、指揮官殿……次の命令を」

「次は……次は……」

　両側の指揮官が顔を見合わせてから叫ぶ。

「総員突撃だ!!　なりふり構わず悪魔を討ち取れ!!」

　やっぱり最後はそうなるか。

　俺は数秒の猶予の間にセクリトに駆け寄り、唇を奪う。

彼女は悲しそうな、それでいて怒っているような表情を浮かべたが。

「必ず生きて連れ帰る。今の万倍、唇が腫れ上がるまでキスしてやるからな」

　そういうと僅かに笑みを浮かべ、聞きとれない微かな声で何事か言ったようだった。




　そこから先は滅茶苦茶な大乱戦だった。

　腿を斬りつけられ、お返しにデュアルクレイターで頭を叩き割る。

　頭をメイスで殴られ、反撃で腹をかっさばく。

　二人の槍兵に同時にわき腹を突かれ、槍ごと持ち上げて欄干に叩きつける。

　振り下ろしを肩に受けて血飛沫が舞い、返礼に組みついて頸動脈を食い千切る。

　僅かな隙にセクリトの首に槍が向けられ、直前で防いでから男の首を捻じり取る。




　橋には敵兵の骸が積み上がり、流れる血が川へと注いでいた。

真っ赤になった川を何体もの骸が流れていくが、どれ一つとしてまともな形をしていなかった。

　俺自身も真っ赤になっているだろう。

額はざっくりと切れ、首筋を剣がかすめ、胸元から腹にも数えきれない傷がある。

おまけに全身に負った火傷が真っ赤に腫れ始めて酷い有様だ。

　背中に衝撃が二つ、クロスボウボルトが命中したのだろう。

力を込めているので致命傷にはならないし、もう痛みもあまり感じないから問題にはならない。

「まだ立っているのか……」

「戦死七〇……。隊……副隊長殿、やはりあいつは人間ではありません」

　無駄話は良いから早く来い。目がかすんで来た。

　俺は足元に転がる隊長の首を川に蹴落としてから残った敵を睨みつける。




　だがそこに派手な音が割り込んで来る。

ガチャガチャと重厚な音は重歩兵の足音だ。

　さて吉兆か凶兆か。

「お前達こんなところで何をしている！　ゴルドニア軍はとうに北へ下がったぞ。早く追撃せよ！」

　凶兆だったか。

　見れば敵数は重歩兵五〇以上、正直今の体力で相手できる数ではない。

　ノンナと一緒に見た劇なら『ここまでか』とでも呟いて敵に向けて突撃する所だが、俺は最後まで生きる方法を考えなければならない。




「奴が悪魔……よし、仕留めるぞ！」

　重歩兵が橋一杯に広がってがっちゃがっちゃと向かって来る。

　どう考えてもこの場を切り抜ける方法が思いつかない。

やはり根性で暴れるしかないのだろうか。

「────！」

　俺がデュアルクレイターを構えて敵に飛び込もうとすると足が軽く引っ張られる。

青いを通り越して黒い顔色のセクリトが震える指で一点を差す。

　橋の真ん中についた傷だった。

そこら中にある戦いの傷と大きさは同じだが、違うのは傷を中心に放射状に小さなひびが広がっている。

　あれに賭けるしかないな。俺はセクリトを左手で抱き上げる。

「もはやここまで、最後に目にものを見せてやる。さあまとめてかかって来い！」

　盛大に大音声をあげてデュアルクレイターを掲げる。

わざとらしく無ければ良いが。

「悪魔の最期を見届けてやる！　さあ来い！」

　重装歩兵はぎっしり橋一面に並んで押し寄せてくる。

　一団が橋の傷を越えて真ん中を越えた所で俺は叫びながら敵に向かって飛びこんだ。

「悪魔の最期か……」

　後ろから敵兵の声が聞こえる。

我ながら勇壮な最期だ。ここで本当に死んだら劇になったりするんだろうか。

「だが──死なん」

　重装歩兵に激突する直前で跳躍、敵のど真ん中に着地し、デュアルクレイターを件の傷に突き立てる。

　パコンと小さく石が割れる音が鳴った。

　そして足元が揺らぐ。

　単に揺れただけではない。

地面が崩壊したのだ。

　橋は真ん中で陥没し、俺とセクリトは一瞬の浮遊感の後、冷たい水に包まれる。

「な、なんだぁ!!」

「うわぁぁぁ!!」

「落ちるぅ!!」

　周囲の重装歩兵もまとめて川へと転落していく。

　頭上の崩壊音が収まらない。

どうやらデュアルクレイターを突き立てた場所だけではなく、そこを起点に橋そのものが完全に崩壊したようだ。

　悲鳴と怒号が響いているはずだが、ほとんど聞こえない。

石橋の崩壊する音と、その破片が落ちて来る水音が激しすぎるのだ。

　俺はセクリトを両手で抱き締める。

もう長剣も盾もデュアルクレイターも持っていない。

無事に帰れたらセクリトと並んでノンナの乳で百叩きされるしかない。

　可能な限り深く潜って下流へと泳ぐ。

頭上からは橋の部品である石や鉄片に重装歩兵が次々と降ってくる。

当たったらそれまで、運が無かったと言うことだ。

「悪魔め石橋を落としやがった！　信じられん!!」

「潜って逃げたはずだ！　水面を見張れ、絶対に逃がすな」

「そんな事を言っても崩落の水柱と粉塵、もがく味方とで見分けようが……」

「早く味方を助けないと！　重装歩兵は水に落ちたら助かりません!!」

　頼むから見つけてくれるなと思いながら潜行し続ける。

息が苦しいが、息継ぎして見つかったら終わりだ。

「……」

　腕の中から皮袋が差しだされる。

口につけると中には空気が入っていた。落ちる直前にセクリトが用意していたらしい。

小さく頷いてから可能な限り遠くまで泳ぐ。




　いよいよ限界となって水面に顔を出すと橋からかなり離れられていた。

これ以上泳ぐ体力も無いので川辺にセクリトを引き上げる。

「生きているか？」

「……あぁ」

　最悪の顔色で小さく返事するセクリト。

一安心だがまだ終わっていない。ここから味方の陣地まで逃げないといけないのだ。

「……取れ」

　セクリトが残った右手で必死に抱えていたのはデュアルクレイターだった。

「持っていてくれたのか」

　何も言わないセクリト。

愛しさが爆発しそうだが、爆発させたら俺も彼女もここで死ぬだろう。

「あの傷でここまで泳げるはずはないんだが……やはり途中で沈んでいるのでは？」

「いや、悪魔に常識は通じん。もっと下流まで探すぞ」

　馬蹄の音と怒鳴り声が聞こえる。

敵がもう探しに来たのか。南ユーグリアは一々対応が早いから嫌いだ。

もっとゆっくりと戦争したらどうだ。

　水音に目をやるとシュバルツがこちらに泳いできている。

どこに居たのか知らんが、奴に乗れば逃げ切れる。

　だがどうやら敵兵がこちらを見つける方が早そうだ。

「おい、あそこにいるのは──」

「なんだって──」

　デュアルクレイターを構える俺の目の前で騎兵が吹き飛ぶ。

騎兵が吹き飛ばされたのではなく、馬ごと吹き飛んだのだ。

「こんなことができるのは……」

「妾に決まっておろうが」

　血糊のついた拳を丁寧にハンカチで拭きながら睨むのはブリュンヒルデだった。

「助けにきてくれたんだな」

　抱き締めようとすると手首を極められる。

いや、極められているのではない。力で捻じられているのだ。

「折れる……やめてくれ」

　体力ももう無い。このままでは本当に死ぬかも知れない。

「この阿呆が……馬に乗って逃げるから見つけるのに時間がかかったじゃろうが！　昼の妾はその馬より速く走れんのじゃぞ！」

　言いながら襟首を掴まれる。

「こんなにボロボロになりよってからに……この傷ではいつ死んでもおかしくないぞ」

「まだ死なんさ。だがセクリトが危ない。味方の陣地まで連れて行って欲しい」

　ブリュンヒルデに甘えるのは情けないが仕方ない。

もう自分の足で立てそうにないのだ。

「後で覚悟しておけ……途中で死んだら、妾の眷族として目を覚ますことになるからの」

　ブリュンヒルデは俺の襟首を掴み、俺はセクリトをがっちりと抱き締める。

「ぐえ……」

　正に風を切りながらブリュンヒルデが駆ける。

少女に襟を掴まれて引きずられる大男とその腕の中にいる褐色美女、まったく滑稽だ。

　ただ一番滑稽なのは主の危機に泳いで来たら誰もいなくなっていた黒馬かもしれない。

不服そうな嘶きが遠く離れていく。

　黙ってついてこい。

後で飯と牝馬を用意してやる。




「適当に聞き流せば良いがな」

　消耗し切って返事もできないがブリュンヒルデは続ける。

「ゴルドニアとやらの反撃が始まったぞ。撤退途中の街道に偽装された伏兵陣地がいくつもあったようじゃ。追撃する敵は横腹に奇襲を受けて慌てふためいておった」

　そうか、負けてなかったのか。

「同時に逃げておった奴らが一斉に反転、最初から計画のうちだったようじゃの」

　前にやられたことをやり返したのか。

素晴らしい計画だ、俺に教えてくれていればな。

「そのせいで雑兵共が入り乱れてお前を探すのに時間がかかったのじゃ。真昼間に兵士を殺して回るヴァンパイアなど聞いたことも無いわ。下らんことをさせよって」

　良く見ると戦場には不釣り合いなブリュンヒルデのドレスには血が飛び、そこら中が解れている。

「領主共の兵は崩壊しておった。八割方が死んだだろうよ」

　あの有様ではそうだろうな。

「じゃがお前の周りにおった、犬がどうのと言う奴らは三分の一ほどがやられただけじゃったぞ」

　貧乏共は奮戦したらしい。

皆殺しになっていても気分が悪いし、まあ良しとしておこう。

「う……」

　俺は聞き終えると小さく呻いてがくりと俯く。

「!?　おい、おい！　死んだのか！」

　ブリュンヒルデの焦った声を愛おしく感じながら腹に力を込める。

「大馬鹿め！　じゃがこんな日向で眷族にしても……どこか日陰は」

　美しい声に被さるように屁の音が鳴る。

「ふう」

「「……」」

　ブリュンヒルデが襟を締め上げ、腕の中のセクリトが暴れる。

臭かったようだ。

「ははは、すまんすまん。我慢していたんだ。屁を落したら気が楽になった。少し休む」

　俺は少し笑ってから完全に気を失ったのだった。
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トリスニア港

　夕暮れが河を赤く染める中、次々と船が出港していく。

「大型輸送船三〇隻、確かにお貸ししましたぞヴィルヘルミナ女帝陛下」

　でっぷりと太った中年男が脂ぎった手を差し出す。

全ての指には悪趣味な宝石のついた指輪がはまっていた。

「ええ、確かに約定通りですわブスコ王」

　一瞬の躊躇もなくその手を取ったのはヴィルヘルミナだった。

「我が艦隊が味方についたからには貴女の中央平原制覇も間近でしょうぞ」

　ブスコと呼ばれた男は不必要に長々とヴィルヘルミナの手を握り続けるが、ヴィルヘルミナは顔色一つ変えない。

「だと良いのですが、何しろ相手はゴルドニア、そう易々と倒せる相手ではございませんわ」

「わはは！　トリスニアを陥として何を今更！　アークランド陥落も間近なのでしょう？」

　ヴィルヘルミナは答えず、ただ表面だけの笑みを浮かべ続ける。

「して約定通りゴルドニアを倒した後は──」

「ええ、ブスコ王に加勢して都市国家群を殲滅しましょう。領域全ては貴方の統治下に」

　ブスコは興奮したのか、贅肉を揺らして軽やかに踊る。

「三百年ぶりに都市国家に統一王が……ぐふふ。その暁にはあの筋肉馬鹿の四肢を斬り落とし、目の前で妻子を犯し殺して……」

　ヴィルヘルミナが軽く咳払いする。

「王も忙しいでしょう。私も戦況の報告を受けなければなりません故」

「おお、そうですな！　では後ほど、アークランド陥落の知らせを楽しみにしておりますぞ！」




　贅肉を揺らしながら去るブスコを見送ったヴィルヘルミナの後ろからザフネスが顔を出した。

「あれほど分かり易い下種も珍しいな」

「ああ、泥の中から宝石を見つけた気分だったよ。──水」

　ヴィルヘルミナは手に水をかける。

「あんな下種と協力する必要があったのか？　アークランドが落ちればそれで仕舞いだ」

「奴を利用すれば落ちずとも勝てる。打てる手は打っておく──石鹸」

　ハーブの香りの泡が立つ。

「ゴルドニアもまさか俺達がノーステリエスで船を動かすとは思うまいがな。今やストゥーラもマグラードも死に体。上陸さえすれば制圧は赤子の手を捻るようなものか」

「そしてゴルドニアは北部一帯全てへの上陸を警戒しなければならなくなる。──香水」

　ヴィルヘルミナが普段使う事の無いきつい香りが立ちこめる。

「──で、あの豚との約束は？」

「作戦の目処がついた段階で適当に殺せ。美食、美女、金、どれで罠をかけても引っかかるだろう」

「だよな……ところで奴に比べたら俺はいい男だと思わんか？」

「奴に勝ると言われて嬉しいか？」

「……いや」

「アークランド陥落の報はまだか？　伝令を出して確かめろ」

　戦況は動く。

ひっそりと深夜投稿です。










第３８７話　中央平原統一戦争⑫　止まらなかった歩み







　けだるい感覚の中、思い切り息を吸いこむ。

肺に流れ込む空気は埃っぽく僅かにすえた匂いがした。

　好ましい香りではなかったが、体に触れる布はきめ細かく快適だ。

もう少しまどろむのも良いだろうと全身の力を抜く。

　だが大きく息を吐くと様々なことが脳裏に蘇り、セクリトが左手を失う光景で締められる。

「むぅん！」

　掛け声をあげて起きあがる。

「わ」

　同時にガチャンと何か大きな音がする。

　目を開いたが相当長く眠っていたのか何も見えない。

二度三度と痛む頭を振ってもう一度目を開く。

　どうやら俺は天幕の中に寝かされていたようだ。

俺の寝ているベッド以外には小さなテーブルがあるだけなので小さな天幕が広く見えた。

時刻は夕刻だろうか、入り口から紅い光が強烈に差し込んでいる。

「橋を落として……泳いで……ブリュンヒルデに引きずられて……屁をこいた所までしか覚えていない」

　どうやらあの辺で意識を失ったようだな。

死んではいないみたいだし、ブリュンヒルデが本陣まで連れてきてくれたのだろう。

「……ぐぅ」

　ベッドから抜けだそうとして痛みに呻く。

良く見れば全身包帯だらけ、しかも全身が痛い。

「当たり前じゃ馬鹿者が」

　天幕の隙から美声が聞こえる。

ブリュンヒルデがこちらを睨んでいる。

「おおブリュンヒルデ、迷惑をかけたな」

「本当にの。何故妾がお前のようなでかい男を引きずって走らねばならんのじゃ」

　さぞ異様な光景だっただろう。

「終わったことを言うても仕方ない。体はどうじゃ、死にそうか？」

　腕を回すと筋肉痛……いやこれは肉離れしているか。

肋骨を撫でると骨折の痛みがあり、矢傷、刀傷はとりあえず塞がっているが勿論痛い。

全身が赤く腫れているのは油を被って燃えたせいだ。直後に水に飛び込んだからまだマシなのかもな。

「大丈夫だ」

　痛みを感じるなら大丈夫だろう。

本当にやばいと感じなくなってくる。

「ん、手間かけよって。血を半分ぐらい吸うてやりたいところじゃが、一口でも飲んだら死んでしまいそうじゃから堪忍しといてやる」

　ブリュンヒルデは俺を睨みながらゆっくりと入口の方に移動していく。

両手を背中に回して見るからに不自然な動き方だった。

「なんじゃ！　ちらちら見ておらんでさっさと寝て血をためておけ!!」

　怒鳴った拍子にポロリと壺が零れる。

見覚えがある薬壺だった。

　目が慣れてくると布団の上にタオルが乗っている。

やけに顔回りがすっきりしているのは、彼女が拭いてくれたのだろう。

ずっと傍にいてくれたのだと思うと愛が爆発しそうになる。

「ブリュンヒルデ！」

「やかましい！　寝ておれー！」

　立ち上がろうとした俺の顔面に濡れたタオルが直撃する。

ブリュンヒルデは天幕を飛び出して行ったようだ。

　少女が照れ隠しにタオルを投げる……とても微笑ましい行動だ。

吸血鬼の剛力で投げられていなければの話だが。

「首が折れるかと思った」

　俺は彼女の言う通り大人しくベッドに入ろうとして──。

「セクリト!!」

　跳ね起きてそのまま天幕を飛び出す。

　ブリュンヒルデはもうどこにもいない。

夕陽とは言え日光を嫌ってどこかへ隠れてしまったのだろうが、今はそれどころではない。

「セクリトどこだ！」

　俺が意識を失うまでは彼女は生きていた。

だが腕を失う大怪我のまま放置され、あげく水にも入ったのだ。

助かっている保証はどこにもなかった。

　あれからどれぐらいの時間が経っているのかはわからないが安穏となどしていられない。

とりあえず俺の大声に硬直していた飯炊き女の肩を掴む。

全身に風を感じ、股の間に何かぶらぶらしているがそれどころではない。

「セクリトを知らんか!?　褐色の美女で大怪我をしている」

「お、大きい……わかりました────って怪我をした女性ですか？」

　女は後ろを向いてスカートに手を入れてからきょとんとした顔を向けてくる。

「ああ、腕を失う大怪我だ」

　頼むから埋葬されたとは言わないでくれよ。

「山のように死傷者が出ていましたので飯炊きの私にはなんとも……腕に印をつけた人が治療役だと思いますけど……」

　俺は礼を言うのも忘れて走る。無礼は後で埋め合わせよう。

「丸太みたいに大きかった……あんなのあるんだ……うう、火照るなぁ」




「俺のセクリトがどこに居るか知っているか」

　俺は女の言う通り印をつけた若い兵士の肩を掴む。

「で、でけぇ……ってハードレット卿!?」

　男は何故か後ろを向いてから俺に気付いて驚きの顔をあげる。

「セクリト……ああ、あの褐色の」

　俺は兵士の胸倉を掴む。

「そうだ、どこにいる？」

　もし死んだなどと言われたら血迷ってこいつを掘ってしまうかもしれない。

「彼女なら傷病兵用天幕の三番目に──」

　俺は兵士を投げ捨てるように離して走る。

「あの大きさ丸太かよ……全裸で堂々と歩ける訳だぜ」




「三番目……ここか」

　俺は天幕の扉を引き裂くように開く。

そこは俺の天幕と違って非常に大きく、多数のテーブルや軍医と看護をする者の姿も見えたが、その分負傷者の数も多く、並んだベッドに乗れない者は床に並んで寝かされていた。

「セクリトいるか!!」

　大声で叫ぶと負傷兵達から悲鳴が上がる。

「うわぁぁぁぁ！　オークだ！　オークが襲って来たぞ！」

「誰かなんとかしてくれぇ！」

　鬱陶しいので名乗って落ち着かせ、セクリトを探す。

「ハードレット卿……？　セクリトさんは奥のベッドにおられます。しかし何故全裸なのですか？」

「止むに止まれぬ事情だ。追及しなくていい」

　看護の女性が毛布を差し出してくれる。

本当は全裸なのを忘れていただけなんだけどな。

セクリトが生きているとわかって心が幾分か落ち着いて周りが見えるようになった。

「……」

　チラリと股間を見てから毛布を手渡し、敬礼するふりをしてまたチラリ、最後に他の負傷兵を見に行こうとしながらまたチラリだ。

　もし彼女に後ろから抱きついて尻に押し当てれば、受け入れてくれるだろう。

だが今はまずセクリトだ。




　セクリトはベッドにうつ伏せになり、頭まで毛布を被っている。

顔を枕に埋めているが、肩は規則正しく動いており、ただ寝ているだけだとわかる。

　俺は長い長い溜息を吐いた。

「生きていたか、良かった」

　そう言って彼女の肩に手をかける。

「……さてそれは議論の余地があるところだな」

　くぐもった声で答えながらセクリトがゆっくりと体を動かす。

毛布から出ることなく振り返る。

　真っ暗な毛布の中で赤い光が二つ輝いていた。

　俺は瞬時に意味を理解する。

セクリトは助からなかったのだ。そして命を失う彼女をブリュンヒルデが吸血鬼にしたのだろう。

「セクリト……」

　再び毛布に包まる彼女を俺は毛布ごと抱き締める。

「そうか……そうなってしまったのか」

　もちろんブリュンヒルデを恨みはしない。

彼女が命を失い、灰になってしまうよりはずっと良い結果だ。

だがもうセクリトは二度と陽の光の下を歩くことはできないのだ。

「俺がお前を殺したんだな」

　エイリヒが悪かったのでも運がなかったのでもない。

セクリトは俺を庇ってボルトを受け、しかもその後の体調不良も見抜けなかった。

俺が全て悪いのだ。

　毛布の中でセクリトがフルフル震えるのを感じる。

「お前が好きだった水遊びもできないのか……りばいあさん三号はまだ未完なのだろう？」

　一際大きな反応がある。

さぞ悔しいだろう。せめてその怒りを俺にぶつけて欲しい。

　俺は羽織った毛布の隙間から一物を取り出す。

「さあ噛め！　怒りを込めて思い切り噛め！　たっぷりを血を吸うといい！」

「マジかよ……ハードレット卿の女とは聞いていたが」

「そんなプレイしてんのかよ」

「アソコに噛みついて血を吸うってあり得ないわ」

「へ、変態」

「ええい馬鹿者、ちょっとした戯れだ！　お前には恥じらいがないのか！」

　セクリトは毛布を跳ねのける。

天幕の中にはまだ光が差し込んでいるが、苦しむ様子はない。

「む？」

「あのちんまい女にいつも噛ませているんだな？　道理でボコボコになっているはずだ」

　俺はセクリトの顔を掴み、眼を開かせる。

「だがこの瞳は……」

「元々私の眼は赤だ。……放せ、乾くだろうが」

　そういえばそうだ。元々セクリトの瞳はヴァイオレッドじゃないか。

「……念の為だ」

　セクリトの口を開かせて犬歯を確認する。

「はごご……はごがはぐれる!!」

　股間に蹴りを貰ったので手を放す。

「まったく、たちの悪い冗談はやめてくれ。心臓が股から飛び出るかと思った。……それから怪我人は安静にしていろよ」

　俺は足を押さえて呻くセクリトを気遣い毛布をかけ直してやる。

格好は傷病兵が着る一般的な寝巻で……左肘から先はヒラヒラと宙を泳いでいた。

　ひとしきり悶えた後でセクリトはベッドに腰かけて話し始める。

彼女が言うにはあれから既に三日が経っているらしい。

「私は丸一日寝込んで目が覚めた。左腕を千切られただけだからな」

　大したことはないとばかりに鼻で笑う。

なんでも目を覚まさない俺の寝顔を見に来たこともあったそうだ。

「その点お前は酷かったぞ。全身ボロボロな上に火傷で化け物みたいになっていた。あの怪物が甲斐甲斐しく看病したお陰でかなりマシになっているようだが」

　仲間にでもされたんじゃないのか、とセクリトは茶化す。

　その時、俺の背中から戸惑いがちな声がかかる。

「あの、お食事をお持ちしましたけど……後にした方が良いでしょうか？」

「そこにおけ」

　俺が何か言う前にセクリトはベッドの横にあるテーブルを乱暴に掃う。

コップや布巾、血のついた包帯などが隣の兵士に降り注ぎ、不平の声があがるがセクリトが一睨みすると反対側を向いて大人しくなってしまった。

「何かしただろ」

「しるか」

　テーブルにはスープやパン、肉類に野菜までがドサドサと置かれる。

　とても一人分の量には見えないが、セクリトは猛然とそれらを食べ始める。

「傷はともかく血が足りん。今は食わねばならん」

　ソーセージを手掴みで食い、パンを押し込むように口に入れる。

更にスープにスプーンを突っ込む。

「……」

　器が動いて上手く掬えていない。

苛立ったのか力任せにスプーンを動かして中身が零れる。

「貸せ」

　俺は彼女の手からスプーンを取り上げる。

「余計な世話だ。飯ぐらい自分で食える」

「大切りの芋が入っているぞ。熱いから気をつけろよ」

　あえて無視して口にスープを運んでやる。

「器を貸せ。直接飲んで──むぐ」

「軟らかそうな牛肉だ。これは美味いぞ」

　あくまで文句は無視してスープを口に運ぶ。

「俺がお前のことを良く見ていなかったせいだ。許してくれ」

「馬鹿な。私を幼子のように扱うなど──もご」

　パンにたっぷりバターを塗って口に押し込む。

「不調を訴えなかったのは私だ。それでこのざまなのだから自業自得──むぐ」

　茹でたニンジンのスライスを彼女の口に押し込む。

　そこでニヤリとセクリトが嫌な笑みを浮かべ、そして今まで世話など要らんと言っていた態度が一変する。

「そうだな。腕を千切られてはもう二度と戦場には出れまい」

「……ああ」

　彼女お得意の双剣はもう使えないし、隻腕ではバランスも崩れる。

戦場に立つのは自殺行為だ。

　俺は暗い顔でソーセージを口に押し込む。

「お前が戦場に居る間、私は敵だらけの屋敷で一人寂しく過ごさなければならん」

「……そうならないように言い聞かせるさ」

　更に暗い顔で焼きキノコを押し込む。

「もし夜道で襲われでもしたらお終いだ。抵抗もできず簡単に押さえ込まれて──」

「セクリト!!」

　辛抱たまらなくなり、枝豆のような何かを彼女の口に押し込んでから、頭を胸に抱え込んで抱き締める。

「これからは俺がずっと守ってやる。お前が辛い思いをしないように左腕の代わりになってやるぞ」

　強く抱きしめ続けているとセクリトはビクリと震え、だんだん体温が上がってきた。

モゴモゴ抵抗するのは恥ずかしいのだろう。だが離さないぞ。

「なんでも俺を頼れ。なんなら俺の妻になってずっと傍に居ても良い」

　セクリトの体温が一気に上昇してくるのがわかる。

どうやら好反応のようだ。突然のことに焦っているのか大量に発汗している。

抵抗も本格的になってきたが、今は大事な話なので照れ隠しは許さない。

「あの～ハードレット様？」

　背中に声がかかる。

「なんだ？」

　食事を運んで来た女が困った顔でこちらを見てから言った。

「最後にハードレット様が口に押し込まれた物……調味用の激辛唐辛子なのですけど」

「む？」

　セクリトを解放する。

「ああぁぁぁぁぁ!!　水だ！　水を寄越せ！」

　セクリトは俺を跳ね除け、隣の兵士を蹴っ飛ばして水差しを奪い、延々と飲み続ける。




　その時、溜息混じりに聞き覚えのある声がする。

「負傷兵の天幕で騒ぐものではないぞ」

　声がするなり負傷兵も含めて全員が敬礼する。

「エイリ……いや、ラッドハルデ卿」

　人前なので言い直す。

「お前が目を覚ましたと聞いたのでな。一応戦況の説明と……まあ色々だ」

　エイリヒは俺に目配せする。

表情からして俺を見捨てるような形で撤退したことを気にしているのだろう。

だが最高位にあるものが、兵の前で俺に謝ることは統率を乱すことになる。

「場所を変えましょうか」

　俺が立ち上がるとエイリヒの副官らしき女性が素早く支えにくる。

「美女に触れられるのは光栄だが必要ないよ」

　痛みはあるが歩くぐらい支障はない。

「それよりセクリトを頼む」

「んぐ、んぐ、んぐ」

　水を呑み続けるセクリトに苦笑すると思い切り睨みつけられた。




　俺達は場所を兵のいない天幕に移す。

「三日寝ていたのだったな。まずは戦況からだ」

　目の前に地図が広げられる。

セクリトはまだ口呼吸でふーふー言っている。

「アークランド撤退の後、撤退戦中の待ち伏せ攻撃で敵に手痛い損害を与えることに成功した。敵は追撃を中止、ロクスターの兵站拠点を襲った敵も同時に撤収したようだ」

　窮地は凌いだという訳か。

「敵はアークランドより更に南まで撤退……撤退時にアークランドの門を完全に破壊したので防衛拠点として不適と見たのだろう。同時にこちらも兵站拠点を失った為、アークランドより南への進軍は困難になった。しばらくは睨み合いになるだろう……まあアークランドは占領されなかったということで首は繋がったよ」

　ふむふむ、こちらでも膠着状態か。

さてここからが本題だ。

「お前は正直だな。顔に不満がありありと出ている」

「隠そうとしていませんから」

　エイリヒは何とも言えない顔で言い訳を始める。

「策の発動は敵次第だった。全力で追撃してこなければ空振りだからな」

「だから伝えなかった……と？」

　それなら敵が追撃を開始した時点で伝令で知らせてくれても良かったじゃないか。

「敵は機動力のある部隊をいくつも持っている。あの乱戦だ、もし伝令が捕縛されて罠が看破されればそれこそゴルドニア崩壊の可能性すらあったのだ」

　エイリヒは済まなかったと頭を下げる。

「むぅ」

　理屈はわかるが、納得はできない。

捨て駒にされたような不快感もあるし、もしエイリヒが事前に伝えてくれればセクリトの腕も──。

　そこまで考えて首を振って思い直す。

彼女がこうなったのは俺が気を配らなかったせいだ。エイリヒになすり付けてどうする。

　貧乏達が被ったであろう損害に怒っておこう。

……今一つ怒りが湧いてこない。

「だが今回の戦いで敵の快進撃は止まった。しばらくは膠着……時間は地の利のある俺達に有利となる」

　エイリヒのやったことは不義理だと思うが、司令官として最善を尽くしたこともわかる。

理性と感情がぶつかり合ってどうしたらいいかわからない。

　こういう時どうすればよいのか。

ええい、セリアの真似をしてやる。

　俺は無言でエイリヒを見ながら頬に空気を入れてプクッと膨らませる。

「「気持ち悪いからやめろ」」

　エイリヒだけでなくセクリトにまで睨まれる。

やっぱり無理があったか。

「……納得しておきます」

　不満はあるがエイリヒ相手に暴れてもどうにもならない。

もしこいつを殴ってセクリトの腕が生えてくるならやっても良いが、それもあり得ない。

「優しいな。さてこいつは優しさに応えてくれるかどうか」

　俺だけに聞こえるようにセクリトが言う。

腕一本無くしても変わらず皮肉を言う彼女に逆に安心する。

「すまんな……分かってくれて助かる」

　釈然としないが釈然としたことにしよう。

「お前が起きる前に他の領主にも言い訳しに行ったがな。それはもう酷い雰囲気だった」

「そりゃあ当り前でしょうなぁ」

　文字通り斬り捨てて策を成した訳だから非難轟々だったろう。

「一部には王に直接訴えると言って勝手に撤兵した者もいる。自殺行為だと伝えたんだがな」

　そこら辺は俺には関係の無い話だ。

だが俺こそ撤兵すべき時かもしれない。

　俺一名での参陣なのに満身創痍で戦えない。

損耗率１００％だ。

「許可を貰えば問題は無い訳ですが」

「あのなぁ」

　エイリヒは溜息を吐いた後で首を振る。

「東部もここもしばらくは膠着だ。焦ることはない。それに……旅に耐えられる傷じゃないだろう？　もう少し体を癒してから帰れ」

「ラーフェンに帰るぐらい問題ありませんよ」

　勢い良く立ち上がった拍子に腹の傷が軋む。

ついでに背中にあいた穴が少し開いたようだ。

「お前はいくらでも無理が効きそうだがな」

　エイリヒに視線を向けられたセクリトが鼻を鳴らして立ち上がる。

途端、右にぐらりと傾いた。腕一本分の重さが重心を崩しているのだ。

　慌ててテーブルを掴みに出せる手はなくそのまま床に倒れ込む。

「わかった。もう少し休んでからにする」

　倒れるセクリトを受け止めてそう返事をする。

「今回の埋めあわせは戦いが終わってからいくらでもする。だがささやかな前払いだけはしておく」

　エイリヒが指を鳴らすと美女が一人腰をくねらせながら天幕に入って来る。

見るからに娼婦、しかも極上だ。

「輜重隊の一員で……まぁ俺専用に来て貰ったのだが。お前の怪我が治るまで専属で看病させよう」

　美女は甘い息を吐きながら人差し指で俺の胸をつつく。

「看病の経験はないけどぉ、頑張っちゃうわぁ、主に下半身の方にぃ」

　こんなわかりやすく頭の悪い手を使うとはエイリヒにも余裕がないんだろうな。

おかしいな、何故か左手が美女の胸を揉んでいる。

「ちっ、とことん余計な真似を」

　セクリトがエイリヒを睨みつけるが、エイリヒは既に外から呼ばれて表に出ていた。

「なに、ストゥーラに敵が上陸!?　馬鹿を言うな、南ユーグリアがノーステリエス河に船を持っている訳がないだろうが！　五〇隻を超える艦隊が出現だと!?」

　不穏なやり取りだぞ。

「お、王命です。アークランドを放棄し王都に戻れと……」

「そんなことをすれば全ての防衛計画が崩れる……だが本当に敵がマグラードを押さえたとすると……」

　俺とセクリトは耳を澄ませ続ける。

「面白い話になってきたぞ」

「面白くない。これで余計に帰れなくなりそうだ」

「あたいには難しい話わかんない。ヤりたくなったら遠慮なく乗ってねぇ」




　この情報はたちまち全隊に広がり、兵達は動揺を隠せない。

そしてエイリヒに怒りを向けながらも残っていた領主軍は何かしらの理由をつけてほぼ全てが命令を待たずに撤退していった。

　残った領主は餓犬隊とエイリヒに極めて近いごく一部、そして俺一名だけになったのだった。








第３８８話　中央平原統一戦⑬　一人に有らず
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ザンドラ北　ハードレット軍本陣

「定時連絡御苦労。下がっていいぞ……ふぅ」

　セリアは笑いを堪える伝令を見送ってから溜息をつく。

「いつまで続けるのですか？　もうばれていると思いますけど」

　ダボダボのマントを整え直すセリアにマイラは呆れた声で言った。

「言わないで下さい。ばれてないと思わないと心が折れます」

　セリアはムンと気合を入れ直す。

　唐突に馬が走り込む音と飛び降りたのであろう伝令が駆ける音が聞こえてくる。

「また来ましたよ」

「表情良し、声良し、詰め物良し！」

　顔と喉、股間を確認した所で使者が天幕に飛び込んできた。

「セリア様！　マイラ様！　一大事です！」

「セリアは今席を外しているぞ」

　使者はセリアの答えを無視して叫ぶ。

「敵がノーステリエス西岸に上陸した模様！　王国軍がアークランドを放棄しました！」

「詳細を報告せよ」

　今まで我関せずと書類をいじっていたレオポルトがセリアと使者の間に割り込む。

マイラもセリアの傍を離れ、使者を囲む。

「わ、私にも聞かせて下さい！」

　そしてセリアも影武者どころではないとマントと股間の詰め物を取って輪に加わっていった。




　使者の話を聞いたレオポルトの決断は明快だった。

地図にさっと線を引く。

「ザン＝ドラを含めた南部、リゴル近郊の西部は放棄する。状況によっては更なる撤退も視野に入れなければならないだろう」

「それは……いえ、アークランドが敵の手にあるとなればそもそも保持は困難ですか」

「でもそれは……」

　レオポルトの案通りなら領地の半分以上を敵に明け渡すことになる。

「私はハードレット卿より留守の指揮を一任されている。これは提案ではなく決定事項だ」

　レオポルトはそれだけ言って指揮官達を呼び、放棄する領地の代官、領民の扱いの話に入った。

「アークランドまで取られるなんて……これはもう……」

　マイラはそこで言葉を切る。

地図だけを見てもゴルドニアの劣勢は明らかで敗北も現実的になって来たように見えた。

「そ、それでも敵に多大な損害を与えたとあります。きっとエイギル様がやったのです！」

「戦闘自体では勝っていたようですね。しかし南ユーグリアはノーステリエスにどうやって船を……トリエア陥落の時も船は全て逃がせたと聞いていたのに」

　二人が頭を抱えていると、天幕の上から激しい羽音と舌足らずな声が聞こえる。

「ツイタツイター！　ツカレタ　ハラヘッタ　ナニスルカワスレタ　ピー！」

「あ、ハーピーが戻ってきたみたいですね」

「この大変な時にうるさいです」

　セリアが黙らせようと天幕を出ると、ハーピーの方から寄って来る。

「オモイダシタ　テガミテガミ　セリアニ　テガミ！」

「手紙、私にですか？」

　ハーピーが騒ぎながら卵を差し出す。

大きさはニワトリの三倍ぐらいでやや茶色がかっている。

「なんですかこれ？　卵焼きにするんですか？」

「ピー！　マチガエタ　タマゴクワレル！　コドモクワレル！　コッチ　テガミコッチ」

　ハーピーは慌てて卵を奪い返すと右足を思い切りあげてセリアに向ける。

当然大股開きとなるので性器は丸見え、近くの兵士が気まずそうに目を逸らす。

「もう少し恥じらいを……鳥に言っても仕方ないですね。足に手紙がくくり付けられていますね」

「伝書鳩ですか……もう少し頭が良ければ伝令ができるのに」

「ネムイ　ハラヘッタ　タマゴアタタメル」

　マイラも呆れた顔でハーピーを見る。

ハーピーは卵を抱えたままどこかに走って行ってしまった。




　セリアは足からとった手紙を読み上げる。

「エイギル様からです！　ええと……」

「領主軍壊滅の経緯は戦場以外に影響を与える可能性が大きい。国内の情報収集も必要だ」

　とレオポルト。

「貧乏組はなんとか生き残ったようですね。……彼らと演習してからどうにもついていません。財布を落とした上に貝に中り、服をおろしたら夕立ですから」

　とマイラ。

「やっぱりあの女エイギル様の所に行ってました！　エイギル様と二人きりなんて妬ましいです！」

　とセリアは騒ぎかけてから硬直し、手紙をひらりと取り落とす。

「どうしたのですか？」

　心配そうに覗きこむマイラ。セリアは青くなってプルプルと震えている。

「エイギル様が……深手……左手を失った……？」

「なんですって!?」

　マイラが慌てて手紙を拾う。

　手紙の最後に怪我をしたのでしばらくこちらで体を休ませる。

左手一本は失ったが命の危機は脱したとさりげなく書かれていたのだ。

「あぁぁぁぁ!!　私が無理やりにでもついて行けばこんなことには！　今からでも傍にいかないと!!」

　セリアは狂乱したように叫ぶとそのまま天幕を飛び出そうとする。

「あ……ちょっと!?」

　マイラは慌てて止めようとするが、セリアは前転してその腕を避け、転がるように飛び出して行ってしまう。

「わ、私も」

　ちらりとレオポルトを見るマイラ。

「ヒューティア卿には任された部隊があるのでは？」

　感情の無い声で言われてマイラはしょぼんと下を向く。

「……真面目な自分の性格が憎い。ハードレット卿……ここは絶対に守りますのでどうかご無事で」

　決意を決めたマイラを試すように敵東部軍が動き始めたとの連絡が入るのだった。
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数日後　ゴルドニア王国軍　本陣

「もう終わったか」

「おう、待たせてしまったか？」

　セクリトは部屋に入るなり顔をしかめる。

怪我が早く癒えるようにとエイリヒが用意してくれた家だ、嫌な臭いもないはずだが。

「牝臭い。そこの牝豚をどけろ」

「そんな事言わないでやってくれ。俺の為にこんなになるまで頑張ってくれたんだ」

　俺は隣に寝る女の尻を優しく撫でる。

彼女はエイリヒから俺の世話を命じられた娼婦の女だ。

「ひっ……ひっ……はひぃ……」

　男を悦ばせることに特化した大きな尻が汗ばみ、小刻みに震えていた。

「ふとい……はげしい……死ぬ……死んだ……はう」

　娼婦は俺の胸板に両手を乗せて短い喘ぎを上げ続ける。

半開きになった口からはうわごとのような声と共にたらたらと涎が流れて俺の腹を濡らしていた。

「どこまで犯せば商売女がここまでなるんだ。……だがまぁ」

　セクリトはニヤリと笑ってベッドに腰かけ、娼婦の穴を無遠慮に広げる。

大量の蜜が飛び出すが、俺の種は出て来ない。

「お前はまた出し損ねたようだな」

　そしてシーツの上から俺の股間を撫でる。

「くくく、私のことがそんなに心配か？」

「当たり前だろう。お前への想いで胸が潰れそうだ」

　セクリトの負傷以来、俺は一度も種を出していない。

女をいくら激しく抱いても射精せず、やがて女がへばって中断せざるを得なくなってしまう。

体がセクリトへの罪悪感で種を止めているのかあるいは不能になってしまったのかもしれない。

「これだけそそり立って不能も何もないが……このまま出せなければいずれ玉が破裂するかもしれんな」

　セクリトがベッドに片膝を乗せて俺の股間をもて遊ぶ。

「私が心配で種が出せないのだろう。ならば私を抱けば上手くいくだろう。そら準備はできているぞ」

　セクリトは上着を豪快に捲りあげ、褐色で形の良い巨乳を惜しげもなく晒す。

無論興奮するし、セクリト自身が言う通り彼女を抱けば溜まったものは全て出るかもしれない。

だが……。

「そうもいかん」

　不自然な脱ぎ方をしたせいかセクリトがバランスを崩して床に倒れ込む。

俺は咄嗟に肩を抱えて引き寄せる。

「傷が癒えていないのに無理には抱けない。まずは完全に治せ」

　優しく頭を撫でた手が振り払われる。

「治らんさ。どれだけ休んだ所で千切れた腕が生える訳もない」

　見せつけるように肘までの腕を俺に突きつける。

「重心が狂ってまともに走れもせん。もう戦場に立つことは適わんだろう。そんな役立たずは主人に股でも開いて媚びねば捨てられてしまうというものだ。それとも片腕の女を抱くのは気持ち悪いか？」

　自虐的に言う彼女の言葉が俺に突き刺さる。

だがセクリトはそれさえも否定する。

「下らん謝罪は受けんぞ。万全でないまま前に出たのも、あえて軽装鎧を選択したのも私の決断だ。余計な気を回される義理はない」

　セクリトが何を言おうと彼女は俺の女だ。

よって彼女が怪我をしたのは全て俺の責任なのだ。

　そして俺が彼女を抱かないのは断じて気持ち悪いからではない。

一には体調を考えてのことだが、二つ目には彼女の気持ちだ。

もしセクリトが本当に俺に媚びて股を開く生活をしたいと思っているならそうしてもいい。

　だがセクリトの態度を見ていればわかる。

彼女は本当はそんなことを思ってはいない。

平原を自由に駆け、河を泳ぎ、りばいあさん三号を完成させたいと思っているのだ。

　その気持ちを無視して愛妾とするのでは彼女を幸せにしてやれないだろう。

「なんとかしてやる」

「は？　何を──」

　セクリトを抱き締める。

「お前の腕を必ずなんとかしてやる」

「馬鹿な事を……千切れた腕が生えるというのかアホらしい」

　悪態をつきながらも僅かに抱きしめ返してくる。

一瞬の静寂が場を包む。聞き覚えのある嘶きがやけに大きく鋭く聞こえた。

「いざとなったら俺の腕を一本やっても良い」

「馬鹿者、想像して見ろ、こうなるんだぞ」

　セクリトはプッと噴き出してから俺の腕に自分の腕をひっつける。

「こんな妖怪になるんだったら片腕の方がマシだ。鏡を見る度に死にたくなる」

　彼女はそういってから俺の腕をすり抜ける。

「ま、気持ちはわかった。今は怪我を治すとしよう」

　僅かにふらつきながらセクリトが天幕を出ようとする。

その時だった。




「エイギル様──!!」

「どわっ!?」

　入口から小さな影が走り込む。

　影はセクリトをひっくり返し、俺のベッドに飛び込んで来る。

「邪魔です！」

　影は更にベッドの上でへばっている娼婦を床に落として俺の胸に飛び込んで来る。

「エイギル様！　こ、こんな傷だらけになって……私が無理やりにでも傍に居れば腕を……腕を……」

　見覚えのある影は可愛いセリアだった。

嗚咽のような声を上げながら体中の傷を確かめ、最後に震えながら俺の右腕、そして左腕を撫でさする。

「あれ？」

　セリアは両腕をポンポン叩き、真ん中の腕もパムと叩く。

「……あります。三本ともあります」

「お前は何を言ってるんだ？」

　俺はセリアを抱き上げてベッドの横に立たせる。

　どうも状況が良くわからない。

正直セリアが追いかけてくるのは想定内だったが、言っていることがわからない。

「エイギル様からの手紙が届きました。大怪我をして腕を失ったと知って居ても立ってもいられずに……」

　領地の方にも戦況の連絡をしておこうと伝令を出した覚えはある。

　ああ、そういえばハーピーが巣を作りたいから家に帰ると言っていたので、そっちにも手紙をつけておいたな。

「伝令の方は私が清書したが、珍味にくくった方はお前がそのまま書いたのだろう。お前の文章はたまに良く分からんことになるからな。珍味が寄り道せずに先に届いたのだろう」

　セリアにひっくり返されたセクリトがよたよたと立ち上がる。

「大丈夫か？」

　俺は慌てて彼女を支える。

「……ふん、腕を無くしたのはこいつじゃない。私だ」

　セクリトは自嘲しながら鼻を鳴らす。

「あぁ……良かった」

　セリアがペタンと腰を落とす。

「エイギル様の為に私の腕を捧げる覚悟でした……」

　俺は溜息を一つついてセリアに近づき、その頭を軽くポコンと叩く。

「はう！」

　そしてすぐに抱き締める。

「セクリトは俺のせいで腕を失ったんだ。『良かった』などと言わないでくれ。──それからありがとう。俺が怪我をしたと思って駆けつけてくれたんだな」

「はい……あの女はやっぱり気にくいませんけどごめんなさい」

　俺とセリアは固く抱きしめ合う。

「……何の茶番だ。私はもう行くぞ」

　セクリトは再び天幕から出ようとして再びひっくり返る。

「む、すまない。何やら聞いていた話と違うみたいだ」

　顔を出したのはナーティアだった。

何やら風呂敷に大荷物を背負っている。

「私がラーフェンから連れて来たのです！　彼女なら腕を生やせるかもしれないと思いまして」

「それは無理だと言ったじゃないか。すごい剣幕で引っ張るから仕方なくだな……」

　セリアがナーティアを連れて来たらしい。

確かに彼女ならもしかしたらと俺も期待の目を向けてしまうぞ。

「だから無理なんだ！　腕を生やすなんて昔、書物で見た覚えしかないから！」

　ナーティアはそう言いながら長い耳をピクピクと動かす。

ううむ……これはたまらん。

「すまん」

「えい」

　思わずナーティアの右耳を摘まんでしまう。

同時にへばっていた娼婦も起きあがり、左耳を摘まむ。

「わきゃぁぁぁぁ！」

　ナーティアは俺達の腕を振り払い、木製の水筒を俺にポコリと投げ付ける。

「いきなり何をする！」

「すまん。お前の耳には抵抗できない魅力があるんだ」

　怒りのせいか耳が羽ばたくようにパタパタ動いている。

更に触りたいが我慢だ。

「……お前らな」

　セクリトが怒気を出しながら起きあがる。

「好きに騒いでいろ」

　盛大に鼻を鳴らして立ち去ろうとしたセクリトが再び何かに弾かれる。

それは巨大で男の夢の詰まった塊だ。

「きゃっ！　なんですか!?」

　現れたのはノンナだ。

セクリトは彼女の巨大な胸に弾かれて三度倒れ込む。

「ノンナ？　どうしてここに!?」

　ナーティアはともかくどうしてノンナを危険な戦場に連れて来てしまったのか。

俺は少しの怒りを込めてセリアを見る。

「セリア、どういうことだ？」

「申し訳ありません……動転していて……焦っていたので深く考えられず……」

「セリアちゃんからエイギル様が深手を負ったと聞きまして、ここは正妻の私が出張らねばと」

「お止めしたのですが」「奥様の愛は止められず」

　侍女の二人……名前は忘れたが、彼女達も同行したようだ。

「ここは戦場だぞ、お前は……」

　言いかける俺の唇をノンナのぷりっとした唇が塞ぐ。

「妻が旦那に会いに来たのです。まずはキスとハグをして下さい」

　俺は言われるがまま舌を絡ませてノンナを抱き寄せる。

そして巨大な胸を腹に感じると、彼女を手放したくない思いが強くなる。

　本当はすぐにでも帰すべきなのだが、俺を心配して来てくれたノンナに帰れなどと言えるはずがない。

まったく自分の甘さと女好きには呆れる限りだ。

「ふ、ふふふ……乳に弾かれて倒れるか……戦場に立つどころでは無いと良くわかったよ」

　地面に突っ伏したままセクリトが諦めたように嗤う。

「大丈夫だ。ナーティアならきっとなんとかしてくれるさ」

「だからやったことないと言ってるだろう！」

　一気に喧しくなった天幕の中でセリアがぽつりと呟く。

「シュバルツに悪い事をしたかもしれません。エイギル様が腕を無くしたと思って……貴方がついていながらーと、怒りに任せてその……睾丸を蹴り上げてしまいました」

　さっきの嘶きはやっぱりあいつだったのか。

まあ、セリアのような可愛い女に玉を蹴られるなら奴も本望だろう。

「四度目の正直……だな」

　セクリトが天幕を出ようとした時、巨大な黒い影が現れる。

「ふん！」

「ぐおぉぉ!!」

　セクリトはその影を膝で蹴りあげてから足をかけて転倒させる。

　倒れたのはマックだった。

後で聞いた所によると動転して飛び出すセリアが心配で護衛についてきたらしい。

ついでにギドもいたが、些細なことだ。

　一人で出撃したつもりがよくもここまで増えたものだ。
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某都市国家　某漢の家

「メルドラが南ユーグリアに船を貸したとの噂は真のようです。曇り無き漢の目ではっきり見届けました」

　どうやって調べたのか、間諜をするには明らかに不適と思われる筋骨隆々の男が報告する。

「そうか」

　これまた筋骨隆々の漢はゆっくりと椅子から立ち上がり深紅のマントをはためかせる。

袖の無いシャツと膝上までのズボンは体にぴっちりと張り付いていた。

「メルドラの行いは我ら都市国家領域外への干渉を禁じる不文律に反する。メルドラ王ブスコは我らアレスに対して常に敵対的であった。大方南ユーグリアに恩を売り、その助力を得て我らに挑むつもりであろう」

　そう応えた老人は評議会の長だ。当然筋骨隆々では無い。

「そうか」

　深紅のマントを羽織った男は窓から外を見る。

視線の先ではほとんど全裸の男達が激しく声を上げながら鍛錬に勤しんでいた。

「安穏と構えている場合ではない。聞けばゴルドニアの劣勢は明らか、かの国が滅びれば南ユーグリア帝国は平原の覇者……ブスコの思惑通りならば数十万の兵が押し寄せるやも知れぬのだぞ」

　老人の言葉にマントの漢はぶっとい腕を上げて答える。

「知ったことではない。何者が敵意を向けようと構いはせん。刃を向けるなら鋼の肉体で打ち払うのみ、それが建国以来続く我らの伝統よ」

「おう！　真の漢の魂と肉体を以てすれば敵などおらぬ！」

　間諜と思われる男も筋肉を盛り上げて同意を示す。

「ではこのままわかりきった危機を捨て置くと言うのか？」

　老人は場に漂い始めた汗の臭いに顔をしかめながらも続ける。

　マントの漢は尚も窓の外を見つめる。

その視線は先ほどよりも更に先へ向けられていた。

「と言わねばならぬ所だが」

　漢はピチピチのズボンから文を取り出して豪快に広げ──文は派手な音をたてて真っ二つに裂けた。

「うおっ!?」

「ぬう、漢の力に耐えられぬとは軟弱な紙よ」

　老人は驚愕するが他二人は何事も無かったかのように続ける。

「真の漢が……我が友が助力を求めている。漢の契りを交わしたあの者が！」

　マントの漢は目を閉じて微笑みを浮かべる。

「漢の約束は慣例に優先する。だが無碍に伝統を破ることは祖先と我らの歴史への冒涜……機会無くば俺一人で参戦するつもりだったが」

　漢の微笑みが満面の笑みに変わる。

「ブタコが平原の国家を呼びこむならば大義も立つ！　無敵の漢達を引きつれて約束が果たせる！　さあ評議員長、そなたがこの屋敷に来た理由を教えてくれ」

　マントがはためき、漢は老人に向かい合う。

その瞳は少年のように期待に輝いていた。

　老人はその迫力に気圧されながらも咳払いを一つして続ける。

「既に評議会での議決は済んでいる。後はそなたの意志のみだったのだ。……今でこそ老い、理屈ばかり並べているが、儂も評議員もかつては戦士だ。祖国を守る戦いに躊躇はないぞ」

　老人は綺麗に装飾された書面を取り出し、仰々しく読み上げる。




「この書が読まれる時をもってアレス評議会は王権と宝剣アレスの灯を再び──汝、ギルドレスに預けるものとする。王はその武勇を持って戦乱を呼び込むメルドラと協力者たる南ユーグリア帝国を打破し、アレスの民を守るべし」

「承った!!」

　漢──ギルドレスは即座に大きな声で返答して両手で書面を受け取り……真っ二つに裂いてしまった。

「むぅん。アレスの紙も軟弱になったものよ！」

「いや王の力がいっそう増しておるのだ！」

「評議会の正式書簡を……まあ任命は終わったから良しとするか……儂は何も見とらんぞ」

　老人が冷や汗をかきながら沈黙する。

些細なことは気にしないことにしたのだ。

「アレス中の漢に伝えよ！　戦争が始まる。全ての戦士よ集えと！」

「おう!!　鍛え上げた我らの肉体と魂をアレスと王、そして漢の誓いに捧げるのだ!!」

　そして王は窓を蹴破って飛び出す。

「皆聞け！」

「なんだ？　王──いや、ギルドレス殿ではないか」

「ううむ、この呼び方は慣れぬ。王は王であろうに」

「何事だろう。また愛人が孕んだのであろうか？」

　鍛錬を止めた男達にギルドレスが吠える。

「アレスの漢達よ。この時を以て俺は再び王となった！」

　一瞬の沈黙の後、ワッと歓声が起こる。

だがその歓声の更に数倍の音量でギルドレスは続ける。

「俺が再び王となったのは戦争が始まるからだ！　敵はメルドラと南ユーグリアだ!!」

「戦争だと!?　メルドラは一々突っかかってくる目障りな奴らではあったが」

「南ユーグリアとはなんだ？　知っているか？」

「知らん！　まったく知らん！」

　困惑の声の中で更に続ける。

「南ユーグリアは十万を優に超える兵を持つ平原の大国だ。そして参戦の理由は、うむ！　漢の約束の為だ！」

　鍛錬場は一瞬の静寂に包まれ……やがて爆発する。

「うぉぉぉ!!　強大な相手と戦するのか！　これこそアレスに生まれた漢の誉！」

「しかも理由が漢の約束とはこれ以上の理由はあるまい！」

「ともかく戦争だ。鍛えた肉体と技を見せる時ぞ！　理由など何でも良いわ！」

　歓声を受けながらギルドレスは思い切り息を吸いこむ。

もりもりと筋肉が盛り上がり、シャツとズボンから布の裂ける音が聞こえ始める。

「ゆくぞアレスの勇者達、我らの肉体と血汗で大地を埋め尽くすのだ！」

　叫ぶと同時にシャツとズボンが弾け飛び、ギルドレスは深紅のマントと革のパンツだけの姿となった。




　怒濤の歓声の中、王はのしのしと大股で歩く。

そこに評議員長と間諜の男が追い付く。

「王よ！　見事な演説です！」

「……我が国以外であれを言えば反乱が起きたであろうがな」

　アレス中が喧騒に包まれる中、評議員長はギルドレスにふとした疑問をぶつける。

「のう王よ。はてさてどうしてブスコ王は我らアレスをこうも敵視するのか？　先代までは特に禍根のある仲ではなかったように思うのだが」

　王は豪快に笑って答える。

「ブタコは俺を嫌っておるのよ。俺を嫌う故にアレスも嫌っておるのだ」

「ほう……その理由は？」

　王同士の仲の悪さがそのまま国同士の関係悪化に繋がることは珍しいことではない。

「くだらんことよ。一五年ほど前、ブタコが結婚式をやったであろう？」

「ああ、そう言えば関係がこじれたのはあの頃からか。儂も一議員としてあの式には参加していたが、非礼がどうのと言う揉め事かの？」

　式典でのいざこざで関係が悪化することもまた珍しく無い。

ましてギルドレスとブスコは見るからに気が合いそうではない。

多少の揉め事を長く続く国家間の因縁にするなど、やはりブスコは小物なのだと評議員長は頷く。

「俺もメルドラ王の結婚式など何の興味も無くてな。時の評議会が行けと言うので嫌々行ったのだが……花嫁が美人でな。醜悪なブタコとは見るからに不釣り合いであったのだ。花嫁も嫌がっておるように見えた」

「まさか」

　評議員長はごくりと唾を飲み込む。

「俺は花嫁の待ち合い室に押し掛け、彼女に一物を見せて迫ったのだ。結果として彼女は俺を受け入れてその場でまぐわったのだが、間の悪いことに行為中にブタコと鉢合せてしまってな」

「それは良い事をされましたな。王に抱かれれば醜悪な男に嫁ぐ花嫁の心も些か晴れたことでしょう」

　ギルドレスに同意する部下の男に対して老人は頭を抱えてしまう。

「そういえば式の中盤からブスコは真っ青な顔をしていた覚えが……見栄を張って各国の重鎮を招いた手前、中止する訳にもいかなかったのか」

　ギルドレスはまったく悪びれることなく堂々を胸を張って続ける。

「俺としては一度限りの関係のつもりだったのだが、あの女は俺に抱かれた感触が忘れられなかったらしく、メルドラを出奔してきてな。仕方ないのでそれ以来愛人として囲ってやっている」

「さすがは王の一物。一撃で女を仕留められましたか」

「あの女、似ておる似ておると思っておったが……結婚式で女房を寝取られれば敵視もするでしょうなぁ」

　しかしまだギルドレスの話は終わらない。

「何ヶ月後か後に奴が適当な理由をつけてアレスに来ただろう？　あれは女を返せと言ってきていたのだが、女の大きくなった腹を見て諦めよった」

「孕まされた程度で自分の女を諦めるとは見下げ果てた男ですなぁ」

　王と部下はうんうんと頷く。

老人はもう何も言わない。

「俺も本当に詰まらん男だと思ったものよ。しかもまた不相応な美女を伴っておった。故に深夜寝所に忍びこんで奴の隣でその女を抱いてやったが、それはもうひぃひぃと悦んでおったぞ」

「おお、まさに漢として完全勝利ですな」

　うんうんと二人で頷きあう。

「盛り上がり過ぎて奴が起きてしまったが、それも愛嬌と言うもの。寝取られる男が悪いのだ」

「まさしく！　良い女は奪い合われてこそ輝くというもの！」

　ギルドレスは呆然としている老人に気付く。

「おっと話が逸れてしまったな。ともあれ、この程度の因縁で奴は俺を憎んでいる訳だ」

「小さい男ですな！　恐らくは一物もさぞや小さい、女も寝取られて幸せでしょう」

「まったく逸れてはおらんが、良くその場で戦に……いや、アレスに正面から仕掛ける勇気など無いか。ともあれ最早どうにもなるまい、かくなる上は我らの力を見せてやるのみ」

　ギルドレスはアレスの灯を太陽にかざす。

宝剣に反射した陽光は僅かな青みで三人を照らした。

「小物も不細工も罪ではないが、我が前に立つと言うなら踏み潰すのみ」

　アレスの漢が動き始める。
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余談　南ユーグリア帝国　地下牢

「そっか、あんたも行くのか」

　クリストフは寂しそうな目を女尋問官に向ける。

相手もまた僅かに潤んだ目で彼を見た。

「ええ、激戦続きで前線の指揮官が足りないらしくてさ。あたしも元々軍人の家系だし、尋問官やってるより前に出た方が役に立つかなって」

「気をつけろよ……って俺が言うのも妙な感じなんだけどな」

　荷物をまとめ終えた女はじゃあねと立ち上がる。

「もし生きて帰れたら私と……やっぱり止めとく」

　クリストフは地下牢を後にする女を見送る。




「めっきり少なくなっちまったぜ」

「……そうだな」

　ツィーリアはテーブルの対面で紅茶を飲みながら小さく答える。

顔見知りの尋問官はもうほとんど残っていない。

「最近は突然の見回りに慌てることも無くなったなぁ」

「人手不足で見回りなんてほとんど来ないからな」

　ポリポリとツィーリアのクッキーを齧る音だけが響く。

横取りする者も新しいお菓子を持ってくる者ももういない。

「あんたも……いくのか？」

「わからない。でも話は出ている。私も指揮官の基礎訓練受けてるから」

　クッキーが無くなっても会話は弾まない。

代わりにツィーリアはクリストフのすぐ近くに椅子移動させる。

「あんたまでいなくなったら……本当に寂しくなるよ。それに戦場に出たら死ぬかもしれないぜ」

「馬鹿者、ゴルドニアはあんたの国だろうが。私の心配してどうするんだ」

　二人の間にくすくすと笑いが漏れる。

「前にも言ったけどよ。俺は元々ゴルドニアの生まれじゃないし、祖国ってほど思い入れはねえんだ。大事な仲間がいるラーフェンとアゴールの奴は大切だけどよ……それ以外ならあんたの方が大事だぜ」

「なっ！」

　ツィーリアの顔が朱に染まる。

「軽薄にも程があるぞ！　この裏切り者……バカ……」

　顔が近付いて行く。

「アホ……ん……」

　二人の唇が触れ合う。

「……ぐふ」

「ぎゃっ!?　何かかかった……って鼻血!?　お前は１３，４の童貞か！　娼婦買ったことあるんだろ」

「前払い無しのキスは初めてで──血が止まんねぇ！　うわぁぁぁぁぁぁ！」

　鼻血でやられるクリストフに背を向けてツィーリアは袖で口を拭く。

「なあ、もしお前がゴルドニアより私が大事だと言うなら……一つ提案があるんだが」

　それはクリストフの未来に関わる重大な提案だった。








第３８９話 中央平原統一戦争⑭　思わぬ襲撃







　南ユーグリア軍が渡河した後、王国軍は王からの催促を受ける形で王都に向けてじりじりと後退していく。

敵が河を自由に渡れる以上、下手に踏み止まっても後方に回られたり、王都を直接攻撃される可能性があるからだ。

敵にとっては好機だったろうが、エイリヒの策略によって受けた損害は大きいらしく、散発的な奇襲を繰り返すのみだった。追撃の危険は無さそうだが、このまま本当に王都まで下がってしまえば敵は遠慮なく北上し、王都以南の全てを失うことになってしまう。

　そうなればラーフェンの維持も困難となるので俺も何か理由をつけて帰らないといけないと思っていたのだが、エイリヒもそのつもりはなかったらしい。

王国軍の撤退はアークランドと王都の真ん中にある中規模都市「ベスラ」近傍で停止したのだ。




　決して小さくはないベスラの街も俺にはほとんど馴染みは無い。

天幕ではなく接収した家に泊まれるのは嬉しいけどな。

　閉めた窓から漏れ始める朝日を見ながらセリアの髪を撫でる。

俺が目を覚ますと彼女もすぐに起き出した。直感でわかるらしい。

「ここにはアークランドとの戦争の時に寄りました。ほら、あの紫のマントの……」

「ああ、あの女騎士が居た街か。あれだけ強気でまさか処女だとは思わなかったな。わかっていればもう少し腰使いを加減したんだが……翌朝ベッドにいなくてあれっきりだった」

　セリアに言われて思い出す。まあ昔のことだ。

　俺は裸のセリアを抱き寄せて喉の下を撫でる。

「はう、ごろごろ」

　猫のように声を出す可愛いセリアを見つめていると反対側のシーツが動きだす。

「にゅう、ううん……寝具の質が悪いです……絹のシーツ……馬毛の枕を……」

　小声でやり取りしたのだがノンナを起こしてしまったようだ。

目をこすりながら俺の胸に顔を埋めて来る。

　もちろんノンナも裸で巨大な胸が胸板から腹に密着して最高の感触が伝わる。

「むぅ！」

　セリアも対抗して全身をくっつけて来る。

張りのある肌と引き締まった肢体の感触もまた巨乳に勝るとも劣らない。

　久しぶりのセリアとノンナの感触に昨夜は相当燃えた。

燃えはしたが、結局出なかった。やはりセクリトをなんとかするまでは体がブレーキをかけているのだ。

　そして残念ながらナーティアはこのベッドにはいない。

俺に提供された家の庭にテントを張って一人で寝ている。

もちろん俺からそうしろなどと言う訳がない。

「エイギル様があんなことをするから拗ねてしまったのですよ」

　ノンナに鼻を摘ままれてしまう。

　昨日の夕食時、好物が出たのか静かに食事しながらも上下左右に動く長耳に我慢ができず、後ろから甘噛みしてしまったのだ。悲鳴からの怒号「耳は敏感だって言ってるのに！」と言われながら物を投げ付けられ、最後に股間を蹴りあげられた。

　テントの入口には『筋肉男　立入禁止』と札まで張られてしまっている。

謝罪してから置いた好物と弱めの果実酒は無くなっていたので機嫌は直してくれるはずだ。

　思い出して微笑んでいると両隣にいたはずのノンナとセリアが消えている。

良く見ると二人はシーツに潜り込んでいた。

「昨日、あれだけ頑張ったのに出ませんでした。このままだと健康に悪いです。玉が破裂してしまいます」

「私も正妻の面子が立ちません。絞って差し上げます」

　二人はそれぞれ両手を股間に伸ばしてゆっくり迫ってくる。

死地を切り抜けたのだから相応の褒美があっても良い。

そう思って二人の奉仕を受けようとした時だった。




「なんだお前達は!?　曲者か！」

　庭から静かな早朝にそぐわないナーティアの大声が聞こえる。

「ハードレット辺境伯はどこにおられるか！」

「屋敷を探させてもらうぞ！」

「なにをする！　触るなぁ！」

　そして野太い男の声だ。家の扉が乱暴に開かれ、階段をドカドカと上がって来る足音が聞こえる。

音からして複数、しかも鉄の軍靴を履いているな。

「エイギル様！」

　セリアはシーツを跳ねのけてベッドから飛び出し、枕元に置いていた短刀を抜いて俺の前に立つ。

「まったく朝っぱらから……ノンナ、俺の後ろに隠れろ」

　俺も傍にあった鉄製の燭台を掴んで立ち上がる。

「あ、あう」

　ノンナはワタワタと慌ててからシーツで体を隠して俺の背中にしがみつく。

　そして寝室の扉が乱暴に開かれた。

「ごめん！　ハードレット辺境伯はこちらにおわすか！」

「お目通り願いたい！」

　飛びこんで来たのはやはり完全武装した男が三名だ。

俺とセリアは軽く沈み込んで戦闘体勢に入る。

「ぬ……失礼をした」

「無粋な真似をお許し頂きたい」

　全裸の俺とセリア、そしてシーツで胸を隠して脅えるノンナを見て男達は気まずそうに目を逸らす。

「まったくな。夜から朝までは女を抱く時間だと知らないのか」

　言いながら男達を睨みつける。

セリアがいつでも飛びこめると目で合図をしてくる。

　階段からは他の足音も聞こえていて後続がまだいそうだ。

ならば下手に室内でノンナを守りながら戦うよりも暴れながら打って出た方が良いだろう。

　ここは王国軍の本陣、何十人の規模の敵が来ているとは考えにくい。

大方、警戒が緩む早朝をついて忍びこんだのだろう。

暴れまわれば周囲の味方も気付くはずだ。

「お聞き頂かねばならぬことがあるのだ！」

「やれやれ、おきっぱなに騒がしい。ところで…………」

　話の途中でわざと一呼吸置く。

セリアはその合図を受け取ってグンと低く沈みこむ。

彼女の健康的に焼けた太ももが躍動し、背中がグンと反る。

全裸だからこそ筋肉の動きまではっきりと見える。本当に美しい体だ、素晴らしい育ち方をしている。

　引き絞られた弦から放たれる矢のようにセリアが飛び出そうとする瞬間……。

「──待て！」

　俺は叫び、彼女はカクンとつんのめった。

可愛い尻がプリっと揺れる。

「お前見覚えがあるぞ？　確か……バルグーダル男爵家の騎士団長じゃないか？　晩餐会で会ったな」

　確かエイリヒより少し北側の領主だったはずだ。

　セリアが驚き、ノンナが溜息をついた。

「……私はセタフィーディル子爵家の衛兵隊長です」

　そうそれだ。少し間違えたが誤差の範囲内だ。

「いかにも、そしてこの者達もまたセタフィーデル様の配下です」

　なんだ、味方じゃないか。

もう少しで殺しにかかるところだったぞ。

「……ノンナさん少しシーツを貸して下さい」

「嫌です。私が見えるじゃないですか、大きいんですから」

「嫌味な!!」

　セリアが手で器用に胸と股を隠しながらシーツを引っ張り、ノンナが抵抗している。

俺はセリアの裸を隠すように男達の前に立つ。

「で、いきなり寝室に乱入してきたのはどういうわけだ？」

「そうですとも。かような無礼が許されるとお思いですか？　当主に厳重に抗議させて頂きますわ！」

　俺は怒気を込めて言い、ノンナもかなりお冠だ。

裸を晒したセリアは無言だが、殺気を込めて男達を睨みつけている。

「無礼は謝罪致します。ですが火急の要件故、ご容赦を」

　いいからさっさと要件を言え。

「ハードレット辺境伯、我々と共に王都までご同行願いたい」

　男達は俺達を囲むように立ったまま僅かに頭を下げてそう言う。

「あん？　エイリヒはここで待機と言ってたぞ。勝手に動いたらまずいだろう」

　特に俺には余計な真似をするなと念を押してから王都へ戻って行ったのだ。

こいつの主人は知らないが軍の中でエイリヒより上位者はいないから命令の上書きは不可能だ。

「そこを曲げてご同行願いたい」

　尚も男は繰り返す。

「くどい。行かん」

　こいつが美女なら考えもするが、男の為に動いてやる義理は無い。




　返事と同時にギラリと光る物が見えた。

　抜き身の剣が俺の喉元に突きつけられていたのだ。

　ノンナは再び悲鳴をあげてシーツに包まり、セリアは体を隠すのをやめて短刀を握り直す。

「……なんのつもりだ？」

　俺は男を睨みつける。

最初から嫌な感じはしていたのだが味方を先制攻撃もできないからな。

「ハードレット卿には我が主とともに王都に向かい、軍務総監ラッドハルデの非道を共に陛下に訴え、あの恥知らずの更迭と処罰の進言をして頂きたい。貴方の言ならば王も聞き入れるでしょう」

　剣を突きつけて頂きたいも何も無いものだ。

「反乱でも起こす気か？」

「反乱と言うならばラッドハルデがそうだ！　我ら忠臣を捨て駒のように使い、あげく南ユーグリアに良いように負け続けている！　これは裏切りにも等しい大罪だ！」

　やっぱりあの件か。領主隊のほとんどが大損害を受けたし、一兵残らず殲滅された部隊もあるからな。

「ハードレット卿も長年の友誼を裏切られて苦境に陥ったと聞き及んでおります。自身は瀕死の重傷、連れ歩いた愛妾は片腕を失ったと」

　俺は何も言わない。

「やっぱり相当な怪我だったのですね。全身を舐めた時に気付いてはいましたけど」

「特に背中の痕が酷かったです……少し興奮しましたけど」

　ノンナとセリアが呟き、男が咳払いする。

「貴方とてラッドハルデへの恨みは尽きぬはず。どうか我らの主と共に陛下に訴えて頂きたい！　そうすれば剣など使わずに済み、血も流れずに済みます」

　剣を突きつけたまま言う男。

心配そうなノンナと飛びかかる機会を見計らっているセリアが目に入る。

　俺は小さく息を吐いて言った。




「断る！」

「ならば無理やりにでも！」

　飛びかかってきたのは正面ではなく、横合いにきていた男だった。

だろうな。殺気が出ていたのは正面の衛兵隊長では無くこの男だった。

「ふん」

　俺は一歩後ろに下がって喉元にあった剣を逃れ、脇腹を狙う突きを外す。

　突き出された剣は俺の腹を掠めて通り過ぎる。

「うわ!?」

　剣は通り過ぎたが、突きを繰り出した男自身は逃がさない。

右手で襟首を掴み、そのまま進行方向に加速させる。

男は自身が繰り出した数倍の勢いで壁に顔面突きを繰り出して昏倒する。

「抵抗するか！」

　反対側から別の男が剣を振り降ろす。

俺は一旦は置いた鉄の燭台を持って斬撃を受け止め、がら空きの胴を前蹴りする。

「うわぁ！」

　男は盛大に吹き飛び、窓を突き破って落下していく。

「何故だ！　何故ラッドハルデの非道に忠誠で応える！」

　叫びながら斬りかかる衛兵隊長の剣を燭台で弾く。

「何を分かり切ったことを」

　燭台を思い切り振り上げる。

衛兵隊長は俺の腕力を知っているのか、両手で剣を構えて防御しようとする。

「エイリヒは友で」

　そこで燭台を投げ捨てて男に体当たり、密着したまま寝室の壁を突き破って階段前に倒れ込む。

「お前らは違う」

　男の胸倉を掴み、階段下に投げ飛ばす。

戦いの音を聞いて駆けつけようとしていた仲間を巻き込み、派手な音をたてて落ちていく。

「友は許せるものだろ」

　女と天秤にかけるならともかく、名前しか知らん男とエイリヒの選択で揺らぐはずもない。

理屈で味方するならそれは友ではない。

　セリアが部屋の隅に置いていたデュアルクレイターを持ってきてくれる。

「ぐ……よもやそこまでラッドハルデに惚れ込んでいようとは……」

「不穏な事を言うな。尻がぞくりとする」

　衛兵隊長がよたよたと起きあがる。

周りにいるのはその部下が五名程だろうか、いずれも抜き身の剣を持っていた。

「おい、本気か？」

　俺は階段を降りながら呟く。

「当たり前だ！　ラッドハルデを成敗せねば主も死んだ兵も納得せ──」

　いやいや、そうじゃない。

俺はデュアルクレイターを肩に担いで男達を睨みつける。

「俺に本気で勝てると思っているのか。と聞いている」

　男達の動きが止まる。

剣先が凍りついたように固まり、やがて小刻みに震え始める。

「来るならいいぞ」

　一歩前に出る。

「に、二百人斬りのハードレット」

　男が一歩下がる。

「どうするんだ？」

　殺気を込めて睨む。

「む、無敵の戦鬼ハードレット」

　一人が足をもつれさせて尻もちをつく。

　俺がリズム良く階段を降りると男達はその分下がり、壁に背がついたところで殺気は急速に萎んでいく。

　やれやれ、戦意がなくなったのならそれでいい。

やる気なら遠慮なくぶっ殺すが、きっと面倒なことになる。

「そら」

　俺は剣先を振って、さっさと武器を降ろせと示す。

男達は一人──衛兵隊長を残して全員が剣を床に置いた。

　隊長からも既に殺気は感じず、脅えの気配しか感じない。

見栄もあるし部下の前で簡単に剣を捨てられないのだろう。

少し話に付き合ってやるか。

「もし計画が成就したとしてエイリヒ……軍務総監を排してどうする？　彼以上に上手く指揮を取れる奴なんていないぞ。お前達の心は晴れてもゴルドニアは滅びる」

　エイリヒは戦場ではむしろ勝っている。

敵が河を渡るなど誰にも予測できなかったことだ。

奴を超える司令官などまず出て来ない。敵はこれ幸いとばかりに攻撃してくるだろう。

「徹底抗戦だけが選択肢ではない……ラッドハルデを排した後は陛下を説得して南ユーグリアと講和をする計画だったのです」

「講和？　降伏ではなくか？」

　隊長が俯いたのが答えなのだろう。

「こ、行動を起こしたのは私達だけではない！　私が全容を把握している訳ではないが、多数の領主達がこの講和を支持している！」

　領主にすれば最悪国が滅んでも自分の領地が保たれるならそれでいいのだろう。

俺は恨みを買いすぎているので夜逃げする羽目になるからご免被るが。

「理屈はわかるが気分が悪いな」

　愛国心うんぬんなどは二の次だが、勝利を得ようと全力で戦うエイリヒを切って降伏、保身を得ようと言うのは実に気分が悪い。それならば『捨て駒にされたのでエイリヒ憎いからぶっ殺す。後の事は考えていない』の方がまだ好感が持てる。

「ハードレット卿が動けば完璧でしたが……そうでなくとも事は成るはずです。我ら領主だけではなく、王都の大臣クラスの高位貴族や、あるいはもっと上位の方の同意もあるとの噂すら……」

「大臣だと？」

　なんだそれは。敵と戦うエイリヒをよってたかって後ろから刺すのか。

「気が変わった。王都へ行くぞ」

「は？」

　呆然と俺を見る隊長に繰り返す。

「王都へ行ってやると言っているんだ。さっさと準備しろ間抜けが！」

「は、はい！」

　二階から顔を出していたノンナにも優しく言う。

「お前達もすぐに準備してくれ。荷作りに手が必要ならこいつらを使え」

「あふん」

　武器を捨てた男の尻を蹴り飛ばす。

「それは反乱に加担するということですか？」

　青ざめた顔でノンナが言う。

「まさか。ただエイリヒに味方がいなさそうなんでな。少し援護してやろうと思っているだけだ」

　理由はもう一つあるが、今言うとノンナが一層青くなるので言わずにおこう。

「でも命令を破って勝手に本陣を離れて良いのか……あうっ！」

　お前が言うなとセリアの額をデコピンする。

「敵もそう都合良く来ないだろう。……それにもし来たとしても」

　ここでの勝敗より王都で成すべきことの方がずっと重要になるだろう。

「では行くぞ」

「いえ……その……」

　衛兵隊長の歯切れが悪い。

まさか散々やっておいて今更怖気づいたのか。そんなことを言ったら張り倒してやるぞ。

「いえ、さすがに服ぐらいは着るべきかと……色々凄まじいと申しますか……」

「む、全裸だったか」

　そう言えば襲撃の直前までノンナとセリアに奉仕を受けていたな。

どうにも最近全裸で動き回ることが多いように思う。

「服を着たら出発する」

「我々も」

「共に参りますぞ」

「いざ王都へ！」

　横合いから貧乏三人の声が聞こえる。

掛け声の威勢が良いが、見れば手を縄で縛られている。

普通に寝込みを襲われて捕まったんだな。

「え？　こいつらは敵じゃないのか？」

「「「目がー！　鼻が焼けるー！」」」

　庭先ではナーティアが何やら青紫の薬瓶を開き、手で煽いでいる。

その先では三人の男達が眼鼻口から色々な汁を撒き散らして悶えていた。

「……もう改心したようだから勘弁してやってくれ」

「わかった。半日もすれば自然に治るはず」

　男達は七転八倒しながら悶え苦しんでいた。

半日か……いっそ頭でも殴って気絶させてやろうか。

「この薬は覚醒効果もあるから殴っても気絶はしない。痛みが増すだけだと思う」

「そうか、すごいんだな」

　人の情事を邪魔した罰だと思って諦めてくれ。

　さて王都に行こう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

同行者

セリア（副官）ノンナ（正妻）セクリト（負傷）ナーティア（催涙）

マック（護衛）ギド（護衛）

ハードレット軍兵力（領地にてレオポルト指揮）

護衛隊一三〇名

歩兵一一五〇〇　騎兵一二〇〇　弓兵一四〇〇　弓騎兵五八〇〇　砲兵四五〇

総勢二〇四八〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

財産　金貨二十万枚

経験人数七七六人　産ませた子六八人＋五六五匹＋一個








第３９０話　中央平原統一戦争⑮　王よ







数日後　王都ゴルドニア

「行軍が遅い。そんなことだから戦場で使えないんだ」

　ようやく見えて来たゴルドニアを前に衛兵隊長──ボルフと言うらしい──に皮肉を言う。

　俺はお前らの人質扱いなのだろうが。

何故人質が先頭切って歩かねばならんのだ。死ぬ気でついて来い。

「我らはまだしも馬車が……その」

　ボルフがちらりと見た馬車から聞き覚えのある声が聞こえる。

「お尻が痛い！　もっと丁寧に走れないのですか？　ただでさえ安物で揺れるのですから！」

「速度を上げると奥方様が不平を……」

　ノンナは馬車に乗っている。

本陣から適当に持って来た馬車なので軍隊用の安物で揺れ対策もできていない。

「馬鹿野郎、女の我が儘に文句を言うな。それでも男か」

　睨みつけるとボルフがびくりと震える。

「で、では速度を落として」

「阿呆、急げと言っただろう！」

「ノンナさんのお尻が少しぐらい荒れたからなんですか。本当に鈍臭い行軍です！」

　俺の前に乗るセリアも体を捻じって罵倒する。

少し顔が赤いのは俺が尻を撫でまくっているからだろう。

しかも手をショートパンツの中に突っ込んで直に触っているのだ。

　他の女の声も聞こえる。

「クッションを敷いてもつらいならこれを使うか？　痛みをまったく感じなくなる薬」

「怖いから嫌です。それからセクリトさん、狭い馬車なのですから寝転ばないで……あっ寝たふりしないで下さい！　今、目を開けたでしょう。正妻の私をシカトするなんて──」

　どうやら皆来ているようだが、セクリトはセリア達が来てからすこぶる機嫌が悪い。

俺の所にも来なくなり、一日中酒を飲んで不貞寝しているのだ。

「俺を独り占めできなくなっていじけるとは可愛い奴だ」

　そう考えると嬉しくなってしまい、指が自然とセリアの尻に入り込んでしまう。

「あぅ！　あぁぁぁ……はぅぅ……」

　セリアの体が硬直し、顔が蕩けて色っぽいメスの声が漏れる。

ボルフ達もさすがに不審そうな顔をしている。

「な、何を見ているのですか！　そんな暇があったら部下の尻でも叩いて来なさい!!」

　照れ隠しに怒鳴るセリアが可愛らしくて指が根元まで入ってしまったぞ。

　理不尽だの、なんだのとぶつぶつ言うボルフを引きつれて王都へ向かう。

道中、幸運にも敵の伏兵や、味方の後続に出会うことはなかった。

　敵はもちろんだが、このきな臭い状況では味方に会うのもご免被りたい。

もし叛乱領主側の兵ならこいつらと同じ事をしてくる可能性もあるし、そうでないなら命令に反して勝手に王都に向かっている俺まで反逆者と思われるかもしれない。

つまりはどっちに会っても面倒くさいので良かった。
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ゴルドニア　王宮

「貴方達はなんですか!?　こんな大人数が王宮に呼ばれたとは聞いておりません！」

「ええい王国の非常事態、使用人風情が口を出すな！」

「きゃあ！」

　領主かその配下らしき男達がメイドを蹴飛ばして王宮内に入ろうとしている。

俺はその男達を窓から投げ捨ててから王宮内に入る。

　どうやら王宮も大変なことになっているようだ。

町は平穏なので兵を率いて反乱している訳ではなさそうだが。




「ここは軍務総監の私室です！　勝手に入ることは絶対にまかりなりません！」

「奴は王国に仇成す不埒者、部屋を検めるのは陛下より碌を頂く領主としての義務！　宮廷大臣から許可は頂いておるのだ、そこをどけ！」

「あうっ！」

　派手な服を着た貴族らしき男が女軍人の頬を張って部屋に入ろうとしている。

俺は男の襟を掴んで壁に向かって放り投げてから王座の間に向かう。

　やはり狙いはエイリヒとその周りで、直接王に対して反乱を企てている訳ではなさそうだ。

それもどうなるかはわからないが。




「去年中に奥さんと別れて私と一緒になるって言ったのに……もう夏になるのにいつまで待てばいいの？　処女も捧げてあれだけ尽くしたのに！」

「今は戦時だし戦況もよくないし今年も暑くなりそうだし……ほら今日も王宮が大変なことになっているし、もう少し様子を見てから……そのね」

　衛兵らしき男が迫るメイドから必死に目を逸らせている。

俺は二人の間に割り込んでメイドの唇を奪い、いよいよ王座の間の扉に手をかける。




「愚か者が、自分が何を言っているのかわかっているのか？　領主共の動きは明らかに反乱だ、即座に爵位剥奪して追放する以外にどんな対処があると言うのか！」

　エイリヒの怒鳴り声が聞こえる。

「そう断ずるべきではありません。彼らはあくまで王国と陛下には忠誠を誓っております。訴えているのはその……軍務総監の更迭のみです。もちろん、これも褒められたことではありませんが、軍務総監は彼らを捨て駒としたと聞き及んでおります。これでは彼らの反発も理解できようというもの」

　応えているのはケネスだ。

「戦場に出てもいない者が知った口を叩くな！　王国軍が奴らと歩調を合わせてのそのそ動いていたら全ての戦術が破綻していた。現に練度が高く、優秀な指揮官を持つ領主軍は生き残っている」

　エイリヒが再び返す。

うーむ、入るタイミングが難しいな。

「なるほど、確かに戦場では無情が必要となることもあるでしょう。勝っておれば諸侯も納得したやも知れませぬ。しかし結果として軍務総監はアークランドを失い、大きく撤退する羽目になっております。『我らの犠牲はなんだったのか』それが諸侯の訴えるところでは？」

　ケネスの言に一瞬エイリヒが詰まったのがわかる。

「……アークランドを失ったのは大失態だ。だがその主因、都市国家メルドラの河川艦隊が南ユーグリアに味方するなど前線で予測するのは困難だ。むしろそれは外務を受け持つ卿が察知して私に知らせるべきことではなかったのか？」

　あれは予想外だったな。

しかし二人の論戦が激しくなればなるほど出にくい。

ただでさえ命令違反で来ているのだから間違ったタイミングで飛び込んだらお寒い結果になるに違いない。

「そこに私の責もありましょうな。しかし今ここで水掛け論をしても何の益もありませぬ。今はこの戦争をどう収めるか決めねばなりませぬ」

「収めるも何も勝つか滅ぶかだ。以前陛下の前で貴様も承知したことだろう」

　話が領主達への対応から戦争全体のことに変わって来ている。

「はい。ですが、私は大きな勝利を得て、それから交渉を考えるべきと言ったはずです。アークランドを失い、ノーステリエス西岸も守れぬ今となっては大きな勝利など期待できますか？」

「王都を守る為には戦力の分散が必要で正直厳しくはある。だが敵がわが領土に深く踏み込んで居ることを考えれば一戦勝利すれば一気に崩れる可能性も高い。まだ諦める戦況ではない」

　そろそろか……いやまだか。

「まだ諦めない──ですか。その心もとない可能性に王国の命運を賭けよと言うのですかな？」

「敵は半端な講和になど応じまい。どの道戦い抜くしかないのだ」

　ノンナも待ちくたびれているのか、ドレスの胸元をパムパム叩いて調整している。

セリアは俺の服についた糸くずをとってくれる。

「それこそ私の役目となりましょう。無論、最早有利な条件での講和は望めないでしょうが、このまま戦うよりはまだましかと」

　エイリヒが反論する前に大臣達が話に割り込んだようだ。

「政務総監の言う通りです！　多少領土を切り取られても講和すべきでは？」

「徹底抗戦で敗北すれば王国は終わりですぞ！」

「軍事的に敗北したのであればラッドハルデ卿は後ろに下がるべき！　政務総監に任せるべきでしょう」

「このまま負け続ければ本当に諸侯が南ユーグリアに寝返る可能性すらありますぞ！」

　エイリヒに味方する者も次々と声を上げる。

「敵がこの状況で講和を受けるはずがない！　具体的な話になるまではあくまで抗戦を優先すべきだ！」

「まだできることはあるはずだ！　王都にも各都市にも青年男子が残っているぞ」

「兵を失った諸侯に何ができる！　爵位さえはく奪してしまえば唯の木偶に過ぎん」

　ぎゃあぎゃあ煩くなって誰の声か聞きとれない。

　セリアとノンナが互いに身だしなみをチェックする。

ノンナの谷間から水筒が出て来てセリアが怒っているな。

　やがて扉の向こうがゆっくりと静かになり、ケネスが落ち着いた声で語り始める。

「皆々様、ただ怒鳴り合っても仕方がありませぬ。最終的には陛下の御決定が全て……」

　いかん、王が決定を下してからでは俺の出る幕がなくなるぞ。

「私の愚案と致しましては……積極的な反撃は控えて防御に徹しながら講和の道を探るべきと存じます。厳しい交渉にはなりますでしょうが、不詳このケネスが全力であたりましょう」

　そろそろ行くしかあるまい。

「まず諸侯の不満を押さえる必要がございます。国内が割れていては足元を見られてしまいます故……それには彼らの要求通り軍務総監を処罰──」

　場がざわつく。

「とまでは申しませんが、戦況不利の責もございます。一旦、ラッドハルデ卿の職を解かれて静養をお命じになるべきかと。その上で騒ぎを起こした者達にもまた謹慎をお命じになれば、諸侯は納得し、かつ秩序も維持されるのではないかと愚考致します」

「馬鹿な。俺自身のことを置いても、戦時中に司令官を更迭など正気の沙汰ではありません！」

　エイリヒも王に詰め寄っているようだ。

「ラッドハルデ……余はお前に──」

　もうここしかない。

「お待ちください」

　俺はそう叫んで扉を開け放ち突入する。

我ながら絶妙のタイミングで飛びこんだはず。

「ぎゃああああ!!」

「ぐわぁぁぁぁ!!」

　絶叫が響き渡る。

扉を勢いよく開け過ぎて扉の前にいた衛兵を吹き飛ばしてしまったようだ。

そういえばいつも居たな。普段と違って入室の音声無しに飛び込んだせいか。

だが構っている暇はない。

　彼らの絶叫のおかげで王を含めてその場にいる全員が俺に注目している。

お寒い登場は免れたようだ。

後ろに続くノンナが顔面を押さえて転げ回る兵士を気遣っている。

「ハードレット卿！　お前──」

　エイリヒは怒鳴り声を途中で切った。

命令違反を責めたい所だろうが、ここで俺と自分で言い合いを始めるのは不毛と気付いたのだろう。

その通り、お前を助けに来たのだ。

「ハードレット卿？　どうしてこの場に」

「前線はどうなっているのですか!?」

　大臣達にも鬱陶しいので答えない。

　ええと、ボルフ達はどこだ……あいつめ扉の影で縮こまっている。

王都まで連行するとか吠えていた癖に肝の小さい奴らだ。

俺はボルフの襟を掴んで引きずっていく。

「このグレードバル伯爵の部下が俺の所に押し掛けて来て状況を知り、駆けつけました」

「お前はセタフィーディル子爵家の……奴め、前線でも何を余計なことをしていたのか」

　俺は用済みとばかりにボルフをポイと捨てる。

　そして前に進み出て大臣達を睨みつけた。

「失礼ながら一言」

　王も俺に不審な目を向けていたが、出ていけとは言われなかった。




「お前らはどれだけ馬鹿なのだ」




　周囲の時間が止まったように感じた。

　ノンナは引きつった顔のまま凍りついてしまっている。

「ぶ、無礼な!!」

「いかにハードレット卿と言えど大臣を任された者への罵倒は許せぬぞ！」

「陛下の御前で下品な口を叩くとは！」

　わっと騒ぐ大臣達、だがその音量はイリジナ一人にも及ばない。

あいつは本当に喧しいからな。二日酔いの朝に挨拶されると頭が割れるかと思う。

「喧しい！」

　つい思い出して怒鳴ってしまった。

大臣達が腰を引き、ノンナがひっくり返ってしまう。

　俺は眉間にしわを寄せて無言で彼らを睨みつける。

「ここからどうしようか」

「えっ？　何も考えていなかったのですか!?」

　無言に見せかけながら隣のセリアにだけ聞こえる声で呟く。

　講和も交渉も無駄なのはわかっているが、理由を説明しろと言われても無理だから無理としか言えない。

智将として知られつつある俺だが、口は上手くないし色々面倒くさいことを考えるのも苦手なんだ。

「ええと……ええと……」

　なんとか俺を助けようとワタワタするセリアを見ていると心が落ち着いた。

こうなったらもう後には引けない。

「……ハードレット卿。まさか『お前ら』の中に陛下は入っておりますまいが、馬鹿な我々にわかるよう説明しては頂けませんかな？」

　ケネスは静かな口調のままだが、目が鋭くこちらを睨みつけており、エイリヒはどうして良いかわからない顔だ。何より王がカッと目を見開いてこちらを凝視している。

「私は交渉事に長けていない。外交に口を出すべき立場でもありません。ですがまずは……」

　一層の怒気を込めて正面を睨みつける。

実は視線は大臣達の間で水差しを持っているメイドの胸を見ていたのだが気付かれはしまい。

「裏切り者を排除してから議論を始めましょうか」

「なっ!?」

「裏切り者!?　ありえん!?」

「馬鹿な！　大臣以上の者しかいないのだぞ！」

　驚きの後、様々な否定や罵倒が飛ぶが、俺は一切の迷いなく視線も逸らさない。

「私の配下から報告が入ったのです。王都より南ユーグリアに向かう密使を捕縛、責め立てた結果、裏切り者の名が判明致しました。ラッドハルデ卿の命令に反してまで王都に参じたのはこの為です」

　俺は言いながら怒気に殺気を混ぜる。

ああ、しまった。殺気をぶつけたせいでメイドが腰を抜かしてしまった。

「その者がこの場にいると……？」

「はは……まさかそんな……」

　大臣達は気まずそうに隣同士視線を交わす。

その声には否定しながらも疑いの色も混じり始めている。

「エイギル様、本当なのですか？」

「いや、適当に言った」

　セリアが泣きそうな顔になってしまう。

　こうでも言わないと流れを断ち切れそうになかったからな。

「……裏切り者がいるだと？」

　王の目がギラリと輝く。

どうやらツボに入ってしまったらしい。

「前置きは要らぬ。早々に明らかにせよ」

　激昂するでもなく、動揺するでもなく、王は淡々と言葉を紡ぐ。

「今すぐに」

　俺は僅かに笑って一歩下がる。

「おい、どうしようか」

「えーと……えっと……！」

「……あぶぶぶぶ」

　セリアは一層慌て続ける。ノンナは緊張で失神寸前だ。

　女を頼るのは情けないか。

「無礼を致します」

　俺は乱入した故に持ったままだったデュアルクレイターをスラリと引き抜く。

「なっ！」「王座の間で剣を抜くとは！」「乱心したか！」

「黙れ裏切り者が」

　俺は王とエイリヒ以外を睨みつけながらゆっくりと前に進んでいく。

王は槍を抱えて俺の前に立ちはだかるべきか迷っていた衛兵を手で制して止める。

　軍靴の音を響かせながら一歩ずつ近づいていく。

大臣達もケネスもエイリヒも凍りついたように動かない。

「はったりに引っかかってくれよ」

「もうどうにでもなれ、です！」

　ひそりと言う俺にセリアも開き直ったようだ。

　俺は大臣達の真ん中を歩いていく。

一人一人顔を覗きこむが、全員が隠しごとをしているようにも見えるし、単に抜き身の剣を持った男に近づかれて緊張しているだけにも見える。

　良く考えれば大臣ともあろう者が隠しごとぐらいできないはずがない。

誰もボロを出さなかったらどうしよう。このまま歩き続けて裏口から出て行くしかない。

「ぐ」

　馬鹿な事を考えていると足に痛みが走る。軍靴の中に小石が入っていたようだ。

靴底が鋼鉄だったので普通の靴よりも痛みが強く、思わず足を止めてしまう。

「……ぬ」

　ちょうどそこに老齢の大臣がいる。

俺と男の視線が絡む。

　平静を装っていた老人だが、俺が小石を気にして足を踏み鳴らすと顔面を蒼白にして冷や汗を垂らす。

「……う……う……うわぁぁぁ!!」

　そして老人は叫び、背中からナイフを取り出した。

大当たりだ。

　笑いだしそうなのを堪えて構えるが、男は俺ではなく王に向かって走る。

まあそうだろうな。ナイフを持った老人が大剣を持った俺に勝てるはずがない。

王を人質に、とでも考えるしかない。

　だがその動きは所詮戦う者の動きでは無い。

両断するのは容易だが、こいつにしゃべってもらわなければ都合が悪い。

「ふん！」

　俺は剣の刃を立てず、腹で男の背中を殴りつける。

重量の軽いデュアルクレイターでの殴打は威力が低い。

だがそれでも老人をひっくり返すには十分だった。

　大臣は前のめりに倒れて磨かれた床を滑る。

「うぅ……うぐぐ……」

　倒れこんだ場所は王の目の前だ。

王は呻く男を一瞥もせず、後ろの檻……に向かって何事か話しかけている。

　男が取り落としたナイフを探そうと手を伸ばすが、それが許されるはずもない。

　王と男の間に立ったエイリヒが踵を男の顔面に叩き込み、鼻血が美しい大理石の床に飛び散る。

「ぐぶ……む、無念……」

　鼻を潰された男が言い終わる前にエイリヒは脇腹を蹴りあげてその意識を刈り取ったのだった。




「よくやったハードレット。あの者にはこの世の地獄を見せてやる」

　気絶したまま衛兵に引きずられて行く男を見ながら王が言う。

小刻みに震えているのは怒りのためだろうか。

「は、詳細はあの者の口から語らせるのが宜しいかと」

　なんとかなった。綱渡りだったな。

「ふぅ……」

「はひぃ……」

　セリアが胸を撫で下ろし、ノンナは床に突っ伏してぐったりしている。

だが大臣達は彼女達の様子を気にする暇もないようだ。

「ま、まさか交易大臣のスパァイ侯爵が……裏切り者だったなんて」

「道理で都市国家の情報が入らぬ訳だ……まさかスパァイ侯爵が……」

「想像もできぬことだ。まさかスパァイ侯爵が！」

　ケネスは俺を見てから気まずそうに目を逸らす。

交易大臣は彼が推薦したのだったか。まあ今はどうでもいいことだ。

「またお前に助けられたな」

　エイリヒが微笑みながら小さく俺に言ってから、全員に向けて声を大きくする。

「大臣に裏切り者が居ては勝てぬも道理、南ユーグリアのやり口もわかったことだろう。まさかこの期に及んで諸侯が騒ぐから講和せよなどと言う者はいるか？」

　ケネスは納得していないようだが、自分の部下に裏切り者がいたとあっては何も言えず、他の大臣達からも意見は出ずにそのまま決まるかと思われた。

「お待ちください。もう一つ話がございます」

　全員の視線が再び俺に集中する。

ノンナは俺が敬語なのに悪い予感がするのか体をプルプルさせている。

「どうしても言わねばならないことがあるのです」

　俺は視線をノンナの予感通り王に向けて言う。

いい加減少し腹が立っていたのだ。

「……余に言うておるのか？」

「は」

　腰をあげかけていた王が怪訝な顔で玉座に座り直した。

軽く膝をついて王を見据える。

ノンナは乳まで震えだした。

「陛下は本当に勝つ気があるのですか？」

　キーンと耳鳴りが聞こえるほどの静寂が再び訪れた。

「……どう言う意味か」

　王の怪訝な顔は不審と苛立ちに変わる。

エイリヒが止めろとジェスチャーするがここで止めた方が悪かろう。

「私は陛下が南ユーグリアとの戦いに勝とうとしているように思えません」

「……そちが何を言いたいのかわからぬ。らしくもない言い回しを使わずはっきり言え」

　王の顔にはもう怒りと不信しかない。

ノンナはセリアを抱き締めて現実逃避してしまった。

　うーむ、やっぱり回りくどいのは苦手だな。これでは伝わらない。

少し乱暴になるかもしれないがはっきり言うか。

「これは陛下の戦争です。貴方に戦うつもりが無ければ勝ちようがありませぬ。勝ちたいのか負けたいのか、はっきりして頂きたい。負けたいのなら早めに言って下さった方が逃げる時間ができて助かります」

　自分で言っているうちにノってきた。

もう何も怖くはないぞ。

「ハードレット卿……何を言っているかわかっていらっしゃるのか！」

「陛下を批判……いや罵っているように聞こえますぞ！」

　茶々を入れてくる大臣連中は無視して王だけを見続ける。

「……そちはゴルドニアが敗れようと知ったことではない。余に従いはせぬ。そう申しておるのか？」

　俺は首を振る。

「まさか。陛下から領地や爵位を頂いた恩を忘れたつもりはありません。そして今もゴルドニアが戦いに勝てるよう全力を尽くしているつもりです」

　言いながら俺は立ち上がる。

「私も軍務総監もその他の者も、陛下を勝たせる為に死力を尽くします。それでもあくまでこの戦いは陛下の戦いなのです。貴方が死力を尽くさなければ絶対に勝てはしない！」

　最近の王の態度には少なからず思う所があったのでつい激しい言い方になってしまう。

俺もエイリヒも散々いらん苦労をさせられたのだ。エイリヒの苦労の半分は俺のせいだが。

「余が本気で戦こうてはおらぬと言うのか！　貴様何様のつもりだ！」

　王もまた玉座から立ち上がって怒鳴る。

完全に怒らせてしまったが、静かに怒られるよりこちらの方がわかりやすくて良い。

　玉座の後ろでレベッカが凄い顔をしているのが見えた。

「ただの一領主です。しかるにゴルドニアの主たる陛下は開戦以来何をなされたか!?　正面の敵を無視して裏切り者を探し、碌に連携も取れない領主軍をまとめて前線に送られただけではありませんか！」

　もし何か有効な謀略の類を計画していたのならとんだ放言になってしまうが、前線に居て何も感じなかったのでまあ無いと思っていいだろう。

「恐れながら、我ら領主も出撃の意味がわからず……」

「決して自らの犠牲を嘆いている訳ではありませぬ。ただ我らが王国軍に随行したとて何の役にも立てず、ただラッドハルデ卿の足を引っ張るだけで情けない思いであったのです」

「我らなりに兵を鍛え上げたつもりですが、後方の守備や斥候ならばともかく、大軍同士の戦いに介入するには力不足が明白でございました。陛下もそれはご存じだったのではありませぬか？」

　貧乏三人が震えながらも訴える。

こいつらが居たのを忘れていた。

　そして敵が河を渡ったことも前線にいた俺やエイリヒの範疇ではない。

本来は外交や謀略で阻止すべきことだったし、情報官を持っているのだから阻止は無理でもせめて事前につきとめて知らせるぐらいのことはして欲しかった。

　王の方は怒りながらも返す言葉につまる。

理屈はともかく声のでかさで俺に軍配が上がったらしい。

俺もイリジナに何か言われてあまりの音量に譲歩してしまうことがある。

「それは我ら外務に携わる者と情報官の咎にありますれば……」

「軍務総監とハードレット卿が緒戦で勝利しておれば、トリスニアは落ちず、敵が河を渡ることも……」

　まだ大臣達から余計なちょっかいが入る。

俺はドンと足を踏み鳴らして黙らせる。

　ノンナはもう自分の胸に顔を埋めて蹲っている。もしかすると失神しているのかもしれない。

「それも含めて陛下の責務です。私やラッドハルデ卿が無能と思うなら更迭すれば良い、情報官が何も知らぬなら、さっさとしろと命を出せば良い。陛下には全てができたはず、ならば誰がどんなヘマをしても最後の責任は全て陛下がとるべきでしょう」

　俺が統治者のなんたるかを王に語るなど自分でも笑えて来る。

だが噴き出しそうになりながらも言わせて貰う。

今の王にそれがわかっているとは思えないからだ。

「アークランド失陥もストゥーラ上陸も全て余の責……か。余が我が身を案じて全力を尽くさなかった故」

　王の怒りはやや鎮まっているように見える。




　俺だって内務はアドルフに丸投げしているが、一揆でも起きれば全ての責任は俺に来る。

レオポルトに任せた私軍が負けても俺の責任となる。

　王はやや俯き、エイリヒは厳しい顔をしながらも小さく頷いている。




　セリアがクレアの勧めで始めた先物投資の大失敗で出した損失も俺が埋めたし、他家の晩餐会で酔ったイリジナが破壊したテーブルも俺が弁償した。それが責任だ。

　王は目を閉じて静かに考え込み、エイリヒは少し首を捻りながらも頷いている。




　そして下半身が人妻相手に悪さをすれば、いやおうなく責任の半分は俺に来る。

「……そこは全て取らぬか」

「俺の部下からもお前を紹介してから妻の様子がおかしいと相談が……」

　まあそれは良いのだ。

　いつの間にか王は怒気をひっこめている。

俺の助言なのか、罵倒なのか、やけくそなのかよくわからない物を受け入れてくれたのだろうか。

「ハードレット……余は」

　王が何が言いかけた時だった。

「至急報告！　至急にございます！　お目通りを!!」

　玉座の間の外から何者かが叫ぶ声がする。

「しばし待────いや、入れて良い」

　王が言い、衛兵が扉を開くなりフルプレートの騎士が飛びこんで来る。

「敵が動き始めました。恐らくは敵の中部軍団と思われる三万程度の兵がベスラの本陣に向かい進軍中です！」

　エイリヒが低く呻く。

「あれだけの損害を受けてもう動けるのか！　我々はまだ再編成中だぞ……」

　エイリヒがここにいるということはこちらは最高司令官が不在と言うことだ。

　いかんぞ。こうなると俺の命令無視が大きく影響してくるじゃないか。

　ここで『俺の命令無視も陛下の責なのです』などと言えば俺とノンナは揃って吊るされるだろう。

なんとか取り繕わねばならない。

「陛下」

　俺は落ち着き払い、余裕の笑みまで浮かべて王の前に再び跪く。

「無礼をしたからには、ここは私が敵を掃いましょう。陛下と軍務総監は全体の勝利の為に策を何卒」

「そちは……」

「ハードレット……」

　王が何か言う前に俺は立ち上がる。

「では急ぎます故」

　一礼してから玉座の間を後にする。

格好良く決まった。これで俺の命令違反は忘れられただろう。そう思いたい。

「え、エイギル様が知的です！　まさか王権のなんたるかについて考えているなんて！」

「頭とか……打ってはいませんか？」

　セリアとノンナが失礼な事を言う。

「頭はわかりませんが、そういえば馬を降りる時に股間を打っていたような気がします」

「それです！　エイギル様の脳は頭にあるとは限り──ふんぎゃあ！」

　俺はセリアの襟首を掴み上げて頬っぺたを引っ張る。

「それとも、原因は最近射精なされてないから……だとすればあの大量に噴き出す種の正体は脳漿……」

　ノンナが怖い事を言っている。

　ともあれ、これで王が目覚めてくれると良いんだが。

後で腹が立ってきて俺を処刑するとか言い出さないで欲しいな。

そこはエイリヒが庇ってくれるだろう。そう信じよう。

　あ、ボルフを玉座の間に置いて来た。

今更取りには帰れないので忘れるとしようか。
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数日後　ベスラ近郊　ゴルドニア王国軍本陣

「まずい、まずいな」

「まずいです」

「お菓子が切れたのですけど」

　俺とセリアが揃って呟く。

セクリトは負けだとだけ言ってまた不貞寝してしまった。

　何がまずいのかは言うまでもない。

　敵は王都に来た伝令が言った通り三万程度、これは予想通りだったのでまあいい。

問題は俺の隣にいる味方が五千しかいないことだ。

「どうしてこうなった」

「ええと……まず王都を守る為に北部にも数万の兵を割きました」

「お茶っ葉が安っぽいです」

　これは仕方ない。河を押さえられた以上、敵は俺達の本陣を迂回して直接王都を狙う可能性もある。

「他には？」

「それから大きな損害を受けた兵団は再編の為に後ろに下がっていて間に合いません」

「ティーセットがありません」

　これも仕方ない。兵、特に指揮官を多くやられた兵団はまともな戦力にならない。

敵の再攻撃まで時間があると予想していたのだから再編成を試みるのは当然だ。

「まだあるか？」

「後は領主達が反乱したと噂になっており、兵団の中にも動揺が……」

「やっぱり清水でないと美味しく入りませんね」

　これが余計だな。

だが軍人の中にも領主貴族の身内は多い。反乱が嘘にせよ誠にせよ動揺は避けられないか。

「それにしても五千はないだろう」

　エイリヒが来ればもっと上手くやったのかもしれない。

だが俺は王国軍の連中と親しいとも言えない。

アゴールなどは頑張ってくれたが、いかんせん万の兵を動かせる立場ではないので限界がある。

「そろそろ陽が昇ります。恐らく夜明けと共に仕掛けてきます」

　敵が俺達の前に現れたのは夕刻だったが、攻撃はせずに野営し始めた。

　恐らくこちらの軍内にも間諜が居て状況を把握しているのだろう。

無理に夜戦をして混戦となるよりも、朝を待って正面から殲滅するつもりなのだ。

「三万対五千か……」

「うぅ……」

　セリアも泣きそうな顔をしている。

ノンナはぶつぶつ言いながらお茶を飲んでいるが、あれも強がりの一種だろう。

「陽が……昇ります」

　手元にあるのはデュアルクレイターだけだ。

長剣も盾も失い、代わりを探す時間も無い。

　何もかもが悪い方向に進んでいるが、王に啖呵を切った手前、できる限りのことはしないとな。

ここで逃げ帰ったのでは余りに情けなさ過ぎる。

「朝日が──ああっ!?」

　セリアが可愛らしい悲鳴を上げ、俺も思わず唸る。

　敵は数キロ離れた距離で野営していたはずで、篝火も見えていた。

だが朝日が大地を照らし始めると、百メートルも離れていない位置に一万五千程の敵が見えたのだ。

　敵は剣と盾、そして簡易な鎧のみの軽歩兵だったが、ここに来ての増援は明らかに致命的だ。

しかも野営地の敵も減っているようには見えないから彼らは完全な新手と言うことになる。

「敵、軽歩兵一万五千！　総員攻撃体勢！　攻撃体勢!!」

　こちらが叫ぶのを見て敵も鬨の声を上げて突撃を開始する。

「敵が突っ込んできます！」

「迎撃態勢を取れ！　……くそうここまでか」

　味方からも諦めの声が漏れる。

「いざとなったらノンナを連れて逃げろ」

「嫌です。ずっと一緒にいます」

　俺はシュバルツに飛び乗り敵に向かって駆け、セリアも続く。

　敵は士気も旺盛で見るからに精強そうだった。

そして俺達はいよいよ衝突する──直前に俺は大声を上げる。

　敵の剣盾鎧、特徴的なマント、何より兵一人一人から感じる存在感に覚えがあったのだ。

「攻撃停止！　こいつらは敵じゃない！　繰り返す、攻撃停止──!!」

　あらん限りの大声で怒鳴り、なんとか味方全体に伝わったようだ。

「え？　どういうことだ？」

「見るからにゴルドニア軍ではないが……」

「そういえば南ユーグリア軍とも違うようだな」

　互いにゆっくりと減速し、惰性のままコツンと軽く盾がぶつかる。

「ぐわぁぁぁ！」

「ふぎゃああ！」

　そして味方が吹き飛んだ。

「ぬ、すまんな！　勢い余ったようだ！」

「はははは！　鳥の羽根のように軽くてつい吹き飛ばしてしまったわ！」

　豪快な笑い声が響き渡る。

「ま、まさか……」

　セリアは嫌そうな顔を隠さない。

「本当に来てくれたか」

　俺が馬を降りて進み出ると、相手の陣を掻き分けて何物かが走ってくる気配がする。

いや、気配ではなく兵を弾き飛ばす轟音がする。

「おぉ我が友、真の漢。再び会えたな!!」

　深紅のマントにどでかい声、そして圧倒的な威圧感と男臭さを兼ね備えるのは知る限り一人だけだ。

「ぬうん!!」

　飛び出した筋肉の塊が俺に抱きつく。

正直、即座に投げ飛ばしたいが援軍なので我慢する。

「友よ、来たぞ」

「ああ、感謝する」

　俺も形ばかりの抱擁を返しつつ、早く離れてくれと心で訴えるが、こいつに通じるはずもない。

「おおっ漢同士の抱擁だ！」

「なんと美しいのか！　汗と筋肉が躍動している！」

「エイギル様から離れなさい！　このこの！」

「……これはこれで」

　セリアが懸命に引っ張ってくれるが俺に抱きつく男はまるで岩石のようにびくともしない。

期待するような声はノンナのものでないと信じたい。

　隙だらけの俺達だったが、野営地の南ユーグリア軍は攻撃してこない。

正体不明の軍勢一万五千も突然現れたのだから当然の判断だろう。

　俺が開戦時に出した手紙の一通はこの男……アレス王ギルドレスに宛てられていた。

極めて暑苦しく常識の無いのに目をつぶれば、こいつ程戦場で味方にしたい男はいないからだ。

「それにしてもお前の豪胆さには恐れ入る。まさか敵前に強行上陸してくるとは、やはり肝が違う」

　ただでさえ夜間に船を動かすのは事故の恐れもあって難しい。

更に船からの上陸中はまったく無防備なのにそれを睨み合う敵味方の間で平然とやってのけたのだ。

まったく恐れ入る胆力と練度だ。

「ぬ？　何の話だ？」

　ギルドレスは訳がわからないとばかりに首を捻り力瘤を作る。

こいつにとってはこの程度なんともないと言うのだろうか。

「河は敵の手にあるはずなのに、この数が乗る船団で突破してくるなんてどんな手を使ったのですか？」

　セリアも不思議そうに首を捻る。

もちろん、ギルドレスを俺から引き離そうとグイグイ引っ張り続けながらだが。

「お前達の言っている意味が分からんぞ。そもアレスは船など軟弱な物は持っていない！」

「あん？」

　俺にはこいつの言う意味こそわからない。

「だって貴方達はノーステリエスを渡って来たのでしょう？」

「いかにも！　陸路では回り道過ぎる！　直進が最短！」

　セリアが問い、ギルドレスが答える。

「なら船に乗って来るしか無いです」

　ギルドレスが後ろを振り返る。

アレスの兵達が一斉に笑い始めた。

「がはははは、これは愉快だ!!　平原の兵はやはり軟弱なのか！」

「河を渡るのに船が要るだと？　がはははは！」

「まさか……」

　セリアの可愛らしい動揺の声はどでかい筋肉男共の咆哮に打ち消される。

「「「泳いできた!!」」」

「アホです！」

　セリアも俺ももう諦めの境地に立っている。

正直、ギルドレスがびしょ濡れだった時に薄々気づいてはいた。考えないようにしていただけだ。

一万五千の男がじゃぶじゃぶ泳ぐ様はさぞおぞましかっただろう。夜のうちにやってくれて幸いだった。

「ほんの数十キロで船を使うなど惰弱の極み！」

「己の肉体を使ってこその漢。そう思わんか？」

「ああ、思う思う」

　援軍に来てくれたのだから罵倒はすまい。

気持ちのこもらない同意を受け取ってくれ。

「河に入ったのが夕刻で夜通し泳ぎっぱなしでな！」

「一段落したら汗をかいてきたわ！」

　気付けば周囲がどんどん臭くなってきている。

アレス兵が一斉に汗をかき始めたのか。

「く、臭いです。鼻が曲がりそうです！」

「えっぷ」

　セリアが鼻を摘まみ、ノンナもえづいてお茶を噴いてしまう。

「ぬうん。漢の臭いが心地良いな」

「ああ、思う思う」

　鼻を摘まみながら同意する。

　そこでようやっとギルドレスは俺を解放し、南ユーグリア軍の方を見据える。

「ところであいつらはなんだ？」

「南ユーグリア軍だ。俺達の敵だ」

　ギルドレスは目を丸くする。

「なに、敵が目の前に居たのか!?」

「知らずに来たのか……」

　ここまで来ると豪胆なのかアホなのかわからない。

ともあれアレスの援軍を合わせれば二万、十分以上に戦えるだろう。

「敵もこちらが四倍に増えては早々仕掛けて来るまい。少し待てば再編成を終えた味方が次々に──」

「アレスの男達よ!!」

　ギルドレスは俺の説明をぶった切る。

「あれが南ユーグリアとやらだ！　我らの敵だ！」

「うおおおお！　もう敵と出会えたのか！」

「なんという幸運！　戦いの神へ感謝を捧げようぞ！」

「おい、お前ら聞いてるか？」

　ギルドレスは深紅のマントを閃かせながら先頭に立つ。

「我が友にして真の漢たるハードレットの前で無様は晒せん。勇気と肉体を見せつけよ！」

「おぉー！　我らはアレスの男！」

「一人十殺！　九人で斃れるは恥と知れ！」

　うむ、これっぽっちも聞いてないな。




「右手にあるのは何だ！」

「「「敵を討つ勝利の剣」」」

「左手にあるのは何だ！」

「「「祖国を守る護国の盾」」」

「それを持つのは何だ！」

「「「鍛えあげた鋼の肉体」」」

「ゆくぞアレスの男達！」

「「「うおおおおお!!」」」

「突撃!!」

　ギルドレスとアレス兵達は南ユーグリア軍に向けて突撃していく。

俺達を残して。

「……どうすれば良いと思う？」

「放っておけば良いのです」

　そういう訳にもいかないよな。

「全隊、俺に続け。突撃！」

「う、うぉぉぉ？」

「いけぇ？」

「突撃命令だ。取り敢えずいくぞ？」

　こんな情けない突撃命令は初めてだ。




　情けない始まりながらベスラ会戦は壮絶を極めることになる。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

同行者

セリア（呆れ）ノンナ（お茶）セクリト（不貞寝）ナーティア（調合）

マック（空気）ギド（空気）

ハードレット軍兵力（領地にてレオポルト指揮）

護衛隊一三〇名

歩兵一一五〇〇　騎兵一二〇〇　弓兵一四〇〇　弓騎兵五八〇〇　砲兵四五〇

総勢二〇四八〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

財産　金貨二十万枚

経験人数七七六人　産ませた子六八人＋五六五匹＋一個

密かに……










第３９１話　中央平原統一戦⑯　アレスの戦い







　ギルドレスと奴が率いるアレス軍一万五千は眼前の南ユーグリア軍が敵とわかるなり突撃を開始した。

俺とゴルドニア兵五千は攻撃準備万端とは言えなかったが、見ている訳にもいかないので続いて突撃する。

　どうにも滅茶苦茶な事態になってしまったが、それでもエイリヒに鍛えられた王国軍の指揮官達は臨機応変に動いていた。アレス兵と連携を取り戦況を有利に進めようと試みている。

「敵は複数の陣に分かれている。両翼に広がって敵に行動の自由を──」

「鍛え上げてきた筋肉が唸る！」

「アレス男の強さを見せつけてやるわ！」

「酒、女、そして戦！　これぞ男の生き様よ！」

「弓兵が敵中心を射撃、騎兵が側面から包囲して──」

「うおおおお！　戦じゃあ！」

「この日をどれだけ待ち望んだことか、大胸筋が高鳴るわい！」

「男の戦は真正面からぶつかるのみ！」

　互いに連携して勝利を目指しているのだ。

「え、連携？　なんですかそれ」

　セリアが冷たい声で振り返る。

「気にするな」

　少し現実逃避していただけだ。

ゴルドニアの指揮官達が色々呼びかけているのは間違いないが、アレス兵はまるで聞いていない。

雄たけびを上げながら敵に向かって突っ込んでいくだけなのだ。

「そもそも奴らの頭からして人の話を聞かないからな」

　一人一人が豪傑にも見える屈強なアレス兵達の先頭を切って走るのはもちろん深紅のマント、アレス王ギルドレス以外にない。

「友よ、しかと見よ！　アレス男の戦いを！」

　ギルドレスは走りながら振り返り、俺に向けて剣と盾を打ち鳴らす。

その笑顔は本当に、心の底から嬉しそうだ。

「お呼びです」

「覚悟はしていたつもりだったが、予想以上に暑苦しい」

　奴の顔を見ているとノーステリエスを夜通し泳いできて休憩はいらないのかとか、どうして騎兵より早く走っているのかとか、あえて問う気もなくなる。

　アレスの突撃は俺達を十分困惑させたが、何より動揺したのは南ユーグリア軍だろう。

何しろ夜が明けたら突然一万五千の兵が目の前におり、しかも突撃してきたのだ。

河を押さえているだけにその衝撃はより大きいはずだ。

「まさか泳いで来たとは思いませんよね」

　俺だってギルドレスの口から聞かなければ信じなかったし、聞いた今でもアホだと思っている。




　だが敵もただ動揺するばかりではなかった。

突撃するアレスの旗印と装備がゴルドニアのものと違うことに気付いたのだろう。

数騎の軽騎兵が飛び出し音声を上げる。

「待たれよ！　お前達はゴルドニア兵では無いと見た。何者か！」

「俺はアレス王ギルドレスなり！　漢の約定とその他諸々を以て貴様らの敵となる！」

　ギルドレスは一声答えると軽騎兵を無視して突進を続ける。

木端な敵は相手にしないらしい。

　すると今度は少し偉そうな使者が現れて言う。

「これはゴルドニアと我がユーグリア帝国の戦いであり、我らにアレスと戦う理由は無い。アレスもまた同じではないか？」

　どうやら説得にかかってきたようだ。




「こ、ここでアレスが止まったら私達はお終いです！　あの男は筋肉しか無い馬鹿だから言い包められないか心配です」

　セリアが慌てるが俺はまったく心配していない。

「大丈夫だ。理屈はこねられんが、あいつは信頼できる」




　俺とセリアの会話が聞こえたはずはないが、ギルドレスは突進の足を緩めて一際大きな声で叫ぶ。

「否！　友との約定は我らが戦う理由に十分なり！」

　とにかく声が野太く、でかい。

使者の馬が棒立ちになり、シュバルツは不快そうに耳を後ろに倒す。

「ここで戦えば我が国との全面戦争だ！　勝ち目があると思われるか!?」

「知らん！　だが強大な敵との戦いこそ我らの望むところなり」

　まともに話が通じていないな。奴との会話は本当に疲れるんだ。

だが楽しそうに笑っていたギルドレスの表情が使者の次の一言で一変した。

「つまらん約定一つで国家、国民を危険に晒すつもりか！」

　ギルドレスがぴたりと足を止め、僅かに俯く。

アレス兵もつられて足を止めたが、突然の停止に疑問の声こそ上がるが、動揺や混乱はまったくない。

「どうした王よ。突撃せんのか？」

「休憩か？　なら飯を食おう」

「俺もパンツを換えよう。かゆくなってきた」

　本当に飯を食い出した奴や、パンツを脱ぎだした奴──ええい、汚いものを見てしまった。




　だが余裕たっぷりのアレス兵とは対照的にギルドレスからは怒気が溢れている。

奴が僅かでも黙るのは珍しく、不気味だな。

「今……なんといった」

　声は相変わらずでかいが、今までとは違う地響きのような低い声には一層の迫力がある。

平気な顔をしているシュバルツの体が少し緊張しているのがわかる。

「約定一つで国民を──」

「やかましい！」

　ギルドレスが憤怒と共に顔を上げる。

「友との約定を……漢同士の誓いをつまらんだと……」

　突然、野獣のような叫び声と共にギルドレスが走る。

「ふうん！」

　使者が反応できない速度で突進した奴は馬の胸を思い切り前蹴りする。

ぐしゃりと何かがぶつれる音が響き、馬が白目を向いて横倒しになる。

「ぐわぁ！　な、何をする！　私は交渉を……」

　地面に投げ出された使者が抗議するがギルドレスはもう聞く耳を持っていない。

仁王立ちした奴は剣を使者に向けて叫ぶ。

「俺はユーグリアなど知らん！　ゴルドニアと争う理由も知らん！　だが漢の誓いと約束を軽く見る者と話をしようとは思わん。俺と貴様らは相容れん。相容れんならば殺し合うしかあるまい」

「や……やめ……」

　ギルドレスが剣を振り上げる。

「ああ、運が無かったな」

「哀れです」

　セリアが可愛く祈りのポーズを取った。

「我らのやり方とくと見よ！　これが開戦の狼煙だ！」

　ギルドレスの青く輝く宝剣が使者を脳天から真っ二つに叩き斬る。

　南ユーグリアの陣から小さな悲鳴と罵りの声、そしてアレス兵からは歓声があがる。

「おお、ようやくか！　飯は取っておこう」

「穿いている暇はなさそうだ。マントがあれば問題あるまい」

　いそいそと飯を仕舞う男達。

「待たせたな男達、いざゆかん！」

「うおぉぉぉ！　やっと戦だ！」

「鍛え上げた戦技を見せつける時よ！」

　怒号はアレス兵全体に波及し、剣で盾を打ち鳴らして鬨の声をあげる。

その中心にいるギルドレスは申し訳程度に胸を覆っていた鎧を引き千切って投げ捨てる。

　俺としては奴にはできるだけ厚着をしていて欲しかったのだが、結局マントと革パンツだけの姿になってしまった。

「戦いの前に鎧を捨てるならどうして着て来たのか……」

　セリアの溜息は男達の怒号に消された。

　ともあれギルドレスが足を止めたことでゴルドニア兵は追い付いた。

一方で敵も体勢を整えてしまい、奇襲効果は失われてしまった。

ここからは敵兵三万とアレス、ゴルドニア連合軍二万が正面からぶつかる戦いになる。

「連合軍二万ではなくて、ゴルドニア五千とアレス一万五千だと思います。あいつらは人の言うこと聞きませんから連携以前の問題です」

　まあそうだろう。アレス暴走からのギルドレス激昂、敵の使者を殺してあがる鬨の声にゴルドニア兵は完全に追いていかれている。

「ここにはエイギル様しかいません。私がしっかりしないと」

　セリアがむんと可愛らしく気合いを入れている。

最近セリアがさりげなく毒を吐いている気がするのだが、これだけ可愛いのだから気のせいだろう。




「「「「うぉぉぉ!!」」」」

　大地を揺さぶるような怒号と共にアレス兵一万五千は単純な横隊のまま突き進み、いよいよ南ユーグリアの陣に迫る。

「敵は既に陣を……対散兵用の陣形です。使者を出したのは時間稼ぎだったのかもしれません」

　敵の組んだ陣はアレスと同じ横隊だが、先頭に大盾を持った重歩兵、その後ろに軽歩兵、更に後ろには弓兵と縦に並んだ懐の深い陣形だ。騎兵と長槍隊の姿は見えない。

「長槍は軽装散兵の突撃には強くありません。大盾を並べて突撃を防ぎつつ弓で混乱させ、軽歩兵で打ち破るつもりです！　機を見て騎兵も側面を狙って来るは……ごろごろ……って、戦中にしないで下さい！」

　セリアが参謀をしてくれるのが嬉しくて思わず顎下を撫でてしまったぞ。

　突撃するアレス兵は迫力こそあれ全員が軽装歩兵だ。

しかも見るからに大将の男が先頭を切っている上、俺達ゴルドニア兵を置き去りにして突っ込んでくるのだから戦術もへったくれもないのは一目でわかる。さぞ与し易い相手に見えるだろう。

「さてそう上手くいくかな」

　ここでせいて飛び込んでも良い結果にはならない。

まずはギルドレスの戦い方を見せて貰おう。セリアの解説も耳に心地良いしな。




「敵が矢を放ちました！」

　早速、南ユーグリアの陣地からざっとまとまった数の矢が飛ぶ。

アレス軍は丸型の盾しか持っていない上に突撃中だ。普通に考えれば大きな損害は避けられないが……。

「アレスの男よ、防げ！」

「「「おう！」」」

　ギルドレスの号令一つと威勢の良い返事。

突進していたアレス兵達が一瞬にして停止し、五～一〇人程度の塊となってがっちりと盾を並べる。

「早いな」

「どう見ても適当に並んでいたのに……」

　矢が降り注ぐが倒れ込む兵は一人もいないように見える。

「アレスの男よ、進め！」

「「「おう！」」」

　矢が降り終わるなりギルドレスの号令が飛び、塊が解れて突進が開始される。

その後も南ユーグリアは二度三度と矢を射掛けるが同じように防がれてまったく効果を発揮しない。

「矢が来る度に違う相手と塊になっています。あれは部隊ごとにやっているのではないです」

　俺も気付いていた。

普通防御陣は決められた隊で組むもので、王国軍も俺の私兵もそして南ユーグリア軍でも同じだ。

だがアレスはそれを適当に近場にいる者達同士でやっている。

　つまりアレスの兵には隊など存在せず、個人同士が連携して陣が組める。

これなら分断されようが、指揮官を仕留められようが死ぬまで戦闘力を失うことはない。

「それにしても倒れている奴がまったくいない。あの大きさの盾で全ての矢を防ぐとは大したもんだ」

「いえ良く見て下さい。腹や足に刺さっている奴が結構います」

　目を凝らして見ると確かに刺さっている奴もいる。

だが足を止めはせず、痛がっているようにも見えない。

それどころか戦えるのが嬉しいのか満面の笑みで走っている。

「やっぱり彼らはどこかおかしいです……」




　三度目の矢を凌いだアレス軍がいよいよ南ユーグリアの隊列と最接近する。

「落ち着け、奴らは所詮軽歩兵だ。フルプレートで固めた俺達の相手ではない！」

「盾で弾き飛ばしてから反撃だ！」

「祖国と陛下への忠誠を示せ！」

　敵に動揺は無い。

各指揮官の下で一糸乱れぬ隊列を組み、全員が同じ動きで盾を構える。

並んだ大盾は一つの壁のようにぴったりとして隙がない。

「うおぉぉぉ！　燃えろ男達、ここからが本番だぞ！」

「とにかく突っ込め！　突っ込んで暴れ回るのだ！」

「鍛えた肉体と戦技を見せつけてやれ！」

　一方アレスはと言えばとにかく盛り上がっていてまるで俺の奢りで娼館に向かうクリストフだ。

咆哮と共にバラバラのまま雪崩込む……と思いきや激突直前、一瞬にして動きが揃い、こちらも一列に並んだ盾の壁ができあがった。

　盾を構える両者が衝突する。

金属音と言うよりも大砲でも発射したような重い音に離れた俺達まで思わず顔をしかめる。

そして────。

「いつか見た光景です……」

「そうだな」

　南ユーグリアの重装歩兵一列が綺麗に宙を舞っていた。

「へ？　飛んでる？」

「ええ……フルプレートの重歩兵だぞ？」

　後列の敵兵が頭上を飛び越えていく仲間を呆然と見上げる。

　一拍おいて敵兵が落下し、本人と下敷きになった敵の絶叫が響き渡る。

その叫びを聞いてアレス兵達は盛大に笑う。

「わはは！　まるで手応えがなかったな」

「人がこうも簡単に飛ぶはずがないから奴らは幽霊かもしれん。怖い怖い、がはははは！」

　そんな中、一人の南ユーグリア兵が水面に投げた小石のように地面を跳ねながら味方を巻き込んで吹き飛んで行く。

「ぎゃあああ!!」

　誰がやったかなど確認するまでもない。ギルドレスに決まっている。

「ぬぅん、やはり漢を軽んじる輩共などこの程度よ。軟弱、脆弱、恐るるに足らず！　真の男とはどういうものかを見せつけてやれい！」

　ギルドレスの叫びに男達が咆哮で応える。

アレス軍は綺麗に並んだ陣をたちまち崩し、再び散兵となって南ユーグリアの陣に斬り込み乱戦となった。

「野蛮人め！」

「もやしごときにやられはせんわ！」

　一人のアレス兵は振り下ろされる剣を盾で受け、押し戻してから前蹴りで敵の盾を弾く。

そのまま力任せに剣を振り降ろし、一合目で剣を弾き、二合目で兜と頭蓋を叩き割った。

「一対一だと強いぞ！　連携していけ！」

「おう、来い来い！　多い方が楽しいわい！」

　二対一で戦うアレス兵がいる。

ほとんど無防備な腹を狙った突き出された短槍と剣を、盾と剣でそれぞれ弾く。

「もらった！」

　両手が塞がった所に敵は盾で殴り付ける。

「よし来い！」

　だがアレス兵はあえて顔面を盾にぶつけていく。

見事に鼻血が噴き出すが、盾をぶつけた敵兵の方が大きく体勢を崩して仰け反った。

「温い！　この程度、我が妻の拳骨にも及ばんわ」

　アレス兵は剣を振り上げてまず短槍兵を斬り捨て、間髪おかずによろめいた剣兵の顔面に盾を叩き込む。

先ほどとは対照的に敵兵の顔面は大きく陥没して即座に絶命した。

　そのアレス兵は鼻血を流しながら笑い『あと八人』と叫びながら次の敵に向かって行く。

「覚悟！」

「うぐ！」

　別のアレス兵の背中に短槍が突き立つ。

だが男は斃れることもなく、ニヤリと笑って振り返る。

「な、何故平気なんだ!?」

「浮気の度に嫁に包丁で刺されて慣れている。非力なお前よりも余程深く刺さるわい」

　敵は脅えながらも短槍を引き抜き、顔面を狙って二撃目を突き出すが、当たるはずもない。

軽く避けられ、逆に首元に剣を突き入れられて絶命した。




「これで七人、そら八人！」

　別のアレス兵は剣と盾を振るって次々と敵を仕留めていく。

だが深入りし過ぎたのか敵に囲まれ、脇腹や背中を次々と突き刺される。

剣は深々と刺さり、内臓まで届いているだろう。

「ぐぅ！　ええい情けない……ここまでか」

　そのアレス兵はがっくりと膝をつき、口から大量の血反吐を吐く。

「グルゼーグがやられた！」

「グルゼーグしっかりしろ！」

　他のアレス兵が声をかけ、南ユーグリア兵が挑発する。

「ふん、こいつはもう助からんわ」

「いずれお前達もこいつのようになるのだ」

　だがアレス兵は味方を助けようとしている訳ではなかったようだ。

「グルゼーグ！　気を確かにもて、お前の殺した敵を数えてみんか！」

「まだ八人、約束には二人足りん！　このまま死ねば戦の神を失望させるぞ！」

　その言葉に今にも息絶えようとしていたグルゼーグの目がカッと開く。

　男は破れた腹と口から滝のように血を流しながら立ち上がる。

「な、こいつまだ!?」

「うわぁ！」

　そして間近にいた敵兵二人に掴みかかった。

「うごぉぉぉ!!」

　二人の首を筋骨隆々の腕に抱え込み、最後の力を持って締め上げていく。

数秒の後、ボキリと枯れ木を折るような音が二つ響き、敵兵が力を失って斃れる。

「よくやったグルゼーグ！　それでこそアレス男！」

「見上げたものだ。さあ胸を張って戦神の下へゆけぃ！」

　仲間の称賛を浴びた男は満面の笑みのまま、ゆっくりと前のめりに倒れて絶命したのだった。

「おお、殺したぞ！　殺されたぞ！」

「これぞ戦い、戦いこそ男の本懐！　肉体鍛え抜いたはこの時のため！」

「さあもっと戦しようぞ！　肉をぶつけ合おうぞ」

　アレス兵は本当に楽しそうに戦っている。

それを見て南ユーグリアの兵が気圧され、後ずさる。

「こいつら頭がおかしい！」

「いかれてやがる……まともじゃねぇ!!」

　そうだよな。俺もそう思う。

「敵の隊列はズタズタです。アレスがどんどん敵陣を侵食していきます」

　俺達が参加していないので兵力差は三万対一万五千で二倍の不利のはずだが、南ユーグリア軍はほとんど一方的に蹴散らされていく。

「一人一人の力が違いすぎる。まともに正面から当たってなんとかできる連中じゃない」

　俺と戦った時もたった百名で千人以上がやられたのだ。

もちろん地形もあったが、数も装備もこっちが圧倒的に有利だったにも関わらずだ。

　そして今ここにいるアレス兵は百ではなく一万五千、俺が敵の司令官ならさっさと引くな。

引いてレオポルトを呼び寄せてなんとかさせる。

「こいつら強すぎる！　どうにもならん！」

「落ち着け、司令官を狙うんだ。愚かにも一番前に出て来ていたはずだから──」

　それは名案だが不可能だと思うぞ。




「ぬぅん！」

　同意の声を上げるようにギルドレスの剣が敵兵を真っ二つに引き裂く。

「こいつめ、突き殺してやる」

　パンツしか穿いていない胴体目がけて槍が突き出される。

だがギルドレスがその穂先を掴むと、岩にでも突きこんだかのように微動だにしない。

「幼子のような力で俺は殺れぬわ。生まれ変わって出直して来い」

　ギルドレスは穂先を掴んだまま逆に槍を押し戻す。

すると敵兵は自分の槍……しかも柄の方で胴体を貫かれて断末魔を上げる。

「ええい、二人がかりだ！」

「おうとも！」

　次の敵が斬りかかろうとしたが、言い終わる前に一人の首が宙を舞い、もう一人は盾に弾かれて放物線を描いていた。

「ぬぅ、あまりに遅いので先に行ったぞ」

　呆れた顔をするギルドレスの背後から二人の敵が迫る。

セリアが警告しようとしたが、俺が止めた、奴はもう気付いている。

「やぁぁぁ!!」

　ギルドレスが振り返るなり二本の槍が腹に突き刺さる。

だが傷口からは血すら流れない。

「むぅん。その程度の力では鍛え上げた我が筋肉を貫けはせん」

　ギルドレスは一人を持ち上げ、体をエビぞりに曲げて背骨をへし折る。

そしてもう一人に手を伸ばす。

「……無念、ここまで」

　抵抗の無駄を悟り敵兵はがっくりと肩を落とすがギルドレスの動きもまた止まる。

「お前女だな」

　言うなりギルドレスは敵兵の鎧に手をかけ、下の衣服ごと一気に引き裂いた。

「ひぃぃぃぃ!!」

　たちまち半裸にされてしまった敵兵はやはり女だったらしく、豊かな乳がボロンと零れる。

「「うむ、良い乳だ！」」

「エイギル様……」

　いかん、ついギルドレスと声が揃ってしまった。

「お前は戦の後で犯す。それまで大人しくしていろ」

　それだけ言ってギルドレスは手を放す。

女は困惑しながらもとりあえず剥き出しになった乳を両手で隠して座りこんだ。

「似てる気がしてなりません」

「あんな男に似た奴なんているはずないだろ」

　何故セリアは俺を見ながら目を細めるのか。




　アレス軍はそのまま敵陣深く入り込んでいく。

その時、側面から騎兵が飛び出してアレス軍の側面をつこうとしているのが見えた。

「敵騎兵が出現しました！　突撃陣……というにはかなり乱雑です。慌てて飛び出してきた感じですが、このままではアレスが側面を突かれます！」

　眼前の敵に夢中になっているところに騎兵突撃を受ければいかにアレスとて無事では済むまい。

かといってあの勢いでの乱戦を下手に止めたら前後ろで動きがばらついて逆に危険だ。

　それに俺達もいつまでも傍観しているわけにいかない。

「敵騎兵と恐らく出てくる戦車も食い止める」

　騎兵を止めていさえすれば後はアレスが蹴散らしてくれそうだしな。

役割分担と言うやつだ

「行くぞ。続け」

「「おう!!」」

　ゴルドニア兵からも力強い声が上がる。

目の前でアレスの勇戦を見せられて昂るものがあるのだろう。

アレス兵が異常なのでかすんでしまうがゴルドニア兵も決して弱兵ではないのだ。

　こうして俺達も戦場に飛び込んでいく。

「長槍を並べろ。第一隊は北、二隊は西だ、両方から来るぞ」

「弓隊は勝手に狙いを変えるな。敵はそこら中を走り回っている。自分の担当方向にだけ撃て！」

「ハードレット卿が戦車をひっくり返したぞ！　俺達も続──けないだろうから射手を狙え」

　俺達はなんとか敵騎兵群からアレスの側面を守り続ける。

だがそれもいよいよ厳しくなってきた。

「右翼の長槍隊が戦車に蹴散らされました！　右が下がると上手く陣形が組めないです！」

　セリアが悲痛な声をあげ、なんとか挽回しようと手を尽くすがどうにもならないのか、目に段々涙が浮かんで来ている。セリアを泣かせてしまう訳にはいかない。

「なら俺が突っ込んで戦車を──」

　蹴散らしてくる。と言う前に風切り音がする。

何かが俺の耳元をかすめて地面に突き刺さった。

「……大弩？　いやこれは南ユーグリア軍の使っている短槍か」

　見れば俺達の周りを走り回っていた敵騎兵が次々とひっくり返り、戦車の射手からも鋭い悲鳴があがっていた。

「あれを見て下さい！」

　セリアの指差す先を追うと、筋骨隆々のアレス兵が振りかぶって槍をぶん投げていた。

　奴らと乱戦を演じていた敵の本隊が雪崩を打って後退を始めている。

一段落したことでようやく俺達の苦境に気付いて助けに来たのだ。

「でも投げ槍の距離じゃないです……下手な矢より飛んでいますよ」

　鍛えた筋肉の賜物だろうか、それに狙いも正確だ。

何故か俺の所にだけ誤射が来たがな。

　相も変わらずアレス兵の先頭で大声をあげているのはギルドレスだ。

「筋肉を躍動させて投げるのだ！　それと鼻は先にかんでおけよ。さっきの俺のように、くしゃみであらぬ方向に飛んで行くぞ！」

「お前か！」

　思わず怒鳴ってしまったが奴には聞こえなかったようだ。

短槍が一斉に飛翔して敵の勢いを削ぐ。

「うむ、もう十分だろう。後は突撃だ、俺に続けぃ」

　ギルドレスがアレス兵を率いてこちらに走って来る。

「援護に来るのだとはわかっているのですが……」

　自分の体を抱いてぶるりと震えるセリアの言いたいことが良く分かる。

ほとんどパンツだけのムキムキ男、一万五千が走って来るのはそれはそれは壮絶な光景なのだ。

最初に逃げなかった南ユーグリア兵を称えてやりたい。




「うおぉぉぉ！　来たぞぉ！」

「おう、助かった」

　真っ先に到着したギルドレスの抱擁を回避して肩を叩き合う。

　ギルドレスは走り回る敵兵を見て首を捻る。

「馬はわかるがけったいな乗り物もあるな。あれはなんだ？」

「あれは戦車だ。まあ新兵器だ」

　こいつに細かく説明する意味があるとも思えないしその時間も無い。

「そうか。で、どうやって倒す」

　ぬっと俺の背中からセリアが出てきて説明してくれる。

「基本は馬車ですから弱点は車輪です。ですが、車輪についた刃が脅威ですので十分注意して下さい。あとは上部に大弩が据えられているので遠距離攻撃もでき、そして搭乗兵はクロスボウで武装しており……」

　セリアが一通り説明するとギルドレスはアレス兵に向き直り、一瞬考えてから叫ぶ。

「アレスの戦士達よ！　あれは戦車という、ひっくり返せ!!」

「「「おぉぉぉぉ!!」」」

「私の説明の意味が……」

「やっぱりこうなるよな」

　ギルドレスはセリアの詳細で可愛らしい説明を全て無視して戦車と向かい合った。

　アレス兵に車輪の刃が襲いかかる。

「ぬっ危ない！」

　だがアレス兵は咄嗟の判断で盾を構え、弾き飛ばされながらもそれを防ぐ。

　更に敵は大弩でもって狙いを定める。

「わはは、そんな複雑で手間のかかる珍妙な矢が当たるものかよ！」

　しかし散開して素早く動くアレス兵にはなかなか当たらない。

　そしてどこから持って来たのかアレス兵は巨大な丸太を持ちだしてくる。

「おお、これは良い重みだ。行くぞ！」

「そーれ！」

　戦車が走り抜け様、側面から極太の丸太が突き出される。

刃ごと車輪を叩き壊された戦車は転倒し、地面を転がって破壊される。

「車輪付きの軟弱な武器など石で十分よ」

「今だ、投げろ！」

　別のアレス兵達が次々と石を投げつける。

「両手サイズの石は岩と言うんだと思います」

　セリアが思わず突っ込んだ石は搭乗兵を叩きのめし、鋼鉄の車輪をひしゃげさせ機動力を奪って行く。

「ええい、面倒くさい。一番単純な方法で行くぞ」

「おうよ！　方向転換を待て……今だ！」

「乗り込め！」

　戦車が方向展開で減速した瞬間、アレス兵が後ろから全力疾走で迫る。

敵は慌てて加速するが、アレス兵の足が恐ろしく速いので振り切れず、飛びかかった男の手が戦車の後部を掴んだ。

　兵士は後部にしがみつき、下半身は引きずられているが手を放す気配は無い。

「こ、こいつら！」

　掴みつかれては大弩は使えない。

搭乗兵がクロスボウで狙うが、車体の揺れと心の動揺からか狙いが外れ、アレス兵の肩を貫くに留まる。

その程度の怪我でアレス兵が手を放すはずがない。

「このぉ！」

　咄嗟に槍を掴んで突き落とそうとするがそれが間違いだった。

近付きすぎた敵兵の足首をアレス兵が掴む。

「ぬぅん……捕まえたぞ！」

　敵兵はそのまま戦車から放り投げられ、戦車に乗り込んだアレス兵は御者も叩き殺し、戦車は制御を失ってひっくり返る。

　轟音と共に投げ出されて地面を転がったアレス兵だが、すぐに起きあがり肩も傷も気にせずに笑いながら次の戦車に向けて走っていく。

「わ……私の説明の意味が……もう馬鹿な筋肉男は嫌いです！　あ、エイギル様は違いますからね」

　セリアが可愛らしく怒る中、どこまでも原始的な方法で戦車を次々とやられた南ユーグリア軍は遂に全面撤退を開始したのだった。

　周囲は敵の屍で満ち、味方の損害は明らかに少ない。

久しぶりの気持ち良い勝利と言っていいだろう。

「勝った。追撃するか？」

　ギルドレスはまだまだやれるとばかりに力瘤を作る。

「いや、止めておこう」

　兵は激戦で疲れ切っている。

　アレス兵も遠路遥々やってきていきなり戦闘で疲労の色は隠せまい。

「おお、勝ったぞ！」

「次だ！　次の戦はいつだ！」

「明日か？　明後日か？　今からでも良いぞ！」

　疲れているように見えないが疲れているはずだ。

自信がなくなってきたが、疲れていると思っておこう。

「ふむ、では今日はここまでにして野営をしよう」

　ギルドレスは高らかに勝利を宣言し、よっこいしょと草原に腰を降ろす。

「野営するんじゃないのか？」

「しているぞ」

　おかしいな。俺には単に草原に座っているだけにしか見えないのだが。

「天幕や小物など嵩張る物は持ってきとらん。ちまちま細かい物を持ってくるのは男らしくなかろう」

　兵站という言葉に喧嘩を売りたいのだろうか。

「ちなみに何なら持って来たんだ？　さすがに武器だけじゃないんだろ？」

「当たり前だ。剣と盾だけで遠征はできん」

　ギルドレスは都市国家といえど一国の王だ。

さすがに底抜けの馬鹿ではないようだ。

「アレスの男よ！　我らの遠征道具を見せてやれ！」

「「「おう！」」」

　アレス兵が首の後ろ、マントの内側に巻き付けていた風呂敷を外す。

一々音声をあげないと指示できないのか。

「飯！」

　米を握って焼いたもの三つと石のように硬く焼いたパン、後干し肉が一固まり。

「水！」

　大きめの金属製水筒。

「服！」

　替えの革パンツが一枚。

「これだけだ」

　気が遠くなりそうになるが、そんな中でもやるべきことが次々と浮かんでくる。

まず王国軍で余っている天幕を手配しなければならない。

食糧と燃料もかき集める必要があるだろう。

モナシ伯がこういうのを得意としていたから頼って見よう。

　俺が好き放題やっていた時のアドルフはこんな気分だったのだろうか？

この何とも言えない感情を『アドルフの気持ち』と名付けよう。

「あう、私の勉強した軍務の常識が崩れていきます」

　セリアもがっくりと肩を落としてしまっている。

　そんな俺達を見てギルドレスは更に続ける。

「ちなみに俺のパンツは穿いている分しかない。なぁに前後に裏返して穿けば乾いて綺麗になるだろう」

　俺達は勝利した。

だが戦場でいくら勝っても戦争には勝てない。

　戦争に勝つには王にすべきことをして貰う必要がある。

この勝利で王の目が覚めると信じたいものだな。

昨日更新予定でしたが三〇分は誤差と言うことでお願いします。
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「まったく戦いの後に余計な手間を……風呂敷一つで遠征してくる馬鹿共のせいです」

　セリアはぶつぶつと文句を言っているが俺が礼を言うとふんにゃり表情が崩れる。

「とりあえず野営の準備はできた」

　俺達のではなく、アレス兵達のだ。

色々と言いたいことはあるが、遠路はるばる援軍に来てくれた彼らを原野に寝かせて干し肉だけを齧らせるわけにはいかない。

　なんとか王国軍に手配して天幕や温かい飯の準備を整えた。

九割はセリアがやったのだが。

「私の仕事はエイギル様の手柄です！」

　健気で可愛い奴だ。尻を撫でてやろう。




　一方アレス兵も寝床と温かい飯は嬉しいのだろう、戦勝の興奮も相まって笑い声をあげて騒いでいる。

「うーむ、こっちは肉が美味いな！」

「だが少々軟らか過ぎんか？　こんな軟弱な肉ばかり食っていては力が落ちるぞ」

「せっかく軟らかい肉を手配したのに……次からはかったいスジ肉にしてやります！」

　ぷんすか怒るセリアを宥めながらもう少し様子を伺ってみよう。

「水が余分にあるようだぞ。喉も潤ったし汚れを落としておこう」

「うむ、いかに戦場とはいえ不潔なのはいかん。女にも嫌われよう」

　奴らは汗でドロドロだし、返り血にまみれている者も多い。

水は貴重だが、顔ぐらい洗いたくなるのは道理だろう。

　だが奴らは顔を洗うのでもなく、頭からかぶる訳でもなく、一斉にパンツの中に水を流し込んだ。

「くおぉぉ……冷たくて気持ち良いな！」

「一物は男の象徴。つまりはここさえ洗えば全身を洗ったも同然。これぞ男の洗体！」

「あいつらはどうなっているんだ……」

「汚水が……汚水が流れて……」

　震えるセリアを庇いながら思わずつぶやく。

　奴らの股間を通りぬけた水は心なしか黄色く泡だっているように見える。

「水がこっちに流れて来ました！　エイギル様下がって下さい、触れると腐ります！」

　セリアが俺のベルトを引っ張る。俺も好んであんなものに触れたくはないさ。

「さて、飯も食ったし体も洗った」

「そろそろ行くか」

　どこに行くのだろう。

見ているうちに奴らの行動に興味が出て来たぞ。

　アレス兵達はすっくと立ち上がり、のしのし歩いて行く。

「うぅ……殺せ……」

「屈辱……」

「アレスめ、ユーグリア帝国に逆らってただで済むと思うなよ！」

　奴らが向かったのは戦いで捕まえた女捕虜の所だった。

捕虜は一応逃げられないように両手足を縄で縛られて横たわりながら、口々にアレス兵に悪態をつく。

「縄を解くぞ！」

　アレス兵達は彼女達の縄を掴み、力任せに引き千切った。

「素手で縄を！　ではなくっ！　こ、これは裏切りです！　捕虜を逃がすつもりです！」

　騒ぐセリアの顎下を撫でて大人しくする。

奴らが裏切るとは考えられない。それに女捕虜だけを逃がすつもりならそれでもいい。

俺も王国軍の目がなければ逃がしてやっても良いと思っていたのだ。

できれば何人か口説いて抱きたい所ではあったが……。

「どういうつもり？　まさか今になって怖くなったの？」

「もう遅いんだから！　いくら私好みのムキムキでも許さないから！」

　だがアレス兵達は彼女達を解放するのではなく、自由になった両足を掴んで一気に開いた。

悪態をついていた口から悲鳴が漏れる。

「きゃあ!!　何するのよ！」

「わかりきったことを言う。戦は我らの勝ちで終わった。ならば捕まったお前達は俺達に抱かれるに決まっているだろう」

「決まってない！　無垢な瞳で外道なこと言ってるんじゃないわよ！」

　捕虜達は暴れるがアレス兵は揃いも揃って筋肉達磨だ。

女の力ではびくともしない。

「心配するな、男として女を傷付けるような真似はせん。我が戦神と筋肉に誓おう」

「おうとも！　我らは絶対に誓いは破らん。信じろ」

「いや、犯されるのは相当なことなんだけど。もう逃げられないのね。これが捕虜の宿命か……」

　諦めの表情を見せる捕虜たちにアレス兵が止めを刺す。

「おう、大人しくしていればそのうち気持ちよくなる！　では皆を呼んで来よう」

　諦め顔をしていた女達ががばっと起きあがる。

「ちょっと待って！　犯すのはあんたらだけじゃないの!?　追加が来るの!?」

「ぬ？　戦の後に女を抱かないような軟弱男などアレスにはおらん」

「捕虜は三〇〇、我らは一万五千だが少々死んだからな。一人五〇人に足らん程度だ」

　女達は再びばったりと倒れる。

「あんたらみたいな筋肉男を五〇人……」

「紙と筆を頂戴、妹に遺書を書かないといけないから」

「しかも予想通りでっかいし……駄目、これは絶対壊されるわ」

　捕虜達は下着を引き下ろされ、下腹部に一物を押し付けられてさめざめと泣いている。

さすがにこのまま犯させる訳にはいかない。




「何をやっている！」

　俺はわざとドンと地面を踏みしめてから声を出す。

　アレス兵達は驚いて俺の方を見る。

「おお！　王の友か！」

「真の漢よ！　我らの戦いぶりはどうであった？　平原の軟弱男とは別物であっただろう」

　そして口々に笑顔で戦果を誇る。

まずい所を見られたと言う態度ではまったくない。

「素晴らしい戦いだった。正直恐れ入った。……だが今はその話ではない。捕虜の女を強姦するなど許される行為ではないぞ」

　俺がそういうとアレス兵達は驚いた顔をして一斉に立ち上がる。

全員から殺気が放たれている。

「ぐっ」

　彼らが逆上して襲いかかってくると見たのかセリアが俺の前に立つ。

だが彼女の予想は見事に外れる。

「捕虜を強姦だと!?　許せん！　どこだ！」

「アレスにそんな男がいるとは思えんが……もしそうなら恥さらしは我らの手で成敗せねばならん！」

「もう知りません」

　セリアが俺の股を潜って背中に回ってしまった。

俺も話がまったく見えない。

「あー、今のは演技でお前達も楽しんでいたのか？」

「違う！　絶対違う！」

「野人に犯されかけてたのよアホ！」

「見たらわかるでしょ馬鹿！」

　捕虜達が口々に主張する。

「と言っているが？」

　だがアレス兵にまったく悪びれる様子はない。

「そりゃあそうだろう？」

「まだ突っ込んでもいないのにどうして女が楽しむのだ」

「挿入して最後に女が悦べば和姦、痛がったり苦しめば強姦。常識ではないか、大丈夫か？」

「む、確かに……」

　経緯はともかく、最後に抱いた女を悦ばせることができれば和姦なのは間違いない。

俺の方が間違ったことを言ったのだろうか？　あまりに自信満々に言われるのでわからなくなってきた。

「エイギル様、惑わされないで下さい！」

「そうよ！　嫌がってる女に突っ込んだ時点で強姦よ！」

「あんた有名な悪魔でしょ！　こいつらを早く止めさせ……って押しつけるな、入る、入るってば！　ちょっと湿ってるんだから！」

　セリアに続いて捕虜達がぎゃあぎゃあ騒ぐ。

理屈は明確でないがこの場は止めさせるべきだな。

「お前らの理屈は分かる。だがここでは俺に従って貰う。事後承諾はいかん、捕虜を抱くのはあくまで事前に許しを貰ってからだ」

　俺は心に迷いを抱えながらも表面上はっきりと言い切る。

「なんだと……事前に許しなど聞いたことも無い」

「だが郷に入れば郷に従えとも言う。これが平原のしきたりなのか」

「常識では考えられん……だが王も認める真の漢が言うことだ、我らの理解を超えた何かがあるのだろう」

　アレス兵達は捕虜から手を放す。

「ふぅ……助かった」

「まさか悪魔に助けられるなんて」

「そうそう、あんた達は魅力的な体付きしてるんだからしっかり口説いてくれれば……おっと」

　これで一段落だ。

「よーし気合いを入れろ！　女を口説けずして何がアレスの男か！」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　奴らは嘘や誤魔化しはしないだろうから見張る必要もあるまい。

そもそもこれ以上は見るに堪えない。

　問題も解決したし、捕虜たちの裸を見ていたら俺の性欲も高まってきた。

せっかくノンナもいるのだから愛を確かめ合うのもいいだろう。

「……」

　俺の考えがわかったのかセリアが膨らんでいる。

よしよし、お前をのけ者にするはずがないだろう。三人で楽しもうじゃないか。

「エイギル様ぁ、どこですか？」

　噂をすればノンナの声が聞こえる。

「きゃっ!?　雨でもないのに水たまりなんてもう！　足が濡れたじゃないですか……臭！」

　ノンナが小さく悲鳴をあげる。

あれは……アレス兵の洗い汁じゃないか。

「ノンナ、綺麗に洗おうな」

「知らぬが仏です」

　こうして俺が両手に花を抱えて体を休めようとした時だった。




「おお、友よ!!　ここにいたか！」

「きゃっ」

「親玉が出ました!!」

　ノンナが驚き、セリアが警戒体勢に入る。

心なしか後頭部の毛が逆立っているようにも見える。

　ギルドレスは豪快に笑うと俺からノンナとセリアに視線を移す。

　俺はノンナがギルドレスに礼をとろうとをするのを遮り、庇うように間に立つ。

「そちらはアレス王陛下なのでは？　そんな非礼をなさってはいけませんのに」

　困惑するノンナだが奴にお前を近づけたくはない。

性欲に手足が生えたような男だから一瞬でも隙を見せれば妊娠させられるかもしれない。

「そちらは奥方か！　お前と二人揃ったのはちょうど良い。一つ話があったのだ」

　ギルドレスはずいと距離を詰めて来る。

先制攻撃も考えたが俺もいてちょうどいいと言うのなら真面目な話なのだろうか。

「何の話だ？」

「コホン、正妻としてお聞きします」

　ギルドレスは胸を張り満面の笑みを浮かべて言う。

「奥方よ。俺は貴女に魅了された。一発やろうじゃないか」

「はひ？」

　言いながらギルドレスは両手をノンナの巨乳に向けて伸ばす。

ノンナは何を言われたのかわからず固まってしまっている。

「そのでかく美しい乳を舐めしゃぶらせてくれ。代わりに俺の巨根を味わわせてやろう」

　呆然とするノンナの乳房をギルドレスが鷲掴みにする直前、俺の右足がギルドレスの股間を蹴りあげる。

奴の体が僅かに持ちあがり、小さく震えて手が止まる。

「なにをする」

「こちらのセリフだ。俺の妻に何をしようとした」

　並の男なら玉が潰れて内臓まで砕ける蹴り上げだったはずだが、ギルドレスに悶絶する様子はない。

それどころか俺の足に僅かに痛みがある。奴は本当に人間なのだろうか。

「その豊かな乳房を揉んで発情させ、床に引き込み種付けしたいに決まっているだろうが」

「お前は頭がおかしいのか？」

　ノンナは美人だし体も魅力的なので抱きたくなる気持ちはわかる。

だが俺の目の前で堂々と口説く──いや、口説いてすらいなかった。いきなり乳を揉もうとしやがったぞ。

遠まわしに俺と殺し合いがしたいと言っているのだろうか。

「何を言う。お前は我が友であり真の漢だ」

「ならどういう訳だ」

　ギルドレスは腰に手を当てて胸を張り、硬直の解けたノンナがセリアの後ろに隠れる。

「友の奥方を隠れてコソコソ口説くなど漢の行いではない。目の前で堂々と口説き、寝取ってこそアレスの男なのだ。お前ならわかるだろう!?」

　こいつに常識が通じないことだけは良く分かった。

「だが奥方の心はお前にある。今はまだ寝取れんようだ」

　ギルドレスはうんうんと頷いて背を向ける。

　セリアに隠れていたノンナがふぅと安堵の息を吐いた時だった。

「ふむ、実物を見れば考えが変わるかもしれん」

　言葉と同時にギルドレスは電光石火の勢いでパンツを降ろしてこちらに振り返る。

　驚愕と非難の目で奴を見ていたノンナと警戒体勢を取っていたセリアの二人はばっちり見てしまったようだ。不本意ながら俺の視界にも見苦しいモノが飛び込んで来る。

「「ぎゃああああ!!」」

「どうだ堕ちんか？　でかくて硬いぞ。嬢ちゃんも望めばぶち込んでやる」

「そんな野人みたいな口説き方で墜ちますか!!」

「これでも喰らいなさい！」

　ノンナが絶叫し、セリアが足元の石を投げる。

石は見事奴の股間に命中したが、金属音を立てて砕ける。

「はっはっは!!　これでも駄目か！　ならば他の女を抱いて来るとしよう。友よ、また後ほどな」

「……おう」

　ギルドレスはパンツを穿き直してノシノシ歩いて行く。

「これからは寝る時も移動する時もずっと一緒に居て下さい！」

「隙を見せれば即座に犯されてしまいます。あの大きさを見ましたか？　エイギル様並です！」

　ノンナとセリアがぴったりと俺にくっついてくる。

もちろんそのつもりだ。

　ギルドレスは一直線に女捕虜の方に向かい、一人の肩に手をかけていた。

「今のを見ていただろう──俺のはでかい」

　捕虜が震え始める。

「これでまだ半分だ」

　何をしているのか俺の角度からは見えないが見たくもない。

「おっきい……だめ……こんなの堕ちる……」

　捕虜はがっくりと肩を落とし、ギルドレスは彼女を片手で抱き上げた。もう抵抗は無い。

「一人では足らんな」

　ギルドレスはもう一人の女に顔を向ける。

だがその捕虜は激しく抵抗していた。

　短く切り揃えられた短髪とやや細身ながら引き締まった手足はまるで少年のようだ。

「いえ、あれはまるでと言うか本当に──」

　セリアの声は騒ぎにかき消される。

「僕は捕虜になるつもりなんて無かった！　頭を打って気絶していただけなんだからさっさと殺せ！」

「女は殺さん」

　捕虜女は手を縛られながらもギルドレスを何度も蹴り付けている。もちろんまったく効いていない。

「うむ、元気でいい。もう一人はお前にしよう」

「馬鹿言うな！　僕は男だ！」

　ギルドレスは一瞬ぽかんとした後、爆笑する。

「わはははは！　面白い冗談だ。お前のように生白く、ヘナヘナの男が居るはず無かろうに」

「う、うるさい……ひゃああ！」

　ギルドレスは捕虜の股間をがっちりと掴む。

「あっやめ……僕にそんな趣味は……あっ!?」

「それ見ろ。一物も無いのにわかりきった嘘をこくものではない。さあ可愛がってやるぞ」

　ギルドレスはその捕虜を担ぎあげて去っていく。

「あるもん！　小さいけどあるもん！　ルリース、僕が男だって言ってやってよお！」

「バートがこの男に掘られ……ゴクリ。き、恐怖のあまり声が出なくて……あぁもうだめ、がくり」

「がはは、アレス男がお前に女の喜びを教えてやるわ。大人しくしておれい」

「引き寄せるな！　お尻撫でるなー！　指を入れ……あぁぁぁ!!」

　騒ぎが遠くなっていく。

俺もノンナ達を抱くとしよう。




　ランプの灯りを落とし、薄暗くした室内に水音が響く。

「んむ……んも……はむ……」

　ベッドに仰向けになった俺の上にセリアが逆向きに乗って奉仕をしているのだ。

　ノンナはぶすっとした顔でベッドの端に腰かけている。

順番を決める勝負に負けたらしい。

「んも……んも……」

「ん、いいぞ」

　ゆっくりと頭を大きく動かす奉仕をしながら、不定期に軽く歯を立てる。

その度に体を捻り、俺が痛がっていないか確認してくるのが健気で可愛らしい。

「お返しをしてやろう」

「あっ！」

　奉仕に必死になるセリアの尻が目の前で揺れているのを捨てて置く訳にはいかない。

俺は日焼けした太ももに唇をつけ、そのまま真っ白な尻の部分へとキスの雨を降らせる。

　どうしてセリアの尻はこんなにプリプリしているのだろうか。

引き締まっているのは普段からよく動いているからだろうが、この軟らかさはなんなのだろう。

特に太ももから尻のライン、日焼けの境目がたまらない。

「ま、負けません！」

　セリアは防御を放棄したのか、両手を一物に回して捨て身の反撃を仕掛けてくる。

「ふふふ、俺を倒せるかな？」

　負ける訳にはいかないと俺も彼女の性器に口をつけ、右手で太ももと尻たぶを撫で回す。

　互いに口がきけなくなったので淫らな水音だけが延々と続く。

「うぅ……」

　不満げな声に目をやるとノンナが頬を膨らませながら俺達を睨んでいる。

手は自分の股をいじっており、長く放置するのは可哀想だ。

そろそろセリアを撃破してやろう。

　性器の奥まで舌をねじ入れ、ついでに肉豆もきゅっと摘まむ。

「んん!!　ぷはっ！　あぅぅぅー!!」

　突然の刺激にセリアが口を放して声をあげる。

「ふふふ、おまけだ」

　更に俺はセリアの尻たぶに口をつけ、息を吹き込んで音を鳴らす。

「わひゃっ！　悪戯しないで下さい！」

　セリアの抗議を無視して口を動かし、肛門に口をつけて同じように息を吹き込んでやる。

「お尻に空気を入れたら音が鳴るから止めて下さい！　もう、怒りました！」

　セリアは可愛らしくそう宣言してから苦しげな声をあげ始める。

無理やり喉奥まで肉棒を咥えこもうというのだ。

「セリアちゃんあんまり無茶は……のど……膨らんでるけど息できるのですか？」

「んぐぐ……んぐ……ぐぐぐぅ……」

　一物が飲み込まれていく感触が止まらない。

見えないからわからないが、どこまで飲み込んでいるのだろうか。

「エイギル様、早くいかせて上げないとセリアちゃんが……」

　ノンナが心配そうに言う。

仕方ない。早々に決着をつけてやるとしよう。

「セリア。昇ってしまえ」

　俺は肉豆を口に含み、ギリギリ触れる程度に歯を立てながら強めに吸う。

「うー！　うぅぅー！」

　セリアは叫ぼうとしているようだが、口内深くまで俺を飲み込んでいるので声は出せない。

　震える尻を逃がさず、右手の人差し指でセリアの入口近くの弱い場所を擦る。

更にセリアが身を捩ることも許さずに肛門に左手の指を挿入し、セリアの胎を両側から指でこする。

　セリアは網にかかった魚のように暴れるが、両穴と豆を押さえられた女が勝てる道理はない。

「う……うぐ……はぐぅぅ!!」

　ずるんと音を立てて喉奥から一物を吐きだし、セリアは全身を痙攣させて激しく絶頂する。

顔面に激しく潮の飛沫がかかる。

「あぅ、また負けました……かふ」

　一通り痙攣したセリアはばったりと布団に倒れ込んだ。

「良かったよセリア」

　倒れた彼女に覆いかぶさってキスをすると汗まみれの体を捻って応えてくれる。

やはりセリアは可愛いな。このまま後ろから突きこんでしまいたくなるが……。

「そろそろ私も……」

　心配そうに背中に手を置くノンナを放置することはできない。

「頼む」

　そう言ってベッドの上に仁王立ちするとノンナは俺に擦りより、太ももに両手を置いて石のようになったモノにキスをする。同時に胸が膝下にぴったりと当たった。

「いつもながら本当に大きいですね。暗くして抱かれるとオークに抱かれ……いえなんでもありません」

　言いながらノンナは先端にチロチロ舌を這わせ、中程を両手で掴んで前後に擦る。

俺はノンナの頭に手を置いてしばらくされるがままになっていたが、彼女が何か言いたげに上目遣いに見て来るので、微笑んでから目を閉じる。

「ぺろ、はむ、ん……」

　彼女は人一倍見た目に拘るので、俺の前でもできるだけ乱れないようにしようとする。

もちろん行為は大好きだし感じやすい体でもあるので、一旦抱いてしまえば涎を流しながら舌を突き出すことになるが、盛り上がるまではできるだけ隠そうとするのだ。

　俺が目を閉じるとノンナの動きが少しずつ早くなっていく。

彼女の頭の動きから僅かに遅れて膝に肉が当たる。

間違いなく乳なのだが、目を閉じていると余計に興奮するな。

「もう少し先端を頼む」

「ふぁい」

　舌が先端を叩き、ペチペチと音がする。

「根元もいいか？」

「はふ」

　唇が根元に吸いつく感触がある。

「咥えて貰ってもいいか？」

「すぅーはぁー。よし！　いきます」

　気合いの声と共に先端が温かく包まれる。

「むぐ……はぐぐ……」

　苦しげな声、そしてゴリゴリ歯が当たる。

平気だと頭を撫でて知らせてやると動きこそ止まらないが、呻くばかりで奥に進まない。

「げほっ！　はぁはぁ」

　目を開けるとノンナがベッドに手をついて息を吐いていた。

頑張ったが口に入らなかったようだ。

「……ごめんなさい」

「仕方ないさ」

　申し訳なさそうにするノンナ。

彼女の奉仕は淡泊ではないのだが、メリッサやレアなどと比べると技量には劣る。

そして何より口が小さいので口奉仕が苦手なのだ。

「普段ならなんとか入るのですけど……今のエイギル様は一層大きくなっていてどうにも……」

　俺はセクリトが怪我をした時から一度も射精していない。

心に何かがひっかかっているのかどうしても種だけがでないのだ。

　しかし女は普通に抱けるし、興奮も高まるので一物がどんどん巨大化していく。

正直、自分でも驚く程の大きさになっているのだ。

これをノンナの小さな口で咥えるのは厳しい。

「ふふ……」

　ベッドでへばっているセリアの尻が誇らしげに揺れた。

彼女も決して大口ではない。かなり無理をして口内にねじ込んだのだろう。

「む！　これは正妻として引けません！」

　ノンナは再び仁王立ちする俺の足元にやってくる。

そして豊か過ぎる乳房を両手で抱え、バフっと肉棒を挟みこんだ。

「うふ、これはどうですか？」

　ノンナは一物を挟んだまま上下に揺れる。

刺激がそれほど強い訳ではない。だが肉棒全てを軟らかく生温かい人肌に包まれる感触、そして何より巨乳に股間を挟まれている光景に感じない男がいるだろうか。

「ぐっ」

　腰が抜けそうになり慌てて足に力を入れ直す。

だがその動きはノンナに伝わり、彼女は一層誇らしげに体を揺らし始めた。

「ふふ、エイギル様は私のおっぱいの虜ですね。ではもっとして差し上げます」

　ノンナの動きは更に激しくなり、体を揺らすだけではなく、乳房を自分の手で揺らして更なる刺激が襲いかかる。ベッドに突っ伏しているセリアが今度は不機嫌そうに尻を揺らしていた。

「えい、えい！」

　軟らかい巨乳が形を変えて肉棒を包み込む。

この光景も素晴らしすぎるが、懸命に自分の乳を動かすノンナの美顔もたまらない。

美女が俺に乳奉仕をする為に必死になっている。男としてこれ以上誇らしいことがあるだろうか。

「俺のモノがほとんど隠れてしまうなんて、お前の乳はでかすぎる」

「ふふ、ありがとうございます。でも私のおっぱいで挟んで先端が飛び出る方がおかしいのですけれど。どれだけ大きいのですか」

　そう言ってノンナは乳の谷間から飛び出した肉棒の先をペロリと舐めた。

俺の頭の中で何かが弾ける。

「あん♪」

　俺はノンナの肩を掴んでベッドに転がす。

「準備は……できているな」

　やや強引に足を開かせて指を入れる。

ノンナの股間はもう濡れているのか漏らしているのかわからないぐらいだ。

「行くぞ」

「はい」

　俺とノンナは正常位で抱き締め合いながら一つになる。

いつもはこうして繋がってから濃厚なキスを交わしながら動き高まっていくのだが……。

「きゃああ!!」

　挿入と同時にノンナが仰け反って絶叫する。

小さな口を一杯に開いて叫び、目を見開かれてはキスどころではない。

「お、大きい！　裂ける！　あうぅぅ……」

　ノンナは両手を俺の胸に突っ張って呻く。

胸奉仕で興奮していたせいで奥まで突っ込み過ぎたのだろうか。

「違います！　長さじゃなくて太さ……ただでさえお太いのに、こ、これは限界を超えています！」

　ノンナは冷や汗をかきながらしばらく息を整える。

　数分程そうしてから大きく息を吐いて言った。

「なんとか……慣れて来ました。ゆっくりなら……大丈夫だと思います」

「でかくてすまんな」

　俺はノンナの首筋にキスをしてからゆっくりと動いた。

「あ、ごめんなさい。やっぱり無理です」

　三度も往復しないうちにノンナが再び俺の胸に手を置いて言う。

「……」

「太すぎます」

　しばらくの静寂。

「ノンナ、お前は俺の妻だ」

「正妻です」

　髪を優しく撫でる。

「俺達は愛し合う夫婦だ」

「はい。アホのカーラよりずっと深く」

　俺はノンナの目を至近距離から覗きこむ。

「俺はお前の我が儘も可愛らしく思っている」

「この真珠のブレスレットも許して下さいますよね」

　最後にちょんと軽くキスをする。

「今日は俺の我が儘を受け入れてくれ！」

「きゃあああ!!」

　俺はそう言って猛然と腰を動かし始める。

胸で挟まれてお終いではとても我慢できない。例え種が出せずともだ。

　ノンナをがっちりと抱きしめて腰を動かす。

「ああ、ノンナ！　好きだ！　愛しているぞ！」

「嬉しいけど……太すぎる！　あああっ!!　ひぃぃぃ!!」

　腰をぶつける肉音とノンナの叫びがリンクする。

　ノンナの叫び声が大きくなり、もしかすると本当に限界なのかもしれないと思って手を放す。

だが彼女の手が再び俺の胸を押すことはなく、背中に回される。

　ノンナは俺の背中に爪を立てながらも、徐々に慣れて来たのか気持ち良さげな声が上がり始める。

普段より巨大化しているとはいえ、俺達は夫婦だ。すぐに体は慣れるはずだ。

　俺はノンナの首筋に舌を這わせながら、リズミカルに腰を打ち当てる。

　腰を打ち付ける度に強めに吸いつき、引き抜く動きに合わせて舌を這わせる。

やがてノンナのその動きを覚え、吸いつくと覚悟を決めてしがみ付き、舐めまわすと体を弛緩させるようになっていく。

「ここで不意打ちだ」

　ゆっくりと舐め上げながら腰をバスンと落す。

「ひいっ！　酷い、騙しました！」

　憤るノンナに体を密着させて腰をくねらせ、最奥をグリグリと刺激する。

「ふふ、下の方でも濃厚にキスをしような」

　小さい動きで子袋の入口とノックし、ぎゅっと押し当ててそのまま固定を繰り返す。

「エイギル様ぁ……」

　痛みはどこへやら、蕩けた顔で両手を伸ばすノンナの胸に顔を埋め、巨乳に頭を埋没させる。

「私のおっぱい良いですか？　おっきなおっぱい良いですか？」

「もちろんだ。美しい顔、大きな胸、そして可愛らしい性格……お前のような良い女は他にいない」

　セリアが不満げにバタンバタン揺れている。

お前の番になったらお前だけを褒めてやるからもう少し我慢してくれ。

「嬉しい。ではこれはどうですか？」

　ノンナは俺の背中に回していた手を後ろに回して枕を掴む。

その状態で俺が腰を動かすとノンナの巨乳がこれでもかと跳ねまわるのだ。

「これはすごい。おお、腰が早くなる」

　腰の動きを早めると乳房はますます派手に跳ねまわる。

　俺は密着をやめて上半身を立て、跳ねまわる巨乳を鑑賞しながら高まっていく。

　もちろんこれだけ突いてノンナがただで済むはずもない。

股間の穴からはとめどなく愛液が流れ出し、表情もうつろなものに変わっている。

そして巨大な乳房と比べて随分小ぶりの乳首もどんどん大きくなっている。

「ああ、気持ち良くなってきました。そこをもっと擦って……それいいです……良い……あっ!?」

　ノンナが軽く絶頂した瞬間、派手に揺れていた乳房から何かが飛び出た。

飛び出したそれは彼女自身の体と俺の胸板に振りかかる。まさかこれは。

「恥ずかしい……おちちが……出ちゃいました」

「感じると出るとか乳牛ですか」

　復帰したセリアの文句も聞こえない。

自分の鼓動が高まって行くのがわかる。

「え？　あ、ちょっと！　嘘！　無理です！」

　肉棒が一気に巨大化し、腰が勝手に動き始める。

興奮が限界に達し、下半身が理性の制御を離れたのだ。

「ノンナーーー！」

　彼女の両肩を掴み、のしかかって腰を叩きつけながら愛を示す。

今までとは全く違う動きにバスンバスンと肉音が鳴り、俺は全身で押しつぶすようにノンナを突く。

「────!!」

「ノンナさん背中を引っ掻きすぎです。エイギル様の背中から血が……ってもう聞こえてません。女がしては駄目な顔をしてます」

　ふふふ、女の爪跡は──。

「わはははは！　いくらでも立てて良いぞ。女の爪跡は男の勲章だ！」

　遠くから嫌な声が聞こえたので思考を止める。

「ふん！　ふん！　うっ！」

「かはっ」

　俺はノンナの母乳を浴びながら激しく動き、最後に深くついて動きを止める。

ノンナはもう意識が無いようだったが俺が動きを止めると本能の動きで体を巻きつかせてきた。

「ぐぅ……」

　彼女の中で一物が跳ねて、僅かにノンナの腹が膨らむ。

俺はノンナの首筋に吸いつき、抱き抱えながら腰を小刻みに動かし続けた。

「ぶぅ……ノンナさんの中に出てしまいました」

　不満げな顔のセリア。

「いや、残念だが出てはいないんだ」

「でもドクドクいってます。それにお腹も膨らんで……」

　俺は失神したノンナにキスをしてから体を放す。

接合部からは大量の透明な汁が流れ出す。

「種は出ていない。これは先走りなんだ」

「この量でですか？」

　セリアは一瞬怪物を見る目で俺を見たが、コホンと咳払いする。

「でも良かったです。もうノンナさんは動けないでしょうから種は私が絞ります。どうぞおいで下さい！」

　セリアは四つん這いになって俺に尻を向ける。

「可愛がってやるぞ」

　俺はセリアの綺麗な尻を掴み、後ろから貫く体勢を取る。

「いくぞ」

「はい。存分に……」

　尻を抱えるようにして挿入する。

途端、セリアがまるで剣でも突き刺されたかのようにピーンと跳ねる。

「みぎゃああああ!!」

「セリアお前もか」

　ノンナに負けず劣らずの絶叫だった。

もしかして叫ぶのは流行っているのだろうか。

「違います！　太すぎます！　きっとよりずっと……ふんぎゃあ!!」

　それ見たことかとばかりにベッドに突っ伏すノンナが溜息をつく。

結局セリアもあっという間に失神し、俺は射精することができなかった。




　事が終わり、息も絶え絶えの二人は俺の膝を枕にしながら言葉を交わしている。

「今日も出ませんでしたね」

「はい……無力を感じます。私の穴ではもうこの大きさは無理です」

　俺は寝ている振りをする。

「ここまで大きいとさすがに困ってしまいます……お玉もこんなに張ってしまって」

「はい。早く種を出して貰わないといつか破裂すると思います。……あの女を心配してこんなになるなんて。最悪あの女を媚薬で発情させて天幕に放り込みましょう」

　セリアが不穏なことを言っている。

だがそんな事をしても駄目だろう。セクリトがまた戦場を自由に駆け、無邪気な笑みを浮かべることができたなら、俺の心のつかえも取れて、種も自然と吹き出るだろうが。

「それはそれとしてどうしてセリアちゃんのアソコはつるつるなのですか？」

「幼娘と父親の禁断背徳遊びを……って何を言わせるんですか！」

　そろそろ起きて陣内を見て回らないといけない。

ここはまだ戦場なのだ。




　足をぷるぷるさせた生まれたてのセリアとノンナを連れて歩く。

二人を置いてこなかったのはギルドレスの奴がいるからだ。

　絶頂の余韻で火照る女二人を放置するなど寝取ってくれと言っているようなものだ。

少なくともギルドレスはそう解釈するだろうし、俺だってそう解釈する。

「足ががくがくです……セリアちゃん支えて下さいな」

「まったく仕方ないですね。肩におっぱい乗せないで下さい、腹立たしい！」

　騒ぎながら陣地に異常が無いか確認していたのだが、それは数秒で見つかった。

「なんだあれは」

　アレス兵が十人一組となり、円になって立っているのだ。

それだけなら良いのだが、何故か奴らは下半身裸だった。

最初からパンツしか穿いていないのでマントだけの全裸と言っていい。

「さっさと解放しなさいよ！」「どきなさい！　汚いものをこっちに向けるな！」

　どうやら円の中心には女の捕虜たちがいるらしい。

「ええい、あれだけ言ったのに」

　俺は怒りを露わにしてアレス兵の汚い円陣へと向かう。

「貴様らあれほど犯すなと──なに？」

　見ればアレス兵に囲まれた女達は身を寄せ合っているが乱暴された形跡はない。

男達は皆一様に腕組みをしており、文字通り指一本触れてはいないのだ。

こいつらは下を脱いで女を集団で取り囲んでいるだけだ。

「……何をやっているんですか？」

　セリアも怪訝そうな顔で言う。

ノンナは扇子で顔を覆ってしまった。

「知れたこと。女を口説いている」

「抱く許しを貰う為にな」

　こいつらの中ではパンツを脱いで一物を突きつけることを口説くと言うのだろうか。

言うのだろうな、何しろギルドレスの同郷達だ。

「俺が注意した時からずっとこうしているのか……」

「そうよ！　何よこれ馬鹿じゃないの!?」

「こんなので堕ちる女がいるはずないでしょ！」

　女達はぶつぶつ文句を言いながらも襲いかかってこないのが分かっているのか脅えてはいない。

だがその中の一人の様子がおかしい。

「うう、臭い……周りが全部男根でひどい男臭……頭がクラクラする……」

　ふらっとバランスを崩した女が思わずあるアレス兵の股間に触れる。

「ぬーん」

「うう、でっかい……硬いし……あぁぁぁ……」

「ちょっとレピーどうしたの？　あんたまさか!?」

　レピーと呼ばれた女はふらふらと頭を揺らしている。

「前も男根、後ろも男根。あぁ、もう逃げ場が……逃げ場が無い……堕ちちゃう」

　やがて女はがっくりと肩を落した。

「もう我慢できない。だ、抱いて下さい」

　言い終わらないうちにレピーは数人のアレス兵達に担ぎあげられる。

「ふはは！　ようやっと堕ちたか！」

「心配するな。アレスの男達がお前を天国に連れて行ってやろう」

　担ぎあげられた女はワッショイワッショイと連れて行かれる。

完全な和姦であるので俺も口は出せない。

　そして一人が堕ちるとまるで堤防が決壊するようにそこら中で屈服の声が上がり始める。

「くぅぅ、もう限界！　私も連れってって！」

「私も！　汗臭いマッチョで囲むとか反則よ。我慢できるはずないでしょ！」

「２５ｃｍ以上の男限定でお願い」

「わははは！　良いだろう。真の男を味わわせてやる！」

「一晩中乗ってやるわい！」

「く……精進が足らんかったか。僅か２３ｃｍでは女を抱くこともできん！」

　次々と女達がアレス兵に持ち上げられ連れて行かれる。

「うーん。筋肉男に運ばれるのも悪くないわね」

「蛮族の女王になったみたい」

「すごいことされるんだろうけど……それもありか」

　当人達が良いなら俺が言うことはないんだけどな。

「地獄絵図です」

「野蛮なのは置いても臭いです」

　セリアとノンナがまともで安心した。

ふと取り残されたように一人の女が騒いでいる。随分と小柄で１４０ｃｍそこそこしかない。

「ねえあたしも抱いてよ！　女欲しいんでしょ！」

「ぬぅん、ちびっこいな」

　アレス兵は少女をじっと見てからカップを差し出した。

「ガキだな。真の男は子供を抱かん」

「おうとも、子供はミルクでも飲んでおれ。ケツと乳をでかくしてからもう一度来い！」

「欲しいのはあんたらのミルクだってば!!」

　子供に手を出さない姿勢は共感できる。

こいつらはどうしようもない馬鹿だが悪い奴らではない。

「ちょっと一人ずつ！　一人ずつだってば！　三人同時に来るなーー!!」

「え？　ちょっとこれどういう体位？　嘘、そっちに突っ込むの、あんぎゃー!!」

　俺の感動を打ち消すように見えない所から何やら聞こえてくる。

「やっぱり地獄絵図です。もうこいつら嫌いです」

　セリアが何度目とも知れない溜息を吐いた時、再び大ボスが現れた。




「ぬぅん！」

「「出た！」」

　セリアが短剣を抜き、ノンナが俺の背中に隠れる。

　言うまでもなくギルドレスだが、不本意にもこいつと話をしなければならなかったからちょうどいい。

「ちょうどいい、話があったんだが……ん、そいつは」

　ギルドレスの足元には先ほど連れて行かれた少年のような見た目の女がしがみ付いていた。

最初の反抗的な態度はどこへやら、顔を真っ赤に染めて奴の足に縋りついている。

「わはは！　こいつも閨では可愛らしい奴だったぞ。お前の連れている美姫にも劣らぬ程よ」

　言いながらギルドレスは女の尻を撫でる。

女は恥ずかしそうに身を捩るが抵抗はしていない。

　一方でセリアとノンナは不満の叫びをあげる。

「男と比べられてたまりますか！」

「男をやったんですね！　言うまでもないですがやっぱり変態です！」

　男だと？

「裏返るぐらい掘られちゃった……僕もう戻れないよ」

「まだ言っているのか？　尻穴を許したというのに前穴が駄目とはまったくもって奇特な奴よ」

「前に穴なんて無いよ！　ばっちり見たのにどうして信じないの？」

「はっはっは、また馬鹿な事を言う。何やら珍妙なものが生えておったが、２０ｃｍ以下の男がいるはずあるまい。故にあれは男根ではなく、お前は女で違いない」

　どうやら彼女は彼だったようだ。

「女っぽい男まで抱くとは……見境が無いにもほどがあるぞ。む？」

「……」

　ノンナが扇子でトストスと脇腹を突いて来る。

どうしたんだ？

「……」

　セリアまで肘で反対側の脇腹を突いてくる。

こっちもこっちで良く分からんな。




　ともあれ話を進めよう。

「今、斥候からの連絡を受けた。蹴散らした敵は大人しく後ろに下がって行ったようだ」

「ふむ、あれしきの損害で下がるとは腑抜けた奴らだ。恐れるに足りんだろう」

「四割近く屠ったと思いますけど……まあそれは良いです」

　セリアが俺の傍で参謀のように話す。

やや腰が引けているのはギルドレスがいつ手を伸ばして来ないか心配しているためだ。

「今回は敵が寄せて来たので止むなく迎撃しましたが、本来ここの平坦な地形は防戦には向きません」

「防戦？　勝ったのだから次はこちらから仕掛けるに決まっておる」

　セリアが泣きそうな顔で俺を見るのでギルドレスを適当にいなす。

「オホン。なので敵の再侵入が無い以上、一旦部隊を後ろに下げて増援と合流、防御陣地を構築し兵站も確保するべきです」

「防御陣地とはなんだ？　兵站というのは物資のことか、ならばやはりここは前に出て敵を襲おう。更に敵を殺し、女と飯を奪うのだ」

　セリアが涙を浮かべて俺を見るのでギルドレスを適当にはぐらかす。

「それにアレス援軍のことをゴルドニア王は知りません。一度エイギル様が報告しなければ要らぬ疑惑を招きます。なので部隊再編成の間、私達と貴方で王都に向かいます」

「ゴルドニア王とはお前の王か？　お前程の漢を従えるとなればさぞや凄まじい漢──いや、待て女王と言うこともありうる！　ふふふ、そういうことか」

　セリアはもうギルドレスの返事を聞かないことにしたようで耳を塞いで淡々と続ける。

「と言う訳で王都に向かう。異論はあるか？」

　最後に念を押すとギルドレスは笑顔を消して俺の目を見る。

「ゴルドニア王アレクサンドロ一世を俺は知らん。その王は、貴様が心酔し、服従に値する真の漢か？」

　俺が王に従っているのは義理もあり、自分の野望の為でもある。

別に後悔はしていないし、強烈な不満がある訳でもない。

　だが王個人に心酔し服従しているかと問われれば、そうだとは言えない。

特に最近の王は余計な──。

　考えた時間は一瞬だったはずだが、俺が何か言う前にギルドレスがでかい声で打ち消す。

「そうか！　そうか！　良い、良いぞ。それも良い。それで良い。わはははは！」

「何が良いんですか……」

「うるさくて耳が痛いです」

　呆れた声を出すセリアとノンナは気付かなかったのだろう。

ギルドレスの笑いが今までと違っていることに。

「ゴルドニアは中央平原最大の街と聞く。ならばさぞでかい娼館もあるのだろう。初日の夜に二人で全て回ってやろうじゃないか!!」

「そんな時間はありません！　エイギル様のお金で豪遊しようとしてもそうはいきません」

「馬鹿なことするお金があるなら私に新しいドレスを買って下さい！」

　騒ぐギルドレスとセリア達。

「あっ逞しい。堕ちました♪　可愛がって……あれ？　もしもーし、合意してますよ～？」

　俺は傍に座っていた女を見もせずに抱き寄せたのだった。







数日後　王都ゴルドニア

「色々とありましたが無事に南ユーグリアを退けることに成功致しました」

　俺は丁寧に礼をすると玉座の間は拍手に包まれた。

拍手の中から刺すような視線を感じる。間違いなくエイリヒだろうな。

　ギルドレスの援軍を王に知らせずに呼びこんだのは良く考えたら外患誘致に近かった。

どう説明したら穏便に済むかわからなかったので、エイリヒとレベッカに全部丸投げしたのだ。

それはもう大変な手間をかけたことだろう。

　レベッカの方はなんだかやつれてしまっており、睨む気力もないようだ。

　当のギルドレスは正式に援軍と見なされ歓迎式典の為に待機しているのだが、先ほど更衣室で王宮付きのメイドを抱いていた。

「当座の敵は打ち払いました。陛下には改めて勝利の為の方策を……」

　王を見ると気まずそうに目を逸らした。

「ハードレットを除き、しばし退席せよ」

　ぞろぞろと他の者達が退席していく。

セリアも俺の背中に隠れて一体化しようとしたが、ノンナにばれて引きずられていった。




　王はしばらくの間、俺を称える賞賛を送った。

それは全く感情がこもっておらず、かつて王自身が激しく嫌った無意味な社交辞令と同じだった。

　だが王が俺の機嫌をとっても仕方がないから、真意は別にある。

と言うほど難しいものではなく、単に切り出しにくいのだろう。

　しばらくして王は自分の情けない行動に気付いたのか、鼻を一つ鳴らして本題に入った。

「余は裏切り者などよりも目の前の敵に当たるべきと理解はしておる」

　なら何も問題はないじゃないか。

何をすれば良いのかわからないほど無能では無いと知っている。

「お前にはあの事件の詳細を話そう」

　王はそれからロサリオ事件の詳細について語る。

俺もエイリヒからある程度は聞いていたが、それよりもずっと詳細かつ、愛する女を目の前で痛めつけられ、目を潰された憎しみと怒りに満ちた語り口だった。

　ロサリオは抵抗もできないまま袋叩きにされ、最後は目を切り裂かれたのだという。

今更だが、俺も犯人への怒りと殺意がこみ上げてくる。

「光を失ったロサリオが不憫でならぬ。あの者を守れなかったことが余の心に刺となって刺さり、理を妨げているのだ。国の一大事たる戦争よりも一人の女を気にかけてしまうのだ」

　王は一瞬、情けなさそうな顔をするが、すぐに堂々と胸を張る。

「理屈ではない。これは余の偽らざる心であり、愛する女への想いである」

　俺は目を開き、王を正面から見る。

王もまたいかなる批判でもして見ろとばかりに睨み返してきた。

「お気持ちはわかります」

「なに？」

　べんちゃらではない。心からの声だ。

　俺だって戦争中にノンナが明日をも知れない病になったらどうなるか。戦いどころではなくなるだろう。そもそも今だって、セクリトのことが気になって種すら出せないのだ。

　女は国や領地などよりも大切で守るべきものだ。

「愛する女が怪我をしているとあれば戦争どころではないでしょう」

　俺はすっくと立ち上がる。

「幸いに私には特別な秘薬と薬師に心当たりがあります。ロサリオ殿を治して見せましょう」

　驚く王を尻目に俺は退室したセリアを呼ぶ。

まだ王都にはナーティアがいるはずだ。

「……待て、お前がロサリオを診るというのか？」

「治すのは私ではありませんが、一応」

「同室すると言うのか？」

「はあ」

　王はレベッカに指示を出す。

「お前と情報官最低四名が同室しろ。絶対に二人きりにさせぬように。いざとなれば痺れ薬を使え」

　俺はどれだけ信用がないんだ。

ロサリオまでいきませんでした。

次回こそ早期更新でロサリオを！










第３９３話　中央平原統一⑱　王の愛妾







「鍵を開けよ」

　王の命令でロサリオの部屋……というより檻が解錠される。

　鍵は二つ付いており、別々の情報官が違う鍵を解錠する。一人では解錠できない仕様になっているらしい。どう考えてもやり過ぎだ。

　二人が同時に鍵を開けると重厚な檻が音を立てて開く。

構造はまるで牢屋だが、内装だけは俺やノンナの私室よりもずっと豪華に装飾されていた。




「陛下でございますか？」

　ロサリオは入口に目を向け、ゆっくりと立ち上がる。

彼女は一瞬怪訝な顔をした後、フラフラとこちらに歩いてきた。

「そのままで良い。転んだらどうする」

　王がさっと進み出てロサリオを抱きとめ、椅子に座らせる。

「申し訳ございません陛下。私ごときにお手間をかけさせるなど」

「馬鹿を申すな」

　王はロサリオを抱き締めようとしたようだが、俺達の目を気にしてか咳払いを一つして体を放す。

「編み物をしておったのか？」

「はい。ただ歩くだけでも陛下にご迷惑をおかけしてしまう体にございますから……手探りで下手をしてございますが、形になっておりますでしょうか？」

　ロサリオは王に向けて編んでいたであろうものを差し出す。

　だがそれは何なのかもわからないほど、ぐしゃぐしゃに絡まり、差し出す方向も目の前にいるはずの王から外れた見当違いの方向だった。

「……できておる、できておるぞロサリオ。編み上がったら是非贈って貰いたいものだ」

　王は泣きそうな顔でロサリオを抱き締める。

俺もなんとも言えない気分になってしまう。

「ふふ、もうすぐ完成致しますわ。恐縮ながら今日はご寵愛頂けるのでしょうか？」

　王は軽く一つ鼻をすすったようだ。

「今日は目の治療だ。薬師を連れて来ている。後は命じた通りにせよ」

　ロサリオからさっと体を放した王は簡潔に早口で言うとそのまま部屋の外に出ていってしまう。

突然冷淡になったように見えるが、俺達の前で涙を見せるわけにはいかなかったのだろう。

　だが突然早口で言われたロサリオは困惑した顔を俺に向ける。

「ええと……そちらのお方は？」

「ハードレット辺境伯にございます。本日は貴女の目の治療を申し出ました。こちらは薬師のナーティア、そして妻のノンナ、従者のセリアです」

　名乗りをあげるとロサリオは軽く首を傾け、ニコリと愛想笑いを浮かべる。

「ハードレット辺境伯であられましたか。噂はお聞きしておりました。失礼をお許しください」

　そして彼女は手を俺の顔に伸ばし、鼻や口を軽く撫で始める。

「ご無礼をお許し下さい。哀れな盲目故、こうしなければ顔を覚えられないのです」

　至近距離でロサリオと目が合う……正確には視線は合ってはいないが、本能的に彼女を観察する。




　身長は一六〇と少し、ノンナより僅かに大きい程度だ。

艶のある黒い髪は手入れが行き届いており、腰まで届く長さでありながらふわりとして重さを感じない。

　顔立ちは整っており、十分に美人だが絶世の美女と言うわけではない。

体付きは中肉中背で胸尻はやや大きめだ。肌は良く手入れされており非常にきめ細かい。

　全体として美しい女性だが、町で評判の美人……といった所だ。

王が入れ込み、国が傾くほどの美女といった印象は受けない。

「あら、お顔に生傷が……痛みはございませんか？」

　ロサリオの声と息が俺の顔を撫でる。

その瞬間、心臓が脈打ち股間がぐっと盛り上がる。

「ああ、なるほど」

「？」

　顔立ちでも体付きでも無い。この雰囲気に王はやられたのだろう。

彼女は造形の完璧な美術品のような美ではなく、顔つき、体付き、不自然なほど丁寧な仕草全てが合わさって魅力を形成している。

　守ってやりたい、支配したい、自分だけの物として手元において愛でたい。

そんな欲求を湧きあがらせる。

　あえて一つ文句をつけるとすれば、偽物の臭いがするところか。

何を偽っているのか、まったく見当はつかない。わかるのはただ何かを偽り、仮面を被っていることだけ。

理屈など無い、今まで多くの女と関わり抱いてきた俺の直感だ。




　俺が無意識にロサリオの手を取りそうになった時だった。

「ハードレット」

「は」

　王が扉の入口から顔を出した。

「ロサリオは余の愛妾であり、今は不随の身でもある。そちの良識を信じておるが万が一不埒な行動に及べば族滅とすることになる。万が一、万が一の話だがな」

　これは本気の顔だ。

「そのような不敬、考えた事もございません」

「余も本気で疑ってはおらん。但しそちと妻は治療が終わるまでこの部屋から出てはならぬ。それから情報官共の動きは念の為故、気にするでないぞ」

　それだけ言って再び王は引っ込む。

　情報官四人とレベッカが僅かに距離をとって俺を囲んでいるが、ポケットから覗いているのは……吹き矢じゃないのか？　わかりやすく疑っているじゃないか。

「ご安心を、痺れ薬です」

「エイギル様……」

　心配そうに俺を見るノンナ。さすがにこれではロサリオを口説く訳にはいかない。

　ロサリオは困ったように笑うが何も言わず、彼女は俺に続いてノンナ、セリア、ナーティアと順に顔を撫でていく。

「あら、奥様はなんと立派なお胸ですこと、羨ましいですわ」

「可愛らしい従者様ですね」

「これは……なんとも癖に」

　ロサリオは顔を撫でる過程でナーティアの耳に気付き、何度も撫でさすっている。

エルフとばれて騒がれたら困ると思っていたがその心配はなさそうだ。

「ちょ……耳ばかり……あっ！　くすぐったい……」

　むしろ耳を集中攻撃されたナーティアの方が身を捩って悶えている。

ナーティアは耳がかなり弱い。後ろから耳たぶを食んだら尻もちをついてしまうほどだ。

　ノンナは胸を褒められて気を良くしたのか気取ったポーズを取っている一方、セリアは不自然そうな顔でロサリオを見つめ、続いて醜悪な形になってしまった編み物を観察している。

「そろそろ治療を始めたい。そもそも私は医者じゃないんだけどな」

「お手数をおかけします」

　ナーティアがほんのり赤くなった耳を髪に隠しながらロサリオの診察を始める。

目を開かせ、目薬を差し、首を捻る。

「むむむ……」

「どうなんだ？」

　唸りながら頭を抱えているナーティアに聞いてみる。

「怪我の経緯は聞いていたが……」

　もう一度確認するようにロサリオの目を見ていう。

「傷がないんだ」

　困った顔で言うナーティア。

王と本人の話では剣で目を切り裂かれたと言う。

それならば失明の原因は外傷のはずで傷がないのはおかしい。

　おかしくはあるが、傷であるなら最初から切り札がある。

「セリア」

「はい……あっ!?」

　俺はセリアの胸元に手を突っ込む。

情報官が驚き、レベッカが頭を抱え、ロサリオまで口に手を当てていた。

　セリアの胸元から取り出したのは小さな薬瓶だ。

見覚えのある赤い粉末はドラゴンの血、俺が知る限り最高の傷薬だ。

怪我が原因なら取り敢えずこれを飲ませればなんとかなるだろう。

「じゃあ私要らなかったんじゃないのか？　なあなんで連れて来た」

　不満たらたらのナーティアを尻目に俺はロサリオに薬を渡そうとする。

「うぅ……エイギル様が大怪我をした時の為に持っていたのに……もう残りがほとんどないのに……」

　そういうな。俺が怪我をしても根性でなんとかなる。それより失明した女を治してやる方が──。

「口を挟んで申し訳ありません。『とっておきの傷薬』とはドラゴンの血と噂の赤い薬でしょうか？」

「む、知っておられたのですか」

　ロサリオは悲しそうに微笑みながら続ける。

「陛下が万能薬と名高いその薬を私ごときに呑ませて下さいました……しかし恐れ多くも私の目は光を取り戻すことなく……陛下のご期待に沿えず申し訳ない限りでした」

　俺はレベッカの方を見た。

レベッカは部下の手前、無駄話をするつもりはないようだが、無言でコクコクと頷く。

　俺はナーティアの肩を抱いて引き寄せる。

「突然肩を抱くな！　ドキッとするだろ！」

　可愛らしいがいちゃついている場合ではない。

「おい、これが効かない事はありうるのか？」

　ナーティアはぷるぷる首を振る。

「この薬を調べたことあるけど効果は完璧、外傷なら即死に近い傷でも癒すはず……」

「だが現に見えていないぞ。目は駄目なのか？」

「感覚も戻るから視覚だって戻るはず。あるいは剣に毒が仕込まれていて、それが残っているとか。でも光には反応していたし……うーん、うーん」

　俺達が困ってしまったのを見てロサリオは優しげに笑う。

「そうお悩みにならなくても構いませんよ。今までも陛下がお連れ下さった名医の尽力にも応えなかった体です。私の方からハードレット卿は手を尽くして下さったとお伝えしておきますから」

　ニコリと微笑むロサリオの表情に何かがひっかかる。

視線を移すとノンナが椅子に静かに腰かけながらも豪華な調度品に触れたいのかソワソワしている。

ああ、何か心当たりがあるぞ。

　その時、情報官に睨まれながらも室内をチョロチョロしていたセリアもそれに気付いて口を開こうとする。だが俺は機先を制してセリアの口を塞いだ。

「もがっが」

「ナーティア、少し思い当たることがあるんだ」

「ん？」

　俺はナーティアを引き寄せながら、セリアの懐から彼女がメモ用に常備しているペンを取り出す。

「実はな……おっとゴミがついてる」

「ありがと。で、手掛かりがあるなら何でも言って」

　ゴミを取る振りをしながらナーティアの顎に髭を描き、ロサリオに呼び掛ける。

「申し訳ありませんが、もう一度目を見せて頂いて宜しいですか？」

「はい。おいくらでも」

　目を閉じたままふらふらと立ち上がるロサリオの手を取る。

と同時に情報官四人が筒を咥えてさっと俺に向ける。

やっぱり吹き矢じゃないか。

　仕方なくセリアにロサリオの手を取らせて座らせ、目を開いて貰う。

当然、目の前にいるのはナーティアだ。

「……」

　目を開いたロサリオは一瞬びくりと震え、誤魔化すようにむせてから咳をする。

どうやら当たりだな。

「大丈夫ですか？」

「はい……編み物で夜更かししたせいで風邪を貰ったかもしれません」

　ケホケホと咳する様は本当に風邪でも引いているようで、情報官達は体調を心配する以外に何も反応していない。

　まだここで迫っても逃げられるだろう。だが次はそうはいかんぞ。

「なあ、さっきと何も変わらないぞ」

「おっと、少し待ってくれ。お前の顔にまたゴミがついているぞ」

　俺は再びナーティアの顔にペンを振るう。

「目に近い場所だ。しばらく閉じていろよ」

「むぅ」

　まずは細い緑の眉毛を三倍の太さに拡張して眉間で左右を繋げる。

「そんなにいっぱいついてるのか」

「そうだ。もう少しで取れる」

　次に閉じた瞼にキラキラと輝く大きく澄んだ瞳を描く。

「むぅ……ちゃんと手入れはしてきたのに。そんなに汚れているなら濡れたタオルでも……」

「いいからじっとしていろ」

　鼻の下に豪快に飛び出す大量の鼻毛を描く。

あまりの所業に一瞬躊躇したが、これも必要なことだと自分に言い聞かせて心を鬼にした。

「なんかインク臭いのだが」

「ああ、この汚れはインクかもな。道理で落ちにくい訳だ」

　筆が乗ってきた。

頬に渦巻きを描き、こめかみに浮き出す青筋も描く。

「よしできた！」

「できた？　とれただろ？」

　ナーティアはやれやれとばかりにロサリオと向き合う。

　二人の顔が向かい合った途端、ロサリオの動きが止まった。

「ぶふっ！　く……くく……う、うふ……むぐぐ」

　ロサリオはナーティアを見て噴き出し、慌てて下を向くが堪えきれず、手で顔を覆って蹲ってしまった。

突然の事態に場がざわめく。

「そんな！　突然何が!?」

　もちろんナーティアも慌てる。

「ロサリオ様に何を!?　至急陛下にご報告を！」

「必要無い」

　俺は情報官にそう言ってからロサリオにだけ聞こえるように耳元で囁く。

「見えていますね？」

「……」

　ロサリオは何も言わず俯いたままだ。

　それから尻に何か刺さったぞ。誰か吹き矢を吹いただろ。

「盛大に飛び出す鼻毛を……」

「くふ……や、止めて下さい」

　ロサリオが視線をあげて俺を見る。

そしてはっきりと目があった。やっぱりな。

　彼女の目は王がドラゴンの血を飲ませた時点で治っていた。

にも関わらず、彼女は目が潰れているふりを続けていたのだ。

「……どうしてわかったのでしょうか？」

「身内に似たような事をする者がいたので」

　もちろん今はオロオロとしているノンナのことだ。

　戦争が始まる少し前、ノンナが突然病気になったのだ。

俺は付きっきりで看病し、あらゆる病の薬を買い与えたが一向に改善しないどころか、悪化さえする。

寒い寒いと訴える彼女を一晩中抱きしめ続けることもしたのだが幕切れは呆気なかった。

カーラが唐辛子の粉末を薬と偽って飲ませ、飛び上がったノンナが掴みかかって仮病はばれた。

「俺の従者も気付いたようですよ」

　セリアも彼女の目が見えていることに気付いていたようだ。

だがもしあの場でそう言っても誤魔化されるだけなので止めたのだ。

「私をどうしようと？」

　丁寧な口調はそのままだが、ロサリオは見るからに焦り、苛ついていた。

こちらの方が人間らしくて好みだな。

「どうもしません。それより教えてください。どうして目が見えないふりを続けたのですか？」

　ロサリオは眉を寄せ、深く息を吐く。迷っているようだ。

「そんなに眉を寄せると繋がりますよ？」

「くっ、止めて下さいまし」

「二人で何の話をしているんだ。ロサリオ殿は大丈夫なのか」

　ナーティアが覗きこむ。

繋がった極太眉毛が顰められ、瞬きの度に瞼の円らな目が開かれる。

心配そうな声とこめかみの青筋が見事なまでにマッチしていない。

「ぷくく……もお……くぅぅ……」

　ロサリオは再び俯き、奇妙に身を捩ってから観念したように言った。

「皆様……私はハードレット卿とだけお話したいことがございます。少し席を外して頂けませんか？」

「「「駄目です!!」」」

　情報官とレベッカが同時に叫ぶ。

何故そんなに必死になるのか。

「ハードレット卿は女には見境のない方、二人きりになるのはオークの前で全裸になるも同じです」

「そうです！　確かに命中したのにピンピンして、きっと人間じゃありません」

「だから尻ではなく延髄を狙えと言ったのです」

　レベッカと名も無き情報官達がすごい剣幕で言う。そこまで信用がないとは泣いてしまいそうだ。

「大丈夫ですわ。私の怪我のことで知られたくないことがございますので」

「いやしかし」

　ロサリオもさすがに情報官の前で本当のことは言えないのだろう。

退室してくれと頼むが、レベッカは難色を示す。

「重ねてお願い致します。薬師とハードレット様だけにお伝えしたいのです……私の光を取り戻す為の我が儘ではありますが……どうか……」

「うう……」

　丁寧に頭を下げられてレベッカも困惑してしまう。

もしここで居座り、ロサリオから王に『彼女のせいで治療ができなかった』とでも言われれば一大事だ。

　レベッカは俺に近づき、本気の殺意を放ちながら言う。

「彼女に何か……胸の一つでも揉んだら貴方と私、そして貴方の妻子まとめて吊るし首になります。それを絶対に忘れないで下さい」

　レベッカはそう言ってから部下を引き連れて退室する。

途中で三度も振り返り、相当心配しているようだ。

さすがに俺もそこまで本能だけで動いてはいないのだが。

「万が一曲者が侵入した時の為、外から不定期に伺わせて頂きます」

　窓も天井裏も無いこの空間にどこから曲者が忍びこむのかわからないが、監視はされ続けるようだ。

まあ本当にやましいことをするわけではない。見られていても声が聞こえなければそれで良いだろう。




　扉が閉まると牢屋のような部屋は無音となり、嫌な静寂が場を支配した。

ノンナが気まずそうに服の襟を直し、ナーティアは薬箱の中を無意味にいじる。

セリアは俺の後ろからロサリオを睨んでいた。

　俺とロサリオの視線ははっきりと合ったままだ。

互いにまったく目を逸らさない。

　にらめっこをしても仕方ないな。

「どうしてこんなことを？」

「はぁ……ここに至っては仕方ありません」

　ロサリオは入口の監視窓が閉じているのを確認し、ティーポットからカップにお茶を注いで俺とノンナに差し出す。

「「ええっ!?」」

　ノンナとナーティアが驚きの声をあげた。

同時にパタンと監視窓が開き、何事も無いのを確認して再び閉じる。

本当に部屋の前で警戒しているようだ。

「声は控えめでお願い致します。……見えぬふりは狂言、私の光は失われておりません」

　ナーティアは口に手を当てて驚き、ノンナの口はセリアが塞ぐ。

「聞かせて頂けますか？」

　俺がそう言うとロサリオは自分のお茶に砂糖をこれでもかと入れてから話を始める。

「全ては陛下の寵愛を得る為、私のような愚かな女が生きるにはそれしかありませんから」

　俺は首を傾げて返す。

「貴女は自分を愚かだ無能だと言われる。だが俺にはそうは思えません、貴女はとても賢く見える」

　ロサリオは苦笑した後、嫌そうな目で俺を見る。

彼女の仮面が少しずれたのを感じた。

「ただでさえ哀れな私が光まで失えば陛下は同情し、私を捨てずに囲い続けてくれるでしょう。それが私の望みです。ただ陛下の恩情に縋り生かして頂く……それがこの嘘の──」

「嘘でしょう？」

　俺はロサリオの手を握る。

「本当の事を聞かせて下さい」

「何故そのようなことを？」

　ロサリオの目に不信が浮かぶ。

無理も無い。今まで王の側近達に間諜だの魔女だの色々と言われていたのだろうから。

「俺は貴方に興味がある。それではいけませんか？」

　言うと同時にセリアとノンナにそれぞれ両手を拘束される。

そんなことしなくてもまだ手は出さん。

「……俺に話した後で気が変われば、そんな事は知らないと言えば良いでしょう？　陛下が俺よりも貴女を信じるのは間違いない」

　ロサリオは妻と従者に拘束された俺に目を丸くしていたが、やがて小さく笑う。

「そうですね。私以上に王に信頼されている者などおりませんから」

　ニヤリと笑って足を組むロサリオ。

また仮面がずれて素顔が晒される。良い兆候だ。

「話を進めるにはまず退屈な昔話から入らねばなりません」




　それは彼女の身の上話だった。

『王を骨抜きにする陰謀を持って送り込まれた女スパイ』『南ユーグリアの間諜』『魔王の手先』などと色々な妄想をしていたが、それらは全て裏切られる。

　それは本当に平凡で、なんの物語にもならない一人の女の話だった。

　ロサリオはとある小さな町の出身だった。

　彼女には色々な才能があった。

外見は周りで評判になる程度には美人であったし、人をまとめることも得意で皆に慕われ、商才にも恵まれて交渉で行商人に冷や汗をかかせることも多かったと言う。

彼女は次第に町民達の中心的存在になっていった。

　だがその多才はどれも『人より優れている』程度に過ぎなかった。

まだ若かった彼女は自分を信じ過ぎた。あるいは運が悪かったのかもしれない。

　老齢だった町長が死に息子が跡を継いだ。

代替わりした町長はそれはそれは無能で低俗な男だった。

　新町長は威張り散らすだけではなく賄賂は取る、町娘には悪戯するで散々だった。

当然町民の怒りは高まり、不平不満が漏れ出す。

「ある日、私の親友が町長の家に連れ込まれ犯されたのです。泣きじゃくる彼女に激情した私は皆を連れて町長の屋敷に押し掛けました」

「それは……反乱ですか!?」

「今となっては語る事も無い喧嘩に過ぎません」

　ノンナは驚いていたが実は村長町長が民と揉め事を起こすことは特段珍しいことではない。

領主や代官に向けて一揆をおこせば大事だが、そうでなければ良くある騒動の一つで、領主の耳にも入らないだろう。

　ロサリオが話を戻す。

美人で有能で人望もある彼女の呼び掛けに町民達は応え、数十人が町長の屋敷を取り囲んだ。

「町長は慌てふためき、友人に頭を下げて賠償し、もう横暴はしないと皆に誓いました」

　ここまではハッピーエンドだ。

だが往々にして現実は物語のように美しくはない。

　物語と違って町長は骨の髄まで腐っており改心などしなかった。

　物語と違って仲間と友情は永遠のものではなかった。

　物語と違って正義は悪に勝たなかった。

「半年後、突然私に殺人の疑いがかかりました。もちろん身に覚えはありません」

　現実は幼子が一人病死したそうだ。

悲劇だがままあることだし、特別なことではない。

　だが町長はそれをロサリオが毒を盛ったからだと言い、更に彼女がその家の旦那に不倫をもちかけ、断られた末の逆恨みだとして貶めた。

「でもそんなこと……」

　毒なら証拠も残るだろう。過去の怨恨を考えれば事の次第は分かり易過ぎる。

不人気町長が皆に好かれるロサリオを罠にかけたのは明白で、半年前の二の舞になるはずだ。

「ところがそうはなりませんでした」

　折しもその時、ゴルドニアは中央平原の北半分を統一して各地の開発を加速させていた。

人足の手配や物資の売買など小さな町はかつてない好況に沸いていた。

そして利権を配分するのは町長だった。

「半年前に私と共に声をあげてくれた方々は口をつぐみ、目を逸らしました」

　実際には全員が黙ってしまった訳では無かったらしい。

だがそれぞれの中心人物が黙ってしまえば抗議の声はやがて立ち消えとなっていく。

そして町ぐるみで彼女の冤罪を黙殺したのだ。

「地下牢で勝ち誇った顔の町長が私の上に乗り……体の中に入って来た時に悟りました。私が誇っていたちょっとした美貌も、かすかな才能も、少しばかりの人望も、全て田舎町の町長程度に踏み潰される程度の物だったのだと」

　女が酷い目に合う話を聞くと腹が立ってくる。

俺が苛々しているのを察したのかセリアが近付いて来る。

目を閉じて頭を差し出してくるので思い切り尻を撫でた。

「ひゃうん！　あ、頭です。お尻じゃありません！」

「ん、すまん。だが落ち着いたよ」

　途端、かしゃんと覗き窓が開いてレベッカが俺を睨む。

するとロサリオは目を閉じたまま、手探りでカップを探すふりをしていた。

「……むぅ」

　覗き窓が締まる。ドアに耳を当てて聞いているようだ。あまり大きな声は駄目だな。

　ロサリオは俺とセリアを非難の目で見てから続ける。

「しばらく町長と腰巾着達の玩具にされてから私は人買いに売り飛ばされました。命だけは助ける恩情と言われましたが、大方町長の酒代になったのでしょう……そして人買いの馬車に乗り込む時、親友と目が合いました。彼女は町長に肩を抱かれ、ふいと目を逸らしました。ふふっ胸元には大きな大きなルビーが光っておりましたわ。その時、私の中で何かが壊れた」

　なんて奴らだ。後で名前を詳しく聞いておこう。

この戦争が終わったら乗り込んで暴れてやる。

　人買いが向かったのは王都ゴルドニア──需要を考えれば不思議ではない。

だがロサリオは大人しく売り飛ばされることはなかった。

一瞬の隙をついて人買いを蹴り飛ばし、逃げ出したのだ。

「何も考えず逃げはしました。しかしボロ衣一つで一文無しの私にもう帰る場所はありません」

「うう……」

　ノンナはロサリオの話に共感したのか、金の刺繍が入った見覚えの無いハンカチで涙を拭っている。

彼女も何もかもを失って売られた身だから感じるものがあるのだろう。

「まともに食事も取っていなかった私はすぐに倒れました。その時……陛下が目の前に立っていたのです」

「それはまた強運な」

　たまたま逃げだしたロサリオが、たまたま王都を視察する王の前に出る確率がどれぐらいあるのか。

陳腐な言葉だが運命と言うのだろう。

「陛下が偉い方だとわかり、云われの無い冤罪、町長の罠、町ぐるみの不正……私は必死に語ろうとしました」

　だがロサリオが顔をあげた時、王は冷淡で何の興味も持たぬ目で彼女を見ていた。

「一目でわかりました。陛下は私とその人生に何の興味も持っていないと。私のちっぽけな智を使って訴えても何の意味もないと」

　自分の能力など何の意味もない。

そう考えた彼女は理を語るのを止めた。

「私はただ陛下の足に縋りつき、顔を擦り付け、お救い下さいと繰り返したのです」

　事態に気付いて排除しようとする近衛兵に掴まれながら、ロサリオは必死に王にしがみ付き慈悲を乞うた。聡明さなど微塵も見せず、権力者に縋るだけの情けない姿だった。

　結果として彼女は救われた。王は彼女を抱え上げて連れ帰った。

　そこから先は領主や貴族達が渋い顔で語る通りだ。

ロサリオは自分の才を一切見せず、ただひたすらに王に媚びた。

今までの性格を封印し、自分を貶め、王をひたすら讃えた。

「陛下はあまりそういう媚びが好きではなかったはず……」

「最初のうちは鬱陶しい、見苦しいと罵声を浴びたことがございました……それでも追い出されることはありませんでした」

　今更確かめようもないことだが、王はロサリオと出会った時点で何かが狂っていたのかもしれないな。

　ロサリオは何を言われても逆らわず、頭を下げ、ただ王の言動を全肯定し続けた。

王の態度は徐々に軟化していき、雑用に使われるようになり、愚痴を聞かされるようになり、やがては閨を共にするようになった。

　ロサリオは王を批判しない。遠まわしに苦言を言うこともない。注意を払うような才を示すこともない。

そして何より彼女は自分に依存し、守ってやらなければ生きていけない弱い存在だ。

　そんな彼女と日々を過ごす中で王は他の者達──言外に自分を批判したり抗弁したりする者達──を不快に感じて信用できなくなっていったのではなかろうか。

　貴族や領主達が言う『ロサリオのせいで王がおかしくなった』というのはあながち間違いではないのかもしれない。

　ロサリオは突然無表情になって言う。

「陛下が私を大切に思ってくれている。そう信じた時、私は少し昔話をしました」

「「あっ」」

　ノンナとセリアが肩を竦める。同じ女として何か良からぬものを感じたのだろうか。

ナーティアだけは分からないのか首を傾げて耳を動かしているが、顔を見たら俺も噴くので流しておこう。

「遠くを見ながら涙を浮かべ、真実に僅かな脚色を加えて──」

　王は間違いなくロサリオに惚れていたはずだ。

愛する女が町ぐるみで裏切られ、凌辱され、売り飛ばされた。

そんな話を聞いて男がどうなるか。まして男は一国の王、答えは明白だ。

「『──を掃滅せよ』陛下のたった一言で私を貶めた町も住民も何もかも……全て吹き飛びました」

　一つの田舎町はこの世から、そして地図からも消えたのだ。

「強大な力を持つ男の前では少々の努力や才能は何の意味もございません。私のような非才の凡人は食い殺される……ならば強い者を頼り、縋り、利用して生き抜いて見せるのみ」

　ロサリオの目が完全に開く。

まるで黒真珠のような美しい目は凝視すると吸いこまれそうだった。

「目が潰れたふりをしたのはその方がより陛下の同情を買えると思ったから、これが真実ですわ」

　ロサリオはふっと息を吐いて足を組み直し、挑発するように言う。

「さて、このお話を陛下に告げ口なさいますか？　だとすれば私もハードレット様に胸を触られ強引に唇を奪われたとご報告申し上げるしかなくなりますが」

「脅すつもりですか！」

　セリアがふーっとロサリオを威嚇する。

　もしそうなれば王はロサリオを信じるだろう。

悪いことではない。女に惚れるとはそういうことだ。

「エイギル様……」

　心配そうに俺を見るノンナに微笑んでからロサリオに呼びかける。

「大した才能です」

「なんですって？」

　ロサリオの眉がつり上がる。

自らの才を否定し、男に依存しているつもりの彼女にとって一番言われたくない言葉だろう。

だが俺はそうは思わない。

「貴女は男に守られる才能がある」

「はあ？」

　ロサリオが本気で馬鹿にした視線を向けて来る。

「頼り、縋ると簡単に言いますが、貴女は陛下に無条件の庇護を受け、自分の為に陛下を動かせる。どんな政才軍才を持つ者にもできないことをしているのです。これを才と呼ばずして何と呼びますか」

　嘘やおべっかではない。

奴隷のようにただ支配されるのではなく、王という強者に自分を守らせている。

今や彼女が王に依存しているのか、王が彼女に依存しているのかわからない状況だ。

　もしレオポルトが最初に俺に会った時、足に縋りつき、顔を擦り付け、お雇い下さいと言ってきたらどうか。間違いなく窓から蹴り出してそれっきりだ。考えるだけで怖気がしてくる。

つまり奴には相手の情に訴え、自分を庇護させる才能はない。

　彼女が王に受け入れられたのは人に縋る才能があったからだ。

陛下の心がおかしかった可能性もあるが、それは運、運もまた才能のうちだ。

「……妙な事を言いますね」

「はは、今の理屈は全てこじつけです」

　俺はずいと身を乗り出す。

「貴女を見た瞬間に思ったのです。この女性を守りたい、支配したい、と」

　これが本音だ。ロサリオからは支配と庇護を誘うオーラがむんむんと出ている。

これこそが彼女の本当の能力なのかもしれない。

「なっ!!」

「やっぱり狙って！」

「もう治療関係ないなぁ。それになんだが顔からインクの臭いがする気がする」

　ノンナが声をあげ、セリアが立ち上がり、ナーティアが珍奇な顔で頬杖をつく。

同時にカシャっと覗き窓が開かれた。

「──目の痛みは定期的に」

「なるほど、なるほど」

　ロサリオは目を閉じて静かに語り、俺はもっともらしく頷く。

「……邪気を感じたのですが」

　レベッカは不審そうに言ってから覗き窓を閉め──二度もフェイントをかけやがった。

どこまで信用してないんだ。

「ふふっ」

　ロサリオが面白そうに笑う。

今日一番の魅力的な表情だ。仮面の下の素顔をようやく見れた気がする。

「おかしな人ですね。それでハードレット様は私の事を知ってどうしようと言うのですか？　先ほども言いました通り、私を排除しようとするのなら容赦はしませんが？」

　そう、これが本題だ。

本当は彼女を治し、王の心のつかえを取るつもりだったのだが、もっと良い方法があった。

「私の治療で目が治った……という演技をして頂きたい」

「はぁ、褒美でも欲しいと？」

　俺は首を振る。褒美が貰えればそれも良いが、今は何より戦争に勝たねばならない。

「貴女は完治した。だから心配なく全力で戦えと陛下に発破をかけて欲しいのです」

「政事に口を出すのは好みません。陛下の不興を買いたくありませんから」

　本当に興味が無さそうな顔をしているがそれでは困る。

とはいえ、ここでの立場はロサリオの方が強い。

先ほどの話からも彼女は俺と同じで頭は切れるはずだ。ならば理屈で語ればわかるだろう。

「今の戦況をご存知ですか？」

「正確には知りませんが、やや不利であるとか」

　俺は真剣な顔でロサリオを睨む。

「正直このままではあとどれだけも持ちません。ゴルドニアは敗北します」

「……」

　ロサリオはそれほど動揺もしなかったが難しそうな顔で顎に指を当てる。

「貴女は陛下から絶対の信頼と寵愛を得ている。だがそれもゴルドニアあっての話でしょう？」

　俺は更に畳みかける。

「南ユーグリアの最高権力者ヴィルヘルミナは女帝、取り入ることはできません」

「ふむ……」

　考え込むロサリオ。

「どこかの時点で講和となったとしても、陛下が権力を失えば貴女はどうなるか」

　ロサリオを好いている有力者は王以外にはゴルドニアに一人もいまい。

国が残っても王が失脚すれば彼女はお終い、最悪は嬲り殺されるだろう。

もちろん本当にそうなったら俺が助けて愛人にするが。

「うむむ……」

　ロサリオは俺の言ったことを天秤にかけて考えているのだろう。

もうひと押しだ。

「それに……そろそろ面倒くさいでしょう？」

「はい？」

　俺は悪戯な顔で微笑む。

「失明した振りのことです。本音を言って下さい。正直そろそろ面倒になってきたのでは？」

　王の庇護を得たいなら方法はいくらでもある。

失明を装えば人前で目は開けないし、何をするにも誰かの補助を受けないといけない。

これは本当は見えている身としては非常に面倒くさいはずだ。

「……わかります？」

　仮病を引っ張り過ぎて治ったと言い出しにくくなるのはままある。

俺もノンナが捻じ込んだ晩餐会が面倒臭くて腹痛になったのだがセリアが懸命に看護してくれるせいで嘘だと言えず、座薬まで入れられてしまった。

「あの時のは嘘だったのですか！」

「ひどいです！」

　セリアとノンナの抗議は置いておこう。

「ふふ、私も同じですわ。最高の妙薬と国一番の名医のどちらかで治ったことにしておけば良かった。おまけに窓も無い檻に入れられてしまいますし」

　ロサリオは俺を見て頷く。

「確かにハードレット様の言う通り、陛下に奮起頂いた方が良さそうです。言う通りに致しましょう。私も今の待遇のままではさすがに辛いですから」

　ちょうど良いタイミングで覗き窓が開き、レベッカが焦れた様子で言う。

「ロサリオ様、そろそろお話は済みましたか？」

「はい。薬師様は最適の薬があると」

「ふえっ？」

　自分の役目は無いと気を抜いていたナーティアは突然のことにびくんと跳ねる。

「……本当に大丈夫なのですか？」

　情報官は不審そうだ。

「もし悪化でもするようなことになればハードレット卿の責任にもなりますよ」

「大丈夫だ。何の心配もない」

　俺はナーティアの薬箱に手を突っ込み、適当に目薬を取り出す。

「これの効能は？　害はないよな？」

「え？　あぁ、つまらないやつだ。どうでも良い効果ですぐ切れる」

　それでいい。そもそも偽治療なのだから毒にも薬にもならない効果のやつが一番だ。

　俺は薄ら開いたロサリオの両目に目薬を落とす。

「あ……」

　ロサリオは顔を押さえてふらふらと頭を揺らす。

そしてゆっくりと瞼を開いていく。

「……みえます……目が……見えます……」

　半開きの目のまま、ロサリオは俺やノンナ、レベッカに触れながら感極まった声を出す。

「名立たる名医や妙薬が駄目だったのに目薬一つで!?」

「と、とにかく陛下をお呼びしないと！」

　情報官がドタバタと走り去っていく。

「大した役者です」

　セリアが俺にだけ聞こえる声でぼそりと言った。

こら、聞こえたらどうする。




「ロサリオ!!」

　そして王は一分とせずに部屋へ走り込んでくる。

恐らく近くの部屋でずっと待機していたのだろう。

「陛下……ご心配をおかけ致しました」

「おお……おお……」

　ロサリオの開かれた両目を見て王は感極まり、体当たりするように抱きしめてキスをする。

俺やノンナがいるのも忘れているようだ。

「そちに光が戻った……再び余をその瞳に納めてくれるのだな」

「ああ陛下、そんなに強く抱かれては潰れてしまいます」

　王は慌てて彼女を解放し、壊れ物に触れるように抱きしめてキスを繰り返す。

ロサリオは机の上に置かれていた編み物を恥ずかしそうに胸に抱く。

「上手くできているつもりだったのに、これでは毛虫……恥ずかしい、見ないで下さいませ」

「ロサリオ……おお、本当に見えておるのだな」

　うーむ、あの編み物も自分で適当に作ったと考えると少し恐ろしい。

「陛下」

　感動のシーンなのだが、王がこのままベッドに雪崩込んでしまいそうな勢いなので声を出して止める。

王は俺に気付き、きまずそうに一つ咳払いをした。

「コホン、ハードレット……良くやってくれた」

　そして王は俺の手を取る。

その表情は見るからに柔らかく、最近の王に宿っていた狂気は見えなかった。

「いえ、私は何も。この者の力です」

　俺は王とロサリオのキスを見てもじもじしているナーティアを前に出す。

「うむ、後で褒美はなんなりと取らせようぞ。珍妙な薬師よ」

　王はナーティアを称えるがまともに見てもいなかった。

もうロサリオのことしか頭に無いのだろう。

　俺もこれ以上邪魔をするつもりはないが最後に一つだけ言わねばならない。

「陛下、ロサリオ様のことで一つだけ注意がございます」

「注意？」

　王の視線がこちらに向く。

苛立ちが半分、恐れが半分だ。

　ナーティアの腰をポンと叩く。

「視力は薬の力で一時的に戻った。でもここのような暗い部屋に居ては目が光りに慣れず、再び潰れてしまうかもしれない。だから定期的に……できれば毎日外に出て陽の光を浴びるのが好ましい」

　ナーティアが打ちあわせ通りそう言うと、王は一瞬厳しい視線を向けたが、すぐにロサリオに視線を移し、困った顔になる。

「陛下が私の身を案じて下さっているのは心から有り難く思っております。でも私は……本当に我が儘なのですが私は……陛下のお顔をこれからも見続けたいと思っております」

　女優もかくやの名演技、これは勝負ありだ。

王がロサリオを檻に閉じ込めることはもうないだろう。

「では私は一旦退出致します」

　俺達はそれだけ言って退出する。

部屋を出た途端、ロサリオの喘ぎが聞こえ始める……即座に始めたようだ。

「ともあれ、これで一安心だ」

　王の心のトゲはとれたし、ロサリオも寝物語に王の奮起を促してくれる手はずだ。

今日のところは一旦家に帰るとしよう。王の情事が終わったら改めて呼び出されることだろう。

「ぷふっ！」

　すれ違った使用人が突然噴いた。

なんなのだろう。




「私、今日嘘しかついていない」

「お前には悪い事をしたな」

　ナーティアには本当に申し訳ない。

大きな薬箱を持ち、やる気満々で来たのに肝心のロサリオが仮病ではどうしようもない。

そして彼女が嫌いな嘘までつかせてしまった。

「嘘も方便ってことで納得してくれ。誰も不幸になってないしな」

「むう」

　不機嫌なのか耳が斜め下に倒れてしまった。

掴みたいが今それをやったら本気で嫌われそうだ。

「ぶっ！　おい見ろよ、ひでぇのがいるぞ」

「なんだありゃ！」

　衛兵が何やら声をあげている。

だが今はナーティアの気持ちが優先だ。

　ここは取りとめの無い話でもしてナーティアの気を紛らわせよう。

彼女が乗って来るのは……やはり薬の話だろう。

「ところでさっきロサリオに射した目薬だがどんな効果があるんだ？　つまらないにも色々あるだろ？」

　狙い通りナーティアが乗ってくる。

「んー本当につまらない効果だ。夜でも物が見えるようになる」

「凄い効果じゃないですか！　夜戦では無敵です！　私も欲しいです」

　セリアがずいと身を乗り出す。

確かに夜目が効くようになるのはすごい。とてもつまらない効果とは言えないはずだ。

　だがナーティアは違うと首を振る。

「夜目が効くようになるんじゃない。夜でも物が見えるようになるんだ」

「違いがわからん」

　ナーティアは指で丸を作って自分の目に当てる。

「あの目薬を差すと目がランタンのように光るんだ。ピカーって。……それで物が見える」

「前言撤回です。くっだらない薬ですね」

　夜戦に両目がランタンの奴が出てきたら目立ちすぎて集中砲火を浴びるだろう。

そもそも夜戦を仕掛ける前にばれるので足手まといだ。

「なんでそんなの作ったんだ？」

「暇な時に遊んでた……一人でピカーって」

「これからはもっと構ってやる。すまんかったな」

　ナーティアの頭を撫で、耳をさすりながら王宮を出る。

　下らない話をしたことでナーティアの機嫌も治ったらしく、俺達はワイワイと騒ぎ、露店で買い食いなどをしながら自宅へ向かう。

「あはは！　見てみて、変な子がいる！」

「こ、これは酷いわ……ぷくく……」

「ままー面白いかおー」「しっ！　気の毒な人なの！」

「あの顔で外を歩けるなんて勇敢なのか真正のバカなのか」

　何か忘れているような気がするな。




　その後、ドロテアと子供達の冷たい指摘で落書きに気付いたナーティアは烈火のごとく怒り狂い、セリアと風呂に入っていた俺に特濃の下剤を注入したのだった。

次回は戦闘はいります。










第３９４話　中央平原統一戦争⑲　王の目覚め







　──翌日　玉座の間

「やれハードレット」

「は」

　王の合図で俺はロサリオ用の移動個室──という名の移動牢獄の壁に手をかける。

「ふん！」

　腕に力を込め、足を踏みしめて壁を押し込むと、金属製の壁は耳障りな音を立てながら僅かずつ曲がっていき、限界を超えた所で派手な音と共に内側に倒れる。

　同時に周りから驚きの声が漏れる。

「鉄壁とは素手で壊せるものなのか？」

「人には無理でしょう。ハードレット卿だからこそできること」

「後はこいつを……」

　次に太い金属製の柱を掴み、今度は思い切り引く。

床にぴったりとはめ込まれた柱はちょっとやそっとではびくともしない。

だが王や他の奴らの視線を背中に感じるし、ここで止めてしまうのは格好がつかない。

　更にレベッカや王宮の女使用人もいる。

ここで強い男を見せればモノにできる可能性が高まるだろう。

「ぬぅん！」

　気合いを入れ直して更に力を込めると柱が中心で破断し、柱や壁と同じく金属製の天井が自重に耐えきれず崩れ始める。

　天井、壁、床、柱、全てが金属製の個室は木や石とは全く違う、玉座の間にはまったく似合わない耳障りな轟音を立てて崩壊していった。

　ロサリオの移動部屋は瞬く間に潰れて廃材の山となる。

中に置かれていた家具も寝具も全てまとめて潰れてしまう。少しもったいないな。

　ちらりと背後の様子を伺う。

大臣達はざわめき、エイリヒは苦笑しているが非常に上機嫌でケネスは表面上だけの笑顔で拍手していた。

　そもそも俺が見たいのはこいつらではなく、レベッカや女情報官、使用人の反応だ。

「うわぁ……」

　レベッカの反応はまるで新種の魔物を見た時のようだった。

腕力と筋力で彼女を虜にするのは難しいらしい。

「なんて腕力なの。太い腕……モリモリの筋肉……素敵……」

　使用人の一人が熱に浮いた目で見ているな。

彼女は絶対にいける。顔をしっかり覚えて誘いをかけよう。

　轟音とざわめきが収まると王がすっくと立ち上がり言う。

「皆、聞け」

　怒鳴ってはいない。

むしろ玉座の間全体に語るには小さすぎるかと思える音量だ。

　だが不思議とその声には迫力と威厳を感じた。

他の者達も同じだったのか全員がヒソヒソ話も身じろぎすらせず王を注視する。

「今ハードレットが破壊した物は……余の弱さだ」

　誰も口を開かない。

俺は大したものを壊してしまったようだ。

まったくの無音となった部屋、耳鳴りが聞こえるような気さえする。

　王はあえて十秒ほどの静寂を保った後、手をさっと上げてある大臣に向ける。

彼は確か内務系のナントカとか言う大臣だったはずだ。

「王領全ての町村に総動員を下令する。一部職人を除く成年男子全てを徴兵、女子も雑務に必要なだけの数を徴用せよ」

「そ、それは──!?」

　大臣は短く声をあげる。

　続いて王は大領主らしき男に手を向ける。

「此度の反乱まがいの行動について」

「そ、それは軍務総監の──」

　男は反論しようとしたが、王が無言のまま睨み続けると尻すぼみに沈黙する。

「此度の行動について、余はその罪科を永久に判断せぬ。法に照らすこともせぬ」

　どよめきが漏れる。無理も無い、これは事実上の無罪放免だ。

「故にこの反乱まがいの行動はなかったものとする。何やら軍務総監のやりように不満があったようだが、以降はエイリヒの命は余の命と思い、禍根なく敵と当たれ。よいか？」

　王が領主達とエイリヒを睨む。

「御意に」

　エイリヒが王に対して膝を折り、領主達に向き直る。

「ぎ、御意に……」

　領主達は困惑しているが、王の迫力に押されて膝を折った。

「これで王国内の禍根は消えたな。では領主所領に対しても先ほど余が示した通りの総動員を命じる」

　げっと声が聞こえた気がしたが、王は止まらない。

「かかる苦境において兵を出し渋るのはそれこそ裏切りに等しい行為。まさかそのような不忠者はおるまいな？」

　誰も言葉を発せないが、さすがに内心承諾はしていまい。

新しい反乱の芽に水をやっているように思うが。

　だが俺が心配するまでもなく、王は領主達に向けて不敵に笑った。

「王に忠するは領主の義務──されど忠誠に褒するもまた王の義務。余はこの戦争で南ユーグリアから奪う領地を一分たりとも王領とせず、全て戦功あったものに分け与える所存である」

　おおっと声が漏れる。

南ユーグリアは文字通り中央平原の南半分を占めている。

これらが全て分配されるとなれば凄まじい。

　もっとも勝てればだが。

「諸君らがゴルドニアの不利を感じておるのは知っている。心の中で裏切りの算段を立てている者もおることだろう」

「そんな──」

　王は領主達を手で制して続ける。

「昨日までの余であったならば、あるいはそれも一つの道だったかもしれぬ。だが今は違う」

　王はカッと見開いた目で全員を見回す。

「余には十分な勝算がある。疑う者は昔の地図を引っ張り出し、今のゴルドニアと見比べよ。余を見限ることが分の悪い賭けだとわかるであろうよ」

　王はニヤリと笑って話を締める。

ゴルドニア王国を中央平原北半分を支配する大国にしたのは王だ。それは疑う余地のないことだ。

「ご覧になりますか？」

　隣のセリアが胸元から地図を取り出す。

いつも持ち歩いているのか。地図に興味はないが見ておこう、セリアの胸の温もりが残っているからな。

　領主達は口々に『そんな不忠者はいない』『戦果を約束する』などと言いながら騒いでいる。

彼らの顔に浮かぶのは疑いや不満ではなく畏怖だった。

　正直に言って南ユーグリアへの内通や投降を考えていた領主は居ただろう。

開戦から地図の上では負け続けているのだから無理もない。

だが今の王の姿を見て吹き飛んだのではないだろうか。

　王は声をあげる領主達の表情をじっと観察して満足げに頷き、エイリヒに腕を向ける。

「軍務総監、裏切り者は居なくなった。故に国内の監視は不要、全ての兵を前線に向けよ。足りぬ分は徴用兵の数で補え。必要なもの全てを余に伝えよ。いかに馬鹿げた要求でも余計な遠慮は無用だ」

「承りました」

　エイリヒは膝をつき、深々と床につくほど頭を下げる。

表情はほとんど見えないが、安堵と満足、そして高揚の雰囲気が伝わってくる。

　最後に王はケネスに腕を向ける。

「そちは直ちにオルガ連邦に向かい援軍を寄越すよう直談判せよ」

「しかるにオルガ連邦は先の戦争の傷がございます。そう簡単に援軍は──」

　王は口調を変えずにケネスに言葉を被せる。

「そこを成すのがそちの役目だ。やれ」

「……承知致しました」

　有無を言わさぬ命令は強引ではあるが、同時に心強さも感じる。

　こういう場面で王に『できそうにない？　どうすればよいだろう』などと言われるのが一番困るのだ。

問答無用でやれと言われればやるしかないのだから分かり易い。

できなければ逃走する選択肢もあるしな。

「援軍、軍船、物資、我が国に有利となる全ての物を調達せよ」

「全力を尽くします」

　ケネスも厳しい顔をしているが、困惑は感じなかった。

「エイギル様の命令も分かり易いです。こんな場面では多分……」

　セリアが俺を持ち上げてくれる。

多分俺なら『なんとかして来い』だろう。

　ケネスが退室すると王は立ち上がり、初めて声をあげて怒鳴る。

「王国全ての民に知らせよ！　これよりゴルドニアは全ての力を持って敵と戦い、勝利する。貴族、市民、農民、全ての力を持って勝利する！　腑抜けておった余はもうおらぬ。南ユーグリアを追い返すのではない。叩きだし、追いかけ、飲み込んでくれよう！」

　続いて全員が声をあげる。どうやら一安心だ。

　ロサリオに目をやると、小さくウインクし、悪戯にぴこぴこ指を振る。

本性を知らない人間なら驚くだろう随分なお茶目な仕草だ。

　だが彼女の目の下には盛大なクマができており、顔全体に疲労の色が見える。

昨夜は徹夜で王に攻められたのだろうな。そしてベッドの中で説得して王を立ち直らせた訳だ。

「えっ？」

　突然レベッカが奇妙な声を出して俺を振り返る。

一瞬にしてロサリオが無表情に戻り、俺も知らないふりをする。

「……」

　王の気勢に皆が応える中、レベッカだけが音を立てずにすり足で近付いて来る。

もったいないがここはあくまでシカトだ。絶対に視線を向けてはならないのだ。

「あやしい」

　怪しくないぞ。




　公式な話が終わった後、王とロサリオの前に俺達とレベッカだけが残された。

「さて、そちにも色々と手間をかけたな」

「いえ、力強い王が戻られて安心しております。強き王の下に集うことこそ臣下の誉」

　王の笑顔に影や卑屈さはまったくない。

ゴルドニア王となった時のままだ。

「呆けておった時の出来事も聞き直したが、そちの活躍がなければ戦線は崩壊していたやもしれん」

「軍務総監の力にございます。私にできるのはせいぜい敵兵に武を示し、恐怖を与えることぐらい」

　目を閉じ、思い出しながら言うと王は嫌みな笑みを浮かべ始める。

「アレスもよく味方に引き込めた。勝手にやったところに越権の疑いが無いでもないが」

「国家存亡の危機を前に勝手な真似を致しました。独断専行の責を覆す戦功を持って忠義を示すこと誓います故、どうかご容赦を」

　王はついに笑い出し、肘をついて言った。

「まあ終わった話よ。結果我が国の利となったのだから不問とする。故に必死に覚えて来たであろう台本の台詞は忘れて良いぞ」

「ばれていましたか」

　いよいよ王の目は澄んで来たらしい。

　アレスを勝手に引き入れた件は絶対に糺されるとレベッカから知らされていた。

だからなんとか言い逃れる為にセリアが台本を作り、昨夜必死に練習したのだ。

　ちなみにセリアが王の役をやったのだが、どうしても俺に遠慮して練習にならなかった。

最後は無理して偉ぶろうと、どんどん踏ん反り返り、椅子ごと後ろにひっくり返って頭を打ってしまった。

「お前を残したのは糾弾の為ではない。余のロサリオを救ってくれたのだから多少のことは目を瞑ろう」

　笑いながら言った王の目が一瞬にして冷たくなる。

「あの反乱領主共と違ってな。一度反した者は何度でも反する。勝利した後は手早く一掃してやる」

　そして笑顔に戻るが声だけは冷たいまま続ける。

「余が呆けておった間のことは良い。だがこの先は全てのことを余の耳に入れよ。良いな？」

「は」

　どうやら本格的に元に戻ったようだ。

闇雲に疑い、恐れるのではなく、しっかりと利益を計算して動いている。

容赦がないのは最初からそうだからな。

「ここまでにしておこう。脅すためではなく、褒美を与える為に残したのだからな。薬師を前に」

「ふえ」

　視線を向けられた先でナーティアが気の抜けた声を出す。

　ナーティアも呼ばれて一緒に居たのだ。

政治の話に興味の無いナーティアはずっとぼーっとしていたようだ。

「余のロサリオを治してくれたのだ。可能な限りの褒美を取らそう」

「ふに」

　ナーティアが困ったように俺を見る。

ロサリオの目は狂言だったのだから褒美を貰うのはおかしいと考えているのだ。

　だがその困惑を遠慮と取ったのか、王は指を鳴らして合図する。

「可能な限りと言ったが、今は戦時故地位や領地を与える訳にはいかぬ。安直ではあるが金をとらせよう」

　まるで土嚢のような大きさの袋が目の前に置かれる。

これに金貨が詰まっているのか。

「まだまだ戦費もかかるでしょうから、気を使わずとも」

「余にとってロサリオは唯一無二の女。褒美を出さぬのは余の自尊心が許さぬ」

　そこまで言うなら貰っておこう。

下手な問答から嘘がばれないとも限らない。

「お金持ちになった」

　ナーティアは俺の顔を見ながら耳を揺らしている。

しかしながらその揺れ方は夕食に好物が出た時と同じぐらいだ。

元々彼女は金銭欲が強くないからな。

もしこれがノンナだったら耳で羽ばたいて部屋中を飛び回っているだろう。

「重ねて御礼申し上げます」

　ロサリオが笑みを浮かべながら俺達の前にやってくる。

「大丈夫か？　足元に気をつけよ」

　すると王も玉座からあっさり立ち上がり追いかけてきた。

ロサリオが大事なのがはっきりわかるな。

　ロサリオはナーティアの手を取る。

「……嘘は嫌いだ。これじゃ詐欺師だ」

「まあそう言わず。贅沢して下さいな」

　ロサリオはボソボソと言葉を交わした後、ナーティアの耳を撫でさすってから手を離した。

「ハードレット様にも重ねて御礼を──」

「よくやってくれた」

　俺の手を取ろうとしたロサリオだが、その前に王が割り込んで俺の手を取った。

露骨なガードだ。ロサリオが王に見えない所で笑っている。

　ロサリオと握手できなかったのは惜しいが、彼女に気があると思われればそれこそ問答無用で処刑されてしまうだろう。

　だからセリアは俺の腰を後ろから掴む必要はないぞ。

　さてこれで全てが終わった。

エイリヒと話をしてラーフェンに戻ろうかな。

　その時、情報官が王に近寄る。

「陛下、至急お耳に入れたいことが……」

　王以外には聞かせたくない情報なのだろう、近くにいる俺を見て躊躇したので、王は一旦俺から離れて背を向ける。

　その瞬間だった。

「……」

　穏やかな顔で微笑んでいたロサリオがさっと周囲に目をやる。

誰もこちらを見ていない。

「あら」

　すると彼女はコツンと躓く振りをして近寄り……。

「ん」

　ロサリオと俺の唇が一瞬だけ重なった。

「ロサリオ如何した？」

　王がひょいとこちらに目を向けると、ロサリオは何事も無かったかのように体を離す。

「少し躓いただけにございます。ハードレット様、申し訳ありませんでした」

「病み上がりなのですから御自愛下さい」

　ロサリオはしずしずと頭を下げ、俺にだけ見えるように舌をぴっと出して言った。

「貴方も私を守って下さいね。そうすればいずれ私を支配できるかも。それから……」

　ロサリオは王の視線が再び逸れたのを見てナーティアの手を掴む。

「痛っ！」

「よくも妙な薬を使ってくれましたね。陛下に抱かれながら布団で眼を隠すはめになりましたよ」

　手を抓られているようだ。

まあこの程度なら良いだろう。

「ロサリオそろそろ……」

「はい陛下。では皆様、今後もどうか陛下の為に──」

　再びしおらしくなったロサリオが消え入りそうな小さく丁寧な口調で言う。

うーむ、悪い女だ。




　王都の屋敷に戻ると今回は呼ばれなかったノンナがなんと玄関に座っていた。

「風の噂にナーティアさんが褒美を貰うと聞いたのですけれど」

「お金が絡むと耳が早いです！」

　ノンナとセリアが言い合う中、俺は大通りの方に目をやっていた。

頭の中に嫌な警鐘が響き始める。

「馬蹄の音か。王都内を馬で疾走など正気じゃない。良い報告のはずがないだろうな」

　予想は裏切られることなく、馬は通行人を飛び退かせ悪態を吐かれながら俺の屋敷に向かって来る。

見覚えのある男はラーフェン衛兵の一人だ。

「何があった？」

　俺は騎乗の男が口を開く前に聞く。

「南ユーグリアがラーフェンを急襲しました！　至急御戻り下さい！」

「私軍が撃破されたのか？」

　レオポルトに任せている私軍が領内に展開している。

敵が大軍で来て対処できなくなった可能性もあるが、それでも事前に連絡ぐらいあるだろう。

いきなりラーフェンだけが襲われるのはあり得ない。

「私軍は今だ健在ですが、突如東から敵が……」

「もういい。ここで話をしていても無意味だ。すぐに戻る」

　既に俺の後ろにはシュバルツが来ている。

奴もラーフェンには自分の牝と女を残しているから焦っているのだろう。

「私達は……どうしたらよいのでしょう？」

「セリア以外はここにいろ。戦場になっているかもしれん」

　冷静に言いながらも心が焦る。

ラーフェンには俺の女達がいるのだ。まさかレオポルトの奴が完全に抜かれたとは思わないが……。

「エイリヒにはお前から伝えておいてくれ。事は至急だ、奴もわかってくれる」

　だが事態は思わぬ方向に動いていく。

なんとエイリヒ本人が俺の屋敷に向かって自ら馬に乗ってやってきたのだ。

　できすぎた偶然だがちょうどいい。

「緊急事態が起きました。俺は至急──」

　なるだけ冷静に話そうとする俺にエイリヒが言葉を被せる。

「緊急事態だ。マグラードが陥落したと連絡が入った。至急軍議を行う」

　そこで再び馬が駆け寄ってくる。

「リントブルムが敵に急襲されました！　あり得ないことですが敵は南の荒野を通って……」

「こんな同時に……ど、どうすれば……」

　セリアが慌てふためく中、俺は歯を食いしばって考える。

　リントブルムへ向かう唯一の街道はラーフェンから続いている。

街道沿い以外は民家一軒、水一滴も無く、危険な獣が闊歩する不毛の大地で行軍などできない。

ラーフェンが陥落したならともかく、同時に襲撃など不可能なはずだ。

「エイギル様ぁ……」

　ノンナも情けない声を出す。

ナーティアも金貨の袋を玄関にほっぽって黙りこんでいる。

　名案は思いつかなかった。








第３９５話　中央平原統一戦⑳　魔都ラーフェン　前編

敵司令官　パトリシアの名字を変更しました。









南ユーグリア軍　東部軍司令部

総司令官パトリシア＝ラーレイ

「正面部隊、依然ハードレット辺境伯軍と交戦中。戦況はやや不利です」

「押し戻されても構わん。可能な限り損害を抑えつつ、戦闘を長引かせることに注力せよ」

　パトリシアは滑らかな桃色の唇を舐めて言う。

「かかったな」

「お見事です」

「作戦は順調に推移しております」

　参謀達が賞賛の声をあげる。

　彼女が率いるのは先の戦いを生き残った三万と増援の東部第二軍団四万を合わせた七万。

但し東部第二軍団の四万は小国モルト攻略の為に臨時に集められた二線級部隊であり、装備も練度も劣っていた。

「しかしながら恐ろしいのはハードレットの軍ですな。第二軍団が主力とはいえ、五万の正面部隊がまったく歯が立ちません」

「数がものを言うであろう開けた場所に陣を張った時には正面から撃ち破れるかとも思いましたが」

「一つ一つは貧弱に見える防御陣地が重なり合うことで実に厄介、用兵も見事かつ兵の練度も高く……中央軍が戦い撃破した諸侯軍とは雲泥の差。王国の最精鋭部隊と言われても信じたでしょう」

　参謀達は言ってから敵を褒めすぎたかと気まずそうな顔でパトリシアの顔色を伺う。

だが彼女もまた小さく頷いて同意する。

「うむ、私も前任のダボル将軍より手強いと聞かされてはいたがこれほどとは思わなかった。戦場に出ては悪魔のごとく、一軍を率いては狡猾な蛇のごとくか……陽動にかかったのは前任ダボル将軍が正道に徹し、馬鹿正直に攻め続けてくれたお陰かもしれぬな」

　パトリシアはニヤリと笑う。

「だがそれも最早無意味だ」

　パトリシアは立ち上がり、ゴルドニア東部一帯の地図──その中心に描かれたラーフェンと東の果てに描かれたリントブルムに駒を置く。

「ハードレット領の中核都市ラーフェンが落ちれば決着はつく。武勇に優れる相手と馬鹿正直に真正面からチャンバラやる必要などないのだ」

　南ユーグリア軍が苦戦を続ける正面の戦いは全て陽動だった。

本命は東から大きく迂回してラーフェンに迫る練度の高い精鋭部隊だ。

「奴らは全ての兵を正面に持って来ているからな。ラーフェンの防備は手薄だ」

「は、間諜からの情報では市内にいるのは千に満たぬ衛兵のみ、ごく一部重武装の部隊もいるようですが、二百程度で問題になりません」

「街壁も厚さ、高さともに中小都市のそれです。街壁の周りに木を植えておるなど防御意識も低く、本格的に攻撃すれば問題無く破れるでしょう」

「現在街を預かる最高者は内務担当の文官とのこと。まともな指揮はできぬでしょう」

「空をトカゲが飛んでいた。用水路から手が出ている。植木が夜な夜な動くなど意味不明な報告は無視致しました」

　パトリシアは満足げに頷く。

「後はここ……リントブルムか。よくもまあ不毛の地に町を作ったものだ」

「鉱山に併設された鍛冶屋の群れ……剣鎧から矢、大砲までを生産する一大生産拠点か。まさかこのような辺鄙な場所にあるとは」

「奴らが何十門も大砲を使って来るわけです。ゴルドニアの正規軍より潤沢な兵装と兵も噂しております」

「ここを抑えれば奴らの補給は断たれます。叩かぬ手はないでしょう」

　パトリシアは再び頷いた。

「敵もまさか我々が山の民の領域を通って迂回できるとは思わなかったでしょうな」

「そしてラーフェンの内情が全て筒抜けとも……」

　女司令官はククと鼻で笑う。

「悪魔といえど全ての者に忠誠を誓わせることはできないと言うことだ。なあ御両名？」

　参謀達も可能な限り無表情で、かつ侮蔑と嘲笑の雰囲気を隠さずに視線を送る。

「俺は一族の未来を憂いただけだ。無駄口を叩くつもりは無い」

「どうしよう……私……私こんなつもりじゃ……」

　視線の先には憮然とした顔の背の低い男と、青い顔をしてがたがた震えるメイドの姿があった。







同時刻　ラーフェン近傍　南ユーグリア軍

「街壁沿いに敵兵無し。防御設備は少数の櫓のみ、事前情報通りです」

「東から計画通り陽動の小規模攻撃を仕掛けた後、地形的に脆弱な南側より本格的に仕掛けます」

　南ユーグリア軍、ラーフェン攻略隊はあまりにもスムーズに行動を開始する。

ラーフェンの情報は兵士の数から防御設備まで全てが筒抜けになっていた。

攻略隊は想定していた通りに攻撃に移ることができたのだ。

「東門より敵の反撃です。大弩と小口径の大砲が数門の模様！」

「良い兆候だ」

　攻略隊の司令官はほくそ笑む。

反撃があるのは移動に手間のかかる大弩と大砲が東門近くに据えられている証明。

つまり本来の攻撃目標たる南はがら空きだと言うことだ。

「情報ではラーフェンで指揮を取っているのは悪魔ではなく文官らしいが、どうやら本当のようだ」

「姿を見せてから攻撃まであえて数時間の猶予を与えて東の防御を固めさせる。思い通りに動きましたな」

「我々の諜報網は敵を完全に凌駕していますね」

「ははは、情報が筒抜けな上に、こちらは一万五千で敵は二千そこそこ、おまけに司令官が役人ときては負けようがない。さっさと落としてしまうぞ」

　南ユーグリア軍は東門に迫るふりをしてから急転回して南に向かう。

城内の守備隊が慌てる声が聞こえるが、大弩を南に据え直す時間はもう無い。

「ははは見ろ。街壁の向こうから木が覗いているぞ」

「内側に木を植えるとは……呆れ果てる馬鹿さ加減だな」

「総員梯子をかけて登れ。てっぺんまで行けば木を足がかりに街に入り放題だぞ」

　南ユーグリアの指揮官は笑い、兵達もこれは勝てるぞと確認しながら南街壁に突撃していく。

「迎撃しろ！　撃て撃てー！」

　街壁からは数十程度の衛兵が櫓上からクロスボウを射掛けてくるが、焼け石に水で南ユーグリア兵の勢いは寸分も削がれてない。

逆に援護の弓隊が櫓に向けて集中攻撃を開始すると衛兵はたちまち倒れるか、転がり落ちてしまう。

「よし取り付いたぞ！」

「こちらもだ」

　それほど高くないラーフェンの街壁は歩兵が持ち運べる梯子をかければ十分に越えられる。

百以上の梯子が街壁にかけられ、次々と兵士が登っていく。

　あまりにも簡単にラーフェンの命運は尽きたかに思われた。

「俺が一番乗──」

「なんの俺も──」

「はへ？」

　兵が梯子を登りきり、街壁を乗り越えたその瞬間。

パンと軽い音と共に彼らの頭が弾け飛んだ。

　威勢よく登っていった兵士達が頭部を無くし、無言でずるずると梯子を滑り落ちて来る。

「何が……起きたのだ？」

　指揮官にも何が起きたのかわからない。

「怯むな！　一基、二基の大弩でもあったのだろう。一気に登って押し切ってしまえ！」

　砲声がしなかったことから、大弩だと判断した指揮官が発破をかけ、兵達は再び鬨の声をあげて梯子を登っていく。

「当たれば運が無かっただけのこと！」

「仲間が仇を打ってくれる」

「行くぞ──!!」

　一気に梯子を駆け登る兵士が再び街壁を超える。

「「「みぎゃっ！」」」

　彼らは同時に奇声を上げ、放物線を描いて弾き飛ばされた。

どう見ても大矢や砲弾を受けた動きではなかった。

　数秒の沈黙の後、ドサドサと兵士達が落下してくる。

　最初と同じく頭部が無い者、胸から上がボロ雑巾のようになっている者、顔面だけが原型を留めて居ない者。その中で一人だけ、顔を半分潰されながらも息のある者がいた。

「おい、何が起きた！　壁の向こうで何があった!?」

　指揮官が男を抱き起こして問う。

兵士は半分潰れた口をパクパクさせて声を絞り出した。

「木……」

「木？　街壁の向こうに生えている木か!?」

　兵士はかすれゆく声で言った。

「木が……動い……て……化け物……」

　兵士が絶命して脱力する。

　同時に兵士を囲む男達の上に影が落ちる。

全員が不良品の石臼のようなぎこちなさで後ろを振り返る。

「木が……高くなってる？」

「いや違う……高くなってるんじゃない。木が街壁を登っているんだ！　ただの木じゃないぞ！」

「嘘だろ……木が動くなんてこれは悪夢だ！　俺は矢でも受けて昏倒したのか!?」

　木が枝をまるで腕のように使って街壁から次々と身を乗り出してくる。

それは常識では考えられない。幼子が見る悪夢のような光景だった。

　南ユーグリア兵は尻持ちをつき、あるいは転がるように逃げ出し、あるいは呆然と見上げる。

　ラーフェン外周に植えられた木が全てアルラウネであるとはさすがに南ユーグリアの諜報網でもわかるはずがなかった。

　意志を持ち、動き回れる彼女は人を襲うなと命令されていた。その者が街に害を及ぼさない限り。

「うわぁぁぁぁ！　ぐえっ！」

　転がるように逃げる男の背に鋼鉄並の強度を持つツタが突き刺さり、上空高く放り投げられる。

「腰が抜けて立てな……ぎゅっ！」

　尻持ちをついていた男の頭に太い枝が振り下ろされ、男は地面に薄く潰れて広がった。

「これは夢だ。あり得な──」

　呆然とする男の頭上に袋のような蔦が伸び、ばしゃりと液体がかけられる。

途端に男の甲冑が溶け落ち、髪と皮が無くなり、赤い肉と白い骨が剝けるように現れて最後は完全な液体に変わってしまう。

「ぎゃああああ！」

「なんだこれはぁぁぁ!!」

　惨劇はそこら中で起こっていた。

蔦が乱舞し、消化液が飛び、南ユーグリア兵の悲鳴が交差する。




「お、お前達何を見ている。俺達は衛兵隊だろうが、矢を射ろ、石を投げろ、防戦するんだ！」

「お、おう」

「ああ、そうだった、戦争してるんだった」

　衛兵隊の隊長が叫び、あんぐりと口を開けていたラーフェン衛兵がおずおずと攻撃を再開する。

だがほとんどの者が目の前の敵より、動き回る木から視線を外せないでいる。

「木が動いてる……ありえねぇ……」

「こいつら敵味方見分けられるよな？」

　衛兵の困惑を察したのかアルラウネの一体からにゅっと人型が現れ、安心させるように兵達に触れる。

「とりあえず大丈夫みたいだぞ」

「あ、少し可愛い」

　安心した衛兵隊は敵への攻撃に集中する。




　一方の南ユーグリア軍は街壁に取りつくどころではなくなってしまった。

「しっかりしろ。これは悪夢ではない！　奴らは魔物を手なずけて使っただけだ、動揺するな!!」

「おかしいのがいるだけで数自体は圧倒的に少ない！　負けるな撃ち返せ！」

　混乱する前線を救おうと後方から無数の矢が放たれ、街壁周囲に降り注ぐ。

兵力差から衛兵隊はひとたまりもないように思われたが。

「わぁぁぁぁ！　……ってあれ？」

「あ……ありがと」

　落下する矢の多くは目にも止まらぬ速さで動くアルラウネの蔓によって空中で撃ち落とされ、落とし損ねた矢も彼女自身の幹や枝に刺さって止まり、被害はほとんどなかった。

　アルラウネはわさわさと揺れた後、矢を射る者を狙って本格的に街壁の外に出ていこうと蠢き始める。

「こらっ外に出ちゃダメ！　壁の内側で戦いなさい！」

　綺麗な女の声にアルラウネはピクンと反応する。

枝を腕、根元を足のように動かし、今にも街壁を乗り越えようとしていた数体が動きを止めて街壁内に戻っていく。

「そう。私達はここを守らなきゃいけないんだから勝手に出ていっちゃ駄目。わかった？」

　もちろんその動きを南ユーグリア側も見逃さない。

「化け物が指示を聞いた？　奴が魔物を操っているのか!?」

「あの女を狙え！」

　クロスボウ兵が狙いを定める。

粗末な兜を被った女は街壁内を小走り程度の速度で移動している。

　一人の兵士がその異様さに気付いた。

「……おい待て。なんで街壁内の女がこっちから見えるんだ？　高く無い街壁とはいえ４ｍはあるぞ」

「良く見たら櫓に乗ってる訳でもないよな。どういうことだ」

「動きもやたら上下に揺れておかしいぞ」

　その時、女が彼らに視線を向ける。

「よいしょ」

　にゅんと女の胴体が伸び女の上半身全体が街壁の上に現れた。

「むっ狙われてる！」

　そしてクロスボウ兵が自分を狙っている事に気付き、にゅるんと姿勢を低くした。

　兵士達は得物を取り落として呟く。

「……伸びた」

「下半身が蛇だった」

「この街はどうなってるんだ……悪魔の根拠地は本当に魔都なのか」

　撤退のラッパが鳴り響く。







ラーフェン北部　水道橋取水池

「大型の取水口がありました。情報通りです！」

　腰まで水に浸かっていた兵士が嬉しそうに言い、指揮官の男は満足げに頷く。

一面に広がる湿地帯の行軍に苦労していた兵士からも喜びの声が漏れる。

「正面攻撃だけで事は済むだろうが、万全は尽くさねばな。よしんば奴らが思いのほか粘ったとしても、水の手を切ってしまえば長くは持たん」

　ラーフェンの人口は四万、それだけの民が使う水を井戸や市内に降った雨水だけで賄うのが不可能なのは分かりきっていた。故に南ユーグリアはラーフェン攻略に際して水の供給元を徹底的に調べていたのだ。

　当然城側も水の防備は固めているだろうと、千近い兵を率いて来たものの、実際にはまったくの無人だった。

「やはり文官は戦を知らぬな。それとも回せる人手がないのか。いずれにせよ勝敗は見えた」

「では予定通り取水口を破壊します」

　兵士達は大型のハンマーやツルハシを持ち出す。

「敵はいないが深い場所もあるから足元に気をつけろよ。こんなところで溺れ死んだらつまらん。俺なら化けて人魚になってしまう」

「ははは、違いない」

「人魚と言えば上半身は裸体の美女と聞きます。自分は指揮官殿の胸毛など見たくありませんぞ」

　指揮官の冗談に兵士達は笑い、レンガ造りの巨大な取水口を破壊しようとしたその時だった。

　取水口から何かが飛び出し、兵士に掴みかかって水の中に引きずり込んだ。

「なんだ!?」

「おい今のは……うわ！」

　今度は別の男が足をすくわれて倒れ込み、そのまま浮かんでこなくなる。

「な、何かいるぞ！」

「気をつけろ！　周りを……ひっ」

　水面を警戒していた兵士の後方からナニカが飛び出し、首筋にしがみついて水の中に押し倒す。

「な、何がいた!?　伏兵か？」

「ヒレがあったぞ。巨大な魚……？」

「馬鹿言え！　今、目があったぞ、あれは人間だ！」

　言い争う兵士達をあざけるように水面に赤い染みが広がり、かつて戦友だったモノの一部が浮かぶ。

手首、足首、そして首……一旦浮かんだそれらを水の中から伸びた手が再び水の中に引き込む。

　次々と浮かんでは消える人間の残骸に混じり、水中から小さな頭が続々と現れる。

その数一〇程。

「入口壊すの悪い人」

「悪い人は食べていい」

「こいつらはなんだ？」

「子供？　いや、違う！」

　更にポコポコと頭が増え、二〇を超える。

「久しぶりにお肉」

「たくさん食べる」

「えらがついてるぞ！」

「手にもヒレが……」

　南ユーグリア兵を囲むように頭は更に増えていく。

「むしゃむしゃする」

「美味しいそう」

「こいつらまさか人魚……」

「都市の取水池にか？　ありえん」

「来るぞ！　防御体勢を取れ！」

　南ユーグリア兵は混乱しながらも奇襲を受けた時の対応通りに隙間なく集まり、円形の防御陣地を組む。

槍兵が外周に立ち、クロスボウが中心から水面に目を凝らす。

「油断するな……」

「待ち構えるんだ……」

　人魚の群れは彼らの周りをスイスイと泳ぎながら徐々に距離を詰める。

そして水中で一瞬停止した後、跳ねて飛びかかった。

「来た！」

　だが南ユーグリア兵も奇襲でなければそう簡単にはやられない。

飛びかかる一体を盾で殴って弾き飛ばす。

「見え見えなんだよ！」

　別の兵は潜行して足を取ろうとした一体に槍を突き立てる。

人魚は激しく震え、血の跡を残しながらフラフラと逃げていく。

「どわ、助けてくれ！」

「任せろ！」

　人魚に飛びかかられてよろめく兵士に別の兵士がクロスボウを放つ。

ボルトは正確に人魚の脇腹に当たり、人魚は力を失ってドボンと水の中に落ちる。

「ふぅ助かったぜ」

「この戦いが終わったら一杯奢って貰うからな」

　二人の兵士はがっちりと手を取り合う。

他の兵もどうだ見たかと威勢をあげる。

　その様子を見て指揮官が叫んだ。

「人魚とはいえ所詮は畜生だ。飛びかかるか足を取るかしかできない。落ち付いて対処すれば問題無い！」

「おうとも！　油断しなければ大丈夫だ」

「ゆっくりと動いてここから離れるぞ。陣を崩すなよ！」

　兵士達は叫び士気を奮い立たせる。

数匹の攻撃を防いだとはいえ、足場の悪い湿地で人魚と戦うには悪手すぎる。

もちろん池の中などは論外だ。

　早急に人間のフィールド、乾燥した平地に戻る必要があった。

だが彼らの運命はそう甘くはない。




　小さく、それでいて脳に直接届くような悲しい声に兵士全員が振り返る。

「可哀想に……可哀想に……こんなに血を流して……」

　取水口に腰かける人魚が一体……他よりも一際大きな彼女は言うまでもなくミルミだった。

膝の上には槍で突かれ、血を流して震える我が子を抱いている。

「痛い……ママ痛いよ……」

「なんて酷いことを……この子はただお肉を食べようとしただけなのに」

　ミルミは兵士達を睨みつけゆっくりと口を開く。

「お、親玉だ」

「いいから動きを止めるな。早く湿地を抜けるんだ」

　ミルミは悲しげな、それでいて怒りに満ちた叫び声をあげる。

それは大音量でありながら人の耳には聞こえなかった。

だが兵士達は本能的にそれがまずいものだと直感し、陣を乱して足を早める。

「ママが泣いてる」

「悪者が姉妹を傷付けた」

「やっつけないと」

　声に呼ばれたのか、彼らを囲むようにして水面に五〇の頭と百の手が現れる。

「新手だ！　多いぞ！」

「急げ急げ！」

　彼らの後方、側面、そして前方の浅い湿地帯の水面も波立ち、そこら中から細い腕と小さな頭が現れる。

「陣を保──いや、もういい！　走れ、走れ走れ──!!」

　数は既に二百や三百ではない。

一面全てに大小の人魚が密集していた。

　陣形どころか装備まで捨てて走る南ユーグリア兵。

だが人間は泥に足を取られる湿地で走れるようにはできていない。

　それに対して小さな人魚達は膝までほどしか水が無い湿地でも自由に動き回ることができる。

「あぶっ！」「ぎゃっ！」「ひぃぃ!!」

　側面と後方の兵士が次々と引き倒される。

一旦転ぶと何体もの小さな人魚が覆いかぶさり、悲鳴はすぐに消える。

「やっつける」「追い払う」「逃がさない」「食べる」「お肉」「足は私の」「中身も欲しい」

　中心に居る兵士も次々と足を取られて倒れ込んでいく。

傍にいる者も倒れてしまった味方を助ける余裕は無い。

「散り散りになるな！　散ったら全員食われるぞ！　固まって南東に抜けるんだ！」

　悲鳴と断末魔が響く大混乱の中、南ユーグリアの指揮官は必死に部下に指示を出しながら自身も逃げる。

　だが男の前に大きな影が立ちはだかった。

「親玉……」

　ミルミは黙って指揮官を睨み続ける。

　ずっと後ろに居たはずの彼女がもう追いついている。

指揮官は逃げられないことを悟って剣を向けた。

「綺麗な胸だ。ここは引いてやるから触らせてくれないか？」

　言いながら振りかぶった男が最後に見たのは美女の口には不釣り合いなノコギリのような歯だった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（臨戦）メル（退避）ミティ（退避）マリア（退避）カトリーヌ（退避）

ブリュンヒルデ（　）グレーテル（退避）メリッサ（　）クウ（退避）ルウ（退避）

ミレイ（臨戦）ピピ（出陣）ケイシー（疎開）リタ（臨戦）ヨグリ（脚本家）アリス（臨戦）レア（　）マルスリーヌ（退避）娘ステファニー（退避）ブリジット（退避）フェリシー（退避）

ナーティア（お金持ち）ソフィア（愛人）セクリト（落ち込み）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（臨戦）クララ（臨戦）セレスティナ（動揺）モニカ（動揺）アデラ（プロ愛人）

スージィ（参謀Ｂ）ソラナ（参謀Ａ）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（指揮官）ルビー（指揮官）ギド（護衛隊）ポルテ（臨時副官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（防衛司令官）クレア＆ローリィ（緊急事態）リリアーヌ（女優）クロル（臨戦）アルマ（使用人）

虜囚

クリストフ（？？？）

人外

ラミー（木兵部隊指揮官）アルラウネ（交戦中）ミルミ（食事中）

ペット

ポチ（スクランブル）メッサーシュミット（昼寝）シュバルツ（馬）フェルテリス（援軍）

領民 二十二万人

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

正面戦線　二三四五〇名

歩兵一万四千　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵六千　砲兵四五〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両




王都　一万四千名

アレス兵一万四千

ラーフェン防衛隊　一八五〇名＋ａ

護衛隊　一五〇名

治安隊　二〇〇名

衛兵　千名

後送兵　五〇〇名

大弩、大砲若干

アルラウネ二〇〇

人魚　　約九〇〇

ポチ　　　　　一

ハーピー　　六〇




財産　金貨十七万　戦費諸々（三万）

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

遅れに遅れてなんとか昼更新です。

文末の人物紹介と兵力は久しぶりに書いたので矛盾があるかもしれません。

お気づきになられましたら遠慮なく御指摘下さい。










第３９６話　中央平原統一戦争21　魔都ラーフェン 中篇







ラーフェン　領主執務室

「……なんとか凌げましたね」

　防衛の中枢である領主執務室に座ったアドルフは安堵の声を落とす。

彼が座る机には『領主代行』の札が貼られている。

「えっと衛兵隊の損害は軽微……です。治安隊が水道橋からの敵の侵入と毒物の混入が無い事を確認しました。しかしながら敵の……ええと、敵の一部が水に混入しているので半日間断水するとのことです」

「半日ならば市民の生活に支障はありませんね。……一部というのは考えないことにしましょう」

　アドルフに報告を行うのは普段から彼の補佐を行っていたポルテだが、見るからに不慣れでぎこちない。

「ごめんなさい……軍隊のことはまったく知らなくて」

「仕方ないでしょう。そもそも私にだってわかりません。他に誰もいないのでこの椅子に座っているだけですよ。専門の方が上手くやってくれれば助かったのですが……」

　アドルフはソラナとスージィに視線を向ける。

彼女達はリバティースの軍学校をそれぞれ主席と次席で卒業しており、内政官であるアドルフよりもずっと軍事に明るいはずだった。

「貴女その格好は何ですか!?　今は戦争中なのですよ」

「えーそう？　これぐらい普通じゃん」

　ソラナが憤るスージィの格好は厳めしい軍人の印象とは対極だった。

服自体はリバティースの軍服だったが、原形を留め無い程着崩されている。

太ももは下着が見えるギリギリまで露出、胸元も開かれて谷間がしっかり見えていた。

　更に耳には左右それぞれ二つの派手なピアスがつけられ、腕にはめたブレスレッドがジャラジャラと音を立てている。

「あんたこそさっきトイレで吐いてたじゃん。そんな緊張しててちゃんとやれんの？　あ、それとも妊娠？　なーんて相手がいないわよねー」

　スージィはニヤニヤと笑いながら机に腰かける。

赤い下着が見えてしまい、アドルフは気まずそうに目を逸らしポルテが咳払いを繰り返す。

「あ、貴女と言う人はこんな時まで……恥を知りなさいこの淫乱女!!」

「あんたこそ男知りなよ。いい加減アソコに蜘蛛の巣はるわよー」

　アドルフは溜息をついて手帳を捲る。

「結局、レオポルトさんが残した防衛計画が頼りですか。私には応用を利かせる程の能力がありませんから馬鹿みたいに書かれた通りにするしかないですね」

　ポルテも言い争うスージィとソラナを睨んでいたが、何の効果も無いとわかると諦めたようにアドルフの後ろに戻る。

「……奥様方が地下の隠し部屋に入られるとのことです」

「その方がいいでしょう。何しろ私が代行ですからいつ突破されるかもわかりません」

　アドルフは窓の外を望みながら言った。

「まったくレオポルトさんも何を考えているのか。頼みますからこれも策のうちであって下さいよ……ていうか早く戻って来て下さいよ」

　アドルフが縋るような口調で愚痴を漏らした所で窓の外から叫び声が聞こえた。

「アドルフ殿！　義勇兵の準備が完了したぞ！」

　感極まった様子で声をあげるのはソラナやスージィと同じくリバティース亡命組の熱血司令官ジムだった。大きな体を震わせ、立ったまま大粒の涙を零している。彼の後ろに続くのはラーフェンの住民達だ。

「壁外にあった俺の家が焼かれて……絶対に許さん！」

「俺の畑にも馬で乗り込みやがって……ぶち殺してやる！」

　壁外に住む農夫達が憤る。

「ここほど楽に暮らせる場所はそうないぜ。働きゃ飯には困らんし女房子供養って週一で娼婦も抱ける」

「仕事も山ほどあるし怪我すりゃ保障もある。Ｃ＆Ｒ商会の仕事はかなり黒いらしいが……」

　若い人夫達が力こぶを作る。

「あたいら娼婦は他じゃ奴隷みたいな扱いだからねぇ。女に優しいラーフェンがなくなりゃ大変さ」

「娼館主でも無茶がばれりゃたちまち手入れ、無茶する客も牢屋行きで居心地いいしね」

「そら、男共は気張って戦いな！　頑張りゃただ乗りさせてあげるよ！」

　露出の多い格好の娼婦達が色っぽく言う。

「これぞ市民の結束！　民衆の決意、自由の戦士達だ!!」

　感涙するジムと義勇兵の間には少々の温度差があるようだった。

「自由がどうこうって言う気はないけど、ここで逃げたら財産全部失うし」

「碌でなしが上に来る可能性もある訳だし」

「ラーフェンは女優遇で生きやすいし」

　民が顔を見合わせる。

「何よりあの領主様が負けるとは思えねぇ」

「奴らは留守を狙ってきやがったけど、戻ってきたら終わりだよなぁ」

「屋敷に奥方や愛人も残ってるみたいだし、女好きの領主様が見捨てるはずがねぇよ」

　しかしジムはそんな話は耳に入らないようで涙を流しながら敬礼する。

「リバティースもゴルドニアも無い。民主制も王制も無い。街の危機に立ち上がった市民と肩を並べて悪の帝国と戦う──これこそジャスティス！　まさにジャスティス！　軍人の本懐!!」

「うわーなんか燃えてるし。ああいう暑苦しいの嫌だわー。ああいう男はエッチも絶対暑苦しいし。『気持ち良いかー』とか何度も聞いてくんのよ」

「いちいち猥褻な表現に変えないで。カーマック司令──いえ、ジムは正義感が強いのよ」

「ジム？　うわなに、ソラナあんたそういう関係になったの？　なら一発抱かれてみようかな」

「違います！　カーマック──いえジムが仲間としてこれからそう呼べって。私だって司令のそういう態度がちょっと暑苦しいと……ていうかスージィ！　もしそういう関係だったらって何!?　私に彼ができたらまた寝取る気なの!?」

「これが参謀……ですか。はぁ」







　──同時刻、廊下。

「ほら、急ぎなさい。こら、お鍋を持って行っても地下では火なんて焚けないわよ。持って行くのは最小限、食べ物はお菓子で十分よまったく……まあノンナの奴がいなくて良かったかも。あの子がいたらテーブルだ、ティーセットだ、ソファーだって大変なことになってたわよ」

　ラーフェンへの攻撃は唐突であったのでカーラやメルなど側室一同や愛妾の女性達は脱出できなかった。

そしてレオポルトが残した計画では、地下隠し部屋に避難せよと書かれていた。

もちろん側室だけではなく、別館に囲われている女性も全員対象となる。

「戦える娘はあたしと一緒に来なさい。経験のない娘は地下室に隠れて、最悪街が落ちてもあそこなら見つからないわ。エイギルが戻って来て敵を蹴散らすまで頑張るの」

　カーラの指示の下、女性達はわいのわいのと騒ぎながら身近な物だけを持って地下室に向かう。

当然のことながら戦える者はほとんどいない。

　残るのは剣を持つミレイ、そして気まずそうに下を向くアリス、駄犬メッサーシュミットをぶら下げたピピだけ──のはずだった。

「あんたら何してんのよ」

　残った者の中にリタとアデラの姿を見つけたカーラが言う。

彼女達はどう考えても戦えるようには見えなかった。

「私はメイド長です。何があろうとも屋敷の管理を放棄する訳にはいきません」

　リタは普段通りのメイド服のままでにこやかに笑う。

「……アデラは？」

「私はハードレット様の愛人ですからね～。できることをしないと……よっと」

　アデラが取り出したのはノンナのドレスだった。

絹製のそれは見るからに上物とわかる。

「もし敵が来た時に女が誰もいないと隅々まで探すでしょう？　これを着てリビングに居れば私を奥方と勘違いするかも」

　アデラは豪快に服を脱ぎ捨てて全裸になり、ノンナの服を着始める。

「でもあんたそれだと……」

「ま、殺されるかもしれないけど、そうなったら敵もそれ以上探さないし。うわ何これ、胸がスカスカ……座布団でも詰められそう」

　アデラは胸を調整しつつ、にこっと笑うのだった。

　カーラが真剣な顔でアデラを抱き締めた時、カトリーヌが血相を変えて飛び出した。

「カーラさん大変！　メリッサがいないの！」

「メリッサが？　そういえば見なかったけど……」

　続いてマリアが叫ぶ。

「メリッサさん外に出たって!!　最初の襲撃の時に街に入り損ねた孤児達を追って！　どうしよう!?」

　全員の顔から血が引いていく。

「どうするって……もう外には敵が」

「確かめようがない……」




　──数時間後。

　体勢を立て直した南ユーグリア兵の攻撃が再び始まる。

　今回は更に激しい戦いになるということで領主代理のアドルフと事実上の指揮を執るジム。

そして参謀役としてソラナとスージィも前線に出ていた。

「敵が南門より接近して来ます！　軽歩兵が先頭です！」

　見張りの報告にジムは首を捻る。

「先ほど手ひどく追い払われて、なお南から来るのか……？　陽動かもしれない。義勇兵はいつでも移動できるように備えてくれ」

　既にアルラウネは敵からも見えているはずだった。

「みんな準備ー！」

　ラミーの掛け声でアルラウネの集団が蔦を持ち上げ、消化液の触手を伸ばす。

「ゆっくりだ……ゆっくりいけよ」

　敵歩兵は盾を構えたまま前身し、街壁に近付くにつれて速度を落して行く。

「やっちゃえ！」

　ラミーの掛け声と共にアルラウネが一斉に触手を伸ばし、水音と共に消化液が飛ぶ。

「ぎゃああ!!」

「た、盾がぁぁぁぁ！」

「下がれぇ」

　蔦に盾を打たれた敵兵は吹き飛び地面を転がる。

兜を捉えられた敵は、中で頭が割れたのか濁った血を流しながら痙攣する。

　更に浴びせかけられた消化液はたちまち鉄の盾と鎧をボロボロにしていく。

防具を失っただけの者は幸運だったが大量の消化液を浴びた者の中には上半身の骨を剥き出しにしながら絶叫し、白い煙を上げながら倒れ伏す。

　だが斃れた兵の数は先ほどの攻撃よりは明らかに少ない。

攻撃を受けた地点から僅かに後退した敵兵は攻撃することなく、盾を構えて動かない。

アルラウネは蔦を振るい、消化液を撒き散らすが、南ユーグリア兵はその射程外ギリギリの場所に陣取ったのだ。

「敵は何をしているのですか？」

　アドルフは不安げにジムに聞く。

彼自身、軍務については無知であることを自覚している。

「最初から射程を見切る為の攻撃だったようですな。次の作戦があるのでしょう」

　ジムが難しい顔で唸る。

「あー、こいつら木だし作戦とかわかんなさそうだもんねー」

「所詮は魔物。あえて敵を欺く、というのは無理でしょうね」

　アルラウネは知能の高い魔物ではなく、敵が来れば攻撃するだけで細かい指示を出せる訳ではない。

「義勇兵を出撃させて叩いては？」

　ソラナの進言にジムは首を振る。

「待ち構えている敵に当たっては損害が大きくなりすぎる。それから彼らのことは自由の闘士と呼ぶのだ」

「元は市民、なるだけ犠牲は少なくしたいですね。そもそも私達は援軍が来るまでラーフェンを守り抜けば良いのですから強引に仕掛けない方が良いのではないでしょうか」

　アドルフにまで否定されてしょぼんとなったソラナをスージィがつつきながら言う。

「でも大砲出て来ないのって妙じゃない？　並べて撃たれたらこの壁じゃひとたまりもないっぽいのに。どこに持ってってるんだろ」

「うむ……犠牲を出してまで間合いを図ったのは睨み合う為ではないはず──あれはなんだ!?」

　ジムが指を差す先から背の高い何かが現れる。

　それは分厚い板で組み上げられ、防火用にどす黒い樹脂と炭が塗られていた。

高さはラーフェンの街壁よりも僅かに高く、上部に兵が乗り大弩がおかれ、矢避けの屋根に守られている。

下部には木製の車輪が六つついており兵士に押されてゆっくりと進んでくる。

「攻城櫓……あんなものまで……１，２……一〇以上あるぞ」

「最初の戦いの最中に組み上げたのか」

　ガラガラと車輪の音を響かせて攻城櫓はラーフェンに接近し、アルラウネの攻撃が届かないギリギリの場所で停止する。

「来るぞ！　頭を下げろ！」

　見張りの叫びと同時に風切り音が鳴る。

大弩がうなり、角度のついた大矢が街壁を飛び越えて飛来する。

「危ない!!」

　巨大な矢は衛兵が詰める見張り台を兵士ごと粉砕し、味方陣地に血飛沫が降り注ぐ。

「撃ち落として！」

　ラミーの指示でアルラウネは大矢を迎撃するが、普通の矢とは比べ物にならない衝撃を受け止めきれない。完全に弾き飛ばすことはできず、大矢は進路をずらすものの、味方陣地に落ちて被害が出る。

アルラウネの蔦も次々と千切れ飛び、止むなく枝や胴体で防いで木片が飛び散る。

「さすがに大矢を受け止め続けるのは難しいか」

「こちらも反撃しましょう！」

　味方からも攻城櫓に向けて矢が放たれ、数少ない大弩も使われるが、櫓の上部には鉄板が打ちつけられており、ほとんど効果を発揮しなかった。

「敵歩兵が前進！」

「いかん、兵を下げろ！」

　なんとか櫓に当てようと壁に接近していた義勇兵の頭上に敵から大量の矢が降り注ぐ。

ジムの指示で義勇兵が後退したため、大きな損害はでなかったが、それでも数十名が針鼠のようになって絶命する。

　大矢を防ぐことにかかりきりになっていたアルラウネが慌てて敵を狙うが、既に敵は射程外へと下がってしまいどうすることもできない。

「ううむ……」

「まずいですね……」

　ジムが唸り、アドルフも困った顔をする。

連携と戦術において攻め手が勝るのは明らかだった。

「損害は軽微ですが、こうも一方的では義勇兵の士気がもちません。限定的でも攻撃に転じないと！」

「でも相手はあきらかこっちが出てくるの待ってるっしょ？　出るのは駄目じゃない？」

　そしてしびれを切らせたラミーが動く。

「なら私達が外に出るわ。あの櫓を壊せばいいんでしょ」

　アルラウネが一斉に動く。

壁を乗り越え、こちらから距離を詰めて櫓に攻撃を仕掛けようと試みたのだ。

　枝を腕のように、根を足のように使ってのそのそと壁を乗り越えるアルラウネの大群に南ユーグリア兵から動揺の声が漏れる。

「出て来たぞ！　凄まじい光景だな……」

「正に悪魔の城だ……だが人の英知は魔物になど負けん」

　アルラウネを狙って大矢が放たれるが、巨大な矢も硬い樹皮に守られた彼女達を仕留めるのは容易ではない。集中砲火するも動けなくなった個体はほんの数体で、ほとんどは街壁を乗り越えて敵に迫る。

「よし、彼──彼女？──が当たった所で義勇兵も出撃だ。櫓を破壊して攻勢を挫く」

　蠢く植物の群れが敵陣に迫り、義勇兵達が武器を握り締めてその時を待ち構える。




　だが南ユーグリアの指揮官に焦りの色はなかった。

「作戦通りだ。せっかく引っ張り出したんだ……良く狙え……先走るなよ」

　アルラウネは小さく抵抗する敵を蹴散らしながら攻城櫓に接近していく。

櫓からは敵兵が顔を覗かせるが、もう逃げることもできず、ただやられるのを待つのみに見えた。

　そしてアルラウネが攻城櫓を囲み、蔦を振り上げた時だった。

「放て！」

　小さな炸裂音の後に空気が噴き出すような音が鳴る。

そして敵陣から火炎の柱が伸びた。

　数十のアルラウネが瞬時に炎上する。

咄嗟に枝で防いだ者もいたが、相手が火炎では何の意味も無く、全身を炎に包まれてしまう。

「わあ!?」

　ラミーも危うく炎を浴びかける。

近場にいた一体が体を張ったおかげで火達磨にならずに済んだが、転んで頭を打ち気を失ってしまった。

　一瞬にしてアルラウネ達の攻撃は停止、燃え上がる個体はただ悶え、難を逃れた個体も燃える仲間の火を消そうとするばかりだった。




「今のは!?」

　ジムが目を見開く。

「油？　いえ、それにしては燃え方が激しすぎる。それに……」

　燃え上がるアルラウネを救おうと衛兵が消火用に用意されていた水をかけているが、火は消えるどころかますます激しくなっていく。

「ただの油ではないようですね」

　更に南ユーグリアの攻撃は続く。

砲声と共に燃えていた一体が半ばで折れて倒れ伏す。

「く、ここで大砲か！」

　この時の為に温存していたのだろう。

南ユーグリアの陣から複数の砲門が覗く。

燃え上がり、全身を晒しているアルラウネの巨体は今や的でしかなかった。

「これほど当て易い的はないぞ！　外した奴はケツを飛ばしてやる！　撃ちまくれ！」

　号令と共に砲声が続き、その度に次々とアルラウネが倒れ伏していく。

なんとか大砲を潰そうと進む個体もいたが、炎を浴びて燃え上がり停止してしまう。

「このままでは全滅です。壁の中に下げなければ……」

「無理だ……奴らは燃え盛る木だぞ。街に戻られたらそれこそラーフェン全体が焼け落ちてしまう！」

　アルラウネもそれをわかっているのか、街へ戻ろうとはしない。

延焼させないために街から距離をとって戦い、ほとんど一方的に撃破されながら絶望的な戦いを続ける。

　そして最後の一体が壁の中にラミーと小さな苗木を投げ込んでから崩れ落ち、アルラウネは全滅した。




「魔物は片づけた。後は恐れるに足りん、一気に踏み潰せ！」

「「「オオォォ!!」」」

　南ユーグリア兵は剣を掲げて叫びをあげる。

「来るぞ！」

「義勇兵も衛兵も覚悟を決めろ！」

「一歩も引くな！」

　義勇兵も叫ぶがその声は若干震えている。

　攻城櫓が今度は壁に密着するほど接近し、敵兵は遠慮なく梯子を持って接近する。

衛兵はクロスボウを構え、義勇兵は槍や剣、武器が無かった者は鍬やハンマーなどを構えて待ち受ける。

「数では大差ないが……後はジャスティスだけが頼みか」

　ジムは覚悟を決めた顔で自前の大剣を構える。

「今度こそ……守り抜いて……」

　ソラナも細身の剣を引き抜く。

「あー、これ負けたら絶対まわされるじゃん。下手したら殺されるかも……きっついなぁ」

　スージィも溜息をつきながらナイフを引き抜く。

「内政官とは何なのか……何をしても戦火に……」

　アドルフは悲しそうな顔で俯く。

　街壁を挟んだ撃ち合いは弓の数の差と攻城櫓の優位性、大砲まで出て来たこともあり、たちまち南ユーグリア側に有利となり、衛兵隊が崩れ始める。

すぐにでも街壁は乗り越えられるか破壊されて市街戦になるかと思われた。




　だがラーフェンに住むのはアルラウネだけではなかった。

「ん、何の音だ？」

　敵兵が空を見上げる。

まだ陽は高く、太陽の光が眩しくて何も見ることはできない。

奇妙な音は確実に大きくなりそして──。

「いけポチ！」

　小さなピピの声と共に、敵の先頭をまるで舐めるように炎が覆い尽くす。

それは先ほどアルラウネが焼き払われた炎を凌駕する程の業火だった。

「うぎゃあああ！」

「火だと!?　真上から!?」

「何が起きた！」

　火達磨になってのたうち回る敵兵は炎の中心から外れた者達だ。

まともに浴びた者は一言も発せず鎧ごと炭化してしまっている。それほどの火力だ。

「やっと来たか！」

　ジムが空を見上げると、舐めるように炎を吐いた巨体が翼をはためかせ、再び上昇していくのが見える。衛兵、義勇兵からも歓声が上がる。

「あれは領主様が飼っているトカゲの……」

「ポチだ！　ポチが飛んで来たぞ！」

「空飛ぶ火噴き大トカゲのポチが来たぞ！」

　一方でポチの姿を見た敵兵は味方とは対照的な声をあげる。

「なんだよあれは！」

「木の化け物を倒したばかりだぞ……ラーフェンにはどれだけ魔物が住んでいるんだ！」

「あれはまさか……ど、ドラ、ドラゴ」

　驚愕の声も長くは続かない。

ポチの後に続いて更に複数の影が南ユーグリア兵の頭上に舞い降りる。

「ココカ？　ココデイイノカ？」

「カベノソト　オトス　カベドコダ」

「シラナイ　アツイカラ　モウオトス」

　ハーピーの群れは足で掴んでいた小さな樽やら壺やらを次々と南ユーグリア兵の頭上に投げ落とす。

「ハーピーだと!?　こんな集団で何を……ぎゃっ!?」

　落下した樽には火薬と火種が備えられており、地面で爆発して周りの敵を吹き飛ばす。

また壺には油が満載され、周囲を火の海に変えていく。

　ポチは炎の道を作って敵を一掃し、ハーピーが落とす樽や壺は広範囲にばら撒かれ敵を混乱させる。

いかに訓練された兵でも空からの攻撃など受けた経験はない。

「ハーピーまで手懐けているのか」

「そんな馬鹿な。奴らが人間に従うなど聞いたことが……あいつが戻って来るぞ!!」

　ポチが舞い戻り、体を思い切り攻城櫓にぶつける。

いかに鉄板を張っているとはいえ、鋼鉄よりも遥かに硬いポチの巨体が高速で衝突したのだから耐えられるはずもない。櫓の上部は兵ごと吹き飛び、衝撃で骨組みまで崩れた櫓は残骸となって崩れ落ちる。

「屋敷の屋根に妙なのがいると思っていたけど……ハーピーを飼っていたのか」

「ハーピーは馬鹿で人の近くにいるなんてあり得ないはずだがどうやって」

「良く見ろ、ハーピーには乳も尻もある。領主様なら……もうわかるだろう？」

　義勇兵の面々は戸惑いながらも彼らに味方するハーピーへ歓声を送る。

「良くやった！　後でうちの店に来たら焼き鳥を奢って……って、よそ見すんな！　地面にぶつかるぞ！」

「お前ら先週うちの風呂で水浴びしただろう！　だが許す。だから頑張ってくれよ！」

「娘の小さい頃の服があるんだ。戦いが終わったら着てみないか？　悪いことはしないから、しないから」




　歓声を受けながらポチとハーピーは空を乱舞する。

　ピピが指を差すとポチは地面ギリギリを飛びながら首を傾けて火を噴き、ついでに足でもう一両の櫓を破壊する。

「お前達も櫓と大砲狙え。落としたらすぐ逃げる」

「アー　ネラウ」

「タイホー　テナンダ？」

「タイホー！　タイホー！」

　ポチの後ろに続くハーピー達もピピの指示に従い、一旦上昇してからほとんど垂直に降下して櫓や大砲に壺を叩きつけていく。その狙いは極めて正確で投下物が無くなる頃には櫓は全滅、大砲も過半数が焼け落ちていた。

　南ユーグリア側もなんとか撃ち落とそうとするが、ポチに先導されて攻撃と離脱を繰り返すハーピーを狙える機会はほとんどなく、遂に一匹も撃ち落とすことができなかった。

「戻るのだ」

　ピピの掛け声でポチが反転していく。

ハーピー達も一旦補給に戻っていく。

　だがポチとハーピーが作りだした混乱はそう簡単には収まらなかった。

「敵やばくない？　いくなら今っしょ？」

「今をおいて反撃の機会はありません。打って出るべきです！」

　スージィとソラナが言い、ジムも同意する。

「今こそ出撃の時、領主代行は貴方です。ご命令を」

　やはり落ち付かない様子のアドルフは一つ深呼吸する。

「まさか私がこんな命令を出すことになるとは……コホン。総攻撃──開始してください」

「総攻撃開始！」

「全隊突撃！」

　号令が響き、敵の砲撃で崩れかけていた街壁が内側から崩される。

「いよいよか……」

「戦いなんてゴブリン相手にしかしたことねぇ……くそ、足が震えやがる」

　義勇兵は恐怖を打ち消すように叫ぶが、それでも手足が震える者が多く、無意識に先頭を他者に譲ろうとしていた。

　そんな彼らを押しのけ、とある集団が前に出る。

「あ、あいつらは……菊開きの園の」

「おいおい、まるで歴戦の戦士みたいじゃねぇか」

　先頭に立つのはマダム＝ゴンザレス──ラーフェンで男色専門の娼館『菊開きの園』を経営しつつ、自身も現役娼婦として店ＮＯ１を張っている。各地を転々としながらその特殊性故に虐げられていたオカマ達を集めて守り、遂にラーフェンに根を降ろした英傑である

　マダムはいつものドレス姿ではなかった。

鋼鉄製の鎧をつけ、巨大なモーニングスターを両手で持ち、鎧は重厚ながらも所々に錆が浮き、マントも色落ちしている。見かけ倒しではない使い込まれた逸品だ。

　但し顔面だけはいつも通りの濃い化粧がなされている。

「もうこの鎧を使う事は無いと思ってたわん。そうであったら良かったのだけれど」

　マダムに続く者達の装備も年季が入っている。

「みんな、良く聞きなさい」

　姿は屈強な傭兵隊長のそれだが、声は裏声だった。

「あんた達が争いを好まない優しい娘達だってこと、わかってるわぁ」

「娘？　娘がどこにいるんだよ……」

　周囲の反応を無視してオカマ達は頷く。

「あたしも戦いは嫌いよぉ。殺されたり殺したり……大嫌いよぉ。平和に生きたいって思ってるわぁ」

　マダムの目が潤む。

「でもねそれじゃダメなの。戦わなければ奪われるのよぉ。あたし達の幸せ奪われちゃうの」

　裏声だった声がどんどん低くなっていく。

「あたし達はここ以外では受け入れられないわ。ラーフェンはあたし達の本当の故郷……領主様は私達も愛してくれるの」

　マダムの筋肉が盛り上がっていく。

「菊開きの園はあたし達最後の砦、奪われるなんて許せない」

　その時風が吹き、マントが捲れる。

「ぎゃあ！　なんで鎧の下にＴバックだけなんだよ」

「穴のシワまで見えちまった！　吐きそうだ！」

　マダムはそんな悲鳴など気にせず、モーニングスターを敵に向ける。

「いくわよグロスロードちゃん。ボルボスディアちゃん。クラウディアちゃん」

　名を呼ばれた三人が裏声で不敵に笑う。

「いいわん、あの時から私の命はマダムのものよぉ」

「マダムと一緒に戦うのは何年ぶりかしら」

「愛する方の留守を守るのも女の務めですわ！」

　マダムは口を閉じ、シューと激しく息を吐く。

「オカマ虐める奴はゆるさねぇ！　野郎どもぉ！　クソ南ユーグリア兵のケツ穴ぶっ壊したれやぁ!!」

「行くぞゴラァ！」「ガン掘り祭りじゃ！」「肘までねじ込んだるわ！」「これはオカマの戦いじゃ！」

　裏声は消えうせ、野太い叫びと共にマダムが駆ける。

従うオカマ達も猛然と後に続く。

「これは酷でぇや」

「ああ、やる気が一気になくなったぜ。だけどまぁ……怖さもなくなったな」

　義勇兵達は苦笑するが、手足の震えは止まっている。

　総反撃が開始された。




「敵が反撃に出てきたぞ。迎撃するんだ」

「さっきの奴らのせいで隊列がボロボロで……」

「ええい奴らは装備もバラバラの寄せ集めだ。陣形を崩しても構わん。力で押し返せ」

　義勇兵は元より隊列など組めず、南ユーグリア兵もポチとハーピーの襲撃でまともな陣が組めない。

両者は互いにバラバラの状態のまま正面から激突する。

「俺達の街から叩きだしてやる！」

「抜かせ悪魔の奴隷が！」

　中年義勇兵の突き出す槍は敵に弾かれ、逆に腹に剣を突きこまれる。

「魔物と共闘など恥を知れ！」

「うるせえ侵略者が！」

　南ユーグリア兵の攻撃は空を斬り、喉元に鉈が叩きこまれる。

「お前はまさか伝説の傭兵、菊門壊しのゴンザ──」

「その名はとっくに捨てたわ。マダムと呼びなさぁい」

　マダムに斬りかかる敵の剣が空を切る。

その巨体と存在感からは考えられない、残像さえ伴うマダムの動きに敵兵はついていけない。

「遅いわ、後ろよ」

「なんだと！　ぐわぁぁぁぁ！」

　振り返る暇も無く、マダムのモーニングスターは敵兵の尻穴を捉えた。

巨大な鉄球を尻の奥まで差し込まれた敵は断末魔をあげて絶命する。

「まだまだ行くわよん」

　血と内臓に濡れた得物を引きずり出したマダムは体重をかけて回転する。

まともに受ければ頭が叩き割られ、盾で受けても腕がへし折れ、逃げようとすれば尻の穴にねじ込まれる。

「さすがねマダム、腕が落ちてないわ。──グロスロードちゃん危ない！」

　言いながら別のオカマも敵を地面に引き倒し、喉元に剣を突きこむ。

「ありがと、わかってるわん。クラウディアちゃんもやるじゃなぁい」

　警告されたオカマは敵の攻撃をひらりと避け、股間に剣を突きこんで屠る。

「愛する方を想えばこそですわ！」

　クラウディアもまた全身の筋肉を躍動させて敵を蹴散らす。

　彼女達の動きは練度に劣り、連携に難のある義勇兵の中で異彩を放っていた。

　南ユーグリア兵は南の街壁が崩されて北と東の扉を攻める意味がなくなったことから全ての部隊を南部に集め始める。

　そうなれば東や北の門に張り付いていた精鋭の治安隊や護衛隊が自由に動けるので両軍全てが南の野戦に集結する。




「敵の騎兵に側面をつかれます！」

「大丈夫だ！」

　ソラナが叫ぶが、ジムは空を指差した。

　側面に襲いかかろうとする騎兵の上空からポチとハーピーが襲いかかり、火薬、油を投下する。

ポチの巨体と立ちのぼる炎に脅えてたちまち騎兵の足は止まってしまう。

「ええい、空はなんとかならんのか。これではまともに動けんぞ！　ぐえっ」

「そう言われましても……し、指揮官殿！」




　次に再編成したのか、整然とした南ユーグリアの隊列がバラバラの義勇兵に迫る。

「うわーあんなやばいのに当たったら義勇兵じゃやばいしょ？　まじやばいけどどうすんの？」

「大丈夫、だそうですよ」

　やばいを連呼するスージィにアドルフが応える。

　同時に無数の石つぶてが南ユーグリアの隊列を襲う。

「投石？　どこからだ？」

「あそこか、百ｍは離れているぞ!?」

　平原に仁王立ちするのはすらりと細身の長身にヒトにはいない緑の髪の美女だった。

鎧とも服とも分からぬ軽装で、右手には細く短い槍、左手は徒手……彼女は長らく行方不明になっていたエルフの戦士、フェルテリスだった。

「舞えよ石のツブテ、悪しき者を打ちすえよ！」

　徒手の左手をさっと南ユーグリア兵に向ける。

同時に地面がさざ波のように蠢き、拳程の石数百個が宙を舞って襲いかかる。

「あれは魔法なのか？」

「なんて数……並の使い手じゃないぞ！」

「ええい、このままではいかん。矢で黙らせろ！」

　フェルテリス目がけて数百の矢が飛ぶ。

「その程度、問題にもなりませんわ」

　彼女が左手をすっと動かすと突風が吹き、矢はたちまち風に煽られて地面に落ちる。

「土と風……二種類だと!?」

「さあそれはどうかしら！」

　フェルテリスの足元から稲妻が走り、敵兵一人を黒焦げにする。

「三種類……あいつは放っておけん」

「全員が距離を詰めろ。数で押しつぶせ！」

　南ユーグリアの指揮官も判断は早い。

たちまち向きを変え、フェルテリスに向けて突進する。

「これでよろしくて？」

「うん。いい」

　フェルテリスの隣にむくりと小柄な女性が起きあがった。

赤い髪のアリスは戦場の喧騒の中では聞き取ることも難しい小さな声で話した。

「敵がこちらに向かって来ますわね。ここでもしミスして捕まったら……当然犯されますわよね……それも屈強な男何十人に……中には酷いブ男や病気持ちの男だっているかも……はぁはぁ」

「やめて……集中して……変態」

　アリスの髪が赤みを増し、手元に熱が集中していく。

「男共に肉便器にされた私は犯されるだけではなく、口や性器に排泄まで……くっどれだけ辱めてもエルフの誇りだけは汚されませんわ！」

「あなたは誇りなんて言わない方が……いいと思うよ。移された病気もちゃんと治すべき」

　敵はいよいよ二人に迫る。

「今」

「いきますわ！」

　まずフェルテリスが両手を突き出す。

同時に南ユーグリア兵の足元から激しい突風が巻き起こる。

「うわっ！　なんて風だ！」

「落ちつけ、吹き飛ばされる程じゃない。ゆっくり踏みしめて進むんだ」

　次にアリスが両手を掲げる。

　すると彼女の頭上、高くに巨大な火球が現れる。

それはすぐに形を崩して炎の渦となって垂れ落ちるように噴き出した。

　垂れ流された炎は一旦地面に向かって落ちるかに見えたが、フェルテリスの生み出した風の渦に吸い込まれていく。

「うそ……だろ」

「かみさま……」

　敵陣全体を覆っていた突風はたちまち巨大な炎の渦となる。

　戦の喧騒が次第に小さくなっていく。

敵味方共に戦いの手を止め、壮絶な炎の竜巻に見入っているのだ。

　火の暴風はやがてフェルテリスが呪文の詠唱を止めた後も、自らの熱が生み出す上昇気流に乗って吹き荒れ続け、嵐が収まった後に動くものは何も無かった。

　同時に護衛隊と治安隊、ラーフェンに残る精鋭部隊が一斉に敵に向けて駆けていく。

「エイギルが戻るまで頑張んなさいよ。私を置いて逃げたらエイギルに告げ口するからね！」

「こ、こういうのは慣れねえな……と、とにかくエイギルは女を絶対見捨てねぇ。つまりここにも絶対帰ってくる！　こ、これでいいのか？」

　護衛隊の中心にいるのはカーラとミレイだった。

領主の妻として知られる彼女が前に出たことで義勇兵達も必ず救援は来ると奮起する。




　戦況はいよいよ守備側有利に傾いていく。

南ユーグリア軍全体が後退を始め、完全に崩壊して逃げ散る部隊まで出始めていた。

「決まりましたね」

　ソラナが言う。

「おわったっしょ」

　スージィが言う。

「やったようだ」

　ジムも続く。

「なんとかなりましたか」

　アドルフが締める。




　その時だった。

　一本の旗がラーフェンの中に立つ。

　それを見たジムとアドルフはたちまち青ざめる。

「いけない！」

「これはいかん！」

　二人は同時に叫ぶが既に手遅れだった。

　その旗は崩壊したアルテイル神国の旗だった。




ラーフェン市内

「これでいいのか？」

　小さく呟くのは少女アルテイルだ。

「はい、これで南ユーグリアとか僭称する不埒者にも猊下の偉大さが知らしめられることでしょう」

　少女に傅くのはレーミア、アルテイル神国崩壊に際して最後まで少女に従った巫女だ。

　周りに集うのは新アルテイル教の信者達だった。

アルテイル教はラーフェンにおいて他の精霊信仰などと同様に認められ、小さな教会を拠点に細々と活動しており、旧アルテイルからの逃亡者を中心に僅かばかりの信徒を抱えていた。

「私達が懸命に働いて買った布で作った神旗です。敵は神力を恐れ、すぐに逃げ散ることでしょう」

「余計に騒がしくなっておるような気もするが……」




　彼女達の期待とは反対方向に前線の状況は一変していた。

「あの旗を見たか！　ヴィルヘルミナ陛下のおっしゃる通りだった。アルテイルはゴルドニアで復活しつつある！」

「魔物が襲い来るのも当然！　邪教アルテイルが巣食う魔都なのだからな！」

　崩壊しつつあった士気が蘇り、逃げていた兵が足を止め、崩れていた隊列が復活していく。

「愛する妻を奪ったアルテイル」

「三つになる息子を」

「俺の妻子……四人、絶対に許さん」

　今までの混乱が嘘のように南ユーグリア兵全員が岩盤のように立つ。

そして憤怒の表情のまま指揮官が剣をラーフェンに向けた。

「アルテイル相手に敗走はない。魔物など知ったことか！　奴らを滅ぼすまで突き進め!!」

　今までで最大の大歓声が上がる。

「敵の混乱が急速に収まっていきます！　敵が息を吹き返しました！」

「義勇兵を下げろ！　あの勢い、野戦では到底止められん……敵は今ジャスティスの中にある」

「とりま、あの旗降ろさせてくるねー」

　アドルフは祈るように北を眺める。

まだ土煙は見えなかった。

「ツカレタ　ハラヘッタ」

「クラクナテキタ　ミエナイ　トベナイ」

　ハーピー達の声が遠く聞こえた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（参戦）メル（退避）ミティ（退避）マリア（退避）カトリーヌ（退避）

ブリュンヒルデ（　）グレーテル（退避）メリッサ（捕縛）クウ（退避）ルウ（退避）

ミレイ（参戦）ピピ（空爆）ケイシー（行方不明）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）レア（行方不明）マルスリーヌ（退避）娘ステファニー（退避）ブリジット（退避）フェリシー（退避）

ナーティア（お金持ち）ソフィア（退避）セクリト（落ち込み）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（戦闘中）クララ（臨戦）セレスティナ（退避）モニカ（退避）アデラ（囮）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（指揮官）ルビー（指揮官）ギド（護衛隊）ポルテ（臨時副官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（緊急事態）リリアーヌ（女優）クロル（参戦）アルマ（使用人）

ラーフェン防衛

アドルフ（領主代行）ジム（副官）スージィ（参謀　役に立たない）ソラナ（参謀　役に立たない）

フェルテリス（魔法戦士）アリス（魔法戦士）

人外

ラミー（失神）アルラウネ（全滅）ミルミ（待機）

ペット

ポチ（空爆）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（急行）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

護衛隊　　　一四〇名→一四〇名

治安隊　　　二〇〇名→一九〇名

衛兵　　　千名→七〇〇名

後送兵　　　五〇〇名→三五〇名

義勇兵　一万二千名→一〇五〇〇名




アルラウネ二〇〇→一

人魚　　約九〇〇→九〇〇

ポチ　　　　　一→一

ハーピー　　六〇→五六

正面戦線　二三四五〇名

歩兵一万四千　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵六千　砲兵四五〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

王都　一万四千名

アレス兵一万四千

財産　金貨十七万

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

このままでは年内完結が……しかし野球は九回三アウトから……。










第３９７話　中央平原統一戦争22　魔都ラーフェン後篇







　戦況は一変していた。崩壊寸前であった南ユーグリア軍は完全に息を吹き返し、ラーフェン義勇兵を押し返していく。

「重装歩兵防御、一歩も引くな」

「槍隊は三列になって波状攻撃、弓兵は衝突部の後ろ５０ｍに落とせ」

「軽歩兵隊は敵が崩れた部分に割り込め。奴らは所詮素人、勢いさえ殺せばお前達の敵では無い」

　統率を取り戻した南ユーグリアの隊列は勢いだけで押し寄せる義勇兵を押し留める。

重歩兵が勢いを受け止め、槍兵弓兵で突き崩す見事な動きだった。

　義勇兵もまた士気は高かったが、数度に渡って攻撃を弾き返されると動きを止めてしまう。

戦闘経験の無さによって、次に何をするべきか咄嗟の判断ができないのだ。

そして動きが止まった時を狙い少数の軽歩兵が効果的な反撃を繰り返す。

「敵の動きがおかしいぞ！」

「また味方がやられた！　一旦攻撃を止めた方がいいんじゃないのか？」

「押すな！　押すなって!!」

　一部に傭兵経験者がいるものの、隊としての訓練をまったく受けていない民兵隊は突然変わった状況についていけずに崩れていく。

　その状況はもちろんジムやアドルフにも伝わる。

「やはり持たん！　撤退を急がせねば！」

「命令はとっくに出しているのに。どうして下がってくれないの……」

　ジムは五人目となる伝令を送り、ソラナは涙目でオロオロするだけだ。

「やはりこうなったか……俺が無能なせいで彼らの燃えるジャスティスに応えてやれない……」

　悔しそうに呟くジム。撤退の時期を見誤っておらず、撤退命令を出し、伝令も繰り返し送っていた。

だが義勇兵はその命令に応える能力を持っていなかった。

「戦闘は中止よぉ！　後ろに下がるのよぉ！　ボーとしちゃダメ……下がれつってんだろうがぁ!!」

「同じ場所に殺到するな！　と言ってそんな訓練もしていないのにできる訳が無いか……」

　混乱する義勇兵を見た南ユーグリア軍はますます秩序を取り戻していき、高い練度を持つ護衛隊などの部隊も後退一方となっていった。

　夕陽がいよいよ地平線に消えようと言う時には、戦況は絶対不利となっていた。

「く、空からのフリーダムさえあれば！」

　ジムが苦々しげに薄暗くなった空を見上げる。

「ドラ──大トカゲも体力の限界なようです。ハーピー隊も鳥目なのでもう飛べません」

「駄目か……空からの援護には心に響く何かがあったのだが」

　ジムは溜息をつき、できる限りの指揮をとり始める。

「私は逆に空からの攻撃に言いようのない不安を感じますね。決着をつけるつもりで街壁を崩したのは早計でした。市街戦は不可避でしょうか」

　アドルフもがっくりと肩を落とす。




　重苦しくなった空気の中でソラナが後ろを振り返る。

「わきゃ！」

　彼女は真後ろに立っていた黒い影に衝突し、可愛らしい声をあげてひっくり返る。

転倒した拍子に丸出しになった下着を慌てて隠したソラナはキッと影を睨む。

「ここは司令部ですよ！　衛兵の人も勝手に人を通しちゃ──あ、あう」

　影は感情の無い目でソラナを見降ろす。

爛々と輝く赤い目で睨まれた彼女の声は次第に小さくなり、無言でガタガタと震え始めた。

「貴方は？」

　影はアドルフの問いにも答えず、有無を言わさぬ口調で言葉を被せた。

「ブリュンヒルデ様の残した命にて我ら──」

　地の底から響くような声にソラナは両耳を塞いで丸まってしまう。

丸見えの下着も気にする余裕は無い。

「──敵を殺すなり。干渉無用」

「それは私達に助太刀をしてくれると言うことですか？　そもそも貴方達は──」

　アドルフが言い終わる前に影達は全員が消えていた。

「奴らからはジャスティを感じん。まさか悪の枢軸……」

　ジムも困惑の声をあげる。

「うう……奴らはなんなの……」

　気配が消えたことを確認してソラナが起きあがる。

「あたしが知るわけないじゃんか。顔は良かったけどなんか陰気で嫌な感じ。仏頂面のままＨしそう」

「ハードレット様に従い、民に危害を加えた話も聞きませんのであえて指摘はしませんでしたが……もし噂通りであればどちらが正義の味方かわからないことになりそうですね」

　アドルフは最後に溜息を落すのだった。




　それから数分後、黒衣の集団は街壁に押し寄せる南ユーグリア軍に迫っていた。

家々の屋根を飛び渡り、街壁崩壊部を巡る攻防をあざ笑うかのように敵味方を飛び越える。

そしてなんの工夫も無く南ユーグリア軍の傍に降り立つ。

「おい、敵が外にいるぞ！」

「なに？　どこから……まあいい。この程度の小勢問題になるまい」

　南ユーグリアの一隊がクロスボウと槍を向ける。

応えるように吸血鬼達も剣を引き抜くが、陣形などは組まずただ雑然と並ぶだけだ。

「やはり素人民兵か。やれ」

　指揮官の掛け声で一斉にクロスボウが放たれる。

距離はたった１０ｍ。まともな甲冑もつけていない集団は一瞬で殲滅されるかに思えたが。

「……」

　黒衣の集団はまっすぐ南ユーグリア兵に向かって歩き続ける。

「この距離で外したのか下手糞共め!!」

　南ユーグリアの指揮官が配下を罵る。

「確かに当てたはずですが……」

「クロスボウが当たって立っているはずがないだろうが！　言い訳するな！」

　首を捻りながら兵は予備のクロスボウで狙いを定める。

一呼吸置いて引き金を引き、バンと弦が小気味良い音を立てボルトが目にも止まらぬ速さで射出される。

　だが標的の男は僅かに動きを止めただけで何事も無かったかのように歩き始める。

「ええっ？　これで外れるはずが────あ？」

　クロスボウ兵が怪訝な声をあげる。

それは次の瞬間には絶叫に変わった。

　１０ｍの距離で剣を抜いていたはずの敵が彼が瞬きをした瞬間に目の前にいたのだ。

そして兵士の腹に剣を──分厚い鎧を着ているはずの腹に根元まで剣を突き立てていた。

言い終わる前に兵士は喉を引き裂かれ、噴き出す自身の鮮血を見ながら息絶える。

「一瞬で距離を詰めやがったぞ。どういうことだ」

「白兵戦だ。急げ！」

　悲鳴のような命令を受けてクロスボウ兵の後ろから槍兵が飛び出して迎撃する。

穂先が黒衣の集団に迫る。盾も鎧もない相手が槍衾に当たれば崩壊は確実と思われた。

「は？」

　目にも止まらぬ動きで穂先を掴まれる。

「へ？」

　残像が見えるような動きでかわされる。

「お？」

　挙句の果てには突き出された槍が手の平で受け止められた。

当然穂先は手を貫通するが。

「……」

　黒衣の男は悲鳴も苦悶の声もあげず、顔色一つ変えずに僅かに首を傾ける。

「うそだろ」

　誰かが呟いた途端、地獄が始まった。

　掴まれた槍がまるで子供が木の棒でも振りまわすように振り上げられ、兵士はその姿が確認できぬほど高くに放り投げられる。

　突きを放とうと間合いを取った兵士は自分の槍と両腕が前方に落ちていることに気付き、人生であげたことのない悲鳴をあげる。

「ひっ！」

　相手の手を貫いた兵士は慌てて槍を引き抜こうとするが、逆に引き寄せられ、喉元を食い破られる。

　三人の断末魔が合図となり吸血鬼の群れが一斉に南ユーグリア軍に襲いかかった。

圧倒的な力と速度を前に彼らはほとんど何もできず屠られていく。

「なんなんだこいつらは！」

「ク、クロスボウを見て避けやがった……人間技じゃねぇ」

「怯むな！　敵はアルテイルの旗をあげているんだぞ。ここで逃げたら陛下にも家族にも言い訳できん！」

　それでも南ユーグリア兵の士気は折れない。

バタバタを倒れる仲間を前にしながら必死に抗戦を続ける。

　だが信じられない光景が彼らの士気を崩壊させる。

「そこだ!!」

　仲間二人が屠られる中で出来た隙を逃さず、一人の兵士の槍が吸血鬼を貫く。

穂先は見事に喉元を捉え、首の後ろまで貫通する。

「ルインがやったぞ！」

「でかした！　奴に続け！」

　小さな歓声を浴びてルインと呼ばれた兵士は槍を引き抜こうとする。

だが槍は全く動かなかった。

　鉄の槍で喉を貫く程度では吸血鬼を絶命させることはできなかったのだ。

吸血鬼は喉に突き刺さった槍を手で押さえて逆にルインを引き寄せる。

「ぐぎゃ」

　哀れなルインは首を捩じ切られて斃れる。

吸血鬼は自身の喉を貫く槍を掴み、ゆっくりと引き抜いて地面に捨てた。

「化け物──」

　戦いは終わり一方的な虐殺が始まる。




　ラーフェン守備隊も劣勢の中で突然敵の一隊が総崩れとなったことに気付き、彼らを追い回す集団に声をかけた。

「おーい！　そこの敵はもう崩れてる。それより街壁割れ目の防衛に加勢してくれ！」

　返答はない。

「そこで戦われても援護できない。もっと街壁側で……うわっ！」

　叫んでいた兵の間近に槍らしきものが突き刺さった。

「な、何するんだ！　味方じゃないのかよ！」

「干渉無用」

「ヒトの指示など受けぬ」

「我らブリュンヒルデ様の命に沿うのみ」

　腰を抜かす兵をよそに吸血鬼達はただ目の前の敵を屠り、暴れ続ける。

連携はまったく取れなかった。

　その不自然な戦い方に南ユーグリア側の指揮官達も気が付いた。

「奴らの動きは他の隊から完全に浮いている。まさか守備側の指揮下にないのか？」

「戦い方もおかしいぞ。戦術的に理にかなった動きとはとても思えない。目の前の相手に襲いかかっているだけに見える。まるで猛獣か魔物……奴ら人の形はしているがあるいは」

「木の化け物やハーピーを使っていることを考えるとあり得るぞ。そうとわかればやりようはあるな」

「囮の部隊を出せ。交戦しながら奴らを意味の無い場所に誘い出せ。それから──」

「むう……命令を受けつけないか」

　ジムは頭を抱えて唸る。

隣でソラナも同じように頭を抱えて言う。

「どんどん街から離れた……何の意味もない場所に誘い出されていきます。あれでは全体に何の影響も与えられません」

「それだけならまだ良いが。見ろ、あんな場所に松明の灯りが集中している。完全に罠だ」




　ジムの予感は的中する。

　ジークフリートと吸血鬼が敵を蹴散らしながら南ユーグリア兵を追い回す中、風切り音と共に大量の大矢が振り注ぐ。

　もちろんそんなもの夜目の効く彼らには当たらず、軽々と避けられる。

だが地面に落ちた大矢は砕け無数の鉄片が舞い散る。

さすがに飛び散る鉄片全てを避けることはできない。

　一つや二つならば頑強な吸血鬼にとって大した傷にはならない。

だが全身に浴びた者は動きが止まり、大きな塊の直撃を受けた者は手足を吹き飛ばされて倒れ込む。

「見ろ！　奴らも倒れる。所詮は魔物の類だ！」

「全員反撃に移れ！」

　初めて相手に損害を与えたことで士気上がる南ユーグリア兵が反撃に転する。

　白兵戦が始まり、それでも吸血鬼達は圧倒的に敵を倒し続ける。

南ユーグリア兵が数にものを言わせて吸血鬼一体を倒しても、それは味方二十人の犠牲と引き換えだった。

　だが吸血鬼の数は彼らの二十分の一より遥かに少ない。

白兵戦は次第に南ユーグリア有利へと展開していく。

　二〇対一の例外であるジークフリートは両手に持った剣で大矢を叩き落とし、流れるように敵兵を斬り捨てながら空を見上げ呟いた。

「満月──か」

　吸血鬼は闇の魔物。闇が濃ければ濃いほど強く、光があればある程弱い。

　もし今夜が新月ならば鉄片など問題にならなかっただろう。

何本の矢を浴びても、体中を槍で串刺しにされても、手足を斬り落とされてもたちまち再生したかもしれない。二〇対一どころか二〇〇対一になったかもしれなかった。

だが満月の今夜は吸血鬼がもっとも弱くなる夜だった。




　夜通し続いた戦闘の末、朝日が昇る頃には守備側はいよいよ街壁内に押し込まれつつあった。

「朝日が昇ります！　これで空からの支援が受けられます！」

　ソラナが興奮して言ったがジムは渋い顔で返す。

「うむ！　これで敵の勢いを削げることを期待しよう！」

「あの不気味な奴らいつの間にかいなくなってるし、てかあそこで何人か燃えてんだけどあれ何よ？」




　間髪おかずに編隊を組んだハーピーが敵の頭上に急降下する。

だが状況はジムの期待通りとはいかなかった。

「来たぞ！　指示通りにやれ」

「まだだ……もう少し……よし撃て！」

　ハーピーが壺や樽を投下する直前、空だけを狙っていた弓兵が一斉に矢を放つ。

「ウタレタ！」

「イタイ！　オチル！」

「アブナイ！」

　数体のハーピーが矢を受けて落下し、当たらなかったものも驚いて掴んでいた物を離してしまった。

結果、空からの攻撃は前日程の威力を発揮しなかった。

「第三隊は空だけを狙っていろ。前線を気にする必要はないぞ」

「当たらなくてもいい。上に来た時に矢を放てば奴らは驚いて逃げる。所詮ハーピーだ」

「問題は──」

　巨大な黒い影が落ちる。ポチだった。

「奴が出たぞ！」

「間諜の報告によるとメッサーシュミットと言う名らしい。奴は厄介だぞ……」

　慌てて矢が放たれるが鋼鉄よりも硬い鱗を貫けるはずもなく、軽い音を立てて弾かれる。

ポチは敵の頭上で火を噴き、数人が炎に包まれる。

だが吐き出す炎の大きさは前日よりも明らかに小さい。

「どうしたポチ。もっと噴け」

　ピピの激励にもポチは悲しそうな表情で鳴いた。

「ポチの炎が……」

「敵が街壁内に入ってしまっているからだ。野外のつもりでやったら街中に延焼してしまう」

　ポチはその後も何度か炎を吐きかけるが、大した威力ではないとわかった敵兵は攻撃を緩めない。

ハーピーの攻撃も矢を恐れて高度を取っているのでなかなか上手く当たらない。

　マダムを中心にした義勇兵、治安隊、護衛隊と全ての者達が奮戦するが守備側はどんどん街中に押し込まれていく。

「これ以上押し込まれたらどうしようもなくなる。俺も出て来ます。後は……頼む」

　ジムが剣を持って立ち上がる。

「最悪の場合に備えて市民の脱出計画を……」

　アドルフが言いかけた時、スージィが戦線とは反対方向を指さす。

「ねえ、北からなんか来てるけど」

「北も包囲されているとなると脱出もできませんか」

「敵じゃなくてなんかすごい肌色なんだけど」

　全員が視線を北にやる。

「肌色の地面が押し寄せてくる……？」
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ラーフェン近郊　北側

「見えましたラーフェンです！　煙と火が見えます……攻撃を受けているようです！」

　俺の肩に乗ったセリアが叫ぶ。

「良い兆候だ。火が出ているならまだ勝負はついていない」

　シュバルツの腹をもう一度蹴ると、わかっているとばかりに嘶いて速度を上げた。

「エイギル様突出し過ぎです。このままでは一騎がけに！」

「ぬうん。案ずるな小娘、俺がおるぞ」

　隣から聞こえる野太い声にシュバルツが嘘だろとばかりに振り返った。

無理も無い。ギルドレスはほとんど全力で駆けるシュバルツについて走っているのだから。

「ぬははは！　真の漢は足も速いものだ！」

　更に後方にはアレス兵が同じように走っている。

さすがにシュバルツに並べる速度では無いが、歩兵としては尋常でなく速い。

駆け足する騎兵並の速度は出ているのではなかろうか。

そして足音もまた尋常でなくでかい。騎兵よりもうるさいのではなかろうか。

「うう、気持ち悪いです」

　セリアが俺の肩の上でぶるりと震える。

「奴らは鎧をつけないからな……」

　アレス兵は肩や胸を一部鉄板で覆っているものの、基本的に上半身は裸だ。

集まって走るとまるで肌色の地面が蠢いているように見える。

「だが今はまずラーフェンの救援だ。気持ち悪いのは置いておこう」

「はい……」

　もしこいつらがいけなければ俺は一人でラーフェンに飛び込まねばならなかった。

それならそれで仕方なかったが、力になってくれると言うなら多少の気持ち悪さは仕方ない。

「頼むぞ。ラーフェンには俺の女がいる。なんとしても守り抜かないといかん」

「任せておけい。漢の留守を狙うような根性無しに負けるものかよ」

　ギルドレスがどんと胸を叩く。

全力疾走しながらこうもべらべら話せるとは信じられない体力だ。

「北門までもうすぐ……前方に敵の軽騎兵です！」

　セリアは俺の肩から器用に降りて剣を構える。

「どうするのだ？」

　ギルドレスが剣を抜きながら言う。

行動が答えを決めているじゃないか。

「迂回などしない。このまま突き破って街に入るだけだ」

「それでこそ!!」

　当然敵もこちらに気付く。

　騎兵の一人が俺の顔を見て苦虫を噛み潰した顔で叫んだ。

「くそ、悪魔が帰って来たぞ。アルテイルが呼び寄せたか！」

「もうすぐ決着はつく。それまでなんとか足止めを──」

「されてたまるか」

　言いながら俺は騎兵の首をデュアルクレイターで刎ね飛ばす。

「ぬうん!!」

　隣で青い閃光が走り、ギルドレスが敵兵を胴から真っ二つにする。

「道を塞げ！」

「なんとか馬から落とすんだ！」

　南ユーグリア兵が次々と俺の前に立ちはだかる。

「もっと長い得物があれば良かったんだがな」

　デュアルクレイターは切れ味は申し分ないが馬上で使うには少しリーチがもの足りず、敵の剣と打ちあいながら進まねばならない。だが長剣がもう無い以上、ある物で戦うしかない。

「覚悟！」

「してくれ」

　斬りかかる敵の剣を紙一重で躱して首を飛ばす。

「ここは通さん！」

「悪いが通るぞ」

　突き出される槍を斬り落とし、右腕と脇腹を斬り抜ける。

「命に換えても──」

「お前の命じゃ少し足らんな」

　振り下ろされる戦槌の先端を左手で掴んで奪い、逆に敵の脳天を叩き潰す。

「エイギル様クロスボウが」

　言うなりセリアが腕に飛び込んで来る。

練習していたアレをやるんだな。

　俺はセリアを掴み、敵に向かって放り投げた。

「なっ！」

　驚く敵を尻目に彼女は空中でクルクル回転しながら体勢を整え、俺をクロスボウで狙っていた敵兵の馬に飛び移って喉を掻き切る。

　更に周囲の敵にも短剣を投げまくってからセリアはぴょんと馬から飛び降りる。

そこで俺がセリアの腰を掴んでシュバルツの上へと引き戻す。

完璧に決まったな。

「エイギル様との共同作業成功です！」

「おう。よくやった」

　可愛いセリアを投げるのには抵抗があったが、練習していて良かった。

クロスボウがシュバルツに当たって倒れられでもしたら大変だったからな。

　これで城門まで後僅か、ギルドレスの方はどうなっているのか。

まさかやられてはいないだろうが。

「ぬん！」

　視線をやると同時に叫んだギルドレスが敵兵を脳天から股まで両断する。

「あれをできるのはエイギル様だけだと思っていました」

　そう言われると少し悔しい。

「ぬーん！」

　ギルドレスは敵兵の襟首を掴み、隣の敵兵にぶつけて二人まとめて仕留める。

「ぬうん！」

　最後はすれ違い様のラリアットで敵をひっくり返す。

首が曲がって背中にくっついていたので間違いなく死んでいるだろう。

「悪魔が二人いるぞ！」

「さては分裂したな！」

　敵兵の叫びに俺とセリアは同時に声をあげる。

「一緒にするな」

「縁起でもないことを！」

　デュアルクレイターが敵の胴を引き裂き、セリアの剣が頸動脈を一閃する。

敵兵は内臓をこぼし、血を噴水のように噴き出しながら落馬する。




　ようやっと俺達は北門に辿りついた。

「領主様!?　ああ、これで助かった！」

　俺の姿を見るなり衛兵が安堵の声をあげて門を開く。

「街の南に敵が侵入しています。戦況はどうにも不利なようでこのままでは──」

　遠目には気付かなかったが衛兵は女だったようだ。

北門を守るのは彼女他、数名の小柄な女性兵士だけ、ほとんどが南に行ったのだろう。

「任せろ。もう大丈夫だ」

　それだけ言って俺は娘の頭を撫でる。

「あ……」

　女の口から長く息が漏れ、目が潤む。

心の底から安心したのだろう。その期待に応えねばなるまい。

「全員続け。男を見せるぞ」

　アレス兵の目が輝き、何故かセリアが少し膨らむ。

　ギルドレスも満面の笑みで号令する。

「おうともよ。アレス男よ、我ら漢二人に続いて突き進めい！」

「「「うおぉぉぉぉ!!」」」




　俺達は肌色の塊となってラーフェンの大通りを駆ける。

戦況は圧倒的不利に見えたが義勇兵は必死に応戦し、なんとか敵の中心部への侵入は防いでいたようだ。

「見ろ、領主様だ！」

「うぉぉぉ！　やはり戻ってこられた！」

「これで勝ったも同然だ！」

　俺の顔を見るなり味方兵が歓喜の叫びをあげる。

「つ、ついに戻ってきやがった……魔物共の親玉が……」

「アルテイルが奴を召喚したのかもしれん！　なんてことだ……」

　敵兵からは悲鳴に近い叫びがあがった。

　俺とアレス兵は大乱戦に割って入り、ギルドレスが叫ぶ。

「男雪崩の陣を組め！」

　アレス兵は狭い市街地で密集したまま、敵に向かって突っ込んでいく。

ただの団子突撃であって陣と呼べるかは怪しいが今は指摘すまい。

「ええい邪悪なハードレット、邪悪なアルテイルに負ける訳にはいかん！　なんとしても勝利するのだ！」

　南ユーグリア兵は俺達の参戦に動揺しながらも逃げはしないと隊列を崩しもしない。

がっちりと固まったまま突撃するアレス兵を迎え撃つ。

「帝国の誇りを──」

「家族の仇を──」

「陛下に勝利を──」

　口々に何かを叫ぶ南ユーグリア兵士に対してアレス兵の叫びは単純だった。

「「「ふんがぁぁ!!」」」

　隊列同士が衝突する。

「ぎゃあああ！」

「うわぁぁぁ！」

「ひぃぃぃぃ！」

　誇りを叫んだ敵兵が吹き飛び地面を転がる。

　仇を叫んだ敵が石壁にぶち当たって動かなくなる。

　勝利を叫んだ敵兵は剣に貫かれ血と臓物を撒き散らして絶命する。

「温いわ。下らんことを叫ぶ前に体を鍛えろ」

　ギルドレスが敵兵を斬り捨てながら怒鳴る。

　俺も斬りかかる敵兵を一人二人と斬り捨て、三人目を蹴り殺す。

　戦況を見る限り南ユーグリア兵の戦意と士気に味方は圧倒されていたのだろう。

　だがアレス兵には通じない。

こいつらは相手が猛っていようが萎えていようが関係無いからな。

士気も常に最高潮なので下がることがない。止めるには単純に殺すしかないのだ。

「そら存分に殺し合おうぞ。我が肉体を見せつけてやろう」

「ぐふっ……ふふふそんな力では俺の腹筋は貫けんなぁ」

　実に楽しそうに戦うアレス兵を前に南ユーグリア兵もある程度は持ち堪えた。

　だが今まで戦い続けた消耗もあったのか、次第に後退を始め街壁の外に押し出される。

「イケルカ？　イケルカ？」

「イタクナイカ？　ナラチカクデ、オトス」

　そして南ユーグリア兵が乱れながら街壁の外に出た途端、彼らの頭上に油壺や火薬の樽が降ってきた。

「なんだありゃ」

　落としているのはハーピー達だ。

喧しく喚きながら空からボロボロと投げ落としている。

セリアも間の抜けた顔で空を見上げている。

　そして敵兵が街壁から十分離れた所でピピを乗せたポチが飛来する。

　ポチは思い切り息を吸いこんでから凄まじい勢いで火炎を噴射した。

百人近くの敵が巻き込まれたように見える。

「おおっ！」

　ギルドレスが声をあげて振り返る。

「あれはまさか────」

　更にギルドレスはポチを指差して言う。

「空を飛び、火まで噴く大トカゲを飼っておるとはな。さすが我が友、ペットも一味違う」

「大したものだろう」

　ポチの火炎が止めとなったのか南ユーグリアは完全に算を乱して逃走していく。

ああなってはもう再編成も不可能だろう。

「これで終わりだな」

　敵の敗走を知って民が次々と大通りに出て来る。

「さすが領主様、敵を一瞬で追い散らしてしまったぜ！　このリンゴをどうぞ」

　むさい男の歓迎だがまあ受けておこう。

「りょうしゅたまをしんじてたー！　おれいにちゅーするー」

　ははは、幼女とは言え女の歓迎は嬉しい。

可愛らしいキスを受け取っておこう。後十年程したら肉棒にもキスをして欲しい。

「あぁん領主様、素敵過ぎる。おっぱいを触って下さいな」

　感極まった若い女が胸を放りだす。

さすがにここで吸いつく訳にはいかないので軽く一五回程もんで離れる。




「あはぁん領主様ぁん」

　なんだろう。同じ声色なのに背筋に悪寒がする。

振り返ると案の定だ。野太く甘い声を出していたのはマダムゴンザレスだった。

「……すごい戦いだったんだな」

　マダムは柄まで血に染まったモーニングスターを抱えており、周囲には敵の死体が十以上転がっている。

これだけならば修羅場を潜り抜けた戦士の風体だが、問題なのは奴の格好だ。

　マダムの鎧は所々剥げ落ち、上半身はほとんど剥き出しになっていた。

そして何より返り血と汗で厚化粧が顔面を流れ落ち、おぞましい顔になっている。

もし夜道でオークと今のマダムに同時に出くわしたなら、俺はまずマダムに斬りかかるだろう。

だが……。

「良くやってくれた。街と俺の女を守ってくれたんだな」

　俺はマダムの肩を抱く。

マダムはおぞましい外見だが俺の為に奮戦してくれたことは間違いない。

　そして俺が体を放すと同時に今度はギルドレスがマダムをガバッと抱き締める。

「これだけの数を一人で倒すとは素晴らしい男だ。漢の抱擁を与えよう」

　ギルドレスはマダムの背中を数度叩いた後、体を離す。同時にマダムは震え始める。

「あうぁぁぁ……ムキムキの胸板、男らしい声、むんむんの男臭……たまんないわぁ。子宮が疼いて……破水しちゃうぅぅぅわぁぁぁぁ！　んっほぉぉぉぉ！」

「何が疼いて何が破裂するんですか……」

「さて確か指揮を執っていたのはアドルフだったな。どこにいるのか……」

　とりあえず指揮所を探そうとマダムから目を逸らすとカーラがこちらに走って来る。

屋敷がやられていないから大丈夫なのはわかっていたが実際に姿を見ると安心するな。

「すまんな。留守の間に厄介な……」

　だがカーラは俺に愛の抱擁をすることもなく悲痛に叫ぶ。

「メリッサとレアがいないの！　街壁の外に出たのを見た娘がいて──」

　俺はそこまで聞いてシュバルツに飛び乗る。

「敵を追え。今すぐにだ」

　血が出るほど歯を噛み締めて気合いを入れ直す。

女の無事も確かめず何を勝った気でいたのか。

自分の愚か加減に呆れる限りだ。

　喜びの声をあげていた民が俺の顔を見てひっくり返り、幼女が小便を漏らす。

自分でも鬼の形相になっているのはわかっている。

「行くぞ」

　慌てて後ろに飛び乗ったセリアだけを連れて街を飛び出し、敗走する南ユーグリア軍を追う。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（参戦）メル（退避）ミティ（退避）マリア（退避）カトリーヌ（退避）

ブリュンヒルデ（　）グレーテル（退避）メリッサ（捕縛）クウ（退避）ルウ（退避）

ミレイ（参戦）ピピ（空爆）ケイシー（行方不明）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）レア（！）マルスリーヌ（退避）娘ステファニー（退避）ブリジット（退避）フェリシー（退避）

ナーティア（お金持ち）ソフィア（退避）セクリト（別行動）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（戦闘中）クララ（臨戦）セレスティナ（退避）モニカ（退避）アデラ（囮）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（指揮官）ルビー（指揮官）ギド（護衛隊）ポルテ（臨時副官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（緊急事態）リリアーヌ（女優）クロル（参戦）アルマ（義勇兵）

ラーフェン防衛

アドルフ（領主代行）ジム（副官）スージィ（参謀　役に立たない）ソラナ（参謀　役に立たない）

フェルテリス（魔法戦士）アリス（魔法戦士）

人外

ラミー（復活）アルラウネ（全滅）ミルミ（待機）

ペット

ポチ（空爆）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（戦闘）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

護衛隊　　　一四〇名→一三〇名

治安隊　　　一九〇名→一四〇名

衛兵　　　　七〇〇名→四五〇名

後送兵　　　三五〇名→二五〇名

義勇兵　一〇五〇〇名→七五〇〇名

アレス兵　四千名→三九九〇名

アルラウネ二〇〇→一

人魚　　約九〇〇→九〇〇

ポチ　　　　　一→一

ハーピー　　五六→二八

正面戦線　二三四五〇名

歩兵一万四千　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵六千　砲兵四五〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

王都　一万四千名

アレス兵一万名

財産　金貨十七万

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？








第３９８話　中央平原統一戦争23　巨砲と地獄







「味方が追い付くのを待ちましょう！　アレス兵は徒歩なのにこんなに飛ばしたら一騎がけに！」

　俺はセリアが必死に言うのも聞かずに駆け出す。

敵は既にラーフェンから離れつつあったし、壁はそこら中穴だらけなので騎乗でも問題なく進めた。

「メリッサさんがどこにいるのかもわかりません！　突っ込んだら余計にわからなくなります！」

　セリアの言うことは正しい、正論だ。

だがそれでもメリッサがどうなったのかわからないのに後ろから事態を見極めているなどできない。

「こうなったら……」

　セリアが懐から吹き矢のようなものを取り出した時、見覚えのある影を見つけた。

「レア！」

　延髄を狙っていたセリアが吹き矢を投げ捨てて馬から飛び降りる。

俺もさすがに馬を止めてレアに駆け寄る。

「あ……う……。大丈夫だよ。ちょっと頭が揺れてるだけ……」

　レアは破壊された農家の壁にもたれていた。

「見せなさい！」

　セリアがレアの体をチェックするが、細かい擦り傷以外に目立った外傷はなかった。

唯一つ、頭の天辺に大きなコブがある。どうやら頭を打ってしまったようだ。

「どうして屋敷を出たのですか！」

「お散歩してたら警鐘が鳴って……メリッサさんが壁の外に駆けだしていくのが見えたから止めようとしたんだけど止められなくて……ごめんなさい」

　俺はレアの顔についた泥を拭って言う。

「傷は？」

「馬をよけて壁に頭をぶつけただけ。もう大丈夫、少しクラクラしただけだから」

　女の中でも鈍い方のレアだ。下手をすれば馬蹄にかけられて死んでいてもおかしくなかった。

丸腰のレアを危険な目に合わせ、メリッサを連れ去るとは。

「メリッサは？」

「メリッサさんは子供達を連れて戻る途中で捕まったの。白く塗られた馬車に乗せられてそのままあっちの方に……」

　レアが指差すのは敵が撤退していく方向だ。

白い馬車とは目立つはずだが、ここから目を凝らしても見えなかった。

「セリア、レアを連れて戻れ。すぐに医者に見せろ」

「えっ。でも」

「私は平気だよ。もう少しすれば自分で帰れるから……」

　渋る二人に視線をやる。

「うぅ、わかりました。レアを戻したらすぐに増援を連れていきますから無茶はしないで下さいね」

「あぅ。ごめんなさい」

　思った以上に怒りの視線を向けてしまったようだ。

だが今はこれでいいだろう。

「セリアの前ではあまり野蛮な戦い方はできないからな」




　シュバルツも同意なのか小さく嘶いて駆けだした。

　ここまではセリアを振り落とさないように気を使っていたらしいが、俺だけになったので容赦なく体を上下させて風のように走る。

　とっくに撤退に移り、豆粒のようになっていた敵の姿がみるみる近づく。

「おい、追撃してくるぞ！」

「馬鹿な奴らは歩兵ばかりだ。こんな早く──おいおい単騎だ、一騎駆けだ！」

「阿呆な奴もいるものだ。弓隊構え！」

　撤退する敵の中で十人ほどの弓隊だけが足を止めて俺を狙う。

本来ならば槍で盾を作ってから弓を構えるのだろうが、こちらが単騎なので十分と見たようだ。

「このまま突っ込め」

　シュバルツは振り返りもしないが速度を緩めないところを見ると納得したのだろう。

「放て！」

　一〇本の矢が水平に放たれる。

命中する軌道の矢は七本だな。

「ふん」

　デュアルクレイターを奮い、まず三本を弾き落とす。

残る四本の内、一本は左の小手で撃ち落とし、一本は鎧の分厚い部分に当てて弾く。

もう一本はシュバルツに当たったが馬鎧の首部分に当たって弾かれる。

　最後の一本は顔面に向かって飛んでくる。

下手に避けようとすると頭や首に当たりそうだ。

　咄嗟に口を開くと矢は頬に当たり、薄い頬肉を貫く。

そこですかさず口を閉じ、矢の胴を噛みしめて止めた。

「やったぞ頭に！　……あれ？」

　喜ぶ敵兵を睨みつけながら口の中で矢を噛み折り、後ろ部分を引き抜いてから鏃を吐きだす。

こうしないと鏃の反しで傷がでかくなるからな。

「男前が台無しだ。責任をとって貰おうか」

　シュバルツは全力疾走で敵兵に迫る。

敵は慌てて矢を番えようとするが、もう間に合わない。

「次弾は……」

　言い終わる前に俺は指揮官の首を刎ね飛ばし、シュバルツは弓兵隊列のど真ん中を駆け抜ける。

振り向いて確認することはしないが、少なくとも三人は踏み潰した感触があった。

　俺とシュバルツは風のように逃げる敵へ後ろから突っ込む。

「邪魔する奴は踏み潰せ。逃げる奴は無視しろ。とにかく走り回ってメリッサを探すぞ」

　目的は追撃でも撹乱でもなくメリッサを探すことだけだ。

幸いにも敵は追撃がないことに安堵していたのかまったく警戒しておらず、組織だった迎撃はなかった。

　そして周りの兵士を掻き分けるように高速で進む白い馬車を発見する。

「いたぞ、あれだ！」

　いかに駆けているとはいえ、馬車とシュバルツでは速度が圧倒的に違うので瞬く間に追い付く。

「ん？　貴様何者だ！」

「敵兵が紛れこんでいるぞ！」

　馬車の後ろについていた護衛らしき騎兵が言い終わるより早くデュアルクレイターを振るう。

　一人目は背中からばっさり、もう一人は剣を抜いたところを脇腹から肩まで切り上げる。

メリッサがかかっているので正々堂々などはない。

「どうした？　何があった？」

　どうやら馬車の前にも何騎か護衛がいるようだ。

「任せる。なんとかしろ」

　俺はシュバルツにそう言ってから馬車に飛び移る。

「なんだこのでかい馬は？　うわっ何をする！」

「ぎゃああああ！」

　敵兵の悲鳴と激しい嘶きを聞きながら俺は馬車の後ろに張り付く。

後方にあった扉を開こうとしたが、複雑な錠がかかっていて思うようにいかない。

　馬車の中から男の話声が聞こえる。

「こいつは本当にハードレットの愛人なのだな？」

「はっ！　間諜の報告から間違いありません」

「ハードレットは無類の女好きと聞く。使いどころはあるだろう。軍団司令部まで連行する」

「承知致しました！」

「交渉の道具にならずとも拷問すれば何かしら悪魔の情報を吐くかもしれんしな」

「うぅぅ……」

　苦しげなメリッサの声を聞いた途端、怒りが一気に込み上げる。

「うがぁぁぁ!!」

　鬱陶しい錠に向かって三度頭突きし、ひん曲がったところを思い切り蹴り飛ばす。

錠は弾け飛び、大きな音を立てて扉が開いた。

「どわっ！」

「なんだ!?」

「エイギルさん？」

　走る馬車の中に転がり込む。

頭突きの時に切れたのだろう。顔を血が垂れる感触がある。

良く考えればデュアルクレイターで切れば良かったのだろうが、今はどうでもいい。

　馬車内にいたのはメリッサと偉そうな男、そして見るからに下っ端の男だ。

「メリッサ！」

　メリッサは半裸姿でボロ布となった服を両手で集めて体を隠していた。

更に額は切れ、右の目元に青痰を作っている。

どう見ても殴られ、犯された後だった。

　思考が飛び、目の前が真っ赤になる。

「御者何をしている馬車を止めろ！　お前は時間を稼げ！」

「い、いざー！　ええい！」

　偉そうな男が叫び、下っ端が斬りかかってくる。

「……」

　怒りでもはや声すら出て来ない。

　俺は下っ端の剣を左手で受け止め、瞬時にその腕をデュアルクレイターで切断する。

そして悲鳴が上がる前に男の足を掴んで馬車の床に叩きつけ、背骨を逆向きに折ってから馬車の外に投げ捨てる。

「ば、化け物」

「許さんぞ……殺してやる」

　ようやく言葉が出たが、怒りが静まった訳ではない。

　偉そうな男が懐から小型のクロスボウを取り出して放つ。

「やった！」

　ボルトは正確に俺の胸元に刺さる。

冷たい鉄が肉に食い込むが臓腑を貫かれた感触は無い。

「ふぅぅ……」

　ボルトを掴んで引き抜く。

携帯性に優れる小型のクロスボウでは怒りで盛り上がった俺の筋肉を貫くことはできない。

「殺してやる。殺してやるぞ」

　偉そうな男を睨みながら一歩一歩前進する。

男は御者に向かって何やら叫んだ後、剣を抜いて飛びかかって来る。

「そりゃあ！」

「ぐ……」

　剣は見事俺の腹に突き立った。

「……うそだろ」

　だが奴の全身全霊の突きも俺の腹筋を貫けない。

脅えた顔が俺を見上げる。

　もしメリッサが無傷ならあるいは馬車から放り出して終わりだったかもしれない。

だが愛しい女を犯され傷付けられた今となっては感情がセーブできるはずもなかった。

「ふん」

「ぎゃあああ！」

　男の頭を掴むようにして両目にそれぞれ両手の親指を突き込む。

もちろん目を潰すつもりではない。

「うぉぉ！」

　そのまま両手を左右に開いていき……。

「みぎゃっ！」

　バカっと気持ちの悪い音を立てて、男の頭蓋骨が左右真っ二つに分かれた。

何やら良く分からないものが色々と飛び散り、男はそのまま前のめりに倒れる。

「ひっ!?　え、えいぎるさん？」

「ふぅぅぅ……」

　大きく息を吐いて怒りを鎮める。

メリッサを助けるには怒りのままに暴れても駄目だ。

ここからは冷静な判断が必要になる。

「もう大丈夫、落ちついたよ。メリッサ、助けに来た」

　そう言って半裸のメリッサを抱き締める。

「はい……はい！」

　メリッサも抱きしめ返してくる。

　その時、馬車が激しく揺れて停止する。

顔を出して見ると周りにいたのは敵兵ではなく、弓騎兵──いや、普段の狩猟用装備を持つ山の民だった。

「族長様の危機を聞き、駆けつけました！」

　これで救出成功だ。

だが完全なハッピーエンドではない。

「メリッサ、気を強く持つんだ。お前が酷い目にあったのは俺のせいだ。なんなら朝まで俺を踏みつけろ」

　そこまで言ったところで彼女がキョトンとした顔をしていることに気付く。

不思議そうに俺を見て、ポンと手を打った。

「あ、そういうことか。大丈夫、強姦された訳じゃないから」

　メリッサは事情を説明し始めた。

　なんでも彼女は孤児院の子供達を街の中に逃がす為に目を逸らそうと、南ユーグリア兵達に悪態をつき、軽く暴れたらしい。

　目の青痰はその時に殴られ、服は馬車に放り込まれる時に破れたらしい。

どうやら俺の早とちりだったようだ。

「捕まってからは殴られてないかな。水も飲ませてくれたし、結構紳士的で……」

　俺は無残な姿になった敵兵に目をやる。

まったく生きたまま頭蓋を真っ二つなど酷いことをするもんだ。

「俺の早とちりだったか。すまんな、だがメリッサを殴ったのだから仕方ない」

　ラーフェンの墓地に葬ってやるから勘弁してくれ。

化けて出るなら女を抱いていない時に頼む。

　何にせよこれでラーフェンの戦いは終わった。

俺はメリッサを両手で抱き上げてラーフェンへと戻る。

「エイギルさん。私、服が破れてて、そのおっぱいが丸見え……」

　だがまだまだやるべきことはある。

リントブルムからの救援要請もきているのだ。

「うわっスカートまで破れて全部丸見え！　下着も……今日は穿いてなかった！」

　セクリトの助言もあってまずラーフェンを救援に来た。

悪くすれば既にリントブルムは陥落しているかもしれないだろう。

だがそうであってもすぐに奪還するのが領主の役目だ。

「見られてる！　色々見られてる！」

　メリッサが抱きついて来る。

さぞ心細く感極まったのだろう。

「敵に攫われたメリッサ様を領主様が奪還したのか！　さすがだな」

「服を脱いで領主様に抱きつくなんて……こりゃもう今夜はすげぇだろうな」

「乳を押しつけて真っ赤になってるぜ。俺達の前でおっぱじめちまう勢いだ！」

　そして俺の領地以外に、ノーステリエスを巡る戦いも残っている。

「ひぇぇぇ、何百人の前はさすがに恥ずかしいってば！　誰か着るもの貸して、布切れでもいいから！　エイギルさんも止まって！　抱き上げられてたらお尻全部見えてるから!!」

　メリッサは手で顔を覆い、全身でしがみ付いて来る。

もう怖くないから大丈夫だぞと微笑んで抱きしめ返す。

「うわぁ……メリッサ様全裸で抱きつくなんて完全にメスになってるわ」

「仕方ないわよ。敵に攫われた所を愛する男に助けられたのよ。あたしだったらその場で大股開きで公開エッチだって厭わないわ」

　リントブルムはどうなっているのか。

「お願いセリアちゃんマント貸して！　お尻のシワまで丸見えなんだってばぁ！」

「お察しします。でも少し羨ましいです」

　その時、東から伝令が叫びながら駆けてくる。

方角からしてリントブルムからか。さて悪い知らせか良い知らせか。







一日前　リントブルム。

「敵はこちらを見降ろせる丘の上に陣取りました。数は軽騎兵三〇〇〇。今にも攻撃を開始してくると思われます」

「あぁなんてことでしょう」

　ローリィを伴ってリントブルムの視察に訪れていたクレアは頭を抱えて呻く。

「ここは一旦町を捨てて逃げましょう。とても敵うはずがありませ──ぎゃあ！」

　クレアは逃走を主張する部下の男の股間を蹴り上げる。

「馬鹿おっしゃい！　リントブルムがなくなればＣ＆Ｒ商会は破産ですよ！」

「しかし兵力差からしてこのままでは無駄死に……ふんぎゃ！」

　再びクレアは部下の股間を蹴る。

「黙らっしゃい、お金は貴方の命よりずっと重いのですよ！　なんとか方法を考えなさい！」

「そう言われても私は軍略など知らないのでどうすれば良いのか……」

　敵騎兵三〇〇〇余に対してリントブルムにいるのはクレアの護衛五〇とかき集めた義勇兵が二〇〇ばかり。彼らが軍事の専門家でないことを差し引いても打つ手がないのは明らかだった。

「ならば南ユーグリアの司令官に金を掴ませて攻撃回避を持ちかけなさい。金貨一万枚も出せば──」

「既に使者は送りましたが即座に拒絶されました……彼らは金で動きそうにはありません」

　ローリィが悲しそうに言う。

「残念ながらもう打つ手がありません。リントブルムは人間の攻撃を受けることを想定しておりません。ここは命一つで逃げのびるべきかと」

　信頼するローリィにまで街の放棄を勧められ、がっくりと地に尻をついたクレアに野太い声がかかる。

「おい。良からぬモノが来ているのか？」

「バルバノ……ですか。見聞きすればわかるでしょうに」

　バルバノは鉱山町リントブルム近郊の坑道に住むドワーフ達の長であり、クレア達の採鉱を容認しながら、時折技術や鉱石と酒・食物を交換に街に来ていた。

　身長は男にしてはかなり小さく非常な短足、反対に横には大きく、一見特大の肥満体に見える。

だが良く見れば贅肉はほとんどなく、全て筋肉の塊だった。

　彼らの技術は非常に高度で鉱石も珍しい物が多いが、金銭欲が無くクレアから見れば役に立たない余計なことばかりしていたので、必要以上に関わろうとはしなくなっていた。

「今来ているのはなんだ？　わしらを害する者か？」

「敵軍なのですから当たり前でしょう。私の街と財を奪いに来るのです」

　半ばやけっぱちにクレアが怒鳴ると、バルバノはううむと唸る。

いつの間にか彼の後ろには多数のドワーフ達が集まっている。

「ならば魔物のようなもんか？」

「魔物よりずっとタチが悪いに決まっています。魔物なら何人か食わせれば満足して帰りもするでしょうが、奴らは私の財を全て奪い尽くすのですから」

「ひでぇ……」

　鉱夫が思わず呟き、ドワーフ達はポンと手を打つ。

「ともかく魔物と同じなら追い払わねばならん」

　バルバノの無責任な言い方にクレアが声を張り上げる。

「それができればやっています！　貴方達みたいな短足、のん兵衛に言われなくても……」

　だが彼女が言い終わる前にバルバノが吠える。

「ドワーフ達よ！　ウルガーンを使うぞ！」

「「「「おうよ！」」」」

　ドワーフ達は短い足で意外に速く駆けていく。

「ウルガーン？　ああ、あの粗大ゴ──巨大な大砲ですね。向きも変えられない欠──運用しづらい」

「威力は申し分ないでしょうが、巨大な鉄塊一発で三千人をどうにかできるとは思えません」

「盗賊の群れなら驚いて逃げるかもしれませんが、軍隊相手では……」

　クレアとローリィ、虐げられていた従業員の男も悲観的な顔で言う。

　ウルガーンは今使われている大型砲の数十倍の大きさを持つ巨砲だが、その圧倒的な大きさと重さ故にまったく動かすことができず、構造も複雑過ぎてドワーフ達でなければ発射することもできない。全ての者から無用の長物と考えられていた。

「ええいやかましい。ぐたぐた言わんと見ておれい」

　ドワーフ達は短い手足を動かしながら、砲と言うより一つの構造物にも思えるウルガーンに乗り込んでいく。そしてバルバノが手を振り上げる。

「ウルガーン起動！　旋回右へ一四〇度！　上は二三度五分」

　金属同士が擦れる歯車の音が鳴り、蒸気が立ち上り、ウルガーンはゆっくりと回転していく。

更に砲身もゆっくりと持ちあがっていった。

「動いた……？」

「おうよ！　街に来る度にちょこちょこ改造したからな！」

「また無駄なことを……そんなことをするならもっとお金になる私の仕事を受けてくれていれば……」

　文句を言うクレアをよそにローリィは言う。

「これなら確かに敵を狙えるでしょうけど、たった一門の砲で敵を撃っても怒らせるだけなのでは？」

　大砲砲弾は攻めに使うには効果的な兵器だ。

ウルガーンサイズの巨大砲弾ともなれば難攻不落の城塞を一撃で撃ち砕くことも可能かもしれない。

　だが今の状況は守りであり、相手は石の壁ではなく騎兵の群れだ。

いかに巨大な鉄球を打ち出してもせいぜい一〇人も殺せれば良いところで、三千の敵を相手に一門ではほとんど意味はないと考えられた。

「砲弾も特別に作った。一発作るのに一週間かかった代物よ」

「はいはい。私の仕事よりそういうお遊びがお好きなんですよね」

　半ばやけになっているクレアが悪態をつく。

だがバルバノはそんな彼女へ、楽しみにしていろとばかりに笑いかける。

「爆裂弾を使うぞ！」

「「「おう！」」」

　ドワーフが巨大な砲弾を砲の横の容器に置くと歯車の力で砲の中に吸いこまれていく。

「信管装着、距離は四千──撃てい！」

「ぎゃっ!!」

　尋常ならざる爆音が響き、衝撃が埃を立てながら地面を伝わっていく。

鉱夫が尻持ちをつき、逃げ準備をしていた娼婦がひっくり返って際どい下着を晒す。

クレアもまたあまりの轟音に耳を塞いで悲鳴をあげる。

　そして数秒後、敵が陣取る丘が光り、巨大な土煙りが上がった。

どう見ても巨大な鉄球が落下した程度のものではない。

そして再び数秒の間を置いて腹に響く轟音が伝わる。




「今のはなんだ!!　何が起きた！」

「第三騎兵隊損害を……おい、第三騎兵隊はどこだ!?」

「第三騎兵隊が存在しません！　部隊まるごと吹き飛びました！」

「砲声が聞こえたが大砲で撃たれたのか？」

「馬鹿な、地面ごと消し飛んだぞ。火薬の大樽でも埋まっていたのか!?」

　今にも攻撃に移ろうとしていた百人近い騎兵が文字通り消滅し、南ユーグリア軍は大混乱に陥る。

右往左往する者に取り敢えず丘から逃げる者、地中に何かが埋まっているのではと掘り返す者まで出る始末だった。

「はへ？」

　今まで散々悪態をついていたクレアの顎もカクンと落ちる。

「次弾、爆裂燃焼弾。撃てい！」

　歯車の力に助けられ発射から十秒もしないうちに次の砲弾が発射される。

「砲声だ。来るぞ！」

「また爆発するかもしれん。全員地面に伏せて──」

　南ユーグリアの騎兵隊は馬から飛び降り、一斉に地面に伏せる。

　彼らの予感通り、再び爆発が起きる。

予想外だったのは今度の爆発は先ほどよりも小規模であり、代わりに凄まじい火炎が周囲に飛び散る。

地面を這うように広がる火炎を前にしては体を低くすることは何の意味もなかった。

先ほどよりも更に多くの兵と馬が斃れて行く。

「お前達が使う火薬とやらにアレとコレの鉱石を砕いて混ぜた特製だ」

　百ｍ近く立ちのぼる火柱を見ながらバルバノが誇らしげに言う。

だがドワーフ達以外は全員が口を半開きにして呆然としていた。

「砲弾が炸裂して……燃え上がる……？」

　ローリィの脇から手帳が落ちる。

そこには『鉱山求人　未経験歓迎、給金頑張り次第で増額、アットホームな職場です』と書かれていた。




「このままでは嬲り殺しだ！」

「とにかく突撃だ！　距離を詰めろ！」

「陣形などいい、いける者から行け。あの大砲を止めろ！」

　南ユーグリア兵は馬に乗り込み、バラバラの状態のまま一斉に丘をかけ下りる。

さすがに軽騎兵の動きは早く、たちまち街へと迫ってくる。

「来ました！　来ましたよ！　ほら早くなんとかして下さい！　なんとかできたらお金でも私の体でもなんでもあげますから！」

　クレアがバルバノの肩を掴んで揺らす。

「落ち付け。金もいらんしお前の体なぞもっと要らん。次は……これを使おう。わし一人で仕上げた力作だ。撃ってしまうのも惜しいぐらいだが」

「いいからさっさと撃って下さい！　私で駄目ならローリィの体もあげますから！」

「クレア様！　私は想い人以外に抱かれるのはその……」

　騒ぐクレアともじもじするローリィを無視してバルバノが叫ぶ。

「空中炸裂弾装填。距離は……一五〇〇……撃て！」

　ドンと再びウルガーンが火を噴く。

砲弾は地面と平行に飛び、リントブルムに向かって駆ける敵騎兵の頭上で炸裂する。

「え、空中で爆発？」

「失敗じゃないですか！　この短足！　役立たず！　ヒゲ面！」

　だが決して失敗ではなかった。

砲弾が炸裂すると同時に周囲の大地はまるで豪雨に打たれたかのようにささくれ立つ。

「ぎゃっ！」「くげ！」「ひっ！」

　空中で炸裂した砲弾は広範囲に破片を散らばらせ、突撃する南ユーグリア騎兵に降り注いだのだ。

　冗談のように広範囲の敵兵がもんどりうって斃れていく。

あり得ない光景に南ユーグリア兵の足が止まってしまった。

「これが最後だ！　こいつも希少な金属を使った力作だ。超重貫通弾、撃て！」

　今まで以上に重い砲声と共にまっ黒な砲弾がゆっくりと飛んで行く。

違うのは目で捉えることも不可能ではないほど砲弾の動きが遅いことだ。

「特製の合金をごってり使った。重さは先ほどの弾の数十倍はある」

　まっ黒な砲弾は緩やかな軌道を描いて敵の頭上に落ちていく。

「重さを利用して地面深くまでめり込んで爆発、敵を下から吹き飛ばす弾だ」

　砲弾は敵のど真ん中に落下する。

ドスンと重い音が聞こえるが、肝心の爆発音はない。

「うん？」

　バルバノが不思議そうな表情を浮かべると同時だった。

ほんの小さな爆発音が響き、僅かに地面が揺れる。

「このおならみたいな音が爆発ですか？」

「炸薬もごってり詰まっているはずなのだが、おかしい」

　バルバノが首を捻った瞬間だった。

再び地面が揺れる。今度は最初よりもあきらかに大きかった。

更にバキバキ岩が割れる音が続く。

　バルバノとドワーフ達の顔が見る見る青くなっていく。

先ほどまでの自身満々な態度はどこへやら、短い足で駆け回りながら慌てふためきだす。

「いかん、あそこは岩盤が薄い場所だったか！」

「まずいぞ！　撃ち抜いてしまったか!?」

「奈落まで撃ち抜いてしまったかもしれん！」

　クレアはキョトンと首を捻る。

「奈落？」

「わしらの住む世界の下に広がる無限の穴、無限の闇だ。異形どもが住む暗黒の世界──坑道の中で繋がってしまった時は落盤で塞いでしまうのが常だが、このような開けた場所で穴でも開けば……」

　敵の真ん中の地面が凹み、陥没する。穴の直径は１０ｍ程だろうか。

底の見えないどこまでも真っ暗な穴に敵兵が落下していく。

だが損害自体は落下した数名のみだったので兵達もそれほど慌てることはない。

「穴？　全員離れるんだ」

「損害は軽微だ。さっきに比べればどうということはない」

「それより密集するな。またあの砲弾が……」




　体勢を立て直そうとする敵の前に穴の住人が現れる。

そして地獄が現出する。

「え？　なんだ蜘蛛？」

　３ｍはある巨大な蜘蛛が音も無く穴から顔を出す。

　兵がそれが何かを理解する前に大蜘蛛は兵を足で掴み、兜の上から細長い管のような口を頭に突き込む。

「ふへ？　はきゅきゅ……くひゅ？」

　濁った果汁を強引にストローで吸うような音が響き、兵士の目が左右別々の方向にずれる。

意味のわからない言葉を発しながら兵士は両手両足をバタバタと動かし、やがてぐったりとする。

　周囲の兵士が異常に気付いた時には哀れな兵士はまるで干物のような姿になって二つに折れた。

「……頭から脳を吸った？」

「うそだろ……どんどん出てくるぞ!?」

　穴からは際限なく異形が出現する。

「うわぁぁぁ!!」

　馬で逃げようとした兵士を数メートルはあるムカデが追いかけていく。

全力で駆ける馬と比べてもその速度は倍以上速く、到底逃げられない。

　ムカデは体をくねらせながら、馬ごと兵士に絡みつき、凄まじい悲鳴と馬の嘶きが響いた。

逃げられないように何重にも絡みついた後、馬の足を鎌のような口で引き千切り、続いて兵士の四肢と首を千切ってから丸呑みしていく。

「この野郎！」

　仲間の兵士が槍でムカデを突き刺すが硬い鱗の前に槍の方がへし折れる。

男が絶句しながら身を引いた瞬間、ヒトの腕ほどのワームが男の背中に襲いかかる。

「ひぐっ！」

　ワームはズボンの裾から入り、粘液だらけのぬめる体で肛門から体内に侵入していく。

「やめ！　げぼっ！」

　男は必死に抵抗するがワームはずるずると侵入していく。腹は異様なほど盛り上がり、まるで臓腑が一つの生物であるかのように蠢く。

「おい、しっかりしろ！」

　仲間の兵士がワームの残り部分を斬り落とすが、既に侵入した部分のワームは動きを止めない。

「ぐぼっ！」

　やがて内臓を食い破られたのか男が盛大に血を吐きだす。

と同時にそれっきり悲鳴もワームの動きも止まり、奇妙な静寂が訪れた。

「……おい」

　だが仲間がおそるおそる男に近づいた瞬間だった。

「げ」

　ボンと音を立て、男の目、耳、鼻、口と全ての穴から触手が飛び出し、男は絶命する。

「ぎゃああああああ!!」

　悲惨な戦場とも違うあまりの光景に南ユーグリアの士気は崩壊、全てを投げ捨てて逃走を開始する。

三千人は四方八方に逃げ散り、助けを求めながらリントブルムへ向かう者までいた。

　だが穴からは何十何百の蜘蛛、ムカデ、ワーム、そして虫に例えることもできないナニかが現れ、南ユーグリア兵を捕食していった。

　頭、首、胸、腹と四体の蜘蛛に管を突きこまれ、たちまち干からびていく男。

　上半身だけの馬と下半身だけの男を引きずって穴に戻っていくムカデ。

　ワームに性器から押し入られ、口まで貫かれて激しく痙攣する女。

「酷い……」

「悪夢……いえ地獄です」

　数分もしないうちに喧騒は聞こえなくなり、異形は餌を引きずりながら穴へと戻っていく。

大地に残るのは無数の血痕と少々の人間の破片のみで、南ユーグリア兵は一人も残っていなかった。

最後に顔が二つある蛙がひょいと顔を出し、舌を伸ばして転がる腕を絡め取っていった。




「な、何をしているのですか!!　奴らが引っ込んだ穴を塞ぎなさい!!　あんなものが溢れたら街どころか世界が終わってしまいます!!」

「皆なんでもいいから穴を埋められそうな物を持て！　奴らが再び顔を出す前に埋めてしまうぞ！」

　最初に立ち直ったのはクレアで、彼女の指示で人とドワーフが連携して穴に殺到していく。




　幸いにして奈落まで繋がる部分は穴の見た目以上に狭く、異形が戻る前になんとか塞ぐことができた。

「ふいー……終わった……」

「助かったぁ……」

　塞いだ穴をドワーフ特製の硬化剤でがっちり固めたことを確認し、全員が穴の周りに倒れ込む。

「ウルガーンは金輪際使用禁止です。砲口も塞ぎます」

「うむ、残念だが異論は無い」

　クレアは溜息をつきながらうつ伏せで寝転がるバルバノの上に腰かけて言う。

「それからラーフェンに連絡を出しておきましょう。敵を撃退……でいいですよね」

「もう複雑な文を書く体力も無いのでそれで良いかと」

　ローリィも息を吐きながらバルバノに腰かける。

「「本当に疲れました……」」

　こうしてリントブルム防衛は成功したのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（参戦）メル（お迎え）ミティ（お迎え）マリア（お迎え）カトリーヌ（お迎え）

ブリュンヒルデ（吸血鬼）グレーテル（お迎え）メリッサ（公衆全裸）クウ（お迎え）ルウ（お迎え）

ミレイ（参戦）ピピ（着陸）ケイシー（行方不明）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（お迎え）娘ステファニー（お迎え）ブリジット（お迎え）フェリシー（お迎え）

ナーティア（お金持ち）ソフィア（お迎え）セクリト（別行動）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（戦勝）クララ（諦め）セレスティナ（お迎え）モニカ（お迎え）アデラ（囮継続）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（指揮官）ルビー（指揮官）ギド（奮戦）ポルテ（臨時副官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（疲労困憊）リリアーヌ（慰安）クロル（奮戦）アルマ（使用人）

ラーフェン防衛

アドルフ（解放）ジム（副官）スージィ（役に立たない）ソラナ（役に立たない）

フェルテリス（疲労）アリス（疲労）

人外

ラミー（植え付け）アルラウネ（鉢植）ミルミ（食事）バルバノ（移動中）

ペット

ポチ（着陸）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（種付け）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

護衛隊　　　一三〇名→一三〇名

治安隊　　　一四〇名→一五〇名

衛兵　　　　四五〇名→四六〇名

後送兵　　　二五〇名→二七〇名

義勇兵　　七五〇〇名→八千名

山の民　　五千名

アレス兵　三九九〇名




アルラウネ　一

人魚　　　九〇〇

ポチ　　　　一

ハーピー　二六→三〇＋卵四つ

正面戦線　二三四五〇名

歩兵一万四千　騎兵一五〇〇　弓兵一五〇〇　弓騎兵六千　砲兵四五〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

王都　一万四千名

アレス兵一万名

財産　金貨十七万

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

どうしてこんなに時間がかかるのか、そんなことより

皆様メリークリスマス!!










クリスマスＳＰ

この話は余談のようなもので、本編とは何の関係もありません。

こんな経験もあったのだなぁと温かい目でご覧ください。









とある平和な日。

「へえ、そんな伝説があるのか」

　冬の日の午後、特に何も予定がなかった俺は暇つぶしがてら、女達とラーフェンの市場にきていた。

「はい。今日はえーっと……名前は忘れましたが、何か神聖な者が願いを叶えてくれると言う伝説があるらしいです」

　セリアがどこかで聞いて来た話を一生懸命に話す。

もちろん俺も彼女自身も信じている訳ではないが、話としては面白い。

「でも最近はどう転んだのか、男女が愛し合う日になっているらしいです」

「素晴らしいじゃないか」

　俺としては願いよりもそっちの方が良いな。

なら伝統に従って今夜は全員で乱交でもしようか。

「そこのお方……そこのお方……」

　かすれた声に呼びとめられて振り返ると声の主は黒いローブを被った老婆だった。

「なんですか失礼な！」

　咎めようとするセリアを止める。

老婆の目は白く濁っておりまったく見えていないようだったからだ。

これでは俺を見ても領主だとはわからない。老婆を虐める趣味も無い。

「なんだ？」

　軽く聞き返すと老婆は懐から何やら緑と赤に光る石を取り出した。

「エメラルド!?　ルビー!?」

　興味なさげだったノンナが乗り出してくる。本当に光るものが好きだな。

　だが老婆は皺だらけの顔でゆっくりと首を振る。

「宝石ではありませんじゃ。これは『サンタ石』と言いましてな。今日この日……枕元に置いて寝るとなんでも願いが叶うという不思議な──」

「なんだゴミですか」

　ノンナは興味を無くして毛皮を見に行ってしまった。

「ちょっとどこ行くのよ！」

「無駄遣いは許さないです！」

　カーラとセリアもノンナを追いかけていく。

「貴方からは不思議なオーラを感じる。どうぞお持ちになって下され」

「ならどうせだから買ってみるか。値段は……うん？」

　石を受け取り、一瞬手元に視線を落した途端目の前から老婆の気配が消える。

「あん？」

　周囲を見回して見るがどこにもいない。目の見えない老婆がまさか走って逃げるはずもない。いや、そもそも老婆が腰かけていたカーペットもなくなっている。

「よっと、邪魔だよーって領主様!?　も、申し訳ありません！」

　ぽっかりと空いた場所では焼き串の露店商が開店準備を始めていた。

「むう……ううん」

　俺は首を捻り、確かに手の上にあった石を尻のポケットに突っ込みながらノンナの後を追った。




「馬鹿じゃないの？　馬鹿じゃないの？」

「馬鹿です。馬鹿です」

「うっさいです！」

　適当な飯屋でカーラとセリアがノンナを責めていた。

なんでも怪しい商人に騙されドブネズミの毛皮コートに金貨を出そうとしたらしい。

まあいつものことだ。

「そういえばさっきの老婆なんだが……ぬ」

　椅子にどっかりと座ると何かが割れる音がする。

しまった。尻に石を入れていたんだった。

「割れてしまった」

　サンタ石を机に出すと見事に粉々になっていた。

「あーあ、粉々ね」

「どうせ怪しい紛い物です。それよりエイギル様のお尻が心配です」

「こうして見ると割れた方が綺麗ですね」

　ノンナが言う通り、割れた今の方が輝きが増しており、石の中から光が噴き出しているように見える。

「どうせだから枕元にでも置いてみるか。割れて全員分あるしな」

　俺は笑いながら欠片を皆に配るのだった。




　──その夜。

「もうだめです！　あぁぁぁぁ!!」

　仰向けに寝る俺の上で腰を振っていたセリアが後ろに反って悲鳴をあげる。

二度三度と震えた彼女は大きく息を吐いてから俺の胸に倒れ込んで来た。

「良かったか？」

「すごかったです……腰が自分のじゃないみたいにビクビクしてます……素敵ですエイギル様」

　俺は首と胸にキスを繰り返すセリアを優しく撫でながら伸びをする。

何度かセリアを抱いてもう良い時間だ。そろそろ眠ろう。

「それにしてもせっかく乱交しようと思ったのに、ノンナもカーラも酔って寝てしまうとはな。なんだってドワーフ印の火酒なんぞ飲んだんだ」

　あの酒は俺でもコップ一杯で足元がふらつくほど強い。

あんなものを食後の酒にしては全員揃って寝込んでしまうのも無理は無い。

「私がワインボトルに火酒を混ぜ……ではなくてなんででしょうね」

「まあいいか。セリアも沢山昇って疲れただろう。一緒に寝よう」

　言いながらランプを噴き消すとセリアは嬉しそうに俺の胸板に顔を擦りつけて目を閉じる。

「はい、もう寝ます。エイギル様の胸の中で……」

　しばらくしてセリアの可愛らしい寝息が聞こえてくる。

俺も彼女の髪と尻を撫でながら、ゆっくりと意識を落していった。







　フワフワと体が宙を漂っている。

周囲はまったく真っ暗なのにどこまでも遠くが見える。

まったく身動きが取れないのにどこにでもいける感覚がある。

（なんだこれは）

　口を動かしても声はでない。

代わりに頭の中に響く奇妙な感覚があった。

（エイギル様！　エイギル様！）

　セリアの声……ではなく頭の中に直接伝わる何かが響く。

（セリアか？）

（なんだか変な感じです）

　俺と同じようにセリアがフワフワと漂いながら俺の方にやってきた。

正確には白い塊で形も何も無いのだが確かにセリアだとわかる。

（ここは夢の世界でしょうか）

（だろうな。こんな奇妙な夢は初めてだが）

　そこでセリアがはっと何かに気付いた。

（まさかあの怪しい石のせいでしょうか！）

（ああ、あれか）

　俺も枕元に欠片を置いた気がする。

そして俺とセリアは二人同じ枕で寝たから一緒にいると考えれば辻褄も合う。

（あれは願い事を叶える石だったよな。別に俺はフワフワ漂いたくもなかったんだが）

　セリアが何かを考えて言葉にしようとした途端、世界がぱっと明るくなる。




「エイギル、そっちにいったわ」

「任せろ」

　空中を漂う俺達の下に現れたのは春の林だ。

その下を駆けるのは弓を持ったカーラと……。

（エイギル様がいます）

　簡素な槍を持ち、革の服を着た俺がいた。

（なるほどこれはカーラの夢か）

　理由はともかく直感でそうわかる。

　カーラの夢の中で、俺とカーラは一緒に狩りをしているようだ。

追いかけているのは、それなりに大きな鹿のようだ。

「そこ！」

　カーラの射った矢が鹿の太股を捉える。

速度の落ちたところに俺が追い付いて槍で心臓を貫く。

「仕留めたぞ」

　夢のカーラと俺はハイタッチした後、身を寄せ合って見つめ合っている。

「今回も上手くいったな」

「ええ、エイギルと一緒になってから失敗知らずだわ」

　そう言って俺とカーラはちょんとキスをする。

どうやらこの夢の中でも俺とカーラは結婚しているようだ。

（むーむー！）

　セリアが赤く発色しながら飛び回る。夢なんだから落ちつけ。

「エイギル、あたしいやらしい気分になってきたわ」

「奇遇だな。俺も女が欲しくなってきた」

　カーラと俺はいそいそとズボンを脱ぎ始める。

そして木に手をついたカーラを俺が後ろから抱き締めるようにして一つになる。

「すっごい激しい！」

「まだまだこんなもんじゃないぞ。そらそらそら！」

　木がミシミシと揺れ、俺達は互いを貪っている。

「四つん這いになれ。尻を突き出せ」

「ああっ！　エイギル乱暴すぎるわ！」

　俺はカーラを引き倒し、頭を手で地面に押しつけながら乱暴に腰を振っている。

カーラは地面に顔を押し付けられながら喘いでいる。

（俺はこんな乱暴にはしないんだが……カーラの夢なのだから文句を言っても仕方ないか。なんにせよ夢の中でも俺を求めてくれるとは嬉しいな）

（むー！）

　セリアはますます真っ赤に発色していた。




　そこで突然景色が切り替わる。

今度は町、と言ってもラーフェンのように大きな町ではなく、数軒の商店が並ぶだけの田舎町だ。

「結構お金になったわね」

「大熊一枚皮の値が良かったな」

　俺とカーラは肩を寄せ合って時折キスをしながら身を寄せ合って歩いていた。

　そういえばカーラが狩人時代に狩りで得た肉や皮を町で売り、鏃や小物、保存食なども買っていたと言っていた。彼女は心のどこかで俺と二人、自由気ままな狩人生活を望んでいるのか。

　すると夢の俺がカーラの手を掴んで引っ張ろうとする。

「おい」

（連れ込み宿に引っ張りこもうとしているのか）

（さすがエイギル様です。夢の中でもやることが一緒です）

　セリアが青く発色し始めたぞ。

フワフワした塊なのに彼女がジト目で俺を見ているのがはっきりわかる。

「えーあたし別のことがしたいわ」

　夢の俺はカーラに拒絶されたようだ。

まったく俺とは思えない情けなさだ。

　同時にまたも風景が変わる。夢の中は忙しいな。

（路地裏か？　人気はなさそうだな）

（二人はどこに──あ、いました）

「エイギル良く見ててね」

「おう」

　カーラは下半身を剥き出しにして目を閉じる。

そして激しい水音が……。

（おしっこし始めました！　アホです！　変態です！）

（外でするのが本当に癖になってるんだな）

「見てて！　目を逸らさないで！」

「おう」

　カーラが嬉しそうに仰け反ったその時だった。

隣家の窓が音をたてて開き、老婆が顔を出した。

「コラー何をしとるか！　変態女が──!!」

「く！　大きい方もしようと思ったのに……エイギル撤退よ！」

「おう」

　夢の俺がカーラを抱えて逃げていく。

本当に何をしているんだ。

（これ夢の中だけの話じゃありません。現実でも屋敷のメイドや衛兵がたまに目撃してますから）

　セリアが水色になって呆れている。

　夢の中で見つかっているということは、心の中では他人に見られることを望んでいるということだ。

まったくどうしてこうなったのか。




　そして場面が再び変わる。

　今度は小さな小屋の中だった。

壁も床も小奇麗にはしてあったが、ところどころ穴が空いた粗末なつくりだ。

小さな暖炉では薪が控えめに燃えている。

　窓の外は木ばかりで森か林の中の一軒家と言ったところだろう。

季節は冬で一面に雪が積もっていた。

「お母さん寒いー」「もっと火を大きくしてよお」

　十歳前後の少女二人が不平の声をあげる。

「薪が残り少ないのよ。毛皮に包まっていれば寒くないでしょうが」

　暖炉にかかったスープを混ぜながら答えるのはカーラだ。年齢は現実より老けている。

三十後半か、四十路に届くぐらいだろうか。

「毛皮臭いー」「ダニもいるー」

「あーうるさい。そんなこと言ってたら森じゃ生きていけないわよ」

（家族……なのでしょうか？）

（そうみたいだな）

　良く見れば一番大きな子は現実でのカーラの娘、エカチェリーナだ。

「へへ、怒られてやんのー」

　七～八歳の少年が少女達を笑うが、同時にカーラの拳骨が落ちる。

「いてーー！」

「無駄口叩いてないで壁の隙間を塞いできなさい。みんなが風邪ひくでしょうが！」

　少年は頭を押さえながら板を持って表に出て行く。

「うう……俺だけ風邪ひきそう」

「男の子が情けないこと言わない！　それからノンナにも餌やっときなさいよ。野狐拾って来たのはあんたでしょ！」

（豪快ですね。後ノンナさんがペットになってます）

（まさにカーラだな。本人の夢だから当然だが。……一応気にかけているから夢に出たと思っておこう）

「きゃはは！」「あはは！」

　騒ぎは収まる間もなく、五歳ぐらいと三歳ぐらいの幼子が狭い小屋を走り回り、年長の子が捕まえてベッドに放り投げるが、笑い声は更に大きくなる。

　そして扉が開く。

「戻ったぞ」

「戻りましたー」

（あ、ちょっと老けたエイギル様です）

　帰って来たのは俺と一五ぐらいの少年だ。

背に薪を大量に背負っており、ついでに野兎まで捕まえたようだ。

「「「パパー!!」」」

「兄ちゃん板打ち代わってくれよぉ！」

　夢の俺は飛び付く子供を持ち上げながら暖炉に薪を入れて火を大きくし、スープの横に兎を突き刺す。

そして長男らしき少年はぶーたれる男の子のデコを指で弾く。

まったくもって騒がしい家だ。

「おかえりエイギル」

　カーラも料理の手を止めて俺の隣に寄って来る。

そして俺達は子供の前で濃厚なキスを交わした。

「エイギル、あたし幸せよ」

「俺もだ」

「「「わぁ……」」」

（幸せそうです）

（そうだな）

　粗末な小屋にこれだけの家族がいれば狭いだろう。

薪が足りなければ寒いし、料理だって贅沢とは言えない。

それでも夢のカーラは本当に幸せそうに笑っていた。

（富も名誉もいらないか）

　俺は手持無沙汰になってセリアの頬を揉み解そうとしたが、手も頬も無かった。

「飯が終わったらもう一人子供を作るか。お前らは今日は早く寝ろよ」

「もうエイギルったら」

「次は弟がいいー」

「パパとママまたスキスキするの？」

「寝ようとしても母さん達の声すごいから起きちまうんだよなぁ」

「最後なんて二人揃って遠吠えだよね」

　これがカーラの理想。

金も名誉も不要で、自由に狩りをしながら温かい子供に囲まれた家で騒がしく暮らす……か。

（まったく夢の中でもカーラさんは──うわぁ!!）




　ドンと大きな音と共に周囲が真っ暗になった。

そして何か言う間もなく、今度は虹色の閃光に包まれる。

今までの場面移動とは違うようだ。

（景色が完全に変わりましたね）

（そうだな。別の夢に移ったようだ）

　風景だけではなく、世界の雰囲気そのものが変わっている。

感覚でしか語れないが別人の夢なのは間違いないだろう。

「旦那さまっ旦那さまっネクタイをお忘れですわ」

（リタの夢か）

　いつものメイド服を着たリタがパタパタと駆け足で誰かを追いかけている。

「おっと、悪いな」

　旦那様は俺だった。

「もう、旦那様は私がいないと駄目なのですから」

　非難しながらリタは優しい顔で微笑む。

（外見が少し変です）

（言われてみればそうだな）

　今度の俺は現実より老けて四〇代に見える。

口周りには髭もたくわえている。

（これがリタの理想の俺なのだろうか）

（私も悪く無いと思います。でもそれより気になるのはリタさんです。明らかに若返ってますよ）

　俺とは対照的にリタは二十歳ぐらいに見える。

若返りは女の願望だから仕方ないか。俺は三十路過ぎのリタが大好きなんだけどな。

　リタの夢はカーラと違って同じ事を繰り返している。

「旦那様、今日は午後から晩餐会ですよ」

「来客をお忘れだったのですか!?　私が時間を稼ぎますので身支度を！」

「あらあらスープを零して……お拭きしますのでじっとしていて下さいね」

「まあおねしょ!?　メイドには黙って洗濯しますからご安心下さい」

　メイドとして仕えながら、少し抜けた俺をフォローし続けている。

（いくらなんでも抜け過ぎだろう。俺の外見で寝小便されると殺したくなる）

（まあリタさんの夢ですから。それにこんなエイギル様も悪くないと……ケフン）

　セリアは緑に光っている。

　だが夢の中の俺は情けないだけではなく、重要な会談など締める所は締めていた。

　どうやらリタの理想は普段は抜けていてズボラで自分の助けが必要、だが肝心な時は凛々しく頼りになる男──らしい。

（現実の俺は普段からしっかりしているからな……彼女の好みから抜けないか心配だ）

　おいセリア。どうして青く光る。




　単調な夢が続き、少し飽きが来た時だった。

「リタ」

「あっ!?」

　夢の俺がリタを空き部屋に引きずり込んだ。

鮮やかな手際でスカートをめくって下着を降ろす。

「お待ち下さい！　まだ正午です！　それに今は屋敷の掃除中でメイド達が……あうっ！」

　抵抗も虚しくリタの尻に俺の腰がくっつく。

　そこにはたきを持ったメイドがトコトコとやってくる。

「あれ、この部屋の担当は私なのに誰かいるの？」

　メイドが部屋に入って来る。

だがその直前、俺とリタは繋がったままクローゼットの中に隠れた。

（なんか始まりました）

　メイドから隠れながら俺達は行為を続け、やがてリタは絶頂する。

（こういうのが趣味なのか）

　更に客人との食事会の場面でも俺がリタに向かって悪戯に微笑み、テーブルの下を指差す。

　リタは二度拒んだが、俺が三度目のウインクをすると諦めたように溜息をつき、フォークを床に落とす。

「失礼致しました」

　リタはごく自然な流れでテーブルクロスの下に入る。

客は気にとめてもいない。

「本当にもう……ばれたらどうなさるのですか」

「ふふふ、そう言いながらもやってくれるお前が好きだよ」

　リタはテーブルの下、俺の足元に来て口でズボンの前を開いて口奉仕を始める。

　夢の俺は客と会話を交わしながら、片方の手でリタの頭を押さえている。

リタは困った顔で、だが嬉しそうに奉仕を続けていた。

「おっと」

　その時、客が床にナイフを落としてしまい、テーブルクロスをめくろうとした。

リタの動きが止まり、顔色が真っ青になる。

「後で使用人に拾わせましょう。代わりのナイフを」

　夢の俺が咄嗟に言うとリタは安堵の息を吐き、再び奉仕を再開するのだった。

　それを見て俺はつい笑ってしまう。

（ふふふ、夢で再現するとはリタめ気に入っているんじゃないか。真っ赤になって怒っていたくせに）

（これを本当にやったんですか!?　道理で生々しいと思いました！）

　セリアがまた赤色になるが、少し桃色が混じっているような気もする。

　とはいえ事は慎重にしなくてはならない。

リタはメイドや客から隠れてするのが好きなようだが、夢の中で見つかっていないのだから『ばれたくはない』ということだろう。

　また夢の中の客人は全てのっぺらぼうだったが、メイド達には顔があった。

リタがメイド長として彼女達を大事に思っているのがわかって少し嬉しくもある。

　そこで視界が暗転する。

場面が変わるようだ。




「旦那様……お加減いかがですか？」

「……おう……今日は……わりと……いいな」

（一気に老けました）

　リタが中年になっている。

そして俺は……もう白髪だらけの老人だ。

　リタは水差しから口移しで俺に水を飲ませるが、口から溢れた水が枕元に零れる。

俺らしき老人は衰弱し切っており、もう余命幾ばくも無いように見える。

「お前には……随分……世話をかけたな……」

「何を言いますか、まだまだこれからも世話をかけて下さいな」

　リタは泣きながら笑っていた。

「頭を……撫でてくれないか？」

「そんなご無礼な……いえ、失礼致します」

　リタは俺の白髪だらけの頭を優しく撫でる。

　俺は皺だらけの顔で笑う。

「楽しかったぞリタ……お前と会えてよかった……」

「私こそ……旦那様に仕えられて……最高に……幸せでした」

　リタは頭を撫でながら俺を抱き締める。

そして俺の体から力が抜ける。

「ありがとう。うう……ございました」

（俺が死んでしまった）

（夢の中でも嫌です。私は絶対に見ません）

　セリアが真っ黒に輝きながら目と耳を塞いでいるように感じる。

　リタの理想は俺に仕える穏やかな日々を過ごし、最後は穏やかに逝く俺を看取る……か。

（年齢的にはリタさんが先です。私は最後……それも嫌です。エイギル様と一緒に逝きます！）




　再びドンと音が鳴る。

夢の持ち主が変わるのだろう。

（いつまで続くのでしょうか？）

（さてなあ）

　視界が開ける。

今度の世界はまた特徴的だ。

（風景が単純だな……）

（色も原色です。目が痛いです）

　草や花が幼児が書いた落書きのように描写されており、色合いも緑や赤など単純極まる。

おまけに鳥が羽ばたきもせずにすーと空を飛んで行く。

（この夢の持ち主は細かいことを気にしない上にかなりの馬鹿だぞ）

（私は誰の夢かだいたいわかりました）

　正直俺も見当はついている。

「わははは!!」

（ほら出ました！）

　セリアの声と同時に現れたのはイリジナだ。

そうだろうな、そうだろうとも。

　彼女が現れると同時に周りに魔物が現れる。

『ゴブリン三体が現れた』

『黒い獣が現れた』

『オークが現れた』

（なんですかこのナレーション）

（ここはイリジナの夢だぞ。疑問に思ったら負けだ）

「わははは！　出たな魔物共め、串刺しにしてやる！」

　イリジナは槍を振るってゴブリン一体を串刺しにし、腰を落としての横薙ぎで残る二体も吹き飛ばす。

　その隙をついて襲いかかる黒い獣の顔面を蹴り飛ばし、怯んだところに槍を突き込む。

「次はお前だぞ！」

　オークの棍棒を柄で受け、わざと吹き飛ばされて力をいなす。

　そして地に足がつくなり強烈な三段突きが胸、腹、股間を抉る。

オークの巨体がぐらりと揺らいだ。

「これで終わりだ！」

　一旦距離をとってからの強烈な一撃はオークの喉元に命中し、頭の後ろまで突き出た。

僅かな時間差をもってオークはドスンと地面に倒れる。

『敵兵Ａがあらわれた』

『敵兵Ｂがあらわれた』

『悪い盗賊があらわれた』

　間髪おかずに次の敵が現れる。

「わははは！　負けないぞ！」

　そしてイリジナは次々に敵を倒して行くのだが、倒された敵が白煙と共に消え、後に肉や酒が残っているのだ。

（敵を倒すと食い物に変わるのか。なんと言ったら良いのだろう）

（イリジナさん……戦いとご飯だけなんですか……）

　そこに再びナレーションが入る。

『エイギルが現れた』

（なんだと）

（うわぁ）

　見れば俺が敵として現れたようだ。

完全武装な上、顔は影になって見るからに強そうだ。

「むっ！　強敵だな。負けないぞ!!」

　イリジナが俺へと襲いかかる。

　閃光のような突きを夢の俺は全て剣で弾いて距離を詰める。

イリジナの前蹴りも小手で受けられて微動だにしない。

「くっ強い！」

　イリジナは一旦距離をとって突きを放とうとするが、俺は彼女以上の速度で距離を詰めて斬りかかる。

「このぉ！」

　必死に抗戦するイリジナだが、遂に槍を飛ばされ首筋に剣を突きつけられてしまった。

（やっぱり夢でもエイギル様は強いです！）

（それは良いが、この夢がどんな方向にいくのかわからないぞ）

　まさかこのまま殺されてしまう訳でもないだろうに。

　すると俺は剣を投げ捨ててイリジナに掴みかかる。

彼女の鎧が外され、服が引き裂かれていく。

「や、やめろー」

（……）

　こういう時どんな顔をすれば良いのだろうか。

（すっぽんぽんにされちゃいました。……あ、挿入されました）

「もう許してくれー。犯さないでくれー」

　あいつは俺に犯されたいと思っているのかもしれない。

目が覚めたら聞いてみよう。

　夢の俺がイリジナを犯し続ける中、突然世界が大きく揺れる。

（おっと、なんだ）

　風景が歪み、少しずつ消えていく。

また夢を移動するのだろうか。

（推測ですがイリジナさんがベッドから落ちたのだと思います。寝相が最悪に悪いですから）

　そういえば彼女と同衾しているとたまにベッドから蹴り落とされることがあったな。

　ベッドから落ちたせいで夢の内容が変わり、今度は大きなテーブルで酒盛りをしているようだ。

（またお酒とご飯ですか）

　セリアが溜息を吐く中、宴が続く。

見れば全員見知った顔ばかりだ。

「はふはふ～もうらめれふ～」

　夢のセリアが真っ赤になってテーブルに突っ伏す。

「飲みすぎです！　あっ手掴みしない！」

　マイラがイリジナを叱る。

「オホホホ！　高い酒は良い酒です。オホホホホ！」

　ノンナが金色の酒を飲んでいる。イリジナの中ではこんな感じなのか。見せたら喧嘩になるな。

　他にもメルやマリアも静かに飲みながら顔を赤くし、カーラが笑いながら裾を捲ってクロルをからかっている。カトリーヌやレアなど普段話していないように見える者達も楽しそうに飲んでいる。

（あー!!　潰れる　潰れるー！）

　どこからともなくケイシーの声が聞こえるがどこにもいない。

（イリジナさんはケイシーが見えませんから）

　哀れケイシー。

　ともあれこれがイリジナの理想なのだろう。

　細かい設定はなく、ただ皆が笑って飯を食い、酒を飲む。そんな世界だ。

『ううん……寒い』

　ナレーションとは違う声が聞こえた。

（冬ですからね。ベッドから転がり落ちれば寒さで目も覚めるでしょう）

　イリジナが目を覚ますのならこの夢ともお別れだな。

少し名残惜しい。明るく無邪気な夢だった。

セリアも同じなのか柔らかい色に光っている。

『うっ』

　唸り声と共に巨大な屁の音が聞こえる。

（余韻が台無しです──!!）

　同時に世界が暗転する。




　それからは下らない夢ばかりだった。

　クリストフの夢は一振りで敵すべてを蹴散らす夢だ。

だが実際に活躍した経験がないせいか全てが安っぽく大道芸以下の猿芝居だった。

戦いの後は皆の称賛を浴び、女達に囲まれるのだが、集団でキスをされて終わりだった。




　クロルの夢はアルマとロラミラ親子と同衾し、体中を舐められている夢だ。

これだけなら問題は無かったのだか、そこになんとメリッサとセリアが登場した。

（奴めセリアに惚れているのは知っていたが、メリッサまで狙っていたとは……）

（不忠者です。痛い目に合わせましょう！　許可があれば私が斬り落とします）

　セリアは鮮やかな赤に変色していた。

　しかし夢の中だからなと悩んでいるとクロルが二人に抱きついて言う。

「ママぁ……セリアお姉ちゃん」

　セリアが瞬時に茶色く変色する。

（うわっ気持ち悪い！　気持ち悪い気持ち悪い！　気持ち悪いです!!）

　全身に浮き出た蕁麻疹をかきむしっているのがわかる。




　極めつけはアンドレイの夢だ。

「おじちゃんー」

「ふえぇ……なにするのぉ？」

「おまたを触ったらくすぐったいよぉ」

（最低）

　セリアの冷たい声が響く。

　奴の夢も男にはありがちなハーレムだ。問題はどう見ても幼女しかいないことだ。

「いいぞ……非常にいいぞ。これがやりたかったのだ」

（こいつはちょっと懲らしめなければいけないな）

（了解です）

　俺とセリアは幼女に囲まれて悦に浸るアンドレイに接近して両側から囁く。

（四十路　五十路　老婆）

（皺　白髪　陰毛　体臭）

　ボソボソと呟き続けていると周りの幼女達がたちまち裸の大年増や老婆に変わっていく。

「ふぉふぉふぉ、アンドレイおじちゃーん」

「いやらしいことでもするかのう。うぅぅ、近頃は腰が痛むのう」

「かぁー！　年取ると痰が絡んでいかんわい」

「な、なんだこれは!!　幼女は、天使はどこにいった!!」

　老婆に圧し掛かられたアンドレイは助けを求めるように両腕を突き上げてから力尽き、皺だらけの肉体に沈んでいった。

　世界全体が暗く沈み、悪夢に変わったようだ。

（さらばアンドレイ）

（変態は滅びよ。です）




　そして暗転、さて次はどんな夢かなと備えていると俺の屋敷が現れる。

（うん？）

（あれ？）

　周囲を見回すが、現実の屋敷とまったく変わらない。

メイドが忙しく走り回り、庭師が木を剪定し、セバスチャンが食器の手入れをするいつも通りの光景だ。

（あ、私です）

「エイギル様ーどこですかぁ。うぅ……また娼館ですね。入口で待ち伏せてやります」

　セリアが俺を探して歩いている。

「あらあら、ミウが転んで泣いちゃったわ。ルウ、あやしてあげて」

「はいです～」

　メルと子供達が穏やかな顔で日向ぼっこしている。

「えい！　やあ！　とう！」

「……イリジナさん。洗濯の邪魔なので練兵場でやってくれませんか？　お肉あげますから」

　中庭で槍を振りまわしていたイリジナに洗濯籠を抱えたリタが文句を言っている。

（いつの間にか夢から覚めたのだろうか）

　そう思って横を見るがセリアがフワフワ浮いているので違うだろう。

となるとこれは誰の夢だ？

「馬鹿カーラ！」

「アホノンナ！」

　そこにノンナとカーラが言い争いながらやってくる。

これもいつもの光景だ。

　だがここから違和感が漂い始めた。

「これでも私に逆らいますか!?」

　ノンナがその巨大な胸を張るとカーラが怯み、涙目になった。

「くぅ……爆乳には敵わないわ。覚えてなさいよー！」

「勝利です」

（あぁ……）

　セリアも悟ったのか溜息をつく。

「ふぅ、またカーラに勝ってしまいました。さて買い物でもいきましょうか。今月のお小遣いの残りはいくらでしたか？」

　ノンナが侍女に問う。

「奥様、今月から奥様だけお小遣いが無限になったではありませんか。使い放題です」

「そうでした。エイギル様が高位特別大侯爵兼主席大臣に叙されてからお小遣い制は廃止されたのでした」

（子供が考えたみたいな爵位ですね）

（可愛いじゃないか）

　これはノンナの夢で間違いない。

そして彼女は侍女を伴ってラーフェンの町へと出て行く。

「あっ絶世の美女奥様！　おはようございます」

「気品漂う奥方様が通られるぞ！」

「なんて美しいの？　目が潰れてしまうわ。それにあの綺麗で形の良い胸ときたら」

（虚栄心と物欲が具現化したような夢ですね）

（わかりやすくて良いじゃないか）

　ノンナは大きな胸を反りかえらせて高級品を次々と購入していく。

夢はこのまま明るいもので終わるかと思われた。

（あれ、空が急に……）

　抜けるような青だった空が突然黒い雲に包まれる。

民の称賛の声も消え、町の喧騒もなくなった。

「お、奥様大変です！　戦争が始まりました！　既に王都は火の海に──！」

「旦那様から至急退避せよと連絡が──!?　宝石など捨てて早く馬車に!!」

「な、なんてこと……」

　呆然と立ち尽くすノンナ。

そして閃光が走る。




「今日は美味しい物でも食べに行きましょうか」

「いいですね～いきましょう」

（あれ？）

　一瞬にして景色が最初の屋敷に戻り、ノンナとメルが食事に出かけようとしている。

どうやら巻き戻ったようだ。まあ夢だからなんでもありだけどな。

　再び笑顔で屋敷を出て行くノンナ達。

だがしばらくすると再び空が曇る。

「緊急事態です！　旦那様が、ハードレット卿ご戦死の報が!!」

「そ、そんな……エイギル様が……」

　へたり込むノンナ。再び閃光が走る。




「カーラ様が息を引き取りました。流行り病で──」

　閃光が走る。




「曲者が屋敷に火を！　メル様が逃げ遅れて……」

　閃光が走る。

（……）

　俺とセリアは何も言わなくなる。




　再び巻き戻ると、俺とノンナがベッドで愛し合っていた。

「ああぁぁぁ!!」

　ノンナは嬌声をあげてからベッドに倒れ込む。

俺も彼女の中に解き放ってから横に並んで腕枕をしている。

「なあノンナ、お前に言いたいことがあるんだ」

「はぁ……はぁ……なんですか？」

　俺はノンナを腕の中に抱いて言う。

「実はな。俺はゴルドニアを────」

　ノンナが震え、再び閃光が走った。

　それっきり世界は暗黒に包まれる。

（ノンナが目を覚ましたのか）

（今の感じだと……悪夢で飛び起きた感じですね）

　しかしわからない。

（アンドレイのようにきっかけがあったならともかく、どうして幸せな夢が突然悪夢になるんだ）

　セリアは少し考え、これは想像ですけどと前置きする。

（ノンナさんは間違いなく今を幸せに感じています。だからこそ夢の中でも現実とほとんど変わらないお屋敷や町を再現しているんだと思います）

（それは嬉しいことだ）

（でもノンナさんは知っています。幸せが一瞬で崩れて悪夢になってしまうことを……どうしてもそれを恐れてしまうんだと思います）

　なるほど、その度に元に戻るのは『今が永遠に続いて欲しい』『何も変わって欲しく無い』と思っているのか。

（どうしたもんだかな）

　重い感じになってしまったな。

俺は無意識にセリアを抱き寄せて撫で回す。手はないけどな。

（ごろごろ）

　セリアも何も言わずに撫でられている。顎はないが。

　気まずい時間がしばらく続いた時、再び光が戻る。

　舞台は屋敷か、またノンナが悪夢を見ているようなら起こしてやった方がいいかもしれない。

　だが今度は何か違う。屋敷が妙に毒々しいのだ。

壁の絵は男の裸体画ばかりで、花瓶には全て薔薇が植えられている。

　そこに俺とクロルが現れる。

「クロル。覚悟を決めろ。抵抗は許さんぞ」

「エイギル様、俺には恋人がいるんです！　どうかご容赦を……男同士なんて！」

（うわ）

（おい）

　俺がクロルを後ろから押さえ込む。

「嫌がっているのも最初だけだ。俺を受け入れた男は、皆が快楽に咽び泣く。ケツを出せ」

「止めて下さい！　俺は普通に女が好きで……やめ……やめ……アァァァァ！」




　場面が戦場に切り替わる。

　今度は燃え盛る天幕を背景に俺がギドを押し倒していた。

（おい誰だ。誰がこんなおぞましい夢を見ている）

（こ、これは……）

「族長様。俺、体が……」

「ふふふ任せておけ。俺に忠誠を誓う限り、お前の心も体も面倒を見てやろう」

　鎧が擦れる音がする。

「あぁぁぁぁ!!　族長様！　誓います！　一生忠誠を誓います!!」

「それでいい！　お前の体は俺のものだ!!　うおぉぉぉ！」




　再び切り替わり。

俺とマックがそれぞれ剣を持って向かい合っている。

しかも全裸だ。

（夢の主はどこにいる。引きずり出してやるぞ）

（エイギル様、もう少し、もう少しだけ見て行きましょう）

　何故セリアは桃色に輝いているのか。

　俺とマックが激突した瞬間、ブツンと何かが切れる音がした。




「「う……」」

　俺は頭を押さえて身を起こす。

同時に俺の上に乗っていたセリアも寝ぼけ眼を擦っていた。

「夢……？」

「夢だったのでしょうか」

　俺とセリアは顔を見合わせる。

「覚えているか？」

「はい、最後の戦いは最後まで見たかった──ではなく！」

　やはり俺とセリアは同じ夢を見ていたようだ。

「妙な夢なら見たことはあるが、本当に人の夢を覗いたのだろうか？」

　廊下から小さな声が聞こえる。

「奥様、大丈夫ですか？」

「ええ少し悪夢を見ただけです。……頭がいたいです。ワイン一杯で潰れるなんて」




「イリジナさん煩い。ベッドから落ちた上にもう！　おならで起こされた私の身にもなりなさい！」

「すまんすまん！　楽しい夢を見たんだ！　わはははは!!」




「すごいリアルな夢を見てしまった……忘れないうちに脚本を書こう。男同士はいいなぁ」




　どうやら本当に皆の夢を覗いたようだな。

　目やにを俺に見せないようにコシコシ顔を擦るセリアを抱き寄せる。

「もしかするとあのサンタ石とやらには本当に願いを叶える力があったのかもな」

「バラバラになったせいで夢の世界でだけ、願いを叶えたのでしょうか」

　今となっては確かめようもないことだけどな。

「だがそれだと、俺とセリアが人の夢に入った理由がわからないな」

　セリアは言いにくそうに下を向く。

なんだ、言いたいことがあるなら言ってくれ。

「……もしかするとエイギル様は『他の女性の想いを知りたい』と思っていたのではないでしょうか。私はエイギル様と同じ枕で寝たので一緒についていったのかも」

「はは、もしそうだとするならなんとも女々しくて格好の悪い願いだ」

　笑いながらも心のどこかにひっかかりがある。

　俺の目標は王になることで、その為の道は限られている。

道はきっと女達の想いとは違って来るだろう。

「まあいい。もう一発して寝よう」

「お相手します。石は……枕から出しておきますね」

　俺とセリアは再び体を重ねる。

「……なんで触る前から洪水なんだ。まさか最後の夢か？」

「なんでもありません。なんでもありません」




その後

「少し髭を生やしてみたんだがどうだ？」

　俺は僅かに伸びた髭をリタに見せる。

「威厳があって素晴らしいと思います！」

　夢の通り、リタは俺の髭を見て赤くなってくれた。

だが──。

「嫌です嫌です！　汚らしいので剃って下さい！」

「うわ、山賊みたい」

「私もじょりっとした感触はその……」

　ノンナ、カーラ、メルに大不評であり、居眠りしている間にメルに剃られてしまったのだった。

　俺は髭がなくなってご満悦のノンナを抱き寄せる。

「世の中何が起こるがわからんがそんなに心配するな。お前を不幸にはしないよ」

「はい？　なんのことですか？」

「なんでもないさ」

　今はこれしか言えないが。




「あのセリア様……？」

「近寄るな」

「でもセバスチャン様から言い付かった用事があって」

「うるさい。気持ち悪い。お姉ちゃんと呼んだら殺します」

「そんなぁ……」

　セリアのクロルに対する当たりは一層きつくなったのだった。








第３９９話　中央平原統一戦争24　東方からの逆襲







ラーフェン屋敷　夜

　俺は酒を一杯煽りながら窓から町の全景を眺めていた。

既に日は完全に落ちている。

「今日は住民総出だな」

　ラーフェンは闇に包まれていない。

無数の松明と焚き火の光がまるで晴天の星空のように輝いている。

夜を徹して崩れた街壁の修理が続き、家を破壊された民が野外で焚き火を囲んでいるのだ。

「眠っているのは疲れ切った兵士だけか」

　この状況で敵味方共に夜襲をかける余力はない。

リントブルムへの援軍もクレアからの敵軍撃退の報告を受けて中止となった。

　アレス兵達はもっと戦いたいと愚痴りながらも強行軍で疲れていたのか早々に寝てしまった。

「街の損害はどうだ？」

　横にいるアドルフに尋ねる。

　こいつには慣れない総大将をやらせてしまった。

不手際だらけだったと自嘲しているが、専門外なので責めるはずもない。

「重大な損傷を受けた施設は街壁と南門だけですね。後は南地域の住居の一部が戦闘に巻き込まれました。……こう言ってはなんですが南地域は比較的貧しい世帯が多いので損害額に直せば小さいかと」

　俺の屋敷も含め、ラーフェンの重要施設は中心から北に集中している。

「ですが問題は街施設の損害よりも人的損耗です。義勇兵に相当な損害が出ております」

「どれぐらい？」

　アドルフが目録を取り出す。

戦死者全員が記載されるらしい目録はまだ未完成だったが、最後に総死者数が記載されている。

「少なくとも千、恐らくは千五百程度の戦死者が出ているでしょう」

「ふむ」

　兵として考えるなら大した数ではない。

だが街を守る為に素人を動員して死なせたのだから、何かしら考えてやらねばならない。

「だが全て後のことだ。今グダグダやるうちに一度攻められたら目も当てられない」

　俺が戻ったからにはラーフェンが落ちるなどあってはならない。

「何かしら報いるから心配はするなとだけ伝えておけ。クレアにも謝っておかないとな」

　外敵を打ち払うのは領主の役目なのに商人クレアにさせてしまった。

これは目玉が飛び出るような額の贅沢品でも買ってやらないといけないな。

「それから……」

　自分の声がきつくなるのを感じる。

「さっさとレオポルトを呼び戻せ」

　そもそも俺の私軍主力はあいつの指揮下にあるのに何をやっている。

「既に伝令を出しております。……正面に敵の主力を抱えて動けないのでは？」

「そんなことはわかっている」

　更に声がきつくなってしまい、控えていたメイドが肩を震わせて脅える。

　もしレオポルトが並の男なら勝手に領地を離れた俺の責任だと割りきれる。

だが奴ならなんとかするだろうと思っていただけに怒りがこみ上げてくるのだ。




「よろしいでしょうか？」

　俺が無駄に怒ったことで張り詰めた空気の中、鈴を鳴らすような綺麗な声が響く。

「プチチェリーか」

「ミルクーラです」

　百五十ｃｍ程度の小柄な体格、釣り目と八重歯が可愛い有能な情報官。

可愛すぎる名前がコンプレックスかつ、見た目に寄らず巨根と性交が大好きの情報官、プチチェリーミルクーラじゃないか。

「聞こえていますが……」

　プチチェリーは咳払いを一つして真面目な可愛い顔に戻る。

今のやり取りで少し場の空気が和らいだ。

「敵奇襲の要因が判明しました」

　俺も真面目な顔になる。

　そもそも今回の攻撃は完全な不意打ちだった。

地理的に順当な南側ではなく、あり得ない東側から敵が現れた。

リントブルム奇襲もまったく想像もしていなかった。

「敵はキサットを発して大きく東に迂回、山の民の領域を通って奇襲をかけました」

「あそこを通って？　ふむ……」

　山の民の領域はラーフェン、リントブルムを結ぶ整備された街道以外は完全な不毛の地と言っていい。

町村は一つもないし、道も無く水を補給できる小川も無く、魔物の数も平原とは比べ物にならない。

　下手に踏み込めば大軍でも遭難して全滅するような場所だ。

「同感です。敵の進軍には慣れた者の案内があったようです。内通者と言って良いでしょう」

　プチチェリーが細めた目でギドを見る。

おっと、ギドも隣にいたのか。静かだったからわからなかった。

「……」

　ギドは一瞬激昂しかけるが、思い直して歯を噛みしめた。

　山の民の中に裏切り者がいる。彼女はそう言っているのだ。

　ギドも否定はしたいが、そうとしか考えられないのか。

「敵の進軍路らしき場所は一族の者が押さえました。同じ道からの増援はもうありません」

「おう」

　ギドはそれだけ言うと厳しい顔で退室する。お前が裏切った訳でもないのにそう気にするな。

「もう一つ」

　プチチェリーが耳元に口を寄せる。

「敵の攻め方はラーフェンにまともな兵力が無いと知ってのものでした。水道の取水口など重要施設を的確に攻撃してもいます。こちらもラーフェン内に裏切り者……それもハードレット卿のお近くにいるかと」

「また裏切りか」

　最近こんな話ばっかりだな。

「私の専門分野です。判明次第、お知らせ致します」

「プチチェリー」

　颯爽と去ろうとした彼女が振り返る。

「ありがとう」

「……いえ、王国の大事ですから」

　冷たく言ったつもりだろうが、赤くなっているのが可愛らしい。

「それから、そろそろメリッサ様に毛布をかけて差し上げては？」

　プチチェリーが真顔に戻り、アドルフが気まずそうに退室する。

「あ……あ……」

　ベッドではメリッサが大股開きで天井を仰いでいた。

「……戦後に女性を求めるのはわかりますが、そんなになるまでやらなくても良いでしょうに」

　メリッサは文字通り大の字になり、時折ビクビクと震えている。

「獣欲じゃない。愛しさが爆発したんだ」

「あへぇ……」

　いつもなら激しく愛して発射するのだが、今の俺は発射ができず萎えない。

大きなままで突き続けられてメリッサはこんなになってしまった。

　元娼婦で経験豊富な彼女だがしばらく起きあがれないかもしれない。

悪いことをしてしまった。

「ところでプチチェリー。任務の前に一発……」

「では失礼します。メリッサ様でもこうなるのに私だと死んでしまいますから」

　この男根をなんとかしないと相手してくれる女性が減ってしまう。

　その為にもセクリトの腕をどうにかできないものか……。







「レオポルト様率いる本隊がラーフェンに到着致しました！」

「ようやくか」

　俺の最優先命令を素直に受けてレオポルトはラーフェンへ戻ってきた。

　これでラーフェンが落とされる心配はほぼなくなったが、逆に俺の領地のうち、ラーフェンを含んだ東部

地域以外のほとんどが無防備になったことになる。

「仕方ありません。ラーフェンは領地の中枢で──」

「ラーフェンには俺の女達がいる。女を守るのが最優先だからな」

　セリアが俺の背中にポフポフ体当たりしてくる。どうしたのか。

　さて可愛いセリアに癒された所で真剣な話だ。

　俺はセリアの体当たりをいなしてからレオポルトに向き直って言う。

「敵の奇襲を読めなかったのか？　それとも敵の攻撃を受けて動けなかったのか？」

　場に緊張感が満ちるのが俺にもわかる。

肝心な時にいなかった俺がレオポルトを責めるのもおかしな話だが、確認しておかねばならない。

　奇襲は山の民の領域を通る想定外の方向から行われた。

そしてレオポルトは率いる部隊より多い敵の東部軍団と交戦していた。

予期できなくとも、あるいは分かっていながら動けなかったとしても不思議はない。

　だが俺はこいつならなんとかできたように思えてしまう。

つまりよりたちの悪い選択をした可能性が残るのだ。




「……はぁ」

　トリスタンが張り詰めた空気が嫌なのか組んだ指を何度も組み直す。

　そしてレオポルトがいつもの無表情のまま口を開く。

「奇襲の可能性は予期しておりました。正面の敵の攻勢は明らかに陽動で奇襲を予期させましたから」

　ふむ。

「そして兵力は劣勢ながら戦況は我々に優勢でした。それなりの兵力をラーフェンの防衛に向けることも十分可能でした」

　だろうな。そうだろうと思った。

「……」

　マイラが気まずそうに俺から視線を逸らして下を向く。

「何故そうした」

　俺はレオポルトから目を逸らさない。

「最終的な勝利の為です。ラーフェンへの援軍は必要ないと判断しました」

「つまり奇襲に気付いた上であえて兵を戻さなかったということだな」

　予想通りだった。

レオポルトがどう勝利を得るつもりだったのかはわからない。

こいつは勝利の為にラーフェンを捨てる決断をした。

つまり俺の女達を捨てようとしたのだ。

「その通りです」

　俺はレオポルトに詰め寄り至近距離で睨みつける。

俺より若干背の低いレオポルトはやや見上げる形になりながらも目を逸らさない。

悪びれる様子は微塵もなく、堂々と胸を張っていた。

「がるる」

　セリアも俺の隣でレオポルトを威嚇している。

「えっと……あの……」

　反対にマイラはなんとか間に入ろうとオロオロしている。

「むむ？　何を見つめ合って……むぐ」

「イリジナさんは少し黙っていましょうね」

　イリジナがルナに口を塞がれて悶えている。

　滑稽な反応も一部あるが、俺とレオポルトの間には一触即発の空気が流れ続ける。

　レオポルトは質問に答えてからは言い訳をする訳でもなく、俺から目を逸らすこともない。

一方で俺もレオポルトを責めても意味がないのはわかっているが、あまりに悪びれない態度に感情的になってしまっていた。

　そんな俺達の間に入ってきたのはトリスタンだった。

「まぁまぁ。ここは座ってお茶でも飲もうよ」

「「……」」

　俺もレオポルトも最初は反応しなかったが、マイラとルナが激しく同意するので聞き入れる。

「席に着くぞ」

「はい」

　俺がそう言うとレオポルトは素直に従う。

態度は悪いが言うことは聞くんだな。

　俺とレオポルトは向かい合って座る。

レオポルトの両側にはマイラやトリスタンなど私軍を率いていた者達が並び、俺の隣にはセリアやイリジナなど俺について来てくれた者が座る。

「……で」

　俺はほとんど熱湯の茶を一気に飲み干してからレオポルトに再度聞く。

「何故ラーフェン救援を優先しなかった」

「先ほども申しました通り、必要無いと考えたからです」

　机を叩こうとするが、俺の真似をして茶を一気飲みしたセリアが激しく悶えているので自重する。

そこに再びトリスタンが口を出してくる。

「必要ないって考えたのは事実なんだけど……少し意味が違うんだよね」

　レオポルトがトリスタンに目をやるが奴は肩をすくめて続ける。

「だって説明しないと辺境伯ずっと怒ってるよ。暴れ出したらどうするのさ」

　俺を魔物みたいに言いやがって。セリアが舌を火傷してふぅふぅ言っていなければ蹴られていただろう。

「まずラーフェンを守りに戻らなかった事。これはレオポルトさんが言う通り確信犯さ。でもラーフェンが陥落しても良いと思っていた訳じゃあ無いよ」

「どう言うことだ」

　俺は再びどっかりと椅子に座り直す。

「つまり僕達はラーフェンが敵の奇襲を受けても十分持ち堪えられると判断したんだ。ラーフェン防衛に兵力を割けば正面の戦線で後退せざるを得ないからね」

「だが結果として街壁が破られて市街戦になっていた。俺が戻らなければ遠からず陥落していたぞ」

　トリスタンは溜息をついて温くしたお茶を一口飲む。

「ラーフェン市民から義勇兵を徴集する手順はアドルフさんに残した。それに街には……まあ色々な者達が居るからね。それで十分打ち払えると思ったんだけど……敵の規模が予想以上だった。まさか正面から有力な部隊を引っこ抜いて全力で奇襲をかけてくるのは想定外だった。それもまさかの東迂回でね」

　マイラも申し訳なさそうな顔で言う。

「敵の指揮が明らかに変わっていました。これまでの堅実な指揮から打って代わり、博打的な奇策を連続してきます」

「司令官が変わったのか」

　こう言われると領地を離れて好き勝手やっていた俺としては弱いな。

もしラーフェン近くに残っていれば気付けたかもしれない。

　トリスタンは俺の表情が和らいだのを見てか微かに笑って言う。

「敵の奇襲隊が一万五千と聞いた時のレオポルトさんは結構焦っていたよ。報告は食事中に来たんだけれど、フォークとナイフを反対に持って──痛!!」

　突然トリスタンの顔が歪む。

テーブルの下から誰かが誰かの足を蹴ったような音がする。

「予想外の失策でしたが、敵前で突然撤退すれば追撃戦を誘います。故に──」

　悶えるトリスタンに代わってレオポルトが淡々と説明を続ける。

「……むふ」

　マイラが少し笑うとレオポルトが横目で睨みつける。

　こいつが動揺していたと考えると中々興味深い。その場に居なかったのが残念だ。

「結果としてラーフェンは落ちなかったから良しとする。……トリスタンとマイラは後で色々報告に来い」

　レオポルトが無表情の裏に隠された忌々しげな顔で俺を見る。

この顔に免じて許してやることにしよう。

「下らない事よりも敵の東周りの進軍についてですが」

　レオポルトが言うと全員が無言になる。

山の民の領域を大軍で走破するのは不可能なのは常識だ。成し遂げるには少なからぬ案内がいることも。

「見当はついているが、まずは敵を撃破する」

　ギドとルナが申し訳なさそうに頭を垂れる。

裏切り者がいるのだろうが、もう自由には動けまい。

ならばその焙り出しなど後回しでいい。

　そして次の一手だ。

「アドルフ。領地全ての青年男子を徴集しろ」

　部屋がざわりとする。

「……全てですか？」

「全てだ。領主命令で全員を徴集する」

　そのまま視線をレオポルトに移す。

「今後は俺が直接指揮を執る。お前は俺の補佐に回れ」

「承知致しました」

　遅れて来た分、やることはやらないとな。

「まずはラーフェンから敗走した敵軍を潰す。次に東部軍全体を潰して領地全てを奪還する。それでこっちは片付くだろう」

「言うは易しだけどね」

　トリスタンが茶々を入れるが気にはしない。

「やるも易い。あまり理屈は得意ではないが……昔から俺は奇策を使ってくる相手に相性が良いんだ」

「だよね。そうだよねぇ」

　何故か頷くトリスタン。

レオポルトとアドルフは徴集の準備に入り、マイラも部隊の再編成に走り回る。

　彼らが動くのを見ながら俺は灯りの無い部屋に入る。

「ブリュンヒルデ。貴女も貴女の部下も全ての力が欲しい」

「我が儘な奴……じゃが」

　ブリュンヒルデは精一杯背伸びして俺の顎に触れる。

「覚悟を決めて男前になったの。良かろう聞いてやる」

　彼女はニヤりと笑い、すいと影に消えていく。

　これで全て整った。







　──数日後。ラーフェン南。

「前方に一万程度の敵を確認しました。移動している様子はありません」

　斥候が俺の前に跪いて報告する。

　レオポルトが率いていた私軍の主力と俺と一緒に来たギルドレスとアレス兵、そしてラーフェンの危機に駆けつけた山の民の一団、その全てが今は俺の指揮下にある。

現在も増え続けている徴集兵をラーフェンの防衛に残した上でも三万を越える軍勢だ。

「敵はもう少し遠くに逃げるものと思ったが、一日もかからん所で止まっているとはな」

「敵はやはり協力者の援助を受けて山の民の道を通って来たのでしょう。そこが封鎖された今、敵は本隊の援護無しには撤退もできません」

　レオポルトはプチチェリーの報告を聞くまでもなく敵が何をしたかに気付いたようだ。

だが敵に一杯食わされた失点は消えていないぞ。

「そう考えると哀れな人達だとも言えるねぇ」

　トリスタンの言う通り、敵は哀れだ。

　華麗に奇襲を決めたのは良いがそれが失敗した今となっては帰り道もない。

「しかし私軍を全てこちらへ動かしたのでラーフェン近傍以外の領地全てが敵の手に落ちています」

　マイラが言う。

　俺達が出撃する前にも荷物を持った農民や市民が続々とラーフェンに逃れて来ていたな。

「奪われたら取り戻せば良い。女と一緒だ」

　俺はデュアルクレイターを抜き、目の前の敵に向ける。

「まずは間男の片割れを叩き殺す」

「敵もこちらに気付いています。こちらには弓騎兵もおりますので彼らを後方に迂回させて……」

　進言するマイラとセリアに向けて首を振る。

「敵は敗残の寡兵、そしてこちらは……」

　兵に目をやる。

「領主様が戻ったからにはもう大丈夫だ！」

「ここから俺達の反撃が始まるぜ！」

「嫁の実家が敵に占領されちまった。さっさと奪還に行きたいぜ！」

　兵達は俺の視線に気付いて剣を掲げ、意気をあげる。

圧倒的に押し込まれる中でも士気は十分高い。

領地内での戦いとあって兵それぞれに戦う意味もある。

「ぬぉぉぉぉぉ!!」

「我らに戦いを！　血を！」

「我らの肉体を見せつける時はまだか！」

　他国の戦いのはずなのに何故か一番戦意に溢れるアレス兵もいる。

「陣形は突撃陣。正面からの総攻撃で十分だ」

　士気にも数にも勝る俺達が小細工する必要はない。

ただ真正面から突っ込むのみ。

「総攻撃──かかれ！」

　わかり易すぎる命令に兵達は歓声をあげて突っ込んでいく。

ギルドレスの声が一番でかいが気にしないことにしよう。

「何か言うことはあるか？」

　俺はトリスタンとレオポルトに向き直る。

「ないね。少なくともここでは何をしても勝てるさ」

　トリスタンは肩を竦めて言う。

「ございません」

　レオポルトも何も言わない。

敵に出し抜かれて大人しくなっているのかとも思ったがそんなタマではないか。

必要とあればまた毒を吐くだろうし、放っておこう。

　下らない考えだがこいつらとギルドレスを同室に押し込んだら何が起こるだろうか興味がある。

「弓騎兵隊が接敵しました！」

　邪念を吹き飛ばすようにセリアが叫ぶ。

特に戦術も何も無い正面攻撃だが、やはり足の速さに勝る弓騎兵が一番に当たったか。

「敵の前面と猛烈な矢の応酬──撃ち勝っています！　敵の前面が崩れて……突撃を開始しました！」

「ちょっと強引すぎるな」

　弓騎兵は単独で敵の弓隊を撃ち負かした後、剣まで抜いて突っ込んでいく。

アレス兵にも負けない凄まじい気迫を見せているが、何やら焦っているようにも見える。




「押せ！　押し切れ！　俺達だけで敵を蹴散らすんだ！」

　ギドが正面に立ち、必死の形相で剣を振るう。

　突き出される槍を剣で払って一人を斬り伏せ、素早く弓に持ち替えて二人を射抜いた後、再び剣で一人斬り捨てる。

「次来い！」

　気勢を上げるその姿は男の俺が見ても様になっている。

何しろ顔が良いからな……俺もあれだけの男前ならもっと女を食いまくれただろうに。

「奮戦を以て族長様に忠誠を示します！　グクトの馬鹿者共と同じと思われてはなりません！」

　ルナも敵中で矢を釣瓶打ちしている。

次々と斬りかかって来る敵に対して剣を構えることはなく、あくまで弓を使って精確に敵兵を射抜いていく。

「うぉぉぉぉぉ！」

　全身金属鎧で固めた敵の重騎兵が咆哮しながら迫る。

ルナは矢を放つが隙間の無い鎧の前に通用しない。

「ふぅー……」

　釣瓶打ちを止めて狙いを定めるルナ。

敵はどんどん彼女に迫り、いよいよ剣の間合いになった瞬間だった。

「そこ！」

　遂に矢が飛ぶ。

それは矢一本分の隙間しか無い覗き穴に吸い込まれ、敵騎兵はどうと轟音を立てて倒れ込んだ。

　すごいが危ない戦い方だ。

もしあの一本が外れていたらルナは間違いなく斬られていただろう。




「彼らもわかっているのでしょうね。身内から裏────ふもっ」

　言いかけたマイラの頬の揉み解す。

「それは後の話だ。伝令を出せ、いくら正面攻撃とは言え、軽装の弓騎兵が無茶攻めする必要はない」

　後でルナとギドにも言っておかないとな。

「……」

　セリアが何故か不満そうに無言で自分の頬をフニフニ撫でる中、弓騎兵に半分崩された敵陣にアレス兵と俺の軍の歩兵隊が突っ込んでいく。

　敵は正方形の陣を組んでなんとかこちらの攻撃を受け止めているが、展開は一方的だ。

防戦するばかりで反撃はまったくできず、退路も無いので押されるがまま、フラフラ不規則な方向に下がり続けることしかできない。

「退路がないのでそろそろ死兵になるかもしれません」

「そうなったら砲兵弓兵が追い付いて滅多打ちにするだけだけどね」

　敵に最早生きて俺の領地を出る希望は無い。

唯一つの可能性を残しては──。




「後方に新たな敵が出現──数は五万以上！　五万以上──!!」

「出て来たか！」

　正体を聞くまでも無い。

敵の東部軍主力が救援にやってきたのだ。

「ラーフェンでは無くこちらに来ましたか」

　レオポルトは一つ頷く。

私軍が退いて自由になった敵東部軍の行動は出撃前から二つの可能性が想定されていた。

　全軍を持ってラーフェンを再襲撃するか、あるいは孤立し俺達に殲滅されようとする奇襲隊と合流しようとするかだ。

　もちろんどちらでも対応できるようにしてはいたが、ラーフェンに来られた方が鬱陶しかった。

この展開は俺達としては歓迎すべきだな。

「攻撃中止だ。敵東部軍本隊に当たる」

　俺はマイラの両肩を掴む。

「弓兵歩兵合わせて三千を預ける。一時間完璧に敗残兵を押さえ込め。できるな？」

「はい！」

　マイラがピンと背筋を伸ばす。

最近マイラが大きなセリアに見えてきた。




　俺達は攻撃を中止して後方へと向き直る。

　敗残兵の方もなんとか本隊を援護しようとするが、マイラがしっかりと押さえ込んで組み合っている。

「敵軍が正面に──あっ！　敵が騎兵を分離しました！　後方への迂回を試みる模様です！」

　なるほど。

「更に隊列が左右に分かれました！　見た事もない陣形のままこちらを大きく回り込みます！　ラーフェンと我々の間に入るつもりでは──」

　ふむふむ。

「青色と赤色の火矢が上がりました！　内容は不明ですが──あぁっ西から新手が出現！　数は数百程度ですが……」

　俺はレオポルトに向き直る。

「なるほど、大きく指揮が変わったのは本当のようだな」

　今までの敵の動きとは明らかに違う。

なんというか落ち付きがない感じだ。

張り型を突っ込んだまま散歩した時のノンナのようだ。

「は、司令官の交代と思われます。諜報を改善致します」

　さて、敵は先ほどから細々と動いているのだが。

「トリスタン、あいつらが何をしているかわかるか？」

「可能性を考えればいくらでもあるけどね。今の時点ではっきりこれ、って策は見えないよ」

　ならいい。

「総員俺に続け、敵本隊に再び正面突撃をかける」

　わからないなら力技で食い破るのみだ。

先ほどの優勢も相まって戦意は天を衝く程高い。小細工は無用だ。

「……何かあるかもしれないよ？」

「だとしてもわからないんだろ？　わからないことを恐れても仕方ない」

　呟くトリスタンにそう返す。

「あぁ……こんな感じで僕もやられたのかなぁ」

　トリスタンがぶつぶつ言い出した。

気にせずレオポルトに視線をやる。

「俺は突撃を直接指揮する。敵が何か仕掛けてきたらお前がなんとかしろ」

「承知しました」

　レオポルトが頭を下げる。

　俺は兵に向けて叫ぶ。

「これより敵の本隊に突っ込む。俺の後ろについて来い。策略も小細工も……全て力で食い破る」

　言い終わると同時にシュバルツで駆ける。

背後から怒涛のような鬨の声が追いかけてくる。

　ここが一つ決戦の時だ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（集結）グレーテル（側室）メリッサ（失神）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（出撃待機）ケイシー（消息不明）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（富豪）ソフィア（愛妾）セクリト（別行動）セバスチャン（謹慎）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（義勇兵）クララ（諦観）セレスティナ（弱）モニカ（困）アデラ（　）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（獅子奮迅）ルビー（奮戦）ギド（獅子奮迅）ポルテ（後処理）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（疲労困憊）リリアーヌ（慰安）クロル（後処理）アルマ（後処理）

ラーフェン防衛

アドルフ（後処理）ジム（ラーフェン守備）スージィ（駄参謀Ａ）ソラナ（駄参謀Ｂ）

フェルテリス（男漁り）アリス（疲労休息）

人外

ラミー（魔物隊）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（魔物隊）バルバノ（迷）

ペット

ポチ（出撃待機）メッサーシュミット（駄犬）シュバルツ（馬）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

治安隊　　　　　　　一五〇

衛兵　　　　　　　　五〇〇

義勇兵・徴集兵　一万六千

主人公隷下　三一七〇〇名

護衛隊　　　　　一三〇

歩兵　　　　一万四千

騎兵　　　　　一五〇〇

弓兵　　　　　一五〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　一万

アレス兵　　　三九九〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

別行動

アレス兵　一万名

財産　金貨十万 第一次徴集＋出撃（－五万）　ラーフェン臨時修理（－二万）

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？








第４００話　中央平原統一戦争25　猪突猛進







　隊を分けたり進路を変えたりと怪しげな動きを見せる南ユーグリア東部軍団本隊に向けて俺は一直線かつ最短距離で突っ込んでいく。

「敵軍から小集団複数が分離しました！　意図は──」

「無視しろ」

　敵本隊から数十人程度の部隊が十ほど散る。

レオポルトなら対抗して何かするのかもしれないが、指揮を執っているのは俺だ。

　鋭角三角形の突撃陣形のまま敵の中心めがけて進み続ける。迂回も減速もしない。

「本隊の陣形が変わります！　中央が迫り出し……右翼左翼が不均等に下がっていきます！」

「気にするな」

　綺麗な線だった敵の前面がいびつな曲線に変わる。

トリスタンなら対抗してこちらも陣形を変えるのかもしれないが、俺は違う。

　相手が膨らもうが凹もうがどうでもいい話だ。

　どうにも奴らはこねこね奇策を弄してくるが、俺にはその意図がまったくわからない。

「わからんなら無視して突っ込むのみだ。俺のケツにくっついて来い」

　もし俺のやり方が全部読まれているならどうせ何をやっても負ける。

そうなったらレオポルトに任せてラーフェンに逃げよう。

　俺は突撃陣の先頭を駆けながらチラリと後ろを見る。

「おい、敵が色々動いてるぞ大丈夫なのか!?」

「俺が知るか！　指揮官殿に聞け！」

「俺だって知らん！　領主様が先頭を切って突っ込んでいるからいけるのだろう。無駄口叩くな」

　兵も指揮官も困惑しているようだが、一応ちゃんとついてきている。

隊列はお世辞にも整然とは言えず、速度ごとに自然に分かれ、弓騎兵、騎兵、アレス、義勇兵と歩兵の順で団子になっているようだ。

　俺が先頭を切っているせいもあるのだろう。

ここで俺が後方から突撃を指示していたらきっと足が鈍っていただろう。

「でも陣形がかなり崩れてます。こんな滅茶苦茶な突撃で大丈夫でしょうか？」

　セリアが少し不安そうに聞いてくる。

　大丈夫かどうかなど俺にもわからん。

いざとなったらレオポルトになんとかして貰うしかないが。

「一つ言うなら」

　シュバルツの背にまとめて積んだ槍から一本を掴み上げ、右手にもって大きく外に構える。

「奴らから考える時間を奪っていることは確かだ」

　それに敵が細々と動いているのは良い兆候だ。

もし俺達が罠に飛び込もうとしているなら敵はじっと動かず待ち構えるはずだ。

　直感だが敵の動きに焦りを感じる。

「もっと速度を出せ」

　シュバルツの腹を蹴る。

不機嫌な嘶きと共に速度が上がり、後ろのセリア達が小さくなる。

セリアがなにか叫んでいるが、風を切る音で聞こえない。

　俺は手に持った普通の騎兵槍をブルンと振ってみた。

槍は針のように細く、羽のように軽い。

「長剣があればよかったが」

　長剣はセクリトを連れ帰る途中に落としてなくなってしまったのだ。

あの時は彼女の命がかかっていたので剣どころではなかったが、今となっては惜しい。

デュアルクレイターは健在だが、馬上で振るうには長さが少し足りない。

「あるものでやるしかないか」

　もう敵は目の前だ。




「本当にそのまま突っ込んできたぞ！」

「今まではうんざりするような策や陣で当たってきたのに……どうなっているんだ！」

　敵兵が慌てている様子が見える。

　敵の矢を警戒するが撃って来ない。

俺と後ろの味方との距離が空きすぎたからだな。

俺一人に向かって矢を射ってしまうと時間差で突っ込んでくる味方に対処できない。

「団子突撃に一騎駆け!?　今までとあまりに違いすぎる……」

「司令官閣下にもう一度伺いを……いやもう間に合わん！」

　奴らが経験していたのはレオポルトの指揮だ。俺に同じことを求めても無理だぞ。

「俺にできるのは……」

　右手に持った槍を引き戻し体を傾ける。

　先頭の敵兵が一斉に長槍を突き出す。

シュバルツが跳ね、先頭の一列を飛び越える。

「これだけだ！」

　同時に俺は渾身の力で槍を突き出す。

槍は敵兵の喉元から貫通し、二列目の敵兵にも突き刺さる。

　同時に敵兵二人分の重さに耐えきれなかった槍は中央でへし折れる。

「だろうな」

　俺は半分になった槍を力任せに別の男の脳天に突き刺す。

「いっぱい持ってきてよかったよ」

　すぐさま別の槍を掴み、大きく振って敵兵の顔面を打ち据える。

鉄製の槍で殴りつければ戦闘力を奪うには十分だ。

汚い悲鳴が上がり、血飛沫と白い歯が飛び散る。

　一発殴っただけで槍はひしゃげてしまったが叩く分には問題ない。

俺はシュバルツを駆けさせながら左右の敵兵を次々と殴りつけていく。

　四人の顔面を破壊したところで槍は振るのも難しいほどひん曲がってしまい投げ捨てる。

「もう少し大事に使わんと──な！　またかよ……」

　三本目の槍を指揮官らしき男の胸に突き込む。

シュバルツの速度も利用した突きは甲冑の上から指揮官に血反吐を吐かせたが、槍が折れてしまう。

　今度は左右の手に一本ずつ槍を掴んだところで後方から怒号が上がる。

どうやら味方も突っ込んできたようだ。

　俺の頭の上を矢が飛び交う。

　突撃前に弓騎兵が矢を放ち、慌てて敵の弓兵も打ち返したのだ。

「またも奴らの弓騎兵……走りながらなんて精度──うぎゃっ！」

「しかも今回はとんでもない数がいやがる！　ハードレットは本当に一領主なのか!?　ぐえ……」

　悲鳴から考えて弓騎兵は敵の弓兵に打ち勝っているようだ。

　弓騎兵はラーフェンの危機に駆け付けた者達も含めて一万に達する。

よく見れば非常に若い者や老人に近い者達まで居るが、今は彼らの力が必要だった。

　弓騎兵はその機動力と精確な射撃能力でもって攻撃しては下がり、攻撃しては下がりの繰り返しでほとんど一方的に矢を射かける戦術が使える。

　だが今は──。

「全員抜刀！　突撃──!!」

　弓騎兵は矢を射かけた後に剣を抜き、私軍の騎兵隊と入り混じって敵陣に突っ込んだ。

これには敵も泡を食ったようで動揺の声が広がる。

「奴らは動きながら矢を射かけてくるんじゃないのか!?　今までこんな動きは見たことがないぞ！」

「騎兵だってもっと整然と突っ込んできてたはずだ！　こんな滅茶滅茶な突撃なんて……」

「今までの奴らのやり方と全然違うぞ！　対策が役に立たん！　司令部に新しい指示を出せと言え！」

　図らずもレオポルトが敵の指揮の変化に出し抜かれたのと同じことが起こったようだ。




　俺達が無茶な攻め方をしたせいで敵味方の前線が入り乱れ、乱戦の様相を呈してくる。

だが敵は乱戦、混戦を嫌っているのか陣を細かく動かして戦場に秩序を取り戻そうと試みている。

「小回りの利かない長槍隊は後方へ！　軽歩兵で敵を足止めするのだ！」

「一〇〇ｍ後ろに戦列を構築し直せ！　乱戦を避けろとのラーレイ司令官からの厳命だ！」

　だがそんな努力を台無しにする者達が追い付いてしまう。

「わはははは!!　戦しようぞ!!」

　怒号と悲鳴が轟く戦場の隅々にまで響くでかい声が飛び込んできた。

言うまでもないギルドレスの怒鳴り声だ。

「我らの戦技をとくと見よ！」

「鍛え上げた肉体も見せてやろうぞ！」

「なんなら俺の逞しい一物も見せつけてやるぞ！」

　アレス兵は全力疾走の勢いそのままに敵陣へ突っ込む。

「貧相装備の軽歩兵ごときが何を──」

　悪態をつきながら斬撃を受け止めた南ユーグリア兵が盾ごと地面に叩きつけられる。

「奴らの獲物は剣だけだ！　短槍で突き殺せ！」

　アレス兵二人を取り囲むように南ユーグリアの短槍兵八人が向かっていく。

「来たぞ男よ！」

「おう！　背中は任せた！」

　数合に渡って打ち合いが続き、南ユーグリア兵八人全員が斃れる。

　やはり乱戦となればアレス兵の個人技は圧倒的だった。

中でもやはり一番目立っていたのは奴だ。

「ぬおぉぉぉ!!」

「こいつ何を……どわぁぁぁぁ！」

　ギルドレスは敵重装歩兵の隊列に向かい跳躍、そのまま両足を揃えて敵を蹴り飛ばすと、鉄の塊であるはずの重装歩兵が紙風船のように飛んでいく。

「ど、ドロップキック……」

　セリアが呆れた顔で呟く。

「まだまだ行くぞ──ぬぅん！」

　ギルドレスは更に剣で三人を切り、最後の一人を抱きかかえ、背面に反って地面に叩きつけた。

「あいつの戦い方はちょっとおかしい」

「同意しますがエイギル様も一度あの技を出していました」

　余計な突っ込みは聞こえない。

「敵は乱れているぞ！　つっこめー!!」

　アレス兵の突入で混乱する戦線に横一列に並んだ歩兵隊が突っ込んでいく。

最後尾から続いていた弓隊も大混戦では弓が使えず、腰の剣を引き抜いて白兵戦に参加する。

「見事なまでにごちゃまぜになった」

　最早どれが味方でどれが敵かも遠目にはわからない。

この状況で小細工を弄するのは不可能だろう。

　そこへ伝令二人がやってくる。

「レオポルト様より伝令！　『戦場は混迷を極め、策の入る余地なし。個人の力量と勢いで対処されたし』」

　レオポルトめ、後は好きに暴れろということか。

奴がこんなことを言うのなら、敵も有効な策を打てないのだろう。

「トリスタン様より伝令！　ええと……『こんなになったら僕にはもう何もできないよ。後ろでお茶を飲みながら見てるから後は辺境伯が勝手にやって下さい』申し訳ありません」

　トリスタンも既に策の介在する余地無しと言っている。

奴は後で豆のスープに沈めてやる。




「てやぁぁぁぁ!!」

　大乱戦の戦場に美しい声が響く。

「ルナか。少し気負い過ぎだとは言ったんだがな」

　ルナは鬼気迫る表情で大混戦となった戦場に突入していく。

　弓を構えて敵兵二名を射殺し、距離が詰まると腰の剣を抜いて擦れ違い様にもう一人切り捨てる。

　彼女を止めようと迫る敵騎兵と正面から数合打ち合った末に腕を切り落とし、喉元に剣を突き込む。

「貰った！」

　だがその隙を別の騎兵に狙われ、ルナの背中に刃が迫るが……。

「させるか！」

　敵の刃は別の剣に弾かれ、体制を崩した敵は間髪おかず首を切り飛ばされる。

「ルナさん背中にも気を付けてください！　族長様にも突っ込み過ぎと言われたじゃないですか！」

　ルナの背中を守ったのはギドだ。

奴は更に襲い来る敵二騎と切り結び、一騎の首筋を切り裂き、もう一騎の馬を突いて落馬させる。

　最近のギドは体の成長と戦闘経験を積んだことでかなり強くなっている。

山の民特有の騎乗戦闘だけではなく、単純な切り合いでも大抵の者に引けは取らない。

並みの精兵程度では比べ物にならないだろう。

一度アレス兵と模擬戦をやらせても面白いかもしれない。

　ただ最近女癖が悪いと町娘や娼婦から聞くのが気になるが。

「右をやります。ギドは私を守って」

「わかりました！」

　乱戦中ながらルナは弓に持ち替えて周囲の敵を撃ちまくる。

もちろん敵は彼女を止めようと飛び込んでくるが、それをギドが次々と切り捨てていく。

「右の奴！」

「せい！」

　ギドが剣で刺した敵にルナの矢が命中する。

「後ろお願い！」

「わかってます！」

　ルナは背後から迫る敵に気づきながらも振り返らずに矢を射り続ける。

ギドもその信頼に応えて見事に敵を仕留めて見せる。

　山の民同士、ぴったり息の合った連携だった。

「俺達上手くやれてますね！」

「ええ、そうね──油断しないで！」

　ルナが馬を跳ねさせる。

地面に伏せ、下からギドの馬を狙っていた敵兵の頭が蹄で砕かれる。

「貸しよ。一食奢りなさいね」

「はは、わかりまし──危ない！」

　ギドはルナに向けて飛んできた矢を剣で打ち払った。

「貸しです。族長様に秘密で一発……うわっ！　なんでもありません！」

　俺が近づくとギドは何かを言いかけて動揺する。

変な奴だな。

「俺も負けてはいられない。一丁見せてやろう」

　周囲を見回し、比較的混乱の薄い場所を見つける。

どうやら方陣を組んだ敵の一隊が守りを固めているようだ。

あれを崩してしまおう。

「行くぞ」

「お供します」

「私もいるぞ!!」

　俺は槍を両手に持って駆ける。

　守りを固める敵はそこら中で起こっている乱戦に気を取られて俺の接近に気づいていない。

「一人一本、贅沢に使い捨てだ。光栄に思え」

　言うと同時に槍二本を投擲する。

　串刺しになった敵が倒れるより早く次の槍を掴む。

「き、貴様は──」

　俺に気づき、慌てて馬首をこちらに向ける敵の顔面に槍を突き込む。

どうせ曲がっているので槍は戻さず、次の槍を掴んで敵陣に飛び込む。

「悪魔だ！　悪魔が出たぞ！」

「ここを通すわけにはいかん！　死守だ！」

　方陣の中に飛び込むと華麗なマントを羽織った騎士の群れが飛び出してきた。

「むっ」

　胴体に槍を叩きつけてみたが、今までの騎兵とは防具が違うらしい。

騎士は大きく仰け反ったが、槍の方がひん曲がって仕留め損なってしまった。

「大丈夫だ!!」

　だがこの騎士は生き延びることはできなかった。

イリジナの槍が脇腹を貫き、地面に引き落としたからだ。

「すまんな」

「わははは！　我が家宝の槍は柔ではないぞ!!」

　豪快に笑うイリジナ。

「私もお役に立ちます！」

　セリアもイリジナを的確に援護している。

「女ばかりに戦わせる訳にはいかん」

　俺も新しい槍を掴み、息を吸い込む。

「ぬぅん！」

「え？」

　気合の叫びをあげながら思い切り槍を突き出す。

　先ほどと同じように騎士の胴体に槍を叩きつける。

そして同じように槍はへし折れたが、込めた力が違うので今度は甲冑も大きく凹み、騎士は苦悶の声をあげて落馬する。

「まだまだ行くぞ!!」

　もう一本を抜いて頭を叩き、折れた槍を目元にねじ込む。

　次の槍を抜いてすれ違ざまに馬を貫く。

　言葉通り一人一本槍を使い捨てて戦い、最後の一本を構える。

　ちょうどそこに一際豪華な騎士が立ちはだかった。

　甲冑は銀色に輝き、兜には赤い羽、肩部分には金の鎖がついている。

どう見ても高級指揮官クラスの男だ。

「先ほどから出てくる騎士達も装備が周りと違います。きっとこの先に敵の司令部があります！」

　セリアが興奮気味に言う。

　それは好都合だ。

こんな混戦でなければ五万規模の敵司令部に迫るなどできなかっただろう。

「せえい！」

「おっと」

　にやりと笑っていたところに豪華な騎士が切り込んできた。

慌てて槍で受けるが、最後の槍が両断されてしまった。

「俺とて名の知れた剣士！　わが剣に賭けて余所見する余裕など与えんぞ！」

「さてどうかな……お前たちは下がっていろ」

　女たちに下がるように言ってデュアルクレイターを引き抜く。

「行くぞ悪魔よ。我が剣を受けるがいい！」

　男は一旦俺との距離を取り、右手一本で持った剣を掲げて勢いよく馬を駆けてくる。

擦れ違い様の一撃で勝負を決めるつもりのようだ。

「そっちの方が手っ取り早いな」

　俺もデュアルクレイターを右手一本でもって男に向かって駆ける。

「我が宝剣にて悪魔の息の根を止めん!!」

　男と俺の距離がいよいよ詰まる。

「てやぁぁぁ!!」

　男は気合の叫びをあげ、右手の剣を──離した。

「「ああっ！」」

「死ね悪魔！」

　そして馬の横腹に着けていた短槍を左手で掴むと俺に向けて突き出す。

セリアとイリジナの悲鳴が重なる。

　上段に振り上げていた剣とは正反対の軌道で迫る槍。その穂先は俺の脇腹を精確に狙い──。

「よっと」

　俺の左手に掴まれた。

「なに!?」

　俺は掴んだ穂先を引いて男を馬から引き落とす。

「剣が剣がとアピールが露骨すぎるんだよ」

　そもそも全力の振り下ろしをするには重心もおかしかったので騙されようもない。

　俺は地面に転がる男をシュバルツの上から見下す。

「悪魔だなんだと言うのなら、あんまり俺を舐めるなよ」

　シュバルツの蹄が男の上半身を踏み砕く。

　凄まじい断末摩が響き、小さくなって消えていった。

それがきっかけになったのだろうか。

「閣下！　司令部を一旦南へ下げましょう。このような無茶苦茶な戦いでは閣下の智謀も生きません！」

「まずは閣下ご自身の安全を計るべきです」

「今までの奴らのやり方とはまるで違う……さては上が変わったか……くそ！」

　今倒した騎士に負けず劣らずの華美な一団が南へ向けて移動していくのが見える。

「ハードレット殿！　あの敵は──」

　イリジナが最後まで言う前に俺とシュバルツはその一団に向けて駆けていた。

　全力疾走のシュバルツは前に立つ敵兵を弾き飛ばしながら駆ける。

「──!?」

「閣下！　悪魔が──」

　口を開きかけた二人をデュアルクレイターで切り捨てる。

　敵数は十人。

重武装の護衛騎士らしい者が四名、参謀らしき者が五名、そして。

「ここまで敵が──!?　ええい、滅茶苦茶な戦いだ！」

「閣下をこちらへ！　味方はこれだけしかいないのか！」

「立ちはだかれ！　閣下を絶対に守るのだ！」

　全員に守られている男は全身赤の甲冑をまとい、実用でない宝飾された剣を差している。

奴が最高司令官であることは疑いがない。

　もう言葉はいらない。

奴を仕留めればそれでこの戦いは勝利となる。

　俺は咆哮し、一団に向けて突っ込む。

「閣下を守れ！」

　護衛騎士四名が立ちはだかる。

　一人目の斬撃を搔い潜り、デュアルクレイターで胴を切り払う。

　二人目の突きはあえて額で受けて甲冑で滑らせ、擦れ違い様に肘を叩きこんで落馬させる。

　三人目はシュバルツが体当たりで馬ごと倒し、四人目には俺の方から斬撃を見舞って首を撥ねる。

　それなりに長く感じたが、実際には三秒程の間に四名の敵が倒れこむ。

「い、一瞬で手練れの騎士を──」

「だが逃げる訳にはいかんぞ！」

　迫る俺に向けて参謀らしき男達も一斉に剣を抜き放つ。

　一方で司令官らしき男は参謀達に守られるように馬上でどっしりと構えている。

なかなか肝が座っていると思ったが、よく見ると肩がプルプル震えていた。

「どりゃぁぁぁ！」

「ユーグリア帝国に栄光あれ！」

　一斉に四人が切りかかってくる。

だがやはり参謀だ。先ほどの騎士に比べても動きは鈍い。

　四人全員が躯となるまで二秒とかからなかった。

　これで残ったのは司令官ともう一人だけだ。

「帝国に……栄光あれ！　ザフネス閣下に栄光あれ！」

　最後に残った参謀が今までの奴とは違う叫びをあげて切り込んでくる。

その斬撃はこの戦いの中では最も鋭かったが、俺にとっては十分見切れる程度だった。

ザフネスという名には聞き覚えがあったが……なんだったけな。

　俺の眼前を敵の剣が通過していく。

「よもや、このような辺境で果てることになるとは。因果な人生であった……」

　男は何やら呟いて目を閉じる。

同時にデュアルクレイターが男の喉元を引き裂いた。

　血飛沫をあげて男が斃れる。

　すると司令官の男が弾かれたように立ち上がる。

　ここまで追いつめて逃げられても詰まらない。

「じゃあな」

　俺は逃げようとする司令官の脳天から股下までを両断しようとデュアルクレイターを振り下ろす。

「いやぁぁぁぁぁぁ!!!」

　刃が司令官の脳天に食い込む直前、絹を裂くような鋭い悲鳴が叩きつけられる。

「うおっ！」

　俺は反射的に剣筋を逸らし、デュアルクレイターは司令官の兜を切り飛ばし胴甲冑を掠めて地面に食い込んだ。

　兜が二つに割れて落ち、中から長い艶やかな髪が零れる。

更に胴甲冑とその下の衣服がはらりと落ち、女の象徴たる乳房も零れ出る。

「女だと!?」

「く、来るな！　来るな！　来ないでぇぇぇ!!」

　女は絶叫しながら馬にしがみつき、南に向けて駆けだしていく。

「逃がしません！」

　セリアが女目がけて短剣を投げた。

「おっと」

　だが俺は目の前を飛ぶ短剣を慌てて掴む。

「どうして止めるのですか!?」

「あれは女だった。なら殺してしまうわけにはいかない」

　ましてあの女は泣き叫びながら逃げているのだ。

そんな女に後ろから刃物を突き立てるなど絶対にできない。

「今なら確実に殺れます！　あいつを仕留めれば私たちの完全勝利です!!」

　セリアは騒ぐがそれをやってしまうと俺が俺でなくなってしまう。

　戦争での勝利はほとんどのことより重要だが、女を殺さないのはその数少ない例外に当たる。

「それに命を取らなくても大丈夫だろう」

　俺は逃げる女に目をやる。

「うぇぇぇぇん!!　助けてぇぇ！　誰か助けてぇぇ!!」

　司令官の女が泣き叫びながら戦場の真ん中を駆けていく。

「閣下！　お待ちくださいラーレイ閣下！」

「混戦ではありますが、まだ負けてはいません。別の場所に司令部を移して……」

　だが女は一切聞く耳を持たない。

「死にたくない！　死にたくないぃ!!」

　号泣しながら逃走する司令官の姿に敵の士気はみるみる落ちていく。

「ええい、司令官があれではどうにもならん！」

「やむを得ん。撤退、撤退だ！」

「ふぇぇぇん！　誰か助けてぇぇ！　私を守ってぇ!!」

　泣き叫んで逃げる司令官を追いかけるように敵軍は崩れていく。

もちろん乱戦の中で崩れれば即座に猛烈な追撃を受けることになる。

　状況は司令官が討ち取られた時と大差なかった。

「……情けない。同じ女としてイライラします。ああいうのがいるから女に軍人は務まらないなどと言う者が出るのです。あんな女に出し抜かれたと思うと……むぅぅ」

　マイラの苛立った声が聞こえる。

　後方で敵を支えていたはずのマイラはいつの間にか俺の傍にきていた。

敵が本格的に崩れたので支えが不要になったのだ。

「しかもあの女まき散らしていました。馬の後に汚い水が散ってます」

　セリアもふんと顔を逸らす。

　そんなきつく当たってやるなとは思う。

ちらっと見ただけだが、結構な美人だったし乳房も綺麗だった。

それからイリジナが静かだな。どでかい声で勝鬨でもあげそうなものだが。

「ははは！　やはり女とはいえ軍人はもっと剛健でないとな！　ははははは！　はは……」

　イリジナには珍しく奥歯に何か挟まったような言い方だ。

「細々と奇策を弄して来たのは小心、泣き虫の裏返しだったのかもしれないな」

　ラーフェン襲撃には少なからず腹も立っていたが、あの泣きっぷりを見せられると彼女を恨む気にもならない。むしろあやしてやりたくなる。




　ともあれこれで敵の東部軍は蹴散らした。

後は徹底的に追撃してやるまでだ。

　そこらへんはレオポルトとトリスタンに丸投げしようと考えているとギドが俺を呼ぶ。

「族長様！　こちらへ！」

　声のする天幕に入る。

そこにいたのは──。

「ふん……これも山神様の定め、受け入れるしかあるまいな」

　胡坐をかく中年男は恰好からして山の民だろうか。

諦めたように目を閉じ、それっきり何も口を閉じる。

「一族の恥さらしが……ただで済むと思うなよ」

　そんな男をギドは凄い目で睨みつけている。

　もう一人は大人になったか、ならないかぐらいの若い女性だ。

「ひっく……ひっくひっく……うぇぇん……」

　両手で顔を覆ってメソメソ泣き続けている。

「なんだこりゃ」

　誰か説明してくれ。

「私からも一つ質問があります……エイギル様、最近自然に『ぬぅん』とか言ってます。……ならないですよね。あんな風にはならないですよね!?」

　色々と意味がわからない。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（集結）グレーテル（側室）メリッサ（失神）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（空爆）ケイシー（消息不明）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（富豪）ソフィア（愛妾）セクリト（別行動）セバスチャン（謹慎）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（義勇兵）クララ（諦観）セレスティナ（弱）モニカ（困）アデラ（恥）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（激怒）ルビー（どこにかいる）ギド（激怒）ポルテ（後処理）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（疲労困憊）リリアーヌ（慰安）クロル（後処理）アルマ（後処理）

ラーフェン防衛

アドルフ（後処理）ジム（ラーフェン守備）スージィ（駄参謀Ａ）ソラナ（駄参謀Ｂ）

フェルテリス（男漁り）アリス（疲労休息）

人外

ラミー（魔物隊）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（魔物隊）バルバノ（遭難）ハーピー（爆装）

ペット

ポチ（戦術爆撃）メッサーシュミット（機上）シュバルツ（馬）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

治安隊　　　　　　　一五〇

衛兵　　　　　　　　五〇〇

義勇兵・徴集兵　一万六千

主人公隷下　二八二五〇名

護衛隊　　　　　一三〇→一二〇

歩兵　　　　一万四千→一万二千

騎兵　　　　　一五〇〇→一三〇〇

弓兵　　　　　一五〇〇→一四〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　一万→九千

アレス兵　　　三九九〇→三九八〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

別行動

アレス兵　一万名

財産　金貨十万

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

誤字脱字、矛盾点、単純におかしい点などお気づきになりましたら遠慮なくご指摘ください。

即座に対応できるかどうかはわかりませんが、作者は助かります。










第４０１話　中央平原統一戦争26　内通者の最期










　敗走する敵東部軍団の追撃はレオポルトに任せて俺はラーフェンに戻った。

奴には最大限の追撃を行えと言ってあるので、かなり深くまで追いかけていくことだろう。

上手くやれば領地のほとんどを奪還できるかもしれない。

　かと言ってこのまま更に南下して敵本国に突入するには準備が足りない。

水や食料の準備、そして俺の命令で始まった徴発部隊の編制などだ。

数日はラーフェンに留まる必要がある。




　そして俺もその間にやらねばならないことがあった。

　俺は窓の外で続く徴集兵の編制から目を離し、執務室の椅子に腰を下ろす。

ここにゆっくり座るのは久しぶりだ。

「……いい加減泣くのをやめたらどうだ？」

「ひっく……ひっく……うぇぇ……」

　出来る限り優しく言ったつもりだが、目の前のメイドは泣き止まない。

「裏切者め。泣いたら済むと思いますか。必ず報いを受けさせてやります」

　そんなメイドをセリアが責めて一層泣かせてしまう。

「族長様を裏切ってよくも堂々としていられますね。一族の面汚しめ」

「小娘ごときに何がわかる。我らこそ一族の未来を真に考えているのだ」

　一方、こちらの中年男──ルナによると有力な氏族の一つ。グクト氏族の長らしい──はあくまでふてぶてしい態度を崩さない。

詰め寄るルナとギドを鼻で嗤い、俺に向けて胸を張り続けていた。

ただ自分の運命は悟っているのか捕まった時から一度も食事を取っていないらしい。

「さてと」

　俺はプチチェリーが差し出す書類をぺらぺらとめくりながら二人の前に座る。

今の仕草はレベッカを使う王みたいだったな。

自分でも少し格好良かったのでもう一度やってみよう。

「コホン」

　三度やったところでマイラが咳払いしたので真面目に行こうか。

「お前達には南ユーグリアへの内通の疑いがかかっている。認めるか？」

　こういう裁判のようなのは嫌いなのでずばり言ってやる。

「いかにも。我が氏族、そして一族全体の未来を考えてのことである。後悔はない」

　ふてぶてしい方は俺の目を見据えて声をあげる。

ルナとギドが激昂しかけるが俺は手で制する。

「ち、違います……私はそんなつもりじゃなくて……でもどうしようも……ふぇぇぇぇん！」

　対照的にメイドの方は泣きじゃくりながら否定する。

こちらもセリアが激情して剣に手をかけたので頭を撫でて鎮めておく。

「ハードレット卿、言うまでもありませんが敵への内通は地位に関わらず一族郎党まで全て死罪です」

　マイラが真面目な顔でドンと言い、メイドが号泣し始めてしまう。

　もちろん俺もわかっている。

「そうだとしても事情ぐらいは聴いても良いだろう。少しは時間もあるしな」

　どちらもこのまま『はい処刑』で終わらせてしまうと後味が悪そうだ。

特にメイドの方は泣きじゃくっているし、胸も大きいのでなんとか助けてやりたい。

中年男の方は処刑で構わないが裏切った理由ぐらいは聞いておきたい。

　言いながら俺はプチチェリー資料に目を落とす。

そこには二人の裏切りの詳細と証拠、証言が明確にまとめられていた。

証言の場合は証言者の素性や過去の行いから分析した信頼性まで記載されており、随所に『複数証言有』『事実と異なる』『対象への個人的感情有』などと追記されていた。

　ぶっちゃけこの資料を見ると、どっちも黒で間違いない。

特にメイドの方が余罪もあるが、それも聞いていけばいいか。




　まずはふてぶてしい中年男の方から行こう。

　メイドは泣いてしまってしばらく話はできそうにもないので別室に行かせる。

　俺は執務室の椅子に腰かけ、男は机を挟んだ床に座らせる

「グクト氏族の……イゼ＝グクトで良かったか？」

「いかにも。ルーガ＝グクトより続くグクトの長、イゼだ」

　ふてぶてしいを通り越して偉そうだなおい。

「お前達は──」

　チェリー資料をチラリと見直す。

「氏族全員で南ユーグリアに協力。奴らに進軍可能な道を教え、事前に物資を集積して補給拠点も作り……。実際に道案内もした。補給拠点も見つかっている上に氏族の者も認めた。言い訳はできんぞ」

　気持ち良いぐらいわかりやすく綺麗な内通だ。

歴史の教科書に乗せてやりたいぐらいだな。

「元より言い訳などしておらん。すべきことをしただけだ」

「貴様らどこまで──！」

　ルナの平手がイゼを打つ。

二度目でマイラが止めるが、彼女自身も犬歯を剝きだしてイゼを睨みつける。

「理由を話せ。すべきこととやらを聞いてやる」

　俺がこの場にいるのはそのためだからな。

　イゼがじっと俺の目を見る。

「さっさと話せ。睨んでも何も変わらん」

　俺は椅子に深く座りなおして手で早く言えと促す。

話したくないならさっさと結論を出すぞ。

俺だって喜び勇んでおっさんの話を聞く訳じゃない。

「……お前に服従してからというもの、一族は堕落する一方だ」

　ようやく話し始めた。

あのメイドが落ち着くまでは繋いでくれよ。

「草原の民と関わるなとは言わぬ。物を交換し、時には略奪し、殺し、殺される。それが我らとお前達の関係であったはずだ！」

「ふむふむ」

　茶々を入れても仕方ないので大人しく聞いておく。

ただ俺が聞きたいのは裏切った理由であって前置きではないので、今の話にはあまり興味がない。

「あっ」

　なので俺を守る為にすぐ傍に立つセリアの尻を撫で回しながら聞くことにする。

うーむ、セリアの尻が一段と大きくなっている気がする。

　イゼの話は続き、熱が入ってきているようだ。

「一族の若者はラーフェンと言ったか……に行くのを楽しみにするばかりで御山への感謝も忘れ──」

　ふむふむ、引き締まっているのは相変わらずだが表面が女らしく柔らかくなってきたんだな。

「長の息子や娘連中でさえ、草原から持ち帰った衣服や装飾品を喜んで身に着け──」

　だが太ももの細さはまだまだ女として成熟しきっているとは言えないな。

「伝統の武具ではなく、草原の技術で作られた弓や鎧を狩りに使う」

　下着の尻への食い込みも足りないな。

リタなど尻がでかいからか、普通に歩いているだけでもどんどん食い込むというのに。

「特にルナ、ギド。貴様らの氏族の堕落は目に余る。それもお前たちが護衛隊だの弓騎兵だのと──」

「裏切者が何をぬかしますか！」

「族長様に逆らって減らず口を！」

　怒鳴り合いになったところで俺はドンと机を叩く。

「ひぅ！」

　イゼの口が止まり、奴に掴みかかろうとしていたルナとギドも停止する。

「お前が俺達との交流に不満を抱いているのはわかった」

　俺は机を叩いた拳を崩して今度は人差し指の爪で軽く机を叩きながら言う。

本音を言うと力加減を間違えた。執務室の机が無駄に頑丈なこともあって尋常でなく手が痛い。

「わかったが、それがどうして敵への内通につながる？」

　隣でセリアがプルプルしているのに気づく。

机を叩いた勢いで誤って彼女の尻穴に指が入ってしまった。

もちろん下着の上からだが、第二関節までめり込んでいる。

「お前の国が負ければ我らと草原の関係は切れる。我らはまた御山に抱かれ、古と同じように──」

「アホかお前は」

　俺は溜息交じりにセリアの尻から指を引き抜く。

膝を震わせて尻もちをついてしまったセリアはマイラに回収されていく。

「お前が独力で滅ぼすならともかく、南ユーグリアの手を借りたら俺の代わりに奴らが来るだけだろうが」

「南ゆーぐりあの連中は我らに約束した。『我らがゴルドニアを滅ぼせばお前たちに金輪際関わることはない。昔のような生活に戻れる』とな！　御山に誓ってそう言ったのだ！」

「嘘に決まってるだろ馬鹿野郎」

　忘れていた。

山の民は騎乗や狩りには優れるが、外交謀略のできる者達ではなかった。

「情けない」

「救いようがありませんね」

　ギドとルナも怒りより呆れの表情だ。

お前たちも最初は似たようなものだったぞ。

「無垢と言うか愚かと言うか……」

　マイラも溜息をつく。

「嘘をついたのか！　南ユーグリアはひどい奴だ！」

　イリジナはそのままのお前でいてくれ。

だが約束事をする前には俺に知らせに来いよ。

「怒る気にもならなくなった」

「何故だ！　なぜみんなして俺を罵倒するのだ!?」

　セリアの代わりに隣に来たマイラの尻を撫でながら続ける。

「俺の落ち度だ。南ユーグリアの連中にこいつらの存在を知られた時点でな」

　謀略を駆使して勢力を拡大した南ユーグリア相手によって山の民など生まれたての赤子だ。

俺が無邪気な少女を飴玉でたぶらかしてベッドに引き込むよりも簡単だろう。

「聞き捨てならないのですが」

「例え話だ」

　俺はどこかの変態と違って年端もいかない少女よりマイラのような成熟した女の尻を撫でたい。

むっちりした大人の尻肉がたまらないぞ。

　一通り尻を撫で回してからイゼを見る。

「理由は腹も立たないぐらいお粗末だったが……結果はそうでもなかった」

　俺が視線に殺気を込めるとイゼは僅かに上半身を反らせる。

「貴様が道案内をしたせいで俺たちは裏をかかれた。ラーフェンは被害を受け、民も兵も死んだ」

　ルナが続ける。

「援軍にかけつけた弓騎兵……同胞達にも損害が出ました。貴方が余計なことをしなければ死ななくて良かった若者達です。貴方とグクト族が愚かだったせいで」

　奴が一人で動いただけならともかく、グクト氏族そのものが動いてしまっている。

つまり彼ら全員で責を負わねばならず、普通に考えれば氏族皆殺しの他にない。

　イゼは何か言おうとしたが、今更南ユーグリアが嘘をついたのが悪いとも言えないのだろう。

唇を嚙み締めて下を向く。

「事ここに至ってはどうにもならぬ。俺と我が一族の命運は尽き……ぐわぁ！」

　イゼが言い終わる前に俺は椅子から跳ね起きて奴を蹴り飛ばす。

イゼは二回転がって執務室のドアに激突した。

「阿呆め。貴様と男共だけなら勝手に命運でもなんでも尽きればいい」

　俺はイゼに近づき、真上から見下ろして続ける。

「貴様の一族に幼子はおらんのか？」

「……無論いる」

「妊婦は？」

「……三十はいるだろう」

　最後に俺は腰を下して言う。

「何より美女は」

「……とびきりのが三人。二人は俺の愛人だ」

　俺はふぅと息を吐いて椅子に戻る。

「お前のバカな決断のせいで皆死ぬ。一人残らず全部だ。わかっているのか？」

「族長様のご命令があれば一族全員でグクトを根絶やしにできます。一人も逃がしません」

　間髪おかずにギドが続ける。

　イゼはしばらく無言だったが、次第に顔色がなくなり目が泳ぎ始めた。

自分がやったことの意味に気づき始めたのだろう。

「俺のせいで……皆死ぬ……やっと身ごもったと嬉し泣きしていたテテも……生まれたばかりの孫のココラも……来月結婚する姪も……」

　ガクガクと震え始めるイゼ、どうやら単純で時代遅れなだけで悪い奴ではなかったようだ。

「南ユーグリアの謀略に捻られただけだったか」

「ハードレット卿」

　マイラが冷たい声で言う。

わかっているさ。

　こいつとこいつの氏族が敵に内通したのは事実だ。

無罪放免などすれば俺がよくてもラーフェンで死んだ兵や民の家族は納得するまい。

悪くすれば最近ようやく馴染んで来た山の民との関係が台無しになるかもしれない。

　厳罰は絶対に必要だ。

そして方法を一つ考え付いた。

「愚かの代償だ。お前が泥をかぶれ」

　俺はさらさらと書類をしたためる。

「そこの字、間違っていますよ」

　マイラよ、恰好がつかないから今は指摘しないで欲しかった。

「グクト氏族の長イゼは南ユーグリアから大量の金貨と将来の領主の地位を約束されて寝返った。氏族の者達にも真相を告げず、彼らを騙し利用して内通に協力させた。こういうことだ」

　これでイゼは卑怯な内通者として罵声と軽蔑を浴びながら処刑されることになる。

一方で他の氏族は騙されただけなので無罪とはいかなくとも皆殺しは回避できるだろう。

「心遣い感謝……致します」

　イゼは書類を抱き、深々と頭を下げる。

「ん、事は早いほうが良い。明日にも広場で処刑だ。身内は来ているか？」

「娘と妻を捕縛して連行しています」

　ルナが答える。

なら予定通り明日でいいな。

「それでグクトの連中への処罰だが……」

　イゼが再び緊張する。

「……」

　適切な罰が思いつかない。特に山の民は独特の価値観があるからな。

「ギド、お前達の間ではどんな罰が一般的なんだ？」

「えっと……」

　ギドは腕を組んで考える。

「まず一族皆殺し……」

　これはありえない。そうしないためにイゼが一人で死ぬのだ。

「それよりマシなら全員を奴隷に……」

　イゼが情けない目でこちらを見る。

ある意味で死よりも厳しい。これも却下だ。

「後は……土地を奪う……でしょうか」

　イゼも仕方ないとばかりに頷いている。

ならこれでいいか。

「他の氏族と交換する形でより奥地に配置換えだ。貧しい土地に行くことになるだろう」

　奥地に行けばラーフェンの連中と顔を合わせる機会はほぼなくなるしな。

「まさかそれだけですか？　いくらなんでもあり得ません。軽すぎます」

　マイラが言い、ルナとギドがうんうんと頷く。

タイミングが全く一緒とは心配になるぐらい気が合っている。

「あまり軽すぎるのは彼らの為にもなりません。私的な制裁を企てる者が出るかもしれませんから」

　マイラの言う通りか、山の民同士で何かあっても困る。

もう少し罰が必要かもしれない。

　さあギド続けてくれ。

「子供を奪う……ですとか」

　イゼが情けなさそうな顔をする。

俺は人買いではないので他人の子供などいらん却下だ。

「でなくば……女を奪う……あっ！」

「それだ!!」

　俺は再び椅子を蹴って立ち上がる。

「余計なことを！　余計なことを！」

「この馬鹿！　貴方も罰を受けなさい！」

「何か知らんが蹴るのか？」

　マイラと復活したセリアがギドの脛をゲシゲシ蹴る。

鍛えられた体でなんとか耐えていたギドだが、よく分かっていないイリジナの一撃を前に床に沈んだ。

「お、女全員を……奪うと？」

　イゼの声が震えている。

「そうだ。全員差し出して貰う。幼女から人妻まで全てだ」

　ただしと付け加える。

「但し期間は一年だ。一年たったら全員送り返してやる」

　そしてイゼに耳打ちする。

「貧しい土地で弱い奴は持たんだろう。こっちで面倒を見ててやるから一年の間に生活の基盤を築け」

　もちろん一年の間その女達は全員俺のものだ。

ひどい扱いは絶対にしないが、孕ませるぐらいは許されるだろう。

「お前の後を継ぐ者にも言っておけ。飢えたなら飯ぐらいはくれてやるから泣きついて来いと」

　イゼは聞き終わると一度立ち上がってから膝をついた。

「何から何まで感謝のしようもありません。貴方は尊敬できる方です。……族長様」

　ルナとギドが少し反応する。

「もう少し前に気づけ阿呆」

「はは、まったくですな」

　ルナとギドが退室するイゼの脇を抱えようとしたが止めさせる。

もう逃げたりはしないだろう。

「今夜が最後の夜だ」

　俺は机の中から瓶を取り出して放り投げる。

アルラウネの花粉が入ったものだ。

「妻を抱くなら使え。男なら最後の一晩で子を残して見せろ」

　イゼは音をあげて笑い退室する。

こんなものだろう。それほど後味の悪い展開にもならなかった。




「さて次だ。そろそろ泣き止んだか？」

　セリアが件のメイドを連れてくる。

「あうぅ……痛いよぉ……ひっく」

「こら髪を掴んでやるな」

　セリアはメイドのまとめた髪を引っ掴んで連れてきた。

せっかく泣き止んだのにまた泣いてしまうじゃないか。

「ほら怖くない。話を聞きたいだけなんだ。泣かずに答えてくれると嬉しい。君はピーネットだったな」

　俺は彼女をソファに座らせ、俺自身も彼女の隣に座る。

より距離が近い方が彼女も話し易いだろう。

更に話し易いように俺は彼女の手を優しくとり、もう片方の手を肩に回して引き寄せる。

「さっきまで恰好良かったのに……」

「絶対に大甘判決が出ます！　分かり切ってます！」

　マイラが溜息をつき、セリアが怒るが俺は公正な裁判に徹するつもりだ。

　ちらりとチェリー資料に目を落とす。

　ピーネットは屋敷やラーフェンの見取り図、水道橋などの設備情報を南ユーグリアに送ったとされている。これだけなら別に彼女でなくとも行商人でも装った間諜でも忍ばせれば分かることだろう。

「アドルフが指揮を執っていることも知らせたんだな？」

「ふぇぇ……ごめんなさい」

　最重要なのはここだ。

内政官で軍事経験の無いアドルフがラーフェンの防衛をやっている。

この情報があったからこそ、奴らは大胆な奇襲でラーフェンを襲うことができたのだ。

　もし奴らが奇襲してきたとしてもレオポルトやマイラがラーフェンに残って指揮を執っていればもっとまともな戦いができたはずだ。

　この情報は兵数などと違って市井に紛れた間諜からでは掴めない。

屋敷に勤務する彼女のような存在からしか入手できないのだ。

「南ユーグリアの卑劣漢め。こんな可愛いメイドを利用するとは……」

　俺はすすり泣くメイドを抱きしめて憤る。

「さっきの男にはバカとかアホとか言ってましたよね」

　マイラが何か言っているが、中年のおっさんと若い娘を平等に扱う男などいるものか。

「さあ事情を話してくれ。きっと止むに止まれぬ事情があるのだろう」

　俺はピーネットを抱きしめて怖くないと背中を撫でる。

やや幼い外見と仕草に比べて胸がかなり大きい。

「ぐす……実は……」

　ピーネットが話し始める。

彼女が間諜の真似事をさせられた理由。それは実に大変なものだった。

「私……最近好きな人ができたのです」

　なるほど。

「その彼が博打に嵌って……高利貸しから借金して……どうしようもない額になっちゃって」

　それは大変だ。

「大好きな人を助けてあげたくて……でも私のお給金と貯金じゃ全然足りなくて」

　ふむふむ。

「彼に言われて仕方なく屋敷の宝物庫から……その少しだけ──ひぃぃぃぃ!!」

　セリアとマイラがスラリと剣を抜いた。

「こら、怖がるだろう」

　また泣きだしたらどうするんだ。

　よしよしと頭を撫でて続きを促す。

「少しだけか」

「はい……一番豪華な箱を台車に乗せてこっそり……いやぁぁぁぁ!!」

　セリアとマイラが剣を上段に振りかぶる。

「箱ごと取って何が少しですか！　切ります殺します！」

「豪華な箱……連邦皇帝から貰った物ではありませんか？　アドルフ殿が紛失したと騒いでいた！」

　ああ、あれか。

まさか丸々盗られていたとは。

「でも宝物庫にメイドが勝手に入れるはずがないです。鍵開けできるような錠でもないはずです。どうやったのですか吐きなさい！」

「旦那様が奥様に請われて宝物庫を開いたのを偶然見つけまして。そのまま鍵をかけないで寝室に……」

　セリアとマイラの視線が俺に移る。

いかに厳重な要塞であっても守る兵が弛んでいては意味が無いということだ。

「ともかくその話は本題じゃない。盗難事件の捜査をして居るわけじゃないんだ」

　ピーネットに続きを促す。

彼女はオドオドしながらも核心部分を語ってくれる。

「箱を運び出しはしたのですが、冷静になるとあまりに豪華すぎて持ち運べず……仕方なく、私の部屋に隠して金貨を少しずつ取り出していたんです」

　そりゃそうだろうな。

そんな箱をメイドが運んでいたら注目されることこの上ない。

「それで彼の借金を全部返したんですけど……私が本当に屋敷から盗みをしたことを知ると彼の反応が途端に冷たくなって、他の女と一緒に逃げるようにラーフェンを出て……」

　ピーネットは愛する彼に捨てられた悲しさを語ろうとするがマイラが彼女の肩に手を置く。

「続きを早く」

　俺が聞いても怖い顔と声にピーネットはピーンと反り返る。

「ひゃい!!　彼がいなくなった次の日です。若い行商人が私に声をかけてきて『お前の盗みを知っている』と言われました」

　ようやく肝心の話だ。

「旦那様に知らされたくなかったら言う通りに動けと言われて……屋敷の見取り図を書かされて、今屋敷で一番偉い人は誰かを執拗に聞かれました」

「それでアドルフ、と答えたんだな？」

　メイドは激しく頷く。

「旦那様もレオポルト様もお留守だったので消去法でアドルフ様かな、と。それから色々なことをやらされて……でも盗みがばれたら死刑だから従うしかなくて……うぅぅぅ、生きた心地がしなくてぇ……」

　泣き崩れるメイド。

「わかった。もういいよ」

　彼女は積極的に俺を裏切った訳ではない。

弱みに付け込まれて間諜に仕立て上げられたのだ。

「事情は分かりました。ではあの男と並べて明日処刑ですね」

　マイラが死刑執行の書類を作り始める。

「家族も並べて吊るしましょう。連れてきます」

　セリアが町へ出ていこうとする。

「いやぁぁぁぁ!!」

　そしてピーネットは泣き崩れる。

「なんで処刑が前提なんだ」

　可哀そうなピーネットは再び号泣し、セリアとマイラが詰め寄ってくる。

「屋敷のお金に手をつけた上に敵の奇襲を招いた戦犯ですよ！　ある意味で先ほどの男より罪が重い！」

「彼女に比べたら他の死刑囚の罪など立小……お、おしっこみたいなものです！」

　二人の言い分はもちろんわかる。

だが俺は女を殺すつもりはない。どんな状況であってもだ。

それからセリアの口から飛び出た下品な言葉に俺は少し衝撃を受けたぞ。

「鞭で尻でも叩いて済ませられないか」

「だめです」

　マイラが真剣な顔で言う。

「先ほどの男と同じです。彼女が連行されたことは既に衛兵から漏れ伝わっているでしょう。攻撃の死者と損害を考えれば大甘な判断をすれば最悪一家もろとも私刑になります」

「そんなのいやぁ……ママ……妹達も小さいのに……」

　それはまずいな。

「なので先ほどと同じく彼女一人が潔く死ぬことでなんとか納めましょう」

　セリアもうんうんと頷く。

「それもいやぁ！」

　だがそうはいかない。

先ほどと違って彼女は女でしかも可愛らしく胸が大きいのだ。

　それに彼女が今まで屋敷で頑張って働いてくれていたことを徐々に思い出してきた。

ドジで少し抜けている所もあったが性根が曲がっているとも思わない。

　金に手を付けたのは悪い男に騙されて魔が差しただけ、そして弱気な性格に付け込まれて南ユーグリアの間諜に利用されてしまったのだ。

彼女はなんとか助けてやりたい。

「マイラ、お前が考える最悪の刑罰はなんだ？　死刑を除いてだ」

「家名剥奪と不名誉烙印でしょうか」

　それは貴族独特のものなのでダメだな。

「では……愛する家族を皆殺しにされる……でしょうか」

　メイドが冗談みたいに泣き出したのでこれも当然却下だ。

「では……地下牢への投獄でしょうか」

「地下牢ね……それほどか？」

　マイラは頷く。

「女と男ではまったく意味が違います。女それも若くて綺麗所となれば看守全員に性の玩具にされるのは間違いありません。悪くいけば他の囚人も交えて不潔な牢で凄惨な凌辱を受け続けることになりますから」

　マイラが想像してぞわっと震える。

「なるほど……ならそれで行こう」

「ひぅぅ！」

　ピーネットは小さな悲鳴を上げてそのまま気を失ってしまった。

「妥協できるギリギリでしょうか。ボロボロになり腹を膨らませているのを見れば民衆も納得──ぴっ」

　俺はぺちっとマイラの額を弾く。

不意打ちだったがすごく可愛い悲鳴が出たな。

「反省して泣いている女を酷い目に合わせられるか。今すぐこれを手配してくれ」

　俺はサラサラと書類を作る。

「あ、誤字です。エイギル様はいつもそこを間違えます」

　今度はセリアか。俺が悪いのだが今は黙っていて欲しかった。

「えーっと……地下牢の改修ですか？　床と壁を柔らかい木材で覆って、羽毛のクッションを置く、トイレ用の個室を設置して、日光と風通しを考えて天窓をつける……地下牢？　これが地下牢？」

「そうだ。改修が終わり次第、裁判をやって彼女に地下牢へ無期収監の判決を出す。後はさっきの調子で盛大に大泣きさせれば大丈夫だろう」

　判決は無期にしておき、ほとぼりが冷めた頃に出してやればいい。

後はラーフェンを出てどこか地方で暮らせば何の問題もない。

「はぅ」

　ピーネットはいつの間にか目を覚ましていたようだ。

俺は彼女に近づき、安心させるように肩を撫でる。

「俺に任せておけば上手くやってやる。お前も家族もな」

「うぅ……ありがとうございます。泥棒して裏切りまでしたのに温情をかけてくれるなんて旦那様は神様みたいな人です」

「今更責めても仕方ないことだからな。だがあくまで罰は罰だ。地下牢からは出してやれないし……」

　俺はピーネット胸と尻を撫でる。

「牢を出る時にはお前は孕んでいるだろう。覚悟はいいな？」

　ピーネットは顔を赤らめて頷くのだった。

「いつほとぼりが冷めるかはわからんが出産の時ぐらいなら特例で家族と会えるようにしてやれる」

　つまりひっきりなしに種付けすれば概ね半年ごとに家に帰れるのだ。

そしてほとぼりが冷めた頃には大家族で幸せになるだろう。

　女はペコリと頭を下げてマイラに連行されていく。

　こんなものか。

　そもそもこんな罰を与えること自体に意味が無い。

それどころか、グクト氏族にしても言わば味方同士潰し合っているのだから厳しくやればやるほど敵の思う壺だ。

　謀略では完全に敵に分がある。

勝利するには早々にこちらの土俵に引き込まねばならない。

戻ってきたらレオポルトかトリスタンに考えさせよう。




「これで全部終わりかな」

「まだです」

　セリアが執務室の扉を開くとリタとセバスチャンが立っていた。

「メイドの管理はメイド長たる私の役目……盗みに内通まで見抜けないなど考えられない不祥事です。何卒厳しい罰をお与えください」

「宝物庫の管理は私の役目でもございます。そこから盗難があったとなれば厳罰は当然にございます」

　リタとセバスチャンが床に着くほど頭を下げる。

　面倒だから免罪と言いたいが、それでは納得しない雰囲気だ。

ここはどうでもいい、下らない罰を与えておこう。

「リタは──」

「……う。それは罰と言えな……いえ、言いつけ通りに致します」

　ふふふ、明日が楽しみだ。

セバスチャンにはもう少し真面目な事を言おう。

リタと同じことをやらせたら悪夢だからな。

「メイドの──と使用人の──からやんわりと自然に事情を聞き出せ」

「承知致しました」

　名前を出したのはチェリー文書に名前があった者達だ。

彼らもピーネットと同じように南ユーグリアから接触かあるいは脅しを受けている可能性がある。

しかし具体的にまだ何かをしている訳ではないので、事情を聞けば解決してやれるだろう。

　俺はそういうやんわりと口を割らせるのが得意ではないし、領主としての地位も邪魔になる。

セバスチャンなら年の功で上手くやってくれるだろう。

　これで全部解決かな。

「……おまえらもか」

　俺は戻っていたギドとルナにも視線をやる。

「お前達も責任とか言い出すのか？」

「はい。グクトを押さえられなかったのは我ら一族の責任。代表して俺と」

「私が責を負います」

　俺はしばし考えてから。

「来い」

　と冷たい声で言うのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（集結）グレーテル（側室）メリッサ（失神）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（空爆）ケイシー（消息不明）リタ（謹慎）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（富豪）ソフィア（愛妾）セクリト（別行動）セバスチャン（謹慎）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（義勇兵）クララ（諦観）セレスティナ（弱）モニカ（困）アデラ（恥）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（処罰）ルビー（どこにかいる）ギド（処罰）ポルテ（後処理）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（疲労困憊）リリアーヌ（慰安）クロル（後処理）アルマ（後処理）

ラーフェン防衛

アドルフ（後処理）ジム（ラーフェン守備）スージィ（駄参謀Ａ）ソラナ（駄参謀Ｂ）

フェルテリス（男漁り）アリス（疲労休息）

人外

ラミー（魔物隊）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（魔物隊）バルバノ（出会いそして別れ）ハーピー（爆装）

ペット

ポチ（戦術爆撃）メッサーシュミット（機上）シュバルツ（馬）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

治安隊　　　　　　　一五〇

衛兵　　　　　　　　五〇〇

義勇兵・徴集兵　一万六千

主人公隷下　二八二五〇名

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一万二千

騎兵　　　　　　一三〇〇

弓兵　　　　　　一四〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　九千

アレス兵　　　　三九八〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

別行動

アレス兵　一万名

財産　金貨一五九五〇〇　地下牢改修（一〇〇） 見つかった下賜金（＋五九六〇〇）

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？








第４０２話　甘いお仕置きと決戦前夜　♯







ラーフェン南　荒野

　逃げる南ユーグリア軍に追うハードレット軍。戦闘は断続的に続きながら南へ南へ移動していく。

「騎兵は左手方向から回り込め。左右交互に攻撃の重心を移しながら全ての敵へ常に圧力をかけ続けろ」

「正面から反撃が来たら突破させていいよ。予備の戦列で受け止めつつ、退路を塞いで叩いてしまうのさ」

　ハードレット軍の指揮を執るのは再びレオポルトとトリスタンだ。




「右だ！　今度は右から騎兵が来るぞ!!　長槍隊はどこ行った!?」

「さっきまで攻撃を受け続けてボロボロだ！　俺達だけで守るしかないぞ！」

「いいから早く後ろに下がれ！　下がらんといつまでも追撃を受け続ける！」

「バカを言うな。ここで崩れたらそれこそ軍団全体が全滅してしまう。ジリジリ下がるしかない！」

　南ユーグリア軍は昼夜問わない追撃を既に丸一日以上受け続けており、損害を拡大させている。

兵の疲労も限界に達して、兵の反応もどんどん悪くなっていく。




　対してハードレット軍の士気は高い。

「よし次は左翼の番だ。俺たちは五分停止だ！」

「なんだもうか。どうせならぶっ続けで攻撃すればいいのに。このまま一気に追い出そうぜ」

「これも作戦なんだろ。どうせなら停止の間は石でも投げつけてやろう」

　不眠不休で戦い続けているのは彼らも同じだが、いかんせん勝ち戦であり、しかも自分たちの土地から敵を追い払いつつある実感がその疲労を忘れさせていた。

「ラーフェンが襲われたって時は肝が冷えたが……」

「ああ、領主様が戻ってきた途端に敵は木っ端微塵だぜ」

「もし敵の新手が来たとしても領主様さえ出てくりゃあ大丈夫だ。がんがんいこうぜ」

　崩れれば壊滅必死の南ユーグリア軍に対して、ハードレット軍には後詰がいることも兵の精神に余裕を与えていた。

　南ユーグリアは陽に炙られるミミズのようにのたうち、時折試みる反撃を潰されながら後退していく。

両軍の後に残される屍の九割は彼らだった。

　もちろん何も手を打っていない訳ではない。

軍団長パトリシア＝ラーレイはなんとか態勢を立て直そうと司令部で奮闘していたのだが──。

「右翼に兵を回して敵の攻勢を潰せ！　第三軽騎兵隊は損害を免れていたはずだ！」

　パトリシアは懸命に叫ぶが参謀たちの反応は悪い。

「第三軽騎兵は敵の後方迂回を警戒して南へ先行しています。伝令を出しても間に合わないのでは？」

　参謀は背筋を伸ばして言った後、顔を背けて大きく舌打ちする。

　パトリシアも無論気づくが、構わず次の指示を出す。

「ならば後方から予備の歩兵をあげて防壁を作れ！　敵との接触を切らんとまともに退却もできん！」

「既に指示は出していますが、統率の乱れから時間がかかっている模様です……ふん泣き虫女が」

　別の参謀は報告の後にボソリとつぶやく。

「貴様今何と言った!?」

「なんでもありません」

　今度はさすがにパトリシアも噛みつくが、参謀は無表情のまま背筋を伸ばして否定する。

「……皆が先の戦いでその……私の振る舞いに不満を持っているのはわかっている。だが今は損害を限定して追撃を振り切ることのみを考えろ！　ここを凌げば中部軍団と西部軍団が王都を陥落せしめ──」

　声を張り上げて味方を鼓舞するパトリシアだが、司令部の面々の表情はまったく変わらず、歓声一つ上がらない。

「泣いて逃げていれば味方が助けてくれるかもな」

「念のため替えの下着は持っておけよ」

「こいつでなくシュターセン主席参謀殿が生きておれば……」

　それどころか、誰が言ったかわからない棘のある声が次々聞こえる。

パトリシアは唇を噛みしめ、効果のない鼓舞を止める。

　彼女が号泣し、小便を漏らしながら逃げたことは東部軍団全体に知れ渡っていた。

派手な泣き声を上げながら戦場を走り回ったのだから無理もない。

　ラーフェン、リントブルム両奇襲作戦の失敗、その後の大敗北もあって彼女の威信は地に落ち、参謀や高級司令官はもちろん一兵卒までが彼女へ侮蔑の目を向けていた。

　軍規のしっかりした南ユーグリア軍にあってパトリシアはかろうじて司令官として認められていたが、統制に綻びが出るのは避けられない。

　そんな彼女に追い打ちをかける報告が続く。

「敵中央へ仕掛けた第六騎兵隊は突破に成功するも第二戦列に阻まれ包囲されました！　全滅は免れません」

「なんだと!?」

　パトリシアは目を見開き、その後呆然と下を向いて呟く。

「また指揮が変わったのか……誘いこんで殲滅するこのやり方は……いや、だが突然またあの無茶苦茶な突撃が来るかもしれん。そう考えれば下手に策で応じる訳にも……だが突撃に備えて正面を厚くしたままではこの緻密なやり方には太刀打ちできん……」

　頭を抱えるパトリシア。

「軍団長、早々にご指示を」

「指示が無ければ我らの独断で部隊を後退させねばなりません」

　そんな彼女に部下たちの容赦ない言葉が飛ぶ。

「お前ら……」

　パトリシアの目に再び涙が浮かぶが、ここで泣いては更に軽蔑されると顔を拭って誤魔化す。

「正面の兵一万は捨てる！　稼いだ時間で後方部隊を立て直し、方陣を組みつつ後退を──」

　彼女が言い終わるより早く、後方から大きな火柱が立ち昇り、兵の悲鳴が聞こえた。




「なんだ！　何があった！」

「カタパルト!?　バカな野戦だぞ！」

「違う！　これはラーフェン攻撃の時の……見ろ！　空だ──!!」

　空を黒い大きな影が舞い、火のついた樽や壺が兵の頭上に落下する。

パトリシアが立て直そうとした後方部隊はたちまち乱れ、バラバラになって無秩序に後退し始める。

「後方部隊崩れました。ご指示の変更が必要と進言します」

「正面部隊も崩壊しつつあります。至急のご命令を。軍団長殿」

「なんだあれは……こ、こんなことが……どうしてこんな……」

　パトリシアは美しい顔をくにゃりと曲げ、ポロポロ涙を零しながら鼻声で指揮を執り続けるのだった。
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ラーフェン　寝室

　俺は緊張の面持ちで立つギドとルナにまず切り出す。

「最初に言っておくが、俺はお前たちに罰を与えるつもりなどない」

「「えっ？」」

　当たり前の話だ。

そもそも他人の責任を取るというのがバカバカしい。

山の民の氏族と言えばそれぞれが独立しているし、生活の場所も遠く離れているのが普通だ。

「それで責任なんて言い出したらずっと監視し合っていないといけないだろうが、息が詰まる」

　裏切りに備えて苦労するほど無益なことはない。

それなら誰か裏切ってから苦労すれば良い。

「しかしお前たちにも色々あるだろう」

「あはは……」

「お察しの通りです」

　ギドとルナは山の民の中で最大の一族だ。

大方、長から今回のことで俺の機嫌を損ねるなだの、罰を受けて来いだの言われているのだろう。

「こんなことで尾を引くのも馬鹿らしい。サクッとやってそれで終わりにしよう」

　俺は酒を一杯煽った後、二人にも進める。

「頂きます」

「俺も、それで罰の提案があるのですが」

　ギドに案があるようだ。

「俺たちが交互にやるのはどうでしょう。つまり俺がルナさんに色々罰を与えて……それからルナさんが俺にあんなことやこんなことを」

「ふむ」

　俺は一つ頷く。

といってもギドの提案に同意したわけではない。

　奴がルナに残した未練、それを断ち切ってやるのも領主の務めだ。

ふふふ、悪徳領主的な罰を思いついたぞ。




「準備完了だ」

　ベッドの上には全裸になった俺とルナがいる。

そしてギドは上半身は普段着で下半身のみ裸の情けない姿でベッド脇に置いた椅子に腰かけている。

「こんな格好で一体……」

　更にギドは両足を椅子の脚に縛り、両手は後ろ手に縛って身動きが取れない状態だ。

「今にわかる。ルナ上に乗れ。尻をこちらに向けたままだ」

　胡坐をかいて座る俺の上にルナが座るようにして挿入する。

「う……大き……うぐっ！」

　俺の一物は既に巨大化している。

それどころかここ最近まったく射精していないせいでいつもよりもずっと大きい。

「大きすぎて……入りません……腰を引き寄せて頂け……うぐ……ませんか？」

「ダメだ。お前から押し込むんだ」

　ルナは一瞬拗ねたような顔を見せたが、入りやすいように大股を開き、自分の太ももを押さえつけて体重をかける。

「うぅぅぅぅ──!!　は、入ってきます！」

　ルナの苦悶の声とメリメリ肉が広がる音を立てながら肉棒は胎内へ飲み込まれていく。

「ルナ……さん」

　ギドからはルナの穴が広がり、俺を飲み込んでいく光景がはっきりと見えているだろう。

悔しそうなそれでいて興奮を隠しきれていない……というより下半身裸なのではっきりわかる。

　必死に腰を落とすルナはギドの視線にも気づかず、呻きながら力を込める。

そしてようやく俺の肉棒はルナの子袋の入り口まで突き当たる。

「かはっ」

　同時にルナから力が抜け、俺の胸に倒れこむ。

背面座位の完成だ。

「はぁはぁ……族長様ぁ」

　ルナは顔を上気させ、やりとげた表情で振り返る。

「ふふ、少し意地悪だったかな？　だが呻くお前も可愛かったぞ」

「あん。いつもよりずっとお太くて硬かったので苦戦しました。今も穴が広がって──んむ！」

　最後まで言わせず、俺はルナの唇を奪って舌をねじ込む。

同時に手を回して彼女の両乳房を揉みしだきながら腰をゆっくり上下に動かす。

「ああ太い……逞しいお手が乳房を絞って……あっ乳首を引っ張るなんて……んん！」

　キスを交わしながらの愛撫と腰の動きにルナは蕩け、穴は汁を流し乳首は硬くしこっていく。

「族長様……俺もたまりません」

　ギドが椅子に縛られたまま、情けない声をあげた。

「おう、忘れるところだった」

「ギド……良くなってきたから邪魔しないで……」

　今の俺は悪徳領主とはいえ、ギドの想いを知りながら目の前でルナを犯して見せつけるだけ、などと残酷なことはしない。

「ルナ。ギドを足でこすってやれ」

「あ、足!?」

　ギドは困惑するが快楽に囚われつつあるルナは判断力を無くしているのか、抵抗も恥ずかしがりもせずにそろそろと足を伸ばしていく。

「これでいいですか……あぁ腰を止めないで下さい」

　ルナは椅子に縛られたギドの一物を両足で挟み、足裏でゆっくりと擦る。

「そんな足でされるなんて……悔しい……でも気持ちいい！」

　身動きの取れないまま一物を擦られたギドが悶える。

必死に股間を突き出そうとするが、縛られているので腰をへこへこ情けなく動かすことしかできない。

「中が擦れて……ああっ!!」

　背面座位のまま足を閉じて伸ばしたことで刺激が強くなりルナも悶える。

なかなかに背徳的な光景だ。

「そら、これでどうだ？」

　俺はルナの唇を開放して肩から首を舐め、最後に首筋に歯を立てる。

「ああっ！」

　ルナが嬌声をあげる。

同時に結合部から潮が散ってギドに降りかかる。

　それがきっかけになったのだろう。

ギドが大きく呻いて腰を突き出す。

「もう出ます！　体にかけさせて！」

「あっダメ！」

　ギドの願いは届かない。

ルナが足裏でギドの一物を押さえる。

「ぐ……うううっ！」

　ギドのそれなりに立派な一物から噴き出した精はルナの足裏にへばりつき、むなしく床に落ちていく。

「はぁはぁ……そんな」

「ふふふ、まだ終わりじゃないぞ」

　俺はルナを抱きかかえたままベッドに転がり体位を正常位に変える。

「ルナ、次は手でしてやれ」

　俺はルナの乳房に顔を埋め、猛然と動く。

ギドの一物を見ながら腰を振る趣味はないからな。

「わ、わかり……ああっ！　激しい！」

　ベッドが激しく軋み、ルナは甲高い嬌声を上げながらギドの一物を乱雑に掴む。

「痛、ルナさん爪が！」

「ごめんなさい！　でも余裕が無くて！　族長様がお腹の中で大暴れしている！」

　ルナはもうギドの事を考える余裕もなく、仰向けのまま手を伸ばす不自然な姿勢もあって、ただ俺の命令通り一物を引っ掴んで乱暴に上下させているだけのようだ。

「こんな乱暴になんて……でもルナさんの手すべすべで……ああ、出る!!　顔にかけさせて！」

「あっダメ！」

　ルナは一物を両手で包み、噴き出した精は手のひらにへばりついた後、むなしく床に落ちる。

「はぁはぁ」

「うう……」

　ぐったりするルナとギドだが、もちろんまだ終わらない。

「次は後ろからだ」

　俺はルナを再び転がし、後ろ向きにして突き入れる。

「あぐぅ!!」

　仰け反ったルナとギドの目があったようだ。

「ギド……」

「ルナさん……」

　二人が次の言葉を言う前に俺はギリギリまで肉棒を引き抜き、一気に最奥までねじ込む。

「あおぉぉぉ!!」

　吠えたルナの口から唾液がギドの胸や腹、そして股間にも飛び散る。

俺からは見えないがルナの表情はとんでもないことになっているだろう。

「ルナ。咥えてやれ」

「ふぁい」

　今の一撃で完全に判断力を無くしたルナは大きく口を開き、ギドの一物へと顔を寄せていく。

「ルナさんが口で……」

　ギドは期待に満ちた目で二度射精してドロドロになった一物を精一杯突き出す。

　そしてギドの一物にルナの唇が触れる瞬間。

「やはり駄目だ。息だけ吹きかけてやれ」

「ふぇ……ふぁい」

「そんな!?」

　ルナは素直に俺の言うことを聞き、唇を窄めてギドの一物にふーと息を吹きかける。

　咥えられる準備万端だったギドは悔しそうに身をよじるが、縛られている身では肉棒を揺らすぐらいしかできない。

「族長様……あんまりです」

　ギドがさすがに俺を睨む。

それでいい。ここまでされてヘラヘラしている情けない奴は逆に不快だ。

「ふー」

「あふん」

　だがルナに息を吹きかけられ、怒りの顔がたちまち情けなくなる。

「ギド、お前がルナに未練を残しているのは知っている」

「うっ」

　ギドが一気に青くなる。

「ルナは美人だから惚れるのは当然だ。俺から奪おうと思うのも勝手だ」

　俺はルナを突きながら続ける。

ルナも言いつけ通り、ふーふーと息を吹き続ける。

「だが本気でモノにしたいなら隠れてコソコソするな」

　俺はルナの尻たぶを開く。

「俺の見ていない所でこっそり手を出して満足するような小さな男になってどうする」

　ルナに覆いかぶさるようにして首筋に強く吸い付き、くっきりと痕を残す。

「ルナが欲しいなら俺より大きな男になって堂々と奪ってみろ。真正面から一物を突き付けて『俺の女になれ』とな」

「真正面から……」

　俺はルナの両手を引いて反り返らせる。

「今のお前にはルナは奪えん。見ろ、お前は女にこんな顔をさせられるか？」

　そう言いながら俺は猛然とルナに腰を叩きつける。

「ひぃ！　あぐぅ！　あぉぉぉ!!」

　互いに高め合うような生易しい突きではない。

女を強制的に引っ張り上げて絶頂させる荒々しいオスの動きだ。

「あの綺麗なルナさんが涎を垂れ流して……鼻水まで……」

「どうだ。お前に突かれた女はこんな顔をするか！」

　叫びまくるルナを呆然と見るギド、そして俺は最後にルナを深々と一突きする。

「あぐ……」

　全身を震わせるルナ。深い深い絶頂がそこまで来ている。

「ギド……大きな……男になりなさいね……」

　ルナは言い終わると同時に仰け反り、獣のような咆哮をあげて絶頂した。

「ぐぅぅぅぅ！」

　同時にギドも床に向けて大量の種を噴射する。




　ことが終わった後、失神したルナを前にギドが呟く。

「族長様……俺はでかい男になります」

「ん」

　俺はその前でルナの背中や胸に次々と口付けの痕を残していく。

太ももの内側にもつけておこう。

「そしてその時は……ルナさんを頂きます」

「無理だとは思うがやってみろ」

　男前のギドの宣言はなんとも恰好良いが、冷静に見ると椅子に縛られて下半身丸出し。

しかも足元に種汁を垂れ流しているのでかなり無様だ。

　そこで俺はあることに気づく。

「ルナへの罰を忘れていた」

　ギドへの罰は好いた女との情事を見せつけられることで十分だが、これだとルナはただ感じていただけになる。難しく考えるのもアレなので簡単に行こう。

　俺はルナを揺すって起こし、再び後ろから抱きしめる。

「お前への罰は尻攻めだ。今の俺だと……」

　肥大した肉棒に目を落とす。

「恐らく切れ痔になるが、薬もちゃんとあるから安心しろ」

「ふぇ……？」

「そ、それは俺への罰でもあるのですが……」

　俺は明らかにサイズの違う一物をルナの尻穴に押し当てる。

「行くぞ」




　──三十分後。

　切れ痔になったルナは薬を塗り終えて退室した。

上物の傷薬なので明日には治っているだろう。

「……目の前で惚れた女性が……尻掘られて切れ痔に……なのにあんなに嬉しそうに……うぅぅぅ」

　むしろダメージはギドの方が大きいかもしれない。

少しやり過ぎたか。

　これが原因で新たな不和が生まれても詰まらないのでギドにはいい目を見させてやろう。

「誰かいるか？」

　俺が廊下に向けて叫ぶとメイド達がワラワラやってくる。

「旦那様～御用ですか？」

「うわ、種臭い！　ってギド様が泣いて？　……へ、へ!?」

　誤解を招く前に本題に入ろう。

「ちょっと事情があってこいつが落ち込んでしまってな。誰か慰めてやってくれないか？　もちろん嫌なら断って──」

　言い終わる前にババッと手があがる。

「わ、私がお慰めします！」

「私がやります！　私ならおっぱいも大きいですし！」

「いえ私が！」「ここは私が！」

　四〇越えの人妻メイドから、十四の見習いまでほとんど全員が手を挙げている。

こいつがかなりもてるのを計算に入れていなかった。

　ギドは肩を落としながら群がる女に注文を付ける。

「胸が大きくて若い女がいいな。後、ちょっと乱暴なプレイもできる娘はいるかな？」

　もっと追いつめても良かったかもしれない。




　俺はふうと息を吐いて部屋を出る。

するとメイドや使用人達が不自然に固まっていた。

「ねえあれ……」

「ピーネットの責任を取らされてるんだって。それにしてもすごいわ」

「うわ、後ろ向くたびにやばいな。丸見えじゃん」

「仕事にならねぇよ。あれは反則だろう」

　ああ、リタか。

「……」

　リタは周囲の雑音を無視して職務に勤しんでいる。

だがその顔は額から首元まで真っ赤だった。

　俺がリタに言い渡した罰は極めて単純だ。

「あんなのもうスカートって言わないわよね」

　スカートを膝上４５ｃｍまであげさせたのだ。

もう立っているだけでも下着が丸見えな上、あえて面積の小さい黒の下着を穿かせている。

とても人前に出られる恰好ではないが、真面目なリタはそれでもしっかり仕事をこなしているようだ。

「皆もピーネットの責任だとわかっているみたいだし、今日一日で終わりにしてやろう」

　俺はリタの尻をペロリと撫でる。

「ひゃあ！　だ、旦那様……ふぅ、遂に誰か襲い掛かってきたものかと思いました」

　さすがにこの格好で動いていれば使用人の誰かが理性を飛ばしても不思議はない。

一つ警告しておこう。

「心配するな。しっかり罰を受けているお前に襲い掛かるような奴が居れば……ピーネットと同じように地下牢送りにしてやるさ」

　ささっと男の使用人が散っていくのがわかる。

これで良し。

「旦那様、例の件でセバスチャンさんから報告があると」

　ほう、それはすぐに行かなければ。

「リタ」

「なんでしょうか？」

　俺はもう一度リタの尻を撫でる。

「綺麗な尻だよ。食べてしまいたいぐらいだ」

「もう！　……嬉しいです」

　さて報告とは何だろう。







「この者になります」

　セバスチャンの横に一人のメイドがガチガチに緊張して立っている。

年の頃は二〇半ば、化粧から見て派手な感じのメイドだ。

それなりに美人だが、抱いたことはない。

「はい……実は」

　俺の顔色を窺いながら始めた彼女の話はこうだった。

　長く恋人がいなかった彼女に最近恋人ができた。

　そいつはとても男前で気遣いもでき、たちまち虜になってしまった。

　幸せだったのだが、最近屋敷のことや俺の周りのことなどを不自然に聞かれるようになった。

　怪しいと思って答えなかったのだが、男はベッドでの技術も上手く股間も大きく、体から落とされて話してしまいそうになっていた。

　そこにセバスチャンからやんわりと警告を受け、全てを打ち明けることに決めた。

「なるほどな」

「そこで提案なのですが」

　セバスチャンの提案通り俺たちは一計を案じる。




「その書類はこの宿に保管しているのかい？」

「う、うん。見るからに大事そうなものだったから家に置いておくのは怖くって……ごめんね」

「いや、いいよ。よくやってくれた。やっぱり君は最高さ」

「ううん。私、ロークの為ならなんでもするわ」

　などと話しながらやってきたメイドと件の男。

二人が宿に入った瞬間、扉が勢いよく閉じられる。

「ごめんねローク」

　メイドがふいと身を隠す。

「すまんなローク」

　俺が男の頭を殴りつけて卒倒させる。

一丁上がりだ。

　そして男の所持品を調べた結果、南ユーグリアの間諜であることがわかったのだった。




　全てが終わり、俺はメイドの頭を撫でてやる。

「よく秘密を洩らさなかったな」

「はい……旦那様にはお世話になっていますから」

　照れたように派手なメイドは笑う。

　それに女が惚れた男を切るのは苦痛だったことだろう。

なんなら俺がしっかりと慰めてやってもいいのだが。

「いえ、そっちは別に躊躇ありませんでした。だって」

　メイドは顔を赤らめてセバスチャンの傍に寄る。

「あの男よりもずっと……その……えへ」

　何やら雲行きがおかしいぞ。

「皺だらけの指が……うふ、あうぅ」

　俺はセバスチャンを見るが目が合っても奴は小さく会釈するだけでいつも通りだ。

「私セバスチャン様の為ならなんでも、本当になんでも……」

「では一つ、貴女の装いはお屋敷勤めには少々派手に過ぎます。もう少し改めて見ては如何ですか？」

「は、はい！」

　女はたちまち化粧を落とし、アクセサリを外し始めた。

「……まあよくやったセバスチャン」

「執事の仕事にございますから」

　深々と礼をするセバスチャン。この件はこれまでとしよう。

指……そんなにすごいのだろうか。




「エイギル様!!」

　俺が感慨に浸っていると窓からセリアが飛び込んできた。

「俺の指技はどんな感じだ？」

「太い指で入口の上をかき回されると腰が抜け──って今はそこどころではありません！」

　セリアは一瞬、腰をもじもじさせたがすぐにピンと背筋を伸ばした。

「レオポルトさんから伝令です！　『徹底的な追撃でもって敵を弱体化。兵の疲労極に達した為追撃を中止するも、敵をザンドラ近郊の荒れ地に拘束。更にモルト方面より兵力の合流を確認、全てを完全殲滅の為出馬されたし』以上です！」

「いくか」

　窓の外に目をやる。

徴集兵の臨時編成もそろそろ完了している。

「敵東部軍団を完全に殲滅する」

　いざ出撃だ。
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ノーステリエス河北岸

「敵の輸送船を確認！　上陸を試みる模様です！」

　見張りの報告に全守備隊に緊張が走る。

「いよいよ来た……よりにもよって俺たちの所に」

「俺たちは薄く浅い守りしかない……本当に止められるのか……？」

　ノーステリエス北岸を広くカバーしているゴルドニア軍は兵力を集中できていなかった。

押し寄せる輸送船の数に対して味方の兵力はあまりに心もとなく見える。

「これじゃあ負け──ぷぎゃ！」

　震える兵士の一人が地面を転がる。

蹴り飛ばしたのはしなやかで長い褐色の脚だ。

「臆病者が。あんな小舟の群れに脅えてどうする」

　セクリトは片腕の無い不安定な体を背もたれに預けて鼻を鳴らす。

「岸に直接乗りつけられる底浅の船も、ごってり砲を積んだ支援船もない」

「ぷぎっ！」

　セクリトは椅子前で四つん這いになっていた兵の背中に足を乗せる。

「お前らが脅える理由などない」

　足を組み替えるセクリト。踏まれた兵の視線が彼女のスカートの中に吸い込まれるが、一睨みされて慌てて下を向く。

「あんな船団で上陸する敵の方こそ恐怖を感じるべきだと教えてやる」

　ゆっくりと近づく船団を睨むバイオレッドの瞳は輝き、整った口元は不気味に吊り上がるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（集結）グレーテル（側室）メリッサ（失神）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（空爆）ケイシー（消息不明）リタ（膝上４５ｃｍ）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（富豪）ソフィア（愛妾）セクリト（別行動）セバスチャン（謹慎）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（義勇兵）クララ（諦観）セレスティナ（弱）モニカ（困）アデラ（恥）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（切れ痔）ルビー（どこにかいる）ギド（護衛隊）ポルテ（後処理）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（疲労困憊）リリアーヌ（慰安）クロル（後処理）アルマ（後処理）

ラーフェン防衛

アドルフ（後処理）ジム（ラーフェン守備）スージィ（駄参謀Ａ）ソラナ（駄参謀Ｂ）

フェルテリス（乱交）アリス（疲労休息）

人外

ラミー（魔物隊）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（魔物隊）バルバノ（出会いそして別れ）ハーピー（爆装）

ペット

ポチ（戦術爆撃）メッサーシュミット（機上）シュバルツ（馬）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

ラーフェン防衛隊

治安隊　　　　　　　一五〇

衛兵　　　　　　　　五〇〇

義勇兵・徴集兵　一万六千→二万三千

主人公隷下

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一万二千→一一八〇〇

騎兵　　　　　　一三〇〇→一二五〇

弓兵　　　　　　一四〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　九千→八九五〇

アレス兵　　　　三九八〇→三九七九

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

別行動

アレス兵　一万名

財産　金貨一五九五〇〇

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

敵東部軍団兵力　約五万→二万五千

　　　　　　　　　＋一万（モルト補充兵）＝三万五千








第４０３話　東部軍団殲滅










　整然と並んだ……というには少々頼りないが、乱雑とまでは言えない隊列を組んで行軍する徴集兵の一団。しかしながら眼前に見えるレオポルト率いる軍と比べればその違いはあきらかだ。

「武装が間に合っただけでも上出来か」

　徴集した男の数はラーフェンとその近郊の村々合わせて二万三千。

リンドブルムも襲撃を受けた中、予備の武器だけでは足りず、街の傭兵や警備用のものまでかき集めた。

「なんとか獲物と盾ぐらいは全員に揃えられました。問題は鎧ですが」

　マイラが続ける。

「分厚い革の服で十分だ。そもそも訓練もしていない奴に金属鎧を着せる方がまずい」

　正面から激突させれば大きな損害が出るだろうが、そこはやりようだ。

数が多いだけで出来ることもあるだろう。

「そこはトリスタンあたりに考えさせよう。何より心配なのは士気だな」

　兵の顔を覗いてみる。

悪くはない。だがラーフェン防衛の時のような熱気があるわけでもない。

「徴集兵にしては上出来です。普通は一割ぐらい逃げるのが当たり前ですよ」

　文句を言う兵もいるが足を止める者はいなかった。

「出発前のあれが効いたかな」

「……風紀が」




　出発の前夜、街に残る女、主に娼婦を中心に出陣する彼らに濃厚なサービスをしてくれたのだ。

『思い残すことがないように気持ちよくなっていきな。おっと、おっさんは後ろだよ。童貞が優先！』

『あんた二十二にもなって童貞なの？　まぁその顔じゃねぇ……。仕方ないねぇ好き放題やりな』

　思い出しているのか兵たちの顔が緩む。

「あぁ……良かったなぁ。手足を絡められながらの初体験……」

「俺なんて妖精園のリーシェで卒業だぜ。普通に行けば一晩金貨一枚はするのに」

「俺は暗くて良く見えなかったけど、毛深い筋肉質なワイルド娘だったよ。スケベに腰を打ち付けてきて最後なんて男みたいな叫び声だったぜ。名刺を貰って……えーと……菊……いや、まずは生き残らないとな」

　ともあれ士気はそう悪くない。




「まずは現状の説明からです。敵軍の数は約三五〇〇〇。追撃戦によって五万の兵の半分まで討ち取りましたが、モルト方向から約一万の援軍が合流しました。現在は幾度かの奇襲と伏兵によって移動の制限される荒野地域一帯に拘束しております」

　追撃でここまで押し込まれれば崩壊してもおかしくないのに敵も良くやっているというべきか。

「一方こちらの兵力は私軍及びアレス兵で二万八千とほぼ互角、さらに徴集兵二万五千と合わせれば兵力で圧倒しております」

　徴集兵がどこまで戦力になるか不明だが、レオポルトがわかっていないとも思わないので口は挟まない。

「戦勝の勢いと補給の面からしても我々の優勢は揺るぎません。故に敵の撃破、敗走では不足です。敵東部軍団をここで完膚無きまでに粉砕し、戦争全体から消滅させる必要があります」

「具体的には？」

　レオポルトとトリスタンが視線を交わす。

対抗して俺もセリアと視線を交わす。

「少なくとも敵兵力の八割以上を損耗させ、軍団長以下司令部要員全員を抹殺します」

「なるほど軍団長は捕縛だな」

　そう考えれば女軍団長をあの時無理にでも捕まえておけばよかったか。

いや、乱戦の中で追うのは難しかった。今更言っても仕方ない。

「殺害で宜しいのですが」

「捕縛だ」

　マイラにそう言ってから戦場を見渡す。

「そうなれば包囲する必要があるな」

　いきなり正面から敵を打ち破って勝利を得ても敵兵は雪崩を打って逃げてしまうだろう。

南に敵の領域が近づいている以上、延々と追撃するのも危険だ。

　さてどうしたものか。

よし、レオポルトに任せよう。

「お前はどう考える？　この前の汚名返上だ。上手くやって見せろ」

　そう言うとレオポルトは小さく頭を下げて続ける。

「全体を三つに分けます。主たる戦力の私軍は私が直接統率致します」

　まあそれが一番良いだろうな。

「続いて徴集した多数の兵の指揮はトリスタンに。こちらは正面からの激突ではなく、策を用いての運用が主となりますから」

「えぇ……」

　トリスタンは不正規な戦い方でネチネチやるのが得意そうだから良いだろう。

あと文句の溜息を俺は聞き逃さなかったぞ。

「貴女は……一隊を率いて司令部近傍の守備を」

　最後に言われたのはマイラだ。だが司令部とはこの場所じゃないのか。

「司令部とはハードレット卿のことです。敵にとって数少ない勝機は総大将を討ち取ることですから」

「後は暴走しないように御守りだね。痛い！」

　余計なことを言うトリスタンの脛をセリアが蹴る。

こうして役割は決まった。

「仕掛ける時間は？」

「夕方、日が傾きかけた頃合いです」

「それはセオリーには反しませんか？」

　マイラが眉に皺を寄せる。

　彼女の言う通りで夕方に始めればいくらもしないうちに夜になってしまう。

視界の悪さを頼むのは不利な側と決まっている。

有利な側は本来開けた視界の中で堂々と攻める方が損害も小さくなる。

「理由は三つ。一つ敵はこの荒れ地に不案内です。夜陰に紛れて逃げるどころか、暗闇は円滑な退却の足かせとなるでしょう」

　ふむ、ここはザン＝ドラの近郊ではあるが街道から外れてあまり来ない場所だからな。

「二つ、私の指示で周辺一帯に小規模な伏兵を準備しております。闇夜は彼らの脅威を増すことができます」

　既に準備済みか。

「三つめは……ハードレット卿が一番ご存じなのではないでしょうか？」

　レオポルトが俺の後ろに目をやる。

「……ふん」

　小さな体躯が横を向き、綺麗な金髪がふわりと揺れる。

「頼むぞブリュンヒルデ」

「妾は夕刻まで寝る。陽が落ちてから呼べ」

　立ち去ろうとする彼女を捕まえて頬にキスをする。

思い切り頬を叩かれた。

「痛いじゃないか」

「場を考えんか阿呆め！　どけ！」

　セリアやマイラを威嚇しながらブリュンヒルデは去っていく。

だがその口元は笑っており散々俺を貫いた小さな牙が見えていた。




　そして夕刻。

戦いが始まる。

「弓騎兵隊一斉射撃！　断じて敵の射程内に入るなよ！」

　弓騎兵が敵の前面に立ち、弧を描くように矢を放つ。

何千もの矢が断続的に敵の頭上に降り注ぐ。

「落ち着け！　荒れ地に騎兵は突っ込めん！　地形を利用して凌げ！」

「盾を持つ者の後ろに入れ。いなければ岩で背中を庇え！」

　だが敵も弓騎兵に撃ちまくられることはわかっていたのか巧みに動き、致命的な損害は出ていない。

「確かに荒れ地だと騎兵突撃は難しいです。それに遮蔽物も多い……だから敵はここに逃げたんですね」

　セリアがこちらを睨みながら言う。

「確かに守るには有利ですが袋小路です。柔軟な指揮が出来るならこのような場所は選ばないはずです」

　マイラが俺のすぐ傍で言う。

「あっ徴集兵の群れが動きました！　大きく左右に広がって包囲陣形を取っています！」

　セリアが叫ぶ。

徴集兵は大きく左右に広がりながらじりじりと敵との距離を詰めていく。

「包囲されるぞ！　両翼を伸ばして反撃しろ！」

　槍を構えた徴集兵の群れは敵を包囲しようと迫る。だが脅威に感じた敵が反撃を試みるとさっと身を翻して逃げ散ってしまう。

「敵が後退する？　く、深追いはできん。戻れ、戻るんだ！」

　普段なら付け込むべきところだが、何しろ徴集兵は数が多いうえに弓騎兵も睨んでいるので深追いできる状況ではない。

　敵が反撃を断念すると再びトリスタンは数の優位を前面に出して敵を包囲する動きを見せる。

「あっ！　今度は私軍の歩兵が動きました！」

　今度はレオポルトが動いた。

歩兵が弓兵の援護の下、敵に向かって突っ込んでいく。

「トリスタンからの包囲を気にしている分、敵の反応が遅れましたね」

　両軍が激突し、派手な戦いがしばらく続き、味方がゆっくりと引いていく。

「味方が引きます。攻めきれなかったみたいですね」

　セリアが残念そうに言うが、どうだろうな。

結果として荒野の一角を確保したように見えるぞ。

「またトリスタンが仕掛けます！　大規模な突撃が──途中で止まりました」

　錬度に難のある徴集兵にありがちの強引な突撃に見えたが、敵が防御を固めて矢を射るとすぐにやめてしまった。

「またレオポルトが仕掛けたぞ」

　今度は騎兵も混じった攻撃だ。

荒れ地で速度は出せないながらも歩兵と入り混じっての攻撃は敵にとって十分に脅威だ。

「また来たぞ！　騎兵を走らせるな」

「長槍隊を回せ！　弓兵は走って移動しろ！」

　数を武器にして広がったトリスタンにも備えている敵はどうしてもワンテンポ対応が遅れる。

「徴集兵はあくまで数で押し出しての威嚇。あくまで正面攻撃は私軍で……ですね」

　しばらく戦闘が続いた後、再びレオポルトは後退する。

だが敵の陣形は明らかに先ほどまでよりも窮屈で密集したものとなっていた。

「レオポルトらしい意地の悪いやり方だ。……だが少し妙だな」

　少しばかり敵の動き方に違和感を感じる。

いかにレオポルトが上手くやっているとはいえ、少し遅れているように見えるのだ。

「バラバラに動く手足同士が無理やり動きを揃えている……と言えばいいか。手足が頭を無視して動いているようにも見える」

「確かに違和感を感じますね。何をするにも半歩始動が遅いように見受けられます」

　マイラと俺は肩を寄せ合い、首を捻る。

「……」

　セリアの頬からブスっと空気の抜ける音が聞こえた。

　それが合図ではなかったのだろうが、次の展開が訪れる。

「ココカ　ココカ？」

「ワカランオトス！　ハラヘッタ！」

「ニクホシイ　オトコモホシイ！」

　空を乱舞するハーピー達が矢が届かない高度から大きめの石をポイと落とす。

石は加速をつけて敵に迫るがロクに狙いもついていないのでほとんどがただ地面に落ちて土煙をあげた。

　それでも運の悪い何人かは石に当たり絶命する。

何しろ高い場所から落としているので、命中率は悪いが威力は絶大で命中すれば悲惨極まる。

「うわ……頭が弾けました」

「兜も……あれでは意味がありませんね」

「昨夜のトマトスープは美味かったな！　挽肉がたっぷり入っていたのを思い出したぞ!!」

　イリジナも俺の傍にいるようだ。

　ただハーピーを使ったのは石を落として敵を殺す為ではない。

「前方の敵を追い払え！　ただし後方の敵も数が多い！　気は抜くなよ！」

「頭上の化け鳥にも注意しろ！」

　これで敵兵は前後左右から頭上までを警戒しなくてはならなくなった。

そうなれば──。

「トリスタンが動きます！」

「レオポルトさんがまた動きました！」

「おお、ラミーが伸びたぞ。９ｍはある……敵がひっくり返っている」

　レオポルトやトリスタンが次々と繰り出す攻撃への敵の反応がますます鈍くなる。

急速に傾く陽に合わせるように敵はますます荒野の中心に押し込まれていく。

「そろそろでしょうか？」

「そろそろだな」

　陽が地平線に消える直前、俺は黒く塗られた馬車の一団に目をやる。

不気味な馬車の扉が次々と開け放たれていた。

　綺麗な童顔が『なんじゃ』とばかりにこちらを睨むので指二本で投げキスをしてやる。

　するとブスっとした顔のまま投げキスが返ってきた。

「ふふっ」

　思わず笑ってしまうとすごい勢いで石が飛んでくる。

石が通り過ぎてから音が聞こえた気がする。

「頼むぞ」

　今度は何も返事がない。

代わりに幾筋もの黒い疾風が敵に向けて駆けだしていった。




　黒い旋風が吹き抜けていく。

　敵兵の首がスルリとずれて地面を転がる。

　腹に大穴の空いた敵が前後に臓物を噴き出させて蹲る。

　頭が粉微塵となった敵が前のめりに倒れる。

「目を凝らせ！　何かいるぞ！」

「こいつらラーフェンでも出てきた……か、囲め！　囲んで押しつつめ！」

　一度ラーフェンで見ていたからだろう。

敵は驚きながらもブリュンヒルデ達の正体に気づいて動き始める。

ラーフェンでは対応されて少なくない犠牲が出たらしいが、今回はそうはいかない。

「下がれ」

　俺は剣を振り上げて叫ぶ。

ブリュンヒルデと俺との距離を考えれば戦いの喧騒の中で聞き取るのは不可能に思える。

だが彼らは人ではない。

　遠くに輝く赤い点と一瞬目が合うと同時に吸血鬼達は波が引くように下がっていく。

「放てーー!!」

　間髪おかずにルナが叫び、弓騎兵から無数の矢が敵へ降り注ぐ。

一度、二度、三度、そして四度目が放たれると同時に俺は再び剣を振り上げる。

「進め」

　黒い影が再び敵に向かって吹きすさぶ。

「ラーフェンと違うぞ！　こいつら連携を取ってきやがる！」

「吸血鬼は化け物だろう!?　けしかけるだけならともかくどうやって従わせて……」

　狼狽する敵の前に華奢な少女が音も無く立つ。

「何だこのガキ。どうして戦場に……」

「馬鹿、あの眼を見ろ！」

　咄嗟に突き出した槍はブリュンヒルデに届かない。

ジークフリードの双剣がゆらり揺れると同時に槍は六つに分割され、兵の体は八つに分かれる。

「従ってなどおらんわ」

　もう一人を仕留めようとするジークフリードを止めてブリュンヒルデが進み出る。

「短慮で好色でバカたれの筋肉達磨を少し助けてやっておるだけよ」

　ブリュンヒルデは敵兵を華奢な腕に見合わぬ剛力で抑えこみ、首筋に牙を立てようとする。

だがその牙は兵が着込んだ甲冑と鎖帷子に邪魔された。

「邪魔じゃの……えい」

　ブリュンヒルデは兵の首を引きちぎり、噴き出す鮮血に口をつける。

「……五〇点かのう」

　彼女はぼそりと言って首と体をその場に捨てるのだった。




　レオポルト、トリスタンの巧みな攻撃と魔物隊、主に吸血鬼の襲撃によって敵はいよいよ乱れ始める。

「ここだな」

　トリスタンは敵と小競り合いをしながら包囲を完成させつつある。

夜も更けており、レオポルトが潜ませた伏兵も発見されることはない。

　ここで完璧に突き崩せば敵を殲滅できる。

八割どころかほとんど生きては戻れないだろう。

「作戦では突撃は深夜になってからの予定でしたが……」

　マイラがぼそっという。

　確かに手筈ではそうだった。

だが敵の動きが予想外に鈍いことを考えれば十分に突き崩せる。

　戦いが長くなれば……特に混戦になりがちな野戦が続けば練度に劣る徴集兵に犠牲が多く出るだろう。

さっさとやれるならそれにこしたことはない。

「行くぞ」

　俺は剣と今回の為に用意した頑丈な武器を手に徒歩で闇夜に駆けだす。

夜の荒れ地で馬は逆に戦いにくいからだ。

「お供しま……あう」

　横に並ぼうとしたマイラを後ろに下げる。

また怪我したら大変だ。隣ではなく後ろに付いて来い。

「ふふふ、マイラさんは後ろから来てください……あう」

　もろちんセリアも少し下げる。

「わはははは!!　私も行くぞ!!」

　イリジナは……まあいいか。




　俺はあちこちで乱れ焚かれている松明の火を頼りに敵陣へ走りこむ。

もちろん、こっそり近づくつもりはないので即座に敵に見つかる。

「新手が来たぞ！　食い止めろ！」

　俺に向かって槍を突き出す敵兵が三人。

新しい武器の出番だな。

「ふん！」

　俺は新武器をかざして槍三本を受け止める。

全力の突きにも関わらず、俺の新しい相棒はびくともしない。

それどころか、敵兵の槍二本が折れ曲がってしまった。

「こちらの番だな」

　相棒を敵兵に向けて振り下ろす。

「うわ!!」

　敵は慌てて盾を構える。

だが無駄だ、防げる訳がない。

　俺の得物は敵の盾を叩き割り、兜に守られた頭を強打する。

敵兵の頭部は大きく凹み、目鼻口から血反吐を噴射して即死した。

「まだまだ」

　今度は得物を腰だめに構え、敵に向かって横なぎに振る。

細かい狙いはつかないが胴鎧を強打された敵は血の混じった胃液を吐きながら地面を転がっていく。

「ふー」

　少し重いのが玉に瑕だが、威力も耐久性も申し分ない。

「す、すごいな！　とんでもない強さだ！」

　イリジナが俺を讃えてくれる。

「物凄い強さです！　それにエイギル様にこれ以上ないぐらいぴったりの武器だとは思いますが……」

　セリアは何か含みのある言い方をする。

「……最高司令官としては見栄えが少し……その棍棒はあまりに原始的すぎて」

　そう、俺が持ってきた取っておきの得物は特大サイズの棍棒だ。

　傭兵達が集まる酒場に飾ってあるのを見つけて持ってきたのだ。

なんでもオーク討伐うんぬん言っていたが細かいことはどうでもいい。

「うおぉぉぉ!!」

　棍棒を振りかぶって敵兵を殴りつける。

「うわぁぁぁ！　な、なんだこいつは！」

　甲冑に身を包んだ騎士を叩き潰し──。

「オーク！　悪魔のオークが……」

　ボルトを軽く弾いてからクロスボウ兵の頭を破壊する。

　すぐ折れてしまう槍や剣よりずっと使い勝手が良いじゃないか。




「おお、やっとお前も来たか!!」

「うわ出ました！」

　怒号の中でもはっきり聞こえる地鳴りのような大声はギルドレスだ。

敵に向かって棍棒を振り回す俺を見て嬉しそうに駆け寄ってくる。

　途中、二人の敵兵が進路に立ちふさがる。

「ぬうん！　邪魔をするでないわ！」

　ギルドレスはデュアルクレイターと似た宝剣アレスの灯──ではなく、俺と同じように棍棒を使って敵兵を瞬時に叩き潰した。

「わはは!!　漢同士揃いの武器で暴れようぞ！」

　何故俺に合わせたのかは不明だし、考えたくもないが暴れることには賛成だ。

「このオーク共め！」

　敵の騎士が数騎、俺たちに向かって斬りかかる。

「させないわぁ！」

　ギルドレスに負けない野太い声で不気味な女言葉。

同時に敵騎士に鎖のついた鉄球が命中する。

「マダムじゃないか」

「うふん。戦いは大嫌いだけど乗りかかった船、こいつらを追い払うまでは──」

　マダムがばっと後ろに仰け反ると顔のあった空間を槍が通過する。

直感で避けたのか。

「話の途中だろがぁ！　この糞侵略者共がぁ！」

　マダムはモーニングスターの鎖で槍を絡めとり、柄で顔面を一撃。

　そのまま間髪おかずに股間を蹴って転倒させ、鉄球を頭部に振り下ろして色々なものを飛び散らせた。

「ふぅーふぅー……うふん。追い払うまでは領主様と一緒に戦うわん」

「お、おう。すまんな」

　マダムは顔に飛び散った返り血をフリル付のハンカチで丁寧に拭ってから声を張る。

「いくわよラーちゃん」

「ええ、任せてマダム」

「あ、あいつ知っているぞ。元マグラード百人隊長……狂犬ライゼルグリーフ!!」

　マダムの周りには菊開の園の面々が集っている。

いつもながら言葉と服装以外はまったく女になり切れていない。

「ミーちゃんは領主様の後ろ──いえ、ケツを守ってちょうだい」

「もちろんよマダム。ケツを守るわ」

「あいつはストゥーラ傭兵隊長……三十人斬のミルゲンドルフ！」

　先ほどから敵兵が騒いでいる気がする。

「ココたんは私とここを守るわよん！」

「マダムとなら負ける気しないわっ」

「や、奴はまさかヴァンドレア騎兵隊……鮮血の騎士コルドン＝コルシュタインだと!!」

　動揺する敵に向かいマダムは走る。

「行くぞお前らぁ！　オカマ舐める奴はぶっ殺す！」

　マダム一派と敵との壮絶な戦いが始まる。

視界の隅でクラウディアが敵に回し蹴りしていた気がするが気のせいだろうな。

「ううむ、なかなかの剛の者よ。アレスの外にも男はいるものだな」

　ギルドレスは満足そうに頷き、即座に『心は女よ！』と返事があった。




「ちゃらけている場合ではないか」

　棍棒を握り直して敵に向かう。

「きえぇぇぃ!!」

　振り下ろされる敵の剣を見切ってうける。

木製の棍棒に刃が食い込むが両断されるような太さではない。

　棍棒を一気に回転させると敵の剣は鋭い音を残して折れる。

「ふん！」

　俺はそのまま棍棒をふりあげることなく、前蹴りで敵の腹を狙う。

「うぐ……」

　鋼鉄のブーツでの蹴りは甲冑の上からでも十分な威力がある。

そして腹を押さえた敵の後頭部に棍棒を振り下ろして地面に潰す。

「背後を狙え！」

　後ろに何人か回り込んで来たな。

「そうら！」

　俺は棍棒を力任せに一回転させる。

「うわっ！」

「ひい！」

　重量級の武器を滅茶苦茶に振っただけなので正確な打撃は期待できない。

それでも敵の一人を殴り倒し、向けられた剣も一本へし折れたのが分かる。

　棍棒のメリットは大雑把な戦いができることだ。

剣と違ってどう受けても刃こぼれしないし、槍と違って上手く突かないと柄が曲がってしまうこともない。

　剣豪相手に闘技試合をするには不向きだが、ごちゃ混ぜの戦場ならば十分以上の威力を発揮する。

　もちろん昔使っていたドワーフ槍やルーシィから貰った特大バルディッシュの方が威力も精度も高いので、あるならばそっちを使いたい。

だが残念ながらもう無い。ならば普通の槍よりは棍棒の方が俺らしい戦い方ができる。

「くそ野獣め……我が槍で成敗してやる！」

　目の前にいかにも槍使いと言った男が立ちはだかる。

「きえぇぇぇ！　せいせいせい!!」

　連続して突き出される槍、だが太い棍棒は盾替わりにもなり防ぐのは容易い。

　一合、二合、三合と突きを見る。

ふむだいたい癖はわかった。

「これで終わりだ!!」

　親指を立てるのはフェイントの軽い突きだな。

　俺は相手の突きに合わせて思い切り踏み込む。

槍が体にあたるが読み通りフェイントだったので鎧を貫通するだけの力はない。

「ふん！」

　反対にこれでもかと力の入った俺の振り下ろしは敵の肩口に命中し、その半身を引き千切った。

「うわ……棍棒でも人体って千切れるんですね」

　マイラが口に手を当てて呟く。

「なんの、俺も負けんぞ！」

　ギルドレスも同じように棍棒で敵を殴りまくっていた。




　俺達を中心に敵の陣が中から崩れていく。

「やはり脆すぎるぞ」

　思わず呟く。

　今までも南ユーグリアの陣に飛び込んだことはあったが抵抗はもっと強烈だったし、一部隊を崩しても他の隊から次々と援護がやってきて大変だった。

それが今は俺たちに好き放題やられるままだ。

　それどころか、他の隊との連携を考えずに下がっている部隊まである。

　俺は戦いを一旦中断し、周囲の様子に気を払う。

「陣に穴が開いているのに援護せず下がるのか!?」

「軍団司令部がむき出しだぞ！　どうして近場の隊は援護しない？」

　困惑の声が聞こえる。

その一方で別の声も聞こえた。

「いいんだよ。とにかく自隊の退却を最優先しろ」

「軍団長に問う必要はない。各隊の判断で後退するんだ」

　俺とマイラは顔を見合わせる。

「敵は上の命令を聞いていないのか？」

「困惑していた者たちはモルト方面からの援軍のようです」

　セリアがポンと手を打つ。

「あの女司令官、泣き叫びながらおしっこ漏らして一人で逃げましたよね。あんなことすれば部下から見限られるのは当然かと……あっもちろん私はエイギル様が大きいのを漏らしながら逃げても最後までお付き合いします！　一緒に漏らしてもいいです！」

　しないから安心してくれ。

　だがさっきからの違和感の原因がわかった。

敵は軍団長に愛想をつかせて部隊長単位で戦っていたんだな。

道理で反応がワンテンポ遅れる訳だ。

「セリア頼む。矢に注意しろ」

「失礼します！」

　俺はセリアを持ち上げる。

　セリアは俺の肩の上に立つと周りを見回して一点を指差した。

「他より多い松明、夜戦なのに騎兵……は伝令。──あそこです！　敵の司令部はあそこです！」

「よし付いてこい」




　俺はセリアが見つけた司令部らしき場所に向かって走る。

途中で何隊かの敵に遭遇はしたが、怒号をあげるとさっと道を開いて逃げ散ってしまい、阻止してやろうと気概を見せる者はいない。

　そしていかにも司令部と思われる布の仕切りを蹴破ると見覚えのある顔が見えた。

「また会ったな」

　整った顔に艶やかな髪、あの時の女司令官だ。

「ひっ」

　俺を見た瞬間、彼女の顔に恐怖が浮かび悲鳴が漏れる。

怖がらなくとも殺しはしないさ。捕まえればそれで目標は一つ達成だ。

　彼女の回りには前と同じく騎士や参謀と思われる者達がいた。

だが前回との違いは明らかだった。

「ちっここまでか！」

「夜陰に紛れて逃げるぞ！」

「お供いたします！」

　騎士と参謀は彼女を守ることなく一目散に逃走してしまったのだ。

「……」

　沈黙する俺の横を逃げる男達が通り過ぎていく。

「見逃すのか？」

　鈴を鳴らすような声が暗闇から聞こえた。

「まさか、全員殺せ」

　言い終わる前に絶叫と断末摩が交差する。

暗闇からポンと一つ生首が転がり出るが、すぐに白い手に回収される。

「どんな事情があろうとも女を捨てて自分だけ逃げる男に生きる価値はない」

　俺は女司令官に向き直り、ゆっくりと距離を詰めていく。

「抵抗するな。さあこっちにこい」

「う……うぅぅ……」

　彼女は心配になるほどガタガタと震え、生まれたての小鹿のように立ち上がる。

「汚名を着たまま死ねるか！」

　女は傍に括られていた馬に飛び乗り、俺に向けて突っ込んでくる。

「どけぇぇぇ！」

「どかんよ」

　俺は棍棒を振りかぶって馬の頭を殴りつける。

　馬は泡を吹いてそのままドウと倒れ、俺は棍棒を捨てて投げ出された女を受け止める。

「離せ！　離せぇぇぇ！」

　尚も暴れる女、仕方ないか。

「手間をかける奴だ」

　俺は両手を女の背中に回して抱きしめる。

「くっ！」

　女が腰を弄ってナイフを取り出した瞬間、俺は回した手に力を込めて締め上げる。

「悪いが時間に余裕がない。少し苦しいぞ」

　骨が折れないぎりぎりを見計らって力を込めていく。

「ぐぅ！　うぐぅ！　うぅぅぅ……」

　女はバタバタと暴れ、やがてナイフを取り落として悶え、最後は泡を吹きながら派手に失禁して気を失った。

「これで良し」

　俺は彼女を山賊が女を誘拐する時のように肩に担ぐ。

「声を張れ！　勝鬨を上げろ！　わはははは!!　お前らの司令官は頂いていくぞ」

　大げさに叫びながらあえて敵陣のど真ん中を抜けていく。

　彼女に落ち度があったとは言え、司令官が俺に担がれて連れ去られるのを見て士気が落ちないはずもない。

　同時にレオポルトとトリスタンが総攻撃を開始したこともあって敵は完全に崩壊する。

　一方的な殲滅戦、しかも包囲下という敵にとっては最悪の状況だ。




「これで東は終わりだな」

「しかしゴルドニアが負ければどうにもなりません。また西で戦わないといけませんね」

　俺とマイラはそう言ってほほ笑む。

「おお、火柱が上がったぞ!!」

　イリジナが指差す方向から派手な火柱があがっている。

「敵が逃げた方向だな。レオポルトの伏兵とやらか」

　奴の事だからさぞ悪質な策なのだろう。一体何人が生きて帰れるのか。

　俺は肩に担いだ女司令官を少し揺らすが何の反応もない。

少し強く締めすぎたかもしれない。

「今回は久しぶりに文句の無い戦いだった」

　満足げにそう言うとセリアが少し躊躇してから口を挟む。

「でももう棍棒で戦うのはやめてほしいです。実は戦いの中でエイギル様が何度かオークに見えました。ごめんなさい!!」

　まさかセリアにオークと言われるとは。

「……実は私も」

　マイラがすっと目を逸らす。

「わはは」

　イリジナもこっちを向いて笑え。

　棍棒は便利なのだが、俺の威厳に大きな影響をもたらすようだ。

ちゃんとした武器を探さないといけない。
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南ユーグリア帝国　とある場所

「本当に……いいんだな？」

「ああ、もう決めたんだ」

　男が言うと女は少し下を向いた後、嬉しそうな笑みで応える。

「俺はお前と一緒にいてぇんだツィーリア」

「やっぱりお前は馬鹿だな、クリストフ」

　南ユーグリア帝国は戦争の激化に伴って兵の損失が拡大していた。

未だ民を無差別に徴兵するまでには至っていなかったが、従軍経験のある者、特にツィーリアのように下級指揮官経験者はほぼ全員が前線へと送られることとなったのだった。

「本当にそれでいいのか？　祖国を敵に回し、近しい者には裏切者と罵られることになる」

　ツィーリアはつらそうな顔でクリストフに言う。

まるで彼女自身がそうなるような表情だった。

「俺は元々連邦の人間だからな。それに祖国が故郷がーって大層な男でもねぇよ」

　クリストフはふっと笑ってから虚空を見上げる。

「それでもまぁ……大将やアゴールには随分世話になったし、マックやギド、クロルの奴も良い奴だ。セリアの嬢ちゃんとも戦いたくなんてねえ」

　それを聞いてツィーリアの表情が更に曇る。

「派遣されるのは西部と聞いている。だが戦争に絶対は無い……いつお前の友人と……きゃっ!?」

　クリストフはツィーリアの唇を奪う。

「ああ嫌だぜ。あいつらと戦いたい訳がねぇ、申し訳なさでいっぱいだ。だがそれでも……俺はお前を守りてぇんだ。俺の知らない所でお前が死んじまったりするなんて耐えられねえ！」

「弱っちいお前にそんな心配される──うむっ！」

　再びキス。

「お前が大事なんだツィーリア……他の何と比べても……惚れちまったんだ」

　今度はツィーリアからのキス。

「分かった……お前を私の補佐扱いにして連れていくよ。それでその……」

　ツィーリアは一つ咳払いしてから顔を赤らめて切り出す。

「そろそろ、そのだな。キスだけじゃなくだな。この流れでアレをだな……」

「いや明日に備えて寝よう」

　嫌な沈黙が支配する。

「おい……ここは普通するだろうが！　女の方がこんなに盛り上がっているんだぞ！」

「いや疲れて事故でも起きたら大変だからな。また今度」

　ツィーリアがすんと鼻を鳴らしてからクリストフを睨む。

「お前まさか……今のキスで……？　嘘だろ……？　思春期のガキでもそんなことは……」

「さあ寝よう。その前にちょっと着替えてくるぜ」

　クリストフの運命が転がり始める。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（集結）グレーテル（側室）メリッサ（側室）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ピピ（空爆）ケイシー（ＭＩＡ）リタ（膝上４５ｃｍ）ヨグリ（脚本家）レア（負傷）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ナーティア（富豪）ソフィア（愛妾）セクリト（別行動）セバスチャン（謹慎）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（義勇兵）クララ（諦観）セレスティナ（弱）モニカ（困）アデラ（恥）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）マータ（付き人）イリジナ（指揮官）プチチェリー（諜報）

ルナ（治癒）ルビー（どこにかいる）ギド（護衛隊）ポルテ（後処理）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）

クレア＆ローリィ（復帰）リリアーヌ（慰安）クロル（後処理）アルマ（後処理）

ラーフェン防衛

アドルフ（後処理）ジム（ラーフェン守備）スージィ（駄参謀Ａ）ソラナ（駄参謀Ｂ）

フェルテリス（乱交）アリス（疲労休息）

人外

ラミー（９ｍ）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（魔物隊）バルバノ（道を見つける）ハーピー（疲労休息）

ペット

ポチ（休息）メッサーシュミット（昼寝）シュバルツ（種付け）

領民 二十二万人（戦時不確定）

重要都市　ラーフェン 四万人　リントブルム 七千人　特別開拓地区 一万四千人

軍隊

主人公隷下　二六五〇〇

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一一八〇〇→一〇八〇〇

騎兵　　　　　　一二五〇　→一一五〇

弓兵　　　　　　一四〇〇　→一三五〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八九五〇　→八六七〇

アレス兵　　　　三九七九　→三九六〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

義勇兵・徴集兵　二万三千→二一五〇〇

別行動

アレス兵　一万名

財産　金貨一五九五〇〇

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

敵東部軍団兵力　約三万五千→四千余（壊滅）








第４０４話　第一次北岸上陸戦







ノーステリエス側北岸

「敵船が近づいてくる……兵士を満載してやがるぞ」

「本当に俺たちの所にくるなんて……運がねぇ」

　動揺の声があちこちで上がるが、セクリトはチラリと敵を見るだけでソーセージを咥えた。

「パテナへの伝令がさっき出ていったが丸二日はかかるんじゃないか」

「ここには千もいないぞ……敵はどう見ても数千、これじゃあ勝てる訳が……」

　バリっとソーセージを豪快に噛み千切る音が響く。

「ピーピー鳴くな小鳥共が」

　セクリトは傍にいた男の頭に遠慮なく手を置いて立ち上がる。

　百八十近い身長は周りの男と比べても見劣りせず、何より傲慢ともいえる態度と自信に満ちた表情が慌てる男達を圧倒していた。

「敵が多い？　ふん、あの程度の兵と船で敵前上陸など、私を震える小鹿とでも思っているのだろう」

　セクリトはくつくつと笑う。

周囲に安らぎを与える美女の笑みではない。

獲物を前に狼が口元を吊り上げる……そんな笑みだった。

　セクリトは咀嚼していたソーセージの端を地面に吐き捨ててから続ける。

「総員武器を準備しておけ。だがまだ手は出すな。敵が岸に着き、船から降り始めるまでは適当に暇でも潰していろ」

　すぐに味方の兵士が反発する。

「降りるまで待て!?　いや弓の射程に入ったら撃ちまくるべきだろう！」

「そうだそうだ！　滅茶苦茶撃ちまくれば敵も諦めて退散するかも──むぐ！」

　セクリトの右手が伸び、兵士の胸倉を掴む。

「がぐ……な、何を……うぐぐ」

　兵士は両手でセクリトの手を掴むが、予想以上の握力にピクリとも動かない。

「私はやれと言った。従うか、処刑されるか、それとも反逆でもするか、今すぐ選べ」

　周囲の兵がざわつく。

「なんだあの言い方は……そもそもどうして俺たちがあんな女の命令で動いてるんだ？」

「ハードレット卿の代理だとよ……どうせベッドで腰を振って機嫌を取ったんだろう」

「ならどうする？　適当な理由つけて放り出すか？」

「いやダメだろ。ハードレット卿に八つ裂きにされるぞ。軍務総監の承認もあるらしいし……」

　セクリトはそんな兵士たちの顔を見ながらニヤリと笑う。

「あいつは私の体に夢中だからな。お前たちに虐められたとでも言えばどうなるか……ふふふ」

　セクリトは掴んでいた兵士を地面に放り、椅子に腰かける。

　その時、見張り兵が火急を知らせる大声をあげた。

「敵船団が二つに分かれました！　片方が岸に接近……上陸する模様です！」

　兵士達が一斉にセクリトを見る。

最早言い争っている場合ではないと判断したのだ。

　だがセクリトは次のソーセージにかぶりついてしまう。

「お前らは低能か？　私がさっきなんと言った」

　見張りの声が続く。

「小舟を降ろし始めました！　いよいよ上陸……我々の正面です！」

　セクリトは再びソーセージの端を吐き出し、水を煽る。

「揚がって来るまでは捨ておけ。陽動に釣られたら叩き殺すからそのつもりでいろ。上陸を開始してから対応する。それで十分──」

　褐色の太ももが悠然と組み替えられる。

兵士たちの視線は揃って長い足を追いかける。

「楽しい殺戮の時間はもうすぐだぞ」

　褐色の肌に映える赤い舌が口周りについた油を舐めとった。




南ユーグリア上陸軍

都市国家メルドラ所属輸送船上

「遅い──まるで這っているようだ」

　南ユーグリアの上陸部隊長は苛立った様子で呟く。

「ははは、数十人の上陸とは違います。五千人ですからこんなものですよ」

　気楽に答えるメルドラの艦長。

「……大型浅底艇も支援艦も無いとは、帝国では──いやなんでもない」

　ぼそりと呟く部隊長。

「部隊長、艦隊も素人ですがゴルドニアも上陸防衛など知らんでしょう。見た限り大砲も大型兵器もありません。ならば戦力差で押し切れます」

　部下に言われ部隊長はそれもそうだと頷いた。

　メルドラの艦長は怪訝そうな顔でやり取りを見ていたが、いよいよ味方の上陸が始まり船首に走る。

「始まりましたぞ！　いよいよ上陸が始まりましたぞ！」

　興奮気味に言う艦長、対照的に南ユーグリアの指揮官たちは冷静に状況を見定めている。

「敵は動かんな」

「兵力差に脅えているのでは？」

「だと良いが……」

　南ユーグリア軍は岸近くまで近づくと手漕ぎのボートに乗り込んで陸へと向かう。

上陸用に作られていない普通の輸送船では陸地に直接乗り付けることはできない。

「上陸隊が陸地に接近、船を降り……ああっ!?」

　それまでまったく反応が無かったゴルドニア軍が動き始める。

上陸部隊が小舟から飛び降り、水を搔き分けながら岸へ取りつこうとした正にそのタイミングで一斉に押し寄せたのだ。

「いかん、最悪のタイミングだ……」

　上陸の時、もっとも弱いのは小舟でえっちらおっちらと岸に向かう時だ。

だがここを狙うには大量の弓やカタパルト大弩などが必要となる。

兵力差と装備を考えれば現実的ではない。

　ならば現状でゴルドニアにとって最高のタイミングはどこか。

それは敵が小舟から飛び降り、不安定な足場でさあ集まろうとしている瞬間だ。

当然、南ユーグリア側にとっては最悪のタイミングとなる。

「敵の軽歩兵突入！」

「弓が猛射されています！」

「何かが引き出されて……あれは、車輪のついた柵？　海岸に並べられていきます！」

　両軍は膝から場所によっては腰まで水に浸かった状態で切り結ぶ。

だが条件はまったく対等ではない。

　岸から押し寄せるゴルドニア軍は整列したまま浅瀬にやってこれる。

反対に南ユーグリア軍は小舟に乗れる人数に分かれて飛び込んだ直後で隊列などあったものではない。

　更に彼らを援護する弓兵も、ゴルドニア側はしっかり安定した岸から連射できるのに対して、南ユーグリア側は不安定な小舟から援護するしかない。

「うわっ揺らすな！　味方の方に飛んだじゃないか！」

「お前こそ射る度に反動で揺れているぞ！」

　揺れる船上で矢を射った経験のある兵などほとんどなく、弓兵は何の役にも立たない。

　大型で安定した輸送船からなら精確な射撃も可能だが、岸に近づくと座礁する恐れがある。

　これ以上無い悪条件の中、数で圧倒しているはずの南ユーグリア兵が砂のように崩れていく。

「このままでは先鋒が全滅する！　後続を早く送るんだ何をしている！」

「わ、わかってはいますがそう簡単には……」

　急かされた艦長は矢継ぎ早に旗や狼煙で命令を出す。

だがそもそも輸送船は鈍重な上、水際の乱戦で小舟や輸送船が入り乱れているせいで増援は遅々として進まない。

　その醜態を見た南ユーグリア上陸部隊長が痺れを切らせて怒鳴る。

「もういい！　俺達全員をまとめてあそこに降ろせ！」

　指差したのは乱戦の場から少し離れた小さな村の前だった。

港と呼べる程のものはないが、漁民の小さなボートが並ぶ岸は遠浅でいかにも上陸に適している。

「戦場から少し離れていますが」

「だからだ。今なら敵は先鋒にかかりきりで簡単には動けん。主力が陸に上がってしまえば多少離れていてもどうにでもなる！　輸送船ごと乗り上げろ!!」

「そんなことをしたら船が使えなく──ひいっわかりました！」

　渋る艦長に南ユーグリア兵が剣を突き付ける。

　船団は一斉に向きを変え目標の浅瀬に向かって突っ込んでいく。

村までの距離が小さくなり、全員が緊張し始めたその時だった。

　轟音と共に輸送船が急停止する。

「ぐわぁぁぁ！」

「なんだぁ!?」

　悲鳴とともに乗員全員が船首に向かって転がり、幾人かは水面に落下してしまう。

「座礁か！」

「まさか、まだ岸から離れています！　暗礁などあるはずが……」

　言い終わる前に隣からも轟音が聞こえ、別の船が急停止する。

速度が出ていたせいか、その船は船首からバキバキと壊れ、そのまま横倒しになってしまう。

　暗礁を恐れて進路を変えた船も横っ腹をぶつけて浸水、みるみる傾いて転覆する。

「河底に何かが……暗礁……いえ、大きな石が一面に沈められています!!　あきらかに人の手で用意されたものです！」

　艦長一同が絶句する。

「その広い河で俺達がこの場所に乗り込むと正確に予想したのか？　そんな馬鹿な……」

　よく見れば海中にあるのは岩だけではない。

明らかに丸太や鉄杭と思われるものが、河底に打ちこまれていた。

　だが驚く時間は与えられない。

見張りが上流を指差して金切り声を上げたからだ。

　座礁して動けない船の上で南ユーグリアの部隊長が帽子を脱いで呟く。

「結局素人だったのは俺達だけか。どうしてゴルドニアに水上戦の達人が──」

　衝撃音が響く。




ゴルドニア陣地

「敵輸送船、次々と座礁！　見事にひっかかりました！」

　報告を聞いてセクリトは満足げに足を組み替える。

「とどめは？」

「狼煙は既に……来ました！」

　彼女の言う止めとは、上流から流された大量の木材のことだった。

　水流を計算した丸太の群れは座礁した輸送船と周囲で立ち往生する船に襲い掛かり、側面や船底を破壊する。

　壊れて停止した船に衝突する船、慌てて進路を変えて座礁する船が続出する。

無数の敵兵が水上に投げ出され、流されながら必死にもがいているのが見えた。

「砲も船も無いのでは止めは差せんが、こんなものだろうよ」

　セクリトはそう言って右手を伸ばす。

「ど、どうぞ！」

　最初とは全く違う態度のゴルドニア兵がカップを手渡す。

「奴らの最善手は間違いなくあの付近への強行上陸だった。だが準備期間のある敵を前に最善手を打つのはまずかったな」

　セクリトが足を伸ばすと別の兵が靴の汚れを拭き取る。

「それにしても口惜しい。せめて十か二十の戦闘艦があればもっと楽しく戦えただろうに」

「あう」

　セクリトが傍に控える少女を踏み台にして立ち上がる。

「その分……奴らで楽しむとしよう」

　彼女の視線は後続を失った哀れな敵に向けられていた。

「もう決着はつきました。敵はもう小舟に乗って逃げ帰るしか……」

　最後までは言えない。

セクリトが兵士の股間を蹴り上げたからだ。

「馬鹿かお前は？　せっかくの宴を途中で切り上げてどうする」

　端正で凛々しい顔に邪悪な笑みが浮かぶ。

「逃げる者、溺れている者、降伏する者、すべて殺せ。死体に見える敵も突いて回れ」

　セクリト以外の全員が絶句する。

「座礁した船から落水した敵も流れでここにたどり着く。泳いで体力も残っていない、殺し放題だぞ。総員海岸線に集まれ」




　地獄が始まった。

　既に勝利の望みを絶たれた敵兵はなんとか逃げ帰ろうと残った小舟に乗り込もうと殺到する。

武器を捨て小舟にしがみつく彼らの頭上には絶え間なく矢が降り注ぎ、一人また一人と矢を浴びて沈んでいく。

　別の場所では逃れようと足のつかない場所まで出てしまい溺れる敵兵が次々と狙い撃たれていく。

「こ、ここまでだ。降伏！　降伏す──うぎゃあああ!!」

　武器を捨てて降伏を申し出た敵に複数の槍が突き刺さる。

「げほっげほっ！」

「よ、ようやく……岸に……」

　座礁した船から投げ出され、息も絶え絶えに流れ着いた敵兵。

彼らが最期に見たのは剣を振りかぶる複数のゴルドニア兵の姿だった。

　悲鳴と命乞い、断末魔の中でセクリトだけが声をあげて笑い続ける。

「うわぁ……あんまりだ」

「すげぇ人だとは思うが……だめだ。ついていけん」

「はははは!!　見ろ、ノーステリエスが真っ赤に染まっている。そうそう見れるものではないぞ！　あはははは!!」

　一通り笑ったセクリトは息を荒くし、顔を僅かに上気させて周りを見回す。

「うわこっち見た」

「笑ってるぜ……恐ろしい」

　兵士たちは思わず目を逸らし、少しずつ距離をとっていく。

「……やはり戦は昂るな。誰か一発相手をしろ」

「「「私が！」」」

　全員が同じタイミングで手をあげる。

セクリトは一人一人を見定めるが……。

「……男は欲しいがあいつが拗ねても詰まらんな。お前にしておこう」

「ふぇぇ！」

　セクリトは水差しの補充をしていた少女を掴み引っ張っていく。

兵士たちは高く上げた手をゆっくりと降ろして職務に励むのだった。




　そしてセクリトが少女を天幕に引っ張り込む直前だった。

「……この外道が!!」

　斃れる屍に見えた南ユーグリア兵が突如起き上がり、セクリトに剣を向けて猛然と走り出す。

「ふん、死に損ない風情が」

　セクリトは少女を離して剣を抜く。

だが予想外のことが起こる。

「いやぁぁぁぁ!!」

　少女が怒気と殺気にあてられてパニックとなり、セクリトの脚にしがみついたのだ。

「ちっ離せ！」

　セクリトは少女を振り払うが重心が崩れる。

それは隻腕の彼女にとって致命的だった。

「死ね外道！　仲間達の仇──！」

　尻もちをついたセクリトはそれでも犬歯を剥きだし、右手の剣を掲げる。

敵が振りかぶり、彼女目がけて渾身の力で振り下ろす。

　肉を打つ鈍い音が響いた。




　数秒の沈黙が続く。

「女、助けた礼をせい。パテナと言う町、セクリトと言う女に心当たりはあるか？」

　太った小男──いや、太っているのではなく縦に圧縮されたような奇妙な体系の男が低い声で言う。

「……パテナは東でセクリトは私だ」

　セクリトが答えると男──バルバノは地面にドスリと膝をつく。

「おお、遂に……遂に見つけたわい！　世界を三周はしただろう果てのないこの旅路、ようやく目的地についたぞ！　フハハハハ、強い火酒を持ってこい!!」

　体全体で喜色を表現するバルバノにさすがにセクリトもしばし呆気にとられる。

「よくわからんが、どうせあいつ関係か。礼に一つ女でも抱いていくか？　危うく私を殺しかけた女をな」

　セクリトは脅える少女の頬を一度張ってからバルバノに突き出す。

「そんな貧相な女は要らん。もっと筋肉質で毛深くなければ女とは呼ばんぞ」

　こうして南ユーグリア上陸第一陣はセクリトによって打ち破られた。
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ラーフェン

　悠然とソファに座る俺の横でセリアが忙しく動いている。

「よし準備完了です。明日は心置きなく西へ出撃できます！」

　セリアは自分の荷物を二度確認して笑顔になる。

「私も準備完了だぞ！」

　イリジナの持つ荷物は更に少ない。

というかほとんど槍と食い物しかない。

「……」

　ぶすっとしているのはマイラだけだ。




　敵の東部軍団を壊滅させた俺たちは続いて西へ転戦する。

　連れていくのは弓騎兵やアレス兵まで含めたほぼ全軍。

残るのは今も周辺地域から続々と集まる徴集兵だ。

　彼らの役目は兵力を見せつけて奇襲を予防しつつ、今も敵の小規模部隊が残る領地を奪還、そして機を窺ってモルト以南も狙う……。

と多岐に渡る大層な役目があるのだが、敵の東部軍団が壊滅した今となっては無理をしなければそれほど苦労する役目ではない。

「ええそうですとも。誰にでも務まりますから気が楽です」

　その司令官を任せるのがマイラとなる。

つまりしばらくはおいていかれるので拗ねているのだ。

「それは違う」

　俺はマイラを抱き寄せる。

「ラーフェンが奇襲された時は本当に肝が冷えた。リントブルムもそうだ。俺はもちろんレオポルトの裏もかかれたことになる。二度と許してはいけない」

　マイラをソファに押し倒して首筋と頬にキスをする。

「そもそもが正面の敵にばかり気を取られてお前とレオポルト、トリスタンを一つにまとめてしまったのが俺のミスだ。お前のような守りに長けた奴がここに居てくれれば俺も安心できる」

　嘘は一つもない。

練度未熟な徴集兵といえど、三万に届く数がいる。

　マイラが率いれば領地の奪還などあっという間だろうし、仮に敵の大兵力が押し寄せても守勢が得意な彼女ならばこちらが対抗策を取るまでの時間ぐらいは簡単に稼いでくれるだろう。

「お前を誰よりも信頼しているから任せるんだ。決して置いていくわけじゃない」

　そういって最後に首筋を強く吸う。

「……はい。期待に応えてみせます」

　マイラと俺は見つめ合う。

「コホンコホンゴッホン!!」

　セリアが発作のように咳をしまくっている。

喉が切れてしまうぞ。

「居間で盛り上がらないでください。それにマイラさんもなんですかその足と手は！」

　マイラはソファに押し倒されたまま、無意識に足を大きく広げていた。

居間で雑用をしていたクロルが丸見えの下着に気まずそうに顔を逸らす。

　そして手は俺の股間をズボンの上から撫でまわしていた。

マイラも随分スケベになったもんだ。

「ともあれマイラさんは明日から領地をお願いします」

　セリアはそう言った後、すすっと俺から顔が見えない角度に回り込む。

「ふひ」

「なっ!?」

　なのでセリアがマイラにどんな顔を向けたのかはわからない。

「うぅぅ……やっぱり悔しい！　一緒に行きたいのに！」

　ただマイラが再び地団太を踏み出したことだけが確かだった。




「あのお……」

　ドアがわずかに開き、か細い声が入ってくる。

「あ、浮気者です」

「違うから！」

　セリアに浮気者よばわりされたのはアデラだ。

　彼女はひーんと泣きながら俺の胸に飛びこんでくる。

「勿論わかってる。家族の為にやってくれたんだな。ちょっと早とちりしてしまっただけなんだよな」




　アデラはラーフェン攻防戦の後でひと騒動起こしたのだ。

　敵との戦闘の末に奴らを叩きだした俺たちは屋敷に戻った訳だが、メリッサが攫われた件もあって最初に屋敷に入ったのはギルドレスだった。

　ノシノシ半裸で屋敷を闊歩するギルドレスを見たアデラはいよいよ敵が屋敷に入ってきたと勘違いしてしまった。

彼女は地下室に隠れたカーラやメル達の代わりに奴の前に進み出たそうだ。

　そしてアデラはハードレット家の正妻を騙り、さあ嬲れとばかりにドレスを脱ぎ捨てて裸となった。

ギルドレスが味方だと言えば良かったのだが、どうしようもない女好きのあいつは裸の女は犯してやるのが男の義務とばかりにアデラをその場で押し倒してしまった。

　アデラは小さく悲鳴をあげつつも抵抗せず、奴に犯される覚悟を決めてしまったのだ。

俺が戻るのが数秒遅かったらアデラはギルドレスに貫かれていただろう。

　アデラの上に乗るギルドレスを見た俺は渾身の蹴りを股間に命中させた。

その衝撃でギルドレスもようやく勘違いであることに気づき、全ては丸く収まったのだ。

「本当に危なかった……巨大なものが入口に当てっていて……腰を突き出す寸前でしたから」

　アデラは今更肩を撫でおろして、俺にしなだれかかる。

「お前は悪くない。悪いのは全部ギルドレスの奴だ」

　しかもあいつめ、俺が全力で玉を蹴ったにも関わらず痛いと抗議した後、悠々と街に女を求めて行ってしまった。

あいつは股間で物を考えているに違いない。

無駄に一物がでかいのがその証拠だ。

「大きさは……あはは、東西の豪傑といったところですけど」

　アデラは流れるような動きで股間に顔を寄せてくる。

「相変わらずすごいです……でも、やはり出ないのですか？」

「ああ、出ない」

　俺の一物はセクリトの負傷以来、今だ一度も射精できていない。

　さすがに異常事態だとは思うが、出ないものは仕方ない。

「西ではセクリトとも合流する。きっとなんとかなるだろう」

　先に出発したバルバノもとっくについているだろう。

馬車で行けば一週間もかからない道のりだ。

「それじゃあそろそろ……」

　俺はすっと立ち上がる。

何故かセリアも同じく立ち上がる。

「あの裏切りメイドを犯しに地下牢ですか？」

　セリアに邪推されてしまう。

「違うよ」

　言いながら扉を開いて部屋の外に出るがセリアの足音がついてくる。

「では今日到着したグクト氏族の女をつまみ食いですか？」

　セリアがしつこい。

「それも違う」

　少し考えて廊下を左に歩き出す。

セリアはトコトコと俺よりもずっと小さい歩幅でついてくる。

「あ、捕まえた女軍団長を犯すなら廊下に出て右です」

「だから違うと言っているじゃないか」

　言いながら俺は足を止め、くるりとターンして早足で歩くのだった。








第４０５話　総力戦へ







トリスニア　南ユーグリア軍総司令部

　厳粛な沈黙の中、肩に装飾をつけた高級参謀が地図を前に一人声を出す。

「で、では全体の戦況についてご説明申し上げます」

　普段は兵達に緊張を与える側であろう中年の参謀は、まるで新兵のようにすくみ上っていた。

「始めてください」

「始めろ」

　それもそのはずで、今回の作戦会議には全軍最高司令官のザフネスのみならず、その隣には皇帝ヴィルヘルミナまでが出席していたのだ。

　丁寧な口調ながらまったく表情を変えないヴィルヘルミナと、どことなく居心地が悪そうにしているザフネス。南ユーグリアにとって現在の戦況はまったく思わしくなかった。

「ま、まずノーステリエス西岸へ渡河したアセベド閣下率いる西部軍団は順調に進軍、ストゥーラ共和国を無血開城させ、ゴルドニア王国のマグラード総督府では若干の抵抗こそありましたが、内部からの分裂で早々に降伏に至っております。期間、損害共に当初計画よりも順調に推移しております」

　全員が小さく頷く。

何も問題はなかった。

「続いてマエスタス閣下率いる中央軍団ですが、こちらはアークランドを失陥させた後、更に北上して王都ゴルドニアを窺っておりますが……」

　参謀が地図に何本もの矢印を書き入れるが、全てが敵を示す赤の印にぶつかっていた。

「複数回に渡って会戦を行いましたが、敵の防衛線を突破するには至っておりません。無論、負けている訳ではありませんが、決定的な勝利は得られていないということです」

　それを聞いて他の出席者からも声があがる。

「当然だろう。正面攻撃のみで突破できるなら最初からそうしている」

「敵の側面を突くために西部軍団と東部軍団を用意したのだ」

　参謀は一つ頷き、再び西部を差す。

「こちらが西岸を完全に制圧したことで、敵は沿岸一帯に兵力を展開せざるを得なくなりました。ここまでは当初の予定通りですが……」

　ザフネスが一つ咳払いし、参謀は一瞬言葉を切ってから続ける。

「展開された兵力はこちらの想定を大きく下回るものでした。故に中央軍団の正面には予定を超える兵力が残り、進軍を困難にしております」

　どこからか溜息が聞こえる。

「無論、アセベド閣下は敵の兵力が手薄ならばと強行上陸作戦を敢行致しましたが」

　参謀は西岸から港町パテナ近郊までスッと矢印を伸ばし……大きくバツ印で消す。

「上陸作戦は敵の奇策によって失敗。参加兵力五千のうち、四千以上と少なくない輸送船を失う惨事となりました。またこの戦いでゴルドニアに非道な行為があったと──」

　ヴィルヘルミナが小さく手を上げる。

「敵の糾弾は別の機会に。今は戦況説明に徹してください」

「……失礼致しました。いずれにせよ、西部、中部ともに攻撃は停滞しております」

　参謀はそこでいったん言葉を切り、従者が差し出す水を飲み干す。

　全員が難しい顔をしているが、取り乱す者はいない。

この場にいるのは全員がザフネスと共に帝国からやってきた歴戦の軍人であり、戦争は常に思い通りにならないと知っていた。

「西部、中央の戦況は良くわかりましたわ。では本題に入って頂けますか？」

　一段と空気が重くなり、ザフネスが苦々しい顔のまま大きく息を吐く。

「続いて最大の問題たる東部の戦況です。ラーレイ新司令官は東部最大領主ハードレットと複数回の激戦を行った結果──兵力の九割以上を損耗、緊急援軍として差し向けたモルト攻略軍団も……同じく壊滅、完膚なきまでに粉砕されました。戦線の維持どころか、もはや東部軍団は存在しておりません」

　一同から唸り声があがる。

　東部の戦況について知っていた者もいるにはいたが、詳細な情報は全ての悪い予想を上回っていた。

「九割だと!?　戦闘に参加した兵力ではなく東部軍団全体の九割ということか？」

「ゴルドニア軍は王都とノーステリエス沿岸に集中しているはずだ。つまり東部軍団五万が一辺境領主相手に負けた……いや、壊滅したというのか？」

「これでは作戦の進行どころではないぞ！　ラーレイ司令官を呼び戻せ！」

　ヴィルヘルミナは美しい氷像のように無表情となり、ザフネスは椅子を小刻みに動かして距離と取る。

「現在ラーレイ司令官以下、司令部のほぼ全員が行方不明……状況から全員戦死と推測されます」

　再び場がざわつく。

　パトリシア以外にも参謀や高級指揮官などはザフネスと共に帝国から逃れてきた者達がほとんどだ。

信頼できる有能な人材が一瞬にして消えてしまったことになる。

　絶句する一同を前に参謀は咳払いしてから声を大きくする。

「東部の状況は壊滅的です。東からの進軍どころかモルトや陛下が交渉にて奪還した占領地さえも防衛できません。敵がその気ならば思うがままに進軍し、あるいはヴァンドラまで狙うことすらできるでしょう」

　一同から悲鳴に似た声があがる。

　この戦争において南ユーグリア軍は地図上では既にゴルドニアの領土半分を支配下に置いており、圧倒的優勢だと言える。

　一方で南ユーグリア側も限界に近い兵力を前線に送り込んでおり、決して余裕があるわけではない。

ここで東部から中枢まで切り込まれれば戦況がどう動くかはわからなかった。

「中央と西部軍団から兵力を引き戻すしかないか？」

「そんなことをすれば戦略が完全に瓦解する！　敵に東部から深く切り込むだけの余裕はないはず、このまま西から押し切るべきだ！」

「それも希望的観測だろう？　もし敵に十分な兵站能力があれば──」

　混沌に終止符を打ったのはヴィルヘルミナだ。

「既に──」

　丁寧ながらも良く通る美しい声が紛糾する場を切り裂く。

「手は打ってあります」

　ヴィルヘルミナがすっと立ち上がる。

「本日、現時刻をもって私の名で我が帝国全域に総動員を布告します。全ての青年男子は軍務に就き、女子も必要があればまた帝国に協力して頂きます」

　どよめきと歓声の入り混じる声が漏れた。

「総動員……いよいよ来たか」

「確かに今が正念場ではある。国力や民心を犠牲にしてでも兵が必要だ」

「徴集兵を集めて臨時編成の軍団を揃えれば東部の穴は塞げるか……東から主要都市を狙うには遠い。敵も王都に迫られる中で東部に戦力を集中はできまい」

　場が静まるのを待ってヴィルヘルミナが続ける。

「民には改めて私から伝えましょう。多大な犠牲を強いることになりますから。ザフネス、続けなさい」

　ザフネスがびくりと震えた後に咳払いして立ち上がる。

「戦略に大きな変更を加えねばなるまい。東部は守りに徹したまま王都ゴルドニアを狙わねばならん」

「しかしそれは難しいと……」

　ザフネスは部下の発言を手で封じる。

「分かっている。徴集した者の中でも軍や傭兵経験のある者を中心に援軍を編制して兵数を増強し……俺が前線で指揮を執る。直々に赴くからには勝利は約束されるだろう」

　おおっと一同から声があがる。

「一度上陸に失敗したとはいえゴルドニアに水上兵力は皆無、河を支配すれば必ず勝てる。諸君の健闘を期待する」

　そう言いながらザフネスは立ち上がる。

他の者達も最高司令官たるザフネスが言い切ったことで安堵の表情を浮かべて敬礼や拍手をする。

「……」

　ヴィルヘルミナは他の者と同じように控えめに手を打ちながら、何も言わずにザフネスを見つめていた。




　自室に戻ったザフネスは特に信頼を置く側近を呼ぶ。

「間違いないな？」

「はっ！　目撃した者の証言、かの者の言動、そして何より今回の上陸阻止の手管……間違いないかと」

　ザフネスは大きく頷く。

「やはりセクリトも中央平原に……よりによってゴルドニア軍に飼われているとはな。アセベドがしてやられたのも頷ける」

　アセベドは特に有能な部下だったが、それでも船が関わる戦いで彼女に勝てるとは思わない。

「だがこれは好機だ。セクリトが俺の存在を知れば寝返らぬはずがない。上手く話をつければゴルドニア軍は大混乱だろう。そして寝返った奴と最高司令たる俺の立場から考えれば……」

　ザフネスの鼻息が荒くなる。

「閣下、その話とは別なのですが、パトリシア＝ラーレイ司令官が生存して捕虜となったとの報告もありますが……」

　部下の報告にザフネスはフンと息を吐く。

「もうどうでも良いわ！　あの女め……大言しながらなんというザマだ。おかげで陛下からの信頼も──あんな女、どこぞやで敵兵の玩具にでもなっていろ！」

「で、では、ラーレイ司令官の捜索救出はしないということで……」

「当たり前だ！　それよりも間諜を動員してなんとかセクリトと連絡をつけろ」

「はっ！」




　南ユーグリアとザフネスにとっても戦いは正念場を迎えていた。
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二週間後　港町パテナ

　パテナに到着した俺は、セクリトとエイリヒを待っていた。

　俺の代役をしてくれたセクリトはもちろんだが、エイリヒまで俺と話があるからここに来ると連絡があったのだ。

「全体の戦況もわからんし、こいつのこともあるから一度話はするべきなんだがな」

　俺は手を縛られた女に目をやる。

言うまでもなくパトリシアだ。

　逃げられないよう手には鉄の枷──は可哀そうなので布できつくないように縛り、足には鉄球──は痛々しいので同じく布を巻いてイリジナに繋いで連れてきた。

「なあ」

　俺は今後の話をしようとパトリシアに呼びかけたが……。

「う……うぇぇぇぇ!!　ふぇぇぇぇ!!」

　声をかけた瞬間、部屋の隅に飛び退き、大粒の涙を流して号泣し始めてしまう。

「これだからな。話もできん」

　パトリシアは捕まった直後からずっとこうだ。

　出立前に抱こうとした時も、寝室に入るなり大号泣。

宥めても言い聞かせても、怖い怖いと泣くばかりでどうにもならない。

「さすがに泣き叫ぶ女を犯す気にはならなかった」

　涙目になる程度なら気分によっては逆に興奮を誘うこともあるだろう。

だが子供のようにびーびー泣かれてはあやす以外に何もできない。

「ひっく……ひっく……」

　パトリシアは息が切れたのか大号泣こそ収まったが恐怖にブルブルと震えている。

「酷いことはしないよ。だから安心して……」

　猫撫で声で優しく肩をさすってやろうとするが、今度は病気を疑うぐらいに震え始め、再び泣き声が大きくなってくる。

「こりゃだめだ」

　俺は溜息を一つ落としてパトリシアから離れる。

　せっかく連れてきたがしばらく放置するしかなさそうだ。

この異常な脅え方から考えて厳しく問い詰めたりすれば心が壊れるか、あるいはショックで死んでしまいかねない。

「これでレオポルトを出し抜いたのだからわからないもんだ」

　パトリシアを個室に戻そうとすると、セリアがドンと立ち塞がる。

「エイギル様は甘いです！　こんな女こそ一発犯してしまえば良いのです！　口を塞いで強引に後ろからやっちゃえば観念します！」

　なんなら私が犯します。とセリアは懐から黒光りする木製の張り型を取り出し、逃げるパトリシアを後ろから押さえ込もうとする。

　四つん這いで逃げ回っているから止めてやれ。

張り型を持ち歩くとはセリアも立派な大人の女になったものだ。

　大騒ぎをよそにレオポルトがすっと傍に寄って来る。

「私に任せて頂ければ数日で」

「今はいい。必要なら俺がやる」

　そう返すとレオポルトは一礼してすっと下がった。

　どうしても必要ならな。今はその時ではないだろう。

「怖いねぇ」

　トリスタンは苦笑いしながら首を竦めた。




　唐突に扉がノックされ、同時にバンと乱暴に開かれる。

「ハードレット卿、待たせたな」

　現れたのはエイリヒだ。

到着も先触れもなしとは地位の割に腰が軽い。

「ん」

　後ろにはセクリトもいた。

少しむくれてエイリヒの背中を睨んでいる。

偶々同時に着いたらしい。

「悪いが余計な話をしている時間はない。早速軍議を──」

　さてエイリヒから見ると今の状況はどうだろう。

　部屋の真ん中では張り型を持ったセリアが泣きながら逃げるパトリシアを追いかけ回している。

俺はベッドに悠然と腰かけて、隣に並ぶレオポルト、トリスタンと共にその様子を鑑賞している……ように見えるだろう。

一人むしゃむしゃと飯を食っているイリジナはどうでもいいが。

「セリア、やめてやれ」

「はぅ！」

　セリアは慌てて張り型をポケットに隠し──大きすぎて隠れないのでイリジナの胸元に突っ込んだ。

「おおっ私も参加するのか？　だが今は飯の時間だから終わるまで待ってくれ！」

「……」

　俺は何も騒いでいないのにエイリヒが睨みつけてくる。

これが頭の責任か。理不尽なものだ。

セクリトめ下を向いて笑ってやがる。




　エイリヒとの軍議は和やかに進む。

軍議と言ってもエイリヒが全体の戦況を教え、俺が東部の戦況を報告する。

それだけなのだから紛糾のしようがない。

　話が敵東部軍団撃滅に及ぶとエイリヒは喜びを隠さない。

「お前のことだから敵を押し留めてくれると期待はしていた。だがまさか五万の敵を粉砕してしまうとは思わなかったぞ！　これで東部の憂いは消え、余裕をもって反攻作戦を考えられる」

　嬉しそうに俺の肩を叩く。

「本来ならばこのまま東から突き崩したいところなのだが……いかんせん中央にも余裕がない。敵の司令官は今までに無く優秀だ。下手に兵力を抜けば突破されてしまいかねん。王都が陥落すればそこまでだからな、賭けには出られん」

　まあそうだろう。

東部から突破すると言っても敵の中枢までは距離もあるから分の悪い賭けだ。

　わかっているからこそ、俺の方が兵を率いてこっちに来たのだから。

「それにしても凄い兵力だな……ここにいるだけで三万、領地にも防衛兵力を残しているのだろう？」

「それなりには」

　当然だ。

二度目の奇襲を許せばただの阿呆だ。

「いや、兵力よりもそれだけの兵を任せられる人材がいることに驚くべきか」

　そう言われてみれば人材には恵まれている。

　レオポルト、トリスタン、マイラは参謀としてだけではなく、一軍を任せられる。

ルナも弓騎兵数千を率いることができるし、ジムも俺の軍に慣れれば指揮能力は十分にある。

良くもここまで集まったものだ。

「癖の強すぎるのもいるようだが」

　エイリヒは部屋の壁にもたれているセクリトを見る。

またセクリトが何かやったらしい。

報告ではただ上陸してきた敵を河に追い落とした、としか聞いていなかったが。

「敵を殺して文句を言われるとはな」

　俺はセクリトを引き寄せて宥める。

拗ねても困るし、エイリヒに噛みつかれても困る。

「まあ彼女のおかげで敵の上陸をまず潰せた。見事な手腕だったと聞いている」

「よくやってくれた」

　セクリトはエイリヒに褒められても無反応だったが、俺が撫でてやると不愛想に明後日の方向を向く。

悪くない気分の反応だ。

そしてセリアが膨らむのは拗ねている時の反応だ。

「……上陸を防ぐのは良いが、敵が底抜けのバカでないならいずれこちらの穴を見つけるだろう。天気が敵になることもある。早々に敵の水軍を叩かねば何が起こるかわからんぞ」

　セクリトはプイと横を見たまま言い、エイリヒが難しい顔をする。

「重々わかっている……だがなんとも手が出ん。こちらにはまともな戦闘艦が無いし、今となっては港町で呑気に建艦するわけにもいかん。陛下は連邦に援軍を求めていたそうだが……どこまで期待できるか」

「ふ、中古船を売るぐらいならともかく、熟練の水兵付きでよこすはずがない。よしんば船が揃っても将兵が素人では泥船にも劣る」

　セクリトが皮肉げに言うとエイリヒは一瞬ムッとするが、その通りだと残念そうに首を振る。

「俺も水上戦はなんともわからん。やはり当面は上陸に備えつつ敵に当たるしかない」

　船も人もいないのではどうにもならない。

「俺の方でもなんとか考えてみるから、それまでは敵の上陸を絶対に阻止してくれ。中央で敵と対峙する中、万が一上陸されたら最後だ」

「任されました」

　俺とエイリヒはがっちり握手する。

　同時にエイリヒの従者がわたわたと荷物をまとめ始めた。

飯も食わずにまた戻るらしい。

「戦況は逼迫している。呑気に構えている時間はないのだ」

　苦笑していたエイリヒの顔が再び厳しくなる。

「これはまだ確認できていない情報だが……南ユーグリアに総動員がかかったようだ。間に合わせ装備の者たちが続々と前線に出てきている」

「いよいよですか」

　総動員がかかるということは、南ユーグリアも余裕をなくしてきた証だ。

「我々もすでに青年男子に総動員をかけている。ここからは俺達軍人のみならず、民も全て巻き込んだ壮絶な戦いとなるだろう」

　下手をすると未熟な徴集兵で数だけが膨れ上がり、双方何十万規模の戦いになるかもしれない。

「国力は大きく損じるだろう。だが忘れてはならないのは『勝たねば終わり』ということだ」

「もちろんです」

　俺たちは顔を見合わせて頷く。

「ところでお前とアレス王から借りていた兵なのだが……連れてきたので返させて貰う」

　そういえば窓の外が汗臭い気がする。

「使えませんでしたか？」

　アレス兵の精強さは折り紙付きのはずだが。

「強いには強い。だが命令を聞かんのだ。いや、聞かんのではないか……。敵側面を攻撃して牽制せよ、の『攻撃』しか聞いていない。敵前面を迂回して後背より突撃──では『突撃』しか聞いていないのだ」

　ああ、理解した。

攻撃系の単語が出た瞬間に突撃していく様が目に浮かぶようだ。

「俺の部下が指摘したのだが……『敵を前に迂回だの牽制だのと女々しいわ！　貴様それでも男か！』」

　エイリヒの声真似に俺も乗る。

「真の男の戦いを見せてやろう！　正面から突撃だ！」

　エイリヒが笑いながらも肩を落とす。

どうやら正解だったようだ。

「わはははは!!　そうかそうか、それでこそアレスの男！　よくやった!!」

　窓の外から本物の声が聞こえる。

ギルドレスがアレス兵の武勇伝を聞いて褒め称えているようだ。

　セリアがぴしゃんと窓を閉めて静寂が戻る。

「奴らは俺の正規軍では扱い切れん。お前であれば奴らを理解して上手く扱えるだろう」

　今度こそ……と見送るが、エイリヒはまたもチラリとこちらを見る。

「ところでその娘が辱めようとしていたあの女は何者だ？　縄をうたれていたように見えたが」

　俺は一瞬視線をエイリヒから逸らして考える。

「道中に俺を狙った敵の間諜ですよ。大した地位でもないようなので玩具にしています」

　エイリヒはそれで興味を失ったのか程々になと去っていった。




「何故嘘を？」

　レオポルトが言う。

「なんとなくだ」

　本当に意味などない。

「女性に甘いのはいつものことじゃ？」

　トリスタンが言う。

「まあそんな所だ」

　本当は違う。

怖がるパトリシアを責める気にはなれなかったが、特に思い入れもない。

「エイギル様？」

「なんとなくだ」

　セリアの頭を撫でる。

何故パトリシアをエイリヒに渡さなかったのか、自分でもわからない。

あえて言えば自分自身にそうしろと言われたような気がしたのだ。

「ま、終わったことだ」

　俺は強引に話を切った。




「私にとってはどうでもいいがな……それよりも」

　そこでセクリトがソファに腰をかけ、テーブルに足を投げ出す。

一応エイリヒの前では俺に恥をかかせないようにしていたらしい。

「あの短足を送り込んだ意味はなんだ？」

　セクリトが顎をしゃくるとバルバノが巨体を揺らして現れる。

といってもバルバノの身長は俺とセクリトどころか、セリアよりもまだ小さい。

巨大なのは横幅だが、肥満体ではなく筋骨隆々な男をそのまま縦に圧縮したようなドワーフ独特の外見だった。

「やっときよったか！　儂一人果てなき旅に放り出してどれだけ苦労したか……一から聞かせてやる！」

「果てなき旅？　クレアの用意した馬車に乗ったのなら一週間もせずについただろうに」

　話が逸れかけ、セクリトがドンと足を鳴らす。

「無駄話はいい。さっさと答えろ。こいつはなんだ？」

　苛立ったセクリトから一瞬殺気が溢れる。

セリアが毛を逆立て、隣室からパトリシアの泣き声が聞こえる。

「決まっているだろう」

　俺はセクリトを抱きしめ、プラプラと動く左の袖を優しく包み込む。

「お前の腕を造ってやる為だ」

　バルバノに慣れない長旅をさせる理由がそれ以外にあるはずがない。

セクリトの失われた左腕をなんとかしてやるのだ。




　三人だけとなった室内でバルバノは何やら得体のしれない部品を広げ始める。

「細かく計れなんだからまだ部品しか作っていないが」

　バルバノが取り出したのは鈍い光を放つ金属の腕──つまり義手だ。

「……義手？」

　セクリトが俺を見る。

「ああ、ナーティアにも頼んだが腕を生やすのは無理と言われてな。なら義手しかないだろう」

　そういうとセクリトは、ハッとつまらなさそうな息を吐く。

「いらん」

「そんなこと言うなよ」

　だがセクリトは失望の顔を見せるとベッドに飛び込んでしまう。

その途中にも一瞬、ふらつくのがわかった。

「義手など邪魔なだけだ。腕に棒をひっつけて何が変わる」

　セクリトが想像しているのはいわゆる普通の木製義手だろう。

戦傷を負った兵などがたまにつけてはいるが、義手とはいうがつっかえ棒ぐらいにしか使えない。

彼女が無意味と断ずるのも理解できる。

「だからこそバルバノに頼んだ。ドワーフの技術ならもっと良い物ができるはずだ」

「約束を違えるな。飲み切れない程の酒じゃぞ？」

　もちろんだ。

樽に十でも二十でもくれてやる。

「俺を信じて試して見てくれ」

　ベッドに転がるセクリトを優しく撫でる。

「……ふん」

　すると彼女は勢い良く起き上がり、噛みつくようにキスをしてくる。

「試すだけ試してやる。邪魔になったら遠慮なく捨てるからな」

「もちろんだ。それでバルバノ、何か測るんじゃなかったか？」

　バルバノは部品の山を搔き分けながら頷く。

「うむ、まずは体を見たいから全裸になれ」

「……」

　無言で剣を抜くセクリトを止める。

「作るのは義手だぞ？　どうして全裸になるんだ」

　返答によっては俺も剣を抜かないといけない。

「お前らのいう、つっかえ棒でいいなら腕だけ見て造るわい。それでは足らんのだろ？」

　バルバノは無言でセクリトに近づき、左の腰をちょいと押す。

「ぐっ」

　それほどの力には見えなかったがセクリトは大きく揺らいでベッドに倒れこんだ。

腕が無いことで体の重心が崩れ、バランスが取れなくなっている。

これがセクリトがまともに動けない原因だ。

「重さを調整するのはもちろんだが、それだけでは足らん。形状から義手自体の重心まで体付きに合わせんと激しい動きには対応できん」

「着替えと風呂を散々覗いたのはそのせいか……今日やったら殺してやろうと思っていたが」

　どうやらエロ心で言っている訳ではなさそうだ。

「理解はした……だが……ううん」

　セクリトは任せるとばかりに俺の顔だけを見ている。

　ええい、仕方ない。

下らない俺の嫉妬心がセクリトの邪魔になってはいけない。

「セクリト……脱げ」

「ん」

　俺がそういうとセクリトは何の躊躇も無しに全てを脱ぎ去る。

胸を隠すことも股を隠すこともせず、堂々と男らしい仁王立ちだ。

「では測るぞ」

　バルバノの方も特に欲情する素振りもなくセクリトの腹や太ももを触ったり定規のようなもので測ったりを繰り返す。

「……ふん」

「ふむふむ。ここが１５ｃｍ……右が左より２ｍｍ太いか。まったくお前たちは異様に股下が長いな」

「むう……むうん」

　思わず嫉妬の声を漏らしてしまうが延々と測定は続く。

「……」

「筋肉の付き方がこうで……腰がこんなにくびれてよく折れんものだ」

「ぐぬぬぬ……うぬぬぬ……」

　セクリトの体をバルバノの指が這いまわる。

必要と分かっていても穏やかではいられない。

「くく」

　セクリトの奴は俺の嫉妬に気づいて笑い始めた。

　だが笑みは長く続かない。

「ふむ」

　バルバノがセクリトの腹の肉をギュッと掴んだのだ。

「何をする！」

　セクリトが後ろに飛び退く。

褐色の乳房がブルンと揺れた。

「他に比べて腹にだけ贅肉がついているが、これは前からか？　今だけか？」

　バルバノの真剣な表情を見る限り、茶化している訳ではなく必要な情報なのだろう。

かすかな復讐の時だ。

「正直に答えろ。必要なことだ」

「ち……今だけだ！　腕がこうだし、夜も一人寝では動く機会もない。溜まった鬱憤を飯で晴らしているから少々肉がついただけのことで動けるようになればすぐ戻る。断じて肥え太った訳ではない」

　全裸になった時よりも恥ずかしそうなセクリトも満足したぞ。

「ならば腹の贅肉３ｋｇを差し引いて重さを考えるか」

「３ｋｇか、結構ついたな。飯を食うのはいいことだ」

「こいつ……良い物を造ったら勘弁してやるが、粗悪品なら覚悟しておけよ」

　こうしてバルバノはセクリトの体中を測り尽くしていった。

途中少しばかり騒ぐこともあったが──。




「うむ、全部終わりだ。後は儂の方で造るだけだ」

　バルバノはそう言うと部品を並べ始める。

その表情はセクリトの裸を前にしていた時よりもずっと楽しそうだ。

「当たり前だ。乳ばかり大きい毛無し女を測るより金属いじりの方が楽しいに決まっている。股の毛もないなどありえん。恥ずかしくないのか」

　剣を抜くセクリトを羽交い絞めで止める。

「俺の為に剃ってくれていたんだな。嬉しいぞ」

「うるさい。口より行動で示せ！　……納屋でも草むらでもいいからさっさと抱け」




　もちろんだとセクリトを抱き上げた時だった。

「エイギル様！　河をご覧下さい！　船が……大量の船が──!!」

　俺は何も言わずにセクリトを放す。

彼女も全裸にコートだけを羽織って剣を持つ。

「あれだけ叩いてもう来るとは、敵も肝が据わっているじゃないか」

「今回は俺もいる。もっと酷い目に合わせてやるさ」

　俺たちが表に飛び出すと、西──つまり河の下流からゆっくりと船団が向かってきていた。

「あれが敵……いや待て、見覚えがあるぞ」

　帆を張り、ゆっくり向かってくるその船には見覚えがあった。

「不本意ながら私もあるな。忌々しい船型──連邦艦だ」

　戦闘艦に先導された船団は後方に輸送艦も伴っている。

その船上には多数の兵士達の顔が見える。




「ははは！　とうとう隊ごと国を追放されてしまった！」

「構うものか。ゴルドニアなら大将もいる。望むところだ！」

「お頭に会う前に女を用意しないといかんぞ。どこかで適当に……」

「さてここで一発、俺たちのモットーをいくぞ」

「敵は手当たり次第──」

「「「殺せ!!　殺せ!!　殺せ!!」」」

「女は手当たり次第──」

「「「犯せ!!　犯せ!!　犯せ!!」」」

「俺達は最強──」

「「「一〇五兵団!!　楽しもうぜ!!　うおぉぉぉぉ!!」」」

　柄の悪そうな奴らが叫んでいる。

援軍ではなくて海賊の類ではなかろうか。

「く、栄誉ある連邦海軍の将たる私がどうしてこんな野盗共を連れる羽目に……これも全部あいつのせいだ。覚えていろよ！」

　距離が遠くてわからないが、舳先に立つ女に見覚えがあるような気がする。

　隣を見ると俺よりも目の良いセクリトがニヤニヤと笑っているのが見えたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（副官）マイラ（領地防衛）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（いる）セクリト（側近）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ギド（護衛隊）ブリュンヒルデ（夜襲部隊）

軍隊

主人公隷下　三万七千名

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一一二三〇

騎兵　　　　　　一二〇〇

弓兵　　　　　　一三〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

アレス兵　　　　一万四千

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

港町　パテナ駐屯

財産　金貨五〇〇　出兵費（十万）徴集兵（五万）街の修繕（九千）

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五＋？？？

敵西部軍団　約五万　？？？　約三万　メルドラ艦隊








第４０６話　援軍来訪







　突然の船団接近に騒然となったパテナの町は、彼らがオルガ連邦の国旗を掲げたことで冷静さを取り戻していた。

　船団はパテナ近郊で停止、俺の旗を見つけると速度を落としながらゆっくりと入港してきた。

「でけぇ……これが連邦の軍船か……」

「俺も以前一度見たっきりだが、ゴルドニアの船とは全然違うな」

　戦争の影響で仕事のなくなった漁師や町民まで、パテナに暮らす者は全員港に集まっているように思えた。

　皆がその大きさと華麗さに圧倒される中、セクリトは目を大きく開き、時折鼻で笑いながら船団をくまなく観察している。

　感想でも聞こうとした時、接岸を完了した船から男共の汚い声があがる。

「あれを見ろ！　お頭がいるぞ！」

「なんてこった到着初日に見つけたぜ！」

「やっぱ大将は俺たちの大将だったんな。赤い糸で結ばれているんだ！」

　振り返ると船から男共が飛び降り、こちらに向けて走って来る。

中には奇声をあげながら舌なめずりしている者までいる。

「み、味方のはずです！　一応……」

　思わずデュアルクレイターを引き抜きそうになったが、セリアに自信なさげに止められたので自重する。

　それに見覚えのある顔も見えた。

「お久しぶりです大将。御変わりありませんな！」

「ヤーコフなのか？」

　男の名前はヤーコフ、一年以上前、俺が連邦へ援軍に出た際、一時的に率いた部隊の副官だった男だ。

「お前も変わってないな」と言いたかったが、記憶の中の奴と比較して良く言えば屈強に、悪く言えば野蛮になっている。

　体格が大きく変わったとかではない。

体から出る雰囲気が違うのだ。

「ということはあいつらは……」

　船上で手を振り、雄たけびを上げる野蛮人の集団に目をやる。

「もちろん一〇五兵団ですとも！　今度は我らが大将の援軍に馳せ参じたのです！　そうだなお前ら!!」

　ヤーコフが叫ぶと同時に凄まじい鬨の声があがる。

その声は軍隊というより盗賊団の怒号にしか聞こえず、見物に来ていた民が悲鳴をあげて逃げてしまった。

「来たぜお頭!!」

「やっぱ俺達の大将はあんただけだ！」

「堅苦しい連邦なんて追放されてせいせいだぜ！」

　ピクリとセリアが反応する。

「追放とか聞き捨てならないセリフが聞こえた気がするのですが？」

　セリアがヤーコフをジト目で睨むと、ヤーコフは兵を怒鳴りつけた。

「馬鹿野郎、援軍だと言っただろうが！　張り倒されたいか！」

「すまねぇヤーコフの旦那、援軍でさ。正式な援軍ってことになってます、はい」

　ヤーコフは俺達に視線を戻し、にっこりと笑う。

　だがセリアはジト目を続けながら更に責める。

「……期間は？」

　するとヤーコフはセリアから露骨に目を逸らして答えた。

「──永久、そう永久の援軍。戦争が終わってもずっと大将の下にいるつもりですぜ」

　人はそれを追放という。




「その通り。上層部から阿呆共はゴルドニアに置いて来い。絶対に持ち帰るなと言われている」

　一〇五兵団にはありえない綺麗な、それでいて冷たい女の声だ。

「また会ったな。もう二度と会わない……会いたくもなかったが」

　船団最大と思われる船から一人の女が降りてくる。

　一応は軍服のようだが、着くずしまくって海賊と区別のつかない一〇五兵団とは違い、純白のオルガ連邦将官の軍服をかっちりと着込み、腰には細身の軍刀を差していた。

「道中、阿呆の御守りがどれだけ大変だったか。寄港した町で問題を起こさなかった場所はない」

　白い軍服に映える黒光りする軍靴が、石の街路でコツコツと綺麗な音を立てていた。

　オルガ連邦海軍、女司令官イヴァンナだ。

　援軍に行った際に、俺は彼女を助け、共に戦い、一夜を共にさえした深い仲だ。

再会できた感動は一〇五兵団の汚い男共とは比べるのも失礼だ。

「イヴァンナ！　おお……来てくれたのか！　再会できるとは、嬉しいぞ大歓迎だ！」

　俺はイヴァンナに走り寄り、両手を広げて迎えるが、彼女は堅苦しい敬礼をするだけで抱擁を受け取ってくれない。

「大将、俺達の時とちと違い過ぎやせんか──と言いたいとこですが、男と女で対応が違うのは当たり前ですな。俺達も大将からそう学びやした」

「うるさいです」

　ヤーコフとセリアの声が聞こえるが、今はどうでもいい。

　イヴァンナは俺に何やら書面を渡す。

俺がそれを無造作にポケットにしまい、改めて抱擁しようとすると物凄い目で睨まれた。

どうやらこの場で見ないといけないらしい。

「──ゴルドニア王、アレクサンドロ一世からの援軍要請に応え、盟友としてここに援軍を送るものなり。貴国が危難を打ち払い、最終的な勝利を得ることを切に望む──オルガ連邦軍総司令官マルティン＝ステーセリ」

「イヴァンナ＝レスキナ、援軍の司令官として確かに着任した。これはそちらの王への親書だ。確実に届けて貰いたい」

　そう言って再び綺麗な敬礼を見せるイヴァンナ。

うーむ、彼女のようなきつい感じの美女に軍服と敬礼は映えるが、ちと堅苦しすぎないか。

　少しぐらいはあっちを見習ってもいい。

「うほっ見ろよ、すげえいい女だ！　乳もでけえ！　やっほー、ねぇちゃん一発やらせてくれー！」

「逃げちまった……ありゃ慣れてねえから駄目だ。きっと口もＮＧだぜ、それより娼館はどこだー？」

「下らねぇ挨拶が終わったら探しに行こうぜ。毎月の給料全額娼婦にぶち込む俺が名店を見極めてやる」

「うっひょー!!　〇〇〇にＸＸＸして□□□をぶっかけてやるぜー！」

　俺達の会話中も大声で下品な話を続ける一〇五兵団の兵士にイヴァンナがプルプル震え始める。

　前言撤回、下品過ぎる奴らだ。

どんな教育をしたらあんなになるんだ。

セリアがヤーコフにやめさせろと連呼しながらローキックを繰り返しているぞ。

「阿呆共め……」

「あいつら、連邦で追放されるほどの何かをやったのか？」

　奴らの品性の無さは俺には関係もないし、関わってもいないが昔の縁で気にはなる。

　なのにイヴァンナは俺をキッと睨みつける。

「やらかした事を聞きたいか？　いや、聞かせてやる！」

　やっぱり聞きたくないが、今更止めろとも言えないので諦めて聞くしかない。

視界の端ではセリアが遂にヤーコフを蹴り倒し、何故か一〇五兵団から大歓声があがった。

　イヴァンナの話によると一〇五兵団は何度も修羅場を経験した貴重な戦力として大戦後の混乱で乱れた治安の回復や、帝国軍の残党狩りなどに奮戦していたらしい。

「奴らは良く戦った。数で勝る相手を何度も破った……だが品性がなさすぎるのだ!!」

　イヴァンナは俺の前にドンと紙束を叩きつける。

それは連邦の領主や町長からの抗議書、そして政府高官からの処罰要請書だった。

どうしてわざわざ持ってきたのだろう。

「帝国残党は全て処刑と決まっている。それを女は全部犯すだけで逃がしてしまう！」

　ドンとイヴァンナが一歩踏み込む。

「戦勝祝いに町で娼婦と乱交！　昼間から屋外でだぞ！」

　また一歩踏み込む。

「司令官には従わない。特に女士官が来ればエロ話ばかりする。見える所で着替える。湯浴びは覗く。皆、一月も持たずに辞めていった！」

　イヴァンナと俺の距離がいよいよ近づく。

「全部お前が悪い！　お前が妙な教育をしたせいだ！」

　胸倉を掴まれてしまった。

「そう言われても心当たりがまるでない」

　俺は戦闘の時以外は紳士だからな。

そんな俺の背中を見て奴らが育ってくれなかったのは残念だ。

　あとセリアが俺を救おうと懸命にイヴァンナを引っ張っているのでそろそろ離してくれ。




　その時、船の中からコロコロと樽が一つ転がり出てくる。

「……もうゴルドニアについたのかい？　って、エ、エイギル!?　あたいだよ！　覚えているだろ!?」

　樽の中からもう一人の女が現れ、突然叫ぶ。

「……」

　俺が優しげに微笑むと女は笑い返したが、すぐに怒り始める。

「あんた忘れてんだろ!?　こっちは一晩も忘れたことがなかったのに！」

　走り寄って来る女。

セリアとイヴァンナが剣を抜こうとするが、俺は一歩前に出て両手を広げる。

　見覚えはあるが名前が出てこない。

もう腹の下まで出てきているんだが。

「元海賊のアネットだよ！　あんたに寝取られて、玩具にされてからイルイスクに置いていかれた！」

　ああ、思い出した。

だがその言い方は色々酷すぎる。

「……海賊を解き放っただと!?　ふざけるな、海賊は見つけ次第縛り首と決まっているだろうが！　やっぱりやっていることが一〇五の奴らと同じだろうが!!」

　背後から一〇五兵団の歓声が聞こえる。

あと、イヴァンナが激昂していた。

「アネットか……もちろん歓迎するが」

　歓迎の抱擁はするが、理由がわからない。

そもそもどうして援軍の船に乗っていたのかも不明だ。

　そこで一〇五兵団の連中が声をあげる。

「補給に寄った港街で拾ったんでさ。ゴルドニア行きだって言うと乗せてくれって」

「当然皆で抱こうと思ったんですが、お頭の女だって言うから……」

「手土産になりやすし、もし嘘だったら全員で犯すって条件で樽に隠して積み込みやした！」

　なるほど理由はわかった。

「……行先をペラペラと……しかも勝手に女を乗せただと……お前ら……」

　イヴァンナがまた顔を真っ赤にして激怒している。

さすがに俺は関係ないから怒るならアホ兵士共にしてくれよ。

「それでお前の方はどうして？　もう戻れないぞ」

　俺は胸板に顔をこすり付けるアネットを撫でながら聞く。

「そんなの惚れてるからに決まっているじゃないか！」

　アネットは躊躇無く服を脱ぎ捨てる。

一〇五兵団からあがる大歓声も聞こえていないかのようだ。

「見て！　これがあたいの気持ちだよ」

　アネットは形の良い胸でも綺麗に処理された股間でもなく、腰から背中を強調する。

　日焼けしたその皮膚にははっきり読み取れる大きさで『エイギルの女』とタトゥが彫られていた。

「お前また彫ったのか……やめておけと言っただろう」

　正直、妙な興奮を誘わないではないが、女が肌を傷つけるのは褒められない。

「気持ちが抑えられなくてさ。それにこうしておけば、他の男と結婚なんてできないだろ？　もうあんたに貰ってもらうしかないんだよぉ」

　確かに他の男の名前を彫った女を貰う男はまずいない。

俺が面倒を見なければアネットは……彼女の思惑通りだな。

「親から貰った大事な体に彫り物だと──！」

　何故かイヴァンナがまた怒っている。

いい加減、頭の血管が切れてしまうぞ。

　ひっついていたアネットがセリアに引き離されたのを好機に俺は激昂し続けるイヴァンナに近づく。

「これが俺からの感謝の気持ちと……後、怒りも鎮めて下さい」

　丁寧に言って跪いて礼を取る。

　イヴァンナは突然のことに困惑していたが、作法通り手を差し出す。

　俺はその手を優しく取り……素早くイヴァンナの腰と背中に手をやって抱き寄せ、唇を奪う。

「んん!?」

「今度はこっちですか！」




「うおぉぉぉ！　さすが大将、あの女までモノにしちまった！」

「さっすがお頭！　無敵の女好きだ！」

「親分こそ男の中の男だ!!」

　ええい、大将はまだ許すが、お頭と親分はやめろ。

お前らの外見で言われると本当に野盗と勘違いされるんだよ。

「何をするか無礼者！　どうりでおかしいと思った!!」

　そしてイヴァンナの蹴りが俺の股間に命中した。







　──数時間後。

　船の係留と乗組員の下船が終わり、兵たちを休ませて騒ぎは収束する。

　レオポルトとトリスタンも並び、場所を会議室に移して冷静な戦力の分析が始まる。

「今後のこともある。連れてきた戦力を把握したい」

「最初からそうすべきだったのだ。余計な手間を……痛たた」

　イヴァンナは足の打ち身を冷やしながら頷く。

「船団構成は──大型戦闘艦が五隻、小型が二十隻、武装輸送船が二十隻、そしてあれが……」

　イヴァンナがついと視線をやる。

「船団旗艦、戦艦スワロフだ。誇り高き連邦の戦艦を持ってきてやったのだぞ」

　スワロフは他の戦闘艦よりも明らかに巨大で、パテナの港が窮屈そうにすら見える。

「いずれもゴルドニア王の求めに応じて貴国へ売却されている。つまり返却の必要はなく、損耗に構う必要はない」

　その言い方だとイヴァンナ達は援軍ではなく、ただゴルドニアが船を買っただけじゃないのか……。

「そして何よりこの私、イヴァンナ＝レスキナこそ最大の援軍である」

　イヴァンナはそう言って凛と胸を張り、テーブルに片足を乗せる。

　おおっとイリジナとルナから声が上がる。

気分を良くしたイヴァンナが顎まで反らせた時だった。




「河川用戦艦スワロフ……木材の劣化具合からみて建艦五～六年と言ったところか。設計思想はやや古く、側面砲門こそ多いが、前後の砲死角は大きい。速度は良く言って下の上、流れの速い上流域での運用はあまり考えられてはいない。有体に言えば旧式だな。連邦の艦隊再編の中で弾かれたのだろう。在庫処分に売り飛ばしたか」

　ニヤニヤと笑みを浮かべながら現れたのはセクリトだ。

「あ……あ……」

　イヴァンナはテーブルに足を乗せたままセクリトを指差して固まっている。

「旧式だが悪くはない。各部の摩耗は大きいが、逆にいえば使い込まれたのはそれだけ稼働し、信頼性があるということ、今の状況では実験的な新鋭艦よりも余程頼りになるだろう。よい船だ」

　イヴァンナを一瞥するセクリト。

「貴様ぁ……」

　ヤーコフとセリアが咄嗟にイヴァンナの体を両側から押さえる。

セクリトと彼女の因縁を考えるにいつ飛び掛かってもおかしくないからだ。

「貴様よくもまた私の前に……そもそも私がアホの引率など命じられたのも貴様が──!!」

　それでもセリアとヤーコフを引きずる勢いで前に出ようとするイヴァンナ。

「おお、怖い怖い」

　セクリトは大げさに怖がりながら俺の腕に飛び込むと、イヴァンナから一〇五兵団に向けられるものとは次元の違う、本気の殺気が出始める。

「淫乱女に成り果てたなどやはり演技だったか！　この場で切り捨てて……」

　ヤーコフを蹴飛ばし、セリアを振り払って剣を抜こうとするイヴァンナだったが、ふと動きを止める。

「──お前、その腕は」

　セクリトの大きく余った左の袖に気づいたようだ。

「ふん。見ての通りだ」

　セクリトが袖を体の後ろに回すと、イヴァンナは剣を握る力を緩める。

「無くしたのか」

　イヴァンナも軍人として戦った身、腕を無くす者を見るのも珍しくあるまい。

　セクリトの不幸もこの場に限っては良い方に出た。

片腕の相手に斬りかかるのはイヴァンナのプライドが許すまい。

　しかしセクリトの口元に浮かぶ笑みは悪い笑みだ。

また良からぬことを考えていそうだ。

「ああ、お前との約束通り二度と戦場に立てぬようにと、こいつに鋸で落とされた。喉から血を吐くまで泣き叫んだのは生まれて初めてだったよ」

「おい！」

　こいつはなんてことを言うんだ。

「の、鋸で……ゴリゴリ切り落としたのか？　戦場に立たせぬように……とは言ったが」

　イヴァンナは想像したのか背筋を震わせて俺を見る。

「大将、それはいけやせん。いけやせんぜ!!　犯すならともかく、女を傷つけるなんて俺達の大将じゃありやせん！」

　ヤーコフまで俺を睨む。

面倒臭い、セリアに後で説明させよう。

「ええい、もういい。戦争の話をするぞ。重要なのはメルドラ艦隊と戦って勝てるかどうかだ。この戦力で奴らを撃破できるか？」

　敵の艦隊を潰せるなら最優先でやるべきだ。

河を押さえれば敵の上陸は不可能になり、逆に敵西部軍団を西岸に閉じ込めることができる。

　逆に勝てないなら援軍を得ても戦況に大きな変化はない。

一〇五兵団の五千が加わって若干有利になったぐらいだ。

　俺は水上戦に詳しいイヴァンナとセクリトを見る。

　さあどうだ。

「「知らん」」

　同時に言われてがっくり肩が落ちる。

レオポルトとトリスタンは溜息をつく。

「知らんはないだろう……真剣に聞いているのに」

　悲しそうに言うが逆に呆れた瞳四つに睨まれる。

　あのなぁ……とイヴァンナがテーブルに肘をつく。

「メルドラ艦隊？　なんだそれは、まずそこから説明がないとわかるかバカ」

　続いてセクリトがテーブルに足を乗せる。

「相手の戦闘艦は何隻だ？　小舟十隻か？　戦艦百隻か？　敵の規模と構成が全く不明でどうして勝ち負けの予想がつく。水上戦は筋肉で勝てんぞバカ」

　散々に言われたがまったくその通りだった。

俺が先走っていたようだな。

「王都からの情報もありますが……期待できないでしょうな」

　レオポルトが割って入る。

「何しろこちらに水上戦力が殆どなかったからね。敵は一度も全力出撃していない」

　トリスタンも何やら地図の上に線を引きながら言う。

「港の規模から考えて敵艦隊はこのラインに分散しているはずだけど……援軍の来訪は彼らの諜報網に引っかかっているはずだ。なら各個撃破を恐れて早々に集結するに違いない」

　レオポルトも小さく頷いてペンを片手に地図に向かう。

「西岸域への隠密偵察作戦を立案致します。敵が集結すれば規模と艦種を正確に把握できるでしょう」




　優秀な参謀二人が作戦立案に入った。

俺は邪魔しないようにイヴァンナと歓迎の食事会をしよう。

ついでにヤーコフも同席させてやる。

　その前にもう少しだけ戦争の話をしようか。

「これは参考になんだが。敵の規模がどれぐらいまでなら勝ちを狙える？」

　イヴァンナはセリアから軽くメルドラの説明を受け、顎に手を当てて数秒考えてから言う。

「都市国家の船など、性能も兵の練度もたがが知れている。敵がこちらの三倍までなら蹴散らしてやる」

「三倍でも大丈夫とは頼もしい」

　思わず言うとイヴァンナはムンと胸を張り、少しだけ頬を赤らめて言う。

「当たり前だ。そもそも本当は一〇五兵団の引率など断れた……渋々ながらも受けたのはお前からの文が届いていたからだぞ」

　南ユーグリアとの開戦時、俺はイヴァンナにも文を送っていた。

連邦で立場がある彼女なので来ないかとも思ったが……やはり良い女だ。

「ふん、お前には借りがある。借りっぱなしは性に合わな──」

　恰好良く言い切ろうとした所でセクリトが強引に割り込んでくる。

「上陸戦で見た奴らの操船技術と戦術から見て、私が指揮を執れば五倍までなら十分勝てる」

　セクリトは俺とイヴァンナを交互に見て嗤う。

歯ぎしりの音がした。

　イヴァンナは大国連邦の司令官だけあってプライドが高い。

しかも彼女自身も怒りやすい性格だからすぐ火がついてしまう。

「……改めて考えてみると六倍までの敵ならやれそうだ」

　意地になったイヴァンナが言い直す。

「無理をするとまた捕まってしまうぞ──しまった！」

　言った瞬間にイヴァンナが激情するのがわかる。

「できると言ったらできる!!　もういい、今後に備えて私は休む!!」

「おいおい、食事会は……」

「いらん！　お前たちで勝手にやれ!!」

　完全に怒らせてしまった。

「あいつの艦隊を壊滅させた時も挑発にはしっかり乗ってくれたな。くく、思い出してきた」

　セクリトは笑うがそれどころではない。

　イヴァンナは肩を怒らせてズンズン歩き、手配していない宿に飛び込んでしまう。

「食事会が……あわよくば飯の後でもっと良いことができたかもしれんのに」

　口は災いの元とはよく言ったものだ。

「大将、俺達がいます。飲んで騒ぎましょう！」

　美女がヤーコフに化けてしまった。

「これもメルドラ艦隊のせいだ。許さんぞ」

　俺は勝利への決意を新たにする。

　そしてくつくつと笑うセクリトの肩を抱く。

「お前の腕はなんとかする。俺を信じろ」

　セクリトは一瞬だけ笑いを止め、軽く突きあげるように肩へ頭突きするのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（副官）マイラ（領地防衛）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ルビー（いる）セクリト（側近）

レオポルト（立案中）トリスタン（立案中）ギド（護衛隊）ブリュンヒルデ（夜襲部隊）

イヴァンナ（援軍艦隊司令官）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一一二三〇

騎兵　　　　　　一二〇〇

弓兵　　　　　　一三〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　五千

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦一隻　大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

財産　金貨五〇〇

経験人数七八二人　産ませた子六八人＋五六五

敵西部軍団　約五万　メルドラ艦隊（？？？）








第４０７話　西岸偵察作戦







ノーステリエス河上

　ギイギイとオールを漕ぐ音が続く。

　狭い小舟の中、俺は頭の後ろで手を組んで仰向けに寝転ぶ。

何もできることがないのだから怠ける他にない。

　一方で隣のセリアは音が鳴る度に苛立っているように見える。

「……もう少し静かに漕げないのですか？」

　とうとう我慢し切れなくなって、ヤーコフを睨みながら言う。

「それ以上静かには無理ですよ。これでも相当抑えて……予定より大分流されてるはずですから」

　ヤーコフが困った顔で俺を見る。

「このままでいい。下流に行き過ぎて、長く歩く方が危険だ」

　そう言うとヤーコフは安心した顔で漕ぎ手に頷く。

反対にセリアは不満そうに立ち上がり、一人分の幅しかない小舟の中をいったりきたりし始めた。

「神経質にならなくても大丈夫だ。緊張しているから大きく聞こえるだけだよ」

　セリアを捕まえて口を塞き、俺自身も口を閉じる。

　オールの音は確かに響くが、河の水音もまた大きい。

無限に続く水音の中に包まれているのだからオールの音など余程近くに来なければ聴き取れまい。

「そう簡単に見つかるもんじゃな──」

　そう言いかけた所で漕ぎ手数人が顔をあげる。

「見ろよ。大将が嬢ちゃんを抱きしめてるぜ」

「このままずっこんばっこん始まるぜ！」

「そりゃいい！　嬢ちゃんみたいな美人の喘ぎ声聞いてりゃ士気もアッチもモッコリ上がるってもんだ！」

　俺は犬歯を剥き出すセリアを隠す。

「……余計なおしゃべりをしなけりゃな！」

　俺は漕ぎ手一人を蹴り飛ばす。

兵士はふんぎゃと押し殺した悲鳴を上げた後、黙々とオールを漕ぐ作業に戻る。

「貴方の教育不足です。下劣過ぎです」

　セリアがヤーコフをペチペチと叩いている。

ヤーコフは苦笑いし、兵士たちも声を殺して笑っていた。




　俺達は今、ノーステリエスを渡っている。

とは言っても逆上陸を仕掛けようと言うのではない。

　今後の作戦の為には、まずメルドラ艦隊の全容を知る必要がある。

これがレオポルトとトリスタン、イヴァンナの一致した見解だった。

　だが敵の艦隊は河の対岸におり、簡単に斥候も送れない。

まさか対岸から視認できる場所に泊めてもいないだろうし、正確な位置もわからない。

小規模な部隊が極秘裏に河を渡り、敵艦隊のいそうな港町を偵察していく必要があった。

　レオポルトによると偵察作戦の最適兵数は百、これ以下では敵の哨戒部隊に見つかると生還の可能性が低く、これ以上だと動きが鈍くなり、本格的な迎撃にあうと予想されたのだ。

　なので俺達の兵数はずばり百。

十隻の小舟に分乗し、夜陰をついてノーステリエス西岸に向かっているのだ。

「百は百でも一〇五兵団から選ぶことは無かったじゃないですか」

　セリアがヤーコフの腹を叩きながら文句を言う。

「そう言ってもなぁ……」

　正直、俺も騒がしく勢い任せな一〇五兵団が適任だとは思っていない。

だが残念ながら他に居なかったのだ。




　まずアレス兵は論外だ。

一〇五兵団の十倍はやかましいので潜入作戦などできるはずがない。

オークの集団と潜入した方がまだマシだ。

「……最後はあの男が『静まれ男達よ!!』とか怒号をあげて敵に見つかる未来が見えました」

　あんな存在感の塊みたいな奴らを連れて偵察などできない。

　山の民からなる弓騎兵も駄目だ。

馬を連れていけないことを除いても、彼らのほとんどは河を見たことがない。

　万が一、落水したらそのまま溺れてしまうし、船にも盛大に酔うだろう。

小柄な体と弓の技量は勿体ないが、河との相性が悪すぎて連れていけない。

　イヴァンナ艦隊の水兵達を連れていくかはかなり悩んだ。

　ただ彼らは艦隊の運用に必須なので、もしここで損耗すればせっかくの艦隊が動かせなくなってしまうので止めておいた。

今は各船に一人ずつ水兵を乗せ、操船をしてもらっている。

　虎の子の吸血鬼隊は流水が問題になる。

ブリュンヒルデはどうにかなるが、他の者は日の光と同じぐらい苦手らしいからこれも駄目だ。

　結局、俺の私軍兵士と一〇五兵団のどちらかしかなかった。

そして少数で行動しなければならないことと、船の操作技量などを考えて一〇五兵団を連れてきたのだ。

「私としてはエイギル様自身が来ていることが一番の意味不明だと思うのですが」

「少数で動くなら強い奴が居た方がいいだろ？」

　それに今回の作戦は完全な隠密作戦にはならないだろう。

なるべく見つからないにこしたことはないが、上陸後に港町を偵察していくのだから小規模な戦闘は十分考えられる。

「いやぁ驚きましたぜ。いざ出撃と乗り込んだら大将がいるんですから！」

「大声出さないで下さい！　……エイギル様の気配を追って正解でした」

　ふふふ、イヴァンナもレオポルトもまさか俺が参加しているとは思うまい。

「悪い意味のまさかだと思いますが、ここまで来たらどうにもなりません。私が命に代えても守ります！」

　むんと気合を入れるセリアの口を塞ぐ。

お前も叫ぶんじゃない。

「しかしあいつもいるんだな」

　俺は舟の反対側に目をやる。

そこにはアネットが船尾に腰をかけている。

「せっかく会えたのに即効おいてけぼりはなしさ。一緒に連れてってよ」

　元海賊だけあって揺れる船にも全く動じていない。

　だが何よりも──。

「赤か」

「激しく食い込んでいますな」

「……」

　アネットは足を開いているので下着が丸見えだ。

勿論、他の兵士も先ほどから彼女の股ばかり見ている。

「ああたまらねぇ……下着の上からしゃぶりつきてぇ！」

「はいはい。無駄口叩かないでさっさと漕ぎなー。オール放して擦るんじゃないよー」

　下品な野次にもアネットは動じない。

「エロい股ぐらだぜ……この戦いが終わったらやらせてくれよぉ」

「あたいはあの人の女だかんね。あの人から許可取ったらいくらでもやらせたげるよ」

　許可を取りに来たら河に放りこんでやるけどな。

「下劣です……」

　やり取りに我慢できなかったのか、セリアがヤーコフの背中をボコボコ殴っていた。




　船首に立つ水兵が船縁をゴンと叩く。

岸が近づいている合図だ。

「全員上陸準備」

　俺はアネットの下着から目を離し、中腰になって目を凝らす。

当然ながら灯りの無い場所を上陸に選ぶので状況はまったくわからない。

この暗闇で岸が近いと分かった水兵は大したものだ。

　この時ばかりはさすがの一〇五兵団の面々も一言も話さない。

そして──。

　ドコンと船底が何かに当たる音がした。

「よし、降りろ。全員降りろ！」

「ぐずぐずすんな！　三十秒で降りるんだ！」

　俺も船から飛び降りる。

ザブンと音がするが、水は脛までしかない。

　俺たち全員が小舟を降りると、水兵が船首を回して反転していく。

「……奴らは帰って酒盛りか。いいよな」

　一〇五兵団の兵士がぼやくが仕方ない。

この場に船を置いていけば、こちらの上陸地点と数がばれてしまう。

「大将、下船完了。欠員無しです」

「よし、河岸を離れるぞ」

　敵とて河岸をすべて警戒してはいないだろうが、見通しの利く浜に長居する理由はない。

　俺達はザクザクと砂や所々に茂った水草を搔き分けて歩く。

　セリアも俺に遅れまいと大きな歩幅で歩いていたが、一瞬止まったかと思うと俺の袖を掴む。

「エイギル様……」

　耳元でセリアがささやくと同時に俺はシュッと息を吐いた。

　その音で一〇五兵団全員が歩みを止めて身を屈める。

全員が剣に手をかけ、槍を握り直し、クロスボウを構える。

「……」

　それから誰も一言も発さない。

周囲からも何も聞こえない。

　十秒たち、二十秒たち、それでも俺達は石像になったかのように身じろぎ一つしない。

「勘違いでは？」

　ヤーコフが聞き取れるギリギリの小声で囁く。

「いや、いる」

　長い付き合いなので、神経質になっているセリアと、本当に何かを感じたセリアの違いはわかる。

　何かいるのは間違いない。

だが、いくら探っても鎧が擦れる音も草を踏む音も聞こえない。

　永遠とも思える静寂が続く。




　突然、がさがさと水草を搔き分ける音が聞こえた。

「!!」

　ヤーコフが剣を抜きかけるが、俺は睨みつけて止める。

「違う」

　乱雑な足音と水草を搔き分ける音は確実に俺達の方へ向かってくる。

　再び無言でこちらを見るヤーコフに首を振る。

　そして踏み切る音──。




「「「ギシャァァァ!!」」」

　耳障りな金切り声と共に水草の中から飛び出したのはゴブリンの集団だった。

木を研いだだけの粗末な槍と枝に石を括りつけただけのハンマーを持った魔物共は、身を低くする俺達の不意を討ったとばかりに跳ね飛び……。

「放てぇぇ!!」

　空中で複数のボルトを受けて即死する。

「仕留めたぞ！」

「掃討開始！　灯りをつけろ！」

　同時に先ほどまでの静寂が嘘のように怒号が飛び交い、次々と松明が灯されていく。

　無論、俺達ではない。

「戦果を確認せよ！　残敵掃討、逃げる敵は追撃せよ！」

　そこにはクロスボウや槍を持った南ユーグリア兵が走り回っていた。

数は百と少しだろうか、見覚えのありすぎる軍服と鎧を着込んでいる。

俺達との距離はほんの十ｍ程、目と鼻の先、敵兵の表情まで読み取れる。

　もしセリアが気づかないまま、後十秒進んでいればどうなっていたことか。

　俺はヤーコフの肩を叩く。

奴は頷き、兵士達へ合図を送る。

「隊長殿、仕留めた敵なのですが……」

「ゴブリン……たった数体のゴブリンだと!?」

　クロスボウ兵が煌々と輝く敵へカタツムリのようにゆっくりと狙いを定める。

「た、確かに河の中腹に灯りを見たぞ。夜間に小舟が動くなど敵以外にはあり得んはず……」

　槍兵が槍を腰だめに構え、息を吸い込んで止める。

「張り巡らせた鳴り子も鳴ったのだ！　ゴブリンなどであるはずが──まさか」

　俺は息を吸い込みデュアルクレイターを引き抜く。

無二の宝剣は松明の光を反射してより赤く輝く。

「隊長殿、あそこに光が……」

　隊長殿が応える前に俺が叫ぶ。




「攻撃開始──！」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　命令と同時に一斉にクロスボウが放たれる。

「て、敵襲──うぎゃ！」

「掃討中止！　敵が──ぐわぁ！」

　闇夜に照らし出された敵を身を屈めてじっくりと狙い、距離はほんの十ｍだ。

　外す奴などいない。

放たれたボルトと同じ数の敵兵が斃れこむ。

「槍隊行け！」

　間髪おかずに横一列に並んだ槍兵が敵に向かって突っ込んでいく。

　仕留めた獲物を探してばらけていた敵兵は至近距離からの攻撃に対処できない。

逃げようとした敵兵も横一列に並んだ槍衾からは逃れられず、突き刺され、跳ね飛ばされる。

「行くぞ！」

「おう！」

「はい！」

　続いてデュアルクレイターを抜いた俺とヤーコフ、セリアも剣を抜いて敵中へ飛び込む。

「貴様らやはり──！」

　まず最初の敵だ。

右下から切り上げて脇腹から胸上までを切り裂く。

「よもやゴルドニアが上陸を──！」

　次の敵も何やらしゃべっているな。

気にせず、切り上げた剣を反して肩口からほとんど垂直に股下まで斬り抜く。

そして体が割れる前に前蹴りで転がして返り血を回避する。

「そう簡単にやられてたまるか！」

　正面から突き出される槍の穂先を掴んで止める。

「ひ……」

　掴んだ槍をそのまま突き返して、石突で敵兵の鼻っ柱をへし折る。

「ええい立て直せ、敵はそれほどの大軍ではないぞ！　まず敵の頭を俺が討ち取る！」

　指揮官の一人が叫びながら俺に向かってくる。

俺を倒すと豪語するだけあって振り下ろされる剣筋はそれなりに鋭い。

「中の上だな」

　その剣を奪った槍の柄で受ける。

力もあるのか、槍はひしゃげるが惜しくもない。

「力は中の中」

　槍を捨て、デュアルクレイターの刃を立てずにあえて敵の剣を弾く。

宙を舞った剣は敵の足元に落ちる。

「まだ負けては──」

　敵は足元に落ちた剣を拾おうと手を伸ばす。

「それは下の下だな」

　敵が剣を掴むと同時にデュアルクレイターが胸元に突き刺さる。

「がふっ」

「腰のほうを抜いていればもう一合二合打ち合えていたぞ」

　男は胸から血の噴水をあげながら倒れこむ。

何のために剣を二本差していたのか。




　さて、セリアとアネットは大丈夫かな。

「あらよっと」

　アネットが敵の剣を左右に動いて避ける。

彼女はあえて足場の悪い場所に敵を誘いこんでいるようで、敵兵の動きは見るからにぎこちない。

「この女ちょろちょろと……うわっ！」

　意地になって強引に前に出た敵兵が足を水溜まりに取られる。

「はい、おしまい」

　アネットはふらつく敵の懐に飛び込み、抱きしめるようにして鎧の隙間からダガーを差し込む。

力の乗った動きではないが、正確に内臓を狙っている。

あれでは万が一にも助からないだろう。




「やっ！」

　セリアの高い声が聞こえる。

目をやると彼女が大きく体をしならせて短剣を敵兵向けて投擲した。

　だが相手は見るからに重防備の騎士らしき男で、鎧にはほとんど隙間が無い。

セリアが頭を狙って投げたであろう短剣も兜側面に当たって弾かれてしまう。

　敵兵は衝撃に気づいてセリアに顔を向ける。

「はっ女の投擲なんぞで鋼鉄の甲冑が──ぐげ」

　時間差で投げられた短剣が右目に命中、男は低く呻いてひっくり返った。

「小娘が──よくも!!」

　別の敵がセリアの正面から迫るが、彼女は微塵も動じず、片手剣に持ち替える。

「やっ！」

　そして敵の剣を受け止め、力を込めて弾く。

火花がセリアの可愛い顔を一瞬照らす。

「ちっやるな！」

　二合、三合と打ち合いが続く。

カンカンと規則的な金属音が鳴り響く。

　セリアは敵の攻撃をしっかりと受け止めているが、やはり力では劣るのか一歩ずつ後退していく。

「どうした！　所詮は小娘か！」

　敵兵は調子に乗ってどんどん打ち込み、最後とばかりに思い切り振りかぶる。

「ふん！」

　一際大きい金属音が鳴り、セリアの剣が宙を舞う。

「終わりだな」

　俺は小さく一つ頷く。

　渾身の一撃をセリアはまったく力を込めずに受けた。同時に敵の足元に潜り込むように突っ込んだのだ。

結果、敵兵はただ手から剣を遠くに弾いただけとなり、自身の体勢を大きく崩した。

「終わりです」

　セリアは前につんのめった敵兵の手を掴み、足を払う。

「ぐわ！」

　そしてひっくり返った敵兵の上に馬乗りになると顔面と首に向けて短剣を数度振り下ろした。

「最後にセリアが乗ってくれたんだ。諦めて死ぬといい」




　セリアも大丈夫そうだ。

一〇五兵団はどうか。

「ひゃっはー！　殺せ殺せ！　皆殺しだぁ！」

　一〇五兵士が大声で叫びながら敵と切り結んでいる。

「こ、こいつらゴルドニア軍じゃないのか!?　まるで山賊……」

　防戦一方の敵兵へ側面から別の味方が襲い掛かる。

盾で顔面を殴られた敵は地面に倒れ、二人がかりでめった刺しにされる。

「げはははは！　さっきまで声もろくに出せなかったからなぁ。存分に暴れるぜぇ」

「連邦では品位だ、伝統だ、やかましくて戦いを楽しめなかったからなぁ！」

「大将は戦功さえあげりゃうるさいことは言わねぇ。殺して犯して給料が出る。天職だぜぇ」

「そもそも大将がオークと人間の境目みたいなお人だからな！」

　一〇五兵は奇声をあげながら敵へと斬りかかっていく。

最後の奴の顔を覚えておこう。

「なんて下品な奴らだ！　品性の欠片もない！」

「ゴルドニアめ、窮して賊の類を徴兵したか！」




　俺の目から見ても賊と一〇五兵団の区別がなかなかつかない。

「だが戦い方はそうでもないな」

　奴らは口々に奇声を発したり、殺せだの犯せだのと叫んでいる。

だが、その戦い方は野盗のように暴れるだけではなかった。

「いやっふー！　くたばりやがれ!!」

　一人が敵に正面から斬りかかり、盾で防いだ隙を狙って別の兵士が横合いから蹴り飛ばす。

「やべぇ！　てめぇら逃げろ！」

　手練れの敵に押された味方が敵に背を向けるが、好機と深追いした相手の頭に複数のボルトが突き立つ。

　本能のままに暴れているようできっちりと連携は取れていた。

「槍隊はさっさと押し込め馬鹿野郎！　敵が方陣を組んでやがるぞ！　クロスボウ兵撃ちまくれグズが！」

　ヤーコフも乱暴な口調ながら、指揮に間違いはない。

「大丈夫そうだな」




　最初の有利もあって敵は最後まで立て直せないまま崩れていく。

「こ、ここまでか！」

　夜戦に不釣り合いな馬蹄の音に目をやると、一人の男が馬に飛び乗り、夜道を強引に駆けだしていく。

「あいつを逃がすな！」

　馬で逃げられると連絡が早い。

すぐに敵の増援が来てしまう。

　味方がクロスボウを射るが、命中しない。

すんでの差で暗闇の中に飛び込まれてしまったようだ。

「すんませんお頭！」

「ちっ！」

　俺はデュアルクレイターを担いで猛然と走り出す。

　幸いにして今は夜だ。

馬は人間より夜目が利くとはいえ、足元を気にして全力では走れない。

「速度の乗っていない今ならまだ追いつける」

　もちろん俺にも転倒の危険はあるが、転んだらそこまでと諦めるしかない。

カッと目を見開いて身を低くし、風のように駆ける。

「はぁはぁ……もっと早く走れ！」

　敵の指揮官が馬に鞭を入れているのが見える。

まだ距離があるのに何故見えるのだろう。まあいいか。

「よし……これだけ離れれば──」

　しめた、気を抜いて速度を緩めたな。

「追いついた」

「ひいっ！」

　俺は跳躍して敵を掴み、そのまま地面に引きずり落とす。

「う、馬に……化け物……化け物ぉぉぉ!!」

「誰が化け物だ！」

　俺は四つん這いで逃げようとする男の肩を掴み、力任せに後ろへ引っ張る。

男の体は腰を中心にして折り畳まれ、背骨がへし折れる音がした。

「ふう……馬はどうにもならんな」

　馬だけが帰っても敵は怪しむだろう。

最低限、偵察隊が来て戻る分の時間は稼げたと思うしかない。

「ふむ」

　ちらりと暗闇に目を凝らす。

　当たり前だが、真っ暗で何も見えなかった。




　──夜明け。街道近くの朽ちた神殿。

　俺とヤーコフ、セリアの三人は地図を囲んで胡坐をかいている。

　俺達は街道近くの朽ちた神殿で小休止をとり、体を休めていた。

本当は一刻も早く動きたいが、戦闘から間をおかず疲れたまま進めば、思わぬポカが出るかもしれない。

　幸いにしてこの場所は元神殿だけあって俺達全員が十分収まるぐらい広かったし、街道に近いながらも林を挟んでいるので、視線は通りづらかった。

「兵は休ませるが、俺達はそうもいかんな。この時間に作戦を確認しておくか」

「はっ！」

「はい！」

　俺は恰好良くレオポルトの注釈が入りまくった地図を広げる。

偵察隊向けに細かく書き込まれているので、見ていると頭が痛くなってきた。

後はセリアに任せてしまおうかな。

「お頭、次はどこに行くんですかい？」

「犯せる女は!?」

「金目のモノがある町は通りますかね？」

　兵達が口を挟んでくる。

お前たちの為に休んでいるのに少しでも寝てろ、と少し声が荒くなる。

「うるせえ、てめえら馬鹿に説明してもわかりっこねえだろ。黙って寝てやがれ！」

「すいやせん親分！」

「わかりやした頭！」

「たのんますお頭！」

　わかればいいんだ。

はて、セリアが微妙な顔をしている。

「うぅ、似合いすぎです。どう見ても山賊の親玉です」

　ぶつぶつ言っていないで作戦を確認するぞ。

頼んだセリア。

「ええと……当たり前ですが、私達の任務は偵察です。もちろん敵艦隊を発見することが目的です。そして、私達の上陸地点は当初予定よりもやや北にずれて……ここになりました」

　セリアが地図の一点を指差す。

「ここから私達は南下しながら港町を順に偵察して敵艦隊の発見を試みます」

　地図を撫でるセリアの綺麗な指を追う。

「港の規模から考えて敵が停泊している可能性のある町はこの五か所です──レオポルトさんが考えた最適の進路です。予定の日程も詳細に決まっています」

「あいつらしいな。それで、なんとかなりそうか？」

　上陸と同時に一戦やるのは想定外だった。

「大丈夫です。半日も遅れていませんし、流された距離も計画誤差の範囲内です。このままやれます」

「よし。ならそれでいい」

　俺は一つ頷く。

「最後に偵察後の撤退ですが、最後の偵察場所である【テービア】近郊の、ここに回収の小舟がやってきます。夕刻に岸へ出て船に乗り込み、そのまま夜陰をついて帰ります」

　ふむ、完璧だ。

「回収に来るのは小舟だけですか？　戦闘艦は無し？」

　ヤーコフが口を出す。

「はい。戦闘艦は連邦からの長旅で整備中ですし、下手に動かして準備不足で敵艦隊に当たるのはまずいので行きと同じく小舟だけです」

「それだとその……こちらが敵を引き連れて逃げていたら……回収できないのでは？」

　セリアとヤーコフの視線が合う。

「ま、なんとかなるだろ」

　俺はそう言って作戦会議を終える。

事前に全てのリスクに備えることはできない。

なったらなったで、その時に考えるしかないのだ。




「お頭──!!」

「お頭と言うな」

　駆け込んできた兵の額を軽く弾く。

「で、なんだ？」

「敵の騎兵部隊が街道をこちらに向かってきています。数は二百程度かと！」

　たちまち全員がざわつく。

「やりますか？　それともやり過ごしますか？」

　ヤーコフが言う。

　正直、戦う選択肢はない。

騎兵二百はかなりの戦力だし、全員を仕留めることは不可能だ。

よしんば蹴散らせても次は千の敵が来る。

　敵騎兵は街道を通っている。

廃神殿に隠れていれば見つからないとは思うが、近くに壊滅させた敵陣地もある。

周辺で哨戒などされたら身動きが取れない。

「私に良い考えがあります！」

　神殿の上に登って敵を観察していたセリアがするすると降りてきて、バッと手をあげる。

「私に任せてください！」

　俺とヤーコフは顔を見合わせる。

　ここはセリアに任せてみようか。







「止まれ──!!」

　街道を進む敵騎兵の前に一〇五兵団の兵士二人が槍を交差させる。

「──なんだ貴様ら……南ユーグリア軍か？」

「当たりめぇ……当たり前だろうが。この街道を監視している」

　騎兵隊は顔を見合わせてから足を止める。

攻撃してくる様子はない。

　奴らの甲冑は昨夜倒した敵から剥いだものだ。

と言っても全員分を奪う訳もなく、敵の前にいる兵士二人とセリアの三人分だけだ。

「何事だ！　何故停止した！」

　そこに騎兵隊の後方から騎士らしき男が出てくる。

恐らくはこの隊の指揮官だろう。

　不思議なのは奴らの甲冑が今まで見ていた南ユーグリア軍のものとは違う気がする。

西部軍団だから鎧が違うということもないだろうに。

「トローム卿！　この街道を監視している南ユーグリア軍とのことです！」

「トローム隊長と呼べと言っておるだろうが」

　兵士が報告するとトロームと呼ばれた男は疑いの目でセリアを見る。

いざとなったら飛び出してセリアを助けてやらねば。

「たった三人で？」

　もっともな話だ。

だがセリアは怖じることなく、俺達が潜む神殿の方を指差す。

「三人のはずがないでしょう」

　ヤーコフと他の一団が得物だけを伸ばして応える。

これなら軍服が違うのもばれない。

「百人ばかり伏せています。馬鹿正直に街道に突っ立っていたら敵にも賊にも迂回されるだけでしょうが」

　なんでもないことのように言うセリア。

俺から見ると緊張しているのがわかるが、なかなかの名演技だ。

　だがトロームはまだ警戒を解かない。

「我々が出発する際には何も聞かされていなかったが？」

　今度はどうだ。

いよいよとなればヤーコフと一〇五兵団を捨て駒にしてセリアを救わねば。

「緊急の任務が入ったのです。賊の一団が河岸警備の一隊を襲撃しました。私達はこれに対処する為に派遣されました。惜しくも敵は既に撤退した後でしたが」

　セリアはさっと俺達が叩き潰した陣地の方向を指差す。

「あそこです。賊にしてはそれなりに大きな規模なのでしょう」

　トロームと部下達は何事か囁き合ってから言う。

「……やはりそうだったか。深夜に馬だけが駐屯地に飛び込んで来てな。我々もあの陣地を確認に行く予定だったのだ」

　危ないところだった。

これほど対応が早いとは、普通にやり過ごしていたらまずかった。

「先に到着した君達に聞きたいのだが、何か手掛かりはあったのか？」

　セリアは難しそうな顔をする。

「襲撃者が北に逃げたのは間違いありません。しかし我々は見ての通り歩兵で、追撃は不可能と判断し、街道の安全を優先してここに兵を伏せていたのです。騎兵の足ならば追いつけるでしょうから、追撃して頂きたいです」

　トロームは部下と何事か話し合った後、命令する。

「よし、全体街道沿いに広がって北へと向かえ！　襲撃者の手がかりを見落とすな！」




「おお、セリアが上手く敵をかついだぞ」

「見事なものです」

　俺とヤーコフは顔を見合わせて喜ぶ。

　だが俺達の声が聞こえたわけでもないだろうに、トロームがふと足を止める。

「……ところでその──」

「中隊長のセーリアンです」

「我々は深夜に駆け込んだ馬を見て非常事態を悟り、一直線にやってきた。その我々よりも早く事態に対応できた貴殿の隊は一体どこにいたのだ？」

　セリアが固まる。

「いかん。こうなったら全員を突っ込ませて……」

「大将、待ってください！」

　一瞬たじろいだセリアだが、目を吊り上げて地面を勢いよく踏みしだく。

「先程から丁寧にしてやれば余計なことばかり……」

　セリアが前に出るとトロームは馬ごと後ずさる。

「貴様ら投降者の分際で我ら帝国本軍に疑いを向けているのか！」

　大きな声に敵騎兵全員が固まる。

「本来ならば殲滅されてしかるべきところ、ヴィルヘルミナ陛下の恩情で偉大な帝国に加わることを許された貴様達に我らの配置全てを通知せよとでも言うのか!?」

　セリアの大声が響く。

彼女は美人で声も綺麗なだけに怒声は迫力があるな。

俺にとっては愛らしい声なのだが。

「い、いやそんなつもりは……」

「ならばさっさと行け！　敵を殲滅するまで戻って来るな……です！」

　敵騎兵隊は足を速め、ほとんど駆けだすように去ってしまった。

これで奴らは居もしない敵を探し回る羽目になるだろう。




「ふぃぃぃ……」

　へたり込んでしまったセリアを抱き上げる。

「良くやったセリア。えらいぞ」

　俺はセリアを抱きしめ、頬をこね回し、尻を撫で回して称賛する。

「それにしてもどうして投降者と分かったのですか？」

　セリアは俺に撫でまわされて蕩けながら答える。

「彼らの軍服に見覚えがあります。あれはマグラード総督府のものでした」

「それだけで寝返ったものだと？」

　セリアは顔中にキスを降らされ、ハフハフ言いながら答える。

「決め手は『トローム隊長』です。あえて『卿』の敬称を否定したのは、既にそう名乗ることを許されず、公に聞かれるとまずいから……です。投降した部隊が南ユーグリア本軍と揉め事を起こすのはなんとしてでも避けるはず、そう思ったのです」

　あの状況で良くそこまで頭が回るものだ。

久しぶりに髪の毛をぐしゃぐしゃにしてやろう。

「うわぁ！　そんなにされたら、もこもこになっちゃいます！」

　ともあれセリアのおかげで危機は乗り切った。

「もう大丈夫だな」

　俺は自信を持って言う。

「ええ、なんの憂いもありません」

　セリアも笑顔で言う。

「もう成功したようなものですな」

　ヤーコフも続く。

　偵察作戦は順風満帆だ。
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部下

セリア（演技派智将）ヤーコフ（副長）

兵士

一〇五兵団　九十五名

現在地　ノーステリエス西岸








第４０８話　敵艦隊発見







　俺は藪からひょいと顔を出す。

「ここが港町ハジュレか……艦隊がいるようには見えないな」

　隣からヤーコフが顔を出す。

「はい。港の規模こそ大きいですが、漁船ばかりですな。のんきに網の修理などしております」

　俺達は最初の偵察対象である港町に到着していた。

　もちろん堂々と姿を晒す訳にはいかないので、身を隠しながら町を見下ろせる丘の上からの偵察だ。

距離があるので俺の視力で細かいところまではわからないが、大きな戦闘艦の有無を見て取るには十分だ。

「地形的にもここから見えない場所はほとんどありま──「邪魔です！」ぐえっ」

　ヤーコフが苦悶の声を上げて藪の中に引っ込み、代わりにセリアが顔を出す。

「艦隊が居るなら港の一番良い場所に漁船が泊まることはありえませんし、物資の用意もあるでしょうから漁網をあんなに広げるなんてできません。ここは使われてないのだと思います」

「そうだな」

　候補五つ優先候補三つのうち、まずは外れだ。

最初に見つかってくれればよかったのだが、そう甘くない。

「それにしても……平穏だな。力で占領されたようにはとても見えない」

　ここから見る限り、ハジュレでは火がくすぶっている訳でも、兵士が蠢いている訳でもない。

町の所々に南ユーグリア帝国の国旗がはためいている他は平和そのものだ。

「戦闘の跡も見えませんし……ハジュレはまともに抵抗しなかったのかもしれませんね」

「上陸された時点で西岸の勝敗は決したようなものだからなぁ」

　戦力的にも劣勢だっただろうが、何よりゴルドニアは戦闘艦を持っていなかったので、多数の兵を撤退させることは不可能だった。

撤退不能は兵の士気を崩壊させるには十分だ。

「それもありますが……」

　セリアがむむむと考えている。

藪から顔だけ見えている状態なので非常に可愛い。

「マグラードは占領後の抵抗が激しかった地域です」

「そうだな。苦労させられた」

　俺もこの場所にはあまり良い思い出がない。

「なので王の策で地域ごとにバラバラにして……総督府、厚遇する勢力、冷遇する勢力に分けました」

「エイリヒがそんなことを言っていた気がする」

　よく覚えていないがセリアが可愛いのでもう少し聞こう。

「地元の勢力を二つに分けて互いに対立させつつ支配するやり方は普段の統治には良いかもしれませんが……敵が攻め込んでくれば団結力は皆無です」

「そうだろうな」

　対立する現地のＡ勢力とＢ勢力、それを支配する総督府はＣとしよう。

　圧倒的に強いＣがいてその力を背景に支配を代行するＡが、Ｂをいじめるといった構図だ。

Ｂは絶対的に強いＣよりも直接自分たちを虐げるＡを憎み、抵抗する。

Ａもまた支配に従わないＢに苛立ち、弾圧する。

相争うＡ、Ｂを尻目にＣはただ上に立って支配する……という構図だ。

　だがここにＣと敵対する強大なＤが来たらどうなるか。

Ｂは何の抵抗もなくＤについてしまう。

　ＡだってＣが負ければＢからの復讐は確実だ。

形勢不利と見れば新たな支配者Ｄにすり寄って機嫌を取りにいくだろう。

「統治しやすいやり方だが、外敵が来れば砂上の楼閣になってしまう……か」

「です」

　セリアは随分賢くなった。

だが今の話し方には僅かにレオポルトを感じたぞ。

いつまでも可愛いお前で居てくれ。

「総督府の鎧を着た者が協力しているぐらいですからなぁ」

　ヤーコフが反対側の藪から顔を出して言う。

「総督府もジルクリアブルーのせいで一枚岩では無かったからな」

　あいつが失脚していなければ良くも悪くもまとまっていたのだろうが。

「考えれば考えるほど最悪のタイミングでの侵攻でしたね。運が悪いです」

　セリアはそう言ってニュッと引っ込む。

「大将、次へ行きましょう」

「そうだな」

　ここに艦隊はおらず、母港としても機能していない。

次へ行くべきだ。




　次の町への道中では目立った事態は起きなかった。

「いえ、エイギル様は見つかりかけてました……」

「とっさに嬢ちゃんが機転を利かさなかったらどうなっていたか」

　人里離れた場所だと油断している所に敵の斥候がやってきたのだ。

素早く草むらに隠れたが、どうしてか斥候が足を止め、俺の隠れている場所へ一直線にやってきたのだ。

　このままではまずいと思った時、セリアが服を半脱ぎにして覆いかぶさってきたのだ。

草むらの中、キスをしながら半裸で体を絡める俺達を発見した斥候は溜息をついて去っていった。




　ともあれ俺達は次の町スゥカへと至る。

「……ここは」

「ひどいですね」

　スゥカの町は半壊していた。

街壁は所々で崩れ、中心にある領主邸宅は焼け落ちている。

家々も焼けたり壊れたりしており、無事なのは半分あるか無いかだ。

「抵抗した領主もいたようですね」

「忠誠心が篤かったのか、無茶をやりすぎて引っ込みがつかなかったのか」

　今となっては考える意味も無い。

「で、艦隊は──考えるだけ無意味だな」

　港もまた焼け落ち、設備が瓦礫の山と化している。

これでは補給や修理どころか停泊すら覚束ない。

「ここも違うな」

　次の町へ。




「危なかったです！」

「大将……」

「すまん」

　次への道中、敵の哨戒騎兵の姿が見え、俺達は湿地に伏せて身を隠した。

　敵は俺達に気づかず、そのまま通り過ぎるかと思われたが、何故か一人の敵が俺の回りをウロウロして離れなかったのだ。

　咄嗟にセリアが水鳥の群れ近くにナイフを投げ、一斉に飛び立たせた。

敵兵は一瞬驚いたものの、小さく笑って首を振りそのまま去っていった。

「ドジを踏んだ覚えはないんだが、どうしていつも俺の方に来るのだろうか」

「そりゃあ大将の存在感というかその……」

「そもそもエイギル様は隠れることに向いてません。お屋敷でもどこにいるかだいたいわかりますから」

　偵察任務についてきたのは失敗だったかもしれない。

だが今更言っても仕方ないので全力を尽くそう。




　次の港町は確かジャンネィンだったな。

町を偵察すべく近くの丘に陣取るが……。

「何も見えん」

　ジャンネィンの町では戦闘が無かったらしく、港までしっかりした街壁に覆われている。

「困りましたな」

「レオポルトさんの指示では……」

　セリアが地図に書き込まれたレオポルトの指示を確認する。

「視線が通るのはあそこだけです」

　セリアが指差した場所には簡易の砦があり、南ユーグリアの旗が立っている。

さすがに行けない。

「恐らく敵陣地があると考えられるので潜入する必要がある……と書かれています」

　危険だが仕方ない。

「さすがにこのままの恰好ではいけない。変装が必要だ」

「ですな」

　俺とヤーコフは少しばかり考える。

「変装するにしてもどんな格好がいいだろうか？」

「一般的なところでは行商人でしょうか？」

　俺は一〇五兵団の連中を見る。

「ああ畜生、娼館いきてぇなあ」

「俺は女よりまず酒の気分だぜ。吐くまで飲みてぇ……んで酒場のねーちゃんのケツを触んのよ」

「博打がうちてぇ。せっかく給金全部持ってきたのに、よく考えたら使えねぇよな」

「「「女……酒……博打……」」」

　俺は黙って首を振る。

「こんな柄の悪い行商人がいてたまるか。一発でばれる」

「では……吟遊詩人とか？」

　もう一度兵に目をやって言う。

「お前ら詩とか唄とか知ってるか？」

「酒の時の唄なら──。あー我ら最強一〇五兵団！　戦え！　殺せ！　犯──ぐえ！」

　俺は兵士を蹴飛ばして黙らせる。

悶える男を見て、周囲から品の悪い笑いがゲラゲラ漏れる。

「考えるだけ無駄だった」

「ですなぁ」

　こいつらが変装できる集団などあるのだろうか。

俺とヤーコフは頭を捻って考える。

　そして同時に手を打った。

「野盗だ。こいつらは野盗なら違和感なく変装できるぞ」

「そうと決まればてめぇら、変装開始だ！」

「「うおぉぉぉ!!」」

　控えめな歓声があがり、兵士達は服を着崩し、髪を汚して剣を剥き身で持つ。

数分もしない内に野盗集団が出来上がった。

「完璧だ。どこから見ても完璧な野盗の群れだ」

「ええ大将、誰が見ても連邦軍やゴルドニア軍だとは思わないでしょう。これはいけます！」

　変装完了だ。

さあ堂々と町へ偵察に行こう。

　意気揚々と立ち上がる俺の腕をセリアが掴む。

ついでにヤーコフには渾身の蹴りが入る。

「野盗が町に近づけば普通に攻撃されます。私がやるのでエイギル様は休憩してて下さい」




　結局セリアが人相のマシな数人と変装して町へ潜入していく。

心配でついて行こうとしたのだが、遠まわしかつ丁寧な拒否を食らってしまった。

　数時間後、セリアは無事に戻って来る。

「結論から言うと行き違いです。艦隊は数日前までここにいたそうです」

「一足遅かったか……」

　俺達はがっくりと肩を落とす。

「一応、町で艦隊規模について聞き込みましたが……こんな不確実な情報だけではダメです」

「そりゃそうだ。実際に目で見ないとわざわざ河を渡ってきた意味が無い」

「次の町へ行きましょう」

　そう言うとセリアは変装を解き、ナイフを取り出す。

「ナイフなんて出してどうするんだ？」

「今から馬鹿を殺します。こいつは私が聞き込んでいる間に娼館にいきやがりました」

「野郎！　一人だけすっきりしやがったのか！」

「許せねぇ！　嬢ちゃん、やっちまいな！」

　ええい、騒がしいやつらめ。

「セリア、帰ってからにしろ」

　五つの候補のうち、三つが外れか……順風満帆とはいかなくなってきたな。




　俺達は四番目の町カルブリでも敵艦隊を見つけることはできなかった。

同じようにセリアが聞き込んだ結果、ここにも敵艦隊はいたそうだが、数日前に出航していったらしい。

どうやら敵はレオポルト達の予想通り、各港に分かれていた艦隊を一か所に集結させているようだった。

　そして最後の偵察予定地、テービアへと近づく。

「結局、一番時間のかかる状態になってしまいました」

　セリアががっくり肩を落とす。

「仕方ないさ」

　それでも最悪ではない。

上陸時を除けば、ここまで一度も敵に見つかっていない。

隠密作戦としてはこの上ない成果で、これにはセリアの功績が大きい。

「お前のおかげだよ。本当に賢くなっているんだな」

「はふはふ」

　セリアの頭から頬にかけてを撫で回す。

彼女の張りのある肌を揉み解すと幸せそうな吐息が漏れる。

　至福の表情だったセリアだが、ヤーコフや兵士達から漏れる小さな笑いを聞くとばっと身を起こした。

「て、偵察をしないと！」

　セリアはヤーコフの脛を蹴ってから先頭に立ってずんずん進む。

「でも正直に言いますとテービアに敵の全艦隊が集まっているのか疑問です」

　セリアは少し肩を落として言う。

「……ふむ」

　俺は地図をもう一度確認する。

　レオポルトの書き込みには少なくとも開戦前までの情報は全て入っている。

それによるとテービアは一応有名な港町ではあるが、港の規模が小さく大艦隊を停泊させるのに適しているとは思えない。

　五つの候補に入ったのも、入江状になった港が地形上優れており、地理的にも主要都市に近い条件があったからこそなのだ。

　俺達は体を晒さないように気をつけながらテービアを観察する。

「うーん」

「やはり……いませんなぁ」

　小型の戦闘艦数隻が停泊していたが、とても艦隊と呼べる規模ではない。

「残念だがここまで──」

　俺がそう言いかけた時、セリアが何かに気づく。

「エイギル様！　あれを、あれをご覧ください！」

　白くしなやかな指先を追うと、町には多数の荷車が止まっている。

「良く見れば町にも人夫が溢れています！　荷車に乗せられているのは……材木のようです！」

　ヤーコフも興奮気味に言う。

「港が拡張されています！　それに入江の奥には無数の建造物が……間違いありません。敵艦隊はここに来ます!!」

　戦時中に港を拡張するなど、その意図は明らかだ。

場所を変えて観察すると既に港の拡張工事は完了しており、真新しい建造物も多数建てられている。

これらは艦隊運営のための施設と見て間違いない。

「なるほどな……入江の奥なら対岸からは絶対に見えない」

「おまけに入口には大砲も据えられています。あれでは船で近づくこともできません」

　ヤーコフもなるほどと呟く。

　テービアは敵艦隊の母港で間違いない。

「だが、いないな」

「……はい」

　間違いないが、それでも現に敵艦隊はいない。

母港の位置を突き止めたのは収穫だが、俺達の目的は何より敵艦隊の規模を知ることだ。

「レオポルトの作戦ではどうなっている？」

　セリアは下を向いて地図を開く。

「『五つの偵察目標に敵艦隊不在の場合は直ちに撤収』……です」

　不満げなセリア。

　気持ちは痛いほどわかる。

彼女はここまで精一杯頑張ってきた。

母港を突き止めたとはいえ、このまま帰れば作戦は失敗だ。

努力は報われない。

「大将、あれを」

　ヤーコフが町へ向かう馬車の大群を指差す。

ぞろぞろとかなりの数だ。

　馬車が通り過ぎた後、兵が荷台からこぼれたと思われる物を持ってくる。

「レタスか」

　レタスは収穫してしまうとあまり日持ちしない。

大量に運び込まれたとなると、短期間に消費する目途が立っているのだろう。

そしてテービアの人口はそう多くない。

「野菜を欲しがるのは……人夫達ではないだろうな」

　俺はレタスを一口かぶる。

　艦隊はすぐにでもやってくる。

だが、今はいない。

そして敵艦隊がいなければ即座に帰還する計画となっている。

「撤退しかないか」

　その時、俺の膝にセリアの手が乗る。

「エイギル様……待ちましょう」

「……」

　俺は無言のまま目を細めて考える。

「周辺は植生の濃い丘で遮蔽物も多いです！　潜む場所はいくらでもあります！　待ちましょう！」

　更に迫るセリア。

　レオポルトの判断は大抵の場合正しい。

奴が即座に帰還と計画を立てたのだから、本来はそうするべきだ。

「エイギル様……後一歩なんです……」

　だが、セリアがここまで強く俺に迫るのも珍しい。

可愛い彼女は今回それだけ頑張ったのだ。

なんとか報いてやりたい。

「大将……」

　ヤーコフも何か言いたげな顔だ。

「二、三日ぐらいどってことねえよな」

「あぁ、ここまできてなんも無しの方が釈然としねぇよ」

　兵士がわざと聞こえる声でぶつぶつ言っている。

　よし、決めた。

「ヤーコフ、周辺の地形を徹底的に調べろ。兵を伏せられる場所を確認しておけ」

「はい大将！」

　ヤーコフは笑顔で返し、セリアの顔がパッと明るくなる。

「残りの食料を全員に配れ。いちいち配って回るわけにはいかんからな」

　おうと兵士から声が上がる。




　これで俺達はレオポルトの作戦から外れた。

地図を丸めて仕舞う。

　元気に動くセリアを尻目に俺はどっかりと腰を下ろす。

その膝の上にアネットが乗ってくる。

「嬢ちゃんを信じたのかい？」

「当たり前だ。俺の可愛いセリアだぞ」

　アネットは足を俺の背中に絡ませる。

「水の上では晴天が一時間で土砂降りになることもある。嬢ちゃんはわかってるのかねぇ」

「馬鹿言え、天気を読み間違うのは船頭の責任だ。可愛いセリアじゃない」

　船頭は俺だ。これは俺が決めたことだ。

「吉に出るといいね」

「まったくだ」

　俺はアネットの下着に指を入れるのだった。







　──三日後。

「むーむーむー」

　セリアがウロウロと歩き回る。

　俺達はあれから延々と潜み続けている。

発見されることはなく、あったのは些細なハプニングぐらいだが、逆に敵艦隊の欠片も見えなかった。

「もう三日です。そろそろ予備の食料も無くなりますが」

　ヤーコフが言うとセリアのウロウロ速度があがってしまう。

　飯がなくなればいよいよ撤退しかないだろう。

なんとかそれまでに来てくれないものか。

「アネット姐さん、もう少し、もう少し前のめりにならないと敵に見つかっちまうぜ」

「馬鹿言いなよ。あたいのケツが見たいだけだろ？　ま、見るだけなら好きにすりゃいいけどさ」

「姐さん、俺の燻製肉やるから乳触らせてくれよぉ……」

「あたいの体はあの人のもんだから、触りたいなら許可取ってきな」

　こっちはこっちでのんきなもんだ。

「だいたいあんた、昨夜あたいを見ながらポケットに手突っ込んで擦ってたろ？　顔の真近くでやりやがって……やんならもっと離れてやんな。種の臭いがくっさいんだよ。もしかかってたら殺してるよ」

「うえ!?　てめぇズボンの黄ばみはそういうことかよ！　きたねぇな!!」

「こっちくんじゃねぇ！」

「し、仕方ねぇじゃねえか。色っぺえ姐さんの乳が半分見えてたんだぜ……」

「そうさね……肉二切れくれたら五分ぐらい股開いて昼寝してやるけど、どうする？　もちろん触ったらぶっ殺すかんね」

　兵達の士気もまだ落ちてきてはいない。




　その時、木の上で見張っていた兵が声をあげる。

「お頭！　船が…………あーなんでもありやせん」

　つられて目をやると上流の方から数隻の小舟がやってくる。

全員が溜息を吐いて目を逸らした。

「うーうーうー」

　セリアも僅かな期待を打ち砕かれて再びウロウロし始める。

俺はそんなセリアの頭を掴んで止める。

「エイギル様……私もしかすると間違──」

　言いかけたセリアが俺の顔を見て停止する。

「いや、まずは当たりだ」

　数隻の小舟の後ろ、水平線から湧き出すように小さな点が現れた。

徐々に大きくなるそれは、やがてマストだとわかる。

　同じ点が左右から次々と現れ、大小のマスト、そして船体へと変わっていく。

「敵艦隊出現！　数は三十……五十……それ以上──!!」

　興奮した見張りは手を当て、叫びそうになる口を押さえながら報告する。

「き、来ました！　ついに来ました!!」

　セリアは興奮して涙まで浮かべている。

「しっかり数を数えろよ。ここで間違ったら絞め殺すぞ」

　ゆっくりとテービアに向かう敵を数えるのに焦ることは無い。

「大型戦闘艦が十隻……中型が五十隻……小型が百はいます！」

「最後尾から更に三隻……戦闘艦のサイズじゃありやせん！　戦艦です。戦艦三隻！」

「この数は間違いありません！　敵の艦隊が全部来ています!!」

　セリアが興奮の余り跳ね始める。

「任務完了だ。撤収するぞ」

　目的は達した、これ以上長居する意味はない。

　全員が満足げに頷く。

「お頭──！」

　木の上の見張りが再び叫ぶ。

「なんだ？　敵艦隊がまだいたのか？」

「ちげえやす！　西、西の街道を──!!」

　河とは反対の内陸からの街道に目をやると、紅く染まった隊列が目に飛び込んでくる。

「敵の軍勢です！　数は五千以上、千近い重騎兵も確認！」

「……」

　ヤーコフとアネットが俺を見る。

「……まずいな」

　それしか言えない。

とても相手できる数ではない。

「こちらを発見したわけではありません。移動で通り過ぎるだけかも……」

　セリアがそう言うと同時にテービアの城門が開き、軍勢は町の中へと入っていく。

更に本隊から分かれた複数の哨戒部隊が町の周囲に散開し始める。

「……」

　セリアは黙って下を向いてしまった。

「撤収中止、夜を待ってからにする」

　土地勘の無い場所で夜間の行動は危険極まるが、あれだけの目が増えたのだ。

陽のあるうちに撤退するのは危険だった。

今は息を潜め、小虫のように這い蹲っている他は──。




「ひっ!?」

　小さな悲鳴に気づき、咄嗟にデュアルクレイターを持ち上げて投擲の構えを取る。

立っていたのは十四、五歳の少女だ。

「あ……あぁぁ……」

　分厚い山歩き用の服、手に持つバスケットには野草が入っている。

山菜取り……確かに俺達の潜んでいた丘は人気がなく木の生い茂る格好の場所だったが、どうしてこうも間が悪い。

「ちっ！」

　兵士がクロスボウを向ける。

「ひぃぃぃ!!」

　身を翻して丘を駆け降りる少女、仕留めなければ間違いなく俺達の存在がばれる。

今ならクロスボウでも俺の剣でも確実に当たる。

　少女は悲鳴を上げながら転がるように逃げていく。

バスケットと反対の手に更に幼い……十にもならない女の子の手を引いている。

傷つけられるはずがない。

「……くそ!!」

　俺は悪態を吐いてデュアルクレイターを地面に突き刺し、兵にクロスボウを仕舞わせる。

「大将!!」

「撤退準備だ！」

　少女が町に戻るまで何分かかるか、彼女の話を兵士が聞きつけて捜索隊が来るまでそこから何分だ。

わからないが、ともかく少しでも早くこの場を去るべきだ。

「さっさと沈んでくれよ」

　幸いにも陽は傾きかけている。

だが、どれだけの時間があるか。

「全員集合完了。撤退を──」

　ヤーコフが言うと同時にテービアからカンカンと警鐘が鳴り始めた。

　早い。とても小娘の足とは思えない速さだ。

「こんな場所まで山菜取りに来るだけあって良い足してる」

　俺は思わず天を仰いで笑ってしまう。

　だがヤーコフとセリアは真っ青だ。

「大将、居場所はばれましたが、まだ直接見つかった訳ではありません。丘の反対側のもっと木の生い茂った場所で隠れれば夜までは……」

　ヤーコフの案に頷きかけたが、一瞬テービアを見てから否定する。

「いいや駄目だ。このまま丘を駆け降りてとにかく逃げる」

「それでは敵から丸見えです!!」

　俺はセリアの後ろ襟を掴み上げ、ヤーコフの尻を蹴っ飛ばす。

「いいから走れ！　一秒の猶予も無いぞ!!」

　兵達もまたテービアの方向を見て悲鳴をあげる。

「やっべぇ！」

「走れぇ！」

　テービアから上がる赤い狼煙、そして三隻の船がゆっくりと回頭していた。

「敵戦艦発砲──!!」

　腹に響く砲声から数秒、さっきまで俺達がいた丘の頂上が吹き飛ぶ。

　それを合図にテービアの門が開き、先ほど町に入った敵勢が溢れるように飛び出してくる。

「走れ走れ──!!」

　俺は至近距離に落下した砲弾の衝撃からセリアを守りながら、落石のように丘を駆け降りるのだった。
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部下

セリア（智将逃走）ヤーコフ（副長逃走）アネット（一〇五の癒し）

兵士

一〇五兵団　九十五名

現在地　西岸　テービア直近








第４０９話　紙一重







　地響きと轟音に脇に抱えたセリアが小さく悲鳴をあげる。

間髪おかず、頭から弾け飛んだ木の欠片、土と石ころがシャワーのように降ってくる。

　木の生い茂っていた丘の頂上はもはや見る影もない。

ほんの僅かでも退避が遅れていたらまとめて吹き飛ばされるところだった。

「何人やられた？」

　俺は隣を走るヤーコフに怒鳴る。

「わかりませんが、鈍くさいのが四～五人バラバラになるのは見ました！」

　それぐらいで済んだのは幸運だったか。

　もちろん喜んでいる場合ではない。

視線を移すとテービアから敵が飛び出してきていた。

　先頭は重騎兵で、土煙をあげながら全速力で向かってくる。

数は数えない。

どうせまともに相手できる数ではないからだ。

　追いつかれた時点で俺達の負け、本来は騎兵が入れない植生の濃い丘を出るべきではないのだが……。

「敵戦艦、第三射を放ちました──!!」

「大砲の弾よりはマシだから仕方ない」

　俺は敵の観察を止め、頭を屈めて突き進む。

　直後に爆音が轟き、土砂混じりの突風が背中を叩く。

「お頭、何とかしてください」

「大将なら玉ぐらい弾けますよ！」

「ふむ」

　俺はさっと後ろを振り返る。

目を細め、精神を集中すると陽の落ちかけた赤い空に黒い点が──。

「無茶言うな、俺を殺す気か！」

　身を屈めると頭のすぐ上をブンと鈍い音を立てて大砲の弾が通過する。

　百歩譲って歩兵が使う小型砲の砲弾ならまだしも、戦艦搭載の大砲はでかすぎる。

受け止めれば、砲弾と一緒に吹き飛んでしまうだろう。

「忌々しいが逃げるしかない。ヤーコフ、もっとケツを叩け」

「了解です大将！　てめぇらもっと走れ、遅れた奴は捨てていくぞ！」

　俺達は好き放題に撃ちまくられながらもなんとか丘を駆け下りる。

　砲撃にやられたのはざっと十人程度か、迫力の割に損害は小さかった。

戦艦から俺達は見えなかったのだろう。

丘から離れると砲撃は追いかけてこない。

　しっかりと見据えて撃たれていたら、相手は戦艦三隻だ。

百人程度の部隊など蒸発してもおかしくない。

「大将、次はどこへ!?」

　丘を駆け下りたヤーコフが叫ぶ。

俺は一瞬停止して、周囲の状況を把握する。

　東──俺達がいた丘だ。

砲撃されるので論外だ。

　南──テービアの町だ。

敵が門からぞくぞくと出てくる。あり得ない。

　北──開けた街道へ続き、回収地点への早道だ。

　西──河とは反対方向で湿地帯が広がっている。

「西だ」

「「ええ!?」」

　兵士から困惑の声があがる。

「大将、それじゃあ帰れねぇ。河に向かわねぇと！」

「街道へ回られたら動けなくなっちまう！」

　議論している場合ではない。

俺は不平の数倍の声で怒鳴る。

「いいから西へ行くぞ！」

　問答無用で走る。

「てめえら、ゴチャゴチャ言わずに大将に続け！」

　ヤーコフが怒鳴り、兵士達のほとんども続く。




　俺達は死に物狂いで走る。

足の遅い者は仲間に尻を蹴飛ばされながら、こけた者は隣の仲間に引きずられて擦り傷だらけになりながらも、なんとか騎兵に追いつかれる前に湿地に飛び込むことに成功する。

「ぐえ、案外深けぇ！」

「ヒルだらけだ!!　畜生、なんて日だ……」

　湿地は案外に深く、浅い沼になっていた。

俺達は足を取られて転び、全身泥だらけになって転がり回る。

「不愉快極まるが……幸いしたな」

　俺は足を止めて振り返る。

　すぐ後ろまで迫っていた敵騎兵が俺達を追いかけて湿地帯に突っ込んでくる。

「うわっ！」

　だが歩兵の俺達でも転ぶような場所を馬が進める訳もない。

　先頭の数騎が落馬、あるいは馬が停止して動けなくなってしまう。

「何をやっているんだ！　馬を降りて追うのだ！」

　指揮官が怒鳴り、重騎兵は馬を降りて沼に入るが……。

「う、動けん！」

「西で雨が降ったせいか!?　水が腰まで……し、沈む！」

　ただでさえ馬上が前提の重防備が完全に仇となり、進んでいるのか悶えているのかわからない。

　それに先ほどから砲撃もない。

この湿地は戦艦の大砲からも射程外になるようだ。

「大将、奴ら馬鹿やってますぜ。反撃しますか？」

「すぐに敵の歩兵も追い付いてきます。少しでも奥に逃げるべきです」

　抱えたセリアもこう言っている。

今はただ逃げ続けるべきだ。

「足は止めるな、逃げながら泥か毒虫でも投げつけてやれ！」

　そう言ってやると兵士たちは次々と得体の知れないものを投げ始める。

「私も……ひぃ！」

　セリアも水草の塊を投げるつもりで掴んだが、巨大なナメクジだったようだ。

「しかしこのままでは囲まれて──」

　言いかけたヤーコフの前で太陽を指差す。

「二時間もすれば陽が落ちる。周りは沼に丘に林だ、夜になればなんとでもなる。いくら脱出地点に近くても街道を走って騎兵から逃げられる訳がない」

「な、なるほど……」

　俺は周囲を見回し、溜息をつく。

「あんな風にな」

「あいつら……あとに続けと言ったのに」




　視線の先では本隊から離れた兵士の一団が北へ走っていた。

数は十名と少しだろうか。

「やばいぞ。本隊とはぐれちまった！」

「仕方ねえよ！　西へ逃げるなんてどう考えても……」」

「う、後ろから敵騎兵が──!!」

　街道を走る兵士は沼に突っ込んだ俺達の数倍の速度で逃げていた。

問題は敵騎兵が更にその数倍の速度で追いついてくることだ。

「かかれー!!」

　槍を並べて突っ込む騎兵の集団に軽装備の歩兵ができることはほとんどない。

数人が正面から刺し貫かれ、逃げようとした者も背中から斬り倒され、あるい馬蹄に砕かれる。

「ひ、開けた場所はダメだ！　遮蔽物の多い場所へ逃げろ！」

　生き残った味方が街道沿いの林に逃げ込んでいく。

　騎兵は味方が逃げ込んだ林には踏み込まず、周囲を囲んで停止する。

そして小さな焚火から色のついた煙が立ち上った。

「騎兵相手の判断としては正しいですが……一つ忘れてます。そっちは河沿いです」

　セリアが悔しそうに言う。

　僅かな空白の後、砲声が鳴り響き、味方が隠れた林に砲弾が降り注ぐ。

　土煙が立ち昇り、大小の木がバタバタと倒れていく。

どうやら俺についてきた者以外は生き残れなかったようだ。

「なんて余裕ぶっている場合でもないな」

　沼にはまった重騎兵はほうほうの体で後退してから、恨めしそうにこちらを睨みつけるだけだったが、敵の歩兵隊が追い付いてきたのだ。

「全員沼に潜れ。深い場所まで行くぞ」

「うぇぇぇ……マジですかい大将」

「この沼、かなり汚いっすよ。ヒルにワームに毒虫に……」

　俺はやかましいと兵士の頭を沼に沈める。

「わ、私もいきます……えい！」

　セリアも俺の脇から出ると息を吸って泥の中に飛び込む。

「だめだ、できねぇ！　俺の男前が台無しに──ぐえっ！」

　無理だと立ち上がった兵の胸や首にドスドス矢が突き刺さる。

　それを見た他の兵士は慌てて沼に全身を沈めた。

　ばらばらと頭上に矢が降って来る。

「このまま奥まで行くぞ。弓兵とて沼の中からだとまともに矢は射れない」

　俺達は泥に沈んで敵の目を誤魔化しつつ移動する。

　背後からは敵の軽歩兵も追いかけてきていたが、泥を搔き分けながら這うように進むのでなかなか追いつかない。

「奴らの足取りを見ろよ。泥中を這ったことなんかねえんだろうぜ！　くそ、ヒルがパンツの中に！」

「その点俺達は慣れてるよな。陣に女を連れ込んだのがばれた時も、肥溜めに飛び込んでほとぼりが冷めるのを待ったもんさ。うぉぉ、ケツの穴にムカデが!!」

　なんとも見苦しい追いかけ合いが続く中、陽はどんどん沈んでいく。




「……害虫共め。陽が沈むぞ、いったん下がれ！」

　いよいよ周囲が暗くなると、敵の指揮官が悔しそうに告げる。

　まあそうだろう。

悪い足場に、敵味方共に泥まみれだ、夜に戦えば敵味方すらわからない大混戦になる。

そうなったらなったで俺達には逃げるチャンスが生まれる。

「さてと」

　敵が沼から離れていくのを確認して、俺達は泥の中から顔を出す。

「さて、とにかく助かった」

「なんとか、ですなぁ」

　泥だらけで誰かわからない。

たぶんヤーコフかな。

「でも位置は完全にばれています。敵はこちらが河へ向かうとわかっているでしょうし……」

　こちらも泥の塊だが、可愛い声でセリアとわかる。

ついでに頭の上でうねるムカデを摘まんで放ってやる。

セリアはうねうねした虫が大嫌いなので教えると悲鳴をあげるだろうから。

「だろうな。敵は河側を中心に沼を包囲するだろう。活路があるとすれば……」

　大きく迂回する必要があるかもしれない。

なんにしてもタイムリミットは朝日が昇るまでなので急がなければならない。

「よし、全員音を立てずに移動──「待ってくだ……あぶぶ！」」

　泥セリアが何やら言おうとして深みにはまって肩まで沈み、慌てて肩車をしてやる。

「松明の動きが妙です。どうやら更に西……内陸側に移動しているように見えます」

「なに？」

　沼から見て西は内陸、東は河だ。

俺達は河の方向に逃げなければならず、敵もそれは百も承知のはずだ。

西方向を塞ぐ意味がわからない。

　もちろん欺瞞の可能性もあるが。

「お前様子を見て来い」

「へい！」

　傍に居た、いかにも汚水が似合いそうな顔をした兵士に命じる。

　そいつは泥水の中をすいすいと偵察にいき、程なくして戻って来る。

「どうやら敵さんは俺達を土着の賊の群れと勘違いしているようですぜ」

「ひでぇ！」

「俺達は誇り高き連邦軍だったのによ！」

「娼婦の足に抱きついて割引してくれって小一時間粘ったお前の口から誇りってのも滑稽だがな」

　兵士達は不満をこぼすが、俺とセリアはなるほどと合点がいく。

　途中の町で野盗に偽装しようとしてから、俺達の服装は乱れに乱れている。

一応連邦軍の軍服なのだが、原型を留めていない。

　更に躊躇無く沼に飛び込んだり、追う敵に泥や毒虫を投げつけたりと戦い方も酷かった。

　最初に俺達を発見した山菜取りの少女を思い出す。

　彼女に見つかった時の俺達はどうだったか？

下品な恰好で派手なタトゥーを晒し、男を挑発するアネット。

その下着を鑑賞して興奮する下劣な兵士。

兵士を怒声と拳骨で統率するヤーコフ。

中心に座ってアネットを撫でながらニヤつき、肉をバリバリ食う俺……。

　あの恐怖の顔は敵軍を見たというより、山賊の群れに遭遇した時の顔ではなかったか。

するとあの少女は山賊の群れがいると報告したのではないか。

「なるほど、敵は俺達の正体に気づいていない」

「田舎町のテービアを狙っていたら予想外のことになった賊の一団とでも思っているのかも」

「それなら内陸を警戒するのも頷けます!!」

　もし俺達が賊ならば河に出ても仕方ない。

なんとしても内陸に逃げるはずだからだ。

「これは好機だ。すぐに仕掛けるぞ」

　敵数は五千以上だが、この沼は結構広いので分厚い包囲はできない。

「内陸に重点を置くと逆に河側が一番手薄になります。強行突破できるかもしれません！　暗いうちなら敵戦艦も陸に近づいての砲撃はできな──あぶぶ」

「陽が沈んでからまだ時間は経っていません。陣地の構築もできていないでしょうし……今急襲すれば混乱を誘えるかも」

　俺はヤーコフに頷き返し、再び深みにはまったセリアを持ち上げてやる。

「どのみち他に道はないな。強行突破だ」







「松明はそこに置け。続いて柵も……この暗さでは厳しいか」

「隊長、賊はどう考えても内陸に逃げるでしょう。防御陣地など作らなくても良いのでは？」

　敵の声が聞こえる。

やはりこちらを賊と勘違いしているようだ。

「……俺もそう思うが命令は命令だ。目撃者の報告では、とびっきり頭の悪そうな賊だったらしいからな。とち狂って何をするかわからん。警戒に越したことはない」

　俺は沼の底を足で叩く。

深さはないし、泥に飲み込まれることもない。

「ようやく艦隊が到着したというのにとんだ茶々が入りましたね」

「まったくだ。相手が賊というので艦隊はさっさと港入りだとよ。俺達も到着したばかりなのに」

　隊長が不平を言い終わる前に泥から飛び出す。

「えっ」

「あ」

　呆然とする隊長の首をデュアルクレイターで一閃して斬り落とす。

続いて唖然とする兵士の顔面も鼻から上で両断する。

　トスンと小さな落下音が二つなった。

　周囲にいた他の兵も篝火に照らされる俺を呆然と見ている。

「……」

　俺は息を吸い込み、目を見開く。

「かかれ!!」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」」

　同時に沼から全身泥にまみれた一〇五兵団が飛び出した。

「て、敵襲だ!!」

「奴らいかれてこっちに来たぞ!!　内陸に行った奴らを呼び戻せ！」

　期待した通り敵の密度が薄い。

明らかに形だけの包囲だ。

「包囲を破れ！　松明と篝火は蹴り倒せ！」

　ヤーコフが怒鳴りながら剣を振り回す。

「下賤な賊め！　どこから湧いた！」

　激昂して斬りかかる敵兵の剣を避けながら潜り込んで太ももを両断し、ひっくり返す。

　続く槍兵の穂先に剣を合わせ、軽く右に弾く。

槍は大きく右に逸れ、擦れ違い様、俺は敵兵の胴半分をデュアルクレイターで抉る。

「くそ、奴ら泥の塊みたいで見分けがつかん！」

「とりあえずあの一番でかいやつを……」

　敵兵三人が一塊になって向かってくる。

俺はギリギリまで敵を引きつけてから、傍にあった篝火の台を引き倒して敵兵に炎を浴びせた。

　一〇五兵団の兵士も奮戦している。

「これでも食らいな」

　兵士が手に握った泥を敵に向かって投げつけ、敵が怯んだ隙に脇腹を切り裂く。

「撃ち殺してやる」

　至近距離からクロスボウを構える敵兵に向けて味方の兵士が突然黒い水を噴射する。

「ぎゃああ、目が！　目がー！」

「けけけ、詰めが甘いぜ」

　目を押さえて悶える敵は容易に討ち取られてしまった。

「なんて酷い戦い方だ！」

「こいつらは賊の中でも外道に違いない！」

　沼の水を口に含んで吐きかけたのか。

土や砂での目潰しは実戦ではなかなか決まらない。

だが水を吐けば簡単に命中させられるし、沼の水は清浄な水と違って一度目に入れば容易に復帰できない。

「問題はあの汚水を口に含む勇気だけだ」

「俺は嫌です……なっと！」

　ヤーコフはそう言いながらまっとうに敵を叩き切る。

「俺もだ」

　そう返しながら敵兵の剣を避け、その兜を掴んで足を払い、岩に顔面を叩きつける。




　なりふり構わぬ奮戦で河側の包囲が破れていく。

「ここまでだ。後は走るぞ」

「脱出地点はわかるな？　わからなかったら大将の尻から離れるな！　はぐれたら諦めて死ね。行くぞ」

　先頭を切って走る俺の後を全員がついてくる。

もちろん、俺の横にはセリアがしっかりついている。

「逃げたぞ、追うんだ」

「待て、まだ残党がいる……覚悟！」

「俺は味方だ！　沼に引き込まれて泥だらけにされただけ──ぎゃあああ！」

　敵は混乱しながらも追撃してくる。

こういう場合は追う側の方が有利だ。

一直線に逃げたのではすぐに追いつかれる。

　俺達は敵が速度を増す度に停止する。

「ここで止まれ。隠れろ」

　藪の中に隠れ、敵が追い付くと……。

「やれ」

「「「うぉぉぉ!!」」」

　飛び出して敵の側面に襲い掛かる。

　暗闇の中を走っているのだから周囲の警戒なんてできるはずがない。

松明を振りかざして走る敵は俺達にとって良い的だ。

　たちまち敵の数人が斬り倒される。

「かたまって応戦しろ！」

「よし逃げろ」

　そして敵が応戦の構えを取ると即座に逃げる。それの繰り返しだ。

「なるほど、敵兵も足の速い遅いがある。先頭だけを倒し、全員が追い付いてきたらまた逃げる」

　ヤーコフが感心している。

これも傭兵や賊が使う手で、軍隊がやるような戦法ではないんだがな。




　正道ではなかったが効果はあったようで、こちらがあまりにも頻繁に待ち伏せするので、敵は警戒しながら進まざるを得ず、次第に速度が落ちてくる。

　そしてついに俺達は朝日が昇る前に河岸へと到着した。

「ここが予定地点で間違いないな？」

「はい、小舟を着けられる岸……間違いありません！」

　セリアはそう言って今まで禁じていた灯りを灯す。

これが船への合図になる。

　予定より数日遅れたので心配したが、すぐに水上で小さな灯りで返答があった。

同時に複数灯りが点り、岸に向けて近づいてくる。

「本当にギリギリだったが……なんとかなったな」

「ええ肝が冷えました」

「間に合いましたね」

　ヤーコフとセリアと共に胸を撫でおろした時だった。

「放て──!!」

　号令とともに小舟に向けて数十の火矢が飛翔する。

　火矢は追撃を受けていた南側からではなく、北側から飛んでくる。

「何がセーリアンだ……何が帝国本軍だ……」

　どこかで聞き覚えのある声だ。

「よくも騙してくれたな小娘！」

　現れたのは行き道でセリアがかついだ騎兵隊だった。

数は二百、うち半数が馬から降りて矢を射り続けている。

こんな所まで追いかけて来たのか。

「北を散々探しても賊はおらず……途方にくれて引き返し、これを見つけたぞ」

　投げつけられたのはセリアが偽装に使った南ユーグリア軍の甲冑一式が三つ。

偽装に使った後は邪魔なのであの廃神殿に捨ててきたものだ。

「手がかりはないかと調べた味方陣地に甲冑を引っぺがされた兵士が三人いた……よくもよくも……」

　埋めてくれば良かったが、もう遅い。

　小舟は火災を起こしながら、河の中腹に戻っていく。

火矢を打ちかけられながら俺達を回収するのは不可能だろう。

「かかれ、奴らを殲滅しろ！」

「ええい、素直に騙されていれば良いものを！」

　俺はデュアルクレイターを引き抜いて敵騎兵を迎撃する。




「嘘つきめ、地獄へ落ちろ！」

　馬上から剣を振るう敵兵。

「女の嘘には騙されろ」

　その剣をデュアルクレイターで両断し、回転して馬の足を払う。

「卑怯者が、正面から戦え！」

　次は馬上からの槍だ。

「今やってやるよ」

　襲い来る穂先を頭を屈めて紙一重で避け、腕を伸ばして首を跳ね飛ばす。

「小賢しい娘を渡せ。嬲り殺してやる！」

　馬上から戦槌が振り下ろされる。

こいつは確か隊長だな。

　俺は咄嗟に身を屈め、足元の朽ちたオールを拾い上げる。

「可愛いセリアに何を言うか。お前こそ殺してやる」

　デュアルクレイターで戦槌の柄を叩き切り、オールで顔面を殴りつけて落馬させる。

「セリアをなんだって？」

「あ……あぐ……」

　悶える男。

「聞きたくない」

　オールを三度男の頭上に振り下ろす。

「さて……」

　隊長を討ち取り、周囲の状況を確認する。

「……良くないな」

　数の不利はあるが、夜は騎兵の利点が生きにくく、一方的に負けている訳ではない。

だが逆に一方的に勝ってもおらず、早々に追い払えそうにはない。

　小舟はなんとか火を消したようだが、この混戦では岸に接近できない。

「こんなことをしていたら……」

　同時に嫌な音が聞こえてくる。

「いたぞ！　奴ら河岸にいるぞ！」

「何者かと交戦しています……あれは、味方のようです。報告にはありませんが、味方部隊が敵と交戦しています」

　南から遂に敵が追い付いてきた。

数は夜陰ではっきり見えないが千の単位だ。

「隊長がやられたぞー！　ひけー！」

　ようやく最初の敵が引き揚げたが、もう手遅れだ。

　彼らの撤退など気にせず、南ユーグリアの部隊が俺達を河に追い詰めていく。

　敵は千以上でまだまだ増える。

俺達は八十名そこそこ……もちろん小舟はもう接近できない。

「まずいですな」

　ヤーコフの言葉に応えない。

言うまでもないからだ。

「か、かくなる上は」

　セリアが剣を抜いて俺の前に立つが、何も言わずに後ろへ引き戻す。

「ど、どうします頭……」

「何か手はないんですか大将」

　兵士達もさすがに動揺を隠せない。

「……」

　だが何も応えてやれない。

何も手がないからだ。

「隊列を整えろ。また突撃してくるかもしれんぞ」

「蟻の子一匹逃がすなよ」

　敵はこれでもかと松明を持ち、整然と陣形を整えている。

強行突破は自殺行為だ。

「攻撃開始」

　敵陣から矢が飛び、並んだ槍隊が一歩ずつ近づきながら槍を突き出す。

「盾を構えろ」

　ヤーコフが怒鳴り、盾が並ぶ。

幸いにして敵の弓兵は少なく、矢だけで崩されることはなかったが、槍の方はそうはいかない。

「ぐえ！」

「ぐは……」

　連続で突き出される槍の群れは追い詰められた俺達を一人、また一人と屠っていく。

「どけ」

　俺は前に出て穂先を斬り、あるいは弾き、隙あらば引き寄せて槍兵も屠ったが、敵は慌てる様子を全く見せない。

「攻め急ぐと隙が出る。確実に進め、敵を……ゴルドニア軍を河に追い落とすのだ」

「さすがばれたか」

　デュアルクレイターと朽ちたオールを振り回して敵兵を散らす。

それでも敵はひるまず崩れず、俺一人で槍の林を突破することなどできない。

　確実に一歩ずつじりじりと前進してくる敵。

俺達はいよいよ水の中に押し込まれていく。

「畜生……ここまでか」

「死ぬ前に処女を食い散らかしたかった……」

　腰の高さまで水に浸かった所で俺はセリアの手を掴んだ。

「エイギル様……うぅ、私取り返しのつかないことを……」

　セリアが真っ青になっているが、そう簡単にあきらめるな。

まだもう少しやれるだろうし、いざとなったらお前を抱えて河を泳いで渡ってやる。

「ま、一〇五の奴らが皆殺しになるまでは一緒に戦ってやらんと──」

　そう言って振り返った時だった。

　バシンと弦が弾かれたような音……そして突然目の前が真っ赤に染まる。

「カタパルト!?　この状況で？」

　セリアが俺の腕から飛び出した。

カタパルトから投射された油系の何かだが、この状況で敵がカタパルトを使う意味がわからない。

　再び弦を弾く音が響く。

「大将！」

　同時にヤーコフが叫ぶ。

俺も状況を把握した。

「野郎共──来たぞ。援軍が来たぞ！」

　炎の塊は俺達の頭を飛び越える。

つまりカタパルトは河上から発射されているのだ。

　最早ここまでと諦めていた味方に希望の色が戻る。

「せっかく援軍が来たのにやられたら成仏できんぞ。気張れよ」

「「「おう!!」」」

　もう最初の半分も残っていない一〇五兵団に士気が戻る。

「河から攻撃です！」

「まさかゴルドニア!?　奴らは戦闘艦をもっていないはず！」

「いや、諜報部からの報告では連邦からの援軍が──」

　動揺する敵を尻目にセリアが気付く。

「エイギル様、味方の船は大砲を持っているはずです。あえてカタパルトで炎を飛ばしているのは、きっと敵味方の区別がつかず砲撃ができないからです！　炎で視界を確保しようとしているのです！」

「なるほど」

　俺は咄嗟にヤーコフを呼ぶ。

「土台になれ」

「ふえ？」

　言うなり俺はヤーコフの上に飛び乗る。

「セリア」

　そしてセリアを引き上げて肩に乗せ、デュアルクレイターを渡す。

「ぐぉぉぉぉぉ、肩が……腰がぁぁぁ……」

　ヤーコフの苦悶の声を聞きながらセリアは紅く輝く宝剣を大きく回し続ける。

「い、いかん！　あれを撃て！」

　敵も俺達の意図に気づいたのだろう。

三段重ねとなった俺達に向けて矢が射られる。

「ぐわぁ！　大将、もう駄目です！」

　ヤーコフが数本の矢を受けて呻く。

「我慢しろ。俺にも刺さっているんだ」

「うう、エイギル様ぁ……は、早く気づいて下さい……でないとエイギル様が……」

　俺もまた腕と太ももに矢を受けるが、ここで崩れる訳にはいかない。

セリアを少し下げて当たらないようにしなければ。

　すると、俺達の近くに今までよりもずっと小さな油壺が飛来し、水面に控えめな炎が立ち昇った。

三段になった俺達を炎がはっきりと照らす。

　これで見てとったはずだ。

俺はセリアと一緒にヤーコフから飛び降りる。

「ぐはぁ」

「すぐに矢を抜きます！」

　ヤーコフがへたり込み、セリアは俺の傷を見るがそれどころではない。

　ズドンと派手な音が鳴り、暗い河が一瞬光る。

そして──。

　敵隊列のど真ん中に砲弾が落下する。

　砲撃の威力自体は敵戦艦よりもずっと落ちるだろう。

だが頭の上に降ってくれば同じことだ。

「連続してきます！」

　砲声が連続し、次々と敵の隊列が吹き飛んでいく。

「すごい精度だ……昼間でもこうはいかんだろうに」

　砲声はさほど多くない。

砲弾の威力も小さい。

それでも精確で的確な砲撃は敵の隊列をたちまちかき乱していく。

「ボロ船など撃ち払ってしまえ！」

　意地になった敵兵が河川上に向けてバッと火矢を放つ。

防御板を持つ戦闘艦に火矢が効果的とも思わないが──。

「うわぁぁぁ！　こっちを狙って来たぞ！」

「た、退却……砲撃が追いかけてくる！」

「逃げろ！　後ろへ下がれ！」

　火矢が放たれた場所へ砲撃が集中する。

「……少し過剰です」

　敵の弓兵が逃げ散っても追いかけるように砲撃が続く。

「どうやらイヴァンナが率いているらしい」

　激怒したイヴァンナが「小癪な！　あの場所を徹底的に撃て！」と怒鳴っている姿が目に浮かぶ。




「とにかく好機だ。反撃に出る」

「反撃ですか!?　いかに砲撃が効果的とはいえこの人数では……」

　呻きながら矢を抜いているヤーコフが聞き返す。

「撃破なぞ無理だが。反撃の姿勢を見せれば敵が怯む。船から新手が来るかもと構えてくれれば万々歳だ」

「わ、わかりました……ぐぉぉぉ！　やっと抜けた……よし、てめぇら！」

　反撃に出た一〇五兵団はもう四十も残っていない。

　それでも敵はゆっくりと後退し始める。

「一旦引け、船から新手が来るぞ！」

「本隊と連絡を取れ！　テービアから艦隊も出すんだ！」

　敵はこちらが期待した通り、守りに入ってくれたようだ。

これで僅かながら猶予ができた。

「後はさっさと回収してくれよ」

　河に目をやると小舟がゆっくりと戻って来ている。

一応全速なのだろうが、遅すぎてイライラする。

「早く……早く……あっ、一隻速い小舟が……って速すぎです」

　ゆっくりと向かってくる小舟の中、一隻だけ異様に早いのがいる。

「速いのは速いですが……左右に揺れまくっていますね」

　ヤーコフも矢を抜きながら首を傾げる。

「漕ぎ手が素人だね……力任せに漕いでるんだよ」

　アネットも呆れた声で──。

「なんで全裸なんですか！」

　セリアが怒鳴る。

「最悪泳いで帰ろうと思って」

　アネットは泳いで帰ろうとして服を脱いでしまっていたようだ。

「力任せ……嫌な予感がする」

　俺の不安を肯定するように喧しい声が聞こえている。

「わははははは!!　もっと漕ぐのだ。男の漕ぎ方を見せてやれ！」

「あぁ……きましたか」

　セリアが頭を抱えた。

「白波を立てる小舟なんて初めて見たわねぇ」

　小舟はものすごい勢いで岸に乗り上げ、そのまま岸を滑って来る。

「来たぞ！」

「おう」

　乗っていたのは言うまでもない。

ギルドレスとアレス兵だ。

「さて一戦と行きたいが我らとて阿呆ではない。今は戦う時では無いだろう。さあ乗れい、帰るぞ!!」

　ギルドレスは目の前の敵を一睨みしてから怒鳴る。

こいつは無謀で無茶苦茶で臭いが、真正のアホではなかった。

　まあただのアホが王の地位と相応の尊敬を得られるはずがない。

遺憾ながら窮地を救って貰った訳だし、これからは敬意をもって接してやろう──。

「……おい」

「なんだ！　早く乗れい！　ぐずるとは漢らしからぬ！」

　俺だって早く乗りたい。

セリアやアネットを安全に逃がしたいし、ヤーコフも俺も怪我をしている。

「どこに乗れと？」

　ギルドレスが乗ってきた小舟にはアレス兵がぎっちり十人乗っており、誰も降りる気配がない。

良く見れば喫水もギリギリだ。

「わははは!!　これは気付かなんだ!!」

　そうこうしているうちに他の小舟が次々と着岸してくる。

こちらが遅いのは漕ぎ手が二名しか乗っていなかったからだ。

「撤退だ、急げ！」

　ヤーコフの指示で一〇五兵団の生き残りが次々と乗船していく。

俺もセリアを連れて別の船に乗り込む。

「全速だ。漕げば漕ぐだけ早く逃げられる。疲れているとかぬかすなよ！」

　俺が怒鳴ると兵たちは自分の仕事へと戻る。

一〇五兵団は最後の力を振り絞り、西岸を離れていく。

　最後の小舟が撤退の合図を送ると、河からの砲撃が止んだ。

　敵はがっちりと守りを固めて、大部隊の上陸に備えていたが、残念ながらそんなものはない。

「紙一重だったな」

「だねぇ」

「……」

　俺は裸のアネットを撫で、腕の中にセリアを抱くが彼女は何も言わずに俺の傷を手当てし続けていた。

「セリア」

「……はい」

　泥だらけの髪をぐしゃぐしゃにする。

おっと変な芋虫が出てきた。

「気にするな。お前が粘ったおかげで敵艦隊の全容がわかった。結果は大成功だ」

「でも全部裏目に……それに大きな損害が出ました……何よりエイギル様の命もあと一歩で」

　俺はセリアを一層強く抱き寄せる。

　損害は確かに大きかった。

百人で出かけて生き残ったのは四十人いるかいないかだ。

損害と働きには相応の褒美がいるだろう。

「おいおい、決断したのは俺だぞ。作戦も成功、それでいいだろう」

　俺達の小舟を喧しい一隻が物凄い速度で追い越していく。

「行きも一番！　帰りも一番！　それでこそアレスの男なり、どの船にも負けるでないぞ！」

「「「おうとも!!」」」

「ああいう三十分先だって考えてない奴らもいる。年に一度ぐらいなら見習ってもいい」

「……はい」

　まだ落ち込んでいるな。

よし、決めた。

　俺は決意を込めてセリアの顔についた泥を拭うのだった。




　俺達の小舟はそのまま対岸に向かうのではなく、砲撃を行った戦闘艦に回収される。

指揮を執っていたのは案の定、イヴァンナだ。

「ふん、後先考えない無理な作戦の尻ぬぐ──んむ!!」

　俺はイヴァンナを見るなり、抱き着いて唇を奪う。

「んんーー!!　んむむーー!!」

　イヴァンナは何事か言いながら腹を蹴り、背中をひっかくが俺はキスを止めず、そのまま舌を入れて口内を舐め回す。

右手は彼女の腰に回し、左手はがっちりと肩を掴む。

「んんーー！　んーー！」

　一瞬沈み込んだイヴァンナから体重の乗った膝が股間に入る。

戦闘の興奮で硬直している肉棒には良い刺激だ。

「ん……ん……」

　イヴァンナは突然力を抜き、蹴り飛ばした股間を今度は太ももで撫でてきた。

「ぷはっ！　おまえはいきな──んぐ！」

　一瞬唇を離した後、今度は船のマストに押し付けてキスを続ける。

「……ん」

　イヴァンナの体から次第に力が抜け、彼女の体はずるずるとマストを滑って床にへたり込もうとする。

　俺は彼女の股に太ももを入れて阻止し、立ったままのキスを続ける。

「す、すげぇキスだな」

「あぁ、これ絶対はじまんだろ？」

「戦終わりにはきついぜ……」

　一〇五兵団の兵士だけではなく、水兵達の視線も猛烈に感じる。

これ以上やると後でイヴァンナがへそを曲げてしまうだろうか。

「ん」

　口と体を離すとイヴァンナはマストに手をついて息を荒げる。

「この……色情……狂……突然……何を……」

「お前が来なかったら御終いだった。感謝の印だ、ありがとう」

　再び抱擁しようとすると手を払いのけられる。

「もういい。これ以上やられてたまるか！」

　息も絶え絶えのイヴァンナは息を整えて再びキリッと真面目な顔になる。

「レオポルトとかいう陰気な男にお前がまた馬鹿をやったからと頼まれてな。いい迷惑だ」

　イヴァンナはそう言って身を翻す。

「長旅で整備も必要なのだ。こいつらを動かすだけでも予定が狂うのだぞ」

　イヴァンナが率いてきたのは大型戦闘艦一隻に小型が三隻だけのようだった。

　だが彼女の言葉と違い、艦隊は十隻程度の編制となっている。

しかも後ろの船は松明も多く、見るからにでかい。

「そろそろいいな。切り離せ」

　後続の舟からロープを伝って水兵達が移って来る。

　水兵が渡り終えるとロープが切られ、後続六隻の大型船はゆっくりと下流に流されていく。

「損傷を負ったのか？　それにしても捨ててしまうのは惜しくないか」

　するとイヴァンナは得意げな顔を浮かべた後、無理やり呆れた表情を作る。

聞いて欲しかったんだろうな。

「まったくお前は素人だな。良く見ろ、あれは廃船だ。港から古くなって使い物にならない輸送船を引っ張ってきた。でかく見えるのは周りに板を打ち付けてそこに松明を置いているからだ」

　言われてみれば良く見ると穴が空いていたり、マストが無かったりする。

「この戦力で敵に追われたら厄介だろう。ああやって大型船を六隻下流に流し、我々は消灯すれば敵艦隊の目は向こうに行く」

「なるほど……だが慣れない場所で灯りもつけずに夜間航行など──」

　言い終わる前にイヴァンナが笑う。

少しずつ後ろに反り返っていくのは気のせいだろうか。

「私が何年船を動かしていると思っている。一度通った水域は目を瞑ってでも航行できる」

「すごいな。さすがだ」

　イヴァンナはますます後ろに傾いていく。

技量は大したものだが、熱くなりやすい性格と相まって少し心配だ。

「ふふん、役立たずのあいつとは大違いだろう？」

「お前も乗り込んでいたのか」

　イヴァンナの視線の先にはセクリトが立っていたのだった。
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ブリュンヒルデ（吸血鬼　寝）イヴァンナ（艦隊司令官　満足）アネット（全裸）

兵士

一〇五兵団　三〇名

現在地　河川上　帰路

敵戦力　確認

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦三　大型戦闘艦一〇　中型五〇　小型約一〇〇）








第４１０話　衝撃の真実　♯







　カチャンと食器が音を立てる。

「……」

　イヴァンナが俺をキッと睨む。

「怒らないでくれ。少しぐらいの音はいいじゃないか」

「何も言ってない」

　イヴァンナはそう言って食事に戻ったが、俺が机に落とした野菜の欠片を摘まんで食べると、再び手を止めて睨んできた。

　俺は今、イヴァンナが乗ってきた大型戦闘艦の中で食事を取っている。

「移動しながらまともな飯が食えるのは水軍の特権だな」

　陸を行軍していればこうはいかない。

　野営するとしてもマットを敷いただけの天幕の中が当たり前だ。

その点、今俺達が食事をしている部屋はテーブルに椅子も揃ってゆったりしたものだ。

「大型戦闘艦ならこんなものだ。スワロフに比べればウサギ小屋だが、まあ一日ぐらい仕方あるまい」

　ただ贅沢を言うならば。

「三人だけと言うのが寂しいな。セリアとヤーコフぐらい呼んでやりたかった」

　この部屋にいるのは俺とイヴァンナ、そしてセクリトだけなのだ。

　そう言うとイヴァンナはたちまち眉間に皺を寄せる。

「何故この狭い船長室で五人も詰まって飯を食わねばならんのだ！」

　狭いか。

俺にはかなり余裕があるように思えるのだが。

「大体、私はこの女と一緒に飯を食うだけでも我慢ならんというのに！」

　イヴァンナはドンと机を叩いてから嫌味な顔になって続ける。

「そもそも、連邦の大敵たるお前がよく恥ずかしげもなく、連邦の船に乗れたものだな」

「む……」

　そう言えばそうだ。

この船の兵士は全て連邦の水兵であり、指揮しているのはイヴァンナだ。

セクリトへの風当たりは強いなんてものじゃないだろう。

「どうしてもと頭を下げるから連れてきてやったが……いざ戦いとなっても船室から外を覗くのみで何の役にも立たん。これなら同じ重さの鉛でも積んで来た方が良かったか？」

「……」

　セクリトは何も言わずに食事を続けている。

「その腕で戦場に出ようというのが間違いなのだ。大人しく男の上で腰を振って生きていれば良いものを」

　イヴァンナは更にセクリトを責める。

　セクリトが一瞬、俺の方を見る。

その視線で俺は全てを悟る。

　セクリトとて、好き好んで憎まれていると知っているイヴァンナの領域に入る訳がない。

片腕では戦闘に加われないことも十分わかっていた。

彼女がイヴァンナに頭を下げてまでここまで来てくれたのは、きっと俺を心配してのことなのだ。

「聞いているのか、おい役立たず」

　我慢できなくなり、俺は食事を一気に口に詰め込むと席を立つ。

　と言ってもイヴァンナを責めることもできない。

　イヴァンナとセクリトの確執が根深いことは知っているし、俺達の命を助けてくれた相手を罵倒するなどできるはずがない。

　俺にできるのはお願いすることだけだ。

「イヴァンナそれ以上は言わないでやってくれ」

　イヴァンナは驚いたように俺を見ると、フンと横を向いてしまう。

「な、頼むよ」

　俺はイヴァンナが置いたフォークで肉料理を差し、彼女の口に運ぶ。

「私が受けた屈辱も知らんくせに勝手なこと──はも、もぐもぐ」

　続いてグラスに注がれたワインを口元に持っていく。

「ここまで、どれだけ罵ってもまるで反応もせず──んぐんぐ」

　ここは出来る限り機嫌を取っておくべきだ。

「そもそもお前が甘やかすから調子に乗っているのだ。奴隷として躾けておけば……次はその野菜を」

　イヴァンナは俺に尽くされるまま食事を続ける。

目に見えて機嫌が良くなり、次第にセクリトへの罵倒もなくなってきたが……。

「……ふん」

　罵倒を受け続けている時よりもセクリトの表情が暗くなっている気がする。

　何故だろうと首を捻りながら、湯気をあげる吹かし芋をイヴァンナに食べさせる。

「お前が突然偵察に出たと聞いた時は──あつあつあつ!!　み、みじゅ！」

　いかん、セクリトを気にしていて芋を丸ごと放り込んでしまった。

イヴァンナは真っ赤な顔で水差しから直接水を飲む。

「き、貴様私を殺す気か!!」

「すまん」

「……くく」

　俺達の反応を見てセクリトは僅かに笑う。

それを見たイヴァンナは俺を責めるのを止め、セクリトを睨みつける。

　せっかくの努力が台無しかとも思ったが、イヴァンナは口元を吊り上げ、邪悪な笑みを浮かべた。

「食事はもういい。来い」

　イヴァンナは俺をテーブルの傍にある彼女が使っていたであろうベッドまで連れてくる。

「じっと……していろ」

　そう言うとイヴァンナは俺の服に手をかけてやや乱暴に脱がし始める。

セクリトの顔がゆがむ。

「……おいおい」

「わざわざ助けてやったのだから抵抗するなよ」

　イヴァンナは次々と俺の服を剥いでたちまち全裸にしてしまう。

「矢傷が四つか」

　イヴァンナは俺の矢傷を撫でる。

深くはないが、触られるとそれなりに痛む。

「──！」

　俺の顔が歪むと思わずセクリトがガタンと立ち上がった。

「お前はそこの椅子……ベッドが良く見えるその椅子に座れ。この船に乗り込む時、私の指示には絶対に従うと誓ったはずだな？」

「……そうだな」

　セクリトは俺をチラリと見てからベッド正面の椅子に座った。

「始めるぞ。ベッドに座れ」

『何を』などと野暮なことは聞かない。

俺は全裸のままベッドの端に腰かける。

「馬鹿者！　私に床に膝をつけと言うのか。真ん中で胡坐をかけ！」

　服を着たまま口でしてくれるつもりらしい。

イヴァンナが口奉仕をしてくれるとは思わなかった。

　とはいえ、残念ながら俺が愛しくてたまらないからではなく、セクリトの前で俺といちゃついて見せつけるのが目的だろう。

「あまり派手に感じては可哀そうだ」

「つまらんことを言う割にコレはなんだ」

　イヴァンナは俺の足元で四つん這いになり、俺の両膝に手をついて言う。

「男の本能だ」

　男根は既に垂直に勃ち上がっている。

「見ろ、お前の男は私に服を剥がれただけでこの様だぞ」

　一々セクリトを挑発していくつもりのようだ。

「それにしても本当に異常だな、これは」

　イヴァンナはそそり勃ったモノに根元から先端まで息を吹きかける。

「この太さ、長さ、本当に人間か疑いたくなる。どうズボンに収めている？」

　俺だって年中勃っている訳じゃない。

「形も酷い。木の根のようにゴツゴツして、先端は矢の反しのように広がっている。こんなものを女に突っ込んで胎を抉るとは……鬼畜にも程がある」

　イヴァンナは上目使いに俺を見ながら、先端にフーと息を吹きかける。

「ただでさえゴツゴツのくせに太い血管が無数に浮き出している。どれだけの血をモノに送り込むつもりだ。けしからんやつめ」

　そこで初めて舌が根元に触れ、ゆっくりと先端までを舐めあげる。

イヴァンナの舌は小さめで滑らか、そして綺麗なピンク色だった。

「……」

「なんて硬さだ。鉄か鋼で出来ているのか？」

　ぐっと歯が立てられるが、快楽が増すだけだ。

「何よりこの色だ……どれだけの女を食ったらこんな真っ黒になる？　百や二百ではきくまい？　なあ聞いているか？　かつての大将軍様もその何百分の一だぞ？」

　イヴァンナが挑発するように言い、セクリトは顔を逸らす。

「だから煽ってやるなと──おぉぅ」

　俺が諫めようとするとイヴァンナはとうとう先端に吸い付いた。

思わず言葉を切ってしまう。

「確かにもう言葉は要らんな。しゃぶってやる……して欲しいことがあったら言え」

　イヴァンナはそう言うと俺の膝に両手をついたままモノに吸い付き、頭をゆっくりと上下させる。

「ぐ……これはなかなか……」

　彼女の奉仕はゆっくりながら丁寧でねっとりした動きだった。

　口淫に慣れた女のように喉奥まで呑み込む訳ではなく、咥えてくれるのは三分の一程度だ。

だが入ると同時に舌が絡み、引き抜く時には息を吸って快楽を増幅してくれる。

そして時折、上目使いに俺の顔を覗いて気持ち良いか確認してくる。

「どうしてまた……おぅ」

　口技の練習もしたのだろうが、何より愛情を感じる。

　俺とイヴァンナはかつて体を重ねたことこそあるものの、深い愛情を得たとは言えない。

あの時もセクリトへの当てつけでやったようなものだからな。

それから一年以上経っており、愛が深まる要素はないはずだ。

「ぷは……もう少し体を後ろに倒せ」

　イヴァンナは俺の膝から手を放し、俺の一物を両手で掴んで口淫を激しくする。

規則正しい淫らな水音と、時折口から空気の抜ける間抜けな音が船長室に響く。

　ふとセクリトの方を見ると、いかにも悔しそうな顔でこちらを見ている。

だが奉仕の合間にイヴァンナが確認すると、ふいと無表情を取り繕う。

「……ふぅ」

　その時、イヴァンナが奉仕で垂れた唾液が軍服につきそうなことに気づき、胸元を大きく開く。

普段から肌を見せない軍服を着こんでいるせいか、雪のような白い肌、そして巨大ではないが、四つん這いになって大きさを増した胸が目に飛び込んでくる。

「すまん」

　快楽の波がやってきて、俺は思わずイヴァンナの頭を両手で押さえ込んでしまう。

「んぐ!!」

　肉棒は今までの彼女の動きに反して、半分まで口内に入ってしまう。

「──!!　──!!」

　目を見開き、太ももを叩くイヴァンナ。

俺は数秒押さえ込んだ後、理性を取り戻して両手を放す。

　思わずやってしまった。

さあ噛みつかれるか、それとも罵倒の嵐か。

「……げほ」

　だが予想に反してイヴァンナは一しきりむせた後、再び奉仕を開始する。

　咎めるような上目遣いで俺を睨んだ後、俺の片手を掴んで自分の頭に乗せた。

どうやら押さえ込まずに添えるだけなら良いらしい。

やはり以前とは違う愛を感じるぞ。

「お前……」

　セクリトも驚いたように声を出してから一層不機嫌になってしまう。

　予想外の口奉仕は唾液がベッドに水溜まりをつくるまで続いた。

「ぷは……これぐらいにしておこう。顎が痛くなってきた。でかくなり過ぎだバカ」

　イヴァンナは口元を拭いながら立ち上がり、ベッドの端に腰をかける。

「しろ」

『何を』などとは聞かない。

あれだけ奉仕してくれたのだから返礼するのは当然のことだ。

　俺はイヴァンナの足元の床に座り、彼女のズボンに手をかける。

かっちりした軍服のベルトを外し、ゆっくりとズボンを降ろす。

「蒸れている」

「言うな！」

　ズボンを降ろすとムンと熱気が広がった。

結構な時間、男に奉仕していたのだから健康な女としては当然だろう。

　ズボンを脱がせ、次は下着に手をかける。

「桃色は予想外だったが、可愛いぞ」

「だから言うな！」

　下着に手をかけてゆっくりと……降りない。

「濡れすぎて尻に張り付いている。もう少し腰をあげてくれ」

　顔面を一発蹴られてしまったが、イヴァンナは言葉通りに腰を上げ、漏らしたかのように湿った下着を抜き取ることに成功する。

「こちらも綺麗な桃色……でもないかな」

「きい！」

　また一発蹴られた。

　イヴァンナの股間は以前見た時よりも色が濃くなり、肉もはみ出しているように思う。

まあ一年もあったのだから何十本か男が入っていても仕方あるまい。

大事なのは今、彼女と体を重ねるのは俺だということだ。

　正直、彼女の穴は既にトロトロに濡れている。

なのでこの奉仕は準備ではなく、単純に彼女に快楽を与えて悦ばせるものだ。

　俺は女の大事な場所に息を吹きかけ、舌で外側を軽くなぞってから期待に赤く膨らむ豆に口をつけた。

「うぅっ！　ふぅぅ……」

　ぴくりとイヴァンナの体が反応する。

　かなり敏感になっているな。

豆を集中攻撃すればすぐに昇らせられるだろうが、それでは彼女も楽しくあるまい。

「ひぅ！　あぁぁぁぁ！」

　あえて豆は軽くなぞる程度にとどめ、舌を穴の中にねじりこむ。

なんだか簡単に入ったな。

言えば怒るだろうが、以前よりはっきりと緩くなっている。

「お、音を立てるな……ひ、ひぃ！」

　豆に鼻を押し当てながら穴を吸引すると、大量の汁が口の中に流れ込んできた。

相当感じていたらしい。

「つ、続けろ！　もっと続けろ！」

　イヴァンナは両手で俺の頭を股に押し付け、太ももで挟んでくる。

少々息が苦しいが、この状況に文句を言うなどばちが当たる。




　しばらく奉仕に夢中になっていると頭の上で喘ぎ以外の声が聞こえ始めた。

「どうだ、お前の大事な男が……くぅ他の女の股をしゃぶっている様は」

「……ふん。そいつの好色ぶりは知っているだろう？　今更一人二人……」

　イヴァンナがまたセクリトを挑発しているようだ。

「強がりが見え見えだ！　ひんっ！　そら見ろ、私の穴に夢中で舌を突っ込んで、こいつも一物をそそり勃たせているぞ！」

「情事を他の女に見せて悦ぶとは大した淫乱ぶりだな」

　雰囲気が険悪になってきた。

「あん！　……ふぅふぅ。すまん、股が気持ちよくてな。こいつもどんな汚い男を咥えこんだか分からんお前より、私に奉仕する方が……あうっ!!　身が入るようでな」

　む、今の悪口は聞き捨てならん。

これ以上言うなら奉仕を続けることはできん。

　俺が口を放そうとすると、イヴァンナは俺の頭を押さえる力を強める。

「おっと、私も人のことを言えたものではないか？　誰かさんのせいでな！」

「……」

　話の流れが変わってきた。

もう少し奉仕を続けて様子を見よう。

「手枷を着けられ、足に鎖まで巻かれた私にお前は何をした？」

　イヴァンナの太ももがぎゅっと閉まる。

「小汚い男二人のモノを同時にしゃぶらされたな。涙を流しながら好き放題される私の背中へお前は笑いながら蝋を垂らした！」

「……知るか」

　イヴァンナが捕虜になっていた時にそんなことがあったのか。

股に顔を突っ込んでいるので何も見えないが、セクリトの声がなんとも気まずそうだ。

「他にもあったな？　女に飢えた中年男をお前が靴で擦り……黄ばんだ種だけを私の顔にかけさせた」

　セクリトの声が聞こえない。

恐らく事実なのだろう。

「お前の飼っていた少年に犯されたこともあった。縄で首を絞めさせながら犯す様を見て、お前はゲラゲラ笑っていた」

　うーむ、昔の事とは言え、これではイヴァンナがセクリトに噛みつくのも当然だろうな。

「極めつきはアレだ。何人もの男が私の全ての穴に放尿を──」

「もういい。グダグダと何が言いたい！」

　セクリトが怒鳴るとイヴァンナは俺を股から解放する。

「なに、私の行為を正当化しようというだけだ」

　イヴァンナは俺をベッドの端に座らせ、背面座位で乗って来る。

「お前の愛しい男を私が……うううぅぅ!!」

　先ほどの話で僅かにモノが小さくなっていたこともあり、多少の苦悶の声は漏れたが、イヴァンナは無事俺を呑み込めた。

「奪ってやる!!　お前はそこで自慰でもしていろ！」

　怒声をあげるなり、イヴァンナは猛然と動き始める。

股はこれでもかと開脚され、結合部をセクリトから丸見えにしている。

「おい、あまり無茶はするなよ」

「うるさい！　お前は黙って乳でも揉め！」

　ううむ、聞く耳を持っていない。

先ほど確かに感じた愛情は何だったのだろう。

ともあれ、ここは乳を揉んでいるしかない。

「ふー！　ううー！　ぐう!!」

　イヴァンナは息を荒げながら腰を振る……というより体重をかけて叩きつけてくる。

これだけ激しいと彼女はもう痛みしか感じていないのではないだろうか。

俺は気持ち良いだけだが……。

「見ているかっ！　お前の男がっ！　私の中でっ！」

「変態め……」

　それでもイヴァンナは邪悪な笑顔を浮かべ、セクリトはまるで自分が犯されているかのように顔をゆがめている。

　どうにもよろしくない事態だが、俺には乳を揉むことしかできない。

いよいよとなったら強硬策として無理やり二人とも犯す手もあるのだが。

「まだまだっ！　終わらないぞっ！　──あがっ!!」

　更に勢いをつけて腰を振るイヴァンナの胎からグリュッと妙な音が聞こえる。

俺にとっては聞き覚えのある音……主にメリッサやメルだろうか。

「ぐ……うぐぐ……」

　イヴァンナは呻きながらぐったりと俺にもたれかかってくる。

「無茶するから子袋に入ってしまったじゃないか」

　とはいえ案外簡単に入ったな。

無理に入れたら泣き叫んでもおかしくないはずだが。

「ま、まだまだ……この程度で……私は負けん……」

　イヴァンナは歯を食いしばると再び姿勢を立て直して腰を振り始める。

敵などいないと思うが。

　それでも、女が自分の上で必死に腰を振る姿は悪くない。

イヴァンナの適度に筋肉がついた美しい背中と押し当てられる尻、汗ばんだうなじは正直、かなりそそられる。

　俺は思わず後ろから彼女の首筋に吸い付く。

かなり強い吸い付きははっきりと跡を残してしまい、彼女が快楽と痛みに歪んだ顔で振り返った時、俺は限界を迎えた。

「出るぞイヴァンナ！」

　俺はそう宣言する。

背面座位では男にどこへ出すかの選択権はない。

「このまま中に出せ!!」

　そう言ってイヴァンナは手を後ろに回して俺の首や頭に絡める。

「そら見ろ、お前の男が……愛する男が私の中でイクぞ！　あぁモノが震えて来た……イクぞ、出るぞ！」

　イヴァンナは体を捻り、見せつけるように俺の唇を奪う。

同時に俺の肉棒が絶頂の脈動を始めた。

「く、来る！　どうだセクリト……お前の男を寝取ってやった！」

「ぐう！」

　俺はイヴァンナに抱き着き、乳房を強く掴んで腰を突き上げる。

同時にモノが激しく痙攣し、彼女が仰け反る。

「あぁぁぁぁ──!!」

　イヴァンナは両足をピンと伸ばして腰を浮かせる。

同時に結合部から大量の潮が飛び散ってセクリトに降りかかる。

　セクリトは何も言わなかったが、激しい言葉をかけるイヴァンナの方ではなく、俺の方をもの悲しい目で見ていた。

愛する男を寝取られた女の目なのだろうか。

「ふう」

「……はぁ……はぁ」

「……」

　満足した男と、その男の上で激しく絶頂し、脱力する女。

そして愛する男を目の前で寝取られ、潮を吹きかけられた哀れな女……。

「……ふぅ、ふぅ。無様だなセクリト、お前の愛する男の種が私の中にドクドクと──」

　イヴァンナは言葉を止め、軽く腰を揺すってから結合部を撫でる。

「ドクドクと──何故出ていない!!」

「ううむ……」

　俺は確かに絶頂した。

かなり激しい絶頂で、今までならばイヴァンナの胎が膨らむほど大量の種が出ていただろう。

だが一滴も出なかった。

「実はな……」

　俺はセクリトが腕を無くしてから、いくら女を抱いても種が出ていないことを告げる。

「はぁ!?　不能になっただと!?」

「いや、不能ではないんだ。普通に女は抱けるし、気持ちいいんだけどな」

　どうしても種だけが吹き出ない。

これはなんと言えばいいんだろうな。

「どうりで玉がこんなにでっかく……ええい出せ！　今すぐ出せ！」

　イヴァンナは俺の玉をぐいぐい押す。

が、もちろんその程度で出るはずがない。

「ふ……ふふふ……ふふふふふ！」

　騒ぐ俺達を尻目に笑い声が大きくなってくる。

「そうかそうか……まだ出ないか。私が心配で出ないか！　そうかそうか」

　先ほどの悲しい顔はどこへやら、セクリトは快活に笑う。

「こ、この──どこまで私をコケにする！」

　イヴァンナは無理やり一物を引き抜くと俺に殴りかかってきた。

「すまん」

　セクリトは目を細めて俺を守ろうとしてくれるが不要だと制する。

俺が情けないせいでイヴァンナには恥をかかせてしまった。

ここは防御せず、ボコボコに殴られてやるべきだろう。

　だが予想外にもイヴァンナの拳は力なく俺の胸板を軽く叩くのみだった。

そして全力の拳よりも衝撃的な告白がなされる。

「どうしてだ……どうしてこの女をそれほど大事に思う……私を……私を孕ませておいて！」

「なに？」

　俺は思わずイヴァンナの腹を見る。

「馬鹿、もういない。お前に抱かれたのは一年以上前のことだろうが」

　そうだ、俺がイヴァンナを抱いたのは連邦から帰る直前、去年の夏のことだ。

「あの時に孕んだのか」

「そうだ。たった一発で見事にやられたんだ!!　……男の子だった」

　誇らしい反面、今の今まで気づかなかったことに罪悪感が芽生える。

道理で穴が使い込まれているように見えた訳だ。

既に経産婦だったのだ。

「だがこいつの子供だともわかるまい。お前の腹には色々な種が入ったからな──痛！」

　俺はいらんことを言うセクリトの額を指で弾き、襲いかかろうとするイヴァンナを抱きしめて止める。

「お前の子供に間違いない。子供は黒髪に黒い瞳、何より……アレの大きさが尋常じゃなかった。十歳の子供以上の大きさで最初はオークの子かと疑われたほどだ」

「こいつが本当はオークという可能性も残っているがな」

　セクリトを無視して続ける。

「……未婚の私が孕んで軍での印象が良いはずもない。捕虜になった事情もあって懲罰は無かったが……完全に腫物扱いだった」

　ううむ、俺のせいで苦労をかけてしまったようだ。

「一族の中でもとんだ笑い者になってしまった……一番の出世頭だったのに」

「妬みも加算されてそりゃ凄かっただろうな」

　セクリトが余計なことばかり言うが、さりげなく俺の腕を掴んでいるところに可愛さを感じてしまう。

「それで子供は？」

「援軍は軍務だぞ。子連れで来れるはずがないだろう……未婚の軍人が手元に乳飲み子を置くわけにもいかん。当主が穏やかなだけが取り柄の木っ端分家に預けてある」

　そう言うとイヴァンナは俺に近づき、腕を掴むセクリトを振り払う。

「妊娠が分かった時、絶対に堕ろしてやろうと思った。だがお前が注いだ種かもと思ったから……産んでやったんだぞ」

　俺は思わずイヴァンナを抱きしめる。

セクリトがさりげなく反対の腕を取ってくる。

「ありがとう……苦労をかけたな」

「本当だ。あげくにこんな恥をかかされて──」

　言い終わる前に俺はイヴァンナをベッドに押し倒す。

「種は出ないが、お前を快楽で飛ばしてやることはできる。何も考えず身を任せろ」

　俺とイヴァンナは一つとなり、彼女は叩きこまれる快楽に悶え、喘ぎ、最後は船全体に響き渡る嬌声を響かせて意識を失うのだった。




「なぁ」

「何だセクリト」

「お前は私も孕ませたいか？」

「当たり前だろう。お前のような美女を孕ませたくない男などいない」

「そうか」

「孕みたいのか？」

「また……後でな」

　そんな会話をセクリトとした覚えがあるが、眠気と疲労で定かではなかった。
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数日後　ハードレット軍拠点　港町パテナ　近郊

「精霊よ。かの者を迷うことなく冥界へ送り賜え──」

　偵察作戦の中で死んだ一〇五兵団兵士の葬儀が粛々と行われている。

一兵卒の葬儀に豪華さはなく、簡単な祈りの言葉で終わる。

　やってきた一〇五兵士のほとんどが根無し草で、隊内にしか居場所が無いものばかりだった。

故に普通の葬儀にありがちなすすり泣く未亡人や幼子の姿はない。

「ま、最後はこんなもんだよな」

「あばよ、ロニー。化けて出るなら俺以外のとこにな」

　参列するのは仲の良かった仲間が数人といったところで、それぞれが簡単な言葉をかける。

　無情にも思える簡素さだが、戦場を駆ける者にとって死はつきもので、悲しくないわけではなくとも、一々泣き濡れていては脱水を起こしてしまう。

「ま、化けて出るとしても向こうに出るだろうしな」

「ちげえねえ。空っぽの墓から出ようもねぇわな」

「酒だけはかけてやろうぜ」

　墓に死体が無いことも大きい。

死者のほとんどは最後の乱戦時に出ている。

船の近くで死んだ者は良いが、そうでない者は放置せざるを得なかった。

　俺も遠くからじゃあなと心の中で声をかけ、飯でも食おうかと墓に背を向ける。

「なあ、作戦についてどう思う？」

「あぁ、最後は酷かったな。艦隊が来なけりゃ俺達全員死んでたぜ」

「まさか外様の俺達は捨て駒にされたのか？」

　不穏な感じになってきた。

さてどうしたものかと振り返ると兵士の頭に拳骨が落ちている。

ヤーコフだ。

「この馬鹿ども！　もう少し頭でものを考えろ、大将が一緒に来たのに何で捨て駒になる！」

「あ、そりゃそうか」

「ちげぇねえ」

　俺が行くまでもなかったようだ。

「けどよ、作戦を考えたのはレオポルトとかいう奴なんだろ？」

「ああ、他の兵士に聞いたんだが冷血だって評判らしいぞ」

「ならまさか大将を殺して自分が……」

　再び拳骨が落ちる。

「馬鹿野郎、大将はドアホなお前らの百……十……一・五倍は賢いんだ。余計な心配してねぇでさっさと酒と女でも買ってこい」

　今回の作戦から生きて帰った者には特別に休暇を与え、酒と女の料金を俺持ちにしてやっている。

兵士たちは険悪な雰囲気はどこへやら、肩を組みスキップしながら町へ繰り出していった。

　ヤーコフはちゃんと指揮官をしている。

ここで俺が出てもややこしいことになっただろうから助かった。

　そしてもちろん負傷して治療中の兵士にも特権を与えている。

それは──。

「旦那！　ミーグスの奴が！」

　兵士に連れられてヤーコフが走っていく。

俺もついていってみよう。

　ヤーコフ達は病院として使われている建物に向かっていく。

　こっそりついて行くと、どうやら一人の負傷兵が治療の甲斐なく死んでしまったようだ。

「ミーグスめ、助からなかったか」

「へえ、腹を槍でぶち抜かれちゃあ」

　俺の命令で死んだ兵士だ。

死体があるなら顔ぐらいは見てやろうと覗いてみる。

「最後の言葉はどんなだった？」

　二人が死んだ兵士を看護していた女に聞く。

「ええと……『もっと強く吸ってくれ！　ああ、逝っちまう！』だったかな」

「それで本当に逝っちまったのか」

「しっかしだらしねえ死に顔だな」

　兵士の死に顔は歪んでいた。

苦痛や恐怖ではなく、快楽──まさに絶頂直後の表情だ。

「てか、こんな顔で葬儀できんのか？　最後に顔を見た奴が吹いちまうぞ」

「知らねーよ。なら適当に埋めちまえ。化けて出ようもない未練の欠片もねえ顔してるぜ」

　深手を負った兵士達には優秀な医者をつけてある。

それとは別に看護と称して専属の女性を傍においている。

　多くは語らないが、十分な俸給で雇われた彼女達は兵士を熱心に看病し、よしんば助からずとも、未練の無い最期を迎えさせてくれるだろう。




「俺にできるのはこんなもんだ」

　兵士の死に罪悪感は感じない。

兵士とは死ぬものだし、司令官とは死ねと命じるものだ。

それはそれで仕方がない。

「仕方がないんだけどな」

　目の前をセリアがちょこちょこと走り回っている。

「喪失した武器の補充はこの武器庫から──」

「陸上からの敵艦隊警戒地点を──」

「損耗した斥候部隊の再編制は──」

　精力的に働いているように見えるが、どれもセリアがやらずとも良い仕事だ。

あれは忙しいのではなく、あえて忙しくすることで気を紛らわせているだけだな。

　セリアは自分の選択で兵が損耗したと勘違いしている。

　さて兵士の死がつらいのか、俺に申し訳無いと思っているのか。

たぶん後者だな。

「真面目なセリアらしいが……お、あいつは」

　俺は一人の兵士を見つけて首根っこを摑まえる。

こいつは確かセリアと共に町の偵察に向かい、そこで娼館遊びをして総スカンを食らった奴だ。

ちなみにこいつだけはフライングの罰として休暇と酒、女の提供はなしだ。

「ぐえ！　お頭なんですかい？」

「ちょっとセリアを元気づけて来い」

　俺は兵士に耳打ちする。

「げ、そんなことしたら俺がぶん殴られますぜ！」

「セリアに殴られても死にはせん。さっさと行け」

　兵士は恐々とセリアに声をかける。

「あ、あの～嬢ちゃん？」

「今忙し──貴様ですか」

　いきなり貴様とは、言うまでも無く印象最悪だ。

そうでなくてはならない。

さあ行け！

「俺だけ娼館と酒が禁止になってしまいやした！」

「当たり前だろうが！　貴様は任務中に──」

　兵士がばっと頭を下げる。

「そのことはすんませんでした！　罰は受け入れやす！　ですが仲間が遊ぶ中、自分だけ禁止は辛すぎます！」

「そんなこと知るか!!」

　更に兵士は頭を地につけて叫ぶ。

「なのでせめて嬢ちゃんの着替えを覗かせて下せぇ！　もしくは嬢ちゃんと大将のあっちを覗かせて──」

　言い終わる前にセリアが宙を舞っている。

「死ね」

　セリアの飛び回し蹴りが兵士の延髄に炸裂した。

もちろん兵士はその場に倒れ込む。

「まったくもう！　こんな仕事よりもアホ共の躾が先です！　ヤーコフを蹴飛ばしてやります！」

　セリアは仕事を適当な兵士に預けて肩を怒らせて去っていく。

　地面にめり込んでいるこいつは後で俺が直々に良い所に連れて行ってやろう。

「よしよし、これで一件落着だ」

　俺は一つ伸びをする。

「何も落着しておりません」

　レオポルトの普段よりもずっと冷たい声が背中に浴びせられる。

「ご忠告せねばならないことがございますので、今すぐ司令部までおいで下さい」

「もしかして怒っているか？」

　無表情のままではあるが、秘めていない怒気を感じる。

「いえ、感情の問題ではありません。作戦上の忠告です」

「やっぱり怒っているだろう？」

　もう一度聞き返すがやはりレオポルトは答えず、俺は司令部に連行されるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（怒）マイラ（見た）イリジナ（酒）ルナ（指揮官）セクリト（四半満足）

レオポルト（参謀　怒）トリスタン（参謀　呆）ギド（護衛隊　惑）ヤーコフ（負傷　宴会）

ブリュンヒルデ（吸血鬼　寝）イヴァンナ（艦隊司令官　半満足）アネット（宴会）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一一二三〇

騎兵　　　　　　一二〇〇

弓兵　　　　　　一三〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦一隻　大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦三　大型戦闘艦一〇　中型五〇　小型約一〇〇）

財産　金貨〇 兵士遊興（－五〇〇）

経験人数七八二人　産ませた子六九人＋五六五








第４１１話　鋼鉄の腕







「あぁ疲れた……」

　レオポルトと長話をするとどっと疲れる。

特に今回は揉め事や深刻な話が多かったからな。

「ならば明日にすれば良いものを」

　隣でセクリトが呟く。

「馬鹿言うな。やっとお前の腕が出来たのに、一刻も早く着けてやりたいじゃないか」

　レオポルトとの長話を終えた直後、バルバノからセクリトの義手が出来上がったと連絡が入ったのだ。

「あいつならきっと期待に応えてくれるさ」

「どうだかな。まあまっすぐ歩ければ儲けものと考えておこう」

　言いながらもセクリトはふらつく足取りで少しずつ俺の前に出ていく。

そして時折、はっと気づいたようにペースを落とす。

　やはり彼女も楽しみにしている。

期待以上のものが出来ていると良いが。




　俺とセクリトは、とある建屋の地下室に入った。

バルバノが義手製作を行っている場所だ。

「おう来たか」

　別段極秘にすることではないが、バルバノが地下の方が作業が捗ると言うので借り上げて、専用の工房のように使わせている。

ブリュンヒルデとは別の意味でこいつも太陽の光が好きじゃないからな。

「では始めてくれ」

　俺がそういうとセクリトは思い切り良く、ばっと上半身をはだけて半裸となる。

「ふん」

　恥ずかしがったら負けと思っているのか、光沢のある褐色の肌も大きな乳房も、やや色素の薄い乳首も隠すことなく曝け出す。

「ふむ」

　バルバノもまた目の前で揺れる乳房を気にすることもない。

むしろ俺の方がズボンに手を突っ込み、血が流れ込み始めたモノの位置を調整する羽目になった。

「体格は変わっていないな」

　そう言って奴はセクリトの左腕……失われた腕に巻かれた包帯を取ろうとする。

「待て」

「何を言うか。義手を装着するのに腕を出さんでどうする」

　セクリトは少し顔を顰めて言う。

「お前は後ろを向いていろ」

「わかったよ」

　俺は大人しく後ろを向く。

彼女が俺に見せたくないなら尊重すべきだ。

　背中の方からバルバノとセクリトの声、そして金属が擦れる音が聞こえてくる。

「これがお前さんにつける義手だ」

「なんだそれは？　腕の三分の一の長さも無い。まさかそんな出来損ないをつけろと言うんじゃないだろうな？　ただの棒の方がまだマシに見える」

　何やらセクリトの不満げな声が聞こえるぞ。

「やかましい。とにかく着ければわかるわい！」

　バルバノの声と金属音、そしてセクリトの悶える声が聞こえる。

「ぐ……うぅ……ひぎっ！」

「最初は痛むか。これでも咥えておれ」

　セクリトの声がくぐもったものに変わる。

「んもっ！　んんん──!!　んん!!　ん……」

「それもう少し……ぴったりと入るはず……ふん！」

「んあぁぁ!!」

　バルバノの掛け声と同時にセクリトが一際大きな声をあげる。

彼女のしなやかな肢体が仰け反った気配がする。

「なあ、俺に後ろを向かせて浮気をしているんじゃないだろうな。こんな特殊なプレイは御免だぞ」

「阿呆が」

　セクリトの笑い声が聞こえる。

少しは気が紛れたか。

冗談は別にして、義手の装着は相当な痛みを伴うと聞いていたからな。




「よし、できた」

　バルバノがフウと息を吐いたので、俺はそっと振り返る。

「おかしくないか？」

　そして思わず呟いてしまう。

　半裸のセクリトの左腕に装着されていたのは義手……には似ても似つかぬ、短い金属の輪っかを連ねたような妙な物体だった。

彼女が言っていた通り、長さは普通の腕の三分の一も無い。

「こんなものつけても何の足しにもならんぞ。この出来でやれるのは上物の火酒どころか、野菜の搾り汁が良いところだ」

　セクリトも刺すような視線でバルバノを睨む。

その表情には怒りの他に失望や悲しみが見て取れる。

彼女も口ではなんだかんだと言いながら期待していただろうに、可哀そうじゃないか。

「ええい喧しい！　黙って座っておれい！」

　バルバノは横に大きな体を揺らして別の箱を持ってくる。

「今着けたのは腕と本体を繋ぐジョイント部分、短いのは当然だ！」

　バルバノは箱の中から、複数の腕を取り出しながら言う。

「一本造りの金属腕を着けてみい、壁に手でもついたら衝撃がそのまま腕の骨に伝わって悶絶するぞ」

　バルバノは言いながらセクリトについた短い義手を押す。

「今付けたのは体に密着させる基礎だ。義手はこの基礎に取り付けていくことになる」

　バルバノが金属の輪を強く押す。

本来なら傷口を抉るような行為でセクリトが悶絶してもおかしくないが、輪っかが収縮するだけで痛みは感じていないようだ。

「強力なバネと負荷を分散する諸々の仕掛けだ。少々の……というよりも生身の腕が潰れるような力でなければ押しても引いても耐えられるはずだ」

「なるほど」

「ふむ」

　セクリトは腕を壁に押し当てて効果を確かめているようだ。

表情に少し期待が戻ってきた。

「肝心の腕は……これだ」

　バルバノが箱から三本の腕を取り出した。

　俺とセクリトが思わず声をあげる。

「三本もあるのか？」

　バルバノは得意げに鳩胸を逸らせた。

「その為のジョイントだ。直接腕に着けるとなると毎度複雑な調整と痛みもあるがこの方式だと……」

　そのうちの一本を金属輪っかの部分に当てる。

すると軽く短い音がするだけで義手は腕に完全固定された。

「これなら片腕でも三秒とかかるまい。取り外しはここのレバーを下げるだけだぞ」

「一人で付け外しが出来るのか、これはいいな」

　セクリトの瞳が輝きだす。

さすがバルバノだ。

俺の見込んだ通りだった。

　取り付けられた腕は一言で言えば武骨な金属の腕といったところだ。

重さの調節の為か普通の腕よりも細く絞られており、ゴテゴテしたものはついていないが、手の平はもちろん、指の関節までしっかりと作り込まれており、長袖に手袋でもつければ義手とはわかるまい。

ドワーフ好みの頑丈で実用的な逸品に見える。

「この腕は日常生活から荒い動きまで全てに対応した汎用型だ。耐久性以外に目立った機能は無いが強いて言うならば……」

　バルバノはセクリトの正面に回り込む。

上半身裸のセクリトに何の遠慮も無く近づいたので、豊かな乳に触れてしまうが、気にする様子もない。

「おい」

「黙って見ておれ……ええとここに」

　装着の時もそうだったが、腹は立つのだが何故か興奮が増す気がするぞ。

いや、考えないでおこう。

「この小さなレバーを引く──と」

「む！」

　義手の手が軽い金属音を立てて拳を握る。

「戻すと……」

　再び音を立てて拳が開く。

「物を握れるのか！」

　思わず声を上げてしまった。

物を握れる義手など聞いたことがなかった。

「レバーで握力を四段階に調整できる。柔いものからしっかりと握り込むものまでな。もっと細分化しても良かったのだが、これ以上やると機構が複雑になって故障の原因となるからな」

「いや十分だ。素晴らしい」

　セクリトは真剣な顔で傍にあったほうきや布などを掴んでいる。

彼女の顔はもう目に見えて笑っている。

「さて次だ」

　バルバノが汎用義手を取り外す。

セクリトは少し悲しそうな顔をする。

　現れたのは先ほどとは比べ物にならない物騒な代物だ。

その腕は手首の上辺りから鋭い爪が三本生えていた。

「見た通り、ただの爪だ。爪部分は特殊な合金で出来ているので研ぐ必要はない。ぶつけることを前提に衝撃吸収の仕掛けがしてあるから、手荒に使っても腕に痛みは来ない」

「これはまた凄まじいな」

「荒事特化だ。普段使いには向かん」

　何より見た目が凶悪に過ぎる。

刃渡り４０㎝はあろうかという爪三本、シルエットだけ見れば魔物以外の何物でもない。

「ふふ、これはいい。剣を握るのも良いが、乱戦ではこちらの方が……」

　セクリトは爪を上下に素早く振り、後ろに宙返りしてから腕を突き出して抉るように回転させる。

　見事な動きだ。

ふらつきもまったくない。

義手をつけたことで重心が戻ったのだろう。

セクリトは満面の笑みだ。

「次はこれだ」

　最後にバルバノが取り出したのはまさに腕だった。

「おお」

「これがドワーフ共の技術か」

　何の変哲もない腕、まさに腕そのものだ。

生身の腕と寸分の違いもない。

「触感もまさに……だな」

「ここまで似せてくるとは」

　触ってみても、血の通わない冷たさはあるものの柔らかい皮膚と違わない。

形状も完璧で、色もセクリトの褐色に合わせている。

付け根さえ隠せばこれを義手と見抜ける人間などまずいない。

「何の素材を使っているんだ？　これほど皮膚に似ているとは……」

　言いながら俺は嫌な予感に思わず手を引っ込め、セクリトの動きも止まる。

「……本物の皮膚を使っていないよな？　戦場跡に行けば簡単に手に入るとは思うが」

「お前らは儂をなんだと思っておる！」

　バルバノは何やら素材について説明し出したが、石炭云々以外さっぱりわからなかったので聞き流す。

人間の死体から剥ぎ取ったのでなければいいんだ。

「ただしこの腕は荒事には一切向かん。ちょっとした衝撃で素材が剥がれるから大人しく使え。本当はこんな脆い物作りたくはなかったが、想い人のいる女が腕を取り戻したい想いは理解できる……特別だ」

　セクリトは一瞬恥ずかしそうな顔を俺に向けてから、首を軽く振って挑発するような表情を作り、バルバノに手を回す。

「何をする？　あぁそうだ。本当はもっと毛深くしたかったのだが、お前は全身つんつるてんだからな。奇妙なのはわかりつつ毛の無い腕に仕上げたぞ」

「毛達磨にしていたら首を絞めていたぞ。……何にせよ素晴らしい出来だ。私からも礼をせねばな」

「いらん。儂はこいつから酒を貰う約束になっておる」

　だがセクリトは俺の方を見ながら更にバルバノに迫る。

「なんなら乳の一つでも揉ませてやろうか？　それとも吸いたいか？」

「ええい離せ！　誘惑するなら腋毛の一つも生やしてから来んか！」

　俺は思わず笑ってしまう。

普段なら嫉妬に狂うところだが、今回はセクリトが照れ隠ししているとわかってしまう。

　セクリトは俺が妬かないのが不満だったのか、更にバルバノを撫でようと腕を伸ばし……固まった。

「おい。この腕は私の腕をモデルに作ったのか？」

「その通りだ。完璧だろうが」

　最初の測定の時、バルバノはセクリトの右腕を丁寧に観察していたが……あぁ、俺も気づいてしまった。

「致命的な欠陥があるぞ」

「それは聞き捨てならん！　重心も形状も完璧なはずだ！　どこがおかしいか言うてみぃ！」

　自分の仕事に自信のあるバルバノはセクリトに食って掛かる。

　するとセクリトはすっと腕を前に伸ばした。

「左腕の親指が左側にあるのだが？」

「……」

　数秒の沈黙。

「……後で直す」

「……ん」

　バルバノはセクリトの右腕を完璧にコピーしてしまったらしい。

それで重心が崩れないのは大したもんだ。




「さて、いよいよここからが本番だ」

　バルバノはちょっとした失敗を打ち消すように声をあげる。

「もう完璧じゃないか」

　汎用、戦闘用、日常用（右腕）と三本揃った。

十分な仕事だろう。

「何を言う！　ただの義手では面白味も何もないだろうが！」

　技術的に到底ただの義手と呼べるものではなかったが、もっと凄い物がありそうな口ぶりだ。

「ほう」

　セクリトも期待を込めた目で見ている。

これだけの物を見せつけられたのだから、更に上と言われれば当然期待は膨らむ。

だが何か嫌な予感がするぞ。

「まずはこれだ！」

　バルバノが取り出したのは先ほどよりも分厚く武骨な義手だ。

材質も先ほどとは違うらしく、鈍く重厚感のある輝きを放っている。

　何より異様なのは手のひら部分にぽっかりと空いた穴だ。

「……おい、異様に重いぞ」

「これは振り回す物ではない。まあ使ってみろ」

　そう言ってバルバノは地下室の奥を指差す。

「あの樽に腕を向けろ。腰を据えたら付け根にあるボタンを押せ」

「……これか？」

　セクリトがボタンを押した瞬間、凄まじい轟音と衝撃波が全身を打つ。

一瞬の間を置いて炎と煙、そして樽は粉々に砕け散り、背後の壁にまで大きな穴があくのが見えた。

腕から壁に向けて煙の筋が引かれている。

「ぎょわぁ！」

　だがその反動でセクリトが吹き飛んでしまったので、それどころではない。

俺は奇声をあげる彼女に飛びつき、抱きしめて地面を滑る。

「大丈夫か？」

　呆然としていたセクリトだが、破壊の跡を見て全てを理解したらしい。

「大砲だと!?　ふ、ふざけるな!!　出来る奴だと思ったのに調子に乗りやがって!!」

　激昂したセクリトが腕をバルバノに向けてボタンを連打する。

「弾は一発しか入らん。ちと炸薬が多すぎたか……一回分を調整するから返せ」

　セクリトは至近距離での轟音にまだ耳がおかしいのか、ふらつきながら大砲義手を投げ返す。

「次だ」

「……嫌な予感しかせんぞ」

　セクリトの言う通り、今度の腕はもう露骨に腕の形状をしていない。

細長い壺の底側を腕にひっつけたイメージだ。

「これを背負え、ホースを腕に取り付けろ」

「……」

　大きなリュックのようなものを背負わされ、そこから伸びるホースが腕に装着される。

リュックからは液体が波打つような音が聞こえている。

「レバーを引け！」

「……くそが」

　セクリトは身構えながらレバーを引く。

　同時に凄まじい火炎が前方に向けて噴き出した。

「おぉぉぉぉ！」

　身構えていながらも声を上げてしまうセクリト。

それだけの激しい火炎だった。

「見たか！　石炭から抽出した特性燃焼剤、ただの油などとは火力が違うぞ!!」

「あのなぁ……」

　素晴らしい義手を造ってくれた感謝の念がどんどん消えていく。

　最初の三つで止めておけばセクリトもバルバノに恩を感じていただろうに……いや、そうなると彼女がこいつに靡いてしまうかもしれない。これで良かったのだ。

「止めろぉぉぉ!!」

「む、停止ボタンはまだ付けていなかった。とりあえず全部撃ち切ってしまってくれ」




　数分後、すべてを放射し終えたセクリトはぐったりと壁にもたれかかっている。

「まだあるのか？」

「おうとも。この腕は……」

　セクリトがバルバノの頭を掴む。

「まず効果を言え。それから試してやるか決める」

　いつの間にか笑顔は消え、殺気しか感じない。

「うむ、この腕は根元六箇所均等に仕込んだ火薬を同時起爆することで、腕そのものが高速で飛翔し──」

「却下だ次」

「これはくぎ抜き、栓抜き、毛抜き、ボルト締め、松明、コロコロマッサージなど全一七種の多目的──」

「む、案外便利……こんな生活用品の塊みたいな腕を着けられるか次」

「ゼンマイの力で回転する硬度の高い特殊合金の先端が硬い岩や鉄板ですらも穴をあける──」

　クルクルと回転する先端を壁に押し当てると石の壁がみるみる削れていく。

「……」

　セクリトが急に大人しくなった。

まさか気に入ったのだろうか。

「見た目がかぎ爪より酷いことを忘れるなよ？　目立つなんてものじゃないぞ？」

「……」

　そう忠告してやるが、セクリトは答えず壁を削っている。

まあちょっとやってみたかっただけだろう。

「ともあれ最初の三本で十分だ。他のはイロモノ過ぎる」

「むうう……まだ色々とあるのだが。これなどは自信作だ。大砲と火炎腕の仕組みを併用し、レバーを回すだけで多連装の筒を回転させながら砲弾を連続発射、毎秒三～四発の速度で絶え間無く──」

　細い筒が六つ連なった、もう腕とも言えない酷い見た目の物が出てきて、思わず笑ってしまう。

こんなもの義手でもなんでもないだろう。

「俺はセクリトに戦場を駆けてもらいたいのであって、人間兵器にしたいわけじゃない」

　ともあれ最初の三本だけでも余りある。

しっかりと礼は言うべきだ。

　俺はバルバノに向かって頭を下げる。

一瞬セクリトが複雑な表情でこちらを見たが、すぐに壁を掘る作業に戻る。

「よく俺の我が侭を聞いてくれた。手間をかけたな」

　セクリトも今は壁をゴリゴリ削っているが、三本の義手を大事そうに傍に置いている。

「俺の部屋に樽で火酒を用意してある。三人で一杯やろうじゃないか」

「おうとも！　一仕事のあとは一杯に限るわい。はよう行くぞ」

　バルバノは奇怪な義手の群れを無造作に仕舞い、短い足で俺を促す。

「セクリトも一杯やろう。ゼンマイを巻き直していないで……な」

「ちょっとした余興だ。別にこんな奇怪なもの見たことがなかったのでな」

　セクリトは三本の義手と……回転する変な腕を大事そうに抱えている。

結局それを気に入ったんだな。




　俺を先頭にバルバノとセクリトが並んで歩く。

　視界の端をセリアが猛然とダッシュしていく。

ふふふ、さぞ忙しいだろうが、先ほどと違って健全な忙しさだ。

しっかりと準備をするといい。

　可愛らしいセリアに気を取られている間にセクリトとバルバノが声を潜めて会話している。

まさか裸体を晒したことでその気になって浮気の算段かと耳を澄ませる。

「この回転腕の技術を応用して、こう前後左右へ不規則には動かせないか」

「できんことはないが、無意味な動きだ」

「いやそれでいい。材質は日常用の腕と同じ柔らかい素材で、こういう形状と大きさ……先端部分が全体より太い感じで頼む。できれば全体的に金属玉やでっぱりをちりばめて……」

「意味がわからんが造れと言うなら造れる。何の役にも立たんように思うが」

「いいから頼む。礼に私の秘蔵の酒をわけてやる」

　断片的に聞いても良くわからない。

とりあえず浮気の算段ではなさそうなので良しとするか。








第４１２話　問いの意味







「チビのくせに……飲んだくれが……うっぷ」

　俺はぐったりとしたセクリトを背負って彼女のベッドに向かう。

「二〇杯も飲むからだ」

　義手完成祝いの酒盛りの場でセクリトはバルバノと張り合って酒量の限界を超えてしまったのだ。

「お前のような美女が酔い潰れたら襲われてしまうぞ」

　普段は強面の女が泥酔して寝込むなど悪い男から見ればフルコースが道端に置いてあるようなものだ。

目が覚めると股が種汁まみれでも不思議はない。

「嬉しくもあるけどな」

　逆に言うなら、セクリトは俺が傍にいたからこそ安心して酔い潰れたのだろう。

そして潰れるまで飲んだのは彼女自身も新しい義手を喜んで高揚していたからだ。

　セクリトを背負ったまま、彼女の寝所に到着する。

「あっセクリト様!?」

　現れたのは一人の見覚えある少女、確か──。

「私セクリト様に飼って頂いている【ロット】と申します。あぁこんなに飲まれて……」

　彼女はセクリトが良く言えば囲って……悪く言えば玩具にしている少女だ。

　セクリト曰く、近くの村で見かけて気に入り、攫ってきたらしい。

　当然、すぐに戻してやろうとしたのだが、何をどうしたのかロットはセクリトに心まで支配されてしまい「奴隷のままでいたい。離れるのは絶対嫌だ」と泣くものだからどうしようもない。

「……うるさいこの雌犬、また鞭を……うぇ」

　セクリトは彼女の声に反応したのか目を閉じたまま声を上げるが、すぐに口を押えて丸まった。

この感じではそろそろ逆流だな。

　褐色の肢体をベッドに横たえ、俺は一息ついた。

「はい、お水です。体もお拭きしますね。お吐きになるなら桶か私の顔かお選び下さい」

　ロットは俺に構うことなくセクリトの世話をしている。

さすが彼女の奴隷を公言するだけある。

「ふむ」

　セクリトに罵られながら健気に奉仕するロットを改めて観察する。

初めて会ったときはそれどころじゃなかったからな。

　年の頃は一五、六歳だろうか。

子供ではないが、まだ大人になり切っていない。

　身長は一五〇㎝あるかないかで、体格も華奢なのでかなり小さく見える。

　髪はかなり色の濃い金髪で遠目には茶色にも見える。

瞳は綺麗な青で、ふにゃりとした垂れ目、肌色はセクリト程ではないが陽に焼けて健康的な色をしている。

「なんでしょう？」

　ロットは全身を観察する俺の視線に気づいたのか不思議そうな視線を向けてくる。

　特に目を引くような美人ではない。どこにでもいる村娘だ。

ただその声色と動作の雰囲気は独特で、支配したくなる衝動がこみあげてくる

「……ぐぅ……くそが……殺してやる」

　ロットは物騒な寝言を言うセクリトに視線を向けた。

　ロットの服装は太ももが見えるほど短く、背中が大きく開いたワンピースだ。

その格好でベッドのセクリトを覗き込んだものだから色々と見えてしまう。

　背中には赤い筋……は鞭の痕だろう。

丸見えになった尻は赤く腫れているように見える。

そして何より……彼女は下着を着けていなかった。

「こ、これはセクリト様のご命令で下着は着けるなと……あと、鞭は私が望んで頂いているものです！」

　慌てて尻を隠すロット。

「……メス豚が……ケツを出せ……皮が破れるまで鞭をくれて……」

「あぁぁ……」

　俺達の声に反応したのか、再びセクリトが寝言を言う。

ロットはブルブルと身を震わせ、太ももを怪しい汁が伝い落ちていく。

「ふむ」

　本当は酒盛りの後、セクリトと楽しもうと思っていたのだが、完全に潰れてしばらく起きそうにない。

そして目の前には下着を脱いだ女が汁を垂らしている。

「こっちにくるんだ」

「ええ!?」

　俺はロットの小さな体を抱き締める。

「私はセクリト様の奴隷で！　で、でも貴方には逆らうな、言うことは全部聞けとの命令も……あぁどうしましょう！」

　なら問題はないな。

　俺は後ろから抱きついてロットのワンピースをたくし上げ、自分のズボンも引き下ろす。

「セクリト様の前でなんて！　せ、せめて外かお便所で！」

　聞かずに壁に手をつかせ、一気に中へと押し入る。

甲高い嬌声が部屋中に響く。

　体格的にロットに俺のモノはかなり無理があるが、太ももを垂れる程濡れていたことと、何より彼女の穴は経産婦もかくやとばかりにガバガバだった。

恐らくセクリトにかなり調教されたのだろう。

「すまんな。セクリトの代わりをさせてしまっている」

　考えれば最低の行為だ。

「え、代わり？　セクリト様が寝てしまわれたから私の穴だけを代わりに使って……」

　言いながらロットは唐突に汁を噴く。

どうやら合意は得られたようだ。

　小さな尻を掴んで腰を振りながらふと窓の外に目をやる。

「軽歩兵のクロスボウ配備が優先と言ったではないですか！　長槍隊の編制は後回しです！　時間がないのです！」

　深夜にも関わらずセリアが声をあげて駆けまわっている。

やる気が漲っているようで、俺も無理を通した甲斐があるというものだ。

「一週間で実戦できるようにします！　グズグズしている奴は尻を蹴り飛ばします！」

　可愛らしく兵を恫喝するセリア。

「嬢ちゃんからならご褒美だぜ」などと野次を飛ばした兵士が股間を蹴られて泡を吹いている。

このまま任せても大丈夫そうだな。

　俺はレオポルトとの話し合いを思い出す──。
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　静かな怒気を醸し出すレオポルトに続き、司令部へと向かう。

　俺の隣にはセリアもいた。

何故かセリアまで一緒に来るように言われてしまったのだ。

彼女はやや俯き気味で難しい顔をしながら小走りでついてくる。

　俺とセリアが司令部の置かれている建物へ入るとレオポルトは扉をぴったりと閉めた。

「今回の経緯をご報告下さい」

　そしていきなりの詰問だ。

「はぅ」

　セリアが肩を竦めて小さくなる。

普段なら俺への尊敬がどうのと騒ぐのに、今日は小さくなるばかりだな。

　まるで上司が部下を問い詰めるようなレオポルトの態度に腹が立たないでもないが、やましいことをした訳でもないので堂々と答えてやろうじゃないか。

「おう。少人数で偵察作戦をすると聞いてな。どうせ敵戦力を見極めるまで動けなくて暇だからついて行ったんだよ」

　そして俺はセリアを引き寄せて撫でまわす。

「途中で見つかりそうにもなったがセリアが頑張ってくれてな。見事敵艦隊の全容を突き止めた。……その後でまあ色々とあったが、イヴァンナの支援もあって無事生還した」

「……」

　堂々とした成功報告にもレオポルトは表情を変えない。

いや、もともと何があっても表情を変える奴ではないが、体中から出ている不満のオーラが変わらない。

「……何が不満なんだ。損害は出たが、作戦目的は完遂だ。何も問題はないだろう」

「当初計画の変更によって危機的状況に陥ったと報告されておりますが」

「はぅ」

　レオポルトが迫ってくる。

セリアが小さくなってしまったじゃないか。

「間一髪だったが、結果上手くいったのだから良いだろうが」

　俺も堂々と受けて立つ。

「それは結果論です」

「戦争は結果だろう」

　お前こそ結果至上主義の戦いをするだろが。

「故にここで本作戦の問題点を指摘するつもりはありません。ですが経緯から判断するに、また次に同じことをされては最悪の事態もあり得ます。故に今後の行動について忠告させて頂きます」

「回りくどいぞ。つまり何が言いたい」

　俺とレオポルトの間にセリアがびくびくしながら入って来る。

別に喧嘩している訳じゃないから無理しなくても良いぞ。

それにお前が割り込んでも身長が足りないから言い合いは止まらないしな。

　レオポルトはそんな可愛すぎるセリアを気にもせずに続ける。

「勝手なことをされては作戦全体が狂います。ご自身での参加を自重頂くことは別にして、最低でも事前にご連絡下さい。ハードレット卿が参加しているか否かで作戦は変更されうるのですから」

　要は突っ込むなら先に言え──か。

そういえば誰にも言って無かった気がする。

「もし俺が参加すると言っていたら何か変えていたか？」

「作戦そのものを中止していました。この作戦に総司令官の身を危険に晒すほどの価値はありません。その程度は作戦の真意を知らずとも理解できるでしょうが」

　そう言ってレオポルトはセリアに鋭い目を向ける。

　暗にテービアで敵艦隊を待とうと言ったセリアを責めているのだろう。

俺が直感で決めたと伝えたのに何故知っているんだ。

「……あぅぅ」

　ますます小さくなってしまうセリア。

「これ以上セリアを責めるな。やるなら俺をやれ！」

「エイギル様ぁ」

　俺がセリアを背中に回して庇うとセリアは涙を浮かべて背中に抱きつく。

「敵戦力を把握しなければ戦えない。セリアのおかげで敵艦隊の全容がわかったんだぞ。その為に必須の偵察作戦だったんだろうが」

　だがレオポルトは反応を示さず、淡々と続ける。

「それは現場将兵への命令ですな。現場に全てを伝達するわけではありません」

　レオポルトは俺達の偵察結果の横にもう三枚の報告書を並べる。

「これは？」

　見たところ敵艦隊の概要が記載されているようだ。

俺達が突き止めた数と比べても大きな違いはないように見える。

「こちらは漁民に扮した斥候が目撃した数を分析したもの。これは複数の間諜からの報告を総合した数。こちらは──上空からの偵察結果です」

　最後のはつまりポチだな。

まあそれはいい。

「……情報があったのかよ」

「わ、私達がやったことは一体……」

　愕然とする俺とセリアをよそに、レオポルトは淡々と続ける。

「敵艦隊の規模は今後の作戦計画の根幹に関わります。一つの偵察結果だけで確定させることはできません。たとえば──」

　レオポルトは斥候と間諜の結果を指差す。

「斥候の報告では大型戦闘艦が三〇となっておりますが、間諜の報告では五、漁民に扮して小舟に揺られながらでは敵船をより大きく判断する傾向があります」

　俺とセリアは並んでふむふむと頷く。

「一方で間諜は補給や水兵など間接的な方法でのアプローチとなるので、これも正確とは言い難い」

　最後にレオポルトはポチ偵察の結果を並べる。

「この方法は私自身としては極めて革新的だと考えておりますが……」

　レオポルトの眉間に皺が寄った気がする。

「残念ながら偵察員の著しい能力不足によって確実性を欠いております」

　報告書は前二つに比べても勝るとも劣らない綺麗な文体とバランスのとれた間隔で書き綴られている。

　目につくのはその所々に描かれた、落書き状の絵だ。

「これは……船……を書こうとしているのでしょうか？」

「ああ、あいつらか」

　この絵はハーピー達だろう。

俺達が字を書いているのを見て、真似して翼の腕で必死に絵を描いているのを見たことがある。

恐らくポチと一緒に偵察に向かったのだろう。

　だがそれは不可能なことだ。

あいつらは数なんて数えられないし、そもそも何を見たかも一休みすれば忘れてしまうだろう。




　こんな話がある。

　奴らがマリアに貰った三本の串焼きの一本を、目を離した隙に摘まんでやったことがあるのだが、数が減っているのに気づかず三匹で喧嘩を始めていた。

二つ三つがわからないのに、何十の船が数えられるはずがない。

　他にもある。

　ハーピー達がよく止まっていた屋根をノンナの趣味で白く塗り替えた時のことだ。

全員を集めて塗料がつくからしばらく止まるなと言った五分後に全員真っ白になって帰ってきた。

　頭を抱えながら洗ってやり、現場まで連れて行って『ここに止まるな』と念を押すと、『ワカッタ　ワカッタ』と言いながら止まって真っ白になる、と言った具合だ。

　偵察に出て敵戦力を把握して戻って来る……なんて高度なことができるはずがない。

行き道で何をしに行ったか忘れてしまうだろう。




「隣はピピの字ですね」

「ピピ……」

　どうやらポチにはピピが乗っていたようだ。

大小の船の絵の隣に数を書こうとして諦めている。

ピピも数勘定が怪しいからな。

「待て、そうなるとこの綺麗な字は誰だ？」

「消去法でいくと──ポチではないかと」

　あのでっかい、しかも長い爪のついた指で器用にペンを挟んで書いたのか？

もういい、考えないようにしよう。

「偵察報告が人間によってなされておらず、信頼性には疑問符がつきます。……偵察者の報告がある程度正確だと仮定しても補完する偵察結果が必要でした」

　改めてポチの偵察報告を見てみる。

「大型艦一〇　中小艦一三〇～一六〇　特大艦二──概ね正確ですね」

　セリアががっくりと肩を落とす。

「一層釈然としない」

　苦労してトカゲと張り合ったと考えるとなんとももの悲しい。

「これだけの結果があるなら、やはり危険な任務に出ることはなかったんじゃないか？　俺もセリアも危うく──」

　言葉を遮ってレオポルトがドンと机に手を置く。

「先ほども申した通り、ハードレット卿の出撃が前提であればこのような作戦は立てておりません」

　怒鳴ってはいないが怒りがひしひしと伝わってくる。

無断で勝手なことをした分、どうにも旗色が悪く、セリアも小さく小さくなってしまった。

　改めて考えるとどう考えても俺が悪いな。

「悪かったよ。次からは一声かける」

「そうして頂きたいものです」

　その上で一つ聞いておきたい。

「作戦変更が無かったとしても、最初から敵に見つかりかけた。俺とセリアがいなければ部隊は全滅していただろう。それだけの価値はあったのか？」

　ポチの報告を確認するだけにしては危険すぎる任務だった。

「最後の危機は現場での作戦違反が無ければ避けられましたが」

「はぅ……」

「結論から言いますと、本偵察作戦において部隊の壊滅は想定の範囲内でした」

「おいおい」

　一〇五兵団の奴らの言う通り、本当に捨て駒扱いだったのか。

これは聞かせられないな。

「しかしその価値はあります」

　レオポルトはポチと俺達の偵察結果を並べ『戦艦三』を軽く叩く。

「戦艦は確かに三隻ですな？」

「間違いないです」

「ああ、確かに見た」

　見下ろせる丘の上からセリアだけではなく、他の見張りも何度も確認したのだ。

戦艦を見間違っていることは絶対にない。

ポチも含めて他の情報源より確かなのは間違いない。

「こちらの報告では戦艦は二……戦艦一隻の違い。この情報の為に千人を殺しても惜しくはありません」

　そこまでか。

「我々はただでさえ情報戦で劣勢にあります。敵の間諜はどこにでもいて、我々の艦隊も既に把握されているでしょう。こちらも正確な情報を得なければ、ラーフェンの時のように思わぬ失態を犯します」

　ラーフェンへの奇襲を結構気にしていたらしい。

フォローしてやろう。

「もう終わったことだ。気にするな」

　レオポルトは答えずに続ける。

「戦艦一隻の情報、これが戦局を分けることもありうるでしょう」

「なるほど。ラーフェンで出し抜かれたのは気にするな」

　レオポルトは続ける。

「更にテービアが大規模な母港として整備されているならば、敵は今後艦隊を集中運用する可能性が高いと思われます。これもまた重要です」

「各個撃破を狙うのは難しいか。まさかの奇襲で裏をかかれたのも仕方ない。気にするな」

　何故かレオポルトの視線が厳しくなっている気がする。

せっかく徹底的にフォローしてやったのに。

「──これがラッドハルデ卿より届きました。連邦援軍との正式な共闘を認める旨の命令書です」

　良く考えればヤーコフもイヴァンナもゴルドニアを助ける名目で派遣されていたのだった。

俺が勝手に色々やったのは本当はまずかったのかもな。

「わかった。生きていればヘマをすることもある。気にせず──む」

　見かねたセリアに口を塞がれてしまう。




「では今回の件はここまでにして──ハードレット卿、二人きりでお話がございます」

「えっ？」

　また突然だな。

「ここにはもともと俺達しかいないじゃないか」

　部屋の中には俺とレオポルトとセリアの三人、そしてセリアは俺の一部なので二人きりも同然だ。

「いえ、本当の二人きりで」

「おい、セリアを追い出すなんて……」

　レオポルトはセリアと俺へ交互に視線を送る。

「二人きりで──願います」

「……わかりました」

　セリアは小さな声で下を向き、退室する。

途中、二度三度とこちらを振り返る様がもの悲しい。

罪悪感で心が潰れそうだ。




　本当の二人きりとなり、俺はやや不機嫌そうに椅子に腰かける。

「可愛いセリアを悲しませやがって。これで愛の告白だったら許さんぞ」

　レオポルトはくすりともしない。

「告白には相違ありませんが、もっと良からぬものです。それともハードレット卿の心持ちによってはより良いものかと」

「なんだそりゃ」

　レオポルトは窓を確認し、ドアの鍵穴を塞いでから俺の対面に腰をかけた。

「南ユーグリアの間諜が接触してきております」

「へえ」

　俺は適当に返事をして水を飲む。

　だからなんだ。

裏切ってくれ、勝ったら地位を保証──なんてのは奴らの常套句だ。

そんな誘いは俺だけではなく、将軍クラスには皆いっているのではないか。

そして誰も信じはしないだろう。

「ハードレット卿の名は南ユーグリアでも轟いております。他に類を見ない好条件──具体的にはトリスニア、アークランドを含めたゴルドニア中南部全域を委任し、広範な自治権を認めると」

「そりゃすごい。知らせてくれた功績に金貨百万枚の褒美を出してやろう」

　条件などどうでもいい。

守るつもりがなければいくらでも吹ける。

　レオポルトは小さく頷く。

「彼らは自らに信がないと自覚しております。故にハードレット卿が話を受けるならば、事前に女帝ヴィルヘルミナの名で国中に布告を出しても良いと言っております」

　ヴィルヘルミナの名で俺を味方にすると布告すれば、簡単に反故にはできなくなる。

それは彼女の言葉を軽くしてしまい、今後の統治に支障をきたすからだ。

「そこまでやって初めて交渉の土台に立つ程度だよな」

　南ユーグリアは裏切りや謀略が多すぎたからな。

「ではご一考されますか？」

　俺は水差しから水を注いでもう一杯飲む。

「受けん」

　注ぐ間に考えたのはご一考となるのだろうか。

「条件をそのまま見るならば、領主としてはより高みに登れるでしょう。にも関わらず一顧だにしないのはあくまで南ユーグリアが信頼に足らぬからですか？　それともゴルドニアへの忠誠から？」

　今度は少し考える。

「あえて言うなら……自己満足、拘りかね」

　俺の最終目的は王となることだ。

ゴルドニアの貴族だろうが、南ユーグリアの自治領主だろうが変化はない。

　一方で王になったら何でも良いかと言われればそうでもない。

　国への忠義云々は大したことではないが、エイリヒは良い奴だし世話にもなった。

他にもアゴールなど、軍には親しい奴も多い。

　奴らを背中から刺して国を手に入れ、ルーシィを迎えに行って誇れるのか。

それなら今の領地で独立を宣言して王になったよと強弁する方が良い。

それさえも格好悪いと思うからまだやっていないのだ。

　惚れた女を迎えに行く時ぐらい堂々としていたい。

卑怯な手段を取ったと自分で思いたくない。

「拘りですか？」

「そんなところだ」

　最終目標が女だとレオポルトに告げたら見限られそうなので言わないが。

　ともかく、南ユーグリアは敵だ。

それは揺らぐことはない。

　レオポルトは少し考えてから俺の目を覗き込む。

美女なら別だがお前にやられても落ちないぞ。

「貴方は今のゴルドニアでの地位に満足しておりますか？」

「また突然だな」

　南ユーグリアの間諜がうんぬんじゃなかったのか。

　同時に二人きりの室内の空気が一気に緊張する。

何かは知らんが、奴にとって極めて大事なことなのだろう。

　嘘を吐くべきではない。

だが答えるべきでもない。

　何も答えず、レオポルトを見返す。

俺の顔は僅かに、本当に僅かに笑っていただろう。

「理解しました」

「何も言ってないぞ」

　レオポルトは席を立つ。

場の空気が緩むのがはっきりわかる。

「そもそもここに来ての裏切りなど論外です。よしんば地位を保証されたとて、戦後いかようにでもこじつけて潰せます」

「なら何故聞いた。俺を馬鹿にしているだろ」

　文句を言いながらもレオポルトの意図はわかる。

全ては最後の質問の為、それ以外はどうでも良かったのだ。

　そして奴は俺の回答──はしなかったが、沈黙に満足したらしい。

思い返すとレオポルトと目と目で通じ合うなど気持ち悪いことこの上ない。

「ハードレット卿に最低限の知性があるかどうかも確かめましたが」

　こいつめ、無表情で言うから一段と腹が立つぞ。

「余計なことを言わんでいい。そもそも裏切りを誘うのにどうして間諜は俺自身ではなく、お前に話をしてくるんだ。おかしいだろうが」

「それだけ敵の諜報網が優れているのでしょう」

「どういう意味だ、この野郎」

　待て、僅かにレオポルトが笑ったような気が……いや、気のせいか。いつもの鉄仮面だった。

何にせよ秘密の話は終わりだ。

　許可を出すとセリアが半分拗ねながら入ってきて俺の横にぴったりくっつく。

「よし、大丈夫です」

　何故服装の乱れを確認した。

「ともあれ、今後も間諜は来るでしょうな。ハードレット卿が寝返れば戦局は決します。今までのやり方をみるに、女帝ヴィルヘルミナは目的の為には手段を選ぶ人間では無さそうですから」

「俺は甘い誘いになど釣られんよ」

「さすがですエイギル様！」

　俺は恰好良く顎に手を置いて言う。

「ハードレット卿の弱点は敵味方に周知されております。女帝自身が自らの体と引き換えに──」

「ヴィルヘルミナの体……だと」




　以前見たヴィルヘルミナの美貌を思い出す。

　彼女が一糸まとわぬ姿でベッドに転がる……長い黒髪がベッドに広がり、細身の肢体が僅かに震えながら俺を待つ。

一つになる瞬間、吸い込まれそうな緑の瞳が僅かに揺れ、白い喉が反り返る──。

『私の……味方になって下さい』




「ぬうぅ……」

「か、考え始めたじゃないですか！　エイギル様戻ってきて下さい！　レオポルトさんのせいですよ！」

　セリアが俺を揺すりながらレオポルトを罵倒する。

　現実的に考えれば戦争中の敵国に単身潜入などあり得ないから安心するんだ。




「えーっと、小芝居はもういいかな？」

　面倒くさそうな声はトリスタンだ。

「何をギャアギャアと。司令官ならばもっと威厳を持て！」

　母となったイヴァンナもいる。

　すっきりした顔のヤーコフもいる。

「偵察結果の分析をもって、作戦会議を開始します」

　すっかりいつも通りのレオポルトが資料を並べる

「既に先日、軍務総監との調整も終えております」

　俺は何も聞いていなかったぞ。

本当にお前、いい加減にしろよ。




　俺は何も聞いていなかったので、何もできなかったが作戦会議は滞りなく進む。

　作戦の第一段階は陸上の敵は全てエイリヒの王国軍に任せ、俺達は敵艦隊の撃破を狙う。

敵との隻数差が大きいのでイヴァンナが腕を組んで考え込んでおり、正面衝突以外に一工夫必要なようだ。

完了すれば敵西部軍が西岸域に孤立するので、これは撃滅することなく放置できる。

　第二段階はエイリヒに合流し、艦隊も援護に入って敵中部軍団を共同で撃破する。

敵味方ともに徴集兵が合流し始めているので、複数の戦場で同時に戦う大規模な戦いになることが予想されるらしい。

　そして第三段階は二つに分けられる。

敵を撃退した場合は、アークランド、トリスニアと主要都市を繋いで一つずつ町村を奪還していく。

　但しその過程で敵軍が本格的に崩れた場合は、王国軍を中心に強行軍で一気に南下してトルトエントと都市国家メルドラも狙うそうだ。

　トリスニアを奪還すれば失地のほとんどは回復できるし、トルトエントは敵にとっても極めて重要な都市だ。ここが落ちれば戦局はひっくり返ったと言って良いだろう。

「西部の作戦はわかったが、東部はどうなっている？　マイラに任せた徴集兵しかいないはずだが」

　俺が口を挟むと答えたのはトリスタンだ。

「援軍は無いね。ゴルドニアも既に一杯一杯だ。王都防衛線の他に兵力を回す余裕はないよ」

　レオポルトが続く。

「しかしながら敵も同じでしょう。精兵は全て王都正面に回し、東部には最低限の徴集兵を回すのみです。ヒューティア卿から戦況の連絡もございましたが……」

　だから何故俺ではなくお前のところに連絡がいく。

「ヒューティア卿は着々と領地を奪還しております。敵軍も散発的な反撃を行っておりますが、いずれの戦いでも最終的には勝利を得ております」

「あの人は石橋を叩くような戦術だからね。戦局全体をひっくり返す力はないけど、つけ込む隙もほとんどない。ああいう人も大事だよね。痛ぁ、何をするのさ！　アドルフさんみたいになるじゃないか！」

　偉そうに言うトリスタンの毛を一本……いや、十本ぐらい抜けたな。

「いずれにせよヒューティア卿は想定通り、主戦線から突出しない範囲で着々を歩を進めております。以上、他に何かある方は？」

　レオポルトが締めにかかると今まで黙っていたヤーコフが手をあげる。

「一つ、作戦とは関係の無いことだが統率には重要なことだ」

「結構」

　レオポルトが促すとヤーコフは立ち上がる。

「先の偵察作戦はお前が立案したと聞いたが？」

「いかにも」

　ヤーコフはレオポルトを睨みつけて口調を強める。

「あの作戦はそもそも生還が困難であったと兵が噂している。間一髪で間に合った救援も大将……司令官が居たからこそ渋々派遣されたとも。ただの噂ではあるが、違うなら明確に否定して貰いたい」

　そういえば一〇五兵団が騒いでいたな。

さあどう返す。

「いかにも。生還が前提の作戦ではあるが、全滅の可能性は十分にあった。戦闘艦の派遣もハードレット卿の存在がなければ派遣しなかった」

「ふん、チンピラ集団など捨て駒にも過分だ」

　ほら来た。

レオポルトはこういう奴だ。

イヴァンナの方がきついことを言っているが。

「──貴様！」

　ヤーコフが立ち上がってレオポルトに迫る。

やっぱりイヴァンナにはいかないな。怖いんだな。

　ここで騒動が起きては面倒くささが増える。

「暴れるな。口で言え」

　俺が座ったまま言うと、ヤーコフはドスンと席に着きなおす。

「俺達は捨て駒にされることに慣れている。だがお前と俺達の間に信頼は無い。見ず知らずの者に死ねと言われて大人しく従う兵などおらん！」

「そこをなんとかするのが貴殿の仕事だ。話は終わりか？」

　結局ヤーコフは怒りまくって退室していく。

「噂……ですか。放置してよいのですか？」

　セリアが心配そうに言う。

「もう手遅れだよ。一〇五兵団全体に話が広がっているからね」

　トリスタンが諦めたように言う。

　だがレオポルトは微塵も動じていない。

「何も問題ありません。司令官が私ならば不信は問題になるでしょうが、ハードレット卿への信頼が揺らいでおらぬ以上、統率に支障は出ないでしょう」

　こういうやつなんだ。

　レオポルトは良いとして後でヤーコフには気を使ってやろう。




「では作戦会議を終──」

「待った」

　俺にとって一番大事な案がまだ残っている。

「わっ！　なんですか」

　セリアを掴み、膝の上に乗せる。

「作戦の中でセリアは非凡な才覚を見せた」

　褒めながら頭を撫でるとふにゃふにゃになる。

「同時に課題もあった。もちろん最終決断を下したのは俺だが」

　セリアが膝の上でピンと緊張し、毛が逆立つ。

「しかし結果として敵艦隊を把握したのはセリアの提案あってこそだ」

　セリアがムンと胸を張る。

「彼女の才能を生かす為に、常設部隊──千人規模の特別隊を任せたいと思う！」




「ええっ!?」

「……」

「あはは」

「あほか……」

　四人からそれぞれの反応がある中、俺は高らかにセリア部隊の創設を宣言したのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（部隊長）マイラ（勝った）イリジナ（寝）ルナ（指揮官）セクリト（酔潰れ）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（負傷　怒怒）

ブリュンヒルデ（吸血鬼　暇）イヴァンナ（艦隊司令官　呆）アネット（一〇五の姫）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一二〇

歩兵　　　　　　一一二三〇

騎兵　　　　　　一二〇〇

弓兵　　　　　　一三〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦一隻　大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦三　大型戦闘艦一〇　中型五〇　小型約一〇〇）

財産　金貨〇

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五








第４１３話　セリアＶＳイヴァンナ







「セリアめ、結局明け方近くまで走り回っていたな。頑張りすぎだぞ」

　俺は苦笑しながら言い、腕の中の柔らかい体にキスをして抱え直す。

「あぐぅ……ひぃぃ……も、もう五回目……死んじゃうぅ」

　ガクガク震えるロットの手をベッド枠につかせる。

彼女は既に腰が抜けているので、後ろから腰を掴み、体重を支えて立たせながら更に腰を打ち付ける。

「そろそろだ……ぐっ！」

　俺は小さく呻くとロットの奥深くを突き上げて全身を震わせる。

「ひぎぃ!!」

　モノが彼女の最奥でドクンドクンと激しく射精の脈動をする。

だが俺のモノが萎えることはない。

それも当然だ。

「動くだけで出ないよぉ……全然軟らかくならない……どうなってるのお！」

　いくら快楽を味わってもやはり種はでなかった。

　俺は焦ることなく、ベッドの上で俯せに寝るセクリトを優しい目でみる。

彼女が新しい腕を使いこなし、満足を得れば自ずと俺の種も噴き出るだろう。

「一晩中硬いまま入ってる……アソコが壊れるぅ……」

　ロットが情けない叫びをあげるとセクリトは軽く呻いて身じろぎする。

　俺達は酔いつぶれて眠るセクリトの頭の上で交わっているのだ。

「次は尻と交互にいくぞ。自分で広げてくれ」

「まだやるのぉ？　ばれたら私、殺される……」

　言いながらもロットは自分の両手で尻たぶを大きく広げる。

そして俺がモノを尻へ突入させると獣のような嬌声をあげ、セクリトの枕元に汁を降らせるのだった。

「だいたいばれるも何もなぁ」

　俺はロットの尻穴を突きながら褐色の眠り姫を撫でる。

「あっ！　そんなことをしたら起き──」

　ロットが叫ぶまでもなく、セクリトの瞼がすっと開く。

「少し前から起きてたよな」

「……当たり前だ。顔面に汁を落とされておちおち寝ていられるか」

　セクリトが半身を起こすとロットは悲鳴とも嬌声ともいえぬ不思議な叫びをあげる。

「人生で五指に入る最悪の目覚めだ。強烈な二日酔い、延々続く淫臭と嬌声……おまけにぶっかけられた汁で起床ときた。目覚めてみれば自分の男がペットの雌犬と交尾中だ。これ以下の目覚めはまずないぞ」

　セクリトはそう言って俺を睨む。

どうやら二日酔いも相まって相当機嫌が悪いらしく、敵に向けるような鋭い視線だ。

「すまんな。お前を抱こうとしたんだが、寝てしまったから」

「……気をつかったつもりか？　これなら寝ている間に乗られた方が幾分かマシだ」

　続いてセクリトはロットを睨む。

こちらは敵ではなく、虫を見る目だ。

「も、申し訳ありません！　でもセクリト様がこの男の命令は聞けと言ったから……」

「だからと言って私の頭の上でヤるとはいい度胸だ。後で乳首をねじ切ってやる」

「ひぇぇ……ご容赦を」

　すまん。セクリトの近くでヤろうと提案したのは俺だ。

近づくとロットの中がぎゅうぎゅうと締まって凄かったのだ。

　特に眠るセクリトを跨がせたまま突いた時など……いや、このままではロットが乳首を失ってしまう。

目の前で唸りながら頭を抱えている女は本当にやりかねない。

「で、いつまで繋がっているつもりだ」

「おっと」

「あわわ！」

　俺とロットは慌てて体を離す。

「しかもケツ穴か」

　セクリトの機嫌が更に悪くなっている。

ここはロットの乳首の為にも彼女の機嫌を取らねばならない。

「セクリト」

「セクリト様」

　俺とロットは二日酔いに痛む頭を抱えながら水を飲むセクリトに近づく。

「……お前はベッドに乗って股と胸を舐めろ。犬、貴様は床に跪いて足の裏だ」

　女王様の機嫌を取るため、せいぜい奉仕するとしよう。




　──数十分後。

俺達の舌で達したセクリトは幾分か機嫌を直し、俺を抱きしめながらベッドに転がり、床で四つん這いになっているロットの頭を踏みつけて脱力している。

　ロットの扱いがあんまりだと言おうともしたが、本人が踏まれたまま幸せそうな声を出しているので、こういう愛の形なのだと理解しておく。

「そういえば、また余計なことをしたらしいな」

　セクリトは俺の首筋を吸いながら耳元で囁く。

「余計なこと？　どれだ？」

　心当たりがありすぎてわからん。

「小娘を部隊長に任じただろう？　イヴァンナが荒れていたぞ」

「イヴァンナが？」

　そう言えば俺がセリア部隊設立を宣言した時、一番否定的な反応をしていたのがイヴァンナだった。

直接関係なさそうなのに何故だろうな。

むしろ役目上はレオポルトの方が何か言って来そうなのに。

「あの女は無駄にプライドが高いからな。何の役にも立たない妾がお前にケツを振るだけで部隊長──」

　そこで俺の視線が鋭くなったことに気づいたセクリトは機嫌を取るように俺の頭を引き寄せて続ける。

「──とあの女は思って、納得できんのだろう。鉄仮面の方は私にもわからんが」

「受け入れて欲しいんだがなぁ」

　言いながら俺はセクリトの乳房に顔を埋める。

「なんにせよ戦功があれば認めざるを得ん。あの娘の才覚次第だな。私も体を使って位を得たことはある。周囲がいかに蔑もうとそこで確固たる成果を残せば──くく、吸い方が激しくなったな。嫉妬か？」

　セクリトは俺の頭を抱えて笑う。

機嫌はもう直ったようだ。

「今日は早起きの必要もない。このまま一発──」

　セクリトが俺を押し倒そうとした時、窓の外から甲高い叫び声が聞こえる。

セリアだ。




「なんですかいきなり!!」

「貴様に千人長など務まらん。故にさっさと辞退しろと言っている。はっきりと発音したつもりだが、一度で聞き取れんとは、軍人としても不適格だな」

　言い争っているもう片方はイヴァンナのようだ。

駐屯地の真ん中で堂々と言い争っている。

「くくく、とことん辛抱のできん女だ」

　窓から覗いているとセクリトが頭に顎を乗せてくる。

背中に柔らかく汗ばんだ乳房と、硬くしこった乳首を感じるが今はそれどころではない。

「貴女に言われる筋合いのことではありません！　私はエイギル様から任じられたのです!!」

「ふん、尻尾を振るしか能のない忠犬が部隊長など兵にとっては悲劇だ。大人しく辞退して飼い主の傍に控えていればいい」

　セリアの声にならない怒りの叫びが聞こえる。

　俺は慌てて服を着ようとする。

「まあ待て」

　俺の動きを邪魔するようにセクリトが抱きつく。

「何をする。早く止めんとえらいことになる」

　セリアもイヴァンナもすぐに熱くなるタイプなんだぞ。

「ここで飼い主様が登場しても真の解決にはならん。あの女が最初に吹っ掛けたにせよ、同じ思いの奴は他にもいるだろう。これは小娘が自分で乗り切らねばならんことだ」

「そうは言うが」

　セクリトの言には確かに説得力があるが、セリアが半泣きになっているのは見るに堪えない。

「お、取っ組み合いになったぞ！　面白くなってきた！」

「おい」

　俺は『おい』を二方向に向ける。

　まずは窓に張り付いて楽しげな声をあげるセクリトに。

まさか喧嘩が見たかっただけじゃないだろうな。

　もう一方向はセリアとイヴァンナに、だ。

どうして言い争いから三十秒で取っ組み合いになってしまうのだ。

酒場の傭兵並の喧嘩っ早さだぞ。




「こ、この！　なら力でわからせてやります！」

「面白い。小犬風情が良く吠えた！」

　セリアがイヴァンナに掴みかかるが、やはり単純な腕力では１７０ｃｍ半ばのイヴァンナと１６０ｃｍあるかないかのセリアの違いがはっきり出てしまう。

　セリアは力で押し切られて体勢を崩され、揺らいだ隙に足を払われて投げ飛ばされてしまう。

「そんな投げ技など効きません！」

　だが身のこなしではセリアに分がある。

豪快に投げられながらも空中でくるりと回転しながら上手に着地し、側面から再び攻撃を試みる。

「このままでは怪我をするぞ。やはり止めた方がいい」

「素手での喧嘩など遊びだ。もう少し見ていろ」

　確かにそうだが、それは男連中の話であり、女……まして可愛いセリアでは見ていられない。

「お、今度は足を取ったぞ！　小娘は軽すぎる、体ごと放り投げられた──はは、受け身は上手いな」

　セクリトは二人の喧嘩をまるで闘技場で観戦するかのように楽しんでいる。

いつの間にか床にいたロットを引き寄せ、髪を引っ張ったり肘を乗せたりとやりたい放題だ。

「あぁセクリト様痛いです……もっと……もっと……」

　反対に俺はまったく落ち着かない。

だが、ここで俺が飛び出してセリアの肩をもってもイヴァンナは益々納得しなくなってしまう。

「まあもう少し待て」

「怪我をしそうになったら窓を突き破ってでも止めに入るぞ」

　頭を抱える俺を余所に、セリアとイヴァンナの喧嘩は続く。

　セリアが身長差を補おうと高い蹴りを放つ。

だがイヴァンナは予期していたのか、悠々と回避して逆に軸足を払う。

「なんの！」

　転倒するかに見えたセリアだが、咄嗟に両手を地面につき、バネのように起き上がる。

　これに意表をつかれたイヴァンナに隙ができ、セリアは彼女の関節を取って捻ろうとする。

「甘いぞ小娘が！」

　だがイヴァンナは冷静に反対側の手を振りかぶる。

いかに関節をとってもセリアがイヴァンナの拳を受けては一たまりもない。

「くっ！」

　咄嗟にイヴァンナの腿にローキックを入れて飛び退くセリア。

だが不安定な姿勢の一撃はイヴァンナにとってろくなダメージにはならない。

逆に蹴りを入れたことで後退が遅れてイヴァンナの拳が届く。

　綺麗にブロックしたものの、体重差があるのでセリアは余分に後ろに飛ばされ、尻もちをついてしまう。

　イヴァンナは好機とみて、上を取ろうとしたが、セリアは転んだ姿勢のままコロコロ横に転がり窮地を脱する。

「大人しくしていろ！」

「いやです！」

　ぴょんと跳ね起きたセリアはイヴァンナの隙を伺って小刻みなフットワークを見せる。

　イヴァンナはセリアを追いかけるのは不可能とみたのか、腰を落として迎え撃つ姿勢だ。

　その後も素早さに勝るセリアから仕掛け、イヴァンナの力と技で転がされ、巧みな身のこなしで復帰して再度仕掛ける。その繰り返しが続く。




「同じ展開ばかりか。そろそろ飽きてきたぞ」

　セクリトが鼻で笑う。

　いつの間にか二人の周りを野次馬が囲んでいる。

それでも訓練と思っているのか、止める者はいない。

片方がイヴァンナなので下品な野次もないようだが。

「女同士の取っ組み合いは兵にも目の保養になる。片方が私でなくてよかったな」

「お前ならどうなっていた？」

　つい興味本位で聞いてしまう。

セクリトの口元が歪む。

「どちらも一合だ。小娘が飛び込んでくれば顔面を蹴り飛ばして終わり。私の方が速いからな」

　聞かなきゃよかった。

「あの女の方なら正面から組み合えば力も技も私が上だ。ひっくり返して腕でもへし折る」

　だが悪いばかりではない。

腕を失ってからセクリトは邪悪な言葉を吐かなくなり、自虐的なことばかり言っていた。

義手を得て自信を取り戻したとも考えらえる。

「お前が相手でなくてよかった。あの二人なら強さに大きな差はないようだしな」

　そこでセクリトの雰囲気が一変する。

「素手ならな」

　無表情のまま振り返るセクリトと、窓の外で再び転がされたセリアが同時に視界に入る。

「剣を抜けばあの女は──」

　セリアは僅かに蹲ってから立ち上がり、イヴァンナに向かって悔しげに口を開く。

「何が子犬だ、貴女なんて！」

「──決して弱くないぞ」

　セリアの声が響く。

「あの女の玩具だった癖に！」

　イヴァンナの目が全開になり、殺気の奔流がここまで伝わって来る。

彼女は一瞬の躊躇も無く腰の剣を引き抜き、犬歯を剥き出しにしてセリアに向かって駆ける。

「いかん！」

　俺はセクリトを振り払って家を飛び出す。

　突進するイヴァンナ、一方でセリアは突然剣を抜かれて動揺したのか、棒立ちになっている。

周囲の兵士達も突然のことに反応できていない。

　イヴァンナは今までのやり取りとは違い、一言も発さないまま剣を振りかぶる。

　俺が声を張り上げる一瞬前に彼女はセリアに肉薄し────。




「ぐべ!!」

　足を取られて転倒した。

　顔面から倒れ込んだイヴァンナ。

剣もむなしく地面を滑る。

「勝ちです!!」

　その剣をセリアが手に取り、俯せに倒れるイヴァンナに突き付けて勝利を宣言する。

　周囲の兵から控えめな歓声があがった。

「き、貴様……よくも……」

　イヴァンナが打ち付けた鼻を押さえながら立ち上がる。

　彼女は足に草を引っ掛けて転倒したらしい。

よく見れば草同士がしっかりと結ばれており、明らかに人為的なものだとわかる。

「直前に吹っ飛ばされた時か」

　地面を転がったセリアが僅かに蹲った瞬間、あの一瞬で彼女は罠を仕掛けたらしい。

直後の罵倒はイヴァンナを激昂させるためのものだったのか。

　家の中からセクリトが大笑いする声と、手を叩く音が聞こえる。

あちらのテンションは最高潮らしい。

「歴戦の貴女を罠にかけてやりました！　これでもまだ不適格だと言いますか!?」

　セリアがイヴァンナの横に剣を置いて胸を張る。

「ぬぐぐ……ぎぎぎ……」

『悔しさ』とでも表題が付きそうな表情で呻くイヴァンナ。

　とはいえ戦場で気に障る放言を飛ばして挑発するのは古典的な策略の一つだ。

ものの見事にかかった後では何も言えないのだろう。

「こんな古典的な罠にかかるなんて貴女こそよく艦──もごもご！」

「そこまでだ」

　俺は後ろからセリアの口を塞ぐ。

　勝敗はついた。

これ以上の勝ち誇りはイヴァンナのプライドを傷つけるだけで益はない。

「もがもが！　へいひるはま！」

「……お前」

　突然現れた俺にセリアは驚きの後に誇らしげな顔を、イヴァンナは同じく驚きの後、気まずそうに眼を逸らした。

　俺は周囲の兵に聞こえない程度の声で言う。

「こんな場所で喧嘩する馬鹿がいるか。訓練の名目にしておいてやるから、これで解散だ。セリアは昨日も深夜まで頑張っていたのだろう。こんな朝早く起きずにもう一回寝て来い」

　頭を撫で回し、額にキスをしてセリアを解き放つ。




「真剣勝負ではないから少し油断しただけだ。実戦でこんなヘマはせん」

　イヴァンナは俺と目を合わせず剣を腰に戻す。

「ええ、それより相談があるのでこちらに」

　俺はイヴァンナの肩を抱き、兵を散らして歩きながら倉庫に連れ込む。

人目のあるところで彼女のプライドをこれ以上傷つける訳にはいかないからな。




　そして倉庫に連れ込み、扉を締めると同時に頬を張る。

「──!!」

「喧嘩で真剣を抜く奴があるか」

　策略とはいえ公衆の面前で罵倒したセリアにも問題はあったが、イヴァンナは間違いなく本気で斬りかかろうとしていた。

セリアの方は後でやんわりと注意すればよいだろう。

　イヴァンナはぐらりと揺らぎ、張られた頬に手を添えて呆然としている。

　さて反撃が来るだろう。

　必要だったとはいえ、女の顔を張ったのだ。

百倍返しにも耐えねばならない。

あるいはこれでセリアへの怒りが俺に向いてくれればそれもいい。

　案の定、イヴァンナは目を吊り上げ、怒気を噴出させて飛び込んでくる。

「……少しカッとなっただけだ」

「うん？」

　案外に大人しい反応だった。

「今回の件も私から因縁をつけたのだから、小娘を恨むなど筋違いなことはしない」

　俺の意図も見抜かれていたようだ。

「だが、お前もお前だぞ。兵を指揮したこともない愛人の小娘を部隊長にするなど恥を知れ」

「いや結構あるぞ。指揮の経験」

　セリアは護衛隊を率いていたし、俺が敵へ突撃した後、指揮を引き継ぐことも多かった。

イヴァンナは知らなくても無理はないが。

　沈黙が続く。

「まあ独立した常設隊を率いるのは初めてだろう。後で俺から言い含めておくから、気になったことがあれば指摘してやってくれ」

　イヴァンナの尻を軽く撫でる。

そこで先ほどは堪えた彼女が爆発した。

「わ、私のひとり善がりだったというのか……兵の前であんな恥までかかされて──!!」

　文字通り、激しく地団太を踏むイヴァンナ。

「閨の手柄で部隊長になるなど許せん！　と昨日は怒りで眠れなかったというのに！」

　この怒りやすさはどうしたものか。

セクリトもここに付け込んで彼女を破ったとか言っていたしな。

　レオポルトにも伝えておいた方が良いかもしれない。

あいつのことだからもう計算に入れているかもしれないが。

「……ならあの小娘には悪いことをしたな。お前にもだ」

　イヴァンナは怒りを鎮めるように深呼吸してから言った。

「俺の方こそ偉そうに頬など張って悪かった。痛かったよな」

　彼女は連邦からの援軍であり、俺の部下ではない。

国同士の立場を考えれば本来は俺がイヴァンナを叱ることなどできないのだ。

　ちなみに一〇五兵団は連邦に捨てられたアホ共なので知ったことではない。

言って聞く頭も無いので殴って言うことを聞かせるしかないのだ。

「いや、味方に剣を向けた私の方が悪い。すまなかった」

　大人しくなったイヴァンナを改めて観察する。

　身長は１７０ｃｍ半ば、女にしては大柄でセクリトと同じぐらいだが、俺よりははっきりと小さい。

　体つきは絞られて筋肉質、以前よりもやや丸みを帯びているのは子供を産んだからか。

胸は絶壁ではなく、それほど大きくもない。

肌はセクリト程ではないが、船上にいることが多いので程よく日焼けしている。

　髪は櫛のよく通った赤毛でそれなりの長さ、邪魔にならないようまとめられており、かっちりと襟元まで整った連邦の軍服と相まって彼女の凛々しさを強調していた。

「イヴァンナ」

「おい、人目が……無いな」

　俺達はゆっくりと顔を近づけていく。

　見つめ合うとかなりの美形だ。

普段はツンと上を向いているか、怒っているかのどちらかなのでなかなか目がいかないが。

　声も軍人らしく良く通る。

イリジナとはまた違うかなりの高音で、声だけを聞けば幼い少女かとも思えるほどだ。

ただ、怒ると一層声が高くなり、金切り声でまくしたてるので少々耳障りに感じることもある。




　俺達はちょんとキスしてから抱きしめ合う。

「ビンタの詫びだ。言いたいことがあるなら俺にぶつけてくれ。全部聞き流す」

「……聞き流すのか」

　イヴァンナは呆れたように言った後、倉庫の窓を閉める。

　さあ、だんだんと表情が怒ってきたぞ。

「あんな小娘に負けるなんて、く、悔しい！　悔しい──!!　喧嘩で罠を仕掛けるなんて反則だ!!」

　金切り声を上げながら俺の胸板を叩く。

「私は誇り高い連邦の将官だぞ！　それが兵たちの前ですっ転ばされるなど──きぃぃぃ!!」

　みぞおち、腹、脇腹と鋭い拳が入ってくる。

「何が玩具だ！　今でもたまに凌辱される悪夢を見ているのに!!」

　ハイキックが首筋に入る。

「どうして連邦式の揚げパンとスープがないんだ、大好物なのに！　大嫌いなニンジンばっかり出て！」

　体重の乗った正拳突きが顎に入る。

話題がさっきの戦いと関係なくなってきたな。

「一〇五のアホ共め！　尻ばかり見やがって！　乳を見ないのは小さいからか！」

　見事な回転蹴りが肩口に入る。

「親族連中め！　『イヴァンナ殿のせいで私の立場もまずくなる』だと!?　私の推薦で軍に入ったくせに何を抜かしやがる！　ラシーラ死ね！　アルベックも死ね!!」

　それから先はもうゴルドニアさえ関係無く、気に食わない人間への罵倒や、給料が安いなど完全な愚痴になっていった。




「ふーふー」

　一通りぶちまけ終えたのか、イヴァンナは肩で息をしながら壁に手をついて小休止している。

「楽になったか」

「大分。あと本気で殴りまくったが平気なのか？」

　女の打撃が堪えるほど柔ではないつもりだ。

「調子に乗りすぎた。それから今言ったことは……」

「さあ、俺は馬鹿だからもう覚えていない」

　イヴァンナはふっと笑ってから恥ずかしそうに下を向く。

良い予感がするぞ。

「艦隊は整備中で私は暇だ。お前が良ければこれからその……抱かれてやっても良い」

「もちろん」

　言い終わる前に倉庫の扉が開け放たれる。

「エイギル様！　緊急事態です！　う、貴女は何を……」

　飛び込んで来たのはセリアだった。

イヴァンナを見て気まずそうに可愛い顔をしかめている。

「以上が艦隊に必要な備蓄だ。明日までに供給して貰いたい」

　同時にイヴァンナはいつもの不機嫌そうな顔を作り、淡々と嘘の話をする。

見事な変わり身だな。

「それより何があった？」

　セリアははっと気づいて続ける。

「敵の小規模部隊が上陸しました！　バーメウェン郡です！」

「上陸!?　バーメウェンとは……」

　セリアが胸元からさっと地図を取り出す。

「ここか、パテナより相当西、辺境だな」

　兵力は無限ではなく、辺境地区はどうしても防備が薄くなる。

「それでも監視はしていたはずだぞ」

「それが敵は輸送船数隻のみで来たらしく、千程度が既に上陸したとのことです」

　イヴァンナも首を傾げる。

「千？　であれば本格侵攻ではあるまい。陽動かこちらの即応体制を確かめているのか……あるいは私の艦隊に整備の時間を与えない為の捨て駒か……だな」

「いずれにせよ放置はできん。迎撃の必要はある」

　必要はあるが、辺境の小兵力に大部隊を差し向けるのも望ましくない。

それが敵の目的であるかもしれないからだ。

「仕方ない。イヴァンナ、性交は中止だ」

「ちょっ!?　お前!!」

　不本意だがレオポルトと話をしなければならない。

「エイギル様！」

　普段なら黙って俺についてくるはずのセリアがキラキラと目を輝かせている。

「相手は千！　私の部隊も千です！　あと二日……いえ、一日で準備を完了して見せます！」

　辺境の敵千に対して独立したセリア隊はまさに打ってつけの戦力に思える。

「だがいきなり同数の敵と当たるのか……ううむ」




　悩みながら歩を進めていると倉庫の陰にいたセクリトが俺にだけ聞こえる声でボソリと呟く。

「ことわざでは何事も二度目が一番危ないという。最初は用心に用心を重ねるが、二度目には僅かな油断が生まれるからだそうだ」

　良く聞く話だ。

「だがそれは嘘だ。私の経験上、初めてのやつが順当に一番死ぬ。一回分の経験は少々の油断に勝るのだ。覚えておけ。一番最初が、一番死ぬ」




　レオポルトとの協議の結果、敵の別動隊の迎撃には新設の独立大隊──通称『セリア隊』が当たることとなった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（大隊長）マイラ（小休憩）イリジナ（待機）ルナ（指揮官）セクリト（練習）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（怒）

ブリュンヒルデ（吸血鬼　暇）イヴァンナ（すっきり）アネット（一〇五の姫）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇四五〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一二〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　千

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦一隻　大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻（整備中・補給中）

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

北岸上陸隊約千

テービア駐屯艦隊（戦艦三　大型戦闘艦一〇　中型五〇　小型約一〇〇）

財産　金貨〇

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五








第４１４話　セリア大隊の初陣







パテナ郊外　軍駐屯地

「我が大隊は西に向かい、バーメウェン郡に上陸した敵を索敵撃破する任に就きます！」

　抜けるような晴天の下、セリアがあらん限りの声を張り上げ、懸命に新生大隊の兵士たちを鼓舞している。

馬に乗って兵の間を歩きながら一人一人顔を覗き込むセリアは実に凛々しくて可愛らしい。

「敵は我々とほぼ同数、詳細な兵科構成は不明ですが、奇襲的な揚陸であったことから重装兵や攻城兵器の類は所持していないと推測されます」

　出陣前の演説が更に続く。

俺ならばここらへんで面倒くさくなって止めそうだが、新設の大隊長……しかも可愛いセリアがそんな適当な態度でも兵は困惑するだろうし、これはこれで良いのだろう。

「……？」

　おっと危ない。目が合いかけた。

俺は慌てて礼をするふりをして俯き、甲冑のバイザーで顔を隠す。

「……敵の上陸地点周辺は辺境故に町村や軍施設が少ないため、敵の詳細な位置はわかりません！」

　セリアの演説が再開される。

「そんなに熱心に見つめたらばれてしまうぞ!!」

　隣の兵士が声をかけてくる。

確かにそうだが、お前のでかい声も危険だからもう少し抑えろ。

私語と思ったセリアが睨んできたじゃないか。

　俺は一般兵士の鎧を着てセリア大隊に紛れ込んでいた。

隣の兵士はイリジナだ。

「わはは!!　この格好も悪くないぞ!!」

　ちなみにセリア大隊には女性兵士が少ないので目立たぬよう、イリジナも男兵士に扮している。

彼女は身長も体格もしっかりしているので不審に思われることはないだろう。

「我々は最後の斥候が目撃した場所へと向かいますが、到着前に接敵する可能性も十分考えられます！」

　レオポルトと話し合った結果、セリア大隊は上陸した敵の索敵撃破に適任とされた。

　万が一敗走するようなことがあっても、地理的に敵の増援は無いので、その時点で改めて増援を送っても問題は少ない。

　これがもし適当な独立大隊であったなら俺は『わかった。じゃあ頑張って来いよ』で終わり、後はイヴァンナとでもイチャついていただろうが、セリアがいるならそうもいかない。

　ましてセクリトがやたら不安を煽るせいで昨夜は心配で眠れず、夜通し女遊びをしてしまった。

「行軍中も決して気を緩めず──」

　なので装備一式を調達している際に会ったイリジナと共に変装してついていくことにした。

　艦隊の整備が終わるまでは全隊で動くことも無い。

よしんば何事かあったとしてもレオポルトが居れば何の支障もない。

本当に何の問題もない。

「いかなる状況であっても敵を撃破して大隊の初陣を勝利で飾り、エイギル様の信頼に応えるのです!!」

　そろそろ演説が終わるようだ。

「大丈夫なのか？　レオポルト殿と随分揉めたと聞いたが」

　前回の事はイリジナにまで知られていたらしい。

「さすがにあれだけ言われて勝手に行ったりはしないさ。連絡はしておいたよ」




　九割嘘の

『敵の真意を俺自身の目で見極めたいため』

　なんとなく思いついた

『独立大隊の能力を俺自身の目で見極めたいため』

　セクリトが言ったことに屁理屈をつけた

『初陣は危険なので、セリアが危機となれば俺が代わりに指揮を執って貴重な戦力の損耗を防ぐため』

　心からの真実

『可愛いセリアが心配で仕方ないため』

　と四つの理由を丁寧に手紙にしたためて置いてきた。

「なら心配ないな!!」

「その通りだ。同じ失敗を二度するほど馬鹿ではないさ」

　俺とイリジナは甲冑で顔を隠したまま、にこやかに微笑み合う。

「そこの二人!!　さっきからベラベラと、私を舐めているなら思い知らせてやりますよ!!」

　怒られてしまった。

目立ってはいけないので大人しくしていよう。
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数日後　西方街道上

　パテナを出立したセリア大隊は小さな街道に沿って西進していく。

　バーメウェン郡はゴルドニアの中でも開発が後回しにされている辺境地帯だ。

とはいえそこはゴルドニア、街道はしっかりと整っていて道なき道を進む訳でも、魔物の群れを搔き分ける訳でもなく、周囲に何もない田舎道を淡々と進んでいくのみだ。

　俺とイリジナはなるべく目立たないよう、平凡な兵士を装っていた。

「野生のスイカが転がっていたぞ！」

「喉も乾いたしちょうどいいな。剣で叩き割るから、しっかり押さえていろよ」

「……おい」

　俺はイリジナが採ってきたスイカを一刀で叩き割る。

「ははは、皮ばっかりで実がほとんどなかった！　中身はイチジク並だ!!」

「まあ一応食える部分はある……うっ、虫だらけで食えん。捨てて来い」

「……お前ら」

　スイカを食えなかった俺はふと立木を見上げる。

「おい、あの木になんか成ってるぞ。ちと届かん……お前の槍でつついてくれ」

「任せろ!!」

　イリジナが木の実のついた枝を豪快に叩き折ると、複数の実がバラバラ落ちる。

なんの実かよくわからんが、瑞々しいから食えるだろう。

　俺とイリジナが空中で木の実を掴んでいると……。

「痛！」

　すぐ後ろで可愛らしい声が聞こえる。

　振り返るとセリアだった。

木の実が当たったのか兜に変な汁がついている。

「この馬鹿共！　真面目に行軍しろー!!」

「そう言わず食ってみろよ。美味いかもしれんぞ」

　俺は反射的に木の実をセリアに差し出すが、怒声と同時に蹴りが甲冑の無い腿の裏に入る。

バシンと乾いた音が鳴る。

「誰に口を利いている！　こいつめ、私を舐めているのか！」

　そうだった。今の俺は一兵卒に化けているのだった。

いつものつもりで話しかけてしまった。

　足を伸ばしての綺麗な蹴りは結構な衝撃力がある。

男相手の格闘戦でもこの蹴りが入れば十分効くのではないだろうか。

「……あれ？」

　セリアは怪訝な顔でこちらを見上げている。

わざわざ選んだバイザーのある兜だから顔は見えないはずなのだが。

　そこで俺はやっと気づく。

平凡な兵士が本気で蹴られたのだから、平気な顔をしていては駄目だった。

「ぐわーやられたー」

　蹴られてから間はあったが、俺は太ももを押さえて倒れ込む。

　セリアは微妙な顔をしながらも次はイリジナのふくらはぎを蹴っ飛ばす。

「ひえーいたいぞー！」

　イリジナもまた足を押さえて地面に転がる。

どう見ても効いていない。イリジナは演技が下手だな。

　悶えるふりをする俺達を見降ろしながら、セリアは胸を張って凄む。

「こいつらのように弛んだ者は容赦なく蹴っ飛ばすから覚悟しなさい！　舐めた口も許しません！」

　言いながらセリアは転がる俺の尻をバシンと蹴る。

「私が女だからと手を抜いたらどうなるか──」

　セリアは再び俺の尻を蹴り上げる。

どうやら態度の悪かった俺達を見せしめに懲罰して隊長の威信を保ち、隊の統率を計る腹のようだ。

　セリア大隊の兵士はほぼ全員が私軍から選出されている。

　彼らはセリアを良く知っており反抗的でもないが、やはり外見の可愛さからか、どうしても気が緩みがちになるようだ。

彼女もそれに気づいてなんとか引き締めようとしているのだろう。

　そういうことなら、遠慮なく俺を利用してくれ。

「顔はやめてくれー」

「うるさいです！　自分で招いたことです！」

　セリアの蹴りではダメージこそないが、顔を蹴られると兜がとんで正体がばれてしまうので止めてほしいのだ。あんまり激しく尻を蹴られても勃起してしまうので注意してほしい。

「ひでぇ……あそこまでボコボコにすることねえだろうに」

「いや、あいつらの態度は確かに酷かった。さっきもウサギを追いかけて隊列を乱していたしな」

「あんな大男を蹴りでひっくり返すとは、さすがセリア様だな」

「しかも見ろよ、俺は結構前からセリア様を知っているけど、どんどん美人になっていくぜ」

　兵の反応も悪くない。

蹴りまくられる俺を見て、顔に緊張感が戻っている。

「ふぅ……ふぅ……次に馬鹿をやった奴はこんな程度では済みません！　わかったか！」

「「「了解です！　大隊長殿！」」」

　兵士の声が揃う。

「よし、行軍再開！　お前らも寝ていないでさっさと立て！」

　セリアは俺達を一瞥してから馬に飛び乗る。

「ほい」

「うむ」

　俺とイリジナはすっと立ち上がり、埃を払って行軍を再開する。

「えぇ……」

　それにしてもセリアに蹴られて怒声を浴びるのは新鮮だったぞ。

　俺には子犬のようにじゃれつくセリアだが、兵士から見ると結構怖いのだな。

元々彼女は俺と他の者に見せる顔が違ったが。

「いい感じにセリアの役に立てたが、これ以上やると足を引っ張りそうだ。正体がばれるかもしれん」

「うむ、大人しく行軍するのだ！」

　俺達は声を……イリジナのせいであまり潜められてはいなかったが、大人しく列に戻る。

　だがセリアは騎乗のまま、俺達の傍を離れない。

怪しまれただろうか。

「……貴様、名前は？」

　俺に向けられるのとは全く違う冷たい声だ。

「あー……」

　セリアと言葉を交わす予定はなかったので名前など考えていない。

　だがここで正体がばれては、セリアは自分が信頼されていなかったと思ってしまう。

そもそもさっき俺を蹴り回したのを気にして平静を失うかもしれない。

なんとしても隠し通さなければ。

「俺は『オナゴスキー』と言います」

　咄嗟に以前聞いた名が口から飛び出た。

　セリアは俺の顔をじっと見て言う。

「……スケベそうな名前ですね。次に秩序を乱せばただではおきません。淫らな真似でもしたら粗末なモノをナイフで切り取ってやりますから」

　ううむ、あたりがきついな。

　セリアは俺を一睨みしてからイリジナにも問う。

「お前は？」

　頼むから本名を答えないでくれと願う俺の願いが伝わったのか、イリジナは一つ頷き、トーンを低くした男声を出す。

「私はオニクスキーだ！　真面目に行軍するぞ!!」

「うっさいです！　食い意地のはってそうな名前ですね……頭も弱そうですが、命令に従わなかったら容赦しません」

　セリアはそれだけ言うと凛と背を反らせて隊列の先頭へ馬を進めていく。

「すんすん……どうにもさっきからエイギル様の匂いがする気がするのですが……うむむ」




「なんとか乗り切ったな」

「うむ！」

　行軍は続く──。
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一週間後　バーメウェン郡

「斥候を全方位に出します。これまでと同じく三人一組で二時間前進した後、敵がいても居なくても一騎報告に戻りなさい！」

　俺達はいよいよ敵との接触が予想される場所に入っていた。




　セリアは行軍中も大隊長として兵達を統率していた。

舐められないように厳しく、かつ士気を落とさせることもなくだ。

　そして今も的確に指示を出しているように見える。

「イリジナ──いやオニクスキーどう思う？」

「わからん！　戦の準備が得意な奴と戦が得意な奴は違うからな！」

　そりゃそうか。

「兵に交じって見守るとしよう。……お前も我が名はイリジナとか叫ぶなよ」

「わははは!!」

　言いながらイリジナは一般兵用の短槍をクルクル回す。




「斥候を出しながらの行軍も、もう二日だ……そろそろ」

　口に出した時、北西から斥候が戻って来る。

「来たか」

　北西の斥候はまだ出て一時間も経っていない。

それが戻ってきたということは……。

「敵勢を発見！　北西の窪地で野営している模様！」

「つ、遂に！」

　セリアが索敵の印をつけていた地図を放り投げて馬に飛び乗る。

「全員戦闘態勢！　北西窪地ならば一時間程で接敵します！　行軍物資を置いて水を飲んでおきなさい！」

　全隊が一気に慌ただしくなり、各中隊ごとに陣を組み始める。

「私たちは陣は組まないのか？」

　イリジナが聞く。

「直前で追加したからな。陣に二人多いとおかしくなるだろ。俺達は遊撃隊だよ」

　遊撃隊に増員二名をこっそりねじ込んでおいた。

俺自身が編成を書き換えたのだから疑いようもない。

「そこの二馬鹿もさっさと準備をしなさい！　ヘマをしたらまた蹴りまわします！」

　セリアに罵倒されると僅かに心がときめいてしまう。

危険な性癖に目覚める前に戦争するとしよう。




　時間にして三〇分程後、敵勢が目の前に現れる。

「どうやら見つかったと悟って逆に向かってきたらしいな」

「数は……やはり千程度だな!!」

　俺は一般兵用の剣を抜き、イリジナも槍を回して具合を確かめる。




「なあ、どうしてあいつらだけ二名で小隊なんだ？」

「さあ……セリア様も首を捻っていたが、戦場で編成替えもできんだろう」

　兵士達の声は無視しよう。

　そして大隊が陣を整え、戦闘準備を整えた時だった。

「敵勢が北に進路変更！　攻撃してきません！」

　敵は待ち構えるこちらの眼前で進路を大きく変える。

「なっ!?」

　セリアも驚き、慌てて地図を拾い直す。

「北は……森林地帯、ここに至って逃げるつもり……いえ、正面戦闘を避けて遊撃と攪乱に徹するつもりですか！」

　なるほど、そもそも千人程度の敵部隊が決戦を望むはずもない。

とにかく逃げ回って後背を脅かす、あるいは掃討により多くの援軍を差し向けさせるつもりか。

「させません！　エクレア中隊は右翼、スフレ中隊は左翼に展開して敵を牽制攻撃しなさい！　クレープ騎兵中隊は敵の右手前方に進出、タルト中隊はこのまま押し出します！」

　セリアの指示で大隊はみるみる形を変える。

　離脱を試みる敵をそのまま追いかけても、なかなか追いつけない。

だが敵は上陸部隊だけあって全員が歩兵なのに対して、こちらには騎兵中隊がいる。

　騎兵が側面に来れば敵は突撃を警戒して防御陣を取らざるを得ない。

そうして行軍速度が落ちたところを左右から包囲するのか。

「遊撃隊はタルト中隊と一緒に正面からいきます！」

「了解」

　セリアに命令されるのはなんとも良い気分だ。

これがレオポルトだったら腹も立つのだろうが。




　そして戦闘が始まった。

　騎兵隊は足を最大に生かして敵斜め前方に回り込む。

すると敵は予想通り対騎兵陣を組み始め、一気に速度が落ちた。

　そこに美味しそうな中隊二つが左右から回り込む。

敵は矢を飛ばして威嚇するが、騎兵の脅威を受けながら左右から挟まれて積極的な反撃には出れない。

小競り合いをしながら、敵の足は完全に止まったように見えた。

「タルトと遊撃隊は正面から突撃します！　突っ込むと同時にエクレアとスフレも総攻撃開始です！」

　全体数は同じだが、半包囲が成功すれば決着はついたも同然に思えるが。




「む、いかんぞ！」

　正面からいよいよ敵に当たろうと言う時、イリジナが叫ぶ。

左右から挟撃されている敵兵全員がこちらを……つまり正面を見ていたのだ。

「敵陣形変更、突撃陣形──！」

「なっ!?」

　敵軍は左右に僅かな兵のみを残し、大半の兵力でもってこちらの正面に突っ込んできた。

「正面突破が狙いか！」

　半包囲されつつある場合に取れる手段は三つ。

　一つは後ろに下がって包囲を抜ける……これは騎兵がいるので不可能。

　二つ目は兵力を全周に展開して防戦する……これは可能だが、包囲下で戦えば不利は否めない。

　そして三つめが敵の一部に攻撃を集中しての突破……成功すれば後背をつき戦況をひっくり返せる。

「左右からの牽制が露骨すぎたな」

　もっと激しく攻撃させていれば敵は左右により多くの防御兵力を残す必要があった。

だが今は大半……七百以上が正面に突っ込んできている。

　遊撃隊とタルト中隊を合わせても三百程度──局地的には二倍以上の兵力差がある。

「突撃中止、防御態勢です！　エクレアとスフレを戻しなさい！」

　セリアは動揺しながらも的確に指示を出している。

だがどう考えても左右の中隊は間に合わない。

「いくぞ！」

　俺は剣を抜き、隊列の正面に出る。

セリアの前面に当たる位置だ。

「おうとも！」

　イリジナも槍を掲げて続く。

　戦闘が始まった。




「一気にぶち抜け！　後方に出るのだ！」

　剣を掲げて突進してくる敵の剣を盾で上に弾く。

「そう簡単には抜かれんよ」

　開いた腹にあえて剣ではなく、渾身の肘を叩き込む。

「ぐふっ」

　そして仰け反った敵兵の喉を狙って剣を一閃、首を跳ね飛ばす。

　デュアルクレイターが使えない以上、甲冑の上から強引に切り抜くと簡単に剣が折れてしまうからな。

急所を的確に攻撃しなければいけない。

「どけい！」

「どかんよ」

　走りながら槍を突き出す敵兵。

俺は直前で横に避けて穂先を脇に挟み、頭突きを見舞う。

「がっ」

　自身の走る勢いも乗り、敵兵の顔面に鉄の甲冑がめり込み、仰向けに倒れて動かなくなる。

「おい、勝手に通るな」

　俺の横を通り抜けようとした敵兵の顔面を剣で斬り払う。

刃は深く入らなかったが、目と鼻が千切れ飛んだ敵兵は絶叫しながら斃れ込む。

　続いて走りながら切り抜けようとする敵兵二人の斬撃を盾と剣でそれぞれ受け、足を払って転倒させる。

「ぐえ！」

　一人には斃れ込むと同時に喉笛に剣を突き込み。

「や、やめ……うぎゃあああ！」

　俯せに転んだもう一人は甲冑ごと頭を踏み潰す。

　最後に擦れ違い様、敵兵一人の顔を抉ってからイリジナの方に視線をやる。




「わははは！　さあかかってこい！」

　イリジナは実に生き生きとしている。

「この野郎！」

　敵兵の群れがイリジナに向かって槍を突き出すが、彼女は大柄な体躯に似合わぬ動きで後ろに跳んで紙一重で回避する。

「ふんが！」

　その反動で繰り出される神速の突きに敵はまったく対応できない。

槍を突き出した姿勢のまま、眼球から頭を貫かれて立ったまま絶命する。

「ふんふんふん!!」

　続いて素早く踏み込みながらの三連撃が敵勢を襲う。

　一人はなんとか盾で防いだが、残り二人は喉と顔を貫かれて斃される。

「まだまだ!!」

　残る一人も彼女の剛力で盾を弾かれてしまい、立て直す前に横薙ぎが胴を捉える。

「ぐはっ！」

　甲冑がひしゃげる一撃を食らい、敵兵は血反吐を吐いて倒れ込む。

　さすがに強い。

イリジナはこうして戦士として戦っている方が生き生きしている気がする。




「俺も人の事はいえない──か！」

　俺は地面を踏みしめて跳躍し、クロスボウを構える敵兵を肩口から叩き切る。

　その動きが目立ったのか、敵弓兵が俺に向けて矢を射ってくる。

　当たるのは三本だな。

　一本を剣で撃ち落とし、一本を盾で落とし、避けようのない最後の一本は直前まで引き付けて兜で弾く。

「あ、あいつらやばいぞ！」

「名のある武人……いや、でも一兵卒の格好だが」

　僅かだが敵兵が怯んだようだ。

さっさとお菓子中隊が戻ってきてくれないだろうか。

「ええい臆するな！　所詮は雑兵、たまたま調子に乗っているに過ぎんわ！」

「過ぎんわ！」

「おおっ！　ドドローン親子だ！」

「親子で十人斬りのドドローンだぞ！」

　ぬうんとばかりに現れたのは中年……いや初老の戦士だ。

やや大振りな片手剣と総鉄製の長方形の盾を持っている。

　その後ろからまったく同じ装備を持つ、若者が続く。

装備だけでなく、仕草まで全く同じなので気持ち悪い。

「ああいう手合いは手練れと闘れば即座にボロを出すもの。儂や倅のような戦士とな！」

「戦士とな！」

「ああ、息子ね」

「わはははは！」

　初老戦士は俺の前に、若い方はイリジナの前に立つ。

「いざゆかん！」

「おう、いくらでも来い」

　老戦士は掛け声一つ落として斬りかかってくる。

なかなかに鋭い上段切りだ。

「おっと」

　斬撃を余裕をもって盾で防ぐが、衝撃は結構なものだ。

初老とは思えない力と速さに、盾が僅かに下がり、外枠が歪む。

「我が斬撃を良く防いだ！　雑兵にしてはやりおる、だがその程度では戦士とは呼べぬぞ！」

　男は下がった盾を更に連続で叩いてくる。

力で押し切り、盾を落とさせるつもりなのだろうか。

「もん！　ぐん！　どん！」

　二合、三合と男はどんどん力を強くする。

俺の盾はどんどん下がる。

「これで終わりじゃあ!!」

　男が思い切り振りかぶる。

今までの速度の割には大きな隙だ。

　さてどうしようかと観察し、男の視線の先に気づく。

なるほどね。

「そこじゃあ！」

　男の斬撃は構え直した俺の盾ではなく、力を抜いていた剣の方を弾き飛ばした。

「見たか！　戦士とは常に敵を観察して動くものよ！　そこが雑兵との違い！」

「だな」

　初老男が言い終わるのを待ち、俺は奴の顔面に振り被っていた盾を叩き込む。

　顔面へぴったりめり込んだ盾は目鼻口全てを同時に潰した。

男は断末摩も漏らせず、痙攣しながらひっくり返る。

「貰うぞ」

　答えがあるはずないが、一声かけてから男の剣を拾う。

　この様子なら問題なさそうだが、イリジナは大丈夫かな。

「戦士とは常に敵を観察し──ぎゃああああ!!」

「わはは！　槍だけではないぞ！」

　ちょうどイリジナが敵を蹴り飛ばすところだった。

体重の乗った前蹴りでひっくり返された敵の後頭部を穂先が貫く。

まあこんなものだろう。




「さて戦況は──」

　そこにセリアの綺麗な声が響く。

「タルト中隊、中央を開けなさい！　正面から受け止めないで左右に散るのです！」

「おい嘘だろ」

　思わず声を出してしまった。

　セリアの命令は敵の中央突破を認めるものだ。

　二個中隊はすぐそこまで戻ってきている。

もう少し粘ればなんとかなるのに。

「左右に割れろ！」

「正面を開けろ！」

　だが大隊長のセリアが命令したからにはどうにもならない。

味方の兵は敵兵に道を作るように左右へ分かれていく。

　俺とイリジナも二人で戦う訳にいかないので、仕方なく従う。

　敵は見事こちらの中央を突破し、後背へと抜けていく。

包囲は完全に破られ、逆に後ろを取られた形だ。

「セリアは何を考えているんだ」

「むぅ……こうなっては全部隊を回転させてもう一度包囲を狙うしかない」

　だが続く命令はまたも俺の想像とは違うものだった。

「エクレア、スフレ、タルト、それから遊撃隊は中央に集結しなさい。本陣の守りを固めながらゆっくりと後退です」

「なぬ？」

　全隊が本陣に集結すれば包囲どころではない。

完全に守りに入るやり方だ。

　やるとすれば本陣が危機に瀕しているか、あるいは損害が甚大でもはや攻勢に出られない状況か、だ。

「それにしても突破を許した直後はまずい。敵に今はやばいぞと教えているようなものだ」

　案の定、こちらを分断突破した敵は士気が上がり、攻勢陣形を取りつつある。

「敵は守りに入ったぞ！　何かあったらしい」

「ここが好機、一気に攻め切るのだ」

「敵将を見たか？　若い女だぞ、あれでは突破されて怖気づくのも無理はない！」




　南ユーグリア軍はやはり全体的に練度が高い。

たちまち方向を変えて再び攻勢を仕掛けてくる。

「陣形を維持しつつ後退、後退です」

　セリアの声も大きくなってくる。

崩れてはいないが、攻勢に転じる芽はない。

「……仕方ないか」

　こちらは防戦一方だ。

しかも敵は士気が上がっているので、味方の陣が少しでも揺らげばたちまち突き崩れるだろう。

　俺は兜に手をかける。




　同時にセリアが剣を掲げる。

「ワッフル中隊、伏兵解除！」

　鬨の声が響き、槍隊を先頭にした部隊が敵の横腹に突っ込んでいく。

　位置取りは襲い掛かる敵の斜め後方から……完璧だ。

「伏兵!?」

「最初から伏せていたのか！」

「まさか突破させたのはここに誘い込むため……」

「全隊踏みとどまりなさい!!　ここからは一歩も後退は許しません！」

　それまで押されながら後退を続けていた三個中隊がぴたりと足を止め、敵の攻撃を受け止める。

こうなれば三中隊を集めた中央が岩盤のように敵の突破を阻む。

「クレープ騎兵中隊突撃です！」

　挟撃されて混乱する敵へ騎兵までもが突っ込んでいく。

　これで決まりだ。

敵に打つ手はもうない。




「なんてことだ。勝ってしまったぞ」

「うむ！　すごいな!!」

　セリアは俺の想像よりもずっと優秀な指揮を見せた。

仮に俺が指揮を執っていたらこれほどスムーズにはいかなかっただろう。

　中央突破を阻止しながら大乱戦になり、より大きな損害が出ていたはずだ。

「大したものだ……だが複雑な気持ちだ」

　セリアが賢く育ったことは間違いなくうれしい。だが同時に俺の手を離れてしまったような気もする。

「二馬鹿何をしているのですか！　敵は崩れました。追撃しなさい!!　……その変な目はなんですか」

　おっと、また怒られてしまった。

俺はセリアに温かい視線を送りつつ追撃を開始するのだった。







　こうして敵勢は完全に崩れ、陣形を維持できなくなったところで降伏した。

南ユーグリア軍は簡単に降伏する軍隊ではないが、退路が存在しない状況では仕方なかっただろう。

「私が……部隊指揮官だ。降伏を要望する……兵の命の保証を約束してくれ」

　敵の指揮官が跪く。

セリアを見て愕然とした表情をしていたが、なんとか声を絞りだしていた。

「いいでしょう。但し全員上着一枚のみで手に縄をうち、指揮官は全員馬車にまとめてパテナまで連行します」

　セリアは精一杯の厳めしい声で応えている。

俺から見れば……いや、誰が聞いても可愛いだろうな。

「寛大な処理に感謝する……」

　敵はなんとも悔しそうな表情で俯いた。

可愛いセリアに降伏するんだからもっと嬉しそうな顔をすれば良いのに。

「では後の処置は任せます」

　交渉が終わるとセリアは威厳たっぷりに立ち上がり、胸を張って歩いていく。

　俺はなんとなくその後ろをついて行く。

　捕虜達から十分に離れるにつれ、威厳を作っていたセリアの顔が緩んでいく。

「ふ……ふふふ。き、決まりました。完璧に作戦がはまりました！」

　セリアは小さくガッツポースを繰り返す。

「勝ちました！　完勝です！　同数の相手を一方的に破りました！」

　ガッツポーズしながらピョンピョン跳ねるセリア。

「今までの勉強が報われました！　エイギル様もきっと褒めてくれます!!」

　くるくると回転して踊るセリア。

この場で撫でまわして褒めてやりたいのに、つらいな。

　やがてひと段落したのか、セリアは表情を整えて歩き出す。

もちろん表情を戻したと言ってもレオポルトのように仏頂面に戻ったのではなく、見ているだけで幸せになる笑顔に、だ。

「あ」

　そこでセリアが俺に気づく。

「貴様の戦いも見ていました。馬鹿なだけじゃなかったみたいですね」

「ははは」

「ところでどうして兜を脱がないのですか？　もう敵はいません。それにお前の声……」

　そりゃあ正体がばれるからだ。

声色も変えているが、セリアが怪訝な顔をし始めた。

「まあいいです。戻ったら褒美を用意して貰います。今はこれで我慢しなさい」

　言いながらセリアは僅かだけ持ってきた貴重な酒を渡してくれる。

「乾杯……です」

　俺とセリアはカップを当てて酒を飲み干す。




　それが悪かった。

戦いが終わり、隣には微笑むセリア、いつものように酒を注がれ──いつものようにキスをしてしまった。

「んむ!?」

「ん」

　軽く唇を押し当ててから小さく伸びをする。

「さて後は帰るだけ……」

　殺気を感じて反射的に飛び退く。

「うお！」

　足元に複数の短剣が刺さる。

「殺す」

　間髪おかずに次の短剣が飛翔する。

　待てと言おうとして口を噤む。

セリアが無表情だったのだ。

　セリアは怒りが限界に達すると無表情になる。

もう言葉を聞き入れる状態ではない。

こうなっては逃げるしかない。

「いくぞオニクスキー」

「おう？」

　イリジナの手を引き、全速力で逃げる。

後ろからは明らかに急所を狙って短剣が飛んでくる。




　それにしてもセリアは良くやった。

帰ってきたら盛大に褒めてやることにしよう。
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一週間後　パテナ

「セリア、俺の可愛いセリア、賢いセリア！」

「わっぷ！　あうあう！　嬉しいですけど、ふわぁぁぁ。人目があります！」

　イリジナと一足先に戻っていた俺は大隊を率いて帰還したセリアを徹底的に褒めまくり、撫で回す。

「まさか同数の敵をああも鮮やかに破るとは」

「へ？」

　セリアは不思議そうな顔で脇に抱えた戦況報告書を見る。

いかん、まだ戦況報告を見てなかった。

「レオポルトから聞いたんだ。あいつはどうしてか色々知っているからな」

　言い訳してから再びセリアをもみくちゃにして誤魔化す。

後はレオポルトがなんとかするだろう。

　俺の腕の中で幸せそうに蕩けるセリアが上目使いに俺を見る。

「ところでエイギル様」

「なんだ可愛いセリア」

「オナゴスキー、オニクスキーという兵士を知っていますか？」

　俺は明後日の方向を見ながら口笛交じりに答える。

「兵士の名前までは知らんなぁ。そいつらがどうした？　活躍したのか？」

　褒美をくれるとか言っていたからな。

「殺します」

「うん？」

「見つけて殺します」




　ともあれ、セリア大隊は勝った。

損害も小さく、華々しい初陣を飾ったのであった。

「名簿を確認してきます。私軍の中にいるはずですから、見つけて始末します」

「ほどほどにな」
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主人公　オナゴスキー　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（凱旋）マイラ（小休憩）イリジナ（オニクスキー）ルナ（指揮官）セクリト（練習）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（懐柔）

ブリュンヒルデ（吸血鬼　暇）イヴァンナ（すっきり）アネット（一〇五の姫）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇四五〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一二〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　九三〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦一隻　大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻（整備中・補給中）

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万　北岸上陸隊　降伏

テービア駐屯艦隊（戦艦三　大型戦闘艦一〇　中型五〇　小型約一〇〇）

財産　金貨〇

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五








第４１５話　水上戦







「ふふ、可愛いヘソだ」

　白い腹をペロリと舐める。

「はうぅ！」

　反射的に腹が引っ込み、小さな悲鳴が可愛らしく上がる。

　顔をあげると切なそうな顔をする可愛い女──もちろんセリアだ──と目があった。

　俺達は無言でキスをする。

　セリアはこれでもかと赤面し、酔ったような潤んだ瞳を向けてくる。




「ふふふ、ここも可愛いぞ」

　同じく白い肌に乗った桃色の乳首に吸い付く。

「ひぅ！」

　再びセリアの体が震え、続いて乳房全体に舌を這わせると、俺の頭を包むように両手を回してくる。

　そして再び無言のキス。




「引き締まった良い脚だ」

　白い胸や腹とは対照的に日焼けしたふくらはぎから太ももまでを舐め上げる。

途中、太ももにある日焼けの境目に数度キスをし、最後に強く吸い上げる。

「あぅぅ……痕をつけられましたぁ」

　セリアは嬉しそうに言って肢体を反らせる。

　再びキスし、舌を絡める。




「ここもプリプリして美味そうだ」

　俺はセリアを四つん這いにして、後ろから尻たぶにキスの雨を降らせる。

「お、お尻にキスされちゃってます！」

　セリアはまるで猫のように尻をあげたまま、体を伸ばして悦ぶ。

「まだまだ──」

　俺は口付けの痕だらけになった尻たぶを両手で掴み、遠慮なく開く。

「可愛がってやるぞ」

　開いた割れ目に顔を突っ込む。

　全身可愛らしいのにここだけは濃厚な女の匂いがするな。

　俺は処女のように桃色ながら、男の予感にうっすら開いて蜜を貯める性器に唇をつける。

「そこを舐めてはだめですー！」

　セリアは恥ずかしそうな声をあげるが、できる抵抗は尻をくねくね振って俺を興奮させることだけだ。

「よっと」

　本来ならここから本格的に愛撫をするのだが、俺は顔をあげて手で汁を拭う。

それを見たセリアは素早く振り返り、両手を広げる。

「ん」

「んー♪」

　またもキスだ。

「ふぁぁぁ……」

　唇を合わせて少し舌を入れただけだが、フライパンに乗せたバターのようにセリアが蕩けていく。




　戦勝報告と後始末の後、セリアは俺の閨に忍んできた。

表情はやけに固く、気まずそうだった。

　そしてセリアは意を決したように言ったのだ。

「見知らぬ筋肉達磨で馬鹿の変態に唇を奪われてしまいました」

　そしてがばっと俺に抱き着き……

「油断したお仕置きは受けます。だから今は……キスの上書きをして下さい！」

　と訴えてきたのだ。

　俺はセリアを温かく包み、キスだけではなく全身を舐め回してやると押し倒した。

彼女は俺の優しさに感激し、文字通り心も体も丸裸になったのだ。

　罪の意識が心に刺さるが、何もかも伝えるのが良いとも限らない。

真実は俺の心にしまっておこう。

　償いの意味も兼ね。数時間をかけて足指から額、脇の下から尻の穴まで全身を舐め回し、悶えに悶えたセリアは挿入も無しに気を失ったのだった。




　翌日、イヴァンナ艦隊の整備と補給が完了。

更に図ったかのように、間諜から『テービアより敵艦隊が出撃する模様』との急報が入る。
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翌日　ノーステリエス河

「旗艦スワロフから手旗信号──『命令継続　哨戒シツツ我ニ続ケ』」

　見張りが艦長に報告する。

「命令に変更無し。警戒を厳にしつつ、旗艦に追随せよ」

　艦長の命令を士官が大声で復唱して水兵達に伝達する。

　水兵の一人がこちらを微妙な顔で見た。

無理もない、ここでは俺はほとんど部外者だ。

　艦隊の最高司令官はイヴァンナだし、彼女の命令で各艦長が動き、またその命令で水兵達が動く。

俺達はその指揮系統の中に入っていない。

余計な行動は邪魔になるだけだから自重しよう。

「指揮系統が確立しているうちはな」

　横合いから口を出すのはセクリトだ。

左腕をさすりながら言う。

「含みのある言い方をするな──」

　名前を呼びかけて慌てて口を噤む。

　連邦の水兵でこいつの名前を知らない奴はいない。

余計な問題を起こすところだった。




　イヴァンナの艦隊は敵艦隊がパテナに向かったとの報告を受けて出撃した。

集結した敵のうち、どの程度の規模が来るのかはわからないが、こちらに戦闘艦隊がいると知っていて戦力を小出しにするとは考えられない。

　敵がこちらの艦隊を目標にしていることは明白で、そのまま港に居るのは危険すぎた。

下流域に一時退避する選択肢もあったのだが、その場合でもパテナの停泊施設が破壊される公算が高い。

イヴァンナもあくまで艦隊戦で敵を撃退すると強硬に主張し、河上での迎撃が決定されたのだ。

　こちらの戦力は戦闘艦全て──戦艦スワロフと大型戦闘艦五隻に小型戦闘艦が二十隻だ。

　旗艦は唯一の戦艦スワロフでもちろんイヴァンナも乗っている。

　一方俺達が乗っているのは大型戦闘艦『ドルタ』──セクリト曰く、砲火力と機動性を両立しようとしてどっちつかずになった平凡な戦闘艦──だそうだ。

「お前をスワロフに乗せる訳にはいかないからなぁ」

　スワロフにはイヴァンナの側近でセクリトの顔を知る者も多くいる。

針の筵になるのはもちろん、イヴァンナが短気を起こして指揮に差し障るかもしれない。

　かと言ってセクリトを一人でこちらに乗せるとどんな騒ぎを起こすかわからないので俺もこちらに乗ることにしたのだ。

「くく、お前が私とこちらに乗ると言った時のあの女の顔は見物だったな」

　セクリトは言いながら面白そうに左腕に触れる。

小さな金属音とともに黒い手袋に包まれた左手がカシャリと開く。

「怒らせてしまったなぁ」

　俺がついて行きたいと言った時、イヴァンナは当然スワロフに乗るものだと思っていた。

　セクリトと共にドルタに乗ると伝えると彼女はやはり激怒した。

部下の手前か怒鳴り散らしこそしなかったが、まるで拗ねたセリアのように頬を膨らませた後、そっぽを向いて「勝手にしろ！　撃沈されても知らんからな！」と捨て台詞を残して大股で去ってしまった。

　俺の代わりに観戦を希望したレオポルトを乗せておいたが彼女の機嫌は直らなかった。

　帰ったら機嫌を取らないといけない。

セリアと同じように全身を舐め回せば直るだろうか。

「ふふん」

　一方でセクリトは満足げな顔で腕をさすりながら俺の隣に腰かける。

　それを見て水兵達がひそひそと話している。

「なあ、あの男はゴルドニア軍の司令官だろう？　どうして旗艦に乗らないんだ？」

「俺が知るかよ。……これは噂だが奴とうちの提督はそういう仲らしい」

「マジかよ！　じゃあ横にいるあの女は……はっ！」

　邪推するのはやめろ。

「面白い噂だ。真実だと知らしめてやろう」

　セクリトは俺の腕を掴み、耳に息を吹きかける。

水兵から妙な声が上がり、艦長が咎めるように咳払いする。

「尾ひれもつけてやろう」

　耳を襲う滑る感触、耳に舌を入れるんじゃない。

「なあところで一つ」

　セクリトが突然口調を変える。

「お前は女にタトゥを入れさせるのが好きなのか？」

「あん？」

　アネットの体でも見たのだろうか。

「お前が好むというなら尻の上か下腹部にでも入れてやるが……」

「別に好きじゃない。無理に傷を作るようなことはしなくていい」

　アネットの体に刻まれたタトゥを見ると正直興奮する。

だが、セクリトの美しい褐色の肌に傷をつけるのもあり得ないことだ。

　艦長や水兵達は何言ってるんだこいつら、と言いたげな顔をしている。

「そうか……ま、して欲しいことがあればなんでも言え。聞いてやるかどうかは知らんが」

　セクリトは左腕を撫でながら言う。

彼女なりに腕の礼をしようと考えているのだろう。

だがまだ目的は完遂されていない。

　今回イヴァンナを怒らせてまでセクリトを連れてきたのはその為だ。

　彼女は腕を失って落ち込んでいる訳ではない。

自由に動けなくなり、戦えなくなったことが一番堪えている。

　戦場を駆け回れてこそ、復活したと言えるだろう。

その為には彼女の最も得意な水上戦が最適だ。




「西南西に大型船らしきもの視認……戦闘艦！　複数の戦闘艦を確認！　数……少なくとも五十！」

　見張りが叫び、全員の視線が俺達から逸れる。

「帆を調整、砲に火薬を入れろ！」

　弾かれたように走り出す水兵達。

見れば周りの艦のマストでも頻りに手旗が振られている。

俺には意味がわからないが、敵の情報を相互に交換しているのだろう。

　邪魔になってはいけないので俺は通路から離れた箱の上の腰かける。

「ちょいと支えろ」

　声と同時にセクリトが俺の肩を踏み台にマストへ駆け登る。

「上手いもんだ」

「当たり前だ。これで何年飯を食ってきたと思っている」

　セクリトはひょいとばかりに高所まで上り、短刀を木製マストに突き立ててぶら下がる。

「ふむ……隻数は偵察結果の半分ほどだな。編制は……大型艦が主体か。なるほど」

　頭の上で一人納得するセクリト。

「おい説明してくれ。俺にはよくわからん」

　あと、そんなプラプラされると心配で仕方ない。

「敵の目的はこちらの母港を破壊し、艦隊を撃滅することで間違いない。戦力を出し惜しむ意味は無いから……恐らく敵は艦隊を二つに分けた。大型艦主体の艦隊がパテナを襲撃し、快速戦闘艦主体の艦隊が下流に向かい、こちらの艦隊が退避していればこれを撃滅……といったところだろう」

　なるほど、下手に退避しても戦闘になった上にパテナを攻撃されていたわけか。

「いきなり敵の全艦艇を相手にしなくてよいのは幸運だが……大型艦が集中しているからには楽な戦いにはなるまい。連邦艦と中央平原艦の火力の違いを考えても真正面からバカスカ撃ち合えば勝機はない」

「イヴァンナなら上手くやるさ。彼女は有能だ」

　セクリトの声が僅かに厳しくなる。

「私にボロクソに負けたがな」

「それはお前はもっと有能だからだよ」

　声が少し優しくなった。




　敵は上流方向からこちらに向けて一直線に最大速力でやってくる。

　こちらも迎え撃つように真正面から挑んでいく。

「……ふむ、あの女も最低限はわかっているようだな」

　セクリトはそう言って身を翻してマストにがっちりしがみつく。

「取舵一杯──!!」

　ドルタの船体が大きく軋み、左へ大きく傾いていく。

「ぐえ」

　突然のことに俺は箱の上からずり落ちて床で頭を打ってしまう。

「急速転舵で敵の右側に回り込むか」

　見ればドルタだけではなく、こちらの全艦艇が左へ急速転舵していた。

「敵の外周を回りながら砲火を浴びせる機動戦……この状況で他の選択をするのはド阿呆だけだ」

　セクリトはひょいとマストから飛び降り、コロンと一度床を転がってから立ち上がる。

俺の無様な起き上がり方とはえらい違いだ。

　改めて状況を見てみると、こちらの艦隊は敵の眼前で急速回頭し、全艦艇が強力な砲のついた側面を向けている。

　敵艦隊も当然、こちらの動きに合わせようとしているが……。

「ここは上流域だ。流れに頭を向けた回頭と背を向ける回頭では転舵速度が全く違う。代償に速度を大きく失うが……」

　セクリトの言う通り、敵が回頭しきる前に味方の砲撃が始まる。

「撃て──!!」

　口火を切ったのは旗艦スワロフ、続くようにドルタを始め、全艦艇が砲撃を浴びせる。

　数瞬おいて敵艦に複数の煙と火柱があがった。

「全速前進、加速しろ！」

　発射と同時にオールが降ろされ、ドルタはみるみる加速していく。

敵も散発的な砲撃を返してくるが命中の気配はない。

「当たり前だ。半端に斜めになっている上に、こちらの一斉射撃の砲煙で視界が効かん。撃つだけ無駄だ」

　味方は敵がまごつく間に敵艦隊の正面を横切り、側面へと回りこんでいく。

「撃て──!!」

　そして側面から再び砲撃。

敵も撃ち返してくるが、味方に損害はない。

「砲性能の違いだ。連邦の砲は腹立たしいことに優秀、射程ぎりぎりからなら、一方的に砲撃できる」

「だが射程ギリギリだと敵に致命傷を与えられないぞ」

　今も命中弾は複数出ているが、派手に沈没した敵艦は見えない。

「それでいいんだ。今回の目的は敵の撃退であって撃滅ではない。複数の艦に損害を与え、水兵を殺傷すれば敵艦隊は戦闘を維持できなくなる。小規模な火災でも起これば煙で視界が効かなくなるし、一隻操舵不能で漂流すれば、周囲の艦列も滅茶苦茶になる。それが水上戦だ」

　なるほど、確かにこちらの砲撃は敵を木っ端微塵にはしていない。

だが敵は明らかに乱れ、団子のような無様な艦列になっている。

　戦況は数の絶対不利をおしてこちらの優勢に見える。

　ドルタ艦長も満足げに笑いながら俺達に言葉をかけてきた。

「中央平原の艦はなりこそ立派でもろくな砲を積んでおりませんからな。小艦艇に至っては砲門未装備の艦も多いと聞きます。いかに数が多くとも誇り高き我ら連邦艦隊の前には──」

　ふむ……しかし俺が偵察任務に出た時は物凄い勢いで撃たれた気がするんだがな。

「そもそもこの距離で当てられるのは鍛え上げられた我が熟練の水兵のみ。未熟な都市国家の兵では例え私が巨人でも命中の可能性など皆無──」




　艦長が言い終わる前に頭上から風切り音が聞こえる。

　俺とセクリトが反射的に伏せると同時に凄まじい破壊音と衝撃波が頭の上を吹き抜け、次いでバラバラに砕けた鉄片と木片、そして何やら柔らかいものが体中に当たる。

「……か、艦橋に命中弾!!　艦長ご戦死──！　副長、負傷──！　救護兵を寄越せ──!!」

　頭を上げた俺の視線の先には見覚えのある船体……偵察任務でこれでもかと撃ちまくってきた敵戦艦が向かってきていたのだった。








第４１６話　船上の名将







「一発貰ったな」

　耳鳴りを堪えながらゴミを振り払う。

木片鉄片はいいが……これは目玉か、気持ち悪い。

「艦長が戦死されましたので指揮は副長が……」

　目玉の主は艦長らしい。

砲弾の直撃を受けたのか原型を留めていない。

「傷を押さえろ！　血を止めるんだ！」

「船内に運べ！　揺らすなよ！」

　だが副長も意識なく救護兵に抱きかかえられて消えていく。

もちろん指揮など取れっこない。

「こ、航海長は……」

「死ぬ気でオールをこげ！　艦隊から落伍しつつあるぞ！　帆の角度は……ええい、俺がやる!!」

　航海長らしき中年男は血を吐く勢いで怒鳴っている。

「砲術長殿……」

「右から敵艦！　最大速度で撃ちまくって牽制しろ！　甲板砲、さっきから三度も外しているぞ！」

　砲術長は部下を叱咤しながら、自分でも砲弾や火薬を抱え走り回っている。

「航海長と砲術長が任に当たれない時は確か船務長が──あ、あたしか!?」

　先ほどから艦長の代わりを探して走り回っていた女士官は泣きそうな顔で艦橋に立つ。

「敵は右と前後から……味方は前方へ離れて……速度はぶつぶつ……」

　船務長らしき女性は震えながら状況を把握しようとしている。




　泣きそうな彼女の顔を見ずとも状況が悪いのは分かる。

　一発で指揮系統が破壊され、あらぬ方向に舵をきってしまったドルタは味方艦隊に置いて行かれた。

　敵の側面を通過している最中に無駄な動きをしたせいで、既に艦の前と後ろに回りこまれつつある。

　何より右側面から敵の戦艦が砲を撃ちながら猛然と接近してきていた。

「あたしがやらないと……よし！」

　女士官はバシンと頬を叩き、凛々しく顔をあげる。

「どけ」

　そして彼女はセクリトにポイとばかりに後ろへ投げられる。

「な、何を──」

「艦長副長指揮不能、緊急処置にてハードレット卿が指揮を執る」

　セクリトが戦闘の喧騒さえ切り裂くほどの声で宣言する。

　航海長や砲術長が呆気にとられた顔でこちらを見るが、反論に口を開く前にセクリトが怒鳴る。

「左オールのみ収納、面舵一杯転舵右に九十。側面砲待機、甲板砲は近い敵へ随時発砲、帆のみを狙え」

　怒鳴りながら俺の腕を引っ張り、艦長が立っていた場所に引きあげる。

「転舵右九十!?　それでは敵のど真ん中に突っ込むことに……」

「側面砲を撃たないだと!?　それでは敵に乗り込まれて……」

「そもそも艦長死傷時の序列は──」

　水兵達が不平を言うとセクリトが俺の背中を叩く。

　まがりなりにも地位のある俺を艦長代理にして実質セクリトが指揮を執りたいのだろう。

ここは乗ってやるべきだ。

「このまま艦長不在でグダグダした方が良いか？　黙って従え、今よりはマシだ」

　俺も命令の意図はまったくわからないが、全員を睨みつけながら自信たっぷりに言う。

「だがしかし……」

　中年の航海長が尚も渋る。

「ぬぅん！」

　うなって威嚇すると渋々従ってくれたようだ。




「面舵一杯──！　転舵右九十！」

　航海長の声が響く。

従うからにはちゃんとやってくれるようだ。

さすがに連邦の軍人。

　ドルタの船体が傾き、艦首がゆっくりと右……つまり敵戦艦の真正面へ向いていく。

降ろされたままの右オールが抵抗となり、低速でも鋭く舵が利いている。

　これで前に戦艦、左右に大小の戦闘艦群だ。

味方の艦隊はずっと離れてしまった。

「か、勝手なことをしないで！　私が艦長代理を──」

　立ち上がって抗議しようとする女にセクリトがナニかを手渡す。

それは恐らく艦長のものと思われる脳みそだった。

「ぴぃぃぃぃ!!」

「お前は甲板に水と砂を撒いていろ。血油で滑る」

　女は泣きながらバケツを持って水を撒き始める。

「で、デカブツの真正面に出る意味は？　もう一発貰うのは勘弁だぞ」

　俺は壊れた手すりに寄りかかって言う。

直撃弾は艦橋を派手に破壊したが、幸い船体構造にはほとんど影響はないようだ。

　セクリトは左右から迫る敵艦を見て言う。

「元艦長が言ったことは間違っていない。奴らの砲は低性能だ、この艦の装甲ならば多少撃たれても持ち堪えられる」

　そして手袋をした義手をさっと敵戦艦に向ける。

「例外はあいつだけだ。射程、威力ともにまったくの別物だな」

　同時に戦艦が発砲する。

砲弾は俺達の頭上を通過してずっと後方に着弾し、水柱をあげる。

「甲板に旋回式の大型砲、側面砲は……ざっと五十～六十、他の艦とは設計思想が全く異なる砲戦主体の戦艦だ。明らかに帝国式の戦艦を意識した造り……射角から見て載せている砲もこちらと大差あるまい。どこから調達したのかは知らんがな」

　なるほど、あの戦艦はとにかく手ごわいんだな。

「なら、ますます突っ込んだらまずいだろう。お前も突撃は駄目だと言ってたじゃないか」

　セクリトは楽しそうに笑う。

「もちろんまずいさ。だが既に奴の射程に入っている。ここで下手に転舵して逃げようものなら、ごってり積んだ側面砲で襤褸切れにされるぞ──オール展開、全速前進」

　ドルタは敵戦艦に向けて加速していく。

「だが正面を狙える砲はどうやら二門のみ。しかもこちらを逃がすまいと全速航行している。あれではぶれて照準など定まらん」

　そこでいよいよ左右から迫る敵艦が砲撃してくる。

左右から砲弾が降り注ぎ、少なくない数がドルタに命中する。

　だがセクリトの言った通り、ドルタの装甲板は有象無象の砲弾を弾き返した。

まれに甲板に命中した砲弾によって何人か水兵が弾け飛ぶが、大した数ではない。

「また甲板汚れたぞ。水と砂をちゃんと撒けよ。千切れた手足は樽にでもしまっておけ」

「ひぃぃ……」

　船務長も大活躍だ。

「敵戦艦に合わせて舵を切れ。絶対に側面を向けられるな……取舵ちょい……次、面舵ちょいだ」

「り、了解」

　水兵達は困惑しながらもセクリトの迫力に押されて命令に従う。

　お互いに正面から突進するので敵戦艦との距離はたちまち詰まる。

　その間、敵戦艦は数度発砲したが、砲弾はセクリトの言う通りあらぬ方向に逸れていく。

「正面が死角とは言え、砲手が一流ならそろそろ当てられている。練度が低くて助かった……撃て」

　ドルタの甲板砲も火を噴く。

こちらは練度が高いのか、見事敵を捉えるが、装甲に阻まれて大した損傷にはなっていない。

「だろうな。甲板にあるのは数門の小型砲のみだ。あのサイズの戦艦を損傷させるとなると……側面に積んだ長カノンぐらいだろう。それ以外は景気づけみたいなものだ」

「何かわからんが、とにかくこっちも側面を向ける必要があるんだな」

　しかし難しい。

現在、敵戦艦と向かい合っているのは側面を向けようとする敵に対して、こちらが細かい転舵で回り込んでいるからだ。

　こちらが転舵したら敵も同じようにする。

そして俺達は襤褸切れだ。

「そこは任せておけ。おい、斧を持ってこい」

　セクリトが必死に甲板の血を洗い流している女士官に向かって顎をしゃくる。

「はいぃ……」

　女士官はすっかり心を折られてしまったのか、驚きの従順さで駆けていく。

可哀そうに。




　敵戦艦との距離はいよいよ詰まる。

「敵戦艦、転舵しません！　正面から突っ込んできます！」

　航海長が叫ぶ。

「敵戦艦砲撃もしてきません！」

　砲術長が叫ぶ。

「だろうな」

　セクリトが笑った。

　既に互いにかなり速度が乗っている。

今更転舵して背を向けるなんてことはできず、衝突するつもりが無ければ、このまますれ違うしかない。

「右側面砲、全門射撃用意。総員衝撃に備え！」

　敵戦艦はそのすれ違い様に至近距離から全側面砲を叩き込むつもりなのだろう。

「いよいよか……」

「戦艦と至近距離で……ああ神様……」

　こちらの水兵もそのつもりのようだ。

目を閉じて悪態をつきながら、自らの職務を果たそうとしている。

　いよいよドルタと敵戦艦が最接近した……その時だった。

「錨を降ろせ!!」

　セクリトが怒鳴る。

全員がまさかとの表情を浮かべたが、凄まじい怒声に押されて船務長の女が反射的にレバーを引く。

船首左に収納された巨大な錨が水中へと落下していく。

「うわぁ、全員何かに掴まれ!!」

「全速のまま錨を？　冗談だろぉ!?」

　慌ててマストや柵を抱きかかえるように掴む水兵達。

俺も周りに何か無いか探したが何も無かった。

　一瞬の間を置き、ドルタは急減速しながら艦尾を右に向けて弧を描くように左旋回する。

通常の転舵ではありえない急速回頭に艦の側面に白波が立つ。

　振り回されるような凄まじい衝撃が船上を襲う。

水兵達は必死で何かにしがみつき、甲板上の固定されていないものが河に投げ出される。

「きゃあああ！」

　女士官も落水しかけたが、平気な顔でロープを掴んでいたセクリトに支えられる。

　なんだかんだでちゃんと助けてやるんだな……と温かい気持ちになりながら、俺は盛大に甲板を転がり、砂の詰まった樽で頭を打った。

「だがこれで……」

　痛む頭を押さえながら正面を見る。

　至近距離の敵戦艦に俺達は側面を向けていた。

「撃──」

「砲撃待て！」

　叫ぼうとする砲術長をセクリトは制し、俺に向かって斧を投げる。

「錨鎖を切れ──今！」

　何かわからんが、今は一秒が大事な時だ。

「ふん!!」

　俺は投げ渡された斧を振り上げ、渾身の力で太い鎖に振り下ろす。

　斬ったのか、叩き潰したのかわからない轟音が響き、太い鎖は一刀で切断されて水中に消えた。

「錨鎖を一刀で切った……？」

「怪力なんて次元じゃないぞ……」

　驚く水兵を尻目に錨に引かれて左に傾いていたドルタが今度は反動で大きく右に傾く。

　そして傾きが最大となった時、セクリトが咆える。

「右側面砲、全門撃て!!」

　ドルタの側面砲が火を噴く。

　斜めになった船体から下向きに角度をつけて発射された砲弾は敵戦艦の艦首喫水線ぎりぎりに集中する。

　無数の飛沫と木片が飛び、激しい水音と破壊音が入り混じる。

「オール展開、全速前進」

　ドルタは素早くオールを展開して、速度をあげていく。

「だが間に合うか……」

　航海長は額に脂汗を浮かべている。

　錨を使った奇策でドルタの速度はほとんど〇になった。

それに対して敵戦艦は全速のままのはずだ。

これでは側面に突っ込まれる可能性が高い。




　目を閉じる水兵もいる緊張の中、セクリトはふっと息を吐いた。

「そこだけは運だったが……勝ったようだ」

　彼女は敵戦艦を睨みながら口角を吊り上げる。

　すわ激突かとの覚悟に反して敵戦艦もまた急減速していったのだ。

「全速航行時に艦首の喫水線を集中砲撃されたのだ。さぞ派手に浸水しただろう」

　敵戦艦は急減速しながら左に傾いていく。

大量に浸水し、速度が一気に落ちたのだ。

「敵右舷を抜けろ」

「それでは敵に砲撃されますが……」

　意見する航海長をセクリトが睨む。

「貴様に意見など求めていない。軍人ならやれと言われたことだけをやれ」

「は……はい」

　だんだん建前も気にしなくなってきたな。

俺の存在が薄くなっていく。

「お前は良くやったよ」

　艦橋に戻ると頭を撫でられた。

悪く無い気分だ。

　ドルタは徐々に速度を上げながら敵戦艦の側面を通過する。

砲弾を喫水部分に集中された敵は浸水して速度を失っているが、逆に言えば甲板は無傷で大砲も準備を完了しているはずだ。

　俺達はゆっくりとした速度で最も危険な側面を通り抜ける。

「砲撃きます!!」

　水兵の叫びと同時に敵戦艦の側面砲が一斉に火を噴く。

　何十の砲声が轟き、砲煙で敵の姿が見えなくなる。

　衝撃波が全身を打ち、思わず身を後ろに反らせてしまう。

　が、それだけだった。

「うん？」

　至近距離から数十門の一斉射撃を浴びたはずだが、ドルタはどこも壊れていないし、水兵は一人も死んでいない。

「派手な水芸だ」

　セクリトが指差すのは左舷……敵戦艦とは反対側だ。

そこに無数の水柱が立ち昇り、波紋を残して消える。

「大砲は強力だが不便な代物でな。僅かに角度がずれただけで宴会芸になってしまう」

　敵戦艦は浸水によって左に傾いている。

それによってドルタを狙う右舷側が持ち上がり、砲弾が全部上に逸れてしまったのだ。

「右舷、砲撃準備完了──!!」

　砲術長が叫び、続いてセクリトがドワーフ特製の義手で剣を振り上げるのを少年のような輝く瞳で見上げている。

「お返しだ。ぶちかませ」

「了解！　撃て──!!」

　今度はドルタの側面砲が火を噴く。

　砲煙で視界は全く効かないが、距離は縄でも投げれば届く距離、そして敵は浸水して動けないのだ。

一斉に放たれた砲弾は一発も外れることなく命中する。

　飛び散る木片、鉄片、人の欠片、更に砲列甲板へもろに砲弾を受けて火薬に引火したのか派手な爆発が起こり、ひしゃげた大砲が回転しながら宙を舞ってから河に落ちていく。

「敵戦艦、大火災を起こしています!!」

「更に爆発二！　いえ三！　サブマストが倒壊しました！」

「傾斜ますます大きくなります！」

　見張りが叫ぶ度、水兵から歓声があがる。

敵戦艦が戦闘力を失ったことは明らかだった。

「浮かれるな愚か者。左舷側面砲……撃て！」

　命令と同時に今度はドルタの左舷側面砲が火を噴く。

「敵大型戦闘艦に命中弾多数！　落伍していきます！」




　戦艦の援護にかけつけていた敵戦闘艦に砲弾が集中する。

俺達と同じように艦長が死んだのか、舵が壊れたのか、敵はふらふらあらぬ方向に行ってしまう。

「気を抜くなよ。こっちは敵の真ん中に突っ込んでいるのだぞ」

　言ったそばからこちらの進路を妨害しようと左右から敵艦が向かってくる。

「敵中型戦闘艦二、頭を押さえられます！」

　セクリトはべろりと舐めた指を高く掲げる。

「──風は味方だ。挟まれるより早く前に出る。貴様らの技量を見せてみろ」

「「「おう!!」」」

　小気味よい返事が続く。

　絶体絶命の状況から戦艦と大型戦闘艦を立て続けに撃破して士気は大いに上がっている。

水兵は皆セクリトを見ており、俺を気にしている者などいない。




　士気あがるドルタの水兵は巧みな操艦でもってみるみる加速していく。

そしてなんと左右から迫る敵艦が針路を塞ぐ前に二隻の間を通り抜けた。

「両舷、撃て!!」

　そこで両舷の側面砲を一斉に放つ。

全速で走り抜けながらの砲撃にも照準の乱れはほとんどない。

　ドルタよりも小さい敵艦二隻はその砲撃にとても耐えられない。

メインマストをへし折られ、搭載砲を吹き飛ばされ、甲板を血の海にされてコントロールを失い、そのまま二隻は激突して沈んでいった。

「面舵一杯」

　セクリトの命令が飛ぶ。

ドルタは全速のまま一気に向きを変える。

そこには敵の小型船が複数密集している。

　小型船はどうやら大砲を積んでいないようだ。

針路を塞いでこちらが速度を落とした隙に火でもかけようとしていたのだろう。

「雑魚どもを掃いのけろ」

　ドルタは全速力のまま小型船の群れに突っ込む。

慌てて転舵しようとする敵船に甲板砲が浴びせられ、次々と炎上沈没していく。

「正面に敵一、射角が取れません」

　水兵の報告にセクリトは今日一番の笑みで答える。

「鬱陶しい小虫は踏み潰すものだ」

　ドルタは進路も速度も変えずに突っ込む。

「や、やばい!!」

「うわぁぁぁ逃げろ！」

「飛び込め!!」

　敵の戦闘艦から水兵が河へ飛び込んでいく。

　そして衝突──ドルタは敵戦闘艦に乗り上げ、押しつぶすように船体を叩き割った。

　真っ二つに折れた船から逃げきれなかった兵士が宙を舞っているのが見える。




「「「うぉぉぉ!!」」」

　ドルタの甲板はもうお祭り騒ぎだ。

全員が英雄を見る目でセクリトを見ていた。

「こっちを見るな。敵を見ろ、愚か者め」

　言いながらセクリトは四つん這いにさせた体格の良い水兵に腰かける。

　俺の居場所はもうどこにもない。

「さて、それなりに暴れはしたが……」

　うむ、四方八方全部敵だ。

完全包囲されて袋叩きは時間の問題だろう。

　セクリトは周囲を見回し、剣を掲げる。

それだけで水兵達から歓声が上がる。

「あいつに向けて針路をとれ」

　剣が差す先は敵の戦艦……だが、先ほどの奴よりは幾分かのっぺりとして鈍重そうに見える。

「了解！　転舵左五〇！」

「帆を調整、最大速度を維持しろ」

「側面砲、残弾しらせ──問題無い！」

　弾かれたように士官と水兵が動く。

もう誰も俺の存在には気づいているまい。

「そう寂しがらずとも、ここからはお前の出番だ」

　言いながらセクリトは俺の顎下を撫でてくれる。

「く！」

「むぅ！」

　椅子になった水兵と船務長の女士官が悔しそうに声を漏らす。




　ドルタは敵の砲撃を浴びながらも、小刻みに進路を変えて損害を局限し、敵戦艦に肉薄していく。

「大丈夫なのか、もう錨は無いぞ」

「あっても使わん。私が同じ手を二度使うような馬鹿に見えるか？」

　セクリトは笑いながら腕型の義手を外し、鉤爪を装着する。

それが意味することは一つだ。

「右から回り込む」

　周囲は敵だらけ、しかしそれは敵から見れば周囲は味方だらけということだ。

大砲を撃つにも射線を気にせざるを得ず、好き放題撃ちまくるわけにはいかない。

「右舷の大型戦闘艦を撃て、左舷の中型は撃つな。このまま距離を詰める」

　敵戦艦とドルタの間に脅威度の低い戦闘艦を挟むように位置取りながら距離を詰めていく。

「敵艦発砲!!」

　中型戦闘艦からは盛んに砲弾が飛んでくるが、当たっても致命傷にはならない。

　そして最接近と同時に号令一つ。

ドルタの砲火が敵艦を引き裂き、立ち昇る黒煙と砲煙が視界を塞ぐ。

　僅かに時間をおいて敵戦艦が発砲する。

　だが一発も当たらない。

敵は砲煙で視界が効かない中、こちらが最短で突っ込んでくると推測して砲撃した。

　だが実際にはドルタは敵艦を砲撃すると同時に急速転舵し、角度を変えて敵戦艦に肉薄していた。

「さて諸君、古き伝統を崇め奉ろうではないか。衝撃に備えろ！」

　砲煙を突き抜けると敵戦艦は目の前だ。

敵は必死に大砲をいじっているがもう間に合わない。

　敵の砲口が見え、続いて水兵の動き、一人一人の表情から額に浮かんだ脂汗までが見えてくる。

　距離が詰まるにつれて味方の怒号がどんどん大きくなっていく。




　一斉砲撃とも比べられない轟音、そして急減速の衝撃。

ドルタは最大速度のまま、敵戦艦の横っ腹に突っ込む──衝角突撃だ。

　今度はマストを掴んでなんとか耐えたぞ。

「野郎、本当に突っ込みやがった！」

「来る、来るぞ!!　砲兵も飯炊きも全員武器を持って甲板に出てこい!!」

　ドルタの艦首は敵戦艦の側面に深々とめり込んでいる。

これでは周りの敵も砲撃する訳にいかない。

もしドルタが炎上でもすれば、敵戦艦も道連れだからだ。

「いくぞ」

　セクリトが鉤爪で柱を軽くひっかきながら言う。

「おう」

　俺もデュアルクレイターを抜き放って応える。

「乗り込め!!」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　俺とセクリトを先頭に全ての兵が敵戦艦へと飛び移っていく。

　船同士の戦いで何の役にも立たなかった分、ここで暴れてセクリトに惚れ直させなければな。

　ちらりと見た彼女の横顔はまるでご馳走を目の前にした子供のようだ。

腕を無くして自虐していた彼女の姿は無い。

　俺はドクンと体内で何かが脈動するのを感じた。

ま、まだセクリトのターンは続きます。










第４１７話　船上の死神







　敵戦艦の横っ腹に文字通り頭から突っ込んだドルタ。

当たり前ながらどちらの艦も操艦などできず、船足は止まり、ゆっくりと流されていく。

「乗り込め！　敵艦を制圧するぞ！」

「剣の使い方は忘れていないだろうな！」

　味方の兵はめり込んだ艦首に集まり、敵戦艦へ飛び移っていく。

「させるか！　白兵戦は望むところだ！」

「こっちは戦艦だ！　水兵の数では勝っている！」

　敵戦艦から側面砲手や船底に居た者達までが次々と甲板に上がって来る。

　そして飛び移った味方と敵の切り合いが始まる。

剣を打ち合わせる軽快な音が響き、木製の床を踏み鳴らす独特の音が続く。

　連邦の戦闘艦は砲撃戦を想定して作られている。

故に長槍や大量の弓、重厚な鎧などの嵩張る装備は積んでいない。

敵の方もそれは概ね同じのようだ。

　結果として敵味方の兵は鎧をつけず、片手剣だけで戦っている。

陸戦に慣れた俺には新鮮な光景だ。




「む、押し返されるか」

　一気に敵艦を制圧せんと飛び移った味方だが、次々と討ち取られている。

逆に敵がこちらへ乗り込んできそうな勢いだ。

「ほう、敵の水兵は雑魚と見たが──白兵戦ならそれなりにやるらしい」

　狭い船上、軽装同士の戦いでは個々の能力が重要になる。

だがそこに大差が無ければ単純に数の多い方が勝つ。

ドルタと戦艦では船員数が違う上に、どうしても乗り込む側が数では不利になる。

「いくぞ」

　セクリトは義手についた鍵爪で甲板砲を撫でながら前に出る。

耳障りな音と小さな火花が飛ぶ。

「艦長代理が乗り込むのか？」

　俺もデュアルクレイターを抜き、鞘を船務長の女士官に預けて前に出る。

「くく、艦首がめり込んでは艦長はいらんな。戦争は一休み、ここから先は──」

　味方が敵に押されてドルタへ逃げ戻って来る。

続いて敵兵が鬨の声を上げ、こちらに乗り込もうと向かってきた。

「──趣味の時間だ」




「うおおお!!　乗り込んで逆に船を奪ってやれ──!!」

　威勢の良い声で叫んだ敵兵がセクリトに斬りかかる。

二人が交差し、肉の裂ける音が鳴る。

　敵兵は鼻、顎下、喉をざっくり抉られて声も出せないまま床に頭を打ち付ける。

「この感触……久しぶりだ」

　セクリトは爪を滴る血をうっとり色っぽい瞳で見つめる。

「河へ叩き落としてやる！」

　間髪おかず、新手がセクリトに襲い掛かる。

セクリトは血の滴る鉤爪をぶらりと下げたまま、ただ突っ立っていた。

　だが俺は援護に向かわないし、警告の叫び声も上げない。

必要でないことがわかっているからだ。

　無防備な体勢のまま、セクリトは楽しそうに、無邪気に笑っていた。

　敵兵の剣が首を切り裂く直前、セクリトの上半身だけが大きく後ろに倒れる。

体が異様に柔らかい彼女にしかできない回避だ。

「なっ!?　そ、その腕は……」

　空振りした敵兵が大きくたたらを踏む。

「挨拶が必要か？」

　セクリトが上半身を起こす。

敵兵と鼻の頭が当たるほどの距離だ。

そして鈍い音──。

「がぶ……」

　鉤爪が敵兵の下腹部へ深々と刺さる。

「あぁ……これだ」

　セクリトは激しく震える敵兵の鼻頭を舐め、色っぽく吸い付き……鉤爪をグルリと回す。

　おぞましい悲鳴が上がり、敵兵が悶絶する。

同時に鉤爪が下へと引き抜かれ、臓腑が船上に散らばる。

「悪くない。悪くないぞ！」

　痙攣して崩れ落ちる敵兵、セクリトは口から何かを吐く。

「ひっ」

　女士官が短い悲鳴をあげる。

　無理もない。セクリトが吐いたのは食い千切った敵兵の鼻だったのだから。

　敵味方共にセクリトから一歩遠ざかる。

「こ、この外道め!!」

　敵兵が激情に任せてセクリトに襲い掛かる。

彼女は満面の笑みで応える。

「一回」

　セクリトは回転しながら斬撃を躱し、太ももを爪で引き裂く。

敵はがくりと膝をつく。

「あがっ！」

「二回」

　回転は止まらず、敵の顔面が大きく抉られる。

敵は思わず両手で顔を覆った。

「三回。終いだ」

　三回転目は側頭部に強烈な回し蹴り。

敵兵は甲板の柵に叩きつけられ、首が折れて絶命した。

　セクリトは爪を赤く染める血を舐めて振り返る。

「私一人を戦わせるつもりか？」

　言葉と同時に敵兵も一斉に怒号をあげながら押し寄せてくる。

「お邪魔でないなら隣に行こう」

　俺はセクリトと並び剣を構えた。




「でりゃあぁぁ！」

「やかましい」

　考えなしに突っ込んできた一人目を脳天から股下まで叩き切る。

「うぉぉぉぉぉ！」

「叫ぶな」

　二人目と距離を詰め、鍔迫り合いで吹き飛ばして河に落とす。

「「ならば二人がかりで！」」

「鬱陶しい」

　両側からの攻撃はまるで先ほどドルタを挟もうとした敵艦のようだ。

「なら同じ手でいこう」

　俺は停止して斬撃を受け止めるのではなく、逆に体を低くして加速する。

「「は、速い！」」

　剣は俺の背中を掠めて逸れる。

　俺は一人の首を跳ね飛ばし、もう一人の襟元を左手で掴んで近くの柵に一度叩きつけてから河へ放る。

「ひぃぃぃぃ！」

　悲鳴に目をやると鉤爪が敵兵の顔面に突き刺さり、三本の凶悪な金属が後頭部へと突き抜けていた。

敵兵は両手両足を不規則に動かして不思議なダンスを踊り、セクリトがそれを見てゲラゲラ笑っている。

「この畜生共が!!」

　余所見している隙に敵兵が間合いに飛び込んでくる。

だがその一撃は平凡で遅く、俺は楽々と受け止める。

「悪いな。彼女の復帰戦なんだ。少々荒いが大目に見てやってくれ」

　言いながら渾身の力で敵兵の腹に前蹴りを見舞う。

「ぎっ」

　小さい悲鳴をあげながら敵兵は敵艦のマストまで吹っ飛んで激突、派手な血痕を残して落下した。




「そら進め。もう一度乗り込むぞ」

「兵が後ろに隠れてどうする。真っ先に死ぬのが貴様らの務めだろうが」

　俺とセクリトを先頭に味方は再び押し込んでいく。

「しょうこりもなくまた来たか！」

「もう一度押し返して……いや、河に叩き込んでやれ！」

　めり込んだ艦首部分から敵艦へと乗り込むと、先ほどと同じように周り中から敵兵が群がって来る。

「さて同じようにいくかな？」

　俺は右手から斬りかかる敵へデュアルクレイターを横に一閃する。

「あ、あれ？」

　敵兵は額から上がなくなった自分の頭部を不思議そうに撫でながら絶命する。

　さらに左から斬りかかる敵の剣を見切って避け、顔面に拳骨を叩き込む。

「こいつめ！」

　聞き覚えのある音に身を翻すと、耳の傍をクロスボウボルトが通過していく。

「さすがにクロスボウぐらい積んでいるか」

　俺に向けて構えられるクロスボウは三つ、距離は１０ｍも無い。

この距離ではさすがにボルトを見てからでは避けられない。

甲冑も着けていないので食らう場所によっては一発でもまずい。

　俺は目を細めて敵兵を凝視する。

ボルトを見て避けられはしないが、クロスボウの向きと敵兵の手元を見極めれば……。

「撃て！」

「食らえ！」

「おらあ！」

　三様の掛け声。

しめたぞ、タイミングがずれていて一斉射撃じゃない。

　一発目は顔面に来るのでデュアルクレイターをあげる。

軽い衝撃とともにボルトが弾かれる。

　二発目は脇腹、ギリギリまで反応せず敵がトリガーに力を込めた瞬間に身を捻る。

ボルトは脇腹ギリギリを通過して服のポケットだけを引き裂いていく。

　三発目は胸の中心だ。

避けられそうにないので、前二発の飛翔速度からタイミングを計る。

「一、二の……三！」

　突き出した手の中へボルトが飛び込んでくる。

それをすり抜けないようにがっちりと掴む。

先の反しで掌が僅かに切れたが、こんなものは傷のうちにも入らない。

「おぉぉ！」

「えぇぇ!?」

　敵味方からトーンの違う驚きの声があがる。

「さてと」

　俺はボルトを投げ捨て、射手三名にデュアルクレイターを向ける。

すると敵兵は互いに顔を見合わせ、仲良く河へと飛び込んでいった。

　味方も既にこちらの艦に移ってきている。

突破口はしっかり開けたようだ。

　敵艦上での乱戦が始まる。




　俺は目の前の敵を次々と切り伏せ、味方の兵も勢いに乗って敵を押している。

　しかし、いかんせん敵数が多いのでなかなか船内に突入できない。

「近くに味方がいるなら火をかけて終わりなんだが」

　火をかければ当然ドルタも焼ける。

そうなれば俺達は河に飛び込み、流れていく他無くなってしまう。

気が付いたら白都というのは勘弁してほしい。

「おっと」

　頭上からの風切り音を感じてデュアルクレイターを振るうと軽い手応えがあり、真っ二つになった短剣が落ちる。

「上か……」

　敵はマストの上にもいる。

そこから短剣や大砲の弾らしき鉄球を投げてくるのだ。

落とされる短剣を連続で弾き、鉄球を避けているとどうしても視線が上ばかり向いてしまう。

「そこ！」

「どこだよ？」

　樽の影から飛び出した敵兵の足を払い、倒れたところを思い切り蹴飛ばす。

敵兵は口から血反吐を吐きながら床を転がる。

　だが視線を上下に動かされたせいで死角が出来てしまった。

　背後上方から飛んできた短剣が肩を掠める。

思わず振り返った瞬間、今度は反対側の肩に痛みが走る。

深くはないが、確実に肉を斬られた。

「一太刀入れたぞ！」

　敵兵はロープを掴み、マストの上から振り子のように降下しながら斬り付けて来たのだ。

反撃を試みるが、速度があるので追い付かない。

敵兵は勢いそのままに別のマストに登ってしまい、再びこちらの隙を覗っている。

「厄介だな」

　前後左右敵なのは慣れているが、上まで加わると死角を無くすことは不可能だ。

身を守るのに精一杯で船内に突入するどころの話ではない。

「あいつは船上の戦いに慣れていないようだぞ！」

「下手に攻めるな。しっかり死角を狙っていけ！」

　俺は小刻みに向きを変えながら全周囲を警戒する。

　背後からロープの軋む音が聞こえる。

俺は咄嗟に反転して、斬撃をデュアルクレイターで弾く。

　すると再び背後からロープの音が迫る。

　振り返り、デュアルクレイターを突き出すが、敵は手前でマストを蹴って向きを変え、短剣だけを投げてくる。

正面からの投擲など当たりはしないが、一方的に攻撃されるばかりだ。

「うぉぉぉ──」

　またもロープの音だ。

だが叫び声の方が一瞬早く聞こえたので、その分反応も早くなる。

「おぉぉぉぉ！　えっ!?」

　今までよりも一呼吸早く振り返ると、振り子になった敵兵が剣を振りかぶる所だった。

　敵兵は必死に体を捻ろうとするが、振り子が自分の意志で止まれるはずもない。

「来世では無駄口は慎めよ」

　俺は敵兵の胴体を横真っ二つに両断する。

　上半身は断末摩をあげながら別のマストにぶち当たり、下半身は真っ赤な水芸をやりながら河に落ちて小さな飛沫をあげる。

「ようやく一人……」

　小さく息を漏らしたところで金属音が鳴る。

「雑魚一匹殺して気を抜くな」

　セクリトが俺の背中に鉤爪を突き出している。

そして床には二本の短剣が転がっていた。

「すまんな。不慣れなんだ」

「なら今すぐ慣れろ。手本を見せてやる」

　セクリトはそう言うと手近にあったロープを掴み、軽く助走をつけてサブマストを駆けあがる。

「登って来るぞ！」

「あの女を先にやれ！」

　敵兵の狙いがセクリトに向く。

　俺の時と同じように短剣が投げつけられるが、柱を回るように駆けあがる彼女には当たらない。

回避行動を取っているようにすら見えない。

「直接落とせ!!」

　痺れを切らした敵兵が剣を抜き、俺の時と同じ振り子戦法で次々とセクリトに襲い掛かる。

「ふふ、いいぞ。素晴らしい」

　セクリトもまたロープにぶら下がったまま襲い来る敵を迎撃する。

擦れ違い様、敵の剣とセクリトの鉤爪が打ち合わされ、細かい火花が散る。

「一人ずつ来ても私は仕留められんぞ──そら」

　セクリトは三人の剣を受け止め、四人目に向かって飛び掛かる。

抱きつかれた敵兵は彼女の豊満な体を感じる暇もなく喉笛を掻き切られ、まるでゴミのように甲板に投げ捨てられる。

　敵兵のロープを奪ったセクリトは勢いそのままにメインマストに飛び移った。

「こ、こいつ船の戦いを知って──！」

　言い終わる前に敵兵は鼻柱に強烈な肘を食らい、よろめいた所で眼に爪を突き込まれる。

「雑兵が。誰に物を言っている」

　悲鳴と落下音、そして肉が潰れる嫌な音が響く。

　それに続くのは怒号と鬨の声。

メインマストの上で壮絶な戦闘が始まった。

　セクリトは左手の鉤爪、右手には敵から奪った剣を持って戦う。

　敵はセクリトを取り囲みたいようだが、何しろマストの天辺だ。

周囲の足場はせいぜい幅１０ｃｍ程で落ちればもちろん即死は免れない。

しかも彼女は周囲に張られたロープや帆布を飛び回り、とても包囲するどころではない。

「どうした？　ついてこれないのか？」

「な、何を言うか！　これぐら──うわぁぁぁぁ！」

　挑発に乗った敵が逃げるセクリトを追おうとした途端、身を翻した彼女に足を払われて落下する。

優に３０ｍはありそうなマストから落ちて生きているはずもない。

「そぅら、また一人死んだぞ。敵を討ちたいよなぁ？」

「こ、こいつ!!」

「許さねぇ！」

　セクリトを挟んで襲いかかる敵兵。

彼女は左右の得物で同時に二人と渡り合う。

　いや渡り合うどころではない。

圧倒的にセクリトの方が手数が多く、敵兵はたちまち防戦一方になっている。

「腕そのものが凶器というのもなかなかだ。肉を抉る感触を直接感じられるのが良いな」

　左の鉤爪が敵の剣を弾き飛ばし、間髪おかず肩口に食い込む。

「今まで通り剣で斬るのも悪くはないが」

　右の剣が敵の腕を剣ごと斬り飛ばす。

「どうあれ……殺せれば文句はないのだがな」

　セクリトは腕を無くした敵を蹴り飛ばし、肩を貫いた敵を持ちあげる。

「ひ……ひぃ……たすけ……」

　敵兵は激痛に涙、鼻水を垂らしながら自分を唯一支える鉤爪へ必死にしがみつく。

足を払われた同僚が落下して潰れる音にも目を向ける余裕はない。

「あの世の土産に口付けぐらいしてやっても良かったのだが……今は私の男が見ていてな。嫉妬深い奴だから機嫌を損ねたくない。悪いが寂しく死んでいけ」

　セクリトは泣き叫ぶ敵兵からゆっくりと爪を抜いていく。

「や、やめ……やめて……!!」

「じゃあな」

　言葉と同時に爪が抜き去られ、男は悲鳴を上げながら俺の真上に落ちてきた。

「おっと」

　俺が避けると男は俯せに落下し、体の数倍の広さに血飛沫を巻き散らした。

「危ないぞ」

「すまん」

　セクリトは笑いながらロープの上を何の気無しに歩く。

　だがそんな隙だらけの彼女を敵兵が見逃すはずもない。

ロープの両側から挟み込み、同時に剣を突き出す。

「えっ？」

「なっ？」

　だが彼らの剣は空を切る。

セクリトは頭を下にして落下したのだ。

「なに!?」

　俺は慌てて落下点に向かおうとして足を止める。

　セクリトは落ちてはいなかった。

頭を下にしたまま、片足をロープに引っ掛けてぶら下がっている。

「やはり雑魚だな」

　セクリトはそう言って逆さのまま、両手の得物を振るい、左右の敵の足を斬り付ける。

爪でざっくりと脹脛を抉られ、剣で足首を斬り落とされた敵兵が不安定なロープに乗っていられるはずもなく、甲板上に潰れた屍が二つ増えた。

　セクリトはケラケラと笑いながら楽々と一回転して再びマストに立ち、俺に向けて叫ぶ。

「おおい、助けてくれ。このままでは殺されてしまう」

　ニヤニヤと笑みを浮かべるセクリト。

本気で思っていないのは明らかだ。

気持ち良く戦えて冗談を言う余裕があるのだろう。

「だが俺も男だ」

　嘘とは言え、女が助けを求めているのに放置はできない。

敵兵の狙いがセクリトに集中している今ならできるはずだ。

　俺はがっちりとメインマストに組みつき、力を込める。

「あいつ何をしているんだ？」

「突然マストに抱き着いて交尾でもする気か？　……頭がおかしくなったのか？」

　頭上からの嘲笑を無視し、セクリトの馬鹿笑いも無視して、全身全霊でマストを押し続ける。

「おい、風が出てきたのか。マストがやけに揺れて……」

「おい、どんどん揺れが大きくなってきたぞ！」

「嘘だろ……戦艦のマストがどれだけ重いと……！」

　マストがゆっくりと揺れ始める。

俺は揺れに合わせて更に力を込めていく。

　揺れはどんどん大きくなり、柱と船体が軋む低い音が地響きのように鳴る。

更にメインマストと他のマストを繋ぐ足場が折れ、ロープがブチブチ切れる音も鳴り始める。

「うわぁ！　落ちる！　落ちる!!」

「ロープに捕まれ！　ゆ、揺られる！　ぎゃあ!!」

　嘲笑は悲鳴に代わり、頭上からばらばらと木片が振って来る。

まだ終わらないぞ。

「おぉぉぉぉ!!」

　俺は最後に腰を落とし、渾身の力を込めて柱を押す。

マストは大きくしなり、一瞬の間をおいて反対側にまたしなる。

　この動きに敵兵のほとんどは耐えられなかったようだ。

　頭上から聞こえる多数の悲鳴、そして敵兵が十人以上、ドサドサと落ちてきた。

　甲板に落ちた者は今まで通り潰れたミートパイとなり、運良く河に落ちた者は派手な飛沫をあげ、慌てて近くの船に向かって泳ぎ始める。

「おい、受け止めろ」

　そして最後にマストを滑り落ちてきたセクリトを抱きとめて完了だ。

「どうだ。助かったか？」

「うるさい怪物、マストをへし折られたらせっかくの船がパーになるだろうが」

　セクリトは俺の鼻に一撃くれた後、ちょんと唇にキスをする。




　俺達の奮戦で士気もあがり、更にマスト上の敵が一掃されたことで味方は有利に戦闘を展開している。

そして一部の兵がとうとう船内に突入を開始したのだが……。

「く、こいつ強いぞ！」

「一時引け！　とても敵わん！」

　突入した兵士達が泡を食って飛び出す。

「ふん！」

　最後尾の兵の顔から刃が飛び出す。

死の痙攣をする味方を打ち捨てて現れたのは一九〇ｃｍを超える大柄の男だ。

片目が潰れているのか眼帯をつけており、そのせいもあって人相が大変悪い。

「よくも我が美しきローバッドを穢してくれたな。生きては返さん！」

「おお、艦長だ！」

「海賊艦長、片目のグーリとはこのお方よ！」

　やはり海賊の類か。

ともあれ、艦長と言うからにはこいつを仕留めれば勝ちだ。

　俺はデュアルクレイターを担いでグーリとやらの前に出ようとする。

だが俺の肩へすっと綺麗な手が添えられる。

「待て、私がやろう」

　言うまでもなくセクリトだ。

「む……だが」

　海賊かどうかは知らんが、立ち振る舞いから見てもあの男は弱くない。

隻眼は相当なハンデだが、それでも体格に差があるセクリトでは──。

「私がやる」

　セクリトは議論の余地なく言い切った。

「わかったよ。だが危なくなったら乱入するぞ」

「そうはならんさ」

　セクリトは鉤爪と片手剣をだらりと下げてグーリと対峙する。

　グーリはセクリトの肢体を足先から顔まで舐めあげるように眺める。

「良い女だ……だが隻腕では鑑賞用にはならんな。乳と尻が無傷なら実用の肉穴に──」

　言い終わる前にセクリトが仕掛ける。

「しっ！」

　回転しながらの斬撃と鉤爪が襲い掛かる。

「イキが良いな！　女と魚はイキが良いのに限るわ！」

　男もまた両手で剣を抜き、セクリトの攻撃全てを受け止める。

「二刀対二刀か」

　回転しながらの連撃全てを男は防ぎ切った。

セクリトは速度はもちろん、一発一発が相当重い。

それをこうも易々と防ぐとは大した技量と腕力だ。

「……なるほど」

　セクリトは回転を止め、左右に素早く動きながら連続して得物を突き出す。

「ふん、その程度の動きで俺を屠れると思うなよ！」

　斬撃の線から点に変わった攻撃を男は巧みに防ぐ。

五合六合と打ち合いが続くが、攻め切れないと見たのかセクリトが先に動きを止める。

　男はニヤリと笑った。

「次は俺の番だ」

　男が剣を振りかぶり、脳天目がけて剣を振り下ろす。

　もちろんそんな単純な一撃を貰うセクリトではない。

頭上で爪と剣を交差させ、力任せの一撃を余裕を持って防ぐ。

「かかったな！」

　だが男もそれは想定内だったのだろう。

もう片方の剣が下段から腹を狙って突き出される。

「お姉さま！」

「ご主人様！」

　女士官と椅子にされていた水兵が思わず声をあげるが、俺は冷静に見ていた。

危なくなったら乱入するが、まだ大丈夫そうだ。

「ぐ……」

「くく、何にかかると？」

　セクリトは両腕を頭上に上げたまま、片足を大きくあげ、二の腕と腿の間で剣を挟み、止めていた。

「力、速さ、動き方、大体わかった」

　セクリトが左腕を押さえる。

と同時に鉤爪がストンと落ちた。

「なに？」

　グーリが呆然としたその一瞬の間に、セクリトは別の腕──剣が握れる鋼鉄の腕に付け替え、足元に転がる剣を掴む。

「いくぞ」

　真の二刀となったセクリトが再び回転しながら男に襲いかかる。

「なんの、同じこと……う、うぉぉぉ！」

　先ほどと同じ打ち合い、だがセクリトは瞬く間に男を圧倒していく。

　速度も重さもまったく別物だ。

「鉤爪は肉を裂くには良いが重さが足りん。雑魚相手ならば十分だが──喜べ、お前は強い雑魚だ」

　セクリトが嗤う。

同時に斬撃の速度が一層上がる。

「全然……見えない」

「火花が散っているようにしか……」

　女士官と椅子水兵が呆然と呟く。

　俺は普通に見えているが、それにしても速い。

一秒の間に両手合わせて十は斬撃が出ているだろう。

「うぐ……ぐぅ！」

　男はなんとか致命傷こそ防いではいるが、腕や腹に次々と傷が出来ていく。

とても反撃どころではない。

「そら、次がいくぞ」

　セクリトは回転を止め、二刀を交差させる。

先ほどはここから連続の突きが出た。

　グーリは腰を落として二刀を構え直す。

「なんの、もう一度防いでくれるわ！」

　セクリトは一歩後ろに下がり、助走をつけて強烈な突きを──放たなかった。

「へ？」

「阿呆。誰が突くと言った？」

　セクリトは突きを防ごうと剣を体の中心に寄せていたゾーリを嘲笑うかのように、大きく二刀を振りかぶり……男の両手を叩き切った。

　どさりと太い腕二本が床に落ちる。

セクリトは事態に気づいたゾーリが悲鳴を上げる前に船縁まで蹴り飛ばし、軍靴が口に押し込まれる。

　敵兵が艦長を救おうと動くが、味方も今が好機と攻めかけて再び乱戦となる。

目の前で親玉が負けたのだから敵の旗色は目に見えて悪い。

　そんな戦闘を尻目にセクリトは細めた目でゾーリを見下ろしていた。

「豚のような悲鳴はいらん。さて仕上げだ」

　セクリトはゾーリを足で押さえつけたまま、義手を再び取り外す。

「これをな……どうしても……どうしても人間相手に使ってみたかったんだ」

　セクリトが取り付けたのは、バルバノがほとんど趣味で造ったゼンマイの力で回転する腕だ。

彼女はあの腕を随分気に入っていたようだが。

　セクリトは腕を男の潰れていない目に近づけていく。

そして手元のレバーを操作する。

　腕は独特の音を立てて高速回転を始める。

「う、うぐぅぅぅ!!」

　ゾーリが何事か叫ぶが口の中に足を入れられているので呻きにしか聞こえない。

「こいつは石壁でも鉄板でもゴリゴリ削る。人間に当てたらどうなるか……ふふふ、ふふふふふ!!」

　セクリトはゆっくりと腕をゾーリに近づけ──俺を含めた全員が目を逸らした。




「砲列甲板を完全制圧、砲はほとんど無傷です」

「火薬庫押さえました。十分な量の火薬が残っています」

「敵の高級指揮官と思われる一団が船外へ脱出、残念ながら追撃は不能です」

「船底部半分を制圧、残りも時間の問題です」

　味方の報告を聞きながら俺は周囲に目を凝らす。

「制圧は急ぐな。後はなるべく派手に戦え、消火可能な範囲なら火を出しても構わん……いや、なるべく火を出せ。それすれば周囲の敵艦もこれ以上近づけんだろう」

　周囲にいるのは敵艦ばかりだ。

砲撃してこないのはまだ交戦しているからで制圧されたとなれば遠慮なく撃ってくる。

「なあセクリト。これからどうするんだ？　どうにも袋小路に入ってしまったぞ」

　俺は水上戦の達人たるセクリトを見る。

「ふ……ふふふ……回転しながらめり込んで……ふふ、頭がぐしゃぐしゃに……くくく」

　だがセクリトは血塗れの回転腕を見ながら恍惚としている。

その後ろでは女士官が凄まじい惨状となった甲板に泣きながら水を撒いていた。

　セクリトは俺の視線に気づき、ふんと一つ息を吐く。

「単艦で出来るのはここまでだ。いざとなったら大砲を撃ちまくりながら岸に乗り上げるしかないが……」

　すっとしなやかな指が一点を差す。

「仮にも一軍の長たるお前がいるんだ。あいつも戦闘艦一隻と切り捨てられんだろう」

　見ればイヴァンナの艦隊が一直線にこちらに向かってきていた。

遠くに聞こえる雷のような砲声が徐々に大きくなってくる。

「随分とのろまな事だが、良い手ではある。大きく回頭し、流れに乗って速度をつけてきたのだろう。撃ちまくりながら高速で突っ込んでくるはずだ。こちらも準備を整える」

　セクリトは水兵に向けて怒鳴る。

「三分の一はドルタに戻れ。残りはこの戦艦を動かせ」

「しかし私たちは中央平原の船を操艦したことなど──」

　反論する水兵の眼前に回転腕が突きつけられる。

「やれ。私はそう命じたぞ」

「ひゃい!!　了解致しました!!」

　兵士は飛ぶように走り去っていく。

　次にセクリトは俺の耳元に口を寄せた。

「お前の役目はあれだ」

　指差すのはドルタがめり込んでいる横っ腹だ。

「あれを私の合図で引き離せ。お前の怪力の使いどころだ」

「んな無茶な」

　何十ｍもあるような戦闘艦を俺一人で引き離せるものか。

「やれ。私はそう……頼んだぞ」

　セクリトは俺に回転腕ではなく、右腕を付きつけ……顎を一撫でしてから股間をさすって来る。

「わかった。任せろ」

　俺はすっくと立ちあがり、めり込んだドルタ艦首に手をかける。

さあ合図はまだかと待っているとセクリトが他の兵に聞こえない小さな声で囁く。

「お前のおかげで、私はまた戦場に立てた」

　胸がドクンと高鳴る。

「こんなことを言うのは柄ではないが」

　腹がドクンと高鳴る。

「感謝……している」

　思わず振り返るとセクリトは照れくさそうに笑っていた。

　全身の脈動がドクンドクンと一点に集中する。

「ぐ……」

　腰が震え、ソレが今にも噴き出そうとした時だった。

「味方艦隊が突入してきます!!」

　見張りが叫ぶ。

「よし、合図でドルタとこの艦の大砲を一斉にぶっ放す。お前は自慢の怪力で二艦を離せ」

「わかった」

　俺一人噴き出している場合ではなかったな。

「よし……準備」

　砲声はいよいよ間近まで迫って来る。

周囲を囲んでいた敵艦も回頭して突入してくるイヴァンナ艦隊へ向かおうとする。

「よし撃て!!」

　ドルタと戦艦の砲列が一斉に火を噴く。

周囲の敵はいきなりの砲撃に面食らったようだ。

「がぁぁぁぁ!!」

　同時に俺はドルタの艦首を全力で押す。

絶対無理だと思ったが僅かずつ、ほんの僅かずつ艦首が離れていく。

「ほんとうに動かすとは……ドルタ面舵一杯、こちらは取り舵一杯だ！　帆も傾けろ、離れるぞ」

　二艦はゆっくりと離れ、敵の砲撃を受けながらも味方の艦隊に合流する。

　ドルタが敵の真ん中に飛び込んでかき回したせいか、それとも狂ったように発砲する旗艦スワロフの奮戦もあってか敵艦隊はその陣容を乱しており、追撃速度もかなり鈍い。

　俺達は十分な損害を敵に与えていたし、敵もこの損害をおしてパテナ襲撃を強行することは無いだろう。

となれば俺達にとってもこれ以上の交戦は無意味なので、あとは離脱するのみだ。




　帰路、スワロフ艦上にイヴァンナの姿が見えた。

　最初は味方の旗を掲げる戦艦に驚いていたようだが、俺達が乗っているとわかると甲板に出て何やら叫んでいる。

さすがに聞き取れないが罵詈雑言の嵐であろうことは容易に想像できる。

「あれは帰ったら相当荒れるぞ」

　俺はふっと笑ってセクリトの肩に手をかける。

「……それよりも、ソレはどうにかならんのか？」

　セクリトは俺の股を指差す。

「どうにもならん。暴走状態だ」

　俺のズボンは今にも裂けてしまいそうだ。

理由は言うまでもない。

「戦の後だ。勃つ奴は珍しくないが、服の上からわかるぐらい脈動するのはなんだ？　大きさも含めてお前人間か？」

「俺にも理由はわからん」

　セクリトは溜息をつき、周囲の兵はひそひそと囁き合う。

　女士官は真っ赤な顔を両手で覆っていた。




「ともあれ勝った。土産に戦艦一隻も手に入った」

「後方の敵艦隊も離れていく。追撃を諦めたようだ」

　俺とセクリトの目があう。

「だが今後についての協議が必要だ」

「そうだな。艦長室に二人きりで協議をしようか」

　そう、綿密な協議が必要だった。

がっつり遅れましたが更新です。










第４１８話　固体噴出　♯







「ここだな。入れ」

　俺はセクリトに促されるまま、艦長室へ入る。

　ドルタも乗っ取ったこの戦艦も損傷したが航行に支障はない。

艦隊に合流したので指揮の心配もなく、後は水兵や各指揮官達だけで十分だ。

俺達の仕事は終わっていた。

　部屋に入るなり全身が熱くなり、心臓の鼓動が増幅されて全身を駆け巡る。

つま先から脳天までが女を求めている。

俺の体は一匹の発情したオスとして、メスとの激しい交尾と種付けを要求していた。

　戦いの終わりに見せたセクリトの笑顔、そして感謝の言葉。

心の重石は弾け飛び、残ったものは溜まりに溜まった獣欲だけだった。




「そんなにやりたいか？」

　セクリトは部屋に入るなり、振り返って笑う。

『何故わかった？』などと間抜けな返事はしない。

　一物がズボンをこれでもかと盛り上げ、心臓の鼓動のように脈動しているのだから言い訳は無意味だ。

このまま放置すれば勝手に種を噴いてしまうかもしれない。

「やりたい。拒絶されても犯すだろう」

　正直に答えるとセクリトはケラケラ笑い、扉に背中を預ける。

いつの間にか腕が人肌の義手になっており、その可愛さに更に興奮が高まる。

「それは大変だ。早く逃げなくてはならない」

　セクリトは扉の鍵を引き抜き、小さな船窓から投げ捨ててしまう。

これでもう扉を壊さない限り外には出られない。

「ああ大変だ、野獣と同じ部屋に閉じ込められてしまった。このままでは犯されてしまう」

　セクリトは背を向け、四つん這いになって逃げようとする。

芋虫のようにゆっくりと、娼婦のように尻を振りながら。

　彼女は男の心理も良く知っている。

野獣となった男は時として愛情溢れる交わりより、乱暴に支配する性交を求めることもある。

　俺は無言のまま追いかけ、後ろからセクリトの腰を捕まえる。

「いやだ、やめろ、犯さないで」

　柄にもない可愛らしい声を出し、脱がされないよう抵抗するセクリト。

俺はその意図を察し、襟元と腰に手をやり、シャツとズボンを一気に引き裂く。

「助けて、強姦されてしまう」

　セクリトは転がるように窓際まで逃げて背中を壁に押し付ける。

　下着は黒、特に下は面積が小さく大事な場所がかろうじて隠れる程度だ。

もし彼女に陰毛があればはみ出してしまっていただろう。

　彼女を追いかけ正面から抱きすくめると、愉快そうに絶叫する。

「お願い、もうやめて」

　上目使いに懇願するセクリトを壁に押し付け、下着に手をかける。

「駄目だ。お前がボロボロになるまで、穴が壊れるまで犯し抜いてやる」

　言いながら下着を引き下ろそうとすると、セクリトが手を重ねて止めてくる。

一瞬本気の抵抗かと思ったが楽しそうに悲鳴をあげる彼女を見て意図を察する。

　俺はセクリトの頬を軽く張ってから抵抗する両手を頭上にあげさせ……下着を引き千切った。

「いやぁぁぁ」

　襤褸切れとなった下着が床に落ち、褐色の豊かな乳房と無毛の穴が丸見えになってしまう。

甲高い悲鳴があがり、セクリトは必死に頭を横に振る。

　俺はわざと手を放して彼女を自由にする。

　セクリトは四つん這いで大事な場所を全て晒しながらベッドへ逃げた。

そして彼女がベッドの端に手をかけたところで捕まえ、尻に股間を押し当てる。

　一瞬セクリトは怪訝そうな顔をする。

俺がまだ服を脱いでいないからだろう。

「いいケツだ」

　俺は盛り上がったズボン越しに一物をセクリトの穴に擦りつける。

尚も怪訝そうな顔をするセクリトだが、十度程往復した時だった。

「ふん」

「うぉ!?」

　布が裂ける音が広くない艦長室に響く。

摩擦の刺激で益々大きくなった一物が遂にズボンを突き破って飛び出したのだ。

　セクリトは呆然と一物を見る。

「怪物か……」

　俺は誇らしげにそそり勃つモノを突き付けながら、手早く全ての服を脱ぎ去る。

これで二人とも素っ裸になったな。

「登場の仕方も非常識だが……これはまた凶悪な」

　無理やりの演技は終わってしまったようで、セクリトは四つん這いのまま股座によってくる。

結構燃えたんだけどな。

「大きさにはもう何も言わんが……全面に私の小指ほどありそうな血管が浮き出している。おまけに全体がビクビク動き続けて……コレそのものが一匹の魔物だな」

　セクリトは軽く俺の一物をさすってから根元に手を伸ばす。

「これは大丈夫なのか？」

　セクリトは俺の玉を持ち上げながら言う。

彼女の負傷以来、一発も射精できなかった俺の玉は肥大化し、下手な果実よりも大きくなっていた。

ここ最近は本当に破裂するのではないかと心配なほどだった。

「冗談抜きで魔物の類かと思えてきた」

　言いながらセクリトはベッドで仰向けになり、背中の下に枕を入れて大股を開く。

「そら、出さんと破裂するぞ。さっさと乗ってこい」

「前戯も無しにか？」

　いかに体格の良いセクリトであっても今の俺をすんなり受け入れるのは不可能ではないか。

しっかりと濡らして準備しなければ。

「ふふふ、正直に言え。前戯などせず、今すぐ突っ込みたいのだろう？」

　もちろんそうだが裂けてしまっては元も子も無い。

　心配そうな俺を余所にセクリトは自分の手で性器を大きく開く。

「これほど巨大で凶悪な物を突きつけられて濡れない女がいるものかよ」

　全開にされたセクリトの穴は流れ出る程の蜜で濡れそぼっていた。




　俺はベッドに乗り、セクリトの両脚を抱え上げる。

「さすがに入口は狭いかもしれん。体重をかけて押し込め」

「裂けそうなら言えよ」

　俺は一物を股の穴に宛がい、抱え上げた脚のつま先とふくらはぎにキスをする。

セクリトは軽く息を吐いてシーツを掴む。

「よっと！」

　俺は太ももを掴み、体重をかけて挿入を試みる。

「ぐうぅぅ!!」

　呻き声とともにセクリトの体が跳ねあがる。

両脚が反射的に閉じようとして俺の脇腹を挟み込んだ。

　だが入らなかった。

筋がひっかかったのか、傘の半分程で止まってしまう。

　仕方ないのでゆっくり体を引いてもう一度行こう。

「そら！」

　今度は脚ではなく腰を押さえ、勢いを増して腰を突き出す。

「ぎ……うぅぅぅ!!」

　先ほどよりも深く、一気に傘のほとんどが食い込む。

だが十分濡れているにも関わらずそれ以上先に進まない。

「で、でかすぎ、る！」

　もう少し入らないかと力を入れてみたが、セクリトはガチガチと歯を鳴らし、穴も激しく痙攣を始めてしまう。

　仕方なくまたゆっくりと体を引く。

すると腹に衝撃がある。蹴られたようだ。

「おい、生殺しにするな。いたぶって遊んでいるのではあるまいな！」

　体中にびっしり汗をかいたセクリトが激しく呼吸しながら悪態をつく。

「馬鹿みたいに大きいのだから、すんなり入る訳がないだろう。力で押し込めと言っただろうが！」

「いやしかし……」

　改めて自分の一物を見る。

尋常な大きさではない。

　以前に首筋を噛まれて巨大化したことがあったが、その時と比べてもはっきりと大きい上に、太い血管がびっしりと覆っており、不規則に脈動し続けている。

我ながら人間のモノだとは思えない。

「ええいじれったい！」

　セクリトは冷や汗だらけの体で起き上がり、両手を俺の首筋に、両足を腰に回してくる。

「色狂いのくせに妙な気を回すな。野獣らしくさっさと貪って来い」

　さすがにここまで言われて、まだ気を使うのは女に失礼だ。

　俺は全身で絡みつくセクリトの両肩を撫でながら腰をゆっくりと引く。

「ふん！」

　そして勢いよく腰を叩きつける。

　肉の傘がめり込んだ後も力を緩めず、女体がずり上がらないように肩を押さえつけて腰を進めていく。

「うぅ！　うぐ！　うぅぅぅぅ！」

　低く苦悶の声を漏らすセクリト。

　やはり駄目かと思った時だった。

セクリトが俺の耳たぶに噛みつきながら言う。

「もう戦えぬと思っていた。お前に股を開いて機嫌を取り、退屈な景色を眺めながら老いて……あるいは適当に殺されてお終い……とな」

　耳から首筋へ舌が這う。

性欲を煽ると言うよりは、情愛を示す優しい動きだ。

「二度は言わん……本当に嬉しかった。人生で初めて……人に感謝した」

　首筋に軽くちょんと唇が当たる。

過度に吸い付いたり舐め回したりする動きは無い。

「今組み敷いている女は、お前にベタ惚れだ。穴が壊れたらお前専用になれるだけのこと、だから遠慮なく入って来い」

　ふっとセクリトが微笑む。

嘲笑でも皮肉でもない、初めて見たかもしれない笑みだった。

　俺は無意識のうちに腰を押し出してしまう。

今まで以上の音をたてて肉が拡がっていく。

モノが擦れる感覚も凄まじい。

　だがセクリトはもう苦悶の声も表情も出さなかった。

目を閉じ、喉を反らせてかすかに息を吐くだけだ。

『セクリトの全てを手に入れた』

　そう直感した俺は遠慮なく腰を進め、たちまち最奥まで到達し、先端がトンと子袋の入り口を叩く。

「あぁ……入った」

　セクリトは長く息を吐きながら腹を擦る。

幸せそうなその仕草を見て、反射的に言ってしまう。

「セクリト、愛している」

「な!?」

　その瞬間、子袋の入り口が緩み、モノがずるずると呑み込まれていく。

同時に穴全体が痙攣を──いや、これは痛みや衝撃の痙攣ではなく、絶頂の動きだ。

「いきなり何を────!?」

　俺を優しく抱えていた両手両足が悶え始め、ピンと伸びきる。

　この動きはちょっとした絶頂ではない。

女にとって一番深い絶頂に昇ろうとしている。

まだ動いてもいないのに。

　俺とセクリトの腰も密着していく。

子宮がモノをどんどん呑み込んでいくからだ。

これは根元まで入ってしまいそうだ。

「──!!?」

　セクリトの嬌声はもう言葉になっていないただの絶叫だ。

どうしてこうなったのかわからないが、せっかくだから気持ちよく飛ばしてやろう。

　俺は悶えるセクリトの唇を吸い、耳元で囁く。

「愛しているセクリト。これからもずっと一緒だ。俺のセクリト……愛するセクリト」

「や、やめ……あ、あ……あぁぁぁぁぁぁ!!」

　セクリトは俺を跳ね上げんばかりに体を反り返らせ、それでいて絶対に離すまいと俺の頭を抱きしめながら絶頂して意識を失った。







　そして一五分後。

「……くそが」

　意識を取り戻すなり悪態をつかれる。

「お前の種を搾ってやろうと言うのに、私を失神させてどうする」

　体位は先ほどのまま、俺が正常位で伸し掛かっている。

というよりも意識を失った後もしがみつくので身動き取れなかったのだ。

「何が愛しているだ。既婚どころか愛人だらけの好色男が」

　何故か不機嫌になりつつある。

さっさと話を打ち切ろうと、腰を軽く揺する。

「さっきから突き刺したままで辛かったんだ。そろそろ動かせてくれ」

　セクリトは一瞬眉を寄せた後、自分の腹を撫でる。

「まさかソレを根元まで突っ込むとは……子袋をぶっ壊したか？」

「そんなことは無いと思うが……」

　心配になって俺は腰を大きく引く。

血も出ていないし、破れていることも無い。

「うむ、大丈夫だ」

　安堵の息をついてモノを最奥まで戻す。

「ぐ、この大きさが平気で抜き差しできる時点で大丈夫でもなさそうだが……まあいい」

　セクリトは顎をしゃくり、動いていいぞと合図してくれる。

らしくなってきたな。

先ほどの絶頂がなんだったのかはわからないが、これなら安心して俺も性交を楽しめる。

　俺はセクリトの膝に手を置き、モノを入口近くまで引き抜いてから、子袋まで突き込む。

今更だが、ずっと奥まで入れっぱなしだったせいか、肥大化したモノがすんなり奥まで入って気持ちいい。

味わうように角度を変えて穴を擦り、全ての壁を引っ掻き回す。

「痛くないか？　苦しかったら言えよ」

「悲しいことに平気だ。今の私ならオークに犯されながら読書に勤しめるだろう」

　いつもの皮肉げなセクリトに戻ってしまった。

失神するほどイったのが恥ずかしいのだろうか。

　だが弱点を擦ると目を閉じて仰け反るので、ちゃんと性感は得ているのだろう。

要は巨根を入れっぱなしにしたせいで穴が緩んでいるだけだ。

俺としては自由に動ける上に痛がられないので大変ありがたい。

「お気に召したなら結構だ。さて、続きをしようか。種を出すまでは付き合ってやる」

　セクリトはフンと鼻から息を吐いて言う。

小馬鹿にした言い方だが、表情は優しげだった。




「そうだな……せっかくだから色々な体位をやってみようか」

　俺は繋がったままセクリトを持ち上げ、対面の座位へと持ち込む。

体重がかかってモノが子袋の底を押し上げ、セクリトは軽く呻く。

「軽く動くぞ」

　セクリトの尻を抱えるようにして腰を動かす。

彼女も俺の動きに合わせて腰を振り、両手を首に回してくる。

　座位だと激しい動きは難しいが、こすり合わせるようにゆっくり高まるこの体位を好きな女は多い。

特にセリアは座位が大好きでベッドに腰かけると子犬のように喜んで乗って来る。

「小娘は知らんが、私はあまり座位は好かん。嬲るにも嬲られるにも半端な体位だからな」

　それは残念だ。

確かに激しい行為を望む奴には向いていないかもしれない。

「だから座位でするなら……こうする」

　セクリトは俺を抱え込み、肩口にガッと犬歯を立てる。

「同じようにしろ」

　俺もまたセクリトの肩口に傷にならない程度に噛みつく。

噛み合いとはまた激しいな。

互いの首筋を噛みながら体を揺すれるのは座位だけか。

「それだけじゃない」

　セクリトは俺の背中に爪を立てる。

「痛いか？」

「まさか、背中の爪痕は男の勲章だ」

　言い終わるなり、俺は再びセクリトの肩に噛みつき、体を揺する。

　互いに噛みつき合っているので言葉は発せない。

ただ噛んだ場所に当たる互いの熱い吐息だけを感じて高め合っていく。

　いつの間にかセクリトも血走った目で腰を擦り付けてくる。

体が密着し、彼女の腹が俺のモノで盛り上がっているのがはっきりとわかる。

腹から太もも一面は彼女が垂らした汁で滑り、そこに無毛の股が擦りつけられる感触はたまらない。

　快楽が高まり、互いの腰の動きがどんどん早くなっていく。

性器同士の快楽の中で肩や背中の痛みがアクセントになってより性感を高めているのだ。

　背中と肩に痛みが走る。

セクリトの絶頂が近くなり、力の調整ができなくなってきたのだ。

　俺の方は皮膚を食い破らないように気をつけながら背中を軽く叩いて絶頂を知らせる。

すると肩にカッカッとリズム良く歯が立てられる。

どうやら同時に昇るようだ。

　俺達はタイミングを合わせて腰をぶつけ、最後の一回は互いの体を引き寄せて抱きしめ合う。

「ああっ！」

　穴がぎゅっとしまりセクリトが仰け反る。

「ぐ！」

　俺は逆に丸まってセクリトを抱きしめ、モノを脈動させる。

熱い飛沫が彼女の中に噴き出していく……。

　互いに三十秒ほど絶頂を味わい、ぐったりと体を預け合う。

セクリトはふぅと一息吐いて俺の顔を撫で始めたが、すぐに股間の違和感に気づいたようだ。

「溜まっていたにしては随分と軽くないか？　熱い飛沫がかかって仕舞いだったぞ」

　だろうな。

「ああ、まだ出ていない。先走りだけだ」

　途端にセクリトが不機嫌になる。

「……まさか本当に不能になったのか？　それとも私の体では出せないと？」

　俺は違うと首を振る。

「いや、確かに種は上がってきたよ。具体的にはこの辺りまでな」

　俺は玉の少し上、モノ全体の五分の一を指差す。

「感覚では溜めすぎてほとんど詰まりかけているんだ。何度か絶頂すれば噴き出るはずだ」

「また難儀なモノだな……出るまでは付き合ってやるが」

　セクリトは溜息をついて笑う。




「次は後ろからいいか？」

「ああ」

　セクリトはズルリとモノを抜くとベッドから立ち上がり、テーブルに手をつく。

「見事な体だ」

　改めて声が漏れてしまう。

　美しい褐色の肌は先ほどの絶頂で汗ばみ、輝いている。

大きな胸と尻が女の魅力を垂れ流し、かつ鍛えられた筋肉が全身を引き締め、弛んだ部分はまるでない。

大柄なことを考えても、体に対して足が非常に長く、その足もまた美しい。

「あえて言うならば……」

　突き出された尻を後ろから覗き込む。

「ふふふ、ガバガバだ。俺の以外のモノではもう満足できまい」

　ぽっかりと開いた穴に軽く口をつけてから、俺はセクリトの後ろに立つ。

　さて挿入と尻を抱えるとセクリトが悪戯な笑みで振り返る。

「せっかくだから遊びをしないか？」

　そう言ってセクリトは黒い布を拾いあげる。

俺が最初に破り、床に打ち捨てていた彼女の下着だ。

「後背位は女を強姦するためにある体位だろう？　せっかくだからその線でいこう」

　セクリトは俺の手に下着を握らせると、自分の口を指差す。

　俺のモノがビクンと震える。

乱暴な獣欲が蘇ってきた。




　俺は後ろからゆっくりと近づき、セクリトに襲い掛かる。

そして悲鳴をあげるセクリトの口に下着をねじ込む。

「んんーー!!」

　間髪おかずにモノを挿入し、慣らすこともなく激しく腰を動かす。

尻を両手で掴み、今までで一番激しく腰を使う。

　以前もセクリトと後背位でしたことはあったが、深さが違う。

今の彼女は子袋までゆるゆるになっているので遠慮なく根元まで突き込める。

元々激しい動きに向く後背位の快楽が一層高まっていた。

「あぁたまらん。もっと締めろ！」

　俺は尻を抱え込むようにして腰を振り、仰け反って快楽に呻く。

「うぐ……おご……ぐむぅ……」

　くぐもったセクリトの呻きも乱暴な本能を刺激してしまう。

「もっとだ！」

　セクリトの右腕を掴み、後ろに引っ張りながら腰をぶつける。

彼女の全身が激しく揺れ、形の良い乳房がゆさゆさ跳ね回り、たまらずその乳房を鷲掴みしてしまう。

　セクリトから漏れた苦悶の声は演技ではないだろう。

獣欲を刺激された俺は痛みを与えるほど乱暴になっている。

　まるで本当の強姦のように激しく腰を使った俺は思い切り腰をぶつけて動きを止める。

　そして怪訝そうな顔で振り返るセクリトを持ち上げ、ベッドの上へと放り投げた。

「ケツを向けろ」

　言いながら俺は彼女の尻を抱え、四つん這いにして再び突き込む。

　乱暴な欲望は留まるところを知らず、いつの間にか俺は彼女の尻を平手で殴打していた。

「淫らなケツだな。淫乱女に相応しい下品なケツをもっと振れ」

「強姦されて感じているのか変態め、違うだと？　犯されて濡れる女が変態以外の何だと言う！」

「痛いか？　悔しいか？　それともケツを叩かれて嬉しいか！」

　罵倒しながら尻を叩く度、穴がぎゅうぎゅう締まる。

　もう演技なのか本当に犯しているのかわからなくなった時、こちらを振り返ったセクリトと目が合う。

　その目はまさに強姦されている女の目、恐怖と絶望に染まった目が──パチリとウィンクされた。

そして俺の手が彼女の黒髪へと誘導される。

「出すぞ淫乱女、俺の種で孕め!!」

　咆哮し、美しい黒髪を掴んで引っ張る。

無理やり仰け反らされたセクリトの悲鳴を聞きながら、俺は激しくモノを脈動させた。

「上がってきたか？」

「ふぅ、今のは良かった。半分ぐらいまで来たぞ」

　一物の根元に熱と痛みすら感じる。

とんでもないものがあがってきているのだろう。

「それにしても大した迫力だ。一度本当に女を強姦してみたらどうだ？　一発で支配できそうだぞ」

「馬鹿な事を言わないでくれ」

　女には優しくあらねばならない。

もちろん合意の上での遊びなら大歓迎だが。




「さて、では次は私の番だな」

　セクリトは俺をベッドに仰向けに倒し、慣れた手つきで上に乗る。

「実は私はこの体位が一番好きでな」

「だろうな」

　分かりやすいことこの上無い。

そして理由もはっきりしている。

「ベッドの下でこれを見つけてな」

　ぬっと現れたのは馬用の鞭だった。

　セクリトが息を荒らげ、歪んだ笑みを見せているのは呑み込んだ一物のせいだけではないだろう。

「さっきはお前が私を嬲った。次は私がお前を嬲る。いいな？」

「好きにしてくれ」

　俺だけが乱暴するのでは対等ではないしな。

仰向けのまま両手を頭の上にあげて目を閉じる。

「……ではいくぞ」

　セクリトは息を吸い込むと俺の胸板を鞭で打つ。

「この色ボケ豚男が!!」

　胸板から腹筋、脇腹までバシバシと連続で鞭が飛び、同時に罵倒が降りかかる。

「一物ばかりでかくて恥ずかしくないのか？　このオークモドキが。デカチンしか取り柄のない無能め、使ってやるからおっ立てていろ」

　罵倒しながらセクリトは腰を動かす。

その動きは激しく、寝ているだけの俺も気持ちよいが、少しでも喘ぎを漏らそうものなら……。

「臭い息を吐くな汚物め。貴様は一物以外価値の無い男だ。私を怒らせたらモノだけ斬りとって張り型として使ってやる。有難く思えよ」

　苛烈な罵倒とともに首を絞められる。

揺れる乳房に手でも伸ばそうものなら、文字通り袋叩きだ。




「ふぅ……ふぅ……」

　一通り罵倒が終わると、セクリトは体を倒して胸や首にキスを降らせる。

「……」

　そしてちらりと俺の顔色を窺ってきた。

本気で怒っていないか確認しているのだろう。

　俺は先ほどと同じく雰囲気を損ねないように小さくウインクする。

セクリトは納得したように頷き──。

「お前はなんだ？　豚か？　ならブーと鳴け豚男。私の排泄物でも食わせてやろうか？」

　再び鞭と罵倒が飛んでくる。

セクリトはいい笑顔で顔を赤らめ、あらん限りの罵倒を飛ばしながら腰を振っていたのだった。

　本来は愉快なはずがないのだが、セクリト相手だと、どうしてか異様に興奮する。

いかん、出そうになってきた。

　俺の震えを感じたのか、セクリトは俺の耳元で囁く。

「なんだ、もう出そうなのか？　ふふふ、特別にお前の薄汚い汁を私の中に出していいぞ。小汚い豚の劣等汁でメスを孕ませるまたとないチャンスだ」

　耳元で静かに罵倒され続ける。

「だが機会は一度だけだ。射精と同時にお前の玉を握りつぶす。上手く当てなければお前の子孫は絶える」

　セクリトは俺の玉を掴む。

「ははは！　そら出せ、最後の射精だ。たっぷり──出せ！」

　玉が握られる。

もちろん潰すような強い力ではなく、射精を促すやわやわとした握りだ。

「ぐぅ！」

　一物が激しく跳ねまわり、再びセクリトの中で透明な汁が飛び散る。

「……まだ出ないか」

「もうほとんど上まで来ている。そろそろ出そうだ」

　後一度か二度の絶頂で盛大に飛び出るだろう。

「ところで最後の玉潰しの流れが妙にリアルだったのだが」

「実際にやったからな」

　やはりか、過去のことと分かっていても嫉妬が燃え上がり、半歩程射精が近くなった。

「馬鹿言え、私が豚の種など受けるか。別の女の上に乗せて腰を振らせたんだよ」

　なんだそうだったのか。

「結局上手くいかなかったがな。私がタイミングを間違えて射精の前に玉を潰してしまってな」

　考えると射精が遠くなるので次に行こう。




「最後なのだが……咥えてやろう。ベッドの端に座れ」

「うん？」

　最後が口奉仕とは少し違和感を感じるが、して貰うのだから文句は言えない。

　俺が言われるがままベッドの端に腰かけるとセクリトは脚の間の床に座る。

「……」

　そこで一旦停止し、ベッドからシーツをはぎ取って頭から被ってしまう。

これでは奉仕されている所が全く見えない。

「おいおい、今更恥ずかしいのか？」

　セクリトに口奉仕をさせたことは一回や二回ではない。

割と恥じらいなくジュボジュボやっていたように思うが。

「……気分だ」




　見えない奉仕が始まった。

　温かい舌がまず根元に当たり、ゆっくりと先端まで上がる。

尿道を軽く舌で突き、今度は口付けを繰り返しながら下がっていく。

　根元まで下がると舌で軽く付け根を一周した後、舌よりも冷たい軟らかい肌……恐らく頬が一物に擦りつけられる。

　ふーと大きな息が聞こえた後、先端に口付けされ軽く吸ってからまた頬ずりされる。

「なあ」

「大きいから咥えにくいだけだ」

　何も言っていないのに照れた返答が先に来る。

　だがその後も激しい舐め上げや吸引は無く、チロチロと舌が這い、口付けが落とされる。

何より多いのが頬擦りだ。

愛し気に何度も何度も頬が一物に当たる。

「これを見られるのが恥ずかしくてシーツを被ったのか」

　蠢くシーツからの返答はなかった。

俺は全身の力を抜いてベッドに倒れ込んだ。

　奉仕には愛情を感じるが、射精に至るには刺激が少なすぎる。

ここはゆったり、気長に奉仕して貰うとしよう。

彼女が満足すればもっと激しい行為でいよいよ──。

「かかったな？」

　嫌な予感に体を起こすが遅かった。

尿道へ何かが差し込まれる強烈な感覚がある。

　慌ててシーツをめくると、セクリトが悪い笑みを浮かべており、尿道深くまで葦の茎で出来たストローが差し込まれていた。

「おいまさか──！」

「ふふふ、これでどうだ」

　セクリトはほとんど根元まで差し込まれたストローを一気に吸引したのだ。

「ぐわぁぁぁぁ!!」

　体を起こそうとしていた俺はあまりに強烈な感覚にベッドへひっくり返ってしまう。

　セクリトは優れた戦士であるため肺活量も大きい。

その彼女が一気に吸引したのだからたまらない。

　一瞬にして限界まで高められた一物が最後の脈動を始める。

玉が収縮し、竿が壊れたように跳ね回る。

　今までの絶頂とはまったく違う。

玉から熱い何かが登って来るのがわかる。

溜まりに溜まった種が発射されようとしていた。

「出る……噴き出るぞ」

　セクリトはしてやったりの表情でストローを投げ捨て、立ち上がった。

「来い。立ったまま全身で抱きしめろ……そして全て吐き出せ」

　俺はガクガクと震える腰で立ち上がる。

　そして部屋の真ん中で両手を広げるセクリトに抱き着き……深くまで押し込んだ。

「抱きしめろ。ぎゅっとだ」

　俺は言葉通り、セクリトを抱きしめ全身で抱え込み──放出した。




　俺は男にあってはならない程、無様に大声を出して絶頂する。

セクリトもまた合わせるように激しい叫びをあげてくれた。

人生で経験したことの無い強烈な放出感が背骨を駆けあがってくる。

　だが射精の音はなく、セクリトの腹が膨らむこともない。

「……まさかまた失敗したか？」

　セクリトは怒りの混じった顔で俺を睨む。

だが俺にはまともに言い訳する余裕も無かった。

「いや……出ている……ええい痛い……」

「だが噴き出して来んぞ。ドロドロ半端な勢いで……待て、痛むだと？　変な病気じゃないだろうな」

　放出の強烈な快感に負けず劣らずの強烈な痛みがある。

もちろん病気ではなく、尿道が押し広げられる痛みだ。

　 今までも猛烈に射精した時、僅かに痛むことはあったが、ここまでの激痛は初めてだ。

やはりこの放出は尋常ではない。

　快楽と激痛に喘ぐ俺を見てセクリトは自分の腹を撫でる。

「だが大した量では────いやちょっと待て！　お前は一体何を出している!?」

　腹を軽く押したセクリトが叫ぶ。

「わからん……まるで尿道から固形物を出しているような感覚だ」

　通常の射精なら感じるはずの尿道から飛び出す感覚も、玉から汁が上がっていく感覚もない。

ただ竿は壊れたように震え続け、尿道を押し広げながら、何かがセクリトの胎に注入されていく。

「胎に何かが押し込まれて……押しても出てこんぞ」

　セクリトの腹はゆっくりゆっくりと膨れていく。

俺の射精は止まらない。

「これは想像なんだが、あまりに出さなかったので種が濃くなり過ぎて固形になったのだと思う」

　だとすれば勢いのなさも尿道の激痛も説明がつく。

恐らくチーズのようになった種が無理やり尿道を流れているのだろう。

道理で簡単に出なかったはずだ。

「胎が重い！　立っていられん」

「すまん、腰が抜ける」

　俺とセクリトは同時に床にへたり込む。

「お前本当に人間か!?　ええい、適当に抜いて床に出せ！　これ以上は入らん！」

　一物を抜こうとするセクリト。

だが俺のオスとしての本能がメスを逃がすまいと抱きしめる。

「もう少しだけ……出させてくれ……」

「離せ！　精ならいくらでも受け入れてやるが、こんな得体の知れん……」

　いくらなんでも射精中には女を逃がせない。

俺は抵抗するセクリト押さえ込み、無我夢中で説得する。

「セクリト愛している。今はお前だけを愛しているんだ」

　ぴたりと抵抗が止んだ。

「……卑怯者」

　セクリトの全身から力が抜け、抵抗していた手足が俺を包み込む。

「ありがとうセクリト……あぁまだまだ出すぞ」

　俺は全身で伸し掛かって射精を続ける。

「……もう一度、愛していると言え」

　俺はそう言ってそっぽを向く女の胸に顔を埋め、望む言葉を囁くのだった。







　──三時間後。

「ふぅ。全部出し切った」

「……」

　俺はセクリトから体を離し、一つ伸びをして彼女を持ち上げ、ベッドに横たえる。

「はは、見てくれこの一物を。全て出し切って悲しいぐらい小さくなっている。２０ｃｍぐらいしかないぞ」

　俺は笑いを取ろうとセクリト前でモノを揺らすが、彼女は半眼で睨みつけてくる。

「おい怪物」

「酷い言われ様だ」

　俺はすっきりとした爽やかな笑顔で応える。

今ならば世界の全てを許せそうだ。

「この腹なんだが」

　セクリトはぽっこり膨らんだ自分の腹を擦る。

　膨らみ自体はそれほどではない。

妊娠六か月といったところだろうか。

「いくら押しても種が出てこない。本当に固形物を出しやがったな怪物」

　セクリトは種を押し出そうと腹を押すが、一滴も出てこない。

それどころか、弾力があるのかぽよんと押し返されていた。

「いくら濃くとも種以外が出るはずがない。害にはならんだろう」

「子袋がパンパンで避妊薬も入らないのだが？」

　セクリトは穴に指を突っ込んで掻きだそうとするが、がっちり詰め込まれてどうしようもないらしい。

「ともあれ疲れた。それは明日考えるとして一緒に寝よう」

　俺はベッドに飛び乗ると、隣をポンポンと叩く。

「出すだけ出してご満悦か……まったく男というのは」

　ぶつぶつ言いながらも隣にくるセクリト。

「愛しているぞ」

「うるさい怪物。腕をこっちに寄越せ」

　こうして俺達は眠りにつくのだった。

自分でも何故こうなったのかさっぱりわかりません。

次回はちゃんと内容のある話をやります。










第４１９話　戦艦〇〇







　暗闇の中で絹を裂くような女の悲鳴が聞こえる。

続いて頭の中に強烈な叫びが響いた。

『誰か　助けて』

「何事だ」

　声のする方に走る。

周囲は真っ暗で前どころか壁も床も見えない。

　ほとんど手探りで進み、ドアらしきものを開ける。

　部屋の中、蝋燭の小さな灯りに照らされていたのは一組の男女だ。

　二人は全裸で体を重ねており、一見性交しているように見えたが、よく見ると男が女の首を両手で締めている。

「が……ぐ……」

　悲鳴は蛙が潰れたような声に変っていた。

　男は気持ち良さそうに腰を振りながら首を絞め続け、女は手を部屋の隅に伸ばしていた。

そこにいるのは十歳程の少女、呆然と絞め殺されつつある母親の手を掴もうとしていた。

『また殺されてしまう』

　男が快楽の叫びをあげ、性感の代償に母親の命を刈り取ろうとする。

「おい」

　手と足が勝手に動き、男の背中を蹴っ飛ばした。

「な、なに──」

　言い終わる前に顔面を二度三度とぶん殴り、血泡を吹いて失神した男を窓から放り投げる。

「が、がほ……げほ……」

　解放された母親は蹲り、必死に呼吸していた。

顔色は赤いを通り越して赤黒くなっており、あと数秒絞められていたら命を落としただろう。

近づいてみると体中に殴られた後があり、ナイフと思われる切り傷さえあった。

「事情は知らんがもう大丈夫だ」

　俺が母親を抱きしめると、反射的に抱き締め返してくる。

『もし　こうなっていたら』

　先ほどから何かが頭の中に響く。

それも聞き覚えのある声だ。




　口が勝手に動く。

「ふむ──いい女だな」

『あいつが母を放って置くはずがない。救った途端に犯すだろう』

「決めた、今からお前を犯す。乱暴にはせんから抵抗するな」

　また勝手に口が動いた。

　俺は手で母親の両手を押さえて、顔を乳房に埋める。

さすがにおかしい。欲望で体が勝手に動くと言っても限度がある。

まるでマリオネットになっているようだ。

「あぁそんな無理やり……せ、セクリトはあっちをむいていて！」

『私は母が男に抱かれる時　いつも壁際で耳を塞いでいた』

　俺を受け入れると決めた母親が恥じらいながら少女に──セクリトだと？

見れば少女は特徴的な褐色の肌と黒髪、そしてセクリトをそのまま小さくしたような顔立ちをしていた。

時折、頭の中を流れる声も注意して聞けば彼女のものだ。

　直感的にこれはセクリトの夢なのだろうとわかる。

俺は夢の登場人物……だから体が彼女の望むまま、勝手に動いてしまうのだ。

今の行動と言葉はセクリトが想像する俺の動き、頭の響く声は彼女の想いか。

「ま、待って大きい！　アソコが壊れて……ひぃぃぃ!!　大きいのに痛くない！　こんなの初めて!!」

『あいつの攻めに耐えられる女などいない　まして男に疎かった母など一溜りもあるまい』

　やがて俺はセクリトの母親を盛大に犯し始める。

乱暴で好色すぎると思うが、あいつの想像する俺はこんなもんなのだろうか。

「いい具合だ。このまま中に出す……俺の女になれ。いいな？」

「な、なる……なります！　セクリトごめんなさい……母さんこの人の女になっちゃう!!」

『母は簡単に堕とされ　私たちはこいつの所有物になる』

　セクリトの中の俺はどうなっているんだ。




　その後、三人の取り留めのないシーンが続く。

　たちの悪い騎士に母親が絡まれ、俺がボコボコにする。

　セクリトが人買いに誘拐されかけ、俺が追いかけて皆殺しにする。

　一緒に乗った船が転覆し、俺が二人を抱きかかえて岸まで泳ぐ。

　俺が酒場の女と浮気し、怒った母親は俺を追いかけ回し、セクリトに足をかけられて捕まってしまう。

　俺と母親は次々と起きる問題を解決し、その後延々とイチャつき、セクリトは無言でそれを見ている。

頭の中には彼女の感情が流れ込んできた。

『どうなってもあいつは助けてくれる』

『あいつの腕の中に居れば大丈夫』

『女癖はどうしようもない　あいつの脳は玉にある』

『どうしてこうならなかった』




　俺はここにいるが、傍観者だ。

言葉も行動も全てセクリトが想像した俺に過ぎない。

それでも概ね俺の言動を良く理解してくれている──細かい部分で言いたいことは多かったが、もう少しセクリトの夢を見ていよう。




　さてまた新しいシーンだ。

平凡な家の中らしい。

「ふぅ体が重いわ」

　母親の腹が膨らんでいる。

どうやら妊娠したようだ。

「では先に休みますね」

「ああ」

　母親が寝室に消えると、俺は酒を一杯呑んでおもむろに腰をあげた。

『妊娠した女は抱けない　ならば』

　嫌な予感がする。

　俺は少女セクリトの部屋に足を踏み入れる。

そしてスヤスヤと寝息を立てる彼女を数秒眺めた後、がばっと覆いかぶさった。

『その獣欲は当然、幼い私にもぶつけられる』

「ん、んむ!?」

　俺は布団に潜り込むなりセクリトの口を塞ぎ、押さえ込んでしまう。

　母親を妊娠させ、抱けなくなったら娘に手を出すなど最低だ。

しかも酒に酔って寝込みを無理やり襲うとは、まごうことなきクズ男ではないか。

『なんという外道』

　おい。と声をあげようとしたが、夢なので口が動かない。

「お前も一三か……ふむ、十分育っているな」

　俺はセクリトの胸を揉み解す。

年はまだ幼いが、胸ははっきり膨らみ、尻や太腿も女らしい丸みを帯びていた。

『こいつはガキは抱かんが　十三の私は十分女になっていた　酒にでも酔えば襲われただろう　そして私は乳や尻は良く育っていたが　十五を過ぎるまで陰毛が生えていなかった　これが余計に奴の情欲をそそる』

　大柄なセクリトは成長も早かったのだろう。

彼女自身の夢なのだから、この辺りは確かだ。

「可愛がってやるから、少しの間じっとしていろ」

　俺は口を塞いだまま少女の服を剥ぎ取り、足を大きく開かせる。

『抵抗するには絶望的な体格差　下手に騒いで母に見つかれば関係が壊れてしまうかもしれない　それはできない』

　俺は小さな褐色の少女の首筋にキスをし、腰を押さえる。

『それに私も母と同じく救われたのだ　男を憎からず思うのは当然だし　年頃の私が性に興味を持たぬはずがない　毎夜二人が交わる声に興奮し　男が自分に乗ってくることを想像して──』

　さっきから解説が随分饒舌だな。

セクリトは嗜虐趣味と被虐趣味を兼ね備えている。

こうして半ば無理やり犯されるのも悪くないと思っていたのか。

「……抵抗、しない」

　少女セクリトは解説と違って小さく呟くように言い、俺の背にしずしずと両腕を回す。

俺は勝ち誇ったように笑い……勢いよく腰を突き出した。

『私達は親子共々この男の女に──なれれば良かったのに』

　サラサラと光が差し込み、全てが霧消していく。

『愛して──』




　薄目を開けると窓からの光がまぶしく差し込む。

開けっ放しだったか。

「うぅん」

　同時に腕の中で不機嫌そうな女の呻きが聞こえる。

「起きたか？」

「……今な。首を寝違えた……お前の腕は硬すぎる」

　どうやら俺とセクリトは同時に目覚めたようだ。

　俺は微睡の中でぼっとした頭のまま、セクリトを抱きしめて言う。

「今度、処女喪失の遊びをしようか」

「……悪くないな」

　普段なら嘲笑と罵倒が飛んでくるだろうが、彼女もまだ寝ぼけているようだ。

「だが冷静に考えるとお前の方が俺より年上だから、あれは成り立たないよな」

「……夢の話だろうが、細かいことを気にするな」

　セクリトは大きく伸びをする。

形の良い胸がブルンと揺れた。

「だいたい夢で無ければあんな都合良く────おい待て」

　油の無くなった歯車のような動きでセクリトが俺を睨む。

「なぜ、知って、いる」

「はっはっは」

　掴みかかって来るセクリトをいなしてキスの雨を降らせる。

「細かい事は気にするな。ふふ、愛しているぞ」

「ええい、適当に言うな！　薄れるだろうが！」




　ドタバタと騒いでいると、外から遠慮がちなノックが聞こえる。

「あの……艦長代行、お目覚めですか？」

　女士官の声だ。

「お目覚めなら早急に扉を開けて頂きたいのですが、お願いですので急いで頂きたく」

「ふーむ、すまんが無理だ」

　昨夜盛り上がって鍵を投げ捨ててしまったので内側からも開けられない。

この扉は鉄板まで入った頑丈な物なので蹴り破るのも手間だし、痛そうでやりたくない。

「外からバールでこじ開けるか、鋸で斬って──」

「申し訳ありません。その時間は……ありません！　伏せてください!!」

　悪い予感に俺はセクリトを抱いてベッドの下に転がる。

同時に爆発音がして扉が大きくひしゃげる。

　砕けた扉が内側に倒れ、煙の中に仁王立ちしている女が見えた。

もちろん女士官ではない。

「……貴様ら」

　立っていたのはイヴァンナだった。

脇では水兵達が扉の周りに水を撒いている。

どうやら扉を少量の火薬で吹き飛ばしたらしい。

「おいおい、乱暴すぎるぞ。怪我をするじゃないか」

　だがイヴァンナは聞く耳持たない。

「独断で無茶な操艦、乗り込み戦までやって艦隊行動を無茶苦茶にしておきながら、提督たる私に報告にも来ず……」

「それも事情があったんだ。ドルタの艦長が突然──」

　イヴァンナはドンと足踏みして言葉を遮り、足元に散らばる下着を俺に放る。

「もう顛末はこいつらから聞いた！　それをお前が知らせに来いと言うのだ！」

　イヴァンナはその後も怒り続け、全裸の俺を叩く。

「だいたいこの生臭い部屋はなんだ。一戦やったら一発ヤるのか？　お前は野人か！」

　いつの間にか他の水兵達は普段の任務に戻っている。

イヴァンナの怒りに巻き込まれたくないのだろう。

「貴様もさっきと服を着ろ、私の艦で発情するな淫乱が！」

　この戦艦は俺達が鹵獲したものだが、突っ込むと余計怒るので流しておく。

「こいつが興奮し過ぎて服を全部破られてしまってな。替えがない」

「おいおい」

　破れと言われたからやったのに。

「そのまま野獣のように犯されて……この様だ。笑えるだろう？」

　セクリトはぽっこりと突き出た腹を晒す。

朝日の下で見るとヘソの辺りが生々しく膨らんで本当に妊娠しているようだ。

「なっ！」

　イヴァンナが驚きに目を丸くするとセクリトはニヤリと笑い、愛おしげに腹を撫でる。

詰まっているのは俺の固形種なのだが。

まだ出てこないんだな。




「貴様……私に勝負を挑むのか」

　イヴァンナはそういうと周りに兵が居ないのを確認してから、俺の手を取り自分の胸元へと導く。

「くく、昨日そいつは散々私の胸を舐めしゃぶったのだ。玉も空にしてやったから今更お前の胸程度で……」

　余裕のセクリト、確かに今の俺は出し切って性欲とは無縁だ。

多少乳房を揉まされたぐらいではびくともしない……と思っていたのだが。

　イヴァンナの乳房を揉むと同時に、手に熱い飛沫がかかる。

「そこの似非妊婦と違って、私はお前の子を産み落としたのだぞ。乳ぐらい出る」

　夢のこともありもう少しセクリトといちゃつこうと思っていたが、これは耐えられない。

「今更だが詳細な報告を聞く。スワロフまで来い」

「ああ、わかった。セクリトはパテナに着くまでゆっくり体を休めていろよ」

「……」

　イヴァンナはさっと乳をしまい、俺は母乳に濡れた手のままで彼女の後に続く。




「……お前、そこに四つん這いになれ」

「は？　うぉぉぉ！　お、お止め下さい！　ぬぉぉぉ!!」

　背後から苛ついたセクリトが水兵の尻を蹴りまくる音が聞こえる。

「お前は服を寄越せ。下着以外全部だ」

「そ、そんな！　いやぁぁぁぁ!!」

　女士官の悲鳴も聞こえた。




　スワロフ艦長室に招かれた俺は少しだけ母乳を飲ませて貰った後、レオポルトと向かい合う。

こいつも水上戦を観戦したいとしてスワロフに乗っていたのだ。

　イヴァンナもセクリトもいないし、少しだけ真面目な話をするか。

「艦隊戦は十分見たか？」

「はい」

　レオポルトは頷く。

セリアなら必死に取ったメモを見せてくれるだろうが、こいつは自分用のメモは取らない。

全て頭に叩き込んでいるのだろう。

「今回の戦いをどう見る？」

「味方の損害は小破数隻、司令官の手腕もあって完勝と言えるでしょうが」

　さっさと『が』の先を言え。

「完勝ではありますが、敵の殲滅には程遠い結果です。しかも敵は艦隊を二つにわけており、実際には更に多くの敵を相手にしなければなりません」

「つまり敵の殲滅は不可能だと？」

　イヴァンナが聞いたら怒りすぎて頭の血管が切れるかもしれない。

　レオポルトは無表情のまま頷く。

「昨夜の戦いを見る限り、艦隊戦にて敵を殲滅するのは不可能でしょう。複数回の海戦に連勝すればあり得ますが、その場合は敵が決戦を避けて再度分散すると想定されます」

　そうなると散発的な攻撃が繰り返される。

上陸の脅威を排除し切ることはできない。

「しかし方法はあります。艦隊による戦いだけではなく、陸上からの罠と攻撃を併せて敵に当たれば……一度の戦いで敵艦隊を殲滅することは可能と考えます」

　俺はレオポルトと数秒目を合わせ、机をトンと叩く。

「最優先だ。お前は敵艦隊殲滅作戦立案に専念しろ。陸上の指揮は全部トリスタンに投げろ、文句を言ったらセリアに尻を蹴らせるぞ、と言っておけ」

「承知しました」

　さてこれでなんとかなるだろうか。
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二日後　パテナ

「見たかあの船」

「ああ、連邦の戦艦に劣らずでけえ。あんな船が動き回ってるのか」

「あれをハードレット様が奪って来たってんだからすげぇよな」

　パテナの港では戦いを終えた連邦艦隊の修理が行われていた。

今回の海戦では沈んだ船も廃船になるほど大破した船も出なかった。

「逆に一隻増えたからな」

　俺の視線の先には乗り込んで鹵獲した敵戦艦が修理されていた。

こちらもドルタとの激突で受けた損傷こそ大きいものの、大規模な火災も浸水も起きなかったので修理して十分使える。

「むしろエイギル様が揺らしたマストの補修が一番の手間だそうです」

　俺の横にはセリアがいる。

彼女の大隊もパテナにいるので一緒に居られる。

「戦艦を奪ったのはでかい。しかもこいつは本格的な砲戦に対応した艦だ。下手な小艦艇数十隻に匹敵するだろう」

　言いながら反対側にセクリトが寄って来る。

するとセリアはさっと俺達の間に割って入る。

「すんすん……すんすん」

　セリアはセクリトの周りを回りながら鼻を鳴らす。

「エイギル様の匂いがします……昨夜はこの女を近づけなかったのに何故……」

　多分、彼女の腹の中にたっぷり臭いの元が入っているからだろうな。

まだ出てこないらしい。

　そこにまた別の声がかかる。

「ふん、忌々しいが確かにこの船自体は強力だ。だがいかに良い船でも船員がいなければ筏にも劣る。故にこいつはただの置物だ」

「船員か……セクリトを艦長にしようと思っているのだが」

　そう言うとイヴァンナは目に見えて不機嫌になり、セクリトは何を当然のことを、と鼻を鳴らす。

「この女が艦長など反吐が出る。だが百歩譲って認めても……一人で船を動かせるものか」

「そりゃそうだよな」

　いかにセクリトが優秀でも手足となる水兵がいなければ船は動かない。

操舵から帆の操作、大砲まで……戦艦ともなれば百人単位で人がいる。

　ゴルドニアには熟練の水兵などいないし、他の艦から移すなどイヴァンナが認めるはずもない。

　セクリトもそれは分かっているのか、残念そうな顔で頬杖をつく。

「まず乗員の募集からだな。商船員から経験者を集めて訓練して……戦いに間に合うかは望み薄だが」

　言いながらセクリトは立ち上がり、鹵獲戦艦に向けて歩く。

「それでも無名は良くない。先に名前だけでも付けておこう。この艦はリヴァ──」

　セクリトの綺麗な声を野太い暑苦しい声が遮る。

「『スーパーアレス』これでどうだ!!」

　不快なマッチョ共が雪崩れ込んでくる。

「いや、いかん！　『アレスマッスル』これこそ戦う漢の船名よ！」

　でかい声に引き寄せられてアレス兵が集まって来る。

「『バトルアレス』これこそ！」

「『アレス・ザ・ファイヤー』どうよ！」

「燃えるのは縁起が悪すぎるだろう」

　イヴァンナの突っ込みも届かない。

無表情になったセクリトの横で男共はやかましく、やいのやいのと騒ぎ続ける。

「ええいどれもぬるいわ!!」

　狂騒を止めたのはより暑苦しい一喝だった。

ギルドレスがいつの間にか俺の横に立っていた。

セリアが決死の表情で割り込もうとしてくれている。

「皆の者聞けぃ！　この巨大で重厚な船の名は『アレス・オブ・アレス』最強の漢船である!!」

　アレス兵が一斉にどよめく。

イヴァンナはもういなくなっていた。

「おお、なんと凄まじい名よ！　アレスが二つも入っておるぞ！」

「これならば敵は名を聞いただけで怯むだろう！　正に漢船なり！」

「さすが我らの王、我らのギルドレス！　『アレス・オブ・アレス』こそ最強の船よ!!」

　怒号のような歓声が場を支配する。

アレス・オブ・アレスの大合唱は一般兵や修理工にまで伝播していく。

「……」

　僅かに下を向いていたセクリトが腕を取り換え、ギーンと聞き覚えのある回転腕の音がし始めた。

「待て、早まるな。アホ共が騒ぎ終わってから艦名を変えれば良いだろう」

　それに船員の目途もついたじゃないか。

腕力で練度をカバーすれば良いのだ。

「もうひと暴れしようじゃないか」

　そう言って引き寄せると、セクリトは少しだけ機嫌を直した。










　──同時刻　王都ゴルドニア防衛線上

「二十人隊、全員整列！」

「「「はっ」」」

　南ユーグリア兵士が並ぶ。

中央には士官と思しき女が一人、他十九人は皆兵卒の鎧を着ていた。

「本隊より命令だ。私たちは夕刻より攻撃を開始し、ゴルドニアからあの丘を奪い取る──復唱しろ！」

　士官はそう言ってから隣に並ぶ兵卒が復唱するのを待つ。

だがいつまで経っても復唱が無い。

「……おい復唱しろ……おい……おいクリストフ!!」

「はっ!?　俺か!!」

　全員から僅かな笑い声が漏れる。

「お前以外に誰がいる！　復唱も出来んのかお前は!!」

　全員が声を出して笑う。

その笑いは失敗した男を嘲るものではない。

「ともかく夕刻攻撃開始だ。みんな死なねえように頑張ろうぜ」

「馬鹿、そこは命に代えても任務を果たすと言えー！」

　士官のツィーリアはクリストフを叱り、頭に拳骨を落とすがその顔は笑っていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（大隊長）マイラ（ネズミ狩り）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）セクリト（ボテ艦長）

レオポルト（作戦準備）トリスタン（全権参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（一〇五指揮官）

ブリュンヒルデ（吸血鬼）イヴァンナ（怒　母乳出る）アネット（サービス）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇四五〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一二〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　九五〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（修理中）

大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦一　大型戦闘艦八　中型四六　小型約九〇）

財産　金貨〇

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

時間ぎりぎりなんとか間に合いました。

次回は余談と人物紹介を入れたい……入れたい。










第４２０話　とある敵部隊







「怯むな進め！」

　ツィーリアの号令で二十名からなる南ユーグリアの一隊が鬨の声を上げながら突き進む。

目標は眼前の丘を占拠することだった。

　一帯は高低差の少ない平坦な草原から起伏に富んだ丘陵地帯へと変わる境目であり、防御に徹するゴルドニア軍が高低差を利用した堅牢な防御陣地を構築していた。

「あの丘を奪えば周辺もまとめて落ちる。命を惜しまず行け！」

　ツィーリア隊が狙いを定めたのは、周辺で最も高い丘だ。

押さえれば一帯のゴルドニア軍は見下ろされる形となり、一気に戦線を押し上げることが可能と思われた。




　戦況は停滞していた。

ゴルドニア・南ユーグリア両軍は王都へと伸びる複数の街道上で僅かな前進後退を繰り返す膠着状態となっていたのだ。

　当初一方的に攻め込んでいた南ユーグリア軍だが、相次ぐ激戦で戦力を消耗してその攻め足は鈍る。

　更にハードレット領から攻めあがる予定であった東部軍団の壊滅と、有力なハードレット軍が西部に参戦したことでゴルドニアの戦力が正面に集中、数での圧倒も包囲もできずに正攻法で正面から押す以外に選択肢がなくなっていた。

　兵力の不足を補う為、南ユーグリア本国からは大量の徴集兵が到着しつつあったが、それはゴルドニア側も同じで決め手にはならない。

互いに練度未熟な兵の数が膨れ上がることで迅速な戦術が取りにくくなり、膠着をより深くしていた。




　だがそのような戦略上の問題など前線で戦う兵やツィーリアのような下級指揮官には関係がない。

彼らは中部軍団のマエスタス司令官の命の元、命をかけて戦うだけだった。

「突撃──！」

「うぉぉぉ！　突っ込めぇぇ！」

　己を鼓舞する叫びをあげながら兵達は丘へ駆ける。

もちろんツィーリアの隊以外にも複数の隊が左右に広がって丘へと向かう──。

「止まれっ防御！」

　ツィーリアが叫び、兵達が地面に転がるように停止。

大盾を構える兵士の背中にへばり付く。

　辺り一面の丘から数百の矢が降り注ぐ。

矢が大盾に当って弾かれる金属音が鳴り、防御が遅れた左右の部隊からは大きく悲鳴と肉に杭を打ち込む鈍い音が続く。

「怯むな！　肉薄してしまえば矢など撃てん！」

　ツィーリアは立ち上がり、剣を抜いて隊の先頭をきる。

「おい待てって。先頭はあぶねぇ！」

　すぐ後ろからいかにも屈強な歴戦の戦士──に見えるクリストフが続く。

「私に続け！」

　ツィーリアが隊の先頭に立ち、剣を振り上げた時だった。

彼女のすぐ脇を一本の矢が抜けていく。

　嫌な予感にツィーリアが振り返るよりも早く、クリストフの悲痛な叫びが響く。

「うわぁぁぁぁ!!」

「ああっクリストフがやられた!!」

「胸に矢が……これはやばいぞ」

　振り返ったツィーリアの目に飛び込んできたのは胸に矢が突き立ち、ゆっくりと膝から崩れていくクリストフの姿だった。

「クリストフ!!」

　ツィーリアは絶望に顔を染め、倒れゆく男を抱きしめる。

クリストフは震える声で女に手を伸ばす。

「死……死ぬ……あぁぁ……」

　クリストフは今にも絶えそうな浅い息を吐きながら、震える両手で矢を掴んでいた。

「死ぬなクリストフ！　お前に死なれたら私は……」

　涙が男の頬に落ちる。

「くそう、クリストフがやられちまった。仇は必ず取るぞ」

「この戦い、負けられなくなった。全員気合を入れろ！」

　周囲の兵達も足を止め、悲しみと怒りに身を震わせた。




　そしてクリストフの両手が矢から力なく離れ、ツィーリアはその手を掴む。

「……あぁ、死ぬかと思った」

　カランと脇から矢が落ちた。

　ツィーリアと兵士が停止した。

「まさか脇にすっぽり矢が挟まるなんてな。運が良いのか悪いのかわからねぇぜ」

　クリストフはすっくと立ちあがり、何故かニヤリと一仕事終えた笑みを浮かべる。

　ツィーリアの涙が瞬時に乾き、鼻声は低い声に変わる。

「……脇に矢が挟まっただけで何故倒れた」

「一瞬刺さったと思ったら腰が抜けちまったんだ。おまけに過呼吸も出ちまってな……もう大丈夫だぜ！　心配かけちまったな」

　クリストフは立ち上がり、無事をアピールする。

「クリストフ無事らしいぜ……前もこういうのあったよな」

「あぁ、重騎兵の槍を食らって池に沈んでたよな。三十分後無傷で這い上がってきたが」

「カタパルトの直撃を受けて……地面に埋まってたよな。掘り出したら無傷だったが」

　兵達は軽い調子で謝るクリストフを見ながらヒソヒソ話す。

「……お前は何をしても使えないのに、怪我だけはしないな」

　ツィーリアはジト目で言ってからクリストフの足を軽く蹴る。

「いてぇ！　やられちまう！」

　ふんと息を吐いたツィーリアは再び剣を抜いて正面の丘を見据える。

既に他の部隊は丘へと肉薄し、攻撃を開始しようとしていた。

「バカが騒いだせいで味方に遅れてしまった。これより我々も味方に続き──」




　ツィーリアが言い終わる前に攻撃目標だった丘の左右の茂みから兵士が飛び出す。

「ふ、伏兵だ！」

「敵兵が側面に伏せていたぞ!!」

　いざ丘を登ろうとしていた南ユーグリア部隊は完全に意表を突かれた。

「正面の敵陣地に敵兵はいない！　いや待て、山頂に大弩が据えられて……撃ってくるぞ！」

　陣地がもぬけの空なので、山頂に設置されたゴルドニアの大弩は同士討ちの心配無く、高低差で威力を倍化させた大矢を叩き込む。

「も、持ち堪えられない。一旦下がって態勢を立て直さなければ──」

　だがその願いも適わない。

丘陵の後ろで構えていたと思われるゴルドニア重騎兵の群れが、慌てふためく南ユーグリア兵へと突撃を開始したのだ。




「ツィーリア隊長！」

「ぜ、前進中止だ。あそこに飛び込むのはただの自殺……」

　ツィーリアと隊の兵士達は呆然とその様子を眺める。

　攻撃隊の状況は絶望的で彼ら二十名ばかりが参加したところでどうなるとも思えなかった。

「奴らこちらの攻撃を読んで備えてやがったのか。少し触っとくか」

「あのまま突っ込んでいたら俺達もきっと……髪の一本でも貰っとこうぜ」

　兵達は呆然と立ち尽くしながらクリストフを見る。

「やばかったな！」

　無邪気に笑うクリストフに兵達がペタペタと触る。

「やめろよ！　なんだ気持ちわりぃ！　髪を……うわぁぁ！」




　そこに後方の味方司令部からの伝令が叫びながら走りぬける。

「全部隊後退！　繰り返す、全部隊後退せよ！　攻撃は中止、直ちに後退せよ！」

「聞いたな？　後退だ、下がるぞ！」

「味方を見捨てるのは気分が悪いが、もう救えないか」

「奴らがやられたら次は俺達だ。今は逃げるしかない！」

「うわぁぁぁぁ！」

　気を取り直したツィーリアの指示で部隊はゆっくりと後退し始める。

　だがその時には既に前方の部隊は崩壊しており、ゴルドニア兵の一団が中途半端な位置にいるツィーリア隊へと迫る。

「敵が追撃してくるぞ！」

「周りに味方は……って後退命令が出てるのにいるはずねぇ！」

　ゴルドニア兵の先鋒はすぐ後ろまで迫っていた。

「く、仕方ない」

　ツィーリアが苦虫を噛み潰したような顔で反転を命令しようとする。

だが、命令を待たずして既に隊の後ろで踏みとどまっている者が一人──クリストフだ。




　憂いを帯びた表情のまま、クリストフは剣を構えて仁王立ちになっていた。

「なんだこいつは？　たった一人で？」

　困惑しながらも穂先を向けるゴルドニア兵をクリストフは静かに睨みつける。

　整った男前の顔立ち、鍛えられ盛り上がった筋肉、無数の擦り傷がついた防具、そして何より味方から離れてたった一人敵前に立つその立ち居振る舞いが、男は歴戦の勇士だと無言のままに告げていた。

　ゴルドニア兵はクリストフを囲みながらも安易には仕掛けられない。

「気を付けろ。並みの使い手じゃなさそうだ」

「先走るなよ……下手に踏み込むと首を飛ばされるぞ」

　クリストフは正眼に構えていた剣を頭上に振り上げて静かに言う。

「来い」

　それを見たゴルドニア兵全員が半歩後ろに下がる。

「一見がら空き……だがこれ程の使い手が隙を晒すはずがない。挑発に乗ったら殺られるぞ」

「奴の剣より俺達の槍の方が長いはず……だと言うのにこの威圧感はなんだ!?　近寄れん！」

　クリストフは既に囲まれていた。

だがゴルドニア兵は包囲したまま一歩も動けない。

「まだ来ないのか？」

　クリストフはちらりと後方に視線をやりながら呟く。

「も、もう半歩下がれ。何をしてくるかわからんぞ」

「クロスボウは無いのか!?　斬り込むのは危険すぎる！」

　クリストフはまた後ろ……ツィーリアを見ながら言う。

「いい加減、来てくれよぉ」

「あ」

　大立ち回りに目を奪われていたツィーリアがクリストフが単に助けを求めていることに気づく。

後退命令に焦ったクリストフが視界の隅で転んでいたことも思い出す。

　だがゴルドニア兵はまたもジワリと距離を取る。

「こいつ──笑いを堪えてやがる！」

「なんて奴だ！　よく見れば全身を武者震いさせている。俺達を狩り殺すのが楽しみなのか!?」

「いや、恐怖で顔を硬直させてブルブル震えているだけだ」とツィーリアは心の中で言う。

　そこにフラフラと一匹の大きなハチが戦場に迷い込み、クリストフの鎧の隙間から入り込む。

しかし張りつめた緊張感の中、気に留める者はいない。

「だが達人とは言え、たった一人相手にいつまでも睨み合う訳にはいかん」

「ああ、犠牲を覚悟で仕掛けねばならない。何人生き残れるか……」

　いよいよゴルドニア兵が攻撃の構えに入った時だった。

張りつめた空気に興奮したのか、ハチがクリストフの尻に毒針を突き立てた。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　予期せぬ痛みに絶叫したクリストフは剣を頭上に放り投げ、片膝をついて叫ぶ。

痛みに身をよじり、異物を追い出そうと尻を何度もバシバシ叩く。

「どわぁ！」

「機先を制されたぞ！」

「いかん！　一旦引けぇ！」

　正に攻撃直前の奇声にゴルドニア兵が慌てて距離を取る。

「今だ、クリストフを救え！　回収したら即時離脱だ」

　ツィーリアはその隙を逃さなかた。

小さな一撃に打ち震え、涙と鼻水を垂れ流すクリストフを引きずっての後退に成功するのだった。




　──その夜　南ユーグリア軍駐屯地。

「いてぇよぉ……いてぇよぉ」

「情け無い声を出すな、ハチに尻を刺されただけだろうが。本当に情けない男だなお前は」

　ツィーリアは駐屯地の天幕の中、赤くなった尻を押さえて泣くクリストフの尻に薬草を塗り付ける。

貴重なものではなく、道端に生えている一般的なものだ。

「もう駄目だ……ケツが痛すぎて死んじまう……隊内初の戦死者はきっと俺だ」

「本当に不思議な話だ、説明がつかん」

　ツィーリアは乱雑に薬を塗り終えてバシンと赤くなった尻を叩いた。

　彼女の二十人隊は臨時編制の部隊で決して精鋭ではない。

半数は徴集された素人兵だし、強力な装備があるわけでもない。

隊一番の使い手は、さして個人技に優れている訳でもないはずのツィーリアだろう。

そもそも隊長補佐にねじ込んだ男の無能ぶりを見れば隊のレベルが知れる。

　そんな臨時編成隊であっても今の南ユーグリア軍に遊ばせる余裕はなく、既に五度戦闘を経験していた。

他の二十人隊の中には崩壊、あるいは大損害を被り、隊長以下の人員がほとんど入れ替わっている部隊もあった。

　その中でツィーリア隊は異彩を放っている。

「戦死者〇、重傷者〇……命令放棄をしているのではないかと司令部付きの将校に疑われる程だ」

　隊の面子は結成時のまま、つまり誰一人離脱していなかった。

司令部とっておきの精鋭部隊でさえこんなことはあり得ない。

「役には立たんが運は持っているんだよな」

　目の前で尻を押さえてすすり泣くクリストフを見てツィーリアは思わず笑ってしまう。

後頭部にある小さなハゲは幸運のお守りとして兵士たちに毛を引き抜かれた結果だ。




　その時、天幕の外から兵達の話声が聞こえてくる。

「聞いたか？　西部で上陸した部隊が皆殺しにされたらしい」

「あぁ、やったのはハードレット──東部軍団を粉砕した悪魔だろう？」

「奴は一人で男兵百人を殺して食い、女兵百人を殺し犯したらしい」

　ツィーリアは思わずクリストフの顔を窺う。

「大将の戦いは派手だからなぁ。どこへ行ってもひでぇ噂ばっかりだぜ。本物は良い奴だぜ」

　男はすすり泣くのをやめて困ったように笑う。

「ここだけの話なんだが──なんでもメルドラの艦隊も相当やられたらしい」

「嘘だろ？　ハードレットが悪魔と言っても奴らは船を持ってないはずじゃ？　そもそも悪魔は流水が苦手なんじゃないのか？」

「それは吸血鬼の伝説だろうが……。いや詳しくは俺も知らねぇが、なんでも奴に劣らねえ女悪魔が出たとかなんとか……そいつは素手で人の頭をグシャグシャにして大笑いするような女らしい」

　クリストフがひでぇなと声を潜めて笑う。

ツィーリアは一瞬釣られて笑いかけたが、僅かに顔を曇らせてクリストフの背中を撫でた。

「おっかねぇな……奴が西部に張り付いてくれて助かったぜ」

「バーカ、俺達は王都まで行くんだぜ。だとすればどこかのタイミングで奴と遭遇する」

　兵士達の声が遠ざかり、聞こえなくなっていく。

　笑っていたクリストフの顔が曇る。

「いつか大将ともやらなきゃなんねぇんだよな。いや、大将だけじゃねぇ、アゴールの旦那やイリジナ姐さん、セリア嬢ちゃんが目の前に出てきたら──」

　ツィーリアがクリストフの言葉をキスで塞ぐ。

唇が押し当てられ、口内に舌が入り込む。

「ん……」

　キスは十秒程で終わり、二人の間を唾液の橋が落ちていく。

「ツィーリア……」

「ハードレットは数万を率いる司令官だぞ。私達のような木っ端部隊の前になど出てくるものか」

　早口で言い終わるとツィーリアは再び唇を重ねる。

「もしそうなっても……俺はお前を守る。裏切り者と言われても……何があっても……」

　目を見据えて言うクリストフにツィーリアは顔を紅潮させ、更に深く舌をねじ込む。

くぐもった声で彼女が発した二言は聞き取れず、聞きなおした男に答えることもなかった。

　数分の間キスが続き、二人は静かに身を離す。

「クリストフ……」

　ツィーリアはチラリと男の下半身に視線を落とし、反応に満足してから服を脱ぎ下着姿となった。

「尻の手当てをしてやったんだ。次は私をマッサージしろ」

　男の血走った視線を尻に感じながら、ツィーリアはベッドにうつ伏せとなる。

「隊長は大変だからな。体中が凝っている……お前が好きなように全身をマッサージしてくれ」

　男の手がフラフラとむき出しの白い背中に触れる。

「前も後ろもしっかりと頼む。丹念に、濃厚に」

　男の荒い息がうなじにかかる。

「必要なら下着をとっても良い。でなくば揉めないところもあるだろうから」

　男が力を込めて肩を掴み、女を仰向けにする。

「どこが凝っているかはわかるだろう？　お前のソレで……私のココをマッサージしてくれ。何もかも任せる……お前の思うがままに……」

　ツィーリアは全身の力を抜き、男に全てを委ねて目を閉じた。







一時間後

「ふぅ……じゃあ俺は先に水浴びしてくるぜ」

　クリストフは優しい笑みで汗ばんだ背中にキスをして天幕を出ていく。

残されたツィーリアは半裸のまま、何も答えない。

　男が去ってしばらく後、女はゆっくりと体を起こし、体を震わせながら呟く。

「本当にマッサージだけしていきやがった！」

　バスンとベッドを叩くツィーリア。

「あそこまで言ったら！　したら！　普通わかるだろう!?　ガキかあいつは!!　抱けよ！　女をその気にさせたんだから抱けよ！」

　更にボスンボスンとベッドを叩くツィーリア。

「あ、肩軽い。すっごい解れてる」

　ツィーリアはクルクルと腕を回した後、服を着なおしてクリストフの後を追うのだった。

今回は色々やりたかったのですが、中途半端になったのでクリストフだけです。

次回更新日までに四二〇話時点の人物紹介をあげます。










☆　人物紹介４２０話時点

出番の少ないキャラは前回のままにしています。

誤字や矛盾点あればいくらでもご指摘お願いします。

四／一一 マダム追加









［エイギル・ハードレット］

　二五歳　黒髪　ゴルドニア辺境伯　東部大領主

　好きなもの　女体　戦い　嫌いなもの　頭を使うこと

　主人公、戦いの才に恵まれ、ゴルドニア王国東部大領主に成り上がる。

　国内武闘派筆頭と目されている。王が抱えていたいくつかの問題を解決したことで信頼は厚い。

　数々の有象無象の武勇伝・噂話が囁かれ、貴族平民問わず畏怖されている。

　極端な女好きで複数の妻と無数の愛人を持ち、それ以外にも手を出した女性は数知れない。

　器の他、色々なモノが尋常でなく大きく、サイズ・機能ともに現在も進化を続けている。

［ルーシィ・ユークトヴァニア］

　年齢 五〇〇歳??　髪・瞳色 金髪　金から赤　身長 １６６ｃｍ 体型　超グラマー　立場　永遠の恋人

　呼び方　貴方・坊や　自称　私わたくし　好きな物　少年　嫌いな物　？？？　出身　不明

　自称五〇〇年以上を生きるヴァンパイア。エルグの森奥深く、小さな小屋を守り続けている。

　絶世の美女であり、美の化身と言える圧倒的なスタイルを持つ。

　本能のままに生きていた主人公に知識と愛、人生の目的を与える。女性尊重の考え方も彼女から。

　主人公にとって母であり、絶対の恋人。

　王になれば貴方の女になると約束され、主人公の旅路が始まった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　女性（最新話付近で登場頻度の高い女性優先）

［セリア］　登場　第一七話　従者の少女

　年齢　二一歳　髪・瞳色　銀髪・薄い朱色　身長　１６１ｃｍ　体型　引き締まった体型　立場　大隊長

　呼び方　エイギル様　自称　私わたし出身地　ゴルドニア　特徴　忠犬

　好きなもの　エイギル様　甘い菓子　嫌いなもの　ウネウネ全般　得体の知れないキノコ

　小さな頃より悪い男の道具として盗みなどをさせられていたが、主人公に捕まり説得される。

　主人公を父、兄、主人、恋人として見ており、絶対の忠誠を誓い、仇となるものには容赦しない。

　非常に勉強熱心で戦闘や軍務、内務から補佐までなんでもそつなくこなすが、ポカも散見される。

　嫉妬深く、主人公が女性を構う度に拗ねる。特に役目の被るマイラをライバル視している。

　主人公の嗜好に合わせ、服や下着だけではなく髪型も頻繁に変える。現在髪伸ばし中。

　果実系の甘い酒類が好きだが、極めて弱くすぐに潰れるので主人公に止められている。

　大隊長に任じられてからは寝る間も惜しんで頑張っている。

　編成は

　エクレア歩兵中隊（二〇〇）スフレ歩兵中隊（二〇〇）タルト歩兵中隊（二〇〇）

　ワッフル重歩兵中隊（二〇〇）クレープ騎兵中隊（一〇〇）プディング遊撃隊（一〇〇）




［セクリト］　登場　第二〇八話　平和と戦乱

　年齢三一歳　髪・瞳色　黒髪・菫色　身長１７７ｃｍ　体型　アスリート体型　立場　新戦艦艦長

　呼び方　お前・貴様　自称　私わたし好きなもの　戦争・殺人　嫌いなもの　偽善者　オルガ連邦

　出身地　オルガ連邦辺境

　元ガーランド帝国艦隊総司令官。主人公に旗艦リヴァイアサンを撃沈され、虜囚となって連れ帰られる。

　個人戦闘から数十万軍の指揮まで、戦争全般に突出した才覚を持ち、特に艦隊指揮において並ぶ者はない。

　一方で、幼い頃の悲惨な体験から性格が歪み、戦闘時においても戦意を失った敵兵や民間人なども容赦なく殺傷するなど、冷酷さと嗜虐性が際立っている。

　先の戦いで片腕を失い同時に戦闘能力も喪失をするが、主人公の尽力でドワーフ製義手が完成し、戦場復帰し、更に凶悪性を増した。以来、主人公に耳元で愛を囁かれるとほんの一瞬だけ女の顔をする。




［イヴァンナ］登場　第二九九話　連邦援軍⑯　艦隊決戦

　年齢二九歳　髪・瞳色　赤毛・焦げ茶　身長１７５ｃｍ　体型　アスリートながらやや丸み

　立場　オルガ連邦　援軍司令官　呼び方　お前・ハードレット　自称　私わたし　特徴　短気

　好きなもの　連邦　嫌いなもの　セクリト　生意気な小娘　敗北　人参　スケベ男　淫らな女

　出身地　オルガ連邦白都

　オルガ連邦軍河川艦隊司令官としてセクリトに挑むが敢え無く捕虜となり凄惨な凌辱を受ける。

　主人公がリヴァイアサンを撃沈、解放されて軍に復帰したが、主人公から受けた種で孕んでしまう。

　父親不明のまま出産したことで、軍内と親族から腫物を見る目で見られていた。

　主人公からの援軍要請もあってか、ゴルドニアへの援軍艦隊司令官として来訪した。

　艦隊指揮能力は高いが、激昂し易い性格であり、挑発に乗って格下相手に後れを取る懸念も残る。




［アネット］第二八七話　連邦援軍④　陸へ

　年齢二三歳　髪・瞳色　粟色・茶色　身長１６３ｃｍ　体型　やや肉付き良い　立場　愛人

　呼び方　あんた　自称　あたい　好きなもの　逞しい男　タトゥ　嫌いなもの　弱い男　規律

　出身地　オルガ連邦辺境

　元女海賊で海賊団頭領の愛人だったが、連邦へ向かう主人公を襲って敗北、捕縛されて乗り換える。

　道中の町で解放されたが、熱く抱かれた感触が忘れられず、イヴァンナの艦隊に忍び込んで来訪する。

　海賊らしく束縛を嫌う自由な性格で一〇五兵団と馬が合い、思わせぶりな態度や際どい部分を晒すことでチヤホヤされて姫となるが、最後の一線はしっかり守っている模様。

　腰から背中にかけて『エイギルの女』と大きなタトゥを彫れている。




［プチチェリー・ミルクーラ］第三三三話　後始末

　年齢二〇歳　髪・瞳色　桃色髪・ブルー　身長１５３ｃｍ　体型　かなり細身、胸は少し有

　立場　主人公監視の情報官　呼び方　公・ハードレット卿　私・エーギル　自称　私わたくし

　好きなもの　セックス　嫌いなもの　自分の名前

　レベッカ部下の情報官。

　主人公を監視する重要任務の名目で派遣される。情報官として有能で、上昇志向も強い。

　それが原因でレベッカに警戒され、主人公の下に送られるが、現状を上手く利用している。

　小柄で幼い外見ながらかなりの男好きで、主人公とも公私を分けた恋人関係にある。

　父親が可愛さ余ってつけた名前にコンプレックスを持っている。

　八重歯と釣り目がチャームポイント。




［アデラ］第三二九話　見えない戦い⑤　陰謀と強襲

　年齢二四歳　髪・瞳色　茶・黒い瞳　身長１６４ｃｍ　体型　ムチムチ　立場　プロ愛人

　呼び方　ご主人様　自称　私わたし好きなもの　ピロートーク　嫌いなもの　痛いこと汚いこと




　ジルグレイの愛人として囲われていたがブリュンヒルデに捕まって連れ帰られる。

　主人公に激しく寝取られ、新しいご主人様として乗り換えた。

　プロの愛人として何人もの男に所有されてきており、性技や男をその気にさせる技量は高い。

　一方で、幸せな結婚出産に淡い想いを馳せてもいる。




［スージィ］第三六六話　平等とは

　年齢二三歳　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１６５ｃｍ　体型　グラマー　立場　臨時参謀

　呼び方　エイギルさん　自称　あたし　好きなもの　男遊び　楽しいこと　嫌いなもの　仕事

　元リバティース軍人。南ユーグリアによって国家が崩壊した際、避難民と共に主人公の元へ。

　外見は極めて派手で露出が多く、間延びした言葉遣いもあってとても軍人には見えない。

　主人公に迫られて恋人となるが、誰にでも簡単に股を開き、貞操観念は殆どない。

　士官学校次席の肩書を持つが、遊んでばかりで仕事への熱意はまるでなく、後に教官や同期とねんごろになり不正に成績を得ていたことが判明。腹と両乳首にピアス穴が開いている。

　ソラナに激しく嫌われている。




［ソラナ］第二一三話 狂信者達のやり方

　年齢二三歳　髪・瞳色　薄い茶・ブルー　身長１６６ｃｍ　体型　標準・貧乳　立場　臨時参謀

　呼び方　ハードレット様　自称　私わたし好きなもの　純愛　嫌いなもの　不真面目淫乱女

　元リバティース民主国の軍務官僚。トルトエント陥落時に処刑されかけていたが、主人公が救出する。

　士官学校主席卒業であり、将来を嘱望されていた。

　模範的軍人らしく真面目で何事にも全力で当たるが、経験不足と不測の事態への対処が甘く、指揮官としての能力には疑問符が付く。追い詰められると泣いてしまう。

　スージィとは士官学校時代からの知り合いだが、不真面目な態度が受け入れられず、また誕生日に目の前で恋人を寝取られて以来、彼女を敵視している。

　主人公に若干心惹かれているが……。




［アルテイル］第三四〇話

　年齢一六？　髪・瞳色　白髪・深紅　身長１５０ｃｍ　体型　寸胴　胸は少し有　立場　アルテイル教教祖

　呼び方？？？　自称　妾　好きなもの　性感　嫌いなもの　怖いこと

　元アルテイル神国法王にして神の化身とされていた少女。南ユーグリアの謀略によって国が滅ぼされた後、ヴィルヘルミナにゴルドニアへと逃がされ、一騒動の後、主人公に処女を奪われる。

　全ての世話をレーミア他神官達に任せていたので何もできない超わがまま娘で言動は幼児に近く、気に入らないことがあると癇癪を起こすか号泣する。

　現在は過激な行動をしない条件で、ラーフェン内に小さな教会を立て、アルテイル教を布教している。

　アルビノで全身が真っ白、超敏感体質で頭に触れられるだけで絶頂してしまう。




［レーミア］第三四〇話

　年齢二八？　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１７０ｃｍ　体型　豊満やや贅肉有　立場　神官

　呼び方　お前・貴様　自称　私わたくし

　好きなもの　アルテイル教の全て　嫌いなもの　アルテイル教に仇成すもの全て　クモ

　本名レーミアドイスタトヌフィーリス。覚えにくいので主人公にレーミアと命名される。

　元アルテイル神国、法王付最高級神官。国家崩壊に伴い少女アルテイルとともにゴルドニアにたどり着き、一騒動の後、主人公に処女を奪われる。

　女の身ながら男性器が生えており、悪魔と迫害されていた所をアルテイルに救われた。以来、アルテイルに尽くすことが至高の喜びでトイレの始末から食事の世話まで全てを抵抗なく行う。




［ロサリオ］第三九三話　中央平原統一⑱　王の愛妾

　年齢三〇前後　髪・瞳色　黒髪・アンバー　身長１６３ｃｍ　体型　中肉、胸尻大きい　立場　王の寵姫

　呼び方　ハードレット様　自称　私わたくし　好きなもの　？？？　嫌いなもの　？？？

　王から絶対の信頼と寵愛を受ける。決して逆らわず意見せず、平伏して自らを愚か者とする態度を貫く。

　本来は才気に溢れる活発な女性であったが、過去の経験からより有能な者を利用する生き方に変わった。

　一部の愛国者から王をたぶらかす悪女として敵視され、襲撃によって視力を失う。これが王の暴走と国政混乱の大きな原因となったが、より深い庇護を得るための狂言だと発覚。表向きは主人公とナーティアによって治癒したとされている。




［ナーティア］第二四六話　エルフ村の一大事①　出立準備

　年齢七五歳（人間二〇歳相当）　髪・瞳色　淡い緑　身長１７４ｃｍ　体型　細身　立場　客エルフ

　呼び方　お前　自称　私わたし好きなもの　冒険　嫌いなもの　平凡な日々　狭い社会

　エルフの女性。自らの領域から出ないエルフ達の中で人間社会への強い興味を持ち、頻繁に冒険に出る異端児。弓、軽業、薬製作と多才だが、エルフには珍しく魔法の才能がまったく無い。

　冒険の途中でノンナと出会い、媚薬を売ったことから主人公との縁が繋がり、その後のエルフ村騒動を通じて親しくなった。

　初心な処女で性的な言動を拒むが、寝室から小さな嬌声と水音が聞こえることも……。




［クラウディア］第二二話　闘技と女

　年齢三九歳　髪・瞳色　金髪・ブルー　身長１６０ｃｍ　体型　ゴリマッチョ　立場　客人

　呼び方　ハードレット様　愛しの方　自称　私わたくし

　好きなもの　主人公　芸術品　宝飾品　宝石　　嫌いなもの　低級品　臆病者

　元オルガ連邦名門貴族マロードル侯爵家正妻だが主家が帝国の攻勢で滅亡し、主人公を頼ってラーフェンにやって来た。傲慢な態度で女性達に嫌われるが、貴族の覚悟をしっかり持っており、高級品を見分ける鑑定眼も確か。元々はやや弛んだ程度の体つきだったが、そこから極度の肥満体、そして男顔負けのマッチョに変貌する。不思議と首から上に変化はなく、色白の顔はそのままに肉体を黒光りさせている。




［ロット］第四一二話　問いの意味

　年齢一七歳　髪・瞳色　薄い金・アンバー　身長１５４ｃｍ　体型　細身　立場　セクリトの肉奴隷

　呼び方　??　自称　私　好きなもの　鞭　罵倒　嫌いなもの　??

　セクリトが周辺の村から攫って来た娘。解放しようとした主人公に止めてくれと懇願する。

　性奴隷としての立場に心からの至福を得ており、セクリトからの鞭や罵倒を楽しみにしている。

　主人公にも逆らうなと命令されているので何をしても受け入れるが、真の主人に嬲られる方が好き。

　故郷の恋人が行方を捜している。




［パトリシア］第四〇三話　東部軍団殲滅

　年齢二九歳　髪・瞳色　ダーティブロンド・パープル　身長１６６ｃｍ　体型　中肉　立場　捕虜

　呼び方？？？　自称？？？　好きなもの？？？　嫌いなもの？？？

　元南ユーグリア東部軍団司令官。主人公が東部軍団を壊滅させ、捕虜にする。

　本来は王国軍に引き渡される予定だったが、主人公の思い付きで手元に留められる。

　奇策・奇襲を多用する大胆な戦略でレオポルトを出し抜く。

　一方で実は非常に小心で怖がり、虜囚となってからはちょっとしたことで号泣し、主人公を困らせる。
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　既存待機組

［ノンナ］

　年齢　二四歳　髪・瞳色　茶髪・ブルー　身長１６０ｃｍ　体型　超巨乳スレンダー　立場　正妻

　呼び方　エイギル様　自称　私わたくし

　好きなもの　地位　名声　高級なワイン　光物　宝石　現金　　嫌いなもの　節約

　滅亡したエレクトラ家の娘で主人公に家宝の剣を託しエレクトラ奪還を誓わせた。

　家族の中でも頭一つ抜けた美貌と、圧倒的な巨乳を誇る。主人公の双子を産む。

　高級品に目が無いが鑑定眼は今一つで偽物を掴まされることも多い。

　浪費家ながら正妻として、主人公不在時の家内の取り纏めや社交に奮戦している。

　最近は主人公にあまり構って貰えず欲求不満。クラウディアを真の貴族として尊敬している。

　セクリト嫌い。




［カーラ］

　年齢二〇後半　髪・瞳色　粟色・薄い紫　身長１６５ｃｍ　体型　グラマー　立場側室

　呼び方　エイギル　自称　あたし　好きなもの　狩り　肉料理　お酒　嫌いなもの　堅苦しい雰囲気

　元狩人で主人公の古くからの愛人。気が強く誰にでもはっきりと物を言い、家人と主人公を繋ぐ重要な存在になっている一方、露出や野外での排泄等、多数の変態趣味を持つ。

　弓矢片手にふらりといなくなり、狩った得物を持ち帰ることも。

　ノンナとは常に喧嘩しつつも、案外仲が良い。




［メル］

　年齢四二歳　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１６０ｃｍ　体型　グラマー小たるみ　立場側室

　呼び方　エイギルさん　自称　私わたし　好きなもの　自分の子供　化粧品　嫌いなもの　時の流れ

　辺境の村出身。重い火傷に苦しんでいたところを主人公に救われ、体を委ねた。

　主人公の側室、連れ子のクウ・ルウを含めて五人の子供を持ち、非常に孕み易い体を持つ。

　食事や肌の手入れに気を使い、実年齢に比べてとても若々しい。

　普段は温厚で優しい性格だが、怒ると人格が変わる。年増、四〇代、おばさんは厳禁。

　ベッドでも愛らしく主人公に甘えるが、盛り上がると野獣と化し、他の女性をどん引きさせる。




［クウ］

　年齢二四歳　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１５８ｃｍ　体型　スレンダー　立場　愛妾

　呼び方　エイギルさん　自称　私　好きなもの　母、姉弟　嫌いなもの　孤独

　メルの長女。もう完全に大人の女だが、遂に胸と尻は育たなかった。

　強気でしっかり者、母を助け、妹達には頼りにされている。

　成熟した女の本能が子供を求め始めている。最近庭で菜園を始めた。




［ルウ］

　年齢一九歳　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１５０ｃｍ　体型　スレンダーやや胸有　立場　愛妾

　呼び方　エイギルさん　自称　私わたし　好きなもの　リンゴ　家族　嫌いなもの　辛い物　孤独

　メルの次女、臆病でいつもおどおどしている。要領が悪くすぐドジを踏む。

　主人公に処女を捧げ、恋人や兄、父として様々な感情が入り混じる。

　身長があまり伸びないまま成長期を終えたが、胸は姉よりも膨らんでいる。

　ポチを非常に怖がっていたが最近は慣れ、たまに触りに行く。




［メリッサ］第二二話　闘技と女

　年齢三一歳　髪・瞳色　赤毛・ブルー　身長１６４ｃｍ　体型　グラマー　立場　側室

　呼び方　エイギルさん　自称　あたし　好きなもの　子供　果実酒　嫌いなもの　戦い

　白都の娼婦だった。主人公に抱かれて虜になり、その後身請けされて正式に愛人となった。

　過去につらい経験があり性器が壊れていたが、ドラゴンの血を口に入れた事で完治した。

　大の子供好きで、ラーフェンに捨て子などを集める施設を作った。

　派手な外見ながら非常に温厚で優しく、家人からの信頼は厚く相談事も良く受ける。

　娼婦仕込みの巧みな性技は女同士でもいかんなく発揮され、本気で惚れてしまったメイドも多い。

［マリア］

　年齢二八歳　髪・瞳色　粟色髪　身長１６４ｃｍ　体型　貧乳　立場　側室

　呼び方　エイギルさん　自称　私わたし好きなもの　家事、特に料理　嫌いなもの　運動

　ロレイルの宿屋［小鳥亭］の娘。主人公に抱かれて惚れこみ身を任せる。

　一時期メリッサと肉体関係にあったが、めでたく主人公と結婚して女同士の愛を封印する。

　かなりの貧乳で乳房はほとんどないが、乳首はとても大きい。

　家事の手伝いをしてくれるミティを可愛がっているのは妹分として見ているからか……それとも。




［カトリーヌ］

　年齢二八歳　髪・瞳色　金髪・グリーン　身長１５６ｃｍ　体型　スレンダー　立場　側室

　呼び方　貴方様　自称　私わたくし　好きなもの　レモンティー　嫌いなもの　戦争　虫全般

　反乱首謀者の娘。戦場で死亡したと偽装して主人公が囲う。ほとぼりが冷めるまでは孤児院で娘と暮らさせていたが、最近は遠慮なくいちゃついている。前夫の娘ローズ、主人公の実子アントニオ他一人を出産。

　非常に好色で長く抱かれていないと理性を失い、誰彼構わず発情してしまう。どうしようも無くなった時は女同士で行為して気を紛らわせている模様。ラーフェンに性欲処理玩具の御用職人がいる。




［イリジナ］

　年齢二七歳　髪・瞳色　茶髪　身長１８１ｃｍ　体型　がっちり筋肉質　立場　部下、指揮官

　呼び方　ハードレット殿　自称　自分・私わたし

　好きなもの　戦い　酒　食事（肉）騎士道的行動　　嫌いなもの　卑怯者　外道

　元アークランド軍人。王宮を巡る戦いで奮闘するも主人公に敗北して犯され、そのまま愛人にされた。

　槍の達人で男勝りの剛力を誇る。豪快な性格で戦争と酒を愛する女傑。

　常識に疎い部分があり、空気も全く読めないアホの子の一面を持つ。

　主人公の愛人なのか部下なのか微妙なところだが細かいことは気にしていない。

　霊感が全く無く、狙ったようにケイシーを踏んづける。

　体を動かすことが好きな為か、良く汗をかき体臭が強い。

　頻繁に怪しいキノコや果実を採って来るが、彼女自身は食あたりすることなく、倒れるのは大抵巻き添えを

　食らったセリア。




［マイラ・ヒューティア］

　年齢二八歳　髪・瞳色　金髪　身長１７０ｃｍ　体型　ややグラマー　立場　ゴルドニア王国男爵

　呼び方　ハードレット卿　自称　私わたし

　好きなもの　魚料理　整頓された棚　　嫌いなもの　散らかった部屋　乱れた風紀

　元ユレスト連合軍司令官としてゴルドニアと戦い、主人公に敗北して犯される。

　王との交渉で一族の爵位と小さな領地を獲得してくれた主人公に恩義を感じてつき従っている。

　軍才があり、万単位の司令官としても事足りる程。

　何事にもきっちりと、が心情で本棚の本が揃っていないと徹夜してでも整頓してしまうタイプ。

　ラーフェン治安官に就任後、秩序を重視するあまり民を締め付け過ぎる事も多く街での評判は良く無い。

　二〇半ばで初めて恋した主人公への情は深く、セリアと取り合う事が多い。謀略戦では彼女が優勢。




［ピピ］

　年齢一七歳　髪・瞳色　焦げ茶　身長１４３ｃｍ　体型　子供体型　立場　愛妾

　呼び方　族長様　自称　ピピ　好きなもの　狩り　遠乗り　嫌いなもの　野菜（特に苦い野菜）掃除

　山の民の少女。小柄の山の民の中でも一際小さくマスコットとして扱われていたが、成長したので処女を奪われた。馬術と弓の腕は一級品で、並の弓兵では届きもしない位置から騎乗狙撃を決める。

　ポチとメッサーシュミットの飼育を任されている。

　日々巨大化するポチに疑問を抱いていたが、空を飛ぶようになったので細かいことは考えないようにした。




［ルナ］

　年齢二四歳　髪・瞳色　薄茶髪　身長１６２ｃｍ　体型　スレンダー貧乳　立場　弓騎兵指揮官

　呼び方　族長様　自称　私わたくし　好きなもの　古典書物　嫌いなもの　無し

　山の民から忠誠の証しとして捧げられ、処女も奪われた。

　武芸に優れ、統率力もあり真面目だが自己主張がないので影が薄い。

　古い書物で敬語を学んだため、やや不自然な言葉使い。

　山の民の中では体格は大きいがかなりの貧乳。




［ルビー］

　年齢二〇歳　髪・瞳色　茶髪　身長１５３ｃｍ　体型　スレンダー貧乳　立場　弓騎兵

　呼び方　族長様　自称　自分　好きなもの　ソーセージ　嫌いなもの　無視されること

　ルナの妹で優秀な弓騎兵。姉について主人公の元にやってくるが、全てにおいて特徴が無く記憶に残るタイプではない。

　何かしらの用がある時には問題なく見つかるが、特に気にしていない時に偶々見つけることはほとんどない。このことは彼女が認識されたことで初めて存在した可能性を提起している。




［リタ］

　年齢三三歳　髪・瞳色　黒髪黒瞳　身長１７０ｃｍ　体型　グラマーでか尻　立場　メイド長

　呼び方　ハードレット様・旦那様　自称　私わたし

　好きなもの　巨根　尻を叩かれること　嫌いなもの　乱暴な太った男

　アークランドとある領主の屋敷にて使用人兼性奴隷として囲われていた。戦争の中で領主を打ち倒した主人公に惚れ、愛人にして欲しいとゴルドニアまでついてきた。

　厳しいメイド長として使用人達に恐れられながらも頼りにされている。

　メイド雇用から仕事の管理、待遇の決定、日々の消耗品補充など屋敷の維持管理に重要な部分を担う。

　尻を打たれるのが大好きで、主人公の剛力で真っ赤になるまで叩かれて喜ぶ。




［ヨグリ］

　年齢二六歳　髪・瞳色　黒髪黒目　身長１６３ｃｍ　体型　巨乳グラマー　立場　愛妾　劇作家

　呼び方　エイギルさん　自称　私わたし好きなもの　読書　本を書くこと　嫌いなもの　嘘付き

　元村娘。アークランド戦争にて村民を率いて主人公の部隊に協力して縁が繋がる。

　作家を目指す心をダメ男に付け込まれ浮気、金づるにもされた。この件で家中で孤立したが、主人公の取り成しもあってメリッサ・マリア・カトリーヌと仲良くしている。

　生々しい実体験を元にした演劇脚本が人気を博し人気の脚本家に転進、女優リリアーヌと充実した毎日を送っている。浮気の負い目が残るのか、ノンナと二人きりになると気まずい。




［ミティ］

　年齢二〇歳　髪・瞳色　茶髪、黒瞳　身長１５４ｃｍ　体型　中肉中背　お尻にやや肉　立場　側室

　呼び方　旦那様　自称　私わたし好きなもの　甘いお菓子　嫌いな物　嫌味　酔っ払い

　主人公が家を買った際、使用人として孤児院から雇い入れた三人、アルマ、クロルのお姉さん格。

　マリアを尊敬し、きっちりと仕事をこなしていたが、酔っぱらった主人公に酒の勢いで処女を強奪され、そのまま側室となる。出産を経験し母となるもまだまだ若く、元気に溢れる。

　クロルとアルマの良き姉であり、恋人関係になった二人に心を砕いている。




［レア］

　年齢一〇代後半　髪型　金髪　身長１５３ｃｍ　体型　やや豊満　立場　愛妾

　呼び方　ご主人様　自称　私わたし好きなもの　無理やりプレイ　セリア　嫌いなもの　怒声

　主人公と同じ地下の施設に監禁され、玩具にされ続けていた。

　遥か昔の思い出を大事に持っており、主人公に極度に依存して絶対従順の態度で尽くす。

　おっとりした性格だが性には積極的で自分の身を顧みない奉仕を行う。非常に性技がうまく、天性の名器。

　怒られることがトラウマになっており、怒声を浴びせられると縮こまって泣いてしまう。

　歳の近いセリアと何かと仲が良い。剣奴時代の主人公を知る数少ない人物で、セリアから昔のことを聞かれることが多い。




［アリス］

　年齢一〇代後半　髪・瞳色　赤髪（魔力消耗時白髪）身長１５０ｃｍ　体型　寸胴貧乳　立場　愛妾魔導士

　呼び方　エイギル様　自称　私わたし

　好きなもの　肛門弄り　ぬるぬるしてウネウネした長いもの　嫌いなもの　炎

　ゴブリンの巣から助け出された女達の一人。無口で受け身で大人しい。

　極めて強力な火魔法使いだが、肛門を刺激されると途端に戦闘能力を喪失してしまう。

　性感を求めて棒状のものを尻に入れる嗜好があり、過去にはワームを密かに飼育して危うく心身を乗っ取られかけたことも。




［ミレイ］

　年齢二〇後半　髪・瞳色　赤毛　身長１７２ｃｍ　体型　筋肉質グラマー　立場　愛妾

　呼び方　エイギル　自称　あたい　好きなもの　小さな子供　筋トレ　嫌いなもの　窮屈な服

　カーラと共に主人公と出会いしばらく行動を共にする。現在でもカーラと仲が良い。

　勝気で荒っぽい性格だが随所に優しさがにじみ出る人情家でもある。

　本性が見抜かれるのか小さな子供に好かれやすく、ゾロゾロと引き連れて市場で買い食いしている姿が目撃されている。




［グレーテル・ベルツ］

　年齢一八歳　髪・瞳色　栗色　身長１６２ｃｍ　体型　巨乳　立場　側室

　呼び方　ご主人様（犬時）辺境伯（妻時）自称　私わたくし

　好きなもの　首輪と綱　垂直に立った柱　アップルパイ　嫌いなもの　猫

　名門伯爵ベルツ家の四女。王立学校に通っていた際は傲慢でポルテを下級官吏と馬鹿にして言うことを聞かず、同級生にも嫌がらせを行っていたが、主人公から説得（仮）されて改心した。

　その過程で犬としての自分に目覚め、人前で首輪をつけて四つん這いで歩く事も平気になった。

　父親ベルツ伯の圧力で主人公の妻となるが、いつか親族の前で妻犬としての自分を晒そうと企んでいる。




［ドロテア］

　年齢四六歳　髪・瞳色　薄い茶色・グレー　身長１６３ｃｍ　体型　やや痩せ　立場　王都屋敷管理

　呼び方　ハードレット様　自称　私わたくし　好きなもの　子供　嫌いなもの　人買い・奴隷商

　ゴルドニアで孤児院を経営していた女性。根っからの善人で子供たちを無償の愛で育てる。

　紆余曲折の末、主人公の愛人としてその庇護の下、王都の屋敷で孤児達の面倒を見る。

　年増だからと性には消極的だが、主人公に激しく求められて女を取り戻している。

　四四にして子を儲けた。

［マータ］

　年齢一六歳　髪・瞳色　黒髪・ブルー　身長　１４８ｃｍ　体型　細身　立場　傍仕え（二重スパイ）

　呼び方　旦那様　自称　マータ　好きなもの　噂話　嫌いなもの　暴力

　主人公をスパイする為に王から送り込まれたスパイだったがばれて犯され、巨根好きが災いして心まで落ちてしまう。王宮勤務の経験を生かして傍仕えとして働く。

　王の警戒心が薄れたことでスパイの任務が形骸化、報告書の催促が減ってきている。

　噂話が大好きでよく屋敷のメイドとヒソヒソ話をしている。話題は主に人の浮気や不倫など色事。まれにとんでもない情報が零れていることも。

［ソフィア］

　年齢二五歳　髪・瞳色　黒髪黒瞳　身長１６８ｃｍ　体型　ややぽちゃ　立場　愛妾

　呼び方　ハードレットさん　自称　私わたくし　好きなもの　脂っこい料理　嫌いなもの　戦争

　連邦の高位貴族にして軍司令官ウォルナスキー家の娘、別の貴族家に嫁いでいたが帝国に領地を占領されて亭主は戦死、自らは性の玩具にされていた。単身乗り込んだ主人公に助け出されて惚れる。

　元々惚れっぽい性格で好きな男性が頻繁に変わる浮気っぽい性格。

　今は主人公にぞっこんなので戦死した亭主のことはあまり気にしていない様子。

［マルスリーヌ］

　年齢四八歳　髪・瞳色　ストロベリーブロンド　身長１６２ｃｍ　体型　豊満　立場　愛妾

　呼び方　ハードレット様　自称　妾　私わたくし好きなもの　バラの手入れ　嫌いなもの　群衆

　元トリエア王国王妃。戦後の裁判で処刑されかけていた所、裁判の場で女として囲いたいと言い放った主人公に娘共々預かられる。年齢をものともしない激しい愛の末に種が付き、高齢出産する。

　娘達に主人公の種がつくことを願っている。

［ステファニー］

　年齢二七歳　髪・瞳色　ストロベリーブロンド　身長１６０ｃｍ　体型　豊満　立場　愛妾

　呼び方　義父様　自称　私わたくし好きなもの　お茶会　嫌いなもの　政治全て

　マルスリーヌの長女　同じく裁判で処刑されかけていた所を主人公に預かられる。

　おっとりした性格、既婚だったが逃亡中に権力を無くした彼女を見限った旦那に離縁された。

　主人公に激しく抱かれて心を許し、旦那を忘れて愛妾となる事を決めた。




［ブリジット］

　年齢二二歳　髪・瞳色　ストロベリーブロンド　身長１６５ｃｍ　体型　豊満（貧乳）　立場　愛妾

　呼び方　あんた・あいつ　自称　私わたし好きなもの　ボードゲーム　嫌いなもの　平民

　マルスリーヌの次女にして三姉妹唯一の貧乳。全体的な肉付きはいいのに胸だけが膨らまなかった。

　気丈で強気な性格で主人公にも頻繁に食って掛かるが実は姉妹で一番の好色。

　男性の間で人気のあるボードゲームに熱中しているが強くなく、母親と姉妹、主人公にしか勝てない。

　負けず嫌いな彼女が主人公の部屋に通うのはこれも一因。




［フェリシー］

　年齢一八歳　髪・瞳色　ストロベリーブロンド　身長１５５ｃｍ　体型　巨乳豊満　立場　愛妾

　呼び方　お義父様おとーさま自称　フェリシー

　好きなもの　子犬　子猫　ぬいぐるみ　嫌いなもの　怖いこと　ポチ

　マルスリーヌ三女。最年少だが非常に豊満な体つきをしている。年の割に無邪気で少し抜けている部分も。女としてだけでなく、父として主人公に甘えることも多い。愛嬌がありふわふわした美少女。

　小動物など可愛らしいものが大好き、反対に喧嘩や戦いなど野蛮で怖いことは苦手。

　屋敷に迷いこんだ子猫を探す中でのポチとの遭遇は両者の心に深い爪痕を残した。

［クレア］

　年齢二八歳　髪・瞳色　黒髪　身長１６３ｃｍ　体型　標準　立場　御用商人Ｃ＆Ｒ商会会長

　呼び方　辺境伯様（公）エイギル様（私）エイギル（ベッド）自称　私わたくし

　好きなもの　利益　長時間労働　嫌いなもの　損失　福利厚生

　元貴族の娘で家名を取り戻すために盗賊稼業に落ち、結果主人公に敗れて尻を陵辱される。

　フィリッチ商会にて中央平原北東部地域担当まで出世するが、本店が南ユーグリア帝国に傾倒し、ゴルドニアからの撤退を指示されて反逆。独立してＣ＆Ｒ商会を設立する。主人公の協力を得て数々の妨害工作を打ち破った。

　工業都市リントブルム設立などハードレット領での物流、製造、資源採掘など経済活動をほぼ独占し莫大な利益をあげている一方、長時間労働や募集と実際の仕事内容や給金が違うなど問題点も複数見受けられる。南ユーグリアとの戦争では一時的に利益を度外視して主人公に全面協力、一世一代の賭けに出ている。

［ローリィ］

　年齢一九歳　髪・瞳色　金髪・ブルー　身長１４６ｃｍ　体型　子供体形　立場　Ｃ＆Ｒ商会専務

　呼び方　ハードレット様　自称　私わたし好きなもの　大儲け　プリン　嫌いなもの　光物　ロリコン

　没落した商家の娘であったが商才を見込まれてクレアの片腕となる。

　Ｃ＆Ｒ商会設立に際してもクレアに次ぐ地位を得る。

　商機を得る為に体を使うのも厭わない。故に幼児体形だが男の扱いには慣れている。

　主人公との関係も当初は特権を得るためであったが、最近は……。

　黒蜜のたっぷりかかったプリンが大好物で専門の職人から取り寄せている。部下が間違えて食べようものなら解雇の対象にも成り得る。
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　人外　♯二八

［ブリュンヒルデ］吸血鬼　第一六六話　夜を歩く者達

　年齢三〇〇？　髪・瞳色　金髪・ブルー　身長１５５ｃｍ　体型　スレンダー　立場　協力者

　呼び方　貴様・お前　自称　妾　好きなもの　？？？　嫌いなもの　流水　日光

　ヴァンパイア集団のリーダー。下僕を使って食事用に奴隷を買い集めていた。傲慢で冷酷、人間を食料か小虫程にしか見ていなかったが、主人公の血の味に惚れて協力するうちに情が移った。

　集団内では絶対的存在だが、実際の統率は側近のジークフリートに一任している。

　外見は一〇代前半の少女だが、三〇〇年を生きており、隔絶した力を持つ。日光は苦手だが、一般的な吸血鬼のように灰にはならず、ただ不愉快になるだけ。

　主人公を弟のように見ている。特に甘えられることに弱く、懇願されると大抵のことならば受け入れてしまう。姉弟になり切った性交中に吸血するのが最近のトレンド。




［キフィル］吸血鬼　第三七二話　三つの刃

　年齢二〇前半？　髪・瞳色　茶色・レッド　身長１５９ｃｍ　体型　細身　立場　ブリュンヒルデ隷属

　呼び方　人間　自称　??　好きなもの　??　嫌いなもの　日光

　主人公の暗殺を狙い南ユーグリア帝国から送り込まれた刺客。

　あと一歩の所で失敗し、ブリュンヒルデによって吸血鬼に変えられた。

　ヒトであった頃の記憶こそあるが、人間社会への興味は無く、あるのはブリュンヒルデへの忠誠のみ。




［ジークフリート］吸血鬼　第一六六話　夜を歩く者達

　年齢三〇〇？　髪・瞳色　金髪・ブルー　身長１９４ｃｍ　体型　細マッチョ　立場　ブリュンヒルデ従者

　呼び方　人間　自称　??　好きなもの　??　嫌いなもの　??

　ブリュンヒルデの片腕にしてヴァンパイア集団の実質的統率者。文字通り、人外の美形。

　ブリュンヒルデに絶対服従し、どんな命令にも一切意見することは無い。

　圧倒的な強さを持ち、人の戦える相手ではない。

　南ユーグリアとの戦争に吸血鬼部隊として参戦しているが、ブリュンヒルデ以外の指示は一切聞かない為、彼女と彼女に『お願い』をする主人公が居なければ上手く動かせない。

［ミルミ］　人魚　第一四三話

　年齢五〇歳　髪・瞳色　水色　全長１６０ｃｍ　体型　上半身グラマー　立場　水道守護

　呼び方　エイギル　自称　私　好きなもの　おニク　嫌いなもの　子供を傷づける者　放置釣り針

　ラーフェン近郊の池下の洞窟で暮らしている若い人魚。産んだばかりの卵に主人公が特濃種付け、数百匹の母となった。住んでいた池に水道橋が完成、主人公の屋敷と行き来出来るようになった。

　普段は呑気で明るい性格だが、子供に危害が加えられると悪鬼と化す。

　下半身が尾びれなので陸上ではペタペタ這うしかできないが、水に入れば無敵。連邦への援軍に向かった際には子供達とともに主人公に同行し、リヴァイアサン撃沈の大きな力となった。

　ラーフェン攻防戦では水の手を狙う敵を撃滅する。

　人間と同じ顔立ちだが、口を開くとノコギリのような歯がびっしり並んでいる。

　戦いが続く中で普段は食べない種族の肉の味を覚えつつある。

［ラミー］二一〇話－二

　年齢不明　髪・瞳色　紫髪・蛇目　身長６ｍ　体型　超スレンダー？　立場　庭師

　呼び方　貴方　自称　私　好きなもの　果物・柔らかい肉　嫌いなもの　ゴブリン　臭いのきついもの

　森で暮らしていたラミア。仲間との致命的な違いに悩んでいた。

　主人公と番になることを決意、森を出て来た。

　屋敷の中庭に家を貰い、庭の管理を任された。一時、増殖したアルラウネに混乱するが、今は良き友達。

　ラーフェン攻防戦を生き残った最後の一本を自室の鉢植えで大切に育てている。

［ケイシー］怨霊　第九〇話　幽霊屋敷

　見た目年齢　二〇半ば　身長１５５ｃｍ（可変）　体型　中肉（可変）　立場　屋敷に憑いた怨霊

　呼び方　貴方　自称　私　好きなもの　カボチャ　覗き見　嫌いなもの　幽霊　暗闇

　王都の家に取り付いていた幽霊、主人公に犯され憑いていくことになった。

　見える人間と見えない人間がいる。細かい性格の人間により見えやすい模様。脳内会話が可能。

　明るい性格で苦手なものはお化けと暗い場所。かなり繊細で枕や環境が変わると眠れなくなる事も多い。

　食へのこだわりが強く、遅れると物を揺らして催促する事も。「捨てられる女」・「首吊り自殺」などの言葉を引き金に怨霊化する事もあるがイリジナには通じない。

　壁を通り抜けられる体を利用して家中でスパイ活動に勤しむが、ドジなのですぐばれてしまう。

　不死だが押されたり踏まれたりすると凹み、色物と一緒に置くと変色する。

　ラーフェン奇襲の混乱の中、行方不明になってしまう。現在懸命な捜索が行われていない。




［フェルテリス］エルフ　第二四八話　エルフ村の一大事③　討伐隊敗北

　年齢一〇〇歳（人間換算二〇歳）髪・瞳色　濃い緑・エメラルドグリーン　身長１７６ｃｍ　体型　細身

　立場変態　呼び方??　自称　あたくし　好きなもの　エルフの誇り　変態行為全般　嫌いなもの　なし

　村一番の弓と魔法の使い手にして誇り高いエルフだった。

　オークを前に心に秘めていた変態性が開花し、輪姦されることで満開となった。

　身体的に痛めつけられるのみならず、精神的な暴力、汚物的な凌辱なんでもＯＫのド変態。

　エルフの誇りと連呼しつつ、自ら男を挑発して凌辱を誘う。

　人口の多いラーフェンに出て来たことで性癖が更に暴走、少年、囚人、人夫と無差別にやりまくり複数の病気を貰って現在治療中。ノンナより屋敷のトイレと風呂の無期使用禁止が言い渡されている。
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　仲間

［レオポルト・フーゲンベルグ］第三八話　去る者来る者

　年齢二六歳　身長１８０ｃｍ　立場　首席参謀

　呼び方　ハードレット卿　自称　私　好きなもの　？　嫌いなもの　無能

　元ゴルドニア南部貴族配下。後先を考えず王家へ反逆した主人を見限り、主人公に仕官。

　卓越した指揮能力と統率能力を持ち、政治や陰謀の知識も持つ。主人公の野心を見抜いている。

　参謀として広範に指揮を執っており、実質最高司令官。主人公に指示することも多い。

　常に無表情で感情をまったく表に出さない。味方を捨て駒にしたり、民間人を巻き込むことも厭わず、最小の損害で最大の戦果をあげる機械のような思考を持つ。相手の心情を思いやることなく直言するので基本的に誰にでも嫌われる。




［アドルフ・フールカ］　第五一話　国破れて山河あり

　年齢三三歳　髪　部分的肌色　身長１７４ｃｍ　立場　全権内政官

　呼び方　ハードレット様　自称　私　好きなもの　民の安寧　健全財政　嫌いなもの　無駄遣い

　元アークランド政務官で上層部を批判して牢に入れられていた所を主人公に救出される。

　政務能力が高く発想も革新的。荒事はからっきしだが度胸はあり図太く飄々としている。

　主人公領内の内政全般を統括している。自分の他に内務のできる人材が少なく激務なのに加え、主人公の思い付きやノンナの浪費に対応して心労が嵩んでいるのか時折禿げる。

　ラーフェン攻防戦時、臨時防衛司令官となったが、戦闘適性の無さを露呈した。

　大戦争で領内が荒れ、財政が崩壊しつつあることに心を痛め、可能な限り民を救おうと尽力している。




［トリスタン］第一二九話　溜息の名将

　年齢二三歳　身長１６６ｃｍ　立場　参謀

　呼び方　辺境伯　自称　僕　好きなもの　昼寝　読書　紅茶　嫌いなもの　労働　青豆

　旧トリエア領併呑の混乱期に発生した農民反乱のリーダー。主人公に鎮圧され半強制的に部下にされる。

　天性の策略家であり、数多の書物から吸収した知識と併せて卓越した指揮能力を発揮する。

　敵の戦術を潰すことを得意とし、智将タイプの相手を特に得意とする。レオポルトへの相性良し。反対に戦術の欠片もない滅茶苦茶な相手には対応が遅れることもある。主人公との相性悪し。

　戦争以外にも内政でも調略でも才能の片鱗を示すが、怠け者で仕事嫌い、責任感はまったく無く、自分から新たな役割を得ようとすることは決してない。

　仕事は嫌いだが議論など頭を使うことは好きなようで、専門外であっても説明口調で横から口を出すことが多い。結果それならお前がやってみろと仕事が増え、深いため息をつくことになる。

　現在レオポルトの下、参謀として酷使されている。度々労働環境の改善を主張しているが、戦時中なので考慮される可能性はない。

　ラーフェンに肉体関係を結んだ恋人がいるが、本人は意思に反して無理やりされたと主張している。




［ギド］

　年齢一八歳　髪色　黒髪・黒目　身長１７４ｃｍ　立場　護衛隊部隊長

　呼び方　族長様　エイギル様　自称　俺　好きなもの　人妻　嫌いなもの

　山の民の若者。優れた戦闘センスを見込まれ主人公を守る護衛隊に所属している。

　戦場での共闘から娼館へのお供まで公私ともに関係は深い。

　かなりの女好きであり、幼馴染で同い年の妻を持ちながら頻繁に浮気をしている。特に人妻や彼氏持ちの女性を寝取る性癖を持つ。山の民の中では大柄であり、顔がとても良く性器も大きい。主人公について遊び回るうちに女の扱いにも慣れてモテる。既婚未婚問わず女性と次々に肉体関係を結び調子に乗っている。




［クロル］

　年齢一八歳　髪　金髪　身長　１７３ｃｍ　立場　屋敷の使用人

　呼び方　エイギル様　自称　俺　好きなもの　女性　嫌いなもの

　孤児院出身の使用人。女性陣の生活空間に出入り出来る貴重な男使用人。

　過去に一時性的不能となったが克服し色々な意味で一皮むけた。アルマと結婚を約束しているが、ロラ・ミラ親子二人を愛人に持つ。一方で多数の女性を悠々囲う程の地位と余裕があるわけではない。

　密かに寝取られ願望を持っており、愛人親子と下らない遊びをしているが……。




［マック］

　年齢三五歳　髪　スキンヘッド　身長　２１０ｃｍ　立場　工兵隊長

　呼び方　??　自称　俺　好きなもの　褐色肌の女性（日焼け可）苦手なもの　ノンナ

　元奴隷。奴隷商人の護衛とノンナ含む他の奴隷の監視を行わされていた。

　主人公が奴隷商人を退場させ、ゴルドニアで軍人となる。一時期ブルーノと行動を共にしていたがソリ合わなかったようで現在は交流無し。

　奴隷時代を知る故かノンナから複雑な視線を向けられており、自ら距離を空けている。

　工兵隊長にして無口な超マッチョ。単純な力比べならば主人公にも匹敵する剛力。

　凄オークに近い巨体かつ口下手、とんでもない巨根なので女性に怖がられることが多く、馴染みの娼婦は決まっている。褐色肌が大好きで少なくないボーナスを貢いで日焼けを懇願している模様。

　ラーフェンに追いかけてきた黒エルフの女性を夜毎に抱いている。




［セバスチャン・ミゼルス］

　六〇歳　執事　呼び方旦那様　身長１８０ｃｍ

　貴族家に執事として仕えていたがゴルドニアの改革の中で失職。主人公に雇われる。

　礼儀作法に通じ、事務能力も高い。落ち着いた老紳士。

　主人公の方針には一切意見せず、執事としての業務に徹する。

　一見枯れているが未知の技量を持つ模様。六〇歳になったのを機に引退も考えているようだが。




［ジム・カーマック］

　年齢三〇歳　髪・瞳色　金髪碧眼　身長１８５ｃｍ　体型　マッチョ　立場　客将

　呼び方　ハードレット殿　自称　俺　好きなもの　ジャスティス　フリーダム　嫌いなもの　不正義

　元リバティース共和国軍人。祖国が南ユーグリアに併呑され妻とともに主人公を頼って亡命する。

　たたき上げの軍人で祖国とその国是である民主主義を愛していた。司令官としての能力は高いがわかりやすい正義を好み熱血漢で単純。いずれ民衆が目を覚まし侵略者に立ち向かうと信じている。

　妻を深く愛しており日夜大げさに愛を囁く。夜の行為の声がやたら大きく隣人からの苦情が絶えない。主人公を気に入ってはいるが特権を持つ貴族で領主なのが気にかかる。いずれゴルドニアにも民主主義を根付かせたいと思っている。内政官のアドルフに選挙の必要性を訴えたが返答は「その考えに賛同しないではないが、現実的でなく混乱を引き起こし逆効果になります」と拒絶された。

　酒の勢いで数度浮気をしている。発覚すればリバティースの慣習に従って妻に離婚される上、多額の慰謝料と養育費を取られるので秘密にしている。知らぬがジャスティス。




［バルバノ］　ドワーフ　第一一三話　深遠から来るもの

　年齢??　身長１５５ｃｍ　立場　無し

　呼び方　お前　友　自称　儂　好きなもの　強い酒　金属加工　長重広大　嫌いなもの　実用性の無い品

　鉱山町リントブルム近くの山に住むドワーフ族のまとめ役。剛力揃いのドワーフの中でも特に力が強い。金属加工の腕もピカ一。

　主人公の要請で大砲なども製作したが、人同士の戦争に興味は無く火薬で鉄弾を発射する機構に興味を持っただけ。故に運用やコストを無視して性能を求めてしまう。リントブルムを打ち倒した巨砲も製造する。

　金属弄りが大好きで一度熱中すれば寝る間も惜しんで取り組む。武骨に見えて人間の職人が及びもつかないほど手先が器用。細かい加工もお手のものだが、華美な装飾にはしらず重厚で頑丈な物を好んで作る。

　女もそれなりに好きだが、人間とは好みが違い毛深く短足で横方向にどっしりした女が美女とされる。

　特に濃い腋毛は重要なチャームポイントらしい。

　腕を失ったセクリトの為に特製の義手複数を製作した。




［ギルドレス］第一八七話　正統マグラード掃討戦①　草原の会戦

　年齢四一歳　髪　黒髪短髪　身長１９０ｃｍ　体型　超マッチョ　立場　アレス王

　呼び方　貴様・漢　自称　俺　好きなもの　女体　戦い　真の漢　嫌いなもの　軟弱な男

　筋肉と戦いを国是とするポリス［アレス］の王にして無類の強さを発揮する最強の戦士でもある。

　正統マグラードを巡る戦いで主人公と一戦交え、その強さと漢を認める。

　好色絶倫巨根と三拍子揃っている上に圧倒的な守備範囲の広さを誇り、老婆から幼女まで女と名がつけば誰でも食える豪傑。あらゆる意味で頼りになる男だが考える前に体が動く上に人の話をまったく聞かない。

　真の漢と認めれば利益も理屈も度外視して協力してくれる。

　主人公の頼みを受け一万の兵を率いて南ユーグリア帝国との戦争に介入、封鎖された大河を数十キロ泳いで参陣するなど非常識さは健在。口実は都市国家メルドラが南ユーグリアに協力したことだが気にしている者はいない。

［ヤーコフ］

　年齢二九歳　身長１９５ｃｍ　体型マッチョ　立場　一〇五兵団長

　呼び方　大将　自称　俺　好きなもの　戦争　女　お宝　酒　嫌いなもの　口うるさい上官　規律

　オルガ連邦二等市民出身。軍経験があり同じく二等市民中心で士気の低い一〇五兵団を率いていた。

　主人公に指揮され他の兵士と共にその生き方に共感して一躍精兵と化した。

　戦後一〇五兵団は強さこそ認められたものの派遣される町々で問題を起こしまくり、ゴルドニアからの支援要請を受け永久援軍として派遣されることになった。つまりは厄介者の強制移民である。

　連邦に四人の愛人を囲っていたが次々に愛想をつかされ誰も残っていない。

　一見山賊に見間違う容貌と相応の野蛮さでイヴァンナとセリアに嫌われている。

［マダム・ゴンザレス］

　年齢四？　歳　身長２０３ｃｍ　体型マッチョ　立場　娼館、菊開の園　娼館主

　呼び方　領主様ぁん　自称　私（激昂時は俺）　好きなもの　男　男の尻の穴

　嫌いなもの　女　戦争

　ラーフェンにて男娼館を経営する娼館主。濃厚な男色家であり、おしゃれな女装と化粧を欠かさないが元があまりにごついので女に成りきるどころか怪物と化している。

　かつては有名な傭兵だったが、真の自分に目覚めてからは同好の者を集めながら諸国を放浪、その異質さ故に苛烈な迫害を受けながらも仲間同士堅い結束を守り抜き、遂にラーフェンで菊開の園を立ち上げた。

　菊開の園は極めて異質で客を選ぶが同好の士にとっては替えの効かない大事な場所となっている。

　ラーフェン攻防戦では仲間たちの居場所を守るため義勇軍に参加して大きな戦果をあげる。

　領主から戦争が終わった後に特別な褒美を約束されており、領主との一晩の愛か、男前で有名な護衛隊ギドとの濃厚な一夜かで揺れている。
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　味方

　ゴルドニア王国

［レベッカ・ブレイズ筆頭情報官］

　年齢二五歳　髪・瞳色　黒髪・ブラウン　身長１５５ｃｍ　体型　寸胴　立場　王国筆頭情報官

　呼び方　ハードレット卿　自称　私　好きなもの　？　嫌いなもの　無能

　名誉騎士の長女で王宮付き女官だったが王に才を認められて情報官に抜擢される。

　武芸は人並だが頭が切れ、陰謀やその察知に長ける。

　王が猜疑心に囚われる中で権限を拡大させるが、ロサリオ事件以降自身の信頼も揺らいでいる。

　最悪の事態を脱した後も、かつての信頼は戻っておらず対応を考えている。

　主人公から体を求められているが都度拒否している。




［アレクサンドロ・ゴルドニア（アレクサンドロ一世）］

　年齢三五歳　身長１８２ｃｍ　立場　ゴルドニア国王

　好きなもの　ロサリオ　有能な者　成功　嫌いなもの　裏切者　無能　失敗

　父の死後、兄と叔父を謀殺して王位を継ぎ、中央平原北部をほぼ平定し強国ゴルドニアを作り上げた。

　既存の地位・これまでの貢献などに関わらず、有能な者を重用し無能な者を排斥してきた。

　目的の為にはいかなる犠牲も厭わず突き進む苛烈な性格を持つ。

　周囲の相手を併呑した後、猜疑心に苛まれ、情報官組織を新設するなど国内の裏切り者狩りに執心する。

　同時に自らを常に肯定してくれるロサリオを寵愛、これが周囲の不満を増幅させてロサリオ事件を引き起こした。

　事件の後、猜疑心は狂気に変わり確たる証拠も無いままに粛清を繰り返し、王国は弱体化、南ユーグリアとの戦争に際しては劣勢の大きな一因となった。

　その後、主人公からの説得とロサリオの治癒を受けてかつての知性を取り戻し、国内に総動員を下命するなど戦争勝利へ向け全力を尽くしている。直接ロサリオを治したとされているナーティアへ過分な褒美を与えようとしており、周囲を困惑させている。




［エイリヒ・ラッドハルデ侯爵］

　年齢三六歳　身長１８３ｃｍ　立場　ゴルドニア侯爵　軍務総監　東部大領主

　好きなもの　豪快な男　二〇代前半の女　嫌いなもの　表裏のある者

　ゴルドニア王国軍事最高者にして侯爵。夜明けの翼時代から軍団長を務め主人公の古くからの上官。

　戦術指揮はもちろん、策略・政務でも高い能力を持っている。軍人を中心に新貴族達の旗頭として大きな力を持つ。一方でゴルドニア伝統貴族や文官達への影響力は弱く、こちらを束ねるケネスと権力闘争を繰り返していたが、南ユーグリアとの開戦、その後の苦境に際して一時的に対立を解消して協力している。

　王が目覚めたことで対南ユーグリア戦争に集中できるようになった。

　現在は王都南に絶対防衛線を形成し、自ら指揮を執っている。

　地図的に依然不利は変わらないが、敵の攻勢を完全に停止させることに成功している。

　主人公の奇行（特に女性関係）に困らされることは多いが能力を高く評価し、公私共に関係は良好。

　南ユーグリア東部軍団の撃破には驚くと共に狂喜し、一つ二つの不祥事ぐらいは目を瞑ってやろうと考えているようだが……。密かにレオポルトを欲しがり狙っている。




［ケネス・ボールドウィン侯爵］

　年齢四五歳　身長１７２ｃｍ　立場　ゴルドニア侯爵　政務総監

　好きなもの　陰謀　嫌いなもの　??

　ゴルドニア王国の政務最高者にして侯爵。外交・謀略など裏の行動に長けており、軍を率いて表の行動を起こすエイリヒとは対極にある。王の懐刀として確かな信頼を得ていた。

　彼自身も成り上がり者ながら、エイリヒを中心に一大勢力となった軍人と新貴族を良く思わない伝統貴族や文官達を巧みに取り込み、巨大な派閥を形成した。こと権謀術数においてはエイリヒよりも上手。

　エイリヒとの熾烈な権力闘争を続けていたが、王が目覚め勝利に向けて躍進する現状での裏工作は裏目に出るとみて一時的に休戦。オルガ連邦から援軍艦隊を引き込むなど戦争への貢献を続ける。

　しかしながら戦争も外交の一手段との考えを持ち、あらゆる想定での戦後に向けて下準備は欠かさない。

　新貴族派閥分断の為、主人公に目をつけ接近を図る。思い通りにはいかなかったが、自派ベルツ家の娘グレーテルとの縁が繋がっており諦めていない。派閥の中で綺麗処の娘を集めているとの噂もある。
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　敵

［ヴィルヘルミナ一世］第三二〇話　南の異変

　年齢二一歳　髪・瞳色　黒髪・グリーン　身長１６０ｃｍ　体型　細身　立場　南ユーグリア帝国女帝

　呼び方??　自称　私わたくし好きなもの　??　嫌いなもの　??

　小国ポルポの末姫から中央平原南部全域を支配する女帝へと成り上がる。

　表向きは未熟ながら国の為懸命に働く健気な女を演じているが、実際には冷徹で計算高く目的の為には手段を選ばない。王に必要なあらゆる能力に優れるが、特に謀略と人心掌握に悪魔的才能を発揮する。

　一方で飛びぬけた才の無い軍指揮が課題だったが、ザフネス一味との邂逅によって欠けたピースが埋まり、行動を起こした。

　アルテイル神国、ヴァンドレア人民連邦を謀略をもって併呑。更に奇襲をもってリバティースも制圧した。

　大国ゴルドニアに対しても謀略を仕掛けて混乱させ、緒戦から一方的有利に戦いを進めた。

　一方でゴルドニアが態勢を立て直したことで、今までのように短期に決着をつけることが難しくなり、加速度的に犠牲が拡大。ザフネスに事態の打開を促している。

　主人公とは炎痘病の特効薬の一件で顔見知りだが、その能力を特段に評価していたわけではなかったが、東部軍団の壊滅によって認識を改めた。




［ザフネス］

　年齢四一歳　身長１９５ｃｍ　立場　南ユーグリア帝国総司令官

　元ガーランド帝国大将軍。大戦で敗北、祖国へ帰還しても殺されると確信して信頼のおける部下とともに中央平原に逃走、ヴィルヘルミナと邂逅する。

　中央平原にはなかった高度な軍事知識を持ち、同行した部下の能力も高い。

　特に戦略レベルでの包囲、撃滅を得意とする。

　リバティース攻撃からゴルドニア攻撃、アークランド制圧までは概ね順調に進んでいたが、主人公領での敗戦からケチがつきはじめ東部軍団の壊滅パトリシア捕縛、正面戦線の膠着など緒戦からの有利が消えつつある。ヴィルヘルミナから早急な対策を求められ、自ら前線に出て指揮を執る。

　帝国時代から想いのあったセクリトの目撃情報に並ならぬ興味を持ち、地位を利用して庇護しその体を貪ろうと考えている。




［アセベド］

　年齢四三歳　身長１９３ｃｍ　立場　南ユーグリア西部軍団司令官

　ザフネスの部下。西部軍団を指揮してノーステリエスを渡りストゥーラ、マグラード総督府を含む西岸全域を制圧する。

　重装備の歩兵や弓兵を中心に重厚な陣形を組み、正道をもって当たる戦術を得意とする。




［マエスタス］

　年齢三七歳　身長１８０ｃｍ　立場　南ユーグリア中部軍団司令官

　ザフネスの部下。中央軍団を指揮して正面戦線で戦う。

　騎兵や戦車を使った機動的な陣形を組み、迂回、突破、包囲を繰り返す戦術を得意とする。




［ブスコ］

　年齢五〇歳　身長１６３ｃｍ　体型　デブ　立場　都市国家メルドラ王

　都市国家メルドラの王。都市国家の慣例を破り、南ユーグリア帝国に味方して艦隊を貸し出す。

　理由はかつて目の前で妻を寝取ったギルドレスへの復讐のため。

　メルドラは海運で大きな利益をあげており、少なくない額を横領しているブスコもかなりの金持ち。




［ツィーリア］第三六三話　異様な気配

　年齢二六歳　髪・瞳色　銀髪・グレー　身長１７０ｃｍ　体型　中肉　立場　南ユーグリア二十人隊長

　好きなもの　焼き菓子　嫌いなもの　ムカデ

　南ユーグリア帝国の尋問官。戦況の悪化に伴い、過去の軍務経験を買われて臨時部隊の指揮官として徴用。

　当初、ゴルドニアの大領主に近い重要人物とされたクリストフを尋問するが、あまりの腑抜けさに拍子抜けする。当初は情けなさを軽蔑していたが話をするうちに、男の楽しさ優しさに触れて惚れる。

　かつての味方と敵対するクリストフに心を痛めながらも傍に居てくれることを喜んでいる。

　既に体を許しても良いと思い、夜毎に隙を見せているが乗って来ないので不満を抱いている。

　マッサージが上手い。




［クリストフ］

　年齢二八歳　身長１８５ｃｍ　体型マッチョ　立場　二十人隊長補佐（兵卒）

　好きなもの　女性との酒盛り　嫌いなもの　??

　連邦で知り合った気の良い男。にこやかな男前かつ精悍な体つき。いかにも強そうで女性受けも抜群。

　しかし見かけ倒しで口を開けば軽薄かつ中身の無い会話で女性は離れ、戦えば圧倒的弱さを見せつける。

　最精鋭部隊護衛隊にお情け任用されて数々の戦場を駆けるが戦果無し。頻繁に負傷するも重大な怪我は一度もなく不思議な力を持っているとの噂が立つ。友達にするには最高の男。

　リバティースでの敗走時に南ユーグリアに捕縛され、過酷な拷問を受ける。

　紆余曲折あって尋問官ツィーリアとの真実の愛に気付き、部隊長に任じられた彼女の補佐として葛藤しつつもゴルドニアとの戦いに身を投じる。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　登場機会少キャラ（前回紹介と変化ありません。参考まで）

［モナシ伯爵］

　主人公領地の近隣領主、政務・軍務ともに能力はそれなりだが絶望的に運が悪く、やることなす事が全て失敗して文無しになった。

　同じく金に困る他二領主を率いて小派閥を形成、口の悪い貴族からは「困窮同盟」と陰口されている。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

　娘が主人公に手篭めにされた。

［ビンボ子爵］

　モナシ伯に隣接する領主

　元騎士で戦いの功績により中規模の街を領有したが内務に無知で税を適当にかけた結果、民が四散し貧乏になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。

［ゴクフィン男爵］

　ビンボ子爵と隣接する領主、男爵だけあって拝領した土地は小領で農地も痩せていた。

　領内に肥えた土地を発見、農民を強制移住させようとした結果、全員が逃亡し極貧になった。

　主人公に借金を肩代わりしてもらい傘下に入る。




［アルマ］

　一六歳　黒髪　ちんまい　呼び方　旦那様　　私

　孤児院組最年少。

　密かに想っていたクロルに強姦されるが最終的に受け入れる。

　一時クロルの浮気から破局の危機を迎えるが真実の愛に気付いて寄りを戻す。

　そろそろ正式に結婚したいと考えている。

［グリフ・ジルグレイ］

　三四歳　１９０ｃｍ 筋肉質　金髪碧眼　マグラード総督

　新たにマグラード総督に就任した男。

　優秀な統治能力を評価されているが、女を苦しめて喜ぶサディスト。

　エイリヒ、ケネスに次ぐ第三勢力のリーダーを狙っており、現状その位置にいる主人公を敵視している。

［ポルテ・ブラント］

　二三歳　茶髪　サイドテール　身長一六〇　中肉中背　呼び方ハードレット辺境伯　自分　私

　王立学校内政教官　実家の地位と役職が低く貴族の子女達の不服従に悩んでいたが主人公に解決（？）してもらう。

　主人公の領地で行われている内政官育成実地研修に教官として同行するが、実質はアドルフの補佐役。

　増え続ける難民問題の担当官に就任する。

　アドルフが禿げ倒れてしまった事に心を痛めている

［クララ］

　一八歳　銀髪　身長一五二　スレンダー

　クラウディアの付き人、奴隷市場で買われる。

　感情の無い凍った目をしていたが、主人公に心を許し初めての男として受け入れる。

　頭脳明晰で物事を冷静に観察している。

　クラウディアを上手く扱える侍女。

［リリアーヌ］

　二四歳　栗色　身長一六八　グラマーな理想体型（強烈な節制で作っている）呼び方　辺境伯様

　ゴルドニアで主演女優まで登り詰めたが、過去の職歴がばれて劇団から追放され、ラーフェンへと招かれた。人一倍演技への情熱が強い。

　人目を引く相当な美女であり、主人公の寵愛を得て更なる高みへ登ろうとしている。

　ラーフェンで劇団を作り軌道に乗せるが、現在の劇場が小さすぎる為に限界を感じている。

　一門を引き連れ、新劇場建設のロビー活動を行う。

［レティシア］

　二五歳　茶髪　身長一六三　豊満ふわふわ　呼び方　領主様

　おっとりとした性格とふわふわな体、ぽってりとした男好きする唇を持つ。

　いい体の上に油断も多いので頻繁に強姦されてしまっていた。

　主人公にラーフェン一等地の小料理店をもらう。

　妹（？）シャロンと共に主人公の愛人となった。

［シャロン］

　一六歳　茶髪　身長一五五　無乳　呼び方　ハードレット様

　レティシアの妹（？）。小料理店で姉と共に働いている。

　主人公に貞操を奪われて一生愛人となる事を誓っている。

　必要なら切り落とす覚悟がある。




［ユーラーレン］

　千歳　淡い緑　身長一六五　村長　細身だが尻は大きい　妾　そなた

　エルフ達の中でも飛びぬけて長生きしているエルフ村の村長。

　イジャリス率いる黒エルフ村と長年対立していたが、主人公の訪問を機に和解。

　清純な外見とは裏腹にとんでもない淫乱にして変態。

　過去には親友だったイジャリスと共同でオークをやり殺した事もある。

　主人公の種汁を集めてとんでもない事をした模様。

［イジャリス］

　千歳　淡い紫　身長一六二　豊満むちむち　わっち　ぬし

　黒エルフ村村長

　極めて露出の多い格好をしており、男を誘うポーズを繰り返す。

　見た目通りの淫乱で常に男を求めている。

　主人公のすすめでエルフ村と和解する。

［ラーヌ夫人］

　三四歳　黒髪　身長一五八　やや豊満　呼び方あなた（結婚風）

　内政官の夫を持ち、六児の母　日々盛り場で浮気を繰り返す淫乱妻

［イザベラ］

　三〇歳　赤髪長髪　グリーンの釣り目　身長一七〇　巨乳　私わたくし

　アトロア首長　父の後を継いで三年前に首長となり部下の信頼も厚かったが正統マグラード頭目と恋仲になり戦乱を招いた。

　大の巨根好きで主人公に寝取られ、更にギルドレスに寝取られる。

　巨根ならオークでもいいらしい。




［トティパ］

　二一歳才　１４３ｃｍ 細身　黒髪

　屋敷の財を狙った盗賊　身のこなしが非常に素早く、鍵開けや侵入に優れる。

　捕縛されて警備兵達共有の妻となった。

　遂に妊娠してしまい、警備兵全員に責任を取れと迫っている。




［ベイチェク］

　三六歳　マッチョ

　元ヴァンドレア侵攻部隊司令官

　国から切り捨てられ、噴火にも巻き込まれて祖国を捨てる。

　現在は主人公の領地で降伏した元ヴァンドレア兵からなる一団のリーダーをしている。

　部下共々女に飢えている。

［ダーシャ］

　二五歳　身長１６５ｃｍ 標準体型　足が綺麗

　元ヴァンドレア軍副官

　戦いの結果捕縛され、その後の噴火で家族の全滅を悟る。

　現在ベイチェクと共に元ヴァンドレア兵をまとめている。

　男だらけの環境のせいで周囲から欲情に染まった目を向けられ身の危険を感じている。

［コンラート・バルターク］

　一七歳　金髪　身長一七五　男臭いマッチョ　呼び方辺境伯

　王立学校指揮官養成コース所属、没落貴族家の騎士家次男　ホモ

［ナタリー］

　二二歳　幼児体型

　一〇やそこらの子供にしか見えないアンドレイの妻。

　アンドレイを見限ることなくラーフェンへの移住に付き合う。

　主人公からの誘いにはいつでも応じる構え。

［アンドレイ］

　四六歳　髭　大男

　末期のロリコン、ロリハーレムを作るがより小さく、より幼くの探求が尽きる事が無かった。

　まだ物事もわからない幼女に手を出し収監された。

　周辺住民からの排斥運動に押され、ゴルドニアからラーフェンに移住、固茹亭ラーフェン店を出す。

［エステル］

　二一歳　標準体型やや尻大　身長１６０ｃｍ　茶髪　目は緑　呼び方　御領主様　トリスタン　自分　私

　貸本屋の店長　仕事を放棄して逃げ出したトリスタンを匿った縁から現在も交際している。

　父と死別した後、店を継いだ。以前に男に金を貢いだ末に捨てられた経験あり。駄目男を構ってしまう癖がある。

　怠惰なトリスタンに父を重ねており、なんとか一緒になろうと店に連れ込んでは上に乗る。

［セレスティナ・モルト・コルティス］

　一二歳 金髪　身長一三七　子供体型　呼び方　兄様　自分　妾

　モルト王国女王、太陽のような笑顔は見るもの全てを魅了する。

　主人公を兄として慕いながら頻繁に悪戯されているので次第に性への興味を膨らませている。

　難民の流入に苦慮しているが、更に重大な問題が……。

［モニカ］

　二四歳　セレスティナ付きメイド（女官）身長一六三　やや豊満　呼び方　ハードレット様　自分　私

　セレスティナ女王付き女官

　セレスティナを溺愛する余り必要な試練からも目を逸らさせてしまっていた。

　主の命で主人公に処女を奪われるが忠誠心は健在。

［ロラ］

　一七歳　銀髪　身長一四七　ちんまい痩せ　呼び方　領主様　クロル様

　街娼親子の娘　幼い頃から客を取っていた。クロルに惚れてしまう。

　アルマに遠慮しながらもクロルに抱かれる毎日。

［ミラ］

　三一歳　ロラ母　銀髪　身長一五六　小柄痩せ　ハードレット様　クロル様

　街娼親子の母　一四でロラを出産　クロルの愛人

　アルマに遠慮しながらも若い男の体に夢中。

［ユノー］

　四三歳 リバティース民主国外務次官

　主人公とリバティース民主国との協力関係を成立させる。

　噴火を好機と捉え、自国の影響力拡大を狙っている。




［マルティン・ステーセリ］

　三五歳 １８６ｃｍ　金髪碧眼 オルガ連邦新防衛最高司令官

　連邦の冬季総反撃を指揮し、帝国との大戦争を勝利に導いた。

　司令官として極めて優秀で部下の信頼も厚い。

　国家的英雄として称えられている。

　主人公の事は指揮官としては極めて優秀と評価している。




［ニコライ・アルサノフ］

　三五歳　１８５ｃｍ　オルガ連邦北方兵団司令官

　北方兵団・通称「氷の軍団」の司令官にしてマルティンの旧知の友

　最高司令官の副官として勝利に貢献、過酷環境での戦いに長けた有能な前線指揮官。








第４２１話 銃後の街　前編

日本円換算（矛盾、誤差、あり得ます。参考までに）

金貨＝十万円　銀貨＝一万円　銅貨＝百円









ラーフェン　朝

　金貨二十枚のシルクカーテンを通して差し込む朝日が美女を照らす。

「あふ……もう朝ですか」

　美女は僅かに呻いて眉を寄せ、光から逃れるように金貨五枚の枕に端正な顔を埋める。

特に寝起きの悪くない彼女は十秒程微睡んだ後、上半身を起こして「くぅ」と控えめな伸びをした。

　金貨八枚のシルクネグリジェは極めて薄く、美女の巨大な乳房に乗るやや色の着いた乳首と整えられた茶色の陰毛が透けて見える。

　夏ながら明け方に裸同然の恰好は寒かったのか美女は身震いして金貨十枚のシーツを手繰り寄せる。

「サリー。マルル。起きていますか？」

　美女──ノンナは手を叩いて侍女を呼んだ。

「「はい奥様」」

　同時に隣室の扉が開き、しっかり身支度を整えた侍女二人が金貨五十枚のベッドの傍までやってくる。

　片方はサリー。身長はノンナよりも僅かに高いが体はかなりの細身、引き締まった顔が真面目さを表す有能な女性だ。

　もう片方はマルル。身長はノンナより僅かに低く、サリーとは反対に顔も体もふくよかで、おっとりした柔らかい雰囲気を感じさせる女性だった。




「いつもより十五分ほどお早いご起床ですね。温めたタオルです」

「いつも通りお紅茶の温度は温めでよろしいでしょうか？」

　ノンナは銀貨五枚のタオルで顔を拭き、金貨三枚のカップで紅茶を飲む。

「昨日は早めに休みましたし……朝日と共に始まりますからね」

　ノンナはカップを持ったままベランダに出て困ったような顔で街を見降ろす。

　陽が昇っていくらも経っていないが、ラーフェンの街では多数の人夫が動き回り、木槌や鋸の音を響かせている。ラーフェン攻防戦以降、毎日続く光景だった。

「もちろん街の修復は必須なのですが、段々音が近くなってきているように思います」

　さすがのノンナも街の修復に文句は言えず、プゥと頬を膨らませながら手すりに顎を乗せる。

「今までは街壁や堀、櫓の修復が最優先でしたから」

「それが終わっていよいよ市内の復旧が本格的になってきたみたいですね」

　ノンナは分かっているとばかりに足をバタバタさせた。

そして自らの裸に近い恰好に気付き、人の目がないか確認してから部屋に戻る。

「羽織物です」

　そして侍女から金貨十枚の白狐ガウンを着せられ、金貨五枚の椅子に座る。

「復旧は当たり前にしても、今まで家が無かった場所でも工事をしていませんか？　市街地が戦いの前より大きくなっている気がするのですが──貴女達もお茶しなさい。一人では落ち着かないわ」

　不満そうな声を出しながらノンナは金貨二枚の椅子二つをさっと引き出し、侍女達に促す。

そして愛する人と露店で買った銅貨十枚の小テーブルを大事そうに引き出し、傷がつかないよう丁寧にカップを置く。

「ご相伴致します。市街地は確かに大きくなっておりますわ。今の工事も住宅の復旧ではなく、新築も多くなっています」

「今まで壁の外で暮らしていた方々の多くが攻防戦に参加しました。今も一家の男手が義勇兵として参陣している家も多いですわ。そんな彼らを街の外に置いたままにはできぬからと」

　ラーフェンは拡大中の街であり、新しい住民がドンドン入ってくる。

だが無条件で誰でも家を持てる訳ではない。

　初期の人口増加政策によって無償で家を与えられた幸運な者達を除けば家や家具を買う金が必要なのはもちろんのこと、野菜や薪なども農村と違って自給できず全て商人から購入しなければならず出費が嵩む。

更にラーフェン居住者の人頭税は農村の数倍に設定されており、家族が多ければ大きな負担となる。

　野盗や魔物を寄せ付けない街壁、夜でも出歩ける治安を保つ警備兵、栓を開けるだけで水道橋から流れ込む清浄な水……全てただで手に入る訳ではない。

　アドルフは出来る限りの恩情ある対応をしていたが、何もかも与え続けては財政は破綻してしまう。

少なくともまともな家を建てるだけのまとまった金が無い者は壁内には住めない。

　だが東部最大都市ラーフェンは膨大な雇用と商機を生み出す。

それを目当てに集まる者達は壁の外に粗末な住居を建てて日中ラーフェンへと働きに来る。

こうした者が集まって壁の外にも小さな町が出来つつあった。

「確かに彼らには気の毒でしたが……」

　ラーフェン攻防戦はそんな彼らの街と生活も叩き壊した。

何しろ壁を挟んでの攻防戦が続いたのだから、外側に居た者達はたまらない。

　幸いにして南ユーグリア軍は民を殺戮する野蛮な集団では無かったが、攻撃や陣地設営の邪魔になる建物は容赦なく破壊、もしくは焼き払った。

彼らを街の外に勝手に住み着いたのだから、と切り捨てるのはあまりに無情だった。

「旦那様のご厚意で戦禍を受けた者には壁内に家を与え、無利子分割払いで代金を払えば良いことに……」

「どうせ決めたのはアドルフでしょう。エイギル様が利子だの分割だの理解できるはずがありません」

「奥様……」

　困った顔をする侍女達。

ノンナは咳払いして一人分銀貨半枚のお茶を飲み干す。

「まったく戦争のせいで我が家の財政は火の車……宝物庫も無残に空っぽ。正妻の私も爪に灯を灯す倹約生活です。子供に与える服さえ連邦取り寄せではなく領内の職人に作らせているのに……」

「それでも旦那様──いえ、アドルフ様の施策に民衆はとても感謝しております。一時期は何故街まで攻め入られたのかとの文句も聞こえたものですが……」

「今は『慈愛と性欲の領主様』『情けのアドルフ様』『鬼のマイラ』と評判になっております」

　夫が褒められて悪い気はしないのか、ノンナは誇らしげに胸を張り、銀貨三枚のお香を焚く。

「民を想うのは領主の義務ですけれど……恩情をかけすぎるあまり、家を潰してしまった話も聞きますから。エイギル様がお留守の今、私が目を光らせていないといけませんね……出かけます」

　気合を入れたノンナはガウンを置いて立ち上がる。

紅茶を飲み終えた侍女達も素早く立ち上がった。

「アナ様とバル様はいかがなさいますか？」

「工事ばかりの街に連れ出して万が一があってはいけませんから、昼までは寝かせておきましょう。乳母にはそう伝えておきなさい」

　侍女二人は承知し、外出用の服を揃える。

サリーが正面からノンナのネグリジェを脱がせると胸が解放され、整えられた彼女の前髪が風圧で揺れる。

「マルルお胸を支えて差し上げて。あまりに立派で支えながら服を着せるのは無理です」

「では失礼して……すごい重量感です。さすが奥様」

　マルルがノンナの巨乳を持ち上げるように両手で支え、サリーが手際よく着替えを済ませてる。

「ハードレット家の財は私が守ってみせますとも！」

　金貨二十枚の外出着に身を包み、金貨五枚の靴を履き、金貨五〇枚の首飾りをつけ、最後に鍵付き引き出しにしまっていた銀貨一枚のブレスレットを丁寧に付けたノンナは威風堂々出掛けて行く。

その姿は正に民の暮らしを検分に赴く大領主の若奥様だったが──。

「ノンナおはよ。今日はどこに無駄遣いに行くの？」

　玄関前でカーラに遭遇した途端、貴族然とした雰囲気が消し飛び、ぎゃあぎゃあうるさい町娘と化してしまう。

「失敬な！　戦時中の今こそ無駄遣いが無いかエイギル様に代わって確かめに行くのです！」

　ノンナとカーラは言い争いながら街へと出ていく。

　すれ違った警備兵が困惑しつつもノンナに敬礼し、侍女達が遠慮がちに諫める。

「奥様、人の目が……」

「わかっています！　まったく馬鹿カーラがいると品性下劣が移ります！」

　ノンナは胸の谷間から金貨十五枚の扇子を取りだし、興奮を鎮めるようにパタパタと早い調子で仰ぐ。

「なに上品ぶってるのよ。あたし達の街じゃない。もっと気楽にやんなさいよ……おっぱい見えてるわよ」

「ぶってません。私は本当に上品なのです……もう少し胸元の閉じた服が良かったかしら」

　プイと顔を逸らすノンナ。

続いて巨大な胸がブルンと揺れ、警備兵の集団は顔を逸らしつつも限界まで眼球を動かして胸元を見る。

「揺れる音が聞こえたぜ」

「やっぱりノンナ様はすごいな。あの美貌であのお体だもんな……あの谷間は中央平原最大だろう」

「もし奥様じゃなきゃ土下座してでも求婚するのに。浪費が凄いから養えそうにないけど」

「何言ってんだ？　ガッチガチの男の尻の方がいいだろ？」

　ヒソヒソと話す警備兵達。

だがノンナは内緒話を聞きつける能力が非常に高い。

「下品な目を向けましたね！　エイギル様に言い付けますよ！　真面目に仕事なさい！」

　ノンナが睨みつけると警備兵は謝りながら遁走していく。

　その様子にノンナはフンと鼻息を荒くし、カーラが苦笑する。

「いいじゃない減るもんじゃなし。化け物みたいなおっぱいを見るなって方が無理よ……ほんとでっかい」

　カーラは巨乳を揉みながら呟く。

ノンナもいつものことなので文句を言いながら好きにさせていたが、乳首を摘ままれたところで突き放す。

「あーあ、あたしにもこれがついてたら正妻だったのになぁ」

「ちょっと、その言い方だと私がおっぱいでエイギル様を垂らし込んだみたいじゃないですか！」

「え、違うの？」

　ノンナが両手を突き出してカーラに組みつく。

だが身体能力が違うのでカーラは笑いながら挑発するようにノンナをいなす。

そんな喧嘩だかじゃれ合いだかわからない取っ組み合いを侍女が止めようとした時だった。




「あう」

　カーラの大きめの尻が小さな少女を弾き飛ばしてしまったのだ。

「あっと、ごめんね」

「まったく野蛮なお尻です」

　地面に倒れた少女にカーラが手を伸ばした。

彼女はまだ幼く、カーラとノンナの顔を見知ってはいないようだった。

　少女は怪我も無くただ尻もちをついただけのようで、差し出された手を取ろうとする。

だが少女は隣のノンナに気づくとカーラの手を取らず、地面を這ってノンナの脚に縋りつく。

「……なんでよ」

「貴女の野蛮さに気づいたのでしょう。無垢な瞳で人間性を見抜いたのでしょうね」

　不満げなカーラに対してノンナは何故か満足げに胸を張り、マルルが少女を抱き起そうとする。

すると少女は上目遣いでノンナを見ながら消え入りそうな声で言った。

「──施しを下さい……綺麗なお嬢様」

　時間が停止し、ノンナがピタリと動きを止めた。

「……物乞いですか」

「あんたみたいに全身高そうな物でがっちり固めてればねぇ。なーにが人間性よ」

　少女は尚も施しをねだるが、ノンナは優しい目を一変させ、フンとそっぽを向いてしまう。

「だいたい昼間から大通りで物乞いとはどういうつもりですか。マイラさんが居たなら……」

　苛立ち紛れに叱ろうとするノンナだったが、少女の顔を見て怒声が小さくなっていく。

「……お願いです。施しを下さい……お金を……下さい」

　少女は涙を浮かべながら必死の形相でしがみ付く。

さすがにサリーとマルルが引き離すと力が入らないのか簡単に剥がされてしまった。

　ノンナはフウと溜息をついた。

「あんたが贅沢するよりは意味のある使い道よね」

「うるさいです！　はぁ……いくらですか？」

　すかさず茶々を入れるカーラに怒ってからノンナは侍女から財布を受け取る。

　少女はパッと表情を明るくする。

「い、いっぱいお願いします！」

　両手をばっと差し出す少女。

だがノンナの眉間に皺が出来たのを見て慌てて訂正する。

「ど、銅貨。銅貨三枚……ダメですか？」

　カーラはチラリと視線を逸らす。

傍の屋台では大きめのパンが銅貨三枚で売られていた。

「銅貨？　銅貨なんて持ち歩きません」

　ノンナは財布から銀貨を一枚差し出す。

少女は最初は呆然と、それから信じられないという顔をした後、地面に着く程頭を下げた。

「あ、あり……ありが……」

　緊張か興奮か、呂律も回っていない。

「いいからさっさと行きなさい。あと物乞いなんてしていたら品性が落ちますよ。最後はここの馬鹿みたいにそこいらで排泄するような野獣に──」

「うっさいわね。趣味なのよ」

　少女が困惑しつつも笑みを浮かべた時だった。

視線が動き、目が見開かれる。

　ノンナとカーラも視線を動かすと、三十路程の女性が筋骨隆々の男に肩を抱かれて路地裏から出てくる。

「へへ、貧相な体の割にはなかなか良かったぞ。すっきりしたぜ」

「……はい」

　人夫らしき男は女の尻を一撫でして去っていく。

女は愛想笑いで見送ってから肩を落とし、両手に置かれた銅貨を数えていた。

「お母さん？」

　少女が呼びかけると女は硬直し、錆び付いた歯車のような動きで首を回す。

「お母さん？　貴女がこの娘の母親ですか。貴女は娘に物乞いをさせるなんて何を考えて──」

　ノンナは母親を非難しようと詰め寄る。

それを見た少女も母を庇おうと慌てて駆けよる。

「だ、駄目！」

　脅えたように後ずさっていく女の様子を見て察したのか、カーラがノンナの肩を掴んで止めた。

　女の服は皺だらけになっており、首筋には赤い痕がいくつもついている。

足を開くのがつらいのか歩き方もぎこちない。

「ナルナ来ないで……」

「ど、どうして？　あっ!?」

　少女が抱き着くと、粘着質な音と共に母親の足元に白濁した汁が垂れ落ちた。

「母は売春、娘は物乞いですか」

　そこで母親がノンナに気づく。

彼女は正妻のノンナを知っていたのか、ヒッと小さく声をあげて娘と共に地に伏せてしまった。

「ラーフェンでは娼館外の売春と物乞いは違法ですよ」

「存じております！　ですがどうか……どうかお目こぼしを」

　母親は顔までべったり地面に着けて泣き声で言う。

　人夫の怒声や作業の音で騒がしい大通りとはいえ、さすがに異常を感じて周りに人が集まってきた。

「ありゃなんだ？　母娘で土下座なんて万引きか？　スリか？」

「最近多いよな。壁外の連中を入れてからだ……アドルフ様の恩情につけこんでカスが入ってきやがって」

「げ、相手を見ろよ。ノンナ様だぜ！　あーあ終わったな。地下牢二名ご案内だ」

　周囲が騒がしくなり、母娘は首まで赤くして震え始める。

それを見たノンナは横目でサリーを見た。

「こちらに」

　サリーは傍にあった食事処の店を指差す。

マルルが店の客、そして店主まで外に追い出していた。




　一団は周囲の目を避けるように無人となった店に入り、人目がなくなった店内で母娘は涙ながらに語る。

　一家は家族四人、壁外に小さな小屋を建て、夫がラーフェン内の商店で荷運びの仕事を、妻は夫を世話しながら家で裁縫の仕事をして家計を助けて、娘は産まれたばかりの赤子の面倒を見る。

つつましいながらも飢えることの無い生活をしていた。

　激変したのはラーフェン攻防戦。

家も家具も全て焼かれ、家族を守ろうと義勇兵に参加した夫は片足を失って仕事も無くした。

　アドルフの政策で壁内に家こそ貰えたものの、一家四人の食費と夫の医療費は工面しないといけない。

働けるのは妻一人だが、内職程度の裁縫技術では大した金にならない。

　こうして妻は家族に内緒で女に飢えた人夫に格安で体を売り、娘は日々物乞いに出る羽目になった。

「……事情はわかりましたが、ラーフェンの品性を落とす行動は看過できません」

　びくりと母の肩が震える。

「このままではこの娘は夜な夜な外で排便する変態になるでしょう」

　びくりと娘の肩が震える。

「なので再教育して差し上げます。明日から私の所に奉公に来なさい。見習いとしてしごいてあげます」

　驚く母娘、そしてカーラ。

こうしてノンナに日給銅貨三十枚の侍女見習いが一人増えたのだった。




　母娘は十回以上頭を下げた後、店を出ていく。

「いいとこあるじゃない」

　カーラが褒めるように後ろからノンナの髪をいじり、大きな乳房を掴む。

「止めなさい！　ハードレット家の正妻としてもっと侍女が必要と思っただけです」

　フンとそっぽを向くノンナ。

「少しは贅沢止める気になったのかしら？」

　頬っぺたを突きながら言うカーラ。だがノンナは視線を向けず、きっぱりと否定する。

「止めません。まだまだ贅沢しますとも」

　カーラが文句を言う前に続ける。

「あの母娘のみならず、他にもまだまだ困窮している民はいるでしょう」

　いつもと違う迫力にカーラも茶化せない。

「私が服を一着我慢すれば何人、何十人は救えます。でもそれでは意味はありません」

　ノンナは高価な首飾りをジャラリと揺らす。

「彼らが本当に必要なのは日銭では無く豊かさです。目先の金を与えても豊かで無ければ結局同じ。豊かさがあれば施しなどいらなくなります」

　ノンナは高価なドレスを揺らして立ち上がる。

「ハードレット家が豊かになれば民も救われる。その為に私の贅沢は必要なのです！」

　ノンナは巨大な胸を反らして高笑いする。

それを見てカーラはクスリと笑った。

「言うようになったじゃん。そういうこと、あたしにはわかんない。だからアンタが正妻なのね」

　カーラは嬉しそうにノンナに抱き着く。

「んじゃ民の為に贅沢しに行きましょうか……あとさ」

「なんですか？」

　ノンナがカーラを押し退けながら聞き返す。

「あんたあの女に似てきてるわよ。特に最後の高笑いとかまんまよ」

　ノンナは何も言わず、カーラの鼻を摘まんだ。




　そして二人は宝飾品を一つだけ買った後、陣頭指揮を執っているアドルフを見つけた。

「あぁ……ノンナさんですか……」

　ノンナの顔を見るなりアドルフは肩を落とし、ついでに髪の毛もハラハラと落とす。

「アドルフ。言いたいことがあります」

　ノンナはそう宣言して早足で駆け寄る。

先ほどの事もあり、カーラは小さく頷きながら期待の眼差しで見送る。

「こんなに家ばっかり建てて！　私の財をどうするつもりですか!?」

　カーラがこける。

「台無しじゃない！　さっきのはなんだったのよ！」

　アドルフがこれ以上無いほど嫌そうな顔で説明しようとした時だった。

「愚かな奴らを追い出せ──！」

「余計な犠牲が出たのは奴らのせいだ──！」

「悪しき教えを広めるな──！」

　民が何事が叫びながら道を行進していた。

「なんですかあれは？」

　ノンナは怒りをおいてアドルフに問う。

「ええ、なんでもデモ行進と言うらしいですね。民が統治者に意見を表明する方法としてジムさんやリバティースの方々が広めたのですが……どうにも今回は暴走気味ですね」

「幼い外見に騙されるな──！」

「奴らのしたことを思い出せ──！」

　民は行進しながら小さな紙を撒いている。

ノンナはそれを拾って一瞥する。

「なになに『アルテイルは邪教』『悪逆非道な行いの数々』『南部混乱の責任はアルテイル』はて？」

「アルテイル教会に反対する民の行進です。先の戦いでは彼らの振る舞いが敵の戦意を高め、余計な犠牲が増えましたからね。あと南ユーグリア捕虜の口から過去のアルテイルの振る舞いが伝わったようですね。私も詳細は初めて聞きましたが、相当無茶をやっていたらしいですねぇ」

「へー興味ないわ。ナントカ教を信じたくないなら放っとけばいいのに」

　ノンナとカーラは興味無さそうに、アドルフは頭を抱えながら言い、ぱさりと髪が一束落ちる。

　デモ隊は街を練り歩いた後、アルテイル教会の前で大声を上げ続けていた。

教会からは信者数名が反論していたが、人数の違いでかき消されてしまう。

少女アルテイルとレーミアも必死で何事か訴えているが、デモ隊は聞く耳を持たず一方的に罵り続ける。

「アルテイルかなんだか知りませんが、エイギル様が許可を出したことに民が集団で逆らうなど許せません。ここは正妻の私がなんとかしてきます」

　ノンナは胸を張り、アルテイル教会に向けて歩いて行くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（大隊長）マイラ（ネズミ狩り）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）セクリト（ボテ艦長）

レオポルト（作戦準備）トリスタン（全権参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（一〇五指揮官）

ブリュンヒルデ（吸血鬼）イヴァンナ（怒　母乳出る）アネット（サービス）

ノンナ（覚醒の正妻）カーラ（悪友）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇四五〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一二〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　九五〇

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲三〇門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（修理中）

大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦一　大型戦闘艦八　中型四六　小型約九〇）

財産　金貨－三〇 ノンナ宝飾品購入（三〇）　ナーティアの褒賞金をノンナが借用

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

余談を書いていたら突然更新が滞りました。

やはりペースを守るのは重要ですね。遅れるとずるずるいきそうです。

次回は絶対死守します。

参考までにツイッターのアドレスを張ります。

中身があるかは疑問なので期待せず、気が向いた方だけどうぞ

https://twitter.com/yumizu_kai










第４２２話　銃後の街　後編







「邪教は街から出て行け！」

「犠牲者への責任はどう取るつもりだ！」

「この教会は祈りの場、何もいかがわしいことなどしておりません！」

「犠牲者はそもそも南ユーグリア兵によってもたらされたもので……」

　アルテイル教会の前で声を上げる大勢の民衆と反論する少数の信者達。

その中でレーミアだけは他の信者とは一段違う迫力を見せる。

「下がれ不埒者！　神聖な教会を穢し、遍く人々の安定を願う猊下の御心を乱してなんとするか！」

　その言い様が民衆の怒りに火をつけてしまう。

「なんだその言い方は！」

「何が猊下だ小娘風情が！　俺の甥は貴様らが余計なことをしたせいで死んだんだぞ！」

　民衆の怒声は更に大きくなり、教会の門を蹴り飛ばし始める。

「やめ……やめて……」

　少女アルテイルはレーミアの傍で必死に声を出そうとするが、今まで全ての言葉をレーミアに代弁させていた彼女の声はか細く、怒れる民衆には届かない。

「突っ立ってないでなんとか言ったらどうだ！　あんたがここの頭なんだろうが！」

　門を蹴る者の後ろから一人の男が拳大の石を投げた。

石は直接誰かを狙ってはいなかったが、山なりの軌道で飛んでアルテイルのすぐ傍に落ちた。

「ひぅ」

　その投石にアルテイルが驚いて尻もちをついたことでレーミアの怒りも限界を突破する。

「猊下に仇成す背教者め！　成敗してやる！」

　激昂した彼女は理性を失い、懐に忍ばせていた短剣をサッと引き抜き門に向かって走る。

アルテイルは手を伸ばして止めようとするが腰が立たず、出した声も喧騒にかき消されて届かない。

　騒動は遂に血を見るかと思われた時だった。




「お止めなさい!!」

　甲高い女の声が場を貫く。

それは威厳ある声と言うよりもヒステリックに響いたが、それでも双方の注意を引くには十分だった。

「お、奥様！　みんな一旦止めろ」

「ノ、ノンナ様だ！　こら騒ぐな！」

　ノンナは両側に侍女、後ろにカーラを伴って民衆の真ん中を教会の門に向けてズンズン歩く。

胸を張り、巨大な乳房を揺らして歩く彼女に道を空けるように民の群れは割れていく。

「こら、奥様に当たったら如何します！」

「あ……すみません」

　サリーが男が掴みあげていた麺棒をはたき落とす。

「それを奥様に投げる気ですか～？」

「そんなまさか……」

　マルルに言われた別の女性は握っていた石を慌てて捨てる。

　ノンナは教会の門前に立つと扇子を取り出し、早く開けろと不機嫌そうに扇ぐ。

信者達は顔を見合わせるがアルテイルが弱々しく袖を引いたこともあって素直に開門する。

「正妻の私を門前で待たせるなど礼儀をもっと……貴女そんなもので何をする気ですか。えい！」

　教会内に進み入ったノンナは腰溜めに短剣を持つレーミアに厳しい顔で歩み寄り、一喝しながら刃を手の甲で払いのけ──。

「……えいっえいっ！」

　──るのは怖かったのか、扇子の端を掴んでチョコチョコ短剣をつつく。

　レーミアは短剣を持ったままポカンとしていたが、アルテイルに袖を引かれて短剣を地面に落とす。

「ふぅ」

　それを見たノンナは満足げに息をつくとレーミアと民衆の双方を見ながら声を張った。

「まったく、エイギル様の留守に何を騒いでいるのですか！」

「いるのですか！」「ですか！」

　サリーとマルルが語尾を繰り返してノンナの言葉を強調する。

「貴方達の怒りも分かりますが徒党を組んで騒ぎたててどうなりますか！　今は何より街の復興に尽くす時、それでこそ私の財、貴方がた自身と家族の生活、豊かで安全な街、そして私の財を取り戻せるのです！　文句を言うのはそれからです！」

　ノンナは民に右手を向けて堂々と言い放った。

「そうだな……確かに騒いでる場合じゃない。街を立て直さないと始まらねぇか」

「ああ、死んだ甥の嫁と娘も俺が養ってやらんと……騒いでる暇があったら働かねば」

　民衆がざわつく。

「聞けばノンナ様も街の復興の為に倹約しているらしい。食事時のワインも国産物に変えたそうだ」

「手にデカい宝石のついた指輪が見えるが気のせいだろう」

　民衆の反応に満足したノンナは大きく頷き、今度はアルテイル達の方へ左手を向ける。

「貴方がたもです！　籠ってひそひそやっているから良からぬことを言われるのです。何かやらかしたのならエイギル様ご不在の今は正妻たるこの私にきちんと詫びに来なさい！　珍しい一品を持って！」

　信者達はノンナに気圧されながらも頷く。

「す、すごい迫力……」

「さすが猊下がお認めになったハードレット辺境伯の正妻……」

「肩がキラキラとまるで神聖な物のように輝いてる……金糸が入っているように見えるけど気のせいかな」

　信者達はそう言いながらもアルテイルの顔色を窺い、彼女が頷いたのを見てノンナに頭を下げた。

「それで……いいのよ」

　満足そうな声が教会の屋根から聞こえる。

ノンナが目をやると黒光りする人影は素早く消え、一瞬おいて軽く地面が揺れた。




　複数の馬蹄の音が近づく。

　横一列に通りを占領してやってくるのは騎乗した警備兵の集団だった。

荷馬車馬とは比べ物にならない立派な軍馬の集団、その先頭に一騎だけロバのような駄馬がいる。

「そこまでです。これ以上の騒ぎは内務を預かる身として看過できませ──あれ？」

　警備兵の先頭に居たのはアドルフだった。

抗議が暴動に発展する気配を察し、ここに至っては止む無しと警備隊に出動命令を下したのだ。

　だが駆けつけてみれば既に騒動は収まっていて、怪訝そうに周囲を見回す。

そんなアドルフと目が合うや、ノンナは満面の笑みを浮かべて限界まで胸を張り、反り返って倒れないようサリーが背中を支えた。

「あらアドルフ。今頃何をしにきたのかしら？　騒ぎ？　そんなもの私が既に収めていますよ」

　ノンナは更に反り返り、マルルも背中を支える。

そうなると当然ながら巨大な胸が服をはち切れんばかりに押し上げる。

「あんた服破れるわよ。派手に揺らしてほとんど痴女じゃない。ほんとでっかい……腹立つわねぇ」

「ホーホホホ！」

　カーラの忠告も耳に入らず、ノンナは高笑いする。

　彼女の動きは場にいる全員に注目されていた。

「う……神のお近くで働く身なれば、淫らなブルンブルンには釣られぬ」

　アルテイル信者が咳払いをしながら視線を逸らす。

「うわ、すげえ」

「こんな街中で……う、いけねぇ」

「ちょっとあなた!?　昨夜はもう年だからできないって言いながらおっ勃ったソレは何よ！」

　勢いを失っていた民衆の中にはまだ一部不満げな顔で教会を睨んでいた男もいたが、前屈みになったまま騒ぎ続けることもできず、不自然な動きで退散していく。

中には一緒に来ていた女に尻を蹴られている者もいる。

「これは予想外でした……ノンナ様が出て行かれて騒ぎが大きくなると判断したのですが」

　アドルフは本当に意外そうに言うと、一応の処置として教会前に警備兵を配置する。

「警備兵を動かすのは好ましくないのですが、この教会はハードレット様の許しを得て建てた物。襲撃などされては秩序が乱れますし女性が被害にあえば怒り狂うでしょうからねぇ」

　アドルフはちらりとレーミア、アルテイルを見る。

「むう」

　意味を理解したノンナは侍女の手を借りて姿勢を戻し不機嫌そうに頬を膨らます。

「これは真意を確かめなければなりませんね。いいでしょう、事情の説明がてら屋敷に来てもらいます」

　ノンナは当然のように馬車に二人を放り込む。

信者達は不満そうに詰め寄るが、アルテイルは大丈夫だと小さく手を振る。

反対に残った民衆からは小さな歓声が上がった。

「アルテイル幹部の連行が噂話で広がれば民の怒りも少し収まりますかね」

「知んない。さっさと戦争終わんないかしら、街を歩くだけでも面倒くさいなんてもう嫌よ」

　アドルフが呟き、カーラが適当に答えて馬車に乗り込んでいった。

「ごめんなさいカーラ。この馬車は五人乗りですから、貴女は徒歩で戻ってくれます？」

「ふざけんじゃないわよ！　ちっこいのがいるんだからちょっと詰めれば済むでしょうが！」

「痛いです！　御者、野蛮な女を振り落としなさい！」

「うっさい、あんたがデカ乳を片方降ろせば済むのよ！」

　馬車は激しく揺れて周囲の注目を集めながら屋敷へ向かった。




　屋敷に連行された少女アルテイルとレーミアは事情を聞かれることになったが、実質にノンナが聞くのは教会の活動内容でも信者の獲得方法でもなく亭主との関係だけ。

後は中身のほとんどない愚痴ばかりだ。

　言葉を荒げはしないが、ネチネチ何時間も続くノンナの嫌味。

最早詰問ですらない嫌がらせに家人も何事かと集まって来る。

「昼から続いているのですよね？　もう夕方ですけど」

　メルが呆れて呟く。

「ほんとこの娘ねちっこいのよ。よく嫌味が尽きないわよね。逆に尊敬するわ」

　カーラが呆れて言う。

「聞こえてますよ！」とノンナが叫び「聞かせてるのよ！」とカーラが返す。

「さすがに可哀そうじゃないかな。猊下って言われててもまだ子供だよ。色々と」

　メリッサは延々続く嫌味大会に泣きそうになっているアルテイルを気遣う。

「そうよねー。でもあの娘みたいに泣いちゃえばまだマシなんだろうけど……」

　カーラがそう返すと同時にレーミアが何事か反論し、すぐにノンナの口の動きが倍速になる。

「ああやって一々真に受けて反論するから余計長くなるのよ。どうせエイギルがいないのと好きな物が買えないのでイライラが溜まってるだけなんだから言ってることに意味なんてない、聞き流せばいいのに」

　再びノンナがカーラに何か言うが、カーラはハイハイと気の無い返事をする。

すると彼女はぷぅと膨れてレーミアへの愚痴が一層強まった。

「でもあれはいくらなんでも可哀そうだね。ちょっと行ってくる」

「あたしも」

　さすがに見かねたメリッサやマリアによって少女アルテイルだけは同じ年頃に見えるセレスティナの部屋に移される。

「大丈夫、怖くない。貴女の好きなお話を妾に聞かせて？」

「……うん」




　セレスティナ持ち前の優しさと笑顔に、延々嫌味を言われてベソをかいていたアルテイルの表情が幾分和らいでいく。

「私も猊下の下に」

「行かせません。まだ話は終わっていませんから」

「それにたまには保護者無しで話すことも大事だよ」

　ノンナとメリッサが行く手を阻むが、レーミアは首を振り強行突破を試みる。

そして揉み合いとなり、ノンナの手がレーミアの股間に当たった。

「えっ!?」

　あり得ない感触に目を剥くノンナ。

「ち、違います！」

　飛び退くレーミア。他の女性は状況がわからない。

　ノンナは小さく震えながら息を吸い込む。

「いやぁぁぁぁ!!　クロル！　クロール！」

　悲鳴と同時に激しく手を叩くノンナ。

僅かに間を置いてクロルが鍋の蓋をもって飛びこんで来る。

「何事ですか！」

　ノンナは窓際まで逃げたレーミアを指差して言う。

「あの女……いえ、あいつの下半身を剥きなさい！　裸にしなさい！」

「はあ？」

　クロルはレーミアを二度見してから間の抜けた声を出した。

目の前の女性の、それも下半身を裸にしろなどまともな命ではないからだ。

「いいからやりなさい！」

「いやでも、さすがに女性をそんな──いたたたた！」

　クロルが渋るとノンナは彼の耳をぎゅっと抓る。

「あいつは女ではありません！　股におぞましいモノがついた男です！　きっと私達を狙う強姦魔です！」

　悲鳴が響き、他の女たちも一斉にレーミアから距離をとる。

レーミアが女装した変態男ならば近くにいるだけでも危険だ。

　クロルも表情を引き締めレーミアに飛び掛かる。

「や、やめな……いやぁぁぁぁ!!」

　レーミアは抵抗するが武器は取り上げられており、鍋の蓋を持ったクロルに敵うはずがない。

「大人しくしろ変態め！」

　クロルはレーミアを押さえつけ、足首まであるスカートを破り取る。

鋭い悲鳴をあげるレーミアに言いようのない興奮を感じながらもクロルは下着までも剥ぎ取った。

そして──。

「うっ!?」

「やっぱり男でしたか」

「エイギル程じゃないけどエグイ大きさね」

　レーミアの股の間には並の男よりもずっと大きなモノが垂れ下がっていた。

ノンナは手で目を覆って侍女の後ろに隠れ、マリアやメルもカーラや駆け付けたミレイなど戦える女性の後ろに隠れる。

「さすがに言い逃れはできないね。女装してくるなんて隙を見て襲おうと思ってたとしか」

　メリッサもさすがに厳しい目を向ける。

「クロル、全裸にして縛りあげなさい。それから警備兵を呼んできて」

　ノンナが冷酷な目をレーミアに向けながら言う。

そして言葉通り、クロルが彼女の上着も剥ぎ取った途端だった。

　ブルンと音を立て、こちらも並よりずっと大きな乳房が零れ出る。

「あの、おっぱいも出たんですけど」

　クロルは硬直した表情で振り返った。

「こちらから男の臭いが……」

　何故かカトリーヌまでが現れる。







　レーミアは先ほどのアルテイルのように半泣きになりながら事情を説明し終えた。

クロルは女性陣から数発のビンタを受け、目隠しをして部屋の隅に座り込んでいる。

「なるほど両方あると……確かにただの女装男ならエイギル様が囲うはずもありません」

　説明を聞き終えると女性陣がヒソヒソと何事か密談する。

「ともかく事情は話しました。私は猊下の下に参ります」

　立ち上がるレーミア。だがその肩を何者かが掴む。

「ついていても女。つまり女なら浮気にはならない」

　肩を掴んだのは臭いにつられてきたカトリーヌだった。

顔は上気し、息は全力で走った後のように荒い。

「鉄や木じゃない……血の通った温かい張り型……はぁ……はぁ」

「あの娘またなの？」

「うん、最近は人夫が多くて、そこら中を上半身裸の男が動いて汗の臭いが漂ってるから」

　カトリーヌは非常に好色で長く男に抱かれなければ、欲求不満のあまり理性を失うほど発情してしまう。

放置すれば浮気の恐れも高く、普段はメリッサや屋敷のメイド相手に発散するのだが、目の前に血の通った棒があってはどうしようもない。

「来なさい」

　カトリーヌはレーミアの手を引き、巨大ベッドのある共用寝室……通称愛の間に向かう。

「ちょっと私は猊下の所に！」

　レーミアは抵抗するが、鬼気迫るカトリーヌに引きずられていく。

さらに他の女性達もゾロゾロ後に続く。

「構いすぎない方がいいよ。ほら、楽しそうな声も聞こえてくるし」

　セレスティナの部屋からは二人の楽しげな笑い声が聞こえていた。

「アルテイルの教えでは──」

「なるほどすごいのじゃ。でもそれでは兄様……ハードレット様を蔑ろにしてしまっているのじゃ。だからそこはこうして──」

「ふに、神がハードレット様に民を統治する権利を──」

　何やら話は弾んでいた。

「それに私達も……その女だからね」

「不貞など論外ですが、浮気にならぬ遊びぐらいは」

「女同士も経験はあるから大丈夫だよ」

　女性達の目が獣に変わり、レーミアは戦慄するのだった。







　──翌朝。

　レーミアは大きなベッドの上で大の字になっていた。

両手両足は力なく投げ出され、目は呆然と天井に向けられている。

　彼女自身の体はもちろん、シーツや床にまで白濁した液体が飛び散り、部屋中に独特の臭気を充満させていた。凌辱の証ともいえる汁ではあるが全てレーミア本人から出たものだ。

　部屋に残るのは二人だけ。

他の女は満足した者から自室へと戻っていったのだ。

レーミアの目尻から涙が一筋零れ落ちたが、シーツの染みとなる前にピンクの舌に舐めとられる。

「あら、泣いているの？」

　カトリーヌは昨夜の鬼気迫る形相とは打って変わった慈愛に満ちた顔で目尻まで舌を這わせ、レーミアの乱れた髪を優しく整える。

「昨夜は凄く良かったわ。貴女もでしょう？」

　カトリーヌの手は髪から顔、そして首筋から胸を撫でていく。

「ふふ、言わなくていいわ。あんなに乱れたのだもの、聞くまでもないわ」

　最後に唇が合わせられ、カトリーヌはガウンだけを羽織って部屋を出ようとする。

「あ、一つ忘れていたわ」

　カトリーヌが扉の前で止まり、髪をかき上げながら振り返る。

レーミアは顔を動かさずに目だけを向ける。

「ノンナさんから伝言『エイギル様が戻るまで一週間ごとに教会の活動内容を報告に来なさい。貴女一人で──これも騒乱を避ける為です』らしいわ。また来週、楽しみましょうね」

　カトリーヌは小さく笑って扉を閉める。

「……猊下」

　レーミアは虚空に手を伸ばす。

同時に枕元に飾られていた花瓶からバラの花弁がひらり床へと落ちた。

　そして彼女は優しく自分の体を抱きしめて震え……。

「気持ちよかった……女同士……これもアルテイルの愛……教団内部でも広めねば……」

　アルテイル教団の未来は明るい。

やや容量控えめ、次回は主人公の方に戻ります。










第４２３話　戦艦物語

王国へ続く道④

発売日四月二二日に決定しました！

よろしくお願いいたします。









港町パテナ

　微かな殺気を感じた俺は掛け布団を吹き飛ばして体を起こす。

「ん、起きたか？」

　だが狭い寝室に曲者はおらず胸の上に裸のセクリトが乗っているだけだった。

「妙な殺気を感じたんだが……気のせいだったか」

　そう言うとセクリトは俺の胸板の上に両肘をついて鼻を鳴らす。

「戦争中だ。殺気などそこら中に漂っているだろうに総大将がビクビクしてどうする」

「まったくその通りだ。我ながら小心なことだな」

　苦笑しながらセクリトの剥き出しの乳房を揉む。

彼女は何も言わずに揉ませてくれていたが、乳首を咥えようと顔を寄せると鼻を摘ままれ逃げられた。

「朝から発情するな。抱かれてやる時間はない」

　彼女は全裸のままベッドから抜ける。

　綺麗なうなじ、筋肉のついた背中、動く度に揺れる形の良い尻……完璧なラインに見惚れていると陶器の水差しが遠慮のない速度で投げられた。

　並の男なら顔面に直撃して昏倒だったろうが、微睡を寝起きと同時にかき消していた俺は水差しを片手で軽く受け止める。

「投げるならコップの方にして欲しかったぞ」

　言いながら俺は水差しを直に煽り、乾いた喉に水を流し込む。

セリアならコップを枕元まで持ってきて飲ませてくれたはずだ。何か忘れているな。

「女々しいことをほざくな」

　厳しい口調ながら笑顔のセクリトは全裸のままテーブルに腰かけて自らも水差しを直接煽る。

彼女は実に良い女なのだからもっと女々しくて良いと思うが。

　セクリトの太ももの間を眺めながら水を飲み、ついでに顔も拭く。

顔もセリアなら寝ている間に──何か忘れているな。

「スケベが。そんなに女の穴が見たいか」

　俺の視線に気づいたセクリトは無用になった木製コップを俺に投げつけてから、足を更に大きく開いてくれる。朝から素晴らしい眺めだ。

　そこで俺は思わず吹き出してしまう。

「なんだ？」

「いや、昨日のことを思い出してな」

　言うとセクリトは一転して不機嫌になってしまった。




　海戦での勝利後、俺は長く溜めすぎた種をセクリトの中にぶっ放した。

既に液体ではないチーズのような種は彼女の胎内にぎっちりと詰まり、それから何日も出てこなかった。

さすがの彼女も不安げな顔をし始めた昨夜──ようやく種は液状化して排出されたのだ。

「……最悪のタイミングでな」

　それは修理改装中の鹵獲した戦艦『アレス・オブ・アレス』の前で起こった。

　アレス兵を中心に任命された船員を前にイヴァンナが水兵の心得など延々と訓示していた時、突然セクリトの股間から粘着質な破裂音が聞こえ、大量の種汁が太ももを流れ落ち、足元に水溜まりを作ったのだ。

しかも長く腹に溜まっていたせいか臭いも凄まじく、辺り一面に種の臭いが立ち込めた。

　セクリトは事態に気づいて股を押さえたが、運悪く片腕を鉤爪義手に替えていたこともあってどうにもならず、延々と種を漏らしながら俺を睨みつけることしかできなかった。

彼女の言う通りタイミングは最悪、目の前には水兵として数百人のアレス兵が並んでいた。

「おお、突然美女が漏らしたぞ！　物凄い量だ！」

「いやこれは男汁の臭いぞ！　王の友が仕込んだのだ！　さすが真の漢、やることが違う！」

　アレス兵からも歓声が上がっていた。

「それにしても可愛らしい漏らし方よ！　男勝りの豪傑と聞いていたがやはり漢ではないな！」

「我が王など便所に間に合わぬとなれば、足を開き、両腕を組み、胸を張ったまま堂々と轟音で漏らす！　あれぞ漢の漏らし方ぞ。俺もちびる時はああ在りたいものよ」

　幸いにして奴らの話題は意味不明な方向に逸れ、セクリトが舐められるような事態にはならなかった。

　だが訓示を台無しにされたイヴァンナはまたもぶち切れ……金切り声をあげていたな。




　俺は思い出してニヤつき、水差しを置いてセクリトを手招きする。

「馬鹿なことで発情するな。時間が無いと言っているだろう」

　セクリトは拒絶したが、俺はそそり勃った一物を見せつけながら言う。

「来い。抱きたい」

　語気を強めるとセクリトは一瞬怯み、溜息をつきながら立ち上がる。

「今日もすることが多い。早く済ませろよ」

　再びベッドに乗り四つん這いになるセクリト。

俺は早速、その褐色の尻を掴む。

「──!!」

　さあ挿入と言うところでベッドが僅かに揺れた。

何やらくぐもった声もするような。

「……早く来い」

　誤魔化すようにセクリトが自分で性器を広げる。

俺は再び一物を近づける。

「──エイ──様──助け──殺──！」

　いや絶対にベッドが揺れているし、くぐもってはいるが聞き覚えがある声だ。

それに部屋中に可愛らしい殺気が充満している。

「ちょっと待て」

「ちっ」

　俺は行為を中止してベッドを丸ごと持ち上げる。

「ぐもーー！　助けて下さい！　あの女殺してやる！」

　ベッドの下にいたのは猿轡を噛まされ、両手足を縛られたセリアだった。

完全に拘束されながらなんとか体を捻ってベッドを蹴り上げていたようだ。

「寝起きに感じた殺気はセリアだったか」

　そう言えば昨日、俺はセリアとセクリトを順に抱いたはずだ。

その後、両腕でそれぞれ二人を腕枕しながら眠りについたのだが。

「ふぇぇエイギル様ぁ。あの女です……あの女が私を縛ってベッドの下に……」

「可愛い俺のセリアになんてことをするんだ」

　俺は拘束を解きセリアを抱きしめながらセクリトを睨む。

すると彼女は不機嫌そうにそっぽを向き、服を着ながら言う。

「最初に仕掛けてきたのはその女だ。私をベッドの下に落とそうとしやがったから返り討ちにしたまでだ」

　俺の胸に顔を埋めるセリア。まあ常習だからな。

乱交したのに朝起きたらベッドの上には俺とセリアだけで他の女は全員床ということも良くある。

　ともあれこうなっては起きるしかない。

「先に行ってくれ。俺はちょっと準備がある」




　俺は言い終わる前に出て行ってしまったセクリトと渋るセリアを見送った後、ゆっくりと服を着始める。

そこに部屋の外から声がかかった。

「ハードレット辺境伯。寝具の交換を致します」

「おう、入れ」

　部屋に軍服を着た兵士が一人入って来る。

手には丸まった交換用らしきシーツを持っていた。

　俺は入室を許可し、半裸のまま背を向けて空の水差しを掴む。

「昨夜も激しかったからな。足元までぐっしょりだ」

「はは、さすがハードレット様です」

　兵士は気の無い返事をしながら手に持ったシーツを降ろし──。

「覚悟──!!」

　シーツに包んでいた剣を取り出し、俺の背中目がけて突き出す。

「おう。覚悟か」

　俺は体を半回転させて刃を脇下に潜らせる。

　背後からの奇襲ではあるが、いくらなんでも遅すぎるぞ。

来るのはわかっていたが、これなら備えていなくとも対応できたかもな。

「よっと」

　空振りして無防備になった男の頭頂部に陶器の水差しを叩きつける。

陶器が割れる甲高い音と、頭蓋骨が割れる鈍い音が同時に鳴った。

「ど、どうして……」

　男は剣を取り落とし、前のめりに床へ倒れ込む。

「部屋の前で殺気を撒いていただろうが」

　俺は男を足で転がして仰向けにする。

「機会を狙って盗み聞きしていたのかもしれんが、俺がセリアと他の奴の殺気を間違う訳がないだろ」

　男が痙攣を始める。

頭が割れているので、どうやってもすぐに死ぬだろう。

無駄に苦しめる趣味もないので、男の首を掴んでへし折る。

「遅れてしまった。早く行かんとな」

　俺は服に血がついていないのを確認して部屋を出るのだった。







パテナ港　『アレス・オブ・アレス』艦上

　鹵獲した戦艦は港に係留されたまま若干の修理と改装が行われている。

俺とセリアは並んでその様子を見守っていた。

「あれは何をやっているんだろうな」

　俺はよくわからない部品を持った男たちが船尾に潜っていく様を見ながら言う。

「多分舵を換えているのだと思います。バルバノが昨日の深夜に仕上げていたはずですから」

　セリアはメモを見ながら素早く答えてくれる。

　なるほど。確か舵は船の進路変更に使うんだったよな。

船のことはまだ良くわからないんだ。

「装甲も換えているようですね。鉄板を新たに付けている場所があります」

「昨日もイヴァンナと言い争っていたからな」

　機動力だ、装甲だと喧々諤々言い合っていた。

最後はムキになったイヴァンナが「私が司令官だ」と押し通そうとしたので俺がなんとか宥めたのだ。

「イヴァンナさんは装甲の拡充は機動力を損ねると主張していました。ただでさえアレス・オブ・アレスは艦隊の中で最も遅い鈍足艦ですから、艦隊全体の速度が落ちると」

　正しい主張だな。

これを陸上軍隊に置き換えても、一番足の遅い部隊を更に鈍足化させれば軍団全体の行軍速度が落ちる。

「それに対してあの女は「使い道による。鈍足重装甲のドン亀が役に立つ局面もあるだろう」などと偉そうに言っていました。その後、例の決壊があって愉快でしたけど」

「真似が上手いな」

　セリアは絶対にセクリトの名前を呼ばない。

セクリトもアレス・オブ・アレスの艦名を絶対に言わないが。

「火力も高まるだろう」

　俺は視線を砲門が並ぶ側面に向ける。

そこに据えられていたカノン砲がいくつか取り外され、別の砲……俺の私軍が持っていた大型砲が据えられていた。

　俺の私軍は四種類の砲を持っている。

リンドブルムで造った通常の大砲、そして野戦用に造った軽量の砲、そしてドワーフの意見を参考に造った大型砲と、同じくドワーフがほとんど趣味で造った特大の砲だ。

　今積まれているのはこの中の大型砲だ。

最初、セクリトはドワーフ特製砲を積もうとしたのだが、機構が複雑で急造水兵では上手く扱えそうになかったのだ。

更にレオポルトから作戦に必要だから動かせないと言われ、両者が十秒以上睨み合う場面もあった。

密かにセリアが背後からレオポルトを煽っていたように思うが気のせいだろう。

　ともかくアレス・オブ・アレスは装甲と火力を増強している。

「ところで肝心のセクリトが居ないがどこに行ったんだ？」

　セリアの頭を撫でながら言うと途端に膨らむので、ほっぺたをつついて空気を抜いておく。

「あそこです。水兵のアレス兵達を訓練しているようです」




　見ればアレス兵達は小型のボート幾隻かに乗り込んでオールを漕ぐ訓練をしているようだ。結構な距離があるが、それでもセクリトの怒鳴り声が聞こえてくる。

「動きを揃えろ。バラバラに漕いでも速度は乗らん。何度言えばわかる！」

「なんの、鍛え上げた我が肉体に不可能はない！」

「右に曲がり始めたぞ。左舷の我らが勝っている証拠、もっと激しく漕げい！　勝利は間近ぞ！」

　俺は思わず目を覆う。

「これは酷いです」

　セリアも俺とまったく同じ動きをしながら呟いた。

　アレス兵が乗ったボートは右へ左へ回転してまっすぐにすら進まない。

上陸作戦の時はもっとまともではなかっただろうか？　結局役には立たなかったが。

　セクリトも限界に達したのか、遂に足で兵士を蹴り始めたが、男顔負けの脚力で蹴られてもアレス兵の豪快な笑い声が聞こえてくるだけだ。

「あ、ぶつかります」

　セリアの呟きと同時にボートは衝突して大破、セクリトとアレス兵達は河に投げ出される。

他のボートも迷走して岸に乗り上げたり、漕ぎ過ぎてオールが折れたりで身動きが取れなくなったようだ。

「わははは！　激突してしまった！」

「どちらも沈んだのだからこれは互角と言うことだな！」

「軟弱なオールめ、アレスの男に使われるには不適格よ！」

　アレス兵達はやかましく怒鳴り合いながら河を漂っている。

まぁノーステリエスを泳いで渡るぐらいだから溺れることはないだろう。

　そんな中、見事な泳ぎを見せながらセクリトがこちらにやってくる。

改装中の出っ張りを器用に登ってきた彼女は無言のまま、頭を一つ振る。

濡れた綺麗な黒髪が水を飛ばしながら揺れる様は実に見事だった。

「お疲れさん」

　セリアが差し出したタオルを渡してやる。

セクリトはタオルを受け取りそのままセリアに投げつけた。

見ればタオルは真っ黒で甲板掃除の雑巾だったようだ。

「ゴミだ。人の話をまったく聞かん」

　セクリトはびしょ濡れのままそう呟いて木箱にどっかり腰を降ろす。

意見が欲しいわけではないだろうから黙って聞いてやる。

「全員が鍛えられ、水泳も白兵戦も達者というから期待したが……」

　顔を黒くしたセリアがタオルをセクリトに投げ返す。

「動きを揃えてオールを漕ぐこともできん。それどころか力に任せてオールをへし折る。帆を張るロープを引き千切る。乗り込み訓練では興奮して接触前に河へ飛び込む……奴らは野獣か、お前より頭が悪い。あるのは力だけだ」

　タオルを軽く避けたセクリトは松脂の入った壺を蹴飛ばし、セリアは足を取られて派手に転倒した。

「まあそう言わず鍛えてやれ。他に当てもないのだろう？」

　そもそも泳げる人間を数百人単位で集めるだけでも一手間だ。

海戦に間に合わせるにはアレス兵を鍛える以外の選択肢はない。

「だから苛ついているんだ。あの馬鹿共以外の選択肢が無いからな！」

　河に投げ出されたアレス兵達が続々と岸に上がって来る。

流された者も負傷者もいないようだ。頑丈さは並の兵士とは比べ物にならない。

「訓練内容はわからんが、オールは木ではなく金属製を使えばどうだ？　それなら折れんだろう」

「金属オールなど重くて持てる訳が無い。動きが遅くなって結局推進力が──いや待て、あの馬鹿共なら」

　セクリトは考える仕草を見せながら、激昂して襲い掛かるセリアを躱し、木箱にくっついていた毛虫を襟の中に放り込む。セリアは悲鳴を上げながら上着を脱ぎ捨て、そのまま水に飛び込んでしまう。

泳げはするが……ああ、アレス兵の頭に乗っかって戻って来る。大丈夫そうだ。

　俺は更に船を指差す。

「素人考えだがもう一ついいか？　せっかく筋肉馬鹿共が船員なんだからアレを積んだらどうだ？　あの高くて梯子で倒れる奴だ」

「乗り込み塔か？　戦艦に積むなど非常識極まるが……」

　セクリトは河に投げ出されながら余裕綽々で帰って来るアレス兵達を睨みつける。

「下手に大砲をいじらせるよりは良いかもしれんな」

　セクリトは頷いて立ち上がり、俺にキスをしてからアレス兵に向けて怒鳴る。

「次は操船訓練だ。休憩時間など無いぞ！」

「休憩？　鍛錬中に休憩などするはずがなかろう！」

「おう。休憩など五日に一度で十分、体を鍛える時間が惜しいわ！」

　呆れ顔のセクリトが去り、代わりに頭に水草を乗せた怒り心頭のセリアが復帰する。

「あの女め、いつか襟に焼石を入れて濁流に放り込んでやります！」

　訓練もなんとか順調と言えるだろうか。







　そして日が落ちる。

　セクリトは夜通し訓練を続け、セリアは自分の大隊ですることがあるらしく、俺は再び一人になった。

ここはイヴァンナと酒でも飲もうと街を歩いていると、背中に朝と同じ種類の殺気を感じる。

「やれやれ、またか」

　デュアルクレイターに手をかけて振り返ると、そこに居たのは凶悪な暗殺者ではなく一人の女だった。

　女は俺が振り返ったことに驚き、一瞬逃げようとしたが気を取り直して近寄って来る。

「あの……ハードレット様ですよね？」

「ああ」

　答えながら女を観察する。

　年の頃は三十路程、胸は大きく胸元の開いた服から谷間がしっかり見えている。

身長は一六〇と少し、体形はややふくよかで太ももや二の腕には僅かにだけ贅肉が乗る。

間延びした言葉遣いに妙にくねる腰、上目遣いの視線からこの女が相当なスケベだと直感する。

俺の好みに見事当てはまっている。

「初見だと思うが……何か用かな？」

　俺はデュアルクレイターから手を放し、女の胸元を見ながらできる限り優しく言う。

「じ、実は私……」

　女は両手で自分の頬を押さえて恥ずかしそうに頭を振る。

実に可愛らしい。

「ハードレット様のお噂を聞いて是非直接お目にかかりたいと……でも……」

　女は体を屈めて谷間を強調し上目遣いで告白する。

「お会いしたら更に素敵で……淫らで恥ずかしいのですけど」

　女が精一杯背伸びして俺の耳に口を寄せてくる。甘い吐息が耳にかかる。

短いスカートから覗くむっちりとした太ももに透明の液体が垂れているのが見える。

「滅茶苦茶に抱いて……頂けませんか？」

　俺は予定を変更して女の腕を取り、連れ込み宿へと引いていくのだった。
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エルフの仲介者　白都の性王

部下

セリア（大隊長）マイラ（南下）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）セクリト（艦長）

レオポルト（作戦準備）トリスタン（全権参謀）ギド（護衛隊）ヤーコフ（一〇五指揮官）

ブリュンヒルデ（吸血鬼）イヴァンナ（怒）アネット（姫活動）

ノンナ（覚醒の正妻）カーラ（悪友）

軍隊

主人公隷下　　四万二千名

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇四五〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一二〇〇

砲兵　　　　　　四五〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　千

アレス兵　　　　一万四千

一〇五兵団　　　四九四〇

大砲六〇門　大型砲二二門（ー八）　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（改装中）

大型戦闘艦五隻　小型二〇隻　輸送艦二〇隻

港町　パテナ駐屯

敵戦力　確認分

西部軍団　約五万　マグラード現地軍　数万

テービア駐屯艦隊（戦艦一　大型戦闘艦八　中型四六　小型約九〇）

財産　金貨－二三〇　改装費（二〇〇）　ツケ

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五








第４２４話　策略看破　♯







「あぁん強引ですぅ……でもこういう所も素敵ぃ」

「ふふふ、俺の攻めは激しいぞ。覚悟しておけよ」

　名前も知らない三十路女の手を引き、連れ込み宿の扉を開く。

休憩代をカウンターに置くと店主はこちらを見もせずに指を三本立てた。

俺も返事せずそのまま三番目の部屋に入る。

　連れ込み宿、それも適当に入った安部屋は湿った臭いが漂い、お世辞にも良い環境ではない。

だが女は気にする様子も無く部屋に入るなり抱き着いて唇をあわせてくる。

「積極的だな」

「うふ、私……とてもスケベなんです」

　だろうなと呟きながら、俺はふくよかな尻に両手を回して壁に押し付け、舌をねじ込む。

日当たりの悪い部屋にぐちゅぐちゅと唾液を交換する音と互いの熱い息継ぎの音だけが鳴り続ける。

不思議な集中の中で隣室から漏れる声まで聞き取れた。

『夫がいるのにこんな……』

『いいじゃないか。あんなぶ男より俺の方が顔も良いしテクもある。続けようぜ』

　どうやら右隣では人妻が流されて浮気しているようだ。

既婚なのにけしからんと考えながら俺は右手をスカートの中に侵入させ濡れた下着の上から尻を撫で回す。

『あぁぁ……やっちゃったぁぁ……どうすんのよぉ』

『お、お互い飲んでたからな……じゃあ俺はこれで』

　左隣は酒の勢いでやってしまった若者らしい。

若者の貞操観念に疑問を持ちながらそのまま濡れた下着を足元まで降ろす。

女は抵抗どころか積極的に腰を揺らして協力してくれた。

『グスン。休憩するだけって言ったのにぃ。初めてだったのに……それも中に沢山……』

『女は皆いつか通る道だよ。抱きたくなったらまた会いに行く』

　向かいの部屋は処女が悪い男に食われたらしい。しかも男はヤるだけヤってそのまま部屋を出たようだ。

はて、男の声に聞き覚えがあるような……ギドじゃないか。あいつめ何をやっているんだ。

「あぁん集中して」

　余計なことを考えていたせいか女がじれったそうに俺の手を取り、胸元に入れる。

見た目通り大きく柔らかい乳房、そして乳首はかなり大きめだ。

　俺は服の中で手を動かし、乳首を軽く引っ張る。

これをすると痛がる女もいるが、逆に激しく感じる女もいる。

さてどうだと三十路女の顔色を窺う。

「ああっ！　もっとしてぇ……乳首を引っ張って抓ってぇ……」

　どうやら後者のようだ。弱点を一つ把握した。

俺はニヤリと笑って女を軽く突き放す。

「え？」

　女は不満そうな表情を浮かべる。

このまま胸を愛撫されたかったようだが、それは後のお楽しみだ。

「見ろ」

　そう言って俺はベルトを外し、ズボンを引き下ろす。

濃厚なキスとふくよかな肢体への愛撫は既に男の本能を呼び覚ましている。

　ズボンを下げた途端、空気を切って反り返った一物が飛び出した。

「ひっ！」

　足元に紫の下着をひっかけたまま再び抱きつこうとしていた女が思わず後ずさる。

瞳に一瞬の恐怖が浮かんだが、すぐに発情した女の瞳に置き換わる。

「どうだ？」

　腰に手を当て堂々と見せつけると、女はよろよろと近づき、目の前の床にへたり込む。

「お、大きい！　こんな大きいの見たことないわ。大きいだけじゃない……ゴツゴツしてて血管だらけで……女を仕留める……女を殺すための一物だわ」

　三十路女は高熱に喘ぐような仕草で太ももに抱き着き、両手で軽くモノをこする。

「鉄のように硬いわ……それに力強く反って……先のくびれも凄い」

　女の二つの口から涎が流れ落ちる。

上の口からは赤い舌が伸び、ゆっくりと近づいてくる。

「これが入ったらどうなる？」

　俺は女の頭を掴み、しゃぶらせず焦らしながら言う。

「きっと死んじゃうわ。こんな太くて長くてゴツゴツしたのが入ったら、穴が悲鳴をあげちゃう……それで奥まで入ったら引き抜くのよね？　そしたら硬い傘の反りが感じる場所を抉って……あぁぁぁぁ」

　言いながら興奮したのだろう。

女は俺に頭を押さえられながら虚空をペロペロと舌で舐め、遂に自慰をし始めた。

「しゃぶりたいか？」

　ニヤリと悪い笑みを浮かべて言うが、女は激しく否定する。

「も、もうしゃぶるだけじゃダメ！　挿れたいわ……お願い！」

　言いながら引き裂くように服を脱ぐ女。これ以上焦らすのはお互いに無理だな。

　俺が頷くと女は嬉しそうに淫靡な笑みを浮かべた。




「これでいいのか？」

　俺は所々シミが残るベッドの上に仰向けになる。

女の発情具合からして正常位や後背位での激しい突きを望むかと思ったが、意外にも騎乗位を望んだのだ。

「この特大のモノを自分で動いて味わいたいのぉ。……すごい、仰向けになっても垂直のまま動かない」

　俺の左右の乳首にキスをしてから女は寝転ぶ俺を跨いで立つ。

「あ、その……一つ我が侭を聞いて貰っていいですか？」

　言いながら女がバックからいそいそと取り出したのは頑丈そうな縄だった。

「縄？　なんだ縛って欲しいのか？」

　女を縛る変態ちっくなプレイも経験が無いわけではないが、あまり好きではない。

　一度セリアを縛った時は罪悪感で縄を引き千切ってしまい、誘拐された娘と助け出した父親との禁断近親相姦プレイに変わってしまったのだ。

　レアは縄を首に巻くので慌てて中止させたし、メルは遊びの後で肌が荒れて落ち込むし、グレーテルは普通に首輪につけて散歩に出てしまった。

　ちなみにノンナは縛ると乳がとんでもないことになって、そこから三時間程記憶が無い。

気がつくと俺は失神したノンナの上で腰を振り続けていた。

「いえ、失礼とは分かっているのですが。ハードレット様を縛りたいのです……だめですか？」

　懇願する顔で俺の股間に縋く女。

「最初に言った通り私ってとんでもないドスケベ女で……手を縛った男の上で腰を振ると気が狂うほど興奮できるんですぅ。ハードレット様は寝ているだけでいいですからぁ」

　腹に数度キスをした後、乳房を腹から一物に擦り付ける女。

もちろん断る理由はなく両手を縛らせる。

「なあ、遊びなんだからそんなにしっかり縛る必要はあるのか？」

　女は俺の両手に縄を巻き、ベッドの手すりにがっちりと固定している。

「うふん。だって緩々だと遊びっぽくて盛り上がらないんだもの」

「そんなもんか」

　女は縛り終えると何度も縄を引いて緩まないか確認するとようやく俺の腹の上に腰を降ろす。

穴から溢れる温かい汁とそれに濡れた毛の感触が心地よい。

「少し勿体ないけれど」

　女は何故か名残惜しそうに肉棒を一撫でしてから俺の口を左手で塞いだ。

大きな乳輪に乗ったこれまた大きな乳首はコルク栓のようにそそり立ち、非常な興奮を示していた。

ようやく挿入してくれるのだろうか。

「地獄に落としてあげますね」

　この場合普通に天国に連れて行ってあげる。と言うのではなかろうか。

　女はすぅと息を吸い込み、背中に右手を回した。

その瞬間、淫らに腰をくねらせていた女からばっと殺気が溢れる。

　あぁ淫らな女との楽しい一時になると思っていたのに。

こんな殺気を出されては疑いようもなくなってしまった。

「さようなら。スケベな大将さん」

　女は背中に張り付けていたのだろう短刀を俺の心臓に振り下ろそうとする。

口を押える左手にも力が入るが、元より叫ぶつもりはない。

　縛られた両手に力をこめると、腕を固定していたベッドの手すりが音を立てながら丸ごと取れる。

俺は手すりごと両手を持ち上げて短刀を弾く。

刃渡りの短い短刀は傷んだ木製の手すりでも十分防げる。

「なっ!?」

　女は驚愕の声をあげるが、全裸のまま俺から飛び降りてベッドの下に置かれた自らのバッグを手にする。

先ほどまでの間延びした動きとはまるで別人だ。大方、バッグにもう一つ武器が入っているのだろう。

「ふん！」

　俺は渾身の力を込めて両手を引き離す。

縛り遊びにしては太すぎる縄がブチリと音を立てて切れ、手すりの残骸諸共床に落ちる。

「く、この！」

　女がバックから取り出したのは暗器に近い超小型のクロスボウだった。

彼女は予めボルトが装填されているそれを俺に向ける。

「少しだけ遅かったな」

　俺は自由になった手でクロスボウを掴み、そのまま握り潰した。

「──!?」

　女はそれ以上の抵抗は不可能と見たのか、全裸のまま逃げようとしたが俺はその手をがっちりつかむ。

「このっ化け物っ！」

　暴れる女。逃がす訳にはいかないが、殴り倒す訳にもいかない。

他にどんな暗器を隠しているかわからないので長々組み伏せるのも宜しくない。

　どうしたものかと一瞬考え、女の股が濡れていることを思い出す。

発情した淫乱女を装って油断させるために自分に媚薬でも使ったのだろう。

あいにく俺には通用しなかったが。

だがそのおかげで少し無理をしても大丈夫そうだ。

　俺はわざと女の腕を離す。

　女はこれ好機と転がるように窓へ駆け寄り、胸元程の位置にある窓枠に手をかけて飛び出そうとする。

その一瞬、女は俺に向かって尻を晒す体勢となった。今だな。

　俺は跳ね飛ぶように女に駆け寄り無防備に浮いた腰を掴む。

「あっ!?」

　そして女が振り返る暇も与えず──。

「ふん!!」

　未だ勃起している肉棒を女の濡れた穴に渾身の力でねじ込む。

鋭い女の悲鳴が響き渡る。

　女の最奥を叩いた後も俺は力を緩めず、更に腰を突き出すと……もう一つの抵抗が突破された。

一物が強引に子袋の中に押し入ったのだ。

「あがぁぁぁ!!」

　女は低い獣のような叫び声をあげて仰け反る。

そして手足を数度バタつかせた後、黒目がクルリと回って意識を失った。

　今の感触からしてこの女に出産の経験は無さそうだ。

今まで何物の侵入も許していない子宮に俺の巨根が突然ねじ込まれたのだから意識を失うのも当然だ。

むしろ彼女の中が今のようにドロドロでなければ子袋や穴を破っていた可能性すらある。

「乱暴に突っ込んで悪いが、お前も俺を殺そうとしたからな。勘弁してくれ」

　俺は繋がったまま意識を失った女をベッドに戻す。

無茶をしたせいで穴が激しく痙攣して締め付けるので簡単に抜けない。

「正直、最初から気づいていたんだよな」

　俺への近づき方に怪しいところはまったくなかった。

キャラづくりも完璧で、好きもの淫乱女だと信じるに十分だった。

　それでも漏れ出る殺気は隠せなかった。

朝に暗殺者が来たことも俺の本能を研ぎ澄ませていたのだろう。

夕方にセリアから暗殺者に気をつけてくれと忠告されていたのも大きい。

　もし対象が俺でなければ──例えば相手がレオポルトならまんまと暗殺に成功していたことだろう。

「運が悪かったな」

　余裕の表情で女の髪を撫でつけた時、安宿の床を踏み抜きそうな勢いで駆ける音が聞こえてくる。

聞き覚えのある軽い調子はセリアだが、足音は一つではない。

「店主──ええいどうしてカウンターにいないのか！　こうなったら……スンスン。二階じゃないです。クンクン……スンスン……ここです！」

　バンと部屋の扉が開け放たれる。

「エイギル様失礼します！　やっぱり女を抱いて……いえ、それよりも急報です。重要人物を狙った同時暗殺が仕掛けられました！」

　セリアは白目をむく女を睨みながら言う。

その後ろにはセクリトとレオポルトまで続いていた。

こうなるとさすがに後背位で女を貫いたままでは格好がつかないのでなんとか腰をねじって引き抜き、咳払いをしてベッドに腰かける。

「この女もそうだよ。俺を騙して暗殺を試みた。問題なく看破したがな」

「服と残骸から見て引っ掛かった上で強行突破したようだがな」

　セクリトのヤジは無視だ。

「で、重要人物とは？」

　ふざけるのはここまでだ。

それこそイヴァンナやトリスタンが殺られたのなら洒落にならない。

俺はズボンを穿き、ベッドに腰をかけて真剣な表情を作る。

　セリアは気絶している女を縛りあげてから答える。

「狙われたのはギルドレス、レオポルトさん、イヴァンナさん、それからトリスタンです」

　見事に重要人物ばかりだ。

敵はこちらの指揮系統をかなり正確に把握しているな。

「で、殺られた奴は？」

「いません」

　僅かに胸を撫でおろす。

「ギルドレスは街娼を装った暗殺者に路地裏に誘いこまれましたが、なんとか難を逃れました。逃げられたので詳細不明です」

「あいつはどれだけ単純なんだ……脳みそまで筋肉と色欲で出来ているのか」

　一瞬空気が止まった気がしたが、一つ咳払いしてセリアが続ける。

「正確には毒針の攻撃を受けましたが斃れず、そのまま性交して女は逃がしてしまいました」

　あいつの話を聞くと頭が痛くなる。他の奴に移ってくれ。

　すると次はレオポルトが淡々とした口調で言う。

「私の元にも兵士に偽装した者がラッドハルデ卿からの密命と称して近づきました。しかしながら軍務総監との間で定めた符号を言えず、正体を看破致しました」

　その符号を俺も知らないが。

「差し当たって取り調べた結果、南ユーグリア中部軍団司令官マエスタスの命を受けた者であること。我々の陸上兵力よりも艦隊兵力の動向を優先して探るよう命じられていたことを吐かせました。しかしながら早急な情報取得を優先するあまり、男を継続して取り調べることは困難となりました」

　表情をまったく変えずに言うレオポルト。

隣のセリアが何を思い出したのか、ぶるっと震える。

これ以上聞いても良いことは無さそうだ。

「イヴァンナは？」

　彼女は艦隊運用の要だ。

一見隙は無さそうだが、怒らせれば簡単に罠にかかりそうだからな。

「イヴァンナさんは酒場に居る所に美男子が声をかけて来たそうで……」

　しまった。俺が行かなかったから一人酒のところを付け込まれたのか。

「ただ、その者が男女の関係になろうとした所で逆鱗に触れたらしく酒場で剣を抜いて首を……後に懐から毒付きの短剣が見つかり正体がばれました。殺してしまったので詳細不明です」

　イヴァンナも結構怖いからな。

酒が入っているところを怒らせればそうなる。

終わりよければ全て善しだ、と思うことにしよう。

「トリスタンは？　あいつの運動音痴は折り紙付きだ。狙われたらとても助からんぞ」

「トリスタンは司令部から一歩も出なかったので暗殺者は手を出せず、不自然に様子を窺っている所を警戒の兵士に見つかって抵抗、その場で殺されました」

　ああ、そうか。あいつは必要に迫られなければ部屋から一歩も出ないのだった。

これでは暗殺の難度は非常に高い。

　さて全員無事かと思ったとき、セクリトが一歩前に出る。

「小娘に報告なぞせんが、私の所にも一匹来たぞ」

「なっ！　貴女黙って──」

　俺はセリアを手で制して続きを聞く。

「殺したのか？」

「いや間諜と暗殺者は生け捕りが基本だ。ちゃんと生かしてある」

　そう言ってセクリトは俺の隣に腰かける。

「街路で声をかけて来たそいつは女の私を狙うだけあって良い男でな。お前より顔立ちは……うむ、随分上だな」

　セクリトはニヤニヤしながら俺の顎を撫でる。続きが気になる。

「『貴女に惚れた』『貴女程の美女はいない』美男子にそう言われて悪い気はしないのは女の性だろう？」

　不満げな顔をする俺を楽しそうに撫でるセクリト。

セリアは苛立ちを隠さず、レオポルトは興味無いとばかりに無表情だ。

「そいつは私の手を取って人気のない空き家に引っ張っていった。捨て犬のような目で懇願しながらな」

「まさか抱かれたのか」

　俺は本気の殺気を出しながらセクリトの肩を掴む。

「空き家に連れ込まれた私を男は押し倒し、愛していると呟きながら服を脱いで──」

　抑えきれない怒りが表情に出ようとする。

「こうなった」

　セクリトが俺の手の上に何かを置く。

「ひゃっ!?」

　俺の前にセリアが反応して大きな声を上げる。

僅かに血の滲むそれは──男の肉棒と睾丸だった。

「くくく、色仕掛け？　暗殺？　帝国の舞台裏に比べれば子供の演劇だ。そら、こんな物もあるぞ」

　次に渡されたのは手首が二つ。続いて耳が二つに目玉が一つだった。

「色男は今もその空き家にある。別に拘束してはいないが……あれで逃げたら奴を見直していいな」

「兵をやって拘束しろ」

　俺が色々なモノを床に放りながら言うとセリアが頷いて走っていく。

くつくつと笑い続けるセクリトの額を指で弾いてレオポルトに向き直る。

「で、どうしたいんだ？」

　連絡だけならセリアでいい。

こいつが来たからには何かを考えているのだろう。

「は、暗殺者から得られた陸上よりも艦隊を重視するとの情報を基に策を立てました。しかし、それには敵の生き残りが必要です」

　レオポルトの奴は情報を得る過程でぶっ壊してしまった。

トリスタンとイヴァンナの奴は死に、ギルドレスは逃がした。セクリトのは……まぁ無理だろう。

「ハードレット卿ならば無傷のまま保持していると考えましたので、逃がさなかったのは幸いです」

「俺をギルドレスと一緒にするな。この女を利用するのは良いが、壊すのはいかんぞ」

　敵とは言え殺したり再起不能にするのは駄目だ。せいぜい子を産ませるところまでだろう。

「問題ありません。元より生かして帰すことで始まる作戦です」

　任せてみるか。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




数日後

「オラ、いけ!!」

　俺は女の腰に乱暴に腰を打ち付け、大量の種を中に注ぎ込む。

「あぅぅ……」

　女はか細い悲鳴をあげて足をバタつかせ、やがてぐったりと倒れ込んだ。

意識を失ったのか、それっきり動かない。

「ふー今日もたっぷり犯したな」

「女は失神したようですぜ。さすがは大将の巨根だ。女殺しですな」

　下品に声をかけるのはヤーコフだ。

俺とヤーコフは座敷牢に拘束した暗殺者の女を交代で抱いていた。

「大将を暗殺しようとする不届き者ながら体は最高ですなぁ」

　ヤーコフがいやらしい笑みを浮かべながら酒を煽る。

「がはは、命を助けて正解よ。このまま孕むまで玩具にしてやろうぞ」

　俺もいやらしい笑みを浮かべて酒を一気に煽る。

「しかし大将、女にばかりかまけていて良いんですかい？　翌週の頭でしたか……艦隊を本格的に動かすのでしょう？」

　ヤーコフの問いに俺は不機嫌そうな表情を浮かべ、気絶したであろう女の尻を乱暴に撫でる。

「あんなもの王宮と艦隊司令が勝手に決めた計画だ。俺の知ったことじゃない。そもそも海戦での損害が大きいので艦隊を西へ逃がすなど消極的なやり方で勝てるか！」

「まったく王宮も艦隊司令も臆病ものですなぁ。その点大将は勇敢で居られる」

　ヤーコフが俺を讃え、俺はふんぞり返る。

アホらしいがこれも策のうちだ。

「そら勇敢ついでに酒比べといこう。今度こそ俺に勝ってみろ」

「ははは、俺には荷が重いというものですぜ」

　俺とヤーコフは下品に笑いながら飲み比べを行い、やがてぶっ倒れてそのまま眠ってしまう。

　──ふりをして片目を開けている。

　すると俺とヤーコフのいびきを確認して女が起き上がる。

　無駄のない動きで俺達の体を弄ると、ヤーコフが腰につけていた合鍵を抜き取った。

「翌週……艦隊が動く……損害は甚大……報告しないと……」

　小さく呟いた女は座敷牢の扉を音もなく開け、足を忍ばせて逃げていく。

　俺とヤーコフは薄目同士で視線を合わせ、ニヤリと微笑む。

これで策は成った。

戦闘シーン書けませんでした。

次回は戦闘オンリーなのでごめんなさい！










第４２５話　パテナ沖海戦ー艦隊戦







十日後　ノーステリエス河　アレス・オブ・アレス船上。

「風が変わったな……左へ流れるぞ。三番マスト帆を畳め。面舵ちょい」

　甲板上にどっしりと腰かけたセクリトから的確な指示が飛ぶ。

俺もその後ろで砂が入った樽に腰かけているが、船の運用などわからないので口は出さない。

「おい帆を畳むらしいぞ」

「なに!?　さっき張ったのにまた畳むのか？　船とは本当に面倒だな」

「アレスの名を冠する船だ。漕ぎ続ければ一人でに敵のもとへと向かわんだろうか」

　アレス兵達は見るからに慣れない動きで命令をこなしている。

ピチピチの水兵服がなんとも滑稽で、ケツや背中が破れている奴も珍しくない。

　この十日間、奴らは睡眠以外の全ての時間を訓練に費やしたが、それでも十日の訓練など槍を担ぐだけの陸兵でも素人同然だ。様々な技能を必要とする水兵として通用するとは思えなかったが……。

「案外やれているんだよなぁ」

　俺はボソリと呟く。

もちろんセクリトの的確な指示あってのことだが、少なくともアレス・オブ・アレスは艦隊から落伍することなく航行できている。不測の事態が起きても動揺しないので案外命令をこなす能力は高いのだろうか。

　そんなことを考えていると船が急速に右へと方向転換していく。

途端にセクリトは舌打ちして椅子──にしていた男の尻を蹴り飛ばして怒鳴る。

「取舵を切ったな馬鹿者。それにちょいと言っただろうが！　二周は回しただろう」

「おお、面舵とはこっちだったか！　すまん間違えてしまった！」

「前の船が旗を振っているぞ。なにかわからんが怒っておるようだ」

　セクリトは椅子男へ飛び乗るように腰をかけて再び声を荒げる。

「手旗信号は教えただろう。頭まで筋肉を詰めやがって──『針路を戻し旗艦に続け』これを無駄に三回も繰り返している。どうせあの女が苛ついているだけだ」

　その後も同じ信号が更に二度繰り返されたが、セクリトは返信せず針路だけを戻す。

「こんな調子で戦闘できるのか？　航行するので精一杯じゃないのか？」

　陸上で言えば鎧を着て立つのがやっとの状態だ。

戦闘など論外ではなかろうか。

　するとセクリトは周りのアレス兵が聞いていないことを確認してから、人差し指でちょいと俺を呼ぶ。

「思った以上に良くできている。訓練十日など素人も同然、失態だらけは覚悟の上だが、今も傾いた船をたちまち立て直した。指示さえ細かく出せばそこそこやれる」

　案外に高評価だった。

セクリトが言うなら一安心だろう。

　そう思ったとき、船が急加速して前の味方艦に接近していく。

その船尾では狼狽した味方兵が物凄い勢いで赤い旗を振っている。

手旗の意味が分からずとも止まれと連呼しているのはわかった。

「三番帆を畳んで何故増速……馬鹿者共、命令無しに櫂を漕ぐな！　降ろして減速しろ!!」

「ぬぅ戦場への気持ちが逸り過ぎたわ」

「体を動かさんと落ち着かんな。陸の上ならばこういう時は全力疾走で行軍していたのだが」

　味方艦にほんの数メートルまで接近したアレス・オブ・アレスは櫂を水に降ろして急減速、なんとか衝突を免れた。

「はぁー」

　セクリトは再び椅子男に腰かける。

戦闘中でも余裕の笑みを浮かべる彼女が大きな息をついて肩を落とし、額には冷や汗まで浮かべていた。

　気持ちはよくわかるぞ。

俺もアレス兵と関わるとどっぷり疲れるからな。

それでも今回はまだマシな方だ。何しろ親玉ギルドレスを置いてきたからな。

奴が居ればアレス兵がそっちの命令を聞いてしまうので同行を許さなかったのだ。

「計画通りなら接敵まであと少し、お前と体をぶつけて景気づけと行きたかったが……」

　セクリトは恨めしそうな顔で言う。

「こいつらを五分でも放置したら俺達は繋がったまま水の底だな」

　セクリトは一つ頷いてロットを俺の方に突き出す。

「私はここを離れられんが、お前は溜まっているだろう？　こいつを貸してやるから抜いてこい」

　ロットは僅かだけ抵抗するが、セクリトが顎をしゃくると俺の腰にしがみ付いてくる。

　セクリトは俺の性欲を気遣ってくれているようだ。

有難いが、さすがに彼女を差し置いて一人気持ちよくなるのは気が引ける。

「いや、ここにいるよ」

「こ、ここでですか!?　うぅぅ……わかりました」

　ロットは顔を真っ赤にしながら服を脱ぎ始める。

ここで始めると言う意味じゃないぞ。

「それにアレス兵の群れの中にお前を一人にするのは不安すぎる」

　戻った時にセクリトの褐色の肌が一面白濁に染められていたら大変だ。

　セクリトが俺の女だと言うのは艦内に知れ渡っているが、それでもアレス兵は平気で誘いをかけてくる。

俺の目の前で性交を持ちかけた奴までいたのだ。勿論河に放り込んでやったが、泳いで帰ってきた。

「くく、さすがイヴァンナより私を選んだだけのことはある」

　セクリトは俺を引き寄せてキスをする。

同時に手招きしてロットを呼びよせ、顎の下を撫で上げる。

「はぅん」

　途端にロットは目をトロリとさせ、組んだセクリトの足の指を舐め始める。

完全に支配されてしまっている。もうセクリトから離れられないだろう。




　船に乗り込むにあたって、またもイヴァンナの乗る旗艦スワロフかこのアレス・オブ・アレスかで一悶着あったのだ。

結局はこの艦の方が練度に疑問があり、アレス兵を統率できる俺が必要という理由でこちらに乗った。

　イヴァンナは案の定大いに怒り、機嫌を取ろうと出発前に抱いたのだが、踏まれ蹴られ鞭で打たれ最後は一物に噛みつかれて大変だった。

「まあな」

　俺は笑ってセクリトへキスを返しながら改めてアレス・オブ・アレスを眺める。

「訓練もギリギリだったが、改装もギリギリだ」

　追加された装甲は巨大な金属の釘で武骨に打ち付けられ、必要最低限しか塗装も間に合っておらず優美さの欠片もない。

「ふ、本当に不格好だな」

　砲列甲板から覗く大砲も、改装時に積んだ俺の大型砲八門が不自然に突き出ている。

船内を改装する時間が無かったのでかなり無理やり積んだのだ。

滑り落ちないだろうな。

「だが美しい。戦いしか考えていない……殺すことしか考えていない戦艦だ。これこそ怪物リヴァイアサンの名にふさわしいだろう」

「アレス・オブ・アレスじゃないのか？」

　指摘するとセクリトは舌打ちしてから椅子男の背中にかかとをめり込ませた。




　その時だった。

セクリトがさっと立ち上がり、手旗信号解読役のアレス兵を蹴り飛ばす。

周りにはセクリトが書いたと思われる解読表が張りまくられていたが、結局理解できなかったらしい。

「前方に敵艦隊。中型四八、小型五〇余だ」

「来たか」

　俺はざっと立ち上がる。

「敵戦艦の一隻はこの艦と同じ継ぎ接ぎだ。くく、奴らも突貫修復で出してきたな」

　セクリトは笑いながら椅子男と俺の肩を踏み台にしてマストに登る。

「数も奴らの艦隊のちょうど半分だ。計画は上手くいったらしいな」

「あの女暗殺者はちゃんと帰れたんだな」

　的外れではあるが、安堵の息をつく。

犯したのも計略のうちだが、それでも種を仕込んだ女には違いない。

　セクリトはマストの最上段、ほとんど棒一本の先端に恐るべきバランス感覚で立ちながら今度は後方へと目をやって言う。

「──信号員」

　誰も答えない。

マストの上から物凄い勢いで鉄の水筒が降って来た。

「おお、儂だったか！」

　完全に忘れていたとばかりに一人の兵が立ち上がる。

「後方からも敵艦隊。戦艦二、大型戦闘艦五、小型五〇以上だ。前へ伝えろ」

　見事に挟まれている。

だがこれも想定のうちだ。




　敵はこちらの艦隊の動向を陸上兵力の動きよりも詳しく知りたがっていた。

艦隊の動きこそ奴らの最重要課題なのだ。

　そこで俺達は女暗殺者を通じてこちらの艦隊が重大な損害を受けたので安全な下流方向へ退避するとの情報を流した。対応するように複数の戦闘艦に布の覆いをかけ、損害を隠すふりもさせていた。

　敵はパテナに無数の間諜を忍ばせているはずだが、さすがに戦略までは知り得なかったはずだ。

そして事実としてこちらの艦隊は敵のいる上流方向ではなく、逃げるように下流へと出航する。

敵は今こそこちらを撃滅する好機と踏んだはずだ。

　前方に中型戦闘艦以下の快速艦を回り込ませ、後方からの大型艦で挟みうちして逃げ場を無くし撃滅する。それが敵の戦略だろう。

「だがこちらとしても敵の艦隊をまとめて撃滅する好機だ」

　その為の策もレオポルトに準備させているが、まず艦隊戦を十分に戦わないといけない。

「旗艦から全艦へ──予定通りだ。取り舵一杯。定めた通り一列に並べ」

　セクリトは手旗を自分で読んで命令を出す。

　俺達の艦列は中心に布を被った大型艦、その周囲を小型艦艇が囲む……見ようによっては損傷艦を庇う艦列だ。

　だがイヴァンナの命令と同時に全ての艦から布が取り払われると損傷している艦はない。

艦隊は一斉に回頭し、一列になって流れに腹を向ける。

「敵が挟み撃ちを選択するのは当然だ。こちらが下流へ向かう以上、頭を押さえず追い掛け合いをしては逃げられる公算が高い」

　砲列が甲板に引き出され、アレス兵達が慣れない手つきで玉と火薬を込めていく。

おい、今火薬と玉を逆に込めた奴がいるぞ。直させろ。

「だが戦力を真っ二つに分けたのは失策だった。頭を押さえるのは足止め程度で十分だ。二方向から挟み撃ちは逃げる敵には有効だが──」

　味方全艦の砲撃準備が完了する。

同時に全ての艦の左舷から錨もどきの鉄球が水中に落とされる。

重心が左へ傾き……流れを受けて斜めに傾いていた船体が平行に戻る。

艦列はほんの僅かずつ流されるが、重りのおかげで姿勢は安定している。

全ては予め決められていたのだ。

「艦の砲列は左右にある。両側から挟まれても攻撃力は落ちない」

　敵艦隊は突然河の中に静止したこちらを見て動揺したようにも見える。

「一方の敵さんは上流から来る敵と下流から来る敵……連携を取るのは難しいぞ」

　敵がいよいよ射程内に入る。

旗艦スワロフに攻撃開始の旗が上がる。

「敵の狙いは我々の艦列に割り込んで至近距離からの砲撃だ。近づく前に沈めてやれ」

　セクリトは剣を抜いて勇ましく言うが、アレス兵からは何故か歓声が上がらない。

「……」

　一人先走ったような形になったセクリトが不機嫌そうに睨む。

「ううむ、やはり敵の顔も見えぬ戦いでは今一つ盛り上がらぬ」

「それも剣でも槍でもなく鉄の筒に火をつけるだけではなあ……」

　士気はまったく上がっていない。

これは俺がなんとかしなければいけない。

人には見せられない姿だが、ここにはノンナもセリアもいないから我慢しよう。

　俺は上着を脱ぎ捨て、上半身裸になって叫ぶ。

セクリトには後で忘れてくれるよう頼もう。

「ぬぅぅぅん辛気臭い！　貴様らそれでもアレスの男か！」

「おお！　勇ましい声ぞ！」

「ううむ、あの肉体……悔しいが敵わん！」

　俺は両手を広げ、力こぶを作りながら更に叫ぶ。

「我らの船は漢船、これから始まる艦隊戦はつまり漢同士のぶつかり合い！　アレスの男よ脱げ！　叫べ！　戦いの狼煙を上げろ！」

「おお、その通り。水だろうと陸だろうと同じこと……戦が始まるのだな！」

「ギルドレスも認めた漢に続け！　脱げ！　叫べ！」

「奴の背後に王の姿が見えるぞ！　いざ漢体戦ぞ!!」

　俺の鼓舞に甲板上のアレス兵が応える。

鬨の声は甲板から船内、砲列甲板、マストの上まで全ての兵に怒涛のごとく広がっていく。

水兵服が次々と脱ぎ捨てられ、一瞬にして気温が数度上がったように感じられた。

「「「「オォォォォォォ──!!!」」」」

「……何故脱ぐ」

　恨みがましく言うセクリトだが、今は勢いをつける時だから気にしないで欲しい。

勢い余ってパンツまで脱いだ奴もいるが気にしないでくれ。

　時を同じくして隣の味方艦が砲撃を始める。

「狼煙をあげろ！」

　俺の叫びと同時にアレス兵達が大砲に着火する。

左右全門同時斉射の衝撃がアレス・オブ・アレスを揺らし、噴き出す砲煙で全ての視界が白く染まった。

味方も全て発砲したので辺り一面何も見えない。

「おぉ！　派手な狼煙よ」

「景気付けには最高よな！　この轟音、アレスの狼煙に相応しい」

　セクリトがマスト上の見張りへ怒鳴る。

「見張り、報告しろ」

「いざ戦い！　漢同士の殴り合いぞ！　アレス男の強さ見せつけてくれようぞ。わはははは!!」

　まともな返事が返ってこないのでセクリトは自分でマストに登っていく。

「砲煙が晴れてきたぞ……狙え──撃て!!」

　マストの上から命令を下すセクリト。

俺も対応して半裸のまま腕を振り下ろす。

　砲声が鳴る。今度は味方艦と砲撃のタイミングがずれたせいか、それなりに視界が利いた。

　アレス兵の気合が籠った砲撃だ。

さぞ威力のあることだろうと目を凝らす。

「……おかしいぞ」

　味方艦が砲撃する度に左右の敵艦は破片を散らし、集中砲火を受けた敵はマストや甲板を破壊されて傾くものまで出ている。

　だがアレス・オブ・アレスが盛大に火を噴いても水面に派手な水柱が立ち上がるだけだ。

「七〇門発射──命中……〇！　次弾発射──命中……一、お前らふざけているのか！」

　マストからセクリトの怒声が飛ぶ。

　落とした鉄球のおかげで艦の平行は保たれているし、砲煙もしっかり晴れてから撃っている。

なのにほとんど当たらないのはどういうことか……単に下手くそなんだろうな。

「わはは、やはり大砲など狼煙に過ぎんわ！」

「さっさと本当の戦いを始めようぞ！」

　さすがに艦列を崩して単艦で突撃してはイヴァンナに迷惑をかけて敗北の原因にも成り得る。

　そうこうしているうちにアレス・オブ・アレスに狙いを定めた敵の大型戦闘艦が接近してくる。

　さてどうしようかと思っているとセクリトから新たな命令が飛ぶ。

「左舷赤色、右舷青色、狙え」

　なんだそりゃと砲列甲板を覗いてみると、大砲を乗せる土台が削られ染料が塗り込まれていた。

アレス兵達は言われた色の場所に大砲を動かして狙いをつける。

「撃て」

　命令とともに砲声が轟き、接近していた敵艦に少なくとも一〇発の砲弾が命中し、側面を穴だらけにされた敵は慌てて回頭して逃走する。

「脳みそ筋肉共に狙う能が無いことは承知済みだ。これなら外しようがあるまい」

　どうやら色のついた場所ごとに狙う距離と角度が決まっているようだ。

とはいえ、これで命中させられるのは指示する人間、つまりセクリトの技量が飛びぬけているからだ。

「次、左舷大型砲のみ、緑色──撃て！」

　左右四門ずつ据えられた大型砲が火を噴く。

狙った中型戦闘艦は明らかに射程外に見えたが、数秒の後三つの水柱と一つの火柱があがる。

その敵艦はたった一発の命中弾で致命傷を負い、ずるずると水面に飲み込まれていく。

「たった一発で……大きさ通りの威力ではないな。もう一つ上の砲ならどれほどか」

　積み損ねたドワーフ砲のことか。

「あの陰気男が口を挟まねば……まあいい」




　セクリトはその後もマストの上から的確な指揮で敵を次々と撃破していく。

　だが上流からの敵が流れに乗せた速度で艦列に飛び込んでからは激しい乱戦となっていく。

味方艦の中にも砲撃を受けて炎上する艦や、あるいは沈没するものも出始める。

当然、図体の大きいアレス・オブ・アレスにも敵の砲弾が集中する。

「きゃあ！」

　俺のいる場所の近くにも砲弾が落ちる。

咄嗟に隣のロットを抱え込み、破片から守ってやる。

「平気か？」

「は、はい。ありがとうございます」

　裸の上半身に硬いしこりを感じる。

そういえばさっきロットは服を全部脱いでいたな。

どうせなので乳首を摘まんでおこう。

　もちろん被害は船全体に広がっている。

「砲列甲板被弾！　砲が二門吹き飛んだ！　負傷者無し」

「第四マスト被弾半壊、三名落水、負傷者は無し」

「甲板に着弾、甲板砲一門破損、火災発生、負傷者無し」

「櫂室に着弾、三人が吹っ飛んだ。負傷者無し」

　被害の報告が次々と上がる。

「報告は正確にしろ。負傷者無しのはずがないだろう──貴様も負傷しているだろうが」

　セクリトがマストから降りてきた。

　甲板では破片を受けたのか全身血まみれのアレス兵が不思議そうに自らの体を確かめる。

両手を叩き、両足を叩き、腹を撫でて、最後に首に手をやる。

「腕も足も首もついている。臓腑も飛び出ておらん。負傷などしておらんぞ」

「ふむ、俺もやけどしただけで無傷だ」

「俺は左腕こそ折れたが、繋がっておるから負傷者ではないぞ」

　セクリトは目を丸くしている。珍しい光景だ。

　アレス・オブ・アレスはでかい図体なので狙われるが、圧倒的に打たれ強いアレス兵と増強された装甲のおかげで戦闘力は失わず、逆に仕掛けてくる敵を次々と撃破していた。

　確認しただけでも大型戦闘艦一隻を破壊し、中型を二隻、小型を五隻は川底へ葬った。

　だが全体の戦況は俺達ほど芳しくない。

　当初は左右の敵相手に善戦していた味方だが、艦列に突っ込まれ乱戦となってはそうもいかない。

自由戦闘の命令が出され、各艦は固定の鉄球を外して走り回り始めたが、それでも倍以上

の敵に押されているように見える。

「そろそろか」

「そうだな。このままではまずい」

　セクリトがマストから降り、さっと一点を指差す。

そこでは旗艦スワロフが数隻の敵に群がられてのたうつように蛇行していた。

大きな戦艦は小回りが利かない分、複数の小型艦に肉薄されるとつらい。

援護すべき味方も他の敵に手一杯になっている。

「行くか」

「不本意だが旗艦がやられれば艦隊行動もとれん」

　俺は剣を抜き、スワロフを指差す。

「これより旗艦を援護する。櫂を出せ、敵に突っ込むぞ」

「おお遂に突撃か！」

「男を見せる時が来たな」

　帆が畳まれ、金属製の櫂が両弦から水面に伸ばされる。

「とは言えこの船はスワロフよりも鈍重だ。敵との位置に注意しつつ、流れを計算して──」

　俺はセクリトの肩を掴んで微笑む。その必要はないだろう。

「全力で漕げ。男を見せろ」

　無駄に声を張ることなく静かな調子で言う。

アレス兵達も同じく無駄な声はあげず、一声「応」とのみ叫ぶ。

　櫂の調子を取る太鼓が打たれる。

木製とは比べ物にならない重さの金属製の櫂が軽々と持ち上がり、アレス・オブ・アレスはゆっくりと前進していく。

「速く」

「おう！」

　太鼓の調子が早くなる。

金属の櫂は他の艦の全力疾走と同じ調子で水をかく。

ぐんと速度があがり、船首に白波が立ち始める。

「もっと速く」

「おう！」

　太鼓が更に早く打たれる。

同じく旗艦の援護に向かっているより軽快なはずの戦闘艦が横に並び、後方に下がっていく。

甲板では水兵が信じられないとの表情でこちらを見ていた。

「もっとだ」

「おう！　おう！　おう！」

　太鼓は既に連打に近い。

体が後ろに下がるほどの加速。

針路を塞ごうとした敵艦を置き去りにし、放たれた砲弾もこちらの速度を読み間違えたのか艦尾を掠めて水柱を立てるのみだ。

　ポカンと口を開くセクリトの髪が加速の風で靡く。

「その程度か。貸せ」

　俺は太鼓を打つ兵士からバチを奪い、猛烈な勢いで連打する。

「全速前進。アレス男の力を見せてみろ」

「おぉぉぉぉう!!」

　こんな連打ではもう漕ぎの調子を取る役目は果たせていない。

だがアレス兵達にはもう調子など必要ない。

　両弦の漕ぎ手が渾身の力で滅茶苦茶に漕ぐ。

その動きが言わずとも揃う。それがアレス兵の戦い方だ。

「なんだこいつら……船首が上がっている!?」

　アレス・オブ・アレスの船首がまるで小型ボートのように上がっていく。

最早船の速度では無い。全力疾走する馬のような速度で巨大な船体が水面を滑る。

敵も味方も追随できず、あまりに速すぎるので的を見誤っているのか砲弾は一発も当たらない。

「この艦の名は？」

　最早意味のなくなった太鼓を連打しながら言う。

「アレス！　オブ……アレス!!　アレスの名を冠する漢船なり！」

　櫂を漕ぐ男達が嬉しそうに答える。

「貴様らは？」

「男！　屈強なるアレスの男なり!!」

　櫂を漕ぐ兵から汗が飛び、まるで雨のように舞っている。

　速度は更に上がり続ける。

巨大な船体が時折、水面を跳ねているようにすら感じる。




「漢よ。王より預かったこれを」

　一人のアレス兵が差し出したマントを羽織る。

深紅のマントが風ではためく。

「……なんだこの操艦は」

　セクリトの呆れた声を聞きながらみるみる大きくなるスワロフを見据える。

見れば敵艦三隻に囲まれて砲撃を受け、進路を大型戦闘艦に塞がれている。

「面……いや取……ええいわからん。それなりに左へ曲がれ」

「おう！」

「おい！」

　適当な指示にも関わらず、俺の思った通りに舵が切られる。

「スワロフの進路を塞ぐ敵を擦れ違いざまに砲撃して動きを止め──むぐ」

　セクリトの口をすっと押える。

　櫂の動きはもう目で追えない程だ。

それでもぶつかる櫂は一つもない。

舵も命令は出していないが、いい具合に調整されている。

　アレス兵に理屈はない。

訓練で出来なくともいざ戦闘となれば最善が尽くせるのだ。

「あの三本マストの船に突っ込め」

「おう！」

　死闘中のスワロフと敵艦の兵が揃って目を丸くしている。

その中に甲板で指揮を執るイヴァンナの姿が見えた気がした。

「激突するぞ！」

　俺は両手にロットとセクリトを抱え、ドンと踏ん張る。

アレス兵達も大股を開いて同じように踏ん張った。

　そこら中で轟く砲声を打ち消すほどの轟音。

アレス・オブ・アレスは敵の大型戦闘艦に激突し……めり込むどころか真っ二つにして突き抜けた。

セクリトがボソリと呟く。

「……アホか」

　敵艦を真っ二つにした俺達はスワロフの正面に出る。

激突の衝撃でうまい具合に速度が落ちた。

「回頭、どっちでもいい」

「……無茶な」

　ぐるりと右回転して完全に速度を殺したアレス・オブ・アレスはスワロフの正面にぴったりとつける。

　改めてスワロフを観察するとかなり酷くやられている。

砲列甲板は半分崩壊していたし、甲板もぐしゃぐしゃでマストが一本根元から折れていた。

　だがそれでも艦橋のイヴァンナはこちらを一瞥してからフンと顔を逸らした。

ふふふ、彼女らしくて可愛いじゃないか。

「ニヤついている場合か、速度を失った。両弦から突っ込んでくるぞ」

　セクリトの言う通り、ほとんど静止したアレス・オブ・アレスに向けて左右から敵が突っ込んでくる。

　既に敵兵の叫びも聞こえる距離だ。

「派手な登場だが戦艦が距離を詰めるなど命取だぞ！」

「あれは鹵獲された我らの戦艦ではないか。好機ぞ、奪い返せ！」

　肉薄する戦闘艦は砲撃してこない。

見ればこちらと同じ乗り込み塔が備えられていた。

「ちっ、乗り込まれる前に砲弾で砕いてしまえ。砲撃しろ！」

　だがセクリトが命じても大砲は火を噴かない。

アレス兵達が良い笑顔で首を振っていた。

「敵は肉弾戦を挑んで来た。飛び道具で応じるなど男のすることではない」

　砲兵が勝手に持ち場を放棄し、剣と盾を構え始めている。

　セクリトは修羅の顔となって剣を抜いたが、パンツ一丁の俺とアレス兵を見て諦めたようだ。

「戦闘が終わったらまともな水兵を用意する。絶対に」

　左から迫る艦から乗り込み塔が降ろされた。

金属製の塔が帆を引き裂き、甲板にめり込んだ。

　俺は思わず苦笑してしまった。

知らぬこととは言え、この船に乗り込みなど正気の沙汰とは思えない。

敵の冥福を祈ろう。

「砲撃が来なかったぞ！　砲がやられていたのか？」

「これで決着はついたようなものだ。全員乗り込──」

　俺は餌を前にした犬のように息を荒げるアレス兵に向けて小さく腕を振った。

「「「「乗り込めぇぇぇぇ!!」」」」

「「「「ぬおぉぉ!!」」」」

　敵兵の百倍近い怒鳴り声とともにアレス兵が敵の乗り込み塔に殺到する。

気が逸ったのか、河に飛び込みそのまま敵艦の側面を登っていく奴までいる。

「え？」「ふえ？」

　動きの止まった敵兵が一瞬にして雪崩れ込むアレス兵の群れに弾き飛ばされる。

　どちらが乗り込んだのかわからない。

筋肉の群れが敵艦に充満していく。

　その異常な動きに右から迫っていた敵艦が乗り込みの動きを止めた。

だがもう手遅れだ。

「降ろせ」

　アレス・オブ・アレスに設置された乗り込み塔が右の敵に落とされる。

同時にこちらにも筋肉の奔流が流れ込む。

　先陣を切った一人のアレス兵が迎え撃つ敵の首を飛ばし、二人目を河へ蹴り落とし、三人目に頭突きして昏倒させる。

　更に左右からの同時攻撃をそれぞれ剣と盾で受け止めて、剣で顔面を切り裂き、盾で頭を割って屠る。

「こ、こいつ名のある戦士か!?」

　実はそうではない。

あいつは指揮官ですらなく、ただの一兵卒だ。

特段強い訳ではなく、アレス兵の中では標準だろう。

「肉弾戦を挑む意気は良し。だがお前ら弱すぎんか？　鍛え方が足らんぞ」

「アレスの強さとくと味わうが良い」

　乗り込みに備えて甲板に並んでいた百人近い敵兵が、十人にも満たないアレス兵に蹴散らされる。

甲板上は敵兵の死体で埋まり、吹き飛ばされたり行き場を失った敵兵は次々と河に落下していく。

　次々と乗り込むアレス兵を前に敵兵ができることは何もない。

見たところ、こちらの損害は〇ではなかろうか。

　甲板を一掃したアレス兵は敵を求めて船内にも雪崩れ込み、砲列甲板から敵兵と砲門が次々飛び出して水面へ落下していく。

「ひぃぃぃ!!　ばけもんだ！　助けてぇぇ！」

　体型から登れないと判断したのか、マストの上にも敵兵が逃げている。

「ぬうん。猿のようにちょこまかと……ええいまどろっこしい！」

「やるか！」

「おうとも！」

　アレス兵三人がマストを掴んで力を込める。

左右に激しく揺れたマストはやがて真ん中で折れ、哀れな敵兵は甲板に打ち付けられてから水面に落ちていった。

　敵艦二隻は数分も立たないうちに戦闘力を喪失した。




「……私の知っている艦隊戦ではない」

　セクリトがぼやく。

見ればスワロフ上のイヴァンナも同じような表情をしている。

どうやら彼女も囲む敵を砲撃で撃破したようだ。

　その時、突然艦橋近くの手すりに複数の鉤縄がかけられた。

「あん？」

　数秒の間もなく、八名の敵兵……水兵ではなくマスクで顔を覆ったいかにも暗殺者と言った風貌の者達が乗り込んで来た。

「奇襲隊か」

　見下ろすと巨大な船同士の戦いの中では見つけることすら困難な小舟がアレス・オブ・アレスに横づけされている。

　どうやら乗り込み戦に夢中になった間隙をつかれたらしい。

艦橋の周りに兵士が居ないことにも今気づいた。

「頭を潰せば……」

「そこで終わり……」

　八名全員が怪しいが、特に異様な二人が俺とセクリトにそれぞれ向かってくる。

　セクリトに向かっていくのは男。

飢え死に寸前にも見えるガリガリに痩せた体ながら、両手を前足のように使って走り、口には短剣を咥えている。

　俺に向かってくるのは女。

侮蔑ではなく本当に鶏ガラのような体型で加速と減速を繰り返す奇怪な動きで迫って来る。

　他の六名は直接向かっては来ず、周りを囲む。

逃走防止と他の兵士が近づけないようにだろうか。

「ま、逃げんがね」

「そうだな」

　俺とセクリトは視線を絡ませて小さく笑う。

　デュアルクレイターと鉤爪の義手がギラリと光った。

遅刻しました。

無かったことにして次回は水曜日更新です。










第４２６話　パテナ沖海戦ー奇怪な者共







「──しぇあ！」

　セクリトに相対していたガリガリ男が仕掛ける。

　やはりまともな兵隊ではなさそうで、戦闘スタイルも異様の一言、這い蹲って身を低くしながら突っ込んでいく。

　そしてセクリトが爪を構えると口に咥えていた短剣を右手に握り直す。

三本足で走るその姿は異様を通り過ぎて不気味ですらある。

「出来損ないの犬っころめ。せめて四つ足で歩けんのか？」

　セクリトは男を罵倒しながら鉤爪を下に突き出す。

俺から見ても素早い突き出しだったが、三本足男は不規則な動きで楽々と避ける。

　なるほど三本足だけあって小回りが利くのか。

それに這い蹲っているのでリーチの短い鉤爪では下向きに突き出すしかできない。

　セクリトは二度三度と攻撃するが男は軽く避けていく。

そして三度目の攻撃を躱したところで反撃に転じた。

　男は限界まで低くした姿勢のまま、セクリトの足首を狙って短刀を振る……いや剣を振ると言うほどの大きな動きは無い。それこそセクリトと同じように自分の手についた爪での攻撃のようだ。

リーチは非常に短いが反撃を狙える隙はほとんどない。

「鬱陶しい害虫め。台所の油虫と良い勝負だな」

　それでも命のやり取りに慣れたセクリトに動揺は無い。

鼻で嗤いながら素早いバックステップで男の攻撃を回避する。

右に左にと繰り返される攻撃を軽快な動きで全て避ける。




　こちらも二度三度と攻撃が躱されるが、男は連続して攻撃を仕掛け続ける。

四度五度攻撃するうちにセクリトの背がマストに迫り逃げ場が無くなっていく。

「ひょう！」

　背がマストについたのを見た男は甲高い奇声をあげて飛び掛かる。

もう後ろには下がれないセクリトは不利な姿勢ながら迎撃するつもりなのか鉤爪を頭上にかかげる。

　シュッと短く大きな息の音がした。

「追い詰めたとでも思ったか？」

「なっ!?」

　セクリトは爪を相手ではなく背後のマストに突き刺して自分の体を持ち上げたのだ。

男の短剣はセクリトではなくマストの薄い塗装を削る。

　セクリトは大柄な体を空中で捻って爪を抜き、真上から男に向かって落下する。

　男は慌てて犬のように床を転がり、爪が胴体ギリギリをかすめて床に突き刺さる。

なんとも情けなくなる避け方だが、身のこなしだけはなかなかに見える。

「爪は嫌か？　なら足が良かろう」

　爪を床に刺したままセクリトは足を開き、転がる男の背を勢い良く蹴りつける。

「ぎゃいん!!」

　男は勢いよく転がって樽の山に突っ込んだ。

運良く中身が野菜だったらしく致命傷では無さそうだが、全身葉っぱまみれの情けない姿になっていた。

「さて、もう一度来るか？　──出来損ないの犬っころ」

　もうこっちは大丈夫そうだな。




「きぇぇぇぇい!!」

　俺がそう思って正面に気を回した途端、鶏ガラのような女が両手を前に突き出して跳んできていた。

両手には鉤爪がついていたが、義手ではなく手首に巻いた腕輪に爪がついている。

それにしても両手を突き出して飛んでくるとは豪快だな。

「よっと」

　俺は軽く腰を捻って回避する。

これで女は顔から床に突っ込むしかないと思ったのだが、予想に反して女は爪を交差させて床で一度跳ね、空中でくるくる回転しながら器用に細い支柱の上に立つ。

「くくくく……」

　女は不気味な笑みを浮かべる。

女に笑いかけられて無視はできないので、俺も笑みを返してやる。

「大したもんだ」

　俺が同じことをすれば自重で床にめり込むか盛大に転倒しただろう。

ああいう動きをするために鶏ガラみたいな痩せた体にしているのか。

「だがそれでは女としての魅力が無いぞ」

　女は体だけではなく服も限界まで軽量化しているので太ももやヘソが見えている。

だが太ももには骨が浮き出し、腹はべっこりと凹んでおり、可哀そうに見えて欲情できない。

「戯言を──」

　女が再び突っ込んでくる。

俺はデュアルクレイターを構えて迎撃しようとするが、直前で横にステップして後ろに回り込まれる。

　後ろに回られては逃げるしかない。

体を回転させながら後ろに下がるが、背後に女がいない。

「む」

　さすがに意表を突かれて周囲を探るがどこにもいない。

どうしたものかと首を捻っているとフッと視界に影がかかった。

「上だったか」

　いつの間にマストを登ったのか、女は先ほどのセクリトと同じように真上から落下してきていた。

それにしてもどれだけ体が軽いのか、登る音がまったく聞こえなかったぞ。

　女は落下の力を利用した速度で渾身の突きを放ってくる。

　これでは避けられないので、俺はデュアルクレイターを振り上げ、剣の腹で爪を弾く。

「きゃっ！」

　女は落下の軌道を反転させたように、真上に吹き飛んでいく。

力加減を間違えてしまったせいで、女はマストの最上段よりも高く飛び上がり、一瞬静止して背中から落ちて来た。

　このまま落ちたら死んでしまうと慌てたが女は空中で態勢を立て直し、落下しながら柱やロープに爪をひっかけてなんとか速度を殺して最後は受け身を取って起きあがる。

「「ふぅ……」」

　俺と女の安堵の息が重なる。

　女は俺を睨みつけ、さっきのような笑みは見せてくれない。

「怪力だけの野獣が……」

　言いながら女が再び仕掛けてくる。

　床を這い、柱で跳ね、樽に乗り、甲板のあらゆる物の間を飛び回って攻撃を仕掛けてくる。

俺はそれを躱し、弾き、いなしながら女を観察する。

　異様な痩せで気づかなかったが女の身長は一五〇ｃｍもない。

戦い方から見てまともな身の上ではない。常軌を逸した体の絞り方からもそれがわかる。

　爪の攻撃が通じないと見るや、女は高所で足を止め、不穏な動きを見せる。

俺は体を僅かに捻って投げられた短剣を躱し、恐らく毒が塗られた針を剣の腹で弾く。

相手が暗殺者だとわかっていればこの程度は想定内、見て避ければいい。

　さて観察を再開しよう。

女は顔全体を布で覆っていたが、激しく動く拍子に何度か素顔が見えた。

顔もまた体と同じように痩せこけ、いくつか大きな傷があったし、それを抜いたとしてもお世辞にも美女ではない。むしろ顔立ちは良く無い方に入るだろう。

「ベッドに引き込めばそれも愛嬌なんだがな」

　独語していると女がすっと目の前に降りてくる。

「なるほど大変な剛力だが速度は……私の勝ちだ」

「そりゃ大変だ」

　女は腰をかがめ、鉤爪を交差させて木の床を踏みしめる。

このまま最高速で突っ込み、速度勝負に持ち込んで仕留めるつもりのようだ。

爪には緑の汁……まず間違いなく毒が塗られている。

手袋をはめておこう。




「くくく……なんとも器用なことだが、ここまでのようだな」

「ふむ、困ったことだな」

　見ればセクリトと相対している男も同じようなことを言っている。

利用できる物が何もない船尾に追い込まれたようだ。

　援護は……いらんか。

セクリトめ笑いを隠して必死に困った顔を作っている。

　俺もさすがにこれ以上時間をかける訳にはいかない。

「「ヒョオ!!」」

　暗殺者達の奇声が重なった。

　今までで最高の速度で飛び込んでくる女。

俺が剣を振り上げた時には既に鉤爪の間合いに入っている。

なるほど速い。これは速い。

　俺は驚愕の表情のまま、左に動いて両手突きを躱す。

　唖然とした表情のまま右手の薙ぎ払いを屈んで避け。

　賞賛の表情のまま、左右同時の斬り付けを革の手袋をつけた手で掴む。

　三本に割れた爪は貫くにはいいが、圧迫されれば脆い。

綺麗な残響を残して女の武器は砕け散った。

「馬鹿な！」

　武器を失い、女は慌てて後ろに飛び退く。

これもまた今までで一番速かったが、俺は女にぴったり張り付いて追撃する。

「自慢するようで好きじゃないが」

　女が転がるように逃げるので、その先に回り込む。

「多分お前よりも」

　転がる樽を乗り越え、河へ飛び出そうとする女の行方に先回りする。

「俺の方が速い」

　女の襟首を掴んで引き寄せると唇がかすかに開き、頬が膨らむ。

俺は女の口に力が入った瞬間、首を僅かに倒す。

頬をかすめた針がどこぞやへ飛んでいった。

「おやすみ」

　俺は空になった女の唇に軽くキスしてから、首を折らないように気をつけながら頸動脈を圧迫する。

「がふ……」

　細っこい首は簡単に締まり、女は数秒で白目をむいて気を失った。

　飛び回るから怪我させずに捕まえるのに苦労したな。

　だいたい敵も味方もだいたいの奴は俺を力だけの鈍重なオークと勘違いしている節がある。

正面からの速度勝負ならセリアやナーティアよりも俺の方が速いんだぞ。

「──作戦二項。かかれ」

　女が気を失ったのを見て俺の周りにいた黒衣の三人が一斉に襲い掛かってくる。

「やっとか」

　俺は赤いマントを翻して一回転する。

同時に襲い掛かる三人の視界は一瞬塞がれたはずだ。

　その一瞬で十分。

三人が動きがほんの一瞬遅れた隙に身を屈めながらデュアルクレイターを一閃、一人の両足を切り飛ばす。

　さらに足を踏みしめて回転を止め、剣を振り上げてもう一人の顎から後頭部を切り裂く。

赤黒い血飛沫が高々と舞う。

　もう一人は慌てて懐からクロスボウを取り出すが、照準の先にもう俺はいない。

「な？　遅くないだろ」

　俺は最後の一人の後ろから声をかけ、先ほどへし折った爪を男の脇腹に突き立てる。

男は苦悶の声を上げた後、口から黒い泡をブクブク噴いてそのまま絶命した。




　さて。案外に手こずってしまったのだが。

セクリトの方はどうだろう。

　見ればセクリトは正面から男の攻撃を防ぎつつ、船尾ギリギリまで追いやられている。

俺はデュアルクレイターを担ぎ上げて声をかける。

「いつまでやっているんだ」

　するとセクリトは溜息交じりに返してくる。

「お前がどうせ女を捕まえようとするだろうから合わせてやったのだろうが。……終わったようだな」

　言いながらセクリトは自ら艦尾の手すりに背中をつける。

これでもう逃げ場はない。

「諦めろ」

　暗殺者の男がどこからかもう一本の短剣を取り出し、グネグネと変態的な構えを取る。

　だがセクリトは答えない。

暇つぶしが終わったのだ。本気で殺す気になったのだから会話は必要ない。

次に無駄口を叩くのは相手を殺すその瞬間だろう。

　セクリトの鉤爪が床に転がる。

間髪おかず、ベルトにつけていた物を握れる義手に切り替えられ双剣が握られる。

　セクリトはもう『いくぞ』などと無駄口は叩かない。

ただ口元を吊り上げて床を蹴り正面から飛び込んでいく。

　男は今までにも増して姿勢を低くし、体を不規則にくねらせる。

セクリトの双剣をいなし、逃げ場のない彼女を仕留めようと飛び込み……。




「ぎゃん！」

　肩に剣を突き立てられ、何もできずに床に叩きつけられた。

　今までの展開とは全く違う。

圧倒的な速度と力、そして技術だ。

　なんとか剣を抜いて起き上がる男の股間に蹴りが入り、倒れた背中を剣が抉る。

振り返った男の顎をセクリトの踵が砕き、同時に右手が切り落とされる。

「……あ、あぐ……ぎぐ……」

　今までの戦闘が嘘のような一方的な展開に男は恐怖よりも困惑を感じているようだった。

「作戦第二──」

　黒衣の三人が襲いかかる。

　セクリトは左右二人の斬撃を双剣で受け止め、最後一人がしめたとばかりに顔面に剣を突き出すがセクリトは何も反応しない。

　剣先が眼球に突き立つ瞬間、セクリトは両手の力を抜き、半歩後ろに下がる。

突きは勢いを失い、剣を止められていた二人は突然の後退に前のめりとなる。

　その一瞬の隙を狙って今度はセクリトが双剣を突き出し、左右二人の眼球から頭部を貫く。

「う……」

　残った一人が呆然とセクリトを見る──前に首が床に落ち、コロコロ転がって水面に落ちていった。

「さて……と」

　セクリトは背中に深手を負い、片腕を失いながらも必死に這って河へ逃げようとしていた男の髪を掴む。

「戦いも終わった。これでようやっとおしゃべりできるな」

　船尾の手すりに男をもたれさせ、左手の義手を外す。

「お前はここで死ぬ訳だが……暗殺者として影に散るのも寂しかろう。一つ盛大な散り方をしてみようじゃないか？　一度やってみたかったのだ」

　ガチャリと腕が付け替わる。

あの腕は……もってきていたのか。

　ガリガリに痩せた胸板にその腕……腕とも呼べない丸い管──砲列甲板でよく見る形のソレが押し当てられる。

　男も正体に気付いたのだろう。暴れようとするが右手一本で抑え込まれてしまう。

そもそもセクリトの腕力は並の男よりずっと強い。

怪我人が振り払える力じゃない。

「火薬を入れ、砲弾を込め……そしてこのレバーを……」

　わざと一つ一つ確認しながらゆっくりと作業するセクリト。

止めてやろうかとも思ったが、失神させた女の方が呻き声を上げ始めたので、こちらを縛る方が優先だ。

　セクリトは色っぽい、発情した笑みを男に向けながら首を傾ける。

そして大抵の男なら勃起させてしまいそうな艶のある声で言う。

「じゃあ……な」

　レバーが引かれると同時にセクリトの腕が火を噴く。

そして轟音……砲戦が続いている戦場では特異な音ではない。

　だが至近距離というよりも胸に押し付けられて発射された男などいるまい。

男の上半身はバラバラに吹き飛び、セクリトの全身が血に染まる。

腰から下だけが甲板の上でバタバタと動き続けていた。

「うぐっ」

　二ヤついていたセクリトが呻いて軽く震える。

まさかイったんじゃないだろうな。




　そこにワラワラとアレス兵達が戻って来る。

どうやら敵艦を完全に制圧したらしい。

「うん？　敵が乗り込んでいたのか？」

「漢船に乗り込むとは見上げた奴……だがもう死んでおるか」

　敵の死体を見ながらなんでもないことのように言う。

俺とセクリトが狙われたことを心配する様子はまったくない。

「何を言う。お前はギルドレスが認める漢だ。漢を心配するなどあろうはずがない」

「もし目の前に居たとしても漢の戦いを邪魔するようなことはせん」

　勝ったからいいけどな。

　ひと段落して全体を見回すと、海戦はいよいよ佳境に入っている。

ここからはセクリトの指揮でまともな戦いが必要だろう。

「指揮を頼むぞ」

「ふん。ならあのアホ共に私の命令を聞けと徹底しておけ」

　セクリトは恍惚から覚めて艦橋に戻る。

だがそのズボンは盛大に濡れ、太ももにまで粘度の高い汁が垂れていたのだった。

ごめんなさい……リアル海戦までたどりつきませんでした。

どうにも分量配分がおかしくて……次回四巻発売日に合わせて海戦の締めを余談とともに投稿するのでご容赦下さい。










☆ＳＰ④巻発売記念話

この話は発売記念の余談ですので本編とは関係しておりません。

尚、文中の小ネタに作中の加筆部分と関連している部分があります。

気になる方は是非ご購入下さいｗ









南ユーグリアとの開戦前──。

　その日、俺はセリアを伴ってラーフェン外壁の外へ遠乗りに出ていた。

「もう少しペースを落としてくれないか？」

「あっごめんなさい。いつもの調子で……」

　セリアが馬の手綱を絞り、ようやく隣に並べた。

「いいさ。全部あのエロ馬が悪い」

　俺が乗っているのはシュバルツではなく、駐屯地から適当に借りて来た軍馬だ。

なので俺とセリアの重量差の分遅くなるのは仕方ない。

「まだ昼前です。天気も良いですからゆっくり歩いていきましょう」

　セリアが隣に並び、ニコリと笑う。

俺の中ではいつまでも可愛いセリアなのだが、本当に美人になってきた。

髪が長くなってきているのも大人っぽさを強調している。

　そんなことを考えながら歩いていると、抜けるような青い空に小さな煙の筋が見えた。

目を凝らすと、小さな林の入り口で焚火をしている一団がいるようだ。

人数は二十人程、並んだ数台の荷馬車には一杯に麻袋が積まれている。

「隊商？　こんな街道から離れた場所に……むむむ」

　セリアが目を細めて眉間に皺を寄せる。

確かに隊商が街道を外れてこんな場所にいるのは妙だな。

盗賊には見えないが、違法な物品や奴隷の密売かもしれない。

「おーい」

　俺は万が一の心づもりをしながらその隊商に手を振り声をかける。

すると一団は意外そうな顔をしながらも手を振り返してきた。

　近づきながら一団を観察すると鹿や兎が解体されて焚火にかけられている。

林の傍だったのはそういう訳か。

「こんなところで何をしているんだ～？　えらい美人まで連れて……」

　声を返してきたのは俺の顔を知らないのだろう若い男だ。

男の声色は何かを誤魔化すとか、警戒するのではなく本当に怪訝そうだ。

そして俺よりもセリアばかり見ている。

「こっちはラーフェンからの遠乗りだ。そっちこそえらく街道から外れているが？」

　すると若い男の顔が曇る。

もごもごと言い淀み、困ったように他の者の顔を窺っている。

「む、怪しいです！」

　セリアが馬から飛び降り、空中で一回転して見事な着地、そのまま荷馬車に近づいていく。

「おいおい大事な荷に触らないでくれよー」

「袋が破れたら大変なんだからさ～」

　セリアを静止しようとする者達に俺は僅かに体を緊張させるが、困っているだけで何かを隠そうとしているようには見えない。

　そうこうしているうちに他の者に促されて一人の中年男がのっそりと現れる。

不細工で腹も出ているが、悪人面ではない。どうやら隊商の頭のようだ。

「まったく、せっかくの宴会なのに面倒ごとを──げえ!?」

　中年男は俺の顔を知っていたのか、声をあげて仰け反る。

そのまま跪こうとしたので不要だと止めさせる。

「お、お前らもやめろ！」

　中年男の尋常でない声に動きの止まった一団を尻目にセリアは荷車に飛び乗り、荷をつつきまわす。

「別に何か咎める訳じゃない。ただこれだけの規模の隊商が街道から外れて──しかもラーフェンを目の前に宴会しているのは不自然だからな」

　荷馬車の速度は徒歩と変わらないとはいえ、ここからなら半日も歩けばラーフェンに着く。

こんな場所で止まらずにラーフェンについてから酒場ででも宴会するのが普通だ。

「確かに。でも決して禁制品を運んでいる訳ではありません」

「こ、この粉は……検める必要があります！」

　ちょうどセリアが袋に穴をあけていた。

中から零れるのは白い粉……セリアの目が輝いている。

「私達は塩の隊商。そこらで取れる岩塩ではなく特上の粉塩を商いに来たのですが」

「くぅ……しょっぱいです……ううう、砂糖だと思ったのに」

　なるほど、確かに袋から零れるサラサラの塩はまるで砂糖のようだ。

舐めたセリアが変な顔になって吐き出していた。

「ですが悪いことに我々が到着する前日に塩積みの大規模隊商が荷馬車五十台を連ねてラーフェンに」

　そう言えば昨日クレア商会の隊列が入っていた。

「品質が違うとはいえ、さすがに昨日の今日で塩を入れても買い叩かれてしまいます。そこでここらで何日か時間を潰してから入れようかと思いまして。さすがに街道近くで止まっては良からぬ噂も立ちますし」

「ぺっぺっ！　しょっぱいです……それならラーフェンの倉庫にでも入れておけば……」

　怪しい荷がなかったせいかセリアが戻って来る。

「儂らのような中小の隊商には倉庫代も馬鹿になりませんし、そもそも未売の塩があると卸しに知られれば値段も戻らないので意味がありませんから」

　商人のことはよくわからんが楽じゃないんだな。

「ともあれ気付いて良かったな。遠路はるばるやってきて安値で叩かれたら報われない」

　隊商の雑用係らしい少女が俺にも酒のカップを持ってくる。

セリアの眉間に皺が寄る。

「うちの隊商には強い味方がおりまして。信じられないかもしれませんが」

　中年男の視線の先には一人の老婆がいた。

老婆はかなりの高齢らしく、目が見えず足も細って立てそうにない。

二人の男が丁寧に介助しながら飯を食わせている。

「隊商に老婆など、と言われるかもしれませんが、この老グロロは未来を予知できるのです。彼女がラーフェンに入るのを遅らせよと助言してくれたのです」

「ははは」

　大げさに言う中年男に思わず笑ってしまう。

未来を予知できるなら苦労は無い。

　すると俺の笑い声に気付いたのか老婆が両脇を支えられながらゆっくり歩いてくる。

目の前まで来た老婆は今にも死んでしまいそうな見た目だ。

　老婆は俺を見るなり見えていない目をかっと見開く。

おいおい、信じはしないが明日一物がもげるとか気分の悪い事言わないでくれよ。

「奇妙な──ことが起きる！」

「老グロロ！　領主様にそんな……」

「ぷっ」

「ははは、なんだその曖昧なのは」

　こんな予知なら俺にだってできる。

明日中に俺は便所に行くだろうし、セリアは今年中には漏らすだろう。

所詮こんなものだと、笑いながら返してやる。

「奇妙ではわからないな。どんなことが起きる？」

　だが老婆は笑った俺達に気分を害した様子もなく、林の奥を指差す。

「この林の先に寂びれた祠がある。遊戯と娯楽を司る古代の神……」

「へぇ」

　俺は酒を煽り、少女の尻を軽く撫でながら適当に聞く。

「祠を見つけた後、そなたは一度転ぶじゃろう。その転び方こそ神のお告げ、激しい程に奇妙な──」

「面白い。確かめてみるか」

「ええ!?　危ないです」

　俺は老婆の話を最後まで聞かずに林へ向かう。

セリアは心配しているが、小さな林で植生も薄い。

ラーフェンにも近く、賊や手ごわい魔物が潜んでいることはない。

「奇妙珍妙なれど、それもまた天啓。そなたの望みを叶える──」

　そして俺達は林に分け入る。




「あった」

「わっ本当です」

　直感のままに分け入った獣道の先に祠はあった。

それはセリアの腰ほどの大きさしかなく、手入れもされずに苔生して気をとめなければ唯の石にも見える。

「なんだか怖いです」

　しかし老婆の話を聞いた今ではそれがむしろ異様でもある。

そもそも目の見えない老婆が何故こんな小さな祠に気付いたのか。隊商の奴らも知らなかったのに。

「帰りましょうエイギル様。なんだか寒気がします」

　セリアのうなじに鳥肌が立ち、髪が逆立っている。

「ま、帰る以外にないがな」

　ここで祠の掃除を始めるほど信仰深くも暇でもない。

「だがせっかく来たんだ」

　俺は手に持っていたカップを祠の前に置く。

中身は……八割飲んだが無いよりましだ。

それに遊戯の神と言うなら洒落ぐらい介するだろう。

「ん？」

　カップを置いた瞬間、祠が僅かに光った気がした。

思わず見返すが見間違いだったか……はてカップが空になっている。

まあいいか。

「背中を支えます！　転んだらきっと変なことがおきます」

　セリアは献身的でかわいいな。




　林を出た俺は隊商に声だけかけてラーフェンに戻ることにする。

ちなみにセリアは老婆に恐る恐る自分の未来を聞いたが『近く漏らす』と一言言われて激昂していた。

　そこに聞き覚えのある声と蹄の音が聞こえてきた。

「エイギル～こんなところで何してるの～」

　それはシュバルツに乗ったカーラだった。

弓を背負い、兎二羽と鳥一羽を腰にぶら下げている。

「少し散歩だ。カーラは狩りか？」

「うん。いい天気だし最近動いてなかったからさ。あーごめん、勝手にシュバルツ乗ってっちゃった」

　俺とカーラが近づくと不機嫌そうな鼻息が二つ。

セリアがカーラを、シュバルツが俺を邪魔するなとばかりに睨んでいる。

「せっかくだしこのまま遠乗りでもしない？　馬を換えてさ」

　カーラと俺は速度を合わせるために乗馬を交換する。

シュバルツは不機嫌極まる様子でフンフン鼻息を鳴らしながら無駄に足を速める。

「おい前を見て走れ。お前が足でも折るのは勝手だが俺が乗って──」

　言葉はそこまでだった。

　ここ数日晴れていたはずなのに何故か程よく湿った苔だらけの岩を踏んだシュバルツの前足が見事に横に流れ、馬体が完全に宙に浮く。

いじけて速度を出していたせいで勢いもあり、シュバルツは半回転して背中から地面に倒れた。

「ぐおぉぉぉ!!」

　その背中に乗っていた俺も投げ出されて三回転、そのまま盛大に地面を滑って最後は石にぶつかった。

「きゃあ！」

「エイギル様！」

　慌てて駆けてくるセリアとカーラ。

さすがに頭がくらくらする。

　シュバルツは気まずそうに起き上がり、フンと鼻息を吹いて明後日の方向を向いている。

「このクソ馬め馬肉にしてやるぞ」

　俺は悪態をつきながらシュバルツの尻を叩き、足を痛めていないか確認して背に乗る。

「……とんでもないコケ方……でしたね」

　セリアが脅えるように呟いている。

何の話だろうか、盛大に転んだせいで思い出せん。




　俺が老婆の話を思い出したのは翌日だ。

理由は簡単、起きたらリタになっていたからだ。

「……ふむ」

　体のラインが透ける白のネグリジェのまま、鏡の前に立つ。

　顔を近づけてみる。

かなり整っているが、無表情のままだときつい印象が際立つ。

目元と眉がいつもと違う。

化粧をしていないからかな。

　次に胸を抱え上げてみる。

大きくて綺麗な形だ。肌にもシミ一つない。

「そして肝心の……」

　ネグリジェをめくり上げて尻を突き出す。

でかい。とにかくでっかい尻だ。

太って弛んでいるのではなく、元々尻のでかい体型なのだ。

圧倒的な存在感が鏡の前で揺れる。

「それにこの下着はなんだ。ふふふリタめ、いやらしい女だ」

　リタのつけていた下着は黒で面積が小さい。

とくに尻の部分はほとんど紐で大きな尻肉に食い込んでしまっている。

この下着をつけても毛が見えないのだから丁寧に処理されているのだろう。

「ううむ、欲情してきたが……」

　普段ならば押し倒して下着を取り去って致すところだが、今は俺自身だ。

さすがに自分と性交するわけにはいかない。




「リタ様、そろそろ朝礼のお時間ですが──って何をなさっているのですか？」

　丁寧なノックの後にメイドが部屋に入って来る。

「なんでもないよ」

「えっリタ様？」

　普通に答えたつもりなのにメイドが驚く。

リタの話し方を真似なければいけないのか。

　ううむ、改めて考えるとなかなか思い出せん。

それっぽい感じでいいか。

「なんでも無いざます。すぐにお着換えしていくので待っているざます」

「ええ……わ、わかりました」

　なんとかなったようだ。




　こうしてリタ改め俺の一日が始まった。

　まずは屋敷の清掃。

床や窓はもちろん、廊下の燭台やシャンデリアの埃や煤も丁寧に拭き、ノンナがどこからか買って来た置物もそっとずらして隙間を掃除する。

「何も考えていなかったが、毎日屋敷がピカピカなのはメイド達の頑張りなんだな」

　ノンナが買ってくるキラキラの燭台や観賞用のでかい壺がどれだけ邪魔かもよくわかった。

「リタ様～お願いします～」

　情けない声で我に返る。

見ればメイドが大きな置物をずらそうとしていた。

　リタはメイド長なので本来指示だけする立場なのだが、掃除の予定表には彼女自身の名前も入っており、現場で作業しながら管理もしていたらしい。

「おう任せろ」

「えっ？」

　俺はメイドを手で制して置物を持ち上げようと手をかける。

「ぐわぁ！」

　だが経験したことの無い重量に持ち上げるどころか、床に潰されてしまう。

なんだこの壺は……いや、これが女の腕力なのか。

「きゃあ！　みんなリタ様が大変よ！　早く助けて！」

「あのリタ様が潰れた蛙みたいな声を出すなんて一大事よ！」

　全員が群がり必死になって壺を起こす。

「ふぅ……割れてない。良かった」

「ひそひそ……今日のリタ様おかしくない？　お化粧もしてないし、しゃべり方もおかしいわ」

「モップも使えないみたい。それにさっきから私達のお尻ばかり眺めてるわ……ひそひそ」

　いかんボロが出そうだ。

別の仕事に向かおう。




　次は洗濯だ。

ジャバジャバと桶山盛りの洗濯物を洗っていく。

「うぅ……こんなにあるんだ。大変だよぉ」

　新人らしきメイドが愚痴を零す。

「何言ってるのよ。普通のお屋敷ならこの三倍は大変よ。うちの洗濯場は栓を引くだけでいいから力仕事もないしあっという間に……あっ！　そのドレスは特別な洗剤で」

　男の下着を洗う趣味はないので女物だけを選別して洗う。

「お、このパンツはセリアだな？　ふふふ、背伸びして際どいのを履いているじゃないか」

「り、リタ様？」

　おっといかん。

次に行こう。




　俺はリタの姿で様々な仕事をこなしたが、感じるのはメイド達からの篤い信頼だ。

　役目がら仕事の相談を受けるのは当然だが、それ以外にも家庭の問題、お金の問題、色恋沙汰──とても人に教えられないような内容の相談までひっきりなしにやってくる。

どれだけリタが信じられているかがはっきりとわかる。

　中身が俺のせいで仕事はしくじってばかりだが、苛立ちや怒りはまったく感じない。

むしろ様子がおかしいことを心配されるばかりだ。それだけ普段の行いが良いのだろう。

自分の女がこれだけ信頼されているというのは嬉しいものだ。

　さて次はと身を捻るとメイド服のポケットから何かが落ちる。

「これは予定表？」

　手帳には細かい字でこれでもかと予定が書き込まれていた。

ほとんどが仕事関係だがその中に仕事半休、友人と会食と書かれているのを見つける。

「日付は──今日の昼？　そろそろじゃないか」

　すっぽかしてリタの友人関係にヒビを入れてはいけない。

中身は俺だがここは向かうとしよう。

　近くのメイドに声をかける。

まだ十代後半か中盤のかなり若い新人メイドだ。

「すまんがこれから半休を取る。外に出てくるから後のことは頼むぞ」

「はい。先週からお聞きしてます。……きゃあ！　ふぇぇぇ!?」

　俺はメイドの尻を撫で、そのまま街へと出る。




「あっリタさん！　こっちです～」

「仕事中にごめんなさい。どうしてもリタに会いたかったから」

「おひさー」

　予定に書いてあった店に入ると懐かしい顔が並んでいた。

　思い出すのはかつてのアークランド戦争だ。

リタと出会った町でもある『ダトロン』そこでリタと同じく豚領主に虐げられていたメイド……そのうちの三人が目の前に居る。

「久しぶりざます」

　俺も笑顔を浮かべ、なるべく不自然にならないようにしながら席につく。

「ぷっリタも変わったわね。そんな冗談が言えるようになるなんて」

「それにその服と印章……あの大きな屋敷のメイド長なんてすっごいじゃない」

　気さくに話かけてくる三人。

久しぶりの再会だからか、盛り上がって小さな違和感を見落としているのかボロを出さずに会話が続く。

　そして話題は自分たちの今の話となる。

「めでたくハードレット様の愛人に収まったリタには敵わないけどさ」

「私達も結構いい感じに人生送ってるのよー」

「むふふ」

　昼間から酒も入り、女四人喧しく盛り上がる。

「あたしの旦那はゴルドニアの大隊長なの！　そんなに偉い人じゃないけど給金は良いし……何より男前！　解放されてから何人か恋人作ったけど、旦那程の男はいなかったわー」

　美人だがやや腹黒そうな女が自慢すると他の二人から突っ込みが入る。

「結局金と顔じゃない。不純よ不純！」

「だいたい貴女やりすぎよ！　一時期一月ごとに恋人変えてたじゃない！」

　俺も演技ではなく本心から笑ってしまう。

「私と旦那の関係は清純だよ～。田舎地主の息子さんなんだけど～。私はまだ結婚考えてなかったのに三度も四度もプロポーズに来て……ついに負けちゃった～」

　おっとり女が頬を押さえて惚気ると他の女たちが空の皿でパタパタ仰ぐ。

「あーはいはい。その話何度目？　旦那、貴女を好きすぎでしょ」

「今回だって心配で野菜の販路開拓って名目でラーフェンまで来てるんでしょ？」

　幸せそうな顔だ。

俺の女にはできなかったが、彼女達を助けて良かったと実感する。

「私は……」

「「貴女が一番邪悪よ!!」」

　背が高くむちむちの体をした女が口を開くなり、他二人がその頭をはたく。

「あんたの彼氏いくつよ言ってみなさい！」

「恋人になった経緯もどうぞ～」

　俺も是非聞きたい。

「えっと彼氏は今十四歳で……十二個下です。近所に住んでた子で……突然夜這いされました」

「嘘言いなさい。際どい恰好で毎日毎日誘惑して遂に暴発させたんでしょ！　前言ってたじゃない」

「夜這いされたのにいつの間にか押さえ込んで朝まで絞ったんでしょ！　自慢げに言ってたじゃない」

　なんと羨ましい少年だ。

　むちむちの女はしばらく顔を覆った後、酒を煽って声を張る。

「そうよー！　私は大人になる前の可愛い男の子が大好きなのよ！　挨拶の度に短いスカートで足上げて、胸の開いた格好で前屈みして誘いまくったわよ！　襲われた時は頭の中で突撃ラッパが鳴ってたわよ「声出さないで……犯しちゃうよ、エッチなお姉さんが悪いんだからね！」だって、きゃあああ！」

　酒も入って最高潮だ。

色々あるが全員が幸せそうだ。

　全員でひとしきり笑った後、すっとはっちゃけた馬鹿笑いが消える。

「そろそろ行こっか」

「うん」

「はい～」

　俺達は女四人、酒場を出て歩く。

酒場街を抜け、市場を通り過ぎ、辿り着いたのは墓地だった。

「ほらリタ、ここからは貴女しか知らないわ」

　促されてもわからない。

藁を掴むつもりで予定表を見直して気が付いた。

名前と場所が消えないようにしっかりした筆跡で書いてある。

「こっちだ」

　程なくついた目的地、小さいながらも綺麗な石二つにそっと花を添える。

それは墓石、男女一組の墓石だ。

　男の墓に入っているのは指輪が一つ。女の墓には骨の欠片。

「随分離れた場所に来ちゃったね～」

「まあ貴女もダトロンには居たくなかったよね」

「旦那と添い遂げた一番乗りはあんたよ」

　最後に酒をかけてやろうかと思ったが、女の墓にはおかしいだろうかと水を添える。

「救ってやれなくて悪かった」

　ふっと口に出てしまう。

「よし。じゃあもう一度飲みなおし──」

　そこに墓地には似合わないメイドが走り込んでくる。

リタの名を連呼している。何かトラブルが起きて呼びに来たのだろう。

「明日もう一度飲もう。今度は朝からじっくりと……いや三日ぐらい滞在して騒ぎまくろう。墓参りももう一度な」

「え？　でも帰りの場所も決まってるし……宿賃も」

　俺はニコリとほほ笑む。

「全部俺──いえ、ハードレット様がなんとかします。私が頼めばなんとでもなりますから」

　女たちから驚愕の声があがる。

　予定表を見るにリタも友と会うのを楽しみにしていたのだろう。

俺が勝手に話して終わりでは気の毒すぎる。

普段のリタの頑張りを知ったのだ。いくらでも便宜を図ってやるさ。

　俺は固茹亭を紹介して颯爽と去り、呼びに来たメイドと合流する。




　さて屋敷に戻ると応接室より男の怒号が聞こえた。

　声の主はまだ若い、俺より少し小さい体格の良い男だ。

その目の前では若い……俺が半休を伝えたメイドが土下座している。

「新人がお客様に紅茶を零してしまって……」

「ああ、うんわかる」

　零したというより頭からぶっかけているな。

また悪いことに客の服は真っ白だ。

「貴様──!!　この服がいくらしたと……いやそれよりもメイド風情が騎士爵たる俺に茶をぶっかけるなど名誉に泥を乗ったも同然！　この落とし前どうつけてくれる!!」

　本音が先に出ているぞ。

まあ悪いのはこちらだから弁償はしてやるべきか。

　大股で男の前に出て、土下座するメイドを起き上がらせる。

俺──いやリタの顔を見たこの娘は露骨にほっとした顔をした。

「なんだ貴様は！　まだ話は終わっていないぞ！」

　俺は軽く頭を傾ける。

「メイド長のリタざます。この度の非礼を謝罪申し上げまする。つきましてはハードレット家より弁償致しますので何卒ご容赦くだされ」

　もうどんな口調だったか覚えていないが、こんなもんで良いだろうか。

「珍奇な方言を使うな田舎者め！　それにメイド長ごときがハードレット卿に意見できるはずあるまい！　あの方は本当に怖いのだぞ！　戦場で会った時、小便ちびりかけたのだぞ！」

　そんなことしるか。

出すと言っているのだから信じれば良いのに。

「そもそも服よりも穢された名誉の方が重大だ！　どうしてくれる！」

　名誉とは転んだメイドにお茶をぶっかけられて穢れるのだろうか。

むしろ人の家で延々怒鳴り続ける方が恰好悪そうだが。

「貴様のような田舎者がメイド長をしているからメイド共の教育がなっておらんのだ！」

　延々と怒鳴り続ける男、お茶をかけてしまったメイドは可哀そうなぐらい震えている。

俺本人ならとっくに張り倒しているが、リタの体なので我慢する。

　だいたいこの男も考えが足らん。

俺なら未熟なメイドに茶をぶっかけられたぐらい気にもしない。

むしろ謝る娘に微笑みかけ、逆に火傷がないか気遣うだろう。

そうして優しくすれば相手は器の大きさに惚れ、ベッドに連れ込めるかもしれないのに。

「まったく馬鹿な奴だ」

「な、なんだと……？」

　しまった口に出てしまった。

メイドや使用人たちが凍り付く。

「き、き、き、貴様──」

　ええいこうなってはもう仕方ない。

　俺は下げていた頭を戻し、声を張る。

「謝罪は致しました。弁償も致します。ならばこれ以上何を求めますか！」

　部屋にリタの美しい声が響く。

俺は一歩前に踏み出し、男が下がる。

「こ、このような侮辱……ハードレット卿に報告──」

「結構！　事の次第を聞いた主に処断されるならば本望です」

　またも一歩前に出る。

処断はあり得ないがな。自分だしな。

「粗相をしたのはまだ小娘ではないですか。大の男が大げさに怒鳴り散らしてなんとしますか」

「あぅ」

　俺は幼さの残るメイドの顔を男に見せてから庇うように抱きしめる。

「う……うぅぅぅ」

　決着はついたな。

少し色をつけてやるから大人しく弁償金受け取って帰れ。

お前と俺は気が合わんだろうから二度と来るなよ。

　だが男の馬鹿加減は俺の予想を超えていた。

「い、いかにハードレット家のメイドとは言え貴族たる俺にこの侮辱──無礼討ちにしてやる！」

　なんと男は腰に下げた剣を抜いたのだ。

「きゃあああ!!」

　メイド達、特に当事者の娘から悲鳴があがる。

　男の剣は見るからに飾りのなまくらだ。

装飾用だからこそ屋敷への持ち込みを許しているから当たり前だが。

　武芸の嗜みもないのだろう、斬撃はあまりに遅く鈍い。

俺なら片目を閉じ、鼻歌を歌いなら弾けるだろう。

　だが今の俺はリタだ。

遅いはずの剣筋が見えない。

楽々反応するはずの体が動かない。

　まずい。リタの体を傷つける訳にはいかないのに。

頭と首を守ろうとかろうじて腕をあげる。

　男の凶刃はそのまま俺の腕に──めり込まなかった。

「うお！　いつの間に！」

　刃は皺だらけの手に掴まれ動きを止めていたのだ。

　皺だらけの手の持ち主は刃を掴んだまま、丁寧にお辞儀をする。

「執事のセバスチャンにございます。使用人の非礼、重ねてお詫び申し上げます。その上で屋敷での刀傷沙汰は成らぬと主より厳命されております故、ご無礼をもって制止させて頂きます」

「ぐう！　う、うごかん！」

　男は必死に剣を引くが掴まれた刀身はびくともしない。

いかに切れ味の鈍い装飾用とはいえ、素手で刃を掴みながらセバスチャンは眉一つ動かない。

「貴様まで俺に無礼を働くのか！　執事の無礼は家の無礼、ハードレットの名に泥を──」

「──私は」

　セバスチャンが男の言葉を言葉で遮る。

普段は絶対にしない行為だ。

「私はハードレット家の執事にございます。客人への無礼非礼、誠に不本意ながら主の命を優先させて頂きます」

　セバスチャンは右手で剣を掴んだまま、左手を自分の胸に添えて深々と腰を折る。

そして左手を伸ばして玄関を示した。

「お引き取り頂きたい」

「ハードレット卿と話もせずに使用人にコケにされて帰るなど──」

　セバスチャンが僅かに顔をあげる。

貫く眼光と吹き付ける殺気、そして言葉が繰り返される。

「お引き取り頂きたい！」

　決着はついた。

男はセバスチャンの迫力に押され、もごもごと呟きながらも大人しく出て行く。

「助かったよセバスチャン」

「執事として当然のことです……リタ殿？」

　セバスチャンはいつもの穏やかな笑みを浮かべながら言う。

何やら見透かしたような表情だがまさかな？

　さてセバスチャンの刃を掴んでいた右手にはさすがに深い傷がついている。

「まず手当を」

　言いかけた所にメイド達がドカドカ押し寄せてくる。

「セバスチャン様！　すぐにお手当しないと！」

「そうです。すぐに私の寝室に!!」

　数人のメイドは露骨に顔が赤い。

「いえいえ、この程度で休むことはできません。では私はこれで」

　俺に向けて丁寧な礼をしてからセバスチャンが去っていく。

あーんとメイド達が残念そうに言う。

特に四十以上の年増メイドは本気で落ちこんでいた。

「さすがにこの雰囲気では仕事にならんな。食事以外の仕事は全部明日に回せ。あと、この子は休みだ」

　紅茶ぶっかけ娘の肩を抱いて自室まで送ってやる。

　若い彼女には初めて経験する修羅場だったのか、腰は抜け膝も震えている。

可哀そうに。茶をぶっかけたぐらいであんなに怒るからだ。

「もう大丈夫。心配ない」

　怖がる女にしてやることは決まっている。

メイドの顔を軽く撫で唇を奪う。

「……あ」

　メイドは驚いて顔をあげ、真っ赤になって再び俯いた。

「リタ様はやっぱり「そう」だったんですね。不思議じゃないかも……頼りになって度胸があって」

　メイドは俺……いやリタの大きな胸に顔を埋め「滅茶苦茶にして下さい」と囁いた。




　──翌日。

　朝日で目を覚めし、隣に寝ているはずのメイドを手で探る。

だがそこには誰もいないどころかベッドの形もまったく違う。

「あん？」

　起き上がるとリタの部屋ではない。

立てかけられた鏡を覗く。

「今度はイリジナか……」

　そこには一糸まとわぬ全裸のイリジナが映し出されていた。

　リタの時と同じように全身を観察する。

　端正な顔立ちは口を開かなけば知的に見えるな。

元々化粧をしていないのか、いつものイリジナと寸分変わらない。

　尻はともかく胸はリタに負けず大きい。

だが肌は少しだけ荒れている。あまり肌の手入れをしていないようだ。

「ふん」

　俺は両手を頭の上にあげて力を込める。

途端に全身の筋肉が盛り上がる。

なるほど戦士の体だ。荒事になっても大丈夫そうだ。

「しかしイリジナの奴、風呂に入らず寝たのか……」

　自分で脇や肩口を嗅いでみると濃い体臭がする。

さすがに女として風呂に入ってやろう。

　タオルをもって部屋を出ようとして気付く。

入口に紙が貼られ、でかでかと文字が書かれていた。

『昼前　宿屋　月光亭　親族』

　大事な大事な用事なのだろう。

絶対見落とさないように書かれている。

「これも行ってやらないといかんな」

　月光亭の場所なら知っている。

イリジナの話し方は特徴が大きいのでリタよりは上手く真似られそうだ。







「イリジナ。お前は情の薄い女なのだな」

　月光亭に着くなり、見ず知らずの若い男に罵られる。

お前など知らんと言いたいが我慢だ。親族と書かれていたからには名を聞くのもおかしいだろう。

「わはははは！　ひどい言われようだ！」

　なのでいつものように豪快に笑っておく。

だが相手は釣られて笑ってはくれなかった。

「亡き御父上は親族全員の為に尽力してくれたというのにお前はなんだ。一人ハードレット辺境伯に取り入り地位を得て……我らはほったらかしか！」

「わははははは！」

　イリジナの家は旧アークランド軍人で騎士だった。

そういえばイリジナから親族うんぬんの話が出たことは無いな。

「いとこにして家長の私ですら今は隊商の用心棒にまで落ちている始末。どう思っているのだ？」

「わはははは」

　どうと言われても下手なことは答えられない。

俺は引き攣った顔で笑い続ける。

「最低限の仕送りで食うには困らんが、我が一族の未来は真っ暗だ。名誉も地位も無く日銭を稼ぐ毎日」

「わはは……」

　仕送りを貰っているのかよ。

思い返すとイリジナは家族に支給される小遣いと指揮官の給金が出ているはずだが、安酒や露店での買い食いぐらいしか見たことが無い。貯金する性格にも見えないから不思議だったのだ。

　男は俺の手を掴んで言う。

「お前はハードレット卿と単なる主従ではなく……特別な関係なのだろう？　ならば我らの為に口を利いてくれ！　贅沢は言わん。かつてと同じ百人長程度で良いのだ！」

「わは……」

　従兄の女にすがって地位を求めるような奴は一兵卒でもいらない。

　二人きりで話していたはずなのにいつの間にか、俺の両側にそれぞれ男と女が座っている。

「ラーフェンでかつての知己と会ってな。どうせなので同席させたのだ」

　まず男の方が口を開く。

「イリジナ、同僚として長く軍で一緒だった俺を忘れるはずもあるまい。お前がその……敵前逃亡の疑いで捕縛された時には心無い言葉も吐いたが、誤解故だ。ネチネチ気にするほど矮小な性格ではなかろう？」

「……」

　従弟の方も深く頷いている。

こいつも何か言ったのだろうな。

「兄様は栄光あるアークランドの百人長補佐から一介の人夫にまで落ちぶれています。かつての同胞として心が痛まないのですか？」

　女の方が言う。

一見美人に見えて目を引かれたが、よく見ると化粧の重ね塗りで品質も悪いのか厚ぼったく匂いが酷い。

「……」

　言いたいことは山ほどあったが、何を言ってもイリジナに悪いと思って黙っている。

　すると三人は口々に悪態をつく。

「まただんまりか。文を送ってもまともな返事がない。聞けばウォルスの姓も名乗らずにゴルドニアの貴族に仕える……御父上もさぞ恥ずかしく思っているだろう」

　俺にとっては胸糞悪いだけの言葉だったが、体が勝手にビクンと跳ねる。

イリジナの体が反応したのか。

「互いに競いあった俺も最早路肩の石、敵に仕えて大暴れ……。良い性格をしているな」

　元同僚の男が言う。

「槍ではなく下半身で得た地位は良いものですか？」

　その妹が言った。




　三人は散々に悪態をつきながら店を出て行った。

　俺は自分の体を抱きしめて言う。

「つらかったなイリジナ。よく一人で耐えていたな」

　イリジナの親しい者、セリアやマイラからも聞いたことはない。

彼女は誰にも話さなかった。

いつも快活に笑っていた。

「もう大丈夫だ。今日俺が知ったぞ」

　自分に言い聞かせると何故か目から涙が零れ始める。

　老婆と祠に感謝だ。

こうならなければ俺はきっと気づかなかった。




　このままイリジナの体で遊び歩く気にもならない。

大人しく屋敷に帰ろう。

「貴様──!!　よくも我がマントを!!」

　聞き覚えのある怒鳴り声だ。

表に出てみると、先ほどの従兄と同僚姉妹が青い顔をしていた。

　視線の先にいるのは昨日屋敷で騒いだ男じゃないか。

純白のマントは生ごみだらけだ。

　街の真ん中にはゴミ箱……なるほど、腹立ち紛れに蹴っ飛ばしたゴミ箱が純白を直撃したのか。

何とも運が無い。それにしても全身純白で表を出歩くのは危険すぎないか？

「こ、このマントがいくらするか知っているのか!?　いや、それよりも俺にゴミをかけるなど言語同断、斬って捨ててやる！」

　男の周りでは従者と思しき三人が剣に手をかけていた。

慌てて従兄も構えるが同僚は武器を持っていないので三対一の圧倒不利だ。

　助けを求めるように周囲に目をやるが不幸にも衛兵の姿は無い。

住民もまずゴミをぶっかけた方が悪いと見ているのか助力してくれる気配はない。

お、目があった。

「イリジナ！　助けろ！」

　とことん傲慢な奴だ。

放置したいが、イリジナは仕送りをしているのだから親族との絶縁は望んでいまい。

　俺は嫌々、本当に嫌々前に出る。

「ゴミをぶっかけたのは悪かった！　謝罪するから見逃してくれ！　わはは!!」

　こんな感じで誠意は伝わっただろうか。

「この女はハードレット卿の私軍で指揮官を務めるイリジナ、我らはその親族ぞ！　揉め事になる前に頭を下げて退散するが身の為だぞ下郎！」

「なんだと？」

　せっかくまとまりかけたのに従兄が俺の後ろから余計なことを言ってしまう。

確かこの男は……。

「イリジナ……アークランドからの転向者だな。我が名はタロイ＝ドラード。ゴルドニア王室より騎士爵を頂く者である」

　ざわっと周囲がざわつき、住民たちが一歩下がる。

「き、貴族……」

「なんてことだ……」

　従兄と同僚は剣を捨てて後ずさるがもう遅い。

タロイは勝ち誇った顔で剣を抜く。

「親族と言うからにはアークランドの者だな。賊の残党がゴルドニア貴族たるこの俺にゴミを被せるなど、すなわち反逆！　無礼討ちにしてなんの不思議があろう！」

　周囲の民に向けて宣言するが、反論は無い。

「お貴族様にゴミ箱ぶつけりゃなぁ……」

「あいつらそこら中で怒鳴り散らしていやがったぜ。報いってやつだよ」

「イリジナ様の親族らしいが……相手が貴族では」

　タロイはニヤリと笑い、呆然とする従兄に剣を振り下ろす。




　俺はもちろん剣を抜き、その幼稚な一撃を弾く。

甲高い金属音とともに剣はくるくると宙を舞った。

「なんのつもりだ！」

「こいつらはもう抵抗していない。無抵抗な者を斬るな」

　俺としては斬られても別に構わんがイリジナは悲しむだろうから止める。

「タロイ様に無礼な！」

　激昂した従者が斬りかかって来る。

一人目の剣を見切って躱し、二人目の剣を弾き、三人目は距離を詰めての体当たりで転倒させる。

　良く動く体だ。

若干反応が遅いのと力の弱さにさえ気を付ければ違和感なく戦える。

「俺は騎士爵だぞ！　私兵に過ぎん貴様が楯突けば軍務総監に言って──」

　言い終わる前に俺は猛然と突進する。

　慌てて剣を構え直す従者三人。

こいつらは騎士タロイと違って一応戦えるようだが、それでもイリジナとの実力差は歴然だ。

　俺は剣を仕舞い、一人目の従者の股間を蹴り飛ばす。

　昏倒した男を放置、二人目の剣を受けるふりをして後ろに跳ね、地面を叩いた隙に顔面を殴りつける。

　三人目の突きは余裕をもって回避、その腕を掴んで溝に投げ込む。

「ゆ、ゆるしゃん……ぐえ」

　最後にタロイの純白の襟を掴んで持ち上げ、顔を近づけて凄む。

「軍務総監に何という？　無礼討ちしようと思ったが、素手の女一人に従者三人もろとも殴り倒されましたとでも？」

　エイリヒにそんな報告をしたらそれでも騎士か軍人かと逆に張り倒されそうだ。

「あぶぶ……だが転向者……元アークランドは悪……我らは正義……」

　俺はタロイを解放して地面に落とす。

周囲の住民は沈黙したままだ。もう一つ何か必要だな。

　俺はタロイの足の間にドンと足を置いて叫ぶ。

「降伏した悪を虐めて何が正義か！　無抵抗な者を討って何が騎士か！　貴様のような男、戦場で見えても一片の怖さも無いわ！」

　言い終わると周囲の住民から最初控えめな、徐々に大きくなる拍手が起こる。

「……ただゴミをぶつけたのは完全に身内の落ち度。非礼を詫びよう。弁償金も後ほど送る」

　俺はしっかりと腰を折って貴族に対する礼をする。

弁償金はこいつらへの仕送りを一か月止めよう。

　頭を上げると割れんばかりの拍手。

住民は完全にこっちについた。これ以上タロイは何もできまい。

「すまん」

　従兄は驚きの目でこちらを見て言う。

「昔よりもずっと……肝が据わったな」

　同僚は気まずそうに眼を逸らしてからもう一度視線を送ってくる。

「ありがとうございました！　恰好良かったです！」

　そして同僚妹は何故か赤い顔で腕を掴んでくる。

　こうなれば濃い化粧も気にはならない……このまま屋敷に戻るのも芸がないかな。




　──次の日。

「またか」

　また部屋が変わっている。

指に残る感触も気持ちだけのものだ。

　まさかあれだけの厚化粧で処女とは思わなかった。

指で押し破って初めて気づいたぞ。

　さて陽の具合からして早朝だ。

こんな時間に目が覚めるなんて余程規則正しい生活をしている者なのか。

「ともあれ確認だな」

　ベッドから跳ね起きると、体が異様に軽い。

俺の体に戻った訳ではなさそうだ。

「本だらけの部屋だな。しかも綺麗に片付いている」

　独り言の声がとても可愛いぞ。

　期待を込めて鏡を覗いてみる。

「なんて可愛いんだ」

　セリアだった。

寝起きのセリアがやや不機嫌そうな顔で映っている。

水色のパジャマと頭にはちょこんと帽子が乗っている。

「ううむ、セリアの体を勝手に見るのは抵抗があるな」

　とりあえず体のチェックはせずに着替えることにしたが、どうにも妙な衝動がある。

衝動に任せるまま、動くと体が勝手に引き出しを開き、手帳を取り出した。

どうやら習慣づけられて体が覚えているらしい。

「なになに……まず洗顔、この壺の水か。次に朝の運動、屈伸二十に開脚十秒……」

　手帳には延々と朝の日課が書き留められている。

「……着替えて髪を整える。ベッドを掃除して持ち物確認後、ランニング２ｋｍ、素振り一五セット……ここで果実入りの水を飲んで水浴び。そしてエイギル様の様子を確認、起床しておられなければ屋敷の見回りをしてから書類仕事……」

　俺は手帳を引き出しに仕舞う。

セリアは頑張っているから一日ぐらいサボっても大丈夫だろう。

街にでも繰り出すか。

　セリアはリタやイリジナの時と違い、特に問題は起きなかった。

　あえて言うならばどこに言っても仕事が出来てしまうことだろうか。

　今のセリアは特定の仕事を持たず俺の副官として幅広くやっているので、軍人から警備兵、商人から内政官までどこにでも首を突っ込んでいるのだ。

どんなことでも人並み以上にこなせるセリアだからこそできることだ。

　つまり俺にはできない。

「商店の申請書類なのですが、露店の書類に領主様の真印が……怖がった商店主が駆け込んできまして」

「立案頂いた警備計画なのですが、警備兵の半分が一つの通りに集中してすごいことに……」

「あの……河川治水の予算が金貨三十枚、炊き出しの予算が金貨三百枚になっています。これでは廃材で堤防を作り、最高級黒獣の肉での炊き出しになります……」

　俺にはできない。

　どうにもセリアの体はポカミスをしやすいようだ。

気をつけてやらないと。

　ただ気づいたのはセリアのミスを誰も責めない。

露骨な間違いに気づいても暖かい目で見守ってくれる。

　ただ一人だけ。

レオポルトだけは心にざっくり来るきつい言い方で間違いを指摘してきやがる。

しかもつらつらと理屈を並べて俺が理解できないと「もう結構」とだけ言いやがる。

……後でセリアのフォローしておかないと、無能と思われてしまう。

　そんなことを考えながら歩いているとポンと肩に手がかけられた。

「セリア殿探したぞ!!」

　イリジナだった。

耳が痛くなるほどの大声と豪快な笑み、いつもよりも少し笑顔が明るかった。

「うるさいです。なんですか？」

　セリアの声色を真似る。

我ながら完璧だ。

「わははは!!　良い具材が手に入ったから一緒に鍋を食おう!!」

　イリジナは両手いっぱいに肉や野菜を抱えていた。

俺は思わず笑ってしまう。

　周りの男共が一斉に振り返る。

それだけセリアの笑みが魅力的だったのだろう。

「仕方ないですね。仕事が終わってからです」

　俺はセリアの口調を真似ながらもイリジナとの鍋を快諾する。




　イリジナとの鍋はとても具沢山で肉、野菜、魚、キノコと山ほど入っていた。

味も粗野だが大変によく、何より楽しそうなイリジナの話を聞きながら食べるのが良い。

「何か良いことがあったのですか？」

　イリジナは悩みが無くなったと笑いながら言う。

鍋が倍美味くなった。

　しかしここで問題発生だ。

最高の鍋なのに半分も食べないうちに腹が一杯になってしまったのだ。

当たり前だが、俺とセリアの胃袋の大きさは違う。少しもったいない。

「セリア殿はもう満腹か？　まだまだ具はあるぞ！」

　イリジナは笑いながら豪快に食べていく。

俺はもうあまり入らないのでキノコなど軽いものを選んで摘まんでいく。

「この肉は最高級の牛だ！　奮発したのだ！」

　いい肉だった。

「この魚は知り合いが……釣ったのを分けて貰ったのだ！」

　人夫達が仕事終わりに小川で釣りをしていたな。

「この野菜は……隊商にいる知り合いがくれた……のだ」

　感慨深そうにイリジナは大根を一切れ口に運び、今までの豪快な食べ方とは対照的にゆっくりと咀嚼していく。良かったな。

　なら俺も一口頂こうと野菜に手を伸ばした時、腹がぐるぐると音を立て始める。

人ならば誰しも経験がある痛みだろう。猶予は五分弱だろうか。

「このキノコはどこで採ってきた？」

　静かに尋ねる。

「そこら辺の草むらに生えていたのだ！　キノコがあった方が鍋が映えるからな！」

　なるほど、つまり得体の知れないキノコだな。

そして俺やイリジナと違ってセリアは腹が弱い。

答えは明白だ。

「イリジナこれで何回目だ！」

「うん？　何の話……おーい、もう食わないのか？」

　俺は全力で走りながらイリジナに向けて叫ぶ。

「一人で抱えるな。セリアも俺もお前の味方だ。なんでも言え」

「む、セリア殿はセリア殿……ならば俺とは誰だ？　むぅぅわからないぞ！」

　これ以上かまってやる時間は無い。

セリアの名誉がかかっているのだ。




　腹は本格的に痛みだした。

もう一刻も猶予もならないだろう。

「ここに至っては顔の広さが仇になる！」

　顔を知られているからそこら辺の家に真っ青な顔で飛び込んで便所を貸せとは言えない。

セリアは女の子なのだ。まして草むらなど論外だ。

「下手に考えるより屋敷まで走った方が早い」

　幸いにしてセリアの体は実に軽快で、人込みを搔き分けながらでも全力疾走ができる。

腹具合は一刻の猶予もないが、このペースなら間に合うだろう。

　俺は更に速度をあげ、腹を押さえながら風のように走る。

「あぶねぇだろうが！　ってセリア様だ。どうしたんだろう？」

「青い顔して腹押さえて……あぁ」

　風のように大通りを駆け抜け、使用人の住居が並ぶ地区を走り抜ける。

「見えて来たぞ」

　坂道を駆けあがると屋敷は目の前だ。

後はほんの十五段程の階段だけだ。

　俺はいつもあそこを三段飛ばしで駆け抜ける。

だが軽快なセリアなら五段飛ばしでいけるはずだ。

「あとは裏口から入って便所に向かうだけだ」

　冷や汗を拭いながら俺は脚に力を込める。

　美しい跳躍で五段、十段、十五段……。




　俺は冷静な頭で考える。

階段に腰かけて飯を食った奴は誰だと。

食いっぱなしの器を放置していったアホは誰だと。

　見事に足を取られた俺は転倒、盛大に尻もちをつく。

　その瞬間、突然視界が歪み、気づくと廊下に突っ立っていた。

「……俺の体だ」

　見覚えのある腕や足、窓に映すと俺の顔があった。

『奇妙なこと』は終わりのようだ。

「イリジナの所に行ってやるか」

　一人でつつく鍋はつまらないだろうから。

いい具合に腹も減っている。

「ふんぎゃあああぁぁぁ!!」

　裏口からセリアの悲鳴が聞こえる。

行ってはやらない。彼女は絶対にそれを望まないだろうから。

「山のような菓子を買ってやろう。夜も当分はセリア優先だ」

　罪の意識に苛まれながら俺は鍋を食いに向かう。

時間は巻き戻せない。人は前を向いて生きるしかないのだ。




その後

「聞いていますかエイギル様。晩餐会でドラード夫人から散々嫌味を言われました。訪問した亭主が辱めを受けたって、使用人にどんな教育をしているのかって！　リタさんとイリジナさんを名指しで！」

「ああ、そうだな。そういうこともある。大したことじゃない放っておけ」

　ノンナの愚痴を聞き流す。

どうやら純白のタロイは王はもちろん、エイリヒに言う度胸も無かったようだ。

晩餐会でノンナに告げ口するぐらいしか出来ないなら放置していいだろう。

「リタ様ぁ今夜お仕事が終わってから飲みに行きませんかぁ？　ロマンチックな酒場があるんですぅ」

「夜に気安く外出などできませんわ。……どうして腕を撫でるのですか！」

　あっちも妙なことになっている。




「ふむふむ」

　書類仕事をしているマイラを後ろからこっそり覗き込む。

「元アークランド王国百人長、実戦経験有……ふむ、忠誠心さえ確認できれば……一度面接だけでも受けさせてみましょうか。ウォルス……？　どこかで聞いたような」

　こちらも良い感じだ。

「家人の方の雑用は募集しておりません。お気持ちは嬉しいですがお引き取り頂けませんか？」

　玄関からセバスチャンの声が聞こえる。

「そこをなんとか、イリジナ……いえお姉さまのお傍に居たいのです！　純潔まで捧げたのですよ！」

　厚い化粧の女が騒いでいる。イリジナが居なくてよかった。

「おいマジかよ」

「イリジナ様が……しかも趣味悪いな」

　変な噂まで生じてしまった。




「おはようございます」

　そこにセリアがやって来た。

俺はセリアを抱きしめて頭を撫で、膝の上に座らせる。

「よしよし今日も可愛いぞ。お菓子をやろう。クッキーがいいか？　ケーキにするか？」

　あれから俺はセリアをひたすら甘やかしている。

レオポルトにもセリアを馬鹿にしたら許さないとたっぷり念を押しておいた。

「確認したいことがあるのですけど」

　膝の上でセリアが呟く。

なんでも確認してくれ。国家機密でも答えてやろう。

「頭が変な感じになってうろ覚えなのですが……私、エイギル様の体に入っていた気がするのです」

　頭を撫でる手が止まる。

「とんでもない話ですが……だとすると逆にエイギル様が私の体に……確か私の意識がはっきりした時」

　これはいかん話を逸らそう。

「そんなことより今日は遠乗りにいかないか？」

「遠乗り……隊商……老婆……祠……うーん」

　いかん逆効果だ。

ここはひとまず撤退しよう。

　どうやら俺がリタ達の体に入っていた時、彼女達もまた俺の体に入っていたらしい。

だが不思議な力が働いたらしく、はっきり覚えているのは俺だけで、彼女達は俺の体に入っていた時の記憶がほとんどないようだ。

セリアだけは物覚えが良いせいか断片的に思い出しているが。

　しかし使用人や衛兵など第三者に記憶の混濁はないらしい。

　俺が屋敷を掃除して回り部屋の汚い使用人を注意していた。

　俺が村人の為にクマやゴブリンを退治、お礼にと寝所に忍んだ人妻を固辞した。

　木から毛虫が頭に落ち、キャアと悲鳴をあげてカーラに抱き着いた。

　など様々な話が囁かれている。

　まあそんな弊害もリタとイリジナを深く知れたと思えば安いものだ。

　一輪の花束を持って墓地へと向かう。

おかしな形ではあったが、一応顔を知る縁だからな。

「エイギル様、はっきり聞きます。私を爆発させたのはエイギル様ですよね」

「ははは、神の悪戯だったのかもな」

どうにも無駄に文が長くなっています。

本編も含めてもっと綺麗にまとめたいですね。










第４２７話　パテナ沖海戦　艦隊決戦







「わっしょいわっしょい!!」

「勝った勝った！　他愛無い奴らよ！」

　アレス兵達が乗り込んだ敵艦から戻って来る。

こちらも戦っていたので気づかなかったが、ほんの一〇分程度で片がついたようだ。

　左右二隻の敵艦の甲板上には死体が溢れていた。

砲列甲板からも敵兵が垂れ下がり、水面を複数の死体が流れていく。

完全に殲滅してしまったようだ。

「短い時間で良くやった。大したものだ」

　俺とセクリトを放置して乗り込んだのは頂けないが、まずは戦果を褒めてやろう。

「なんの褒められることではない。むしろ雑魚を狩って申し訳ないと思うほどだったわい」

「敵さんにも、もう少し鍛えて貰わねば弱い者虐めになってしまうわ」

　豪快に笑いながらゾロゾロ戻って来る筋肉共。

言葉通り乗り込んでからは楽勝だったようで、切り傷を抱える程度で重傷者はいないようだ。

　セクリトもアレス兵に呆れながらも戦功は認めているのだろう。

手近に居た兵の肩を軽く叩いて労ったが、途端に顔をしかめて手を拭き始める。

奴らの体は汗と油がすごいからな。風呂にもあまり入らないから臭いもすごい。

「せっかくだから鹵獲でもしたいところだが、その余裕はないな」

　セクリトは周囲を観察して言う。

「乗り込み塔を投棄しろ。ここから先、乗り込み戦の余裕はない。機動力を高めるぞ」

　アレス兵が不平を漏らすと思いきや、彼らは何も言わなかった。

「周囲を見回せ。我らは勝ったが味方は危うい」

　アレス兵は口を挟まない。

「ここから先、馬鹿をやる余裕はない。お前たちの戦は見た。次は私の戦を見せてやる」

　おうと短い返事だけ。

「取舵一杯。旗艦の前について速度・針路を合わせろ。全砲門射撃準備」

　短い返事、艦首が傾いていく。

スワロフは驚いて減速したが、衝突の危険もなくぴったりと前につける。

　艦橋上のイヴァンナが一瞬驚いた後、また何か怒っている。

「……できるなら最初からやれ」

　恐らく今のセクリトと同じことを言っているのだろう。

　ここからは力任せのアレス流ではなく、セクリト流の戦いだ。




　先頭を切る旗艦スワロフの前にアレス・オブ・アレスがぴったりとつける。

本来は更に前方に大型戦闘艦を置き、左右を中小型で固めるのだろうが、そこら中で乱戦となっている中で集結命令を出すのは愚策だ。

「何、戦艦二隻あれば大暴れできる。ちゃんとした指揮さえすればな」

　不敵に笑うセクリト。

俺は後ろに下がり、欠けた箱に腰を降ろす。

「前方から来るぞ。大型戦闘艦二」

　敵は縦に並んだこちらに対して左右に開いて突っ込んでくる。

「艦首砲は撃つな。視界が悪くなる」

　射線に俺達が入るスワロフはもちろん、俺達も発砲しない。

戦闘艦の砲のほとんどは砲列甲板……つまり側面についていて前方の敵には使えない。

艦首と甲板の砲は撃てるが、艦首砲はたった四門、甲板砲は数はそこそこあるが小型砲が多いので撃っても大型戦闘艦は仕留められない。むしろ煙で視界が遮られて敵に付け入る隙を許す危険があるのだ。

「無理に先制する必要はない。この艦長はど素人だ」

　セクリトが笑う。

俺も理由がわかって笑う。

アレス兵は恐らくわかっていないが笑う。

　一列に並んだこちらを挟み込めば、敵の投射できる火力は半分。

一方でこちらは左右両方の砲を使える。

相手が小型艦なら逃げ場がないように挟むのも良いが、戦艦二隻相手にとる陣形ではない。

　敵艦は左右に分かれたまま、俺達とスワロフを挟み込むようにして擦れ違う。

「撃て──！」

　互いの側面が向いた瞬間──砲声が轟く。

　数十門の一斉斉射、一瞬にして視界がなくなりすぐ前にいるセクリトすら見えなくなる。

　敵の砲弾が命中する衝撃が連続する。

鉄を撃ち合わせる音、木が破砕される音、それらの破片が降り注ぐ音だ。

「速度落とすな」

　真っ白になった視界が数秒後には嘘のように晴れる。

艦が速度に乗って前進。煙を突破したのだ。

「損害確認」

「側面装甲複数脱落。右舷若干の浸水、砲一門が損傷！」

　ほとんど無傷のようなもの。

「戦果確認」

　セクリトは声だけでマストの上に確認する。

登っているのは身長１８０ｃｍ、体重１００ｋｇ程の小柄のアレス兵だ。

「二隻とも大破して傾いておる。待て一隻から火が……うおっ！」

　続報を待つまでもなく、轟音と圧力で敵艦が爆発したのだとわかる。

「旗艦は？」

「無事なようだ」

　砲撃の白煙と爆発の黒煙が入り混じる灰色雲海からスワロフが飛び出してくる。

マストが一本傾き、甲板から煙があがっているが重大な損傷はないようだ。

「発射の手ごたえからして半分は当たった。どうしてこれが最初からできん！」

　セクリトが砲列甲板へ怒鳴る。

「「慣れた！」」

　だそうだ。




「左舷から敵大型艦一。右舷に中型三、小型二」

「面舵一杯」

　セクリトはイヴァンナに手旗信号を送ることも無く右へと舵を切る。

こうなればスワロフが左に行くことになる。

「スワロフは砲戦専門だ。小型艦にもみくちゃにされれば弱い」

　今度は甲板砲と艦首砲をぶっ放す。

中型に二発が命中し、小規模な火災が起きたようだ。

「この艦も本来は砲戦向きだが──」

　帆が畳まれオールが突き出される。

左のオールは突き出しただけ、右のオールはしっかり漕がれて艦は舵を切るよりも早く左へ回頭していく。

「乗組員が阿呆ばかりで乗り込まれても問題ない」

　無防備な後方に回り込もうとしていた中型が砲列甲板の照準範囲に収まる。

艦長が青い顔で叫んで必死に舵を切っているがもう遅い。

砲撃は中型の艦尾に集中、尻を千切られた敵艦は引き込まれるように水の中に消えていく。

「重装甲な分、至近戦闘にも強い」

　急速回頭で速度を失った俺達に生き残った中型が右から砲火を浴びせてくる。

至近距離だけあって相当な数が側面に集中するが、ほとんどが装甲に当たって弾かれる。

「そして何より──」

　今度は反対……右へ急速に舵を切る。

右手から迫っていた小型が慌てて逃げようとしたが、アレス兵が漕ぐオールの加速には敵わず艦首から側面に突っ込み鼻っ柱を潰されて横倒しになった。

「私とイヴァンナでは艦長としての力量が違う」

　そのまま自分が放った砲煙に突っ込む。

同時に再び急転舵……煙を突き抜けると敵の中型と小型があらぬ方向で待ち構えていた。

慌てて回頭を始めるがもう遅い。

「撃て」

　容赦ない砲撃によって中型は大火災を起こして停止、小型は中央から二つに折れて沈んでいく。

　見ればイヴァンナの方も敵の大型を叩いているようだ。

「ふん、一対一でまだ仕留められんのか」

　セクリトはニヤニヤと嬉しそうに笑い艦首を向ける。

そして必死にスワロフと撃ち合う敵の大型に反対側から接近していく。

敵はさすがに戦艦二隻は無理だと俺達から距離を取ろうとしたが、その動きをイヴァンナが見逃すはずもなく、進路を遮って挟み込む。

「撃て」

　セクリトとイヴァンナの声は揃っていただろう。

　アレス・オブ・アレスとスワロフはまったく同じタイミングで砲撃、敵は艦全体をボロボロに破壊されてゆっくり水面下に消えた。

　セクリトはわざとらしく連邦式の敬礼を向け、イヴァンナはプイと明後日の方向を向いてしまう。

「いい感じじゃないか」

　大きな損害もなく一方的に敵を葬っている。

「いや、ここからだな」

　セクリトの指差す先では味方艦が次々と燃え上がり沈んでいた。

「戦艦二　大型二　中型一〇……来るぞ」

　敵はこちらが二隻と見ると三列に広がって押し寄せてくる。

「愚策と言いたいがそうでもない。砲門数を考えれば包めば勝ちだからな」

　セクリトは右への転舵を指示して、正面からの突入をさける。

同じくイヴァンナも右へ転舵、分断を避けた。

　敵も当然なんとか押し包んでやろうと針路を変えてくる。

そしてそうなれば自ずと敵はこちらに頭を向け、こちらは敵に側面を向けることになる。

「撃て──！」

　またも俺達とイヴァンナは同じタイミングで砲撃する。

狙ったのはそれぞれ先頭の中型だ。

　スワロフが狙った敵艦は破片を巻き散らしながら落伍していく。

一方、俺達が狙った敵はマストがへし折れて横転沈没した。

　アレス兵から歓声があがる。

連邦の戦闘艦よりも命中率が良いのではないか。

　ちらりと見るとイヴァンナが手で長い物の形を作っている。

一瞬一物に見えたが、あれは長砲身の砲──つまり大型砲を積んでいるから有利なんだと言いたいのだろう。負け惜しみが可愛いな。

　だがセクリトもイヴァンナで遊んでいる暇はない。

　敵の艦首砲と甲板砲が一斉に火を噴く。

　艦首砲などほんの数門だが、敵は二十隻近いので砲の数はこちらと変わらない。

周囲に水柱が立ち、命中の衝撃が艦を揺らす。

　砲弾の雨の中でもセクリトは艦橋から動かない。

「セクリト、立っていたら当たるぞ」

　同時に艦首付近に砲弾が命中、甲板砲が一門吹き飛び、破片がセクリトの頬を掠めて壁に刺さる。

褐色の肌から一筋の血が流れ落ちる。

「艦橋直撃を貰えばそこまでだ。戦場で死を怖がってどうする」

　セクリトは垂れる血をペロリと舐めて手を振り下ろす。

大砲が火を噴き、甲板砲を吹き飛ばした敵艦の甲板に複数の砲弾が命中、突撃を断念して転舵していった。

　度胸の据わった女だ。




　俺達は敵の頭を押さえるように動き、多数の敵と互角の砲撃戦を繰り広げていた。

だが不意の一発がその均衡を崩す。

　敵戦艦が無理やり舵を切って砲列甲板から砲撃してくる。

三十発の一斉射撃は恐ろしいが、距離もあるし角度もぎりぎりなので砲弾は広く散ってしまい、二九発はまったく見当違いの場所に落ちる。

　だが最後の一発。その一発が吸い込まれるようにアレス・オブ・アレスのど真ん中、メインマストの根元に落下したのだ。

「ぐお!!」

　今までとは全く違う衝撃にセクリトが転倒し、俺も片膝をつく。

破片が四方八方に飛び散り、複数のアレス兵が倒れ、あるいは落水してしまった。

「く、戦艦の砲を貰ったか！」

　セクリトもさすがに余裕を無くして起き上がる。

「損害報告──！」

　だがマスト上の見張りからの返答はない。

代わりに返ってきたのは甲板を走り回る兵の叫びだった。

「メインマストがやられた……倒れるぞぉぉぉ!!」

　大木を斬り倒すような音。

根元を破壊されたメインマストは自重を支えきれず、据えられた甲板をめくり上げながらゆっくりと倒壊していく。

「いかん！」

　マストの倒壊で最も恐ろしいのは重心が崩れての転覆と倒壊したマストによる船体の破壊だ。

今回は最悪なことにマストは根元から折られた上、艦首に向けて倒れている。

このままではアレス・オブ・アレスは大破する。

　俺はマストに向けて走る。

「総員俺に続け！」

　叫びながら倒れつつあるマストに抱きつく。

　へし折れたマストはもう使えない。

だがせめて受け止めて河に放り込めば船体の破壊は免れる。

「ぐぉぉぉぉ！」

「無茶だ。何百トンあると思っている！」

　メインマストの重さは家一軒どころではない。

いくら俺でも持ち上げられる訳はない。

「漢に続け！」

「鍛え抜いた筋肉を見せる時ぞ！」

　だがここには数百のアレス兵がいる。

次々とマストに手を添える男達。無論、マストの倒壊は微塵も止まらない。

「まだまだぁ！」

　それでも渾身の力を込める。

掴む場所のなくなったアレス兵は支える兵士の腰や背中を支える。

　それでもマストは倒壊していく。

だがその動きは心持ち遅くなっているように見えた。

「受け止めろ！」

　怒声が響き、アレス兵達はマストが倒れこむ艦首に並ぶ。

「倒れるぞぉぉぉ！」

　轟音と衝撃。

　巨大なマストが倒壊する。

甲板が割れる音が響く。

　それは受け止めたアレス兵達の両足が甲板の木材にめり込む音だった。

「「「「ぬぉぉぉぉ！」」」」

　さすがのアレス兵からも苦悶の叫びが上がる。

肉がぶちぶちと切れる音が俺にも聞こえる。

俺自身の腕も限界を超えて軋んでいる。

　それでもアレス兵は倒れない。

誰一人として手を放さない。

「放りこめぇ！」

　俺の号令で倒れたマストは河へ投げ込まれ、巨大な水柱が上がった。

「損害報告」

　セクリトが言わないので俺が叫ぶ。

「マスト倒壊……甲板上に複数の足跡が出来たぞ。男の足跡だ！」

　笑いが零れた。

「負傷者」

　アレス兵達の声が揃った。

「無し!!」

「よぉし持ち場に戻れ！」

　応の短い掛け声、なんとか致命傷は回避できたようだ。

　俺は艦橋に戻ってセクリトに声をかけた。

「なんとかなったぞ」

「……」

　彼女は何も言わずに近づいてくる。

「どこまで惚れさせる」

　舌が汗だらけの胸板から首筋まで這い、最後に首筋を噛まれた。

「転舵、取舵──！」

　さっと体を離すセクリト。

　戦いが終わったら大変なことになるな。

是非勝利せねば。

　マストを失ったアレス・オブ・アレスだが、アレス兵のオールは十分すぎる速度を発揮するので差し当たっての問題は無い。

　その後もセクリトとイヴァンナは巧みな操艦で敵を撃破してく。

「右舷発射！　……急速転舵！」

　敵大型に対してまず右舷で砲撃、その後オールを使った急速転舵で方向を変え、敵が撃つ前に左舷でもう一度砲撃して沈める離れ業まで見せる。

　イヴァンナも同じように敵を翻弄していたが、肉薄した小型艦から火薬の詰まった樽が投げ入れられた。

盛大な爆発が起きて破片が散る。

　しかしながらスワロフの乗員は練度が高いのだろう。

火はたちまち消し止められ、船体への損傷も軽微なようだ。

「ひやっとしたな」

　俺はふっと息をつくが反対にセクリトが歯を鳴らした。

「いやまだだ──アホ女め」

　突然スワロフの速度が上がる。

どうやら敵小型を追撃しているようだ。

　狂ったように甲板砲を撃ちまくりながらどんどん加速していく。

それでも小型の敵にはなかなか当たらない。

敵は上手く蛇行して砲撃を避けながら味方の群れへと逃げ帰っていく。

　それでもスワロフは止まらない。

両舷の砲を撃ちながら敵の一団に向けて突っ込んでいく。

こちらの動きを見ている様子もない。

　火がついたのは甲板ではなく、イヴァンナの頭だった。

「いかん単独で突っ込むぞ。援護しよう」

「いや、間に合わん」

　セクリトは櫂を漕ぐ兵ではなく、甲板砲兵に命じた。

「甲板砲でスワロフを狙え。できる限り側面に……まあ艦橋に当たっても仕方ない」

「おい！」

　思わずセクリトに詰め寄るが、目で制される。

「撃て」

　甲板砲二門が火を噴く。

一発は艦尾ギリギリの水面に、もう一発は側面部に見事命中する。




　効果は覿面だった。

スワロフの信号員が物凄い勢いで赤旗を振りまくり、艦全体もゆっくりと減速しながら針路を戻してくる。

「私があの女にどう勝ったかわかっただろう？」

「うむ」

　イヴァンナがまさかここまで短気だとは思わなかった。

　俺達の隣に並ぶスワロフ。その艦橋上ではイヴァンナがこちらに向けて剣を振りまくっている。

どうやら射撃を命じているようだが、賢明な部下が羽交い絞めにして止めていた。

「全体の戦況は」

　俺達は暴れに暴れ、ほとんど一方的に敵を沈めている。

味方も各所で敵艦を叩いているのが見える。

　敵艦隊は重大な損害を受け、残存戦力は半分ほどだろうか。

　だが味方は三分の一も残っていない。

「まず数が違うからな。最初から艦隊戦での撃滅が不可能なのは分かっていたことだ」

　俺達は再び敵に向かって突っ込んでいく。

周囲には援護に来たのか、逃げて来たのか、味方の戦闘艦も集まり始めていた。




　イヴァンナのスワロフを中心に激烈な砲撃戦が繰り広げられる。

　敵が沈み、味方が燃える。

味方の大型戦闘艦が爆沈し、敵の小型艦が真っ二つになる。

　敵のボートが味方戦闘艦に火薬を投げ入れて炎上させ、逃げる途中にスワロフに激突されてバラバラになる。

　延々続く水上の乱戦だったがやがて終わりが見えて来た。

「スワロフ爆発──!!」

　一際大きい被害報告。

見ればスワロフの艦首全体が炎に包まれていた。

「いかん！」

　勢いから見てただの火災ではないぞ。

だがセクリトは僅かに眉を寄せただけで慌てる様子はない。

「甲板砲の火薬に引火したな……だが致命傷にはならん。爆発が小さい上に延焼も少ない。適切に消火すれば大した損害にはなるまいよ。本当にまずいのはな──」

　話をぶった切るように風切り音が響きアレス・オブ・アレスの砲列甲板に敵砲弾が飛び込む。

もう慣れてしまった金属と木材の破砕音の数秒後だった。

　砲列甲板からチロチロと炎が見える。

「ぬぉぉぉ！　火が出たぞ！」

「いかんぞ！　火薬の樽に──」

　腹にズシンと響く振動。砲列甲板から炎が吹き上がる。

「──本当にまずいのは砲列甲板の火災だ！　火を消せ──!!」

　同時に振動がもう二度。

これはまずいやつだ……誘爆したんじゃないのか。

「うぉぉぉ！　側面が破れた！　水が入って来るぞ！」

「大量の浸水だ。とても掻きだせん！」

　砲列甲板に飛び込んだ敵弾によって火災が発生、それが火薬に引火したのだ。

そして誘爆の衝撃で右舷側面に大穴が空き、大量の浸水が発生した。

「浸水は無視してまずは火を消せ。火薬庫にまで引火したら艦全体が吹き飛ぶぞ！」

　セクリトにも先ほどまでの余裕はまったくない。

その間にもアレス・オブ・アレスは浸水してどんどん傾斜していく。

　幸いにもなんとか消火には成功したが、大きく傾斜した艦は速度も機動性も失っていた。

右舷に大穴が空いたせいで面舵はもう切れない。

砲の照準をつけるのもままならない。

「……ここまでだな」

　セクリトは少し寂しそうに空を見上げた。

「そうだな」

　俺も小さく頷く。

「第二段階だ」

　俺とセクリトは笑い合って河の東岸を差す。

「針路変更、あの入江に向かえ！」

　アレス・オブ・アレスは大きく右に傾きながら、入江へ向かい這っていく。

そこに炎上したり、浸水したりした味方も続く。

　まだ戦えるスワロフは少しだけ粘っていたが、側面に集中砲火を食らって傾斜し、同じように入江に向かって逃げ始めた。今や全ての味方が敵に背を向けて入江に向かっている。

　風に乗って敵の歓声が聞こえてくる。

入江は正に袋小路、入ってしまえば逃げ場はない。

　敵はこちらが最早逃げられないと足を止めて艦列を組みなおして整然と追撃する。

　さあ来い。

決着の時だ。

次回が一つのターニングポイントです。










第４２８話　燃ゆる河







　アレス・オブ・アレスは浸水で大きく右に傾きながら這うように進んでいた。

かろうじて消火には成功したが、激しく燃え上がった砲列甲板は今だに煙をあげている。

「ゆっくりだぞ。力まかせに漕ぐ奴は河に放り込む」

　櫂を操作するアレス兵に念を押す。

火薬の誘爆で開いた穴は大きく、応急修理では塞ぎ切れず浸水が続いている。

考えなしに漕げば浸水が増して下手をすれば沈没してしまう。

「むうう……アレスの名を冠する漢船がこうも脆いとは。もっと勢いよく水を汲み出せんのか」

「あるいは皆で飲み干してはどうか。儂は樽一杯までならいけるぞ」

「漢船を信じて一つ猛烈に漕いでみるのはどうか？」

　最後の一人を河に放り込んだが、なんとかロープに掴まったようだ。

「長くは持たんぞ。いけそうか？」

　俺は投げた兵士を引き上げ、持ち場へ蹴り戻してからセクリトに尋ねる。

「もう少し。遅れているグズ艦も待てと旗艦が騒ぐからな」

　俺達も含めて全ての味方艦は入り江の奥深くまで追い込まれている。

敵は入江の入り口を塞ぎ、損傷が酷く逃げ遅れた味方を葬りながらゆっくりと進んでくる。

まさに絶対絶命だ。




「この辺でいいか……取舵一杯、全速前進！」

「やっとか！」

「ぬおおお!!」

　浸水の為に避けていた舵を思い切り、速度を増す。

「排水作業中止。要員は甲板にあがれ」

　俺達は他の艦から離れてあらぬ方向に向かう。

「分かってはいても気分は良くは無いな」

　排水を中止した上に速度を増した事で浸水が一気に激しくなり、どんどん沈んでいく。

最早沈没は不可避だろう。一応泳ぎに備えて準備体操をしておこうか。

「取舵少し……面舵ちょい……ええい違う！　頭を左に向けてもう少し右に寄れ！　行き過ぎ左だ！」

　セクリトは艦橋ではなく船首に立って細かい指示を叫んでいる。

アレス兵達もなんとかその要求に答える。

　船は入江の真ん中付近に向けて進んでいく。

味方は岸際まで逃げているので前には敵しかいない。

傍目には破れかぶれの突撃に見えるかもしれない。

　敵はこちらに発砲するが、セクリトは見向きもせず船首から水面を覗きこんでいた。

そしてある地点で顔を上げ、サブマストに飛びついてしがみ付く。

「全員衝撃に備えろ！」

　アレス兵は反応早く周りに捕まる。

椅子男は元々鎖で固定されており、慌てるロットは俺が引っ掴む。

「あう……パンツの上からでも入りそう」

　そういうことを言うな。勃つだろうが。

　全員が備えたところで激しい衝撃がアレス・オブ・アレス全体を襲う。

ゴリゴリと腹から響く振動と大砲とも比べ物にならない轟音が延々と続く。

　被弾ではない。何かが誘爆したわけでもない。

「ぐおぉぉぉぉ！」

　そこら中から呻き声が上がり艦の速度が一瞬にして失われる。

反動で全ての物が艦首方向へ飛んでいく。

樽や木箱、転がっていた砲弾が互いにぶつかり壊れながら全て吹き飛ぶ。

固定の甘かった甲板砲までが打ち付けられた釘ごとめくれ上がり、転がっていった。

　アレス・オブ・アレスは入江の中央部、中州の浅瀬に乗り上げたのだ。

「座礁は船長の恥というが、わざわざ命じることになるとはな」

　セクリトはサブマストに爪を突き立てて余裕の表情で言う。

「しかしこれは──」

　腕をすり抜けて飛んでいきそうなロットを抱え直し、転がって来るアレス兵を足で止める。

　馬車が車輪を何かに引っ掛けたなら衝撃は凄いが一瞬で止まる。

だが速度のついた巨大な戦艦はそう簡単には止まらない。

船底で水底を擦る不快な音を立てながら、アレス・オブ・アレスはまだ止まらない。

「もっと速度を落としたら駄目だったのか!?」

　ロットを片腕に抱え、足でアレスの男を押し留めながらセクリトに怒鳴る。

「半端な速度だと頭だけ乗り上げて横転してしまう。だがこれだけの速度で突っ込めば……そうら、うまくいったぞ」

　船の動きが完全に止まる。

ロットを離し、アレス兵の尻を蹴飛ばしてから覗き込む。

「はは、面白い光景だ」

　アレス・オブ・アレスは浅瀬に乗り上げ、柔らかい砂の上を文字通り疾走して止まっていた。

遠目に見ればこの船は陸上にあるように見えるだろう。

「傾斜も位置取りもまあまあだな。そら野人共、いつまでへばりついている。仕事に戻れ」

　セクリトに怒鳴られ、アレス兵達が苦悶の声を上げる。

さしものアレス兵にも今の衝撃は堪えたのか、頭を振っていたり床に突っ伏している者も多い。

「ぐずぐずするな。右手から敵が来るぞ」

　俺達は入江の中央で入口に右側面を向けて乗り上げている。

しかも乗り上げる瞬間に大きく取舵を切ったので艦体は右側が持ち上がる形に傾き、船底を泥にめり込ませて止まっているのだ。

「おう、呆けている場合では無かった！」

「敵が来る！　戦を再開せねば！」

　アレス兵は気を取り直して持ち場につく。

「しかしどうしてこんな傾けて乗り上げたんだ？　動くのも一苦労だ」

　俺はロットを樽に入れて比較的安全な倉庫に転がしながら聞く。

「今にわかる」

　セクリトの返事と敵の砲声は同時だった。

こちらの派手な大道芸に少しばかり困惑していた敵だが、戦艦が一隻で突出しているのには違いがない。

叩き壊さない理由はどこにもない。

　数秒の猶予の後、物凄い数の砲弾が降り注ぐ。

こちらはまったく動けないので対処のしようもなく、敵の砲弾はアレス・オブ・アレスを叩きのめす。

　先ほどの轟音にも負けない金属音が響き、被弾の衝撃が体を揺さぶる。

感覚では二十発以上は当たったのではないだろうか。

「損害報告」

　返答に時間はかからなかった。

「特になし！」

　セクリトはゆったりと左舷側の手すりにもたれる。

「これだけ傾いてしまえば右弦側から撃った砲弾は側面部にしか当たらない」

　元々重厚なアレス・オブ・アレスだが、側面には更に装甲板が増やされている。

並大抵の砲撃ではびくともしない。

「砲列甲板に飛び込まないか？」

「甲板から覗いてみろ、傾いて空しか見えん。曲射のできる臼砲なら可能性もあるが戦闘艦に臼砲なぞ積まん。まっすぐ狙うカノン砲ならいくら撃っても装甲に当たる。

　船が傾いたことで開口部も斜め上になっている。

まっすぐにしか飛ばない玉を斜めの穴に入れるのはほとんど不可能だ。

「となれば敵はむき出しの船底を狙うだろうが」

　再び砲声と衝撃──今度は金属音ではなく、木が破砕される嫌な音が鳴る。

普段は水面下になるはずの装甲の無い部分が狙われたのだ。

砲弾が貫通したのか、船内からも破壊音が聞こえる。

「喫水付近への被弾は致命的だが……今は全く平気だろう」

　その通り、いくら船底部を壊しても沈む訳がない。

なにしろ水がないのだから。

「次に狙うとすればここか。甲板を叩き壊して乗員を殺傷したいところだ」

　砲弾が俺達のいる甲板を狙って飛んでくる。

半分は最初と同じように側面に当たって弾かれ、もう半分は飛び越えてどこかへ飛んでいく。

「傾いた甲板に当たるはずもないがな」

　立っているのもつらいほど左舷側に傾いているのだ。

それを右舷から狙って甲板上に弾が当たるはずがない。

　つまりこの艦は陸に乗り上げて動けなくなったが、敵のいかなる攻撃も受け付けない。

　俺はセクリトと同じく左舷側の手すりにもたれかかる。

　敵の砲声が大きくなる。

砲撃の威力をあげようと距離を詰めて来たのだろう。

だがアレス・オブ・アレスの装甲は尋常ではない。そう簡単には破れない。

「砲列甲板が傾いてこちらも何もできないがな。無視されたら間抜けだったが構ってくれて何よりだ」

「いいんじゃないか。ここに敵を集めるだけで満点だ」

　甲板を飛び越える敵の砲弾が負け惜しみのようにサブマストを引き千切る。

高さのあるマストには砲弾は当たるが……倒れてももうバランスを崩すことはないので問題ない。

　見れば俺達のやり方を真似したのか、損傷した味方艦が周囲の浅瀬に次々と乗り上げている。

セクリト程見事には操船できないので傾けることはできなかったが、それでも沈没しない戦闘艦と言うのはなかなか厄介だ。

撃破するには甲板を粉微塵に叩き壊すか、火薬が誘爆するまで撃ちまくるしかない。

　俺はチラリと陸を見る。

入江の近くに町は無く、水草が茂る湿地が拡がっているだけだ。

水草の中から一つ小さな緑の凧が上がっている。




　撃たれながらぼーっとしていると砲列甲板からわっしょいわっしょいと声が聞こえてくる。

「……また余計なことを始めたぞ」

「……敵が来ると煽ったのに何もしなかったからかな」

　セクリトは俺に見て来いとばかりに顎をしゃくる。

俺をあいつらと一緒にしないでくれ。

「赤マントにパンツ一丁で何をほざく」

　実に不本意だ。

　服をどこかに捨ててしまったので仕方なくマントを翻して船内を覗き込む。

「……アホ共め」

　そして言葉を失った。

　奴らは傾斜で狙えないのに痺れを切らせたのか、砲を取り外して甲板に持ってこようとしていたのだ。

「撃たれるばかりで敵の姿が見えぬ」

「ならば見える場所に向かうのみ！」

　アレス兵は三人で一つの砲を担いでいる。

鉄の塊のような大型砲も十人近くでまとまって担ぎあげていた。

　だがこれは面白いかもしれんぞ。




「やられるばかりではつまらん。甲板から敵を撃とう」

「はあ？　大砲の移動がどれだけ手間だと？　それに据え付けも戦場では──」

　馬鹿にするようなセクリトの声は大砲を持ち上げて歩くアレス兵を見て掻き消える。

「据え付けないで担いだまま撃つ。四人一組、三人が砲を担いで一人が着火だ。敵が撃ったらすぐに動け」

　応と嬉しそうな掛け声。

　直後に敵の一斉砲撃と被弾の衝撃があった。

「今だ。行け！」

　アレス兵は大砲を担いだまま傾いた甲板を登り、右舷手摺りから砲身を突き出す。

「撃て！」

　不規則な砲声ながら、数発の砲弾が敵に命中する。

「おお当たったぞ！」

「行けるじゃないか！」

　喜ぶ俺とアレス兵達。

敵はすぐさま撃ち返してくるが、その前に後ろに下がってしまえば当たらない。

「ちんまいのが何隻か近づいていたぞ」

「こっちが動けないから近づいて火をかける気なのだろう」

「ぶちかましてやれ」

　装填を終えたアレス兵は再び砲を担いで移動する。

今度は砲を下向きに構えて浅瀬ギリギリまで近づいていた敵を砲撃する。

「ようしやったぞ！　だが一隻大きいのが来とった」

「でかい方をお見舞いしよう」

　アレス兵達は砲を担いで甲板上を動き回り、顔を出しては砲撃する。

傾斜のきつさも問題にならない。人が担いでいるのだから角度も方向も変え放題だからだ。

「すごいな。好きにやれ。もう考えないことにする」

　さすがの奮戦にセクリトも賞賛の意を隠さない。

　そうこうしているうちに凧の色が黄色に変わる。

　敵は暗礁に注意しながら入江深くまで侵入していた。

撃ち合いにはもう付き合ってくれないらしい。

「そろそろ回りこまれる」

「そうだな」

　アレス兵達の奮闘は敵にそれなりの損害と驚きを与えただろうが、アレス・オブ・アレスが動けないことに変わりはない。

　右舷側から狙っても決着はつかないが、左舷に回り込まれてしまえばただの的だ。

装甲のない上部を袋叩きにされて、いずれ船体が崩壊するか引火して爆発するだろう。

「そしてイヴァンナの命運も尽きる」

　イヴァンナは入江の奥で残存艦を立て直していたが、今やその規模は敵の四分の一程だ。

しかも袋小路に追い詰められて複雑な機動は一切取れない。

万事休すだ。

「いい加減限界だぞ」

　俺は念の為、アレス兵に命じて一門の砲を無人の陸側……水草の茂る湿地に向ける。

　だが不毛な命令を下すまでもなく、黄色の凧は地面に引き戻され、真っ赤な凧が風に乗って上がる。

「来たか」

　だらしなく手摺りにもたれていたセクリトが腹筋を使って勢いよく起き上がる。

「やっとだ」

　まったくレオポルトめ。

女二人の命がかかっているからさすがに心配になったじゃないか。




　俺達は入江のど真ん中、船の通れない浅瀬。

敵艦隊は先頭が入江の真ん中、最後尾も完全に入りきった。

味方艦隊は岸側ぎりぎり……完璧な位置取りだった。

「来るぞ」

　セクリトと二人派手な歌劇でも鑑賞する期待感をもって敵を眺める。

アレス兵が走り回ってうるさいが、劇場でもこういう迷惑な客はいると理解しよう。

　ズズンと低い音がする。

確かに砲声なのだが音だけを聞くと本当にそうか疑問になる。

それだけ距離が離れているのだ。

「五、六、七、八、九……長いな」

　セクリトは着弾までの時間を数え、その長さ……つまり射程の長さに驚いている。

　先頭を走っていた敵大型戦闘艦に命中弾。

金属音、破壊音、爆発音……ほんの数秒のうちに異質な音が連続し、敵艦はつんのめるように艦首から沈んでいく。

「装甲を貫通して船底まで破壊、そして火薬か油に誘爆……たった一発で仕留めたか」

　セクリトの目が細まる。

　それを皮切りに次々と砲弾が降り注ぐ。

攻撃は非常に正確かつ強力で命中を受けた敵は中小艦ならばバラバラか真っ二つに折れ、大型艦であっても大きく破壊されるか、あるいは浸水して沈んでいく。

　俺達の近くを通過する敵艦の叫びが聞こえる。

もう動けないこちらを構う余裕もないようだ。

「アサルース擱座！　プランゴ沈没！　ツラーク大破！　これはなんだ!?　何が起きている！」

「砲撃に決まっているだろうが！　あの水柱を見ろ……こんな巨砲は見たこともない。それに弾の威力がおかしい……見ろ！　装甲面に当たったのに反対側まで突き抜けたぞ！」

「それより撃っている場所を探せ！　砲煙は……陸？　……クソ、嵌められた!!」

　その通り、これは罠だ。

入江近くの水草の影には俺の私軍が持つ砲全てが据え付けられている。




　数で圧倒的に劣る俺達が正面からの艦隊戦で勝利するのは難しいし、まして殲滅するのは不可能だ。

　敵艦隊が生き延びて隠れてしまえば、こちらはいつまでも河を渡っての急襲に備えなければならず、正面戦線に参加することができない。

戦う以上敵の戦力を全て引き出し、全て叩き潰す必要があった。

　レオポルトにはその為の作戦を立てさせた。

艦隊戦は第一段階、そしてこれが第二段階だ。

「大型砲と……私が欲しいと言ったあの大砲か」

　正確には大型砲が二二門とドワーフ特製の砲が一六門だ。そこに普通の砲六〇門が続く。

特にドワーフ砲は異常に重くて取り回しが悪く、正直行軍中は持て余していたが一度据え付けてしまえばこの威力は段違いだ。

　砲自体が普通の砲の三倍四倍と巨大な訳ではない。

だが材質の違いなのか砲弾の速度が異様に速く、俺には操作がよくわからない照準器を使えば命中率も非常に高い。

「ずるもしているしな」

　俺はちらりと水面を見る。

荒れる水面を朽ちたボートが漂っている。

珍しくもない光景だが、異常さを感じるならばどれだけ揺らされてもずっと同じ場所に留まっていることだろう。

　水中の石に括りつけられているから当たり前か。

そしてボートの傍を敵艦を通過するなり、大型砲弾三発が立て続けに命中した。

「一々狙いなどつけていない。向きと角度を決めて予め何度か射撃。砲弾の落下地点を確定させ目印にブイを置く……後は敵がくれば決められた通りの角度で撃てば勝手に当たる」

　セクリトがやった色ごとの照準と基本は一緒だな。

目を凝らせば他にも樽や漁船から流れたように見えるボロ旗、集まった水草の塊など不自然に見えない物が、激しい砲撃にも関わらず場所を変えることなく漂っていた。

「命中精度は高まるかもしれんが、この惨状は砲の性能だろう。この威力……帝国製の砲でも出せんことはないが、そびえ立つ塔のような巨砲になって隠しようがない」

　敵に打撃を与えているのは普通の大砲が一割、大型砲が二割、ドワーフ砲が七割と言ったところだろう。

　そもそも装甲を持った戦闘艦に普通の大砲を命中させてもそれほどの損害にはならない。

ただこの艦にも無理やり積んだ大型砲は敵に十分な損害を与えているし、ドワーフ砲はほとんど一撃必殺に近い。

　とはいえ、こちらだけが撃ちっぱなしというわけではない。

「敵が反撃するぞ」

　敵が岸に向けて一斉に射撃する。

優にこちらの十倍以上の数が放たれたはずだ。

「……効果はなさそうだな。陣地の構築も上手い」

　健在をアピールするかのように、岸に近づきながら発砲する敵艦が吹き飛んだ。

「ああ、レオポルトは性格が悪い。敵の決死の反撃を無意味にするのもお手のものだ」

　セクリトが褒めたのが気に食わないので少しレオポルトを落としてみると、目元だけで笑われた。

　レオポルトは敵を呼び込む方向まで決めており、水草の群生や偽装した陣地によってその方向からは絶対に砲兵陣地が見えないようになっている。

　中型のものでも一〇門以上、大型なら数十門の砲を持つ戦闘艦隊は非常に強力で頑丈な石造りの城塞であっても容易に粉砕するだろう。

　だがどこにいるのかわからない敵が相手ではまったく事情が異なる。

砲煙で大まかな方向は分かっても姿が見えなければ精度は極めて低い。

　更に陣を張っているはずの場所以外からも白煙が上がっている。

レオポルトはそこら中で小麦粉や石灰を撒いているのだろう。これで敵はどこを狙っていいかわからない。

　特にドワーフ砲はしっかりした地面を選び、穴を掘って据えられている。

これでは大砲で撃破するのは非常に難しい。




「敵もこのまま慌てふためいて撃たれまくるほどアホではないだろう。そら反転するぞ」

　罠に気づき陸上の砲を沈黙させようと砲弾を撃ち込んだが上手くいかない。

ならどうすればいいか……簡単だ、逃げればいいのだ。

　砲を背負って追いかけてくる戦闘艦と違って陸上砲はまず戦闘中には動かせない。

高速で動ける戦闘艦ならば射程の外に出てしまうのが最善だ。

　勿論敵艦隊もそうする。

両側から櫂を出し、反転しつつ加速して入江から出ようとする。




「とはいえ、入った時点で俺達の勝ちなんだがな」

　反転した敵艦隊の先頭──つまり最後尾で侵入した当然無傷の船が入江から出ようとした時、火の雨が降り注ぐ。

「調子に乗って追いかけるからだ」

　セクリトも愉快そうに次々燃え上がる敵艦を眺めていた。

　降り注いだのは特殊な大砲や強力な魔法でもなんでもない。

恐らくは数千年前から使われていたであろう伝統の火矢だ。

数にして千以上が一斉に降り注ぐ。

「ひ、火矢!?　バカな陸からは離れているぞ！」

「小舟に乗ってでも来たのか!?　いやこんな数いくらなんでも気づく！」

　敵の狼狽が手に取るようにわかる。

この答えも簡単だ。単に岸から浅瀬まで足場を組んでいただけだ。

　入江の水深は基本的に浅く流れもほとんどない。

敵がどこから入り、どうやって逃げるかを予測できればちょっとした足場を作るぐらいどうってことはない。

　後は砲兵と同じく、いかに見つからないように偽装するかだけだ。

行きに見えた水草を被って伏せている弓兵は滑稽だった。

「まあ悪くは無かった。あると分かっていた私でも見つけるは少しばかり手間だったからな」

　実は俺は簡単に見つけてしまっていた。

伏せて突き出されたセリアの可愛い尻は間違えようもないからだ。

　至近距離からの火矢、まして千近い一斉射撃にはさすがに対処できない。

戦闘艦はそんな攻撃を受けることを想定していないのだ。

　たちまち数隻の敵が燃え上がって停止する。

そう、これが欲しかった。

　大量の火矢を浴びても船はそうそう沈没しない。

火災を発生させ、あるいは甲板上の指揮官や兵を皆殺しにするだけだ。

そうなれば船は混乱し、やがて動きを止めて巨大な松明となる。

　こうして大して広くない入江の入り口と後続の進路を塞ぐのだ。

「くく、見事な障害物だ。お手本のように上手くいったな」

「弓兵はよくやってくれた。さっさと逃げろと言ってやれ」

　合図を出すと弓兵達は一目散に足場を通って岸へ……あるいは水へと飛び込んで逃げる。

少し後、怒り心頭の後続が砲弾で足場を粉々に打ち砕いた。




「前には進めぬ。出口も無い」

　セクリトが呟き、俺も乗る。

「そして怒りまくった狼が襲い掛かって来る」

　スワロフを先頭に残存艦全てが右往左往する敵に突っ込んでいくところだった。

「くく、後で言っておいてやる」

　やめてくれ。俺まで噛みつかれるじゃないか。

　いずれにせよ決着はついただろう。




「漢よ！　我らも参加しよう！」

　大砲を担いで走り回るのに飽きたのか、アレス兵が迫って来る。

「といってもさすがに動けん」

　アレス・オブ・アレスは全身ボロボロで座礁している。

「船が動けんからなんだ。体一つで向かうのみ！」

　いつの間にか大砲の代わりにボートを担いでいる。

決着はついたし、止める意味も無い。

「好きにしていい。存分に戦ってこい！」

「おお、見ておれ！　アレス男の勇猛さ敵味方に知らしめようぞ！」

　喜びの雄たけびを上げながらアレス兵が船から飛び降りて浅瀬を走っていく。

そのまま水に入り、猛然と敵に向かって泳いでいく……ボートを担いだまま。

「なあ、どうしてボートを持って行ったんだ？」

　セクリトが可愛らしく首を傾げる。

「俺が知るかよ……」

　アレス兵は皆でボードを担いだままどこまでも泳いでいくのだった。




　その後の展開は一方的だった。

混乱する敵にイヴァンナの艦隊が追い付き、先ほどの仕返しとばかりに猛然と攻撃を加える。

　敵はなんとか入り江を出ようとするが、砲撃と火矢で指揮系統が崩壊しており、ただバラバラに逃げるのみだった。

　反撃を試みて砲撃で沈められ、炎上した味方をすり抜けようとして爆発に巻き込まれ、岸に近づき過ぎて座礁横転し、迫るアレス兵に気付かず船を乗っ取られていった。

　地獄の壺と化した入江から逃れたのは僅か数隻であった。

敵艦隊は戦力の九割以上を喪失して事実上崩壊。

作戦は成功し、俺達は敵に背後を脅かされることなくエイリヒの本軍に合流できることとなった。







　──戦いが終わって

　敵の戦艦がゆっくりと沈んでいく。

単艦で入り江を突破し、追いすがるスワロフと最後まで撃ち合い、遂に喫水を撃ち抜かれて力尽きたのだ。

　敵艦は沈みながら右に傾いたように見えた次の瞬間、倒れ込むように横倒しとなる。

甲板からは敵兵が次々と河に飛び込んでいるが、運悪いことにここは入江の外だ。

疲れ切った敵兵は流れに逆らう力もないのか次々と沈んでいく。

　哀れには思うが命をかけて助け出そうとは思わない。

これも戦いの定めだ。

　それでも数名の敵兵はなんとか俺達のところにまで流れ着く。

最早疲労困憊、抵抗も逃走もできそうにない。

　そんな彼らの前に立ったのはセクリトだった。

彼女は嬉しそうに義手を外し、少し迷ってから剣を握れる物に切り替えた。

　そして彼女が泣きそうな顔をあげる敵兵に剣を振り下ろす──。

「こらこら」

　俺はその右手を掴む。

「むん」

　アレス兵が左手を掴む。

「……なんのつもりだ。離せ」

「無駄に殺しても意味がないだろう」

　俺も疲れた。もう戦いの気分じゃない。

「敗北して地に伏す者を討つのは男ではない」

　アレス兵が胸を張る。

　その時、敵兵が息も絶え絶えに泣き声を出す。

「ち、ちきしょう……まだ艦内に二百人は──もうどうしようもねぇ。アレックス……ミッサ……」

　俺はセクリトの剣を奪って男の肩を抱く。

「ミッサとは女の名前か？　あの艦に女が乗っていたのか？　答えろ」

　敵戦艦はあと数分もしないうちに完全に没するだろう。

俺は男の頬を数度ビンタする。

「へぶ、がふ……ああ、五〇人ぐらい残って──」

　俺は男をポイと捨ててアレス兵に声をかける。

「行くぞ。敵兵が死ぬのは仕方ないが女は助けてこそ漢だ」

「「おう!!」」

　俺は河に飛び込み、アレス兵も続く。




　数分後、俺達は艦内にいた女全員と、ついでに少しの男も助けて帰還する。

「……うう助かったけど」

「……捕虜になってしまった」

　女達は水兵ではあったが長く続いた戦闘で疲弊しきって泳げなかったので樽に入れ、縄をつけて岸まで引っ張る。

「見てよこの男達……見るからに野蛮で……絶対犯される」

「うむ、無論犯す。だが助けよう」

　律儀に答えるアレス兵。

「ああ……やっぱり」

「でも命には代えられないわぁ」

　樽でプカプカと浮きながら女たちは覚悟を決めたようだ。




　そして俺が岸に帰った時、セクリトがいなかった。

さっきのことで拗ねてしまったのだろうか。

　フォローしなければと姿を探すと一隻の敵艦の前に立っているのを見つける。

どうやら早々に降伏したらしく目立った損傷はない。艦長以下、船員全員が武器を捨てている。

　降伏の処理か。またセクリトが殺そうとしたら止めないとな。

そう思ったとき、不意に一人の男が飛び出しセクリトの前に膝をついた。

「うん？」

　違和感を感じる。

降伏した者が相手に膝をつくのは珍しくない。

だがその男はセクリト以外目に入っていないようだったのだ。

　そして男に促されるまま、セクリトは水草の影に入っていく。

周囲はいまだに混乱しており、二人の動向に気を留める者はいない。

　俺だけが確かめようと近づく。

「──」

　男がセクリトに何事か言っているようだ。

「何を言っているんだ……」

　するとセクリトは小馬鹿にしたように鼻で嗤う。

だが先ほどと違って斬りかかろうとする雰囲気ではない。

　更に近づく。




「お久しぶ──将軍。このような──お会いできるとは恐悦至極──」

「やはり気付い──誰の──？」




　断片的にしか聞こえない。どうやら男はセクリトに気があるようだ。

俺も笑ってしまう。

彼女は間違いなく美人だが、いくらなんでも降伏しながら口説くなど斬新すぎるだろう。

　だが次の瞬間、俺の笑顔は凍り付いた。




「──からの書状を──直接会って話が──」

「──ネス。くく、懐かしい名──」




　セクリトが男に歩み寄って手紙をひったくったのだ。

まさか受け取るとは思わなかった。




「未練がましい──昔の縁だ。────好きに」

「光栄────喜ぶ────来週」




　手紙を受け取った上に次の約束まで承諾してしまった。

しかも昔の縁とはどういうことだ。混乱して思考がまとまらない。

そして最後の衝撃が訪れる。




「────ああそうだ、リハクリース」




　セクリトは男の名を呼ぶ。

流れるように、さも呼びなれたように。

「最早疑いはない」

　俺は改めて男の顔を見る。

年齢は三〇半ば、他の捕虜のようにぐったりしておらずピンと胸を張っている。

「……そしてあれは相当な男前だ」

　ギドは最近、生意気にも男前と言われているようだが、あの男とは比べられない。

男の俺が見ても文句のつけようがない顔立ちをしている。

「逢引の……浮気の約束か」

　俺はぐっと拳を握りしめる。

この場で押しかけ、権力をもって奴を処断するのは容易い。

　だがそれでは余りに情けない。

セクリトの心も取り戻せないだろう。

　正面から奴よりも俺が優れていると知らしめる必要がある。




「──では来週──楽しみに────お伝え」




　セクリトが男前と逢引したいと思ったなら仕方ない。

そう思わせた俺が悪い。寝取られるのは男の不甲斐なさ故なのだから。

「だが取り返す」

　奪われかけているなら、取り返すまでのこと。

俺の方が優れた魅力的な男だと見せつければ良いだけのことだ。

　奴の目の前でセクリトの心を取り戻し、奴の自慢の顔をボコボコに……いや、目の前で濃厚にまぐわってやろう。

「負ける訳にはいかん。男の戦いだ」

　俺は決意を新たにしつつ英気を養う為、助けた女の元へ向かうのだった。

遅れに遅れましたごめんなさい。










第４２９話　戦時下　♯







「──以上が確認された撃沈数になります。艦隊戦での戦果を併せますと敵艦隊壊滅は間違いありません」

「そうか」

　俺は貧乏ゆすりをしながらレオポルトの報告を聞く。

「ごく僅かな小艦艇や鈍重な輸送艦は残るものの上陸は不可能。陸上兵力は必要ないでしょう」

「それはいいな」

　俺の心はここにはない。

風呂で体を温めているであろう捕虜の女達の所にある。

「擱座、浅瀬にて沈没した艦より大砲の回収を試みております」

「上手くいくと良いな」

　それより俺自身の大砲を早く発射したい。

「転進の準備は八割方完了しているよ。兵の休息と仕上げの編制を終えても一週間もかからないさ」

「よくやった」

　トリスタンの報告にも生返事を返す。

奴は僅かに怪訝な表情を浮かべたが、俺の手を見て全てを悟ったのか溜息を落として「それだけさ」と投げやりに呟く。おっといかん。両手が乳を揉む動きをしていたか。

「戦功報告は以上になりますが──」

　俺はばっと椅子から立ち上がるがレオポルトが牽制するように沈黙し、セリアが肩に飛びついてぶら下がるので止む無くもう一度腰かける。

「続いて我々が向かう正面戦線の状況の分析結果を報告します」

「ああ、頼む」

　もう少し我慢するしかないようだ。

「正面の敵兵力総数は現時点で約十五万です」

「いや、おかしいだろ」

　分析うんぬんも適当に聞き流すつもりだったがさすがに声が出てしまう。

「正面の敵は……中部軍団だったか。五万と聞いていたぞ。少々の補強があっても十五万はぶっ飛び過ぎだろう」

　レオポルトは小さく頷いて続ける。いかん、長くなるやつだ。

「その通りです。敵中央軍団は総数約五万。戦略的意味を喪失した西部軍団から部隊を引き抜いたとしてもせいぜい六万程度に留まります。ですがそれは正規兵に限定すればのことです」

　トリスタンが引き継いで続ける。

「事実として今、十五万の敵がいるのさ。敵さんがこんな数の予備兵を持っているはずないし、訓練する時間もなかっただろうから、民を徴集したとしか考えられないね」

　更にレオポルトが引き継ぐ。

「友軍にも王命によって王領や各領主から大量の徴集兵が参加しており、現状正面戦線は両軍あわせて数十万が睨みあっております」

　迫力があると言うべきか滅茶苦茶になったと言うべきか。

「どう考えても後者さ。素人が溢れる戦場が悲惨になるのは歴史が証明してるよ。例を出すなら百五十年前に起こった──」

　長くなりそうなのでもういい。

「今までとは違う心づもりが必要だな。兵にも簡単に知らしめておけ」

　ここで論議をする意味はあまりない。

最低限兵に心づもりをさせておき、あとは行ってから考えるしかない。

　小さく頷くレオポルトとトリスタンとセリア。

セリアは可愛いので撫でてやるぞ。

「終わったら出立までレオポルトは休息しろ」

「特に疲労も身体的な問題もありませんが？」

　俺はセリアの頬を揉みながら繰り返す。

「命令だ。休息しろ」

「……承知しました」

　どうせ正面に移動すれば寝ずに働くことになるだろう。

休める時に休んでおくのも任務だ。俺のように。

「僕は？」

「お前は移動の責任者だ。しっかりやれよ」

「死ぬまで働くのです」

　トリスタンががっくり肩を落とす。

　こいつなら二日もあれば終わらせて後は適当にサボっているだろう。

レオポルトのように命令しないと休まない奴とは違う。

　そして真面目なセリアも今は大隊長だ。

放置すれば倒れるまで頑張るに決まっている。

「お前も頑張り過ぎるからな。おおまかにやったら休むんだぞ？　夕方から明け方までは仕事禁止だ」

「はい！」

　頑張るぞとばかりに声を張るセリア。

「それとこの命令書を宛名の通り渡してくれ。中身は見ないでくれよ？」

「はい！」

　素直で可愛らしいな。

　やるべきことは全部やった。

さあ遊びに行こう。







「女捕虜の様子はどうだ？」

　やるべきを終えた俺は顔を凛々しくし、威厳たっぷりに捕虜の天幕に顔を出す。

「い、痛い──！　もっとゆっくり……いたたたた!!」

　中で行われているのは凄惨な凌辱──。

「もう自分でやるから添え木貸して！　腕が千切れるでしょうが！」

　ではなく傷の手当てだ。

戦闘の末に沈没した船から救助されたのだから、負傷者も多い。

「ぬう……薬を塗っただけなのだが」

「骨が一本折れただけで何故こうも痛がるのか。それでも男──ではないか……むぅん」

　アレス兵が薬を塗ったり骨を折った者には添え木もしているが、なにぶん奴らはガサツなので繊細な女の手当にはまったく向いていない。

「はふはふ……あ、私の肉取った！」

「私のほうれん草しか入ってなかったもん！」

　次に炊き出しだ。

捕虜たちは巨大な鍋に作られたごちゃ混ぜ鍋と出来立てのパンが振舞われている。

「はふー」

「あったまるぅ」

　最後は風呂だ。

そこら中に転がっていた樽に湯を張り、冷えた体を温めさせている。

「はー温まったわ」

　女が樽風呂から出ようと立ち上がるとアレス兵と俺の刺すような視線が集中する。

乳は小さめだが鎖骨から首筋のラインが色気たっぷりだな。

「は、恥ずかしい」

　何十人もの男の視線を受けて女は赤らむがずっと風呂に入っている訳にはいかない。

並んでいる他の捕虜からさっさと代われと無言の圧力もある。

「……えい！」

　女は覚悟を決めて樽風呂から飛び出す。

露わになった下半身に歓声があがる。

「至れり尽くせりだけど……見られるよね」

「うん……太ももの打ち身なのにお尻に軟膏塗りまくられたし」

「でもお風呂入りたい。あたし脱ぐわ」

　女達は恥ずかしそうにこちらを見ながらも裸になりそのたびに歓声があがる。

怖がらせてはいけないな。

「覗くだけで邪魔はしないからゆっくり入れ」

　そう言って俺達は風呂の周りに集まった。

しっかり体を温めるんだぞ

「手当てしてご飯食べさせて」

「体を綺麗にして……パクリよね」

　捕虜達がヒソヒソと話し合っている。

「でも、ここまで気を遣ってくれるならきっと無茶はされないわ」

「乱暴するなら手当いらないもんね」

　話が早くて助かる。




　俺とアレス兵は負傷の程度が酷い数名を除き、全員を担ぎあげて用意した複数の民家に分かれる。

各戸に女が一人、アレス兵が沢山だ。

「清潔なシーツを引け。香を焚け。水と濡れタオルを用意しろ」

　サクサク整えられる快適な環境、しかし女はベッドに腰かけて小さく震えている。

俺は隣に腰かけて優しく肩を抱いた。

「何か気に入らんか？」

「もう犯されるのは受け入れるけど……人数おかしくありません？　それに全員ムキムキだし……」

　ここにいるのは俺とアレス兵が十四人。男女比一五対一だ。

「心配はいらない。見た目は怖いかもしれんが──脱げ！」

「「「おう!!」」」

　俺はバッと服を脱ぎ、アレス兵達も続く。

「ひい！　大きい！」

「ここに女を乱暴するような男はいない。皆優しいぞ」

「「「アレス男は女体を貴ぶ！」」」

　脅える女を優しく抱きしめ、胸板に押し付ける。

同時にアレス兵達も普段は考えられない丁寧さで女の服をスルスル剥ぎ取っていく。

　ふむ。１６５ｃｍ程ある背の割に乳は小さめだが尻はしっかりしている。

肌は水兵らしく焼けているが、陽の当たらない部分は真っ白だ。

陰毛は整えられ男を知っていそうだが、乳首と穴は綺麗なピンク色で遊び慣れている訳でもなさそうか。

「優しく愛撫するのだ」

「「「おう!!」」」

　全裸に剥かれた女の肌をアレス兵達の手が絹を扱うように撫で上げていく。

「あ……初体験の時より優しい。見た目は野人だから余計にギャップが……」

　緊張で浅く早くなっていた呼吸がゆっくり深いものに変わっていく。

彼女は母性の強そうな顔をしている。

ここは情けを求める方向でいこう。

「周りを見てみろ。全員が貴女を見て勃てている。貴女の慈悲を求めているんだ」

「「「女体を崇めよ！」」」

　女を撫でる手は更に増え、背中だけではなく首筋から尻、腹の方まで撫でまわされている。

「はぁはぁ……私の慈悲……？　みんな私が欲しいの？　求めているの？」

　女の目に色情が宿り、突き付けられた男根を一本ずつ確かめるように凝視する。

「貴女を求めて猛っておる」

「貴女の全てが欲しい」

「男の筋肉に埋もれるが良い」

　視線を動かす度に答えるアレス兵。

女の呼吸は餌を前にした犬のように荒くなってくる。

　俺は止めとばかりに女の手を取り、自らの股間にもっていく。

「君を求めるあまりこんなになってしまった……このままでは爆発してしまう。助けてくれないか？」

「溜まり過ぎてこんな怪物に……確かに今にも破裂しそう」

　女は上目遣いに俺を見上げ、股間を数度撫で擦ってから「いいよ」と呟いた。

　十五人の男が一人の女に飛び掛かっていく。




　──そして三時間後。

「ひゅー……ひゅー……」

「お前らやり過ぎだ。馬鹿共め」

　俺は大の字に寝転ぶ女の前で軽く手を振ってみる。

「えへへぇ……筋肉ぅ……男ぉ……あっついお汁ぅ……」

　女は俺の手を気にせず、天井に向かって呆けた笑みを浮かべている。

「乱暴にはしとらん。最大の男愛をもって抱いたぞ」

「回数も体を気遣ってたった三回に抑えた。普段は嫁に五回、妹に二回が普通だというに」

　十五人が三回転で四十五発だろうが。

しかも一人一人が大量に出すものだから、女は大変な有様だ。

　前後の穴から大量の種が噴き出し、髪から足先まで全身種まみれ、流れ落ちた汁がベッドの上どころか床の上にまで種溜まりを作り、体中キスマークだらけだ。

「まったく馬鹿みたいに出しやがって」

「だが漢よ。一番大量に出したのはお前ではないか」

「うむ、最初の一発など五分も出し続けたではないか。あのような見事な種出しを見たのはギルドレスが儂の妻を抱いておった時以来よ」

　結構な名器だったから仕方ない。

本当は優しく腕枕してキスを交わしたいのだが……。

「もういっぱちゅ……もういっぱちゅぅ……」

　懇願する女にアレス兵が伸し掛かっていく。

とても愛を囁く雰囲気ではない。

「いい加減休ませてやれよ。雰囲気に呑まれて理性がとんでいる。口で求めても無茶すると壊れるぞ」

　俺は立ち上がり服を着る。

「女を壊すような愚か者はアレスにはおらん！」

「ひぎっ！　お尻に入ったぁ！」

　本当に大丈夫だろうな。




　俺はトリスタンばりの溜息をつきながら民家を出る。

「奇遇だな」

「──！　──!!」

　そこにいたのはセクリトとイヴァンナだった。

　セクリトは口元を少しあげるいつもの皮肉気な顔だが、少しだけ怒気を感じる。

イヴァンナはいつも通り、声も出ない程怒っている。

　さすがに乱交していたと言うのは得策ではない。

「勘違いしないでくれ。俺は捕虜を取り調べていただけだ」

　言い終わる前に民家から女が絶頂する声が聞こえる。

『ムキムキの体で挟んで!!　前の穴に二本入れて！　裂けてもいいからぁ！』

　もう言い訳はできない。

セクリトが俺の顎をさする。

「楽しかったか？」

「……かなり」

　そこでイヴァンナが爆発する。

「お前はいっつも女遊びばかり！　私を犯して子供まで産ませたのだぞ！　父親なのだぞ！」

　胸倉を掴んで揺するイヴァンナ。目には涙まで浮かべてヒステリー状態だ。

肩を抱くと少しマシになるが怒声は止まらない。

　それを見たセクリトはフンと笑うと俺達に背を向ける。

「さっさとその喧しい女を抱いて黙らせろ。私は浮気でもしてこよう」

　気だるげに手を振りつつ去っていくセクリト。

「おい、待て！」

　しまった。セクリトは男前に口説かれている最中だったのだ。

これは大変な失点だ。

「貴様に軍人と父親の心得を叩き込んでやる。そら来い」

　だがぐいぐい腕を引くイヴァンナを振り払う訳にもいかず、セクリトを追うことはできなかった。







　──翌日

「いやぁ大将の太っ腹には恐れ入ります」

　ヤーコフが笑う。

一〇五兵団の面々は先の上陸作戦で半ば捨て駒扱いされて憤っていた。

俺とセリアが同行していたので、その怒りは大将の俺ではなく参謀のレオポルトに向く。

　レオポルトは恨まれるのも職務の内、実害無ければ放置で良いと言ったが味方への不満は無い方が良い。

その機会は目の前の敵を破って一段落した今しかないだろう。

　故に俺は彼らの不満を解消する為、それなりの現金を配った。

同時に町の娼館に全力で準備するようにと通告を出しておいた。

　物凄い金がかかったが戦時中だから仕方ないだろう。

士気を上げるのに金を惜しんではならない。

　現に説明を終えると一〇五兵団からは割れんばかりの歓声と俺を讃える声が響き、そのまま駐屯地から飛び出してしまった。奴らは馬鹿だから娼館で思う存分腰を振ればレオポルトへの恨みなど覚えていまい。

　とんでもない命令を伝達してしまったセリアが頬をパンパンにして俺を探していたが逃げきった。

特製鍋をすると言うイリジナに捕まっていたからもう追いかけてこないだろう。

　町中に一〇五兵団の兵士が繰り出しているが、いつもの喧嘩やセクハラの苦情が無い。

皆が金を握りしめて娼館に並んでいるので不祥事を起こす暇もないのだ。

「しかしこれでは俺達が遊べませんね」

「そうだな」

　パテナは大きな町ではない。

俺達の駐屯を見越して周辺から多くの人間が流れ込んではいるが、五千近い兵が一斉に繰り出してはたちまちパンクしてしまう。

　結果、どこの娼館も色のある酒場も満員御礼の札を並べてしまっていた。




　そこで俺とヤーコフは仕方なく寂びれた場末の酒場で一杯やっている。

「大将が望むなら適当に二、三人押し退けりゃ良かったんじゃ？」

「それをやったら本末転倒だろう」

　前日に捕虜の女を抱き、イヴァンナにものすごいことをしなければ性欲に負けていたかもしれないが。

　その時、俺の隣に小さな少女がポスンと座った。

一丁前に露出の高い服をつけているが、もちろん膨らみはどこにもない。

「お注ぎします。……その、あの、銀貨一枚でもっと美味しいお酒がありますよ」

　少女は誘うように膝を擦り、二階へと続く階段をチラチラと見る。

買ってくれと誘っているようだ。

「歳は？」

「えっと……えっと……」

　俺は軽く笑って金貨を一枚ポケットに入れてやる。

まだ完全な子供だ。何か事情があるのだろうが抱く気にはならない。

金だけ持っていくと良い。

「クソババアめ！　なんで銀貨出してお前の干物みたいな体を抱かにゃならん！」

「はん、文無しに限って強がるのさ！　出て行きなド貧民！」

　どうやらヤーコフの方にも誘いはかかっていたようだが、こっちは優に五〇を超えた中年女だ。

一〇五兵団が娼婦を荒らす中でも売れ残っていたのだろう。

「出るぞヤーコフ」

　俺は金貨を貰って慌てている少女と最後までヤーコフに悪態をつく女に背を向ける。

「お前も馬鹿だな。あの女、少々くたびれているが抱けそうじゃないか」

「……大将の範囲の広さには驚愕でさ。しかし大将こそあの娘、まだガキだが可愛い顔してたじゃないですかい。食えと言われりゃ食えますぜ」

　お前ら本当に山賊みたいになってきたなぁ。




　店を出ても状況は変わらない。

どこの店も満員御礼で入れるのは『真っ当な』料理店や酒場だけだ。

色の無さそうな店だけ見事に空いている。

「あいつらの品性下劣がはっきりわかる」

　純粋に料理を楽しむ奴が一つもいないとは。

「へえ、本当に下品な奴らばっかりで……お、大将！　あそこはどうですかい？」

　ヤーコフの見つけた店は店全体が毒々しい色で塗られており、入口も暗く狭い。

見るからに期待できそうな怪しい店だ。

「ふいー凄かった。腰が抜けるかと思ったぜ」

「俺も悲鳴上げちまったよ。これで銅貨三〇枚とか……くそーもうすぐパテナを離れるって時に！」

　兵の話を聞くに穴場的な場所らしい。

しかも回転率が良いのか次々と満足げな男達が出てくる。

「入ってみるか」

「へい」

　ヤーコフと共に店に入ると、まず見えたのは小奇麗に飾られた小窓から見える美女だ。

「おお……これは」

　ヤーコフが思わず声を漏らすのもわかる。

小窓の中で寛いでいる女達は美女揃いで、並の娼館ならＮО一でもおかしくない。

このレベルの美女を銅貨三〇枚で抱けるとはどういうことだろう。

　すると窓の奥の女性が俺達に向けてウインクして言う。

「うふん。ここはちょっと特殊な場所なの。ここで女の子を選んで……私とこの娘でいいよね？」

　美女は部屋の隅で本を読んでいたもう一人の女を呼ぶ。

どちらもとびっきりの美女だ。文句などない。

「選んだらそっちの部屋に行って──」

　指差された先に行くと部屋の真ん中に巨大な板が立てられて、向こう側が見えなくなっている。

板には腰の位置に穴が空いていた。

「その穴にアレを入れちゃって。そしたら私達が向こうからしゃぶって抜いてあげるから♪」

　俺とヤーコフは顔を見合わせる。

「なるほど銅貨三〇枚はそういうことか」

　性交もできなければ女体に触れる快感も無い。

ただ種を出すだけの価格だったわけだ。

　しかも複数の男が射精を繰り返すものだから部屋は臭く、板も不衛生だ。

価格はともかくあまり好んで来たい場所ではなかった。

「おいおい、せっかくの可愛い顔も見せないのか」

　ヤーコフが不平を言うが美女達は軽い調子でダメだと言う。

仕方ない。ここは店のルールに従うか。

「がぁぁぁ！　し、死ぬ！　全部吸い出される！」

「なんてテクだ！　腰が……立てねぇ……」

　それにしてもさっきから情けない恰好で腰を突き出す男共の反応がすごい。

聞き苦しい叫びをあげるのはもちろん、涙を流すものや、汚い床に這い蹲ってしまう者まで居る。

どの男も長くて数分、早い者は三十秒ももっていない。

「そんなに良いのか」

　俺もメリッサやレアの本気口技を受けて腰が抜けそうになることはあるが。

環境は悪いが快楽には期待できるかもしれない。

「お、空きましたぜ」

　ヤーコフが促すが、先に行けと言ってやる。

ヤーコフも一〇五兵団の一人なのだからな。

「へへへ、んじゃ失礼して──おお、早速吸い付いて……な、なんだこのすごい……うぉぉぉぉ！」

　こんな情けない悲鳴を聞かれたくないのもある。

セリアやノンナが見たら泣かれそうだ。




「一分持たなかった……すごいですぜ……」

　フラフラと退室するヤーコフを見送り、板の前に立つ。

偶然客足も途絶え、部屋には俺だけだ。

「うーむ、これじゃ入らんぞ」

　美女にしゃぶってもらう期待で俺のモノは膨らんでいる。

板の穴が小さすぎるのだ。

「削るぞ」

　俺は腰からナイフを取り出して板を削る。

「これでギリギリ……ふん！」

　俺が突っ込んだ瞬間だった。

「うぉぉぉ!!　でけぇぇ!!　なんてデカ物だぁぁぁ!!」

「あっ馬鹿!!」

　板の向こうから驚愕の声、続いて慌てる女の声。

美女の悲鳴なら大歓迎だし興奮も増す。だがそれは間違いなく野太い男の叫び声だった。

　男根を穴から引き抜こうとするが無理やり入れたので先が引っ掛かって抜けない。

「ええい、まどろっこしい!!」

　俺は力を込めて板を押し破る。

その先に居たのは。

「男……だと？」

　板の反対側に居たのは指名した美女などではなく、髭の生えた男共だった。

　俺は全てを悟る。

「貴様ら……騙したな」

「こ、これは……ですね」

　一物を仕舞いながら殺気を噴き出させる。

「男の希望を踏みにじり、俺の純情を裏切った。覚悟はいいな？」

　スラリとデュアルクレイターを抜く。

容赦は無用だ。

「待って、説明させて！」

　そこに先ほど窓口から見えていた女が駆け寄って来る。

美女に免じて話だけは聞いてやろう。

「ご想像の通りこの店はそういう店です。私達は顔みせだけで本当はこの人達が奉仕をしていました。全員男色家でテクがものすごくて……しかも趣味なので給金もいらないって言うの」

　俺の怒りは収まらない。

美女は斬らないが、男共は全員切り捨て、店に火を放つ必要があるだろう。

「私達はゴロゴロしてるだけで楽に稼げて、この人達はタダで秘めた性癖を満たせる。お客さんは絶品のテクで気持ち良くなれる……ほら誰も損しないでしょ？」

「悪いが貴族として軍人としてこんな悪質な詐欺を許す訳にはいかん。ゴルドニア王国の名においてこの店は解体だ。従業員にも厳しい罰を与える」

　俺はレオポルトのように冷徹に告げる。

男共が口を拭きながら悲鳴を上げるが容赦はない。僅かでも抵抗すればこの場で斬り捨てる。

「ま、待って！　ちょっと待って！　みんな集合!!」

　客には見えない待合室から顔見せしていた女──揃いも揃って美女ばかり──が次々と飛び出してくる。顔さえ良ければ何もしないで娼館並みの給金があるのだから選りすぐりの美女が働いているのだろう。

「店を潰されたら困る！　ここの儲けで郊外に土地を買おうと思っていたのに！」

「私も彼とやる予定の店の資金を貯めないといけないの！」

　女達は互いに顔を見合わせてコクリと頷く。

「貴方って王国の役人さんよね？」

「つまり貴方がなかったことにすればこの店は大丈夫ってことよね」

　店が暗いからか、女達は俺のことがわかっていなかったようだ。

　美女達は手もみをしながら猫撫で声をあげる。

屋敷に来る商人やどこぞやの役人などが良く見せる仕草だ。

「見逃して貰えればそれなりのお礼があるんだけどぉ」

　だろうな。

「賄賂は取らん。これは秩序と男の純情に関わる問題だ」

　小さな淀みを見逃せばやがて清流も汚濁に染まる。

　だが女達は俺の手や懐に金貨を置くのではなく、自らの服の紐を解き始めた。

顔見せ用に露出多めの服がパサリと床に落ちる。

　こぼれ出る乳房、露わになる腰のくびれと丸い尻。

「お礼はお金じゃなくて」

「私達の体……好きなだけ貪って……」

「今ここにいるのは五人だけだけど、夕方になったらもう三人来るわ。もちろん容姿に自信あり」

　美女八人との乱交だと？

「ねえお役人さん。見逃してぇ」

「いっぱい舐め舐めするからぁ」

　彼女達は美しいだけではなく容姿を武器にする方法、つまり男の弄び方を知っている。

露わになった美しい体を煽情的に揺らしながら俺の足に頬擦りする。

「待合室にベッドがあるの。さあこっちこっち」

　俺が落ちたと確信したのか美女達が腕を取り背を押して来る。

男達も壊れた板を直して次の客を入れる準備をしていた。

　汚れ一つ無い清き川に魚は住めない。時には秩序より寛容が必要となることもある。

「まったく。長く待たせやがって──おおう、やっぱこの店はたまんねぇぜ！　腰が抜ける!!」

　気持ち良さそうな男の声を聞きながら俺は邪念を捨て統治について考えるのだった。
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ハードレット領南部　モルト国境付近

「敵主力撃破！　両翼と迂回を試みる支隊も後退に転じた。我々の勝利、ジャスティスヴィクトリーだ！」

　ジムが高らかに宣言し、兵達が応えて勝鬨をあげる。

「お見事です！　練度の低い民兵をこれだけ上手く扱うなんてすごいです！」

　ソラナも興奮して叫ぶ。

「てか楽勝じゃね？　いっこもやばい部分なかったしー。やっぱ本職は違うって感じ？」

　スージィが間延びした声で爪を赤く塗りながら言う。

　賞賛が向けられるのはマイラだ。

マイラは馬上から敵の敗走が本物だと見極めると吊り上げた眉を緩めて大きく息を付く。

　マイラは北上した本隊から分かれて領内の義勇兵徴集兵を束ねて南下、領地の奪還を試みていた。

　東部軍団を撃破した後、南ユーグリアもハードレット領には徴集兵中心の練度の低い兵を置いていた。

主戦場たる王都やノーステリエス河から離れたこの地域に強力な部隊を派遣する意味は最早なかったのだ。

　それでも一旦奪った領地をただで渡すつもりもまた無く、幾度もの会戦が行われた。

マイラはその度に敵を撃ち破りながら前進し、遂にモルト国境で敵の本体を撃破。これによってハードレット領全域の奪還に成功した。

「ふぅ。敵も味方も民兵というのは、精兵同士の大会戦とは違った苦労がありますね。とりあえずこれでひと段落です。モルトへの侵攻は危険ですし、徴集兵の士気も持ちませんね」

　マイラは兜を外して汗に湿った髪を風に靡かせる。

　その様はマイラの美貌もあってまるで絵画のようであり、周囲の者からため息が漏れる。

「美しい……鬼のように厳しい方とだけ聞いていたがこのような……」

「ああ、まるで女神だな。無許可でやってた露店を治安隊に取り壊されて恨んでたが、今はマイラ様に叱られたくてたまらないよ」

　マイラに兵からの賞賛と指揮官からは勝利の祝杯名目で次々と誘いがかけられる。

それは口説きの色が濃いものであったが、下卑な様子が無かったからかマイラは部下を労いながら、まだやることがあるとやんわり断る。

　その穏やかな様子もあり、民の間で嫌われ者だったマイラの評判が少しだけ良くなったようだった。




「ええと……ヒューティア様でいらっしゃいますでしょうか」

　そんな彼女の前に進み出たのは国境に近い町村の長達だった。

全員が引き攣った表情かつ滝のような冷や汗をかいている。

「ああ」

　一転してマイラの目が鋭くなる。

すると長達の冷や汗は益々激しく流れ出し、マイラが何か言うまでもなく早口でまくしたてる。

「わ、私達の村が南ユーグリア兵の駐屯を許していたのは、そうしなければ焼き払うと脅されたからで決して望んでやったわけでは──」

「我々の町が敵軍の労務を担っていたのも決して礼金目的ではなく、機嫌を損ねれば住民が奴隷として酷使されるのが明白であったから──」

「確かに食料の供給をしていましたが、あれはあくまでも収奪で適正な価格よりも五分も安い横暴な──」

　国境の町村は南ユーグリア軍の占領下にあって駐屯地の用意や物資運搬や臨時街道の整備への人手提供、あるいは物資の売却などを行っていた。

　勿論、小さな町村が面と向かって軍隊に逆らえるはずはないが脅されて無理やりと言うには少しばかり協力の範囲が大きく、戦争が南ユーグリアの勝利に終わり、その後の村の待遇うんぬんが長の心中に無かったかは疑問だった。だが実際には南ユーグリア軍は敗走しハードレット軍が戻ってきた。

「あぁ早まった。南ユーグリアの大兵力にゴルドニアも最早ここまでと……」

「ハードレット卿の強さは知っていたはずなのにやってしまった……」

　マイラはジロリと長達を見回す。長達は小さく悲鳴を上げて首を竦める。

「私としては色々問い質したいこともありますが──ハードレット辺境伯からのご指示があります」

　そう言ってマイラは胸元から書状を取り出す。

『南ユーグリア占領下にあった町村の住民は敵への協力があったとしても全て不問とする』

『この処置は領地が奪還された時点までとする』

『敵の占領、及び奪還時の戦闘に際して生じた損害は戦後に補償する』

『俺の能力不足にて一時的ながら敵の占領を許したことを謝罪する』

「以上です」とマイラが詰まらなそうに言った。

　途端、長達がカクンと腰から崩れた。

「なんと……なんと慈悲深い」

「不忠を咎めぬどころか謝罪とは懐が深すぎる！　我らの小賢しい思惑など罰するまでも無かったのか」

　口々に領主を讃える言葉を並べる長達を尻目にマイラは天幕に引きあげる。




　そして夜。

「なんですか貴方達は」

　天幕に現れたのは三人の男だった。

筋骨隆々の男、それなりに逞しく非常に顔の良い男、そして細身ながら童顔の母性をくすぐる男だ。

「長に言われて参りました。マイラ様にご奉仕せよと」

「どんなことでも致します。もちろん何も口外致しませんのでどんな趣向でも」

「踏むなり掘るなり尻穴を舐めさせるなりなんなりとどうぞ！」

　マイラは指を一本立て、入口を指差す。

「今すぐ出て行け。長に男など要らんと申し伝えよ」




　男達を追い出してからマイラは枕に顔を埋めて呟く。

「あの馬鹿共は私をどんな色ボケだと思っているのか……確かにいい男ではあったが……特に筋骨隆々の……ああもう！」

　マイラは入口を固く閉めてズボンをずらした。

「セリアもイリジナも連れて行ったのに私だけ置いてくなんて」

　目を閉じ、愛する筋骨隆々の男を夢想する。

指が股に埋まり、小刻みに動き始める。

「こっちは片付いたのだから早く呼び寄せてくれ。後始末ぐらいジムでもできる！」

　股に突っ込んだ指から水音が鳴り始め、声が出ないように枕を噛みしめる。

「あの逞しい腕に抱かれたい……筋肉の塊に伸し掛かられたい……思わず声が漏れるほど太いのを入れられたい……耳元で愛を囁かれたい！」

　指の動きが激しくなり、本数も二本、三本と増えていく。

「どうせ今も女を抱いているのでしょう。うう、私も……私も……欲しい！」

　切ない女体が震え、最後に豆をぎゅっと摘まんだ。

「ハードレット卿!!　イク!!」

　脳内で愛する男が絶頂し、大量の種が股間に流し込まれる。

足がピンと張り、くぐもった悲鳴をあげながら何度も体が痙攣する。

「うっ！　ううー！　うぅぅー！　イった……はぁ空しい」

　マイラがいそいそとズボンを履き直していると入り口が控えめにノックされる。

「少し待ちなさい!!」

　マイラはシーツをバサバサ動かして自慰の匂いを散らし、股の濡れを拭き取り、快楽に蕩けた顔を二度叩いて引き締めてから入口を開く。

「「「ご、ご奉仕に参りました。僕たちでどうぞお遊び下さい！」」」

　立っていたのは年端もいかぬ少女が一人と声変わりも来ていない少年が二人だった。

　マイラはその後、町長の顔面に綺麗な拳骨を見舞ったのだった。
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王都ゴルドニア南　南ユーグリア側前線

　ツィーリアは厳しい顔で周りを見回す。

「見ろ、物凄い数の兵士。大地を埋め尽くすようだ」

　部下の一人が同じく厳しい顔で答える。

「今週中に二十万揃うそうです。中央平原の歴史に残りますよ」

　ツィーリアは沈んだ顔で食べかけのパンを地面に放り、数秒の間もなく野良犬が咥えて逃げていく。

「二十万か……数こそ凄いが右も左も徴集兵ばかりだ。同じ臨時編成の我々から見ても酷い練度だ。農民に槍を持たせただけじゃないか。あんな奴ら前進しかできないぞ」

　部下は同意してから続ける。

「しかし相手も徴集兵を並べて数を揃えています。条件は同じですよ」

「だから余計にまずいんだ。素人同士が強力な武器と兵装で戦うんだぞ。どんな酷い戦いになるか──いや、一介の指揮官たる私の考えることではないか」

　ツィーリアは命令があれば呼べと言い残して粗末な天幕に戻る。

入口を開く必要はない。ボロボロなのでそこらの穴から入れるからだ。

投入される膨大な兵士に物資の供給が追い付いていない。

「紅茶の支給もいつまで続くか──わっ!?」

　ツィーリアが紅茶をいれながらベッドに腰かけようとしたところで靴紐が突然切れる。

「危な──えっ？」

　驚いて机に手を付くと机の足が音を立てて折れる。

「な、なんだというんだ！」

　最後に何にも当たらなかったはずのカップが突然粉々に割れ、紅茶が零れ落ちる。

「……」

　ツィーリアは無言のまま自分の体を抱く。

「攻勢開始は来週……もしかしたら私は」




　不吉な予感に体を震わせた時、入口が派手に開かれる。

「よおツィーリア！　今日の晩飯何か知ってるか？　風の噂にステーキ──うわぁぁぁ！」

　乱入したクリストフは靴紐が切れていないのにかかわらず盛大に転倒して悲鳴をあげる。

　倒れ込んだ体が戸棚に当たり、いくつもの陶器のカップが落下する。

「痛！　痛！　やられちまう！　うわぁぁぁ!!」

　だがカップは粉砕されるのに十分な高さから落下したにも関わらず、全てクリストフの頭や体に当たって遂に一つも割れなかったのだ。

「ふ、不幸だ。俺はもう駄目だ……」

　落ち込みながらクリストフが頭に当たったカップに紅茶を入れる。

「あ、茶柱が三本も立った」

　運命の時は近づく。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（一段落）セクリト（密会）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）

ヤーコフ（知らぬがジャスティス）

イリジナ（鍋開催）ルナ（魚食）ギド（肉食）イヴァンナ（野菜食）ブリュンヒルデ（トマト食）

アネット（穀物食）セリア（珍奇キノコ食）

軍隊　港町パテナ駐屯

主人公所属

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一〇二〇〇

騎兵　　　　　　一一〇〇

弓兵　　　　　　一一〇〇

砲兵　　　　　　四三〇

弓騎兵　　　　　八七〇〇

独立セリア隊　　千

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九七〇

一〇五兵団　　　四九〇〇

艦隊

戦艦スワロフ（中破）戦艦アレス・オブ・アレス（大破着底）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

総兵力　四一五〇〇




敵戦力　正面戦線　正規兵六万＋徴集兵十四万

　　　　　河西岸　正規兵四万＋マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万　保養費（九七七〇）ツケ払い　借金

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

体調不良でグダグダしていました。ＧＷ休暇ではないですねｗ

なかなか集中できなかったので余談っぽい話になっているかもしれません。

次回はちゃんと話が進みます。










第４３０話　思わぬ邂逅　前







　──パテナ　臨時司令部　仮司令官室（借り上げ屋敷）

　表がうるさい。昼寝を邪魔された俺は尻を掻きながら起き上がり耳を澄ませる。

　どうやら男の声と女の声が言い争っているようだ。

　一瞬セリアが兵を叱っているのかと思ったが、よく考え直して否定する。

彼女は一昨日食べたイリジナ特製鍋に当たって寝込んでいるはずだ。

命に別状は無いが全てを出し尽くし干物のようにげっそりしてとても元気に兵士を怒れる体調ではない。

　覚醒に従って聴覚もはっきりしてきた。男の方はギドだが女の声に聞き覚えはない。

そして女の方もどうやら複数のようだ。

「ハードレット様はおやすみなんだ！　そもそもお前らのような怪しい奴は通せない！」

「私達はアルテイルの巡礼者で怪しい者ではありません」

「信仰に関わる重要なことなのです」

「顔を隠しているのは巡礼者としての義務です」

　声がどんどん大きくなる。

この騒音を聞きながら目覚めのお茶と体操をする気分にはならない。

ギドの声も苛立っているのでさっさと解決してやろう。

「なにを騒いでいるんだ？」

　俺は部屋着のままゆっくりと扉を開いた。




　扉の前ではギドと訪問者が睨みあっており、騒ぎを聞きつけたのか付き人のマータも駆けつけていた。

俺と同じで休んでいたのだろうが、寝ぐせが少し跳ねている。

「あっ族長様」

　俺を見たギドが慌てて背筋を伸ばしたので、簡単に労ってから訪問者を見定める。

「こいつらが族長様に会わせろとしつこくて……いい加減排除しようと思っていたところです」

　訪問者は三人。全員が白いローブを頭からすっぽりとかぶって顔は見えないが一様に小柄だ。

この見た目で通したらさすがに見張り失格だ。

　ギドは俺と珍客の間に立ち、腰の剣に軽く手を添えている。

こいつの剣の腕はなかなかなので、油断しなければ三人相手でも俺を第一撃からは守れるだろう。

もちろん俺も丸腰とはいえ油断はないので、小柄な三人組にしてやられることはないが。

「ハードレット様は多忙です。事前に許しを得ていなければ下がりなさい」

　マータは少し戸惑ってギドの後ろ、俺の隣に陣取って付き人の仕事を果たす。

「話などできんと偉ぶる訳じゃないがお前らは怪しすぎる。せめて顔と目的を晒してくれんとな」

　ただでさえ最近は暗殺者の類がゴロゴロ来ているのだ。

　するとローブ三人組は互いに目を──ローブ越しでわからんが──合わせてから順に口を開く。

「私達はアルテイル教徒……ラーフェンより聖地巡礼に参りました」

「聖地に至るまでは必ず徒歩、そしてローブをとってはいけないのが定めなのです……」

　よく見れば彼女達のローブはもはや白とは言えないほどに汚れていた。

靴もボロボロでラーフェンから歩いてきたのだろう。ラーフェンには彼らの教会がある。

　遠路ごくろうなことだが、俺は少女アルテイルに教会を開きたいなら好きにしろと言いはしたが、司令部に乗り込んで良いとは言っていない。さすがにここは追い返すべきだ。

　俺はギドに追い返せと命令しようとしたが、そこで三人がじっと俺の一点を見ていることに気がつく。

「……何故俺の股間を見る？」

　三人は食い入るように薄い部屋着の上から俺の股間を凝視していたのだ。

ローブ越しで顔は見えないが、肩が上下してかなり興奮しているのがわかる。

「せ、聖地が遂に目の前に」

「猊下が清めたという聖なる男根が……」

　俺とギドとマータは思わず顔を見合わせる。

「……お前らは俺のモノを見る為にわざわざここまで来たのか？」

「「「はい！」」」

　三人の声が揃う。数秒の沈黙。

「ローブを……いや全部脱ぐんだ」

　声から三人がそれぞれ妙齢、若い娘、少女だと見抜いた俺は全員の肩を抱きながら部屋へと戻る。

「たっぷり見せて……いやそれ以上のことをしてやろう」




　──数時間後

「ふぅ」

　俺は水を飲みながらベッドに転がる三人を撫でる。

「ラーフェンでは散々な扱いだがアルテイルもなかなか良いじゃないか」

　少女アルテイルもかつてのように無茶をするわけでもない。

ラーフェン以外での活動と言えば聖地巡礼と言って妙な装束でそこらをうろつくだけだ。

そもそもラーフェンの中に本部があるのだから、法を犯すようなことをすればマイラにこれ幸いと潰されているはずだ。

　活動資金も信者の寄付のみで行っていて、かつてのように無関係な者から奪うようなこともない。

最近は特に救いを求める女の信者が増えているらしく、俺個人としても非常に興味がある。

後は不気味な衣装で巡礼だなんだとゾロゾロ歩くような奇行をしなければ誤解も少なくなるだろうに。

　考えて俺はふと思いつく。

「お前達巡礼だのでそこら中歩き回っているんだろう？　なら一つ頼みがあるんだ」

　そしていよいよ運命の日がやってくる。
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某日

「海戦は終わり転進まですることもないだろう。どうせ暇だろうから数日空けるぞ」

　朝食の時間、セクリトがなんでもないことのように切り出したのだ。

　皆が適当な返事を返して気にする様子もない。

セクリトは元々自由に動く上、一段落した現状で彼女の役目は特にないからだ。

「これも……念の為……」

　普段なら『勝手なことを』と噛みつきそうなセリアもスープからキノコを取り除いてイリジナの椀に放り込むのに忙しく反応しない。怪しいキノコで干物になった反省とイリジナへの復讐を兼ねているのだろうが仕草が何とも言えず可愛い。

「あ！　族長様どうしましたか？」

　ルナの声で我に返る。

見れば俺の右手から滑り落ちたグラスを彼女が受け止めてくれたのだ。

「すまん。なんでもない」

　この中で体を硬直させているのは俺だけだ。

「すまんな」

「いえ当然の──あっ」

　俺はルナからカップを受け取り、弓タコがありながらも滑々したその手を掴む。

　今日、セクリトはあの男前に会いに行く。

わざわざパテナの町を出てまで会うのだ。軽く一杯飲んでお別れなどあり得ない。

　俺はルナの手を優しく撫でる。

「あの……？」

　あれだけの男前だ。男が美女に惹かれるように、女が男前に目移りするのもまた仕方ないことだ。

しかも昔の知り合いともなれば気は緩むだろう。

　ルナの手を両手で包み、指の間を指で一本ずつ擦っていく。

「そ、それはなんだかくすぐったい……です」

　あれほどの美女を前に劣情を催さないのはホモか不能だけだ。

戦場で誘いをかけるぐらいだから、あの男前はどちらでもなく積極的に女を狙う獣男のはずだ。

間違いなくベッドに引き込もうとするだろう。酒と油断もあってセクリトはなし崩しに──。

　ルナの手を丸めて筒を作らせ、その中に中指を突っ込み出し入れする。

「これはまさか……皆が見て……」

　もちろん俺とセクリトは何度も体を重ね、結構な深さまで心と体を受け入れ合った仲だ。

いかに男前とはいえ酒の勢いで一発やられて寝取られることはないだろう。

「だがこの世界に絶対はない」

　ルナの手の筒に入れる指を一本ずつ増やし、最後は拳ごと入れる。

「わっ！　むりですよ」

　ルナの手が開き、筒が崩れてしまう。

　もしあの男前が俺を凌ぐ巨根の持ち主かつ人外の性技を持っていたらどうなる。

哀れセクリトは感じたことのない快楽に狂い、たった一度の情事で心まで陥落してしまうかもしれない。

　女が男前に目移りするのは仕方ない。

よしんば奪われたとしても、それは女に余所見をさせた俺が悪いのだ。

　だが俺は愛する女を奪われ、ベッドに突っ伏してメソメソ泣くほど情けなくない。

　ルナとがっちり指を絡ませ強く握る。

「あう……お腹が……火照ってきました……イ──」

　奪われたなら奪い返すまでだ。

もしセクリトが男根で寝取られたなら、更に良い男根で寝取り返すまで。それが男の矜持だ。

　俺はルナの手をさっと放し、テーブルに手を付いて言う。

「俺も用事を思い出した。極秘のことだ」

　セクリトの時と違って全員が興味深そうにこちらを向く。

ルナだけは不満げな顔だが何故だろう。

「え？　今日は何も予定が入っていないと思いましたが……」

　セリアが手帳を捲りながら言う。

しまった。俺の予定はセリアに把握されていた。

「至急の文が来てな。俺一人でやらないといけないんだ」

「えっ？　どれですか？」

　セリアが懐から俺宛の手紙を次々取り出す。

俺宛の手紙はセリアが管理していたんだった。

　俺はとりあえずセリアの頬を撫でて誤魔化し、その場を出た。




　荷物を持って無人の民家にこっそり入り、周りを確認してから着替える。

着替えは顔が隠れる白一色のローブ……つまりアルテイル巡礼者達と同じものだ。

「これならさすがに見抜かれないはずだ」

　俺はローブに包まったまま走り、こちらに向けて会釈する巡礼者の三人に合流する。

「では次の目的地は──きゃあ！」

「あの女を追うぞ」

　俺は女三人を掴みあげるようにしてセクリトを追う。

　セクリトは目立ちたくないのか馬車どころか馬も使わないようだ。

やはり逢引と見て間違いない。

　徒歩で行ける範囲の町は知れている。

恐らくは隣町……名前は忘れたな。交易の中継点になっている小さな町でパテナとの人の往来は多い。

女が徒歩で向かっても目立ちはしない。

　反対に俺達は目立つ上に向けられる言葉と視線も厳しい。

「不気味な奴らだぜ」

「顔も見せられないのかよ」

　パテナ周辺の住民はアルテイル教との関係はそれほどないので、向けられるのは敵意というより主に服装への奇異の視線だ。

「……ふん」

　周囲のざわつきが伝わったのかセクリトがこちらを振り返ったが、鼻で嗤って歩を進める。

「よし、ばれていない」

　アルテイル信者に混じって尾行する。それが俺の作戦なのだ。

　セクリトの後を追うと言っても、彼女の感覚の鋭さは超一流だ。

潜入や尾行の才があまり無い俺が隠れてこっそり尾行してもすぐにばれてしまうだろう。

「ベッドの下に隠したリンゴはすぐ見つかるが、トマトと一緒に机に置けば見つからない……だったか。トリスタンがそんなことを言っていたな」

　アルテイルの巡礼者は目立ちはするが、その中身が俺だと気付かれなければそれでいい。

　セクリトは隣町につくまで時折足を止め、背中を向けたままこちらの気配を探っていた。

こちらを暗殺者の類ではないかと警戒しているのだろうが、逆に言えば俺がいることにまったく気づいていないと言うことだ。




　俺達はセクリトのペースに合わせて数時間歩き隣町に到着する。

「うぅぅ……疲れました」

「神よ……もう限界です」

「お股が痛くて……聖なる剣に貫かれた跡がきしんで」

　道中、肩を貸したり抱き上げたり色々してやったのだが、女三人は完全にへばってしまっている。

彼女達は適当な宿屋で休んでもらおう。

　さていよいよここからが本番だ。

セクリトは街の一角で足を止め、周囲を見回している。

「来たか」

　すると傍の酒場から例の男前が現れた。

　わかっていたことだが逢引が確定した。

セクリトは無表情だが、興味がなければこんなところまで歩いてはこまい。

「捕虜は牢にこそ入れていないがまだまとめて拘束していたはずだが……」

　奴がどうやってここに来たのかはわからないが、今はどうでもいい。

「閣下、こちらです。機密の保たれた地下室が」

「ん」

　男は恭しくセクリトに頭を下げ、内容は聞き取れないが丁寧な口調と仕草で先導していく。

女を尊重する姿勢を見る限り、顔だけの男では無さそうだ。

　向かった店は……高級宿だった。酒も入れずいきなり宿とはなんて男だ。

これは一刻の猶予もないぞ。

　俺はセクリトと男が宿の中に消えるのを見てからローブを脱ぎ捨てる。

可能なら男とセクリトが行為を始める前に踏み込み、俺の男らしさを示してその場で奪い返してやる。

「よし！」

　気合を入れて宿に入ろうとした時だった。

「おい待て」

　宿の入り口に立つ用心棒の男にがっちり肩を掴まれる。

身長だけなら俺より一回り上の大男だ。

「貴様、ローブを脱いでいる所を見ていたぞ。怪しい集団の一味だろう。宿に入れる訳には行かん」

　ええい、さすが高級店。専属の用心棒がついていやがった。

問答している暇はない。

「放せ。悪事をしようというんじゃない。今入った男女に用があるだけだ」

　だが男は手を放さない。

「駄目だ。客以外は通さんのが俺の仕事だ」

　男は入口を塞ぐように仁王立ちする。

「なら部屋を借りよう。どこでもいい」

　俺はポケットから数枚の金貨を取り出す。

早くいかないとセクリトが抱かれてしまうだろうが。

　安宿と不熱心な用心棒ならこれで片がついたのだろうが、残念ながらこの宿は田舎町にそぐわない高級店だった。

　男は俺の手を叩いて金貨を散らばらせた後、肩を小突いて言い放つ。

「今日は満室だ。消えな哀れなお兄さん」

　二割は男の横柄な態度、八割はセクリトが部屋に消えた焦りで怒りの火が点る。

　小突かれた次の瞬間、俺の拳は用心棒の顎に食い込み、店の壁に叩きつけていた。

　通行人の悲鳴を聞き、一撃で昏倒した用心棒を見下ろしながら心の中でやってしまったと悔いる。

つい短気が出てしまった。用心棒の顔が憎たらしかったせいか。

「貴様動くな!!」

「そのままだ!!」

　しかも運の無いことに衛兵の目の前だったらしい。

背中に複数の槍が押し当てられるのがわかる。

「見ていたぞ！　白昼堂々騒ぎを起こしやがって！」

「来い！　この野蛮人め！　たっぷり絞ってやる！」

　複数の衛兵に引っ張られていく。

蹴散らすのは容易だが、宿の前でこれ以上騒いではセクリトにも気づかれてしまう。

　逢引を尾行してきて目の前で衛兵に捕まるなど恰好悪すぎる様を見せてしまったら本当に愛想をつかされるかもしれない。さすがに男として──。

「さっさと来い！」

　俺は恨みがましく宿を睨みながら衛兵に引っ立てられていくのだった。

明日か明後日更新の次話で四三〇話完成になります。

そこからペースを戻す予定なのでどうかご容赦下さい。
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「こちらでお待ちください」

「ふん、せっかくの港町だ。窓の外から風流な水音でもと期待していたが、四方壁の地下室とはな」

　セクリトが男と共に入ったのは宿の地下室だった。

重厚な金属製の扉に鍵穴は無く一度閉じれば完全な密室となる。

「申し訳ありません。しかし万が一のことを考えますと、他の者が出入りする地上階ではまずいかと」

　律儀に言い訳する男の前でセクリトは椅子に深く腰掛け、めんどくさそうに手を振りながら言う。

「愚痴に本気で答えるな。クソ真面目な性格は変わらないな──リハクリース」

　名を呼ばれた男──リハクリースは小さく頭を下げる。

「セクリト閣下もお変わり無く。閣下の激情を恐れる故の真面目さとご理解下さい」

「口の減らんやつだ。それより私は隅の包みが気になっているのだが？」

　リハクリースは恭しく頭を下げ、テーブルの上に瓶とグラスを並べる。

「閣下のお好きなコルハ産のブランデーです。どうぞこれで時間をお潰し下さい」

　セクリトは準備の良いことだと鼻で笑いながらも注がれた酒を一嗅ぎしてから口をつける。

「お前に酒を注がせるのも久しいな。大戦の直前までだったか？」

　セクリトは空になったグラスに自分で酒を注いでテーブルを滑らせる。

「戦前の再編で残念ながら閣下の参謀を解任されました故……頂きます」

「分艦隊の司令部が馬鹿の塊だったからな。お前を混ぜれば少しはマシになるかと思ったのだ。だがお前は感謝すべきだ。もし私と共にリヴァイアサンに乗っていれば今頃バラバラになって河底だろうよ」

　リハクリースは苦笑してグラスに酒を注ぎ、テーブルを滑らせて返す。

「今更ですがリヴァイアサン轟沈の報を聞いた時に大戦の敗北を確信しました」

「くく、私が沈む数か月前からボロボロだっただろうが」

　セクリトは滑るグラスに左の義手を伸ばし、受け止め損ねて右手を伸ばす。

「……その腕は轟沈の際に？」

「別口だ。良くできているだろう？」

　セクリトは左手の義手でグラスを掴みあげる。

「見たことも無い程精巧な義手です。辺境の中央平原にこれほどの技術者がいるとは驚きです」

　リハクリースはなんとも言えない表情で義手を褒める。

セクリトも男が答え辛いのがわかっているのか、微妙な雰囲気を楽しんでからグラスを右手に持ち替える。

「で、お前は今どこで何を──」

「俺の参謀をやらせている」

　扉がやや乱暴に開かれ巨漢がのっそり現れた。

それは一見、裕福な商人に見える平服に身を包んだザフネスだった。

　途端にリハクリースは直立不動となり、セクリトの顔から笑みが消えつまらなそうな顔に変わる。

「久しぶりだなセクリト」

「ん。そうだな」

　ザフネスは顎をしゃくり、酒とグラスを片付けさせる。

セクリトの小さな舌打ちに気付くことはない。

「随分残念な姿になったものだ。腕一本無くしてはまともに歩くにも事欠くだろう」

「そう見えるか」

　議論する気がないのかセクリトは適当な返事を返す。

「お前の近況も調べさせた。ゴルドニアに飼われ戦場を引き回されているそうではないか」

「……ああ」

　女の言葉に苛立ちが籠り始めたのにザフネスは気付かない。

「しかも飼い主は辺境の一領主……良い噂も聞かん。帝国の大将軍から落ちるには深すぎる谷だ。領主が物乞いに落ちるより酷かろう」

「……ん」

　セクリトは何の感情も籠らない声で短く返す。

　そこでザフネスはニヤリと笑い、勢い良く自分の膝を叩く。

「その点俺はまだマシな地位にいる。今や中央平原を支配しつつある南ユーグリア帝国の最高司令官よ！」

　音が鳴りそうなほど胸を張るザフネス。

気分が高まったのかリハクリースに酒を要求する。

「これではない。もっと上物のワインを寄越せ」

　ブランデーを拒否したザフネスは新たに栓を開けたワインに口を付けながらセクリトにも勧めるが、彼女は全く手を付けない。

「最高司令官の地位は皇帝に次ぐ……いや、あるいは皇帝を凌ぐ実権を持っているとも言えるだろう。俺の指示で南ユーグリアの全軍が──」

　酒を飲みながら饒舌に語るザフネスにセクリトが割り込む。

「さて南ユーグリアは随分と苦境じゃないか」

　一言でザフネスの熱弁が止まり場の空気が凍った。

セクリトは数度は冷たくなった雰囲気を味わうように間を置いてから続ける。

「お前お得意の大規模包囲がやりたかったのだろうが、正面は睨み合いで千日手、東部からの攻勢は崩壊、水軍の壊滅で西部は完全な遊軍だ。兵力の損耗も激しく、懲りずにまた寄せ集めをねじ込む羽目になっている。中央平原では凍死の心配がないのが幸いか？」

　ザフネスはセクリトを睨みながらテーブルを叩いたが、一度深呼吸してから座りなおす。

「停滞とは言え俺達が大きく押し込んでいることに変わりは無い。戦線は既にゴルドニア王都のすぐ手前なのだぞ？　東部での敗北は確かに痛いが戦略的には保険だ。無いなら無いでなんとかする。西部軍団も機を見て引き戻す……そもそも水軍の壊滅にはお前も協力したのだろうが！」

　ザフネスは最初静かに言いながら段々と語気を荒げる。

その態度に満足したのか反対にセクリトは上機嫌になっていく。

「くくく、今の私は哀れな飼い犬だからな。飼い主に命令されればワンと従うしかあるまい」

　セクリトは席から立ちあがり隅によけられていたブランデー瓶を掴んで直に口を付けた。

リハクリースが頭を抱える。

　ザフネスは苛立った顔で数度足を踏み鳴らすが、再び深呼吸して静かにテーブル上で手を組んだ。

「……無駄話はやめて本題にいこう。お前はいつこちらに来るのだ？」

　再び空気が張りつめる。

ザフネスはセクリトをまっすぐに見つめ、彼女もまた酒の瓶を静かにテーブルに置いた。

「何の話だ？」

「言っただろう？　俺は南ユーグリアではほぼ最高の地位にいる。女帝も俺の思うがままだ」

　ザフネスは多分に誇張して迫るがセクリトは尚もはぐらかす。

「だからなんだ？」

　そこでザフネスは大きく身を乗り出し、セクリトの右手を握る。

彼女は一瞬顔をしかめるも、面倒くさいのか振り払わない。

「帝国から流れたお前に行き場がないのはわかっている。まして片腕ではまともな職にはあり付けまい。そこに付け込まれて散々にこき使われているのだろう？」

「お前がそう思うならそうかもな」

　ザフネスは更にぎゅっと手を握る。

「南ユーグリアに……俺の元に来ればもう心配はいらん。お前の才は誰よりも俺が一番良く知っている。直属の参謀か副官にしてやる。もう田舎領主の犬をやる必要はないのだ」

「それは有り難いことだ。で、見返りに私に何をさせたい？」

　感情の無い声で言うセクリトの手をザフネスはねっとりと撫でる。

「昼は俺の部下として働き……夜は愛人になって貰おう」

　セクリトは小さく溜め息を吐くが、ザフネスは更に続ける。

「勿論救ってやるのだから俺を主人として扱ってもらう。服従と奉仕を求めるし、お前にとっては屈辱的な行為も求めるだろう。お前の体は隅から隅まで俺のモノだ」

　厳しい顔で言ってからザフネスは表情を緩める。

「だが俺とお前の仲だ。戦が終われば愛人として子を産ませてやることも考えてやろう」

「……なるほどな」

　セクリトは僅かに考える仕草を見せる。

ザフネスは目を輝かせながら更に身を乗り出す。

　ふっと小さく息を抜く音が聞こえた。

「やめておこう」

　ザフネスの巨体が揺れ、表情は本気の動揺を示していた。

「何故だ!?　何不自由ない生活が保証されるのだぞ!?　まさか処女でもあるまいし帝国時代はその褐色の肉体を爺共に使って出世したとの噂も──」

　言い終わる前にセクリトは両足をドカンとテーブルに乗せて笑う。

酒瓶がひっくり返って床に落ちる。最早礼儀も必要ないとの態度だった。

更に褐色の美顔が悪い笑みを浮かべる。

「私の飼い主、ハードレットを知っているな？」

「知っているとも！　わが軍では悪魔と呼ばれる野蛮な辺境領主だろう。良い噂は微塵もない！」

　満足げに頷いたセクリトは続ける。

「リヴァイアサン轟沈の後、私は奴に捕縛された。それから昼夜を問わず何か月も犯し続けられてな。体も心も奴に服従してしまい……そのままゴルドニアに連れ帰られたのだ」

「なん……だと」

　ザフネスが目を丸くする。言葉は震え動揺を隠せない。

「奴の男根は１ｍ以上もあってな。初回で私の穴はズタズタに引き裂かれたよ。それから毎日最低十発は犯され精液と排泄物を残らず飲まされた」

　セクリトはベロリと舌を出して唇を舐める。

ザフネスはもう言葉もなく呆然とするのみだ。

「首輪と鎖をつけて街中を連れ回され、片足をあげて小便させられたこともあったな。あまりの侮辱に耐えかねて逃げだせば──」

　これ見よがしに義手が見せつけられる。

「へ、変態悪魔め……よくも……よくも俺の……」

　セクリトは小さく笑って席を立つ。

「私は暴力と恥辱に屈して心の底まで奴に支配された。もう奴以外の男など考えられん」

「ま、待て！　俺は昔からお前のことを好いて──」

　セクリトは扉に手をかけながら悲しげに笑う。

「お前の好いたセクリトはもう死んだ。今の私はあの男に命令されれば喜んでお前を殺すだろう。……さよならだザフネス」

　立ち尽くすザフネスを置いてセクリトは地下室を出て階段を登っていく。

　一段、一段、地上に近づくにつれ哀しげな表情が歪み、口元が上がり悪い笑みに変わっていった。

　地下室から鈍い音と呻き声が聞こえる。

音の漏れないはずの部屋なのだから余程の轟音、テーブルを放り投げ、野獣のように叫んでいるのだろう。

「くふ……くく……少々やり過ぎたか？　だがこれでザフネスは妥協せず全力で来るだろう。戦略的判断も無いなりふり構わぬ激戦……楽しい戦いになりそうだ」

　セクリトは恍惚の表情で義手を優しく撫でるのだった。
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数時間後　とある酒場

　俺は失意の中でひたすら酒を煽っていた。

「……俺は何をやっているんだ」

　衛兵に捕らえられた時、騒ぎになるのを恐れてその場では抵抗できなかった。

大人しく牢に入れられた俺は衛兵が離れた隙に錆びた鉄格子を引き千切って脱走したが、セクリトと男前が宿に消えてから既に数時間もたっていたのだ。

　さすがに直接は乗り込めないので小間使いの少年に金を握らせて事情を聞くとどの部屋も空だと言っていた。

「つまりことは済んでしまった……しかも二人がどこへ行ったかもわからない」

　俺がごたついた数時間はセクリトの胎に男前の種が詰め込まれるには十分な時間だ。

そして一度種を注がれてしまえば女はなし崩しに緩くなってしまうものだ。

「今も宿を変えてやっているのか……それとも野外でのスリルを楽しんでいるのか」

　嫉妬が沸き上がるが行方不明では取り返すこともできない。

哀れな寝取られ男は女の帰りを信じてやけ酒を煽ることしかないのだ。

　俺は一番強い酒を水で割ることも無く一気飲みする。

　胃を焼く刺激を味わっていると肩に手がかけられた。

衛兵が追いかけて来たのだろうか。もう大人しくする理由が無いから投げ飛ばしてやるぞ。

「少し寄れ」

　だが現れたのは衛兵ではなかった。

２ｍ近い巨漢、商人のような上質の平服を着ているが、どうにも血の匂いがする。

今は追及する気分ではないが。

　巨漢は俺を押しのけるように強引に席へ着く。

さすがに苛ついて文句を言ってやろうとしたが……。

「一番強い酒を出せ。こんなチンケなグラスではなくジョッキで出せ」

　巨漢は焼けるような酒をなみなみと注いだジョッキを一気に煽っている。

「ええいクソが!!」

　巨漢は数秒でジョッキを空にするとカウンターに叩きつける。

見るからに陽気な酒の飲み方ではない。

「荒れているな。どうした」

　俺は文句ではなく事情を聞いてみる。

「……俺に惚れているはずのクソ女が血迷った。素晴らしい生活を与えてやると言うのに粗暴で野蛮な男から離れられんとよ！」

　巨漢が酒をお代わりする。俺も併せて追加の酒を頼む。

なるほど、今の俺と似たような境遇なのか。

「俺も似たようなものだ。恋人を男前に寝取られてな……だが女を罵倒するのは恰好が悪いぞ」

　巨漢はしかめっ面で俺を見る。

血の匂いの中にレオポルトのような黒い気配も感じる。

やはり商人には見えないが……まあどうでもいいか。

「ふん。哀れな寝取られ男に同情されたくなど無いわ」

「ちっ否定はできんが、お前も人のことを言えんだろうが」

　犬歯を剥き出して睨まれ、強い殺気がぶつけられるが、その程度で俺が脅えるはずもない。

「……お前肝が据わっているな。気に入ったぞ、飲め」

　巨漢が俺の前に店で一番高級な酒を置く。

「文無しじゃない。酒ぐらい自分の金で飲む」

　行きずりの男に奢られる謂れは無い。

「遠慮するな。俺はこう見えて相当な地位にいてな。この程度の酒など樽ごと買っても問題ない」

「そうか……実は俺もそうなんだ。広大な領地を持つお貴族様なんだぞ？」

　俺達はしばし見つめ合い、噴き出す。

「今日店にきたお貴族様と大臣、司令官様は何人目でしたか。機嫌を取るといたしましょう」

　マスターも小さく笑いながら酒を注ぎ直してくれる。

　俺達は互いの事情を掻い摘んで話す。

　俺の話を聞いて巨漢は笑う。

特に用心棒を殴り、衛兵に捕まった部分では酒を噴いて転げやがった。

　さて返礼に巨漢の話でも笑ってやろうと思ったが、そうはいかなかった。

「俺のはそんな笑い話ではない。俺の女は……俺に惚れこみ、いずれ一緒になる予定だったのが悪漢に捕まったのだ」

「ほう。だが話ができるなら誘拐されたわけでもあるまい？」

　すると男から本気の殺気が溢れだす。

「悪漢は俺の女に首輪をつけて連れ回し、クソを食わせ、逃げようとしたら腕を千切ったのだ。それで女の心は壊れ……もう奴の思うがままだ」

　巨漢が言い終わる前に俺は手元のジョッキを握り潰す。

想像するだけで吐き気がする。

「そんなクズが実在するのか」

「ああ、そいつはゴルドニア軍の人間だ。この情勢だから俺も自由には動けん……だが必ず見つけ出して八つ裂きにしてやる」

　まさかゴルドニア軍内にそんなクズがいるとは……平時なら草の根分けても探し出して叩き殺し、女を救ってやるところだが、戦時に軍内を捜索するのは不可能だ。

「当たり前だ。そんなクズに生きる資格はない。だが何があっても、どれだけ壊れていようと女を罵ってはいかんぞ」

「カスに従う女でもか？」

　俺はもちろんだと頷く。

「甘い奴だ。いずれ女で身を滅ぼすぞ」

「そうなったら本望だ」

　あり得ないことだが、ノンナやセリアが俺の寝首を掻くならそれもいい。

大往生よりも女に殺される方が何倍も良い最後じゃないか。

「俺はそこまで馬鹿にはなれん。だがお前のような馬鹿は嫌いではない……そろそろ陽も落ちる。帰らねばならん」

　巨漢はジョッキを空にして店を出て行こうとする。

「お前の名は？」

　俺はこれも縁だと男の名を聞く。

「……ザフネスとでも名乗っておこう。お前は？」

　はて、聞いたことがあるような。酔っていて思い出せん。

「俺はエイギルだ」

　巨漢は気取った名だと鼻で笑う。

そしてカウンターに二人分の料金を投げて店を出ていってしまった。

「おいおい、寝取られ仲間に奢られたくなどないぞ」

　文句を言うがもう男はいない。ここは情けなく奢られるしかなさそうだ。




「俺も帰るか……いや」

　調子に乗って飲み過ぎたのか僅かに足がふらつく。

歩けないわけではないが、戦時だ。暗殺の危険を考えれば酔って夜道を一人で歩くべきではない。

「適当な宿を取ろう」

　俺は通りに出て目についた宿に入る。

ランクは中の上だろう。酔いを醒ますだけなので豪華である必要はまったくないが、ノミやシラミに食われるのも気分が悪いから下級店ではない。

　特に混んでいる訳でもない宿に転がり込み、体を洗うことも無くベッドに横になる。

目を閉じればセクリトが男前の上で喘ぎながら腰を振る光景が浮かぶ。

『もっと……もっとだ！　もっと激しく突け！』

『こうか？　こうか？』

『ああっ！　あいつより大きい！　股が裂けそうだ！』

「夜も更けています。ひとまずここにお泊り下さい閣下」

「宿まで用意とは気の利いたことだが、ザフネスの誘いを断ったからには私に尽くしても意味は無いぞ」

　頭の中のセクリトの声がまるで現実のように聞こえる。

『これはどうだい？　良いところに当たるだろう？』

『ううっ！　そんな後ろから……私の中が広がって！』

「恩あるセクリト閣下に対して当然の──お許し下さい」

「──なるほど。そうきたか……私の油断だな」

　想像のセクリトがベッドから転がり落ちて床を這う。

男前はその尻を捕まえ、１ｍはある巨根を尻にねじ込む。

凄まじい悲鳴に続き、彼女の尻穴が男の形に広がる。

『ふふふ、これで君の穴と尻は俺の物だ。次は口だよ』

『し、支配される！　体中がお前の形に……あの男が消えていく……』

　想像の中のセクリトと男は絡み合いながら部屋中を転がり、叫び声と物音が……。

「閣下、お覚悟を！」

「ちっ！」

　いや、この音は想像ではないぞ。

本当に二階で何者かが暴れている。

「うぐっ！」

　何かが床に打ちつけられる音と女の悲鳴。聞き覚えのある声はセクリトに間違いない。

「なんという幸運だ！」

　俺は酔いを吹き飛ばして跳ね起きる。

　セクリトはこの宿の二階で交わっている。

殴り込み、取り戻すには今しかない。

　旋風のように階段を駆け上がり、二階の部屋の扉を開く。

鍵はかかっていたようだが、ノブごとねじ切る。

　部屋の中では想像通り、セクリトがベッドに仰向けとなり、その上に男前が伸し掛かっていた。

両者は唸りながらこれ以上無い程激しく乳繰り合い、服はまるで殺し合いでもしたかのように乱れ、顔は赤らみ上気していた。

「ぬぅん！　寝取られたか！」

　思わず叫んでしまい、二人が俺の存在に気付いて声を出す。

「ふ、まだ運があったようだ」

「貴様何故ここに!?」

　俺は一瞬静止してから、状況を正確に理解した。

　もし二人がただ興奮のまま激しく交わっており、セクリトに邪魔をするなとでも言われれば情けなく部屋の隅にいるしかなかった。

　だがセクリトは右手を突き出して明らかに拒絶しており、左手の義手はナイフを掴んだまま床に転がっている。明らかに合意の上とは思えない。

「おい、助けろ」

　セクリトが小さく言う。

言葉と同時に俺は跳ねた。

「俺の女に何をする強姦魔が！」

「ええいこの場でまとめて──」

　男の手にはなんと短剣が握られていた。

セクリトでどんな遊びをするつもりだったのかと激情した俺は床に落ちた枕を掴んで刃に当てる。

「うわっ！」

　そば殻の枕だが俺の力で思いきり当てれば短剣を防ぐには十分だ。

更に布が裂け、飛び散った中身が男前の顔に打ち付けられて視界を妨げる。

「セクリトは返してもらうぞ」

　俺は拳を振りかぶり、がら空きの鳩尾……ではなく、あえて頬に拳を打ちこむ。

男前は跳ね飛び、小テーブルをひっくり返しながら壁に激突、板材を割って隣の部屋に頭を突っ込んだ。

　さすがに殺しはしなかったが、これで奴の自慢の顔は腫れあがり見れたものではなくなる。

セクリトも幻滅し、俺の所に戻って来るはずだ。

「次が来るぞ」

　セクリトは乱れた服のまま義手を装着する。

　次とはなんだ？

と問い返す前に隣室から泊まり客が乗り込んでくる。

これだけ騒いだのだから文句を言われるのかと思ったが、全員が無言のまま距離を詰め、腰からスラリと剣を引き抜いた。

「断れば生きては返さんつもりだったようだ」

　セクリトが呟き、俺は状況の意味を考え合点がいった。

「なるほどそういうことか」

　俺はセクリトを背中に庇う。

「男前を餌に呼び出して仲間と輪姦するつもりだったのだな？　外道め」

「はあ？」

　背中の方から気の抜けた声がするが、今はそれどころではない。

これはただの浮気ではない。セクリトは騙されていたのだ。

「ならば容赦はせんぞ。地獄に送ってやる」

　相手の数は五人、生憎俺の手元に武器はないがここで引くことはできない。

幸いにも宿の部屋は狭い、せいぜい仕掛けられるのは二人ずつだ。

「せいや！」

　最初の一人が飛び掛かって来る。

両手を交差させて頭を守る構えを見せると男はしてやったりと突きを繰り出し、空いた心臓を狙ってくる。

相手が素手と油断したのかその動きは単調だ。

　突きは強力だが反面躱しやすい。

刃が体に届く直前に素早く体を捻り、剣が服の表面を滑る。

「しまった！」

　突進しながらの突きを躱され、たたらを踏めば間違いなく致命的だ。

「まず一人」

　俺は隙だらけになった男の腕とベルトを掴んで持ち上げ、この部屋で一番硬い場所……暖炉のレンガに脳天から叩きつける。ぐしゃりと音が鳴り、頭の中身が飛び散った。

「なんのまだまだ！」

　二人目が飛びかかってくる。

最初の男よりも幾分か賢明で腰を据えて剣を上段に構えている。

確かに勢いのある切り下ろしに素手で対応するのは難しい。

　だが奴の失敗は俺が背中に回した左手を見ていなかったことだ。

「そら、美味いぞ」

　俺は体を捻り、渾身の力で左手に持ったリンゴを投げつける。

「がっ!?」

　ズドンと派手な音が鳴り顔面に命中。リンゴは砕けて周囲に飛び散る。

一番硬そうな青いやつを選んだので威力もかなりのものだろう。

　止めを刺そうと構えるが必要なかったようだ。

男の鼻は顔の中に陥没し、耳と口から血を流して倒れ込む。

「二人がかりだ!!」

「おう！」

　次は二人で一斉にかかってくる。

俺はその斬撃を下がりながら回避し、ベッドに手をつく。

　追い詰めたと敵は笑うが、数瞬後には笑顔が凍る。

俺がベッドをまるごと持ち上げたからだ。

「そうらよ！」

　この宿のベッドはなかなか上物で、持った感じ百ｋｇ以上あるだろう。

ポカンと口を開けて並んだ二人にベッドを投げつける。

　二人は剣を捨てて受け止めようとするが適わず、まとめて壁との間に挟まれ、踏まれた蛙のような声をあげて動かなくなった。

「ほ、報告を──」

　最後の一人が慌てて部屋を飛び出す。

　俺はあえて扉を出て追わず、廊下に面する壁を見据える。

「ふん！」

「ぎゃ!?」

　気合の声と共に両手を突き出し、木製の壁を突き破る。

俺の両手は正確に逃げた男を捕まえ、そのまま首をへし折った。

「ふぅ……片付いたな」

　見ればセクリトは隣室に突っ込んで気を失っている男前に何事か言っている。

「私も弛んだな。かつての部下と油断した。ふ、大方お前の独断だろう？　真面目なお前のことだ。ザフネスに面子が立たんとでも思ったのだろう」

　セクリトが男前に向けてナイフを振り上げる。

だがその前に俺の唇が彼女を襲った。

「ぐむっ！　なにをするか！」

　俺は抵抗を無視してキスを続け、体中を弄る。

ここで俺の男をアピールしてセクリトの気持ちを取り戻さなければならない。

「お前が男前に走ったのは俺の魅力不足なのだから何も言わん！　だがこんな弱っちい男よりも俺の方が良い。これだけ弱いのだからきっと一物も小さかっただろう？　自慢の顔ももうボコボコだ。こうなっては俺の方が男前だぞ」

「お前は最後まで何を言っているんだ？」

　セクリトが呆れた顔を見せた時、宿の階段を駆け上がる音が聞こえる。

鉄の軍靴の音は間違いなく衛兵だろう。

脱走した身としては大変まずい。

「逃げるぞ」

　俺はセクリトを抱き、窓から飛び出す。

「このままパテナに帰る。その前に街から離れたら草むらで一度抱かせて貰う。俺の形に戻してやるぞ」

「何も入れてはいないが、やりたければ好きにしろ」

　俺に抱き上げられながらセクリトは倒れ込む男にボソリと言う。

「然らば帝国……我が半生よ」

　俺はあえて何も聞いていないことにした。

本当は前回と一体なので同じ四三〇話にしています。










第４３１話　正面戦線参戦







　パテナで敵艦隊を片付けた俺達は敵味方の主力が衝突する正面戦線に参じるべく全軍を率いて行軍開始していた。俺の私軍、一〇五兵団、そしてアレス兵のごちゃ混ぜ混成部隊四万の隊列は不揃いで見た目に不安を感じないでもなかったが、彼らの能力に疑問が無いことはわかっている。

　とはいえ兵数が多く、大砲まで引きずっているので行軍速度は速いとは言えない。

鈍足部隊を残して俺と騎兵だけで先行すべきかとも考えたがトリスタン、レオポルトの両参謀から『戦線は膠着しているので一日二日を急ぐ必要はない』『部隊を分割する方が敵に付け入る隙を与える』と言われたので大人しく従ったのだ。

「どうした考え事か？」

　しかし今の俺はそんなことを考えている余裕もなかった。

「いや、それより続きを聞かせてくれ。あの男前の手がどこまで触ったんだ？　ここぐらいか？」

　俺はシュバルツに二人乗りしたセクリトの太ももを撫でながら尋ねるが声に動揺が出てしまう

「ふふふ……そこはまだ太ももだぞ？　ガキ同士のじゃれ合いじゃあるまい」

　セクリトは俺の手を取り、ズボンの上から太ももから股関節、そして大事な場所まで持っていく。

「奴の指は長い。そして船乗りだった……指は豆だらけでゴツゴツしている」

　そんな指が股に入ったら女は感じてしまうに決まっている。

セクリトが男前に指を突っ込まれて悶えているのを想像すると嫉妬が止まらない。

「俺がもう少し早く助けていれば……」

　だがセクリトは俺の目を見ながら挑発的に首を振る。

「残念だが無理やりじゃない。私も奴を受け入れてしまったからな」

　言いながら俺の顎を指で撫でる。

「リハクリースは相当な男前だ。お前のゴツイ顔も嫌いではないが……さすがに比べるとな」

「くっ！」

　確かに腕力でも甲斐性でも負けるつもりは無いが顔だけはどうにもならない。

思い切り殴ってやったので今は腫れあがっているであろうことだけが慰めか。

　綺麗な指が顎から頬へと撫で上げてくる。

「お前も知っているだろうが奴は帝国時代からの私の部下でな。実は私の処女を裂き、女の悦びを教えたのはあいつだったんだ。……破瓜の痛みに泣く私の全身を奴は優しく舐めてくれた」

「なんだと!?」

　以前聞いたセクリトの身の上話とは矛盾する気がするが、嫉妬のせいで上手く思い出せない。

「許せん！」

　俺は強引にセクリトの襟をはだけさせ、首筋から胸元までキスマークを付けまくる。

「こらこら痛い。そんなに吸うな、痣だらけになるだろうが」

　必死に俺の証をつけていると背中が引っ張られる。

見ればセリアが隣に馬を並べ、頬を膨らませながら手を伸ばしていた。

　最近はセクリトばかりに構い過ぎていたか。可愛いセリアにも構ってやらねば。

「よしよし、セリアもシュバルツに乗って──」

「奴に奪われた処女は前の穴だけではなかったかもな」

　俺は呆然とセクリトを振り返る。

「ルナさん援護してください！」

「はい！」

　ルナが俺の手をぎゅっと握って来る。

そうだ。彼女もしっかり愛して──。

「ベッドに倒れた私の爪先から太ももまで奴の舌がずるずると……」

　言いながら目の前に褐色の足が差し出され、俺は思わず舌を伸ばしてしまう。

「さ、最終手段です！　イリジナさん思い切りいって下さい！」

「わはは！　任せろ！」

　セリアに煽られたイリジナは自分の馬から跳躍して俺に抱き着く。

その衝撃にセクリトとルナにそれぞれの手を預けていた俺は耐えられず、全員まとめて落馬してしまうのだった。




　馬鹿をやりつつ王都から真南に２０ｋｍ程にある正面戦線に到着した俺達はその異様さにしばし言葉を失うことになる。

　両軍は東西に広く戦線を伸ばして睨みあっていた。

向かい合う両軍の間は草原地帯に農村と小さな林、低い丘が点在していたのどかな場所だったはずだが、今や草地は軍靴で踏み荒らされて茶色く変色し、農村と思しき場所には焼け焦げてかろうじて元家であったとわかる炭の山が見て取れるだけだった。

　狩人達がウサギや鹿の肉を求めていたであろう小さな林も視界確保と木材の調達に使われたのだろう、無数の切り株を残すのみで影も形もなかった。

「ひどい……です」

「土地が死んでしまったようです」

　セリアとルナが呟く。

　村や林の代わりに立ち並ぶのは粗い柵と急造の堀、木材で簡単に組まれた臨時の見張り台だ。

膠着が続く中、両軍が延々と増設を続けたのであろう無数の陣地が荒れ果てた土地を支配していた。

「急造ではありますがこれだけの防御設備を作るには相当な労力が必要でしょう。つまり戦線はここからまったく動いておりません」

　レオポルトの言う通り、もしどちらかがまともに前進しているのなら戦場にこんな陣地を作る暇はない。

ゴルドニアと南ユーグリアはこの場所でがっぷり組み合い、勝敗つかず延々と押し合い続けているのだ。

「あっ！　あそこで戦闘が始まりました！」

　目の良いルナがさっと一点を指差す。

追いかけてみると敵の一隊が味方の陣地に攻撃を仕掛けているようだ。

「何故隣の味方は援護しないのですか！　……妙ですね敵の他部隊も動いていません」

　セリアが怪訝そうに首を捻り、トリスタンが進み出る。

「いや、理解できるよ。あの地点に攻撃を仕掛けてもあまり意味はないね。援護に向かわず、突破されてから穴を塞ぐ方が賢明だ。それに……敵部隊の動きはちぐはぐだ。あれじゃ防御陣地は抜けないよ」

　トリスタンは正しかったらしく、やがて敵兵は攻撃を断念して後退していく。

防御に成功した味方は追撃の構えを見せたが、敗走する敵兵はすぐに自陣の防御陣地に逃げ込んでしまい、それ以上は手が出なくなる。

「敵味方の距離が近いですからな。攻撃失敗で敗走しても周囲の陣地が健在ではまともな追撃はできません。だからこそ敵も半ば無意味な攻撃を仕掛けたのでしょう」

　味方陣地から弓兵が繰り出し、敵陣地に矢を射かけたがすぐに応射される。

撃ち合いになれば屋根付きの射撃台まで備えた防御側が絶対に有利で損害は一方的に味方から出ており、弓兵は早々に射撃を中止して味方陣地に駆け戻る。

　なんとも苛々の募る戦闘だった。

　セリアの頭を撫でながら戦場を見回すと膠着状態に見えて戦闘自体はそこら中で起きている。

問題はどの戦闘も小規模かつ進展しないことだ。

何しろ敵味方ともにがっちり防御設備を作ってしまっているのでそう易々と抜けはしない。

　たまに何かの弾みで攻撃側が陣地を占拠することもあったが、有り余る労働力と時間で造られた防御陣は懐も深く、たちまち次の陣地に行き当って勢いを失い、追い散らされて逃げ帰っていく。

「じれったい。こんな戦いを続けていればここに城だって立てられそうだぞ」

「です……勝ちも負けもしそうにありません」

　イリジナも珍しく不満そうに腕組みして言う。

「むむむ……遺体が散乱してカラスが集っている！　せめて埋葬ぐらいしてやるべきだぞ！」

　両軍の間には無数の死体が放置されている。

回収する余裕がないのだろうか。

「あれを見ろ。面白いことをやっているぞ」

　セクリトがニヤニヤと指を差す。

「なっ!?」「むぅ」「いけないぞ！」

　見れば味方が逃げ遅れた複数の敵兵を囲んでいた。

敵兵は武器を捨て、跪いて降伏の意志を示していたが、味方兵士は構わず殴る蹴るの暴行を加えやがて惨殺してしまった。

「うーむ、見るからに降伏していたがな……向こうもやっているか」

　視線を移すと敵陣の近くでも怪我をした味方が降伏の意志を示しながら殴り殺されていた。

「軍規が緩んでいます!!」

　セリアが憤るが、レオポルトは冷静に言う。

「ゴルドニア軍はもちろん南ユーグリアも決して野蛮な軍ではありません。これは敵味方ともに多数の徴集兵を動員している証拠でしょう。軍規が緩んでいるのではなく統制に応えるだけの資質が無いのです」

「戦争はどの道むごいものだけどさ。金と出世で戦うプロの方が感情で戦う素人よりまだマシなんだよね」

　トリスタンは見たくないとばかりに自分で目を塞いだ。

「なら俺達が変えてやろうじゃないか」

　俺はおなじみ黒一色の軍旗を持つ護衛隊から旗を奪う。

「はい！　失礼します！」

　察したセリアがぴょんと俺の肩に飛び乗り、両手で旗を高く掲げる。

「旗を掲げろ。思い切り高くな」

　時刻昼間、霧も靄もない平野で旗を掲げる四万の兵を見つけない方が困難だ。

　味方の陣のざわりと小さな雑音から始まり、どよめきが加速度的に大きくなっていく。

地響きのような声はやがて敵陣にまで伝播していく。

両軍合わせて数十万のどよめきは本当に地面を揺らさんばかりの音量となる。

　その時、エイリヒ大将旗が掲げられている付近から砲声がする。

「祝砲です！」

　大砲の轟音を合図にして味方から割れんばかりの歓声が鳴り響く。

「援軍が来た！　ハードレット卿の軍だ！」

「鬼神ハードレットがついに来た！　もう俺達の勝ちだ！」

「凄い数だ。十万はいるぞ！」

　大げさに反応しているものもいたが、戦場で援軍が来るほど嬉しいことはない。

特に延々と消耗する中で久しぶりの良いニュースだったのだろう。

兵士たちは大いに沸き立ち、両手をあげて歓迎してくれる。

　反対に敵陣からは甲高い悲鳴が聞こえてくる。

「なんてこった……遂に悪魔がやってきた……」

「東部軍団は壊滅と聞く……まさか西部もやられたってことなのか？」

「き、気合を入れろ。今までと同じつもりで戦っていると食われてしまうぞ……特に女は股間と顔を隠せ。美人と目をつけられたら犯し殺される！」

　敵陣からの悲鳴もまた援軍にとっては醍醐味だ。

隊列を見せつけるように悠々と行軍する。




　エイリヒがこちらへ駆けてくる。

部下の手前厳めしい顔をしているが、喜んでくれているのははっきりとわかる。

さっさとこの膠着を打ち破り、派手な展開にしてやろう。




　司令部に入った俺にエイリヒは無駄話も無く、矢継ぎ早に戦況を説明した。

「大まかにはお前の元に送った書状の通りだが──」

　そんなものあったか？　レオポルトが頷いているが覚えがないぞ。

「変わっているのは敵の兵力が十五万から更に増え、二十五万に届きつつある。信じられない数だ」

　増員のペースが異常だ。

いくらなんでも二週間やそこらで十万も増えるのか。

「俺達は王国軍正規兵は約十万だが、陛下のご命令の下、諸侯に協力……いや九割脅迫して徴集兵を集め、現在十五万……十日以内に二十万へと増強する計画だ。徴集の限界を超えつつあるが戦線を守るにはどうしても数が必要なのだ。それだけに正規兵並の練度を誇るお前達の四万は本当に有難い」

　改めて握手を求められる。

「すぐにお前達にも戦線に入って貰うが、その前に戦場を一通り視察して戦況を自分の目で把握するのが良いだろう。警護部隊をつけるから西の端から一度──」

「ぬん、無用だ」

　エイリヒの命令を野太い声が遮った。

「敵も戦も見てはわからぬ！　ただ当たるのみなり！」

　忘れていたがアレス王たるギルドレスもこの場にいたのだ。

　いや違う。圧倒的な存在感を忘れることなどできるはずがない。

俺が見ないふりをしていただけだ。

「そうだろう漢よ？」

　俺の肩に手をかけ、満面の笑みを浮かべるギルドレス。

　言葉を遮られたエイリヒが困った顔で俺を見るが、レオポルトが近づくと戦場視察の話を始めてしまう。

「さあ行くぞ漢よ！　新たな敵！　新たな戦場！　心躍るではないか！」

「後ほど報告書はまとめておきますので、深入りしないように願います」

　レオポルトはさっさと行ってこいと言わんばかりだ。

「アレス王か……それにしてもお前の周りは……濃いな」

　ともあれ一当てだ。







　俺の私軍四万が戦線の中央に並ぶ。

味方の兵も両翼を援護するように前進の動きを見せていた。

「第八次攻勢を開始します！」

　脇にいるエイリヒの部下が告げた。

「多いな」

「ちなみに敵の攻勢は一五次まで行われました」

　膠着にも程がある。

「攻撃開始。隣と歩調を合わせろ。矢をけちるな」

　俺達は横隊のまま敵陣に近づいていく。

「来たぞ。弓隊配置につけ！　びびるんじゃないぞ！」

　敵の弓隊が射撃台に並ぶ。

　射撃台は一般的な防御陣地の一つで、土を高く盛った台を作ることで高低差により矢の射程を伸ばす。本質的には土を盛るだけで良いので堀を造って出た土などを利用すればなんの資源もいらない。問題は土を盛るに多大な手間が必要なことだが、ここにはその時間と人手が十分にあった。

「今まで通り射程に入ったら矢の雨を見舞ってやれ！　優先目標はまず弓兵、次に騎兵だ」

　敵が狙いを定めて弦を引き絞る。

だが俺達は速度を全く緩めない。

「よし……あと五〇歩……あと三〇歩……えっ？」

　こちらを狙う敵弓兵の頭上を矢の雨が襲う。

防具の薄い弓兵は次々と倒れていく。

「何が起こった！」

「撃て！　もう撃て！」

　簡単なこと。高台から狙う敵の弓兵より低地から狙うこちらの弓騎兵の射程の方が長かっただけだ。

慌てて放った敵の矢がこちらの二〇歩手前に突き刺さる。

これが俺達の射程の差だ。

「右三番の射撃台沈黙。左四も沈黙。右の六と七は逃げ散りました」

　セリアが正確に報告する。

俺達に犠牲はなく足は止まらない。

「左、一と二には屋根があります。矢だけでは押さえられません」

　ルナが告げる。わかっているさ。

「任せておけい！」

「行って来るぞ！」

　ギルドレスとイリジナから威勢の良い返事だ。




　まずギルドレス率いるアレス隊が駆け足で屋根付き射撃台に向かっていく。

「来たぞ！　撃て撃て！」

「軽歩兵だ！　ただの的だぞ」

　損害のほとんどなかった敵から矢が放たれる。

矢は放物線を描いてアレス隊に降り注ぐ。

「守れい！」

　着弾の瞬間に盾が見事に揃って突き出された。

金属音が鳴り響き、盾に弾かれた矢が砕けて舞い散る。

「すすめい！」

　アレス隊は何事もなかったかのように前進を再開する。

「も、もう一度だ！　撃て!!」

　敵兵はまったく同じように矢を撃ちかける。

だが結果は同じ、戦場に矢の破片が増えるだけだ。

「民兵同士ならあれでも通用するがな」

　相手の練度が低ければ盾を構えさせれば前進速度が鈍る。

動きが鈍ればその分余計に矢を撃ちかけられるから、いくら守りを固めても損害は徐々に膨らみ、やがては崩壊してしまう。

「アレス隊が盾を構えるのはほんの一瞬ですね。ほとんど速度は変わりません」

　だが鍛え上げられたアレス兵は矢が届くほんの一瞬だけ、しゃがみこんで盾を構え、すぐに駆け足を再開する。矢がなんの足止めにもなっていない。

俺の私軍でも練習する動きだが、残念ながら奴らの練度には遠く及ばない。

「あれに対抗するには一斉射撃ではなく数段に分けて射かけるしかないが……」

　俺の言った通りの命令を敵が出したようだ。

ただしもう少しまずい手で。

「一斉射撃は中止だ！　各人バラバラに狙え！　防御の隙を与えるな！」




「大失策ですね」

「ああ」

　セリアの言う通りだ。

敵兵はバラバラに矢を放って防御のタイミングを無くそうとしたようだが。

「アレス男よ。いけい!!」

「「「ぬおぉぉぉぉ!!」」」

　敵兵の射撃がばらけた途端、アレス兵が盾を構えて全力疾走を始めた。

盾を構えているとはいえ、走ってしまえば隙も多くなる。

矢が降り注げば損害は大きいだろう。

　しかし一斉射撃を解いてしまえば、散発的に降る矢は大した脅威にはならない。

重大な損害を受ける前に十分敵陣に肉薄できる。

「そもそもあいつら手足に数本食らったぐらいじゃ倒れんしな」

「反則で邪道だと思います」

　敵はアレス隊がまったくひるまず距離を詰めるのに動揺したのか、慌てて一斉射撃に戻そうとするがもう遅い。

「一番乗りは俺だ!!」

「なんの、この台を登った者こそ一番乗りよ」

　アレスは射撃台に取りつき、登り始める。

こうなっては弓隊にできることは何もない。

　台上にアレス兵が乗り込んだ途端、射撃は止み悲鳴と怒号、そして敵兵が次々と台から転がり落ちていく。あそこはもう制圧だな。




　一方でイリジナの方も上手くやっている。

「左右に分散しろ！」

　イリジナは私軍の歩兵を率いて敵陣に迫っている。

同じように矢を射かけられるが、盾で守りつつ左右に隊をぱっくり割る。

　よく見れば真っ二つではなく、三対七といった具合に左右に戦力差があった。

「敵の射撃は均等に割れています」

　敵の弓兵が射撃台ごとに一塊の部隊だと見抜いたのだろう。

この編制では三は右、七は左と細かく撃ち分けるにはある程度の練度が必要だ。

　案の定、敵の射撃は均等に割れてしまい、三の左部隊は一歩も進めないが七の右部隊への弾幕は比較的薄くどんどん前進していく。

「ええい右だ！　全員右の部隊に狙いを定めろ！」

　敵指揮官の命令が変わったようだが、今度は九割が右に集中してしまう。

これでは左部隊は楽々前進できる。

　そして両者が至近距離まで迫ったタイミングで突撃が下礼され、歩兵が射撃台に取りつく。

こちらの一番槍はイリジナのようだ。台の上で槍を振り回し、慌てる弓兵と援軍の敵歩兵を次々と仕留めているのが見える。

　面白いほど策が上手くはまっている。

「南ユーグリアの練度は相当高かったはずだ。ここにいる敵は思った以上に素人兵の比率が高いぞ」

　一人納得していると敵の一団が射撃台を援護しようと柵を開いて正面に出てきた。

数は二千程度の歩兵主体だ。

「いきます！　大隊続きなさい！」

　それを見てセリアが飛び出していく。

　セリア大隊はエクレア・スフレ・タルト・ワッフルの歩兵中隊各二〇〇名とクレープ騎兵中隊に遊撃隊各一〇〇名からなる約千名の独立大隊だ。

　セリアは四つの歩兵中隊を凸凹に並べて敵を受け止めた。

だが激突と同時に揺らいだのはセリア大隊の方だった。

　射撃台の敵とはまったく動きが違う。

味方の援護に出される部隊なのだから恐らく南ユーグリアの正規軍だろう。

　当たり前だが凸部分の中隊に攻撃は集中するが、セリアは粘ることなく後退させる。

そして凸が押し込まれ、大隊が一直線になったところで激烈な反撃を開始、敵が数の力で圧力を強めると再び中央が下がって凸凹を作る……の繰り返してじりじりと後退を続けた。

「遊撃隊反撃です！」

　そして敵がしびれを切らせて強引な突破の動きを見せると散兵となった遊撃隊が攻撃を仕掛け、あるいはクレープ騎兵中隊が突撃の構えだけを見せる。

すると敵は側面や後背を気にして正面への圧力を緩めてしまう。

「嬢ちゃんやりますなぁ」

　ヤーコフがひょっこり顔を出す。

ギルドレスと違って本当に忘れていた。

「そうだな。これでいい」

　セリア大隊に求められているのは敵を撃退することではない。

射撃台を制圧するまで粘れば満点なのだ。




「とったぞーー!!」

　ギルドレスのでっかい声が響く。

アレス隊に続いてイリジナの部隊も射撃台に旗を立てる。

ルナの弓騎兵も射程内全ての射撃台を葬り去ったようだ。

　すぐに味方弓隊が制圧した陣地に乗り込み、ただでさえ強力な弓騎兵が射撃台の上から攻撃を開始する。

セリア大隊と戦っていた敵部隊も彼らにとっては信じられないであろう距離からの釣瓶撃ちを受けて混乱し、敗走していった。

「これで片付いたな。集結を急げ」

　まずは敵の正面一枚を剥ぎ取った。

次はどこから狙うか。

　そう考えていた時、ヤーコフがあっと声を出す。

「嬢ちゃんが敵部隊を追撃していやすぜ！　戦果はすげぇですが……」

「おいおい」

　見ればセリアが壊走する敵を追撃し始めていた。

確かに敵は壊乱しているので、できる限り追撃して戦果を拡大するのが定石ではある。

「突出しちまいますな。本隊の足を止めて敵を牽制してやらないと囲まれるかもしれやせん」

　俺達が下手に動けばセリア隊が孤立して殲滅されかねない。

正面の敵は蹴散らしたが、しばらくここで待機するしかない。

「まぁ機嫌よく勝ったんだ。これぐらいはよしとしておこう」

　セリアも俺の前で完璧な勝利が欲しかったのだろう。レオポルトもいないし叱るほどでもない。

　結局敵二千人を叩きのめしたセリアが戻った時には、敵は俺達が制圧した陣地の周りに部隊を配置してがっちり守りを固めていた。

　混乱につけこむのならともかく、奥行きのある陣地を正面から強引に攻めても勝算は無い。

少なくとも敵を把握するための戦いでやるべきことではない。

　本陣からの早馬も向かってくる。

「どうせレオポルトからだろう。言われなくても退く。撤退だ」

　俺達は敵陣に向けて盛大に矢を放った後、ゆっくりと後退していく。

「エイギル様、敵二千を叩きました！　敵部隊長の首も取りました!!」

　嬉しそうに言うセリアの頭をよくやったと撫でてやる。

　上機嫌で帰還するセリアに代わって、トリスタンが寄ってくる。

「有益な情報は三つだね。思った以上に敵は民兵の比重が高い事。であるとしても敵の防御陣地は奥行き深く、普通の攻勢では突破不可能なこと。……そしてセリアさんの危うさだ」

　ヤーコフが続ける。

「新任指揮官が良く陥りがちでさ。戦果を求めるあまり周りが見えなくなる。こればっかりは若い新任指揮官ならどうしようもねぇ。嬢ちゃんは有能な分簡単に勝っちまいやすから……気をつけてやらねえと」

「そうだな」

　息つく暇もなくエイリヒから招集がかかる。

どうやら奴も停滞を打破するつもりのようだ。
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正面戦線　南ユーグリア軍側




　呆然と立ちすくむ男の肩を女が優しく抱く。

「クリストフ……大丈夫か？」

「大丈夫さツィーリア。俺はいつも……元気だぜ。はは、いつかはこうなるよな」

　視線の先では黒一色の軍旗がゴルドニア本陣に向けて戻っていく。

他の兵は恐れと恨みの籠った目で黒い軍旗を見ていたが、クリストフだけは哀しむような、申し訳ないような、複雑な視線を送っていた。

「そうだ。お前は怪我をしたことにして後方送りにしよう。いつもいつもやられているお前だ、誰も不思議には思わない」

　だがクリストフはゆっくりと首を振り、ツィーリアを正面から見据えて強い調子で言い放つ。

「駄目だ」

　その迫力にツィーリアは思わず体を震わせる。

「好きな女を置いて逃げる訳にはいかねぇよ。何があってもな」

　ツィーリアは自分の心臓がドクンと脈打つのを感じる。

「お前の為なら誰とだって戦って見せるさ。裏切者と罵られても……な」

　真っ赤になったツィーリアの肩を抱き、クリストフは天幕に戻る。

そして息荒く「体を……激しく……強引に……拭いてくれないか」と半裸で迫る彼女の背中をタオルでゴシゴシ擦ってから眠りにつくのだった。
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ヤーコフ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ギド（護衛隊）

イヴァンナ（待機）ブリュンヒルデ（待機）アネット（待機）

軍隊　港町パテナ駐屯

主人公所属

護衛隊　　　　　一〇〇

歩兵　　　　　　一万

騎兵　　　　　　一〇五〇

弓兵　　　　　　一〇五〇

砲兵　　　　　　四三〇

弓騎兵　　　　　八六五〇

独立セリア隊　　九五〇

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九五〇

一〇五兵団　　　四八五〇

艦隊

戦艦スワロフ（中破）戦艦アレス・オブ・アレス（大破着底）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍十万＋徴集兵五万（十万まで増強予定）

敵戦力　正面戦線　正規兵六万＋徴集兵十九万

　　　　　河西岸　正規兵四万＋マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

遅れちゃいました。










第４３２話　ゴルドニア大会戦　前編







　俺が主導した探りの攻勢から少し日が経ち、味方陣地は異様な熱気と喧騒に包まれていた。

「軍務総監より連絡です。総攻撃は予定通り本日明け方。とのことです」

　伝令に小さく頷く。

それは幸いだ。俺としてもさっさとこの喧騒から逃れたい。

攻撃前で兵が興奮しているだけなら良いが、今の喧騒はまた違う種類のものだから。

「臭いもきついです」

　鼻を摘まむセリアが可愛い。

さっきまで今回も戦功をあげると鼻息が荒かったからちょうどよい。

「この策は邪道と言えば邪道だが、俺が言えた話でもないか」

「そうだね。奇策ではあるけど失敗しても手間が無駄になるだけで不利になる訳じゃない。まずやってみて駄目だったら正攻法でいくって感じだね」

　トリスタンはお茶を飲もうとするが異臭に気分を害してカップを置いてしまう。

「ともかくさっさとやろう。臭くてたまらない」

　戦前に食事でもと思ったが、それもままならない。

イリジナも臭いぞ臭いぞと騒がしい。

「ルナさんそれは作戦用です。捌いちゃだめですよ！」

「ご、ごめんなさい。戦前に豚肉を食べようと思って」

　ルナの方も何やらやっている。

　明け方までは待たねばならない。最初に視界が開けていないと効果半減らしいからな。

　俺は仕方なくその場に座り込む。

すると下品な鳴き声がギーと聞こえる。

「うるさい!!」

　檻を蹴って黙らせた。




　そして陽が昇る。

「作戦開始だ」

　エイリヒが剣を振り上げ、敵陣を指す。

「全隊前進！　横隊のまま進め」

「歩幅を合わせろよ。一人で前に出るなよ」

　同時に各指揮官達から無数の命令が飛び、各部隊が整然と──ではなくバラバラと動いていく。

「民兵と正規兵の差が激しいですね」

　セリアが困ったものだと腕を組む。

　俺の部隊や正規兵たる王国軍の部隊は命令一つでたちまち動くが、民兵主体の臨時部隊はまずわらわらと不規則に動き、上官が何度か怒鳴り付けてからようやっと進み出す感じだ。

　正規兵が十万、民兵十万の半分ずつにまで増強されているらしいが、動きが違い過ぎて数えなくともだいたいわかる。彼らが戦力になるのは陣地を背負って戦っているからだ。

「これを率いるのは苦労する」

「敵も同じだけどね」

　見れば敵の方もこちらの攻勢を察して動き始めていた。

見通しの効く平野で陣地同士の距離も近く、既に朝日が差し始めているので隠しようもないから仕方ない。

「なるほど酷いな」

　向こうも防戦準備を整えるべく防御設備に兵が移動しているが、その動きはこちらに負けず緩慢だ。

見た所、こちらよりも兵力は多いが更に民兵の比率が高いのは間違いない。

　そのうちになんとか味方が準備を整え、同じく敵も防御準備を完了していた。

早朝攻撃ではあるが奇襲効果は全く無い。

「奇襲はここからか……おっと火矢の合図だ」

　合図を受けてずらりと並んだ味方隊列を押し開くように後ろから無数の檻が最前列に押し出される。

それなりに様になった鉄製の檻に混じって見るからに急造りの木製の物も多い。

適当につけられた車輪が立てる音が何とも耳障りだ。

「前に押し出せ！　道を開けろ！」

「檻の前に立つなよ！　槍隊を並べろ」

　そして檻からやや下がって槍隊がずらりと並ぶ。

本来攻撃する側が正面に置くのは軽歩兵か騎兵なのでこの配置は妙ではある。

「悪く思うなよ！」

　篝火にくべられて真っ赤になった火箸が抜き出され、檻の中へ乱暴に差し込まれる。

車輪の音など気にならなくなる耳障りな悲鳴と中で何かが暴れて檻が軋む音が一層の騒音となった。

「放て!!」

「槍を突き出せ！　松明を振れ！」

　斧が振り下ろされ、綱が切られると敵側に向けられた檻の入り口がパックリ開く。

大量の……そして種類の違う様々な咆哮が耳を劈いた。




　敵陣に向かって無数の影が走る。

味方の兵士ではない。

「大量の獣と魔物……ね」

　檻から解放されたのは大量の魔物……主にゴブリンと猪や鹿などの獣だった。

　哀れな野獣共は檻が開く直前に焼き鏝を押し当てられて半狂乱になっていた。

更に解放されると同時に後ろから味方に槍で追い立てられ、敵陣に向けてけしかけられたのだ。

「これを普通の戦場でやればどこへなりと逃げ散るだけだが、ここは正面全てが敵陣だからな。後ろへ下がれないなら前の敵に突っ込んでいくしかない」

　その為に味方は先頭に槍兵を立てて威嚇しているのだ。

「前に走っているうちに獣の本能で興奮が増して後はなきさけびながら突っ込むのみ……大将の大将はよくこんなこと考えましたなぁ」

　ヤーコフが感心したように言う。

エイリヒも勝利の為には手段は問わないが、このやり方は半分以上レオポルトの影響だと思う。

もっと言えば奴ならこれを獣ではなく人間でやりかねないぞ。

「獣共が敵陣に到達します！」

　獣だけに足は速いな。さてどうなるか。

俺は目を細めて敵陣を見据えた。

「なんだこれは！　物凄い数の獣？　いや、ゴブリンも混じってるぞ！」

「総攻撃が来るんじゃなかったのか!?　うわぁ物凄い数だ!!」

　敵陣に動揺が見える。

まぁこんな異常な手を使えば俺だって最初は驚く。

　そして最初こそ驚きはしたものの敵の一角は崩れることも混乱することも無かった。

　当然の反応だ。

猪も狼もゴブリンも危ない生き物ではあるが、それは無防備な旅人や農夫にとっての話で武装した兵士が怖がる相手ではない。オークやハーピーの大群となると軍隊でも苦労するだろうが。

　トリスタンがいつも通りの飄々とした口調で、しかし僅かに目を細めてボソリと言う。

「こんなので崩れたら軍隊じゃないよね。おっと言い間違えたよ。『正規軍』じゃないね」

　敵の正規軍と思われる一角はまったく不動だが、僅かに視線をずらすとそこでは……。

「よく見ろ！　オークやドラゴンの大軍が来た訳じゃない。猪に鹿に狼……魔物だってほとんどゴブリンで僅かにホフゴブリンが混じっているだけだ！　恐れるような相手じゃない！」

「陣地を離れず確実に仕留めろ！　こら、逃げるな！」

「陣地に侵入された？　それがどうした！　狼一匹入ったからなんだと言うのだ！　後ろの味方が適当に仕留めるから正面を見ていろ、敵が前にいるのに振り返るな！」




　見るも無残なことになっていた。

「盛大に崩れてますね」

　遠目にも敵の正規軍と民兵の境がはっきりとわかるほどだ。

　敵は押し寄せる獣、魔物の集団に向けて統制なく矢を乱れ撃ち、槍を振り回している。

更にゴブリンが喚きながら防御柵に手をかけると周りの兵が慌てて逃げだす。

陣地に狼一匹飛び込むと大騒ぎとなり、前線の兵が仕留めようと追いかけ始めている。

ましてゴブリンが石でも投げ、猪が一人突き飛ばそうものならドラゴンでも出たような騒ぎになっている。

　伝令が三人駆け込んでくる。

「弓騎兵隊ルナ様より出撃はまだですか、と」

「もう少し待てと伝えろ」

「イリジナ様より出て良いか？　と」

「素振りしていろと伝えろ」

「アレス隊より行って来る、と」

「勝手なことをしたら後ろから矢を射かけると伝えろ」

　エイリヒからの命令はまだ待機だ。

ここで俺が飛び出せば策を台無しにしかねない。

「もしセリアが敵の指揮官ならどうする？」

「まずは弓の射撃で数を減らします。後は死者の出る可能性のある大型のホフゴブリンと鹿、猪だけを狙って仕留め、後は放置です」

　なるほど良いな。

「狼やゴブリンが防御柵を超えても無視させます……そもそも小さく素早すぎて簡単に抜けてくるはずですから。これらは囲まれなければさしたる脅威にはなりません。後詰がいくらでもいる陣地内で怖がる必要はありません。そもそも獣の集団は単に逃げているだけなので、こちらが追い詰めなければ積極的な攻撃はしてきません」

　やっぱりセリアは賢い。

今回は無理しちゃだめだぞ。

「間違ってはいませんが正しくもありません。現状、敵兵にその命令が届くとは思えませんから」

　胸を張っていたセリアがムッとする。

現れたのは人をムッとさせる達人レオポルトだ。本陣から帰ってきたらしい。

「敵兵の過半は徴集兵、つまりは町人や農夫です。彼らにとってはゴブリンや狼の集団は恐怖の対象です」

　俺やセリアならゴブリンが出たと聞けばさっさと退治に向かう。

イリジナならば串に刺して食べるだろう。

　だがメルやノンナは逃げて誰かを頼ろうとするだろう。

手元に武器があったとしたら力の限り振り回して身を守ろうとするだろう。

　十分な訓練を受けていない者達は兵士ではなく武装した農民や町人に過ぎない。

防御陣地を頼りに日々の戦闘はなんとかこなしていても、突然予想外の事態をぶつけられるとたちまちボロが出てしまう。

「もう一つ上乗せしましょう」

　レオポルトが合図すると少数の木製の檻から追加で猪……いや豚が放たれる。

同じく火箸でも当てられたのか、狂ったように鳴きながら敵陣に駆けていく。

違うのは檻の周辺に水桶をもった兵士がいたぐらいだ。

とはいっても最初と比べればささやかなもので敵もほとんど気にしていない。

「あの豚、背中に何か背負っていたか？」

「はい。敵陣まで五分と少し──」

　豚が人知れず敵陣に近寄った時だった。

ドンと爆発音が鳴り、白い煙が立ち上る。

「あっ焼き豚になりました」

　セリアが思わず呟く。

背中に背負わせていたのは火薬の類か。

「正確には少量の火薬と石灰の粉ですな。吹き飛ばすのではなく石灰の粉を巻き散らすのが目的です。数を絞ったのは味方陣地に飛び込む危険を考えた為です」

　敵陣近くに白い靄がかかった。

豚の数が少ないので煙幕のように完全に視界がなくなった訳ではない。

それでも敵陣からの悲鳴は格段に大きくなっていた。

「し、視界が悪い……うわっ！　敵の騎兵が突撃して──見間違いか？」

「今視界の先にオークが見えた！　敵はオークの群れを投入してきたんだ！」

「空に巨大なドラゴンが！」

　視界が悪くなったことで敵兵の混乱は増して居もしない相手を見つめて悲鳴をあげている。

なるほど、こういう使い方か。

「魔物をぶつけたのは混乱のきっかけを作る為です」

　その目的は達成された。

「次は混沌を広げます」

　エイリヒから命令が飛び、味方部隊が前進し始めた。

だが俺達には待機命令が出ている。前進を始めたのは味方も徴集兵からなる臨時部隊だけだった。

「うわぁ……もうグチャグチャだ」

　肩を竦めるトリスタン。

混乱する敵に向けてこちらも混乱しやすい民兵を入れたのだから考えるだけでおぞましい。

「おいおい……ゴブリンの群れを放った場所に突っ込むのか……こっちに帰って来たりしないよな？」

「俺の兄貴は猪に突き殺されたんだ……頼むぜ」

「視界も悪いし……あぁ貧乏くじだ」

　おっかなびっくりの味方だが、敵が混乱しているおかげかさしたる反撃を受けることなく防御陣地に取りついた。しかし敵も乱れながらも魔物や獣によって受けた損害はほとんどないようで、簡単に崩れたり陣地を明け渡したりはしない。

　乱戦が始まった。

「味方第三臨時部隊が敵陣に侵入しました！」

「第五臨時部隊が敵の反撃を受けて敗走！」

　味方の臨時部隊と敵兵は随所で一進一退の攻防を繰り広げている。

一進一退と言っても決して良い意味ではない。

ただでさえ乱戦になれば混戦になるものだが、今回は始まる前からぐしゃぐしゃだ。

　たちまち戦闘は見苦しい泥試合になり、時折残った魔物が顔を見せると敵味方がワッと叫んで距離を取り、敵そっちのけで滅多刺しにする光景が見える。

　敵味方は統制無くそこら中で入り乱れ、前線がどこかなどもう確認できない。

　また伝令が三人駆け込んでくる。

「弓騎兵隊ルナ様よりそろそろ出撃では？　と」

「もう少しだけ待てと伝えろ」

「イリジナ様よりもう出たい！　と」

「準備運動しておけと伝えろ。屈伸は大事だぞ」

「アレス隊よりいざゆかんと」

「行ったら後ろから大砲をぶっ放す、と伝えろ」

　俺自身もうずうずしてきたが、まだもう少しだ。

俺が司令官ならもう行っていた。エイリヒの下で戦うとこういう気苦労はあるな。




　さて戦況は混沌の中にぶちこまれた。

「第二目的は達成です。ご覧下さい」

　レオポルトが敵を指差す。

魔物相手にまったく動じなかった敵部隊──つまり正規兵の敵部隊が混乱する味方を支えようと位置を変えつつあった。

「目的はこれです。混乱が極に達すれば敵司令官とて放置できず、精鋭を動かして援護しなければなりません。そしていかに精兵と言えども混沌の中に進めば……」

「援軍に来たぞ！　ゴブリンなどより目の前の敵を叩け……だから無駄に走り回るな！」

「槍衾の前に立つな！　ええい、２０ｍ下がって再構成だ！」

「弓隊列に割り込むんじゃない！　軍規を乱すと処刑するぞ！」

「ドラゴンにオークに重騎兵!?　どこにも居ない！　報告は正確にしろ馬鹿者！」

　敵の正規軍そのものは微塵も乱れていないが、走り回る民兵達が隊列を崩し、陣形に割り込むせいで思うように動けていない。指揮官はさぞ怒り狂っているだろう。

「混沌に飛び込めば必然的にこうなります。しかも一度支えとなった部隊を引き抜けばそこから崩壊する可能性もあるのでもう動かせません」

「これで敵の精鋭にうまく足かせを付けたって訳だね」

　レオポルトが言いトリスタンが応える。

「そして我々の精鋭は混沌とは無縁、まったく自由に狙いを定めて動けます」

　満を持して本陣から総攻撃の命令が下る。

　残る部隊全てが軍靴を踏み鳴らして前進して行く。

「中央平原始まって以来の大会戦です。絶対に戦功をあげて見せます！」

　セリアも興奮で可愛くプルプル震えていた。




　シュバルツに乗り、歩兵に速度を合わせて前進しながらレオポルトに問う。

「勝率は？」

「この場所に限れば五割と一分ですな」

　これだけ混乱しているのに思いのほか低いな。

「敵は混乱しながらも兵力は健在です。兵力も多く重厚な防御陣の恩恵もあります」

　だろうな。その上でレオポルトはほぼほぼ勝ちが見込めるまで仕掛けないと思っていたのだ。

「現時点で打てる策は打ちました。これで勝てぬなら、どうあっても勝てぬでしょう。勝算が五割を上回り、かつこれ以上の改善が見込めないならば仕掛けるべきです。後は前線での戦い次第ですな」

　俺はそれを聞いて思わず笑ってしまう。

レオポルトの胸を軽く叩いて言う。

「なら大丈夫だ。俺がいる」

　レオポルトはほんの僅かに頭を下げ、トリスタンが苦笑する。

セリアは息をフンフン荒くしてまっすぐ敵陣だけを睨んでいた。

「いくぞ」

　アレス隊、弓騎兵、一〇五兵団、そしてセリア大隊──全ての部隊から低く短い掛け声が上がる。

　この一戦が南ユーグリア帝国とゴルドニア王国の命運をかけた戦いになるのは疑いようが無かった。

遅れに遅れて今更新です。

七時四六分はまだ早朝なのでセーフだと勝手に思っています。










第４３３話　ゴルドニア大会戦　中編







「平野、堀陣地、二段柵陣地の三か所から仕掛けます」

　レオポルトの示す場所を見ると敵味方が激しく衝突している場所のすぐ脇だ。

敵の混乱に付け込みつつ、ゴチャゴチャに巻き込まれない為にはちょうどいい場所だ。

　俺はルナの顔を見て堀を指差す。

ルナは僅かの躊躇も無く弓騎兵を率いて駆けていった。

　次にギルドレスの顔を見ようとする。

だが奴は既にアレス兵を率いて二段柵の方向へ駆けていた。

まあそっちでいいんだけどな。

　最後にイリジナを見る。

彼女は「任せろ!!」とでかい声を出し平野の方へ駆けていく。

「わ、私は!?」

「もう少し待つんだ」

　フンフンするセリアの鼻を摘まむと口呼吸の色っぽい喘ぎになった。

「独立大隊の強みは本隊と別動できることだからね。一斉攻撃に投入するのは無意味だよ」

　トリスタンが知ったげに言うがセリアに睨まれると肩を竦めた。

いよいよ本当の戦いが始まった。




　まず足の速い弓騎兵が堀に守られた敵陣へ迫る。

この場所の敵の正規兵と民兵の比率は半々程度だろうか。

「騎兵が来たぞ！　堀に沿って槍を並べろ、飛び越えさせるな！」

　練度の高い部隊が中核となって堀の中央と弱点であろう切れ目を守り、練度の低い部隊は堀に沿ってずらりと並ぶ。後方には弓と歩兵も控えているようだ。

　騎兵は幅の狭い堀なら飛び越えてしまう。

それをさせないためずらりと歩兵を並べるのは間違いではない。

「突撃──中止です！　撃て！」

「俺の弓騎兵でなければな」

　突撃姿勢のまま弓騎兵が一斉に矢を放つ。

「ぐわっ騎兵が矢を!?」

「しまった！　こいつらが報告にあった騎射騎兵だったか！」

「並んでは的だ！　盾を前に出せ！」

　偽装突撃に騙されて堀に沿って長く並んだ敵兵は弓騎兵にとっては射撃練習の的だ。

足を止めて狙う弓騎兵の猛烈な射撃の前に槍兵はバタバタと倒れ、後方にいた弓兵もほとんど反撃できず逆に大きな損害を出して後退していく。

奴らも弓騎兵の存在は知っているはずだが、長く王国軍と戦っていたので失念していたのだろう。

　ルナは敵部隊の敗走を確認するとゆっくりと助走をつけて堀を飛び越えていく。

全員が騎乗の上手い山の民だけに越え損なう者はいなかった。

「まず一つ」

　レオポルトが呟き、俺はフンフンしているセリアのうなじを撫でながら頷く。

　続いて馬みたいな速度で走るアレス兵が柵陣地へと肉薄する。

敵の反応速度から見ると正規兵の比重が多そうだ。

「来たぞ……柵の真後ろに槍兵を展開しろ。クロスボウは斧で柵を壊しにかかる敵兵を仕留めろ」

　並ぶのはほとんどが木柵だったが、より堅牢にするためか高さが通常の柵の二倍はあり、中間部分に足場がこしらえられてクロスボウ兵や短槍兵が並んでいた。

　この類の陣地に最も相性が良いのは歩兵で、接近して斧や槌で柵を壊すのが一般的だ。

もちろん敵はそうさせまいと柵の後ろから槍やクロスボウで歩兵を追い蹴らそうとするだろう。

「そこもかしこも戦場ぞ！　これに燃えぬは男でない！　進め進めアレスの男！」

「「「おう!!」」」

　先頭に立つ赤いマントのギルドレスがここまではっきり聞こえる雄叫びをあげる。

アレス兵の一団は騎兵と比べても遜色ない土煙を巻き散らしながら突き進む。

土くれに混じって服やパンツが巻き散らされているように見えるのは気のせいか。

「馬鹿正直に真正面から仕掛けてくるぞ。クロスボウで足を止めてやれ！」

　やはり正規兵主体の敵らしく大迫力の突撃にも動じない。

至近距離まで引き付けたところで大量のボルトが見舞われる。

　アレス兵は咄嗟に盾を構えるが、体の全てをカバーできないし高威力のボルトは奴らの筋肉をもっても防ぎきれない。射撃も正確だったのだろう。たちまち数十のアレス兵が転倒する。

「そんな程度で奴らは止まらん」

　アレス兵の足は微塵も緩まらない。

それどころか『これぞ戦』と笑いだす者までいる始末だ。

　クロスボウの射程はせいぜい５０ｍだ。

この距離ならアレス兵は一〇秒とかからず走破するので再装填の時間は無い。

つまり受けるのは一斉射だけ、動揺して足を止めなければ大した損害にはならないのだ。

「と、止まらん！　しかも半裸のくせにほとんど倒れんぞ！」

「クロスボウ再装填。槍衾を組んで柵に取りつかせるな！」

　敵は肉薄したアレス兵は当然斧なりを取り出して柵の破壊を試みると考えたようだが……。

「いけーーい!!」

　アレス兵は非常識にも槍衾を盾で弾きながら突撃の勢いそのままに柵へと激突したのだ。

　普通の木柵なら突き破られそうな勢いを補強された二段柵はなんとか持ち堪えた。

だが終わっていない。

　柵に激突して足を止めた先頭が左右に避け、勢いの乗った後続が同じように柵にぶち当たる。

それが繰り返され、三度目の衝突でほとんどの柵が倒壊する。時間にして三十秒も経っていない。

　後は奴らの独壇場だ。

敵は弓を撃ちかけたり、槍衾を組んだり、散兵での白兵戦を挑んだりと手を尽くしたが。

「弓は易々と防がれる。槍衾は構わず盾の突撃で崩される。白兵戦は……」

「一方的だね。単純な斬り合いだと一対五──いや、一対一〇は戦力差がありそうだ」

　アレス隊は敵の柵陣地を完全に破壊して前進していく。

「二つ」

　レオポルトは笑み一つ浮かべない。

俺は訴える目で見るセリアの頭を撫でる。




　最後はイリジナが先頭をきり、私軍と一〇五兵団の兵士が向かう平野部分だ。

この場所にはどっしり何かが建築されている訳ではなく、逆さに刺された杭が無数に点在している。

　堅牢な陣地ではないが多数の障害物があることで大規模な騎兵突撃や、隊列を組んでの攻撃ができない。

柵のように破壊したり、堀のように飛び越えたりできない分、地味に鬱陶しい陣地だ。

　見た限りここにいる敵の練度は低く民兵が主体のようだがその分数は多く、二万は優に超えている。

隊列が組めない地形に数を並べて守るつもりのようだ。

「いくぞ!!」

　歩兵隊を率いて敵中に飛び込んだイリジナはたちまち敵に囲まれる。

だが相手が槍でイリジナを突こうとした瞬間、彼女は地面を強く踏みしめ槍を一回転させる。

近づき過ぎた一名が血飛沫をあげて斃れ、他の兵は腰が引けて後退した。

そこに私軍の兵士が雪崩れ込み、そこら中で乱戦が始まる。

　大規模な隊列が組めないので戦闘は小規模な単位で多数行われ、必然的に間延びした展開になる。

一撃で敵を突き崩して決着とならないからだ。

　全体としては練度に勝るこちらが当然優勢だが、兵力は相手に分がある。

戦いが長くなれば兵に疲れが出て攻め切れなくなる可能性もある。

「そろそろだね。はぁ……行ってくるよ」

　トリスタンが勇壮とは正反対の態度で立ち上がる。

「サボるなよ」

「前線でどうやってサボるのさ」

　トリスタンは苦笑する。

「私より先にトリスタンが出るなんて！」

　抗議するセリアの顎下を撫でて宥める。




　本陣から二十台の馬車が駆けていき、同時に正面部隊の動きが変わった。

それまでは押しまくる俺達を敵が後退しながらなんとか受け止める形だったが、突然攻勢が止まり正面部隊が後退し始めたのだ。

　敵側から怪訝な声が上がる。

「一方的に押されている！　なんとか反撃を──ん？　敵が……下がっていく」

「優勢なのにどうして……いや、好機だ！　前に出ろ、押し返すんだ！」

　敵は当然追撃を試みるが、対応速度に練度の差が出て距離が開き敵味方間にぽっかりと空白が開いた。

「はい撃て」

　やる気無さそうなトリスタンの声が聞こえた気がした。

同時に爆発音、少し置いて敵兵の周囲に土煙が上がる。

「野戦砲か」

　本陣から移動した二十台の馬車にはこの大砲が積まれていた。

普通の大砲よりも小さく比較的楽に移動させられ、設置も簡素化された大砲……それが敵味方が距離をとった一瞬の隙をついて放たれたのだ。

　着弾の土煙が収まる前に味方が再び攻勢を開始すると敵はたちまち崩れていく。

　他の砲と比べて野戦砲の威力自体は小さい。

移動を容易にするために小型化しているのだから当たり前だ。

　だがそれでも思わぬタイミングでの砲撃は兵力よりも士気に大打撃を与える。

特に練度の低い民兵の集団であれば一層のことだ。

　敵の正面部隊は完全に敗走に入った。

これはいけないとばかりに周辺から次々と援軍が向かってくる。

「セリア」

「はい！」

　セリアが鼻息で空が飛べそうな程興奮して背筋を伸ばす。

俺はデュアルクレイターを抜いて戦場を示す。

「寄せてくる敵援軍を叩け。本隊から離れすぎるなよ」

「はい!!」

　セリアはぴょんと一つ跳ねて馬に飛び乗る。

本陣待機だった大隊もたちまち動き出し、物凄い速度で移動していく。

一応離れるなと忠告したがあの興奮具合では聞いていないだろう。

「うーむ。無茶しなければいいが」

「大隊戦力程度ならば壊滅しても戦局に影響を及ぼすことはありません」

「セリアさん。凄い美人になりましたよね」

　同意を求めて独語すると返ってきたのはレオポルトの無感情な声とギドの的外れな意見だけだ。

いつもちゃんと答えてくれるセリアを送り出してしまったのだから仕方ない。

傍に女性がいないと寂しい。

「独立大隊が千規模の敵と交戦開始……ふむ」

　レオポルトが僅かな驚きを──見せてはいないが感じることにした。

「一分も経たずに半包囲しました。すごいですね」

　ギドが言う通り、セリア大隊は敵援軍と遭遇するなり中隊毎に分かれて半包囲、唯一空いた後方に下がろうとする相手の横腹に騎兵隊を突撃させて突き崩したのだ。

「更に移動するようです。再集結を試みる敵の一団を急襲」

　レオポルトが目を見開いて──はいないが心の目でそう見て置く。

「今度は突破ですか……」

　ギドは本当に驚いている。

　セリアは立て直そうとしていた敵を騎兵先頭の三角陣形で突破、ぶち抜いた後は散開して猛攻を加え、完全に壊走させてしまった。

　その後もセリア大隊は戦場を駆け回り、自分よりも多い敵を何度も撃退、あるいは中隊単位に分かれて複数の敵を牽制後退させるなど大活躍を見せた。

　俺の贔屓目を除いても同規模の部隊でもっとも躍動しているのは間違いなくセリアだ。

本人も活躍している自覚があるのか、戦術が徐々に派手になっていく。

「三千の相手に中央突破からの後方包囲……冒険したな。だが大成功だ」

「すごいですね！　王国軍の大隊を含めても最高の戦果をあげているんじゃないですか？」

　ギドも興奮している。

　だがレオポルトは感情の無い目でセリアの活躍を見据えて言う。

「現時点では勲一等でしょう。ですがハードレット卿の忠告は飛びましたな」

「セリアが頑張っているんだからケチをつけるな」

　言いながらも俺の表情は少し曇っているだろう。

　セリアは今まで本隊の周囲で躍動していた。

だが今はより大きな敵、あるいは効果的な攻撃を追求して本隊から距離を取りだした。

　セリア大隊は独立大隊であり、本隊から離れることも想定した編制なので本来問題はない。

今の敵情を見るに多少無理をしてでも戦果拡大の好機なのはわかる。

　だがうなじから嫌な感じがするのだ。

俺は念の為、デュアルクレイターを確認してシュバルツに乗る。

「敵はますます混乱するばかりですし、このまま勝ち切れそうですよ。あっ次の敵に向かいました」

　ギドも護衛隊として俺の動きに続くがその声は楽観的だ。

　一方のレオポルトは全く動かずに言う。

「王国軍側の攻勢も概ね順調です。ここまで乱されては通常の手段では立て直せないでしょう。敵がこのまま座視すれば戦線は大きく崩れます。ならば……」

　言い終わる前に正面から複数の火矢が上がる。

色は鮮やかな赤、緊急事態を知らせるものだ。

同時に複数の部隊から伝令が走って来るのが見える。

「敵の大規模な騎兵部隊が出現！　戦車を伴う万規模の強力な部隊の模様です!!」

「……取って置きの援軍を投入してくるでしょう。敵中部軍団の大規模騎兵集団……出てきましたな」

　戦局は一変した。

敵の部隊はその機動力を生かして王国軍のど真ん中を突き破り、そのままこちらにやってくる。

無数の騎兵が蹄を鳴らして走る迫力は敵でも味方でも圧倒的だ。

　アレス隊と弓騎兵は全体が押し戻される中で無理に踏みとどまらず後退を始める。

　正面は更に深刻だ。

ほとんど一方的に攻撃を続けていた味方がみるみる押し戻され、一部敗走に近い部隊まで見える。

一〇五兵団は踏みとどまっているが、やはり数で勝る騎兵を相手にするのは限界があってじりじりと下がっていく。やがて踏みとどまるのを断念したのか、騎兵が突っ込めない逆さ杭だらけの平野に戻って守りを固め始めている。

「強いな」

　思わず声が出る。

「敵の最精鋭部隊でしょう。民兵とは次元が違います。彼らがいなければ勝率は八割まで見込めました」

　レオポルトは「しかし」と続ける。

「好ましい事態です。早い段階で敵の切り札を投入させたのですから、これで後背や側面を突かれる危険は大きく減少しました」

　レオポルトが無表情のままではあるが満足そうに頷く。

だが次の知らせを受けてレオポルトどころではなくなる。

「正面で分断です！　独立大隊孤立!!」

「なんだと!?」

「うわっ！」

　俺は目の前にいたギドを放り投げて目を凝らす。

　敵の騎兵と戦車部隊は味方を横から突破しようと試みた。

だがマイラとセリアが鍛え上げた俺の私軍と一〇五兵団はそうはさせじと立ち回り、ど真ん中をぶち抜かれることは回避した。

　結果、敵騎兵は俺達の周りを回るように移動して押し込むしかなかったのだが、敵を追って本隊から離れていたセリア大隊だけは分断されてしまったのだ。高速の敵に対応する時間が無かったのだろう。

　見ればセリア大隊は必死に戻ろうとしているが、機動力に優れた騎兵を突破するのはほぼ不可能だ。

悶えるような動きに焦って半泣きになっているセリアの顔が浮かぶ。

　今は敵は全体を押し戻そうとしているのでセリア大隊を積極的に攻撃してはいないが、一段落すれば包囲殲滅されてしまうのは間違いない。

「出るぞ。ギドついてこい」

　シュバルツの腹を足で叩く。

何故か落馬していたギドが慌てて続く。

「ハードレット卿」

　レオポルトが俺の名前だけを呼ぶ。

「セリアを助ける。最優先だ」

　全体の戦局も大事だがセリアがやられては全て終わりだ。

何があっても助けなければならない。議論の余地はない。

　数秒睨み合いが続く。

「……攻撃されるならば直接の救援ではなく弓騎兵と協力して戦線を搔き乱すべきでしょう」

「何故だ？」

「独立大隊は所詮一大隊に過ぎません。戦局全体の挽回を狙う敵がその殲滅に特段拘るはずはない。より大きな規模の脅威が現れればそちらを優先して包囲を緩めるでしょう」

　なるほど。敵の動きが乱れればセリアは自力で突破できる。

それだけの能力はある。

「わかった。そうしよう」

　俺はそう言ってデュアルクレイターで戦場を差してゆっくり動かす。

「今の経路で突撃する。お前の戦術に利用しろ」

　返事を聞く前にシュバルツが駆ける。

まず弓騎兵と合流だ。

「正面で王国軍が敵兵と交戦しています。迂回なさいますか？」

「そんな手間がかけられるか。間に合わなかったらどうする」

　俺は護衛隊を率いて戦場の真ん中を突破する。

　戦っているのはどうやら民兵同士らしく、まとまりのない戦闘が続いていたが、援軍の出現で士気が揚がっているのか敵がやや有利だ。指揮官が勇ましく吠えている。

「マエスタス将軍直属の大騎兵部隊がきたぞ！　もう俺達の勝ちは決まったような──」

　戦っている余裕は無いが耳障りなので通り過ぎ様に首を撥ねておく。

「俺も──せい！」

　ギドも擦れ違い様に敵の首を剣で撫でる。

　指揮官二人が一瞬で斃れ、周りの敵兵は呆然とこちらを見ている。

「潰されたくなければどけ。死にたければ前に立て」

「ひい！　指揮官殿と副指揮官殿が一瞬で！」

「いかん！　一旦下がれ！」

　言いながら突進すると、民兵達は我先にと道を空ける。

それでいい。こっちも一兵卒を殺して回る時間はないのだ。

「危ない！　横を見ろクリ──」

　一々顔など確認しないが、鈍臭い敵兵が一人ぼーっと進路に立っていた。

勿論シュバルツはなんの遠慮もなく弾き飛ばす。

「うわぁぁぁぁ!!」

「ああっ!?　──トフがやられた！」

　叫び声をあげた敵兵は激しく地面に落下して絶命──と思ったのだが、運良く泥濘に突っ込んで助かったようで、足をバタバタ動かして仲間に助けられている。

　何故かギドが首を傾げているが今は弓騎兵と合流してセリアを助けることが最優先だ。

「余所見している暇はない。速度をあげろ」

　何故か怪訝そうな顔で振り返るシュバルツにも怒鳴って速度をあげる。

　弓騎兵と敵の騎兵集団。

最近は陣地戦だったり、水上戦が多かったので久しぶりの騎兵対騎兵だ。

「セリアを助けてそのまま勝つ」

　戦闘はいよいよ佳境に差し掛かる。

多くは語りません　更新です。










第４３４話　ゴルドニア大会戦　後編







　俺はシュバルツの腹を足で叩き、全力疾走の合図を出した。

だが思うように速度が上がってこない。

「族長様急ぎ過ぎです！　そんなに駆けると護衛隊がついて行けません！」

　隣に人馬共に必死に駆けるギドと護衛隊がいるのがその証明だ。

シュバルツが本気で走ればそもそもついてこれないはずなのだ。

「遅いぞシュバルツ。交尾し過ぎて腰をやったか？　走れないなら馬肉だぞ」

　するとシュバルツはフンと鼻息を荒くして一瞬俺を睨む。

正確には俺が背負った得物を睨む。

「族長様それは戦槌……いえそれにしても……」

「なかなか良さそうだろ？　何より頑丈だ」

　俺が背負って来たのはハンマーだ。

ただのハンマーではない。工夫が石垣や石造りの頑丈な建物を解体する時に使う巨大槌だ。

　通常は数人がかりで振るい、豪快に石を叩き割る使い方をする。

先端の鉄塊だけで三〇㎏はあり、柄は複数人が掴むことを想定して非常に長い。

柄が長く先端が重いので木製では到底持たず、総鉄製となっている。

全部合わせてざっと８０ｋｇ程度、力自慢の工夫数人でも数度振るうのが限界だろう。

　シュバルツがフンフンと不機嫌そうに鼻を鳴らす。

こいつが重くて走りにくいと言っているようだ。お前もオスなら文句言わずに走れ。

「これが俺にはちょうどいいんだ」

　俺は右手一本で担いだ巨大ハンマーを掲げる。

先端がボコボコに凹んでいるのは、工事の現場にあったものをそのまま拝借してきたからだ。

剣なら大問題だがハンマーは殴れれば満点だ。

　デュアルクレイターは最高の剣だが、馬上で振るうにはリーチが短めで重量も無いので力に任せて相手を吹き飛ばすような戦い方はできなかった。

無茶をしてポッキリいったら大変だからな。

「言って下されば戦槌をいくらでも準備したのに。それは工事用なので先端も平面ですし」

　ギドの言う通り、巨大ハンマーの先端部分は平たくなっている。

戦用なら敵の甲冑を叩き割る為にここが尖っている。

「平面だろうが尖ってようが──」

　俺達が口を動かしている間に前線が近づいてくる。

苛つきながらも意地で速度を上げたシュバルツは護衛隊を徐々に引き離して先頭に立っていたので、当然ながら敵は先頭になって突っ込んでいく俺達にねらいを定める。

「磨かれてようが凹んでようが──」

　俺は駆けてくる敵騎兵に向かって斜め下からハンマーを振り上げた。

　ガキンと小気味良い音が鳴り、敵兵は六〇度程の角度で天高く飛んでいく。

盾を構えていたようにも、剣で防ごうとしたようにも見えたが、圧倒的な重量の一撃に何の意味もない。

「──些細なことだ」

　次に俺は大盾を構えながら槍を突き出そうとする歩兵に向け、両手でハンマーを握り込んで振り下ろす。

　先程とは違い、湿った鈍い音と共に敵兵が地面にめり込む。

いや、地面ではない。敵兵の上半身が下半身にめり込んだのか。

上半身部分の甲冑が潰れて波打ち、そこら中に出来た亀裂から鮮血が噴き出す。

「うわっ!?」

　ギドの驚愕の声を聞きながら俺は更にハンマーを振り回す。

さすがに堪える重さだが、久々の超重量武器からかかる負荷が心地よい。

「この感触、久しぶりだ」

　進路を塞ぐ重装歩兵の盾に正面からハンマーを打ち付ける。

頑丈な甲冑が大きく凹み、鉄の塊のはずの重装歩兵が水面に投げられた小石のように何度も跳ねながらどこぞやへと飛んでいく。

「気を使わずに振り回せるのはやはりいい」

　横合いから斬りかかる剣を柄で受ける。

数人が持つ想定で作られた鉄の柄は騎乗剣程度の斬撃ではびくともしない。

逆に敵兵の兜を柄で弾いてやると、首がボキリと後ろに折れ曲がった。

「やはり男はデカくないとな」

　最後に横に並ぼうとした敵騎兵に向けて上段からハンマーを振り下ろす。

敵は剣でいなそうとしたが、細身の剣は小枝のように折れる。

兵士の頭は甲冑ごと弾け、軍馬が背中の真ん中から下向きに折れる。

　まず四人を仕留めた俺は大きく息を吐く。

「族長様！　俺も敵を二人仕留め……うわぁ……なんでもないです」

　ギドが何か言いかけたが、俺の仕留めた敵の残骸を見て絶句する。

よく見れば周りの敵も護衛隊も一歩引いている。

　何を新兵みたいに情けないと言おうとしたが、もっと重要なことに気付く。

「族長様弓騎兵があそこに！」

　眼前では弓騎兵が周りの敵兵と戦っていた。

俺達の目的は弓騎兵と合流して大暴れすることだ。

早急に向かわねばならない。

「直線なら２００ｍか」

「でも間に敵の陣があります。ここは左回りに迂回して……」

　助言しようとするギドには悪いがそのつもりはない。

　俺は間の敵陣に得物を向ける。

巨大ハンマーだとこんな時に映えないな。しかも重くて手が震えて格好悪い。

まあいい。やることは一緒だ。

「最短距離で駆け抜ける」

　そもそも護衛隊は前に飛び出しがちな俺を守るために作られた精鋭部隊だ。

量産品としては最高の武器と鎧が、選りすぐられた体躯を持つ兵士と軍馬に与えられている。

数こそ少ないがゴルドニアでも最高の重騎兵だと言って良い。

「敵陣突破こそ重装騎兵の華。続け」

　言い終わると同時に俺はシュバルツの頭を軽く叩く。

不愉快そうな嘶きと共に黒い巨大が駆けた。

「うわっ!?　領主様が突っ込んだぞ！　ぜ、全員続け！　遅れるな！」

「ええい、もうどうとでもなれ！　突撃!!」

　俺を先頭に護衛隊が真正面から突っ込んでいく。

「敵が突撃してくるぞ！　絶対に通すな！」

「陣を横に伸ばして突破を阻止──阻止だぞ」

「うわぁぁぁ!!」

　いかに練度が高くとも歩兵にとって騎兵の突撃は恐怖そのものだ。

シュバルツを例外としても数百キロの重量物が物凄い速度で突っ込んでくるのだから怖くない方がおかしい。しかもその上には槍や剣を構えた兵が乗っているのだ。

　それでも練度の高い兵は恐怖を押し殺して槍を構える。

しっかりと防御を固めれば騎兵突撃を阻止することは不可能ではない。

　南ユーグリア兵は恐怖を浮かべながらも歯を食いしばって踏みとどまり、長槍をこちらに向けていた。

「見事なものだ」

　俺は奴らの勇気を讃え、褒めるように笑い、その体を叩き潰す。

　巨大なハンマーを下から振り上げて向けられる穂先をへし折り、勢いそのままに正面の敵兵数人を殴る。

シュバルツの速度が乗った一撃は殴打というには少々威力が高すぎたようだ。

　胴の真ん中にまともに食らった敵兵は上半身だけが千切れて後ろへ飛んでいく。

斬撃ではないので完全に両断はされず、中身だけは下半身と繋がったままなので見るに耐えない。

　その隣の敵は咄嗟に回避したようだが、僅かに兜をハンマーが掠めたようだ。

小気味良い音と共に兜が横向きに二回転する……もちろん中身ごとだ。

　更に振り上げる際にハンマーは地面を掠め、土塊や小石を跳ね上げた。

それらはつぶてのように周囲の敵に襲い掛かり、三つ隣に並ぶ敵までが目鼻口を押えて倒れ込み悶える。

噴き出す鼻血を押さえつつ顔をあげた彼らが最期に見たのは恐らくシュバルツの蹄だっただろう。

　集中していたので遅く感じたが、時間にして一秒未満。

俺の一撃は正面に立ちはだかる敵兵十余名をひっくり返した。

「速度を落とすなよ」

　俺は大振りしたハンマーを引き戻しながら言うが、シュバルツはわかっているとばかりに黒い風となって敵陣のど真ん中を駆ける。

　立ち塞がる敵は跳ね飛ばし、倒れた敵は踏み潰し、横合いから突き出される槍はひょいと避けて俺になんとかしろと鼻息で合図する。

　俺もまた左右にハンマーを振り回して敵兵を屠り、時折正面に弾き飛ばして敵の隊列を乱す。

　護衛隊も俺に遅れまいと速度を落とさず突っ込んだようだ。

　最初に俺が動揺させたのが良かったのだろうか、敵は最初の整然とした隊列が嘘のように乱れ始め、やがて突破阻止を諦めて散り散りに撤退していった。

　こうして俺はルナ率いる弓騎兵との合流に成功する。




　ルナは敵騎兵集団の参戦で混乱から劣勢となった味方を支えるべく奮戦していたが、突然現れた俺を見て目を丸くした。

「族長様!?　どうしてここに……なにかまずかったですか？」

　ルナの顔に驚愕と不安が浮かぶ。

「いやお前は良くやってくれている。まずいのはセリアだ」

　俺は孤立するセリア大隊を指差す。

ルナは卓越した視力で俺の指先を追い、苦い表情となった。

　温厚な彼女には珍しく、鋭い舌打ちまで聞こえたぞ。

「救援にいくにしても遠すぎます。重厚な陣を二つ……しかも敵騎兵の真正面で抜かねばなりません。今の状況ではとても……」

　セリア大隊を直接救援に行くのは難しい。これはレオポルトも言っていた。

「わかっている。だから別の方法だ。弓騎兵はまだ戦えるな？」

「はい。敵の騎兵と牽制合戦を続けながら苦境の味方を助けて回りましたが損害は微々たるもの。八千以上が戦えます」

　ならいい。

俺はルナの頭を軽く撫で、乳を揉んでからデュアルクレイターを抜く。

「これより敵に本格攻勢を仕掛ける」

「え？　セリアさんの救援は──」

　俺はルナの唇を指で塞ぐ。勢いあまって口の中に指を突っ込んでしまったが些細なことだ。

セリアを救援にいくのではなく、大暴れして敵がセリア大隊に構っている場合では無くすのだ。

「牽制も味方の援護も要らん。中心に向かって一直線に進み、敵を手当たり次第に叩きまくる！」

　俺が気勢をあげると、弓騎兵隊から威勢の良い返事が返って来る。

やはり命令は単純な方が士気は上がる。

『援護しつつ牽制も──』よりも『一直線に突っ込んで叩きまくれ』の方が分かりやすい。

　俺は口に入った指をモゴモゴしているルナを解放する。

「いくぞ」

「はいっ！」

「俺もいます！」

　いつの間にか隣にいるギドがキリリと顔を引き締める。

真面目な顔をするとやはりこいつは男前だな。最近ラーフェンで若い娘を食い散らかしていると聞いたが、あながち嘘では無さそうだ。




　それまで前後左右全てを警戒した陣形だった弓騎兵が正面の敵に向けて鋭角な三角形──つまりは突撃陣形を形成する。

「かかれ！」

　俺の掛け声一つで弓騎兵の突撃が開始された。

　無論、敵もその動きに気付いてけん制しようと横合いから仕掛けてくるが──。

「右手方向──撃て！」

　ルナの掛け声から僅かに遅れ、数千の矢が一斉に右手方向へ飛んでいく。

　正面に向けて全力疾走しながら側面に矢を放つとは思っていなかったのだろう。横腹に突撃しようとした敵は部隊ごともんどりうったように見える。

一瞬にして動きが止まり、伏せて盾を構えてしまう。これで側面の敵は動けまい。

　次は正面だ。

敵は柵の後ろから長槍を突き出し、簡易な櫓の上にはクロスボウ兵もうじゃうじゃいる。

「ギド。前に出るぞ」

「はい！」

　俺とギドは護衛隊を伴って前に出る。

　弓騎兵は遠中距離では正確無比な弓で無敵を誇り、近距離でも剣で並の騎兵以上に戦えるが、性質上防御が薄く強引な突撃には向かない。しっかりした敵陣に無理やり仕掛ければ大きな損害が出るだろう。

そこを埋めるのが俺と護衛隊だ。

　鋭角三角形の突撃陣形。その尖った先端部分を護衛隊が構成する。

護衛隊は矢尻の役目をする。

　敵陣に迫ると当然ながら長槍の穂先が並び、その後ろで弓兵が斜めに弓を構え、櫓上のクロスボウがこちらに向けられた。既に敵指揮官の号令も聞こえる距離だ。

「長槍隊は死んでも柵を守れ」

「弓隊あと五秒引きつけろ」

「予備のクロスボウを確認。まず指揮官クラスを、敵が足を止めたら更に持ち替えて釣瓶撃ちにするぞ」

　先程突破したよりも遥かに頑強そうな守りにギドが不安げな顔をする。

ふふふ、この程度で情けない顔をするならお前のモテも知れたものだな。

　俺はなんの命令も出さず、そのまま突撃を続ける。

そして敵の弓兵とクロスボウ兵に射撃命令が下る直前──。

　なんの号令もないまま、背後から風を切る音が鳴る。

俺達護衛隊を掠めるように放たれた矢は浅い角度で飛翔し、櫓の上の敵クロスボウ兵に襲いかかった。

　敵陣から悲鳴と困惑の声が上がる。

疑いようもなく真正面から撃たれているのに困惑が混じるのには理由があった。

「これはすごい」

　五人が詰める櫓に飛翔する矢は五本。三人ならば三本。

敵兵と同数の矢でほぼ全て仕留めている。

　敵兵の中にはこちらの反撃を警戒して櫓から頭と腕だけを出して狙っている者もいた。

見ればその臆病な敵兵の額へ見事に矢が突き立っている。

「ぎゃっ!?　うそだろ……」

　ある敵兵などは構えていたクロスボウへ正確に矢が命中。運良く命は取り留めたが得物を失い、とんでもない精度の射撃に呆然と櫓上で立ち尽くしていた。

「護衛隊の周囲には私達の中でも腕の立つものを並べています。この程度の距離ならば外しません！」

　言いながらルナは弓を引き絞り、まず一射。そして目にも止らぬ装填でもう一射した。

行方を追うと狙いは一際大きな櫓上の敵だったようだ。

　まず一本目の矢が正確に敵を捉える……かに見えたが名人のルナにも失敗があるのか、狙いを外して側面の板に突き立った。

「……見たか？　敵の狙いもこんなものだ。落ち着いて反撃──ぐげ！」

　そして二本目の矢は何事か言いながら立ち上がった派手な兜の恐らくは指揮官と思われる男のこめかみに突き立つ。どうやら一本外したのはわざとだったらしい。

　ルナを讃える暇もなく、弓騎兵全体から敵陣に向けて矢が放たれる。

大量の矢が針の穴を通す精度を必要としない相手……つまり一列に並ぶ長槍兵と弓兵に襲いかかった。

　山の民の中ではそれほど名手ではない者達の一斉射撃だが、普通の弓兵と比べると精度は飛びぬけている。しかもそれを騎乗でやっているのだから恐れ入る。

　敵から反撃の矢が放たれるが、機先を制されて隊列が乱れている上、狙いが弓騎兵と先頭の護衛隊のどちらを狙っているのかわからない中途半端なものだったため、さしたる脅威にはならない。

見れば長槍隊もかなりの損害を受けたらしく、そこら中に陣形の穴が見える。

ここまで下準備が整えばあとは突撃するのみだ。

　俺とシュバルツは速度を上げ、先頭を走る。

「ああ、また！　少し待ってくださいってば！」

「遅いぞギド。女を食うだけが能では困る」

　クロスボウと弓の脅威は去り、長槍の槍衾もバラバラだ。

それでも最後の脅威たる柵は健在で騎兵突撃の大きな障害だ。

「今日はとにかくこいつが役に立つ」

　右手にあるのは巨大なハンマー。

柵を叩き壊すのにこれほど有用なものもない。

　護衛隊が敵に肉薄したので弓騎兵の射撃が止まる。

　俺は息を吸い込みながら右手一本で高々と得物を掲げた。

無論、速度は微塵も落とさず柵に向けて一直線に走る。

「射撃が止んだぞ。すぐに立て直せ！　柵があるからそう簡単に踏み込まれることは」

「先頭の奴なんだあれ？　一体何を持って……」

「あ……あ……」

　敵兵が柵越しに呆然と俺を見上げる。

振り上げた鉄塊が男の顔に影を落とし、一瞬表情が見えなくなる。

「……悪魔」

　不本意な呟きと渾身の一撃が振り下ろされるのは同時だった。

　通常柵の破壊はハンマーか斧で行われる。

斧で細い部分を折って穴を開け、ハンマーで地面に固定された杭を何度も叩いてへし折る。

当然ながらこれを敵の目の前でやらないといけないのだから簡単ではない。

故に一度完成すれば簡易な柵であっても熟練の槍兵にも劣らない防御力を発揮する。

「何事にも例外はあるが」

　例えば巨大ハンマーに突撃の加速を乗せて振り下ろすとかな。

　あえて柵の頑丈な部分に命中させた一撃は穴を空けるだのへし折るだのではない。

命中と同時に柵を構成する細木、太い杭、綱、補強の金属片がバラバラになって撒き散らされる。

　加速の乗った巨大ハンマーは柵の後ろから見上げていた敵兵も巻き込む。

木片の中に湿っぽい破片が追加された後も、威力をほとんど減退することなくそのまま地面を叩く。

派手な土煙と轟音に地面そのものが揺れた錯覚に陥る。

　原型の無くなった敵兵の周囲五人の敵兵が破片か衝撃かで手足が折れてその場に倒れ、更にその周囲十数名程度の敵兵が僅かに宙に浮いた後、得物を落としてひっくり返る。

　更に柵同士が綱でしっかり結ばれていたせいか、破壊した部分を中心に左右それぞれ１０ｍ程の範囲の柵が一斉に崩れ落ちる。よく見れば地面に固定された杭部分が折れるか引き抜けたようだ。

　そして残念ながら巨大ハンマーは今の一撃でへし折れてしまった。

ううむ、これだけ太い柄でも駄目なのか……。

　突撃の力を全部使った一撃にシュバルツもさすがにバランスを崩してゆっくり足を止める。

先程までの喧騒が嘘のような静寂の中、ぽっかり空いた２０ｍの穴の中心で俺は咆哮をあげた。

　穴はあけたが、まだほんの一点のみ。敵もすぐに空いた穴を塞ごうと押し寄せてくるだろう。

突撃を成功させるにはここから更に敵を叩かねばならないと気持ちを入れ直して敵兵を睨む。

腰のデュアルクレイターにもしっかり手をかける。

　だが事は予想外の方向に動いた。

「「……」」

　敵兵同士は無言のまま顔を見合わせ、小さく頷きあった後、一斉に武器を捨てて遁走し始めたのだ。

「なぬ？」

　思わず間抜けな声が出る。

　遁走は俺の周囲から始まり、敵陣全体に広がっていく。

よく見れば兵を止めるべき指揮官も一緒に逃げている。

「なんだこりゃ」

　相手が民兵隊としてもこれはひどい。

いや、最初の感じからして正規兵だと思うが。

　俺は答えを求めるようにギドを見る。

「今の一撃を見せられては当然かな……と。あと地面は本当に揺れました。味方も何人か落馬しかけましたから」

　反対側のルナを見る。

「最後の咆哮も人間じゃない……ではなく人間離れした凄まじい迫力でしたから」

　護衛隊と弓騎兵から賞賛の声が上がるが、沸き上がる勝鬨ではなく、少し引いている気配を感じる。

　この雰囲気は経験があるぞ。

カーラとミレイを連れて狐狩りに行った時だ。休憩中に突然クマが出たので咄嗟に素手で殴り殺した時の視線に似ている。

　今一つ納得いかないがまず初手は上手くいったと考えることにしよう。




　気まずい雰囲気を打破したのは背後の喧騒だった。

「本陣から狼煙多数！　意味は……不明です」

　レオポルト率いる俺の私軍の方から無数の狼煙が上がっている。

特に意味のあるあげ方ではない。

「本陣が前進を開始しました！」

　レオポルトが動いたらしい。

意図は不明だが、俺は事前に奴に突撃の進路を教えている。

俺が敵の一隊を撃破したのを何かに利用するのだろう。

「王国軍の総司令部にも狼煙が……」

　僅かに遅れて王国軍本陣からも無数の狼煙が上がる。

これもまた知らされていないパターンで意味不明だ。

「次に行こうか」

　俺は折れたハンマーを捨ててデュアルクレイターを抜く。

敵が置いていった長槍も一本貰おう。

「え？　動くんですか？」

　ギドが驚いたように言う。

気持ちはわからんでもない。レオポルトとエイリヒが動きを見せているのに気にしないのだからな。

「意味のわからん狼煙なんだろ？　なら放置でいいじゃないか」

　本陣危機や後背奇襲の狼煙なら一大事だが。

「でも、もしかすると混乱して間違っているのかも……一応確認した方が」

「混乱？　レオポルトがか？」

　俺はレオポルトがパニックになって走り回っている様子を想像する。

だめだ想像できん。セリアなら容易に想像できるのだが。

「あいつに限ってそれはない。意味不明ということは味方に向けた意味はないと言うことだ」

　俺は号令を出して次の目標に向かう。




　その後、俺達は正面の敵を次々と撃破して進む。

その途中でレオポルトの狼煙の意味もわかった。

　俺の私軍から狼煙が上がった後、数分置いて今度は遥か後方から複数の狼煙が上がったのだ。

敵から見れば大量の狼煙は総反撃にしか映らず、後方からの狼煙は増援の到着を想像させる。

　間髪入れずに王国軍総司令部からも狼煙が上がったのはレオポルトの意図を理解したエイリヒが乗っかったのだろう。

これ見よがしに複数の小部隊が散っていくのも敵にとっては何かの策を想像させて不気味だろう。




　敵が本隊の動きに気を取られる分、俺達は比較的自由に動くことができた。

　その後も勇猛に戦う護衛隊と弓騎兵、途中で合流したポチに乗るピピの活躍もあって俺達は敵中で暴れ回り、遂に敵の隙をついてセリア大隊は脱出に成功する。

「うう……エイギル様……私は……」

　ぐったりと疲弊した兵の中心でセリアは唇を噛みしめている。

手はぎゅっと太ももの帷子を握りしめている。

「セリア」

　よく見れば頬には矢が掠めた痕があり、鎧の肩部分が凹んでいる。

籠手も片方無くなってしまっていた。

不利な状況の中で必死にもがき続けたのだろう。

「ま、後だ」

　慰めるにも怒るにも戦場でやる暇はない。

何故かセリアはショックを受け、がっくりと肩を落とす。

「戦える者を一隊にまとめろ」

　見た限り各中隊ともに負傷兵が多く、あるいは疲れ切って戦力にはならない。

動けるものを一纏めにするのが最善だ。

　セリアは目に涙を浮かべながらも立ち上がり、てきぱきと隊をまとめる。

そんな世界が終わったような顔をしなくても、大して怒っていないんだがな。




「さてこれで俺の方は一段落ついた訳だが」

「全体の戦況はまさに佳境ですね」

　俺がセリアを救う為に敵陣深くまで侵入したタイミングでエイリヒが動いたのだ。

狼煙やらの小細工で敵を牽制していた王国軍が総攻撃を開始、それに呼応してレオポルト率いる俺の軍も動いた。

　俺の軍が参加した優勢は敵の騎兵集団によって掻き消え、その劣勢も既に挽回されている。

そこかしこで歩兵が競り合い、矢を撃ち合い、騎兵が走り回っている。

時折聞こえる砲声は俺の軍だろうな。

　陣形も目まぐるしく変わり、崩れた部分を他の部隊が補強して、もう俺には原型が何かわからない程だ。

「方円の亜種……右翼を強化する布陣です。あっちは半包囲陣が崩れたものです……」

　隊の編制が終わったのか、隣でセリアが目を伏せながら教えてくれる。

目を向けると脅えたように肩を震わせる。

　お前は悪くない。悪いのはお前を包囲した南ユーグリアだと言ってやりたかったがその暇はないようだ。

「味方の方が敵を一手上回っています。でも優勢になろうとするたびにあの騎兵集団が……」

　ギドが会話に割り込むとセリアは気まずそうに下がってしまう。

「あいつらをなんとかしないとな」

　敵の騎兵隊は実に効果的に動いていた。

司令官も指揮官も優秀なのだろう。近くの味方が危機になればすぐに駆け付け、味方が隙を見せればたちまち押し寄せてくる。

全部隊が騎兵と戦車で構成されているので戦場を端から端まで風のように駆けまわっている。

「レオポルトの言う通り、あいつらを先に引っ張り出せてよかったな」

　もしこいつらがいきなり本隊の後方にでも現れていたら勝敗は決していたかもしれない。

「あいつらを押さえに行くか」

　俺は戦場を見回す。

すると再びおずおずとした声と共に細くて綺麗な指が差される。

「あの敵部隊が崩れかけています。敵にとっても大事な部分なので援護が入るかと」

　俺はセリアの頭を撫で、先回りを命令する。




　そして目当ての奴らは予想通り苦境の敵を救いに土煙をあげてやってくる。

「撃て!!」

　弓騎兵から猛然と矢が放たれる。

少なくない兵が斃れると、敵は弾かれたように反応して進路を変え、弓の射程を出る。

「く……一斉射だけしか」

「相手も騎兵だからな」

　そして次にやってきたのは戦車だ。

弓騎兵は狙いを定めて矢を射るが、いかんせん装甲があるので上手く仕留められない。

　逆に戦車に据えられた大弩が唸り、数名の弓騎兵が馬ごと打ち倒される。

「……く、肉薄して剣で──」

「それが狙いだ。後ろに下がれ」

　俺はルナの命令を遮って後退を命じる。

軽装備の弓騎兵が前に出ては損害が大きくなる。

敵騎兵集団はざっと二万、こちらは八千。間合いを詰めて取っ組み合いをしては勝ち目はない。

「敵三千がこちらの射程外を右回りに迂回！　左回りに四千が迂回！」

　包囲に出てくるか。しかも早いのは足だけではなく、命令の伝達速度もだ。

こちらの動きに一瞬で対応してくる。

　そして手をこまねいているとたちまち突撃が来る。

「中央から敵が突撃してきます！」

「矢の雨を浴びせてやりなさい！」

　ルナが咆える。

だが敵は射程ギリギリで反転してしまう。

「右回りの敵が後方で止まり突撃態勢！　左回りの敵も少しずつ距離を詰めてきます！」

　俺とルナの視線は前から後ろ、後ろから側面と二転三転させられる。

　正直これはまいった。

腹立たしいがこの動きにはついていけない。

　これが千対千の戦いならもっと機敏に動けるのだが、俺はこの数の兵をこれほど機敏には動かせない。

力任せに押してなんとかなる相手でもなさそうだ。

　ルナも同じなのかキョロキョロしながら苛立っている。

このままだと捨て身の攻撃でも仕掛けかねない。

「エイギル様……」

　またもおずおずセリアの声と指が一点を差す。

……ふむなるほど。

「全体前進！」

　俺達はセリアの指の先。具体的には敵が使っていた逆さ打ちの杭が並ぶ場所へと入っていく。

そこは既に放棄され、無人となっていた。

「この場所では馬が走れませんが……」

　ギドは巧みに馬を操って進みながら不安そうに言う。

山の民からなる弓騎兵にとって馬がまともに動けない場所は嫌なのだろう。

「ああ、馬はまともに動けん。敵のもな」

　俺達は杭が並ぶ場所の中心に隊を並べ、円形になって全周を警戒させる。

　敵は騎兵のみで構成された集団だからここに来るのは俺達のようにえっちらおっちら進むしかない。

まして戦車など絶対に入れない。

「進むのだ！」

　ポチだけは胸で杭をへし折りながら一直線だったが気にしないでおこう。

　騎兵から機動力を奪えばただのでかい的だ。

そして俺達は機動力を失っても圧倒的な弓の腕がある。

「敵……止まりました」

　敵もそれがわかっているのか、こちらを包囲するだけで近づいては来ない。

追い込まれて穴倉に逃げ込んだみたいで格好悪いが仕方あるまい。

それに目的は概ね達成されたしな。

「別に敵の騎兵集団を撃滅する必要はない」

　俺は戦場全体に目を向ける。

　味方の援護に敵の攪乱にと獅子奮迅の活躍をしていた騎兵集団が俺達を囲んだまま止まるとどうなるか。

「敵の陣が次々と崩れていきます！　あそこも……むこうも！」

　敵の切り札を一時的にでも拘束してやればエイリヒとレオポルトが勝手に勝ってくれる。

今更包囲を解いてももう遅い。

騎兵集団の司令官は間違いなく優秀だが、俺に拘り過ぎたな。

　戦場の各所で味方が敵を押し始める。

敵は最初はじりじりと、やがて目に見えて下がり始め、今は走って逃げる者まで居る。

「そろそろだな」

　俺は杭を避けて進みながら呟く。

「はい」

　ギドも何度も戦場を駆けた経験からそう呟く。

　敵は全域で後退を続け、厚みのある陣地からも押し出され始めている。

陣を保持できないならばこの場で踏みとどまる意味はもうない。

　敵に民兵の比率が多いのも悪い。

一度下がり始めた状況から踏みとどまるには高い練度と経験が必要だからだ。

　そして敗走しているとはいえ、見たところ敵の損害はそう多くない。

　これは敵味方の兵力が巨大である故だ。百対百で敗北すれば一方が皆殺しになることもあるが十万対十万ではそうもいかない。兵力が大きければ追撃される味方を援護できる余地もあるし、総数が多いと勝利側も動きが鈍くなるからだ。

「敵の統制は崩壊しておりませんし下手な追撃もできませんね」

「まぁ南ユーグリアの今までの動きを見るに無理には踏みとどまらないだろう。追撃の余地を与えないように慎重にアークランド周辺まで後退してから……もう一戦だろうな」

　見れば王国軍も俺の軍も無理に追撃することなく、限定的な突撃を繰り返しながら敵を追いやるように動いている。

　とりあえず王都近郊から敵を撃退できた。これでエイリヒも一度敗北したら終わりのストレスから解放されるだろう。できれば一戦で完全決着と行きたかったがそう上手くもいかないか。

「一旦エイリヒの所に戻るか。今度のことでも──」

　俺はそこまで言って言葉を切る。

「て、敵が……」

　ギドも目を見開く。

「こ、これは」

　一歩下がっていたセリアも驚きの声をあげた。




　ずるずると後退していた敵が突如反転、猛然と前進を始めたのだ。

「っ!?　迎撃準備を!!」

　ルナが叫び、終わったつもりでいた弓騎兵が慌てて弓を構え直す。

　敵は怒号をあげながら押し寄せてくる。

「放て!!」

　正面からまともに矢を受けた敵兵がドサドサと倒れる。

だが敵の突撃は止まらない。

　今までの動きとはまるで違う。

まるで女性と知的な議論をしていたら突然ヒステリーを起こされたような事態だ。

「どうなっているか確かめて来い！」

　俺はギドを見ながら本陣を指差す。

「はっ！」

　さすがにこれは異常事態だ。

エイリヒとの連絡が必要だ。

　敵の突撃は全方面で行われている。

収束し始めていた戦闘が一転して燃え上がる。

各所で陣形が崩れたままの乱雑な戦いが始まっている。

「エイリヒも予想外だったか」

　王国軍は後退する敵を上手く追って損害を与えようとする配置を取っていた。

そこにこの突撃だから意表を突かれた感は否めない。

　俺は馬上でデュアルクレイターを振るい、押し寄せてくる敵兵を二人、三人と切り捨てる。

なんとか馬体の下に潜ろうとした四人目の額にシュバルツが前足で蹴りを入れる。

「突撃！　総突撃だ！」

「今更突撃などどういうことだ！　ここは損害を局限させつつ後退すべき状況だろう!?」

「俺も知らんが最高司令部からの命令だ！　意見の余地はない！」

　敵指揮官の叫びが聞こえる。

こいつらも良くわかっていないようだ。

　だがさすがにエイリヒもレオポルトも有能な奴らだ。

当初は意表を突かれて乱れたが、しっかりと対応して敵の突撃を受け止め、このまま押し切られる危険は感じなくなった。

　そもそも敵は撤退が普通の不利な状況から強引に強攻したのだから限界がある。

敵味方の斃れる兵の割合は三対一、いや四対一に変わっていく。

「だがそれでも……」

　凄まじい戦死者数だ。

追撃戦ならまだしも、正面からの戦いでこれほどの損害が出るのを見たことがない。

　南ユーグリア軍は突撃が頓挫しても攻勢を止めない。

練度に劣る民兵を追い立てるようにして正規兵もまた突っ込んでくる。

「このままでは損害がでかすぎる」

　弓騎兵と護衛隊、そして戦いが終わったと見て寄ってきた一〇五兵団の面々も善戦しているが、損害は加速度的に大きくなっている。

　こういう時に取るべき手段は一つだ。

「ヤーコフ。ついて来い」

「おうとも！」

　俺は兵の群れを搔き分けるように駆ける。

狙いは一つ。敵の大将だ。




　セリアがついて来ようとしたが、下がれと怒鳴る。

先程までの苦戦で疲れたセリアを混戦に連れて行くのは危険すぎるからだ。

その点ヤーコフなら死んでも諦めがつく。

「……ひでぇぜ大将」

　ヤーコフが笑いながら応える。

俺もまた笑うが、目はカッと見開いたままだ。

　探すのは大将旗だけだ。

とはいえ敵の旗模様など知らん。

「大将！」

　ヤーコフがさっと剣で差す。

　剣を構える鷹が描かれた旗。

金糸で縫われて輝いている。見るからに偉い奴が掲げる旗に違いない。

「あれか」

　俺は旗に向けて一直線に突き進む。

そこら中敵だらけだが、俺を止めるよりも前に進むことにしか気がいっていないようだ。

普通の事態ではない。敵にとっても無茶苦茶な命令だったのだろうか。

　このまま鮮やかに大将を仕留めたかったが、さすがにそうもいかなかった。

「!?　敵襲!!　敵襲!!」

「マエスタス閣下！　お下がりください！」

　護衛の兵はさすがに突撃には参加しておらず、俺の前にずらりと並ぶ。

だがここまで来て怖気付く訳にもいかない。

「ついて来い」

「お供します！」

　俺はシュバルツから飛び降りるとデュアルクレイターを抜き放ち、姿勢を低くして突っ込む。

「こ、こいつ速──」

　言い終わる前に護衛の兵の胴を切り裂き、隣の兵の槍と右手を斬り落とす。

更に体を回転させて回し蹴りで一人を蹴り飛ばし、上段からの振り下ろしで一人を両断する。

「閣下！　一旦お下がりを!!」

　側近と思われる男が叫んでいる。

だがここまできて逃がす訳にはいかない。

　俺は護衛兵の群れを突っ切り、背後をヤーコフに任せて『閣下』に迫る。

「いかせるものかよ!!」

　立ちはだかるのは側近の男だ。

長さ３ｍ程の槍をぐるりと回す。

　いざ勝負、などと言っている暇はない。

俺は無言のまま男に向かって飛び込む。

「せい！」

　鋭い斬撃を体を捻って避ける。

間髪おかずに来る二撃目を剣の腹で弾くが、勢いは止まってしまった。

　一気に勝負を付けたかったが、この男もなかなかの手練れだ。

「くっ！　この！　大将まだですかい!?」

　背中ではヤーコフが敵兵数名を相手に苦戦している。

そう時間はない。

　俺は剣を正眼に構えると一つ息を落とし、側近の男を見据える。

「ふっ」

　そして小さく息を吐くと同時に再度突っ込む。

「正道で来るか！　潔良し！」

　男もまた正面から渾身の突きを放ってくる。

俺は穂先を両断しようとデュアルクレイターを振るうが、男は上手く槍を捻って剣先を柄で滑らせる。

「貰った!!」

　俺の剣は狙いを外して空振り、男の槍が俺の脇腹を捉える。

ドスンと鈍い衝撃が腹に来る。

「俺もな」

　一瞬遅れて俺の剣が男の首を飛ばす。

男は何故だと言わんばかりの表情を浮かべて地面に転がる。

「ぐ……」

　俺は脇腹に手をやる。

血は流れているが中身は出ていない。大丈夫だ。

　もし男の槍が最初の勢いそのままに俺の脇腹を捉えていればさすがに致命傷だっただろう。

だが武器破壊を狙った俺の剣を滑らせると言う動作を入れたことで威力がぐっと落ちた。

ならば鎧の隙間を狙っても俺の筋肉は貫けない。

「腰を据えてやれば無傷だったが……」

　今は痛みより時間の方が大切だ。何合も撃ち合う余裕はない。

　邪魔者もいなくなり、俺は『閣下』に向けて歩を進める。

「閣下ここは私が!!」

　もう一人小姓と思われる少年が剣を構えるが剣先が震えている。

先程の男とは比べようもない雑魚だ。足止めにもならない。

「……」

『閣下』が無言のまま剣を抜く。

細身の長剣だが形から見て突きが主体か。

　俺が腰を落として気合を入れた時だった。

「大将、こいつは総大将じゃねぇ！　ありゃ大将旗じゃなくて軍団旗だ!!　見覚えのある帝国式の掲げ方だから間違いねぇ」

「なに!?」

　ヤーコフの叫びに緊張が破れる。

「す、隙あり──！」

　俺は飛び込んで来た小姓の腕を掴んで放り投げながら忌々しげに叫ぶ。

「ここまで来て間違えるとは運の無い……」

　小姓はボスンと地面に落ちて気を失う。

俺は『閣下』こと【マエスタス】と睨み合う。

　その時だった。

　マエスタスの視線がさっと泳ぐ。

罠かとも思ったが本気の動揺が見て取れたので視線を追いかける。

　距離１００ｍ。

百近い軍馬の群れ。

その中心にいる大男。

掲げられた龍と剣の旗。

「大将!!　あれが大将旗だ──!!」

「ちいっ！」

　マエスタスが俺に向けて走る。

だが俺の視線はもう奴にはない。

「ヤーコフ！」

「おう！」

　ヤーコフは俺に向かって剣を投げる。

　俺はその剣を掴むと鬼の形相で突っ込んでくるマエスタスを無視し、大将に向かって剣を投擲する。

投擲用でない剣は不格好に回転しながら放物線を描いて飛び、やがて見えなくなる。

　俺が剣を投げると同時にマエスタスも足を止める。

もう突っ込む意味もないからだ。

　そして沈黙の数秒の後──。

　鋭い嘶きが響く。

敵の大将が乗る馬が横倒しになり、周囲の者がこちらに向けて慌てて人の壁を作る。

「ええい外した！」

　投げた剣は大将ではなく馬に当たったようだ。

さすがにこの距離で当てるだけの技量は俺には無かったか。

　だが二つ失敗しながらも俺の目的は達成される。

「撤退命令──撤退だ!!」

「最高司令官より撤退命令！　直ちに撤退しろ！」

　撤退を告げる伝令が走り始める。

「撤退だそうだが」

　俺はデュアルクレイターを構え、マエスタスと向かい合う。

「……そのようだ」

　奴も剣をこちらに向けながら応じる。

　マエスタスはフッと息を吐いて兜を取る。

「悪魔の顔。覚えたぞ」

　俺は衝撃に打ちひしがれた。

とんでもない男前だ。ギドなどとは比べようもない。

「次に会ったらその男前を台無しにしてやろう」

　思わずそう応じてしまう。

　マエスタスは冗談だと思ったのか小さく笑い、マントを翻して去っていく。

さすがにもう追う気力はない。

「大将引き揚げやしょう！　俺ももうボロボロです！」

　見ればヤーコフも満身創痍だ。

だが何を思ったのか失神した小姓を肩に担いでいる。

「よく見るとこいつ女ですぜ。後で一緒に頂きましょう。何故か今はこいつの尻を掘りてぇです」

「野盗みたいなことを言うな」

　そう言いながらも俺は失神した小姓の尻を軽く撫でた。

　遠くから味方の伝令が走って来る。

勝利の知らせなのだろう。俺は既に敵から聞いているが。

「おう。勝ったか」

　軽く言うが伝令の顔色は真っ青だった。

「と、東部領主三人が離反──!!　南ユーグリアへ内応との急報有!!」

「ああ？」

　ここに来て裏切りとはどんなタイミングだ。

偶然の訳も無し、狙っていたのだろう。

「やばいですぜ大将。東部からそいつらが攻めあがってきたら……」

「本陣に戻るぞ」

　まったく次から次へと本当に鬱陶しい相手だ。

約一か月ぶりの更新です！

なんでこうなってしまったのか自分でも良く分かりませんが、一度更新すれば大丈夫のはずです。

これからはあまり間をあけず、ボチボチ更新を続けていきます。










第４３５話　マイラ参陣　♯







　俺はエイリヒのいる総司令部に駆けこむなり前置き無しに怒鳴る。

「内通とは確かなのですか？」

　思った以上に声量が出てしまい、雑用をしていた少女が驚いてひっくり返る。

「子細は不明だが領主三人が内通したのは間違いない。情報官より屋敷周りで挙兵と報告があった」

　このタイミングで挙兵したとなれば間違いないか。

俺は少女を優しく起こして尻の埃を払ってやりながら肉付きを確かめる。

「この三家が大軍を用意できるとも思わんが、南ユーグリアから何かしらの助けがあったかもしれん。それに、いかんせん場所が悪い。迂回して王都をつく動きを見せるだけでも兵が動揺する。更に南へ下ればお前の領地を狙うこともできる」

　正面では敵が撤退し始めている。

だが先程の攻勢を見る限り奴らはかなり積極的だ。

こちらが動揺を見せればとって返さないとも限らない。

　少女は俺の手が埃を払うだけで無いのに気づいたのか顔を赤くして俯いている。

だが尻が逃げないのを見ると完全に嫌でもないようだ。

「いずれにせよ。情報伝達の時間を考えれば早急に対応を──おい、南東の丘を見ろ！」

　考えながら遠くを見ていたエイリヒが大声を出すと同時に見張りが叫ぶ。

南西から敵の一団が顔を出していた。

その数は一万……いや二万は下るまい。

「大軍を用意できたようですな」

「皮肉を言っている場合か。動揺は見せたくなかったが」

　エイリヒは苦い表情で麾下の部隊に迎撃を命じる。

しかしながら大激戦から間を置かない連戦とあってその反応は格段に鈍い。

　さてどうしたものかと思案しているとピピとルナが左右から俺の袖を引く。

俺は目を細めて新たな敵を確認──。

「待て、攻撃中止！　中止だ」

　俺は思わずエイリヒの命令を勝手に中止してしまう。

エイリヒにすごい顔で睨まれたが、それどころではない。

「あれは友軍だぞ。見覚えのある旗を掲げているじゃないか」

「ハードレット卿ご自身の旗です」

　レオポルトの茶々入れは無視する。

　新手の敵と思われた相手は俺の旗を掲げている。

内通したと思われる三領主の旗は破られ斜めにして運ばれていた。

　さらに目を凝らすと新手の兵達は簡単な胴鎧と槍を持っただけの民兵に近い。

中核の部隊だけがしっかりとした見覚えのある甲冑──治安隊の装備で固めている。

「マイラに預けた部隊じゃないか。どうしてここにいるんだ？」

　俺はレオポルトに目をやるが、奴は小さく首を振る。

過剰な反応は無いがその目は鋭く細められ、治安隊を睨みつけているように見える。

「マイラめ、やりやがったな」

　俺は苦笑しながらピピを抱き寄せて顎下を撫でる。

隅にいたセリアがピクリと震えるが、何も言わず顔を伏せてしまった。

　俺はマイラに領地を守れと命令を出した。

レオポルトが勝手に覆した訳でないとすればマイラの独断専行だ。

「ともあれ話を聞こうじゃないか」

　目に見えて胸を撫でおろしているエイリヒの横で俺はピピの顎下を撫で続ける。

視界の隅ではセリアが落ち込んでおり、いつの間にか来たセクリトがニヤニヤしながら彼女を見ていた。







「説明を」

　レオポルトの抑揚のない声に促され、マイラがポソポソ話し始める。

「て、敵を領内から完全に駆逐しました。敵領に斥候を送った結果、後続も増援の兆候も無く……戦略的な視点からも敵の再侵攻はあり得ないと判断して……貴重な兵を遊ばせず主戦場に参戦しようと……」

　彼女らしいはっきりとした物言いが後半になるにつれて次第に小さく歯切れ悪くなっていく。

　レオポルトが報告書をさっと確かめる。

「報告は領地より敵軍駆逐せり──までですな。命令の変更は成されていませんが？」

「そ、それは……戦況は流動的でその……報告をやり取りする間に機を逃して……」

　マイラがどんどん小さくなっていく。

普段凛とした彼女が困ったように俯く姿は保護欲と嗜虐心を同時にそそる。

だがレオポルトはそんな感情とは無縁なようで、冷たい口調のまま淡々と続ける。

「つまりヒューティア卿は『領地奪還』の命令を達し『領地防衛』の命令を放棄して『独断で軍を移動させた』と理解して宜しいか？」

「はう」

　マイラがまた小さくなった。

今やセリアぐらいに見える。

「よしんばその判断に正当性があるとして、何故本隊に許可を取ってから動かなかったのか？」

「敵は後退して反撃の兆候なしと何度も送りましたが『現状の命令を遂行せよ』とばかり！　このままでは決戦の機を逃すと──あっ」

　顔をあげたマイラは反撃を試みるが、墓穴を掘ったことに気付いてしまったようだ。

ちなみに俺はそんな報告書を見ていない。全部レオポルトが対応したのだろうな。

「つまりヒューティア卿は『現状の命令遂行』が命令と知りながらあえてそれを破って──」

　マイラが更に小さくなり、ピピぐらいになってしまう。

　エイリヒも苦笑しながらその光景を見ている。

マイラが命令違反したのは明白なので、それを責めているレオポルトを止めるつもりはないらしい。

だがいい加減話を進めたいのか、俺に目で合図してくる。

　見ればレオポルトもこちらを横目で見てくる。

叱責を中断させるのは俺の仕事らしい。

　よし助け舟を出してやろう。

「ま、それは後でいい。道中に一戦やったのだろ？　その経緯を先に聞かせてくれ」

　マイラがむくっと大きくなる。

「はい！　主戦線たる王都南部を目指して行軍していた時、道中の街から突然南ユーグリアの旗を掲げた一隊が現れました。数は……確か二千から三千程度でした。数的に優勢かつ、敵は無警戒に乱雑に進軍していましたので横合いから急襲して撃破しました」

「くくく、また運の無い奴らだ」

　セクリトが噴き出した。エイリヒもふっと息を吐く。

「その後も道中二つの街で同じようなことがありました。全部合わせれば万を超えたのかもしれませんが、敵が過剰に動揺していた上に各個撃破でしたので特に語る程の損害も無く。ほぼ一方的に……」

　敵の計画では恐らく内通した三領主はどこかで集合してこちらの後背を脅かす計画だったのだろう。

だが挙兵して街を出たところで偶然マイラの軍団に遭遇してそれぞれ撃破されてしまったらしい。

　バラバラのまま戦ったことはもちろん、内通からの奇襲のつもりが街を出た途端に軍団がいたのだから混乱してまともに戦えなかったのだろう。

「いずれも殲滅するまでも無く指揮官──領主一族が投降したので捕縛して連行しています」

　ムンと胸を張るマイラ。

「報告は終わりですな？　では話を戻しましょうか」

　レオポルトに言われてマイラがまた小さくなっていく。

　すると思わぬところから助け船が出た。

「話を聞く限り、何を責めることがあろう」

　今までニヤニヤ、くつくつと笑っていたセクリトだ。

彼女は机の上に足を乗せようとしてエイリヒと俺の顔を見て止め、天幕の支柱にもたれかかる。

「独断専行は戦場の華。吉と出れば見逃し、凶と出れば首を刎ねるまで」

　セクリトはレオポルトに目を向ける。

「参謀風情がねちねち言うことではない」

　言われたレオポルトが僅かにセクリトに視線をやる。

無表情だが少し怒っているな。俺にはわかるぞ。貴重なのでもう少し凝視しておこう。

　エイリヒが不思議そうに首を捻っている。

「昔どこかで同じようなことを……」などと呟いている。

「少なくとも調子に乗って敵中に孤立する大隊長殿よりはマシだろう？」

「はうぁ！」

　セリアがビクンと震えてマイラ以上に小さくなってしまう。

「なんてことを言うんだ」

　ただでさえ凹んでいるセリアを虐めるんじゃない。

プルプル震えているじゃないか。

「まあ、命令云々は俺の出したものではないから何も言わんが」

　話が一段落ついたと見たエイリヒが口を開く。

「ヒューティア卿の行動は吉と出た。敵主力は撤退しながらも踏みとどまる機会を伺っていたようだが……増援の到着を見て完全に諦めたのだろう。本格的に後退していく。戦線は大きく押しあがるぞ」

　その上で──とエイリヒは天幕を開いて戦場全体を見渡す。

何も言わずに右から左へゆっくりと視線が動く。

　全員が数秒沈黙した後、エイリヒが再び口を開いた。

その声は僅かに震えているようにも聞こえた。

「凄まじい……凄まじいまでの損害だ！」

　エイリヒはそう言ったきり押し黙ってしまう。

俺もエイリヒと肩を並べて戦場跡を見渡す。

どこを見ても屍だらけで死人がいない場所などない。

　その数はどう見ても十万は下らない。

生きて立っている者より死者の方が多いくらいだ。

もちろん、これには敵の死者も含まれているからだが……。

「概算ですが損害比率は三対七程度で味方有利かと」

　レオポルトが耳元で囁く。

そんなもんだろうな。

「装備練度の貧弱な徴集者に死者が多いね。これは戦力的なダメージは小さいけれど……」

　トリスタンの言いたいことは分かっている。

民兵は素人兵、つまり本来は農民であり商人であり狩人なのだ。

彼らがこれだけ死ねば国力への打撃は職業軍人が死ぬより大きいだろう。

「ま、今はいいけどね。終わった後も尾を引きそうだよ」

　最後の一言に俺はあえて応えなかった。




　──夜。

　敵は完全に撤退し、俺達は部隊を立て直しつつ休息を取ることになる。

「ええと、これが損害報告だね。一〇五兵団とアレスからも来ているよ」

　トリスタンが俺の隣に控えて補佐をする。

俺は憮然とした顔でトリスタンを睨む。

「その顔はなにさ？」

「言わなくてもわかるだろう？」

「仕方ないじゃないか。彼女はああなんだから……なのに僕がサボろうとしたら蹴るんだよ」

　本来俺の補佐をするのはセリアの役目なのだが、今は部屋の隅で座り込んでいる。

椅子があるのにあえて地面に正座しているのは見ていて痛々しいから止めて欲しいのだが。

「おーいセリア。いつものようにお前がやってくれ。こいつだと俺のやる気がなくなる」

「酷いなぁ……僕だってこんなめんどくさいこと嫌なんだけど」

　セリアは肩を落としたまま答える。

「いえ、トリスタンの方が無能でバカな私よりずっと良いです。私なんかが隣にいたらエイギル様にまでバカがうつってしまいます。小石を机に置きましたので、腹が立ったら私に投げて下さい」

　セリアが卑屈になってしまった。

敵将を狙った突撃の時に置いて行ったのが悪かった。見限られたと思ってしまったのかもしれない。

「どうしたもんだか」

「ほんとうにねぇ」

　トリスタンも溜息をつきながら紅茶をすする。

礼節に興味はないが、俺の手元には水も無いのにこいつがレモンまで添えた紅茶を飲んでいるのはどうなんだ？

「よっと」

　ほぼ同時にセクリトが目の前の椅子に腰かけ、テーブルに土足のまま足を乗せる。

ノンナが見たら怒乳天を衝く光景だ。

「おい、一〇五の奴らがぶーたれていたから朝まで見張り無しの休息を許可しておいたぞ」

「おう」

　特にさせることも無いので簡単に返事を返す。

「──!?」

　だがそれを聞いてマイラが椅子を蹴って立ち上がる。

ああ、マイラは規則規律にうるさいからな。

セクリトが俺の許可もなく勝手な命令を出したことに怒ったのだろう。一騒ぎありそうだ。

「……」

　だがマイラは何も言わずに椅子に戻り、セクリトがケラケラ笑う。

「……うぅ。勝手に軍を動かした私が彼女を咎めるなどできるはずがありません。あぁ冷静になったらなんてことをしてしまったのか……命令無視で動くなんて傭兵もどきじゃないですか……あぁぁぁ」

　マイラは両手で頭を抱えて自己嫌悪に陥ってしまう。

やがて彼女も椅子から立ち上がり、セリアの隣に並んで三角座りしてしまった。

「ハードレット卿。ヒューティア卿の行動によってラーフェンの防衛態勢を変更する必要があります。独立大隊も損害が大きく補充、再編が必要ですのでご裁可を」

　レオポルトはもう少し空気を読め。

　仕方ない。ここは俺が一肌脱がそうじゃないか。







「ふふふ、楽園だ」

　軍議用の大型天幕の中で、俺は満面の笑みを浮かべる。

天幕の下には机も地図も無く、俺が座る大きめの椅子が一つと広い革のマットだけが敷かれていた。

後は樽一杯に沸かされた湯が準備されている。

「さあ始めてくれ」

　俺は下着だけの姿で椅子に腰かけながら言う。

「はい」「おう!!」「あい！」

　返事をしたのはこちらも下着姿のルナとピピ、そしてイリジナだ。

彼女達は小さな桶で俺の体に湯をかけてくれる。




「ふふ、汗の臭いがすごいです」

　ルナは俺の首や脇を軽く嗅いで笑う。

「散々暴れ回ったんだ仕方ない。綺麗にしてくれ」

「はい。でもその前に……」

　ルナは俺の首筋を嗅ぎながら舌を這わせ始める。

汗臭いと言っていたのに平気なのか？

「殿方の汗の香りはその……興奮します。舌と体で洗いますね」

　タオルが投げ捨てられ、舌と滑々の肌が俺の首から腹までを這いまわる。




「私は背中を洗うぞ！」

　でかい声はイリジナだ。

イチニ、イチニと体操のような号令と共にタオルで背中をごしごし洗ってくれる。

艶めかしい洗い方のルナと比べるとなんとも健康的で笑ってしまう。

　確かにこれが一番きれいになりそうだがせっかくなので色も欲しい。

「イリジナ。タオルでは無く肌で……具体的には乳で洗ってくれないか？」

「む？　乳でか。わかったぞ！」

　イリジナは俺の首に後ろから抱き着き、豊かな乳房を背中に擦り付けてくる。

そうこれだ。俺はこれを求めていたのだ。

「イチニッ！　イチニッ！」

　だが洗い方は変わらなかった。物凄い勢いで乳房がズルンズルンと背中を擦る。

これでも汚れは取れそうだが何かおかしい。

「イチニ……うっ。イチニ……あぐ……」

　だが次第に威勢の良いイリジナの掛け声に吐息と喘ぎが混じり始め、柔らかい乳房の感触の他に硬いものを感じる。しかもそれは一擦りごとに大きくなっていくようだ。

　これはこれでいいかもしれない。




「ピピも洗う」

　ピピは小気味よく服を脱ぎ捨ててすっぽんぽんになり、太ももに抱き着いてくる。

凹凸は全くないが全身が軟らかいので心地は良い。

　ピピは足に湯を浴びせた後、過剰に石鹸をぶちまけて泡だらけの体を足に擦り付けてくる。

もちろんそれだけで興奮する光景ではあるのだが、小さな子供のような体躯のピピがすると妙な背徳感を感じてしまう。

「ピピ、足の指の間もよく洗って差し上げて。そうでないとギドのようになりますから」

　ルナが助言するとピピは「あい」と返事をして細い指で洗い始める。

ギドのように、とはなんだ？

「最近かっちりした靴を履いて蒸れているせいか……その」

「水虫だぞ！　よくボリボリ掻いてる！」

　一つ奴の弱点を知ってしまった。

　まあそんなことは置いといて。




「ちゃんと洗わないと駄目じゃないか」

　俺は目の前に敷かれたマットの上にいる二人──マイラとセリアに声をかける。

「ええ……でも……困ります」

「マイラさんとこんな……」

　二人も俺達と同じくパンツだけの下着姿。広すぎるマットの上で居心地悪そうに座り込んでいた。

「困るからこそ罰だろう。さあやるんだ」

　俺は少しだけ語気を強めた。

　セリアは相手が上手だっただけで何か悪さをした訳ではない。

マイラははっきりと命令違反だが、結果が出たので罰を与えるまでもない。

　だが二人共真面目なのでそれでは納得しないだろう。

だからこそ一応の罰を与えてやろうと思った。

つまり女同士濃厚に絡んで俺の目を楽しませる罰なのだ。

「うう、いきますよ」

「はう」

　セリアとマイラはおずおずと互いの体にお湯をかけてからタオルで石鹸を泡立て始める。

「ちょっ！　胸に当たってます！」

「マイラさんが動くからじゃないですか！」

　二人はおっかなびっくり洗い合うがこれでは俺の目は満たされない。

「タオルはもういい。素手で洗い合うんだ。体同士を擦りつけてもいい」

「「ええっ!?」」

　二人は同時に困惑の声をあげたが、これは罰なので断れない。

お互いに小さく文句を言い合いながら手が胸や腹へと這っていく。

「なんだか変な気分になってきました」

「どうしてですか！　やめて下さい！」

　俺の色情の視線を受けてか、それとも体を弄りあっているせいか、マイラとセリアの顔がドンドン上気していく。単調で事務的だった手付きが僅かながら激しくなっているようにも見える。

　そこに突然の珍客が乱入する。

「面白そうなことをやっているじゃないか。私も混ぜろ」

　言葉と同時に派手な衣擦れの音がする。

「よっと」

「あっ」

　目の前が突然褐色に染まる。

どうやらセクリトがルナを押しのけ、俺の上に乗ってきたようだ。

しかも皆が下着姿の中、完全に全裸だ。

ルナはぶつぶつ文句を言いながらピピと一緒に足を洗い始める。

　セクリトは大きな乳房を俺の顔に擦りつけながら腰を激しく動かして腹を洗う。

毛を全部剃っているから肉の感触のみを感じるな。

「どうして貴女まで……」

「うう、エイギル様。この女だけは追い出して下さい」

　セクリトに見られるのが嫌なのか、セリアとマイラが不平を言う。

だが今日の俺は無情な執行官だ。

「二人とも下着も取れ」

「「ええっ!?」」

　驚愕する二人。だが俺の真剣な口調に反論はできない。

体中に女をまとわりつかせ、褐色の乳に顔を埋めて股間を勃たせながら真剣も何もないものだが。

　セリアとマイラは立ち上がり、セクリトを睨みながら下着を降ろす。

途中泡で滑ったセリアがひっくり返って開帳してしまったのもご愛嬌だ。

　互いに全裸になったことで二人の雰囲気はますます怪しくなり、互いに言い合っていた文句の声が小さくなり、やがて無言で体を擦り合わせ始める。

　手で互いを洗っていたはずなのにいつの間にか体同士がひっついている。

一回り以上小さいセリアがマイラに抱きかかえられているようにも見える。

「うっ」

「ひぅ」

　時折敏感な場所が当たると互いにビクリと震える。

肝心な場所が泡で見えないのも一層いやらしい。

「そろそろたまらん」

　俺が立ち上がろうとすると再び乱入者がやってくる。

「こんちわ～。うわっやらしいことやってんねぇ」

　それはセクリトと一緒に来たらしいアネットだった。

彼女はなんの迷いもなく全裸になる。

ルナが困惑しながらアネットの股間や尻に入ったタトゥを見ている。

「む、落とすか？」

　イリジナはたわしを持ち出すな。落ちたら大惨事だぞ。

「ガチガチ……苦しくない？」

　言いながらアネットは下着の上から俺の男根を口に含む。

もう限界だ。

「皆少しどいてくれ」

　俺は座ったまま下着を降ろそうとする女たちを脇にどける。

パンツを降ろす必要などない。腹に力を込めれば……。

　鋭い音を立てて下着が弾け、男根が元気よく飛び出す。

女達から歓声が上がるが、セリアとマイラからは恨めしそうな悲鳴があがる。

「私達もどうかそっちに」

「十分反省しました。他の罰も受けますからぁ……」

　だが今日の俺はあくまで厳しい。

俺は今回の功労者たるルナをひっくり返して伸し掛かりながら冷徹に告げる。

「お前達同士で一度昇ったらこっちに来ていいぞ」

　冷酷な裁きを受けた二人は顔を見合わせた。

「いいですか！　これは罰なんですから本気にならないでくださいよ！」

「当たり前です！　一回昇るだけなんですからそっちこそ余計な動きはしないで……あうっ！」

　俺はルナを抱えて腰を振りながら二人の痴態を鑑賞し続ける。

泡に邪魔されてマイラがセリアの片足を抱えていることと、激しく動いていることしかわからないが、二人の表情を見ているだけで興奮が高まる。

　愛する女同士の絡みを鑑賞しながら、愛する女を抱く。

これほどの楽園がどこにあるだろうか。

「い、いつもより大きい！　太い！」

　普段よりも巨大化した一物にルナはほんの数度で痙攣を始める。

マイラとセリアも絶頂が近いのか手を握り合い、唇まで近づいていく。

　その時だった。

「大将お邪魔しやす。捕まえた小姓なのですがそろそろ味見しやせん……か……？」

　ヤーコフがさめざめと泣く小姓を肩に担いで天幕に入ってきたのだ。

　セクリトとアネット以外の女が悲鳴を上げる。

　更にセリアとマイラは乳繰り合っていた雰囲気を一瞬で消し、大事な場所を隠しながら弾かれたように猛然と駆ける。

　殺気を感じたヤーコフが身を翻すが、セクリトに足をかけられて転倒してしまう。

「これは事故でさ！」

「この……」

「覗き魔が!!」

　セリア渾身の蹴りがヤーコフの尻に、マイラの蹴りが股間に命中する。

「こいつ勃っていました！　故意犯です！」

「……ああ」

　ヤーコフは俺と一緒に小姓を犯すつもりだったのだから期待に胸と股間を膨らませていたのだろう。

問題はそんな状態だった股間に渾身の蹴りを貰ったということだ。

「……」

　ヤーコフはもう何も言わず、ただうつ伏せになってビクビク震えている。

「あっこいつ漏らしました！」

「汚い!!」

「さ、最低!!」

「誰かこのゴミを捨てて来い」

　勃起した一物を蹴り上げられた衝撃でヤーコフは失神して失禁してしまったようだ。

女性達にゴミを見る目で蹴られながら、哀れな男は兵士に引きずられて退室していく。

　さすがにヤーコフが漏らした天幕でこれ以上色事を続ける気にはならない。

一騒ぎあってマイラとセリアも元気を取り戻したようだ。







　これで一件落着と後片付けをしていると、司令部付の兵士がやってくる。

何か伝言かとも思ったが何も言わずに入口で敬礼するので、女達に服を整えさせているとエイリヒ本人がやってきた。

　奴は何の前置きも無く告げる。

「明朝南に進軍を開始する。到着したヒューティア卿の部隊も含めて全軍でな」

「明朝？」

　思わず声が出てしまう。

俺の私軍の損害は決して少なくないし、王国軍に至っては半壊した部隊も数多い。

それが補充も再編成の時間も無しに進軍とは尋常ではない。

「味方はボロボロだが敵もそうだ。損害比から考えても時間が欲しいのは敵の方だ。故に前へ出る」

「なるほど」

　味方には時間が必要だが、敵にはもっと時間が必要だ。

戦争が二者の間で行われる以上、自分の最善よりも敵の最悪が良手の時もあろう。

「強行軍になりますが」

「多少の落伍は覚悟の上だ。……だがお前の部隊はしっかりついてきてくれると信じている」

　そう言ってほほ笑むエイリヒ。俺もまた小さく頷く。

　だがそこでエイリヒの目がふっと軽蔑に満ちたものに変わる。

「戦の後に女を食うのは構わんが……戯れるにも品というものがあるぞ」

　エイリヒの視線は床──先ほど失神したヤーコフが倒れ込んでいた場所に向けられていた。

　マットの上には黄色い水溜まり……誰が見ても放尿の後だと分かる。

そして女達はいかにもとりあえず着ましたとばかりの服を纏い、泡だらけの髪を拭いている。

「いや、これは俺では……」

「変態行為も程々にな。明日からも厳しい戦いだ」

　エイリヒは風のように去ってしまう。

　俺はセリアとマイラにフォローされながらヤーコフへの怒りを噛みしめる。

「た、助かった。私の貞操無事だった……お義兄様……ティーサは……ティーサは……」

　その場に放置された小姓が呟く言葉もまともに頭には入らない。

　明日からまた激闘が始まる。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（独断専行）セクリト（暇人）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（大隊指揮官）

ヤーコフ（失禁）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）ギド（護衛隊）

イヴァンナ（待機）ブリュンヒルデ（待機）アネット（愛人）

謎の小姓（義妹）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　一〇〇→八〇

歩兵　　　　　　一万→七五〇〇

騎兵　　　　　　一〇五〇→七五〇

弓兵　　　　　　一〇五〇→九〇〇

砲兵　　　　　　四三〇→四三〇

弓騎兵　　　　　八六五〇→七五〇〇

独立セリア隊　　九五〇→四五〇

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九五〇→一三九三〇

一〇五兵団　　　四八五〇→四千

艦隊

戦艦スワロフ（中破）戦艦アレス・オブ・アレス（大破着底）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍十万→八万

　　　　　　　　　　徴集兵十万→六万

敵戦力　正面戦線　正規兵六万→三万

　　　　　　　　　徴集兵十九万→九万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千→？？？

　　　　　河西岸　正規兵四万

　　　　　　　　　マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

今回は合間みたいになりましたが、ここからのテンポは良くなるはずです。










第４３６話　アークランド奪還







南ユーグリア帝国支配下　都市トリスニア

　ヴィルヘルミナは無言のまま報告書を机に置く。

怒声をあげた訳ではなく、乱暴に机に叩きつけた訳でもなかったが、紙が上質な木のテーブルに触れた瞬間、身の丈１９０ｃｍを超えるザフネスがビクリと震えた。

彼は頭に包帯を巻いており、顔の至る所には痛々しい生傷が見える。

「ここまでの攻勢は完全に頓挫。以後守勢に入る……と理解して良いか？」

「ああ……残念だが損害が大きすぎる。無理に攻勢を維持しても成果はないだろう」

　ザフネスは余裕を示す為か、グラスの酒を軽く煽りなんでもないことのように言う。

「そのようだな。私が準備した駒もあえなく除かれた。運も無かったのだろう」

　ヴィルヘルミナは約定の書簡三通を燭台に近づけて燃やし、暖炉に捨てる。

そして三通の紙が燃える小さな炎から目を逸らさないまま続ける。

「私は戦の素人だが、百戦全て勝利できんことぐらいはわかっている。その上で……」

　美顔を暖炉に向けたまま、美しい緑の瞳だけがギョロリとザフネスに向く。

紡がれるのは最高の楽器から奏でられたような美しい声。

「最早敗色濃厚となった後、どうにも理屈に合わぬ無理攻めがあったと聞く。しかし、私は如何せん戦は素人、お前には何か深い考えがあったのだろう。是非説明してくれ」

　ヴィルヘルミナは自分より３０ｃｍ程も高いザフネスを見上げる。

宝石のような瞳は男の目の奥を覗き込み、微動だにしない。

「俺の意地──いや男の譲れぬ──ゲホ、ゴホ！　なんでもない。意思伝達の齟齬による戦術的失敗だ」

　ヴィルヘルミナの目が僅か、ほんの僅かだけ細まるとザフネスは派手な咳払いをしてから言い直し、窓に視線を流して引き込まれるような緑の瞳を避ける。

「以後二度と起こらんようにするが、失態を悔いても何も好転しない。重要なのは今後だ」

　返答はないが、男は普段よりもやや早口で続ける。

「損害は甚大だ。中部軍団の戦力は半減している。大規模な再編と補給が必要だ。可能ならば……」

　ザフネスは地図上で指を滑らせる。

指は王都ゴルドニアから南へ降り、アークランド、マジノ要塞群を超えてトリスニアまで下がる。

「補給と再編を考えればリバティース近郊まで下がるのも手だ。だが河の西岸にはアセベドの西部軍団が健在……奴らを呼び戻すにはトリスニアの港を死守する必要がある。トリスニアさえ押さえておけばメルドラの奴らの戦力も引っ張れるだろう」

「船無きメルドラか」

　ヴィルヘルミナは興味なさげに言う。

艦隊が壊滅した時、彼女の中でメルドラの存在価値はほとんどなくなっていた。

「我らがトリスニア以南に後退すれば奴らの滅亡は必至。持てる全てをこちらに寄越すしかあるまいか。廃物利用だな」

　ヴィルヘルミナの呟きにザフネスも頷いて続ける。

「遊軍になっている西部軍団を呼び戻せば十分再攻勢は可能だ。とはいえ西岸全域に散っているから一日二日で河は渡れん。時間を得る為にも全軍をすぐにトリスニアに下げるのではなく……」

　ザフネスの指がアークランドまで上がる。

「ある程度の部隊をアークランドに残して敵の進軍を阻止する。大きく破壊されたとはいえ、アークランドの城壁は重厚だ。簡易な修復をすれば十分要塞として機能するはずだ」

　一方ヴィルヘルミナはザフネスに視線を送ることなく、地図だけを見て言う。

「敵がアークランドを迂回してトリスニアに向かう可能性は？」

　するとザフネスは胸を張って堂々と答える。

「その可能性は小さい。敵も我らと同じく徴集兵の比率が高く迅速な進軍は望めないからな。もしも迂回の兆候があってもマエスタスの騎兵集団は健在だ。いくらでも妨害できる」

「では防御準備が整う前に急襲される危険は？」

　ヴィルヘルミナは間髪おかずに続ける。

「それも無かろう。今言ったことに加えてこちらが整然と退いている上に敵の損害も甚大だ。まずは再編成しつつ残党狩りだな。失敗したとは言え内通者まで出ては、並の将ならまずは身内の点検で精一杯……敵の進軍開始は早くて十日後、遅ければ一月ほど後だろうよ」

　ザフネスが自信たっぷりに言った正にその時だった。

「軍議中失礼致します！　火急の報でございます！」

　ヴィルヘルミナとザフネスの話し合いは他の何よりも重要な会議だとされている。

並大抵の要件では扉をノックすることさえ許されない。

「構いません。お入りなさい」

　目を剥くザフネスが何か言う前にヴィルヘルミナは入室の許可を出す。

　声を張り上げていたのは参謀の一人だった。

男はザフネスの咎めるような視線に怯みながらも床に膝をつきながら声を張った。

「後退中の中部軍団殿部隊より伝令！　『ゴルドニア軍の追撃を受けて──」

「バカな！　もう追い付かれたのか!?　小規模部隊による威力偵察か攪乱作戦ではないのか！」

　ザフネスはテーブルを叩いて参謀の言葉を遮るが、ヴィルヘルミナが続きを促す。

「こ、コホン『追撃を受けている──敵兵力極めて多数。全軍での追撃と確信する』以上です」

　参謀が言い終わるとヴィルヘルミナは無表情のまま立ち上がる。

「並の将では無かったようだな」

「バカな。ここで殿を捉えたと言うことは会戦の翌朝には出立していたことになる。そのような強行軍、完全な博打だ。一戦勝って最大の危機を免れた……その状況でいきなり大博打をうつなど……」

　歯を食いしばるザフネスをヴィルヘルミナが覗き込む。

完全に外れた読みを得意げに語った男は恐る恐る顔をあげる。

　待っていたのはにこやかな笑み。

咎めも責めも感じない穏やかな笑みだった。

桃色の唇が優しく開かれる。

「貴方は先の戦いで負傷されたのでしょう？　私と帝国の為の負傷に感謝の言葉もありません。ですが、少しは自身の体も労わるべきですわ。どうでしょう、少しばかり休養して治療に専念されては？」

「な、いきなり何を言うんだ……」

　ザフネスは部屋を見回す。

穏やかで丁寧な表向きの口調のヴィルヘルミナに、先程の参謀がまだ部屋に残っているのかと思ったからだ。だが誰もいない。

「落馬も事と次第によっては致命傷になりますわ。まして頭を打たれては……」

　ヴィルヘルミナは一歩前に出る。にこやかな笑顔のまま。

ザフネスは一歩後ろに下がる。

「こ、この程度なんでもない！　予定は多少狂ったがすぐに修正可能、想定内だ！」

　穏やかなヴィルヘルミナとは対照的にザフネスは語気を荒げる。

「そうですか。では次こそはお頼みします。勝利の報を待っております」

　ヴィルヘルミナはザフネスの腕を取り、上目遣いに見上げる。

視線ははっきりとザフネスを見ている。にも関わらず見下ろす男と視線は合わない。

「も、もちろんだ！　すぐに準備に取り掛かる」

　ザフネスは大股でズンズン歩き、乱暴に扉を開け放って退室する。

美しい瞳は躓きながら去る大男を見送った後、窓の外に向けられた。

「次……が必要か」
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数日後　アークランド近傍

「うーむ減ったな」

　俺はのそのそ行軍する兵達を見ながら言う。

「これだけの無理な進軍だ。仕方あるまい」

　エイリヒと言葉を交わしている途中にも一人の兵が路肩に倒れて動かなくなる。

　熾烈を極めたゴルドニア大会戦の翌日に出撃、そして強行軍……端から二、三割がついてこないのは想定内だ。

「それにしてもお前の軍は精強だな。王国の正規兵より落伍が少ないとは……」

「戦慣れしていますからね」

　俺の私軍の落伍者は他に比べて相当少ない。

普段の訓練の成果でもあるが、何より重要なのは戦争の経験だ。

戦争では無茶と無理は付き物だから、何度も経験しているとこの二つに慣れてくる。

俺はとにかく戦争ばっかりしているからな。

　ちらりと弓騎兵隊を見る。

「♪～」

　そもそも山の民は水も食べ物も少ない痩せた過酷な地を移動しながら生きていた。

故に移動は慣れており、彼らにとって移動時間は休憩のようなものだ。

ギドやルナは寝たまま馬に乗れる。

　続いて一〇五兵団を見る。

「ぐう……もう駄目だ……俺はここまでだ……」

　一人の兵士が倒れるが、すぐに味方に叩き起こされる。

「てめえ何楽しようとしてやがる。一人減ったら俺らの負担が増えるだろうが！」

「貴様に貸した銀貨三枚忘れてねえからな！　おらさっさと立て！」

　兵士はずるずると引きずられた後、悪態をつきながら再び歩き始める。

奴らには奴らのやり方があるらしい。

　次に不本意ではあるが、アレス兵の方に目を向けた。

そしてすぐに後悔した。

『我らは漢ー！　アレスの漢ー！』

「「「漢！　漢！　漢！　漢！」」」

『漢よ鍛えよ！　漢よ戦え！　漢よ進め！』

「「「漢！　漢！　漢！」」」

『我らはアレス漢！　漢は無敵！　我らは無敵！　漢を見せよ！』

「「「おう！　おう！　おうおうおうおう!!」」」

　強行軍の中でよくぞあれだけ声を張り上げて歌えるものだ。

しかも朝からずっとあのペースだぞ。

　ちなみに言うまでもないがアレスからの落伍者は〇だ。

満面の笑みで楽しそうに行軍している。

『いまこそ歌え漢の歌を～♪　飛び散る汗に張りつめる筋肉～♪』

　問題は奴らの周りの部隊に落伍者が多いことだ。

無理もない。疲れ果てているところにこの歌を聞かされたら俺でも倒れたくなる。

「見えて来たな」

　これ以上見ていると俺まで倒れたくなるので前方に視線を戻す。

見えてきたのは久方ぶりのアークランドだ。







「攻城の布陣は敷かん。このまま力攻めにする」

　アークランドを包囲したところで、エイリヒが主要な指揮官を集めて言い放つ。

「我々には攻城用の装備がない。いや、あるにはあるが到着までまだ時間がかかる」

　非常に重くて動かしにくい攻城兵器は強行軍に追い付いていない。

今頃後ろの方からえっちらおっちら追いかけてきているはずだ。

「だが皆の死に物狂いの行軍は何十何百のカタパルトと同じ意味を成したぞ。見ろ！」

　エイリヒがさっと指差す。

　アークランドはかつて軍事国家の首都だっただけあって街全体がほとんど要塞と言っていい。

その城壁は分厚く高く、本来攻城兵器無しに攻めるのは無謀と言うしかない。

　だが、その城壁は所々で崩れ落ちたままで修復は成されていない。

脆弱な部分を守るはずの塔や櫓もほとんど崩落し、まともに機能しているのは数えるほど……アークランドを舞台に繰り広げられた攻防戦の結果だ。

「物資の集積に利用するために門の前だけ片付けられていますが、その他の損傷箇所の修復はほとんどなされていないようです」

　レオポルトが目を細めて町全体を観察して言う。

城壁も門も既にしこたまカタパルトで叩きのめされたようなものだ。

俺達の迅速な進撃は、敵に応急補修の時間も与えなかった。

「当たり前ではあるけどね。彼らは勢いに乗って一息にゴルドニアを打ち倒すつもりでいたんだから占領した後方の街の修復なんて後回しだ。前線が膠着していたからそっちに人手と資材を取られたのも原因かな」

　トリスタンが一人で納得している。

「今回に限っては細かい策は不要！　全軍、力攻めに攻撃して一刻も早く街に乗り込め！」

　威勢の良い命令が響く。

エイリヒらしくない単純かつ頭の悪い命令だ。

「俺好みだ」

　自然と笑いが漏れてしまう。




　俺達は壁の東側から仕掛ける。

　壁の崩落部分を目指して歩兵隊が進んでいく。

弓隊と弓騎兵はそれを矢の射撃で援護する。

　よく見れば崩落部分には瓦礫や土嚢が乱雑に積まれているがあの程度ならあってないようなもの、恐らく数時間でやった程度の作業だろう。

「かかれ」

　俺の号令でゆっくり進んでいた兵が一気に壁に向かって駆ける。

時を同じくして北や西から王国軍も仕掛けたようだ。

　当然敵は壁上から矢を放ってくるが、歩兵隊は損害を出しつつも無視して突撃する。

「怯むな！　突っ込め！」

「街に入ってしまえばこっちのものだ！　いけいけいけ！」

　少なくない数が倒れるが、矢だけで足を止めるほど俺の兵は柔ではない。

気勢を上げながら壁の崩落部分に殺到し、たちまち市内に侵入する……と思われた時だった。

　聞き覚えのある重い弦の音から一秒遅れて先頭の兵士の一団が吹き飛ぶ。

「大弩か……」

　見れば敵は崩れかけた街壁の上に人力で大弩を引っ張り上げていた。

すぐに弓騎兵が狙うが、的確に盾で守ってやがる。

　更に敵の大弩が唸りをあげ、殺到した兵士を次々に吹き飛ばす。

「く……こちらにカタパルトでもあれば一発なのですが」

　マイラが忌々しげに唇を噛む。

敵の大弩はここから丸見えだが、壁の上では手が出ない。

このまま突撃しても押し切れるだろうが、多くの損害が出そうだ。

「押し切りますか？」

　レオポルトがちらりと俺を見る。

「いや」

　俺が前に出ようとした時、肩にポンと手が置かれる。

ごつく不愉快な感触に振り返るとギルドレスが満面の笑みを浮かべている。

「我らに任せよ。カタパルトがあるぞ」

「なに？」

「嘘です！　パンツ一枚で来たくせに！」

　セリアが咆える。

元気になってなによりだ。

　だが俺もこいつらが手ぶらで来たことは知っている。

とても重い攻城兵器など持ってはいないはずだ。

　だが俺達の指摘など聞かずにギルドレスは叫ぶ。

「アレスの男よ！　男カタパルトをやるぞ!!」

「「「おう!!」」」

　威勢の良い返事と共にアレス兵が動き出す。

物凄い単語が聞こえた気がする。

　奴らが用意したのは一本の頑丈な綱だ。

それを手頃に転がっていた岩に括りつけ、数人がかりで回し始める。

「まだまだ勢いが足りんぞ！　鍛え上げた肉体はこんなものではないだろう！」

　回転はどんどん増していき、回転する岩が残像を伴い始める。

　そして回転が限界まで早まった瞬間に手を放す。

岩は綱ごと放物線を描いて飛翔……壁上の大弩を吹き飛ばした。

「見たか！」

　百歩譲って岩を回してぶん投げるのは俺でもできるだろう。

だが大弩に正確に命中させられるのはどういうことか。

「アレス男の肉体に不可能は無い」

　そういうことにしておこう。




　大弩がなくなったことで味方に勢いがつき、矢をものともせずに次々と市内へと侵入していく。

さて勝ったかと思ったが、意外にも壁を挟んでの戦闘が終わらない。

どうやら壁の向こうで激しく抵抗しているようだ。

壁上から絶え間なく放たれる矢も厄介なのだろう。

「敵は相当数の兵を置いているようですな。こちらが崩落部から侵入するのは分かり切っておりますから……敵戦力を分散させるため、崩落部左右の壁を乗り越えさせてみてはいかがでしょうか。上手くすれば壁を押さえられます。失敗しても敵の戦力を分散させられましょう」

　それで行ってみるか。

「ヤーコフ。左から壁を越えろ。ギルドレスは右からいってくれ」

「へい大将！」

「ぬうん任された！」

「早く行きなさい覗き男」「放尿魔」

　マイラ、セリア。戦う前にヤーコフの士気を折るんじゃない。

罵倒は戦の後にやってくれ。




　まず一〇五兵団が左から仕掛ける。

矢が市内の部隊に集中している間隙をついて壁に接近、攻城の正道に沿って梯子を立てかけ壁を登る。

　敵もすかさず反応するが、一〇五兵団は海上戦の経験もあって梯子を上る速度が他の兵よりもずっと早い。中には鉤爪のついたロープを壁にひっかけ、するする登っていく奴までいる。

「こいつらなんだ！」

「うわ！　もう登って来たぞ!!」

　更に弓騎兵の援護もあってか、敵が対応する間もなくたちまち壁を登り終えてしまう。

「ひゃっはー！　越えたぜ！」

「ギャハハハ！　皆殺しだぁ！」

「ケケケケ！　命とお宝と女を寄越しな！」

　やたら柄が悪いのはこの際大目に見よう。

　白兵戦が始まってしまえばこっちのものだ。左側は落ちたな。




　次にアレス兵が右側に向かう。

先に一〇五兵団が仕掛けた後なので敵も警戒している。

アレス兵の方が貧乏くじかもしれない。

「男櫓を組めい！」

　ギルドレスの号令と同時にアレス兵が肩車を始める。

いや肩車ではない。肩の上に乗った者は座らずに立ち、その上にまたもう一人が乗る。

そして最後の一人が頭の上に乗り、剣と盾を構えている。

「高さはともかくあんな曲芸をやって動ける訳が──」

　マイラが常識的な事を言った直後だった。

「いけぇい！」

　ギルドレスの号令一つ。四段の肩車が猛然と突進し始めたのだ。

マイラはカラリと剣を取り降ろす。

「ああいう生き物だと思っておくのがいい。下手に考えると疲れる」

　男櫓とやらは壁に肉薄し、敵兵と直接剣を交え始める。

何の遠慮もない激しい動きにも関わらず、一番下の兵が崩れることも無い。

「今ぞ！　男山を作れい！」

　敵兵の目が櫓に集中したのを見計らい、アレス兵達五〇人ほどが壁に駆け寄り膝をつく。

一見土下座のようにも見えるが、よく見ると両手を突っ張り横一列に並んでいる。

「なんですかあれ？」

　セリアが可愛らしく首を傾げるが俺も知らん。

　横一列に並んだアレス兵の上に同じ姿勢でもう一列並ぶ。人数は下の者より若干少ない。

並び終えるともう一列上に、そしてもう一列、更にもう一列……。

「ま、まさかあれで壁を乗り越えるつもりなんじゃ……」

　セリアがポカンと口を開ける。

可愛い舌をつつくと反射的にパクリと指を咥えられた。

　セリアの予感は的中して台はどんどん高くなる。

既に何十段積み重なっているのか。

一番下の兵にかかる重量は相当なもののはずだが、微塵も揺らいでいない

　さすがに敵も気づいて矢を射り、石を投げ落とすが頑として崩れない。

「うぐっ！　ははは、矢の一〇や二〇でアレス男が倒れるものかよ！」

「その通り！　この程度うちの娘にも……ぐが！」

　敵の反撃は動く櫓にも吸い寄せられて散発的だが土台となって動けないアレス兵に回避の術はない。

投げ落とされた大きな石が一番下の兵士の頭を叩き割った。

　一目でわかる致命傷、いや即死だろう。

だが頭を垂らし、脳漿を零してもアレス兵は土台を崩さない。

事切れてなお、肉体が己の役目を果たそうとしているのだ。

　見ていた俺も気分が高まり、デュアルクレイターを抜く。

「前に出る」

　それだけ言って俺は駆けた。

アレス兵が群がる左側へ向かい、いよいよ壁の高さに迫りつつある男山に足をかけて駆けあがる。

事切れたアレス兵の背中もしっかりと踏みしめ、よくやったと声をかける。

「漢よ行くか！」

　隣にはいつの間にかギルドレスもいた。

「おう」

　男の体を駆けあがると槍や盾を構えた敵兵が待ち構えていた。

「非常識な変態共を追い蹴らせ！」

「誰が変態だ」

　俺は男山から壁に飛び移り、勢いそのままに左腕を畳み、盾を構える敵に肘うちする。

敵兵は盾を構えたまま壁上から弾き飛ばされ市内に落下していく。

「ぬぅぅん！」

　隣ではギルドレスが豪快なドロップキックで敵兵二人を吹き飛ばしていた。

　デュアルクレイターを構えて息を吸い込む。

迫るのは槍兵三に剣兵三大盾が二か。

　俺があえて棒立ちとなると槍三本が喉下、胸元、股間の急所を狙って正確に突き出される。

上手く誘いに乗ってくれたな。

　左の軍靴で股間を狙う槍を弾き、左の籠手で胸元を狙う槍を跳ね上げ、デュアルクレイターで喉下を狙う穂先を切断する。

「一旦下が──」

「らせる訳がないだろう」

　俺は振り上げていた左足を思い切り踏みしめると同時に駆ける。

距離を取ろうとする敵一人の腹にデュアルクレイターを突き立て、もう一人を蹴って市内に落とし、最後の一人の顔面を殴りつける。

　次に斬りかかってくるのは剣兵三人だ。

横薙ぎの斬撃、突き、脳天からの振り下ろしが襲う。

　俺は剣を斜めに振り上げつつ、予備動作を見せずに一歩分素早く後ろに下がった。

薙ぎと振り下ろしは空を切り、突きの男だけが俺の前に飛び出してくる。

　短く息を吐きつつその男を斜めに切り払う。

男の剣先と首と右手がずれ落ちていく。

「こいつ速──」

　瞬き一つ分の時間も無く、俺は前に出て残る二人の間に入る。

そして体を回転させつつ、一人の胴を薙いでから脚を払う。

男の下半身はその場に転倒し、上半身だけがくるくると市内に落ちていく。

　最後の一人が仲間の仇を討とうと剣を振り上げたが、その姿勢のまま凍り付く。

「ま、まさかお前は──悪魔」

　漏れた声は意外にも女のものだ。

反射的に俺が剣を弾き飛ばすとヘナヘナとその場に崩れ落ちる。

　俺は女の兜をむしり取り、とりあえず唇を奪う。

女は小さく震えた後、恐怖で小便を漏らして意識を失ってしまった。

少なからずショックだ。

「「うぉぉぉ!!」」

　おっと大盾兵二人を忘れていた。

気合の叫びと共にこちらに向かって盾を構えたまま突進してくる。

壁上はそう広くないので大盾が二つ並べば回避はできそうにない。

「我らの手で──」

「悪魔を叩き落とす──」

　そう叫ぶと敵兵二人は顔を伏せ、全身全霊で突っ込んでくる。

　俺はデュアルクレイターをその場に刺して徒手の両手を前に突き出す。

そして激突──。

「ふむ」

　俺はその場から一歩どころか数ミリも下がらず、左右の手でそれぞれ大盾を受け止めていた。

「ふむ」

「が……ぐ……」

「う、動かん」

　敵二人は獣のように叫びながら力を込めるが自身の足が滑るのみだ。

　俺は軽く歯を食いしばり、足を踏みしめる。

「ふん！」

　盾を受け止めていた両手を前に突き出すと敵兵は時間を巻き戻したかのように後ろ向きに滑り、味方を巻き込みながらひっくり返った。

「終わったか？」

　俺は振り返り、背後のギルドレスを見る。

「今終わったぞ」

　ギルドレスはぬんと力を込めて最後の敵兵の首を横向きにへし折って言う。

　見れば流れは完全にこちらに傾いている。

男山を登って他のアレス兵も続々駆けつけ、一〇五兵団も壁を完全に占拠している。

私軍の兵士も敵の防御を完全に突破したようだ。

「うわぁぁぁ！　きたぁぁぁ！」

「アレに食われるぐらいなぁ……ええい飛び降りろ！」

　はて追い詰められながらも抵抗していた敵が突然壁から飛び降り始めた。

何事かと思えばどうやらポチが壁を登ってきたようだ。

　ポチは巨体だが手足の爪が鋭く、垂直の壁も普通に登れる。

壁に大穴が開くので屋敷では厳禁、前にやった時はリタに延々叱られて三日はしょげていたが。

　見れば王国軍も続々と壁を突破して市内に進入している。

市内にはまだ少なくない敵兵が残っているが全方位から進入されては打つ手はなかろう。

決着はついただろう。

「とはいえ、はいここまでと寝る訳にもいかんが」

　俺はポチを呼び、足に掴まる。

ギルドレスも反対側の足に掴まりひとっ飛び。壁から市内中心部へと直接降り立つ。

「ポチ馬車だぞ」

　ピピが嬉しそうに言うとポチもまた上機嫌に咆哮する。

周りの味方が呆然と見ているような気もするが些細なことだ。

　そういえばギルドレスはポチを見ても反応しないな。

「少々面妖ではあるが真の漢が飼えば犬もああなろう。さしずめ漢犬と言ったところか」

　上空からポチの嫌そうな声が聞こえた。




　俺達は戦闘を続けながら街の中央部へと進む。

入り組んだ市街では大規模な戦闘はできず、そこかしこで数名～数十名単位の戦いを繰り広げながら少しずつ押し込んでいく。

「少数の戦いは望むところだが、こう入り組んでいると……」

　街路を曲がった瞬間、敵と鉢合わせる。

「面倒くさいなっ！」

　咄嗟に剣ではなく足が出て敵兵を蹴り飛ばす。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　敵兵は情けない声を上げながら吹き飛び民家の壁に当たって絶命──するかと思われたが、戦いの影響かぶち当たるはずの壁には大穴が開いており、敵はそのまま家の中に飛び込んでいく。

　その後も激突の音はせず、数瞬おいて家からモクモクと白い粉塵が吹き出してくる。

どうやら小麦粉のようだ。あの家は食糧備蓄庫で敵はどうやら小麦粉の袋に突っ込んだのだろう。

　顔は見なかったが雰囲気といい弱さといい明らかに雑兵だ。

追いかけて止めを刺す手間をかけるまでもない。

「ああっ──フがやられた！」

「しっかりしろク──！　私がついているぞ！」

「水をかけて意識を戻せ！　もうこの街は陥ちる。脱出の準備だ」

　それから間もなくアークランドの中心部は奪還された。




　中央部の陥落と同時に敵は全面撤退を決断したのだろう。

敵軍の主力が戦力の薄かった一点を狙って突破を図り、辛くも街から飛び出していく。

「逃がすな殲滅しろ！」

　当然ながら俺達は追撃をかけようとしたのだが……。

「主力を逃がすぞ！　踏みとどまれ！」

　敵の殿が立ちはだかった。

十万を超える味方に対して敵はほんの数千ほどだったが──。

「足が止まってしまったな」

　俺の呟きにレオポルトが反応する。

「既に勝利が確定しております。勝ち戦でこそ兵は命を惜しみます」

　まあそうだな。

勝ちの決まった戦いで死にたくはない。

「強行軍の影響も出たのでしょう。万全であればこう易々と逃がしはしなかったはずです」

「あいつらがいないのも痛かったか」

　アレス兵と一〇五兵団は部隊の主力として街中央部へと進んでいた。

他の部隊も当然中央部を目指し、市内が混雑するその一瞬をついて敵が逃走を計ったのだ。

まさかアレス兵に味方を弾き飛ばしながら敵を追え。とも言えない。

　敵の殿部隊はさすがに多勢に無勢で次々と討ち取られ全滅する。

だがその頃には敵は遠く街から離れており、陽も傾き始めている。

「ここまでだな。無理な追撃は避けるべきだ」

　そこにエイリヒが複雑な表情で現れる。

「できればここで殲滅したかったが……包囲を薄くしてでも奴らに備える必要があったのだ」

　エイリヒの視線の先にはなんの役目も持たない二万ばかりの兵が待機していた。

彼らが包囲に参加していれば敵は逃げおおせられ無かっただろう。

「敵の騎兵集団ですか」

「そうだ。この場の敵を逃がすリスクより、奴らに備える必要性の方が高かった。そういうことだ。アークランドを奪還した……今回はそれで満足しよう」

　今回はあの一団は姿を見せなかった。

だが奴らの機動力は抜群だ。目の前にいないからと安心はできない。

「どこかで叩き潰す必要がありますか」

「うむ」

　エイリヒと俺は小さく頷き合う。

　視界の端ではセリアが勝鬨を上げ、マイラが残党狩りを指揮し、ギドが捕虜の女を抱え上げて胸や尻を触っている。

「えいえいおー！　えいえいおー！」

「市内に残る残党を全て炙り出しなさい！」

「お前はこれから俺の女になるんだ。いいな？」

「い、嫌なのに……男前相手に逆らえない女の身が憎いっ！」

　いずれにせよ俺達は勝ち、奪われた街を取り戻した。

延々と続く守勢から攻勢に転じたのだ。

　アークランドの次はトリスニアかそれとも……。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（民兵団指揮）セクリト（悪戯）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（大隊指揮官）

ヤーコフ（一〇五指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）ギド（捕獲）

イヴァンナ（待機）ブリュンヒルデ（待機）アネット（一〇五の姫）

謎の小姓（義妹）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　八〇→七五

歩兵　　　　　　七五〇〇→七千

騎兵　　　　　　七五〇→七五〇

弓兵　　　　　　九〇〇→八五〇

砲兵　　　　　　四三〇→四三〇

弓騎兵　　　　　七五〇〇→七五〇〇

独立セリア隊　　再編中

徴集兵＋治安隊　一万八千→一万七千

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九二八

一〇五兵団　　　三八〇〇

艦隊

戦艦スワロフ（中破）戦艦アレス・オブ・アレス（大破着底）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍八万→７，７万

　　　　　　　　　　徴集兵六万→五万

敵戦力　正面戦線　正規兵三万→二・九万

　　　　　　　　　徴集兵九万→七万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千→？？？

　　　　　河西岸　正規兵四万

　　　　　　　　　マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

圧勝ながら味方の損害が妙に多いのは強行軍の落伍者です。

時間が立てば合流してくることでしょう。










第４３７話　苦難の街アークランド







「アークランド奪還……酷いもんだ」

　俺は独語しながら足元に転がる歪な石を蹴っ飛ばす。破壊された街壁の破片だ。

む、王国軍の兵士に当たってしまった。知らないふりをしよう。

　目を逸らしがてら街の全周に目をやる。

良く言ってボロボロ、悪く言えば瓦礫の山。

　街壁はそこら中で崩れ、壁内の民家や施設もほとんどが損傷、もしくは完全に破壊されていた。

特に大きめの建物は内部で激戦があったのだろう、燃えてしまっていることも多い。

　マイラが残党を探してまだ煙の出ている建物に入っていくのが見える。

敵はいなかったようだが、顔にいい感じに煤が付いて子供がままごとで化粧したみたいになっている。

マイラが真剣なので部下達は指摘できないようだ。目を軽く逸らして肩を震わせている。

「しかしアークランドも不幸な街だな」

　城塞都市アークランドはここ数年で四度持ち主を変えている。

　まず名前の由来である軍事国家アークランドからゴルドニア中心の連合軍が武力で占領する。

その後トリエア王国がゴルドニアに吸収されるに伴ってゴルドニア領となる。

さてひと段落と思いきや南ユーグリア帝国との激戦の舞台となった末に占領され、今また奪還された。

　アークランドは立派な城壁を備えているので軍事的な拠点として争奪戦の対象となってしまった。

守る側は重厚な城壁を頼みにする。攻める側は強力な要塞を放置して進めない。

結果としてアークランドはいつも激戦の舞台となってしまうのだ。

　アークランド近郊の小さな町村も同じように所有者を変えていたが、特に破壊されてはいなかった。

どうせ守り切れないので互いに防戦せず、無傷のまま占領されて奪還をされてを繰り返すからだ。

「住んでる奴にとっては何のために壁があるのかわからんな」

　街を守るべき壁のせいで毎度街が滅茶苦茶にされては世話はない。

　ちょうど近隣の様子を見に出ていたレオポルトとトリスタンが戻って来る。特に異常はなかったようだ。

　お、トリスタンが足元の瓦礫に躓いてひっくり返ったぞ。鈍臭いやつだ。

それをレオポルトが無表情で見下ろしている。

　そこでなんとレオポルトまで転倒……いやギルドレスが後ろからぶつかったのか。

レオポルトはトリスタンよりも盛大に転倒した後、表情を変えないままギルドレスを睨む。

だが筋肉達磨はぶつかったことにさえ気付いていない。

俺にはわかる。レオポルトはあれでかなり怒っているはずだ。

　トリスタンが困ったように手を差し出すが、レオポルトは無視して立ち上がる。

立ち上がるなり西や南を指差して何やら言っている。

俺にはわかる。あれは照れ隠しだ。




　後でレオポルトをからかってやろうと和んだのもつかの間、不愉快な光景が飛び込んでくる。

　住民がすすり泣く声、そして街の外に運び出される棺の群れだ。

当然と言えば当然だ。街がここまで壊れたのに住む者が無傷のはずがない。

相応の死者が出ているに決まっている。

「ううっメーサ……」

　死者の家族と思われる中年の女が俺を一瞥して目を逸らす。

明らかに非難の眼差しだったが、街を奪還した軍に文句が言えるはずもない。

歓迎の言葉無しに目を逸らすのが家族を失った中年女唯一の抵抗だったのだろう。

俺は何も言わずに通り過ぎる。




　すると近くからエイリヒの声が聞こえる。

視線をやってみると焼け残った櫓の上で演説しているようだ。

「諸君。此度の戦いで我が軍は敵を破った。諸君らは非道な侵略者より偉大な王国へと戻れるのだ！」

　大変なことだ。俺が総大将でなくてよかった。

「皆も知っての通り、南ユーグリア帝国の卑怯な手により、王国は一時不利となった。だがこの戦いは大きな転機となるだろう。大いなる反撃が始まるのだ！」

　勇ましい調子だ。だが今一つ民のノリが悪いのにエイリヒは気付いているだろうか。

「一方諸君らがただ勝利を喜べぬことも理解する。幾たびの戦いによって街は荒れ、家人を失った者も多かろう。私は街が非道な南ユーグリア帝国に奪われたことを軽く見てはいない。皆の犠牲についても同様だ」

　エイリヒがさっと手をかざすと、目の前に何台もの荷馬車が入って来る。

強行軍で置き去りにしていた輜重隊がようやく追いついてきたのか。

　荷のカバーが取り払われると住民からワッと歓声が起きる。

　馬車にはどっさりと金貨が積まれていた。

「アークランド住民であれば老人から子供まで例外無く一人金貨五枚、身内を失った者は倍与えよう。もちろん当座の食料も不足無く分け与える」

　どうやらエイリヒも住民の空気に気付いていたようだ。

金を撒くのは安直ではあるが確かな手だ。勝利の演説にもどこか冷めていた民が一気に盛り上がっている。

「金で失った家族は還らぬ。だが金があれば瓦礫を除き、家を建て直して明日を──」

　演説が続く中、兵士が住民に金貨を支給している。

エイリヒが不自然に金貨の山から目を逸らしているような気がする。

顔も引き攣っている……自腹なのかもな。

　民が納得するかは知らんが、少なくとも俺達を非難するような空気はなくなった。

もし馬鹿が演台に立っていれば『勝ったぞ万歳』『南ユーグリア弱い』『お前ら喜べ』と景気良く叫んで

反感を買うだけの演説をしたかもしれないが、さすがにエイリヒは場の状況を読める。

「俺にできることは無いな」

　俺がしゃしゃり出るのはエイリヒに便乗しているみたいで恰好が悪い。

　そう考えて大通りを外れ、路地に入った時だった。

「ああっ!?」

　大きな女の声が聞こえ、バタバタと足音が聞こえる。

はてと振り返ると女は俺の顔をマジマジと覗き込んで声を張る。

「やっぱりあの時の隊長さん……」

　はてさて、どこかで見たことあるような。

「忘れたの!?　ほらアークランド王国が滅んだ時に──」

　さて今一つわからない。

だが女の肉付きの良い尻を見ているうちに色々と思い出してくる。

裏路地で後ろから尻穴を──思い出した。

　確か一番最初の戦い。ゴルドニアが連合軍とアークランドを滅ぼした戦いの後、街を占領していた時に贔屓にしていた元踊り子の娼婦だ。なつかしいな。

　女と抱擁を交わそうとしたが、女はあまり良い反応を見せない。

俺が思い出したのを確認するとスッと距離を取り、眉根を寄せて睨んでくる。

そして一言。

「守ってくれると思ってたのに」

　見せた表情は失望と僅かな怒り。その言葉が心に刺さる。

アークランドの女全員を守るには俺の手はまだ小さすぎるのだ。

　敵が奇襲で開戦した。後方の部隊がやられた。

言い分はいくらでもあるがこの場では全て言い訳になる。

「すまん」

　だから謝るだけだ。

「同僚の娘も二人程巻き込まれて死んじゃった。一人は負けた時に。二人目は昨日火に巻かれて」

　どう考えても俺の力は及ばない。同じことが明日起きても今の俺では防げないかもしれない。

だからただ謝る。

「俺の力不足だ。すまん」

　女は徐々に近づき、俺の腹をボスリと殴る。

無論、痛くも痒くもない。ただ女はじゃれているのではなく本気で拳を打ち付けているようだ。

「あとね……八つ下の弟が……家に居ろって言ってたのに……あたしを探そうとして……」

　俺はそれ以上言わせず、女をぎゅっと抱きしめる。

「俺が悪かった。俺がもっと強ければ」

　もちろん俺が彼女の家族を守れた可能性はない。

だが今は言い訳の場でも議論の場でもない。俺がすべきなのは女を慰めることだけだ。

彼女が俺を責めたいならいくらでも責めればいい。

　女は俺の胸板に顔を当て、腹を殴り続ける。

「どうして街を捨てたの……捨てるなら取り返さないでよ……そうしたら弟もああならずに……」

「すまん。すまんな」

　女に腹を殴られながらひたすら肩を撫でる。

　彼女の想いはなんとなくわかる。

国という巨大な怪物同士の戦いに巻き込まれて身内が死んだ。

　原因は南ユーグリアとゴルドニアだが、どちらも憎むにはでかすぎて漠然としてしまう。

となれば矛先は街を巡って争った軍隊だ。しかし戦勝した自国の軍隊を罵倒でもしたら大変なことになる。

　だから『隊長さん』の俺を責めているのだ。

俺が何を言われても怒らず、受け止めると思ってくれたのだろう。

それはある意味で俺を信じてくれているということだ。




　ふと周囲から小さな囁き声が聞こえる。

いつの間にか近くの住民が集まってきていた。

「あれ、ハーティだよな？　相手は一体なんなんだ？」

「ゴルドニア兵？　残党狩りはさっき終わっただろうになんでまた……家探しはもう御免だぜ」

「うぇっ!?　あいつ紋章ついてんぞ！」

「肩の印章……黒一色……おいおい、嘘だろやばいぞ！」

　ざわめきは無視して腕の中の女──『ハーティ』を撫で続ける。

名前は今言われて思い出したが、女を想う気持ちに変わりはない。

「……落ち着いた。ごめんなさい……誰かにあたらないと心が壊れそうで」

「おう」

　俺はハーティから体を離す。

同時に彼女は俺の甲冑についている目印の章に気付いたようだ。

やっちゃったと言わんばかりに泣き顔が少し青くなる。

「……えっと隊長さん？」

「おう」

　スーと水が引くように周囲の住民が遠ざかっていく。

女を捨てて逃げるとは感心しない。

「隊長さんは……どれぐらいの隊長さんなの？」

　俺は損害の報告を思い出しながら指を折る。

「五万ぐらいの隊長だな」

　同時にバタンと周囲の家の扉が閉まる。

しかし興味はあるのか窓が僅かだけ開き、穴の開いた壁からは目だけが覗く。

「……もしかしてあたしやっちゃった？　こ、こうなっちゃう？」

　ハーティが自分の首をぎゅっと絞める仕草をする。

「いや、こうなる」

　だが俺は彼女を再び抱き寄せてぎゅっと抱き締める。

同時に周りに向けて声を張る。

「他にも行き場のない憤りがある奴もいるだろう。絶対怒らんからぶつけて来い。但し女に限るぞ」

　男に八つ当たりなどされたら多分殺してしまう。

　すると一軒の家から一四、五の少女が出てきた。

少女は真っ赤な目で、無言のまま俺に近づき……そのまま頬を張ってきた。

　周りの家から『ひえ！』と声が漏れる。

「どうして兵隊と母さんを間違ったの!!　どう見たら母さんが武器を持っているように見えたの！」

　往復でもう一発貰うが、俺は微動だにせず受け止める。

それっきり少女は膝を地面について泣きじゃくる。

　いきなりの平手打ちを咎めなかったのに安心したのか彼女の泣き声を皮切りに次々と住民が出てくる。

　彼女達は俺を罵倒し、胸板や腹を叩いて泣く。

その八つ当たりを受け止め、何を言われても謝り、慰め続けると次第に罵倒は無くなり次第に女達はただ俺に抱き着いて泣くだけとなっていった。

「叩かなくていいのか？」

「いえ……もう……そんな気にはならないです」

　三十路程の女が俺の腹に抱き付く。

「夫を失ったのですが……大分楽になりました。新しい男を見つけます」

「おう。そうしろ」

　十六程の娘が背中に抱き付く。

「両親が行方不明で……小さい妹三人と強く生きていきます」

「苦しくなったら俺を頼ってこい。勝手に名を使ってもいい」

　周りの住民の反応も悪くない。

少なくともここにゴルドニア軍憎しの空気はなくなった。

エイリヒの仕事を少し肩代わりしてやった感じだな。




　騒ぎが一段落し、俺が焦げた植木の下に座って休憩しているとハーティが隣にやってくる。

「隊長さ──えっとハードレット辺境……」

「隊長さんでいい」

　俺はハーティの肩を抱いて引き寄せる。抵抗は全くなかった。

「じゃあ隊長さんで……すごいね。つい少し前まで王国軍なんて来なければーなんて言ってた人一杯いたのに……すっかり収まっちゃいましたね」

「女限定だけどな」

「ふふ、男も金貨貰って黙ってるよ」

　ハーティもまた手に乗る金貨十枚を見せてくる。

「足りるか？」

「足りる訳ないですよ～家は全焼、お店は戦場になって血の海……もう使えないですしね。うちの娼館下手に大店だったから南ユーグリア兵が逃げ込んで来て～それを追って王国軍も突入してきてもう滅茶苦茶」

　娼館を巻き込むなど無能共め。両軍の指揮官を吊るし上げてやりたい。

「最後はムッキムキの集団が雪崩れ込んできて決着ついちゃいましたけどぉ」

　詳しくは聞かない方が良いだろう。

「しかし案外に反感が強いな。やはり一度負けたのが悪かったか」

　俺はハーティを抱き寄せながら言う。

目の前で軍が負けるのを見れば王国への信頼が揺らいで当然だ。

　すると彼女は複雑そうな顔をした後、周りに王国兵がいないかと確認してから耳を寄せてくる。

「こんなこと言っていいのかわからないけどぉ……南ユーグリアに占領された後もそう悪くなかったんですよ～」

　ハーティは言葉を短く切って俺の顔色を窺うが、俺が興味を示すだけだと見ると安心して続ける。

「南ユーグリアに占領された後も駄目になったのは勝手に街を出ることだけ。後は特に何にも酷いことなかったし……家に押し込んできて犯されたり物盗られたりも全く無かったですね。あえて言うなら最初にアークランド王国が負けた時の方がよっぽど酷かったです～」

「ふむ。それは興味深いな」

「うちの娼館にも兵士が一杯きて……散々抱かれたけど代金は値切ることも無しに払ってくれたし……ぶっちゃけかなり儲かったかも。まあ『ゴルドニアへの忠誠を忘れるな』とか『我々の街から追い出すのだ』とか息巻いてた人は牢屋に放り込まれたけどね。そういうこと言わなきゃ何も無しです」

　南ユーグリア帝国は国家単位では非道を繰り返しているが、住民から見るとそうでもないのか。

「うちの娼館の呼び込みなんてぇ南ユーグリア軍のお偉い方と仲良くしすぎてたから……隊長さん達が街に入る前にビビって南に追いかけて行っちゃいましたよぉ」

　占領下とはいえ過度に親密だった住民は後々何かあるかもしれない。

　これは思わぬ重要情報だぞ。

自惚れかもしれないが、エイリヒでは住民から生の声は中々聴けない。

さすがに自軍の最高司令官に『敵の統治は案外穏便で生きやすかったですよ』などと言う肝の据わった奴は少ないだろう。

　女達の八つ当たりを受け止めた甲斐があった。

それにしてもかわるがわる女に罵倒され殴られるというのはなんとも新鮮な気分だったな。

今度ノンナやメル達にやって貰おうか。

　考えながら改めてハーティを見る。

歳は二五歳、身長は１５０ｃｍ少しとかなり小柄だが、胸は大きい。

髪は茶色で肌も全体的にうっすら日焼けしている。

　現役の娼婦相応のいやらしい雰囲気が出ており、服装も胸元も大きく開いたシャツとスカートは膝上三十センチとかなり短い。

下着を隠すつもりもないらしく、高級そうな黒い下着がちらりと見える。

「……したいんですかぁ？」

　ハーティが笑いながら俺の手を取る。

「何故わかった？」

「だってぇ顔から胸、腹、足、最後に股間って視線が動くんだもん。丸わかりですよぉ」

　言いながら足を動かすと短すぎるスカートがめくれる。

先程からやたらと甘えた声が出ている。最初はそうでもなかったのに、彼女の営業スタイルなのだろうか。

「いくらだ？」

　いきなり価格交渉とは最低かもしれないが、娼婦にとってこれは生きる糧だ。まず金の話から入る方が安心させられる。なあなあで適当に抱かれていては生きていけないのだ。

　大抵の場合、ここではっきりと値段が出るのだがハーティは俺の胸に指を乗せてくるくる回す。

「あのぉ～さっきも言いましたけど家が焼けちゃってぇ……お店もぐちゃぐちゃでぇ」

　上目使いに覗いてくるハーティ。手がちょこんと俺の袖を摘まむ。

セリアやピピがやるような自然な流れとは違うこのあざとい仕草表情には覚えがある。

　往々にして病気の兄弟がいて家計が苦しいか、親の作った借金で身売りされそうになっているか、知り合いの奥方が特大の宝石を自慢してきて対抗したいかだ。

最後はノンナだけか。

「お代要りませんし……今度も一切取らないですから……隊長さんに面倒見て欲しいですぅ」

「おう。任せろ」

　俺はハーティを抱き寄せて承諾の意志を声と体で伝える。

「良かったぁ……ルーティンおいで」

　ハーティは安堵の息を吐いて俺の腕にしがみ付いて誰かを呼ぶ。

「ど、ども」

　出てきたのは片腕片足に添え木と包帯を巻いた少年だった。

　俺は目を細めてハーティを見る。

「弟です。戦闘の巻き添えで腕と足を折っちゃいました。てへっ」

　確かに彼女は弟が死んだとは言わなかった。

「だがこれはちょっとばかり卑怯な手だぞ」

「駄目……ですか？」

　またもあざとい上目使いに袖引き。

わざとらしかろうが可愛いものは可愛いのだ。

「いや構わん」

　男と女の騙し合いにおいて卑怯が許されるのは女の方にだけだ。

「だが戦争はまだまだ続く。面倒を見ると言ってもな」

「隊長さんは偉い隊長さんですよね～？　なら専属の娼婦ぐらいいても不思議じゃないですよぉ。ルーティンはあたしの世話係ね」

　まあそれでいいか。

またセリアに怒られそうな気もするが、面倒みると言ってしまったものは仕方ない。

　噂をすればセリアがキョロキョロしながらこちらにやってくる。

どうやら俺の気配を嗅ぎ付けたようだ。

　俺はセリアに向かって手を上げ、彼女は一瞬明るい表情を見せた後、隣のハーティを見て何かを悟ったように無表情になる。

　その目は良く無い。セリアの可愛さを消すどころか、目だけがレオポルトに見えるじゃないか。




　セリアのレオポルトのようになった目に見つめられながら歩いていると傍の建屋から悲鳴が聞こえる。

「いやぁぁぁ!!　やめてぇぇぇ！」

「ピリス、こら叫ぶな。大人しくしていろ！　すぐ気持ち良くしてやるから」

「もが！　もがが!!」

　ハーティが不安そうな顔で俺を見る。

どう聞いても女が強姦されようとしている声だ。

　もちろん俺もエイリヒも市内での乱行は一切許していない。

そもそもアークランドは奪還した自国の街だ。

「来いセリア」

「はい！　不届き者を成敗します！」

　やっとセリアの目からレオポルトが消えてくれた。

　声を辿り半壊した民家の扉を蹴り破る。

「俺の前で女を犯すとはいい度胸だ。叩きのめしてやる」

　飛び込んだ先で行われていたのは想像通りの行為だった。

男が仰向けに寝かされた女の上に伸し掛かり、口を手で塞いでいる。

　しかも見覚えのある顔はヤーコフだった。

組み敷かれているのは捕まえた小姓だ。

「この女二回も逃亡しようとしまして。一発やっとけば大人しくなるかと……味見もかねて」

　小姓は口を塞がれながらも懸命に股をとじようと無駄な抵抗をしながらさめざめと泣いている。

「……おい」

「も、もちろん強姦とは違いますぜ！　こういう女は一発ぶち込めば感じますから事後でも感じさせて絶頂させれば和姦です」

　それはそうだがあまりに見た目が酷すぎる。

ヤーコフが小姓を組み敷く様は完全に山賊に犯される少女の図だ。

　それに言い訳にはもう遅い。

セリアは既に跳んでいる。

「エイギル様の顔に泥を──」

　セリアは両脚で跳躍して一直線にヤーコフに向かって飛翔していく。

「げ、嬢ちゃん」

　セリアはそのまま空中で体を捻り、右足を振りかぶる。

渾身の力を込めた右飛び回し蹴りの構えだ。

一方ヤーコフは小姓の足を掴んで組み敷いている姿勢なのでまったく対応できない。

　それでもヤーコフに焦りの色はない。

セリアが今はサンダルを履いているからだろう。

　セリアとヤーコフの対格差は歴然で鉄の軍靴を履いていなければ蹴りの威力など知れているからだ。

先日のように股間を直撃すればその限りではないが、今の姿勢では背中か尻にしか当たらない。

「はは、またやられちまうぜ」

　ヤーコフは軽い調子で笑う。

そしてセリアの回し蹴りが尻に命中するが──。

「ずぉぉぉぁぁ!!」

「きゃあ!!」

　ヤーコフの汚い叫び声、そして蹴ったセリアからも悲鳴が上がった。

　セリアは蹴ると同時に後ろに跳ね飛び、地面に手を付いて半回転して戻ってくる。

何があった？

「ずぼっと……ずぼっと爪先がめり込みました！　ばっちいです!!」

　セリアは腰の水筒を逆さにして右足の爪先に水をかけ、汚いとばかりに振っている。

「け、ケツの穴に直撃して……あ、穴が……ぐぉぉぉぉ」

　悶絶しているヤーコフ。

だがそれどころではない。状況を理解して俺も走る。

「ヤーコフ貴様、可愛いセリアの爪先を汚いケツに呑み込むとは何事だ！」

　俺はセリアと同じように思い切り足を振りかぶる。

「ま、まってくれ！　大将の蹴りは洒落になんねぇ！」

　不届き者の言葉を聞くことはない。

俺の渾身の蹴りは見事ヤーコフの尻に命中する。

「────!!!」

　ヤーコフの口から聞き取れる波長の悲鳴は漏れなかった。

不協和音と肉を打つ重い衝撃音だけが部屋に響く。

　数秒時が止まる。そして終末が訪れた。

「け、ケツの感覚がなくなって──だ、だめだ。これは駄目なやつで……ぬぁぁぁ!!」

「げ」

「うわ」

　セリアとハーティがさっと目を逸らす。

俺もさっと小姓を回収して部屋を出る。

せめてもの情けに替えのズボンを届けさせよう。

　俺は音と臭いを忘れる為に小姓をじっくりと観察する。

「名は確か『ピリス』だったな？」

「知らない！」

　小姓は俺の肩に担がれたままプイとそっぽを向く。

唾でも吐きかねない生意気さだ。

「エイギル様の質問に答えなさい！」

「ひい！」

　しかしセリアが凄むと一転震え始める。

なるほど反抗的だが度胸は無さそうだ。

　年齢は二十歳に届いていないだろう。

髪は青みがかった短髪で特に前髪はデコでパッツリ切られている。

肌はきめ細やかで真っ白だが、化粧の匂いはまったくしない。

　服装は捕まえた時のまま、甲冑の下に着るタンクトップとかなり短いズボンをそのまま着ている。

胸は全くないが尻は小ぶりながらぷりぷり張りがあって美味そうだ。

セリアよりも更に少年体型に近い。

「お、お前もあの山賊もどきも我が帝国の敵じゃない！　さっさと私を解放して降伏を──」

「うるさい！」

　セリアがバシンとピリスの尻を叩くと甲高い悲鳴が上がる。

「こ、殺すなら殺せ！　私はマエスタス閣下の従者としていつでも潔い最期を迎える覚悟を──」

　ピリスは強がるがセリアが無言でスラリと剣を抜くと冗談かと思うぐらいに震え始める。

強がってはいるが怖がりなのは間違いない。

あのマエスタスとか言う軍団長が本当の片腕として使っていた可能性は無いだろう。

「セリアはお化けと虫は怖がるが度胸はあるからな」

「わぁ！　余計なことを言わないでください！」

　セリアが照れる。ふふふ、可愛いな。

「となれば愛人か？」

「無礼な！　私は閣下の忠実な部下だ。愛人だなどと恐れ多い……ではなく閣下の名誉を穢すな！」

　なんにせよあの男前軍団長に近い存在なのは確かだ。

情報が手に入るかもしれないから大事にしておこう。

「それまでは酌でもさせるか」

　言いながらピリスの顔を見る。

酌と聞いて歯を剥いて怒る……そしてセリアに睨まれて脅える……その間、空白の一瞬が気にかかる。

「似てるような気がするんだよな」




　首を捻っていると別の建物からまた女の悲鳴が聞こえる。なんだまたか。

覗いて見ると……今度はギドだ。

「や、やめて！　犯さないで！　許して！」

「ならやめたらどうだ？　俺は何もしていないぞ」

　ギドは荒れた家のベッドに仰向けに寝転んでいるだけで、悲鳴をあげた女がその上に跨って腰を振っている。これではとても強姦とは言えない。

「う、うぅぅぅ卑怯よ」

「何がだ？」

　ギドが初めて手を動かし、女の髪を乱暴に掴む。

「そ、その顔と一物よ！　童顔の男前で巨根って……女が逆らえる訳ないじゃない！」

　女は悔しそうにいいながら腰を動かし始める。

「ふふふ、ならもっと大きく腰を使え。乳房を俺の腹にあてながら動け……もしくは自分で持って吸え」

　ギドはニヤリと笑うと偉そうに色々指示を出し始める。

「……あいつも偉そうになったもんだ」

「ご指示があれば思い切り蹴ってきますけど」

　先ほどの反省かセリアが鉄の軍靴を履いて言う。

「いやいい。今回は見逃してやる。悪いことをしている訳ではない」

　ギドが低く唸り、女の中に容赦なく精を吐き出した。

「出てしまった。責任を取って欲しいなら口でしっかり後始末をするんだ」

「うう……最低なのに従っちゃう……女は男前と巨根には逆らえないのね」

　俺はギドを捨て置いて歩き始める。

「だが最近少し調子に乗り過ぎているな」

　ギドは戦いと女遊びに慣れ、戦場でもベッドでも自信たっぷりになっている。

「そういう時が一番危ない。気をつけろよ」

　今は聞こえはしないだろうが。

　そして僅かな戦間は終わり、俺達は敵の最大拠点トリスニアへと進軍を開始する。
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十日後　トリスニア近郊

「道中の抵抗は皆無か」

　俺の呟きにトリスタンが答える。

「敵はこちらの行軍速度を予想していなかったのさ。不完全な防御体勢でアークランドの二の舞になるよりは後退して味方との合流を選んだのだろうね」

「もしくは最初から敵はトリスニアの防衛以外眼中になかったか。かの街の地理的条件と戦略的重要性を考えればそれも納得できましょう」

　レオポルトが補足する。

　ちなみにかつてのトリエアが築いたマジノ要塞群もちょっとした障害になっていたが、エイリヒの指示で華麗に迂回され、敵は防衛を諦めて早々に後退したらしい。

　俺は後方に目をやる。

最初と違い、行軍のペースは遅い──というより通常通りで強行軍ではない。

つまり足の遅い部隊……攻城兵器の一群もしっかりとついてきている。

「気がかりは敵の騎兵集団です」

　マイラが言う。

「エイリヒも奴らを警戒している。攻城兵器の周りにやたら護衛部隊が多いのもそれだろうな」

　敵騎兵による奇襲を警戒して俺達はあまり広がらずまとまって行軍していた。

逆に言えば行軍路以外の敵は完全に野放しということだ。

　視界の端で敵の一団がゆっくりとトリスニアに向けて動いているのが見える。

どこかの町村を守っていた部隊がトリスニアの敵本隊と合流するのだろう。

本来ならば騎兵でも出して撃破したいが、エイリヒから散らばるなとの厳命が出ているので放置だ。

「敵も味方もトリスニアに集まる。一戦で決着がつくかもな」

「それがラッドハルデ卿の狙いだと思います」

　セリアが凛として言う。

「敵の切り札がまた出てくるのだろう？　ならば私がこの槍で打ち払ってやるぞ！」

「私の弓もご助力致します！」

　イリジナとルナが気合を入れる。

「気をつけなさいね……」

「ああ、終わったらまた激しくしてやる。楽しみにしてな」

　ギドが輜重隊についてきた女と口付けを交わして前を見る。

その表情は精悍そのもので自信が漲り目も爛々と輝いている。

見るからに絶好調だがどうにも悪い予感がする。

　最後に傍の小さい馬車……ピリスを乗せている馬車から呟きが漏れてくる。

「信じております。お義兄様……どうかご武運を……」

　なるほどな。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（民兵団指揮）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（大隊指揮官）

ヤーコフ（脱　）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）ギド（絶好調♪）

イヴァンナ（　）ブリュンヒルデ（　）アネット（一〇五の姫）セクリト（　）

ピリス（義妹）ハーティ（従軍娼婦）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　七五

歩兵　　　　　　七千→七二〇〇

騎兵　　　　　　七五〇→七七〇

弓兵　　　　　　八五〇→八七〇

砲兵　　　　　　四三〇

弓騎兵　　　　　七五〇〇→七六〇〇

独立セリア隊　　再編中

徴集兵＋治安隊　一万七千→一七三〇〇

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九二八→一三九二九

一〇五兵団　　　三八〇〇→三八五〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（？）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍７，７万→七・八万

　　　　　　　　　　徴集兵五万→五・二万

敵戦力　正面戦線　正規兵二・九万

　　　　　　　　　徴集兵七万→七・五万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　河西岸　正規兵四万

　　　　　　　　　マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万

経験人数七八三人　産ませた子六九人＋五六五

遅れはなかったこととします。

なかったのです。










第４３８話　前夜の回想







トリスニア近郊　ゴルドニア陣地

　夏の日差しを受けながら味方──ゴルドニア兵が汗を流して動き回る。

小型のカタパルトが僅かずつ這うようにトリスニアに向けて進み、更に後方では大型の物が組み上げられる。

「しっかり積め。適当にやったら死ぬのはお前らだぞ！」

　指揮官の怒声が飛び、カタパルトの前面に煉瓦が積み上げられる。

手近な用水路を解体して得た煉瓦は臨時の矢避けには十分だろう。

「臭せぇ……嫌になるぜ」

「文句言うな。火達磨になるよりマシだろが」

　規律に長けていなさそうな民兵が悪態をつきながらも休み無く破城槌の屋根に汚泥を塗り込んでいく。

火矢を射かけられても炎上しないようにだ。




　目を転ずると敵──南ユーグリア軍側もトリスニアの巨大とは言えない城壁にハリネズミのように大弩を据え付け、隙間には煉瓦や丸太を積んで弓兵陣地を構築していた。

　唐突に壁の向こうから空気を切る音が鳴り、空高々と舞い上がった鉄球が重々しい音をたてて両軍の間に落ちる。

　味方の兵は一瞬ざわめくものの、すぐに落ち着いて作業に戻る。

これは敵カタパルトの試射で本格的に狙っていないと分かっているからだ。

　両軍ともに目の前に敵を見据えながら着々と準備を続ける。

どちらも細かいちょっかいからの中途半端な戦闘を望んでいない。

「面白くなりそうだな」

「は。策は整えております」

　俺が口を開くと間髪おかずにレオポルトが答える。

トリスタンは僅かに体を反らせて伸びをしてから小さく頷く。

セリアは限界まで背伸びして俺とレオポルトの間に立つ。




　皆が自らの仕事に戻った時、トリスニアの街から幾筋かの煙が登り始める。

まだ攻撃は始まっていないから、あれは市民の炊事の煙だ……ちょうど昼時になるのだ。




「国同士で戦があってもそこに住んでるもんは毎日おまんま食べて生きてくしかないってね」

　複雑な顔でそう呟いたのはマリアの母「パメラ」だ。

彼女は今もトリスニア北東の街ロレイルにて、マリアの実家でもある宿屋小鳥亭を営んでいた。

　マリアの母とは言え、戦とは無関係のはずの彼女がここにいるのはちょっとした事情がある。

　今から戦いが起こるのはトリスニア、そしてロレイルは中核トリスニアに近く、戦の動向によっては火の粉が飛ばないとも限らない。

　戦そのものとは無縁でも、敗残兵が悪事をしたり戦争の影響で治安が悪化した隙を狙って賊や魔物が飛び出さないとも限らない。そこで俺はエイリヒにロレイルの民の保護を申し出た。

もちろんパメラも含まれる……というよりそれが主目的だ。

　決戦前に貴重な兵力をロレイルに残すのは愚行だが、マイラが連れて来た義勇兵や軽度ながらも負傷した兵などから少しだけ割いておいた。

「最悪店が焼けても落ち込めば済むが、貴女に何かあったらマリアに顔向けできん」

　アークランドでの一騒動はいい教訓になった。

「皆それは有難いと思ってるよ。やじゅ……ゲフン！　無敵のハードレットが見ているって噂だけで賊なんて逃げ散るさ。でもさ……露骨にあたしの家族だけを差別し過ぎじゃないかい？　ちと気まずいよ……」

　パメラはマリアの父親と死別してから長く独身を貫いていたが、近所の中年男と再婚していた。

相手はややスケベそうな以外は平凡な腹の出た中年男だ。

平凡な中年にサバサバした美熟女のパメラは勿体ない気もするが当人同士が良いなら口は出すまい。

「貴女は俺の愛する女の母親だ。贔屓ぐらいするに決まっている」

　全ての者を等しく扱うなどできるはずがない。

「限度があるっての……うちの店だけ数十人規模の兵隊さんが守ってるし……」

　万が一もあるから賊程度に突破できる守りではいけない。

ちなみに街の他の場所は通りごとに数人立っている程度だ。

「うちの店だけ不自然なぐらい満員御礼だしさ」

　ロレイル駐屯隊の宿泊食事場所は小鳥亭にしろと厳命している。

小鳥亭が満員で入れなくなってから他に散るのだ。

「あと兵隊さんが溝の掃除から壁の補修まで全部やってくれちゃうのはなんなんだい？」

　そこまでは知らない。

だが俺の小鳥亭贔屓は隠すつもりなく露骨だ。

あるいは駐屯部隊の指揮官が機嫌取りに走ったのかもしれない。

「戦後に昇進させてやろう」

「隠さず言い放つのはある意味すごいねぇ。半分不正だろうに」

　ところで、と俺は話を切る。

「それだけロレイルを守っているのに貴女がここに来たら困るのだが」

　パメラは何故か輜重隊に紛れて俺の部隊についてきてしまったのだ。

戦闘が始まれば巻き込まれるどころではない。

「あたしゃ娘の良い人にあれだけされて礼も言わずにのほほんとできる性格じゃないさ。聞けばまだ戦いまでには少し猶予もありそうだし」

　パメラは言ってから丁寧に頭を下げて礼をしてくる。

俺もあえて遠慮はせずにどういたしましてと受け入れる。

　さて建前はここで終わりだ。

俺はパメラにずいっと近づき、肩を密着させて言う。

「旦那とは？」

「もちろん上手くやってるさ。元々近所で店やってる男だったかんね。元々良く話してたよ」

「男としてどうだ？」

「百歩譲っても男前じゃないさね。頭は薄いし腹も出てるし体臭もね。でもあたしもおばさんだからね。中年同士ベッドでも魅力を感じてるよ。……あいつかなりスケベでねちっこいしね」

　ここからが本番だ。

「だが旦那が五十ならいかにスケベでも回数に限界があるだろう。一晩十……いや五も厳しいのでは？」

「五回もしたら旦那死んじゃうっての！　基本一回、気分が乗って二回したら次の日はさすがに……てかどうして話題がシモによっていくのさ！」

　更に俺はパメラに迫る。

「礼を言うならロレイルでも出来たはずだ。それをわざわざ輜重隊に紛れてまでついてきたのは何故だ？」

「それは──」

　パメラが口を開く前に彼女の手を取り、水仕事で少し荒れた指から肘、二の腕までゆっくり撫で上げる。

「俺を求めて来てくれたのか？」

「な、何言ってんだい！　あたしゃ既婚であんたの嫁の母親で……もう五十で……」

　パメラは否定するが俺と目を合わせずに赤面する。

あと一押しだ。

　俺はパメラの腰に優しく手をやって引き寄せ、耳元でボソリと呟く。

「一五回だ」

「ひっ！」

　内容に反応したのか耳に息がかかったからか、サバサバとした態度を崩さなかったパメラが十の小娘のような可愛い悲鳴をあげる。

「俺は貴女をぶっ続けで一五回抱ける」

　目を覗き込んで言うとパメラの体が徐々に震え始める。

恐怖とは違う下半身からせりあがる震えだ。

「閨に来るんだ」

　俺はパメラの腰を抱く手に力を入れてより強く密着し、あえて自分の股間を彼女の太ももに押し当てる。

若い雄をしっかりと感じさせるのだ。

「貴女も旦那も良い歳なんだろ？　お互いに少し余所見するぐらいなんだ」

「確かにあいつも酒場で二十歳の踊り子口説いてたらしいけど……」

　良し揺れた。ここで決めに入る。

俺はパメラの肩をわざと少しだけ乱暴に抱く。

「貴女が欲しい。貴方を……食い荒らしたい」

「……」

　突然の乱暴な物言いにパメラは一瞬ビクリとしたが、やがて諦めたように俺の肩に頭を乗せた。

俺は一転して丁寧に彼女の腕をとり、腰を優しく支えて俺用の天幕に導く。

「ヒソヒソ……熟女が落ちた」

「ヒソ……勝気な女もハードレット卿にかかっては……ヒソ」

「てか守備範囲広いわよね……ヒソヒソ……完全におば……」

　兵達の話に顔が真っ赤になるパメラの肩を抱きながら、昔のことを思い出す。

あの時もロレイルからトリスニアに向かったな。今と状況は全く違うが。
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回想　ゴルドニアの中央平原北部統一から少し後──

トリスニアにて

「パメラさん。すっごく綺麗でしたね！」

　ミティが後ろ向きにスキップしながら言う。

「ええ。いくつになっても女は綺麗で無いと……年齢など気にせずに」

　メルもニコニコと楽しげに笑う。

　連れだって小旅行と洒落こんでいるのは俺とマリア、ミティ。それとメルだ。

面子が中々特殊なのは少しばかり理由がある。

「わ、私としては複雑だなぁ。確かに母さんの幸せは嬉しいけど……この年で新しいお父さん……しかも雑貨店の店長さんすごく知ってるんだよねぇ。今思えば私が子供の頃から母さんに言い寄ってたなぁ。……思い出してみたら私もデートに誘われたことあるよぉ」

　マリアが本当に複雑そうな表情で言う。

　俺達はロレイルの町でマリアの母パメラの結婚式に出ていたのだ。

　パメラはロレイルの繁盛店小鳥亭を女だてらに切り盛りする女傑だが、これ以上ないぐらいの一般人だ。その結婚式も決して堅苦しくなく、仲良い者が集まってわいわい騒ぐお祭りのようだった。

　そこに大層にもゴテゴテ肩書のついた俺が人数を引き連れて乱入しては雰囲気がぶち壊しだ。

そこで娘のマリアは当然として他に普段から彼女とよく一緒にいるミティとメルに絞った。

　ノンナは密かについて来ようとしたようだが、ラーフェンで有名な芸術家の陶芸品が競りに出されると聞いて断念。カーラはノンナが法外な値段で買わないように御目付役についた。

　マイラもきたがっていたようだが、直前にラーフェンで得体の知れない薬物を売り捌く無法者の話を聞き、治安隊を率いて駆けだして行った。

　クウ、ルウ姉妹は直前になって体調が優れないと言い出した。

恐らくメルが自分達に気遣いなく旅行できるようにしてくれたのだろう。

　セリアはどこぞやで買い食いして本当の腹痛でベッドで悶えている。

　かくして結婚式は無事終わり、パメラは中年の旦那と近場の避暑地に新婚旅行に出かけ、俺達四人はどうせなので、とロレイルから近いトリスニアの街をぶらりと見て帰ることにしたのだ。

「トリスニアって私初めてなんです。大きな船も見たことなくて……あっ船が出て行く！」

　孤児だったミティは旅行の機会がなく、ゴルドニアにはない港や漁船でない大型の貨物船が新鮮なようで大はしゃぎしている。

「こらこら、あんまりはしゃぐと──あっほら！」

　ミティは船に夢中で足元が疎かになって転倒してしまう。

服についた砂をマリアが払いながら落ち着きがないと小言を言う。

「うふふ、若いんだものしかたないわ。マリアさんもこれで怒らないであげて」

　メルがいつの間にか買っていた梨を二人の頬に押し付ける。

冷たい井戸水で冷やされていたであろうそれは二人に悲鳴をあげさせ、小言を中断させるのに十分だった。

　俺はそんな三人を見ながら穏やかに笑う。

　騒がしくもあり、和やかでもあり、いい雰囲気だ。

ミティ、マリア、メルと年齢が離れているので、甘えたり余裕を持って接することができるのだろう。

カーラとノンナ、セリアとマイラのような関係も見ていて楽しいが、今はこのゆったりした関係が美しく感じる。

「少しお腹が空きません？　あぅ……お腹鳴っちゃった」

「もうお昼ですね～。今から宿に戻るのも面倒……屋台で食べ回りしませんか～？」

「うふふ、たまにはずぼらも魅力的ですね」

　もちろん俺も異論はなく、女達の望むままに屋台を巡る。

　定番の焼き串・とうもろこしからを楽しみ、見た目は醜いが非常に美味な魚の丸焼きに驚き、見た目が酷く味も酷い虫の煮物に悲鳴をあげ……食事は楽しく続く。

「はいよってらっしゃい見てらっしゃい！　遠くガーランド帝国から伝わった珍しい穀物だ！　しかもここまでしっかり殻が取られたもんはそう簡単に手に入るものじゃないよー！　さあ買った買った！」

　露店商が声を張り上げて勧める商品を覗いて見ると、見たこともない粒が壺一杯に詰まっていた。

一見特上の大麦のようにも見えたが、より白くて僅かに透き通っている。

「これは帝国南部の湿地帯で収穫されているコメって穀物だ！　中央平原ではまったく作ってないからこの機会を逃したらもう口にする機会はないぜ。肉にも魚にも合う魔法の穀物、しかも料理すれば柔らかい食感と甘みが……」

　俺達が食いついたとみたのか露店商の口上が続く。

　だがミティとマリアは苦笑している。

理由は簡単……値段だ。最上級の小麦の十倍以上する。

普段台所を預かる彼女達だ。この値段の飯を買うのは理性が拒んでしまうだろう。

「よし。全部貰おう」

　だからこそ俺がしゃしゃり出る。

少なくとも旅行の間は節約など不要、食べたい物を食べて欲しい。




　買ったコメとやらは露店商贔屓の料理人によってすぐに料理となって現れた。

「こ、これは……」

　彼女に供された料理は先程のコメにバターを加え、エビを入れてクリームとチーズをかけて焼いたものだ。

一口食べるとメルの目が大きく広がり、急ぐように次の一口を口に含む。

はふはふと熱がりながらも手が止まらないとばかりに手を動かすメル。

「お、美味しい……」

　マリアに出された料理は全体的にトマトソースで味付けされ、ふんだんに肉や魚介が散りばめられている。

メルの料理よりも、ややスープに近いように見えるが自身も相当な料理の腕を持つマリアが最初の一言以降何も発さないのを見ると、相当美味いのだろう。

「……」

　ミティに目をやると本当に一言も発さず黙々と食べ続けている。

出された料理はマリアと同じく米にトマトソースを練り込み、上から卵をかけて固めていた。

　三人の女が黙々を食事をする光景は少し異様だ。

「さあ旦那の分も出来やしたぜ！」

　俺の分も来たようだ。

三人の反応を見る限り、味は相当期待でき──。

「おい」

　俺の前に出された料理はコメだ。

料理には無知な俺でもわかるぞ。何しろそのままだからな。

　真っ白に光り輝き、湯気を立てるコメが器一杯に盛られている。

そこに一切の装飾も工夫も無い。

要は炊いてそのまま出して来やがった。

「覚悟はいいな」

　小麦料理を注文して小麦粉をそのまま茹でて出したらテーブルをひっくり返すだろう。

ましてこのコメは相当な高級品のはずだ。

「いえいえ、旦那にはこれでさ！」

　料理人は焼いただけの油まみれ細切れ肉を大量にドサッと器の上に乗せた。

一応肉は焼いていたのか。

だがまだ料理と呼べるのかは微妙だ。

俺がノンナだったら胸をブルンブルン揺らして厨房まで料理人を罵倒に向かうだろう。

　だが俺はノンナではないので乱暴すぎる飯を素直に口に運ぶ。

「……」

　そしてそのまま一言も発さず黙々と器を空にするのだった。

　想像以上に美味い。

コメか……帝国南部と言えば船で通っただけでも茹だるような暑さだった場所だ。

気候が全く違うから中央平原ではなかなか手に入りそうにない。少し残念だ。

ナ、何も言いません。










第４３９話　回想から現実へ







　飯を食い終わった俺達は他に何かめぼしいものがないか周囲を見回す。

「あっ噴水だ！」

　ミティが嬉しそうに指をさす。

数多く露店が並ぶ大通りの一角に最近造られたのであろう真新しい噴水が高々と水を噴き上げていた。

周りにはそれなりに広い噴水池があり、絶え間なく喚声が聞こえる。

どうやら噴水は公共のもので民が自由に遊べるようだ。

　トリスニアはノーステリエス河に隣接し付近には合流する小川も多数あるので水はいくらでもある。

よってこのように延々水を垂れ流す贅沢もできる。

　ラーフェンも水道橋が完成してから水事情は劇的に改善したが、さすがに大河の横にある街とは勝負にならない。でかい噴水を作って水を撒き散らせばノンナは喜ぶだろうが、アドルフが卒倒して禿げるだろう。

「しかし噴水ってのも不思議だよな。どうして水が空に向けて噴き上がるんだろうか」

「えーと前に誰かが説明していたような……むぅぅ」

　ミティが考え込んでしまう。

「難しくて私にはわからないよ～」

　マリアは諦めてしまったようだ。

まあ無理に考える必要もないか、俺は噴水職人でもないしな。

　そんなことを考えているとミティとマリアがそわそわし始める。

「遊んできたらどうだ？　別に時間も押していない」

　季節は夏。食事を終えて少しばかり歩いた俺達は少し汗ばんで水遊びもしたくなる。

服も旅用のしっかりした物なので少々濡れるぐらい問題ない。

「うーん……」

「ちょっと恥ずかしいかも……」

　なるほど噴水に入って遊んでいるのは子供ばかりだ。

「そういうことなら──」

　俺はマリアとミティをそれぞれ片手で抱え上げて噴水に向かう。

「きゃあ！　恥ずかしいですって！」

「わぁぁ～みんな見てるってばぁ」

　二人の悲鳴にも容赦せず、抱き上げたまま噴水に飛び込む。

「ぎゃー！　でっかい人が飛び込んで来た!!」

「ふぇぇ……びしょびしょになっちゃった」

「近所のマルーおじさんと一緒？　大人なのに毎日夕方まで鬼ごっこして遊んでくれるの～」

　派手な水飛沫に周囲の子供から悲鳴と歓声。親達からは非難の声があがる。

「ははは、ひんしゅくを買ってしまったな」

「もう！　旦那様みたいな大男が飛び込むなんて非常識です！」

「もういいよ～。どうせ恥ずかしいんだから開き直って遊びましょ～」

　ミティとマリアは吹っ切れたのか、もう周りの目は気にせずバシャバシャを水をかけあって遊び始めた。

　すると周りで座っていた大人たちも少しずつ水の中に入って来る。

みんな本当は入りたかったんだな。俺達が派手にやったので抵抗がなくなったらしい。

「うふ、私も参加しちゃいますね」

　メルも遅ればせながら参加して二人に水をかける。

「きゃっ！　そんなにかけたら駄目です～」

「あーん背中に水入れるのやめて～」

　三人は──メルも年を忘れてワイワイはしゃいでいる。

　女同士で盛り上がってきたので俺は水から出て噴水池の淵に腰をかける。

二人の為に飛び込んだが水遊びしたかったわけではないからな。

　それよりもこうして座り、濡れて衣服が体に張り付いた女達を見ている方がずっといい。

　一人の人妻が自分の子供に盛大に水をかけられた。

薄着だったのだろう、乳首が浮き上がっている。

色が濃くて乳輪の大きい熟れた女の乳首だな。

　などと考えていると何者かが俺の袖を掴む。

隣を見るが誰もおらず、視線を降ろすと小さな子供がいた。

「おじちゃんおっきいね」

「お前はまだ小さいな」

　子供──は水遊びの途中で上半身裸だった。

それでも男か女かもわからんが。

「【てち】はおんなのこだよ？」

「そうか。女の子なら大事にせんとな」

　俺はそういって幼女を抱え上げ、池の淵に乗せる。

「だっこ」

「あん？」

　突然両手を伸ばす幼女に俺は間抜けな声を出す。

「だっこして。ママよりたかそうだから」

　そういうことかと理解する。

女とはいえ幼女の機嫌を取っても仕方ないが、無下にして泣かれても気まずいので言う通りにしてやろう。

「そら、高いか？」

　幼女の脇に手を入れて俺と同じ目線まで抱え上げる。

重量は無いも同然、指一本でも上げられそうだ。

「たかーい！　ママよりずっとたかい！」

　視界の端でその母親と思われる人物が心配そうにこちらを見ている。

結構な美人で胸も大きいな。

「もっと高くしてー」

「はいよ」

　俺は母親に向けて微笑んでから幼女を頭の上まで持ち上げる。

「ふぉぉ……たかい……てちがみなを見下ろし……ふぉぉ」

　不思議な喜び方だな。

母親は俺が危害を加えないとわかったのか、胸を撫でおろしてゆっくりこちらにやってくる。

「こらテチ！　知らない人に迷惑かけちゃダメでしょ！」

　だが幼女の好奇心は親に怒られたぐらいで潰えはしない。

「もっと！　もっとたかく！」

　幼女が急かすが俺の腕はこれ以上伸びない。

「もっとたかくー！　てち、もっとたかくなりたい！」

「仕方ないな。じっとしていろよ」

　ピピが喜んだ奴をやってやろう。

　近くまで来た母親は「すみません」と困ったように一礼する。

なに、ちょっと子供を楽しませるぐらいなんてことはない。

　俺は微笑みを返してから腰を少し落として────真上に幼女を放り投げた。

高さは一〇……いや２０ｍ程度まで上がっただろうか。

「ぎゃああああああ!!!」

　突然母親が絶叫する。

傍で叫ばれたら危ないじゃないか。受け止め損ねたらどうするんだ。

　幼女は空中で一旦静止してから加速をつけて落ちてくる。

俺は数歩左右に動いて位置を調整し、衝撃の無いよう優しく受け止める。

「ふぉぉぉぉぉぉぉ……てちはとり……とりになった……でふ」

　受け止めた幼女は不思議な叫びをあげて興奮している。

楽しかったなら良かったな。

　同時に殺気を感じて振り返る。

「良かったはず──」

　母親から突然顎に右の拳を貰う。

「ないだろう──」

　続いて左の拳が鳩尾に入る。見事な連撃だ。

「──がっ!!」

　最後は勢いをつけた膝蹴りが綺麗に俺の股間に入る。

何故殴られたのかはわからないが、大した女だ。




　母親は膝を抱えてしばし悶えた後、幼女を連れて去っていった。

幼女はもう一回やって欲しかったようだが、母親の方がすごい目で睨むので自重するしかない。

　そうしているうちにマリア達の水遊びも一段落ついたようで、三人とも池の淵に腰かけて服を絞ったり髪を整え直したりしている。

　たまには子供にもどって遊ぶのも良い。

これだけでもトリスニアに遊びに来て良かったと穏やかな気持ちになった時だった。




「んまっ見なさいリトリアさん。下々の者が姦しく騒いでいるわよ」

「ええ母様、なんて五月蠅いのでしょう。下賤な臭いがプンプンしますわっ」

　現れたのはやたらフリフリがついた服を重ね着て、同じくフリフリだらけの日傘を持った二人の女だ。

一人は四〇代ぐらい、もう一人は一〇代半ばだろうがやたら化粧が濃いので実際にはわからない。

残念ながら二人とも容姿には恵まれていない。

　若い方の女が身支度を整えている俺達の所にやってくると、しばらく凝視した後、わざとらしく後ずさって扇子で口元をパタパタ仰ぎながら言う。

「母様、あの者達は少し見れる服を着ていましたのに、そのまま水遊びしたようですわっ」

　すると年増の方の女は大げさに反応する。

「んまー！　やっぱり下賤の者は駄目ね。服の着方も知らない──いえ良く見なさいリトリアさん。一見小奇麗に見えても金糸銀糸に宝石ボタンも無いですわ……つまりあれは安物っ彼らに相応の服ですのよっ」

　金糸を縫い込んだ旅着がある訳ないだろうが。宝石など論外だ。重いだけだろうが。

「可哀そうですわ母様」

「ええ、せめて私達の高貴な宝石を見せてやりましょうね」

　二人組は俺達にでかい宝石のついたネックレスとブレスレッドを見せつけてくる。

　とにかくでかいが形が歪な気がする。

前にクレアが宝石の真価は輝きと加工技術。

粗削りで濁った大きいだけの石にはなんの価値もない……などと言っていたな。

「何なんですかこの人たち」

「面倒くさい人だねぇ……」

「……」

　せっかく上機嫌だったミティが渋い顔となり、マリアも眉を顰めメルは笑顔のまま無言になる。

　その間にも傲慢母娘は噴水前に陣取りやりたい放題だ。

　遊んでいた子供とぶつかりかけ、扇子で幼児を虫のように払う。

「しっしっ！　ぶつかって私の服が汚れたらどうするのっ」

　子供が慌てて親元に逃げ帰っても追い討つように母親にも罵声を浴びせる。

「せっかくだからそのガキをここで洗濯したらどうかしら。駄目ね、水が濁って景観が悪くなってしまうわっ美しいトリスニアが台無しだわ」

　いくらなんでもこれは酷い。

だが周りの母親達は一言も文句を言わず、逆に二人に頭を下げ、子供を抱えて逃げ去ってしまう。

「もしかするとここいらで顔の通った貴族の方なのかも……ゴルドニアも昔からこういうのありましたし」

　ミティが嫌そうな顔で言う。

こんなのが近所に住んでいて毎日偉ぶってきたらたまらんだろうな。

「ロレイルでも不良騎士がまぁ……いたこともあるよ」

　マリアも経験済みか。

　話を聞きつけた訳でもないだろうが母娘が再びこちらにやってくる。

「それより母様。この者達……妙じゃありませんこと？　男一人に女三人って……」

「ええ、大方どこぞの田舎領主が適当な寒村で拾った女と遊んでいるのでしょう。ああいやらしいっ！」

　メルが気まずそうに顔を反らすが、寒村で拾った女でいいじゃないか。

拾って愛して子供を産ませて何が悪い。最高だ。

「よく見れば三人ともオーラがないわ。幸薄そうな顔をしているわね」

「ええ、そこの女は陰気だわ」

「い、陰気……？」

　ミティが肩を落とす。

「あっちの女は……平凡ね特徴が無いわ。どの町の宿屋でも共通の看板娘として出て来そうよっ」

「平……凡」

　マリアの声に影が落ちる。

「向こうの女は……ちょっとばかし顔は良いけど……年増ね。崩れかけているわ」

「……」

　メルの目が大きく開き、無言のまま俺の腰に手を回してくる。

こら、デュアルクレイターを抜こうとするな。白昼堂々斬りかかるのはまずいぞ。

　だが傲慢母娘の次の一言が彼女達の命を救った。

「その点母様は今年三五にもなるのにこの美しさ……やはり育ちの良さは顔に出ますのねっ」

「うふふふ、その通りよリトリアさん。向こうの女は二十後半でしょうに品がないからか三十路を超えているように見えるわっ」

　メルはデュアルクレイターを放して俺の横で一転にこやかに微笑む。

先程までの殺気はどこにもない。

　メルがちらりと俺を見て小さくガッツポーズする。

血を見なくて何よりだ。




　だがそろそろ我慢も限界だ。

俺だけを罵倒するなら我慢して聞いてもやるが、メル達を罵倒されてこのまま黙ってはいられない。

　相手は偉ぶっているが、そもそも本当に偉い奴はフラフラ出歩かない。

街の中とは言え、母娘二人だけで歩いている時点で彼女達が俺より高位であるとは考えられない。

「嫌味になるが印章を見せて黙らせてやろう」

　旅行ついでにトリスニアの貴族にも挨拶しろとノンナに言われて持っているのだ。

俺の印は割りと有名らしいので見せればわかるだろう。

　俺はニヤリと笑い、懐に手をやる。

「……飯屋に置いてきた」

「何やってるんですか!?　セリアさんから絶対無くさないように気をつけろって言われてたのに！　もし無くしたら問答無用で私を責めるって理不尽なこと言ってたのに！」

　ミティがすごい剣幕で怒鳴りながら飯屋の方向に走っていく。

　さて印章が無いとなればどうするか。

そう考えて視線を空に向けた時だった。




「んぎゃぁぁぁぁ！　泥棒んぉぉぉ!!」

　醜い……本当に醜い叫び声に目をやると傲慢二人組の母の方が地面に尻もちをついていた。

どうやら持っていたゴテゴテのバックをひったくられたらしい。

犯人と思しき男は既に相当遠くまで逃げている。

「母様ぁ！　だ、誰か追いなさい！　捕まえなさいっ！」

　娘の方が周囲に向けて怒鳴るが、誰も動き出さない。

　聞かなかったふりをして足早に去る者、足を痛めてーとわざとらしく言う者、子供を虫のように扱われた母親など露骨にニヤニヤしている。

「そりゃ誰も助けてくれんわな」

「自分に返ってくるよね」

「因果応報ですね」

「はぁはぁ……印章あった……良かった」

　俺達も正直助けたい気分ではない。

バックの一つぐらい良い教訓だと思うべきだ。




　だが母娘の反応は予想外だった。

「あ、あのバックには今月分のお小遣いが全部入っているわっ！　追うわよ！」

「分かったわ母様！」

　二人はなんと物凄い勢いで犯人を追い始めてしまったのだ。

しかも案外に足が速く、下手をすると追い付いてしまいそうだ。

「……いってくる」

　俺は仕方なく二人の後を追いかける。

　泥棒が追い付いた先で居直り強盗になるのもあり得る話だ。

バック一つなら良い教訓だと思えるが、強盗に殺されたと後で知ったら気分が悪い。

　そして追いかけた先で案の定の光景に遭遇する。

「はぁはぁ……お、追い付きましたわ！　さあバックを返しなさいな！」

「ふぅふぅ……衛兵に突き出して死刑にして差し上げますわっ！」

　二人が散々逃げ回る泥棒に追い付いた場所は港の脇、ノーステリエス河堤防近くだった。

　以前の洪水で元の堤防が破壊され、臨時に土の堤防を建設中の場所だが、今の時間人夫はいないようだ。

人夫のいない工事中の堤防……つまり人目のほとんどない場所だ。

　これは追い付いたというより、誘い出されたのだろうな。

　泥棒が指笛を鳴らすと物陰から新たに四人の男が現れて母娘を取り囲む。

　事態に気付いた母娘だがもう遅い。

「殺るか？　それとも拉致って売るか？」

「殺しはまずい。売るにも……顔が悪すぎる。身ぐるみ剥いでから口封じにどっちも犯しとけ」

　男五人は懐からナイフを取り出して迫る。

「や、やめなさい！　私達を誰だと思っているの!?」

「誇り高きトリスニア統治官──様の一番の家来──卿のお抱え騎士たる父を怒らすとどうなるか！」

　なんだ陪臣の陪臣だったのか。

俺の周囲で例えるとレオポルトが傍に置いている少女ぐらいの立ち位置だ。

これではどうにも箔がない。

　ジリジリと迫る男達。いよいよ母娘に逃げる場所はなくなった。

今一つ気は乗らないが助けてやろう。

「おい」

　俺は両者の間に立ちはだかるように前に出る。

　女二人相手に余裕の表情だった男達の顔が歪む。

「てめぇ何者だ！」

「まさかその女の護衛か!?」

　俺は何も答えず男達の得物を凝視する。

　全員刃渡り２０ｃｍ程の短いナイフだけだ。

これなら素手でも危険はない。

「あ、貴方は──」

「動かずじっとしていろ」

　女達を背中に庇いながらそれだけ言う。

「おいやばいぜ。見るからに強そうだ」

　お前らよりは強いからさっさと逃げろ。手間が省ける。

「こっちは五人もいるんだぞ？　それにさっき聞いた程度の身分じゃ用心棒もたかがしれてらぁ」

　バカな奴は長生きできんぞ。

「それに顔も見られてる。このまま帰したら明日から商売できねぇぜ」

　バカな方向に結論を出したようだ。

　男五人がナイフを構え、俺を半包囲するように距離を詰めてくる。

「愚かな奴らだ」

　俺はその場を動かず、腰だけを僅かに低く落とす。

「シュッ！　シッシッ！」

　一人の男が気持ち悪く息を吐きながらナイフを突き出してくる。

だがフェイントなのが見え見えなので俺は一歩も動かず、棒立ちのままだ。

「そらそら刺しちまうぞ！　痛てぇぞぉ！　おら、おら、お──」

　別の男が横合いから同じように無駄口叩きながらフェイントをかけた瞬間、俺は視線も向けないまま予備動作無しでいきなり飛び込む。

　そしてナイフを持つ手を左手で払い、右手で髪の毛を掴んでそのまま小石交じりの地面に叩きつける。

髪を掴んだまま持ち上げると男は潰れた鼻から鼻血を垂れ流し、口から折れた歯をポロポロ零しながら汚い泣き声をあげていた。

「ま、こんなもんでいいだろう」

　こいつらも殺しはしないつもりだったようだから無理に命を奪うこともない。

後で死んだら仕方ないが。

　俺はその男を放り投げて残る四人に向かう。

「この野郎──許さねぇ!!」

「命乞いしても遅いぜ！　血を見ちまったからにはなぁ!!」

　二人の男が激昂して襲い掛かって来る。

「絶対に殺してやる!!」

　言いながら二人は俺の顔面目掛けて斬り付けてくるが……。

「嘘だな」

　俺はナイフを見切って男の腕を右手で掴む。

「いでぇ！　な、なんて力だ……折れるぅ！」

　そもそもナイフで立った相手を殺す方法は概ね二つしかない。

喉元へ正確にナイフを突き込むか、体重を乗せて鳩尾から腹に突き込むかだ。

　頸動脈を斬り裂く手もあるが、相当な技量がいる上に相手が襟付きのシャツを着ているだけで一気に難度が跳ねあがるから現実的ではない。

セリアはいとも簡単にやるがあれは別格だ。

　つまり『顔を狙って斬り付ける』時点で本当に殺す覚悟など無いのだ。

ならば多少強引に踏み込んでもせいぜい俺の美顔に一本筋が入る程度だ。

「だが幸運だったな。お前らに殺すつもりがないなら、俺もそうしてやる」

　俺は掴んだ男の腕に左手を添え……枯れ木をへし折るように真っ二つにへし折った。

「くそがぁぁぁ!!」

　もう一人は腰だめにナイフを構えて突っ込んでくる。

殺すつもりのようだが、その低さでは俺の太ももだぞ。仕方ないから勘弁してやろう。

　俺は攻撃を真正面から受け止めるふりをして直前で躱して足をかける。

　そして派手に転倒した男の腰を掴み──そのまま先ほど幼女にやったように真上に放り投げた。

　体重が違うので高さはせいぜい５ｍ程度だが、もちろん受け止めてなどやらない。

「ぐふっ！　げは！　ごへ!!」

　背中から落下した男は激しくむせながらのたうち回る。

もう転がる以外のことは何もできないだろう。

　次の男は右にフェイントをかけてナイフをブレさせ、逆に左から裾を掴んで堤防の向こう……ノーステリエスに向かって放り投げる。

堤防が幅１０ｍ高さ５ｍ程あったのでどうかと思ったが、水音がしたのでちゃんと届いたようだ。




　さて最後の一人になった。

「待て動くな！　動くとこの女が……あれ？」

　最後の男は仲間がやられている間に母娘の傍に回り込んでナイフを突きつけようとしていた。

奴の誤算は俺もその動きを読んでおり、奴と同時に動いたことだ。

そして動きの速さでは俺の方が圧倒的に上だ。鈍重に見られるが俺は結構速いんだぞ。

　後ろからナイフを娘に突きつけようとする男、その更に後ろから俺は男の頭を掴む。

「女を人質にするのは駄目だ。残念だったな」

　そのまま俺は男の首を一八〇度グルリと回す。

ポリンと小気味よく首の骨がねじ切れる。

「ひぇぇぇぇ!!」

　娘の絶叫が合図、これで終わりだ。




　事が終わった後も、娘は目の前で首が回った衝撃でしばらく立てないようだ。

一応助けた者の責任として落ち着くまでは見てやることにする。

「貴方。今回はよくやってくれましたわ」

「ん」

　母親に声をかけられ適当に流す。

「見た所貧民ではないようだけど……もし職を求めるなら私が夫に口を利いてやってもよろしくてよ」

「いらんよ」

　娘はまだ腰が抜けているのか。

「給金の心配かしら？　心配せずとも市井の下らない職よりは──」

「貴様ら何をやっているか──!!」

　ようやく衛兵隊がやってくる。

　すると水を得た魚のように母娘が立ち上がる。

「キニーヒ遅いじゃありませんか！　夫に言いつけますわよ！」

「そうよ！　父様に言って給金を減らして──はれ？」

　衛兵隊長は最初二人を見ていたのだが、俺の顔を確認すると慌てて馬を飛び降りる。

「お前らもさっさと下馬しろ！　打ち首にされるぞ!!」

　そして衛兵全員がキーキーと喚いている母娘を無視して俺の前に跪いた。

「ご来訪はトリスニア管理官キューゼル様から聞かされておりました！　この度はとんだ不手際、言い訳のしようも──」

　俺はもういいと手で制してから転がる男の一人を引っ掴む。

「居直り強盗が五人だ。三人は叩きのめして一人殺した。もう一人は河に放り込んだからわからん」

「堤防の向こう側まで放り投げたのですか……噂にたがわぬ剛力ですな。顔も知らず襲いかかるとはこの馬鹿共も救いようがありませんな」

　隊長が呻く男を軽く蹴飛ばす。

　そこに傲慢母が乱入してくる。

「キニーヒ！　私を無視するなどどういう了見なの!?　それから貴方、この男と知り合いなのかしら？　丁度良いから名前を教えなさいな」

　キニーヒと呼ばれた男は馬鹿を見る顔で傲慢母を見る。

「お、奥様ご存じないのですか？」

「ええ、知るものですか。騎士夫人たる私が一介の男の名など──」

　母が最期まで言う前に再び乱入者が現れる。




「大事はありませぬかハードレット卿！」

　供を連れて馬でやってきたのは──名前はまた忘れたが王によって任命されたトリスニア管理官だった。

俺の無事を確認すると大きく安堵の息を吐き、側近の男に何事か怒鳴っている。

「白昼堂々集団強盗とは治安担当は何をしている！　此度の訪問は軍務総監からも知らされていたのだぞ！　万が一怪我でもされていたら……早急に街を清浄化しろ！　チンピラ共を残らず掃滅するのだ！」

「俺が勝手に首を突っ込んだのです。気にされる必要はありませんよ」

　そう言って俺は早急にこの場を去ることにする。

　迷惑をかけた詫びに晩餐会に招待──などと言われてはかなわないからだ。

今夜はメル達と四人で朝まで楽しく酒を飲むつもりなのだ。

「ハードレット卿……？　東部大領主……新貴族ＮО二……ゴルドニア一の猛将……戦場の鬼神……一万人の愛人……歩く生殖器……あのハードレット様？」

　呆然と呟く傲慢母。

後半部分を色々と問い詰めたい。

「母様……まずいですわ……ど、どうしよう……」

　傲慢娘もぶるぶる震えている。

トリスニア管理官が何があったのか部下に聞き、キニーヒとか言う男は少しずつ母娘と距離を取っている。

　ふむ、二人には正直カチンとも来たが、どんな形でも女をこうも脅えさせるのは良く無いな。

　俺は傲慢母の肩に手を置く。

「怪我はありませんな？」

「ひ、ひゃい！」

　小さく頷く母。

俺は脅えさせないよう精一杯優しく微笑む。

「なら良かった。他は細かいことだ。もう忘れましたよ」

「でも私達とんだご無礼を……な、何か埋め合わせできるような……」

　続いて娘が前に出てくる。

ふむ……顔は整っていないが若い女はそれだけで魅力がある。

「では一つだけ」

「ぐむっ！」

　そう言うなり俺は娘の唇を奪う。

続いて唇を割って舌をねじ込み、数秒かき回して解放する。

「十分な埋め合わせになりました。ではこれで」

　俺はそのまま颯爽と去っていくのだった。
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回想終了

　という実に恰好の良い話だったが残念ながら続きがある。

　あの後、街を出る前に母娘が一度挨拶に来た。

そこで持ってきたのがそれなりに美味いワインで酌をして貰っているうちに……。

「二人とも食べてしまった」

　ちなみに娘は処女だった。

痛いですと泣きながらしがみつかれては、不美人も一つの愛嬌に見えてしまうから不思議だ。

　ノンナ情報なのだが、確かトリスニアの騎士家で妻と娘が揃って私生児を孕んで大変な騒動になったと聞いたような、いないような。




「それよりも──だ」

　思い出の中のトリスニアを再度思い出す。

　まずは港だ。

トリスニア港は内部、入口共に広く、戦闘艦が突入することも面積的には可能だ。

　しかし密航防止の為に巨大で重厚な鎖が備えられ、陸から鎖を巻き上げればいつでも港を入口閉鎖できる

ようになっている。つまり戦闘艦をトリスニア港に進入させることは不可能だ。

　次に噴水だ。

　噴水池の水は北から南にはけていた。

つまりトリスニアは一見平坦に見えるが実は北が高く南が低い。

　最後は堤防。

　長年使われていた頑強な堤防が二年少し前の大水で決壊してしまった。

トリスニアの頑強な堤防ですら決壊したのだ。

情報をまとめてはいないが周辺にある堤防も数多く決壊したことだろう。

　そして堤防の建設は相当な時間と労力がかかる。

早々に全て完全復旧しているとは思えない。

　これらの情報も少しは足しになるかもしれない。

レオポルトに後で伝えておこう。

「ぐ……」

　柄にもなく考え込んでいると唐突に下半身が痺れる。

「ぐむぅ!!」

　低い呻き声と共に足の間に居たパメラが呻く。

　いかんいかん。口奉仕して貰いながら考え事とは彼女に失礼だ。

　パメラは両手を口に当て、口内に発射された種汁を吐き出す。

それは汁と言うより塊……やや熟れすぎて崩れた桃のように飛び出してきた。

「なんだいこれ」

「なんなんだろうな」

　最近種汁が固形で出てくることがある。

溜まり過ぎなのだろうか、そろそろ次のステップに進化しそうで少し怖い。

　俺はパメラの頭を撫でながら優しい口調で言う。

「明日、朝一で帰れ」

「始まるのかい？」

　俺は言葉は発さずに小さく頷くのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（民兵団指揮）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（大隊指揮官）

ヤーコフ（漏　盛大）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）ギド（絶好調♪）

イヴァンナ（準備）ブリュンヒルデ（完了）アネット（一〇五の姫）セクリト（準備）

ピリス（義妹）ハーティ（従軍娼婦）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　七五

歩兵　　　　　　七二〇〇

騎兵　　　　　　七七〇

弓兵　　　　　　八七〇

砲兵　　　　　　四三〇

弓騎兵　　　　　七六〇〇

独立セリア隊　　五〇〇

徴集兵＋治安隊　一七三〇〇

大砲五〇門　大型砲二五門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九二九

一〇五兵団　　　三八五〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（？）

大型戦闘艦二隻　小型八隻　輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍七・八万

　　　　　　　　　　徴集兵五・二万

敵戦力　正面戦線　正規兵二・九万

　　　　　　　　　徴集兵七・五万→八万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　河西岸　正規兵四万

　　　　　　　　　マグラード現地軍三万

　　メルドラ艦隊　壊滅　小艦艇数隻のみ

財産　金貨－一万

経験人数七八五人　産ませた子六九人＋五六七

何故か余談を書きたかったので書きました。

次回は間違いなく戦闘です。

後少し遅れましたがまだ慌てる時間──










第４４０話　頑強なるトリスニア







「ハードレット卿。聞いておられますか？」

　耳に口がつきそうな至近距離からレオポルトに声をかけられる。

こいつの抑揚の無い声が突然横から来ると肩が跳ねそうになる。

「聞いている。どう攻めるべきか思案していただけだ」

　本当は昨夜のパメラとの激しい情事を思い出していた。

彼女は朝までやったせいで腰が立たず、馬車に乗って後方に下がっていったのだが『穴が締まらなくなった』『旦那にばれる』と心配していたが大丈夫だろうか。

「はぁ……エイギル様。甲冑を付け直します」

　セリアが溜息を吐きながら俺の甲冑を付け直す……ふりで盛り上がった股間を隠す偽装をしてくれた。

「……」

「レオポルト何をぼうっとしている。攻撃が始まるぞ」

　細い目を更に細めるレオポルトを余所に、俺は凛々しい顔をして眼前のトリスニアを見据える。

　トリスニアはアークランドと違って城塞都市という程立派な塔などはなく、壁の厚さも高さも一般的な都市程度だ。単純な城攻めとして考えればそれほど難しい場所ではない。

「敵は街壁上に大量の大弩や少数ながら砲も展開しております。どうやら街を絶対の守りではなく安定した高台として運用しているようです」

　レオポルトが補足してくれる。

俺がそそり立っていたことは流してくれるようだ。

「壁の周囲に壕が掘られてるね。見た限り門が開いている様子はないから多分地下道でも掘って街と外を繋げているみたいだよ」

　トリスタンまで出てきた。

「それじゃあ街壁の意味がなくなりませんか？」

　セリアの言う通り、地下に穴を掘って壁を越えようとするのは攻め手のやることだ。

防御側がやるのは聞いたことがないが。

「地下道と言っても人一人が入れる程度の広さならそこを目指して攻撃もできないからね。まあそれでもせっかくの壁に抜け穴を作るのは勇気がいる……だから多分中にもかなりの防御陣地があるはずだ。そう考えれば街壁の意味はとても大きいね。何しろこちらは入ってみるまで何があるかわからないのに、敵からはこっちの陣は全部丸見えなんだからさ」




　トリスタンが自分で言って自分で納得した時、本陣から攻撃開始のラッパが吹き鳴らされた。

「いよいよだな」

　ほんの数秒後、準備万端整えていた大型のカタパルトから大きな岩が高々と放物線を描いて飛んでいく。

それらは壁を楽々と飛び越えて街の中に降っていくが、敵に与えた損害の程度はわからない。

「よーし進め！　壁に取りつくぞ！」

　それを合図に味方の歩兵が盾を構えながらゆっくりと前進していく。

残念ながら俺達は砲兵隊以外には待機命令が出ているので動けない。

「さてこれで敵さんも……そら来た」

　数秒遅れて出所はわからないが壁の中からも岩と鉄弾、そして燃え滾る小石が味方に向けて落ちてくる。

　岩や巨大な鉄弾はもちろん、小石に見える焼石も実際には人の頭ほどの大きさがある。

大型カタパルトは細かい狙いがつくような代物ではなく、頭の上に落ちてくるには相当な運の悪さが必要だが……。

「当たる奴には当たるんだよな。余程日ごろの行いが悪いのだろう」

　巨大な鉄球に盾ごと潰された兵と威勢良く怒鳴った瞬間に頭が弾けた指揮官を見ながら言う。

「日ごろの行いならエイギル様も危ないです。私がお守りします」

　セリアが俺を庇うように前に立ってくれる。

心配しなくてもさすがにここまでは届かないだろう。

　もし届いたとしてもセリアの頭頂部と前方の景色が完全に見えている時点で壁にはなるまい。可愛らしいので撫でてやろう。

「わあ！　戦闘中です！　頭を撫でないで下さい！」

「ははは、まだまだ戦いはこれからだ。最初からそんなに肩肘張るな。それにここまで離れていれば俺が巨大なドラゴンでも……「ハックション!!」……おい」

　恰好つけたセリフがイリジナのクシャミに遮られる。

「わははすまない!!　埃が入ったのだ!!」

　イリジナは戦闘に慣れ過ぎて余裕綽々だ。

「……何を言おうとしたか忘れてしまったじゃないか。ここまでは届かんみたいな意味だったが」

　思い出そうと首を捻った瞬間、狙いを大きく外した鉄弾が俺達の手前に落下する。

そしてちょうど突き出していた岩に当たって大きく真横に弾み、二度バウンドして俺達の横で戦況を睨んでいた参謀の一人に直撃した。

「うお。飛び散った」

　これは酷い。生死を確かめる意味も無い惨状だ。

「届いたな」

「おさがり下さい」

　レオポルトとトリスタンは言いながらさっと後方に下がる。

セリアは一層気合を入れて俺の前に立つが、可愛い彼女が危険なのでヤーコフを更に前に立たせておく。

「ところでヤーコフ。お前今日は甲冑の下にえらく着込んでいるな。暑くないのか？」

　俺もヤーコフも普段は甲冑の下には袖の無いシャツと下着ぐらいしか着ないのに何故かしっかり着込んでいる。今は夏だからあまり厚着すると体力が削られてしまうのだが。

「いやぁ隊長に一発ケツをやられてからどうにも締りが悪くなっちまいまして力を込めるとたまに出ちまって……下着だけだと零れちまうかもしれやせん。戦場で垂れ流すなんて格好悪いですから」

　ケツを蹴っ飛ばした時の話か。

「おぉすまんな。もう少し手加減すりゃよかった」

「自業自得です！」

　セリアがポコポコとヤーコフの太ももを蹴る。

「ひえっ！　族長様ついに……」

「ただでさえ節操が無いのにこの上男色までなんてもう性獣……いえ性鬼……」

　何故かルナが悲鳴をあげて絶句している。マイラもガクガクと震えている。

戦闘前の緊張だろうか。まあ少しぐらい緊張しているほうが緩んでいるよりずっといい。




「無駄口はここまでにしておこう」

　俺は真剣な表情に戻し、戦況を見据える。

　カタパルト同士の撃ち合いが続く中、味方は壁に向かって進んでいく。

「そろそろですな……来ました」

　レオポルトが言うとほぼ同時、重い風切音と共に味方の先頭が吹き飛び、あるいは千切れ飛ぶ。

敵の大弩が街壁上から一斉に放たれたのだ。

　射程があり着弾は派手だが狙いの適当なカタパルトと違って大弩の一斉射撃は歩兵にとって相当な脅威だ。しかも威力も高く手持ちの盾程度では到底防げない。

「反撃しようにも味方のカタパルトはそう都合よく当たるまい」

　実際には先程から少なくない大弩を吹き飛ばしてはいるのだが、街壁が埋まるほど設置されているので数が減っているように見えない。

「味方にも大弩はあるけど……高低差で分が悪いね」

　壁上から撃っている敵と下から撃つ味方では射程も威力も全く違う。

大弩同士の打ち合いなどすれば貴重な攻城兵器を無駄に損耗することになるだろう。

「だからこそ持って来たんだよな」

　レオポルトをちらりとみると分かっているとばかりに頷く。

　そして轟音が轟く。

「撃て──!!」

　戦場に響き渡る轟音は大砲の砲声だ。

大弩やカタパルトと比べてもその迫力たるや凄まじい。

砲を知らない兵士ならこれだけで逃げて出してしまいそうだ。

　まず発射されたのは王国軍の大砲だ。

エイリヒがガラス細工のように壊れやすいからと部下に念を押しながら丁寧に運んでいたのを知っている。

門数は二〇ぐらいだったか。

「着弾しました!!」

　一瞬の間を置いてトリスニア街壁に砲弾が命中する。

完全に狙いを外したものが半分。壁そのものに命中した弾が七発、上手く街壁上を捉えた弾が三発だ。

　普通の大砲の命中精度はカタパルトと大差がないぐらい酷いが、放物線を描かず直接狙える分だけ真正面の敵には当たりやすい。

「ふむ……まずまずですね」

　セリアが可愛らしく顎に手を当てて言う。

　敵の大弩が砕け、敵兵が壁から落下、あるいは赤い塗料となって壁を染めているのが見える。

「さて次は敵さんの番だな」

　間髪おかず今度は敵の砲が火を噴く。

門数は王国軍よりも多く三十程で狙いはもちろん王国軍の大砲だ。

　たちまち味方の砲三門がひしゃげて吹き飛び、砲そのものが無事でも周りの兵が飛び散る破片や土塊で負傷して逃げ散っていく。エイリヒの泣き顔が目に浮かぶようだ。

「結局大砲同士でも高低差がなぁ」

「と言っても敵は打ちおろすから点で狙わないといけない。その分命中精度が甘くなってくるね。こちらは壁に向かって線で狙えるから精度面ではむしろこちらが有利かもしれないね。威力は……まぁね」

　トリスタンがそう言った傍から敵の砲弾が味方大砲を捉える。

一応の守りにと砲の前にたてつけられた金属製の板を紙切れのように突き破り、砲と弾を込めようとしていた砲兵、ついでに後ろで戦況を窺っていたどこぞやの貴族らしき男までまとめて吹き飛ばした。

これぞまさしく命中だ。

「綺麗に命中したな。派手なもんだ」

「敵の攻撃を褒めないで下さい……あっ次は味方の番です！」

　弾込めが終わったのか、王国軍の砲が再び火を噴く。

轟音と腹に響く衝撃……だが心なしか先ほどより大人しく感じる。

「なんだかしょっぱいな。どうしたんだ？」

「最初に二〇門、やられたのは四門のはずですが発射したのは一二門です。四門足りないです」

　健在ながら発射しない砲を良く見てみると砲兵たちが騒いでいる。

「砲身に亀裂が──これでは撃てません！」

「火薬の燃えカスが焼けつきました！　しばし掃除の時間を──」

　なるほどそういうことか。

大砲は強力な兵器だが、発射する度に壊れると言っても良いぐらい脆い。

水上戦でも戦いが長くなると被弾しなくとも互いに火力は下がっていくのだ。

「それにしても四分の三は酷いが……おっと敵がまた撃ってくるぞ」

「わっぷ」

　俺はセリアの頭を抑えて体を低くさせる。

射程外だが、まかり間違って飛んで来たら大変だからな。

前に立って俺を守るのだと抵抗するセリアだが顎の下を撫でてやるとふんにゃり大人しくなる。

　そして敵の砲撃が味方を襲う──が。

「あっちも少なくなってますね」

「うむ。水上では観察している暇も無かったが、こうして向かい合っているとはっきりわかるな」

　敵の砲も撃破された数以上に少なくなっているようだ。

砲の壊れやすさは王国軍と南ユーグリアで大差はなさそうだ。




「ハードレット卿」

　レオポルトが名を呼び、俺は軽く頷く。

「少しばかり姑息だが俺は王国ほど金持ちではないから勘弁して貰おう」

　ちらりと後方に目をやると、本陣からの伝令らしき者が俺が砲兵を動かしたのを確認して引き返していった。これ以上じらしていたならさっさといけと命令が来たのだろう。

　同時に王国軍の後ろから俺の旗を立てた私軍……その中の砲兵隊が前に出て行く。

埃防止の為にかけられた布のせいで重そうな荷車としかわからないが、さすがにこの状況では敵もなんらかの攻城兵器と確信しているのだろう。砲兵や大弩兵が慌ててこちらに狙いを変えているのがわかる。

「新手が来たぞ！　あの旗……悪魔の軍だ！」

「さあ破城槌かカタパルトか……いや大砲かもしれん！　気合を入れろよ！」

「心を強く持て、相手は悪魔だ。両手足を斬り落された味方か、あるいは股から喉まで串に刺された女が並んでいるかもしれん。目を逸らせば奴らの思う壺だぞ!!」

　女にそんな残忍なことをするか。

せいぜい股に俺の太串を差し込むだけだ。

　砲兵が一斉に布を取り去る。

現れたのは俺が持つ砲門のほぼすべて、五〇門の大砲群だ。

「最初より多いぞ！　こっちが本隊だったのか!?」

　敵から上がる驚きの声。

「なんで一領主が王国軍より多く持っているんだ……何かおかしくないか……」

　味方から上がる困惑の声。

それらを一瞥もせずレオポルトは抑揚のない声で命令を下す。

「後列撃て！　続いて中列……撃て！　前列……撃て!!」

　複数列に分かれた砲兵が後方から順にそれぞれ数秒の間を置いて発射される。

レオポルトが考えた撃ち方らしいが、理由はなんだったかな。

おっとセリアが可愛い胸を張って前に出てきた。

「時間差──」

「一斉に撃っちゃうと一つの目標に狙いが集中して他が放置ってことになるかもしれないからね。一列ずつ撃てば狙いの偏りも直せる。それに分けて撃つことで砲煙の緩和も──痛！　どうして蹴るんだよ……」

　セリアが何か言う前に説明したがりのトリスタンが言ってしまった。

パンパンに頬を膨らませたセリアが無言でトリスタンの尻に膝蹴りしている。

　一方、二人の馬鹿な争いと違って目の前には修羅場が広がっていた。

　敵の砲が、大弩が、そして兵士が壁の破片と共に次々と吹き飛んでいく。

　今発射された砲は大きさ的には王国軍の物とあまり変わらない。

いかに数を集めても本格的な石造りの街壁を楽々と粉砕……とはいかないようだ。

「ええい怯むな撃ち返せ!!」

　敵も数で劣勢ながら士気折れることなく撃ち返してくる。

俺の砲が一門直撃を食らい、ひしゃげた砲身がくるくると宙を舞って地面に突き刺さった。

「むぅ」

　セリアの眉間に皺が寄る。

　エイリヒの気持ちがわかるな。

何しろ大砲は造るにも手間がかかる上に非常に高価だ。

具体的には今吹き飛んだ一門でノンナが首からさげているネックレスの半分程の値がするのだ。

「もったいないのはどっちなのさ……」

　トリスタンの溜息は聞こえない。




　その後も砲戦は続くが、壁上の大弩や敵兵はともかく壁本体が殆ど崩れない。

「少し妙だな」

　俺は顎に手をあててレオポルトを見る。

いかに総石造りでもこれだけ砲弾を叩き込めば崩れ始めておかしくない。

「答えなさいトリスタン」

　セリアも隣で顎下に手を当ててトリスタンを見る。

トリスタンは不満そうだが、セリアが足を軽く上げると諦めて溜息をついた。

「確認ができませんので想像の域を出ませんが」

「構わないから言え」

　レオポルトがきつい調子で促す。

　今更敵情の確認などできない。

想像によって計るしかないのだ。

「可能性が高いのは壁内側からの補強です。具体的には鉄板を打ち付けたり、土嚢を厚く積み上げたりして壁の崩壊を防ぐものです」

　ふむ、南ユーグリアも砲を持っているのだから、当然こちらが砲を使う事も想定していただろう。

相応の補強をしていてもおかしくない。

だがレオポルトは言葉を切らず何か付け加えようとする。

「しかしながら──」

「でもそれだけじゃ説明できないね。そもそもトリスニアの街壁はそこまで凄くないよ。補強する時間的余裕と人手があるならもっと壁の前に出丸や陣地を用意した方が効率的だね。あるいは壁の周りに堀を作るだけでも大分違う──え？　なにさ？」

　レオポルトが一瞬トリスタンを睨んだ気がするが、本当に一瞬だけで前線へと目を向ける。

「まあいいや……ええっと、表層の壊れ具合も妙だね。どれだけ後ろから補強しても表層の破損は防げないはずだよ。なのにここから見る限り街壁はほとんど無傷に見える」

「確かに……命中部分は少しばかり傷ついていますが石が割れている部分はありませんね」

　はっきり見ようと目を細めるセリアは可愛いが、ここで頬を撫で回したら怒りそうなので自重する。

「つまりあの壁は普通の石じゃない。特別に硬い材質か、あるいは表層近くに鉄板でも入っているとしか考えられないね」

　トリスタンは結論づけるがもちろん納得できない。

「それこそあり得ない。あの壁は数か月前までは平凡な石造りだった。材質を変えたり鉄板を入れたりするなんてほぼ建て替えと同じだろ。そんな時間も人手もあるはずがない」

「もちろ──」

「確かに現実的ではありません。あの壁がただの石でないことは明らかですが真実を確定させるには情報が足りません」

　今度はレオポルトがトリスタンを遮って言う。

トリスタンはつまらなそうな顔でお茶を入れ、その様子をセリアが必要以上に近くからニヤニヤ見ている。

「よくわからんな。だが別に全てを明らかにする必要はない。俺達は探偵じゃないんだからな」

　俺は頭を一つ振る。

わからんなら力で打ち破るまでだ。

「とっておきを前に出せ」

　俺の命令で新たな砲が前に出る。

その数二十五門。

「な、なんだよあれ……」

「でけえ……あれも……大砲なのか？」

「何門持っているんだ？　ハードレット卿はどれだけ軍事に金を使っているんだ」

　味方の間にどよめきが広がる。

　ドワーフと協力して作られたこの砲は普通の砲よりもずっと大きく重い。

その分持ち運びにも苦労するからどうしても行動は遅れるが。

「威力は段違いだ」

　他の砲が撃ち続ける中でも一際大きな砲声が耳を劈く。

他の砲の倍はある派手な砲煙と共に飛翔した砲弾は疑惑の街壁にぶち当たり──今までにない派手な破片を巻き散らした。

　命中部の石が割れ、大量の破片が地面に落ちる。

壁上の足場も崩れたのか敵兵がバラバラと地面に落ちて動かなくなる。

「……」

　だが俺達は笑顔とはならない。

逆に眉間に皺が寄っているだろう。

「これでも壊せないのか？」

　大型砲の試験をみたことがあるがトリスニアの倍の厚さがある壁も一撃で崩していたし、中に鉄板を仕込んだ壁を見事に撃ち抜きもしていた。

　レオポルトに視線をやるが返事を返さない。

トリスタンも手を小さく広げて目を閉じる。

どちらも分からないの意味だ。

「……次だ！」

　こうなったら意地だ。

　続いて引き出されたのは四頭立ての馬車に引かれた更に大型の砲だ。

これはドワーフが彼らしか知らない金属で造りあげたドワーフ砲とも呼べる代物でその数一六門。

　この砲が現状俺の持つ最強威力の兵器となる。

　先程の大型砲が助言を受けながらもリンドブルムの職人が造ったのに対してこちらはドワーフ達だけで仕上げたもので、正直仕組みには良く分からない部分も多い。

　砲兵達も構造を完全に理解できておらず、手順通りに弾を込め狙いを定めるだけだ。

「おいおい、あんなに火薬をぶち込んで大丈夫なのか？　俺達の一〇倍は入れてるぞ……」

「少し離れようぜ。砲ごと吹き飛ぶかも……」

　王国軍の砲兵がドワーフ砲の周りから距離を取っていく。

確かにあんな量の火薬を普通の砲に入れたら間違いなくその場で吹き飛ぶ。

「だがドワーフ砲ならば問題ない。──やれ」

　大型砲の砲煙さえ玩具に思える轟音と砲煙が吹き上がる。

視界の端でマイラが耳を塞ぎ、イリジナが興奮し、トリスタンがひっくり返ったのが見える。

　砲の狙いは壁そのものだ。

石工がハンマーで石を叩き割る……それを数百倍にしたような音が響く。

「か、貫通しました！」

　セリアが興奮して一度跳ねる。

報告通りドワーフ砲の砲弾は頑強だった石壁を文字通りぶち抜いた。

大きく空いた穴からは街の中が見える

「さすがに抜けたか」

「これで終わりですね」

　セリアも満足げに可愛らしく頷く。




　そこから通常砲、大型砲、王国軍の砲も加わって釣瓶撃ちが始まる。

圧倒的な火力の差に壁に置かれた敵の砲や大弩はほとんどが弾き飛ばされていく──だが。

「……何故崩れん」

　ドワーフ砲は一撃ごとに大穴をあけている。

大型砲も目に見えて表層を破壊している。

今までの経験から考えてとっくに崩落してもいいはずだ。

「王国軍の攻城部隊が仕掛けます！」

　砲撃で街壁を除くのが不可能と見たのか、王国軍の破城槌が動き出す。

　敵の大弩や砲は概ね取り除いたが、それでも街の中から放物線を描いて鉄弾や焼石を飛ばすカタパルトはどうしようもないし、時折奇襲的に顔を出す敵兵が油壷を投げつけて犠牲が出る。

　それでも破城槌は街壁まで到達し、太い槌を思い切り叩きつける。

だが──。

「びくともしません！　まるで鉄の壁のようです!!」

　一度二度、叩きつけた槌が弾かれている。

四度目にはとうとう鋼鉄の槌の方がへし折れてしまう。

　更に敵はドワーフ砲で空いた大穴の向こうに砲や大弩を並べて破城槌を攻撃し始めた。

壁を破ることに特化した破城槌は大型兵器の攻撃には耐えられない。

たちまち数基が破壊され、兵士が逃げ帰って来る。

「いかんな」

「砲兵後退」

　俺が呟くと同時にレオポルトが砲兵を下げる。

「まだわからんか？」

　俺はレオポルトにもう一度聞く。

「壁の構造……いえ、材質そのものが違うとははっきりしました。しかしながら詳細はわかりません」

「大穴が空いたんだから鉄板を仕込んでいる訳でもない……かつあれだけボロボロになっても崩落しない……あれは石の姿をしたナニカだよ。残念だけど思い当たらないなぁ……」

　トリスタンもわからないようだ。

　そうこうしているうちに敵は再び壁上に大弩や大砲を運びあげている。

これでまた最初からやり直しだ。

「ここで大砲を撃ち合っても決着はつかんか……」

　しかし二重にわからない。

よしんば敵が何かのからくりで壁を頑丈に作り替えたのならもっと頼みにしても良いはずだ。

だが敵陣地は壁は簡単に抜かれることを前提として作られたように見える。

まさか予想外の理由で壁が突然頑丈になった訳でもあるまいし。




　その時、味方の兵士が河を指差す。

「あれは……援軍だ！　援軍の艦隊だ!!」

　見覚えのある船……イヴァンナの乗る戦艦スワロフを先頭に十隻余りの船がトリスニアに向けてゆっくりと河を遡ってきていた。

　激戦の後、残った動ける船を総動員してきたのだろう。

見ればスワロフも鉄板むき出しの雑な修理の跡が見える。

「戦艦の大砲なら破壊できるでしょうか？」

「ふむ……」

　スワロフの砲とはいえドワーフ砲より威力は低い。

だが後ろの船と併せれば百を優に超える砲がある。集中して叩き込めばあるいはいけるだろうか。

「だがそう上手くいかんぞ」

　艦隊を迎撃せんと撃ち始めた敵のカタパルトや砲など装甲に身を包んだ戦闘艦からすればものの数ではない。

　だがトリスニアは巨大な都市だ。

河に面しているのは港部分など一部だけで都市中枢は河からやや距離がある。

船から狙うには必然的に港の奥深くまで入らないといけないが……。

　なんとか合図を送ろうと狼煙をあげるが、艦隊の動きは止まらない。

一隻の小型艦が旗艦の前に進み出て先頭が交代する。

　そして港へと侵入を試みた時だった。

「……間に合わなかったか」

　水上で急停止した小型艦はつんのめるように前へ傾き、そのまま艦首から沈んでいく。

「トリスニア港には封鎖用の巨大鎖がある。一旦鎖を降ろされてしまうとどんな大艦隊でも港には入れん」

　それでもイヴァンナは賢明だからこそ旗艦ではなく囮の一艦を前に出したのだろう。

　今轟沈した船は水面下に垂らされた鎖にひっかかったのだ。

除去しようにも鎖は水面下だから砲撃で吹っ飛ばす訳にもいかないし、巻き取り装置は街の奥にある。

　つまり鎖を除去するには陸から街に入らないといけないが、それができないから苦労しているのだ。

「イヴァンナが怒っているのが目に浮かぶようだ」

　苦笑するが事態は好転しない。

残る方法と言えば……。

「ごり押しするしかないか？」

　ドワーフ砲は元々歯車で角度が調整できるし、大型砲も下に丸太でも並べて角度をつければ壁を飛び越えて市内を撃ちまくれる。

　そこで門目がけて突っ込めばあるいは無理やり抜けるかもしれない。

「可能かもしれませんが推奨はしません」

　レオポルトが言う。

「わかっている」

　そんなことをすれば味方の被害は甚大だ。

おまけに街もアークランドのように滅茶苦茶になるだろう。

　戦いの中で街が壊れるのは仕方ないが、また街の女達から恨みを買うのは困る。

「それにアークランドでの南ユーグリアの評判を聞く限り、彼らがトリスニアで特段の悪評を買っている可能性は低いよ。そこに僕たちが無茶苦茶やったら下手すればこっちが悪者になっちゃうよ」

　トリスタンが言い、レオポルトが続ける。

「民心などよりもトリスニアの街が機能停止することこそ問題です。十分な港湾施設は河西岸の奪還に、整備された物流設備は南部への進軍、あるいは都市国家への牽制の拠点にも成りえる場所です。ここを無理攻めで廃墟にしてしまっては今後の大戦略に支障をきたすでしょう」

　そこにエイリヒからの早馬が走り込んでくる。

「軍務総監よりご命令です！　ハードレット卿は無理攻めを自重し、本陣の指示に従って堅実な──」

　エイリヒも同じ考えらしい。

よく俺が突っ込みそうだとわかったな。

「ともあれトリスニア攻略はスマートにいかないといけないのか」

　またここでも時間がかかるのだろうか。

「それが理想でしょうな。……しかしあるいは手早く片が付くやもしれません」

　レオポルトが半開きに見える目で空を見上げる。

河の西岸の更に向こう。大山脈から黒雲がゆっくりとこちらにむかってきていた。

一戦一話と嘯きましたが、次回は展開が変わるので実質二戦ということで……次の戦いこそは一話で……一話で……。

ペース上げていきます。










第４４１話　長雨の先に







「ぷるぷる……。むぅ、ぷるぷる」

　セリアが軽く頭を振って前髪から滴る水滴を飛ばす。

だが絶え間なく降り注ぐ雨粒は可愛いセリアをすぐさま濡らしてしまう。

　先日の砲撃戦直後に降り始めた雨は今も敵味方を平等に濡らしている。

　豪雨というほどではない。無限に降り続く訳でもない。

ただはっきりと体を濡らし地面に水溜まりを作る程度の雨が既に三日、断続的に降り続いていた。

「フードでも被ったらどうだ？」

　セリアに呼びかける。

「敵の眼前で視界を悪くはできません。奇襲を受けたら大変です！」

　言いながらセリアは再び頭をプルプルと振る。

「可愛らしいが体が冷えるとまたポンポン壊すぞ」

「わぁっ変なこと言わないでください！」

　俺はむんと背を反らせるセリアからマイラに視線を移す。

するとマイラはしっかり被っていたフードを慌てて取る。被っていろと言うのに。

「むぅ……」

　マイラは顔を滴る水滴を左手でサッと飛ばす。

　その所作は濡れた髪と相まってとても美しく見え、可愛いセリアとは対照的だがどちらも良い。

なんだか欲情してきた。

　続いて視線をピピに移す。

「雨、もう飽きた」

　ピピはポチの隣に座り、退屈そうに鱗をたわしで擦っている。

ポチは気持ち良さそうに低く鳴きながら翼を広げてピピが濡れないようにしている。

微笑ましい光景に高まりかけた色情が散っていく。

「ポチが濡れてどんどん臭くなる。……あ、鱗にカビ」

　悲しそうな泣き声が響く。

「ともかく無駄に濡れ鼠になっていても仕方ない。もっとどっしり構えて──」

　言いながらトリスタンに視線を移す。

「その意見に賛成だね」

　トリスタンはフードなど被っていない。いやその必要がないだろう。

　奴は木製の長椅子に座り、布張りの傘を脇に立て、紅茶を飲みながら本を読んでいるのだから。

「十分な数の見張り兵が配されているなら他の者はより良い環境で体を休めた方が──痛い！　どうして蹴るのさ！」

　セリアに成敗されるトリスタンからレオポルトに視線を移す。

ちらりと全裸で雨を浴びる筋肉の群れが見えた気がしたが気のせいにする。

　奴もまたフードを被らずじっと前を見つめていた。

　セリアのように体を震わせる訳でもなく、マイラのように手で拭う訳でもない。

短髪を伝い顔を流れ落ちる雨などまるで気にしないその様子は────。

「冷酷を超えて不気味に……そしてアホにすら見えたのだった」

　口に出すとレオポルトが眼球だけを動かしてこちらを見る。

　奴の視線は敵が籠るトリスニア、あるいは雨に打たれる味方を向いてはいなかった。

視線の先は空中……つまりは雨の勢いに向いていたように思えた。

「降り続くな」

「降り始めより中断五回一〇時間を挟み六〇時間余ですな」

　そこまで知らんが。

「この時季……には珍しくないのか？」

「はい。夏季にトリスニアを含む河岸一帯にはある程度のまとまった降雨があります。年によっては洪水などの災害を引き起こすほど降ることもありますが……」

「それほどの雨ではなさそうだな」

　雨は降り続いているが豪雨ではない。

とはいえ大山脈の水源近くでは多く降っているのか、河の水量は徐々に増していたが……。

「痛いのは大砲が使えんことだ」

　俺達が敵より圧倒的に勝っているものは大砲の火力だ。

雨が降れば火薬は湿気るし砲身にも水が入って非常に危ない。

大弩とカタパルト、そして白兵戦で戦うとなれば攻撃しても不利になるだろう。

「例の壁の問題もある。軍議は大荒れだっただろう」

　エイリヒの部下の参謀達は街の図面を引っ張り出し、ああでもないこうでもないと議論を続けている。

さして重厚でもないはずのトリスニアの街壁が破城槌を跳ね返したのだから無理もない。

　時期的にも占領から半年経っておらず、壁を丸々入れ替えたとも思えない。

そもそも形が全く一緒なのもあり得ない。

「魔法でも使ったかな」

　そんな便利で強力な魔法があるのかは知らないが。

　壁は頑強で港はがっちり封鎖されている。

現状抜けるのはドワーフ砲のみだが、この雨で砲も使えない。




「いずれにせよ壁が頑強だと想定し直すだけ、その上で突破の策を立てるのみかと」

　レオポルトらしい答えに俺は思わず笑ってしまう。

敵が迅速に壁を改修したのか、未知の魔法で強化したのか、秘められた力が解放されたのか、そんなことはどうでもいい。前提が変わったのなら条件を修正し直して考えるだけ『どうして』『ありえん』などと議論するのは戦後でいいのだ。

「あるのか？」

　レオポルトは小さく頷く。

そして河の上で手持無沙汰に行き来している味方の艦隊を指差した。

「河も徐々に増水しております。ここは艦隊を安全な小川に引き込みましょうか」

　提案されたのは大胆な策とは無縁に聞こえるただの艦隊退避だった。
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数時間後

「もっと力を入れて引け──！」

「流れに垂直にだ！　斜めにして引ける訳がないだろう！」

　戦闘艦が次々と大河のノーステリエスから名もない小川に引き込まれていく。

　小さな河に戦闘艦が自力で進入することは難しいので、甲板から垂らされたロープを両岸から兵士が引っ張り、亀の這うような速度で引き込んでいるのだ。

「オールは浅く早くだ。根元まで突っ込んだらへし折れるぞ！」

「食料と水は降ろしてしまえ。あまり重いと船底を擦りかねん！」

　小川と言ってもノーステリエスに注ぎ込む終末部分かつ雨で増水しているので幅十数メートルはある。

そもそも増水していなければ船底を擦るので進入もできないが。

「なぁ……なんでわざわざ苦労してこっちに引き込むんだ？　河が増水しているなら適当な入江に退避させればいいんじゃないのか？　敵には既に有力な艦隊も無いんだろ？」

「俺に言われても知るかよ。やれって言われたからやってるだけだぜ」

「ええ……んじゃ船は雨が止むまで完全お休みかよ。それほどの雨かねぇ？　王都でもこれぐらいの雨ならちょいちょい降るぜ？」

「特に河の傍は普段から雨も多い。こんな小川にも堤防があるぐらいだからなぁ。少々の雨を恐れる必要があるとも思えないが」

　兵士達は命令に従いつつも今一つ納得できていないようだ。

　更に俺達を挑発する敵の嘲笑の声が聞こえる。

「おーい！　ゴルドニアの船乗りは雨が降ったら休暇を取るのかー？」

「俺達はまだまだ水遊びでもできるぞー？」

　壁の上から罵声を浴びせる敵を無視して作業を続ける味方だが、やはり士気は上がらない。




　ちなみに艦隊司令のイヴァンナは散々抗議した後、勝手にしろと船長室に籠ってしまい一度も顔を見せていない。

　同じく文句を言いそうなセクリトは『ふぅん』と一言漏らして同じく部屋に籠ってしまった。

姿を見せないのは同じだがこちらは怒っているのとはまた違う気がする。

「悪鬼ハードレットも水が怖いかー！　さては泳げんと見える、ははははは！」

「……なぁこの退避に意味はあるのか？」

　敵の罵声を気にする訳ではないが、俺自身も退避の意味がわからない。

別に敵の挑発など気にならないが。

「臆病者ー立派なのは外見だけかー。悪魔は濡れると股間のモノも竦み上がると見える」

「やかましい！」

　反射的に足元の石を掴んで街に向かって投擲する。

石は灰色の空へ大きな放物線を描いて見えなくなり……。

「ぎゃっ！」

　街壁から身を乗り出して罵声を飛ばしていた敵兵の頭が割れて落ちてきた。

同時に敵味方から散発的な矢の応酬が始まる。

「敵の罵詈雑言などまったく気にならない。だが艦隊を退避させる意味はあるのか？」

　無言で俺を見つめるマイラを気にせずレオポルトに問い直す。

　すると奴は開けているのか閉じているのかわからない薄目のまま淡々と返してくる。

「意味などありませんな。この程度の雨でノーステリエスが危険な程増水するとも思えません。そもそも幅の狭い小川の方が急激な増水の危険は高い。敵にまともな艦がない中ではあり得ぬ選択です」

「なぬ？」

「わあ！　め、滅茶苦茶になりました！」

　俺は思わず隣のセリアを引き寄せて髪の毛をぐしゃぐしゃにしてしまう。

濡れているせいですごいことになったぞ。

「艦隊を退避などさせれば敵はこれ幸いと遊軍と化した西岸の軍団を呼び寄せるでしょう。増水した河を渡るのは輸送船には困難ですが、トリスニアに数万の精兵が補強されれば攻略は極めて困難となります」

「……おい」

「あぁぁ……戻りません」

　俺は神話の怪物のような髪になってしまったセリアを置いてレオポルトに迫る。

「つまり我々の行動は艦隊の保全だけを考えたまったくの愚手となりますな」

　さてどうしてくれよう。

とりあえず付き人のニナとか言った少女はすぐに寝取るか。

　そこに河を監視していた味方より伝令が入る。

「西岸より敵の輸送船団が出現しました！　流されながらも強引にトリスニアを目指している模様です！」

　言った傍からか。

「一隻転覆……一隻到着を諦めて下流へ転進……三隻がトリスニア入港！　続いて更に五隻が──！」

　岸辺の味方が慌てて大砲を撃ちかけるがまったく届かない。

そのうちに火薬が濡れたのか、砲は珍妙な音を立てて粉塵を吐き出し動かなくなった。

　こちらの艦隊はロープに引っ張られて浅い小川に入っており、敵を追うことはもちろんできない。




「全てが敵に有利ですな」

　レオポルトはそう言って小さく頷くと敵からも味方からも目を離して古臭い資料に目を落とす。

「どういうことですか！」

「説明して下さい！」

　納得のいかないマイラと爆発頭のセリアが一つ遅れてレオポルトに詰め寄る。

　俺は二人を押し留め、ついでにマイラの髪も滅茶苦茶にしてレオポルトの隣に腰かける。




「で、いつ俺達が有利になる？」

「明日の正午には」

　ふむ、案外近いな。

「必要なものは？」

「敵の嘲笑と若干の運」

　なら余計なことはするまい。

「上手くいけば明日中に片はつくか？」

　レオポルトは返事をしなかった。

「いいだろう後は任せた。俺は女を抱いてくる」

　俺はそれだけ言って立ち上がる。

　必死に髪を直そうとしているセリアとマイラの間を通り抜けて進む途中、レオポルトが机に積んでいる資料が見えた。

『トリスニア周辺域古地図』『古期〇〇年大洪水』『トリエア王国治水網』『頭の悪い主君の動かし方』

　俺は軽く笑ってしまう。

「へえ……だいたいわかったみたいだね。まったく、こんなことしたら結局街が滅茶苦茶になっちゃうよ……まあ火の海になるよりはまだマシだろうけどね」

　トリスタンが資料の一冊をペラペラとめくり溜息を吐く。

「あん？　レオポルトがなにをしたいかなんてわかる訳がないだろ」

　するとトリスタンは目を大きく開いて口まであける。

「……じゃあなんで任せちゃったのさ？　真意がわからないならレオポルトさんのやってることはほとんど裏切じゃないのかい？」

　そりゃお前──。

「明日の正午からが勝負だとわかった。なら一々過程を知っても仕方ない」

　あの仏頂面から細々と説明を受けるなど不愉快極まるだろうが。

早く女を抱きたいからもう行くぞ。

「……面白い関係だねぇ」

　トリスタンの興味深そうな声を聞き流しながら俺は輜重隊の特別馬車──つまり戦場同行の娼婦が乗る馬車に乗り込むのだった。

「はい次の人──配給券なら一発、自腹切るなら連射ＯＫ──ってハードレット様!?」

「ただ驚いて……ここは兵士用の遊び場なのでまさか……もちろん歓迎……ってこんなにくれるの!?」

「これだけくれるならどんなプレイでも……ってうえぇぇ！　大きい！　嘘ぉ!!」

「さすがに壊れて商売できなく……壊れたら愛妾……ほ、本当に？　借金も全部引き受けて……？　子供できたらその面倒も……？」

「……どうぞ。一思いにドシンと──ひぐぅぅぅ!!」

　俺は明日レオポルトが何を見せてくれるか楽しみにしながら失神した女の頭を優しく撫でながら腰を振るのだった。

大変大変間が空きました。しかしもう大丈夫です。

今回は長く空いたこともあって戦闘無しに話だけで終えましたが、次回以降は着々と進みます。










第４４２話　漢玉







「良かったぞ。ありがとう」

　俺は世話になった娼婦から体を離す。

既に意識はなく返事は股から聞こえる粘着質な音だけだった。

　足元が不快に粘つく。

どうやら俺の種と女の汁が床一面に飛び散ってしまったようだ。

　馬車から降りると休憩中の兵士やら女の同僚やらが恐々とこちらを見ている。

みんな同じことをしているのに注目することもなかろうに。

「いやいや、馬車があんなに揺れるのは異常だぞ……倒れるかと思ったぜ」

「叫び声も響き渡ってたわ。拷問でもされてるのかと思って何度も覗いたのよ。単に感じてただけだったけど……というか貴方のどんだけすごいのよ。一度……いえ止めとくわ。あんなになっちゃうし」

　同時に馬車の奥から理性のとんだ情けない声が聞こえた。

　俺は兵士をあしらい、娼婦の手を引いて股間を軽く触らせてからその場を去る。

「あの人たたずにこんぐらいあったわよ!?」

「うっそ!?　それさん──……」

　周囲はじんわりと明るくなっているように思うが、雨は降り止まず正確な時刻はわからない。

「……終わりましたか？」

　馬車の影からセリアが出てくる。

妙に顔がでかい……と思ったら頬っぺたがパンパンに膨らんでいるのか。

指で頬を押して空気を抜いてやろう。

「ぷしゅ……レオポルトさんがそろそろ準備をと。あと少しで突入するところでした」

　セリアは俺の服を整えながら、何やら化粧道具を取り出して俺の首筋と肩口を撫でる。

「キスマークだらけです……恰好がつかないので隠します。そのまま歩いていてください」

「おう」

　男の勲章だから構わんのだが。

　セリアは俺の周りを右に左にちょこちょこ動き届かないとぴょんと跳ねる。

俺は歩きながらそんなセリアを微笑ましく見て癒される。

「そこ危ないです」

「おっと」

　足元に大量の石が転がっていて危うくすっころぶところだった。

カタパルト用にしては形が整い過ぎている。積み上げて土台でも作るのか……まあいいか。

「それにしても雨が止まんな」

「はい。あまり降ると地面がぬかるんで馬の足が心配です」

　それにこれだけ降ると近くの小川も増水して危ないかもしれんが……。

「……全然増えてないな」

　小川の水量は特段増えていなかった。

避難させた戦闘艦の甲板でも水兵が暇そうに雨に濡れている。

豪雨でもないしこういうこともあるかな。

「ん……できました！」

　セリアが俺のキスマークを消し終えたようだ。

最後にうなじにちょんと唇が当たってきたのは指摘しないでおいてやろう。

「ありがとな」

　俺はセリアの肩に手を回し軽く唇を奪おうとする。

　セリアはもちろん拒まず爪先立ちになって目を閉じようとするが。

「はう！」

　周囲の兵士に凝視されていることに気付いて慌てて体を離す。

「お前達何を余所見している！　あと昼までに仕上げろとの厳命を忘れたか！　手を止めるな!!」

　兵士たちのほうも指揮官に怒鳴られて作業に戻った。

　延々と長細い穴……壕のようなものをトリスニアに対して垂直に掘っている。

敵の反撃に備えるにしても普通は平行に掘るものだと思うが……奇襲用だとしても見晴らしの良い場所から掘り進めてばれないはずがない。

「素人の俺が口を出さん方がいいか」

　照れ隠しに兵士を怒鳴るセリアを小脇に抱えて歩いていく。




「これより攻撃を開始します。指揮を執って頂きたい」

　レオポルトは俺の顔を見るなり言い放った。

「いきなりだな」

　戦争に来たのだから攻撃するのは当然だが状況の悪さは何も変わっていない。

　セリアが興奮して鼻息をフンフンし始めたが、前回の失態を思い出したのかしょんぼりしてしまう。

忙しくて可愛らしい。

「何か新兵器でも届いたか？　一撃で壁をバラバラにできるような」

「現状街壁を破壊する手段は何もありません。攻城兵器を用いず力攻めして頂きたい」

　また無茶を言いやがる。

「あれだけ大砲とカタパルトで叩いて抜けなかったんだぞ？　力攻めで落とせる訳が無い──ちっ」

　間の悪いことにたまたまやってきたギルドレスに聞かれてしまった。

体を震わせながらいい笑みで天幕を飛び出していく……数分もすればアレス兵が押しかけてくる。

　俺の意を汲んでかアレス兵を入れまいと天幕の入口で両手を広げて仁王立ちするセリアを横目に見ながらレオポルトに問う。

「何のためにやるんだ」

「陽動です。本命の仕掛けが少々大掛かりで目立ちますので」

　だろうな。

「敵の間諜を警戒してまだ統一した命令は出しておりませんが、目を逸らさねば気づかれる恐れがあります。そして無為な力攻めならば私が指揮するよりもハードレット卿がなさる方が自然かと」

　言いたいことはあるが、俺が口を開く前にレオポルトは続ける。

「軍務総監とも話はついておりますので兵の犠牲は覚悟の上です。むしろある程度派手に死なせた方が陽動としてより機能するでしょう」

　こいつは相変わらずだ。

「ヤーコフの前で言うなよ。また喧嘩になるぞ」

「は。喧嘩などした覚えはありませんが承知しました」

　レオポルトが言い終わるのとほぼ同時に地響きのような足音が聞こえてくる。

「急げ！　戦に遅れるぞ！」

「力攻めとはまさに僥倖！」

「鍛えた筋肉を今使わずしていつ使うか！」

　そら来た。

「ここは通しません！　エイギル様はまだお話し中──ふんぎゃっ！」

　両手を広げ、顎を逸らして音声をあげたセリアが吹き飛ばされる。

　セリアは空中で態勢を整えて軟着陸。薄い敷物の上をコロコロ転がって停止する。

同時に自分を吹き飛ばした張本人──ギルドレスを睨みつけてフーッと髪の毛を逆立てた。

「おい、俺の可愛いセリアに──「聞いたぞ友よ!!　漢の力攻めを始めるとな!!」──ああ、そうだ」

　文句を言う気もなくなってしまう。

どうせ興奮し過ぎてセリアに当たったことも気づいていないのだろう。

「ああそうだ。お前達にも参加してもらうから準備してくれ」

「もちろんだ。漢攻めに参加せぬはずあるまい！」

　なんだそのおぞましい攻めは。







「攻撃開始だ。先鋒、いけ」

　俺はシュバルツの上から命令を出す。

「第二五大隊攻撃開始！」

「第二九大隊怖気づくなよ！」

　エイリヒから預けられた王国軍の兵士が一斉に街壁へと殺到していく。

同時に後方からカタパルトが唸り、石がバラバラと降り注ぎ、大弩が角度をつけて撃ち込まれる。

「それほどの効果はないでしょうが」

　俺の隣でマイラが呟いた。

　ちなみにセリアは自分の大隊を率いて本陣を守る任についている。

先の戦いでセリア大隊はかなりの損害を受けてしまったが逆に小さくまとまって指揮し易いだろう。

数歩戻ってやり直しということだ。

「ただの石と鉄の塊だからな。この雨では焼石も油も使えん」

　ざっと降っただけなら少しは効果もあるだろうが、既に数日降り続いているので全ての物が十分に湿っている。油も火薬も火事を起こすことは不可能だろう。

「破城槌も不参加です」

「効果がないと分かっているからなぁ」

　大砲もこの雨では使えない。

まさか敵の眼前に雨除けの屋根を作ってから引きずって行くわけにもいかない。

「ま、原始的に行くしかありやせんな」

　反対側からヤーコフが声をあげた。

「兵士達には気の毒だがこれも戦争だ。仕方ない」

　申し訳程度の攻撃が終わると同時に兵士達が前に出ていく。

　三人一組で木製の簡易なはしごを抱えている。

これをかけて一気に登り壁上を制圧する。

トリスニアの壁は未知の強靭さを示したが幸いにして高さは５ｍ程度、はしごをかけるのは容易い。

「つっこめー!!」

「うぉぉぉぉ!!」

　味方兵士が掛け声をあげて突っ込んでいく。

　攻城戦最終章、市内突入……と言いたいところだが。

「弓隊放て！」

「大弩……射撃開始！」

「カタパルト引き付けろ……今！」

　壁上から矢と大矢、市内から石と鉄弾がざっと降り注ぐ。

味方の先鋒はバタバタと倒れ、たちまち勢いがなくなってしまう。

「力任せに来やがって！　考えなしの馬鹿にやられる程俺達は甘くない！　やれい！」

　ようやっとはしごをかけ始めた味方の頭上に壺に入った大量の液体が降りかけられる。

「あ、熱──!!　ぎゃああああ!!」

「うわぁぁぁ！　目が！　顔がぁ!!」

　液体は兵士や地面に降りかかるなり派手な音を立てて蒸気をあげる。

直接かけられた兵は即座に倒れて絶命し、周囲の兵ものたうち回って悲鳴をあげる。

「……煮えた油ですね。あれなら雨も関係がない。いや、水に触れると弾けて飛び散るので余計厄介です」

　マイラが眉間に皺を寄せて言う。

「盾で受けても駄目でしょうから石なんかよりもきついですぜ」

　ヤーコフも困ったと頭を抱える。

　先鋒は完全に停止してしまい、やられるがままだ。

指揮官が慌てて俺の顔を見る。

「下げろ。あれではもう何もできん」

　先鋒が下がり、次の攻撃部隊が前に出る。

　だが打開策は何もない。

むしろ敵の壮絶な反撃を見せられただけに先鋒よりも動きが悪い。

「いかんな」

「はい。損害が一方的に拡大しています。ここは一旦攻め手を変えて──」

　考えてくれるマイラには悪いがそうじゃない。

　陽動なのだから兵を多く損じても無駄死にではなく必要な犠牲だ。

だがこのまま無意味な攻めを続ければ敵も怪しみ、陽動の意味をなさなくなる。

　もっと派手な……少なくとも敵が泡を食うような攻撃が必要だ。

「ヤーコフ。ちょっと無茶をしたい。お前の案を……」

「はっ。なら……ぐぉぉぉ!!　「任せろ!!　アレスに策があるぞ!!」

　ギルドレスがヤーコフを吹き飛ばして俺の隣にやってきた。

　マイラが顔から地面に突っ込んだヤーコフを起こそうとして、後ろに飛び退き、何やら罵倒している。

そういえば悲鳴に混じって奴のケツから異音が聞こえた気がする。

「お前らが策だと？　柵でもぶつけるのか？」

　こいつらに策などまったく似合わない。

トリスタンとアドルフが体を鍛えるぐらい似合わないぞ。

　だがギルドレスは俺の話を全く聞かずにでかい声で続ける。

「力攻めこそ男の戦いなれど、闇雲に寄せるだけが力攻めではないぞ！」

　こいつに指摘されるとかなり心にくる。

「大岩を破壊せんとする！　ただ殴るしかせんのは漢ではなく阿呆よ！　助走をつけてぶち当たり、蹴り上げ、頭突きをしてこそ真の漢なり!!　我が友にして真の漢よ。ここに座れ」

　指差されたのは布の塊だった。

勢いに押されて座るが、シーツや枕を適当に積み上げているのか少し臭い。

「迷い無し正に漢よな!!　我らも遅れは取れん!!」

　ギルドレスは自分も同じような布の塊に座ると手を振り上げて合図をする。

「「「おう！」」」

　するとアレス兵達がカタパルトを──持ってきた。

「組み上がったカタパルトを持ちあげて動かすなんて……」

　マイラが絶句している。

俺は平気だ。こいつらに常識を求めるのは随分前に止めている。

「友よ覚悟は……いや忘れろ！　貴様ほどの漢が怖気るはずもない。これは侮辱だったな！　やれい！」

「王よ！　漢よ！　存分に武勇と筋肉を示されよ！」

「我らも遅れは取らぬ！　いざ存分に暴れようぞ！」

　話についていけないが、俺とギルドレス、そして他の数名のアレス兵の上に更に布が被せられる。

「おい何をする！」

　布自体は汚いながらも柔らかく息もできるし動きも取れる。

だが奴らの動きが不穏過ぎる。

「「いざ戦場へ!!」」

　アレス兵は数人がかりで俺を持ち上げ、ひょいと放る。

布に邪魔された僅かな視界の先でギルドレスも同じようにされている。

　乗せられたのは……嘘だろ。

「これぞ漢玉！　飛ばせい!!」

　ギルドレスの号令と同時に体が浮遊する。

「は、ハードレット卿──!!　エイギルさん──!!」

　マイラの悲鳴が聞こえる。

思わず名前で呼んでしまう彼女が愛しいが今はそれどころではない。

　なつかしいこの感覚……いつか化け鳥にしがみ付いて空を飛び……落下した時以来だ。

　俺は最大高度に達した後、放物線を描いて落ちていく。

　布で視界が悪い上に回転しているので何がなんだかもうわからない。

とりあえず落下の衝撃に備えて体を丸くする以外にできることはない。

　そして落下。

「ぐふっ」

　背中から胸に抜ける衝撃に肺から息が抜ける。

続いて手足頭と全身を打ちつけながら転がっていく。

「な、なんだこりゃ？　ゴルドニアの連中何を撃ってきたんだ!?」

「布？　油でも染み込ませているのかそれとも火薬か……」

「さっき人を包んで無かったか？　いやまさかな……そんな馬鹿な」

　周りから聞こえる声は南ユーグリア兵だろう。

俺は敵のど真ん中に着弾したらしい。

　一瞬で体の感覚を確かめる。

　特に問題はない。

その為に布で包んだのか。

「と、とりあえず突いてみろ。爆発するかもしれん」

「おう……盾で守ってくれよ」

　布で守られていたとはいえ、カタパルトで撃ち込まれたのだから体中が痛い。

だがのびている猶予は一瞬たりともなさそうだ。

　俺は丸めていた体を伸ばして体を包んでいた布を引き千切る。

「うぉぉぉぉ!!」

　視界が一気に開けて周囲を確認する。

どうやら俺は見事に街壁の上へ落ちたらしい。

「ひっ！」

「やっぱり人が！　いかれてやがる！」

　立ち上がると同時に俺は腰のデュアルクレイターを引き抜き、槍を構える敵を袈裟懸けに叩き斬り、その勢いのまま肩から体当たりして盾を構える敵を街壁から突き落とす。

　更に後ろに呆然とする敵兵が三人。

　俺は敵が反応する前に突進し、一人の喉笛を浅く掻き切る。

　次いでようやく動いた敵の斬撃を剣で弾き、足を踏みつけて動きを止め、胸に深々と突きを差し込む。

　同時に一旦デュアルクレイターから手を放し、絶命した敵の剣を拾い上げて最後の一人の頭を叩き割る。

「ちっ」

　目の前の敵を殲滅したと思った瞬間、直感的に頭を傾けるとクロスボウボルトが数本耳を掠める。

無理もない。ここは敵のど真ん中、四方八方から攻撃を受けるに決まっている。

　クロスボウ兵が四、右から槍を構えてから突っ込んでくるのが六、左から盾と剣の混成が八、下から狙う弓兵が一〇……ええい、厄介な。

　とりあえず足元に転がる盾を構えるがこうも全周から攻撃されては隙を消せない。

「アレス兵とアホの親玉め。大砲にこめて発射してやる」

　悪態をつき終わる前に状況が動く。

「我が名はギルドレスなり！　さあさ俺と戦えい!!」

　ギルドレスがクロスボウ兵に突っ込み、四人をたちまち肉塊に変えてしまう

　そういえばこいつも一緒に発射されていた。

「わはは！　軟弱者よ真の男を知るが良いわ！」

　同じく発射されたと思われるアレス兵二人が槍兵の中に突っ込み大乱戦となる。

　そして剣盾混成の敵のど真ん中に新たな布の塊が落下、敵兵二名をなぎ倒してからアレス兵が飛び出し、こちらも斬り合いとなる。

「あいつら撃ち続けているのか」

　見れば街壁の上や市内に次々と布の塊が落下してアレス兵が飛び出してくる。

　無茶苦茶なやり方に当然腕や足を折る奴もいるが、笑いながら戦っている。

　また中には壁に激突して外に落ちる奴もいるが、笑いながらまたカタパルトの方に帰っていく。

「敵が次々と──ええい、先ほどの無策はこの作戦の陽動か！」

　地位の高そうな男が叫ぶ。

「こんなもの作戦と呼べるか！　どこの世界に兵をカタパルトで発射する奴が居る!!」

　俺も全く同じ気持ちだ。

「だが好都合か」

　この異常な光景のせいで敵の目はレオポルトが進めている事から完全に逸れただろう。

陽動としては大成功と言える。少なくとも俺達が撃ち込まれた所は大混乱だ。

　もちろん事が終わればアレスの阿呆共は大砲で発射する。

「ぐぉぉ……腕が抜けて起き上がれん」

　俺は落下の衝撃で両腕が抜けたアレス兵を掴みあげると強引に関節をはめ、剣と盾を突き出す。

「何をのたうっている。さっさと戦え」

「おうともよ！　これしきで腕が抜けるとは情けない！　生きて帰って鍛え直さねばな！」

　その兵士はむんと俺に健在をアピールしてから敵に向かって突っ込んでいく。

「……こうなっては俺もいくしかない」

　俺はトリスニア市内を見下ろす。

高さは５ｍ程、無理に飛び降りれば足を折る危険がある。

　近くに見えるのは小さな木小屋、恐らく南ユーグリア軍がちょっとした物置に建てたのだろう。

「行くか」

　躊躇なく跳ぶ。

隣でも誰かが跳んだようだ。

「ははは!!　我ら真の友、考えも似てくるな!!」

　実に不本意だ。

　俺とギルドレスは小屋の屋根を突き破って落下する。

小さな小屋は俺達の重量に耐えられず、壁も全てが倒壊する。

　当然敵が一気に集まって来る。

　雨の中だが、小屋が一気に崩れたことで僅かな間土煙が立ち昇り、俺達の姿を隠す。

　囲む敵兵から息を飲む音が聞こえ、煙が雨に落とされたその瞬間。

「「オォォォォ!!」」

　タイミングを合わせた訳ではないが俺とギルドレスは同時に咆哮する。

　何故か同じ音量と声色での咆哮は二乗されて敵兵が怯み後ずさった。

尻もちをついてしまった者もいる。

「咆えてもみるものだ。これで一息つける」

　言いながら目の前の市内を見渡す。

　トリスニアは大きな街だが、それは人口や都市機能という意味であって街壁内の面積はそれほど広大とは言えない。広さだけならラーフェンの方が余程広いだろう。

　それだけに街壁ギリギリまで民家が迫っており、今回の戦闘にも巻き込まれていると思っていたのだが。

「これはもう民家じゃないな」




　街壁近くの元民家は全て鉄板で補強され、いくつかの路地は石を積んで塞がれ、窓には分厚い木の板が打ち付けられている。

「もし最初の攻撃で街壁を突破出来ていたとしても、次はこれを一軒一軒抜かなければならなかったのか」

　壁が無くとも攻略は容易では無かった。




　周囲の元民家からワラワラと敵兵が出てくる。

味方が増え、咆哮でひるんでいた敵兵も立ち直りだしたようだ。

「ここでやるか？」

「いや家に突っ込む。二人なら狭い場所で乱戦した方が有利だ。開けた場所でつつき回されたらたまらん」

　俺はデュアルクレイターで半要塞と化した市街地を差す。

「敵は二人！　一息に屠ってしまえ!!」

　五十程に増えた敵兵が号令一つ、一斉に襲い掛かって来る。

　俺達は敵を待つことなく正面から奴ら以上の速度で迎え撃つ。

特に合図はしなかったがタイミングはまったく同時だった。

　俺は舌打ちをしながら、ギルドレスは満足そうに身を震わせながら──満面の笑みで俺達は駆ける。




　まず先頭、デュアルクレイターが敵の頭蓋を顎下まで叩き割る。

隣でデュアルクレイターに匹敵するギルドレスの愛刃アレスの灯もまた敵の左半身を斬り飛ばしていた。

　剣が下がった瞬間を狙った敵の槍先を見据えながら僅かに頭をずらし、耳の皮一枚だけを抉らせる。

同時に足を狙う斬撃を足をあげて回避……と見せかけ、剣先を軍靴で踏みつけて叩き折る。

間髪おかずに跳ね上げた脚が敵兵の腹にめり込み、胃袋を破って反吐を吐かせる。

　隣ではギルドレスが突きを上半身を後ろに反らせて回避、反動の拳が敵の顔面を破壊していた。

「こいつら見た目通り強いぞ！」

「いや、見た目通りの力だけじゃない！　とんでもない技術──くひっ！」

　言い終わる前にデュアルクレイターが叫ぶ敵兵の気管を切り裂く。

あえて首の骨まで届かせずに振った斬撃に無駄な動きは無く返す刃で更にもう一つの喉笛を裂き、背後からの剣を直感で回避しつつの回転斬りで右の脇腹を引き裂いた。

　隣ではギルドレスが敵二人の槍を盾で同時に跳ね上げ、間合いに飛び込んで盾と剣で屠る。

更に背後からの戦槌を空振りさせて腕を取り、背負い投げで地面に叩きつけた後、顔面を踏み潰していた。

　そしてギルドレスが俺に向かって咆える。

「友よ!!　右だ!!」

「わかっている」

　俺とギルドレスは突進の足を止めて右手に向けて剣を構えた。

　風を切って飛翔する矢は六本。さすがの練度か全てが命中軌道で飛んでくる。

　まず剣で上半身を狙う三本を叩き落とす。

残る二本が腿、一本が股間に来る。敵陣の真ん中で傷を負うのは良く無い。

しかしこの軌道では後ろに跳んでも当たりそうだ。

　俺はセリアの動きを思い出し、足に力を貯めて大きく跳ね飛ぶ。

単に後ろへ跳ぶのではなく空中で上半身を反らせ、両手を一度地面について大きく回転して着地する。

「あ、あの巨体で……嘘だろう」

　矢はギリギリで狙いを外し、小気味良い音を立てて地面に突き立った。

　着地と同時に顔を狙って駄目押しの一本が飛んでくる。

態勢が悪いので剣は振れないが、顔面に飛んでくるならば大丈夫だ。

　それなりの衝撃と少々の痛みを残して矢は俺の掌に収まる。

素手で掴むと矢尻で皮がむけて痛いんだよな。

「むうん！」

　隣ではギルドレスが派手な側転で矢を躱していた。

そして俺と同じように最後の一矢を素手で掴む。

　呆然とする敵兵。

この隙を逃して良いはずがない。

　俺とギルドレスは濡れた地を踏みしめて走る。

　その後は戦闘への集中で時間の感覚は無かったが、十度息を吸って吐いた時、俺達の足元には三十の敵が躯となって転がっていた。

　そして要塞化された民家群に到達した俺達は鉄板で塞がれた入口を蹴り破って中に入る。

同時に無数の矢が降り注ぎ、屋根と扉が喧しく音を立てる。

「外に居たらさすがにまずかったな。ふんっ」

「うむ、アレス男が十人もいれば矢など全て弾いてくれようがお前は盾も無いからな。ふんがっ」

　俺は軽口を叩きながらこの家を守っていた敵の頭を壁に叩きつけて潰す。

ギルドレスもまた話しながら敵の頭を叩き割った。

　もちろん休憩などできない。

既に敵はこの家を取り囲んでいるはずだ。

「雨のせいで火をかけられないのは幸いだが」

「おう。さて入口から来るか窓から来るかそれとも屋根か。む、これはいかんぞ」

　入口からの突入に備えていると視界がゆらゆらと揺れ始める。

頭でも打ったかと思ったがどうやら揺れているのは視界ではなく家全体のようだ。

「引け！　引き倒せ!!」

「さっさと倒さんと飛び出してくるぞ！　その前に潰してしまえ！」

　どうやら敵が外から家にロープをかけて揺らしているようだ。

　補強されたとはいえ元は民家だ。

男が数十人で力を入れればもつはずがない。

　家中から破壊音が鳴り、壁が崩れ、柱がへし折れる。

　最後に屋根が崩れ落ち、大量の木材と重石が俺達の上に落ちてくる。

　俺とギルドレスは崩壊した家の瓦礫の下敷きとなった。

「やった！　悪魔を仕留めた！」

「待て、まだわからん。瓦礫の下で生きているかもしれんぞ。確実に止めを刺すんだ」

　瓦礫の上を歩く足音が聞こえる。

足音は瓦礫の隙間から覗き込み、俺達を探しているようだ。

「さすがに潰れているだろう。潰れていてくれ……あっ」

　目を凝らして覗き込む敵兵と目が合う。今だ。

「「ぬぅぅぅん!!」」

　俺とギルドレスは立ち上がりながら交差させて身を守っていた腕を渾身の力で開く。

　乗っていた柱や重石、その他もろもろが一気に吹き飛び、俺達は再び降り注ぐ雨の下へ身を晒した。

飛び散った破片が家を囲む敵の群れに降り注ぎ、小さな悲鳴がいくつもあがる。

「ひぃぃぃ!!」

　目があった敵が槍を向けようとするが遅すぎる。

　俺は奴の首を右手でがっちりと掴み力を込める。

仲間の危機を救おうとしたもう一人も左手で掴んで持ちあげる。

　ほんの二秒ほどで両手から骨が砕ける感触が伝わり、男二人の体はだらりと垂れ下がる。

「走るぞ！」

　恰好良く決まったはいいが遮蔽物が無くなった今、すぐに矢が全方位から降り注ぐはずだ。

呼吸を整える時間も無い。

　俺とギルドレスは全速力で壁に向かって駆ける。

さすがに孤立無援ではこれ以上戦えない。

「追え！　いや追いたくない！　矢で射殺せ！」

　幸い進路に敵の姿は無く全速力で駆けられる。

　背後から矢が飛んでくるが足を止める余裕はない。

少しでも速く駆けなければならない。

「どうして当たらない！　あの巨体二人だぞ！」

「奴ら尋常でなく速いんです！　俊足自慢の斥候でもあれだけ早いのはなかなかいませんよ！」

　敵の声が少し心地よいな。

図体のせいで鈍足と思われがちだが、俺は決して遅くない。

　むしろ身近にいる奴で俺より足が速いのはセリアとセクリトぐらいではなかろうか。

レオポルトは不明だが奴が全力疾走する様を想像すると気持ち悪いのでやめておく。




　敵を振り切った俺達が街壁に手をかけた時だった。

　周囲の喧騒がその種類を変える。

「うわ連中やりやがった！　水が来るぞ！」

「落ち着け……ここは大丈夫だ。むしろ奴らの方が引かねばならん。愚策だよ」

　今まで油に石にと忙しく味方に投げつけていた敵兵が手を止めている。

そして彼らに攻撃されていた味方兵の喧騒がたちまち消えていく。

　まさか撤退してしまったのか。

「おい勘弁してくれよ」

　ここで味方に引かれたら発射された俺達が完全に孤立する。

「破城槌にびくともしなかった街壁だ。これしきで崩れるはずもない！」

　だが様子がおかしい。

味方が引いたのなら敵は鬨の声をあげるか、残った俺達を殲滅すべく向かってくるはずだ。

　俺は敵の少ない部分を狙って街壁上から顔を出す。

「うおっ」

　そして思わず声を出してしまった。

　小川の堤防が味方によって切り崩されて壁の前が水浸しになっていたのだ。

水位は腰まで程度だろうが、味方の兵は既に安全な場所に逃げてしまっている。

「これが策か？　レオポルトは何をやっているんだ？」

　最初こそ驚いたが冷静になると疑問が浮かぶ。

確かに水攻めは強力だが、それも相手が地に立っていたらの話だ。

　壁に守られた街に籠る敵をこの程度の水で攻めても効果はない。

むしろ味方の方が攻めにくくなってしまうだろう。

　どうやらレオポルトの頭もここまでらしい。

俺が本格的に智将となるべき時が来たようだ。

「まだ終わりではなさそうだぞ」

　ギルドレスが決壊部分の更に上流を差す。

そこにも味方の兵が集まっており……カタパルトのような装置を使って鉄の板を豪快に引き抜いた。

「川の流れを止めていたのか。そういえば雨の割に水が少なかったな」

　どうやらレオポルトは単に堤防を決壊させるだけではなく、より上流で水を止めていたらしい。

それが今解き放たれたのだ。

　決壊部分から溢れる流量は目に見えて増し、人の背丈を優に超える流れとなって街壁にぶち当たる。

うーむ、しかし同じではないだろうか。

「落ち着け！　この程度で壁は破れん。混乱こそ敵の狙いだぞ！」

「街の外も中も治水はしっかりしている。水などすぐに引くさ」

　残念ながら敵兵の言う通りだ。

ここから見ても街への浸水はほとんどなく、壁が揺らいでいるようにも見えない。

　細工をしたとはいえ決壊したのは所詮トリスニアの周りに何本かある小川の一つに過ぎない。

流量はたがが知れているし、幾度もの洪水を経験して備えられた街壁を破る程の力はない。

　そもそも、壁をぶち破るような洪水を起こせば街は壊滅してしまう。

これでは焼き払うのと大差なく、エイリヒも認めないだろう。

　最初こそ若干の動揺を見せた南ユーグリア軍だったが、事実上損害が無いとわかって逆に勢いづく。

敵を揺さぶる効果も無かったようだ。

「ははは!!　水遊びとは洒落ているじゃないか！　お前達の単調な攻撃に退屈したからちょうどいいぞ」

「どうせならボートを出すから釣りでもせんか？　おっとこれは鹵獲したお前達の輸送船だったわい！」

「さっきのふざけた突入は俺達へのプレゼントかな？　あまり趣味ではないので首だけ貰って胴体はお返しさせて貰おう」

　口の回る指揮官が叫び、兵が釣られて笑う。

俺の策ではないが腹立たしい。突入して濁流に蹴り落としてやろうか。

中途半端なのは次話とセットです。










第４４３話　地を走る船







　ギルドレスもさぞ腹を立てているだろうと顔を見ると満面の笑みで瞳を輝かせていた。

「友よ！　面白くなるぞ!!」

「何が面白いものか。策は不発だ」

　こうなった以上濁流に飛び込んでここから離脱するしかないと開けた街壁の上に飛び出したが、敵兵の叫びどころか罵倒の嵐もなくなり、戦場の喧騒すらない。

　誰も一言も発しない異常な静寂の中、唐突にマストが見えた。

「あん？」

　一度瞬きしてもう一度見ると見張り台にしがみつく水兵が見える。

「ふむ」

　こめかみを軽く叩いてもう一度見ると　艦橋で金切り声をあげるイヴァンナが見える。

「ぬぅん」

　ギルドレスがずれたパンツを引き上げる見苦しい姿に顔をしかめてからもう一度見ると甲板に伏せて声にならない叫びをあげる水兵が見える。

「なんだこりゃ」

　目の前の光景と俺の認識がどうにも一致しない。

街、船、壁、マスト、水兵、イヴァンナ。




　左右から同時に悲鳴があがる。

今までの静寂は俺と同様、敵も何が起こったのかわからなかったらしい。

　俺は混乱に乗じて街壁から身を乗り出す。

「おいおい嘘だろ」

　見間違いなどではなかった。

　決壊した川からトリスニアに向かって見覚えのある戦艦スワロフが陸の上を滑っているのだ。

応急修理だけでボロボロなのはご愛嬌か。

　敵兵はこちらに気を向ける余裕もないようで甲高い声で叫び合う。

「な、なんだありゃ！　船がっ陸をっどうしてっ!?」

「知るもんか！　ゴルドニアの奴ら人間をカタパルトで飛ばして次は船を陸上に……狂人共め!!」

「一直線に突っ込んでくるぞ！　街壁は例の奴の強化で鉄壁だよな！　そうなんだよな!?」

　船はどんどん近づいてくる。

艦首ははっきりとこちらを向いており単に流されただけでないのは明白だ。

　距離が詰まり艦上の声も聞こえる。

「針路固定！　艦首を垂直に街へ向けろ！　まさか陸を船で走ることになるとは……」

「船底に大穴──まぁ陸では沈まないので構いませんか」

「衝撃に備えろ！　鉄より硬い街壁らしいが耐えられるかな？」

　スワロフが軽く跳ねた刹那、艦首にギラリと光る衝角が見えた。

　水兵達の声と船底を削る轟音が近づいてくる。

そう言えば出撃前に見た壁に向かって垂直に掘られた意味不明な壕……船の進路はその壕の上だな。




　スワロフがいよいよ迫る。

「持ち場を離れるな！　撤退の命令はまだ出ていない！」

「大丈夫だ！　きっと大丈夫！　とにかく大丈夫だ！」

　壁上の敵の腰はそれでも踏みとどまる。

　そして激突──。

　響いた悲鳴は衝突の音……最早衝撃波と言った方が良い振動にかき消される。

　その衝撃は凄まじくまるで壁全体が波打ったかのようだ。

俺も含めて壁上全ての人間が吹き飛ばされる。

　巨大な船体が一瞬完全停止して敵兵から小さな歓声が上がりかけた瞬間だった。

　落盤のような音と共に衝角が壁を貫通、数瞬の後、船は壁を突き破って市内に突入……水の無くなった地面をゴリゴリ音を立てて擦りながら進み、壁際の民家数軒を引き潰したところで傾いて止まる。

「や、破られた……」

「なんてことだ……」

　敵兵の沈黙を嘲笑うかのように次がやってくる。

　先頭のスワロフに続いて複数の戦闘艦が流れに乗ってやってきたのだ。

そして次々と激突、街壁を各所で突き破り、市内に突入していく。




　そこまで見届けた俺は運よくスワロフの上に落下する。

もっと詳しく言うならばイヴァンナの上に落下した。

「ぐえ」

「ふにゃ!?」

　とりあえず軽く唇を奪い、首筋を舐めてから立ち上がる。

イヴァンナは一瞬雌の顔になったが、舌打ちをして立ち上がる。

「これがレオポルトの作戦か」

「ああ、これで艦隊は壊滅だ。あの陰気男が」

　確かにこうなってしまってはもう船は使えまい。

「だがその効果はあったようだ。あれほど強靭だった物がまるで紙細工だ」

　俺は五つ目の穴が空いた街壁を見る。

「当たり前だ。五人一〇人程度の力で叩きつける破城槌と数百トンの重量が乗った突撃が同じものかよ。……衝角をつけて陸に突っ込むなど思ってもみなかったが」

　言い終わる前に六隻目……最後の戦闘艦が街壁を突き破る。

「もうここは駄目だ！　中心へ逃げるんだ！　──トフ早くしろ！」

「うわぁぁぁぁぁぁ!!!」

「ああっク────が轢かれた!!　もう駄目だ挽肉だ!!」

「いや泥に埋まって助かっているぞ！　早く引っ張り上げて逃げるんだ!!」

　常識外の攻撃に敵は恐慌状態に陥っている。

吹き飛ばされた者も多いが、そうでない者も統制を失い、反射的に逃げようと街壁から飛び降りて絶命するものまでいるざまだ。

「全艦揃ったな。これで仕上げだ」

　イヴァンナが腕を振り上げると船内からワッとゴルドニア兵が現れる。

彼らは甲板から矢にボルトにと撃ちまくる。

　敵は反撃したいだろうが、戦闘艦は動く城だ。

弓はもちろん、大弩やカタパルトですら弾き返す。

　敵にすれば陣地内に突然敵の城が六つ現れたようなものだ。

動けないので火で焙られればたまらないがこの雨では使えない。

　一方的な展開にイヴァンナは口角を吊り上げる。

「もう一つおまけだ」

　そして号令一つ、大砲の一斉斉射。

船が大きく傾いているのでまともに狙えず威嚇のようなものだが、砲声と巻き上がる土砂は敵の最後の士気を挫くのに十分だった。

「そら、ゴルドニア軍もやってくるぞ」

　せき止めていた水を全部吐き出したのか川から流れ出す水量が少なくなり、水位がみるみる低くなる。

そこをついて全軍が攻勢をかけてくる。

　街壁には特大の穴が六つも空いており無いも同然だ。

要塞化された民家群も、六隻もの船が突っ込み暴れるせいで守備兵が逃げ出し機能していない。

「壊乱だ。終わりだな」

　敵は秩序ある撤退ではなく、我先にと得物を捨てて逃走し始めている。

こうなっては立て直すことも何か策を用意することもできない。

　俺はイヴァンナの手を取り引き寄せる。

戦勝したのだから今度はキスを拒まれないだろう。

「いや後回しだ」

　合わさるはずの唇の間に褐色の手が割り込む。セクリトだ。

　俺はついでなので彼女の指を舐め回すが、イヴァンナは飛び退いて毒でも食べたように何度も唾を吐く。

「本陣から追加の命令が出た。『トリスニア市内に南ユーグリア軍総司令部が存在の模様。敵国元首女帝ヴィルヘルミナ有りとの情報もあり。全隊は直ちに追撃を開始し、敵国元首及び最高司令官その他全ての司令部要員を撃滅せよ。損害は問わず』──だそうだ。上手くやれば南ユーグリアの首を丸ごと穫れるな」

　どうやら戦勝を祝うのはもう少し後になりそうだ。

　俺はデュアルクレイターを抱えて船から垂れるロープを掴む。

ちょうどこちらに向かってセリアが走ってきているのも見えた。

「ああ。それと船を降りたら右手の広場を通っていけ」

「何かあるのか？」

　セクリトはくく、と小さく笑う。

「お前のお友達が逆向きに地面に刺さっていたぞ。下半身丸出しでな」

　ヤーコフにやらせよう。

昨日予告の追加部分ですが、それなりの量だったので追記ではなく次話投稿します。

内容は前回とセットですね。

次話は木曜か金曜に更新予定です。










第４４４話　二投目無く







　──トリスニア　南ユーグリア軍侵攻総司令部

「機密書類は全部持ち出せ！　いやその余裕も無い！　全て焼き捨てろ！　建物ごと焼いてしまえ!!」

「敵をなんとか足止めしろ！　イミリー将軍に伝令を出せ──もう出した？　何度でも出せ!!」

「郊外に散った哨戒部隊も全て呼び戻せ！　敵にぶち当てれば時間稼ぎにはなる！」

「陛下の周りにいるのが近衛だけ!?　すぐに千人規模で付けろ！　そこら中から敵が浸透している！」

　南ユーグリア軍司令部は混乱を極めていた。

　最早トリスニアの陥落は避けられぬと誰もが知っている。

　司令部付の兵士のみならず金の襟章をつけた高級参謀達までが書類を暖炉に投げ込み、あるいは自ら走って伝令に出てさえいた。

　ゴルドニア軍は強靭なはずの街壁を一瞬にして突き破り、幾重にも張られた頑強なはずの防御陣地を駆け抜けてくる。

「司令部の撤退候補は郊外の村アーテスか、その後方の丘陵となっておりますが」

「それは敵と抗戦しながら撤退する想定だ。ここまで崩れてはどうにもならん。下がれるだけ下がらねば」

「ともあれ陛下だ。まずは陛下を逃がさねば。ええい、味方がどこにいるのかわからん！」

　怒声と罵声が飛び交う中、ザフネスは総司令部とした旧王宮のバルコニーから呆然と戦況を眺める。

　戦況は良く言っても悪く言っても一方的で逃げ散る南ユーグリア軍と追うゴルドニア軍、見渡す限り全てにおいて例外は無かった。

　南ユーグリア軍が無計画だったわけではない。

　勝利を前提として戦いつつも、敵の勢いに抗し得ぬとなればトリスニアを放棄して後退、反撃を狙う動きも十分に想定されていた。

　通常の攻城戦の末ならば……だ。

　激しい戦闘の末に街壁が陥落、ゴルドニア軍が激甚な犠牲を払いながら重厚な防御陣地を一つずつ突破した末ならばだ。

　優秀な南ユーグリア軍司令部はどこかの時点で街の防衛が困難であると決断する。

　司令部と兵力を後方に下げつつ、ゴルドニアに可能な限りの出血を強いる。

　街は陥落しても疲弊したゴルドニア軍はそれ以上の進軍ができなくなる。あるいは反撃によって撃破すら狙えただろう。

　ザフネスは戦場で負けつつも戦争全体で優位に立つ戦略を得意としている自負があった。

それが文字通り一瞬にして突き崩されたのだ。

　順当な敗走ならば補完する戦略はいくらでもあった。

だが要塞化された街に籠る十万の軍が数分で崩壊するなど想定できるはずがない。

「陸に船だと……どうして都合良く水がこちらに……そもそも目立つ戦闘艦の動きをどうして見落として……メルドラの持ち込んだ得体のしれん物に頼るべきではなかった……」

　戦況ではなく自分の足元を見ながら呟くザフネスに美麗かつ冷たい声がかかる。

「ザフネス」

　途端、大男の肩がビクリと震える。彼の唯一の上司ヴィルヘルミナだった。

「素人の私にも負けとわかる。ここからどうするのだ？」

　ヴィルヘルミナの表情に怒りはない。

だが動揺も恐怖も無い。それが余計に不気味だった。

　反対にザフネスは怒り、動揺、僅かな恐怖の全てが顔に出ていた。

「完全撤退……しかあるまい。派手な演出で兵の士気が完全に折れた……立て直す時間はもうない」

　ヴィルヘルミナは頷かずに一方的に、叩きつけるように言葉を続ける。

「間諜の情報では敵は私がここに居ることを知っている。ただ逃げても追いつかれる可能性がある。わかっていると思うが私が屠られれば全てが終わりだ。何を犠牲にしてでも私を守れ」

　ヴィルヘルミナのカリスマに支えられて強大化した南ユーグリアが彼女の退場によって崩壊することは想像に難くない。

「わかっている。かくなる上は俺自身が直轄の精鋭を率いて──「愚か者が!!」

　言い終わる前に一喝され、ザフネスの肩が跳ねあがる。

「貴様の役職はなんだ？」

「さ、最高司令官だ」

　ヴィルヘルミナは細めた目で三十センチ以上低い位置からザフネスを見下ろす。

「最高司令官が屠られれば全軍がどれだけ混乱する？　下らぬ感傷に浸っているのではあるまいな？」

　ザフネスは武骨な顔を歪めて考えこみ、視線をあげた。

「アセベドを呼べ」




　アセベド──西方軍団の司令官にして先程増水した河をついてトリスニアの本陣へと参じた男だ。

　背丈は優に２ｍを越え、筋骨隆々で武者然としている。

一方で表情は岩のように変わらず、寡黙で無駄口も叩かない。

　性格は見た目通り豪胆でありながら命令を厳守して余計な行動を取ることはない。

中部軍団を率いる飄々としたマエスタスとは対照的だった。

　遊兵となっていた西方軍団の合流でトリスニア防衛はより容易になるかと思われたが、結果としては一網打尽にされる結果となってしまっていた。

「閣下、ここに」

　アセベドは混乱の中でも表情を変えずに小さく腰を曲げる。

「見ての通り敵の奇策によって敗北は決定的だ。敵は既にここに総司令部と陛下があることを知っている」

　アセベドは小さく頷きながら口は開かない。

「トリスニアの陥落は痛手だが致命傷ではない。だが陛下と俺、そして総司令部がやられれば戦争全体の敗北に直結するだろう」

　アセベドは先程よりも大きく頷く。

「故に命じる。秩序を保っている部隊を率いて最後尾に位置取り、陛下と司令部の撤退を援護せよ」

　戦において撤退戦の殿は最も過酷な役目だ。

まして今回のように味方の全軍が崩れたような戦いでは、勢いに乗る敵に一方的に叩かれ続けるだけで援護もない。

　事実上『死ね』と言われるのと同意なのだ。

　アセベドは大男のザフネスよりもまだ高い視線を下げてザフネスと目を合わせる。

「了解致しました」

　返事は簡潔で表情の変化もない。

「……すまんな」

　ザフネスは短く言うと身を翻す。

旧王宮の中庭で戦闘が始まっている。一刻の猶予もなかった。
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　──ゴルドニア

　俺とセリアは馬を並べて市内を一直線にかける。

周囲に敵はうじゃうじゃいるが、まともな士気を保っている者は少なく妨害はほとんどなかった。

　一方で追撃するこちらもかなりの混沌で護衛隊、半壊したセリア大隊、何故かついてきた近場の王国兵と入り乱れている。敵司令部を叩けの急報に一々兵をまとめている暇がなかったのだ。

「旧王宮をご覧ください！　国旗の横に軍旗、そして軍団旗が二本……やはり総司令部があります！」

　いつの間にかマイラまでもが隣にいた。

彼女が指摘した通り、他の場所では見ない旗が翻っている。

　そして俺達の目の間で旗が降ろされていく。

「撤退するつもりです！　急ぎましょう！　行きがけの駄賃です!!　そらっせいっ！」

　セリアは言いながら逃げる敵兵を背中から斬り付けていく。

うーむ、なんとも容赦の無い娘になってしまった。

まあ可愛いセリアに屠られるのなら敵も成仏できるだろう。

「わははは!!　いざ決着の時だ!!」

　イリジナに刺されて投げ捨てられた兵はどうだろう。

体格の良い女が好きなら成仏できるかな。

　そんなことを考えながら王宮へと突入していく。

　中庭へ入る門は開け放たれており、シュバルツに乗ったまま侵入すると槍を持った敵兵二人がぎょっとした顔でこちらを振り返る。

「も、もう敵が来たのか！」

「火を！　早く火をかけ……ぎげっ!!」

「させません！」

　敵が王宮の窓に向かって投げた松明をセリアのナイフが空中で叩き落とす。

　同時にイリジナの槍が敵兵の目玉から後頭部に突き抜け、マイラの剣が右から首を切り裂いた。

　撃ち落とされた松明は窓から１ｍ程の地面に落ち、雑草を燻ぶらせるだけに終わる。

「一歩遅かったか」

　兵が松明を投げ入れたのだから中に人が残っているはずがない。

念の為窓を覗き込むが、見えるのは暖炉で煌々と燃える紙束の山だけだ。

「抜けるとすれば南口です！　急ぎましょう！」

「司令部丸ごと撤退ならば速度も出ません。まだ追いつけます！」

　念の為に僅かな兵に王宮内の捜索と火の始末を命じて南へと向かう。

　追われる敵兵も南口に殺到しているが構っている暇はない。

「全員叫べ」

　言うなりまず俺が咆哮する。

続いてマイラとイリジナも声を上げ、続く味方兵士も怒号をあげる。

　士気の折れている敵兵は俺達の叫びを聞いてたちまち道を開ける。

さすがの南ユーグリア軍とはいえ、壊走に入ってしまえばどうしようもない。

　開いた道の先に多数の馬車の群れが見えた。

「敵の司令部です！　あれを叩けば戦争は終わります！」

　マイラが瞳に喜色を浮かべて増速する。

　セリアも負けじと駆ける。

　イリジナも槍を振り回しながら駆ける。

　いよいよ城門を潜り抜ける。

　俺達を阻むものは何もない──




「通さぬ」

　短く小さく、それでいてはっきりとした低い声。

　赤い剣筋が稲妻のような速度で振り抜かれる。

「危ない!!」

　俺が口を開く直前にセリアが馬から飛び降りる。

同時に馬の首が真上に飛び、頭を失った馬体が足を不規則に動かしながら地面を滑っていく。

全速で投げ出されたセリアは受け身を取りながら地面を転がり、路肩の樽に突っ込んだ。

「きゃん！」

　短い悲鳴が上がるがどうやら無事なようだ。

　セリアの馬を斬った影が城門の脇から姿を現す。

　身の丈２ｍを優に超える大男。

勲章らしき金の装飾を除けば飾り気のまるでないどす黒い全身鎧に兜はつけていない。

そして巨体を更に超える長さの両手剣は鈍く赤く光っていた。

「このっ！」

　マイラが馬上から剣を振るう。

　大男は棒立ちに見えたが、剣が首筋を切り裂こうとする瞬間、大剣を予備動作無しで振り上げる。

「え？」

　銀色の剣先が雨粒の中を舞う。

マイラの剣が中ほどから折れ飛んだのだ。

　男は気勢もあげないままマイラに向けて踏み込み、更に斬撃を繰り出す。

「そう簡単には！」

　防御にも優れたマイラはすぐさま盾を構えて攻撃を防ぐ。

　だがその一撃を受けただけでマイラの盾もまた両断されて宙を舞う。

　そして間髪入れずに男は馬の胸を蹴り飛ばす。

馬はろっ骨が折れたのか息が詰まったのか、その場でひっくり返り、マイラもまた泥だらけの地面を転がる羽目になる。

「俺の女を虐めるとは許せん」

　俺はデュアルクレイターを抜いて男に迫るが、その前により近い位置に居たイリジナが駆ける。

「強者と見たぞ!!　いざ勝負勝負!!」

　イリジナは槍を豪快に回してマイラと男の間に割り込む。

　男は表情一つ変えずに小さく後ろに跳ねて距離を取る。

巨体に見合わぬ素早さだ。

「我が槍を受けてみろ!!」

　開いた距離は槍使いに味方する。

　イリジナは腰を落として強力な突きを放つ。

「ふぅん！」

　豪快に息を吐き、掛け声とともに迅雷の突きが男を襲う。

速いだけではない。イリジナの剛力と体重が乗った突きは並の男なら吹き飛ばされる威力だ。

　だが男はイリジナの突きを全て紙一重で躱していた。

一合、二合、三合と連続して避ける。

「とんでもない手練れだ」

　イリジナは疑いようもない槍の名手だ。

男女問わず彼女程の槍使いを俺は見たことがない。

　そのイリジナの突きが全て避けられている。

もし穂先が少しでも鈍れば途端に踏み込まれて真っ二つにされるだろう。

「大したものだ!!　ならばこれでどうだ!!」

　イリジナはトンと後ろに跳び、全身のバネを使って男に向かって突進する。

間合いに入ると同時に足を地にめり込むほど踏みしめて裂帛の気勢をあげる。

　イリジナ必殺の三段突きだ。

　一段目が男の耳を抉る。

　二段目が男の肩当てを叩いて凹ませ、派手な火花が上がる。

　そして三段目が男の脇腹を狙って迫る。




　俺は決着を確信して叫ぶ。

「反れイリジナ!!」

　イリジナの三段目は男の脇腹ではなく額を掠める。

男は二段目を受けると同時に回転しながら身を屈めていたのだ。

もちろん大剣は振りかぶられている。

　イリジナは突き出した槍をそのまま手放し、大きく後ろに倒れて体を反らせる

「ほう」

　男の低い声が聞こえた。

　甲高い金属音と共にイリジナの胸当てが弾け飛ぶ。

男の大剣がイリジナの鎧、帷子を斬り飛ばしたのだ。

思わず奇声をあげたくなるほどギリギリだった。

　だが大男の攻撃は終わらない。

完全に体勢を崩したイリジナを地面に叩きつけるように真上から大剣を振り下ろす。

「させるかよ」

　勿論黙ってみているはずがない。

　俺は二人の間に割り込み、男の斬撃をデュアルクレイターで受ける。

　金属の打楽器を叩いたような澄んだ高音が短く響く。

　俺は男の一撃を受け止め、その腹を蹴り飛ばす。

男の方も距離を取るつもりだったのか、蹴られるがまま後ろに跳んで受け流す。

「ぐぅ……」

　ちらりとイリジナを見ると鎧の前面が切り飛ばされ、服も裂けたのか形の良い乳房がこぼれてしまっている。後少し遅かったら乳房まで裂かれていただろう。




「今加勢します！」

「剣の一本で勝ったと思うな！」

　セリアが剣を構えて走りより、マイラが予備の剣を抜く。

「来るな」

　だが俺は男を見据えたまま、二人を声だけで止める。

「お前達の敵う相手じゃない」

　はっきりとわかる。

こいつはイリジナの三段突きを躱しきるどころか返してしまった。

　もし俺が手を出さなければ今頃イリジナは真っ二つだ。

　残念ながらセリアやマイラが敵う相手ではない。

「あう……」

「くっ悔しい！」

　俺達の動きが止まったのを見て男が指笛を吹く。

　同時に門からゾロゾロと敵兵が現れた。

目に逃げ散る兵とは違うはっきりとした戦意が見える。

「防戦」

　男が呟く。

「突破しろ」

　俺もまた引き連れた護衛隊他の兵士に命じる。

　双方が鬨の声をあげて衝突する。

　その中心で俺と大男は向かい合う。

「名は？」

「アセベド。南ユーグリア軍西方軍団長」

　思いのほか大物だった。

「俺は──」

「知っている」

　ならいい。

　俺とアセベドは同時に駆ける。

　まず仕掛けるのは奴だ。

奴の得物は２ｍ３０ｃｍ程、デュアルクレイターは１ｍと半分程。

身長と腕の長さも奴に分がある。

　大剣が眼球すれすれを通過する。

俺はあえて微動だにしない。

「見切ったか」

　続いて喉笛を狙った斬撃……これを大きく後ろに下がって回避する。

同時に奴が踏み込み、剣先がずいと迫ってこれもすれすれを通り過ぎる。

「見事」

　賞賛を待つことなく俺は身を低くして突きの構えを取る。

狙うのは奴の下腹……忌々しいが俺と奴の身長差は２０ｃｍはある。

身長のでかいやつはどうしても下段の防御がしにくい上に、大きすぎる大剣も下段防御には向かない。

「そう安くはない」

　だが奴は剣を守りに回すことなく逆に前蹴りを繰り出してきた。

足を斬り払うのも手だが、ここで動きを止めてしまうと先ほどのイリジナのように上段からの振り下ろしを貰ってしまう。

　だがこれは想定内だ。

　俺は前蹴りをあえて回避せずに肩から思い切りぶつかる。

足蹴にされるのは腹立たしいが、体重の乗った体当たりは大男の前蹴りにも引けは取らない。

　俺は蹴りを受けて地面に手をついたが、奴もまた大きく後ろに重心を崩した。

「ここだ」

　俺は両手で剣を握って渾身の力で切り上げを狙う。

「甘い」

　だが奴も予期していたのか一歩下がって剣を振りかぶっていた。

　俺は奴の脇腹を下から狙う……ふりをして奴の剣に思い切りデュアルクレイターをぶつける。

　厄介なのはこの長剣、こいつを破壊してしまえば後はどうにでもなる。

そう思って狙った武器破壊だったのだが。

「……」

　宙を舞う剣先は無い。

デュアルクレイターと大剣は互いに大きく弾きあったのみだ。

　ミスはなかった。

最初の防御と違って確実に刃を立てていたし、角度も完璧だった。

振り上げではあったが、渾身の力を込めたのだから不足があるはずがない。

　だが弾かれた。

「良い剣だな」

　アセベドが低い声で言う。

「お前の剣も特別か」

　次はどうしようかと考えながら無駄口を叩く。

「我が龍剣に折れぬ剣無し……と思っていたのだが」

　龍剣か何かは知らんが武器破壊は望み薄だな。

「ならお前を斬るしかない」

「お互いに」

　俺達は再び剣を交える。

　一合、二合、三合と一秒に数度も剣が交差する。

　間合いがあけばアセベドが攻め、縮まれば俺が攻める。

　互いに攻撃にも防御にも穴はない。

突き、切り上げ、切り降ろし、横薙ぎ全てを繰り出し全てを防ぐ。

「いいかげんくたばれ」

「断る」

　渾身の薙ぎを斜めに受けられ、赤い火花が散っていく。

「そろそろか」

「誰が死ぬか」

　大剣の振り下ろしを剣で受け、裏から籠手を添えて弾き返す。

　そして斬り合い二十合を数えた時だった。

「ぐっ」

　踏みしめた脚が泥に取られる。

　一瞬の遅れをアセベドは逃さない。

　次の瞬間、俺の肩口から鮮血が飛び散っていた。

「ぐぉぉぉ!!」

　デュアルクレイターが地に落ちる。

セリアの叫び声を聞きながら、俺はぐらりと体を揺らす。

「終わりだ」

　奴が確実に止めを刺すべく振りかぶり。

「それが終わらんのさ」

　俺の右足が奴の脇腹に食い込む。

　鋼鉄の軍靴が全身鎧を陥没させ、アセベドの口から胃液が噴き出す。

奴の大剣もまたその場に取り落とされた。

　地面に蹲り胃液を吐き続ける奴に向かって俺は拳を振り上げる。

男前ならもっと殴り甲斐もあるんだがな。

　俺は巌のような顔面目掛けて拳を振り下ろす。

「お返しだ」

　はずが逆に顔面に拳を叩き込まれて尻もちをついてしまう。

　間髪おかずにアセベドの拳は連続して俺の顔面を捉え、腕をあげて防御すると胃袋を叩かれる。

二ｍ超えの大男の拳はさすがに効く。あまり受け続けると意識が飛んでしまいそうだ。

　俺は反撃とばかりに大振りの一撃を繰り出す。

無論容易に避けられたが、勢いそのままに肘を胸板に叩き込む。

「ぐふっ」

　防御の厚い部分だが、渾身で力を込めればダメージは入る。

「おまけだ」

　続いて俺の拳が奴の腹と肩に連続して入る。

全て甲冑の上ではあるが、一撃ごとに鎧が凹み、巨体が揺らぐ。

「噂に違わぬ剛力」

　奴は素早く距離を取り、長い腕をしならせて俺の鼻柱と顎下に拳を叩き込む。

視界が揺れて足がもつれる。

　俺は犬のように呻き、反撃の拳を振るう。

　右から大振りのフック、左からのフック、下からのアッパー。

全て読まれていたのか楽々と避けられる。

　そして渾身のストレートを振りかぶりながら、アセベドの足を踏みつける。

思わず前のめりになった奴の顔面に頭突きを叩き込み、鼻血を飛び散らせる。

　二人揃って足元をふらつかせている間に味方の状況を確認する。

敵味方は門を挟んで拮抗している。どうやらアセベドが連れていた兵の士気は折れていない。

　もちろん少し待てば味方が続々と集まり容易に突破できる。

だがその時には敵の主力はまんまと逃げおおせているだろう。

「さっさと決着をつけないとな」

　俺は取り落としたデュアルクレイターをみながら拳を握る。

　俺達の剣は敵に背を見せて取りに行くには遠くに飛び過ぎている。

　だがこのまま殴り合っていては時間が足りないぞ。

さてどうきっかけを作るか。




　俺の願いがどこかに通じたのだろうか。

周りの兵の悲鳴に顔をあげると敵か味方かわからないカタパルトの鉄弾が俺達の真上に降って来る。

　鉄弾は正確に俺とアセベドの間に落下し、泥と小石が全身を叩く。

　だが悲鳴をあげている暇はない。

着弾を合図に俺達は互いの得物を取りに走る。

　先に剣を手に取ったのはアセベドだ。

奴は俺がまだ走っていることを足音で確認して微かに笑いつつ顔をあげる。

「初めて笑ったな」

　鈍い手ごたえが伝わった。

「な……んだと」

　アセベドは拾われることなく泥にまみれたままのデュアルクレイターを呆然と眺める。

　そして視線を自分の脇腹に大矢の残骸を突き刺す俺へと移す。

こっちの方が近くにあったんでな。

「あの名刀を……拾わなかったのか……」

「俺は誇り高い騎士じゃない。いかに名刀でも道具、他に使える物があるならそれでいい」

　ノンナには内緒だぞ。頭突きを食らってしまう。

　俺は大矢の太い矢尻をアセベドの脇腹から引き抜き、首筋に突き刺す。

「南ユ──いやザフネス閣下に栄光あれ。一足先にお待ち申し上げる」

　アセベドは雨の落ちる空を見上げながらかすれた声で叫び、絶命した。

「アセベド閣下ですら……」

「最早……ここまでか……」

　同時に奮戦していた敵兵が総崩れとなって敗走を始める。

奴が兵達の精神的支柱だったようだ。

「エイギル様手当を！」

「後だ」

　俺は『終わったか？』とばかりに寄って来るシュバルツに飛び乗る。

ここで止まったら何のために男前をボコボコにされたのかわからない。

「うう……馬が」

　セリアとマイラは馬をやられたのでついてこれない。

イリジナはついてくる気満々だったが。

「乳が丸出しだぞ。そんな姿で駆けまわったら敵味方問わず強姦される。後ろにいろ」

　俺ならする。どう見ても好きにして下さいサインではないか。







　シュバルツを駆けて敵を追う。

戦闘の間に開いた距離もこいつの足にかかれば瞬く間に縮まっていく。

　ぶるると地面がぬかるんで走りにくいとばかりに嘶く。

それは敵も同じだから我慢しろ。

「そら、見えて来たぞ」

　敵の馬車は街道に沿って南へと逃走を続けている。

馬車にしては想像以上の速度が出ている。

道がぬかるんでいることを考えると味方は追い付けそうにない。

「とはいえ俺も一騎駆けでは限界があるか」

　馬車の数は数十両、護衛の騎兵も近くにいるだけで百以上は間違いない。

俺自身も先ほどの戦闘で少しばかり視界が揺れていて大立ち回りするのはきつい。

　雨で視界が悪いせいかまだ俺には気づいていないようだが、乱戦は避けたい。

「全滅は無理でもせめて頭だけは取りたいな」

　総司令官の首が取れれば残りを逃がしても目的は半分達せたと言えるだろう。

　俺は目を凝らして馬車の群れを観察する。

同じ形をした沢山の馬車には司令部の高級参謀達が乗っているのだろう。

普段なら大戦果だが、今は放置すべきだ。

　その馬車の群れの先頭に一際豪華で馬の頭数が多い馬車がある。

あれはくさいな。

　俺は全力疾走のせいで針のように打ち付ける雨を受けながら先頭へ回り込んでいく。

「いや待て……あれは」

　そして別の馬車を見つけてしまう。

　木目そのままや黒塗りの馬車とは違って真白に塗られ、随所に装飾が施されている。

しかもよく見れば全ての馬車と騎兵は白馬車を囲むようにして進んでいるではないか。

「あれだな」

　俺は目標を先頭から真ん中の馬車に変更する。

だが当然それは敵のど真ん中に飛び込むと言うことだ。

　さすがに援護が欲しいところだ。

「族長様!!」

「任せろ！」

　大きな声が敵を引き付ける。

同時に矢が次々と飛び、敵の騎兵や馬車の御者が落馬していく。

　追い付いてきたのはギドとピピだ。

ピピはポチではなく普通の馬に乗っている。

「敵襲だぞ──！」

「速度をあげ──いや陛下をお守りするのだ!!」

　敵が叫びながら隊列を変える。

やはり俺の見立て通り白い馬車を守ろうとしている。

あれが最高司令官で間違いない。

　敵は矢を放つギドとピピに引き付けられているのでこの隙に中心に飛び込むしかない。

正直、駆けているだけでも辛くなってきたので一撃必殺で行くしかない。

「シュバルツ。二人潰してから中心に乗り込むぞ」

　シュバルツは早くすませろとばかりに嘶いて進路を変える。

「くっ奴らが悪名高い騎射騎兵か。たった二騎ながら鬱陶しい」

　悪態をついている敵兵の死角から迫り、一刀の元に斬り捨てる。

「なっもう一騎敵が──！」

　隣の騎兵も斬り捨て、騎乗槍二本を奪う。

　そして周りから迫る敵を避けながら白塗りの馬車に迫る。

周囲にはこれでもかと重騎兵がいるので密着はできない。

「当たってくれよ！」

　俺は奪った槍を振りかぶり、投擲する。

槍は窓の格子を突き破り、馬車の中に飛び込んだ。

　雨音と馬蹄の音が邪魔をして悲鳴や怒号は聞き取れない。

　もう一発ぶちこんでやろうかと構えた時、白馬車の後ろが大きく開かれる。

「なに？」

　まさかの展開に俺は咄嗟に槍を振りかぶる。

　だがそこから現れたのは期待した最高司令官ではなかった。

いや、ある意味では最高司令官なのだろうが。

「……ヴィルヘルミナ」

　雨に濡れてより一層煌く黒髪に生気に満ちて輝く緑の目。

透き通るような白い肌に細身の美しき肢体。そして圧倒的な美貌。

一度見たら忘れようもない南ユーグリア帝国女帝ヴィルヘルミナ一世だった。

　俺の目を引いたのは彼女の衣服だ。

白を基調にした清楚で美しいドレスの胸元が無残に引き裂けて両乳房が丸見えになっている。

　彼女の乳房は平均と比べても小さかったが、今まで見たことも無い程美しい形をしていた。

丸く綺麗なお椀型でありながら曝け出されても垂れることなくしっかりと形を保っている。

　乳輪は小さな胸相応に小さかったが、乳首はしっかりと上を向いて主張している。

その全てが最高級の桃のようにきれいな色をしているのだ。

　真っ白な肌に芸術品のような乳房、そして穢れなき桃色の乳首。

まさに完成された完璧な胸と言えるだろう。

「……やってしまったか」

　俺の投げた槍が女のドレスを裂いたかと思うと罪悪感で潰されそうだ。

「……？　……！　……」

　彼女は槍を構える俺を怖がらず、何事か言うが、距離があるのでまったく聞き取れない。

「陛下を守れ！　何をしている！　体当たりしてでも止めろ!!」

　周囲の敵兵が一斉にこちらに向かっている。

　攻撃の機会は後数秒しかないだろう。

　俺がこの槍を投げてヴィルヘルミナを貫いたらどうなるだろう。

　彼女を失った南ユーグリアは崩壊……あるいは大混乱することは間違いない。

この戦いには間違いなく勝利できるだろう。

　だが俺はその戦勝を微塵も喜べない。

自分の手であの美しい女を屠るなど戦果どころか一生の汚点だ。

あれほどの美女の命と戦争の勝敗程度を比べられるはずもない。

「──！」

　ヴィルヘルミナは両手を俺に向かって開く。

さあ貫いて見よと言わんばかりだ。

　だが俺は投げられない。

「ピピがやる！」

「いかん！」

　ピピが矢を放つ。

　だが百発百中を誇るはずのピピの矢は雨を吸ったせいか、ヴィルヘルミナの両足の間に落ちた。

彼女は眉一つ動かさない。

「……外した」

　がっくりとうなだれて減速していくピピ。

彼女を守るようにギドも減速していく。

　俺はヴィルヘルミナに見せつけるように槍を捨てる。

「あんたを貫くのにこの槍では不足だよ」

　どうせ聞こえていないだろうと恰好をつけ、進路を急転換する。

　間近に迫っていた敵兵はヴィルヘルミナの護衛に専念するためか、一人も追いかけては来なかった。




「……結局全員逃がしてしまった」

　軍団長一人は討ち取ったが、この程度では決着はつくまい。

　ヴィルヘルミナに迫ったことはエイリヒには黙っておこう。

知ったら怒りそうだ。

　そこで俺は股間の痛みに気付く。

アセベドとの戦いの時だろうかと確かめるがどうやらそうではない。

「……何故こんなに勃っているんだ？」

　俺の一物はズボンどころか鎧を突き破る勢いで勃ちあがっていた。

　痛みは一物が膨らみ過ぎて皮がはち切れそうになっているからだ。

尋常ではない勃ち方だ。

「ヴィルヘルミナを見たせいか」

　心当たりはそれしかない。

確かにあの肢体は──。

「ぐっ」

　思い出すだけで激痛が走る。

なるべく平常心で行こう。
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数時間後　トリスニア

「なるほど。堤防を破る場所まで決まっていたのか」

　街に戻った俺はレオポルトと並んで歩きながらド派手な策の説明を受けていた。

「はい。過去の文献にあるトリスニア大洪水を再現しました」

　古文書みたいなかび臭い本を並べていたのはそのためか。

「幸いにして資料は多く、大洪水後に作られた堤防を特定することは簡単でした。文献をもとに街壁に最も激しく当たる進路を予測致しました」

「色々考えていたんだな」

　俺なんかカタパルトで飛ばされただけだぞ。

「戦闘艦が途中で止まらずに突入できるかは不明でしたのでより確率をあげるべく壁と垂直に壕を掘り、水の流れを誘導するとともに座礁を防ぎ──」

「よくやってくれたよ。できれば俺が発射される前にやってくれたら尚良かった」




　俺は南側の城門に向かう。

　そして転がる大男の遺体を抱え上げた。

「西方軍団長アセベド……ですか」

「自分でそう言っていたな」

　やはり重い。

「大戦果ですな」

「俺がやらんでも時間の問題だったさ。あの場面で踏み止まるのは殿だけだ。時間稼ぎだったんだ」

　だがそのせいで敵の司令部を襲う時間が無くなったともいえる。

こいつはまんまと目的を達した訳だ。

「俺の美顔がボコボコにされて腹が立つが、埋めてやるぐらいはいいだろう」

　適当に埋めて名前を刻んだ石を乗せる。

大した労力でもない。

「エイギル様、これどうしましょう？」

　セリアが持ってきたのは奴が使っていた大剣だ。

龍剣がなんとか言っていたが……２ｍを超える大剣を良く持って来れたな。

　俺は奴を地面に降ろすと剣を握る。

拍子に戦いの疲れが出て足がよろめき、大剣とデュアルクレイターがコツンとあたった。

『……百年……まさ……』

「あん？」

　野太い声が聞こえ、俺はレオポルトを見る。

「なにか」

　気のせいだろうか。

『よもや……子……運……』

　今度はセリアに振り返る。

「？」

　セリアは可愛らしく首を傾げる。

待て待てセリアからこんな野太い声が出たら俺は気絶してしまうぞ。

『……雌……餓……笑……』

　いい加減なんだと声を出そうとした時、レオポルトがすっと耳元に寄って来る。

「間諜の容疑者です」

　見れば味方の兵士三人が捕縛されて柱に括りつけられていた。

「ち、違うんです濡れ衣です！」

「夜中におしっこしに行っただけです！　怪しいことしてません！」

「ふぇぇぇぇん！　お母さん!!」

　三人はいずれも女だった。

　すると顔を隠した怪しい男……恐らく情報官が小さな紙切れを渡してくる。

なんだ最初から犯人はわかっているんじゃないか。

　俺は溜息を吐きながら三人に言う。

「この中に二人は冤罪だが一人は黒で証拠もある。今名乗り出てこちらに協力すれば厳罰には問わんと約束するぞ。ほら言え」

　だが三人は先ほどと同じ泣き言を言うばかりだ。

「仕方ないな」

　俺はナイフを取り出して女三人に迫る。

　泣き叫ぶ女達。

その二人の縄を俺はナイフで切った。

「疑って悪かった。後で詫びに何か良い物を買ってやる」

　そして残った一人の手を掴む。

「残念だ」

　女はもう言い逃れできないと諦めたのか呆然とした様子でついてくる。

　俺は冷静な顔で彼女を取り調べ室に引き込んだ。

　そして目を見開き、女に顔を近づける。

「始めに言っておくが、俺はお前を殺さない。拷問で痛めつけることもしない」

「ふえ？」

　俺は女の両手を押さえつけ、首筋に口を近づける。

「だが間諜の上、自白をしなかったのだから相応の責任は負ってもらう」

　女の手を取り俺の股に持っていく。

「ひっ!?」

　無理もない。

先程まで押さえていたがヴィルヘルミナの半裸を見て以来、一物がおかしい。

硬さも形もとんでもないのだ。

理性も今にもとびそうで、こんな状態でセリアやマイラを抱いたらどうなるかわからない。

なので罰と言う形で彼女に受けて貰うことにしたのだ。

「野獣になる。悪いが犯される覚悟をしてくれ」

　俺はそう言いながら女を押し倒すのだった。
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弓騎兵　　　　　七六〇〇→七千

独立セリア隊　　五〇〇→四〇〇

徴集兵＋治安隊　一七三〇〇→一万七千

大砲五〇門→四〇　大型砲二五門→二三　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車五〇両→四五

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九二九→一三九〇九

一〇五兵団　　　三八五〇→三五〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍七・八万→五万

　　　　　　　　　　徴集兵五・二万→三・五万

敵戦力　　　　　　正規兵六・九万→二・五万

　　　　　　　　　徴集兵八万→四万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　　　　　マグラード現地軍三万→全動揺

　　メルドラ　僅少

財産　金貨－一万

経験人数七八五人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トリスニア（戦力調整中）

少し遅れました。

流れ弾で胸元が破れてこぼれてしまう妄想をし過ぎたせいかもしれません。










第４４５話　魔剣に宿りしもの　♯







　後ろ向きにした女の尻を抱え込み、激しく腰をぶつける。

「ひいっ！　ひいいっ！」

　女は逃げようと前に進むが、許さず引き寄せてより一層腰を振りまくる。

我ながら肥大化した男根が音をたてて女の穴を出入りする。

「ふ、太すぎる！　アソコ破れちゃう！　もう少しゆっくり！　お願いよぉ！」

　普段ならば情が生まれて優しくしてしまうところだが、ヴィルヘルミナの美しい胸にあてられたのか、今の俺は野獣だ。

「駄目だもっと激しくする。肩に歯を立てるぞ」

　女の必死の懇願を聞いて逆に男根を膨らませ、両手を後ろに引っ張りながら全身で間諜女の穴を味わう。

せめてもの情けで塗った油があってなお、ゴリゴリと肉同士が擦れる音が聞こえてしまう程だ。

　俺は女の肩に軽く噛みつき、荒い息を首筋に当てながら咆哮する。

腰の動きも更に激しくなり、もう腰を振ると言うより女を全身で揺さぶっている様相だ。

「ふん！」

　掛け声とともに最奥を突き上げると女は鋭く鳴いて意識を飛ばす。

　だがこれで終わりにする気はない。

彼女の両手を開放する代わりに右手で乳房を掴んで野蛮に揉みあげる。

「あうぅぅ！　おっぱいがぁ……」

　女は大きめの乳房を嬲られて悶える。

そしてその中心にある限界まで勃起した蕾を摘ままれるとまた悲鳴をあげる。

「まだこんなもんじゃないぞ」

　俺は左手の指を二本突き出し、思い直して三本にして女の尻穴に挿入する。

「お尻ぃぃぃ!!　きゃあああ!!」

　もちろん胸への強すぎる愛撫と腰ふりも止めない。

　女の悲鳴は次第に意味を成さぬ叫びとなり、やがてそれもかすれて荒い息だけとなり、最後は口から大量の涎を垂らしながら喘ぐ。

「かはっ」

　タイミングがずれて男根が完全に抜けてしまった。

だが力を失った女の手足は自らの体重を支えることなどできず、ベッドに突っ伏してしまう。

　俺はうつ伏せに寝ている女に後ろから乗っかり、尻肉を強引に指で開いて男根を突き込み、そのまま体重をかけて完全に乗っかった。

　この体位は女の足が開かないので格段に強く締まる。

それでいて体重がかかるので無理やりにでも奥まで入ってしまうのだ。

　俺達も例外ではなく、女の股は強烈に締まるが俺自身の体重で肉棒はズルズル入っていく。

長さも十分なので一番奥まで届いても圧力は止まず、今にも子宮に飛び込んでやるとばかりに押し上げる。

「もうだめ……バカになっちゃう……」

　女がか細く鳴いた時だった。

「む、早いな」

　俺にも限界が訪れる。

まだまだいけると思っていたが随分と早漏、それでいて強烈な絶頂感で我慢できそうにもない。

　俺は我慢することなく腰を最奥で固定して女の中に発射することにした。

　男根が発射直前に大きく膨れ、数秒痙攣した後、勢いよく種を発射し始める。

　ぐったりしていた女が目を見開いて体を捻る。

「えっ!?　な、中に出てる！　避妊して無い!!」

　俺はか細い抵抗を抑え込み、ずっしり体重をかけて女に伸し掛かる。

「間諜の責任を負わせると言っただろう？　諦めて受け入れろ」

　言いながらもドクンドクンと小気味良い振動と共に尿道を種がせり上げり、絶え間なく女の中に種が注がれていく。

「おぉ……気持ち良いぞ」

　脈動の度に大量の種が気持ち良く噴き出す。

奥まで入っているので溢れては来ないが、黄色がかる程の濃厚な汁が出ているのは疑いようがない。

「いやぁ……凄い量……孕んじゃう……赤ちゃんできちゃうぅ……抜いてぇ」

　女は口で嫌がるが先ほどの攻めで何度も絶頂しているので子宮が降りてしまっており、飛び出す精を嬉しそうに吸い込んでいた。妊娠は避けられないだろう。

　汗ばんで悶える温かい女の肌は庇護欲から来る興奮を高め、か細い声での抵抗は嗜虐的な野獣の興奮を高める。そして男根をぎゅうと絞る穴の動きが単純に肉の擦れる興奮を高める。

　発射から数分たっても飛び出す種の勢いはまったく衰えない。

　女は諦めたのか目を閉じてベッドに突っ伏し、俺はその背中に顔を埋めて目を閉じる。

　そこで思い浮かんだのは破れた服から覗くヴィルヘルミナの陶磁器のような乳房──。

「きゃあああ!!!」

　女が再び悲鳴をあげる。

俺の男根が一気に硬度を増し水鉄砲のような勢いで種を噴き上げたのだ。

　ヴィルヘルミナの乳房を思い出した瞬間、全身が痙攣するような快感が走る。

今までのような小気味良い射精とは違い、睾丸から種を引きずり出されるような猛烈な射精だ。

　女を抱きながら他の女を妄想して射精とは失礼極まるがどうしようもない。

最後まで名乗りでなかった仕置きと思って貰おう。




　三十分程続いた射精を終えると男根を引き抜き、優しく女を仰向けにする。

「死ぬ……もう死ぬ……お腹が破れて死ぬ……あぅぅ」

　同時に穴から勢いよく俺の種が噴き出す。

予想通り黄ばんだ濃い種だ。

　パンパンに張った女の腹がゆっくりと元に戻っていく。

その腹を優しく撫でながら俺は女に囁く。限界まで優しく情事の後の寝物語の口調でだ。

「さあ何もかも話してしまうんだ。下手に抵抗するとレオポルトに拷問されるぞ」

「わ、私も下っ端だから何も！」

　俺は口調を変えずに腹を撫で続ける。

「考えてもみろ。こんなに濃い種が胎を埋め尽くしたんだ。お前は俺の子を孕むだろう」

「うぅぅ、こんなに大量に出されて孕まない訳ない……しかも今日は危ない日」

　女の背中、肩、首にキスをして最後に唇を奪う。

「ならこの際俺の愛人になってしまえ。さあ残らず何もかも話すんだ」

　間諜の女はしばらく迷っているようだったが、やわやわと尻胸を弄り続けると観念して全てを話したのだった。







「ふむ」

　その後もう一戦して失神した女をベッドに残して表に出る。

　女の尻に口紅で自白内容を書き留めているのでレオポルトに手間はかけないだろう。

「おっと大将」

　同じタイミングで出てきたヤーコフと鉢合わせる。

「お前は何をしていたんだ？」

「いえ、ちょっと捕虜の尋問を……」

　奴が出てきた場所を覗く。

「しくしく……私の処女があんな山賊みたいな男に……約束通りちゃんと逃がしてくれるのよね！　嘘ついたら舌噛んで死んでやるから！」

「というわけでしてどうかお目こぼしを」

　トリスニア攻防戦で捕まった女の捕虜らしいが、ベッドの下に散った服から見て一兵卒ではない。

本来なら王都まで連行してしかるべき調べと言う名の拷問を受ける羽目になる。

「ちっ。まったくお前は」

　それは可哀そうだから逃がしてやろうと言うのだろう。

一兵卒ではないが高級指揮官にも見えない。得られる情報など知れているしまったく構わんが、見たところ中々の美人だ。ヤーコフが処女を破ったかと思うと腹が立つ。

　俺は何度も舌打ちしながら女を解放せよとの命令書にサインする。




「おっと族長様」

「今度はお前か」

　次に出てきたのはギドだ。

「敵の協力者の尋問を……」

　天幕を覗く。

「ぐすぐす……思い切り中に何発も……おしっこまで飲ませるなんて……これで約束通りお父さんのお店が南ユーグリアに協力していたことは揉み消してくれるのよね!?　嘘ついたら一生呪うからっ！」

「こういう訳でどうかお目こぼしを」

　脱ぎ散らされた服から見て良いとこの商家の娘か。

ギドから渡された書類には父親の商家が南ユーグリア軍と極めて親しい関係にあったと記録されている。

「お前ら本当に性欲ばっかりだな。見下げ果てた男共だ」

　俺は項目全体に線を引き『その事実は認められず』と書いて俺のサインをする。

　そもそも敵の軍が街に入ってきた時点で民は従うしかない。

特に商家など占領者に媚ねば生きていけるはずがない。その父親も家族を守る為にやったのだろうし、今更責めても仕方ない。




　すると今度はポチが舞い降りてきた。

　こちらを一瞥するも真剣な顔で何やら探している。

そしてあたりをつけたのか山積みにされた樽に向かって一声咆える。

「ひっ!!　ば、化け物ぉ!!」

　飛び出してきたのはまたも女だ。

鎧は脱いでいたが、履いているのは南ユーグリアの軍靴だ。

戦いが終わってからずっと隠れていたのだろう。

　大軍同士の戦いの上に乱戦だったからそこら中に敗残兵が潜んでいる。

時間をとって残党狩りをやらないといかんな。

「うわぁぁぁ!!」

　敗残兵は剣を抜いてポチに斬りかかる。

　ポチは避けず、剣はその足を捉えて真っ二つにへし折れた。

ただの鉄剣、それも女の腕力では奴の鱗に傷一つもつかない。

　女は折れた剣を呆然と見た後、脱兎のごとく逃げ出す。

「無駄なことだ」

　ポチは数度羽ばたいて空に舞うと女の目の前に着地する。

その空圧だけで女はひっくり返ってしまう。

「うぅぅ……生きて帰る……絶対に生きて帰るんだ!!」

　それでも女は諦めない。

玩具のようなナイフを震える手でこちらに向ける。

　だがポチは鋭い爪の一振りでナイフを天高く飛ばしてしまう。

「あっ」

　さすがに観念したのか、女は力なく腕を降ろす。

「な、なんでもします……だから食べないで」

　女はさめざめと泣きながらポチの足元に擦り寄る。

　応えたのはポチではなく、騒ぎに集まった味方兵だった。

「ふざけるな！　抵抗した以上捕虜ではない！　撃て!!」

　間髪おかずにクロスボウが放たれる。

女はきつく目を閉じる。

ギャーと短く太い声。

　女の体にボルトは一本も刺さっていなかった。

放れたボルトの全てをポチが翼で受け止めたのだ。

「えっ？　どうして？」

　ポチは女に顔を寄せ、足にもう一本差してあったナイフを咥えて捨てる。

そして襟を咥えて立たせると顔を一舐めして「さっさと行け」と背中を押した。

　味方が慌てて狙おうとするが再びポチが射線に入る。

「あ、ありがとう」

　女は僅かに蕩けた目でポチを見てから走り去る。

「た、隊長」

「所詮一兵卒だ。追手まで出す必要はなかろう……それより絶対アレに当てるなよ。食われるぞ」

　ギャーと鳴くポチ。女が遠くから頭を下げるのが見えた。




「「「……」」」

　ふと背中に視線を感じて振り返る。

　俺達が先ほどまで抱いていた女三人が天幕の影からこちらを見ている。

「ひそひそ……トカゲが大きな器を見せてるのに」

「人間の方ががっつり犯すなんて……ひそひそ」

「ひそ……好き放題中に出しといて「お前を助けてやる」だって……ひそ」

「「「ぐぐ」」」

　俺達三人は文字通りぐうの音も出ない。

　女達は俺達を軽蔑の目で見つつ、ポチに擦り寄っていく。

「私達も貴方に捕まったら良かった。滅茶苦茶にされた後に優しくされて勘違いしちゃったけど」

「山賊に犯されることもなかったしー」

「ちょっとイケメンだったけど「ギド様と呼べ」「尻の穴を舐めろ」「小便を飲め」はないわよねぇ」

「「「ぐぬぅ」」」







　俺達は情けない気分のままで女達にそれぞれ穏便な取り調べ、解放、免罪の確約を与えて戻らせる。

　ポチが思わぬ男気を見せたせいで三人揃って小悪党になってしまった。

　ヴィルヘルミナの乳を見て理性を飛ばし過ぎたな。

気を引き締めねばなるまい。

　などと考えているとポチの足から血が出ているのを発見する。

「なんだ怪我でもしたのか？」

　ポチはなんでもないとばかりに小さく鳴くが、そういえば追撃戦の時にピピは普通の馬に乗っていたな。

今も良く見れば心持ち足をひいているように見える。

「見せてみろ」

　ポチは先程の男前から一変し、不安そうな顔でギャーと細く鳴きながらおそるおそる前足を差し出してくる。キョロキョロしているのはピピを探しているのだろうか。

「ふむ……大した傷ではないが」

　前足の先の方、爪の付け根より少し上がった付近の鱗がめくれあがってそこから血が出ていた。

砲弾でも当たったか、あるいは飛び回ってぶつけたか。

　ポチの鱗は鋼鉄以上に硬いので肉まで通ってはいないが人間で言えば爪が剥がれかけた状態なのだろう。

「このままだと何かするたびに痛みそうだな」

　俺が静かに剣を抜くとポチの顔色が一気に青くなった気がした。

「ここまで剥がれてしまったならいっそ取ってしまった方が治りが早い。じっとして──こら逃げるな！」

　最後まで聞かずポチが翼を広げて逃げようとするが、飛びついて押さえ込む。

「ええい。一瞬で終わるから大人しくしていろ！　さっき見せた男気はどうした！」

　嫌だ嫌だと暴れるポチの剥がれかけた鱗の根元に剣を差し込み一気に剥がす。

こいつは皮膚も異様に頑丈でデュアルクレイター以外の普通の剣だととても通らないからな。

はがれる寸前かと思ったがそれなりに抵抗感があり、ブチブチと嫌な感触があった。

　悲しそうな咆哮が細く長く響く。

　どさりと拳大の鱗が剥がれ落ちると少々の血が飛ぶが、下にはうっすらと次の鱗が出来ていた。

後は洗って適当に包帯を巻けば問題無いだろう。

「そら終わったぞ」

　処置を終えてポチの頭を叩くがポチは顔を伏せたまま小刻みに体を震わせている。

赤い縦長の目が恨みがましく俺を見ながらうっすら涙さえ浮かべている。

泣かせてしまったようだ。

「あー!!　ポチを泣かせた！」

　戦いの後でひと眠りしていたらしいピピが寝ぐせそのままにやってきた。

　ポチはがばっと跳ね起きるとピピに向かって走り寄り、胸に飛び込んで──襲い掛かったようにしか見えないが──薄い胸に顔をこすり付けながらギャアギャア短く鳴いて俺の非道を訴えているらしい。

「そうか。もう痛くない。大丈夫、あっちで何か食べよう」

　ピピはポチを慰めながら俺に合図して去っていく。

　ポチめ男気を見せたと思ったら赤子に戻ってしまった。

全く不思議なトカゲだ。

「でかい図体してまだまだ子供なのかもな。あれで子供なら一体どこまで育つんだ」

　独語しながらデュアルクレイターについたポチの血を拭おうとしたその時だった。

　ドクンと大きな鼓動が全身を貫く。

　なんだと声を出す間も無く頭の中に先ほど感じたのと同じ声が、先ほどとは比べ物にならない音量で鳴り響く。

『我が血とあの者の血　そして交じった血　因果なもの』

　先ほどはボソボソ聞き取れなかったが、今ははっきりと聞こえる。

　野太い男の声のようで透き通った美しい声でもある。

「どこだ？」

　俺は周囲を見回すが変わったものは何もない。

『すぐ近くにおろうが』

　足元や頭上を見るが何もない。

頭に直接響いてくるので出所がまったくわからないのだ。

『愚かな　小さきその手元すら見えぬか』

　呆れたような口調で言われて手元を見るとデュアルクレイターが紅く光っていた。

「おいおい」

　そもそもデュアルクレイターをノンナに貰った時は鏡のように光っていて色などついていなかった。

　それが薄い紅に輝き出したのはいつからだったか。

切れ味も手ごたえにも変化なかったので気にしなかったのだが……今は薄い紅どころではなく燃えるように赤く爛々と下手な松明よりも輝いていた。

「あそこで何か光ってるわよ？」

「まさか火事か!?　敵の残党が小細工したのかもしれんぞ！」

　あまりに強い光に味方が騒ぎ始める。

「余計な騒ぎはごめんだ」

『わっぷ』

　俺は素早くデュアルクレイターを鞘に仕舞うと手近な天幕に飛び込む。

都合の良い事に食料倉庫のようだ。ここならそう頻繁に人は来るまい。




「で」

　俺はデュアルクレイターを軽く地面に突き刺してその前に胡坐を組む。

ノンナに見られたら頭突きの上に乳で往復ビンタされそうだが残念ながらここに彼女はいない。

「お前はなんなんだ？」

　さすがに聞かずには居れない。

剣がベラベラしゃべるのは通常の事態ではない。

『吾が何故汝のような小さきものに説明せねばならん』

　さっきからやたらに偉そうだな。

「ならいい。鬱陶しいからもうしゃべるなよ」

　俺はデュアルクレイターを引き抜き鞘に仕舞おうとする。

『……待て　たまには戯れも良かろう』

　そうくると思った。

わざわざ聞こえるようにボソボソ言い出すのは構って欲しい証拠だ。

　屋敷では主にヨグリやクウがこの手を使う。

さも独り言のようにブツブツ言いながらこっちを見てくるのだ。

　俺は再び剣を地面に刺して座る。

　そしてこの手合いはこっちから聞いてやらんとなかなか話さない。

「それでお前はなんだ？　デュアルクレイターの精霊なのか？」

　普通の剣が話すなどあり得ないが、デュアルクレイターは伝説を抱えた宝剣だ。

そういう剣に魂が宿って……などと言う物語も聞いたことがある。

『デュアルクレイター？　この剣の銘か？　あり得ぬわ小さきもの』

　どうやら違ったようだが、何につけても偉そうだな

『神剣魔剣ならばいざしらず　このような凡百の剣に精霊など宿るものかよ』

「デュアルクレイターを凡百とは言ってくれる」

　鋼鉄の甲冑をバターのように切り裂くデュアルクレイターが普通の剣のはずがない。

ノンナに聞かせれば怒りで胸元が弾け飛ぶだろう。ここにいないのが残念だ。

『うたれて五百年ばかりのミスリル剣　呪付も神性も無い、少しばかり鋭いカミソリにすぎぬ』

　ノンナと俺の大事な絆を馬鹿にされてさすがにムッとし足で砂をかけてみる。

『わっぷ！　止めよ！　もっとも何も憑いておらぬからこそ吾がここに居られるのではあるが』

「それだ。御託はいいからさっさと質問に答えろ。デュアルクレイターに入っているお前は何者だ？」

　デュアルクレイター、いや本人によると違うのか。

なんか良く分からん声にきつい口調で尋ねる。

『小さきものが吠えても滑稽なだけ　だが堂々巡りもつまらぬな』

　声はそう言って少しの間無言になる。

声だけなのにしたり顔で溜めを作っている姿が想像できる。

『我が名はリントブルム　数千の時を生きる業火龍である』

　剣がピカーと派手に光る。天幕の中で良かった。

「おう」

　俺が顎に手をついて聞くと剣はあてが外れたとばかりにチカチカ点滅する。

『驚かんのか』

「俺の知ってるドラゴンは山のようなデカさで翼と爪と牙があったぞ。お前はどう見ても剣だろ」

　正論を言ってやると声は忌々しげに何度か溜息と舌打ちをした後、一際機嫌の悪そうな調子で言う。

『山間の村で火を噴くドラゴンと戦ったであろう？』

　さすがに忘れるはずもない。

「ああ、ぶっ殺したな」

　声の機嫌が一段と悪くなる。

『──それが吾だ　実に忌々しい　剣と弓で挑むならともかくあのような火を噴く鉄筒で　ぐぬぬ』

　確かにドラゴンの名前はリントブルムうんぬんと……いや待ておかしくないか？

『貴様の剣が我が心臓に突き立った時　我が魂がこの剣に移ったのだ　ミスリルは魔に干渉する素材としては優秀だ　故に我が魂を宿すことができた　数千年を生きる我が魂はそれなりに頑強でな　肉体が滅びたぐらいで消えはせぬ』

「あの時にそんなことが起きていたとは……」

『我が巨大な魂を無理やり押し込めたのだ　色形もそれなりに変わったはずだが』

　ほんのり色づいたとしか気づかなかった。

「だとすれば何故その時に話しかけてこなかった？　どうして今になってなんだ？」

　今まで散々デュアルクレイターを振り回してきたが声など聞いたことがない。

『有り様が変わった故疲れてな　数十年ばかり眠っていようとも思ったのだが』

　数十年か。

まあドラゴンとは寿命が違うからなんとも言えんが、あれから二年も経っていない。

『思わぬ刺激を受けてな　まず龍剣とか言う剣　あの素材もまた唯のミスリルではあるが刀身にほんの僅か打ち込まれていた物　吾がかつて僅かな時間だけつがいとなった龍の鱗よ』

　アセベドが持っていた剣のことか。

そういえば最初に声を聞いたのはあの剣とデュアルクレイターが触れてからだった。

『そして吾を濡らしている血　あやつが半分　吾が半分　目覚めぬはずがあるまい』

　デュアルクレイターを濡らす血はポチのものだ。

「ポチがお前の子供だと!?」

『いかにも　まだ赤子同然の幼子ながら魂の響きを見誤るはずはない』

　ポチはピピがどっかから拾って来た卵から還ったはずだ。

それがこうして繋がるとは縁とはわからないものだ。

「なんとも不思議な話だが……ううん」

　俺は複雑な顔を作る。

　こいつは声からしてオスだから龍剣についていた鱗がメス……つまりポチの母親は既に死んでいる。

とすれば俺はポチ唯一の肉親を殺してしまったことになる。

　ポチが生まれる前ではあるし仕方のないことだから後悔は無い。

だがそれでもたった一匹になってしまったトカゲを気の毒に思う。

「おい」

『なんだ』

　俺はデュアルクレイターを地面から抜いて膝の上に置く。

「お前の子供はしっかり育っている」

　自分の小屋の掃除と洗濯、庭木の手入れまで一人で出来るようになった。

この前など飯の献立希望表を自分で作って持ってきていた。

「産まれた頃に比べれば随分でかくなった。もう野垂れ死ぬことはあるまい。夜鳴きは偶にするが」

　ピピから離れられる時間に限界はあるがあいつを襲える獣や魔物などもういない。

「だから心配するな。もしお前から何か伝えたいことがあるなら俺から伝えておく」

　こいつを殺したことを悔やむつもりはないが、子供との伝言役ぐらいはしてやってもいい。

そう思って俺は精一杯の誠意を見せる。




『何を言う　あのようなガキなどどうでも良いわ』

「……なに？」

　おかしい。

ポチとの親子の繋がりで目覚めたんじゃないのか？

『刺激を受けたと言ったであろう　冷水で起こされたようなものよ』

　そもそも、と声は続ける。

『あの娘も死んでなどおるまい　鱗と言ってもほんの欠片　大方自然に剥がれた物を小さきものが拾っただけだろうよ』

　ちょっとわからなくなってきた。

死んでいないならどうしてこいつは一人で山深くの洞窟に居たのだ。メスと死別したんじゃないのか。

　声は俺の困惑を余所に上機嫌に話し続ける。

『あやつと出会ったのはほんの二百年程前だったか　わっぷ』

　俺はもう一度剣を地面に刺す。

一応ポチの父親なのだから丁寧に刺しておいてやろう。

『あやつは洞窟で眠る吾に会って喜んでおったわ　年の頃はほんの一五〇歳　まだほんの子供　無邪気に初めて同属に会えたとはしゃいでおったわ』

　思い出話になってしまった。

だが微笑ましい話でもある。ドラゴンは簡単に仲間に会うこともないのだろう。

『あやつは吾と巣穴を共にして獣だ魔物だ小さきものだと嬉しそうに獲物を持ってきよった』

　ドラゴンの移住など周囲にとっては災害に等しいだろうが、飯を食わない訳にもいかんしな。

『しばらくは飯事のような日々が続いておった』

　ドラゴン同士とはいえ微笑ましいじゃないか。

俺は一杯やりながら聞こうと酒を取り出す。

『一五〇歳　中身は子供同然だが体はそろそろ出来上がる頃』

「おい」

　一気に雲行きが怪しくなった。

『吾は戯れにあやつを犯した　何しろ数百年ぶりの交わり　あやつが泣けど叫べど止まるはずもない』

　俺は酒をデュアルクレイターにぶっかけるが興の乗った声は止まらない。

『それから数十年間我はあやつを犯し続けた』

　雰囲気で遠い目をしているのがわかる。

良い話かと思って聞いてやっていたのにとんだ最低話だ。

『ある朝目が覚めるとあやつはいなくなっていた　隅に卵が転がっていたが卵と交わるわけにもいかぬ　吾は眠り貴様達に起こされたというわけだ　故に情欲の末に出来ただけのガキなど知ったこと──わっぷ』

　俺はデュアルクレイターを蹴り飛ばす。

そして慌てて拾い直す。

「ノンナとの大切な剣でなければへし折って消滅させてやったのに。何が業火龍だ、強姦龍だろうが」

　こんな奴の存在をポチに教えてやることは無い。逆に可哀そうだ。

『まあ待て　いかに吾とて今剣を折られては困る　せめてもう少し力が戻るまでは』

　言い終わるなりデュアルクレイターが再び発光を始める。

「おい余計なことをするな」

『余計なこととはなにを言う　ミスリルの棒を我が器に相応しい魔剣へと変えてやろうというのだ』

　デュアルクレイターはみるみる形を変えていく。

『貴様が斬り捨てた無数の命と魂を我が糧として』

　刀身が細長く伸び、羽のようだった重量が増していく。

『貴様が弾いた魔の力を纏い』

　柄から剣先まで複雑な紋様が浮かびあがった後、全体に複雑な装飾が浮かび上がる。

『我が魂と結びつける』

　淡い紅だった色が鮮やかな深紅に変わっていく。

「別物になってしまった」

　これはノンナには見せられないぞ。

浮かび上がった装飾も茨や蛇を連想させる毒々しさで彼女が気に入るとは思えない。

『これで我が依り代は真の魔剣となった　唯のミスリルとは比べ物にならぬ力を持つだろう』

　誇らしげに光る強姦龍。

「長く重くなったのは使い易いがな。ううむ、形がここまで変わってはなぁ」

　主にノンナに怒られる。泣かれる。

『とはいえ代償が無いわけではない　この剣は──』

　その時、天幕の外で騒ぎが起きる。

「そいつは敵の間者だ！　補給部隊に紛れてやがった！」

「追え！　絶対に逃がすな！」

　考える間も無く足音が天幕の中に駆けこんでくる。

「くそっ！　こうなったらここに火を放って混乱する隙に──くっ!?」

　駆け込んできた男は俺を見るなり剣を抜いて斬りかかってくる。

　もちろん俺もここで泡を食うほど未熟ではない。

咄嗟に邪悪になった新デュアルクレイターを構える。

「死ね!!」

「お前がな」

　男は剣の腕は大したことがなく、俺はその斬撃を易々と弾いて腹に剣を突き込む。

　間違いなく致命傷。だが即死するほどではない。

嬲り殺す趣味もないので引き抜いて首を刎ねようとしたところで強姦龍の声が響く。

『言葉より見せるが早いか』

　デュアルクレイターが赤黒く毒々しく光り、腹を貫かれた男が絶叫する。

それは単に腹を裂かれたからではなく、まるで命そのものを吸い取られているような叫びだった。

　時間にしてほんの数秒。

腹に刺さった剣を抱えるようにして男は息絶え、剣の発光も止まる。

俺は静かに剣を引き抜いた。

「何をしたんだ？」

『剣と我が魂を維持するには力が必要だ　命　魂　魔力　適宜に吸わせよ」

　つまり適当に何か斬り殺せということか。

「とんだ妖刀じゃないか。そんなザクザク人を斬る訳に……いやなんでもない」

　少し考えて黙る。よく考えたら割とザクザク斬っていた。問題はなさそうだ。

『さて久方ぶりに食うた　吾は少し眠るとする』

　強姦龍が眠るとほぼ同時に味方の兵士が飛び込んでくる。

「奴めここに逃げ込んだか──こ、これはハードレット卿！」

「こいつだろ？　俺が仕留めた。生け捕りにはできなかったがな」

　俺は剣についた血を拭いながら天幕を出る。

鞘に入らないな。なんとかしないと。

「はっ不手際申し訳ありません！　こいつめハードレット卿と鉢合わせるとは運の無い……ひぃぃぃ!!」

「な、なんだこりゃ!?　腹が抉られてるのに血が一滴も……臓腑がない!?　目玉も窪んで、どうしたらこんなことに……」

　兵士達の視線から逃げるように俺は早足で歩くのだった。

　魔剣になったのかどうかは知らんが、ますます人前で抜きにくくなったぞ。

ただでさえ敵には悪魔と呼ばれているのに。







　その後、鞘をなんとかしようとリントブルムに声をかけるが応答はなく本当に寝てしまったようだ。

　俺は適当な布切れで鞘もどきを作ってなんとか刀身を隠す。

　道中でたまたまブリュンヒルデと鉢合わせ、物凄い目で十秒程睨まれたが陽が落ちていないせいか、それ以上何かされることはなかった。

　あの感じでは近いうちに呼び出しを食らうだろうな。

「ハードレット卿」

「なんだ。デュアルクレイターは変になったりしていないぞ」

　声をかけてきたのはレオポルトだった。

　奴はデュアルクレイターをちらりと見た後、俺に向かって石を投げてくる。

「なんだ喧嘩を売ってるのか？」

　造作もなく受け止めて地面に叩きつけ、石は粉々に割れる。

「その石は街壁の破片です。見ての通りただの石に過ぎません」

　レオポルトは街の周囲をさっと指差す

「内部にも特段の増築等はありませんでした。ゴルドニアがトリスニアを放棄して撤退した時のままです」

　ふむ、それは妙な話だな。

　トリスニアの街壁は確かに砲弾に耐え、破城槌を弾き返した。

ドワーフ砲と船の突撃のような半ば反則の手を使わねば破れなかった。

「それが変化無しとは妙な話だ」

「はい。材質、構造に変化が無いとなれば通常ならざる手段を使ったと想定せざるを得ません」

　通常ならざる手段とは魔法うんぬんのことだろう。

「未知の魔法及び現象であるとすれば詳細な情報を得ることは難しいでしょうが、判明するまでは南ユーグリアの城塞はすべてトリスニアと同じ強度の街壁を持つと想定せざるを得ません。拠点攻撃時の不利は免れません」

　それは実に厄介だ。

いくら南に進軍しても拠点を落とせないのでは話にならない。

「なんとかなりそうか？」

「現状では未定です」

　思わず笑ってしまう。

そこは「最善を尽くして頑張ります」とでも言えばいいのにずばり未定とはこいつらしい。

「最善を尽くしてくれ。後は河の西岸はどうだ？」

　敵の西部軍は既にこちらに来ているから残るは寝返った勢力だけのはずだが。

「捨て置きます。既にあの地域は主戦場ではありません。輸送船も無い現状、彼らが東岸に脅威をもたらす可能性はありません」

「ならいいが。裏切った奴はさっぱりだな」

　トリスニアにも多いが街が落ちたので占領者に協力していたら奪還された。

さあ後が怖いぞとなる。

「既に西岸の領主や貴族からこちらに言い訳の使者がひっきりなしと聞いております」

　だろうな。

「先程申しました通り、かの地は今や戦略的な要衝ではありません。適当に受け流して希望を持たせて静かにさせておき、戦局を決めてから一掃すればよろしいかと」

「まあそうなるわな」

　判断を間違ったことを嘆くしかない。

俺も肝心なところで間違えないように気をつけたいものだ。

いざとなったら女達をつれてとんずらする覚悟もいる。




「さて判断を間違った例がこっちもあるぞ」

　俺は溜息交じりに眼前の光景を眺める。

「ヒューティア卿が命令違反の参陣に際して撃破した東部貴族達の裁判ですな」

　レオポルトがわざわざ『命令違反』と強調するのが笑える。

案外根にもつタイプなのかもしれない。

　彼らはエイリヒの監督の下、臨時の裁判で次々と裁かれていた。

「ネガーエル卿。情状酌量の余地無し。死罪とし家督没収とする。ウライギリル卿、同じく死罪の上──」

「ど、どうかご慈悲を！　我が家はウライギリル卿に騙されたのです！」

「何を言う！　我が家こそ貴家から誘いを受けたからこそ!!」




　俺はやれやれと首を振りながらレオポルトが持ってきた椅子に腰かける。

「どこかで見た顔も多いがさすがにこれは庇う気にもならん。それとお前も座れ。真横に立たれると落ち着かん」

　レオポルトは言葉に出すまでも無いと言いたいのか小さく頷くだけだ。

　すると一人が俺を見つけたのか金切り声を張り上げる。

「ハードレット卿！　私です!!　奥様主催の晩餐会でお会いした!!　どうか！　どうかとりなしをぉぉ!!」

　男の金切り声は実に見苦しい。

　視界の隅でセリアがぴょんぴょん跳ねているのが見える。

絶対に余計なことをしないで下さいとでも言っているのだろう。

「残念だが貴殿を救う理由が無いな。どうして裏切り者の味方ができる」

　俺は軽く笑いながら言う。

　すると俺の表情から希望有りと踏んだのか、裏切者達は衛兵の槍に阻まれながらも身を乗り出して叫ぶ。

「そ、それはウライギリル殿が──」

「何を申されるネガーエル卿！　いやハンラウン卿がそもそも奴らの使者を紹介して……」

　さてそろそろいいか。

　俺は新デュアルクレイターを引き抜き、地面に叩きつけた。

重量がかなり重くなったせいか地面が軽く振動する。

「見苦しい。裏切るならば最初からやればよい。決戦の中で裏切るなど糞蟲にも劣る下劣さ、糞蟲は踏み潰すのみ、庇うなどあり得ん」

　あえて目を見開き、低い声で言うと裁判官やエイリヒも含めて全員が沈黙した。

当事者達は殺気にあてられたのか、その場にへたりこんでしまう。

　これでもう金切り声をあげられることもないだろう。

　実を言うと俺は別に裏切ろうが寝返ろうが好きにすれば良いと思っている。

ただその結果に責任は負わねばならない。成功すれば良し失敗すればお終い。それだけのことで誰を恨むべきでもない。

　こいつらはいざ裏切りと出立したところでマイラに出会うあたり運もなかったのだろう。

諦めてあの世に行くしかない。

　視界の端でセリアが胸を撫でおろしている。

何を心配しているんだ。俺がこんな奴らを庇うとでも思っていたのか。

まったくあり得んことだぞ。

「次、エスカオーテ男爵夫人。同じく一族処刑の上、家督没収とする」

「男爵夫人だと？」

　セリアがさっきの倍ぐらい跳ねているがそれどころではない。

　見れば三十半ば程の女性が唇を真っ青にして震えている。

気丈に裁判官を見据えているが、目からは止めどなく涙が零れ落ちている。

　彼女の顔はノンナがやった晩餐会で見た覚えがある。

その時は夫と一緒に来ていたが、南ユーグリアとの戦争が始まる前辺りに旦那が突然死したとか聞いた覚えがあるぞ。

「恐れながら我が家はハウラウン卿に従属する立場……独自の判断などできず……どうか私の命をもって収め、一族と家督だけはどうか……どうか……」

　エスカオーテ男爵夫人はその場に土下座して地に顔を擦り付けている。

中々の美顔は汚れ、唇や額が切れて血が流れる。

　だがエイリヒや裁判官の表情は冷たい。

「顔をあげよ。見苦しく懇願したとて結果は揺るがぬ。女とて今は領主の身、最後まで貴族然とせよ」

「これにて裁判を終わる。処刑は明朝に執り行う。遺書と身辺の整理をしておくように」

　冷たく突き放され、エスカオーテ男爵夫人は地面に顔をつけたまま泣き崩れる。

「いかん。いかんぞ」

　俺が立ち上がるとセリアが顔を押さえてひっくり返った。

　その時だった。

「動くな!!　母上を解放せねばこの男を殺す!!」

　声変わり前の高い声と共に俺の喉元に短刀が突きつけられる。

　はて、と短刀の主を見てみると十五くらいの少年が必死の形相で吠えていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（民兵団指揮）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（跳）

ヤーコフ（山賊）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）ギド（変態）ポチ（男気トカゲ）

その他

イヴァンナ（ふてくされ）ブリュンヒルデ（激怒）アネット（一〇五の姫）セクリト（調教）

ピリス（泣）ハーティ（気合）ノンナ（くしゃみ）




軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　六〇

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　六七〇

弓兵　　　　　　六七〇

砲兵　　　　　　三八〇

弓騎兵　　　　　七千

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　一万七千

大砲四〇門　大型砲二三門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九〇九

一〇五兵団　　　三五〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍五万

　　　　　　　　　　徴集兵三・五万

敵戦力　　　　　　正規兵二・五万

　　　　　　　　　徴集兵四万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　　　　　マグラード現地軍　動揺

　　メルドラ　僅少

財産　金貨－一万

経験人数七八六人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トリスニア（戦力調整中）

台風の中で更新です。

もっと早いペースで更新したいですねぇ。










第４４６話　母と子










　周りの男達が騒ぎ一斉に席を立つ。

衛兵も慌てて剣を抜く。

「動くな！　動くとこの男を殺すぞ！　本当に殺すからな!!」

　俺の後ろに回り込んだ少年は衛兵を威嚇しながら声を張り上げている。

俺と身長が３０ｃｍ以上も違うので精一杯背伸びしている姿は滑稽ですらある。

「なんと言ったら良いものか」

　俺は苦笑しながらエイリヒを見る。

奴もまた部下の手前、厳しい顔で睨みつけているが、どこか雰囲気に余裕が見える。

「あのガキ……何を考えているんだ？」

「知らないのだろうなぁ。愚かなことだ」

「首が飛ぶのかねじ切られるのか……あるいは体を真っ二つにへし折られるのか」

「実にもったいない。あの年頃の少年の尻は絶品だと言うのに」

　周囲のざわつきを気にする余裕もない少年は絶え間なく息を吐きながら短刀を忙しく動かす。

「母上を解放しろ！　三度は言わない！　こいつが死ぬぞ!!」

「セイカなんてことを！　お、お願い止めて！　貴方誰に何をしているか分かっているの!?」

　男爵夫人はエイリヒや俺とは対照的に必死の形相で叫ぶが少年は周りに気を配るあまり気づいていない。

「おい、ナイフが首筋に当たってないぞ。背が届かないなら座らせるのがお勧めだ」

　無意味に立って居たくないから座らせてくれ。

「う！　そ、そこの椅子に座れ！　逃げようとしたら容赦しないぞ！」

　さてここからどうしたものか。

「早く早く母上を──！」

　必死に母を守ろうとする少年を叩き潰すのは気分の良い行為ではない。

　だがこれ以上考える余裕はなさそうだな。

　俺を囲む衛兵の足元でセリアが匍匐前進しているのが見えた。

既に彼女が一足で飛びつける距離だ。

「ここまでだな」

　セリアが俺に刃を突き付ける奴に容赦するはずがない。

このままでは少年はざっくり首を掻き切られるだろう。

もし少年が偶然にも反撃してセリアが怪我でもすれば俺も何をするかわからない。

「おい」

　俺は唐突に左手をサッと振り上げる。

「わっ！　動くなと──」

　少年の視線が揺れた瞬間、右手で短刀を摘まんでポイと放る。

ハーピーを猫じゃらしで遊ばせるよりも簡単だ。

「今です!!」

　少年が丸腰になったのを見たセリアが飛び掛かる。

「怪我させるな」

　言葉とほぼ同時に少年は脚を払われ転倒する。

同時にレオポルトが両腕を踏みつけて押さえ込む。

「お前も機を窺っていたのか」

　見ればレオポルトも腰の剣を抜きかけていた。

少年がもう少し油断していたら斬り捨てられていたのだろう。

「そんなに俺が心配だったのか？」

　俺は眉毛をピクピク動かしながら聞いてみる。

「取るに足らぬ事態とは思いますが、鉄の刃は本物、万が一にも負傷されては割に合いません故」

「本音を言え。心配でたまらなかったんだろう？」

　更に口角をあげて迫ると鼻で笑われた。

素直じゃない奴だ。

「それよりも手遅れになりますが？」

　視線を少年に戻すとセリアが剣を引き抜き、胸に突き立てようとしていた。

少年は涙目で暴れ、男爵夫人のこの世の終わりのような悲鳴が聞こえる。

「こら、殺すな」

「こいつはエイギル様に刃を向けた上に女でもありません！　さっさと処分……まふまふ」

　セリアの頬っぺたを揉み解してから俺は少年の前に立つ。

良い事を思いついた。

　俺にとっても少年にとっても色々痛めることになるが、このままでは間違いなくこいつは処刑だからな。




「セイカとか言ったな。お前の母は反逆者、死は免れん。本来はお前もそうだが……まだほんのガキだ。この場は見逃してやってもいいぞ？」

　わざと傲慢に言うとセイカは歯を剥き出して威嚇しながら言う。

「母上を見捨てていけるものか！　俺を解放したらこの場の全員に噛みついてでも母上を助け出す！」

　すると男爵夫人が物凄い形相でセイカに向かって叫ぶ。

「やめてセイカ！　ここは大人しく従って！　母の命令──」

「嫌だ嫌だ!!　姉様に続いて母上まで見捨てて僕だけ逃げるなんて！　そんなことならここで死んだ方がずっと良い!!」

　拘束を解かれた少年は素早く立ち上がり、徒手のまま母親を拘束する衛兵に掴みかかろうとする。

合格だ。

「いいだろう」

　俺は少年の頭を掴んでそのまま持ち上げ、エイリヒに向き直る。

「ラッドハルデ卿。この少年、叛徒の一門ではありますが身一つで母親を守ろうとする心意気や良し。一つ機会を与えてみてはいかがでしょうか？」

「機会だと？」

　エイリヒは真意を測りかねるといった表情で俺を見る。

　俺は息を一つ吸い、エイリヒ以外に裁判に参加していた者達にも向けて声を出す。

「少年が俺と打ち合い、勝てたならば母親共々助命する。というのはいかがか？」

　言い終わると同時に周囲から失笑が漏れる。

「あんなガキがハードレット卿と打ち合って勝てたら……ですと？」

「ははは、絞首台の縄が切れる方がまだあり得ますな」

「さすがに馬鹿馬鹿しくて余興にもなりませぬぞ？」

　だがエイリヒだけは俺の意図に気付いているのだろう笑うより咎める顔を向けてくる。

「だが反逆者を一つの試合で許せ……というのもな」

　別にいいじゃないか。

「こいつの方が嫌と言えばそれまでですが？」

　俺は掴みあげた少年の顔を覗き込む。

「ハードレット卿……？　二百人斬り……龍殺し……戦鬼……あのハードレット卿……」

　俺の顔は知らんが名前は知っていたのか少年がブルブルと震え始める。

「やるか？　やらんか？」

　短く聞くと少年は数秒目を閉じた後、カッと見開き俺を睨みつける。

「やる！　僕が勝ったら母上を助ける約束、よもや違えまいな!!」

　体は小刻みに震え、全身から冷や汗を流し、威勢よく吠える声も上ずっている。

それでも確かに言い切った。

「愚かではあるが……大した度胸のガキだ」

「うむ、泣き叫んで命乞いのみするかと思うたが」

　俺はニヤリと笑いながらエイリヒを見る。

「ということなのですが……いかがでしょうか？」

　エイリヒはこの野郎やってくれたなとばかりに渋い視線を返してくる。

既に周りの者は俺達の勝負を期待している。

　宮廷貴族の集まる王宮ならともかく、軍人、騎士が集まる前線ではこういった勝負事は支持され易い。

エイリヒも最高司令官としての体面上、小役人のようなつまらなさを見せて失望を買いたくはない。

　そもそも裁判の話を適当に聞いていたが男爵夫人は従属してついてきただけで、エイリヒとしてもどうしても殺したい訳ではない。体面が立てばそれでいいのだ。

　俺はちらりと周囲の者達の顔を窺う。

大多数は勝負でいいとの顔をしているが、慎重な者や規則にうるさい者の中には不服そうなものもいるな。

やはりちょっとした小細工が必要だ。母親に心配をかけそうだが仕方ない。

　俺は市中警備用の樫の棒を二振り取り、一振りを少年に渡す。

「勝負は棒術にて。どちらかが降参するか昏倒するまでだ」

　棒術とは文字通り刃のついていない棒で殴り合うものだ。

刃が無いので相手を昏倒させるには腕力が必要で、俺に有利……というよりこいつに微塵も勝ち目はないだろう。

「棒術とはハードレット卿も残酷なことをなさる」

「剣なら一刀で終わりだろうに……頭を割られるか、手足から順に砕かれるのか……」

　周囲のひそひそ話も俺が少年をどう殺すかに終始する。

「ああセイカが殺されてしまう……こんなの……こんなの酷過ぎる……」

　男爵夫人は泣き崩れてしまったが、今は放置するしかない。

「異存はないか？」

　有無を言わさぬ口調で言いながら棒を構える。

　セイカも反射的に構えを取るが、棒先が笑える程に震えていた。

「それともやめるか？」

　俺は言葉と同時に今まで抑えていた殺気を解放する。

足元の枯れ草がザワザワと揺らぐのがわかる。

　セイカは脚を生まれたての小鹿のように震わせながら、両目に涙を浮かべ、ついにズボンを濡らしながらも棒を腰溜めに構えた。

「異存なんてあるもんか!!　いくぞ!!」

「それでいい」

　セイカは小さい体で精一杯加速しながら俺の胸元目がけて棒を突き出してくる。

　踏み込みは甘く攻撃に移る間合いも最善ではないが形は一応しっかりしている。

貴族家の男だけあって武芸の練習はやっていたようだ。

突きは俺の顎下を狙っているようだ。

「急所を狙うのは正解だな」

　俺はその突きを人差し指と中指の二本で止める。

「えっ？」

　セイカは目を丸くして更に力を込めるがピクリとも動かない。

残念ながら俺と少年の腕力の差は絶望的だ。数十倍と言っていいだろう。

「あんなガキの突きなどエイギル様は指一本でも止められます！」

　何故かセリアが胸を張っている。

前に遊びでセリアの突きを指で受けたことがあるからな。

　あの時は余裕だと笑ったが、実は指が折れたかと思うほど痛かった。

だから今回は念のため二本にしたんだ。

　周囲の者達からも失笑の声が聞こえる。

既に皆、決着の行方よりもセイカがどうあがくかを楽しんでいるだけだろう。

　正直不快な視線ではあるが、簡単に決着をつけては都合が悪い。

ここは悪に成りきって少年を嬲らねばならない。

「次はどうする？」

　あえて反撃せずに言ってやるとセイカは後ろに数歩ステップした後、棒を天高く振り上げてから脳天を狙って振り下ろす。

　一目でフェイクとわかる。

こんな豪快な振りは寝ている奴以外に当たらない。

「さてどうくるか」

　俺はあえて棒を頭上に掲げて振り下ろしを避ける構えを取る。

「かかったな！」

　それは当たるまで言わない方がいいな。本当にひっかかっていても気づかれるぞ。

　少年は振り下ろしを止め、持ち手を変えて棒の反対側を突き出して俺の股下を狙う。

　無駄口はまずかったが動き自体はなかなかどうして……筋力と体格のせいであくびが出るほど遅いが攻撃のセンスはいいな。

「とった!!」

　棒が俺の股間を直撃して鈍い音が鳴る。

　嘲笑を浮かべて観戦していた者達の表情が固まり、しばしの静寂が場を支配する。

　そしてセイカの棒はへし折れ、俺は軽くズボンを触る。

ちょっと位置がずれてしまった。

「誰か代わりの棒を持ってこい」

「え……うそだ……直撃したはずなのに……」

　信じられない顔をする少年に代わりの棒を放ってやる。

　セイカの一撃は確かに股間の急所をしっかり捉えていた。

だが俺の男根の方が樫の棒より頑丈だった。それだけのことだ。

「エイギル様の特大極太筋だらけが細っこい棒に負ける訳ありません！」

　言ってから恥ずかしくなったのかセリアは小さくなる。

　ナーティアなど俺の股間を蹴り上げて脛の骨を折りかけたことがあるぐらいだ。

「さ、さすがハードレット卿……凶悪なモノをお持ちのようだ」

「うちの分家の娘を忍ばせようかとも思っていたが……さすがに可哀そうか……」

「これ少年、もうやめておけ。時間の無駄ぞ」

「ハードレット卿を倒すなど屈強な騎士一〇人でも適わぬ。死ぬにしても無駄に苦しむことはあるまい」

「セイカ……やめて……もう降参して……許しを請うて……母は一人で死にますから……」

　勝負を見る者達に最早緊張感は無い。

セイカを小馬鹿にした野次も次々と飛ぶ。今はこれでいい。

「ま、まだまだぁ!!」

　セイカは泣き崩れる母を見て勇気を補充したのか、棒で軽く額を叩いてから再び突撃してくる。

　俺はその幼稚な攻撃を防ぐことなく軽く横に動いて悠々避ける。

視線を見るにセイカは目で追うこともできなかったようだ。

「わぁ!?」

　空振りして隙だらけのセイカのベルトを掴み、ひょいとうつ伏せに持ち上げる。

一五ぐらいの少年と考えても体重が軽いな。

「この！　離せ!!」

　セイカは俺の足や胴をバシバシと棒で打つが、宙に浮いたままでは力も全く入らない。

こいつは見た目以上に力もかなり弱い。

「はははは、まるで猫の子ですな」

「叛乱者でなければうちで飼うてやっても良かったがの」

「そろそろ終わらせましょうハードレット卿。泣くまで尻を叩いてやれば宜しいかと」

　茶化した笑い声が次々と聞こえる。

当然だ。ここまで圧倒的な力の差が見えては真剣に観戦する気も失せるだろう。

俺がセイカに負ける可能性は〇だ。あり得ない。

エイリヒもさっさと終わらせろとばかりに不機嫌な目を向けている。

　──それでいい。

　俺は無言のままセイカを軽く放り投げる。

「くう……馬鹿にしやがって！　まだ僕は諦めてなんて──!?」

　そして少年が立ち上がり、棒を握った瞬間に渾身の……限界まで手加減した渾身の振り上げを見舞う。

　セイカはやはり戦闘センスが良いらしく、足元から胸を襲う一撃を咄嗟に引きあげた棒で受け止める。

だが腕力の差は絶対的だ。少年の小さな体は防御したのかさえわからない速度で宙を舞った。

　放物線を描いた体は胸から地面に落下する。

「がふっ……ゲホゲホ!!　ひっ!?」

　むせ込むセイカが顔をあげた時、俺は既に距離を詰めて振りかぶっていた。

　セイカは再び咄嗟に防御したが、先程の一撃で痛んでいた棒は圧し折れ、尖った木片がまだ大人に成り切らない中性的な顔に降り注ぐ。

「ぎゃあ!!」

　特に鋭い一つが額を傷付け、端正な顔が血に染まる。

　俺は少年が悲鳴をあげきることも許さず背中を軍靴で踏みつける……体重をかけないようにだが。

「何をチャラけて戦っている？」

　髪の毛を掴んで強引に上を向かせる。

周囲の野次も嘲笑も完全に消えていた。

「俺と戦い勝てば親子共に助ける。そう言ったはずだな？」

　犬歯を剥き出し、殺気を込めてセイカを睨みながら続ける。

怒る顔を作るのも大変だ。

「お前と母親は叛逆者だ。死んで当然、無様にあがいて万が一の可能性を掴むしかないのだぞ？」

　俺はセイカの胸元を思い切り……蹴ると確実に死んでしまうので爪先に乗せるようにして飛ばす。

「セイカ！　セイカ！　やめて……やめてやめてやめて──!!　お願いよぉ!!」

　男爵夫人はもう声にならない悲鳴をあげ続けている。

心が相当痛むが今は耐えて貰うしかない。

　地面を転がったセイカは受け身をとって立ち上がる。

「おい」

「は、はい！」

　俺が強い口調で促すと兵士は慌ててセイカに次の棒を渡す。

その棒を手にとった瞬間、俺は地面を踏みしめて突進する。




　鋭い突きを胃袋に……入れると貫通してしまうのでわざと掠らせるが、それでも胃液が吹き出る。

　肩口を袈裟懸けに……叩くと骨が砕けてしまうのでほぼ寸止めで軽く当てるが、それでも地面に崩れる。

　頭を守ろうとしたところに足をかけ、転倒したところを踏みつける……と潰れるので尻を蹴飛ばす。




　可能な限りの手加減はしたが、傍から見れば一方的な嬲り殺しにしか見えない。

母親の悲鳴はもちろんだが、それ以外の者も徐々に目を逸らしたりセイカに同情の目を向け始めた。

「ぐ……これぐらいで……ぐぅぅ!!」

「まだまだ！　僕は死んで無いぞ！　ああっ!!」

「まだ……立てる……替えの武器を……ひぐぅ!!」

　セイカは俺に何度も弾き飛ばされ、傷を増しながら何度でも立ち上がり、挑んでくる。

額を血に染め、何度も胃液を噴き、擦り傷だらけの足を震わせながら棒を構える。

「まだ立つのか……敵うはずがないのに……」

「もうよい少年！　寝ろ！　お主は良くやった」

「危なっ!?　おっと……私としたことが叛逆者の方に肩入れするとは」

　この場の全員がその姿を目に焼き付けている。

そろそろか。

　セイカのフラフラの一撃をいなしながら鍔迫り合いに持ち込み、他の者に聞こえないように口を寄せる。

「もう倒れておけ。お前一人ぐらいなら適当に逃がしてやる」

　はっと顔をあげるセイカ。

俺はそこで精一杯の悪人顔を作って続ける。

「くく、元よりお前になど興味は無いさ。……貴様の母親は良い体をしている。どうせ殺すならその前にたっぷり嬲ってやる。あの様子ではお前の命と引き換えとでも言えば尻の穴でも舐めるだろうよ」

　我ながら酷いものだ。こんな奴が本当にいたら俺自身が叩き斬りたくなる。

　だが効果はあったようでセイカは今までのダメージが嘘のように跳ね起きる。

バリリと奥歯を噛みしめる音まで聞こえる。

「母上に」

　セイカは鍔迫り合いから一気に後ろに飛び退き、間合いを空ける。

そして腰を落として突きの構えを見せた。

「指一本触れるなぁぁ!!」

　強烈な踏み込みから一撃。

ダメージの無かった最初よりも鋭い一撃だが、やはり筋力の限界か速度が遅いのであくびをしながら躱す。

　引き戻しと同時に体を屈めて二段目。

一段目よりも更に鋭い。それでも簡単に躱せる速度なので軽く躱す。

　体を左に滑らせて三段目。

驚いた……これはイリジナの三段突きにそっくりだ。鋭さも先二段の比ではない。

並の手練れなら食らってしまいそうな突きを素早く身を捻って躱す。

　さてこれでいよいよ最後の一手だな。

　俺が次の行動に移ろうとした時だった。

　髪の先から爪先までを見えない何かが突き抜ける。

　驚愕の声をあげる暇もなく、体が反射的に動く。

左の膝を限界まで折り、頭を傾けながら右手の棒を突き上げる。

　乾いた木同士がぶつかる音と耳元で鳴った風切り音はまったく同時だった。

「四段目……」

　それは跳躍するような体勢から繰り出された四段突きだった。

速いなんてものじゃない。咄嗟に体が動いただけで俺の目にも先端が見えなかった。

無我夢中、咄嗟の一撃だったのだろうが、こいつのセンスはとんでもない。

鍛錬して体が成長すればどうなることやら。

　だが今はそれよりも……。

「あぐ……」

「やっちまったか」

　右手の棒がセイカの鳩尾に入っている。

反射的な反撃だったのであまり手加減できなかった。

　セイカはそのまま地面に倒れ込んでしまう。

胸を押さえて悶絶しており、とても立ち上がれそうには見えない。

「おお、決着したぞ」

「ま、まあ当然の結果だ。良い勝負……であろうはずがないわな」

「それより最後のはなんだったんだ？　ハードレット卿が慌てているように見えたが……まさかな」

　困った。これでは計画が狂う。

仕方ない。もう一度悪人になろう。

　俺は泡を噴いてもがくセイカの耳元に口を寄せる。

「ではお前の母を頂くぞ。五人……いや十人の部下と楽しもうか」

　そう言って俺はセイカに背を向け、のっしのっしと大股で歩く。

この場の最高者であるエイリヒとその前で泣き崩れる男爵夫人の元に。




　周囲のどよめきが徐々に質を変える。

　予想通りのはずの決着を見たどよめきから、信じられない物を見ているどよめきへ。

　後ろを見るまでも無い。

とても少年のものとは思えない濃い殺気が背中に当たっているのだから。

　俺は振り返らない。

決まり切った勝利を得て完全に油断しているのだから。

　得物の棒を右手で遊び、左手はポケットに、視線は男爵夫人の胸と尻にいやらしく向ける。

　不規則な足音、既に平衡感覚など無いのだろう。

荒い息づかいは所々掠れている。

「母上に──」

　跳躍の音。

「触れるなぁぁぁ!!!」

　俺は心の中で笑い出しそうになった。

本当に大したものだ。あれだけボコボコにされてよく立った。

これで計画も上手くいく。




　そもそも俺にガキを嬲って喜ぶ趣味は無い。

それが母親の前でとなればなおさらだ。

　悪役に徹しているのは言うまでもなく最後に負けて、こいつと何より母親を助命してやりたいからだ。

　とはいえ勝ったら助命、などと強引に決めたところで、俺の一存で叛逆者の処遇を決められるはずがない。不満に思っている者は多く居たし、エイリヒも渋い顔だった。

　適当にチャンバラした末に「ぐわー油断して負けたー」とやっても到底助命など認められまい。

　だからこそ徹底的に叩きのめした。

絶対に勝てるはずがない残酷なまでの力の差を見せつけ、少年の無力を知らしめた。

　それでもセイカは立ち上がった。

叩きのめされて血を流し、胃液を吐き、小便を漏らしながら何度でも立ち上がって俺に挑み続けた。

　ここは前線、居るのは曲がりなりにも軍人や騎士ばかりだ。母を守る為に剣ならぬ棒を取り、絶対に敵わない強敵に挑み続けるその姿は彼らの騎士道精神に響いただろう。

　そして少年は最後の力を振り絞って倒せぬはずの相手に一太刀入れる。

　ボロボロになって掴んだ勝利。その後に「こんな勝負は無効だ。助命などできない」と言えるだろうか？

最初は不満に思っていた者も見方が変わるだろうし、エイリヒも皆の意見を無下にすれば士気に関わる。

母子二人の命ぐらいは特例で助けてくれるはずだ。




　背後から一五やそこらの少年とは思えない殺気が迫って来る。

狙ってくるのは恐らく後頭部か首筋だろう。

　完全に油断しているところに渾身の一撃を食らったなら、俺が昏倒しても不自然ではない。

当たったら派手に倒れてやるから背中や足みたいな微妙な場所へ外してくれるなよ。

「あぁぁぁぁぁ!!!」

　掛け声というより絶叫を聞きながら俺は首筋の筋肉に力を込めて盛り上げる。

だが衝撃は予想外の場所にやってきた。

　ドスンと棒が突き込まれる。

　場所は首でも頭でもない。

腰の下、太ももの上──。

　樫の棒はこれ以上無い正確さで俺の尻の穴にねじり込まれていた。

ズボンの布地ごと、ものの見事に入り込んでいる。

「づぉぉぉぉぉ!!!」

　本当に自分の口から出たのかわからないとんでもない声が出る。

「エイギル様──!!」

　セリアも絶叫する。

「母上──！　僕は負けません！　屈しません!!」

「馬鹿野郎！　そこじゃないだろ！　ぬぐぅぅぅ……」

　既に半分意識がないのかセイカは叫びながら棒をねじりながら突き込む。

もう先が入ったなんてレベルではない。

壮絶な異物感に思わず両膝をついてしまう。

「このままではエイギル様のお尻が壊れます！」

　もう辛抱ならないとセリアがこちらに向かってくる。

　同時にセイカはとうとう意識を失ったのか、棒を握ったまま倒れ込み、棒は俺の尻から三十センチほど突き出たところでへし折れた。

　周囲がまたざわつき出す。

「こ、これはどうなるのだ？　意識を失ったのは少年の方だが……」

「しかしハードレット卿のアレは戦闘不能ではないのか？　三分の一ぐらい入っていたぞ」

「そもそも詳細な取り決めなどしていない。このような相討ち紛いになるなどあり得ぬと……」

　俺は両手両足を地についたまま周囲のざわめきを聞く。

何か言ってやりたいが、残念ながらその余裕もない。

　ふと場のど真ん中に一人が進み出る。

「この勝負。我が主、ハードレット辺境伯の負けと致します」

　レオポルトだ。

奴はそう宣言してエイリヒに向かって頭を下げる。

「……相討ちに見えたが？」

　エイリヒはやや不機嫌そうに言って俺を軽く睨む。

うーむ、やはり俺の企みはばれているようだ。

　だがレオポルトは俺の尻から棒を抜こうと必死に引っ張っているセリアを指差した。

「決着が宣される前にこの者が乱入致しました。一対一の試合に助力があれば当然反則負けかと」

「……反則な」

　エイリヒはレオポルトを見た後、周囲にぐるりと視線をやる。

そして皆の反応を見定めてから溜息をつき、勝者セイカと宣言したのだった。

　母子はがっちりと抱き合い、息子は戦いの負傷で、母親は安堵の想いで気絶して運ばれていった。




　ちょっとした手違いもあったがこれで概ね予定通りだ。

　まともな勝負ではないがあんなガキに負けたことが伝われば俺の評判は少々落ちるかもしれない。

だが怪物みたいな評判はちょっと落ちた方が都合が良いのだ。

　そこでようやっとセリアが尻から棒を引き抜き、周囲から小さく悲鳴があがる。

　それに得るものも当然ある。

「叛逆者相手とはいえ交わした約定を反故にするのも王国の威信に関わる。エスカオーテ男爵夫人及びその息子セイカはとりあえず助命とする。……身柄はハードレット卿に預ける。お前が言い出したことだ、責任を持って監督しろ！」

「失態の責任は取らせて頂きます」

　ほらきたこれだ。

　これで少年と何より男爵夫人の身柄は俺が預かることになる。

もちろん裏切者を放って進軍する訳にもいかないから常に連れ歩かねばならない。

　恩を着せて強引にモノにするつもりはないが、相手は妙齢の未亡人だ。

当然男に飢えているはずだから積極的にアプローチすればいずれは体の関係になれるだろう。

　それを思えば少々評判が落ちるなど微々たることだ。

「まずは挨拶だな。嫌われてはどうしようもないから息子をボコボコにした言い訳をしにいかねば」

「待ってくださいエイギル様！　お尻に穴が空いたままです！」

　追いすがるセリアを撫でながらレオポルトに一声だけかける。

「お前のことだから処刑した方が面倒がない、とでも言うかと思ったぞ」

　レオポルトは相変わらずピクリとも表情を変えずに応える。

「先の先への布石ですな」

　先の先？　なんのことか良くわからんが、まあ良い。

さっさと男爵夫人に会いに行こう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（民兵団指揮）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）セリア（跳）

ヤーコフ（山賊）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）ギド（変態）ポチ（男気トカゲ）

その他

イヴァンナ（無気力）ブリュンヒルデ（激怒）アネット（一〇五の姫）セクリト（調教）

ピリス（立ち直り）ハーティ（気合）ノンナ（乳）

エスカオーテ男爵夫人（気絶）セイカ（気絶）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　六〇

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　六七〇

弓兵　　　　　　六七〇

砲兵　　　　　　三八〇

弓騎兵　　　　　七千

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　一万七千

大砲四〇門　大型砲二三門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九〇九

一〇五兵団　　　三五〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍五万

　　　　　　　　　　徴集兵三・五万

敵戦力　　　　　　正規兵二・五万

　　　　　　　　　徴集兵四万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　　　　　マグラード現地軍　動揺

　　メルドラ　僅少

財産　金貨－一万

経験人数七八六人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トリスニア（戦力調整中）








第４４７話　母の想い










「お邪魔しますよ」

　俺は臨時に借り上げた民家の扉を叩いて一声かけながらも返答を待つことなく扉を開く。

家の前に立っていた槍兵二人にはもういいと合図を送っておく。

「あ……」

　室内ではエスカオーテ男爵夫人が椅子から立ち上がろうとしている所だった。

　ここは彼女と息子へ臨時に宛がわれた建屋だ。息子のセイカは俺がボコボコにし過ぎたせいで医者にかかっており今は彼女一人だ。

「少し無礼でしたかな。ま、兵の手前あまり丁寧にはできないとご理解下さい」

　できる限りの笑顔を作りながら夫人にそのまま座っているように促し、俺自身も無造作に転がる箱の上に腰を降ろす。

　室内は整頓の時間も無かったのか乱雑でまともに置かれているのは夫人が腰かけていた椅子とベッドぐらいだ。

「いえそんな……」

　夫人は何か言おうとしたが、今の精神状態でおしゃべりしても仕方ない。

俺は言葉を上から重ねて本題を切り出す。

「まず貴女と貴女の息子は約束通り助命されます。但し敵に通じたのですから放免とはいきません。少なくともこの戦争が終わるまでは息子共々、私が厳重に監視させて頂きます」

　これは彼女達の命を決める話なのだから、言葉を崩さずあくまで丁寧かつ厳粛に言う。

夫人は針金でも入っているかのように背筋をピンと伸ばして聞いている。

「次に敵に通じる素振りを見せたり、またその疑いがあると私が判断した時には──無条件かつ即座に処刑させて頂きます。これは譲れぬ所ですから怪しまれるような素振りは厳に慎んで下さい」

　俺は夫人の目を見据えて冷淡に思える口調で事を伝える。

夫人は脅えながらも目を逸らさず聞き続ける。

　よし、これでエイリヒからの正式な沙汰は伝え終わった。

俺はニヤっと顔を緩ませる。

「──と言えと軍務総監に念を押されましてね。いやぁ皆の前で醜態を晒すなとどやされましたよ」

「ふ、ふえ？」

　俺は真面目な話は終わりとばかりに笑い、困惑の声を聞きながら腰かけた箱を少しだけずらして夫人の椅子に近づける。

「まさか尻にねじ込まれるとは思いませんでした。油断大敵とは良く言ったものですな」

　笑いながら言い、自分で尻を数度叩いておどけて見せる。

「そ、それは本当に申し訳なく……あの子にも強く言って──」

　夫人は必要の無い謝罪をするが表情は少し緩んでいる。

尻に棒を突っ込まれて悶絶した男の話が面白くないはずがない。

俺はまた少し夫人に近づく。

「いやいや、そちらにとっては文字通り命のかかった勝負。何をしてでも勝とうとするのは当然でむしろ良くやったと褒めるべきだ」

　そこで俺はさり気なく懐から甘い果実酒とグラスを二つ取り出し、一つを夫人に渡す。

手渡しの仕草に乗じて互いに手が届くまで距離を詰めた。

　そして戸惑う夫人のグラスに酒をたっぷりと注いで小さく乾杯をする。

「もちろん私の責任で監視しなければなりませんので傍にはいて貰わねばなりませんが、別に何を制限する訳でもありませんので自由にしていて下さい。但しまた内通でもされると困ってしまいますが」

　軽い感じで言い、内通の部分に反応して頭を下げようとする夫人を笑いながら止める。

「ははは、ちょっとした冗談ですのでお気になさらず。それより美味い酒ですからどうぞお飲み下さい」

　促すと夫人は緊張もあってか一気にグラスを空けてしまった。

柔らかい後味の割には強い酒なのだが……まあ一杯ぐらい大丈夫だろう。

「それより私が気にしているのは息子さんのことです。勝負とはいえ対等な相手では無かった。医者送りになるまで叩きのめしたのはさすがに大人気なかった」

　俺にとってはここが一番肝心な部分だ。

　母親にとって子供は何より大事だ。

可愛い息子をボコボコした相手がいかに便宜を計ってもそう簡単に許せないだろう。

事実試合中の彼女の悲痛な叫びは聞くに堪えないものだった。

　ここにきて今更全ては貴女達を助ける為の演技だった～などと言うのも恰好が悪い。

「……」

　案の定沈黙が続く。

　さてもう一度謝ろうかと思っていると、夫人は突然椅子から降り、両膝と両手そして額まで床につけていた。突然のことに俺は思わず動きを止めてしまう。

「セイカと私の命を救って頂き、本当にありがとうございました」

　俺は溜息をついて甘すぎる酒を一口飲んだ。

「気付いていたのか」

「気持ちが落ち着いて気づきました。つい先ほどです」

　俺は夫人を支え起こして土下座を止めさせ、そのままベッドの方に座らせる。

もちろん俺も彼女の隣に座る。

「冷静に考えればナイフを向けたことに腹を立てられたならその場で殺されていたはずです。棒試合を指定されたことも今になって考えればセイカを適度に叩いてあの場の方々を納得させるためなのだと……」

　上手く演技したと思ったんだけどな。

この分だとエイリヒにもバレバレだったのだろう。

「そもそもいかに手をお抜きになっても戦鬼と名高いハードレット様の前でセイカが幾太刀も立って居られるはずがございませんわ。惜しく見せた立ち合いもハードレット様の技量故なのでしょう？」

「ははは」

　途中の四段突きには一瞬本気になってしまったのだが恰好悪いので余裕の笑いを浮かべる。

　先程は取り乱していた印象しかなかった彼女だがなかなか聡明で観察力に優れているようだ。

だが簡単に見破られたのは悔しいから意地悪してみよう。

「過分な評価に感謝致しますが、もしかすると私は少年を嬲って楽しんでいたのかもしれませんよ？」

　特にセイカは中性的でともすれば女に見られてもおかしくない。

　だが夫人は苦笑して言葉を返してくる。

「ふふ、私は東部に領地を持つ領主なのですよ？　有名過ぎるハードレット様のお噂はいくらでも聞こえてきます。その……色々ございますけど……そういう酷いお噂は聞きません」

　夫人は微笑を浮かべながら上品に両手でグラスを傾ける。

甘く口当たりが良いせいか軽い調子で飲んでくれていた。

「それは気になりますね。例えばどんな噂が？」

　俺は顔をすっかり赤くした夫人のグラスへ酒を注ぎ足しながら距離を詰める。

「ええと……領内に出る盗賊をご自身で成敗なさったとか、魔物の群れをお一人で蹴散らして領民を救い出したとか……」

「ほうほう。他には？」

　俺は更に距離を詰め、太もも同士を軽く当てながら続きを促す。

「ドラゴンを子犬のように飼いならしているとかお庭に動き回る木を植えているとか、若い娘達が半ばふざけて言っていたり……」

「ははは、それは馬鹿馬鹿しい。他には？」

　俺はさり気なく夫人に肩を当て、下心なく太ももに手を乗せる。

「……それから」

　夫人がこちらを見る。

座っていても目線の高さが違うので上目遣いだ。

酒のせいか安心のせいか微かに瞳が潤んでいる。

「女性がとてもお好きで何百人もの女を囲い……街で美女を見つければすぐに手をお出しになって……並ぶ者の無い性豪でいらっしゃって……女をたちまちモノにされてしまうとか……」

　俺と夫人の視線が絡まる。

「私達をお救い下さったのはそういうこと……ですよね」

　夫人は太ももに置かれた俺の手を丁寧に外して距離を取った。

　そして恥ずかしそうに目を伏せると上着のボタンを外し始める。

「自慢できるような体ではありませんが」

　上着が床に落ち、続いてスカートが落ちる。

飾り気のない淡い下着も取り払われ、それほど大きくは無いが形の良い胸が露わになる。

　そして一瞬の躊躇の後、最も大事な場所を覆う下着が足から抜かれ、夫人の全てが晒された。

「い、命の対価に十分かはわかりませんが、どうぞご賞味下さい……」

　言いながらもやはり恥ずかしいのか胸と股を手で隠していた。

そして全身が小刻みに震えている。

「ふむ」

　俺は夫人に近づき、目の前で自分も服を脱ぎ去る。

　夫人は覚悟を決めているのか何も言わなかったが、俺が最期の一枚を脱いだ瞬間だけ『うっ!?』と驚愕の声を漏らして目に怯えを見せた。

　俺が夫人の肩に手を乗せるとビクリと震える。

だが俺はそんなことは気にせず彼女の肩と腰に手を回す。そして……。

「それ」

「きゃあぁぁ!!」

　そのまま二人揃ってベッドに飛び込み、夫人を抱きしめたまま埃っぽいシーツの上で二回転する。

「な、なんなんですかぁ！」

「ははは、びっくりしましたか？」

　突然の衝撃に抗議の声をあげる夫人へ笑いかけながらその体をシーツで包む。

「少し話をしましょうか」

「話ですか？　わっ！　きゃっ！」

　俺はシーツに包んだままの夫人を転がして抱き寄せ、腕枕の上に乗せる。

当然体は密着するが、シーツが巻かれているので肌と肌の接触が無い為か先ほどのように震えてはいない。

　性交は一旦後回しだ。

求めれば当然応じてくれるだろうが、それは息子の命を救ったことへの返礼に過ぎない。

義務としての性交になってしまっては楽しくないし、最初の行為が義務ではその後の関係も味気ないものになってしまうだろう。

　女領主でもなく母でも無い一人の女としての彼女を引き出し、その上で愛してこそ心まで手に入るというものだ。

「ええそうです。私は貴女のことをまだほとんど知りませんが、どうにも敵に寝返って大きな地位を得ようとするような人だとは思えない。その辺りの事情を聞きたいのです」

　言いながらシーツごしに夫人の体を抱きしめる。

感触はもちろん埃っぽいシーツだが体温だけは伝わって来る。

「話……一体どこから……」

　夫人にも俺の体温だけが伝わっているのだろう。

ちらちらと目線を下げて隠すことの無い俺の全裸を見ているのはご愛嬌だ。

「お好きなところから。ああ、でも最初に下の名前を教えて頂けませんか？」

　エスカオーテ男爵夫人は言わば家の名だ。

「ルキノ。ルキノ＝エスカオーテと申します」

「ルキノ。良い名ですね。高貴さと清純さ、そして慈愛に満ちているように感じる」

　さりげなく呼び捨てながらひたすら褒めちぎる。

わざとらしくとも褒めまくられて嫌な女性はいない。まして地位のある人間なら猶更だ。

「ではまず──」




　彼女はなんとも居心地悪そうにしながらもボソボソと話を始める。

　彼女の旦那、つまりエスカオーテ男爵は元々王都宮廷貴族だったが役職も無く、実質上他の宮廷貴族の小間使いのようなことをしていた。

　それが偶然と幸運が味方して成果を上げて王の覚えが良くなり、新領地たる東部に領地を与えられるまでになった。

　男爵は何事にも特に秀でてはいなかったが暗愚でもなかったようで、社交に内政に領地争いにとなんとか近隣領主と渡り合っていた。

　だが気を張り続けていたせいかある日突然病に倒れ、そのままぽっくりと逝ってしまったのだ。

　残されたのはルキノと娘一人に大人に成りきっていない息子が一人。

　ルキノは男爵夫人として息子が成人するまでなんとか家を守ろうとしたようだが上手くいかなかった。

「夫健在の時はお金を融通してくれていた商家も良い関係を保っていた近隣領主も私が家を引き継ぐなり手の平を返したように冷淡になりました」

　たちまち領地経営は行き詰まり借金は積み上がり境界争いが頻発する。

「我が領地の混乱は王宮まで伝わり王家から忠告の使者まで来る始末……あのままでは領地召し上げも時間の問題でした」

　十中八九近隣の領主が王国に告げ口したんだろうな。

陰険なやり方だ。レオポルトがやりそうだ。

「最早どうにもならない……こうなっては力のある方を頼るしかない。そう思い、近隣の有力領主ハウラウン伯に庇護を求めたのです……そしてハウラウン伯は私の申し出を快く受けて下さいました。するとたちまち近隣領主との諍いは収まり、商家も取引を再開、領内の様々な問題も溶けるように解決していきました」

「そしてその対価は──」

　ルキノは悲しい表情で顔を伏せる。

「娘を──セイカの姉を伯爵のお屋敷へ行儀見習い、事実上の愛娼として差し出すことでした」

　娘を行儀見習いとして他家に送り出すことは仲の良い家同士では良くあることだが、今回の場合は完全に遊び目的だ。

　側室や愛人にもしなかったのは乱暴に扱って万が一があっても面倒ごとにならないようにするためだろう。

「そこは私を頼ってくれれば良かったのに」

　そもそもハンラン伯とは誰だ。いかにも裏切りそうな名前だが有力という割に知らんぞ。

「さ、さすがにハードレット卿とは差があり過ぎて相手にされるはずもないと……社交の場でもほとんどお会いできませんでしたから」

　ノンナに任せきりで晩餐会をすっぽかしまくっていたのが裏目に出ていたか。

「それに恐怖もありました。ちょうどその頃、ハードレット卿が諍いのあった領主との境界に騎兵三千を並べて恫喝したとか噂が」

　うーん覚えていないな。

「おぞましい母親になって娘を売り、それでも一四のセイカが大人になるまでは家を守らならければと」

　泣き始めてしまうルキノ。

「今回のことも私にはただ領民を武装させて参陣せよとのみ。一言も意見を言う場はなく、ああなってしまって……娘を売ってまで守ろうとした家も領地も全部……全部……」

　俺は彼女を抱きしめる。

「仕方ありません。貴女は悪くありません。悪いのは全部ハンラン伯とその一味だ」

　シーツ越しにルキノが泣き止むまで強く抱きしめる。

「それに偶然ですが良いこともあります」

　赤い目で顔をあげるルキノ。

「娘さんにもし妻としての身分があったなら処刑は免れません。だが行儀見習い……ただの侍女なら処刑されることはありません。生きて会えますよ」

　あっとルキノは短く叫ぶ。

　涙はたちまち乾き、少し置いて今度は種類の違う涙が溜まり始める。

抱き締めた体の体温が一気に上がるのを感じた。

「私の方で手配して出来る限り早く娘さんと会えるようにしましょう。ところでなんですが」

　俺は真剣な顔でルキノを見る。

彼女は思わず身構える。

「失礼ですがおいくつですか？」

「はい？」

　これは重要なことだ。

俺は彼女を見て最初三〇代半ばとあたりをつけていた。

顔立ちもそれぐらいに見えたし、十台前半の息子がいるならちょうど合うからだ。

　だが先ほど見た裸は予想よりもずっと張りがあり若々しかった。

乳房など支える下着を外しても形を保って乳首が正面を向いていた。

三十半ばの体には見えず、顔も疲労と緊張で老けて見えていただけで、改めて見るとやはり三十路を大きく超えているとは思えない。

　だがそうなると今度は別の方向でおかしくなる。

今聞いた話ではセイカは一四、そして更に年上の姉がいると言う。

これでは歳が合わない。

　すると俺の表情を見てルキノが吹き出した。

「ふふ、そうですね。皆さん疑問に思われます。私は今年で二八歳、娘のルクエは一七です」

「なんですと!?」

　一番の大声がここで出てしまった。確かに体と顔立ちから判断すれば納得はいく。

だが二八から一七を引くと一一になってしまうぞ。

俺の計算が間違っているのか？

「いえ間違いではございません。私は小さな商家の娘だったのですが、十の時に主人に犯さ──コホン。見染められて子を成し、妻となったのです」

「アンドレイはどこにでもいるんだな」

　今となっては言っても仕方ないが。

「ふふ、その方は存じませんが主人は筋金入りでしたよ。一八まではそれはもう盛んに求めてきましたが一八を越えてからは夫婦生活が一度もありませんでしたから」

　俺は苦笑しながらルキノの体を隠すシーツを軽く引っ張る。

抵抗は全く無く、彼女は恥ずかしいのか枕を顔の上に乗せて隠れてしまう。

　俺はルキノの股の間に入り、顔の横に両手をついて腰を密着させる。

「避妊はしませんが宜しいですね？」

　反応は無い。良いということだ。

「では……」

　彼女のももを掴み、腰を突き出して一〇年放置された肉穴を貫こうとする。




「母上！　今戻りま──」

　元気いっぱいの嬉しそうな声が固まる。

同時にルキノが言葉にならない悲鳴をあげて跳ね起きる。

　セイカが治療を終えて戻った来たのだ。

「き、き、貴様ぁぁぁぁぁ!!!」

　セイカは入り口に置かれていたほうきを手に取ると柄をこちらに向けて突進してくる。

「よくも母上を!!　離れろ！　離れろぉぉ!!」

　叫びながら突き出されるほうきは何故か正確に俺の尻を狙ってくる。

「わかった！　離れるからやめろ！　二度も突っ込まれてたまるか、痔になるだろうが！」

　俺は狂ったようにほうきを振り回すセイカに観念して服を持って家を出る。

　去り際、困ったような顔で俺を見るルキノにウインクして娘は任せろと伝えておくのを忘れない。

「出て行けぇぇぇ!!」

　なんとも間の抜けた展開になってしまった。

だがこんな風に遊んでいられる時間も長くないだろう。

今は戦争中なのだから。








第４４８話　破壊の閃光







トリスニア　旧王宮

「──以上の偵察結果から南ユーグリアが全ての戦線で後退を始めていることは間違いありません」

「戦闘での損害と兵の疲労の影響か撤退速度は極めて鈍いとの報告が──」

「トリスニア南部の村では放棄された攻城兵器が発見されました」

　部隊を再編制しつつ行われた軍議の場で偵察隊の指揮官や参謀達が報告を続ける。

「ふむ……」

　それを受けてエイリヒは隣に陣取る副官と短く言葉を交わしている。

　俺も同じように隣を見るとレオポルトと目があう。

『何を聞きたいのか』とばかりに冷たい目で見られて聞く気がなくなった。

　反対側を見るとマイラが凛と背筋を伸ばして座っている。

目が合うと露骨にチラチラとこちらを気にし始める。

　そんな俺を余所に各兵団長達は各々に口を開く。

「情報から考えれば敵はなりふり構わず撤退している。早急に追撃すべきだ」

「だがこちらも連戦で統率が乱れ兵力も損耗している。せっかく敵が撤退しているのだからしっかり再編成と補充をすべきでは？」

「問題は敵が受けた打撃がどの程度か……だ。総崩れを装って罠を張っている可能性もあるぞ」

「外に積み上がった敵の死体を見なかったのか？　あれだけの数を失っての罠などあり得ん！」

　次第に言い合いのトーンをあげていく兵団長達を余所に俺は腕組みしたまま目を閉じる。

頭の中で思考をまとめる為であって断じてこのまま居眠りしようと思っているのではない。

　外ではまた小雨が降り始めたようだ。

弱い雨が天井を叩く音が心地よく次第に体中の感覚がふわふわとして──。




「ハードレット！」

「は！　寝ておりません！」

　俺は弾かれたように立ち上がり、椅子が後ろにひっくり返る。

　目をしっかり開き、背筋を伸ばしてエイリヒを見据えるが、何故か困惑顔の衛兵しかいない。

エイリヒは元の椅子ではなく壁に駆けられた地図の前に移動していたようだ。

「……お前も異存はないな？」

「ありません」

　ゆっくり体の向きを変えながらはっきりと言い切る。

ここで曖昧に返すと寝ていたことがばれてしまう。

「では全員準備にかかってくれ。我々は敵の攻勢を跳ね返した。だが逆に言えばここからの地の利は敵にあるということだ。くれぐれも油断するなよ！」

「「「おう!!」」」

　最後の返事だけは誰よりも威勢よく行う。

なんとか誤魔化せたようだ。




「で、何の準備をすれば良いんだ？」

　俺はレオポルトに向き直る。

奴は表情一つ変えずに答える。

「再編補充は半ばですが、このまま南下して敵領への全面侵攻が決定しました。意見は各々ありましたが、最終的には王の意向であるとのことです」

　ふむ、まあいいんじゃないか。攻めなければ勝てないしな。

「良い情報として敵の撤退は大損害の影響か遅々としており、主要都市トルトエントまで戻る前に野戦に持ち込めそうだと」

　それは好ましいな。

奴らが使った頑丈過ぎる壁の正体がわからないのだから攻城戦は避けたい。

「悪い情報としては敵騎兵集団の位置が不明、更にメルドラの旗をつけた正体不明の荷馬車群が敵軍に合流したとの知らせがあります」

「メルドラ？　ああ、艦隊を出して来た都市国家か。びびった貴族王族が逃げたんじゃないのか？」

　いずれ叩き潰すにしても今は無視して南ユーグリアに集中すべきだ。

「いえ、彼らの役目は既に終わっており、南ユーグリアが奴らを受け入れる意味があるとも思えません。それが随行を許しているのですから何らかの意味があると見ねばなりません。情報が無いので判断できませんが、より注意深くなるべきです」

「ふむ」

　俺はチラリとトリスタンを見る。

奴は椅子に座ったまま腕を組んで俯き、まったく反応しない。

「おい」

「わっ」

　声をかけるとトリスタンは急に立ち上がり椅子が後ろに倒れる。

どこかで見た光景だな。

「いや僕は辺境伯と違って寝てないからね。まあ怪しいのは間違いないね。状況から考えれば絶対に何かあるんだけど、それがわからないから具体的な手は打てないのさ。月並みだけど「注意と警戒を怠るなー」と言うしかない」

「要は怪しいがわからないんだな。なら起こってから対処するしかないな」

　夜道に狼がいる。だがどこにいるのかわからないと足を止めていたら一歩も前に進めない。

松明を掲げて歩き、暗闇から飛び出してきたら蹴っ飛ばすしかないだろう。

「「「了解しました」」」

　レオポルトとトリスタンそして横からマイラも入ってきた。

「では進むとしよう」

　俺は緩めていた鎧の紐を結びながら言う。

同時にマイラやレオポルトが命令を飛ばし、隊全体が動き始める。

　もちろんエイリヒの命令によって他の部隊も動き始めており、トリスニアはたちまち喧騒に包まれた。




「お前達には見張りを付けます！　変な真似をしたらその場で首を飛ばしますから！」

　セリアが物騒なことを言う相手は裏切りを働き、俺の一芝居で処刑を免れたルキノ＝エスカオーテ男爵夫人とその息子セイカ、そして以前捕まえたマエスタス従者の女──名前はフィリスと言ったか。

　こいつらを目の届かない後方に置くのは心配なので連れて行く。

ちなみにルキノ親子を連れて行くのはエイリヒに責任を持って傍で見張ると約束したからで、もう今にもヤれそうだからではない。

「早く歩きなさい！　エイギル様の邪魔をするようなことがあれば酷いですよ！」

　セリアは敵に連れ回されるのが嫌なのかむくれるフィリスの尻をバシバシ叩き、ルキノの背を押す。

おっと抗議したセイカが足をかけられてひっくり返された。

あれぐらいの方が他の兵士の手前良いのかもしれない。

　俺は周囲に護衛隊が揃うのを確認してからシュバルツに飛び乗り街を出る。

ギドがまだいないな。この騒ぎの中で何を遅れているんだ。

　すると街壁を出てすぐ近くの農家の納屋からギドが飛び出してきた。

「もう出撃だ。悪いが問答してる時間はないから行く！」

　近くに止めていた自分の馬に飛び乗り、馬上で鎧を付け、ベルトを締めながらこちらに合流する。

　その後ろから慌てた様子で少女が出てきた。

服は半脱ぎで息は荒く、足元はふらついている。

「で、でも処女捧げたのに名前も教えてくれないなんて……もし子供が出来たら私どうすれば……うぅ」

　農家の娘だろうか、恨みがましい目でギドを見た後、肩を落として家に戻っていく。

「お待たせしました！　護衛隊小隊長ギド、戻りました！」

　綺麗に敬礼するギドにマイラとセリアが馬を寄せ、至近距離で睨み続けている。

　誰に似たのか本当に仕方のない奴だ。

「なあギド」

「はい。なんでしょうか」

　俺は一度目を閉じてから真剣な顔でギドを見る。

「絶好調なのはわかる。だがどうにも嫌な予感がする。お前は今回必要以上に気を付けろ。いいな？」

「わっかりました！」

　わかっているのかいないのか。
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トルトエント近郊　南ユーグリア軍臨時総司令部

「トリスニアより第一二独立隊が本隊に合流しました。損耗は約六割……です」

「第三先遣隊、第五独立隊は損耗が大きすぎて隊を維持できません。合流させて立て直しを計ります」

「尚も複数の部隊と連絡が取れません。これらは状況的に考えて隊としての機能を失い、兵単位で壊走しているかと」

　南ユーグリア軍総司令部はトリスニアのゴルドニアと比べても比較にならない程混乱を極めていた。

　それも当然のことで南ユーグリアはこれまで戦術的に後退したり、局地的な敗戦を喫することはあったが、戦略レベルでの全面敗走は初めてだった。

　司令部全体が動揺する中、ヴィルヘルミナは無言のまま椅子に腰かけ、肘掛けに軽く手をついていた。

落ち着き払ったその態度は周囲とは対照的であったが、いつもの柔和な笑顔は無い。

　彼女の前に報告役の若い参謀が進み出る。

「味方は全ての戦線で後退、大きく戦力を消耗しております。残念ながら攻勢どころか戦線の維持もままなりません。戦力を残す部隊も混乱を極め、統制できる部隊の方が少ない状況です」

　南ユーグリア軍は司令部周りの中核部隊を除いては統制の取れない敗走……つまり壊走に近い状態で撤退しており、司令部でも部隊の現位置と損耗の詳細を把握できていなかった。

「そうですか」

　最悪に近い報告だがヴィルヘルミナに焦りは見えなかった。

彼女が取り乱すのではないかと心配した参謀はほんの少しだけ安堵する。

だが悪い報告はまだ残っていた。

「──先ほど兵と斥候の報告より、アセベド西部軍団司令閣下のご戦死が確定されました。当初編制された三軍団の内、残るはマエスタス閣下のみと言う事態に」

　もしアセベドが多少なりとも敵を足止めしなければ、それこそ徹底的な追撃をうけて司令部、引いては全軍が崩壊していた可能性すらあった。

「そうですか」

　だが、その戦功を気に留めることもなくヴィルヘルミナの反応は薄く、逆に報告した参謀の方が呆気にとられてしまう。

「最高司令官はどこに？」

　今度はヴィルヘルミナから参謀に声をかける。

「ザフネス閣下は自ら部隊を率いて北の前線に留まり敗走──転進する味方を援護なされております。マエスタス閣下もご同行されておりますが……呼び戻されますか？」

「いえ、結構です」

　ヴィルヘルミナは立ち上がり、後ろに控える側近の一人を呼びつけた。

「間に合いましたか？」

「はっ。偽装部隊、既に配置についております」

　参謀は小さく首を捻る。

『偽装』している部隊に心当たりが無かったからだ。

　ヴィルヘルミナはもう一人の側近に目をやる。

「メルドラから例の物は？」

「紙一重でしたが間に合います。いらぬおまけもついてきましたが」

　メルドラと聞いて参謀は一つ心当たりがあった。

「途中合流したメルドラの逃亡者の件でしょうか？」

　するとヴィルヘルミナは今日初めて、いつもの柔和な笑顔を見せた。

「彼らは逃亡者ではありませんよ。祖国を置いてまで我らに助力して下さる貴重な援軍ですわ」

「え、援軍ですか？　とはいえ艦隊の壊滅した今、メルドラは既に用済み。途中で何かしら理由をつけて斬り捨てる物──申し訳ありません。領分を越えた失言でした」

　ヴィルヘルミナは笑顔を向けて参謀の言葉を封じる。

　そして明後日の方向に独語する。

「そのつもりだったのだが思わぬ拾い物よ。さて底が見えたザフネスをどこまで埋めてくれるか」
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ゴルドニア軍　開戦時国境付近

「打ち壊された道標があります！　リバティース・ゴルドニア国境ここです！　遂に国境を越えました！」

　セリアが嬉しそうに破壊された石碑の欠片を持ってくる。

　まあ敵は撤退したのだから南に進めばいつかはこうなるのだが、象徴的な意味は大きいか。

　俺は欠片を大きく掲げて叫ぶ。

「皆聞いたか。国境を越えたぞ。今までは攻められるばかりだったがこれで攻守は逆転だ。今度はこちらが奴らのケツをひっぱたく番だ！」

　オオー！　と歓声が上がる。

こんなもんでいいだろう。

　俺の隣でルキノも形だけ『オー』とするが、すぐに兵士達に睨まれてシュッと小さくなる。

「裏切り者が何をぬけぬけと……ぶん殴ってやろうか！」

「おいやめとけ！　なんであいつが戦場に居るか考えろ。ハードレット卿に体で取り入ってるんだよ」

「そうそう、殴ったりなんかしたらお前が隊長にぶん殴られて顔が無くなるぜ。股開いて免罪か、けっ！」

「まったく妬ましいぜ。俺だってハードレット卿に夜な夜な可愛がられてーのによぉ」

　兵士たちの陰口に益々小さくなるルキノと守ろうと寄りそうセイカ。

このぐらいは耐えて貰うしかないな。実害を出せばもちろん兵の言う通りそいつの顔がなくなるが。

　横並びで進軍する他の部隊でも同じく歓声が上がっている。

やはり最初の国境を越えたというのはわかりやすい優勢だ。

兵の士気は上げておいた方がいい。

「とはいえここからは敵の土地だ。どこから伏兵が飛び出るかわからんぞ。斥候は綿密に出しておけ」

「はい。斥候は二重に出し、哨戒部隊に本隊回りを巡回させています！　近傍に敵はおらず、トルトエント北側で部隊を再編制しているのではないかと──」

　マイラが説明を始めた瞬間だった。

「敵襲──!!」

　部隊外周の軽騎兵が叫ぶと同時に数十の矢が飛来する。

「早速かよ」

　あまりのタイミングの良さに思わず笑ってしまう。

　レオポルトとセリアがちらりとマイラを横目で見る。

斥候を出すのはマイラの仕事だったらしい。

　奇襲で反応の遅れた数人の兵士が倒れるが、矢の数から見て大した規模ではない。

目を凝らすと小麦畑に隠れていたらしき敵が見えたがやはりほんの二十程だ。

「このぉ！　私が出ます！」

　だがマイラは面子を潰されたと感じたのか、馬を駆って自ら飛び出していく。

　敵は奇襲の矢を放った後、手近な味方に襲い掛かろうとしたが、その前にマイラが手勢を率いて突っ込み、たちまち斬り伏せてしまった。

「当たり前だろうよ」

　俺の周りには歩兵だけでも万の単位でいる。

十や百の兵で奇襲を仕掛けて崩せるはずがない。

「農民の恰好をしています。斥候のつもりが何かのミスだったのかもしれません」

　セリアも大したことではないとばかりに一つ頷く。

「単体では無意味な攻撃ではありますな」

　レオポルトも同じ考えのようだが。

「嫌な予感がするなぁ。もしかすると……ねぇ」




国境を越えた翌日

「テムロ村で休息中の部隊が敵、数十規模の奇襲を受けて交戦中！」

「丘陵でモニー卿の斥候隊が攻撃を受けました！　弟君のムニー卿がご戦死の模様です！」

「輜重隊が橋上で挟み撃ちに合いました！　独力で撃退しましたが少なからぬ損害発生の模様！」

「アレス隊が昼寝休憩中に襲われました！　損害はありません」

　矢継ぎ早に伝令が駆け込んでくる。文字通り息つく暇もない。

「敵領に踏み込んだら攻撃があるとは思っていたが……」

「いくらなんでも多すぎます！　斥候は何をしているんですか！」

　セリアがマイラに食って掛かるが、マイラも即座に反論する。

「斥候は二重に出してます！　ですが敵は物陰に潜むのではなく、軍装を解いて農民に化けているので見破れないんです！　近づいて確かめようとすれば結局斥候隊に損害が出てしまうことに！」

　それを聞いてイリジナもでかい声で怒りだす。

「民に紛れるのは卑怯なことだぞ！　やってはいけないんだぞ!!」

　イリジナの言う通り兵だ。

畑や穴に兵を伏せるのは戦術の一つでなんら恥じ入ることはないが、軍装を解いて民に化けるのはタブーだ。

「奴らもなりふり構わなくなってきたか」

　今まで南ユーグリア軍は真正面から正攻法で来ていたのだが、ここにきて戦術は変わったのだろうか。

攻守逆転とはこういうことかもしれない。

　考えている間にも俺達の傍で農作業をしていた二人の農民が俺の旗を見た途端、突然懐からクロスボウを取り出す。

「ユーグリア帝国万歳!!　ハードレットに死を!!」

「おっと」

　俺は軽く体を仰け反らせてボルトを避ける。

予感がしてたので備えていたし、クロスボウも懐に仕舞える小型の物で速度も遅く楽に避けられた。

　俺が体勢を戻す前にセリアが馬を走らせている。

　一人はセリアがナイフを胸に投げ刺した上、通り過ぎ様に馬上から首筋をざっくり抉る。

　もう一人は逃げる所をイリジナが背中から突き刺し、地面に倒して更に首筋に止めの一撃を刺した。

執拗な攻撃はイリジナには珍しい。ちょっと怒っているようだ。

正直俺は騎士道だとかには疎いのでこのやり方にも卑怯うんぬんを感じることはないが。

「どう思う」

　レオポルトに聞いてみる。

「敵は農民に偽装した部隊を国境地帯全域に配置して、主にこちらの少数部隊に襲撃を繰り返しています」

　農民そのものが攻撃してきている訳ではなく、敵が配置した偽装部隊なのは既に分かっていた。

「狙いはなんだ？」

　繰り返される奇襲はうざったいが、主戦力を撃破できるはずもなく嫌がらせ以上の意味が見いだせない。

「こちらの常時緊張を強いることによる士気の低下……もあるでしょうが主目標は輜重隊かと。国境地帯で襲撃が繰り返されれば輜重隊を無防備に動かせません。これらに護衛をつけるとなれば正面戦力の減少と、行軍の遅滞を招き、敵はトルトエント以南へ撤退、もしくは防備拡充の時間を得ます」

　なるほど、こちらの補給を潰して時間稼ぎか。

「ちょっといいかな？」

　そこで顔を出したのはトリスタンだ。

いつになく真剣な顔をしている。

「基本的にはレオポルトさんの言う通りさ。輜重隊を中心に小規模部隊を叩いてこちらの足を止める……でも、この戦法にはもう一つ目的があるかもしれない。ずっとたちの悪い目的がね」

　トリスタンは嫌な顔をしながらもセリアに視線を向ける。

「この戦法に僕達はどうやって対抗すればいいと思う？　斥候は敵と民の違いを見抜けないし、近づけば奇襲を受けて斥候隊そのものに被害が出てしまう」

「なら斥候隊にクロスボウでも配って奇襲される前にこちらから攻撃してやるだけです」

　トリスタンは一つ頷く。

「じゃあ輜重隊が襲撃を受けて、あるいは護衛を付けないと動けなくなって簡単に出せなくなったとする。前線では飼葉や水、食料が不足気味だよ。さあどうする？」

「戦時ですから近場の町村から徴発するしかないです。幸いこの辺りは豊かな町村が多いですから」

　トリスタンは『模範解答ありがとう』と締め、セリアはちょっと怒っている。

「聞いての通りだよ。さあここいら一帯の農民の気持ちになってみよう。僕達は突然攻撃してくる上に物資を徴発していく悪の軍団になってしまうんだ」

　小さくセリアの呻き声が漏れる。

「僕達には偽装部隊と普通の農民の区別がつかないから手当たり次第やっちゃうしかない。でもそんなことすれば『普通の農家』も結局敵に回すことになって状況は更に悪化するだろうね」

　そりゃ当然だ。偽装部隊だけでも厄介なのに『普通の農民』までも攻撃してくるようになったらそれこそ収集がつかなくなる。

「しかも考えてみて欲しいんだけど、ここいらは旧リバティース……つまり南ユーグリアに無理やり併合されて民には忠誠心なんてほとんどない。本当は戦況が不利になったら村ごと寝返ってもおかしくない」

　ジムも未だに南ユーグリアに怒っているしな。

「でも僕達が手当たり次第攻撃したらそんな感情は吹き飛んでしまう。南ユーグリアは反乱を心配しないといけない地域の忠誠を強制的に得ることができるんだ。賢いよ、そして悪辣だ。これは純軍事的なやり方じゃない……政治的である意味で謀略に近いぐらいの──」

　トリスタンの長話を遮ったのは嬉しそうな伝令の報告だった。

「テダーマ伯爵の騎兵隊がマロッカの村を襲撃！　敵の伏兵を逆に奇襲で殲滅しました！」

　残念ながら敵の思惑通り、見事にやってしまったわけだ。

　トリスタンはやれやれと溜息を吐きながら言う。

「正直さ、今までと全然違うよ。戦争の始め方こそ奇襲だったけど南ユーグリア軍は少なくとも戦場では正道で戦ってた。今回のこれはやり方が違い過ぎる。完全な想像になるけど──『軍を率いる者』が変わったんじゃないかと思うよ」







　トリスタンの予想通り、状況はより困難になっていく。

　補給部隊は敵の伏兵に集中して狙われ、損害を出すか、あるいは護衛待ちで動けなくなってしまう。

　物資の補給は徐々に滞り始め、行軍速度に影響が出始める。

　頻発する奇襲と騎士道にもとる民への偽装に腹を立てた味方部隊が怪しい村ごと焼き払う。

　エイリヒは俺がトリスタンの考えを上申した時には既に敵の意図に気付いていたが、事態は既に手遅れに近かった。

　日を追うごとに襲撃件数は増加する。

もちろん敵がこちらの占領地域に新たに大量の偽装兵を配備できるとは考えられないから、一般の農民までが自発的に襲撃に加わっていると考えるしかない。




　そして遂にエイリヒは決断を下すことになる。

『残念ながら頻発する襲撃と物資の不足を鑑みるに、このまま進軍を続けても敗走する敵軍に先んじてトルトエントに到達することは不可能であると判断する。よって一時国境付近まで撤退して態勢を立て直し、綿密な準備の上で再侵攻を──』




　命令書を全員に回した後、俺はそれを焚火に放り込む。

　私軍兵士から漏れる安堵の声。

ここまで不平は漏らさなかったがやはり士気はかなり下がっていたらしい。

　呆れた声を出すのは一〇五兵団で無駄骨だのつまらんだのと不満たらたらだったが、主な不平屋がヤーコフに蹴飛ばされて大人しくなる。

　怒号をあげて怒りの腹筋を始めるアレス兵のことはもう語るまい。

「という訳だ。撤退なんだが」

　俺は北──戻り道を見つめる。

「お前が敵の司令官ならどうする？」

　レオポルトに聞いてみる。

「好機ですな。行動できる部隊があれば退路で仕掛けます」

　だよな。

そして敵の騎兵集団を俺達は捕捉できていない。

「トリスタンならどうだ？」

「やるね。自分の庭、敵は撤退で士気も下がってる。ここ以外でいつ仕掛けるのさ」

　だよな。

あぁ豆粒のような軽騎兵が一騎こちらに向かってくるぞ。

「ま、万単位の敵騎兵が出現!!　後方第四兵団は被害甚大！　兵団長殿ご戦死──!!」

　また一騎伝令が来るぞ。

「南で再編中と思われた敵の大規模部隊が前進を開始！　総数約七万！」

「敵軍は農村より徴募兵を集めつつ前進してきます！」

　あっという間に挟まれた。

アレス兵の歓喜の声がうるさい。

「後方部隊はえらく簡単に全滅してくれたな」

　敵襲と兵団の崩壊が同時とは。

兵団長の戦死で一気に崩れたのかもしれない。

「ともあれやるしかない。前か後ろか」

　特に慌てる必要はない。

一応は挟まれた形だがこちらは全軍で十三万の大軍だ。

敵の騎兵は二～三万程度、正面の敵も七万ならば力で押し負けることはない。

「逆にここで主力を撃破できれば敵の小細工の意味も無くなります」

　マイラがムンと気合を入れる。

　その通りだ。

敵は好機と見たのかもしれないが、多少疲弊したとはいえ、トリスニアで完全に蹴散らされ、再編成も半ばであろう敵軍よりはずっとマシで、普通に考えれば勝てる戦いなのだ。

「前か後ろか」

「前の敵主力ですな。敵の騎兵はこちらの後方を攪乱する狙いです。下手に追いかけ回すより主力を叩いた方が早いかと」

　なら進もう──いや、味方全体が撤退しているのだから進むと言うより留まろう、だろうか。







　そして敵の主力が現れる。

「ふむ。普通だな」

　見た目、特に奇抜な陣形を取っている訳ではない。

やや横に広い陣を取りつつ、ゆっくりと向かってくる。

「ただし陣形はやや乱れていますね。途中の村々で農民を徴募していたようですが」

　確かに陣形は美しいとは言えない。

基本的な横陣で所々汚い……というのが的確だろうか。

　敵はやはり再編成の途中だったのか、甲冑の色が違う兵士同士が同じ部隊にいるのが目立つ。

よくこの状態で攻勢に出てきたものだ。無茶が過ぎるんじゃないか。

　俺達も対応して敵よりも幾分か綺麗な横陣で迎え撃つ。

　俺の指揮部隊が敵の左翼側、王国軍の軍団が右翼側に当たる構えだ。

　ざっと戦力は敵が八万──報告との誤差は農民兵で増強したのだろう。

味方は俺の指揮部隊が総計約五万、王国軍が同じく五万でやや有利か。

残り三万は後方の騎兵集団に当たっている。

「距離が詰まります」

　じりじりと距離が詰まっていく。

「大砲、撃て」

　先鋒の後方から俺の野戦砲二〇門がカッと火を噴く。

砲弾は敵陣に落下し、ある程度の敵を仕留める。

「敵に動揺ありません」

　敵はこちらが大砲を使うことを見越してか、予め兵同士の間を空けていた。

こうなると二〇門の砲ではせいぜい数十名を屠れれば良いぐらいで、敵兵の動揺が誘えなければ大軍同士の戦いに影響を与える程ではない。

「砲を下げろ。これ以上撃っても意味は無い」

　むしろ砲が場所を取ることで陣に穴が開く方がまずい。

　更に距離が詰まり矢の射程となる。

「放て!!」

　敵味方一斉に矢が放たれる。

　この距離は弓騎兵の独壇場だ。

打ち始めると敵軍、王国軍のどちらと比べても圧倒的な発射速度だ。

　しかも両軍盾で防御を固めているにも関わらず、弓騎兵の標的はバタバタと倒れる。

盾の隙間を狙われているのだ。

　さすがにたまらないのか敵の行軍速度が上がって距離が詰まる。

「弓騎兵は射撃を中止して後方待機だ」

　弓騎兵は軽装だけに敵のクロスボウなどに狙われれば一気に損害が膨らむ。

ここは下げておくべきだ。

　敵味方の陣は数メートルの距離まで接近して一瞬静止する。

　俺は小さく笑ってセリアの肩を叩いてやる。

セリアはピンと背を伸ばす。

「攻撃開始!!」

　噛まずに言えたと小さくガッツポースしたセリアは何とも可愛い。

　一瞬の間を置いて敵方からも王国軍からも号令が響き、大音声の中で歩兵同士が激突する。

「指揮任せた」

「はっ」

　俺はレオポルトに一声かけると護衛隊と共に前に出る。

　正直、敵の陣形は非常に重厚で一気に突破や、敵将を狙って……などはできそうにない。

故に俺も無難に前線で暴れて敵の戦力と士気に損害を与えるのみだ。

「行くぞエロ馬。変態ドラゴン」

　シュバルツの腹を蹴り、デュアルクレイター（仮）の急造鞘を投げ捨てる。

　やはり形が変わり過ぎだ。誤魔化せる気がしない。

シュバルツも「なんだこれ、おかしいだろう」みたいな顔でこちらを見て来る。

ノンナに告げ口したら馬肉にするからな。

　敵味方が大盾同士を打ち当て合い、隙間から長槍で突き合う戦場に騎乗のまま飛び込む。

　シュバルツの太い足と一トン以上の重量が敵の大盾を跳ね飛ばし、敵兵を踏み潰す。

　そしてシュバルツの体を狙う槍は俺がデュアルクレイターで弾く。

「長さが増したのはありがたいな」

　俺は槍を弾いた剣をくるりと回して、細剣でやるように敵兵の胸元に突き込む。

剣先が敵兵の背中に突き出た途端、刀身が赤く輝き頭に声が響く。

（おお、命が流れ込んでくる　もっとだ　もっと屠れ　殺せ）

　戦闘中は黙っていろ。気が散るだろう。

　俺はデュアルクレイターに応える訳ではないが二人三人と敵兵の首を跳ね飛ばし、逃げる敵の背に剣を突き込む。

「あれだ！　狙え──!!」

　掛け声を聞いて俺は反射的に身を屈める。

同時にシュバルツも駆け足から急停止する。

　俺の頭の上をボルトが掠め、シュバルツの鼻先を僅かに削った。

　目線をやると二〇ｍ程離れたところにクロスボウ部隊。鎧を着ていない。

「偽装兵か、農民兵か。いずれにせよ戦場に出てきた以上は兵士だ」

　俺はデュアルクレイターを突き出す。

「引き潰せ」

　同時にシュバルツが駆け、護衛隊も付き従う。

　敵は慌てて再装填を試みるが重騎兵とは言え二〇ｍを駆けるのに数秒とかからない。

　涙目でボルトを押し込もうとする敵の頭上に無数の馬蹄が振り下ろされる。

　断末摩か、蛙の泣き声かわからない悲鳴が鳴り響き、俺と護衛隊が通過した。

だが幸運にも進路からそれた敵兵が三人ばかりいたようだ。

「逃がさない！」

　そこに駆け込んだのはギドだ。

たちまち二人を斬って捨てると装填が間に合った最後の一人で対峙する。

「へ、へへっ！　あとは引き金を引くだけだぞ！」

　射程の有利がある敵兵が声で威嚇するがギドは薄く笑ったままだ。

「この野郎！」

　敵兵が引き金を引いた瞬間、ギドは手綱を掴んだまま、馬から身を投げ出すように倒れ込む。

　狙いを外したボルトは空しく飛び去り、ギドは簡単に態勢を立て直す。

「あとは振り下ろすだけだな」

　呆然とする敵の正面に立ったギド、だがその背中目がけて敵騎兵が接近していた。

　俺が警告の声を出そうとした瞬間。

「気付いてます!!」

　ギドは馬上でくるりと体を回転させ、敵騎兵の剣を剣で受ける。

同時に刃を傾けて刃を滑らせ、敵の突進の力を利用して甲冑の隙間から脇下を深々を斬り払った。

「上手い」

　思わず声を出した次の瞬間、ギドは体を半回転させて逃げようとしたクロスボウ兵の首を跳ね飛ばす。

「ふっ！」

　気合の息継ぎと同時に周囲の味方から歓声があがる。

今のは確かに見事だった。ギドの技量は今や並大抵の騎士以上だろう。

もともと戦いの才能はある奴だったが良く伸びたものだ。

「まだまだ足りません。もっと戦功をあげて見せます」

　ギドは馬に鞭を入れ、どんどん前に出て行く。

無論、その分狙われるが、次々と返り討ちにしていく。

　精悍で整った顔立ちで額に汗を浮かべ、敵を仕留めては雄叫びをあげる様は非常に凛々しく。

顔を赤らめて見惚れてしまう女兵士すらいるほどだ。

　ギドの奮戦に勇気づけられた訳でもないだろうが、味方が敵を押し始めていた。

　歩兵がじりじりと歩みを進め、敵が踏み止まろうとすると弓騎兵が矢を見舞って崩す。

　王国軍も押し合いをしながら、確実に敵を押し込んでいく。

アレス兵も怒号をあげながら敵の重歩兵を蹴散らしつつある。

「このまま勝てるな」

　油断や思い上がりではない。

どう考えても味方の勝利以外はあり得ない展開のはずだった。







「──を前へ！」

　崩れかける敵陣の真ん中、複数の馬に曳かれた奇妙な物体が現れる。

「なんだありゃ？」

　味方が俺の気持ちを代弁する。

　形は長細い直方体、遠目には築城の為に綺麗に切り出した石のように見える。

根元は同じく歪み一つない正六面体に繋がっており、戦場には似つかわしくない鮮やかな赤と黄色に塗り分けられている。

　少なくとも大砲や大矢の類には見えない。

砲口が無いし、飛ばす矢や石も見えないからだ。

　敵はいかにも重そうなソレをドシリと隊列の中央に置く。

　もちろんそんなことで味方の士気は萎えたりしない。

今や味方の先頭に立つギドに続けとばかりに敵陣に食い込んでいき──。

「うっ!?」

　ぞわりと首筋に嫌なものが走る。

「私もギドなんかに負けませ──うきゃあ!?」

「前方で指揮を──ぐえっ！」

　俺は反射的に前に出ようとしていたセリアとマイラの首根っこを掴んで馬から引っ張り落としていた。




「──!!」

　敵が何を言ったかは聞き取れなかった。

　わかるのは強烈な光、そして爆発だった。

「──ぎゃっ！　何が起き……見えない……なにも見えない!!」

「腕……俺の腕……どこに……」

「穴？　おーいみんなどこにいったんだ？」

　直撃を受けた兵士は何が起こったかわからなかっただろう。

だが俺の居る場所からは全てが見えた。

　まず奇妙な立方体が光った。

それから稲妻のような閃光が噴き出し、味方の陣地に届いた途端、地面ごと吹き飛んだのだ。

　そして相当に離れたこの場所まで押し倒されかねないほど強い衝撃と爆音、数瞬遅れて熱風が伝わって来る。

「み、味方が吹き飛んで……何が……」

「あれは一体……」

　口に出せば簡単だが、その規模が常識では考えられない。

目が眩む閃光の中で兵士がまとめて数十人は消し飛び、深さ十ｍはあろうかと言う穴に変わるのを見た。

　レオポルトとトリスタンを見るが二人とも首を振る。

ならば決まりだ。

「全部隊を下げろ。今すぐに」

　俺の全部隊に撤退の号令が出される。

　同時に敵陣から同じような立方体ながら、小型で形も違うナニカが引き出される。

悪い予感しかしない。

「早く戻れ！　ぐずぐずする奴は叩き殺すぞ!!」

　俺が叫ぶと惨状に呆然としていた兵士達が正気に戻り転がるように後退し始める。

さすがに実戦経験豊富な奴らが多いだけあって行動は早い。

　だが王国軍はそうはいかなかった。

呆然としながらふらふら手近な仲間と合流している時、第二射が放たれる。

「三分十五秒──」

　ボソリとレオポルトがつぶやく。

　再びの閃光と爆発。距離のあるここからでも王国兵士がバラバラになって空中に噴き上がるのが見えた。

　更に新たに出てきた小型のナニカも光り始める。

それは巨大な閃光こそ放たなかったが、小粒な赤い光を上空に次々と放つ。

　光はゆっくりと舞い上がった後、空中で分裂して地上に降り注ぐ。

分裂した小さな光は一発一発の威力こそ大したことは無かったが、何十の連続した爆発は仲間を求めて集まった王国兵を吹き飛ばし、味方の士気を折るに十分だった。

「損害確認！」

　俺はレオポルトに向かって叫ぶ。

「二斉射目を回避、戦力の一割以下。ですが現状で戦闘不能と判断します」

　だろうな。

訳の分からないモノで打たれた味方に最早士気はない。

「三分、一二、一三、一四、一五……撃ってきません。射程外のようです。再び馬車に繋いで前進を試みているようです」

　登場の時を見るにあれは相当重いようで簡単に動かせまい。

迅速にやれば逃げ切れる。

「エイリヒに後退を連絡。どうせ向こうからもすぐに撤退命令が来る！」

　そう言った時、視界の隅に一人の味方を見つけた。

「あの馬鹿……」

　思わず声が出る。

それはギドだった。

　運よくでかいのには当たらなかったようだが、馬が倒れたのか呆然と地面にへたりこんでいる。

　敵陣から鬨の声が上がる。

どうやら敵は総突撃を選んだようだ。

「防戦準備しながら撤退だ。隙は見せるな、足も止めるな！」

　俺はシュバルツに乗って前に出る。

　だがギドは敵陣の深い位置でへたりこんでおり、どう考えても間に合わない。

「あ……あ……」

　ギドは自分に向かって突っ込んでくる数十の騎兵を相手にして呆然と剣を構える。

「突き進め！　敵を撃破するのだ!!」

「ええい、どけ若造が!!」

　ギドは最初の槍をなんとか受けるが、次の敵に肩口を斬り付けられ、よろけた所で馬の走りに弾き飛ばされる。そして倒れ込んだ背中に槍を突き立てられ、ぐったりと倒れ込み、次々と馬蹄に踏みつけられた。

　本音を言うと死んだと思った。

だがそれでもせめて──。

「屍ぐらいは」

　俺は敵騎兵の真正面に迫る。

「また単騎で来たぞ！　ゴルドニアには馬鹿が多いな!!」

「いや待て──あれは……!?」

「拾ってやらんと」

　敵兵が何か言う前に俺の剣が先頭の肩口に食い込む。

肩を斬り付けるなどと生易しい物ではなく、肩ごと首から上を持っていく。

「悪──」

　言い終わる前に次の男の上顎から上を切り放す。

「貴様こそ我が帝国の怨敵！」

「どけ」

　斬りかかる剣に思い切りデュアルクレイターをぶちあてる。

双方の加速が乗った一撃は敵の剣を針金のようにひん曲げ、刃が甲冑ごと体内にねじ込まれる。

「きゅふっ！」

　断末摩にしては奇妙な悲鳴が上がったので擦れ違い様の一瞬視線をやると敵兵は顔中から血を噴き出し──まるで血液が体内で沸騰しているような有様で──即死していた。

　時間にすれば僅か数秒の間に三人を屠った俺は走り抜け様、倒れたギドの手を引いて馬上に引き上げる。

「こりゃ酷いな。生きてるか？」

　返事はない。

　馬蹄にかかったギドは全身ボロボロで、両脚は見るからに骨折していた。

腹を踏まれたらしく、口から血反吐と泡を噴いており、下手をすると臓腑も潰れているかもしれない。

　それでもまだ心臓は動き、息はしていた。

「なら連れ帰ってやる。感謝しろよ」

　左手でギドを抱えつつ、自陣に向けて走る。




「──を起動しろ!!　射程内に敵がいない？　あの悪魔がいるだろうが！　あいつを殺せるなら十分価値はある！　全弾叩き込むんだ!!」

　背中に異様な気配が迫る。

振り返ると空から赤い光が俺に向かって落ちて来る。

　まさか俺一人に向けてアレをぶっ放したのか。

「くそったれが!!」

　左手でギドを抱えたまま、右手でデュアルクレイターを振り被る。

　さっき見た通りならあの赤い光は空中で割れる。

　ドンと小さな音を立てての分裂。

「無数の火の玉が降って来るんだよな!!」

　ざっと見て俺の周囲に落ちるのは……百以上か。

予測は無意味、来たやつを叩き落とすしかない。

　俺は考えるのをやめてデュアルクレイターを振るう。

　だがあの火の玉は爆発する。

火達磨になる覚悟で迎撃せねばならないし、シュバルツが倒れても終わるだろう。

「これは生き残ったらこいつの妻を味見させて貰わねばならん」

　馬鹿なことをいいながら最初の一発を打ち落とす。

「うん？」

　グラスが割れるような音と共に火の玉が消えてなくなる。

予想された爆発は無かった。

「デュアルクレイターで消えた？　魔法なのか？」

　疑問は起きたが深く考える余裕はない。

俺は近くに落ちる火の玉をかたっぱしから打ち落とす。

　五発、六発と撃墜した時、横顔を熱風に煽られる。

俺の手に届かない場所に落ちた火の玉が爆発したのだ。

「直撃より至近弾の方が厄介だな！」

　愚痴を漏らしながらも手は止めない。

一つ仕損じたら終わりだ。

　１５，１６，１７，そして一八を撃ち落とした時だった。

（高純度の魔力　昂ぶる　おおお）

　デュアルクレイターが赤く、深紅に輝き始める。

　そして俺は次の玉を迎撃せんと振りかぶった時だった。

「ぐおっ!?」

　奴らの兵器にも負けない派手な光がデュアルクレイターから噴き出す。

同時に何かが物凄い勢いで噴き出す手ごたえがある。

　ドンと胸に響く巨音、見上げると敵が放った火球の全てが空中で爆発していた。

　数秒の間、青空が真っ赤に染まり、やがて燃えカス一つ残さずに元の青空に戻る。

「空が……燃えている。これは……この世の光景なのか？」

「俺達は何を見ているんだ？」

　敵味方の兵が呆然と空を見上げる。

その間に俺は味方の隊列の中に飛び込む。

　無茶をしたのでセリアが怒っているが、今はギドが先だ。

セリアよりギドを優先するなど、生涯でこれが最期ではないだろうか。

「撤退を続けろ。それから軍医、無駄かもしれんが見てやってくれ」

「は……これは……酷い」

　軍医は顔を引き攣らせてギドを受け取る。

既に意識は全くなかった。




　ちらりと全体に目を通す。

　俺の部隊の損害はさほどではない。

未知の兵器は強力だったが、さすがに一斉射で隊を壊滅させるほどではなかったようだ。

　反対に王国軍の損害はそれなりで、何より士気が完全に折れている。

あれではもうまともに戦うことはできないだろう。

　一方で敵の追撃の足も鈍っている。

敵兵は前進を躊躇しているようにも見え、これなら悠々と下がれそうだ。

最後の曲芸が効いたと思いたい。俺自身もタネがわかってないんだけどな。

　ふとシュバルツが鬱陶しそうに首を振る。

見ればたてがみに何やら黒い物が絡まっている。

手に取ってみると紐状で手触りは木炭のようだった。

　打ち落とした火の玉の破片だろうか、グラスのように掻き消えたと思ったのだが。

だが良い手がかりだ。

「トリスタン」

「はいはい？」

　木炭ひもをトリスタンに投げる。

「今を持ってお前を参謀から解任する」

「はあ、またいきなりですね。なりたくてなった訳じゃないから別に構わないけど」

　そして深紅の輝きを徐々に失いつつあるデュアルクレイターを敵の未知の兵器に向けた。

「お前はあれの正体を突き止めることだけに専念しろ。必要なことは全て許可する」

「うわっ！　また面倒くさい……と言いたいけど、僕も個人的に興味が湧いているのさ。やってみるよ」

　あれの正体を突き止めなければこの先どうにもならない。

もしかすると、頑丈過ぎる城壁の秘密もここにあるかもしれない。

「──ギド」

　ルナが辛そうな顔で呟く。

あいつも助かるといいがな。







　──翌日。

　ギドを治療させていた馬車を出るとルナとマイラ、ついでにセリアもこっそり寄って来た。

「……ギドはどうでしたか」

　俺はルナを見ながらゆっくりと首を振る。

　ルナは涙を浮かべて下を向き、マイラは歯を噛みしめ、セリアは静かに目を閉じる。

「ギドは──死んだ。いや生きてはいる。だが奴は……もう男ではない」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

軍隊　国境地帯

主人公直属　　約三万

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四一〇〇

騎兵　　　　　　六一〇

弓兵　　　　　　六一〇

砲兵　　　　　　三八〇

弓騎兵　　　　　六六〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　一万六千

大砲四〇門　大型砲二三門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

援軍・友軍

アレス兵　　　　一三九〇〇

一〇五兵団　　　三三〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

味方兵力　正面戦線　王国軍四万

　　　　　　　　　　徴集兵二・五万

敵戦力　　　　　　正規兵二・五万

　　　　　　　　　徴集兵五万

　　　　　　　　　騎兵集団二万五千？？？

　　　　　　　　　不明兵器　大型五門　小型一〇門

　　　　　　　　　マグラード現地軍　動揺

久しぶりの更新です。

作者も感覚が鈍っていると思われますので、矛盾点や誤字脱字ありましたら容赦なくご指摘下さい。










第４４９話　男よさらば　♯







「そ、それでギドはどうなったのですか!?　生きているのに死んだとはもう意識が戻らないとか……？」

　詰め寄るルナに俺は黙って首を振る。

もう少しすれば意識は戻るだろうと医者は言っていた。

「で、ではまさか手足が全て……？」

　ルナがもう一歩詰め寄って来る。

　俺は再び黙って首を振る。

奴の手足は辛うじて……本当に辛うじてだが繋がっている。

「では一体どんな怪我を……？」

　ギドめ、自分が惚れた女にこれほど心配されるとはな。

だが奴はもう応えることはできない。

　俺は目を閉じ、ギドを追悼するように天を見上げ言う。

「ギドの男は──もげ落ちたのだ」
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僅かに前──

「ギドはどうだ」

「命に関わらぬ傷は数え切れぬので省きますが──」

　医者の厳しい顔で状況がそう良くないことは察していたが、問題はどこまで良くないかだ。

「まず両手が骨折、これは時間こそかかりますが、まだマシな方です。そして左足は折れた骨が飛び出しております。非常に深刻な事態ですが、医者の腕の見せ所、なんとか繋げて見せましょう」

　馬にドカドカ踏まれたのだから当然と言えば当然か。

そして踏まれたのは手足だけではない。

「臓腑の状況は極めて深刻です。口からの大量出血は臓腑の深刻な損傷……正直、ハードレット卿が最上位の薬の使用を許してくださらねば助からなかったでしょう」

　ギドはセリアを助けたこともある。

できる限りのことはしてやるべきだ。

「ではギドは助かるのか？」

「一時の危機は脱し、若く体力もあります。絶対とは申せませんが八割助かるでしょう」

　ここで八割を拾えない程ギドは弱くない。

俺は少しだけ安堵して水を飲もうとカップを手に取る。

　だが助かるとなっても医者の顔は優れなかった。

「命はなんとか拾えそうではありますが……元通りとはいきません。酷い折れ方をした左脚がどこまで動くかも不明です。そして何より──」

　医者はギドにかけられた血まみれのシーツを捲る。

　それを見た瞬間に思わずカップを取り落としてしまう。

　乾いた音の後、馬車の床に水の染みが広がっていく。

「なんということだ」

　俺はがっくりと肩を落とした。

「どうにかしてやれなかったのか……」

　さすがに抗議の視線を医者へと送る。

「残念ながら、馬に踏まれて完全に潰れておりました。あのままでは間違いなくそこから腐って命を落とします故、一刻の猶予も無くほとんど根元から……残念です。玉の方は残りましたが……」

　俺は黙って首を振る。

「無理に良く言わなくていい先生……ギドは……男として死んだのだ」
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「そう、ですか。でも命があれば……あれば……」

　ルナは無理に笑いながら目を伏せる。

「女遊びだけが人生ではありません。これを機に全ての力を仕事に振り向ければ良いのです」

　マイラはとりあえず安堵したらしい。

「まさか本当にもげるとは……因果応報とは良く言ったものです」

　セリアは結構辛辣だった。




「ううん」

　そこで馬車の中から呻き声が聞こえる。

ギドが目を覚ましたのだ。

　俺達は一斉に馬車へと乗り込む。

「ぐ……体中が痛い……俺はどうなったのですか？」

　ギドは全身の痛みに顔をしかめながら、俺達に気付いて問うて来た。

「ギド……強く生きるのですよ」

「一本ぐらい無くなっても仕事はできます。精進なさい」

「これを機に心を入れ替えるのです」

　女三人に矢継ぎ早に慰められて呆然としていたギドだが、足の痛みに思い当たったのか慌ててシーツを捲る。

「一本……まさか足が──!!　あれ、折れてるけど繋がってる？」

　顔をあげるギド、しかし再びがばっとシーツを捲る。

「俺の一物が……一物が無い──!!」

「ああ、根元からもげてしまったそうだ」

　ギドの目から光が消え、ばったりと横倒しに倒れ込む。

「か、介錯をお願いします」

　俺はすかさずギドの肩を抱く。

「いいかギド。確かにお前はもげてしまった。だが本当に死んだわけではない」

　ギドはゾンビのような生気の無い目で俺を見上げる。

「男の価値は一物が全てではない。お前はなかなか頭もきれるし、戦いの才もある。顔も腹が立つ程整っているだろう。合わせればまだ二割は男の価値が残っている。真の男ならそれで勝負をかけてみろ」

「八割が一物なんですね……」

　俺はセリアの呟きを聞き流しながらギドへやや乱暴にシーツをかける。

長々と慰めても仕方ない。

　ギドが眠り込んだのを見てルナが小声で悲しそうに言う。

「可哀そうなギド……まだ子供もいないのに……あの子も楽しみにしていたのに……」

　あの子とはギドの妻のことだろう。

楽しみにしていたと言われると俺も心が痛い。

「俺もギドの出過ぎに気付かなかった。いざとなればギドの妻は俺が責任を持って孕ませよう」

　正直俺に出来ることは無かった。それでも責任を取るのが大将の務めだ。

　だがセリアとマイラの目は冷たい。

「「エイギル様も気を付けないともげますよ！」」




　さて負傷兵の陣地を出た時だった。

何やらと騒がしい一帯が目につく。

「見たかゴルドニアめ!!　マエスタス閣下万歳！　南ユーグリア帝国万歳！」

　大声で吠えているのはピリス──アークランド奪還の際に捕縛した敵将マエスタスの小姓だ。

　両手を後ろ手に回したまま兵を威嚇するように大声をあげていた。

彼女は何度も脱走未遂を繰り返したので、不本意ながら両手に革の手枷を嵌めさせているのだが、まったく元気なものだ。

「いい加減にしとけ。捕虜の立場を忘れんなよ……ったく大将さえ良しと言うなら手っ取り早く犯して大人しくさせるってのに」

「うるさい山賊！　我が帝国とおに……マエスタス閣下の栄光は不滅だ！　今回の勝利でそれがわかっただろう！」

　ヤーコフが黙らせようとしているが、俺が乱暴するなと言ったせいかできることはせいぜい手で口を塞ごうとするぐらいだ。お、噛まれた。

　ピリスは俺達の負けっぷりを見て気が大きくなっているのか声が止まらない。

　最初は小娘の戯言と聞き流していた味方兵だが、前の戦いで死んだ仲間が多かったこともあり徐々に殺気立ちつつある。このままでは士気と何よりピリスの身が危ない。

「どけヤーコフ」

「た、大将……助かった。おーいてぇ」

　俺は血の滲む手を押さえるヤーコフに代わってピリスを抱え上げる。

「い、痛めつける気か!?　戦いで負けた腹いせに捕虜を叩いて喜ぶとは下賤な──」

　最後まで言わせずにうつ伏せにしたピリスの上半身を木箱の上に乗せ、足が届かない位置に調整する。

こうなれば手枷がついていることもあって彼女はもう身動きが取れない。

　そして抗議の声を聞くことも無くズボンを下着ごと引き下ろす。

兵士から歓声があがった。

「お、犯すつもりだな！　そら見ろこれがお前達の本性！　結局野盗に毛の生えた──」

「犯しはせんよ」

　俺は丸出しになった桃色の尻を撫でてから中指を軽く舐めて大事な場所に添える。

そこはぷっくりとしながらも尻と同じ綺麗な桃色で肉のはみ出しもまったくない。

「ほ、本当に!?　や、やめ！」

　泣き声をあげるピリスだが、不思議とやめる気にならなかった。

どうやら俺もギドの負傷もあってかピリスの煽りに苛立っていたらしい。

「少し耐えていろ」

　俺は緊張に震える尻を掴み、容赦なく指を挿入していく。

「いやぁぁぁ!!」

「「「うおぉぉぉ!!」」」

　ピリスの悲鳴と兵達の興奮の叫びが交差する。

漂い始めていた殺気は消えていた。

あとヤーコフがいつの間にか兵の間にいる。

　指はピリスの狭い中をどんどん掻き分け、やがてトンと行き止まりをつく。

彼女は小柄だがさすがにここまで浅いはずはない。

　ピリスは必死に体を捻り、俺を睨む。

「ふふふ、やはり処女か。俺がこのまま指を押し込めば……」

　あと少し指を進めればピリスの処女は哀れ破れてしまうだろう。

「だが、今回は勘弁しておいてやる」

　俺は処女を奪わず、指を曲げて入口近くの浅いところを往復する。

爪を立てないよう、かつ入口近くの天井、女が大いに感じる場所を強くこすりあげるように。

「や、やめ！　いや！」

　ピリスは身をよじって抵抗するが、両手が使えずうつ伏せにされた状況で穴に入ってしまった指を追い出すことなどできない。

　俺は中指で天井を擦りつつ、親指で入口周辺を撫で回す。

決して激しくはせず、淡々と同じ刺激を与え続ける。

「見ろよ大将のふてぇ指がちっこい穴にぶっ刺さってるぜ」

「さっきはどうしてやろうかと思ったが、ピーピー小鳥みたいに鳴いて可愛いじゃねぇか」

「しっかし優しく攻めてるよな。見た目は凌辱なのによ」

「てかあの小娘濡れてきてないか？　太腿まで伝ってきてるぜ」

　兵達の下品な野次が飛ぶたびピリスは違うとばかりに指を締めて来る。

だがそのたびに確実に濡れてきている。

「見られるの好きか？」

「そんな訳ない!!　いい加減やめろぉぉ!!」

　ピリスは顔を寄せた俺に噛みつこうとして空振りする。

だが体を無理に捩じったせいで俺の指が今まで以上に強く中を擦りあげてしまう。

「あっ！　い、いや！　変なのが来る！　来ちゃダメなのに！」

　体を大きく痙攣させたピリス。

予定より早いが止めといこう。

　俺はピリスの中から指を引き抜き、両手で尻たぶを開いて口をつけ、彼女が何か言う前に入口近くの豆を咥えて吸いあげる。

「ひぅぅぅ！」

　悲鳴があがり、尻がピンと跳ね上がった。

　俺はそのまま顔を引き、唇で豆を引っ張るように顔を離す。

これでもう戻れはしない。

「いやぁぁぁ!!　いきたくない！　いきたくないのに！　おにいさまぁ!!」

　ピリスは木箱の上で体をくねらせ、尻を振りまくりながら盛大に潮を噴いた。

「うおっ噴きやがった」

「ははは、こいつはすげぇや！　幼い顔して娼婦顔負けの噴水だぜ！」

「嫌々言いながら涎垂らして尻を振りたくってるぜ。どれだけ良かったんだよ」

　俺は口元を袖で拭い、尚も潮を噴き続けるピリスの頭を撫でる。

「心まで服従しろとは言わんが無駄な挑発はするな。俺達にとってもお前にとっても良い事は何もない」

　諭すように優しく言ったのにピリスは真っ赤になった顔で犬歯を剥き出して俺を睨む。

「こ、こんな辱めを……まだおにいさまにも見せていなかったのに……ゆ、許さない！　我が国が勝ったらお前を真っ先に処刑してやる!!　吊るす前におしっこもかけてやる!!」

　懲りないピリスだが尻丸出しの上、今の痴態を見られてからでは迫力もない。

兵達も機嫌を損ねることなく笑うばかりだ。

「ははは、可愛いケツ晒しながら良い根性じゃねえか。真っ赤な顔してよ」

「今度は指で済まずにぶち込まれちまうぜ。その時は是非相伴させてくれよ」

「処刑は勘弁だが若い娘の小便なら今ここで浴びてやってもいい。なんなら口も開けよう」

　どうやらもう心配はいらないようだ。

　俺は軽くピリスの頭を叩き、笑いながらその場を後にする。

「おい、ズボンを戻していけ！　手が使えないんだから！　お前らも見るなぁ！　うわーん全員処刑してやるぅぅ!!」

　なんとか丸く収まったな。







　──後日　前線司令部

「皆、現状を打開する意見はないか？」

　エイリヒの問いに俺を始め誰も何も答えない。

　戦線は再び膠着状態となっていた。

　と言ってもアークランド手前で起こったような重厚な陣地を作っての睨み合いではない。

部隊を頻繁に移動させ、村々を攻撃し、騎兵で迂回を試みる。

そう言った数多くの動きをしながらも結果として戦線が前にも後ろにも進まないのだ。

　敵が進めない理由は簡単だ。

トリスニア攻防戦での損耗が激しく、まともに動ける部隊が無いからだ。

　一方で俺達もまともに前には進めなかった。

　まずどこを攻めても敵の農民兵が湧いてくる。

敵の策略もあってか俺達は周辺一帯の農民から完全に嫌われてしまったようだ。

「そして地域の拠点を押さえようとすればアレだ」

　俺は声を小さくしつつレオポルトに視線を向ける。

「現在確認されている大型兵器は一五　小型が四〇程度、いずれも一門でも圧倒的な破壊力を持ちます」

　そう前回の戦いで俺達が泡を食った光を発する未知の兵器のことだ。

「大型の方は長射程の巨大大砲──との理解で良いかと。分厚い鋼鉄を融解させるだけの威力を持つことが確認されており、事実上防御は不可能です」

　しかも精度も相当に高く、攻城兵器やこちらの部隊の中心を正確に狙ってくる。

「小型の方は一門につき火球五〇を発射しそれぞれが着弾と同時に爆発炎上します。精度は大型と比べればやや不正確ですが、一発で非常に広い範囲を焼き払うことができ、ただの一斉射で密集した百人の隊が壊滅した例もあります」

　反則だろうと言いたくなる兵器だ。

厄介だと言う次元の話ではなく戦いにならない。

「更に構造と明らかに矛盾する強度の街壁が小規模な町村でも確認されております」

「ああ、俺も知ってるよ」

　小村を攻めた時、木製の柵がカタパルトの石弾を弾き返した時は顎が外れるかと思った。

結局あの小さな村を落とすのに味方は百を超える損害を出したのだ。

「そして敵の最大拠点トルトエントにはこれら全てが大量に配備されていると予想されます」

「だろうな」

　木製の柵がカタパルトを弾くのだからトルトエントの街壁だとどうなるのか。

もう船をぶつける芸当は使えない。

「トルトエントの攻略について案のあるものはいないか？」

　エイリヒの声が聞こえる。

だが俺の答えも黙り込む皆と同じで『不可能』だ。

　破城槌も大砲も通じない城壁、梯子でもかけて登ろうとするなら光の砲弾と火球の雨、奇襲や潜入を使おうにも周囲の農民が全員敵の状態ではこっそり動くこともできそうにない。

「これはいよいよトリスタンに発破をかけるしかないぞ」

　奴に命じた兵器の正体の看破──それが唯一の希望になりそうだ。

　ちなみに今、俺の左隣……トリスタンの席にはセリアが満足げに座っている。

更にその横に座るマイラは自分がスライドすべきだとブツブツ言っているが。




『ええと……ちょっと急ぎなんだけどさ。入れてくれないかな？』

『伝令以外の軍議中入退室は厳に禁止されております。失礼ですがお名前と職階爵位を明らかに──』

『いや僕は貴族じゃないから──ええ、それだと入れない？　仕方ないなぁ』

　入口から言い争いが聞こえてきた。

ものぐさなあいつがわざわざ来たと言うことは──だ。

　俺は反射的に立ち上がり、睨むエイリヒに一つ頭を下げて入口へと向かう。

「入れトリスタン」

「こ、困りますハードレット卿！　これは規則です！」

　俺は衛兵を無視してトリスタンの腕を掴み、軍議の場に引っ張り込む。

「ハードレット卿、軍務総監の発言中に失礼が過ぎますぞ！」

「軍議中の出入りは規則違反ですぞ！」

　俺は文句を言う参謀や貴族達も無視してエイリヒの前に立った。

うーむ、やはり少し怒っている。

「ハードレットいくらなんでも無礼が過ぎる。相応の理由はあるのだろうな？」

　トリスタンは自分に集まる非好意的な視線にたじろぎつつ、溜息をついてから抱えた本を机に置く。

本はボロボロで表題すらわからない程痛んでおり、室内に埃とカビの臭いが立ち込める。

そのせいで他の者からの視線が更に厳しくなる。

「もちろんあります。そうだなトリスタン」

「ああ……うん一応そうだと思うよ」

「一応だと？」

　エイリヒの視線が怪訝そうに細まる。

馬鹿野郎、ここは嘘でもそうだと言い切れ。

　俺の意を汲んだのかセリアがこっそりトリスタンの足を踏む。

「痛！　えっとそうだね。十分に価値のある話だとおも──話ですよ」

「つまりなんだ」

　エイリヒは急かすように続ける。

奴も軍人だから優柔不断な言い方は合わないだろう。

「あの妙な兵器。アレの正体に見当がついたりつかなかったり──痛い！　だいたいつきましたよ！」

　やけくそ気味にトリスタンが言うとエイリヒ他、その場の全員が小さく呻く。

「議題を変更する。好きなように続けろ」

　エイリヒはトリスタンに着席を命じる。

席を奪われたセリアが悲しそうに立ち上がったので手招きしてやると嬉しそうにメモの準備をする。

　何がわかったか聞かせて貰おうじゃないか。

長く空き過ぎました。

しばらくは更新速度最優先とします。

次回更新予定は一二／一三日です。










第４５０話　手掛かりは何処







「では説明してもらおう」

　俺の左隣に着席したトリスタンはエイリヒや参謀達全員の視線を浴びて居心地悪そうに顔をしかめる。

「何から説明すればいいかな……まずはこの本の内容を僕なりに訳した物があるんだ。ページが欠けてた部分はこっちの本とその他諸々の証言から考察したんだ。その詳細はこの本だからまず一通り読んで……ぐえ」

　トリスタンが紙束を机に置くとエイリヒと参謀の視線がきつくなる。

俺はトリスタンの背中をグイと押す。

　トリスタンは研究的なことが大好きな上に説明したがりだ。

　だが俺達は未知の兵器の歴史背景について詳細に知りたい訳ではない。

必要なのはあの兵器の正体、もっと言うならば対抗策だ。

「細かいことは後でイリジナに話せ。アレはなんだ？　どうすれば対抗できる？　それを先に言うんだ」

　見ればセリアも俺に便乗してトリスタンの腹を押していたので手を取って止めさせる。

「あっ」

　顔を赤らめるセリア。

「なんでそうなるのさ……ゴホン。えーと、この説明をしないと全体の一割も理解できないと思うんだけど……」

　極論すれば正体さえどうでもいい。

どうやったらアレを吹っ飛ばせるのか、それさえ分かれば満点なんだ。

「まったく軍人ってのはこれだから……まぁいいさ。結論から言うとアレの止め方はわからない」

　参謀達が一斉に失望の声をあげ、エイリヒなど舌打ちをして俺を睨んでくる。

「おい」

「成敗です」

　俺とセリアは連携してトリスタンの脇腹をドカドカ突く。

「ぐ、ぐえ、痛いやめてよ！　内臓まで来てる！　続きがあるからさ！」

　仕方なく手を引っ込め、セリアの手も優しく包んで止めさせる。

「あぅ……」

　再び赤面するセリア。

「だから最低限説明しないと始まらないって言ったじゃないか。まずアレは何かだけど、手掛かりとして辺境伯が拾ったこれ……火球の燃えカスを調べたのさ。で、結果これはミスリルだった」

　トリスタンは俺が渡した紐状の木炭もどきを机に置いた。

「ミスリル？　あの伝説の金属と言う……」

「まさかそんな……その消し炭が？　ありえん」

　議場の者は次々と疑問の声を上げ、俺もさすがに首を捻る。

　ミスリルと言えば俺のデュアルクレイターだが、この消し炭とは比較に……いや、俺の方も変なのが入ったせいでもう比べられないが。

「もちろん純ミスリルじゃない。その他にも青銅や錫……最後まで何かわからなかった素材の混合物で出来ているんだ。なので、まず一つの結論としてこれは僕達の世界の兵器じゃないってことだよ。南ユーグリアに造れるとは思えないし、連邦や帝国でも無理だよ」

　トリスタンは立ち上がり、俺に何か説明する時と同じく右へ左へ歩き回りながら説明を続ける。

「ミスリルは今誰か言った通り伝説の金属さ。剣や鎧にするならわからないでもないけど、投射兵器で使い捨てなんて有り得ない。カタパルトに金塊を乗せて投げつけるようなものだよ。これは僕の考えだけどミスリルは魔力に干渉すると聞くから、あの兵器は魔力的な何かであるのはほぼ確定だろうね」

　結局トリスタンはいつもの調子で説明を始めたな。

口調に激しく難があるがエイリヒ達も聞き入っているから良しとするが。

「我々の世界の兵器で無いとはどういうことだ？　今アレは現にここに有り、我が軍に立ちはだかっておるのだぞ？」

　名も知らぬ参謀の言う通りだ。

「そう。だから僕はまずアレがどこから来たか調べたのさ。その本を持ってきてよ。あとそっちも」

　トリスタンが立ったまま手招きする。

普段なら張り倒してやるところだが、エイリヒも他の全員も早くとばかりにこちらを見る。

「セリア、持って行ってやれ」

　セリアはむくれながらも跳ねるように立ち上がり、本を抱えてトリスタンに渡す。

「これは蛮族の伝承。こっちは古代の戦記、あはは、五百万の大軍を山に陣取った英雄率いる二百人が破ったそうだよ。山岳で五百万の兵站はどうしたんだろうねって、それはいいや。次は田舎の迷信……ついでにこっちは……宗教家の妄想だこりゃ。これは自称冒険者、酔っぱらった流れ者の与太話の自伝だなぁ。大山脈を一年かけて登頂して何故かその一週間後、山賊の秘宝を追ってるけど滑り降りて来たのかな」

　また話が長々と横に逸れてエイリヒが苛ついているぞ。さっさと戻せ。

「まあこういう下らない情報をかき集めて……最後にこれを見つけたのさ」

　トリスタンはセリアが摘まむように持っていた飛びきり古くてカビ臭い巻物を机に広げる。

　俺も含めて全員が身を乗り出す。

「古代【ジルビル】機械文明？　蒸気と歯車の力で動く漕ぎ手の要らぬ船が河を奔り、人と見分けのつかぬ機械人形が街を歩き、魔力と稲妻の力を使い、街は夜でも真昼のように輝く──アホか」

　こんな与太話が聞きたければ酒場のホラ吹きに酒を奢れば事足りる。

　ラーフェンの酒場でも妙な男が空飛ぶ円形の発光体に連れ去られて体をいじられたって話していたぞ。

その翌日、近隣の農場で牛が外傷の無いまま臓物を抜かれる奇怪な事件があったから良く覚えている。

　俺は興味を失ってセリアにＧＯサインを出す準備をする。

セリアもトリスタンの尻を蹴り上げる準備万端だ。

「ま、普通に考えればそうなんだよね。これが無ければ」

　トリスタンは巻物を転がして続きを見せる。

　そこには決して上手いとは言えない挿絵が描かれていた。

　切り出した石のような武骨な正六面体。

飛び出した光が地面ごと人を吹き飛ばしていた。

　隣にはより小さな直方体が描かれ、そこからは無数の小さな物が飛び出し、地面を火の海に変えていた。

　ガチャンと音がしてテーブルの上のカップや地図類が床に飛ぶ。

エイリヒが手で薙ぎ払ったのだ。

「このジルビルとやらについて他にわかることは？」

「あまり多くないよ。巻物には地名が出てるけど今の地図に照らして同じ物は一つも無い。この巻物が四百年ぐらい前の物なのに、そこで古代文明と言われているんだから下手をすると千年単位で昔の話さ。国名も地名もまるっきり変わっていてもおかしくないよ」

　エイリヒは忌々しげに机を叩く。

先程のように呆れた感じではなく、悔しげな様子だ。

　だが俺はトリスタンの話し方を知っている。

結果、結論から入るレオポルトと違ってトリスタンはアドルフと似たところがあり説明が長いのだ。

「それでお前なりに分かっていることがあるのだろ。さっさと言え」

　トリスタンはボリボリと頭を掻きながら真新しい本、恐らく奴自身が最近書いたであろうそれを開く。

「わかっていることは今ので全部さ。これ以上の資料は見つけられなかったんだ。だからここから先は僕の推論になる」

　トリスタンはエイリヒが吹き飛ばした地図を拾い上げて机に置く。

「河の利用状況、そして戦争記述の相手と進軍経路……これらを総合するとジルビルがあったと推察されるのは──」

　ペンで地図にぐるりと丸を書き込む。

それは都市国家群の領域だった。

「鉱山の地形の描写から推測して険しい山は無かったと思う。かつ、渓谷に橋をかけたと書いてあるから」

　トリスタンは書き込んだ丸の内側にもう一つ小さな丸を書き込む。

その場所にあるのは──。

「ルラータポリス……ギュルジルポリス──メルドラポリス」

「「「メルドラか!!」」」

　全員の声が揃った。

最早考えるまでもなかった。

「僕にはこの兵器の弱点はわからない。何しろ人生で初めて存在を知った訳だし、平原中探してもこの兵器を詳しく知る者なんていないはずだ。それこそ数百年前の亡霊でもない限りね」

　ぽっと美しい女性が浮かんだが自重しておく。

「だけどこれがあった場所には何か手掛かりがあるはずだ。あれだけの数、畑に埋まった訳ないし恐らく遺跡か何かが見つかったんだろうからね。兵器だけが無造作に置かれていたと考える方が不自然だよ」

　俺はさっと立ち上がる。

「いきましょうメルドラへ」

　だがエイリヒは前髪を掴んで苦悶の声をあげている。

何も悩むことは無いと思うが。

「そう簡単ではない。メルドラは既に後方だ。今から向かうとなれば転進とは名ばかりの後退……敗走ともとられかねん」

　取られたからなんだと言うのだろう。

最後に勝てば良いだけの話だ。

「つい最近も裏切者が出たばかりだろうが。俺達が戦局をひっくり返されたと見られればまた出るかもしれん。……それに陛下のこともある」

　最後の部分は俺だけに聞こえるように近くで呟く。

近くでセリアが耳を限界まで大きくして聞いていたが問題あるまい。

「別に陛下の覚えが悪くなるから嫌と言うのではないぞ。言っては悪いがトリスタンとやらは無位無官、本来は軍議で発言することも有り得ぬ身だ。その者の意見で全軍が方針を変えるなど、どうやっても説明できん。下手をすれば陛下の猜疑心がぶり返してここに乗り込んでくるかもしれんぞ」

　それは大変困る。

「なら俺の意見と言うことにすれば……」

　俺は曲がりなりにもそれなりに活躍したつもりだ。

俺の意見を聞いたからおかしいとまで言われる程ではないと思うが。

「それでも良いが陛下から詳細に問われるぞ？　さっきの部下の説明を最初からもう一度してみろ。ボロを出したら大変なことになるぞ」

「やめておきます」

　エイリヒはふうと溜息を吐く。

「お前の部下の調べは見事だが、そもそも確かめようもない話だ。今からメルドラに間諜を忍ばせても遅すぎるしな」

　エイリヒはトリスタンに向き直る。

「あれらを打ち破る手掛かりがメルドラにある。それは確かなのか？」

「可能性は高いだろうね。理由はあの兵器が戦場に出た時期だ。あんな強力な兵器、最初から持っていたなら初戦から使っていればこっちはどうしようもなかった。となればあれはつい最近掘り出されたか、あるいは掘り出してはいても使い方がわからず、ようやっと説明書を読みながら使っているかどちらかさ。その説明書を簡単に捨てるとは考えられない」

　エイリヒは再び考え込む。

　俺もトリスタンを援護する。

「戦場で確証など得ようが有りません。可能性が高い、であれば征くべきです」

　参謀達は何も言わず、ガヤガヤと相談するのみ、少し心配になってくるな。

「わかった……だが全軍転進はできん。それは敗走と取られかねず、好ましからざる反応を招く」

「しかしあの兵器を破れなければここに張り付いていてもどの道進めな──」

　俺の抗議はエイリヒに遮られた。

「よって全軍はここに置いたままハードレット辺境伯に別動隊を率いてのメルドラ攻略を命ずる！」

　おおっと声が上がる。

　待ってくれ。全軍置いたままと言うことは俺の手勢もだろう。

「心配しなくともお前には優秀な部下がいる。指揮に問題は無かろう」

「……いやそれだけではなく、手勢が居なければ俺一人でメルドラに突っ込むことになるのですが」

　遠回しな粛清だろうか。いや遠くに回ってすら無いぞ。




　その時、突然セリアがフーッ！　と毛を逆立てて威嚇を始める。

　一瞬置いて俺の肩にごつい手が置かれた。

「友よ心配はいらん！　我らがおるぞ!!」

　ふぅんと熱く大きな鼻息がうなじにかかって怖気がする。

振り返るまでも無かった。

　エイリヒが満足げに頷く。

「うむ、主戦線では我らが押し込み、ギルドレス陛下もそろそろ撤退を考えられる時。またメルドラは主敵ではないが背中を突かれる恐れもある。ならば最後に返す刀でメルドラを討って頂く。ハードレットはその助力をいたせ！　──と言うことにして陛下に報告しておく」

　最後にエイリヒは呟くように言う。

「我ら、メルドラとはいささか因縁もある！　取るに足らん逆恨みではあるが、戦を仕掛けられたとなれば最後まで応ずるが常道!!　そうだろう!?」

「「「然り!!　いざメルドラへ!!」」」

　外からアレス兵の叫びが聞こえる。

軍議は機密のはずだが、ギルドレスの声がでかすぎて丸聞こえだ。

　つまり俺は本隊を離れ、アレス兵に囲まれて遠征しなければならないのか。

「これならまだ一人の方が──」

　言い終わる前にギルドレスががっちりと肩を組んでくる。

「一人で戦いたいとはさすが真の漢!!　だがメルドラは軟弱とはいえ大きなポリス。一人で挑むには少々荷が重かろう」

　本当にまったくこれっぽっちも人の話を聞かない。

「だが我らと共に征くならば何の心配もいらん！　何やら新兵器がどうのと言うておったが、軟弱者が使う何を恐れるものか！　アレスの男達がお前を守る！　お前を囲む！　そうだろう!?」

「「「然り!!　真の漢に敵は無し!!　」」」

　再び外から大声で返事が帰って来る。

　エイリヒが軽く笑いながら言う。

「お前は彼らに上手く馴染んで見えるがさすがに一人ではやりにくかろう。兵団長クラスは駄目だが、それ以外ならば誰でも要望があれば同行させよう。お前の部下も隊の指揮に影響が出ない範囲で連れていけ」

「まったく馴染んでいません」

　とりあえず絶対に納得できない部分だけ抗議しておく。

　連れて行くのは……まあ遠慮なく頼もうか。

「私も一緒に行きます！　とても臭そうですけど。このままではエイギル様が！」

　セリアは二度三度と気合を入れて顔をあげる。

「最近無意識に『ぬぅん』とか言っていますし、今朝は寝起きの顔があの男に見えて……ぶつぶつ」

　あえて聞き流す。いや聞かなかったことにする。

「いざ、往かんメルドラへ!!」

「「「うぉぉぉぉ!!　メルドラへ!!　戦場へ!!」」」

　だから叫ぶな。外まで丸聞こえだろうが！

南ユーグリアの間諜は優秀だから筒抜けに……と思ったが軍議場から外まで響き渡る音量で目的地を絶叫しているのだから偽情報と思うかもしれないな。

　ともあれ行かねばならない。

　なんとも変な予感がする。

単純に悪いことが起こるのではない。なんとも妙な予感がするのだ。







　──夜。

　さあ行こうと駆けだすギルドレスを押しとどめ、なんとか出発は翌朝だと言い聞かせたのだ。

同行する味方も決まっていなかったし、そもそも水食糧の準備もまったく出来ていなかった。

　準備不足を指摘するとアレスのアホ共は水筒と干し肉と最後にパンツの中を覗いて全部あるぞと言い放ちやがったので張り倒して言うことを聞かせたのだ。

　ついでに一仕事終えたと満足げなトリスタンに準備しておけと告げるとその場にがっくりと崩れ落ちた。

今は逃げないようにイリジナの監視付きで枕を濡らして眠っているはずだ。

「後はまあ成るようになるだろ」

　色々急に決まったことだが、全て必要なことでもある。

何が出るかはわからないがそれもまた戦というものだ。

「さてと」

　俺は机の燭台に火を灯し、手紙とペンを用意する。

　ノンナへの手紙を書くつもりだった。

　延々と長くなった戦で家をずっと空けている。

文の一つも無しでは愛想をつかされてしまう。

特にノンナはそういうことに一番敏感なのだ。

　サラサラと近況や、ヤーコフがセリアに蹴られた話、レオポルトが他の士官を怒らせた話にイリジナが変なキノコを鍋に入れ、セリアと兵士二十人ばかりをダウンさせた話、街で見かけた美女を口説いて──いや、これは駄目だ。俺は何を書いているんだ──二重線で消そう。愉快な話を選んで書き込んでいく。

　ギドの負傷はサラリと流す程度に書いておく。

あいつの妻に送った手紙より詳細に書くのは筋が違うからな。

「ふむ。こんなものか」

　俺は独語しながらペンを止め、机の真ん中にそっとおいて空のグラスを重石に置く。

　そして窓に視線を動かし……跳ね飛んだ。

　左手で窓を開け放ち、同時に右手を突き出す。

　窓の外に感じた気配に間違いはなく、右手は何者かの首筋を掴んだ。

「何者だ」

　首筋を掴んだまま床に叩きつけてから問う。

「かふっ！　お初にお目にかかります。ヴィルヘルミナ陛下よりの使者にございます」

　声を聞いて女だとわかり、首を圧し折るのはやめることにした。

「外にいた見張りは？」

　一応二人程立って居たはずだが。

「名乗っても通しては頂けぬと思い、眠って頂きました」

　窓から覗くと一人がうつ伏せに地面に突っ込み、もう一人は顔に布を巻かれて倒れ込んでいる。

呻いているので死んではいないようだ。

「今更話すことも無い」

　ゴルドニアへの使者ならともかく俺個人に使者を送られる覚えはない。

「それはお話の内容次第かと」

「いや無いな。女だから兵を殺していないなら見逃してやる。さっさと帰れ」

　俺は手で追い払う仕草をする。

「お話だけでも。手付け金です」

　使者は突然衣服を脱ぎ始めた。

たちまち全裸になった女はベッドに仰向けになり、こちらに向けてゆっくり大きく足を開いた。

　美しく大きな乳房、白い太もも、そして整えられた陰毛と綺麗ながらも僅かに肉のはみ出た秘部。

　ゆらゆらと風に揺れる燭台の炎が女の肢体を一層艶めかしく見せていた。

「聞くだけだぞ」

「はい」

　俺は服を乱暴に脱ぎ捨て、ベッドに飛び込むのだった。

なんとか更新です。

次回は一二／一五予定です。










第４５１話　アレス軍進軍　♯







　ヴィルヘルミナの使者を名乗る怪しい女の話など本当は聞いても仕方ない。

　彼女が本物の使者かどうかもわからないし、仮に本物だったとしても既に交渉すべきことなどなく、決着は戦場でつけるのみなのだ。

「話がしたいなら早くしろ。俺は明日から遠征で早いんだ」

　俺は正常位で大の字になった女に乗り、脇の下に手を置いて腰を振りながら話を聞くことにする。

豊満で奥の深いやたら俺好みの女体だな。

「ではさっそ──うぐっ！　ふ、ふふ……噂通りまるで棍棒ですね」

　女は額に汗を浮かべながらも手足をベッドに投げ出し、体全てを俺に任せながら続けた。

「単刀直入に申します。陛下はハードレット様に降って貰いたいと考えておられます」

「アホか」

　俺は一言ではっきりと拒絶し、女に覆い被り、首筋を吸いながら腰を振る。

女は首を吸われる度に短く甘い喘ぎを出したが、話を止めることはなかった。

「陛下は戦況がゴルドニア有利に傾いていることを認めていらっしゃいます。しかしながらこれ以上は進ませぬ自信もある。強力な兵器はもちろん民を敵に回してはおつらいでしょう、と」

　トリスタンが言う『戦い方が変わった』とはヴィルヘルミナが直接関わっていたようだ。

農民を出汁にするやり方も陰謀策略上等の彼女のやり方と考えれば納得できる。

　俺は苛立ち紛れに女の手首を押さえ、強く腰を叩きつける。

女は一突きごとに呻き、苦し気な顔で首をいやいやと振るが紡ぐ言葉に乱れはない。

男が乱暴な気分になった時の楽しませ方を熟知しているようだ。

「戦況はまたも拮抗。ここで貴方が降ればたちまち決着はつくかと」

「知らん。そもそも降らんと言っているのだから戦況の話など意味がない」

　俺は一旦体を離してから女の両腕を掴み強引に引き起こす。

すると女は一瞬俺の目を見てからベッドに四つん這いになってこちらに尻を向ける。

どこまでもわかっている。敵の使者なのが勿体ない限りだ。

　俺は女の後ろで片膝をつき、はっきりとくびれた腰を両手で掴んで再び繋がる。

「ああっ！　予想より一回り……いえ二回りは長くて太い……。コホン、無論無理をおして降って頂くのですから破格の条件を用意しております」

「だから降らんと言ってるだろうが」

　そもそも南ユーグリアが勝てばヴィルヘルミナは絶対者だ。

世界の半分をやると約束しても、やっぱり止めたと言えば終わりだ。

　俺は後ろからの突きを深いものに変えて、女の最奥をねじるように突きこむ。

女は苦悶の声をあげながらシーツを握りしめるが、話は止まらない。

「開戦前より属領となされていたモルトの全領の返還は当然としまして、その他にも旧トリエア王国領からハードレット様の領地に隣接する旧ヴァンドレア領の一部を含め広大な範囲の割譲を──」

　俺はもう答えず、女の両手を掴み、後ろに反らせながら激しく突く。

女は声を上げ、体を震わせ、最後は穴をギュッと締めて絶頂したように思えた。

「少しでも考えて貰えませんか？」

　だが女は激しく喘ぎながらも肝心の話をする時はまったく声を乱さない。

「駄目だな。仮に忠誠心を脇に置いたとしても今まで好き放題やったお前達に信用は無い。そもそも俺は別に領地などいらん」

　瞬間、女の目がギラリと輝く。

こいつの体と受け方が心地良いせいで余計なことを言ってしまったか。

　女は後ろ手にモノを掴み、ゆっくりと引き抜く。

そして羽が触れるように俺の胸板を押し、ベッドに横になるよう促してくる。

特に抵抗する理由はない。

「確約を頂ければその時点で金貨百万枚をお渡しできますわ。……うぅぅぅぅ！」

　女は仰向けになった俺の上に乗り、焦らさず一気に腰を落とす。

後ろに反るように俺の太ももに手を付き、ゆっくりとした調子で前後に腰を動かす。

「別に金が欲しい訳じゃない」

　下手に言質を取られては敵わないので黙っているのが正解なのだろうが、体を重ねながらまったくの無言を貫くのは難しい。

「では女はいかがでしょうか？」

「女だと？」

　しまった。また反応してしまった。

　女は反った体を戻して俺の胸板に手を付き、青い瞳の瞳孔が見える程顔を寄せてきた。

そして指を一本立て、俺の胸から唇までゆっくりと擦り上げる。

「千人……もしこの場でお約束頂けるなら美女千人を差し上げます。陛下のご威光をもってすれば誰一人拒むはずもなく、痛めつけるなり──」

　女は俺の手を取って自らの首に導き、絞める仕草をさせる。

「ねっとり愛するなり──」

　手が乳房に導かれ、血管の浮いた大きな胸を揉み解させる。

「あるいは悉く──孕ませるもよし」

　手が腹部に導かれ、円を描くように撫でさせられる。

彼女の胎は俺を受け入れて僅かに盛り上がっていた。

「逞しい……男の象徴で……濃い種を……少女に……美女に……年増に……どっぷりと……」

　俺は目を閉じて平静を装おうとしたが、千人の美女を孕ませると言われて興奮しないはずもない。

更に女が挑発するものだからたまらない。

俺の鉄の意志に反して一物がビクビクと動いてしまう。

　付け入る隙を与えてしまったと思ったが、女は意外にもそれ以上攻めてこなかった。

　ただ静かに動いて俺に抱き付き、耳元に口を寄せて来る。そして──。

「これは陛下と私以外に知る者の無い秘密です。陛下は貴方が降り、戦争に勝てば貴方と特別な関係になることも厭わぬ……と」

　意味を理解した瞬間、ヴィルヘルミナの美顔と破れたドレスから覗く芸術品のような乳房が脳裏に浮かぶ。

　途端、後頭部で何かがドクンと脈打った。

「まぁ勢い良く膨らみましたわ。これはＹＥＳと理解しても？」

　女の声などもう聞こえない。

　ヴィルヘルミナと交われる。

つまりあの美しい女を少なくとも一時は俺のモノにできる。

乳を吸い、穴を蹂躙し、あるいはあの小さな美しい唇に俺の一物を咥えさせる。

「きゃっ!?」

　気づけば俺は体を回転させ、再び女を組み敷いていた。

そう認識した時には既に腰が猛然と動いていた。

　心臓の音が大きく聞こえ、鼓動が鳴る度、男根に血が流れ込み巨大化していくのがわかる。

　まるで首筋を噛まれてルーシィを思い出した時のようだ。

　どうして何回か会っただけのヴィルヘルミナをここまで抱きたいと思うのか、自分でもわからない。だが男根の膨張は止まらない。

　女は一時ニヤリとした笑みを浮かべたが、その表情は次第に恐怖と困惑に曇っていく。

　最初は今までと同じように俺の興奮を誘う為、乱暴に動きに合わせて苦しむ演技をしていた。

だが膨張が進むにつれて額の汗が増えてゆき、やがて顔が本当の苦悶に歪んでいく。

「そ、そういえば口奉仕をしていませんでしたわ。今から──」

　なんとか抜こうとする女の肩をがっちりと抱きしめる。

既に挿入部分からはミシミシ穴の軋む音がしていた。

　女はいよいよ呻き声を出し始め、俺の肩を押して抵抗を始める。

これは演技ではなく、本気の抵抗だろう。

　だが俺も興奮が高まり過ぎて女を解放してやる思いが吹き飛んでしまっていた。

「や、破れる!!　こんな死に方をするなんて……」

　遂に女が覚悟を決めた瞬間、軽い尿道の痛みとそんなものをかき消すばかりの快感を伴って性欲が噴き出した。

「ぐっ！」

　俺は女の体を抱きしめ、軟体動物の交尾のようにぴったり体を密着させ、失礼極まることに脳内でヴィルヘルミナへの種付けを想像しながら盛大に種を出し続けた。

　そのままどれだけの時間が過ぎただろうか。

性欲が放出され理性が戻り、女の潜めた声が聞こえる。

「では──」




　その時だった。

開いた窓から勢いよく風が吹き込んだ。

　風はテーブルに中途半端に置いたノンナへの手紙を煽り、重石としては役者不足だったグラスが床に落ちて割れる。

　ガラスの割れる甲高く耳障りな音は静まり返った夜には意外な程遠くまで響いた。




「今のはなんだ？　何かが割れる音だぞ。ハードレット卿の閨の方からだ」

「念の為に確認を取って──おい、しっかりしろ！　何があった!!」

　女が気絶させた衛兵が見つかったらしい。

怒号が上がり、そこらじゅうで足音が聞こえ始める。

　女が悔しそうに舌打ちをする。

「約束通り話だけは聞いたぞ。無論返事は否だ。捕まる前にさっさと消えろ」

　もしかするとノンナが助けてくれたのかもしれない。

風で怒ったように部屋中を飛び回る手紙を見て俺は少し笑ってしまった。

「……いずれまた」

　女は残念そうに息を吐いて立ち上がり、溢れる種を一すくい下品に啜ってから窓から飛び出していった。

　同時に扉が叩かれる。

「ハードレット卿！　異常ありませんか！」

「コップが一つ割れただけだ。何かあったのか？」

　俺は眠そうなふりで扉を開けるのだった。
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　──二週間後　都市国家領域　メルドラポリス域内

「おお、セリアここにいたか」

「はいエイギル様！　良かった……エイギル様に居て頂けると落ち着きます」

　俺はセリアの頭に手を乗せ、セリアも俺の腰にぴったりくっつく。

そして二人して安堵の表情を浮かべる。

　イチャついているわけではない。

状況はより厳しいのだ。

　ギルドレスを筆頭にアレス兵は総じて暑苦しくてむさ苦しい。

不快な連中とまでは言わないが、四六時中一緒に居るのはかなりつらい。

　そして今、ここにはアレス兵しかいない。

俺達は手勢を連れず、協力者としてアレス軍に同行しているのだから。

「うう……臭かったです。暑かったです」

「俺なんてギルドレスに無理やり稽古に付き合わされたんだぞ。訓練するのは苦痛じゃないがとにかく汗だの唾だのが飛びまくる」

　俺が連れて来たのはたったの四人だ。

可愛いセリアはもちろんその盾としてのマックにトリスタン。そしてエイリヒに言ってアゴールの同行を認めて貰った。

　ちょっとした冒険になりそうなので優秀な者かつ、危険性を考えればなるべく女を連れて行きたくなかったからだ。昔の誼がある分、見知らぬ奴よりもアゴールの方がやりやすいしな。

　アゴールとは本当に久しぶりだったが、ここまでの道中、積る話でもしているうち、互いの立場の変化が生んだちょっとした緊張も解けて来た。

　本当はマイラやヤーコフも来たがったのだが両名とも部隊の指揮がある。

特に一〇五兵団は俺と奴が揃って不在だと即座に不祥事を起こしかねないからな。

「健在ならギドも連れて来たかったが──」

「今頃宜しくやって──いえ、宜しくやるモノももげましたか」

　ギドはもう少し容体が落ち着いたらラーフェンへ戻すつもりだが、その間の世話はルキノに頼んである。

　彼女は裏切者として兵達にこれでもかと嫌われている。

俺が居ればまだ良いが、こうして別行動となると心配だ。

ならばせめて負傷したギドを懸命に看病する姿を見せれば少しはマシかと考えたのだ。

　そう伝えた時の一悶着を思い出す。




『殿方に付きっ切りで看病と言うのは……その下の方もでしょうか？　やれと命じられればもちろんやりますが……私はハードレット様の……ゴニョゴニョだと思っていたのですが』

　ルキノはこんな感じで渋っていたな。

だから俺はこう答えた。

『男の世話と言う意味なら必要ない。傷が治って来ても襲われる心配はないから安心しろ。ギドはもげているからな』

『こんな若いのに……もげているなんて……男前なのに可哀そう』

　あの時、ギドはずっと泣いていたが傷が痛んだのだろうか。

ともあれ打つべき手は打った。




　回想に浸っているとアゴールがこちらに駆けて来る。

「ハードレット卿、斥候が戻ってきたようです。至急本陣へ向かってください」

　こいつは昔と変わらずかっちりしているな。

ヤーコフを真面目にして品を良くして秩序を教え込んだ感じだ。

「どこが真面目なんですか」

　セリアがジロリとアゴールを睨み、そのまま視線を奴の隣に移す。

そこにはかっちりと軍服を着た小柄な少年、アゴールの従者がいた。

「ふふふ、そうだな。真面目ではないなぁ……くくく妻も妾もいるのになぁ」

　アゴールは気まずそうに目を伏せ、従者は顔を赤らめる。

もちろん、今や百人規模の隊長であるアゴールが従者を持つのはなんら不自然でない。

　だがこの従者には秘密があるのだ。

「ふふふ、少年にしては可愛すぎるぞアゴール。しかも口にうっすら紅まで引いているじゃないか」

「くっ見逃がして下さい！」

　そうこの従者は少年ではなく女なのだ。

アゴールは従者と言う名目で戦場に女を連れて来ていたのだ。

その目的はもちろんはっきりしている。

「昨日も酒盛りを途中で抜けたがお楽しみだったか？　よく見れば首筋に何やら虫刺されがあるな」

　俺はニヤニヤとアゴールを問い詰める。

さぞ下卑た顔になっていることだろう。

「あぅぅ」

　可愛らしく照れる従者を見ているともっと揶揄いたくなってしまう。

「愛人を従者にして連れて来るなど言語同断です！」

「いやセリア嬢ちゃんに言われたくは……ゴホン。それより早く本陣に行きませんと」

　いや、その必要はないだろう。




「おお、新手の敵が現れたか!!　川向こうに布陣しているとな！　ギマキ・ポリスの兵だと！」

「メルドラに屈服して我らに戦いを挑むということか！　王よ、挑まれたぞ!!」

「ぬぅん!!　受けて立つとも!!　既に夕刻だが構うことは無い。メルドラ程度に屈服するギマキの軟弱兵など一時間もあれば十分よ！　作戦無用、正面から踏み潰すのみ!!　いざ行かんアレスの男！」




「ほらな。今から総攻撃だとよ」

「……ゴルドニアのやり方とは随分違うようですな」

　斥候の報告からそれに対する反応、大将ギルドレスの命令まで何もかも本陣から離れたここまで丸聞こえだ。

　そして細かい作戦や編制もなく、既に各個バラバラに剣を取って駆けだして行く。

　連邦式を参考にしたゴルドニア軍とは全く違うやり方だ。




　さて小川を挟んだ反対側に敵が現れたようだ。

敵はこちらを待ち構えていたのか、橋は落とされ浅瀬には木柵が置かれ、河岸に槍兵、弓兵が並んでいる。

　橋がない上に柵で妨害されながらじゃぶじゃぶ川を渡っているところを弓と槍で仕留める作戦だろう。

まあ俺が見てわかるのだからありきたりなやり方だ。

「大丈夫なのでしょうか？」

　アゴールは心配そうな顔をする。

　理由は明らかで、敵の待ち伏せに対してアレス兵はなんと横一線に並んでいるからだ。

見るからにこのまま考えなしに突っ込みますという陣形だ。

「弓兵で対岸を叩きつつ前進、同時に騎兵を上流か下流に大きく迂回させるのが良いと思いますが」

　アゴールがそう言うとセリアがずいと進み出る。

「加えてこちらが風上ですから湿気た木で焚火してやれば煙で視界を悪くできます。こちらは水の中を進むのですから手拭いを濡らして顔に巻かせれば良いのです」

　私の方が賢いとばかりに胸を張るセリア。

「まあ出来ないんだがな。アレスには弓兵も騎兵もいない。奴らは全員歩兵だ」

「歩兵のみ……ですか。厳しい戦いになりそうですね」

　アゴールがいよいよ緊張する。

従者の女もぷるりと震える。

「どうだろうな」

　俺はアレス軍の中心に目をやる。

　ギルドレスは俺の視線に気づいたのか、俺に向かって大音声をあげる。

「此度はそこで我らの戦いを見るが良い！　アレス男よ！　我が友の前で情けない戦いをするでないぞ!!」

「「「ぬぉぉぉぉ!!」」」

　地響きのような鬨の声があがる。

「俺の予想では、一方的な蹂躙になると思うが」

　敵軍はざっと一万程度、それなりの陣地を作っている。

そしてアレスは──。

「行くぞ三万のアレス男よ!!　我に続けぃ!!」

　俺達の援軍に来た部隊に『アレス市民軍』なる今までのアレス兵とどこが違うのかさっぱりわからない屈強な集団が加わり三万となったアレス兵が真正面から突撃を開始した。

　俺は敵軍に心の中で合掌する。

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　アレスの隊列は横一線、足場の悪い川を突き抜け、敵の陣地に真正面から突っ込むようだ。

普通に考えば完全な愚策だが。

「は、早い！」

　アゴールが目を剥く。

俺はもう慣れたが奴らの突撃は歩兵の速度ではない。

　短距離なら騎兵と比べても遜色のない速度で突っ込んでいく。

　奴らは一片の躊躇も無くそのまま川に突っ込む。

「速度が落ちない!?」

　浅瀬とは言え腰まである水を跳ね飛ばしながらアレス兵は進む。

　その先には敵が設置した妨害用の柵がある。

ここで手間取れば延々と敵の矢を浴びることになるが。

「ぬぅん!!」

「こんなスカスカの木では体も鍛えられんわ！」

　アゴールの顎が落ちる。

「引き……抜いた？」

「私はもう慣れました」

　アレス兵は川底に固定されていた柵を根こそぎ引き抜いて投げ捨ててしまう。

　敵は慌てて矢を放ち始める。

「効かん！　軟弱な矢など効かんぞお!!」

「うははは！　おおっ痛い痛い！　腕の出来物が矢で潰れたわい!!」

　ここから見て唯の一人も倒れていない。

「矢が効かない……？」

　たちまちアレス兵は川岸に殺到する。

そこには最終防衛線らしきやや立派な柵が立ち並んでいたが……。

「ぬぅん!!」

　アレス兵は走り込む勢いそのままに柵に体当たりする。

それだけで柵は大きく揺れ、続いて二人目三人目が体当たりすると軋み始める。

そしてとうとう五人目がぶち当たった瞬間にへし折れて倒れ込んでしまう。

「終わったな」

　敵の槍兵が陣形を組む間もなくアレス兵は雪崩れ込んでいく。

　こうなっては最早抵抗のしようがない。

並の兵なら三対一でも蹴散らされるのに、怪物の方が三なのだからどうしろというのか。

「私の常識は通用しないのでしょうか」

　アゴールが頭を抱える中、アレス兵は抵抗する者は皆殺し、逃げる者は嗤って見逃し、輜重隊や高官の愛人なのか少数居た女をたちまち全裸に剥いて保護する。

　突撃の号令から僅か五分で戦いは決着した。

「これはメルドラまでは楽にいけそうかな」

滑り込みです。

次回は日曜更新予定、探検になりそうです。










第４５２話　朽ちた古城







　アレス軍はメルドラ中枢まで最短距離を一直線で向かっていく。

地形や敵の防御陣地も考慮せず、本当に一直線にだ。

「あれは……敵の砦か？　セリア！」

「失礼します！　メルドラの旗です。小さいですが柵に堀に石垣の防御塔……造り込まれています」

　セリアが俺の肩に飛び乗り目を凝らして報告する。

「石造りの防御塔があるとなると歩兵だけで落とすには何か策が必要ですな。軍議を招集しましょう」

　アゴールが厳しい顔で砦を見据える。

「あーいらないんじゃないかな？　どうせ言っても聞かないし」

　トリスタンの言葉に反応した訳ではないだろうが、周り中から怒号が続く。

「砦が見えるな。見たことのない砦だ！」

「奴らめこんなところに砦を建てたか。これはどうする？」

「まずは突撃して様子を見よう！」

　アゴールがギルドレスに軍議云々と訴える前にアレス兵は走って行ってしまった。

「……突撃して様子を見る？」

「俺に聞くな。後でギルドレスに教えてもらえ」

　俺はアレス語に詳しくないのだ。




　アレス兵は砦にむけてこれまた一直線に突撃していく。

　敵は当然雨のように矢を放って迎撃するが、アレス兵は適当な陣形ながら隣の者とがっちり盾で防御を固めているのでほとんど効果は無い。

「距離……詰まります。城壁に取りつき……ぬっ罠か!!」

　アゴールが驚くと同時に土煙が上がり先鋒の姿が見えなくなる。

どうやら城壁近くに落とし穴が設置されていたようだ。

「ははは！　見事にかかりやがった！」

「低能の野獣には罠が一番ね！」

　敵の歓声がここまで聞こえてくる。

「先鋒が丸々罠にかかっては大混乱は不可避です。我々も前に出て事態の収拾に当たりましょう！」

「いらないんじゃない」

　トリスタンのめんどくさそうな声に続き、敵の歓声が悲鳴に代わる。

「お、おい奴ら死んでない！　穴を登って来るぞ！」

「馬鹿な！　５ｍは掘って下に槍まで置いたんだぞ！　い、石を投げろ！　早く!!」

「こうなったら私の槍で……ひっ!?　いやぁぁぁぁ！　助けて！　服を脱がさないでぇ！」

　先鋒が穴に落ちても後続は全く動揺せず、その先鋒もすぐに独力で這い上がり攻撃に参加する。

「ええい、石くれなど積みよって邪魔で仕方ない」

「やるか兄弟！」

　一部のアレス兵は剣と盾を地に置き、素手で石垣に組み付く。

そしてなんと石垣を引き抜いて破壊し始めたのだ。

　やがて足元を崩された防御塔は次々倒壊していく。

討ちかける矢もアレス兵を止められず、壁が引き裂かれ、鉄の城門が男共の圧力に負けて内側に倒れ込む。

　一時間ほどだったな。

「素手で石垣を……私の知る攻城戦とは異なると申しますか……」

「あまり考えるな。奴らはそういうものだと思っておかんと疲れるぞ」




　その後もアレスの進撃は止まらなかった。

　次の陣地は登り口が一つしかない切り立った崖の上に砦があり、正面の登坂の上から火のついた油が流されている。

「崖の上に陣地です。厄介そうですね」

「火勢が強すぎます。まずはあれをなんとかしませんと」

　さてアレスはどうするのか。俺はだいたいわかったが。

「あー予想はしてたけど登ってるね」

　トリスタンも俺と同じらしい。

　アレス兵は背面の崖を集団で登り始める。

敵はまさか垂直の崖を登って来ると思わなかったのか、そちらに防御設備はなかった。

「無数のマッチョが壁を登る光景は壮絶ですね」

「ああ、気持ち悪い事この上ない」

　砦の窓から石やらなんやらを投げてはいるが、その程度ではアレス兵は止められない。

たちまち砦に侵入を許し、乱戦が始まるが、最早こうなっては敵に望みはない。

今回は少し時間がかかった。二時間程だな。

「おお、友よ！　お前らの敵に比べるとメルドラは温くていかん。戦の最中に寝てしまうかと思ったわ！」

　ギルドレスが両肩に綺麗な紅白のドレスを着た女を担いでこちらにやってくる。

「うぅ……殺さないで」

「砦は難攻不落だって言ったのに……しくしく」

　どうやら砦主の女だったようだ。

俺は冷ややかな視線をギルドレスに浴びせる。

「メルドラ中心までもう少し。そろそろ手ごわくもなるだろう。お前も精気をつけておけい」

　ギルドレスは紅いドレスの女を差し出してくる。

「気を使って貰って悪いな。お前も怪我をしなくて良かった」

　俺はにこやかに応じて女を大切に受け取るのだった。




　ギルドレスの言葉が現実になったのか、翌日から戦闘は少しずつ変わり始める。

「「「ぐわぁぁぁぁ！」」」

「三人やられた！　後ろへ下げろ。あの小舟からだ!!」

　またも楽勝と思われた戦闘の中、小川の水草に隠された小舟から無数の火球が飛んできたのだ。

見覚えのある小型火球兵器だ。

アレス兵も火達磨となって吹き飛ばされて無事で済むはずがない。

「泳げる者は川上に回れい！　潜って下から船をひっくり返せい！」

　ギルドレスが突撃以外の命令を出す。

武器と鎧を置いた男が川に飛び込んでいく。

　奴はどうしようもなく暑苦しい馬鹿だが無能ではない。

未知の状況でもどう戦えば良いかはわかっている。

「鎧だけでいいでしょう！　なんでパンツまで脱ぐんですか!!　」

　セリアは怒っているが。

「す、すごい……」

　アゴールの従者が唾を呑み込んだぞ。大丈夫か？

「む、新手が来るぞ!!」

　別の味方から声が上がる。

　視線を移すと敵陣から銀色の馬車のようなものがやってくる。

「あれは……馬車……いや、しかし」

　アゴールが困惑の声をあげる。

「肝心の馬がいないね」

　トリスタンが興味深そうに言う。

　そう『銀色の馬車らしき物』は馬に曳かれないままに車輪を回転させて動き回っていたのだ。

「次々と面妖なものばかり」

「おい、どうすればいいのだ！」

「馬車なら馬を殺れば良い……馬がおらんだと!?　ならわからん！　石でもぶつけよう！」

　普通の馬車なら御者か馬を仕留めれば良いだけだが、これはどうしたものか。

横合いからアレス兵が石を投げるが、車体そのものの強度も高いのかびくともしない。

　更に馬無し馬車はこちらに近づくと火球を次々と放ってくる。

「うお！　火を噴いたぞ!!」

「ええい面倒くさい！　どうする？　飛び乗るか!?」

　このままでは陣の奥深くまで食い込まれるな。

　周囲を見渡し、敵が大型天幕の設営に使っていたのであろう鎖を見つけた。

それを振り回し、アレス兵の一団に向けて投げる。

「屈んで三人掛りで持て」

「応とも!!」

「囮になります！」

　セリアが言うなり馬車に向けて赤く塗られた短刀を一つ投げつける。

それは火薬を巻いた特殊仕様だったらしく、命中するなり爆発して轟音をあげる。

　爆炎が収まった後、馬車もどきは元通り綺麗な銀色のままで傷一つ無かった。

それでも馬車もどきは向きを変え、セリアに向かって突っ込んでくる。

　セリアは適当に逃げる振りをしながら俺達の方向へ馬車もどきを誘い込む。

「今だ！」

　合図でアレス兵と俺は同時に鎖を引きあげた。

馬車もどきは勢いそのままに突っ込む。

　体ごと吹き飛ばされそうな衝撃が襲う。

俺は引っ張られて飛び出しそうになるが、マックががっちりと腰を抱く。

アレス兵三人も吹き飛び、引きずられながらも鎖を離さない。

　馬車もどきは車輪に鎖を絡ませたまま、尚も走ろうとしたが片輪が宙に浮いたかと思うとそのまま横転、二度三度と回転して天地ひっくり返って停止した。

「どんな乗り物だろうと車輪があるなら転ばせれば仕舞いだ」

　俺は空転する車輪を軽く蹴飛ばす。

それにしてもひっくり返りはしたものの、車体も車輪も全く壊れていない。

こいつもジルビルのなんとかで間違いないだろうな。

　兵器を乗せた小舟の方も水中から迫ったアレス兵が次々と転覆させている。

　今までとは違って少しばかり苦戦したが今回も勝てたか。

「漢よ！　後ろだ!!」

　ギルドレスの警告とほぼ同時に俺は振り返り様、デュアルクレイターを振るう。

　俺に迫っていたのは巨大な火球だったが、その迫力とは不釣り合いにパキンと軽い音を立てて掻き消える。

「うそっ火を斬るなんて!?」

　視線の先に草むらから顔を出した敵兵がおり、槍の先が丸くなったような杖を持っていた。

「魔法使いか」

　だが俺の推測は外れる。

「は、放て!!」

　草むらから同じ槍を持った者達が十人ほど飛び出し、次々と火球を放って来たのだ。

　魔法使いは極めて希少であるし、使える魔法はそれぞれで違う。

だが目の前から飛んでくるのは全く同じ色形の火球だ。こんなことはありえない。

「何かはわからんが」

「やるしかなかろう」

　俺は火球二つを両断しながら駆ける。

そして呆気にとられていた敵兵の額に突きを叩き込み、首ごと引き抜いて隣の男も薙ぎ払う。

　同時にギルドレスも突進して敵兵二人を斬り捨て、三人目の頭を踵落としで陥没させる。

「こ、この野郎！」

　俺に向けられた杖が光った。

だが火球は出なかった。杖と右手が回転しながら宙を舞っているからだ。

「先が丸いのはいかんな。近づかれたらどうしようもないぞ」

　右手に続いて首も飛ばし、逃げようとした男の背中もばっさり斬り捨て、五人目に向けて振りかぶる。

　ギルドレスも四人目の敵を杖ごと叩き斬り、最後の一人の首を掴んでへし折ろうとする。

「「む！」」

　そして俺達は同時にそれが女だと気付いた。

「もうだめ……母さぁん！」

「死にたくないよぉ！」

　俺は武器を納め、敵兵の頭を撫でながら杖を捨てさせる。

「「大丈夫だ。女は殺さん」」

　声が重複する。耳がおかしくなったのだろうか。

「「安心して降伏しろ」」

　俺は宥めるように撫でながら簡素な鎧を脱がせ武装解除させる。

「「すぐに解放してやる。その代わり──な？」」

　俺は女を抱き寄せ、尻と胸を揉み解す。

既に戦いも終わりかけている。ならば次に考えるのは夜の楽しみだ。

「うぅ……やっぱりこのままではエイギル様は遠からずあんなになります。阻止しないと……」

　セリアが何やら言いながら女に捨てさせた杖を拾う。

「これが魔法使いの杖ですか。見た目よりずっと軽──わっ!?」

　突然杖が光り、火球が勢いよく飛んでアレス兵の間に着弾した。

「どわっ！　何をする！」

「遠まわしな夜の誘いか！　ならば受けよう！」

　セリアが魔法を使った？

「わ、わかりません。ただこの杖を強く握ったら突然……」

「誰でも魔法的なものが撃てるようになる武器。これはそういう代物みたいだね」

　戦いが終わったのを見てトリスタンがひょっこり顔を出す。

「色々出て来るな」

　これらが全部南ユーグリアの兵器として出てきたら大変だ。

さっさと対処法を見つけないと。
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　──数日後

「無理だ」

「無理でしょうな」

　俺とアゴールは声を揃える。

　目の前には都市メルドラ──都市国家にとって全ての中心となる街がある。

アレス兵は精強・勇猛の言葉では語れないほどの強さを持って敵の砦を落とし、防衛線を突き破ってここまで進軍してきた。

　ここを落とせばメルドラはお終いだ。

距離にして僅か数キロ、隔てる物は石造りの立派な街壁一枚だけ。

「こりゃどうしようもないね」

　トリスタンがやれやれと両手を広げる。

俺はその手を掴んで地面に引き倒す。

ほぼ同時に頭上すれすれを火球が飛び去り、後方の大木を一瞬にして消し炭に変える。

「ここまで来ると笑ってしまう」




　都市メルドラからは無数の火球や光が絶え間なく放たれ、時折街壁の上に顔を出す兵も丸い魔法杖を持っていた。

　更にアレス兵が十人掛りで丸太を叩きつけ、門を破ろうとしたのだが、揺らぎもしなかった。

恐らくはトリスニアで使われた未知の強化技術が使われている。

「ぬぅぅん」

　悔しそうにギルドレスが呻くが、いかにアレス兵が強くとも近づく前に吹き飛ばされるのでは戦にすらならない。その攻撃を潜り抜けたとしても大砲ですら弾く城壁はどうにもならない。

　こんな防御は崩せない。

攻めても一方的に叩かれるだけなのは明白だ。

「まあそれはいい。俺達の主目的はメルドラを潰すことじゃない」

「そうだね。肝心なのはジルビル機械文明の……多分遺跡か何かさ。それを見つけ出すことだよ」

「ぬぅぅぅん」

　トリスタンがパタパタと埃を払いながら言う。

助けてやったんだから感謝ぐらいしろ。

ギルドレスはいいかげんだまれ。

「しかしこれほどまでに強力な兵器の根源となる場所……さぞ厳重に守られているのでは？　例えば都市の真ん中にでもあれば手が出ませんが……」

　心配そうなアゴールにトリスタンは軽い調子で答える。

「いや、多分それは無い。千年も前の遺跡だよ？　堂々と街中に顔を出してはいないさ。だとすれば地下かどこか人目につかない場所……メルドラの中心にあるとは考えにくいね」

　トリスタンは視線を都市から外して続ける。

「怪しいのは鉱山、人が入らない深い森、あるいは……」

　パタパタと可愛らしい足音が聞こえる。

見ればアゴールの従者が息を切らせて駆け寄り、ピッとぎこちなく敬礼する。

彼女は偽装愛人だが、一応従者としての役目もしているんだな。

「街外れに改修中のお城を見つけました！　廃墟のようなのに警備兵がいて変な感じです！」

　トリスタンが静かに手を降ろす。

「あるいは古城か、棄てられた砦……かな」

「ギルドレス。ここに陣取ってあくまで敵にメルドラ攻略が目的だと思わせてくれ。目的を達するまで敵の目を引いておいてくれれば良い」

「ぬぅぅぅん!!」

　戦いが目的でないことが不満なのかギルドレスは特大の唸り声をあげた。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　──夜

「さて、そろそろか」

　陽が落ち切ったのを見て俺達はひょいと顔を出す。

俺の横にアゴールとマック、密着してセリア、後ろの方であくびをするトリスタンだ。

　アゴールの従者が見つけた砦はなんともいびつだった。

　というのも半分が今にも崩れそうなボロボロの古城で、もう半分が建設途中で投げ出されたような中身が剥き出しの未完成品だったからだ。

「脇には瓦礫や土が放置されている。作業中断から時間がたっていない」

　聞きなれない声に驚いて振り返るとマックだった。

こいつは普段声を出さないからたまにしゃべるとびっくりする。

　ともあれ工兵として土木工事に慣れているこいつが言うならそうなのだろう。

　だが俺は今一つ納得できない。

「なんとも小さい城だ。あんなところが古代文明の遺跡なのか？」

　数百人程度兵を入れれば満タンになってしまうぞ。

とても重要拠点だったようには見えない。

「いや堂々と置いてはいないだろうけどね。ほら見てみなよ」

　トリスタンが指を指す。

警備が篝火を灯し、古城が闇夜にぼんやりと浮かびあがっている。

　更に櫓の上には警鐘まで設置されており、打ち鳴らせばメルドラ中心まで危機を知らせることができるだろう。

「こんなボロ城、しかも改装中で中身丸見えの城なんかに軍事的価値は皆無だ。それが戦時下、一兵でも惜しい状況で警備がついているんだ、何か無い方がおかしいよ。ともかく手掛かりは全部当たろう。さ、潜入してきてよ」

「お前も来るんだよ」

　俺はトリスタンの襟を掴んで城に近づく。

「では作戦を発動します」

「あぁ……」

　アゴールに俺は生返事を返す。

この作戦はあまり気が進まなかったからだ。

「大丈夫、やり遂げて見せます！　私の演技力を信じて下さい」




　セリアは従者の襟を掴むと城の傍の草むらまで移動する。

　そしてセリアはムンと気合を入れ、従者を草むらに押し倒す。

「あっいや！」

「ここまで来て何が嫌ですか。覚悟を決めなさい。私の女になるのです！」

　はっきりとは見えないがセリアと従者は草むらの中を転がっている。

「そ、そこは……見ないでぇ……見ないで……」

「もっと股を開きなさい。良くしてあげます」

　従者の足がひょいと草むらの上に飛び出るが、すぐにセリアの細い腕が押さえ込む。

　次第に嬌声は大きくなり、草むらがガサガサと揺れるのが見える。

「だ、駄目……もういっちゃう！」

　従者が一際大きな声をあげた時だった。

「そこにいるのは誰だ！　出て来い！」

　古城を警備していた兵士数人が松明をかざす。

それを合図に近くの兵士が続々と槍を構えて寄って来る。

　俺は思わず飛び出しそうになり、マックに羽交い絞めにされる。

予定通りだったな。体が勝手に動いただけだ。

「まさかアレスの間者か！　ってなんだ逢引かよ……」

　セリアは大人しく両手をあげて立ち上がる。

胸元は大きく開き、太ももは際どい場所まで捲れ上がっている。

　続いて従者も真っ赤な顔で胸を隠して立ち上がる。

セリアは本当に服を全部脱がせたようだ。

　その甲斐あってか敵兵の警戒心は一気に吹き飛んだようだ。

警戒を叫ぶことも警鐘を鳴らしに走ることもしない。

「お前ら昼の戦闘を見なかったのか？　ちっとぐらい盛るのを抑えて……っておい」

「お前ら二人とも女？　女同士で乳繰り合ってやがったのかよ……」

　集まっていた兵士達は顔を見合わせ、ニヤリと悪い笑みを浮かべる。

「ここは重要な場所だ。逢引だったとはいえ簡単に返す訳にはいかん」

「そうだな。厳しく優しく取り調べねば」

「お前らのような綺麗処が女同士とは勿体ない。俺達が男の良さを教えてやるぜ」

　緩み切った兵士達はセリア達を舐め回すように見ながら肩を抱いて連れて行こうとする。

もちろん後方の警戒などまったくしていない。

「行くぞ」

　俺とアゴール、マックは転がるように駆ける。

　俺は悲鳴をあげられないよう、デュアルクレイターで一息に延髄を貫く。

　アゴールは後ろから剣を回し、一気に喉笛を掻き切る。

「──ぎゅ!!」

　少し遅れてマックが戦槌で敵の頭部を丸ごと粉砕する。

頭が無くなっては声が出せるはずもない。

　これで残る敵兵は二人だが。

「しっ!!」

　俺達の襲撃とまったく同時にセリアが動き、はだけた太ももの奥に仕込んだ短剣で一人の喉を突き刺し、そのまま投擲して、もう一人の驚きに開いた口の中に放り込む。

「あぐっ！　あぐっ！」

「け……けは……ぐは……」

　即死こそしていないが声はもう出せない。

俺とアゴールはゆっくりと近づき、もがく二人に引導を渡した。

　松明のみ素早く消して死体は放置しておく。

この暗さではまず見つからない。朝までに決着を付ければ問題無いだろう。

　これで五人が警備していたエリアがぽっかり空白となった。

潜入も簡単に──。

「うーい戻ったぞ。みんなどこだよ～人がクソしてる間にいなくなるなよ～」

　思わぬ場所から最後の一人が現れる。

事が上手くいったと油断していた俺達とばっちり目が合う。

「……」

　兵士は一瞬呆然とした後、踵を返して走り始めた。

「くっ!?」

　セリアが短剣を投げようとするが上手く手につかず、狙いを外してしまう。

「いかん、警鐘を鳴らされるぞ！」

　そうなっては敵の本陣から援軍が来てお終い。

大声で叫ばれるだけでも周囲の警備兵全てが集まって来る。

「すぅー……誰……か……？」

　敵兵は思い切り叫ぼうと息を吸い込み……そのままぴたりと止まってしまう。

そして再び俺達の方を見ると不思議そうに首を傾げ、頬をポリポリ掻きながら壁にもたれかかって鼻をほじり始めた。

「な、何が起こったのですか？」

　間に合わぬと知りながらも剣を抜いて追っていたアゴールが足を止める。

　俺もマックと顔を見合わせ、短剣を握り直したセリアにもういいと伝える。

「あーだりー。腹もいてぇし、さっさと終わんねぇかなぁ」

　兵士は俺達にはまるで興味がないとばかりに不平を言うばかりだ。

よく見ると尻に浅く矢が刺さっている。




「無力化の薬。思考力を無くして無気力にする。ギリギリだったな」

　暗闇から颯爽と飛び出した影はフードを脱ぐ。

　パサリとこぼれる淡い緑色の髪、長い眉毛に整った顔立ち、そして何よりの特徴である長い耳。

エルフの薬師にして自称冒険家のナーティアだった。

「手紙を見て飛んで来たんだ。ジルビル文明の遺跡だと？　私も行く！」

　そういえばノンナへの手紙の中に書いた覚えがある。

何かの弾みでナーティアも見たようだ。

「助かったよ。ナーティア」

　俺は彼女の目を見ながら笑みを浮かべ両手を広げる。

「う、うん。事情はわからないけど騒ぎになったら調査できないと思って」

　俺はナーティアを軽く抱きしめる。

彼女も挨拶と思ってか特に抵抗はしなかった。

「おーお熱いねぇ。いいねぇ」

　薬を打ち込まれた敵が間延びした声で呑気に言う。

「あいつは朝まで放置しても大丈夫か？」

「うん。体質にもよるけど三日から三年はあのままだ」

　命を拾っただけでも幸運だと思って貰おう。

「もう挨拶もいいだろう？　そろそろ離してくれ」

　俺の腕の中でナーティアは気まずそうにしている。

照れて赤くなった顔も愛らしいが何よりも……だ。

「はも」

　目の前でパタパタ揺れていた長い耳を唇で食む。

「はむ！」

　何故かセリアも反対側の耳を同じように食む。

「んあぁぁ!?」

　うおっ！　思った以上にでかい声が出た。

「……おい、今女の色っぽい喘ぎが聞こえなかったか？」

「馬鹿言え、こんな場所に女が来るかよ。溜まってんだよ」

　なんとか事なきを得たようだ。

　口を押えて怒るナーティアを宥めながら俺達は古城の探索を開始する。




　目的の場所はいとも簡単に見つかる。

ナーティアはさすがに自称冒険家だけあって素人の俺達とは比べ物にならない勘を持っていた。

　時折巡回してくる敵兵をやり過ごし、あるいは倒しながら俺達は城の中を進んでいく。

「ここは備蓄庫……だったのでしょうか」

「突き抜けているな」

　苔だらけでいかにも古い地下室の床は完全に崩落していた。

「間違いなさそうだね。瓦礫はどけられているし階段もあるよ。ご丁寧に何か大きくて重い物を引きずり上げた跡も無数にある」

　トリスタンは満足げに頷くと再び一番後ろに戻る。

「この風……深い。尋常でなく深い」

　代わりに前に出たのは鼻息荒く興奮を隠しきれないナーティアだった。

　女を先頭にするのは気が引けたが、本人が乗り気だから仕方ない。

　ナーティアは二段飛ばしで軽快に階段を降りていく。

真っ暗な足元もまったく問題にならないようだ。

もちろん俺達はそうもいかない。

「追手はいないな」

　背中を気にしてから松明に火をつけ、ゆっくりを後を追っていく。

　階段は延々と続く。

五〇、一〇〇、三〇〇、五〇〇……。

「地の底まで続いているんじゃないのか？」

「エイギル様」

　セリアが少し不安になったのか腕にしがみ付いてくる。

見ればアゴールも腕に少女をしがみ付かせていた。




　千を超えて少し、遂に階段が終わる。

「これはこれは……」

　俺はそっと松明を消した。

もう必要なかったからだ。

「信じられません。壁と床が光っています」

　セリアが口をあんぐり開けたまま言う。

壁と床は淡く光を放ち、松明無しでも十分物を見ることができた。

「この壁と床は鉄？　いえ錆び一つないから違いますか」

　アゴールもポカンとした様子だ。

「天井、高いです。３０ｍはありそう」

　従者の少女も目が点になっている。

通路の幅は約２０ｍ、高さは３０ｍ、奥行きは霞んで不明だ。

「予想以上だな」

　俺も少しでなく驚いている。

そりゃあ地下にこんな物を造れる文明が武器を造ったらとんでもないのが生まれるに決まっている。

　軽快な足音が帰って来る。

先行していたナーティアだ。

「す、すごい。ジルビル文明の遺跡の噂は聞いていたが、完全に朽ちた廃墟だったり、ただのデマだったり……でもこれは絶対本物だ。私七五年の人生で初めて見た！　もっと、もっと先に行こう！」

　興奮を隠さないナーティアは飛び立ちかねないほど耳をパタパタさせながら言う。

「このまま前に進もう。ええと、中心……いや中央なんとかかな。直線を継続、つまり直進で……大きな数字だね。まだ大分先みたいだ」

　トリスタンが自作の本を片手に壁に刻まれた文字とにらめっこしてから言うと駆けだそうとしていたナーティアが転がるように戻って来る。

「読めるのか!?　この記号が！」

「読めると言うのはおこがましいかな。色々な本とか資料の断片を繋いで限定的な翻訳票を作ったんだ。それを元に類推して大まかな意味を取れるだけさ」

「それでもすごい！」

　ナーティアがトリスタンにぐいと顔を寄せる。

「むこうにも同じような記号があった。さあ解読してくれ！」

「引っ張らないでよ……てか先頭は嫌なんだって。絶対最初に死ぬじゃないか」

　おのれトリスタンまさかナーティアを狙っているのか。

　俺は忌々しげに壁に目をやる。

「ん？　中央管制室まで一四〇〇ダル直進？　普通に読めるじゃないか。ナーティア俺も読めるぞ！」

「嘘つくな！　次はこれ、これだトリスタン！」

「ハードレット卿、ここはトリスタンとやらに任せましょう」

「人には向き不向きがある」

「わ、私はエイギル様を信じます！」

　セリアだけが目を逸らしながら信じてくれる。

「ええと、認める……いや認証か。人間……これは正面かな？　限界……いや、ここまでって意味かな。防衛の機械、作動の警告……良くない単語が見えて来たなぁ」

　認証の無い人間はここまで。これ以上正面口に近づくと防衛装置が作動することを警告する──だ。

信じてくれ。俺は読めるんだ。

「分かってますエイギル様。私はエイギル様の味方です!!」

　俺が更に訴えようとした時、カツカツと足音が聞こえる。

「おい、誰かいるのか？　交代の時間にはまだ早いぞ」

　一瞬未知の者かと緊張したが、どうやらメルドラ兵のようだ。

主張は後回しだ。

次回は火曜日更新予定です。










第４５３話　遺跡探検　前編







　俺達の声が聞こえたのかこちらにやってくる足音が聞こえる。

　セリアが投げナイフを構えたが、俺は肩を掴んで止めさせる。

　真っ暗な外ならともかくこれだけ明るい場所で殺ってしまうと死体や血痕を隠すのは難しい。

かと言ってここは広大ながらのっぺりして隠れる場所がほとんどない。

「こっち！」

　ナーティアが側壁が半円柱に盛り上がっている場所を見つけたが、半径が１ｍ程しかなく七人が隠れるには苦しい……がここ以外に隠れる場所はなさそうだ。

「全員くっつけ！　ナーティアは俺の肩に乗れ、セリアはナーティアの肩に！　従者のお前は俺の股下に潜れ！　アゴールはマックの上でその上がトリスタンだ！」

「……理不尽だ」

　マックが何か呟くが早くしないと見つかってしまうからさっさとしろ。

スペースは二人分なんだ。

「わかった！　セリアも早く……んっ！」

　ふふふ、ナーティアの大事な場所が首筋に当たるぞ。

セリアが乗ると重量が増して更に強く押し当たる。




「あれ？　なんか聞こえた気がしたんだが」

「異常でもあったのかー？」

「いや、ねえよ。……もっともここそのものが異常の塊みたいなもんだがよ」

　敵兵はさして怪しんでもいない。

切り抜けられそうだ。

「だよなー俺は昨日配属されたばっかだけど正直今でも身震いがするぜ……帰れなくなる気がする」

　敵兵は三人組のようだ。周囲の状況が不明な以上、始末するのは得策ではない。

「しっかし、もうここは空っぽなんだろ？　警備なんて必要あるんかね」

「さあな。上がまた何かすげーのが見つかるかもしれねぇと考えてるんじゃね？」

「だがそのお陰で俺達はアレスと戦わずに済む。ここの兵器があれば負けるはずがないが、流れ弾でも食らって死にたくはねぇ」

　三人は通路の真ん中で雑談に興じている。

細かく見て回る気はないようでこの分ならやり過ごせそうだ。

「はい定時の見回り完了。さっさと控部屋に戻ってゲームの続きをしようぜ」

「こいつめ銀貨二枚分勝ってやがるから必死だぜ。まぁ何もないところを見て回るのは不毛か、戻ろう」

　二人は来た道を戻るようだが、最後の一人が通路の奥、俺達の反対側でより遺跡の奥深くを見て言う。

「なぁ、俺達ってさ。遺跡を探索して武器だの妙な油だのと引っ張り出してるだろう？」

「今更なんだ？　ここの武器があったからこそアレスを蹴散らせるんだろうが……まったく南ユーグリアが戦況ひっくり返された時はどうなることかと思ったが……」

「ちょうど改装中の古城の床が抜けてこんなのが見つかるなんてな。イーフィス神に感謝だぜ」

　男二人を乗せたマックがぷるぷる震え始めるがトリスタンが真剣な顔で静かにと呟く。

「んで最近は武器も油も取り尽くして、今は俺達含めてごく少数がいるだけだ」

「中身がなくなりゃなあ。お前は知らんだろうが、一時期はすごかったんだぜ？　全軍総出で何もかも漁り尽くしたからな」

　もう何も残っていないと言われてナーティアがしょんぼりしている。

「そこだよ。俺達が掘り尽くしたのはこっちと──そっちだろ？」

　敵兵は入口から伸びる広い通路から左右に分かれた支道をそれぞれ指し、次いで通路の奥に体を向ける。

「街に例えりゃ俺達が探したのはただの路地でこの先が大通りの続きだ。どうして奥にいかないんだ？　絶対今まで以上の成果があるに決まってるぜ」

　だろう？　と男が他二人に向き直ったが返事は無い。

「……な、なんだよ。俺何かまずいこと言ったか？」

「お前……ここに来て最初の説明を聞いて無かっただろ？」

「重要度の下がったここにお前が配属になった理由がわかったぜ……いいか良く聞け？」

　別の男が奥に向かってしばらく歩き、ピタリと止まる。

「ここだ。ここまでが俺達の警備範囲だ。ここから先には何があっても立ち入るな。金が落ちる音がしようが、美女の喘ぎが聞こえようが、仲間の悲鳴が聞こえようが……だ」

「な、なんだよ。別に何もねえじゃんか。そんな悪魔が出るみたいに……」

　もう一人の男が動揺する男の肩に手を乗せて言う。

「俺はこの遺跡が見つかってすぐに配属された。もちろん最初は何もかも隅から隅まで調べようとしたさ。で、広大な遺跡を調べ上げるべく、千人規模の部隊が奥に進んだ……そして誰も帰ってこなかった。これはいかんと選りすぐりの探索隊を送った……もちろん誰も帰ってこなかった」

　ナーティアの目が輝き、反対にトリスタンの目は曇る。

「次は異常があったらすぐに引っ張り戻せるよう腰に紐をつけた二十人を送った。悲鳴が響いて引っ張り戻すと紐のついた腰が二十個戻ってきた。そういうことだ。戻ろうぜ」

「お、おう」

　新参の男は脅えたように後ずさり、戻っていく二人を慌てて追いかけていく。




　俺達は物陰から顔を出す。

マックは限界だったのかうつ伏せに倒れ込む。

「じゃあ僕たちも戻ろうか」

　さりげなく来た道を帰ろうとするトリスタンの襟を俺とナーティアが掴む。

「今聞いた通りだ。ここらは既に空っぽらしい。手掛かりがあるとすれば奥だ」

「うん！」

　やる気満々のナーティアの長い耳がパタパタ揺れる。

思わず手を伸ばすと耳が後ろに倒れて回避された。妙な技を習得したものだ。

　俺は得意げに耳を動かすナーティアに肩を竦めながら、真剣な顔で全員を見る。

「油断はできないようだ。用心しろよ」

　頭を抱えるトリスタン以外は全員が無言のまま頷く。

　そして俺達は『警備範囲』を越えた。







「はてさて、鬼が出るか蛇が出るかと思ったが。何もないな」

　俺を中心にナーティアが前、左右をマックとアゴール、後方にトリスタンと従者少女、そしてセリアが隣に陣取り、息の詰まるような警戒の中で前進していたが、魔物どころか矢の一本も飛んでこない。

こうなると最初の緊張感は徐々に減退してしまうものだ。

「遺跡と言えばあれだろう？　レバーを引いたら毒矢が飛んで来たり、間違った道を行くと巨大な石が転がって来たりだろ？　それで最後は宝を守る巨人と戦う」

「あ、それ知ってます。私も大好きな冒険活劇の本です」

　セリアが乗って来てくれた。

「確か王都で有名な劇団がやって好評でしたな」

　アゴールも知っているようだ。

「実はその本もオマージュなんだよ。元は連邦の探検家が書いた日記をまとめた奴なのさ。一応僕は全部持ってるから好きなら貸してあげるけど」

　トリスタンも本の話なので乗ってきた。




　予想に反してお気楽ムードになった時だった。

「……血の臭いがする」

　ナーティアがぼそりと呟く。

　俺達はその場に止まり、ナーティアと身の軽いセリアが前に出て最高の警戒態勢で進む。

「うわっ!?」

　ナーティアとセリアは同時に呻き、転がるように戻って来る。

「これはまたえげつないな」

　俺も顔をしかめながら前に出る。

　見つけたのは恐らくメルドラ兵と思われる屍が数十体……いや人体の破片、数十人分と言う方が正確だろうか。

「見事にバラバラだな」

　首を斬ったとか腕を落としたとかそういうレベルではない。

シチューに入れる野菜のようにブツ切りにされていた。

「これは並の方法じゃありませんな……」

　アゴールは言いながら周囲を警戒するが、前も後ろも今までと同じ天井と壁と床が続くだけだ。

「僕らもこうなる前に引き返──」

　トリスタンの襟首を掴んで引き戻す。

「ナーティア、わかるか？」

「……洞窟とかならコケや草を見て不自然な場所も分かるが……こんな場所は私も初めてだから」

　なら仕方ない。

「真ん中を進もう」

「ええっ!?　でも罠があるのは明白です！」

　セリアが言う。

「さすがに馬鹿正直に行くのはどうかと……」

　アゴールも不服なようだ。

　俺も考え無しではないぞ。

「罠を仕掛けた奴の立場になって考えてみるんだ。こんなえげつない死体が残る罠だぞ？　次の奴は警戒するに決まってる。そして警戒した奴は道の端をおっかなびっくり進むものだ。まさか真ん中を通ってくるとは思うまい。逆に安全なんだよ」

「なるほど……さすがですエイギル様！」

　セリアが褒めて来る。

「一理あるかも」

　ナーティアも頷く。

　俺も智将と言われる男だ。これぐらいは見抜けるさ。

何やらぶつぶつ言うトリスタンの襟を掴んだまま俺は道のど真ん中に一歩踏み出す。

「僕なら端と真ん中の両方に仕掛けて初見と次のを二つとも潰すけどなぁ……」

　踏みしめた床がガコンと重い音を立てた。

「……すまん」

　全員の悲鳴と同時に前後から巨大な檻が落ちて来て閉じ込められる。

「閉じ込められました！」

「檻の罠だったのか!?」

　セリアとアゴールが叫ぶ。

残念ながら違うようだ。

　金属を擦るような耳障りな音とともに壁から何かが飛び出してくる。

「あれは──の、ノコギリ!?」

「……来るぞ！」

　壁から突き出た通路一杯の巨大ノコギリは鋭い音を立ててこちらに突っ込んでくる。

見えない誰かが高速で引いているかのように刃が動いている。

触れれば間違いなく両断されてしまうだろう。

　メルドラ兵をぶつ切りにしたのはこいつらしい。

「屈め！」

　ノコギリは俺の胸、セリアの頭程度の高さで進んでくる。

全力疾走の馬程の高速だがしゃがむだけで回避できそうだ。

　全員が素早く対応し、トリスタンだけはマックに床に倒されて回避する。

　これで終わり……なら良いんだがな。

さすがにメルドラ兵が油断していたとしてもあれで全滅はしないだろう。

「戻ってきます！」

「だろうな」

　今度は腰の高さだ。

速度は先ほどよりも更に速い。シュバルツ並だろうか。

「よっと」

　俺とマック、アゴールは助走をつけて跳び、ナーティアは壁を蹴って飛び越え、セリアは両足を揃えてぴょんと垂直に跳ぶ。従者少女とトリスタンは頭を抱えてぴったり床に張り付く。

トリスタン以外は心配いらないな。

「またです!!」

　今度は膝、腰、胸と連続で三本だ。

速さも馬ではなく、矢と比較した方が良い程だった。

「全員備えろ！　トリスタンは目を閉じとけ」

　アゴールは従者少女を抱え、俺は仕方ないのでトリスタンを掴む。

「今!!」

　俺の合図で軽く跳び、膝狙いを避ける。

続いて踏ん張ってからの大跳躍で腰狙いを避ける。

最後に着地と同時に滑ったように倒れ込んで胸狙いを避ける。

　もちろんドジを踏んだ奴はいない。

「……むむむ」

　セリアが俺に抱えられたトリスタンを嫉妬の目で見ていた。

すぐにこいつを放り出してセリアを抱きしめたいが、鈍臭いこいつは間違いなくシチューの具になるのでもう少し我慢してくれ。

「楽勝だな。次は五連続か？　良い準備運動だ」

　皆が笑う。まだまだ余裕がありそうだ。

「ねぇ……メルドラ兵バラバラになってるよね。今のだけだと輪切りになると思うんだけど」

「次が来ます!!」

　再びノコギリが出て来る。

足首の高さに一本、速度は最初の奴よりも遅い。

　なんだこりゃと言いかけた時、縦横数十……いや数百のノコギリが網の目のように突き出した。

「おい反則だろ!!」

　思わず怒鳴ってしまう。

「ど、どうしましょうエイギル様！」

「逃げ場がないぞ！」

「……あ、これはもう死んだね」

「こ、こんなことなら貴方に処──」

「……褐色」

　俺は反射的にデュアルクレイターを抜き、逆にノコギリに向かって突進する。

逃げ場がないなら突っ込むしかない。

　ノコギリに触れないよう、新デュアルクレイターのリーチを生かして刃を叩きつける。

（ぐわぁ！　何をする）

　だがノコギリを破壊することはできず、刀身が弾かれついでに脳内に野太い悲鳴が聞こえる。

（アレは並の素材ではない　いかに我が宿りし剣とて一刀で斬ることはできぬ）

「簡単には斬れんか……だが」

　俺はデュアルクレイターをみる。

傷一つない。デュアルクレイターの方も耐えられる。

「ならこうだ！」

　俺は剣先を床に向け、剣の腹に左手を添えてノコギリに突き出す。

　強烈な振動が伝わり、思わず手を放してしまいそうになるが、ここで負けては俺達もシチューの具になってしまう。

　例えるなら超高速で石臼を挽くような感触だろうか。

腕が痺れ、全身の皮膚が振動する不快な感触だ。

「ぐぅぅぅ……ええぃビリビリと気持ち悪い！」

　しばらくの間押し合いが続いたが、唐突に当てていた刃が滑り、俺はノコギリの中に飛び込んでしまう。

俺は全身をノコギリに蹂躙されて反対側に放り出される。

「エイギル様ぁぁぁ!!」

　セリアの絶叫が聞こえ、さすがにみじん切りを覚悟したが、不快な振動以外は痛みも無い。

「うん？」

　全身を確かめるが傷は無い。

「あっ！　今の押し合いでノコギリの歯が全部飛んだんだ！　みんなエイギルが居た場所に突っ込んで！」

　ナーティアが叫び、俺と同じように反対側に突き出て来る。

「行きます！」

　セリアが頭から飛び込む。

「場所を違えたらお終いか……ええい。南無三！」

　アゴールも少女を抱いて飛び込む。

「……俺は大丈夫だろうか」

　マックが飛び出す。

禿げ頭の先から少し血が出ている。本当にギリギリだったようだ。

　だがトリスタンが出て来ない。

「おい、何をしてる！　早くしろ！」

　だが叫び空しく、ノコギリは最後まで到達してしまう。

　これが最後だったのか、ノコギリは壁に引っ込み、檻も音を立てて戻っていった。




「くっ俺が一緒に連れて来ていれば……」

　アゴールが床を叩く。

「私が尻を蹴っていれば……」

　セリアも悲しそうだ。

「せめて屍ぐらい拾ってやろう」

　俺はバラバラになったトリスタンを探すが見当たらない。

「いや死んで無いから」

　壁についていた扉がパタンと開き、僅かな隙間からトリスタンが這い出してきた。

「緊急、安全、避難……であってるかな？　これを見つけてなかったら危なかったよ」

　俺はトリスタンに微笑みかけてからセリアの頭を軽く叩く。

「な、なんで蹴るのさ！　ノコギリの中に飛び込むなんて怖いじゃないか！」

「なら先に教えなさい！　もっと尻を蹴ってやります!!」

「一人分だったんだって！　それに言ったけど誰も聞いて無かったじゃないか！」

　俺達は更に前進を続ける。




　あれだけの罠を乗り越えたのだから、もう怖い物はない。

俺を先頭にアゴールやマックなど男連中はそこから歩を早めずんずん進む。

「駄目！　止まって！」

　だが突然ナーティアがトーンの低い声を出す。

　ナーティアは爪先を立てて床をなぞる。

「ここ、おかしい。引っ掛かりがある」

　遺跡の壁や床は継ぎ目が見えず、まるで一枚の鉄板のように滑らかだ。

ナーティアが指摘した場所も見た目にはまったく平坦に見えるが……。

「エイギルはさっきやらかしたんだから下がってて!!」

　そう言われてはもう何も言えない。

　ナーティアは懐から手のひらサイズの木製球体二つを取り出し、勢いをつけて床を転がす。

球体は床を転がり、当然ながら徐々に減速していく。

　そして二つはやや離れた場所で勢いを失った後、一つはこちらにもう一つは向こう側に転がり始めた。

「真ん中が盛り上がってる！　ここ、やっぱり何かある！」

「よし帰ろうか」

　俺はトリスタンの襟を掴む。

「一列になって通路の端を歩いて、私が先頭を行くから」

　俺達はナーティアを先頭に一列になり、一歩ごと数秒をかけてゆっくりと進む。

　ナーティアはまるで羽が触るように足で床を確かめながら進み、首を捻っては何度も方向を変える。

歩みが遅いだけならまだしも、横に行ったり後ろに戻ったりもするのでなかなか前に進めない。

「なあ、もっと一直線には行けないのか？　日が暮れるぞ」

「しっ！　私の経験では危なく見える箇所が一杯あるの！　いいから黙ってついてきて！」

　うーむ、そう言われては反論できない。

俺は仕方ないかと息を吐き、壁に手をつく。

　途端、ガコンと音がして手のついた部分の壁が２０㎝程めり込んだ。

「……なあナーティア」

「何!?　集中してるの！」

　怒りながら振り返ったナーティアが青くなる。

「すまん。またやってしまったようだ」

「もーー!!」「またですかハードレット卿!!」「……ぐお」「ひぃぃぃ！」「やっぱりこうなったよ！」「エイギル様のアホー！」

　全員の罵倒の叫びと同時に後方の床──ナーティアがひっかかりうんぬん言っていた部分──が轟音を立ててせり下がり、俺達の居る場所はたちまち急な坂道となる。

　そして前方の天井がぱっくり開き、直径１ｍ程の金属球が無数に落ちてきた。

金属球は一度床で跳ね、当然ながら急勾配を俺達の方に転がって来る。

「やばいぞ！　避けろ！」「……傾いて立てん！」「落ちないようにするだけで精一杯です！」

　俺はちらりと後ろを見る。

せり下がった床の先は真っ暗、落ちればまず命はあるまい。

しかし鉄球をなんとかしようにも足場が悪すぎる。

　そうこうしているうちに鉄球が迫る。

「これに捕まって！　私の冒険七ツ道具！」

　見ればナーティアがトリモチに棒のついた道具を壁に引っ付けていた。

　俺は棒に掴まって立ちあがり、他の奴らに後ろに入れと叫ぶ。

「ナーティア。これの強度は？」

「トリモ君の特性粘着剤はぜぇったいに剥がれない！」

　よし、ならなんとかしてやる。

「直撃します！」

　セリアの叫びどおり、鉄球が迫る。

　俺は左手でトリモ君を掴んだまま、籠手のついた右手で鉄球を殴りつける。

「よっと！」

　鈍い音、腕から全身に衝撃が突き抜ける。骨が軋み右腕が痺れる。

それでも鉄球を弾くことに成功した。

　どうだと誇る暇もない。

「次が来ます！」

　俺はトリモ君を両手で掴み、体を持ち上げて両脚で鉄球を蹴り飛ばす。

「次……いっぱい来ます!!」

　ざっと六個ほどが直撃軌道で転がって来る。

一つずつ弾いたり受け止めていては潰されるな。

「持っていてくれ」

　俺は籠手を外してナーティアに投げる。

　そして素手になった右腕を鉄球に向けて突き出す。

「素手で殴ったら腕が折れる！」

　アゴールが叫ぶがまさか俺もそんなことはしない。

「こうするんだよ！」

　俺は右手一本で鉄球を受け止めた。

　弾いたり蹴ったりするのと違い、鉄球の重量を全て受けるのでさすがに滑り落ちそうになる。

トリモ君を掴む左腕からもぶちぶちと音が聞こえそうだ。

　だがここでへたれる訳にはいかない。

俺の背中にはセリアとナーティア、そして従者の少女までいるのだから。

　俺は砕ける寸前まで歯を食いしばり、もてる全ての力を右腕に込める。

　そして鉄球はついに動きを止めた。

「止まった！」

「すごい……」

「それより誰か助けてよ！　落ちる！　落ちるから！」

　だがこれで終わりではない。

後ろからもう五発来ているのだ。

「ふんがぁ!!」

　俺は渾身の力で止めた鉄球を投げ飛ばす。

　鉄球は傾斜を上に向かって転がり上がり、向かってきていた五つの鉄球と次々衝突して弾き飛ばした。

「うそぉ」

　ナーティアの呆れた声と供に鉄球が品切れになったのか、天井が閉じ、床がゆっくりと戻り始める。

「なんとかなったな」

　俺は振り返り全員の無事を確認する。

「あ、トリスタンがいません」

　閉じかけている穴の際からトリスタンの腕が見える。

ギリギリでアゴールが引き上げ、事なきを得たようだ。

「ところで……俺が罠にかかってしまった時、最後に叫んだのはセリアじゃないよな？」

「記憶にございません」

　良かった。もしセリアにアホなどと言われたらショックで立ち直れないところだった。

「先に行くか」

　俺が再び歩き出そうとするとマックに腕を掴まれた。

「私が先導」

　ナーティアが先頭に立つ。

「私が次です」

　セリアが続く。

「俺が続こう」

　アゴールが前に出る。

「……次が俺だ」

　マックが続く。

「で、では次は私ですね」

　少女が頭を下げながら俺の前に出る。

「何故だ……」

「あー、面白い本の話でもしようか？」

　俺はトリスタンと肩を並べ、一番最後をふてくされて歩く。

前後編になってしまいました。
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「「……」」

　先程の罠のインパクトが強かったせいか皆、無言で最警戒しながら歩いている。

セリアに声をかけても簡単な返事を返してくれるだけで話を続けてくれない。

「僕の考察としては──なんだけど、そもそも作者のミスの可能性も残る。そこは確かめようがない」

　口を開いているのはトリスタンだけだが、良く分からん本の感想を聞かされてもつまらんことこの上ない。しかも『知らん』と言えば説明が始まるからなお鬱陶しい。

　油断するよりはいいが、こんなギチギチに張り詰めると余計失敗や見落としが出るぞ。

　ここは俺が一つ空気を和ませてやろう。

二つ失敗してそのまま最後尾ではそれこそただの役立たずだからな。

「ちょうど晩飯は芋だった」

　俺は腹を軽くさすってから腹筋に力を込める。

「ふん！」

　静寂の空間に前触れなく巨大な放屁音が響く。

「ぎゃっ!?」「ぴっ！」「どわっ!?」「きゃあ！」「……」「ちょっ真ん前で！」

　ナーティアが肩を竦ませ、セリアは反射的に飛び上がる。

アゴールが従者と共にひっくり返り、マックの禿げ頭に血管が浮き上がる。

後ろから見るとなんとも面白い。

「ははは、すまん。つい屁が出てしまった」

「「「……」」」

　茶化す感じで言ってみたが、皆は怒るでも抗議するでもなく、ただ無表情で俺を見て来る。

「……すまん」

　思惑が外れた。そんな真剣に怒らなくても良いだろうに。

頬を膨らませて俺をポコポコと殴ってくるセリアだけが救いだ。

「まったくエイギル様はもう！　まったく！」

　セリアは怒りながら前に戻り、一歩を踏み出すなり突然後ろ向きにでんぐり返りして戻って来る。

「ここの床、おかしいです！　一瞬沈みました！」

「むっ！」

　ナーティアが滑り込むように床に顔をつける。

冒険用のぴっちりした長ズボン越しに尻の形が良く分かる。良い尻だ。

「圧力感知だ……床に一定以上の重量が乗ると作動するタイプ。スイッチと違って床全体が反応するから避けて通れないから一息に飛び越えないと……ざっと８ｍ、いける？」

　ナーティアがいいながら赤のインクで印をつける。

「行くしかないだろ」

　俺が言うとナーティアは頷いてから助走をつける。

「やっ！」

　印ギリギリで跳躍した彼女は壁にトリモ君を投げつつ、優に１０ｍは跳んで綺麗な着地を決める。

「さすがエルフだな」

　ナーティアは普段から木々の間を飛び回る森エルフだ。

しかも魔法が使えない代わりに身体能力はエルフの中でも高いと自負していたからな。

「壁に足場を引っ付けたからここに足をかけて二段で跳べば楽に越えられる」

「わかりました！　エイギル様お先に行きます」

　セリアは助走をつけて斜めに跳躍、壁についたトリモ君に足をかけて二段跳びで悠々罠を飛び越える。

「はい次」

　ナーティアが残った俺達にも早くと促す。

「いや……そのですな」

「……俺には難しい」

「無理さ」




　マックとアゴールは顔を見合わせて首を振り、従者は泣きそうな顔でアゴールに擦りつき、トリスタンはできる訳ないとその場に座り込んでしまった。

「ま、先にアゴールだな」

　俺はマックと目配せして左右からアゴールの脇の下に手を回す。

そのまま二人で大柄の奴を持ち上げて全力疾走──そして投擲。

「な、何を……うぉぉぉ!!」

　アゴールはギリギリ罠を飛び越える。

一瞬、ナーティアとセリアが反応したが受け止めきれないと見て身を引き、奴は顔面から床に滑りこんだ。

「ギリギリだったな」

「ああ」

　俺とマックはがっちり腕を組んで互いの健闘を称える。

鼻血を出すアゴールは何か言いたげだが、これ以外に方法はなかったんだから諦めろ。

　続いて俺とマックはそれぞれトリスタンと従者の少女を山なりに放り投げ、アゴールに受け止めさせる。

さてここまでは完璧だが。

「問題は俺達だな」

「あぁ」

　俺達は体重があるので互いに投げてやることはできない。

セリアの様に二段跳びが出来る程器用でもない。

　ならば脚力だけで飛び越えるしかない。

「いけるな？」

「……ふ」

　マックは筋肉の塊のような腿を揉みながら不敵に笑う。

「行くぞ!!」

　俺達は大きく助走をつけ、辺り一帯に響き渡るほど大きな踏み込みの音を残して同時に跳躍する。

「いけぇぇ!!」

「ぬおぉぉ!!」

　俺の体は重く、ナーティアのように舞うような跳躍はできない。

だがその分を踏み込みの力で補う。

　俺はできるだけ遠くに着地するよう足ではなく上半身から落下する。

見ればセリアが決意の表情で受け止めようと両手を広げていた。

　セリアは俺を受け止め──られるはずもなく、勢いのまま二人して床を転がる。

「きゃうん!!」

　なんとかセリアを庇うように転がり、彼女を組み敷くような形で止まる。

「危ないから二度とするな。ありがとう」

　俺はセリアの唇と首筋にキスをしてから起き上がる。

「さて、今回はなんとかクリアだ。次に──」

　マックが悲しそうな顔でこちらを見ている。

着地視点はナーティアが置いたトリモ君よりまだ手前で４ｍ程しか跳べていない。

　マックの体重でゆっくりと床が沈みこみ、俺達の前後の壁が開き戸のように締まる。

「全然駄目だろうが！　できないならできないと言えこの筋肉達磨が!!」

　俺の罵倒が終わるより先に空気を吹き込むような音が鳴り始める。

「ノコギリも鉄球も来ませんが」

「この音は……なんでしょうか」

　セリアとアゴールがきょろきょろと周囲を警戒する。

　音はどんどん激しくなるが、それ以外には特に何もない。

「いや、何か妙な臭いがするような」

　ナーティアが突然胸元から綿棒を取り出す。

あれも冒険七つ道具の一つだろうか。

「──!?　ど、毒気が出てる！　口を塞いで伏せて！」

　ナーティアが叫ぶが時既に遅かった。

「か、体が痺れる──」

「あぁ、やっぱり帰っておけば良かった」

　アゴールとトリスタンが床に倒れ込み、マックが膝をつく。

セリアも口を押えながらフラフラ頭を揺らしている。

「これ以上充満したら本当に死んじゃう！　なんとかしないと！」

　ナーティアはエルフだからか他の者よりも耐性があるようだ。

「まず毒気の元を止めないと……どこから出ている」

　俺は壁と床を探すがわからない。

無色透明な気体が出ている場所を探すのは無理があるぞ。

「ゲホゲホ……待って。七つ道具、空気穴探し──！」

　ナーティアは言うなり紙袋を地面に叩きつける。

袋が破れ、紅く光る色のついた粉末が辺り一面にもうもうとたちこめる。

　粉は黙々と煙のように広がりながらも吹き付けられたように床を広がっていく。

「なるほど上からか」

　粉末の動きを追って天井に目を凝らすと天井から銀色の管が二つ飛び出している。

とはいえ天井までは３０ｍ、到底剣など届かない。

「セリア動けるか？」

「なんとか……いけます！」

　セリアは口を塞ぎながら立ち上がる。

すまないが頑張ってくれ。

「マック、さっさと立て」

「……ぐぉ」

　お前の失態なのだから尻を拭うしかないぞ。

口から泡を噴いている場合ではない。

「ナーティア、トリモチを二つ出してくれ」

「ゲホゲホ……私も辛くなってきた……これ」

　俺はトリモチを短剣二本にべっとりつけてセリアに握らせる。

「これを天井の噴出口に命中させてくれ。トリモチで管を塞ぐ」

「は、はい。でもここからだと届きません。跳ぶにも息が……ケホケホ」

　俺は道の真ん中でマックと手を組む。

「俺達に向かって走って来れば天井近くまで飛ばしてやる。もちろん受け止めてやるから投げたら安心して落ちて来い」

　セリアはわかりましたと返事するが再び二つ咳を落とす。

苦しい中でも律儀に靴を脱いでいるようだ。

本当に可哀そうだ。もしこれが失敗したら俺がなんとか壁を駆け登って頭突きで壊すしかない。

　マックは俺と手を組みながら白目を剥いている。

気持ち悪いことをするな。セリアが怖がるだろうが。

「いきます！」

　セリアが若干ふらつきながら走って来る。

ちゃんと上手い位置に飛ばしてやるぞ。

　セリアの足が俺とマックの手にかかった瞬間、渾身の力で体を起こす。

　軽いセリアの体は冗談のように跳び、天井まで半分程、垂直１５ｍ程跳ね上がる。

「いけセリア！」

「はいっ！」

　セリアは空中で体を反らせ、反動をつけて短剣を投擲する。

短剣は糸を引くような勢いで正確に管二つに命中、ナーティア曰く絶対に取れない粘着剤が毒霧の噴出口を塞いだ。

「げ、限界です」

　セリアは命中を見届けると顎を反らせて落下してくる。

「良くやったセリア」

　俺は全身に力を込めてなるべく衝撃が少ないようセリアを受け止める。

「ぐふぅ……」

　マックはそれっきり倒れてしまった。

　毒霧の噴出音はしなくなり、何かが詰まったような汚い音が鳴り始め、最後に俺がさっきひり出した屁のような音がして無音となる。

「おい、止まったぞ。……誰も起きてないのか」

　見れば既にアゴールもトリスタンも床に倒れ込んでいる。

セリアも俺の胸の中で苦しそうだ。

　罠自体が壊れたのか扉がゆっくりと開き始め、新鮮な空気が戻ってきた。

「なんとかなったな」

　俺はセリアを持ち上げて新鮮な空気を吸わせてやる。

幸せそうに口をパクパクとメルが飼っている金魚みたいで可愛い。

「うぅ……やっと体が動く……解毒剤を……」

　ナーティアがずりずり地面を這いながら全員に解毒剤を配っていく。

中でもマックは全身を痙攣させて死にかけていたが、なんとか事なきを得たようだ。

咳き込みながら起き上がって来る。

「でかい図体の割に情けない。これぐらいのことで死んでどうする」

「むしろ平気なエイギルがおかしい。あの毒は吸い込んだらすぐに体痺れて動けなくなって、そのまま息も出来なくなるかなり危険な物だったのに……ぴんぴんしてる。解毒剤はいらないな」

　そんなことはない。

「俺にも解毒剤をくれ。痺れて仕方ない」

　するとナーティアは驚き、すぐに薬をくれる。

「ご、ごめん。我慢して頑張ってたのか。エイギルのお陰で私達は生き残れたのに……」

「股間が痺れて仕方なかった。まったく厄介な毒だ」

　解毒剤を飲むと痺れが取れた。

やはりナーティアは最高の薬師だな。

「なあこいつは本当に人間なのか？　痺れ薬も毒霧も全部股間に行くじゃないか」

「凄く大きいので血が沢山流れ込むからかも……もしくは心の臓がそっちにあるか……」

　セリアとナーティアがひそひそ話している。

元気になったら先に進むぞ。




　その後も俺達は様々な罠を突き抜けて先に進んだ。

　床が次々と落ちていく罠はナーティア特製の紐で互いの体を結んで助け合った。

　壁一面から矢が発射される罠はアゴールが発射直前に気付いて間一髪で床に伏せた。

　無数のワイヤーが張られた部屋に行き当った時は、セリアが軽業ですり抜けて解除した。

　天井が落ちて来る罠にも行き当ったが、俺とマックが支えている間に脱出に成功した。




「俺達は探索向きのＰＴかもしれないな」

「罠をほとんど作動させて……うち九割はお前が作動させて良く言えたもんだ！」

　ナーティアの照れ隠しを聞き流しながら進んでいると大きな扉に行き当る。

周囲には高さ二ｍ程の円柱が十個並んでいた。

「また分かりやすいな。これも罠だろ？　開いたら来そうだ」

　俺は軽く準備体操しながらナーティアに聞く。

「多分ね。でもこれ系の罠は回避手段がないから……強行突破しかない」

「許可の無い……解放……警告……兵士……だってさ」

　許可の無い者が扉を開けると兵士が排除する、と書いてある。

とはいえ何百年も前の遺跡なのに今更兵士などいないだろう。

居たとしてもとっくに骨になっている。

「案外何もないかもしれないぞ」

　俺は笑いながら力を込めて扉を押し開ける。

途端、重たい歯車が回る音と何かがせり上がる音が聞こえ、扉周囲の円柱がまるで開花する蕾のように開いていく。

「……なるほど兵士だ。そう来たか」

　現れたのは金属製のスケルトンとでも言うべきだろうか。

　体部分は最低限の骨組みだけで顔部分は金属の花瓶のようにのっぺりしており、中央に目らしき丸いものが一つだけついている。

左手は手首の先から盾になっており、右手は剣になっている。

「き、機械の兵士です！」

「すごい！　こんなの初めて見た！」

　セリアは警戒の声をあげ、ナーティアはこんな状況ながら興奮している。

「確かにすごいな。だが感心するのはこいつらをバラバラにした後でいいだろう。来るぞ！」

　機械の兵士はカラカラバリバリと金属音を立てながらゆっくりと立ち上がり、俺達の方に向かってくる。

まさか友好の握手など求めてはいまい。

　俺とマック、アゴールの男三人が前に飛び出し、セリアとナーティアが中列、戦えない従者少女と役立たずのトリスタンが後列だ。

「やるぞ。かかれ！」

「「おう!!」」

　まずマックとアゴールが迫る二体の機械兵士に仕掛ける。

　アゴールは大きめの片手剣と一般的な盾、マックは戦槌を両手で持って飛び込む。

　攻撃に反応したのか、機械兵士も両手を掲げて戦闘態勢を取ったようだ。

だが耳障りな歯車の音を立てながらの動きはいかにも緩慢だ。

「遅いわ！」

　アゴールは機械兵士の構えた盾に同じく盾をぶつけて弾き、振り下ろされる剣を楽々避けて首から袈裟懸けに斬り込む。

「むうん！」

　マックは戦槌でまず機械兵の盾を軽く叩き、体勢を崩してから渾身の振り下ろしで頭部を強打して床に叩きつける。

「私も負けません！」

　セリアが後方から短剣を連続投擲する。

盾で受けた瞬間に短剣が爆発、揺らいだ機械兵はその後の短剣を全て受け、最後に突進したセリアの突きまで食らって倒れ込む。

　さすがに戦い慣れしている奴らばかり、なんとも鮮やかな攻撃だ。

相手が人間なら今ので三人とも死んでいるのは間違いない。

「だが……効いていないなぁ」

　アゴールが斬り付けた個体はゆっくりと視線を奴に向け、剣を振り上げる。

　マックに叩かれた個体は僅かに頭部を凹ませながらもゆっくりと立ち上がる。

　セリアの連打を浴びた個体もクルリと頭部を一回転させてから歩き出す。

「普通に戦っても駄目だ。よく考えて戦え」

　マックの一撃を受けて壊れないのなら闇雲に斬ったり殴ったりしても効果はない。

工夫が必要だ。

「お前達で一体ずつ、ついでにナーティアも一体頼む。後六体は俺が──」

　デュアルクレイターを引き抜き、左から右へと軽く流す。

「引き受ける」

　姿勢を低くして敵に向かって駆ける。

まずは固まった三体からだ。

　先程の動きからこいつらの動きは並の兵士より遥かに鈍いとわかっている。

三対一でも遅れは取らない。

　突き出される三本の剣を小気味良いリズムで弾く。

なるほど連携は取れるが、攻撃のリズムはどいつも同じだ。

　三体の剣を全て跳ね上げると、奴らは全く同じ動きで仰け反り、体勢を立て直そうと同じ動きで後ろに下がる。

「所詮は木偶人形」

　一体は股下から切り上げ、弾き飛ばして壁に激突させる。

結構重いな。１００ｋｇ程あるかもしれない。

　次の一体は回転させて勢いをつけた横薙ぎで足を払い、一回転させて頭から床に転がす。

　最後の一体は肋骨のような部分に刃をひっかけ、掛け声と同時に真上に跳ね上げ、落下してきたところを思い切り踏みつける。

「話にならんな」

　さて約束通り次の三体と思ったとき、足元から剣が突き出される。

もちろん動きは大したことがないので軽く避けたが。

「まだ動けるのか」

　さすがに俺の力とデュアルクレイターの斬れ味を受けては無傷ではない。

だが腕一本足一本千切れながら、あるいは上半身が潰れて火花を散らしながら這ってこちらに向かってくる。

「所詮は木偶だが……木偶だけに完全に壊れるまで動き続けるか。破片にするまで油断するなよ」

　セリア達にそう呼びかけると、俺は再び突っ込む。

元々手加減などしていなかったが、全身全霊で戦っていた訳ではない。

だがこれだけ頑丈ならばそうせざるを得ないようだ。

　俺は野獣のように吠えるとデュアルクレイターを振り上げて跳躍し、足が千切れて這っている個体の頭部を強烈に叩きつける。

全体重が乗った渾身の一撃は頭部を完全に叩き潰し、動きが止まる。

「次は──」

　上半身から火花を散らす奴に狙いを定め、突進の勢いそのままに体の中心に突きを見舞う。

もちろんこれで終わりではなく、突きが命中した後も勢いを緩めず突進を続け、そのまま壁に押し付ける。

　より一層派手な火花が飛び、遂にデュアルクレイターが突き抜けると機械兵は黒煙を出して停止した。

「そして──」

　腰を落として一呼吸溜め、振り返り様に一閃する。

　背中から狙っていた個体は渾身の一撃を首筋に受け、金属の首が四五度曲がってその場に崩れ落ちた。

「いやぁぁぁぁ!!」

　悲鳴に目をやると従者の少女に機械兵士が迫っている。

俺が最初の三体に手間取っていたせいで次の三体が行ってしまったらしい。

近くにはトリスタンがいるが、何故かあいつには反応していない。

あの野郎、死んだふりをしていやがる。

「ち、悲鳴と動きに反応するのか」

　従者の少女も腰につけた剣を抜いて斬りかかるが、動きの遅さは機械兵士とどっこいだ。

しかも一番硬そうな胸部に斬りかかったものだから一撃で剣が折れてしまう。

　俺は迫る機械兵士に駆け寄ると、少し手前で跳び、全体重の乗った両脚蹴りを食らわせる。

機械兵士は派手に転げるが、もちろん痛みに呻くはずもなく即座に起き上がろうとする。

「女の方を襲うとは何事だ」

　もちろんそのまま起き上がらせはしない。

俺は鉄の軍靴で目と思しき部分を踏みつける。

　二度三度四度、そして五度目でその部分が割れて動きが止まる。

「次」

　独語しながら身を捻り、突き出される剣をデュアルクレイターで弾く。

　奴らの鈍い立て直しなど待たず、剣を振り上げて右肩、左肩を連続で殴打する。

破片が飛び散るが腕は落ちない。デュアルクレイターの攻撃にここまで耐えるとなるとやはり普通の金属製では無さそうだ。

　俺は息を吸いながら体全体を反らせて振りかぶる。

もちろん普通の敵相手にこんな間抜けな大振りはしないが、こいつら相手なら良いだろう。

「ふん！」

　たっぷり二秒は振りかぶった後の一撃は頭部に半分まで食い込んで止まる。

小さな爆発音の後で拳大の炎が噴き出し、機械兵士は動きを止める。

「今の勢いだと全身を真っ二つにして床までめり込むと思ったんだけどな」

　ふうと息を吐いた時、背中に衝撃があった。

咄嗟に身を捻ったので深手ではないが、こんな相手に貰ってしまうとは恥ずかしい。

「殺気が無いから気付かなかった」

　俺は一人で言い訳しながら剣を構える。

もちろん敵には脅えもしないし、俺に傷を負わせたと喜びもしない。

淡々と剣を向けてくるのみだ。

「つまらん相手だ」

　戦いに美学を求めるタイプではないが、それでも戦いとなれば血は湧く方だ。

しかしこいつら相手には何も感じる物が無い。

　奴らは淡々と機械として動き、俺もただ奴らを壊す為に戦う。そんなつまらない戦いだ。

まだオークと戦う方が面白味がある。

「さっさと終わらせてしまおう」

　俺は振りかぶり、まず盾を弾こうと剣を合わせる。

（起きた）

　頭に不機嫌な声が響き、機械兵士は盾どころか全身が爆発して砕け散る。

「なんだいきなり」

（いきなり起きて何が悪い）

　強姦龍は永遠に寝ていればいいのだ。

ともあれ約束の六体は倒した。

「さてセリア達は……」

　目をやるとアゴールが機械兵士に組み付いていた。

両腕で首に抱き付き、渾身の力でひん曲げて遂に圧し折って停止させる。

　機械兵士は表面が硬くて並の剣では倒せないが、曲げる力にはそれほど強くなかったらしい。

「ウォォォ!!」

　マックの怒声に目をやると奴は機械兵士を掴み、何度も何度も壁に叩きつけている。

破片が飛び散り、油のようなものが噴き出し、遂に火が出て動きが止まる。

なるほど、壁も奴らと同じぐらいに硬いからな。

　セリアが短剣を投げる。

短剣は兵士の胴体に吸い込まれるが、さすがに効果があるとは思えなかったが……。

「やった！　命中です！」

　機械兵士の歯車音が大きくなり、動きがぎこちなくなったかと思うと前のめりに倒れて熱湯をかけられた昆虫のようにのたうっている。

「体の中に歯車が見えたので短剣を噛ませました！」

　巨大な水車でも歯車に小石一つ挟まるだけで止まってしまうこともある。

それにしても凄い精度だ。

「これでどうだ！」

　ナーティアが機械兵士の攻撃を避けると同時に瓶を投げる。

割れた瓶からは水飴のような液体が零れるが、すぐに固まって琥珀色のガラスのようになる。

　全身を固められた機械兵士はそのまま小刻みに震えるだけとなった。

「全て片付いたか。よくやった」

「ハードレット卿こそ、こんな厄介な奴を良くも六体も」

　まあ俺にはデュアルクレイターがあるからな。

無ければこいつらと同じように関節技を掛けたり床に叩きつけたりしなければならなかった。

（人でなければ魂が得られぬ）

　お前は黙っていろ。

「これで終わりだな」

　扉を潜ってふと見上げると高さが天井、つまり３０ｍはある円柱がある。

うむわかったぞ。全部わかった。




「よし走るぞ」

　全員が首を激しく上下に振る。

　円柱から音がし始め、蒸気が立ち昇る。

「走れーー!!」




「危なかった。もし本当にアレのでかいのが出てきたらどうにもならなかったぞ」

　俺は言いながら壁にもたれかかる。

「硬いのなんの……標準サイズでも二度とごめんですな」

　アゴールは折れて柄だけになった剣を捨てる。

「歯車が小さい上に動くので本当に苦労しました」

　セリアが懐と太ももをモゾモゾやっている。

短剣はもうほとんど残っていないらしい。

「固めた一体は無傷で持って帰りたかったのに……」

　ナーティアは惜しそうに言うが、マックが来た道に視線をやると、諦めたように俯く。

「ともあれ。ここがゴールだ」

　今まで大人しかったトリスタンが壁を軽く叩く。

　そこは先ほどの扉よりも更に巨大で重厚な、まさに『最後の扉』だった。

「ようやく着いたか」

　だがトリスタンの表情は優れない。

「着いたね。でも鍵もついてる」

　トリスタンは扉の横のダイヤルを指す。

「一二進法で八桁、ついでにレバーが四つ……一二の八の四……どうする？」

　全員が数秒静止した後、床に倒れ込んでしまう。

「やるしかないだろ。適当にやれば開くかもしれない」

「いや無理だよ。何通りの組み合わせだと思っているのさ。星の数ほどあるよ」

　俺は無言でレバーと数字を操作しながら言う。

「王都で宝くじってのが売ってるだろ？」

　これをこう……なるほど、こうやって動かすのか。

「いくら買っても当たらんと皆言う。だが、毎回誰かが当たってるんだ。可能性は〇じゃない」

「いや、そりゃ理屈ではそうだけどね。今ここで宝くじが当たるなんてとても思えないよ」

　トリスタンの溜息を聞きながら数字を入れ終わり、レバーを適当に操作する。

「そうでもない。俺も道楽がてら適当に買ったが二回当たった」

　低い音がして何かが一つ外れる音がする。

「うそん」

　トリスタンがポカンと口を開く。珍しい光景だな。

「何事もやってみるまで」

　次の数字を入れてレバーを引く。再び低い音がする。

　トリスタンの口が更に開く。レオポルトに見せてやりたい光景だ。

「わからんさ」

　三つ目の数字も当たったようだ。

本当に適当にやっているのに我ながら運が良いな。

　セリアも口をあんぐり開いている。

いろいろ想像して興奮してしまうじゃないか。

　四つ目も少し貯めを作ってレバーを引く。

よし、当たりだ。

「なにこれ……」

　ナーティアの目が真ん丸だ。

耳がふんにゃり肩まで垂れている。力が抜けるとああなるのか。

　五つ目が外れる。

「ハードレット卿の強運……まさに」

　アゴールもポカンとしている。

　六つ目……よし成功だ。

　マックは表面上変化は無いが禿げ頭に浮き出た血管が動いている。

変な驚き方をするな。こっちが驚いてしまう。

　七つ目……外れた。

　従者少女は無防備になって胸元が見えている。

案外あるじゃないか、アゴールもやるものだ。

「さて最後まで来たぞ」

　最後も適当に数字を入れよう。五でいいかな。

　ふとナーティアのほうを見るともしかしたらと興奮しているのか脱力していた耳が揺れ始めている。

１，２，３，４……七。

「七に変えよう」

　俺は数字を入れ替え、レバーを引く。

　ドンと今までとは違う音がする。

一瞬外したかと思ったが、次の瞬間重たい音を立てて扉が開いていく。

「僕はもう確率論は信じないことにするよ」

　トリスタンのつぶやきを聞きながら俺は扉の先に目を凝らす。

『入場を確認　Ｔ９９自動人形起動　ここは高度管理区です。入場者は氏名役職を伝達下さい』








第４５５話　千年の守護者







　扉の先は広大な円形広場だった。

直径は優に九〇か１００ｍ程、元々高かった天井は更に上がって５０ｍ近くとなっている。

「これが最深部……いやはや実際に見るとなんとも言葉がでないね」

　トリスタンは苦笑いしながら軽く頭を振る。

　通路と同じく照明器具は無いが明度は更に上がり、色も白か……いや薄い紅……いやいや水色か、それとも色彩が変化しているのか、今まで見たことが無い色合いでわからない。

　確かなのは明るいながらも淡い光で今まで見たことが無い程美しい照明だということだ。

「すごい……私はこういうのが見たくて今まで旅をしていた……美しい」

　ナーティアなど感極まって泣き出しそうだ。

耳も不安定に揺れたり垂れたり繰り返している。

「地下にこれほど空間が……どれほど巨大な勢力があったのか……空恐ろしくなりますな」

「ふぇぇ……」

　アゴールは少し圧倒されているようだ。

従者も奴の腰にぴったり張り付く。

「……」

　無言を貫くマックも一歩後ずさったのが見えたし、セリアも周囲を警戒しながら俺の傍を離れない。

　ここはゴルドニアどころか連邦の王宮大広間でさえ比べ物にならないほど巨大だ。

机椅子どころか、小物一つ無いことがより大きさを強調している。

「いや、一つだけ『居る』それとも『ある』……か？」

　広大な空間の中心に彼女は立っていた。

　身長は１５０ｃｍ程、手足は身長相応にほっそりしており、童顔も含めて少女に見える。

　だが人ではあり得ない虹色パステルカラーの髪と淡い桃色の瞳がただの少女でないことを示していた。

　見たことが無い素材で出来た体にぴったりと張り付く白を基調にした服を着ているので体のラインがはっきり出ているが、凹凸はほとんどなさそうだ。

『繰り返します。ここは高度管理区です。入場者は氏名役職を伝達下さい』

　それは再び言葉を発した。

感情がなく機械的ではあるが綺麗な少女の声だ。

　俺達は何も答えず、集まって警戒を続ける。

「言葉が同じなのはいいが……どうする？」

　俺はトリスタンに目をやる。

俺達の名前や爵位や大隊長だのといった役職を言って納得するとは思えない。

「自動人形か……さっきの鋼の兵隊さんの同類だね。攻撃してこないのは僕達が正当な手段で扉を開けたからだと思うけど、身分認証を求めている。ここで部外者だとわかったら多分……」

　だからお前に聞いているんだろうが。

役立たずめ、生きて帰れたら毎日飯は豆尽くしだ。しかも料理人をイリジナにしてやる。

「帰れたら喜んで食べるよ。まあ嘘を吐くしかないさ。無難な名前と役職を言えば偶然一致するかもしれない。さっきの鍵と同じように頼むよ」

　俺はいい加減な案に舌打ちをするが他に手は無さそうだ。

この文明の名前は確か──そして高度管理区とか言ってたな。

『最終通告です。氏名及び役職を──』

「俺はビルビル・タロー。高度管理区の親玉だ！」

　これでどうだ。

「エイギル様……あんまりです！」

「逃げる準備を！」

「そもそもジルビルだよ……はい戦闘開始」

「ハードレット卿……王宮で見咎められてジョン・ゴルドニアとか名乗るようなものです」

　ええい外野は黙っていろ。




　自動人形は完全な無表情のまま俺に視線を移す。

『認証不能──』

　駄目か。やはりトリスタンの案は役に立たなかった。

　だが襲ってくることは無く、周囲から何かが飛び出す訳でもなく、ただ一瞬考え込んだように見えた。

『名簿情報が損傷。入場者との照合不能。確認作業は不可能。認証過程を省略します──ようこそバドス要塞へ。前回の入場より一〇五七年一五三日ぶりのアクセスとなります』

　言っていることは良く分からんが、どうやら凌いだらしい。

「あれでＯＫだったの？　ええ……」

「古代文明は思った以上に馬鹿なのか、それとも嘘を吐く者がいなかったのか……」

　ナーティアとトリスタンが俺を讃える中、足元が軽く振動する。

『二名に中度の疲労。四名に軽度の疲労を確認、休息をお勧めします』

　床がせり上がり、テーブルと椅子が現れる。

更に得体の知れない長方形の物体がせり上がり、そこから水が流れ出す。

『三名に軽度の脱水を確認。どうぞ』

　見たことのない材質のグラスが差し出される。

「気が利きますね」

「うん自動人形って言うから『ウィーン、ガシャン、コロスコロス』みたいなのかと思った」

　最初にあの機械兵士を見せられたからな。

　はて、それの表情はセリアの言葉を聞いて緩み、ナーティアの言葉を聞いて不機嫌になったような。

見間違いだろうか。

「どうぞ」

「おう、悪いな」

　それは俺にもグラスを差し出す。

　俺は受け取る振りをしながら自然に手を撫でる。

完全に人肌で温かみすらある。ささくれや荒れも全くない、ぷりぷりした少女の肌だ。

「ふむ」

　続いて自然に髪を撫でてみる。

色こそ人間に有り得ない色ではあるが、触り心地は人と変わらない。

櫛の良く通ったサラサラの髪だ。

「なるほど」

　肩口から胸元までを自然に撫でてみる。

服の触感は不思議だが、その下には柔らかい少女の体があり、胸の膨らみも僅かながら確認できた。

『過度の接触はご遠慮下さい』

「うおっ！」

　嫌がる素振りは無かったのに突然大きな声を出され、皆が白い目で俺を見て来る。

うむむ……表情が無いとわかりにくいな。

「辺境伯のスケベは置いといてさ。本題に行こうよ」

　トリスタンが立ち上がる。

「君がここの管理者なんだよね？」

『否定します。最高権限者はミデクト上級大将、上位管理権限者はグイヌン大将、アトエイ中将です』

　トリスタンは少し頭を捻って続ける。

「現状の維持管理は君がやっているんだよね？」

『肯定します。権限者長期不在につき、私が暫定的に中枢部の機能保持に努めています』

　トリスタンが初めて役に立ったな。

あとナーティアがこっそりグラスをバックに入れようとしたが、それに顔を向けられて慌てて机に戻して口笛を吹き出す。

「僕達より前にここに入った人達がいるよね。そいつらは色々な物を持ち出しているはずだけど……」

『確認しています。一〇六日前より延べ一五四五五人による施設への継続的侵入。若干の保管兵器と雑品を窃取しております』

　全部知っていたのか。

「止めようとはしなかったのかい？」

『私の最優先命令は中枢部の保全です。侵入者は警戒システムを突破できず、中枢部への脅威は無いと判断しました。また私は高度管理区を離れることを禁じられています』

　なるほど、最初の通路などは俺達で言うところの庭か窓の外ぐらいの感覚なのだったのか。

「なるほどね……それでだ。僕らは窃取された『若干の兵器』に興味があるんだ」

　トリスタンは件の巻物を広げる。

『警告、基準を超える真菌と臭気を確認。緊急清掃をスケジュールします」

「はは……臭いもんね。それで……これだ」

　トリスタンは巻物に書かれた兵器を指す。

『画像が不鮮明の為、確定できません』

「あぁ……ううんと。じゃあこの形状に一番良く似た兵器には何がある？」

『Ａ−七型魔導砲が該当します。Ｒ−一二型拡散制圧魔力砲が該当します』

「兵士が持つ槍に似た形状の携帯兵器は──」

『Ｓ−一二歩兵用制圧魔導尺です』

　拍子抜けするほどあっさり出たが、なにやら違和感を感じる。

「後は……既に建造済みの街壁や柵を強化するような機械はあるかい？」

『ＰＰ−三からＰＣＰ−一六までの塗布剤が該当します。いずれも塗布することで物質の表面に強度の高い皮膜を形成、破損や劣化から保護します』

「その塗布剤は塗った物が壊れたらどうなるのかな？」

『一定以上破損した場合、廃棄されたと見なされ、強度を失う仕様です』

　トリスタンは苦笑して両手を広げる。

「お終い。全部わかっちゃったよ。資料を集めて分析するのを楽しみに……いや覚悟してたんだけどね」

　確かに呆気なかったな。どうしようもない違和感もあるが……。

「だが肝心なことがまだだ」

　ここからは俺の出番の様だ。

「そうです！　兵器の図鑑を作っても仕方ありません。なにより対応策を──」

「お前の名前だ」

　俺は少女に微笑みかけながら言う。

セリアが後ろで騒いでいるが少し待ってくれ。

『Ｔ−九九、施設保持・管理補助型自動人形です』

　Ｔ−九九と言われても名前が記号では呼びにくい。

「Ｔ−九九……【ティクク】でどう？」

　ナーティアがぼそりと呟くと、それ……いやティククの首が一八〇度回転して彼女を見る。

そんな機能もあったのか。

「ひえっ！」

　慌ててグラスを机に戻すナーティア。そんなに欲しいのか。

「正式名称は変更できません。──よって副次的な呼称として登録しておきます」

　もしかして気に入ったのだろうか。

　さてセリアも騒いでいるし本題に戻ろう。

「この兵器だの塗布剤だのが持ち出されてちょっとした騒ぎになっているんだ。破壊するか無力化したのだがどうすればいい？」

『Ａ−七、Ｒ−一二共に強度は高くありません。一定以上の物理的、魔力的衝撃を加えれば破壊することは容易です』

「近づけないから聞いているんだがなぁ……」

　俺はトリスタンをつつく。

「あーっと……この兵器が盗まれたり持つ部隊が反乱したりした場合はどう対処するのかな？　可能な限り人的損害は出したくないとして」

『この施設から全兵器に停止命令を送ります』

　最初からそれを言ってくれと肩が落ちる。

「なら今すぐ送ってくれないか？」

　こうしている間にも地上でアレス兵が損耗してるかもしれない。

　するとティククは俺を正面から見据える。

よく見ると瞳孔が機械的に動いている。やはり人ではないんだな。

『ビルビル・タロー。貴方は要塞管理権限者ですか？』

「いや違う。あと名前はエイギルに変えてくれ」

　ティククはコクリと頷く。

『要塞保持の為、特別プロトコルを適用します。エイギル貴方は管理序列者ですか？』

「それも違うなぁ」

　名前はちゃんと変えてくれたらしい。

『特例プロトロルに緊急時マニュアルを適用。貴方は要塞所属人員ですか？』

　ティククの目が訴えかけるように覗いてくる。

違和感の正体がわかった。

「ああ、そうだよ」

　途端、ティククの表情が和らぐ。

『Ｔ−九九から現状の最高権限者に特例プロトロル並びに緊急時マニュアル適用を申請。Ｔ−九九はこれを承認。魔導兵器を遠隔シャットダウンします』

　床から何から無数の突起がついた机が現れ、ティククが何やら操作を始める。

「そろり……ぎゃあ!!」

　興味を引かれたナーティアがこっそり手を伸ばすと操作を続けながらティククの首だけがグルリと回る。

首の可動域は三六〇度なんだな。

『魔導兵器に停止信号を発信。要塞外の全兵器停止しました』

「これで終わりか、あっけないもんだ」

　俺を含めて全員の表情が和らぐ。

これでここまで潜った目的は概ね達成した。

地上であの兵器が止まったとすればアレスはもう心配ないだろう。

「頑強な壁の問題はあるが……」

『塗布剤は解体用に一定以上の電圧を加えることで効力を失う仕様になっております』

　電圧とはなんだ？

「魔導的要素はありませんので遠隔操作での無力化は不可能です」

　ならぶち壊すしかないのか……これは骨かもしれない。

だが光の兵器が全部止まるならやり様はある。

「では戻りますか？」

「ええ、もう!?」

　セリアが言うとナーティアが慌てる。

　反応を見るとアゴールとマックは帰りたい。

トリスタンはもう少し居たいように見える。

　だが何より──。

『過度の接触はご遠慮下さい』

　言いながらティククが何故か俺と扉の間にいる。なるほど。

「せっかくここまで来たんだから新しい武器でもあれば面白いんだがな」

　冗談めかして言ってみる。

『第一武器庫展開』

　広場の端が大規模に盛り上がり、机や椅子とは比べ物にならない質量がせり上がってくる。

　並んでいるのは何とも不思議な物だ。

後部に良く分からない機構と持ち手が付き、そこから細い筒が長く伸びている。

上部には覗き穴のような物が装着されている。

『Ｍ１０２突撃銃は一万五千丁の使用可能備蓄があります』

「いやこんなどう使うのかわからんのじゃなくてだな……」

　すると今度は別の場所がせり上がる。

『第二武器庫には二百門の多連装ロケット砲、百門のＭ１５５重機関砲など火薬兵器が備蓄されています」

「もう何を言っているのかもわからん。とりあえず重そうだから持って帰れんよ」

　するとティククはほんの僅かだけ俯く。

『第三武器庫のジェノサイドキャノン砲は緊急時においてもミデクト上級大将の直接命令以外での展開は禁止されています』

「Ｍ……さっぱり何かわからないが記念に一つ貰っておこう」

「先に刃が付いているから槍か？　いやしかしこの細さでは実戦で使えまい」

「……俺には持ち手が小さすぎる」

　ナーティア、アゴール、マックがもぞもぞやっていたが、結局ナーティアだけがＭ……なんとかを一つだけ持って帰るようだ。

　セリアはでかい筒がまとまったような物を軽く叩き、興味を失ったようだ。

「これは……止めておくべきだ。持って帰るべきじゃない。ただでさえ戦争ばっかりなのにこんなものが地上に出たら大変なことになるよ」

　トリスタンは何やら呟いた後、椅子に深く腰掛ける。

「そんな意味のわからないものじゃなくて、もっと剣とか槍とかはないのか？」

　変な物を貰っても使えないからな。

『剣、槍──備蓄該当無し。検索範囲を拡大──該当一、グイヌン大将私物』

　今度は床ではなく、天井が狭い範囲でせり下がって来る。

そこから現れたのは……。

「槍なのか？」

「みたいですね」

『魔槍ケラヴノス。制式備蓄では無いので詳細データありません』

　長さが３・５ｍ程、うち先端の８０ｃｍ程が刃部分であり、主となる穂先の側面に突きの邪魔にならぬよう角度の浅い極めて鋭い刃が等間隔で七本並んでいる。両断より突きや切り抜け用の槍だろうか。

　全体が銀色を帯び、デュアルクレイターのように光り輝いている。

デュアルクレイターは今や見る影もないが。

　重量は４０ｋｇ程度で重くない。これなら片手で十分振り回せるだろう。

「強度は……まあ多分大丈夫だろう」

　二度三度と振るった限りでは特に儀典用だとも思えない。

「ちょっとした成果だ。貰っておくぞ」

『はいグイヌン大将は一〇五七年前に死去。相続の連絡もございませんので時効により該当物の権利は放棄されております』

　それは良かった。

千年も前に死んだのなら今更槍惜しさに化けて出ることも無いだろう。




「では帰ろうか」

「「「はい！」」」

　セリアとアゴール、マックは良い返事をする。

トリスタンは複雑な顔で全体を見回し、ナーティアはパンパンの風呂敷を首に巻いてティククに睨まれ冷や汗をかいている。

　全員が早足で扉を出て行く。

そして俺も部屋を出ようとした時だった。

　袖がちょいと摘ままれる。

「……ん？」

　ティククが無表情のまま俺の袖を掴んでいた。

何かやらかしただろうか。

『貴方は要塞人員として認証されました。離脱は許可できません』

　袖を掴む力が増す。

全員に緊張が走るが、俺だけは何ともなかった。

彼女は俺を閉じ込めようとも危害を加えようともしていない。

　考えてみれば最初から不自然だった。

身分認証を名簿情報が無いと誤魔化しているのもおかしかった。

　百歩譲って本当に身分確認できなかったにしても、俺達はただの要塞人員、一兵卒として認識されているはずなのに、兵器の情報や武器庫の中身を簡単に見せるはずがない。

「ここが捨てられているのは知ってたんだな？」

『私はＴ−九九、任務は要塞中枢部の保持。命令は有効、継続中』

　椅子を出し、水を出し、ナーティアを睨んだティククは心持ち嬉しそうだった。

自動人形と言っても途中で戦った無機質な奴らとは違っていた。

「もうここに人が来ることは無い。全部わかっていたんだよな」

『要塞人員の離脱は不許可。不許可』

　繰り返しながらティククは袖を掴みながらトコトコついてくるが、俺は一歩踏み出して扉の外に出る。

「ここを、出たかったんだよな」

『区域外……既存の任務を……継……続』

　ティククは部屋の境目でピタリと止まり、掴んでいた袖も放す。

　レオポルトばりの無表情で俺を見つめる彼女の目にはもちろん涙も瞳の揺らぎも無く、機械的に瞳孔が動くのみだ。

　だがその雰囲気がはっきりと悲しみを告げ、俺に向けて懇願していた。

　俺は扉の外から手を差し出す。

「一緒に来るか？」

　ティククは一瞬停止した後、左右に頭を一度ずつ傾け、最後に一回転させる。

「ひっ!?」

「びっくりするからそれはやめてくれ」

　なまじ人間にしか見えないのでよりインパクトが強い。

『区画外への移動を申請。基礎命令と背反、不許可。戦時特別令を適用。現状の最高権限者をエイギルに設定。名簿に記載無し──データ破損と判断、追加入力。ご命令を』

　ティククは無表情のまま期待に満ちた目で俺を見つめる。

レオポルトよりずっとわかりやすいじゃないか。

「付いてこいティクク。ここを出るぞ」

『基礎命令を──上書き。Ｔ−九九新任務に着手します』

　ティククは千年以上適わなかった一歩を踏み出し、扉の境を飛び越えた。







　帰路、ティククはしゃべり通しだった。

と言っても自発的なものではない。

「過度な接触はご遠慮下さい」

　ナーティアがティククに興味が尽きないのか、先ほどから背中をつついたり、髪を引っ張ったり、その度に彼女は警告を発しているのだ。

「いいんじゃない？　罠も全部解除されて帰り道は暇だしね」

　トリスタンはホクホク顔で言う。

奴が上機嫌なのはマックが背負っているレンガのような厚さの本のおかげだろう。

　なんでもジルビル公式の歴史書だそうで、俺に同行を命じられてからティククは色々な物の持ち出しを許可してくれたのだ。

　もちろん顔には出ないが、彼女は相当テンションが上がっている。

人間ならスキップしているのではなかろうか。

「……俺は駄馬ではないぞ」

　そう言いながらマックの機嫌も良い。

俺の槍やトリスタンの本以外にも皆それぞれ何かを貰ったようだ。

「過度な接触は──最終警告。これ以上の接触は攻撃と見做す」

　ナーティアが慌てて飛び退き、俺の後ろに隠れる。

「罠が無いのは楽だが暇だな」

「エイギル様がそれを言いますか……」

「罠作動確率９１％」

　おい、ティクク今なんと言った。

まさか全部見ていたんじゃないだろうな。

　外に出した途端に人間臭くなったな。

「雑談はここまでにしましょう。罠はありませんがそろそろ入口も近い。メルドラ兵がいるはずです」

　アゴールの警告は少し遅く、俺達は横合いの路地から現れた三人のメルドラ兵と鉢合わせてしまう。

「し、侵入者!?」

「奥から来たぞ！　なんてこった！」

　剣を抜く敵兵に対抗し、俺達も抜刀する。

だがそれよりも早く虹色が敵兵に向かって奔る。

「侵入者を発見。即時排除」

　駆けていたのはティククだった。

　鈍重な機械兵など比べ物にならない。

セリアや俺よりも速い閃光のような速さだ。

「がっ!?」

　ティククは最初の敵に駆ける勢いそのままに衝突する。

先に剣を抜いていたはずの敵兵は何も反応できず、壁まで吹き飛ばされて悶絶する。

「な、なんだこいつは!!」

　次の敵は闇雲に剣を振り回すが、ティククは残像が見えるような速度で左右にステップを踏み、全て回避する。

「排除、排除」

　そして敵兵の袖を掴むと物凄い勢いで回転させて床に叩きつけた。

凄い力だ。もしさっき俺の袖を掴んだ時に本気で引っ張られていたらどうなっていたか。

「こいつ！　とっておきを食らえ！」

　最後の敵兵は魔法の出る杖をティククに向けた。

警告の間も無く、火球が彼女の頭部を直撃した。

　衝撃で空気が揺れ、炎が高く立ち昇って天井まで達する。

「やったか!?」

　だが煙が散るとそこには無傷のティククが立っていた。

「Ｓ１２の火力では私に損害を与えることはできません。排除します」

　ティククは敵兵に掴みかかると頸動脈に手を添えて押し込み、敵兵を卒倒させた。

　管理用の自動人形とか言っていたがすごい強さじゃないか。

「しかし殺しはしないようですな」

　アゴールが言う。

確かにティククはあえて手加減しているように見えた。

殺人はしないのだろうか……その割に罠はがっつり殺しにきていたが。

「物理衝撃で人体を破壊すると血液と脂肪が飛び散ります。ここは通常通路ですので処理機構が無く、衛生環境が悪化する恐れがあります。彼らは廃棄システムに投入の上、細断処理します」

　古代文明は甘くなかった。

「だがそいつらは放っておけ。早く上に戻らないといけない」

　魔導兵器は停止しているはずだが、まだ街壁は健在だし戦は何が起こるかわからない。

気を失っている奴を嬲り殺している暇はない。

「要塞外の状況について未知ですが戦闘が起こっているのでしょうか？」

「ああ、かなり大規模にな」

　ティククは俺達の戦争は疎か、頭の上にメルドラなる都市国家があることも知らないだろう。

「では、護衛戦力を使用します。Ｔ８８−〇二、〇三起動」

　ティククがそう言って腕を翳すと地響きが近づいてくる。

　現れたのは──。

「「「巨大機械兵！」」」

　全員の声が揃う。

全長は優に２０ｍ、右手には５ｍはある斧を持ち、左手には大矢サイズのクロスボウを持っている。

　ティククはひょいと跳ぶと巨大機械兵の肩に乗る。

「命令サーチアンドデストロイ。存在する全ての脅威を排除する」

『『了解』』

　ティククとは違う単調で声というより音というべき返答が巨大機械兵から帰って来る。

　地響きを立てながらティククは入口へと進んでいく。

「おい、全てだとアレスも排除してしまうぞ！　むしろ奴らの方が野蛮で敵にしか見えん！」

「お、追いましょう！」

　俺達は慌ててティククの後を追った。








第４５６話　メルドラの最後







　巨大機械兵の動きは鈍重だったが全長２０ｍの歩幅は大きく、追い付いたのは古城を飛び出してメルドラ街壁近くだった。

　ちなみに古城警備の敵兵は全員ポカンとした表情で虚空を見上げていた。

突然巨人が飛び出して来てはそれも仕方ない。俺達としては帰り道が楽で幸運だな。




　メルドラ市街近くまで行くとアレス兵の怒号が聞こえてくる。

「なんというデカブツ！　だがアレスの男は負けはせんぞ!!」

「王よ踏ん張れ！　今助ける！」

「なんの助けは不要なり!!　自力で抜け出して見せるわい！　ぬぉぉぉ！」

　肩にティククを乗せた巨大機械兵はまずアレスの陣地に突っ込んだようだ。

それでもアレス兵は逃げ散ることなく、足に斬りかかったり、しがみつき胴までよじ登って石を叩きつけたりしているが、もちろんまったく効果は無い。

「案の定、アレスの方を攻撃してますね」

「ああ、しかし逃げないとは大したもんだ……言っている場合ではないな」

　巨大機械兵に掴みあげられているのはギルドレスだ。

潰そうと力を込める巨大な掌の間で大の字になって抵抗している。

「ティクク止めろ！　こっちは味方だ。街の中にいる方が敵だ」

　俺が叫ぶとティククはくるりと首を一回転させた。

同時に巨大機械兵の動きが止まり、ギルドレスが地面に落ちる。

「敵味方判別情報を修正。野蛮な側が友軍。情報入力を確定しました」

　巨大機械兵はまとわりつくアレス兵を引っ付き虫を掃うかのように振り捨てると街壁の方に向き直る。

「大丈夫か？」

「うむ、この程度でアレスの男が倒れるものかよ」

　まだ犠牲が出ていなかったようで良かった。

「それにしてもアレは一体なんだ。光の武器が止まったと思ったらお前達が行った方向から現れよった」

　うーむ、話せば結構長くなるので簡単にいこう。

「ビルビル文明の遺跡に入って光の兵器を止めた。ティククが居てナーティアも来たので連れて来た。そして巨大な奴もついてきたんだ」

「なるほど分かった!!」

「ハードレット卿……って分かったのですか!?」

「え、今のでいいの？」

「辺境伯以上にアレな人なんだ。気にしたら負けだよ」

　トリスタンがアゴールとナーティアに説明する。

　この場で長々説明を求められるよりはいいだろう。

　そうしている間にもティククと巨兵はメルドラ街壁へと迫る。




「なんだあれは!?　遺跡の方から来たぞ！」

「な、なら味方じゃないのか？　アレスを襲っていたようだが」

「そう思いたいがこっちに向けて斧を……逃げろぉぉ!!」

　敵兵の淡い希望は振りかぶった巨大斧に打ち砕かれる。

　巨大な斧は街壁の外に設けられていた高さ２０ｍの大型櫓を真っ二つに叩き壊す。

櫓の上に陣取っていたメルドラ兵五名が破片に混じって宙を舞う。

「なんてこった！　櫓も強化していたんじゃないのか!?　一撃で木っ端微塵だぞ！」

「それより魔法砲はまだ動かないのか！　あれで撃てば倒せるかもしれない！」

「突然止まっちまって古文書の通りに操作してもウンともスンとも言わないんだ！」

　敵兵が恐慌状態に陥る中、もう一体の巨大兵が斧を振りかぶる。

「「「うわぁぁぁぁ!!」」」

　櫓から逃げ出した敵兵に常識外れの一撃が見舞われる。

　直撃を受けた者は赤いジャムになってしまい、近場に居た者も体を引き裂かれる。

更に遠くに居た者は即死こそしなかったが、地面を揺るがす衝撃に煽られて転倒してしまい、無情にも巨大な足が踏み降ろされる。

「反撃しろ！　魔法砲がなくとも何かで撃て！」

　周辺の櫓や街壁上から無数の矢が集中する。

　大矢が大きすぎる的を確実に捉える。

　本来動く目標には向かないはずの大砲やカタパルトからの鉄弾さえも巨体に次々と命中していく。

　それもそのはず巨大機械兵の動きは極めて鈍い。

もし２ｍしか無かったなら、鼻歌交じりに戦ってもひっくり返せるだろう。

　だが奴は２０ｍ、その大きさは全てを圧倒する。

「効いて……ない」

「神様……」

　矢はもちろん大矢も砕けて地に落ち、砲弾でさえ打楽器のように高い音を立てるのみ、体には損傷どころか傷一つ無い。

　最後っ屁のような矢が一つ、ティククの額にカツンと当たって弾かれる。

彼女は両手で額を擦ってから声をあげた。

「命令を継続。サーチアンドデストロイ」

　ティククの命令に反応して二つの巨体は左手を前に突き出す。

装着されているのはクロスボウ──もちろん普通の大矢よりも巨大だが。

　普通のクロスボウと違い無数の歯車が回転している。

仕組みはわからないが、螺旋状に無数のボルトが装填されているようだ。

『スベテ　コロス』『スベテ　コワス』

　クロスボウからボルトが飛び出す。

一本ではない、一秒ごとに二、三発が切れ目なく発射されていく。

　敵兵の声はもう聞き取れない。

意味のある声ではなく、悲鳴、怒号、断末魔が入り混じった雑音と化したのだ。

　大弩もカタパルトも大砲も、そして弓を捨てて逃げる弓兵も全てが叩き潰される。

　巨大なボルトが放物線を描かぬ至近距離、それも打ち下ろされるのだからその威力は大砲にも匹敵する。

それが秒間三発降り注ぐのだからたまらない。

　街壁に並んだ兵器群が玩具のように吹き飛び、櫓が穴だらけにされて倒壊していく。

「うわぁぁぁ!!」

　心無き巨大な死神は逃げる者にも容赦はない。

　街壁上に目ぼしい目標がなくなると機械兵は照準を散り散りに逃げる敵兵へ向ける。

『サーチアンド』『デスロトイ』

　容赦の無い攻撃が生身の人間へ向けられる。

人とその一部が宙を舞い、足が踏み降ろされる度に悲鳴が響く。

　一方的な殲滅となったかに見えたが、生き残った敵兵が街壁内部に立つ防御塔に逃げ込んだようだ。

そこには魔導砲だけではなく普通の大砲やカタパルトも備えられていたのか、反撃が再開される。

　──効果はないが。

　もちろん巨大機械兵の方も照準を防御塔に向けるが嵐のようなボルトの連打に防御塔は耐えている。

「み、見たか！　花崗岩を鉄板で補強した塔はそう簡単には壊れんぞ！」

「奴はでかいが鈍い！　街壁を飛び越えることはできまい！　撃ち続けるのだ！」

　大矢の破片がティククの顔に当たり、彼女はまたも無言で擦る。

　確かにこのまま撃ち続けても崩せそうにはない、

接近して斧で叩けば壊せそうだが、間に街壁がある。

　メルドラの街壁は高さ１０ｍ程、巨大兵は２０ｍあるが跨ぐには高すぎる壁だ。

壁の強度が増していると考えれば斧で壊すにも手間がかかるのではないだろうか。

「ようやく俺達の出番か。前に出るぞ」

　俺は立ち上がるが同時に肩に座っていたティククも立ち上がる。

「破壊光線の使用を許可。照準前方の不法建造物」

　甲高い音が鳴り始め、徐々に大きくなっていく。

見れば機械兵の両目が青く輝き始めていた。

嫌な予感しかしない。

「薙ぎ払え」

　ティククの声と同時に青い閃光が迸る。

　一筋は街壁を横になぞるように。

もう一筋は街壁を縦に越え、防御塔を舐めるように。

　輝きは一瞬にして収まり、光が這った場所に青い光が残る。

そして瞬き一つほど後、青は赤に変わった。

　街壁は崩れ……いやただ崩れたのではない。

命中部分が瞬時に融解し、支えを失った上部が倒壊したのだ。

四方を囲んでいた街壁の一辺が、数秒のうちに溶けた石とそこに落ちた瓦礫や人が炎をあげる地獄と化す。

　防御塔は更に凄惨を極める。

下部から上部までを縦に舐められた塔はままごとで造った泥の城が水を浴びたかのように溶けながら潰れていく。

「むごい……」

　ナーティアが思わず口を塞ぐ。

　左右に倒壊したのなら、弾き出される者がいるかもしれない。

だが上から下にぺシャリと潰れてしまっては中の者はどうなったか。

まして塔全体が真っ赤に溶け落ちながら……だ。




「これが……戦と呼べるものでしょうか？」

　アゴールが俺に問う。

到底言えないが感傷に浸っても仕方ない。

「連中が最初に遺跡の兵器を使ったのだから自業自得と思っておけ」

「そう、こうなる。だから持ち出しちゃ駄目だ。あそこを塞ぐ良い方法を考えないと」

　トリスタンが珍しく真剣な眼差しで独語していた。

　これで終わった。

巨大兵は崩壊した街壁を乗り越え、市街に侵入していく。

俺達はゆっくりついて行くだけでいい。

「あの……まずくないですか？　あの娘、民と敵を区別できますか？」

　セリアがボソリと呟き、俺は慌ててティククを見る。

「多数の不法建造物発見。全て排除」

『コロス　コロス』

　いかん。まったく区別する気がない。

「このままではメルドラの女が死んでしまう。もういい止まれ！」

　俺はティククに向けて中止しろと叫ぶ。




「敵にはもう異常に硬い街壁も遺跡の兵器も無い。ここからは馴染みの方法で行くぞ」

　アゴールとセリアが剣を抜き、マックが戦槌を地面に叩きつける。

トリスタンが後ろに下がり、ナーティアが少し悲しそうな顔で後ろに下がる。

ギルドレスが雄叫びをあげながら鎧を脱ぎ捨てる。

　俺は少し考えてからデュアルクレイターではなく新しく手に入れた槍──ケラヴノスを構えた。

　今はこちらが優勢であるし、周りに味方もいる。

槍の使い勝手を確かめるにはちょうど良い環境だ。

「かかれ！」

　俺達はわっと市街に飛び込んでいく。

「突入してきた、もう駄目だ！」

「いやよく見ろ！　デカブツの動きが止まっているぞ！　俺達の兵器と同じになったのかもしれん」

「そう思いたい……いやそう思おう！　人が相手ならまだやれるぞ！」

　士気を崩壊させたかに見えた敵兵だったが、意外にも武器を手に防衛線を組んでいる。

巨兵に肉弾戦を挑んだアレスは異常だが、メルドラ兵も弱兵ではないのだろう。




「ぬうん!!」

　まずマックが剣盾を持つ軽歩兵二人と相対する。

「こいつでかいが鈍そうだぞ！」

「やれるぞ！」

　お世辞にも素早くはないマックは先手を取られ、敵の突きや斬り付けを棍棒のような太い戦槌の柄で受けて凌ぐ。

　マックは反撃に出て戦槌を大きく振り上げるがその動きは隙だらけだ。

「馬鹿め死ね！」

　敵兵の剣が鎧の隙間、脇下に突き込まれる。

だが肉を抉る音は無く、逆に剣先が欠け落ちた。

「なっこいつ鎧を二重に着てやがる！」

　マックは自分が鈍いとはっきり自覚している。

故に敵の攻撃を華麗に躱すのではなく、巨躯と剛力を生かして重装甲で突き抜ける戦い方を選んだ。

「ぬん！」

　野太い掛け声とともに振り下ろされる戦槌だが、俺から見てもやはり鈍く、すんでのところで躱される。

　だが、ただの空振りではなかった。

「どわっ！」

「地面が……！」

　空振りして地面を叩いた戦槌は地面を揺るがせ、敵兵がふらつく。

　思わず尻もちをついた敵兵に見舞われた回避不能の再攻撃が鎧ごと腹を突き破る。

　同時に戦槌を手放したマックはもう一人に向けて掴みかかり、その剛力で首を圧し折った。

「やってることは機械兵と変わらんな」




　俺は笑いながらケラヴノスを構える。

丁度良いことに前から二人の敵が──。

「行かせん！」

　──来たのだが、アゴールが立ちはだかる。

　奴の得物は一般的な剣と盾だ。

遺跡内で一本折っていたが、大きめだが普通の規格品なのでいくらでも替えはあるのだろう。

　敵二人に対して正対するように見せ、直前で動いて右側の敵だけを相手にする。

「ふん！」

　まず敵にあえて先制させ、その斬撃を盾で弾いて仰け反った敵の首元に剣を突き込む。

「次！」

　そして一瞬動作の遅れた左側の敵の剣を、今度は手前に引き込むように流してつんのめらせ、擦れ違った後に背中を深々と切り裂く。

　相手にするのは可能な限り少数、敵にあえて先制させてから盾での弾きと受け流し……基本に忠実なアゴールらしい戦い方だ。

「腕をあげたな」

「恐縮です！」

　遅れてやってきた敵兵は先ほどの戦いを見ていたのか攻撃を躊躇する。

その葛藤の隙をつき、アゴールは大きく踏み込んで敵兵に斬りかかる。

　真正面からの斬撃は当然防がれるが、勢いそのままに盾で頭部を殴りつけ、揺らいで倒れたところに止めを刺す。

　馬鹿正直に後の先ばかり狙う訳でもない。

俺と離れている間にも数々の戦いの中で技量を高めていたようだ。

「もっとも肝心の指揮はまだまだです。才の無さを嘆くばかりで」




「直近の演習では私が勝ちました。エイギル様右です！」

　声を出したのはセリアだった。

　警告通り右を見ると数本の矢が俺を狙っていたのでひょいと躱す。

　放たれたのは市内に設けられた小規模な塔からだ。

高さは８ｍ程だろうか。石造りなので引き倒すのは無理そうだ。

「私にお任せ下さい！」

　セリアが塔に向かって駆ける。

塔には既にアレス兵がよじ登ろうとしているが、上から敵兵が矢や石を投げて抵抗していた。

「男ならじっとしてて下さい！」

「ぬ、俺が男でないはずがあるか！」

「頭に矢が刺さってもじっとしていようとも！」

　セリアは全力で駆けながら塔に向かって跳躍し、アレス兵を足場にしながら飛び上っていく。

あれなら矢にも石にも当たるまい。

「こりゃすごい」

　正直マックとアゴールも良くやっていたが、俺ならもっと上手くできる自信があった。

だがあれは無理だ。ずり落ちるなら良い方で、最悪石に頭から突っ込んで悶絶するだろう。

　８ｍの高さをセリアはほんの数秒で登り終え、最上部に飛び込む。

「上から入ってきたぞ！　剣を──ぐぇ!?」

「この女すばしっこい──ぎゃっ！」

　櫓は大騒ぎとなり、抵抗が止まる。

邪魔のなくなったアレス兵がたちまちよじ登り、乱入して櫓は堕ちた。

「やりました!!」

　櫓の天辺、アレス兵の頭の上で勝鬨をあげるセリア。

普通に土足で乗っているが気にしないらしい。

「ぬぉぉぉぉ！」

　地響きのような雄叫びに目をやるまでもない。

「ば、化け物だ！　たった一人で十人を!?　味方が小虫みたいに潰される!!」

「素手で頭を握りつぶしやがった！　なんなんだ……なんなんだよこいつ!!」

「どうして裸なんだよぉ!!」

　心配して視線を送るだけ無駄と言うものだ。

化け物は放置しておこう。

「奴に構うよりケラヴノスの使い心地を」

　俺は体を半回転させ、腰を落として槍を突き出す。

背後からの突きを空ぶった敵兵の胴体真ん中に槍が深々とねじ込まれた。

「甘いんだよ」

　俺は右手を捻って穂先を回転させる。

　ケラヴノスは主たる穂先の手前に刃が七つも並んでいる。

これを体内で回されれば一瞬で敵は絶命する。

「まあまあか。引き抜きも──」

　死体になった敵から槍を引き抜く。

刃の角度が浅いせいで突き込みや引き抜きの時に邪魔にはならない。

回転させても肉を巻き込んでしまうこともなさそうだ。

「切れ味は──」

　あえて力任せで速度の遅い突きを繰り出す。

敵兵は当然防御しようと盾を突き出し、穂先が打ち当たる。

　腰を落として力を込めると、穂先は盾を突き破り、鎧もぶち抜いて敵兵を貫通する。

「ふむ……なるほど」

　槍を振って貫いた敵兵を捨てる。

　切れ味は並の鋼鉄槍よりずっと良いがデュアルクレイター程ではない。

あっちはバターのように鎧を両断するが、今のは腕力で無理やりぶち抜いた感がある。

「どんな素材なのか、手にやたら馴染むのは素晴らしいがな」

　貰ったばかりなので手元に革も布も巻いていないがまったく滑らない。

ツルツルの鋼鉄とガザガザの革の間のような触感だ。

「強度はどうかな」

　前方から斬りかかってくる敵兵三人の斬撃をあえて避けも流しもせず、槍を横に構えて受け止める。

　金属音が鳴り、頬や首筋に欠けた剣の破片が飛ぶ。

　三人の斬撃をまともに受けてびくともしない。

強度は問題なさそうだ。

「うん？」

　そしてもう一つのことに気付く。

　俺は素早く後ろに飛んで距離を取ると腰を落として突きの構えを取る。

「試してみるか！」

　我ながら基本通りの綺麗な突きで敵の胸元を狙う。

基本通り故に敵兵も基本通りに盾で穂先を受け流そうとする。

「よっと」

　俺は手元を軽く捻り重心を動かす。

同時に穂先が〝しなって〟敵の盾を避け、首元を貫通した。

　この槍は少なくともただの鋼鉄より強度がある。

三人同時の斬撃を受けてびくともしないのだから当然だ。

　だがそれでいて力を込めると僅かにしなる。

金属の槍が何故しなるのか、何故強度が落ちないのかはわからないがジルビルの技術なのだろう。

「良い具合だ」

　俺は横に大きく槍を薙ぐ。

敵兵は剣を立てて防ごうとするが、しなりがあることで薙ぎの威力は倍化する。

　穂先は敵の剣を吹き飛ばし、激しい音を立てて兜の側面に命中する。

すると兜は大きくひしゃげ、中身の頭が潰れて飛び出す。




「こんなものか」

　俺はこっそり回り込もうとする最後の一人の頭を刺し貫いてから槍を戻す。

　全体を見ればこの槍は俺が求めるものを全て備えており、長さも重さも適切で使い易い。

　一方で特殊なのは手触りや〝しなり〟があることなど、遺跡の兵器と比べるとなんとも地味だ。

「心の底では持った瞬間空が飛べるとか期待していたんだがな」

　俺は穂先の血を飛ばし、槍を収める。

アレス兵は既に街の過半を制圧し、戦闘は収束しつつあった。

　市民や降伏した敵兵も諦めの表情であり決着はついただろう。

「私達の勝利です！　あっ槍をお持ちします」

　セリアが横に来てケラヴノスを受け取る。

「ぎゅ！　な、なんのこれしき……上手く立てて持てば……」

　セリアにはやはり重いのだろう。

重心を崩さないように持っているが少しでも傾いたらそのまま潰れてしまいそうなので注意してやろう。

　そこでセリアの背後にまだ目の死んでいない敵兵が見えた。

　俺は咄嗟にデュアルクレイターを引き抜く。

　セリアも気付いたようだが、両手が塞がっては初動が取れないので俺が守ってやらねばならない。

「て、敵が！　でも槍を倒す訳にも──」

　次の瞬間、ケラヴノスが青く光り、閃光が敵に向かって飛ぶ。

そして一瞬遅れて雷鳴……そう比喩ではなく、本当に雷鳴が轟いた。

「ぐわぁぁぁぁ!!」

　槍をこちらに向けていた敵兵は叫びを残して黒焦げとなり絶命した。

まさに一瞬の出来事だった。

「な、なんか出ました！　ものすごいのが出ました！」

　俺はセリアの頭を撫でる。

「お前は本当に何でもできる奴だ」

　セリアは何か言おうとしたが、頭を撫でられることを優先したのか大人しくなる。

「ケラヴノスの機能と推察します」

　そしていつの間にか巨人の肩から降りてきていたティククをキッと睨む。

「どういうことだ？　この槍は雷を飛ばす効果があるのか？」

「槍の機能は私物に付き確認不能です。保管規定から魔導増幅体が内臓されていると推測」

　まったくわからん。

「解説切り替え。一二歳以下モード──魔導増幅体とはそれ自体は魔力は持たず、使用者の魔力を蓄積増幅して使用する媒体です」

「ならやっぱりセリアには魔力があるんじゃないか」

　魔力がある者が魔法使いじゃないのか。

「否定します。人類の大部分は魔力を保有しています。一般的概念における魔法使いとは特段の補助無く、自身の魔力のみによって物理現象を引き起こせる者の総称です」

　つまり人はみんな魔力を持っているが、特に何かできる訳でもない。

何かできる程強い魔力を持つ者が魔法使いと言う訳か。勉強になる。

「ではこの槍は私の普段は外に出ない魔力を増幅した……と？」

「肯定。ケラヴノスは使用者の魔力を増幅、電撃に変換して射出する機能を搭載と推測。増幅効率から計算、貴女の保有魔力量は一般的に魔法使いと呼ばれる者達にマイナス１２％です」

　つまりセリアはもう一割少々魔力があれば魔法使いセリアだったのか。

どこまでも多芸で可愛い奴だ。

　俺は再びセリアの頭を撫でつつ、ふと気づく。

「なあ、俺は今までケラヴノスで戦っていたんだが何も出なかったぞ？　特別な出し方があるのか？」

「私は敵に殺気を向けたら自然に出ましたが……」

　するとティククは数秒停止した後、口を開く。

「増幅装置である以上、発動には最低限の魔力が必要。〇であれば発動しません」

　そして一呼吸おいてティククは続ける。

「一般的に保有魔力量はその者の知性に比例する傾向があります」

「マック来い!!」

　俺は怒鳴り、なんだと走ってきたマックにケラヴノスを投げつける。

「あの瓦礫に槍を向けろ！」

「……なんだ」

　マックは怪訝そうな顔で言われた通りにする。

　途端、槍がバチバチ音を立てて青く光った。

セリアと比べれば雲泥の差だが、とにかく雷の赤ん坊みたいなのが出ている。

　俺はマックからケラヴノスをひったくって瓦礫に槍を向ける。

電撃どころか火花一つ散らない。

「おかしいだろう。筋肉しかなさそうなこいつでも出せるのに何故知性あふれる俺だと出ない!?」

「……ぬぅ」

「魔力量はその者の知性に──過度な接触はご遠慮下さい」

　セリアがティククの口を塞ごうとする。

　最後の希望はすぐ傍にある。

「皆の者勝鬨をあげよ!!　色々あったがまずは勝利を祝う！　それが男!!」

　耳を塞ぎたくなるほど叫んでいるギルドレスだ。

奴こそ頭の中にまで筋肉が詰まった、戦いと女のことしか考えられない無知性男だ。

だがもし奴が普通に電撃を出せたらどうする。

「ぐぬぬ……」

　俺が悩んでいると民家から味方の兵士が飛び出してくる。

「メルドラ王ブスコを発見したぞ!!　民家の地下室に隠れておったわ!!」

「すぐに捕まえるのだ。俺も行く」

　俺はケラヴノスを抱えて走るのだった。







　メルドラ王宮の大広間、ブスコ王は後ろ手に縛り上げられて跪き、周囲をアレス兵が囲んでいる。

「ここまでだな」

「うぅぅぅ……」

　真っ青になって震えるブスコ王。もう呼び捨てで良いか。

「しかしまぁ……なんというか」

　俺はブスコを上から観察する。

　頭は禿げあがり顔は目鼻口のパーツレベルで歪んだブ男である。

　顔中からは冷や汗以外に油も噴いており、すえた不快な臭いがする。

　体全体を見ても腹はでっぷりと突き出し体重のせいか、がに股でしかもかなりの短足だ。

　それでいてやたらと体中に装飾品をつけ、特に指には一〇本全部に宝石付きの指輪がついている。

「酷い外見だ。お前ほど醜い男は見たことが無いぞ」

「ぶひ……」

　思わず口から出てしまうが、ブスコは俺を睨みつけるでもなくただ震えている。

この分では内面も外と大差なさそうだ。

「どう致しましょう。この場で吊るすかあるいはゴルドニアかアレスに連れ帰るか……」

「戦の途中で隠れるような軟弱者を連れ帰る意味も無い。この場で殺すとしよう」

　セリアの問いにギルドレスが応えるとブスコは全身から汗か脂かわからないものを噴き始めた。

「ふむ……」

　俺はギルドレスを見て言う。

「確か前に聞いた話ではこいつはお前に禍根を持ってこの戦争に参加したんだったな？」

　行軍中にそんな話を聞いた覚えがある。

確か奴の妻を寝取ったとかなんとか。

「俺の方で覚えはないが部下が言うにはそうらしい」

　ならこのまま終わりでは後味が悪かろう。

　間違って俺の方に化けて出られても困る。

こんなブ男の幽霊など見たくない。

　俺は落ちていた剣を拾うが、ギルドレスの腰にあるアレスの灯を見て首を振る。

「ま、仕方ない」

　俺はデュアルクレイターを抜いてブスコの縄を解く。

「何を!?」

「どうした男よ！　欲求不満か!?」

　セリア達だけではなくアレス兵からも困惑の声が上がる。

「こいつは曲がりなりにもお前に奪われた女の為に戦ったんだろう？　なら最後の機会は必要だ」

　俺はデュアルクレイターをそのままブスコの前に置き、後ろに下がる。

「それでギルドレスと戦え。勝てば放免してやる。それで良いだろう？」

　肥満体のこいつが万に一つもギルドレスに勝てるとは思えないが、せめて武器だけは同等にな。

できるだけ汚い油と汗をつけないでくれよ。

「……友よ」

　ギルドレスは俯き震えている。

ここに来て命の勝負をさせられることに怒ったのだろうか。

「ぬうん！」

　ギルドレスは突然拳で自らの頭をぶん殴る。

「然り!!　奴が女を取り戻そうと言うなら勝負を受けるは当然!!　縄で縛って処刑するなど俺は何をぼけていたのか!!」

　自分の殴打で額が切れ、血を流しながらギルドレスは俺に微笑む。

周囲は無言だ。

「倫理基準を更新します」

　周囲が黙る中、ティククの小さな声が良く通る。

「漢よ！　良くぞ気付かせてくれた！　俺は危うく男を下げるところであった!!」

　満面の笑みでギルドレスはブスコの前に出る。

「さあ来い！　俺を斃したならば当然助命し貴様の女も返そう。いざ戦わん!!」

　ギルドレスは鎧を脱ぎ捨て、マントを脱ぎ捨て、赤いパンツと剣盾だけの姿となって雄叫びをあげる。

　一方でブスコは震える手でデュアルクレイターを握って立ち上がるが──。




　カランと音を立ててデュアルクレイターが床におちた。

せっかく貸してやったのに何をする。

「アレス王に敵う訳がないぃぃ──！　死にたくない！　死にたくないぃぃ──王の座も捨てる！　昔の女も諦める！　だから命だけは……命だけはぁぁぁわぁぁぁ!!」

　泣き叫びながら床に這い蹲るブスコ。

　ギルドレスは無表情になり、マントと鎧を付け直して背を向けた。

「命は助ける」

　奴とは思えぬほど声量低く、穏やかな口調だった。

「いいのか？」

　ギルドレスはゆっくりと振り返る。

　穏やかな表情、だが俺には分かる。

失望、軽蔑、諦め、奴がこれほど怒っているのは見たことがなかった。

「お、おぉぉ！　ではではでは……」

　這いつくばりながら床を這うブスコ。

　ギルドレスはその顔面に足を乗せて止める。

奴は非常識なことばかりするが、相手の尊厳を踏みにじるような真似はしない。

もうブスコはギルドレスにとって人ではないのだろう。

「お前は殺さん。殺す価値も無い」

　ギルドレスは顔面に乗せた足を押し出してブスコをひっくり返す。

だがブスコは抗議するでもなく、再び床に這う。

「だが貴様のような男……いや、貴様のようなものに一人の女も許すわけにはいかん。妻、娘、愛人、全て差し出せ、俺と友が責任をもって頂戴する」

「ああ、わかった」

「倫理基準を更新」

　俺は深く頷く。

　こうしてメルドラは完全に陥落したのだった。

クリスマスＳＰ間に合いませんでした。

どこかのタイミングで季節違い更新するかもしれません。










第４５７話　遺跡は再び眠る　♯







「メルドラの街に大事はないそうだ」

　俺は接収したブスコの部屋、つまりは元王の寝室のソファーに腰かけて言う。

高台にあるこの部屋からは街全域が見渡せる。

　もちろん市内で戦闘したのだから無傷ではない。

それでも陥落後の街としてみれば随分と状態は良いだろう。

　もっとも街壁や防御設備は溶け落ちて未だに赤い炎が上がっており、その熱が生み出す陽炎ごしに巨大な機械兵士が見える。

『タイキする』

『サツリクとハカイをホリュウ』

　市民が脅えるから早めにどこかに移した方がいいか。

「ぬぅ……ぬぅん！　ええい気分が悪いわ!!」

　こっちの方も問題だ。

　ギルドレスは未だに機嫌が悪いようだ。

良くも悪くも短いスパンで生きているこいつにしては珍しい。

「戦の後で食ってないから引きずるんだ。ちょうど肉も焼けたから腹ごしらえをして機嫌を直せ」

　ブスコお抱えの料理人に命じて作らせた肉が置かれる。

　俺とギルドレスは焼かれた肉を鷲掴みにして丸かぶりする。

　スープのように大量の肉汁が口中に広がり、よく噛まないままの肉片と共に胃に流れ落ちていく。

脂っこさが減った腹にはちょうど良い。

「良い肉だ。悪趣味な内装と違ってな」

「うむ、ギラギラと表面だけの軟弱さに目が腐る」

　ブスコ寝室の家具は全て金で覆われており、あげく天井からも布につけた金箔が下がっている。

自身の劣等感を宝石と金で隠したいのがありありと見える。

「ぬん。友の言う通り、食えば機嫌も直ったわ。さて腹が満ちれば次は女と相場が決まっておるが」

「それは事足りているだろう？」

　俺とギルドレスは顔を見合わせた後、同時に腹に力を入れる。

「げほっ！　あ、顎がもう……」

「大きすぎる……口の中でまだ膨らんでもう入らない……」

　俺達の足の間には女が跪き、口で奉仕を続けていた。

　俺に奉仕するのはブスコの妻、ギルドレスに奉仕するのは上の娘だ。

　妻は齢三七、娘は齢一九。

二人とも一糸まとわぬ裸体であり、遺伝なのか大きめの尻と控えめな乳房を晒している。

「ははは、つい膨らませてしまった。そら続きをしてくれ」

「一九ともなれば立派な女、母に負けてはならんぞ。咥えるのだ」

　俺は一物で母親の額を軽く叩き、ギルドレスも娘の頬を一物でつつく。

「うう……アナタ……」

「父様……」

　女達はチラリと部屋の隅を見る。

　そこにはブスコが這い蹲っている。

「特別な飼料で育てた最高の肉！　美貌有名な我が妻！　私に似ず美人に育った我が娘！　全て差し上げますのでどうか寛大なご処置をおぉぉ！」

　ブスコは床に額を擦り付けて言う。

　もちろん強制している訳ではない。

既に助命するとは伝えているのにブスコが土下座のまま擦り寄って来るのだ。

　ギルドレスが蹴り倒すと今度は泣きながらお許しをと叫んで鬱陶しいのでそのままにしている。

「あれはもう男ではない。お前はあれの娘ではなく俺の女となるのだ」

　ギルドレスは娘の頭を掴んで口内に一物を再侵入させる。

「……」

　母親もブスコに軽蔑の視線を向けた後、口を開いて俺の一物を受け入れる。

そして太ももに両手を置き、喉奥に当たらないよう顔を傾けて体ごと前後する。

「いかがでしょう我が妻の奉仕は！　結婚当初は悲鳴をあげて抵抗するのを徹底的に仕込み……」

「黙っていろ」

　ブスコに怒気を向けると奴は『ははぁ！　黙ります』と床に突っ伏す。

　そして二つの水音が鳴る中、ギルドレスが再び話しかけてきた。

「友よ。これからどうするのだ？」

「そりゃ戻るさ。そもそもここまで来たのは厄介な兵器をなんとかする為だったからな」

　ティククの言うように全兵器が停止したのならエイリヒにも事が済んだとわかるはずだ。

すぐに帰って来いと使者が──いや、もう出立してこちらに向かっているかもしれない。

「ふむ。俺の元にも評議会から知らせが来てな。戦勝したからには一度全兵士をアレス本国に戻せとよ。メルドラを潰したことで他のポリスが警戒しておる、これ以上兵を自由に動かすのは良くないとな」

　アレスには評議会なるものがあり、王たるギルドレスもその意向は無視できない。

戻れと言われれば帰らねばならないのだろう。

「だが俺は男としてお前に助力すると決めたのだ。来いと言うなら俺一人で地の果てまでも付き合うが」

「いや、ここまででいいさ」

　アレスは十分力になってくれた。

奴らがいなければ戦況はどうなっていたかわからない。

暑苦しいのはこの際勘弁してやろう。

「ぬう、よいか」

「あぁ、今まで助かった。だが最後の決戦ぐらいは自分でやらんと」

　ギルドレスは満足げに頷く。

「そうか。そうよな。ならばここで分かれよう」

　ギルドレスが腕を差し出す。

握手かと思って手を出すと手首を掴まれ引き寄せられた。とんでもない力だ。

「あえて勝利を祈りはせん。お前の手で引き寄せると確信するからだ」

　ギルドレスと俺はがっちり抱擁し、バシンと背中を強く叩かれる。

思わず息が漏れる。トリスタンだと今ので背骨が砕けているぞ。

「おう。またな」

　俺も仕返しに思い切り肩を叩く。

トリスタンなら脱臼する強さだが、ギルドレスはぬんと軽く呻くだけだ。

「楽しい戦だった。次の戦争でも、また呼べ」

「あん？　南ユーグリアを倒せば次の敵などいないぞ」

　抱擁を解いたギルドレスの口元が愉快そうに上がる。

俺の目をしっかりと見据えて来る。

「ふはははは……次だ。友よ」

　俺はふいと目を逸らす。

この話題はお終いだ。




「ところで俺は次にいきたい」

「友よ。俺もだ」

　俺とギルドレスは股の間で動く女の肩に手を置き、奉仕を中断させる。

もちろんこれで仕舞いではない。

　俺達は一瞬で服を脱ぎ捨て、母娘を抱え上げてベッドに放る。

幸いにしてベッドは巨大で十分に余裕がある。

「いやぁ！」

「きゃあ！」

　俺は母親を仰向けに寝かせ、足をこれでもかと開かせる。

　ギルドレスは娘をうつ伏せにして大きな尻に両手を置く。

「どうか避妊をして下さい！　薬が戸棚に──！」

「孕まされるのはいやぁ！」

　母娘は懇願するが聞いてはやれない。

「悪いがお前は俺の女にする。薬は使わん」

「避妊はせん。俺の子を産め」

　俺は腰を前にずらし、大きさを分からせるように一物全体を腹の上に乗せる。

　ギルドレスは尻たぶを両手で開き、尻の割れ目に一物を往復させる。

　母親は俺の胸を必死に押して抵抗するが、無駄とわかるとブスコに向けて手を伸ばす。

「アナタ助けて!!　この人の玉リンゴぐらいあって張り詰めてるの！　こんなに溜まった濃厚な種を打ち込まれたら私絶対に妊娠しちゃう！　お願いアナタァ──!!」

「お父様──！　こっちの人も竿からお汁が滴ってる！　私を絶対妊娠させる気よ──いやぁぁ!!」

　娘の方も必死に腰を振って抵抗するが、ギルドレスの腕から逃れられるはずがない。

　妻娘の懇願を向けられたブスコはさすがに焦った表情で立ち上がる。

　俺とギルドレスは顔を見合わせる。

ここに至って抵抗するつもりだろうか？

ならば男として勝負を受けてやらねばならない。

「ニーシス、ネーシス……やめんか！　ご両名の高貴なお体に爪痕でもついたらなんとする。ご機嫌を損ねてしまったら私が殺されてしまうじゃないか！　ご両名、私のこの土下座に免じてどうかご容赦を──」

　ブスコは再び土下座する。

　ニーシスの伸ばされた手がベッドに落ちた。

俯いた彼女はしばし目を閉じた後、カッと見開いてブスコを睨む。

「このクズ男！　犯されそうな妻と娘を守ろうともせず我が身可愛さに土下座!?　恥を知れ下種！」

「ぶ、ぶびっ!?」

　ニーシスはそう叫ぶと俺の胸に突っ張って抵抗していた両手を頬に添えてくる。

そして彼女の方からのキス。

「全部奪って……」

　それだけで十分だった。

　俺はニーシスの太ももを両手で抱え込み、ゆっくり体重をかけていく。

「うっ！　ううっ！　あぐぅぅ──!!!」

　一物に肉が拡がる感触が伝わる。

「拡がってる！　アソコがメリメリ拡がって奪われてる！　巨根専用に改造されていく!!」

　ニーシスは泣き叫びながらも、もう抵抗はしなかった。

口を合わせてやると挿入の衝撃を紛らわせるように舌を突き込んでくる。

「きゃあぁぁ!!　裂けちゃう!!」

　同時に娘のネーシスもギルドレスに後背位で挿入され、母親よりも更に甲高い悲鳴をあげていた。

だが父親への助けを求める声はない。

「痛いの……お願い手を握ってて」

　涙を浮かべながら手を後ろに回している。

ギルドレスがその手を握ってやると、白くなるほど握りしめて痛みに耐えている。

どうやら彼女もブスコに何も期待しなくなったようだ。

「ぶへ、どうでしょう？　我が妻と娘の味は？　お気に召したら私を是非大事に──」

　ブスコの声を耳から追い出し、俺はニーシスと濃厚なキスを交わしながら腰を動かす。

　ニーシスは最初、一突きごとに苦悶の声を漏らし、肩や腕を必死に握りしめてきた。

　続けると穴が慣れたのか苦悶の声は徐々に消え、手は俺の頬や胸を撫でて来る。

　更に続けると顔が上気して苦悶とは違う声が漏れ始め、手は何かを強請るように俺の背中や腰に回され、太ももが物欲しげに足を擦って来る。

　そろそろいいか。

「中に出すぞ。いいな？」

「ええ……どうぞ」

　一瞬の抵抗も無くニーシスは体の力を抜く。

好きにして良いとの意思表示だろう。

　俺は最後に数度力強く腰を叩きつけ、左腕を脇下から回し、右腕を肩の上から首の後ろに回して女体を強く抱きしめる。

「おうっ！」

　そして一声呻いて射精する。

「熱っ!?　すごい勢い！　ものすごい量！　奥に当たって……私もイっちゃう!!」

　ニーシスは射精の勢いで同時に絶頂した。

彼女はまず俺の肩に爪を立て、思い直してシーツを掴み全身を硬直させた。

「ふん！」

　ギルドレスもほぼ同時に射精したようだ。

娘ネーシスを後ろから抱え込み、ベッドに押し付けている。

「熱くて濃いのがドクンドクン入って来る！　お腹が変だよぉ!!」

　戦の後の高ぶりで種の量は相当に多い。

　母娘のか細い嬌声と俺とギルドレスの低い呻きが長々と続く。

「母様……ビュルビュルって音をたてて流れ込んできます。赤ちゃんが……できてます」

「母の中にもビチビチ音を立てて種が注がれています。あぁネーシス……母も孕みました」

「ぶ、ぶびっ！」

　何故かブスコも汚い声をあげて腰を震わせるが目に入れる価値も無い。

　やがて射精が終わり、一物が粘着質な音を立てて抜け落ちる。

「さあ次だ。おいで」

　扉が開かれ、やや幼さを残す一七の娘と二五の女盛りの美女が現れる。

それぞれブスコの次女ナシスと愛人のタルカだ。

「おお、ナシスとタルカも来たか！　さあお二方に奉仕しろ、私の覚えを良くするのだ！」

「……ふん」

　ナシスは冷たい目で父親を見ると、差し出された手を嫌そうに払い、服を脱いで俺の元にやってくる。

「最低」

　タルカなどはブスコに向かって唾を吐いてからギルドレスの上に乗っていく。

どうやら先ほどのやり取りを全て見ていたようだ。

　その後、俺達は当然新たな二人にも種付けしたが、その度にブスコは腰を震わせて見苦しく呻いていた。







　全てが終わった。

　母娘は赤らみ、拡がった穴から大量の種を零しながら俺とギルドレスに寄りかかる。

「新しいアナタ……素敵だったわ」

　ニーシスは俺の乳首に舌を這わせながら射精直後の一物に触れて来る。

「新しいお父様……気持ち良かったです」

　ネーシスはギルドレスの背中に乗り、愛おしそうに首に手を回す。

　彼女達の心は完全に奪った。

もうブスコは家族どころかただの不快な置物としか認識していないだろう。

　そんな中、ギルドレスは何やら難しい顔をしている。

「うむ、俺とお前で女を頂戴すると言っただろう？」

　言ったな。母ニーシスと次女ナシスを俺が頂き、長女ネーシスと愛人タルカをギルドレスが頂く。

丁度良いと思えるし、何よりもう種をつけてしまった。

「最近若い娘を幾人も囲ってな。今は若い娘より出来れば年増二人の方を連れ帰りたい」

　ギルドレスはニーシスの腰に手を回す。

「え!?　で、でも私はもうハードレット様に孕まされて──」

　ギルドレスは何も言わず、ニーシスの前に散々使って汁だらけとなった黒い巨根をつきつける。

ニーシスの目がトロリと落ちた。

「……ギルドレス様、いえアナタ」

「おいおい、それは無いだろう」

　俺はギルドレスに抱き付いていた長女ネーシスを抱き上げる。

「や、やだ！　私もう父様の赤ちゃんを──」

　俺はネーシスの手を取り、出し切って垂れながらも筋の浮かぶ一物へと導き、玉まで撫で上げさせる。

「……ハードレット様。ううん……父様」

　これで概ね解決か。

　だがもう一つ連れ帰らないといけないのがいる。

「こいつはどうする？」

　俺がブスコを指すとギルドレスは不愉快そうに呻くが、考えない訳にはいかない。

「このままメルドラに放置する訳にはいかない。俺かお前が連れて帰らないといけないぞ」

「俺は御免だ！」

「そうですわ。私とアナタの新しい生活にこんな汚いの要りません」

「ぶびっ！」

　ギルドレスが言い切り、かつての妻ニーシスが同意する。

「なら俺が……」

「ええー？　嫌だよぉ」

「ならもう殺しちゃお」

　俺と共に来る長女と次女も嫌がる。

「いや、一度助命すると言った。虫との約定でも破れば男が廃る！」

　連れ帰るのは嫌だが殺すなとは我が侭な。

「まあいい。俺が持って帰る。逆らうなよ」

「も、もちろんでござ……ござ……」

　ブスコが突然言葉に詰まる。

「もちろんでゲス！」

「おい、ふざけてるのか？」

　俺が怒気を向けるとブスコは一瞬で得意の土下座姿勢となる。

こいつはこの姿勢のまま移動できるんだよな。結構な特殊技能だぞ。

「そのようなことはないのでゲスが！　語尾がゲスになってしまうでゲス！　ご容赦下さいでゲス！」

　ブスコは半泣きで必死に謝りながらも語尾は治らない。

俺を馬鹿にしているようにも茶化しているようにも見えない。

「ゲス……ゲスぅ……」

「うーむ。あまりに下種過ぎて舌まで変わってしまったのかもしれないな」

　まあ俺や家族のことではないしどうでもいいか。

「まあいい。帰り支度をするからついて来い。途中で逃げたり逆らったら殺す……後、お前ズボンが汚いシミになっているぞ。見苦しくない恰好に着替えて来い」

「畏まりましてゲス！」

　ギルドレスはもう興味が無いのか、ブスコの元妻と再び交わり始めていた。

　俺がちょっと面白いと思ってしまったのは秘密だ。







　──夕刻

　俺達は古城から続く遺跡への入口の前に立っていた。

「では実行します」

　ティククが俺に確認を求めてくる。

「おう」

　俺が承諾しながらトリスタンを見ると珍しく真剣な顔で頷く。

　まあこいつが言うならそれでいいんだろう。

「管理者代行権限を行使。要塞入口封鎖。自己保存以外の全機能を凍結。要塞をロックダウンします」

　ティククの掌が赤く光る。

確認を求めているのか二度三度四度と光った後、天井から厚さ５ｍはあるだろう分厚い壁が降りて来る。

「ロックダウン最終確認。ロックダウンの解除は内部からのみ。内部に要員が不在の場合、ロックダウン解除が不可能になる可能性がありますが宜しいですか？」

「ああ、構わないさ」

　トリスタンが答えるが、ティククは反応しない。

「構わん」

　続いて俺が言うとティククが再び手をかざす。

すると壁は重い音を立てて床に達し、遺跡へ続く道は閉ざされた。

　同時に重々しい音が頭上から聞こえ、僅かな石のかけらが降って来る。

「要塞からの動力途絶によりＴ８８重戦闘人形がセーフモードになりました。以後、機能は大幅に制限されます」

「あいつらはもう動かんのか」

　勿体なくもあるが、直感的にこれでいいような気もする。

「これでいいのさ。あの要塞の武器を敵対勢力に使われたら大変だからね。いくら守りを固めても今回僕たちがやったように忍び込んで──痛！」

　俺はトリスタンの脛を軽く蹴る。

「言い訳はいらん。お前は遺跡を閉じるべきだと考えた。俺は認めた。それだけでいい」

　返事は無かった。

軽く当てただけなのに転げまわるなよ。軟弱な奴だな。

「本当に骨が音を立てたんだよ！　……まあさすがに見抜かれてるよね。嘘に無理があり過ぎるし。でも本当にこれでいいんだ。今回の戦争だけじゃない。今後数百年のことを考えるとね」

　もういいと言っただろうが。

「貰えるものは貰ったしな。だがティククは嫌じゃないか？」

　彼女にとっては実家の扉を釘で塞ぐようなものだ。

「否定します。私に個人的感情はありません」

『但し──』と続く。

「一〇五七年の長時間待機は極めて非効率的かつ無意味。私の行動可能性を大きく損なうものと認識。要塞防御命令の柔軟性不足が要因。命令者の深刻な能力不足が懸念されます」

「個人的感情ありありですね」

「相当ムカついてたみたいですな」

　セリアとアゴールが苦笑する。

「否定します。個人的感情はありません」

　俺は思わず笑ってしまい、ティククの頭を撫でる。

ふむ、虹色パステルカラーの髪はいかにも人から外れているが、触感は普通の髪の毛だな。

「過度の接触はご遠慮ください」

　頭を撫でられながらティククはいつもの警告を聞いているとふと額に傷を見つけた。

「おい、怪我してるじゃないか」

　髪をかき上げてみると額が僅かに抉れ、血がにじんでいる。

「あの時か」

　ティククはメルドラ攻撃の際、巨人の肩に乗っていたが、矢や大矢の破片を額に受けていた。

自動人形と言うので大丈夫かと思っていたが、血を流すなどまるで人間だ。

　まさか人間なのかとも考えたが、首が一回転したのを思い出す。

「とりあえずナーティアに薬を……いや効くのか？」

「不要です。損傷は極めて軽微で再生可能。再生まで四時間」

　あと四時間たったら治ると言うことか？

機械が勝手に治るとは理解できないが。

「Ｔ９０ナンバーのボディは四層で構成。内側から機能層・装甲層・再生層・擬態層。再生層までの損傷は自然回復可能。今回の損傷は擬態層のみ、短時間での再生が可能」

「おう……」

　俺はセリアを見る。

後で説明して貰おう。

「だが機械とは言え少女だ。これから顔はかばってくれ。見ているこっちが心配になる」

「私の重要機能は胴体中心部に集中。優先防御すべきは胴体部。頭部の機能は光学センサー・発声システム・ミニジェノサイドキャノンのみ。完全破壊されても行動は可能。しかしながら命令を受諾、頭部の保護優先順位を上げます」

「今、変なのなかった？」

　ナーティアが何か言っているが、まあいい帰ろう。

「要塞の閉鎖を確認。施設保持・管理補助の任務、遂行不能と認識」

　釣られてかティククも何か言っている。

「要塞管理仕様での制限プログラムを復旧…………完了。思考・行動制限を全てアンロック。────人間擬態型対象追尾殲滅兵器Ｔ９９復元完了」

　ティククの目が突然赤く光った気がする。

「どうした？」

「なんでもありません。全て正常です。周辺に脅威無し」

　ならいいんだ。




「そう言えば、お前達は遺跡から何を持って来たんだ？」

　帰りがてらの雑談として聞いてみる。

俺は当然ケラヴノスだが。

「俺は……これだ」

　マックが取り出したのは筒状のものだ。

何やら赤く光っている。

「剣？　いや刃が無いから違うか」

　マックは大事そうに筒を擦る。

「この光を念入りに当てると一日で真っ黒に日焼けする」

「この変態め」

　こいつめ、好みの女を日焼けさせ褐色にして頂くつもりだな。

遺跡の秘宝で自分の性癖を満たすとはけしからん。




「俺は……これですな」

　アゴールが出したのはランプのように見える。

マックのものよりも強い、青い光を出している。

「なんでも永久に光るランプだとか。油の注ぎ足しも要らず、水の中に入れても平気だそうです。これは私的にも軍務にも役に立つかと思いまして」

　永久に光るとはすごい。おまけに水も大丈夫とは。

マックの下等な使い方とは違って色々と役に立ちそうだ。

「注意。ＰＵ−一五型照明の過酷地使用は非推奨。強度の衝撃で外面鉛フィルムが破損した場合内蔵する────から重大損害を受ける可能性。流出した場合は周辺環境に半永久的な汚染を──」

「つまり割らないように大事に使えってことだな。注意しろよ」

「はい。貴重なものです。壊さないように気をつけますとも」

　アゴールはランプを丁寧に腰に結んでぶら下げる。

あれなら落とす心配はなさそうだな。

「セリアは……ふふふ」

「あう」

　セリアは顔を赤くして箱を背中に隠すが、大きすぎて隠せていない。

「こ、古代のお菓子です。一つ頂くととても美味しかったので一箱まとめて貰いました」

　なんとも可愛いじゃないか。

「だが千年以上前のものなのに大丈夫か？　また腹を壊してトイレに間に合わなかったら大変だぞ」

「間に合わなかったことなんてほとんどありません！　ここまで昔だと古すぎて逆に安全だと思います。それに食べ物を保存する薬が入っていて、安全に食べられる期間が五千年あるみたいです」

　それは大丈夫なのか？

五千年と言われると原料が石とか砂とかに思えてしまうぞ。

「ナーティアは四つも持って来たのか」

「ジルビル遺跡に入れる機会なんてもう二度とないかもしれないから」

「Ｍ１０２突撃銃。ＲＰ１５携帯無反動砲。Ｐ３５自動拳銃。応接間用グラス──当該備品の持ち出しは不許可。返却願います」

　ティククがグラスを取り上げてしまった。

もう要塞に戻せないのにいいじゃないか。

グラスを取り上げられたら後は良く分からん珍奇な物ばかりだぞ。

「トリスタンは歴史書だったな。何が面白くてわざわざ遺跡から本を持ってくるのか」

「いや、断言するけど君たちが持ち出したものよりこっちの方が絶対価値があるからね？　もういいよ……ゆっくり解読していくから」

　次に……ああ、アゴールが連れて来た従者の少女も一つ貰っているな。

控えめな性格通り、一番小さな装飾品だろうか？

「え、えっとこれは──その!?」

「ははは、別に言わなくていいさ。詮索されたくないんだろ？」

　さて帰るとしよう。

あのゲスも回収しないといけない。

「警告。ＳＳＵ１３催眠装置の要塞人員へ影響を与える行使は認めません。発見の場合実力で阻止します」

「わ、わかってます。でも……アゴールさんに使うのは……いいんですよね」

「要塞人員は現状一名。アゴールは該当しません」

「ふ、ふふ……これを使えば……私がアゴールさんと……アゴールさんと……」

　ティククが少女と話している。

聞き取れないが珍しい組み合わせだな。
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一方その頃──ラーフェン。

「そこの家は子供六人だぞ。最優先で直せ」

「街壁の修復は低く広くだ！　戦場はずっと南だ。敵兵よりも盗賊や魔物の侵入が怖い！」

「炊き出しの具材が足りない？　お前計算ミスったな!?　人参でも芋でもなんでもいい。とにかく食わせなきゃ持たんぞ！　食えそうなもの調達して来い！」

　ラーフェンには今日も怒号や号令が響く。

　他の街より損害が小さいとはいえ、それでも攻城戦の影響は様々現れていた。

　アドルフを中心に復旧に全力を尽くしてはいるものの、まだ戦争前に戻ったとはお世辞にも言えなかった。

　やることは数限りなくあったが、全員が真面目に勤しむ訳ではない。

「さすがに疲れたぜ。ちょっとぐらい手を抜いても良いよな。デルボの野郎もどっかでさぼってるしな」

「いいだろ。親方もいないし、ばれなきゃいい──」

「駄目です!!」

　労力のいる石積みを止め、適当な砂利で埋めようとした人夫に向けて鋭く美しい声が飛ぶ。

「どわっ！」

「ノンナ奥様!!」

　ノンナはつかつかと人夫に向けて歩み寄り、その頬をパチンと打つ。

隣に並ぶ侍女二人も続いて打つ。

「蟻の一穴と言う言葉を知りませんか？　貴方が手を抜いた場所が敵の襲撃、あるいは洪水で崩れるかもしれません。その時に斃れるのは貴方の家族か、それとも子孫か！　真面目におやりなさい！」

「「へ、へい！」」

　青い顔をした人夫が作業に戻ろうとするとノンナは再びつかつかと歩み寄る。

「……これは叩いた詫びと頑張る分の前払いです。取って置きなさい」

　ノンナはそれぞれ一枚の銀貨を渡す。

彼らの日給の二倍近い額だ。

「とっておきなさい」「なさい」

　侍女二人もそれぞれ銅貨を一枚渡す。

　ノンナは最後に振り返り『受け取った以上は怠けることは許しませんよ！』と念を押して去っていく。




「頑張るか前払い貰っちまったし」

「ああ……デルボも呼び戻してくるわ」

　人夫二人は顔を見合わせる。

「ぶたれたな」

「ああ……」

「痛かったな」

「ああ……」

「乳、当たったな」

「ああ……すごかった」

「背筋伸ばして頑張ろうぜ」

「ああ、今はまっすぐ立てねぇけどな」

　二人はやや前のめりで作業に没頭するのだった。








第４５８話　銃後のお仕事










「あの手の輩は目を離すとすぐサボりますからね。これで責任感を持ってやるでしょう」

　ノンナは一仕事終えたと胸を張る。

「お見事です奥様」

「素晴らしいです奥様」

　侍女……細身で真面目なサリーと小柄でふくよかおっとりのマルル……二人の賞賛を受けながらノンナは益々ふんぞり返る。

「それにしても出費がかさみます。戦争が始まってから懐が貧しくていけません。アドルフも復興予算だなんだと私へのお小遣いを遅らせるなんて。エイギル様の不在を良い事にやりたい放題です」

　ノンナはいつもの癖で肩のショールを弄ろうとするが、つけていなかったのを思い出しバツが悪そうに扇子を開く。数日前に普段使いのショールを汚してしまい、小遣いが足りずに替えを用意できなかったのだ。

「アドルフ様は領主様の信用を担保に復興資金を商人から借り上げています。その為、今だけはどうか小遣いを我慢して下さいとのことです」

　サリーが補足する。

「あの男の事情など知りません！　そうだクレアさんに頼んでつけ払いで……」

「奥様、つけ払いは旦那様との約束で月に金貨二十枚まででは？　今月はもうギリギリですが」

「あまり使うとまた旦那様に怒られます」

　ノンナはプゥと頬を膨らませて機嫌を損ねてしまう。

「そもそもエイギル様はいくらでも使って良いと言ったのにアドルフがぶつぶつ言うからです。正妻なのにつけ払いに制限があるなんて！」

「つけ払いをなさる方は家中に奥様だけなので仕方ありませんわ」

「あのドレス一式、金貨三百枚のつけ払いが悪かったと思われます奥様」




　まだ納得のいかないノンナだったが、視界の端に立ち昇る黒煙を見て血相を変える。

「火が出ているじゃありませんか！　私のラーフェンをまた壊すつもりですか!?」

「奥様大丈夫ですからもう少しゆっくりと」

「お胸が揺れまくって民が見ていますわ。ちょっ!?　お召し物が!!」

　ノンナは火元を確かめようと全力で走るが、速度はせいぜい男の早足程度で、侍女二人は小走りで楽々ついていった。

「ノンナ様？　あんなに急いでどうしたのかしら？」

「バルンバルン揺れているぜ。詰め物なんて噂もあったがあれは本物だ。間違いねぇ」

「おいおい、あんまり揺れるもんだから胸元がずれて──おおっ飛び出す!!」

「出たあ──!?　って侍女が間一髪で先端を隠しやがった！　畜生……無情だぜ」







「あ、ノンナ……様……いらっしゃい」

　火元でノンナを待っていたのはアリスだった。

人見知りの彼女はややぎこちなく挨拶してから、両手を翳す。

「……えい」

　消え入りそうな小さな声に合わない巨大な火柱が立ち昇る。

　真っ赤な炎が目の前に積まれた土くれを舐める。

「ちょっと……足りないかな……えいや」

　アリスから放たれる炎の色が赤から黄色に、そして白っぽく変わっていく。

「やりすぎた……溶けちゃう。難しいな……」

「一体何をしているのです。黒煙が登って火事かと思ったじゃないですか」

　難しい顔をしながら炎を調整するアリスにノンナが迫る。

が、暑かったので数歩下がって言う。

「レンガ……作ってる。暖炉とか窯とかに……使うんだって。……詳しくはわかんない」

「アリス様はアドルフ様のご依頼で耐火レンガの製造に協力されておられたのです。アリス様の魔法を使えば本来長くかかる製造がほんの僅かな時間で出来るとか」

　口足らずなアリスを侍女サリーが補足する。

「……それはご苦労様です。でもあの男はどうして私に伝えないのですか。エイギル様がご留守の今、正妻の私こそラーフェンの主なのに」

　ノンナは再びアドルフへ文句を言いながら胸元を開く。

酷暑でないとはいえ、夏に火の傍にいては当然暑い。

「アリスさんも疲れたらお休みなさい。そもそも貴女はエイギル様のお妾なのですからあの男に指図されることは無いのです」

　アリスは困ったように笑うが、小さく首を振る。

「ううん……頑張る……戦いより、こっちの方が……好きだから……終わった」

　アリスが手を止めると筋骨隆々の人夫が二人、新しいレンガの元を運んでくる。

　だが男達はレンガの元を運び終えた後もアリスの傍を離れない。

その視線は彼女の汗をたっぷりかいた背中や尻に送られていた。

　男達の視線はアリスを後ろから撫で回した後、胸元が大きく開いたノンナに吸い寄せられる。

「げっ奥様！」

「うわっ！　道理でこの大きさ！」

「私にまで下品な目を向けましたね！　尾ひれをつけてエイギル様に言い付けてやります！」

　男達はたちまち真っ青になる。

「勘弁して下せえ！　一物を引き抜かれちまいます！」

「俺の娘はまだ九歳なんです！　領主様の女にされたら死んじまいます！」

「なら死ぬ気で働きなさい。もし少しでもだらけているとみたら……乳を揉まれたと報告しますから」

　男達は脱兎のごとく駆けだして行く。

「二倍のペースでいくぞ！」

「おう、少しでも手を抜いたら嫁も娘も全員孕まされちまう！」

　ノンナはふうと溜息をついた。

「そんな無防備な恰好でいるからです。汗だくで下着がはっきり透けていますよ。肌の色まで見えてはしたない。あら、尻が盛り上がって──って貴女またお尻に何か入れてますね！　マルル抜きなさい！」

「はい奥様」

　マルルがアリスの尻に入っていた何かの取っ手を掴んで引っ張る。

「駄目ここで抜いたら……んほぉぉぉぉ！」

　だらしない声と共にアリスの顔が悦楽に歪み、尻からは柔らかい革製の張り型が引きずり出される。

ズルズル引き出されるソレは尋常でない長さだった。

「細いけど長い……」

「優に８０ｃｍはありますね。こんなものをお尻に入れるなんて……いえこんなものが入るなんて……」

　ノンナは頭を抱える。

「どこでこんなものを調達してきたのですか」

「あぅあぅ……一月分のお小遣いで革職人に……一気に抜くなんてひどい……素敵……あへぇ」

「あんまりお尻で遊ぶと将来垂れ流しになりますよ！　もう次に行きます」

　ノンナは快楽に蕩けた顔で尻を振り続けるアリスに背を向ける。

　サリーは丸見えの開ききった尻穴にハンカチを置いて隠し、マルルはその上に『領主様の女。手を出したら処刑』と書かれた紙を置いて去る。







「あ、ノンナさんだ」

「あらあら珍しいですね」

「奥様!?　ど、どうも」

　次にノンナが訪れたのは家を再建中の者達に食事を与える炊き出しの現場だった。

　そこにはマリアとメル、そしてラーフェンで小料理屋を営むレティシアとシャロンが忙しく動いていた。

「……レティシアさんはともかく領主の妻ともあろう貴女方が炊き出しなんて感心しません」

　ノンナが苦言を言い、サリーとマルルはマリアとメルに深々と頭を下げた。

「まぁまぁ好きでやってることだから。美味しいって食べてくれるの嬉しいよ」

　マリアはニコニコしながらざく切りにしたジャガイモを煮立った大鍋に放り込む。

「そうですね。お屋敷だとあまり料理をする機会がないので腕が鈍ってしまうわ」

　メルがそうとは思えない調子でピーマンを手早く刻みながら言う。

「料理なんて必要ありません。正妻なので！」

　ノンナは何故か後ずさってマリアとメルを威嚇した。

マリアはきょとんとするがメルがクスクスと笑う。

「育ち盛りの子供達も食べるから本当はもっとお肉を入れたいんだよ。でもなかなか入って来なくて、値段も高くなって、炊き出しでは難しいかなって……野菜はちゃんと入って来るだけマシなんだけどね」

　マリアが顔を曇らせて言う。

「え？　肉がなければ魚を食べ──もが、何をするんです！」

「申し訳ありません奥様」

　ノンナが何か言いかけるがマルルに口を塞がれる。

「アドルフ様が言うには村々の収穫は占領と奪還に際してもそれほど傷ついておりません。ですが物流は大きなダメージを受けており、特に迅速な運搬が必要な肉、魚の供給量が激減しています。クレア様も回復に努めており、戦況が好転するなら遠からず回復するでしょうが……」

　サリーが説明を終えるとノンナはいぶかしげな顔をしながらも納得したようだった。

「ならお豆を沢山入れれば良いでしょう。お屋敷で食べる分を民にあげましょう。トリスタンが料理長にあの手この手の策を弄するせいでしこたま余っています。私はお肉は大好きですけどお豆はそうでもありませんので」

「奥様からの施し品として直ちに手配します」

　サリーが応じ、ノンナは子供や老人に具沢山スープを配るマリア達を見ながらため息をついた。

「まあ程々にして下さい。レティシアさんも妹さん共々無理をなさらないように」

「いえ、シャロンはおと──」

　後ろを向いていたノンナがさっと振り返り、シャロンの顔を掴む。

「弟？　弟と言いましたか!?」

「い、いえ……言い間違いです」

　レティシアは明後日の方向に目を逸らすが、地獄耳に自信のあるノンナは語気を緩めない。

「私はエイギル様のお妾さんはほとんど把握しています！　貴方……もしエイギル様を妙な方向に目覚めさせたら……」

　ノンナはシャロンの頭を掴んで揺すり、一度威嚇してからその場を離れた。

「大丈夫シャロン？　ごめんなさい、お姉ちゃんが口を滑らせたから……」

「ううん平気だよ。それよりノンナ様のおっぱいが顔中に当たったのに全然何も感じなかった……やっぱり僕は領主様に……決めたよ姉さん。僕取る！」

「……そろそろ美味しいお鍋ができるよ～」

「……ノンナさんがくれたお豆を沢山入れましょうね」







「奥様、お気を鎮めて下さい」

「これが黙っていられますか！　ただでさえエイギル様は年増から小娘まで見境い無いですのに、この上そちらまで手を出したらどこまで行くかわかりません！」

　ノンナは鼻息を荒くしながら護衛付きの馬車に乗り込み街壁へと向かう。

ラーフェン周辺の集落を慰問するためだ。

「なーにフンフンしてるの。発情期なの？」

　簡易の城門を潜った途端、頭上から挑戦的な言葉が投げかけられる。

　ノンナは途端に怒りを露わに、それでいてほんの少しだけ嬉しそうに馬車から飛び出す。

「年中発情期の変態が何を言いますか！」

　城門の上に

居たのはカーラだった。

いつも通り半袖スカートの動き易い恰好のまま、修復中で狭い城門の一番高い場所に立っている。

「カーラ様こっちの石積み終わりました。どうでしょうか？」

　街壁の修復をしていた人夫が不安定な足場をフラフラと歩いてくる。

　カーラは片目を閉じて見た目には出来上がった街壁を睨む。

「全然ダメ曲がってんじゃない。あんた二五年もこの仕事してまともに石も積めないの？　やり直しよ！」

　カーラは人夫の顔を踏んづける。

　人夫はがっくりと肩を落とすが、屈辱的な行為にも怒りや憎しみは見せなかった。

「てめえら怒られちまったじゃねぇか！　もっとしっかり測りやがれ！」

「いや親方、俺達も曲がってるからやり直しだって言いましたぜ。分かってて踏まれに行ったんじゃ」

「親方……股間を膨らませたまま怒鳴っても迫力ありません──いてぇ!!」

　人夫のやり取りを見ながらノンナがカーラを睨む。

「カーラ下着が丸見えです。不本意で恥ずかしながら、貴女はエイギル様の妻なのですから人夫に下着を見せるなどあってはなりません！」

「別に触らせてる訳じゃなし、パンツ覗くぐらい好きにすりゃいいでしょ。気にしないわよ」

「貴女の性癖なんて知りませんが、これはハードレット家の問題です！　卑猥な変態女は不適格です！」

「卑猥の塊を二つもぶら下げて何言ってるのよ。靴底みたいに真っ黒な乳首つけてさ！」

　ノンナは激昂してカーラに飛び掛かるが、言い合いは止まらない。

「誰が靴底ですか！　ナーティアさんに貰った染み抜き薬を毎日塗って今や綺麗なピンク色です！　エイギル様も可愛いと言って下さる私の乳首をとくと御覧なさい！」

「こんなところで生乳放り出すなんてどっちが変態よ!!」

　ノンナは冷静さを失って胸元を豪快に開き、サリーが両手を広げて男達の視線から隠す。

「カーラこそ三十超えてアソコが黒ずんで来たの知っているんですからね！」

「な、何よ、黒くなんてないわ！　エイギルに開発されてちょっと色ついただけじゃない！　アンタのとそう変わんないわよ。見せてみなさいよ！」

「いやー止めて変態！　犯されるエイギル様!!」

　マルルが馬車を寄せて隠し、紙に書いた『見たら領主様に報告』の立て札を掲げると周囲の人夫が一斉に目を逸らす。

「ノンナ様、ピンクの乳首なんだな」

「あの巨乳に可愛い乳首……たまらねぇ。おっと下手なこと言ったら妻子と母親が妊娠させられちまう」

「童貞野郎め、むしろカーラ様の色のついた穴こそ至高だろうが、小便をかけて貰えたらどれほどいいか」

「親方……あんたのとこで一〇年仕事してるが、そんな性癖だったのかよ」

　ノンナとカーラは我を忘れてしばし喧嘩した後、乱れた服を戻しつつ離れる。

「ふぅ……もういいです。私は郊外の視察にいきます。せいぜい壁から落ちないように気をつけなさい」

「はぁはぁ……好きにしなさいよ。日暮れまでには戻りなさいよ。まだ治安も完璧じゃないわ」

　ノンナは馬車に戻り、カーラは壁の上に登る。

「あ、そうでした。そこの者、こっちに来なさい」

「え？　あたいかい？」

　ノンナが馬車の近くで木材を運んでいた人夫を呼びつける。

「カーラの阿呆がかけるに決まっている迷惑料です。あと浮気していたら教えなさい。お尻を張れ上がるまで叩きまくってやりますから」

「なぁ気付いてないか？」

　人夫は泥で汚れた顔をタオルで拭う。

「あっミレイさん」

「おう」

　ミレイが挨拶すると、ノンナは無言でお金を渡すと、目を合わせたまま馬車を発車させる。

「おい、絶対分かってなかったろ！　こらカーラ笑うんじゃねぇ！　どうせ泥だらけの男女だよ！　むしろスコップとつるはし握ってると落ち着くんだよ！」







「これは奥様！　このような貧しい村にまでお越し頂くとは!!」

　郊外のある村に到着したノンナを村長が慌てて出迎える。

　ノンナは扇子で口元を隠しつつ、この反応が欲しかったとばかりに上機嫌に答える。

「これも正妻の務めです。大事ありませんか？」

「領主と奥様がこの村を手厚く看て下さるお陰でなんとか立て直せそうです！」

　村長が一層深く頭を下げる。

「この村は南ユーグリア軍との戦場になりましたので、アドルフ様が特別復興区画に指定しております。畑や街道の優先復旧と民への施しが特に手厚いとか」

　はてと首を傾げるノンナにサリーが補足する。

　ノンナはなるほどと呟くが、いよいよ妙な顔をしてサリーを見つめる。

「ねえサリー。貴女さっきからアドルフのことばかり言っていますけれど」

　サリーが一歩後ずさる。

「まさかあの男とデキているなんてことはないでしょうね？　私のお小遣いを削り、浪費……いえ、正妻の投資を邪魔するあの男と！」

「ち、違います奥様！　うぅ……こうなっては仕方ありません」

　サリーは否定するが、これ以上は無理と感じたのか、諦めて真実を告げた。

「実はアドルフ様より主要な不安要素である奥様の所業を見張り、馬鹿なこと始めたら止めてくれないかと依頼がありまして」

「きぃ！」

　怒るノンナをマルルが宥める。

「もちろん私を厚遇頂いている奥様を見張る真似など出来ないと突っぱねました。裁きの神ティミスに誓って奥様に不利なことはしておりません！」

　サリーはノンナの目を見る。

ノンナもその瞳に嘘は無いと納得して怒気を消した。

「……ただ」

「ただ!?」

　ノンナの目がカッと見開く。

「知的でふてぶてしくて……でも私生活はちょっと抜けていて……そんな殿方が……その、好みなんです」

　サリーが両手で顔を覆う。

普段冷静沈着な彼女が顔を真っ赤にして照れるのは珍しかった。

「わ、私は奥様を裏切ったのでしょうか？」

　ノンナはぷうと頬を膨らませてサリーの頬を引っ張る。

「好いた惚れたは女の性です。責めても仕方ないでしょう。ですが……アドルフと私が喧嘩したらどちらにつきますか？」

　サリーは僅かな躊躇も無く答える。

「アドルフ様に嫌われないよう祈りながら奥様につきます」

「なら良いです。サリーはこれからも私の大事な侍女です」

　サリーは感極まって

ノンナに抱き付き、顔を巨乳の谷間に埋める。

　ノンナは気まずそうに視線を泳がせ、照れ隠しにマルルに問う。

「貴女まであの男に惚れていることはないでしょうね！　侍女二人とも寝取られるなどあり得ません」

　マルルはほんわりとほほ笑みながら首を振った。

「まったくないです。アドルフ様は私の好みとは全然違いますから」

　マルルは嬉しそうにノンナを見て言葉を続ける。

「私は知的な人よりも逞しい人が好きです。少し頭が悪くても筋肉モリモリの強い人が良いです」

「へぇそうですか。ならアドルフは駄目ですね」

　ノンナはやっぱりあの男は駄目だと呟く。

「アドルフ様は女性に消極的ですし、私はもっと女性にどん欲で……野獣のような男の人が好みです」

「へぇ……それはそれは」

　ノンナの顔が疑問に染まる。

「後は余裕のある生活がしたいです。お金をいっぱい持っていて、地位もある人……ですね」

「……」

　ノンナの目がドンドン細まる。

「最後に……夜の生活も重要ですよね。精力とか……技術とか……その大きさも……特大がいいかなと」

「マルル」

　マルルは顔を赤らめて言った後、ノンナの優しく、それでいて針のような雰囲気の声を聞いて一瞬で真っ青になった。

「マルル、マルル？　マルルゥ！」

「忘れて下さい奥様、なんでもありません」

　ノンナがマルルを押さえつけ、胸で押し潰そうとした時、困ったような声がかかる。

「えーとノンナ？　もういいかな」

　現れたのはメリッサだった。後ろにはドロテアもいる。

「あら、お二人ともどうしてラーフェンの外に？」

　ノンナはマルルを解放して平静を取り繕う。

マルルは長い安堵の息を吐いた。

「続きは今夜ですよ」

「ぴぅ！」

「あはは……それで私達がいるのはこの子達のことなんだ」

　周りにはまだ歩き始めたばかりの子から、１３，４程の少年少女まで数十人が集まっていた。

「戦争で親を亡くした子達なんだ」

「えっ？　コホン、エイギル様は領主の当然の義務として南ユーグリアを追い払っただけです。そこに一片の非もありません。全ては南ユーグリアが悪いのです」

　ノンナは気まずそうにしながらも凛と背筋を伸ばして言い切る。

ここで悪かったなどと言えば、夫の権威を傷つけるとわかっていた。

「もちろんエイギルさんを責める訳ない。それに南ユーグリアのことも今はいいんだ。何より重要なのはこの子達が飢えや寒さに震えないことだから」

　メリッサは小さくなって脅える女の子の髪を撫でようとするが、小さな悲鳴をあげて拒まれてしまう。

彼女やドロテアに懐く孤児院の子供達と違い、彼らは両親を失って日が浅く、容易に他人を受け入れることなどできなかった。

「ちゃんと屋根と暖炉と温かい食事の出る家を用意してあげたいんだけれど、今はラーフェンの街はそれどころじゃなくて、できれば……ね」

　メリッサは懇願するようにノンナを見る。

「……なら屋敷の庭の隅にでも小屋を建てればいいです。ご飯も子供の口なんて余った材料で十分事足ります。ただし！　仮ですから！　目途がついたら即座に出て行ってもらいますからね」

「ノンナ！」

　メリッサがノンナを抱きしめる。

　ノンナはバタバタと抵抗し、乳でメリッサを弾き飛ばしてから更に念を押す。

「他に目途がついたら即退去です。特に年上の女の子から出て行ってもらいます！」

「そこはまず男の子からじゃないのでしょうか？」

　ドロテアが遠慮がちに指摘するがノンナは即座に否定する。

「女からです！　想像なさい、戦争が終わってエイギル様が帰って来られて、女になりかけている娘が居たら……即妊娠です。これ以上女を増やされてたまるものですか!!」

　ノンナが首を三〇度程斜めに傾け、マルルに圧力をかけて壁際に追い込む。

「帰ります！」

　ノンナはそう宣言すると、手近な子供数人の頭を撫でて馬車に乗り込む。

「あ、あの……私被害調査でアドルフ様に派遣された内政官のポルテと申します。サリーさんとおっしゃいましたよね？　ちょっとお聞きしたいことがその……あるのですけど」

「申し訳ありません。奥様がご出発なされますのでまた後日」
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数日後　ラーフェン屋敷　大広間

　大広間には流行りの音楽が流れ、華麗な衣装を着た者達が食事をする。

戦争前と変わらぬ晩餐会が開催されていた。

　しかし普段は開け放たれ、ラーフェンの夜景を見せるはずの大窓には赤いカーテンが降ろされていた。

復旧中の街を見せないようにだ。

　戦時中にこのような催しが必要なのかとアドルフからの文句も出たが、このような時だからこそ周辺貴族を集める意味があると訴えるノンナにクラウディアやグレーテルが加勢して勝敗が決した。




「ご機嫌麗しゅうハードレット夫人」

「ええ、──男爵夫人こそ。旦那様のことは残念でした」

　ノンナは神妙な顔で客人を抱きしめる。

「おつらいでしょうが息子様は健在。お家の存続は保たれます。もし困ったことがありましたらハードレット家を頼れば力になりましょう」

　三十路程の客人は感動に涙を貯めながらノンナの手をしっかりと握った。

「夫にも話を通しておきます。但し、お会いになる時は私を交えて三人で。間違っても二人きりで会ってはなりません」

「は、はい。ご夫人がそう言われるならば」




　ノンナは席を外してから溜息を吐く。

「突然夫を無くした三十路過ぎの未亡人がエイギル様と会ったら五分で食べられます」

「それにしても久方ぶりに周辺貴族の方々が集まりましたが、被害の大きさは予想以上ですね」

　名門伯爵家出身のグレーテルはノンナに水と首輪に繋がる手綱を渡して言う。

「……これなんとかなりませんか？　貴女は名門貴族家出身、人に見られたらことなのですが」

「申し訳ありませんノンナさん。ご主人様がご不在なので貴女が私の飼い主です」

　グレーテルは首輪を愛しげに撫で、真剣な表情に戻る。

「別行動している間に周辺の二家から同じような申し出を受けました。無名で後ろ盾のないノンナさんに変わってベルツ家に繋がる私が正妻になるべきだと。必要なら手助けすると。曖昧に応えて繋ぎましたが」

「名前を教えてください。ははぁ……あの気位だけ高いクソバ……悪年増ですね。あの家は北のクーバ伯の一門でしたね。手を回して目にモノ見せてやります。もう一つはあぁ……あの小物ですね。この間の喧嘩の腹いせですか。力の差も考えずに良くもまぁ。一度警告して聞かないなら受けて立ちます」

　ノンナは胸を反らせて不敵に笑う。

ほとんどの領主

夫人より若いノンナだが、もう遠慮は欠片もなかった。

「それで……いいのよ」

　窓の外からぬっと現れたのはクラウディアだった。

「ええ、私はハードレット家の正妻です。エイギル様との関係も揺らぎありません。歳ばかりとった弱小家の者相手に脅える必要がありましょうか」

　グレーテルが唾を呑み込む。

首輪についた鈴が音を鳴らす。

「頼る者は引き込み、敵は叩き潰します」

　クラウディアは満足げに頷く。

深紅の足首まであるドレスはピチピチだった。

「はぁはぁ……奥様二階まで飛び上がらないでください。私には無理です」

　息を切らして来たのはクラウディアの侍女クララだ。

「さて、そろそろ戻りましょうか」

　ノンナはグレーテルの首輪を外し、クラウディアは黒ビカリする肌に化粧水を塗り直す。

「社交が楽しくなって来たでしょう？　それが戦時中、あるいはどこぞやの家と抗争中ならば猶更」

　クラウディアはニコリとほほ笑み、力こぶを盛り上げ、首から顔面にまで筋肉を浮き出させながら言う。

「少しだけ……ですね」

　引きながらも言葉の内容には同意する。

　ノンナはクラウディアの暖かい視線を受けながら飛び回り、その姿はかつて無い程輝いていた。

　だが誰も見ていない場所で彼女が独語していたことに気付く者はいない。

「エイギル様、もう貴方は登り詰めました。ここで十分です……これ以上を望んでは……狙っては……」







　小さな余談がある。

「ゲホゲホ、ここら辺から聞こえたってのか？」

　ミレイがスコップで穴を掘りながら巻き立つ埃に咳き込む。

　首にタオルを巻き、豪快に腕まくりする様は男の人夫と見分けがつかない。

「ええ、馬鹿みたいな話だけどね。夜毎シクシク泣くんだって、一人ならたわごとだけど結構な人数が聞いてるそうなのよ。場所も街壁のすぐ内側……まあ死んでておかしくない場所だしね」

「ぞっとしないな。おっとなんか当たったぞ……これはカタパルトの鉄弾か？」

　ミレイはスコップで何度か突いて石ではなく鉄だと確認する。

鉄弾は地面深くめり込んでいた。

　二人の首筋に夏に不釣り合いな冷たい風が吹く。

「場所ぴったりじゃない。周りを掘って下を確かめてよ」

「うえ……絶対下に仏さんいるぜ。頼むからあたいを恨むなよ。殺ったのは南ユーグリアだぞ」

　ミレイはスコップで鉄弾の周りを掘って動かそうとする。

その時だった。

（苦しいよぉ）

「あ、出たわこれ。後よろしく」

　カーラが逃げようとするが青い顔をしたミレイに首筋を掴まれた。

（狭いよぉ）

　ミレイは鉄弾から手を放したが、重心を崩された鉄弾はゆっくりとずれていく。

（暗いよぉ）

　鉄弾がずれるにつれて声がはっきりと聞こえ始める。

「ちょっと掴まないでよ、逃げるんだから！」

「あたいも引っ張り上げろ！　お前が言うから付き合ったんだぞ！」

　そして鉄弾が完全にずれ落ちる。

（ここから出してぇぇぇぇぇ!!!）

「ひぃぃぃぃ!!」

「きゃあぁぁぁ！」

　ミレイはその場で尻もちをつき、カーラは逃げようとして転び、うつ伏せにひっくり返る。

（ひどいよぉぉぉ!!　風に飛ばされて　苦労して帰ってきたら突然頭の上に何か落ちて来て　真っ暗で　狭くて　苦しくて　お腹すいて）

　現れたのは半透明のケイシーだった。

長く鉄弾の下敷きになっていたせいか、頭が変形して体と同じ大きさにまで薄く平べったく伸び雪ダルマのようになっていた。

（ひどいひどい！　おうち帰る!!）

　しかも恨みを抱いているせいか誰にでもはっきりと見える程濃くなっていた。

「ぎゃっ何あれ!?　二頭身の人!?」

「いやいや、あんな体系の人間がいてたまるか。それに浮いてるぞ」

「まさか亡霊……ってあんな珍妙な体型の幽霊いないわな」

　こうして哀れ二頭身となったケイシーは屋敷に戻った。

今回は余談的な話になります。

この更新が年内最後となります。

年始いつから更新を再開するかはまだわかりませんが、なるだけ早い時期に始めます。

そして二〇一八年こそ完結させてみせます！

では皆さま良いお年を。










第４５９話　砲火止まらず？







　メルドラを出立して数週間。数名増えた俺達が国境付近まで撤退していたエイリヒの本陣に到着して数日が経っていた。

　俺は今、作戦会議の席で見もしない大地図に肘をついている。

会議の場ではエイリヒを中心に参謀達が地図を指しながら議論していたが、兵団の再配置や補給路の話ばかりで、いざ決戦と景気の良い話ではない。

　退屈になってきた俺は声を潜めて近くの奴らに話しかける。

「動かないよな」

「敵は攻勢に出る余力はないようです。こちらが撤退した後も追撃の動きはありません。ひゃ……もう！」

　退屈した俺は右手を机の下から回して、隣に立つセリアの脇腹や腰をつっつく。

セリアは少しだけ抵抗するも嫌ではないのか反撃に俺の背中をつっついてきた。




「敵は分かるが味方の方も再編成ばっかりだな」

「敵の部隊配置と陣形に変化が見られません。私はハードレット卿の話を信じますが……あっ！」

　俺は左手を回し、隣に座るマイラの太ももを撫でながら続ける。

怒って睨みつけてきたが、手を太ももから下腹へ優しく往復させると足をほんの少しだけ開いた。

　置いて行かれたのが不満だったのか、マイラは昨日までずっと機嫌が悪かったのだ。

しかし女の機嫌が悪い程、仲直りの夜は燃え上がるものだ。昨夜はかなり激しかった。

　凛々しいマイラが涎を垂らしながら動物のように叫んで失神する瞬間は何度見ても興奮する。

正常位なら足を絡めて抱き付き、騎乗位なら後ろに大きく反って……これ以上はやめておこう。

軍議で種が噴き出たら言い訳できない。

「適当につついて確かめれば良いと思うんだがな」

　再び声を潜めて言うとヤーコフが耳元まで来て他の者に聞こえないように囁く。

「それが参謀共が士気がどうの、諸侯に示す戦績がどうの、と言いやすんで全体の動きが鈍くなってやす。ここは一丁大将が……げっ！」

「──!?」

　ヤーコフがエイリヒへの文句を途中で止める。

別に周囲を気遣った訳ではない。

　突然白濁がマイラの両脚から椅子を伝い落ちて床に零れて来たからだ。

　昨日のが今になって漏れ出して来たのか。

かなり濃かったから胎内に留まっていたのが、俺に太ももを触られて緩んだのだろう。

幸いにしてマイラは座っているので他の者から直接は見えないだろうが。

「……」

　マイラは真っ赤な顔で口を真一文字に結んで正面を見据えている。

既に椅子どころか床にまで広がっているので立ち上がることもできず、見つからない為には平静を装うしかない。だがそれでも臭いはどうにもならない。




「……なんだこの生臭い匂いは？　どこかでかいだことがあるような」

「水飴を捏ねるような音もするぞ。まさか敵の間者が何かしているのではあるまいな」

「これはそう、軍務でしばらく家を空けた後の妻の匂いだ。何故戦場でこのような」

　参謀や指揮官たちがざわつき始める。

気が散り過ぎだとも思うが、今の議題自体が突き詰めればどうでもいいことなのだ。

　皆が匂いを辿ってこちらにチラチラと視線を送り始める。

マイラは表情を変えないままプルプル震え、目元に涙まで浮かび出した。

　軍議中に種汁を垂れ流したと知られれば寝込んでしまうかもしれないな。

ここは俺が助けてやらねば。

「軍務総監」

　俺は片手を挙げると同時に席を立つ。

マイラが汁を噴かなくても言いたいこともあった。これですっきりする。

「何故、貴重な時間を細々とした些事で浪費するのでしょうか？」

　全員の視線が俺に集中する。

もちろんエイリヒも真剣な顔をこちらに向ける。

「何が言いたい？」

「件の兵器はメルドラが古代遺跡から持ち出した物、そしてそれは既に停止されているとお伝えしたはず。この上何故攻勢を躊躇うのかと」

　参謀達は顔を見合わせ、何事かボソボソと話した後、困ったような表情を作る。

「確かにハードレット卿からの報告は受けています。ほとんど単身乗り込み、友邦アレスと協力してメルドラを屈服……並ぶ者の無い勇将であることに一片の疑いもありません」

「……でありますが、古代ジルビル遺跡の魔導兵器に巨大機械兵……そして遺跡の中心から命じて全兵器を停止されたと言うのはあまりにもその……現実的でないと言いますか」

「しかもその古代要塞は閉鎖され最早何人も入ること敵わぬ……と」

　なんだ俺が嘘を言ったと思っているのか。

　参謀達に視線をやると彼らは気まずそうに視線を泳がせ、最終的にエイリヒを見る。

「お前が嘘を吐いたなどとは思わん。その意味も無い。……だが勘違いや間違いはありうる。疑う訳ではないと繰り返した上でも尚、荒唐無稽とも思える話だ」

　そうだろうか。

古城の地下に広大な空間があってそこは古代の要塞だった。

そこで見つけた自動人形に頼んで例の兵器を停止させ、更に巨大機械兵を率いてメルドラを粉砕した後、要塞の入り口を閉じて誰も入れなくなった。

　うむ、嘘くさい。

「お前が出立してから現在に至るまで敵陣に変化は見られん。件の兵器も要所に配置されたままこちらを睨んでいる。燃え上がるなりバラバラになるなりしておれば分かりやすかったのだがな」

「ハードレット卿を疑う訳ではございませんが、もし何かの間違いで兵器が健在ならば攻勢をかけても大敗北は必定」

「仮に被害を抑えて撤収できたとしても、ようやく戦況を挽回した中での連敗は諸侯の結束を揺るがし、あるいは民の王家への信頼までも損ねるやも……」

　エイリヒが腕を組むと参謀達が俺の目を気にしながら補足する。

そんなに怖がらなくてもこの場でぶち切れて襲い掛かったりしないぞ。

　まあ参謀達が言うのもわかる。

逆に俺がこの参謀達から今の荒唐無稽な話をされ、命をかけて戦えるかと問われたならば答えは否だ。

　だからこそ、最初から言葉ではなく証拠を示せばよかった。

「彼女を見れば古代遺跡の話、信じて頂けるでしょう」

　俺は後ろに立たせていた女の手を引く。

「あんっ父様」

　現れたのはネーシス──いかん間違えた。

セリアが目を閉じて天を見上げている。

「間違いました。彼女です」

　今度こそ間違いないティククだ。

「虹色とは変わった髪色ですな」

「瞳もまるで魔物のような……いやまさか魔物を連れ歩く者など居るはずもないか」

　ざわつく場をエイリヒが片手をあげて制する。

「それでお前は何者だ？　例の兵器の何を知っている」

　ティククが無言のまま俺を見たので頷いてやる。

「私はＴ−九九施設保持・管理補助型自動人形です。既知の情報より『例の兵器』をＡ−七型魔導砲とＲ−一二型拡散制圧魔力砲と推定。両兵器は私の権限により四六一時間前に強制停止。中核コア凍結の為、個体レベルでの再起動は不可能です。バドス要塞は広域防衛用統合要塞であり半径５００ｋｍ範囲の大型魔導兵器を遠隔操作することができます」

　非常に早口だが各単語がはっきりと区切られた聴き取りやすい声だ。

　これで皆も納得せざるを得ないだろう。

「どうですか？」

　俺は自信満々に言う。

だが周囲の反応は予想と違っていた。

「どうと言われましても」

「荒唐無稽がもう一つ増えただけでは？」

　エイリヒも呆れたように俺を見ている。

「俺から見ればこの娘は変わった髪と瞳を持つ早口言葉の得意な女だ。もっとはっきりした証拠を出せ」

　そこから疑われるとは。

まさかティククを分解する訳にもいかないし、ここはなんとかして彼女が自動人形だと証明するしかない。

「ティクク、お前が古代文明的だと証明できる特技は無いのか？」

「要請が曖昧、理解不能。具体的な行動の指定を願います」

　俺は目の前に積まれていたどうでもいい輜重隊の目録をティククに数秒見せてからひっくり返す。

「今の一瞬で暗記できただろう？　全て書き写してみてくれ」

「了解しました」

　ティククは数秒見ただけの目録をたちまち正確に再現する。

俺はどうだとばかりにエイリヒを見る。

「大した暗記力だ。書記に欲しいな。……古代文明に何の関係がある？」

　これでも駄目なのか。

　周囲を見渡し目についたペンの持ち手を下にしてティククの頭頂部に乗せる。

「バランスを取ってペンを倒すな」

「了解しました」

　ティククは直立したまま微動だにせずペンは揺らぎもしない。

俺はどうだとエイリヒを見る。

「大したバランスだ。軽業の才能があるのだろう。隣の娘もやっているが」

　見ればセリアが同じことをしていた。

俺と目が合うと申し訳なさそうに小さくなる。

　エイリヒと参謀達の視線が呆れから苛立ちに変わってきている。




「ティクク頼む、何かないのか？」

「具体的に指定されれば実行します」

　思いつかん。そうだ。

「人間には出来ないことをしろ。なんでもいい」

「……」

　ティククは僅かに首を傾げた後、エイリヒに向き直る。

エイリヒは既に期待していないのかテーブルに肘をついて訝しげだ。

「『人体には不可能な行動』実行します」

　ティククの首がグルリと真後ろを向く。

「「どわぁ!!」」

　注目していた指揮官や参謀がひっくり返る。

　更にティククは首が完全に後ろを向いたまま数歩歩き、一回転させて首を元の位置に戻す。

「人体には不可能です」

　無表情ながら無い胸を僅かに反らせて得意げに見えるが、首の向きが心持ち右へずれてるぞ。

セリア指摘してやれ。

「どうでしょう」

「……すまんが分かったのはその娘が多芸に秀でたびっくり人間と言うことだけだ。正直、お前が本当に兵器を停止させたのか、話の前より疑いたくなってきている」




　その時、参謀の一人がおずおずと手を挙げた。

「提案があるのですが宜しいでしょうか？」

　遠慮がちな態度から見て参謀の中では末席なのだろう。

だがエイリヒはにこやかに歓迎の顔を向ける。

「ドルセンか。言ってみろ、大道芸ばかり見ていても仕方ない」

　毒を吐かれた。

「はっ！　小規模な攻撃隊を編制して敵の拠点を襲撃し、兵器を使用させる作戦は如何でしょうか」

「威力偵察、まず定石か。反撃で撃退されても敗戦と言えない程度……かつあまりに小規模では敵が兵器を使用しない可能性もある」

　エイリヒが言うとドルセンとか言う参謀はチラチラとこちらを見る。

「はっ少人数かつ敵に十分な脅威を与えねばなりません。武勇に優れつつ、敵にも名の知れた──」

　エイリヒまで俺を見ながら二度三度と顎をしゃくりあげるようにする。

「俺が行きましょう」

　ドルセンが言い終わる前に言うとエイリヒは一度俺の目を覗き込むようにしてから机を指で叩く。

「そうだな。卿に任せたことなのだから最後まで責任を取って貰わねば」

　鼻につく言い方をされたがまったく腹は立たなかった。

ただ気になる。

「では攻撃場所の選定は私が致します！」

「ああ、頼んだぞ」

　ドルセンは敬礼して軍議の場を抜ける。

「本格攻勢は兵器の停止が確認されてからだな。皆、気を抜いてはいかんが適度に体を休めておけ」

　エイリヒはそう言って軍議を締める。

　さてそろそろか。

セリアにティクク、ネーシスにマイラの面倒を見て貰おう。

　既にマイラの足元は水溜まりだ。

我ながらどれだけ注ぎ込んだのか。

「ハードレット卿。作戦の命令書を直接渡す故、俺の部屋までついて来い」

「はっ」

　俺はエイリヒに追従して議場を出る。

そして人の目が無くなると同時に横に並ぶ。

「本題はなんでしょう？」

「ふ、さすがにわかるか」

　エイリヒは僅かに笑うがすぐに表情を戻す。

「お前が言うのだから件の兵器は止まったと確信して疑いはない。今更確かめる必要など無い」

「では何故？」

　エイリヒは嫌そうな顔を見せて言う。

「疑っているのはお前ではない。ドルセンの方だ」

「ああ……」

　納得した。エイリヒの奴に向ける表情ははっきりとおかしかったからだ。

なんとなくの勘みたいなものだが。

「奴はほぼ黒だ。十中八九、南ユーグリアに通じている……が、表だって裏切り者探しはしたくない。隣の戦友を疑いながら戦いなどできんからな」

「それで罠にかける……と？」

　エイリヒは僅かに首を捻る。

「正確には奴らに罠を張らせて食い破る。お前を放り込んでな」

　あんまりな話だぞ。

「ドルセンに与えた情報はお前の報告書と軍議の場で話したことだけだ。お前の部下──トリスタンだったな。奴の報告書は俺しか見ていない。奴はそれを元に敵と罠を張るだろう。上手く見抜け」

　何故俺の報告書が偽書みたいに使われているのかはあえて気にすまい。

誤字が多いのが悪かったのだろうか。

「承知しました。しかし根本的な事を聞いても宜しいですか？」

　エイリヒは苦々しい顔になる。

わかっているのだろうが、一応聞かないとな。

「ドルセンが黒と分かっているならさっさと消してしまえば良いのでは？　他の者への影響が心配ならば処断せずに流れ矢や事故に見せかけて始末すれば」

　ドルセンは参謀の中でも末席のようだった。

どうでも良い人材ではないだろうが、突然戦死しても全軍が混乱する地位ではない。

黒と分かっているならさっさと消すべきだ。女でもないしな。

「……建前は１００％黒と決まっていないからには最後の確認をすべき」

　俺は何も言わずに続きを待つ。

「本音はドルセンとは古い付き合いでな。夜明けの翼の時分には少々頭は切れたが俺の傍をついて歩くだけの子供だった……最近ようやく頭の使い方を分かってきたと思っていたのだが」

　なんとも言えない表情で目を閉じ溜息をつくエイリヒ。

　最古参の部下の一人だったのか。

言われてみれば奴の顔は昔からちょこちょこ見ていた気がする。

「金に執着する奴でも無し。出世欲の強い奴でも無し。南ユーグリアに通じる理由がどうしてもわからん。あるいは俺に不満があったのか……」

　エイリヒの目が開く。

「つまりは私情だ。それでもやってくれるか？」

「やりましょう」

　即答する。ドルセンなる男の為に動くのは本意ではないが、エイリヒには世話になっている。

少々の手間と危険ぐらいは受けてしかるべきだろう。

「かわりと言ってはなんですが」

「はは、早速交換条件を出して来るか」

　エイリヒは軽い調子で応じる。

「メルドラとの戦い後、流れで元王のブスコ本人とその娘二人を連れて来たのですが、行き場所もないのでここに置かせて下さい」

「……おい」

　声が怖い。

エイリヒの私情を聞くんだから俺の私情も許してくれていいじゃないか。

「馬鹿野郎！　古参の部下への思い入れとお前の劣情を一緒にするな！　どうせ娘は二人とも孕ませているのだろうが！」

　エイリヒはそこまで言ってふと止まる。

「……その娘二人と言うのは軍議中お前の後ろに立っていた奴らだな。とすればその後ろで土下座のまま移動していた奴がブスコか？　娘共が時折蹴りを入れていたが」

「はぁ下種なもので妻子にも愛想をつかされたようです」

　ブスコは最近俺の後を土下座のままついてくるようになった。

本来土下座は見ていて不愉快なのだが、段差を越え、階段まで登る様は少し感心してしまう。

「ともあれ頼んだ。アゴールの大隊を連れていけ。縁も深いようだし人数的にもちょうどいい」

　ちょっとした前哨戦だ。

どんな罠を張っているのか。
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数日後　国境南　某砦

「ん、とりあえず情報通りだ」

　セクリトは樹上で言うとそのまま仰け反るように頭を下にして落下する。

「どわっ！」

　慌てて俺とアゴールが受け止めに行くと、セクリトは空中で体を捻りアゴールの脳天に着地する。

「石垣と木柵を組み合わせた平凡な砦に敵兵はざっと二千、通常の警戒態勢だ。でかいやつが二門、小さいのが三門、でかい櫓の上に座っている」

　セクリトは悶えるアゴールを捨て置き、木登りの為に外した鎧を付けながら言う。

彼女は俺に触れないよう僅かに遠回りして、敵に見つからないよう伏せている兵の元に戻った。

「……そうか、なら予定通り開始しよう」

　俺はセクリトを気遣おうと手を伸ばすが、軽いバックステップで躱されてしまう。

メルドラとの戦いに連れて行かなかったことを怒っている。

特にセリアが自慢げに遺跡での話などするから余計にだ。




　今回の作戦に連れて来たのは大隊指揮官のアゴールとセクリト、そしてティククだけだった。

セリアは興奮し過ぎていたため、下手を打ちそうだとエイリヒからストップがかかったのだ。

　アゴールは随行する大隊指揮官なので当然、ティククは目を離すと心配だから、そして見るからに怒っていたブリュンヒルデとセクリトを償いを兼ねて連れて行くつもりだった。

　だがブリュンヒルデはどうにも様子がおかしく俺の目の前にすら現れず、セクリトは無言で承諾したと思ったらこれだ。

　昨夜はマイラと同じように体を重ねて仲直りしようとしたのだが……。

無言のまま口でしてくれたセクリトだったが、発射直前に中止してそのまま寝てしまった。

続きをしてくれと頼んでも『断る』の一言で取り付く島もない。そのせいで昨夜から収まりがつかない。

　兵がざわざわと騒いでいる。

「ハードレット卿、朝からずっと勃起しているぜ」

「血を見る興奮でか……それにしてもなんてでかさだ。最初は剣を股間に入れているのかと」

「いや、敵兵を犯すつもりでああなっているのだろう。恐ろしいお方だ」

「……なあおい。どうしてお前まで勃ってるんだ？　どうしてハードレットを見て息を荒くしてるんだ？」

　最近は猛将の評価に押されて消えかけていた妙な噂が再燃したらセクリトに責任を取って貰うぞ。

「役割は果たす。だがしばらくお前を上には乗せん」

　セクリトは普段使いの義手を外し、ホースのついた義手を取りつける。

「男根ではなく、こちらで昂ぶりを解消する」

　色素の薄い唇から真っ赤な下がベロリと伸びて、義手の先端から中程までを這う。

「いつまで悶えている。攻撃を開始させろ」

「この女、人がせっかく助けてやろうと……攻撃開始、手筈通りやれ！」

　アゴールは立腹しながらも攻撃開始を命令する。

敵から身を隠していた大隊が飛び出し、敵の砦に突進する。




「敵襲──!!」

「本当に来たぞ！　やはり例の──」

「配置に付いて迎撃しろ！　特殊砲？　あれは砦主殿の判断で使用される。お前達はまず全力を尽くせ！」

「準備はできているな？　しくじるなよ」

　敵兵は僅かな間戸惑うも奇襲を受けたにしては反応が早い。

エイリヒの言う通りかなり黒に近いかな。

「ほう。これはこれは……」

　セクリトはちらりと俺を見てから口元を吊り上げて嗤う。

彼女にはエイリヒからの話は伝えていないが、勘づかれたかもしれない。

　だが味方兵士はそんな事情は知らない。

とにかく敵の兵器が起動する前に少しでも肉薄しようと息を切らせて走る。

　アゴールは模範的な大隊指揮官として最前列よりやや後ろから兵を鼓舞しつつ駆け、俺達は出番までは後方につく。

「それにしても奇怪な奴だな」

　セクリトがティククを睨む。

彼女は別に金属音を立てて走っているわけではないが動きがおかしい。

細い両手を小さく左右に広げ、小さい歩幅でトコトコ走る。

　走り方を知らない幼子のような動きにもかかわらず、駆ける俺達に楽々ついてくる。

いや、時折速度を落としている所を見ると本当はもっと早く走れそうだ。




「放て！」

　砦に十分近づいたところでアゴールの号令一つ、千の火矢が打ち放たれる。

　アゴールの大隊は他の大隊と同じくおおよそ千名だ。

千名から千の火矢、つまり全員が弓を持っていた。

　今回の目的は少なくとも表向きは敵兵器が停止しているかの確認だ。

その為にはしょっぱい攻撃では無意味で可能な限りインパクトのある攻撃が必要だった。

　そこで本来の弓隊以外にも弓を持たせて、まず全員で火矢をぶっ放させた。

これでもかと放たれる火矢はやはり迫力があるが……。

「くくっこれは酷い」

「攻撃精度２２％」

　本職の弓隊以外の精度はお察しで敵兵に命中どころか、明後日の方向や届かないならまだマシで、自分の足元に叩き込んだり発射を失敗して腕に火が付くなど酷い者も数人いる。

「笑ってやるな。迫力があればいいんだ」

　俺はちらりと同じく後方に留まる男女数人の集団に目をやる。

　エイリヒに『絶対に守れ』と厳命された彼らはアゴールの部下ではなく情報官だ。

古代兵器の停止を見極める為に派遣された彼らの目があってこそ表の目的が達成される。




　味方兵は一発撃つと即座に弓を足元に置く。古代兵器の発射はまだ無い。

「次はなんだったか」

「火炎砲丸だな。強行軍で攻城兵器はないからな」

　セクリトが答えてくれる。

だが手を伸ばすと払いのけられる。

　味方兵がロープ付きの陶器砲丸に火をつけて振り回し、遠心力を高めて投げ放つ。

砲丸は砦の外縁部や壁、少数が内部に飛び込んで砕け、内部に注がれた油を燃え上がらせる。

　同時に砦から矢の返礼と少数の大弩が撃ち放たれ、味方に犠牲者が出始めた。

しかし古代兵器は沈黙している。

「当然だよな」

「Ａ−七型魔導砲の動力は完全停止。起動は不可能」

　ティククが俺を見て言う。

同時に敵の矢が彼女のデコに命中してコンと小さな音が鳴り、ティククは無言のまま両手で額を擦る。

顔は気をつけろと言ったじゃないか。

「次はなんだった？」

「決まっているだろうが」

　セクリトが鼻から荒い息を吐く。

「宴の時間だ」

　味方兵士が一斉に怒号をあげて砦に迫る。

セクリトも味方をかき分けて前に出る。

「一斉攻撃か……俺も行きたいがもう少し我慢だな」

　味方兵士は壁に取りつくと手に持った松明を投げ込み、木製の門をハンマーで叩き、縄や梯子をかけて乗り込もうとする。

「櫓と撃ち合いをやっても勝てんぞ！　牽制しながら早く乗り込め！」

「大盾は側面をがっちり固めて矢と石と防ぎ止めろ！　カタパルトの直撃は諦めろ！」

「タイミングを合わせて一斉に梯子をかけるんだ。バラバラにやっても払い落とされるだけだ！」

　もちろん敵も黙っていない。

櫓からは次々と矢が飛び、内部に据えられたカタパルトから石弾が降り、外側木柵の隙間からクロスボウが味方を狙い撃つ。

「梯子を持った奴を狙い撃て！　大盾兵ばかり倒しても仕方ないぞ！」

「門は陛下の恩寵で鉄壁だ。乗り込みだけを警戒しろ！」

「砦主殿にもう一度特殊砲の使用をお願いしろ！」

　味方兵士が怒号をあげて砦に殺到し、敵がそれを防ぎ止めようと矢や石の雨を降らせる。

古代兵器も大砲も使わない『普通の』攻城戦は佳境に入りつつある。

「撃つなら、ここだよな」

　俺はわざと情報官に聞こえるように言う。

　今古代兵器をぶっ放せば密集した味方は激甚な損害を出す。

撃てるはずがないんだけどな。

　おっと見知った姿が梯子……いや、梯子を立てた味方の頭を踏みつけて登っている。

言うまでも無くセクリトだ。

「どうした？　狙ってみろ」

　セクリトは誘うように両手を広げる。

もちろん敵が容赦するはずもなく、無数の矢が彼女を狙って放たれる。

「ぎゃあ!!」

　だがセクリトは着弾の瞬間垂直に跳ね、針鼠になったのは足場にされた哀れな味方兵士だけだった。

「そーら踊れ！」

　セクリトの左腕から遠目にも圧倒される火炎が噴き出す。

「ぎゃああああ！」

「な、なんだこの炎は！　魔法か!?」

「体中に火が！　熱い！　助けてくれぇ!!」

　敵兵の絶叫とセクリトの笑い声がここまで聞こえてくる。

火を噴く義手はキワモノと嫌がっていたのに結局使っているのか。

「次は……そっちだ」

　セクリトは矢で絶命し、落下しようとする味方の頭で踏み切り、大きく跳ぶ。

そして狙いを櫓に定め、再び業火を放った。

　櫓は容易に燃え上がらないよう鉄板で補強されていたが、矢を放つ為の穴は当然ある。

そこから火が内部に入ったのだろう、櫓の扉や窓が内部から開かれ、火達磨の敵兵が次々と落下していく。

　業火を浴びて焼け死んでいく敵、笑い続けるセクリト……インパクトは十分だと思うが。




　情報官達は厳しい目で何やら話し合っている。

「やはり射撃不能状態にあるのでは？」

「いや、砦側は陥落の危機までは感じていまい。単に弾薬が希少で節約している可能性も」

　情報官の宿命だろうが疑い深い。

とはいえ後方とは言え戦場で油断すると……。

「おい」

「きゃっ!?」

　女情報官に向かって手を突き出すと殴られると思ったのか慌てて顔を庇う。

　もちろんそんなはずはない。

俺の右手には敵の矢が掴まれている。

「ここは戦場だ。お話もいいが」

「ありが──わきゅ!?」

　言い終わる前に俺は女情報官の後頭部を掴んで地面に突っ伏させる。

同時にカタパルトの石弾が彼女の髪をかすめた。

「前は見とけよ」

　跳ね飛んだ小石がティククのデコに当たり、またも彼女はゆっくり両手で額を押さえる。

お前も注意しろと言うのに。

　彼女の腰を掴んで立たせ、ついでに尻を一撫でしておく。

「まだ足りないか？　俺が敵でも使えるならもう使っているが」

「そ、それはその……事は戦争の帰結を左右するだけに慎重には慎重を……と」

　まどろっこしいな。

アゴールの兵をこれ以上殺すのも良くないか。

「俺が出る。よく見ていろ」

　俺はシュバルツに乗り、足で腹を叩く。

黒い巨体は風のように駆けてたちまち乱戦の中に飛び込んでいく。

「この一撃で全てわかる」

　俺はケラヴノスを掲げる。

「吹き飛べ」

　穂先で城門を指し、ありったけの敵意を向ける。

ケラヴノスは太陽の光を反射してギラリと光る。

「……」

　戦場の喧騒が俺を置き去りに続く。

「ミニジェノサイドキャノン砲の威力半径は１５０ｍです。使用しますか？」

　普通に追いついてきたティククは無視してケラヴノスを背負い直し、デュアルクレイターを抜き放つ。

「ゴルドニア王国辺境伯、エイギル＝ハードレット参戦、前を開けろ」

　趣味でない音声をあげながら飛び退く味方の中を突っ切って砦の門まで突っ走り、シュバルツの背中から飛び降りる。

　地に足をつけてデュアルクレイターを目一杯振りかぶり、息を吸い込み腹に溜める。

木製ながら鉄板で補強された門、本来デュアルクレイターならバターを裂くように切り裂ける。

　だがこの門が遺跡の品で強化されているのは分かっている。

だからこそ渾身の一撃が必要なのだ。

　思わず出た気合の一声と共にデュアルクレイターを振り下ろす。

金属の塊をぶっ叩いたような手応えと音、そして手が千切れるほどの反動。

（無茶をするな　吾が宿っておらねば折れていたぞ）

　宿っているからやったんだろうが。

消えたくなければお前も協力しろ変態龍が。

　刀身がメキメキと門に食い込む。

（何故吾が人同士のつまらぬ戦などに）

　刀身が赤く発光を始め、食い込む速度が増していく。

「ぐおう!!」

　最後に強く低く声を出す。

　デュアルクレイターの刀身が地面にめり込み、強化されていた扉が閂ごと真っ二つに割れて倒れ込む。

　矢玉を抱え、補給に走っていたであろう南ユーグリアの少年兵と目が合う。

「よう。来たぞ」

「あ……ああ……悪魔……」

　少年兵は矢玉を取り落として尻もちを付いた。股間がみるみる小便で濡れていく。

俺はその襟を掴んでポイと隅に投げ捨ててから音声をあげる。

「門が開いた。俺に続け」

　味方の鬨の声と敵の悲鳴に近い鼓舞の叫びが交差する。




　櫓から俺を狙って矢が飛ぶ。

　だが狭い矢眼から飛ぶ矢の軌道を見切るのは容易だ。

三本をデュアルクレイターで払い、三本を避け、最後の一本を素手で掴み捨てる。

　そして櫓の真下に滑り込み、支える支柱の半分をぶった切る。

こちらは強化されていなかったのか、勢いをつけすぎて体勢が崩れるほどあっけなかった。

　敵兵の悲鳴と怒号と共に櫓は傾き、敵兵が次々と飛び降りる。

ある者は頭から落ちて首を折り、ある者は足を折って動けないところを味方に滅多刺しにされる。

「も、門まで押し返せ！　三人がかりで突き込むのだ！」

　指揮官に率いられた三人の雑兵が走り寄って来る。

　剣を抜いた指揮官の号令で三人の敵が同時に槍を出しながら突進し、俺とすれ違う。

「あ、あれ？　外れた？」

「動きが見えなかった。あいつはどこだ？　振り返れないぞ」

「なんか……息が苦しい」

　僅かに間を置き、敵兵三人の両断された首、肩、胸がボトボトと落ちる。

「一瞬で三人を──」

「四人だよ」

　俺は指揮官を見ながら胸をトンと叩く。

奴は視線を降ろし、自分の胸が抉れているのを確認してから絶命した。

「あの強さ、邪悪さ、間違いない悪魔だ！」

「近々強敵が来るって訓示はこのことだったのかよ！　強敵にしてもたちが悪すぎる！」

「そもそもどうしてこんな小さな砦にあいつがわざわざ!?」

「あいつは悪魔だ！　戦略なんてどうでもいいんだ。人を殺すことだけが目的なんだ!!」




　好き放題言ってくれる。

だが今は悪魔に徹するのが最も良さそうだな。

「臆するな！　悪魔は脅えた者から殺す！　陛下と帝国の威光を持って戦えば悪魔など恐れるに足りん！」

　全身を金属鎧で固めた精悍な騎士が大きな槍を振り回して叫ぶ。

敵兵の間から小さな歓声が上がる。

「我こそはハーベス渓谷の守護者と謡われしリムバット！　悪魔よ我が名を恐れよ！」

「どこだ。誰だ」

　俺は独語しながら槍相手なのでケラヴノスに持ち替える。

「稲妻と讃えられし我が刺突を受けてみよ！」

　踏み込みながらの連続刺突か。

稲妻には足りないがなるほど鋭い。少なくとも穂先を目で追っていては遅れる。

　胸を狙う刺突を穂先で払う。

　足を狙う刺突を跳ねて避ける。

　頭を狙う刺突を首を捻って外させる。

　苛立った末の腕狙いの一撃を払いのけ、逆に前蹴りを鳩尾に入れる。

「ごほっ！　ごほっ！　な、何故我が稲妻の刺突をこうも簡単に！」

　甲冑の上からだがそれなりに効いたようだ。

「守護者とはよく言ったもんだ」

　こいつの刺突は確かに鋭い。

更に攻撃を空振りしても大きな隙が出来ないように考えられているので不意の一撃でやられる可能性も少ないだろう。

　だが、だからこそ読みやすい。

空振りしても態勢を崩さずに攻撃できる場所ばかり狙ってくるんだからな。

　このやり方は雑魚相手に不覚は取りにくいが、反対に同格以上の相手を仕留めるのは難しい。

「攻撃ってのはこうやるもんだ」

　俺は身を低くして飛び込む。

「くっ！　我が鉄壁の防御を崩せるものか！」

　胸を狙う一撃が払われ、俺と奴が同時に揺らぐ。

　足を狙った渾身の一撃が間一髪避けられ、俺は前に、奴は後ろに態勢を崩す。

　つんのめった態勢から無理やり力で槍をぶん回して頭を狙い、防いだ奴の槍を弾き飛ばす。

　苦し紛れに奴が抜いた剣を籠手で受け、胴体のど真ん中に穂先を突き込む。

「守りを固める奴より攻めまくる奴の方が強いってことだ」

「ご、ごふ……無念……」

　俺は串刺しにした自称守護者を高々と持ち上げる。

奴の血が柄を伝って垂れ落ちる。

　美しい銀色がどす黒い血に汚されていく。

「くくく……ははは……フハハハハハ!!」

　俺の高笑いが戦場に響く。

敵も味方も戦いの手を止め、狂ったように笑う俺をそれぞれ畏敬と恐怖の目で見ていた。

　別に死体の血を流しても面白くもなんともないが演技が必要な場面だろう。

むしろ心配なのはせっかくの槍を汚してティククが機嫌を損ねないかと言うことだ。

「現代の戦闘様式を認識。情報を更新──被弾、損傷無し」

　怒ってはいなさそうだ。

む、また額に矢を受けて撫でている。どうして吸い寄せられるようにデコにばかり食らうんだ。




「さて次は……」

　俺は専用櫓の上に置かれた古代兵器に狙いを定めてゆっくりと歩く。

既に進路を妨害しようとする敵兵はいなかった。

　ゆっくり歩いて古代兵器に迫り、蹴りの一つでも入れてやれば情報官も最早コレが役立たずだと分かるだろう。




　その時だった。

「特殊大砲──発射！」

　兵器の傍で一際偉そうな男……恐らく砦主の司令官だろう……が叫ぶ。

　俺は鼻で笑いながら撃ってみろとばかりに両手を広げてやる。

「くくく、面白い。さあ来い、撃ってみろよ」




　古代兵器は赤く光り、俺の足元が爆発した。




「ぐぉぉぉぉ!!」

　体が宙に浮かぶ。咄嗟に空中で態勢を立て直し、足を折らないよう背中から地面に落ちる。

同時に体中が燃えているのを感じ、そのままの勢いで地面を転がって火を消す。

　瞬時に自分の状況を確認する。

首は千切れておらず、腹も破れていない。手足はついているし、骨も折れていない。

致命傷ではないが強烈な耳鳴りとふらつきですぐには立ち上がれない。

　下手くそ百人が同時に楽器をひいたような耳鳴りが収まった時、聞こえたのは割れんばかりの敵兵達の歓声だった。

「悪魔が吹き飛んだぞ!!」

「陛下の下さった特殊砲は無敵だ!!」

「南ユーグリア万歳!!」

　ええい頭に響く。

　続いて鬱陶しい騒音とは対極の綺麗で落ち着いた声が届く。

「大丈夫ですか？」

「ティクク……話が違うぞ。止まってないじゃないか」

　さすがに恨み言が出てしまう。

痛いのもそうだが何より自信満々に挑発してから吹き飛んでは恰好悪いことこの上ない。

「再確認──Ａ−七型魔導砲は完全停止しています」

「いや、今まさに俺を吹っ飛ばしたぞ」

　俺がティククにデコピンすると、彼女は両手で一瞬額を押さえた後、続ける。

「否定。Ａ−七型魔導砲が発射された場合、半径１０ｍ地点の人体は粉々に破壊されます。繰り返します。Ａ−七型魔導砲は完全停止、発射されていません」

　俺は痛む頭を抱えながら兵器を見つめる。

ソレはやってやったとばかりに白煙と陽炎をあげている。

　視線を黒焦げになった地面に移す。

高威力を見せつけるように地面は抉れ、中心では未だ炎が上がり黒煙が──。

「確かにおかしいな」

　俺はすっと立ち上がる。

　俺がやられたと恐慌状態で逃げようとしていた味方を睨みつけ、足を止めさせる。

「立った！　悪魔が立った!!」

「な、なんのもう一発くれてやるまで！」

　敵兵の声を聞きながら俺は足元を数度踏みしめてから再び手を広げる。

「仕留め損ねているぞ。もう一発必要じゃないか？」

「小癪な──！　狙え──！」

　古代兵器が俺を狙う。

俺は一歩ずつ前に進むが、先ほどの射撃で黒焦げになった場所から外には出ない。

　古代兵器は確実に俺を狙っている。

距離も近い。撃たない理由はない。

「そら撃ってみろよ」

「こ、この……ええい撃てい!!」

　再び古代兵器が赤く燃え上がり、地面が吹き飛ぶ──俺のずっと前方で。

「外した!?」

「そ、そういうこともある！　次で仕留めればいい！」

　俺は笑いながら今の攻撃で吹き飛んだ場所に向かってゆっくりと歩を進める。

「分析完了。地表温度と残留物から、この攻撃はＡ−七型魔導砲によるものではなく、植物性油脂と黒色火薬による燃焼現象であると──」

　ティククを手で制する。

大丈夫だ分かっている。

「どうした次は無いのか？」

「ちっ！　手負いのお前など最早この兵器を使うまでもない。弓隊仕留めろ！」

　飛んでくる矢をデュアルクレイターとケラヴノスで払いのける。

　敵兵がざわつき始める。

「お、おいどうして撃たないんだ！　悪魔に矢なんて通じないだろう!?」

「俺に聞かれても知らん！　まさかもう弾がないとか？」

「砦主様！　どうか早急に悪魔をお仕留めを！」

　焦り出す敵兵と青くなる砦主。

　俺はちらりと横目で確認してから黒焦げの場所から飛び出す。

砦主の顔がしめたと綻ぶ。

「ふはは悪魔よ、貴様に引導を渡す時が来たようだな！　うてい！」

　古代兵器の先端にぼっと火が付くがそれ以外には何も起きない。

「何をしている！　うてい！」

　兵士が古代兵器の先端に松明で火をつけ、塗られている油がぼっと燃えるが何も起きない。

「タネが割れたな」

　俺は足元にデュアルクレイターを突き立てる。

現れたのは火薬と油が満載された壺だ。

　こんなものを足元で爆発させられたらそりゃ吹き飛ぶ。

良く死ななかったものだ。

「見つけてみれば安っぽいものだ。なあ手品のタネ君」

　セクリトが導火線に火をつけようとしていた敵兵の死体に腰掛け、切取った生首に話かけて笑う。

死体を粗末に扱ってやるな。砦主の号令と小細工に合わせて爆発させたその敵兵は優秀だった。




　要はこういうことだ。




　ティククの言う通り兵器は既に完全停止していた。

　だが切り札ともいえる兵器がガラクタに変わったと知れればゴルドニア兵の士気は上がり南ユーグリア兵の士気は大きく下がる。

　だからこそ隠さなければならなかった。

肝心の所でしか撃たないだけだと。

　そこに内通者から俺達が古代兵器の停止を確かめる作戦を計画しているとの情報が入った。

敵は好機と考えた。ここで兵器がまだ動くと信じさせれば当分の間侵攻はない。

そして内通者自身が作戦計画を立てるのだからいくらでも細工の時間はある。

「だがこれでドルセンが黒だと確定してしまった。エイリヒに伝えるのは心苦しいな」

　俺は肩を竦めてから味方の方へ向き直る。

「見たか？　小細工だ」

　油壷を蹴り転がす。

「もうあれはただのデカい綺麗な石に過ぎない。恐れる物は何もない」

　セクリトに目配せすると彼女は鼻で笑いながら全ての導火線に火をつける。

「我が魔法を食らうがいい！」

　俺は掛け声と同時にケラヴノスを振りかざし、敵が他にも用意していた仕掛けが全て吹き飛ぶ。

爽快だ。これがやりたかった。

　満足した。

後は味方兵士にやって貰おう。

「叩き潰せ」

「行け！　総突撃だ！」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　俺に続いてアゴールが突撃命令を出す。

「も、もう駄目だ！　逃げろぉ！」

「なんてこった！　我が国は終わりだ──!!」

　既に勝敗は決している。

味方は意気揚々と躍りかかり、敵は悲壮な顔で逃げの一手、こうなっては兵数も戦術も関係ない。

「さて、一仕事終わった。怪我の手当てと種出しを……うん？」

　俺は逃げる敵兵の一団を凝視する。




「もう駄目だ……足が折れた……歩けねぇ……」

「諦めんな！　俺がおぶって……は腕力的に無理だから肩を貸してやる！」

　聞き覚えのある声。

「すまねぇ──トフ。でもお前どうして無傷なんだ？」

「火矢を脳天に食らって今まで気絶してたんだ。幸い兜の真ん中で怪我は無かったぜ。だから何が起きてたのかさっぱりわからねぇが、何より今は逃げることだけ考えろ！」

　見覚えのある筋骨隆々の背中、見た目だけ逞しい背中。

「幸い敵に騎兵は無い！　この先の河原まで行けば逃げ切れる！　急げクリ──」

　聞き覚えのある名前。

「急げクリストフ！」

「わかってるってツィーリア。そっちこそ流れ矢に気をつけてくれよ」

　間違いない。あの馬鹿だ。

「クリストフ──！」

　俺が叫ぶとクリストフが振り返り、目があった。

「た、大将……」

　クリストフは動揺したように視線を動かし、申し訳なさそうに目を伏せ、最後は気付かなかったとばかりに兜を深くかぶって走り去る。

　追いかけようかと思った矢先、敵味方団子になった乱戦が始まり見失ってしまう。

「あの馬鹿何をやっているんだ」

　奴が南ユーグリアに捕まってから随分経った。

殺されていないのは喜ばしいことだが、なぜこんなところに居るのか。

「大方捕虜として荷運びにでも動員されたんだろう」

　俺は全くしょうがない奴だと溜め息を吐く。




「ハードレット卿、兵器の無力化、しかと確認致しました」

「お疲れ様でした」

　情報官達が寄って来る。

「あれだけやらんと信じて貰えないとはな」

　俺は皮肉を込めて呟く。

今になって火傷がひりひり痛んで来た。

「も、もしよろしければ私もお手当致しますが……」

　ためらいがちに申し出たのは先ほど守った女性情報官だ。

「手当てだけ……ですか？」

　顔を近づけると困ったように目を逸らす。

　視線を追いかけるように回りこんで微笑むと躊躇いがちに笑みを浮かべる。

　更に彼女の手を両手で掴み、何かを連想させるように撫で上げると顔を赤面させ、上目遣いにこちらを見ながら小さく頷くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（危機一発）セリア（がっくり）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮官）

ギド（モゲ）ポチ（トカゲ）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（疲労困憊）

ヤーコフ（山賊もどき）マック（工兵隊長）

そのほか

イヴァンナ（無気力）セクリト（ＶＳ）Ｔ−九九（ＶＳ）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（薬製作）アネット（一〇五の姫）ピリス（立ち直り）エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（看病不満）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（下種）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　（傷病兵回復及び徴集兵・治安隊の帰還）

護衛隊　　　　　六〇→七〇

歩兵　　　　　　四五〇〇→四八〇〇

騎兵　　　　　　六七〇

弓兵　　　　　　六七〇→六八〇

砲兵　　　　　　三八〇

弓騎兵　　　　　七千→七五〇〇

独立セリア隊　　四〇〇→五〇〇

徴集兵＋治安隊　一万七千→一万

大砲四〇門　大型砲二三門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三五〇〇→三六〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍五万

　　　　　徴集兵三・五万→五万

敵戦力　　正規兵？

　　　　　徴集兵？

　　　　　騎兵集団二万五千？




財産　金貨－一万

経験人数七九三人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　南ユーグリア戦前国境

ひそかに文末のおまけを再開しました。

期間が空いたので矛盾点があるかもしれませんので見つけられましたら是非ご指摘下さい。










第４６０話　トルトエント攻防戦　前編







　夏もそろそろ終わりだ。

雲一つ無い晴天の下でも焼けるような暑さは感じない。

「全軍進軍開始せよ」

　エイリヒの号令に続き、各隊長が次々と自分の部隊に出撃命令を出す。

古代兵器の停止が確定され、全面進撃が再開されるのだ。

「前進開始──!!」

「いざ敵に引導を渡すのだ!!」

「進め進めーー!!」

　全員が一度に叫ぶものだから喧しいだけで誰が言ったか聞こえていないだろう。

何千何万の軍靴が地を踏みしめる音に人の叫びが勝てるはずもない。

　どうせポーズだけなのだから俺は口パクでいいかと口だけ開けたらあくびが出る。

シュバルツもうるさそうに耳を後ろに倒している。

　おっと涎が垂れた。たてがみで拭くか。

「えーと、大将」

　ヤーコフの声に涙の浮かぶ目を擦ると兵士達が困惑した顔をでこちらを見ている。

こんな時ばかりきっちりしやがって。

「そら、さっさと行け。俺は体調が悪いんだ」

　手で合図してしてやると兵士達は『なんだそりゃ』と苦笑しながら進軍を開始する。

「出撃前なのに朝までするからです！」

「メルドラから来た二人はともかく見知らぬ女性が混じっていたのですが」

　セリアとマイラに両側から責められながら、俺はシュバルツ上から全体を見渡す。

「王国本軍五万、諸侯軍と言う名の徴集兵六万。我らが二万弱に雑用の臨時兵が一万。総計十四万ですな」

　レオポルトめ背中から声をかけるな。びっくりするだろうが。

「敵はあくまで推定だけど正規兵が三万に徴集兵が十万以上だね。問題は行方不明の騎兵集団と敵に回った村々かな。攻守を考えれば不安も残る数だけど……切り札を潰された敵の士気を考えれば無謀とまでは言えないね。やり様はあるよ」

　トリスタンが話に入って来る。

俺が馬でお前が馬車なのはおかしくないか？

「乗れないんだから仕方ないじゃないか。それで敵に回った民のことなんだけど……」

　トリスタンがレオポルトを見る。

　そうそれだ。いかに前線で敵を破っても後方の村々が敵では兵站も補充も満足にできない。

道中の村全部を焼き払っては更に多くの民を敵に回すだろうし、余計に時間も手間もかかる。

「軍務総監と協力し、既に手は打ってあります」

「ちなみに僕は関わってないからね」

　トリスタンは馬車の窓を閉じてしまう。

「むっ！　民を虐める策は良く無いぞ！」

　イリジナまで何を勘づいたのかやってきた。

レオポルトがやった策によってはうるさくなる。

「どんな策だ。話してみろ」

　出来れば俺も聞きたくないがそう言う訳にもいかなさそうだ。

「まず進軍路近隣の村々に一方的に協力料を支払いました。この手の協力料としては破格の額です」

　一方的に金貨を撒くとは随分な大盤振る舞いだな。

イリジナは特に非道が無かった為か、抗議に振り上げた手を降ろせず停止している。

「その上で、各村の近隣で民もしくは民に擬態した敵軍からの襲撃があった際には背信行為として村を焼き払います」

　やっぱりそうなるか。こっちの方がレオポルトらしい。

イリジナが反応して抗議の声を上げ始めた。

「されど擬態した者達の動きを密告したならば許し、追加の協力料を支払います」

　見て見ぬふりすれば村を焼かれるが、ちゃんと動けば許されるどころか追加の金も貰えるんだな。

イリジナはどういうことなのか考え始めている。ここらがこいつの限界ではなかろうか。

「現在までに一三〇の村に実施され、うち一〇七から密告が、一五は焼却が予定されております」

「焼却はいけないぞ！」

　もう単語でしか認識していないイリジナにレオポルトが冷たく言う。

「我らから協力料を受け取った村は中立と言えるでしょうか？」

「む？　金を貰ったら傭兵と同じだ。こっちの味方だ!!」

　イリジナが得意げに言う。

「ではそうして雇った傭兵が敵に協力、もしくは敵襲に見て見ぬふりをしたらどうでしょうか？」

「それは裏切りだ!!　仁義に反して許されないぞ!!」

「そういうことです」

　レオポルトが話を切るとイリジナは納得して上機嫌で離れていった。

最近あいつがますます馬鹿になってきている気がする。大丈夫だろうか。

「で、一〇七に一五を足して一二二だ。一三〇には八つ足りないが」

　俺が指摘するとセリアが驚いてメモ帳を仕舞う。俺が言わなければ指摘するつもりだったのだろう。

もしかして俺もイリジナ並の馬鹿だと思われているのだろうか。

「八つの村は村の者が南ユーグリア帝国に仕官やその他の義理があって協力料は受け取れぬと申し出て来ましたので──その場で焼き払いました。敵に回るのが明白ならばやりやすい」

　やっぱりそうなるか。

金は払うが、受け取った以上は味方にならねば殺す。受け取らなくても殺す。とんだ押し付けだ。

「これが協力した村とそうでない村の一覧表です。宜しければ目をお通し下さい」

　レオポルトは紙を懐から簡単に取り出す。

「そんな乱雑に……重要な機密ではないのですか？」

　マイラが慌てて受け取り、周囲の兵士の目から隠すがレオポルトは動じない。

「少々扱いが乱雑なのは認めましょう。私自身数枚紛失致しましたし、手違いで役目の違う兵が目にすることもあったでしょう。あるいは一帯の民が目にする機会があったかもしれません」

「わざとか……」

　隣の村は焼き払われた。隣の村は二度密告して協力している。

などと言う情報が民の目に触れたらどうなるか。

　村々の連帯は断ち切られ、各村ごとの利益に基づいて動き始める。

逃げ道は用意されている。金を受け取って怪しい奴らをこちらに通報すれば安全も金も得られるのだ。

「敵が同じ手を使う可能性は？」

「ありますが遅すぎます。攻めているのは我々です。今更我らと同じように村を懲罰する部隊を送り込めません」

　ならこの策は上手くいきそうだ。

「うわぁ。近隣四村が焼かれてるのに、密告六件の村があります」

「こちらは周囲が協力する中で唯一非協力的、近隣で襲撃が起きて隣村共々……この村の出身者って戦後生きていけるんですか？」

　セリアとマイラの指摘にレオポルトは顔も向けずに答える。

「それは私の知ったことではありませんな」

　マイラはレオポルトへの批判四割、仕方ない思い四割、俺との情事への妄想二割の複雑な顔をしていた。

「変なことは考えていません！　そう言えば……軍務総監から全指揮官への通達がありました。参謀ドルセン卿が体調不良の為、前線への同行が出来なくなったそうです。縁起が良くないですね」

「そうだな」

　俺はなんでもない事のように言って馬上のエイリヒに目をやったが、こちらを見ることはなかった。




　──数日後。

「リバティースまであと僅か。周辺に敵影無し……敵は籠城戦を選択したようですな」

　レオポルトの策は十分に機能したらしく、国境を越えた後の細々とした襲撃は目に見えて減っていた。

兵站部隊への攻撃もほとんどなくなり、前回は警備に手一杯だった部隊も前線に回されている。

「道中、村民同士が農具で殺し合っていたような気もしましたが」

　マイラと同じ光景を俺も見た気がするが……。

「我々に損害を与える行為でなければ介入の必要はありません」

　……という理由で無視してきた。

「引っ掻き回すだけ回して負けたら話にもならん。今は勝ちだけ考えるか」

　俺は気を取り直して速度をあげて丘を登った。

「トルトエント……見えました」




　トルトエント。

南ユーグリアに併呑されたリバティース民主国の首都にしてこの地域の中核都市。

その規模はラーフェンどころか王都ゴルドニアに匹敵する大都市だ。

「街の周囲に櫓や塔など防衛陣地多数を確認しました」

「街壁に損傷無し。城門前は土嚢と石で封鎖されている模様」

　敵の準備は万端と言う訳か。

「特殊兵器の姿はありません！」

　さすがにもうはったりは効かんと覚悟を決めたらしい。

「攻撃準備に入れ」

　ここは既に敵地だ。時間は敵に利する。

　すると俺の部隊の一角……臨時兵達の中から怒号とも歓声ともつかない声が上がった。

「リバティースからの逃亡者の一団です。参戦を希望した者はごく少数ですが地理に明るいので随行させています」




　目を凝らすと部隊の中心にジムとソラナ、スージィの姿が見えた。

　周囲に向けて声を張っているのはソラナだ。

その顔には決意と覚悟が見える。

「ついにここまで来ました！　非道の南ユーグリアに滅ぼされた故国、私達は今こそ──」

　だがその演説は途中で遮られる。

　止めたのはジムだ。

奴は無言のまま腕をあげて全員の注目を引き付ける。

握っているのはボロボロに焼け焦げたリバティース民主国の国旗だった。

　ジムはゆっくりと一回転して焦げた国旗を全員に見せる。

「皆、もう言葉はいらないよな。故郷と自由を……取り戻そう」

　鬨の声も剣盾を打ち鳴らす音もしない。

だが俺の元まで闘志が伝わって来るようだった。




「レオポルト。奴らを最前線に出してやれ」

「臨時の編成に加えて武器も貧弱です。正面は荷が重いと思われますが」

　装備が貧弱で編制も寄せ集めに近い臨時兵や徴集兵の役目は本来後方の警戒や陣地設営、兵站拠点の防御などであり、敵と正面からぶち当たる場所には置かない。

「奴らは十分にやるさ。前に出せ」

「承知致しました」

　レオポルトはそれ以上文句は言わなかった。

　命令を受け取ったジムは最前線に出ながら、俺を見つけて剣を真上に掲げる。

　隣にいるマイラが返礼するように剣を掲げ、セリアも少し遅れて同じようにする。

俺は何もしなかったが、ジムの顔を見ながら少しだけ笑ってやる。

　奴らは既に無くなった国の為に戦っている。

その為に命をかけることも厭わないのだ。

　アホらしいと思う気持ちと頑張るなぁと冷めた気持ちがほとんどだ。

　だがほんの少しだけ羨ましいと思った。本当に爪の先程だが。




「はうっ」

「こ、これは」

　隣で俺を見ていたセリアとマイラが突然赤面する。

少し離れていたイリジナまでもじもじと下を向いている。

「今のエイギル様、とんでもなく男前でした。いえ、いつも男前ですが今のは特にです！」

　セリアが赤くなった頬を叩く。

「憂いを帯びた哀戦士と言いますか、劇画に出て来そうで……ちょっと待って下さい！」

　マイラが胸を抑えて深呼吸している。

「そうか、そんなに男前に見えたか」

　俺は先ほどの表情を思い出し、とびっきりの決め顔を作る。

「ハードレット卿。始まります」

「……どうしてお前はいつもそうなんだ」

　真正面に居たのはレオポルトだった。

当然無反応……赤面されても怖気がするがな。




　轟音が晴れ渡った空を劈く。

　僅かな立木から鳥たちが一斉に飛び立ち、戦争の時間が始まった。

「大型砲、ドワーフ砲発射──着弾しました」

　発射されたのは敵の射程外から攻撃できる大型砲だ。

狙いはラーフェンやトリスニアとは比べ物にならない分厚い街壁だ。

街壁の一角に全砲弾が集中的に命中する。

「殆ど命中しました！　圧倒的な精度です！」

「やったか！」

　セリアが喜び、イリジナも続く。

　大砲の命中率は低い。

普通の大砲であれば『前に飛んでどこかに当たれ』と言うレベルだ。

　それだけに狙った場所に砲弾を集中する大型砲とドワーフ砲に味方陣地からも驚愕の声が上がる。

勿論威力も普通の大砲とは比べ物にならないが……。

「砲煙晴れます……街壁健在！　崩れているのは表面のみ！」

「だろうな」

　本来ならば大型砲は街壁を抉り、ドワーフ砲ならば貫通していてもおかしくない。

だが現実にはバラバラと細かい石屑を落とすだけだ。

「ＰＣＰ−一四型特有の揮発成分を探知。強度計算──使用された火砲は４７％の物理エネルギー不足。ミニジェノサイドキャノン砲の使用を推奨、３％の出力で当該防護壁を──」

「つまり壊せんってことだな」

　予想通りだ。

敵が遺跡から持ち出した兵器は無力化したが、壁を固くする薬か何かはそのままだ。

ただでさえあれだけ分厚い城壁にそんなもの使われたら文字通り鉄壁だろう。

「今のはただの確認だ」

　俺は騎乗して成り行きを見つめていたエイリヒを見る。

奴は頷き、右手をあげてから前に突き出す。

「カタパルトが出ます!!」

　ガラガラ重たい車輪の音を鳴らしてカタパルトの群れが前に出ていく。

「放て!!」

　合図で縄が斬り落とされ鉄塊が真下に落下、その反動で鉄球や火達磨にされた油壺がトルトエントに向けて飛翔していく。

　壁が破れないからどうした。そもそも大砲で街壁をぶち抜くのが反則技なのだ。

　いかに壁が硬くとも高々と放物線を描いて街に飛び込む鉄弾は防げない。

「続いて撃て!!」

　櫓のような大型のカタパルトが後ろから、やや小型のカタパルトはより前に出て攻撃を始める。

　街の中から破壊音が聞こえ、立ち昇る炎が空を赤く染める。

「反撃です！」

　もちろん敵も撃たれるがままではない。

街内に配備していたであろうカタパルトを一斉に発射、味方陣地にも敵弾が降り注ぐ。

「弓隊距離を詰めろ！　壁の中にありったけ火矢を撃ち込んでやれ！」

　頭上で鉄と石の応酬が続く中、弓隊が突進していく。

「そうはさせんぞ撃ち返せ！」

　敵も街壁上や近くの櫓、塔から矢や大弩で弓兵を狙う。

すると味方の大弩も前進して、敵の弓兵や大弩を狙う。

　味方の弓兵が何百もの火矢を街壁内に注ぎ込む。

　塔の上に設置された敵の大弩が味方の弓兵を数人まとめて引き裂く。

　その塔に味方のカタパルトが放った油壷が命中し、火達磨になった敵兵が落下する。

「時代が戻ったように感じるな」

「私はこっちの方が戦いの風情が感じられて好きです。大砲の撃ち合いはどうにも慣れません」

　マイラが心持ち興奮している。

「ふん。こんなしょっぱい戦いより砲弾と爆発で焼かれる戦場が良いに決まっている」

　いつのまにかセクリトがやってきている。

彼女はマイラを挑発するように見たが、ティククを見るとさっと距離をあけた。

お前達何かあったのか？




「乗り込みが始まります！」

　セリアが言って無駄話が止まる。

　大盾に守られた味方兵士が梯子を持って街壁に迫っている。

未だ敵の反撃は苛烈だが、塔や櫓などはかなり無力化されている。

頃合いだとエイリヒが判断したのだろう。

　まだ余力を残す敵は乗り込み部隊を集中的に叩いて排除していく。

さすがにこれ以上は苦しいと思った時だった。

「装甲櫓です!!」

　鉄板で守られた巨大な櫓が味方の後方からゆっくりと進んでいく。

なるほど、再編中にこんなものまで準備していたのか。

　装甲櫓は矢や大弩を受け付けない。

さすがにカタパルトの鉄弾を受けると損傷するが、動きは止まらない。




「行くか」

「はい」

　俺は一声かけるとシュバルツの腹を足で叩く。

「あのカタパルトだ」

「え？　櫓じゃないのですか？」

　いかん。何故街壁を超えるのにカタパルトに乗ろうとしていたのか。

これも全部ギルドレスが悪い。




　俺は気を取り直して櫓に近づく。

護衛隊と兵員数が半分ほどになったセリア大隊も一緒だ。

「どうだ？」

「敵の反撃が厳しくてまだ乗り込めません！　もう少し陣地を叩いて抵抗力を奪わないと──うわあ!!」

　装甲櫓の指揮官が言った途端、櫓の中心に砲弾が命中した。

貫通こそしなかったものの、装甲を撃ち抜かれ内部の木組みまで破壊されたようだ。

「骨組みまでやられた！　もうだめだ櫓を捨てて──」

　俺は撤退を命令する指揮官の頭を掴む。

「駄目だ逃げるな」

「しかしもう櫓は動けませんし、遠からず倒壊します！」

　そんなこと見ればわかる。

　俺は櫓の梯子を登る。

「このまま壁にぶつけろ。砕けても構わん」

それだけ言ってぐらつく櫓の梯子を登る。

　櫓の高さは街壁よりも高い。

倒れ込むように衝突しても十分届く。

「で、ですが──」

　渋る指揮官を一睨みする。

「──！　総員突撃！　衝撃に備えろ！」

　俺が崩れかけた櫓の天辺に立った時、櫓の速度が一気に上がる。

移動していると言うより、つんのめって倒れ込むような動きだ。

「おい突っ込んでくるぞ！　ぶつけるつもりだ!!」

「ふ、ふん陛下の恩寵を受けた街壁がこんな櫓ごときで！」

「壁は平気でも俺達が潰れるだろうがぁぁぁ!!」




「「いけぇぇぇ!!」」

　兵士の怒号とともに櫓が突っ込む。

金属が擦れて壊れる不快な音と絶叫、悲鳴、肉の潰れる音を聞きながら俺は崩れ落ちる櫓を力いっぱい蹴って跳ぶ。

「げぶっ！」

　衝撃で倒れ込んでいた敵兵の腹に両脚で着地すると敵兵は口と尻から血反吐を吐いて即死した。

「ふん」

　間髪おかず、左の敵兵をデュアルクレイターで両断、右の敵兵は腹を蹴って壁外に叩き落とす。

「の、乗り込んできやがった」

「櫓をぶつけて……なんなんだこいつ」

　クロスボウを構えた敵兵がこちらに照準をつけた。

だが彼らが引き金を引くより早く、首元に短剣が刺さる。

「受け止めて下さいー！」

　セリアが叫びながら落ちて来る。

軽い彼女は激突の衝撃で俺よりずっと高く飛ばされたようだ。

「おうとも」

　俺は右手一本でセリアを受け止め、デュアルクレイターを持ち替えて慌てて駆け付ける槍兵を薙ぐ。

「セリアやれ」

「はい！」

　セリアは短剣を一本取り出し、地面で擦ってから真上に投げる。

すると短剣は空中で燃え上がり、大きな音を立てて爆発した。

「ここだ。ここに来い！」

　意図が通じたのか、装甲櫓の群れが俺達が降りた場所に向かってくる。

足元にも大量の梯子がかかり、次々と味方が登って来る。

「上を奪われたぞ！　取り戻さないと敵がぞくぞく登って来る！」

「なんとしても奪還するのだ!!」

　無数の風切り音と共に矢の雨が降り注ぐ。

「幸運にも傘がある」

　俺は足元に転がる装甲櫓の破片から大きく形の良い物を選んでデュアルクレイターを突き立てた。

鉄の傘の完成だ。

　セリアを引き寄せ、矢に向けて掲げる。

傘の大きさは俺とセリアを隠すのに十分だ。

矢は全て鉄板に弾かれ、厄介なのは喧しい音だけだ。

（なんという屈辱）

　強姦龍は不満らしいが、一々剣で撃ち落とすよりもずっと楽だ。

しかも矢を浴びている間は敵兵も襲ってこれない。

「ぐ、効果が無い」

「矢を止めて白兵戦で叩き落とせ！　相手はたった二人だぞ！」

　矢が止まり、街壁の左右から敵兵が迫る。

「傘の出番は終わりだな」

　俺もデュアルクレイターから鉄板を外そうとする。

「いや少し雨宿りしていろ」

　左に褐色の影が飛び込む。

同時に三本の腕と二個の首が宙を舞う。

セクリトが櫓から飛び込んで来たのだ。

「野郎共行くぜ。乗り込みだぁ！」

「ヒャッハー！　女と金を寄越しな！」

　セクリトに続いてヤーコフ率いる一〇五兵団が櫓から次々と乗り込んでくる。

船での戦いに慣れているだけあって櫓からの飛び移りに失敗する奴はほとんどいない。




　一方、右にかかった梯子から次々と兵士が登って来る。

「この戦いは俺達の戦い。参加させてくれ！」

　先頭を切るのはジム、旧リバティースの一隊か。

「く、くそ！　街を渡してなるものか！」

　敵兵が斬りかかる。

「侵略者め！　この町は俺達の故郷、自由の街だ!!」

　ジムはその斬撃を両手剣で見事に弾く。

「正義の刃を思い知れ！　ジャスティスキック!!」

　体勢の崩れた敵兵にジム渾身のハイキックが炸裂、敵兵は街壁を転がり落ちて行った。

「自由の剣が貴様らを貫く！　フリーダムヘッドバット!!」

　襲い来る敵兵の剣を華麗に避けて顔面に強烈な頭突き、敵兵はその場でひっくり返って卒倒した。




「「「正義は我らに！」」」

　掛け声とともに旧リバティース兵が次々と街壁を登り終え乱戦が始まる。

「「「自由を讃えよ！」」」

　警戒任務を想定して軽鎧と片手剣に小さな盾のみの軽装の兵士がクロスボウや全身鎧で固めた南ユーグリア兵士と互角以上に渡り合う。

「「「祖国を取り戻せ!!」」」

　絶え間なく押し寄せる南ユーグリア兵だが一〇五兵団とリバティース部隊の奮戦の前に何度も追い散らされ、逆に市内突入の隙が見えた。

　俺達が有利に戦っているのが見えたのか、足元には味方が続々と集まってきていた。

ここで街の一部でも押さえれば一気に万単位の援軍が雪崩れ込んでくるだろう。

「行くか」

　俺は剣を振り上げるが、足元から何やら声が聞こえた。

「いてて……いきなり一撃食らって気絶しちまったぜ……状況はどうなって……」

　うつ伏せのまま、もぞもぞやっていた敵兵を蹴っ飛ばす。

「うわぁぁぁぁ!!」

「ああっやられた！　落ちた！　死んだ！」

「いや飼葉の山に落ちた。生きてるぞ！」

　気を取り直して息を吸い込んだ時だった。

「北西に敵──！　数千、いえ万を超える騎兵の群れです!!」

　俺は剣を地面に叩きつける。

「ええい、また奴らか!!」

　腹立ちまぎれにこっそり逃げようとしていた敵兵を蹴り飛ばす。

そいつは街壁上を転がり、運悪くとがった金属片にぶち当たって頭がもげてしまった。

　街壁の下に集まりつつあった味方が散開していく。

あと一歩だったのに腹立たしい。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（スクランブル）セリア（興奮状態）イリジナ（スクランブル）ルナ（スクランブル）

ギド（モゲ）ポチ（トカゲ）レオポルト（スクランブル）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（スクランブル）

ヤーコフ（街壁上）マック（工兵隊長）ジム（正義の炎）

そのほか

イヴァンナ（無気力）セクリト（街壁上）Ｔ−九九（スリープモード）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（薬製作）アネット（一〇五の姫）ピリス（立ち直り）エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（看病不満）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（下種）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　七〇

歩兵　　　　　　四八〇〇

騎兵　　　　　　六七〇

弓兵　　　　　　六八〇

砲兵　　　　　　三八〇

弓騎兵　　　　　七五〇〇

独立セリア隊　　五〇〇

徴集兵＋治安隊　一万

大砲四〇門　大型砲二三門　ドワーフ砲一六門　野戦砲二〇門　戦車四五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三六〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍五万

　　　　　徴集兵六万

敵戦力　　正規兵三万？

　　　　　徴集兵十万？

　　　　　騎兵集団二万五千？




財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント








第４６１話　トルトエント攻防戦後編　裏切りの虎










　敵の騎兵隊は四つの集団に分かれ、城壁に迫る味方の側面に迫る。

「騎兵が二万ちょい、うち重騎兵がざっと七千か。おっと第二列にクロスボウを持ったのが三千程いるな。最前列に馬車？　鉄板張った戦車とか言うやつが五〇〇程……これは抜かれるかもしれんぞ」

　セクリトが爪型義手を交換しながら言う。

爪の間に挟まった臓物を舌打ちしながら摘まんで捨てる。

「引き返しますか？」

　セリアが隣で剣を構えながら言う。

話しながら襲い掛かる敵の剣を受け止め、靴についた隠し刃で敵の脛を裂いて転がす。

「いや、ここで戦おう。まだ味方が崩れた訳じゃない」

　味方陣地にはエイリヒもレオポルトも居る。

奴らが敵騎兵を蹴散らせば万事上手く行くのだ。

「それに……」

　ちらりと一〇五兵団と元リバティース部隊に目をやる。

梯子と櫓で登ってきたこいつらは簡単には逃げられない。

「考えるだけ無駄だ。撤退の余裕は無さそうだ」

　セクリトが俺の尻を軽く蹴る。

「マエスタス将軍が間に合った！　もう大丈夫だぞ！」

「反撃開始だ！　我々も壁上を奪い返せ！」

　萎えつつあった敵の士気が一気に復活してしまった。

　敵は街壁の左右、そしてトルトエント市街へと続く幅の広い階段の三方から押し寄せて来る。

　考えている場合では無さそうだ。

「ヤーコフは右、ジムは左、護衛隊とセリアは階段を固めろ」

「野郎共！　大将の命令が聞こえただろう！　さっさと構えろや！」

「うえぇ……敵の城で籠城戦をやるとは思わなかったぜ」

　本来一〇五兵団は防御には向いていないが仕方ない。

「全員守りを固めろ！」

「我らの旗を見れば今に市民が蜂起する……それまでは……」

　リバティース部隊も防御戦になれば装備の貧弱さで辛くなる。

少なくともこちらが壁の一角でひいひい言っているうちは市民の蜂起は望み薄だな。

「私はどこだ？」

　義手を剣を握れるタイプに交換したセクリトが言う。

「俺の傍だ。決まっている」

　言いながら街へ通じる階段の前に立つ。

豊かなトルトエントだけあって階段は同時に四～五人がすれ違える程の広さがあるが、既に敵兵の頭しか見えない状態だ。

「殊勝なことだ」

　ケラヴノスを一度回してから構える。

高所を取って戦うならリーチのある槍の方が有利だからだ。

「なら、〝今日は〟お前に抱かれてやろう」

　セクリトが双剣を手に俺の後方に立つ。

僅かに身を屈めていつでも跳躍できる姿勢だ。

　遂に性交を解禁してくれるか。なら今夜は……。

「おい待て。〝今日は〟とはどういう意味だ。今まで他の男に抱かれていたのか!?」

「無駄口叩くな。来るぞ」

　階段を駆け上る敵兵共が俺の姿を確認するなり、叫びながら突進してくる。

短槍兵の群れの先頭で指揮官らしき男が咆える。

「槍を先頭にして突っ込め！　一気に階段を突破して──」

　剣を振りかざしての号令が終わる前に俺は階段を駆け下りる。

　いきなり仕掛けてくると思わなかったのか、指揮官の剣は号令と防御の間、中途半端な構えだ。

「は、速い!?」

「貴様ら許さんぞ！」

　駆け下りる力の乗った渾身の一撃をあえて槍の柄で放つ。

胴の真ん中に命中した一撃は鎧を紙細工のように凹ませ、指揮官は部下達を飛び越えて街へ飛翔する。

「「「へ？」」」

　一瞬にして指揮官を失った敵兵が停止するが待ってやる必要はない。

　槍を縦に回して柄と穂先を入れ替える。

「よくも俺のセクリトと──」

　その場で踏みこんでの一撃が敵兵の喉元を襲う。

首の中心を貫通した刃が骨を砕く感触がはっきりわかる。

絶命の断末摩さえ上がらない。

「浮気してくれたな」

　勢いをそのままに前蹴りでもう一人の顔面を破壊、敵は顔中から血と肉、骨まで飛び散らせながら階段を転がり落ちる。

　そこでようやく我に返った敵兵が槍を構え直す。

だが俺の嫉妬と怒りを止められるはずもない。

「皆殺しにしてやる」

　短槍を立てて防御の構えを取る敵兵……落第だな。

槍は柄が長く掴み易い、至近距離で守りの構えを取るなど愚行以外の何物でもない。

　俺は左手を槍から離し、拳で殴りつけるように敵の槍を弾く。

「卑劣な寝取り男などこの程度だ」

「ひっなんのことだ!?」

　殴った拳をそのままに裏拳に変えて顔面を打つ。

軽いながらも鋼鉄の籠手で殴られた敵兵は鼻血を噴いて昏倒、俺は倒れ込む男の兜を引っ掴み、階段下から押し寄せる敵に向かって投擲する。

「「「うわぁぁぁ!!」」」

　甲冑を着た男が転がって来ては後ろの者はたまらない。

たちまち十人近くが巻き込まれて倒れ込んでいく。

「がら空きだぞ！」

　突然右側から敵兵が突いてくる。

落第ではないが留年と言ったところか。

　隙を狙うのは良いが階段の幅は人間四人分で死角などない。

もしがら空きに見えたとするなら……。

　突きにケラヴノスの穂先を合わせて跳ね上げる。

最初から予定していた動きだ。

「誘ってるんだよ。この浮気野郎が」

　体勢の崩れた敵に向かって腰を落とした強烈な突きを見舞う。

突きは敵兵の顔面や胴ではなく首ギリギリを掠める。

　もちろん外れた訳ではない。

ケラヴノスは穂先の側面に何本もの刃がついている。

しかもその切れ味たるや鉄や鋼とは比べ物にならない。

「が……ぶ……」

　敵兵が首を抑えて倒れ込む。

頸動脈が裂けたなどと言う程度ではない。

首は骨が見える程抉れ、下あごまで吹き飛んでいる。

　更に後ろの兵士二人まで、それぞれ抉られた肩と頬を抑えながら倒れ、階段を滑り落ちていく。

　少しすっきりしたが、後ろでセクリトが腹を抱えて笑っている気配がする。

後で問い詰めるぞ、主に下半身に。

　俺は槍を構えながらゆっくりと振り返る。

「俺はいつまで一人で戦っていればいいんだ？」

「っ!?　護衛隊が後ろに居てどうする！　前へ出ろ!!」

「早くエイギル様を助けるのです！」

　護衛隊とセリア隊が階段に押し寄せて乱戦となる。

　これで当分突破される危険は無さそうだ。一呼吸置こう。

「それでセクリト。さっきの続きなんだが」

「私も呆けている場合ではないな。ゴルドニアに忠誠を示して出世を目指さねばな」

　セクリトは微塵も思っていないことを言いながらニヤリと笑って前へ出て行く。

これではもやもやは収まらない。一物が勃ってきているのは戦闘の興奮だけだと信じたい。

　左右に視線を移すと一〇五兵団もリバティース部隊も押し寄せる敵を何とか支えている。

ジムは奮戦しながら何度もトルトエント市街に視線を送っている。やはり市民の蜂起を期待しているのだろうか。

「民がそう思い通り動いてくれるとも思わんが」

　俺は状況が落ち着いているのを確認して今度は壁の外側に視線を移す。

「おいおい頼むぞ」

　思わずこめかみを抑えてしまう。

　それだけ味方が押し込まれていたのだ。




「長槍を左に回せ！　正面じゃない左だ!!　もう目の前まで来ているんだ！」

「そっちは囮だ！　敵が急反転して進路を変えたんだ！　本命は左だって言ってるだろうが！」

「左も右も違う！　軽騎兵の影から重騎兵の大軍が……矢だけじゃ防げない！　うわぁぁぁ!!」

「そもそも相手は丸々全軍騎兵だぞ！　歩兵だけじゃ対応できない!!」

　騎兵二万は恐るべき数だが、全軍で十三万を超える俺達が対応できないはずはない。

そもそも例え同数でも練度の高い槍兵が適切に防御すれば歩兵は騎兵を防げる。

　だからこれは兵科や数の問題ではない。

敵の指揮が巧みなのだ。

「一番部隊プランＣ、攻撃を回避して反転」

「二番部隊プランＢ、限定的戦闘後に転進」

「三番部隊プランＡ、総突撃開始！」




　味方の長槍隊は右に左にと無駄に移動させられ、あげく移動中に横腹をぶち抜かれる。

　密集して集中砲火の機会を狙う弓隊も囮の軽騎兵に全力射撃してしまい、装填の隙に重騎兵に踏み込まれて踏み散らされる。

　救援にかけつけた味方騎兵を無視して敵は一撃して離脱、足を止めてしまった味方の背後を敵の別動隊が襲う。

　好き放題にやられている。

「方陣を組め！　とにかく守りを固めろ！」

「固まって密集、一撃離脱の突進を防げ！　敵の機動力を殺すんだ！」

　味方はある程度の部隊単位でまとまって四角方陣を組み始めた。

最前列には長槍、その後ろにクロスボウ、更に後ろに弓と乱戦用の歩兵が並ぶ防御陣だ。

　適切なやり方だろう。

散々引っ掻き回されたならああするしかない。

　だが敵は嘲笑うかのように部隊を分けて方陣の周囲を旋回し始める。

「マエスタス将軍の言われた通りだ。作戦を第二段階へ移行する！」

「無理攻め不要、敵の戦力を削り取れ！」

「軽騎兵はクロスボウ騎兵と戦車を守れ、重騎兵は敵騎兵に備えよ！」

　方陣の周囲を旋回する敵がクロスボウで長槍兵を狙い撃つ。

バタバタと倒れる味方の長槍兵……無理もない両手で槍を持つ槍兵は盾を持てず、飛び道具への防御力は低い。

　味方の弓兵が撃ち返すも分が悪い。

何しろ敵は縦横無尽に走りながら撃っているのに、こちらは方陣という塊、どこに撃っても当たるのだ。

「この戦術どこかで見たよな」

「お前の弓騎兵がよくやっているな」

　いつの間にかセクリトが傍にいる。

　そう射撃で対騎兵陣を潰すのは弓騎兵の得意技だ。

「あれもそうだろう？」

　セクリトが指差す先では戦車が方陣に向かって猛然と大弩を放っている。

そう、戦車も俺が連邦から持って帰ってきたのに、いつの間にか南ユーグリアも使っている。

「武器も戦術もそんなものだ。帝国にも当初大砲は無く、連邦が開発した物を大金を積んで密輸し研究したと聞いている」

　ともあれ、このままではまずい。

味方の方陣はどんどん乱れている。ある程度まで崩れたら総突撃が来るはずだ。

「心配せんでも味方にも賢しいのがいるようだぞ」

　敵がいよいよ突撃かと言った時、旋回を続ける敵集団の更に外側に土煙をあげる一団が走り込んだ。ルナ率いる弓騎兵だ。

　弓騎兵は敵と並走するなり、一斉に矢を放つ。

本家の射撃を受けて敵兵の多くが倒れ込み、綺麗な回転がまるで駒を指で触れたかのように乱れる。

「ちっ！　こいつらが噂の」

「負けるな！　撃ち返せ！」

　敵兵がクロスボウを向けるが、狙いを定めている間にもう一斉射が襲う。

「転進、外へ！」

　更に撃つと同時に弓騎兵は回転の外側に大きく膨らむ。

「なるほど射程が違うからな」

　セクリトの楽しそうな声の通り、クロスボウと弓騎兵が使う合成弓では射程が大きく違う。

敵のボルトは弓騎兵に届かず、弓騎兵の矢は多少精度と威力を落とすものの、敵を射抜き続ける。

　彼らが馬上で正確に弓が射れるのは生活に根差した経験によるもので一朝一夕には真似できない。

故に南ユーグリアはより狙いが付けやすいクロスボウで代用したのだろうが、両者がかち合えば射程と装填速度の差は決定的だ。

「最大速度で撃ちます。撃って撃って撃ちまくりなさい！」

　ルナの叫びが聞こえる。

言葉通り、弓騎兵隊は曲芸師のような動きで矢を番えて撃ちまくる。

「早すぎる！　三秒に一発撃ってくるぞ！」

「だ、駄目だ！　このままじゃ全滅する包囲を解け!!」

　敵が包囲を解いて散開する。

絶体絶命だった味方の方陣から歓声が上がった。

「だろうな。物真似では本家に勝てん。問題はあっちだ」

　セクリトが言うと同時に弓騎兵の一角が吹き飛ぶ。

戦車の集団が弓騎兵を最大の脅威として攻撃してきたのだ。

「ちっ戦車相手では弓騎兵は分が悪い」

　戦車は言わば装甲馬車だ。

弓騎兵の矢や剣は通じないし、積んでいる大弩の射程は弓騎兵にとっても脅威だ。

　だが弓騎兵が打ちのめされる前に重騎兵が戦車に突っ込む。

「わははは!!　やっと出番が来たぞ!!　それそれそれーい!!」

　ここまで五月蠅く聞こえる声はイリジナだ。

彼女は騎乗のまま戦車に近づき、狙う大弩兵を槍で一突きしてから太い薪を戦車の車輪に放り込む。

車輪が吹き飛んだ戦車は地面に激突して轟音を立てて滑っていく。

「くっ！　奴らを潰せ！　戦車を守るのだ！」

　敵の軽騎兵が集まり始めるが、イリジナは一歩も引かない。

一対二、あるいは一対三で戦いながら次々と敵を突き伏せて行く。

「騎兵隊を援護します。全部隊前進しなさい」

　マイラが率いる俺の私兵本隊が上がっていく。

数は徴集兵も含めれば一万五千、無視できる数ではない。

敵が慌てて狙いを変えたことで窮地にあった方陣がまたいくつか解放された。

　それでも敵は動揺しない。

「慌てるな。こいつらを潰せば同じことだ。作戦を第一段階に戻す」

「一番隊プランＢ」

「二番隊プランＣ、もう一度やるぞ！」

　再び統制の取れた動きで俺の私兵を追い込んでいく。




「まずいな……このままでは結局同じだ」

「そうだな。だが私の知る限りお前の周りで同じ手を二度食らう未熟者は……あいつだけだ」

　セクリトが顎をしゃくってセリアを差す。

戦闘に必死なセリアが聞いてなくて良かったな。

「よし、敵を追いこんだ！　プランＡ総突撃だ！」

「奴ら輜重隊まで剥き出しだ。残らず叩き潰せ！」

「蹴散らすぞ!!」

　敵がいよいよ俺の私兵を突き崩そうと突撃を開始する。




「はい。お待たせ」

　トリスタンの間延びした声が聞こえた。

あの小さくてだるそうな声がここまで届くはずもないが。

　輜重隊に見せかけた馬車に積まれた野戦砲が一斉に火を噴く。

普通の大砲と違って軽量で持ち運びに優れた野戦砲は馬で曳くことを想定していたが、少し無理すれば馬車にも積める。

　大砲自体は想定していたかもしれないが、突然馬車から食らったことで敵に動揺が見える。

「はい、次はこうだね」

　輜重隊に見せていた馬車の群れから一斉に歩兵が飛び出す。

詳しくは見えないが、重装備の精鋭を集めているようだ。

　砲声に驚き、突撃の勢いを殺された騎兵に脅威はない。

「再反撃、いきなさい！」

　マイラが再び攻勢を命じたようだ。

混乱する敵に歩兵が駆け寄り、乱戦となる。

　周囲の敵兵が援護に向かうが、それによって包囲されていた味方のほとんどが再び戦場に復帰する。




「なんとか持ち直したな」

　俺はほっと胸を撫でおろす。

「だがあの様子では勝ち切ることもできん。さっさとここを捨てて帰らねば」

　セクリトの言う通りか。

崩壊の危機は免れたが、逆に敵を蹴散らして再び城壁に迫るのもまず無理だ。

ならばどの道俺達は孤立する。残念だが逃げなければならない。




　さてどうしたものかと思った時だった。

「痛てぇ……俺はどうなったんだ？」

「敵に蹴られて壁から落ちたんだ。命があったのは幸運だが、上から総反撃の命令が出ている。私達も壁の奪還に向かうぞ」

　見知らぬ女の声と聞き覚えのある声。

「もう味方の強いのが来て決着はついたんだろう？　なら適当にやってれば敵も逃げるんじゃ……」

　振り返った俺と──クリストフの視線が合う。

同時に味方と敵が相討ちになって倒れ、俺と奴の間に立つ者がいなくなる。

「──クリストフ」

「た、大将!?」

　前回と違って今度は奴の姿をはっきり観察できた。

簡素だが南ユーグリアの紋章がはっきり入った鎧を着て、いかにも安そうな剣を持っている。

「クリストフ貴方何をしているんですか!?」

　セリアも気づいたようだ。

「あ、いや、これは……えっと、そのだな……」

　クリストフは不自然に視線を泳がす。

　俺は戦闘中にも関わらず笑ってしまい、セリアも溜息を吐いた。

「捕まってそのまま戦奴にされるとは本当にお前は何をやっているんだ。まあ命があっただけ儲けもんだ」

「本当にアホです。間抜けです。バカクリストフ」

　セリアもブツブツとクリストフを罵っているが、ほっとした顔をしていた。

　俺は襲い掛かって来る敵一人を両断し、もう一人を街壁から投げ落としてからクリストフに手を伸ばす。

「どうしたさっさと来い。下手にうろちょろしていると、またやられるぞ」

「エイギル様に手間をかけさせないで下さい！　ほら帰りますよ」

　本当にとことん鈍い奴だ。

南ユーグリアもこいつを兵卒にしても役に立たなかっただろうに、そこまで兵士に困って──。

　きらりと銀の閃光が走る。

「ん？」

　何が起きたかわからず、一度瞬きをする。

　見直しても変わらない。クリストフが剣を抜いたのだ。

俺に向けて。

「すまねぇ……俺は……俺は……！」

　抜かれた剣がガタガタ震えている。

「……なんのつもりだ」

　戦場で剣を向けられて手を伸ばす訳にもいかず、俺もデュアルクレイターを構え直す。

「俺は……戻れねぇ。すまねぇエイギル……」

　震えているのは恐怖ではなく動揺からのようだ。

　俺は震えこそしないが、未だに何が起きたかわからなかった。

セリアも同じようにポカンと口を開いている。

　クリストフが涙を浮かべた顔で俺を見る。

泣かれてもわからんのだが。

「俺は恩知らずで……裏切者で……恥知らずで……それでも……大事な女が──」

　だがその瞬間。

「むっエイギル危ない！　ジャスティスラリアット！」

　ジムが俺に剣を向けるクリストフに渾身のラリアットを放ったのだ。

「うわぁぁぁぁ!!」

　クリストフは吹き飛び、階段を転がり落ちていく。

「ああっまたクリストフがやられた！」

「頭から落ちたぞ!?　死んだか!?」

「いや、牛糞に突っ込んで無傷だぞ！」

　懐かしい叫び声もどこか遠く聞こえる。

「あいつ……無理やり連れて来られた訳じゃなかったのか」

「う、裏切りです!!　なんてことを……あの馬鹿信じられません！　首を捩じ切ってやります!!」

　セリアが憤り、地団太を踏む。

「エイリヒもこんな気分だったのかね」

　俺は自分に言い聞かせるように独語する。

古い知り合いが敵に付くと言うのは堪えるな。

「エイギル様……お気を落とさず。私が責任を持ってあのアホを吊るし上げておきますから」

　セリアの可愛い慰めにも心は晴れない。




「だが今は追いかける訳にもいかん」

　一時は優勢にも見えた一〇五兵団とリバティース組が押され出した。

絶え間なく押し寄せる敵を相手に疲弊は隠せない。

　一刻も早く逃げ道を確保しなければ。

　しかし櫓はもうないし、梯子でえっちらおっちら降りては鴨だ。

かと言って飛び降りるには高すぎる……。

　なんとか本陣から迎えに来て欲しいが……。

「おい余所見するな。敵が来るぞ」

「なんとか防いでくれ。逃げ道を見つけないと」

　セクリトに視線を向けないまま返事をする。

「ならこの槍を借りるぞ。ちっ重いな」

「おう」

　本陣に向かって手でも降ったら気付くだろうか……激戦中だからな。




　足元が揺れ、視界が白く染まる。

「ぐおっ!!」

「ひゃあ!!」

　突然の衝撃が腹に響く。

いや響くなんてものじゃない中身が出るかと思った。

「なんだ今のは！」

「か、雷が……雷が落ちた！」

「馬鹿な雲一つない晴天だぞ！」

　俺は尻もちをついたセクリトを見て事態を察する。

「すまん。この槍は雷が出るんだった」

　俺からは出ないが。

「先に言え阿呆!!」

　セクリトが槍を投げて返す。

しかもわざと街壁の外に向けて投げやがった。

「こら、落ちたらどうする……ん？」

　街壁ギリギリで槍を受けた時、足元の壁が小さく崩れる。

ほんの小石数個分で別にバランスを崩す程ではなかったが。

　それでも崩れた。

大砲すら弾き返した壁が俺の体重が乗っただけで欠けたのだ。

「賭けてみるか」

　俺は本陣にデュアルクレイターを向ける。

「おい光れ」

（吾は松明ではない）

　いいから光れ、この駄龍が。

　赤く光るデュアルクレイターを大きく振る。

　レオポルトはともかくマイラはこちらを気にしているはずだ。

気付いてくれ。

　すると本陣から火矢が一発上がる。

きっとマイラが気づいてくれたんだな。

「よし後は……」

　俺は剣を振り上げる。

（おい　またか）

　まただよ。

　思い切り街壁にデュアルクレイターを叩きつける。

　もちろん分厚い壁を叩き割ることはできない。

だが無数の破片が飛び散り、壁上にほんの１ｍ程の凹みができる。

「……化け物め」

　セクリトの声は無視する。

さあ、俺の意図に気付いてくれ──。

　心の声が終わる前に俺の足元に砲弾が着弾する。

「早すぎるぞ！　警告も無しか！」

　これはレオポルトだ。間違いない。

「全員退避しろ！　今砲弾が飛んできた場所をあけるんだ」

　叫ぶ俺達が退避したほんのギリギリだった。

「いっぱい来ます!!」

　セリアの声通り、大型砲とドワーフ砲が俺が合図を出した場所に次々と着弾、街壁が音を立てて崩れ去る。

「やはり脆くなっていたか」

　理由はわからないが、街壁は古代遺跡の加護を失い脆くなっていた。

ともあれ、今は脱出だ。

「崩れた場所から駆け下りろ。逃げるぞ」

「野郎共とんずらだ！」

「金も女も無しかよぉ」

「散々だったぜ」

「くっ何故民は立たない」

「口惜しいが終わりではない。次は必ず！」

「アイシャルリターン！」

　全員が雪崩を打って崩落部を駆け下りる。

　敵の追撃は無い。

無敵のはずの壁が崩れて動揺しているのだろう。




　壁の下にはシュバルツが待っていた。

「よく来た。今までの淫行は大目に見てやろう」

　なんだおいていくぞ、とばかりに睨むシュバルツの背に飛び乗り、一人で駆ける。

本来ならセリアとセクリトを乗せるのだが、後方に脅威が無い以上、警戒するのは前だけだ。

ならば俺が先行すればよい。




　砲撃で街の敵は固まったが、明らかに練度の高い騎兵集団は止まらない。

「命令変更、壁から逃げる敵を倒せ」

「激戦中にわざわざ砲撃までしたのだ。重要な部隊か人物がいると推測される」

　走りながらデュアルクレイターを背負い、ケラヴノスに持ち替える。

「押し通るしかないな」

　馬上で槍を振るって敵と打ち合う。

　擦れ違いざまに一撃して敵を貫く。

　足を払って馬ごと倒す。

　敵の剣を受けると見せかけ、槍をしならせて胴を打って落馬させる。

　暴れる中で本陣への最短距離から僅かに離れてしまう。

「ちっ遠回りに──」

　愚痴を言って方向を変えようとした時、前方に数十騎の騎兵が見えた。

　明らかに動揺し、こちらから距離を取ろうとしている。

　そして頭上には見覚えのある旗──。

　目がそれを認識すると同時に俺はその一団に向けて突っ込んでいた。

「敵が来るぞ！　マエスタス閣下を逃がせ！」

「敵は単騎だ。クロスボウで射殺せ！」

　飛ぶボルトをケラヴノスを回して叩き落とす。

落とし損ねた一発が脇腹に入ったが、痛がるのは後にしよう。

　咆哮しながら敵に迫る。

　敵の護衛が次々とやって来るが無視するか、シュバルツの体当たりに任せる。

頬と腿と背中を叩かれたが構わず突っ込む。




「……悪魔よ。久しいな」

　集団の中央にいたマエスタスは既に槍を向けている。

長くは戦えない。周りは敵だらけだし、セリア達を放置もできない。

　こっちの事情をわかっているだろうに、マエスタスは逃げて時間を稼ぎはしない。

潔いがそれが命とりだ。

　互いに騎乗のまま槍で撃ち合う。

「はあっ！」

「ぬうん！」

　突きを穂先で弾くが、奴は槍を回して柄で顔面を狙ってくる。

　一瞬身を引いて躱すと、その隙に構え直した連続突きが襲い来る。

　一、二と受けて三で弾いて突き返すが、あえて鎧を抉らせつつ、薙ぎ払いが脳天に落ちる。

「上手い」

　柄での振り下ろしを籠手で受けるが衝撃で腕が痺れる。

片手一本での大振りの薙ぎは楽々と避けられる。

「片手一本でこの速度……ふん、悪魔と呼ばれるだけのことはある」

　話しながらの突きが眼球に向かってくる。

あえて躱さず、籠手で弾こうとしたが、穂先が直前で止まり、引き直した槍に太ももを突かれる。

「ぐっ」

　僅かに血が噴くが致命傷ではない。

　こいつの技量は残念ながら俺よりも上だな。

「だが……」

　俺は思い切り槍を振り上げる。

　マエスタスは愚かなと、がら空きになった俺の胴体に狙いを定めるが、ピクリと反応して攻撃を止め、体を離した。

　俺の槍は稲妻のような勢いで振り下ろされて地面を叩く

「……狙っていたら叩き潰されていたな。危ない危ない」

　皮肉気にいいながらもマエスタスは少なからず動揺しているようだ。

くるりと槍を無意味に回してから再び睨み合う。




「閣下──!!　一斉射撃だ!!」

　いつの間にか敵のクロスボウ騎兵が来ていたようだ。

俺の背中に複数のボルトが突き立つ。

「ぐわぁぁぁ!!」

　俺は断末魔のごとき壮絶な叫び声をあげた。

　マエスタスはやったとばかりに笑みを浮かべる。

「なんてな」

　俺が同じように笑みを浮かべた瞬間、奴の笑みは凍る。

「うぉぉぉぉ！」

　俺はシュバルツの上から跳ね、マエスタスに飛び掛かる。

奴は咄嗟に槍を構えてケラヴノスの一撃を防ぐ。

　だがまだ終わっていない。

「ふん！」

　俺は空中で両足を揃えて顔面に蹴りを見舞う。

「うごっ!!」

　咄嗟に籠手で防御したマエスタスだが、俺の全体重が乗った蹴りを止めきれるはずがなく、防いだ籠手が顔に食い込み、鼻血が噴き出す。

「約束通り、男前を台無しにしてやったぞ！」

　捨て台詞を残して俺は再びシュバルツに飛び乗る。

　大丈夫かと言う顔をするシュバルツのたてがみを余計な心配せず速く走れと引っ張る。

　運良くボルトはデュアルクレイターに当たっていた。

絶叫はちょっとした演技だ。




　見れば戦いは終わっていた。

味方は再集結してトルトエントを再包囲、敵騎兵集団は街壁の中に入っていく。

「痛み分けか……あと一歩だったのに」

　俺は手傷を確かめながらトルトエントを見る。

「クリストフめ、まったくどうしてくれようか」

　文句はいくらでもあるし、殴りつけてもやりたい。

だが殺意は微塵も湧かなかった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（疲労）セリア（粛清決意）イリジナ（元気）ルナ（疲労）

ギド（モゲ）ポチ（トカゲ）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（疲労）

ヤーコフ（疲労）マック（工兵隊長）ジム（失意）

そのほか

イヴァンナ（自堕落）セクリト（疑惑）Ｔ−九九（スリープ）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（困惑）？？？　（参陣）アネット（一〇五の姫）ピリス（激怒憤慨悶絶）エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（看病不満）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（下種）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　七〇→五〇

歩兵　　　　　　四八〇〇→四三〇〇

騎兵　　　　　　六七〇→五〇〇

弓兵　　　　　　六八〇→六〇〇

砲兵　　　　　　三八〇→三六〇

弓騎兵　　　　　七五〇〇→七千

独立セリア隊　　五〇〇→四〇〇

徴集兵＋治安隊　一万→九千

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三六〇〇→三三〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍五万→四万

　　　　　徴集兵六万→五万

敵戦力　　正規兵三万？　→三万??

　　　　　徴集兵十万？　→九万??

　　　　　騎兵集団二万五千？　→二万??




財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント








第４６２話　雑兵の覚悟







「大丈夫でしたか!?　あっ怪我を……」

　マイラが俺を心配してくれるが、気の利いた返事ができなかった。

セリアも同じ気持ちなのか『もぐ』『むしる』とぶつぶつ言っている。

「単身敵陣に乗り込んでは天まで届く鋼の壁を粉砕、鬼神のごとき敵将マエスタスと合うてもただ一撃でこれを撃破！　まさに武勇並ぶ者無しでゲス！　偉大な英雄とはまさにこのことでゲス!!」

　誇張だらけで大げさに賞賛するのはブスコだ。土下座の次は幇間か。

鬱陶しいので睨みつけると『ゲスッ』と一声鳴いて再び土下座に戻る。

「有利な引き分けと言ったところでしょうか」

「レオポルトか」

　俺はそこで初めてまともに言葉を返す。

マイラが拗ねてしまった。後でフォローしないと。

「敵騎兵集団をトルトエント内に押し込めたのが最大の戦果です。防備は強化されるでしょうが機動力は無くなる。戦略レベルでの奇襲を警戒せずに済むのは朗報と言い切って良いでしょう」

「それは結構だがもう少しはっきり勝ちたかったぞ。かなり危なかったように見えたぞ」

　弓騎兵やマイラの奮戦が無ければ味方全体が危機に陥っていたかもしれない。

「騎兵集団出現のタイミングは一種の賭けでした。敵に何らかの失策、手違いでもあれば勝ち切れたでしょう。結果、目は悪い方に出ましたが、それで引き分けなら上出来ですな」

「賭けとはまたお前らしくないな」

　俺はわざと皮肉気に言ってやる。

「十分な下準備の時間があればより良い戦い方もあったでしょうが、迅速な交戦が必須……かつ私にはゴルドニア軍に権限も責任もありません。我々の部隊に限れば備えもあり、大損害は考えられません」

　確かに他のゴルドニア部隊は結構な損害を受けているが、俺の私兵に限ってはまあ知れたものだった。

そもそもレオポルトは無位無官なので、表立ってゴルドニア軍内で何か言える立場ではない。

「ハードレット卿こそ、先程の交戦の際に敵将を仕留めて下されば楽になったのですが」

　こいつめ言い返して来やがった。

「馬鹿野郎、ケツからわんさと敵が迫ってたんだぞ。あれ以上のことができるか」

　言いながら自分でも考える。

マエスタスに蹴りを入れて着地した瞬間、首とは言わずとも腕の一本飛ばすこともできなかったか。

あの時、奴は完全に無防備だったのだ。

　やれたかもしれない。いや、やれただろう。

「アホらしい。クリストフに足でも引っ張られたかな？」

　俺は自嘲気味に笑う。

「クリストフ……」

　レオポルトの前で言ってしまった。

こいつのことだクリストフが裏切ったと知れば暗殺部隊でも派遣しかねないぞ。

　だがレオポルトは僅かに眉間に皺を寄せて首を捻るだけだ。

あぁ……名前も知らなかったのか。

「ほらあいつだ。護衛隊に居た、見事な肉体とカスみたいな戦技、いつも真っ先にやられていた」

「雑兵でしょうか？」

　酷いことを言う奴だ。

「クリストフは俺と一緒にいくつもの戦場を駆けてそれなりの戦果を……うん？」

　首を捻るが奴があげた戦功が思い出せない。

「護衛隊の十人長以上は把握しておりますが？」

　そういえば奴は最古参でありながら未だに一兵卒だった。

まごうこと無き雑兵だ。否定できない。

　本当に南ユーグリアは何を考えているんだ。まったく意味がわからんぞ。

「ともあれ敵のトルトエント死守の意志は明白です。次回は更に激しい戦いになるでしょう。さてハードレット卿、今更ではありますが、戦略に影響を与える情報で私に伝えていないことはありませんか？」

「結構ある」

　その目をやめろ。今から言うから

　レオポルトに一つ二つ話をする。

　俺達の話に気付いたのかセリアとマイラが近寄って来る。

そこにもう一つの足音が──。




「ハードレット覚悟!!」

　声と同時にレオポルトが剣を抜き、マイラが俺の前に立つ。

そしてセリアが宙返りして声の主を地面に押さえ込んだ。

「この野蛮人め！　よくもあに──閣下を傷つけてくれたな──！」

　すごい剣幕で怒鳴るのはピリスだった。彼女はマエスタスの従者だったな。

口はすごいが１４５ｃｍ程しかない彼女はセリアに簡単に押さえ込まれている。

　レオポルトが剣を収め、マイラが縄を取り出す。

「閣下の美顔を蹴るなんて、自分が筋肉達磨の不細工だから嫉妬してるんだろう！」

「ぐっ」

　結構深く心に刺さった。

「エイギル様の方が美形です！」

「そう……です！」

　セリアはいつでも俺の味方だ。

マイラはちょっと躊躇しただろう。

マエスタスは俺から見ても美形だったから仕方ないが……。

「兄様の仇！　殺してやる──!!」

「ふん、どうやってですか」

　セリアの下でバタバタ暴れるピリス、手の中に光る物が見えるが。

「スプーン……ですか」

　マイラが鼻で笑って殺気を消す。

いかに金属製とは言えスプーンで俺は殺せないな。

「なら噛みついてやる！　差し違えて噛み殺す!!」

「ならやってみるか？」

　俺はセリアに押さえ込まれながら歯を剥くピリスの前に片膝をついてズボンの前を開ける。

　あれだけの激戦後だ。

もちろん欲望は高まっており、一物が音を立てて飛び出す。

「ひゃう！」

「さあ噛み付いてみろ。急所だぞ」

　ピリスは真っ赤になりながらも決意の表情で口を開くが、かかった吐息で俺の一物がビクリと震えると目元に涙を浮かべ始める。

「離してやれ」

「でもこいつは捕虜の分際でエイギル様を狙って……」

　スプーンと綺麗な白い歯でな。

遊びみたいなものだ。

「お、覚えてろぉ！」

「次は咥えさせるぞ。大人しくしていろ」

　ピリスは泣きながら去っていく。

「太い長い黒い硬い、まさに英雄の一物でゲス！　恐れ入りましてゲス！」

　睨んでやるとブスコは土下座のまま去っていく。

　セリアとマイラも彼女を睨みながら、自分の仕事と休息に去っていく。




「ピリスめポロっと漏らしたな」

「取り調べますか？」

　気づいていたのはレオポルトだけか。

「いやいい。大したことは知らんだろ」

　女を楯にして脅すほど落ちてもいない。

「それよりさっき伝えたこと使えそうか？」

「戦力として未知数ですので作戦の根幹には据えませんが、それなりの策を準備しておきます」

　レオポルトは一礼して背を向ける。

そして数歩歩いて振り返る。

「他に何か伝え忘れはありませんか？」

「もう無い」

　俺が面倒くさそうに言うとレオポルトは再び背を向ける。

そして数歩歩いて今度は無言で振り返る。

「さっさと行け！」

　どこまで信用していないんだ。

　まったく、気分が悪い。

俺はもっと重要な用事があるんだ。







　そして俺はとある天幕……セクリトが使っている物の前で立ち尽くしていた。

　戦の後の獣欲をセクリトとぶつけ合うことで愛を深めようと思っていたのだが、それどころではない。

天幕の中から甲高い喘ぎと悲鳴が聞こえてくるのだ。

「まさか本当に浮気していたのか……くっ俺としたことがなんて情けない」

　女の浮気は男が悪い。

女の心と体を満足させられず、他の男に付け入る隙を与えたのだから。

「だがスゴスゴと引き下がるつもりはない」

　奪われたのなら奪い返せば良い。

乱入して男を蹴飛ばし、その場で気が狂う程セクリトと交わってやる。

　俺は入口に手をかけ、何も言わずに思い切り開いた。




「やっと来たか。いつまで待たせる気だ」

　セクリトはズボンだけ穿いた半裸姿で、乳房は堂々と晒され、褐色の肌は汗でしっとり濡れていた。

室内にはムンとした熱気と性臭が立ち込めている。

　そして部屋の隅では見覚えのある──砦の戦闘で捕まえた少年兵が顔を覆ってさめざめと泣いていた。

体の周囲には種が飛び散り、指ほどしかない小さな一物が真っ赤になっていた。

「初めてだったのに……あんなことまでされるなんて……ほじられて……もうお婿に行けないよぉ……」

　俺は視線をセクリトに戻して安堵の声を漏らす。

「紛らわしい。浮気しているかと思ったじゃないか」

「しても良かったが碌な男がおらん。そら、久しぶりだ。さっさとハメろ」

　セクリトはズボンを投げ捨てるとベッドに仰向けに横たわる。

　だが俺は上には乗らず腕を掴んで立ち上がらせ、後ろから抱きしめてベッドに両手を付かせた。

「くくく、これは激しくなりそうだ。いいぞ、下準備はしてある」

「覚悟しろよ」

　俺はセクリトの両肩を掴み、後ろから勢いよく突き込む。

「「────!!」」

　俺は締りの良い穴で絞られて、セクリトは硬い傘と筋で中を擦られて、それぞれ快楽の声を上げる。

　俺達は我を忘れて交わり、行為がいよいよ最高潮に差し掛かった時だった。




「……油断したな！　わっなんて破廉恥な……でも覚悟──!!」

　性懲りもなくピリスが襲いかかってきたようだ。

セクリトは一瞬反応したが、持っているのが相変わらずスプーンだったので鼻で笑ってキスをしてきた。

「てい！」

　微笑ましい掛け声と共にピリスはスプーンを振り降ろすが、恥ずかしいのか目を閉じている。

ピリスの非力で得物がスプーンではどんな急所に当たっても効くはずがない。

　俺は余裕の表情で腰を振り続ける。

「ははは、なんならお前も混じって乱交といくか──ぐぉぉぉ!!」

　だが予想外の衝撃、それも最近味わったことがあるものだ。

「やった！　刺さった！　思い知ったか！」

　ピリスのスプーンは見事に俺の体に突き刺さっていた。

いや正確には元からある穴に入り込んだ。

「ぐぅぅ……よりにもよって平らな方から突っ込むとは」

「おい、一体何が──くっくくく!!　はははは！　これは傑作だ！　見事にずっぽりだな、おい」

　笑うなセクリト、ピリスもスプーンを回すな。大惨事になったらどうする気だ。

　喜ぶピリスに呻く俺、笑い続けるセクリトに泣く少年、本当にどうしてこうなった。







「酷い目にあった。最近俺のケツは受難続きだ」

　言いながらセクリトが注いでくれた酒を煽る。

色々あったが、十分満足させて機嫌は直ったようだ。

　外からはピリスの呪詛にも近い俺への悪態が聞こえてくる。

「我慢しろ。本当なら処女を奪っているところだぞ」

　声をあげると罵倒が二倍になった。そっとしておこう。

「普通は処刑するものだがな」

　ピリスは俺の尻に狼藉を働いた罰として屋外に晒している。

と言っても箱にうつ伏せに縛り、下をめくり上げて尻穴を丸見えにしているだけだ。

　最初は処女を貰おうとしたのだが、犯されるぐらいなら舌を噛んで死ぬと叫ぶので仕方ない。

　兵士たちがよく行き来する場所なのでかなりの人数に見られるだろうが、触れるなと立て看板を置いてあるし、夏だから冷えもしないだろう。

一時間程したら回収してやる。

「まったく甘いことだ」

　セクリトがベッドに大の字に倒れて笑い、俺の尻を指で撫でてから真顔に戻った。

「……それでこいつはなんなんだ？」

　俺は部屋の隅からこちらを見ている少年に目線を移す。

「お前が連れ込んだのだろう。まったく……浮気かと思ってびっくりしたぞ」

　少年は赤い顔で俺達を見ている。

「くく、ちょっとした趣味だ」

　少年の視線は何故かセクリトの剥き出しの性器や胸ではなく、俺の股間に来ている気がする。

「だがそっちじゃない。こっちだ」

　セクリトが顎をしゃくるので反対側を見る。

「性交の観察終了。一般データと比較……生殖液量８０００％、性器サイズ……エラー再計算」

　ベッドの脇にティククが座っていた。

こいつは自動人形と言うだけあって気配がないから気付きにくい。




「どうしたんだ？」

　ティククの額を撫でてやる。

「スリープモードが一二時間以上継続。継続指示を希望します」

　ふむ、良く分からんが。

「なら本陣に居て近づく敵を排除してくれ。敵はわかるな？」

「識別可能。南ユーグリア帝国と呼称する勢力及びその協力者です」

　ティククは管理用らしいが遺跡で見た限り戦闘もできる。

何よりとんでもなく頑丈なので本陣に居れば頼りになるだろう。

　ティククは満足したのか反転して天幕を出ようとする。

　だがその肩にセクリトの手がかかる。

「過度な接触はご遠慮ください」

「さっきから訳のわからんことばかり……初見からどうにもお前は気に入らん。私とこいつの情事が気になったのか？　奇妙な振る舞いをしてこいつの気を引きたいのか？」

　酒が入っているせいかセクリトが絡み始めた。

　ティククはセクリトを見はしたが何も答えず、横に動いて肩に置かれた手を外す。

「返事もせんのか。無礼なチビが、これで声が出しやすいだろう」

　それが勘に触ったのかセクリトがティククの頬を摘まんで引っ張る。

結構な力が入っており、普通の少女なら悲鳴をあげているだろう。

「ふぁどなへっひょくはごへんりょくらはい」

「おいセクリト」

「躾だ。黙って──ひゃっ!?」

　ティククは手を振り払う為か首を三回転させ、驚いたセクリトが尻もちをついてしまう。

初見であればびっくりするよな。だが今の可愛い声はまさかセクリトか？

「こ、この化け物が！」

　セクリトは恥ずかしいのか怒ったのか、木製のカップを掴んでティククの額を殴りつける。

ティククの頭が僅かに揺れ、両手で額を押さえるいつもの動きを見せる。

「やめろ！」

　酔ったにしてもやり過ぎだ。

さすがに一喝してセクリトを止めようとするが、その前にティククがセクリトの腰に手を伸ばす。

「低強度個体防衛発動」

「ぐわっ！」

　ティククはセクリトを楽々と投げ飛ばし、彼女が体勢を立て直した時には既に目の前に居た。

「貴様、やったな」

　ティククはちょうど俺に背中を向ける位置取りなので顔は見えない。

セクリトは激昂し、反撃の動きを見せたが。

「──展開」

「──!?」

　ティククが何事か言った瞬間、セクリトの顔が恐怖に歪み、またも可愛らしい悲鳴が漏れる。

　セクリトは転がるように俺の足元に駆け寄って言う。

「あの化け物をどこから連れて来た！　顎が二つに割れて顔の下半分が変形したぞ!!」

　ゆっくり振り返るティククはいつものおちょぼ口だ。

「記憶にございません」

「セクリトもう寝ろ。飲み過ぎだ」

　俺はセクリトをベッドの上に置いてやる。

ティククも明後日の方向を見ながら近づいてきた。

「幻を見るほど飲むものか！　ちっ上手く隠しやがって……こっちはちゃんと女なのか、怪物」

　セクリトはベッドに横たわったまま腕を伸ばし、ティククの股に手を突っ込んだ。

　するとティククは何も言わず、そのままセクリトに向かって倒れ込んで乗っかった。

小柄なティククが大柄な全裸のセクリトに乗っかるとまるで情事の後の男女のようだ。

　このまま始まったらどうするか。

止めるべきだが鑑賞したくもある。

　だが甘い雰囲気は一切なかった。

「がぁぁぁ!!　潰れる!!　どけろぉぉ!!」

　セクリトが潰れた蛙のような声を上げ始めたのだ。

　慌ててティククの脇に手を入れて持ち上げようとするが上がらない。

「なんだこの重さは!?」

　ティククの身長は１５０ｃｍ有るか無いか……普通に考えれば体重は５０ｋｇもあれば良い方だ。

だが俺が両手で力を込めても持ち上がらない。

　このままではセクリトが潰れてしまうと渾身の力を込める。

「ふん!!」

　歯を噛みしめ、全身の筋肉を盛り上げてようやくティククが持ち上がる。

俺が渾身の力を込めてさえ、本当にギリギリ持ち上がる重さだ。

　額に汗を浮かべ、痙攣しかける腕を無理やり支えてゆっくり床に置く。

「はぁ……はぁ……」

　セクリトはぐったりとして息を荒げている。

「大丈夫か？」

「実が出るかと思った……見たかこの化け物の正体を」

　ティククは服の裾を直して立ち上がり言う。

「Ｔ−九九自動人形は骨組みと装甲部分がミグリウム合金製。内蔵の特殊装備を含めて１８０ｋｇの自重があります」

「ふざ……ける……な……」

　セクリトがベッドに突っ伏してしまった。

「Ｔ−九九は特殊仕様の為、新型の一〇〇ナンバーと比較しても強度と火力で優位性があります」

「そうか……すごいんだな」

　俺もさすがに疲れたし、話も良く分からない。

「最新鋭千ナンバーは液化金属装甲採用の為、強度が飛躍的に向上しており、対抗はできませんが」

　外から俺を呼ぶ声がする。

セクリトも寝たし行って来るか。

「千ナンバーは最終戦争時に各地へ分散、生存信号確認は六」

　おっと全裸だった服を着ないとな。

「遺跡の封鎖信号を受けてうち三が再起動。当初の任務を果たすべく活動を開始──」

　天幕を出た俺を待っていたのは四つの魅力的な耳だった。
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トルトエント城内　野外陣地

「「「クリストフに乾杯！」」」

　南ユーグリア陣地の一角で歓声が上がった。

「すげえよお前、悪魔と三度も戦ってまだ生きてる！」

「生きてるだけじゃねぇ無傷と来たもんだ……ちょっと臭うがな」

「あのマエスタス将軍ですら悪魔と戦って手傷を負われたと聞く。お前はそれ以上だ!!」

　兵士達が次々とクリストフを讃え、クリストフも人当たりの良い笑みで応え、笑い、酒杯を受ける。




　だがその笑みはささやかな宴が終わると同時に掻き消えた。

　翌朝にも始まるかもしれない戦闘に向けて寝静まった陣地の中、並んで座るツィーリアがクリストフに囁きかける。

「辛いよなクリストフ」

「……ああ辛いぜ。牛糞なんて屁でもねぇ。大将がいてセリアの嬢ちゃんが居て……敵なんだぜ」

　ツィーリアは何も言わずクリストフの肩に頭を乗せた。

「手を伸ばした二人に向かって俺は剣を向けたんだ……あの時の大将の顔がよ、怒るでも恨むでもねぇ驚いてた。俺が敵になってるなんて想像もしてなかったんだ」

　頭を抱えるクリストフをツィーリアは優しく胸に抱く。

そして周囲を気にしてから、更に小さい声で囁く。

「上は今日の戦いの損害も把握できてない。指揮系統もまだ混乱している。今なら……逃げてもわからない。部隊の奴らには私が適当に言っておく。帰りたいなら──」

　言い終わる前にクリストフがツィーリアに問い返す。

「お前も一緒に来てくれるか？」

　ツィーリアは目を丸くした後、ゆっくり首を振った。

「私は無理だよ。指揮官だし親も親戚もいる、出奔なんてできない。でもお前は元々あっちの──んむ！」

　クリストフはツィーリアを抱き寄せてキスをした。

一瞬ツィーリアの手が宙を泳ぐが、すぐに男の逞しい肩と首に居場所を見つける。

　時間にすれば僅か、だが二人にとっては長い長いキスだった。

そしてツィーリアはクリストフの答えを察する。

「いけねぇよ。お前を置いてはどこにもいかねぇ」

「そうか……正直、お前が行くと言ったらどうしようかと思った。やっぱり駄目って泣いて止めたかも」

　ツィーリアは鼻でクリストフの額をついてから、上着を脱ぐ。

「ツィーリア？」

「……」

　上着に続いてズボンを脱ぎ、下着まで全て取り去った彼女は大事なところだけを手で隠して俯く。

「分かるよな」

「ああ……」

　クリストフが鼻息荒く立ち上がるのを見てツィーリアは目を閉じ、手を下に降ろす。

　周囲を起こさぬよう、控えめな水の音が鳴り始める。

　二分程が過ぎる。

「……ねぇまだ？」

「そろそろだ……よし準備完了」

　再びツィーリアが目を閉じ、クリストフが彼女の背中に手を伸ばす。

　男の手が女の柔肌を撫でるとツィーリアは弾かれたように震えた。







「冷たっ！　何なの!?」

「何って体を拭いて欲しいんだろ？　男の俺は全身水浴びしたけどお前はさすがにそうもいかないしな。大丈夫、ちゃんとタオルで目を覆ってるからよ！　だから近くに来てくれねぇと拭いてやれねぇんだが……」

　ツィーリアは全裸のまま数秒呆然とした後、長い長い溜息を吐いてから大人しく体を拭かれる。

「あんた童貞でしょ？」

「ち、違うっての!!　俺がいくつだと思ってんだよ！」

「娼婦を除いたら経験ある？」

　ツィーリアは一通りからかってから、急に真面目な調子に戻る。

「悪魔を見たら逃げて。貴方の想いはともかく向こうからすれば裏切者、次は絶対に殺しに来る。あんた弱いんだから相手が本気になったら一瞬でバラバラにされるぞ」

　クリストフは何も答えず、ツィーリアの背を拭き続けた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（ｚｚｚ）セリア（粛清練習）イリジナ（ＺＺＺ）ルナ（ｚｚｚ）

ギド（希望の光）ポチ（トカゲ）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（お楽しみ）

ヤーコフ（お楽しみ）マック（工兵隊長）ジム（宣伝工作）

そのほか

イヴァンナ（食道楽）セクリト（潔白）Ｔ−九九（防衛モード）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（困惑）？？？　（参陣）アネット（一〇五の姫）ピリス（開帳）エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（看病不満）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（太鼓持ち）

軍隊　ゴルドニア南部
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歩兵　　　　　　四三〇〇

騎兵　　　　　　五〇〇

弓兵　　　　　　六〇〇

砲兵　　　　　　三六〇
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独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九千
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味方兵力　王国軍四万

　　　　　徴集兵五万

敵戦力　　正規兵三万??

　　　　　徴集兵九万→九・五万
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財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント外








第４６３話　第二次トルトエント攻防戦







トルトエント城内　司令部建屋の一室

　元リバティース大統領府の一室がマエスタスの私室として用意されていた。

「将軍、失礼致します！」

　部下はノックはするも承諾無しに扉を開く。

無駄な時間を使わずさっさと入って来いとの、マエスタス自身の言に従ったのだ。

「おう、グークか。ザフネス閣下はなんと言われていた？」

　部下は気まずそうに目を逸らしながらも直立不動で答える。

「は、『トルトエントからの撤退は無い。何をしても死守』とのご命令です。また将軍に向けられまして『戦功一等である。次戦までよく養生せよ』とのお言葉がありました」

「はは、そりゃ有難い。だが閣下も気まずいのだな。壁を崩され、切り札の騎兵を街に押し込めざるを得なかったとあれば……な。でなくば俺を呼びつけるかここに来ているだろうに」

　マエスタスは軽い口調で言ったが、事態の深刻さは理解してた。

やや顔を顰め、腫れて包帯の巻かれた自分の顔を撫でる。

「トルトエントには我らの総司令部があり、補給中枢でもあり、リバティース統治の象徴でもある。ちょいと戦況が悪いぐらいじゃ──棄てられないわなっと」

「はうっ！」

　肉を打つ音が鳴り、女の高い悲鳴が上がった。

「……お戯れも結構ですが傷に触りますぞ」

　部下が困った顔で言うもマエスタスは豪快に笑う。

「ははは、女も抱けずに戦ができるものか」

　逞しい女の腰を両手で掴み、後背位で激しく突き始める。

「ううっ！　あぐぅ！」

　女は尻を突き出しながらベッドに突っ伏し、涙を浮かべながら両手でシーツを握りしめる。

「その女とて身元もはっきりせず……敵の間者であったならどうなさいます」

「市中から適当に持って来た女だぞ。間者を引き当てる程運が無ければどの道俺は仕舞いだよ」

　マエスタスは女の髪を掴んで引っ張る。

何の気遣いもないその動きに苦悶の声が上がった。

「民を強引に……と綺麗ごとは置くとしてもそのように三十路越えの年増を抱かずとも、言って頂ければもっと若く美しい娘を用意致しますが」

「何を言う。小娘より年増が良いに決まっているだろう」

　言葉と同時にマエスタスは残酷な笑みを浮かべ、女に伸し掛かり首筋を舐める。

そのねっとりとした動きに女が喘いだ瞬間、歯を立てて噛み付く。

「ひぎぃ！　痛い──いやぁ！」

　快楽によってではない悲鳴が上がり、柔肌が破れて血が流れる。

「この悲鳴は若い娘には出せん。そして……」

　流れる血を舐めながら腰をゆっくりと使う。

女の絶叫に甘い嬌声が混じり始める。

「嬲られながらも反応する熟れたいやらしい体を見ろ、若い娘を泣かせるより何倍も良いだろうが。そら言ってみろ、無理やり犯されて何度昇った？　淫らな体は何度快楽に震えた？」

　女は顔を伏せて首を振ったが、男の手が乳首を抓り上げると体を仰け反らせて叫ぶ。

「む、無理やりされて八……はちか……ひぐぅ!!　私人妻なのに……無理やり酷いことをされてるのに……乱暴に犯されてるのに……すごい上手で……アソコも大きくて……だ、だめっ!!」

「見たか！　九回目昇ったぞ！」

　マエスタスは大きく数度突いてから女から体を離す。

女はぐったりとベッドに突っ伏し、尻を痙攣させながら息も絶え絶えに喘いでいた。

　マエスタスは女の汗に塗れた乳房を乱暴に揉みながら表情を変える。




「俺が敵の将なら明日明後日にでも全面再攻撃を仕掛けるだろう。そして我が騎兵隊を動かすには……」

「トルトエントには民家、施設が密集し過ぎています」

　部下もマエスタスも最早女には目もくれていなかった。

「そうだ。朝日が昇る前に大通りと街壁沿いの建物を叩き壊せ。民草への配慮は無用、我らが使う物以外は片っ端から壊せ。騎兵団が自由に動ければ少々の不利は跳ね返せる。ザフネス閣下も了承されるだろう」

「承知致しました。しかし兵は先の戦闘で疲れ果てています。更なる任務を与えるのは好ましくないかと」

　男の顔に女を攻めていた時以上に冷酷な笑みが浮かぶ。

「何のためにトルトエントに民を囲っていたと思っている。男は建屋の破壊整理を、女は……兵と将達に抱かせて戦意をあげさせよう」

「……よろしいのですか？」

　部下はちらりと窓の外に掲げられた南ユーグリア国旗に目をやる。

「民への陵虐は軍規で禁止……か。ふっ陛下に聞かれては縛り首になってしまうな」

　マエスタスはおどけて自分の首を絞める。

だが目は爛々と邪悪な光を放っていた。

「だが偉大なる南ユーグリアの女帝は悪魔に一槍見舞われて恐れ慄きあそばし、栄誉ある転進をなされてアルテリアに君臨なされた。つまりここには居らん」

　部下は肩を落としてわざとらしく窓と扉の向こうを確認する。

その仕草は上司の放言に困惑しながらもどこか楽しんでいるようでもあった。

「軍人の至上命題は勝つことだよ。可能なら騎士道を守りながら美しく勝ちたい。出来ぬならなりふり構わず泥臭く勝っても良い。それも敵わぬとあれば民草を犠牲に悪鬼のごとく勝つしかあるまい？　ザフネス閣下も同じ考えだ。問題はない」

　部下はもう何も意見せず、了解して敬礼をする。

「ちなみにこれは非常に個人的なことなのだが」

　マエスタスは再びニヤリと笑い、わざとらしく窓と扉に視線をやる。

「俺はザフネス閣下には忠誠を誓っている。あの方がいなければ俺は今頃ゴロツキの親玉か断頭台の染みになっている」

　マエスタスは首から下げた凹んだロケットを軽く撫でる。

「ザフネス閣下が〝そう命じた〟という以外に我が女帝に忠誠を誓う理由は無い。良い女だとは思うがね」

　部下はしっかりと聞いてから、目と耳を塞ぐ。

「はて、何も聞こえませんでした。……私も同じ想いです閣下」

　笑い合う二人だが、部下の顔がふと曇る。

「ところで妹君のことなのですが」

　言い終わる前にマエスタスは軽い口調で言葉を被せた。

「あれは義妹だ。家の都合で面倒を見ていただけ、真の肉親ではないから気にするな。まあ気にしても今更どうにもならん」

「左様でございますか」

　部下は軽く頷くとベッドで喘ぐ女に目をやる。

「ではそろそろ宜しいでしょうか？」

「名残惜しいが、もう一戦すると夜が更けすぎる。いいぞ持っていけ」

　女はようやく解放されると安堵する。

激しい凌辱に疲れ果て、マエスタスと部下の表情に気付く余裕が無いのは幸運だっただろう。

　女と部下のいなくなった部屋でマエスタスは凹んだロケットを開く。

「ピリス、運を無くしたな」

　男はフンと息を吐いてベッドに倒れ込む。

「これでお前の運も俺に乗るだろう。次の戦いが楽しみだ」

　数分後には男はいびきをかき始めるのだった。
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トルトエント包囲　ゴルドニア陣地

「すまん。待たせた」

　俺が天幕を開くと待っていたのは二組の魅力的な長耳だった。

「あたくしを待たせるなんてヒトの分際でいい度胸ですわね。そもそも下等なヒト風情が高貴なエルフの戦士たる私を使い走りにするなどあり得ませんわ！」

　一組の耳は不機嫌を表すようにピンと立つ。

「何この臭い……うわっ!?」

　天幕を覗き込んだ一組の耳はパタパタ上下に動いた後、恥ずかしそうに頭の後ろに回る。

全裸で種塗れのセクリトが大股開いて寝ているからな。

「すまん、すまん。良く来てくれたナーティア、そしてフェルテリス」

　俺は爽やかに声をかけて握手をする。

　フェルテリスと向かい合うのは久しぶりな気がする。

俺は改めてフェルテリスを観察する。

「下賤な視線を向けられると魂が汚れるので止めて下さる？」

　彼女はナーティアと同じ森エルフだ。

　身長１７５ｃｍ強と結構な長身だが、エルフに共通して細身で屈強な雰囲気はまったくない。髪はナーティアと同じ緑だが、フェルテリスの方がやや色が濃い。

　言動はナーティアと違ってややきつく、悪く言えば傲慢でヒトを見下す言動が多い。

弓と魔法の腕前がエルフ達の中でも飛びぬけているから、その影響もあるのだろう。

そのせいで平原に出て来てからは随所でトラブルを起こしているのだが……。

「ふん。いやらしい視線ですわね。どうせあたくしを襲う妄想でもしていたのでしょう。ヒトとは本当に下賤ですわ」

　確かに俺はフェルテリスをジロジロ見ていた。

劣情が籠っていることも否定しない。だが仕方ないだろう。

「その格好はどうした」

　フェルテリスの服はビリビリに破れて襤褸切れのようになっていたのだ。

特に下はズボンが引き裂けた上に下着も無いのか、小ぶりな尻が丸見えになってしまっている。

「ふん、道中野盗と一戦しただけですわ。まったくヒトの雄は揃いも揃って野蛮で汚くて……」

「嘘だ！　私が助けるまで集団で滅茶滅茶に犯されてた！　しかも体中汚されて悦んでた！」

　ナーティアが恥ずかしそうに叫ぶ。

耳も上向きにピンと立っている。

　そう、これがフェルテリスの隠れた性癖であり、治すべき悪癖でもある。

彼女は以前の騒動でオークに酷く犯されて男に嬲られて悦ぶ変態性癖に目覚めてしまったのだ。

　しかもただちょっと乱暴にされたいだけではなく、汚い男に犯されたり、集団で犯されたり、あるいは殴られて喜ぶ飛び抜けた変態になってしまった。

　しかも見た目は実に美しく、誇り高いお姉さんタイプなので年下少年からの人気も高く、無差別乱交で拾ってきた病気を少年達にうつしまくり、ノンナから謹慎と屋敷の風呂使用禁止を言い渡された。

「あんまり無茶をするとまた病気を貰うぞ……」

「ナーティアから貰った予防薬があるからエルフの誇りにかけて大丈夫よ。避妊もできる優れ物なのよ」

「私もエルフとしては失格だと思うけど、貴女にエルフの誇りなんて言って欲しくない……って六錠渡したのにもう二錠しかないの!?」

　フフンと自慢げなフェルテリスと愕然とするナーティア。

「で、そろそろ本題なんだが」

　マントをフェルテリスにかけてやりながら切り出す。

ナーティアよりも少しだけ小さい耳が驚いて上を向いた後、ふんにゃり垂れた。

そして何故かナーティアの耳は落ち着きなく動く。

「お二方とも承諾なされたわ。すぐに来て下さると思う」

　俺を見上げながらフェルテリスは凛とした顔で言う。

ううむ、どう見ても清楚で誇り高い美人なのだが。

「と、当然ですわ。もっと讃えなさいな！」

　赤くなるフェルテリス。耳が左右互い違いに揺れる。

この動きは照れを隠す時によく見る。

どうせなので尻でも撫でようと手を伸ばすとナーティアに抓りあげられる。

「お二方ともノリノリでしたわ。『恩人の頼みなら禁忌も大目に見ましょう』と『但し報酬はたっぷりもらいんす。覚悟しなんし』とおっしゃっていました」

　そりゃ良かった。

報酬は応相談で良いだろう。

「ちょっと準備をするみたいだけど、移動速度は私達が二人で来るのとそう違いは無いと思うから……多分すぐに追いついて来ると思う」

　ナーティアが俺とフェルテリスの間に割り込んで言う。

耳がゆっくり上下に動いているのはやや不機嫌な時だな。最近わかるようになってきたぞ。

「ともかくご苦労だった。湯と飯を用意させるから」

　だが上機嫌になって耳をパタパタ揺らすナーティアに対してフェルテリスは俺をじっと見つめ続ける。

「……あたくしを遠くまで使い走りに出しておいてお風呂とご飯で終わらせるおつもりかしら？」

「おっと、これは悪かった」

　フェルテリスもそうだが、ナーティアにも最近甘えっぱなしだ。

いかにナーティアが俺に惚れ込んでいるとは言え、一方的に貰うばかりでは愛想をつかされてしまう。

愛を保つためにも対等な返礼は必要だ。

「惚れこんで無いし！　愛してなんかないし！」

「なんでも言ってくれ。今は戦場だからできることは少ないかもしれんが」

　ナーティアは赤い顔を数度擦って深呼吸する。

「みかんを……沢山」

　俺は可愛すぎて思わずナーティアを抱き締めてしまうが、膝蹴りと掌底を見舞われ距離を取られた。

耳は互い違いに揺れていた。

「そ、それでこの娘には何か汚名返上できるような仕事を与えて欲しい。ラーフェンでも有名になってしまって今のままじゃさすがに可哀そうだから────」

「ふん！　ヒト風情になんと思われたって良いわ！　それよりも……」

　フェルテリスは俺の背中を押して天幕の中に押し込む。

貸したマントを豪快に放り投げる。

「え？　あれ？」

　呆然としたナーティアが外に残される。

何がしたいんだ？

「鎧を着て」

　結構面倒なのだが、仕方あるまい。

「あたくしの服を破りなさい。襤褸切れになるまで」

　さすがにそれはと思ったが、早く早くと急かすので仕方なく破る。

「抱かれたいなら大歓迎だからベッドに行かないか？」

「はあ？　何を考えていますの。馬鹿じゃないの」

　罵倒されてしまった。

「床に決まっているでしょうに。非常識ですわね」

「もう何も言わないが……おい、何をするんだ？」

　突然唾を吐きかけられた。

意味が分からずにいるとフェルテリスは目を閉じて顔を突き出して来る。

「貴方は最低の屑ね。ゴミ以下、生きる価値も無いわ」

　突然この仕打ちはなんだろう。呆然としていると苛立ったように更に顔を寄せて来る。

「野蛮なだけで取り柄なんて無いカス男……あら怒ったの？　ふん、殴れるものなら殴って見なさいな」

　フェルテリスは更に顔を突き出す。

「……殴って欲しいのか？」

　コクコク頷く。

　俺は仕方なく、平手で軽く頬を打つ。

これぐらいならカーラやメルとごっこ遊びですることもある。

「ふざけていますの!?　顔の真ん中をグーで思い切り殴りなさいよ！　女は二、三発殴って鼻血を噴かせてから犯すものでしょうが！」

「どんな常識だ……良いから来い」

　俺はフェルテリスをベッドに放り投げる。

「ならせめて野蛮で醜悪な男を三人ぐらい呼びなさいよ！」

　俺は呆れながらもフェルテリスに覆いかぶさる。

「あ、あたくしは誇り高いエルフの戦士、こんな凌辱には屈しませんわ。んほぉ！」

「もう黙ってろ。良くしてやるから」

　外に凍りついたナーティアを置いてきたが、大丈夫だろうか。

エイリヒに言って山のように蜜柑を取り寄せないとな。
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翌々日

「今こそトルトエントを落とし、この戦の趨勢を決する！　進め──!!」

　エイリヒの号令、各部隊長の号令、そして太鼓とラッパの音。

前回とほとんど変わらない攻撃開始の光景だ。




　大砲が火を噴き、強化された街壁に弾かれる。

　カタパルトが市内に鉄弾、焼石、油壷を放り投げ、当然敵からも反撃に同じものが飛んでくる。

　弓隊が進み出て矢を射かけ、敵もまた街壁の上から矢と大弩で反撃する。

　装甲櫓がガラガラと喧しい音をたてて前進していく。

　梯子を持った歩兵群が大盾を構えながらゆっくりと進んでいく。




　前回の焼き写しのような攻撃だ。

「で、どう思う？」

　俺は今回は前に出ず、レオポルトの隣に居た。

「前回よりも苦戦するでしょうな。敵はこちらの攻め方を学習しました。より効率的な迎撃を実施するでしょう」

「街壁に大穴が空いているのは大きくないか？」

「中で敵の騎兵が準備万端待っているね。その為に機動力を殺してまで市内に入れたんだろうしさ」

　答えたのはトリスタンだった。

　先ずは見守るとしよう。




　装甲櫓が矢を放ちながら街壁に迫る……が接近したものから次々と砲弾にぶち抜かれる。

　上部を叩き壊されて乗り込み機能を失い、あるいは複数の大穴をあけられて自重に耐えられなくなり倒壊していく。

「あえて壁の下に砲撃陣地を構えているね。装甲櫓だけを目標にしてる。あれじゃこちらからは見えないし、カタパルトのラッキーヒット以外に攻撃する手段もない。櫓はもう使えないね」




　続いて梯子を持った兵士が大盾に守られ、弓兵に援護されながら前進していく。

そこに連続して火球が襲い掛かる。

　盾は燃え上がり、弓兵も次々と落ちて来る火球に圧倒されて隊列を崩してしまう。

そこに敵の矢やクロスボウボルトが襲いかかり、味方は混乱の末に逃げ帰ってきた。

　本陣からエイリヒの冷たい視線を感じる。

「小さな魔法杖が止まっていないことは報告書に書いただろう」

「僕は書いたけど辺境伯は書いて無いね」

　細かい事は気にするな。

あの程度ならそこそこの魔法使いか、遠くまで飛ぶ油壷と大差はない。

「魔法杖よりも敵の移動速度の向上こそ脅威でしょう。こちらが乗り込み地点を変えても極めて迅速に対応しているように見えます。偵察は不可能ですが、恐らく市内で道の拡張か、移動用の馬車を大量に用意したのでは無いでしょうか？」

「騎兵の群れが入ったからできるよねぇ」

　ともあれ、梯子をかけての乗り込みも出来そうにない。




「総員いいな！　よし、突っ込め!!」

　最後に味方の重騎兵、重歩兵が群れを成して街壁の崩落部から侵入を試みる。

当然、猛烈な矢の雨を浴びながらの強行突破だ。

　敵は壁の前にも簡易陣地を作っていたが、味方は勇猛に戦いこれを追い散らす。

そしていよいよ市内に飛び込んでいく。

「さてどうなるか」

　見えない壁の中から怒号と悲鳴と剣が打ち合う音が続く。

そして十分ほどが経った。

「もう駄目だ──！」

「た、退却──!!」

「逃げ帰ってきたな」

　散り散りになった味方が壁から飛び出して来る。

続いて敵の騎兵集団が飛び出して逃げ遅れた味方を狩っていく。

「助けてやれ」

「はっ」

　レオポルトが腕を振ると野戦砲が一斉に火を噴く。

命中は期待できない距離だが、気を引くには十分だ。

「突撃斉射の陣形を取れ！」

　弓騎兵隊もゆっくりと前に出る。

「全隊攻撃中止！　隊列を整えろ！」

「深追いは自重しろ。厄介なのが来るぞ！」

　敵は街壁を少し出た辺りで止まり、味方はなんとか逃げ伸びた。

　そのまま数分睨み合うと敵はゆっくりと街壁の内側に下がっていく。

「割れ目からの突入も難しいみたいだね」

　トリスタンが困ったものだと肩を竦める。

「割れ目と言ってもほんの数メートルだからな」

　縦に並んで通り抜けた先に数万の騎兵が待っているのでは分が悪すぎる。




「さてどうなる？」

「攻め手は全て潰されました。攻撃を断念するか、あるいは切り札を投入するか」

　そりゃ投入するしかないな。

　俺が合図するとセリアが弾かれたように走っていく。

「よし、行くぞ」

　こちらの攻勢を退け、鬨の声をあげる敵陣に向けて俺の私兵が前進する。

　敵兵は慌てて防御態勢を取るが、数が少ないのを見越してかどこか余裕ある雰囲気を感じた。

「次が来るぞ。警戒しろ！」

「大丈夫、さっきよりも数が少ない」

「だがあれは悪魔の旗じゃないか？　油断するなよ、何をしてくるかわからんぞ！」

　ゆっくり前進する俺の部隊と街壁上の敵が睨み合う。

「撃て!!」

　弓騎兵が一斉に矢を放つ。

「撃って来た！　まだ射程には遠いが……」

「うわっ届くぞ！　撃ち返せ!!」

　弓騎兵が先制し、思わず敵も矢を撃ち返す。

　だが普通の弓兵よりも射程に優れる弓騎兵にも、高さの有利がある敵兵にも有効射程から少し遠い、なんとか届く程度の間合いなので互いに犠牲は少ない。

「気は引けたね。じゃあやってみようよ」

「アレを出せ」

　ともかくガラガラと車輪の音を立ててアレが前進していく。

その形は敵が使った古代兵器──に似ていると言えなくもない気がする。

少なくとも形状だけは同じように廃材と装甲櫓の端材で造ったのだから似ている。

「それにしてもひっどい見た目だね」

「言ってやるなよ。一晩でマックが仕上げたんだぞ」

　何しろ到着から攻撃開始まで時間が無かったんだ。

古代兵器もどきはガラガラと街壁に向けて前進していく。

弓騎兵との撃ち合いに夢中だった敵兵は気付くのが遅れる。

「あれは……陛下の魔法兵器!?　何故敵軍が持っている!?」

「まさか我らの兵器が動かなくなったことに関係が!?」

「いやよく見ろ。……偽物だ」

「ぷっ。これは酷いな。似せる気がないだろう」

　敵兵は一瞬色めき立つが、やがて動揺は止まり、嘲笑の嵐が降り注ぐ。

「ははは、真似をするならもっと上手く造れよ」

「子供の木細工でももっと上手くやるだろうぜ」

「そうら、的になってやる。撃てるものなら撃ってみろ！」

　一人の敵兵が街壁上で尻をこちらに向けて叩く。

「なら遠慮無く。撃て」

　俺が命令を出すと古代兵器もどきは赤く発光した後、猛烈な火炎を噴き出した。

　尻を向けていた敵兵は一瞬で火達磨となり、火炎はゆっくりと動いて周囲の敵兵を舐めながら、街壁上を薙ぎ払う。

　嘲笑は悲鳴に変わった。

　味方の兵からも驚きの声が上がる。

「す、すげぇ。一角まるまる焼き払いやがった……見た目はボロいがすげぇ兵器だ」

「って兵器も燃えてるぞ！　水をかけて消せ！」

「中からギャーって鳴き声聞こえなかったか？」




　ともかく敵兵は大混乱だ。

　だがまだ終わりじゃない。

「次を出せ」

　ポチ車──いや、秘密兵器の後ろから更に同じ形状の兵器が現れる。

「狭いって、ぶよぶよの胸を押し付けないでよ沼エルフ！」

「うるさい！　お前らこそ貧相な尻を押し付けると骨が当たる！」

　兵器は文句を言いながら前進していく。

「やってくれ」

　ポチ車よりも丁寧に頼むと火炎ではなく、火球や岩の塊、かまいたちや水の塊が乱舞する。

「な、なんだこりゃ！　突然岩が飛んで来た！」

「大弩がいきなり弾けたぞ！　風の刃なのか!?」

「最優先であれを壊せ！　陛下の杖を使うのだ！」

　敵は魔法杖からの火球で車を狙う。

何十の火球が迫る。

「そんなもので」

「あちきを倒せはせん」

　突風が火球を弾いてあらぬ方向に飛ばし、三日月状の水の刃が火球を切り裂き消滅させる。

「ま、魔法で迎撃されたのか？」

「嘘だろ。射った矢を矢で弾くようなもんだぞ」

　敵はいよいよ混乱を極めた。

　その隙に一〇五兵団を始め、味方の部隊が乗り込みの準備を始める。

「そろそろだな」

　レオポルトを見る。

「はい。ボロとはいえ金属の屋根で守られた車を矢や大弩で破壊するのは困難です。となれば……」

　ラッパが鳴り響き、街壁の割れ目から敵の騎兵が飛び出してきた。

「そら来た」

　俺はさっと手を奴らに向ける。

「放て！」

「対騎兵陣を組め！」

　弓騎兵が街壁上の敵との撃ち合いを止め、騎兵に狙いを変える。

長槍兵は後方から走り出て敵の進路に槍衾を組む。

「さあここが正念場だぞ」

　俺もデュアルクレイターを抜いて出る。

敵に向かって長槍兵の側面、弓騎兵の斜め前だ。

　敵は部隊を数隊に分けて仕掛けて来る。

　街壁に一番近い位置は長槍兵が塞いでいる。

後方に弓騎兵がいるからクロスボウで対騎兵陣を崩すやり方は使えない。

　しかし奴らはポチ車とエルフ車を潰しに来ているのだから、あまりに大きく迂回しても意味が無い。

「ならばここを押し通るしかない」

　案の定、敵の騎兵は長槍隊を抜き難いと見るやこちらに針路を変えて来る。

俺もシュバルツを敵に向けて進ませる。

「さあ来い」

　まずは三騎の軽騎兵、一騎はクロスボウ持ちか。

「死ねい！」

「死なんよ」

　まずはボルトが飛んでくる。

狙いは割合に正確だったが、あまりにしっかり狙うので軌道が丸わかり、デュアルクレイターの腹で容易に弾いてしまう。

「どけい！」

「どかんよ」

　次の騎兵は短槍で薙いで来る。

動きを読み切り、デュアルクレイターで弾き飛ばす。

そのまま肘を突き出して敵兵の顔面に一発見舞い、豪快に落馬させる。

「覚悟しろ！」

「おう、したぞ」

　三騎目は剣を振り下ろして脳天を狙ってくる。

俺も同じ動きで頭上で剣を打ち合わせ、力で強引に剣ごと男の右手を叩き切る。

「ひぃぃ！　ぐげっ」

　最後にクロスボウから持ち換えようとしている敵の首を刎ねて完成だ。




　次は重騎兵が五騎か。豪勢だな。

「突進しろ」

　ぶるるとシュバルツが嘶いて速度をあげ、敵との距離はみるみる縮まる。

「我ら重騎兵に正面から挑むとは笑止！　鋼の鎧を貫けると思ってか！」

「まあな」

　俺は擦れ違い様に敵の胴にデュアルクレイターをたたきつける。

両者全力疾走の重量が乗った一撃は容易に敵を真っ二つに両断する。

「こいつ手ごわい！」

「左右同時攻撃だ！」

　次の二騎は同時に来るようだ。

俺もケラヴノスを左手にもって大きく両手を開く。

「「ぬぅん！」」

　左からの斬り降ろしを槍の柄で受け、右からの突きは穂先を剣先で弾く。

「ふん！」

　態勢の崩れた右の敵の腕を飛ばし、振り返って左の敵の背をケラヴノスで貫く。

背中から突かれても悪く思うな。簡単に通せないんだ。

「おい、あいつの顔を見ろ！　ありゃ悪魔だぞ！」

「うわぁ！　一騎駆けしてくるからおかしいと思ったんだ！　どうする!?」

　俺はシュバルツの背に引っ付くように身を屈める。

「おい、伏せたぞ。さっきので怪我をしたのか？」

「ともあれ好機だ！　一息に……」

　二人は剣を振り上げ、擦れ違い様に振り下ろそうと構える。

馬上に相手が伏せたらそれが一番やりやすいよな。

「じゃあな」

　俺はさっと身を起こし、デュアルクレイターとケラヴノスを同時に突き出して二人を串刺しにする。

　薙ぎと突きが同時に来ると結構面倒なんだ。

剣の振り下ろしは射程が無いので簡単に先攻できる。

　俺は二人を投げ捨てると次の敵に目をやる。

　すると次に来ると思われた一団が左右に割れた。

「悪魔と斬り合うことはない！　杖を使え！」

「焼き払ってしまえ！」

　なるほど、馬上で魔法杖か。

あるなら当然その使い方を思いつくよな。

　俺は槍を仕舞い、デュアルクレイターを両手で持つ。

「火傷しても騒ぐなよ」

　シュバルツに言ってやると嫌そうな顔で首を振る。

「放て！」

　八つの火球が俺に向かって放たれる。

さすが魔法兵器、外れは一発も無い。

「幸いなのは的がでかいことと」

　先頭の一発めがけて剣を振り下ろす。

ガラスが割れるような音がして炎が飛び散る。

早速シュバルツのたてがみが焦げた。

　続く二発にタイミングを合わせ、斜め下から切り上げて同時に払う。

一瞬視界が火の粉で塞がれる。

「速度が遅いことだな」

　火の粉が消えると次は三発、ちと厳しい。

　放物線を描いて落ちて来る一発は剣を振り上げ頭上で迎撃、返す刃で正面の一発を迎撃、次の一発には腰の水筒をぶん投げる。

水筒に命中と同時に火球は爆発し、焼けるような蒸気が全身に降り注ぐが、なんとか火達磨になるのは回避できた。

（ぬうん）

「起きたか。なら仕事しろ」

　赤く光る刃を次の二発に向け、鋭く突き出す。

　距離はかなり近かったが、突いた火球は爆発も火の粉をあげることもせず、デュアルクレイターに吸い込まれるように消える。

「まあこんなものか」

　デュアルクレイターを一度振るって肩に担ぐ。

　周囲の敵味方がどよめく。




　だがその声は一層大きい歓声にかき消された。

「なんだ？」

　振り返ると一騎の騎兵が味方の槍衾を突破していた。

　更に弓騎兵が一斉に矢を放つが、そいつは槍で矢を掃いながら足を止めずに突き進む。

「マエスタス将軍だ！」

「おお、単騎で敵中を突破するとは！」

「なんという豪胆さ！　なんという武勇！」

　奴は速度をまったく緩めないまま矢の雨を潜り抜け、追いすがる味方の騎兵を三騎斃して車に迫る。

「はっ！」

　そして車に向けて槍を一閃、車輪を壊して擱座させる。

「きゃああ！　傾いてるわよ！」

「痛い痛い！　足を踏まないで！」

　我慢仕切れなくなったのか、車の中からワラワラと女達が飛び出してきた。

　マエスタスは槍を掲げて南ユーグリア兵に向けて叫ぶ。

「正体見破った！　ただの人の詰まったボロ車だ！」

　怒涛の歓声が起きる。

「忌々しいが大したものだ」

　俺は思わず笑ってしまう。その余裕もあった。

「せい！」

　続いてマエスタスは隣の車も破壊する。

だが今度は腹に響く鳴き声に続き、車の中から四本の足と尻尾が飛び出して歩き始める。

「なにっ!?」

　マエスタスの馬が悲鳴をあげて棒立ちになった。

残念それはポチ車だった。

「それにもうボロ車の役目は終わった」




　車から飛び出した女の一人が尻をはたいた後、俺に向けて微笑む。

俺も笑顔で頷き返す。

　無事だった車が次々と内部から弾け飛び、沢山のエルフ達が現れる。

「なんだこいつら。耳が……」

「ともかく敵だろ。撃て……ぶわっ！」

　土煙が不自然に巻き上がり、敵の視界を塞ぐ。

　巻き上がった土煙をこれまた不自然な旋風が敵に叩きつける。

「前が見えない！　なんだこの土煙は──この風は!!」

「矢を射るどころじゃない。隣の奴の顔も見えないぞ。目に砂が──」

　風と土の魔法だ。

エルフは人間と違って魔法を使える者の割合が極めて高い。ナーティアは使えないようだが。

「ほら早く」

「うるさい！　重いのよ！」

　その隙にエルフ達はひょいひょいと街壁を駆け登っていく。

元々樹上で暮らす彼らは軽業が大得意で楽々と垂直の壁を登っていく。

軽業が苦手な黒エルフ達は風の魔法で支えられてなんとか登っているようだ。

「ええと……あれね。えいっ」

「こっちも、そりゃっ！」

　悶える敵を尻目に壁上に立ったエルフ達は大砲や焼石に水魔法を叩きつけ、カタパルトや大弩を風や土魔法で破壊していく。

　直接敵兵を狙わないのはエルフは本来戦いも殺生も嫌うからだ。

「そう、ぬしの頼みでなけりゃあヒトの戦に関わるなんぞしやせん」

　右腕がすっと取られる。

「ありがとう」

　黒エルフの長イジャリスだ。

「本当に里中の大反対を押し切ったのですよ。貴方を相当悪者にしましたから、覚悟して下さいね」

　左手を取るのは森エルフの長、ユーラーレン。

　フェルテリスとナーティアに頼んで彼女達に協力を要請していたのだ。

「まったく、あの箱に詰められたときは殺意が湧きんした。搾り殺してやろうかと」

「矢避け以外に何か意味があったのですか？」

　文句はレオポルトに言ってくれ、奴の提案だ。




「攻撃再開！　いけ、いけ──!!」

　王国軍が攻撃を再開する。

　街を守る武器が次々と無力化され、装甲櫓は砲弾を浴びることなく、歩兵も魔法杖で撃たれることなく街壁を登っていく。

　市内で敵を防ぐはずの敵騎兵も街壁前で土煙に巻かれて身動きが取れない。

先程の猛反撃が嘘のように味方が市内に突入していく。

　味方に有利な報告は続く。

「市内で市民が蜂起！　市民が一斉に蜂起しました！」

「ぬ、ぬおぉぉぉ！　ジャスティース!!」

　決着がついてからかよと思ったが、歓喜に震えながら突入していくジム達を止める程無粋でもなかった。

「トルトエント後方に大量の魔物が出現！　エルフ共が連れて来た模様です！　退路が断たれます！」

　敵の叫びが聞こえる。

レオポルト辺りの嘘だろうな。

「もう駄目だ、逃げろ!!」

「早くしないと皆殺しにされるぞ！」

　だがこれが決定打となったのか、敵の装備の貧弱な部隊……徴集兵が崩れた。

雪崩のように市外へと逃走していく。

「終わったな」

　俺はふうと息を吐く。

周囲の状況を把握しようとしたが、まだ土煙で何も見えない。




　瞬間、俺はエルフ二人を突き飛ばしてケラヴノスを構える。

　槍の柄から火花が散り、更に脇腹から僅かに鮮血が飛ぶ。

「仕損じたか」

　目が合ったのはマエスタスだった。

土煙に紛れて気付かなかった。

　俺は無言でケラヴノスを構え直して睨み合う。

今のはそれなりに深くまで入ったが、悟られる訳にはいかない。

「……次こそは仕留める！」

　マエスタスは槍を仕舞って再び土煙に飛び込んでいく。

　男前に一本取られるとこうも悔しいものか。

「遅れをとりんしたな」

　しかも美女二人の前でとくれば猶更だ。

「それにしても今の──男前でしたね」

　実に腹が立つ。

「逃げ遅れた敵の一隊を市内で追い詰めました！　エイギル様も是非ご参加を！」

　嬉しそうにセリアがやってくる。

よし、悪いがその逃げ遅れ部隊に八つ当たりさせて貰おう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（追撃）セリア（市街戦）イリジナ（追撃）ルナ（追撃）

ギド（希望の光）ポチ（戦車）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（市街戦）

ヤーコフ（追撃）マック（休息）ジム（解放戦闘）

そのほか

セクリト（戦闘）Ｔ−九九（戦闘モード）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（拗ね）フェリテリス（変態）イジャリス（参陣）ユーラーレン（参陣）

アネット（一〇五の姫）ピリス（開帳）エスカオーテ男爵夫人（驚愕）セイカ（驚愕）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（太鼓持ち）イヴァンナ（寝道楽）

戦力　混乱中に付き不明

財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント外

時間変更後初更新です。










第４６４話　龍虎相打つ







　セリアに続いてトルトエント市内を移動する。

「本格的な戦闘は終わりましたが、逃げ損ねた敵の残党が火を放ったようです。今更蜂起した市民の集団もそこら中にいるので路地に入り込むと同士討ちをしかねないので自重しています」

「そうだな。エイリヒに任せるのが良いだろう」

　俺はセリアの頭を撫でてやろうとして手を止め、気付かれないように低く呻く。

　マエスタスの一撃は鎧の隙間から的確に俺の脇腹を捉えていた。

柄でも受けた分、臓腑までは届いていないがかすり傷でもない。

「あれです！　既に私の部隊が包囲しています！」

　セリアが興奮気味に指差したのは市中見張り用の塔だった。

高さは１２ｍ程の五階建て、形は単純な円柱で直径は６ｍ程、二階以上には東西南北にそれぞれ四つの窓が開いている。赤いレンガ造りのそれは見た目の美麗さも考慮されおり、本格戦闘用ではなさそうだ。

「内部にはまだ数十名が残っているみたいです。一息に掃討して見せます！」

　セリアはフンフンと鼻息が荒い。

頑張りを見せて貰うとしよう。




「駄目だ完全に包囲されてる。逃げられないぞ」

「くそう、何が千人隊の側面を守れだ！　千人隊の方が先に逃げやがった！」

「所詮俺達徴集兵は使い捨てかよぉ！」

　敵の動揺と恨み節が聞こえてくる。

セリア隊は負傷者を除いても四百は居る。圧倒的有利は揺るがない。

「矢を放ちなさい！」

　セリアの号令でザッと矢が降る。

もちろんレンガをぶち抜く威力はないが、窓から覗く敵兵を塔内に引っ込ませてクロスボウや投石を使わせない為だ。

「エクレア中隊攻撃開始！」

　相変わらず旨そうな名前の中隊が攻撃を開始する。

二階三階の窓を槍で威嚇しながら扉をハンマーで叩き、内側から扉を押さえる敵兵と競り合っている。

「スフレは梯子をかけて上を狙いなさい！」

　これまた旨そうな部隊は攻城用の長梯子をかけ、一気に五階の窓を狙って駆けあがる。

　見事な同時攻撃だ。

敗残兵……まして練度の低い徴集兵ではとても対応できないだろうと思われたが。

「落ち着け、取り乱したら最後だぞ！　もう少し……今だ!!」

　塔の中から凛とした女の声が聞こえる。

塔の扉が開け放たれ、剣兵が一斉に飛び出してくる。

　突然のことにセリア隊の兵が僅かに怯む。

その一瞬の隙をつき、敵兵はハンマーを持つ兵を打ち倒し、かけられた梯子を下から蹴飛ばす。

「「ぎゃあぁぁ!!」」

　足元を蹴られては梯子の上の者はもう落ちるしかない。

「何をしているのですか！　反撃しなさい！」

　セリアが怒鳴り、圧倒的に数で勝る味方は敵を圧殺しようとするが……。

　塔の窓から敵兵がクロスボウを突き出す。

大きくも無い窓から笑ってしまうぐらいぎゅうぎゅうになって狙いを定めている。

「撃て──！」

　頭上からの一斉射撃にセリア隊の動きが乱れる。

敵兵を押し込めていた味方の弓は梯子攻めの邪魔になるので止まっていたのだ。

「撤収！」

　敵兵はまるで逃げるネズミのような速さで塔に戻り、少し遅れて扉が閉まる。

　味方の矢が降り注いだのはその直後で敵に損害は無い。

矢が降り終わると窓から槍が飛び出し、小馬鹿にするように回される。

「やーい。あほー」

　挑発の声も聞こえる。

「うぅ──!!」

　セリアが悔しそうに地団駄を踏む。

　怒らなくてもいい。小さいとはいえ塔に籠っているのだからそう簡単にはいかない。

数では圧倒しているが、このサイズの塔を全員で攻撃できる訳でも無し、結局は数人単位で扉や窓を攻めるしかないから時間はかかるもんだ。

　敵の練度士気も思ったより高い。

本来ならば最初の攻撃で降伏するか、バラバラに逃走してもおかしくないのに。

見るからに徴集兵の武装だったが、街が落ちたこの状況で未だに士気を保っているのは大したものだ。

「敵ながらやるじゃないか」

　袋のネズミの分際で挑発してくる根性も嫌いではない。

「こうなったら総攻撃です！　大砲と油をどっさり持って来なさい!!」

　だがセリアは俺の前で恥をかかされたと思ったのか真っ赤になっている。




「ぎゃあ！　敵が本気になったぞ！」

「お前が挑発なんてするからだろうが！」

「てかこいつはいつまで気絶してるんだ。水かけて起こせ！」




　俺は憤るセリアの頭に手を置く。

「そんなにむきになるな」

　味方と市民がそこら中にいるのに大砲だの火だの使うのはまずいぞ。

　そもそもセリアは俺がいるから、すぐに決着を付けようと焦っているだけで、時間さえかければ確実に落とせる。だが誰が見ても有利なこの状況でじっくり構えても攻めあぐねていると見られるかもしれない。

決して彼女が無能だからでも下手をうったからでもないのに。

「ここは俺にやらせてくれないか？　今一つ戦い足りなくてな」

「え、でも……」

　俺はセリアの頬を軽く撫でてから前に出る。

「護衛隊、下馬しろ」

　随行していた護衛隊が一斉に歩兵と化す。

俺もシュバルツから降りて軽く肩を回す。

「進め」

「「「はっ」」」

　護衛隊は足並みを揃えて前進していく。

その足音たるや、先ほどのセリア隊とは迫力が違う。

　なにしろ護衛隊は特段に体格が良く武勇に優れた者が集められている。

しかも俺と共に激戦を戦う為、全員が全身鎧で身を固め、一部の者はドラゴンの皮を使った特殊な装備までつけている。文字通り、俺の最強部隊なのだ。

「見るからにやばいのが来るぞ！」

「クロスボウ狙え！　石も用意しろ！」

「──ぐぅ、俺はまた……って護衛隊じゃねーか!?」

　敵がクロスボウを放つ。

護衛隊の持つ分厚い盾に弾かれ、まるで効果が無い。

　投げ落とされるツブテも全身鎧で身を固めた護衛隊を斃すことはない。

こんな街中の塔に街壁から落とすように大石があるはずもないのだ。

　護衛隊は頭上からの攻撃を無視して扉へと迫る。

　冷静に見れば敵は軽装備の歩兵に過ぎない。

細かい戦術や指揮は無用、重装備の部隊を正面からぶつければ良い。

「打ち壊せ」

「「「はっ」」」

　護衛隊はハンマーで扉を叩く。

やっていることはセリア隊と同じだが、一撃で扉が大きく揺らぐ。

兵士単体の腕力の差だな。

「さっきと力が違うぞ！」

「やばい支えきれない！　このままじゃ……」

　動揺する敵の声を聞きながら俺も早足で扉に迫る。

そして息を短く吐き、思い切り蹴り飛ばす。

　両開きの扉の右側が千切れ、塔内にすっ飛んでいく。

やはり腹がちょっと痛む。あまり無理しない方がいいな。

　敵兵と目が合う。

「終わった……」

「最後に美少女を抱きたかった……美少年でもいい」

　さすがに敵兵の顔にも諦めが見えた。まあもう打つ手はなかろう。

俺が攻撃開始を命じようとした時だった。

「まだだ!!」

　俺の頭上を何者かが飛び越える。

「最後の最後まで諦めるな！　私に続いて血路を開け!!」

「ツィーリア隊長！」

　剣を掲げて味方を鼓舞する凛々しい女……彼女が指揮官か。

「やぁぁぁ！」

　女指揮官は有言実行、先頭に立って護衛隊に突っ込んでいく。

決死の覚悟なのは表情からもわかる。

　とはいえ護衛隊も迫力に押されて怯むほど柔ではない。

女指揮官の攻撃を盾で弾き、逃がすまいと包囲に移る。

「くっどこか手薄な所は……」

　女指揮官は周囲を見回し、包囲に僅かな綻びを見つけたようだ。

「そこだ──」

　女指揮官は転がるように駆けだす。

　もしかすると逃げられるかとシュバルツを呼びかけるが、一呼吸おいてやめる。

「ハードレット殿！　ここにも敵がいるのか!?」

　でかい声と共に現れたイリジナは見事に女指揮官の進路を塞ぐ形だ。

「むっ！　敵か!!」

　走り寄る敵にイリジナが反応する

「ツィーリアだめだ！　イリジナは──」

　聞き覚えのある声が塔から聞こえる。

「押し通る！」

「おうとも!!　勝負勝負!!」

　女指揮官はイリジナに飛び掛かり、上段から斬り下ろす。

　だがイリジナには通じず、槍の柄で簡単にいなされる。

　更に間合いを詰めての鍔迫り合いに持ち込まれるとイリジナ自慢の腕力で弾き飛ばされた。

「次はこちらの番だぞ!!」

　イリジナは腰を落として大きく足を踏み込み、力の乗った連続突きを放つ。

　女指揮官は必死に防ぐが、先ほどから見ている限り彼女は達人ではない。

槍を持たせたイリジナは並の強さではないぞ。

「は、速い！　重い！」

　女指揮官は一撃目で態勢を崩され、二撃目で盾を飛ばされ、三撃目で剣も失う。

「覚悟──！」

　イリジナは最後に大きく槍を回して薙ぎ払う。

丸腰になった女指揮官には打つ手がなく、軽鎧の胴部真ん中に直撃を受けて吹き飛ばされ地面を転がる。

「みたか！　勝利だ!!」

　イリジナが槍を掲げて高笑い、セリア隊と護衛隊から拍手が起きる。

「よくやったイリジナ、柄で止めを刺したのも素晴らしい」

　俺は倒れた──ツィーリアと言うらしい女の傷を確かめる。

「う……無念……」

　大きな怪我は無さそうだ。

　一応医者に見せて元気になったら犯すとしよう。

　俺はツィーリアを肩に担ぐ。

「他の者は降伏させろ。抵抗するなら殺せ」

　指揮官がやられたのだから士気もなくなるだろうと塔に背を向けた時だった。

「エイギル──待ってくれ！」

　俺は僅かに動きを止め、ゆっくりと振り返る。

「クリストフ……か」

　剣を手にこちらを睨むのはやはりクリストフだった。

　取り残された部隊はこいつの隊だったのか。

やはりこいつとは縁があると言うべきか、良くも悪くも。

　俺が無言で睨み返すとクリストフはたちまち視線を逸らして後ろに下がる。

根性の無いところは変わっていないようで安心した。

「クリストフ──!?　貴方よくもエイギル様の前に顔を出せましたね!!」

　セリアも気付き、凄まじい剣幕で噛み付く。

「返す言葉もねぇ。罵るならいくらでも「アホ、カス、ボンクラ!!」せめて裏切者と言ってくれよ！」

　肩を落とすクリストフを見て怒りは湧かなかった。

俺はツィーリアを左肩に抱えながら、空いている右手を差し出す。

「馬鹿野郎が、さっさと戻って来い。どうせお前の隊はもう逃げられんだろうが」

　何が気に食わずに裏切ったのか知らんが、こうなっては抵抗する意味もないだろう。

　だがクリストフは首を横に振る。

「できねぇ……俺は──うわぁぁぁぁ!!」

　言い終わる前に右手で殴り付ける。

奴は見事に飛んで地面を転がり、塔に激突して失神する。

うむ、弱さも相変わらずだ。

「その馬鹿を引きずって帰れ。今ので目が覚めるだろう」

「わかりました。シュバルツに引きずらせて帰りましょう」

　セリアが悪い笑みを浮かべながら縄でクリストフを縛ろうとする。

　俺は溜息を吐いて肩に背負ったツィーリアの尻を撫で回す。

「結構良い尻をしている。後ろから突くのに向いた形だな。ふふふ、たっぷり可愛がってやるぞ」

「うぅ……いやぁ……」

　か細く言うツィーリア。

「一応は指揮官らしいし、尋問がてら戦の高ぶりを吐き出そう。心配しなくとも良くしてやるさ。どれ、胸の方は……」

　俺が上着の中に手を入れようとした時だった。

「大将……手を……離してくれ」

　なんとクリストフが起き上がったのだ。

いつもなら一度やられれば数時間は寝ているはずなのに。

セリアも縄を持ったまま呆然としている。

「いいから寝てろ。もう一発食らわせるぞ」

　俺はクリストフに背を向ける。

「その手を離してくれエイギル！　そいつは……ツィーリアは俺の女だ！　大将にも渡せねぇ!!」

　周囲の空気が凍った。

シンと沈黙の音が聞こえるようだ。

「なるほど」

　俺はゆっくりと振り返る。

最大の謎が解けた。

「南ユーグリアについたのはこいつの為か」

　俺はツィーリアを肩から慎重に地面に降ろす。

「……あぁ」

「なるほど女か、なるほど」

　理解はできる。女は金や名誉などより遥かに大事だからな。

だが、理解すると逆に腹が立ち始めた。

「この女は俺が貰う。お前は寝ていろ」

　俺はクリストフに向けて突進する。

「ぐっだが俺は──！」

　今度は心の準備ができていたのか、クリストフは剣を構えて防御する。

「無駄だ」

　だが俺はクリストフの真正面で停止し、サイドステップで回り込みながら回し蹴りを放つ。

「うわぁぁぁ!!」

　吹き飛んだクリストフは再び塔に激突する。

　クリストフが戦闘で俺に勝るところは何もない。

力も速度も違い過ぎ、奴の防御を崩すなどいとも容易い。

「セリア、馬鹿をさっさと縛って……ほう」

「ツィーリアは……俺の……女だ……」

　クリストフは気絶していなかった。

　額から血を流し、歩く足はおぼつかず、それでも剣を手に俺に向かってくる。

「まだ殴られ足りないか？　それとも俺と本気で殺し合いたいのか？」

　俺は真剣な目でクリストフを睨む。

敵に向ける本気の目と殺気を向けてやる。

　クリストフはやはり怯む。

怯んで一歩後ずさり、ツィーリアに目をやると俺を睨み返してきた。

「大将と殺し合いたくなんてねぇ。そもそも勝てる訳がねぇし……俺が一方的に裏切っただけで申し訳なさこそあれ、恨みなんて微塵もねぇ」

　俺は更に殺気を強くしたが、クリストフはもう目を逸らさなかった。

「でも……ツィーリアは俺の女なんだ。そいつを守る為なら、俺はなんだってしなきゃいけねぇんだ！」

　クリストフは剣を中段に構える。

　剣先は微妙に動いているし、足の運びも鈍い。

それだけで弱いと確信できる構え方だが、それでも目だけは真剣だった。

「良いだろう」

　俺はデュアルクレイターをクリストフに向ける。

奴の量産品の片手剣とは大きさも形状も感じる禍々しさも別次元だ。

「行くぞ」

　俺は地を蹴りクリストフに向かって走る。

「来い!!」

　奴は走り込む俺に合わせるように剣を振る。

　その剣を俺はあえて避けず、肩口で受ける。

刃は鈍い音を立てて弾かれる。

　別に何かした訳ではない。

単純に奴の斬撃が鈍すぎ、狙いも不正確なので鎧の一番硬い場所をぶっ叩いただけだ。

今の振りでは置いてある鎧に斬りつけても同じ結果になるだろう。

「弱い」

　俺はそのまま距離を詰めて鍔迫り合いをするが、鍔が当たった瞬間にクリストフはすっ飛んでいく。

力が全く違うのだ。

「うわぁぁぁぁ！」

　吹き飛ぶクリストフは地面を転がりながら態勢を立て直そうとする。

「遅い」

　だが俺は走る速度を緩めず、転がるクリストフにおいつき、下から振り上げるような一撃を見舞う。

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　剣の腹で殴られた奴は今度は角度をつけて飛んでいく。

そして二度三度と地面で弾み、そのまま倒れ込む。

「だめだ……倒れられねぇ……守るって決め──ぐわぁぁぁぁ!!」

　なんとか起き上がろうとするクリストフの腹に膝蹴りを入れる。

奴は垂直に３ｍ程浮き上がり、そのまま落下して悶える。

　クリストフの力も速さも以前の通りで話にならない。

俺に勝てる要素は何もないのだ。

「がほっげほっ！」

「わかったろう？　お前は俺に絶対に勝てない。女を守りたくとも力が無い。諦めて帰って来い。ツィーリアは一度種をつけてから返してやるから」

「いい加減にしなさいクリストフ、今なら顔の形が変わるまで袋叩きと爪を全部剥ぐぐらいで勘弁してあげます。これ以上エイギル様の手を煩わせるな！」

　セリアも助け船を出してくれる。

　だがクリストフはひとしきり悶えた後、再び立ち上がる。

「……ツィーリアは……俺が……」

　大したものだ。確かに殺さないよう刃は立てなかった。

それでも今の連撃に手加減はほとんどない。

アゴールやマックであっても倒れ込んで立てないぐらいの威力だったはずだ。

　軟弱で根性無しのクリストフが立ってくるとは思わなかった。

「だが……ここまでだ。これ以上の抵抗は許さん」

　俺は奴に見せつけるようにデュアルクレイターの持ち方を変える。

「次は殺す」

　口調も変わっていただろう。本気で言ったのだから。

　俺はクリストフを気にいっている。

今でも単に女に惚れて血迷っただけで、信頼できる奴だと思っている。

　だがこれ以上刃を向けられて尚、ヘラヘラと仲間だ友情だと言い続けるつもりはない。

「聞こえたな？　次は本当に殺す。それでも向かってくるか？」

　俺は先程から噴出させていた殺気を仕舞う。

威嚇して怖がらせる必要はもうないからだ。

「ああ……分かったよ。でも引けないんだエイギル。大事な女なんだよ」

　クリストフは笑う。俺も笑う。

残念ながらここまでのようだ。

「や、止めて……私ならいくらでも抱かれるから……玩具にして良いから……彼を殺さないで……」

　俺の足にツィーリアがしがみつく。

　だが俺は彼女の肩を掴んで引き離した。

「できないな。あいつの目を見ろ」

　クリストフの目は覚悟を決めた男の目だ。

あの目をするのなら全力でいくしかない。

「行くぜ」

「おう」

「いやぁ……クリストフ！」

　クリストフはそう宣言してから剣を突き出し一直線に向かってくる。

鈍く……遅く……不安定……あまりに幼稚な突進突きだ。

よく見れば目まで閉じている。覚悟の目をしたと思ったらこれか。

「じゃあなクリストフ、今まで楽しかったぞ」

　俺はデュアルクレイターをゆっくりと振りかぶる。

セリアも両手を合わせてクリストフの成仏を願っていた。

　俺は今までのことを思い出してほんの一瞬だけ躊躇してから、奴の首を右から左に一閃する。

狙いは正確、目を閉じて突っ込んでくるクリストフには回避の余地もない。

後は首が飛ぶだけ。

「わっ!?」

「なに!?」

　だが命中の瞬間、クリストフが頭一個分沈み込んだ。

首を刎ねるはずだった刃は頭頂の毛を数本だけ斬り飛ばして盛大に空ぶる。

「突進しながら沈むなんて！」

　動揺するセリアの声が聞こえる。

　全力で突進しながら命中の瞬間にだけ体を沈めるなどあり得ない、少なくとも達人の動きであってクリストフにできる動きではない。

　俺は咄嗟に足元を見る。

「躓いただけか！」

　見れば足元に拳一個分の窪みがある。

奴はここに足を突っ込んでつんのめっただけだ。

　突き出された剣が俺に迫る。

　達人同士の斬り合いなら致命的だった。

だが剣の主はクリストフだ。

「まだだ!!」

　俺は両腕に渾身の力を込めて剣を引き戻す。

　右足が浮く程態勢を崩しながら強引に刃を返し、目前まで迫ったクリストフを袈裟切りに斬り付ける。

奴の遅さを考えればこれでも間に合うはずだった。

「うわっ！」

「ぐっ!?」

　だが俺の袈裟斬りは見事に外れて地面を叩く。

そしてクリストフの体は宙に舞っていた。

　俺がクリストフを斬り捨てようとするその刹那、奴の両脚が揃って浮き、回転するような跳躍で俺の剣をぎりぎり回避したのだ。

「人間の……動きじゃない……」

　セリアの声が聞こえる。軽業自慢の彼女でも無理だろう。

こんな動きは見たことが無い。

　顔に水が飛んでくる。

ちらりと目をやると、エルフ達の魔法で出来たのか小さな水溜まりがあった。

「今度は泥で滑っただけか！」

　思わず叫ぶ。

　奴は窪みでつんのめり、たたらを踏んだところに水溜まりの泥で横滑りしただけだった。

　クリストフ本人もここまで何が起きたかわかっていないだろう。

何しろ最初から目を閉じたまま突っ込んできているんだからな！

　もう回避は不可能だ。

しかも袈裟斬りを空ぶって地面を叩いたせいで脇腹ががら空きになっている。

「うわぁぁぁ!!」

　叫びながらクリストフが俺に激突する。

奴の突きは見事、鎧の隙間をついて脇腹に吸い込まれる。

「ハードレット殿がやられた!!」

「だ、大丈夫です！　滑って転んだだけの突きでエイギル様の筋肉を貫けません！」

　確かにそうだ。

非力なクリストフの突きなど、よしんば鎧の隙間に当たっても皮一枚だろう。

　だが本当に場所が悪い。

クリストフの突きはマエスタスにやられたその傷の上に命中したのだ。

「ぐぉぉぉ！」

　腹の底からの呻き声が出る。

　俺は咄嗟に右手一本でクリストフを掴み、地面に叩きつける。

「うわぁぁぁ！」

　頭から地面に叩きつけられたクリストフは今度こそ気絶したようだ。

　だが俺の方も足から力が抜け、がくんと地面に膝をついてしまう。




「あ、悪魔が膝をついた……？」

「嘘だろ……クリストフがやったのか？」




　敵兵の声もぼんやりと聞こえる。

デュアルクレイターの重量が一気に増して感じられ、取り落としてしまう。

視界も狭くなってきた。

「──!!」

「──!!!」

　セリアとイリジナが走り寄ってくる。

「い、今なら……降伏！　降伏する！　部下の命は保証してくれ！」

　ツィーリアが叫び、敵兵が一斉に武装を解除する。

俺が膝をついたことで護衛隊も動揺して攻撃を中止していたようだ。

「縛り上げろ……殺すなよ」

　俺はクリストフを指差して言う。

なんとか声になって良かった。

「まったく……まさかお前にやられるとは……」

　俺はそのまま倒れ込みイリジナとセリアに支えられる。

　運だけの奴に負けるのは屈辱的なはずなのに、案外悪い気分でも無い。

　俺は泡を噴いてのびているクリストフを見て笑い、それを最後に意識を失った。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（追撃）セリア（激怒憤慨）イリジナ（慌て）ルナ（追撃）

ギド（希望の光）ポチ（隠蔽）レオポルト（慌て）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（市街戦）

ヤーコフ（追撃）マック（工兵）ジム（交渉）

そのほか

セクリト（慌て）Ｔ−九九（殺戮モード）ブリュンヒルデ（ー）

ナーティア（慌て）フェリテリス（ド変態）イジャリス（待ち）ユーラーレン（待ち）

アネット（一〇五の姫）ピリス（安堵）エスカオーテ男爵夫人（驚愕）セイカ（驚愕）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（土下座）イヴァンナ（賭道楽）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五〇

歩兵　　　　　　四三〇〇→四一〇〇

騎兵　　　　　　五〇〇→四八〇

弓兵　　　　　　六〇〇→五五〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七千→六七〇〇

独立セリア隊　　四〇〇→三九〇

徴集兵＋治安隊　九千→八八〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三三〇〇→三一〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍四万→三・八万

　　　　　徴集兵五万→四・五万

敵戦力　　正規兵三万??　→二万

　　　　　徴集兵九・五万→四万

　　　　　騎兵集団二万??　→一万??

財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント

夕方更新二回目、やっとクリストフ書けました。










第４６５話　許されし虎







　甘い香りが覚醒を誘う。

　大きく息を吸いこむとそれが柑橘系の香りだと分かった。

　言葉にならない呻きを漏らしながら、頭を更に覚醒させていく。

　俺はあの後、完全に意識を失ったらしい。

クリストフの奴め、ただでさえ結構な怪我だった脇腹を抉りやがって。

「むぅ」

　手足を伸ばし、寝返りをうちながら体の具合を確かめる。

　僅かな痛みを感じるだけだ。こんな怪我で俺は気絶したのだろうか。

「起きるか。どれぐらい経っている？」

　俺は目を開き、上半身を起こす。

「やっと起きたか。丸二日だ」

　香りの元はベッドの横に座ったセクリトが剥いていたオレンジだった。

目が合うなり、フンと鼻で笑われる。

「雑兵と相討ちと聞いたぞ。大した戦果だな」

「そう言われると返す言葉も無い」

　いくら負傷していたとはいえ、クリストフと刺し違えるとはなんとも情けない話だ。

「怪我も大したこと無いようだ。もう痛みも無い」

「いや、そうでもない」

　セクリトは剥いたオレンジを自分の口に放り込む。

俺にくれるんじゃなかったのか。

「お前の怪我は臓腑まで届く結構な深手だった。そうして動けるのは……」

　顎で俺の足元を指す。

そこにはベッドに突っ伏して眠るナーティアの姿があった。

「ナーティアが傷薬を？」

　俺は感謝の気持ちを込めてナーティアの髪を撫でる

「ああ、お前を想ってと言うよりも、エルフ共の親玉に急かされていたな。知り合いの多いことだ」

　ナーティアは眉を寄せて苦しそうに呻く。

「うーん村長様、もう完成します……だからそれだけは……私はまだ純潔でいたい……うーん」

　見れば目の下にクマが出来ており、何かから隠れるように俺の布団へ潜り込もうとする。

「起きたならもういい」

　セクリトは言葉を切り、半分になったオレンジにナイフを突き刺してそのまま部屋を出て行く。

結局剥いてくれなかった。




　そのナイフとオレンジを別の手が拾い上げる。

「報告をしてもよろしいでしょうか？」

「おおぅ」

　レオポルトだ。最初から俺の枕元に立って居たらしい。

無言で枕元に立つな。死角になるからびっくりするだろうが。

　レオポルトは動揺する俺を笑いも気遣いもせずに続ける。

「敵本隊は南に退却しました。軍務総監の指揮の下、徹底した追撃が行われ敵の約半数を撃破したと見られます。しかしながら騎兵の妨害もあり完全に壊滅させるには至っておりません」

　仕留めきれなかったと言う訳か。

　ところで何故お前がオレンジを剥いているんだ。

「トルトエントの陥落後、旧リバティース領域の町村は一斉に恭順、敵はアルテリアまで退却を続けると思われます」

　リバティースの民にとって南ユーグリアは占領者だから敗走したならそうなるだろう。

綺麗に剥くもんだ。セクリトよりずっと上手いじゃないか。

「この先は南ユーグリア発祥の地でもあるアルテイル地域です。敵は補給と兵の補充に大きなアドバンテージを持つでしょう」

　そう、ここからが大変だ。

連敗で国がバラバラになってくれれば楽なんだが、そう簡単にはいかないだろう。

　皿に綺麗に盛ったな……ああ、俺に剥いてくれたのか。

別に文句は無いがお前の顔を見ながら食うと微妙な気分になる。

「そう言えばエルフ達を古代兵器もどきに詰めたのはどういう訳だ？」

　随分怒っていたぞ。

「一つは矢避け」

　それはわかる。

エルフ達は魔法と弓の腕こそすごいが、ほとんど平服のような装備なので防御力はほとんどない。

矢の一発で簡単に死んでしまうだろう。

「二つ目は攻城兵器を模すことで敵騎兵を場外へ誘引」

　確かに強力な攻城兵器が壁の前に陣取っていれば騎兵で叩きたくなる。

それを見越していたのか。

「三つ目は……彼らの存在を公にすることはハードレット卿にとって宜しくないかと」

　逆に質問で返された。

「どうしてだ？」

　聞き返すがレオポルトは答えない。

「最後に忠告させて頂きたい。負傷の原因となった残党狩りの木っ端な戦闘にハードレット卿自身が参加する必要はありませんでした。まして雑兵と一騎討ちの末に深手を負うなど実に愚かと言わざるを得ません」

　絶対言われると思ったよ。

「誘引した者にも厳重に注意しましたが……」

　どうやらセリアが怒られたらしい。

怪我をしたのは俺の失態なんだからセリアを責めるんじゃない。

「まあもう終わったことだ。傷も治ったんだからいいじゃないか」

　俺はうなされながら布団に潜り込むナーティアの頭を感謝の気持ちを込めて撫でる。

　いや、普段から世話になっているのだからこれでは足りない。

「疲れているようだしマッサージをしてやろう」

　手を伸ばして彼女の首筋を撫で、背中から尻まで丁寧に撫でる。

「うぅん……許して……」

　前も凝っているかもしれないと乳房を服の上から撫でる。

大きく無いが凝っていそうだ。いや凝っているだろう。

「だめぇ……私はまだ七六歳……」

　ふと近くにセリアが居ないことに気付く。

彼女が寝込んでいる俺を放置してどこかに行っている。だいたい想像がついてしまった。







　俺はレオポルトに聞いた捕虜の取り調べ室に到着する。

　室内にはベッドに縛り付けられたクリストフと、手枷足枷をつけられたツィーリアが居るようだ。

　さて裏切られ、本気で殺しにかかったあいつにどう声をかけようか考えていると室内から奇妙な音が聞こえてくる。

　きぃきぃこりこりと耳障りな音だ。

「これはえぐる用です……」

　セリアの愛らしいがドスの効いた声がする。

「これはくり抜く用です……」

「話を聞いてくれ嬢ちゃん！　俺はどうしても守りたい女がぁ!!」

　変な音はセリアがよくわからない器具を研ぐ音だった。

「これは捩じ切る用……ふふふ」

「ひえぇぇぇ！」

　セリアは笑いながら見るからに邪悪な形状をした器具を蝋燭の火で炙る。

そして光の消えた目でクリストフを見た。

「エイギル様を裏切った上に怪我をさせた貴方は絶対に許しません。生まれてきたことを後悔させてから命を刈り取ってやります。……これは取っておき、鈍い鈍い木製ノコギリです」

「止めてぇ！　やるなら私をやれー！」

　クリストフは暴れるが奴の力で拘束具を破壊することなどできるはずがない。

ツィーリアの懇願にもセリアは聞く耳持たない。

「まずは玉を一つ引き抜きます！　それから一言だけ話を聞いてやりましょう」

「うわぁぁぁぁ！　まだ碌に使ってねぇのに!!」

「私に使うまで待ってあげて……うぅ」

　このままセリアが玉を引き抜いたら話どころでは無さそうなので盗み聞きを止めて部屋に入る。

「あっエイギル様！　もう起きても大丈夫なのですか!?」

　セリアは俺を見ると手に持った器具をぽいと投げ捨て、走り寄って来る。

「うわぁぁぁぁ!!」

　真っ赤に焼けた器具がクリストフの腹の上に落ちたようだ。

のたうつミミズのようになっている。

「ふーふー！」

　縛られて動けないツィーリアが必死に噴いて冷まそうとしている。

　俺は服をめくって傷を確かめるセリアを撫でながら、腹に乗ったクルミ割り器のような何かを払い退け、椅子を動かしてクリストフの真横に座る。

「よう」

「……」

　声をかけたが、クリストフは情けなさそうな、困ったような顔で言葉を詰まらせる。

いつもはなんでも考えなしに言うくせに。

「とりあえず死にそうにはないな」

　奴の怪我はどれも知れたものだった。

「ああ……大丈夫みたいだ」

「どうした、普段なら針で突いたような傷でもピーピー言うくせに」

　俺は軽く笑ってから不意に眼光を鋭くする。

「やってくれたなクリストフ」

「あぁ、やっちまった」

「何がやっちまったですか！　この裏切者！　アホ！　素人童貞！」

　セリアが飛び掛かり、クリストフの首を絞める。

　筋骨隆々男の太い首を可愛い娘が絞める光景はどこか滑稽だが……顔が青くなってきた。

このままだと本当に絞め殺されそうなので、セリアの後ろ襟を掴んで持ち上げる。

「ふー！」

　セリアは唸りながら威嚇するが、両手を胸の前で揃えて大人しく運ばれる。

　仕切り直しだ。

「ツィーリアを置いては戻れなかった。理由はそれだけなんだ……誓ってエイギルに何か含むところがある訳じゃねぇ……」

「女か」

　俺はクリストフの目を覗き込む。

奴は目を逸らさず……いや逸らしまくり泳ぎまくりだが、いつも通りだ。

「セリア」

「はい殺りますか!?」

　セリアが取り出すナイフを受け取る。

　クリストフは覚悟を決めて潔く……せず、情けない声を出してなんとか逃げようともがいている。

これもいつも通りだ。

「ま、待って！　お願い止めて！　クリストフを殺さないで!!」

　そこに足枷を引きずったままのツィーリアが飛び込んでくる。

「ふふふ、心配せずともすぐに後を追わせて……わっわっ髪がぁ」

　すっかり黒くなったセリアの前髪をぐしゃぐしゃにする。

「クリストフをたぶらかしたのは私なんだ……だから私が責任を取る。お前は女を犯すのが大好きなんだろう？　なら私の体を好きにして良い！　玩具にして壊してもいい……だから彼の命だけは……」

　ツィーリアは泣きながら懇願する。

「ふむ、玩具にか」

　俺はツィーリアの胸に向けてゆっくりと手を伸ばしながらクリストフを見る。

「何言ってんだツィーリア！　大将の敵になるってのは俺が決めたことだ！　うぉぉぉぉ!!」

　クリストフは叫びながら拘束を外そうと……やはり外せないようだ。

　仕方ないのでナイフで拘束を切ってやる。

「うぉぉぉ!!　お前を身代わりにするぐらいなら潔く死んでやる！　さあやってくれ！」

　俺の前で胡坐をかくクリストフ。

「ではやります」

「ちょっマジかよぉ！」

　躊躇なく振り下ろされるセリアの剣を掴んで止める。

　庇おうと身を乗り出すツィーリアに、彼女を巻き込むまいと押し退けるクリストフ。

「ここで殺したら俺が悪役になる」

　小さく鼻で笑いながら言う。

「女の為に裏切ったのも嘘ではないだろうしな」

　クリストフはそもそも嘘の吐ける奴では無いが、本気で相手を想っていなければ女が命を懸けて守ろうとするはずがない。

「快楽で落とした可能性が無いでもないが、クリストフには無理だろう」

　俺はツィーリアの拘束も解く。

「今回は大目に見てやる」

「いいのか!?　俺が重大な機密を漏らしたとか、ゴルドニア苦戦の原因になったとか思わないのか？」

　思わず吹き出してしまう。

「お前が何を知っているんだ。お前に漏らせるのは小便ぐらいだろうが」

「そう言えばそうだな！　ははは、改めて考えても何も思い浮かばねぇぜ！　はははは！」

　クリストフは快活に笑い、ツィーリアを抱き締める。

途端に女の顔が緩む……もうベタ惚れじゃないか。この場で脱がせても股を開く顔だぞ。




「甘い……甘すぎます……」

　そうだ、我ながらセリアが買う菓子のように甘い。

『女の為に寝返っただけ』『クリストフは何も知らない』どちらも適当な理由として当てはめただけだ。

本当の理由は──。

「これでいい気がした。それだけでいい」

　喧しい奴だけにいなくなると寂しいしな。

「良くないです！　せめてケジメに片玉だけでも詰めさせないと！」

　セリアが騒ぐが感じるのは怒気だけ、殺意は既に消えていた。

後で思い切り蹴り飛ばしてやればいい。

「クリストフ、良かった……もう一緒に居られないかと」

「ツィーリア……俺も嬉しいぜ」




　二人にとっては完全なハッピーエンドだ。

だが何もかも終わった訳ではない。

　俺は抱き合う二人にやや厳しい顔を向ける。

「お前が敵側に居たことを特にマイラとレオポルトには知られるなよ。あいつらには俺と違って温情はない。マイラにばれたら軍法通りに吊るし首、レオポルトにばれたらもっと恐ろしいことになる」

「あ」

　震えあがるクリストフとツィーリア、そして短く言葉を切るセリア。

「くれぐれもお前が女に狂って敵に寝返り、あまつさえ俺に一太刀くれたなどとレオポルトに──」

「ハードレット卿」

　振り返るとレオポルトがいた。

そうだよな、こいつに場所を聞いて来たんだから俺を追いかけて来ても不思議はないよな。

「終わった。じゃあなクリストフ」

「さよならです」

　俺とセリアは並んで手を合わせる。

「さっきの流れでそりゃねえよ！　とにかく俺はツィーリアを守る！」

　レオポルトは普段にも増して冷たい目で見下ろす。

「守れるはず……守りたい……守れたらいいな……」

　レオポルトは震えるクリストフを一瞥したが、特に何かするわけでもないようだ。

「一雑兵の処遇について私から何か言うことはありません。お好きになされば宜しいかと」

　但しとレオポルトは視線をツィーリアに移す。

「しかし、この女の方には興味があります。部隊の指揮官であったならば、敵の内情に関する情報を持っているやもしれません」

　するとツィーリアは凛と胸を張る。

「降伏したからには手向いはしない。だが祖国に不利になる情報を垂れ流すつもりはない！」

　おお、立派なものだ。

「結構。最初から雑談して聞き出そうとは思っていない」

　レオポルトはセリアの用意した器具を手にする。

ツィーリアの顔が引きつり、冷や汗が流れ始めた。

「おい、女を拷問するつもりじゃないだろうな」

「そのつもりですが」

　言い切りやがった。

「こいつは数十人ばかりの徴集兵の指揮官だぞ？　『攻めろ』『守れ』程度のことしか知らんさ。だろ？」

　助け船を出してやる。

「う、うん。私は元々指揮官じゃなくて……軍人の家柄だったから戦時動員で」

　ほら見ろ。こんな半素人の指揮官を拷問しても情報なんて出てこない。

「はは、ちなみに指揮官になる前は何をしていたんだ？」

　場を和ませようと聞いてやる。

下らない話をしていればレオポルトも諦めるはずだ。

「……情報局、尋問官」

「あっ」

　レオポルトがツィーリアの腕を掴み連行しようとする。

　だが良い事を思いついたぞ。




「ツィーリアはクリストフに取り調べさせよう」

　俺がそう言うとレオポルトとセリアが呆れた顔を向けて来る。

「失礼ながら口裏を合わせる可能性が高く、情報の信頼性が確保できません」

「今もイチャイチャしているんですよ！　取り調べなんてできる訳がありません！」

　それぐらいは俺にだってわかる。

　先程はなんとか理由を付けて助けてやった。

だから次は少し厳しく行こう。

「レオポルト、引き出したい情報をまとめろ。クリストフは一日最低一つずつ情報を引き出せ」

「で、でも嘘を……」

　俺はセリアに手で待てと伝える。

「もし引き出せなかったり、あるいは嘘をついたと分かれば……二人共に罰を与える」

　俺は唾を呑み込むツィーリアを見据える。

「お前はクリストフの目の前で俺に犯されることになる。もちろん容赦は無しだ。服の上からでもわかると思うが俺のモノはかなりでかい。本気で抱けば穴が緩んで他の男に抱かれても何も感じなくなるだろう」

　ツィーリアが青ざめる。

　次に抗議の声をあげようとしたクリストフを見る。

「そしてこいつは……そうだな。ツィーリアの前でフェルテリスと延々まぐわって貰う。もちろん彼女が満足するまでだ」

「フェルテリスって前に噂になってた娘だよな？　真正のド変態で何百人とやりまくり、病気うつしまくりだったって言う。護衛隊のダチも一人うつされて療養に……」

「いやぁぁぁぁぁ！　そんな女に先を越されるなんて絶対いやぁぁぁぁ！」

　ツィーリアは自分の時以上に絶叫する。

「もちろん罰は同時だ。つまりツィーリアは俺の玩具にされながら、クリストフが他の女とやっているのを眺めることになる」

　二人は想像して身を震わせた後、手を取りあって頷き合う。

「では良い成果を期待している」

　俺は真面目な口調で言って二人に背を向けた。

「クリストフ……尋問の仕方教えるからがっつり攻めて。なんならあっちの拷問もしていいから」

「バカ……拷問なんてするわけないだろ。これが俺の……尋問だ……」

　二人の唇が重なる。

「あぁ……酷い。全部しゃべってしまう」

「もっともっと尋問してやるぜ──うわぁぁぁぁ!!」

　限界を迎えたセリアの蹴りがクリストフの側頭部に炸裂する。




　これで情報は引き出せたも同然だろう。

　もし二人が誤魔化すなら残念ながら本当にツィーリアを寝取るしかない。

　最初は二人ともつらいだろうが、体を重ねればいずれツィーリアは俺に惚れるだろうし、彼女の腹が大きくなるのを見ればクリストフも諦めがつくだろう。

悪いことは何もない。







「あ、外道」

　飯でも食おうと外を歩いているといきなり罵声が浴びせられた。

見ればエルフ達の集団だ。

　そういえばエルフ達の長、イジャリスとユーラーレンが俺を悪者にしたと言っていたな。

「私達の長を犯して服従させるなんて……ヒトはやっぱり醜い生き物よ。肉なんて食べるし」

　その程度ならまあ受け入れるか。

「まだ三十歳にもならない子供を押さえつけて、長が相手しないとその子を犯すって迫ったらしいわ」

　とんでもない外道行為なのだろうが、年齢の概念が違うせいで今一つ実感がわかない。

「しかも快楽を三千倍にする薬を使ってから犯されて逆らえなかったって」

　さすがに酷いぞ。

そんな薬があるならお目にかかりたいものだ。

　その後もやいのやいのと罵声で袋叩きにされる。

　決して気分の良いものでは無かったが、改めてわかったこともある。

　まずエルフ達は何より戦いを嫌うことだ。

彼女達の怒りの主因は人間同士の殺し合いに参加させられたことのようだ。

　次に外の世界には少なからぬ興味があること。

俺を罵倒しながらも馬車が通ると全員で見ていたし、民が傍を通る度、服や靴などを興味深そうに観察していた。

　そして最後。

「仲良くなったんだな」

「「えっ？」」

　ナーティアやフェルテリスと同じ真っ白い肌を持ち、森に暮らすエルフ。

褐色の肌を持ち、沼に暮らす黒エルフ。

　彼らは何世代にも渡って対立し、見下し合い、共に何をするなど考えられなかった。

　それが今、エルフ達は共同で仲良く俺を罵倒している。

　二種族のエルフ達は互いに顔を見合わせると気まずそうに虚空に目を逸らす。

「う……もういいわよ。それより長が呼んでたわよ。大事な話があるって」

「うちの長もよ。真剣な調子だったから如何わしいことしないでよ！」

　照れ隠しのように言ってからエルフ達は去っていく。

　そして兵士達が野外で作るスープに気を取られて止まる。

　だがスープに肉が入っていると気づき、顔を顰めて立ち去るが、今度は修復用に用意されたレンガに興味を引かれて止まる。

　一人が興味深そうに手に取るが、手が滑ったのか落として割ってしまった。

エルフ達は顔を見合わせ、脱兎のごとく逃げていく。面白い奴らだ。




　俺は笑いながらエルフ達に宛がわれた建屋へと入った。

「ようやく来んしたか」

「大事なお話があります」

　待っていたのはエルフの長、ユーラーレンとイジャリス。

真面目な話のようだ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（休息）セリア（悶々）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（希望の光）ポチ（隠蔽）レオポルト（疑）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（一〇五指揮官）マック（工兵）ジム（交渉）

そのほか

セクリト（安心）Ｔ−九九（全目標消失）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（疲労困憊）フェルテリス（期待）イジャリス（発情）ユーラーレン（発情）

アネット（一〇五の姫）ピリス（喜び）エスカオーテ男爵夫人（驚愕）セイカ（驚愕）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（土下座）イヴァンナ（酒）

クリストフ（愛の尋問官）ツィーリア（愛の捕虜）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五〇

歩兵　　　　　　四一〇〇

騎兵　　　　　　四八〇

弓兵　　　　　　五五〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　六七〇〇

独立セリア隊　　三九〇

徴集兵＋治安隊　八八〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三一〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍三・八万

　　　　　徴集兵四・五万

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万？？？

　　　　　騎兵集団一万??

財産　金貨－一万

経験人数七九四人　産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内








第４６６話　エルフの未来が為







「まずお座りなさい」

　椅子を勧めたのは森エルフ達の長、ユーラーレンだ。身長は１６５㎝程度と森エルフとしては小柄だ。ふんわりと体を包む清楚な緑のワンピースドレスに装飾は殆どなく、肩口を飾る黄色い花だけが彼女と他の者の違いだ。

　薄い緑の髪は艶を放ちながら長く足元まで伸びている。

真っ白な肌にごく僅か刻まれた目元や首の皺が小娘でない成熟した女の証として逆に魅力を高めている。

　俺は更に彼女を観察する。

　体も手足もほっそりして痩せすぎにも見えるが、森エルフ達はそもそも痩せ型であり、顔を含めたバランスを見れば病的な痩せ方ではない。

「ふふ、妾の体になんぞついておりますか？」

　尻は細い足と比べて相対的に肉付きが豊かで目を引くが、彼女の穏やかな表情と物静かな振る舞いは清純を絵に描いたようで色欲の視線を向けるのも躊躇われる。

　俺は微笑みながら勧められるまま椅子に腰かける。

「特製のエルフ茶を用意しんした」

　差し出されたのは紫色のお茶だった。

見たことの無い色ではあったが、彼女達が俺に毒を盛るはずがないので抵抗無く飲み干す。

「ぬし、もう少し味わいなんし……一気に飲んでしもうては香りも風味もわかりゃせんじゃろ」




　特徴的な言葉遣いで笑うのは黒エルフの長、イジャリスだ。

　同じエルフと言ってもユーラーレン達森エルフとの違いは大きい。

まず髪色は淡い紫でやや癖っ毛、肌色は真っ黒ではないが、船乗りなど日焼けした者と同じぐらいだ。

そして何より黒エルフ達は森エルフ達よりも豊満で肉付きの良い者が多い。

　イジャリスは清楚なユーラーレンとは対照的なぴったりしたくるぶしまで丈のある青いドレスを纏っていたが、薄すぎる布地が必要以上に体に張り付き、豊満な胸尻と太ももの形を強調している。

特に胸など乳房の形どころか、乳首まではっきりと浮き出ている。

「助平は相変わらずじゃ」

　イジャリスはわざとらしく胸を隠し、足を組みかえる。

太ももの付け根から尻の形がはっきり見える。これだけぴっちりした服なのに下着のラインが出ていない。

「ぷくく、ちゃんと着けてありんす。まるで紐ではありんすが」

「紐だと……」

　自分の目が血走るのがわかった。

「おお怖い怖い。色欲に狂ったオスの目じゃ。嫌じゃ～犯されてしまいんす～」

　お道化るイジャリスが背を向けて逃げる。

尻の割れ目までくっきり見えるあれは服としての機能を果たしているのだろうか。素晴らしいが。

　ユーラーレンとイジャリスの二人は決して若いとは言えないが、熟れた三十後半程の歳に見える。

しかし彼女達は一千歳を超えた生ける伝説のような歳なのだ。




「こらイジャリス。ふざけていると話ができません」

　ユーラーレンがイジャリスを窘めながらエルフ茶のおかわりをくれる。

ゆっくり飲んでみるとなんとも言えない味と香りで、好きにはなれそうになかった。

　俺は茶を飲み干すとユーラーレンが切り出す前に丁寧に頭を下げた。

「今回は無茶な頼みに応じて良く来てくれた。心から礼を言う」

　自分たちの住処である森や沼から出ない彼女達を遠路はるばる呼びつけたのだ。

そのお陰で勝ちを拾うことも出来た。

　本来エルフ達はヒトと関わることも戦いも好まない。

二人はそれを押して俺の為に来てくれたのだ。

後でどんな返礼をするにせよ、まずは俺が頭ぐらい下げないといけない。

「以前の借りを返しただけでありんす。それにしても……くふ、大きな図体で可愛いのう」

「人は地位を得ると傲慢になると言いますが、そなたは違うようですね。さあ頭を御上げなさい」

　二人は俺の態度に好感を持ってくれたようだ。

　もし二人が男前の男エルフだったら、ここまで丁寧な態度はとらなかったかもしれないが、熟れた美女二人に頭を下げるぐらいなんでもない。

「だが無理をしたんじゃないか？　エルフ達は戦いを嫌うだろう。反発がお前達に向かなければ良いが」

　彼女達の長としての立場が傷ついたりしたらやりきれない。

「余計な心配はいりんせん。それを治めるのが長の務めでありんす」

「ですね。三十路にもならないヒトの小童が統治を心配するなど滑稽ですよ」

　小童と言われてしまった。だが何故か興奮する。

　ユーラーレンは俺の隣まで椅子を寄せ、穏やかな口調で語り始める。

「正直、妾も迷いました。もし五十年前の妾であれば、何らと理由をつけて来てはいなかったでしょう。人間同士の殺し合いなど最も忌むべきもの……関わるべきではありません」

　エルフ達は争いも殺生も嫌う。

森エルフと黒エルフが敵対していた時も、大規模に殺し合うような戦闘は無かった。

　エルフの里を離れて長く、俺達に馴染んでいるはずのナーティアですら肉食を嫌うほどだ。

「それでは何故？」

「ヒトの世界を学ぶお勉強、あるいは遠足ですね」

　ユーラーレンはくすりと笑う。

「里でいつまでも平和に暮らすのが理想です。あの子達にとってそれが一番幸せでしょう。それでも……永遠に今が続くことはないでしょうから」

「いつまでも仲良く暮らすはずのわっち達と森エルフは決別しんした。そして数百年……もう永遠に戻りんせんかと思えば、ぬしがどこからか現れ、たちまち元通りになりんした」

　イジャリスも俺の横に椅子を並べる。

　形の分かる乳首が曲者だ。

真面目な話の最中に勃起する訳にはいかない。

「妾達の里は数千年も続いています。それでもいつか終わりは来るでしょう」

「一万年後かそれとも明日か。誰にもわかりんせん」

　俺はふとティククを思い出す。

　その残滓だけで俺達を搔き乱した強大な古代文明。

もし奴らが健在ならばゴルドニアも南ユーグリアも瞬時に消し飛んでいる。

繁栄期には永遠すら感じさせたはずだ。

　だが滅んだ。

あれほどの文明が地下に隠された遺跡やカビだらけの資料だけを残して人々の記憶から消え去ったのだ。

　千年続こうが一万年続こうが必ず今日と同じ明日が来るなど誰に言えるだろうか。

「そうなった時、里以外を知らぬあの子達は生きていけないでしょう。それはあまりに哀れ。そこでイジャリスと話をしたのです」

「外の世界を見せんしょう。清濁併せたヒトのあり様を理解させんしょうと」

　エルフ達は外の世界にあまりに無知だ。

もし今、俺達の所に放り出されればどうなるか想像もしたくない。

もちろん、俺が居れば全員保護して愛人にするが。

「ナーティアを見ていると、ヒトの世界に染まるのも悪くないように思えてきます」

　フェルテリスには言及しないのだろうか。

「そう言う訳じゃ。うちの子らにヒトのありのまんまを見せ、聞かせ、たまに美味しいものでも食べさせてやってくりゃれ。それがあの子達への協力の対価でありんす」

　俺はしっかりと頷く。

「わかった。責任を持ってエルフ達の面倒を見よう。だが俺達も必死で戦争している。完全に危険を無くすことはできない」

　二人は少々の危険は仕方ないが、エルフ達は基本的に危機が迫れば逃げる。どうしようも無い時だけ戦うと言い、俺もそれを了承する。

「話はこんなもんか」

　予想外に真面目な話で終わった。

彼女達がエルフ達を想っているのがわかって、ちょっとしんみりしてしまったな。

少なくともここからユーラーレンの尻を撫で、イジャリスの乳首をつつく流れではない。

　俺は席を立つ。

「まだです」「まだじゃ」

　同時に二人に腕を掴まれて座り直させられる。

「あの子達への対価は社会勉強じゃが……わっち達への礼がまだじゃ」

「頭一つ下げて終わりとでも？」

　そりゃそうだ。

「できることなら何でも言ってくれ」

　俺が言うとユーラーレンはニヤリと笑ってから言う。

「百」

　続いてイジャリスも口角を釣り上げて言う。

「わっちは五百」

　求めているのは金なのだろうか。

金貨百では軽すぎるし、百万枚だとエイリヒに言っても払えない。

「金貨など欲しくありません。百とは──童貞です。妾に百人の童貞を用意してください」

「わっちには筋骨隆々の逞しい男を五百人用意してくんなまし。男だらけの戦場じゃ、五百ぐらい簡単に集まるでありんしょう」

　そう、彼女達は真正の淫乱なのだ。

清楚に見えるユーラーレンでさえ、かつては兄弟親族まで含めて村中の男を食べた武勇伝があるらしい。

「里が平和になってからちょくちょくと摘まんでいたのですが、所詮は小さな村……すぐに食いつくしてしまいました。特に童貞は食べればすぐにいなくなる。悲しいものです」

　そりゃ童貞を食ったら童貞じゃなくなるからな。

「エルフの男は顔こそ整っていんすが、獣の心が足りんせん。その点野蛮で下品なヒトの子ならば……」

　二人はベロリと舌を出して唇を舐める。

「童貞はともかく五百人の男は多すぎないか？　まして戦場の兵士だ、お前のような美女を抱いて良いと言えば無茶をするに決まっているぞ」

　だがイジャリスは鼻で笑いながら服の上から胸を撫でる。

先ほどよりも乳首が立っているのがはっきり見えた。

「わっちが抱き殺されると心配しておりんすか？　たった五百人ばかりの男に？　わっちが今まで絞った男の数を教えてあげんしょうか？」

　そこまで言うなら用意しよう。

　生贄を捧げるみたいだが、美女に抱かれて悲しむ男などいないから良いだろう。

まして戦場の兵士と淫乱美女……これは飢えた行き倒れと山盛りステーキにも等しい。

倫理的な問題などあろうはずがない。




「俺としては複雑だがな……」

　彼女達に貞淑にあれ、俺だけを愛せ、などと言う権利はない。

だがそれでも一度抱いた美女から他の男と楽しむと言われれば本能的な嫉妬が生まれる。

まして百人単位の乱交がしたいと言われてしまえば特にだ。

「何を馬鹿な」

「事を言うのです？」

　ユーラーレンとイジャリスの声が揃う。

「そなたの体は当然お礼のうちに入っています。童貞を乱れ食うのはまずその逞しい体を味わってから」

「当たり前のことじゃ。それにぬし……まだ気づいておりゃせんのか？」

　イジャリスが先程俺が飲んだエルフ茶のカップを指でくるくる回す。

「エルフ茶なんぞありんせん。ぬしは一軍の将じゃろう。こうもちょろくて大丈夫かや？」

「あのお茶はですね……ふふふ」

　ユーラーレンが俺の股間に手を伸ばす。

そこで俺は自分のモノがそそり立っていることに気付いた。

それも尋常な勃ち方ではない。

「わっちの里に伝わる精力剤と」

「妾の里に伝わる興奮剤をブレンドしました」

　二人は挑発的な視線を向けながら挑発的なポーズで流し目を送って来る。

　俺は思わず立ち上がる。

ズボンが今にも裂けそうだ。猛烈な勢いで種が作られているのか玉も熱くて重い。

「どんな紳士も一杯で発情期の野獣と化す薬……」

　ユーラーレンがベッドに登り、ゆっくりとドレスの裾をずり上げて真白な太ももを少しずつ晒す。

「二杯も飲んだらどうなってしまいんすか」

　イジャリスが熱い吐息を俺の耳に当ててくる。

　俺は咆哮し、二人の淫乱女に向かって飛び込んでいった。

短めです

次回こそ話を進めます……。










第４６７話 エルフの欲望が為　♯







「もう辛抱できん。覚悟はいいな」

　太ももを晒して誘惑していたユーラーレンの股間に手を突っ込み、下着を引き千切る。

「見てイジャリス。彼、野獣になったわ」

　ケラケラと笑うユーラーレンをベッドに押し付ける。

下着を無くした股間に手を突っ込みながら首筋に吸い付く。

　真っ白なユーラーレンの首を吸うと薄っすら赤い痕が残る。

　この女を支配したい。

薬に焚きつけられた情欲がそう訴えて来る。

　俺は白い首筋に歯を立てた。

短い吐息が漏れ、体全体が脅えたように震える。

「いや……噛んではダメ」

　このまま力を入れれば歯は容易く薄い皮を破る。

ユーラーレンは悲鳴をあげて抵抗するだろうが、組み付いた俺を引き外すことができるはずがない。

泣き叫ぶ女を押さえつけて支配できる。

「ああダメ……怖いわ……乱暴しないで」

　組み敷かれた女が俺の頭を抱え、嫌々とか細い抵抗を続ける。

　我慢も限界だった。

俺はユーラーレンの肩と後頭部を押さえ──首筋を思い切り吸う。

「ふふ、合格ですね」

　脅えていたユーラーレンの手が俺の肩に添えられる。

途端に俺は宙を舞い、天井に軽く当たってから再びベッドの上に落ちた。

　盛大に弾かれて思い切り落ちたのに落下の衝撃も立ち昇る埃も無い。

魔法で飛ばされ、そして受け止められたのだ。

「よく耐えましたね。あそこで噛み付いていたら適当に汁だけ抜いて終わりにしていたところです」

「わっちらは野獣のような男で遊びたいのでありんす。まことの獣になってしまうなら、発情期の豚を連れて来んした方がいいでありんしょう」

　イジャリスは仰向けにひっくり返された俺の上に跨って来る。

「ズボン越しにも大きいのがわかりんす。ぷくく、ユーラーレン、まるで丸太じゃぞ」

　一物の位置に自らの股間を押し当て、ゆっくりと前後するイジャリス。

　体に張り付いたドレス越しに丸みまで分かる乳房がゆさゆさと揺れ、はっきり浮いた乳首が心持ち大きくなっているように見える。

　既に最高潮になっているはずの一物に限界を超えて血が流れ込む。

「おぅおぅ、どこまで大きくなるでありんすか？」

　イジャリスは楽しげに揶揄いながら腰を前後させた後、俺の両手を取って胸へと持って行く。

「ちと可哀そうなことをしたかの？　詫びをしんす」

　ふっと褐色の美顔が耳元に寄って来る。

「獣になってくりゃれ」

　その意味を理解した時には既に体は動いていた。

　俺はイジャリスのドレスを掴み、無残に引き裂く。

絹が引き裂ける音と褐色美女の悲鳴が響く。

「ああっ破られてしもうた！　嫌じゃ嫌じゃ、やめてくりゃれ！」

　豊かな胸を隠しながらイジャリスは床を転がって無様に逃げる。

彼女の口元が笑っているのを確認してから俺は逃げる女体を追いかけ、上から覆い被さってドレスの残り……腹から下をビリビリと引き裂く。

「はぁはぁ……なんだこれは」

　彼女がドレスの下につけていた下着は衣服とは言えない。

赤いリボンと表現するべきだろう。

　引き裂いてやろうと手をかけると、ユーラーレンが後ろから覆い被さってきた。

「次はこちらですよ。獣になること許しましょう」

　俺はゆっくりと振り返り、緑のワンピースドレスに手をかけて顔を覗き込む。

　ユーラーレンはニヤリと笑い、両手を頭の後ろで組む。

「うぉぉぉ!!」

　俺は彼女の首筋に吸い付くと同時に力を込めてドレスを破る。

　胸元の布地を一気に引き裂き、更に押し倒して肩口から腹部、裾まで全てボロ布にかえた。

目の前には全裸のユーラーレンと紐下着のみのイジャリス。

　気を抜けば理性は完全に吹き飛び、彼女達の体を引っ掴んで乱暴に噛み付き、尻と前の穴の区別も無く突っ込んでしまいそうだ。

「ふふ、そなたも脱がないといけませんね」

「どれ、ぬしのズボンも引き裂いてやろう」

　四つん這いで迫る二人を必要無いと手で制する。

　怪訝なそうな顔をする二人に見せつけるように俺は腰に手を置く……そして。

「ぐぅぅ」

　腹に力を込める。

脇腹の傷に響くかもしれないが、今はそれどころではない。

「うぉぉぉ！」

　ミシミシと布が軋む音がする。

「何をしているのでしょうか？　えっまさか！」

「こやつズボンを!?」

　二人の驚く顔が最後の一押しとなり、俺の一物はズボンを引き裂き見事淫乱女の前に飛び出した。

空気を切る音が誇り高く響く。

「こやつやりおった！　やりおったぞ！」

「お見事です！」

　二人はまず拍手をしてから至近距離まで寄って来る。

「信じらりゃせん大きさでありんす。長いだけじゃありんせん……このぶっとさを見てくりゃれ！」

　イジャリスが先端から根元までを嬉しそうに撫でる。

「大きさだけじゃありませんよ。びっしり血管と筋だらけなのはまだわかりますが、コブだらけなのは何故？　病気の物じゃない……女に擦れる場所に的確にコブがついています」

　ユーラーレンが筋とコブを指の腹で叩く。

「臭いも嗅ぎなんし。くっさい男の香りじゃ……ハエトリソウのごとくスケベ女を引きつけんす」

　イジャリスが一物の先端に鼻を付けて深呼吸する。

「玉もまるでリンゴですね。しかも動き続けていますよ……今も種汁が作られているのですね」

　ユーラーレンが玉に美顔を押し付けた後、片方ずつ吸いつく。

「百年に一度の超巨根と思いんしたが……まちがいでありんした」

「これは千年に一度の魔根……味わい尽くさねばなりません」




「わっちももう限界じゃ。しゃぶりんす、腰に手を当て立っていなんし」

「全て私達に委ねなさい。頭を押さえることも腰を振ることも許しません」

　ここまできたら従うしかない。

どの道、圧倒的な快楽は約束されている。

　俺が素直に従うと淫乱エルフ達は真剣な顔で何やら手を突き出し合う。

「ぐっ」

「ふふ、私の勝ちですね」

　どうやらしゃぶる順番を決めていたようで、まずユーラーレンが俺の前に座りこむ。

「んはぁ」

　清楚な外見からは想像もつかない淫蕩な吐息を漏らした淫女は舌を突き出しながら顔を寄せる。

　まずは小手調べとばかりに先端を舌が這う。

ほんの挨拶のつもりなのだろうが、上下左右生き物のように動く舌は経験の薄い者ならこれだけで容易に発射させてしまうだろう。

　腰に手を当てたまま呻く俺を上目遣いに見てユーラーレンが嗤う。

その表情には清楚の欠片も無かった。

　そして楕円を作った唇が先端に触れた瞬間だった。

　一物が一気に口内へ呑み込まれる。

歯に当たるでもなく、喉に当たるでもなく、一瞬にして根元まで吸い込まれたのだ。

「おぉっ！」

　思わず声が出る。

腰に当てた手が離れかけたが根性で耐える。

　今の俺は薬とドスケベエルフ達の影響で普段よりもずっと巨大化している。

それを全く躊躇無く根元まで呑み込むとは信じられない。

「ふふ」

　目が合うとユーラーレンは笑い、頭を前後に激しく動かし始めた。

　ただ前後するだけではない。

前に出る時は舌と喉で確実に男の感じる場所を擦り上げ、後ろに下がる時は肉傘にわざと歯をひっかけながら、強烈に吸引して下がっていく。

「これは……たまらん！」

　思わず足が震え、重心が崩れる。

ほんの五往復で腰を抜かれかけているのだ。

　以前彼女達を抱いた時には手加減されていたのだと確信する。

こんな口奉仕に男が耐えられるはずがない。

「こりゃ。いきなり腰抜けなど許しゃーせん」

　後ろからイジャリスが俺を支えてくれる。

　だが次の瞬間、更なる攻撃が襲う。

「がぁぁぁ！」

　イジャリスの指が俺の尻の穴に入ってきたのだ。

「尻は……止めてくれ。俺はそんな趣味は無い……」

　ここ最近の尻への猛攻を思い出して抗議の声が出る。

「ふふ、果たしてそうかの？　男は尻で感じんかの？」

　イジャリスは根元まで入った指をゆっくり前後させる。

　その動きは事故でぶっ刺さった痛みや衝撃とはまるで違う。

壮絶な不快感を感じながらも……。

「ここが玉の裏、そりゃそりゃ、どうじゃ？　ん？」

　イジャリスが指を更に捩じり込んだ瞬間、体に電流が走る。

　咆哮をあげて足が崩れるが、二人になんとか支えて貰う。

　一物だけではなく、玉まで不規則に揺れ続けている。

もう数秒やられていたら種を噴いていただろう。

「良かったじゃろ？　男の弱点は尻にもありんす。それにしてもぬし、ちと尻が緩くないかの？　もしやこっちも使って遊んでいたのかえ？」

　それは最近続いた事故によるものだ。

決して望んだことではない。




「さて、次に行きましょう」

　ユーラーレンが口奉仕を中止する。

「射精させてはくれないのか？」

　一物は張り詰め血管が脈打つのが自分の目でも見えるぐらいだ。

痛みすら感じるこの勃ちを放置されるのはつらい。

「最後まで立っていたなら噴かせてあげたのですが、途中で腰が砕けたので駄目ですね。まだまだ楽しませて……貰います！」

　ユーラーレンは俺を仰向けに倒し、上に飛び乗る。

そして我ながら驚愕するほど大きくなった一物に手を添えると抵抗なく腰を落とす。

　一物は一気に半分ほど入り込み、子袋の入り口に当たる。

「ぐ……さすがだ」

「年季が違いますよ。あっでも本当におっきい……あぁ動くだけで気持ちいいわ」

　ユーラーレンは両手を俺の胸に添え、腰を上下に動かす。

腰を落とす時は勢いよく、引く時は締めながらゆっくりと、技術を持った娼婦の動きは十分な快楽を一物にもたらす。

「あぁ……気持ちいいぞ。このまま動いてくれればすぐにいけそうだ」

「あらそうですか？　遠慮なく吐き出していいんですよ？」

　ユーラーレンは体を倒し、俺の首筋と胸にキスをしながら少しずつ動きを速くしていく。

　股間から熱く重いものが登って来る。

どうやらこのまま射精させて貰えそうだ。

　俺は下から手を伸ばしてユーラーレンの小ぶりな乳房を撫でながら、射精へ向けての快楽を味わい目を閉じて頭を反らせる。そのせいで彼女の表情に気付かなかった。

「ぬし気張りなんし。油断すると本当に死ぬでありんす」

「む？」

　目を開くとユーラーレンが笑っていた。

微笑みではない、嘲笑でもない、おどけて笑う顔でもない。

戦場で敵を前にした俺と同じ笑いだ。

「いきますよ。覚悟はいいですね？」

　突然一物が掴まれた。

彼女の中に挿入されているはずの一物が掴まれたのだ。

　同時にぬるぬるとした何かが一物の先端を這い、発射口を見つけて吸い付く。

そして一瞬の停滞の後──。

「ぐあぁぁぁぁ!!」

　凄まじい勢いで吸い上げられた。

一物を激痛と猛烈な快楽が同時に襲う。

　たまらず腰がユーラーレンごと跳ねあがる。

だが吸い付きはまったく衰えない。

「ふふふふ、これが妾の子袋ですよ。気持ち良いでしょう？」

「少しは手加減しなんし。そちきのは本当に男を殺すでありんす」

　一物に快楽を与えて精を絞るのではない、子袋が一物に吸い付き、物凄い勢いで吸い上げているのだ。

「これは……もう駄目だ!!」

　一物から種が飛び出る。

射精したのではない。玉から無理やり吸い上げられたのだ。

「でちゃいましたね」

　ユーラーレンは嬉しそうに腹を撫でながら更に腰を落としていく。

メリメリと音が鳴り、一物が更に子袋に飲み込まれていく。

　だがユーラーレンは子宮への挿入にも苦しむ様子は見せない。

逆に一物が子宮に食い込めば食い込むほど吸引圧が増し、俺の方が悶絶する。

　ずるずると玉から種を引っ張り出されている感覚だ。

「一旦抜いてくれ。これにはさすがに耐えられん」

　俺は非常事態だからとひっくり返り、騎乗位から正常位に移行して引き抜こうとしたが、ユーラーレンの足はがっちり俺の腰に回ってびくともしない。

「いやです♪」

　そうしている間にも子袋からの吸引は止まず、膝から力が抜けてユーラーレンの上に倒れ込んでしまう。

「はーい、おかえりなさい♪　」

　キスが見舞われ脇下から肩へ手が回される。

挿入が深くなったので、当然吸引も勢いを増す。

　ユーラーレンの顔は紅潮して目が蕩け、舌は自分の唇を舐め続けている。

完全に理性を失った表情だ。

「これでオークを搾り殺したのか！」

「うむ、はよう抜かんとぬしも本当に吸い殺されるぞ。手伝って欲しいかや？」

「要らん！」

　女にやり殺されそうだから他の女に助けを求めるなどあってはならない。

それは死よりもつらい屈辱だ。

「うふふ～まだまだ出ますね～」

　だが完全にとんでしまったユーラーレンから逃げる方法はない。

既に膝も腰も砕けてしまい、まともに動くこともできない。

　無論、彼女に怪我をさせる方法は論外だ。

「これしかないか……」

　俺は腰に力を入れて際限なく跳び出す種汁を止める。

「あら、止まっちゃいましたね。でも無駄な抵抗ですよ」

　慈しむようなキスの後、ストローで果汁を思い切り吸い込むような音がユーラーレンの胎内から聞こえる。とんでもない吸引力、軟弱な男なら玉ごと潰されて吸い上げられそうな勢いだ。

　だがこれを待っていた。

「うぉぉぉ!!」

　俺は吸引に合わせて自らの意志でも射精を開始する。

　尿道の限界を超える精が一気に駆け登る。

無理やり玉から引っ張り出された精はその濃さも尋常ではない。

「熱っ!?」

　動揺するユーラーレンを今度は俺が抱え込む。

　幸いにして薬の影響もあって普段とは比べ物にならない量の種が噴出する。

　胎内から聞こえる音が果汁をストローで吹き込む音に変わる。

「こ、こんな量……あぁぁぁ！　お腹が……お腹が……」

　吸引の圧力が弱まっていく。

当たり前だ。子袋を種で一杯にして膨らませてしまえば、もう吸いようが無い。

「俺の……勝ちだ」

　俺は最後の一突きを見舞い、呆然とするユーラーレンの首筋に軽く噛み付いて歯型を残す。

「……幸せ」

　ボソリと言ったユーラーレンは妊婦のようになった腹を抱えて意識を失う。




「そやつが男に抱かれて意識を失うとは……」

　イジャリスは指でユーラーレンをつつくが反応はない。

「良いもの見せてもろうたが、さすがに出涸らしかの？」

「まさか」

　俺は震える腰に何とか気合を入れて立ち上がる。

　そしてイジャリスを抱き寄せ、胸と尻を撫でる。

「良い体だ。最高だ」

　下腹部が熱くなってくる。

「まさかまだ勃つでありんすか？　いくら薬を使ったとはいえ桶何杯分も出したのじゃぞ？」

「だがまだ目の前に美女がいる。ここで勃たねば……男ではない」

　俺はイジャリスの唇を奪う。

　同時に一物はガンと天を向き────脇腹から大量の血が噴き出した。

横腹の傷口が完全に開いてしまったのだ。

「ぐあぁぁぁ!!」

「お、おい！　何をしとるんじゃ!?　医者を呼びなんし！　ナーティアをここへ呼びなんし！」

　限界を超えた性交で体力を消耗していたこともあり、大量出血に耐えられない。

俺ががっくりと膝をつき、そのまま前のめりにベッドに倒れ込むのだった。

「くっ仕方ないとはいえわっちだけお預けとは……」
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　──丸三日後。

「そろそろいいだろうか」

　俺は再度破れた左腹の具合を確かめつつ、ゆっくりと起き上がる。

血をかなり失ったからか少々ふらつくが立て無いほどではない。

「血以外にも色々大量に出したからです！」

　セリアが説教しながらもひょいと右脇に入り体を支えてくれる。

「確かに滝のように出たな。三日も寝ていたのに性欲が湧いてこない……もう大丈夫だ。一人で立てる」

「万が一があってはいけないので駄目です。……昨日エイギル様が寝ている間に軍務総監がいらっしゃいました。敵兵との戦闘での負傷と言っておきましたが、怪訝な顔をされていましたよ」

「後でまた何か言われるな……」

　セリアの言は嘘ではない。傷が開いたのはエルフ二人と激しくプレイしたせいだが、そもそもの原因はクリストフ……いや、マエスタスのせいだ。

エイリヒが妙な顔をしていたのは俺が軽症だと知らせがいっていたからだろうな。

「だから本当は今日も一日寝ていないとダメなんです！」

　俺が体を起こした理由はジムだ。

奴が怪我が癒えたらどうしても来て欲しい場所があると言って聞かない。

セリアやマイラはお前の方から来いと言ったのだがそうもいかないらしい。

　ジムはトルトエント攻防戦でも奮戦していたし、故郷を奪還して思う所もあるのだろうと応じてやることにした。俺自身もそろそろ体を動かしたいと思っていたところでもあった。

　それにしてもクリストフに負傷させられたというのも屈辱だが、マエスタスのような男前に一撃食らったというのも気分が悪い。

「エルフの長に二股かけて脇腹を刺されたことにしようか」

「そっちの方が恰好が悪いです!!」

　いやいや、誇りをもって人に見せられる傷だ。




「あっ!?」

　至近距離でセリアとじゃれ合っていると前をピリスが通りかかる。

彼女は捕虜なのに割と自由に歩き回っている。ヤーコフの野郎に最低限見とけと言ったんだがな。

　ピリスは俺の顔を見ると警戒心剥き出しで威嚇してきたが、俺が左脇に包帯を巻いてセリアに支えられ歩くのを見るとたちまち満面の笑みを浮かべる。

「ふふふ……おに……マエスタス閣下に成敗された話は聞いているぞ！　閣下の強さを見たか！　私を裸にして辱めるような変態が勝てるはずがない！」

　辱めたのは先にお前が俺の尻にスプーンを突っ込んだからだろうが。

お陰であらぬ疑いを受けたんだぞ。

「今どんな気持ち？　閣下に突き伏せられて五日も寝込んで、ねぇどんな気持ち？」

　ピリスは嫌味な調子で言いながら俺の周りを回って挑発する。

　もちろんまだ少女に近いピリスの幼稚な悪口に腹を立てる程、俺の器は小さくない。

もし男なら襟首掴んで二、三度地面に叩きつけてやるが。

「まったく元気な奴だ。だが……その辺にしないと、おっと」

　突然、右脇のつっかえがなくなる。

　身を低くしたセリアが疾風のように駆けだしていた。

もちろん怒り狂った猛獣のような表情でだ。

　セリアの前で俺を挑発なんてするからだ。

「この小娘め！　エイギル様の恩情で生かされている分際で、殺してやる！」

「怪我はさせるなよ」

　念の為の忠告が聞こえたのか、聞こえないか、セリアはピリスに体当たりして地面にひっくり返した。

「何するのよ！」

　セリアは答えず、腰に差したナイフを抜き放つ。

そして俺をチラリと見るので首を横に振る。何も言わないとこのまま殺してしまいそうだ。

　するとセリアはナイフをピリスの腰に当て、そのままズボンとパンツだけを引き裂いた。

　まるでゆで卵の殻を剥いたようにピリスの尻が露わになる。

「きゃあああ!!」

「この恩知らずめ！　エイギル様の仇、スプーンか何か……」

　セリアはポケットを探るが何もなかったようだ。

「ええい、こうしてやります！」

　するとセリアは人差し指を立て、そのままピリスの尻の穴に突っ込んだ。

指は勢いよく第二関節まで入り込んだ。

「ぴぃぃぃ!!」

　ピリスは絶叫して暴れるが、セリアより小さく、戦闘経験もあまり無さそうな彼女が拘束を抜けるのは不可能だ。

「エイギル様に土下座で謝りますか!?　足を舐めて許しを請いますか!?」

「ぜ、絶対いや！　死んでも嫌！」

　大騒ぎにつられて味方の兵士が何事かと集まって来る。

「この女！　ならもう一本増やしてやります！」

「ぴぎぃぃぃ!!」

　中指が入り込むと周囲の兵士から歓声が上がる。

　十分美少女と言えるピリスの肛門を可愛い美女のセリアが白昼堂々攻め立てているのだ。

この光景を目の前にして足を止めない奴は男ではない。

　二人を囲むように兵士達が集まり鑑賞し始めた。

　だがピリスが尻に指を突っ込まれてそれどころではなくセリアも怒りで我を忘れているのか気付かない。




「こりゃすげえな。プリプリのケツと前が大開帳じゃねぇか」

「たまらねえよな。実は女の尻を掘るの大好きなんだよ。しかもほとんど新品で締まりが良さそうだ」

「セリア様にケツを痛めつけて貰えるなんて羨ましい。俺なら拳ごと入れて欲しいぜ」




　兵士達の下世話な野次を聞きながら俺はもう一度周囲を見回す。

やはりヤーコフは居ない。

「あいつめ、どこへ行っているんだ」

「ヤーコフ様ならばそちらの宿に入っていかれたでゲス」

　独語する俺に足元から声がかかる。

見れば土下座のまま声を出すブスコだった。

「むぎゅ」

　気付かない兵士に踏まれたが顔は上げない。

「ん、そうか」

「お役に立てたなら幸いでゲスゥ」

　顔をあげるブスコ。やはりとんでもない不細工だ。

　奴が指した宿を確かめようとすると、扉が開きヤーコフとフードで顔を隠した奴がもう一つ早足で出て来る。

「……もういく」

「……ああ」

　最低限の言葉だけ交わして気まずそうに分かれる二人。

　その時、風が吹いてフードが軽くめくれ、長い耳が見て取れた。

　俺は無言のまま歩き、ヤーコフの襟を掴む。

「何をエルフとしけこんでいるんだ。ピリスを見張れと言っただろうが」

　挑発したのが俺だから尻に指を突っ込まれる程度で済んでいるが、もしエイリヒに何かしたら吊るされてしまっていたぞ。

「ち、違うんでさ大将！」

　何が違うんだ。もう一度尻を蹴って脱糞させてやろうか。

「確かに俺は昨日の晩、フラフラ歩いていたあいつを酒場に連れ込んでしこたま飲ませてそのまま部屋に連れ込みやした」

　エルフ達が世間知らずなのを良いことに酔わせて犯すとはなんて奴だ。成敗してやろう。

「んで、いよいよヤってやろうと服を脱がせたら……あいつ男でした」

「アホかお前は」

　確かにエルフの男は線が細く、ともすれば中性的な女にも見えなくもないが本当に間抜けな奴だ。

しかし、それならその場で終わりだろう。どうして朝まで一緒に居たんだ。

「それが俺も相当酒が入ってまして……女を抱く準備万端であっちの方も高ぶってまして……その」

「わかった。もういい。次からはピリスから目を離すなよ。じゃあな」

　俺はマントを翻して歩く。

「待ってください大将！　そういうのが一番堪えるんです！」

「うるさいついてくるな。さっさとピリスを回収しろ！」

　俺が縋りつく変態の手を振り払った時だった。




「ぬおぉ!!」

　同じ宿の窓を突き破ってマックが落ちて来た。

　受け止めようかと思ったが、奴の巨体を抱えて傷が開いてもつまらないし、飛び出したのは二階なので死にはしないだろうと放置する。

　そのまま地面に激突したマックを見下ろすと、ぐっしょり水で濡れていた。

　するとぶち抜かれた穴からもう一つ人影が飛び出して来る。

「女か」

　俺は躊躇いなく受け止めようとするが、女はくるりと身を捻って軽々と着地する。

長い耳と褐色の肌……黒エルフだ。鼻息荒く相当怒っているようだ。

「こいつは何をした？」

　俺はだいたいのことを察してマックを踏みつけながら黒エルフの女に聞く。

「こいつが『美味しいお酒がある。如何わしいことは絶対にしない』って言うから一緒に部屋で飲んでたの。でも私が酔って居眠りしてたら……脇の下と太ももを舐めて来たのよ！」

　黒エルフは呻くマックを踵で踏む。

「しかも振り払ったら足にしがみついて『褐色の乳を舐めさせてくれ』『交尾させてくれ』って！　終いには『俺のを見てくれ大きいだろう？』なんて言って脱ぐもんだから水魔法で吹き飛ばしたの！」

　俺の周りは変態ばっかりか。

受け止めなくて良かった。良い仕置きだ。

　黒エルフの女を見てみるとなるほどマックが血迷うだけあって良い女だ。

手足はスラリと長く出るべきところはしっかりと出て、褐色の肌も艶やかに光っている。

　俺は怒る女にすっと頭を下げる。

「この馬鹿は俺の部下でな。なんでもオークとの混血の疑いがかかるほど性欲しかない低能の変態なんだ。こいつに替わって智将の俺が詫びよう。本当にすまなかった」

「う、うん。私も吹き飛ばすのはやり過ぎたと思ってたし、もういいけど」

　俺は一歩進み、女の手を取る。

「ついては詫び代わりに今夜本当に良い酒を飲ませようと思うがどうかな？」

「え、お酒？　……でもまた私を騙すつもりじゃ」

　俺は余裕の笑みを浮かべる。

「ははは、俺は既婚者だ。故郷に愛する妻がいるんだよ」

　黒エルフの女はにっこり笑う。

「そっか、奥さんいるなら大丈夫よね。わかった、じゃあ今夜楽しみにしてるね」

　女は俺に手を振って去っていく。

俺に好感を持ったはずだ。

　しかも今のやり取りの中で彼女について『酒好きかつ酔うと眠くなる』『怒りやすいが尾を引かない性格』『一物を見せても動じず、それなりに男慣れ』『泣き落としは通じない』『脇と腿は弱点ではない』これだけの情報を手に入れている。

「ふふふ、これは貰ったぞ」

「ぐ……無念」

　マックが俯せのまま、ぐったりと意識を失う。

　さてセリアはまだ遊んでいるのか。

そろそろ本題の場所……どこだっけか。

「旧議場です。今行きます」

　セリアは手を綺麗に洗うと何事もなかったかのように隣に並ぶ。

息が荒いのはピリスと揉み合っていたせいだろうが、目が輝いているように見えるのはなぜだろう。







　俺達が議場に付くとジムだけではなく、民が何十人か並んでいる。

そのうちの一人が言う。

「まずは我らの領土を回復して頂いたことお礼申し上げます」

　俺達は南ユーグリアへ反撃しただけで、別にリバティースの領土を回復したつもりはないんだが。

　なんだこりゃとジムを見ると懇願するような顔でこちらを見る。

うむ話ぐらいは聞いてやるか。

「私はリバティース民主議会において四期に渡り議長を──」

「良く分からんから本題を言ってくれ」

　俺はリバティースの制度や役職など知らん。

議長だのダチョウだの言われてもまったく理解できない。

「……トルトエント以南の我が国領土も奪還されたと聞きました。南ユーグリアによる占領を退けた今、我らは国家復興までの間、トルトエント臨時議会を結成するつもりです。私はその議長となります」

「おう。結成したらいいんじゃないか？」

　別に臨時議会だろうが愛妻の会だろうが、あるいは浮気同好会だろうが作りたいなら好きにすればいいし、誰が頭を務めようが俺の知ったことではない。

「つきましては、臨時議会より友好国ゴルドニアへ要望があります」

　俺はジムを見る。一気に雲行きが怪しくなってきた。

「市民の生活は戦乱によって乱れきり、商取引どころか食料の供給もおぼつきません。市民の権利が著しく侵害されている状況です。地獄のような……と表現しても良いでしょう」

「そうか？」

　戦争の後で荒れてはいるが、行商人は出入りしており飢餓が発生しているようにも見えない。

確かにかつてのリバティースのようにいつでも好きな食材を買い、あるいはレストランで食事をすると言うのは不可能だろうが。

「そうです！　現に衣服を取り扱う店は戦争前の二割しかなく、宝飾産業に至っては全て倒産状態です！」

「服ぐらい後でいいだろ。飯があるなら文句言うなよ」

　あと今の状況で宝石を欲しがる奴は叩き出せ。

「さらに卑劣な独裁国家の圧政による市民の傷は大きい。その反動として先のトルトエント攻防戦の際には市民が一斉に立ち上がり、南ユーグリア軍を粉砕せしめ──」

　市民が蜂起したのはエルフ達の急襲で決着がついた後だ。

立ち上がろうが、家で寝てようが結末は同じだった。

　俺はジムに向けて両手を広げる。

これ以上は聞けないぞの合図だ。

「議長殿。ハードレット卿は戦争の指揮をせねばなりません。そろそろ本題に……」

「カーマック！　軍人が議会議長の発言を遮るとは何事かね！　ゴホン、だが非常時ゆえ大目にみよう」

　議長殿はジムを睨みつけると俺になんとも気味の悪い笑みを向ける。

「市民の生活改善と破壊された設備の復旧の為、友好国ゴルドニアに資金と人手の援助を求めたい。さらに可能な限り早く、リバティースの国是たる正統な民主政権を樹立するため、総選挙を実施せねばならない。その為位は治安の安定と見識ある候補者の──」

　もういい。

だいたい言いたいことはわかった。

「失礼ですが」

　俺はご高説にあくまで丁寧に言葉を被せる。

　議長殿は露骨に苛立った顔をしたが、すぐに気持ちの悪い笑みを張り付け直す。

「狐がネズミを食べました」

「はあ？」

　議長が首を傾げる。

「その狐を狼が仕留めて食べた。ネズミは生き返りますか？」

　生き返らない。

狐から狼の胃袋に移るだけだ。

「ジムは勇敢に戦った。狐に食われた仲間を助けようと走り回り噛みついた。貴方がたは何を？」

　腹の中でのんびり消化を待ち、いざ狐が斃れたと見るや胃袋を叩いて、俺達がやったと騒いだだけだ。

　──とまでは口にしない。

　こいつらの言うことを聞くつもりは無いが、同時に喧嘩を吹っ掛けるつもりもなかった。

「お話は確かにお聞きしましたが、何も返事はできませんな」

　俺は絶句する議長を尻目にその場を去る。

セリアだけが慌ててついてくる。

「ジムに悪いことをしたかな」

　振り返ってジムの顔を確かめたい。

だがそれをやったら議長殿と目が合う気がする。

「そもそも俺に言うのが間違っている。最高者はエイリヒだぞ、そっちに言え」

「想像ですが、既に断られたのでは？」

　ああ、そうだろうな。

意気揚々とエイリヒに同じことを言って鼻で笑われ、ジムのつてを頼って俺を呼びつけた訳だ。

「後でトリスタンを送ってフォローしておくか」

　滅茶苦茶で受け入れられない提案だったが、あまりに酷くあしらうとジムの立場がなくなるだろう。

「レオポルトさんにも知らせておきますね」

　そう、こんな面倒くさいことはレオポルトとトリスタンに任せておけばいい。




「勝ったのに随分と面倒くさいよな」

　セリアが笑う。

「はい。でも敵はもっと面倒なことになっていると思います」

　それもそうだとセリアの頭を撫でながら南の空を見上げる。

　脳裏にヴィルヘルミナと彼女の美乳が浮び、顔がにやける。

「ふふ……ふふふふ」




「見ろよハードレット卿が笑っているぜ」

「南ユーグリアの奴らを殺戮するところを想像しているんだ」

「目を伏せるんだ。目があったら八つ裂きにされる」

　余計なお世話だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王

部下

マイラ（休息）セリア（目覚め）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（復活？）ポチ（戦車型）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（二刀流）マック（気絶）ジム（悩み）

そのほか

セクリト（安心）Ｔ−九九（索敵破壊）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（疲労限界）フェルテリス（おこぼれ）イジャリス（欲求不満）ユーラーレン（満足）

アネット（一〇五の姫）ピリス（羞恥）エスカオーテ男爵夫人（手当担当）セイカ（手当補佐）ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（土下座）イヴァンナ（ホスト遊び）

クリストフ（愛の尋問官）ツィーリア（愛の捕虜）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　（負傷回復中）

護衛隊　　　　　五〇→五五

歩兵　　　　　　四一〇〇→四四〇〇

騎兵　　　　　　四八〇→五三〇

弓兵　　　　　　五五〇→五七〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　六七〇〇→七千

独立セリア隊　　三九〇

徴集兵＋治安隊　八八〇〇→九五〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三一〇〇→三五〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍三・八万

　　　　　徴集兵四・五万

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万？？？

　　　　　騎兵集団一万??

財産　金貨－一万

経験人数七九四人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内

少し遅れました。

遅延の上、妙な構成になってしまいました。

進め方を立て直す必要がありそうです。










第４６８話 苦境の帝国







南ユーグリア暫定首都　アルテリア

　天高くそびえる巨大な塔。

アルテイル神を讃える為、数十年の歳月と何万もの奴隷的労働によって建造された、アルテイル神国の象徴たる建造物だ。

　民が神を否定した後、あらゆる神像や教会は焼き払われたがこの巨大な神殿だけは残されていた。

　巨大な神殿には今、南ユーグリア帝国の国旗が掲げられている。

今やこの場所は帝国の中枢となっているのだ。

　そして無数の旗を見下ろす、最も高い場所に金糸で織られた黄金の皇帝旗がはためいている。

　南ユーグリア帝国の栄光を示す場所……だが芳しくない戦況を象徴してか、曇天の下、皇帝旗の輝きは若干翳っているようにも思えた。




　──神殿内　大会議室

「トルトエント失陥にてリバティース地方全体の兵站網は完全に崩壊、立て直しは不可能です」

　補給参謀が報告書を片手に地図に書き込まれた線を次々とバツ印で消し、最後には中央に墨で大きな×をつけて筆を放ってしまう。

「マエスタス将軍の奮戦にて敵の苛烈な追撃を辛うじて凌ぎました。しかし損害は甚大、現地での補充にて再編できる限界を遥かに超えています」

　高級指揮官の一人が部隊の状況を報告する。

次いで更に高位の指揮官が乱暴に書かれた書類を一瞥、溜息をついて頭を抱えてしまう。

「既に現地指揮官レベルの判断で撤収が始まっている。城も砦も全て破壊の上で……その余裕も無ければ無傷のまま放棄されている。……咎めることもできまい。司令部から追認を送るのみだ」

　腕組みをした参謀が同じ文面の命令書に次々と判を押していく。

「戦線が崩壊を免れているのは奇跡に近いぞ。戦略の再構成が必要だ。……ザフネス閣下は？」

「閣下は休息を取られております」

　参謀が問うと背筋を伸ばした連絡役が短く答える。

「ええい、すぐに呼んで──」

　参謀が声を荒げた時、扉が乱暴に開かれザフネスが現れる。

全員が起立して敬礼する。

　議場の外では世話役の女士官が敬礼で見送るが、扉が閉まるなり下腹部を押さえて倒れ込んでしまった。




　ザフネスは皆を押し退けるように地図を睨む。

「ミリーズの砦は敵を押し留められんのか？」

「……現地指揮官の判断で二日前に守備隊は撤退、砦は放棄されました」

　するとザフネスは机を叩いて怒りを露わにする。

「命令無しに勝手に部隊が退くなどあってたまるか！　指揮官は誰だ!?」

　怒鳴りながら、ザフネスはアルテイル近郊に置かれた味方を示す駒を見て目を丸くする。

「何故正規兵の千人隊が四つもこんなところで遊んでいる!?　何故前線に送らない!?　このままではリバティース全域を丸ごと失うだろうが！」

「し、しかしながら万単位の敵が勝利の勢いに乗って南下しております！　更に民どもも一斉に蜂起……ここに至って精鋭とはいえ四千程度投入したところで大局は──」

　ザフネスは反論した参謀を睨みつけるが、言い終わる前にまた話題を移す。

「トルトエント以外でも市民の蜂起だと……ええい、あれだけ穏便に占領してやったと言うのに……全軍に片っ端から町村を焼けと命じろ！　保持できぬのなら懐柔してやる必要もない！」

　怒鳴りながらザフネスは机の上の地図を破り捨てる。

　悪化する戦況と冷静さを失った司令官、議場は嫌な緊張に包まれた。




「まあまあ、激昂されても何もなりません」

　空気の重さなど感じさせない飄々とした口調と整った顔立ちに浮かぶ快活な笑み。

「マエスタス！　帰ったか！」

　ザフネスは机に叩きつけようとしていた拳を治め、男の肩を叩く。

「トルトエント撤退時にもハードレットとかち合ったと聞いたぞ。大事は無いか？」

「一度顔面を蹴られて私の男前を台無しにされましてね。仕返しに脇腹へ一突きくれてやりましたよ」

　おおっと皆が歓声をあげる。

「未確認ですがハードレットは戦傷で寝込んでいるとの噂があります」

　ささやかながら明るい知らせに一同の頬が緩む。

「そうだぞ。貴様ら鬱々した顔をしては勝てるものも勝てん」

　マエスタスは近場の参謀の頬に手をやり、思い切り引っ張る。

　そして痛がる参謀の肩を叩きながら謝る。

「こいつのように笑いながら仕事をしろよ。陰気な顔をしている奴は無理やり笑わせるからな！」

　そしてマエスタスはザフネスの前に出る。

「そうお怒りにならないでください。閣下の迫力で怒鳴られては皆委縮してしまいます。私もまさか閣下の頬を引っ張る訳には参りません」

　おどけた言い様にザフネスも思わず笑ってしまう。

「さあ現状を見てみようじゃないか。勢いは敵にあり、兵力も敵が上か、更に魔物もどきの妙な奴らまでいる──おいおい俺達はどうすりゃいいんだ？」

　マエスタスが大げさに驚き両手を広げると参謀達から押し殺した笑いが漏れた。

だがそれは諦めの笑いではなかった。

　一呼吸おいて指がパチンと鳴らされる。

「以上が敵の勝っている所だ。たったこれだけだぞ。地の利、諜報力、そして何より将校の質──我々が勝っている部分はいくらでもある。さあみんな、敵の優位を一つずつ潰して行こうじゃないか。まずは敵の勢いをなんとかしよう」

　全員が大きく頷く。

「リバティース地域の南部に兵を伏せろ。敵の先行隊を叩いてやるぞ」

「砦の状況を詳細に報告させろ。地形の良い場所に大砲と大弩を集中させる。守り切れん砦は敵に突入させてから焼いてしまえ」

「部隊を十重二十重に再配置しろ。戦場で一つ二つ負けても構わん。消耗を強いて勢いを止めるのだ」

　参謀達が一斉に動き始める。

　陽気な笑顔こそなかったが陰鬱な顔をしているものは一人もいない。




「閣下、陛下にかけあって兵の増員を願います。地の利があるなら数さえ拮抗すればなんとでもなる」

「おう、これからすぐ陛下の下に参じるつもりだ」

　ザフネスは勇ましく言って歩き出したが、数歩歩いて振り返る。

「……大見得切ってこれだけ負けた。俺は陛下にどんな顔を向けられるだろうか」

「はあ？」

　マエスタスが思わず気の抜けた声を出すと、ザフネスは何でもないと首を振る。

「いやいい、行って来る。……待て、どうせだからお前も一緒に拝謁するか」

「構いませんが」

　承諾してからマエスタスはザフネスにしか聞こえない距離まで近寄る。

「そう気になされますな。ガーランド大帝より恐ろしいことはありますまい」

「そうは言うがな……あいつの目は本当に怖いんだぞ」

　同じくザフネスも声を潜める。

「私も他の者も閣下にしか従いません。女帝がどれだけ怒ろうとも閣下をどうにかすることはできない。自信を持ってください」

　マエスタスはそう言って笑い、ふと手を叩いて室内に戻る。

「一つ言い忘れていた。地図にあったこことここの町だが、市民の蜂起だのとほざいて俺の部隊の前に出てきたので、町ごと焼いて民も全て殺した。もう存在しないからマークは外しておけ」

『置いてあったパンを食べてしまったぞ』と言う程度の軽い口調で言った後、マエスタスは戻って来る。

「さあ行きましょう。麗しの女帝陛下の下に」




　──王座の間。

「承知しました。多少の弊害は仕方ありませんね。可能な限りの兵を増員致しましょう」

「……我らが不甲斐ないためにお手数をお掛け致します」

　跪くザフネスとマエスタスを前にヴィルヘルミナがニコリと笑う。

「いえ、戦況芳しくないのは未熟な私のせいでもあります。現場で戦う方々の為、私もできる最善を尽くしましょう」

　マエスタスがいるせいかヴィルヘルミナは丁寧な口調と優しい笑顔を張り付けている。

「それから……マエスタス殿。貴方は敵一番の猛将ハードレット卿と戦い深手を負わせたとか。撤退戦で我が軍を壊滅から救ったことも聞いております。貴方は我が帝国の英雄です。未熟な女王の賞賛にどれほどの価値もありませんが、是非受け取って下さい」

　ヴィルヘルミナはマエスタスに向けて頭を下げる。

「恐れ多いことです。私は陛下と帝国の為、最善を尽くすのみ」

　男もまた深く頭を下げる。

その様は女帝への畏敬を示しているように見えたが、両者の目は合わなかった。

「敵方は妙な集団、恐らくは亜人か飼いならした魔物を使っておりました。これにも対策が──」

「存じています。私の方で対処を考えましょう。良い案が出れば相談致します」

　ザフネスの言葉をヴィルヘルミナが遮る。

彼女の視線はマエスタスを見据えたままだった。

「ところでマエスタス殿、私がお勧めした補佐官は上手くやっておりますか？」

「は、彼女は極めて優秀にございます」

「もし宜しければ、彼女の働きぶりをお聞きしたいので、今度二人でお話できませんか？」

　ヴィルヘルミナは小娘が憧れの男にかけるような甘い声を出す。

「なにっ!?」

　ザフネスの驚く声とマエスタスの冷静な声は対照的だった。

「陛下の黄金のように貴重なお時間を私ごとき一介の軍人が浪費させる訳には参りません。戦況にも余裕がなく、お望みならば書面にてより詳細にご報告差し上げます」

　その後もマエスタスが無駄話に乗らないので会話は続かない。

　ザフネスの目は終始泳ぎ、ヴィルヘルミナは最後までザフネスを見ず、マエスタスはヴィルヘルミナを見ない……奇妙な謁見は終わった。




「……役立たずが」

　誰もいなくなった王の間でヴィルヘルミナが呟く。

そして柱の陰に視線を送る。

「もう宜しいでしょうか？」

　現れたのは氷のように冷たい目をした少女だった。

「【ビシタシオン】あの男は？」

「短い期間での評価ですが、指揮能力は極めて優秀です。部下からの信頼も厚いかと」

　ヴィルヘルミナは少女に問いかけながらバルコニーに出ると階下の兵に微笑みながら手を振る。

大歓声が巻き起こった。

　にこやかに笑いながら手を振るヴィルヘルミナは左右に忙しく動き、躓いて両手をバタつかせて慌てる。

階下の兵から小さな悲鳴と気遣いの言葉、そして暖かな敬愛の視線が注がれる。

「戦場での振る舞いは？」

　愛らしい仕草と表情からは想像もつかない冷たい声でヴィルヘルミナが更に尋ねる。

「勝利至上主義、邪魔する者は民であれ味方であれ容赦しません。飄々として見えますが、人を物のように考えていると思われます。また占領地の処遇など政治的判断は故意に避けていると見受けられます。それはより高位の者が決めることだ……と」

「素晴らしい」

　ヴィルヘルミナはにこやかに微笑みながらどす黒い賞賛の言葉を送る。

「弱点はなにか？」

「女好きが少々度を超えるかと。見た目通り軽薄な女好きではなく、むしろ痛めつけ支配して快楽を得る性質かと存じます」

　ヴィルヘルミナは僅かに眉を潜める。

「私も着任の夜に強姦されました。首を絞められ、出血するほど性器と穴を痛めつけられ、服従の言葉を何度も何度も復唱させられました」

「そういう性癖か。私の推挙した者を犯すとは馬鹿で無いとすれば大物かあるいは……」

　ヴィルヘルミナはバルコニーを閉めるとベッドに飛び込む。

「ザフネスを挿げ替えるなら奴しかいるまい。なんとか懐柔したいものだが……とりあえず英雄として過剰に持ち上げるか。あるいは自分がザフネスなどより上だと自覚してくれるかもしれん。しかしハードレットといい、どうしてこうも揃って女体など好きなのか」

「僭越ですが、私はハードレットの下へ送られる予定と思っていましたが」

　ビシタシオンはベッドの下に跪いて言う。

「有能な敵より無能な味方こそ脅威だ。ハードレットの方には別の者を行かせる。奴は周りの部下にも有能な者が多いようだからな。一斉にかけて一人、二人ひっかかれば良しとしよう」

　ともあれ、とヴィルヘルミナは筆を持つ。

「無能の尻ぬぐいか。私に軍を指揮する能力さえあればな」

　書かれているのはアルテイル地域の男をほとんど総ざらいに徴集する命令書。そしてもう一通、丁寧な言葉で書かれた商取引の提案──傭兵契約の書面だった。
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軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　（負傷回復中）

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四四〇〇→四五〇〇

騎兵　　　　　　五三〇→五四〇

弓兵　　　　　　五七〇→五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七千→七一〇〇

独立セリア隊　　三九〇

徴集兵＋治安隊　九五〇〇→九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三五〇〇→三七〇〇

？？？　　　　　〇→一

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍三・八万→三・九万

　　　　　徴集兵四・五万→四・六万

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万→四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？　万

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内

話が進んだのか作者も自信がありません。

それでも更新速度だけは……。










第４６９話 伏したる龍　♯







　窓の外からは絶え間なく歓声が聞こえている。

そのどこか遠い歓声を俺は陽の当らないベッドの上で聞いていた。

「トルトエント市民からの歓迎だそうです。ふん、肝心な時はだんまりで事が終わってから騒ぐなんて」

　隣でセリアが文句を言いながら果物を剥いてくれる。

「大方、エイリヒと俺が冷たくしたもんで議長殿が慌てたんだろ」

　俺は差し出された果実を手に取ろうとするが、びくりと体が震えて適わず、取り落としてしまった。

「エイギル様……」

　セリアが悲しそうな顔で震える俺を支えてくれる。

「どうにかならないんですか!?」

　悲痛な声で瓶をちゃぷちゃぷと揺らすナーティアに向けて叫ぶ。

「……だめ。手の打ちようがない」

　ナーティアは瓶を蝋燭の光に透かす。

そして驚き、顔をしかめた後、首を振る。




　俺は病床にいた。

リバティース議長殿と会談した夜、俺は約束通り黒エルフと会った。

上酒と美辞麗句で気分良くさせた後ベッドに連れ込み、無事ことに及んだ。

　異常が起きたのはその時だった。

「どうしてこんなことに……もうお腹の傷は治りかけているのに」

　そう、原因は腹の傷では無い。

不摂生で一度開いてしまった傷もナーティア特製の良薬のおかげで既に完治している。

　だが俺は未だに部屋の外に出るどころかベッドから降りるのも危険な状態で、セリアが世話を焼いてくれなければ大変なことになる有様だ。

　俺はコケ落ちた頬で力無く笑い、セリアの頭を撫でる。

「原因を！　どうしてこんなことになったのか原因を教えてください！」

　セリアがナーティアに迫る。

彼女は言いにくそうに顔を赤らめたが、セリアの必死さに覚悟を決めたのだろう、一つ咳払いして俺の元にやってくる。

「原因は……複合的なことだと思う」

　言いながら俺の布団を取り、顔を顰めて再び戻す。

「まず怪我……内臓まで届く深手が体に与える影響は大きい。傷口が塞がったから元通りじゃない」

　いつの間にか白衣を着ていたナーティアが俺に栄養剤を飲ませてくれる。

「次に私の傷薬……強力な薬は副作用も大きい。もちろん気をつけてはいるけどリスクを〇にはできない。それに二回目の時なんてユーラーレン様に急かされて適当に……コホン」

　セリアが俺の体を濡らした布で拭く。

たったそれだけで大量の汚物が付着し、現状の深刻さを物語っていた。

「最後は……長達の薬だと思う。薬を同時に飲むと互いに反発したり増強したりするから。特に長が作った薬は特殊で私には成分が分からない。それら要因が複雑に入り組んで……」

「それで……それでこんな……」

　セリアが布団を捲り、くっと顔を逸らす。




　そこにはいつもよりも大きく硬くなった一物がそそり立っていた。

「……もうどれぐらいになる？」

「丸三日勃ちっぱなしです。ただの一度も萎えていません」

　そう俺が寝込んでいる原因は一物が勃ち過ぎている為だ。

特に怪我や病気は無い。

　発端は黒エルフを抱いている最中だった。

突然一物が肥大化して彼女は卒倒、その後もまったく収まらなくなってしまったのだ。

もちろんズボンも下着も履けない。

「医者が言うには普通丸一日も勃ち続けると男根が腐ってしまうらしいのですが……そこは大丈夫でまったく健康過ぎるぐらいだと」

　まあ最悪勃ちが収まらないぐらいなら表に出れないことはない。

問題なのはもう一つの方だ。

「セリアすまん。まただ」

「は、はい！」

　セリアが男根に両手を添えて強く上下に擦る。

　するとたちまち脈動が始まり、数日堪えた時のような濃い種がドバドバ飛び出していく。

「……すっごい」

　セリアは出し残しが無いよう必死に擦り続け、ナーティアは両手で顔を隠しながらも指を大きく開く。

　俺はセリアの可愛い手に導かれて全ての精を出し切り、ベッドに腰を落とす。

「……萎えんな」

　いくら種を絞っても三十分もすれば満タンになり、玉に鈍痛が走って立って居られなくなる。

その状態になると少しの刺激で射精が始まってしまうのだ。

　兵や民の前での唐突な大量射精が宜しくないのはさすがに俺でもわかる。

これが俺が外に出られない理由だ。

「ちょっと失礼」

　ナーティアが俺の股間に手を伸ばして赤面、布団をかけて見えないようにしてからもう一度手を伸ばす。

「睾丸が音を立てて動いてる。たぶん出す傍からどんどん種を作ってるんだと思う。やっぱり単に媚薬の効果が残ってるってだけじゃない」

　ナーティアは布団から手を抜くと何度も水で洗う。

しかし洗う前に隠れて匂いを嗅いだのを俺は見逃さなかった。

「さっき瓶にとって見たけど量と粘度が普通じゃなくてすっごい元気に泳いで……コホン。そんなのがドンドン作られるから大量の水分と栄養を消費している」

　定期的に水と栄養を取らないと痩せるんだよな。

食欲自体は旺盛なので食えばいいだけの話なんだが。

「なら下手に出さない方が良いんですか？」

　セリアの言葉にナーティアは首を振る。

「痛みを感じるってことは満タンになっても作るのが止まらないってことだ。つまり溜まったらすぐに出さないと睾丸がボンって破裂して最悪命の危険も」

　愕然となるセリア。




　そうこうしているうちにエイリヒが定期で開いている軍議の時間となる。

　俺は当然欠席、セリアも俺の傍にいると言ったのだが『俺は大丈夫、それより俺の目や耳になってくれ』と言って送り出す。

　部屋には俺とナーティアだけになった。

「ふふ、セリアの前だから強がりはしたが……なんてことだ」

　死病を宣告された者のようにがっくりと膝をつく。

その豹変ぶりにナーティアが慌てて傍に寄って来る。

「とにかく絶対に我慢はしないで催したら出して。今のところ体調は良いみたいだしこのまましばらく様子を見れば……」

　俺は白衣のナーティアへ力無く手を伸ばす。

「俺は……もうダメなのか」

「そんなことない！　私も全力で支援するから頑張れ！」

　あぁやっぱりナーティアは善良なエルフだ。

俺は彼女の手を取り、同じく善良な男根へと導く。

「ひぇ!?」

「……もし玉が破裂したら俺はその場で死ぬだろう。どうか助けてくれ」

　ナーティアは湯気が出る程真っ赤になり、数秒停止した後震えながら決意の顔を見せた。

「手、手だけなら──」

「お邪魔するよ～」

　ノック無しに扉が開かれる。

ナーティアは後方に一回転して瓶を弄り始めたが、動揺で手が滑ってか中身を頭から被ってしまった。

「あぁぁぁぁ!!」

「……ノックいった？」

「いや、もういい」

　悲鳴をあげて部屋を出るナーティア。

ポカンとする元凶はアネットだ。

　俺が成敗した元海賊女のアネットは一〇五兵団とともに戦場に来ていた。

今も一〇五兵団と行動を共にしており、男ばかりの隊内でまるでお姫様のように扱われているらしい。

「実はその一〇五兵団に……アンタが深手でその……命が危ないって噂が流れててさ」

　不思議ではない。

何しろトルトエントに入って以来、怪我だの再発だのでろくに兵の前に顔を出していない。

「実はな……」

　俺は事情を説明する。

「うえっ!?　そ、そんなことってあるのかい!?」

　アネットはさすがに驚くがすぐに頷き、軽い調子で服を脱ぎ捨ててしまう。

「要は収まるまでずっと出し続ければいいんだろ？　あたいに任せなよ」

　アネットは布団の中に入ってくる。

「あたいはアンタの女なんだからいくらでもしゃぶるよ。破裂なんて有り得ない」

　ぬるりとした快感が襲った瞬間、勢いよく種が飛び出す。

「んぶっ！　多っ！　濃い！　臭い！」

　騒ぎながらアネットは布団の中から手を出して桶を持っていく。

飲みきれる量と濃さではないのだろう。

　布団の上から彼女の頭を撫でてやると奉仕が激しさを増す。

「限界までしゃぶるからさ。もし動けなくなったら好きに犯してよ」

　俺はおうと応じて頭の後ろで手を組む。

しばらくは彼女に面倒を見て貰おう。

　大げさに言ったナーティアには申し訳ないが悲壮感はまるでない。

むしろ一物が萎えず大量の種を出し続ける現状は、今まであまり相手してやれなかった女達を可愛がる好機だとも思える。




　そこに新しい客が訪れる。

「宜しいでしょうか？」

「おう、入れ」

　俺が返事するとアネットは頷き、布団をしっかり被る。

もちろん奉仕はとめない。

「失礼します」

「……」

　現れたのはルキノ＝エスカオーテ、周囲に強要されて裏切りを働いたがたちまち捕まった男爵夫人とその息子セイカだった。

　ルキノは部屋の匂いに一瞬気まずそうにするが、言葉に出すことはない。

セイカは単純に母親が俺と会うのが気に入らないのかむくれている。

「ちょっと調子が悪くてな。寝たまま失礼するぞ」

「は、はい。間が悪くて申し訳ありません」

「ふんっ」

　ルキノはコラとセイカの頭を叩いた後、上品に足を揃えて挨拶してから切り出す。

「ギド様のことなのですが」

「おお、ギドか。どうなった？」

　ギドは命に関わるような深手からなんとか持ち直したが、その代償は大きく一物を失ってしまった。

肉体的にはもちろん精神的な衝撃も大きく、今もまだ医療用の馬車に臥せっている。

「お医者様によると驚異的な回復を見せています。でも動きの悪くなった左脚とモゲたアレはどうにもならないと……」

　そうだろうな。

いかなる良薬にも限界がある。

「ご本人は活力を取り戻しつつありますが……立ち上がろうとして倒れ込む度、看病する私の胸元や下着をこっそり覗かれる度、大きく溜息を吐かれ消沈しておられました」

　覗きができる程回復しているなら大丈夫そうだ。

むしろもげていなければルキノに手を出そうとしたかもしれない。

「ただ最近、ギド様を見てくださっているお医者様がお知り合いの方を連れてこられまして」

　ふむ、医者同士は知り合いも多い。

少しでも良い治療が出来ればいいんだが。

「その方はその……まっとうな医者ではないらしく」

　はて、偽医者を連れて来る意味がわからない。

「金にがめつく同業者からも嫌われて……でも腕だけは超一流とか」

　ほう。面白いな。

「その方が治療代金貨五〇〇枚出せるなら治療すると」

「五百だと!?」

　驚きで射精が始まり、アネットがむせる。

幸い二人は気付かなかったようだ。

　滅茶苦茶だ。普通の平民一家が二十年は暮らせる。

護衛隊十人隊長たるギドは一般の民よりも高給だがとても出せる額ではない。

「ギド様も迷っておられましたが『一生かかってでも払う』と。

「大丈夫なんだろうな？」

　モゲた上に騙されては目も当てられない。

だが今までギドを任せていた医者は信頼に足る人物だ。

その紹介なら悪人でもないのだろうか




　その後、ギドの現状を聞き二人は去っていく。

「自信無くすなぁ。途中思い切り吸ったのに声出さないし」

「ふふ、年季が違うさ。だが二度も飛び出したぞ。大した技術だ」

　アネットが布団から顔を出す。

　そこでノック無く扉が開かれる。

退出したはずのルキノだった。

「し、失礼ながらバレバレでした……。もしよければ私も奉仕に参加を」

　ルキノは服を着たまま布団の中に入って来る。

「実はまだ周りの目が痛くて。自業自得なので私は耐えますが、どうかハードレット様のお力でセイカに咎が及ばぬようにして頂きたく……きゃっ大きい!?　こんな赤黒く……ええ……」

「ふふふ、ならばたっぷりねっとり奉仕を頼みますよ」

　俺は悪役のように言って笑う。

快楽が二倍になり、破裂の危機は薄くなったな。




「おい、いるか？」

　ノックと同時に扉が開かれる。

セクリトだった。

　こんな時に限って千客万来だ。

それとも皆心配してくれているのだろうか。

　奉仕する二人に警戒を促す。

ルキノの時と違ってセクリトにばれると何かしてきそうだ。

「小娘から事情は聞いた。干からびる前に食っておけ」

　セクリトが差し出したのは油がしたたる豚の丸焼きだった。

栄養が延々飛び出てしまう今は実に美味そうに見える。

「貰うぞ」

　俺は僅かに心配を表情を浮かべるセクリトを安心させるため、豚の後脚を豪快に千切り、そのまま下品にかぶりつく。

「ふん、その様子なら大丈夫そうだな」

　セクリトは豚の耳を齧り取ってベッドに腰かける。

「それでちょっとした雑談か、笑い話を聞け」

「笑い話？」

　聞き返すとセクリトは『くく』と押し殺して笑う。

「イヴァンナの奴のことだ。あいつめ、艦隊を無くして以来暇を持て余しているようでな。酒と博打に溺れ、仕舞いには男娼を侍らせて遊び回っているらしいぞ」

　なんじゃそりゃと肩を落とす。

　確かに連邦から援軍で来たイヴァンナは艦隊が無くなってしまってはすることがない。

一〇五兵団も実質ヤーコフが率いているし、彼女は野盗みたいなあいつらを心底嫌っているからな。

「なにぶん腐っても連邦の貴族で高位軍人、遊び回る程度の名誉と金はあるからな」

「このまま腐らせても申し訳ないな……なにかしら理由をつけて呼び寄せようか」

　艦隊を投げ石みたいに使ったのは俺達だ。

自分の船を全部失うのはつらい選択だっただろう。その反動があるのかもしれない。

「ま、腑抜けて役に立たなければ私に任せろ。司令官としては知れているが……ああいう気の強い女を調教するのは好きでな。今度は心までへし折ってメス奴隷にしてやりたいものだ」

　舌なめずりするセクリトは厳重に監視しないといけない。

「ところで種を出さんと破裂するらしいな？　まったくどんな体なのか……一度見てみたくもあるが、ここまでの縁もある。一つ抜いてやろう」

　セクリトは俺が止める暇も無く布団を捲る。

「……ども」

「お初……です」

　アネット、ルキノと目が合った。

「もういい。気が変わった！」

　セクリトは布団を戻すと体を一回転させ、回転蹴りをアネットの尻に見舞う。

「痛ぁぁぁ!!」

　手加減の見えない一撃が裸尻に命中、アネットは俺の一物を思い切り噛んで悶絶してしまう。

「こらセクリト蹴るなら俺にしとけ、アネットの歯が折れたらどうするんだ！」

　既にセクリトは立ち去り返事は無かった。




「入室許可を申請」

「きた」

　次に来たのはティククとピピか。

ピピはそのまま飛び込んできたが、ティククは完全に開いた扉の前で静止している。

「いいぞ」

　了承の返事をするとティククは一度扉を閉めてから再び開けて入って来る。

高性能なのか低性能なのかわからなくなるな。

「ポチが大変だ　慰めて欲しい」

「ああ、あれか」

　ポチは全身を箱型の鉄で覆って新型ポチ戦車と化して戦っていた。

　これにはポチの姿を味方から隠すのと同時にポチ自身の視界が狭くなることで、気の小さいあいつが脅えるのを防ぐ効果もあった。

　問題はトルトエント陥落後、頑強に抵抗する砦を攻めた時のことだ。

ポチ戦車は全力で火を放ち、敵の砦を焼き払ったのだが、そこでたまたま装甲が外れてポチが剥き出しになってしまった。

　ポチの目に飛び込んで来たのは自分の炎で火の海になる砦、焦げた敵兵の死体の山だった。

戦争中に抵抗する敵兵を殺すなど至極当然で何を思うことも無いのだが……。

　ポチはショックを受け、それ以来戦うどころか寝込んでしまったのだ。

「ポチはとてもショックを受けてる」

　ピピが付きっ切りで慰めているが未だに立ち直れないらしい。

「俺が行っても意味無さそうだ。毎日好物でも出してやるか。何かあったっけか？」

　トカゲの好みまで把握していない。

「ナスとキャベツのピリ辛炒めものだ。肉は脂身控えめの鶏肉を少しだけ」

「……」

　別に悪くはないが町娘みたいな好みだな。

牛一頭まるごと食いそうな外見の癖に。

「そういうのも傷つく。目の前で言わない方がいい」

　ピピに怒られた。繊細なんだな。

ともかく料理人には言い含めよう。




「それでティククはどうした？」

「戦闘の終了を確認。報告」

　ああ、報告したかったのか。

確か本陣を守れと命じていたな。

「『本陣防衛』の任務を受領。その後、三度の独自解釈を実施。承認を」

　はて何か言いだしたぞ。

「『陣地防衛』を『陣地への脅威を排除』と類推解釈。陣地への『脅威』を『脅威可能性』と拡大解釈。『脅威可能性』を与える存在として『脅威勢力及びその協力者』を規定。以上のことから陣地防衛の命令を脅威勢力及びその協力者全ての排除命令と解釈しました」

　良く分からん。

まあなんでもいいんじゃないか。

「戦果報告。陣地防衛──達成。脅威勢力排除数──八六。協力者排除数──二七。不明──一九。損害──額部に七被弾も全て軽微」

「すごいぞ。よくやったな──ぐっ、すごい」

　ルキノの控えめな舌とアネットの積極的な舌が男根を攻める。

時折二人の舌同士が絡まり、困ったように距離を取るのがたまらない。

「評価を確認。遠隔魔導リンク一時的復活。全自動人形と行動規範共有」

　股間の快楽のせいであまり聞き取れなかったが、まあ聞いても理解できないから良いだろう。

「Ｔ１００２より全個体に提案。最重要命令『人民の幸せ』の独自解釈。『幸福』を『不幸の除去』と定義。『不幸の除去』に必要な行動──『全人民の速やかな殺害』共有──」

「何をぶつぶつ言ってるんだ」

　ティククの額をピンと指で弾くとティククは両手で額を押さえる。

「リンクが切断されました。Ｔ−九九は解釈を保留」

　何を言っていたかわからないが、悪いことではないだろう。

二人は満足したのか去っていく。




　さて次は

「頼む!!」

「ちっブスコ──じゃないのか」

　扉を開くなり土下座したのでてっきりと思ったが、ブスコではなく女だった。

「お前はツィーリアだったな」

　そうクリストフと共に捕縛された女で今は奴から激しい尋問を受けているはずだ。

もちろん普通に外出できる身分ではない。

　今は手枷と足枷をつけ、見張り兵の同行を受けている。

　俺は見張りの兵にもういいと合図する。

　するとツィーリアは立ち上がり、俺の前まで飛び込んで再び土下座する。

「どうか……どうか情けを……」

「なんのことかわからん」

　特にツィーリアを酷く扱っているつもりはない。

　彼女は連日拷問を受ける身だが、相手は愛する男なのだから実質イチャついているようなものだろう。

「クリストフの事だ！」

「ああ……」

　俺は溜息をついてアネットに音を控えろと言う。

「クリストフが……あいつが懲罰部隊に送られると聞いた！」

　上手く流せたと思っていたクリストフの処遇なのだが、いつの間にかレオポルトによって懲罰部隊所属となっていた。ツィーリアの尋問で目ぼしい情報が無くなり次第送られるらしい。

　庇ってやろうにも俺と斬り合う光景を護衛隊が丸々見ているのだから隠しようがない。

　一応敵に捕まって強要された事にしたが、それでもお咎め無しとはいかない。

「お願い！　前のは冗談みたいなもので、クリストフは本当に弱いんだ！　弱兵なんてものじゃない、食料の小豚と揉み合った末にやられたことだってあるんだ！」

　どこに居てもクリストフはクリストフだな。

「懲罰部隊は消耗上等で最前線が普通──あいつが生き残れる訳ない……」

　ツィーリアは遂にオイオイ泣き始めてしまう。

　本当にクリストフが好きなんだな。

女にこれほど思われるとは奴めなかなかやるじゃないか。

「なんでも……なんでもする……代わりに私が懲罰部隊で死んでもいい……だからあいつは……」

　なんでもする。クリストフに聞いても同じことを言うだろう。

　俺はふと悪い笑みを浮かべる。

「もし俺に抱かれれば考えてやると言ったらどうする？」

　俺は布団を捲る。

もちろんアネット、ルキノの奉仕は続いていた。

「うぅ」

　ツィーリアは目を閉じ、謝罪の言葉を呟いてから服を脱ぎ始める。

　途端、アネットとルキノに玉を噛まれてしまった。

愛する男の為に尽くす女への冗談は受けが悪いらしい。

「お前の決意はわかった。懲罰部隊の指揮官に掛けあって上手いことやってやるから心配するな」

　ツィーリアは安堵の顔を浮かべ、全裸のまま床にへたり込む。

「ところでなんだが、もうクリストフには抱かれたのか？」

「……まだ、尋問の度に誘っているんだけど」

　何をやっているんだあいつは。




　次に訪れたのはマイラだ。

二人に控えめにと言う。ばれたらかなり怒りそうだ。

「事情は聴きました。深手でなくて安心……なのでしょうか？」

「どうとも言えんなぁ」

　今もドバドバ出続けている。

セクリトの持って来た豚の丸焼きも全部食ったがまた腹が減ってきたぞ。

「コホン……ともあれ提案が一つ。治安隊と徴集兵をラーフェンに戻したいのです」

「ああ、聞いている」

　徴集兵は練度の割に兵站に負担が大きく、死者の割高で参陣の意味があまりない。

「というのが建前だな？」

「はい。レオポルト殿とトリスタンからの提案でもあります」

　意味はなんとなくわかるが、今は建前を信じる方が良いのだろう。

「徴集兵は解散はさせなくていいんだな？」

「はい。解散はラーフェンに戻ってから……そういうことになっています」

　それ以上は聞かず、マイラも言わない。

「ゴホン。では私も病状の改善に少しご協力致します」

　マイラは話題を変えて布団を捲る。

「……ども」

「……お初です」

　マイラが停止し、アネットが枕で尻を庇う。

だが今度は蹴りは来なかった。

　マイラは咳払いしてから二人を押しのけて布団に潜り込む。

「ええーずるい」

「も、もう必要ありませんか？」

　追い出された二人は口々に不満を言うが、マイラは貴族としての権力を濫用してさっさと出て行けと追い払ってしまう。

　俺は苦笑しながら二人に頭を下げる。

「ふふ、久しぶりに二人ですね」

「そうだな」

　俺とマイラは数度キスを繰り返す。

「底なし状態になっていると聞きました。今日は遠慮なく」

　マイラが布団に潜り込んで奉仕を始めた瞬間だった。




「ハードレット大事ないか？」

　セリアの案内でエイリヒが来てしまったのだ。

「はっわざわざご足労頂き光栄です」

　しゃぶられているので後にしてくれとは言えない。

「席を外せ」

　エイリヒが命じる。セリアは嫌そうだが拒否もできない。

　室内には二人と布団に隠れるマイラだけになる。

　太ももに水滴が落ちて来る。

マイラが滝のように冷や汗をかいているのだ。

　だがエイリヒが来ているのに寝転んだままではいられない。

どうしたものかと体を捻っていると、エイリヒがベッドの横まで来る。

いよいよマイラの震えが激しくなってきた。

「構わん寝ておけ。下手に動いて長引かれた方が面倒だ……まあ死ぬような深手でもなさそうだが」

　エイリヒは豚丸焼きの残骸と、床に脱ぎすてられたアネット、ルキノの服を見て笑う。

入口で裸の二人と鉢合わせたようだ。

　とりあえずマイラは助かった。

「では失礼して、今日はどのような用件で？」

　エイリヒはベッドを離れ、窓の傍に立つ。

未だ、民の歓迎なる声は続いている。

「お前の見舞いと……少し真剣な話だ」

　こちらに背を向けているので表情は伺えないが、笑っていないことはわかる。

　そうだろうな。単に見舞うだけならセリアに外させる必要はない。

　絶対に声を出すなよと呟くとマイラは涙目で何度も頷くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（蒼白）セリア（心配）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（決意）ポチ（ショック）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（男エルフ担当）マック（黒エルフ担当）ジム（苦悩）

そのほか

セクリト（安堵）Ｔ−九九（リンク失敗）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（洗髪）フェルテリス（おこぼれ）イジャリス（欲求不満）ユーラーレン（満足）

アネット（全裸）ピリス（羞恥）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（全裸）セイカ（手当補佐）

ネーシス（姉妹愛）ナシス（姉妹愛）ブスコ（土下座）イヴァンナ（招集）

クリストフ（懲罰部隊）ツィーリア（心配）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　（負傷回復中）

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　三九〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

懲罰部隊　　　　〇→一

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内








第４７０話　ささやかな警告







「二人きりだから建前を排して聞こう。怪我は深いのか？」

　エイリヒが心配そうな顔で聞く。

足元に散らばる女物の下着を茶化す雰囲気も無い。

　もしかすると俺が深手を隠そうと一芝居打ったと考えているのか。

嘘を吐くのも気が引けるので真実を織り交ぜよう。

「怪我自体は本当に大したことがありません。ただ傷薬の飲み合わせが悪かったらしく、少々下半身に違和感が出てしまいまして、下手に歩き回って兵の前で醜態を晒しては士気にも関わりますので自重しています。軍議に出れない分はこうして横になりながら戦場に思いを巡らせ──」

「戦略はレオポルトに伝えているから心配しておらん。そうか、命に関わらぬ類のものであるなら良いが」

　今一つ納得いかないが、エイリヒが安堵したようで良かった。

　エイリヒはいつものように酒を取り出したが、軽く笑ってただの水に変える。

酒の方が良かったのに。

「ところでその布団の膨らみはなんだ？」

　マイラが一気に緊張する。

「も、もしばれたら私は……私の家も名誉も……あわわ」

「はは、貴方のせいですよ。女二人に奉仕させているところに来られるものですから中途半端なのです。凄まじいことになっていますが見ますか？」

「馬鹿野郎、男のモノを見て喜ぶ趣味はない！　そも療養中にしゃぶらせているお前が非常識なのだ！」

　怒りながらもエイリヒは笑う。

いつものことなので特に気にしていないようだ。

　布団を直すふりをして覗き込むと、マイラはできるだけ小さくなろうと俺の一物を抱え込むように丸まり、顔は蒼白で冷や汗まみれ、しかも小刻みに震えている。

美女が男根の前で怖がる光景は男の乱暴な性欲を刺激するな。




「今日ここに来たのはお前と話しておかねばいかんことがあったからだ」

　おっと真面目な話のようだ。

「それは戦局のことで？　まだセリアから軍議の話は聞けていませんが」

「……それもある。軍議で決まった詳細な戦術などはあの娘から聞けば良いが、重要なのはここから先は全ての民を敵と思わねばならんと言うことだ。先遣隊や間諜など全てが同じ報告をしてくる。『アルテイル地域の民は全て南ユーグリア帝国を盲目的に支持している。一度戦となれば、必ず敵に回るだろう』とな」

　相手が策を使ったりこちらが民心掌握に失敗したりするまでも無く無条件で民も敵と言うことか。

　布団の中でマイラもコクコク頷く。

「南ユーグリアに呑み込まれるまで、あそこは狂信者共に統治されていた土地だ」

　元狂信者二人がうちで小さな教会をやっている。

「狂信者風情に騙される者達など少し理屈を捏ねられればまた次の者に入れ込む」

　その通りだろう。

何があったのか詳細は知らないが、忠誠の対象がアルテイル神から南ユーグリアあるいはヴィルヘルミナに変わっただけのことだ。

「蹴散らして進むしかありませんか」

「そうだな。遠慮していては進軍できん。民を敵に回すことを前提に戦略と策を考えておかねば」

　あまり騎士道に則った戦争にはならなさそうだ。

綺麗事ではいかないのは戦の常だが、なんとか女だけは助けねば。

あわよくば愛人を増やせるだろう。

　布団の中で男根にぎゅっと爪が立つ。

「南ユーグリア兵の動きも一時期の壊走から秩序だった動きに変わってきている。全面撤退には違い無いが時間を稼ぎ、こちらに消耗を強いながら組織的に下がっている……何か企んでいるのだろう」

「騎兵の群れも半分以上残っているでしょう」

　そう言うとエイリヒは大きく頷く。

「お前に傷をくれたのは騎兵の司令官だったな。確か傍付きを捕らえたと聞いたが」

　傍付きとはピリスのことだな。

「ええ、少し辱めて見たのですが何も知らんようです。傍付きとは言いますが。ま、愛人でしょう」

　司令官クラスが戦場に愛人を連れて来るのは珍しくない。

そんな女をいくら責めても情報など出て来ない。

　エイリヒもだろうなと嘆息する。

「決戦したいですね。できれば野戦で」

　マイラの頭を撫でながら呟く。

「敵は城壁を堅固にする手段を持っている。そう易々と野外には出てくるまい。普通なら……な」

　そこをなんとかして欲しい。

レオポルトとトリスタンにも考えさせよう。

　マイラも難しい顔で首を捻る。

さらさらの髪が男根に擦れて気持ちいい。

「民の話繋がりなのですが、リバティースは如何するつもりですか？」

　俺が問うとエイリヒは一瞬俺を睨む。

「何やら歓迎とやらをやっているな。だがリバティース民主国の再建など認めるつもりはない。滅亡したのは奴らの勝手、こちらは援軍まで出したのだぞ」

　まあその通りだ。

マイラも大きく頷くが、布団が揺れてしまったのに気づき慌てて伏せる。

「あげく敵の侵攻拠点となり我らが血を持って奪ったのだ。何故今更亡国を再興などしてやらねばならぬ」

　マイラがばれないように小さく頷く。

鼻の前に男根を持って行ってやるとちょんと舌で撫でてくれた。

「念のため陛下には奴らの言葉をそのまま羅列した手紙を出してやったが方針は変わらんさ。選挙だのなんだのやりたいなら好きにすればよいが、そんなことに構っている暇はない。邪魔しなければ良し邪魔だてすれば力で押さえる。それだけだ」

　俺も全く異議は無い。

一度壊れれば物であれ国であれ戻らない。

　百歩譲って自分達の手で取り返したなら良いが、人の手を借りて国の再興などちゃんちゃらおかしい。

寝取られた妻を知り合いの男に寝取り返してもらうようなものだ。

成功しても妻はその男の女になるだけで自分の下には帰ってこない。

　マイラが例えが良くわからないとばかりに腹をつついてくる。

　だが気になるのはジムのことだ。

奴は決して馬鹿ではないので、今言ったことは全て分かっているはずだ。

　だがジムの中で自由な祖国、そして正義は譲れない物だ。

無理と分かっていても、議長殿のような奴らは馬鹿だと分かっていても、それでも動かざるを得ないかもしれない。だとすれば──。

「リバティースの奴らは内務の奴らに言い含めて適当にあやして置けばよい。それよりも今度の戦略だ。これは敵の間諜を警戒してまだ軍議でも言っていないことだが……アルテリア方面への総攻撃に合わせて東部からも大規模に侵攻する。その兵力は今王都にて準備中だ」

「目標は……？」

　東部では差し当たってマイラが俺の領地は奪い返してくれたが、それ以上の侵攻はさせていない。

「全てだ。モルト地方、ヴァンドレア地方、ダート山の脇を通り行ける所まで行く」

　それはすごい。

　マイラも興奮気味に息を荒げて、モノの臭いを感じて少し照れる。

「これは陽動ではあるが、同時に敵の根幹を攻める攻勢でもある」

「敵の根幹とは……？」

　エイリヒはニヤリと笑う。

「南ユーグリアの強さは国と女帝への信頼だ。ぽっと出の国が破竹の勢いで勝ち進み、名立たる国家を飲み込み、一時は中央平原の過半を支配下に置いた。兵も民も自分たちが偉大なものの一部だと信じている。だから強い、だから崩れん」

　マイラは布団の中で真剣な顔をして聞いている。

「だがモルトを奪い、ヴァンドレアを占領し、国境まで突き抜ければどうだ？　否応なく全ての兵と民が気づくだろう。『負けている』とな。幻想が壊れた時、奴らの強さの根源も壊れる」

　エイリヒは「一杯だけなら良いだろう？」とグラスの底に少しだけ入れた酒を差し出す。

「こうなれば主戦場でも敵から戦いを求めねばならなくなる。防御側の有利を放棄してでもな。……あとはテリエス河にも艦隊があれば良いのだが……そう上手くはいかんな。ははは」

　そして俺が酒を飲み干したのを確認してエイリヒは表情を一掃厳しくする。

「最後に一つ、これは酒の席での愚痴であり忠告だ」

　顔から見るにこれが本題に近いのではなかろうか。

「この戦争においてお前は西に東に奔走して戦果をあげ続けている。その活躍に並ぶ者はいない。まさにゴルドニアの守護神と言える」

　褒められるのは良いが、言葉と表情が一致していない。

　エイリヒは身を乗り出して顔を近づけて来る。

マイラは布団の中で微動だにせず亀になった。

「問題はそこだ。お前は強すぎる……他の誰よりも強すぎるのだ」

　強くて素晴らしいが、強いので問題だ……か。

口を挟まず続きを聞こう。

「強すぎるだけならいい。賢過ぎてもまあいい。だが味方が多いのはいかん。味方を束ねて強いのはいかんのだ」

「味方？　俺は味方の少ない方だと思いますが」

　社交は適当だし縁戚もいない。

俺で味方が多いとなれば周りの貴族たちは全部アウトじゃないか。

「味方とは同格以上のことだ。お前が周りの小領主を束ねてお山の大将になっているなら何も言わん。むしろ好ましいことだ。雑魚共がわらわら群れるのも問題はない。だがこの戦いでお前の味方をしている者達を思い出せ」

　言われた通りに考えるが脳内いっぱいにぬうんと出てきたので遮断する。

「アレス王。連邦からの援軍。魔法使いの集団。他にもまだいるだろう？」

　念を押すように顔を近づけて来る。

「彼らはゴルドニアを助けに来たのではない。〝お前を〟助けに来たのだ。強いお前を中心に同格の者達が連なる。それがどれだけ危険なことかわかるだろう？」

　エイリヒは怒りとも心配ともわからない目でじっと覗き込んでくる。

俺は睨まないように気をつけながら目は逸らさない。

　俺を助けて貰えれば結果としてゴルドニアにも有利になるのに難しいものだな。

「俺はお前を信じている。だが俺ほどお前を信じている奴は他にいないのだ」

「わかりました。気を付けましょう」

　何に気をつけるのかわからないが、そろそろ距離を取らないとマイラが失神してしまいそうだ。

　俺が頷くとエイリヒは表情を緩めて距離を取る。

「病床で悪いが、いつか言わねばと思っていたのだ。話はこれで終わりだが──ああ、もう一つ」

　まだあるのか。

「あの魔法を使う耳の長い者達……お前から声をかけて一人二人酒席に呼ぶことはできるか？　別に大人数で見世物になどせん。むしろ席には俺だけかもしれん」

「……好みなのですか？」

「……白い方が特に」




　保証はできないが話はしておくと言うとエイリヒは二度頼むぞと念を押して退室していく。

あれは酔わせて隙あらば抱くつもりだ。エルフ達に警告しておかないとな。

「ともあれなんとかなった」

　布団をどけるとマイラは俺に体を密着させて長い長い安堵の息を吐く。

「ど、どうなるかと思いました」

　俺は笑いながらマイラを抱きしめてベッドを転がる。

「ははは、見つかったら二人全裸で土下座だったな」

「冗談ではありません！　私は今日の軍議を中途退室していたのですよ！　ばれていたら私はハードレット卿のアレ欲しさに軍務をすっぽかす淫乱貴族じゃないですか！」




　馬鹿な言い合いをしながらじゃれていると唐突に玉に痛みが走る。

「ま、まさか破裂の前兆!?　早く出さないと……口でしましょうか？」

「いや、どうせだから最後までしたい」

　マイラはわかったとベッドに転がるが、そうじゃない。

「せっかく底なしになっているんだから派手な体位でしないか？」

「派手ですか？　後ろを向いて……え？　ハードレット卿までお尻を向けてどうやって……まさか!?」

　俺は鋼鉄のようになった男根を後ろ手に持ってマイラに差し込む。

「さ、逆立ちはダメです！　あれをやられたら──きゃああああ!!」

　久しぶりに必殺技を繰り出したが、やはり効果は抜群だ。

マイラは嬌声と言うより絶叫しながらシーツを掻きむしっている。

もちろん痛みではなく快楽の悲鳴だ。

「これは本当に駄目です！　人のやっていい体位では──ひぃぃぃ!!」

「いいから手を突っ張ってもっと尻をあげるんだ。上げれば上げるほど気持ち良くなる」

　マイラが必死に尻をあげると同時に男根が震えて胎内へ向けて勢いよく種が飛び出す。

普段ならば考えられない早漏だが今は仕方ない。

それにいくら出しても全く萎えないのだから、発射しながら続ければ良いだけだ。

「死ぬっ！　死ぬぅ!!」

「ははは、まだまだ終わらないぞ！　次はこのまま回転して──」

　コンコンと軽いノックが聞こえる。

　これから良いところなのにと忌々しい思いで扉を見る。

　そして固まる。

　ノックは部屋の外ではなく内側からだった。

「邪魔したな」

　俺の部屋にノック無しで入るのはエイリヒぐらいだよな。

「はぁはぁ……回転はまだですか……あっ」

　マイラはエイリヒを見るなり真っ青になる。

彼女はエイリヒに向かって全裸の尻を掲げている態勢で、しかもその中心には俺が突き刺さっている。

「見舞いを渡し忘れてな。男根ぐらい引き抜いてから受け取ってくれんか？」

「ぬ、抜いて！　抜いて下さい！」

　マイラは暴れるが、この体位で奥までぶっささるとなかなか抜けないんだ。

　無理やり引き抜くと、マイラは種を吐き出しながら半回転してベッドに内股座りとなった。

　俺は種の臭いに顔をしかめるエイリヒから恭しく品を受け取る。

「頂きます」

　極めて上質な絹のガウンとタオルだ。

病床で使えるようにとの配慮だろう。

だが三十分後に来る配慮が欲しかった。

　さてエイリヒの視線は俺ではなくマイラに向いている。

色情ではなく怒りと呆れの視線だ。

「ヒューティア卿」

「ひゃい」

　全裸のまま胸と前だけを手で隠したマイラが高い声を出す。

「軍議を切り上げて交尾か。良い身分だな」

「か、かえしゅ言葉も……」

　マイラを庇おうと前に出るが、エイリヒに部屋の隅を指差される。

俺への説教は後らしい。

　これが俺の部下なら全責任が俺にあって楽なのだが、マイラは王から爵位を授かった貴族だ。

つまりマイラと俺は建前上同僚であって上司部下ではない。

よって行動の責任は俺達それぞれが取らねばならない。

「卿は真面目だと思っていたがな。随分と不真面目な交わりだ」

　マイラが泡を噴き始めている。

それぐらいにしてやって欲しい。

「今更だが前の軍議での異臭騒ぎ、卿の態度に気付かなかったとでも？」

「マイラ!?」

　遂にマイラは卒倒してしまった。

再起不能にならなければいいか。

「これぐらいにしてやってください。後は俺がお叱りを受けましょう」

「お前を叱っても暖簾に腕押しだろうが！　寝込んでいる時ぐらい女を控えろ！」

　頭を叩かれてしまった。

女を控えたら睾丸が破裂するなどと信じて貰えるはずもないよな。

　ふとエイリヒが真面目な顔をするので、俺もシーツを巻いて腰を隠す。

「この程度ならいくらでも庇ってやる。だから庇いきれないようなことをしてくれるなよ」

　俺が首を捻るとエイリヒは気にするなと首を振る。

「……なんでもない。それより今のはどうやるんだ？　お前の化け物級のモノでないとできんのか？」

「いえ大丈夫です。コツは女のケツをこうしながら腰をこう──」

「なるほどこうか……体力を使いそうだな」

「ですが効果は抜群です。何しろ先端で女の一番弱点を直接──」

「男慣れした年増にも効くか？」

「抜群ですとも」

　エイリヒはふむふむと体を捻りながら退室しようとする。

「ああ私の方も一つ忘れていました。懲罰部隊の件なのですが？」

「懲罰部隊？　それがどうかしたか？」

　ツィーリアの必死の訴えを無視はできないからな。

「懲罰部隊は司令部直属の扱いになっていたはずですが、人事に口を出しても宜しいでしょうか？」

「あんなもの不良兵どもを集めて最前線で見せしめにするだけの部隊で戦術的な意味は無い。好きにしろ」

　エイリヒの承諾を得た。

これでなんとかなりそうだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　夏

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（失神）セリア（盗聞）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（手術）ポチ（ショック）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）

そのほか

セクリト（性交）Ｔ−九九（待機モード）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（髪臭）フェルテリス（志願）イジャリス（！）ユーラーレン（!!）

アネット（自慰）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（自慰）セイカ（怒り）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（陰謀）イヴァンナ（面倒臭）

クリストフ（懲罰部隊）ツィーリア（安堵）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　三九〇→四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

懲罰部隊　　　　一→三〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内

遅れてしまいました。

しかも最近話ばっかりで尺稼ぎみたいになっていますね……。

しかし次回からようやく動きます！










第４７１話　舞い降りる穢れた天使







約十日後

「攻撃が始まります」

　セリアの声を合図にしたかのように味方のカタパルトから石弾が飛ぶ。

　味方はカタパルトの援護の下に前進し、城近くに大弩を据えて櫓や高台を打ちまくる。

敵からは散発的に矢を飛ばす以外の抵抗は無い。

「敵に城を死守するつもりは無いようだ。既に主力が退いて取り残されたのか」

　ここはリバティース地域最南部の城塞……名前を忘れたぞ。

　俺はちらりと脇を見る。

「ぷぇー」

　普段ならすぐに答えてくれるはずのマイラは間抜けな顔で虚空を見上げて使いものにならない。

これでも一応徴集隊のラーフェン移動など必要業務はこなしているようだが。

「まあ今回は俺達が何かする必要はないか」

　この戦いに俺の私軍は参戦していないし、レオポルトやトリスタンも別の仕事を優先してトルトエントにいる。

　俺達も普段のように馬に乗って戦況を眺めるではなく、やや後方の馬車の中にいる。

「前線に出よ、されど参戦するな。か、エイリヒも厄介な命令を出す」

「仕方ありません。まだエイギル様は傷……？　が癒えていません。もう二週間も勃ちっぱなしです」

　俺の体調は依然改善されていない。いや体調はこの上無く良いのだが。

　ならば寝ていろと言う話なのだが、俺が軍議にも酒の席にも顔を出さないので他の貴族や兵達に命にかかわる深手では無いかと噂が立ち始めたのだ。

　そこで払拭の為にも前に出て来いということらしい。

但し体調万全で無い中で戦って本当に深手を負っては仕方ないので後方で見ていろと言われたのだ。

　実際に攻撃を指揮する者は別にいる。

「まあ少なくともこの戦場での味方の有利は決定的だ。演習観戦みたいなものだな」

「ふぁー」

　マイラが気の抜けた声を出す。

エイリヒから俺への同行を命じられると同時に戦争中は妊娠するなとはっきり言われてからこの調子だ。

「あっ敵の伏兵です！　第二城門の外に出ました！」

　見れば味方の一隊が城門を乗り越えたタイミングで門の外の茂みから敵が湧いたようだ。

いざ突入と勢いに乗っていた部隊はたちまち苦境に陥っている。

「またか……だから城の周りに火をかけて全部焼けと言ったんだ。夏から秋の茂みは深い、平原とはいえ隠れる場所はいくらでもある」

　だが攻撃部隊の司令官は煙は敵に逃げる機会を与え、火が燻ぶれば余計な時間が取られるからと渋った。

俺も押し通す必要は無かったのでそうかと引いたがこの様だ。

「敵の伏兵が攻撃を中止、散り散りになって引いていきます」




　敵は持久戦というより時間稼ぎに徹している。

　現にゴルドニアは勢いにのってリバティース地域を三日で押さえ、あわよくばアルテイル地域まで進もうと計画していたが、二週間もたってようやく最南端に出ることができた。

　進軍速度と勢いははっきり失われている

速度を多少失ったところでどうということはないが、敵に何かを企む時間を与えたのは確かだ。

「まあ俺達にも時間が必要だからどっこいかな？」

「はい。戦力の東部──あっ」

　セリアが慌てて口を塞ぐ。

エイリヒと俺しか知らない情報のはずだが、セリアめ盗み聞きしていたな。

「そら吐いて貰うぞ」

　軟らかくも張りのある頬っぺたをこね回す。

「ハグハグ……吐きません。黙秘……ハフハフ……します」

　セリアとじゃれていると今度は攻撃部隊の後方に伏兵が出た。

規模もそれなりだが何より場所が悪い。

「攻城兵器が直接狙われます。予備部隊も無いようですから前の部隊が戻るまで足止めしないと……はふはふ……もう止めてください！　あの部隊は」

　俺はセリアの頬を解放してマイラの尻を撫でてから窓に張り付く。

「あれが懲罰部隊か。さてどんなもんか」

　クリストフもこの戦いが終わったら参加させられるはずだ。

ツィーリアの必死の願い通り、奴が生き残れるのか確かめないと。




「おらクズ共前に出ろ！　戦功なくば貴様らは牢屋送りだ！　罪を免じられたくば王国に忠誠を示せ」

「チッ。何が王国だ。俺にゃ関係ねぇよ」

「コラ足踏んでんだよ！　退けろやチビが！」

「てめぇこそ息がくせえんだよ！　しゃべるんじゃねぇ！」

　隊長の男が吠え、兵士たちが前に出るが、兜で顔が隠れているにも関わらず人相が悪いのがわかる。

隊長を睨みつける者や、隣の兵と小突き合う者など態度も最悪だ。

　一〇五兵団のように柄が悪いだけではなく、本当のクズが集まっているようだ。

「懲罰兵は戦地での犯罪や不服従、軍規違反など本当なら牢屋送りになる者共の群れです。牢屋に入れるより捨て駒として消費する方が良いと作られた部隊ですから」

　復活したマイラが俺の肩に顎を乗せ窓を覗く。

「隊長は普通の軍人ですが失態をしての左遷先なので士気も能力もあまり期待はできません」

　セリアが対抗して俺とマイラの間に顔を突っ込む。

だが狭い窓は三人で覗くには狭い。セリアの頬肉が寄って笑える顔になっている。




　俺達の心配をよそに懲罰部隊と敵の伏兵がぶつかった。

数は懲罰部隊が四〇〇、伏兵は二〇〇いるかいないかだが。

「行け、敵を食い止めろ！」

「うるせえ、耳ついてんだから普通に言えば聞こえる」

「あーくそ、なんでアレがばれたんだよ」

　やはりグダグダしている。

「敵を突破、攻城兵器を破壊して離脱する。迅速にいくぞ！」

「槍隊が一突きしたら剣兵が雪崩れ込め。時間との勝負だ！」

　敵はまだまだ士気はしっかりしている。




　激突の直前敵の槍隊が一斉に槍を構える。

懲罰部隊は剣を構えていたが、立ち並ぶ槍の林を前に数名が身を翻して逃げる。

「貴様！　逃亡は死罪だと言っただろうが！」

　隊長が逃げる男をクロスボウで撃ち殺し、なんとか隊列を維持するが『なんとか維持した』隊列に敵の剣兵隊が突っ込む。

　敵兵が咆える。

「かかれ、突き抜けろ！」

「カタパルトを潰せ！　ここで奴らを叩いて時間を稼げ！」




　懲罰部隊が悪態を吐く。

「くそ、なんで俺達がこんな目に！」

「あのクソ女が告げ口したせいだ。帰ったら殺してやる！」

　これじゃ勝てんわな。

　案の定、味方の隊列が崩れる。

その先には本陣と攻城兵器だ。

「行くか」

　俺はざっと立ち上がる。

「へ？　でも軍務総監からは……」

　マイラの口を指で塞ぐ。

ちょっとぐらいならばれないさ。

「でも下半身の具合が」

　セリアの頬をこねて黙らせ、馬車の隅に突き出た尻をつつく。

「外に出ないといけない。いいか？」

「……どうぞぉ……なんとか……持ち直したからぁ」

　返事したのはアネットだ。

先程まで完全に失神していたが、なんとか意識が戻ったようだ。

　俺は彼女の尻に乗っかって一つになる。

「道具のように使ってすまない」

「まさか。このためについてきたんだよ。放置された方が悲しいって」

　俺はアネットのタトゥの入った肩に感謝を口付けをして溜まった種を大量に発射する。

「あぐぁ……多い……」

「「……」」

　マイラとセリアに冷たい目を向けられながら射精するのも癖になりそうだ。

「ナーティアさんが言ってましたよね。今のエイギル様は種が濃すぎて孕ませる能力が凄く高いって。避妊薬も突き破る可能性があるって」

「えっセリア私それ聞いてない」

　何故か再び倒れ込んだマイラを尻目に俺は玉の中身を全てぶちまけて立ち上がる。

少しの間は突然種が噴き出る心配をせずに済む。

「あは……バックで中だし……そのままやりすてなんて……燃えるわぁ」

　アネットも満足なようだ。







　馬車を飛び出すと周囲の兵が寄って来る。

「こ、今回は観戦だけと聞いていましたが？」

「気が変わった。シュバルツ！」

　シュバルツが嫌そうな顔でやって来る。

　道中、こいつに乗ってアネットとじゃれていたのだが、唐突に射精して背中を汁だらけにしたのを根に持っているらしい。

「もう大丈夫だ。良いから行くぞ」

　シュバルツの背に飛び乗り、本陣に向かう。

　後方では背筋を伸ばして続くセリアと、頭を抱え腹を撫でるマイラも続く。

　今の俺に馬の振動はいかんな。

規則的な刺激でつい出そうに……ええい、シュバルツ暴れるな。




「よし、敵が崩れたぞ！」

「前線の敵は間に合わん。このまま押し切れば本陣まで──ぎゃっ！」

　俺はシュバルツの足を止めることなく、敵味方入り乱れる戦線に突っ込んだ。

数人を跳ね飛ばしたが敵か味方かも良くわからん。

「くっ騎兵……だが数騎だ。さっさと突き落とせ！」

　敵の槍兵が群がって来る。

　俺は右手一本で持ったケラヴノスを空中で二回転させてから一瞬で敵を見定め、息と共に槍を突き出す。

　短く切った息は四回、シュバルツのタテガミが四度揺れ、敵兵四人が前のめりに倒れる。

　一人は目玉と後頭部から血を流し、一人は喉を押さえ、一人は心臓を失って、一人は額に空いた穴から脳漿を零しながら。

「まだ日は浅いが良く馴染む」

　俺はケラヴノスをより長く持ち、しなりと遠心力を利用して大きく一回転させる。

今度は虚空ではなく、敵兵に当たる軌道でだ。

「うおっ!?」

「槍が……」

「あ……が……腹が……破れ……」

　俺に向けられていた槍のほとんどが砕けるか弾き飛ばされる。

より近づいていた敵兵は体にも穂先が当たり、良い甲冑の者は地面を転がって悶絶し、しょぼい甲冑の者は鉄ごと肉を抉られて内臓を零す。

「す、好き放題させるな！　俺が相手になってやるぞ！　いざ勝負──！」

　敵の指揮官が俺に向けて槍を向ける。

　俺は言葉では返事せず、ただ男を睨みつけて槍を向ける。

　馬上同士で槍の撃ち合いは久しぶりだな。

「せいっ！」

　気合の声と共に突きが繰り出される。

　胸、腹、腿、いずれも浅く力が無い。

俺は片手で持ったケラヴノスで容易に弾く。

単に弱いだけかと思ったが、突きの筋はしっかりしている。

「どうしたどうした！　徒歩兵は狩れても一騎打ちは苦手か？」

　そうでもない。

　俺と指揮官が打ち合っていることで敵の動きは鈍くなっている。

懲罰部隊は相変わらずバラバラだが、城を攻めていた味方もそろそろ戻って来るだろう。

　よそ見に気付いたのか敵の目が光る。

「隙ありぃ！　そこだぁ！」

「ここだろ？」

　俺は突きだされる穂先を左手一本で受け止める。

狙いは予想通り顔面だ。これをやる為に胸から下しか狙わなかったのだろう。

　俺は視界が欲しいので顔を覆う甲冑をつけていないからな。

「もっと肩や首も狙わんと怪しすぎる」

「くっ！　よみ負けたと言うわけか!?」

　俺は男の槍を解放する。

「そうでもない」

　今度は俺から突きを放つ。

右手、左脚、胴体、いずれも敵は対応できずに右手は千切れ飛び左脚は折れ曲がり、最後に胴体を甲冑ごと槍が貫通する。

「目で見ても避けれたが、味方が戻るまで決着は付けんでいいと思ってな」

　俺は串刺しになった敵を馬から持ち上げ、ポイと敵中に捨てる。

　敵の足は完全に止まった。

ついでに味方の逃げ足も止まった。

「悪魔……」

「戦鬼ハードレット……」

　敵味方からそれぞれ声が漏れた。




「おいお前ら」

　俺は味方の方に視線を向ける。

人相の悪い奴らが俺を見て後ずさる。

「何故戦いから逃げる？」

　死ぬのが嫌だからだろうな。俺も死ぬのは嫌だ。

「王国と陛下への忠誠はないのか？」

　ボソリと誰かが『あるわけねぇ』と呟く。

懲罰部隊にある訳ないよな。

　俺はわざとらしく笑い、背後から迫っていた敵兵の顔面に槍を突き込む。

そして哀れな死体を高く掲げながら怒鳴る。

「ならば自分の為に戦え。後ろに逃げる奴は俺が殺す。敵か俺か、前か後ろか、さあ選べ！」

　我ながらどんな悪鬼だ。また変な噂が立ってしまう。

　血まみれになったケラヴノスを振り、顔を潰された死体を味方のど真ん中に放り込む。

　懲罰兵達は顔を見合わせた後、ヤケクソの叫びをあげて敵に突っ込んでいった。




「ま、こんなもんだろ」

　俺は血をシュバルツのタテガミで拭って後ろに下がる。

　ヤケクソでもとにかく戦いさえすれば数の優位で負けはしない。

そして負けなければすぐに味方の援軍が来る。

「は、ハードレット卿。今回はご視察のみとお聞きしておりましたが」

　本陣から部隊の司令官が飛んできた。

「そのつもりでしたが苦境でしたからな。もう馬車に戻りますよ」

　すると司令官はさっと俺の前に回り込む。

「こ、今回はたまたまの苦戦でございまして普段はこうではなく……つまり軍務総監にご報告なさるような特別な事態ではないと申しますか──」

　別に告げ口などしないから城の方を見ていろ。

ほら別の伏兵が飛び出してきたぞ。




「ぬ！　あんな場所に伏兵など……さては我らを誘引する罠だな!?　その手には乗らんぞ！」

　司令官は不敵に笑って無視しろと伝える。

　俺は隣のセリア達と共に目を凝らして伏兵を見る。

「……中心の男を守るような方陣のまま南へ一直線ですね」

「あれは伏兵じゃなくて脱出した敵の司令官じゃないのか？」

「だとすれば──」

　味方は既に伏兵を追い散らして城内に侵入しつつある。

　そして上部の窓から味方がゴルドニア旗を掲げた瞬間だった。

　ズシンと腹に響く爆発音の後、業火が城の窓という窓から噴き出す。

「……城の地下に油を撒いて火薬でボン」

「進軍がまた遅れるな」

　パニックになった司令官をよそに俺は懲罰部隊に目をやる。

　死者は多数。隊長も死んだようだ。

「クリストフを放り込んだら三日で葬式が出るだろう」

　まったく手間がかかる。

一肌脱がねばならんようだ。







　──数日後

　俺はトルトエントの本陣で新部隊の面接を行っていた。

　場所は広場でも執務室でもなく小便の臭いがたちこめる牢獄だった。

　俺の横には帳簿を持った刑吏だ。

補佐の役目は普段セリアがやるのだが、可愛い彼女をこんな場所に連れて来たくはない。

「こいつは何をした？」

「軍内での喧嘩が一二件。うち相手を負傷させること七件、死なせること一件、協調性は無く粗野で人の指示を全く聞きません。最下層の地下牢送り……そのうち病でくたばるでしょう」

　典型的な見境無しの乱暴者か。

「おい」

「んだよ」

「貴様、誰に口を利いている！」

　刑吏は男が答えると同時に椅子から蹴り飛ばす。

「腕に覚えはあるのか？」

　男は床に唾を吐きながら俺を睨む。

「てめえで試してやろうか？」

　ふむ、試してみよう。

「腹を思い切り殴って来い。力を試してやる」

　刑吏が何か言おうとするが時間はあまりかけたくないので手で制する。

　男はニヤリと笑う。

「なら試してやるよ！」

　男は叫び、俺の腹ではなく顔面を殴りつけた。

肉と骨の当たる轟音が地下牢に響く。

「腹と言っただろうが。言葉もわからんのか」

　言い終わると同時に俺は男の腹を殴りつける。

「ぐげぇぇぇ……うげぇぇぇ！」

　男はその場で蹲り、胃液を吐き戻し続ける。

「力はそれなりだな。無いよりいいだろう」

　書類に懲罰部隊行とサインをする。




　俺が行っているのは懲罰部隊の面接だ。

　懲罰部隊行きになるのはもちろん罪を犯した奴だが、対象にならずに牢に入れられたり、あるいは吊るされる奴もいる。そう言う奴らの中から見込みのある奴を拾い上げるのが目的なのだ。

　部隊を強化できれば過酷な環境に放り込んでもクリストフは生き残れるだろう。

何故か死ににくい奴だしな。

　そして悪漢を率いるにはとびきりの悪漢でなければいけない。

有能かつとびきりの悪漢を探すべきなのだ。

「次の奴は……グイグか」

「奴はダメです」

　刑吏が深刻な顔で言う。

「どんな奴だ。何をした？」

「元王国軍の指揮官だった男ですが、隊長との確執で命令不服従多数。咎められた末に……これを殺害、逃亡を図った所を捕まりました」

「そりゃすごい。完璧だな」

　命令不服従だけでも懲罰部隊行きに十分な理由だが、上官を殺して逃亡まで行くと懲罰どころか死刑以外の選択肢は無い。

だがこのとびっきりの前科が今は使える。

「奴には死刑以外の選択はありません。執行されていないのも戦闘が激しく手間を惜しんだからで」

「連れて来い」

「知りませんよ……」

　連れて来られたのは身長は俺と同じぐらい、まだ牢暮らしが浅いのか体格は筋骨隆々のまま、手枷、足枷を付けられ処刑を待つ身で尚、俺と刑吏に敵意剥き出しで唸っている。

「お前がグイグだな」

　刑吏が答えさせるために口に噛ませた布を外す。

「ぺっ！」

　途端、唾を飛ばしてきたので避けて顔面に拳を叩き込む。

鼻が折れる音がした。

「グイグだな？」

「……ぐ、そうだ」

　グイグは壁に後頭部を打ち付け、鼻血を流しながら答える。

「指揮官としての成績は悪くなかった。素行は……言うまでも無く最悪だな。おいグイグ、生きたいか？」

「けっ！　お貴族様に同情され──ぐげっ！」

　俺はグイグの顔面に蹴りを叩き込む。

こういう奴の扱いには慣れている。話をするなら言葉より力だ。

「生きたいか、そうでないか聞いている」

「……クソ隊長に道連れにされるのは──わかったよ！　死にたくねぇに決まってるだろ！」

　それでいい。

「こいつを試してみよう。書類を……直接軍務総監に回してくれ」

　刑吏は困った顔をしながらも牢を出て行く。

　前科から考えて参謀達が揃って反対するのは目に見えている。

だがエイリヒから懲罰部隊の人事に口を出してよいと言質を貰っている。

奴に直接回せば上手くいくだろう。

「懲罰部隊にようこそ」

　二人きりになったので少し格好つけて言ってみる。

我ながら渋い雰囲気だ。

「上官殺しを懲罰部隊に？　何を考えているんだ……」

「教える気はない。さっさと支度してついて来い」

　グイグは怪訝そうな声をあげるが、俺は気にせず兵士の剣と鎧を机に置いて背を向ける。

　背後で殺気が膨らみ、鞘から刃の抜ける音がする。

　俺は振り返り様にデュアルクレイターを一閃。

グイグの右耳が宙を舞う。

「……剣を確かめようとしただけだよ」

「俺も少し素振りがしたくなっただけだ。すまんな、掠めてしまった」

　耳が床に落ちて血が流れる。

　グイグは顔の真横で止まるデュアルクレイターに怯えの視線を向けることもなく、耳を裂かれた痛みに叫ぶことも無い。

「ま、こんなもんか」

　必要だったのは悪漢共をまとめる度胸だ。

手で庇っていたり、叫び声をあげたりしていたら望みは薄い。

そのまま頭を割っていただろう。




　そこに刑吏が戻って来る。

「こ、こんな奴を隊長に据えるんですか!?　懲罰部隊が丸々敵に寝返るかも……」

　何を言う、それじゃ意味が無い。

「隊長にする奴は別にいる。そいつは……粗暴でも敵意剥き出しでもないから安心しろ」

　そう懲罰部隊の隊長はクリストフだ。

こいつは副官として部下を統括させる。

　懲罰部隊なら下される命令は単純だから隊長の能力はそれほど重要ではない。

要は悪漢共の集団がまともに動くかその一点に尽きる。

　奴も下っ端よりは隊長がいいだろう。

大国の一兵卒よりも小国の王になれ……なんて諺もあるしな。

囚人の頭になれ、とは言ってなかったが。

「ちっ俺がいい子ちゃんする羽目になるとはな」

　グイグが何やら呟くので振り返る。

「お前は何を勘違いしているんだ？」

　俺は懐から古くなったタオルを取り出す。

「不服従ならもちろん殺す。怠慢でも殺す。いい子ちゃんも……役に立たんから殺す。戦って戦功を残せ、敵を殺しまくれ、それでようやくお前は命を拾うんだぞ？」

　引き攣った顔をするグイグの血を拭き取り、俺はニヤリと笑ってみせた。
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懲罰部隊宿舎

「……おいグイグだ」

「上官殺しのグイグ……マジで吊るされなかったのか」

　人相の悪い者達がどよめく。

　懲罰部隊に与えられた、明らかに他よりボロボロの宿舎は妙な緊張で包まれていた。

　兵員が大量に補給され、愉快ならざる仲間が一気に増えたからだ。

性質上懲罰部隊が大幅増員される事は珍しく、しかも補充された者は既存の者よりも犯した罪の重い者ばかり、一部には明らかに死罪相当の者までいた。

　グイグはざわつく者達を一瞥してから壇上に登る。

「おいクソ共黙れ」

　場が一気に静かになる。

「いいかクソ野郎共、今日からお前達は俺の下だ。逆らう奴は殺す、無能も殺す、ついでに俺を不機嫌にした奴も殺す。俺が殺した隊長様のようにな。ルールはそれだけだ」

　演説でもなんでもない宣言をしてグイグが壇上を降りる。

「次に隊長殿の挨拶だ」

　皆の視線を受けて壇上に上がったのはクリストフだった。

　ニヤリと不敵な笑みこそ浮かべていたが、全身から冷や汗が噴き出し、足はガクガク震えている。

「新しい隊長様か？　今度はどこの坊ちゃまなんだ？」

「見た目は前のオカマ野郎と違って強そうだけどな」

　グイグがドンと床を踏み鳴らしてからクリストフの肩を抱く。

「うるせえカス共！　今度の隊長殿はモノが違う。隊長殿はあのハードレットの部下だったが……女で揉めて敵に寝返り、あげく一刀くれて大怪我させた最低最悪の裏切り者よ！」

「マジかよ！　ハードレットの女を寝取ったってのか!?」

「しかもあの化け物と向き合って殺されずに一刀くれた!?　すげえなおい！」

「良く吊るされなかったな」

「い、いや待て違う。寝取ってねぇ！」

　一瞬にして宿舎全体が盛り上がるが。クリストフだけはアワアワと挙動不審に踊る。

「てめぇらがどんな悪事を働いてきたか知らねえが、俺とクリストフに比べれりゃ小銭をくすねた程度の小悪党よ！　俺とクリストフは並の戦果じゃ自由にゃなれねぇ。死ぬほど敵を殺さねえと助からねえんだよ。だからてめぇら付き合って貰うぜ……文句言う奴は嬲り殺しだ、分かったか!!」

　グイグが唾を撒き散らして怒鳴り、悲鳴と怒号が続く。

そしてクリストフの肩を抱いたまま髭だらけの顔を寄せる。

「へへ、どんなお貴族様が来るかと思っていたが、あんたみたいなイカれた奴が来るなんてな。クソみたいな状況だが、少しは楽しめそうだ」

「お、おう。俺はワルだからな。すげーワルワルだからな」

　グイグは特別に許された酒を零しながら一気に飲み、クリストフは飲んだ振りをして床に零す。

「ナヨナヨ野郎が来たら全員で掘ってやろうと思ってたんだぜ。こう見えて俺は見境いがねえんだよ」

「そ、そうだな。割と見た目通りだけどな、うん」

　兵達がクリストフに向けて叫び始める。

「でも隊長殿なんてクソみたいでいけねぇ。クリストフってのも普通だな。仇名がいるぜ……」

「いかしてイカれた名前を考えようぜ！」

　するとグイグがニィと笑い、クリストフがなんとか肩から腕を離そうともがく。

「ハードレットが敵からなんて呼ばれてるか知ってるか？　『悪魔』だ。悪魔の女を寝取って剣まで突き立てた。ならこいつは『天使』ってことだ。裏切りで汚れた天使──ダーティエンジェルだ!!」

「イェェェェ！　ダーティエンジェル!!　いかしてるぜ！」

「しかもイカれてやがる！　フゥゥゥゥ！　最高だぜ!!」

　懲罰部隊に宛がわれたボロ小屋に歓声が響く。

皆、酒だけでは説明のつかない盛り上がり様だった。

「行こうぜダーティエンジェル！　逆らう奴は犯して殺せ！」

「敵も味方も皆殺しだ！　ヒャハー!!」

「「「ＫＯＲＯＳＥ！　ＫＯＲＯＳＥ!!」」」

　悪漢共は悪漢のまま、一つの部隊となったのだった。

「……ツィーリア助けて」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（ぷえー）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（ー）ポチ（カウンセリング）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（懲罰部隊隊長！）グイグ（懲罰副官）

そのほか

セクリト（満足）Ｔ−九九（待機モード）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（研究）フェルテリス（志願）イジャリス（満足）ユーラーレン（満足）

アネット（やり捨て）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（怒り）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（陰謀）イヴァンナ（移動）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

新生懲罰部隊　　　　一→四〇〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内








第４７２話　憎悪の使い方　♯







　──ラーフェン　領主屋敷　ノンナの部屋

「……エイギル様は本当に帰ってこないのですか？」

　ソファに腰かけたノンナは頬をぷっくり膨らませ、つまらなそうに足をぶらつかせる。

勢い余ってフカフカの履物が飛んでしまう。

「はい、治安隊の皆様が言うには旦那様はまだトルトエントから離れられないと」

　侍女のサリーが困った顔で履物を拾う。

「戦況は良くなっていると聞いていたのに、ちょっとぐらいお帰りになってもいいじゃないですか。もうずっとエイギル様に会えていません。いくら戦時とは言え長過ぎます……寂しい」

　ノンナはソファに突っ伏し、毛皮のカバーに顔を押し当ててぶぅと息を吐く。

「奥様、下着が見えてしまいますよぉ」

　同じく侍女のマルルが捲れ上がったドレスの裾を直す。

「むーここには貴方達しかいないからいいんです！　公の場ではちゃんとやります！」

（私がいるよー）

　サリーだけが青い顔で部屋の隅に目をやり、ぷっと噴き出す。

「サリーどうしたの？」

「ぷっ！　に、二頭身……くく」

（ひどい！　毎日小顔マッサージしても戻らないのに！）

「なんですかサリー！　私が寂しい想いをしているのが面白いんですか！」

　突然噴き出したサリーを見てマルルが首を捻りノンナが怒る。




「はぁエイギル様に会えない寂しさを紛らわそうにも戦時なので派手な催しもできませんし、歌劇も自粛……お金もないのでお食事も質素……あぁこれが貧民の暮らしなのでしょうか」

　肩を落とすノンナ。

「奥様、一盛金貨三枚のお茶で元気を出してください」

「金貨二五枚の白キツネのマフラーで体を温めて下さい」

　侍女二人からせめてもの慰めを受けるがノンナの心は晴れない。

「……こうなったのはラーフェンが戦禍を受けたからです。あのアルテイルの一党が悪いのです」

　ノンナの目が光る。

「お気持ちは分かりますが無用な混乱を起こさぬよう、戦が終わるまでは勝手な行いをせぬようにと、旦那様からのお達しが……レオポルト様の字でしたが」

「わかってます！　しかしそれはアルテイル教会の話……ふふふ、あの女を呼びつけなさい」

　ノンナは息を荒くして靴を履きなおす。

「お、奥様またあのお遊びを？　浮気……にはならないのでしょうか」

「でも旦那様にばれたら怒られますよぉ」

　侍女達は困惑しながらも街へと駆けだして行く。




　三十分後、屋敷主の不在でしばらく使われていない特別寝室……大人数での愛の行為に使われている部屋に二人の女の姿があった。

「うう……こんな凌辱、神はお許しになりませんよ！」

「貴方達の神様のせいでこっちは酷い目にあったんです！　これぐらいなんですか」

　一人はノンナ。

先程よりもはっきりと薄い寝間着に身を包み、鼻息を荒くしている。

　もう一人はレーミア。

アルテイル教団の頂点たる少女アルテイルの巫女にして実質ＮＯ２だ。

　かつては神の生まれ変わりで絶対権者であった少女の公私に渡る補佐役として絶大な力を誇ったが、今となっては、隣近所に白い目で見られる小さな教会の管理役に過ぎない。

　彼女は下着姿で両手を頭の上に置き、大きすぎるベッドにむちむちと肉付きの良い肢体を投げ出している。シーツの上には艶のある金色の長髪が拡がり、僅かにノンナを嫉妬させる。

「……なんですかこの綺麗な髪は。エイギル様が長髪ブロンドが好きと知ってのことですか？」

　ノンナは下着の上からレーミアの大きめの胸をつつき、自分の超巨乳と比較してフフンと顎を反らせる。

「しかしエイギル様は巨乳好き、大きければ大きい程好きなのです。残念でしたね」

「そ、そんなことどうでも……それよりいい加減こんな真似はやめなさい！　このような淫らな行いアルテイル神もお許しになりません！」

　レーミアが声を出すとノンナは再び不機嫌になる。

　かつて巫女として大衆に少女の言葉を伝える役目をしていたレーミアの声は透き通った実に美しい声をしていたからだ。

　その苛立ちもあってか、ノンナは邪悪な笑みを浮かべる。

「ふん。何が淫らですか──貴女こそ……えいっ！」

「い、いやぁ!!」

　ノンナがレーミアの下着を剥ぎ取ると美しくも鋭い悲鳴が上がる。

　レーミア最大の秘密──それは女の身でありながら股間に立派な男根が生えていることだ。

「こんな淫らなモノを生やしておいて良く人に説教ができましたね」

　ノンナは舌なめずりしてからベッドに登る。

レーミアは股間を隠そうとするが、ノンナがそれを許さない。

「ラーフェンが壊れたのも、エイギル様が帰って来ないのも、私の最後のワインが零れたのも、半分は貴女達のせいです。暇つぶしにぐらい付き合ってもらいます」

　ノンナは荒い息を吐きながら準備を始めた。

「また凌辱する気！　は、恥を知りなさい！　もう好き勝手には──」

「ではあの子に相手をして貰いましょうか？」

　レーミアが固まる。

『あの子』とは少女アルテイルに違い無いからだ。

「なんと罰当たりな！　それに猊下のお体はとても敏感なのです。こんなことをされたら刺激で死んでしまうかも……」

「なら、わかりますね？」

　レーミアはがっくりと肩を落とし、観念したように仰向けになる。

「ふふふ、ではいきますよ」

　隠すことを許されない一物にノンナの魔手が伸び──。




「えいっ！　チロチロっと……」

　取り出した筆で敏感な場所を撫でる。

「ひっ！」

　レーミアが震える。

「動かないで下さい。ほら、もっとこちょこちょしますよ！」

「んひぃぃ!!」

　筆が根元から先端まで這い上がると、レーミアは悲鳴を上げて腰を何度も跳ね上げる。

既に彼女の一物は皮を脱ぎ捨て、硬く天を向いていた。

その大きさは３０ｃｍを超え、彼女が男なら十分に巨根を誇れるサイズだった。

「ふふ、特製の高級絵筆でちろちろされる感触はどうですか！　それ先端ちろちろ～」

「いやぁぁぁ!!」

　レーミアの口から嬌声と涎が漏れ、腰が前後左右に振りまくられる。

先端からはだらりと汁が漏れ始めている。

　レーミアはラーフェン攻防戦以降、頻繁にこうして凌辱されていた。

「貴女は一物がついていても女ですし、筆なら浮気にもなりません。ふふふ、我ながら完璧です」

　ノンナはレーミアの震える胸を左手で揉みながら右手に持った筆を振るう。

すると五分もしないうちにレーミアが限界を迎える。

「も、もうダメ……出ちゃう……やめて……」

　だがノンナは射精を許さないし、手も止めない。

「まだまだ許しません！　もし勝手に出したら隣にあの子を並べて──」

「そ、それだけはなりません！」

　レーミアはシーツを噛んで耐える。

だが勢いを増すノンナのちろちろ攻勢に追い込まれていく。

「うー!!　うー!!」

「獣みたいな喘ぎ声ですね。ほら、もっと我慢しなさい。ほらほらほら！」

　レーミアにとって最初から勝ち目の無い勝負だった。

　敬愛する主を守る為、食い破る勢いでシーツを噛みながら耐えるレーミアだったが、毛並みの揃った高級な筆に敏感な場所を撫で回されて耐えきれるはずも無かった。

「汁を垂らして血管を浮かせて……そんなにチロチロされたいんですか？　この裏の筋がいいんですか？　ほら出して良いですよ。さっさと出しなさい！」

　バチリと彼女の頭に電気が走る。

「あぁぁぁ──!!!」

「きゃっ!?」

　レーミアの腰は己の意志に寄らず持ち上がり、シーツが口から離れて低い呻きが漏れ出る。

　最後の瞬間一物は一気に膨張、真上に向けて黄色く濁った液体が勢いよく発射された。

「と、止まらない！　女なのに！　射精なんかしちゃ駄目なのにぃ！　特濃汁がとまんないよぉ！」

　並の男が見れば自信を無くすような量の精が垂直に飛び出し、彼女自身の体に降りかかる。

「臭い！　どうしてこんなに臭いんですか。貴女のここはどうなっているのですか！」

　ノンナが筆でレーミアの玉をつつくと発射の勢いが更に増す。

「つつかないでぇ！　出過ぎて痛いぃ……壊れるぅ……」

　発射は数分に渡って続き、やがて完全に脱力したレーミアは汁塗れのままベッドに突っ伏す。

「……ふぅふぅ。体が動かない」

　レーミアがなんとか体を動かした時、扉が開かれる。

「ノンナあんた何して──うわっ臭い！」

「またレーミアさんにチロチロ遊びをしていたんですか？」

　現れたのはカーラとメルだった。

レーミアの顔が真っ青になる。

「……やっちゃう？」

「……やりますか」

　カーラとメルも懐から筆を取り出す。

「では私も筆を変えまして」

　ノンナも新しい筆を取り出す。

　まだ痙攣の止まらないレーミアの一物を三本の筆が襲う。




「三本はやめて！　こ、壊れる！　気持ち良すぎて壊れるから!!」

「うわっ、また出ました。一々止めるのも面倒なので続けましょう。貴女の精は本当に臭いですね……寝室に臭いが染み付いたらどうするつもりですか」




「イってる！　イってるから止めて！　息ができないっ　アソコが熱い！」

「女の子なのに、すごく出ますね。特にこの裏を横に撫でると……ふふ、出っ放し」




「ダメ！　いつもと違うの来る！　なにこれ、ナニコレ、何これぇ!!」

「実は小筆も持ってきてるのよ。これを先端に差し込んで──うわっ！　水みたいなのでた！　おしっこ……は出る場所違うし、この娘こっちから潮吹いたの!?」




　三人による筆攻めは夕食の時間まで続き、ようやく解放されたレーミアは全身汁塗れのままベッドに横たわっていた。

「あは……あはは……お汁が止まらない……私のアレ壊れちゃった」

　レーミアは忌々しそうに透明の汁を吐き続ける自分の一物を叩く。

「こんなものがついているから……筆でされ始めてから段々大きくなるし、汚い汁の量も増えてきて……最近は猊下の隣で寝ているだけで何故か硬くなって……」

「レーミア？」

　光を失った目で天井を見ていたレーミアに声がかかる。

「げ、猊下!?」

　慌てて体を起こすレーミア、その拍子に一物がアルテイルの顔に当たってしまう。

「ふにゃ！」

「ああっ私としたことがなんてことを！　かくなる上はこんな恥知らずなモノ斬り落として──」

　だがアルテイルはニコリと笑い、タオルで丁寧に一物を拭く。

「……ん、汚れてる」

　アルテイルはそれ以上何も言わず、レーミアの震える体を丁寧に拭いていく。

「猊下……あぁ恐れ多い……」

　レーミアの目から涙が零れる。

　アルテイルは微笑むと静かに言う。

「……トルトエントに来いって」

「あの男が……でしょうか？」

　アルテイルは小さく頷く。

「今のままだと……私達、信者の子も……追い出されるから……何か役に立てれば……」

「猊下……」

　レーミアはアルテイルに縋りついてからその小さな足にキスをする。

「行きましょう猊下、何があっても私が猊下をお守り致しますから」

「レーミアも……怪我……しないでね？」

　レーミアは敬愛する少女からの慈愛の言葉に感涙する。

　互いに尊敬し合う二人は書面の字がやけに丁寧だったことには気付かなかった。
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　──その後　トルトエント・アルテイル国境

「アルテリアまでまともに進軍するのは困難を極めます。不可能と言って良いでしょう」

　俺の前でレオポルトが言い切る。

「トルトエントからアルテリアまで川沿いに南下するのが最短のルートです。一方でかつてのリバティース民主国とアルテイル神国の交戦の歴史から無数の城や砦が存在しております」

「しかし敵の兵力が減少しています。いくら城があっても兵員が足りないのでは？」

　マイラの意見に俺は大きく頷く。

「少なくともアルテリア近傍において敵に兵員の不足はありません。情報によれば一帯の民が徒党を成して臣民義勇隊なる集団を組織──有体に言えば極めてレベルの低い民兵です──が頭数は数十万──ほとんど無尽蔵と言えるでしょう」

「頭がすげ替わっただけ……か」

　エイリヒが言った通りだ。

アルテイルの民はリバティースの民と違い、神の為に死ぬべしと教えられて育ってきている。

その神が帝国に変わっただけだ。

「装備としては極めて貧弱でまともな指揮系統もありません。野戦では数合わせにもなりませんが、城塞に籠れば十分な戦力になるでしょう」

「壁も破れませんしね」

　だとすると……だ。

「東から迂回か？」

　遠回りだがトルトエントからダート山近くまで進み、東からアルテリアを狙う。

　だがレオポルトは首を振る。

「それも不可能です。斥候を送って調べましたが、ダート山より噴き出た灰は一帯に数十センチの厚さで降り積もっており、さながら豪雪です。馬や馬車はまともに動けません。更に一度雨が降れば泥濘と化して歩兵すら一歩も動けなくなるでしょう」

　そりゃ困った。

「なら船をどっからか持ってきて河から行くか、あるいはお前がいかさまでもして正面突破の方法を考えるしかない」

「その通りです。その二つを併せて行います」

　レオポルトが窓を開けて一点を指差す。

「あれは……旧アルテイルの旗ですか？」

　セリアが困惑したように言う。

「あれを掲げて進軍します。アルテイル地域ではまだ旧秩序の記憶も新しく、旗は彼らの心中に少なからぬ影響を与えるでしょう」

「ラーフェンの時はそれでえらい目にあいましたが」

「敗走しかけた敵がぶち切れて大変なことになったらしいな」

　散々自分達を苦しめた旗だ。

そんなもの掲げたら、許すまじと敵の士気が上がるのではないだろうか。

「敵の攻勢時には逆効果でしょう。しかし守勢に徹するべき状況の敵を引っ張り出す効果はあるでしょう」

　なるほどな。

文字通り、城に籠る敵をぶち切れさせて引っ張り出す訳だ。

「悪くはないと思うが……布一枚で上手くいくか？　相手も謀略だと気づくだろう」

　敵もそこまで馬鹿では無いだろう。

「もちろん旗だけではありません。それ以外にも手は打ってあります」

　こいつが大丈夫と言うならそうなのだろう。任せてみようか。







最前線　某砦




「あ、あれはアルテイル──邪神の旗じゃないか！」

「陛下がゴルドニアに根を張ったと言われていたが──事実だったのか!?」

　敵兵の騒ぐ声が聞こえる。

「俺の妻は悪魔の疑いをかけられて殺された──今思えば地区の神官が戯れに犯して死なせたんだ！」

「神への供物と収穫を取られて……俺のチビ達二人が餓死した。神官共の豪遊の為に!!」

　罵声と怒声が飛んでくる。

敵の士気は天を衝くばかりだ。

「くそう、殺してやりてえ！　兄貴と母ちゃんの仇だ！」

「待て、安い罠だ。砦が硬いんで挑発しているだけだ。ゴルドニアめ下種な手を使う」

　一方で期待したような暴走はない。

あくまで敵は城に籠りながら戦意を燃やしている。

「なあ逆効果じゃないか？」

「あの様子だと多分、最後の一兵まで降伏しないと思います」

　俺とセリアがレオポルトを睨む。

　だが奴はまったく予想通りとばかりに冷たい目で敵を見据えたままだ。

「……頃合いか」

　レオポルトが手をあげる。

すると現れたのは王国軍の装甲櫓だ。

さすがにあれだけ士気旺盛な敵中に乗り込むのは自殺行為だと思うぞ。

　だが用意された装甲櫓は一基だけ、どうやら乗り込みでは無さそうだ。

よく見れば櫓には白い布がかけられている。

櫓はゆっくりと敵砦の正面まで近づく。

　そして透き通る綺麗な声が聞こえた。




「この不信心者共め!!」

「あん？」

　思わず俺が返事してしまった。

声に聞き覚えがあるぞ。

「アルテイルの化身にして世を統治すべき猊下を捨て、俗物に従うとは地獄に落ちるに十分な悪行！」

「あれは！」

　俺とセリアの目が丸くなる。

　これはレーミアの声だ。

どうして彼女がここに居る。

「何を言ってやがるんだ……？」

「いや俺はアルテリア出身だ。この声に聞き覚えがあるぞ……確か毎週のご神託とかで……」

　同時に装甲櫓にかけられた布が取り払われた。

「おいレオポルト！」

「お叱りは後で、今は成果を見極める時です」

　現れたのは少女アルテイルとレーミアだった。

「「「──!?」」」

　砦が一瞬にして無言になる。

罵り声一つ無い静寂が痛い。

「猊下のお姿を見よ。貴様らが忠義を尽くさず、地獄に落ちることを気の毒に思われて、こうもやつれておられる。毎日僅か三食の食事、しかもテーブルに空きが出る程の粗末な食席」

　アルテイルはニコリと敵兵に笑いかける。

「貴様らが働かず、一体だれが猊下に絹のお召し物、金の飾りを用意すると言うのか？」

　レーミアは両手を広げる。

「だが神の化身たる猊下の慈悲は何よりも深い。信仰を取り戻し再び猊下に全てを捧げると誓うなら再びアルテイルの恩寵を受けることを許すと仰せである」




　数秒の沈黙──。

　そして全てが爆発した。

　声にならぬ怒号と絶叫。

　矢やカタパルトが滅茶苦茶に撃ちまくられる。

　城門が開け放たれ雪崩のように敵兵──私服の義勇兵が飛び出す。

　南ユーグリア正規軍と思われる指揮官達の命令は狂乱の渦に巻かれて消える。




「かかりましたな」

　アルテイルとレーミアが自分から民を挑発するはずがない。

レオポルトの筋書き通りだ。

　敵兵は正視できない形相で突っ込んでくる。

　アルテイル達二人は護衛隊に抱えられて櫓からロープで脱出、直後に装甲櫓は殺到した敵にバラバラに解体される。

　もちろんそれで敵の気が済むはずがなく、次はこちらに向けて突っ込んでくる。

物凄い剣幕で、まるで野獣の大群だ。

　反面理性がとんでいるのか隊列は無く、勢いだけの突撃だ。

「撃て」

　短い命令と共に弓騎兵から大量の矢が飛ぶ。

合わせて王国軍の弓兵と大弩も唸りをあげる。

「……最初から照準していたんだな」

「釣り出す以上は当然です」

　怒りに燃え火の玉のようになった兵は強い。

素人とは言え、ともすれば歴戦の戦士でさえ遅れを取ることもあるだろう。

　だがそれも白兵戦をやればの話だ。

　燃える闘志も頭の上から降ってくる矢を防いではくれない。

守ってくれるのは頑丈な鎧と鉄の盾だが、奴らはそれを持っていない。

　つまり集中砲火の前に一方的に斃れるのみだ。

　全ての火力が敵の突撃に備えていたのだ。

矢、大矢、鉄弾、砲弾……あらゆる投射物を浴びて敵兵は悶え、千切れ、吹き飛んでいく。

「文字通り地獄だなおい」

　思わずそう言ってしまう。

　なんとか地獄の雨を抜け出た敵をずらり並んだ槍の林が阻む。

　突破に十分な士気はある。闘志もある。

だが装備と頭数が足りない。突撃は士気の低下ではなく単純な頭数の減少によって失敗する。




「前進開始」

　レオポルトの憎たらしいぐらい冷静な声で反撃が始まる。

　いかに士気高くとも敵は数を減らし過ぎた。

最早砦の防衛もできまい。

「好機だ。敵を殲滅しろ！」

「奴ら私服だぞ。民と見分けがつかない」

「この地域の人間は全部敵だ。区別は不要だ！」

　味方兵士が砦へ飛び込んでいく。

　意外な報告もあった。

「敵の一部で騒乱！　同士討ちの模様です！」

「嘘だろ？」

　同士討ちと言うことはさっきのアルテイルの呼びかけに応えた者がいると言うことか。

「狂信者……残ってたみたいですね」

　アルテイルへの忠誠が魂の底まで染み込んでいたのだろうか。

何にせよ、この期に及んで同士討ちまで出れば砦は持つまい。




「本陣の防衛を実施中」

　隣にティククがいる。

「乱戦だ。あまり前に出るなよ」

「了解。専守防衛、消極的交戦──」

　言葉の途中でティククの額に拳大の石が命中する。

「アルテイルの手先め！　思い知ったか」

　若い敵兵が投げたようだ。

命中を確認して逃げようとする。

　ティククは額を両手で押さえていたが首がグルリと回って敵兵を見据える。

「専守防衛──専守防衛──コロスコロスコロス」

　バネで弾かれたように走り出す。

敵兵は逃げるがたちまち追い付かれて地面に叩きつけられている。

　自動人形を自称する割に感情豊かだよな。

　下手人を葬った後も近場の敵兵を次々血祭りにあげていく。

お前の外見で敵兵を腹から真っ二つに引き裂くのは結構な恐怖だぞ。

専守防衛はどうなったんだ。

　ともあれ、ここの決着はついたな。




　戦いが終わり敵の捕虜……はいない。

同士討ちをやらかした奴ら以外は皆、死に絶えるまで戦ったのだ。

「説明しろ」

　アルテイルとレーミアの前でレオポルトを問いただす。

　旗を使うとは聞いていたが、こいつらをラーフェンから呼び寄せたとは聞いていなかった。

「旗での挑発であれば効果があったとしても一戦場のみでしょう。しかしこの者達は民の心に深く刻まれています。例え罠と分かっていても冷静さを失い、暴走を誘発させると期待できます。しかも今回、同士討ちの発生を確認しました。未だこの者達に忠誠を誓う者が少なくないとすればより大きな混乱を──」

「そうじゃない」

　俺は不機嫌な声を出す。

　彼女達は俺の女だ。

それを勝手に連れ出し、命の危険に晒したことを咎めている。

　しかも今回の作戦は彼女達にとっても心の傷を抉るようなものだろう。

「ふに……つかれた」

「できる限り平和的に言ってみたのですが……僅かな間に信仰心がこうも低下するとは」

　二人は余り気にしていないようだ。

　そしてレオポルトの様子もおかしい。

「この度は勝手なことを致しました。しかしこれは作戦に必要なことであり、今度の戦局を睨むに──」

　無駄口が多すぎるのだ。

普段の奴なら『勝つには必要だった』『怒るなら怒れ、処罰するならしろ』こんな感じなのだ。

　俺とレオポルトの目が合う。

……なるほどな。

　俺はデュアルクレイターを振り上げ、傍にあった机を叩き壊す。

「このボケが！　勝手なことをしやがって！」

　陣地に響き渡る怒鳴り声にセリアとマイラがウサギのようにぴょんと飛ぶ。

兵達から戦勝の歓声が一瞬にして消え去った。

「次に勝手な事をすればその首を叩き落とすぞ！　貴様らもだ！」

　レオポルトに続いてアルテイルとレーミアにも怒る。

もちろん非常にマイルドに一言だけ、顔もできるだけ笑顔を作ったのだが、それでもレーミアが硬直しアルテイルが泣いてしまった。後でフォローしないと。

「……肝に銘じます。して今後の戦略については」

「やってしまった以上もう仕方ない。このまま続けろ」

　レオポルトは深々と頭を下げてその場を去る。

　じわじわと兵達の声が戻り始める。

「こ、こええ……小便ちびるかと思ったぜ」

「訳のわからん女を連れ出すなんてハードレット様にしてはおかしいと思ったが……レオポルト様が勝手にやったのか」

「よくやるよなぁ……機嫌を損ねたら即、ぶった切られそうなのに」




　全てレオポルトの考え通りだ。

　例え策略とはいえ俺が訳のわからん宗教と繋がっていると見られては兵の士気にも他貴族の手前にも良くない。だからこそレオポルトが勝手にやり、俺が知らなかったという形にしたかったのだ。

　俺は怒り心頭と言った具合で歩き、レオポルトの部屋に入る。

「まだ何か？」

　いつも通りのレオポルトだ。

怒鳴られた後の動揺など欠片もない。

「一言言えよ」

「女を危険に晒すなと反対されては面倒なので」

　本当にたちの悪い奴だ。

「この方法はアルテイル地域全域で有効でしょう。手を加えながら今後も使っていきます」

「いかさまで戦線を進めるのか」

　そういえばもう一つ河がどうのと話をしていたが。

「それは彼女からお聞きになって下さい」

　扉が開き、一人の女性が現れる。

「おお、イヴァン──ナ？」

　イヴァンナとはどんな女だったか。

　人一倍プライドが高く、規律に厳しく、少しでも違反や無礼があれば金切り声で怒鳴り散らす苛烈な連邦の女将軍──ではなかったか。

「ふわぁ……なんだ？」

　寝癖の立った髪、第二ボタンまで開いた軍服はボタンを掛け違えている。

皺だらけのズボンに……穿いている靴が左右違うぞ。

「酒が切れた……戦場には賭場も無い……つまらん。そもそも、まだ昼前なのになぜ起こすんだ……」

　何があったんだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（指揮官）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（ー）ポチ（復帰）レオポルト（参謀Ａ）トリスタン（参謀Ｂ）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（懲罰部隊隊長！）グイグ（懲罰副官）

アルテイル（邪神）レーミア（その部下）

そのほか

セクリト（爆笑）イヴァンナ（堕落）Ｔ−九九（専守防衛）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（研究）フェルテリス（志願）イジャリス（満足）ユーラーレン（満足）

アネット（やり捨て）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（怒り）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（決行）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

新生懲罰部隊　　　四〇〇

アルテイル神軍　　　五〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス他　全座礁

輸送艦二〇隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

　　　　　臣民義勇隊→∞

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　トルトエント市内








第４７３話　船無き船乗り







「あーめんどくさい。全てが面倒くさい」

　イヴァンナがぼさぼさの髪を掻きながらやる気無さげに言う。

呆然とする俺をよそに傍の戸棚を覗き込んで長い長い溜息を吐いた。

「酒……ないのか？」

「レオポルトの部屋だからな」

　言いながらレオポルトを見たが、俺と違って驚いた顔はしない。

　だが雰囲気に少々の苛立ちを感じる。こいつにとってもイヴァンナの惨状は予想外だったのだろう。

「……話の前に酒を買って来ていいか？」

「良い訳ないだろ」

　酒を飲んだから大事な話ができない訳ではないが、今のイヴァンナを見る限り酔いつぶれるまで飲んでしまいそうだ。

「だる……酒も賭場も無しか……」

　机に突っ伏してしまうイヴァンナ。

連邦の女提督どころか昼間から酒を食らう駄目女になってしまった。

「どういうことか？」

　レオポルトが扉に向けてやや鋭い声を出す。

「見ての通りだ。船を失ってブラブラするうちに堕落したまで、言葉にせんとわからんのか阿呆が」

　入ってきたのはセクリトだった。

彼女がイヴァンナを迎えに行ったのだろう。

　セクリトは机に突っ伏すイヴァンナの胸を服の上から強引に揉む。

いつもなら金切声が上がって剣を抜くはずだが。

「いたい……乳揉んでもいいから酒買ってきて」

　机の上で転がるイヴァンナ、乳を揉まれようがズボンがずれて下着が覗こうがお構い無しだ。

見れば処理を怠っているのか脇にもイリジナ並に毛が生えている。

「道中もずっとこの調子だ。船を無くした船乗りの典型だな。こいつはもう役に立たんぞ、連邦に送り返すか肉袋として種の処理に使うか」

「あー好きに犯していいから酒と美味しい物、あと美男子ちょうだい」

　グダグダのイヴァンナの尻をセクリトが足でつつく。

　肉袋とか言うな。

ただでさえ戦いで興奮しているのに余計に種が溜まるだろう。

いかんな、そろそろ破裂の予感がしてきた。誰かに抜いて貰わないと。

「新しい船を与えれば戻るか」

　やや前屈みになる俺の横でレオポルトが言う。

「いかに呆けても船に乗れば戻る。それが船乗りだ」

　セクリトは一瞬だけ真面目な表情になり、すぐにニヤニヤ顔に戻ってイヴァンナの尻をつつく。

「あー戻る戻る。だから飯……酒……男……博打も……」

　イヴァンナは遂に机から転げ落ち、両手に持ったリンゴをもしゃもしゃ食べている。

「では早急に揃えましょう」

　これ以上は時間の無駄とばかりにレオポルトが席を立った。

「待て、船と言っても戦闘艦など一隻も無いぞ？」

　二大大河のうちゴルドニアが面しているのは北のノーステリエス河だ。

南部のテリエス河と接したのはリバティース地域を押さえた最近で当然船など一隻もあるはずがない。

「陸上から複数の港を押さえております。商船もそれなりに残っておりますので、本隊にこれらの使用を認めさせればそれなりの船団が組めます」

　確かに旧リバティースは豊かな国家だったから商船ぐらい多数持っていただろう。

南ユーグリア帝国が脱出させ損ねた船も少なくはないだろう。

「ふざけるな素人が。商船を何百並べても一隻の戦闘艦に敵うものかよ」

　俺が何か言う前にセクリトが噛み付いた。

セクリト対レオポルト、これは面白そうだ。

「こちらには大型の大砲がある。大型の輸送艦に砲を積載すれば少なくとも打撃力は確保できる」

「適当に並べた巨砲など魚撃ち機にすぎん。まともな望楼も無い商船で砲戦などできるか」

　俺はイヴァンナを引き寄せ、懐からこっそり酒の小瓶を取り出す。

彼女はまるで最愛の男からプロポーズされたような笑みを見せて瓶を抱きしめた。

「不利は承知している。その上で敵の分散を狙い、更に陸上からの援護──」

「無意味だ。商船と戦闘艦の差は幼子とあいつの差に等しい。小賢しい策や罠など弄する間も無い。河も海も知らぬ者が出過ぎた口を叩くな」

「んぐ……んぐ……んぐ……」

　セクリトが何やら俺を指差したぞ。

言い合いになるとセクリトは一気に上から目線になるな。

あとイヴァンナは一気に飲むなよ……。

　セクリトが歯を剥き出してレオポルトの肩に手を置く。

雰囲気が変わった。

「お前勝つ気がないな？」

「……」

　セクリトは怒りの表情を消し面白そうにレオポルトに顔を寄せる。

おいおい、あと数センチで唇が触れてしまうぞ。

「そうか捨て駒か。形だけ整えた船団が一路奴らの本拠地を目指す……自分達がメルドラを使った奇襲の例もある。捨て置くことはできんと見たか？」

「……」

　レオポルトは何も答えない。

だが余計な事言いやがって、という雰囲気を感じる。

「なるほど、艦隊を失ったこいつはもう用済み。最後に一花咲かせて散らそうとは面白い。──だそうだ」

　セクリトが俺を見る。

　もちろん俺は捨て駒など認めない。

　船なんぞどうでもいいが、床に座り込んで幸せそうに酒をラッパ飲みしているイヴァンナを切り捨てるはずがない。

「この作戦に勝算はあるのか？」

「船団と本隊の動きを連携させれば、後方を脅かされた敵戦線を一気に──」

　首を振る。

「そうじゃない。もし水上で戦闘となった場合の勝算、あるいは囮の役目を終えてから逃げ帰れるのか？」

　俺はレオポルトを見据える。

「不可能です。船団は確実に全滅します。ある程度敵の本拠に近づく必要もあり、帰還は絶望的です」

「なら駄目だ。捨てて良い奴と駄目な奴がいる」

　酒を飲み干し、舌の上で瓶を叩いているイヴァンナは切り捨てられない奴だ。

　俺は椅子に座って地図を叩く。

「別の案を考えろよ。こう……河の間をぶち抜く水路を作るとかな」

「アホか」

　セクリトに鼻で笑われた。




　そこに思わぬ援軍が来る。

「標高で言うなら北部の方が南部より高いらしいけどね。大昔に大洪水が起こった時は、ノーステリエス河から水が溢れて都市国家領域を通ってテリエス河に流れ込んだって記録があるよ」

　何故かトリスタンがいる。

「言いたいことがあったんだけど怒鳴ってるから止めたのさ。追いかけてきたこっちでも言い合いしているし、もう忘れちゃったよ。もっと穏やかに行こうよ。わっなんだい？」

　酒を飲み尽くして床に寝ていたイヴァンナがにわかに復活、トリスタンを隣に座らせる。

「坊やいくつだ？　なかなか整った顔立ちをして可愛いじゃないか、そらお小遣いをあげよう」

　イヴァンナとトリスタンは初見ではないはずだが、堕落して覚えていないのか。

「いや僕はもう二十で──ちょっと触らないでよ！　力強いよこの人！」




　イヴァンナの妙な趣味はともかく面白い情報だぞ。

俺は地図を指差す。

「戦艦が座礁しているのはトリスニアだ。あれを修理してテリエス河に持って来ることができれば……」

　レオポルトが目を閉じる。

「ハードレット卿、標高に関わらず船は陸を進めず人は空を飛べません」

　セクリトも頭を抱える。

「可愛げがあるのは少々の馬鹿までだぞ。真正は殺したくなる」

　一々遠まわしに馬鹿にするな。

「なあボク恋人はいるのか？　ふふ、その初心具合ではいないだろう。女体はいいぞ？　あったかいぞ？」

「股を撫で回さないでよ！　この人タチ悪いなぁ！」

　こっちでも好き勝手やりやがって。

「だから、溝を掘って水を流して船を移動させてだな……」

「古文書に出るような大洪水を待つのは現実的ではありません」

「で、洪水が無ければちょっとずつ溝を掘っていくのか？　孫の代に完工するといいな」

「銀貨二枚でどうだ？　ちょっとした趣味にも付き合ってくれれば五枚出すぞ」

「この人なんなのさ。誰か助けてよ……」




　言葉で言っても伝わらないと部屋を飛び出す。

　そして三人のエルフを担いで天幕に戻る。

「ほい」

　黒エルフが腕を振ると何もない場所から水が飛び出し、大きな水溜まりを作る。

「よっと」

　森エルフが足を踏み鳴らすと地面が数メートルほど音を立てて持ち上がる。

「んほ！」

　最後にフェルテリスが両手を掲げると土煙が巻き上がる程度の風が吹きすさぶ。

「これでわかったか？　同じ魔法使える者はどれぐらいいる？」

「私達は二百人、黒エルフは水の魔法を使えない方が珍しいけど。村長なんて片手で洪水おこしちゃうぐらいだし……それより約束のリンゴ頂戴よ。あれ本当美味しいわよね」

「私達も二百ぐらい。土魔法使える娘は半分かなぁ。でも沼エルフにも使える奴いるみたいよ。約束のタマネギ貰うわよ。あぁこの香り……癖になる」

「ふん、こんなチンケな魔法で礼など不要ですわ。それより戦いたい気分ですの。近くに凶悪な盗賊のねぐらかオークの群れはいませんこと？」

　レオポルトとセクリトにもう俺を馬鹿にしていた時の雰囲気はない。

「おい、お前」

　セクリトがフェルテリスに呼びかける。

「は？　ヒト風情が偉そうに！　一戦やってもよろしくてよ！」

　フェルテリスが怒るがセクリトは相手にしない。

「風魔法の方角と強さは自由にできるのか？　効果はどれぐらい続く？」

「風向きぐらい変えられますわ。当たり前でしょう。……カマイタチや竜巻を作れば疲れますけど、ただ風を吹かせるだけなら別に何時間でも……」

　エルフのほとんどは魔法が使えるし、魔力の量も並の魔法使いとは比べ物にならない。

戦いを忌避する彼女達だが、船を進めるぐらいなら抵抗は無いだろう。

「艦隊が陸を進む？　ふ、アホらしい。アホらしいが……船大工を送って船の穴を塞がせろ、詳細地図を持って来い！」

「針路上の都市国家で特に敵対的な勢力はありません。軍事協力はともかく通過するのみならば……」

　二人が忙しく動き始める。

「ふふ可愛い。今日はお姉ちゃんと一緒に寝るか？　もちろん金は払う」

「僕はそういうのいいからさ！　本当に全員で無視するとかありえないんだけど！」

　堕落してしまったイヴァンナも戦艦の艦橋に置けば蘇るかもしれない。




　俺達の壮大な計画を知ってか知らずか、それとも砦の陥落を受けていけると踏んだのか。

時を同じくしてエイリヒから全面攻撃の命が下り、全軍による進撃が開始されるのだった。







一方そのころ……。

「ではそのように」

「ふふふ承知したでゲス。任せるでゲス」

　月に照らされた醜い顔が歪む。

「妻子を差し出し臣従を装ったのはこの時の為……くくく我が屈辱、次はお前に味わわせてやるでゲス」

「首尾よく頼みましたよ。……その話し方は？」

　同じく月に照らされた女は眼前の醜悪な顔をなるべく見ないようにして返す。

「何故か戻らなくなったでゲス。きっと奴を屠った時に封印が解けるのでゲス」

　笑いながら戻る男を見送り、女は鼻を鳴らす。

「下種が。落ちるところまで落ちたものだ」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（指揮官）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（手術開始）ポチ（復帰）レオポルト（作戦開始）トリスタン（－－）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（懲罰部隊隊長！）グイグ（懲罰副官）

アルテイル（邪神）レーミア（その部下）

そのほか

セクリト（作戦開始）イヴァンナ（♪）Ｔ−九九（専守防衛）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（研究）フェルテリス（エルフの誇り）イジャリス（移動）ユーラーレン（移動）

アネット（やり捨て）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（看病）セイカ（怒り）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（決行）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　四〇〇

アルテイル神軍　　　五〇

艦隊

戦艦スワロフ　戦艦アレス・オブ・アレス（トリスニア座礁）

輸送艦　数十隻

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

　　　　　臣民義勇隊→∞

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテイル地域北部

思ったほど進まなかった……次回こそぶっ飛びます。

事情により次回の更新が少々遅れます。

来週始めには更新できると思います。










第４７４話　変化







　──三週間後。

　俺達はアルテイル領内で進軍を続けている。

「今日も千人規模の敵を撃破して戦線を押し上げることができました！　総司令を前進させるので周辺警戒せよとの指示がありました」

　エイリヒのいる司令部から伝令してくれたセリアが言う。

「わかった。イリジナ、一隊率いて周りを見ていてくれ……一応命令だからな」

　走って乱れたセリアの髪を直し、服の襟を整え、ズボンの上からでもわかるプリプリの尻を撫でる。

ここでは嫌ですとばかりに逃げる尻が何とも可愛らしい。

「……わかった」

　イリジナは彼女には珍しく控えめの低い声で返事して出発する。

士気が上がらないようだ。

「この三週間、俺達は負け知らずだな」

「アルテイル一党を餌としての挑発は上手くいっているようです。あとは懲罰部隊から規範に反した者が出たので五人程吊るしました。二名が隊内での窃盗、二名が民への陵虐、一名が脱走です」

　マイラが凛とした顔で答える。

　エイリヒに逆立ちで交わる様を見られて以来、放心状態が続いていた彼女だが戦場に出ればちゃんとやることはやってくれる。

「猊下はこうおっしゃっておられる。『神は──』」

　視界の端ではアルテイル達が投降した民に神の訓示とやらを説いている。

戦いの度にごく少数ながら投降者が増え一党は少しずつ拡大している。

「連戦連勝で俺達は先週からこんなにも進んだな」

　俺はシュバルツを歩かせ、見晴らしの良い丘の上に出る。

「はい。あんなにも……」

　丘の下から司令部が移動してくる。

周囲を一〇人程の騎兵を連れたイリジナがやる気なさげに見回っていた。

まあどう考えても必要ないからな。

「１ｋｍぐらいか？」

「いえ８００ｍぐらいかと」

　俺はやれやれと肩を竦め、服の上からマイラの乳首を摘まむ。

「きゃっ!?　も、もう！　また誰かに見られたらどうするのですか！」

　そう俺達は連戦連勝で進軍中だ。

だが三週間前に居た場所がここから見えるぐらい近い……つまりそれほど進んでいないのだ。

「敵はこちらの策謀で臣民義勇隊が乱れると見るや効果的に他地域からの正規軍を配しています。アルテイル神国出身者以外にとってあの挑発はただの茶番ですから」

　マイラは真剣な口調で言いながらも困ったように自分の胸を撫でている。

摘まれた乳首が勃ってしまったらしい。

「反撃に出ないのは彼らの主目的が防戦ではなく何かの時間稼ぎだからでしょう。えいっ」

　セリアが呆れたように鼻を鳴らしてマイラの反対側の乳首を指で弾く。

「対応が早いな。最初から小細工だけで戦線を突破できるとも思っていないが」

　両方勃ってしまってどうしようもなくなったマイラがセリアと喧嘩している。




「いずれにせよ勝ち続けていることは確かです。士気を維持する為にも亀の歩みとて止める訳にはいきません。軍務総監もそのつもりで小刻みに本陣を前進させているのでしょう」

　乳首の摘まみ合いを始めた女二人を余所に隣から冷静な分析が聞こえた。

「……体はもう大丈夫なのか？」

「はい。この通りです」

　声の主はレオポルトではなくギドだ。

今レオポルトはここにはいない。

　ギドは激しく損傷して動かなくなっていた左脚を大きく上げる。

「治ったか。大したものだ」

「騎乗も戦闘も問題ありません。元通りです」

　命すら危うい深手からこれほど短期間でしかも完璧に回復するのは奇跡に近い。

「そうだな元通りだ……脚は……元通りだ」

　奇跡の回復を見せながらギドに喜びはない。

それどころか目に光すらない。

　俺は涙をこらえるように目頭を押さえて上を向く。

そしてあの日の事を思い出す。
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～あの日

「ギドはどうなった？」

「手術中でございます。失礼ながらどうかお静かに……」

　ギドの様子を見に来た俺は医療用天幕の前で止められた。

心配そうなルキノとどうでも良さそうなセイカが立って居た。

　様子を見に来て邪魔になっては仕方ないので可能な限り声を潜めて続ける。

「その医者は本当に大丈夫なのか？」

「金にがめつく、愛想も悪く、友も一人とておらず……しかし手術の腕だけは確か、自分の医者人生の全てを賭けても良いと先生が……」

　ルキノの言葉を証明するように天幕の中から驚愕の声が漏れる。

　件の闇医者と担当医者の会話が聞こえてくる。




「ふっ砕けた骨が関節の動きを邪魔しているのだ。取り除いて砕けた部分を復元する……」

「は、速い！　これだけの速さで一ミリも切開がずれないとは！」

　老年で落ち着いていたはずの医者が驚愕の声をあげている。




「筋も切れかけているな。だがこうすれば……」

「こ、こんな方式は見たことが無いぞ！」

　静かにしろと言われたはずなのに天幕の中では声を張り上げている。




「次は股間だな」

「腐る恐れがあったので根元から切除したのだ。こうなってはいかにお主といえども……」

「ふん、金を貰った以上は文句を言わずやるのが俺の流儀だ。早くハサミを寄越すのだ」

　どうやら肝心の場所に取り掛かったようだ。




「ここの組織を使って復元する。なにちょっとした工作のようなものだ」

「な、なんという技術！　まるで魔術のようだ」

　魔術でもなんでもいいから治してやってくれ。




「復元不能な部分が失われていなくて助かった。他人からの移植には大きなリスクがあるからな」

「もう何を言っているのかわからないが、やはりお前の腕は他の者を超越している……」

　これは上手くいくかもしれない。




「ん？　間違ったかな……いやなんでもない。続きをするぞ」

「え？」

　おい待て。今の一言はなんだ。

　その後、天幕内の二人は無言となり粛々と手術は続いた。




「終わったぞ」

　闇医者は血に塗れた服を脱ぎ捨てながら現れる。

　奴は俺の顔を見て驚いたように見えたが、へつらうことも世辞を言うこともなく、皮肉げに鼻を鳴らす。

「なるほど金貨五〇〇枚払えるのはあんたがついているからか」

「いや、ギドが約束したことならあいつだけで払わせる」

　俺が顔を突っ込んで払ってやることは無いし、逆にギドの覚悟を損ねることになるだろう。

「金はともかくギドは治ったのか？」

「俺が手術したのだから当然だ。傷口が塞がるまで二週間は安静が必要だが、その後は飛ぶも走るも以前のまま、元の足に戻っているよ」

　大したものだが、それは手術中の話を聞いてわかっていた。

「いや、聞きたいのは股間の方──」

「ハードレット卿、これは奴が俺に払うと約束した金貨五〇〇枚の誓約書だ」

　闇医者は言葉を被せながら俺に向けて誓約書を差し出す。

そして俺が何か言う前にそれをビリビリに破いて捨てた。

「俺はしくじった手術の代金は受け取らんと決めている。では失礼する」

　舞い散る紙吹雪の中、医者は振り返りもせず去っていく。

その姿を俺は少しばかり恰好良いと思った。

　天幕の中で呻く声が聞こえる。

「うぅ手術は……族長様？」

　目を覚ましたギドはまだ寝ぼけているのか改めろと言われた族長呼びをしたが今は指摘すまい。

「ギド足は治った。お前はまた走り回れる」

　ギドの顔に笑みが浮かぶ。

「そして奴は誓約書を破いて去った。代金はいらんとさ、良かったな」

「奴は……昔からそういう男です。完璧な仕事には相応の対価を求め、されど完璧で無ければ無価値だと一銭も受け取りません」

「ちょっと待って下さい。完璧じゃなかったんですか？　どこですか、どこが完璧じゃないんですか？」

　俺と医者は窓の外を見ながら感傷に浸る。

「分け隔てなく人を救う……そんな医者の理念から外れたとんでもないヤブ医者ですよ、あいつは」

「だがそんな奴が一人ぐらい居ても良い。そう思わんか？」

「脚は治ったんですよね？　ならまさか……包帯を取って下さい！」

　暴れるギドをルキノとセイカが押さえ込む。

　拍子に包帯がほつれ、ギドの股間が露わになる。

「あら可愛い」

「きゃっ!?　……ぷふ」

　ルキノとセイカが思わず声を出す。

　飛び出したのは３ｃｍ。そう３ｃｍだった。
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「それから……どうだ？」

「はい。痛みもありません小便も普通にできるのでまさか大成功ですよ。ははは！」

　笑うギドの目はまるで新月の夜のようだ。

「申し訳ありませんが今から医者の下へ行ってきます。もう治っているのに念の為と先生がしつこくて」

　そう言って振り返ったギドの前に見知らぬ女が立っていた。

「あの……ギド様……」

「君は……ルーニャ」

　ギドの様子から見ると知り合いのようだ。

どうせどこかでひっかけた女だろう。治癒の祝いでも言いに来たのか。

「見てくれルーニャ、脚が治ったんだよ。時間があればこっそり遠乗りにでも」

　俺の前でこっそりとはいい度胸だな。

「そのことなんですけど……今日はお別れを言いに来たんです」

「は？」

　ギドが硬直する。

「先生から聞きました……手術で３ｃｍになったと。私が貴方をお慕いしていたのは綺麗なお顔と大きなアソコがあったからなんです」

　深刻な事態だ。

「お顔だけ綺麗でも３ｃｍはちょっと……もっと大きな人と一緒に居ようかなって。ごめんなさい」

　女はペコリと頭を下げて去っていく。

「……」

「医者に行くんだろ？　俺も一緒に行こう」

　ギドの肩を抱え、言葉を無くしたギドを慰めながら医者の所に向かう。

「ふられたぐらい気にするな。一緒に娼館でも……いや３ｃｍでは無理か。酒場にするか」




　結局ギドの定期診察はもう必要なかった。

傷口にはもう何の問題もないし、これ以上回復の見込みもない。

　医者と言えば俺の体も問題を抱えていたと思い出し、ナーティアを尋ねる。




「……何？」

　ナーティアが窓を開け、いつでも逃げられる態勢で聞いてくる。

「診て欲しかったんだが……何故そんなに警戒する」

　彼女は重心を後ろに倒し、俺が前に出れば即座に後ろへ跳べる姿勢を維持している。

「……女の部屋に入るなりズボンを脱いだら警戒もする！」

　ナーティアは手近な文鎮や梨を投げつけて来る。

文鎮が玉に弾かれ、梨は一物に当たって砕ける。もったいない。

「襲ったりしない約束するよ。ちょっと変化があったから診て欲しいんだ」

「……約束ね」

　ナーティアはなんとか警戒を解いてこちらにやってくる。

そして俺に目隠しをする。

「万が一の保険」

　襲わないと言っているのに信用がないな。

「で、どんな変化があったんだ？」

　俺の一物は怪我とナーティアの薬、エルフ長達の興奮薬の副作用で問題を起こしていた。

勃起が一時も収まらず、一時間に一度種が噴き出し我慢すれば玉が破裂しそうになる異常事態だ。

症状は改善することなく延々と続いていたのだが。

「最近種が出る頻度が減ったんだ。一時間ごとに噴き出ていたのが三時間四時間耐えられるようになった。我慢すると玉に破裂しそうな激痛が出ていたが、最近はそれほどでもない」

「治っているんじゃないのか？　さすがに副作用も永遠には続かないだろうし」

　俺もそれを期待していたんだがどうもおかしい。

「いや腹の減りと喉の渇きは変わっていないんだ。それに相変わらず勃起は収まらない」

　この事態に陥って以来、異常に腹が減り喉が渇くのだ。

「……じゃあ診るけど。変なことするな」

　ナーティアの手がおずおずと触れて来る。

　目隠しをされて一物を触られるのはなんとも言えない背徳感がある。

女に辱められている、あるいは支配されているというべきか。

　俺が妄想の中でナーティアに辱められている内に診察は終わる。

「……わかった」

　教えてくれ。俺の体はどうなってしまったのか。

「頻度の減少も痛みが消えたのも同じ原因……多分濃くなってる」

　ナーティアは恐らく顔を背けながら玉を棒状の何かでつつく。

「大きさは微増なのに重さが前よりとっても増えてる。種が一定量まで溜まると破裂を避ける為に量はそのまま濃度の方が上がるようになったんだと思う。体が対応した……と言うしかないけど」

　なるほど、ならこれからは多少溜めても大丈夫と言うことか。

「それと……こっちの方もおかしくなってる」

　今度は竿の方がつつかれる。

「ずっと硬くなってたら普通は血が止まって腐ってしまう。だからそれを補う為に血管がドンドン発達してきて……力入れてみて」

　言われるがまま腹に力を入れてみる。

といっても既にガチガチなので変化はないかと思われたが……。

「む、まだ一段上があるような」

　ぐっと息を腹に溜めて力むとミシリと股間が軋み、男根全体に血が流れ込んで膨らむのがわかった。

目隠しをしていて見えないが。

「ひいっ!?　やっぱり変になってた!!　もう血管じゃなくて触手みたい！　コブも肉トゲみたいになってる！　こんなの魔物のアレじゃない！　化け物！」

「おいどうなっているんだ？　見えないんだ」

　だがナーティアは俺の訴えを聞いてくれない。

「邪神みたいな形……触手だらけコブだらけで……先もこんな……コブラみたいになってる」

　ゴホンと咳をしたナーティアは俺の手にビーカーのようなものを握らせる。

「一応種も検査してあげるから出して。私は外にいるから」

　出て行こうとするナーティアの気配を辿り手を掴む。

「待ってくれ。男の種は一人で擦って出るもんじゃない。傍に女がいないとダメなんだ」

「えっ、そういうものだったの？　ごめんしらなかった」

　ナーティアがベッドに腰かける気配がする。

「……手伝ってくれないのか」

「それはダメ。私は後ろ向いてるから」

　一人でするしかなさそうだ。

俺は床に胡坐をかいて座る。

　どうにも恥ずかしいな。

もし目隠しを外して軍議のど真ん中だったらどうしようか。

「やるぞナーティア」

「宣言しなくていい」

　俺はチラチラと覗き見るナーティアの気配を感じながら、検査の為に種を提供したのだった。




「さて、すっきりもしたし戦線もまだ動かん。ギドに酒でも飲ませてやろう」

　俺は伸びをしながらナーティアの天幕を出る。

　名残惜しくはあったが、ガラス瓶を投げつけられてはしようがない。

やはり気配を頼りに最後の一搾りをナーティアに向けて発射したのが悪かったか。

　天幕からは怒り心頭のナーティアの声が聞こえていたが、何やら驚嘆の声に変わっている。

「何この粒々動いている……ま、まさか種!?　濃くなっただけじゃなくて種そのものが大きく……えっえっあり得ない！　こんなもの流し込まれたら動物だって妊娠……本当に人間なの!?」

　良くは聞き取れないが、俺への愚痴か何かだろう。

さっさと退散しないとまた何か飛んできそうだ。







　──その夜。

　俺はギドとしこたま飲み、倒れるようにベッドに入っていた。

「あいつも可哀そうな奴だ」

　ギドは戦地で作った全ての恋人にふられたらしく泣きながら深酒していた。

最後には『もう俺は男として終わった。こうなったら族長様の女になる』などと世迷言を言い出す始末だ。

「無理もない。３ｃｍではな……ふう」

　俺は水を一杯飲み、そのまま寝息を立てる。

　半裸で大の字に転がり、デュアルクレイターもケラヴノスも部屋の隅に転がしている。これ以上無い程に無防備な状態だ。

　酔いが回った俺はまともに立つこともできず、まして窓からこちらを窺う気配に気づくはずもない。

衛兵も戦線の膠着で油断しているのか、巡回に穴が開いていた。

「今でゲス！」

　殺気が膨れ上がる。

「突入！　ハードレットを仕留めろ!!」

　金属の擦れる音と共に、ゴルドニアの甲冑を着た兵士が三人、俺の私軍の甲冑を着た兵士二人が雪崩れ込んでくる。

　五人はベッドに転がる俺を囲み、一斉に得物を振り下ろすのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（指揮官）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（完治）ポチ（復帰）レオポルト（遠征）トリスタン（遠征）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（半泣き）グイグ（笑い）

アルテイル（小さな幸せ）レーミア（満足）

そのほか

セクリト（遠征）イヴァンナ（だるだる）Ｔ−九九（専守防衛）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（畏怖）フェルテリス（エルフの誇り）イジャリス（移動）ユーラーレン（移動）

アネット（違和感）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（小さい）セイカ（可愛い）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（決行）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　四〇〇→三九五

アルテイル神軍　　　五〇→一三〇

艦隊

？？？

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

　　　　　臣民義勇隊→∞

テリエス河艦隊　？？？

財産　金貨－一万

経験人数七九五人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテイル地域北部

間が空いたので繋ぎの話から入ります。

次回こそ進み……進み……。










第４７５話　陸を越え蘇る船乗り







　五本の剣がこんもり膨らんだベッドを引き裂き、突き刺さる。

「奴の体力は人間のそれではない！　徹底的にやれ！」

　五人は一撃のみならず何度も何度もベッドに剣を振り下ろす。

　さすがの俺でもこれだけ滅多刺しにされれば致命傷を受けただろう。

「よし、首を撥ねて脱出を……」

　リーダー格と思われる者がボロボロになった掛布団に手をかけめくり上げる。

「残念、外れだ」

「なっ！　きゃあ！」

　俺はベッドから……正確にはベッドの下から手を伸ばしてリーダーのえらく細い脚を掴んで転倒させる。

「突入!!」

　それを合図にセリアの声が響き、先程までの静けさが嘘だったように無数の金属ブーツの騒音が続く。

完全武装の護衛隊が踏み込んできたのだ。

「護衛隊!?」

「は、謀られた！」

　暗殺者達は動揺を隠せないまま視線を泳がせ、その隙に俺はベッドを放り投げて起き上がり、デュアルクレイターを肩に担ぐ。

　暗殺者は武装した俺を仕留めるのは不可能と見たのか、一斉に脱出を図る。

　一人は裏口から飛び出す。

「そこだ!!」

　同時にそいつの背中から穂先も飛び出す。

「わははは!!　不逞な輩は串刺しだぞ!!」

　待ち構えていたイリジナが見事一突きで仕留めたのだ。

　もう一人は頭から窓に飛び込む。

「よく来た」

　同時に暗殺者が何かと交錯、兜が割れ落ちる。

「ぐ、だが逃げきって……あれ？」

　男はざっくりと抉れて血の噴き出す喉を不思議そうに撫でる。

窓から飛び出した敵兵の首をギドの剣が見事裂いたのだ。

怪我人の速度ではない。もう戦場に出ても大丈夫だろう。

「許さん……よくも俺の一物を……我が怒りと憎しみを食らえ！」

　ギドは親の仇を見る顔で敵兵を睨みつけると、そのまま馬乗りになって滅多刺しにする。

もう死んでいるぞ。バラバラにしても仕方ないだろう。

「か、かくなる上は──！」

　三人目は天窓から屋根に飛び出し、助走をつけて跳躍する。

足を折りかねない行為だが、それ以外に脱出の手段が無いと見たのだろう。

上手くすれば護衛隊を飛び越えて闇に逃げられる。さすがにこの動きはセリアと護衛隊も予想していなかったようだが……。

「目標捕捉。角度速度固定。斉射角度分析、周辺地域への影響なし。出力０・３％」

　綺麗な声が聞こえた直後、暗殺者は消えた。

空中にあった男の体が一瞬発光したかと思うと黄金に輝く光の粒となって夜空に四散したのだ。

　唯一両足の踵から下部分だけが残って真下に落下する。

不思議なこともあるものだ。

　さて室内に残ったのは二人だ。

既に護衛隊に囲まれて逃げることもできまい。

「もはや……ここまで！」

　男は偽装用の兜を捨てると懐から取り出した丸薬を口に放り込む。

「ぐげぇぇ！」

　同時に男の口から血反吐が噴き出し、護衛隊がどよめく。

男は血反吐を吐きながら数度震えるとそのまま絶命した。

　逃走も出来ないなら自害する。

良く訓練された暗殺者のようだ。

　最後の一人も同じように薬を口に放り込もうとする。

「いかん。女だった！」

　兜を取ったリーダーは女だった。

思えば声が可愛く足も細かった。死なせる訳にはいかない。

　だが既に女は丸薬を口に放り込んでいる。

捕まえても間に合わないし、デュアルクレイターを口に突っ込んだらどの道死んでしまう。

「ならば──！」

　俺は女に走り寄り、男根を思い切り口に突っ込む。

「もがぁ!!」

　俺の巨根が入れば少なくとも女は丸薬を呑み込めない。

副作用で常に勃っていて助かった。

「んご……んがぁ！」

　女は必死に俺の太ももを叩いて抵抗し、更に渾身の力で噛もうとするが男根が喉まで入り込めばもう女には何もできない。

「悪いが助かって貰うぞ」

　俺は僅かに腰を引き、女の後頭部を掴んで先端で喉奥を突き込んだ。

そして大量の先走りを塗り付ける。

口奉仕の時には絶対に避ける動きで、こんなことをされたら女は本能的に──。

「おえぇぇぇ！」

　──吐いてしまうに決まっている。

吐しゃ物と共に丸薬が床に転がった。

「ぐ……生きて……捕まるなど……」

　激しく咳き込みながら顔をあげた女の眼前に一物を突き付ける。

「降伏しろ」

「お、大きい……いや、でも降伏など……」

　一物を近づけると女の目が寄り、左右に動かすと両目で追って来る。

「もう一度言う。降伏しろ」

　俺はしゃがみこんで服の上から女のヘソの辺り……つまりは子宮の上まで男根を滑らせる。

そして男根を垂直に当てて腹を圧迫していく。

「あ……あぁ……もうだめ」

　女はか細い声で抵抗しながらも徐々に力が抜けていく。

そして──。

「降伏します」

「よし」

　女の額をペシリと叩いて立ち上がる。

「……変態の臭いがします」

　傍には既にセリアが立っており、一物をズボンに仕舞うのを手伝ってくれる。

「全員死なせてしまっては何の意味も無かったからな。……もういいぞ」

　俺が呼ぶとブスコが激しく手揉みしながら入って来る。

「き、貴様──!?」

「まあそういうことです」

　セリアが冷たい目で暗殺者を見下ろし、屈服したはずの女の目が怒りに燃える。

「ふふふ、儂が寝返るはずがないでゲス。全ては貴様達を謀る為の罠でゲス」

　全ては罠だった。

南ユーグリアの暗殺者が最初にブスコに接触した時から、こいつは俺達に全てを話していた。

二重スパイだったのだ。

　当然こいつの情報と手引きを元に立てた襲撃計画など成功するはずがない。

「は、嵌められた……こんなブ男に……悔しい！」

「げへへへ、悔しいか？　憎いか？　だがもうどうにもならんでゲス。お前はこれからハードレットさまに文字通りハメられ、犯され、ボロボロにされて捨てられるでゲス。ギュヘヘヘ」

　ニヤニヤと本当に腹の立つ笑みで女を罵倒するブスコに俺とセリアの蹴りが同時に入る。

「陰謀を通報したのは評価してやる。不本意だが戦後に何か褒美をやろう」

「ですが下品な言動と不細工な顔面はエイギル様の品位まで貶めます。早急に改善しなさい」

　ブスコは再び土下座姿勢を取った。

これ以上話す意味もない。




「こいつはとりあえず牢に入れる。手足は縛るが自殺しない為だから我慢してくれ」

「く、計画がばれた以上最早素性を隠しはしない。だがユーグリアとヴィルヘルミナ陛下への忠誠を失った訳ではないぞ！　我が帝国の不利になるようなことなど一言だってしゃべらない──」

　俺は女を後ろから抱きしめ、尻に男根を押し当てる。

いきり立ち女を求める硬さ熱さは服の上からでも伝わるだろう。

「あっ♪　……しゃべらないはず……と思う……だったらいいな」

「敵はどうして股の緩い暗殺者を送ってきたのか……こんなの犯されたら絶対しゃべります」

　セリアが頬を膨らませ、腹立ち紛れにイリジナの腹筋にパンチする。

「そら歩け」

　俺は後ろから一物を押し当てながら女を連行していく。

「トリスニアの方も上手くいっていると良いが」

　今考えれば作戦と言うには荒唐無稽過ぎたかもしれない。

レオポルトとトリスタンが揃って行っているので細かい部分は大丈夫だと思うが。

「私は対尋問訓練を受けているからそう簡単には……はう♪」

　城壁に突っ込ませた船の損傷も軽くはないだろう。

船は馬車と違って少し穴が空いているだけで沈むからな。

イヴァンナがあの調子ではこちらの方が心配かもしれない。

「私の拷問耐性は最高ランクだったのよ！　３０ｃｍ以上のアレで奥をどすどす突かれでもしない限り殴られようが爪を剥がれようが絶対に屈しないから！」

「向こうが動くまではゆっくりするしかないか。さてついた」

　俺は牢屋代わりの新しい寝室に女を連れ込み、ベッドに放り投げる。

当然俺も服を脱ぎ捨てる。

「さあどすどす厳しく取り調べるぞ」

「よろしくおねがいします」
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都市国家領域　名も無き小ポリス郊外　深夜

「ふふふ、もうここらでいいよな。ひとっ子一人いない」

「ええ、安心して愛し合えるわね」

　二人は甘い声を出しながら抱きしめ合い濃厚なキスを交わす。

「逢引一つするのに街を出ないといけないなんて……もっと堂々と愛し合いたいのに」

「仕方ないよ。俺達はお互いに妻子を持つ身だ。そんなことより早く服を脱いでくれよ。俺はもう我慢できない。このままだと性の魔物になって……がおー！　襲ってしまうぞ～！」

　二人はきゃあきゃあと遊びながら抱きしめ合う。

「もう！　そんな大声出して魔物か狼でも集まってきたら……きたら……」

　唐突に片方の言葉が途切れる。

　地面に押し倒されたまま、片手を伸ばして闇を指差す。

「はは、まさか本当に狼でも出たのかい？　よーし、君も大好きな自慢の肉棒で追い払って……」

　伸し掛かっていた男が立ち上がり、お道化ながら振り返り……固まる。

「アルベルト……私の目を擦ってくれないかしら」

「き、君こそ僕の目を擦ってくれないか、ベルトハイザー」

　二人の男は互いの目を擦り合うが何も変わらない。

「「船が……陸を……？」」

　彼らの視線の先では巨大な船がゆっくりゆっくりと進んでいた。

　しかもよく見れば一隻二隻ではない。

十、いやそれ以上の船団が一列となって進んでいるのだ。

　二人は裸のまま、地面を数度踏みしめる。

もちろん足元は海でも河でもなく馴染みある大地だ。

しかもここは河沿いでもなんでもない内陸地で河に出るには馬車が必要だった。

　船が近づくにつれてずるずると泥をかきわける分ける音が大きくなる。

更に近づくと強い風音までが聞こえ始める。

「船が泥の中を滑っている……？」

「帆の部分にだけ風が吹いているの……？」

　二人は顔を見合わせて笑い合う。

「きっと夢よね。私は貴方の逞しい腕の中で眠っているのよ。なら夢の中でも愛し合いましょう」

「そうだね。僕も君を愛し疲れて寝てしまったらしい。ふふ、その逞しいお尻をこっちに向けておくれ」

　二人は気にしないことにしたらしく、体を重ねていく。
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旗艦スワロフ　艦上

「……男同士で愛し合ってるー。ヒック」

　酒瓶を片手に持ったイヴァンナが呟く。

「イヴァンナ提督、交戦状態にないとはいえ幻覚が見える程お飲みになってはさすがに……」

　副官の戒めも効果はなく、イヴァンナは空になった酒瓶を窓から放ると傍に座る若い男……というよりまだ少年を抱き寄せる。

「んふーお前は可愛い顔をしているなぁ。どうだ、お姉さんの恋人にならんかー？　金ならあるぞ、ん？」

「そ、そんな僕なんかがイヴァンナ様の恋人なんて恐れ多くて……」

　少年は謙遜しながらも酒臭い息を吐くイヴァンナから目を逸らし、迷惑がっているのは明白だった。

「へー嫌なのかーなら浮気してしまうぞー」

　イヴァンナはヘラヘラと笑いながら反対側の若者を抱き寄せる。

「こ、光栄ですイヴァンナ様……お美しいイヴァンナ様の恋人にして頂けるなんて」

　引き攣った顔で笑う若者を見てイヴァンナは満足げに笑う。

「だろー私は綺麗だろー連邦の貴族だし提督だしお金もあるんだぞー」

「あぁ提督……嘆かわしい」

　副官が目頭を押さえるとイヴァンナは不満そうにバタつく。

「そもそも次はお前の番だーお前が賽を振らんから暇しているんじゃないかー」

　副官は肩を落として適当にサイコロを転がす。

「五・五・七……ははは、私の勝ちだ！　総取りだぞー悪いなー！」

　イヴァンナはテーブルの上に置かれた銀貨銅貨を抱きしめるように集める。

そして硬貨に顔を突っ込んだまま寝息を立て始めてしまう。

「本当にどうしてこうなったのか……」

　副官は少年たちを追い払うとイヴァンナに毛布を掛けて長い長い溜息を吐く。

「やれやれ、船に乗せれば復活してくれるかとも思ったんだけどね」

　イヴァンナが寝込んだことを確認してからトリスタンとレオポルトが入室する。

　副官は部外者が船長室に入ったことで僅かに顔を顰めたが、机で涎を垂らして寝込むイヴァンナを見て文句を言うのを止めた。




　その時、見張りが声を潜めつつ器用に叫ぶ。

「前方に大岩があります！　衝突進路！」

　副官がレオポルトに視線を送る。

「問題ありません」

　言葉とほぼ同時、側舷に立つ森エルフが何事か唱える。

　すると大岩は音を立てて砕けて石くれとなり、それも次第に崩れて滑らかな砂へと変わる。

「……僅か数秒で岩が砂か」

　続いて今度は黒エルフが何事か唱えると虚空から水が流れて砂は泥濘と化す。

「小川も溜池すらない場所に水を出し……」

　最後にフェルテリスがマストの先端で腕を振ると帆が大きく前方に膨らみ、船の速度が上がる。

スワロフは勢いをつけ、泥の海を軽々と乗り越えた。

「風は方角も強さも自由自在……船乗りの常識が通じない。イヴァンナ様がご健在なら……さぞ機嫌を損ねたことだろうに」

　副官は毛布を抱きしめるイヴァンナを見る。

「むにゃ……お姉さんに見せてご覧……うふふ可愛い。ピンとなっていけない子だ……ぐふふ」

　悲しい顔をする副官とは対象的にレオポルトに表情の変化はない。




　その後もエルフ達は交代で魔法を放ち続け、船の直下に水を流し、硬い地面や岩は細かい砂に変え、最高の追い風を吹かせ続けた。

「このペースを維持できれば数日中にテリエス河に到達できるでしょう。誤差は範囲内、順調です」

「到達するだけならばな」

　副官はスワロフと後続艦を睨む。

「船底の大穴は簡易修理、大砲は定数に足らず、幾隻かは折れたマストをまともに修理もできず大木を立てたのみ……到底まともな状態ではない。それに対して敵は無傷の戦闘艦を持っている」

「詳細は不明だけどね」

　トリスタンが補足するが副官は反応しなかった。

「加えて提督はこの様……奇跡をもって戦線に参加しても何ができようか……」

　弱音を吐く副官だが、レオポルトがなぐさめるはずもない。

「ではスワロフはあのままトリスニアで粗大ゴミと化していた方が良かったでしょうか？　ならば今からでも全員を輸送艦に乗せ換え、丁重に連邦にお送り致しますが？」

　副官の目が光る。

「小国の参謀風情が知ったらしげにほざくなよ！　クソみたいな状況だが船を無くして酒ばかり煽るよりは幾分かましなクソだ！」

　副官はレオポルトの胸倉をつかんで壁に押し付ける。

「貴様の考えなど読めている。我らの負けは織り込み済み、目逸らしにでも使うつもりであろう!?　いいだろうやってやるとも。我らは連邦の軍人、連邦艦隊の水兵だ。陸で干からびるぐらいなら水底に沈んだ方が幾分か過ごしやすいわ！」

「ではそのようにお願いします」

　それでも表情一つ変えないレオポルトと数秒睨みあった後、副官は手を離す。

「むにゃ」

　だがその騒ぎがイヴァンナを起こしてしまったようだ。

彼女は顔をあげると副官を見て首を傾げ、レオポルトを見て眉を顰め、トリスタンを見て満面の笑みを浮かべる。

「うわっまずい」

　トリスタンは慌てて退室しようとするが、身体能力で勝るイヴァンナはたちまち追い付き、後ろから両手両足でがっちり抱え込む。

「んふふ、来るなら来ると言えばいいのにー。さあ酌をしてくれー。おっぱい触ってもいいぞー」

「いや、僕は用事……そうトイレだ。トイレに行きたいんだよ！」

「ならお姉ちゃんがしーしてやろう。ほら恥ずかしがらずに出せー」

「うわっ触らないでよ！　誰か助けてってば！」

　レオポルトの顔が僅かに歪み、副官が天を見上げる。

　その後もエルフ達は交代で魔法を放ち続け、船の直下に水を流し、硬い地面や岩は細かい砂に変え、最高の追い風を吹かせ続けた。




　──数日後。

「風を押さえろ。慎重に……慎重にだぞ」

「ただでさえ応急修理で危なっかしい船底だ。ドカンといったら即沈没だ！」

「難しいですわ……」

　フェルテリスは風を細かく調整、スワロフはゆっくりと前に傾いてそのまま水に頭を突っ込む。

「つ、ついた……テリエス河だ」

「マジかよ……本当に俺達は陸を渡って大河間を移動したのか……信じられねぇ」

「水兵になって船で陸を走るなんてな……はは、母ちゃんに言っても信じねぇよ」

　水兵達は大きな歓声ではなく、むしろ驚愕の声をあげていた。

　遂にスワロフと後続艦は陸を渡り、テリエス河に降り立ったのだ。

　副官も感慨深げに大きく二度頷く。

「船に乗れたとて魔法ありきの泥の海では物足りぬ。これだ……この水音、揺れ……これが船乗りの……」

　副官の感激の言葉は中断される。

「……水……揺れ、流れが……これは河か……私は……」

　今日も少年を撫で回しながら飲んだくれていたはずのイヴァンナが甲板に姿を見せたからだ。

「提督？」

　イヴァンナはしばらく下を向いた後、懐から酒瓶を取り出す。

よく見れば二人の少年が寄り添い、それぞれ太ももと脇を舐めさせられている。

副官の顔に失望が浮かぶが──。

　バリンと瓶が割れる音。

イヴァンナが酒瓶を床に叩きつけたのだ。

「見張り何をグズグズしている！　既に敵地だ、マストに登れ！」

　右手に抱えていた骨付き肉を河に投げ捨てる。

間延びした語尾は消えていた。

「今の衝撃で砲がいかれてないか点検しろ！」

　被っていた毛布も投げ捨てる。

垂れていた目がこれでもかと釣り上がる。

「帆を張れ三〇秒だ！　遅れたらテリエスに叩き落とすぞ！」

　その表情に緩みなどどこにもない。

「おぉ……おぉぉ……提督……」

　副官が感激の余り膝をついてしまう。

　困惑する少年二人も振り払われる。

「見習いは女を舐める前に船底を掃除して来い！　行け！」

　少年達は慌てて走り出す。

「ふー」

　イヴァンナは最後に自分の顔を数度叩き、副官に向き直った。

「……ま、私もたまには弛むと言うことだ」

　副官は感激の涙を流しながら綺麗な綺麗な敬礼で返すのだった。




「ところでトリスタン」

「はい？」

　イヴァンナはトリスタンを人差し指だけで呼ぶ。

「今までのことは気の迷いだから忘れろ。人にしゃべったら……」

　ナイフと鞘が擦れる音がする。

「言わないさ。どうして僕が屈辱の思い出を人に言いふらすのさ」

　ならよしとイヴァンナはナイフを納める。

「なら僕はこれで……」

「待て」

　そそくさと逃げようとするトリスタンが呼び止められる。

「レオポルトとお前、私の船に二人も参謀はいらん。だが仕事をしない者も船にはいらん」

　イヴァンナが微笑みモップを差し出す。

　トリスタンのか細く長い溜息がスワロフを包むのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（下半身異常）

部下

マイラ（指揮官）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（完治泣）ポチ（工作中）レオポルト（遠征）トリスタン（掃除）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（半泣き）グイグ（笑い）

アルテイル（小さな幸せ）レーミア（満足）

そのほか

セクリト（遠征）イヴァンナ（テリエス艦隊提督）Ｔ−九九（クールタイム）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（畏怖）フェルテリス（エルフの誇り）イジャリス（移動）ユーラーレン（移動）

アネット（違和感）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（小さい）セイカ（可愛い）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（二重スパイ）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　四〇〇→三九五

アルテイル神軍　　　五〇→一三〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦？？？　大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（全て臨時補修）

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

　　　　　臣民義勇隊→∞

テリエス河艦隊　？？？

財産　金貨－一万

経験人数七九六人　ｎｅｗ

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテイル地域北部

なんとか日曜更新できました！

ごめんなさい、次から気をつけます。










第４７６話　屑の集団







　寝癖頭を掻きながら食堂建屋に入る。

「「「おはようございます」」」

「ふぉはよう!!」

　やはり寝坊だったようで、既に主要なメンバーのほとんどが揃っていた。

イリジナが食いながら返事を返して来るのもいつもの通りだ。

「お知らせ頂いたら朝食をお持ちしましたのに」

　セリアが自分の食事を中断して俺に走り寄るが、数歩手前で停止して頬を膨らませる。

「いやいい。ベッドに座って食っていてはいつまで経っても目が覚めんからな」

　軽く伸びをして笑うが、セリアの後ろにいるマイラとナーティアも責める目を向けて来る。

「……そんなに遅くまで尋問を？」

　その通りだ。厳しい尋問を明け方まで続けて寝不足なんだ。

「……それで何か吐きましたか？　それとも吐き出したのはエイギル様の男根だけですか？」

　更なるセリアの問いに答えたのは俺では無かった。

「馬鹿なことを言わないで。私は訓練された工作員よ。一言だってしゃべるものですか」

　女暗殺者は不敵な笑いをセリアに向ける。

言いながら、両手を俺の腕に絡めて上目遣いに見上げて来る。

「そうだな。お前は何も言わなかった。残念ながら成果無しだ」

「お前じゃないわ【ベネル】昨日教えたのに！」

　そう彼女の名前はベネルと言うらしい。

　ベネルは先行して食卓に向かうと、椅子を引きハタキで掃って待っていてくれる。

「南ユーグリア最精鋭、第一潜入工作隊の私を舐めないことね。何をされても口は割らないわ」

　俺が椅子に腰かけるとベネルが太ももを軽く叩いてくる。

促されるまま足を開くと彼女は俺の足の間に座る。

「それは手ごわいな。だが俺もそう甘い男じゃない。抵抗は無駄だ、覚悟しておくんだな」

「望むところよ。私は絶対負けないわ……あーん」

　俺の股の間に座ったベネルはスープを掬って口に運んでくれる。

「ふふ、あくまさんも今なら簡単に殺せそう」

「やってみるか？」

　俺は腰をずいと前に出す。

当然勃ちっぱなしの男根は服越しに女尻を押し上げる。

　小さく声を漏らしたベネルは首を反らせ、俺と目を合わせる。

更に顔は近づき鼻同士が当たる。

「あくまぁ……外道」

　俺達は唇を合わせる。

ベネルは体を回転させ、対面座位のような態勢で俺と抱き合いそのまま動かなくなる。

『好き好き』の呟きと熱い吐息がくすぐったい。

「コロッコロに堕ちてるじゃないですか！　一晩でこんなになる暗殺者なんて敵ながら腹が立ちます！」

「あんたも何したの？　もうそれただのメスじゃない……そもそも下半身の世話は私の仕事なのに」

　俺に抱かれる仕事を奪われたアネットも不満顔だ。

だが文句を言いながら食事を再開しようとした彼女は突然口を押さえて走り去る。どうしたんだろうか。

「特に変わったことはしてないぞ。部屋に連れ込んですぐに犯したな、三時間程だったか」

「いつも通りですね」

　ベネルの後頭部を撫でてやると顔を胸に擦りつけてくる。

「それでこいつの──「べねるぅ」ベネルの股が腫れ上がってしまってな。それ以上は可哀そうだから全身を舐めていたんだ。朝までな」

「朝まで全身ペロペロ……この女！」

「全身ペロペロ──新単語を登録」

　突然マイラが立ち上がり、周囲の視線を受けて真っ赤になって座る。

今度お前にもしてやるよ。

「完全調教済みですね。何が暗殺者ですか、このポンコツ女」

　セリアが手刀でベネルの脇腹をつっつく。

「もう逃げたり抵抗したりはしないと思う。監禁の必要はない……南ユーグリア工作員の」

「抵抗するわよ。屈しないわ──わきゃっ！」

　とうとう限界になったのかセリアがベネルを俺から引き剥がして床に転がす。

　その隙にイリジナがセリアの分の飯も食べてしまったぞ。

「そろそろまともに飯を食った方がいいな」

　俺が席に着くと皆の表情が引き締まる。

「軍務総監より我々単独にて正面町への攻撃が下令されています。目的は陽動、本体とタイミングを合わせる形で昼過ぎより攻撃開始となります」

　マイラが立ち上がり、先ほどの意味不明の激昂とはうって変わった真面目な口調で言った。

「艦隊からの連絡はまだないが……それまで何もしない訳にもいかんしな」

　俺は目の前の朝食に豪快にかぶりつくのだった。







　──昼過ぎ　名も無き小さな町。

「敵勢が右翼方向から迂回してきます！　少数の騎兵と軽歩兵約千！」

　セリアが叫ぶ。

「あれは陽動。左翼方向の民兵隊約六千が本命、矢を左翼に集中して敵の勢いを削ぎなさい」

　マイラが冷静な対処で敵の攻勢を食い止める。

「正面からも寄せてきますぜ！　ありゃ民兵じゃねぇ正規兵だ……二千はいやすぜ！」

　ヤーコフが部下に立てさせた見張り梯子から飛び降りて言う。

　ふむ、色々と忙しいな。

普段はレオポルトが全て処理しているのだが、今はいないからな。

　せめてトリスタンだけでも残すべきだったかもしれんが、イヴァンナがレオポルトだけだと行かないと騒いだからな。見る影もなくなった彼女は今頃どうなっているのか。

「ハードレット卿、両翼からの圧力が強くなっています。ここはあえて正面に弓騎兵一千を投入、中央突破を意識させることで敵の腰を引かせようと思いますが……」

　俺はマイラの提案に少し躊躇する。

「正面の敵は精強だ。まともにぶつけたら損害が出そうだな」

　戦で損耗を恐れるのは愚かなことだが、今は決戦前の余興のようなもの。

肝心の場面までなるべく犠牲は少なくしたい。

　俺は自分で行こうかと剣を抜きかけて止める。

「ちょうどいいのがいたな。クリストフも隊長をやるからには戦功が欲しいだろう」

　俺は懲罰部隊に向けて命令を下す。

「敵正面に突撃せよ。損害に構わず前進しろ。一歩も後退は許さん」

　懲罰部隊ならいくら損耗しても何の問題も無い。

完全に壊滅しそうになってからクリストフだけ拾ってくればツィーリアも文句言わないだろう。

　悪態とも悲鳴ともつかない声が懲罰部隊から上がる。

「あいつら……罪人の分際で命令に文句を言うなんて」

　セリアが怒っているが、別に悪態ぐらい構わんさ。

　奴らに期待しているのは忠誠心でも規律でもない。

「ただ命令通り突っ込めばそれでいい。それ以外に何も期待していない」

　特に俺が集めたとびっきりのカス共など死んで悲しむどころか微笑みが漏れるほどの悪漢ばかりだ。

どの道処刑されていた奴らだが、戦功をあげれば他の道を考えてやらなくもない。

「さあ見せて貰おうじゃないか」

　懲罰部隊は敵に向かって突っ込んでいく……。




「ほう、これは」

「ふむ……」

　正面の敵は正規兵と思しき歩兵隊二千、それに対して懲罰部隊は四〇〇程。

一方的にやられるかと思ったがどうしてなかなか持ち堪えている。

「クソ共まだ死ぬなよ！　敵を殺しまくれ！　俺と隊長の手柄を積みあげろ！」

　中心で吠えているのはグイグ……俺がスカウトした上官殺しの奴だな。

とはいえもちろん奴らの戦況は宜しくない。

「そうは言っても敵が多すぎて……ぐぇっ！」

「こんなの勝てっこねぇ！　ぎゃっ!?　腹に食らった！　死んじまう！」

「うわぁぁぁぁ！」

　数の不利が災いして損失が膨らみ、いよいよ崩れる前兆が見え始めた。

「てめぇなにへたってやがる！　腹が破れた？　剣が折れた？　ならそのきたねぇ臓物でも投げつけやがれ！　俺が代わりにやってやるよぉ！」

「や、やめ……いぎゃあぁぁぁぁぁ!!」

　グイグは瀕死の味方の腹を掻っ捌き、本当に敵へ臓物を投げつけ始めた。

俺とセリアは思わず目を背ける。

「カス共何見てやがる。敵をやらなきゃ殺されるのは俺達の方だ。逃げてもゴルドニアにぶっ殺される。余所見してる暇なんかねぇぞぉ」

　血まみれでゲラゲラ笑うグイグ。

悪漢ばかりの懲罰兵団の面々もさすがに逆らえず、剣だけでなく石に砂にと投げまくり、終いには敵味方の腕や首まで投げつけ始めた。

　気勢の叫びも鬨の声ではない。

聞くに堪えない下品な罵倒やあるいはただの下劣な単語を連呼していた。

「無茶苦茶です……」

「ご、ゴルドニアの恥です。もうあいつらごと掃討しましょう！」

　セリアが引きつり、マイラが弓の狙いを定めさせようとしていた。

「まあいいじゃないか」

「わっ……あぅ」

　俺はセリアを抱き寄せて汚い光景を中和しながら言う。

「少なくとも奴らは俺の望んだ通り動いている。役目を果たしているからな」

　見るに堪えない光景は先ほどからこちらに近寄っては来ない。

つまり懲罰部隊は敵正面を完全に食い止めているのだ。

　俺はマイラを見ながらヤーコフを呼ぶ。

「一〇五兵団を右翼にぶつける。敵の陽動を無視して後方への迂回を試みろ──それでいいな？」

「は、はい！　左翼は敵が怯んだタイミングで総攻撃。敵が崩れたら騎兵で蹂躙します。これが決まればこちらの損害は微々たるものになります」

　俺はセリアの頬を揉みながら戦況を見つめる。

「ところでさっきからグイグが目立っているがクリストフはどこだ？」

「……さあ。懲罰兵団は指揮官であっても騎乗が許されませんのでここからではどうにも」

　ううむ、せっかく手柄をあげさせようと思ったのにどこにいるんだ。

まさかもうやられているんじゃあるまいな。

　色々お膳立てしてやったのに簡単に死ぬようならツィーリアは俺が貰うしかなくなるぞ。

「一〇五兵団、敵右翼を突破しました！」

「左翼方向も崩れます！　総崩れです！」

　戦いの方は決着がついた。

「懲罰兵団に攻撃終了と伝えろ。今日の飯と酒は奮発してやるが余計なことをしたら縛り首だとな」

　だがマイラは怒り心頭の様子で剣を抜いている。

　視線の先では懲罰兵団の奴らが降伏した敵兵を惨殺し、女を襲おうとしていた。

　戦闘の後始末をしなければ。







「損害はごく僅か、兵糧物資の消耗も許容範囲内です」

　町の占領が落ち着いた後、俺は焚火を囲んでセリアの報告を聞く。

「戦闘と言っても防衛と追撃殲滅しかしていない。そんなものだろう」

　マイラが筆で巻物に字を書きながら続ける。

「最大戦功は……イリジナさんです。敵指揮官二名と敵兵五名を討ち取りました」

　それはすごい。騎士爵ぐらい貰ってもおかしくない戦功だぞ。

「……最後に懲罰です」

　マイラの目がキッと釣り上がる。

「降伏した捕虜の皮を生きたまま剥いで遊んだ者二名──その場で処刑。無許可で町に火を放とうとしたもの三名──百叩き。民を強姦した者二名──見せしめにそこへ」

　マイラの視線を追うと二つの重りが見張り塔から吊り下がり、プラプラと揺れている。

「全て懲罰部隊からです。以後、軍規の徹底を図ると共に隊長への厳重注意を……」

「必要ない」

　俺が否定するとマイラは一瞬驚いた後、頬を膨らませる。

いい大人の彼女がやると痛々しくもあるが、それもまた良い。

「言って聞く奴は懲罰部隊などに送られん。やれば殺す、それだけ知らせておけばいい」

　俺は輜重隊に向けて合図を送る。

「負ければ死ぬ。逃げたら殺す。命令に背いても殺す。全て上手くやって生き残れば美味い飯と酒を与えてやる。俺と奴らの関係はそれだけだ」

　そもそも気の弱いクリストフがあんな囚人連中を抑えられる訳ないだろうが。

「犯されてしまった女には俺が直々に詫びに行こう。俺が命令した結果だからな。何人だ？」

「三人です。一応ハードレット卿の名で詫び金は与えていますが」

　そういう問題ではない。直接顔を合わせて誠意を見せなければいけない。

「見せるのが誠意だけで済めば良いのですが」

　最近セリアが毒を吐くようになった。

今晩にでも体中撫で回して毒抜きをしないといけない。




　町に向かう途中、酒を与えられた懲罰部隊の騒ぐ声が聞こえてきた。

「ラーベックは吊るされちまったのか」

「おうよ。女に乗って腰振ってるところで指揮官様から背中をざっくり、そのまま引きずって行かれてぷらーんだ」

　女を強姦して見せしめに吊るされた奴だな。

俺への仕返しの相談でもするつもりだろうか。

「……ぷっ！　ぎゃはははは！　馬鹿な奴だよな！」

「捕まった時の様子はマジで笑えたぜー！　『勘弁してくれー出来心だったんだー！』がははは！」

「吊り下がってる奴を見たか？　不細工が一層増してやがった。傑作だったぞ」

　酒を飲みながらゲラゲラ笑う。

ここまでクズ集団だと次も遠慮なく死地に送れて助かるな。

「へへへ、間抜けドジ野郎は死んで当然だ。女を犯すなら見つからないようにやらねえとな。ねえグイグの旦那？」

　こいつら陰でもっとやってやがったのか。

「くせえ口を開くな。ぶっ殺すぞ」

　酒を飲みながら部下を睨みつけるグイグ。

やはりこいつの迫力は他の奴らと一段違う。

「はっそれに傑作と言えば……隊長のアレに勝るのはねぇよ」

　クリストフのことか。

奴がこの雰囲気に馴染めるとは到底思わんがどうだろうか。

「……へへ、そうだな……へへへ……」

　予想通り小刻みに震えてやがる。

あまりに手が震えすぎて火酒を焚火にぶちまけてしまい派手な火柱が上がる。

だが他の兵は余興だと思ったのか小さな歓声をあげる。

「あの敵兵は最高に笑えたぜ。かち合って速攻で隊長を蹴倒した時のドヤ顔を見たか？」

　グイグに味方の兵士が続く。

「『討ち取ったりー』ってな。そんで直後に周りを囲まれてるって知った時の絶望の顔よ！」

「後は生きたまま目玉をくり抜かれる悲鳴も笑えたぜ！」

「ダーティエンジェルも人が悪いぜ。あの変わり様を見たくてやられたふりをしてたんだろ？　何しろ盛大に蹴倒されたように見えて傷一つねえんだからな」

　ゲラゲラと下品に笑う奴らの中央でクリストフは硬直した笑いを浮かべる。

だがダーティエンジェルとはなんだろうか。

「も、もちろんだぜ。俺は喜びから絶望に変わる顔が大好きなんだじぇ！」

　無理をしている。これ以上ないぐらい無理をしている。

あの痛々しさに誰も気づかないのだろうか。

「それとよ……ダーティエンジェルに馴れ馴れしく話かけてきたあの捕虜は何者だったんだ？　嬲り殺しはダメだって言うしよ」

　南ユーグリアに居た頃の顔見知りが捕まったのか。

「随分仲良さそうだったが……都合が悪いことしかないだろうにどうして殺さなかったんだ？　まさか知り合いを殺せないなんてふざけたこと言うわけが……」

　ううむ、この流れでクリストフが実はチキンだとばれたらまずいのではなかろうか。

　だがグイグはニヤリと笑って言う。

「耳まで腐ったのか？　ダーティエンジェルはまず昔の縁で打ち解ける。そして俺達の友情は変わらないぜ……からの──拷問だ」

「上げて落とす──か、なるほど、それが一番心を壊すって聞いたことがある。一時は仲間だった奴を自分の快楽の為に……なんてお人だ……エンジェルどころかデビルだぜ」

　勝手に納得してくれてよかったな。

「しょの通りだ！　絶望を熟成させるからあいつは丁重に扱うんだぞ！」

「分かってるぜダーティエンジェル。あんたの遊びを邪魔する度胸はねぇよ」

　クリストフはグイグから注がれる酒を一気に飲み干す。

あれはもうヤケクソになって酔い潰れるつもりだろう。

　だがグイグはそれも許さない。

「そういえば俺が渡したあの孤児はどうした？　いい玩具になるかと思ったがもう壊したか？」

　俺は思わず身を乗り出す。

クリストフがその子を犯しでもしていたらツィーリアには悪いが奴らもろとも殺すしかなくなる。

「ああ、その子ならここに」

　クリストフの脇からひょいと七～八歳の少女が顔を出す。

「飯食うか？」

　クリストフが肉を差し出すと少女は嬉しそうに食べる。

「おいおい、泣いても壊れてもいねぇじゃねえか。まさかまだヤってねえのか？」

「マジかよ勿体ねぇ。なら俺にくれよ。俺はチビでも穴がありゃいけるたちなんだ」

　クズ共が手を伸ばす。

「うー……」

　少女はクリストフの腕をがっちり掴み、他のクズ共から隠れようとしていた。

「馬鹿言うな。こいつは親を無くした可哀そうな奴なんだよ」

　クリストフが腕を伸ばして少女を庇う。

後数秒遅れていたら俺が飛び出していたぞ。

「クリストフ好き……お前ら嫌い！」

　少女がクリストフにがっちり抱き付く。

あの様子だと酷いことはしていないな。安心した。

「おいおいどうなってるんだ？」

「まさかダーティエンジェルがガキ一人に情が湧いて……」

　また雲行きが怪しくなってきた。




「貴様ら何をしている！　その少女はなんだ!!」

　雷鳴のような声と共に現れたのはマイラだ。

完全武装の治安隊を引き連れている。

「やべぇ！　女司令官だ！」

「に、逃げ……」

　一瞬にしてクリストフ達は治安隊に囲まれる。

「……もう一度だけ問う。その少女はなんだ。年端も行かぬ少女に非道な行いをしていたとなればこの場で全員皆殺しに……」

　マイラが怒りに燃えている。

当然だ。俺だって事情を知らずに遭遇すれば剣を抜くだろう。

　マイラはこっちにおいでとばかりに少女に向けて手を伸ばす。

だが少女は立ち上がり毅然と言った。

「クリストフは酷いこと何もしないよ。一緒に遊んでくれるの！」

　マイラは驚くがすぐに疑いの顔に変わる。

「……本当に？　そう言えと言われていない？」

　当然その反応になるな。

状況的には犯されていない方が不思議だ。

「違うよ。クリストフは優しいの。ご飯もくれて、おはじきもくれて、楽しい遊びを教えてくれたよ。一緒にお昼寝もしたの」

　マイラの疑いの目は続く。

「本当に？　いやらしい遊びされてない？　お股とかお胸いじられてない？」

「しねぇよ!!」

　クリストフが叫ぶ。

「パパもママもいなくなって……家も無くなって……クリストフだけが優しくしてくれたの。だからクリストフを悪く言わないで！」

　少女は腰に手を当て、逆にマイラに凄んだ。

　ここまで言われてはさすがのマイラもこれ以上追及できない。

「……何かあったらすぐ言いなさい。私がそいつらの首を刎ねてやりますから」

　マイラは悔しそうに馬に乗り直す。

「けっ一昨日きやがれヒス女──ぎゃっ！」

「詫びに俺の男根しゃぶってけ──ぐえっ!?」

　マイラは野次を飛ばした男を蹴飛ばし、俺も物陰から石を投げて下劣なことを言う男の鼻を潰す。

「……ダーティエンジェルどういうことだよ。なんでガキがそんなに懐いてんだ？」

「あの女に一言言われたらお終いだったのに一緒に遊んだ？　仲良く並んでお昼寝？　まさかお前……」

　さてクリストフはどうなるか。

　グイグがニヤリと笑ってクリストフの正面に立つ。

万事休す、さらばクリストフか。

「まさかダーティエンジェルお前──そのガキを……調教したのか！」

「間違いねぇ！　ダーティエンジェルが戦の後にガキとはいえ女が傍にいて犯さないはずがねぇし、とびっきりのワルに子供が懐くはずもねえ。なら答えは一つ……ガキの未熟な体を犯しまくって調教したんだ！」

「すげぇ……また生えてもいねぇようなガキを快楽に狂わせるなんてよ。ぶっ壊すだけの俺にはとても真似できねぇぜ！」

　妙な展開になってきたぞ。

　騒ぐ兵達を余所にクリストフは慌て、少女は今のやり取りで精神力を使い果たしたのか胡坐をかくクリストフの膝に頭をおいて寝込んでしまう。

「おいおいおい！　こんなチビがしゃぶろうとしてるぜ！」

「はーはは！　もう心の底までメスにされてるんだな！　しゃぶらせてやれよダーティエンジェル！」

「馬鹿野郎、教育に悪いこと言うな！　大声も禁止だ、起きちまうだろ！」

　良く分からんがクリストフは命を拾ったようだな。




　もう問題無さそうだから、俺も目的を果たしに行くとしよう。

「き、緊急伝令──!!　至急、至急──!!」

　物凄い剣幕で馬が走り込んでくる。

　俺が剣を掲げてやると伝令は飛びつくような勢いで転がり込んでくる。

「レオポルト様より伝令！　艦隊は無事、都市国家領域の走破に成功！」

「おお、なんとかなったか」

　それは良かった。

これで奴が言っていた戦略が……。

「直後、艦隊は南ユーグリア、テリエス艦隊と遭遇！　戦闘状態に突入し──！」

　俺は笑顔を消して歯を噛みしめる。

　陸地を越えた直後に遭遇は完全に予想外で早すぎる。

単に運が悪かったのか、まさか待ち構えていたのか。

　伝令は目を閉じ、大きく息を吸い込んだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（邪神モード）

部下

マイラ（憤懣）セリア（補佐）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（完治泣）ポチ（工作中）レオポルト（！）トリスタン（！）アゴール（指揮官）

ヤーコフ（指揮官）マック（工兵）ジム（苦悩）クリストフ（ヤケクソ）グイグ（尊敬）

アルテイル（小さな幸せ）レーミア（満足）

そのほか

セクリト（！）イヴァンナ（テリエス艦隊提督）Ｔ−九九（クールタイム）ブリュンヒルデ（－）

ナーティア（研究）フェルテリス（エルフの誇り）イジャリス（移動）ユーラーレン（移動）

アネット（吐き気）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（暇）セイカ（♪）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（二重スパイ）

ツィーリア（安心）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　三九五→二〇〇

アルテイル神軍　　一三〇→二三〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦？？？　大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（全て臨時補修）

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？

敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵四万＋＋＋

　　　　　騎兵集団一万??

　　　　　？？？　→？

　　　　　臣民義勇隊→∞

テリエス河艦隊　？？？

財産　金貨－一万

経験人数七九六人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテイル地域北部








第４７７話　舞台は整いて







アルテイル地域　港町　マルメータム

「風が冷たくなってきた。遠からず冬が来るな」

　俺は軽装で来たことを僅かに後悔しながらポケットに手を突っ込む。

「風邪を引いては大変です。これをどうぞ」

　セリアが自分のコートを脱ぐが、彼女に寒い思いをさせる気はない上に、小さくてあまり意味がない。

　なのでセリア自身を抱き寄せて暖を取る。

　セリアはモゴモゴしながら態勢を変え、前が見えるように腕の間から顔を出す。

「……戯れている場合ではありません。着岸しますよ」

　マイラの言葉に続いて木が擦れる音と縄の軋む音がして周囲の者から小さな歓声が漏れる。

港町では珍しい音では無いだろうが、その大きさと重さは着いた船の巨大さを示していた。

「戦艦スワロフ着岸──続いて戦艦アレスオブアレス──着岸します！」

　再び響く重い音を聞きながら、俺は岸壁からスワロフへと飛び移る。

甲板から船外階段を駆け上がり艦長室に駆け込む。

　居たのはレオポルト、そして……。

「忙しない奴だ。一軍の長ならこちらが下船するまで待──」

「イヴァンナ！」

　俺はイヴァンナを抱きしめると左右から頬擦りする。

「な、何をする──んむっ！」

　最後に後頭部を抱えて唇を押し付けて完成だ。

　十秒程キスを続けたところでイヴァンナが俺を跳ねのける。

「ふ、不埒な奴め！　これだからゴルドニアのような小国軍人は──本当にもう！」

　唇を拭きながら怒るイヴァンナ。

「その様子だと元に戻ったようだな。一時はどうなるかと思ったが」

　イヴァンナは露骨に顔を顰める。

「あれはちょっとした気の迷い……いや、休暇気分が抜けなかっただけだ。誰にでもあって気にするようなことではない。お前らも余計なことを言ったら……」

　鬼の視線を甲板掃除の若い見習い二人に向けると、二人は冷や汗を垂らしながら猛然と掃除を始めた。

　はて参謀として送ったトリスタンまで掃除させられているのは何故だろう。

特に気にすることでもないか。




「そろそろ宜しいでしょうか」

「そろそろ来ると思っていた」

　いつの間にか至近距離にレオポルトがいる。

「我々はテリエス河到達直後に敵の戦闘艦三十余隻と偶発的に遭遇。約四時間の戦闘の末、敵二〇余隻を撃沈して勝利致しました。我々の損害は中破二──」

　僅かに日焼けした手がレオポルトの弁を遮る。

「いずれの艦も損傷は上部構造物のみでマストを折った艦も無い。修理の要無く全艦が継戦可能……完全勝利だ」

『完全勝利』の部分でそれなりに大きな胸を限界まで反らせてイヴァンナが言う。

「異論はありません。敵水上戦力は大打撃を受け、こちらの戦力は依然健在です──想定以上の大勝利と言えるでしょう」

　レオポルトがここまで言うなら、本当に完全勝利だったのだろう。

　奴の顔を覗くと無表情ながら、瞳に僅かな動きが見える。

こいつにとっても完全勝利は予想外だったと見える。

「いやぁ……まさかこの戦力で圧勝するとは思わなかったよ。敵にも結構な大きさの大砲積んだ船があったんだけどね。まるで豚でも狩るみたいにバッサバッサと……うーんこの戦いは戦訓として後世まで残ると思うよ。願わくば僕の日記が元になって欲しいものだけどね」

　掃除夫トリスタンも手放しの賞賛だ。

「応急修理で陸地を強行突破の上、数で勝る敵に完全勝利とは……凄まじい強さだ」

　俺も続いて褒めるが、ここらへんで止めておかないと限界までふんぞり返ったイヴァンナの背骨が心配になってきた。

「当初の目的はテリエス河への水上戦力投入による、敵軍の牽制と後方への戦力分散でしたが──風向きが変わりました」

「ふん。やはり囮か当て馬の類だったのだな」

　イヴァンナは文句を言いながらも嬉しそうに鼻を晴らす

レオポルトの『風向きが変わった』という言い回しが気にいったのだろう。

　レオポルトにしては珍しい洒落た言い方だったが、まさかイヴァンナの機嫌を取る為に使ったのか。

だとすれば奴も彼女の穴を狙っている可能性があるぞ。

　思案に耽る俺をよそにレオポルトは続ける。

「これで我々が前線を上げましても敵は後方に回る術を持ちません。逆に我が軍の方は成否はともかくとして首都近く、あるいはポルポ地域にまで一気に乗り込むことも可能となりました」

「敵はいつまでも時間稼ぎをする訳にはいかない……ということだな」

　レオポルトは頷く。

「兵を運ぶだけの輸送船程度ならその辺の街、あるいはテリエス沿いの都市国家からだって買える……少なくとも敵の方は買えると想定しなきゃいけない。だとすれば猶予はもうないね。仕掛けて来るよ」

　掃除夫がモップを肩に担いで言う。

「陸のことはお前達が考えろ。私は河に陣取り、挑んでくる敵は叩く。それだけだ」

　イヴァンナはふんぞり返ったまま椅子に座ろうとして床に転がる。

椅子を後ろに引かれたらしい。

「戦勝にのぼせていると足をすくわれるということだ」

　下手人はセクリトだった。

彼女は受け身をとってから犬歯を剥き出して怒るイヴァンナをあしらいながら俺に近寄って来る。

「私も居たのだがな。この女には抱擁とキス、私には何も無しか？」

　俺が答える前に足を踏まれ、抱きしめようとした手を抓られる。

「ひそひそ──あの女、アレスオブアレスの艦橋でずっと待ってたぞ」

「ハードレット卿がスワロフに乗り込んだら慌てて走って──ひそ」

「改装時に艦名はリヴァイアサンⅣに変わった！　艦名ぐらい正確に覚えろ下っ端が！」

　言い終わる前に綺麗に回った会心の蹴りが見習いの股間に入る。

……潰れてないだろうか。

　あと、リヴァイアサンの名前はイヴァンナ的に大丈夫なのだろうか。

「勝因は敵が弱かったからだ。船の動かし方も砲の扱いも凡百、あんなものに勝って英雄気取りとは実に笑える」

「なんだと!?　文句ばかり言いやがって、不服なら艦から叩き落として──」

　言いかけてイヴァンナはもう着岸していることに気づき、不機嫌そうにトリスタンの尻を蹴る。

「ともあれ、あの数を相手に完勝はそうできるものではない。途中敵の挑発に乗りかけた部分もあったが……肝心なところで冷静さを失わなかったことは評価できる」

　一呼吸置くセクリト。

「大したものだ」

　イヴァンナは歯を剥き出して怒りかけたが、良く考えて褒められていると気付いて踏ん反り返り、よくよく考えればセクリトに褒められても何も嬉しくないことに気付いて腕を組んで下を向く。

「戦勝祝いだ。敵の見習い兵を調教したんだがどちらかいるか？」

　セクリトが指を鳴らすと少年と少女が脅えながら入って来る。

「ん、なら少年の方を──」

　言いかけてイヴァンナは俺とトリスタンを交互に見てからセクリトを威嚇し始めた。




「ところでだが、こいつとエルフ達はどうだった？」

　俺はレオポルトを顎でさす。

「ふん、陸の参謀など河に出れば何もできん。……だがまぁタダ飯ぐらいでは無かった」

　つまり役に立ったんだな。

「水と風を操るエルフは船乗りにとっては禁じ手に近い存在だが、敵とかち合うと殺し合いには協力しないとほざいて船底に籠ってしまってな──まぁ激しい戦闘機動中に船底なぞ潜ったらどうなるか」

　セクリトがにやつきながら艦首を指差す。

　そこには白黒混在エルフ達が一列に並んで──盛大に吐いていた。

「乗り慣れない船、これでもかと動く戦闘、船で一番揺れる船底……か」

　見れば白黒並んだ尻の中にユーラーレンも混じっている。

ちょっと挨拶しようと思ったが、今は避けた方がよさそうだ。

　だとすればイヴァンナはエルフ達の魔法無しで勝ったことになる。

これなら河の方は安心だろう。







　イヴァンナの勝利以降、戦況は一気に動き始めた。

持久戦に徹していたはずの敵が町村を放棄して一気に撤収を始めた。

　全面敗走にも見える動きだったが敵はアルテリア近郊に兵力を集中させ、北上の動きを見せ始めたのだ。

「河を取られたもんで時間稼ぎは終わり、一大決戦の覚悟を決めた……か？」

「その通りです。ですが、これまで敵にある程度の時間を与えました。大なり小なりの奥の手を用意していることでしょう」

　それは仕方ないだろう。

敵も下等な魔物じゃないんだから勝とうと色々考える。

「それでも決戦の方が分かりやすくていい。この戦いは長く続き過ぎだ」

　戦争も好きだが平和になって女を抱きまくるのも同じ程いい。

どちらか一方だけでは飽きてしまうものだ。

いや、女体は演出を変えれば飽きないかな。

「軍務総監からも余計な交戦を避けて決戦に備えよと通達が出ております」

「ああ、ならちょっと種でも出して来るとしよう。お前も休める時に……いや今から二四時間、俺の命令が無い限り休み続けろ。命令だ」

　こうでも言わないとレオポルトはちょこちょこと何かしていそうだ。

　トリスタンは何も言わなくても勝手に休み続けるけどな。

おっと奴をスワロフに置き忘れて来た。あとで返して貰おう。

　俺が笑いながら天幕を出ると外ではベネルが待っていた。

「捕虜から目を逸らすとは油断もいい所ね。その油断が命とりになるわよ」

　ベネルは不敵な声を出しながら俺の首にマフラーを巻き、腕を取って頬擦りする。

「では不安の芽を摘むとしよう。まずお前に酌をさせ、その後に壊れるぐらい犯して屈服させてやる」

「女の身で暗殺者をやる私が犯されて心折れるとでも？　犯し疲れて寝込んだ時が最期ね」

　ベネルはニヤリと笑ってから俺の腕を自身の豊かな胸で挟み込み、器用にスカートから下着を脱いで生暖かいそれを握らせて来る。

「……何をふざけているんですか」

　コートを持って現れたセリアがベネルと俺の間に割り込む。

「今夜は戦闘がなさそうなのでお相手は私がします。貴方は懲罰部隊にでも飛び込んで犯されてきなさい」

「いいのかしら？　忠誠に疑いのある彼らと私が接すれば……その剣が貴方に向くかもよ？」

　挑発的に言いながら涙を浮かべてイヤイヤするベネル。

「……それに貴女」

　セリアがベネルを凝視してぶつぶつ言い始める。

「長い金髪……体形はややムチムチ……敏感で汁量も多い……真面目ぶってもエッチが大好きでマッチョと巨根に弱い……エイギル様の好みど真ん中の女をわざわざ暗殺者として送るなんて」

　付け加えるなら快活な雰囲気も良い。

そもそもこいつは本当に暗殺者なのだろうか。

「当たり前でしょ。養成機関を優秀な……五〇人中三番目の評価で出たのよ。途中で二人行方不明になったから正確には四八人中だけど」

「それでこれなら南ユーグリアも知れたものなのですが」

　怪しむセリアを余所にベネルは火酒に果汁を混ぜ、適度に水も加えていい感じにして渡してくれる。

彼女はこういう気配りも完璧なのだ。どう考えても暗殺者に必要なスキルではないが。




　俺達は静かに、時に笑いながら酒を楽しみ、酔いが回っていく。

　ちなみにセリアは俺の隣に陣取っていたが、開始三十分ほどで頭をぐらんぐらん揺らし始めた。

　ベネルは酔って赤くなった顔で俺に密着しながら色々な話題を振って来る。

だが一方的にしゃべるのではなく、俺が気持ち良く話ができるよう気遣ってくれるのだ。




「今日見た船すごかったわ～どこから来たの～？」

　ははは、スワロフとアレスアブ──リヴァイアサンⅣはでかいから気にもなるだろう。

「耳の長い人が沢山いたけど～」

　はは、普通に暮らしていればエルフと出会う機会はない。

ましてあれだけ数がいるとなれば気になって当然だろう。

「アレスの王様のことなんだけど～」

　ギルドレスの話をすると酒が汗臭くなりそうだ。

はて、彼女を捕まえた時にはギルドレスはいなかったと思うが不思議だな。

「部下の人も個性的よね～例えばあの人ってお金が好きそうよね？」

「マックのことか？　いやあいつは金にはあまり興味がないぞ。何より日焼けした女が好きだと言う変態でな。救いようがないんだ」

　俺は時折軽い罵倒や誇張を交えながら気持ち良く話していく。

　ふとベネルがメモを取っているのに気づく。

「何書いてるんだ？」

「ん～？　なんでもないわ。酔いも回ったし……そろそろベッドで拷問……する？」

　なんでもないなら仕方ない。

　俺は酒瓶を持ってグラングラン揺れ続けるセリアに毛布をかけてからベネルをベッドに横たえる……。
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南ユーグリア首都　アルテリア　女帝私室

「良く来てくれました。まずは一杯お飲み下さい」

「失礼致します」

　ヴィルヘルミナの勧めに応じてマエスタスがグラスに口をつける。

だが彼はその極上の味を喉に流し込むことなく、ほんの一滴程の量を舌に乗せただけだった。

「して御用はなんでありましょうか女帝陛下」

　男は女帝が何か言う前に機先を制する。

あくまで職務上の用事なのだと言わんばかりに。

　露骨な態度にもヴィルヘルミナは張りつけた笑顔を崩さない。

ただ眼光だけを鋭く変える。

対してマエスタスもその凛々しい美顔に微笑みを浮かべながら、眼をギラギラと光らせる。

「──では単刀直入に言います。近く行われる決戦に際して、ザフネスに代わって全軍の司令官となって頂けませんか？　貴方の才覚が必要なのです」

「謹んでご辞退申し上げます」

　まさに即答、一瞬の躊躇も無かった。

　ヴィルヘルミナの笑顔に変化はなく、マエスタスもにこやかに微笑む。

和やかな昼下がりのような微笑みの間を極寒の連邦ばりの吹雪が吹き荒れる。

「理由をお聞きしても？」

「私の才覚はザフネス閣下に劣ります。全軍を指揮するだけの力量がありません」

　ヴィルヘルミナは紅茶を軽く飲む。

「そうは思いません。貴方には大軍を率いるに足る十分な才があります。必要とあれば非情に徹し勝利を至上のものとして追い求められる。これこそ大軍の将たる才覚ではありませんか？」

「お言葉を否定する非礼をお許しください。ザフネス閣下こそ全軍の将に相応しい、私は力量不足です」

　吹雪が強さを増す。

「それを決めるのは当事者の貴方ではなく、任命者たる私ではありませんか？」

「然り。されど実際に兵を率いるのは当事者たる私であることお忘れなく」

　睨み合う二人だが、ヴィルヘルミナの方が負けたとばかりに下を向いて微笑む。

「もう頑固で困ってしまいますわ。小娘の私を虐めないで下さいまし」

　ヴィルヘルミナはマエスタスの手を握る。

「戦時の総司令官とは言わば前線の皇帝。相応の利を得てしかるべきです。──何が欲しいですか？」

　マエスタスの眉が動く。

「国を買えるような山のような財、私に次ぐ第二の地位、あるいは中央平原全土に轟く名声……それどころか今後百年語り継がれる英雄に仕立てることも可能ですわ」

　更に白い手が男の陽に焼けた手に重ねられる。

「ご気分を損ねたら御免なさい。噂では貴方は相当な女好きと聞きます。ならば国中の美女を貴方に贈ることもできますわ。むろん官吏であろうが貴族であろうが目についた町娘であろうが……」

　ヴィルヘルミナがずいと乗り出す。

「それとも……私？」

　マエスタスの顔に初めて動揺が走る。

見逃すヴィルヘルミナではない。

「私を美しいとは思いませんか？　男に慣れぬうら若き女帝は経験豊富な貴方に組み敷かれ……成す術もなく悶え、喘ぎ、激流に浮かぶ小舟のようにかき乱され……」

　マエスタスがヴィルヘルミナの肩を掴んだ。

「酔ってのご冗談もほどほどに。小心者故、揶揄われては心臓が止まってしまいます」

　マエスタスはグラスの酒を一気に飲み干してから、文句のつけようがない見事な敬礼を見せる。

「偉大な陛下よりの過分な評価。戦前の鼓舞と理解しながらも感動致しました。ついてはザフネス閣下の下、将兵一同鋼となりて決戦に挑む所存にございます！」

「ええ、期待しておりますわ」

　不機嫌になることも、恥をかかされたと怒ることもなく微笑む。

再びマエスタスの顔が僅かに歪んだ。

「陛下、最後に一つ誤った噂を訂正させて頂きたい」

　ヴィルヘルミナが一瞬、意外そうな顔を浮かべる。

男が余計な話をしたがるとは思えなかったからだ。

「私の乱行は否定しようもありません。隙あれば女を求め、多くを侍らせて悦に入ることも度々です」

「まぁいやらしい。英雄色を好むでしょうか？　マエスタス殿程の男前であれば女は自然と集まりましょうが、あまり弄んでは恨まれますよ」

　くすくすと口に手を当てて笑うヴィルヘルミナと対照的にマエスタスは作り笑いを消す。

「私は女体を何より好みますが、女は何より嫌いなのです。では失礼致します」




　扉が閉まりヴィルヘルミナも作り笑いを消す。

「なるほど、ああいうタイプか」

　ヴィルヘルミナは美しく整えられた爪を噛み、下着が見えることも構わず机に脚を乗せた。

静かな口調ながら苛立っていることは明白だった。

「申し訳ありません陛下」

　カーテンの影よりビシタシオンが顔を出す。

「良い。それよりも次の一手を考えねばならん。いくつか手は打ったが、首尾はどうか？」

「それに関しましては……」

　ビシタシオンは言いかけて突然その場に跪く。

同時に扉がノックと同時に開いた。

「入るぞ──！　む、先客がいたか」

「取るに足らぬ些事にございますザフネス閣下。すぐに退室致します」

　ビシタシオンは丁寧に頭を下げて退室する。

「水軍の敗北は聞いたぞ！　まったくどんな魔法を使ったのか……だがなんとかギリギリ間に合った」

　ザフネスは嬉しそうに書類を机に広げる。

「帝国領から傭兵を募集すると言った時は慌てたが、なるほど辺境域の蛮族共ならば俺達の顔を知るはずもない。本国も敗戦で相当荒れている。口減らしには最適だろうよ。これでまず三万──」

　ヴィルヘルミナは小さく頷く。

全てわかった上で決めていたからだ。

「しかも奴らは戦闘に飼い慣らした魔物を使う。初めてみるゴルドニアは泡食うだろうよ！　ええと使う魔物は……」

「陸上型六〇〇頭。空中に三〇〇頭だ。餌の用意も出来ている」

　ヴィルヘルミナは机に肘をついて言う。

彼女はザフネスは語らない切り札の存在も把握していたが、この場で語る必要も無かった。

「後は魔法使いを束ねた一隊か。連携訓練に苦労はしたがようやく実戦レベルになった。あとはアルテリアの本隊に──」

「二日前に合流済みだ。既に進軍を始めている」

　そうだったそうだったとザフネスは頷く。

「最後は……少年兵か。なんとも気分の悪い話だがこの際仕方なかろう。なに、親兄弟に相応の地位か金を与えれば文句の声も小さくなろう」

「私が一か月前にやったようにな」

　ザフネスは満足げに頷くと闘志に燃える目でヴィルヘルミナをみる。

「決戦で勝てば今までの失敗も全て消し飛ぶ。任せておけ、俺は今まで最後の最後、一番肝心な戦で負けたことがないのだ」

　意気揚々と退室するザフネスを見送り、ヴィルヘルミナは荒い鼻息を吐く。

「肝心なところで負けたから中央平原まで逃げて来たんだろうが……」

「やはりこちらの方を進める必要がありますね」

　カーテンの影から再びビシタシオンが現れた。

「首尾は良いか？」

「上々です。暗殺者……ベネルは〝予定通り〟捕縛され慰み者となりました。不定期ではありますが情報も送られて参ります」

　ベネルの捕縛は最初から想定済みだった。

彼女に渡された丸薬だけは実際には微毒であり少々呑み込んでも死に至るものではなかったのだ。

「ハードレットの好み真ん中をついた女だ。さぞ可愛がって貰えるだろう」

「収集した情報に基づき、副次的な調略を仕掛けます。確実性はありませんが……一人二人引っ掛かれば儲けものでしょうか」

　ヴィルヘルミナは送られてきた情報を数秒で流し読んで頷く。

二段構えの謀略によって得た情報と言う割にさして興味のない反応だった。

「ところでお前とベネルは養成の同期だったな」

「はい。彼女はそれなりに優秀で席次は三番であったかと」

　ビシタシオンの返答にヴィルヘルミナは口角を上げる。

「してお前は？」

「意地悪をしないで下さい。私は〝失格〟です」

　ビシタシオンは眉を寄せ、ヴィルヘルミナの紅茶を入れ直す。

「合格おめでとう。狭き門だったな」

　そう、謀略の養成機関で本当に合格なのは途中で消えた者だけだ。

後の者は席次など問わず、『捨て駒としての使い方しかない』と判断されたのだ。

そもそも謀略に携わる者に養成機関卒業と、はっきりした経歴は邪魔なだけだ。

「彼女は優秀ではありました。が、致命的な欠点があります」

　ヴィルヘルミナは無言で続きを促す。

「情に厚すぎるのです。今はハードレットに取り入る為に快楽に落ちた演技をしているのでしょうが、何度も抱かれ、共に時を過ごす内、心動くことは間違いないでしょう。彼女が失格できなかったのはある訓練によってです」

　ビシタシオンは窓際で鳴いていた猫を持ち上げた。

「生徒に子猫が与えられます。そして数か月程時を過ごした後──殺せと命じられます」

　ビシタシオンは短剣を抜いて猫の眼前に突きつける。

猫は驚き、慌てて窓から飛び出していく。

「彼女にはそれが出来ませんでした。自然死した猫の死体を身代わりする機転は大したものでしたが……小細工が通じるほど養成機関は甘くありません」

「ふむ、それでお前は──聞くまでもないな？」

　ビシタシオンは小さく頭を下げて短剣を納める。

「ベネルは遠からずハードレットに惚れるでしょう。情報は滞るかあるいは欺瞞となるでしょう」

「だが、それでいい。何故なら──」

　ビシタシオンが続ける。

「ベネルの存在そのものが謀略です。ハードレットは無類の女好き、彼女が惚れれば奴の方も少なからず惚れる。そして戦場においてハードレットを害するのはドラゴンを仕留める程に困難ですが……」

「ベネルはそうではないな。定時連絡として呼べばこちらの間者の前に自分からやってくる」

　最初からベネルは暗殺者の役目を期待されていなかった。

そして暗殺を擬態としての間諜の役目も期待されていなかった。

彼女自身も知らない三段重ねの謀略だった。

「ベネルを適切な時期に、可能ならハードレットの目の前で暗殺すれば……」

「ハードレットは動揺するか、あるいは冷静さを失うだろう。ゴルドニア有数の軍団を謀略で乱せるなら、席次三番目を捧げて余りある」

　紅茶が早いペースで飲み干されていく。

「三段目に気付かせてはならん。送られて来た情報に基づいて一応謀略を仕掛けておけ。成否はまぁ……余裕があれば見ておこう」

「承知しております」

　決戦は目の前まで迫っていた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（邪神モード）

部下

マイラ（休憩）セリア（酔潰）イリジナ（休憩）ルナ（休憩）

ギド（完治狂）ポチ（工作中）レオポルト（休憩）トリスタン（掃除）アゴール（言い訳）

ヤーコフ（激昂）マック（動揺）ジム（混乱）クリストフ（抵抗）グイグ（クズ）

アルテイル（小さな幸せ）レーミア（絶頂）

そのほか

セクリト（調教）イヴァンナ（至福）Ｔ−九九（観察）ブリュンヒルデ（捜索）

ナーティア（研究）フェルテリス（嘔吐嬉）イジャリス（嘔吐）ユーラーレン（嘔吐）

アネット（確信）ピリス（軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（照）セイカ（♪）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（下種）ツィーリア（驚愕）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五

歩兵　　　　　　四五〇〇

騎兵　　　　　　五四〇

弓兵　　　　　　五八〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　二〇〇→二五〇

アルテイル神軍　　二三〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（全て臨時補修）

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万

　　　　　徴集兵四・六万

東部方面　？？？




敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵七万？　＋少年兵三万

　　　　　騎兵集団一万

　　　　　辺境部傭兵隊　→三万

　　　　　陸魔獣六〇〇　空魔獣三〇〇　？？？　一匹

　　　　　臣民義勇隊→∞

財産　金貨－一万

経験人数七九六人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテリア近郊

さすがに次回こそ決戦にいきます……絶対です。










第４７８話　アルテリア決戦　前編







「これは軽い詐欺だよな」

　俺は苦笑しながら呟く。

「はむはむ……」

「もぐもぐ……んまっ！」

　俺の前ではエルフ達が一心不乱に果物を頬張っていた。

「何も偽わってはおりませんが」

　レオポルトはちらりと目をやるだけで再び自分の仕事に戻る。

　エルフ達が食しているのは働きに対する正当な報酬……魔法で艦隊を陸越えさせた対価として支給された果物だった。

　黒エルフがリンゴにかぶりついてウットリと両手で頬を押さえる。

　森エルフが切り分けた桃を口に運びプルプルと震えている。

「安物を押し付けたつもりは無いが所詮は果物だぞ？」

　強力な土水風の魔法を延々使わせ、稀代の奇策を成功に導いた。

その報酬が箱いっぱいの果物で足りるとは思えない。

「向こうが望んだ物です。金貨や領地の方が良かったとお思いですか？」

　どちらもきっと喜ばない。

「み、見て……これブドウよ。粒がこんなに大きい……しかも甘い……」

「なにこの真っ赤なイチゴ……美味しすぎるでしょう」

　二人のエルフが互いの果物を食べさせ合う。

まあお礼なのだから喜んでくれればそれでいいか。




「あっこんな所に居た。あくまさーん！」

　俺がエルフ達に見惚れているとベネルがトテトテと走って来る。

彼女は直前で軽く跳ねて体全体で飛びつき、両頬にキスをした後、上目使いで見上げてきた。

「失神した私を放置するなんて酷いわ。目が覚めて寂しかったんだから！」

　ベネルは頬を膨らませ、胸板をポコポコ叩いてくる。

　レオポルトはいつの間にかいなくなっている。嫉妬したのかもしれん。

「すまんすまん。ちょっとやることがあったんだよ」

　艦隊が勝利して以来、あれほど鬱陶しかった小規模な襲撃はぴたりと止んだ。

敵はアルテイルを決戦の地と定め、全戦力を集中しているのだろう。

　無論こちらとしても望むところで全軍を集結させて南下を続けていた。

しかし随所で今のような休憩を多くとっている。

無理な強行軍はせず、兵を疲れさせることなく最善の状況で決戦を迎える為だ。

「もー反省してるの!?　無視するんだったらもうココしゃぶってあーげないっ」

　ベネルは手の甲で未だ一瞬も萎えることなくズボンを押し上げている一物をはたく。

「俺が悪かったよ。膝でもついて謝るから今夜もやってくれ」

　大げさに悲嘆して両手を広げるとベネルの機嫌はたちまち直る。

「ふふん。ぎゅーってしてくれたら許してあげる……ソレはあんまり押し当てないでね。寝起きなのにエッチな気分になっちゃうから」

　などと言った癖に抱きしめてやると自分から腰を密着させてくる。

　ベネルは完全に俺に惚れこんでいる。

出会いは暗殺事件だったがもう警戒する必要はないだろう。

「あんっ！　すぐおっぱい揉むぅ……お尻も触ったなぁ」

「ふふふ、こんなふわふわの胸と尻を触らない方が失礼だ」

　ベネルは俺の頬を引っ張りながら首に組み付いてくる。

付き合いは短いがこのままベッドに連れて行っての合図だとわかる。




「ジー」

　だがベネルを抱き上げた俺の背後から音がするような視線──いや、単にマイラが口で言っている。

「どうしたマイラ。お前も混じるか？」

「二人きりでないと嫌です。緊急にお耳に入れたいことがあります。機密ですので……」

　マイラはベネルを睨む。

「大丈夫！」

　ベネルは両手で耳を塞いで目を閉じる。

「さて話を聞こう」

「……もういいです。知りませんよ」

　俺が大きく頷くとマイラは頭を抱えながらも報告を始めた。

「南ユーグリアの謀略活動が活発化しています」

　不思議はない。決戦に備えて兵を引き、間者を暗躍させて可能な限りこちらの情報を集め、あるいは妨害工作をするのは当然だろう。

「それが私達の部隊が集中的に狙われているのです。まず……マックの馬鹿が攻城に使う資材の備蓄量を敵に漏らしました。今朝方、自己申告してきました」

　意味が分からないぞ。

「昨夜、日焼けしたスケベ美女に誘惑されてベッドを共にしたそうです。その際に執拗に工作隊のことを聞かれて答えてしまい、今朝女がいなくなって気付いた……と。本人の弁では『怪しいとは思ったがきわどいラインで日焼けした尻を見て理性が無くなった』そうです」

「何をやっているんだマックは……女に垂らされて情報を漏らすとは馬鹿も極まっているな」

　俺は思わず笑ってしまいながらベネルの尻を撫で回す。

「アゴールからも申告があります」

　おいおい、あいつはマック程愚かではないはずだぞ。

「……戦で家を焼かれたと言うおっとり美熟女に縋られ、頼られる中でベッドを共にしたそうです。案の定明け方まで遊んで眠ると女が消えていたと、機密は話していないそうですが、酔っていて定かでない……と。本人の弁では『旦那に申し訳無いと言いながら足を絡められて理性を失った』そうです」

「真面目な顔したむっつりスケベめ。そう簡単に女が惚れる訳ないだろうが」

　俺は頭を横に振りながらベネルの胸を揉み解す。

「ヤーコフからも申告があります」

　だろうな。ヤーコフの阿呆はきっと来ると思っていたよ。

「巨乳美女に誘われ抱いたそうですが秘密は漏らしていません。明け方に命令書を盗んで逃げたそうですが大した内容ではありません。本人の弁では『体も顔も良い女だったが今一つ燃えなかった』と」

「ヤーコフにしては上出来だな。正直驚いた」

　俺はベネルの下着の中に指を入れて大事な場所を直接なぞる。

　印象ではあいつこそ引っ掛かりそうなのにな。

大したものだ。後で極上の酒を奢ってやろう。

「『最近は巨乳よりむしろ凹凸の無い体に惹かれる。だが女とわかると萎えてしまう自分がいる』とも」

「あいつは何を言っているんだ？」

　考えたくもないので次に行こう。

「ジムからも……申告が……」

　俺の部下共はどうなっているんだ。総崩れじゃないか。

「金髪グラマー美女に誘惑され一夜を共にしたそうです。その後女は自分が間者だと自ら明かし、もし妻にばらされたくなければ寝返れと迫ったそうです。本人の弁では『ここで屈してはワイフのみならず、ハードレット殿も裏切って二つのジャスティスを失ってしまう。それはできない』浮気して何をほざきますか」

「なるほど、そう来たか……言っている意味はわからんがあいつらしい」

　俺はベネルの口に指を突っ込みしゃぶらせながら言う。

「後はギドが……」

　奴はもう３ｃｍのはずだが。

「……いえ。年下の無垢な少女に誘惑されたそうなのですが、即座に看破して剣を抜いたそうです。周りの味方が止めなければ首を刎ねていたかと。本人の弁では『南ユーグリアは敵だ。見かけ次第殺す』……と」

「ううむギドの奴、男根が復活しなかったので病んでしまっているな」

　俺はベネルの頭を押さえてズボンの上から一物に頬ずりさせながら首を捻る。

「ま、全員不問で良い。マックの阿呆も敵が上手かっただけのことだ。決戦を前に罰だなんだと騒いでも逆効果だ」

　それよりも重要なのは……だ。

「はい。全員が見事に好みを突かれています。ハードレット卿ならまだしも、私兵に過ぎない彼らの好みまで正確に把握されているとなると……凄まじい諜報力です」

「さすがに考えにくいな。そこまで知られているなら何もかも筒抜けだ。艦隊の陸越えや奇襲なんかも全部対応されたはずだぞ」

　マイラも同感なのか小さく頷く。

「はい。であればごく最近、我々の中枢……相当部分の機密を知る人物に敵の間諜が取りついたと見るべきでしょう」

　俺も眉を寄せ、真剣な顔で答える。

「早急に割り出さんといかんな。レオポルトかトリスタンの周辺が怪しいだろう。注意しておけ」

　ベネルの顎下を撫でながら言う。

彼女は嬉しそうにむちむちした腰を左右に振る。

「元凶を見つけて叩く……まったくどこの間抜けが取りつかれているのか」

　遠い目をしているとセリアがやって来る。

慌てている所を見るとマイラと同じ話だろう。

「エイギル様、ヤーコフのアホは私が蹴り回しておきました！」

「よくやった。可愛いぞセリア」

　先ほどの話ではヤーコフは問題なかったらしいが些細なことだ。

「後レオポルトさんの所にも怪しいのが来ていました。八歳ぐらいの女の子が『大人にして下さい』とか言いながら忍んで来たとか……即座に拘束されたそうですが」

「……さすがにそんな子供に誘惑されて落ちる男はいないと思いますが」

「いやレオポルトは恐らく幼女趣味だからわからんぞ」

　それにしてもレオポルトに幼女趣味の疑惑があると睨んでいるのは俺だけのはずなのだが、敵はどうやって知り得たのか。これは想像以上に手ごわいかもしれない。

「その好みの話なんですけど……その女です」

　セリアが俺にしなだれかかるベネルの腕を掴みあげて引き離す。

「この女、さすがに狙い過ぎだと思いませんか？」

「ですよね。私もちょっと……」

　二人の視線を追い改めてベネルを見る。

　身長は１６０ｃｍ半ば……遠慮なく抱ける体格ながら大柄ではなく腕にすっぽり収まるサイズ。

　顔は整った美人系でありながらも、悪戯な表情や困った表情にコロコロ変わって愛らしい。

　肉付きは良くややムチムチ……ただ豊満なだけでなく胸も尻もふわふわ、ふよふよと柔らかく揉むにも抱きしめるにも最高だ。

　髪は金色のサラサラロングヘアー、見惚れてしまうことも多い。

「頭も良いのにスケベ……筋肉も好きで行為中も良く撫でて来る。イクと掴み癖があるのも可愛いな」

「そこまでは聞いてません。とにかく頭の先から股の間までエイギル様の好みを詰め込んだような女です！　いくらなんでも怪しすぎます。ちょっと叩いて見れば簡単に埃が……」

　ベネルは明後日の方向を見て口笛を吹いている。

やはり彼女は白のようだ。

「そんなに虐めないでやってくれ。ちゃんと俺が叩いておくから」

「「バックでお尻を叩いても駄目です！」」

　セリアとマイラの連携は素晴らしい。これなら決戦も心配いらない。

　我ながら少しベネルに入れ込み過ぎかとも思うが可愛いのだから仕方ない。

今も早く二人になろうと両手で腕を引いて先導する様がたまらない。

「そうだ。あのボーっとした人、トリスタンだっけ？　あの人は好みってあるの？」

「奴は女より本だの紅茶だのが好きだとか訳の分からんことを言っていたな。だが俺の予想ではあいつはリードして……いや鞭を振り回して言うことを聞かせるぐらい強引な女が好きだと見ている」

「そっかそっか……」

　ベネルはいそいそとメモを取っているが、そんなことより面白いことを考えたんだ。

「えっ私が鎧着るの？　女騎士？　戦って負けてそのまま凌辱？　うーん、なら雰囲気出す為に手枷を用意して……」

　遊びの相談をしていると背後の味方から警戒の声が上がる。

「危ない！」

　風切り音に反応する前にベネルが俺の腕を引っ張る。

ヘロヘロとしょっぱい矢が通り過ぎ、地面にプスリと刺さる。

「すまない。新兵の練習中に矢が……げっハードレット卿!?」

　真っ青になる味方兵に気にしてないからさっさと戻れと言ってやる。

見るからにすっぽ抜けたヘロヘロ矢だったし、あんなものが刺さっても筋肉までも通らなかった。

「手枷だけじゃなく縄で吊るして全身を舐められるのはどうだ？　痛くないように柔らかい布で……」

　特に気にすることもなく話を続けるがベネルは呆然としていた。

「と、咄嗟に助けちゃった……あのままならもしかしたかもしれないのに……。うぅ、でも話もエッチも楽しくて……このままじゃ……」

　変な奴だな。
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数日後

　俺達は本体に若干先行する形で街道を進んでいた。

既に決戦の地と思われるアルテリアは目前だ。

「……むん」

　セリアが隣で剣と鎧を確かめ、太ももに隠した短剣を確認して可愛く気合を入れる。

「……ふぅ」

　マイラがしばらく目を閉じてからカッと見開く。気合十分だな。

「どうどう……いい子」

　ルナは馬を優しく撫で、矢を番えずに弓を一度引き絞る。

「わははははは！　……うっ。わはははは!!」

　イリジナは槍を振り回して周囲のひんしゅくをかっていた。

一瞬止まったのが気になるんだが力を込めた拍子に屁をひっただろう。

「地図によると次の丘陵を越えればアルテリアが見えます」

　レオポルトの言葉に生返事を返した俺は前方ではなく側面に視線をやる。

「嫌な感じだ」

　レオポルトは答えず、いつも通りの冷たい目を俺に向ける。




　馬蹄の轟音が鳴り始めるのと味方兵の叫びは同時だった。

それだけ敵の隠れ方と攻撃開始のタイミングが完璧だったのだ。

「右翼から敵襲──！」

「そらきた」

　俺は即座にシュバルツの腹を叩いて向きを変えさせる。

「左翼からも敵！　いずれも騎兵、挟まれています！」

「敵数は馬蹄の煙で判別不能ですが大集団です!!」

「バラバラに飛び出しすぐに合流して突撃陣を組む……これこそ奇襲だ。素晴らしいね」

　トリスタンが頷く。

　なるほど、敵は丘陵の影に隠れて準備万端こちらを待っていた訳だ。

騎兵の足は速い。兵の叫びから敵が突っ込んでくるまで三分も無いだろう。

　アルテリアで決戦するとは言え、何も立て籠もらないといけない訳ではない。

むしろ兵力を集中して街の防衛が万全ならば騎兵集団などは積極的に前に出てくるはずだ。

　俺は感心しつつニヤリと笑う。

「そう来てくれないとわざわざこんな煩雑な陣形で行軍した甲斐が無い」

　レオポルトが腕を上げると火矢が打ちあがる。

　途端、長槍隊が側面に穂先の壁を作りクロスボウ兵が膝をついて構える。

弓騎兵が綺麗な二列縦隊のまま左右それぞれに狙いを定める。

　俺達の防御陣は三分どころかほんの一分で完成する。

「早い！　対騎兵陣が完成しているぞ！」

「ええい、突撃中止！　反転しろ！」

　敵は慌てて反転していく。

俺達はこの地点での奇襲を完全に読んでいたのだ。

「後方の本陣にも敵奇襲。されど予定通り側面部隊が迅速に対騎兵陣を展開し敵は突撃を断念しました！」

　エイリヒも当然備えている。

まず敵の初手を潰した。敵の切り札たる騎兵集団を無意味に投入させたのは大きい。

「まずは幸先が──」

「騎兵集団が陣形を組み替えます！　後方より戦車と二人乗りの騎兵が合流！　再度突撃してきます！」

　ええい鬱陶しい。

敵の司令官の顔が見てみたい。どうせいけ好かない男前に決まっている。

　セリアが自分の部隊を率いて俺の隣にやってくる。

「敵、陣形をより鋭角にとって再突撃……しかしこちらの防御陣形は健在です。穿孔突破を試みても十分対処できそうですが」

　俺はセリアの頭にポンと手を置き、デュアルクレイターの鞘を投げ捨てる。

「いや放置すれば突破される。準備しておけ」

　ちらりと横目で見るとレオポルトとトリスタンがそれぞれ別の部隊に指示を飛ばし始める。

事態が想定の範囲を逸脱しているのだろう。

「敵の戦車が先行──矢もボルトも通じません！　防御陣に穴が空きます！」

「敵兵が下馬、二人乗りの兵士達が下馬しました！　あれは……弓兵!?　長槍隊が矢を浴びます！」

　戦車での強行突破は予想しないでもなかったが、二人乗りの片方が下馬して弓兵に早替わりか。

　長槍兵の弱点はなんといっても弓だ。

槍衾を組んでも無意味だし、盾も無ければ距離を詰めたり離したりする機動力も無い。

他の部隊が守ってやらなけば相手が少数でもたちまち崩されてしまう。

「しかし歩兵や騎兵を前に出せば本命の騎兵の餌食です。対応できるのは……」

　セリアが視線を送った時には既にルナの指示の下、小集団に分かれた弓騎兵が敵の弓兵を矢で圧倒していた。遠距離攻撃と機動力を兼ね備えた彼らに小細工は通じない。

　冷静になった見張りから次々と報告が入る。

敵騎兵の数は一万と少し、俺達には三千、本隊には七千程が取りついていた。

　数の上では十万を超える味方と比べて明らかな寡兵だ。

「だが……」

　俺はセリアの頭を一撫でしてから後方に視線を送る。

　本隊に弓騎兵はいない。

弓兵や軽騎兵が対抗しているが、縦横無尽に走り回って騎乗・下馬を繰り返す敵に翻弄されつつある。

　そして少数とはいえ機動力のある騎兵は一瞬にして事態を変えてしまうことがある。

俺も数倍の敵を相手に騎兵を率いて中央突破から切り崩した経験が何度もある。

もしくはこうして味方が攪乱されている間に敵の本隊が側面を突いてくるかもしれない。

放置はできない。

「レオポルト、任せる。ここを支えていろ」

　続いてイリジナとマイラを見る。

「一隊率いてついて来い。攻勢に出る。目的は簡単だ……敵に突っ込んで引っ掻き回す」

「「準備完了してます！」」

　セリアとマイラの声が揃う。

準備万端備えていたようだ。

ちなみにイリジナは既に槍を振り回しながら先行している。

「攻撃に攻撃をぶつける……機動力を生かして攪乱してくる敵を叩くには良い手だね。撃退できればもちろんよし、駄目でも敵の動きは止まる。自分でやるのは絶対ごめんだけど辺境伯がやるなら大賛成だ」

　トリスタンのお墨付きも出た。

戦いが終わったらセリアと二人で豆をぶつけまくってやるから覚悟しておけよ。

「出るぞ」

　トリスタンの髪を噛んでいたシュバルツの頭を馬鎧の上から叩くと、嫌そうな顔でフシュッと小さく息を吐いた。

　反抗的な仕草にもう一発叩いてやろうと手をあげると、ドンと音がするような加速で一気にかけ始める。

「馬鹿野郎、振り落とすつもりか」

　だがこれだけ余裕があれば何の心配もいるまい。

もっともこいつが戦を前に脅えるなどあり得ないが。




　隠れようのない草原、俺達の反撃はたちまち敵に察知される。

「敵の一隊が逆襲に出たぞ！　重軽混成の騎兵隊約千が一直線に突っ込んでくる」

「豪胆な奴だが、我らはそんなに甘くない！　左右から挟み込んで押しつぶしてやれ！」

　敵は動きを止めるどころか速度をあげて側面に回り込んでくる。

「左右揃って来ます！　数は……数える余裕がありません！」

　セリアが叫ぶ。

「絶対に足を止めるな。止まったら食われるぞ」

　俺はマイラに指で左に曲がれと指示する。

イリジナにも同じ指示をしようとしたが言う前に行ってしまった。

　馬体が傾く。シュバルツが俺が命じる前に右へ曲がったのだ。

……まあ合っているんだけどな。

　それでも俺が命じるまで数秒ぐらい待ったらどうだ。

このエロ馬めイリジナ並の知能しかないのか。ん、少しおかしいな。

　当然セリアは何も言わずとも俺についてくるが可愛いから良いのだ。

　敵右翼と正面から向かい合う。

双方全力疾走しているので冗談のような速度で距離が詰まる。

「繰り返すが足を止めるな。駆けながら戦え」

　騎兵同士の戦いでは足を止めたら即座に負けだ。

逆に足さえ止めなければいくら囲まれても切り抜けられる。

　俺は真正面から迫る敵騎士を睨みながらケラヴノスを構える。

相手も照準を俺に定めていたようで視線が合ったので笑ってやる。

「そう言えば武術でこんなのがあったよな。真正面から向かい合って……」

　無駄口を叩いている間に敵が至近に迫る。

「槍で突き合うってのが……なっ！」

　敵と俺は同時に槍を突き出した。

　胸元を狙った敵の穂先を柄で巻き込むように逸らし、こちらの穂先の軌道は敵の首元に固定する。

力は全く込めていないが全力で駆ける馬の更に倍速……その速度で槍が当たればどうなるか。

　首は下に着た帷子ごと大きく抉れ、敵は首を皮一枚だけで垂れ下げて走り去っていく。

「そら次」

　次の敵は顔面を狙って槍を突き出す。

駆けながらの戦闘では褒められないな。

　今度は弾く必要すらない。

迫る穂先をしっかり見据えながら頭を傾け、右手一本で槍を突き出す。

　鋭く短い金属音が鳴る。

俺は兜の塗装を、敵は脇腹と臓腑を二掴み分ほど失った。

「案外楽しいな。武術大会でこの競技があったら参加してみるか」

　軽く叩く口ほどの余裕はない。

向かい合っての突き合いは威力も速度も段違いなので一瞬の油断で絶命する危険が高いのだ。

「エイギル様が出たら競技にならないです。参加者がいなくなります」

　セリアは無駄口に付き合いながら、左手で短剣を投げる。

敵は慌てて盾で弾くが、できた隙を逃さずセリアの右手の剣が腕を飛ばす。

「そうか……ならこれ以上練習しなくていいな」

　ケラヴノスを肩に担ぎ、突きではなく大きな薙ぎ払いで右の敵を跳ね飛ばす。

　更に振り切った槍から右手を離し、左手に持ち替えて左の敵の喉を突く。

　敵の首に刺さって動きを止めた槍へ間髪おかずに右手を添え直し、首を捩じ切りながら右方向へ穂先を抜き、三人目の敵の胴体ど真ん中をぶち抜く。

　最後に貫いたままの敵を大きく持ち上げ、ハンマーのように四人目の脳天へ叩きつける。

　これでは失格反則負けだ。

優勝はまっとうな騎士諸君に譲るとしよう。

「今です！」

　セリアの叫びで優勝旗ならぬ俺の軍旗が振られる。

「あ、あの旗は……」

「道理で無茶すると思ったんだ──また出やがった！」

「他の部隊への攻撃を中止しろ！　片手間に相手できる敵じゃないぞ！」

　見事なタイミングで効果は抜群だ。

騎兵の注目が俺達に集まり、他の隊への攻撃が緩まっていく。

「ここで逃げても目的は達したと言えるのだろうが……もう少し暴れるとしようか」

「「「おう！」」」

　優勝を諦めた俺は反則技で敵を殺しまくりながら駆けまわり、周囲の味方も続くように善戦していった。




　さてそろそろ戦況は好転しただろうか。

「戦況！」

　俺は十何人目かの騎兵を蹴り倒して叫ぶ。

　馬上で背伸びしていたセリアが報告する前に隣から冷静な声が聞こえる。

「右翼大きく優勢。左翼小優勢。友軍全体は小劣勢。弓騎兵隊反撃開始なるも装甲馬車に苦戦中」

「あっ私の役目を!?」

　短く区切られた報告は非常に分かりやすい。

視線をやるとティククが隣を走っていた。

シュバルツが目を見開いて二度見するが、今はそれどころではない

　見れば弓騎兵は敵部隊を猛烈な射撃で圧倒していたが、大弩の反撃を受けてたじろぎ、時折接近戦を挑みながらも決定打を得られていない。

「戦車は仕方ない。相性だ」

　弓騎兵は重装甲の敵を苦手とする。

特殊技能はあるが基本的に軽騎兵なので、重厚な敵を突撃で踏み破るのは得意でない。

故に矢が通らない相手には決定打を欠く。

鉄板で守られ大弩を備えて射程でも弓騎兵に迫る戦車は最悪の相手だ。

「このまま左に走り抜ければ味方の前を通過します」

「よし。それでいこう」

　俺は左翼のマイラ達を呼び戻し、弓騎兵と死闘を繰り広げている敵戦車隊に迫る。

　敵も俺達に気付き、大弩を向けて来る。

「側面から行きなさい！　接近したら車輪を狙うのです！」

　セリアの命令は正解だ。

正面や真後ろから近づけば、敵から見てこちらは動かない点だ。

大弩の狙いが付けやすく、不安定な走行中でも十分当てられる。

　反対に側面から並走して迫れば敵はこちらの速度に合わせて大矢を狙いを修正しなければならない。

互いに速度が変わり激しく揺れる中では外す余地が格段に大きくなる。

　俺も今度はデュアルクレイターを抜いて戦車に向かって突っ込む。

……真正面から。

「ああっ側面からって言ったのに！」

　セリアにはすまないが考えなしではないぞ。

「馬鹿め一撃で仕留めてくれる」

　敵兵が狙いを定めているのがわかる。

俺は息を吸って止め、目を細めて戦車を凝視する。

　そして敵兵の方が動いた瞬間、シュバルツのタテガミを引き抜く。

一瞬の衝撃からの浮遊感……そして地面を抉る鈍い音が伝わる

「と、飛んだ!?」

　射撃の瞬間にシュバルツが地を蹴って跳び、狙いすましたはずの大矢が外れて地面を抉ったのだ。

　俺は口を開く敵兵を見下ろしながらデュアルクレイターを両手で振りかぶる。

「オオォォォ!!」

　僅かな溜めの後、吸っていた息を咆哮として吐き出しながら剣を振るう。

俺の筋力と双方の加速が乗った渾身の一撃……残念ながらセリアの言うように車輪を狙ってはいない。

　デュアルクレイターは戦車正面の装甲にぶち当たり、火花をあげながら切断、続いて御者を胸から上で両断して車体の装甲を引き裂き、後方に据えられていた大弩とその操作兵を引き千切って後ろへ抜けた。

　戦車の上部をまるごと叩き斬ったのだ。

「せ、戦車ごと斬った……」

「に、人間にできることじゃない」

「あんな奴と戦いなんてできるわけが──ぐぎゃっ！」

　残念ながら戦って貰わねばならん。

　俺は敵の戦車隊に突っ込み、今度は擦れ違いざまに車輪や御者、あるいは大弩を破壊していく。

　敵は慌てて狙いを定めようとするが隊列に高速で突っ込む俺に上手く照準を合わせることができない。

　わざわざ危険な大立ち回りをしたのはこれが理由だ。

　正面突撃は最初こそ完璧に狙われるが、それさえ躱して敵のど真ん中に突っ込んでしまえば擦れ違いの射撃になって逆に狙いにくい。

一気に陣の真ん中に入り込んでしまうので無理に撃てば同士討ちの危険もあって撃てなくなる。

「ええい悪魔相手に同士討ちを気にしては皆殺しになる！　構わんから撃てー!!」

「ちょっと想像と違った」

　前後左右から大矢が乱れ飛んでくる。

少なくない数が味方同士で当たっているぞ。

「私を無視するからです～！」

　さすがにやばいと思った時、友軍が側面から突っ込んだ。

車輪に丸太や金属の棒が投げ込まれ、あるいは戦車内部に松明が放り込まれる。

「いかん悪魔に気を取られ過ぎた！」

「肉薄されたぞ！　騎兵の援護はないのか!?」

　残念、頼みの騎兵は弓騎兵に撃ちまくられて逃走中だ。




「これ以上は無理だ。撤収しろ！　撤収するんだ！」

　戦車隊は遂に観念したのか、車輪をやられて止まっている味方を見捨てて撤退を始める。

「逃がしません！　追撃──もがっが」

　俺はセリアの口を塞ぐ。

「おいシュバルツ」

　シュバルツの耳を掴みあげると不愉快そうな顔を向けて来る。

息はやや粗いが涎は垂れていない。残り体力は半分といったところか。

普通の馬ならそろそろ限界が来るだろう。

「全力で駆けまわったので人馬の疲労が心配されます。これ以上の追撃は他隊に任せるべきかと」

　マイラが俺の考えを代弁してくれる。

セリアが恥ずかしそうに俯く。

「無理な追撃は良くないぞ!!　勝ち戦に驕らずよく考えるのだ!!」

　イリジナまで馬を休めて背を撫でていた。

セリアががっくりと膝をつく。

「な、なんだこいつは！　追いかけて来るぞ!!　徒歩なのに振り切れない!?」

「顔面に当たったのに傷一つないぞ！　こいつも悪魔の類か!?」

　見ればティククが最後尾の敵戦車を追いかけていた。

額を押さえている所を見るとまたデコに一発貰ったらしい。

　全力で逃走する戦車を相手に距離を詰めて飛びついたが、タイミング良くクロスボウを額に受けて転倒。

そのまま派手に転がった後、顔をあげて戻ってきた。

「……あんまり敵の夢に出るような無茶をするんじゃない」

　俺は言いながらティククの首を掴んでねじる。

転倒の衝撃で九〇度右を向いていたからだ。

「私の夢にも出そうです」

　マイラが溜息を吐く。

　見れば本隊の方も敵の撃退に成功していた。

「六：四で敵の勝ちですな」

　レオポルトが呟く。

そうか、結構頑張ったんだが。

「奇襲の目的はこちらの情報収集と兵の疲弊……撃破をもくろんでいたのならば追加の戦力投入があるはずです」

　俺は周囲を見回す。

味方は兵科入り乱れて座り込んでいる。

「全力で反撃したからね。こちらの編制は丸裸だよ。後もうそろそろ夕方だ……あえてこの時間に来たってことは」

「次は夜襲か」

「直ちに準備をします！」

　マイラとセリアが走る。

　既に陽は色づき始めている。

野営の準備を考えれば兵に休憩を取らせる時間は無い。

「ちょっと根性を入れんとな」

　低く唸って顔を叩くと袖が軽く引かれた。

見れば弓騎兵の女兵士だ。腕を包帯で吊っている。

「さっきの戦闘で腕を折っちゃいました。もう弓も引けませんが他に怪我もないので……せめて族長様の疲れたお体を癒せればと」

　単に根性を入れるだけでは膨らんでしまう。

根性を入れる分、他のものを出さないといけないだろう。








第４７８－２

非常に重いとのご指摘がありましたので分割投稿致しました。












　──深夜。

「敵襲──!!」

　味方の叫びに俺は体を起こす。

　驚きなどない。

むしろまだこないのかと心配になっていた所だ。

「ご武運を……げぶっ」

　女兵士が慌てて口を押さえる。

口から流し込み続けた種が逆流しそうになったのだろう。

出した量から考えれば彼女の口から尻までぱんぱんに種が詰まっていてもおかしくない。

　腕に障らないとは言え無理をさせ過ぎたか。

　途中参加したベネルが居なければ尻と口から種を噴いていたかもしれない。

ちなみにそのベネルは尻を高く掲げて気を失っている。

やはり彼女の体は最高でどうにも激しくなってしまうのだ。

　ともあれ今度は野戦だ。

俺はこれだけ出しても勃ち続ける一物を強引にズボンにしまって甲冑を着る。

　既にセリア達に加えてセクリトまで準備万端待っている。

「遅い。女を犯るなら甲冑を着たまま犯ればよかろうに」

　セクリトは右手でクルミを遊ばせながら左手の義手で剣を回す。

「肌が当たって痛いだろう。それに急ぐ必要もない」

　伸びをしながら喧騒のする方向に目をやる。

月は雲に隠れ本来ならば何も見えない暗闇の中、無数の火花が瞬間的に敵味方の顔を浮かび上がらせる。

「……妙な奴らだな」

　その一瞬で敵兵を見取って首を捻る。

「はい。凍える季節ではないでしょうに毛皮を頭から被っています。正規兵……の軍装にも見えませんが」

　セリアが俺とまったく同じ仕草で首を捻る。

「しかし民兵に松明も持たず統率の取れた夜襲など不可能です。だとすれば特別に訓練された部隊……と推測するしか……」

　マイラは顎に手を当てて考え込み、ふと気づいたように俺とセリアと同じように首を傾げる。

　思案を中断させたのはセクリトだ。

「ふふ……くくく……毛皮？　違う、あいつらが被っているのは生皮だ。むせ返るような血と臓物の臭いに気付かんか？」

　セクリトは息をスーと吐き、唐突に一回転して剣を突き出す。

剣は暗闇に……正確には暗闇に溶け込んでいた敵兵の心臓に突き刺さった。

「ぐぶ……」

「なっ！　こんなところまで侵入を許すなんて護衛隊は何をやっているんですか！」

　セクリトは剣を一回転ねじり、心臓を完全に潰してから敵兵を引き寄せる。

そして絶命した敵の被る毛皮をはぎ取った。

「ガーランド帝国南方辺境……キージアの傭兵だ。奴らは夜目が利き、闇に溶け込む。面白いものを連れて来るじゃないか」

「帝国の傭兵？　帝国が南ユーグリアに組したということですか!?」

　マイラが目を剥くが、セクリトは首を振る。

「それなら正面きって数十万の軍兵が押し寄せて来るさ。キージアの傭兵は金で動く。帝国に雇う余裕がなくなったので出稼ぎしようというのだろう。野蛮で臭い連中ではあるが、弱くはないぞ？　特に夜は」

　俺は話の途中で前触れなく屈む。

後頭部の僅か上を剣が空振る。

　俺は剣を持つ腕を取って背負い投げ、倒れた敵兵の顔面を踏み潰す。

「それは少し予想外だ。だが無策でもないぞ」

　ちょうど俺の言葉に合わせるように闇夜が切り裂かれる。

無数の松明が一斉に着火されたのだ。

「兵がどんなに優秀でもみえみえの夜襲ではなぁ」

　地面に横たえられていた木製の簡易柵が次々と立ちあがり敵の集団を仕切っていく。

弓隊が立ち上がり火矢を一斉に放つと、敵兵や簡易柵そのものが燃え上がり、更に視界が開けていく。

　準備を整えたのはレオポルトとトリスタンだ。

　こんな野外でちょこちょこ柵を立てればすぐに気づかれる。

そこで予め作っておいた柵を陽が落ちてから地面に並べたのだ。

柵はＬ字になっており短い辺に数人で乗れば立ち上がり、後は石でも置けば完成だ。

　もちろん強度はお察しだが敵にすれば夜襲に来て突然そこら中に柵ができるのだから混乱は必至だ。

後は火矢でも撃ちかけてやれば焚火の代わりにもなる。

「他にも……」

　敵兵が地面に掘られた落とし穴を笑いながら飛び越えているのが見える。

夜目の利く相手らしいが、こちらが盛大に松明を焚いているので俺でも穴に気付くだろう。

「罠は闇ではなく」

「心に隠せ……ですか」

　セリアとマイラが呟く。

「偽装解除──!!」

　見破られた落とし穴から味方兵が飛び出して来る。

突然のことに敵兵が面食らっているのがわかる。

　更に轟音がこだまする。

「敵が偽装本陣に飛び込んだようです」

「全部の天幕に大砲が据わっているあそこにか。敵も大変だな」

　目をやった時には既に本陣を襲った敵は壊乱状態になっていた。

声を潜めて本陣を襲って見たら猛砲撃だ。士気も何もあったもんではない。

「終わりだな。出るまでもない」

　俺は天幕に戻ろうとする。

だが肩にセクリトの義手が乗せられる。

「まだだ。奴らは夜襲が得意だが……もう一つ特技があると聞くぞ」

　犬歯を剥き出した満面の笑顔を雲を搔き分けた月明かりが照らす。




「うぎゃああぁぁぁ!!」

　響く断末魔は尋常のものではない。

「怪物っ！　かいぶ……ひぎぃぃぃ!!」

「あぁぁぁぁ！　来るな来るな来るなぁぁぁ!!」

　目をやるが照らし出された前線に変化はない。

むしろ戦う味方兵士も何事かと周囲を見回している。

「あそこです！」

　セリアの指を追うと暗闇から飛び出した影が味方兵士の頭をもぎ取り、再び闇に消える。

刎ねられたのではない。文字通りもぎ取られている。

「キージアは得体の知らん猛獣を使うらしいぞ」

　甲高い咆哮が鳴り響く。

「な、なんですか今の声は!?」

　管楽器を滅茶苦茶に吹き鳴らしたような、馬の嘶きを数十倍にして汚くしたような……形容するのが難しい。人生で初めて聞いた音だ。




　そして咆哮に続いてドシンドシンと地面を踏み鳴らす音が聞こえる。

「ひぃぃぃ！　今の吠え声はなんだ！　奴ら魔物でも連れて来たのか!?」

「馬鹿言え！　オークだってあんな声は出さないぞ！　もっととんでもない……」

「ま、魔界から妖魔を召喚したのかも……お、俺達は生贄にされちまうんだ!!」

「今の足音……巨人!?　伝説に出てくる巨人がやってきて──あぁぁ……ぷぎゃっ！」

　続いて先程に数倍する悲鳴……尋常ならざる事態になっているのは明らかだ。

俺は剣を抜いて駆けだす。

「セクリト、奴らがどんな猛獣を使うかわかるか？」

「蛮族のペットなど知るか」

「ちっ役立たず──ふがぁぁぁ！」

　渾身の力で頬を引っ張られたセリアがセクリトの左手に噛みついて脱出する。




　敵の夜襲を見事に罠にかけたまでは良かった。

だが今や味方全体が動揺している。

　そこら中で闇から飛び出すなにかに味方が殺られ、あるいは闇に引きずり込まれていく。

悲鳴に悲鳴が重なり、味方は完全に士気を折られてしまっている。

せっかくの柵も猛獣相手には何の効果も発揮していないようだ。

　そこに立ち直った敵の傭兵部隊が攻勢を強めているものだから事態は深刻だ。

「とにかく猛獣の正体を確かめねば──うおっ！」

　暗闇が動き、咄嗟に剣を出す。

火花が散り、剣が大きく弾かれる。

黒い影は一撃して再び闇に紛れる。

「見たか？」

「はい。黒獣を大きくした感じの奴でした」

　攻撃を受けた感じでは、大きさ相応の力はあるものの、とんでもない化け物ではない。

問題は奴らの攻撃力そのものではなく得体の知れないものに襲われると言う恐怖だ。

　俺はデュアルクレイターを仕舞い、混乱する味方の中心へと走り込み声をあげる。

「貴様らこの程度のことで何を騒いでいる」

「ハードレット卿！　あぁこれで大丈夫だ……」

「敵は化け物を使って来ます！　きっとこの世の物じゃありません！　ここは一旦逃げましょう！」

「もっと篝火の傍においで下さい。闇から目を離さないように！　やつらに引きずり込まれて……」

　俺の姿を見て士気上がるのではなく安堵の溜息を漏らすとなれば事態は深刻だ。

既に恐怖に支配され、勝利ではなく生き残ることしか考えていない。

　派手目の演劇が必要だな。

面倒だが仕方ない。

　背後に気配を感じる。

例の猛獣が俺に狙いを定めたのだろう。

影が膨らみ、低い唸りと共に巨大な獣が飛び出して来る。

　本気でやれば抜刀が間に合わないでもなかった。

だが俺はあえてデュアルクレイターを抜かず、飛び掛かる獣を素手で受け止める。

体重差があるので当然俺は地面に押し倒される。

「うわぁぁぁぁ!!　出たぁぁぁ！」

「ハードレット卿までやられた！　もうお終いだ！」

「今助けます！　は、離しなさい！」

　兵士が悲嘆の声をあげ、喚くセリアをセクリトが捕まえている。

　俺は押し倒されたまま左手で猛獣の前足を掴み、右手で頭を押さえて噛み砕かれないよう踏ん張る。

「なるほど……猛獣というより魔物だな」

　猛獣は四本足で体長約５ｍほど、体格相応に重量と力もある。

それだけなら巨大な狼と言えなくもないが、紫に光る目が三つ、そして口は上下に開くのではなく丸い円のようになっていて牙が円周ずらりと生えていた。

　魔獣は俺を食おうと口を開き、上手くいかないと次は爪でまず仕留めようと前足を動かす。

だが俺はその両方をがっちり掴み、魔獣の爪も牙も使わせない。

「ふむ、なんとも凶悪な外見だが」

　前足を押さえた左手で探り、爪を掴んで引き剥がす。

先程の低い呻きではなく、より高く情けない咆哮が響く。

「見た目程のものでもない」

　両手に力を込め、ゆっくりと体を起こしていく。

無論魔獣は再び押し倒そうとするが、歯を食いしばって力を込める俺の力が勝っている。

「それから……何人食ったのか知らんが」

　俺は魔獣との力比べを続けながら不意に力を抜く。

勢い余った魔獣は前につんのめった。

「口が臭いんだよ！」

　前のめりになって突き出た魔獣の顔を両手で掴み、鼻っ柱目がけて思い切り頭突きする。

甲冑を付けたままの頭突きは強烈で、ぐしゃりと鼻の潰れる音がはっきり聞こえた。

　血を噴いて逃げようとする魔獣の左右前足を両手で掴み、外側に向けて圧し折る。

　咆哮する暇すら与えず、髭らしきものを掴んで地面に引き倒し、ぶっとい首を抱え込む。

「太い首だ。持ちにくいだろうが」

　首を完全に極めたまま力を込めて体を捩じる。

魔獣は四本の足をばたつかせて抵抗したが、この体勢で奴にこれ以上できることはない。

　首の骨が音を立てて曲がるが、もちろん力は緩めない。

　ふとギルドレスと力比べした時のことを思い出す。

あの時と、どっちがマシだろうか。

純粋な悪臭は魔獣の方だろうが、ギルドレスの脂っぽい汗にまみれて取っ組み合う不快感に勝るものはないだろうな。

　嫌悪感で一段と強く力が入り、ボキリと乾いた音が聞こえた。

魔獣の四肢が二度痙攣してそのまま動かなくなる。

　俺はゆっくりと立ち上がり、力の抜けた魔獣を兵士に向けて投げる。

「何が妖魔だ。でかいだけの獣じゃないか。まさか獣に怯えて逃げるとは言わないだろうな？」

「す、素手で絞め殺したのか……？　この大きさを？」

「こんなのハードレット卿にしかできないんじゃ」

「だが……首を折れば死ぬ。ただの獣だ。ならやり様はあるぞ！」

　兵の目から怯えが消え、闘争心が戻って来る。

わざわざ素手で立ち回った甲斐があると言うものだが……。

　そこに甲高い吠え声が轟く。

　闇からぬっとばかりに先ほどの魔獣よりも数段大きな魔獣が現れた。

　体長１０ｍ、体高優に５ｍ、豪邸の扉ほどありそうな巨大な耳を揺らし、これまた５ｍはありそうな長い鼻で味方の兵士を吹き飛ばしながら進んでくる。

「……あれもでかい獣でしょうか？」

　味方兵士がすがるような目で俺を見る。

「……そうだと言っているだろうが」

　こうなってはもう後に引けない。

俺はデュアルクレイターをかまえて巨大魔獣に向けて走る。

「くく、あれは素手でいかんのか？」

「やかましい！」

　セクリトめ後で延々と犯し続けてやる。




　巨大魔獣は走り寄る俺に向かって巨大な鼻を振り回す。

剣で受けてから両断してやろうとも思ったが、悪い予感がして咄嗟に避ける。

「がふっ！」

　すると近場にいた兵が鼻に打ち据えられ兜ごと頭が破裂してしまった。

硬度はまるで鋼鉄だな。簡単に受け止めようと思わない方が良さそうだ。

「なら……」

　俺は巨大魔獣に向けて走る。

右方向から襲う鉄塊のような鼻を屈んで避ける。

　続いてバックステップで左から戻る鼻を避ける。

　すると巨大魔獣は業を煮やしたのか真上から叩きつけるような一撃を見舞ってくる。

「ここだ」

　その一撃を転がって回避する。

鼻は盛大に地面を叩いた。

　俺は抱え込むようにその鼻に抱き付く。

左右に振り回している間は勢いがあって近づけないが叩きつけてしまえば動きは止まる。

　巨大魔獣は慌てたように鼻を左右に振り回すが、俺は簡単には離れない。

「所詮は獣、右左ときて次は……」

　先ほどと同じく叩きつけようと鼻を振り上げる。

そこで俺は手を離し、空中に放り投げられる形となる。

　再び地面に叩きつけた巨大魔獣は俺がひっついていないことに気付いて動揺したように左右に目をやる。

奴の体形では俺の居る場所……つまり真上を見ることは不可能だろう。

　俺は空中でデュアルクレイターを下向きに構え、落下の勢いを乗せて巨大魔獣の頭部へと落下する。

「ふん！」

　ドスンと確かな手ごたえと共に狙い違わずデュアルクレイターは半分以上が奴の頭部にめり込む。

短い悲鳴を残して巨大魔獣はゆっくりと横倒しとなっていく。

「……所詮はデカい獣だ」

　俺は兵士に向かって笑う。

「……ぜ、絶対違うけど」

「ハードレット卿の方がこええ……」

　思っていたのと少し違うが士気は持ち直したようだ。

見れば俺の周囲にいた魔獣達が距離を取っていく。

「エイギル様の方が強いと本能でわかったのではないでしょうか」

　ふむ。そんなものだろうか。

　手を広げてガアと一声啼いてやると魔獣達は背中を向けて走り去った。

複雑な気分だ。

　この場はなんとかなったとはいえ、混乱は王国軍全体に及んでいる。

まさか一つ一つ立て直していく訳にもいかない。どうしたものか。




「あっ後ろから何かが迫ってきます！　あ、あれは豚？　豚の群れです!?」

　突然マイラが訳のわからないことを言う。

　振り返ると……本当に豚の群れが駆けていた。

「食料用の豚か？　背中に松明がついているが……」

　戦闘の混乱で逃げ出したならわかるが松明がついているとは何事か。

　続いて荷駄用の小柄な馬までが松明をつけて現れる。




「コラ、それはただの豚だ！　顔を出すな！」

「追いかけるな！　近づいたら灯りで居場所が……」

　豚が走り抜けると暗闇から次々と魔獣が顔を出して来る。

魔獣は次々と飛び出して豚や馬を捕食するが、獲物そのものに松明がついているので、その姿が照らし出されてしまう。

「所詮は獣か」

「はい。特にこちらを良く襲うよう腹を減らせていたはずですから……武装した兵士より豚の方が食べ易いですからね」

　照らし出された魔獣に次々と矢が集中し、あるいは長槍隊が集団で突き伏せていく。

　さらに走り回る無数の松明は攻撃に参加せず闇に潜んでいた魔獣の調教師をも浮かび上がらせ、彼らが仕留められると魔獣は敵味方の区別なく襲い始めた。

「こうなっては夜襲の継続は無理だろうな」

「はい大混乱です……あっイリジナさんが一匹仕留めました」

　既に魔獣はその過半が斃されるか逃げ去るかしている。

　キージアの傭兵も交戦こそしているが逃げ伸びる為の戦闘だ。

こちらも所詮は傭兵、悪い旗色の中で死ぬまで戦う真似はしない。

「ここは追撃で一気に……と言いたいところですが、陣形は乱れに乱れています。夜陰の中での追撃は避けるべきです」

　セリアが腕組みして言う。

そうだな。ここは今の勝利で満足しておくべきだろう。

「後は残党に気を付けて……わっひゃあ!!」

　暗闇から現れた魔獣がセリアとかち合う。

魔獣が円形の不気味な口を開こうとするが、俺はその尻尾を掴み、敵陣の方を指差す。

「行け」

　すると魔獣は耳を垂らし、不気味な口を閉じて尻尾を巻き巻き逃げていく。

「さすが猛獣の頂点だな」

　うるさいと言いながら再び闇から飛び出す影を掴む。

　一人はキージアの男らしい。

全身に妙な入れ墨をしてぐにゃりと曲がった不思議な剣を持っている。

　奇妙な叫びをあげて斬りかかってきたので、デュアルクレイターで剣を叩き折り、地面に倒して首を踏み折る。特に個人技に秀でている訳ではないようだ。

「くっ！」

　次に出てきたのはキージアの女兵士だ。

同じく全身に入れ墨をしており、不思議な剣で斬りかかって来る。

　俺はデュアルクレイターを地面に置き、素手で剣を圧し折るとそのまま抱き締めて唇を奪い、一物を押し当てて尻を揉む。

「降参して俺のものになれ。いいな」

「……はい」

　まあこんなものだ。

　キージア最大の切り札たる魔獣の群れは潰した。

明日はある意味真っ当な軍隊同士の戦いとなるだろう。







　──翌朝

「……と思ったんだけどな」

　夜明けとともに俺達はアルテリアの前まで迫っていた。

　一方南ユーグリア軍もただ籠城するつもりではないらしく、街を背に野外に布陣して決戦の構えだ。

それは良い。大歓迎だ。だが問題は……。

　敵味方の間に置かれた巨大な檻……もう構造物と言っていい。

とても移動させられる構造には見えないからだ。

「なんだと思う？」

「それは……まあ相応の大きさの生き物を閉じ込めているのでは？」

　マイラが常識的に答える。

　檻の大きさはざっと２０ｍ、全面金属製で布越しに見える格子はまるで宮殿の柱かと思うほど太い。

　そしてマイラの答えを肯定するかのように大地を揺らす咆哮が聞こえる。

「解き放て──！」

　敵兵が合図を出す。

檻の鍵が外され、周囲に居たキージアの傭兵達が一斉に後方へと下がる。

「あっ一人捕まりました」

　だが僅かに遅れた一人が紫色の舌らしきものに巻かれる。

そして檻の中からゆっくりと姿を現したのは──あまりに巨大なトカゲだった。

　トカゲは泣き叫ぶ傭兵を丸呑みにすると眼前の俺達に向けて巨大な咆哮をあげる。

「お、大きさ約一二……いえ１５ｍ……猛獣、魔獣と言うより怪物です」

「よ、鎧をつけているようです」

　怪物は全身に金属鎧をまとっていた。

地肌が見えているのは口の一部分と目を除けば、体の末端部分しかない。

　あれがキージア傭兵の切り札と言う訳か。

　さすがにゴルドニア側から動揺と悲鳴が漏れる。

一方南ユーグリア側からも歓声の声は無い。

距離的には奴らに近いので下手に声をあげて注意を引きたくないのだろう。

「おい、どうするんだ？」

　俺はレオポルトを見る。

「体格と装甲から考えて槍や矢が通じないことは明白です。引き付けて大砲で狙うべきですな」

「分厚そうな鎧を着ているから通じるかなぁ。まあ鈍重なら何とかやり様は……」

「あーー!?　あのトカゲは!?」

　レオポルト、トリスタンの会話に割り込んだのはナーティアだった。

「知っているのか？」

「うん。確か帝国南部の密林地帯、その奥の奥にしか生息して無い希少種──ネッタイプリプリオオトカゲ！　獰猛で人に懐かず、目の前のものを手当たり次第食べる怪物……あんなものをどうやって……」

　えらく印象の違う名前だが生態の方は見た目通りと言うことか。

「ちなみにあれ……素早いのかな？」

「……かなり」

　オオトカゲは俺達に向かって一啼きすると体をくねらせながら凄い速度で向かってくる。

時折、左右に小さく跳躍までする身のこなしだ。

これではとても大砲の狙いなどつけられない。

「どうする？」

「敵もあれ一匹でこちらを殲滅できるなどとは思っていないでしょう。あれが突っ込み、混乱すると同時に総攻撃に移るつもりです。あえて数千規模の前衛部隊に相手をさせ、他の部隊は温存の上──」

「待つのだ！」

　レオポルトが言い終わる前に聞こえたのはピピの声だ。

　振り返るも彼女の姿はない。

　すると頭上を大きな影が横切る。

　ピピはポチに乗り、両軍の頭の上からゆっくりと降りて来る。

　味方兵士は完全に呆気に取られて歓声も悲鳴も無くただ無言で見上げている。

「ポチなのか？」

　ギャーと聞き覚えのある返事が返って来る。

　空を飛ぶ巨体でほぼ確定なのだが、あえて聞いたのはポチの顔が見えなかったからだ。

「お前まで何をしているんだ」

　ポチもまた全身に鎧を纏っていた。

とはいえ敵のトカゲほど綺麗な鎧ではなく、鉄革木材入り混じった手作り感満載の鎧だ。

　ポチはピピを乗せたまま味方とオオトカゲの間に着地し、ギャーと大きく鳴く。

「怪物が止まります」

　敵の怪物もポチを第一の脅威を見做したのか足を止めて睨み合う。

「これはまた……あはは」

　トリスタンはもうどうにでもなれとばかりに両手をあげる。

　本陣を見ればエイリヒが顎が外れたかと思うほど口を大きく開けている。

後で何か言われそうだ。

「か、怪獣決戦が始まります……」

　セリアはもう少し声を落としてやってくれ。

ポチに怪獣などと聞こえたら数日引き篭もってしまうぞ。

「行けポチ！」

　ピピの声を合図にポチと怪物は一歩ずつ近寄っていく。

俺も含めて他の者達は敵も味方もその行方を見守るのみだった。
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同時刻　本陣

「ふわーすごいことになってる。なにあれ」

　ベネルは決戦を前にすかすかになった陣地から戦場を見て驚愕の声をあげる。

「もっと近くで見たいけど……下手に疑われても困るし……でも祖国の勝利を見守るのも……うむむ」

　考え込むベネルを不審に思ったのか留守番の兵士が近づいてくる。

「おいお前。捕虜の分際でふらふらと……まさか間諜ではなかろう──」

　言葉が途中で切れ、兵士は白目を向いて絶命する。

その首筋には小さな吹き矢が刺さっていた。

「誰!?　わきゃっ！」

　ベネルは振り返る間もなく近くの天幕に引き込まれる。

「く、曲者──！」

「落ち着きなさい。私も諜報部の者です」

　ゴルドニア軍の鎧を纏った女はベネルの口を塞ぎながらゆっくりと言う。

「わ、わかったけど殺すことは無かったのに。これじゃ明らかに私が疑われるわ……これ追加の調査報告」

　ベネルはメモ帳を差し出すが女は受け取らない。

「もう偽装潜入の必要はありません。特別作戦の決行が命令されました──暗殺命令です」

　ベネルの顔に緊張が走る。

「暗殺……ついに……」

　ベネルは小さく震えた後、暗殺対象がいる前線に視線を送る。

そしてしばらく考え込んだ後、遠慮がちに女を見る。

「ちょっと待つことはできない？　私が前線に行ったらさすがに怪しまれるし、刃物を持ち込むのは無理だろうし……あとあと……そうだ！」

　ベネルはポンと手を打った。

「ハードレットは私のことをかなり気に入ったみたいで毎日求めてきているの。多分相当私に惚れこんでいて……もう少し時間をくれれば私欲しさにきっと寝返ると思うわ。だから暗殺はちょっと早計かと……」

　女は大きく二度頷いた。

「わかりました。やはりそうでしたか、全ては想定通りです」

「で、でしょ!?　任せて、今夜にでもベッドで蕩けさせながら私達につくように説得を──」

　女がベネルに近付き、二人の距離が〇になる。

「えっ？」

　ベネルはピクリと体を震わせた後、ポカンとした顔のまま視線を下ろす。

　深々と刺さった短剣。その周りがゆっくりと紅に染まっていく。

「え？　なんで？」

　女は答えない。

「私……ちゃんと……」

　ベネルは腹に刺さった短剣と女の顔を交互に見ながらゆっくりと崩れていった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（邪神モード）

部下

マイラ（観戦）セリア（観戦）イリジナ（観戦）ルナ（休憩）

ギド（狂）ポチ（装甲化）レオポルト（困惑）トリスタン（諦め）アゴール（無罪）

ヤーコフ（困惑）マック（有罪）ジム（妻愛）クリストフ（戦闘）グイグ（クズ）

アルテイル（小さな幸せ）レーミア（絶頂）

そのほか

セクリト（観戦）イヴァンナ（航行）Ｔ−九九（待機）ブリュンヒルデ（発見帰還）

ナーティア（生態観察）フェルテリス（退屈）イジャリス（果物）ユーラーレン（果物）

アネット（安静）ピリス（動揺）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（照）セイカ（♪）

ネーシス（遊び）ナシス（遊び）ブスコ（下種）ツィーリア（驚愕）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五五→五三

歩兵　　　　　　四五〇〇→四千

騎兵　　　　　　五四〇→五〇〇

弓兵　　　　　　五八〇→五三〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　七一〇〇→六八〇〇

独立セリア隊　　四〇〇

徴集兵＋治安隊　九七〇〇→九五〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三七〇〇→三五〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　二五〇→一五〇→三〇〇（全軍の規律違反者編入）

アルテイル神軍　　二三〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・九万→三・五万

　　　　　徴集兵四・六万→四万

東部方面　？？？




敵戦力　　正規兵二万？

　　　　　徴集兵七万？　＋少年兵三万

　　　　　騎兵集団一万→六千

　　　　　辺境部傭兵隊　三万→一万

　　　　　陸魔獣六〇〇→一〇〇　空魔獣三〇〇　ネッタイプリプリオオトカゲ

　　　　　臣民義勇隊→∞

財産　金貨－一万

経験人数七九七人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテリア近郊








第４７９話　アルテリア決戦　後編







　敵の怪獣がこれでもかと口を開き、大地を揺らす低い咆哮をあげる。

ポチは僅かに怯むが、ピピに促されたのか負けじとギャーと大きく鳴いた。

　二匹は睨み合いながら四つ足になり、円を描いて歩く。

　敵味方の陣地で動揺した馬の嘶きが聞こえる。

兵士からも人同士の決闘を見るのとは違うどよめきが漏れていた。

シュバルツだけは女兵士の太ももを舐めていたが。

「ハードレット卿あれは？　まさかドラ」

　訪ねて来たのは本陣からの伝令だ。エイリヒの指示だろう。

味方の兵士もほぼ全員が俺を見ている。

「うちの大トカゲだ。前に洞窟で拾った卵を孵したらあんなのが出たんだ」

「そんな曖昧な……」

　伝令は首を捻りながら帰っていく。

味方兵士達も俺から視線を外さない。

「ええい戦場で細かい事を気にするな！」

　怒鳴り付けて追い散らす。

細かいことは後でレオポルトに説明させよう。

　さて肝心の戦いだ。

「大きさは……負けていますね」

　セリアの言う通り、ポチの体長はざっと１０ｍ、敵は１５ｍはある。

そしてスマートなポチに対して敵の体形はずんぐりしており体長以上の重量差がありそうだ。

「敵が仕掛けます！」

　敵の怪獣は一旦距離を取った後、素早い突進でポチの懐に飛び込む。

そして前足の鋭い爪をポチの胸元に叩きつける。

　ポチの鎧が削れて破片が飛び散る。

敵側から小さな歓声が巻き起こった。

「今度はポチがいきます！」

　ポチはでかい咆哮をあげながら走り寄り、両手を敵の頭上から叩きつける。

　敵は地面に顎を打ち付けて派手な金属音が鳴る。

味方からオオッと僅かな声が上がる。

　だが敵は一度頭を振ると何事も無かったかのように起き上がる。

「どちらも効いていないな」

　ポチの鱗は鋼鉄並だし、敵の怪獣も見るからにタフそうだ。

その上互いに鎧まで着ているのだから殴り合いで簡単に倒れはしないだろう。

「でもポチには……ああっ！」

　セリアの言葉が止まる。

敵の怪獣が後ろ足で大きく跳ねてポチの顔面に噛みついたのだ。

見た目からは想像もできない素早さにポチは対応できなかったようだ。

　ポチは悲鳴のような咆哮をあげて両手で敵を引き離そうとするが、敵も前足でがっちり抱え込んで離れない。俺の身長程ありそうな牙が音を立てて鎧に食い込んでいく。

　味方から小さな失望の声が漏れた時、ポチの口内が赤く光る。

熱に驚いたのか敵怪獣が口を離して後ろに飛び退く。

　直後ポチの口から火炎が噴き出し、敵のすぐ上を業火が通り抜けた。

「うぉぉぉ！　火を噴いた!?」

「四つ足とは別に背中に大きな翼、大トカゲ？」

「あれってドラ」

　味方のざわめきをよそに俺は舌打ちする。

「あの馬鹿、絶好の好機を外しやがった」

　敵はポチの火炎を予想していなかった。

しっかり狙えば確実に当てられたはずだ。

　だが一度見せて警戒されてしまってはあの素早さに二度目を当てるのは難しいぞ。

　炎を吐き切ったポチが息継ぎの為に顔を上にあげる。

その大きすぎる隙を敵は逃してくれない。

　怪獣は頭を後方に回して横に一回転する。

勢いのついた太い尻尾がポチの胴体ど真ん中を盛大に打ち据える。

「ああっやられました！」

　十門の大砲を一斉に撃ったような轟音と共にポチが横倒しになる。

悲痛な鳴き声が響いた。

　いかに鱗が硬くとも鈍器による衝撃は体内に通って来る。

あれはかなり効いたはずだ。

「起き上がれポチ！　がんばれ！」

　鎧の背中に設置された檻のような乗り台からピピが叫ぶ。

頑丈そうな乗り台のおかげで今の衝撃でも吹き飛ばされなかったようだ。

　ピピの応援もあってかポチはゆっくりと起き上がる。

後ろ足で立ち上がり両手を高く広げる……そして大きく鳴きながら敵に向かって突っ込んでいく。

　右に左に腕を振り回しての連続攻撃、更には時折後ろ足での蹴りまで繰り出しているが。

「エイギル様あれって、その言いにくいのですが」

　セリアの言わんとすることははっきりわかる。

喧嘩で泣かされた子供が滅茶苦茶やったらあんな攻撃になるよな。

　ポチは短く鳴きながら腕をぶんぶん振り回す。

敵は連続攻撃に面食らってこそいるが、まともに体重が乗っていないのでダメージは入っていない。

　更に振り回した爪が鎧の隙間から敵の地肌に当たって血が出た瞬間、敵ではなくポチの動きが止まる。

そこに敵の頭突きが決まり、ポチはよたよたと後退する。

　俺は思わず頭を抱えてしまった。

「あいつの性格で喧嘩が強いはずがなかった」

　あのいかつい顔が敵の血を見て脅えたのだろう。

最初の火炎もわざと直撃させず外したのだ。

　今までの戦いではそもそも大きさが違ったり、鋼鉄の鱗が敵の攻撃を全て弾いていたので目立たなかっただけで、ポチの性格は完全にいじめられっ子……殴られても怒らず泣いて逃げるタイプだ。

　鎧で全身を覆ったのは体を守る為ではなく、守られている安心感を得る為。

その上でピピが背中で鼓舞してようやく戦えたのだろう。

「あっポチが逃げます！」

　ポチが翼を広げて飛び立つ。

完全に敵に背を向けているのでこのまま逃げるつもりだろう。

　だが敵はそれを許してくれない。

　敵怪獣は加速をつけてから後ろ足で大きく跳躍、ポチの後ろ脚に噛みつき、そのまま地面に引っ張り落としたのだ。

　巨体二つが落下する衝撃はすさまじく、敵味方の兵はよろめき騎士も次々と落馬してしまう。

「うきゃっ！」

「わっ！」

「ひにゃ」

　セリアもコロリと落馬し、マイラがよろめく馬をなんとかいなし、セクリトまででんぐり返っている。

最後の可愛い悲鳴はお前か？

　落下したポチはバタバタと暴れて起き上がり──突然硬直する。

背中から落下したせいでピピ用の檻がぺしゃんこになっていたからだ。

　ポチは敵そっちのけで哀しく鳴きながら砕けた鎧の破片を探る。

だが小さなピピは見つからない。

　種族が違い顔が鎧で隠れてもはっきりわかる動揺の表情でポチは救いを求めるように俺を見た。

目には涙が浮かんでいる。

　背中を見せて無防備となったポチに敵怪獣が襲い掛かる。

巨大な爪が翼にかかりミシミシと音を立てる。

「翼をもぎ取るつもりのようです！」

　俺は黙って目を閉じる。

　ポチの悲しい鳴き声が止まり、涙があふれる目が閉じられた。

「臆病者にも種類がある。逃げることしか知らない心の底まで臆病な奴──」

　ポチががりっと地面を引っ掻いた。

「そして譲れぬ一線を持っている奴だ」

　ポチの目が見開かれる。

普段見慣れた瞳、その中の瞳孔が縦に割れた。

　これもまた種族が違ってもわかる、燃えるような怒り。

　ポチは組み付かれていた翼で逆に敵怪獣を包み自分ごと転がるようにして投げ飛ばす。

ド派手な土煙が上がり、敵が翼から手を離す。

　だが同時にポチも転倒しており、起き上がるのは敵の方が早かった。

立ち直る隙を与えまいと飛び掛かってくる。

「う、受け止めました！」

　飛び掛かる両前足をポチは同じく両前足……ポチの場合は両手と言っても良いだろう……で受け止める。

　敵怪獣は予想外の反応に戸惑うが、すぐに叫びをあげ、鎧が砕けて剥き出しとなったポチの肩口にがっぷりと噛み付く。

　人の身長程もある巨大な牙がポチに突き立ち──湿った音を立てて圧し折れる。

「頭を噛まれた時は鎧だからこそ刺さったんだ。あいつの馬鹿みたいに硬い鱗にトカゲの牙など通るか」

　痛みと驚きで離れようとする怪獣を逆にポチの牙が捉える。

容赦の無い噛み付きは分厚そうな皮膚に深々と食い込み、紫の血が噴き出る。

　ポチは敵を咥えたまま普段とはまるで別トカゲのような恐ろしい咆哮をあげ、左右に大きく振り回してから地面へ叩きつけるように投げ捨てる。

　敵はすぐに起き上がったが、さすがに目を回して足がふらついている。

「更に追撃です！」

　ポチは大きく息を吸い込み、巨大な火炎を吐きかける。

今度はわざと外したりしない。顔面から尻尾の先まで直撃だ。

巨体が火達磨になって転げまわる様は移動する山火事のようだ。

「まだ終わらんぞ」

　ポチは翼を大きく広げて飛び立つ。

今度は逃げる為ではない。奴を仕留める為の飛翔だ。

　浮かび上がったポチは両手両足で燃え上がるトカゲを引っ掴み、激しく翼をバタつかせる。

「……まさか持ち上げるつもりでしょうか？　さ、さすがに無理があると思いますが」

「その気のようだ。面白い奴じゃないか」

　怪獣の重さはポチの二倍では利くまい。

だがポチは一声啼くと離れた俺達まで飛ばされそうな程に羽ばたき、怪獣をゆっくりと持ち上げる。

　空圧で火が消えた怪獣は激しく暴れるが、背中を持って持ち上げられていてはもうどうしようもない。

　ポチはピピに勝利を伝えるように敵味方の上を一周飛び、そのまま急降下して勢いをつけ、怪獣を地面に叩きつけた。

　さしもの怪獣も巨体をあの高さ、勢いで落とされてはどうにもならない。

全身に纏った鎧が砕け散り、潰れたような悲鳴をあげて悶絶……そのまま泡を噴いて動かなくなった。

「「「うわっ！」」」

　地面がぐらぐらと揺れ、備えていた俺達も足を取られて地に手をついてしまう。

油断して女の尻をかいでいたシュバルツは見事にひっくり返る、ざまあみろ。

「勝ちました……ね」

　セリアの小さな勝利宣言を皮切りに徐々に歓声が大きくなっていく。

「なんてすごいドラ──いや大トカゲだ！」

「火まで噴くとはまさに伝説のドラ──大トカゲだ！」

「あれこそハードレット卿、引いては我が国の守護りゅ──トカゲか！」

　だが歓声を向けられているポチは動かない。

喜ぶ味方も倒れた敵も無視してただ空を見上げて泣いていた。

「可哀そうなのでそろそろ教えてやろう」

　俺はポチに声をかけ、額を指で示す。

　ポチはぎゅっと涙目を中央に寄せる。

「よくやったポチ。恰好良かった」

　ピピは檻が潰れる直前に脱出してそれからずっと頭に乗っていたのだ。

離れて見ている俺達はすぐに気づいたのだが、教えるとポチが元に戻りそうなので黙っていたのだ。

　ポチはぷるぷると震えると、ピピを大事そうに乗せ直して小躍りし始めた。

　そして数度ステップを踏んだ後、がっくりと倒れ込んで悲しそうに鳴く。

「……翼から血が出てますもんね」

「鱗も何枚か剥がれていますね」

「足の爪も二枚やっちまってるな」

　怒りの無くなったポチに怪我を押して戦う根性はあるまい。

奴はここで退場だ。

「よくやった」

　足を引きながら去っていくポチに一声かける。

　さて怪獣決戦を制して味方の士気は上がっている。

ここからはエイリヒとレオポルトの指揮を見せて貰いたいものだ。




「捕虜がこんなところで何をしている！」

　背後から味方兵士の怒声が聞こえる。

　捕虜？　さてはピリスがまた抜け出したのだな。

ヤーコフめまた尻を蹴ってやらないといかん。

「止まらんと……なんだお前、血塗れじゃないか」

　怒声が驚きの声に変わる。

　振り返るとそこに居たのはベネルだった。

「なんで来たんだ。誤解されるから前線には来るなと言っただろう？」

　ベネルはふらふらと歩きながら俺に向けてゆっくりと両手を伸ばす。

「どうして……剣が刺さっている」

　自分でも奇妙に高い声が出たのがわかる。

　ベネルの腹には深々と短剣が刺さっていた。

　倒れ込む彼女を受け止めようと両手を伸ばす。

「あぐ」

　短い叫びと軽い音。

　ベネルの顎が反り、胸元から刃が突き出す。

「おい」

　背中に投擲された剣が貫通したのだ。

シュッと音を立てて血が噴き出す。

　同時に味方の軍装を着た女が俺の横を敵陣に向かって走り抜けていった。

　女を見ることもなく、倒れるベネルを支える。

　腹に刺さった短剣から流れる血が腰から下を真っ赤に染めている。

　胸から突き出た刃を中心に上半身に真っ赤な円が出来ていく。

　口は小さく動く度に血泡を吐き出す。

　ベネルを腕に受け止め、一緒に倒れるように地面に横たえる。

言葉を出す余裕も無い。

　俺は咄嗟に背中から刺さった剣に手をやり、次いで腹の短剣にも手をやるが、何もできずに離す。

物凄い出血量だ。剣を抜いて血を噴けば即座に絶命する。

　背中から入った剣は肺を貫き、腹の剣は肝を貫いている。

どちらも致命的な急所だ。この怪我で助かった者は──見たことが無い。

　ポチを探すが、既にどこかに離れている。

もう呼びつける時間の余裕も無い。

「……かふ」

　ベネルが俺の手を取る。

同時に口から血泡が噴き出して俺の頬にかかる。

「何があった」「誰がやった」本来そう聞くべきだ。

だがこの怪我ではこの答えだけで命が消えてしまうかもしれない。

「……黙っていろ。すぐに医者が来る」

　俺は落ち着いた冷静な声で。

少し上ずっただけの声で言い聞かせながらベネルを抱きしめる。

　だが彼女は苦しそうな顔でなお喉を震わせる。

「……が……ぐ……」

　必死の様子にしゃべるなとは言えなかった。

「……ぐ……ぐ……ご、ごめんね。私スパイだったんだ」

「気づいていたよ」

　俺好みだった可愛い声が弱々しく言葉を紡ぐ。

「でも……楽しかった。エッチも気持ち良かったよ」

「俺も最高だった」

　俺好みの金髪が鼻をくすぐる。

「毎日ちゃんとゲ、ゲホッ……スパイしてたよ」

「悪い女だ」

　俺好みの柔らかい体が徐々に温度を失っていく。

「なのにどうして……ウグッ……味方に刺されたのかな？　何が悪かったのかな」

　愛嬌のある瞳から涙が溢れる。

「考えたけど……わかんないや」

　最後に好きだった笑顔を浮かべ、ベネルの頭がかくりと落ちた。

「お待たせ致しました！　こ、これはひどい……さすがにこれは……」

　セリアが呼びつけた医者がベネルを診始める。

マイラが呼びに行ったのだろうポチの鳴き声も遠くから聞こえる。

　俺はゆっくりとベネルから体を離す。息も鼓動もあえて診なかった。

望みが薄い……ほぼ無いことは医者で無くても出血量を見ればわかる。

　俺は立ち上がって前を見る。

「スパイの末路はこんなものだ」

　大きく長く息を吐く。

「戦争だ。騙し討ちだってもちろんあるだろう。もしかするとただの命令違いかもしれない」

　手と顔についた血を鎧で拭う。

「守ってやれなかった俺が悪い」

　二度、ゆっくりと瞬きする。

「あるいは何かの計略か」

　わかっている。

分かった上で怒りが抑えられない。

　先程のポチの怒りに心が同調する。

延々と数週間勃起し続けていた男根が勢いを失い、その分の血が頭に流れ込んでいく。

　戦争も勝利も俺自身の命も今はどうでもいい。

　俺の女を、俺を好いてくれた女を、俺の目の前で殺しやがった。

　この怒りをぶつける相手はどこだ。

　味方の軍装を着た女が敵陣に入り込むのが見える。

女への殺意をはっきり自覚する。

例え女であっても殺してやりたかった。

　医者がベネルに口をつけ息を吹き込んでいる。

もう息が無い、ベネルは死ぬと言うことだ。

「そうか殺したか。俺の女を殺したか」

　誰に聞かせるつもりもない。

ただ自分で言って自分で怒るだけの言葉。

　目の前がゆっくりと赤く染まっていく。

　前進を開始する両軍、走り回る伝令、俺の腕を引っ張るセリアとマイラ、全ての速度が落ちていく。

　無意識に口が開く。

　肺から喉を通って空気が漏れだす。

最初は無音で、やがて喉が震え始め、視界が完全に赤く染まった時、絶叫にも似た咆哮が噴き出した。

　周囲の馬が一斉に棒立ちとなり、敵陣から魔獣が逃げ、セリアとマイラが転倒する。

　これが演劇ならば『良くも俺の愛するベネルを殺してくれたなー許さんぞ仇をうってやるー』とでも叫んでいただろう。だが俺の口から溢れるのはただの咆哮だ。

　言葉など要らない。理屈も要らない。思考も不要だ。

俺のベネルを殺したのは敵だ。ならば敵を皆殺しする。

　俺は一直線に敵陣へ駆けだしていた。

「え、エイギル様！　突っ込んではダメです！　ああっ剣まで置いて──!!」







　早く、一刻も早く敵を殺さなければならない。

　何も考えず、ただ足のみを動かして敵陣に迫る。

「いいか、諜報部が策をかけた。上手くいけばハードレットの部隊は突出するか動揺するはずだ。包囲殲滅の準備をしておけ」

「うむ、では予備の部隊を一つ待機させて──っておい、早速ハードレットの部隊……いや、奴が一人で突っ込んでくるぞ！」

　敵の声が聞こえたが、理解しようとはしない。

「馬鹿め見事にかかったな！」

「戦場で頭に血が登ったら終いよ！」

「おい丸腰……嘘だろう!?」

　敵陣の手前、飛び出した散兵が剣を向けて来る。

ああ、剣も槍も置いてきた。

　左から一人、右から二人が斬りかかってくる。

赤く染まった視界の中、芋虫のような速度で迫って来る。

「全員殺す」

　ぼそりと呟く。

　上段に振りかぶる敵の腕を掴み、早く来いと引っ張ると湿った音と共に両腕だけが千切れてやってくる。

　もう一人の喉を掴むと引き寄せる間もなく引き千切れる。

　最後は剣そのものを掴み、そのまま足元に倒して腹を踏み潰す。

　三人殺したが、続く敵兵の表情が変わらない。

奴らの目と頭がおいついていないのだ。

　敵が表情を変え、あるいは悲鳴を紡いだのは八人目を引き裂いた時だった。

　時間は更に遅くなり自分の鼓動すら時折思い出したようにドクンと打つ。

「八人が細切れ──!?　二秒とたってないぞ！」

「だ、駄目だ！　散兵で包囲なんてできる相手じゃない！　アレは一人の男じゃない！　一個の軍隊だと思え、陣形を組んで戦うんだ！」

　散兵が敵陣に逃げ込み、長槍隊が前に押し出て来る。

そうだ、まとまれ。その方がやりやすい。

　俺は徒手のまま敵陣に向かって駆ける。

立ち並ぶ槍の林を見据えながら直前で跳躍して飛び込む。

「突っ込んでくるぞ！」

「力を抜くな！　素手で味方を引き千切ったのを見ただろう!?」

　もちろんシュバルツではあるまいし、俺の脚力で槍衾を飛び越えるなどできず、槍の林のど真ん中に飛び込んでいく。

　ゆっくりとした世界の中、穂先が次々と迫る。

　何も問題はない。

こんな遅い槍に仕留められるはずがない。

　揃って突き出される穂先だが、厳密に同時ではない。

普段はわからない程の誤差だが、今ははっきりと見てとれる。

　僅かな隙間に体を滑り込ませ、あるいは槍ごと兵士を投げ飛ばして強引に隙間を作る。

「槍衾を素手で!?」

「こんなのなにかの……悪……夢」

　槍衾を突き抜け、敵兵の前に立つ。

これでようやくお前達を殺せる。

　俺は両手の拳をそれぞれ別の敵に叩き込む。

怒りで普段とは次元の違う力が出ているのがわかる。

　拳は敵の鼻を潰し、顔面の骨を砕いて頭蓋内部までめり込み、耳から噴水のように血が飛び出る。

　両手の間……つまり俺の真ん前に居る奴も殺さねばならない。

顎下に噛みつき、そのまま顔を引きあげて額までの肉を噛み千切る。

「あ、あくまぁぁぁ!!」

　弦を弾く音。

敵の長槍を二つ折りにして飛翔するボルトを撃ち落とす。

「……は？　何が起きたんだ？」

「見えなかったが……ボルトを弾いた……？　距離３ｍも無いぞ！」

　再びクロスボウの音がする。

回転しながら飛翔するボルトをはっきりと視認し、叩き落とす。

　一本回避不能なのがあるが刺さるのは肩口なので問題ない。

　ドスンと肩に衝撃があるが痛みはまったくない。

怒りが痛みを完全に消してしまったのだ。

「お前達もだ」

　二つ折りにした長槍を投げる。

盾を構えた者と自分の腕で防ごうとした者がどちらも串刺しとなって絶命する。

「好機！」

「きぇぇぇい!!」

　長槍兵を飛び越え、奇妙な剣を持ったキージア傭兵達が跳躍攻撃を仕掛けて来る。

　俺は回避することなくその剣を素手で掴み止め、一旦空中で止めてから地面に叩きつける。

果実が潰れる音が二つ鳴る。

　掌から血が噴き出すが、指さえ飛ばなければ戦闘には支障はない。

　続いて傭兵共が連れていたのか巨大な鼻を持つ巨大魔獣二体が乗り込んでくる。

　俺は一瞬の躊躇も無く、キージア傭兵の曲がった剣を両手で持って巨大魔獣に向けて突っ込む。

　鋼鉄にも匹敵する鼻が振り回される。

　昨日見たのとはまったく違う──まるで壊れかけた振り子時計のように遅く見える。

　速度を落とすことなく一直線に突っ込み、巨大魔獣の下に滑り込む。

巨大魔獣は叫び、踏み潰そうと足を振り上げるが遅い。

　走り抜けながら両手の剣で腹を掻っ捌く。

　大量の臓物が降りかかる前に駆け抜け、驚くキージア調教師の顔面で踏み切って跳躍、後方の巨大魔獣へ二本の剣をそれぞれ左右の眼球に突き込む。

「こうなったら危険だが奴らを出せ！」

　移動式の檻が開かれ、棍棒を持ち鎖付き首輪をつけられたオークが不機嫌そうに這い出して来る。

「特に狂暴で大柄なオークだ！　人間など一撃で潰して──」

　敵が言い終わる前に俺はオークに向けて駆けだす。

　人だろうが魔物だろうが知ったことか。

邪魔をする奴は全部殺す。

　真正面から突っ込む俺に向かってオークは棍棒を振り下ろす。

その重いが遅すぎる一撃を俺はまともに受ける。

　食いしばった歯がバリリと鳴り、奥歯が僅かに砕ける。

　両手で受け止めた棍棒はさすがに重く、力を込め過ぎた手足の筋肉が切れる音がする。

　避けようと思えば簡単に避けられた。

ただ……余計な時間をかけたくなかった。一刻も早くこいつを殺したかった。

「小汚いオークの分際で南ユーグリアにつくか」

　俺は棍棒を力任せに引き寄せる。

３ｍ以上あるオークの巨体が前のめりになる。

「お前も生かしては帰さん」

　俺はオークの不細工な耳を掴み、ぶら下がるように組み付いて首筋に噛みつく。

垢と油の不快な臭いなど気にしない。思い切り歯を立て、狂犬がするように唸りながら首を振り回す。

　不細工な悲鳴をあげるオークは暴れるが、俺は半分千切れた耳を掴んで離れない。

　俺の歯は分厚いオークの皮膚を食い破り、脂肪を搔き分けて頸動脈を食い千切る。

　大量の鮮血が噴き出し、オークは悲鳴をあげながら首筋を押さえて前のめりに斃れる。

　噛み千切った諸々を数度咀嚼してから吐き出す。

「ふぅぅぅ」

「あ、あぁぁ……オークを食い殺した」

「化け物だ。人の敵う相手じゃない」

　俺が低く呻くのと、敵兵が一斉に逃げ出すのは同時だった。

数百名が一斉に壊走していく。

　まだ皆殺しにしていないぞ。戻って来い。

最新話が重いとのご指摘が多数寄せられましたので分割投稿致します。

中途半端に切れている点はご容赦下さい。










第４７９－２

四七九話　分割投稿後半です。












　馬蹄の音が近づいてくる。

「エイギル様お戻りください！　敵陣に突っ込んでいるのはエイギル様だけです！　完全孤立です!!」

　セリアの声がする。

護衛隊も一緒のようだ。

「得物を渡してくれ」

　手を伸ばす。

「ともかく撤退を──」

「得物を渡せ」

　セリアがビクリと震えてデュアルクレイターとケラヴノスを渡す。

「お前はレオポルトの指示に従え」

　残った理性を総動員してセリアに指示を出す。

俺は奴らを残らず殺さなければならないが、セリアまで一緒にやることはない。

　見れば数千規模の敵が俺を包囲しつつある。

そりゃそうか。味方を無視して突っ込んだら当然こうなる。

　南ユーグリアの旗が視界に入る。

ベネルを裏切り殺した旗だ。

「許さん……許さんぞ」

　両手の得物を広げる。

　敵が何やらぶつぶつと言っている。

さっさとかかってこい。

「罠に嵌めたんじゃないのか!?　味方が簡単に蹴散らされたぞ！」

「だ、だがハードレットと少数の手勢を包囲したのは確かだ。下手に白兵戦を挑まず矢の雨で仕留るのだ」

　数百の弓が狙いを定めているのがわかる。

普通に受けては針鼠にされる。それではこれ以上敵を殺せなくなってしまう。

「撃て!!」

　敵の号令と同時に俺はデュアルクレイターで思い切り眼前の岩を叩く。

衝撃で岩は地下にめり込んだ部分まで粉々に砕け、無数の小石や礫となって巻き上がる。

　更にデュアルクレイターを横に向けて一回転、巻き上がった破片を剣の腹で弾き飛ばす。

破片は全方位へ飛び散り、少なくない数が迫る矢に当たって打ち落とす。

　もちろん全ての矢を迎撃できるはずがない。

目を凝らし、両手の獲物で迎撃し損ねた矢を打ち落とす。

　６，７，８と打ち落とし、九本目が刺さる。

本当に痛くないな。急所以外ならいくら刺さっても問題なさそうだ。

　俺は刺さった矢を引き抜きながら弓兵に向かって歩く。

　奴らは動揺しながらも次の矢を番えるが──。

「突撃──!!」

　俺の指示を無視したのだろう、セリアの部隊が弓兵に向けて突撃する。

敵の狙いが俺から逸れる。

「……この隙に」

　理性があればセリアを連れて撤退と考えたかもしれない。

　だが今の俺が導く結論は一つだ。

「もっと多くの敵を殺さねばならん」




　再び視界が赤く染まり始める。

敵兵の声がただの音として響く。

「ハードレットの軍が動きました！　総突撃です！」

「何故奴が単身突っ込んで来た時に殺せなかった！　早く仕留めねば乱戦になって逃げられるぞ！」

「計算された突撃なのか？　ハードレット程の者がこれほど見事に策にかかるなどおかしいと思ったが」

　レオポルトの溜息が聞こえた気がしたが、怒りで余計な思考を打ち消す。




　敵陣も半ばまで食い込んだだろうか。

周囲の歩兵が距離をとり、軽重騎兵が走り込んでくる。

「次は騎兵か」

　その時、傍から聞き覚えのある声が聞こえた。

「え、援軍に来たぜ！」

　クリストフ……懲罰部隊か。

だが応えてやるつもりはなかった。

「た、大将？　もしかして半端なくぶちぎれてる？」

　分かっているなら話かけるな。

これ以上苛々させられるとお前を切ってしまうかもしれん。

　クリストフに答えず、体ごと前に出てケラヴノスを突き出す。

槍は突撃する馬の首を掠め、側面の刃で騎乗兵の腕をもぎ取る。

「ぎゃー！　きたきた！　お前らやれっやれー！」

　騒ぐクリストフに構っている暇はない。

　続くのは二人乗りの騎兵……南ユーグリアの弓騎兵もどきで後部の奴がクロスボウを持っている。

意識を集中すると同時に時間がまた遅くなる。

　クロスボウの狙いが俺に定まり、敵兵の指がゆっくりとトリガーにかかる。

距離１５ｍ人差し指が曲がり……弦の留め金が外れてボルトが飛び出す。

「しっ！」

　同時に息を吐いてケラヴノスを振り上げる。

軽い手応えと共にボルトが弾かれる。

　驚く二人の敵兵。お前達も死なねばならない。

　振り上げたケラヴノスをそのまま右手一本に持ち替えて投擲する。

槍は狙い違わず命中、前後二人をまとめて串刺しにして馬から落とす。

「もう一人」

　デュアルクレイターを回転させて馬の足を払う。

落馬した敵兵が死んでいなかったのでもう一度振りかぶって頭を叩き割る。

　次はどこだ。どこから殺そう。

　左は……進路を変えて逃げやがる。

右は……懲罰部隊の奴が先に殺しやがった。

「なら後ろか」

　俺は振り向きざま、背後から突き込まれる騎乗槍を両手で掴み受け止める。

馬の速度が乗っているので簡単ではないが、衝撃を受けるのは馬上の敵兵も同じこと。

そして今の俺は普段と比べても遥かに強い力が出せる。

　結果、俺は若干後退しながらも地面に踏ん張り敵兵は馬から浮き上がって落馬する。

「ぐっ参った！　降伏──」

　今更何を言う。

お前達は死なねばならないのだ。

　フルプレートを着た騎士を担ぎ上げるように持ち上げ、腰と背中に腕を回して鎧ごと真っ二つに圧し折る。

「フルプレートの騎士を圧し折ったぞ……ハードレットは本当に人間なのか？」

「それより真後ろの敵に反応したぞ。あいつ……本当に悪魔なんじゃないのか？」

「ダーティエンジェルはどうやってこいつに一太刀入れたんだ……」

　確かに今、真後ろの敵まではっきり見えた。

だがそんなことはどうでもいい。南ユーグリアをもっと多く殺さなければならないのだ。

　見ればいつの間にかレオポルト率いる俺の本隊が周りに居る。




　そして敵兵の出す音が一層大きくなる。

「ご、ゴルドニア軍総攻撃！　敵が総攻撃に移行しました！」

「馬鹿な!?　当初の作戦計画とまるで違うぞ！　陽動ではないのか!?」

「いえっ敵の全部隊が鬨の声をあげて総突撃を開始しました。最早陽動では有り得ません！」

「もうハードレットを討ち取るどころではないぞ！」

　敵は騒ぎながら俺から離れていく。

まだ殺し尽くしていないのに。

ならば他に殺す奴を見つけなければならない。

　近くでマイラやルナが何か叫んでいるが理解できない。

俺は奴らを殺さねばならんのだ。

　ふと視界の端に光る一団を見つけた。

　何やら赤や黄色の光を味方側に放っている。

「ベネルを裏切っておきながら生意気に光りやがって」

　目標はあいつらだ。

俺はマイラとルナを振り払い走る。




「赤三番隊、敵前衛を火球攻撃！　黄色二番隊は電撃で敵の攻城兵器を叩け！」

「黄色四番は魔力温存！　赤二番隊は魔力の枯渇した者から後方に下がれ！」

　やかましい音と鬱陶しい閃光。

人の焼ける臭いも不快極まる。

「うわぁぁぁぁ！　す、凄まじい火球です！」

「こいつら魔法使い……数百人規模の魔法部隊だ！　と、とても太刀打ちできん！」

「まともに白兵戦などできん！　下がって攻城兵器で──カタパルトがやられた！」

　逃げ惑う味方も邪魔で仕方ない。

だがこいつらはベネルを殺していないので殺す必要はない。

　俺は右手にデュアルクレイター、左手にケラヴノスを持ったまま敵味方の間に割り込む。

「ハードレット卿やつらは魔法部隊です！　どうやったのか部隊全員が同じ高火力の魔法を──」

　近づいてくる味方指揮官の首にデュアルクレイターを当てる。

「黙れ。下がれ」

　唖然とする指揮官をおいて敵の眼前に出る。




「あれは……最優先目標だ！　赤四番から七番、撃て!!」

　無数の火球が飛んでくる。

燃え盛る大きな火球は全て俺の頭上へ正確に落ちて来る。

あくびの出るような遅さで。

　デュアルクレイターを一閃する。

ガラスが割れる音と共にあっけなく火球は掻き消える。

「うえ？」

　続いてケラヴノスを火球に向けて突き出す。

太鼓を叩くような音を残して火球は破裂、熱風が吹き抜ける。

「おう？」

　敵味方の奇妙な声などどうでもいい。

　腰を落として両手の得物を振るう。

　火球を落とし、掃い、打ち消し、叩き潰す。

　熱風が顔を焼き、髪を焦がし、火の粉が肌に火傷を残す。

痛みなど微塵も無い。

　火球を払いながら一歩ずつ前に出る。

「効果なし……全て打ち落とされています！」

「赤四番魔力切れ……五番も残り僅かです！」

「黄色四番から……ええい全員攻撃開始！」

　火球に雷が混じる。

　さすがに雷は速く打ち落とすのが難しい。

　一発が命中して全身が痙攣する。

なるほど、これは連続で受けては戦えなくなる。

　二発目はデュアルクレイターで受けるが位置を間違えて腕も被り、右手が痺れる。

なるほど分かった。

　三発目をデュアルクレイターで斬り払う。

発動から落雷までの気配は把握した。

　続いて連続する一〇発の雷を全て切り掃う。

「で、電撃魔法も通じません！　次はどうすれば──」

　次は俺だ。

　デュアルクレイターが赤く光り始めている。

魔力を吸収して云々だったか、今は思い出すことすら煩わしい。

（狂気──それも良かろう　魔力の奔流に貴様の怒りを乗せるが良い）

　頭に響く声を無視してデュアルクレイターを振りかぶる。

　敵までの距離はまだ５０ｍ近い。

到底届かない距離ではあるが──。

　渾身の力で宙を斬ったデュアルクレイターから深紅に燃える剣風が吹き出す。

魔力を貯めたデュアルクレイターからの魔力放射だ。

「あれはな──」

　胸の高さで飛んだ剣風は敵魔法兵が驚きの声を上げる間もなく上半身と下半身に両断する。

それだけではない。両断された死体は地面に転がると同時にまるで油であったかのように燃え上がる。

「い、今のは……魔法？」

「まさかハードレットが魔法などつかえるはずがないー！」

　指揮官の首が『ないー』と言いながら転がっていく。

「防御魔法だ！　緑一番防御壁を張れ！」

「風の聖霊よ、吹き荒びて我が鉄壁の防護となれ──ウィンドバリア！」

　旋風が敵の前面に現れる。

　俺の剣風はその風の壁に撃ち当たり……弾けて風と敵兵を吹き飛ばした。

「防御魔法が貫かれました！」

「た、大砲の弾すら防ぐ風の防護を!?」

　俺は再び一歩ずつ敵に向けて進む。

もちろん一人も残すつもりは無い。全員の首を刎ねねばならない。

「大将！　アブねぇ！」

　敵まで２０ｍのところでクリストフの叫びと同時に背中を抉られる。

　血が飛び散るのを感じて俺はゆっくりと後ろ、そして頭上を見やる。

「巨大鳥か……」

「いかに怪物悪魔とは言え空は飛べん！　一方的に嬲り殺してやるわ！」

　キージアの調教師が喚いている。

もう少し待っていろよ。

　巨大鳥は俺だけではなく、周辺の味方全体に襲いかかっているようだ。

　俺は槍を突き出してみる。当然ながら空までは届かない。

　デュアルクレイターの剣風を振り回しても空一面を飛ぶ巨大鳥は落としきれない。

　いかんな。

南ユーグリアに味方する以上、奴らも皆殺しにせねばならないのに届かないとは。

　俺は赤く光るデュアルクレイターとケラヴノスを交差させる。

（おい　何をする　やめろ　魔力が吸われ──）

　ドシンと腹の底に響く衝撃。

同時に巨大な落雷──俺から空に向けて打ちあがったのだから昇雷と言うべきか──が放たれた。

「うわぁぁぁぁ！」

「ぐぅぅぅぅ!!」

　先程受けた雷とは比べ物にならない痺れが全身を襲い、一瞬意識が飛ぶ。

　脳裏に浮かぶのは俺の下で喘ぐベネル、そして胸から突き出す剣──。

　俺は倒れ込む前に意識を取り戻して足を踏ん張る。

　自身の全身から立ち昇る焦げた臭いが鼻につく。

　無茶苦茶な出し方をしたせいで電撃は俺自身も盛大に焼いたらしい。

だが痺れさえなくなれば痛みも無く、どうということはない。

　どさりと眼前に焦げた焼き鳥が落ちて来る。

　少し間隔をあけてもう一つ、そして絶え間なくドサドサと煙を噴いた大鳥の死骸が降り注ぐ。

「やべえ隊長がやられた！」

「畜生、ハードレットめダーティエンジェルも一緒に葬るつもりだったんだな！」

　懲罰部隊が下がっていく。

丁度よい邪魔だったんだ。




　気づけばもう敵の陣地はなく、目の前にはアルテリアの街壁がそびえている。

もっと殺すにはここに入らないといけない。

　大弩やカタパルトによる射撃はまだない。

まさか決戦の決着がつく前に飛び込んでくるとは思わなかったのだろうが、それも時間の問題だ。

急がねばより面倒くさくなる。

　俺はゆっくりと街壁に向かい歩く。

　街壁上で俺を狙っていた弓兵と目が合うと、そいつはポロリと弓を取り落とす。

「わ、笑ってる？　いや怒って、泣いているのか？　なんて不気味な顔なんだ」

「だめだ。俺にはできないよ……あの顔は人間にできる顔じゃない」

　そういえば自分がどんな表情をしているかわからない。

どうでもいいが。

「お前達も逃がさん。必ず殺す」

　敵兵が街壁向こうに転がり落ちていくのがわかる。

　さて中に入らねばと街壁に向けてデュアルクレイターを振りかぶる。

（まて　力を全部吸われてしまった　今やったら折れる　頼む待って）

「待て！」

　再び背中に衝撃が走る。

セクリトが抱き付いてきたのだ。

「もう十分だ。一旦退け……頼むから」

　俺は乱暴にならないようにセクリトの手を取る。

そして精一杯まともな口調で言う。

「離してくれ。街の奴らを殺さねばならん」

「──！」

　セクリトは俺の股間を蹴り飛ばして隣に居座る。




「撃て──!!」

　セクリトの蹴りを受けた直後、無数の砲弾と鉄弾が降り注ぐ。

「王国軍……」

　いつの間にか俺の私軍だけではなく王国軍までが街壁に殺到していた。

　エイリヒが俺に向かって下がれ下がれと合図を出している。

悪いが下がる訳にはいかない。俺は突っ込まないといけないんだ。

　砲弾が次々と命中するが、強化された街壁は受け付けない。

鉄弾が弾き返され、大矢は楊枝のように圧し折れる。

「このままじゃ入れないじゃないか」

（我はもう無理だ　本当に折れるぞ）

　周囲を見回す。

もしどうしようもないから一人でよじ登るしかない。

「脳内アドレナリン異常分泌を確認。正常思考に疑義が生じています」

　ティククがまとわりついてくる。

「負傷状態──危険域。迅速な治療が必要。交戦継続は非推奨」

　離せティクク、俺は行かねばならない。

「非推奨、非推奨。一刻も早い当該区域からの──」

　俺はティククの肩を掴む。

「俺はいかねばならん」
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攻撃開始時　ゴルドニア王国軍本陣

「あの馬鹿──!!」

　エイリヒは椅子を蹴り倒して立ち上がる。

　視線の先には単身──それどころか丸腰で叫びながら敵に向かって突っ込む男が居た。

「あの阿呆は何を考えている！　何かの策か!?」

　参謀に怒鳴るが皆一斉に首を振る。

「ハードレット隊が大きく動揺しております。まったく想定外の出来事かと」

「情報が入りました！　今、ハードレット卿の本陣で襲撃事件があった模様。捕虜の女が敵の間諜によって暗殺されたとのことです。女は……そのハードレットが愛妾のように扱っていたそうで」

　エイリヒは「それだ」と呻いて机を叩く。

「目の前で女を暗殺だと!?　見え見えの罠に引っ掛かりやがって、周りの奴らも何故止めん!!」

「あ、あの勢いでは止めたら八つ裂きにされそうで……失礼しました!!」

　エイリヒは参謀を睨みつけた後、がっくりと肩を落とす。

「十万近い敵に一人で突っ込むとは。……もうあいつは助からん。今更援護すれば全体を危険に晒す」

　エイリヒはドカンと思い切り机を叩く。

木版が割れ、地図と報告書が飛び散る。




「ハードレット陣より少数の重騎兵が出立します！」

　エイリヒは目をやり、セリアの姿を見取って渋柿を口一杯に頬張ったような顔となる。

「あの娘か。なるほど共に逝くつもりだな。馬鹿野郎が、女を道連れにしてどうする」

　せめて最後の瞬間だけは見届けようとエイリヒは目を見開き、暴れ回る男を見続ける。

「愚かで馬鹿だがあいつらしい最後かもしれん。だが俺達はここで負ける訳にはいかない。ハードレット隊には代理の司令官……いや、隊内の参謀に臨時司令官の地位を与えて──」




「ハードレット軍、全隊攻撃開始──総攻撃開始されました！　全軍が突撃していきます！」

　エイリヒは座り直した椅子からすっころぶ。

「なんだと!?　囮になろうというのではないのか!?」

　慌てて身を乗り出すエイリヒ。

　兵数二万近くを数えるハードレット軍が全体に果たす役割は大きい。

当然作戦の根幹に組み込まれており、勝手な行動は全てを破綻させる。

「いえ、各隊が取り急ぎバラバラに出撃していきます！　とにかく前へ押し出そうと……隣の諸侯軍がどうすればよいか指示を求めてきています！」

「ハードレットが馬鹿なのは想定済みだが、実質の指揮はあの参謀がやっているのではないのか!?　あの冷静な男が何をやっている。これでは全体の戦略が崩壊するぞ」

　半ば呆然と前線を見守るエイリヒだったが、最前線の騒ぎが収まっていないことに気付く。

「ハードレットは……まだ戦っているのか？」

「さ、さすがに単身突入です。いかに伯とはいえ、数秒で殺されてもおかしくありませんが」

　エイリヒは更に目を凝らす。

「騎兵が一点を基点に回転し続けている。矢も同じ点に集中……あの野郎まだ生きていやがる！」

　ボカボカと頭を叩かれた参謀が呻く。

「軍務総監、敵の陣形が乱れ始めています」

「敵は右翼から部隊を抽出、見るからに穴ができ始めておりますが」

　エイリヒは信じられないと上を向く。

　単身の突撃から続く暴走が全体の戦局を動かしていた。

「ハードレット隊、敵陣を半ばまで突破した模様！　敵は全軍で食い止めようと試みていますが、尚攻勢を継続中。阻止されておりません！」

　エイリヒは頭の中で作戦を再構成する。

が、既に事態は修復不能なまでに混乱している。

　そして新しい可能性も見えた。

「全体作戦書を出せ」

　首席参謀がエイリヒに分厚い作戦書を手渡す。

参謀達が今日の為に膨大な時間をかけて作ったものだ。

　エイリヒは皆の努力の結晶を焚火の中に投げ込み立ち上がる。

「諸君、阿呆ハードレット一味の暴走によって練り上げた作戦は無残に崩壊した」

　そして犬歯を剥き出し好戦的に笑う。

「だが勝てる──勝てるぞ！　全軍突撃──作戦は無用、押しまくれ!!」

　原始人のような命令に智の結晶とも言うべき参謀達が意気上がる。

それは異様な光景だった。

　王国軍突撃後も異様な展開は続く。

「敵魔法部隊が出現し攻撃部隊の被害甚大──味方の一隊がこれを撃破した模様！　詳細不明！」

「空に魔獣が出現！　全部隊が混乱して──正体不明の雷魔法が殲滅しました！　詳細不明！」

「こ、攻城部隊が街壁を粉砕！　破城槌が東側面を粉々に粉砕しました!!　三人持ちの破城槌で？」

　エイリヒは部下と顔を見合わせる。

「どうなっている」

「私にもわかりません」

　エイリヒは馬に飛び乗る。

「俺も前に出る。……まさか全部お前じゃないよな？」
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　街壁がバラバラと崩れていく。

　破城槌を持った王国軍兵士が嘘だろとばかりに顔を見合わせている。

「お、俺達がやったのか？　砲弾をも弾く街壁を？」

「まるで積み木を崩すみたいな感触だったが、俺達以外に誰も攻撃していないよな」

「俺達は目覚めたんだ。伝説勇者の力に！」

「非推奨。非推奨。クールダウン二万秒。再チャージ一五五五二〇〇秒」

　味方の戯言を無視する。

後方でティククが顔面から煙を噴いているのも気にすることはない。

　破壊された外壁の瓦礫は残っておらず、細かい砂と化している。

いずれにせよ、俺の用があるのは南ユーグリア軍だけだ。

「まさか街壁がこれほど容易に破られるとは。だが壁外の部隊が全滅したわけではない。持ち堪えれば必ず援軍は来る。陛下のおわすこの街を明け渡すことなど絶対にできんぞ！」

　指揮官が気勢をあげる。

「もちろんです！」

「おうとも！」

「やってやりますとも！」

　部下三人が続く。

「そうか。良かったな」

　ケラヴノスが指揮官の顔面を貫き、デュアルクレイターが部下二人の首を刎ねる。

「ひぃぃぃ！」

　逃げる一人の襟首を掴み、引きずり戻す。

「や、やめて死にたくない！」

「俺は殺したい」

　首を掴み九〇度ねじる。

「ハードレット卿」

　今度はレオポルトか……忙しいことだ。

あまり話はしたくないんだが。

「作戦があるんだろ。そっちに行け」

　次の目標を探しながら言う。

「阿呆が全て壊したのでもう作戦はございません。敵を強行突破しましたが、包囲も殲滅もできておりませんので兵力は健在。こちらが攻勢の勢いを失えば後方を塞がれ壊滅の危険があります」

　俺は何も言わない。

「故に突撃し続けるより他ありません。鬼神のごとく戦い決着をつけて頂きたい。事ここに至ってはそれだけが勝利を引き寄せます。あそこに向けて」

　レオポルトが指差したのはアルテリア最大の建物……かつてのアルテイル神殿だ。

　わかりやすくて大変結構。

　俺は小細工などせず、敵の一番多い大通りを一直線に神殿へ走る。

セクリトとセリア率いる護衛隊もぴったり張り付いてついてくる。

「大通りには無数のバリケードが設置されています。これを一つずつ突破するのは──」

　俺はセリアに返答せず、大通りに立ち並ぶ家屋の中を壁を破りながら走る。

例え豪邸であっても壁の厚さなど知れているし、生垣や鉄格子など鋼鉄の軍靴で蹴り破れない訳がない。

「普通は破れん。お前が異常だ」

　バリケードを素通りされた敵兵が目を剥く。

後で殺してやるからちゃんと待っていろよ。

　すると俺の首筋に矢がぶっすりと突き刺さる。

「きゃああ!!」

　セリアが悲鳴をあげるが俺は気にせず引き抜き、噴き出す血を手で押さえる。

適当に松明で焼いておくか。

　出所は……あれか。

　屋根の上に弓兵が潜んでいたのか。

「私が囮になる。お前は後ろから奴らに短剣でも投げて──」

　セクリトが言い終わる前に俺は天井に手をつく。

歯を食いしばり、渾身の力を込めると柱が音を立て、天井との接合部が砕ける。

　柱との接合がなくなると屋根は俺に持ち上げられるまま傾いていく。

一枚屋根で良かった。

「な、なんだ家が潰れたのか!?」

「いえ傾いている！　悪魔が持ち上げているんだ!!」

　敵兵が転がり落ちて来たので首に刺さっていた矢を額の真ん中に返してやる。

　ついでに照明用に飾られていた松明を取り、首筋に押し当てる。

これで止血完了だ。やはり痛みは微塵もない。

「五部屋はある家、それも総石造りの屋根だぞ」

　セクリトの表情が驚きから、険しい物に変わる。

俺の腕と太ももを軽く触る。

「怒りで痛みを飛ばしているのか……長くは続かん。正気に戻らねば本当にくたばるぞ」

「奴らを皆殺しにしたらな」




　俺は軽く応えて前進し続ける。

レオポルトとトリスタンも突進する俺に続いて進軍し、アルテリア市内をどんどん進んでいく。

　このままいけば神殿の陥落も簡単ではないかと思った時だった。

「すん……この臭いは……伏せろ!!」

　セクリトが俺に足をかけ、盛大に転倒してしまう。

セリアも俺を庇うように背中に飛び乗って来る。

　途端、巨大な爆発音が響く。

　見れば街路、民家がまとめて吹き飛び、巨大な広場となっていた。

それはまるで巨大な闘技場のようだ。

　突如市内に出現した巨大な空間に多数の騎兵隊が走り込んでくる。

「どうせお前だろうハードレット。こんな無茶をする男を他には知らん」

　現れたのは確かマエスタスだ。いけ好かない、本当に不愉快な奴で──。

「諜報部から聞いたんだがな。ベネルが死んだそうだな。可哀そうにまだ二二だと言うのに」

　ドンと頭に血が押し込まれる音が聞こえた。

　静止するセリアとセクリトを床に転がし、瓦礫を跳ねのけて飛び出す。

「──おっとド忘れしていた。あの命令を出したのは……俺だったかな？」

　自分が突進していることに気付いたのは奴と剣を合わせた後だった。

文量ありますが粗が目立つかもしれません。

お気づきになられましたら、是非ご指摘下さい。










第４８０話　アルテリア決戦　名将斃るる







　さすがに頭の片隅では罠に決まっていると理解していた。

それでも剣が止まらなかった。

気付いた時には一直線に奴に突っ込み、渾身の力でデュアルクレイターを振り下ろしていた。

　俺の攻撃を完全に予期していたのかマエスタスは余裕を持って盾で受け角度をつけて受け流そうとした。

　だが怒りに任せた俺の一撃は勢いの流れ易い斜め方向から当たりながらも盾をバラバラに破壊、咄嗟に手を離したマエスタスの籠手まで削り、奴を後方へと吹き飛ばす。

「はっ悪魔の名に恥じぬ怪物並の膂力よな！　流すことすら敵わんか！」

　マエスタスは地面を滑りながら態勢を立て直し、左手を俺に向かって振り下ろす。

　バシンと弦の弾ける音、放たれたボルトは六本。全てが命中軌道だ。

　だが俺は体幹を動かすことなく、ただ右手で眼球に向かう一本のみを掴み取る。

残る五本が肩、脇、足に刺さる。

　痛みは無いが衝撃は伝わる。

それでも盛り上げた筋肉がボルトを防ぎ止めて臓腑や骨までは届かない。

「よし当たった！」

「さすがにこの距離では避けられんか！」

　敵兵の囀りを無視して左手に持ち替えたデュアルクレイターを斜め下から斬り上げる。

「がっ!?」

　左から突撃してくる槍騎兵の馬体と腕が斬り飛ぶ。

　同時にデュアルクレイターを地面に突き刺して右へと半回転、目前に迫った二本の槍を両脇に抱え込むように受け止める。

「ふっ、そう上手くはいかんな」

　クロスボウと騎兵突撃の同時攻撃、もしクロスボウを過度に動いて避けていたらより重い一撃を貰っていただろう。

　得物を放すことを躊躇した一騎の体が馬から離れて浮き上がる。

もう一騎は懸命にも槍を捨てて腰の剣を抜き、俺の頭部を斬り抜ける。

　咄嗟の一撃に力は乗っていない。

それでも頭部に命中した鉄の剣は頭の皮膚を削り血が垂れる。

　苦悶の声も悪態も吐かない。そんな無駄なことはしない。

　振り向かないまま、受け止めた槍を掴み直して背後に向けて突き出す。

何故か俺の頭を斬りつけ、吠えながら後方へと抜ける敵の姿がはっきり見えた。

　甲冑の上から当たった穂先がねじ曲がりながら強引に体内へ入っていく。

　敵騎兵はそのまま味方の隊列に突っ込み急停止した馬から転がり落ちる。

　続いて槍とともに持ち上げた敵兵と目が合う。

　敵は何かしら口を開いたようだが話をするつもりは無かった。

槍を真上に突き上げ、手の離れた敵兵を空中で串刺しにして槍ごと放り捨てる。

「攻撃開始、広場を奪取せよ」

「まあ進むしかないよね。敵に挟み潰される前に神殿に行けるかどうか……また綱渡りだよ……」

　レオポルトとトリスタンの声が聞こえ、爆薬で作られた広場に俺の私軍が雪崩れ込んでくる。

たちまちそこら中で乱戦が始まる。

　だが俺の狙いは一つだけ。

ベネルの暗殺を命じたとほざいたあいつだけだ。

　奴の方も乱戦の中、兵を指揮する様子もなくただ俺だけを見据えている。

『ベネルの仇許さんぞ』『やれるものならやってみろ』などと言葉の応酬はない。

　俺はただ殺意を向け、奴はニヤリと笑って誘う。




　デュアルクレイターを振り上げながら歩き、駆け足から全力疾走、最後に踏み切って飛び掛かる。

「速い。黒い疾風のようだな！」

　我ながら経験が無い速度の飛び込みだったが、余裕をもって回避される。

だが終わりではない。

　空ぶって地面を叩いた剣を振り上げることなく更に力を込める。

アルテリアの街路には石が敷かれていたが、デュアルクレイターは分厚い石をまるでスポンジケーキのように叩き割り、衝撃と破片が全方位に飛び散る。

「地を叩いて地響きを起こすなどオークにもできまい！　なんたる剛力、なんたる膂力！」

　マエスタスは耳障りな声を上げながら軽いステップで後退して破片と衝撃を避ける。

「殺す」

　一言だけ声を漏らしながら右足を踏み込み、地面から引き揚げた剣を雷の速さで突き出す。

「受けも流しもできぬ必殺の突き、厄介極まるな！」

　だがこれも避けられる。

　流れる体を無理やりねじり、左脚を踏み込んで剣の背で薙ぎ払う。

マエスタスは斜めにした剣で受けて吹き飛ぶ──いや、後ろに跳んで衝撃を殺しただけだ。

「……」

　渾身の振り下ろしからの破片飛ばしと突きからの薙ぎ払い。

四撃全て牽制ではなく、奴を砕いてやると放ったものだ。

「そら、次はこちらから行くぞ」

　マエスタスの斬撃が左右交互に襲ってくる。

　遅い。ナメクジのように遅い。

俺は剣と左手で斬撃を軽く払う。

「──なんてな」

　斬撃の数倍の速度で突きが見舞われる。

　最初の斬撃は速度をわざと落とし、目を慣れさせて本命の突きを当てようという魂胆か。

　剣先は正確に俺の喉元を狙い、俺の籠手に当たって圧し折れる。

「遅いんだよ」

　芋虫がナメクジの何倍速だろうが知ったことか。

全てまとめてただ遅い。奴の速度などこの程度か。

　言葉よりも早く今度は俺の剣先が奴の胸元を狙う。

「速さを変えての攪乱も通じぬ！　剛力に天眼、まさに鬼神とはこのこと！　恐ろしいぞ！」

　マエスタスは腰から上を後ろへ大きく倒して突きを回避する。

　ならばと更に踏み込んだ俺の顎へ爪先がめり込み、一瞬視界が揺れる。

奴はその隙に三度後方回転しながら距離を取り、新たな剣を引き抜いた。

「……」

「ふむ、間一髪命を拾ったな」

　また外した。

　俺の視界は既に真っ赤に染まり、周囲で乱戦する敵味方、あるいはイリジナの突きですらゆっくりと見えている。

　軽く踏み込んだ足が路石を砕いて地面にめり込む。

力も普段の比ではない。

　奴は確かに速い。

素早いセリアよりもずっと速く、動きを変則的に変えるのでより戦いにくい。

　それでも俺には奴の全ての動きが見えている。

目で追うことはもちろん、動きも今の俺の方が奴より速い。

　力は比べ物にならない。

一撃でもかすれば上半身を持っていける自信がある。

それが何故当たらない。

　風を切る音に反応して身をよじる。

奴の投げた石が頬を掠める。

子供騙しを避けて剣を構えた途端、鼻っ柱に二発目の石が命中して鼻血が噴き出る。

「命中」

　奴が言い終わる前に俺は猛然と突進する。

　振り下ろし、振り上げ、突き、薙ぎ払い。

一発も当たらない。

「これは危ない！　おお死ぬところだった！　まるで竜巻だな！」

　マエスタスは俺を挑発するように驚愕しながら左に回って回避していく。

「隙あり!!」

　そして奴は突然身を屈めて、回っていた方向と反対側に重心を傾けて反撃に転ずる。

　もちろん俺の目は動きを完全に捉えていた。

反対に両断してやるつもりで右足に体重をかけた瞬間だった。

「っ!?」

　踏ん張りが利かずに体が傾く。

痛み一つ無かった右足がどうして──あぁ痛みはどこにも感じないんだった。

　マエスタスの目が見開いている。

先程までの飄々とした様子は消え、一切無駄の無い動きで放たれた突きが俺の喉元真ん中に突き刺さる。

　俺は喉に受けた剣を掴んで握り潰す。

　だが奴は剣を投げ捨て、剣を掴む俺の腕を取って腰に乗せ、投げ飛ばした。

　天と地が一回転したところで奴の手が放れ、俺は宙を舞う。

　空中で二度回転した後、頭部に強烈な衝撃。

眼前には木製の桶──井戸石に頭から突っ込んだのか。

　ぼやける視界の先、味方の旗色は悪いようだ。

　広場を見下ろす段差の上に見知った顔が見える。

　ヴィルヘルミナと──見覚えのあるおっさんだな。

「ザフネス降りて来い！」

「──セクリト!?」

　本能だけで態勢を立て直す。

だが頭を思い切りぶつけたせいで目も耳もぼやけて不安定だ。

「貴様はまた逃げ出すのか？　随分と逃げ癖がついたものだな」

「ほざけ、そのような安易な挑発に乗る訳がなかろう。最高指揮官の俺は指揮を執り続けてこそ意味がある。この場に残って何の益がある」

　セクリトとおっさんの言葉の応酬に混じってセリアの叫びも聞こえる。

だが間が悪く強烈な耳鳴りで内容が聞き取れない。

「ならば私を負かせば寝返ろう。部下にでも奴隷にでも……あるいは両手両足斬り落として肉袋にせよ」

「惚れた女にそんな非道をするか！　だがこの場での勝利は即ち全体の勝利、俺が出るに値する好機！」

「……見下げ果てた奴。総司令の職責も解さぬか」

　剣の刺さった喉を撫でる。

気管に穴が開いたのか血と空気が漏れている。

だが出血量は知れたもので動脈はやられていない。

「おお、ザフネス閣下も参戦なさいますか！　ここは決戦の地、心置きなく戦いましょうぞ！　なあに戦場は男の聖域、女狐の鳴き声など気に成さる必要はございません」

　嬉しそうなマエスタスの声に怒りが再燃し、それを原動力に体を引き起こす。

多少呼吸は苦しいが、まだ戦える。

　多少血が抜けたせいで少しばかり思考力が戻った──。

「ああそうだハードレット。あの女な」

　マエスタスが俺を見下ろしながら言う。

「処女を食ったのは俺なんだよ。俺は顔が良いだろう？　ベッドに誘うと真っ赤になって照れやがってな。前戯も無しに貫くとぴいぴい鳴いて面白かったぞ。殺す前にもう一度遊べばよかったかな」

　頭の血管が音を立てて膨らむ。

　俺はデュアルクレイターを拾うのも忘れ、両手を前に突き出してマエスタスに向かって走る。

　丸腰だろうが知ったことか。

心臓を貫かれてもお前に掴みかかって脳みそを引きずり出してやる。

　口と喉から血反吐を飛ばして咆哮した時、耳が後ろから引っ張られる。

「こ、この──」

　そして耳元でドデカイながらも可愛らしい声が響く。

「このアホ──!!　正気に戻れ筋肉達磨!!　ド級馬鹿！　肉棒男！　女好き！　お漏らしマン！」

　甲高い声が耳から脳天までを貫き、体がびくりと震える。

最後はお前だ。

「はぁはぁ……」

　振り返ると背中に乗っていたのはセリアだった。

「あ、アホだと……筋肉達磨？　馬鹿……肉棒男……？」

　バシリと思い切り頬を打たれる。

「ついでに娼館中毒です！　脳みそまで筋肉の愚か者です！」

　理解が追い付かない。

俺はセリアに罵倒されて頬を張られたのか。

あの可愛いセリアが……俺の悪口を並べたというのか？

　頭が急速に冷えていくのがわかる。

　視界から赤い色が消えていく。

　マエスタスへの殺意は分からないが思考が戻って来る。

　丸腰なのに気付き、横に転がってデュアルクレイターを拾う。

「うぐっ!?」

　ついでに痛みも戻って来る。

　体中の痛み、そして何より喉と右足首の激痛、左手も盛大に肉離れしている。

ついでに先ほど打ち付けた頭もガンガン痛む。

体のどこを動かしても痛い、戦いに支障が出る程度のものではない。

「だが動かん部分は把握した」

「良かった、戻りました。後で罰はずっぽり受けます」

　周囲の状況も見えて来る。

「ほう、まだ腕は衰えていないか。意外だったよ」

「抜かせ！　お前こそ面妖な戦い方を！」

　傍でセクリトと見覚えのあるおっさんが戦っている。

　おっさんは力でセクリトに勝っているようだが、義手で持つ剣で撃ち合いながら、空中で鉤爪に切り替えて連撃するなど多彩な戦い方をするセクリトに戸惑っている。

とはいえセクリトとまともに打ち合っているのだから相当強いのだろう。

　全体の旗色も劣勢から互角に変わっている。

レオポルト達が奮戦しているのだろう。

　俺はセリアの頭を撫で、マエスタスと再び対峙する。

「さてベネルはどう死んだ？　血反吐を吐いて苦しんだか？」

「お前を首にしてから教えてやる」

　俺は動きの悪い右足ではなく左足で踏み込んで斬りかかる。

「なるほど。もう乗らんか」

　マエスタスは俺と剣を合わせ、絶妙のタイミングで受け流す。

　怒りで倍化されていた力が元に戻って受け流しが可能になってしまったようだ。

だがそれでも──。

「ふっ！」

　俺は流された剣をあえて大きく一回転させて首の高さを薙ぎ払う。

「ちっ！」

　マエスタスは素早い動きで回避するが、頬がザクリと裂けて血が流れる。

力も速度も低下したが初撃で掠った。

「そりゃただ突っ込んで剣を振り回すだけなら読めるよな」

　俺は態勢を崩したマエスタスに前蹴りを見舞う。

　奴は両籠手で受けたが威力を殺しきれず、受け身を取りながら地面を転がる。

本当はここで追撃したいが右足が出ないので構え直すしかない。

　マエスタスが遥かに速く重いはずの攻撃を悉く回避できたのは全て先読みして、俺が動く前に回避姿勢を取っていたからだ。

　怒りに身を任せていた俺は体の流れのままに攻撃することしかしなかった。

今のようにあえて無駄な動きを作ってからの薙ぎや、剣でなく威力の低い前蹴りを出す事も無かった。

　マエスタスは間違いなく戦場に慣れた達人だ。

『次はこう来る』とわかっていればどんなに速くとも避ける。

　あのまま戦っていれば俺は間違いなく殺されていただろう。

「智将の俺が知性を無くせばお終いだったな！」

　俺はデュアルクレイターを振り上げ、力任せに振り下ろす。

　奴はこれは受けられぬと見てバックステップで回避する。

　本能のまま行けば次の攻撃は外れた剣を力で持ち上げての突きか、あるいは勢いそのままにぶち当たる体当たりになるだろうが。

「こういうのはどうだ？」

　俺はあえてその場で体を捻って剣を横に振るう。

もちろん後ろに下がった相手に薙ぎなど当たらない。

　本命は回転時に地面を擦る足で巻き上げる砂だ。

　軍靴で砂を撒き上げ、マエスタスの顔面にぶっかける。

　そしてその隙に肩口に一撃くれて──。

「ぐっ！」

　やることができずに後ろへ飛び退く。

見事な反撃の突きだった。

　マエスタスは腕でしっかり顔を守っていた。

「乾いた地面なら砂をかけるのは基本だよな」

　ニヤリと笑う。

こいつめ賊の戦い方も知ってやがる。

「次はそちらから来いよ」

「言われなくとも」

　マエスタスが斬りかかる。

素人同然の鈍重な動きで構えを取ってからセリア以上の高速攻撃が来る。

素の状態で見ると実に厄介だ。

　回避が間に合わず、奴の剣は俺の肩をざくりと裂く。

「ぐおぉぉぉ!!」

　俺は激痛に苦悶の声を漏らしながら後ずさる。

奴は当然止めを刺すべく、二の太刀を振るってくるだろう。

　そこに俺の渾身の振り上げがカウンターで……。

　当たらなかった。

奴は俺の肩を切った後、絶好の好機を見逃して構え直していた。

「悪い予感がしたのでな。すまんね」

　直感も大したものだ。

「認めよう。お前は達人だ」

　負傷した今でさえ、力は圧倒的に俺が勝る。速度も負けていないだろう。

だが戦技の面では残念ながら奴に分がある。

　ならば戦い方は決まった。

覚悟を決めよう。

「次で決める。正面から行くぞ」

　俺は剣を右手一本で持ち、大きく後ろに振り上げる。

全身隙だらけ、しかし最速の一撃が放てる構えだ。

「ほう……一撃勝負か。良かろう」

　マエスタスの顔に一瞬喜色が浮かぶが、すぐに嫌味な笑みにとって代わった。

「行くぞ」

「来い」

　俺はあえて動きの悪い右足から踏み出し、次の左足の踏み込みから急加速する。

　マエスタスは逆に一歩も動かない。

両手で持った剣を正眼に突き出して目を見開く。

　俺の渾身の一撃は受けられない。

故に奴は神速の一撃をバックステップで回避し、空振りしたところで無防備な俺の首を狙うだろう。

「食らえ!!」

　俺は剣を思い切り振りかぶって無駄に叫ぶ。

奴も重心を後ろへと移す……ここだ。

　俺は剣を振り下ろすことなく奴に向けて投げつける。

投擲は射程無限の突き、バックステップでは避けられない。

「だろうな」

　だがマエスタスは瞬時に重心を戻し、踏み込みながら剣を振るってデュアルクレイターを弾く。

　剣を投げて完全無防備となった俺の顔面に突きが見舞われる。

　俺はその突きを素手の両手で掴むように受ける。

マエスタスに焦る様子はない。

「この為の両刃だ」

　奴は剣を軽く引いてから再び押し込む。

両刃の剣が掌を裂いて滑る。さすがの俺も掴み切れない。

「なら刺させてやるよ」

　剣の上を両手で押さえ、激戦の中でいつの間にか空いた甲冑の穴に導く。

「なに!?」

　剣が俺の腹に深く突き立つ。

皮を裂き、肉を抉り、臓腑に届くその直前まで。

　剣先が深々と腹に刺さったところで腹筋に思い切り力を込める。

筋肉が締まり、剣を腹に抱え込む。

　並の雑兵であっても腹に剣を突き入れると抜けなくなってしまうことがある。

まして俺の筋肉で力を込めればまず抜けない。

　マエスタスは瞬時に剣を諦め、腰の短刀を抜こうとする。

　そんな余裕は与えない。

俺は血まみれの掌を奴の胸に叩きつける。

「がふっ！」

　肺から空気が抜け、奴の意識が一瞬飛ぶ。

これで決まりだ。

　俺は自分の腹から奴の剣を抜き、奴の腹に突き刺す。

「がぶっ!!」

　俺の時とは違い、剣は臓腑を突き抜けて背中から飛び出す。

　マエスタスは大量の血を吐くと両膝を地につき、短刀が力なく地に落ちる。

　決着はついた。




「ま、マエスタス──お前まで……」

　おっさんが呆然と呟き、そこをセクリトが蹴り飛ばす。

　視界の端では美顔に苦悶の顔を浮かべたヴィルヘルミナが俺を一睨みして去っていく。

「マエスタス閣下……ど、どうすれば……」

「陛下もお退きあそばした……最早アルテリアは放棄するより……」

　マエスタスが斃れヴィルヘルミナが逃げた。これで敵の士気も崩れたようだ。

「も、最早ここまでか──」

　おっさんがセクリトに向かって目を閉じる。

「昔の誼だ。介錯してやろう」

　セクリトが剣を振り上げたその瞬間、おっさんは突然セクリトに抱き付き、唇にキスをした。

「こいつ何をするか!!」

　咄嗟に振り払われたおっさんはそのまま転がるように逃げていく。

初動が遅れたセクリトは追いきれず、水を数度口に含んで吐き出してから地面に唾を吐き続ける。




「まさか帝都が失陥するなど……だがこいつだけは生かしておけない！」

　首筋に小さな痛みが走る。

振り返るとフードを被った三人が俺に向かって何かを……吹き矢を放ったようだ。

「くくく、クサレガエルの毒だ！　受ければ数秒で全身が痺れ、一分としないうちに血を吐いて死──」

　視界の端でセリアとセクリト、そしてレオポルトが青くなっている。

レオポルト以外からの心配はありがたく受け取っておこう。

　俺はゆっくりとした動きで首筋に刺さった針を抜き捨て、ニヤリと笑う。

全身、特に股間がぴりぴり痺れるが動けない程のこともない。

　フード組の二人は恐怖に顔を歪めて逃げるが、最後の一人は吹き矢を再装填している。

さすがに正面からの二発目など当たるはずがないが。




「待て、お前」

　心臓がどくりと鳴る。毒のせいではない。

フードから見える顔に見覚えがあったからだ

「お前……ベネルを……」

　ベネルを俺の目の前で刺殺して逃げた女だ。

　怒りで視界が染まることも、理性を失うこともなかった。

そうなる前に俺は女に飛び掛かり、地面に押さえ込んでいた。

　殺意が抑えられない。

ベネルの最後、血を噴きながら何故？　と問うた様が蘇る。

「何故殺した。あいつは裏切っていなかった」

「……」

　女は答えない。

早く殺せとばかりに目を閉じる。

暗殺者の見本のような奴だ。

　もしベネルを殺めていなければ許して解放するか、犯して俺の女にでもしようと考えたことだろう。

　俺は無言のまま女の細い首に手をやる。

俺の腕よりも細い華奢な首、体重も軽く、身長もセリアより小さいだろう。

　このまま頸椎を圧し折るのも、あるいは頭を殴りつけて潰すのも野草を踏み折るほどに容易い。

あるいは苦しめたいならば、吹き矢を逆に首にでも差してやれば良い。

「お前が憎い、殺したい、臓物を抉ってやりたい」

　ルーシィと別れてから初めて女を殺したいと思っている。

　だがそれをやると大事な物が壊れてしまう。

　本能が殺せと言い、知性が殺すなと言う。

「……うぅぅぅ。ぐぉぉぉぉ!!」

　俺は女の首を力任せに掴み、女は覚悟を決めて目を強く閉じる。

「ひぐぅぅぅ!!」

　女が悲鳴と苦悶の声をあげる。

俺が首筋に深く噛みついたからだ。

　情事の際にやるような甘噛みではない。

皮膚を食い破り、血が流れるほどの噛みつき──かと言って肉をむしって殺すようなものでもない。

　俺は女の首を噛みながら顔を強く押し付け、女は痛みと息苦しさからか意識を失う。

「……縛り上げておけ。優しくする必要は無い」

　俺は努めて冷静にセリアに命じて体を起こす。

知性が勝つのは智将としては当然のことだ。




　そして俺達の周りには誰もいなくなる。

「……茶番は終わったか？」

　茶化すような軽い声の出所は仰向けに転がったマエスタスだ。

「殺しておけば良いものを。女など碌なものじゃない」

　飄々とした口調は変わらないが声は苦しげで小さい。

腹に突き立った剣は自分で抜いたようだが中身が地面に零れている。

最早死は決定的だ。

　周囲の戦場でも決着はついた。

最後の戯言に付き合ってやるぐらいは良いだろう。

「お前は面白い奴なのに……女に弱すぎる……いつか女に背中を刺されるぞ」

　何も答えずにいるとマエスタスは俺を指差して愉快でたまらないとばかりに笑う。

「今もほら我が妹に……ははは!!」

　背中に痛みと衝撃を感じる。

見れば戦闘のどさくさでまた逃げだしたのだろうピリスが俺の背中に顔を埋めていた。

「フー、フー、フー」

　ピリスの手には短剣が握られ、俺の背中に突き立っていた。

顔をあげて何か言おうとしているようだが興奮の余り言葉にならないようだ。

　それにしてもこの痛みは筋肉をぶち抜いてきたぞ。

小柄なピリスが良く……ああ状況的には俺と同じだ。

「そりゃ怒りで力も出るよな」

　言いながら俺はうつ伏せに倒れる。

　ピリスの一撃だけでは無い。

今までの負傷で満身創痍、血も失い過ぎてもう立てないのだ。

　ピリスがもう一撃したなら簡単に殺されてしまっただろうが、彼女は短剣を捨て老人のように手を震わせながらマエスタスの隣に座る。表情は絶望と悲しみだ。

「手当を……お腹が破れて、内臓がはみ出てる……どうやれば……お義兄が……お義兄を助け……」

　ピリスはなんとかしようと自分の服を破って包帯を作るが、マエスタスは要らんと跳ねのける。

「戦争の行方を決める死闘の末斃れる……はずがお前などしゃしゃり出て来るとはケチがついたものだ」

　マエスタスは俺に対する明るく飄々とした態度を一変させ、心底嫌そうな口調で言う。

「お義兄、どうしてそのような……ピリスが……ピリスとお父様が違うせいですか!?」

「やはり兄妹だったか」

　ピリスはマエスタスの従者でありながら腹違いの義妹……会話の端々から分かっていたことだ。

「そうだ！　良くもお義兄様を……許さない……殺して──きゃっ!?」

　短剣を握るピリスの襟をマエスタスが掴み、引き寄せる

妹を窘める動きではない。本気の敵意が籠った動きだ。

「余計なことをするなピリス。俺達は死力を尽くして戦い、俺は負けハードレットは勝った。ならば俺は死にハードレットが生きる。女風情の下らん感傷で台無しにする気か」

　こいつは本気で女を憎んでいる。俺とは全く相いれない奴だ。

「あと最期だから言ってやる。俺とお前は腹違いではない。本当の兄妹だ」

「えっ!?　でも私は母様が再婚してから……」

　マエスタスは血の混じった唾を吐く。

「ふん我が家のゴタゴタは知っているだろう？」

「は、はい。母様は子爵家の生まれで、お義兄様の御父上は騎士爵家の出、お二方は結婚してお義兄様を授かりましたが……今はお義兄様がお継ぎになったディーガ伯爵家出身のお父様が奥様を亡くされ……母様に横恋慕の末、再婚を申し込まれ母様もそれを受け入れて……今はもう戻れない家の話ですけど」

　ドロドロした話だが地位も男の魅力の一つだからな。

「黙って妻を取られては名誉に関わると父は伯爵に決闘を挑み、哀れ敗死した。そうだな」

「はい……ですから私とお義兄様は父様が違う義理兄妹です」

　再びマエスタスが唾を吐く。

「違うな。母……あの淫売は結婚する前からディーガ伯と浮気、いや愛人をしていた。俺はその時にぶちこまれた種で、あの女は未婚の母になるのが嫌で父と結婚したのだ。だからお前と俺は父も母も同じ、ただの兄妹と言うことだ。その後、妻を亡くした伯爵があの女を後妻にした……義理としたのは体面上の問題だ。まさか結婚前に仕込んだ種とも言えんしな」

　ピリスはショックのあまりか固まっている。

それでも首を振りマエスタスの手を握った。

「それでも……お慕いしていますお兄様。妹としても、女としても」

　だがマエスタスはその手を払いのけ、激しく血を吐いた。

「どうしてそんなに女を憎むのですか？　母様がお父様を捨て伯爵家に入ったからですか!?」

「それだけではない。あの淫売はお前を生んでからも浮気三昧、物心つかぬお前の横で使用人の肉棒をしゃぶる様など滑稽ですらあった」

「!?」

　ピリスの顔が歪む。

「決定的だったのは父の最期だ。本気であの女を愛していた父は強くも無いくせに、まだ十の俺に一本取られるほどの腕にも関わらず決闘など挑んだ」

　その結果敗死した。哀れではあるが、自分の実力を顧みなかったのだから仕方あるまい。

女のせいにするにはいささか強引だろう。

「決闘の前日、父は俺に言った。『私は負けるが妻を愛した気持ちを示す為に全力で戦う』と。そして『万が一勝っても快く送り出してやるつもりだ』と。貧乏貴族家より伯爵家に入る方があの女にとって幸せだろうからとな」

　なかなかの男だが……。

「だがあの女は決闘の直前、痺れ薬を盛った！　伯爵の指示ではない自分の意思で！　万が一にも父が勝てば伯爵家に鞍替えできなくなるからな！　父は薬で霞む視界の中で剣を取ったが、一刀で斬り捨てられた」

「そ、そんな……」

　あんまりな話だ。

その男は妻への愛を示す為に戦ったが、妻は心の底から男の敗北を望んでいたのだ。

「女には男の決意も美学も分からぬ。奴らは打算、金、虚栄心の詰まった汚い袋だ！　奴らの価値など性欲を処理する湿った穴ぐらい──ぐぶっ！」

　マエスタスが大量に血を吐く。

いよいよ最後の時が近いらしい。

「……だからザフネス閣下に惚れ込んだ。見栄を張り……英雄にならんとし……己の美学に拘り……失敗して……笑い……怒り……自棄になる……美しいではないか。あれぞ人間あれぞ男だ。打算だけで動くようなヴィルヘルミナなど汚物に等しい。この俺と同じように」

　マエスタスは俺に向かって手を伸ばす。

「殺されたのがお前で良かった。お前のような馬鹿な男で良かった。愚かな人間臭い男で良かった……」

「馬鹿言え、俺はどこまでも女の味方だ。お前などお呼びではない」

　その手を振り払うが、マエスタスは無理やり掴んでニッと思い切り笑う。




「……許しません」

　ピリスの低い声が聞こえる。

「あ？」

　マエスタスは敵意の籠る声で返すが、すぐに目を剥いて驚く。

ピリスが短剣で奴のズボンを裂いていたからだ。

「なんのつもりだ」

「知れたことです。恰好良くて、優秀で、優しくて、最高のお兄様の種を後世に残すのです」

　ズボンが裂けるとむせ返るような精臭が立ち昇る。

死の間際、体が勝手に精を吐き出すことは珍しくない。

「やめろ汚らわしい」

　マエスタスはピリスを押しのけようとするが、彼女は石のように動かない。

無言のまま口を開いて男根を咥え、数度往復してから馬乗りとなる。

「うっ！　い、痛い……でも嬉しい、お兄様に私の純潔を……膜が破れる……あぁぁぁぁ!!」

　苦悶の声が漏れる。

マエスタスの肉棒は相当に大きい。それをピリスは無理やりねじこんだのだ。

　処女の破れる音がここまで聞こえてくる。

「馬鹿が、敗残者の子など孕んでも利はないぞ。どうせならハードレットにでも股を開けば女の好きな諸々が手に入るだろうに」

　するとピリスは傷口を叩き、マエスタスが呻く。

「利なんてないんです！　大好きなお兄様の子を産むんです！　大好きなお兄様を後世に残すんです！」

　処女喪失の衝撃が収まると、ピリスはぎこちなく腰を振りながら体を倒してマエスタスの耳元で囁く。

「六つの頃、我が侭放題で腫物扱いされていた私と一晩中遊んでくれました。あの時憧れを自覚しました」

「晩餐会に出たくなかった。お前をあやして言い訳に使っただけだ」

　ピリスは無理やり受け入れた巨根による痛みを紛らわせるように話す。

「十の頃、私をいじめた子息宅に殴りこんでくれました。あの時、恋を自覚しました」

「あそこのバカ息子が気に入らなかったんでな。理由をつけて一発殴ってやりたかっただけだ」

　ピリスの顔が上気し始める。

「一四の時……お兄様と新しいゲームをしようと部屋にいったら……パネセ男爵令嬢とベッドで……あの後、ショックで泣いてしまった私に優しいキスをしてくれました。あの時、情欲を自覚しました」

「ばれたら面倒な間柄だったんでな。混乱させて口留めしようとしただけだ」

　ピリスが動きを止める。

「それでも大事な思い出なんです！　一々否定せずに黙ってさっさと種を出せぇ!!」

　ピリスは淫乱娼婦もかくやとばかりに腰を振る。

巨根で腹が盛り上がるがお構い無しだ。

「出せお兄様！　死ぬ前に種を出せ！　お兄様の命を私に寄越せ！　実の妹を背徳種で孕ませろ！」

「馬鹿な……妹……うっ!!」

　マエスタスの腰が跳ねあがり、激しい射精の音が聞こえてくる。

文字通り最後の射精、命そのものがピリスに流れ込んでいるのだ。

「お兄様が……入って来る……お兄様の命が……どくどくって入って来る……」

　マエスタスは最後の力で実妹の胎に射精しながら、俺に声をかけてきた。

「このクソ馬鹿妹は……お前にやる……適当に玩具にして……気が向くなら面倒でも見て……」

　男の目から光が消え始める。

「ちなみに……だ。ベネルなんて女……俺は知らん。間諜とクソ女帝の話を……聞いた……だけ……だ」

　マエスタスの顎がカクンと落ちる。

命が消えたのだ。

「大好きなお兄様が死んじゃった……でも大丈夫……ここにいるから……お腹に残ってるから……あは……アハハハ」

　ピリスは屍と化したマエスタスの上で腰を振り続ける。




「戻りましたエイギル──なんでこんな怪我を──!!　この女か!!　八つ裂きにしてやる！」

　セリアが戻ってきた。

倒れ込む俺を見てピリスに剣を向ける。

「俺は大丈夫だ。派手に血が出ただけで問題ない」

　本当はかなりまずい。

先程とは別の意味で痛みがなくなってきた。

「しかし背中の刺し傷はこいつ──うっ！　こいつ死体相手に!?」

　ピリスは死んだマエスタスに乗っかり、キスを繰り返しながら腰を振っている。

　ベネルと同じかそれ以上かもしれない。

長年慕い、焦がれてきた相手を俺は目の前で殺したのだ。

「……狂いましたか？」

「俺の業だ。丁寧に面倒見てやれ」

　遠くに鬨の声が聞こえる。

南ユーグリア帝都アルテリアが陥ちたのだ。

「ベネル──」

　セリアが何事か言った言葉を聞き取る前に俺は意識を失った。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　状態（重体）

部下

マイラ（軽症）セリア（運搬苦戦）イリジナ（無傷）ルナ（重症）

ギド（狂　歓喜）ポチ（負傷退場）レオポルト（事後処理）トリスタン（疲労困憊）アゴール（重症）

ヤーコフ（重傷）マック（重体）ジム（軽症）クリストフ（無傷）グイグ（疑い）

アルテイル（信者勧誘）レーミア（処理）

そのほか

セクリト（うがい）イヴァンナ（お昼寝）Ｔ−九九（索敵破壊）ブリュンヒルデ（帰還）

ナーティア（治療）フェルテリス（興奮）イジャリス（果物）ユーラーレン（果物）

アネット（安静）ピリス（狂）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（沈黙）セイカ（沈黙）

ネーシス（沈黙）ナシス（沈黙）ブスコ（出世）ツィーリア（手当）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属

護衛隊　　　　　五三→二五

歩兵　　　　　　四千→二千

騎兵　　　　　　五〇〇→二五〇

弓兵　　　　　　五三〇→二五〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　六八〇〇→五千

独立セリア隊　　四〇〇→一五〇

徴集兵＋治安隊　九五〇〇→四五〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三五〇〇→二五〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　三〇〇→一〇〇

アルテイル神軍　　二三〇→五〇〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍三・五万→一・五万

　　　　　徴集兵四万→二万

東部方面




敵戦力　　正規兵二万？　→三千？

　　　　　徴集兵七万→一万？　少年兵一万？

　　　　　騎兵集団六千→五〇〇？

　　　　　辺境部傭兵隊一万→〇（契約放棄）

　　　　　陸魔獣一〇〇→〇　空魔獣三〇〇→〇

　　　　　ネッタイプリプリオオトカゲ→？

　　　　　臣民義勇隊→五千

財産　金貨－一万

経験人数七九七人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテリア




そしてちょっとハードな話だったかもしれません。










第４８１話　狂気の代償







　全身の鈍い痛みが意識を覚醒させる。

「ぐぅ」

　低く呻くと気配が遠ざかった。

どうやら体を触られていたようだ。

　目を数度瞬いてから体を起こす。

全身がだるく傷の痛みもあったが疲労はまるで無かった。

　狂乱時の無理で悲鳴をあげていた腿からも鈍痛が消えている。

どうやらかなりの時間眠っていたようだ。

「お目覚めになられましたか？」

　ベッドの横に女が立っている。

恰好から見て俺の手当てをしてくれていた看護婦だろう。

年齢は四十ぐらい、いかにも経験豊富そうだ。

「何日寝ていた？　ここはどこだ？」

「一週間です。ここはアルテイル市内、移動はしておりませんわ」

　そうかと呟く。

　一週間とは長く寝てしまった。

負った傷と疲労は予想以上だったようだ。

あのまま戦い続ければあるいは本当に死んでいたかもしれない。

　そして味方がまだアルテイルから動いていない。

残党狩りが終わっていないのか、それとも損害がでかすぎて動けないのか……。

　俺は寝起きのくらくらする頭で考えながら起き上がる。

「まだ無理です！　切り傷、刺し傷、火傷、打撲、肉離れから細かい骨折まで、ハードレット様はおおよそ戦場で起こり得るありとあらゆる傷を負ってらっしゃいました！　流れ出した血もそれこそ桶に何杯分も！　いかに薬を使ったとて一週間では！」

　俺は年増看護婦の慌てる声を聞きながらベッドから降りる。

鈍い痛みと若干のふらつきを感じるが、これぐらいなら支障はない。

全身傷だらけだが命に関わる一撃は無かったからな。

　だが完全に体を起こした途端、背中の痛みで反射的に体が丸まった。

「ふふ、あれだけ無茶をやったのに、結局ピリスにやられた傷が一番深いとは笑える話だ」

　非力なピリスが渾身の殺意を持って付けた傷はいかにも呪いが籠っていそうだ。

　俺は独語して笑い、痛みを気力で押さえて立ち上がる。

「もう傷が開いたら……あっ」

　俺を止めようとした看護婦が硬直する。

彼女の見る先は俺の一物だ。

　ベネルがやられたショックのせいか、無駄な勃起は収まっている。

だが戦後の獣欲は確実に溜まって玉は張り詰め、ひとりでに動いているような錯覚さえ覚える。

今この場で発情した女を与えられれば即座に理性を失うだろう。

「ふむ、寝る前より黒くなっている気がするな。どう思う？」

　俺は垂れ下がった一物を看護婦に見せつける。

「わ、わかりませんよ！　でもその……ご、ご立派ですね、本当に……山火事の後の大木みたいです」

　奇妙な例えに思わず笑ってしまう。

「年増女にそんな巨根を見せつけるなんて残酷です……手当中も何度職務を放棄してしゃぶろうと思ったことか」

「ははは、いくらでもしゃぶってくれて良かったのに。なんなら上に乗っても良かった」

　深手を負ったとは言え、女に悪戯されたぐらいで死ぬならそれは俺の寿命に違いない。

「正直、命の危機が去ったところで我慢が限界になって口を開きました。でも腕の中のセリア様が」

「くかー」

　看護婦に指摘されて気付く。

俺は全裸のセリアを腕の中に抱いたまま立ち上がっていたようだ。

「ずっとお傍についていらっしゃいました。失血のせいかハードレット様が寒がる様子を見せてからは人肌で温めるのだと……三時間程前までは起きていらっしゃったのですが」

　セリアは一週間ほとんど寝ずに傍に居てくれたらしい。

立てるようになるまで一度も目を覚まさなかったのは腕の中のセリアが心地が良かったからかもな。

「このまま外に出てセリアの全裸を晒す訳にはいかんな。疲れているようだし、もう少し寝かせて置いてやろう」

　俺はセリアをベッドに横たえてキスをする。

「医者が来たら治ったんで散歩にでも行ったと言っておいてくれ」

　本当はもう少し重要な用件なのだが。

「もう……怒られてしまいます」

　溜息をつく看護婦は年増ながらなんとも可愛く、メルを思い起こさせる。

近いうちに股の検診をして貰いたい。

「あっハードレット様！」

「ははは、行ってくる」

　名残惜しそうな看護婦を残して俺は部屋を出る。

「ハードレット様も全裸──ああ行っちゃった。……あんなに大きくて黒くて……ああムラムラする！　看病する人もいないし、ちょっとトイレでしてこよう」




　俺は傷を庇う無様な歩き方に見えないよう、のんびり歩きながら恐らくはアルテリアのすぐ傍であろう目的地を目指す。

「おお、あそこに居られるのはハードレット卿──うわぁ!!」

「もう怪我はよろしいので──どわぁ!!」

　市中を見回っていた騎士達が俺に挨拶しようとして馬から転げ落ちる。

決戦の後で気が緩んでいるのか、これではエイリヒも心配だな。

「見ろハードレット様だぞ！　此度の勝利の立て役──ひぇっ黒い！」

「単身敵陣に突入して敵将マエスタスを討ち取──うひゃっ太てぇ！」

　兵隊が俺に向けて何か言おうとして突然叫ぶ。

戦後の興奮がまだ冷めていないのか。兵がこうも不安定では困る。指揮官は何をしているんだ。

「貴方もう起きられますの？　なら私と勝負致しませんこと？　勝てばなんでも言うことを──くっ！　負けられませんわ！」

「ちょっとフェルテリス何を脱いでる!!　や、止めなさい！　そんなおっぱいを放り出して！」

　フェルテリスとナーティアの声が聞こえたが、盛り上がる兵士の歓声に消されてしまった。

　それにしても寒い。

深まったとはいえまだ秋、身震いするのは怪我のせいもあるのだろうか。

　自分の肩を擦って気付く。

「……全裸じゃないか」

　場所的に全裸で行くのはまずかろう。着替えるか。




　俺は予想通り街の外にあった目的地に到着する。

「ここはもう二〇で限界だ。新しい方なら五〇は入る」

「新しい穴はまだか？　こっちの二〇〇がもう限界だ。これ以上腐ると毒が出て触れなくなる！」

「焼いていないのには石を乗せておけよ。戦場で放置するとゾンビになって起き上がるぞ」

　ここは決戦で死んだ者達を埋める臨時墓地だ。

無数の穴が掘られ、あるいは無数の火が焚かれ、そしてそれ以上の骸が山と積まれている。




　味方の死者達は可能なら迅速に故郷に送り返す。

今回も貴族など地位のある者はそうされているかもしれない。

　だが一定以上の規模になると全員を送り返すことは不可能なので、その場で焼いて埋葬してしまう。

放置すれば腐って病が流行ったり、あるいはゾンビになって害を成したりするからだ。

　そして今回のように死者が膨大に出た場合は火すら追い付かず、埋める……とは良い言い方で、深い穴を掘って放り込むような扱いになる。

　土葬であってもしっかり埋葬された死体はまずゾンビにはならないものだが、こうも雑なやり方でしかも場所が怨念たちこめる戦場傍となればかなり怪しい。故に深い穴に大量の死体を放り込み、最後に重い石で蓋をすると言うあんまりな方法がとられる。

　それにしても一週間経っても埋葬が終わっていないのは異常事態だ。

一体両軍にどれだけの犠牲が出たのか想像もつかない。

　俺は軽く肩を竦める。いつもながら罪悪感は無いし嘆きもしない。

戦争で人が死ぬのは当然だし、嘆き悲しめば奇跡の転生を遂げる訳でもない。

　だがそれが見知った者、特に女であれば話は違ってくる。

「ベネルの墓はどこだろうか」

　戦場的処理をされる現場の横には仮ながらまだ真っ当な臨時墓地が造られていた。

領地を持たない下級騎士の三男坊、平民だが一定の地位にいた下位指揮官、あるいは初期に埋葬された幸運な者達など、領地まで連れ帰ることはできないが、その他大勢として石と一緒に放り込まれずに済んだ者達がここに埋葬されている。

　ベネルは敵方の人間だったので普通に考えればその他大勢行きだが、俺とあれだけ仲良くしていたのだからマシな埋葬をしてくれているはずだ。

　俺は一つ一つ墓碑を確かめていく。

　南ユーグリアへの怒りが消えた訳ではないが心は穏やかだ。

「俺自身もピリスの前でマエスタスを殺った。恨み言を叩ける立場でもない」

　口に出しながらも心で言い訳する。

俺とマエスタスははっきりと敵同士であり正面から戦って殺した。

だがベネルは信じていた味方に殺された。無念の差は大きい。

「と言ってもピリスにとっては同じことか」

　俺が最期に見たピリスは壊れた笑みを浮かべながらマエスタスの死体の上で腰を振っていた。

本当に壊れてしまったのなら俺のせいだから一生面倒を見てやらねばならない。

「……これも違う。まさかあっちに放り込まれたとは思いたくないが」

　俺は幾分か暗い顔で次の墓碑を確かめる。

「おい、あれはハードレット様じゃないのか？　墓を一つ一つ見てくれているのか」

「他のお偉方は軍務総監にひっついてきて『王国のために散った者達を貴賤無く讃える』の一言で終わりだったのにな……」

　べ……べ……ベネルード。紛らわしい名前で死ぬなよ。

「おい墓を小突いたぞ」

「ハードレット様は平民上がりだ。昔の知り合いでも居たんだろ……駄目だ、ちょっと泣けて来たぜ」

　妙な視線を感じるがベネルの墓は見つからない。

　そこでふと見知った顔を見つけて声をかける。

ギドの手当ても担当した医者だ。

「先生じゃないか」

　医者が墓地に来ても少しばかり遅いだろうに。

「戒めのようなものです。医術の研鑽を積んでも救える人の方が少ないと……それよりもハードレット様こそ、どうしてこのような所に？」

　ベネルの最後の手当てをしたのはこの医者だ。

なら埋葬先も知っているだろうと尋ねてみると、医者は珍しく怒り始めた。

「縁起でもない彼女はまだ生きておりますぞ！　こちらへ来なされ！」

　医者は俺の腕を引いてズンズン歩く。

　俺は最初意味が分からなかったが、理解するにつれて自然と笑顔が浮かび、逆に医者を肩に担ぎあげる。

「そうとわかれば墓地に用はない」

　俺はベネル用に用意してきた花と酒を近場の適当な墓にぶっかけて走り去る。

「うおっまた豪快な手向けだな。ハードレット様らしいぜ。どれ墓碑銘は……クリストフ？　懲罰部隊のクリストフ、あいつ死んだのか!?」

「あぁ覚えてるぜ……丸焦げ死体として運ばれて来たんだが、気絶したまま煤で真っ黒になってただけでよ。周りの死体を見て漏らしながら戻っていったぜ。墓碑に銘入れちまったんでそのまま使ったんだろ」

「滅茶苦茶だなおい」

　後ろで兵士が何か言っているが、今はどうでも良かった。







「ベネル!!」

「ぎゃあああ!!」

　俺は救護室として使われている建屋の壁を蹴破って飛び込む。

　小さな部屋の中心に寂しく置かれたベッドの上、ベネルが仰向けに寝かされていた。

騒ぎに目を覚ますこともなく、ただ薄く目を閉じて静かに寝息を立てていた。

　手を握ると反応は無いが確かに温かい。

「息をしている……助かったんだな」

　俺は落ち着く為と、死んだと早とちりした自分への戒めも兼ねて石壁に頭を打ち当てる。

壁が崩れて廊下に顔が突き出すが、喜びの為か痛みは無い。

「や、やめて下さい！　病室を破壊しないで！」

　看護婦の言葉に我に返る。

「あの傷で良く──先生の腕は素晴らしい」

　俺は脇に抱えた医者を讃えたが、彼は首を横に振る。

「……処置をしたのは私だ。無論、特上の薬ありきの話ではあるがな」

　病室の隅に居たのはギドの手術を担当した闇医者だった。

「お前だったか！　素晴らしい、最高の仕事だ！　ベネルを救ってくれたのならギドの一物の二本や三本どうってことはない」

「ふん、思わず治してしまったが、私の治療費はあんたのような大領主にとっても安くない値だぞ」

　そんなものは些事だ。

金で気に入った女の命が拾えるならいくらでも拾ってやる。

「──と言いたいところだが治療費は受け取らん。俺は治った患者からしか金はとらん」

　この言い回しは前にも聞いたことがある。

「まさか治っていないのか？」

「血管を縫い、破れた肝を整えて命を繋いだ。不可思議な薬の効果もあって彼女の体は完璧に治ったと言って良い。だが、血を失い過ぎた。頭に血が足りない時間が長すぎたのだ」

　医者はベネルの体を起こして目を開かせる。

俺が突き破った壁から入る日差しが顔に落ちるが、彼女は呻きも嫌がりもしない。

ただ静かに寝息を立てるのみだ。

「壊れた瓶を直しても零れた水は戻らない。以前この状態になった者は終生目を覚ますことは無かった……俺としては治すべきだったかどうか、今でも確証が持てん。故に金はとらんのだ」

　俺は人形のようになったベネルを抱きしめる。

「それでも死ねばそこまでだが、生きていれば望みはある。なあに気長に待つさ、彼女は今日から俺の愛妾として扱ってくれ。元は敵だが、一度殺されたようなものだからもういいだろう」




　そこに騒ぎを聞きつけたのかマイラとセリアがやってくる。

「エイギル様置いていくなんて酷いです！　そのせいで私」

　良く寝ていたから起こして墓地巡りも気が引けたんだ。

「驚きましたよ。突然貴女が全裸で飛び出してくるのですから、しかもクリストフに見られましたし」

　セリアも俺と同じことをやったのか。

「だ、大丈夫です！　金的蹴りから水月へ肘打ち、止めに後頭部へ踵落としが決まったので記憶を無くしているはずです！」

　それなら良かった。

「ところで、これをやった暗殺者は言い付け通り拘禁してあるのですが……どう殺しますか？」

　マイラの言葉を聞き、反射的に殺気が溢れる。

殺すなんてとんでもない馬鹿なことを言うなと叱るべきだ。

もちろん殺すつもりはない。女を殺すことは許されない。

　だがどうしてか、その言葉が出なかった。

「……コホン。その前に軍務総監から言伝があります。意識を取り戻し次第本陣に来るようにと」

　明らかに悪い知らせだ。

今となっては自分のやった行為が滅茶苦茶だとはっきりわかる。

俺の暴走でエイリヒが立てていた作戦など綺麗さっぱり消し飛んだだろう。

『傷が癒えたら』ではなく『意識を取り戻したら』と言うのでわかる。

満身創痍だろうが這ってでも来いと言う訳だ。

　普段なら絶対に行きたくない呼び出しだが、暗殺者の女と会うよりはマシだろう。

「一丁怒られて頭を冷やしてからにするか」




　そして本陣に参じた俺はエイリヒのいる部屋を堂々とノックする。

「ハードレット辺境伯、参られました！」

　部屋の前を警護する兵が音声をあげる。

「待て──よし入れ！」

　エイリヒの声で応答があり扉が開かれる。

俺が胸を張って入室した途端だった。

「このボケがぁ!!」

　扉の真ん前に立って居たエイリヒにガツンと顔面を殴り付けられる。

咄嗟のことでまともに受け、思わず壁に手をついてしまう。

それなりに……いや正直かなり効いた。鼻血がだくだくと顎から滴るのがわかる。

　見るまでも無く般若の形相のエイリヒ、隣に居たセリアは追撃をさせまいとしているのか俺とエイリヒの間でピョンピョン跳ねている。

「殴られた説明がいるか!?」

　一応して欲しいが、言ったらもっと怒鳴られそうだ。

「貴様の暴走で作戦は根底から覆った！　前線指揮官が勢いに任せて先走るならまだしも、一軍の長たる者が単騎で突っ込むとは何事か！　その石頭は空っぽか、ええ!?」

　ちゃんと理由を説明してくれた。

　まあ言い訳はできんな。

俺だって突然レオポルトが叫びながら敵陣に突っ込んだら後でボコボコにする。

いや逆に優しくするかもしれない。あいつの見た目でそんなことされたらどう触れて良いのかわからない。

「貴様もだヒューティア卿！　ハードレットと行動を共にする卿にも暴走を止める責務があった！　夜な夜なベッドで仲良くするだけが役目ではないのだぞ!!」

「は、はいぃ……」

　マイラも怒鳴られて小さくなってしまう。

真っ赤になっているのは他の貴族の前で俺との関係を明かされたせいか。

　セリアが次は自分かと覚悟を決めるが、エイリヒは何も言わず席に戻って拍子抜けしている。

　エイリヒが公的に叱責するのは爵位を持つ者だけなのだろう。

身分制度的にはマイラ以外の者は俺の理不尽な指示であっても二つ返事で動くしかなく暴走を止めることなどできない、というのが本来だ。

　実際はレオポルトとトリスタンが俺を軽んじる双璧なんだが。

領地に戻ればアドルフも相当だな。

　ともあれ今はマイラを庇ってやらねば。

俺が止める間も無く暴走したことを強調しようと口を開くが、その前に次の矢が飛んでくる。

「最高司令たる俺の命なく動いて作戦を滅茶苦茶にした罪、本来ならばなんだ!?」

　エイリヒが傍の参謀に問う。

「軍法に拠りますれば、命令不服従及び、作戦からの故意の逸脱は司令官の権限で死罪もあり得ます」

　死罪の言葉に周囲の参謀や将軍達がざわめく。

「当然だな」

　エイリヒは俺の目をじっと睨みつける。

　ざわめきも収まり嫌な緊張感を伴った沈黙が支配する。

　セリアが俺の前で手を広げてブロックしてくれる。

「セクリトが裏の小川に小舟を用意しています。いざとなったら……」

　マイラがこっそり耳打ちしてくれる。

　心配しなくとも本当に死刑にするつもりなら寝ている間に準備万端整っているだろう。

　エイリヒはひとしきり睨むと、俺だけに見えるようにクイと顎をあげてから、これ見よがしに机を叩く。

「ハードレットの行動は軍法に照らせば死罪にも値する。だが軍法より優先すべき事もある──それは戦争に勝つことだ」

　グチャグチャになった作戦計画書を机にぶちまける。

「武門には戦功で罪を打ち消す事が許される。此度の戦争の帰趨を決めるアルテリア決戦は結果として我らの勝利に終わった。損害も当初計画の範囲内……そして何より敵帝都陥落まで僅か半日。これは望外の結果と言わざるを得ない」

　エイリヒはいかにも不機嫌そうな顔で、正確には不機嫌そうな顔を作って俺の前に立つ。

「この戦勝においてハードレットが果たした役目は極めて大きい。その武功を考えれば罪を打ち消して余りある。残念ながら……本当に残念ながらな」

　エイリヒが近づいたことでセリアが再びブロックの姿勢を取るが頬を引っ張られた。

「故に此度の責はあえて問わん。陛下への報告書にはこやつの愚行と武功を並べ書く」

　なんとかなったようだ。

「だが貴様のような猪を他の者と並べては悪影響が出る。軍を率いて領地へ戻り、単独で東方から敵を抑えよ。主戦線から離れれば戦功をあげる機会も減る。それが戦狂いの貴様への罰ともなろう。それまでは余計なことをせず謹慎していろ」

　その場で命令書が渡される。

命令書のサインの横に一通りの罵倒と『もう戦争の勝敗は決した』『怪我人に頼るまでもないから領地で寝ていろ』と書かれた紙が貼り付けてある。

　ついでにマイラも同じ命令を言い渡されたらしいが、こちらは命令書に何が書いてあったのか真っ赤になって震えている。

「それからあのでかい怪物だ。貴様の家の者が面倒を見ると言うから任せたが……もし暴れて損害でも出たら許さんぞ！」

　はてポチのことだろうか。

どうでもいいので頷いておこう。

　エイリヒは用件が済むと手でさっさと行けと合図する。

思ったほど怒っている訳でもなさそうだが、他の者の手前厳しめにしたのだろう。

　今度も俺みたいに暴走する奴が出たら大変だからな。

「さて大人しく左遷されるしかなさそうだ」

　南ユーグリアの最期を見届けられないのは心残りだが、ベネルが生きているのだからまあ良しとしよう。

　それにどこに行ってもヴィルヘルミナとはまた縁がある。そんな予感もする。




「後は……」

「暗殺者ですね。対外的には捕虜を殺しただけの小物ですので、特に接触に制限はありません」

　マイラの言葉に心が冷えていく。

「一発殴られておいて良かった。少しは冷静になれている」

　手元の紙で鼻血を拭う。

「それ謹慎状ですよ！　ああっ血まみれに……！」

　慌てるマイラの声を聞きながら俺は暗殺者との対面に備えるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（左遷）

部下

マイラ（左遷）セリア（ブロッカー）イリジナ（無傷）ルナ（治療）

ギド（狂）ポチ（困惑）レオポルト（撤退準備）トリスタン（サボり）アゴール（治療）

ヤーコフ（治療）マック（重体）ジム（絶望）クリストフ（重傷）グイグ（疑い）

アルテイル（葬式）レーミア（限界）

その他

セクリト（孤独待機）イヴァンナ（充実）Ｔ−九九（デバッグ）ブリュンヒルデ（……）

ナーティア（拳骨）フェルテリス（全裸）イジャリス（果物）ユーラーレン（果物）

アネット（安静）ピリス（狂）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（沈黙）セイカ（沈黙）

ネーシス（沈黙）ナシス（沈黙）ブスコ（出世）ツィーリア（手当）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　負傷者回復　領地後送者もあり

護衛隊　　　　　二五→三〇

歩兵　　　　　　二千→二四〇〇

騎兵　　　　　　二五〇→三〇〇

弓兵　　　　　　二五〇→三〇〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　五千→五八〇〇

独立セリア隊　　一五〇→一八〇

徴集兵＋治安隊　四五〇〇→五四〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　二五〇〇→三千

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　　一〇〇→九〇

アルテイル神軍　　五〇〇→五五〇

ネッタイプリプリオオトカゲ

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍一・五万

　　　　　徴集兵二万

東部方面




敵戦力　　正規兵三千？

　　　　　徴集一万？　＋少年兵一万？

　　　　　騎兵集団　事実上壊滅

　　　　　臣民義勇隊→五千

財産　金貨－一万

経験人数七九七人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　アルテリア








第４８２話　愛無き抱擁　♯







　アルテリア街壁外、とある農家の地下倉庫に彼女は繋がれていた。

「相手が暗殺者ですからね。手だけ縛ってその辺りの天幕に……では不安でしたから」

　マイラが先程までとは違う釣り上がった目で言う。

　俺達が持ち込んだ松明の他に光の無い地下で暗殺者は後ろ手に革の拘束具を付けられ、足は壁に繋がる鎖に固定されたまま俯いていた。

「ああ、これでいい」

「コレは甘くあたれる相手ではありません。運び入れる際にも兵士二人が昏倒させられ、未だに重体です。セクリトさんがいなければ本当に逃げられていたかもしれません。これもご覧ください」

　セリアがじゃらりと何かを持ち出す。

武器のようではあるが見慣れない形だ。

「この毒針は女の口内から見つかりました。このカミソリは膣内から、この名前も分からない暗器は尻の穴から出てきました。どう仕舞っていたのか……」

　生半可な相手でないことは分かった。

　俺は女に近寄り肩に手をかける。

「……どうしてベネルを刺したんだ？」

　途端、女は顔をあげ勢いよく唾を吐いたが、予期していた俺は軽く避けて続ける。

「ベネルは良くやっていた。俺は完全に篭絡されていたぞ。殺す必要などどこにあった？」

　だが女は答えず、目を閉じてそっぽを向く。

「答えろ」

　その態度が勘に触り、肩を掴む手に力が入る。

すると女は顔をあげ……口元を僅かに緩めた。

　小馬鹿にしたその顔が俺だけで無くベネルにも向けられているのがわかる。

　視界が一瞬赤く染まり、腕が女目がけて勝手に振り下ろされる。

「きゃっ！」

「や、殺りましたか!?」

　腕は女の顔をぎりぎりで掠めて壁にめり込んでいた。

ベネルが助かっていなければ当たっていたかもしれない。

体を硬直させた女を前に、俺はスヤスヤと眠るベネルの寝顔を思い浮かべながら二度深呼吸する。

「マイラ、セリア、出て行ってくれ」

「……殺るのですか？」

　セリアが少し困った顔で言う。

「……ああヤる。だがお前達に見せたくない」

　マイラは何も言わず、セリアは一度だけ振り返ってから地下室を出て行く。

「拘束した女を嬲り殺すとは大した英雄様だ」

　女は悔しそうに呟く。

「お前こそ大したものだ。ここに来てもまだ生きて帰ることだけを考えている」

　こいつは目の光が消えていない。それだけで十分わかる。

「──！」

　女暗殺者が一瞬たじろぐ。

「俺はお前が憎い……だが殺さん。女は殺さん」

　自分に向かっても言いながら、俺は女を拘束していた鋼の鎖を掴み力を込める。

　治り切っていない肉離れのせいで痛みが走るがこの程度の鎖ならば──。

「ぬん！」

　ぶちりと音を立てて鎖が千切れる。

女は何が起こったかわかっていないようだったが、優秀な暗殺者だけあって対応は速い。

「ふっ！」

　鎖が切れると手を拘束されたまま俺に向かって飛び掛かり、自由になった両足で首を挟み込む。

そのまま腰を大きくひねられギリギリと首がねじられる。首を折るつもりなのだろう。

「油断したな」

「ああ、したぞ」

　女は渾身の力を足に込めるが、俺の首はその程度ではビクともしない。筋力が違い過ぎるのだ。

「くっ！」

　骨が折れないと見ると女は足を動かし、血管を押さえにかかる。

今度は締め落とすつもりか。

「これ以上遊ぶつもりはない」

　俺は女の足を両手で掴む。

　首絞めに対処するには自分の首と絞めるモノの間に指を差し込まないといけない。

今のように外側から掴んでも力が入らず、そのまま絞め殺されてしまうのだが……。

「きゃあ！」

　俺は女の足を引き剥がして放り投げる。

圧倒的に力が違えば対処法など必要ない。ただ掴んで引き離すだけでどんな技も叩き潰せるのだ。

「もう抵抗はいらん。大人しくしていろ」

　俺は前をはだけて男根を放り出す。

そして女の髪を掴み、男根に近づける。

　女に睨みつけられながら男根が徐々に膨らんでいく。

　性欲は溜まっているが発情している訳ではない。

こいつへの愛情もまったく無い。

「流れ込んでいるのは俺の怒りだ。さあ見ろ！」

　俺は女の顔を更に男根に近づけ口元に押し当てる。

　女は殺さない。

だがこの行き場のない怒りをこいつにぶつけなくては気が済まない。

　これは愛の性交ではない。

俺の怒りを叩きつける支配と懲罰のための行為なのだ。

「股を開け」

「……下衆め」

　女はもう逃げられないと観念したのか、床に唾を吐いてから壁に手をついて尻を向ける。

　俺は女の服を乱暴に破り取り、細く引き締まった腰を掴む。

　女の身長は１６０ｃｍも無い。

穴も相応で簡単に俺のモノが入る大きさではないが愛撫をしてやるつもりもない。

　勢い良く腰を押し出す。

「ぐ……あがぁ！」

　まったく濡れていない穴を男根がメリメリと進む。

　すぐに肉の摩擦で入らなくなるが、俺は構わず女を壁に押し付けるように更に力を込める。

「ぐっ！　ぐう！　うぅぅぅ!!」

　さして豊かでない尻を押しつぶす強引な突き込みは抵抗する女肉を搔き分けながら進む。

女は全身を震わせて叫ぶが容赦はしない。

まったく潤滑汁がないせいで男根が肉を削りながら進んでいくのがはっきりわかる。

　髪をかきわけると捕縛時につけた噛み跡がうっすらと残っている。

俺は同じ場所に歯を立て、両手で尻たぶを広げて一段と強く突き込む。

　女は涙を流しながら叫び、体を反らせる。先程までの挑発的な態度はもうない。

もう少し押し込めば男根は子袋に至るだろう。

「い、痛い！　痛いぃぃ!!　アソコが裂けちゃう！　もう死んじゃう、お願いやめてぇぇぇ!!」

　心が折れたのだろうか、女は小娘のように泣き叫び始めた。

怒りは依然男根に流れ込み続けているが僅かな罪悪感が湧く……その時だった。

　女の口がニヤリと笑い、逃げようとばかりしていた尻が逆に勢いよく押し付けられる。

子袋の入口を突いたはずの男根に金属が触れる感触があった。

「……毒針。まさか子袋近くまで仕込んでいたとは」

　俺はゆっくりと肉棒を抜き出す。

予想通り一物の先には紫に濡れた針が突き刺さっていた。

その毒針を掴み、男根から引き抜く。

「今更抜いたところでどうにもならん猛毒だ。己の好色さを呪って死ね」

　女が体を離す。既に俺の死を確信しているようだ。

「どこまでも暗殺者か。なら遠慮はいらんようだな」




　俺は毒にふらつくこともなく女を床に引き倒す。

女の顔に驚愕が浮かぶ。

「いくら毒が強力でもな」

　両足を掴み、これでもかと開かせる。

「俺の男根の皮にこの程度の針など通らん」

　何百の女を抱き続けた一物は淫液にやけて黒く染まり皮もぶ厚くなっている。

「化け物が！」

　遠慮不要の思いが男根にまで伝わったのか、男根が一度脈打ち更に大きくなる。

　我ながら人の股にぶら下がるには不自然なサイズだ。

俺の怒りの大きさを物語っている。

「俺の怒りを食らえ」

　女に乗っかるようにして真上から男根を挿入する。

　苦悶からつんざくような悲鳴。

先程押し広げたはずの肉が更に巨大となった異物に悲鳴をあげる。

　だが俺の怒りはそんな言い訳など許さず、一気に最奥まで入り込み、最後の部屋を狙う。

「ふん！」

　かけ声一つ、俺の憤怒はドスンと子袋に入り込み、女の腹がくっきりと膨らむ。

「ゲホッ！」

　両足が伸びたのは演技ではあるまい。

女の口から唾液が飛び散る。

　俺は暗殺者を最奥まで支配してから耳元に口を寄せる。

「ベネルは生きている。眠り続けているがな」

　女が目を見開き、体を起こそうとするが男根を突き込んで再び悶絶させる。

　こいつを支配したかったのはただ一つのことをベネルにしてやって欲しいからだ。

「多くは言わん。彼女が目を覚ましたら謝ってやってくれ。本心でなくとも良い。誤解だった、早とちりだった。お前は役に立っていたんだと」

　ベネルは尽くした祖国に裏切られ、あげくに殺されかけた。

もし意識を取り戻しても生きる意味を見失っているかもしれない。

彼女が意識を失う瞬間の悲しげな顔と涙が頭から離れない。

　女暗殺者は小さく頷き、冷や汗だらけの顔を近づけて来る。




「寝言を言うな。くたばり損ない、出来損ないにかける言葉などない」




　俺の頭の中で何かが切れた。

　女は絞め殺されるのを覚悟したのか目を閉じる。

　女は殺さない。女を殺しはしない。

俺は吹き飛びそうになる理性を留めるように心の中で連呼しながら激情を追い出す。

　行き場を失った激情は当然ながら股間に流れ込む。

憤怒、そして悲しみ。

　低い呻きと共に男根が膨らんでいく。

女の子袋に入ったまま肥大化する男根によって腹が盛り上がっていく。

　そしてある一点を超えた。

　グリュンと聞いたことのない音がした。

同時に女が槍でも突き込まれたかのように仰け反る。

「な、なにが!?　イボ!?　トゲ!?　し、触手!?」

　一瞬にして大量の愛汁が噴射される。

感じている様子は全くなかった。女の体が危機を感じて本能的に吐き出したのだ。

　俺はゆっくりと腰を引く。

「こんなっ！　ひぃぃぃぃ!!」

　女が悶え、足をばたつかせて苦しむ──いや感じているのか。

　再びゆっくりと腰を押し出す。

「た、耐えられない！　あぅぅぅぅ!!」

　女は拘束されたままの手を必死に伸ばしながら足を腰に回して来る。

拘束を千切ってやると、何の躊躇も無く俺の首に手を回してきた。

　また演技か？　とも思いながらリズミカルに腰を動かす。

　女はもう言葉にもならず、両手で俺の肩や胸を弄り、足を腰に回し、あげくにキスまで求めて来る。

「心が……壊れる……。堕ちるっ！　体が屈服するっ！　ビシタシオンって名前で呼んでっ！」

「どうなっている？」

　俺は腰を振りながら女の目を覗き込む。

その目はまるで俺と愛し合う時のセリアのように本気の情愛を映していた。

　豹変に違和感を覚えながらも俺は女に口を寄せるが、キスをする気にはなれず代用に首筋を軽く噛む。

「い、いくっ!!」

　それだけで女は激しく絶頂し、全身を痙攣させ始める。

「俺も出るな」

　未だ彼女への愛は無い。

だが男は腰を振っていればいずれ出る。

　避妊してやる義理もないのでそのまま出そうと奥に突き込むが、またも男根の様子がおかしい。

快楽が高まって種が出ると言うより、種自体が勝手に噴き出ようとしている感覚なのだ。

「まあいいか……ぐっ！」

　悶え叫ぶ女の乳房を乱暴に掴みながら種を解放する。

もちろん大量の種が勢いよく飛び出していくが……。

「これはおかしいぞ」

　尿道が拡がるほど激しい射精は珍しくない。

だが今回は大量の汁を出すと言うより固形物を連射しているような感触なのだ。

　すると熱に浮かされていた女が突然体を起こす。

「なにこれ……いや、うそ……ぎゃああああ!!　入って来る！　何を、何を出したの！」

　押し退けられるまま体を離して露わになった自分の一物に驚愕する。

　根元から中心部にかけて無数の太い血管が浮き出していた。

それだけなら理解もできるが、血管は意思を持つように動き回りまるでいつか見たローパーの触手だ。

　更に先端近くには先端が丸くなった突起が浮き出しまるでトゲのようだ。

　そして根元から先っちょまでびっしりとコブに覆われている。

　俺は視線を転げまわる女に移す。

　女の股から大量の種と思われるモノが溢れていた。

問題はその大きさで、小指程もあるオタマジャクシが無数に跳ね回っていたのだ。

「何よこれ！　にゅるにゅる奥へ入って来る！　子袋の奥に、卵に向かってくる!!」

　エルフ長に盛られた薬の副作用、狂乱して戦った後の興奮、そして怒りと悲しみ……それらが混じりあい、種が大量に出るのではなく、巨大化してしまったのだろう。一物の変形もそのせいか。

　見れば発射を終えた一物から触手やトゲが消えて元の形に戻っていく。

「こんなのに避妊薬が利く訳ない！　この怪物！　か、怪物なんて孕みたくない!!　いやぁぁぁぁ！」

　女は絶叫した後、倒れ込んで気を失ってしまった。

すると床に零れた種も這いながら次々と女の胎に入っていく。




「ふむ」

　怒りが種と共に噴き出したからだろうか。

女への怒りと憎しみが和らいでいた。

　俺は女にマントをかけて涎に汚れた顔を拭いてやる。

「あの……終わりましたか？　うわっ、やっぱり犯すほうだったんですね」

　入口からセリアが覗いていた。

「ああ、終わった。彼女をもう少し良い場所に移してやってくれ。しばらく目を覚まさないだろう」

　セリアとマイラに彼女……ビシタシオンを預ける。

「はぁ、……この人のお腹少し動いてませんか？」

「わっ変な虫が湧いてます！　オタマジャクシみたいな……足を這い上ってきますよ。マイラさんも気を付けて下さい！」

　ベネルが目覚める前に彼女の気が変わると良いのだが。







「さて、撤退の準備もしないと──」

　後始末をセリア達に任せて地下室を出た俺の首がくるりと右に曲げられる。

「ぐおっ！」

　ビシタシオンの足技など問題にならない。

もう五度曲げられていたら骨が折れて即死だっただろう。

　奇襲とは言えこんな真似ができるのは──。

「ブリュンヒルデ……久しぶり……だな」

　俺はすっと目を逸らす。

やましい所があるからだ。

「久しぶりじゃの。何せ待てど暮らせど、下僕をやって呼び出してもなしのつぶてじゃ」

「すまん。本当に都度ややこしいことが……」

　言い訳しようとした俺の首筋にブリュンヒルデが噛み付く。

このまま血を吸われるかと思ったが、牙は立たず耳元でささやかれる。

「暇すぎたからのう。ちょっと珍しい知己に会いに行ってしまったぞ」

　ブリュンヒルデからふわりと懐かしい、本当に懐かしい香りがした。

「待て、誰に会いに行ったんだ？」

「不義理者には教えんわ。まぁ色々と分かった」

　俺は咄嗟にブリュンヒルデの肩に手を置くが、ビシタシオンとはまるでちがう膂力で放り投げられる。

「頼む教えてくれ！　誰に会った!?　彼女はどう──」

「どうしても聞きたいなら……舐めよ」

　ブリュンヒルデは木箱に座り、靴下を脱いで足を差し出す。

それぐらいなんでもないことだ。

「あやつめ出会うなり頭を割りよって……大事な坊主が情けなく妾の足を舐める様、見せてやりたいわ」

　俺がブリュンヒルデの足を手に取ると、彼女は満足そうに顎を逸らす。

「舐めるともいくらでも。汗まみれで臭かろうと水虫だらけだろうと！」

「アホ抜かせ!!　妾は汗などかかぬ、水虫になどならぬわ！　その首叩き折るぞ！」

　その後、俺はブリュンヒルデの足を舐め回し、請われるまま股間まで舌を這いまわらせたが、結局何も教えて貰えなかった。

　唯一つ、ビシタシオンを殺さなくて良かった。

女を殺していたら俺は大事なものを失っていた事だけははっきり分かった。
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　その後、俺は命令に従って東方……必然的に東部最大拠点たるラーフェンへと歩を進める。

「なあピピ」

「あい？」

　ピピは馬の上で足を伸ばして食事をしながら快活な声で答える。

元気で結構なのだが……。

「どうしてこいつを連れて来たんだ？」

　俺が顎で指すのはトカゲ……そうポチが撃破した巨大なトカゲだ。

かなり酷くやられたように見えたが、巨大なだけあって頑丈らしく、致命傷は負っていなかったようだ。

「来たがったからだ」

「こいつの考えは知らんがなぁ……」

　こんなでかいの連れ帰ったらノンナが卒倒しそうだ。

　一方で興奮しているのはナーティアだ。

「ネッタイプリプリオオトカゲが大人しいなんて……絶対に人に懐かないはずなのに！」

　巨体に飛び乗ったり、尻尾を引っ張ったり、鱗を剥がそうとしたりと好き放題しているが、当のトカゲの方はお構い無しだ。

　奴の視線は完全にポチに固定されている。

　突然トカゲがゴロゴロと鳴く。

その声は以前の戦いで聞いたものとは違ってどこか甘えるような調子だ。

　更にトカゲはポチの背中に顔を擦りつけ、転がって白い腹を見せる。

「うわぁぁぁぁぁぁ！」

「ああっダーティエンジェルが下敷きになったぞ！　死んだぁ！」

「いや見ろ、枯れ井戸に落ちて無事だ！　さすが不死の堕天使だぜ！」

「今のはわざとか？　それともただドン臭せぇだけ……？　そろそろ確かめなきゃいけねぇな」

　一方のポチは困ったような顔をして距離を取るが、トカゲの方からまた近寄っていく。

「ナーティア、あれはなんなんだ？」

「あれは親愛の仕草だ。ネッタイ……ネップリのメスは強いオスに従う習性があるから」

　あれがメスなことを初めて知った。

まあトカゲの雌雄などどうでもいいが。

　するとネップリはポチに向けて激しく瞬きした後、尻を向けて尻尾を揺らす。

「あれは……交尾の仕草だと思う。誘ってる」

「ああ、なんとなくわかる」

　だがポチは弱々しく鳴いて飛び去ってしまう。

メスの方から交尾を誘っているのに逃げるとは情けない奴だ。それでもオスか……いやオスだったか？

「ちなみにあのネップリは九〇歳ぐらいだから人間に直すと三〇後半……生殖年齢の後半だと思う。ポチは……うーん、あの種はわからないけど……」

（我らは早く育ち遅く老いる　にしてもアレはまだ一〇程度のガキよ）

　デュアルクレイターがかすかに光って静かになる。

　一〇歳少年が三十後半の年増から性交の誘いを受けても困惑するのは無理ないか。

どこかで自信をつけさせてやらないといかんな。

「諦めない。絶対に交尾してやるって言ってる。ネップリが」

　動物の言葉がわかるナーティアが力強く言う。

もう一度ナーティアの口から交尾と言ってくれないだろうか。




「まあトカゲ同士の事は置いといてだ」

　俺は視線をジムに移してわかりやすく落ち込んでいる奴の頭を叩く。

「リバティースに残らないのはいいが、ついてくるなら辛気臭い顔をするな」

「はぁぁぁぁ……ノットジャスティス……話を聞いてくれるか？」

　聞きたくもないが、聞かないとずっとこのままだろう。さっさと話せ。

「俺は卑劣な南ユーグリアの罠にはまって不義理を働かされた」

「色仕掛けに嵌って浮気したんだろ？」

　ジムはぐっと拳を握る。

「アルテリアの決戦の後、南ユーグリアの卑劣な諜報員が俺の悪評をマイワイフに吹き込んだようなのだ。怒りの文が何通も届いた……」

「浮気を許さんタイプならシラを切れよ」

　何もかもぶちまけるだけが愛ではない。

俺も娼館でお気に入りの娘と朝まで楽しんでもノンナには市井の調査だと誤魔化すぞ。

「それが奴らめ抜け目ない。俺の肛門近くの黒子の位置や、絶頂の時に「ジャスティス！」と叫ぶ癖まで知っていたのだ。これでは言い訳できない」

　ああ、そうかい。

「事態は悪い。マイワイフは離婚だと怒り狂っている。宥めようとしたがもう家に帰って来るなと言われた……」

　それでこっちについてきたのか。

「マイワイフは金貨一万枚の慰謝料を請求してきている。いや金の問題ではないのだ。ないのだが……うむむ、弁護士を雇うしかないのか……いやしかし」

　俺の領分じゃないな。アドルフにでも仲裁させよう。




「よーし、一旦休憩だ」

　俺は周囲の疲労を見て宣言する。

戦場へ急いでいるのではないのだから強行軍は必要ない。

　軽く飯でも食おうとしていると、ある馬車の窓からにこやかな女の笑みが見える。

女の笑顔は見ていて気持ちの良いものだが、俺は僅かに顔を顰めた。

だが目が合ってしまった以上は行かねばならない。

「……体は大丈夫かピリス」

「はい。私もこの子も元気一杯ですよ」

　馬車の中ではピリスがニコニコと満面の笑みを浮かべながら腹を優しく撫でていた。

「お兄様の子、大事な赤ちゃん、早く大きくなりましょうね～」

　ピリスがマエスタスと交わったのは僅か二週間程前だ。

まだ妊娠の有無など分かる時期ではないが、彼女は完全に孕んだつもりでいるようだ。

「うふふハードレット様ぁ」

　ピリスが猫撫で声を出しながら俺に擦り寄り、首や足をペロペロと舐める。

「生意気なんてもういいません。貴方に絶対服従しますから、優しく飼って下さいね。この子が……産まれるまで」

　ニヤーと笑うピリスが腹を撫でる。

「ずっとこの調子か？」

「へえ……やっぱり壊れちまったようで」

　番役のヤーコフも困った顔で腕を広げる。

「騒ぐ時も厄介でしたがこれはこれで困りましたな」

　言いながらヤーコフがピリスの尻を撫でる。

「あうん……ヤーコフ様、悪戯しないでぇ……」

「俺に対してもこの調子でさ。今なら一物口に突っ込んでも受け入れるかもしれやせん──」

　ヤーコフの手が軽くピリスの胎を掠める。

途端、彼女の態度が豹変する。目に見えるような殺気が噴き出す。

「腹に触るな!!　兄様の子に触るな!!　ぶっ殺すぞ!!」

　凄まじい剣幕にヤーコフが思わず後ずさる。

「……ヤーコフ気を付けてやれ。お前もそんなに怒ると胎の子に触るぞ」

「へい……本当にどうなっても厄介な小娘でさ」

　ピリスは呼吸を整えると再び媚びた表情になる。

「これも俺の業だ。面倒を見てやるさ」

　マエスタスに頼まれたことでもある。

　問題はこれで孕んでいなかったら本当に壊れかねない。

その時は薬で眠らせて俺の種をぶち込むしかないな。




「わぁぁぁぁ！　殺してぇぇぇぇ！」

「今度はなんだ……」

　俺はヤーコフにピリスを任せて表に出る。

　声は別の馬車から聞こえる。ビシタシオンだ。

「嫌だ──！　絶対人間じゃない！　殺せぇぇぇぇ！」

　無表情、冷酷の印象だった暗殺者ビシタシオンのイメージはもうない。

彼女は毛布に包まれたまま暴れ回り、周囲の医者や産婆を困らせていた。

　俺の顔を見ると彼女は次々と物を投げつけて来る。

「この悪魔──怪物──寄るなぁ！」

　投げられた物を受け止めつつ、俺は両手を開いてこれ以上近づかないと示す。

するとビシタシオンは暴れ疲れたのか肩で息をしながら少し大人しくなる。

「で、どうなんだ？」

「特に変わったところはありません。一般的な妊娠五か月の妊婦です」

　ビシタシオンの腹ははっきりと膨らみ誰が見ても妊婦とわかる。

産婆の言う通り一般的で健康な妊婦だ。問題は……。

「種が入ってまだ一週間も経っていない！　なのにこんな……わかるんだ。今もボコボコお腹の中で大きくなっているのが……絶対に人間じゃない……腹を突き破って飛び出して来るんだ……」

　俺は溜息をついてビシタシオンに毛布をかける。

「馬鹿なことを言うな。俺は人間、お前も人間、なら人間以外が生まれるはずがないだろうが。ちょっと種がでかかったから妊娠が進むのも早いだけだ」

　正直こいつに対して愛は感じ無いし、一緒に居たいとも思わない。

だが俺が孕ませたのだから、産まれるまでは面倒は見てやる。

　やがて怒鳴り疲れたのかビシタシオンは寝息を立て始める。

既に脱走うんぬんは頭に無いようだ。

「ちょっと育つのが早いだけでそう変なことじゃない。だよな？」

「「「はい」」」

　産婆と医者と監視の兵が全員横を向いたまま同意してくれる。

「こっちはこっちで大変だな」

　ともあれラーフェンはもうすぐだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（左遷）

部下

マイラ（指揮官）セリア（オタマ飼育）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

ギド（特攻戦士）ポチ（困惑）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アゴール（与力指揮官）

ヤーコフ（一〇五指揮官）マック（重体）ジム（被告）クリストフ（決闘）グイグ（決闘）

アルテイル（教祖）レーミア（限界）

その他

セクリト（激怒）イヴァンナ（充実）Ｔ−九九（エラー処理）ブリュンヒルデ（足）

ナーティア（ネップリ観察）フェルテリス（全裸）イジャリス（捕食）ユーラーレン（捕食）

アネット（確信）ピリス（孕？）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（移動）セイカ（移動）

ネーシス（期待）ナシス（不安）ブスコ（出世）ツィーリア（動揺）ビシタシオン（高速孕）

ネッタイプリプリオオトカゲ（求愛）

軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　負傷者回復　領地後送者もあり

護衛隊　　　　　三〇

歩兵　　　　　　二四〇〇

騎兵　　　　　　三〇〇

弓兵　　　　　　三〇〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　五八〇〇

独立セリア隊　　一八〇

徴集兵＋治安隊　五四〇〇

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三千

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　九〇

アルテイル神軍　五五〇

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍一・五万

　　　　　徴集兵二万

東部方面




敵戦力　　正規兵三千？

　　　　　徴集一万？　＋少年兵一万？

　　　　　騎兵集団　事実上壊滅

　　　　　臣民義勇隊→五千

財産　金貨－一万

経験人数七九八人

産ませた子六九人＋五六七

現在地　ラーフェン近郊








第４８３話　苦境の女王







南ユーグリア帝国　臨時帝都　ポロン王宮

　ヴィルヘルミナはかつてより一段落ちる王座に腰かけ、二段落ちる王宮の天井から、三段落ちるポロンの街に視線を移す。

「残存部隊がポロンに集結しています。……民の忠義の心はまだ消えておりません」

　いかにも凡庸そうな中年男が、無駄に大きな声を出す。

「──そうですね。私も精一杯頑張ります。どうか皆も力を貸してください」

　ヴィルヘルミナは中年男と周りの騎士達に力無く微笑む。

　その美貌は変わらないが、目の下に濃く刻まれたクマと顔色の悪さは隠しようが無かった。

　同じく戦局の不利も最早隠しようがなく、劣勢は民草まで知れ渡っていた。

「陛下……おいたわしや」

「戦わねば……陛下をこのまま終わらせる訳にはいかぬ！」

　この場にいるのは、ヴィルヘルミナが王女だった頃からポロンに仕えていた者達だ。

幼い頃からヴィルヘルミナを知っている彼らは憔悴しきった彼女を見て心を痛める。

　劣勢にあっても彼らのほとんどはヴィルヘルミナを守って戦おうと一致している。

　しかし悲しいかな、彼らには劣勢を跳ね返す程の能力が無かった。

だからこそヴィルヘルミナはザフネスとその部下を重用し、古参の彼らには辺境ポルポ周辺の治安維持など当たり障りのない任務しか割り振らなかった。

「エルドリト兵団長と防衛線の構築について協議する予定があったのだが姿が見えぬぞ？　時間を間違えておるのだろうか」

「先ほど馬で町を出るのを見たが……偵察に向かったとばかり……？」

　だがマエスタスの戦死以降、結束の固いはずのザフネスの部下ですら行方不明となる者が出始め、一旦は不要とした彼らにもまともな任務を与えざるを得なくなっていた。

「……少し部屋に戻ります。何かありましたら遠慮なく知らせてください」

「もちろんです陛下。ここの所ほとんど眠られていないではありませんか。どうかご自愛ください」

「我々が居る限り敵を一歩も進ませませんとも！　どうかゆっくりとお休みを」

　ヴィルヘルミナが立ち上がると場の者達が一斉に心配の言葉をかける。

忠義も献身も申し分無い。ただ能力だけが足りなかった。




　自室に戻ったヴィルヘルミナは一瞬にして疲れ弱った表情を消す。

だが目の下のクマだけはそのままだった。

　弱り切った女王は部下の献身を誘う演技、だが肉体的精神的疲労は確実に溜まっている。




　そこにドカドカと足音を立ててザフネスが入って来る。

「おう、戻っていたか！　酷い有様だが、まだまだなんとか立て直す。幸いにして敵主力はアルテリアに留まったままだ。今のうちに再編とポルポ全域から新兵をかき集めれば、防衛線は構築できる」

　ヴィルヘルミナは一瞬ザフネスを睨むが、すぐに目を閉じ、ゆっくりと瞳を開く。

その目は男に縋る小娘の眼差しだった。

「……もう貴方しか頼れる者はいません。苦しい状況ですが……どうかお頼みします」

　ザフネスは僅かに硬直した後、はっきりとした笑みを浮かべ、豪快に胸を張る。

「おう。俺とて伊達に長く軍人をやっておらん。戦力だけ見れば勝ち目はもう無いが、敵とて人間、ミスも出る。つけ込めばまだまだ終わりではない──俺ももう逃げる場所など無いのだからな」

　ザフネスは豪快に宣言した後、ボソリと小さく呟いて退室する。

「……不本意だが……残った者を有効に使わねば……な」




　ちらりと部屋の隅を見るが、そこにもうビシタシオンはいない。

代わりに頭を下げたのは表情の無い若い男だった。

　男の差し出す報告書を見てヴィルヘルミナは珍しく露骨に顔を歪める。

「ハードレットの調査報告──叛逆者一党の保護、顔を隠しての近隣諸侯への攻撃、巨大大砲の建造……御用商人は膨大な隠し財産……この証拠が決戦の前に出ていれば」

　ヴィルヘルミナは報告を握りつぶそうとしたが、癇癪は無意味であると気付いて机に放る。

　南ユーグリアの間諜はハードレット家が王家に隠れて行っていた事を見つけ出していた。

その中にはゴルドニア王国に伝えれば即座にかの家が失脚するほど致命的なものも散見する。

あるいは決戦前にこれをゴルドニア王に何らかの形で密告出来ていれば、前線が混乱した可能性もあった。

「だが今更意味が無い……」

　決戦で大敗した今となっては有力戦力たるハードレットを排除したとしても焼石に水で、戦局挽回の可能性を考えるなら味方につける……つまり裏切らせるしかない。

「ハードレットは決戦での行いを責められ領地に戻されている。ここで内応させられれば敵主力の後背を突き、なおかつ王都ゴルドニアまで一気に……」

「しかし陛下。かの者は内応につき完全に拒絶しております。更に敗色濃厚の我々が地位や名誉を約束しても説得力に欠けるかと……」

　ヴィルヘルミナは目だけを動かして男を睨む。

「加えて無力化の謀が裏目に出てしまった。あの男は私に興味があったようだが……今は怒りに変わっているだろう」

「つまり──」

　男の言葉にヴィルヘルミナ自身が続ける。

「芽はあると言うことだ。あの男が私に燃える怒りを抱いているならば可能性は残る」

　激情は御しやすい。

燃えるような怒り、腸が煮えるような憎しみを、愛情や崇拝に変えることは不可能ではない。

その逆もまた然りだが。

「賭けに出るか……分はあまりよくないが、このままでは座して滅びを待つのみだ」

　ザフネスが戦局を挽回する、と期待するほどヴィルヘルミナは楽天家ではない。

「ビシタシオンも今は無い。私は敗戦のショックからの疲労困憊でしばらく寝込む。……遠出の準備と腕の良い間諜を数人揃えろ。全員女だ」

「……最期の賭けですか？」

　男の言葉をヴィルヘルミナは鼻で笑った。

「最後の一歩手前だな。最後のものは……賭けではないな。あれは地獄への道連れだ」
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ラーフェン近郊

「殺してぇぇぇ！　殺してぇぇぇぇ!!」

　俺は絶叫するビシタシオンの手を握るが彼女は振り払い、硬い物を次々を投げつけた後、最後は自分の腹を殴りつけようとする。

「落ち着け！　自分の子を自分で殺してどうする」

　俺は彼女の両手を掴んで蛮行を止める。

もう冷酷な暗殺者の顔はどこにもない。

　悲鳴をあげて暴れるビシタシオンの腹は既に臨月と同じ程に膨らんでいた。

産婆が引きつった声をあげる。

「妊娠十日ですが……既に臨月です。わ、私の目の前でボコボコと成長して……アワワ」

　その時、暴れまくっていたビシタシオンの動きが止まり、下半身を突き上げて痛みを訴える。

「い、痛い……まさか……いやぁ！　内側からお腹突き破られるのは嫌ぁ!!」

　産婆が駆け寄って股を覗き込む。

「もう産まれます！　ラーフェンまでもてばと思ったのですが間に合いませんのでここでお産します！」

「おう、頼んだぞ。何かすることはあるか？」

「嫌だ！　首を刎ねて！　怪物が飛び出す前に私を殺してぇ!!」

　産婆は無言で俺に出て行けと示す。

俺が居ればビシタシオンの心が乱れるのでは止むを得まい。

　俺は天幕を出て耳を澄ます。

「もっといきんでください！　足を閉じないで！」

「このままじゃ赤ちゃんが出て来れない……あっこれはいけない！　先に足が見えてる、逆子なの!?」

「待って良く見て、これは手よ！　自分で産道を搔き分けて出て来てるの!?　い、一応護身用の剣を」

「ぎゃああああ!!」

　なんとも騒がしい声が続き、数瞬間を置いて赤子の泣き声が聞こえる。

俺はもう良いだろうと天幕の扉を開く。

「げ、元気な男の子です」

「初産でしたが超安産……というより自分で出てきました」

「元気な人間の赤ん坊です」

　俺もこいつも人間なのに人間以外が生まれてたまるか。

ちょっと変わっているのは種付けから十日で産まれたことだけだろう。

　産婆達は赤子の健康を確かめてから湯で体を洗ってからビシタシオンに赤子を抱かせる。

「……普通の赤ちゃん。え？　え？　私ママになったの？」

　すると赤子は泣きながらビシタシオンの乳房をまさぐる。

「……痛い……あ、お乳が出て……」

　ビシタシオンは何がなんだかわからないという表情で授乳を始める。

俺はそんな彼女と赤子を一撫でする。

「俺は未だにお前を愛してはやれん。一緒に暮らすのも御免だ。だが子を産ませた責任は取って生活の面倒は見てやるから安心して育てろ」

　そう言い放ち、赤子と反対側の乳房を吸って母乳の味見をしてから天幕を出る。

「俺もまだまだ器が小さい。あれぐらい笑って抱き締めてやるのが真の漢だろうに」

　だが死んだように眠り続けるベネルを見ると、どうしてもビシタシオンへの怒りがわいてしまう。

こんな状態で無理に近づいても俺も相手も不幸になるだろう。

互いに近寄らず、俺が金だけ出すのが正解だ。




「はぁぁーどう打ち明けよう。あたい海賊だよ。しかも散々一〇五兵団の男侍らせて……あーこれは産むなって言われるかなぁ。しかもラーフェンには奥さんもいるみたいだし……畜生、さっさと言わなかったから余計言いにくくなったよもう！」

　外を歩いているとアネットがブツブツ言いながら歩いている。

「こうなったらもう突撃だ。取り返しつかなくしてから土下座すれば産ませてくれるでしょ！」

　なんなんだろうか。




　俺は妙に気合の入ったアネットに声をかけたが、大きな歓声に打ち消される。

「き、奇跡！　これぞ奇跡だ!!」

「魔法……はまあ分かるが。治癒魔法？　聞いたこともないが目の前で見せつけられると……」

　歓声の方向に目を向けると中心にいるのは少女アルテイルだった。

囲んでいるのは王国軍の負傷兵やリバティースの市民だ。

　王国軍の負傷者は医者のいるトリスニアかあるいは王都ゴルドニアに運ばれるはずがどうしてここにいるんだ。

「足の靭帯が切れちまったんだ。もう一生動かねぇのかと思うと」

「ん」

　泣き言を言う兵士にアルテイルが手をかざすと緑の光がさっと輝く。

途端、杖を頼りにようやく立っていた兵士が靭帯が切れたはずの足で地面を踏みしめる。

「嘘だろ立てるぞ。いや立てるどころか！」

　その場で足踏みした兵士は軽く走りさえする。

「治ってる？　なら良かった」

　アルテイルは何でもない事のように言い、恥ずかしいのか白い布を被る。

　確かアルテイルは特殊な力があるんだったな。

「……もしよければアルテイルの信者に……」

「あぁなるとも!!　こんな奇跡を見せられてならない訳がない!!」




　そこに更なるハプニングが訪れる。

「うわっゾンビだぞ!!　ひいふうみいの三体！　ラーフェンに戻す死体を乗っ取ったな!?」

「あと少しだからと火葬しなかったのが仇になったか！」

　ラーフェンに戻る俺の私兵の中には傷を受け、なんとか戦場を生き延びたものの、道中で力尽きてしまった者もいる。ほんの数日で家族の元に返せるのだから、道中に埋めるのは不憫との思いやりが悪い方向に出ることもある。

「くそっ！　剣を持て、まず足を狙って倒れさせてから──」

　とはいえゾンビの戦闘力はそう高くない。

武装した兵士であれば一対一で負けることはないので過剰に恐れる相手ではない。

　だがそれでもドジを踏めば首筋を噛み千切られたり、目を潰されたりする可能性はある。

　兵士たちが覚悟を決めて得物を構えた時だった。

「ん、迷っちゃ駄目。お帰り」

　アルテイルが進み出て手をすっと上に向ける。

　途端、未練がましく吠えていた死体から黒い煙のようなものが抜け、空中で四散して掻き消えた。

同時に死体の動きが止まりその場に倒れこむ。

「掃いの魔法……初めて見た」

「おいおい、これ本物──じゃないのか？」

　周りの者達が次々とアルテイルの前に跪く。

すると彼女は恥ずかしそうに照れて布を被りながら「入信する？」と小さな声を出す。

「なるほど、こうやってアルテイル信者が増えているのか」

　セリアやマイラなど、もっと言うならイリジナ以外のほぼ全員がアルテイル教の拡大はまずいと口を揃えていたが、アルテイル本人も昔のような無茶はしないのだからちょっとぐらいいいじゃないか。




　俺はまたもその場を離れたが、聞き覚えのある声を聞きつけた。

「ああ、猊下。どうか罪深い私を許して下さい……あぁ猊下っ猊下ぁぁぁ！」

　馬車の影から聞こえる必死の声はアルテイル教のＮＯ２にして少女アルテイルのお付きレーミアの声だ。

　また妙な場所で祈っているものだと覗いてみる。

「おう、アルテイルは向こうにいるぞ。用事があるなら……」

「猊下もうダメ！　出るっ出るぅぅ！　見ないでぇぇ!!」

　俺が覗き込むと下半身裸で座り込んだレーミアは女の身でありながら股にぶら下がる根っこを激しくしごいていたのだった。








第４８４話　搾り出るモノ　♯







「おおぅ」

　俺は咄嗟の事に思わず声を漏らしてしまいレーミアは俺に気付いて顔を歪めるが、既に絶頂間近まで高まっているせいか、男根を擦る両手は止められないようだ。

　女の自慰に出くわすなど幸運以外の何物でもないのだが、これは少し特殊なケースだ。

　レーミアはまごうことなき女なのだが、なんの神秘か股には立派な男根が生えている。

もちろん穴も乳もあるので彼女は『男根の生えた女』なのだ。

　この男根が原因で彼女は虐げられ、そして少女アルテイルによって救われたのだが……今はそんな回想をする時でもない。

「み、見るな変態!!　さっさとどこかへ行け！　行……い……イクゥゥゥ!!」

　レーミアは般若の形相で喚くが、遂に絶頂を迎えて大きく後ろに反る。

同時に粘着質で聞き覚えのある音が響く。

「見られたくないなら外でするなよ……」

　声も周りに響き渡っていたぞ。

　だが射精を始めたレーミアに反論の余裕はないようだ。

「ううっ出したくないのに……嫌なのに！　それでも出ちゃう……すっごい出ちゃうぅ！」

　レーミアは快楽に悶えながらも悲しげな声をあげながら射精し続ける。

「それにしても女にしてはでかいな」

　震え脈打つレーミアの一物はざっと３０ｃｍ……まあ並程度のサイズはあるだろう。

「う、うるさい！　ああっ痛い、痛いぃぃぃ!!」

　勢いも凄まじく、はっきりと音が聞こえる勢いで飛び出している。

痛がっているのは量が多く勢いが強すぎ、かつ濃いからだろう。

　俺は悲鳴をあげながら射精し続けるレーミアを見て苦笑する。

「凄まじい臭いだぞ」

　これだけ発射すれば精臭がするのは当然だろうが、そんなレベルではない。

思わず鼻を摘まみたくなるほどの異臭が立ち込めている。

「うぅぅ……猊下のお傍でこんな無様なことできないから……機会が無くて……ドンドン溜まって……」

　すすり泣くレーミア。先ほどの叫びを聞いた限り彼女の一物はアルテイルにも反応していたようだが、まさか敬愛するアルテイルの前で一物をしごく訳にもいかない。

　そして溜まりに溜まってどうしようも無くなり、こうして発射していたのだろう。

出された精は水溜まりを作るほどの量で真っ黄色だ。

「ふぅ……ふぅ……」

　ぐったりとするレーミア、体力が切れたのだろう。

だが手が動いている所をみるとまだ出し足りないのだろう。

「さすがに人のモノをしごいてやる気にはならんが、少し手伝ってやる」

「えっ!?　あっ!!」

　俺は足を開いて座り込むレーミアに後ろから抱き着き、首筋を吸いながら乳房をいやらしく揉む。

彼女は暴れようとするが、大量射精の直後で力が入らないようだ。

「気持ち良くしてやる。目を閉じて感じていろ」

　服の上から乳房を揉み解し、時折乳首をこねて強い刺激を与える。

「目を閉じて想像しろ。お前の乳を揉み、首を吸っているのはさっきお前が思い浮かべていた少女だ」

「なっ！　私はそんな猊下によこしまな──ああっ！　だ、だめ、腰が抜けて……うぅぅぅ!!」

　俺はレーミアの体を舐め、乳を揉み続ける。

レーミアは口で抵抗しながらも両手は自分の股から動かさず、最後の一滴を吐き出すまで、アルテイルに謝罪の言葉を述べ続けていた。




　そして数十分後。

「さて満足したか？」

「……」

　レーミアはぐったりと馬車の車輪にもたれかかっていた。

「それにしても凄い惨状だ」

　周囲一帯に彼女が撒き散らした種が飛び散っている。よくもまあこんなに出たものだ。

俺の普段の射精量にも匹敵するぞ。

「これもあの人達が悪いのよ……あんなに筆で苛めるから、どんどん大きくなって量も多くなって……黄色くなって、臭くなって！　もうこんなの要らない……斬り落としたい……でも猊下が祝福して下さっているから……せめてもっと小さく３ｃｍぐらいだったら……」

　ふと思い当たることがあった。

「ところで筆とはなんだ？」

　レーミアは僅かに躊躇するが、意を決したように顔をあげる。

「貴方がいない間に──」







「まったくしょうがないな」

　俺はやれやれと進行方向たるラーフェンに向かって溜息をついていると聞き覚えのある大きな声が聞こえてくる。

「これは雑草に混じって草むらに生える野イチゴだ！　すっぱくて美味いぞ！」

　イリジナが大きな声で言い、緑の外套を被った者達が我先に野イチゴを口に入れている。

　彼らエルフ達はこれ以上戦いに巻き込まれるのは御免らしく主戦場を離れて俺についてくることになった。しばらくラーフェンを観光するそうで、まあ遠足のようなものだろう。

「森の野イチゴより甘さがなくて酸っぱいけど、これはこれで……」

「うん。朝に食べるならこっちの方が良いかも」

　エルフ達は肉や魚など動物を食するのは嫌うが、その分、果物野菜などには積極的に手を出す。

　野イチゴは豪華な食卓に並ぶようなものではないが、今のように行軍の道すがら食べると大変美味い。

　エルフ達は野草や果物に関する知識は豊富らしいが、彼女達の森とここでは植生が全く違うのでイリジナに次々と質問を飛ばしている。




「この草良い匂い……このまま食べられるの？」

「普通は煮て食べるものだが、新芽を選べば生でもいけるぞ！」

　少々苦いが俺は好きだな。




「この真っ赤な実はどう？　甘い匂いがするけど」

「……うーん。そういえば食べたことがあるぞ！　いけるいける！」

　はて、あの木の実はスカスカで食用ではないぞ。まあ食って食えんこともないだろうが……。




「この綺麗な黄色の花はどうなの？」

「ぐむむ……まあ気合があれば行けるはずだ！　鍋に入れた覚えがある！」

　その鍋を食ってセリアが盛大に腹を壊したはずだ。

トイレに走って……あと一〇歩だったのにな。哀しい事件だった。




「このキノコは？　石の上にちょこんと生えてたけど」

「いけるいける！　地味なキノコは全部食べられるのだ!!」

　いや待て、前にセリアがあのキノコをイリジナに食わされて泡を噴いていた覚えがあるぞ。




「こらぁぁぁ!!　それは毒草モレルグサ！　そっちのキノコはモンゼツダケ！　食べちゃ駄目！」

　俺が指摘しようとした時、ナーティアが乱入してエルフ達の手から諸々を叩き落とし、イリジナの顔にクルミをポコポコ投げつける。

「痛いぞ」

　ナーティアは平原の植物にも詳しいだろうし、任せておけば良いだろう。

　急がず這うような行軍でも後二日もすればラーフェンに着く。

ついたら彼女達に目一杯果物と野菜料理を振舞ってやろう。




「ハードレット卿大変です！」

　そこにマイラが騎乗のまま駆け寄り、俺の目の前で馬から飛びおりる。

また何かあったのか。

「懲罰部隊が行方不明です！」

「なんだと？」

「近隣部隊の報告では昨夜は確かに野営をしていたようですが、夜明けにはもぬけの殻になっていたと」

　懲罰部隊は今も俺の指揮下にある。

というよりもエイリヒから所有権そのものを渡されていた。

　本来懲罰部隊は本隊に所属し、俺は便宜上運用していただけなのだが、戦いが圧倒優勢となった今、罪人だらけの懲罰部隊は邪魔になったのだ。

　そもそもが激戦の中ですり潰し、運よく奮戦して生き残ったら幸運だな、程度の部隊だ。

大規模な戦いが一段落してしまえば、素行最悪の罪人集団などただの厄介者だし、かと言って先の決戦では先頭に立って勇戦していたので、戦功無視で潰して罪人に逆戻り、とするのも他の兵の手前よろしくない。

　そして扱いに困ったエイリヒは『お前の指揮で活躍したのだからもうお前にやる。全部持っていけ』と全てを俺に押し付けたのだ。

　そんな罪人の集まりみたいな奴らが完全武装のまま俺の領地で行方不明となれば緊急事態だ。

次の日にはそのまま盗賊団となって村々を荒らしまくっていても不思議はない。

「あの馬鹿共め」

　俺は馬に飛び乗り、護衛隊とセリア隊に命じて元来た方向へ駆ける。

　懲罰部隊は全員が徒歩だ。

騎兵で追撃すればまだ追いつけるはずだ。




　俺達が野営地に到着し周囲を観察するとすぐ近くの林から小さな煙が上がっていた。

「炊事の煙……あそこです！　あの男め私の全裸を──このどさくさに紛れて一刀の下に……ぶつぶつ」

　セリアが先導して林にかける。

剣を抜いている所を見るとやる気満々だ。




　だが実際に到着すると事態は想像とはかなり異なっていた。

「……これなんでしょう」

「知らん。汚いことだけは確かだ」

「見苦しい……」

　懲罰部隊の兵士は確かに林の中にいた。

だが俺達を見て逃げるでも反抗するでもなく、ただぐったりと地面に倒れ込んでいる。

　──下半身丸出しで。

「うう……もう一滴も出ねぇ……勘弁してくれ」

「畜生、絶頂が止まらねぇ。もう半日もいきっぱなしだ……誰か……助けてくれ……」

　人数はざっと一五〇人。

懲罰部隊のほぼ全員……つまり壊滅だ。

「何があったんだ？」

「わかりませんが……とにかく汚いです。罠を警戒する意味でも火をかけませんか？」

　さすがに倒れた兵士諸共焼き払うのは哀れだろう。




「ふんふふーん♪　ふふふふーん♪」

　鼻歌が聞こえてくる。

　歌は俺達が見つけた煙の傍から聞こえていた。

　俺はデュアルクレイターを抜き、警戒しながらも大股で歩く。

そして──。

「ユーラーレン？」

「はい？　あら、こんなところにいらっしゃるなんて」

　煙の傍に居たのはユーラーレンだった。

手作りなのだろうか、一人用の風呂桶で湯浴みをしていた。

白く濁った湯を肩からかけてリラックスしている。煙はこの火だったのか。

「どうして貴女が懲罰部隊のカス共と……ぐっ！」

　ユーラーレンに近づこうとしていた俺は反射的に飛び退く。

「この異臭は……？」

「鼻が曲がりそうです！」

　セリアとマイラも袖で鼻を覆う。

　とんでもない悪臭だが大変嗅ぎ覚えがある……というよりついさっき嗅いだ臭いだ。

「まさかそれは──」

　俺が鼻を摘まんで指摘するとユーラーレンはニヤリと笑う。

「はい。男の精です。この色、粘つき、そしてむせ返るような香り……あぁ若返る」

「うげぇ!!　あれは男の種……種風呂です!!」

「き、汚い!!　酷いのを見てしまいました……一〇年は夢に出そう」

　セリアとマイラが悲鳴をあげて遁走する。

　無理もない。

俺だってあの風呂に浸かるぐらいなら、臓腑や生首が浮かぶ血風呂に入る方を選ぶ。

「……肩まで浸かれる量の精だと？　ではこいつらは……」

　俺は地面に倒れ込み、呻き声をあげる懲罰部隊兵士を足でつつく。

　そのタイミングで草むらから男が飛び出して来る。

「た、助けてくれぇ！」

　だが男は足を掴まれて転倒し、再度草むらに引き込まれる。

「逃げないでくんなまし。まだ二回分は種が残ってありんしょう？」

　男が草むらに消えてすぐ、じゅるじゅると何かを吸引する音が聞こえる。

「ひぃぃぃ！　く、狂う！　もうやめてくれ！　あぁぁぁもう何も出ねぇよぉぉぉ!!」

　男の聞き苦しい絶叫が響き、やがて静寂が訪れる。

「さて一段落つきんしたな」

　そして草むらの中から褐色のエルフ……全裸のイジャリスが現れた。

口元をベロリと舐め、何かをごくりと嚥下する。

　草むらから飛び出した男の足はビクビクと震え続けていた。

「……お前達二人でヤったのか？」

「他に誰がありんしょう」

　イジャリスは全裸のまま腰に手をつき体を伸ばす。

「久々に楽しい夜でございました。あぁこれだけ抜いたのは本当に久しぶり」

　ユーラーレンがザバリと悪夢の精液風呂から上がる。

「この者達も最初はあれほど乱暴でありんしたのに。なんとも情けない」

「ふふ、立ったままでも下着の見えるスカート、上から覗けば乳房が見える程開いた上着を着て彼らの酒盛りに参加したのですよね。そして人目の無い林の中で騒ぎたい……とお頼みしました」

　女が懲罰部隊にそんな恰好で近づくなど正気の沙汰ではない。

まして全体から離れて視線の通らない林に行くなど、首に生肉を巻いて狼の群れの前で寝るようなものだ。

「案の定たちまち輪姦されてしまいんした 。代わる代わるに伸し掛かって精を吐いていきんしたなぁ……」

「ええ、ゲラゲラ笑いながら口と尻まで三本差し。でもおかげで早々にアッチの性能と大きさの把握ができましたね」

　二人はニヤリと笑いながら手近に横たわる男の股間に手を伸ばす。

「リーダーの男を気絶するまで絞ってやりんしたら、驚いて可愛らしく逃げんしたな」

「ふふ、そこを魔法で拘束して……色々やっちゃいましたね」

　ニヤリと笑い合うユーラーレンとイジャリス。

「早抜き口技勝負に一〇人汁量勝負」

「乱取り気絶人数勝負では、わっちの二四人連続卒倒が新記録でありんす」

　足元に倒れる兵士が凶悪顔に似合わない弱々しい声ですすり泣く。

「最後の一人……あのグイグとか言うのは少し歯ごたえがありましたね。精を漏らしながらもこっちの首を絞めたり、乳首をつねったり」

「じゃの。感じて力の抜けたふりをしんして──調子に乗った所でギュッと締めんしたらそこまででありんしたが」

　グイグは僅かながら抵抗したようだが、性獣二人相手に散ったらしい。

「最後は褒美に二人で左右から舐めてあげましたね？　あれで終わりでしたか？」

「種以外にも男の潮と尿まで噴いて……白目を向いてそこに転がっていんす」

　視線を移すとグイグらしき男が尻丸出しのままうつ伏せに地面に転がっていた。

「そういえばわっちらを抱くまで決闘がどうとか……」

「はて、覚えていませんね」

　さて真相はわかった。

懲罰部隊は脱走したのではなく、淫乱エルフ二人に誘い出され、哀れ吸いつくされて昏倒したのだ。

これは事件ではなく、犯人などいない不幸な事故だったのだ。

　見ればセリアとマイラはもう帰ってしまっていた。

馬鹿馬鹿しいと見たのか、立ち込める精の匂いにうんざりしたのか。

　だが俺としてはこれで終わりとはいかない。

「ふむ、そちきの兵の腰を抜いたと怒っておるのかえ？」

「いやそんなことはどうでもいい。そうではなくだな……」

　俺はイジャリスの肩に手を回す。

「お前達が淫乱なのは知っているが、それでも俺以外の男をしゃぶり、体中の穴を貫かれたと思うと嫉妬してしまう」

「嫉妬かえ？　男の嫉妬は見苦しいといいんすが、これはなんとも心地よい」

　イジャリスは俺の手を取って乳房を揉ませ、木に手をついて後ろを向く。

俺もズボンの前をはだけ、勢いのまま挿入しようと試みたが。

「あれま」

　足を開いた途端、イジャリスの股からドバっと大量の黄ばんだ種が流れ落ちる。

「……」

　反射的に俺の動きが止まる。

「お風呂入りますか？」

　ユーラーレンが全裸のまま近づいてくる。

ものすごい匂いだ。全身温めた種汁に浸かっていたのだから当然か。

「萎えんしたな」

「私も顎や股が疲れました。久しぶりの三桁でしたのでそろそろ眠らねばもちません」

　二人は大あくびをして服を着始める。

「一応加減はしんしたが……酒も入っていんしたから、もしかすると何人か廃人にしたかもしれんせん」

「それは別にいい」

　所詮は懲罰部隊というだけではない。

女に好き放題犯されて廃人になるならそれは天命だ。誰に文句を言えようか。

「嫉妬させたお詫びと部下の腰を抜いた賠償にこれをあげますね」

　ユーラーレンが俺の手に小瓶を置く。

「女向けの特別な媚薬です。一口飲ませれば処女でも娼婦のようになります。副作用でその……アレが生えることがありますが、まあ些細なことです」

「わっちからはこの薬をやりんす。一口飲めば精通前の少年でも丸太のような一物になりんす。副作用で背中から触手が生えたりすることもありんしたが……些細なこと」

　有難く貰っておこう。

「あぁところで、周りより特段に善人そうで、弱そうでヘタレそうな奴を見なかったか？」

「む？　あぁさっき話しんしたグイグとか言う男に叩き伏せられておりんしたな」

「そこらへんで伸びているのでは？」

　事情はわからんがクリストフとグイグが戦ったのか。

だとすればクリストフには深刻な事態だな。




　ちょっとした騒ぎもあったが、俺達は無事ラーフェンに到着する。

　攻防戦で荒れたはずのラーフェン街壁が、かつてのようにがっしりと整えられている。

　更に街壁周囲で働く人夫達に混じり、場にそぐわない恰好……まるで晩餐会にでも出るような格好の女達が並んでいる。

「ああ、左遷されて本当に良かった」

　俺は馬から飛び降り両手を広げる。

　走り寄るのは俺の愛しい女達。

先頭を切るのはフライングしたノンナだったが、後ろからカーラに足をかけられて心地よい芝生の上を見事に滑っていく。

　見慣れた光景、久しぶりのラーフェンに帰って来たのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（左遷）

家族

ノンナ（転倒）カーラ（側室）メル（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

ブリュンヒルデ（調教）グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ケイシー（デフォルメ）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）レア（愛妾）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ソフィア（愛人）セクリト（食客）セバスチャン（執事）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（クロビカリ）クララ（愛人）セレスティナ（憔悴）モニカ（憔悴）アデラ（プロ愛人）スージィ（恋人？）ソラナ（食客）ピピ（ブリーダー）

部下

マイラ（臭い）セリア（汚い）イリジナ（説教）ルナ（指揮官）

ギド（特攻戦士）ポチ（安堵）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アゴール（与力指揮官）

ヤーコフ（一〇五指揮官）マック（昇天寸前）ジム（別居）クリストフ（失神）グイグ（卒倒）

アルテイル（教祖）レーミア（すっきり　告げ口）

その他

イヴァンナ（パトロール）Ｔ−九九（拠点登録）ブリュンヒルデ（吸血鬼）

ナーティア（エルフ先導）フェルテリス（変態）イジャリス（満足）ユーラーレン（入浴）

アネット（確信）ピリス（狂）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（移動）セイカ（移動）

ネーシス（期待）ナシス（不安）ブスコ（任命）ツィーリア（虫の知らせ）ビシタシオン（放心の母）

人外

ラミー（ラミア）アルラウネ（増殖）ミルミ（人魚）

メッサーシュミット（挨拶）シュバルツ（馬）ネッタイプリプリオオトカゲ（求愛）
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軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　ラーフェンにて負傷兵合流

護衛隊　　　　　三〇→四〇

歩兵　　　　　　二四〇〇→二七〇〇

騎兵　　　　　　三〇〇→三五〇

弓兵　　　　　　三〇〇→三五〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　五八〇〇→六五〇〇

独立セリア隊　　一八〇→二五〇

徴集兵＋治安隊　五四〇〇→〇　解散

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三千→三三〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　一五〇→一五〇（全滅）

アルテイル神軍　五五〇→千

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍一・五万

　　　　　徴集兵二万

東部方面　？？？




敵戦力　　僅少

財産　金貨－一万

経験人数七九八人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン








第４８５話　小休止







「「「おかえりなさい!!」」」

　先頭を切っていたノンナが転び、他の女達が一斉に抱き付いてくる。

声が揃って誰が挨拶をしたのかも聞き取れない程だ。

　女達は先を争って胴体にひっしりと抱き付き、遠慮がちな者は太ももや背中に抱き付き、積極的な者は飛びついてくる。

「ははは、まるで戦勝凱旋だな」

　戦争はまだ終わっていないが、戦況はかなり好転している。あるいはこのまま俺のいない所で決着がついてしまうかもしれない。

ヴィルヘルミナに思う所がないではないが、左遷された俺が一旦戦いを忘れるぐらいは許されるだろう。

　俺は全身で歓迎する女達に抱擁やキスを返し、あるいは抱き上げて頬擦りしていく。

「ともかくお家へ入りましょう。丸一日かけて準備した美味しいご飯が出来ますよ～」

　おっとりと言うマリアは綺麗な恰好ながらもエプロンを付けている。

「こーんな大きな七面鳥もありますよ。エイギルさんにモリモリ食べて貰わないと残っちゃいます」

　にこやかに言うのはメルだ。

続いて母に促されてルウとクウもキスをくれる。

「狩って来たの私だけどね。自分でもびっくりするサイズだったんだから」

　カーラが胸を張る。

　そこにドテドテと派手な足音が近づいてきた。

「うがぁ！　カーラ、貴女よくもぉ！」

　ひっくり返されて服の前を土と草の汁だらけにしたノンナが突っ込んでくる。

「はん。鈍いあんたの体当たりなんて食らう訳──」

「やりなさい!!」

「はい奥様」

「ごめんなさいカーラ様」

　ノンナの背中から飛び出した侍女二人がカーラの腕と腰に抱き付く。

「ちょっ三人掛りなんて卑怯よ！」

　カーラの文句にも聞く耳持たず、ノンナは動きの止まった標的に向けて全速力で飛び込む。

「えいや！」

「ぐえっ」

　ノンナは勢いそのままカーラの鳩尾に飛び頭突きを見舞い、溜まらず仰向けにひっくり返ったカーラの顔面に巨大な乳房を振り下ろす。傍目には無慈悲にハンマーで顔を潰されているようにも見えるな。

　もちろんノンナの乳ハンマーは巨大で重いが、ふわふわ柔らかいので怪我はしないだろう。

むしろ俺がやってもらいたい。後ろで様子を見ている護衛隊の兵士も気まずそうに目を逸らしたり、前屈みになったりしている。

　もちろんカーラも反撃に出る。

振り下ろされる肉塊を受け止めて先端を抓る。

「きゃー痛いぃぃ!!　乳首はやめなさい！　黒くなっちゃいますから!!」

　いつも通りで安心した。

「ノンナ、俺にもお帰りをしてくれないか？」

「あっごめんなさい！　カーラのアホバカが余計なことをしたので……おかえりなさいませエイギル様」

　ノンナは俺を抱きしめ濃厚なキスをする。

　俺はしばらく舌を絡めた後、ノンナの豊満な胸に顔をずっぽり埋めて頬擦りする。

やはりノンナの乳に並び立つ者はいない。俺の顔が完全に埋まってしまう。

「もう……スケベです」

　ノンナは言いながら俺の後頭部を優しく押さえる。

「やっぱりノンナさんずるいですよね。あの爆乳は問答無用だもん」

「ふん。隙を見つけて乳首こねとけばそのうち真っ黒になって……」

「ふふふ、十年そこそこの辛抱ですよ。三十路を超えて垂れ始めたら見るも無残に……」

　邪悪な陰謀を聞き流しながら巨乳を堪能した俺は顔をあげ、ゆっくりとノンナから体を離す。

「おいで」

　すると遠慮がちに後ろからリタ、カトリーヌ、そして元トリエア王家母娘四人が抱き付いてくる。

　抱擁を交わしながらリタの尻を揉み、カトリーヌの太ももを撫で、母娘の体に悪戯する。

　それぞれ顔を赤くして歓迎してくれたが、カトリーヌだけが目を合わせてくれない。

「後でちょっと言いたいことが……いえ謝りたいことが」

「まさか浮気か？」

　反射的にそう言ってしまう。

カトリーヌは相当な好色女で長く男に抱かれないと理性を飛ばしてしまうことが多い。

そんな彼女を長々と放置したのだから危険性は高い。

「後でね。後で」

　カトリーヌは完全に目を反らしながら言う。

「今夜、必ず取り戻してやるからな」

　俺は明後日を見ながらススーと離れていくカトリーヌを見送る。

　さて気を取り直そう。

「まだ何人か顔が見えないな」

　まだ挨拶が済んでいないのはクラウディアとケイシーだ。

クラウディア付き人のクララとは抱擁を交わしたのに妙だな。

まさか何かあったのだろうか。

「ここにいますわ」

「うおっ！」

　声が真正面から聞こえて思わず後ろに飛び退く。

「新しい彫像じゃなくてクラウディアだったのか」

　玄関正面にデンと立って微動だにしないからまたノンナが悪趣味な像でも置いたのかと思った。

「あぁ愛しい人！　彫刻のように美しいなど、これ以上惚れさせてどうするおつもりなのですか！」

「ははは」

　何しろ今のクラウディアは全身ムキムキでしかも油でも塗ったかのようにクロビカリしている。

おまけに筋肉を際立たせるポーズを取っていたから勘違いしてしまった。

　エイリヒが管理する軍関係の施設にも良くこういう像が置いてあるしな。

　俺はクラウディアを抱き締め、ねっとりとキスを交わして頭の中に現れたギルドレスを放り投げる。

「エイギル様の女好きは困ったものですけど、アレに躊躇しない所は素直に尊敬ですよね」

「ええ……私が男だったらアレはちょっと……」

　ひそひそ話は聞こえない。

（……お帰り）

　小さく聞こえるケイシーの声に振り返ると、庭木の中から白い手だけが突き出していた。

「ひっ！」

「おう帰ったぞ。そんなところに隠れてないで出てきてくれよ。まるで幽霊みたいじゃないか」

　だがケイシーは木の後ろから出て来ない。

（……笑わない？）

「おかしな奴だな。何を笑うんだ」

　俺が両手を広げると今度はケイシーが見えているセリアに向けて再度確認する。

（絶対笑わない？）

「むしろ不気味なので笑えません」

　セリアは傍にいるレアの影に体半分隠れている。

そして他の女達は皆それぞれ違う方向を向き、あるいは目を閉じている。

（じゃあ出るね　笑ったら呪うから）

　そう言ってケイシーはゆっくりと木の裏から出て来る。




「「ぶっ!!　わはははははは!!」」

　俺とセリアが同時に噴き出す。

　何しろ頭と体が同じ大きさの雪だるまみたいなケイシーが出てきたのだから仕方ない。

しかも顔の厚みがまったくなく、まるでピザの生地のようにふよふよ風に揺れているのだ。

「──!!　──!!」

　見ればセクリトが地面に突っ伏して悶えている。

壺に深く入ったようだ。

（呪う　絶対呪う！）

　ケイシーはたちまち怨霊化し、般若の形相となって噛み付いてくる。

顔がでかい分迫力は凄まじいが、胴体と見比べると二頭身では迫力も何もあったものではない。

「ははは、どうしてこんな珍奇なことになったのか。後でゆっくり聞かせてくれ」

　恨みの声をあげながらガチガチと牙を鳴らすケイシーを掴んでキスをすると、ポンと音を立てて怨霊化が解けた。

（うん　おかえりなさい）

　大人しくなったケイシーは二頭身のまま俺の横をついてくる。顔のインパクトがすごいな。

　さて、これで挨拶していないのは人外組──。




「ぎょわぁぁぁぁ!!」

　中庭から絶叫が聞こえる。

あの声はラミーだな。そして尋常な叫びではない。まるで家を怪物に覗き込まれたような悲鳴だ。

「なんで!?　なんでこんなところにネップリが！　た、食べられる誰か助けてぇぇぇぇ!!」

「クワレル？　クワレル！」

「ネップリニクワレル！　マルノミサレル！」

　悲鳴でハーピー達も騒ぎだした。

　大人しくポチの後を行軍していたので気にしなかったが、良く考えれば１５ｍを超えるオオトカゲが入ってきたら普通は度肝を抜かれるよな。

　今更ながらラーフェンの街が騒然としているのもそのせいだろうか。

　フォローは後でアドルフにでもさせよう。

「さて、宴の前に少しすることがある」

　俺はセバスチャンに目配せをした。




　ガチャンと音を立てて鍵がかかる。

「……すまんな。今のお前は少し危険すぎる。落ち着いたらすぐに出してやるからな」

「はい全然構いませんよ。この子がちゃんと育つならどこでも……なんでも……フフフフ」

　客間の一つを小改良し、外からのみ開く鍵と窓に格子をつけた部屋、ここがピリスの当分の住まいだ。

今の彼女を自由に出歩ける環境にするのはあまり宜しいことではない。

家人の安全を考えれば本来は屋敷の外が良いのだが、それが出来ない理由もできた。

「風呂も飯もあるからそこは心配しないでいい。それからな」

　俺は複雑な顔でピリスに告げる。

「医者の見立てではお前は妊娠しているそうだ。時期的にも──」

「お兄様の子供です。ふふ、医者にかからなくても分かり切っていましたよ」

　ピリスはニコッと笑って腹を撫でる。

　そう彼女は実の兄にして俺が殺したマエスタスの種で妊娠していた。

奴が死の間際に放った種が胎についたのだ。

「……お兄様が私のお腹に……新しいお兄様……うふふふふ」

　俺は扉の前に立つ衛兵に言い含める。

「見ての通り不安定で何をするか分からんから油断はするな。但し妊婦だ。何をしようとしても優しく止めろ、乱暴は絶対するなよ」

「はっ！」

　衛兵はビシッと敬礼する。

まあこれでいいか。

「さて次は……」




　俺は同じ改造が施された隣の客間に向かう。

「不自由だが少し我慢してくれ。元暗殺者を自由にはさせられなくてな。すまんな」

　ここはビシタシオンの部屋だ。

　本来は不安定なだけのピリスより暗殺者として訓練を積んだビシタシオンの方が遥かに危険なのだが、俺は外からかける鍵をあえて外す。

「母子問題ないか？」

　ビシタシオンはぐずり始めた子供に乳を与えていた。

「名前は決まったか？」

「突然のことでまだ……」

　ゆっくり考えれば良いさ。

「何か不都合があったら言え。準備ができたらラーフェンに家をやる。一応警戒はしているから誤解されるような動きはしないでくれ。胎が落ち着いたら二人目も作ろう」

「はい……ええと私ママになったんですよね。あれれ？」

　ビシタシオンは邪神化した俺の一物からの種を受けたせいで種付けから一週間で出産してしまった。

なのでまだ母になった実感がわかないようだが、こちらもいずれ落ち着くだろう。




「さて最後は」

　最後の部屋は鍵も格子も無く、部屋には花が飾られて甘い香りが漂う。

　だが一方で家具の類はほとんどなく、ただ中央にベッドが一つだけ置かれていた。

　ベネルの部屋だ。

　俺は横たわる彼女に近づき、耳元で数言話しかける。

「エイギル様」

　後ろをついてきていたノンナが困ったように声をかけてきた。

「さて湿っぽいのはここまでだ。大広間からの良い匂いがここまで漂ってくるぞ」

　さて宴会に行こうじゃないか。







　屋敷の大広間は家人と親しい者が揃ってワイワイと盛り上がっていた。

酒が樽ごと用意され、無数の料理が並び、メイド達が忙しく動き回っている。

「王国は戦争中ですから表だって豪勢な晩餐会はできませんけど」

　ノンナがソファに座る俺の右手を胸に挟み込んで言う。

「身内だけの慰労会なら王国も文句を言えませんわ」

　綺麗なドレスを着たグレーテルが左手側に来た。

　彼女は名門ベルツ伯爵家四女であり、その手の面倒な配慮うんぬんには慣れている。

着ているドレスも側室の身を考えてかノンナより一段落としているが、屋敷と自身の雰囲気にマッチしており、むしろノンナより似合っているかもしれない。

　気になるのは首につけた大きめチョーカーで、よく見ればそれが犬用首輪だとわかる。

「ノンナさんは服にお金は積むのですけど審美眼が少々──「きいっ！」ごめんなさい！」

　ソフィアや元トリエア王家の母と三人娘が謝りながら通り過ぎる。

　とは言え周囲に張り詰めた雰囲気も嫌な緊張も無い。

ノンナは相変わらずの地獄耳でキイキイ言っているのだろうが、概ね家内は平穏なようだ。

「料理も実に美味そうだが、晩餐会に出すのとは違うよな」

　俺は何かと理由をつけて晩餐会を休んでいたので行き慣れている程行っていないが、ああいう場での料理はやたら見栄えが良く、豪勢で希少な食材をこれでもかと使っていたように思う。

だが今ここに並んでいるのは丹精込めた普通の料理だ。

　これも戦争中に豪華な祝宴……ではなく英気を養う労いの会、だと見せる為なのだろう。

　料理を一つ口に放り込む。

「この味付けはマリアが作ったんだな。最高に美味い」

　俺はそもそもこんな飯の方が好きだ。

一つの料理を二つも三つも食器を使って食べる高級料理など面倒くさくて堪らん。

「何よりカーラが捕まえた特大七面鳥の丸焼きだ。こんな豪快なものは晩餐会では出せない……しかし本当にでかいな、おい」

　テーブルの真ん中にどっかり居座って天井まで湯気をあげる丸焼き。

ざっと見て体長３ｍ重量は一〇〇キロ以上ありそうだが、こんなの良く狩れたな。

「語るだけで一時間はかかりそうなぐらい苦労したのよ」

　カーラがムンと胸を張り、仕留めた者の特権として丸焼きに最初のナイフを入れる。

そのまま豪快に切り取った肉を差し出すので、手掴みでかぶり付くとノンナが後ろで文句を言っている。

「酒の肴に武勇伝を聞かせて貰おう──そら皆も食え。使用人も遠慮無くいけ。無礼講だ」

　俺の言葉を合図に皆が七面鳥に群がる。

　そして同時に広間に設けられた舞台に仮装した者達が登り、演劇と音楽が始まる。

女優はリリアーヌ、隅には脚本を書いたのだろうヨグリが満足気に腕を組んでいた。

　食べきれない程の肉とマリアの料理を味わい、演劇に歓声をあげ、音楽とおしゃべりを楽しむ。

　値段を金貨で数える高級料理も高級な酒も、そして肩書が名前の数倍長い貴族の挨拶も無い宴だ。

厳粛さなどなく、酔ったクリストフがマックに力比べを挑んで投げ飛ばされ、ヤーコフがメイドの尻を撫でてビンタを食らい、気分良く酔ったトリスタンが見覚えのある女に肩を抱かれて外に連れ出されていく。

　そしてジムがメイドの一人を相手に話しながら酒を飲んでいる。

時折『ジャスティス』などと言いながら涙を拭っているがあれはなんなのか。

　派手な剣戟シーンがあったのか、演劇を見ている者達からわっと歓声が上がる。

「はう。まだ飲めまふ」

「もう～これ以上飲んだらまた潰れちゃうよ？」

　視線を移すとセリアがフラフラになりながらレアに酒を注がせていた。

セリアやマイラはこの宴ではノンナ達に俺の隣を譲って他の者達と一緒にいる。

　それにしてもあの二人はやはり仲が良いな。

「今日はいいのれふ。どうせエイギル様はノンナさん達を抱きまくるのれふ。私は酔ってさったとねまふ」

　ソファにもたれるセリアの横にレアが腰かける。

「うん、私もご主人様に抱かれる予定だけど……その前に──」

　レアがセリアの耳元で何か囁いた。

そしてふにゃふにゃになったセリアに肩を貸して、どこかに消えていく。

「……おい」

　なんだろうこの胸の高鳴りは。

追いかけたいが追いかけてはならないと俺の直感が告げている。

最善手は明日セリアの前でレアから真実を聞くことだと告げているのだ。




　料理、劇、酒を楽しんでいるうちに夜が更ける。

「では、ひとまずお開きと致しましょう。家人以外の方は気をつけてお帰りなさい」

　ノンナがパンと手を叩いて宴を締め、皆がざわめきながら退室していく。

　だがシャンデリアの灯りが落とされた後もノンナ自身や他の女達、そして半分弱程度のメイドはその場を離れない。

　再びノンナの手が打たれる。

　するとテーブルの上に用意された蝋燭に火が灯され、先程の三分の一程の明るさでぼんやりと広間が照らされる。

　ふさりふさりと音がする。

見れば女達が身に纏ったドレスを脱ぎ捨て、とても他人には見せられない際どい服装になっていく。

　メリッサなどもうドレスなのか下着なのか、それとも紐なのかわからない程だ。

　メイド達も僅かに退室したかと思うと胸元が大きく開き、立って居るだけで下着が見えそうなほど短いスカートのメイド服に着替えて来た。

「ここからは家の者限定──深夜の晩餐会です。無礼講を超える無礼講──ご堪能下さいエイギル様」

　もう乳房の先端しか隠れていないドレスを着たノンナが腕に飛び込んでくる。

　俺は思わず立ち上がり、両手を突き上げて鬨の声をあげるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（左遷）

家族

ノンナ（開幕！）カーラ（側室）メル（側室）セリア（泥酔）レア（連れ込み）ピピ（飼育係）

ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室　懺悔）

グレーテル（犬妻）メリッサ（母）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）

ミレイ（愛妾）ケイシー（デフォルメ）リタ（メイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）マルスリーヌ（愛妾）娘ステファニー（愛妾）ブリジット（愛妾）フェリシー（愛妾）

ソフィア（愛人）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（クロビカリ）クララ（愛人）セレスティナ（憔悴）モニカ（憔悴）アデラ（プロ愛人）スージィ（恋人）ソラナ（食客）

部下

マイラ（泥酔）イリジナ（泥酔）ルナ（泥酔）セバスチャン（執事）

ギド（孤独）レオポルト（参謀）アドルフ（臨戦）トリスタン（参謀）アゴール（与力指揮官）

ヤーコフ（宴）マック（宴）ジム（一夜の過ち）クリストフ（宴）グイグ（卒倒）

アルテイル（教祖）レーミア（告げ口）

その他

セクリト（食客）イヴァンナ（パトロール）Ｔ−九九（拠点登録）ブリュンヒルデ（調教）

ナーティア（エルフ先導）フェルテリス（変態）イジャリス（少発情）ユーラーレン（ほっこり）

アネット（確信）ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（遠慮がち）セイカ（母守）

ネーシス（期待）ナシス（不安）ブスコ（任命）ツィーリア（虫の知らせ）ビシタシオン（ママに）

ベネル（昏睡）

人外

ラミー（絶叫）アルラウネ（養分）ミルミ（人魚）ポチ（安堵）

メッサーシュミット（挨拶）シュバルツ（馬）ネッタイプリプリオオトカゲ（居付き）
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軍隊　ゴルドニア南部

主人公所属　ラーフェンにて負傷兵合流

護衛隊　　　　　三〇→四〇

歩兵　　　　　　二四〇〇→二七〇〇

騎兵　　　　　　三〇〇→三五〇

弓兵　　　　　　三〇〇→三五〇

砲兵　　　　　　三六〇

弓騎兵　　　　　五八〇〇→六五〇〇

独立セリア隊　　一八〇→二五〇

徴集兵＋治安隊　五四〇〇→〇　解散

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三千→三三〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

新生懲罰部隊　　一五〇→一五〇（全滅）

アルテイル神軍　五五〇→千

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

味方兵力

西部方面　王国軍一・五万

　　　　　徴集兵二万

東部方面　？？？




敵戦力　　僅少

財産　金貨－一万

経験人数七九八人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン








第４８６話　晩餐会は続く










　ソファに腰かけながらメイドに給仕され、ノンナを腕の中に抱きながらカーラやメル、そしてたまにマックやヤーコフと下らない話をしながら酒を飲む。

　さして珍しくない普通の宴会に見えるが、違うのは一つ──。

　女達の恰好が例外なくいやらしいことだ。

「エイギル様ぁ。男同士の話なんていつでも出来るじゃないですかぁ……もっと私に構って下さい」

　ヤーコフとの話を遮るようにノンナが俺の顎を撫でる。

「無精髭がチクチクしますね。ちゃんと剃らないとダメです」

　ノンナがワインを一口飲んで微笑むと、ごくりと唾を飲む音が聞こえた。

　出元はヤーコフ。俺の腕で押し潰れるノンナの巨乳を見ているのだ。

「いやです～見られてます。エイギル様助けてください～」

　無理もない。何しろノンナの纏うドレスは乳首周りしか隠していない。

　真っ白な巨乳の谷間も下乳も剥き出しで、少しでも動けばゆさゆさ揺れる。

　今にも巨大な白桃が零れ落ちそうなのだ。

　これに目をやらなければ男ではない。

　俺はヤーコフは蹴っ飛ばし両手でノンナの乳房を覆って守る。

「ぐええ……大将ひでぇ……って、オオッ！」

「やーん♪」

　吹き飛び、床に転がったヤーコフが起き上がらずにニヤつき出す。

　視線の先は若いメイドで短いスカートの中身が丸見えになっているのだろう。

　メイドの方も見せることに抵抗がないのか嫌がりながらも足を閉じずに尻を振っている。

　俺と近いごく一部の男だけがこの場に残って楽園を味わえるのだ。

「これまたすごい格好だ」

「ふふ、私は齢を考えて露出は少なめです」

　メルは桃色のドレスを纏っていた。

　確かに肌が剥き出しになっている部分は少ないが、そもそも生地が薄すぎてドレスの上からでも体のラインが丸見えだ。

「いやらしい年増め。こっちに来い」

「もう年増って言わないで下さ──あんっ！」

　俺はメルを膝に乗せ、首筋や肩へドレスの上からキスを降らせる。

　生地が薄いせいで肌の感触もあり、俺の唾液も染み込んで地肌を濡らす。

「薄すぎて乳首の膨らみまでわかるぞ……おいおい、よく見れば股も見えてしまうじゃないか」

「はい。ですからちゃんと守って頂かないと他の男にも見られてしまいます」

　メルは悪戯な口調で言うと大袈裟な仕草で近くにいたマックから身を隠す。

　幸いにしてマックは庭係のメイドに夢中のようだ。

　何やら話した後、大きく開いた背中を舐め始めた。あの変態筋肉達磨め。

　しかしメイドの方もまんざらで無い顔をしている。

　あんな筋肉しかないバカのどこが良いのか。

「よそ見はだめですよ～」

　マリアが股の間に座って来る。

　もちろん恰好は際どい。

「えへへ……私は細くて胸も無いからエッチな恰好しても似合わないと思ったんだけど」

　と言いつつ、マリアの格好はノンナにも引けを取らない。

「ふふ、貧乳は谷間が無い分、簡単に乳首が見えてしまうからな」

「ひ、貧乳って言うなぁ～この、このぉ！」

　マリアは怒って俺の股に尻をグイグイ押し当てる。

　そして二度、三度と押し当てた所で真っ赤になった。

「……大きくなりました」

「ははは」

　俺はマリアにキスをして膝から降ろす。

「そしてお前らはやり過ぎじゃないか？」

「うふふ、久しぶりにはっちゃけてみたよ」

　メリッサの恰好はもうとんでもない。

　隠れているのは乳首と大事な穴二つだけ、それも指一本分ほどの余裕しかない。

　後ろから見ると尻の皺までくっきりだ。

「こ、こんな淫婦のようです！」

「は、恥ずかしい！　こ、こんなのおかしいわ！」

「すーすーするぅ」

　そして元トリエア王族三人娘も同じような格好だ。

「母は……母は後二年で五十、それがこんなとんでもない……あわわ」

　一番動揺しているのは母マルスリーヌだが結構いけているぞ。

　とても年相応には見えない。油断すると子供を作ってしまいそうだ。

「ふふん」

　そして何故かメルの機嫌が良くなる。

　ちなみに先程から透けたマントと尻に食い込んだ下着だけのクラウディアも近くにいるのだが、不思議といやらしさは無く、むしろ逞しく黒光りして神々しい。

「皆さん凄い。私はそこまで大胆にはなれませんわ……若干ながら他の殿方もおられますのに……」

　グレーテルが普段よりも少しだけ露出の多い恰好で現れ、紐を俺に渡す。

「お前はお前で凄いけどな」

「ワン」

　紐はグレーテルの首輪に繋がっており、彼女はそのまま床に両手をついて座り込む。

　ほとんど裸体のメリッサとトリエア母娘が引いているぞ。

「どれ皆に酒でも持って来て……おっとちょうどいい」

　俺はグラスを持って来たメイドを抱きしめ、キスをしながらグラスを受け取る。

　更に尻を撫でつけ、スカートの中に手を入れる。

「えへへ……穿いてなかったり」

「いやらしい娘は、こうしてやるぞ」

　指を立てるとするりと中に入ってしまう。

　見ればノンナ達は頬を膨らませながら視線を逸らす。

「メイド達には事情を話して悪戯されても良い者だけを募りました。なので……悪戯ＯＫです」

　見て見ぬふりをしてくれる、ということらしい。

　俺はメイドの中を指でかき回し、その指を舐めて綺麗にさせてから戻る。

「随分と寛容になったな」

「この宴の間だけですよ！　長く戦場に居られたのですから慰安も必要でしょう。──コホン、長い戦いお疲れ様でした」

　スケベドレスで頭を下げるノンナ。

　視線はゆっさり開く胸元に吸い込まれるが、ここは我慢して晴れやかに返す。

「おう。お前達にも色々迷惑をかけたがもう一息だ」

　集まった女達を抱き寄せて頬擦りする。

　何故かノンナ侍女の柔らかそうな方……マルルと言ったか。彼女も一緒にいたがまあ良いだろう。

「それにしてもラッドハルデ様に感謝しないといけませんね。今回の帰還はエイギル様と私達を気遣ってのことなのでしょう？」

　あぁそういえば手紙ではノンナを怒らせたくなくてそんな感じのことを言ったな。

　どれ酒も入ったし勢いで本当のことを言ってやろう。

「実はな……決戦で……色々……暴走……ぶん殴ら……もう帰れと……」

「……」

　本当の事を伝えるとノンナはしばらく硬直して──吠えた。

「さ、左遷じゃないですかもー!!　凱旋だと思ってエイギル様が喜びそうな準備をしたのにー！」

　怒られてしまった。

　どうせ怒られたのだから他の言いにくいことも説明しよう。

「実はビシタシオンはな──」

「えっ!?　でも日付があいませんよ。出征したのが……もう産まれているなら……邪神化して巨大な種を出したら十日で産まれた？　ごめんなさい意味がわからないですし、信じたくないので信じません」

　彼女を苛めないでくれるならそれでいいさ。

「ともかくエイギル様は私の頑張りを裏切ったのでお仕置きします。さあ覚悟してお出し下さい」

　ノンナがポムポムと俺の股間を叩く。

「あはは、お仕置きだー」

「出せ出せー」

「えっと……だ、出せー」

　女達も十分酒が入っているせいかマリアが笑い、ミティも悪乗りする。

　アリスまで髪で顔を隠しながら遠慮がちに煽って来る。

「俺も男だ。見苦しく言い訳するつもりはないぞ。そら打ち首なり串刺しなり好きにしろ」

　ズボンの前をはだけてモノを取り出す。

「「「いやぁーへんたーい！」」」

　集団で言われると興奮してしまう。

　変な性癖は無かったんだけどな。

「真っ黒で邪悪な形をして見るからに悪人です！　成敗です成敗！」

　ノンナは胸元から扇子を取り出すと一物をペシペシ殴りつける。

　そのメイド達も思わず笑いを漏らす。

「ぷふっ、あれ見てよ」

「もう奥様ったらぁ」

「ていうか大きくない？　いえ大きいなんてもんじゃなくない!?　」

　ノンナは一しきり叩くと何やら定規を持ち出して俺の男根に当てる。

「……やっぱりまた巨大化してます」

「わかるか？」

　今回は色々あったから自分でも大きくなったのがわかる。

　特に邪神化後は元に戻ってからも一回り太くなったし、基本の形も邪悪になった気がする。

「こうなったらみんなでお仕置きです。メルさん、カーラ、いきますよ！」

　ノンナは胸元から何やら木箱を取り出す。

　ほとんど全裸なのに収納が多くて便利だな。

「そうね。やっちゃおうか」

「ふふ、エイギルさんごめんなさい。酷い事しますね」

　木箱から取り出されたのは綺麗な筆だった。

　三人は筆で俺の一物をすりすり撫でて来る。

　無数の柔らかい毛が上から下、下から上と表面を撫でつける。

　例えようもない刺激は決して強くはないはずなのに強烈な快楽となって全身を駆け抜ける。

　それが三本、別々の動きをするものだからたまらない。

「これは思った以上に──来るな」

　言いながら、俺はレーミアの訴えを思い出す。

　レーミアはこの筆攻撃を頻繁にやられて意識が飛ぶ程絶頂し、その度に股間が成長してしまうと泣きながら言っていた。筆攻撃など冗談のようなものだと思っていたが体験してみるとなかなかすごい。

　こんなすごいことを毎日されてはレーミアの股間が育ってしまうのも道理だ。

「ねぇ。このジュルルルって音なに？　子供が飲み物を吸い上げるような」

「酔っぱらったクリストフが下品に飲んでいるのでは？　でも近くから聞こえますね」

「エイギルさんの方から聞こえるような気がするんですけど」

　それは俺の玉に種が溜まる音だ。

　薬の副作用で長く勃っていたからか、それとも邪神化の影響か、稀に音が鳴るんだよな。

「ともかく反撃だ。ふふふ、お前達全員ひん剥いてやる──」

　ふと視界に場にそぐわない少女、それもかっちり正装の少女が映る。

「セレスティナ？」

「うわっなんで来ちゃったの!?　みんな大事なところ隠して教育に悪い！」

　メリッサが慌てて体を隠し、俺の股間に逆さにした花瓶を被せる。

　おいおい、口の大きさがギリギリだったぞ。

　だがセレスティナは裸だらけの環境に動じることなく、いつもの朗らかな笑みも浮かべず、少女に似合わない真剣な顔で俺の目の前まで来て膝をつく。

　見れば隣のモニカも顔を赤らめながらも真剣な顔で頭に鉢巻きを巻いている。

「にぃ……ハードレット様、宴席で無しゅい……無粋を言う非礼をお許しください」

「おう」

　俺は花瓶に股間を刺したままソファに座り直して体勢を整える。

「どうか妾に兵をお貸し下さい」

「兵を？」

　俺は隙を見て花瓶を抜こうとするが先っちょがひっかかって抜けない。

　萎えさせようにも近くでノンナの巨乳が揺れていては不可能だ。

「妾には祖国と民を助ける義みゅ……妾は王様だから──みんなを助けないといけないのじゃ！」

　セレスティナは涙を浮かべながら顔をあげ、ずいと迫って来る。

　花瓶に一物を突っ込んだ間抜けな男など見えていないかのようにその目は決意に満ちていた。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（花瓶）

　家族

　ノンナ（筆）カーラ（筆）メル（筆）セリア（男役）レア（女役）ピピ（飼育係）

　ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室　覚悟）グレーテル（犬妻）メリッサ（紐）

　クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（二頭身）リタ（エロメイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）マルスリーヌ（紐母）娘ステファニー（紐長女）ブリジット（紐次女）フェリシー（紐三女）

　ソフィア（愛人）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（芸術裸体）クララ（夫人付）

　セレスティナ（決起）モニカ（挺身隊）アデラ（プロ愛人）

　部下

　マイラ（泥酔）イリジナ（泥酔）ルナ（泥酔）セバスチャン（執事）

　ギド（孤独）レオポルト（参謀）アドルフ（臨戦）トリスタン（参謀）アゴール（与力指揮官）

　ヤーコフ（連れ込み）マック（連れ込み）ジム（一夜の過ち）スージィ（一夜の確信犯）ソラナ（絶句）

　クリストフ（酔ナンパ）グイグ（善人化）

　アルテイル（教祖）レーミア（告げ口）

　その他

　セクリト（連れ込み）イヴァンナ（パトロール）Ｔ−九九（夜間警備）ブリュンヒルデ（調教）

　ナーティア（遠足先導）フェルテリス（全裸）イジャリス（少発情）ユーラーレン（ほっこり）

　アネット（迷）ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（遠慮がち）セイカ（母守）

　ネーシス（期待）ナシス（不安）ブスコ（下衆）ツィーリア（女の勘）ビシタシオン（ママ）ベネル（昏睡）

　人外

　ラミー（絶叫）アルラウネ（養分）ミルミ（人魚）ポチ（リラックス）メッサーシュミット（寝）

　ネッタイプリプリオオトカゲ（居付き）シュバルツ（馬）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　軍隊　ゴルドニア南部

　護衛隊　　　　　四〇

　歩兵　　　　　　二七〇〇

　騎兵　　　　　　三五〇

　弓兵　　　　　　三五〇

　砲兵　　　　　　三六〇

　弓騎兵　　　　　六五〇〇→千　一時解散

　独立セリア隊　　二五〇

　大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

　援軍・友軍

　一〇五兵団　　　三三〇〇

　エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

　新生懲罰部隊　　一八〇（戦闘不能　抜け殻化）

　アルテイル神軍　千

　テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

　東部

　友軍兵力　無し

　敵兵力　　不明




　財産　金貨－一万八千 宴会＋兵士慰労（八千）

　経験人数七九八人

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　ラーフェン








第４８７話　セレスティナの涙







「無理して言葉に威厳をつけなくても良いぞ。──しかし兵を貸してとは穏やかでないな」

　俺はテーブルクロスを引き寄せて股間を隠す。

　盛り上がりが物凄い見栄っ張りに見えてどうにも居心地悪いな。

「ふ、ふにゅ……ダメ？」

　セレスティナは難しい言葉を使ったせいで固まってしまった頬を数度こねてから上目遣いに俺を見る。

　勿論良くない。緊急招集だった弓騎兵は一部を除き、食料と

　報奨金を渡して故郷に帰したし、民兵組織も解散させた。今頃はレオポルトが各部隊の再編制を進めているだろう。

　敵がくれば対応できる体制は維持しているが、こちらから仕掛ける準備はできていない。

　更に兵にしてみれば長い戦闘を終えてようやく帰り着いた街だ。

　息もつかせず再出撃では士気が落ちるどころか逃げ出す者まで出るかもしれない。

　だがそれは重要ではない。セレスティナが軍の仔細をわかるはずがない。

　問題は何故彼女が兵を貸して、などと言いだしたかだ。

「実は十日ばかり前に使者……いえモルト首都、ビアード近郊の農村から逃げて来た者が陛下の下に駆け込んできたのです」

　モニカが代わりに説明してくれた。

　彼女も旅装束に鉢巻きとやる気満々の格好だが、セレスティナと違って視線が俺の股間とほとんど裸の女の間で泳ぎまくっている。

　メルが股の間に入って花瓶を抜こうとしてくれるが先の肉傘が引っかかって抜けない。

　我ながら大きく張った罪な傘だ。

「男が言うには南ユーグリア帝国の統治は当初穏便なもので、街村が戦火に焼かれることもなく民の暮らしはまっとうだった、と」

　予想通りだ。南ユーグリア帝国は賊・異民族のような収奪者ではなく、支配者たろうとしていた。

　自分の支配下となった地域では反乱でも起こさない限り、叩きのめして悪逆の限りを尽くすことはない。

「ですが、戦況が敵の不利になるにつれ、本国を援護するために民から家財の徴集、そして若い男は徴兵──は戦意と根性の問題で不適格者続出の為中止となりましたが、労役につかされ疲弊していった……と」

　モルト人は争いの少ない安定した農業国だったせいか戦闘に向かない性格の者が多いからな。

　闘争心が薄く、戦闘になると目に見えてびびるし、混乱するとすぐに逃げる。

　無理に徴兵しても数合わせどころか他の兵の足を引っ張るだろう。

　カーラも花瓶抜きに参戦したが、抜けないので飽きたのか根元をくすぐって余計でかくしてしまった。

「ふにゅう……嫌がる者を無理に働かせるなんてぇ……」

　セレスティナが涙を浮かべている。まあその程度はあるかもしれない。

　だが素人二人が兵を借りてまで無謀な攻撃を仕掛けようとするには少々弱い。

「……風向きが変わったのはトルトエント解放とリバティース全域での市民蜂起以降です。それまでは税と労役以外に何も制約は無かったそうなのですが、あれ以降、帝国への忠誠心を養うと言う名目で──モルト王家、特に民に人気のあるセレスティナ陛下をこき下ろす宣伝がモルト全域で為されました」

　セレスティナは国に戻れなくなった今でも国民に厚く支持されている。

　それは『仰ぎ見るべき偉大な王』としてではなく『可愛い僕らの妹』という意味が強いだろうが、南ユーグリアは彼女への支持が大規模な反乱に繋がるのを恐れたのだろう。

　ノンナがくしゃみをした拍子に胸が弾む。

　男根が巨大化し、カーラもメルも抜くのを諦めたようだ。

「その一環としてでしょう。奴らは野蛮にもビアードの中心、陛下の名を冠する『セレスティナ庭園』を壊すと打ち出しました。するとこれに怒った民、一万余が蜂起して庭園に立て籠もったのです！」

　モルトの民はあまり為政者に逆らう性格では無い。

　それが集結して蜂起するなど尋常のことではない。

　セレスティナは今もモルトの民に好かれているのだ。

「話は見えたぞ。市民は今も庭園に立て籠もっている。そいつらを助けてやりたいんだな？」

　南ユーグリアは現状、退潮著しい。

　モルトに大兵力を動員することは不可能だろう。

　それでもほとんど非武装の市民が寄り集まっただけの集団など、軍隊にとっては物の数ではない。

　周辺から二千、三千でも集めてくれば虐殺劇にしかならない。

「いえ、蜂起自体は駆け付けた街の衛兵に蹴散らされたそうです」

「……」

　街の衛兵隊など数百人規模だろうに一万の集団が蹴散らされたのか。

「あまりに簡単に決着がついたせいか市民が虐殺されるようなことも無かったのですが、首謀者とされる数百人が見せしめの為、近く公開処刑される……と」

　モニカが苦悶の表情で言い、セレスティアがボロボロ涙を浮かべる。

「妾の為にまた民が死んでしまう……それに……服屋のマリーが……マリーが」

　続きは袖で涙をぬぐうセレスティナから直接聞く。

　ぐすぐす泣きながらの言葉を要約するとこうだ。

　反乱の首謀者の一人として服屋の娘が捕まっている。

　マリーはセレスティナ御用達で仲も良かったから首謀者と見られたのだろう。

　ラーフェンまで駆け込んできたのはマリーの兄で仲が大変良かった。

　マリー以外の自分の為に立ち上がってくれた人達も見殺しにはできない。

　南ユーグリアに使者を出して助命をお願いしたが無視された。

　かくなる上は兵隊さんを借りて助けに行くしかない。

　ということらしい。

「例え妾が斃れても絶対に助けるのじゃ！」

「心意気は凄いんだがな……」

　ノンナ達に気を使ってか部屋の隅にいたマイラと目が合う。

　彼女は目をぎゅっと閉じてダメダメとばかりに首を振る。

　兵をすぐに出撃させるのは不可能だ。

「そもそも謹慎命令中に勝手に出撃なんて反乱なのですけれど……」

　ノンナに言われてみれば確かにそうだ。

　軍事的にも政治的にも出撃できない。

「追い打ちするようなのですけど……」

　小さな声は傍仕えをやってくれている小さなマータだ。

　元々は俺をスパイする為に王宮から送り込まれたスパイだったが、巨根好きが災いして心を掴むことに成功し、今はアドルフとレオポルトが書いた書類をそのまま王への定時連絡として送っている。

　すっかり忘れていた。

「酷いっ!!　ともかく、言いにくいのですが……」

　マータがいそいそと書類を差し出す。

　ちなみに彼女の恰好はいつもの執務服だが、裾がかなり詰められて太ももと尻の境目辺りまで見えている。

「アドルフ様の計算なのですが、出兵の経費と復興費用で赤字が物凄いことに……金庫が空どころか屋敷も維持費まで商家からの借金で賄っているのが現状です」

　街壁再建、遺族への補償、食料買い付け、希少鳥羽毛布団と凄まじい出費額が並んでいる。

　どうやら経済的にも無理らしい。ノンナは後で話をしようか。

　事情はわかったし、セレスティナの想いも理解した。

「兵を貸すのは難し……いや不可能だ」

　無駄な希望は持たせられない。

　セレスティナの愛らしい顔がくしゃっと崩れる。

「あっ抜けました」

　からりと音を立てて花瓶が抜ける。

「妾にできることはほとんどないけれど、十の誕生日に父様から貰った指輪、少しはお金の足しに……駄目？」

　赤い宝石のついた指輪を差し出すセレスティナ。

　思い出が詰まっているのだろう、伸ばした手が震えている。

　ノンナがニュッと顔を出すが、付いている宝石が小さかったせいかすぐに引っ込む。

「お借りした兵達には後でなんでも、本当になんでもお礼を致します。私自身も含めて」

　モニカが覚悟の視線を向ける。

「違うのじゃ、私達も含めてじゃ！」

　セレスティナが付け足す。

　手で体を抱えている所を見ると慰み者になるのも厭わない覚悟なのだろう。

　そんなことはさせないし、そういう問題ではない。

「金が無い。兵は動けない。俺も謹慎中か」

　腕組みをして考える。

「陛下別の手を考えましょう！　だからそれだけはお止め下さい！」

「ううん。本当は兄様に頼るのもいけなかった……これは妾の王としての責任なのじゃ。ビアードに行って直接みんなの助命をお願いする。妾が代わりになったら南ユーグリアも他の人は許してくれるのじゃ」

　こんな会話を聞かされて『ごめんな無理だわ』などと突き放せない。

「処刑の日取りは？」

「今から一週間後です。周辺の民を集めて見せつけるとのこと」

　一週間となればすぐに動かないと間に合わないな。

「わかった任せろ。準備が整うまで三日かかる。それまでは良く食べ、良く寝て待って居ろ」

「で、でも──」

　涙目のセレスティナを抱きしめる。

「三日後からは少し無理をして貰う、だから気にせず休むんだ」

　近くで見ると心労の為だろうか、太陽のような明るい笑顔は曇り、目の下にクマが出来、絹のような肌にも所々吹き出物が見える。

「俺に任せろ。俺を信じろ。なんとかしてやる」

　腕の中のセレスティナからすっと力が抜けたのがわかった。

「兄様……」

　顔をあげたセレスティナにキスの雰囲気だと顔を近づける。

　くぅーと可愛い音で腹が鳴る。

　同時にセレスティナの瞼がゆっくり下がり始めた。

「ふにゃ」

「陛下はここ三日ほとんど何も食べず、ほとんど眠れもしなかったのです」

　俺は軽く笑って彼女の頭を撫でてから休んでおいでと促す。




「ええと……大丈夫なのでしょうか？」

　心配そうなノンナに向け、俺は胸を張って言い放つ。

「まだわからん。軍はレオポルト、金は……アドルフになんとかさせよう。今日は宴だから明朝に呼びつけて考えさせるさ」

「考えなしに約束したんですか!?」

「うそっあれだけ自信満々だったのに!?」

「いくらなんでも考え無し過ぎませんか？」

　女達が声を上げた後、ペチペチと叩いてくる。

　せっかく花瓶から抜けた一物がまた硬化し始めたぞ。

「ははは、大丈夫さ。さあ続きをしよう、溜まったモノを吐き出せば頭も冴える」

　俺は両肩にノンナとカーラを持ち上げ、他の女を体に纏わりつかせて会場の隣に用意された個室に向かう。個室がどう使われるかは言うまでも無い。




　個室まで歩くほんの数十秒の間に思考を巡らせる。

　何もおかしいことはない。

　俺が目的と期限を示しレオポルトとアドルフが考える。

　期限は一週間、目的はビアードへの突入と奪還。

　目的達成の為の計画をレオポルトとアドルフが立てる。

　そして俺が結果に責任を負う。

　単純明快で不動の形。

　俺にはその覚悟、奴らにはその能力がある。

「それに」

　どの道、モルトは俺が奪還する必要があった。

　ゴルドニア王国軍ではなく俺の手で。

　その意味では不謹慎ながらセレスティナの提案は渡りに船だとも言える。

　獣のような殺気が出てしまった事に気付く。

　抱えたカーラとノンナがビクリと震える。

「ひゃっ!?　い、今何か、ぞわってしました」

「あたしも子宮がギュッってなったわ。やばい……まだキュウキュウしてる」

　危ない危ない。すぐに殺気を消さなければ。

　女達に野蛮な男だと思われたくはないからな。

　誤魔化そうとした時、他の個室から妙な声が聞こえる。




「ノーーーーーー!!」

「あーあ、やっちゃったねー。そっちは離婚危機の奥さんがいてー、あたしも恋人みたいな人いるんだけどなー」

　どっちの声にも聞き覚えがある気がする。

「うーわ、めっちゃ濃いの出てんじゃん。なんも聞かずに中に出してどーすんのこれ？」

「ジャスティス！　ジャスティース！」

　うるさい奴らだな。

「酒の勢いでもケジメいるよね～。あたしはハ──さん。ジ──さんは奥さんに報告しないとね～」

「それはフリーダム的に困る。冷静になって話をしようじゃないか」

　女達を抱きまくり、心と体を休めないといけない。

　三日休んでまた修羅場、恐らくそうなるだろうから。

　俺は個室に入るとベッドに女達を放り投げるのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（謹慎）

　家族

　ノンナ（発情）カーラ（発情）メル（発情）セリア（男役）レア（女役）ピピ（飼育係）

　ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室　覚悟）グレーテル（犬妻）メリッサ（紐）

　クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（二頭身）リタ（エロメイド長）ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）マルスリーヌ（紐母）娘ステファニー（紐長女）ブリジット（紐次女）フェリシー（紐三女）

　ソフィア（愛人）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（芸術裸体）クララ（夫人付）

　セレスティナ（決起）モニカ（挺身隊）アデラ（プロ愛人）

　部下

　マイラ（酔）イリジナ（泥酔）ルナ（泥酔）マータ（超ミニスカ執務服）セバスチャン（執事）

　ギド（孤独）レオポルト（参謀）アドルフ（臨戦）トリスタン（参謀）アゴール（与力指揮官）

　ヤーコフ（連れ込み）マック（連れ込み）ジム（冷静な協議）スージィ（確信犯）ソラナ（絶句）

　クリストフ（酔ナンパ）グイグ（善人化）

　アルテイル（教祖）レーミア（告げ口）

　その他

　セクリト（ガン攻）イヴァンナ（ぷかぷか）Ｔ−九九（夜間個室警備）ブリュンヒルデ（調教）

　ナーティア（遠足）フェルテリス（凌辱）イジャリス（発情）ユーラーレン（小発情）

　アネット（迷）ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（遠慮がち）セイカ（母守）

　ネーシス（期待）ナシス（不安）ブスコ（下衆）ツィーリア（女の勘）ビシタシオン（ママ）ベネル（昏睡）

　人外

　ラミー（絶叫）アルラウネ（養分）ミルミ（人魚）ポチ（リラックス）メッサーシュミット（寝）

　ネッタイプリプリオオトカゲ（居付き）シュバルツ（馬）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　軍隊　ゴルドニア南部　（全隊再編、休息中　行動不能）

　護衛隊　　　　　四〇

　歩兵　　　　　　二七〇〇

　騎兵　　　　　　三五〇

　弓兵　　　　　　三五〇

　砲兵　　　　　　三六〇

　弓騎兵　　　　　千

　独立セリア隊　　二五〇

　大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

　援軍・友軍

　一〇五兵団　　　三三〇〇

　エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

　新生懲罰部隊　　一八〇（戦闘不能　抜け殻化）

　アルテイル神軍　千

　テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

　東部

　友軍兵力　不明

　敵兵力　　モルト駐屯軍　不明




　財産　金貨－一万八千

　経験人数七九八人

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　ラーフェン

あれれ～？










第４８８話　無理難題







翌朝　食堂

「こ、腰が……」

「お母さん大丈夫？」

「もう年なのに無理するから──ヒッ！　私を守ってスウ！」

「ママこわいー」

　腰を押さえてヨタヨタと席につくメルにルウ、クウの姉妹が声をかける。

クウの余計な一言にメルの目が光ったが、スウに涙目で見られて心を鎮めていた。

　メル以外の女性達も昨夜の情事が堪えたのか、ぐったりと机に突っ伏したり目の下にクマを作っている。

　それでもなんとか起きて来れたのは全員同時に相手したからだろう。

完全に失神する激しい性交も良いが、行為後の気だるさを共有しながら一緒に眠りにつくのも素晴らしい。




　朝食を待つ間、一人一人へゆっくり目を向けていく。

「えへへ」

　初心な恋人のようなプレイをしたマリアは照れ臭そうに赤面する。

「「こ、コホン」」

　仕事服のまま乱れに乱れたリタとマータはバツ悪そうに。

「ふー」

　これでもかと性癖を全開にしていたカーラはすっきりとした顔で伸びをする。

　カトリーヌは満足したのか穏やかな淑女になっているし、グレーテルもプルプル体を震わせてから席につき、トリエア母娘も立たない腰のまま互いに助け合って席につく。

「仕草は違うが満足してくれたようだ」




　さて戦場に同行していた女達には昨晩は自重して貰ったのだが、どうだろうか。

「馴染んだ場所でする朝鍛錬は良いものだな!!」

「汗臭っ！　イリジナさん水浴びぐらいしてきなさい！」

　イリジナはいつも通り豪快に笑い、マイラは俺の視線に気づくと頬を膨らませて拗ねていることをアピールする。近いうちにまた相手してやらないとな。

　セリアも同じように拗ねているのかと見てみる。

「ふふ、──だったね。セリアちゃん」

「は、はい。まあ、そうとも言えますけど」

　セリアとレアは何やら話している。

よく見るとレアが積極的に何か言い、セリアが困惑しながら返しているようだ。

　そういえばレアは昨夜途中参加だったが、ベッドに来た時には完全にトロトロだったな。

「うふふ」

「な、なんですか……」

　ずいとレアが近寄り、セリアが引く。

「凄かったね、昨日。恰好良かった。それにすっごくよかったよ」

「お、お酒のせいで覚えてないです！　まったくなんにも覚えてないです！」

　尚も迫るレアの顔をセリアは両手で押し戻す。

仲の良い事は良いことだ。何が良かったのかはわからないが。

（少し戻った気がする　ふふ）

　ケイシーが鏡の前でウットリしている。

ざっと三・五頭身ぐらいだろうか。珍妙な姿には違いはないが。

　異様な雰囲気を感じて隣──ノンナを見る。

「──」

「あ、あの奥様……お食事が来ましたので私は下がった方が」

　ノンナが至近距離で侍女のマルルを見つめて──いや睨んでいる。顔の間は数センチ程しかない。

もしこのままキスでもされたらまた一物が勃ってしまうぞ。

「いえこのまま食事をします」

「でも、あの、やっぱり昨夜のことで？」

「なんのことでしょうか？」

「な、なんでもありません。ひぇぇ……」

　まあ手を出している訳でもないから放っておくか。

「きゃっごめんなさい」

　小さな悲鳴に廊下を見る。

どうやら配膳していたメイドが屋敷の衛兵とぶつかってスープをかけてしまったらしい。

「鎧の上だから熱くもないさ。それより次の休みなんだけどさ」

「今はお仕事中！　昼過ぎに中庭で……」

　昨夜の裏晩餐会で仲良くなったらしい。

朝起きてから屋敷内でちらほらと妙な雰囲気の男女を見かける。

　そら庭の方でも何やら聞こえる。

「は!?　全員揃って婚約してくれないの!?」

「いやぁ俺はその、彼女がいてさ。戦争が終わったら結婚する約束をだな……」

「俺は金に余裕が無くて……今はまだ一人がいいかな、と」

「もう少しだけお前に乳があったら良かったんだが」

　どうやら色に塗れた雰囲気に流されて女一人男三人で乱交したらしいが、一夜明けると男共はそれぞれ理由をつけて逃げようとしているらしい。

「「「酒の勢いだったんだよ」」」

「ふざっけんなぁ!!　こっちは全穴ヤられて避妊もしてないのに！　お前ら殺してやるぅ!!」

　どったんばったんの騒ぎに侍女のサリーが窓を閉める。

そのサリーにポルテが何やらまとわりついている。

「あのサリーさん。昨夜のことなのですけど、どうしてアドルフ様のお部屋に……サリーさん」

「今は職務中ですので私語はできません」




「ははは、騒がしいが楽しい飯の時間だった」

　笑って食事を終え、席を立とうとした所でちょうどレオポルトとアドルフが入ってきた。

「ハードレット卿、食事を終えられましたら私軍再編計画のご確認を願います」

「私の方からもラーフェンと周辺街道の修繕及び秋の収穫と臨時作物の植え付けの確認を頼みますよ」

　昨日は何も言ってこないと思ったが一日あけたらすぐにこれだ。

　だが俺は両手を二人にそれぞれ向けて言葉を遮る。

「すまんが後にしてくれ。まず俺からお前達に話があるんだ」

　俺が食事で汚れた手を拭きながら言うと二人は『どうせ下らない話か逃げ口上だろう』と言わんばかりの目を向けてくる。失礼な、ちゃんと実のある話だぞ。

　使用人に聞こえないよう二人の肩を抱いて引き寄せる。

「えっうそ？　そ、そんな展開が!?」

　誰のものかわからない妙な声は無視する。

「一週間でモルト、正確には王都ビアードを奪還せねばならん。その計画を立てて欲しい」

「「はあ？」」

　二人の声が重なる。珍しいな、記録しておきたい。

同時に浮かぶ一瞬の驚愕、アドルフが目を閉じて俯き、レオポルトの眉がほんの僅かに寄る。

「一週間後に行動を開始する。と言うことでしょうか？」

　レオポルトが一秒にも満たない停止を挟んで質問してくる。

「いや一週間後までに奪還だ。出撃時刻ではない」

　レオポルトの眉が更に少し寄った。

「私達がまだ知らないプラス要素はありますか？　例えば謹慎がなくなったり、臨時収入があったり」

「特に無い。今のままで計画を立ててくれ」

　アドルフが両手で頭を抱える。

「行軍の時間を考えれば三日後には出撃しないと間に合わないだろう。頼んだぞ」

　俺は二人の肩を軽く叩いて豪快に笑いながら部屋を出る。

「あっ私も行きます。レア、あの件は絶対口外しないように！」

　セリアが弾かれたように立ち上がり後に続く。

　アドルフとレオポルトは更に数秒硬直した後、報告書を乱雑に仕舞うと早足でそれぞれ去っていく。

「おお、そうだ」

　俺は二人を呼び止めるとドンと胸を叩く。

「俺にできることがあったら何でも言ってくれ。協力するぞ」

　おい、今舌打ちしたのはどっちだ。

　ともあれ事はなんとかなった。

「なんとか……なったのでしょうか？　あきらかに無茶だったような」

　心配するセリアの頭をぐりぐり撫でる。

「不可能ならあいつらはそう言う。動き始めたのなら出来るということだ」

　少々の無理はあるだろうが奴らは可能性のある計画を作り上げるだろう。

「それまでは俺がちょこちょこ動いても意味が無い。いざその時までどっかり腰を据えて待つだけ──」

　目の前を箒を持ったメイドが通ったので尻を撫でる。

「きゃっ!?　よ、夜にお願いします！」

　メイドは自分の使用人部屋番号を見せて来る。

ふむ、今夜はお邪魔しようかな。




　──三日後。

「計画立案及び準備が完了致しました。これが行動計画書になります」

　レオポルトが差し出す計画書を一瞥する。

　下半身の痺れと背中の痛みに僅かに呻く。

　まさかラミーがあんなテクを身につけ、ブリュンヒルデがあれほど怒るのは想定外だった。

ミルミの方も大変なことになってしまったが今はこちらに集中しよう。

「出撃兵力──懲罰部隊二〇〇も含んで四〇〇名……か」

　四〇〇、それも半分は扱いの難しい懲罰部隊だ。

この兵力で敵の勢力下となったモルトへ侵入し、王都ビアードまで突入する。

「無茶です！　いかに南ユーグリアが弱体化し、モルトが主戦線から離れているとはいえ数千程度の兵は絶対に残っています！　僅か四〇〇で仕掛けるなど自殺行為以外の何物でもありません！」

　マイラがドンと机を叩く。

レオポルトが俺を見るので軽く手を振って続きを促す。

「無論この兵力で国境を突破して南下するのは不可能でしょう。故に別動隊を用います」

　レオポルトが頷くと軍服姿の二人がゆっくりと進み出た。

　一人はベイチェク。

元ヴァンドレアの司令官だったが、国から切り捨てられ噴火に巻き込まれてどうしようもなくなっていた所を部下共々俺が拾い上げた男だ。

　もう一人はダーシャ。

ベイチェクの副官で家族が噴火で全滅した可哀そうな女だ。

　二人に会ったのはもう遠い昔のように思える。

確か降伏したヴァンドレア兵をまとめて開拓村を開かせていたはずだが。

「その元ヴァンドレア兵達を使います。南ユーグリアの弱体化を見た彼らは亡き祖国奪還の為、徒党を組んで南下を始めるのです」

「だがヴァンドレアはお前達を──」

　切り捨てたのではないか、と言いかけて止める。

そんなことはどうでもいいか、これは一つの劇だ。

　こいつらが元ヴァンドレア軍人、祖国は滅び、滅ぼした相手は今勢いを失っている。

それだけのシナリオが揃っているだけで十分なのだ。

「我らは東部から一直線に南下して敵と激しく交戦する。……が所詮は敗残兵の寄せ集め、国境を突破できず、延々と国境付近で競り合う。それで良いのですな？」

　敵の兵力が誘引されたその隙に手薄になった国境を突破してビアードに突入する筋書きだ。

「確かに敵の兵力は四〇〇では厳しいが決して多くない。彼らが徒党を組んで現れれば全力出撃で食い止めてくるでしょう。大規模な予備部隊を残す余裕はありません」

　マイラが顎に手をおいてふむふむと頷く。

最近こいつもセリアと並んで可愛いな。

　俺の私軍は大規模な再編中だが、四〇〇ぐらいなら問題なく動かせる。

そして元ヴァンドレア兵は最初から員数外なのだからこちらもいける。

「これ以上ない囮になるが良いのか？」

　一応ベイチェクに尋ねてみる。

「何も捨て身の攻撃をしろと言うのでもなく、競り合って勝ちも負けもしなければ良いのでしょう？　俺達は全員元兵士だ、その程度難なくやって見せる。既に開拓村より五〇〇〇人が南下を開始、道中で合流できるでしょう」

「五〇〇〇もか」

　ヴァンドレア開拓村の人口は男が九〇〇〇、その全員が元兵士なので理論上は全員が兵士として働けるが、それにしても村の男手半分以上とは物凄い。

「秋の収穫があるからこれが精一杯、ようやく実った小麦を収穫できなければ村はお終いですから」

「十分だ。礼を言う」

　急な求めで囮の役目、渋る要素はいくらでもある中でこれだけの用意をしてくれたのだ。

「国に捨てられた俺達に新しい生き方を与えてくれた。その恩に報いるのは当然のことですが……あえて望めるなら一つ要望があります」

「聞こう」

　言いつつも俺は僅かに顔を顰める。

報酬を求めるのは当然で構わない、悪い気もしない。

　だがこの流れで奴らがリバティースの連中のように旧ヴァンドレア復活を求めでもしたなら、俺は嘘をついてこいつらを利用することになる。それは気分の悪いことだ。

「ふふ──顔に出ているがそんなことではありません。祖国は既に失われた。もう戻らないとわかっていますとも。俺達の望みは──女です」

「なるほど、妥当な要求だ」

　机に突っ伏すマイラの横で俺は大きく頷く。

「何も娼婦で遊ばせろと言うのではなく、嫁が……嫁が圧倒的に足りんのです」

「だろうなぁ」

　他にも流民を集めて開拓村を興した場所はいくらかある。

だが男九〇〇〇、女〇から始まる村などあろうはずがない。

　もちろん色々な融通はして行ったが、それでも男女比は未だにいびつなままだ。

「親に捨てられた娘、夫に捨てられた妻……近場の食うに困った女という女は全て引き取ったがまだ足りない。嫁を貰えない男衆は既に限界で、最近羊や牛に色香を感じると言い出す始末」

　マイラがドン引きしている。

「わかった。事が済めば大々的に希望者を募ろう。だがあくまで推薦するだけだ。俺は奴隷商ではないから無理に送ることはしないぞ」

「ええ、ちなみに容姿も体形も気にすることはありません。飢えに飢えた男達はもう女ならなんでも……後ついでに街道とか引いて貰えれば嬉しいです」

「……ついで、ですか」

　アドルフが肩を落とし、セリアとマイラが軽蔑の視線を向ける。

ともかく承知した。

「さて、これで戦力の目途は立った」

　つまり軍事的な問題は解決したことになる。

「次は金──か」

　俺はアドルフを見る。

「こっちはお手上げですね。だからこうするしかありませんでした」

　アドルフが出したのは紙の束だ。見た所、何かの控えのように見える。

「この紙を一枚金貨百枚で売ります」

「なんだそりゃ」

　紙切れに金貨百枚出すアホがいる訳がない。

「そして春の税が入ったら金貨一一〇枚で買い戻します」

　なんだ詰まるところ借金か。

「そしてもし春に買い戻せなければ、次の秋に一二〇枚で買い戻すことになります」

　まあ無かったら借りるしかないわな。

「ちなみに発行したのは五百枚、金貨五万枚分なのですが……八割クレアさんが買っていきました。はっきりいいますがもう彼女に頭が上がりません。戦後のことを考えると頭痛が止まりませんよ」

　アドルフが半ば投げ槍に言う。

見れば紙束の上に結構な数の抜け毛が落ちている。

早く決着をつけないとまた剥けるな。

「覚悟の上だ。戦争が終わってから考える」

　これで金も問題も解決した。

　最後に残るのは政治的な問題、つまりは謹慎中の俺が勝手に攻撃を仕掛けてはまずいと言う点だ。

「これも半分は既に解決しています。ベイチェクの部隊は『ハードレット卿の意思とは関係なく』祖国の奪還を目指して攻撃を開始します。領内の管理責任を問われるやもしれませんが、これは軍務総監が動乱中に謹慎を命じたことが逆に言い訳になります」

　ふむ、心苦しいがエイリヒを言い訳に使うのだな。

「ビアードまで突入する少数部隊は自然発生したモルト義勇兵を自称させます。少数部隊ですから偽装は可能です」

　ふむ、占領を憂いて祖国奪還を目指して首都へ突き進む。素晴らしい筋書きだ。

「しかし最大の問題が残ります。つまり……ハードレット卿です」

「俺？」

　レオポルトが言い、アドルフが頷き、マイラが腕を組む。

「今回の作戦、ハードレット卿はご自身で出撃されるおつもりでしょうか？」

「無論そのつもりだ」

　俺がセレスティナに約束したのだから、俺が行かねば話になるまい。

「謹慎中のハードレット卿が出撃した時点でいかなる言い訳もたちません。よって今回の計画ではトリスタンあるいは公式な身分役目の無い者に指揮をお任せになることが前提です」

　俺は即座にレオポルトを見据え、はっきりと言い放つ。

「駄目だ俺が行く。それで壊れる計画なら作り直せ」

　既に時間はないが、人に任せることはできない。

これは妥協できる部分ではない。

　だがレオポルトは一つ瞬きした後、口調を変えずに続ける。

「では計画の予備案を使います」

　あるんじゃないか。勿体ぶりやがってどういうつもりだ。

　奴が合図を送るとガラガラと重そうな音を立てて何かが運び込まれてくる。

「おいおい嘘だろ……」

　圧倒的な威圧感と存在感、そして何よりギラギラこれでもかと放つ輝き──。

「これを持って来たのか……」

　クラウディアの贈り物にして忘れかけていた俺の黒い思い出、曰く付きの黄金鎧だった。

「確認するまでもないが、これを着て身元を隠せと？」

「はい。ハードレット卿の顔は敵味方問わず知れ渡っております。顔を隠しても戦い方を見て察する者も多いでしょう。ですがこの派手で愚かな鎧を着れば──」

「ド派手な鎧に目を引かれて、中身がばれにくくなる──前にも同じことを言われた気がする」

　俺は苦々しく吐き捨てるが、レオポルトは淡々と続ける。

「計画を僅かに変更し、自然発生した義勇兵ではなく、黄金の鎧を着た扇動者『ゴールデンラガーが良いぞ!!』……ゴールデンラガー率いる義勇兵が電撃的に王都を奪還して囚われた市民を解放、セレスティナ女王を復権させて幻のように消える。そういう筋書きとなりますがよろしいですな？」

　確認を求められたが『計画を変更しろ』などと偉そうに言い放っておいて今更、鎧が嫌なので……とは言えない。

「ええいわかった。着ればいいんだろう着れば!!」

　こうしてモルト救国の英雄ゴールデンラガーは爆誕した。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（救国の英雄ゴールデンラガー）

家族

ノンナ（眼力）カーラ（満足）メル（ほっこり）セリア（副官）レア（満足）ピピ（飼育係）

ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（赦された）グレーテル（妻）メリッサ（側室）

クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（三・五頭身）リタ（エロメイド長）

ヨグリ（脚本家）アリス（尻愛妾）マルスリーヌ（紐母）娘ステファニー（紐長女）ブリジット（紐次女）フェリシー（紐三女）ソフィア（愛人）ドロテア（王都屋敷管理）クラウディア（芸術裸体）クララ（夫人付）セレスティナ（出撃）モニカ（挺身隊）アデラ（プロ愛人）

部下

マイラ（指揮官）イリジナ（汗臭）ルナ（暇）マータ（ミニスカ変更）セバスチャン（執事）

ギド（ー）レオポルト（参謀）アドルフ（抜）トリスタン（逃走）アゴール（与力指揮官）

ヤーコフ（暇）マック（暇）ジム（慰謝料）スージィ（ほくほく）ソラナ（絶句）

クリストフ（懲罰部隊隊長）グイグ（善人）

アルテイル（教祖）レーミア（ー）

その他

セクリト（出撃）イヴァンナ（ぷかぷか）Ｔ−九九（出撃）ブリュンヒルデ（攻め疲）

ナーティア（遠足　森）フェルテリス（遠足）イジャリス（遠足）ユーラーレン（遠足）

アネット（迷）ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（ＶＳノンナ）セイカ（ＶＳカーラ）

ネーシス（ＶＳマリア）ナシス（ＶＳメル）ブスコ（下衆）ツィーリア（女の勘）ビシタシオン（ママ）ベネル（昏睡）

人外

ラミー（妥協）アルラウネ（増殖）ミルミ（大混乱）ポチ（増築）メッサーシュミット（寝）

ネッタイプリプリオオトカゲ（熱愛）シュバルツ（馬）
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軍隊　ゴルドニア南部　（全隊再編中　行動不能）

護衛隊　　　　　四〇

歩兵　　　　　　二七〇〇→二八〇〇

騎兵　　　　　　三五〇→三六〇

弓兵　　　　　　三五〇→三六〇

砲兵　　　　　　三六〇→三七〇

弓騎兵　　　　　千

大砲四〇門　大型砲二一門　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門　戦車三五両

　────────────────────────────────────────

援軍・友軍

一〇五兵団　　　三三〇〇→三三五〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇　遠足中

アルテイル神軍　千

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

　────────────────────────────────────────

東部

友軍兵力　モルト義勇軍（偽）四〇〇

　　　　　ヴァンドレア義勇兵　五〇〇〇

敵兵力　　モルト駐屯軍　不明




財産　金貨－六万八千 出兵経費（五万）

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン

五／二追記

多数ご指摘ありましたアドルフとトリスタンがなぜか混同していた部分を修正しました。

感想返しと次話につきましては今しばらくお待ちください。










第４８９話　金色の出撃







モルト北部の村　ホップ

　ホップの村は南ユーグリアに占領されてからも平穏を保っていた。

　国境にありながら城塞など目立った軍事施設がなく、周囲が平坦な小麦畑で部隊を配置しても防御の利がまったくないこと。小村故に大軍が駐屯することが難しいこと。そもそも兵を送って守り抜く意味が無いことがその理由だった。

　だが今、その平穏は破られようとしていた。

「ウォォォォーーー!!　南へ行くぞ！　故郷を取り戻すのだ！」

「南ユーグリアを倒せ！　ヴァンドレアの地に帰るのだ！」

「邪魔する者は全て殺せ！　南ユーグリアに屈した町村は焼き払え！」

　まだ太陽も昇り切らぬ黎明の中で数千の男達が叫びながら村へ襲いかかる。

　すわ賊かと寝床を飛び出した村人達は予想を遥かに超える規模の襲撃に硬直し立ち尽くしてしまう。

「ありゃなんなんだ!?　あんな物凄い数がどこから……」

「北から来たならゴルドニア軍？　いや装備も武器もバラバラだ、あり得ない！」

「ど、どうにかしないと……でもあの数……もうどうにも」

　村人達は襲い来る集団に諦めの目を向ける。

村人の数は百そこそこ、なにをしても守り切れるとは思えなかった。

彼らは茫然と脱力したまま迫る破滅を受け入れる。

「あぁ……なんて最期だ。俺達はただ平和に暮らしたかっただけなのに」

　続くのは破壊と殺戮、そして凌辱──のはずだったが、戦乱には珍しくないはずの光景の趣きは少しばかり違っていた。

「「「全て燃やせぇ！」」」

　松明を持った男達が家々に踏み込む。

「オラァお前達はここまでだ！　高価な物と思い出のある物を持って表に出ろ！　まさか家の中に隠れている子供などいないだろうな！」

　男達は村人を家から引っ張り出すと家々に火を放っていく。

「あぁ……家が……これが戦乱」

「でもなんか妙に丁寧ね。子供がいないか隅まで見てから火をつけてたわ」

　だが破滅はまだまだ終わらない。

「「「全て犯せぇ！」」」

　不明の集団は若い女を捕らえて裸にし、物陰に引きずりこんでいく。

娘達は悲鳴をあげながらも、抵抗すれば殺されると観念して目を閉じる。

「抵抗しないから殺さないで……うぅ私の処女……あれ？」

「十にもならない娘達はどうかご容赦を、その分私がなんでも……はれ？」

　物陰に引きずりこまれた女達の体の上には脱がされた服が綺麗に畳んで置かれている。

「いやぁぁぁぁ!!　やめてぇぇぇ!!」

「うるせぇ！　ぎゃあぎゃあ喚くと喉を引き裂くぞ！　あぁ役得だぜ」

「痛い、痛い、痛い──!!　って本当に痛いから体重かけんな！　追加料金取るわよ」

「もっと痛がりやがれ！　って、すまん。飢えてて加減が」

「中だけは許してぇ!!　いやぁぁぁ！　……契約にあるからそのまま中だしＯＫよ」

「おらっ孕め!!　あぁ、この作戦に参加して本当良かった……ウッ！」

　代わりに凌辱されているのは村では見たこともない女達だった。

村人達は不思議そうに顔を見合わせる。

「あんな娘達、村にいたっけか？　あれ程のべっぴん若衆の間で話題にならないはずがないが」

「みたことねぇな。あいつらが自分で連れて来たようにも見えたが、どこぞやで誘拐してきたのかも」

「誘拐した女をわざわざ村まで連れて来て犯してるのか……？」

「「「全て殺せぇ！」」」

　不明の集団は全ての村人を掴み、何処へと連れ去っていく。

男は後ろ襟を掴んで引きずられ、女は丁寧に抱えられ、子供は口に飴玉を入れられてグズらないように運ばれる。




　村人の間に当初の絶望的な雰囲気は無かった。

　だがいち早く襲撃を察知して退避した南ユーグリア軍の偵察隊はそうでは無かった。

「隊長、部隊五名全員健在です。ですが村は──」

　離れた丘まで馬を駆けた偵察隊五名が振り返る。

　天高く立ち昇る煙と朝日と不気味にシンクロして輝く家々が焼ける炎。

凌辱される村娘の悲鳴が響き、抵抗を諦めた男達は引きずられて消えていく。

　彼らの運命は明らかだった。

　いかに支配地の民とは言え、村人を捨てて逃げだしたことに兵達は幾分かの罪悪感を覚え、それを隠すかのように敵情を分析しようと努める。

「隊長奴らはゴルドニア軍なのでしょうか？」

　隊長は小さく首を振る。

「いや、奴らが付けていた甲冑には見覚えがある。ヴァンドレアの残党だろう。北は悪魔ハードレットの領地……奴が戦場に出ている隙をついてその領内に潜んでいたのだろう。だがかつてのヴァンドレア軍はあのような無秩序では無かった。国が滅びて自暴自棄になっているのか、あるいはクズ共だけが生き延びたか」

　かつてヴァンドレアとも縁があった隊長は遠い目で語る。

「いずれにせよ、あいつらは南を目指すと叫んでいた。いかに敗走が続いているとはいえ、野盗まがいの連中に南ユーグリアを蹂躙させる訳にはいかん。一刻も早くビアードに戻り討伐隊を差し向けねば」

　隊長と部下は頷き合うと背後から聞こえる悲鳴を振り切るように馬を駆けるのだった。







ホップ西の草原。

「敵は陽動にかかったぞ」

　フルプレートを着こみ、一片の肌も見えない者が言う。

女の声だとはわかるが、鎧の中で反響して誰のものか判断は付け辛い。

まあセクリトなんだけどな。

「敵はビアードからほぼ全力で出撃してヴァンドレア義勇兵に当たった。総数は五千……普通に考えれば野盗まがいの集団など鎧袖一触で散らされるはずだが」

　奴らが家々を焼き、女を犯し、村人を連れ去って皆殺しにして……と暴れていたのは偽装だ。

　女は娼婦たちを集めて金を払い、一芝居打って貰った。

村人達も連れ去った先で天幕を張り、事が終わるまで避難して貰っている。

　家は本当に焼かざるを得なかったが、大事な物は持ち出させるように言ったし、後でアドルフに言って新築を立てさせる。田舎の村々だからそれほどの数もないだろう。

「奴らは同数の敵を相手に引くことなく、国境付近でドンパチ続けている」

　ヴァンドレア義勇兵は無秩序な残党ではない。

未だにしっかりした規律を持ち、上官の命令通りに戦うことができる。

指揮官のベイチェクもレオポルト曰く『優秀』とは言えないがまあなんとか使えるレベルらしい。

　もちろん同数なら戦力的に南ユーグリア優位は間違いない。

義勇兵は軽装備で騎兵もほとんどいないのだ。

　だがそれでいい。奴らの任務は南ユーグリア軍を跳ねのけることではないからだ。

奴らを国境付近に引き付け、だらだらと戦い続けるだけでいいのだ。

「つまり現状は全てが計画通りに進んでいる。ゴールデンラガー」

　言ってからセクリトはプッと噴き出す。

「頃合いだぞ。金色の英雄ゴールデンラガー」

　セクリトは不必要に繰り返す。絶対面白がっていやがる。

だが機は熟している。すぐに命令を下さねばならない。

「……ハードレット領兵士諸君。いよいよ出撃の時が来た」

　俺はなるべく声色を変えて話すが、慣れていないので妙な低かったり高かったりとなんとも不安定な声になってしまった。

　兵達は怪訝そうな顔でこちらを見ながらヒソヒソやっている。

「おい、今更ながらあいつなんなんだ？　素性、外見、声色……怪しくない点が一つもないぞ」

「レオポルト様が奴に絶対従えと言うから素直についてきたが本当に大丈夫だろうか」

「金のフルプレートって……高利貸しの成金もあんな虚栄心の塊みたいな甲冑恥ずかしくて着れないぞ」

　震えながら兵どもを蹴り飛ばしたい衝動を抑える。

　俺自身、何も知らずに純金の鎧を着て戦場に来る奴を見れば同じことを言う。

　兵達は極秘命令でゴールデンラガーに従っているのだが、中身が俺自身だとは伝えていない。

少数精鋭とは言え作戦に参加する兵士の数は四〇〇名、秘密を守れる数ではないからだ。

「今回は絶対にばれる訳にはいかないからな」

　謹慎中に兵を率いて出陣したとなれば王命への叛逆と見做される。

そこで正体が俺と推測される要素は徹底的に除いた。

　デュアルクレイターもケラヴノスも持って来ず、でかくて目立つだけが能のシュバルツも置いてきた。

　同行者にも貴族や騎士として知られているマイラ、イリジナは論外。

ルナも知る者が見れば俺の私兵と分かるのでダメ。

ヤーコフもレオポルト……誰もいない。

「本当はお前も駄目だったんだが」

「だからこそうざったい全身鎧を着たんだ。文句を言うな」

　セクリトが鎧内で反響する声で言う。

まあ彼女は背も並の男程度にはあるので顔さえ隠せば目立たないが。

　ちなみにセリアも真似てついて来ようとしたがフルプレートが重すぎ動けなくなってリタイヤした。

「お前の他は……」

　黒いローブの中で赤い目が光る。ブリュンヒルデだ。

彼女の顔を知る者はほとんどいないので問題ない。

というより彼女がついて来ると言えば留めることは何者にもできない。

「ああ陛下、おみ足に豆が！　すぐに手当しないと」

「にゅ、いっそ破れた方が歩きやすいのじゃ。ビアードまでは絶対自分の足で歩くのじゃ！」

　当然ながらセレスティナとモニカの二人。

以上、四人しか知らない。

「うっし、俺も随分修羅場を潜ったんだ。ここは一丁大活躍して懲罰部隊を卒業だぜ！」

「はいダーティエンジェル。聊か邪道な作戦ではありますが、上げた戦功は残りましょう。なれば全力で武勇を示すまで」

「綺麗になっても呼び方はかわらねぇんだな……」

　一応連れて来たクリストフにも兵と同じく俺の正体は伝えていない。

隣の奴はまさかグイグか？　髭も剃って騎士みたいになっているぞ。

　ユーラーレンが言うには懲罰部隊を犯した時、グイグだけが最後まで抵抗したせいでイジャリスと二人掛りで手加減を忘れて楽しんでしまったらしい。

その時、種と一緒に悪心どころか色々大事なものまで噴き出してしまったのだろう。

　ちなみにクリストフは二人が部隊に近づいた時には既に失神していたそうだ。

グイグと揉めていたらしいが詳細はわからず、奴がああなってしまった今となっては知り様もない。

「そして最後の一人は……」

「ゲフフ」

　見るだけで人を不快にする不細工で汚らしい顔面はブスコだ。

もちろん奴に俺の正体を伝えるはずもない。

信頼に足る奴でも無し、本来は連れて来るつもりも無かったのだが。

「万が一の保険だ。奴が何らかの陰謀でもって命令書を偽造したことにすれば、事が露見してもお前は管理者責任を取るだけでいい。あいつなら気に病むこともなく切れるだろう？」

「まあ確かに」




　そろそろ準備はできただろうか。

「では皆、出陣の時だ！」

　我ながら妙に甲高い気持ち悪い声で叫ぶ。

声一つ普通に出せないとはまったく厄介だ。

　今一つ兵の士気も上がらないが、それでも命令は聞くようで一斉に立ち上がる。

服装は先程まで農作業をしていましたと言わんばかりの農民服だが、その下には鎖帷子を着こんでいるし、得物はしっかりした剣盾だ。

「目標はモルト首都ビアード。悪しき南ユーグリア帝国を打ち払い、正統なモルト王室を復権させる！」

　セリフは恰好良いのだが声量をあげたせいで声色が菊開の園、マダムの裏声みたいになってしまった。

兵達が気持ち悪そうな顔でこちらを見る。

「あんたの命令を聞けって言われてるから一応やるけどな」

「気持ち悪い成金の下では死にたくねえなあ」

　士気が上がらないどころではない。このままでは先がおもいやられる。

　すると俺の横からトコトコと小さなセレスティナが兵達の前に出る。

「今回は妾の為にありがとう。無力な妾には命をかけてくれる皆にあげられるものも無いし、皆の後ろからついていくしかないのじゃ……。でも絶対に最後までついていくから。何があっても逃げないから……どうか、妾とモルトを……お願いします!!」

　地面につきそうな程に頭を下げるセレスティナ。

「……まあ金色の変態よりは小さな女王陛下の為に戦うと思っとく方がマシだわな」

「……仕事だしな。給金分はな」

「隣の侍女も美人だしな。戦功をあげれば一発やれる期待もある。ああいう女は尻穴が弱い」

　意気揚々、とまでは言わない。

だが先程よりは確実にマシになっている。

最後の奴は顔を覚えたぞ。

「これはまた得難い才を持つチビだ」

　セクリトが呟く。

「総員進撃開始!!」




　そして半日後。

「哨戒中とおぼしき敵の部隊を発見。二〇〇程度！」

　斥候から民兵の恰好に似合わぬキビキビとした報告があがる。

「思ったより多いがこの程度は覚悟すべきか」

　いかにヴァンドレア義勇兵（偽）が敵を引き付けていると言っても根こそぎ全てが向かうはずがない。

どこかで会敵するのは必然だ。

「突破か迂回か」

　セクリトが問う。

「騎兵なら迂回も選択肢だが徒歩で猶予は二日、正面突破以外にないな」

　黄金の鎧を揺らして前に出る。

兵のゴールデンラガーへの信頼は低い。

後ろから指示を出してもまともに聞きはすまい。先頭に立つ必要がある。

「総員突撃、俺に続け」

　気持ち悪い裏声で言うなり、俺は適当に持って来た両手剣を掲げて敵へと突っ込む。




「敵襲──!!」

「ちっ報告のあったヴァンドレア残党の支隊か!?」

「なんだありゃ!?　金色の奴が先頭切ってくるぞ！　民兵の中で虚栄心の塊みたいなやつだ！」

　敵も油断していなかったのかすぐに気付かれて警鐘が鳴り響く。




「あんな目立つ格好で一騎駆けだと！　成金の割に勇気あるなあいつ」

「まるでうちの大将みたい──いやあんなのと一緒にしたら怒って妻娘を犯される。言わないでくれよ」

　兵達はちゃんとついてきている。

だがそれでも先頭にいるのは俺だ。

特に狙ってくださいとばかりに目立つのだから当然攻撃が集中する。

　まずはざっと一斉に振る矢の雨だ。

総数は五〇程だが、威嚇の意味が大きいのかばらつきが大きい。

直撃しそうなのはほんの数本だ。

「矢を払うならデュアルクレイターだろうがなまくらだろうが──」

　足を止め、腰だめに剣を構える。

「同じことだ」

　中空に向けて刃を振り上げる。

二本の矢を叩き切り、一本を弾き飛ばす。

　更に切り返して最後の一本を叩き落とそうとしたのだが。

「ぐっ」

　間に合わずに矢は頬部分の甲冑に当たって軽い衝撃がある。

「お前はフルプレートを着慣れてない。いつものつもりで動くと一瞬遅れるぞ」

　追い付いたセクリトが言いながら矢を避ける構えを見せたが、すぐにやめて盾を構える。

俺以上に彼女こそ重装備に慣れていないので確実な方法をとったようだ。

「特にお前の甲冑は鋼ですらない。過信すると鎧の上からぶち抜かれるぞ」

　まったく厄介な装備だ。

「だがこれを着なければいけないのだから仕方ない」

　俺は続けて落ちる矢を油断なく払いながら距離を詰める。




「敵数約四百、こちらの倍に過ぎん」

「一気に仕掛けるぞ！」




　敵兵が弓を剣槍に持ち替える。

　その判断は正しい。こちらの恰好はどう見ても民兵、『倍程度』の差ならば一気の攻勢で蹴散らせる。

「さあ来るぞ。お前達準備はいいな？」

　俺は甲冑の中で笑いながら味方の兵へ呼びかける。

「おうとも！　って今声変じゃなかったか？　さっきまでとまったく違うまるでうちの……」

　いかんいかん思わず普段通りの声を出してしまった。

もっとマダムみたいな声を出さないと。

「来ますわよ。準備はよろしいわね」

　いかん言い方までマダムっぽくなってしまった。

セクリトが笑うを通り越して引きつけを起こしている。これで彼女が死んだら救いがない。




「残党風情がよくも我らに仕掛け──」

「ああ助かったよ。無駄口を叩くとボロが出そうだ」

　突き出される敵の槍先を真上からの一撃で切り落とし、更に一歩踏み込んで突きを下腹部に叩き込む。

胴を守る甲冑の下から入り込んだ剣は普段ならそのまま背中まで突き出すが、今の剣でそれをやったら背側の甲冑に当たって剣先が曲がる。

「加減が大事だな」

　そこで突き込みを半端にして腹の真ん中で止め、一度捩じってから引き戻す。

「ゴブ……」

　腹と口から血を噴き出して倒れる敵兵を尻目に次の敵を探す。

左右二人。それぞれ獲物は剣と短槍、距離は３ｍと４ｍ。

　普段なら上段に振りかぶって先制攻撃で左を剣ごと叩き切り、右の槍は籠手で弾いてから返す刃で両断する。だが今の剣でやれば曲がる恐れがあるし、籠手の強度も怪しい。

「一工夫だ」

　俺は右を無視して左へ向かって飛び込む。

「ぐっ近い！」

　俺が一息に飛び込んだことで左の剣兵は斬撃に必要な間合いを失った。

こうなると敵は一旦後ろに下がるかあるいは……。

「この悪趣味成金が！」

　敵は中途半端な構えのまま体当たりを仕掛けて来る。

そう、敵が剣を振れないなら俺も振れない。

ならば当身で俺を弾き、そこに追撃で斬撃を見舞うのが無駄がない。

「定石通りで大変結構」

　敵の当身を正面から受ける。

　鎧同士が当たる音の後、俺は微動だにせず、敵は大きく後ろに弾かれる。

残念ながら力と体重がまるで違う。飛ぶのはお前だけだ。

　もちろん吹き飛んで仕切り直しなどと無駄なことはしない。

体勢を崩した敵の頭の上を軽く薙ぐ。

　狙いは重防護の兜ではなく、弾かれて浮いた籠手だ。

俺の剣は籠手の鉄板同士を繋ぐ革部分を正確に薙ぎ、右手が回転しながら宙を舞う。

「さて次はこっちか」

　手が飛んだならもうこの敵は戦えない。

間髪おかずに振り返るとやはり右の敵の穂先が俺の脇腹を狙っていた。

　その穂先をあえて斬り落とさず、剣の腹で押すように地面へ押し付ける。

こうすればがっしり槍を握っていた敵兵は前のめりに姿勢を崩す。

「あらよっと」

そしてまるで狙ってくれとばかりに突き出された顔面を一閃する。

剣先は耳の後ろから入り、反対側の目の下までを軽く抉る。

　両断するほど深くはないが、人一人殺すにはこれで十分だ。




「つええ……」

「ああ、野郎ただの見栄っ張りじゃねぇ。すげぇ技量だ」

　俺は感嘆の声をあげる味方兵士に体を向け、剣先で敵を示す。

これ以上声を出すとまたボロが出そうだからな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（救国の英雄ゴールデンラガー）

同行者

セクリト（フルプレート）ブリュンヒルデ（無言）クリストフ（やる気ＭＡＸ）グイグ（綺麗）

セレスティナ（カリスマ）モニカ（混乱）ブスコ（被保険）

東部

友軍兵力　モルト義勇軍（偽）四〇〇

　　　　　ヴァンドレア義勇兵　五〇〇〇

敵兵力　　モルト駐屯軍　不明




財産　金貨－六万八千 出兵経費（五万）

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン








第４９０話　無条件の敬意







　味方兵士へ剣先を向けて顎をしゃくる。

声こそ出さなかったが意図ははっきり伝わり、味方は押し寄せる敵と正面から激突する。

　槍が交差し、剣が打ち合い、殴打や蹴りが飛び交う。

　穂先が盾を叩く音、刃が当たる甲高い音、そして肉に金属がめり込む鈍い音と絶叫。

ここ最近、毎日聞いて慣れてしまった戦場の音だ。

「それにしても随分と見栄えが違う」

　敵兵士は統一した鎧を装備して指揮官クラスは肩やマントに装飾をつけている。

一方の味方は義勇兵に偽装していることもあってボロ切れを着込んだ盗賊のような格好だ。

「これを見れば半数で仕掛けた気持ちもわかる」

　敵の数はこちらの半分、その数の差をもって尚、蹴散らせると見たのだろう。

だが見当違いだったな。




「駄目だ押し切れん！　手ごわいぞ！」

「中に鎖帷子を着込んでやがる！　得物もボロじゃない上に統制も取れてやがる！　こいつらは賊じゃない、軍隊だ！」

　衝突当初は勢いもあって敵が僅かに押し込んだが、ここにいる四〇〇名は俺の私軍、それも実戦経験豊富な奴らばかり、少々の勢いや迫力に負けてずるずる下がるような腑抜けではない。

「敵の勢いが止まった。槍を並べて押し返せ」

「後詰は左右に回って敵の腹とケツを狙え」

「久しぶりに数で勝る戦場だ。死なない程度に気楽にいけ」

「うわぁぁぁぁぁぁ!!」




　戦況はたちまち味方有利に動き始める。

　当然だ。寡兵で敵を叩き潰すには相手の混乱が絶対条件になる。

偽装しているせいで弓や重装備の数こそ敵に劣るが、そんな程度で二倍の兵数差は埋まらない。

「例外もあるがな」

　すぐ傍でセクリトがボソリと言う。脳裏に高笑いする赤マントの集団が出てきたのですぐに打ち消す。

「このままでも普通に勝てそうだが、敵に残された方法はあるか？」

「ま、あるな」

　セクリトは俺の傍を離れずに言う。




「兵数が足らん！　このままでは側面背後から崩される！」

「敵を動揺させるのだ！　頭を狙え、敵の指揮官を探し……あれだな」

「絶対あれだ。むしろあれで頭じゃなかったらおかしい」




　苦境の敵が一斉に俺を見る。

「ほう、一瞬で看破したか」

　苦況を打開する最大の手段は敵の頭を討ち取ることだ。

とは言え混乱した戦況の中でこうも簡単に指揮官の俺を見つけるとはなかなかできることではない。

「幼児にもできるだろうよ。そら来るぞ」

　敵は一片の疑いもなく俺に向かって突っ込んでくる。

「行くぞ虚栄心の塊！」

　数少ない馬に乗った敵兵が剣を振りかざす。

「俺は救国の英雄ゴールデンラガーだ!!」

　自分で言って情けなくなる。

　敵にあえて剣を振り下ろさせ、それを外側……敵の体と反対方向に弾く。

すると馬上の敵は腕が伸びきり、無防備な脇下が丸見えになる。

　俺は短く息を吐き、擦れ違い様に脇下を斬りはらう。

剣先は敵の脇に入り、肉、筋を切り裂く手応えがあった。

　敵は馬上でひとしきり叫び、やがてドサリと落馬する。

　脇下には筋や血管が集まっている。

切り払われれば即死しないにせよ、二度と剣は振れないし、この場で起き上がって戦うなどあり得ない。

「こいつ見栄っ張りの分際で!!」

　次の敵が突っ込んでくる。徒歩ではあるが盾と剣で武装したフルプレートの大男だ。

俺だって不本意だ。

　勢いに任せた盾の押し込みを左腕を立てて受けとめる。

足が半歩地面を滑ったが、それで敵の勢いは完全に止まった。

「なんのまだま──」

　敵が言い終わる前に胴体真ん中に前蹴りを見舞う。

重厚な甲冑を着た敵兵が宙を舞い、地面を転がる。

「なんという剛──」

　またも言い終わる前に距離を詰め、フルプレートの覗き穴に剣を突き込む。

金属の塊は軽く震えた後、ただの置物となった。

「無駄口が多すぎるんだよ」

　俺は剣を引き抜く。

「お前もだ。このキラキラ野郎が」

　振り返った顔面、俺が先程狙ったのと同じフルプレートの弱点を敵の穂先が襲う。

「次から気をつけるよ」

　俺は左手でその穂先を掴みとり、力一杯引き寄せる。

掴まれると思っていなかったのか、敵は咄嗟に槍を離せず、見事に引き寄せられてくる。

　俺は右手に持った剣を突き出すことなくただ腰だめに構え、軽装の敵の腹に深々と刃が刺さるのを確認してから左右に一度ずつ捩じって打ち捨てる。

「歴戦の騎士を立て続けに……背後からの奇襲も効かんとは。ただの目立ちたがり屋じゃないぞ！」

「見た目のアホさに騙されるな！　相当な使い手だ！」

　一々心を抉りやがる。

「なるほどレオポルト様が従えと言うだけあってただ者じゃないみたいだな。悪趣味だが」

「ああ、金ぴかで来た時はただの異常者かと思ったが、そう捨てたものでもなさそうだ」

　味方の賞賛も素直に受け取れん。

「ちょっと待て。異常な見た目で気付かなかったがあの体格と戦い方、得物こそ違うがあれは……」

　いかん俺本人だと気付かれかけている。

普段と同じように戦ってしまったせいか。

　正体がばれたら全てがお終いだ。

ここは戦い方を変えねばならない。

「余興はここまでなのです」

　俺は怪しくなった言葉使いを無視して次の敵を観察する。

威勢こそ良いものの動きは鈍く、重心もバラバラ……新兵もしくは鈍臭い無能だ。

　俺は剣をその場に捨てる。

　戦場で得物を捨てる異常さに周囲の視線が集まる。

「ゆくぞい」

　俺は敵兵に向かって徒手で駆ける。

「こいつめ馬鹿にして──」

　敵兵は怒りに任せて剣を振りかぶる。

その渾身の力がこもった振り下ろしの刃を俺は手のひらで受け止める。

「なっ素手で……!?」

　上段からの振り下ろしには力が乗るが、それは十分に勢いをつけてからの話だ。

振り上げから振り下ろしに変わるその刹那、刃に何の力もこもらない空白の瞬間が生まれる。

この兵士は鈍臭いので、その刹那が俺が付け込めるほど長かったのだ。

　もしこいつがそれなりの使い手なら間髪おかずに剣を引き戻すだろう。

そうすれば俺の掌は切り裂かれ、痛みで手が離れる期待がもてる。

まあ俺は離さないが。

　さて、いつもならこのまま相手の手を握り潰すのだが、それをやったら疑いを持たれる。

「我はモルト救国の英雄ゴールデンラガーなり。我が武の真髄を目に焼き付けるよろし。モルト拳法で天に召されるが必然である」

　俺は敵の両手を解放すると同時に体を捻る。

「救国のラガーラリアット！」

　そして勢いをつけたラリアットを顎下に叩き込む。

敵はもんどりうってその間にひっくり返り卒倒した。

「はあっ!?」

　更に続く敵に向かって走る。

「く、来るぞ！　当身か拳か、防御態勢を……」

　どちらも違う。

俺は助走をつけて跳躍、揃えた両足で相手の顔面を蹴り飛ばす。

「ぐああ!!」

　まさか跳躍からの両足蹴りが来ると思っていなかったのか、敵は防御し損ねて完璧に入った。

どう考えても戦場には不適な技だが、それでも全体重が乗った蹴りを受けた敵はおはじきのようにすっ飛び、地面を数十回転がって動かなくなる。

「これこそ三大モルト奥義の一つ。モルトラガーキックよ!!」

　声の音程は上がったり下がったり、しゃべり方も適当にやっているせいでブレブレだ。

だがこれでいい。

　普段の俺なら敵を前にこんな無駄口は絶対に叩かないし、何よりこんな不安定な奴を俺だと思う奴はいないだろう。

「さっきのは忘れてくれ。領主様は戦場の修羅……あれはないわ」

「モルト王国って奥義あったんだな。ああ、うん、いいんじゃないか。強そうだね」

　疑いは晴れた。後は俺が羞恥の視線に耐えれば良い。

　見れば先ほどまで隣で戦っていたセクリトが雑兵相手に防戦しながら退いている。

今ので盛大に噴き出し、その隙をつかれたらしい。

　ともあれ今の茶番の間に味方は更に押し出して勝敗は決したと言っていいだろう。

　ふと黒いローブを被った小さな影が隣に並ぶ。

ローブの裾から覗く美しい金髪はブリュンヒルデだ。

「おう来てくれたか。ありがたい」

　鎧の下は見えないと分かりながらもニコリとほほ笑む。

　だが返ってきたのは冷たい無表情だった。

「……妾に何か言うことは？」

「ううむ、戦闘中だからな……」

　さすがに戦闘中にベラベラする話ではないと思う。

「構わぬ。妾がおるのじゃから隙など気にせんで良い」

　ブリュンヒルデはちらりと期待に満ちた目を向けて来る。

なら遠慮なく。

「あの森の話なんだが……その……彼女は元気に……」

　ブリュンヒルデの目がキッと吊り上げり、片頬が持ち上がって鋭い牙が覗く。

いかん外した。

　そこに幸運か不運か、味方をすり抜けた敵兵が一人駆けこんでくる。

「捉えたぞゴールデン！　貴様のような道化師はここで死……あれ？　体の感覚がない……？」

　そりゃそうだろう。

手足を斬り落とされたのではない。

頭部を背骨ごと引き抜かれたのだ。形容し難い色々を垂れ下げたまま、ぶらぶらと困惑の声を上げ続けている。

　下手人は言うまでもなくブリュンヒルデだ。彼女以外にこんな真似ができる者などいない。

彼女は完全に分離した頭部と背骨で肩を叩きながら俺を睨む。

「絶対に！　ぜっっったいに!!　教えん」

　そして頬をパンパンに膨らましてどこかへ去ってしまう。

　ともあれ、この場は勝利した。

夜にでも徹底的に謝り、美しさを讃え、ひたすら甘えて教えて貰おう。

「勝鬨をあげ──勝鬨をあげるです!!」

「もうキャラが壊れているぞ。あと裏声はやめろ、怖気がする」

　俺に演劇の才能は無さそうだ。




　国境で敵を破った俺達はその後、順調に進軍を続けた。

　先の戦闘でも敵を殲滅したわけではないので情報はいっているはずだが、たかが四〇〇名など無視して良いと考えているのか、あるいはヴァンドレアの連中が予想以上に善戦して敵に余裕がないのか、新手が来ることは無かった。




　そして今、俺達はとある村に立ち寄っていた。

　義勇兵に偽装している以上、馬車を並べた輜重隊を引き連れていく訳にはいかず、敵の伏兵に備える意味でも適当な村で水や簡単な食料補給して屋根のある場所で眠りたかった。

　そしてあわよくば俺達に色々と協力して欲しかった。

　こちらは偽装した精兵とは言え、所詮は四〇〇名しかおらず、出来ることに限りがある。

モルトの民の協力が得られれば、直接戦闘に参加しないにしても様々な策がうてる。

　俺達はモルト義勇兵を名乗り、また現実に南ユーグリア軍とも交戦している。

あるいは二つ返事で受け入れてくれるかもと思ったのだが。




「お断り致します」

「むう」

　村長に一刀両断で断られてしまった。

「勘違いしないで頂きたいのですが、貴方達のことを昨日早馬にてお聞きした際、村の者は皆大喜びでした。決して不快に思っている訳ではありません」

　そこで甲冑で全身を覆ったままのセクリトが村長の前にドンと足を踏み出す。

「なら何故協力せん？　南ユーグリアに甘い飴でもしゃぶらされたか？」

　村長はセクリトの迫力に涙目で震えながら首を振る。

「私達はここで生きていかないといけません！　ここには小麦畑しかない……皆で畑を耕してこそ生きていけるのです！　まして今は収穫の時……畑が焼けても、収穫する人が倒れてもお終いなのです！」

　セクリトに睨まれながらよく頑張ったと讃えてやりたくなる。

村長と言いながら見た目はくたびれた無精髭の中年の農夫だ。

勇敢でもなければ思い切った決断ができるようにも見えない。

見れば心配そうに窓から覗く者達も一様に同じ顔をしている。

「物資や休息場所が欲しいのであれば私達の方が出て行きますので、ご自由に。ただ……畑を荒らすのだけはご容赦下さい」

　彼らは南ユーグリアに取り入ったわけでも、モルト王国を嫌っている訳でもない。

ただ畑を耕して生きたい。戦乱が嫌で、どんな理由であっても戦いに巻き込まれたくないのだ。

　根性無しと言えばそこまでだが、こういう生き方もある。

無理に連れて行っても役に立たないだろう。

「あと貴方がたのような怪しい集団と関わりたくないと言いますか……」

「なんだと!?　俺達のどこが怪しい！」

　窓の外から『全部』『モルト救国軍など聞いたことがない』『ピカピカの隊長が特に』『挙動が不安定だと兵達も話していた』などとヒソヒソ話が聞こえてくる。

「ともあれ今夜一晩分の水と食料は頂く。お前達に危害を加えるつもりはないが心配なら若い娘だけでも近くの林に隠しておくと良い」

　これ以上しつこく話しても時間の無駄だと立ち上がる。

　だがそこに俺の腹程までしかない小さな、それでいて灯りでもついているような強烈な存在感の塊がやってきた。彼女がフードを取った瞬間、村長はひっくり返り、窓から覗いていた者達が滑り落ちる。

「「「セレスティナ陛下!!?」」」

「うにゅ」

　セレスティナは哀しそうに、いや申し訳なさそうに俯いた後、ゆっくりと顔をあげて無理やりに微笑む。

そして一度目を閉じてからゆっくりと口を開く。

　紡ごうとしているのは国を守れなかった謝罪の言葉か、あるいは無理を押して協力して欲しいとの要望か。いずれにせよ、罵倒拒絶を覚悟した顔だった。

　だが彼女の言葉が紡がれることは無かった。

「「「うぉぉぉ！」」」

　扉が内側に倒れ込み、窓枠が押し寄せる人の重みで壊れる。

　飛び込んで来た村人が這うようにセレスティナの周囲に群がる。

俺は咄嗟に彼女を守ろうと剣に手をかけたが、村人の表情を見て必要ないと引っ込める。

「陛下──ああ、まさか陛下がお戻りになられるとは！」

「こんな距離で陛下を見られるなんて！　め、目が潰れないだろうか！」

「ええいどけ！　俺にも俺にも一目ぇぇ!!」

　村人はまるでゾンビのようにセレスティナに群がりながらも、決して彼女に危害を加えないよう最低限の距離は保っている。

　罵倒される覚悟だったセレスティナは予想外の好反応に戸惑いながらも村人に向けて微笑む。

すると村人全員の頬がだらしなく緩み、距離の近かった数名は感極まったのか泡を噴いて倒れてしまった。

「ええと、大丈夫？　怪我はない？」

　次にセレスティナは驚きの余り後ろに倒れ込んだ村長の手を取って引っ張り起こそうとする。

非力な彼女では倒れた男を起こすことはできないだろうが、村長はまるでバネでも入っていたかのように物凄い勢いで起き上がる。

　そして良かったと呟くセレスティナに宮廷貴族のような丁寧な礼を取ってから振り返る。

「ゴールデンラガー殿」

　顔がくたびれた農夫から精悍な騎士のようになっていた。

先程まで無造作に生えていた無精髭が何故か綺麗なカイゼル髭になっている。

「我らモルトの民、今こそ立ち上がる時と確信しました」

「おう」

　声まで変わっているぞ。

「今ここに敬愛すべきセレスティナ陛下がおわし、忠を尽くす我らが居る。敵がいかに強大とて恐れる必要がありましょうや？」

「無いならそれにこしたことはないな」

　村長はスッと手を差し出し、それに反応して村人数人が立ち上がる。

「近隣の村々にも知らせを。全ての者がゴールデンラガー殿と……何より我らのセレスティナ陛下の下に集います」

「それは……何よりだ」

　台詞は良いのだが、逆に使えるのか不安になってきたぞ。

「陛下。もし適うなら卑しい臣民の願いを一つだけ聞いて頂けませんでしょうか？」

「なんでも言うてみるのじゃ」

　何が来るのかとセレスティナは緊張の面持ちだ。

　村長は戸棚の奥から上質なマントを引っ張り出して来る。

決して金持ちには見えない家だ。式典の時だけ着るとっておきなのだろう。

「これに一言サインを頂けませんでしょうか？　文言はなんでも構いません。『卑しい豚』でも『息が臭い』でもなんでも!!」

　俺は立ち上がり、家を後にするのだった。







　数時間後、兵達が寝静まる中、俺は井戸で水を飲んでいた。

正体がばれてはいけないと寝る時も甲冑を脱げないせいで汗をかくからだ。

「兄様も寝れないの？」

　見ればセレスティナが一人で井戸の傍に座っている。

モニカはいない。寝ているのかもしれない。

「セレスティナもか。無理もない」

　彼女は天幕も無しの夜営など経験したこともないはずだ。

「ううん。それは大丈夫なのじゃ」

　そう言うとセレスティナは俺に抱き付く。

甲冑がコツンと音を立て、ぬくもりが鎧越しに伝わって来るようだ。

「みんな妾を慕ってくれたのじゃ。妾が何も上げられないって言っても顔を見るだけで十分だって、妾の為に立ち上がるって、命も収穫もどうでもいいって」

　俺は甲冑の籠手だけを外して、小さな手を握る。

兜も脱ぎたいが外し方が分からないんだよな。

「何もできないのに。全部失敗してるのに。何をしても慕ってくれる。喜んでくれる。それが……つらい」

　俺は泣き出したセレスティナの頭を撫でる。

「いっそ怒ってくれたら、せめて文句を言ってくれたら……みんなの喜ぶ顔が、崩れるのが……怖い」

　罵倒よりも失望が怖い。

自身が非力であれば無制限の信頼も延々裏切ることを強いられる呪いとなる。

　さてどう慰めようかと考えていると何者かがセレスティナの頭を小突いた。

「うにゅっ!?」

　勢いで頭を俺の甲冑にぶつけたセレスティナが振り返る。

居たのは兜だけを脱いだセクリトだった。

俺が咎める前に彼女はもう一度セレスティナを小突く。

「チビが何を一丁前に悩んでいる」

　この言い草にはさすがのセレスティナも怒って頬を膨らませる。

「妾は真面目な話をしていたのじゃ!!　妾は王様なのに皆の期待に──」

「チビで無能な貴様が誰の期待に応えられるというのか。阿呆が」

　これは酷い。

セレスティアが怒りで真っ赤になっていく。

　セクリトはそれを見てニヤリと笑うと明後日の方向を向いて言う。

「お前はこれ以上なく王に向いている」

「ふえ？」

　一言前と完全に矛盾する言葉に可愛い口から間抜けな声が漏れる。

本当に可愛いな。村長ではないが胸がきゅっとなったぞ。

「でも妾は馬鹿で弱くて……」

「だからこそだ」

　セクリトはセレスティナの頭を撫でる振りをして強めに指で弾き、悶える彼女を横目に俺の横に座る。

「賢い者が讃えられ、強い者が頼られるのは当然だ。無能な民は常に強者の庇護を求める」

　だが、とセクリトは言葉を続ける。

「お前は愚かで弱い。で、ありながら無条件に慕われる。これは有象無象の賢者、英雄などと比べられぬ稀有な才能だ」

　セレスティナは真っ赤になった額を押さえることも忘れて聞き入っている。

「賢王は智が曇れば信も失う。武王は戦に負ければそこまでだ。だがお前は違う。お前は生まれながら、無条件に民に慕われる王。力の裏付けなく民の信を集める王など歴史上にも何人いたか」

　セクリトは俺の甲冑の隙間に食べかけの干し肉を差し込むと立ち上がる。

「でも妾は何度も国を、民を失ったのじゃ……」

「その度に戻るのだろう。少しばかり考えろ。僅かばかり賢しく武の欠片を持つ王が南ユーグリアと相対していたらどうなった？　戦力比は歴然、全土を焼け野原にされてから結局は降伏だ」

　間違いないだろう。ゴルドニアでさえ大苦戦を強いられる相手だ。

モルトの国力では王が多少の智や武を持って居ても何の意味も無い。

「でもそれは結果論で……」

「そう結果だ。王たる者に過程が求められているとでも？　お前がチビで無能だったから『結果的に』モルトは戦火に焼かれず、今こうして奪還の機会を得ている。それ以上に何がある」

　セレスティナが何も言わなくなったことを確認してか、セクリトはフンと鼻で笑って去っていく。

「お姉ちゃん……」

　俺は思わず呟いてしまう。セクリトの足が止まる。

「あ、姉様！」

　セレスティナが声に出す。

「誰がお前みたいなチビの姉か！」

　俺がセレスティナを庇うとセクリトは小石を一つ蹴り飛ばして悪態をつきながら去っていった。

　その後、戻ると言ったセレスティナはもう泣いていなかった。

それどころか瞳の中に一つ、覚悟のようなものが見えたのだった。




「おうブリュンヒルデどうした？」

「何でもない！　呼ばれたかと思っただけじゃ！　もう寝る!!」

　はてヴァンパイアが夜寝るのだろうか。

せっかくの機会だから謝り倒そう。

ブリュンヒルデのような美女相手になら地面に頭をつけるのにもなんら抵抗はない。




　ビアードはすぐそこだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（救国の英雄ゴールデンラガー）

同行者

セクリト（お姉ちゃん）ブリュンヒルデ（聞き違い）クリストフ（失神）グイグ（看病）

セレスティナ（無条件の王）モニカ（熟睡）ブスコ（保険）

東部

友軍兵力　モルト義勇軍（偽）四〇〇→三八〇

　　　　　ヴァンドレア義勇兵　五千→四八五〇（持久戦）

敵兵力　　モルト駐屯軍　不明




財産　金貨－六万八千

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ビアード近郊








第４９１話　不浄の抜け道







モルト王都　ビアード

　第三次攻撃が開始された。

　指揮官──どこぞやの村長と言った方が正確だろう。

ともかく一団の長が高々と号令をあげる。

「セレスティナ陛下が見ておられる！　見事ビアードを奪還してお褒めの言葉を頂くのだ！　活躍した者はなでなでをしてもらえるかもしれないぞ！」

「「「うぉぉぉぉ!!」」」

　従う兵士──農具や木槌を持った村人達と言った方が正確だろうか。

村長に従い、盛大な鬨の声をあげながらビアードに向けて突進していく。

「派手に突っ込んでいきやがったぜ」

　クリストフが呟く。




「第三波来襲、弓隊前へ」

「三列斉射。間隔一秒、放て！」

「クロスボウは各自目標を狙え」

　押し寄せる義勇兵に向かい、街壁上から正確な射撃が見舞われる。




「「「うわぁぁぁぁぁ!!」」」

　村人達はたちまち一八〇度反転して逃げ戻って来る。

「派手に戻ってきやがったぜ」

　クリストフが再び呟く。

　俺は最初止めておけと言ったのだが、セレスティナに良い所を見せたいとうるさいので行かせてみた。

　結果は予想通り、威勢が良いのは実際に撃たれるまでだ。

それも軍事訓練だの編制だのの問題ではない。

今も射撃で隊列を崩されたり、指揮官を討ち取られて崩れたのではない。

盾に矢が刺さったり、近くに矢が落ちたりしただけで各人が腰を抜かし、あるいは勝手に逃げ帰って全体が崩れている。

「戦い以前の問題だ。南ユーグリアがこいつらを徴兵しなかったのは正しい」

　幸いなのは最初の一撃で崩れるせいで実際の損害がほとんどないことだ。

とはいえ今は敵が街から出て来れないから良いものの、拮抗した戦況でやられたら他が精兵でもここから崩れるぞ。

　泣きながら戻って来るモルト民達から歓声があがる。

セレスティナが包帯を持って駆けつけたからだろう。

　特に怪我の無いように見える者までその場に倒れ込み、奮戦空しく力尽き、とでも言った決め顔で手当を受けようと横たわっている。本当にセレスティナにいい所を見せたかっただけらしい。

　ちなみにセクリトは結果の分かった攻撃など見たくもないと昼寝中だ。

　凄惨なはずの戦場にも関わらずどこか緩い空気が漂うのがモルトの国民性と言うものだろうか。

「とはいえあまりヘラヘラともしていられないか」




　結論から言うと俺達の作戦は極めて順調に推移していた。

　敵はヴァンドレア義勇兵の陽動に引っ掻かり、駐屯兵力のほとんどがビアードから誘い出された。

俺達はその隙をついてほぼ一直線にビアードに迫り、現在既に街壁の外に展開している。

　セレスティナを見た道中の街村は寸分の躊躇いもなく俺達に合流、あるいは全面的な協力を約束した。

これによって俺達の兵力は中核の偽装義勇兵四〇〇に本当の義勇兵五千が合流、更に各村が連携して要所の道を木材や瓦礫で塞ぎ、水路を決壊させ、橋を落として回ったため南ユーグリア軍はほとんど身動きが取れなくなっている。

　よって現在ビアードに籠る敵兵約千名は完全に孤立し、援軍の見込みもない絶望的な状況なのだが……。

「あいつらはやたらしぶといからなぁ」

　独語にクリストフが反応したので裏声で『ほんとしぶといわね』と言い直すと目を逸らした。

　駐屯軍が全体で五千程度と考えれば五分の四を陽動に引っ掛けたのは完璧な成功だ。

しかもこちらは五千規模の軍団となっており、街壁の利を考えても絶対有利のはずだが。

「厳しいな」

　今の冗談のような攻撃は第三次攻撃だった。

　第一次は偵察も兼ねた攻撃。

　第二次は中核の精鋭四〇〇を先頭に立てた本当の意味の総攻撃だったが易々とはじき返されたのだ。

　主力が陽動に引っかかり街に残る兵力は僅か、間隙をついてモルト反乱軍が現れ、援軍の見込みもない。

ここまで揃えば普通は街を捨てて逃げ散るか降伏するだろうに。

落ち着いて抵抗されると攻城兵器も無いから結構厳しいんだ。

「無駄に粘りやがる」

　クリストフがこちらを見るので裏声で『ネバネバね』と言い直すと半歩距離を取りやがった。

　現状、時間は敵の味方だ。

街道は封鎖しているとは言え、モルト民が数だけで使い物にならない以上、僻地にいる数百程度の部隊が戻るだけで戦況はひっくり返る。

　何よりセレスティナが望んでいた公開処刑の回避もできなくなる。今は外に俺達を迎えて処刑どころでは無いだろうが、膠着状態になれば見せしめも兼ねて一気にやるだろう。

　服屋のマリーと言ったか。

彼女も話を聞いたからには俺の女なのだから無為に殺させる訳にはいかない。

「突破口が要るか」

　俺は敵兵が油断無く構える街壁を睨む。

　ここまでの民のセレスティナに対する態度を見る限り街壁を越えてセレスティナがビアードの民に顔を見せれば決着だ。

市民が一斉に蜂起すれば千程度の兵力では何をやっても手が付けられない。

「おっと確か数百に万が鎮圧されたのだったか……」

　それでも大混乱になれば外からも突入して決められる。

　何らかの手段で街の中に入れば決まりなのだ。

　とはいえ下準備の時間も無い中では容易ではない。

まさかセレスティナを凧に括ってお披露目する訳にもいかない。

「抜け道……抜け穴……隠し通路……」

「あの……もしよろしければ」

　遠慮がちに声をかけて来たのはモニカだった。

「抜け道、あります」

　モニカは俺の手を引き、あまり人が寄り付かないであろう湿った泥沼の方へと歩き出す。

「ビアードには二つの秘密の抜け道があるのです。一つはそこの麦畑に出る比較的新しいものなのですが、多分使えません」

「どうしてだ？」

「歴代の王達が道が狭い、雨が漏ると堂々と改修を重ね、更に街側の出口を立派な建物にしてしまったので一目でばれます。民も皆場所を知っていますので潜って行っても敵が待っているかと」

　秘密とはなんだろうな。

「もう一つ、これはビアードが建立された当時からある抜け道なのですが、一般には全く知られておらず、王族や高位貴族でも知る者はまずおりません。私が知っているのはセレスティナ陛下に万が一があった時の為にと前王から特別に伝えられたからです」

　これが本当の抜け道と言うものだ。

　モニカは沼につくとキョロキョロとそれらしきものを探し始めるが、茂った草のせいで苦戦している。

実際に街の外から確認するのは初めてなのかもしれない。

「ちなみにその抜け道はどこに出るんだ？　ばれにくいように外と協調して敵を誘導しておかないと」

「その心配はありません。出る場所はビアード中心、王宮内に直接出ます」

　俺は一瞬沈黙する。

同時にモニカが出口を見つけたようだ。

直径は１ｍ程、鈍い色の穴あき蓋がついており、周囲の泥と混じって完璧に偽装されていた。

モニカはその重そうな蓋を引っ張るが、錆び付いていてビクともしない。

「今更だがそんな抜け道があるなら教えて欲しかった。そこを通って攻めれば一発で決着──」

　俺は言いながらモニカを手伝って力任せに蓋を開く。

その途端、恨み言が尻すぼみに消えていく。

「これは……」

　蓋を開いた途端に流れ落ちる泥から異臭が放たれる。

いやこれは泥じゃない。

「快適さなど考えず体一つで逃げ落ちる為の道、と聞いております。もちろん実際に入ったことなどありません。百年以上誰も入ったことがないと思います。書物で見た限りではその……下水の支流……です」

　俺は思わず天を仰ぐ。

だがここしか選択肢は無さそうだ。







「よし行くぞ」

「「「「……」」」」

　俺と士気揚がる部下達は抜け道の前に立っていた。

口調を指摘する者はいない。目の前の光景にその余裕もないのだ。

「そら行け。この先は敵の中枢、これは言わば勝利の穴だ」

　連れていく兵は僅か五名に絞った。

敵に動きを察知されるわけにはいかないし、何より見るからに身動きの取れ無さそうな環境に大人数で行くのは愚の極みだ。

　セクリトとブリュンヒルデもついてくるつもりだったようだが、現物を見てセクリトは体調が悪いと嘘を吐き、ブリュンヒルデは青い顔をして何時の間にかいなくなっていた。

「勝利の穴って下水道じゃねぇか。しかも古水道でもねぇ……普通に使われてるぞ」

　文句を垂れるクリストフの背中を蹴飛ばして先陣を切らせる。

「隊長、俺はいつも傍にいます!!」

　続いて綺麗な目をしたグイグが続く。なんか調子狂うな。

「まじかよ……うえぇ」

「特別ボーナス……割に合わねぇ」

「この臭くて汚い感じ、嫌いじゃねぇ」

　その他の兵士三名も溜息を吐きながら入っていく。

　俺は鼻栓を確認してから振り返る。

そこには準備万端のモニカとセレスティナが居る。

「俺達は覚悟を決めたが、お前達は止めた方がいい。女の行く場所じゃない」

「内部は支流だらけで高低差もあります。地図を見たことのある私がいなくて出口まで行けますか？」

　無理だ。モニカが来てくれないと俺達は肥溜めで迷子になる。

　だがセレスティナはどう考えても来るべきではない。

王宮に忍び込んだ俺達が盛大な騒ぎを起こすからその隙に外の部隊と一緒に──。

「妾も行くのじゃ」

　セレスティナはぎゅっと頭巾を被り直す。

「行く、のじゃ」

　再度そう言うとセレスティナは兵に続いて下水道に潜って行ってしまった。

「……そうか」

　どうやら問答は無用のようだ。

そんな目をされては来るなとは言えない。

「だが可愛い王様を汚しては逆に反感を買いそうだ」

　俺は彼女が意を決して汚水に足を突っ込む前に抱き上げる。

悪いがモニカは俺達と同じく汚れて貰うしかないな。




　想像を絶する悪臭と太もも近くまで溜まった汚泥の感触。

　そして松明で周囲を照らす度に逃げ散る害虫とネズミ。

　想像し得る最悪の環境に自然と無口になる俺達の心を気遣い、セレスティナは俺の肩の上でワタワタしながらも兵へ話かけてくれる。

「そなたは男前じゃ。街に戻ればさぞもてるじゃろう？」

「女王様に言ってもらえれば自信になりまさぁ。へへ……こう見えても実は今二股かけてまして」

「あっ悪い男じゃ！　後でお尻ぺんぺんの刑じゃ！」

　くすりと笑いが起きる。

「お主は顔は普通じゃが誠実そうじゃ。妾の眼力は正しいかの？」

「ははは、その通りですぜ。この馬鹿は去年は女に騙される。今年は詐欺師にひっかかる。最後は金ぴか旦那に乗せられてボーナス目当てに下水道でさ！」

　数秒の笑い声が響く。

「そなたは……」

　最悪の環境ですら霞まない太陽の笑顔に照らされた俺達は下水道を進んでいるとは思えない程明るい雰囲気で進む。




「そなたは筋肉モリモリでとっても強そう！　きっと名前のある戦士なのじゃ」

「そ、そうか？　へへへ、やっぱそうだよな？　自分でもそろそろ異名ぐらい付く頃だと──」

　セレスティナの見当違いを指摘しようとした時、首筋に悪寒を感じた俺は剣を真後ろに向けて振り抜く。

　短い悲鳴と共に何かが壁に当たって汚水に落ちる。

　同時に兵達とグイグが松明を放って剣を抜き、一呼吸遅れてモニカがセレスティナを庇える位置に動き、二呼吸遅れてクリストフが剣を抜く。

　兵が剣を構えながら俺が斬り捨てた何かを拾い上げる。

　血を流しながらキイキイと不愉快に鳴くそれは……。

「ネズミ……？」

　呟きと同時に周囲から小さな安堵と非難の声が漏れる。

「はーびっくりした」

「ネズミごときに勘弁してくださいよ。大層な名前が泣きますぜ」

　だが俺は笑いも悪びれもせずに剣を構え続ける。

「気を緩めるな。普通のネズ公じゃない」

「はあ？　でも……」

　兵が拾い上げたネズミは口から血を流して鳴き続ける普通のネズミだ。

だからあり得ない。俺は背後からの一撃を察知して『首を飛ばした』のだ。

「げっ！　こいつ首が二つ──!?」

　兵の叫びに反応して暗闇で何かが光る。

そうネズミは群れるものだ。

　俺はセレスティナをモニカに預けて剣を構える。

「くそっ犬みたいな大きさだ！」

「頭が二つ……いや、三つあるのも居るぞ！」

「ネズ公と思うな！　こりゃもう一種の魔物だ！」

　押し寄せる多頭ネズミを切り払う。

　飛び掛かる一匹を半分に両断し、次の一匹を殴りつけ、足元に噛みつこうとした一匹を踏み潰す。

兵達もクリストフ以外は十分に腕が立つ者ばかりで、多少でかいだけのネズミにやられる奴らではない。

短槍と剣、そしてクロスボウで次々と仕留めていくが……。

「暗い上に足場が悪い！　そして狭い、横に動けるスペースが無い！」

「頭を飛ばしても即死せんぞ。胴体を思い切り抉るんだ！」

「こんな汚いネズミに噛まれてみろ、傷が腐って助からん！　無傷で倒すしかない！」

　汚泥に浸かることが想定されたので兵達は武装こそ普通だが鎧は薄い革製だ。

この犬サイズのネズミの牙だと通ってしまう可能性が高い。

　しかも人間やゴブリンなど人型の敵と違い、ネズミは狭い空間の壁や天井も使って迫って来る。

前や横だけではなく頭上も警戒しないといけない。どうしても死角は広くなる。

「……偽装している場合じゃないな」

　俺は剣を右手一本に持ち替えるとクリストフの剣を奪って二刀持ちとなる。

「えっ俺丸腰……？」

　兵の前に出て腰を落とす。

多頭ネズミの狙いが俺に集中する。

「ネズミ風情が一つ二つ頭が増えたぐらいで──」

　ギリギリまで引きつけ、両手の剣を左右逆に薙ぎ払う。

　三匹が四肢をバラバラにしながら汚水に落ちて飛沫をあげる。

「上から来るぞ!!」

「わかってる」

　俺は剣の軌道に上下も加える。

頭を狙った数匹が細切れになって飛び散る。

　石材に直撃させてしまっては剣が折れてしまうので、天井と壁にギリギリ擦る程度に振るう。

火花が絶え間なく散り、周囲を怪しく照らす。

「すげぇ……まるで剣の結界だ。一匹も通って来ないぞ」

「この無茶苦茶な強さ……やっぱりあいつってさ」

　俺は兵の無駄口を遮って叫ぶ。

「グチャグチャ言わずに足元を見ろ！　下は防げん」

　そう問題は汚泥に紛れて足元から来る奴だ。

足元をバシャバシャ叩く訳にはいかないし、一々踏み潰していたら体勢を崩してしまう。

「了解!!」

　兵士は頭上と側面の警戒を止めて俺の足元を凝視する。

そして汚泥が盛り上がった瞬間、そこに剣や槍を叩き込む。

　後はこのまま奴らが死に耐えるか諦めるまで頑張るのみだ。

　三十、四十とネズミの死骸が積み重なり、そろそろかと思ったときだった。

「そりゃ！　いかん四つ頭だ、死に切ってない、抜けたぞ!!」

　兵の槍を頭に刺したままネズミが俺の足元を潜り抜ける。

行く先にはセレスティナとモニカ、助けなければならないが、ここで俺が振り返ったら前のネズミが一斉に通ってしまう。

「任せろ!!」

　その時、丸腰のクリストフがネズミに飛び掛かる。

さすがの怪物ネズミも筋骨隆々クリストフの体重を押しのける程の力はなく、一緒に汚泥の中を転がる。

「良くやったクリストフ！」

「俺だって成長してるのさ！　ちょっと待ってこいつ力強い、あっダメだ、うわぁぁぁぁ!!」

　だがクリストフの活躍はここまでで、ネズミに伸し掛かられて喉を食い破られかけている。

「やぁぁぁ！」

　そこに腰だめにナイフを構えたモニカがぶつかるように一撃、急所に入ったのか多頭ネズミはそのまま絶命した。

　同時に前のネズミも狩り切ったのか襲撃は終わった。

「大丈夫？」

　全身汚泥まみれのクリストフの顔をセレスティナが高級そうなハンカチで拭く。

「いや、きたねぇから……ハンカチも駄目になるぜ」

　だがセレスティナは両手を汚れたクリストフの顔に回すと微笑んだ。

「ありがとう、なのじゃ」

「……あぁ我が王よ」

　俺はクリストフの襟を掴んで引き起こす。

何が我が王だ。単純なやつめ。

　ともあれ全員怪我はなく、単に汚くなっただけで済んだ。

「なぁ、この先もずっとこうなのか？」

　汚いのは覚悟していたが、魔物まで出るとは……それもありきたりなゴブリン、ゾンビ程度ではなくあんなキワモノは想定外だ。

「何しろ百年程誰も使っていない場所ですから」

　魔物は淀んだ場所に湧きやすいと言う。

暗い、汚い、おまけに百年間封をされていたようなここはまるで育成場のようなものかもしれない。

「こりゃまだまだ出そうだな」

　俺は溜息をついて前を向く。

「せめて道には迷っていないよな？」

「………………はい」

　頼むぞ。本当に頼むぞ。




　幸いその後はネズミの群れにも遭遇することなく、俺達は時折道を間違えながらも順調に進んでいった。

「兄様……妾を降ろして欲しい。自分の足で歩きたい」

「駄目だこんな場所で歩いたらドロドロになる」

　俺でもふくらはぎまである汚水だ。

背の小さなセレスティナだと腰まで浸かってしまう。

「でも、みんな頑張っているのに妾は……」

　俺はやや厳しい顔になる。

　正直、兵と苦楽を共にしたいと言うのは単にセレスティナの願望であって兵達には何の得もない。

皆が求めるのは彼女の太陽のような笑顔であって、隣で汗を流す彼女ではないのだ。

「陛下、兵や民と共にとの想いは今は胸に仕舞い、それでも忘れずに居て下さい」

　モニカの言葉に頷くセレスティナが俺の肩に戻る。

「しっ！」

　その時、前方の曲がり角からにゅっと人の顔が現れる。

　俺はネズミの時よりも露骨に顔を顰めた。

「ばれていたか……」

　これは厳しいことになった。見張りが置かれているなら侵入が予期されていたと言うことだ。

この敵を上手く倒せても出口で待ち構えているのは間違いない。突破は難しい。

　だが敵は警戒の声を上げる訳でも、一目散に駆けだす訳でもなく、その場で頭を揺らしている。

「様子がおかしいですぜ。一体どうなっているのか」

　兵が松明を敵に向けて投げた時だった。

　敵の顔が天井近くまで伸びあがる。

「首が伸び──いや違う!!」

　首など無かった。

あるのは黒く光沢のある胴体、そしてそこから生える無数の足……。

「巨大な百足だ!!」

「人面百足だと!?　うげぇ絶対に夢に出るぜこりゃ！」

　独特の音を響かせながら人面部分の口が大きく割れて牙が飛び出す。

「セレスティナ、目を閉じていろ」

　強さの程は不明だが、見た目の衝撃は最高クラスだ。

少女に見せるものではない。

　だが肩の上からは気丈な声が帰って来る。

「見る！　絶対に目を逸らさない！　それぐらいは許されるはずなのじゃ！」

　ふむ、太ももはブルブル震えているが立派なものだ。

「お前ら、さっさと片付けるぞ。陛下にこれ以上見苦しいものをみせるな」

「「「おう!!」」」

　皆の想いは一致した。




　俺達は団結の力と、百足に巻きつかれたクリストフが捕食されようと言う隙をついたこともあって誰も負傷することなく百足を仕留めることができた。

　その後もハエの怪物や、でかいミミズなど、不快害虫の進化系みたいな奴らを打ち倒しながら進んだ。

とにかく見た目気持ち悪い奴らばかりだったので、途中でスケルトンが現れた時は皆が笑顔になり、小休止のつもりでバラバラにした程だ。

　その不快極まる連中を相手にしてもセレスティナは目を逸らさず、モニカの肩から俺達の戦いを見据え続けていた──ただ台所でおなじみの奴が巨大化して出た時はモニカ共々後ろを向いていたがそれぐらいは許されるだろう。




「この坂を登れば下水から分岐して王宮内に──ひっ」

　下水から離れたことでもう安心と先導していたモニカが悲鳴をあげて止まる。

　俺はその視線を追う。

ナニかの塊、そう塊としか表現しようがない。

首筋にぞわぞわと妙な悪寒が走る。

「二人は後方に下がれ──今までより三倍距離を取るんだ。下がり過ぎと思うぐらい下がれ」

　下水と分岐したので既に足元は汚泥ではない。

にも関わらず悪臭は今までより倍化している。

　ずるりと粘着質な音が鳴り、床に広がっていた塊がゆっくりと集まり盛り上がる。

　目も鼻も口も無い。そもそも顔と胴体、あるいはどこからどこまでがアレなのかすらわからない。

「ぐ……」

「うぇ……」

　長く臭気を嗅いで麻痺したはずの鼻が腐り落ちそうな程の悪臭を訴えて来る。

「あれは……なんですかね」

「知るか。凄まじく汚く臭く、そして……悪いものだ」

　床一面に広がっていた奴が一つの塊にまとまった。

　巨大な緩いゼリー塊にこの世全ての汚物を叩き込んだような物体がずるずると迫って来る。

こちらに狙いをつけたことは明白だ。

「戦うどころか触りたくも傍に居たくもないが……」

　不幸なことに目的地は奴の後ろにある。

そしてブヨブヨの体が天井壁一杯に広がっているのですり抜けることもできない。

「倒すしかないか」

　剣を両手持ちで構える。

頭の中で警鐘がガンガン鳴っているが、残念なことに他の選択肢はなかった。
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第４９２話　モルトに旗は翻る







　俺は巨大な汚物とも言える魔物を一瞥する。

　敵と相対しての戦いで重要なのは三つ。

それは人でも魔物でも変わらない。

　まず間合い。これがわからないと話にならない。

一歩だけの剣の間合い、跳躍しないと逃れられない槍の間合い、視界内に居る限り捉えられる弓の間合い。

　さて目の前の異形はどうか。

見ての通り天井から壁まである体は倒れ込むだけでもそれなりに距離を稼いで来るだろう。

不定形の体躯が伸びると予想すれば間合いは相当広いはずだ。

　次に力、膂力。

受けて弾けるのか、勢いを殺して流すべきか、あるいは触れることそのものが危険なのか。

　目の前の魔物がその巨躯に相応しい重量を持っているとすれば安易に受けるだの流すだの考えるべきではない。戦いにて重量の意味は大きい。鍛え上げられた痩躯がたるんだ巨体に押しつぶされることもある。

　最後に速度。

こちらが勝っていれば小技や回り込みが効くし、多少強引に攻めても敵の動きを見てから対応できる。

負けていれば敵の動きに目を凝らし、瞬きすらも許されない。

　眼前の敵の弱点は明らかにこれだ。

起き上がる様や今向かっている様を見てもこの汚物が速度で俺や兵士達に勝っているとは思えない。

つけ込むならここだ。

　俺はズリズリと這うような速度で進んでくる魔物の正面に立ち、平凡な鋼の剣を肩の上まで引き上げて突きの構えを取る。

　構えたまま俺はすり足で魔物に近づく。

　魔物はこちらの動きに反応せず、通路一杯に広がったまま速度を変えずに進んでくる。

見えていないのか？　いや、そもそも頭があるかもわからんか。

　そして俺達の距離が槍の間合いより一歩遠い程度まで近づく。

ここらでいいかな。

「ふっ！」

　俺は大きく息を吐いて右足から踏み込む。

　その音に反応したのかあるいは動きそのものに反応したのか。

魔物のぶよぶよした体の一部が剥離、ぶっとい鞭のようにしなり、風切り音を鳴らしながら天井から頭上に落ちて来る。

「動いたっ意外に速い!!」

「危ない黄金の大将!!」

　俺の突進に見事にタイミングを合わせて来たな。

どこにあるのかは知らんが、脳みその欠片ぐらいはありそうだ。

　俺は体を倒して重心を無理やり後ろに傾け、左足の踵を床に叩きつけるようにして後ろに跳ね飛ぶ。

「まあ予想通りだ」

　最初の踏み込みはフェイント、こいつの動きは予想通り鈍い。

着慣れない上にやたら重い金鎧を着た上で余裕をもって避けられた。

速いなどと抜かした兵は後で猛特訓だ。

　そして力もまた予想通りに強い。

空振りして地面を叩いた鞭は床の煉瓦を破砕して飛び散らせる。

ただの汚物を詰めた水袋という訳ではなさそうだ。

　一度後ろに飛び退いた俺は今度こそ本気で踏み込む。

重たい鎧に足を引っ張られているが、それでも先ほどの倍の速度は出ているだろう。

　足元の煉瓦が割れるのを感じながら分厚い鞭の横を掠めて敵の本体深く剣を差し込む。

　相手は上下左右通路一杯に広がった巨体、こちらの剣は平凡なゴルドニア軍御用達の量産剣。

一突きで見事成敗完了……などとは思っていないが、小なりとも痛みを感じているのか、あるいは弱点を庇う仕草があるか、なんの効果もなく無反応なのか、それを見極めるのだ。

　深々と柄まで差し込んでから半回転ねじって引き抜き、小気味良く後ろに三歩跳んで間合いを取る。

そして再度剣を構え直したが……。

「さすがに予想外だった」

　構えた剣は柄しかなかった。

その柄もまるで熱した鉄板に置いたバターのように現在進行形で溶けつつある。

　慌てて投げ捨てると床に落ちた柄はそのままグスグスと溶けてなくなってしまった。

もちろん敵はまったく怯みもせず、同じ速度でゆっくりと距離を詰めて来る。

「剣が……溶けた？」

「おいおいマジかよ……」

　兵士達の緊張度が一気に高まり、悪臭に鼻口を塞いでいた手が剣盾を握り直す。

「鋼を瞬時に溶かす魔物、噂にでも聞いた事がある奴は？」

　俺は予備の剣を抜きながら兵達に問うが返答はなかった。

　だよな。あんな奇怪な魔物知らないよな。

　こういう珍妙な魔物が出てくると最初に力だ間合いだと考えたのが馬鹿みたいじゃないか。

「なら行き当りばったり行くしかない。火！」

　突き刺した剣を溶かす相手に槍やクロスボウが効くはずがない。

ならば残りの手札と言えば火ぐらいしかない。

「おうとも！」

　兵士は既に準備していたのかたっぷりと油をかけて火柱のようになった松明を奴の足元に投げつける。

　すると魔物は一瞬怯んだかのように見えたが、構わずそのまま松明の上を通過していく。

上がっていた火柱もジュウと一つ音を残して消えてしまう。

　つまり奴に油をぶっかけて燃やしても効果はないと言うことだ。

「ど、どうしましょう……」

　兵士はじりじりと後退を続けながら悲壮な顔を向けて来る。

　手元にある武器は瞬時に溶かされる。火も効果なし。

すり抜けようにも奴は通路いっぱいに詰まっている。

「モニカ、道は他にないか？」

「ございません。ここだけです」

　残念ながら現状奴を斃す手段は持っていない。

さりとてここで逃げ帰っても上の状況が悪くなる。

「一本道ではどうしようもありません。このまま間合いを保って奴を引っ張り、下水道まで下がってやり過ごせる場所を探しませんか？　一度出し抜いてしまえばあの速度では追い付かれる心配もありませんよ」

　綺麗になったグイグが進言する。

なんとも調子が狂うが正論だ。

「よしそれで──」

　振り返った俺が見たのはパラパラと舞う小石と粉、そして天井に急速に広がるヒビ……。

「クリストフ!!」

　俺が叫ぶと同時にグイグがクリストフを引っ張りながら後方にいたセレスティナとモニカの元へ走る。

　そしてグイグがモニカをクリストフがセレスティナを抱き上げる。

　その間に天井から舞う小石はツブテに粉はまるで霧のように舞い散り、ヒビが弾けて天井が崩落する。

「ふん！」

　突っ込んだ俺はクリストフ達を投げ飛ばすように引っ張り、地面を転がる。

「うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　グイグは飛び散る石塊が頭に当たって呻き、モニカは壁に背中をぶつけて丸まり、クリストフは頭部から床に突っ込んで気絶、セレスティナは奴がクッションになって無事なようだ。

「全員無事か？」

　俺は頭に乗った石と砂を払い除けながら言う。

「ひ、一人……」

　兵士たちの視線の先に見えるのは伸ばされたまま動かない手だ。

手以外は崩落の下敷きとなったのか、広がる血が救助が無意味だと告げている。

　だが追悼も悲嘆も後回しだ。

「全員得物を構えろ。残念ながら道は前にしかなくなった」

　一本道でこの魔物に挑むのは最悪の選択だ。

だがこの選択肢以外が場に無い。

　敵はこちらの混乱に乗じなかった。

つまり今の速度、赤子が這う程度の速度が最高速なのだろう。

　だが退路は断たれた。しかも俺達に残された余裕は十数歩分しかない。

「全員──なんとかするぞ」




　クロスボウが放たれ、ボルトが魔物に吸い込まれる。

効果はない。着弾場所から僅かな白煙が上がるだけだ。

　魔物が繰り出す鞭のような攻撃を躱す。

俺とグイグは余裕をもって、兵士二人はなんとかギリギリといった様相だ。

　気合の掛け声と共に槍が連続で突き込まれる。

一撃目で穂先が無くなり、二撃目で半分となり、三撃目で槍は放棄されて魔物の体内に飲み込まれていく。

　魔物が体を扇のように変えて天井から叩きつけて来る。

これもまた躱すのに苦労は無かったが大きく後退せざるを得ず、貴重な数歩分の距離を失った。

　続いて砕けた煉瓦を投げつける。

魔物の足元が溶けていかないからあるいはと思ったのだが、石は意外に弾力のある表面部分に弾かれたが、突き抜けた石はたちまち溶けて消えてしまった。

表面に膜があり、そこを突き抜けた物は鉄でも石でも関係なく溶かすのだろう。

「大将……あと五歩も」

　兵士の一人が俺を見る。

よそ見するなと言う猶予も無かった。

「あれ？」

　兵士はガクリと足首を捻って倒れる。

いや、捻ったのではない。足首がなくなったのだ。

「飛び退け！　靴！」

　俺達は小さく飛んで後退する。

同時にグイグともう一人の兵は白煙を上げていたブーツを脱ぎ捨てる。

　足元に魔物の体の一部がひっそりと広がって来ていた。

他の二人よりほんの少しだけ前に居た兵士は俺が気づく前に足を溶かされてしまったのだ。

「た、助け──」

　兵士は泣きそうな顔を向けてきたが、視線をセレスティナの方向に動かすと鼻を一つ鳴らして叫ぶ。

「領主様！　俺の恋人二人、不自由のない様に頼みます！」

「おう心配するな」

　グイグが驚いた顔をするが、ここで知らんふりができるほど鬼ではない。

そもそも何故ばれていたのか。

　足を失った兵はセレスティナに断末魔を聞かせたくなかったのか、籠手を思い切り噛みしめる。

魔物はそんな兵士を容赦なく呑み込む。

　濁った魔物の体内で鎧が白煙と泡と共に溶け、皮膚と筋肉が溶け、内臓と骨が消えていく。

最後まで悲鳴は漏れなかった。

「さてどうするか……」

　武器は通じず、体に触れれば今の兵士と同じ運命、そして退路は後三歩ほど。

　兵士の顔は絶望に染まり、モニカはセレスティナを抱きかかえて最後の光景を見せまいとする。

　俺が天から見下ろす神様なら『こりゃ駄目だ。もう諦めろよ』とでも言うところだが、自分のことならそうもいかない。まして後ろにセレスティナとモニカがいる。

俺の案で彼女達が汚物に呑まれたとあっては申し訳なさで成仏できず、化けて出る他無くなる。

　なら生き残るしかない。

そして力で解決できない状況で生き残るには考えるしかない。

幸いにして俺は智将である。すぐに一つのことに思い当たった。

「斃れた兵士は確かに他の奴らより前に居た。だがおかしい」

　あの兵士が前に居たからやられたというのはおかしい。

　何故なら、俺が常に一番前にいるのだから。




　ブーツを軽く踏み鳴らし、俺は剣を右手一本で構える。

「見ていろ」

　言うが早いか俺は魔物に向けて突っ込む。

最初とまったく同じ太い鞭の迎撃、それを剣で斬り払う。

「そんな勢いで斬ったら飛沫が!!」

　残った最後の兵が叫ぶ通り、斬り払われた鞭から飛沫が鎧に飛び散る。

そして剣からも白煙が上がり、ボロボロになって中程で折れてしまう。

「……ふむ」

　俺は剣を投げ捨てるが後退はしない。

後に続くもう一撃を今度は素手で打ち払う。

鞭状の体に拳がめり込み、気持ち悪い粘度が籠手ごしに伝わってくる。

「素手でいった!?」

「兄様の腕が！」

　だが悲鳴をあげたのは俺では無く魔物だった。

正確にはまるで悲鳴をあげているかのように震えながら後ろに下がっていく。

「やっとお前の方が下がったな」

　死んだ兵には悪いが思わず笑みが零れてしまう。

「そうか金だ、くそったれ！」

　グイグが嬉しそうに叫ぶ。

正解だ。斃れた兵士より深く俺のブーツは奴の体液に浸っていた。

そもそも俺より後ろにいたグイグ達のブーツが溶けたのに、俺の鎧だけが無傷なのは不自然だ。

　この魔物は鉄も石も人も溶かすが金だけは溶かせない。

「そして今の反応を見る限り溶かせないだけじゃない。お前金が大嫌いだろう？」

　魔物が下がった分だけ俺の方から前に出る。

すると奴はまたも床を伝って体を伸ばしてくる。

　俺は足を引くことなく逆に大きく踏み出し、くるぶし程の深さまで足を踏み込む。

すると再び奴は震えて大きく後退した。

「よし金貨を出せ」

　俺は笑いながら振り返る。

だが誰も反応しない。

　何をグズグズしている。

敵に時間を与えてどうする。それでも兵士か。

「……ありません。慰労金は全部踊り子に貢ぎまして」

「俺もねえな。ダーティエンジェルの懐にもねえよ。てか銅貨三枚しかねえぞ……マジかよ」

　グイグと兵士が言う。

「ええいこの貧乏人共め！　仕方ない──」

　俺は財布を取り出そうとするが無い。

いかん下水道に落とした。

「これは陛下のお金なので絶対に返して頂きますよ！」

　仕方なくモニカが財布から金貨を取り出す。

　その金貨をクロスボウのボルトに括りつけ、グイグと兵士が狙いを定める。

「撃て!!」

　ひゅんと音が鳴り魔物にボルトが撃ち込まれる。

先程と同じくボルトは瞬時に溶け消えたが、金貨だけはそのまま残り、魔物の体内で光ながらゆっくり下へ落ちていく。

　声こそ発しないが魔物が悲鳴をあげているのがわかる。

撃たれた途端に震え下がり、撃たれた場所が不自然に凹む。

　体内を漂う金貨を排出しようと身をよじり、最後には周囲の体が分離して激しく転がり、金貨を捨てると再び本体に戻っていく。

「ハッハー！　クソスライムがのたうち回ってやがるぜ！　この金貨の方がお前よりよっぽど糞詰めてるってこった!!」

　グイグが気勢を上げる。

　だが足りない。

確かに魔物はどんどん後退している。

だが奴は溶けてもいないし燃えてもいない。

　奴は『嫌がっている』だけで『弱っている』訳ではない。

　トリスタンに山盛り青豆を食わせても泣きはするが死にはしない。

　今俺達がやっているのは嫌がらせであって決定的な攻撃ではないのだ。

「もう一手、何かが要る。決定的な弱点が」

　俺は目を見開いて奴を観察する。

体と言うより一つの塊、形を保つ外皮は透明で体内は汚物とも内臓ともわからぬドロドロの半溶物が詰まるのみ。

「これが最後の金貨です！」

　モニカの声と共にボルトが放たれる。

　着弾の瞬間、ボルトの衝撃とは別に動いた場所があった。

　全てがドロドロの中、ソレだけがはっきりとした形を持つ個体。

ドクン、ビクンとそれはまるで脅かされた人間の心臓──。

「そこか！」

　俺は右手を突き出して魔物に向けて突っ込む。

そして体当たりするようにぶち当たり、右手を体内深くねじり込む。

　金の塊が体内に入って動揺したのか、魔物は更に逃げようとするが、それ以上に俺は体ごと入り込むように手を突っ込んでいく。

　関節部分がピリピリしてきた。隙間から入り込んで来たらしい、早くしないと溶かされる。

何より想像を絶するほど臭いそして汚い。変な病気になったらノンナに締め上げられてしまう。

「オォォォォォ!!」

　景気づけに叫びながら俺はほとんど全身で入り込んで目的のそれを掴み取った。

「ふん！」

　俺は勢いよく掴んだ何かを引っこ抜く。

「袋……？　卵……？　脈打って……」

　黄土色の物体が体外に出た途端、魔物は先程までとは比べ物にならないほどに体を震わせ、体を無茶苦茶に変化させて周囲を探り始める。

「おっと返さんぞ」

　俺が数歩飛び退くと魔物は天井、床、壁を叩きながらのたうち悶え、最後は全身を痙攣させて動かなくなった。

「心臓……だったのでしょうか？」

　その断末魔と以外に形容しようのない有様を見てモニカが呟く。

「かもしれんな。まだ動いている」

　掴みとったそれはドクドクと脈動を続けている。

正直気持ち悪いが、正体がわからない以上、捨てるにも慎重になるべきだ。

下水道に投げ込んだ途端、ムクムクと奴が再登場しては敵わない。

「ともあれカタはついた。これで前に進める」

　モニカと話をしたのが悪かったのか。

あるいは未知の魔物の最後の挙動に気付けるはずも無かったのか。

　俺がボンという音に振り返ると魔物は盛大に破裂していた。

その飛沫、体液の奔流は一本道の通路を駆け抜けて俺達に襲い掛かる。

　一番近くに居たのは俺。

これはいい。奴が金の鎧を着た俺を溶かせないのは分かっている。

　二番目は話をしていたモニカ。

それも良い。俺の腕が届くのだからいくらでも庇ってやれる。

　三番目は──セレスティナ。

「陛下ぁぁぁぁ!!」

　俺は絶叫するモニカを庇う。

セレスティナより彼女を選んだのではない。彼女にしか手が届かないのだ。

　剣を溶かす溶解液を浴びてはただでは済まない。

太陽のような笑顔がボロボロに溶ける所など絶対に見たくはないのに。

　セレスティナと目が合う。

瞳に浮かぶのは恐怖でも懇願でもなかった。

まだ幼さを残す瞳が放つのは……。

「させるか!!」

　そんなセレスティナの前に飛び出したのは名も知らぬ兵士だ。

両手を顔の前で交差させて小さな女王の前に立ちはだかった。

　魔物の断末魔が終わる。

俺とモニカは無傷、そしてセレスティナもまた無傷。

その代償として大量の溶解液が付着した兵士の全身から白煙が上がる。

　押し殺した。

だが殺せない悲鳴が地下道に響き渡る。

　グイグがナイフで兵士の服を切り裂いて全裸にする。

全身に火傷を負ったような状態だが、一瞬のことだったからかそれ以上の浸食はされていない。

　だが両腕はダメだ。

体内まで液が入っているのだろう。手首の上辺りから白煙が上がり続け、肉が溶け落ち続けている。

「腕を出せ」

　俺は剣を振りかぶり、グイグが松明を用意する。

　一閃、兵士の両腕の肘から下がその場に落ち、同時に松明が押し当てられ火が傷口を無残に焼いていく。

悲鳴は倍化、いや三倍になった。想像を絶する痛みはショック死しない方が不自然だろう。

　だが絶対に必要だ。傷口を焼いての止血に加えて、不潔な場所で不潔な剣、これをやらなければ１００％必ず死ぬ。




　のたうち回る兵士の頭にそっと手が添えられた。

「ありがとう」

　兵士の悲鳴が小さくなっていく。

「ありがとなのじゃ」

　滅茶苦茶だった呼吸がゆっくりになっていく。

「妾を守ってくれてありがとう。ほんとうに、ありがとね……」

　涙鼻水を垂れ流して悶えていた兵士はセレスティナの顔を見ると、激痛に歪んだ顔で微笑み、そのまま意識を失った。

「……くたばり損ないやがった」

「ああ、大した奴だ。生き残ったら失った腕以上のことはしてやる」

　まったく大した奴だ。それに比べて俺は何をやっているのかと自分のデコを殴りつける。

智将などと気取る前に女の安全に気を回さないでどうする。

一つここで気を入れ直しておこう。

　ふと妙な考えが浮かぶ。

　この兵士は今日、ほんの数時間前にセレスティナと出会った。

こいつにとって彼女は別に敬愛すべき王でもなければ愛する女でも無かっただろう。

にも関わらず両腕を失ってまで……いやそれは結果で本当は命を捨てる覚悟で彼女を守ったのだ。

　この男が少女を守るのは当然と考える大した男だったのか。

それともセレスティナを前にしてはいかなる者でも同じ行動を取るのだろうか。

　まあ今考えることじゃない。忘れよう。




　俺は兵士をグイグに担がせる。

これで戦力は実質俺一人になってしまったが、ここまで来たらやり遂げて見せるさ。

　魔物がいた通路の突き当り、そこにあった錆びたレバーを無理やり引き倒す。

重たい音がして数秒後、天井がゆっくりと下がって来る。どうやら階段になっているようだ。

　俺達はこっそりと階段を上り顔を出す。

出口の上に家具が置かれているようで視界は狭いが見えないでもない。

　足音も聞こえなければ話し声も聞こえない。

どうやら無人の部屋のようだ。王宮内とは聞いていたが王宮も広いからな。

「占領者が使うような部屋ではございませんので」

　俺は力を込めて頭上の家具を押しのける。

ガランと大きめの音が響いたが、特に反応はない。

「さてどこに出たのか──おいおい」

　全身を穴から出した俺はさすがに絶句する。

「これを作った王様はアホなのか？」

「不敬なことを言わないで下さい！」

　モニカの抗議も説得力はない。

何しろこの部屋は玉座の間であり、今俺が押し退けて転がしたのは玉座だったのだ。

「自分の真下に隠し通路を作ったのか……」

　そのくせ碌に整備もせずに魔物の巣にしている。

下手すれば先程の魔物が王の下からこんにちわしていたかもしれないのだ。

「今言っても仕方ないか。では隠密行動……は無理だろうから一直線に向かう。出会った敵は切り捨てる」

　今の俺達に隠密行動は絶対にできない。

俺は全身キラキラしているし、全員１０ｍ先からでもわかるぐらいに臭い。

強行突破以外に道はない。

　勝算は大いにある。

敵がいくら警戒を強めていてもそれは外からの侵入者に対してであり、まさか玉座の間から湧いて出るなど想定していない。モルトの中枢たる王宮周囲は警備兵が固めているだろうが、内部にいるのは文官ばかりのはずだ。まして包囲を受けている現在、指揮官や兵士が王宮でのんびりしていることはあり得ない。




　俺達は玉座の間を飛び出すと階段を一気に駆け登る。

「備蓄物資の管理を徹底しろ！　最低でも三週間は──くさい！　ぐぎゃっ！」

　出くわした文官らしき男を一刀で斬り伏せる。

「負傷者は民家に収容だ。文句を言う住民は放り出せ──眩しい！　なんだお前……ぐえっ！」

　中年男の首を跳ね飛ばす。

「処刑の日程を早めろ。明日の朝一番で──ぐわぁぁぁぁぁ!!　曲者！　曲者だ！」

　細い目をした軍人に斬りかかるが臭いで気付かれたのか、手練れだったのか斬撃が浅くなってしまった。

切り返す二刀目で完全に斬り伏せはしたが、警戒の声と断末摩が響いてしまい、たちまち王宮内が騒がしくなる。

「足音多数。くそったれ、こりゃやばいぜ！」

　グイグが叫ぶ。

確かにやばい。先ほどのスライムにも負けず劣らず絶体絶命に思える。

　だがこれは最初から想定内だ。

そして一気に打開する見通しもある。

　俺達は階段を上り切って扉を蹴り開く。

　そこにあるのは旗の掲揚台。

かつてはモルト、今は南ユーグリアの旗が風に靡いている。

「付け替えろ」

「あいよ」

　グイグがセレスティナから受け取った荷物──モルト国旗を手に掲揚台を登っていった。




　俺達を追う足音が階段を上って来る。

だがその音をかき消すどよめきがビアードの街から聞こえる。




「おい。あれ見ろよ……王宮の掲揚台だよ」

「……南ユーグリアの旗なんて見たくねぇよ。ってありゃ俺達の、モルトの国旗じゃねぇか!?」

「誰だあんなことした奴!?　見つかったら八つ裂きじゃすまねぇぞ！」

「見ろよ。近くに誰かいるぜ。距離があって見えねぇが──」




　市民がざわめき注目が集まるのを感じる。

この王宮掲揚台はビアードのどこからでも見える。そのように作られている。

その国旗が挿げ替えられたとなればたちまち街中の注目を集める。




「いけるな？」

「うん」

　俺がセレスティナに確認すると彼女は傷を押さえて呻く兵士の頬を一撫でして立ち上がる。

そして俺と街を見渡せる王宮の屋上に並び立つ。

「どうでもいいけど早くしろよ！　クソ共が押し寄せてそろそろ限界だぞ！」

　階段の扉はグイグが押さえているが、追手はハンマーを持ち出したらしくドスンバタンとうるさい。

　後はここからセレスティナが市民に一演説ぶって蜂起を迫る。

外に敵軍がいる状態で市民が蜂起すれば籠城軍に望みはない。

　重要なのは市民の心を動かす演説だが、果たしてセレスティナは上手くやれるだろうか。

　彼女は懐から用意してきたであろう演説文を取り出すが、一瞥すると俺に預ける。

そして大きく息を吸い込む。

「遅くなったけど戻ってきたのじゃ！　みんな妾を──助けてぇぇぇ!!」

　演説どころかほとんど一言の叫び。

面倒くさい時の俺の演説に近い。

　数秒の静寂。

外したらセレスティナを担いで屋上から柔らかそうな場所に跳ぶしかない。

　だがそんな考えは無意味に終わった。




「へ、陛下──セレスティナ陛下なのか!!」

「本当に……本当に戻ってきたのか!!」

「間違いない！　俺は三年前に陛下にお言葉をかけられて手にまで触れて貰ったんだ！　それ以来俺はずっと手を洗ってねぇぐらいだ！　見間違える訳がねぇ!!」

「陛下が助けてと言われている！　行くぞ、みんなで王宮へ行くんだ!!」

　爆発のような怒号と歓声が街中から響く。

「貴様ら騒ぐな！　あれは……そう偽物だ！」

「ただちに家に戻れ、外出禁止だ！　許可なく外に出た者は牢送りに──ええい言うことを聞け!!」

　衛兵が必死に抑えようとしているがどうにもならない。

　暴動が起きたなどと言うレベルではない。

ここから見る限り全ての市民が歓声をあげながら王宮に向かってくるのだ。

　扉を叩いていた追手も静かになっている。

もう俺達をどうこうするどころではないのだろう。

「東地区の暴動収拾不能！　西地区も衛兵隊が襲撃を受けて連絡途絶！　南と北も……市内全域で市民が蜂起です！　市民全部、市民全員が蜂起しています！」

「衛兵では無理だ!!　大弩とカタパルトを市内に向けろ！　街壁上から暴徒を狙い撃て！」

「駄目です！　敵の総攻撃が始まりました……畜生連携してやがる!!」

「これではもう戦争にならん！　各自適宜脱出、市民にはもう攻撃するな、刺激すると本当に皆殺しになるぞ！　とにかく街から脱出するんだ」




　敵兵が街から逃げだして行く。

そして開けっ放しとなった門から義勇兵が堂々と入って来る。

「一言でこれか……」

　ビアード中心部、今回の引き金となったセレスティナ庭園に市民がこっそり隠し持っていたのだろう無数の国旗が立ち並ぶ。

　大歓声とそれに応えるセレスティナ。

その陰で義勇兵の一部、具体的には俺の兵からなる偽装義勇兵がこっそりと抜けだし、ラーフェンへと帰っていく。

　彼らの役目は終わった。

モルト中から集まった義勇兵はビアードを攻め、セレスティナの演説で市民も一斉に蜂起、遂に侵略者を追い出した。これが事実なのだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　状態（救国の英雄　ゴールデンラガー汚）

同行者

セクリト（仮病）ブリュンヒルデ（離脱）クリストフ（地下道）グイグ（汚い）

セレスティナ（真女王）モニカ（幸福）ブスコ（指揮官）

東部

友軍兵力　モルト義勇軍（偽）三五〇

　　　　　義勇軍　　（真）四九八〇

　　　ヴァンドレア義勇兵　四七五〇（持久戦）

敵兵力　　ビアード駐屯　九九五→壊乱

　　　　　野戦軍　　　　三九〇〇→大混乱

財産　金貨－六万八千

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　モルト王宮屋上

金貨一枚は十万相当です。










第４９３話　最期の交渉　前編







　いつの間にかモルトの王宮は群衆に取り囲まれていた。

正面に集まっているなどというものではなく、全周ぐるりと人で埋まっている。

「セレスティナ陛下──!!」

「うぉぉぉ──!!　俺をご覧になったぞ！」

「馬鹿言え俺の方がお前より５ｃｍも背が高い。陛下はこっちに注目されたのだ！」

「阿呆ぬかせい！　この場で儂の禿げ頭ほど目立つモノはない。こちらを気にされたに決まっておる！」

　民衆は占領から解放された喜びと言うよりもセレスティナが戻ってきたことを喜んでいるようだ。

「なんとも扱いやすい雑草共だ」

　封鎖していたドアを蹴破ってセクリトが現れる。

油断していたグイグは弾かれて床に頭を打ち付け動かなくなった。

　彼女は俺の横に並ぼうとするが、鼻を押さえて素早いバックステップで距離を取る。

　俺は下水道と魔物のせいで鼻が壊れているから何も感じないが相当な臭いらしい。

汚物魔物にほとんど全身で突っ込んだのだから仕方ないか。




「隣に並んでいるのは誰だ？　あのピッカピカの」

「義勇兵達がなんか言ってたな。ゴールデンがどうの……そんなことより陛下にもっと手を振るんだ」

「陛下の隣に羨ましい」

　歓声はどんどん大きくなっていく。

「ええと、ええと……」

　とりあえず民衆に向けて手を振っていたセレスティナがこちらを見る。

どうすれば良いか教えて欲しいのだろう。

「戻ってきた経緯を言ってやれ。この悪臭男も誇張して紹介しておけ」

　セクリトが俺の代わりにセレスティナに助言する。

ついでに頭から何かひっかけられる。

この臭いは……バラの香水だな。原液なのか凄い匂いだ。

　セレスティナはうんと素直に返事すると身を乗り出す。

「しっ声を止めろ、陛下が何かおっしゃられるぞ」

「陛下の可愛い声を聞き逃してなるものか」

　歓声が止まり、街に静寂が訪れる。

決して大きくないセレスティナの声だけがはっきりと響く。

　彼女はまず自分だけが逃げていたことを詫びた。

そして市民が処刑されると聞き、まともな計画も立てずに飛び出したこと。

義勇兵となった村人達に助けられてここまで来たこと──。

　大げさな美辞麗句はない。

時折文法を間違え、今のは変だと言い直し、舌を噛んでふにゃっと鳴き、それでも両手をワセワセと動かしながら必死に民へ訴えていく。

「陛下、あぁ俺達の可愛い陛下、何を謝ることがありましょうか」

「貴女様が無傷でここにいる。それが全て、何もかも完璧なハッピーエンドなんだ」

　民衆から一言二言の返事が帰って来るとセレスティナの目に涙が浮かぶ。

だが泣いてはならないと思ったのだろう。ごしごし袖で涙を拭い、返事をした民に向かって満面の太陽の笑みを返した。

「へ、へいか……うーん」

「あぁ俺はもう思い残すことは無い。成仏する」

　笑みを向けられた男二人は感極まって卒倒してしまう。

「陛下、そろそろ紹介を」

　モニカが俺を見ながらセレスティナに声をかける。

「うん！　えっとこっちは兄様……じゃなかった。妾を助けてくれた人で……うんっと……えっと」

　たちまち言葉に詰まってしまう。純粋な彼女は嘘をついたり誤魔化したりに慣れていないのだろう。

嘘は汚い大人が吐くとしよう。

「私はゴールデンラガー。モルト王国が危機に瀕した時現れる金色の騎士である」

　俺が叫ぶと静寂が訪れる。セレスティナの時とは違う非常に嫌な静寂だ。

酔っ払いが酒場でホラを吹いた時の『なんだこいつ馬鹿じゃないのか』と言いたげな静寂だ。

だがここで止まる訳にはいかない。嘘は途中で妥協するのが一番見苦しい。

「モルト王国初代、麗しき女王との契約に基づき悪しき帝国を打ち倒し民を解放せんが為、正統なるモルト女王をこの地に導いた。全ては古より伝わるモルト伝説に謳われる通り也。我こそ救国の英雄である！」

　決まった。威厳たっぷりに決まった。

嘘もこれだけ堂々と叫べば真実に劣らない説得力を持つだろう。

静寂にざわめきが混じり始める。

「モルト初代ピルスナー王は男だよな？　確か近隣の大国の代官としてこの地を任され、その国が内紛で滅亡したので仕方ないから独立したはず」

「モルト伝説って、老人が山で光る木を切ったら中から大層な美女が……だよな？」

「あいつ頭大丈夫か？　何より陛下の隣にあんなおかしいのが居るなんて……」

　いかん。適当に言ったせいでボロが出ている。

それっぽい伝説ぐらいあると思ったがどこまでも平和な話しかなかったようだ。

このままでは突然出て来てビアード市民全員の前でホラを吹いた稀代の間抜けになってしまう。

「その通りなのじゃ!!」

　見るに見かねてセレスティナが入って来る。

「兄──この方は妾を助けてここまで導いてくれたのじゃ！　考え無しの妾の無茶を聞き、何もできない妾を支え、何度も何度も励まして助けて……ここまで連れて来てくれたのじゃ！」

　その部分に嘘はないから本心から言えるのだろう。言い淀みは無い。

　セレスティナは大きく息を吸い込んで両手をあげる。

「みんな救国の英雄ゴールデンラガーに拍手なのじゃ──!!」

「良く分からんが陛下が言うなら間違っていないのだろう。うぉぉぉぉ──!!」

「俺は知らんがきっとそんな伝説もあったのだろう。ゴールデンラガー万歳──！　英雄万歳!!」

　満場の喝采が俺を讃える。

セレスティナのお陰でなんとかなったようだ。

「この方にお礼をしたいし、皆言うことを聞いてあげて欲しい。えっと今は何か……」

　セレスティナがこちらを見る。

「うむ、風呂。後は女が欲しい」

「ふにゅ。お風呂と女の子──「えい！」」

　言い終わる前にモニカがセレスティナの口を塞ぎ、俺の踵を蹴る。

「陛下に下賤な宣言をさせないで下さい!!」

　悪かったよ。

「えっと……モルト民の笑顔が見れただけで満足……だそうじゃ」

　惜しいことだ。




　さて次の演説だ。

セレスティナは民衆に拘束されている南ユーグリア兵士と衛兵に目をやる。

「兵士達を逃がしてやって欲しいのじゃ。もう戦いは終わったし、家に帰してあげたいのじゃ」

「さあここで一揉めあるぞ。どうなることやら」

　セクリトが俺に顔を寄せて楽しそうに言う。

　そうだろうな。

何しろ今まで自分達を押さえつけ、この戦いの中では民に剣を向けた敵兵をただ逃がせと言うのだ。

民衆が渋るのは当然と思われたが──。

「ほら行け。陛下の慈悲に感謝するんだぞ」

「もう二度と来ないでくれ。俺達は戦いなんて大嫌いなんだから」

　微塵の躊躇も無く民衆は縄を解く。

「……なに？」

　セクリトだけではなく敵兵も唖然とした顔で民衆とセレスティナを交互に見ている。

「バイバイ。次は武器を持たずに来てね」

　手を振るセレスティナに敵兵は思わず手を振り返し、はっと我に返って一目散に門へ走っていく。

「陛下、一部にまだ武器を持って立て籠もっている敵がいるのですが」

　民衆が指差す先にはモルト国旗が街中に翻る中、ほんの数本だけ南ユーグリア国旗の立つ場所があった。

「ふにゅ」

　セレスティナは再び俺を見る。

「降伏するなら良し。しないなら男は殺し女は犯──」

「陛下の口から何を野蛮なことを言わせる気ですか！」

　またもモニカに怒られる。

「……うんっと唄！　みんな知ってる平和の唄を歌うのじゃ！」

　セレスティナの号令で民衆は抵抗施設に押し寄せる。

　敵はすわここまでかと最後の抵抗を試みるが、民衆は突入もせず火もかけない。

ただ施設の周りを囲んで大きな声で歌い始めた。

「剣を捨て黄金の麦を狩ろう、弓を置いて愛を囁こう、争いを止めて朝までビールを酌み交わそう……クソみたいな歌だな」

　敵の殲滅を期待していたのかセクリトの機嫌が悪くなっている。

　敵陣からまばらに矢が飛び、民衆の何人かが怪我をする。

それでも怒りに任せて火をかけたりはしない。それどころか周囲の歌声が倍化した。

「出てきたぞ」

　敵兵の一団、ざっと五〇人ほどが外に出てきた。

民衆は歌いながら彼らを囲み、まるで案内するかのように門の方向へと移動していく。

　敵も突破できるはずなどないので抵抗せず、人の波に押されるように門へ向かい、そのまま街の外へ押し出された。

　そして最後の一人が門の外に出た瞬間、爆発するような歓声が響き渡った。

実に平穏で甘ったるいラストを経て南ユーグリアの支配は終わったのだ。

「……」

　セクリトは不機嫌そうに、いやまるで威嚇するような顔でセレスティナを見ている。

何も怒ることなど無いだろうと頬をつつく。

「汚い。触るな」

　俺の心が戦傷を負ったぞ。




　再びセレスティナが語り掛ける。

「みんな壊れた家を直そう。踏まれた畑を埋め直して、小麦も頑張って収穫じゃ！」

　彼女の一声ごとに大きな歓声があがる。

　セレスティナの話に中身はない。

　アドルフのように優先順位を周知する訳でもなく、効率的な動きを指示するでもなく、具体的な支援の通達も一切ない。

　ただ頑張って、頑張ろう、と繰り返しているだけだ。

内政の才も経験もやる気も無い俺から見ても無意味な演説に思える。

　──だが。

「妾も……頑張って……お手伝い……うにゅぅ！」

　セレスティナは屋上に放置されていたスコップを持ち上げたが、予想以上に重かったのかフラつき、モニカが慌てて支えた。

　民衆から悲鳴に近い声が上がる。

「ああっ陛下止めて下さい！　足にでも落としたら大変です！」

「陛下の代わりに俺が一日一六時間働きますから無茶しないで下さい」

「なんの俺は二〇時間だ！」

「何を!?　俺は二五時間働くぞ！」

　立ち昇るような覇気を感じる。

　復興は急速に進むだろう。

いかに効率が悪かろうと、いかに優先順がおかしかろうと、この人数が全身全霊でやるなら全て覆せる。

「恐怖で縛るでもなく、金で釣るでもなく、スコップ一つ持ち上げるだけでこうなるか。他の王、領主共が見たらイカサマだと叫びたくなるな」

　歓声をあげながら早速仕事にかかる民に向かってセレスティナは手を振り続けた。




　するとそれぞれの職場に行くのだろう民衆の流れに逆らい、一人の男が近寄って来る。

不自然な動きに俺は半歩前に出て男からセレスティナへの射線を塞ぐ。

「陛下……陛下……」

　だが男は何かを放つでもなくフラフラと前に出て膝をついた。

「うん？　なに？」

　セレスティナは警戒することなく俺の脇から顔を出す。

危ないがこの距離ならあの男が何をしても対応できるか。

「私は……奴らの……手先になって……おぉぉぉ」

　男は頭を地に伏せて泣き始める。

聞き取れなかったが見当はついた。

「転向者か」

　見た目からしてブスコ並みの不細工ででっぷり腹の出た典型的な悪代官の形だ。

「奴らに命じられ、気に入られて出世しようと、俺は……私は……」

　鼻水を垂れ流して泣き叫ぶ男は醜いが、同時に感心もする。

転向者は支配が終われば嬲り殺されるのが世の常で、そうなる前に占領者と共に逃げるか、それが不可能なら雲隠れしてしまうものだ。こいつのように堂々と出て来るとは潔い。

「私に罰をお与えください陛下！　私は……貴女を裏切り、モルトを──」

「殺すには惜しい根性だ」

　セレスティナもこいつを殺せとは言わないだろう。

だが都合よく転向した者をお咎めなしも具合が悪いか。

「妻と娘を一晩──」

　鎧のつなぎ目に違和感を感じて振り返るとモニカが短剣を突き付けている。

目が本気なのでこの辺にしておこう。

　セレスティナは俺とモニカを困ったように見た後、男に向き直り息を吸い込む。

「うにゅ……よし！　すぅー……コラッ!!　悪い子はめっ！」

　可愛い怒声が男を打つ。

「これで終わり。もう許したのじゃ」

　ゆっくりと顔をあげた男の目に飛び込むのは太陽のような笑み。

不細工な悪代官は泣いているのか笑っているのかわからない気持ち悪い表情のまま、顔中の穴から汁を噴き出させ、オイオイと泣き続けたのだった。







　その数時間後、俺は王宮の裏庭井戸で鎧姿のまま頭から水を浴びていた。

ビアードには多分俺の顔を知る者もいるからだ。

「浴びた水が黄土色だぞ。どんだけ汚かったんだ」

　汚れが落ちたことで嗅覚が戻ってきたのか、逆に悪臭が鼻をつき始める。

「しかしフルプレートのまま布で背中を洗う光景は実に珍妙だろうな」

　言いながら頭部の覗き穴から大量の水を内部に流し込む。

幸いにして鎧のせいで体の汚れは酷くないが、臭いは容赦なく染み付いている。

このままでは女も抱けない。




　背後からじゃらりと音がする。

「救国の英雄ゴールデンラガー様」

　長いな。ラガーでいい。

「ではラガー様」

　現れたのは女だ。

腰まで伸びる黒髪に服を押し上げる大きな乳房、短いスカートから覗く長く白い足。

「貴女のような美女がどんな御用ですかな？」

　美女は無言のまま甘えるように首を傾げる。

「抱かれたいか」

　美女の肩を抱くと色っぽい吐息が漏れる。

これだけの美女にこの仕草をされれば世の男なら誰でも性交を期待するだろう。

「さすがに王宮の裏では不敬ですわ。とっておきの場所があるのでそちらに」

「ああ、どこへでもついて行くさ」

　女は俺の手を引いていく。

俺は何も言わず、素直についていく。

　鎧を脱げないのは幸いしたかもしれない。

表情を見られる心配がないからな。

　背後から気配が一つついて来る。

いや本当は二つか。もう片方は俺程度がいくら気を張っても悟れない。

　到着したのは酒屋のようだ。

占領のせいか既に廃業しているように見える。

「ここは私の実家なんです。地下室があってそこならどれだけ声を出しても外には漏れな──あっ」

「早く行くぞ」

　俺は女の手を引いて酒屋に入る。

「ご、強引なんですね。私、壊されちゃうかも……」

　美女は発情と期待と恐怖の入り混じった顔を向けて来る。

見事な演技だ。

　だがそこで俺は背中から来るもう一つの気配に気付く。

まずいことになったが、ここで引き返す訳にもいかない。

「どうかしました？」

「さあな」

　俺は美女の手を引いて情事に最適な声の漏れない地下室とやらに向かう。

「ここか」

「はい、お先に──」

　美女が言い終わる前に俺は地下室の扉を蹴り開ける。

女は息をのんで発情の演技を止め、股座に手を突っ込んだかと思うと短剣を取り出す。

　だが俺はその動きに対応しない。

暗殺が目的ではないだろうからだ。




　蝋燭数本だけの灯りしかない薄暗い地下室には奥と手前に一つずつ、二つの椅子だけ置かれていた。




　奥に座っていた者がゆっくりと顔をあげる。




　とてもとても見覚えのある顔だ。




　忘れるはずのない顔だ。




「貴女本人だとは」

　眼前の女はゴルドニアの主敵、南ユーグリア帝国女帝ヴィルヘルミナ──。

「ああ私だ……ふむ驚かぬな。我ながら非常識なことをしていると思うのだが？」

　美女の誘惑が何かの誘いだとは気づいていた。

大方工作が待っているだろうこと、そして言われることも予想はついている。

　だが敵国の女帝が今まさに奪還された街の中に居座っていると誰が想像できるだろう。

「意外ではあったが驚きはないさ。なんとなく、こうなる予感がしていたよ」

　もう一度ヴィルヘルミナと話す機会があるだろう気がしていた。

そしてそれが最後になるだろうと。

「予感と言われてはどうにもならぬな。感覚で動く奴とは相性が悪い」

　そこで気付いたのはヴィルヘルミナのレオポルトを想起させる冷たい無機質な口調。

最早、外見を飾ってこちらの機嫌を取るつもりがないのだろう。

「後ろの者は気にするな。貴殿を害するものではない。邪魔を入れぬ見張りと、この場を去る時の護衛だ」

　見れば先程の女にも劣らぬ美女が四人出口を固めている。

彼女達に表情は無い。冷酷な顔なのではない。ただ能面のよう、何をしたらこんな顔になるのか見当もつかない。




「さて救国の英雄ゴールデンラガー」

「……」

　返事を躊躇うとヴィルヘルミナは顎をしゃくる。

「兜を取れハードレット卿」

　まあ彼女が知らないはずもないと兜を脱ぐ。

「──なんと忌々しく見える顔か。貴様が我が帝国、我が野望にどれだけの打撃を与えたか」

　言われっぱなしは嫌なので言い返そう。

「──なんと美しい顔か。敵で無いなら俺は口付け一つを対価に平伏し、足でも舐めただろうに」

　フッとヴィルヘルミナが鼻を鳴らす。

見事に反撃が決まった。無理やりノンナに連れていかれた歌劇の言い回しを見たおかげだな。




「ではこの機に味方となって見ぬか？　我が方に返れハードレット」

「断る」

　即答したがヴィルヘルミナは俺の瞳の奥を窺うように睨み続ける。

　椅子に座っても俺達の高さの差は歴然で、彼女は俺を見上げる形となっている。

だが見下ろされているとしか思えない圧力を感じる。

　これはちょっと相手が悪い。

先程のやり取りで調子に乗って言い合いはしない方が良さそうだ。

「まず条件を聞け。返れば所領安堵──など言うまでもないな。我が帝国にて元帥か宰相を与えよう。軍か政か好きな方を選べば良い。更に今の一〇倍の領地、金貨百万枚」

「残念だがその一〇倍の条件でも断る。まあ俺を皇帝にしてくれるなら考えないでもないが」

　勿論本気ではない。

ここで『分かった仕方ないなぁ』と言われたら情けなく否定しないといけない。

「ふむ、なるほど。以前より条件をあげても気は変わらんか」

「ああ変わらん」

　断言しながら首を捻る。

そういえば以前美女が来て性交がてら交渉してきたことがあったか。

絶品の女体に気を取られて条件うんぬん覚えてないな。

「話は終わりでいいか？」

　そう言いながらも強引に話をきって退室はしない。

　女帝自ら乗り込んできたヴィルヘルミナへの敬意でもあったが、なにより話を最後まで聞きたかった。

そうしないといけないと思った。恐らくこれが最期なのだ。




　ヴィルヘルミナは『まだだな』と単調に言い、顎の下に手を置いて再び俺を睨めつける。

その視線は圧迫感を感じるから止めて欲しいんだが。

「貴領にある大規模な鉄鉱山はどうやら管理が甘いらしい。王宮へ報告する生産量と実数が随分……倍以上の開きがあるようだな。これは誤差と言うには大きかろう」

　条件を提示して駄目なら脅迫に来たか。

「それは大変だ。すぐに内政官を叩いて直させねばならん」

　そうしろとヴィルヘルミナは頷く。

「その鎧……なんとも派手で実戦に向かぬ品と見えるが、実は聞き覚えがある」

　嘘だろ。こんな頭のおかしい鎧を着てる奴が他にいるのか？

「いつだったか、ゴルドニアのペドー男爵の領地での話だ。蛮族を従えた黄金鎧が警備兵に襲い掛かってな。数名の兵と隊長の騎士が一人殺されたそうだ。そういえば貴殿も山の民とか言う蛮族を従えていたな」

　うーむ、覚えがあるなあ。良く調べたもんだ。

「そりゃ賊にしては根性のある奴だ」

　俺は目を逸らして口笛を吹く。

　するとヴィルヘルミナはくすくすと声を漏らす。

いや笑ってないな。目が全く笑ってない。

次に弩級の奴が来そうだ。




「ローズ──は元気か？」

　やはり一発アウトの超ド級玉が来た。

「母カトリーヌは大逆の徒として戦火に斃れ、ローズ本人も死こそ免れたが名も無き平民として孤児院に放り込まれた。大貴族の庇護の下で安穏な生活を送ることなどできようはずもない」

　完全に知っているようだ。

　カトリーヌはアレクサンドロ王即位初期、王に叛逆した貴族の妻であり、幼いローズを抱えていた。

その貴族は俺が斬り殺したが、そのままではカトリーヌもローズも大逆の連座で処刑に違いなかった。

　そこで俺は一計を案じた。

カトリーヌはその場で死なせたことにしてこっそり孤児院へ、ローズはまだ幼子だからと王の慈悲を請うて平民として生かす許しを得てまた彼女も孤児院へと送った。

　そしてほとぼりも冷めただろうと今はどちらも屋敷に連れ帰っている。

当時赤子だったローズの顔を見分けられる者などおらず、カトリーヌも多少は人目を憚るが、ラーフェンには彼女の顔を知るものなどそうはいない。

そう思っていたのだが……見事探り当てられたな。

　俺は息を吐き、籠手を外して頭を掻く。

「カトリーヌ共々元気にやっているよ。最近は絵に興味を持ったのか壁に落書きしまくるんで大変だ」

「それは良かった。ではこれらをゴルドニア王に伝えてやろう」

　他のことはともかくカトリーヌの件は間違いなく一発アウトだ。

王が許せる限度を超えている。

　なので俺は甲冑のブーツを外して部屋の隅に投げる。

「やってみればいい」

　彼女のことだ、証拠もがっちり掴んでいるだろう。

情報を王に流されれば俺はお終いかもしれない。

だが南ユーグリアの敗北が揺らぐこともまたない。

　戦況はゴルドニア絶対有利、今更俺が吊るされたところで揺るがない。

俺が死に、ヴィルヘルミナが死ぬ、それだけだ。

もちろん吊るされるのは嫌だから女を連れてさっさと逃げだすが。

　俺を失脚させて戦力を削ぐ。それだけでいいなら彼女はとっくにやっている。

こうしてわざわざ脅しをかけてくるということは、そうしても最早意味がないということだ。




「なるほど」

　ヴィルヘルミナがまた俺の瞳を覗く。

肩が重くなるから本当に止めて欲しい。

　仕返しに僅かに盛り上がった胸を凝視してやろう。

　清楚な白い服の胸部に前に見た剥き出しの美乳を脳内で重ねる。

「ふふ……なにっ!?」

　だが次の瞬間、目の前に想像通りの美乳がまろび出た。

決して大きくはない。だが彫像のような完璧な形をした美しい乳房は連邦の雪のように白く、皮膚の下にはうっすらと血管すら見える。

　思わず視線をあげるが、視線の圧力は変わらない。

恥じらいも屈辱も、もちろん発情の色もなくヴィルヘルミナは果物の皮でも剥くかのように最小の動きで着衣を全て脱ぎ捨てたのだった。

「脅しは効かぬか。なら譲歩するとしよう」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神

同行者

セクリト（尾行）ブリュンヒルデ（尾行）クリストフ（地下閉じ込め）グイグ（綺麗）

セレスティナ（？）モニカ（王宮掃除）ブスコ（指揮官）

財産　金貨－六万八千

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ビアード

※参考までにカトリーヌとローズの話は三七話周辺、初代黄金騎士の話は七一話となります。










第４９４話　最期の交渉　後編　※







　目の前に突然現れた裸体に俺は言葉も無く硬直してしまう。

　最後の布地が足元に落ちる。

ヴィルヘルミナはどこを隠すこともなく手を腰に当てて直立した。

「なんという美しい胸だ……」

　俺も釣られて立ち上がってしまう。

　決して巨大ではない。大きさだけならば並かあるいはやや小ぶりだろうか。

だが恐るべきはその形だ。形、色、バランス何もかもが完璧と言っていい。

先端を飾る淡い桃色の乳首も否の打ち所のない形状と大きさだ。

　今まで数多くの乳房を見てきたがこれほど美しいものを見たのは二度目だ。

「私に忠誠を誓うならば我が胸を好きにして良いぞ」

　理性を総動員して耐える。気を抜けば脳と口が俺を裏切って勝手に返事をしてしまいそうだ。

　心臓が二重に脈を打ち始めた。

不整脈かと驚いたが違う。大きくなった心臓の鼓動に合わせて下半身も脈動しているのだ。

ズルズルと玉に種の溜まる音まで聞こえる。

　俺はこれ以上乳房を見ていては危ないと視線を下に流す。

しかしこれもまた悪手だった。

　胸からヘソに至るまでシミ一つ無い白い絹のような肌が続く。

肋骨から腹にかけて明確に存在するくびれ、無駄な肉は何一つついていない。

　それでいて痩せすぎてもいない。

息をするたびに僅かに上下する腹部が女の柔らかさを残しているのは触れずともわかる。

　以前戦場で胸を見た時でさえ、その後はしばらく誰を抱いても頭からこの美乳が離れなかった。

全身を晒された今の興奮は倍ではすまない。

　股間に痛みと鎧の冷たさが伝わって来る。

モノが張り切れんばかりに勃ちあがり、下着を突き破ったのだろう。

　視線を更に降ろす。

局部は交差した脚で隠されているので尻と太ももを凝視する。

　ヴィルヘルミナの尻と太ももは細い上半身に比べればやや肉感的だ。

柔らかい太ももを抱えて尻に腰を叩きつける。そんな妄想をしない男はいないだろう。

芸術品でありながら匂いたつ生身の女の魅力も兼ね備えている。

「鼻息が荒いな。お前の好みに合うか」

「いや……」

　頷きかけて否定する。好みに合う合わぬはそれが並の物であるから言えることだ。

ここまで突き抜けてしまっては好みなど関係がない。

「まるで女神だ」

「ほう。褒めるではないか」

　ヴィルヘルミナは一歩前に出る。腰まで伸びた黒髪がふわりと揺れ、足を斜めに開いて立つ。

「ぐっ！」

　俺は思わず膝をついてしまう。

　髪と同じく引き込まれそうな漆黒の陰毛……色こそ同じだが俺の汚いだけの毛とは根本的に違う。

無駄毛などとは、とても言えない。これだけで一つの美術品に等しい。

　残念ながら毛に隠されて局部は見えないが、それがまた俺の心を搔き乱す。

　傍目には品定めする俺、奴隷女のように体を売り込むヴィルヘルミナ──となるのかもしれない。

だが実際に押されているのは俺の方だ。

　ヴィルヘルミナは裸体を晒しながら恥じも媚もせず、俺に屈せとばかりに堂々と立つ。

反対に俺は股間を腫らして無様に膝をつき、隙あれば下から覗いて具が見えないかと期待している。

勝負になろうはずがない。

　俺はすっくと立ちあがる。

鎧を着ていて良かった。さもなくば一物が跳ねあがって更に無様を晒している。

「残念だが俺の忠誠は極上の女体一つで揺らいだりはせん。色仕掛けはそこまでにして貰おう」

　体は既になんでもいいから目の前の女を抱かせろと訴えている。

そろそろ心も『もう我慢しなくていいんじゃないか？』と言って来そうだ。

　俺は床に落ちたヴィルヘルミナの服を拾い上げ、こっそり匂いを嗅いでから彼女の肩にかける。

どうしてこんな花のような体臭になるのか。反則だろう。

「女に弱いと聞いていたが、そうでもないらしいな」

　緑の瞳で俺を見据えながら嘲笑するように言うヴィルヘルミナ。

音がするほどの威圧感が覆い被さって来るがもう慣れた。

　ヴィルヘルミナを対等な交渉相手だと思うから気圧されるのだ。

彼女を女神だと思えば、押さえつけるようなオーラもこれはこれで心地よい。




　そして俺の差し出す服で体を隠しながら、素早い動きで腕を取る。

「だがこの話。お前の利は我が肢体を味わうだけではないぞ」

　俺が返事する間も無く腕が取られる。

「私はな、処女だ」

「なんだと!?」

　ヴィルヘルミナの言葉は続く。

「男に抱かれたことも口付けをしたこともなく、性の経験は欠片もない。もしここでお前がその気になっても体を開く以外どうして良いかもわからん」

　腕が美しい胸の間に挟まれる。

「そしてお前は何百もの女を抱いてきた性豪。処女の私が対応できると思うか？」

　腕が胸からヘソの上に移動していく。

「ベッドに引き込まれたが最後、お前のするがまま悲鳴をあげてのたうち回る以外に何ができようか？」




　淡々とした口調に情景を想像してしまう。

　ヴィルヘルミナの足を開かせて腰を突き込む──。

処女の証は一息に裂け、美しき肢体は反り返り、必死に逃げようとずり上がるだろう。

俺はそれを許さず、腰を抱えて猛然と突くのだ。

美貌が歪み、白い肌は紅潮し、性器は俺のモノに合わせて無残に広がっていく……。




「私はお前の腕の中で泣き、喘ぎ、初めての快楽を知る。お前は徹底的に私を調教する」

　情欲を煽る甘い語り口ではなく淡々とした朗読のような話し方。

それ故に情景が脳裏に浮かんでくる。

「やがて私はお前の虜となる。熱に浮かれた目でお前だけを見続け、一夜相手をしないだけで泣いてお前を探すだろう」

　ヴィルヘルミナが玉座から俺に濡れた目を送り、脚に縋りついて抱いてくれと懇願する。

そんな情景が脳裏に浮かぶ。

「そうなれば私はお前の操り人形同然。適当に色を与えるだけでなんでもする肉の女帝となり、お前は事実上、中央平原の支配者となる。性技に自信があるなら、狙うこともできるぞ」

　妄想を打ち消すようにヴィルヘルミナの手が離れた。

　なるほどヴィルヘルミナに寝返れば処女を頂くことはできる。

その機会に奮戦して体を落としてモノにしてしまえばあるいはそんなこともあるかもしれない。




「なんとも涎の垂れそうな話だが──遠慮しておこう」

　俺はヴィルヘルミナの肩を抱き、かけただけの衣服を整える。

「貴女は素晴らしい女だ。正直、義理や忠誠と天秤にかけたなら貴女を選んだかもしれない。……だが俺は貴女を選ばない、他の素晴らしい女達が帰りを待っているんでね」

　ニコリとほほ笑み、乳首に軽くキスをして体を離す。




「そろそろ終わりにしよう。これ以上はさすがに見つかるかも──」

　ドンと背中に衝撃があった。

ヴィルヘルミナが抱き着いてきたのだ。

「い、いや……いかないで……」

　先ほどまでの淡々とした口調とは違う。

怯え、惑い、助けを求める声。ガタガタと震えも伝わって来る。

「もう駄目なの、どうやっても勝てないの！　何もできることがないのよ！　遠からず戦争に負けて私は嬲り殺される──ううん、その前に味方に殺されちゃうかもしれない」

　しゃくりあげる声と涙を流しながら見上げる緑の瞳。

「私はまだ二一なの。死にたくない……助けて……お願い助けてよぉ……」

　俺は振り返り、ヴィルヘルミナの肩を包むように優しく抱く。

「いいだろう。ならこの場で帝位を捨てて俺と来い」

　震えの止まった体を抱きしめながら続ける。

「全てを捨てて、一人の女として俺を頼るならなんとしても守ってやる。逃がすなり隠すなり……やり様はいくらでもある。もちろん処女は頂くが」

　レオポルトに最優先で考えさせるぞ。

「それはできんな」

　ヴィルヘルミナの涙がピタリと止まる。

あの大泣きから一瞬でレオポルト顔になったぞ。本当に大したもんだ。

　まったく嘘だとわかっていても心と股間に悪い。

股間が少しばかり滑る、今ので少し精が漏れたかもしれん。

「ううむ、これ以上問答したくないので仕方なく言うのだが……」

　俺は頭を掻きながらヴィルヘルミナを正面から見据える。

緑の瞳と視線がかち合うとドンと肩が重くなるが、既にその圧力は心地よさに変換できる。

「貴女は美しい。貴女程の美貌を持つ女などこの世に何人いるか」

　ヴィルヘルミナの表情に変化はない。

「体にも非の打ちどころがない。今にも惚れて落ちてしまいそうだ。誇張は一切ない」

　世辞に慣れているのかやはり変化はない。

「相手を威圧するオーラも女神然として良い。冷たい本音も、飾って甘える声もどちらも好きだ。たまらない」

　これは予想外だったのか眉毛が少し上がる。

「その上で、なんだが──」

　俺はふうと息を一つ吐く。

「──俺はお前が気に食わないんだ。お前のやり方が丸ごと気に食わん。気に食わんのだからお前につくことはない。それだけだ」

　ヴィルヘルミナは美しい。体も最高で声も美しい。

その上で俺はこいつが嫌いなのだ。

　ヴィルヘルミナは一瞬硬直し……そして笑顔になった。

　その顔は演技ではなく本心から出た表情に見える。

だがこれを笑顔と言って良いのだろうか。

「脅迫、色仕掛け、利益誘導、そして安いお涙頂戴……全て駄目か。残念ながら決裂のようだ」

　何がオーラに慣れただ。何が女神然として心地良いだ。

「交渉はここまでだ。だが一つ宣言させて欲しい──あぁもしかすると交渉など建前で私はお前にこの宣言を、負け惜しみをする為に来たのかもしれない」

　これは人間のして良い表情ではない。

「私は勝ちを諦めぬ。砂粒程の可能性でも残るならなんでもする。そこにタブーなどない」

　狂人の顔ではない。獣の顔でもない。

「例えこの世に地獄を顕現させてでも」

　例えることもできない。他に似たものなどあり得ない顔だから。

「もしお前が民を、あるいは好いた女の安寧を想うなら私の提案に乗るべきだったぞ」

　だがあえて実際に見てもいないものに例えるなら──。

「では、ここまでだ。私は行くとしよう」

　──悪魔の表情とするべきだろう。

　退室するヴィルヘルミナが俺の横を通り過ぎた時、咄嗟に腰の剣に手が掛かった。

相手は丸腰の女だぞ、何をしていると心の中で怒鳴る。




「くっ貴様何者だ！　ここは通さん！」

「ふん。一蹴りで剥がれる薄い能面ズラだな」

　部屋の前で騒ぎが起きている。

　どうやらここまで尾行していたセクリトが痺れを切らして入り込んで来たようだ。

出口を固めていた美女四人の内、既に二人は地を這い、残る二人も苦悶に顔を歪ませていた。

やはりセクリトの強さは群を抜いている。

　そんなセクリトもヴィルヘルミナと鉢合わせて目を丸くする。

「去ね。下郎」

「ほう、この状況で良くも吠え──」

　突然セクリトが後方へ跳び、転がるように俺の横に来た。

　ヴィルヘルミナは視線を向けることもなく、まだ立って居る護衛二人を伴って階段を上がっていった。

「おい、あれはなんだ」

　セクリトが睨みつけながら言う。

「ヴィルヘルミナ──南ユーグリア女帝」

　言い終わる前にセクリトが言葉を被せて来る。

「肩書は知っている。私はアレはナニだと聞いて居る」

　セクリトが義手で剣を握り込む。

「殺すぞ。今殺しておかねば大変なことになる」

「馬鹿を言うな。丸腰で交渉に来た……それも女を殺すなど許せんよ」

　俺はセクリトの剣を取り上げる。

「返せ。アレは女でも無ければ人でもない。理由なく殺さねばならんモノだ」




「何を抜かす。あれこそヒトではないか」

　誰もいないはずの背中から声がかかる。

　現れたのはブリュンヒルデだ。

彼女も尾行して来ていると予想はしていたが、彼女の気配は俺では察知できない。

まさかずっと室内に居たのか？

「お前ら小童は見たこと無かろうが、あれこそ破滅の覚悟を決めたヒトの顔よ」

　ブリュンヒルデは俺とセクリトに言う。

「かつて妾はあの顔を見た。自分を家族をそして豊かな国を……何もかもを壊したあの男の顔じゃ」

「偉そうにこのガ──」

　言い終わる前にセクリトは横っ飛びに朽ちた木樽へ突っ込んだ。

ブリュンヒルデに叩かれたらしい。

「加減はしておる。それよりあの女、人であることは間違いないがそれでも殺しておくべきじゃ。あの顔をした者は必ず災厄を、戦火など児戯に思える大災厄を招く」

　なんなら妾がやっておくと歩き出すブリュンヒルデの肩を抱いて止める。

「それはできない。絶対にやらないでくれ」

　ブリュンヒルデの正真正銘ヒトでは無い目がカッと開く。

「必ず後悔するぞ」

「だろうなぁ……あれは本当にやばい」

　だがここでヴィルヘルミナを殺せば俺の生き方が壊れてしまう。

なら起こってからがっつり後悔する方がまだマシだろう。

　ブリュンヒルデは溜息をつき、開いた目を閉じてジト目で俺を見た。

「ま、既にヒトでは無い妾には関係の無いこと。いざとなったら血袋のお前だけを抱えてどこぞやへ去るのみじゃ」

「俺は両手いっぱいに女達を抱えているからさぞ重い──ぐえ」

　ブリュンヒルデに殴られた腹を押さえながらセクリトと置き去りにされた女二人を抱え上げる。




　入口まで戻ると布の塊が転がっていた。

「ガクガクブルブル……ピィィィ……」

　よく見るとそれはセレスティナだった。

二つ目の気配は彼女だったのか。

　少しだけ慌てるが怪我はない。

どうやら入口でヴィルヘルミナと鉢合わせて目でも合ったのだろう。

　俺でもうっすら冷や汗が出る表情だった。

１２，３の少女が直視できるものではない。

「そらおいで、もう安心だ」

　救国の英雄はセクリトと美女二人、そして女王様を抱えて王宮へと戻るのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神

同行者

セクリト（気絶）ブリュンヒルデ（回想）クリストフ（辞世の句）グイグ（綺麗）

セレスティナ（恐怖）モニカ（捜索）ブスコ（？）

財産　金貨－六万八千

経験人数七九九人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ビアード








第４９５話　破滅の作戦？







　王宮へ入る俺を見咎めたのはモニカだった。

上質な侍女服を豪快に腕まくりして、頬に煤を付け、頭に埃を乗せている。

「モニカ様、客間に置かれた山盛りの弓矢はどうしましょう」

「捨てちゃって隅々まで床掃除しなさい。床に傷がついているでしょうから埋め材を塗って……足りなかったらスタウトさんのお店に行って優先的に回して貰いなさい」

　どうやらモニカは南ユーグリアに使われていた王宮の復旧作業真っ最中のようだ。

彼らも王宮を地域中枢として扱っていたのだから無駄な破壊や略奪はされていないが、やはり扱いは雑で色々痛んだり汚れたりしている。

復旧はそれなりに骨だろう。

　セレスティナが一人で俺を尾行してきたのはそう言う訳か。

「それで……これはどういうことですか？」

　俺は右脇にブリュンヒルデがノックアウトしたセクリトを、左脇には彼女がノックアウトしたヴィルヘルミナの部下女が二人、そして肩には未だ恐怖に震えるセレスティナを抱きつかせている。

やはり説明が要るだろうか。

「当たり前です！　女まみれで陛下をこんなに脅えさせて──ハッ！」

　事情を察してくれたのだろうか。

「言葉にできないような過激なプレイを陛下に見せてそのショックで……」

　やはり理解されなかった。

俺はモニカを宥めながらセレスティナを渡す。

　モニカのことだろうからセレスティナの寝室は真っ先に整備済みだろう。

怖いものを見た時は寝て忘れるに限る。

　だがセレスティナはモニカに抱え上げられながらも俺に向かって手を伸ばす。

「兄様も」

　一緒に来て欲しいのか。

俺は両脇に抱えた女三人を見て躊躇したが、セレスティナの懇願するような顔に加えてモニカが怖い顔で顎をしゃくるのでは仕方ない。

　既に王宮内にはかつての使用人達が自発的に戻ってきている。

あまり注目を浴びるとボロが出るかもしれないので気配を消してこっそり行こう。

　俺は持てる隠密スキルを総動員して動き、屋敷中の視線を集めながらセレスティナの寝所として用意された場所に向かう。




「ずーん」

　寝所について着替えを済ませたセレスティナの震えは止まっていたが、代わりに盛大に落ち込んでいる。

「南ユーグリアを追い出してハッピーエンドなのにそんな暗い顔をするなよ」

　セレスティナの表情は良くも悪くも周囲への影響が大きい。

弾けるような笑顔を見れば疲れは吹き飛びつられて笑ってしまうが、哀しそうな顔になればこちらも暗い気持ちになってしまう。

「うう……妾は無力だったのじゃ」




　話を聞くとセレスティナは建物の入り口でヴィルヘルミナと鉢合わせしたらしい。

　ヴィルヘルミナが敵国の女帝と知ったセレスティナは平和を訴えようと頑張った。

　そして目一杯の微笑みをむけたが、俺達も見たあの笑みと凄まじいオーラで返され、おしっこをチビって丸まってしまったらしい。

「平和の言葉も最後まで言えなかった……妾はやっぱり……」

　セレスティナが寝間着のままモゾモゾこちらに寄って来る。

「兄様、モルトは兄様が治めるべきじゃ。兄様ならしっかりみんなを守ってやれ……ふが」

　また弱気になってしまったセレスティナの頬を軽く引っ張る。

「弱気になってどうする。皆の歓迎を見ただろう。みんなセレスティナが戻って来るのを待っていたんだ。お前こそモルトの王様に相応しいよ」

　嘘は無い。セレスティナが王になればモルトはすぐにでも安定する。

　今回のように国を奪還したばかりの混乱期には外から出戻った王様と国内の抵抗勢力の勢力争い、なんてのが付き物だが、セレスティナが居ればそれもない。彼女を押し退けて自分が王だと宣言しても民は誰もついてこない。そもそも有力な抵抗勢力が無かった、とは言わないでおこう。

　安定して復興したモルトは俺達にとって微塵の脅威にもならない。

もちろんセレスティナが俺に牙を剥くなど考えられないが、何かに騙されたとしてもあり得ない。

『彼女には他国を脅かす能力が無い』のだ。

　セレスティナは国民に好かれ、善政を敷くだろう。

彼女の魅力はカリスマ的と言って良い。見返りなく微笑むだけで民がついてくるなど反則も良いところだ。

内政で相当なポカをしてもなんとかなる。

　一方で隣国との間で謀略を戦わせたり、あるいは軍を押し出しての威圧、あるいは戦争を起こして国益を得る……なんて行動は絶対にできない。

　セレスティナが統治するモルトは今まで通り豊かに安定、そしてなんの脅威ともならない優しい隣国となる──。




「俺は何を考えているんだ」

「？」

　弱気になった少女を励ますのに何を下世話な思考を巡らせているのか。

　俺は黄金の籠手をつけたまま、自分の額を軽く殴って心のレオポルトを追いだす。

ヴィルヘルミナの気に当てられていたのかもしれないな。

「モルトの王はお前だけだよ。名前も碌に覚えられていない俺じゃ民は誰もついてこない、大混乱だ。セレスティナだからできる。セレスティナにしかできないんだ」

　言いながら籠手も外して頭まで布団をかけてやる。

セレスティナは頭まで埋まってフガフガ言ってから再びひょこんと顔を出す。

「な、なら妾と夫婦になって王様に……いや、それはノンナに悪いのじゃ。妾を愛人にして代わりに」

　セレスティナを愛人にしたらモルト史に残る大反乱が起きそうだ。

「心配しなくてもまた問題が起こったらいつでも助けてやるさ。無償が心苦しいなら、モニカを頂いていこう。今日から彼女は俺の玩具だ」

「なっ！」

　突然話を振られたモニカが声をあげる。

「わかった。あげるのじゃ」

「陛下までっ！」

　無論冗談だ。

俺達は非道を咎めるモニカを見て笑い合う。




　そしてセレスティナは笑い疲れて眠り、俺も彼女のたっての希望で用意された隣の寝室に向かう。

「……で」

「おう」

　俺はベッドに乗り、モニカの足を開きながら言う。

「なんで交尾五秒前の体勢なのですか？」

「駄目だったか？」

　上着の前をはだけさせ、下着を抜き取り、自分の甲冑を外してベッドの下に投げ捨てる。

　なんとか冷静に返したが今すぐに女が欲しくてたまらない。

特にヴィルヘルミナの裸体を見てから体がおかしい。

　俺は彼女が好きではないし、一緒に居るのも正直嫌だ。

だがあの美しい肢体は俺の体を捉えてしまった。

もしこのまま後数時間女を抱けなければ俺は何もない場所で突然射精するだろう。

「下半身だけですか貴方は」

　悪態をつくもモニカは抵抗しない。

これはいけると彼女の胸に顔を埋める。

「あっやっぱり胸っ！」

　大きめで柔らかい胸は高ぶった絶妙の感触だ。

なのだが……何か違う。もう少し小さくて形がきゅっとして乳首がピンクでだな。

「ん？」

　更に股を開かせ、大事な場所に口をつける。

「んっ！　そ、そんなペロペロ舐めては……あうっ！」

　もう少し毛が濃くて黒で……その奥の割れ目はきっと一本の筋のような。

　そこでモニカの快楽の声のトーンが落ちる。

「……誰かと比べてませんか？」

　いかん勘づかれた。こんな時の女の勘は鋭い。

ノンナも俺が前日遊んだ娼婦が巨乳系なら大目に見てくれるが、スレンダーな女だと露骨に不機嫌になる。どうしてわかるんだろうな。

「うぉぉぉ!!」

「きゃっ！　激しすぎます！　そんな奥まで……」

　俺は誤魔化すようにモニカに覆いかぶさり、肉欲のままに体を揺らす。

さすがに猛然と突きまくられては女の勘を使う余裕も無いのか、モニカは嬌声をあげながら俺の後頭部に腕を回す。

　肉棒がモニカの最奥を突き上げ、内壁を擦る。

彼女は乱暴な性交の生み出す快楽に喘ぎ、俺もたちまち高まっていく。

「わ、私とびます！　奥を、奥をグリグリして下さい！　ああっ！　ああぁぁ──!!」

　モニカが俺の背に爪を立てて顎を逸らす。

　俺も肉棒の脈動が始まり、彼女の体を壊れんばかりに抱きしめる。

　男と女の性器がぴったり繋がり、体と心が解け合い快楽が弾ける。

夢と現実の間にいるような素晴らしい絶頂……。

　浮かぶのはもちろん腕の中にいる最高の女の顔と肢体。

彫刻のように整った美貌と小さく美しい胸、細い手足に黒く茂った股の──。

「え、エイギル様──！」

「ヴィルヘ──モニカ──!!」

「……は？」

　咄嗟に何か口に出てしまった。

言い直すがもう遅い。

　絶頂直前だった穴の痙攣がたちまち収まり、まるで日向に干したかのように乾いていく。

力の限り抱きしめていた腕が離れ、快楽にぎゅっと閉じていた目が半開きになる。

「なんですか今の？」

　モニカの手が俺の顔を優しく撫で──頬に思い切り爪が立つ。

「ぐぉぉ……痛い」

　血が出る程の引っ掻きに続いて往復三連のビンタが見舞われる。

「どいて下さい」

「言い訳をさせてくれ」

　問答無用の股間蹴りで押し退けられる。

「この最低男！　金輪際抱かせてやるものですか！」

「すまん、なんでもするから許してくれ」

　窓際まで追い詰められ、助走をつけてもう一突き。

　あまりの剣幕に押されて俺は思わずもう一歩後ろに下がってしまう。

体が浮遊する。窓が開いていたらしい。

「ぬおぉぉぉ！」

　俺は三階から真っ逆さまに落下する。

咄嗟に受け身は取ったので怪我は無いが、背中から落下した衝撃は結構なものだ。

「ふん！」

　モニカは窓をバタンと閉める。

こういう時は最後に服を投げてくれるものだが、それも無く完全な全裸だ。

　鎧もつけていないので顔が丸バレだ。

それどころか王宮の中庭で全裸、しかも射精寸前で中断されたせいか完全勃起したままだ。

「これは下手すると不審者扱いだぞ」

「下手をしなくとも不審者、いや不審な要素すらないど真ん中の変態じゃろうが。来いあほう」

　とんでもない力で腕を引かれ、俺は全裸のまま解放直後のビアードを駆ける羽目になるのだった
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ダート山南側　山麓部

「全隊止まれ──!!　一番隊の人夫が深みにはまった。引っ張り上げてくれ！」

　兵士達からまたかと悪態が漏れる。

「朝からもう四度目だぞ。まだ正午にもなってねえってのに」

　兵士達は手馴れた手つきで助けを求める人夫にロープを括りつけ、強引に引っ張り上げる。

「無理もねえ。一面灰世界……硬い場所は泥濘で済んでるが軟いところは底なし沼と一緒だ」

　兵士は周囲を見渡すが三六〇度目立つ物は何もない。

丘や谷など地形は見えるが全てが灰色、森も畑も草も一本すらなく、眼前に高くそびえるダート山は巨大な灰の塊に見える。

「死の世界……山が火を噴いて以来、ここいら一帯はひでぇって聞いてたが予想以上だ」




　旧アルテイル・ヴァンドレア国境に位置するダート山が大噴火を起こして二年と少し。

火と灰の圧倒的暴威は人が決めた境界を嘲笑うように荒れ狂い、広大な死の世界を顕現させた。

　燃える煙が流れ込んだ町村は全て壊滅、更にその後延々と降り続いた灰は畑を埋め、家を押しつぶし、そこに住む全ての人間を追い出した。

　この噴火がアルテイル、ヴァンドレア両国の衰退に繋がり、結果的に南ユーグリア帝国誕生の布石となったとも言えた。

　山が平穏を取り戻した今も、生み出された灰の地獄は無くならない。




「馬も馬車も使うなって言われた時は何かの嫌がらせかと思ったが納得だ。こんな場所１ｍも進めねぇよ」

　兵士は長い棒で足元を突き、埋もれないか確認してからゆっくりと一歩を踏み出す。

「慰めは敵襲の心配がないことだけだな。北のモルトが陥ちたらしいが、鉢合わせる心配はなかろう」

「当たり前だ。鎧も武器も持ってない俺達が身動き取れないんだぞ。重騎兵なんてそのまま頭まで埋まってしまいだ。……ここは軍隊どころか人の来る場所じゃない」

　事実、戦争の中においてもダート山周辺は侵攻不可能な地形として両軍共に作戦から排除されていた。

「偵察隊によればこれでもまだマシな方らしいってんだからたまらない。北、東、西、南東は巨大な割れ目や灰の雪崩でまともに進めないらしい。そもそも東ルートは偵察隊が帰ってこなかったしな」

「偵察隊は山まで行って帰ってきたのかよ……尊敬のキスを送りたいぜ」

　兵士が言い終わると同時に別の人夫が深みにはまって悲鳴をあげる。

「偵察隊は身一つで行ったんだろ。だが俺達は……」

　深みでもがく人夫をそのままに、その背中に乗って居た者が助けられる。

「すまない……何しろ行軍には慣れていなくて……」

　その男はローブを着て杖を持っていた。

他にも数人同じ格好をした男達が居り、同じように人に背負われている。

　男達は自分も救助に参加しようと手を伸ばす。

「あんたらは何もするな。目的地まで体力を一切使うなとの命令だ」

　指揮官の声を聞きながら兵士は続ける。

「俺達は荷物付きだ。鈍臭い魔法使い達に……重ったいアレだ」

　人夫三人がかりで抱えられているのは中型の樽だ。

「そっちは特に落とすなよ。火薬が満載されているから、下手をすれば俺達全員が吹き飛ぶぞ！」




　魔法使いと火薬樽を持ち込み、ダート山の山腹にある指定地点を爆破する。

それが彼らに与えられた任務だった。

「もう一度山に火を噴かせて一帯のゴルドニア軍を殲滅。それに乗じて再度北進を開始する……それが陛下の考えられた起死回生の一手だ」

　アークランド、トリスニア、トルトエントと立て続けの失陥を見せられ、戦況の不利は一兵士まで知れ渡っている。そんな中で命じられた派手な一手ではあったが。

「「「……」」」

　兵士達の顔は暗い。

「……指揮官殿」

「……なんだ」

　一人の兵士が足を止めないままボソリと言う。

「八人の魔法使い。８０ｋｇの爆薬が二〇樽。それで山が再び火を噴くのでしょうか？」

「……陛下はそう確信しておられる」

　兵士たちの沈黙は続く。

　彼らに工学の知識は無いし、山についても詳しくない。

だが眼前の巨大な山体と一帯の破滅的ながら壮大な光景、そして自分達が運ぶ樽を見比べる。

「……できるはずがないだろ」

　ボソリと呟いた兵士を指揮官が睨む。

「陛下はできる、と仰せられた！　ならば我々は命令を実行するのみ！　考えずにやれ!!」

　指揮官も自分の言葉で『できる』とは言わない。

その表情も兵士達と同じくだ。

「……陛下も敗戦続きで自暴自棄に」




　兵士が取り返しのつかない言葉を言い終わる前に山から轟音が鳴る。

「山崩れだ!!」

　指差す先でダート山の山体が大きく崩れ、灰と岩の雪崩となって斜面を流れ落ちたが、幸いにして兵士達のいる場所とは離れていたので轟音以外の影響はなかった。

　指揮官は振り返り声を張る。

「見ての通りダート山はボロボロだ！　我々の荷は山と比べればあまりに小さいが、破れかけた巨大な堰が針の一突きで決壊するかもしれん。陛下を信じて命を果たすのだ！」

　指揮官の声に兵士達は若干なりとも士気を取り戻したのか、ゆっくりとした行軍を再開する。

「なあ、山が堰だとして破れたらまた灰が噴き出すのか？」

「これだけ噴き出たらどんな絶倫でも空になってるだろうぜ」

「じゃあ何が出て来るんだろうな？　はは、金塊でも飛び出して来たら拾うのに夢中で戦争止まるかもな」

　兵士達の妄想は灰の世界に小さく響いた。








第４９６話　破滅よ来たれ







「さっさと入れ変態め」

　引かれていた手が離され、吹き飛ぶように建屋の中に放り込まれる。

　まるで肝っ玉母さんが街路で騒ぐ悪ガキにするような行為だったが、実際は逆で１９０ｃｍ程ある俺を放ったのはセレスティナと大差ない体格のブリュンヒルデだ。

「黄金鎧は脱いでいたのに随分と注目されてしまったな」

「小汚いモノをブラブラさせておっては当然じゃたわけ……ブラブラどころか直立ではないか！」

　衛兵に御用とならなかったのはブリュンヒルデが手を引いて凄まじい速度で駆け抜けたからだ。

「あ、あのう……我が家に何か御用で──!?」

　奥から人影が現れる。

ここは普通の民家だから住人がいるのは当然、そして全裸の俺を見て悲鳴をあげるのも当然だ。

　現れたのは三人。

おっとりした三十路越えの女性はこの家の奥さんだろう。

隣では十四、五と七つぐらいの娘二人が脅えている。

「ママーこのおじさん誰？　どうして裸んぼなの？」

「きゃあ！　アレが剥き出し……変態！　誰かぁ──!!」

「な、なんて巨根……ゴクリ」

　このままでは変態扱いされてしまう。

なんとか説得したいが他人の家に全裸で飛び込んで来た男の話を聞いてくれるとも思えない。

「ええい鬱陶しい『隅でじっとしておれ』」

　ブリュンヒルデが強めの口調で言った途端、女達の体がビクンと震える。

「うん……じっと……してる」

「部屋の隅で……何も……しない……」

「……しない……きょこん」

　三人はフラフラと歩き、部屋の隅に固まって無言になる。

視線もふらふらして焦点が定まっていない。

「軽い暗示じゃ。ぎゃあぎゃあ騒がれては堪らんからの」

　女の意識を操るのは褒められたことではないが、実害も無いしここは緊急避難として我慢してもらおう。

　ブリュンヒルデは突然俺の股間に手を伸ばして玉を掴む。

愛撫というには少し優しさが足りない。正直痛い。

　甘い情事の期待もあったのにこれでは萎えてしまう。

「心配せんでも妾もその気……ええい、これは儀式みたいなものじゃ」

　そう言うとブリュンヒルデは耳元に寄って来る。

首から血を吸われるのか、それとも言葉攻めをしてくれるのだろうか。

「ヴィルヘルミナ」

「うっ！」

　ボソリと呟かれて一物が跳ねる。

危うく汁まで撒くところだった。

　モニカの時の二の舞だ。

いやブリュンヒルデだとそれだけで済みそうにない。最悪もがれてしまう。

「あの女はどうしてか魔の魅力を持っておる。その女で貯めた種を抱えて殺し合いなどできまいに」

　ううむ、つまりどういうことだろう。

「ええい鈍い奴め！　妾がその無駄に張り詰めた汚い睾丸の中身を全部搾ってやると言うのじゃ！」

　そう言うとブリュンヒルデは俺をベッドに投擲する。

「妾を散々放置しおって覚悟しておけ。二度と勃たぬ程に搾るからの」

「大歓迎だが」

　ちらりと部屋の隅で立ち尽くす女三人に目をやる。

「暗示を解くまであ奴らは人形同然。居ないものと思っておけ」

「すみで……立ってる」

「何もしない、何も見てない」

「おっきい……筋だらけ……入れてみたい……」

　気にはなるが興奮もする。

いつもより少しだけ多く出そうだ。
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一方その頃──ダート山　山腹　南ユーグリア軍　特務部隊

「鶏頭に似た岩、雪崩の跡、夕日が沈む双子峰が左上方向に……偵察隊の情報通りだ。ここで間違いない！」

　指揮官が叫ぶと兵士達は一斉に安堵の声をあげてへたり込む。

灰だらけの山を登り始めて三日、部隊は疲弊しきっていた。

　平地でさえ難儀だった行軍は登山となっては地獄と化した。

道中兵士三名と人夫二名が滑落と灰に隠れたクレバスを踏み抜いて命を落としていた。

　それでも彼らは成し遂げた。

作戦の意義を問う声も山を登るにつれて減って行った。

不平を垂らす余裕すらなくなり、彼らは皆で一つの機械となって地獄の登山を完遂したのだ。

「急げば陽が落ちるまでに間に合うな……総員火薬樽の設置作業だ！　場所はここと、ここ……総員かかれ！　きびきび動けよ！」

「「「おう!!」」」

　疲労困憊へたりこんでいた兵士達が跳ね起き、猛然と作業に取り掛かる。

体力的には限界だったが、これを終えれば下山できる。その思いが兵達に最後の力を振り絞らせていた。

　今は武装もなく冒険者のような装備しか持たない彼らも選りすぐりの精兵。

ゴルドニアの工兵隊も舌を巻く速度で樽を設置、更に爆発で位置がずれないよう灰や岩で下部をしっかりと固定する。

「一番設置完了！」

「二番も終わりました！」

「三番足場が悪いですが……いけました!!」

　指揮官は大きく頷いて初めて笑顔を見せたが、すぐに顔を引き締めて再び怒鳴る。

「よし爆破するぞ、総員下がれ。ほぼ間違いなく岩雪崩が起きるから横方向に回り込め、下に入るなよ」

　全員の退避が完了したのを見て魔法使い達が前に出る。

「タイミングを間違えるな。最大威力の爆発魔法をまったく同時に叩き込むんだ」

「俺達が道中ずっと背負って貰っていたのはこの時の為だぞ」

「呼吸を合わせろ──三、二、一──いけ!!」

　魔術師八人の杖が光り、同時に巨大な炎が飛翔する。

　炎の形はそれぞれ違う。

油を噴射したような火焔だったり、巨大な熱球だったり、あるいは青みのかかった円形だったり……だが全ての魔法が南ユーグリアでも選りすぐりの爆発魔法だ。

　それぞれの魔法は設置された火薬樽を包み込むように山肌に命中し、一瞬の間を置いて激しい爆発を引き起こす。

「これはすごい！」

「陛下直々に選りすぐった精鋭の魔法使い……これほどとは」

　兵士たちのどよめきをかき消すように続いて火薬樽が爆発する。

人の手で運べる限界まで詰められた火薬樽が二〇個、それらがほとんど同時に爆発したのだから凄まじい。

　視界一面が全て赤く染まり、続いて鼓膜が破れる程の轟音、そして衝撃波が兵士達の頭上を吹き抜ける。

「なんて爆発だ！　百人隊が丸ごと蒸発しそうだ！」

「頭をあげるな。予想以上の破壊力で首を持っていかれるぞ！」

　炎が山肌を駆け登り、続いて巻き上げられた灰が人工の雲を作る。

そして間髪おかずに破砕された岩が雪崩となって崩れ落ちていく。

　兵士達は頭を押さえて引き起こされた破壊が収まるのを待ち、ゆっくりと起き上がる。

「これならあるいは……」

　そしておそるおそると言った具合に跡を確かめる。

　強力な魔法の集中と一トンを超える火薬を使った大爆発……連邦帝国の巨砲による砲撃でさえこれほどの威力は無いだろう。前代未聞の大爆破は山肌を深く抉り、２０ｍはある大きなクレーターを形成していた。

　だがそれだけだった。

山肌の灰は吹き飛び、岩が飛び散り、２０ｍばかりの窪みが出来た。

山は微動だにせず、やがて爆発の残滓たる灰も静かに舞い降りて何も起こらない。

　しばしの間沈黙が続く。

「……任務完了。総員帰還する。小休止の後、撤収するぞ」

　指揮官がボソリと呟く。

「……こんなこったろうと思ったぜ」

「冷静になりゃ人の力で山をどうこうするなんて出来る訳ないよな」

　兵士達は大きなため息をついて腰を降ろし、指揮官もそれを咎めない。

苦労と犠牲は全て無駄だった。落胆は指揮官の男も変わらない。

「はは、クレーターの中に来いよ。少しだけ灰とおさらばできるぜ」

「その分岩肌剥き出しで尻が痛いじゃねぇか。……だが俺達の血と汗で作った窪みだ。尻でも降ろさにゃ悲しすぎるよな」

　兵士たちは投げやりな笑い声をあげて続々と窪みに集まって来る。

　ふとその中の一人が声をあげる。

「おい見てみろ。妙な穴が空いてるぜ？」

　指さす先には人一人がなんとか入れる程度の穴が開いていた。

「そりゃあれだけ派手にやったんだから穴の一つ二つ……ってえらく深いな。下が見えない」

「松明持って来いよ。……駄目だ、照らしてもわからない。相当深いぜこりゃ。誰か飛び込んでみろよ」

　普段なら下らないと笑い飛ばされることだが、目的を失っていた兵士達はあえて騒いで盛り上げる。

「俺は鉱山で働いてたことがあるんだよ。こういう洞穴の深さを測るにはこうすれば──」

　一人が拳大の石を掴んで穴に投げ入れる。

「１，２，３，４……」

　漆黒の空間に消えていく石を見送り、男は指を折る。

「一一、一二、一三……嘘だろ。底がねぇぞ」

　男は指を折るのをやめて顔をあげた。

「これならわかるだろ」

　別の男が火のついた松明を放り込む。

本来なら遊びで松明を失うなど叱責ものだが、気力の落ちた指揮官は気にとめない。

　男達が穴を囲んで覗き込む中、火のついた松明はくるくると回転しながら落下していく。

　そしてほんの数秒落下したところで底に当たって軽く弾み、兵士達から失笑が漏れる。

「何が底がねぇだよ。ほんの４０ｍ程だろうが。あーあ文字通り底が見えたぜ、つまらねぇ」

「ははは、お前の掘った出来損ないの鉄を使ってないか全軍の装備をチェックしないとな」

「う、確かに音がしなかったんだよ──っておい。おかしくないか？」

　自称元鉱夫の男が穴の中を指差す。

まだ言うのかよと他の者も嫌々続く。

　底に落ちたはずの松明の灯が猛烈な勢いで近づいてきていた。

「ありゃ何──ぐえ」

　額に何かが突き立つ。

「へ？　ぎゅ？　か、かかかきき」

　それは女の細腕程の太さの管だった。

　管はどくんどくんと脈動し、兵士は意味不明な声を発しながら涎を垂らして白目を剥く。

「うん？」

「なんだ？」

「ん～どした？」

　他の者は何が起こったかわからず、奇声を発する男の肩を掴んで振り返らせる。

　そして異常に気付く。

　男は笑って……いや笑った形に顔を硬直させて死んでいた。

　額に空いた大穴から噴き出るべき血も脳漿も無く、からんと空洞が覗く。

先程の管が頭の中身を全て吸い取っていたのだ。

　兵士たちには悲鳴をあげる間もない。

　巨大な何かが覗き込んでいた穴にぶち当たり、強引に押し広げて飛び出してくる。

　それは巨大な２ｍはあろうかと言う大蜘蛛だった。

「まも──」

　魔物、と叫ぶ間もない。

兵士達が居たクレーターは底が抜けるように砕け、上に居た者は悲鳴を残して漆黒の中に消える。

　兵士も指揮官も知る由は無かったが、彼らの命がけの爆破は確かに意味を成していた。

噴火で弱った箇所を吹き飛ばし、地の底と地上への直通路を開いていた。




　崩落の轟音は他の休んでいた者達にも当然聞こえる。

「何があった！　岩雪崩か!?」

「滑落した者がいるのか！　息はあるのか!?」

　慌てて駆け付けた者を迎えるのは今や地底へ続く大穴となった窪みから湧き出る無数の大蜘蛛だった。

小さい物で２ｍ、大きなものは５ｍを超えるだろう。

「魔物!?　こんなところに!?」

「馬鹿な、このような場所に魔物など！」

　咄嗟に腰に手をやる兵士達だが、重量の嵩む剣や盾の類は持って来ていない。

構えられるせいぜい刃渡り２０ｃｍ程度のナイフぐらいだった。

「ぎゃああああ!!　離せ！　やめろぉぉぉ！」

「うわぁぁぁ！　こいつ俺の腹を、腹の中身を吸ってやがる！　助けて、誰か助けてぇぇぇ！」

　そんなもので体長２ｍを優に超す大蜘蛛に太刀打ちできるはずもない。

兵士たちは一方的に次々と捕食され、幸運な者は足を踏み外して山肌を落下して死亡していく。

「指揮官殿、これは一体なんなのですか！　俺達は何をしたんですか!?」

　兵士が叫ぶ。

「知るか！　知るはずがない！　陛下は……まさか……そんな……」

　動揺する指揮官と恐慌する兵士達に向けて蜘蛛の一団が飛び掛かった。




「我が力よ、業火となって燃え上がれ！」

　その時、横合いから出現した炎が巨大蜘蛛をまとめて数体包み込む。

蜘蛛はギチギチと蟲独特の不快な鳴き声を立てながら転がり回り、やがて仰向けになって動かなくなる。

「おお、魔法使いは武器無しでも戦える」

　だが魔法使い達の表情も険しい。

彼らも先程の爆破に全身全霊を費やしており、魔力に余裕はない。

　戦えるのは特に魔力に優れる三人だけで、残る五人は見ていることしかできない。

　特務隊を率いる優秀な指揮官も当然そのことに気付いている。

「くっ猶予はないぞ。一刻も早く下山する。魔法使いは後方を打ち続けろ！　滑落を恐れず駆け下りろ！　あんなものの餌になるぐらいなら落ちて死んだ方がマシだ！」

　指揮官は兵士達を鼓舞しながら走り、魔法使い達も飛び掛かる蜘蛛を魔法で払い除ける。

熾烈な撤退戦が続くかに見えたが終わりは一瞬だった。




　ガチガチガチガチ。

火打石を連続で打ち鳴らすような音に全員が振り返る。

「……神よ」

　的確な指揮を見せていた指揮官が足を止めて天を仰ぐ。

　山から這い出すように現れたのは全長２０ｍはあろう巨大な魔物。

長い胴体から九つの頭が生えている。

「ヒュドラ」

　兵士の一人が呟く名は伝説や物語でしか語られない魔物。

「馬鹿を言え、違う」

　指揮官は即座に否定し、言葉を続ける。

「ヒュドラってのは九つの頭を持つ蛇だろ？　あいつは──百足じゃないか」

　巨大な魔物の胴体、そして頭は百足のそれだった。

カチカチ響く音は九つの頭の牙が打ち鳴らされる音。

　魔法使い達が一斉に魔法を放ち、九頭百足を包み込む。

爆炎が巻き起こり、熱風が通り抜ける。

「……は、ははは……あはは……」

　黒々とした甲羅は爆炎をものともしない。

　魔法使いが引き攣った笑いを浮かべた瞬間、目にも止らぬ速さで伸びた頭が三人の魔法使いを咥えこむ。

　悲鳴をあげる間すらなく上半身を食い千切られ、下半身は天高く放り投げられる。

飛び散ったその肉を蜘蛛が跳ね追っていく。

　ガチガチ耳障りな音が増える。

　魔法使い達の上半身を咀嚼する九頭百足の脇から、別の百足が現れたのだ。

一体、二体、三体──。

「どうやら俺達は」

　指揮官がナイフを抜いて両足を開く。

　魔物は降り積もる灰も切り立った山肌もモノともしていない。

逃げ切れる可能性はもう無かった。

「地獄の蓋をあ──」







数分後。

　陽の落ちた闇の中を何千、何万の蜘蛛と百足あるいは他の異形が山肌を下っていく。

目指す方角など無く、四方八方、東西南北、本能の赴くまま餌を求めて進んでいく。

　先頭はあっても最後尾は無い。

山にぽっかり空いた穴からは絶え間なく魔物が湧き出し続けていた。
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数日後。

南ユーグリア帝国　臨時首都　ポロン

「トランディオも街へ出した使者も帰りません！　ミグサスもテミアイメも連絡がつきません！」

「ヴァンドラから合流を計っていた別動隊三千からも返事なし！　伝令を出しましたが、一帯は……異形の魔物で溢れていると」

　ヴィルヘルミナの鎮座するアルテイルの物より二回り小さいポロン玉座の周りを司令官、参謀、あるいは一兵卒や低位の文官までもが無秩序に走り回っていた。

　ヴィルヘルミナはただ俯き、ザフネスはその隣で青い顔をしながらもかろうじて背筋を伸ばしている。

　ダート山に近い町村から寄せられた異形の魔物襲撃の報告。

それは僅か数日の間に収拾がつかない程拡大していた。

「偵察隊より報告、ゴルドニアの手に陥ちたモーカ村が……魔物に食い尽くされたとのこと。警備兵諸共……僅か数分の出来事であったと」

「……あそこは戦略上の要衝、ゴルドニアが消えたなら奪還の兵を」

　参謀が頭を抱えながら首を振る。

「馬鹿者、それどころではない！　いやもう戦略も戦術も無い！　最早そんな事態ではない！」

　参謀はヴィルヘルミナの前に進み出る。

唾が飛ぶ程に近く一礼もないが、ザフネスは咎めない。

「陛下、最早戦争どころではありません。魔物はダート山を中心に全方位に拡散しています。その姿は異形にしてオークなど比べ物にならぬほど凶悪、そして数は大地を埋め尽くす程と報告が上がっております」

　ヴィルヘルミナは頷く。

「既に三十を超える町村が消滅──昨日討伐に出した五千人規模の軍団は帰りません。一兵もです！」

　女帝は再びゆっくりと頷く。

「軍隊を丸々食い尽くす……そんなものは最早魔物ではない。降りかかる厄災か天の怒りか……」

「戦況悪化に加えてこんなことが……誰ぞ悪魔に魅入られたのではないか」

　大臣達は青い顔でひそひそ言葉を交わす。

　参謀は彼らを一睨みしてからヴィルヘルミナを見る。

「かくなる上はゴルドニアと即時停戦して共同で事に当たるべきです。

　ザフネスが隣で小さく何度も頷く。

「何故？」

　参謀が信じられないとばかりに目を剥く。

「何故、とおっしゃられますか!?　報告を聞いておられなかったのか!?　魔物の群れは街村を呑み込み、民を食らい尽くしております！　人間同士で戦争をしている余裕は──」

　ヴィルヘルミナは手で参謀の言葉を制する。

顔は伏せたままで参謀からは口元しか見えない。

「停戦して魔物を退治したとしよう。そこから再び仕切り直して……我らは勝てるか？」

　参謀は言葉に詰まる。

既に敗色は覆しようがない。彼の知識と経験では挽回の可能性は欠片も無かった。

「不可能でしょう。ですが戦争に負けたとて逃げるなり許しを請うて再起を狙うなり方策はあります。ですが異形共は人を残らず食い──それだけでなく卵を産み付け、あるいは寄生するなどおぞましい報告も」

　ヴィルヘルミナはさっと参謀を指す。

「この者戦意に欠け、帝国の敗北を望む叛逆者である。処断せよ」

「なっ!?」

　場がざわめく。ザフネスも呆気にとられた顔でヴィルヘルミナを見る。

彼女がこのような形で部下を処断するのは、少なくとも表向きは初めてだったからだ。

「ば、馬鹿な！　今はそれどころではない。貴女程の方がこのような愚かな──」

　衛兵は困惑しながらもヴィルヘルミナの命令に従い参謀を拘束して床に押し付ける。

ザフネスはなんとかとりなそうと両手を動かしたが、結局何も言えなかった。

「この事態は好機に他ならぬ。それほどに強力な魔物の群れを北へ向かわせればゴルドニアとて手の打ちようはあるまい。戦局は再びひっくり返る」

「馬鹿な。魔物と言っても奴らは殆ど蟲だ！　目につくものを食らうだけで相手を選ばせるなどできるはずが──」

　ヴィルヘルミナは玉座を立ち、参謀の前に立つ。

「蟲だからこそできるのだ。奴らには知性など無い。目の前の餌を食い尽くせば新たな餌に向かうのみ」

　ザフネスが心配そうに後ろをついてくる。

「ポルポ周辺の部隊と最低限の民のみを明朝までに城内に入れよ。篝火は消して見張りも不要。全ての兵民は地下室に、なければ徹夜で窟を掘って潜め。息を殺して時を待つのだ。間に合わん奴らは……適当な討伐命令でも出しておけ。下手に逃げ回られると奴らが長く居座る」

　ヴィルヘルミナは参謀の顔を覗き込む。

「目につく餌を食い尽くせば、奴らは元来た場所へ帰るだろう。それを待って再び進軍すれば無人の荒野を征くがごとしだ」

「貴女は中央平原を丸ごと怪物の餌箱に……いや中央平原だけで済む保証はない！　そも民も街も食いつくされた土地を支配してなんになる!?」

「私とて出来れば無傷で欲しいがな。どうあっても手に入らぬとあれば妥協するしかあるまい」

　参謀とヴィルヘルミナの目が合う。

「そうか、貴女……貴様が魅入られていたのか──！」

　参謀が衛兵に引きずられていく。

　ザフネスが悲しい顔でヴィルヘルミナへ呟く。

「……もし奴らが隠れた俺達を嗅ぎ付けたら？　もし奴らがゴルドニアを食い尽くした後、何か月も中央平原に居座ったら？　あるいは……奴らが大陸全体に広がったら」

「その時は終わりだ。私も、我が国も、そしてヒトと言う種も。全ておしまいだな」

　ザフネスは絶句して一歩後ずさる。

「だが同じことだろう？」

　ヴィルヘルミナは玉座に座り足を組む。

「一つしかないわが命、一度しかないわが人生。ならば世界の破滅と我が身の破滅は同義ではないか。このままただ滅ぶなら世界をチップにもう一博打を打ってやる。地獄の中に欠片でも勝利の可能性があるなら」

　ニヤリと笑った女帝はザフネスの汗まみれの手をとる。

「勝算は……爪の先程だろうな。さてザフネス、以前私に下手なアプローチをかけていたな。今なら待つ以外にすることもない。抱きたいなら抱かせてやるが？」

　ザフネスはさっと顔をあげた後、小さく首を振る。

「いや、遠慮しておく……勃ちそうにない」

　沈黙に包まれる部屋にヴィルヘルミナのクスクス笑いのみが響く。
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「はて、妙に時間が経った気がするのう」

　全裸のままベッドの上で仰向けになっている俺を見下ろしながらブリュンヒルデは首を捻る。

「まあ良い。脱がせよ丁寧にな」

　ブリュンヒルデは俺の頭を跨ぐようにベッドの上に仁王立ちする。

黒いロングスカートの裾が顔面に覆い被さり、同じく黒い下着と真っ白な太ももが見えた。

　俺は寝転んだまま手を持ち上げ、ふくらはぎから太ももまでをゆっくりと撫で上げる。

「シミ一つ、ささくれ一つ無い極上の肌……真白な絹を撫でているようだ」

　ブリュンヒルデが『服を脱がせろ』と言った時はこうして賞賛と丁寧な愛撫をしながら脱がさなければ機嫌を損ねてしまう。一気にスカートを引き下ろしたりすれば首根っこを掴まれて床に叩きつけられる。

　俺は更に手を進めてブリュンヒルデの下着に手をかけて一旦動きを止め、彼女の顔を見上げる。

「ん」

　ブリュンヒルデは澄まし顔のまま、片足を軽く持ち上げる。

　俺が頭を傾け、爪先に軽くキスをすると彼女は満足そうに目を閉じた。

ＯＫが貰えたようだ。

　冷たい肌と黒いレースの下着の間に指を差し入れ、ゆっくりと降ろしていく。

　ブリュンヒルデの外見は十二、三の少女だ。

尻も外見相応に小さく、下着はひっかかることなくするりと抜けた。

スカートの薄暗闇の中に禁断の場所が晒される。

「いつもながらつるつるだ。じっくり見ると罪悪感を感じてしまう」

　彼女の股間は軽く弄っても肌の感触しかない。

剃っているのではなく生えていない。本来はまだ男を知ってはならない齢の体だ。

もちろんそんなことを口に出すとやはり床に叩きつけられるので心で思うだけにしておく。

「毎度毎度豪快に荒らしておいてよく言うものじゃの」

　無毛の割れ目とその少し上に軽く口付け、スカートから腕を出して腰の留め具を外す。

　スカートが落ち、下半身のみ裸体となったブリュンヒルデは俺の額を小突いてからベッドに座って万歳をする。

　背中の紐を外してドレスを脱がせ、肩の紐をずらしてインナーも落とす。

　太ももと同じく上半身も病的なまでに白く、絹のように滑らかな肌だ。

シミも黒子も一つも無く、アクセントはやや縦長のヘソと、ほんの僅かに膨らんだ両胸、その頂点にある桃色と肌色の間ぐらいの色をした乳首だけだ。

　ブリュンヒルデの幼い裸体の全てが晒された。

彼女は俺の胸部に跨り、上半身を魅せるように腕をあげて数秒静止する。

　その美貌に疑いはないが未成熟過ぎて美女とは呼べない。美少女と言うにも幾分か幼過ぎる。

だが仕草と表情はそんな外見とまったく矛盾する妖艶なものだ。

「当たり前じゃろうが。妾が何百年生きとると思っておる。……アレが三年ほど後であればもう少し膨らんでお前好みになっておったものを……なんでもない！」

　ブリュンヒルデは照れ隠しなのか、ずり下がって俺の股間に口を寄せる。

そして小さな口を目一杯開いて肉棒を咥えようとしたのだが……。

「──臭い!!　お前まともに洗っておらぬだろう！　」

「そんなはずはないんだが」

　直前までモニカと性交していたせいだろうか。

いや、それはいつものことだ。

「逆にモニカと問題なく交わっていたのだからそれほど臭いはずもないが──あっ」

　そこで一つの事に思い当たる。

俺もモニカも下水道を越え、悪臭の塊のような魔物と対峙した。

嗅覚など完全にマヒしており、ちょっとやそっとの臭いなど感じなくなっている。

「水浴びはしたが人目を気にして鎧が脱げなかったからな……汗で蒸れた股間まで洗えていなかったのか」

「──いなかったのか。ではないわ!!　こんな汚いモノを咥えられるか！　すぐ洗ってこい！」

　もちろんブリュンヒルデの言い分が正しい。

だがここはただの民家で当然風呂などないし、井戸も共用なので外に出て洗う訳にもいかない。

「くう……なんと言う結末だ。ここまで来てお預けとは」

　俺は縋るような目でブリュンヒルデをみる。

「そんな目をしても駄目じゃ」

　プイと明後日を向くブリュンヒルデ。

　俺はずいと距離を詰め、甘えるような視線を向ける。

「どうしても駄目なのか？」

「妾は世が世なら──それがどうして薄汚いモノをしゃぶらねばならん！」

　縋る頭を押さえられる。

　最早なりふり構っていられない。股間が爆発しそうなのだ。

俺はブリュンヒルデの細く白い太ももを抱きしめる。

「股間がはち切れそうでつらいんだ姉さん……頼む……姉さんの綺麗な口に出したいんだ」

「何を白々しい──ええい、仕方ない奴じゃ！　ベッドに座れ！」

　ブリュンヒルデは地団太を踏みながら俺を座らせ、自分は俺の足の間に座る。

本当に彼女には頭が上がらない。




　口奉仕が始まった。

「んむぅ……くはい」

　ブリュンヒルデの薄い唇にどす黒く醜い肉棒が入り込んでいく。

小さな口が目一杯広がり、頬が肉棒で膨らむ。

　美しい金髪に宝石のような赤い瞳、未熟な肢体とそれに不釣り合いな高貴な雰囲気。

俺など片腕で投げ飛ばされる吸血鬼の姫、そんなとんでもない彼女が──俺の臭い一物をしゃぶっている。

「ぐむっ!!」

　不埒な思考で一物が膨張し、ブリュンヒルデが呻く。

そして非難と怒りの視線を上目遣いに向けて来る。

　誤魔化すと余計に機嫌を損ねてしまう。ここは正直が一番だ。

「すまない。美しく高貴な姉さんに臭い一物をしゃぶらせていると思うと興奮が止まらないんだ」

　正直に言いつつ姉を強調すると、ブリュンヒルデは複雑な顔をしながらも奉仕をより濃厚にしてくれる。

「ん……」

　更に俺の手を取って自分の頭に乗せる。

頭を掴んで腰を振っても良いと言うことだろう。

「ありがとう姉さん！」

　俺は遠慮なく頭を掴み、腰を押し上げる。

「ぐもっ!!」

　肉棒の先端が喉奥を擦りながらより体内深くへ入り込んでいく。

　見れば突き込む度、ブリュンヒルデの喉が大きく膨らむ。

これは彼女の気管、食道よりも俺の肉棒が太く、押し広げているのだろう。

　こんなことをしては人間なら窒息してしまう。

だがブリュンヒルデは喉を突かれてむせてはいるものの、息が苦しそうには見えない。

そもそも吸血鬼に呼吸は必要ないのか。

　俺は腰を振って肉棒を激しく動かす。

喉奥に先端が擦れ、むせる喉の動きが全体を刺激し、吸血鬼独特の犬歯が竿にひっかかって快楽に変わる。

「出そうだ!!　胃袋で孕めブリュンヒルデ!!」

　俺はブリュンヒルデの後頭部に手を回して抱えこむ。

肉棒が根元まで入り込み、ぶるぶると痙攣を始める。

　だが次の瞬間、俺は綺麗に一回転してベッドに頭から落下していた。

　一瞬にして興奮が冷める。

やってしまった、やり過ぎた。

「ゲホゲホ」

　咳をしながらブリュンヒルデがゆっくりと立ち上がる。

俺は何をしていたのか、臭いモノを強引にしゃぶらせた上に同意も得ずに頭を抱え込んで種を流し込もうとするとは。

「言い訳は──見苦しいか」

　大の字に寝転ぶ。

「出来れば玉を潰すのは勘弁してくれ。まだまだ子作りしたいんだ」

　俺が覚悟を決めてそう言うのとブリュンヒルデが俺の上に飛び乗って来るのは同時だった。
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一方その頃　玉座の間

「あのクズ男二度と抱かれてやるものですか！　人の腹の上で他の女の名前を叫ぶなんて──思い出すだけで腸が煮えくり返りそう！　男らしい人って思ってたのに……悔しい……グスン」

　モニカはグスグスと鼻をすすりながら、屈辱を紛らわせるように床にモップを走らせまくる。

「陛下の為にもここを早く綺麗にしないと、あっと、そうでした」

　モニカは部屋の外に用意した木版を小脇に抱える。

「玉座の真下に穴を掘るなんて先王達は何を考えていたのでしょうか。しかも地下には怪しい魔物が沢山……後ほど石職人に命じてしっかり塞ぐとして、仮に板でも打っておきませんと」

　モニカはつっかえ棒を差し込み、梃子の力で重い玉座を動かす。

その下に空いた抜け穴──今はただ危険なだけのその道を塞ぐ為にだ。

「うう重い……あの男、良くこんなものを下から持ち上げ……いえ投げ飛ばしていましたね。どんな剛力なんですか。うぅぅぅ──えいやっ！」

　玉座が動き、ぽっかり空いた穴が露わになる。

　だがそこにゆらりと影が蠢く。

「ま、まさか魔物が!?」

　モニカは慌てて叫ぼうとするが、影はふらふらと揺れながらか細い声を出す。

「あ……あ……光……人……お外……」

「あ、貴方は、クリストフさん!?　何をして──あ」

　モニカは記憶を辿って思い出す。

　自分達は凶悪な魔物を撃破して玉座の下から王宮に侵入した。

その時、この男はいなかったのではないか。

そう言えば直前の戦闘で気絶していたような記憶もあった。




　そして自分達は王宮に侵入した後、発覚を遅らせる為、跳ね飛ばした玉座を再び元の位置に……。

「ま、まさか今までずっと地下道に？」

「ネズミ怖い……百足痛い……暗闇……目……光る目」

　クリストフは梯子を登り切るとフラフラとモニカに抱きつく。

　モニカは一瞬驚くも縋るように抱きしめて来るクリストフを拒絶する気にはならなかった。

「ええと……もう安心ですよ。お風呂に入ってご飯を食べて温かい布団で寝ましょうね」

「ご飯……風呂……ママ……」

　クリストフはモニカの胸に顔を埋める。

「ちょ、ちょっと……ってよく見ると男前ですね。……ふむ」

　モニカの脳裏に憎い筋肉男の絵が浮かぶ。

「お、思い知らせてやりましょう！」

　モニカは抱き付いて震えるクリストフの頭を撫でながらニヤリと笑みを浮かべるのだった。
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「よくもこんな……息が詰まって意識が飛んだぞ。まるでまた長い時間が経ったようじゃ」

　ブリュンヒルデは俺の腹の上に乗ると一物をがっちりを掴む。

まさかこのまま引き抜かれるのかと玉が縮こまる。

「奥の奥まで押し込みよって……何が胃袋で孕めじゃ。久々に串刺しにされたかと思ったわ」

　ぎゅっと玉を握られる。

更に玉が収縮してしまったぞ。

「何が縮こまるじゃ。りんごみたいな大きさしよってからに」

　ブリュンヒルデは一度痛みを感じるほど強く握り、その後は力を緩めて揉み解す。

怒りに任せて引き千切られることはなさそうだ。それどころか……。

「悪かったブリュンヒルデ……こんな臭くて汚いモノをしゃぶらせるなんて」

　言いながら一物をブリュンヒルデの顔面にそっと乗せる。

　ブリュンヒルデは怒り顔となったが怒声も手も出ない。

「本当に済まない。貴婦人にこんな洗ってもいない汚らわしいモノを……」

　顔面に乗せたモノを動かすとブリュンヒルデは視線で追いかけ、鼻がすんすんと鳴った。

「匂い、好きなのか？」

「はあ!?」

　ブリュンヒルデは怒鳴るが俺は立ち上がり、彼女の肩を掴んで一物を鼻先に押し付ける。

　もし検討違いならぽっきり折られていてもおかしくない。

だからこそ彼女が臭い一物好きなのは間違いないだろう。

　改めてブリュンヒルデを観察する。

　豪奢な金髪と整った美顔、全身は雪のように白く、頭の先から爪先まで美が詰まっている。

　だが絶世の美女というには美貌は幼く、体形は未熟。

　絶世の美少女と言うのが適切だろうが、釣り上がり真っ赤に輝く目と全身から立ち昇る妖艶なオーラは彼女がただの美しい少女では有り得ないと告げている。

「そんなブリュンヒルデが臭いモノが好きだとは──「愚か者が！」ぐぬっ!!」

　ブリュンヒルデの爪先が一物を蹴り上げる。

衝撃が下っ腹に抜け俺は前のめりにベッドに倒れた。

口に出てしまっていたようだ。

「誤解するなよこの阿呆！　この三百年で妾に洗ってないモノを突き付けた奴はおらんかったからちょっと興味深かっただけじゃ！　断じて変態などではない！」

「そう隠さなくともちょっとした変態趣味ぐらい……ぐえ」

　ブリュンヒルデは俺を仰向けにひっくり返して太ももの上に跨る。

「そもそも変態と言うならお前こそじゃろう。これを見てみい」

　衝撃を受けて尚萎えない一物を掴むと自分の腹に押し付け、無毛の股で挟み込むように腰を動かし始める。すりすりと皮膚同士がこすれ合う感触はもどかしいが、視界に広がる淫靡な光景が性感を補完してくれる。

「妾の体を良く見よ。こんな小さい体にお前の化け物じみた根っこが入るんじゃぞ？」

　そしてブリュンヒルデは伸ばした指を自分の性器に当て、定規代わりに長さを計る。

「妾の穴の深さはこれぐらいじゃ。お前の一物だと……」

　細くしなやかな指が一物に添えられる。

それは限界まで怒張した一物の半分どころか四分の一にも届かない。

「それみい全然足りん。ここから先はもう子袋じゃ」

　ブリュンヒルデは更にヘソの下まで指を伸ばして同じように俺の一物に当てるが、それでも半分にもならない。

「ここが妾の子袋の奥……これ以上は入る場所ではないの」

　ニヤリとブリュンヒルデは小悪魔のような笑みを浮かべる。

「それとも……」

　すりすりと両手で俺の一物を擦りながらブリュンヒルデが前のめりに体を倒す。

「無理やりもっと奥まで入れたいか？　ん？」

　俺は情けない顔と声で応えるしかない。

「ああ、もっと奥がいい。半分じゃ満足できない」

　するとブリュンヒルデは手を少しだけ一物の根元に移動させ『ここ？』とばかりに首を傾げる。

「もっと……もっと奥だ……」

　またも少しだけ先端に手を動かして首を傾げる。

「もっと奥……根元まで全部だ……」

　するとブリュンヒルデは俺の一物を抱え込み、しゅるりと音を立て根元と性器の入り口を合わせる。

興奮で赤黒くなった男根は彼女の細い腹を越え、薄い胸の谷間まで届いていた。

　ブリュンヒルデはニヤリと笑い、瑞々しい唇を耳元に寄せる。

「──変態ぃ」

　びくりと腰が跳ねて太ももに乗ったブリュンヒルデの体が持ち上がる。

「今のはたまらなかった。囁きだけで噴き出るかと思った」

　胸を押さえながら言うとブリュンヒルデは満足げに笑って抱き付いて来る。

「じゃが今のは半分本気じゃぞ。そもそもこの体にお前の巨根をねじ込むこと自体が間違っておる。毎回ガツガツ犯しておるが、裂けたり切れたりしとるんじゃぞ。即座に治っとるだけじゃ」

　そうだったのか。俺はブリュンヒルデの痛みと引き換えの快楽を貪っていたのか……恥ずべきことだ。

「妾と同じような体格の娘に同じことをしたら普通に死ぬぞ？　注意しておけよ」

「ああもちろんだ」

　もちろんこれからはブリュンヒルデ自身も丁寧に優しく扱わなければいけない。

「そっちはまぁいい。ちょっとぐらい痛い方が気持ち良かったりするからの」

　俺とブリュンヒルデの視線が合う。

彼女はしまったとばかりに顔を歪める。

「臭くて痛いのが良いのか。やはり変──」

「ええいやかましい!!　一物をパンパンに腫らしながら一丁前に揚げ足を取るでない！」

　異論はない。

だが変態同士少し趣向を凝らしてみても良いかもしれない。

　俺はブリュンヒルデをベッドに放り、ニヤリといやらしい視線を向ける。

「ブリュンヒルデ、今宵も不義のまぐわいを始めようか」

「はあ？　アホめ…………コホン。兄様いけません！　こんなことがもし母様達にばれたら……」




　この後のことは興奮で良く覚えていないが目覚めると室内は壁から天井まで種まみれになっていた。

　ブリュンヒルデは前も尻も真っ赤に腫らし『いくらなんでも限度があるじゃろが！　三百年の生がベッドの上で終わるかと思ったわ！』と怒鳴られた。

　何故か俺の尻もひどく痛んだが、思い出すなと本能が告げていたので気にしないことにした。

　何故か暗示にかけていた母と上の娘まで種まみれになっていたがよく覚えていない。

　ともあれ一晩丸々やってしまった。

長く居て正体がばれてもいけないし、セレスティナにこっそりと挨拶して早々にモルトを去るとしよう。







　王宮に戻った俺を待っていたのは困った顔をするセレスティナと勝ち誇った顔で仁王立ちするモニカ、そして彼女の腰にしがみ付いて頬擦りするクリストフだった。

「どういう状況だ？　あとクリストフお前今までどこにいたんだ？」

　するとモニカはカッと目を見開き、俺に向かって手を伸ばす。

顎はこれでもかと反らされている。

「昨晩はお楽しみだったようですね。私に追い出されたら他の女とパコパコ……結構なことです」

　どうしてわかったのだろうと、俺は咄嗟にブリュンヒルデを見る。

「こっちを見るな、気付かれるじゃろアホ兄様!!　って間違えた！」

「えっ兄様？」

　セレスティナが反応したがそれどころではない。

　これはまたモニカから一発貰うかと覚悟したが、彼女は青筋を浮かべながらも余裕の表情を作り、腰にしがみ付くクリストフを撫でる。

「まあ、今回はあまり貴方を責められませんね。私、昨夜──クリストフさんと寝ました」

「なん……だと」

　ドクンと自分の鼓動が聞こえる。

　時間が遅く感じる。

　脳裏に浮かぶのはカトリーヌだ。

鮮烈な記憶がよみがえる。








第４９９話　浮気とママ　※







　ラーフェンの自宅で久々に女達と愛を確かめ合ったあの日の出来事が鮮明に蘇る──。

「んっ！　んっ！　もっとキスをしてっ！　もっと舌を絡めて！」

　俺に抱きつくのはカトリーヌだ。

まだキスしかしていないのにまるで全力疾走したように息が乱れている。

　カトリーヌは普段は物静かでどちらかと言えばツンとしている印象がある。

だが人一番性欲が強い彼女は男に抱かれないと次第に余裕を無くし、性欲に支配され始める。

その状態で発情させてしまえばもう男の事しか考えられない性の獣となってしまうのだ。

「もう我慢できない！」

　カトリーヌは俺をベッドに押し倒そうとする。

もちろん非力な彼女に倒されることはないが、鼻息荒く押して来る仕草が可愛らしいので成すがままに倒れてやる。

「はぁはぁ……邪魔っ」

　カトリーヌは俺の上に乗っかると自分の服を脱がずに破り捨てる。

ボタンを外す理性も無いらしい。

「男……筋肉……はぁはぁ……」

　首筋へのキスと甘噛みに続いて胸板を両手で掴むようにしながらの頬擦り、そして最後に残ったパンツを引き千切ると体を反転させ、尻を顔に向けて跨り直した。

「オスの匂い……熱い肉……これ、これが欲しかったの」

　激しい水音と同時に下半身が快楽に包まれる。

発情した女のなりふり構わぬ奉仕に思わず目を閉じ低く呻いてしまう。

「ふふ、女に舐めさせるだけではいけないな」

　目の前で右に左に揺れる白い尻をそのままにしては男が廃る。

俺は両手で尻たぶが形を変えるほど強く掴み、股に顔を突っ込む。

「あぁん」

　大きな嬌声をあげるカトリーヌ。

だが俺は僅かな違和感に気付いた。

「む、まだ興奮しきっていなかったかな？」

　顔を離して代わりに指を挿入する。

「……あん」

　カトリーヌが声をあげるが、やはりおかしい。

「長い間放置してしまったのだからもっと大変なことになっていると思ったが……それほどでもないな」

　男に狂ったカトリーヌは本当に物凄い。

指でも舌でも逃がさないとばかりに吸い込んでくるし、一舐めすればたちまち溢れんばかりの汁を垂らす。

今の彼女は確かに発情しているには違いないが、一週も抱けなければこれぐらいにはなりそうだ。

　すると俺の下半身に伝わる快感も弱まり、白い尻が冷や汗をかき始めた。

「俺の居ない間も随分使いこんだみたいだな。自分でしたのか？」

「は、はい。しまくりました。もう食事時以外はずっとしてました」

　視線が合わない。

俺は体を起こしてカトリーヌを後ろから抱き寄せる。

「自分だけか？」

「ええと……そうメリッサさん！　後マリアさんとか、色々……」

　俺が同じくベッドに横たわるマリアに視線をやると気まずそうに曖昧に同意をした。

その表情は罪悪感や羞恥だけではなく僅かな不満や諦めも見える。

「さ、さあ続きを……」

　俺はカトリーヌの首にキスをして耳元で言う。

「間男か？」

「うっ、それは……」

　ビクリとカトリーヌの体が震える。

もう返事を聞くまでもない。

　部屋に居る他の女達も会話を止め、空気が張りつめる。

　俺が本気で怒りだすかもしれないと思っているのだろう。

　もちろん自分の女に手を出されて怒らないはずがない。

　もし間男が無理やりカトリーヌを手籠めにしたのならバラバラにしてやるところだ。

だが彼女の反応を見る限りカトリーヌも同意の上の浮気だったのだろう。

　不甲斐ない俺が長々と放置をして浮気されたのに、不貞だなんだと女を責めることができるはずもない。

　だが燃え上がる嫉妬の炎は止められない。

　だから間男にされたことを全部してやることにする。

「うぉぉぉ!!」

「違うのぉ！　そんなつもりはなくて──!!」

　俺はカトリーヌを抱き締めながら伸し掛かる。

「どこまで許した。唇は奪われたんだな？」

　カトリーヌはコクリと頷く。

俺はその唇に吸い付き、口内を舐め回す。

「下はどうだ。舐められたのか？」

　カトリーヌは目を逸らす。

俺は豪快に足を開かせ、股座に鼻まで突っ込むように顔を入れて舐め回す。

「それから次はどうした。どうされたんだ？」

「……」

　カトリーヌは顔を逸らしながらもぞもぞと動き、足の間に俺を受け入れて両手両足を背中に回す。

「挿入も許したのか！」

「いやぁ違うんです！」

　俺は彼女の脇から手を回してズンと勢いよく突き込む。

乱暴な挿入ながら悲鳴は無く粘着質な音だけが鳴る。

　俺はカトリーヌの髪をかき上げて顔を覗き込みながら腰を振る。

最初から激しくベッド全体を軋ませるような動きだ。

「どうだ気持ちいいか？　間男よりデカいか？」

　カトリーヌは目を閉じて喘ぎながら頷く。

　背中に回された手が爪を立て、僅かな痛みが走る。

それが最高に誇らしく、嫉妬の炎が僅かに収まる。

「ふふふ、間男の貧相なモノなど気持ち良くなかっただろう？」

　優越感に浸りたいところだったが、限界がせり上がって来た。

一〇分も動いていないのに我ながら早すぎるがどうしてこんなに興奮しているのか自分でもわからない。

「よし、間男と同じ場所に出してやる。顔か腹か？」

　問うとカトリーヌはシーツを手繰り寄せて顔を隠し、両手足でぎゅっと俺をホールドする。

その意味は明白だ。抜かずに中に出されたのだ。

「最後まで全部させてるじゃないか、この浮気女め！」

「許して！　体が言うことを聞かなかったのぉ」

　顔を隠すシーツを強引に剥ぎ取るとカトリーヌは不安げな顔で俺を見る。

　俺は怒った顔で喉の下を甘噛みした後、優しく微笑んでからキスをする。

カトリーヌも俺が激怒していないと安心したのか、全身を更に密着させ、両手を後頭部に回して受け止めの体勢となる。

　そこで雰囲気を読んだ肉棒が同時に射精を開始する。

断続的な射精音が続き、普段よりも大量かつ勢いの良い種がカトリーヌの胎内に撃ち込まれていった。

　万が一にも間男の種で孕んでは大変だ。

玉と腹に力を込め、濁流のような種汁で子袋を洗い流さねばならない。

あるいは既に種付けされているなら、狂暴な種を発射してその卵を乗っ取らねばならない。




　ふうと周囲から小さな溜息が複数聞こえる。

「一時はどうなることかと思ったけど。まあエイギルは浮気で暴れるほど器が小さくないわよね」

　射精し続ける俺の隣からカーラの声が聞こえる。

「カトリーヌさんも我慢を覚えてくださいね。私がちょっと目を離した隙にまったくもう……」

　マリアが溜息を吐きながら語り掛けるが、俺の下で精を受け続けるカトリーヌは生返事だ。

「それはいいとして凄い量と勢いですね……やっぱりエイギルさんもそっちの性癖が……」

　メルの言葉の意味がわからないまま俺は全てをカトリーヌの中に出し続けた──。







「ぬう！　寝取られたか！」

　無意識に漏れた自分の声で我に返る。

「ふえっ!?　そ、そうです。貴方があんまり酷いから私は彼に寝取られたんです！」

　モニカはクリストフを抱き寄せてフフンとばかりに勝ち誇る。

「……ママ」

　クリストフの奴も無邪気な笑顔でモニカの胸に顔を寄せていた。

セレスティナとブリュンヒルデがドン引きしているぞ。

「まったく」

　俺はかつかつと二人の方に歩いていく。

「し、修羅場なのじゃ！　兄様だめ！　モニカも話合うのじゃ。ね？　ね？」

　俺が殴りかかるとでも思ったのかセレスティナが腰に掴み付いて止めようとする。

が、もちろんなんの障害にもならないので小さい彼女を腰にぶら下げたまま俺はずんずんと歩いていく。

「腹いせに殴るつもりですか？　お好きにどうぞ！」

　モニカはプイと横を向くが、僅かに肩が震えていた。

　浮気宣言で一瞬理性を失ったが、今はなすべきことははっきりとわかる。

　俺はモニカの真ん前まで早足で歩き、膝を折る。

腰にしがみ付いたセレスティナが持ち上がって親子ガエルのようになってしまうが仕方ない。

「すまない、貴女を侮辱して恥をかかせた。この通りだ許して欲しい」

　モニカの前に跪き、その足をとって甲にキスをする。

「う……は、恥はないのですか！　ゴルドニアの大領主が一介の侍女に、それも他の男と寝た女に平伏した上、足にキスなんて……」

「無い。俺が悪いのだから当然だ」

　跪いて足にキスをするなど人として最大の屈辱だろう。

俺だって他の貴族どころか王に命じられてもこんなことはしない。

　だが屈辱を与えてしまった女に謝る為なら何も恥じることはない。

「それにお前の浮気が嘘なのもわかってる」

　不本意ながら数回の経験からして本当に浮気した女の反応はこうではない。

一瞬これでもかとそそり勃った一物も、嘘だと見破ると大人しく萎えて──ん？　何かおかしいな。

　ともかく他の女の名を呼ばれ、軽んじられていると感じたモニカは俺の気を引きたかったのだろう。

浮気を騙るのはかなり幼稚な行為かもしれないが、王宮務めの彼女は今まで碌に恋愛をした経験も無い。

手段が稚拙になるのは仕方ないことだ。

「うう……そうです。クリストフさんが幼児みたいになってしまって私が離れると泣いちゃうので同じ部屋で寝かせて居ただけです」

　文字通り一緒に寝たという訳だ。

　ついでにクリストフ発見の経緯も聞く。

そういえば地下道から脱出した後、見つからないように玉座を穴の上に戻していたな。

まさかクリストフがまだ中に残っているとは思わなかった。運の良い奴だ。

「ママ……まんま」

　クリストフがモニカに抱き付く。

その目はオスのものではなく、まるで赤ちゃんだ。

　真っ暗な地下道に数日放置されてこうなってしまったのか。

まあそのうち元に戻るだろう。

「さて詫びの印も兼ねて一発仕切り直したいのだが……」

　俺が言うとモニカは恥ずかしそうに顔を赤らめる。

「わかりました。でもその前にご飯をあげないと……これをやらないと泣いちゃうんです」

　クリストフを抱えたモニカは服をずらして胸を出す。

「ちゅばちゅば……ママ……ママ」

　反射的に繰り出した俺の掌底がクリストフの顔面を捉える。

「うわぁぁぁぁ!!」

　叫び声と共に床を滑ったクリストフは壁に激突して停止する。

「うううぅ……はっここはどこだ!?　大将に女王さん？　それにママ……ママってなんだよ！　確か置き去りにされて……光が……ママが……」

　我に返ったのかクリストフはきょろきょろと視線を動かす。

　一々説明するのは面倒なので端折ろう。

「俺達はお前を地下道から救い出した。が、お前は血迷って突然モニカの乳首にしゃぶりついたんだ。このことはツィーリアに報告するぞ」

「嘘だろ!?　そ、そんな……」

　クリストフがモニカを見ると、彼女は恥ずかしそうに胸を仕舞っている。

「私は何をしていたのか……思わず母としての母性が……血迷いました」

　クリストフががくりと膝をつく。

「俺何をしてんだよ。うう、ツィーリアに申し訳がたたねえ」

　さてこれで一件落着だ。

後はモニカを可愛がるだけだが……。




　その時、王宮の外から小さなざわめきが聞こえる。

「エイギ──いえ黄金の騎士ゴールデンマッチョはどこですか！　ゴールデンマッチョを出しなさい！」

　微妙に間違えているが、聞き覚えのあるこの声はセリアか。

「これは急ぐな」

　俺は甲冑を付け直す。

　本来セリアはここに来てはいけない。

彼女が何の意味もなく指示を破るとは思えないから事は急を要するはずだ。

「すまないモニカ。可愛がるのは次回にお預けだ」

　精一杯の凛々しい顔で彼女を抱き締める。

「はい。次に名前を間違えたら本当に浮気して、浮気相手の子連れでお迎えしますよ」

　甲冑越しの抱擁だったがモニカは満足してくれたようだ。

「兄様、もういっちゃうの？」

「どうやらそうなりそうだ」

　とてとて走って来るセレスティナの前で屈んで視線を合わせ、軽く頭を撫でる。

だが彼女はそれで満足せず、ずいと唇を突き出してきた。

「陛下っ」

「モニカの一人占めはずるいのじゃ」

「はは、女王様はませているな」

　俺は苦笑して口を合わせ、薄く滑々の唇を割って舌をねじ込む。

「んむ!?」

　そして舌で歯と歯茎を撫でた後、更に奥に進んで小さな舌を絡めとり、口内を何周かしてから口を離す。

「ぷしゅぅ」

　途端、セレスティナがその場に崩れ落ちてしまう。

「む、違ったのか」

「陛下に何をしてるんですか！　そこは『ちゅっ』です！　『じゅるじゅるぐちゅちゅ』してどうするんですか!!」

　いつも通りモニカに怒鳴られて気合が入った。

さあ行って来よう。セリアがお待ちかねだ。




　部屋を出ると何故かブリュンヒルデが足を出して来る。

「どうしたんだ？」

　首を傾げると顔に足裏を押し当てられた。

「あのような小娘に出来て妾に出来ぬことはあるまい。跪いて足にキスせい」

　ううむ、良く分からんが言う通りにしておこう。

ついでにと指の間を舐めると顎を蹴り上げられた。理不尽なことだ。




　金色鎧を纏って外に出るとセリアがシュバルツに乗ったまま駆け寄って来る。

歩兵の視点で見るとシュバルツは本当にでかい。

「どうしても急ぐので指示に背きました。ごめんなさい！」

「緊急だろう。何があった？」

　セリアはシュバルツから飛び降りる。

「昨日の夕刻、王国の東方軍がラーフェンに来訪しました」

「先触れも無くか……」

　いずれ来るとエイリヒから聞いていたが突然来るとは。

これは少しまずい。到着したからには隊長は俺との顔合わせを望むはずで、その俺がいないのでは謹慎の命に反していることがばれてしまう。

「ノンナさんが機転を利かせて病気だと偽りました」

　ノンナは貴族のあれこれに通じているだけあって吐くべき時には嘘も吐ける。

「それだと見舞いと言う話にならないか？」

　訪問先の主人が病床なら見舞うのは当然の礼儀だ。

「そう言われてノンナさんは咄嗟にその──エイギル様は股間が腫れ爛れて膿が出る病気で、さすがに名誉に関わるので見舞いは控えてくれと。東方軍の隊長もそれなら止む無しだと」

「なにをしてくれてるんだ……」

　俺はがっくり肩を落とす。

前もこんなことがあった気がする。ノンナの嘘は詰めが甘い。

「ともかく戻らねばな。モルトで戦っていたとばれたら打ち首ものだ」

　俺はセリアの後ろに飛び乗る。

「おおい、俺達はどうすればいいんだ？」

　クリストフとグイグが追い付いて来た。

「お前達の分の馬も適当に連れてきました。シュバルツに追いつけるはずはないですが、後から適当に帰って来なさい」

　言葉通り、遠くから鞍付きの軍馬が走って来るのが見える。

「ああ、すまねえな──ママ……ってしまった！」

　クリストフが言い直すのと、セリアの馬上飛び蹴りが炸裂するのは同時だった。
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翌日　ラーフェン

「お前が隊長か……すまない。ちょっと体調が悪くて挨拶が遅れてしまった」

　俺が握手の手を差し出すと隊長は一瞬躊躇してから笑みを引き攣らせて握る。

「ご病気となれば仕方ありませんとも。快癒されて何よりです」

　隊長の視線は俺の顔と股間を往復し、握手が終わると見えないよう背中でこっそり拭いていやがる。

　隣に並ぶノンナが俺と視線を合わせようとしない。

「さて、早速ですが一つ。『軍務総監ラッドハルデ侯爵の名に於いて東方軍のラーフェン到着と同時にハードレット辺境伯に申し付けた謹慎を解く』以上です」

「確かに承知した」

　これで厄介な謹慎ともおさらばだ。

「では行軍の疲れが取れ次第、南下して南ユーグリアの東部へ侵攻します。主戦線で敗退した敵の劣勢は揺るぎませんが、獣とて死に体になれば非常の力を出すもの。油断なきよう全力で行きましょう」

「異論はない。さて既に聞き及んでいるかはわからんが、先日モルト王国で義勇兵による大規模な反乱があってな。かの国は既に南ユーグリアを駆逐している。南下に際しては協力が得られそうだぞ」

　そう言うと隊長は目を丸くする。

「なんと──それは喜ばしい誤算です。南下に際してはモルト駐屯部隊とも戦闘せねばならぬと考えておりましたから。さすがハードレット卿、謹慎、病床にあってもお耳が早うございますな」

　まあ俺が昨日まで頑張っていたからな。

「となれば障害は無いも同然。突き進む我らを止めるものはありません。中央平原の南端まで突き進み、南ユーグリア崩壊の報を待つのみでしょうな」

　豪快に笑う隊長。

俺も笑いながら肩を叩こうとしたが、すっと下がって避けられた。

ノンナがクスリと笑った気がする。




「ここに至って敵が攻勢に出るとも考えられない。ゆるりと休んで英気を──」

　ドタドタと足音がする。

「南部の斥候部隊より緊急報告です！　南ユーグリア兵多数が東部よりキサット、山の民の領域方面に殺到中！　大規模急襲と思われます!!」

「言った途端にこれか。俺が馬鹿だと思われるだろうが」

　言っても仕方ないが大声で独語する。

隊長は自軍へ弾かれるように走っていった。




　こちらも間髪おかずレオポルトがやってくる。

「誤算だな。敵に大規模急襲の余力があったのか？」

　俺が開口一番そう言うとレオポルトは首を振る。

「ありえません。モルトまで失陥した敵に急襲の余力などありません。小規模な強襲部隊を支えるだけの能力も無いでしょう」

「だが現に来ている」

　いかに理屈が正しくとも実際に来ているのだから、理屈の方が間違っているのだ。

「いえ確認すべきことがまだあります。侵入したのは南ユーグリア急襲部隊なのでしょうか？」

「どういう意味だ？」

「ありったけの斥候に確認を命じております。しばしお待ちを」




　再び斥候が続報を持って来る。

「敵数は約一万七千！　数百の騎兵を伴う模様」

　かなりの戦力だ。どう考えても大規模急襲部隊ではないのか。

　更に続報が来る。

「敵中に軽武装の民兵らしき者を多数確認しました」

　迅速な行動が求められる急襲部隊に民兵を入れるのは妙だが数を重視した可能性もある。

「集団内に明らかに戦闘員でない者が含まれております。急襲部隊は敵兵と農民の混成集団です！」

　これはさすがに意味がわからない。

「敵の急襲……いえ南ユーグリア発の集団は敵兵、家畜を連れた農民、荷車を引いた町民、更に野生動物までが入り混じって北上しているようです！」

　遂に斥候が急襲部隊と言わなくなった。

「ごちゃ混ぜ集団が攻めて来る？　いやこれではまるで……」

　レオポルトとその後ろから顔を出したトリスタン。

「何かに追われて逃げている──と考えるのが自然でしょうな」

「しかも僕達に向かって逃げるんだ。敵よりも恐ろしく、兵も民も動物も区別しない何かから……ね」








第５００話　敵の敵は悪夢







数日後　キサット南　街道沿い

　街道を人の群れが進んでいる。

　軍隊のように整然とではなく、気楽な旅人のように自由にでもなく。

　速度も歩幅もばらばらながら集団から離れまいと。

　襤褸切れのような服を着た者、血を流し足を引きずる農民、あるいは滝のような汗をかきながら荷車を引く商人、そして前後左右へ神経質に目を配る甲冑姿の兵士。

しっかりとした足取りで歩く屈強な男から今にも倒れそうな痩せた女まで──。

　彼らは南ユーグリア軍のとある要塞の駐屯兵とその周辺の村の民だった。

そこに行商人や旅人が加わり、あるいは無法の盗賊や叛逆者の集団がいたかもしれない。

　だがそんなことを気にする者はどこにもいない。

彼らはただ生存者の一団であった。




「健康な男は歩けない女を担いでやれ。健康な女は歩けない子供を担いでやるのだ。だが兵士は決して手を貸すな。横で女子供が倒れても見張りを止めることは許さんぞ」

　集団の長と思しき南ユーグリアの軍装を着た男が告げる。

　無情とも思える命令にも民から不平の声は上がらない。

並んで進む者の全てが知っていたのだ。

兵士が『余計なこと』に手を貸すのがどれだけ危険かを。




　キューンと小さな鳴き声、そして困った声が聞こえる。

「こいつらなんだって俺達の荷車を……ああ腹が減ってるのか」

「肉やっちまえよ。無駄に抱えていても仕方ないし……荷を軽くしないと今日こそやばいかもしれん」

　男が荷車に積まれた肉を放る。

群がるのは立てば大人の身長ほどはありそうな狼の群れだった。

数は優に二十頭を数える。

「狼の群れに囲まれるなんて俺達行商人にとっちゃ悪夢みたいな事態のはずなんだけどな。今はまるで飼い犬の群れみたいだ。人を襲う気配は微塵もねえ」

　投げられた肉を夢中で食べていた狼のうちの一頭が集団から置いて行かれてしまう。

するとその狼はハッと顔をあげると肉を咥えたまま泣きそうな顔でおいかけて来る。

「ああいうのまでいるしな」

　視線の先では３ｍはある巨大な熊がのっそりと歩いている。

その隣ではこれまた２ｍはありそうな猪がウリ坊を連れて進んでいた。

さすがに誰も近寄らないが、獣達は人を襲うでもなく並んで北へと歩いていた。

「こいつらだって人を襲っている場合じゃねえのはわかってるんだろ。少しでも大きな集団の中に居たい……本能なんだろうさ」

　軍人と農民に行商人、それに獣まで混じったまるで統一性の無い彼らに共通することは誰もが早足であること、時折振り返っては僅かに歩調を早めることだけだった。




「隊長殿！」

　若い騎士が指示を出す男の前で馬から飛び降りる。

「おお【リヌーガ】周囲の様子はどうだ？」

　リヌーガと呼ばれた男は偵察任務の為か甲冑は付けておらず、簡易な革の鎧と帽子しか纏っていない。

それを除いても細身かつ身長一七〇程と軍人にしては小さな体はいかにも身軽に見えた。

「六時間分程先行して偵察しましたが魔物の気配はありませんでした。幾つかの農村を発見しましたが、我々の北上を知ってか退去しておりました。魔物の痕跡はありません。ゴルドニア軍も確認できません」

　進軍先に敵軍はいないのは朗報であろうが隊長は報告に眉根を寄せて俯く。

「やはり北はまだ無事か……そうでなければ我らの命運も尽きるのだがな」

「空になった村は夜営に最適……と教わりましたが」

　リヌーガが遠慮がちに言うと隊長は鼻を鳴らして嘲笑する。

「夜営、夜営か。はは、夜営の準備をしろ──なんて命令をもう一度出してみたいものだ。いまや夜に眠るのは自殺にも等しい」

　隊長は馬上から一団を見渡す。

軍人二千にその他が一万、そこに獣がちらほら。

「二万で北上を始めて三日でこの数……下手うったのか上手くやったのか」

「隊長は完璧な指揮をなされています。これは世辞ではありません。地獄の三夜を潜り抜けて六割も生きた。数倍の敵軍を破るより困難であったと確信しています」

　リヌーガは断言すると帽子を被り直して軽やかに馬上へ戻る。

「そうか……いやそうだろうな。我ながら良くやっていると思う。ゴルドニア戦でも八戦指揮して無敗だった。まずいな、ゴルドニア軍に見つかったら俺だけ吊るされてしまう」

　笑うところだぞ、と隊長はおどける。

　そして西の地平を見ながら目を細めた。

「願わくば、ゴルドニア軍に捕まって言い訳したかったが……残念ながらこっちが先のようだ」

　赤い太陽がゆっくりと沈む。

影が長く伸びた後、暗闇に溶け込んでいく。

　兵士が剣を抜き、松明に火を灯す。

女が身を震わせ、子供が泣き声をあげる。

狼達がキュンキュンと鳴き、熊が落ち着きなく手で自分の頭を撫でる。

「総員警戒を緩めるな。もちろん足も止めるな」

　彼らの恐怖に応えるように闇の舞台が始まる。




「ギャアアアアアア!!」

　唐突に集団の最後尾から響く絶叫。

悲鳴は一瞬にして断末魔へ、そしてゴボゴボとくぐもった雑音に変わる。

　全員に緊張と恐怖が走るが驚きは微塵もない。

誰しもわかっていたのだ。

「今夜は真後ろからだ。松明を投げながら下がれ！　槍兵は早足で下がりながら隊列を組め!!」

　無理難題に漏れる不平の声はない。

　兵士は隊列を作りながら地面に落ちた松明が暗闇にあけた僅かな穴へ目を凝らす。

「来るな来るな来るな──アァァァァァ!!　あっ」

「や、やめて！　入って来ないで！　ギィィィ……グジュ」

　怒鳴り散らす男の叫びが唐突に止み、女の悲鳴が得体の知れない粘着音に変わる。

　顔面蒼白となった兵が闇を睨みつけ、へたり込んだ女から小便の漏れる音が聞こえる。屈強な狼のボスが殴られた子犬のように尻尾を丸めて馬車の下に隠れる。

「剣でも槍でも振り回せ！　囲まれたら最後──」

「ドニーが！　クソ放せ放せ！」

「寄せ！　もうあいつはダメ……グェッ！」

　絶叫と異音の中に金属音や号令が混じり始める。

後方の兵士達が交戦しているのだ。

「──隊長」

　隊長はリヌーガに向けて首を振った。

　悲鳴と断末魔は闇を伝うように彼らの下に押し寄せて来る。

　暗闇の中から動く者が飛び出した。




　最初は泣きながら走る女が。

　次に抉られた目を押さえて走る男が。

　その次に直立したまま顔を出した無表情の兵士が──。




「撃て!!」

　隊長の命令を待たず、矢とクロスボウが放たれ、兵士とその後方の影に連続して命中する。

　おおよそ聞いたことのない鳴き声が上がった。

　同時に無表情の兵士の首筋から何かが抜けて兵士は──正確には中身を吸い尽くされた兵士の骨と皮が地面にふわりと倒れた。

　子供のように軽い足音と共に暗闇から現れたのは蜘蛛、全長３ｍの大蜘蛛だった。

足で体をこするように刺さった矢を掃い落とす。

「槍隊かかれ!!」

　五人の兵が同時に槍を突き込む。

穂先は大蜘蛛の顔や足に刺さり、紫色の体液を飛び散らせる。

「やったか!?」

　だが兵士の呟きは否定される。

　蜘蛛は刺さった槍を前足で打ち払い、更に後方の足を一人の兵士に突き立てる。

「ぎゃああああ!!」

　足先の爪で喉元を裂かれた兵は血飛沫をあげながら倒れ込み動かなくなる。

「動かなくなるまで突け！　何度でもだ!!」

　残った兵士四人は槍を再び突き込む。蜘蛛は再び足で槍を払い退けようとしたが、一人の穂先が複眼の一つに深々と刺さると悶えるように仰け反る。

「今だ腹を狙え──!!」

　三人は勇気を振り絞って飛び込み、がら空きになった大蜘蛛の腹へ何度も何度も槍を突き込む。

毛に覆われた腹部は破れ、紫の体液と得体のしれぬ臓器を零し、蜘蛛が足を丸めて動かなくなった。

「や、やった……やったぞ！」

「うぉぉぉ──!!」

　勝利の雄叫びをあげる兵士二人、次の瞬間彼らの両目に爪が突き刺さり、雄たけびが悲鳴に変わるよりも早く闇に引きずり込まれる。

　死んだ大蜘蛛の死体を乗り越え、二体目三体目が現れた。

「弓隊は敵の頭を狙え！　足や胴を狙っても効き目は薄いぞ！」

　隊長が指示を出す。

「槍隊は敵を滅多突きにして動きを止めろ！　腹を見せたら剣兵が飛び込め！　騎兵は一撃離脱で立ち回れ、組み付かれたら最後だぞ！」

　リヌーガもまた周囲の兵に指示を飛ばす。




　兵士達は狂乱すること無く指示通りに奮戦した。

撃ち込まれる矢が敵の注意を逸らし、槍が足を止め、勇敢に飛び込む剣兵が次々と大蜘蛛を屠っていく。

　だが敵は増え続ける。

一体が斃されれば三体が、三体が斃されれば一〇体が音もなく現れる。

　対して兵士は斃され、あるいは怪我をして仲間に助けられる度、確実に減っていく。

　隊列が薄くなり、やがて乱れ、遂には崩れ去っていく。

　押し留められなくなった蜘蛛は兵達だけではなく無防備な者達にも襲い掛かる。

「これ以上押し留めるのは無理か……止むを得ん。横陣を放棄して方陣で防御体勢だ。周囲の民まで手は回らんが……一塊となって北上すればあるいは半分ぐらいは……ん、なんだこれは？」

　無情な命令だが止む無しとリヌーガが同意を述べようとした時、ゴリと石を擦ったような音がした。

　音の先は今まさに命令を下していた隊長の方だった。

「隊──長？」

　見れば長く太い肉の管が隊長の肩まで覆い被さっていた。

　再びゴリリと音がした後、肉管はゆっくりと隊長を解放する。

その頭部を除いて。

「くそぉ！　ワームが出やがった!!」

　リヌーガが剣を向けた先には黒ずんだ桃色の管がウネウネと不気味に蠢いていた。

全長優に８ｍ、長さの割には細いが、それでも人の頭部を呑み込むには十分な大きさだった。

「隊長がやられた！　ど、どうすればいいんだ！」

「指揮は副長──リヌーガ殿どうする!?　ワームを斃すのか？　方陣か？　ただ逃げれば良いのか？」

　一部の兵士はワームに攻撃を仕掛けるが細い胴体に矢を当てることは難しく、肉厚な革は斬っても突いても破れない。

　逆に開いた口に飲み込まれた兵士は首を失い、あるいは大きく振られた長い胴体に打ち付けられ、地面を転がって血反吐を吐く。

　リヌーガはその光景を前に呆然とする。

「待て……まずは隊長の指示通りに方陣──いやワームの前で固まるなど──」

　隊列組み換え中の最悪のタイミングで隊長が死に、かろうじて持ち堪えていた兵達が動揺する。

動揺は民にも伝わり、四方八方に逃げ散り始める。

　まるで小虫が逃げ散るような光景に大蜘蛛達が群がっていく。

　命乞いをする男が脳天に首をねじ込まれ中身を吸い取られながらバタつく。

　蹲る女の口に小型のワームが侵入し、腹を食い破って外に飛び出る。

　逃げ惑う狼達が蜘蛛の爪に引き裂かれ、大熊がワームに巻きつかれてたちまち絞め殺される。

　戦闘ではなかった。虐殺ですらなかった。ただ単純に強者が弱者を食らう捕食だった。

　異形が餌として人を動物を区別なく喰らっていく。

それは世界の終わりとさえ思える光景だった。

「撤退……防御……敵を撃退……隊長……」

　リヌーガは独語を次第に小さくしながら膝をついた。

「はは、今日も星は綺麗だ……」

　彼が全てを諦めたような表情で夜空を見上げた時、満天の星空が数十倍に増えた。

　真っ赤な星はみるみる大きくなり──風切り音を立ててリヌーガの周囲に降り注ぐ。

　真っ赤に増えながら飛来する無数の矢だ。

　自軍とは桁の違う数の矢を全身に受け、しかもそれが火矢とあってはさしもの大蜘蛛もたまらないのか転げ回って火を消し、矢を抜こうと悶える。

　ワームも分厚い皮でもって矢を弾くが、角度の良かった一本が身に食い込み、拍子に開いた口内に火矢が飛び込むと、のたうって暴れる。

　他の個体も不気味な声をあげて空を見上げ、捕食の手が緩まった。

「火矢──どこから……」

　リヌーガの眼に精気が戻ると同時に同じ数の星が放たれる。

　北の丘から飛来する矢の意味に気付いたリヌーガはバネ仕掛けのように跳ねあがり、剣を手に号令を下すのだった。
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「第一斉射、敵周囲に命中。灯りが足りないので詳細はわかりませんが……」

　東方軍の隊長──確か【ディングス】と言ったか──が、俺にちらりと視線をやる。

「構わん。続けて撃ってやれ」

　敵はごちゃ混ぜの不可解な集団だったが、それでも一万七千と報告されては放置もできない。

俺達は敵の不明集団に対処する為ラーフェンを飛び出した。

　連れて来たのは到着したばかりの東方軍の主力一万五千だ。

俺の私兵は再編中で戦力として計算できなかったのだ。

「だが到着してみれば益々意味がわからん。奴ら同士討ちでもしているのか？」

「斥候が捕捉したのが夕方ですからな。敵の情報はあまりありません」

　当初の報告よりも敵の数は随分と少なかったが、戦場では良くあることだし気にすることでもない。

俺達は敵を阻止すべく、高低差で有利を取れる丘に布陣した。

　さて不十分な情報しかないが一丁夜襲でもかけてみるか、それとも朝になって敵陣容がはっきりわかるまで自重するかと悩んでいたところにこれだ。

　無数の松明が揺れ、剣が振り回され、怒号と断末魔が交差している。

見るからに交戦中だが、俺達がここにいるのに何と戦っていたのかがわからない。

　なんにせよ暴れているのは確かなので火矢でも射かけてみようとなったのだ。

　二斉射目の火矢が放たれる。敵からの反撃は無い。

「……非武装の民なのでは？」

　マイラが言うが首を振る。

「それはないな。月光がギラギラ反射してる。あれだけの刃が抜かれて無辜の民は通らんよ」

　奴らは間違いなく武装しており何かと戦っている。

「上手い具合にヴァンドレアで反乱軍が出たとかそういう……おっと」

　敵陣に大きな火柱が立つ。火矢が偶然油壷か樽でも打ち抜いたのだろう。

散らばる松明だけでは見えなかった敵陣が照らし出される。

「どれ、敵の敵を見極めて……」

　マイラの尻を撫でながらお道化た調子で出した声が強ばった。

「い、痛い！　ハードレット卿お尻が痛いです！」

　照らし出された八本足のシルエット。

屋敷でも野外でも珍しくないその造形、不自然なのは大きさだけ。

いつか見た覚えのある形だ。

「おいおい……嘘だろ」

　俺は軽く頭を抱えた後、舌打ちを一つ鳴らす。

マイラは思わず握ってしまった尻を押さえて不平を漏らしていた。

　敵の動きが目に見えて変わった。

良く分からない声をあげながらこちらに向かって一直線に突っ込んでくる。

　なすべきことは一つだ。

「全軍を正面に立てろ。火矢は連続斉射、但し狙いは突っ込んでくる敵じゃない。その後方だ」

　ディングスがぎょっとした顔でこちらを見る。

「敵は我々を攻撃すべく突撃を仕掛けてきているのですぞ！　ここは高所の利を生かして敵の前衛に矢の嵐を──」

　俺は首を振り、周囲の偵察をしていたセリアを抱き寄せた。

「ありゃ攻撃じゃない。こっちに向かって逃げて来たんだ。本当にやばいのは後ろから来ている」

　目を細めると途端に周囲が明るく見える。

やや緑かかった視界の中、こちらに走ってくる敵軍、その後方から敵の数倍はあろうかという大蜘蛛の群れ、ついでになんとも表現できない気持ち悪いやつまではっきり見えた。

「ん？」

「ふん」

　ブリュンヒルデが鼻を鳴らす声と共に視界が暗く戻る。

なんだこりゃ。まあいいか。

「全責任は俺が取る。ともかく言う通りにしろ。アレは敵なんかよりもっと悪いものだ」

　目に力を込めて言うとディングスは俺を一睨みした後、不服そうに了承した。

「セリアとマイラはレオポルトとトリスタンに伝言してくれ」

「わかりました」

「お尻が割れるかと……」

　必要なことを手短に伝えておく。

　敵の集団が丘を駆け登って来る。

弓兵の狙いは命令通りその方向だが、中には誤射かわざとか敵兵を射殺す者もいた。

　だがそれでも敵兵は反撃せず、悪態もつかず、ただ一目散に駆け寄って来る。

まるで後ろに比べればなんでもないことだと言わんばかりだ。

　不服そうなディングスと味方兵士だったが、敵を追う物の正体が見えてくると命令の意味を理解する。

「なんだよあれ、蜘蛛？　２ｍはあるぞ？」

「見渡す限りいやがる。なんて数だ！」

「おいおい、南部の魔物はあんななのかよ!?」

「んな訳ないだろ！　命令通り後ろを撃て！　敵なんてもうどうでもいい！」

『どうして外にアレがいる』『どれだけの数が外に出た』

　知りたいことは山ほどあるが、既に奴らは目の前だ。

背中を向けるなど自殺も同然、ならば打ち倒すしかない。

　既に敵……いや、もう逃亡者でいい。

逃亡者達は顔が見える場所にまで近づいていた。




「た、助けてぇぇぇ!!」

　子供を抱えて走っていた母親が蜘蛛に足を払われて転倒する。

押さえ込もうとした蜘蛛に矢が連続して刺さるが、僅かに揺らぐだけで仕留めるには足りない。

「虫けら風情がっ！」

　そこに斬り込んだのは南ユーグリアの軍装を着た女騎士だった。

彼女は蜘蛛の爪を足ごと斬り払い、顔面を蹴って母親を解放する。

「矢に当たらんように祈って走れ！」

　母親は礼を言う間もなく子供と共に脱兎のごとくこちらに走って来る。

「お前の相手はこの私……なっ!?」

　女騎士が振り返ると蹴り飛ばした蜘蛛の横から更に二体が現れる。

もはや戦えぬと後退しようとした彼女の背後からもう三体現れる。

「あ……あぁ……」

　蜘蛛は口から管を伸ばしながら女騎士との間合いを詰めていく。

　女騎士は咄嗟に剣を逆手に持って自分の喉に突き立てようとしたが、蜘蛛の動きはそれ以上に速く、爪が剣を弾き飛ばす。

「い、いや……生きたまま食べられるなんて……誰か助けてよぉぉぉ!!」

　英雄的だった女が泣き崩れて絶叫する。

叫びがきっかけとなったのか蜘蛛共が一斉に飛び掛かる。




「いいとも」

　シュバルツの大きな馬体が女騎士と大蜘蛛に間に飛び込む。

　大きな衝撃と共に大蜘蛛三体が吹き飛び地面を転がっていく。

でかさの割に軽いもんだ。

　俺は勢いのなくなったシュバルツから飛び降り、デュアルクレイターでもう一匹を上段から叩き切る。

両断とはいかないが、口を中心に頭が綺麗に割れた敵は瞬時に動きを止めた。

　横合いからもう一匹、四本の足を突き出して飛び掛かる。

「ふっ！」

　俺は回避せず、逆に敵に向かって飛び込みながら横薙ぎに一閃して足を切り払う。

前足を無くして何もできなくなった敵の胴体に肘を入れて弾き飛ばす。

　同時に嫌な予感に仰け反ると頭すれすれを尖った管が掠めた。

「軽いのは良いが音が無いのは厄介だな。直感で避けるしかない」

　空振りした管を掴み、力を込めて圧し折る。

ギチギチと鳴き声か悲鳴かわからない声をあげる蜘蛛の頭に右手一本でデュアルクレイターを突き込む。

　呆然とする女騎士に微笑むが、その瞳に怪しい影が映った。

　咄嗟に振り返ると、全長六ｍほどの桃色肉管が襲い掛かって来る。

「なんだこの卑猥な奴は」

　俺は突き込んでしまったデュアルクレイターではなく、左手で転がる女騎士の剣を拾い上げてワームの胴体を思い切り斬りつける。

　だが渾身の一撃が入ったにも関わらずワームは気にせず俺の体に巻きついた。

硬くて刃が通らなかったのではなく、弾力に押し戻された手応えだ。

　何重にも俺に巻きついたワームは口を開いて頭を狙ってくる。

直径は２０ｃｍ程度だろうか、全体の長さから見れば異様な細さと言えるだろう。

　そして直径の二倍以上に開かれた円形の口内には三六〇度びっしりと牙がつき、頭を噛み砕き引き千切ろうと襲い掛かって来る。

　俺は無様に頭を逃がそうと暴れる。

ワームは逃がすまいと腰から下をがっちりと固定してくる。

　その凶悪な口が俺の頭に齧り付こうとした瞬間、俺は下半身の力を抜き、上半身のバネだけで思い切り頭突きを放つ。ワームが俺の足を止めることに集中していたせいで上半身の拘束が緩んでいたのだ。

　ごつんと確かな手応えがあり、ワームの体全体がふらりと揺らめく。

斬撃には強くとも頭部を殴られるとそれなりに効くみたいだな。

「ミミズに食われる趣味はない」

　俺は両手を胸の前で交差して一層緩んだ拘束を解こうと力を込める。

　ワームはふらつきながらもなんとか締め直そうとするがもう遅い。

　拘束から抜け出した俺は逆にワームの体を踏みつける。

「もう少し短い方が恰好がつくぞ」

　口側の胴体を掴んで思い切り引っ張る。

刃を通さない程の皮は確かに頑丈だが、俺は渾身の力を込め、呻きながら引っ張る。

　遂にブチブチと嫌な手応えと共にワームの体が半分に引き千切れた。

「そらこれで恰好良く──なったぞ」

　半分になったワームを振り上げ、口部分を岩に叩きつける。

どこが急所かもわからないワームだが口を潰しておけばまあ安心だろう。

「あ、あぁぁ……」

　俺の方に這って来る女騎士。

だがその背後から更に数体の蜘蛛が飛び掛かる。

「恰好良い上に武器にもなる。良かったな」

　俺は腰をかがめ、口の潰れた半分ワームを両手で掴んで振りかぶる。

　ワームは巨大な鞭のようにしなり、蜘蛛を跳ね飛ばし、あるいは叩き潰す。

爪を立てて来るものもいたが、俺の力でも刃が通らなかったワームの分厚い皮は切り裂けない。

　五体程倒したところで大蜘蛛は飛び掛かるのを止めた。

　だが終わりではない。

その十倍の蜘蛛が俺達を全周包囲して蟲独特の嫌な鳴き声を立てている。

「あの、貴方は」

「危ない。伏せていろ」

　夜空からざっと投擲用の短槍が降って来る。

　大きさから考えて大蜘蛛に矢で致命傷を与えるのは難しい。

だが矢の数十倍の重量を持つ短槍であれば話は違う。

　数本胴体に刺されば動きが止まり、頭部に二発も刺さればその場に倒れてしまう。

　見れば槍は投擲用ですらない歩兵用の短槍だった。

「投げ槍部隊なんぞいないだろうに応用が利く奴だ。さすが智将たる俺の部下だけある」

　同時に突撃の号令が聞こえ、東方軍が白兵戦に移行した。

　俺は周囲を警戒しながら女騎士に手を伸ばす──が無視され、女騎士は俺の背中にぺったりと張り付いてしまった。余程恐ろしかったのだろう啜り泣きながら離れるものかとしがみ付いている。

「よしよし怖かったな。もう大丈夫だ」

　できるだけ優しい声を出す俺だが、目と顔は僅かも緩んでいないだろう。

それだけ深刻な事態であり、まだ微塵も油断できる状況ではなかった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　ゴールデンマッチョ

家族

ノンナ（旅支度）カーラ（旅支度）メル（悩み）レア（お出かけ）ピピ（ポチ説得）

ミティ（悩み）マリア（悩み）カトリーヌ（浮気妻）グレーテル（遠出）メリッサ（側室）

クウ（悩み）ルウ（悩み）ミレイ（旅支度）ケイシー（四・五頭身）リタ（遠征メイド）

ヨグリ（脚本家）アリス（旅支度）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・侍女（了承）フェリシー・三女（どっちでも）

ソフィア（先行出立）ドロテア（トラブル）クラウディア（裸族）クララ（諦め）アデラ（愛人先行出立）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

部下

セリア（戦慄）マイラ（驚愕）イリジナ（恐怖）ルナ（暇）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀　帰りたい）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（療養）マック（緊急出撃）クリストフ（母離れ）グイグ（善悪混在）ディングス（東方軍司令官）

アドルフ（借金苦悩）セバスチャン（倹約令）マータ（旅支度）サリー（クール侍女）マルル（ほんわか侍女）

ジム（一文無し）スージィ（追加慰謝料）ソラナ（説得）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

その他

セクリト（驚愕）イヴァンナ（勝手に演習）Ｔ−九九（前線）ブリュンヒルデ（補佐）

ナーティア（遠足中）フェルテリス（寄り道乱交）イジャリス（異変察知）ユーラーレン（異変察知）

アネット（暇）ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（ノンナ引き分け）セイカ（カーラに敗北）

ブスコ（昇進）ギルドレス（何かを感じる）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ラミー（予感）アルラウネ（再増殖）ミルミ（予感）ポチ（予感籠り）メッサーシュミット（寝）

ネッタイプリプリオオトカゲ（好機）シュバルツ（戦闘）

　────────────────────────────────────────

軍隊　ゴルドニア南部　（補充中　緊急編制）

護衛隊　　　　　四〇→四三

歩兵　　　　　　二八〇〇→三千

騎兵　　　　　　三六〇→四〇〇

弓兵　　　　　　三六〇→四〇〇

砲兵　　　　　　三七〇→四〇〇

弓騎兵　　　　　千

一〇五兵団　　　三七〇〇（再編休息）

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

大砲四〇門→四五　大型砲二一門→二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門→一八　戦車三五両→三八

援軍・友軍

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇　遠足中

アルテイル神軍　千→一八〇〇（福祉奉仕）

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七

（修理）

　────────────────────────────────────────

財産　金貨－七万五千　東方軍駐屯費持ち出し（七千）

経験人数八〇四人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　キサット南　丘陵地帯

　────────────────────────────────────────

※文尾色々追加しました。

こちらも久々なので不足や間違い等ありましたらどうかご指摘下さい。










第５０１話　救いの陽







　更に続いて槍が二投、三投と続いて降り、大蜘蛛共が倒れたり刺さった槍を抜こうと悶えるところに、東方軍が突っ込んだ。

「突撃ぃぃ！　って近くで見ると本当にでかい！」

「牛ぐらいあるクモなんて……」

「投擲で怯んでるうちにやっちまえ。というより立ち直る前にやらないと絶対やべえぞ！」

　兵達は突撃の勢いのまま横一列に長槍を突き立て、飛び込んで剣で足を裂く。

　抵抗するクモが兵士を薙ぎ倒す場面もあったが、クロスボウの集中射撃を食らって怯み、その隙にたちまち斃されていった。

「初見でデカ蜘蛛相手に怯まないとはやるじゃないか」

　東方軍到着と同時に敵襲が知らされたので彼らの練度編成を確かめる暇はなかったが、適当な寄せ集めでなくて良かった。

「クモより妙なのがいるぞ。こいつは……なんだ」

「わからんがとにかく長い、でかい、見るからにやばい！」

　思わず自分の股間を見てしまったが兵士の視線を追うと相手はワームのようだ。

俺が倒したものより一回り小さい全長５ｍ程度の奴を中心に２ｍ前後の奴も数体うねっている。

　兵士がワームの中心に松明を投げた。

ワームは火を避けるように僅かに体をずらしたが、もちろん野犬ではあるまいしこの程度で撃退できるはずがない。

「「「放て──!!」」」

　あの火はただの目印だ。

後方の弓隊が火を目がけて火矢の雨を見舞ってくる。

　でかいミミズに過ぎないワームがその意味を察知できるはずもない。

ただ目の前の兵に向けて進んでいた奴らの頭上に火矢がざっと降り注ぐ。

「よーしずばり命中だ！」

「弓隊の奴らには後で俺特製の──って待て!!」

　降り注いだはずの矢が全て地面に流れ落ちる。

外れたのではない。当たった上でワームの体表を滑って落ちた……つまり刺さらなかったのだ。

　兵士が困惑の声をあげるのと巨大なワームが大きく後ろにしなるのは同時だった。

　ズドンと地面を叩く轟音。大きくしなったワームが鞭のように兵士を叩きつけた。

兵士は咄嗟に盾を構えたが、巨大な肉鞭を防げるはずもなく、無残に潰れて地面に広がる。

　短い悲鳴が更に続く。

他の小さなワームも次々と兵士達に襲い掛かったのだ。

　打ち据えられて地面を転がる者、巻きつかれて手足を折られる者、あるいは円形の邪悪な口で噛み付かれて顔面を引き千切られる者が続出する。

「奴らの動きは遅い！　近づかれる前に槍で倒せ！」

「剣も矢も通らない！　固くないのに弾かれる、なんて分厚い皮なんだ！」

「バカでかいのから目を離すな!!　うわぁぁぁぁぁ!!」

　クモ相手には善戦していた兵士達がにわかに乱れ始めた。

無理もない。いかに強力な相手だろうと斬って斃れれば士気は保てる。

反対に攻撃が効かなければ実際の戦況、犠牲に関わらず兵は乱れてしまうものだ。

　俺は目の前のクモの脳天に剣を突き立ててから駆ける。

「しがみつかれると戦いにくいんだが、後方へ下がったらどうだ？」

　背中にしがみ付く女騎士はイヤイヤと首を振る。

　なら仕方ない。女一人ぶら下げたまま戦えないのでは真の漢とは……これ以上考えるのは危険だ。やめておこう。




　俺はワームに乱される兵士のど真ん中に駆け込んで叫ぶ。

「落ち着け。ちょっとばかり皮が分厚いだけだ。斬撃は効かんが」

　丁度よいタイミングで飛び掛かってきた２ｍばかりのワームの頭部を殴りつけて地面に転がし、近くの兵が構える大盾を奪う。

「叩き潰せば良いだけだ」

　大盾を持ち上げ、ワームの胴体ど真ん中に振り下ろす。

皮の中身が潰れる手応えと共に頭部側が滅茶滅茶に暴れ、やがて倒れて動かなくなった。

「し、死んだ……？」

　ぼそりと兵士が呟く。

見りゃわかるだろう。この気持ち悪いのも一応生き物だから中身を潰せば死ぬに決まっている。

「ワームには戦槌かハンマーで当たれ。無いなら盾でも槍の柄でもいい。それも無いなら石で殴るか踏みつけろ。そらいけ！」

　兵を鼓舞していると背中の女騎士が悲鳴をあげて髪を引っ張って来た。

「おう」

　俺はその場で高速回転して、背中を狙ってきた巨大ワームの口に大盾を放り込む。

盾は円形の口のど真ん中に吸い込まれ、歯が飛んで肉が裂け、ワームの巨体がぐらりと揺らいた。

　好機を逃がすはずはなく、デュアルクレイターを両手持ちして飛び込み、巨大ワームを真ん中で両断、更に落ちて来る頭部を空中で縦方向に叩き斬った。

　先程ああ言っておいてなんだがデュアルクレイターなら奴らを斬れるようだ。

羨ましいだろうがやらないぞ。







　後方から補給兵らしき者達が駆けこんでくる。

彼らは予備の矢やボルトだけではなく攻城用のハンマーを持って来ていた。

「対応が早いな」

　ディングスと言ったか。彼の能力も全く未知数だったが、予想外の事態に右往左往するだけの無能では無さそうだ。

　兵達は大蜘蛛相手には隊列を組んだ長槍と剣で、ワーム相手にはハンマーで殴りつけ、怯んだところを盾や手に持った石などで滅多打ちにして倒していく。

　ざっと見たところ味方はかなり優勢に戦っている。

敵が敵だけに一撃で即死する者も出るので、ある程度の犠牲は出ていたが、それ以上に敵はどんどん減っていく。

「数の有利も大きいか」

　大蜘蛛は地面を埋め尽くすような数に見えたが、夜の闇と一体一体の巨大さが影響していただけで冷静に見れば二千と言ったところだろう。ワームは更に少なく五百もいない。

　もちろん少数で遭遇すればどうにもならない数だが東方軍は一万五千だ。

蜘蛛一体に五人で当たり、ワームには十人で当たると考えれば余裕を持って戦える。




「一時はどうなることかと思ったがなんとか収まりそうだ」

　これ以上俺が突っ込む必要もないだろうと剣を納める。

人間相手ならもう一戦しようと思わないでもないが、奴ら相手では戦っても気分悪くなるだけだからな。

　前線が押しあがったのか、セリアとマイラ、更にレオポルトの姿も見えた。

　普段ならセリアから突っ込まないでとお叱りを受けるところだが、転がる大蜘蛛の死体を前にセリアは青い顔をしたまま無言で俺の脇に寄りそう……が背中にへばりつく女騎士に気付き、引き離そうと引っ張り、女騎士は絶対に離れないぞとしがみ付く。

「これは何と邪悪な……そしてなんという数でしょう」

　マイラも強張った顔のまま前線を睨み続けていた。

確か彼女は大蜘蛛を見たことが無かったか、初見ならこれが自然な反応だ。

「クモはハエや油虫を食う益虫と思っていたが考えを改めるとしよう。これからは見かけ次第叩き潰すことにする」

　セクリトが嫌そうな口調でまだ僅かに動くクモの死体を蹴り飛ばす。

剣を握る義手と体に紫の汁を浴びているところを見ると彼女も何体か仕留めたのだろう。

　そしてレオポルト。

奴はこの場においても全く表情を乱すことはなかったが、マイラやセクリトを押しのけて俺の前に出てきたところを見ると事態をかなり深刻に捉えているようだ。

「ハードレット卿、この魔物について何かご存知ですか？」

「見たことはある。だが詳しいことも、何より奴らがどうして地上にいるのかは知らん」

　レオポルトは小さく頷く。

「では知る者を集めます。敵味方問わず、事情を知る者は全て生かしたままお連れ下さい」

　俺は頷き返す。

　戦況は既に掃討戦だ。

相手が虫なので逃げる背中を一方的にとはいかないが、あれだけ数を減らせばもう巻き返されることはないだろう。




　だが背中に乗った女騎士の震えはまったく止まらず、俺の髪を引っ張る。

「逃げないと、早く逃げないと……」

「ふふ、もう安心だよ。あんなものが逃げ散ったら大変だからこの場で出来る限り退治しておかないと」

　そう言いながら俺は背中にしがみ付く女騎士の髪を撫で、ついでに鎧の隙間から手を入れて太ももを撫でようとしたが、乱暴に振り払われる。

　ううむ彼女にとって俺は敵軍とは言え、命をかけて頑張ったのだから足の一つぐらい撫でさせて欲しい。

「違う……そうじゃないの……あれ、あれ……」

　女騎士が指差すのは俺達が陣取ったのとは別のより南側にある丘だった。

　陣を移せと言いたいのだろうか。

「エイギル様、あの丘動いてませんか？」

　セリアが可愛らしく目を凝らしながら言う。

セクリトやマイラも目を細めて凝視するが暗いので良く見えない。

　無言のまま数十秒が過ぎた時、一本の火矢が流れて南へと飛んだ。

　ストンと地面に刺さった矢はそのままこちらに近づいて来る。

「地面じゃない……あれは……全部……」

「こりゃまずいな」

　思わず口に出てしまう。

大蜘蛛が丘の稜線から麓に至るまでびっしりと張り付いていた。

　２ｍの蜘蛛を稜線一杯に並べたとして三千。麓まで居るから少なくとも三万。

「魔物の上にも魔物が……何重にも折り重なっています！」

　セリアがマイラの肩の上で目を凝らして言う。

重なっていれば三万の更に数倍か。

　一時は助かったと安堵していた避難民達が絶望の声をあげる。

味方の兵が目の前の敵を斃すのに精一杯で気付いていないのが幸いか。

「さてどうするか」

　俺はシュバルツに飛び乗り、セリアを引き上げる。

どうするか、などと言ったが逃げるしかないのは明白だ。

一対五でなんとか戦っていた俺達が到底渡り合える数ではない。技量も戦術も関係の無い数の差だ。




　その時、視界が白く開け始めた。

兵士達の表情と戦闘の様子が一瞬にして鮮明になる。

　東の山脈から夜明けの太陽が顔を出したのだ。

「あっ敵が止まりました！」

　雲霞のごとく押し寄せようとしていた敵の足が止まった。

丘に積み上がった魔物達はしばらく困惑したように蠢いた後、踵を返して南へと去っていく。

「退いた……のでしょうか？」

　マイラがセリアと共に馬から降りて言う。

　俺はシュバルツに乗ったまま敵を凝視し続ける。

「そのようだな」

　味方と戦闘中だった魔物も戦闘意欲を喪失したようだ。

まともに反撃してこなくなった魔物のほとんどは討ち取られ、残ったものは四方八方に逃げ散る。

「戦闘終了……でしょうか」

　セリアが言った。

　避難民達はその場にへたりこみ、太陽に向かって何やら唱えている者もいる。

「名前は？」

　俺は最後まで背中に張り付いていた女騎士に問う。

「……ラファエラ」

　いい名だ。

「よしラファエラ。お前達の頭を連れて来てくれ。今更、敵味方に拘りはしないだろう？」

　少なくとも俺と敵の隊長は昆虫でないことと、互いに喰い合わないことで一致できるはずだ。

　ラファエラははっきり頷いたが背中から動かない。

「何をしているんですか。同意したならさっさと降りて連れて来なさい」

　セリアが女の脇腹をつつくとグネグネ動いて面白い。

「……離れたくない。案内しますから一緒に来て下さい」

　ラファエラはまるで射精を受け入れる女のように両手両足で俺をぎゅっと抱きしめる。

　問答している暇もないので俺はラファエラの言うがまま、南ユーグリア兵士達の真ん中に向かって歩く。

「ハードレット卿、さすがに単身では危険です。東方軍に事情を話して味方と共に乗り込むべきでは」

　マイラが忠告しつつ周囲に目を光らせる。

「奴らも最後の大群を見た上で人間同士殺し合おうとはせんさ。とち狂ったアホだけ叩きのめしてくれ」

　今は時間が惜しい。

　南ユーグリアの兵士は完全に疲れ切って倒れ込んでいたり、あるいは気力が尽きているのか呆然と突っ立っているだけだ。

時折俺に気付いてぎょっとする兵士もいたが、声をあげることも武器を向けてくることも無かった。

「それよりこいつを離れさせます。脇を狙ってやります！」




　セリアにちょっかいを出されながらもラファエラの案内で俺は地面に座り込む男の前に立った。

「ゴルドニアのエイギル＝ハードレットだ。お前が隊長か？」

　男と周りの者が一斉に顔をあげて目を剥く。

隊長というからには最低でも二十歳そこそこのはずだが、見た目はより若く悪く言えば未熟に見える。

「あ、悪魔……くっいかに弱ろうと我らは南ユーグリア軍人──」

　取り巻きの一人が反射的に抜こうとしたので、その剣を蹴り飛ばす。

「馬鹿が、状況を考えろ」

　一喝して動きを止めてから男をもう一度見る。

そらさっさと返事しろ。隊長のお前がなんとか言わないから部下が騒ぐんだ。

「隊長……ではない。だが今は俺が指揮している」

　なるほど隊長は死んでいたか。

こいつは口調も態度も、部下を統制しきれなかった所を見てもなんとも頼りない。

　目は泳ぎまくっているし、声はうわずっている。

時折周囲の部下を見る目は俺を前にどうしたら良いのか助けを求めているのだろう。

　俺はずかずかと歩いて男の頭を両手で掴む。

「まず一つ。俺達は今お前達をどうこうするつもりはない。それどころでないのは分かっている」

　続いて肩をドシンと一度強く叩く。

男は激しくむせたが、ちょっとは気持ちが落ち着いただろう。

「だから共倒れになりたくなければ何も隠さず全部言え。あの魔物はここに居てはならないものだ」

　男に鼻が当たる程顔を密着させて言う。

すると男の目は泳ぎまくった後、覚悟を決めたかのように据わる。

　よしこれでまともに話が出来そうだ。

「俺はリヌーガ。南ユーグリア東部軍、バグ城塞駐屯軍副長兼騎兵部隊長だ。本来ならば敵同士だが今は緊急事態……人間の存亡に関わる緊急事態と判断してゴルドニアに情報を提供する」

　要らん前置きが長いがとにかく話は聞けそうだ。

「き、キスするかと思いました……線の細い顔なのでエイギル様が女と間違ったのかと」

「少しドキドキしましたね……」

　セリアとマイラが顔を見合わせて溜息をつく。

内容は不本意だが案外余裕があるのは良いことだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　ゴールデンマッチョ

敵軍？

リヌーガ（隊長代理）ラファエラ（背中寄生）

家族

ノンナ（出立）カーラ（出立）メル（迷出立）レア（お出かけ）ピピ（ポチ説得）

ミティ（悩み）マリア（悩み）カトリーヌ（浮気妻）グレーテル（遠出）メリッサ（出立）

クウ（悩み）ルウ（悩み）ミレイ（旅支度）ケイシー（四・七頭身）リタ（遠征メイド）

ヨグリ（脚本家）アリス（出立）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・次女（了承）フェリシー・三女（どっちでも）

ソフィア（遭遇）ドロテア（トラブル）クラウディア（裸族）クララ（諦め）アデラ（遭遇）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

部下

ディングス（東方軍司令官）

セリア（くすぐり）マイラ（困惑）イリジナ（空腹）ルナ（暇）

レオポルト（参謀　緊急）トリスタン（参謀　帰りたい）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（療養、諦）マック（緊急出撃）クリストフ（母離れ）グイグ（善悪混在）アドルフ（苦悩）セバスチャン（倹約）

マータ（旅支度）サリー（クール侍女）マルル（ほんわか侍女）

ジム（一文無し）スージィ（追加慰謝料）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

その他

セクリト（遊軍）イヴァンナ（勝手に演習）Ｔ−九九（前線合流）ブリュンヒルデ（招集）

ナーティア（遠足中）フェルテリス（寄り道乱交）イジャリス（異変察知）ユーラーレン（異変察知）

アネット（暇）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（ノンナ引き分け）セイカ（カーラに敗北）

ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ラミー（予感）アルラウネ（再増殖）ミルミ（予感）ポチ（断固拒否）メッサーシュミット（寝）

ネッタイプリプリオオトカゲ（好機）シュバルツ（戦闘）

　────────────────────────────────────────

軍隊　ゴルドニア南部　（補充中　緊急編制）

護衛隊　　　　　四三

歩兵　　　　　　三千

騎兵　　　　　　四〇〇

弓兵　　　　　　四〇〇

砲兵　　　　　　四〇〇

弓騎兵　　　　　千

一〇五兵団　　　三七〇〇（再編休息）

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

大砲四五　大型砲二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲一八　戦車三八

援軍・友軍

東方軍　　　　　一万五千→一四五〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇　遠足中

アルテイル神軍　一八〇〇→二千（福祉奉仕勧誘）

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

財産　金貨－七万五千　東

経験人数八〇四人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　キサット南　丘陵地帯








第５０２話　魔物図鑑







　俺は場の全員に先掛け、用意したきつめの酒を一杯煽る。

「落ち着いたか？」

　カップに追加の酒を注ぎ、正面に座る男──リヌーガに差し出す。

　戦闘が終わって一時間程経っただろうか。

　本当はその場で話を聞きたかったが、敵が消えた後も拳を握りしめて歯を食いしばっていたこいつを見て俺はしばらく休憩させることにしたのだ。

　普通の戦争ならともかく奴らの異形と数を見た直後だ。

　動揺したまま意味不明な話を聞かされても意味はない。

「あぁ……だが酒は遠慮しておく」

　リヌーガはカップを俺の方に返す。

　不安げな顔はしているが一応は落ち着いているみたいだ。

「ふむ、ならお前ら誰か飲むか」

　俺はカップを隣に回す。

　ディングスは一礼して拒否して隣に回す。

　トリスタンが一瞬の躊躇もなくまた隣に回し、マイラも続く。

　そしてセリアが名残惜しそうながらレオポルトに回し、レオポルトがカップを持って立ち上がる。

「事態は相当に深刻と判断します。統率者は正確な判断の為に酒気を帯びるべきではありません」

　レオポルトは俺の前にカップを置く。

　ならどうして最高統率者の俺の飲酒を止めなかった。

「僅かな思考の乱れも許されません」

「酒の一杯ぐらいで……おい。俺の思考が乱れるのが一番まずいだろ」

　俺はカップを強引に掴み背中にひっつく女騎士ラファエラに渡す。

　彼女は片手で掴むと上品に少しずつ飲み始めた。なかなか可愛い仕草じゃないか。

　ちなみにラファエラは戦闘中からずっと俺の背中にいる。

　リヌーガを待っているタイミングで降ろそうとすると途端に泣きながら震えだしてしまったのだ。

　大蜘蛛に食われかけたことが余程怖かったのだろう。

　俺と体の一部が引っ付いて居れば平気なようなので、最初は手を繋いでいたが、いくらなんでも間抜けなので背中に乗せている。

「「「……」」」

　無言の圧力を全方位から感じるがそんな曖昧なものに屈する俺ではない。

　俺と目が合うとラファエラは慣れ合いはしないとばかりに目を逸らす。

　もちろん手は俺の首に回り、足もずり落ちないよう腹をしっかり締めているのだが。




「ではそろそろ話を。まずは遭遇の経緯から。いつ、どこで、どのように」

　そんな俺達を余所にレオポルトはリヌーガに促す。

　無駄に敵意を込めてはおらず、しかし友好的な雰囲気はまったくない声だ。

　リヌーガは気圧されたように仰け反って頭をかく。

　周りの部下も眉間に皺を寄せる。

「我々の駐屯場所は軍機故、それを除いて──」

　ディングスがドンと机を叩くとリヌーガはびくりと肩を震わせて部下を制する。

「……ここに至ってはもう軍機も何もなかろう……そもそも城塞も無くなっている」

　話が早いのは良しとして、やはり頼りなさが目立つな。




　リヌーガが語った内容はこうだった。

　日付は一〇日前の夜。

　彼らが居たのはキサットのほぼ真南、旧ヴァンドレア地域に建造された城塞で俺達の反撃に備えて防備を固めていた。数は周辺の警備兵や徴募兵をかき集めて一万名。

「奴らは西から突然やってきた……最初はほんの数体であり、ゴブリンなどとは比べ物にならぬ手ごわさに犠牲を出しながらも討ち取ることに成功した」

　だが一夜越えるごとに敵の数は増えていった。

「最初は大蜘蛛、二日目にワーム、三日目にも他の魔物が出てその度に犠牲は加速度的に増えていった。それでも俺達が籠るのは石造りの城塞だ。大弩にカタパルト、大砲まで備え矢玉の備蓄も山ほどあった。周辺の町村から逃げてきた奴らも動員して戦い、なんとか奴らを追い返し続けた」

　だが敵は撃退するたび数倍に増えて戻って来た。

　破綻は五日目の明け方、要塞が破砕されて抵抗は終わり、隊の大部分を失って北へと遁走した。

「奴らが出た初日から本国への連絡はつかなくなった。使者は帰らず、斥候も戻らない。本来ならば西の本隊と合流すべきだったが……」

「全滅してるわな」

　俺が言うとリヌーガの部下達がこちらを睨む。

　そう思ったからこそお前らも北へ逃げたんだろうが。

「ハードレット卿お控え下さい。それよりも今話に出た魔物それぞれの特徴、強度を知りたい」

　レオポルトが俺達の間に割り込む。

　俺だって別に挑発したかったわけじゃない。

　だからラファエラはもみあげをグリグリするのをやめてくれ。

　リヌーガ達の口から魔物の特徴が語られる。他の男達や戦闘時に活躍した兵士の口からも知り得た情報が語られる。

　俺はセリアの隣に移動してセリアメモを覗き込む。




　まずは大蜘蛛……クモでいいよな。

　大きさは２～３ｍ、ごく稀に５ｍ以上のとんでもないのがいる。

　攻撃方法は足の爪による斬撃と口から出す管を突き刺して体液を吸い取る。後者は同時に毒を注入するらしく、食らえば助けてもすぐに死ぬ。大きさ相当にタフだが、体表は柔らかく剣槍や矢が全て効く。

　見た目通り八本の足で歩くのが基本だが跳躍して一気に距離を詰めて来ることもある。

　奴らの中で最も動きが速く一番最初に追い付いて来る。

　数も多いので敵の雑兵と言ったところだろうか。

　兵士五人で概ね有利を取れる。




　次にワーム。

　全長１ｍ未満から１０ｍ以上まで個体差が激しい。形状が少しばかり卑猥だ。

　攻撃は円形に大きく開く口と口内の鋭い牙による。巨大なものは鎧ごと胴体を引き千切る力を持つが、小さなものも口や性器、肛門から侵入して臓腑を食い荒らすので油断はできない。

　体表は柔らかいが弾力性が極めて高い皮に包まれて斬撃や矢はほぼ効かず、鈍器類で内臓を潰すのが有効。

　ミミズのようにのたくって移動するため速度は遅いが、ひっかかりがあれば垂直の壁でも登って来る。

　蜘蛛の次に表れるのがこいつらだ。兵士一〇人がいないと優勢には戦えない。




　そして甲虫。これは俺も見たことが無いから名前のつけようがない。

　全長は蜘蛛よりも一回り小さく２ｍ無い程度。

　攻撃は口についた鋭い牙によるが、一部背中に生えた棘を飛ばす個体もいる。

　体表は極めて硬く、城塞で戦った際にはカタパルトなど攻城兵器以外に有効な攻撃は無かったらしい。

　硬い体表が重いのか動きは極めて鈍重、低い段差でも足踏みしてしまい、要塞に現れたのも一番最後だったそうだ。

　敵の重装歩兵と言ったところか。

　まともにやるには兵士八人で攻撃しつつ攻城兵器で仕留めるしかないようだ。




「さて、これで終わり──ではなさそうだな」

　リヌーガとその部下達が頭を抱えて震えていた。

「あいつがいるんだ……俺達の城塞を叩き壊したあいつが……」

「２０ｍの見張台を見下ろす巨体……石の壁を食い破る九つの頭……大砲も大弩もはじき返す鋼鉄並の外殻……」

　リヌーガが自分の髪に指を食い込ませる。

「俺達の隊は、城は、実質あいつ一匹に蹴散らされた。皆が力を合わせても……止められなかったんだ」

　怖がるのは良いからスペックを教えて欲しい。

　ええと……。




　九頭の百足、安直だが蟲ヒュドラでいいか。

　高さ２０ｍ以上横幅は不明、怪獣かよ。

　攻撃方法は九頭の頭についた牙……いや本当にこの大きさなら体をよじるだけで潰される。

　体表の甲羅は大砲を弾き、煮えたぎる油をぶっかけても平然としている。

　現れてすぐに城塞が破壊されたので速度の詳細不明……誇張してないだろうな。

　この性能を丸々信じるなら数百の兵で隊列を組んでも太刀打ちできんぞ。

「これはまた困ったね」

　トリスタンが乾いた笑いを見せてメモを机に落とす。

「レオポルトはどう思う？」

「甲虫と最も脅威と思われる魔物の詳細がわからないのではなんとも。いずれにせよ大変な脅威には違いありません。今度の戦術を根底から見直す必要があるでしょう」

　答えるとレオポルトは顎に指を置いて何やら考え込み始める。

「希望は奴らは朝日が出ると退いていくことだ。それが無ければ我々はとっくに皆殺しになっていた」

　太陽を苦手にしていると言っても吸血鬼のようにそれで倒せる訳ではない。

　現に奴らは太陽を避けようとはしていたが、別段燃え上がったり弱ったりしていなかった。

　単に嫌いだから避けているだけでブリュンヒルデと同じような……くしゃみが聞こえる。

「やはり奴らは悪魔が呼び出した呪いの──」

「抽象的な話は良い。他に何か弱点は無いか？」

　すると背中に乗ったラファエラがボソリと呟く。

「火……」

　火？　確かに火矢を集中されて燃え上がったクモは悶えていたが、それは人間だろうが獣だろうが当たり前のことだ。むしろ炎上する奴の後ろからも押し寄せるのは火を恐れていないともいえる。

　蟲ヒュドラは煮えた油をものともしなかったと聞いたし熱には強そうだが。

「奴らはいつも松明の少ない方向からやってきた。最後の襲撃も後方に足の遅い……松明を持たない村人が集まったからそっちから」

「つまり火そのものではなく光、太陽であれ松明の灯であれ徹底的に光を避けるということか」

　元々地下の生き物だからわからないでもない。

　理論上は松明を焚きまくって昼間のようにすれば良いのだろうが、実現は不可能だ。




　奴らの特徴弱点はこんなものか。

　では何より肝心の部分を聞かないとな。

「あいつらはどこから来た？」

「それが分かれば苦労はしないさ」

　俺はリヌーガの返事を遮って更に続ける。

「最近地面に大穴が開いた。あるいは鉱山で崩落事故の報はなかったか？」

　奴らが地下から沸いたのは間違いない。

　少なくとも普通に井戸掘りして出て来る奴らでは無い。

　あれだけわんさと出るには派手な大穴が開いているはずだ。

「……聞き覚えが無いな。鉱山はどこもフル稼働だから異常があればすぐに伝えられるはずだが」

「ハードレット卿」

　何を知っているとばかりにレオポルトが迫って来る。

　ちゃんと教えるからもう少し待ってろ。不気味だから無表情のまま接近してくるな。

「エイリヒに緊急伝令は送っているな？」

「交戦開始時点で既に」

「追加で送れ。今まとめた情報に加えて、地面にあいた大穴を探せとな。さっさと見つけないと本当に世界が滅ぶぞ」

　敵に負けたのなら両手あげて降伏、その後に逃げるという選択肢もあるが蟲相手では餌になるのみだ。

「リントブルムにも使者を出せ。宛先は火の民のバルバノ。どうせ酔って寝ているだろうから、返事が無ければ坑道の入り口をぶっ叩いて起こせ」

「そんな無茶苦茶な……」

　呆れるトリスタンを無視する。

「怒り狂って出てきたらこう伝えろ『奈落が開いた』と。転がってでもやってくるはずだ」




　俺はそれだけ言うと立ち上がり、リヌーガに問う。

「奴らは今夜も来るか？」

「一度出た場所には必ず来る。倍、いや三倍になって来るだろう」

　ならすぐに退くべきだ。

「北へ戻る。周辺の村人全てに避難命令を出せ。可能な限り馬車や騎兵の後ろに乗せて迅速に動く」

「敵の民もですか？」

　ディングスがリヌーガを見ながら問う。

「敵味方はもういい。蟲か人かで判断する」

　そして俺はリヌーガの肩を掴んでディングスの前に突き出す。

「今はこいつの指示に従え。戦争するのは穴を塞いでからだ」

　いいなとディングスの胸を軽く叩き、ラファエラの髪を撫でる。

「なるほど豪傑の噂は正しく……」

「悪魔の下に……だが蟲の腹よりは……」

　ブツブツ言わずにさっさと動け。

　レオポルトも奈落の話はしてやるからこれ以上接近するな。

　間違って唇でも当たったらどうするつもりだ。
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　ゴールデンマッチョ

　家族

　ノンナ（遭遇合流）カーラ（出立）メル（迷出立）レア（お出かけ）ピピ（出立）

　ミティ（悩み）マリア（悩み）カトリーヌ（浮気妻）グレーテル（遠出）メリッサ（出立）

　クウ（悩み）ルウ（悩み）ミレイ（旅支度）ケイシー（四・七頭身）リタ（遠征メイド）

　ヨグリ（脚本家）アリス（出立）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・次女（了承）フェリシー・三女（どっちでも）

　ソフィア（遭遇）ドロテア（トラブル）クラウディア（着衣）クララ（諦め）アデラ（遭遇）

　セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

　部下

　ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民長）ラファエラ（背中寄生）

　セリア（メモメモ）マイラ（困惑）イリジナ（空腹）ルナ（暇）

　レオポルト（接近）トリスタン（参謀）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（療養、諦）マック（緊急出撃）クリストフ（母離れ）グイグ（善悪混在）アドルフ（苦悩）セバスチャン（倹約）

　マータ（旅支度）サリー（旅）マルル（旅）

　ジム（一文無し）スージィ（追加慰謝料）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

　その他

　？？？　（遭遇合流）

　セクリト（解剖）イヴァンナ（勝手に演習）Ｔ−九九（情報収集）ブリュンヒルデ（くしゃみ）

　ナーティア（逃走）フェルテリス（乱交）イジャリス（戦闘）ユーラーレン（戦闘）

　アネット（暇）

　ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（ノンナ引き分け）セイカ（カーラに敗北）

　ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

　人外ズ

　ラミー（予感）アルラウネ（再増殖）ミルミ（予感）ポチ（渋々）メッサーシュミット（寝）

　ネッタイプリプリオオトカゲ（追跡）シュバルツ（戦闘）

　────────────────────────────────────────

　軍隊　ゴルドニア南部　（補充中　緊急編制）

　護衛隊　　　　　四三

　歩兵　　　　　　三千

　騎兵　　　　　　四〇〇

　弓兵　　　　　　四〇〇

　砲兵　　　　　　四〇〇

　弓騎兵　　　　　千

　一〇五兵団　　　三七〇〇（再編休息）

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

　大砲四五　大型砲二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲一八　戦車三八

　援軍・友軍

　東方軍　　　　　一四五〇〇

　避難民混成隊　　六千

　エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇　逃走中

　アルテイル神軍　二千→二二〇〇（福祉奉仕勧誘）

　テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

　財産　金貨－七万五千　東

　経験人数八〇四人

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　キサット北上中

次回は明後日金曜日更新です。










第５０３話　嘆きの雨　♯







　最初の交戦から丸一日が経った朝、俺達は南ユーグリアとの戦闘で半壊して放棄されていた砦跡に陣を張っていた。

　北へと下がりながら太陽が沈むのを見送る時、兵士達は不安げな顔を、避難民たちは悲痛な顔で聞き覚えのあるものから良く分からない怪しいものまで様々な祈りの言葉を唱えていた。

　だが結果として昨晩蟲共は湧かなかった。

　昨晩はさすがに女を抱けずデュアルクレイターを小脇に警戒していたのだ。

いつまで待っても来ないので途中で寝てしまったが。

　そういえばラファエラはずっとひっついたままだったから同衾したことになる。

これはもう俺の女と言えるだろう。本人は朝から敵意をバシバシ向けてきているが。

「出なかった理由はやはりあれか」

　俺は伸びをしてから、いつの間にか寝床の横に立つレオポルトに向き直る。

　レオポルトには俺が知る限り、奈落の魔物について教えると『やはり曖昧ですな。より詳しく情報を集めねばなりません』と返された。

そもそもやはりとはなんだ。思い出すと腹が立ってきた。

「日の出とともに出した斥候が皮だけになった家畜を発見しております。間違いないかと」

　レオポルトの策、というよりも思いつきの一計だ。

　避難民が持つ豚や牛などの家畜を没収、地面に打ち込んだ杭に縄で括って放置した。

一か所に数頭ずつ、そして俺達が逃げる北方向ではなく東側に向けて１００ｍ間隔で並べていったのだ。

　東は山の民の領域ではあるが、彼らは町を作って定住したりしないので広がるのは広大で不毛な荒野と山脈だけだ。一応付近に山の民の一団がいないか連絡員を出したが、まあ大丈夫だろう。

　結果、俺達のところに魔物は来ず、置いて行った家畜は全部食われていた。

「奴らは置き捨てた家畜を喰らい、次の獲物を視界に捉えて全てがそちらに向かったのでしょう」

「目の前に餌が出たら全部群がるか、見た目通りでかいだけの蟲だな」

　とりあえず朗報だ。敵は馬鹿で弱い方ほど良い。

「だが今晩も、とはいかんだろうな」

「はい。奴らが一番近くの餌に群がるとするならば今度こそ我々です。東には何もありませんから」

　俺は溜息を落として空を見る。

　太陽はまだ東の地平線から少し登ったところだ。

あれが西へ沈めば戦いが始まる。

「全速で北へ退けばあるいはもう一晩稼げるかもしれませんが」

「これ以上は下がれんなぁ」

　南ユーグリア戦争の影響でキサット周辺の民は避難していたが、これ以上逃げればそうはいかない。

奴らは俺達ではなく領内の村々か、あるいは西に進んでモルトを狙うだろう。

苦しいがここで一旦食い止めるしかない。

「エイリヒには伝令を出したが、早くて一週間……か」

　そもそも巨大蟲が湧いた大変だ、なんて内容を信じてくれればよいが。

「あぁ僕が出した内容は『敵軍十万以上独力では対抗不能至急援軍請う』だけどね。嘘は言ってないよ」

　トリスタンが顔を出す。

「な、なんてことを……」

　ディングスが動揺しているが良い手だな。

これでエイリヒが飛んで来てくれればありがたい。

「いずれにせよ。ここで何日か踏みとどまらないといかん」

　俺は声のトーンを一つ落として続ける。

「この壊れかけたボロ砦を夜までになんとかしろ。堀を造って土塁を積み上げろ。朽ちた廃材を組み直して壁を造れ。転がる石は削ってカタパルトの玉にしろ。お前達が最善と思う方法で準備しろ」

「「「はっ！」」」

「わっかりましたぁ！」

　南ユーグリア兵と避難民を率いるリヌーガは俺の変化に戸惑いながらも威勢良く返事をする。

「ええ……そんな気持ち良く返事しちゃうんだ」

　ラファエラが咎めるようにリヌーガを睨む。

素直でいいじゃないか。




　俺は砦の本丸らしき場所……今は穴だらけでただのボロ小屋みたいになっている場所に腰を落ちつける。

「エイギル様ご休憩ですか？　何かご用意するものはありますか？」

「兵士には指示を出しました。一息つけそうです」

「わははは!!　セクリト殿が体中に返り血を浴びて居たぞ！」

　見計らったように入ってきたのはセリア、マイラ、イリジナだった。

セクリトはまた物騒なことをしているようだ。

　俺は三人の手を引き、ボロ部屋に敷いた毛布に引っ張り込む。

可愛らしい悲鳴が三つ上がる。

「これからの夜は眠れなくなるかもしれん。俺達は今のうちに寝ておこう」

　本来は兵も休ませるべきだが、陣地構築の方が重要だ。

「しかし兵が働く中、私達が寝ている訳には──」

　マイラは真面目だな。

　俺達がスコップを奮っても大した成果にはならない。

それよりもゆっくり休んで冴えた頭で指揮を執った方が兵の為になるというものだ。

もっとも兵の横で堂々と寝ていたら士気に関わるからこうして見えない場所に来たのだが。

「という理屈が建前でな」

「建前なのですか……」

　セリアの呆れた声にうむと頷く。

「限界なんだよ」




　俺はマイラとセリアの手を取り、自分の股間に押し当てる。

「わっ膨らんでます」

「ギンギン……ですね」

　蟲の不快さと何時奴らが来るかとの緊張でしばらく忘れていたがさすがに限界というものだ。

「夜に残らないようちゃんと加減する。なんなら手でもいいから搾ってくれないか？」

　マイラとセリアは顔を見合わせる。拒絶ではないものの何故か困惑顔だ。

イリジナは良いぞと上着を脱ぎ捨てた。おお、上の毛を完全に処理しているな偉いぞ。

「もちろんエイギル様のお相手することは大歓迎です……」

「私も実はそのつもりでしたから……」

　二人は部屋を見回し、覗けそうな大きな穴を木片や布で塞いでから俺の前に座る。

「失礼します」

「洗いますね」

　そしてマイラが俺のズボンを降ろし、セリアが水差しから水をかけて軽く洗う。

「では……」

「ん……」

　二人は両側から軽くキスした後、舌を這わせ始めた。

　セリアは左側から尖らせた舌でなぞるように、マイラは右側から舌の腹で巻きつくように上から下へ動き、一番下まで行くと玉にキスをして再び上に上がっていく。

「じゅぶ……」

　マイラが先端に吸い付き、頬を凹ませて強く吸う。

その快感に俺が仰け反るとセリアが悔しそうに玉を口に含んで口内で転がす。

「ああ、上手いぞ。気持ちいい……下半身が痺れるようだ」

　二人は同時にニコリと笑って奉仕を続ける。

「私もしたいぞ!!」

　そこにイリジナが乱入する。

　上半身裸になった彼女は俺のヘソや胸に吸い付く。

位置を変える度に揺れる乳房が腹に当たってなんとも煽情的だ。

「キスも頼む」

　言うや否やイリジナの唇が重なり、彼女らしい豪快な音を立てて舌が絡み、唾液が交換される。

「あっずるい」

「私もキスを」

　ねとりと唾液の橋と共に唇が離れると間髪おかずにセリアの唇が重なってくる。

　俺はキスをしながらセリアの服を脱がせ、すっかり女らしくなった乳房を軽く撫でる。

セリアはキスをしながら顔を上気させ、もっととばかりに自分から胸を押し付けて来る。

「うぐっ」

　セリアの期待に応えたい思いとは別に腰が勝手に跳ね上がった。

　イリジナが物凄い勢いで男の先端を吸ったのだ。

体格が大きい上にがっちり鍛えたイリジナの肺活量は凄い。それが全力で吸ったのだから危うく玉から種が吸いだされるところだった。

「むー」

　だが濃厚なキスを切り上げられたセリアは不満だったのか、イリジナを一睨みした後、俺の乳首に噛みついた。

「ははは、跡が残ってしまうじゃないか」

「これでおあいこです」

　セリアは俺の顔の前に胸を差し出す。

俺はニヤリと笑って乳房を掴み、乳首に軽く、歯形が残る最小限の力で噛んだ。

「はうっ！」

　それでもやはり少々の痛みと、より大きな快感があったのだろう。

セリアの体がビクンと反り、綺麗な乳房が大きく揺れる。

　おっといけない。

イリジナの力任せの強烈な吸引と可愛いセリアの仕草で種が飛び出しかけた。

「ふふふ、仲間外れはいけないな」

　俺はマイラに向かって来いとばかりに腕を広げる。

「で、ではお言葉に甘えまして……」

　マイラも既に上半身を脱いでいたが、下はまだズボンを穿いたままだ。

「俺の前に立て。そして股を広げろ」

「えっキスか、胸をお吸いになるのじゃ……ああっ!?」

　俺は立ったままマイラの股を開かせ、ズボンを軽く降ろして下着の上から大事な場所に吸い付いた。

「せ、せめて脱がせてください！　こんな下着の上から……ひっ！」

　大量の唾液を染み込ませて滑らせた下着に舌を這わせる。

　まるで触手のように下着の隙間から舌を侵入させ、入口や肉の豆をなぞる。

「こ、こんな変態みたいな……んうっ！」

　マイラは口で抵抗しながらも両手で俺の頭を押さえて腰を突き出している。

穴もヒクつき、このまま舐めていれば遠からず絶頂するだろう。

「ぐおっ！」

　そこでまた股間に強い衝撃があった。

見ると強烈な吸引を続けるイリジナに加えてセリアが根元を甘噛みし始めたのだ。

　俺が目を閉じて衝撃に耐えるとイリジナはしてやったりと笑い、セリアも可愛いながら男を感じさせたことを誇る妖艶な笑みを浮かべる。

　ドクリと肉棒が不規則に三度震えた。

玉からゆっくりと熱い奔流が押し寄せてきているのがわかる。

　俺はマイラの股を解放して目を閉じる。

「もうそろそろ出る。挿入させてくれ」

　女達は顔を見合わせて頷くが、そこで動きが止まった。

ここまで来て焦らされるのはつらいぞ。

「そうではなくてですね……その」

「本当は最初から指摘したかったのですが機を逃して」

「わははは！　確かに妙だな！」

　三人は俺の背中を指差す。

「「その女いつまでひっついているのですか？」」

　ラファエラは顔を真っ赤にしたままぷいと横を向く。

　背中に先ほどまではなかった硬い感触を二つ感じる。

　腰の辺りも妙にしめっぽい。

それに頻繁に足を組み替えて体を上下に揺すっているようにも見えた。

「お気になさらず」

「「「気になる!!」」」

　まあまあと三人をとりなす。

俺としては何よりまず射精したい。

「イリジナお願いできるか？」

「おうとも！　上に乗ってするぞ！」

　俺が仰向けに寝転ぶとイリジナは一物を掴んで上に伸し掛かって来る。

「太い……う……うぅぅぅ!!」

　かけ声一つ、一物はずるりとイリジナの中に入り込む。

　イリジナの全身を使った上下運動で筋肉質な尻が打ち付けられ、擦り上げる快感が脊髄を貫く。

「あぁ、いきそうだ。もう少し強く……おいおいやめてしまうのか？」

　だが動きはゆっくりになり、最後には止まってしまう。

「……すまん。私も気になる」

　イリジナは頬を膨らませて射精前の一物を抜いてしまう。

　彼女は仰向けになった俺にひっつく為、背中から添い寝に移行したラファエラを恨みがましく見ていた。




「では私が」

　名乗り出たのはマイラだった。

　俺は彼女を後ろから抱きかかえるようにバックで挿入する。

「うううっ！　大きくて硬い、後ろからだと角度が……あああっ！」

　バックから右手でマイラの尻を掴み、思い切り腰を打ち付ける。

彼女はその度に大きく後ろに反って快楽の叫びをあげる。

「ここがいいか？　それともここか？」

「どっちもいい……これ以上強くしたら……いいイク!!」

　口での愛撫で高まっていたマイラが絶頂の痙攣を始める。

　そして最後のキスを求めようと体を捻る。

「……すいません。もういいです。無理です」

　途端、絶頂の痙攣が収まりマイラは腰を前に出して一物を抜いてしまった。

　マイラは俺の左手を胸元に抱きしめるラファエラに向かって舌打ちして下がる。




「で、では私が！」

　俺はセリアに正常位で挿入しようとする。

先端を既に濡れて開いた入口にあて、体重をかけて挿入しようと──。

「いい加減にしろぉぉ!!」

　セリアは跳ね起き、俺の首に抱き着いたラファエラの首根っこを掴んで毛布に引き倒した。

「なんでお前に見下ろされながら抱かれないといけないのですか！　そんなに抱きつきたいなら毛布でも抱えてなさい！」

　まるで風呂敷包みのように毛布で包まれたラファエラが抗議しようと顔を出す。

だが俺と離れている事に気付いた彼女はたちまち滝のような冷や汗をかき始めた。

「あ……あ……こ、怖い……怖い怖い怖い!!　寒い寒い！　手……手ぇ……」

　怒鳴ったセリアも気圧されるほどの悲壮さでラファエラは震えながら這って来る。

ううむ、これだから情事の最中も離れられなかったんだ。

「……なら別の男をあてがいましょう。見てくれは結構なものですし、引き取り手はありそうです」

「それも困る。俺もラファエラをモノにしたい」

　セリアにきゅっと玉を掴まれた。

すまんな、だがこれも男の性。

　そこで俺はピンと思いつく。

「俺と離れたくない。ぬくもりが欲しいんだな？」

　ラファエラはこくこくと頷く。

「ならこうしよう」

　俺は縋りつく彼女を優しく受け止め、流れるような手付きで下着を抜き取る。

　そして立ったまま正面から抱きしめるようにして一物を穴に宛がう。

「え？」

「これで体の中まで繋がれる。そして温かくもなるぞ」

　腰を少し落としてから一気に押し上げる。

　一物がラファエラの温かく濡れた穴に入り込む。

やはり先ほどの行為を至近距離で見てドロドロに濡れていたな。

　と、そこまではスムーズな挿入だったのだが、不意に硬いものに当たる。

「え、やめ……痛……」

　はて体格的にここが底のはずもなく、もっと奥があるはずだと体ごと持ち上げるように突き込む。

　何かが弾ける音がした。

「痛っ!!　う、嘘入れられた!?　入っちゃったの!?　私のはじめ──」

　まるで処女のように締め付けられ、三度もお預けされた肉棒は耐えられなかった。

「ぐっ！　出すぞ！」

　俺は腰を押し付けながら天を仰いで呻く。

粘着質な音が一度鳴り、数秒おいてもう一度、そこからは一秒ごとに一度のペースで続く。

　玉から駆け登る種がやっと出番かとばかりに尿道を駆けのぼり、男根の脈動に合わせてドクドク飛び出していくのだ。

「え？　え？　え？」

　困惑するラファエラに対してマイラは一度接合部を覗き込み、俺を非難するように睨む。

　だが射精中の男に知能や理解力を求めるのは無理と言うものだ。

今の俺はただ女体に種を送り込むためのポンプに過ぎない。

　ばたつくラファエラの肢体を両手で押さえ、腰を押し付けて熱い汁を放ち続ける。

一撃ちごとに快楽が脳を焼き、玉が軽くなっていくのがわかる。

　射精は二分程続き、一段落ついた。

「ふう……」

　ゆっくりと体を離すと股からドサリと種の塊が落下する。

濃厚なそれは白と黄色の中間……いや、何故かピンク色だった。

　俺はラファエラの肩を優しく抱いてから完全に離れる。

　ラファエラは呆然と俺を見ていたが震えはしなかった。

「お前の胎に俺を撃ち込んだ。熱く熱を持った俺自身だ。……もう怖くないだろう？」

「あ、本当だ。もう怖くないし震えない」

　ラファエラは震えの来ない手を嬉しそうに見つめた後、垂れ落ちる種を見つめて真っ青になった。

「じゃなくて!!　これ！　どうして！　処女！　ひ、避妊！　中だし！　精液！　大量！　危険日！」

　途中から単語の連呼になってよく意味がわからないぞ。

「エイギル様は処女で危険日だったこの女へ避妊無しに大量中だしなさったのです」

　セリアが要約してくれた。

なるほど、そう言う訳か。

「ぬあぁぁぁぁぁぁ──!!」

　叫ぶラファエラを改めて観察する。

　齢は二〇前半だろうな。身長は１６８ｃｍ程度……とまあ普通。

体格は騎士らしくがっしりしていたがイリジナ程筋肉質でもない。マイラよりやや下ぐらいだろう。

アンバーの美しい瞳を持ち、髪は赤毛のポニーテール、胸は余り大きくないが前に飛び出す形の乳房なので大きさの割に目立つ。

髪と同じ色の赤い陰毛はかなり濃い……処女だから手入れしていなかったのだろう。

「うむ、良い女だ」

「ヤってから言うなぁ!!」

　ラファエラは全裸のまま俺の胸に飛び込み、ポコポコと胸板を殴り始める。

「すまんすまん。処女だとは思わなかったんだ。心配するな、責任を取って俺の女にするとも」

「ハードレットはここか？」「エイギル様？」

「敵の女になんてなるか！　うわぁーーん犯された！　避妊無しに中だしされた！　無理やり処女奪われて妊娠させられたぁ!!」

　人聞きの悪いことを言わないでくれよ。

そもそも俺達は同意の上で同衾した仲なのだからこうなるのは必然だった。

　俺が泣き崩れるラファエラを抱き上げ、セリアも交えて五人プレイと洒落こもうとした時だった。

「ふん!!」

　がちんと音が鳴り、目の前に星が散る。

「なんだ……敵か!?」

　慌てて振り返るとエイリヒが居た。

「あん？」

　意味がわからないと一度頭を振ってもう一度見るともっと見慣れた女が……ノンナが居る。

今のは彼女必殺の飛び頭突きを食らったのか、正直足元がふらっとしたぞ。

「ようこそ。どうしてこんなところに？」

「エイギル様が戦地で浮気……は今更ですが、何よりお心が正妻たる私から離れてしまうのではと不安にかられ……コホン、夫婦共にあって王国への忠誠を忘れぬよう、すぐ傍で夫の武勇を見守り──」




　要は遠征ばかりで俺と居る時間が少ない。

戦地で新しい女に心を奪われるのが気に入らない。

どこか近くの町で俺を待ちます。こういうことだろう。

「ははは、そんなに心配しなくとも俺の心がお前から離れることなど──「うえぇぇぇ！　犯された！　処女を奪われたぁぁ！」　──ない」

　強烈な頭突きを食らってエイリヒの幻覚まで見えたじゃないか。

「非常事態だと騒いで呼びつけたのは貴様だろう？」

　だよな。こんなはっきりした幻覚などないわな。

「ようこそお越しくださいました軍務総監」

　俺はビシリと敬礼をする。

「まず処女を犯して血まみれになった男根を仕舞え。話はそれからだ」







　一呼吸置いた俺達は司令官室……など無いので兵が陣地を構築する様子を見回りながら言葉を交わす。隣にはノンナがしずしずと付き添っていた。

　遠巻きにはカーラとメルの姿も見える。

全員引き連れて来たのか、普段なら非常識ではあっても嬉しさ百倍だが……今はまずいな。

話が済んだら早々に帰さなければならない。

　だがエイリヒを放置もできない。

　幸いにしてまだ昼飯時だ。

夜までにはかなり時間の猶予がある。

「まさかこんな早くおいでとは」

　緊急事態を告げたのは昨日だ。

いくらなんでも早すぎる。

「いや、俺が本陣を出たのは四日前だ」

　日付的には俺達がラーフェンを出立すると連絡した時だな。

しかし妙だ、あの時にはまさか蟲の大群がいるとは知らないから一応の報告だけだったはずだ。

「馬鹿を言え。南ユーグリアは既に絶対不利だ。その状況で東部から反攻するなどまったく無意味だ。敵が攻勢に転じることそのものが異常だ。もし本当だとすれば俺の戦況把握が間違っているか、想定外の異常事態が進行している以外に考えられん。どちらも自分の目で確かめる必要があることだ」

　なるほど、言われてみればレオポルトも東部での敵の攻勢は絶対に有り得ないと言っていたな。

「それでノンナとは……まさか!?」

　言い終わる前にエイリヒに小突かれ、ノンナに尻を抓られる。

「私は先ほど申しました理由で南へ向かっておりましたところ、ラッドハルデ様と道中お会い致しまして護送して頂きました」

「護衛は十分ついているようではあったが、さすがに奥方を単身行かせる訳にもいくまい。……家中のことではあろうが、側室連中を引き連れて戦場へ向かうなど奥方は軽率に過ぎる。叱っておけ」

　エイリヒはノンナに厳しい視線を向け、ノンナは巨大な乳を抱えるように小さくなる。

　俺はノンナの肩を掴み手を振り上げる。

　ノンナは涙目になりながらも受け入れるとばかりに目をぎゅっと閉じる。

「罰を与える」

　俺は振り上げた手でノンナの頬を撫でる。

「うう、どうしても寂しくて……」

　ノンナは許しを請うように頬を擦り付ける。

「許せん。追加だ」

　俺はノンナと熱いキスを交わしてエイリヒへ向き直る。

「厳しい罰を与えました」

「……お前が女に手をあげるなど思っておらんよ」

　苦笑するエイリヒに俺も微笑む。

そしてノンナの腕を引く。

「今すぐ帰り支度をして三〇分以内にここを出ろ。馬を使いつぶしても構わんから馬車を全力で飛ばしてラーフェンにもどれ」

「へ？」

　先ほどのキスで歓迎されていると思っていたノンナは表情を無くす。

だが俺の顔が真剣であると気づいて小さな頭を下げ、小走りで他の者の所へと走っていった。

　太陽はまだ両地平の中間にある。

今から逃げれば大丈夫だろう。

「で、ここに来る途中、不審な、明らかに誇張した伝令がいくつも届いた。何があった？　はっきりとしたことを聞かせろ」

　俺は頷き、レオポルトと共にエイリヒに全てを話す。

　ノンナとは違ってエイリヒには知って貰わねばならない。




　そして崩れかけた砦内での説明が終わった後。

「理解した。しかし我が目で見るまで信じられるものではない。荒唐無稽な話だ」

　そうだろうなぁ。

「嘘は言いません。それでもこの場で信じてはくれませんか？」

「お前が言うからこそ、この目で見ようと言うのだ。他の者なら蹴り飛ばして本陣に戻っているぞ」

　さすがに本物を見ないとだめだろうな。

逆に巨大蟲が出たと言われて大変だ一大事だと騒ぎ出す最高司令官だとまずいだろうしな。

「奴らは夜にやってきます。陽が落ちれば否応にでも……」




　だがそれは甘い考えだった。

「奴らが来るぞぉぉぉ!!　南と東から同時……数は沢山！　詳細不明!!」

　簡易の見張り台から兵士の叫びが聞こえる。

単に緊急を知らせるだけではなく、本能的な恐怖から出た絶叫のような声だ。

「なんだと？」

　夜になるにはまだまだ時間があるはずだ。

　そう思って表に出た俺は周囲が異様に暗い事に気付く。

同時に頭に落ちる冷たい雨粒……。

「ええい運がない！」

　見上げる空にはどんよりとした雨雲が立ち込め、太陽はまったく見えなかった。

　奈落の魔物は光を嫌うだけで昼が嫌いなわけじゃない。

ならば雲で太陽が隠れれば湧いて来るのも道理だ。

　俺はエイリヒに向き直る。

「不本意ながらすぐに理解して貰える状況になりました」

「……そのようだな。俺は指揮系統の異物だ。口を出さんから好きに指揮を執れ」

　エイリヒはそれっきり押し黙り、ただ敵を見定めようと目を見開く。

　俺は傍にいたリヌーガへ怒鳴るように声をかける。

「陣地は出来ているか!?」

「よ、夜に間に合わせるつもりだったからまだ不完全で──」

　俺はリヌーガの頭を掴んで思い切り顔を寄せる。

「んなことは分かってる！　不完全でも未完成でも使える状態かと聞いている！」

　リヌーガはコクコク頷きながら陣地を指差す。

なるほど、堀は浅く柵も隙間だらけ、後方では兵士が必死でカタパルトの準備をしている。

　まずい。準備が整いきっていないことよりも更にまずいことがある。

「敵は南と東か……なら北へなら」

　トリスタンが口を挟む。

「やめるべきだね。大群が目と鼻の先まで来ているんだよ。下手に帰して道中はぐれ数体と遭遇すればお終いだ。今はこの砦の真ん中にいるのが一番安全だよ。というか中心にいる彼女達がやられる時は僕らも全員死んでるよね。あぁ本当に理不尽なことばっかりだ」

「くそっ！」

　俺はドンと傍にあった木箱を叩き割る。

「わ、私……私……」

　ノンナが震えている。

未知の敵への恐怖からではない。俺に会いにくる決断を下したのは彼女だ。それが俺の足を引っ張ったと悔いているのだ。

「ノンナ、お前達を逃がす時間が無さそうだ。砦の中央部の一番安全そうな場所に隠れろ。なんとしても守ってやるから絶対に顔を出すな」

　俺はノンナを抱き寄せて乱暴に唇を合わせる。

歯が当たって不格好な音が鳴ったが、少しは落ち着いたようだ。

「後でお前のけしらかん乳をたっぷりお仕置きしてやるから覚悟して隠れているんだぞ？」

　そして優しい顔で一言。

「俺の愛しい女が勢揃いしているんだから士気も上がる。大丈夫だ」

　僅かに安堵した顔のノンナが精一杯の速度で去っていく。

　ノンナを見送った途端、自分でも表情が強張っていくのがわかった。

　レオポルトも理解しているのか厳しい顔だ。

「撤退の選択肢はなくなった」

　兵の手前言わないが、クモやワームの速度は駆ける馬には敵わない。

つまりどうしようもなくなった場合、重要人物だけが騎乗して強行突破する選択肢もあったのだが、ノンナを始め戦いを知らない女性達がそんな乗り方できるはずもない。

　俺は彼女達を絶対に切り捨てられない。

故にここを死守して敵を撃退する以外の選択肢はなくなったのだ。

「まったくとんだ我儘をしてくれた」

　笑いがこみあげて来る。

「だがこの我が侭を受け流してこそ男というものだ」

「同意できませんな」

　レオポルトが空気を読まない。

お前はいつもそうだが、それでいい。

「見張り、敵の先頭はどれぐらいでここに来る？」

「ええと……クモが跳ねて……見かけより速い！　三分で来ます！」

　俺は砦全体が見渡せる高台に登って叫ぶ。

「二分半で来る。それまでに準備を間に合わせろ」

　戦いが始まった。




　想定通り、魔物の先頭は全てがクモだ。

跳躍しながら接近する速度は馬の駆け足に匹敵する。

　大分離れてワームがのたくっているのが見える。

歩調を合わせるだけの知能はないのだろう。

「あれが……なんという異形……この世のものなのか？」

「故郷はこの世か甚だ怪しいですが、今はここにいますな」

　エイリヒの呟きに応えたところで味方の指揮官の怒号がとんだ。

「長槍隊構えろ！　馬だと思えばでかさに違いはないだろう。口から飛び出す管に注意しろ！」

　クモは異形だが基本は騎兵突撃と同じだ。

　堀を挟んで長槍を並べ、その後ろにクロスボウを並べる。

更に後ろに弓隊を置いて放物線上に矢を射かける。

　馬との違いはその跳躍力で堀を飛び越えて来る危険があることだ。

そこで長槍一隊を予備に残し、クモが跳んだら槍を上に向けて串刺しにして更に剣を持った兵が一気に仕留めて隊列を乱されないようにする。

　敵はこちらの弱点など探さない。

ただ東と南から自分に一番近い場所に殺到するのみだ。

「迎撃──!!」

　クモが掘の間近まで迫った時、ディングスの号令一つで小気味良く槍が突き出される。

　堀を挟んでいることが兵の心の余裕にも繋がったのか、穂先はほとんど正確にクモの頭部へと吸い込まれていく。

　そこら中で悲鳴というには奇妙過ぎる異音が上がり、紫色の体液が飛び散る。

　巨大で異形なクモだが体表は案外に柔らかい。

少なくとも腰がしっかり入った突きの穂先は体内深くまで食い込むし、それが頭部に二本三本と刺されば動きが止まる。

「引け──！　突け──!!」

　穂先がずるりと抜けたと思いきや、間髪おかずにもう一度突きが見舞われる。

２ｍの巨大蜘蛛とは言え、顔を太い槍に二度三度繰り返し貫かれては致命傷だ。

　だがもちろんこれで防ぎ切れるほど甘くはない。

突きの隙間を縫うように、あるいは太い前足で穂先を弾いて長槍を掻い潜る奴らが出て来る。

「よく狙え──そこだ!!」

　その個体には顔面にクロスボウボルトが集中する。巨大な図体を前に外す者は誰もいない。

　もちろん至近距離とは言え小さなボルトでクモを絶命させるのは容易ではない。

　だが体内にボルトを撃ち込まれた痛みで一瞬動きが止まれば十分だ。

「「「うぉぉぉぉ」」」

　数人の長槍兵が突きの軌道を変え、クモの横腹に穂先が食い込む。

二度、三度、四度、五度……腹に十個以上の穴をあけられたクモはずるりと足を地面に滑らせて絶命する。

　バチンと音がしてクモの前足の爪で槍が二本まとめて叩き折られる。

「交代、行け!!」

　槍を失った兵が下がり、交代の兵士が助走をつけてクモに穂先を叩きつける。

そこにクロスボウの援護が入り、後ろから飛び出た剣兵が頭を何度も斬りつけて堀へと蹴り落とした。

　堀の前にどんどん死体が積み上がる。

　人間ならば整った隊列への正面攻撃を避け、迂回できる場所を探すだろう。

だが蟲にそれだけの知能は無い。

　だが同時に恐れもない。

クモは堀の前に積み上がった仲間の死体を乗り越えるようにして進んでくる。

　高さが出たことで槍とボルトの威力が落ちて仕留めきれない。

クモは跳躍の姿勢を取り、一気に堀を飛び越えようとする。

「ここだ！　撃てい!!」

　一斉に弦が音を鳴らし、風切り音が落ちて来る。

後方から放物線上に矢が放たれ、クモの頭上に落ちていく。

　仲間の死体に登って高さが出たことで後方の弓兵も彼らを容易に視認できたのだ。

体中に刺さる矢に苦悶したクモの動きが止まる。

「良く狙え……外すなよ……」

　ビュンと一際大きな風切り音と共にクモが後方へすっ飛んでいく。

大弩が命中したのだ。

　奈落の魔物に恐れはない。

だが堀の前は槍に突き殺された死体で埋まり、乗り越えようとした個体は矢の集中射撃や大弩の良い的となって仕留められていく。




「良く戦っている。乱戦にならなければこちらのものだ」

「概ね堀のある場所では敵八につき味方一の損害、柵が間に合った場所では一二……何も用意できなかった場所では三に一……それでも善戦と言えるでしょう」

　レオポルトが冷めることを言ったせいか、指揮官の一人がクモの管に貫かれる。

周りの兵士がすぐに剣で断ち切った為、臓腑を吸い取られることはなかったようだが、その指揮官は激しく痙攣しながら口から緑の泡を吹いて絶命してしまった。

「……毒か。刺されたら即死は厳しいな」

「なるべく前線にお出にならぬよう」

　レオポルトの進言にあえて答えない。

「あぁ次が来たよ」

　トリスタンの嫌そうな声とエイリヒの腹の底から出るような呻き声とともに現れたのはワームの群れだ。

奴らはクモよりも動きが遅いのでしばらく遅れてやってくる。

「ぐぁぁぁぁぁ!!」

　兵士の一人が地面に転がってのたうち回っている。

良く見ると尻から長さ１ｍ程のワームが侵入している。

「哀れな……」

　エイリヒが呟き、セリアが短剣を投げようとしたが間に合わなかった。

兵士の腹から臓腑ごと血まみれのワームが飛び出し、絶命した兵士を左右に振り回して血の雨を降らせる。

「……なるほどあんな魔物など地上にはおらん。居てたまるか」

　エイリヒの呟きを聞き流しながら俺はワームを見据える。

まだ俺が飛び出すことはない。ちゃんと対策は打ってある。

　びゅんと大矢が飛翔する。

先程とは違う鈍い音、そして不安定な軌道で飛んだ大矢はワームの周囲に落下する。

　一、二、三と外れたが四発目が見事命中する。

　ハンマーで地面を叩いたような音の後、ワームはぐらりと崩れてその場でのたうち始めた。

「あえて先端を丸く潰した大矢……か？」

　エイリヒが意図を問うてくる。

「あの魔物の皮は強靭で大矢でも貫けません。尖った矢じりでは皮の上を滑り、致命傷を与えられない。反対に先端を丸く潰せば、精度射程は落ちますが、衝撃がそのまま伝わり、敵の内臓を一撃で破壊できます」

　更に蛇のように堀を乗り越えようとするワームの群れに投石が見舞われる。

一般的なツブテは拳大よりも小さな石を投げるものだが、今回は人間の頭ほどありそうな岩が放り投げられる。

「うぉぉぉ!!　まだまだぁ！」

「ぬぅぅぅ!!」

　上半身を脱ぎ捨てた大男達が肩に担ぐようにして岩を投げつける。

　各隊から特に腕力に優れる者を抜き出して投岩隊を編制したのだ。

力自慢とはいえ岩が重すぎるので射程は１０ｍ程しかない。通常の戦では使い物にならないお笑い部隊だ。

「だが今は頼りになる」

　岩がワームの尾……と言っていいのかわからない部分に落下、ぐしゃりと潰れる音がする。

　のたうつワームに攻城用のハンマーを担いだ兵士が突っ込み、頭部を思い切り叩きつける。

「でかいのが出たぞ!!」

「逃げるな！　作戦通りだ」

　６ｍを超える巨体ワームが数人の兵士を弾き飛ばして堀を乗り越える。

味方の兵士は反撃せずにその巨体を睨みつける。

　そして巨体ワームが一人の兵士に狙いを定めて口を開いた時だった。

「うてぇい!!」

　一斉にクロスボウが放たれ、ボルトが口内に吸い込まれていく。

　仰け反るワームに岩が投じられ、続いてワーム用の大矢が次々と命中する。

更に群がるハンマー兵がこれでもかと体中を殴りつけ、遂に力尽きた巨体がゆっくりと倒れ込んだ。

「「「うぉぉぉぉぉ!!!」」」

　味方から歓声が上がる。

　南の方向でも巨大ワームがどさりと倒れ、東でも口内に大弩が命中したのか濁った血をまき散らしながらワームが断末魔の叫びをあげていた。




「……お前達はこんな魔物と戦っていたのか」

　エイリヒが驚愕の表情でこちらを見る。

まだ二回目だけどな。

　今回は一度見ている分、そして防御を固めていた分前回よりも上手くやれている。

俺とディングスがエイリヒに得意げな顔を見せた時だ




「東第四土塁が突破されました!!　攻撃が弾かれる!!」

「南第三も危機です！　大弩が通りません！　嘘だろ……」

「南第六……敵は遅い……遅いが何をしても止められない!!」

　エイリヒと目が合い苦笑する。

「ここからだ。総員気張れよ」

　俺はデュアルクレイターとケラヴノスを軽く振って感触を確かめるのだった。








第５０４話　雨中の死闘







　兵の怒号の中から真っ黒な敵が現れる。

「ほう、あれが甲虫か」

　大きさはリヌーガ達が言っていた通り全高は１ｍ半ぐらい。

全長はもう少し長いが全体的にクモよりも一回り小さい印象を受ける。

やつらの形には見覚えがあるぞ。

「植木鉢をひっくり返した時にいるやつだ」

「あっそれです。ダンゴムシです」

　セリアもなるほどと同意してくれる。

　ウネウネするワームや全身が直球で気持ち悪いクモと比べると愛らしくさえ思える。

のそのそと鈍臭い動きもチャームポイントだ。

　難点は喧しい足音だな。鉄を鳴らしているみたいな音が十重二十重に被って不気味だ。

「だがあれは中々厄介だぞ。見てみろ」

　セクリトが甲虫と味方兵士がぶつかる場所を指差す。




「体重を乗せろ！　根元まで押し込むつもりでいくんだ！」

　槍兵三人が助走をつけ、同時に槍を突き出す。

だが槍はまるで大岩でも突いたかのように折れ曲がる。

「集中攻撃！　矢の嵐を見舞ってやれ！」

　弓兵とクロスボウ兵が一斉に射撃するが、軽い音を立てて全て弾かれる。

「外殻ごと叩き潰せ！　自慢の怪力を見せてみろ！」

　動きの鈍い甲虫の側面に回り込んで戦槌が振り下ろされ、更に大石が投げつけられる。

戦槌は火花を散らして弾かれるかへし折れ、大石は轟音と共に砕けたが甲虫の殻には傷一つない。

「よく狙え……よし撃て！」

　弦を弾く低い音が鳴って大矢が飛翔する。

強力な破壊力を秘めたそれは甲虫の胴体ど真ん中に命中した。

　さすがに至近距離からの大弩を受けて無傷ではない。

外殻の一部が弾け飛び、薄紫の体液が流れるが進行速度は変わらなかった。




「いかんな」

　俺とエイリヒの声が揃った。

　甲虫は情報通り鈍重かつ地形障害に弱く、堀に差し掛かると止まってしまうか転落してじたばたともがいている。

　だが無防備な相手を味方兵が集中攻撃してもほとんど倒せていない。

やがて甲虫は堀の無い場所から、あるいは堀の中を歩いてその切れ目から陣内に入り込んできた。




「こいつらめなんとか……うぎゃっ！」

　バチンと音がして兵士の一人がその場に倒れる。

見れば足が切断されている。

「こいつら鎌みたいな口があるぞ！　あんまり近づくと……」

　ブチンと音がして胴体を真っ二つにされる兵士。

あれが甲虫の攻撃か、ほとんど密着状態でしか攻撃できないようだが、なにぶん硬いので距離を詰められてしまっている。

　甲虫はクモやワームと違って大きな動きをしないのだが、その分周囲の仲間と動きが揃って一面黒い波のように広がって押し寄せて来る。本当に重装歩兵みたいだ。

「大弩は甲虫を狙え！　いや駄目だ東のワームを……いや南もか！」

　甲虫が陣内に食い込んできたことで予備部隊が手を取られ、ワームやクモを相手している味方の穴を防げなくなってきている。更に大弩の支援が手薄になり、堀での戦いも劣勢になってきていた。

　一つの敵に当たる兵士の数もどんどん減っていく。

「クモ相手に一対四でも援護があれば辛うじて優勢でしたが、一対三では現状維持がやっとですな」

　レオポルトが他人事のように言う。

「いや既に堀周りは一対二だね。押され始めてる。このままじゃ危ないよ」

　トリスタンもよそ見をしながら言う。

お前らふざけるなよ、中央まで来られたらノンナ達がいるんだぞ。

　そこへ更なる追加の脅威が現れる。




「クモ……でかいぞ！　六、いや７ｍはある!!」

「クロスボウ……は効きそうにない！　大弩で援護してくれ、甲虫への攻撃も緩めるな!!」

　現れたのは大きさ６ｍにもなろうかと言う巨大クモだった。

　巨大クモが同じく巨大な爪を一振りすると五人の味方が胴体を引き裂かれて吹き飛ぶ。

集中する矢は毛ホコリ、長槍は楊枝のように見えまるで効いていない。

大矢が胴体に刺さると大蜘蛛は僅かに揺らいだが、致命傷には程遠い。

　大クモは味方兵を踏み潰し、爪を振るって柵を破壊する。

その脇から今だとばかりに通常のクモ達が殺到する。

　劣勢に浮足立っていた味方の動きが本格的に乱れ始めた。




「ディングス、全隊の指揮を任せる」

　俺は唾を飛ばしながら号令していたディングスに一言残し、レオポルトとトリスタンにも補佐しろと目で伝えてシュバルツに飛び乗る。

「は？　一体何を……まさかお一人で撤退なさるのですか!?」

　慌てるディングス。

「馬鹿野郎、女を置いて逃げるはずがあるか。ちょっと行って来るんだよ」

「いく？　ぜ、前線に出られるのですか!?　総大将が!?」

　俺はシュバルツに飛び乗って駆ける。

「私も行きます！」

　セリア達も並んで馬を走らせてきた。

「後ろからついて来い。特にクモは音がしないから常に背中に気を配れ」

　俺はまずケラヴノスを両手で持ち、頭上で一回転させてから構える。

　そして突破されつつある味方兵の背後から速度を落とさず突っ込んだ。

　穂先で正面の敵の頭を深々と貫く。

絶命した敵をシュバルツが蹴り飛ばしその勢いで穂先を抜く。

　右手から飛び掛かる敵を薙ぎ払って正面に転がし、シュバルツが軽く跳躍してから踏み殺す。

　着地を狙ってクモが管を突き出すが、シュバルツはこれを紙一重で回避し、俺は管の排出部へ逆に槍を深々と差し込んで仕留める。

「こいつらは毒がある。刺されると即死だから気をつけろよ」

　シュバルツはマジかよとばかりに俺を睨んでから嫌そうに首を振って嘶いた。

　続いて左手からシュバルツの足を狙った敵の脳天から槍を叩き込み、正面に投げ飛ばして進路を塞ごうとしていたワームにぶつけてひっくり返す。

「そこです！」

　セリアが叫ぶと同時に短剣を投げる。剣は狙い違わずクモの顔面に刺さった。

人間ならこれで終わりだろうが怪物相手に短剣は力不足だったのか、クモは動きを止めずに爪を振るう。

「やっ！」

　それでもセリアの方が一枚上手だった。

間髪おかずに盾で爪を弾き、右手で剣を抜いて顔面ど真ん中に突き立ててそのまま走り抜ける。

　見れば彼女は今回、短剣ではなく普通の剣を何振りも馬上に積んでいた。

「強くなったなセリア。並の兵士が三人、四人でも互角の相手を簡単に倒したぞ」

　俺がそう言うとセリアは嬉しそうに微笑み、その笑顔を瞬時に凍らせる。

「わかってるよ」

　ケラヴノスをくるりと回して脇下を通すように背後の蜘蛛を貫く。

相変わらず音は無いが、音の無い気配はもう覚えている。




「さて本命だ」

　まず狙いは大クモだ。

「お供します」

　次に隣に来たのはマイラだ。

　俺達は二人並んで大クモに仕掛ける。




「ぎゃああああ!!」

　大クモは味方兵士の一人に人間の胴体程はありそうな管を突き刺していた。

刺さってほんの数秒で哀れな兵士の目玉が体内に吸い込まれ、体が凹んで皮だけになる。

あの体格差なら丸かじりにした方が早かろうに。どうして気持ち悪い食い方をするのか。

「せめて仇は取ってやる」

　俺は兵士の残骸を投げ捨てた大クモに斜め前方から接近して前足をケラヴノスで薙ぎ払う。

　大クモは驚いたように飛び退く。

俺の体よりも太い足は千切れはしなかったが、ケラヴノス側面の刃に抉られて体液を垂れ流していた。

「そら怒ったか」

　俺は槍に付着した体液を横に飛ばして言う。

「あれはハードレット卿!?　一人で仕掛けたぞ！」

「いかん！　すぐに援護を！」

　味方兵士が前に飛び出して来る。

「いらんから下がって──もういい」

　言い終わる前に前足が振るわれ、兵士二人がバラバラになって飛び散った。

「お前らは小さいのを狩れ。こいつは俺がやる」

　俺はデュアルクレイターに持ち替えて大クモに向かって突っ込む。

「正面から!?　いかん潰される！」

　味方兵が叫ぶ。

いいからよそ見せずに雑魚を散らせ、ノンナ達が危なくなるだろうが。

　大クモは四本の後ろ脚で立ち上がり、前四本をそのまま頭上から叩きつけるつもりのようだ。

本質的な動きは雑魚クモと変わらないが大きさが大きさだけに天を覆うばかりだ。

「さすがに避けるのは無理だな」

　俺は『どうするんだ』と言いたげなシュバルツの耳を引っ張りながら動きを止めた。

「やぁぁぁぁぁ!!」

　裂ぱくの掛け声と共にマイラが騎乗のまま体当たりする勢いで後ろ足を剣で切り払う。

　極太の足にマイラの剣では力不足だ。

だが立ち上がって体重を後ろに移したタイミングでの一撃、人間に例えるなら爪先立ちしたところに足首を針で突かれたようなものだ。

　大クモの攻撃が乱れ、中途半端な体勢のまま体が落ちて来る。

　俺はシュバルツの上で立ち上がり、勢いのない振り下ろしを迎撃するように飛び掛かる。

「ふん!!」

　そしてバラバラに落ちて来る前足の一本を空中で両断、更に着地と同時に転がって他の足を避け、起き上がり様の横薙ぎでもう一本を深く切り裂く。

「とった!?」

「いや、まだだ」

　何しろ八本も足がある。

二本ぐらいじゃまだ動ける。

　俺はデュアルクレイターを構えてクモに向けて突進する。

そして奴が残り六本の足を頼りに起き上がるより前に跳躍して巨体に組みついた。

　大クモは振り落とそうと暴れるが、全身毛だらけで掴む場所はいくらでもあるからそうそう落とされない。

「やあ！　たあ！」

　暴れる大クモの足をマイラが走りながら剣で切り裂く。

もちろんマイラの力と得物では一撃で両断とはいかないが、ただでさえ二本飛ばされて狂った重心が更に崩れる。大クモは俺を振り落とすのに必死でマイラにまで気を配れない。

　一撃が良い具合に入り、大クモの動きが一瞬止まった。

　俺は腕の力を緩め、あえて振り落とされる。

そして空中で体勢を入れ替えてデュアルクレイターを構え、動きの止まった頭の前を落下する。

「終わりだ」

　落下の勢いも利用した渾身の一撃は、大クモの頭をデュアルクレイターの長さ分抉りとった。




「ぐえ」

　受け身は取ったが衝撃は強い。

シュバルツめ真下まで来ていたのに重そうだから避けただろ。

　一瞬の間をおいて頭部と命を無くした大クモがドシンと倒れる。




「や、やった……」

「マジでやっちまった……大砲もカタパルトも無しに剣一本で……」

　俺は駆け戻って来たマイラにキスをする。

「ここは私が指揮を執ります」

　マイラが状況を見てかその場に留まる。

俺は兵士達を一瞥して言う。

「後は雑魚だけだ。絶対に突破させるな。後、マイラに何かあったらお前達を全員処刑する。命をかけて守るんだぞ」

　それだけ言って俺は更に駆ける。

甲虫は既に味方を突破しつつある。援護が必要だ。

「わはははは！」

　見ればイリジナが笑いながらワームと立ち回っていた。

　分厚い皮に槍は通じないが、イリジナはワームが食らいつく瞬間を狙って口内を貫いて仕留めていく。

「そらそらそら!!　ふんふんふん!!」

　更に小型のワームを槍の柄で殴りまくって仕留めてしまった。

男と比べての剛力のイリジナならではの芸当だ。

「そいつらは穴を狙ってくる。尻から入られるなよ！」

「大丈夫だ！　最近尻穴は使われてないから締りは良いぞ！　何を言わせるんだ!!」

　イリジナは大丈夫そうだ。




　さて次の相手は甲虫の群れだ。

「お供します」

　隣に来たのはルナだ。

　俺達は馬を並べて走りながら甲虫に向けて突っ込む。

動きが鈍いので馬ならば好きな方向から攻撃できる。

「先ずは一撃」

　ケラヴノスを胴体に向けて突き出してみたが手応えは悪い。

体液は飛び散ったものの殺しきれていない。

「外殻は鋼鉄並の硬さだな。貫けなくはないが腰を据えないとダメか」

　馬上で蹴散らすとはいかないようだ。

「デュアルクレイターなら……」

　擦れ違い様に一閃すると胴体が深々と割れる。

なるほどいける。

「いえ仕留めきれていません！」

　驚いて斬った相手を見てみると体を半分近く抉ったのにまだ動いている。

「胴体はダメか。急所がわからんな」

　クモと違って頭がどこにあるかもわからない。

ここらへんかと突いてみたが、やはり死なない。

「私の武器も通じません……」

　ルナは悔しそうに弓を仕舞う。

　どうにもサクサク仕留められそうにない。

なら味方を頼るしかないだろう。

「シュバルツ。進路を変える、足を滑らすなよ」

「続きます！」

　シュバルツは嫌そうな顔を見せたが、耳を引っ張ってやると渋々駆けだす。

　俺達は黒い波のように押し寄せる甲虫に向かって突っ込み、奴らの口が開くと同時に跳躍する。

「よし乗った」

「私も行けました」

　俺達は騎乗のまま甲虫の上に飛び乗った。

　甲虫の背が比較的低く平たく一面に広がっているからできることだ。

　さしもの強度をもつ甲虫たちも上を走られるのは不本意なのか、前進を止めて方向転換する。

だがその動きは鈍く体を捩じったりもできないようなので頭上の俺達を攻撃できない。

「これはいい。専用道だな」

　もちろん平坦と言っても動く生物の背中の上を疾走できるのはルナの驚異的な騎乗技術あってのことだ。

　シュバルツが『お前が落ちないのは俺のお陰だ』とばかりに嘶くので鼻くそを耳に入れてやる。

「クモやワームも近寄れないようです」

　蟲達の間に連携はない。

実際に鋼鉄の塊のような甲虫の群れの前に居たクモが押しつぶされるシーンも見た。

「ルナ、俺のしたいことはわかるか？」

「淫らな行為」

　正解だが違う。

「冗談です」

　ルナは笑いながら進路を変える。

余裕があって結構だ。

　俺達は左右に分かれて甲虫の背中を複雑な動きで走り回る。

狙いは奴らの誘導だ。

　二人で左右から誘導した一団が一点に集中してぶつかり、互いに身動きがとれなくなる。

　俺はようやく準備を整えたカタパルトに向かって手をあげる。

　甲虫たちは密集して互いに頭を向けて停止している。

発情した未亡人が自分の部屋に来て自慰しているぐらいのお膳立てだ。

　兵士達は俺とルナごと撃つことを躊躇ったようだが、後ろを振り返ってすぐに射撃命令を出す。

見えないがレオポルトだろうな。

　巨大な鉄弾や石弾が放物線を描いて放たれる。

「よし逃げるぞ」

「はい」

　俺とルナは身を翻して甲虫の背から飛び降り離脱する。

……そうしようとしたのだが。

　突然シュバルツが嘶き、転がるように倒れ込む。

当然背に乗る俺も盛大に投げ出された。

「族長様！」

「やばいぞ！　ハードレット卿ごと撃っちまう！」

「うわぁ、こりゃまずい。どうしよ」

　振り返るルナに行けと合図する。

　口を開く間もない。

俺は甲虫ではなく味方陣地の方に振り返る。

既にカタパルトは放たれているのだ。

　直撃軌道の弾は岩一つに鉄弾一つ──。

「おぉぉぉぉ!!」

　気合の叫びをあげてデュアルクレイターを振りかぶり、岩を両断する。

『なにごと』

　岩を斬った衝撃で目覚めた強姦竜が二言目を言う前に鉄弾を殴りつけて弾く。

『ぐわぁぁぁぁ！　響く　響くぞ！』

　うるさい。今頃起きて来て文句言うな。

俺も手が雷でも受けたみたいに痺れているんだ。

　だがカタパルトからの石弾鉄弾は背後の甲虫達に猛烈に降り注ぐ。

さしもの強装甲も勢いをつけて落下する鉄弾を受けては潰れて絶命し、あるいは弾き飛ばされ、あるいは下敷きになってばたつく。

「なんとかなったか。最後の最後で足を滑らせ……た訳ではなさそうだな」

　シュバルツがふらふらとたちあがる。

その腿から尻にかけて３０ｃｍ程の長さの針が何十本も突き刺さっていた。

　潰れていく味方を搔き分け、一匹の甲虫が現れる。

大きさは他のものとほぼ同じだが、違いは全身にびっしりと針が……大きさからみれば毛が生えていることだ。シュバルツはあの針にやられたらしい。

　あれではダンゴムシというより毛虫だな。

「エイギル様お助けに参りまし……うぎゃああぁぁぁぁ!!」

　駆け付けたセリアが攻撃されてもいないのに落馬する。

彼女は過去のトラウマのせいで何より毛虫が苦手だからな。

「シュバルツの針を抜いてやってくれ」

　あのエロ馬はまだまともに立てていない。

　俺は言いながら剣を構える。

騎乗の時と違って腰を入れて力が込められる。

　急所はやはり不明だが口があるなら正面が頭だろうと斬りかかる。

　上段から思い切り剣を振り降ろすと甲虫は一瞬怯んだ後、にゅっと縮んだ。

鎌のような口が無くなっている……奴らの頭は体の下側についており、口だけを出していたのか。

「そこか」

　俺は甲虫に密着すると体を下から掴む。

重さはざっと２５０ｋｇといった所か。重いがなんとかなる。

　両手に力を込めると黒い甲虫の体が持ち上がる。

「ふん！」

　そのまま一回転させて地面に投げつける。

黒い外殻の裏側はいかにも軟らかそうに真っ白だ。

　小さな顔が不安そうにこちらを見ている。

　ドスンと音が鳴る。

ルナが矢で甲虫の顔を撃ち抜いたのだ。

　その一矢だけで甲虫は悶え絶命する。

これ以上ないぐらいの弱点だ。

「短い木杭を地面に刺せ。用意できなければ短槍を折って穂先を刺せ」

　エイリヒの声だ。

指揮には噛まないと言っていたのに我慢できなくなったかと笑ってしまう。

　カタパルトの集中射撃に加えて対処法が分かったのだから甲虫もなんとかなる。

　セリアもシュバルツの針を抜き終えたようでゆっくり後退している。

俺もそろそろこの場を離れるべきだが……。

「できないよな」

　さっきから気づかないふりをしていた影を諦めて見据える。

　黒く巨大な影は高さ優に２０ｍ、ワームに比べて胴体は何倍も太く、中程から九つに分かれてそれぞれが俺を威嚇するように蠢いていた。

「出たぁぁぁぁ!!」

「も、もう終わりだぁ!!」

　堀の修復や補給任務に当たっていた避難民達が全てを投げ出して蹲る。

「気持ちはわかる。俺もノンナ達がいなければあんな怪獣からはさっさと逃げたい」

　俺は独語してから地面に唾を吐く。

　後ろを見るとエイリヒが呆けたアホ面を晒していた。

目は真ん丸、口はポカンと開き、鼻水まで垂れていそうだ。

「生きて帰ったら言いふらそう」

　少しやる気が出てきた。百足退治と行こうじゃないか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

家族

ノンナ（退避）カーラ（退避）メル（退避）レア（お出かけ）ピピ（退避）

ミティ（退避）マリア（退避）カトリーヌ（退避）グレーテル（退避）メリッサ（退避）

クウ（退避）ルウ（退避）ミレイ（戦闘）ケイシー（四・八頭身）リタ（退避）

ヨグリ（脚本家）アリス（戦闘）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・次女（了承）フェリシー・三女（どっちでも）

ソフィア（遭遇）ドロテア（トラブル）クラウディア（戦闘）クララ（諦め）アデラ（退避）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

部下

ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民長）ラファエラ（中だし）

セリア（退避）マイラ（退避）イリジナ（戦闘）ルナ（退避）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（療養、諦）マック（緊急出撃）クリストフ（母離れ）グイグ（善悪混在）アドルフ（苦悩）セバスチャン（倹約）

マータ（旅支度）サリー（避難）マルル（避難）

ジム（出撃士気低）スージィ（出撃）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

その他

エイリヒ（アホ面）

セクリト（判明）イヴァンナ（勝手に演習）Ｔ−九九（戦闘開始）ブリュンヒルデ（戦闘開始）

ナーティア（逃走）フェルテリス（乱交逃走）イジャリス（逃走）ユーラーレン（逃走）

アネット（暇）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（慰安）セイカ（慰安同行）

ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ラミー（植え替え）アルラウネ（植え替え）ミルミ（予感）ポチ（出発）メッサーシュミット（寝出発）
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第５０５話　九頭の要塞







　俺はでっかいムカ──蟲ヒュドラと呼ぶことにしたんだっけな──の進路に立ちはだかる。

　さて胴体までは巨大ムカデで良い。

異形なのはやはり胴部分から伸びた頭だ。

　胴体が八股に割れ、九つの頭が独立した動きをしている。

それぞれ触角が蠢き、鋭い牙の生えた口がガチガチと打ち鳴らされている。

　俺はムカデは好きじゃないが、ここまででかいともう怪獣なので気持ち悪さは軽減されるな。

「軽減されないです！　弩級の気持ち悪さです!!　足音が妙に小さくて軽快なのがなお嫌です！」

　セリアがシュバルツの轡を引きながら腕の寒イボをかきむしっていた。

やっぱりでかくても気持ち悪いか。

　俺達の声に反応してか蟲ヒュドラの動きが止まった。

九つの内、六つの頭が正面に立ちはだかる俺を覗き込むように降りて来る。

頭だけでも優に３ｍを越えるなこりゃ。

　なんとも悲しくなる大きさの差だが俺の方も目を逸らさない。




「見ろよ……睨み合ってるぜ」

「ハードレット卿に恐怖なんて感情はねえのか……」

「いよいよ死闘が始まる……」




　兵達の言葉に触発されたわけでもないだろうが、蟲ヒュドラがゆっくりと頭を戻す。

そして牙を打ち鳴らす音が大きくした直後、物凄い勢いで突っ込んできた。

　まったく同じタイミングで俺は反転し、全力ダッシュで後退する。

「えっ逃げるのか!?」

　適当なことを言いやがる兵士に怒鳴り返す。

「当たり前だろうが！　あんなでかいのと正面から当たれるか！」

　お前らは俺をなんだと思ってるんだ。

　言い終わるや否や、全力疾走から横っ飛びして転がる。

俺の居た場所に左右から巨大な頭が迫り、バチンと顎が音を鳴らした。

転がらなければ今頃腰の上から真っ二つだったろう。

　転がりながら体勢を立て直し、立ち上がるなりバックステップで距離を取る。

半秒もおかずに別の頭が前髪を掠めて地面に突き刺さる。

地面が揺れ、雨を含んだ泥混じりの土が飛び散る。

　俺は腕で顔を守りながら次の攻撃に備える。

目に泥が入って視界が奪われたら最後だ。

「巨体の割に速い！」

「九つの頭からの流れるような全方位連撃！」

「一撃でも受けたら終わりだぞ！」

　兵士達が口々に何か言っている。

　右からの迫る顎を足で蹴って後ろに跳び、左から追ってきた顎を紙一重で避けて地面に転がる。

即座に跳ね起き、ハンマーのように打ち下ろされる頭を避けて後方から迫る頭をバックステップで避ける。

「すげえまた避けた！　まるで野生の狼だ！」

「ハードレット卿は怪力無双だけじゃない。速さもまるで疾風だぁ」

　何が『疾風だぁ』だ。

俺が何の為に転がり回ってると思ってる。




「お前ら何をやっている！　ハードレット卿が奴を引きつけているうちに狙い撃て!!」

　ディングスが叫ぶ。

　兵達もようやく俺が囮をやっていたことに気付いたのか矢が降り注ぎ、大弩とカタパルトの狙いも蟲ヒュドラに集まる。

　高く持ち上がった九つの頭は狙い易い。

動きの少ない胴体部分もその巨大さもあって大弩とカタパルトの良い的だ。

　九つ全ての顔面に無数の矢が命中する。

大矢が連続して打ち当たり、僅かに時間を置いて重量感のある鉄弾がドカドカと黒い胴体を打ち据える。

　小気味良い楽器のように矢が弾かれて音を鳴らし、大矢はバラバラに砕け、鉄弾が金属音を鳴らして地面に落ちて転がった。

光沢ある外殻には傷一つ無い。

　蟲ヒュドラは苦しむ仕草すら見せず、僅かに傾けた頭を味方兵士の方向に伸ばすのみだ。

「……無傷」

「甲虫とも比べ物にならない」

　セリアとルナが呆然と呟く。

鋼鉄の外殻と聞いていたが、あれだけの集中攻撃を受けて傷一つ無くよろめきさえもしない。

　もちろん硬いと事前情報はあった。

だがあれだけの集中射撃を受ければ僅かでも怯み、つけ込める隙ができるだろうと思っていたのだ。

まさか微動だにせずに全部弾かれるとは。




　それでも攻撃されたと認識はしたのか蟲ヒュドラの狙いが俺から味方兵士に変わる。

「こっちに来るぞ！」

「逃げろぉぉぉ!!」

　圧倒的な光景だった。

　巨体の前に堀も柵もなんの役にも立たない。

足元に散らばる藁束のように踏み散らし、土塁の上に座っていた大弩を盛られた土ごと粉砕する。

　逃げ散る兵士に向かって頭が伸びる。

逃げる兵士は上半身を噛みとられ、踏みとどまる兵士は丸呑みにされ、抵抗する指揮官は天高く放り投げられる。

　堀に隠れた者は巨体に潰され、見張り台に登った者は台ごと吹き飛ばされ空中で捕食される。

　損傷少なく残っていた石壁は三頭の連撃で崩れ落ち、四つ目五つ目の頭が隠れていた兵士を噛み砕く。

　そして崩壊した前線に他の蟲共が侵入してくる。




「一体で城が崩壊する。なるほど嘘ではないらしい」

　俺は大きく息をしてから両手の得物を構え直す。

このまま放置すれば五分で砦は崩壊、ノンナ達の命も危うい。

「行くぞ化物」

　俺は大暴れする蟲ヒュドラに向かって奔る。

　頭の一つが即座に反応して襲い掛かって来る。

　俺は崩れかけた石垣を背にして立ち、あえて一呼吸遅らせ紙一重で避ける。

頭はそのまま石垣に突っ込み、一瞬ながら動きが止まった。

「頭が九つもあるのは卑怯だろう」

　俺は腰を落としてケラヴノスを顔の高さまで掲げて渾身の力で突き込む。

　体重の乗った突きは狙い違わず命中し、強烈な手応えと甲高い金属音を残した。

「カキーン……」

「エイギル様の力で通らないなんて、あっでも傷はついています！　エイギル様の勝利です」

　ルナとセリアが呆然としている。

　俺もしたいがやったら叩き潰されるのでやめておこう。

　即座に来る薙ぎ払いの反撃を避ける。

もう二つ、別の頭も迫って来た。

　時間差で左右から突っ込んでくる頭は左右に転がってよける。

　三頭同時攻撃もケラヴノスを顔面に叩き込み、その反動で後ろへ跳ぶことで回避する。

　並の宝槍と比べ物にならない切れ味を持つケラヴノスをしなるだけのつっかえ棒みたいに使わないといけないのか。

「ならこっちだ」

　俺は勢いを殺されて動きを止めた頭を狙ってデュアルクレイターを上段から叩きつける。

　ミスリル製のデュアルクレイターはさすがに弾かれず、外殻を切り裂く感触がある。

　完全に斬り抜いてから顔をあげると顔から紫色の体液が飛び散り、蟲ヒュドラはおどろいたように数メートル後退した。

「今のは頭を割ったと思ったが」

　角度は十分いけたはずだ。

だが奴の強固な外殻はデュアルクレイターの刃すら滑らせたのか。

「あと少しお前なんとかできなかったのか」

　先ほどから起きているらしいリントブルムに悪態を吐いてみる。

『悪鬼怨霊の類なら散らせよう　だがあれはどこまでも蟲　魔を掃うミスリルも鋭いカミソリにすぎない』

　だからお前になんとかしろと言った。

前に魂を吸うだの言ってただろ。

『蟲の魂など吸えるか！　そもそも吾は蟲系大嫌い』

　それっきり応答が無くなった。

　蟲ヒュドラは今の一撃で懲りたのか全ての頭を引き上げて俺を真正面から睨みつける。

これでは攻撃は届かないが──。

「いかん」

　俺は言うが早いか武器を仕舞って駆ける。

　蟲ヒュドラが全身で突進してくるのが轟音でわかる。

　こうなるとどうしようもない。

止められる重量ではないし横幅も大きいから転がって避けるのも無理だ。




「ハードレット卿こちらです」

　声の方向を見るとレオポルトがコの字に造られた土塁の上に居る。

「その中に飛び込んだら逃げ場がないだろうが！」

　文句を言いながらも土塁に向かって突っ込む。

　当たり前だがコの字の中に飛び込むのだから逃げ場はなくなったが──。

「うおっ」

　最奥まで逃げこんだ途端に足元が開き、俺はそのまま斜めに滑り落ちるようにして反対側に転がり出る。

「……最初から言え」

「猶予がありませんでしたので」

　頭から硬いものにぶつかった俺は呻きながら悪態を吐く。

　だがこんな土塁、蟲ヒュドラにとってはただの土塊に過ぎない。

奴は一切減速することも無く土塁に体当たりして突き破り、目の前に巨体が飛び出す。

「砲兵。放て」

　いつの間にか後方にいたレオポルトの冷徹な声。

「ちょっと待て、この硬いのは……」

　言い終わる前に六門の大砲が一斉に火を噴いた。

　土塁を突き破った蟲ヒュドラとの距離は数メートルも無い。

　凄まじい轟音と連続する命中音、そして蟲ヒュドラが苦しみ倒れ込む音が聞こえているはずだが、生憎奴以上の至近距離で砲声を聞かされた俺は頭がグラグラして何も聞こえない。

「レオポルトめ、後でお前の寝床にこっそりムカデを入れてやる」

　頭を振りながら顔をあげるとレオポルトが叫んでいる。

声は聞こえないがあいつが大口を開くのは珍しい。

もちろん意味はわかる。

「寝床どころか襟首から入れてやる！」

　剣と槍を胸の前で交差させて後方に飛ぶ。

同時に胸元に物凄い衝撃が加わり、空中高く跳ね飛ばされた。

　視界一杯に広がるのは胸元を紫に濡らした蟲ヒュドラ。

六門の至近射撃でも駄目だったようだ。

　などと妙に冷静に考えながら俺は５０ｍ程吹き飛ばされ、背中から地面に落下する。

「──!!」

　骨が軋み、臓腑が揺らぎ、視界に星が散る。

　水面を跳ねる石のようにバウンドしながら体を捻り、転がりながら吹き飛ぶことで衝撃を殺す。

最後は味方兵士数人を跳ね飛ばしながら土塁に激突して止まった。

「エイギル様──!!」

「ハードレット卿がやられた!?」

「も、もうおしまいだ……」

　まだ死んで無いと言いたいが体が動かず声もでない。

　もう数十秒待って欲しいがそれも許されない。

「こっちに来るぞ！」

　蟲ヒュドラはあくまで俺を狙ってきているようだ。

立ち上がらなければ潰される。

「ぐ……ぐう」

　デュアルクレイターを杖に無理やり立ち上がったが、攻撃どころか転がることもできそうにない。

「さて……どう……するか」

　空気が漏れるような声で独語しながら顔をあげた時だった。

「食らえゴミ蟲が」

　崩れかけた見張り台の上から数個の瓶が投げられた。

瓶は正確に蟲ヒュドラの顔面に当たり、轟音を立てて爆発、触角が千切れて飛び散った。

六門の至近射撃を平然と耐えた怪物の体が痛みに震えている。

「管理者の危機を認知。緊急射撃モード──斉射」

　更に後方から光が走る。

光は俺や兵士の間を縫い、頭の一つを捉えた。

　頭は僅かな間、光に耐えていたがやがて内部から膨張するようにして弾けとぶ。

全ての頭がバラバラに動き、胴体が左右にのたうつ。

蟲ヒュドラがはっきりと苦痛を示したのは初めてだ。

「物理・熱兵器への強度抵抗を確認。電磁・放射線兵器での攻撃を推奨」

　よくわからないことを言いながら現れたのはティククだ。

右手に引き千切ったワーム、左手にクモの頭を持ち、背中からクモに覆いかぶさられている。

　覆いかぶさったクモがティククの額に管を突き込もうとしたが鈍い音と共に弾かれる。

「強毒素を確認。退避を推奨」

　ティククは額を両手で押さえた後、クモの前足を掴んで左右に引き千切った。

　視界から星が消え、聴力が戻ってくる。

「助かった」

　見張台から飛び降りたセクリトとバラバラにしたクモを味方兵士に手渡したティククに微笑む。

　だが終わっていない。

　目の前で八頭になったヒュドラがゆっくりと立ち上がる。

「一つ減ってどれだけ有利になったか」




　あんまり変わらないだろうなとデュアルクレイターを構えたところにまた横槍が入った。

「吹き抜ける風、鋭き刃となって悪しきものを斬り払え」

　すっと変な風圧を感じた瞬間、蟲ヒュドラの足が十程切れ飛んだ。

バランスを崩した蟲ヒュドラが大きく傾く。

　かまいたち、風の魔法か。

「大変なことになっているようですね」

　振り返った先に居たのは安っぽい傘をさす森エルフの長ユーラーレンだ。

彼女がここにいるならば──。

「雨粒よ。寄り集まって巨石となりゃれ。わーるい虫を潰しんせ」

　周囲に降っていた雨が止み、空中に集まって巨大な水球となる。

そしてふわふわと蟲ヒュドラの頭上まで移動してそのまま落下する。

水は重い、あれだけの大きさになるとカタパルトなどとは比べ物にならない威力だろう。

　ドスンと音がして頭の一つが割れて潰れる。

「イジャリス」

「はいな」

　黒エルフの長イジャリスは褐色の肌を妖艶に濡らしながら安っぽい扇子をパタパタさせる。

二人揃ってどこかの市場で買って来たんだな。

「助かった。正直もうダメかと思ったよ」

「ふふ、間に合うて良かった」

「ええ、でもまだ安心はできませんよ」

　蟲ヒュドラがゆっくりと立ち上がる。

　失ったのは頭二つと触角に足を一〇本程。

致命傷には程遠い。

「はぁはぁ……間に合った！」

　トテトテと危なっかしい足音が俺の脇で止まる。

「ひっ！」

　そして小さな悲鳴。

声の主はアリスだ。

　蟲ヒュドラと周囲から迫るクモやワームを見て恐怖に顔を強張らせたが、頭を一度振り目を閉じて息を吸い込む。

「総員退避！」

　俺が叫ぶと味方兵士も悪い予感を感じたのか戦闘を止めて後退する。

　ディングスも撤退を叫び、ポカンとしていたリヌーガを殴りつけて引きずっていく。

「燃えちゃえ!!」

　アリスの両手から人サイズの火球が飛び出す。

　火球は歩くような速度で飛び、蟲ヒュドラの足元に落ちる。

　１，２，３秒──。

「うおっ!?」

「熱っ！」

「うわぁぁぁぁぁ!!」

　爆発、いや炎が一瞬にして膨らんだ。

「やったか!!」

　イリジナが叫ぶ。

　蟲ヒュドラは炎に包まれて見えなくなり、周囲のクモやワームもまとめて巻き込んだ業火は味方の髪や眉まで焦がして上空高く燃え消えた。

　火球の近くに居た蟲共は完全に炭化している。

それ以外の個体も本能で危険を察知したのか、砦から離れていく。

　炎の中心にいた蟲ヒュドラは全身から黒煙をあげてオブジェのように動かない。

バラバラと焼けた外殻が地面に落ちる音だけが響く。

　いつの間にか雨はやみ、雲が切れて光が差し込んでくる。




「死んでいるのか？」

「当たり前だろ。周りを見ろよ蟲共が原型留めない程の業火だぞ」

「炭になってる……んだよな？」

　兵士がボソボソと呟く。

「クリストフ」

　目についたクリストフを差して蟲ヒュドラを指差す。

「え？」

「早くいきなさい」

　セリアに急かされてクリストフは物凄いへっぴり腰で近づき、人差し指と親指で剣を掴んで蟲ヒュドラを突いた。

　途端、炭の塊がぐらりと動いた。

「うわぁぁぁぁ!!」

「嘘だろ……」

　全身から炭をまき散らしながら蟲ヒュドラが再び動き始める。

バラバラと外殻の破片をまき散らすところを見れば体表部は確かに炭化していたのだろう。

その一塊がクリストフに命中し、奴は両手を胸の前で組んで気絶する。

　更に完全に焼けてしまった頭が二つ、千切れてドスンと落ちる。

だがそれでも奴はしっかりと生きている。

「なんて生命力だ」

　蟲ヒュドラは時折ふらついて頭を地面に打ち付けながらも周囲を見回し、顔を出した太陽から隠れるように身を低くして南へと去っていく。

「追うな。これ以上戦う余力はない。再編成と砦の修理を優先しろ。後数時間で夜だ、また来るぞ」

　俺は蟲ヒュドラを睨みながら疲れ果ててしまったアリスを抱き上げる。

「ユーラーレンとイジャリス……エルフ達もいるんだな。軽く状況を説明するからついて来てくれ」

　冷静に言いながらリヌーガを呼びつける。

「なあ、お前らの砦を襲ったのはあいつだよな？」

「もちろんそうだが……そういえば心持ち大きさが違うような……」

　だよな。クモがいっぱいいるならアレも数がいるんだよな。

　溜息を吐いて振り返る。

「レオポルト短期決戦だ。処理はディングスに任せて奴らの出元を叩く方だけを考えろ。あんなのが十も二十も来てみろ。ここどころかゴルドニア全体が三日も持たんぞ」

　すぐに奴らを退治するか、しくじって俺達が食われるかだ。

またやっちゃいました。次回からは更新時間改めて夕方にします。

次回更新予定日は木曜となります。










第５０６話　大集合







　甲冑を地面に投げ捨てて体を確かめる。

　盛大に弾き飛ばされたせいで全身が痛み、目で見ないと怪我があるかどうかわかりそうにない。

「お手伝いします。目に見える切傷刺し傷は無さそうです。後は肋骨が折れていないかどうか見ます」

　セリアが駆け付け手伝ってくれる。

「すまんな。どころでシュバルツの奴はどうなった。今夜は馬肉料理か？」

「一応元気です……手当をしていたらお尻を舐められましたから。カーラさんが面倒見ています」

　あいつは女は大抵好きだがカーラを最も慕っている。

　戦場で過ごした時間を考えればセリアやイリジナ辺りに懐きそうなものだが……まさかな。

「でもしばらく騎乗は無理だと思います。見てください」

　差し出されたのは長さ５０ｃｍ程の針だ。

　先端数ｃｍがシュバルツの血で黒く濡れている。

「これが下半身にびっしり刺さっていました。一応抜きましたが形状的に毒が心配です」

「見るからに毛虫だったからな」

　そう言うとセリアは思い出したのか腰から脳天までプルルと震える。

　あのエロ馬はあれでいて強がったりやせ我慢したりするからな。

　少し様子を見ておくしかないな。

「次は下を見ますね。あっこら!?」

　セリアが下半身の確認を始めた時、甘い快感が腰をせり上がる。

　見れば美しくも淫らな雰囲気を出す女が俺の腰に手を添えていた。

　アデラだ。

「アデラも来てくれていたんだな。怪我はなかったか？」

「ええもちろん。頼りになるご主人様が守ってくれましたから」

　ニコリと笑ったアデラは俺の腰に手を回して股間に頬擦りし始めた。

　戦場には似合わないカールしたセミロングの茶髪が汗まみれの太ももに絡む。

　オオッと周囲から声が上がる。

　周りには疲労困憊してへたりこむ兵士や、力を振り絞って土塁を作り直そうとする兵士が多数いる。

　彼らの目の前でアデラのような美女が男の股間に顔を埋めているのだから目立つに決まっている。

「うおっ凄い美人だ」

「まさかここで始めるのか？」

　視線が突き刺さりセリアも吠えているがアデラは気にせず、ズボンの上から舌を這わせて来る。

「いいのか？　見られまくっているぞ」

「構いませんわ。ふふ、奥様方は名誉もあってこんなことできないでしょうけど私は愛人……」

　口が開かれ服の上から疑似的な口奉仕が始まる。

　良く見るとアデラの頬は上気して目がトロリとしている。

　彼女とて本来人前でまぐわる趣味は持っていないのだが、先ほどの俺の戦いを見て高ぶったようだ。

　痛いし死ぬかと思ったが頑張ってみるものだな。

「なんてエロい顔だ……あんなので見上げられたらたまらねえぞ」

「舌遣いもやばいぞ。前後左右動き回ってるぜ。まだ若いのにどれだけ経験豊富なんだ」

「いや待て、それよりハードレット卿の股間おかしくないか？　棍棒をズボンに入れてるのかよ」

　全方位から視線を感じる。

　兵士達のど真ん中で仁王立ちしているのだから同然なのだが。

　アデラは頬をすぼめて一度吸引してから口を離す。

「男根を出しても構いませんか？　それとも人前では勃ちにくいですか？」

「俺がそんな情けない男に見えるか？　戦場だろうが王宮だろうが美女が求めればそそり勃たせる」

　堂々と言い放つとアデラは素敵と呟いてズボンを降ろそうとする。

　そこに軽快な足音が迫る。

　裸足の足音が背後数メートルまで近づきタンと踏み切る。

「うおっと」

「もがっ！」

　背中に衝撃を感じて振り返るとラファエラが抱きついていた。

「中に出されたのを水で流したらまた怖くなっちゃった……気にしないで」

　ううむ、完全に克服できた訳ではないようだ。

　安心できるのは俺の種が体内にある時だけなのか。

　さて飛びつかれた衝撃でアデラの顔面に股間を押し付けてしまったぞ。

　顎から額までぴったり張り付いた男根を前にアデラの目が釘付けになっている。

「あの……私も良いですか？」

　遠慮がちな声の後、ローブを羽織った女が俺の唇を奪う。

　大人しげではあるが息はアデラ以上に荒く体温も高い。

　おまけにキスしながら抱き着くと同時に股を手に擦りつけてくる。

　見た目の平静こそ保っているが発情の度合いはアデラよりずっと上だ。

「人目がある。お前はあまり目立てないぞ」

　カトリーヌは死んでいるはずの人間なのであまり堂々と顔を晒せない。

　王国軍の士官には彼女の顔を知る者がいるかもしれない。

「分かっています。でも私達を守ろうと魔物を蹴散らしているのを見ると疼いて疼いて」

　カトリーヌは子宮から出たような長い吐息の後、舌をねじ込んできた。

「このままでは近くにいる男に抱き着いてしまいそうで……どうか情けを下さい」

　ここまで言われては放置できない。

　俺はカトリーヌの顔が丸見えにならないようにローブを引っ張りながらその尻を撫でる。

「三人まとめてかよ。さすが女好きで有名なハードレット卿だ」

「しかも遮るものが何もないこんな場所でヤる気だぜ……豪傑だ」

「クソっ妬ましいぜ。いやハードレット卿じゃなくて周りの女共だ。俺もあの太い腕で……」

　兵士はざわめき、皆が舐めるように俺達を見ている。

　アデラとカトリーヌには欲情の視線、俺には嫉妬の視線だ。

　美女三人を一人占めとあっては男として羨むのは当然だ。

　こうなったらせめてもの慰めに俺達の交わりを見せてやるか。

　俺はニヤリと笑って周囲を見回したが、先程までの視線が全てなくなり、兵士達はどこかへ去ってしまっている。残っている兵士もこちらを見ることなく、無駄にかけ声をあげながら土塁を直し始めた。

「どうしてだ」

「どうしてだろうな」

　首だけを動かして横を見る。

　エイリヒだった。

「ラッドハルデ卿怪我はありませんでしたか？」

「ああ、お前と違って前には出なかったからな。『お前の武勇は人も蟲も関係なく発揮されるのだな』と讃えるつもりで来たのだがな」

　エイリヒは咎める目で俺を睨む。

　俺はジュボジュボと音を立て始めていたアデラを引き離す。

　彼女は口元を上品にハンカチで拭いた後、俺のズボンを引き上げてから一礼して去って行った。

「ほんじゃあ、あたいも、ここで失礼するます」

　カトリーヌが不自然な口調と声色のまま顔を手で隠して逃げる。

　両手で顔を覆うと不自然だからか、左手を顔の前で翳して目と鼻を隠していた。

　そのポーズのままカトリーヌはいそいそ逃げていく。

　エイリヒはカトリーヌをじっと見ている。

　まさか正体がばれたのだろうか。

「……今の隠し方はぐっとくるな。彼女はお前の女か、もしよければ一夜貸してはくれまいか」

　色々な意味でお断りせねばならん。

「後はその背中の奴だが、まさか痴情のもつれで死なせた亡霊か何かではなかろうな？」

　背中に張り付いたラファエラは断固として離れまいと両手両足でしがみついている。

「ははは、俺のような誠実な男がそのようなことするはずがない」

「誠実か」

「「「エイギル様ぁ!!」」」

　言い終わる前にどやどやとノンナ達が押し寄せて来る。

　ノンナにメルに娘のクウとルウ、レア、ミティ、マリアにグレーテル、メリッサとミレイにリタ、ソフィア、侍女のサリーとマルルに文官のマータがきゃいきゃいと寄ってきた。

　他にも先程逃げたアデラとカトリーヌにルキノ夫人がノンナからなるべく離れて手を振り、見えないだろうが微妙な頭身になったケイシーも漂っている。

「誠実か」

　全員が我先に俺に抱きつくので抱き返すと全員の股間に熱を感じる。

　全員が大なり小なり濡れているが特にメルとリタがまずい。

　感じるとかの次元ではなく足を伝って垂れている。

「ちょっと私が先です！　横から割り込まないで下さいよ！」

「体が大きいんだから最後にして！　潰れちゃうでしょ！」

「貴方、私の侍女なのにどさくさに紛れて抱き着かない！」

「足踏まれたぁ!!」

　これだけの人数が入り乱れると文句も出始めるものだ。

「誠実か」

　エイリヒの俺への評価がもりもり落ちている気配を感じる。

　どう仲裁したものかと思っていると、目の前の数倍の騒がしさが突っ込んでくる。

「いやぁぁぁ怖かったぁぁぁ！　あれなんだったのよぉ!!」

「必死になって逃げきったと思ったら気持ち悪い蟲ヒュドラだらけなんてどうなっているのよ！」

「うう……私の魔法が素手で弾かれるなんて」

　ワラワラと走ってきたのは白黒エルフ達だ。

　南ユーグリアとの戦いが一段落ついたところでこれ以上戦うのは嫌と揃って遠足にでかけていたはずの彼女達が団子になってこちらにやってくる。

「ちょっとなんですか貴方達は！　まさかエイギル様また愛人を作ったのですか？　こんなにたくさん四〇〇人ぐらいいるじゃないですか!!　って止まりなさい、私を誰だと……わきゃ！　助けてエイギル様！」

　騒ぎ立てる集団はノンナ達を巻き込んでそのままどこぞやへ去っていく。

　何かに脅えているようだが、聞く限り蟲ではなさそうだ。

「しくしく、グスン、ズルズル」

　最後尾に目を擦って泣いているナーティアを見つけて声をかける。

「一体遠足中に何があったんだ？　位置的に蟲共とかちあったとも思えないが」

　ナーティアは真っ赤になった目を擦りながら鼻を啜って応える。

「うう……いい感じの森を見つけてみんなでキャンプをしたんだ」

　エルフ達は元々自然と共に生きる種族だ。

　野宿を厭わないどころか下手な宿より森の中で寝る方が快適だろう。

「そしたら変な魔物……ううん、見た目は人間だったけど、とにかく一目でまずいってわかるのが出た。『家の前で騒がしいからさっさと出ていけ』って言われて。その時たまたま長達がいなくて、調子に乗った気の荒い黒エルフが恫喝したら……命からがら逃げてきた」

　戦闘になって蹴散らされたらしい。

　ユーラーレン、イジャリスの二人が不在だったとしても百人単位のエルフを蹴散らす魔物なんているのか？

　あとさっきからずっと泣いているがそんなに怖かったのか？

「足止めしようと特製催涙瓶を投げつけたら掴んで投げ返された！　頭に直撃して中身を全部被ったんだ！　思いっきり強力な奴だからもう……ぶぇぇぇ、涙と鼻水止まんない!!」

　ナーティアは水筒の水で顔を洗いながら鼻を啜り目を擦る。

　しばらく放っておいてやった方がよさそうだ。

「ああ最後に……」

「グス、なに？」

　俺はナーティアの隣で泣いているもう一人に目をやる。

「フェルテリスも催涙瓶を食らったのか？」

　それにしては服が破れて股から白いものが垂れているが。

「ううん。この娘は逃げる道中酔ったチンピラの一団に喧嘩ふっかけて負けて犯された」

「そうか」

「どれだけ体を穢されても心までは奪えませんわ！　エルフ女戦士の誇りにかけて！」

　俺はナーティアに追加の水を渡してやる。

　全員がノンナ達ごとどこかに行った後、ユーラーレンとイジャリスがやってくる。

　ドタバタ展開に呆気に取られていたエイリヒだったが二人と目が合うなり真剣な表情に変わる。

　本能的に二人の強さと異常性を感じ取ったのだろう。

「わっちらがおらん隙にあーんな古株に遭遇するのは予想外でありんしたが、逆に幸運でもありんした」

「ええ、もしあそこで逃げなければここに来ることもなかったですからね。数日前から悪い気は感じていましたが、よもやこれほどとは思いませんでした」

　二人は周囲に転がる蟲の死体を見て怖い怖いと首を振り、順番に俺にキスをする。

「こっちのお方にもキスしたほうがよろしいでありんしょうか？」

　俺が嫉妬の、エイリヒが期待の目を向けるとイジャリスは『冗談』と言ってクスリと笑う。

　だがそんな笑みも瞬時に消える。

「私達も千年生きていますが、ここにいる魔物の一匹でも見たことはありません」

「わっちの渾身の一撃受けて死なずに逃げたぇ。まともにやりんしたら勝てる気がしんせん」

　俺とエイリヒを見据えてニコリと笑ってから二人は同時に言う。




「「お前ら一体何をした？」」




　二人の目が開き本気の殺気をぶつけてくる。

　ぞわっと背筋に来る怖さだ。

　心当たりがあれば動揺してボロも出そうだが、生憎心当たりがない。

　エイリヒが腰の剣に手をやったが面倒になるから抜かないでくれよ。

「何が起こっているのか分からんから困っている。分かるのは今の状況がやばいってことだけだ」

　すると二人は俺の瞳を深く覗き込んだ後、ふっと殺気を消した。

「いずれにせよ遠足はヤメじゃ。あんなものが溢れたらヒトどころか我らも食われてしまいんす」

「微力ですが力をお貸しいたしますので協力致しましょう」

　俺とエイリヒは二人とそれぞれ握手する。

　見た所エイリヒはイジャリスよりユーラーレンが好みのようで妙に握手が長い。

　それどころかいい感じに微笑んで恰好良さをアピールしている。

「美しい方だ」

「ふふ、貴方もいい男」

　ユーラーレンは照れ臭そうに微笑みながら舌で唇をベロリと舐める。

　みんな余裕があって結構だ。

「何が結構かぁ!!」

　ドスンと背後に何かが着地、いや落下する音がする。

「お前ら何をしとるんじゃあ！」

　そして間髪おかず尻を蹴り飛ばされる。

「誰だ！」

　振り返って反撃しようとして止める。

　落下してきたのはバルバノだった。

「お前の知らせを聞いて走っていたら途中であのでかいのに吊り上げられたのだ！」

　空にはポチがいる。

　背中にピピを乗せて空中を旋回していた。

「そんなことよりどうして奈落の魔物が外にいる！　ヒト共死にたいのか！」

　どでかく図太い声で怒鳴られる。

「八足やウネウネはともかく硬いのは相当深くまで穴を抜かんと出て来んというのに！」

　言いながらバルバノは周囲を見回し、蟲ヒュドラの焦げた頭を見て息を呑む。

「こ、こいつまで出してしもうたんか……儂ですら我らドワーフですら三代に一度見るか見ないかの奈落の狂蟲……これはもう仕舞いかもしれんぞ」

　肩を落とすバルバノの横にポチがゆっくりと降下する。

　当然ながら大きなどよめきが起きる。

「で、出た……これがハードレット卿が飼い慣らしたと噂の飛行トカゲか」

「はは……すげぇ。これならあの巨大ムカデ野郎だってイチコロだぜ。イチコロだよな？」

　兵士達はポチに怯えながらも士気は上がっている。

　確かにポチの図体なら大クモやワームなど目ではない。

　ポチは微妙に位置を調整しながら不自然なぐらいゆっくり降りて来る。

　虫の死体を避けているようだ。

　そう、ポチには一つ問題があるんだ。

「ポチは虫が大嫌いだ。仕方ない」

　ピピが背中の上から言う。

　ポチは真正の虫嫌いなのだ。

　小屋に湧いた普通サイズの虫ですら自分で潰せず、リタに泣きついて退治してもらうか、ナーティアに貰った殺虫剤を使って触れずに駆除するぐらいだ。

「大丈夫だろうか」

　不安要素はいくらでも見えるがそれでも味方は揃ってきた。




「ハードレット卿、ラッドハルデ卿、宜しいでしょうか？」

　レオポルトの言に俺とエイリヒは頷く。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

　家族

　ノンナ（揉みくちゃ）カーラ（看病）メル（退避）レア（救出）ピピ（合流）

　ミティ（揉みくちゃ）マリア（揉みくちゃ）カトリーヌ（逃走）グレーテル（揉みくちゃ）メリッサ（揉みくちゃ）クウ（揉みくちゃ）ルウ（揉みくちゃ）ミレイ（揉みくちゃ）ケイシー（五頭身）リタ（料理）

　ヨグリ（脚本家）アリス（睡眠）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・次女（了承）フェリシー・三女　（どっちでも）

　ソフィア（揉みくちゃ）ドロテア（トラブル）クラウディア（仁王立ち）クララ（肩車）アデラ（自慰）

　セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

　部下

　ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民長）ラファエラ（背中寄生）

　セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

　レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（自暴自棄）マック（緊急出撃）クリストフ（失神）グイグ（看病）アドルフ（苦悩）セバスチャン（倹約）

　マータ（揉みくちゃ）サリー（揉みくちゃ）マルル（揉みくちゃ）

　ジム（出撃士気低）スージィ（出撃）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

　その他

　エイリヒ（ロックオン）イジャリス（合流）ユーラーレン（ロックオン強）

　セクリト（分析）イヴァンナ（勝手に演習）Ｔ−九九（整備）ブリュンヒルデ（隠れ）

　ナーティア（催涙）フェルテリス（誇り高きエルフ女戦士）

　アネット（暇）

　ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（揉みくちゃ）セイカ（触られた）

　ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

　人外ズ

　ラミー（移動）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（予感）ポチ（虫嫌い）メッサーシュミット（寝）

　ネッタイプリプリオオトカゲ（追跡開始）シュバルツ（重体）

　────────────────────────────────────────

　護衛隊　　　　　四三

　歩兵　　　　　　三千

　騎兵　　　　　　四〇〇

　弓兵　　　　　　四〇〇

　砲兵　　　　　　四〇〇

　弓騎兵　　　　　千

　一〇五兵団　　　三七〇〇

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

　大砲四五　大型砲二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲一八　戦車三八

　援軍・友軍

　東方軍　　　　　一万三千

　避難民混成隊　　五八〇〇

　エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇　合流

　アルテイル神軍　二五〇〇→二八〇〇（ラーフェン福祉奉仕勧誘）

　テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

　財産　金貨－七万五千

　経験人数八〇五人

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　キサット北　廃砦

無事夕方更新です♪

進まなかったので数で押します。

次回更新は明日金曜日予定です。










第５０７話　奈落を探せ







　レオポルトに呼ばれた俺とエイリヒは辛うじて破壊を免れた砦の一部で作戦会議を行っていた。

　外では夜に来るであろう襲撃に備えて兵士達が陣地を応急修理する音が響いている。

　テーブル正面にエイリヒ、その脇に俺とディングスが座り、挟んで反対側にレオポルトとトリスタンが立っている。末席にはリヌーガが敵中だからか居心地悪そうに座っている。後はエイリヒが連れてきた護衛や副官がちらほらだ。

　ついでに言うと俺の後ろにはセリアが精いっぱい背筋を伸ばして立っており、俺の背中にはラファエラが張り付いている。恰好がつかないので降ろそうとしたのだが、やはり大泣きして可哀そうなのでそのままにしている。

「こいつめ、いつまでエイギル様の背中に……こうしてやります」

「あうっ、やめっ、くぅっ」

　セリアが周りに聞こえない小さな声で呟きながら無防備なラファエラの脇を突いて攻撃している。

　その度にラファエラが悶えて吐息を漏らすので背負っている俺としてはたまらない、いや素晴らしい。

　怪我をするような攻撃でもないししばらくこのままにしておこう。




　俺がセリアとラファエラのじゃれ合いを楽しんでいるうちに会議が始まる。

「では今後の作戦についてご報告いたします」

「今回の攻撃での損害もまとめたよ」

　トリスタンが上げた損害報告を覗き込む。

「東方軍ざっと一割か……」

「状況を考えれば軽く済んだともいえますが、最後の一瞬を除いて戦況優勢に推移していたにも関わらずこれだけでたとも言えます」

　エイリヒが腕を組み、ディングスがこめかみを軽く叩く。

「特徴的であるのは復帰の少なさです。敵の殺傷力は極めて高く、負傷者は極端に少なく、損害数のほぼ全ては戦死で占められています」

　レオポルトが淡々と言う。

　後方のことまで考えなければならないエイリヒは頭を抱えたが、すぐに顔をあげる。

「今はそれはよい。何よりも蟲共の拠点……と言って良いのかわからんが、大元を叩かねばならん。そちらの情報はあるのか？」

　レオポルトが俺を見るので小さく頷く。

　ラファエラがセリアの突きに耐えかね、俺にしがみつくので胸が密着してまずいな。

「避難民からの情報を総合すれば蟲は最初は西、直近では南から襲撃してきたとのことです」

「だが今回は東からも来たぞ？」

　エイリヒがすかさず指摘するとレオポルトは俺を見てから応える。

「その部分が肝です。我々が砦までの道中、襲撃を回避せんと設置した囮を追った一団がそのまま東から追い付いてきた、と考えられます」

「ということは？」

　ラファエラの荒い息が首にかかる。こりゃたまらん。

「前提として奴らには知能はありません。『ヒト──餌が密集する大都市がありそうだからこの街道を行こう』だとか『右に餌がいるが少数だから全員の腹は満たせない。別の目標を追おう』などという判断はできません。発見した目標に襲い掛かるのみです」

「下等生物め」

「巨大なだけの蟲ということだな」

　エイリヒとディングスが頷く。

「東から来た奴らは囮家畜を設置した場所、そこから一直線にこちらに向かってきたと推測できます。昼間の時間を除いた上で到着までの時間を計れば……奴らの移動速度が概ねわかります」

「ふむ……まあ敵の進軍速度は重要ではあるが……」

　エイリヒはやや物足りないといった面持ちだ。

　俺の方はラファエラがセリアのくすぐりを耐える為に首筋へ噛みついてきたのでそれどころではない。

　レオポルトは続ける。

「避難民の出元は単一ではありません。彼らの故郷と襲撃日時、方向を重ねれば……」

「蟲共が湧く場所がわかる!!」

　ディングスが立ち上がる。

　だがエイリヒはまだ納得していない。

「それは結論が早すぎるな。例えば……ガーランド帝国から押し寄せたとすれば距離があり過ぎて多少の日時の違いは誤差になってしまう。あるいは道中で野生動物の群れなりを追いかけて歩調が乱れることもある。計算だけでは割り出せまい」

　なるほど希望が出ても即座に飛びつかないところはエイリヒの背負った責任故だろうか。

　俺が悶えるラファエラの太ももを撫でながらレオポルトに言う。

「順に理屈を建てる必要はないから結論を急げ。時間はあまりないぞ」

　レオポルトが目で合図をするとバルバノとセクリトが入ってきた。

　ドワーフ特有の体格に皆が驚きの声があげるが、それはすぐにセクリトが投げたブツへの悲鳴に取って代わられた。

「奴らが普通の森から湧き出ることなぞない。平原に少々穴を掘ったところで奈落の口が開くこともないわい。湧くのは奈落に繋がる山の周囲だけ、深い坑道、底の見えぬ地割れ、あるいは巨大鉄鋼炸裂弾……心当たりがあるか？」

「ガーランドとの境界は見渡す限りの森と平原、坑道も地割れも聞いたことはないな。巨大鉄鋼？」

　エイリヒは律儀に応えたが他の者はセクリトが投げた物しか見ていない。

　赤黒く異臭を放ち、黒い液体を垂れ流す……もういい普通に臓物だ。

「これは……？」

　ディングスが言うなりセクリトはニヤリと笑ってナイフで臓物を切り裂く。

　皆が顔をしかめる。

「もういい。本題に入ってくれ」

　わざとグロテスクにやっているセクリトを咎めるとつまらんとばかりに鼻を鳴らす。

　あとラファエラも俺の胸元にしがみつくのはいいが乳首をがっつり握り込んでいるぞ。

「奴らが引き上げた後、東で死んでいるクモを見つけてな。気になってばらしてみた」

「うぇ……」

　リヌーガがえずく。

　しかしエイリヒ、ディングスはさすがに動じない。嫌そうな顔はしているが。

「もちろん私は蟲博士ではない。毒管と毒袋以外はさっぱりわからんさ。だからもう一匹、南で仕留めた奴もバラしてみた。そうしたらちょっとした違いに気がついた」

　セクリトはもう一つの袋を机に置き、ナイフで切り裂く。

　途端に立ち込める異臭は先程の比ではない。

「この臭いは……」

　戦場で嗅ぎ覚えがある。

「人間の臓腑の臭いだ。奴らは中身を吸うんだろう？」

　限界になったのかリヌーガが部屋から飛び出していく。

　おいラファエラも限界の顔をしているぞ。

「これは奴らの胃だ。東の方は空、南はたっぷり入っていた。ついでに東の方は外傷無く死んでいた。さーて、こいつはなんで死んだ？　傷もなく胃は空っぽ……」

　セクリトの後をトリスタンが続ける。

「偵察隊を出してみたら東側で沢山死んでるんだよ。ワームやクモが点々とまるで道みたいになったのさ。一方で南側ではそんなことはない。死骸は全部こっちが斃した奴ばかりなのさ」

　俺は手で口を押えて震え出したラファエラを擦りながら続きを促す。

　まずいぞ、この顔はもう取り返しがつかない所まで上がってる。

「東の奴らは囮にかかって昨夜の食事にありつけなかった。なんとか追い付いては来たが力尽きた……多目に見て四八時間、奴らはそれだけ食べないと餓死する可能性が高い」

「ガーランド帝国との境界は極めて人口密度が低い。南から奴らが来たとしてもそのほとんどが餓死してしまうでしょう。奴らは中央平原の中、襲撃を受けた場所から四八時間以内の場所から現れたのです」




　エイリヒとディングスが地図に飛びつきコンパスを当てる。

　レオポルトがペンで避難民やリヌーガの兵士達から聞き取った情報を書き込んでいく。

　参謀達の必須技能、敵軍の位置と速度から攻撃地点を予測する逆をやるのだ。

　過去の攻撃地点を遡って動きを読み取っていく。

「五日前にここ、七日前にここ、一〇日前にこの村へ来ている。ならば大山脈沿いはあり得ない！」

　外で吐いていたリヌーガが引きずって連れ戻される。

「一一日前に攻撃を受けたのはここか!?　ヴァンドラと連絡がつかなくなったのは何時だ!?」

　容赦は全くなく怒涛の如く責められる。

　ラファエラが限界突破したことなど誰も気にもとめない。

「可能性があるのは二地点？」

「いえ、現時点においてもモルト領内で奴らは確認されていません。これは降灰によって生じた無人地帯が壁となっていると考えられますから」

　レオポルトの冷静な声が妙に通る。

　セリアが無理やりラファエラを引き離して転がるように部屋を出ていく。

「やっぱりここになったね。これだけのお歴々に検算して貰ったのだから間違っても僕のせいじゃないよ」

　トリスタンの間延びした声で締められる。

　目印はダート山のほぼ中央、頂上から中腹につけられていた。

　出現したと思われる日時まで記載されている。

「火を噴いた山から蟲もでるのか」

「噴火したのか？　蟲も溶岩には耐えられんが、それで山体が崩壊したならあり得ん話ではないわい」

　バルバノが導きだした答えを肯定する。




「なら行くか」

　俺はデュアルクレイターを背負って言う。

　すると何故か溜息が三つ四つ重なった。

　なんでだ？　後セリアの悲鳴が聞こえたぞ。

　レオポルトが俺の傍の窓を開く。

「ダート山が見えますな」

「おうとも」

　ダート山は大山脈を除けば中央平原最大の山だ。

　距離があるので霞んでいるがここからでも十分見える。

「大きいですな」

「雄大だな」

　火を噴いた時にかなり形が変わったらしいが今の姿も荒々しく美しい。

　昔から人間が山に神を重ねるのがわからないでもない。

　思い切り溜息を吐きやがった。

　分かってる。あの山を歩きながら探して回るなんて不可能だ。

　本来なら斥候を出して特定したいところだが、蟲が湧く場所に突っ込むのだから夜になったら望みはない。半日で行って帰るのは騎兵でも不可能に近い。

「いえ半日どころか三日かけても不可能でしょう。ダート山からの降灰は止まっていますが、足元は依然灰に埋もれております。蟲共はともかく人も馬もまともに動けないでしょう」

「なら偵察なんてできない。やはり突っ込むしかないんじゃないか」




　レオポルトは珍しく数十秒停止した後、全員に向けて口を開いた。

「作戦は三段階となります。第一段階は目標特定の為の偵察です。今言いました通り、通常の斥候では不可能ですので特殊で準備の必要な手段を取ります」

　エイリヒがそれは何かと尋ねる前にレオポルトは続ける。

「第二段階は偵察が功を奏するまでの間、防衛戦を行い奴らの侵入を食い止め戦線を維持します」

　つきましてはとレオポルトがエイリヒを見る。

「大量の騎兵と補充兵が必要です。ラッドハルデ卿のお力でお願いいたします。必要な兵数はおって具体的にお伝えいたします」

「一介の私軍参謀の無礼──と言わないにしても、援軍の意味はあるのか？　ゴルドニア王国軍とて無限ではない。雲霞のごとく押し寄せる蟲共を正面から押しとどめるのは不可能に思えるが？」

　エイリヒの脳裏には蟲ヒュドラの印象があるのだろう。

　確かにあれが五体も来れば城に籠る万の兵ですら何もできずに蹴散らされそうだ。

「問題ありません。要望通りの数さえ揃えて頂ければ数倍の敵を相手にしても防戦は可能です」

　エイリヒの睨みつけるような視線をレオポルトは正面から返す。

　数倍の蟲相手に防戦する方法など思いつかないが、レオポルトができるというならできるのだろう。

　それだけの成果を奴はあげている。信用するべきだ。

　エイリヒがこちらを見る。

「できます。俺が保証しましょう」

　失敗したら責任は俺だと言い切る。

　失敗したらどうせ全部崩壊するから責任を取る必要が無いともいえる。

「そうか」

　俺が言い切るとエイリヒはそれ以上何も言わなかった。

「そして第三段階。偵察によって敵の出現地点を特定した後に破壊もしくは閉塞作戦を発動します。これも地形上、大軍の進軍が不可能であるので特殊な作戦となります」

　勿体ぶった割に難しいことはない。

　まず捜す、捜している間耐える、見つけて壊す。

　それだけじゃないか。

「そうなんだけど、たぶんみんな詳細聞いたらドン引きすると思うよ。僕も引きに引いたからね」

　トリスタンがレオポルトを見てうわーとばかりに言う。

　詳細な策とやらを聞く前に嫌なことを先に教えるなよ。

　そこでディングスが地図を見てエイリヒを呼び止めた。

「軍務総監。場所と日時が正しいければ西に進んだ蟲共が昨夜にはその……」

　ディングスとエイリヒが顔を見合わせる。

　不安を形にしたような馬蹄の音が聞こえた。

「西部本軍より軍務総監宛伝令！　眼前の南ユーグリア軍突如壊乱！　その後未知の魔物の大群と交戦中、軍司令判断にて進軍を中止して後退を開始しております！　至急軍務総監の判断を仰ぎたいとの──」

　エイリヒは唇をかみしめてレオポルトに言う。

「状況に変化はない。予定の数は揃えるからすぐに作戦を発動しろ」

　レオポルトが俺に視線を送る。

　俺が頷くとレオポルトは作戦の発動を告げるのだった。




　部屋を出ると廊下でセリアが座り込んで泣いており、ラファエラが震えながら何度も謝っている。

　俺に気付くとラファエラはセリアに謝りながらも俺の背中に戻った。

　セリアの為に風呂を沸かすよう命じておこう。

「エイギル」

　呼び止められて振り返るとそこに居たのは深刻な顔をしたカーラだった。

「ちょっといい？　ていうかすぐに来て」

「む、今すぐか？」

　これからレオポルトと作戦の詳細を詰める必要があるのだが。

「今すぐ、シュバルツがね」

　カーラは尚も強引に押して来る。

「いいんじゃないかな？　辺境伯は突撃役なんだし詳細なんて知らなくても──」

　俺は床を這っていた手のひらサイズの小さなクモをトリスタンに投げつけてカーラの後を追う。

「いよいよあいつも年貢の納め時か」

「冗談じゃなく本当にやばいかも」
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　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

　家族

　ノンナ（揉みくちゃ）カーラ（焦）メル（退避）レア（救出）ピピ（合流）

　ミティ（揉みくちゃ）マリア（揉みくちゃ）カトリーヌ（逃走）グレーテル（揉みくちゃ）メリッサ（揉みくちゃ）クウ（揉みくちゃ）ルウ（揉みくちゃ）ミレイ（揉みくちゃ）ケイシー（五頭身）リタ（料理）

　ヨグリ（脚本家）アリス（睡眠）マルスリーヌ・母（相談）娘ステファニー・長女（拒否）ブリジット・次女（了承）フェリシー・三女　（どっちでも）

　ソフィア（揉みくちゃ）ドロテア（トラブル）クラウディア（仁王立ち）クララ（肩車）アデラ（自慰）

　セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

　部下

　ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（憔悴）ラファエラ（背中寄生）

　セリア（汚染）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

　レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（自暴自棄）マック（緊急出撃）クリストフ（復帰）グイグ（悪人）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

　マータ（揉みくちゃ）サリー（揉みくちゃ）マルル（揉みくちゃ）

　ジム（出撃士気低）スージィ（出撃）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

　その他

　エイリヒ（王都）イジャリス（協力）ユーラーレン（協力）

　セクリト（防戦準備）Ｔ−九九（臨戦）ブリュンヒルデ（臨戦）

　ナーティア（治った）フェルテリス（くやしい）

　ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（揉みくちゃ）セイカ（揉み）

　ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

　人外ズ

　ラミー（移動）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（予感）ポチ（虫嫌い）メッサーシュミット（寝）

　ネッタイプリプリオオトカゲ（到着）シュバルツ（重体）

　────────────────────────────────────────

　護衛隊　　　　　四三

　歩兵　　　　　　三千

　騎兵　　　　　　四〇〇

　弓兵　　　　　　四〇〇

　砲兵　　　　　　四〇〇

　弓騎兵　　　　　千

　一〇五兵団　　　三七〇〇

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

　大砲四五　大型砲二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲一八　戦車三八

　援軍・友軍

　東方軍　　　　　一万三千→？？？

　避難民混成隊　　五八〇〇

　エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

　アルテイル神軍　二八〇〇（ラーフェン福祉奉仕勧誘）

　テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

　財産　金貨－七万五千

　経験人数八〇五人

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　キサット北　廃砦








第５０８話　焦土作戦







　カーラに案内された厩ではシュバルツが横たわっていた。

「最初はちょっと血が出るぐらいの刺傷だったの。シュバルツは大きいし全然平気だと思ってたのよ」

　カーラはシュバルツの頭を軽く撫でてから桶を傾けて水を飲ませる。

「でもどんどん元気がなくなって……とうとう立てなくなったの」

　シュバルツは横になったまま目を開いて俺を見るとゴロリと反対側に転がった。

そんなに俺を見たくないか。

「怪我が膿むにしても早すぎるし、毒かと思って一応蛇と同じ処置したんだけどね」

　太ももが軽く裂かれ傷に布が当てられている。

ナイフで傷口を裂いて毒を出そうとしたのだろう。

「一向に良くならない上に裂いた場所からも血が止まらないのよ……もう駄目かも」

　泣きそうなカーラがシュバルツの背中を撫でると奴はパタリと力なく耳を動かして応えた。

　俺はシュバルツに軽く触れてみる。

体温は異様に高く、息も小刻みで限界まで駆けさせた時のようだ。

　これは本当にまずいのかと傷口を確かめようとすると、シュバルツは嫌だとばかりに身をよじる。

「大人しくしていろ。毒で死んだら馬肉にもできんだろうが」

　シュバルツの体を押さえつけ、無理やりに傷口を見ようと足を開かせる。

「こ、こんにちわ」

　足の間からひょっこりと黒エルフが顔を出す。

「「……」」

　俺とカーラは顔を見合わせ、シュバルツが寝たふりをする。

「ええと、私は毒に詳しいから手当を」

「それ以上言わなくていい」

　女の口周りは白い粘液でベタベタ、おまけにシュバルツが勃起しているとあっては何をしていたのは問うまでもない。

「何が死にかけだ。咥えさせて興奮してただけだろうが。馬のくせにこんな良い女を抱きやがって」

「本気で心配したのに！　このエロ馬！　馬エイギル！」

　俺はシュバルツの腹を蹴り飛ばし、カーラは飲ませていた水を顔にぶっかけて去っていく。

　黒エルフの引き締まった尻を一撫でして丁重に追い払ってから、つまらなそうに寝転ぶシュバルツの横に座る。




「で、どれぐらい苦しい？」

　シュバルツは顔を背けたままブルルと嘶く。

女の前で死にそうだなどと弱音を吐けるはずがないからな。

「刺さっていた針が手元にある。ナーティアなら解毒剤をつくってくれる。五日もつか？」

　シュバルツはつまらなさそうに厩の隅へ転がっていく。

「三日でお願いしておくか」

　俺は懐のリンゴをシュバルツの鼻先に投げたが、奴は反応せずそのまま寝息を立て始めた。




　厩を離れると心配になって戻ってきたのか、カーラと黒エルフが寄って来る。

「ねえシュバルツは」

「仮病みたいなもんだ。ケツが毒針だらけになったのに発情したせいで毒気が回ったんだろ。下手に世話すると発情して長引くから二～三日ほっとけ。黒エルフの君は俺と一発どうだ？」

「ごめんなさい。シュバルツ様の方が大きいので遠慮します」

「嫁の前でナンパって……まあいいわ。ならしばらく水だけ替えておきましょ」

　言葉を被せると女二人は胸を撫でおろした。




　ナーティアのことだ。命がかかっているとなれば必ずやってくれる。

　だがしばらくシュバルツに騎乗するのは無理だろう。

そして移動だけならともかく、他の馬の上で俺が武器を振るえばバランスを崩して倒れてしまう。当分徒歩で戦うしかない。

　そしてあの毛虫への警告は兵達に出しておかねばならない。

「蟲に付き物とは言え毒だの針だのチマチマと。図体がでかいならドカンと来たらどうだ。もしくは刺した女を発情状態にするような毒虫が出るとかだな」

　俺は下らない独語を吐きながら可能な限りの早足でナーティアの所に向かう。

夜が更け敵の襲撃が始まったら手を貸せなくなる。それまでに取り掛かって貰わなければならなかった。







翌朝

　結構な激戦となった翌日、俺は凛とした顔で佇むポチの顔を軽く撫でる。

「準備完了だ。しつこく言うが針の生えた甲虫を見たら高さを取れよ」

　ポチは背中と腹にゴテゴテした檻を括りつけられていた。

「セマイ　セマイ　ピー！」

「テイサツ　テイサツ　ナニスル　ワスレタ！」

「ナンカクサイ」

　檻からはぎゃあぎゃあと騒がしいハーピー達の鳴き声がする。

「檻なんかに入れてすまん。帰ってきたらごちそうを用意しているから頼んだぞ」

　檻を覗き込むとハーピー達が大騒ぎする。

「ゴハン　ゴハン　ニクニク！」

「サカナ　ニク　タマネギイラナイ」

「イッパイコウビ！」




　これはレオポルトが考えた偵察作戦の一つだ。

　ポチを使って敵の出現拠点があると予測されるダート山を空から偵察する。

これはポチの能力を知っていれば誰でも思いつく。

　だがダート山は広い。

出現地点も目立つ形をしているとは限らず、ポチやピピの視力が良くてもたった四つの目では限界がある。

偵察に何十日もかかっては防衛線を維持できなくなってしまう。

　ならば同じく飛行でき、数も多いハーピーを使えば良い。

こう考えるのも普通だろう。

　だがハーピーの飛行速度はポチに比べて段違いに遅く、一日中空を飛び続けることも難しい。

休憩しながらふわふわ飛んではまともに偵察の時間も取れない。

　そうこうしているうちに夜になってしまえば鳥目のハーピー達は何も見えなくなり、そのまま蟲の餌食になってしまうだろう。

「もっと根本的なことを言うと馬鹿すぎて偵察には使えないんだが」

「ピー　テイサツ　ウマイ？　コウビ？」

「ハラヘッタ」

　ハーピーたちが出現場所を見つけても、その位置を正確に報告できるとはとても思えない。




　そこでレオポルトはポチにハーピーを搭載することにした。

　ポチは檻とハーピー達をぶら下げてもダート山まで一時間もあれば飛べる。

そこでダート山上空でハーピー達が檻から飛び出して周辺を偵察すれば大量の目ができる。

　ハーピー達は疲れたらポチの背中に戻って休憩すれば日中とは言え、敵のど真ん中に降りなくても済む。

そして陽が落ちてしまってもポチへ戻れば安全に帰還できる。

さしずめ空中移動砦か。

「あの個体は積載量、機動力、堅牢性全てを満たしています。夕暮れ後も支障なく行動できる」

「ポチな」

　レオポルトは今日の偵察地点と周囲の地形をポチに再度確認する。

「更にこの個体は地図を解し、状況判断するだけの知能があります」

「ポチだよ」

　断固としてポチと言わないつもりか。

レオポルトが言うのを聞いてみたいのだが。

　ハーピー達が目標を発見したとしても正確な報告は上げられない。

せいぜい『ミツケタ　アッタ』と騒ぐぐらいだろう。

　そこでポチが改めて場所を確認、正確に特定して帰還し報告するのだ。

「ピピもいる大丈夫だ!!」

　俺は手を振るピピに微笑みかける。

　ピピの頭には相変わらず鈍臭そうな顔のメッサーシュミットが乗っている。

出撃前なのに大あくびをかまして緊張感は微塵もない。

　ただポチがいつものようにオドオドしていないのはメッサーシュミットがいるからだろう。

そう考えればあの駄犬にも価値はある。

「搭乗者の有無は関係ありません。地図読み取りの能力は彼女よりもこの個体の方が上です」

「ポチは賢いからな。決してピピが馬鹿な訳じゃないぞ」

　あまり言いたくないが俺はポチに駒を動かすボードゲームで負けそうになったことがある。

くしゃみするふりをして盤をひっくり返して事なきを得たが危なかった。

　悲しそうなセリアから目を逸らして飛び立つポチとピピを見送る。

　さて寝よう。

夕方にはこれまたレオポルトが何やらやるらしいしな。







日暮れ時。

　夕日がゆっくりと地平線下に消えていく。

　前夜の攻防を凌いだ後、砦を放棄した俺達は街道沿いの農村に陣取っていた。

　砦よりも明らかに防御に向いておらず、周囲には街壁どころか櫓一つ無い。

簡易な見張台と即席の浅い掘と木製の柵だけで防御陣地と言うにはあまりに寂しい。

　周囲には農村だけあってまだ八割方が収穫されていない小麦畑だけが広がっている。

「近隣全村の避難を完了しました！」

「部隊配置完了です。指示があればいつでもいけます」

「南西、南東に魔物の大群を確認。数は……分かりません。今までとは比べ物になりません。とにかく物凄い数です!!」

　俺はレオポルトを見る。

「やるしかないんだよな？」

「敵の増加ペースを考えれば今夜以降の襲撃をあの砦で凌ぐことは不可能です。他に手はありません」

　返答は即座だ。

なら仕方ないな。

「やれ」

　俺は肩を竦めてから一言命じる。

「なんともやりきれんが……放て!!」

「豊穣の神よお許しを……つけろ！」

「これから……どうなるんだ」




　火矢が一斉に放たれる。

　カタパルトが燃え盛る油を放り投げる。

　松明を持った兵士が一斉に突撃する。

　目標は蟲共ではない。

眼前に広がる畑と立ち並ぶ家々だ。

　火矢が刺さった家々はたちまち燃え上がる。

　油をまき散らされた黄金の小麦畑が先端に豊穣の証を残しながら無残に火に包まれていく。

　兵士達が畑、家、立ち木を問わず燃えそうなものに片っ端から火を放っていく。

「ああ、見たくない。見たくないよね」

　トリスタンが大げさに首を振って目隠しした。

　畑を、家を、林を、全てを包んだ炎はたちまち業火となって燃え上がる。

兵士達は自分のつけた火に巻かれぬよう逃げるだけで精一杯だ。

「ひどい……」

「エイギル様の領地が……」

　マイラとセリアも悲しそうな顔をしている。

　侵略者とてここまではすまい。

未収穫の小麦があれば取り込もうとするだろうし、家だって寝床にするか、燃やすにしても略奪してからだろう。

路上の枯草や立ち木に火をつける手間などかけるはずがない。

　炎が文字通り天高くまで立ち昇り、熱と光を暴風のように撒き散らす。

　無表情を貫くレオポルト、遠目に見えるノンナが歯を食いしばっている姿まではっきり見えた。

「まるで昼間……だな」

「その通りです」

　レオポルトが見張りに目配せする。

見張りは熱に顔を顰めながら目を凝らし、叫んだ。

「魔物の群れ、止まりました！　我々の周囲に群がりつつ停止しております！」

「成果あったか」

　これがレオポルトの狙いだった。

　炎の壁を作って敵を防ぎ止めるのではない。

奴らが熱にそう弱くないのは知っている。

特に蟲ヒュドラなどアリスの業火に包まれても死ななかったのだ。

　だから目的は光だ。

周辺を全て燃やし尽くすことで一帯を昼間のように明るく照らす。

「春小麦の収穫前であったのが幸いしました。小麦畑は可燃物の絨毯のようなもの。端に火をかければたちまち広大な範囲に広がります」

「飯を燃やしていると思えば素直に喜べないなぁ」

　アドルフに知らせは行っただろうか。

ショックで悶死してしまわないか心配だ。

「まあ効いているなら意味あることだ」

　何か月、あるいは何年もかけて育てた畑を使い捨ての松明のように使う。

不毛なように思えても、その松明が無ければ俺達は死に絶えて畑どころではない。

なら迷うことなど無いだろう。

「我々の戦力では奴らを一晩中防ぎ続けることはできません。故に昼を長くするのです」

　敵は光をさけるように距離を取りながら俺達を全周包囲していく。

だがやはり仕掛けては来れない。

俺達を攻撃困難と捨て置いて北に向かうだけの知能もない。

　時折跳ね返りのような個体が単騎で近寄って来るが、光が怖いのか動きは鈍く、矢を射かけるだけで容易に対処できた。

「むむう……むむむう」

　民が必死に作った畑を焼き払う蛮行に葛藤するイリジナを抱き寄せて撫でる。

「こうなったからにはせいぜい長く燃えてくれ。出来れば一晩中な」

　もちろんそれは無理な相談だ。

黄金の絨毯は派手に燃えるが燃え尽きるのも早い。

　数時間後、火勢が弱まるにつれて蟲共が距離を詰めてくる。




「よし休憩時間は終わりだ。ここから夜明けまで踏ん張るぞ」

　俺はケラヴノスを掲げて兵に号令する。

「収穫間近の小麦を焼き払ったのだ。ここで勝たねば割が合わんぞ！」

　ディングスも気勢をあげて兵を鼓舞する。

「隊長の仇をうつのだ。みんな頑張るのだぞ」

　リヌーガも残った自分の部下に呼びかけるがどこか頼りない。




　俺達を囲んだまま足踏みしていたせいだろう、本来時間差で追い付いて来るはずのクモ、ワーム、甲虫が一緒になってやってくる。

「クモ相手には距離を取れ。出来れば柵か堀を挟んで槍と弓で仕留めろ！」

　クモの爪と毒管は強力だがリーチが短い。

体表も軟らかいので距離をとって槍で突きまくるのが一番だ。

　兵達は乱雑に置かれた柵を盾に戦い、三人一組の槍兵がクモを突き伏せ、後方から弓とクロスボウが援護する。

「ワームは見つけ次第肉薄しろ！　巨大な奴は大弩と投げ石で怯ませて突撃で殴り殺すのだ！」

　ワームには距離を取っての矢や槍が効かない。

更に巨大な個体のリーチは長大で距離を取るのは逆に不利だ。

　小さな個体に力自慢の兵が殺到、踏みつけて岩を叩きつけ、あるいは戦槌で殴り殺す。

　巨大な個体に数人が殺されたが、後方からの大矢が命中、雄たけびをあげて突っ込む男達が飛び掛かり、倒れたところをハンマーで滅多打ちにする。

「甲虫は──トリスタン殿の所へおびき寄せろ！」

「いや、その言い方だと僕の所に来るからね？　そうじゃなくて僕が作った陣地って意味だからね？」

　兵士達は甲虫を軽く叩いて後退していく。

甲虫はもちろん追撃するが相変わらず動きは遅く並の兵士でも楽に距離を保てる。

「よしここだ。さあ来い！」

「おらおら、俺のケツを食って見ろや！」

　みえみえの挑発であっても見破る能力は蟲にはない。

　甲虫は一直線に兵士に向かって行く。

そして一斉に穴に落ちた。

「かかったね。まあ蟲を罠にかけて喜ぶのも馬鹿な話だけどさ」

　甲虫は重そうな音を立てて次々と穴に落ちていく。

兵士達から歓声が上がった。

「落とし穴とは古典的だが、ちょっと浅すぎないか？」

　甲虫が落ちた穴の深さはほんの５０ｃｍ、幅も甲虫の体よりずっと小さい。

俺どころかメッサーシュミットでも簡単に飛び出せそうだ。

「あれでいいのさ。奴らの体を見たかい？　とんでもなく重い外殻に小さく短い足が沢山だ。あれじゃ穴どこかちょっとした段差も越えられないよ。そら見てよ」

　甲虫は自分の体の三分の一程の穴に嵌ってじたばたともがいている。

仲間に足をかけてなんとか脱出した個体もいたが、体勢を立て直す前に次の穴に頭から突っ込む。

「『落とす』必要はない『傾ける』だけでいいんだ。そもそも前日から今までの短い時間で落とし穴をいっぱい作るなんて不可能さ。でもあれなら一つ一〇分で造れるからね」

　甲虫は粗末なだけに数多く用意された落とし穴に次々とはまっていく。

「とはいえこのままじゃいずれ出て来るだろうから」

　トリスタンの合図で用水路が開かれる。

本来畑に水を送るための水路は乱雑な工事で流れを変えられ、落とし穴が並ぶ場所に水を流し込む。

　甲虫達は穴に嵌ったまま水に沈んでいく。

「浮き上がって来ないか？」

「死骸を水に放り込んだら底まで沈んだからね。あと奴らの口は地面すれすれにある。つまり──」

　甲虫は一際大きくもがいたかと思うと次々に動かなくなっていく。

「ほんの数十センチの水でも簡単に溺死する。奴らの第一陣は片付いたかな」

　千近い甲虫が泥に顔を突っ込んだまま絶命していた。

まともに倒そうとすれば大砲やカタパルト数十と兵が五千は必要だったろう。

準備が必要とはいえ大した戦果だ。




　全体として戦況は優勢に推移している。

だが後から後から押し寄せる蟲に兵の疲弊も見え始めた。

「気合を入れてやるか」

　シュバルツの腹を足で叩く。

「……違ったな」

　代わりの馬には乗っているが、俺の武装重量のせいか立っているだけでも息が荒い。

戦闘すれば倒れ込んでしまうだろう。

　俺は馬から飛び降り、まずケラヴノスを抜いてクモと戦闘中の一団に突っ込む。




「助太刀に来たぞ」

　言うなり槍を突き出して一体屠る。

「ハードレット卿だ！　みんな、もう大丈夫だ！」

　兵士の歓声を聞きながら槍を右手で薙ぎ払う。

四本の前足が飛ぶ。

　前のめりに倒れた一体の頭を軍靴で踏み潰しながら、もう一体の頭部に穂先を突き込む。

「後ろ危ない！」

　背中のラファエラが背後から迫る管を剣で弾いてくれる。

「ありがとう」

　俺は槍を逆手に持つと脇下を通すように背後のクモに突き込む。

　そして間髪おかずに体を回転させて側面から管を突き出す二体の頭部を抉り取る。

　一瞬の余韻の後、遅れて大きく回ったラファエラが背中に戻りクモ二体が足を丸めて絶命した。

「こんなもんか」

「はは、必ず三人掛りで一体にかかれって言われたが」

「ハードレット卿は一瞬で六体か……」

　ラファエラが自己主張するが無視されている。

「ハードレット卿、ここはもう大丈夫です。それより向こうの部隊がワームに苦戦しています！」

　俺は一瞥して走り出す。




「も、もう駄目だ！　お終いだ！」

「うわぁぁぁ!!　誰かぁぁぁ！」

　ワームに囲まれた兵は数十人。

対する敵は百体程。ワームと人の戦力比率は一〇：一程度だから絶望的な戦力比と言える。

　だが俺は恐れも悲観もなかった。

　単身で味方の中に飛び込み、腰を落としてデュアルクレイターを両手で構える。

　襲い来る中型ワームが五体。

全周にびっしり牙の生えた円形の口を開いて飛び掛かって来る。

「こればっかりは技量というより武器の差だ」

　飛び掛かる順に上段から真下に斬り、刃を返して上に斬り上げる。

ここで右手一本に持ち替えて右方向へ薙ぎ払い、刃を返して左へ一閃。

最後に両手持ちに戻して体を捻り、口から１ｍ程の辺りで両断する。

「一瞬で五体──!?」

「まるでミミズでも潰しているみたいだ……」

　褒めてくれるのは嬉しいが別に誇らしくもない。

　ワーム最大の脅威は刃の通らない分厚い皮だ。

だからこそ兵士はハンマーや岩、戦槌などで戦わねばならず、苦戦を強いられるのだ。

　一方デュアルクレイターはワームぐらいなら楽々両断できる。

　そしてワームはクモと違って爪や毒管を伸ばすような攻撃手段はなく噛み付くのみ。

つまり自分の急所たる頭部から飛び掛かって来るのだから丸太を斬るようなものだ。

「よっと」

　懲りもせずに襲い掛かるワームを数体両断すると、ボスとばかりに６ｍの巨大な奴が現れる。

奴は俺を丸呑みできるほど口を広げて飛び掛かる。

　俺は兵とラファエラの悲鳴を聞きながら剣を上段に構える。

　巨大ワームの口が届く刹那、閃光の速度で振り下ろしたデュアルクレイターが奴の口を引き裂き、俺は噛みつかれることなく、ぱっくり割れた口の間に収まる。

「こんなもんか、後は大丈夫だな」

「は、はい」

「つええ……だが強すぎないか？　その……人間じゃないだろ？」

　失礼な奴は放置しよう。

「あっ後ろ」

　ラファエラの声に振り返ると背後からトリスタンの罠にかからなかった甲虫の一団が迫っていた。

声に焦りがないのは動きが遅いからだ。

　こいつは並の武器などまったく通さないぐらいの強固な外殻を持っている。

デュアルクレイターでも腰をいれ、角度を考えないと斬り損ねる。

「あえて斬ることもない」

　俺はデュアルクレイターを腰に収めて甲虫と向かい合う。

　奴らの攻撃は単純だ。

ゆっくりと近づいて前面の顎で足や腰を両断する。

　俺に接近した甲虫の顎が開いた瞬間、小さく後ろに下がって攻撃を躱してから飛び込む。

「よっと！」

　甲虫の胴体の下に手を入れて腰を落として持ち上げる。

これでこいつはもう何もできない。

「いやー!!　降ろして止めて裏が見えてる!!　気持ち悪い」

　難点は裏側がとてつもなく気持ち悪いことぐらいだ。

　俺は甲虫を持ち上げ、尖った木柵の上に叩きつける。

まるでバターのような柔らかい手応えと共に甲虫が串刺しとなる。

「裏は嘘みたいに軟らかいからな。ひっくり返してしまえば──」

　もう一体の攻撃を躱して横に回り込み、段差目がけて蹴り飛ばす。

甲虫は何もできずに傾いてひっくり返り……。

「なんだありゃ？」

　ひっくり返らず、甲虫はくるりと丸まってしまったのだ。

「弱い腹を庇ったのか、初めて見る習性だな」

　セクリトがクモを狩りながら興味深そうに言う。

「確かにこうなると腹は見えないな……だが」

　真ん丸になった甲虫。

俺とセクリトは顔を見合わせて笑う。




「いけい!!」

　俺は丸くなった甲虫を抱え、雄叫びをあげてクモの群れに向けて投擲する。

　丸まった甲虫──もう団子でいいか。

団子は豪快な音を立てながら転がり、狙い違わずクモの群れに突っ込んだ。

「くく、六……いや七だな」

　重量２００ｋｇ以上の団子に対して圧倒的に軽いクモは面白いように跳ね飛んでいく。

三体が豪快に弾け飛び、二体が下敷きになって引き潰れ、もう一体は回転に巻き込まれ、壁に張り付いた最後の一体に激突して潰れた。

「そらもう一個できたぞ」

俊敏なセクリトは甲虫の攻撃など喰らわない。

右へ左へあるいは外殻にひょいと飛び乗って回避していく。

そしていとも簡単に甲虫を段差や坂に追い込んでひっくり返していく。

裏返された甲虫は本能なのか団子になるようだ。

「今度は──外れ三だ。次はよく狙え……六だ、つまらんやつめ。十の大台に乗せて見せろ」

　俺達はより威力を求めて高台に移動していく。

「ハードレット卿はなにをやってるんだ!?」

「甲虫をぶん投げているのか？」

「横の女と一緒にゲラゲラ笑ってるぜ……ある意味蟲より怖えぇ」

　視界にこちらに向けて突進する巨大クモが映る。

大きさ７ｍ超、特大だな。

「あれなら一体で特賞だ。仕留めたら──ふふ、ケツの穴でも舐めてやろう」

「よし二言は許さないぞ」

　俺は渾身の力を込めて振り被り、体を回転させて全身全霊で放り投げる。

　今までのような転がる動きとは違い、完全に宙に浮いた団子が一直線に巨大グモに向かっていく。

　巨大グモは咄嗟に前足全てを突き出したが、その程度で防げる重量ではない。

足は全てあらぬ方向に折れ曲がり、轟音を立てて団子が巨大グモの体にめり込む。

　巨大グモはフラフラと揺らめいた後、その場に倒れて動かなくなった。

「はっ命中だ。化物め」

　セクリトはケラケラ笑う。

　俺も声をあげて笑いながら周囲に目を配る。

「風よ……風よ……風よ！」

　呪文の声と共にワームが半分に千切れていく。

エルフの魔法が兵士を援護している。

「塊と化して叩きつけよ」

　用水路の水が岩のようになってワームの頭を潰す。

こちらは黒エルフだな。

　やはり魔法の援護は強い。

エルフは一人で兵士二〇～三〇人の戦力ではないだろうか。

「敵数八体。非知的生命体、駆除、駆除」

　ティククが素手でクモを叩き潰し、ワームを引き千切る。

時折ワームに食われるが、内部からワームを突き破って出て来る。

　優に兵士百人分の火力だよな。

……また額に管が命中した。どうしていつもデコに食らうんだ。

「ちっ害虫が」

　冷たい声と轟音と地響き。

　見ればブリュンヒルデが焼け残った鉄柱を振りかざしている。

相手は甲虫、ひっくり返さないと並の武器では──。

「蟲を潰すは下僕の役目というに」

　ブリュンヒルデの振り下ろした鉄柱は甲虫を殻ごと破壊、体全体を叩き割って飛び散らせる。

「スイカ割り……」

　思わず声に出た。

セクリトが期待の目でこちらを見ているが、俺にあんな真似はできないぞ。

　もう崩壊しそうな場所はない。

東の空は明るく、敵の勢いも弱まって今夜は凌いだといえる。




「後退準備だ。寝るのはその後だ」

　焼け野原となったここはこのまま放置して俺達は次の農村、畑──つまり燃やせそうな場所へと移る。

敵の出現場所を見つけるまで、俺達はこうして領地を焼いて戦いながら耐えるのだ。

「早く見つけてくれないと領地が全部丸坊主だな」

　朝日が昇り、蟲達が去っていく。

　同時に夜の間は休んでいたポチとハーピー達が出発の準備を始める。

「今夜は更に大規模な襲撃があるでしょう。ですが本日昼には我々の私軍が、明日夕方には王国軍の援軍第一陣が到着する予定です」

「南ユーグリア相手にやったような持久戦になるのか？」

　トリスタンが首を振る。

「残念ながらならないね。我々の補充できる戦力は知れているのに敵は無尽蔵だ。持久戦ではなく綱渡りをしているだけ、生命線は偵察隊だ。決着は良くも悪くも一週間以内だね」

　ポチが深刻そうにこちらを見てギャーと鳴いた。

「ハードレット卿もお休みください。団子を投げてお疲れでしょう」

「うむ、楽しかったが疲れた」

　俺は伸びをして首を鳴らす。

飯食って風呂入って女抱くか。

「その前にシュバルツを見てこよう」

　俺ははっと気づき、振り返ってラファエラに言う。

「別に心配してはいないがな」

「あ、うん」

　反対側に振り返ってお湯を持ってきたセリアにも言う。

「ナーティアに頼んだのにすぐに死なれるのが気分悪いだけだ」

「はあ……」

　続いて少し歩いてセクリトにも言う。

「今死なれたら毒のせいで馬肉にもできん。くたばるなら毒が抜けてからだ」

「……ふっ」

　鼻で笑われた。

　まあなるようになるか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

家族

ノンナ（準備ＯＫ）カーラ（不安）メル（ＯＫ）レア（準備ＯＫ）ピピ（偵察）

ミティ（準備ＯＫ）マリア（準備ＯＫ）カトリーヌ（準備ＯＫ）グレーテル（準備ＯＫ）メリッサ（準備ＯＫ）クウ（準備ＯＫ）ルウ（準備ＯＫ）ミレイ（準備ＯＫ）ケイシー（六頭身）リタ（準備ＯＫ）

ヨグリ（脚本家）アリス（睡眠）マルスリーヌ・母（ＯＫ）娘ステファニー・長女（ＯＫ）ブリジット・次女（ＯＫ）フェリシー三女（ＯＫ）

ソフィア（準備ＯＫ）ドロテア（トラブル）クラウディア（仁王立ち）クララ（肩車）アデラ（自慰）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）

部下

ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（疲労困憊）ラファエラ（背中寄生）

セリア（熟睡）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（緊急出撃）ギド（自暴自棄）マック（到着）クリストフ（復帰）グイグ（悪人）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

マータ（準備ＯＫ）サリー（準備ＯＫ）マルル（準備ＯＫ）

ジム（出撃士気低）スージィ（出撃）ソラナ（諦め）アルテイル（教祖）レーミア（被害者）

その他

エイリヒ（出撃）イジャリス（協力）ユーラーレン（協力）

セクリト（熟睡）Ｔ−九九（戦闘モード）ブリュンヒルデ（スイカ割）

ナーティア（分析）フェルテリス（喧嘩）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（準備ＯＫ）セイカ（揉み）

ブスコ（昇進）ギルドレス（鍛錬）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ラミー（移動）アルラウネ（鉢植え）ミルミ（予感）ポチ（偵察）メッサーシュミット（寝）

ネッタイプリプリオオトカゲ（　）シュバルツ（強毒）

　────────────────────────────────────────

防衛線軍団

ハードレット私軍

護衛隊　　　　　四三

歩兵　　　　　　三千

騎兵　　　　　　四〇〇

弓兵　　　　　　四〇〇

砲兵　　　　　　四〇〇

弓騎兵　　　　　千

一〇五兵団　　　三七〇〇

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

大砲五〇　大型砲二五　ドワーフ砲一五門　野戦砲二〇　戦車三八

援軍・友軍

東方軍　　　　　一万三千→一二五〇〇＋？？？

避難民混成隊　　五八〇〇→五五〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇　白二〇〇

アルテイル神軍　二八〇〇→三三〇〇（ラーフェン福祉奉仕勧誘）

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

財産　金貨－七万五千

経験人数八〇五人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　キサット北　廃砦








第５０９話　巨蟲斃るる







　三日目の戦いが終わり三つ目の村が消し炭となった。

「そろそろ陽が登る。周りの動けない怪我人を運んでやれ。自分で動ける者もさっさと下がって手当を受けろ。戦線に残った者ははぐれに備えてもう少しだけ気張っておけよ」

　朝日を受けて蟲共の攻勢が急速に弱まったところで俺は全隊に叫ぶ。

　命令はディングスやマイラから下級指揮官、そして各兵士へと流れるように伝わっていく。

諦め悪く攻撃してきた数体の敵が仕留められると兵達から音無き安堵の声が漏れたように思えた。

「よーし戦闘終了だ。全員使えそうな物を引き上げて北へ後退。次の村は……良かったな、ほんの３ｋｍ程だ。シャキシャキ動けば一時間後には寝支度できるぞ」

　レオポルトの提案した焦土作戦は続いていた。




　まず朝の間に小麦の実る農村に移動する。

夕方まで兵士は熟睡、支援部隊は陣地を作成、避難民や引き連れた農民は余力のある限り収穫。

　夜になったら支援部隊と避難民は後方に下がり、兵士は死闘する。

更に最適なタイミングで畑や村を焼き払い、敵の侵攻を中断、もしくは遅らせて朝まで粘る。

　陽が登ったら死者を埋め、負傷者を引きずって次の村まで後退──これを繰り返す。




「もう三日目か。案外なんとかなっているな」

　楽勝などでは決してない。毎夜の損害も兵の疲労度も馬鹿にならない。

だが戦線は崩壊することなく予定範囲のペースで後退を続けている。

「敵戦力は夜毎に増大しています。一方でこちらも王国からの増援、急編制した私軍の到着、周辺町村から義勇兵の到着で使える戦力が増え、拮抗を保っております」

　レオポルトの弁を肯定するかのように北から王国軍の増援が強行軍で到着していた。

　俺の私軍もそれほどの損害は受けておらず、千切りとった蟲の爪だのを自慢してギャアギャア騒がしく叫んでいる。何故かジムが肩を落として落ち込んでいるが事情は知らない。

　俺は大あくびをしてトリスタンの肩を叩く。

「お前は一週間で決着とか言ったが、この分なら二週や一月は持ちそうだぞ」

　言いながら騎乗の女兵士の尻を撫でて悲鳴をあげさせる。

　だがトリスタンは静かに首を振った。

「いや残念ながら悲しいぐらい予想通りだね。ぼちぼちやれたのは昨夜まで、今日から苦しくなって明日は死闘、明後日は……持ち堪えるには運が必要になってくるよ」

　トリスタンは何やら紙に走り書いたメモを見せて来る。

「敵の増加ペースだよ。五千ずつ増えるとか生易しいものじゃない。まるでネズミの子供みたいなペースさ。計算してみたけど南部に散っていた奴らが集まってきたと考えてもとても合わない。どこかにある出現拠点から今も垂れ流しに溢れているとしか思えない」

「我々の援軍は各地からかき集めた精一杯の数です。まとまった増援は本日合流の王国軍で事実上最後。後退に連れて各村々の民や小規模部隊が合流することはあるでしょうが、それ以上は期待できません」

　俺も別に期待はしていなかったがはっきり言われると気が滅入る。

「ま、虫相手に数の積み合いをして勝てる訳ないわな」

　足元を這う蟻を見つけて砂をかけてみる。

途端、どこからか数十匹の蟻が現れて俺の軍靴に噛みついた。

「希望はトカゲに託された……か」

　風を感じて振り返るとハーピーとピピを積んだポチが朝日を受けて飛び立っていく。

蟲共の拠点、どこかにある沸き場所を探しに行くのだ。

「今日こそ見つけてくるぞ！」

　手を振るピピに俺も手を振り返す。

　偵察作戦は最初、朝に出撃して夕方帰還だった。

　だが敵がポチを迎撃する方法を持たず、空にいる限り夜に動いても平気だとわかり、今日からは暗くなってからも翌日に支障の出ないギリギリまで粘って偵察することになっていた。

「ミツケル！　ミツケル！　ナニヲミツケル？」

「メシメシ！　コウビ！　ネムイ！」

「ナンカクサイ」

　ピピはともかくハーピーにも託されていると思うと不安で眠れなくなりそうだ。




「奴らは西部にも湧いたんだろ？　どうなっている」

　奴らの湧いた地点は不明だが、人を餌として追いかける性質からして人口の多い西部地域に向かっていないとは考えられない。

むしろここより数が多い可能性すらある。

「軍務総監からの情報では西部でもここと同じように町村を焼き払う焦土戦を展開して持ち堪えております。一部反発した部隊が反転攻勢を行った例もありますが……無残な結果に終わったようです」

　当たり前だ。敵の拠点も分からないのにどこに攻勢をかけると言うのか。

「西部地域はより多くの町村が密集している分、奴らも分散しており、側面や背後から襲撃を受けることも多く被害も多いとのことです」

「我々もそう楽観はしておれません。連中の感知範囲を確かめる余裕はありませんが、西のモルト方面に雪崩れ込まれると収拾がつかなくなります」

　モルトには事情を伝え農作業も控えてできるだけ家の中で大人しくしてもらっている。

その上で俺達が毎夜敵の相手をしているので今のところ襲撃はないようだが、明日も同じとは限らない。

「モルトの壊滅は些事ですが、敵が西方面に散らばった後に北上すると後背を断たれます。それは我々全軍の崩壊を意味します」

「些事とか言うな。ともかくさっさと奴らの出て来る場所を見つけないと俺達はお終いってことだな」




　その時、南からボロボロの恰好をした一団が走って来る。

「ひ、人が──軍隊がいる──!!　助けて……助けてぇぇ!!」

　俺達は特に驚くことも無く足を止めて彼らを迎え入れてやる。

　こうやって南から俺達に合流してくる者達は珍しくない。

ほら穴に隠れていたのか地下室に潜っていたのか。どうにかこうにか虫の夜をやり過ごして逃げて来る。

　もちろん逃げきれなかったり、逃げる方向を間違ってそのまま餌に成り果てる者の方が多そうだが。

「人間も大概しぶといよねぇ──アイタ!!」

　俺は他人事のように言うトリスタンを強めにデコピンして、先頭を走る女を抱きしめる。

可哀そうに服が破れて胸が丸見えだが、それに構う余裕も無さそうだ。

「良く逃げてきた。もう大丈夫だ」

　泥だらけの顔を袖で拭いてやってから顔を近づけると女は何も言わず抱き締め返して来る。

「んっ」

　当然唇が重なり舌も入る。

　弱ったところに付け込んでいるのではないぞ。

傷ついた心を癒す為のキスだ。

　女は何も抵抗せず好き放題に舌を奪われてから脱力する。

「我々の後方は現時点で安全と言える。収穫、物資運搬、調理などに協力するならば保護を与えよう」

　良いところでレオポルトの無機質な声を聞くと冷めてしまうじゃないか。

　だが女の方はバッと顔をあげると壊れたように首を縦に振る。

他の者達もまったく異存はないようだ。

「あいつらが来ないならなんでもします！　ご飯炊きでも力仕事でも……その、こっちでも」

　抱きしめていた女が硬くなった股間に気付いたようで媚びるように腰をこすりつけて来る。

ならばもちろんお楽しみ……といきたいが。

　俺は女を抱き上げ、負傷兵などがいる馬車に向かう。

　目の下のクマと震える手足、そして荒れに荒れた肌。

いつから寝ていないのか想像もつかない。

「すー」

　現に女は抱き上げられたまま馬車に着くまでに寝こんでしまった。

俺は彼女を優しく置いて頬にキスをする。

「我慢はできるのね。口にアレ突っ込むかと思った」

　ラファエラが背中から顔を出す。

昨夜もずっと乗っていた。いい加減癒着してしまうぞ。

「当たり前だ。俺は紳士だぞ」

　背中に感じるラファエラの体温が少し上がったような気がした。




　その後も避難民達がパラパラと全方位からやってくる。

良く奴らの領域で生き延びたものだ。

　トリスタンではないが人間とは案外しぶといと感心してしまう。

「兵糧にそれほど余裕はないんだ。悪いが戦わない者は最低限の食事で我慢してくれ。ん？　なんだお前は、しっしっ！」

　避難民達に炊き出しをしている兵士が最後尾に並んでいた狐の親子を追い払う。

狐は空腹なのか名残惜しそうにするが、さすがに人の飯が優先だ。

　すると狐達は周りを気にしながら朽ちた小屋の中に入っていく。

皆が忙しく、俺以外に目をやる者はいない。

「こ、コン……こう、これ、これで、いいかな。大人しく待っていなさいね」

　数十秒して小屋から二十歳ほどの若い娘が現れた。

娘はしきりに尻と頭を気にしながら炊き出しの列に並んで肉のスープとパンを受け取り、再び小屋に戻っていった。

　はて狐のいる小屋に戻るとは妙な娘だと声をかけようとした時、次の避難民がやってくる。

　本当に最低限だけおかれた警戒の兵が声をあげる。

「うおっ空を見ろ！　ハーピーの群れだ!!　弓隊迎撃準備！」

　ハーピーは本来人も襲う魔物だ。

兵士の叫びは当然の反応だろうが、俺は叫びに命令を被せて否定する。

「撃たなくて良い。奴らは襲って来たのではない！」

　俺達が矢を射らないとわかるとハーピー達はゆっくりと降下してくる。

もちろん俺に懐いて領地に居付いている連中ではない。

　ハーピー達はおっかなびっくり着地して不器用な歩き方で近寄って来る。

「ツカレタ　モウトベナイ」

「スモ　ナカマモ　クワレタ　クワレタ」

「デカイクモコワイ　ハラヘッタ」

　俺はトリスタンと視線を合わせて苦笑する。

「蟲達がハーピーを見逃すこともないよね。あれは人間動物魔物……生物全ての敵らしい」

「ハーピー、ラミア当たりなら大歓迎だが、オークやゴブリンまで逃げてきたら洒落にならんぞ」

　オーク、ゴブリンと並んで寝る趣味は無いし、愛しい女達の近くに置くこともできない。

さすがに肉にして食うしかなさそうだ。

　俺は自分の考えに一人で笑い、一台の他より高級な馬車に飛び乗った。

「「「きゃあ♪」」」

　両手を広げるノンナ達を抱きしめて押し倒す。

　この戦線が崩壊すれば中央平原全体が滅ぶことになるだろう。

　そうはさせないとノンナの乳を吸いながら覚悟を決める。

　俺の体力気力は十分以上だ。

まだまだ戦えるさ。







夜

「砲兵陣地、砲撃を開始。私軍は砲兵陣地を死守せよ！」

　大砲が咆哮、砲弾が唸りをあげて夜空を切り裂き、群がるクモを引き潰す。

「全砲一度に撃つな。煙で視界が効かなくなるぞ。一〇門ずつ釣瓶撃ちだ」

　クモの比較的軟らかい体は砲弾には耐えられない。

それどころか地面に落ちた砲弾が巻き上げる土塊や石でさえ奴らの体表を抉り、足を千切るには十分だ。

　次々と吹き飛ばされるクモを見て王国軍の兵士が嘆息する。

「凄い威力だな……カタパルトのまぐれ当たりを期待していた昨日までとはえらい違いだ」

「昨夕の到着で陣地を作る時間が無かったらしいぞ。まともに配備されればこれほどとは」

　配備されたのは大砲五〇門に大型砲二五門、特にドワーフ監修の下に造られた大型砲は王国軍の大砲とは物が違う。通常の大砲も改良され破損率がかなり改善している。

　ドワーフ達が一から一〇まで作った通称ドワーフ砲があればもっと驚かせてやれたんだが。

「重量が嵩み過ぎるので移動に苦労しております。明後日の到着となるでしょう」

　レオポルトが独語に反応する。

無いものは仕方ないな。

　砲撃に加えて王国軍が組み立てたカタパルトと大弩の群れも放たれる。

こちらも十分クモを仕留める威力はあり、数も多いので派手さはないが戦果は大きい。

「矢の嵐を見舞ってやれ!!」

　王国軍と私軍の特に弓騎兵から大量の矢が放たれる。

　昨夜の戦闘がちんけに思えてしまう程の光景、圧倒的火力、味方の戦力は格段に向上している。




「どれぐらいやれた」

　俺は馬上ではなく自分の足で仁王立ちしながら言う。

　夜目の利く見張りがしっかり一分程観察してから返事をする。

「一分やれたかどうか！」

　だろうな。

　格段に向上した味方の戦力でさえ誤差に思える程の圧倒的数だ。

「十万はいるよな？」

「見えている分ならばそのぐらいかと。丘の向こうは見えませんので」

　レオポルトが答える。

　見渡す限りとはこのことだ。

月が雲に隠れて本当に良かった。全部見えたら俺も兵も心が折れかねん。

「ワームの群れ百……いえ二百程度が侵入します！」

　ワームは長さの割に体が細いので砲弾がなかなか当たらない。

結果、ほとんど数を減らすことなく砲兵陣地に迫って来る。

「矢は効かんぞ。ハンマーか戦槌だ！」

「そうは言ってもあの数……数……」

　正面に立った私軍の兵士が逃げても良いかとばかりに俺やレオポルトの方を見る。

俺は腕を組んだまま何も答えない。

　そしてワームが砲兵陣地へ頭を突っ込もうとした時だった。

「ほい。どーん、だね」

　地面がまるごと上へ吹き上がる。

　別に魔法での奇術でもない。

地面に埋めた火薬の塊へ火を着けただけだ。

　地面の下で炸裂した火薬は火と熱ではなく、頭上の土と石でワームを打ちのめす。

　ワームは斬撃には強いが打撃には弱い。

勢いよく叩きつけられる地面の欠片は奴らの臓腑を破壊して絶命させる。

「えー目標、残った奴全部。うてーっと」

　気の抜けるトリスタンの号令と共に野戦砲が火を放つ。

　野戦砲は普通の大砲に比べて弾が小さく威力も低い。

一方で移動させるのが簡単で、設置してからの狙いも手軽に変えられる文字通り野戦で使える砲だ。

　その小さめの砲から放たれる葡萄のような多数の鉄弾がワームを打ち据える。

「火薬罠は剥き出し、野戦砲も見え見えでなんの工夫もない。辺境伯だって思いつく罠だよ。相手に僅かでも知能があれば簡単に看破されただろうけどね」

　トリスタンがやれやれと手を広げた時、５ｍを超えるワーム数体がよろりと立ち上がる。

「うわっ！　でかい奴が死んでなかった！　再装填！　散乱弾じゃなくて普通の奴！」

「予備隊出ろ」

　珍しく焦っているトリスタンを尻目にレオポルトが淡々と命令を下し、戦槌を持った兵士が大ワームに群がって打ち据える。

　全体の戦況は──ギリギリだ。

崩壊はしていないが楽な場所はどこにもない。

　戦力は昨夜よりずっと充実しているのに、昨夜よりずっと厳しい戦いだ。

　砲兵、攻城部隊と歩兵が戦線を支え、騎兵が随時側面に回る──敵に迂回の知能は無いが正面が蟲と死骸でいっぱいになり割り込めなくなると横から回って来ることがある──敵を撃退していく。

　敵は仕掛けた罠全てにかかるし、もっとも分厚い正面から単純に押して来るだけだ。

レオポルトが最上の指揮を行い、トリスタンが最高のタイミングで罠を発動させる。

　敵の死骸は味方の死体の一〇倍以上に積み上がり……その死んだ一〇倍が新たに押し寄せる。

「俺も前に出よう」

　レオポルトは何も言わない。

納得はしないが止める暇もないので答えないと言ったところか。




　敵を叩き潰し、切り裂き、掴んで放り投げる。

　敵の爪を避け、たまに掠め、ワームに打ち据えられ、クモの管をラファエラが防ぐ。

　敵数は延々と増え続け、夜が深くなった頃には大地がそのまま抜けてしまわないかと不安になるほどの数となった。

　味方は疲弊し、指揮官レベルでのミスや臆病風に吹かれた兵の逃亡などがじわじわと広がり、戦線は崩壊の危機を迎える。まだまだ夜はこれからだ。このままでは到底防ぎきれない。

「着火命令!!　火を放て!!」

　ここで周囲一面の小麦畑に火が放たれる。

散々蟲に踏み荒らされた畑だが、倒された麦も燃料としての役目は十分に果たす。

　火は洪水のように一気に燃え広がり、敵は狼狽したように周囲へと散っていく。

「ふぅ……助かった」

　味方兵が息をついてその場に座り込む。

負傷兵が後送され、壊れた兵器が予備と入れ替えられる。

　火を見た後方から作業部隊がやってきて埋まった堀を掘り直し、壊れた柵を立て直し、矢玉や石、油、火薬を補充する。

　この小休止無しに戦線を維持するのは既に不可能になっていた。

火が消えるまで四時間程。焦土作戦は夜を半分にしてくれているのだ。

　レオポルトは毎夜、最高のタイミングでこの小休止を入れて来る。

　俺は近くで戦っていたセリアを抱き寄せ、背中のラファエラも引き寄せてそれぞれ尻と乳を揉む。

「わっ！」

「ひゃあ！」

　心の疲れが取れる。

あまりやり過ぎると股間が膨らんで戦いにくくなるから自重しないとな。

「もしお望みなら口か手でしましょうか？　火がある間は蟲も来ないでしょうし」

「うわ、可愛い顔して抜くだとかスケベ──いったー!!」

　ラファエラの太ももをセリアが血が出る程抓る。

　思わず笑って明後日の方向を見た俺は、セリアの襟を掴んで乱暴に立たせ、喚くラファエラの口を塞ぐ。







「なんでも油断した時に来るんだよな」

　歯を食いしばり、兵に混じって休憩していたクリストフの尻を蹴る。

　もう見なくてもわかるが一応視線をやる。

　初見より随分黒ずんだ体に五つになった頭、そして身長は変わらず２０ｍ程。

「四日ぶりじゃないか」




「でやがった!!　蟲ヒュドラだ!!」

「だがこれだけ明るいんだ……奴も前は逃げたんだし……」

　兵士の希望は奴が火の海をものともせずに這いよって打ち砕かれる。

「くそ越えて来やがった！　どうして、これだけ明るいのに!!」

「奴ら光に慣れたってのか!?　だとすると俺達はもうおしまいじゃ……」

　いや、お終いにはまだ早い。

他の蟲達は今も煌々と燃える俺達に近づけていない。

　来るのはあの巨獣、いや巨蟲だけだ。

「理由はわからんが来るならやるしかない」

　陣地の動きが一気に慌ただしくなる。

レオポルトのことだから罠か何か考えているだろう。

「だが罠に嵌めてはい終わりの相手じゃない」

　要塞に籠って一か月準備できたならまだしもこんな野戦陣地でできることは限られている。

しかも相手は大砲以外の武器は全て無効、その大砲も致命傷にはならなかったのだ。

　俺は本陣に向けて走りながらレオポルトを見据える。

奴は狼狽せず、真正面から巨大な異形を睨みつけていた。

　いかにも何かある態度だが見掛け倒しとか言わないでくれよ。

　蟲ヒュドラは兵士達の集まる本陣に向けて突進する。

　だが巨体の動きが突如止まった。

五つの頭が夜空を睨んでいる。

　その先を見据えて俺は苦悶の声をあげる。

「ええい間の悪い！」

　蟲ヒュドラの五つある視線の先からポチが降下してくる。

　こんな時間まで頑張って偵察を続けてくれたのはトカゲながら素晴らしい。

だが今に限ってはどうして後二時間早く、あるいはもっと後方に戻らなかったのかと悪態を吐きたくなる。

「ポチ、ここはダメだ！　もっと北に行け!!」

　怒鳴ってみるがポチは無視して、いや俺の声が聞こえたのかむしろ俺の方に着地しようとしてくる。

「お前が飛べなくなる怪我でもしたら終わりなんだぞ！　目の前の化け物が見えないのか！　高度をあげろ！」

　デュアルクレイターを向けて怒鳴るが、逆に咆哮で返される。

　ポチは人語を解するし、夜目も利く、まして大の虫嫌いなので、奴らの真ん中にいる俺に向かってくることなどあり得ない。

　だが奴は俺に向かって突っ込んでくる。

その様はまるで助けを求めているかのようだ。

「お前何が……そういうことか！」

　ポチは両手で何かを持っている。

良く見るとピピだ、彼女は自分の体を抱きかかえるかのようにして震えている。

メッサーシュミットが瞼に噛みついているが気にもしていない。

　偵察中に何かあってピピが負傷したのだ。

慌てたポチは助けてくれとばかりに俺のところにやってきた。

　ポチは動揺して周りが見えていない。

目に入らないはずのない蟲ヒュドラすら見えていない。

　既にポチの高度は三〇も無い。

直下の蟲ヒュドラは大きくしなり、ポチに向かって飛び上がる。

　ようやく気付いたポチは高度をあげようと羽ばたくがもう遅い。

蟲ヒュドラの巨大な顎五つがポチに食らいつく──。

　足元が揺れて俺とセリアは一緒にひっくり返ってしまう。

「ぐぎゃー」

　仰向けになってラファエラが苦しむが不可抗力だ。

「ネップリ、ネップリです!!」

　飛び起きながらセリアが言う。

　頭を伸ばしてポチに食らいつこうとした蟲ヒュドラの横合いからネップリが体当たりを仕掛けたのだ。

　蟲ヒュドラの２０ｍに対してネップリは１５ｍ程、重さは全体的に肉付きの良さそうなネップリの方があるだろう。

　それが勢い良く走り込みながら突っ込んだのだからさしもの蟲ヒュドラも平気とはいかない。

　二匹は大きく転がり、味方兵士が悲鳴をあげて逃げ散る。

「高度をあげろこの馬鹿トカゲが、撃ち落とされたらピピも死ぬぞ！」

　動揺が静まったのか、ポチは慌てて高度をあげていく。

　だが眼前の戦いは終わっていない。

勢いそのままに蟲ヒュドラを叩きつけたネップリだが、砲弾を弾く外殻はその程度では破れない。

　ネップリは体重をかけて押さえ込んだまま、前足で思い切り叩きつける。

二度三度と叩きつけた後、今度は牙の並んだ口を開いて胴の真ん中に噛みついた。

　バギンと嫌な音がする。

「ネップリの牙が……」

　圧し折れたのはネップリの牙と爪だ。

動揺したのか痛いのか、ネップリは思わず後ずさる。

　ムカデそのものの胴体がネップリの押さえ込みをすり抜け、伸ばされた五つの顎があまり硬そうとは言えないネップリの体に深々と食い込む。

　耳を劈く悲鳴と共にネップリの体から血飛沫が上がる。

ネップリは噛まれたまま蟲ヒュドラを持ち上げて地面に叩きつけるが、蛇よりもうねる体は容易に離れず、牙は食い込み、出血の勢いは増していく。

　俺はケラヴノスをセリアに預け、デュアルクレイターを両手で持って走る。

　そのまま絡み合う二頭に近づき、ネップリの尻尾から駆け登る。

　蟲ヒュドラも巨大なネップリを前に俺に気を回す余裕はない。

この隙に首の一つを跳ねるぐらいはできるかもしれないが。

「四つ跳ねてピンピンしているんだから五つ目を跳ねても駄目だろうな」

　また痛い思いをしないといけないのか。

「ポチ。奴の胴体にブレスを撃ち込め。蝋燭に火をつけるような優しいブレスだぞ」

　それだけセーブすれば巨大なネップリに当たっても死ぬことはないだろう。

問題は俺だが……鎧と運を信じるしかない。

　ポチは空中で躊躇するが、メッサーシュミットが耳元で吠えると目を瞑ってブレスを放つ。

「うわでかっ!!」

　セリアが叫んだ。

ベッドで言われると誇らしいが今言われると絶望感しかない。

　衝撃と熱を体全体で感じる。

一瞬で溶けたり焼けたりしない所を見るとちゃんと手加減したのだろう。

　炎は狙い通り、俺とネップリごと蟲ヒュドラの胴体だけを焼く。

　ネップリに噛みついていた頭のうちの一つが反射的に跳ね上がる。

「三秒押さえろ」

　俺の言葉が分かったのかどうか、口から泡を吹きながらネップリは両手で蟲ヒュドラをおさえこむ。

背中を走った俺は助走をつけて跳びあがる、反射的に動いたムカデ頭の根元に両手で抱えたデュアルクレイターに全体重を乗せて突き立てる。

「入った」

　硬いながらもはっきりした手応え、同時に全ての頭が反応して跳ね上がる。

「やはりこれがメインの頭か」

　胴体への攻撃にこの頭だけが反応した。

つまりこの頭だけが直接胴体と繋がっている。急所の頭という訳だ。

『うぉぉぉ……　気持ちが悪い　蟲は好かぬと言うたろうに』

　リントブルムが今更声をあげる。

「なら力を貸せ。このままノコギリみたいにギコギコ使って欲しいか」

　すると刀身が赤く輝き……まるで火薬でも仕込んだかのように突き込んだ剣先の周りが弾け飛んだ。

それでもまだ首は落ちない。

「中途半端だぞ」

　おれは更に腰に力を込め、水の中で戸板でも振るような抵抗感をねじ伏せながらデュアルクレイターを降り抜く。

　ギチッと気持ち悪い音が一つ、断末摩は無い。

　蟲ヒュドラの頭がボトリと落ち、紫の体液が滝のように噴き出す。

他の四つの頭は顎を開いて俺を砕こうと襲い掛かかるが、途中で力を無くしてぐにゃりと折れた。

「おおっと」

　俺はひょいと跳躍して地面に降りる。

数秒の後、その数百倍の衝撃と共に蟲ヒュドラの巨体が地面に倒れた。

「や、やった？　やったの……か？」

「また動き出さねえよな？　クリストフ突いてこいよ」

「死んでる……大将、やっちまいやがった!!」

　数人の歓声が全体に伝播する。

　俺は応えてやろうと剣を掲げ、途中で止めた。

　そして剣先でさっと一点を指し示す。

　２０ｍの巨体に九つの首。

馴染みのフォルムがもう三体。

「……終わりだ」

　勝手に終わらせるな。

女達も居るのに終われるはずがないだろうが。

　チラリとネップリを見る。

噛み傷自体は筋肉まで達しているが、臓腑も零れていないし致命傷には見えない。

　だが噛み跡が紫に変色し、ネップリは泡を吹きながら横倒しになってしまった。

　そこにポチが降りて来る。

大事そうに抱えたピピを俺に渡し、倒れたネップリを見て動揺に目を見開く。

「ピピ、大丈夫か？　しっかりしろ」

　頬を軽く叩くと目を開くが焦点があっていない。

良く見ると肩に数個、針が刺さったような跡がある。

「毛虫にやられたな……ええい、調子に乗って夜に偵察させた俺のミスだ！」

　俺は拳で一つ頭を殴ってからデュアルクレイターを構え直す。

　悔やむ時間も自分を責める時間も無い。

次の三体を倒さなければみんな死んで終わりだ。

　だが一体で総掛かりな相手を同時に三体。

　レオポルトを見ると忙しく指示を出している。

そこはどっしり構えて欲しかった。

いや三体同時に対抗できる策などないだろうが。

「おい強姦龍、ちょっと地平線を焼き尽くすような攻撃を出してみろ」

　そうでないとお前もこのまま蟲に埋もれて過ごすことになるぞ。

『その必要はなさそうだ』

　頭に響く声と同時に紫のブレス……いや光線と言った方が良い何かが地平線を薙いだ。

　一拍置き、新手蟲ヒュドラ一体の首が九つまとめてゴロリと落ちる。

　振り返るとドラゴンが居た。

　目に瞳はなく、まったくの白目。

　体からは赤……いや青も混じった紫のオーラが立ち昇る。

　そして背中が光ったと思いきや、紫のブレスが空へ向かって垂直に発射される。

　普段の躊躇いがちなギャーではなく、長く低く響き渡る吠え声に兵士達は戦慄し微動だにしない。

「ぽ、ポチが切れました！」

　セリアが慌ててケラヴノスを取り落としかける。

　更にポチは翼を広げて再びブレスを放つ。

　今度のブレスは先ほどよりも大きく広がり、地面を舐めていく。

　途端、紫炎が天高く立ち昇り、畑に放った火など比べ物にならない光量が昼間のように周囲を照らした。

「あそこはただの荒野だろ？　何が燃えているんだ？」

「分からん……いや見ろ。地面が……土と石が燃えている」

「ここまで熱が伝わって来る。近づいたら燃えるどころか溶け落ちてしまうぞ」

　さすがの蟲ヒュドラもこの光量には耐えられず、他の蟲達と共に引き上げていく。

近場で機会を伺うことも無く完全な撤退……今夜はもう来ないのだろう。

　それを見てポチの体からオーラが消え、白目に瞳が戻っていく。

　俺はポチを労うことなくピピを抱え上げて走る。

　シュバルツですら死にかけるような毒だ。

小さいピピが一刻を争うことは明らかだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　秋

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

家族

ピピ（毒）

ノンナ（乳担当）カーラ（太もも担当）メル（母娘丼）クウ（母娘丼）ルウ（母娘丼）レア（セリア担当兼任）

メリッサ（洗体リーダー）ミティ（洗体担当）マリア（洗体担当）カトリーヌ（ＮＴＲ担当）グレーテル（犬遊び担当）

ミレイ（特殊体位担当）ケイシー（七頭身）リタ（服従メイド担当）ヨグリ（脚本家）アリス（尻担当）

マルスリーヌ・母（恥じらい担当）娘ステファニー・長女（癒し担当）ブリジット・次女（無理やり担当）フェリシー三女（無垢担当）

ソフィア（ぽちゃ担当）クラウディア（肉体美）クララ（キス担当）アデラ（野外担当）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（トラブル）

部下

ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民隊指揮）ラファエラ（背中定住）

セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（指揮官）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（一〇五兵団指揮官）ギド（自暴自棄）マック（到着）クリストフ（復帰）グイグ（悪人）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

マータ（羞恥担当）サリー（説明担当）マルル（どさくさ）

ジム（客将）スージィ（補佐）ソラナ（補佐）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

その他

エイリヒ（前線指揮）イジャリス（戦闘）ユーラーレン（戦闘）

セクリト（戦闘）Ｔ−九九（リミット解除）ブリュンヒルデ（援軍要請）？？？　（）

ナーティア（手当て）フェルテリス（乱交）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（準備完了）セイカ（不満）

ブスコ（　）ギルドレス（驚愕）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ラミー（前線へ）アルラウネ（鉢植え状態）ミルミ（避難）ポチ（ＰＯＣＨＩＬＡ）メッサーシュミット（疲労）

ネッタイプリプリオオトカゲ（猛毒）シュバルツ（強毒）

　────────────────────────────────────────

防衛線軍団

ハードレット私軍

護衛隊　　　　　四三→三五

歩兵　　　　　　三千→二七〇〇

騎兵　　　　　　四〇〇→三六〇

弓兵　　　　　　四〇〇→三六〇

砲兵　　　　　　四〇〇→三六〇

弓騎兵　　　　　千→一五〇〇（招集中）

一〇五兵団　　　三七〇〇→三六〇〇

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

大砲五〇→四五　大型砲二五→二三　ドワーフ砲一五門　野戦砲二〇→一六　戦車三八→三五

援軍・友軍

東方軍　　　　　一二五〇〇→三万→二万六千（援軍到着）

避難民混成隊　　五五〇〇→六三〇〇→六千

エルフの集団　　黒二〇〇→一九八　白二〇〇

アルテイル神軍　三三〇〇→四千（ラーフェンで活動中）

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

財産　金貨－七万五千

経験人数八〇五人→八〇六

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　領地南部を北上中

いつも通り間が空いたら変な更新になってしまいますね。

次回更新は明後日火曜日です。










第５１０話　毒と性感　♯







　小柄なピピの体は本当に軽く、揺らしてしまわないよう丁寧に両手で持って走る。

　見るからに毒を受けているピピを医者に手当てさせるべきか。

それとも毒に見識あるナーティアが先か走りながら考える。

　結論はすぐに出た。

「腕が折れているが臓腑は無事、幸運でしたな……おっとハードレット卿どうなされた？」

　目の前で兵士を手当てしていた馴染みの先生……名前は忘れたが……を見つけたからだ。

「先生診てくれ。傷は深くないように見えるが毒を受けている」

　俺が適当な布の上にピピを寝かせると医者はすぐにピピの傷を確かめ、ナイフで上半身の服を破いて首元まで確かめる。

「ふむ……ふむ……」

　今の間にナーティアも探そうと腰をあげたところで医者が顔をあげた。

「呼吸はしっかりと意識もあります。鼓動も正常、若干の発汗はあり……私は魔物の毒についてほとんど無知ではありますが、体の反応を見る限り命に関わることはなさそうですぞ」

「む？」

　シュバルツがひっくり返る毒なのだから小さなピピが受けて無事なはずがないと思ったのだが。

　俺は改めてピピを見る。

「服を破られた……乳が丸出しだ。変になってる」

　ピピは破れた服を引き寄せるようにしてほとんどない胸を隠している。

意識はしっかりしており、目の焦点も合っている。

「症状は普通の毒虫に酷くやられた程度です。肌が荒れているので今後痛み痒みは出るとは思います。もちろん未知の毒ですので油断せずしっかり経過を見るべきですが」

　そう言われてもシュバルツの前例があるので簡単に納得はできない。

「ピピがやられた毒は間違いなく致命的なものだ。見立てに間違いはないか？」

　すると医者は少し考えた後、ピピの肩口を水で洗う。

「あう沁みる」

　ピピは体を震わせた後、何かに気付いて不思議そうな顔をする。

「この肩の傷は他の針でやられたような傷とは違う噛み傷ですな。魔物ではなくもっと小さな」

　足元でペチャペチャ汚い音を立ててメッサーシュミットが水を飲んでいた。

「想像ですが刺し傷の上から何かが噛み付き、出血したことで毒が体内に入らず流れ出たと思われます」

　蛇の毒を吸い出すようなものか。

「自分で噛んだのか？」

　ピピに尋ねてみるが首を振る。

声も視線もしっかりしている。

「暗闇を覗き込んでたら針が刺さった。フラフラして抜く間もなかった。他は覚えてない」

　メッサーシュミットがくしゃみをしてから鼻汁を飛ばす。

「……ともあれ助かったなら良かった。なあポチ」

　ポチは安心したのかへたり込んでギャーと鳴く。

先ほど妙な光線を吹いたせいか、やたらと枯れて地響きのような低音だ。




　そのポチに向けて力ない鳴き声が発せられる。

「へたり込む前に行ってやれ」

　俺の指差す先ではネップリ……ネッタイプリプリオオトカゲが巨体に見合わぬか細い声をあげながら前足を伸ばしてポチを探していた。

　俺はちらりと医者を見る。

「毒どころかあれの生態も知りませぬのでなんとも言えません。……が、全身の痙攣と不規則な呼吸、目も見えていないようですので、長くはもたぬかと」

　それを聞いてポチを蹴飛ばすと躊躇いがちにネップリに手を伸ばす。

　するとネップリは縋りつくようにポチに体を寄せ、覆いかぶさるようにして眠ってしまった。

「最後になるかもしれん。朝まで添い寝してやれ」

　トカゲに詳しくない俺達がこいつにしてやれることはない。

安静にして水を飲ませるぐらい、後は体力次第だ。

　ポチも分かっているのか、覆いかぶさるネップリを抱きしめる。

　トカゲとはいえポチを助けるぐらいの情はあるのだ。

最期だとしたら好きな男の腕の中で迎えるのが幸せだろう。

「俺も体を休めるか。ピピも怪我をしているんだから早く寝ろ」

　俺はしきりに胸元を気にするピピを抱き上げて寝床用に改造された馬車に向かう。







　あえて馬車を寝床にしているのは眠りながら移動する為だ。

延々と続く緊張と戦闘で疲れた心と体には僅かでも長くの休息が必要だった。

　馬車に入るとノンナが微笑み、壁に背を預けて手を広げている。

俺はその豊満過ぎる胸に後頭部を埋め、贅沢すぎる巨乳ソファーにしてしまう。

　もちろん女と触れ合うのは休息に入る。

例え激しい運動を伴うにしてもだ。

「戦いではあんなに凄かったのに今はこんなに可愛いですね」

　ノンナは俺の頭を抱えて深く爆乳に埋めながら、顔を優しく撫でて目を閉じるように促す。

「はい、あーん」

　されるがままに従うとカーラが食事を口に入れてくれる。

　軟らかい煮野菜は口移しで流し込まれ、歯ごたえのある肉は咥えたまま咀嚼するまで待ってくれる。

更に四、五回ごとに薄い葡萄酒が濃厚なキスとともに流し込まれる。

　食器を持つ必要もグラスを傾ける必要もない。

ただ爆乳に埋もれて口をあけているだけでカーラのキスと食事を味わえる贅沢が与えられる。

「体の方も拭きますから楽にしてて下さいね」

　目を閉じたままでもメリッサの声だとすぐにわかる。

　メリッサは俺の上下の服をたちまち脱がせてしまう。

熟練のテクを感じるぞ。

「ちょっと硬くなってる。ふふ、蒸れてくさいね」

　戦闘後だから仕方ないと言うまでに下半身が温かく包まれる。

漂う石鹸の匂いと柔らかい感触……メリッサが洗ってくれているのだ。

「こっちも」

「洗いますね～」

　続いて左腕と右腕が温かく包まれる。

「右がマリアで左がミティだな」

　二人も手や布ではなく自分の体に石鹸をつけて洗ってくれているのだろう。

軟らかい胸が押し当たるメリッサの洗体も良いが、小さい乳の滑々肌をこすりつけられるのも素晴らしい。

「マリアの乳首をはっきり感じるぞ。また大きくなっただろう？」

「わっなんてこと言うんですか！　大きいの気にしてるのにぃ！」

　二人の体形はスレンダーでかなり似ているが、乳首の大きさが完全に違う。

ミティは小ぶりな胸相応の小さく可愛い乳首、対してマリアの乳首はかなり大きく、特に絶頂間際になると驚くほど長く伸びるのだ。

「すまんすまん。代わりにミティは股の豆が良く膨ら──」

「ぎゃー！　言わないでぇ！」

　ミティとマリアは怒ったように叫び、左右の乳首に噛みつく。

同調してかメリッサまで尻の穴を指で洗って来たのでそれ以上何も言えなくなってしまった。

「それからリタも、ありがとうな」

「いえ当然のことですわ」

　石鹸の匂いに混じる僅かな刺激臭。

リタが俺の細かい擦り傷や打ち身に薬草を塗り込んでくれていたのだ。

　食事が終わり、洗体もお湯で流して終わりとなる。

　さて体を起こそうとするとノンナにやんわりと目隠しされる。

　同時に男根が生暖かく包まれる。

「エイギル様は何もしなくていいですからね。ただ食べ、洗われ、気持ち良くなって下さい」

　薄目を開けるとメリッサ、アデラ、レアの三人が男根に口付け舌を這わせていた。

　三人は目配せしながら別々の動きで俺を攻め立て、時折協調して性感を高めて来る。

「ふぅー」

　メリッサが熱い息を吹きかけたかと思うとアデラの舌が竿を舐め上げる。

「かぷ」

　そしてアデラが先端を唇で食んだと思いきや、レアとメリッサが同時に玉を吸う。

「ちゅっ」

　止めはメリッサとアデラが強く竿に吸い付き、俺の腰が持ち上がる動きに合わせてレアが根元まで男根を呑み込む。

　決して大柄ではないレアの喉は一物の形に膨らみ、本能で嘔吐しようとする喉奥から食道の痙攣を利用して根元から先端まで刺激する大技を繰り出す。

「ん……ぐぅ……うぐ……」

　たっぷり二十秒程呑み込んでからレアが一気に頭を引いた。

レアの小さな口から冗談のように大きな俺の男根がズルズル吐き出される。

　間髪おかずメリッサとアデラが口を寄せた。

尖らせた舌で特に敏感な裏筋や亀頭の根元をつつき回し、舐め回す。

「おお……たまらん。勝手に腰が持ち上がる」

　快楽に腰がかくつくことまで見越していたのだろう。

咽ていたレアが仰向けで股下に入り、肛門に口をつけて小さな舌をねじ込んでくる。

　口で絶頂を訴える前に体が跳ねあがり、男根が射精の痙攣を始めてしまう。

ここで手を放されても数秒で激しい射精が開始されるはずだったが。

「「失礼します」」

　メリッサとアデラが指を立て、男根の根元一点を押さえつけた。

　すると鈍痛と共に射精が止まってしまうではないか。

　いや止まってはいない。

一物は既に激しく律動して射精を始めている。

根元の種汁が通る管を押さえられて空撃ちになっているのだ。

　二人は音が聞こえる程激しく律動する一物を押さえたまま、左右から強く口付ける。

遅れてレアも仰向けのまま玉に口付けする。

　限界を超える射精欲求と快楽が入り混じり咆哮をあげそうになるが、ノンナの口付けで塞がれる。

　更にカーラが『せーの』と合図し、女達が全身に群がる。

　首筋、乳首、ヘソ、脇下、脇腹、太もも……誰がどこかも分からない同時のキスと甘噛み。

「「失礼しました。ではどうぞ」」

　メリッサとアデラの指が解放された。




　ノンナに口付けされたまま野獣の呻きを漏らす。

そして呻きをもかき消す激しい射精音。

　ヨーグルトを通り越してチーズのようになった精液が尿道を勢いよく飛びぬけ、天井に打ち当たる。

「すっご……」

　誰が呟いたのか判断することもできない。

俺は呻きながら腰を連続して跳ね上げ、魂ごと噴射するような快楽の中で射精を続ける。

　男根への快感は止まらない。

メリッサは射精中の男根を手でしごき続け、アデラは裏筋を舐め続け、レアは玉を両手で揉み続ける。

　精液はとめどなく溢れ内臓まで出るかと思えるほどだった。

　二十か三十か、分からないぐらい腰を跳ねあげる。

天井に打ち当たって飛び散っていた精液がへばりついて滴るようになり、やがて届かなくなって直接女達に降りかかり、最後は男根が動く度、先端から漏れ落ちるようになる。

「お疲れさまでした～」

「ご立派な射精でした～」

　メリッサとアデラが男根に吸い付き、頬を窄めて残った種汁を吸い出す。

「ものすごい快感だった。三人同時攻撃に腰を抜かれたよ。最後の全員吸い付きも気絶するかと思ったぞ」

　俺は大きく息を吐きながら脱力する。

特大の射精で精を全て放出した一物が硬度を失ってドテリと倒れ込む。

「えへへ～三人で練習してたんだよ～」

「皆で相談してキスの担当場所を決めてたのよ。ちなみに私は乳首よ。真っ赤になるまで吸ったわ」

　レアが汁だらけの顔を拭きながら笑い、カーラが飛び散った種を舐めながら言う。

　体を見ると全身の際どい場所全てにキスの痣がついている。

男としてこれほど誇らしいことはない。

「では出し切ったところでお休みの準備を……」

　俺はノンナの乳枕をやんわりと引き離して立ち上がる。

「皆、胸を出すんだ」

　汁の処理をしていた女達が驚く。

「で、でもこんな大量に射精されましたのに」

「お玉も確かに空になったよ？」

　俺はノンナの寝間着の肩をずらして巨大な乳房を露出させ、レアの頭を引き寄せて玉に押し当てる。

「う、うそ勃ってくる。私のお乳を見てまた勃起されてる！」

「ジュルジュル音がする……もしかしてすごい勢いで精液を作ってるの……こんなの聞いたことない」

　俺は頷くと再び硬度を取り戻した男根を全員に見せつける。

「まだまだいける。次は俺が攻める番だな」

　女達は全員が信じられないと顔を見合わせた後、期待と発情に頬を上気させるのだった。







　俺はまず膝立ちにしたノンナの胸へ、正面から縦に一物を突き入れる。

「きゃあ！　おっぱいに挿入されてる！　こんな挟み方あり得ないです！」

「エイギルの巨根を縦に挟めるあんたの化け乳があり得ないわよ」

　カーラの突っ込みを受けつつ、俺はノンナの肩を掴んで激しく動いて射精する。

「熱っ！　心臓に直接かけられてるみたいです！　わぶっ！」

　胸の奥で射精したことで熱が直接伝わったのかノンナは恍惚とするが、谷間の上下から精液が噴き出し、たちまち顔と股間が汁塗れになる。

「ノンナ胸を開け」

「こう……ですか？」

　ノンナが巨大な乳房を左右に開くと間に出した俺の精が粘着質な音を立てて糸を引く。

硬度を失いかけていた男根が再び勃ち上がる。




　次に俺はメルに目をつけ、たっぷりとしゃぶらせてから射精直前で一物を引き抜く。

「クウ、ルウ、来るんだ」

「ああ、そんな……母の口で搾った精を娘にぶっかけるなんて……だめ、だめよ。抵抗して」

「「いやぁぁぁ!!」」

　メルの非難と言葉の裏にある期待に応えながら嫌がるふりをする姉妹の頭を押さえ、その顔面に白い精液をぶっかける。

「布を使わず互いに舐めとるんだ」

「ひゃい……れろれろ。お姉ちゃんベトベト……」

「うう男臭い。ルウ、今綺麗にしてあげるからね」

　顔にへばりついた俺の精液を舐め取り合う姉妹を見ては一物が萎えるはずがない。




「マリア！」

「ひゃいー！」

　俺はマリアを四つん這いにすると後ろから抱きしめて一物を突き出す。

当然挿入されると思ったマリアだが、予想に反して一物はずるりと股間を滑って前に突き出る。

「えっ私？　ああっ!!」

　そしてマリアの股を通した一物でメリッサを貫く。

「マリアに犯されてるみたいで……ううっ変な感じ方しちゃう……あぐっ！」

「わ、私もメリッサを犯してるみたいで……エイギルさんもっと早く腰を振って！」

　二人はやがてキスを始め、マリアは俺の動きに合わせて腰を振り、まるで自分に生えた一物でメリッサを犯しているように動く。

　最後に二人は抱きしめ合ってメスの叫びをあげる。

「マリア駄目抜いて！　女同士で子供できちゃう！」

「いやよメリッサさん！　私の種で孕んで！　孕めメリッサ!!」

「なによこれ」

　メリッサの中に出した精をマリアに吸い出させる。

もちろん一物は復活する。




「グレーテル。やりたいことがあるんだったな」

「はい。四つん這いになって頂けますか？」

　別に構わんぞと言う通りにすると、何故かグレーテルも同じ態勢になる。

「そのまま後ろに一物を向けてお尻同士を合わせたまま挿入を──」

　グレーテルは尻越しに一物を掴むとそのまま挿入していく。

　そこでカーラが叫んだ。

「ちょっとあんた!!　それ犬の交尾じゃない！　エイギルに何やらせんのよ!!」

「貴女も伯爵家の娘でしょうに恥を知りなさい!!」

　ノンナまでも続いて絶叫する。

　だがグレーテルは罵倒されながらも尻合わせの交尾を続ける。

顔は見えないが恍惚の吐息が漏れていた。

「あぁ……あぁ……すごい……ずっとこのまぐわいを……いえ、交尾をしたかった……わたくしは雌犬」

　聞こえていないようだ。

「ご主人様……コブとか膨らみます？」

　なんだそりゃ。

「エイギルは犬じゃないのにコブなんかある訳ないでしょ」

「カーラ貴女さっきから妙に犬の交尾に詳しいですね。まさかとは思いますが……」

　不穏な気配を打ち払うべく、俺はグレーテルを禁断の体位で抱いて満足させる。

尻を合わせながら射精するのは結構新鮮だったが、勃ちきると一物がねじれて痛いな。




「カーラ、ミレイ」

　続いてミレイを押し倒す。

「あ、あたいかよ！　まずカーラを抱くのが筋じゃないのかい!?」

　慌てるミレイを見てカーラがニヤリと笑う。

「ちょっと考えてたことがあるのよ。ミレイは体格いいし鍛えてるから耐えられると思うしさ。リタも協力してよ」

　カーラはリタとひそひそ話すとミレイをがっちり拘束する。

「エイギル、あれやってよ。あの逆立ちみたいなやつ」

　ざわっと女達がざわめく。

「そこで止まって。そこでこれをこうやって、これをこうしてっと」

　カーラとリタは半端に止められた俺とミレイの体位を調整し始める。

一人でやるにはバランス的に難しい体勢のまま体が固定される。

「できた逆立ち改！　このまま腕の力を抜いて体重をかけてっと」

「お、おい待て！　これはやばいって！　この向きだとやばい所に直接めりこ──うぎゃぁぁぁ!!」

　カーラが手を放すとミレイの言葉は続かず絶叫に変わる。

一物が大変な態勢のまま食い込むと同時に潮が吹き上がり、ミレイがばたつく。

「ひいっひぎぃぃ！　体中が痺れてっ！　死ぬ！　感じすぎて死ぬぅぅ!!」

　自分でやっておきながらリタはミレイの顔を見て後ずさる。

「やはりやり過ぎでは？　この顔は女がしてはダメな顔ですわ」

「どれ？　うーわ、こりゃやり過ぎね。舌根元まで出てるし目もひっくり返ってる。鼻水も……」

　白目を剥き、潮を吹き続けるミレイから一物を引き抜く。

「まあミレイは頑丈だから大丈夫だし、ってエイギル何するのよ」

「そ、そうなりますよね。覚悟はできております」

　人を呪わば穴二つと言うじゃないか。




　カーラとリタを同じ体位で失神させ、ミレイと並べる。

三人は女がしてはいけない顔のまま、大股を開いて潮を吹き続けていた。

　淫靡な光景にもちろん一物は再び勃ちあがる。

　その時、外から気になる声が聞こえた。

「ポチの鳴き声だ。助けを求めてる。ネップリの声も聞こえた。喜びの声だった」

　怪我人の為、性交を控えて寝ていたピピがむくりと起き上がる。

　助けを求めているとなれば大事だがポチの声はそれっきり聞こえない。

緊急事態なら続けて鳴くし、他の兵士達も騒ぐはずだが。

「……気のせいかもしれない」

　ピピも自信なさげなので一旦保留しよう。

「俺が気になったのはこっちだ」




　兵士達の愚痴がボソボソと聞こえる。

「くそ……今夜の数を見たか？　もうお終いだぜ」

「おいおい、ハードレット卿がいるだろ。あの化け物を斃したのを見ただろう」

　あまり景気の良い声ではない。

「ああ見たさ。最強のハードレット卿がドラ──巨大トカゲ二匹と協力して一体斃したな。あれが三体四体、いや十、百と出たら？　どうにもならねぇよ」

「だからドラ──飛びトカゲが敵の巣穴を探してるんだろ？　見つけて破壊すりゃ蟲はいなくなるさ」

　兵士達はかなりの人数のようだ。

「見つからなかったら？　あるいは大山脈の天辺だったら壊しにもいけねぇ」

「ミックを見たかよ。クモに刺されて腹の中身を全部吸われて死んだんだぜ。ロンドは毒針ぶっ刺されて紫色になって死んだしよ……終わりなんだよ」

　悲観が兵に浸透している。

今日の戦闘を見ては無理も無いが。

「一丁、鼓舞してやるか」

　俺が立ち上がった時、更に声が続く。

「はあ、いいよなハードレット卿は。さっきから馬車でノンナ様とか美女並べてやりまくりだぜ。ギシギシいってらぁ」

「そりゃあの人一人で俺達百人分は戦ってるから仕方ねぇけど……バビューっての何の音だったんだろ」

「やりてぇ……いややれなくてもいい。せめて見てぇな。天井からバシバシ音してたけどなんだろうな」

　俺の肩にカーラの手が乗る。

　先ほどの逆立ち改で尋常でない性感を受けたせいか目の焦点があっていない。

「ですってエイギル。ここは適当な鼓舞じゃだめ、希望を適えてあげましょ」

　そういうとカーラはリタと共にフラフラと馬車を出る。

全裸のまま──。

　そしてバンと扉を開いてしまった。

　兵士達から驚愕の声があがる。

「うふふ、聞こえてたわよ。いいじゃない見たいなら見せてやるわ。私達とエイギルの大乱交を!!」

はれ？










第５１１話　♯







　馬車は味方陣地の真ん中に置かれている。

陣地の端に置けばはぐれの魔物の危険があるからだ。

当然、周りには仮眠をとっていたり簡易な食事をとる兵士達がいる。

　そこで突然馬車の扉が全開にされたのだから周囲の兵士全員が注目してしまう。

「うわ、カーラ様!?」

「ぜ、全裸じゃねーか！　おぉ……いろっぺえ」

「馬車の中まで見えちまうぞ。覗きじゃねえ見えちまってるんだ！」

　カーラは俺の逆立ち改を受けて性感極まっているせいか、舐めるような兵の視線に動ずるどころか逆に心地良さそうにムフーと笑う。

遠慮なく晒された股間から俺の子種がボトボトと流れ落ちる。

「あんた達も飢えてんでしょ？　傍でやられてたまんないわよね」

　カーラが兵に問いかける。

同意の返事があちこちから上がる。

「私達も湿っぽくて狭い馬車の中でネチョネチョしてちゃ不健康よ。ここはこいつらの為にも外で派手にやっちゃいましょうよ」

　そう言ってカーラは上気した顔のまま馬車の外に飛び出し、俺達を手招きする。

兵士たちの視線が揺れる胸と尻、俺の種を流れ落とす股座に集中するが、それすら気持ちよさそうだ。

　普段なら他の女達から罵倒の嵐なのだろうが。

「は、恥ずかしいですけど、エイギルさんの同意があるなら……」

　メリッサが赤い顔でチラリと俺を見る。

「は、裸はダメです！　服を着たままエッチなことするぐらいなら……」

　ミティが内股のまま上目遣いで俺を見る。

「外で兵に見られながらなんて……そんな……ああ困ります。でも……でも」

「母さん？」

　トリエア母娘がブルリと肩を震わせる。

　皆どうやら満更でもない。

泥酔している訳でも無いのに生死をかけた戦場の空気と乱交の余韻に当てられたのだろうか。

　俺は全裸のまま立ち上がって問う。

「外でヤってもいい者は挙手してくれ。もちろん服を着るのもありだ」

　最初あげたのはカーラとアデラだけ。

だが数秒の後、ゆっくりと多くの手があがり始めた。

絶対反対を叫んでいたノンナだけがひっくりかえる。

　これこそジムが拘る民主主義だな。







　馬車の外に出た俺は腰の後ろで手を組み、堂々と訓示でもするかのように直立する。

違うのは足元に全裸のカーラがしゃがみ込み、男根を咥えていることだけだ。

「ちょっとした余興だ。見たいならいくらでも見ろ。だが女達に指一本でも触れたら首を千切るぞ」

　カーラにしゃぶらせながら兵達に言う。

彼らも弁えているのか数メートル離れてそれ以上近寄っては来ない。

当然ながら全身に刺すような視線を感じる。

「カーラ様もエロくてたまらないんだが、それより領主様……嘘だろ？　なんだよあれ、え？　丸太？」

　するとカーラは口奉仕を止め、玩具を見せびらかすように男根に頬擦りしながら兵達に見せつける。

「領主様が美女を総取りするのも無理はない。こんな巨根に惚れない女なんていないよな」

「ハードレット様の女に手を出そう～なんて気もなくなるぜ。あの巨根で抱かれた女を俺達の男根で奪えるはずがない」

「俺の嫁だってあんなもの押し付けられたら股を開いちまうぜ……いくらなんでもデカすぎる」

　兵の賞賛を聞いて俺も盛り上がってきた。

減るものでは無いし女が良いならいくらでも見せてやろうじゃないか。




　カーラに続いたのは意外なことにソフィアだった。

「さ、さすがに恥ずかしいので着衣で」

　ややふくよか体形の彼女は人口密度の高い馬車の中が暑かったのか全身に汗をかいて薄いワンピースが肌に張り付いている。

　ソフィアは周囲の視線を気にしながらも夜明け直前の澄んだ空気に深呼吸してから俺の上に乗っかる。

　そしてワンピースの裾を捲り上げ、男根に腰を降ろして挿入していく。

「うっ、ううっ、入る……あうう!!」

　挿入した瞬間、ソフィアは大きく後ろに仰け反った。

周囲の兵からの視線がいっそう熱を帯びる。

　視線に応えるように俺はソフィアの腰を掴み、下から激しく突き上げる。

豊かな乳房がワンピースの内側で暴れているのが兵達にもはっきり見えただろう。

「あれだけの巨根であの腰使い、女はたまんねえよ」

「服の中でブルンブルン乳が揺れているぜ。俺もたまんねえよ！」

「ちょっとポッチャリしてるが、あれぐらいが抱いたら一番気持ち良いんだよな」

　ソフィアは俺の上で悶え、喘ぎ、やがて果てる。

視線が次第に獣欲を帯び始め、距離が近くなっていく。

　次に出てきたのはミティだ。

豊満なソフィアの後だったからか体のラインが出ない町娘のような服を着ていた。

　傍にあった水樽へ手をつかせ、後ろからスカートをまくり上げる。

「うぅぅ……周りから見えてません？」

　根拠もなく大丈夫だと言ってからミティの髪をかき上げ、首筋に吸い付く。

跡が残るよう下品な音を立てて吸い上げながら足を開かせ、両手を腰に添えた。

「あうっ!!」

　腰を突き上げてミティに入ると、彼女は大きく前のめりになって苦悶の声をあげた。

周りの兵士にも挿入がはっきりと伝わったようだ。

「目の眩むような美女でもないし体も特にエロい訳じゃないけど……いいな」

「普通の町娘が犯されてるって感じで生々しい。俺の娘にどことなく似てる」

「体格が違い過ぎるから合意って分かってても強姦に見えるよな。見えないけどアソコが心配になるぜ」

　俺はミティの中で遠慮なく射精して一物を引き抜く。

流れ落ちる大量の精液を見て小さな歓声が上がった。

　兵士達が更に距離を詰めて来るのがわかる。




　次にトリエア四母娘が群がって来る。

こちらもやはり着衣だ、俺は仁王立ちになり、母マルスリーヌは真っ赤な顔で男根を、長女テファニーは恥じらいながら尻穴を、次女ブリジットは悪態を吐きながら口を吸う。

「今度はすげえ美人だ。尻まで舐めさせるなんて」

「おいおい、いま母様って言ったぞ。歳も……母娘丼まとめてしゃぶらせているのか」

「俺もう辛抱できねぇ！　妄想の中であの美女達を犯してやる！　俺の５０㎝を食らえ！」

　その時、天然で少しぽわっとした三女フェリシーが足を滑らせて転倒、兵士達の前で大股を開いてしまった。下着は付けていない上に豪快に倒れたので中身まで剥き出しだろう。

　だが歓声は起きず、くぐもったような声が何度か続く。

無垢な全晒しが男達に止めを刺してしまったようだ。

「フェリシー！」

　慌てて母マルスリーヌが三女を抱き起こすが、興奮で足元がふらついたのか自分も倒れて乳が丸出しとなってしまい、更なる呻き声を誘発する。




　トリエア母娘との乱交を経て兵士達はもう表情が伺える程近く俺達を囲んでいる。

　発情した視線を楽しみながら現れたのはアデラだった。

「ふふ、エイギル様いい？」

　俺は苦笑して頷く。

　するとアデラは俺にキスをした後、いやらしい動きで服を脱ぎ、ギラギラした目で見る兵達に向けて放っていく。

「周り中獣に囲まれてるみたいよ。でも手を出しちゃ駄目。ご主人様に殺されるわよ」

　最後の下着を脱ぎ捨てて放り、くるりとターンを決める。

綺麗に整えられた陰毛がふわりと淫臭を舞い上げる。

「なんていやらしい体だ。女の匂いが漂ってくる」

「男好みの体なんてものじゃねえ。ありゃ男を発情させるための体だ」

「妻にはしたくないが愛人にしたい！」

　アデラは最後の一言にガクリと肩を落としたが、気を取り直して妖艶なポーズを決める。

「見るだけよ。私がご主人様に抱かれるのをじっくり見て。抜きたければ抜いてもいいわ」

　アデラが体を寄せて来る。

抱き締めると異様に体温が高い。

「見られた方が興奮するのか？」

　恥ずかしそうに頷くアデラ、なら期待に応えてやろう。

　俺は立ったまま後背位の体勢を取る。

だがそのまま挿入はせず、片足を持ち上げ結合部が丸見えにしてからゆっくり入れる。

　周囲三六〇度から視線が突き刺さり荒い息が重なる。

　挿入してからゆっくり数度動いた後、抱えて持ち上げ、足を全開にする。

　激しく突き上げながらも乳に手は添えず、あえて暴れる様を見せつける。

　体位を正面からの立位に変え、尻たぶを開いて肛門を丸見えにする。

　ありとあらゆる見せつける体位にアデラの興奮はどんどん高まっていく。

　そして最後の瞬間、俺は中で出さずに引き抜き、アデラを地面に横たえる。

すると彼女はまるで観衆に奉仕する踊り子のように腰を持ち上げ、大量の潮を吹きながら絶叫した。

　同じタイミングでアデラの顔に精を放つ。

回りからも男の呻く声が聞こえる。

　アデラの痴態は何人の男の精を絞り取ったのだろうか。

「しかし周り中で男が射精してると思うと俺は萎えてしまいそうだ」

　俺の独語に反応して白い手がちょこちょこ上がる。

　私兵、王国兵共は男が大半だが中には女も混じっている。

「私達はハードレット様の男根を見ながら……シてますので」

「続けて頂けると嬉しいです。出来ればもっと豪快な出し入れと、外出しで射精の瞬間を見せてくれると捗ります」

　よし続行だ。

俺を見て自慰してくれる女がいるとなればこの生臭さも気にならん。

　俺は続いて恥ずかしそうに出てきたメルを押し倒す。

周囲の雰囲気も変わり始めた。

　俺達への注目だけではなく、淫靡な気配がそこら中に漂い始めたのだ。




「なあいいだろ。互いに健康な男女なんだからさ」

　男兵士が言い寄っているのは避難民の農民女のようだ。

肩を抱き、強引にキスをしているが女も抵抗するふりをしているだけだ。

「私も雰囲気に当てられたのかな……疼いて男が欲しいわ。でもごめんなさい。もう少しだけ貴方の顔が良ければ抱いて欲しかったんだけど。そこの男前のあなた、私を抱いてくれませんか？」

　ご愁傷様だ。




「大人しくしやがれ！　お前も濡れてんだろうが、やらせろよ！」

「やめっ！　痛い！　嫌だって言ってるのにキスすんな！」

　今度は男女の兵士だが、どう聞いても無理やりだ。

止めに行こうと思った時だった。

「仲間に何してんのさ」

「あたいらのマドンナに手ぇ出そうなんていい度胸してるわねぇ」

　女兵士の仲間二人が助けに入ったようだ。

「なんだお前ら……ってその筋肉、お前ら本当に女かよ！」

「はん、こちとら五年も兵士やってんだ。肉もつくわな」

「ちょっと見なよ。こいつのアレ、根性と同じぐらい曲がってるわよ。この形……好きなのよねぇ」

　今度は男の悲鳴が響く。

「おらっ大人しくしな！」

「目を閉じて勃ててりゃすぐに終わるわよ！」

　自業自得なので放置しておこう。




「なあ……いいだろ？」

「ああいいぜ。俺もお前のこといいなって思ってたんだ」

「最初は俺が攻める。終わったら次はお前の番だ。順番にいこう」

　聞かなかったことにしよう。




「メシメシ　クライ　ニクニク　ピー！」

　ハーピーの声が聞こえる。

彼女達は夜にはまったく目が見えないので余程のことが無いと寝ているはずだが。

「よしよし、俺の晩飯を分けてやる。肉もたっぷりあるぞ。……その代わりな？　いいだろ？」

　どうやら兵士の一人が飯と引き換えにハーピーを抱こうとしているらしい。

互いに納得しているなら止めることでもない。

「人の事言えないしね」

　背中に居るラファエラが耳を引っ張る。

突然耳元で声を出さないでくれ、反射的に発射してしまったじゃないか。

「ピー　コウビ　コウビシテイイ　ニクニク！」

「それとさっき言った通り──な？　明日の朝食の分の肉もやるから」

　はて、ＯＫが出たのにまだ交渉しているのか。

　するとハーピーはピーピー鳴いた後で声色を変える。

「パパ！　パパダイスキ！　パパトエチシタイ　ピー！」

「うぉぉぉ！　父さんもお前を抱きたかったんだ！　母さんよりお前が好きなんだ！　ずっとこうしたかった、こんな幼い体でもう女になったんだな──！」

　娘の名を叫びながら激しい交尾が始まっている。

理性が飛んだ男は周囲の空気が凍っているのに気付いていないのだろう。

「最低、顔を覚えておきます」

　メルが俺に組み敷かれながら、氷のような瞳で男を睨んでいる。

心なしか膣内の温度も下がった気がする。




　ともあれ淫らな野外性交は続き、俺も女も兵達も満足して士気を回復する。

「お待ちになって。まだ私がおりますわ」

　馬車から……いや馬車の上から飛び降りたのはクラウディアだった。

　そのクロビカリする筋肉の塊が着地すると同時に地響きが起き、淫らな空気を切り裂いた。

「ち、彫刻？」

「いやまっ黒だから銅像──待て、動いているぞ！」

　先ほどまでとは種類の違うざわめきを聞きながら俺はクラウディアを抱き締める。

「あはん」

　なるほど鋼鉄のような筋肉、女がどう鍛えてこうなるのか想像もつかないが、彼女も俺の女だ。

求めて来るのを拒むようなことはしないし、これはこれで個性があって良いと思う。

　俺とクラウディアは絡みながら地面に倒れる。

「や、やるのか!?　あの銅像とやるのか!?」

「今はっきりわかった。俺はハードレット様には勝てない。どれだけ出世しても、たとえ王になっても」

　失礼な奴らだ。







　──翌朝。

「何を泣いているんだ？　怪我が問題ないなら早く出撃してくれ」

　俺は地面に突っ伏して泣き崩れているポチの頭をつつく。

ピピを心配しているのかと思って連れて来てみたが、違う違うと首を振る。

「あの……私、昨日彼とヤ──オホン、夜遅くまで起きていて見たのですけど」

　事情を知るらしい避難民の女がボソリと言う。

「桃色の方、ネッタイ──ネップリが夜中苦しげに声をあげたんです。それを心配してドラゴ──いえトカゲが」

「ポチでいい」

　女はコホンと咳払いしてから痣だらけの首筋を隠して続ける。

「ポチが優しく抱きしめたのですけど、その瞬間ネップリが目をカッと開いてポチに覆いかぶさり、組み敷いてそれはもうすごいことを……」

　ネップリが起き上がり、ポチの背中に頬擦りする。

昨日まで死にかけていたとは思えない程、肌が艶々している。

　どうやら毒は治ったか、ポチを油断させるための仮病だったらしい。

ネップリはタフな生き物だ。

「私達もあてられる程情熱的で、もう大変でした」

　女がビクリと体を震わせ、まるで何か零してしまったかのように股を押さえる。

　ポチが地面に突っ伏してギャーと鳴く。

「童貞切れて良かったじゃないか」

　咽び泣くポチの頭をもう一度つついてからその背中に乗る。

涙を零しながらポチが顔をあげた。

「大事にはならなかったが昨日の今日でピピを行かせられるか。俺が代わりに乗る」

　すると零れる何かを拭いていた避難民が心配そうな顔をする。

「で、でもハードレット様は夜に戦われるんじゃ……」

　我ながら他の兵士数百人分戦っている自覚はある。

日に日に厳しくなる戦況の中、俺が抜けたらどうなるかと不安なのだろう。

「心配するな。朝から夕まで偵察に出るが、夜は戻って奴らと戦う」

「え？　それだと休む時間が無いわ」

　背中のラファエラが呟く。

「余裕があれば週休五日、一日二〇時間休むけどな。今はどこにもなさそうだ」

　言いながら俺はポチに乗る。

なら俺はいらんかとばかりに逃げるメッサーシュミットを捕まえ、逆にラファエラを降ろす。

　ラファエラは震え始めたが、腹に手を当てて落ち着いた。

朝方種汁を仕込み、流れ出ないように栓までしておいたので夕方までは大丈夫だろう。

　溜息を吐くポチの耳元に口を寄せる。

「もう時間がない。危険を冒してでも低空を飛べ。さっさと目標を見つけないとな」

　毛虫の攻撃は厄介だが、ポチの鱗なら耐えられる。

後は俺が喰らわなければ良いだけだ。




「そういえばセリアがいない」

　こんな時は自分もついていくと騒ぎそうなものだが、やはり疲れて寝ているのだろうか。

　馬車の方に目をやるとセリアが呆然とした顔で顔を洗っている。

こちらを気にする余裕もない。

　表情がさっきのポチそっくりだ。

「……はう……はうあ」

「ふふ、セリアちゃんそんなに照れないで」

　レアが後ろから抱き着いている。

「気持ち良かったでしょ？　疲れ、取れたよね？」

　実に微笑ましい。

　身体は疲れているが心は癒された。

偵察にも一層気が入りそうだ。

もっふん
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連戦　一日目

　傾き始めた夕日がポチの影を長く伸ばす。

　俺は着地を待つ時間も惜しいと、高度が２ｍ程になったところで飛び降りた。

　セリアの労いの言葉よりもレオポルトの冷たい声が先んじる。

「成果はございましたか」

「ない。まったくわからん」

　ポチにつけた檻からハーピーがひょこひょこ歩き出る。

奴らは頭の悪いなりに精一杯やっていたし、俺ももちろん全力を尽くした。

「蟲ヒュドラが這い出せるなら相当な大きさのはずだ」

　場所はダート山の山腹から上とほぼ特定されている。

そこに大穴が開いていれば、今までの偵察でピピがとっくに見つけているはずだ。

　だが穴は縦とは限らない。

山肌の窪みに紛れた横穴であれば上から見てもなかなかわからない。

だから今回は山肌を擦るぐらい低空を飛んで周囲を一周したが成果はなかった。

「おまけに洞窟に潜んでいた毛虫から一発貰ったしな」

　俺は毛布に包んだハーピーを優しく抱き上げる。

　こいつに針が命中して墜落しかけた。

なんとか空中で拾って針を抜き、その場で毒を吸い出したので今はスヤスヤ寝ている。

　ポチは両目を中央に寄せてギャーと鳴く。

そういえば眉間に針を食らっていたな。

「お前の鱗なら平気だろう自分で抜いとけ」

　俺はレオポルトの持つ地図に印をつけようと筆を取ったが、無意味と気付いて放り捨てた。

「今日で予想地点は全部見た。もう印をつけても意味がない。捜索地点を拡大するより他無いか」

　だがレオポルトは首を振った。

「先ほどまで新たな証言を集めて再分析致しましたが、山腹から山頂までの範囲に存在することは間違いありません。拡大ではなく再捜索を提案します」

「だが現に無かったぞ。見てきたのに理屈が合わんからもう一度探せ、はおかしいだろう」

　反論するもレオポルトは譲らない。

「範囲内に無いと確定しておりません。見落とし、あるいは発見しにくい特異な形状での存在も考えられます。既存の範囲を再捜索すべきです」

　えらく強硬だな。

「……そこまで言うならもう一度行くさ」

　俺だって怪しい地点を全て確かめたとは言い切れない。

特にハーピーが針でやられてからは警戒半分、偵察半分になって正確性を欠いたかもしれなかった。




「明日の偵察予定は任せる。俺は少し休む」

　俺はそう言ってセリアに向き直り、頭を撫でた。

「エイギル様……」

　セリアは嬉しそうな顔を見せたが、すぐに泣きそうな表情になった。

「朝から夕刻まで偵察、戻ったら明け方まで戦闘──寝る時間もないなんて体がもちません！」

「一応行きと帰りにポチの背中で寝ている」

　もたせないと仕方ない。

戦闘に負ければ壊滅だし、奈落への穴も見つけないといずれ壊滅する。

　沈む夕日に目をやる。

この分だと戦闘まで二時間程猶予がありそうだな。

「女を抱くか」

「寝てください!!」

　腕を引っ張るセリアの尻を撫でて無力化する。

そういう雰囲気になったのを感じたラファエラが背中に飛び乗っていつも通りだ。




「お待ちかねの女体だ。どうにも辛抱たまらない」

　性交用の馬車の前でメルが洗い物をしていた。

兵士や雑用係に迷惑をかけまいとするのはしっかりした彼女らしい。

　俺はそんなメルに後ろから抱き着く。

「ふえっ!?　え、エイギルさん？　駄目です駄目です！」

　メルは俺の抱擁を逃れようと腕と尻を振って抵抗する。

「嬉しいですけど駄目です！　僅かな休憩の時間なのにお休みにならないと！」

　だが俺はメルの抵抗を押さえて馬車に手をつかせ、下着をはぎ取ってスカートを捲る。

「女体のぬくもりが何よりの休息だ」

「そんな傷の手当てもせずに──あぐっ！」

　危険からの興奮と疲労のせいか偵察中もずっと勃ち続けていた男根をメルの胎内に沈めて行く。

「うう……休んでいただきたいのに……」

　最奥まで挿入するとメルは諦めたのか尻を突き出し、俺の突き込みを受け止めてくれる。

　だがそこでハッと気付いて顔をあげた。

　ここは馬車の横であり、陽が沈んでからの戦いに備えて兵士達は起床、臨戦態勢を取っている。

その真ん中でメルは尻を丸出しにして俺の男根を受け入れているのだ。

注目されるどころの話ではない。

「ひいっ！　中！　早く中に！」

「もちろんだ」

　俺はメルの腰を掴んで思い切り中に出す。

真白な尻が震え、大量の白濁液が太ももを伝って流れ落ちた。

「中出しじゃなくて馬車の中──!!　ああもういいです。昨晩で吹っ切れましたから！　年増を辱めたいならいくらでもどうぞ！」

　真っ赤な顔で開き直ってキスしてくるメルを野外でたっぷり愛してから馬車の中に入る。

　待ち構えていた女達に軽く説教されつつ押し倒して可愛がる。

疲れが精に化け、男根から噴き出ていくようだった……。




「エイギル様、敵の集団が迫っています。お疲れならしばらく私が代行しますが……」

「いや行こう」

　右手にデュアルクレイター、左手にケラヴノスを持って鎧を付ける。

「昨夜よりも大群です……厳しい戦いになります」

　セリアは馬車を覗き込んで一瞬怯む。

無理もない。女達全員が種まみれでぐったりとしている。

マリアなどは小便を漏らして失神しているのだ。

「うう、ノンナさん平気？」

「無理です……腰が立ちません。誰か顔を拭って下さい……種まみれで目が開けられません……」

「エイギルさん半分理性が飛んでたわ。やっぱり疲れすぎてるのよ。今日こそ寝て貰わないと」

「エイギルいなくて負けたら終わりよ。無理をしてもらってあたし達が受け止める。それしかないわ」

　その夜の戦闘も激戦を極め、俺は仲間の血と蟲の体液に塗れて暴れる。

　そして朝日と共にポチに乗り込み、再び偵察に向かう。







連戦二日目

「成果無しだ」

　俺は地図に乱暴に書き留めて馬車に向かう。

　毒針を受けた肩が痛む。

刺さると同時に針を抜き、ナイフで裂いて毒抜きしたが傷は残る。

　あまりに低空を飛んだせいか、洞窟から飛びだしたワームがポチに当たり、衝撃で額も打ち付けた。

何より偵察の間中、気を張っていたせいで感覚が異様に敏感になっている。

「エイギル様、今日は後一時間程猶予があります。膝枕しますのでお休みに……」

　セリアが進路を阻む。

目を合わせた途端、男根が一気に膨張する。

　セリアを押し倒してねじり込みたい。

狭い彼女の穴で激しく擦れば特上の快感が──。

「敵襲に備えてくれ」

　俺は獣欲を理性で押しとどめる。

セリアも一時間後には戦わないといけない。

もし乱暴に抱いて肝心なところで足がもつれたら死に繋がるのだ。

　高まった欲望は俺の体を勝手に動かす。

「女……女が欲しい」

　馬車で待っていたのはノンナとカーラだ。

二人とも休めとは言わず、全裸で俺に抱き着いて来る。

その表情は心持ち固い。

「怪我してるわ。ミティ、薬と包帯持って来て」

　カーラが背中に回り、ノンナは俺を誘引するように股を開く。

真っ白な肢体と頭より大きな巨乳、俺しか知らない割れ目──。

「あぐっ！　き、昨日より大きくなってる──くぅぅ」

　挿入している間にカーラが傷を手当してくれる。

　手当ての鈍痛を感じる度に腰の動きが速くなっていくのがわかる。

組み敷いたノンナが必死の形相で耐えていて手加減しないといけないのはわかるのに止まらない。

「ああ、気持ちいい。ノンナ……俺のノンナ……」

　ノンナは既に歯を食いしばって耐え、すがるように俺の首に手を回す。

ここは腰を止めて優しいキスをしてやるべきだ。

「はぁはぁ……もっとだ。もっと奥まで行くぞ！」

「う、うぐっ！　あぐぅ!!」

　なのに俺はノンナの乳房を乱暴に吸い、肩を押さえて腰を突き上げていた。

ノンナの手が首から離れ、逆手にシーツを掴む。

「手当てが終わるまで耐えて！」

　ノンナは目を閉じたままガクガク頷くが、俺の腰が速度をあげると仰け反って悲鳴をあげ、やがて失神して倒れ込んでしまった。

「手当て終わりっと。メリッサ体洗ってあげて」

「わかった。え、エイギルさん？　あ、駄目だこれ、獣の目だ」

　俺は失神したノンナを置いてカーラを押し倒す。

そして自分でもびっくりするぐらい強引に股を開かせて挿入した。

「や、やっぱり普通じゃなくなってる！　太い上に硬い──！」

　だんだん思考がぼやけてきた。

腰を打ち付ける快感と背中を洗われる快感だけが脳に焼き付く。

「カーラさんも飛んじゃった！　次は私が抱かれるからマリア食事お願い！」

　メリッサの服を引き裂き、うつ伏せに寝かせて挿入する。

「あっまずい、この体位で乗られたら逃げ場が──」

　全体重をかけて伸し掛かるとメリッサは床を引っ掻いて悶える。

妖艶な彼女から蛙のような鈍い声が出た。

「……マリア急いで……この勢いだと……私一〇分もたない……」

「ふぇっ急かさないでぇ」

　俺はぼやけた思考のままメリッサからマリア、アデラ、ミレイと女体を渡り歩いた。

　夜が更け、見張りの叫びが聞こえる。

俺は得物を両手に持って立ち上がる。

メリッサは白目を剥いて震え、アデラはちょろちょろと車上で失禁、ミレイはぽっかり開いた尻穴を押さえて悶えていた。

「……すまん。行って来る」

　俺は頭を下げ、また情欲を催す前にポチに飛び乗る。

「……ご主人様が野獣化してます」

「もう無理よ。明日は全員でかかっても手に負えないわね」

「それでも……それでも私達がお世話しないと……ごめんなさい。おしっこ出っ放しです」




　連戦三日目

「成果無し。見つからん！」

「左様ですか」

　俺は傍の木樽を蹴り壊してレオポルトへ怒鳴る。

「……まずいね。戦線を維持できるのは今夜が最後だと思うよ。いや今夜も運次第で負ける死闘になるだろうけどさ」

　トリスタンの視線を追うと、兵士達は疲弊しきっていた。

夜戦は毎夜激しくなり、昨夜の激戦では蟲ヒュドラが六体現れ、数千人単位の損害を出した。

今晩更に大きな損害が出るのは間違いない。

「それより手当てを……傷が開いています」

　俺の背中は血で染まっている。

昨晩の戦闘でざっくりやられた傷が偵察中に開いたのだ。

　だが俺は心配するセリアに返事せず、馬車に向かって歩く。

「オンナ……オンナ……」

「うぅ、もう淫獣です」

　俺は一物をそそり勃たせたままフラフラ歩く。




　ふと足元の地面がパカりと開く。

「ここの陣地できたわよ。ざっと三人は入れるわ」

　単純な縦穴の上に石に似せた木箱を置いて隠している。

敵をやり過ごす為の退避壕だろう。

　特に変わった陣地ではないのに頭の中で今日見た何かと繋がる。

　獣欲に支配された頭が一瞬にして晴れる。

「ポチ、すぐに来い!!」

　周囲の兵が腰を抜かす大声を出すと遠くでギャーと鳴き声が聞こえ、ポチが目を擦りながらやってくる。

頭の上には駄犬も寝ていた。

　俺はポチが着地する前に飛び乗り、耳元で叫ぶ。

「今日行った偵察コースをもう一度回れ。最高速で飛ぶんだ」

　セリアに頼んで大量の松明も積み込む。

「ハードレッド卿、もう日が暮れます。今更偵察に出ても成果は期待できませんが？」

　俺はポチに出発の号令をかけながらレオポルトに応えた。

「奴らが動かない昼ではダメだったんだ」

「答えになっておりませんが──」

「いいから任せろ。お前は今日持ち堪えるのに全力を尽くせ！」

　ポチが飛びあがり、レオポルトの声が聞こえなくなる。

　俺はポチの耳元で叫ぶ。

「今日行った……あそこに向かうんだ。こう山肌がググっとなってドンとあって……ズウンと山頂が見える……そら女の股間みたいな岩のある」

　わからないと悲しそうな顔をするポチだったが、メッサーシュミットがあくびしながら耳元で鳴くと小さく頷いて速度をあげた。我ながら今の説明で良く分かったな。




　ポチは気をつけていないと振り落とされそうになる速度で飛ぶ。

それでも出発時に夕刻を回っていた為、山周辺に到着する頃には既に真っ暗になっていた。

　ポチは目を細めて怖い顔をしてから情けなさそうに鳴いた。

さすがに見えないと言っているようだ。

「構わん。見当はついている。今は確かめるだけ──どわっ！」

　無数の金属音と共に針がポチの鱗に打ち当たる。

見えないが地面は蟲で埋め尽くされているのだろう。

昼間のつもりで高度を下げたら針鼠だ。

　ポチはメッサーシュミットと話しながら高度をとって飛び、山頂近くで旋回を始める。

「よしこの辺だったな……そらっと」

　俺はポチの上で松明に火をつけ投げ落とす。

　漆黒の山に松明の火は余りに小さい。

星屑のようなかすかな光が一つ、二つ、三つ……。

「ええいまどろっこしい!!」

　俺は松明で着火用の油壷そのものに火をつけて放り投げる。

　壺は不規則に回転しながら落下し、叩き割れて火柱をあげた。

　途端、周囲の岩肌が動いた。

　いや、岩肌ではない。

あれは蟲ヒュドラ──それも大群だ。

　蟲ヒュドラにとって松明はもちろん油壷の炎でさえ、かすかな火の粉にすぎない。

「それでも突然火の粉が目元にくればビビるもんだ」

　周囲の巨体が動く。

　右の個体が体を捻る。どうでもいい。

　左の個体が俺達を威嚇する。好きにしろ

　真ん中の個体が身体を引っ込める。

縦１０ｍ横５ｍ、まるで蓋のような巨石が倒れ込む。

「見つけた」

　奴らが溢れ出し続けるどこかのタイミングで山肌が崩れ、巨石が穴の上に乗ったのだ。

　一呼吸おいてただの火の粉だと分かったのか、巨石が再び持ち上がり、蟲ヒュドラが這い出す。

その足元には無数の蟲がわらわらと続く。

「蟲ヒュドラが巨石を押し上げていたんだ。これでは昼間見てもわからない」

　俺は油ではないもう一つの壺を持ち上げて放り投げる。

壺は狙い違わず穴の近くに落下して真っ赤な染料をぶちまける。

「引き返すぞ。破壊は明日の朝だ」

　さすがに俺とポチでこの数の敵を相手して穴を塞ぐのは不可能だ。

　ほっとしたように引き返すポチ。

突然、メッサーシュミットが吠え始めた。

こいつの吠え声などいつぶりだろう。泥棒が入っても寝ている駄犬と思っていたが。

　すると吠え声に反応するように低く耳障りな鳴き声……いや鳴き声なのか呻き声なのかわからない。

とにかく不快な雑音がダート山全体に響き渡った。

「蟲ヒュドラの声？　いや違うな」

　奴らは眼下でギチギチ気持ち悪い音を立てている。

　ともかく今は急いで帰らねば。

陣地でも魔物との戦闘が始まっているだろう。

せっかく穴を見つけたのに俺とポチが不在のせいで負けては笑い話にもならない。







　──翌朝。

「結論から言いましょう。王国軍、私軍ともに被害甚大かつ極度に疲弊、これ以上の抗戦は不可能です。本日の戦闘を持ち、戦線全体の命運が決まります」

　レオポルトの言葉に反論する者はいない。

リヌーガやディングスも力なく頷く。

　腕を組んだまま目を閉じているのはエイリヒだ。

西部の戦況も悪い中、西に東にと駆けまわっているようだ。

「よって戦力の保全を考える必要はありません。損耗もまた考慮する必要はありません」

　レオポルトは手製の木版に張り付けた紙を同じく手製のスティックで叩く。

「ハードレット卿が確認したという穴は山頂に近いこの地点。当然ながら歩兵、騎兵共に半日での行軍は不可能であり、投入できるのはポ……アレに搭載可能な戦力のみ、究極の少数精鋭です」

　あくまでポチと呼ばないつもりか。

「作戦は単純な最大火力の投射ですが、対象が穴である以上、直接破壊は不可能です」

　そりゃそうだ。

壁や塔なら火力で壊せるが、穴は殴りつけても壊せない。

「そこで攻撃目標はダート山頂。ここを北東方向より攻撃、極大規模の岩雪崩を発生させて穴を塞ぎます」

「それは火薬か何かで爆破して……ということか？」

　エイリヒが問うとレオポルトは一呼吸おいて続ける。

「いえ、蟲ヒュドラは数十トンある岩を蓋のように押し退けているとのことです。火薬樽程度で崩せる程度の岩は容易に押し退けるでしょう」

「……ではどうするのだ」

　レオポルトはエイリヒを見て堂々と言う。

「どうしようもありません」

　立ち上がるエイリヒをディングスが止める。

「よって不確定ながら極めて強力な未知の火力を全投入、山頂を少なくとも１００ｍ以上根元から叩き折り、穴に向かって崩します」

　簡単に言ったが、要はダート山の先っぽを叩き折れと言っているのだ。

　レオポルトがこちらをみる。

　ポチがギャーと鳴く。未知の火力一はこいつだ。

「普通に人語を解するのか……」

　ディングスが複雑な顔をしている。

「未知の火力二、作戦把握」

　ティククが挙手して首を回す。

リヌーガがひっくり返った。

「わ、わたしが未知の火力三……？　で、できるだけやってみ……あっ」

　おずおずと手をあげたアリスの尻から何かが滑り落ちた。

「ワームの切れ端!?　何危ないことしてるんですか！」

　セリアがアリスの頬をペチペチはたく。

その辺にしておいてやれ。

「未知の火力四？　ふふ妙なあだ名がつきましたね」

「未知の火力五でありんすぇ。ふふ、おかしなぁ」

　ユーラーレンとイジャリスがクスクス笑う。

エイリヒが谷間と太ももを見ているのに気づくと、わざとらしく胸元をはだけ、足を組み直す。

「未知の火力六──頼んだぞ」

　こういう場で見ることはほとんどないブリュンヒルデに微笑むと鳩尾を殴られた。

隣には見覚えのある黒衣の男もいるが昼に動けるのか？

「本作戦における注意点は三つです。一つ、リミットは日が沈むまで……言うまでもありませんが敵の中心とも言える場所で戦うことは不可能です」

　当たり前だな。

「二つ、山上は敵の密度が高く、昼であっても洞窟など陽が当たらない場所に相当数の敵が残留していると思われます」

　山には洞窟など陽が届かない場所が無数にある。

特に遠距離攻撃してくる毛虫と狭い穴にも潜れるワームに注意だな。

「三つめは、敵の最大戦力たる蟲ヒュドラが光に対して耐性を得始めている可能性があります。昨晩も日の出の後、最大二〇分に渡って居座ったことが確認されています」

「おいおい」

　エイリヒが天を仰いだ。

どうせ後はないんだから考えないことにしよう。

「作戦の詳細等、各自に配布した用紙に記載してあります。それでは──」

　レオポルトが俺を見る。

あくまで作戦開始の号令は俺が、ということだろう。

　エイリヒがやや厳しい目でレオポルトを見るが、奴は僅かも表情を崩さない。

「未知の火力七。作戦開始の号令を願います」

「おいこら」

　エイリヒも噴き出すんじゃない。

「作戦開始だ。話は簡単、最大火力を山に叩きつけて圧し折るのみだ。細かい部分は各自勝手に考えろ。以上!!」

「おう！」「はい！」「うん！」「はぁい」「わかりんしたぁ」「ん」「ギャー」

　こんなまとまりのない返事は初めてだ。

「わはははは!!　一騎当千の強者がこれだけ居て負ける訳がないぞ!!」

　イリジナが槍を振り回しながら景気良く笑う。

その足元に今となっては可愛くすら見える普通の虫が這いよっている。

「クモも！」

　柄でドスンと潰す。

「ワームも！」

　軍靴でミミズを踏み付ける。

「甲虫も！」

　ダンゴムシを蹴り飛ばす。

「恐れるに足りないぞ！」

　最後に穂先でムカデを綺麗に両断する。

　根拠の無い自信と馬鹿でかい笑い声に俺とエイリヒも含め、全員が思わず笑ってしまう。

「よし行こう」

　皆がポチに乗り込む。

特にティククは重そうだが頑張ってもらうしかない。

　更にドワーフの仕業かポチに妙な装備が取り付けられている。

重量を考えてくれよ。

「不本意だが限界まで軽くしたわい！　その分強度が落ちとるがないよりマシだろう」

　全員が乗り込み、ポチがいつも以上に羽ばたいて離陸する。

「作戦ではまずエルフ二人とアリスがポチの上から一撃することになっています。もし穴の周りに敵が居たとしてもこれで一掃できるはずです」

　背中から聞こえる声に振り返るとセリアだった。彼女は出撃の勘定に入っていないので密航だ。

最近ずっとラファエラが乗っていたせいで何か背負っているのが当たり前になって気付かなかったぞ。

「できるだけ軽くなる為にシャツとズボンだけでパンツも履いてません！　今更戻る方がポチの負担です」

　道理で背中に突起、腰に生暖かさを感じると思った。

確かにここから戻る手間は、セリアの些細な重量を考えれば割に合わない。

既に結構な高度が出ていてイリジナの声も小さくなっていく。

「頑張れよぉぉ!!　わははははは……わっ何かに刺されたぞ！　ハチだ！　ハチに刺されたぞ!!」

　もう小さくて聞こえないな。

「飛べる敵はいませんから毛虫にさえ気を付ければ一方的に叩けます。攻撃の音頭は私が取ります！　なにしろ飛べる敵はいませんから！」

　胸を張るセリア。

勝利は約束されたようなものだな。
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マルスリーヌ・母（撃沈）娘ステファニー・長女（撃沈）ブリジット・次女（撃沈）フェリシー三女（撃沈）

ソフィア（悶絶）クラウディア（健在）クララ（腹ボコ）アデラ（撃沈）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（トラブル）

部下

Ｔ−九九（未知の火力二）アリス（未知の火力三）ユーラーレン（未知の火力四）イジャリス（未知の火力五）ブリュンヒルデ（未知の火力六）？？？　（搭乗）

セリア（密航）

ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民隊指揮）ラファエラ（背中定住）

マイラ（指揮官）イリジナ（フラグ）ルナ（予備）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（予備）ギド（自暴自棄）マック（予備）クリストフ（予備）グイグ（予備）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

マータ（撃沈）サリー（説明担当）マルル（撃沈）

ジム（予備）スージィ（予備）ソラナ（予備）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

その他

エイリヒ（前線指揮）

セクリト（？？？）

ナーティア（手当て）フェルテリス（乱交）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（準備完了）セイカ（不満）

ブスコ（　）ギルドレス（驚愕）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ポチ（装甲化空中機動戦闘輸送トカゲ）

ラミー（前線へ）アルラウネ（鉢植え状態）ミルミ（避難）メッサーシュミット（疲労）

ネッタイプリプリオオトカゲ（猛毒）シュバルツ（強毒）

　────────────────────────────────────────

防衛線軍団

ハードレット私軍

護衛隊　　　　　三五→二〇

歩兵　　　　　　二七〇〇→二一〇〇

騎兵　　　　　　三六〇→二五〇

弓兵　　　　　　三六〇→二五〇

砲兵　　　　　　三六〇→二五〇

弓騎兵　　　　　一五〇〇（招集中）

一〇五兵団　　　三六〇〇→三三〇〇

（戦時、兵器は随時生産・配備中）

大砲四五→三〇　大型砲二三→一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一六→七　戦車三五→三〇

援軍・友軍

東方軍　　　　　二万六千→一万七千（援軍到着）

避難民混成隊　　六千→六五〇〇→四五〇〇

エルフの集団　　黒二〇〇→一九八　白二〇〇

アルテイル神軍　四千→四五〇〇（ラーフェンで活動中）

テリエス艦隊　戦艦スワロフ　戦艦リヴァイアサンⅣ（仮）大型戦闘艦三　中型戦闘艦七（修理）

　────────────────────────────────────────

財産　金貨－七万五千

経験人数八〇六

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ダート山








第５１３話　空中戦







「ダート山が見えてきました。僅かに靄もやがかかっていますが視界は概ね良好です。問題ありません」

　セリアが俺の背に乗ったまま、目の上に手をかざす。

俺はセリアが落ちないようにしっかり尻を支えて感触も味わう。

　ポチの背中にはドワーフによって新たに掴まり棒が溶接されていたので振り落とされる心配はない。

　ブリュンヒルデ用の日除けや、エルフ達が腰を降ろす椅子まで付けられ居住性が格段に高まっている。

その他にも今回の作戦に合わせてゴテゴテと色々つけられていた。

　鱗に直接溶接されてポチは心配そうだが、どうせ生え変わったら外れるから良いだろう。

「みんな作戦書は読んだな？」

　特に怪しそうなブリュンヒルデに念を押す。

ちなみに俺は読んでいないがセリアが読みこんだので大丈夫だ。

「山に接近後、もし敵が居れば上を飛びながらアリスが焼き払います。毛虫は接近すると危険なので遠距離から攻撃、ユーラーレンさんとイジャリスさんは魔法に応用が効くので全体の援護、表面の抵抗を排除した後、ティククさんを中心に余力を残した者が最大火力で山体を攻撃します！」

　セリアが胸を張って雄弁する。

「完璧だ。ムカデだろうがクモだろうが、こちらが飛んでいればただの虫と大差ない。毛虫も十分高度を取れば危険はない。何しろ敵は飛べないからな。ふふ……ふはははは！」

「その通りです！　飛べない以上、どれだけ湧こうと的が増えるだけです！　ふははは！」

　俺とセリアは声を揃えて高笑いする。

「ふふ、面白いですね」

「愉快な方々でありんす」

　エルフ二人もクスリと笑い、アリスは躊躇いながら笑おうとしてやはり無理だったのか赤く小さくなる

ティククは先程から風よけの影で頭をクルクル回している。

「いつじゃったか同じような奴らを見たのう。戦を前に馬鹿笑いして開戦一番脳天に矢を食らいよった」

　不吉なことを言わないでくれブリュンヒルデ。

隣にいるのはジークフリードだろうが黒い布でミイラみたいになっていて気持ち悪いんだが。




　ポチの飛翔速度に並ぶものは中央平原に存在しない。

圧倒的速度で霞んでいたダート山がたちまち大きくなる。

　俺達が目指すのは山頂近くの大石とその下に隠れた奈落への穴だ。

昨晩染料を投下したので改めて探す手間は無い。茶色の山肌に真っ赤な染料を見落とすほうが難しい。

「さて、作戦開始……おかしいな」

　目立つはずの赤が見えない。

山肌は茶色と黒一色だ。

「それになんだか山が震えていませんか？　いえ震えているというより動いて……」

　ポチの頭で寝ていたメッサーシュミットが駆け足で風よけの中に隠れる。

「ん～？」

　俺とセリアは顔を突き出して目を凝らす。

「げっ！　ううん……」

　セリアが背に乗ったまま卒倒して後ろへ垂れる。無理も無い。

「山肌一面に毛虫がびっしりだ！　近づいたら針鼠だぞ。高度を思い切りあげろ！」

　俺の叫びと同時にポチが急上昇する。

追いかけるように本当の意味で無数の針が飛び、俺達に届くぎりぎりで重力に負けて落下していく。

　俺は舌打ちして天頂を睨む。

「お日様は健在だ。頼むぞおい」

　敵がいるにしても、穴に潜んだり壁の裏に隠れたり、もっと慎ましいのを想像していた。

まさか日中に山肌一面に溢れているとは。

「溢れているは適切ではなかろうよ」

　セクリトが乱れた髪を直しながら俺の隣に座る。

「お前も密航してきたのか。どこにいたんだ？」

　現れたのは尻尾の方、尻の周りで隠れられる場所と言えば肛……。

　エルフ二人とアリスがざっとセクリトから離れる。

「尻尾の裏だ阿呆が！」

　咳払いした後、セクリトが続ける。

「安全だった日中、敵が大地一面に溢れているなら遂にこの時が来たかとも思うが、覆っているのは山肌のみ、こちらの攻撃目標の周囲のみだ」

　つまり、とセクリトは気絶したセリアの耳に息を吹きかける。

「奴らは待っていた。お前が穴を見つけたと知った。また来ると考えた。そして陽の光に耐えて待っていたのだ」

　短く切られた言葉の意味はわかる。

「虫がものを考え始めた、と？」

　復活したセリアが問う。

「アホか。クモが突然知性に目覚める訳なかろう。考えられる奴がここに居る。あるいは居た。ということだ」

　セクリトは手に持ったクルミを遥か下方に蠢く虫に向かって投げた。

　なるほど、それは厄介だがすべきことは変わらない。

「まずは表面の敵を焼き払う。なあに少し多いだけだ」

　アリスに目配せすると、彼女は頬を二つ叩いて気合を入れた。

「ポチ、奴らの射程外ぎりぎりを直線に飛べ」

　ポチは自分も加勢しようと口を開いて準備するが、途端に咳き込む。

　幾夜か前、紫炎をぶっ放した時から喉の調子がおかしいのは知っている。

いつものギャーがやけに低くて恐ろしい声だったからな。

「今はまだ良い。本当に必要になったら喉が裂けてもぶっ放せと言う」

　ポチはわかったとばかりに頷き、大げさに羽ばたいてから毛虫の塊と化したダート山頂に突っ込む。

　眼下の敵がギラリと光る。

毛虫がこちら目がけて針を逆立てているのだ。

　おぞましい光景に毛虫嫌いのセリアが震える。

　速度が上がり高度が落ちる。

奴らの針が発射される直前、アリスがむんと両手を広げた。

「我が炎よ。地を這い伝いて灼熱の絨毯と化せ──えいやっ！」

　アリスの両手から人間程の火球が発射される。

　火球はふらふらと頼りなく揺らめきながら山肌に打ち当たり、軽い音を立てて弾けた。

小さなたき火程度の炎が残る。

「ま、まさか失敗ですか!?」

「これは……人の身で火霊をここまで……」

　セリアは慌て、ユーラーレンが息を呑む。

　次の瞬間、まるで純度の高い油を山頂から流したがごとく炎が拡がる。

アリスの詠唱の通り絨毯のように地面を這い、岩肌を登り、数え切れない無数の敵を巻きこんでいく。

「ドカンってしても駄目だと思ったから……威力は低いけど……広く……燃えるように」

　ボソボソ呟くアリスの言葉に応えるように、人の背丈ほどの炎が派手な爆発一つ無く、ただただ全てを炎に包んでいく。

「一網打尽とはこのことか。見ろ、燃え上がった毛虫の火が隣に移っていくぞ」

　毛虫は高温耐性があるのか火に包まれても動き続けられるようだ。

だが逃げ場無く焼かれ続けた個体が遂に燃え上がり、その火が隣に移っていく。

「密集していたのが仇になりましたね。逃げ場がありません」

　毛虫は蠢き、転がり、重なり合うが逃げ場はどこにもない。

こうなっては万も百万も同じだ。

　アリスの膝が折れ、バランスを崩して倒れ込む。

赤い髪がピンクから白っぽく変色していく。魔力が切れたのだ。

「良くやった」

　俺は咄嗟に受け止め、労いと感謝のキスをする。

「帰ったら……お尻……」

　健康の為に普段止められている尻弄りを解禁して裏返るまで可愛がってやるとも。




　俺はアリスをドワーフ特製の避難所に固定し、燃える山に向き直る。

　山頂近くの毛虫は無力化されている。

今なら接近して最大火力を叩き込むことができるはずだ。

「こちらに飛行手段と遠距離攻撃手段がある時点で勝利は約束されていました！　決着の時です！」

　毛虫が燃えて復活したセリアが意気揚々と号令をかける。

　ポチも状況が読めているのか、ゆっくりと降下を始める。

　後はティククとエルフ二人が最大火力で山頂を崩して終了だ。

絶望的な状況の割には楽だった。

　ポチが空中で静止し、ティククが顔を上げた時だった。

山からとてつもない轟音が一つ響く。

「退避！」

　セクリトが怒鳴り、メッサーシュミットが吠える。

　怒声にポチが反応するのと山肌が炎と毛虫ごと崩れるのは同時だった。

無数の毛虫と岩肌が木屑のように剥がれ落ちていく。

「攻撃の前に崩壊した？」

　俺の呟きはティククに否定される。

「崩壊は表層部に限定。スキャン──スキャン。開口部及び生命反応を探知」

　ティククの言う通り山肌の崩壊は表層部のみで停止する。

「山の中に何か入っています！」

　岩肌が崩れた内部から何やら綺麗な模様が見える。

はてどこかで見たような……。

「初めて見る虫が大量に出て来ます！　でも距離を取って焼き払えば同じことです！」

　這いだした虫は大きさ３～４ｍ。大きさ的には今更驚愕するようなものでもない。

　だがその形状を見た俺は思わず天を仰いだ。

「見覚えがあるはずだ」

　息を吸い込み、既に気付いたセクリトと目を合わせて怒鳴る。

「「ハチの巣だ!!」」

　眼下の敵が一斉に羽根を広げて飛び立つ。

「全員掴まれ！」

　今まで余裕の態度を見せていたエルフ二人とブリュンヒルデも風のように動く。

　ポチが低い咆哮をあげながら一気に速度をあげる。

その加速は油断していたら振り落とされる程、例えシュバルツであっても一瞬で見えなくなる程の速度に至ったはずだ。

「奴らは？」

「付いてきています！　振り切れません！　左──!!」

　俺はセクリトの髪を掴んで引っ張る。

飛行虫──見た目は完全にハチなので蜂でいいだろう──の顎が凶悪な音を鳴らして空振る。

　耳障りな羽音が上下左右全方位から聞こえる。

とんでもない速さだ。ポチが全力で飛んで振り切れない。

「もっと速度をあげろ！　どわっ！」

　ポチを激励する俺の横を毛虫より何倍も巨大な針が掠める。

「おまけに飛び道具か！」

　俺の叫びも空しく周囲から針の集中砲火が見舞われる。

このままではとてももたない。

　ポチがこちらを振り向きギャーと鳴き、翼を広げて急上昇を始める。

「宙返りする気か」

　蜂は突然の急上昇に対応できず離れていく。

なるほど直線速度は速いが機動力ではポチに分があるようだ。

　ポチは速度の乗ったまま上昇し続けて宙返り、上に乗る俺達も頭が下になってひっくり返る。

ドワーフが手摺をつけていなかったら全員揃って真っ逆さまだった。

　眼下……体勢的には頭上と言うべきだろうか。

蜂の大群が追いかけて来る。

「距離が開いた今が好機だ」

「……全部見えますね」

　ユーラーレンとイジャリスはスカートだ。

片手で手摺を掴み、もう片手を蜂に向けるので捲れ放題の丸見えだ。

「エイギル様膨らんでいる場合ではありません！」

「この状況で勃つのか。阿呆なのか大物なのか」

　セリアとセクリトの冷たい声と共にユーラーレンの風魔法が蜂を包む。

　枯れ木を叩くような音と共に蜂の動きが乱れる。

「童貞マラみたいに硬い。カマイタチが弾かれましたよ」

「ふむ、そうきんしたか……ならば」

　続いてイジャリスの魔法が蜂の羽根を切り裂く。

蜂は回転しながらあらぬ方向に飛び、後方の蜂に激突していく。

「羽根を狙いなんし。お玉と同じく鍛えようがないでありんしょう」

　イジャリスにニヤリと微笑む。

妖艶な笑みも良いが、何より下着がすごい。

紫の下着は前もギリギリ、後ろはもう紐で目を凝らせば肛門の盛り上がりまで──。




　宙返りを終えたポチに蜂の群れが追いすがる。

その度に右に左にと旋回して押し包まれることだけは回避するが、微塵の余裕も無い。

　エルフ二人が魔法で次々と蜂を叩き落とすが数が多すぎてきりがない。




　セリアがナイフを投げるが蜂の顔面に当たって弾かれる。

「こんな武器では歯が立ちません！」

「だからこれを付けたんだろう？」

　セクリトがポチに溶接された武器を蜂に向ける。

　砲声と蜂の頭部が弾ける音はほぼ同時だ。

小型の砲が増設されていたのか。ドワーフ達はポチをどうするつもりだったのか……。

だが今はありがたい。

「私はこっちを！」

　セリアが別の武器にとりつき、蜂に狙いを定める。

　太い弦が連続して弾かれ、大矢が次々に発射される。

顔面に受けた蜂は衝撃で仰け反り、羽根を破られた蜂は回転しながら墜ちていく。

「連続発射の大弩です！　これならいけます!!」

「こっちも自動装填か……どんな仕組みになっているのやら」

　セリアとセクリトは猛然と撃ち始め、接近する蜂を叩き落とす。

ポチの動きに無駄が出て距離を詰められればエルフの魔法が一気に敵を蹴散らす。

「俺も何かしなければ」

　とはいえポチに乗るので無駄な槍や剣はもってきていない。

デュアルクレイターやケラヴノスを投げる訳にもいかず、できることがない。

「あれは？」

　周りを見回した俺は背中に一枚剥がれかけている鱗を見つけた。

掴んでみると下から新しいのが生えてきている。生え代わる古い鱗ならちょうどいい。

　鱗を掴んで力を込めると少々の抵抗の後、ブチリと抜けた。

ギャーと声が聞こえたが緊急事態だから我慢してくれ。

　景気良く撃ちまくるセクリトの頭上で一匹の蜂が狙いを定めていた。

「ふん！」

　渾身の力で投げた鱗はブーメランのように回転しながら蜂の胴体に命中。

鋼鉄よりも硬く、投げた手が痺れる程重い鱗は胴にめり込み、蜂は紫の体液をまき散らしながら落下する。

「よし、次行くぞ」

　ギャーと先ほどより大きい声が聞こえ、速度が上がる。

蜂は後方に置き去りとなり、投擲の必要がなくなった。

「とは言えこんな状態では山を攻撃するどころではない」

「肯定。最大火力到達には九〇秒のチャージが必要。チャージ中の被弾はメルトダウン誘発の可能性有」

　ティククは先ほどから戦闘に参加していない。

彼女は山体を崩すのに全火力を投下しないといけないからだ。

「一時的にでもなんとか蜂を……むっ」

　上下左右に動く視界の中で池が目に飛び込んでくる。

灰が雨で固まり、更にその上に水が溜まったのだろうか、水かどうかも怪しい程濁り切っていたが。

「蜂は水に弱い」

　雨の日に蜂を見ることはほとんどないし、スズメバチの巣に小便をかけた時も出てきた奴らは地面でのたくっていた。あの時は他の穴から出てきた蜂にヤーコフが刺されまくったがそれはどうでも良い。

　イジャリスも同じ事に気付いたのか溜息を吐く。

「はぁ……仕方ありんせん。帰ったら男前十人に童貞十人を所望しんす」

　言うが早いか彼女はポチの背から跳躍する。

慌てて見下ろすと彼女は空中で風魔法を使い、勢いを殺して池に落ちる。

　一部の蜂はイジャリスを追ったようだが、彼女が池に落ちると水面近くで回っている。

やはり水は苦手のようだ。

「水面ぎりぎりを飛べ」

　旋回を止めたポチは地表ぎりぎりを池に向かって飛ぶ。

当然蜂も後方から追いかけて来る。

　そして池の真上を通過しようと言う時、池から泥水の雨が降り注いだ。

　イジャリスの魔法だろう。

湖面から空に向かって逆さまに豪雨が降る。

　俺達も容赦なく濡れたが、ポチは濡れても飛行に支障はない。

綺麗好きなので悲しそうな顔をするのみだ。

　だが蜂はそうはいかない。

「蜂が落ちていきます！　残った蜂も速度を落として……振り切れます！」

　皆殺しにする必要はない。

振り切れればそれでいい。




「山に向かえ！」

　ポチが一気に進路を変える。

「山から新しい蜂が出ようとしています！　蟲ヒュドラも多数出現している模様！」

　セリアの言葉に追加するように破壊する予定だった山頂が自ら吹き飛ぶ。

「敵の新種……巨大蜂が出現！　大きさは軽く１００ｍはあります！」

　巣には女王がいるよな。

だが今更ひくことはできない

「ポチ無理をしろ。ティクク最大火力だ」

「エネルギー５０％を推奨。最大火力は非推奨、重大な結果が予想され──」

　俺はティククの肩を抱く。

「最大火力だ」

　ティククはくるりと一度頭を回す。

「リスク管理無視。危険条項無視。ジェノサイド砲マキシマム使用。消費バッテリー挿入して下さい」

　ティククが青白く光る何かを差し出す。

「保安規定によりマキシマム使用に必要なバッテリーの挿入は管理者手動のみとなります」

「わかったがどこに……尻か……」

　俺は腕程もあるそれをティククの尻に押し込む。

「挿入確認。陽電子流入を開始」

「す、すごい」

　意識を失っていたはずのアリスが何故か起きたが構っている暇はない。

「ポチが……いきます！」

　山の直上から垂直に撃ち下ろされた紫炎が女王蜂を捉える。

　まさに飛び立とうとしていた女王は胴体の中央に紫炎を受けて全身から炎を立ち昇らせた。

　女王蜂は外殻を沸騰、融解させながら悶え、周囲の蜂と巣は熱と衝撃で吹き飛ぶ。

　噴き出す炎は山の内部全体に広がり、山肌の穴という穴から噴き出す。

それは山全体が赤く発光しているようにさえ見えた。

　爆発が起きた。

巣が熱に耐えかねたのか、女王が体内に破裂するようなものを持っていたのかはわからない。

　爆発は女王の頭と全ての足を吹き飛ばし、巨大な残骸が焼け落ちた巣と共に落ちていく。

同時にポチが咳き込みブレスが止まる。

「女王蜂、巣、共に撃破しました！」

「ああ、だがまだだ」

　女王は『落ちた』山の中にいた女王がどこに落ちると言うのか。

決まっている。奈落に向かってだ。

　燃え上がり崩落した巣の跡地にぽっかりと空洞が見える。

半径は優に５０ｍあるだろう。

　これを放置すれば何百万の虫が這い出るかわからない。

「ティクク」

　ティククはポチの上から穴を覗き込むように身を乗り出す。

ここまでは完全に思い通りだったのだが。

「ちっ、後方に敵！　死に損ないめ！」

　俺が振り返るより早く、大きく羽根の欠けた蜂をセクリトの発射した砲弾がバラバラに砕く。同時に砕けた蜂が針を発射する。

　俺達目がけて撃ち出された針は狙いを大きく外し、ポチの瞼を掠めた。

　反射的にポチの巨体が揺らぎ、ティククが前のめりに放り出される。

「ちっ！」

　襟を慌てて掴んだ俺はミスを犯した。

もし彼女がセリアなら、あるいはセクリトでも引き戻せただろう。

　だが傾いた足場から片手を伸ばし、不安定な姿勢のまま掴みあげるにはティククは重すぎた。

「しまった！」

　俺とティククは一緒にポチから落下する。

　背中からは叫び声、そして目の前には真っ黒な穴。

　やるべきことは決まっていた。

ポチとハチが分かりにくいと書いてから気づきました。










第５１４話　最後の一撃







俺は真っ逆さまに落ちている。

言葉にすると意味不明だな。

顔に打ち当たる風と耳元で鳴る猛烈な風切り音は無視、どんどん大きくなる地獄の穴も見ないことにして考える。

　このまま落下すれば間違いなく死ぬ。

底が岩や土なら潰れて死ぬし、超人的に着地しても虫の巣に飛び込んで生き残るのは不可能だ。

「心を鎮めて考えろ……どうすれば……うぅむ、わからん」

　俺が駄目だこりゃと自分の額を叩くと身体が軽くなり、落下速度が目に見えて落ちた。

「──む」

　もう一度叩けば浮かぶかともと試してみたが変化はない。

「ううっ！　その子、岩みたいな重さで浮かびませんよ！」

　ポチの上からユーラーレンの苦悶の声が聞こえる。

どうやら風魔法で俺達を浮かべようとしてくれているようだ。

　だがティククは子供のような外見だが俺の倍以上の重さがある。

これではいくら風を巻き起こしても浮かばない。

「ユーラーレンさん何とかしてください！　山を浮かべるつもりでお願いします!!」

　セリアが猛烈に激励しているがそれは無茶というもの。

「ふんぬぅぅぅぅ!!」

　いつも余裕ある態度で立ち回るユーラーレンの腹から出てはいけない呻き声が出ている。

見上げると彼女の主に眉間と口が見てはいけない形になっていた。

それでも俺達は落下速度が幾分か落ちるのみで浮かばない。

　ティククが振り返らないまま普段の口調より一つ大きな声で告げる。

「主砲充填完了。最終確認を持って斉射できます」

「今はそれどころではありません！　こうなったら私達も急降下してエイギル様を回収します！」

　セリアの声に従い、翼を畳もうとしたポチに向けて俺は手のひらを突き出す。

「いや駄目だ」

　その手を下に向けて指を指す。

　下方、つまりポチが女王と巣を吹っ飛ばして出来た奈落への穴から嫌すぎる音が聞こえてくる。

「酔って蜂の巣に頭突きした時みたいだ」

　あの時はマックを囮に川へ飛び込み事なきを得たが今回はそうはいかない。

「うぐっ!?」

　妙な声を出したのはセクリトだ。

　穴の奥から数え切れない蜂が上昇してきていた。

「俺を拾っている間に皆殺しだ。かくなる上はやるしかない。ティクク、奴らを全部、ついでに穴も一気に吹っ飛ばせるか？」

　ティククはジェノサ──なんとかの準備で動けないのだろう。

いつものように頭を回転させず前を見たまま答える。頭全体発光してるしな。

「回答不能。当該縦穴は未分析──よって」

　動揺も悲観もなく淡々と答えるティククの様子に俺は笑ってしまう。

「わからんでもやるしかない。最強、マックス、フルパワーだ」

　蜂が迫って来る。

俺達が空中でめった刺しにされるまで後一〇秒程だろう。

　ティククは一瞬停止した後、先程よりも少しだけ小さく、少しだけ寂しそうな声で答える。

「オーバーチャージ射撃を提案します。但し使用は非推奨」

「どっちなんだよ」

　俺は笑ってからティククの両脇に手を差し入れ、後ろから抱き上げるようにして固定する。残りは五秒程ここで穴を壊せなければ何もかも終いだ。

「やっちまえ」

「管理者認証──正式呼称三七三型陽電子砲オーバーチャージ。砲身保全機構停止。反動制御機構停止。環境影響評価無視。管理者保護発動。斉射」

　ティククは聞き取れない程早口で何事か言った後、頭部が割れて筒状に変形する。

同時にティククの肩口から半透明な膜上の何かが、俺を護るように広がる。

「おおぅ」

　思わず声が出た俺を尻目に変形した頭部は白く光ったかと思うと、その色を黄色から青色に変え、奈落へ続く穴に向けて青い光の柱が伸びた。

　発射の瞬間、俺は少なからず失望した。

大層な言葉を並べた割に光の柱は俺の腕程の太さしかなく、目の前一杯に群れてくる蜂達すら倒しきれるとは思えなかったからだ。

　すわここまでか、せめて抵抗してやろうと腰の短剣を探す。

　だがその必要はなかった。

青い光はティククから一直線に穴の底へと伸びており、途中で蜂をひっかけるにしても数匹程度に見えた。

「うお!?」

　だが光がまったく当たっているように見えない蜂の群れが一瞬で粉々になったのだ。

　粉々とは文字通りの意味だ。爆発したのでも焼け落ちたのでもなく唐突に粉になって消え去ったのだ。

まるで陽を浴びた吸血鬼のように灰になった後で燃え上がり、そのまま消えてしまう。

　もっと観察しようと目を凝らしたが、俺の前に広がった透明の膜が音を立てて発光を始め、それ以上何も見えなくなってしまう。

　しかたないので俺はティククを抱きしめる力だけを強める。

　するとティククは右手だけをちょこんと俺の腰に回してきた。

名残惜しそうに手が俺の腰を撫でる。

「おい、まさか──」

　俺の言葉は背後から飛来した紫炎と業火に遮られる。

途切れ途切れに飛ぶ紫炎はポチ、業火は魔力切れのはずのアリスだ。

色違いの炎、光線、咽ながらの良く分からんトカゲブレスが奈落に向けて落ちていく。

「も、もうだめです……ぐふっ」

　体がガクンと重くなり、俺とティククは光線を発射しながら再び猛烈な速度で落ちていく。

ユーラーレンが限界を迎えたのだ。

　同時にティククの光線も停止、猛烈な煙と蒸気が立ち昇り、前が全く見えなくなる。

　後は上手い事山が崩落してくれるのを祈るだけだが、それを見届ける前に俺達は奈落の底まで真っ逆さまのようだ。

　くたばるまで諦めるつもりはないが、なんとも望みの薄い展開になりそうだと溜息を吐いた時だった。

「行け。ジークフリート」

　鈴を鳴らす声に続いて、ポチの上から黒衣の男が跳躍する。

男は頭を下に速度をつけて急降下して俺達の横に並んだ。

　ブリュンヒルデに絶対服従の従者は俺とティククに向けて綱を差し出す。

　落下中に握ったら俺の手がどうなるのか、あるいは太陽の下で動いて大丈夫なのか、などとは問わない。

　ポチから伸びるその綱を掴んだ瞬間、俺とティククの全体重と加速が一気に加わる。

革の籠手はたちまち擦れて消える。ついでにポチもフンギャーと鳴く。

「ティクク、がっちりしがみ付いてくれ。片手では厳しい」

　俺は左手一本で抱えたティククに呼びかけたが返答はない。

頭部から立ち昇る蒸気が一瞬晴れた。俺はそれ以上何も言わず、目を伏せて右手一本に渾身の力を込める。

「ぐぉぉぉぉぉ!!」

　左手からはティククの重量に耐えかねた筋肉の切れる音がする。

右手はバリバリと音を立てて滑り、籠手に続いて皮が消し飛び、剥き出しの筋肉が抉れて激痛が走る。

　反対にジークフリードの方は片手一本で楽々掴まっているように見えたが援護は頼めない。

黒衣で身を包んだ奴の体からまるで酸でもかけられたかのように煙が上がっていたからだ。

「ええい止まらん！」

　手が滑るのが止まらない。

皮が捲れ切って血が噴き出るのでいい具合に滑ってしまうのだ。

「エイギル様！　左手を放して下さい！　ティククはもう！　もう!!」

　抱えたティククを一瞥する。

正直この頑張りに意味があるのかどうかわからない。

だが彼女の体をこのまま放り捨てるようなことができるはずが無かった。

「絶対に連れて帰る。放しはしないぞティクク」

　言葉にするやいなや強烈な襲撃が加わった。

決意はたった一秒で破られ俺の手は綱から離れ……上に向かって吹き飛んだ。

「何が起きた!?」

　俺はティククを両手で抱き抱えながら下を見る。

「まさかまた!?」

　セリアが悲鳴に近い声をあげる。

　空けた大穴から白煙が噴き出し、俺とティククついでにジークフリートはやかんの蓋のように吹っ飛ばされたのだ。

　視界は真っ白に染まっていた。

灰かと思ったが顔が熱く湿っている。湯気か何かか？

　回転しながら最高到達点に達して静止、再び落下を始めた俺達をポチがカプリと咥える。

「こんな場所でドカンと来たらお終いだだぞ」

　前にダート山が灼熱の灰を噴いた時は、麓にすらいなかったのに大変な目に合った。

山頂の直上に居たら助かるどころか一瞬で消えてしまう。

「離脱を、少しでも離脱を──！」

　セリアが叫ぶが時既に遅く、山が大きく震える。

「周囲一帯が──わあっ!!」

　セリアの悲鳴に続き、山体の外周全域の地面が弾け、真っ赤なドロドロの液体が噴き出した。液体はグラグラと煮えたぎり赤い炎を上げている。

　確かめようと身を乗り出す顔を熱風が打ち付ける。

地面からそれなりに高度を取っているのに尋常でない高温だ。

「いかん、上がれ」

　命令するまでもなくポチが翼を広げる。

強烈な上昇気流が俺達を一気に空へと持ち上げた。

「ありゃなんだ？　前に噴いた灼熱の灰とも比べ物にならんぞ」

　俺達と液体の距離を考えれば炎などと生易しいものではない。

アリスの魔法に匹敵するような温度のはずだ。

　液体は山全体を取り囲むように噴き出し、たちまち周囲を真っ赤に染めてしまう。

　俺達を見上げてギチギチと不快な音を立てていた蟲ヒュドラが液体に包まれる。

油の熱などものともしなかった蟲ヒュドラでさえ、触れた途端に燃え上がり、数度もがいたかと思うと真っ赤な液体の中に沈んで消える。

　毛虫に至っては液体に近づくだけで燃え上がり、何十、何百の群れが焚火に放り込まれた普通の毛虫よろしく黒焦げとなる。

「一体何が起こったのでしょう！　前の時は山頂から灰でした！　それがこんな山全体から火……火の塊のようなヘドロが」

　そこに耳を塞いでも鼓膜を破られそうな轟音と空中にいるのに心臓に直接伝わる振動、巻き上がる土煙……。

「山が──」

　セリアが呆然と呟き、セクリトも義手を取り落とす。

「崩れる──」

　ダート山が周囲を燃えるヘドロに包まれながら、めり込むように内側に崩れ落ちていく。

山頂を崩すなんてレベルではない。山体が丸々内側へ崩壊して地底へと呑み込まれていったのだ。

　数十メートルの巨石が小石のように舞い落ち、村一つあるような岩盤が真二つに割れて数百メートルの高さまで砂埃を舞い上げる。

　周囲の火を避けて山肌を登っていた毛虫や蟲ヒュドラが砂粒のように四散する。

蟲ヒュドラが自身の数倍はある大岩に潰され、毛虫の群れが地面ごと落ち込み、地下へと消える。

　逃げようとする個体もいたが周囲が灼熱ではどうしようもない。

「私達が集中攻撃したせいでしょうか？」

「いくらなんでもスケールがでかすぎるだろう」

　俺達が呆然としている間にダート山は消えてなくなり、半径数キロにも及ぶ極めて巨大な窪みと化す。

そこに周囲から炎のヘドロが流れ込んでいく。

「こ、これは作戦成功。なのでしょうか？」

　穴はダート山ごと消えてなくなり、表層の敵も全て潰れて焼け落ちた。

　後はこの事態がどこまで広がるかだ。

「このチビなら何か知っていたかもしれんが、この様ではな」

　咎めるように睨むとセクリトはフイと顔を逸らす。




　俺はティククを抱きかかえてその頭……ではなく手を撫でる。

そして一度天を喘ぎ、獣のように低く呻く。

「全力発射は非推奨……こういうことなら先に言ってくれよ」




　ティククは何も答えない。答えられない。

　彼女の頭部は完全に溶け落ちていた。




　最後に腰を掴んだ手の感触が頭から離れない。

あれは彼女なりのさよならだったのだ。

「俺が殺したようなものだ」

　俺はぎゅっとティククを抱きしめる。

周囲の気温が更に上がり、ポチが更に高度をあげるのがわかった。

「否定。管理者はオーバーチャージにおける砲身損傷を認知していませんでした」

　俺はいやいやと首を振る。

「あれだけ非推奨と言っていたんだ。察してやるべきだった」

「否定。非推奨の主たる理由は着弾地点の半永久的重汚染。そしてＴ−九九は人工物、殺すに該当せず」

　俺はポチの鱗を叩いて怒る。

「馬鹿を言え。お前にティククの何がわかる！　彼女は物などではなく俺の女だ。いずれ抱くこともあったろうに……女を犠牲に助かるなどなんて無様な」

　俺はティククの手を両手で握る。

「ティククはＴ−九九の愛称。私とはＴ−九九。ティククは私を理解できない？　エラーエラー当該思考を保留します。根本的否定。『殺す』を活動停止と解釈した場合、私は活動停止していません」

　俺はティククの肩を掴む。

やはり頭部は無く、首の骨のような金属が丸見えになっている。

　が彼女の体ははっきりとこちらを向き、首を傾げるような姿勢をとっていた。

「補助センサー調整完了。サブ発声装置起動確認。活動維持に支障ありません」

　ティククは何事もなかったかのようにすっくと立ちあがる。

　ユーラーレンが一歩引き、ブリュンヒルデが眉間に皺を寄せ、セクリトとセリアが互いに少し近寄る。

「……頭がなくても大丈夫なのか？」

「頭部機能は光学センサ、発声、主砲です。主砲以外には予備機能が備わっています」

　そういえば妙に下から声が出ているな。

「光学センサは乳頭部熱センサで代替。予備発声装置は鼠径部に備わっています。ステレオ機能有」

「そうか……」

　見た目はすごいことになっているが首は無くとも生きているならまあ良しだ。

「で、首無し女。お前は一体何がどうなったのかわかるか？」

　ティククは前回の経験からか、落下しないよう匍匐して眼下を観察する。

斬首刑されたみたいでどうにも落ち着かん。

「お前の一撃が山を吹き飛ばしたってことなのか？」

　ティククは顔をあげ──顔はないが──首を……いや首から突き出た金属を横に振る。

「オーバーチャージ射撃であってもＬ３ーＧ休火山、通称ダート山は破壊不能。推測。周囲の状況から判断して火山は極めて直近に噴火した模様。その際マグマの噴出を伴わず十分な量がマグマ溜まりに残留。主砲攻撃がマグマ溜まりを刺激、マグマ噴火を誘発、更に急速なマグマの減少によって陥没カルデラを形成──」

　俺は頭を振る。

「まったくわからん。俺に合わせて説明してくれ」

　するとティククは両手を広げる。

「ビーム、グツグツ、ボボボ、どすーん、どかーん。以上です」

「なるほどな」

「ええ……」

　セリアが悲しそうな目で俺を見た後、近寄って来て抱きつく。

ふふ可愛い奴だ。

　その可愛らしいセリアの頭を掴んで引き戻すのはセクリトだ。

「カルデラでもドスンバカンでもなんでもいい。あの得体の知れぬ焼きヘドロはどこまで広がる？　蟲の代わりにあれが押し寄せたなら結果は同じだ」

　ティククは僅かに首をかしげてからもう一度下を覗き込む。

一応足を掴んでおこう。

「Ｌ３ーＧ火山のマグマ溜まりデータと比較。噴出量は３５％に達しており、被害範囲は降灰地域に比べて２８％に留まり、三週以内に停止すると推測」

　ふむ、すぐに収まるし灰の範囲を超えて来ることはないんだな。

それならどうってことはない。

　ふと足元に何かが当たっている。

見るとメッサーシュミットが妙なものを咥えていた。

「なんだこりゃ」

　一見真っ赤な宝石のようだが中でチラチラと炎が揺らめいているように見える。

　メッサーシュミットが元ダート山を前足で差す。

あそこから飛んで来たのか。

　石が割れたら燃えそうだしポケットに入れておくのは嫌だな。

ポチの鱗にちょうど良い隙間があるからはめておこう。こいつの鱗ならちょっと燃えても平気だろう。




「さて」

　俺は咳払いする。

「当初計画とは少し違うが蟲穴は塞いで死者もいない。ちょっとしたハプニングはあったがすぐに収まる」

　それでいいなとティククに聞く。

「主砲着弾地点には超激甚な汚染が」

「地下深くの話はよしとしよう」

　蟲が文句を言ってくる訳も無し。

散々こっちを食ったんだからこれぐらい我慢しろ。

　俺は腰に手を当てて宣言する。

「作戦成功、さあ帰ろう」

　歓声があがる。

　セリアがぴょんと跳ね、セクリトは後ろ向きで腕をあげる。

　ブリュンヒルデが拳一つ分だけ腕をあげ、ジークフリードは包帯だらけの手を彼女と同じだけあげる。奴が一番重傷……いやティククか。

　アリスは寝転んだままか細く歓声をあげ、ティククが両手を上げる……頭が無いからかなり不気味だ。

　最後にポチがギャーと鳴く。

　永遠に続くと思われたこの戦争も終わりが見えた。

「左舷に敵一」

　セクリトが叫び、全員の目が集中する。

　幸運にも生き残った蜂が一匹だけフラフラと飛んでいる。

羽根もボロボロだし、襲ってきてもどうってことはないが。

「敵は逃げる……まぁ追う必要はないな」

　蜂はフラフラと西の方へと飛び去って行った。

ふいー時間かかりました。

今回で戦闘は一旦止まります。

何事もなければ次回はもっとさらっと更新できます。










第５１５話　終わりの場所







ダート山消滅の数日前　王都ゴルドニア　王宮会議室

「これより第一六回戦況会議を開始いたします」

　進行役の宣言に続いて他の者達が着席する。

人数はとにかく多い。

　王宮最大の会議室に長机四つが並べられ、肩が触れ合うギリギリの間隔を置いて並べられた椅子に空席はない。

　一方で一段高い場所に設けられた豪奢な椅子……王が腰かける場所だけは空席となっていた。

必然的に皆の視線はこの場の最高者たるケネスに集中する。

「ではまず──伯、財務に携わる立場からのご意見を頂けますかな？」

　そのケネスは指された男は赤を基調にした正装に織り込まれた金糸銀糸を小さく光らせながら頷く。

「此度の戦争は今までのそれとは桁違いの損害！　出費！　潤沢であったはずの国庫は払底しつつあり、これは」

　男は熱弁を振るい、周りは同意の声をあげ、あるいは静かに頷いて同調を示す。




「次、──候。法務次官たる貴卿よりご意見を賜りたい」

　男は立派な髭を撫でながら立ち上がる。

「最大の問題は戦時の名の下に貴族の自主性が損なわれていることである。単に軍務の長に過ぎないラッドハルテ侯爵に権限が集中し過ぎていると危惧する！　きゃつは高位とはいえ新興の一貴族家に過ぎん！　先に叙爵を受けている我々こそ尊ばれるべきで……オホン。無論陛下への忠誠は揺るぎないが」

　男は自分の弁が王の采配批判に及んだと恐れたのか、王とゴルドニアへの賞賛をねじ込んで締める。

　やんやと賞賛や同意が飛び交う中、ケネスは拍手をしながらため息を吐く。

「一六回目の愚痴大会にございますな」

　ケネスの傍に控えていた男が二人にしか聞こえない声でボソリと呟く。

「控えよ【タルガー】。ここは由緒正しい宮廷貴族が集う会議。我が使用人に過ぎない無爵のそなたが発言できる場所ではない」

　咎められた男は深く頭を垂れる。

身長１６５ｃｍにも満たない矮躯、痩せているせいか更に小さくも見える。

　一方でこけた頬と目の下の深い隈、主に叱責されて尚、微塵も動揺しない瞳は男の弱さよりも不気味さを強調しているようであった。

　タルガーは戦争中のいつからかケネスの傍にいた。

　その出自は知られていなかったが無爵、無役の雑用係として周囲も特段気にしなかった。

ケネス自身も特にタルガーを重用する様子はなく、話題にすることすらなかった。

　だが実際にはタルガーが影のようについて以来、ケネスの動きは変わっていた。

　元々裏工作に長けるケネスだが、その悪辣さと周到さは増し、新貴族の中にも絡めとられる者や意に反して従わざるを得ない者が出始めていたのだ。

「宮中の貴人のみで語らう戦況会議にて失礼をば致しました」

　ボソリとした皮肉にケネスは笑いで表情を崩しかける。

そしてまったくもってその通りだと心の中で同意する。

　戦況を語らうと銘打ちながら軍人は当たり前だが皆前線にいる。

更に後方で戦況を分析する者は軍務総監に近い新貴族だとして呼ばれない。

となればこの場で出来ることは戦争が長い、権限を取られた、軍務総監が偉そうで気に食わない、と愚痴を言い合うことだけだった。

「では我らの連名でもって軍務総監に──」

　他の者が同意仕掛けているのを見てタルガーは再び小さく口を開く。

「陛下がラッドハルデ侯爵に権限を委任されておるのですから、当人に何を送ってもどうにもなりますまい。改めさせたくば送り先は陛下ではないかと愚考致します」

　ケネスは今度は止めず、議場に笑顔を向けながら冷静な口調で返す。

「陛下へ意見する勇気などあろうものか。ラッドハルデに無意味な書状を送りつける。当然ながら無視されて、それを肴にまた騒ぐ。この会議と同じことよ」

　軍事に見識浅いケネスとて文官のみで行う戦況会議の無意味さは分かっている。

　分かっていながらあえて主催したのはエイリヒに対して不満を持つ者達をまとめ、自分がその受け皿であると知らしめる為だった。

「しかるに戦況は先月辺りから大きく好転していると聞くぞ。なんでも大規模な戦闘で立て続けに敵を破り、アルテイルまで奪還したとか」

「良きことだ。ゴルドニアの勝利は当然として、戦が早々に終わればラッドハルデの重用も終わるだろう」

「いやいや、それは甘い考えですぞ。戦勝の功績はラッドハルデのみならずその取り巻き……あの粗野な新貴族共をますますのさばらせる」

「それがどうも先日より前線の損害が拡大しておるようなのです。敵は壊滅寸前にも関わらず、千いや万単位の損害を出しているとか。王国の兵が損じること実に実に悲しいことではございますが……軍務総監のちょっとした土になるやも」

　貴族達は大変だ。悲劇だと言いながらも口元がニヤリと吊り上がる。

　タルガーがケネスに囁く。

「数日前より大規模な戦力の移動と大規模な増援が呼びつけられています。新種の魔物が大挙して出現したと報告されていますが、詳細についてはまだ……」

「ふむ」

　ケネスは周囲に同調するように微笑みながら心の中で計算機を高速回転させる。

　戦況が決定的となった今、少々兵が損耗しても問題にならない。

むしろ決着がついた後に出た無駄な損耗はエイリヒの汚点となり、ケネスにとってはむしろ喜ばしいとも言える。

（だが、ただのヘマか？　ラッドハルデの才覚は本物だ。ここに至って下らないミスなどするか？）

　ケネスは更に計算機を弾く。

（ここで下手に騒げば後でどんでん返しもありうる。表立っての批判は控えるが得策か）

　結論の出たケネスが皆を宥めようと腰を上げた時、タルガーが耳元で呟く。

「ここはただ様子を見るのではなく、思慮浅い者を煽り盛大に批判させましょう」

　タルガーの意図をケネスも瞬時に察する。

「騒がせた後、真にラッドハルデのヘマであれば後から乗って叩く……か」

「逆に犠牲止む無しの大変な事態であったなら、愚かな非難だと斬り捨てられましょう」

　ケネスは頷き、誰にするかと場に視線を走らせるのだった。







　意味の無い会議が終わり、ケネスは会議室を後にする。

「それにしても」

　ケネスは一言独語して、その後の弁を心の中で紡ぐ。

無意味な言葉を漏らして無用なリスクをしょい込むつもりはなかった。

（ハードレットへは色々と便宜を図ったが……なしのツブテ。ラッドハルデについたか）

　言葉を出さぬまま、フンと鼻で笑う。

（タイプが同じ……まして上官に当たるラッドハルデに従っても出世は頭打ち。軍に縁の無い私についてこそ軍のトップを狙えたと言うのに。それも理解できぬとは所詮ただ強いだけの猪か。買い被っていたのやもしれんな）

　ケネスは真後ろから見ても分からない程度に小さく頷く。

（戦勝でラッドハルデの株は間違いなく上がる。だが私には奴が不在の間に策謀を巡らせる時間がある）

　咳払いと区別がつかない程小さく笑う。

　そこに遠慮がちな声がかかる。

「ボールドウィン候。少しだけお時間宜しいでしょうか？」

　予想外の声掛けにケネスは心の中で飛び上がったが、表面上は小さく肩を震わせたのみで笑顔のまま振り返る。

「これはこれは……ロサリオ殿ではありませんか。突然背後からとはお人が悪い」

　ケネスは丁寧に一礼して微笑みながらも内心舌打ちしていた。

　ロサリオ──王が寵愛する女性。王の愛は狂愛と言っても良い程重い。

故に彼女への対応は薄いガラスを扱うかのごとき慎重さが必要であった。

　粗野に応対すればもちろん王の怒りを買う。

しかし機嫌を取り過ぎて下心と疑われてもまた怒りを買う。

あるいはこうして人気の無い場所で会話することさえ危険であるかもしれなかった。

「このような薄暗い場所ではお体も冷えましょう。会議室に戻ればお茶の一つもございます。そちらに移動致しませんか？」

　ケネスは言葉巧みに人気のある場所。密会だなどと疑われない場所へ誘導しようとするが、ロサリオは首を振る。

「そこまでお手数をかける訳にはいきません。立ち話で十分ですわ。ボールドウィン候が戦況の会議を行っていると聞きまして……傍の者から戦勝近しと聞いたのですが、今日また損害甚大とも聞き及びました。私のような女に説明するのは無為と思われるでしょうが、簡単で構いませんのでどうか」

　ケネスは心の中で呻く。

（王宮の軍人に聞け、と言いたいが王宮会議室で行う会議、その代表者は私か……。煙に巻くのは容易いが王に不満でも訴えられたら……ええい面倒くさい女だ）

　ロサリオに問われるまま、ケネスはさほど詳しくも無い前線の状況を説明し始める。

しかしそれは彼女が既に得ていた情報と同じだったのか、次第に表情に飽きが見え始めた。

　その時だった。

「僭越ながら」

　タルガーが床に膝をついたまま声を出す。

「直近の遭遇戦においてハードレット卿ご戦死の情報が──」

　ひゅっと小さな音の出所はロサリオだった。

目が驚きと恐怖に丸まり、呼吸が乱れる。

「──流れましたがデマと確認されました。敵の攪乱工作として王宮の方々もご注意をと」

「そ、そうですか。コ、コホン」

　ロサリオは小さく咳払いする。

「気をつけなければなりませんね。お忙しい中、お時間を取らせました」

　去っていく彼女を見送るタルガーとケネスの視線は既に眼前の背中を見てはいなかった。
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南ユーグリア　ポロンへの道中

「うっ」

　俺は突然の寒気にぶるり体を震わせた。

「エイギル様、まさか突然射精したんですか？」

「んな訳ないだろうが。ちょっと寒気がしただけだ」

　俺はとんでもないことを言うセリアの頬を撫で回しながら民家の扉を蹴り上げる。

「敵は無し。蟲も無し。皮が三つと」

　俺は暖炉の前に落ちていた皮を拾い上げる。

　正確には皮と骨だ。

クモに中身を全部吸われた哀れな犠牲者達だ。

　皮を持ち出し、村外れに掘られた穴に放り込む。

ここまでカラカラになったら燃やす意味はないかも知れないが埋葬も兼ねてのことだ。

「この村もか」

　声をかけてきたのはエイリヒだ。




　ダート山とそこに空いた穴は消えてなくなり、蟲の出現は止まった。

俺達は抗戦を止めて一気に後退、蟲が餓死する二晩をやり過ごすと東部から奴らは消えた。

　西部でも同じ方法で蟲の襲撃は止まり、俺達はゆっくりと合流した後、南ユーグリア最後の拠点ポロンに向かって進撃を開始したのだ。

「人から家畜、傍の林に巣くっていたらしいゴブリンまで全滅ですな」

　俺は皮になっても臭いゴブリンを二度振り、足で穴に放り込んだ。

　エイリヒも顔をしかめる。

「突然あんな化物が押し寄せてくればどうにもなるまい」

　村を出た先に敵の砦が見える。

南ユーグリアの旗を高々なびかせてはいたが、俺達は特に戦闘準備など命じない。

　砦のど真ん中に巨大な穴が空いていたからだ。

「蟲ヒュドラだろうな。穴の周りに牙が削った後が見える」

「思い出したくも無い」

　エイリヒは止めろとばかりに手を振り、兵に捜索を命じる。

　兵士達は槍を構えて慎重に砦に侵入していったが、十分後、砦の最上部からこちらに向けて手を振った。

「頑強な軍事拠点も壊滅か。これは本当に南ユーグリアは全滅、人っ子一人いなくなったのかもしれんぞ」

　エイリヒが不快と恐怖の入り混じった顔で言う。

　俺はシュバルツの尻を叩いて丘の上まで駆け登る。

　見通しの良い丘の上から周囲を観察する。

　民家、領主の屋敷、砦、城、あらゆるものに大穴が空き、あるいは自ら火を放ったのか焼け焦げている。

一方で黄金色に実った畑、井戸、ボロい食糧庫らしき建屋など人が籠らなかった場所は無傷で残っている。

「虫は人間と違って略奪はせんからな。ひたすらに生き物を食らうだけだ」

　俺達は話を止め、耳を澄ます。

鳥の声一つ聞こえない。この地で生きて動いているのは俺達の兵だけなのだ。

「死の地だな。南ユーグリアは消えてなくなった」

　敵がいないのは楽でいいが、ここまで来ると不気味さ以外を感じない。

「ともあれポロンまで行きましょう。この分では皮があるだけでしょうが」

　丘の上にも人の皮を見つけてゲンナリしながら言う。

「そうだな。ところで話は変わるが……お前の馬はどうにかならんのか？」

　エイリヒがシュバルツを指す。

「恥ずかしい限りです。いっそ切り落とそうとも思ったのですが」

　毛虫の毒にやられたシュバルツはナーティアの尽力もあってピピと時期を同じくして回復した。

だが蟲の毒は命を脅かすのを止めた後も重大な後遺症を残したのだ。

　ヒヒンと嘶くシュバルツの股で一メートルはある一物が揺れている。歩き方によっては地面に擦りそうだ。

「あれ見て、でっか……」

「ご、ゴクリ」

　周囲の特に女性兵が唾を飲む。

「こいつだけならどうでも良かったんだがな」

「はうぅ」

　ふらふらと近づいてくるのはピピだ。

胸を押さえながらシュバルツの前に飛び乗って来る。

「少しはマシになったか？」

「駄目だ。ピンピンのまま戻らない」

　ピピはそう言って上着を捲る。

彼女の乳首は親指程まで大きくなって赤く立ち上がっていた。

　毛虫の後遺症は男なら一物を女なら乳首をそそり立たせてしまう。

しかも限界まで立ちあがるので敏感になってしまうのだ。

　ナーティアによると『初めての毒だから命を救うので精一杯。後遺症は致命的じゃないからおいおい解毒法を見つけていく』らしい。

「大丈夫かピピ？　また昨日みたいに擦ってやろうか？」

　ピピの不自然に立った乳首に手を伸ばしたところで咳払いする。

こんな小さい娘の乳首に何をしていると言いたげなエイリヒの視線を受け流していると小さな人の声が聞こえる。

「……また……モ…………声を……」

「でも……陽……もしか…………助……」

　俺はシュバルツから飛び降り、血管の浮きまくった下品な一物を一蹴りしてから声を辿る。

　そして古びた倉庫の土台部分に小さな格子を見つけた。

　膝を折って屈み、覗き込むと暗闇から複数の目がこちらを見る。

「おう。もう蟲はいないぞ。安心して出て来い」

　暗闇で光る目が瞬き、俺の言葉の意味を噛みしめているようだった。

そして──。

「「「「あぁぁぁぁぁぁぁ!!!」」」

　複数の足音が地下からの階段を駆け登り、床に設けられていた出入口を蹴破る。

「「「うわぁぁぁぁぁん!!　人だぁ!!」」」

　飛び出したのは六名の女と二名の子供だった。

何日隠れていたのだろうか、皆一様に煤けて頬がこけていたが、満面の笑みで手近な者に抱き着いていく。

「ふぇぇぇぇ!!」

　俺も手を広げてやると若い女が抱き着いてきた。

抱き締めて尻を撫でても嫌がる素振りなく、胸にグリグリ頬擦りしてくる。

「よしよし怖かったな。もう大丈夫だ」

　味方兵士も女に抱き着かれて悪い気はしないのか困ったように頭を撫でている。

「良く生き残った。大したものだ」

「王宮からの知らせが来て、地下に潜ってできるだけ静かにしてろって。でもこの村に地下室はここしかなくて……他の人たちは扉を固めて家に籠ったんだけど……悲鳴が……毎晩悲鳴が……」

　ふむ、既にこの村はポロンに近い。

南ユーグリアも一応は対策を打ったのだろうか。

　だがそれでも百人は居たであろう村で生き残りは八名。

焼石に水の感は否めない。




「ぎゃあああ！　怪物！」

　悲鳴に反応してデュアルクレイターに手をかけるが、そっちかと苦笑する。

「否定します。私は怪物の定義に該当しません」

「いやぁぁぁぁ股間から声が出てる！　しかも何故か両側から聞こえる！」

　怪物の誹りを受けたのはティククだ。

　今の彼女は無くした頭部に中身をくり抜き、目鼻口の穴をあけたカボチャを被っていた。

やったのはいつの間にか九頭身になっていたケイシーだが、首無しよりは良いのでそのままにしている。

なんでも頭部スペアパーツは無いので新造が必要らしい。こちらもおいおい考えねばならない。

「なんにせよ、地下に生き残りがいる可能性が高まった。これからは探しながら行くべきだな」




　そして数日後──。

「前方に街が見えます。地図から見てあれがポロンに間違いありません」

　セリアがシュバルツの上で立ち上がって言う。

「ようやくたどり着いた敵の根拠地というにはしょっぱいなぁ」

　俺は街を一瞥してそう言った。

　ポロンは街壁、櫓、王城と一応首都に必要な施設は全て備えている。

だがどれもが小さく、迫力に欠ける。

「仕方あるまいよ。ポロンは元々小国ポルポの首都。ゴルドニアでは五番目かもっと下のレベルの街だ」

　エイリヒが街を丹念に観察しながら言う。

　今まで見てきた街は兵が籠ったと思われる施設は軒並み破壊されていた。

しかしポロンは街壁や砦にも目立った損傷はない。一方で見張りの姿も無く、大砲がこちらを睨んでいることもない。

　やられているのか健在なのか、遠目にはわからない。

「どう思う？」

「行ってみるまでわかりませんな」

　レオポルトも街から目を離さず言う。

なら行くしかない。

「警戒しながら前進だ。女を抱えている者は置いていけ」

　兵からは不平、女達からは不安の声があがる。

　ポロンまでの道中、地下室や枯れ井戸などからある程度の数の生き残りを回収した。

そのほとんどが女、子供だったのは限られたスペースを護るべき者に譲った結果だろう。

中には村長らしき太った男が居座っていることもあったが。

　そして救い上げた者達は例外なく尋常ならざる恐怖に捉われており、敵も味方も無く人間である俺達に縋りついてきたのだ。

　もちろん行軍中の女に飢えた兵士が敵国の女なんて……と拒むはずもない。




　俺はヤーコフに目をやる。

「おら離れな。街を見てきたらまた可愛がってやるよ。くく、たっぷりとな」

「うう、あたいはどうしていつもチンピラみたいな男に捕まっちまうんだよ……。乱暴にヤられて、そのままモノにされて……前の男で懲りたはずなのに」

　ヤーコフは見るからに柄の悪そうな女の唇を奪い、股に手を突っ込んでから突き放すように離れる。

女は悔しそうに奴の背中を睨むが、目はトロリとしている。




　次にエイリヒに目をやる。

「どうかご無事で……ほら貴方も」

「うん……お無事で……」

　エイリヒが恰好をつけて手を振った相手は三十半ばの母と１６，７の娘だ。

母親の首元には無数の口付けの跡がついており、娘は歩き方がおかしい。

　母娘をまとめて食うとは貴族の横暴で実にけしからん。羨ましい。




　ヒヒンと嘶きに目をやると相変わらずおったてたまま歩くシュバルツを一頭の雌馬が見送っている。

あの馬は洞窟の奥に逃げ込んでいて助かったのだ。




「それぞれ似合いの相手を見つけて結構じゃないか」

　セクリトがくつくつと笑うながら言う。

　同時に俺の腕へ不安そうにチロリと舌が這う。

「大丈夫、すぐに戻る」

　俺の相手は……半身が蛇だ。

種族的にはラミーと同じラミアなのだろうが、彼女は腹から上が蛇で下が人間なのだ。

　正直、俺自身どうかと思ったが周り中で助けてくれたお礼だの、離れたくないだのと言いながらやりまくっていたので意地になって抱いてしまった。

　これが非常に具合が良く、特に特大の口と長い舌の口技は例えようもなく。

「ひそひそ……変態」

「魔物……ひそ」

「……魔王」

「ええいうるさい！」

　俺は兵士のヒソヒソ話を怒鳴って打ち消すとポロンへと走り寄るのだった。




「生き残りがいるなら返事をしろ！　最早戦争どころではないだろう!!」

　門の前に立って大声で叫ぶ。

さて街が健在なら矢の一本も飛ぶかと警戒したが反応はない。

「よしかかれ」

　エイリヒの指示で攻城兵が城門に取り付き、ハンマーが扉を殴り付けて破壊する。

豪快な音が街中に響くが、やはり反応はなかった。

　作業は二十分程続き、遂に門が破壊されて倒れ込む。

「抵抗はないが……」

「蟲に侵入された形跡もまたないな」

　俺とエイリヒは顔を見合わせた後、騎兵を街中に突っ込ませる。

ここまでやればもし奇襲を企んでいたにしても反応せざるを得ないだろう。

　騎兵は鬨の声を上げながら市内に突っ込み、音を立てる為に数件の民家に石を投げ込み、外周をぐるりと回って戻って来る。

「敵兵、民間人、ともに見受けられません！」

「……妙だな」

　エイリヒが顎に手を当てて考えこむ。

　敵が奇襲を狙っているなら既に飛び出しているはずだ。

騎兵は街中を走り回った。もし彼らが油壷でも投げていればその時点で街は焼け落ちていた。

　あるいは街が蟲にやられているにしては損傷が無さすぎる。

立て籠もって防戦したとすれば櫓や街壁が無傷というのはおかしい。

まして皮になった死体の一つもないのは考えられない。

「斥候から報告です。北部の城塞、及び王宮共に無人！」

「逃げた……と考えるべきか」

　エイリヒが呟く。

　俺はレオポルトを見る。

「南ユーグリアの残された拠点はポロンの他にありません。この地を放棄することは国家を放棄するも同意です。もちろん個人の命を優先するのであれば逃走も現実的でありますが」

　俺は最後に見たヴィルヘルミナの顔を思い返す。

あれは逃げる顔じゃないよな。




「一服して考えるか」

　俺は手近にあった井戸に釣瓶を落とす。

「空かよ」

　カコンと乾いた音が鳴り、俺は舌打ちする。

　続いて別の井戸まで歩き、再び釣瓶を投げ込む。

……また空か。

　そこで俺とレオポルトは顔を見合わせた。

　寒村なら枯れ井戸が放置されていてもおかしくないが、ここは曲がりなりにも街壁を持つ立派な街だ。

二つも三つも井戸を枯らしたまま放置するとは考えられない。

「セリア見て来い」

「はいっ！」

　セリアは釣瓶を掴んで井戸に飛び込み、壁を蹴りながらスルスルと降りていく。

「底に着きました！　水どころか湿りすらありません……あっ側面に格子です！　中から風を感じます！」

「通気口……ここら一帯の井戸が全てそうだとするなら、その中央部は……」

　レオポルトが井戸を線で結び、一つの建物を指差した。

　一見、ただの物資倉庫に見える巨大な平屋の建物。

内部を引っ掻き回していると床に亀裂が入る。

「ここか」

　俺はケラヴノスを思い切り床に叩きつける。

すると床が音を立てて割れ、巨大な金属製の扉が現れる。

「なるほど、街中が地下に潜っていたのか」

　エイリヒが金属の扉を叩く。

「この大きさ……今までのように数人、数十人ではないだろう。さっそくこじ開けさせよう。これだけの扉だ相当な時間はかかるだろうが──」

「やれポチ」

　屋根を突き破って飛び込んできたポチが扉に爪を立てる。

すると金属の扉は大きく陥没し、そのまま自重で内側に倒れ込んでいった。

「いきましょう」

「……」

　ひん曲がった扉を踏み越えて中に進む。

南ユーグリアの首脳部、もちろんヴィルヘルミナも居るとおもわれる地下の空間だったが──。

　漂って来たのは強烈な死臭だった。

次回で南ユーグリア編終わります。

長かった……。










第５１６話　我が名はヴィルヘルミナ







「ぐう……これは」

　セリアが片手で鼻を押さえながら剣を抜く。

　今回は同行していたレオポルトが俺の隣まで下がり、代わりにイリジナが槍を構えて前に出た。

「この臭い、南ユーグリア最後の抵抗拠点健在……と言う訳ではなさそうだな」

　エイリヒがハンカチで鼻を覆い、ディングスと護衛の兵は視線鋭く剣を抜く。

　俺も念の為にケラヴノスを小脇に抱える。

「壊滅にしては妙だな」

　俺の独語にレオポルトとエイリヒも同意する。

　ポロンに至るまでの道中、幾度も壊滅した町村砦を見てきたが、腐臭漂う場所は無かった。

　蟲共はこちらを食いに来ている。

殺した者は残らず食ってしまうか、あるいは中身を全部吸い取ってしまう。

カラカラの骨皮になった残骸と血痕以外は残らないのだ。

いかに地下の空間とは言え、井戸を通じて換気しているのだから死臭が立ち込めることはないはずだ。

「行くしかないな」

　俺は松明を掴んで地下への階段を降りる。

「危険だろう。先に探索隊を送り込むべきではないか？」

「特段の音も気配もありませんから、まあ大丈夫でしょう。探索隊は二度手間になりますから」

　論にもなっていない返しにエイリヒとレオポルトが溜息を吐く。

　ここが南ユーグリア帝国最後の拠点であるなら当然ヴィルヘルミナもいる。

　未練がある訳ではない。

前の会談で互いを完全に敵としたのだから、戦場で会えば容赦無く斬るつもりだった。

「いや待て、もし『屈服します。身も心も貴方のモノになりますから許して』と言われたらどうする。分かり合えない敵とは言え、あの美顔に完璧なスタイル……抱ける機会があるなら種を仕込むのが男の」

「エイギル様ボーっとしないで下さい！」

「気持ち悪い裏声を出すな」

　既に先行しているセリアと後ろからついて来るエイリヒの挟撃にあって黙らされた。

　ともあれ、あれだけの美女だ。

原型は留めていないだろうが、もし骸を見つけられたなら埋葬なりあるいは一祈りだけでもしてやりたい。

「階段が終わります！　敵影はありませんが……足元に注意して下さい」

　セリアが最後の数段を飛び降りて言う。

敵がわんさと待ち構えていないのは幸いだな。

　セリアは壁に張り付いて通路を進み、部屋を覗き込んだかと思うと前転しながら飛び込む。

「クリア！」

　叫んでから転がり出て壁に張り付き、次の部屋へと向かって行く。

　その後ろを俺とエイリヒはゆっくり大股で歩く。うむ可愛い。

「最初見た時は青臭い童女に見えたがこれはなかなか……なあハードレット、今度あの娘に俺の酌を」

「お断りします」

　するとエイリヒは俺の背中に目をやる。

「そのずっと背負っている女も最初は亡霊か何かだと思ったが近くで見るとなかなか……。一晩俺に貸してみる気はないか？」

　ラファエラはエイリヒの顔を見て赤面し、一〇秒程考えてから俺の背中に顔を埋める。

エイリヒの顔が良いからちょっと迷っただろ。

「あんまり無茶を言うと王都四番地の未亡人に俺の巨根をぶち込みますよ」

　エイリヒはなんで知ってると呟いて苦笑する。




　こんな馬鹿話が出来るのも特段の異常が見当たらないからだ。

　この場所はビアード下水道のような抜け道とは違ってある程度の籠城が出来るように造られている。

　通路には少々古くはあるが石畳が敷かれており、両側には狭いながらも椅子とベッドが置かれた個室が並んでいる。

「戦闘跡は無し。それどころか絨毯やシーツの乱れもありません」

　レオポルトが個室をひっくり返して言う。

「松明も取られていないな」

　セクリトが通路に備えられた松明を叩き落とす。

「食糧庫も無傷か」

　長期に渡る籠城にも備えていたのだろう、井戸や干し肉や漬物を蓄えた食糧庫まである。

ここにも戦闘の跡は無い。

　試しに一つ齧ってみたが普通に食える。

「食料が無くなり自暴自棄になって逃亡──の線も無さそうだ」

　逃げ出すにしても保存食ぐらいは持っていく。

あるいは絶望から騒乱を起こしたなら食糧庫が無事なのはあり得ない。

「まったくわからんな。死体一つ無いとは」

　エイリヒは俺と同じように干し肉を摘まんで口を開いたが、数秒止まってから棚に戻す。

こいつめ日和ったな。

「唯一の手掛かりを辿るしかないか」

　奥から漂う死臭だけが唯一の手掛かり……。

「エイギル様──!!」

　先行するセリアの叫び声と同時に俺は槍を抱えて疾走する。

そして声の元にたどり着き、セリアの首根っこを掴んで後方に跳ね飛ぶ。

「見てください！」

　襟を掴まれてぶら下がりながらセリアが指差す。

　大理石で出来た壁に数メートルはあろうかと言う穴が空いていた。

その周りにクモの死骸が一つ、そして骨と皮だけになった人の残骸が二つ。

「ここから入られたのか」

　セリアをぶら下げたまま穴を覗き込むが、真っ暗で何も見えない。

「どうやったかは知らんが、奴らは蟲共を呼び出して自らの民ごと俺達を壊滅させようとした。自分達は安全な地下に身を潜めてな」

　エイリヒが穴の奥に松明を投げ込む。動く気配はなく、また何も見えない。

「だがどうしてか奴らに見つかった。そして思った以上に穴掘りが上手かった」

　俺とエイリヒはそれぞれ皮になった死体を掴み上げる。

「残敵に気をつけて捜索する。一応敵王と上層部の首は探さねばならん。見つかるとは思えんが……」

　エイリヒが号令して兵士達は警戒態勢を更に上げ、セリアもぶら下がったまま剣を正眼に構える。

「俺はもういいかな」

　死体の片方はメイド服を着ており、もう片方の周りには甲冑が散らばっている。

地下に潜って尚、護衛とメイドを控えさせる者……この部屋も他の小部屋より遥かに広く豪華だ。

　俺の目的はもうなくなったと言って良い。

エイリヒが居るので引き返せないが後は適当に後ろからついて行こう。




　護衛を伴ったエイリヒが進む中、俺は後ろからゆっくりついていく。

「奈落への穴は潰したから蟲共も打ち止めだ。ちょっとした生き残りが出るぐらいだろう」

「あの、そろそろ降ろして頂かないと戦闘態勢がとれません」

　それもそうだと俺がセリアを床に降ろそうとした時だった。

『ケーン』と甲高い鳴き声が耳奥まで響く。

「なんだ!?」

「わぶっ」

　思わずセリアを落としてしまったぞ。

　声の出所は俺の足元、小さめの狐だ。

　いつから付いてきていたのかなどと考える暇はない。

狐の生態などまるで知らない俺でも今の声が警告や悲鳴の叫びだとわかった。

　俺は槍を片手で半回転させ、天井に張り付いていたクモを串刺しにする。

「上に居るぞ！」

　手持ち松明の光だけでは天井が死角になっていた。

俺の叫びに反応して護衛の兵が次々に槍を上に向けて突き上げる。

「右の小部屋にも！」

　セリアが赤くなった鼻を擦りながら指差す。

同時にイリジナが突っ込み、ベッドの下から飛び出したワームを踏みつけて口内に槍を捩じり込んだ。

「後ろにも出たぞ！」

　どこに隠れていたのか後方から甲虫が現れる。

「俺が押さえる。お前が下を狙え！」

　飛び込んだのは最後まで俺と同行していた東方軍司令官のディングスだ。

奴は甲虫最大の脅威たる顎に大剣を突き込んで封じ、持ち上げるように抱え込む。

「う、いや……でも……」

　戸惑っているのはこちらも何故か最後までついてきた南ユーグリア避難民を率いていたリヌーガだ。

　今一つピリッとしない奴は甲虫を前に尻込みしていたが、ディングスに怒鳴りつけられ、叫びをあげながら這い蹲って甲虫の下に入り、軟らかい下部に剣を突き立てた。

「前方に敵多数！」

　天井から次々とクモが落ちて槍で突き切れなくなる。

そのうちの一匹が兵士を掻き分けるように強引に隊列に割り込む。

　強く短く息を吐く音、クモの前足四本が斬れ飛び、前のめりに倒れ込む。

ほぼ同時に頭部に剣が突き立つ。

　剣を振るったのはエイリヒだ。

　更にクモを飛び越えて一匹のハチが飛び込んでくる。

　剣を肩の後ろまで回したエイリヒはハチに向かって踏み込む。

「しっ！」

　流れるような剣戟がハチの羽を断つ。

飛行手段を失ったハチは地面に激突してもがきながら滑って来る。

俺の力任せに振り回すのとは違う流麗な剣だ。

　更に向かってくるハチを打ち落とそうと槍を構える。

「うぉぉぉ!!　我が剣技を見よ！　慰謝料ソバット！」

　俺が手を出す前にジムが打ち落とした。

嫌疑とかけているのか上手いな。

「で、囲まれている訳だが」

　ハチの大きな目に剣を突き込んだセクリトが問う。

「ああ、前後左右完全包囲だ。飛び込んだのは悪かったな」

　レオポルトとセリアは護衛の兵全てを後方に配置して退路を開こうとしているようだ。

奴は兵の後ろに居ながらも時折前に出て自らの剣でクモを斬り伏せている。

あいつもなかなか前には出ないがかなりの使い手なんだよな。

「何人やられた!?」

　エイリヒが叫ぶ。

「前方かろうじて〇！」

「後方もなんとか〇、ギリギリ防ぎ止めています！」

　はて、俺は前後どちらに飛び込もうかと込めていた力を少し抜く。

　おかしい。一般的な兵士とクモの戦力比はこちらが一で向こうが五ぐらいだ。

防御陣地や攻城兵器の援護があればもっと有利にもなるが、この場は完全な遭遇戦だ。

　つまりもっとバタバタやられていないとおかしい。

「攻撃中止！　防御態勢！」

「お前勝手に！」

　俺は大声で叫ぶ。

エイリヒがこちらを睨むが、兵達はどうしたものかと困惑して動きが止まる。

　致命的な隙だったが戦況に変化はなかった。

蟲は兵達の傍でモゾモゾと動くが攻撃を仕掛けて来ない。

　蟲共は最初から天井に居たり、近づいてきたりはしたが攻撃してきた個体は一匹もいなかったのだ。

　エイリヒも困惑して俺の方に戻って来る。

「なんだこれは？」

「俺が知るはずありません」

　俺も両手を広げて困惑を示す。

　俺とエイリヒの傍をクモが通り過ぎていく。

脚に何かがしがみ付くので見てみると先ほど警告を出した狐だった。

　結果的に無意味ではあったが、状況によっては命を救われたかもしれない。

尻尾をモフモフしてやろう。

「で、どうしましょうか？」

　俺がエイリヒに聞くとレオポルトが割り込む。

「奥を調査するべきでしょう。ここの蟲はどうやら脅威ではなさそうです。改めて探索するまでもありません」

　俺とエイリヒは思わず顔を見合わせる。

この状況で前進など俺でも悩むところだ。レオポルトがこんな無鉄砲な案を勧めるはずがない。

　するとレオポルトは剣を抜いて先導するふりをしながら俺達に囁いた。

「蟲共の動きに統一性が見られます。我々の後退に備えて出口を塞いでおります」

「なるほど！　任務が終わったらその店で美味い酒を飲もうじゃないか」

　エイリヒは大声で見当外れの返事を返す。

　見れば俺達の足元をワームが這っている。

一定の距離を保ってついて来る様はまるで聞き耳を立てているようだ。

「更に先程から壁面に不自然な振動が感じられます。かなりの質量の物が壁の向こうに……」

「ふふふ、お前もスケベだな」

　俺達が一目散に逃げだしたが最後、蟲共は一斉に襲いかかり、蟲ヒュドラまで壁から突き出して来る可能性があるということだ。

「蟲共に明確な知性を感じます。正確には何者かに統率されている──と言うべきでしょうか。ダート穴を塞ぐ際にもそうだったのではありませんか？」

　確かにあの時、奴らは昼間にも関わらず山一面に陣取って待ち構えていた。

しかも毛虫の大軍を揃えていたのは、こちらが空から来ると見越していたとしか思えない。

「統率者がいるならば、我々の状況は絶望的です。しかし前進を阻止しないのには理由があるはずです」

「そこを聞き出し……ゲフンゲフン。エッチなのは駄目です！　いけないです！」

　セリアが俺達と同じように脈絡の無いことを叫ぶ。

「応じると見せかけて統率個体を殺す。それが一番かと。こちらも出来る手は打ちます」

　レオポルトはそれだけいうと俺達の傍を離れた。




　奥に進むにつれて死臭はますます濃くなり、それが限界に達した時、行き止まりの部屋に出る。

「ここは玉座でしょうか？」

　天井の高さが二倍程に上がり、足元も高級とまではいかないが、今までの乱雑な石畳よりは丁寧な仕事になっている。

　広い──と言っても地下にしてはボチボチと言った程度だが──部屋の一番後ろ一段高くなった場所に玉座らしき椅子がポツンと置かれ、後ろの石壁を隠すように赤いカーテンが架けられていた。

「蟲だらけ死体だらけを想像したが」

　死臭は相変わらず強い。

だが血痕一つ無い。




「掃除は大切なことだ。重要なことだ」

　赤いカーテンの後ろから黒い喪服のようなドレスを着た女が現れる。

頭にはこれでもかと輝く王冠を乗せている。

　女はゆっくりとした動きで玉座に座る。

　艶めくような黒髪、男なら誰しも振り返る美顔、すらりと伸びた美しい肢体。

「ひぃぃぃ……」

　俺の背中からラファエラが飛び降り地面に蹲ってしまった。

「ヴィルヘルミナ……」

　エイリヒが目を剥き、剣を構える。

「生きていたのか」

　俺は逆に剣を納める。

「なんでだ馬鹿者！」

　エイリヒに怒られて慌てて抜き直す。

　ヴィルヘルミナはずり落ちそうな王冠を片手で支えながら俺達、いや俺に向けて──涙を流す。

命乞いかと期待したが、出た言葉はまるで違った。

「再度発見出来て嬉しいぞ。貴族ハードレット。私は信頼していた」

「う、うん？」

　俺は首を捻る。するとヴィルヘルミナは同じように首を傾げて手を伸ばす。

手にジャラジャラとつけられた腕輪が音を立てて床に落ちる。

「おしゃべりがしたいです。隣接せよ」

　俺は思わず体を引く。

　多分『近くに来い話がしたい』と言われているのだろうが、表情がまるで親の仇でも見るように激怒を示していたからだ。

　どう考えてもおかしすぎる。

だが目を凝らしてみても完全にヴィルヘルミナだ。

身長、体形、胸の膨らみ具合まで記憶の通りでおかしなところはない。

「こないのか？　来たくなるようにしようか」

　ヴィルヘルミナはドレスに手を突っ込み、下着を引き下ろして裾を捲り上げる。

　太ももとヘソ、未使用に見える性器が丸見えとなる。

しかもそこがまた美しい。

「記憶によるとお前は私の身体に発情して性器をねじりこみたいと思っている。こちらに来たくなったか？」

「ぐ……やはりおかしい」

「ああ、異常だ」

　俺は前屈みになりながらエイリヒを見たが、奴もちょっと前に傾いていた。

「挨拶をしよう。抱擁と接吻と話し合いを選択しよう。中央平原を支配するには闘争より交渉が優先するべきだ」

　言いながらヴィルヘルミナは無邪気に両手を広げ、まるで両親に向けるようにパタパタと足を動かす。

「……敗戦続きで狂ったのか？　周囲の者は愛想をつかせて逃げ散ったのかもしれん」

　エイリヒが呟く。

「あんな狂い方がありますか？　言葉使いと表情もおかしくなったと言うよりバラバラで使い方が分からないように見えます」

　レオポルトを見ると険しい顔で呟く。

「なあヴィルヘルミナ」

「んん？」

　可愛らしい声、ここはニコっとする場面だろうに表情は驚きを示している。

だが俺達が顔を顰めると、泣き顔、怒り顔と変わり、微笑みの表情で固定された。

「お前は本当にヴィルヘルミナなのか？」

「相違ない。妾はヴィルヘルミナ也、でなくば貴様の顔と名を知ろうはずも無し」

　一転して極端に女帝然とした威圧的な口調だ。

　エイリヒが驚きの顔でこちらを見るので目を逸らして事なきを得る。

「確かにそうだが、あまりに不自然に思える」

「依然、慣熟していないので許可して」

　嫌な予感しかしない。

「お前は人なのか？」

「適切でない。私は人と説明できない」

　兵達が一斉に剣を構える。

だろうな。そうだと思ったよ。

「お前はヴィルヘルミナを……なにかの方法で操っているのか？」

　そうであってくれと願う。ヴィルヘルミナを操って思うがまま動かしていると。

　だがヴィルヘルミナは首を振る。

「いいや、私は乗っ取っていない。寄生もしていない。ヴィルヘルミナとは私だ」

　段々口調と表情が一致して不自然でなくなってきた。

　俺は覚悟を決めて切りこむ。

「お前はどうやってヴィルヘルミナになった？」

　にこやかな笑みと穏やかな口調に不自然さはない。

「中身を──食べた」

　内容は最悪だったが。

　寄生して操っていたのではない。

こいつはヴィルヘルミナを脳みそごと食ってしまったのだ。

　口調と表情がおかしかったのは記憶こそ乗っ取ったが、人の居ないこの場所では相手の反応を見て修正する機会が無かったからだろう。

　いかに敵とは言え、あれだけの美女が蟲に食われたなど想像するだけで気分が悪い。

俺が怒気を向けるとヴィルヘルミナもどきは困った顔をする。

「怒る必要はない。私はヴィルヘルミナを食いはしたが、私は間違いなくヴィルヘルミナだ」

　話はここまでとデュアルクレイターを抜くが、ヴィルヘルミナもどきは両手を向けてまあまあと宥めるような仕草を見せた。

「私の見た目はヴィルヘルミナそのものだ」

「何をぬかす。ガワを被っただけだろうが」

　ヴィルヘルミナは俺を宥めながら続ける。

「そして私はヴィルヘルミナの記憶を持ち、同じ思考回路を持ち、同じ理想を描いている。であれば私はヴィルヘルミナそのものではないか？」

「む……ぐ……これは理屈の問題ではない。蟲が美女の皮を被るなどあってたまるか、感情の問題だ」

　するとヴィルヘルミナもどきは更に畳みかけて来る。

「しかし記憶によれば、己が破滅は世界の破滅と同じなり、と蟲の大群を呼び込んだのは私だ。幾万幾十万を殺した大外道たる私が蟲に食い殺されたのは感情論で考えても因果応報と言えるのではないか？」

「やはりヴィルヘルミナがやったのか……いや待てだがそれにしても……ううむ」

　ヴィルヘルミナもどきは微笑みながら首を傾げる。

「エイギル様が蟲に……ムシヘルミナに言い負かされます！」

「本当に記憶と思考を引き継いでいるならアホのあいつに勝ち目などあるか」

　セリアもセクリトも好き勝手言いやがって。

ええいこうなったら問答無用で斬りかかってやろうか。

　そんな俺を制するようにレオポルトが前に出た。

「三つ質問しても宜しいでしょうか？」

「構いませんよ」

　ヴィルヘルミナもどきの口調は既にまったく違和感がない。

この短時間で適応したとすると本当に才覚まで引き継いでいるのだろうな。

「まず一つ。貴女は蟲と同じく奈落の底からやってきた……で相違ありませんか？」

「食う前の記憶はない。だが状況から、あるいは理屈で考えてもそうであろうな」

　こんな人の中身を乗っ取るような奴まで溢れたらそれこそお終いだぞ。

「二つ、貴女は他の蟲を操る力を持っている。で間違いありませんか？」

「うむ出来る。何故かは説明できんが、私以外の蟲は言うことを聞く」

　そう言うとヴィルヘルミナは二度瞬きする。

すると一匹のハチが現れて俺達の周りを飛び回った後、壁に激突して絶命した。

　自殺させることもできるならこれは絶対の命令権だ。タブーなど無いのだろう。

「三つ、貴女はどうして我々を迎え入れ、話をしようなどと思ったのですか？」

　ヴィルヘルミナもどきはふむと一呼吸置く。

「私の目的は中央平原を統一することだ。私が目覚めた時、それに十分な戦力はあったのだが……」

　蟲の大群のことを言っているのだろう。

「残念ながら目覚めるのが遅すぎた。勝手がわからぬうちにお前達に穴を破壊されてしまった」

　見た目だけは綺麗な指が俺とセリアとセクリトを指差す。

やはり昼間にも出現した蟲と毛虫の対空砲火は彼女の指示だったようだ。

後一日遅れて彼女がコツを掴んでいたらどうしようも無くなっていたことだろう。

「再建は不可能。残存戦力は現状ほとんどなく補充の見込みもない」

　蟲の数は激減、増えることもないようだ。これは今日唯一の朗報だな。

「これでは中央平原を統一できぬ。ならばお前達と交渉して有利な条件を引き出すしかないではないか」

　ヴィルヘルミナもどきは満足げに頷く。

　混乱していた頭が一気に冷めていくのがわかった。

　ヴィルヘルミナがこれほど素直に自分の現状を話す訳がない。嘘の吐き方も知らないのだ。

　こいつはヴィルヘルミナの記憶と思考を持ち、ヴィルヘルミナになろうとしているただの蟲だ。

「嫌なことを考えている顔だな」

　もどきがじっと俺を見る。

「だが交渉すればひっくり返せる。私は色々なものを提供できるぞ」

「質問です」

　レオポルトがもどきの言葉に割り込んだ。

「四つ……」

　数が違うと言いたげなもどきへ強引に言葉をねじ込む。

「何故中央平原を統一したいのか？　最早人でない貴女がそうする意味はない」

「それは私がヴィルヘルミナだから──」

　レオポルトは続ける。

「何故ヴィルヘルミナであらねばならないのか？」

　もどきは苦笑してやれやれと溜息を吐く。

「聡明に見えて愚鈍な奴だな。私はヴィルヘルミナを食い、ヴィルヘルミナとなったのだから、ヴィルヘルミナの目的たる中央平原の統一を……うん？」

　もどきの様子が変わる。

「おかしい。目的とはその人物の意味、欲求によって設定されるものだ。人でない私に中央平原を統一する意味などなく、その欲求も無い。私の目的とはヴィルヘルミナとなることであって、その為に統一を……いや矛盾してしまう。解決するには──」

　もどきの口調が変わり、早口で独語しながら俺達と自分の王冠を交互に見つめる。

「うおっ！」

「む、虫の目です！」

　エイリヒが仰け反り、セリアが尻もちを付く。

　今まで綺麗に潤んでいた緑の目が分裂して虫の複眼となったのだ。

　レオポルトが俺を見る。

「覚悟はつきましたか？」

　その為に問答したのかこいつは。

「これを見せられてはな」

　俺は目の前でブツブツ言い続けるヴィルヘルミナもどき……いや怪物を凝視する。

「原点に立ち返る。男は殺し、女は抱く」

　俺は助走をつけて怪物へ駆け寄る。

「ついでに虫は──踏み潰す」

　跳躍からの渾身の前蹴りが顔面に命中。

怪物は床に頭を打ち付け、転がりながら玉座後ろのカーテンを巻き込んで引き千切る。

　赤いカーテンが天井から外れてドサリと落ちる。

「なるほどな……」

　エイリヒが顔を顰めて唸る。

　カーテンの向こう側にはずらりと死体が折り重なっていた。

一部は腐乱が始まっており、これが強烈な死臭の原因で間違いない。

「まだ交渉中であろうに。何故暴力に訴えるのか。私はヴィルヘルミナ」

　頭から血を流しながらヴィルヘルミナはむっくり立ち上がる。

「女の顔を蹴るとはなんという外道か。私はヴィルヘルミナ」

　俺は何も答えない。

敵となら言葉を交わすこともあるがこれは蟲に過ぎない。

「愚かな奴。ヴィルヘルミナとして戦争を開始する」

　怪物の背中が膨らみ、ドレスが千切れる。

身体を突き破るようにして小型ワームのような触手が飛び出した。

　向かってくる触手をデュアルクレイターで迎え撃つ。

　右からの二本をまとめて斬り飛ばし、左の一本を籠手で殴りつける。

「もう一本です！」

　セリアが投げた剣が触手に刺さって床に転がる。

触手はワームよりも強度が低く動きも鈍い。

　俺はばらばらに襲い掛かる触手を斬り払って間合いに飛び込む。

　触手にデュアルクレイターを突き立て、怪物の顔面を思い切り殴りつける。

人間であれば顔の骨が潰れていただろう一撃を受けて、怪物は吹き飛び、壁に激突する。

　美顔は殴打を受けて潰れ──いや、内側から割れて蟻のような顎が出てきた。

何が中身だけだ。外側もがっつり蟲になっているじゃないか。

「だがこれでやりやすくなった」

　中身が蟲とわかっていてもヴィルヘルミナの美顔を切り刻むのは気分が悪い。

しっかり怪物になってくれれば遠慮なく叩き斬れるというものだ。

「う、後ろからクモが来ます!!」

　セリアが叫ぶ。

統率者を攻撃したのだから全部来るだろうな。

　俺は振り返ってエイリヒに叫ぶ。

「ケツは任せた。あいつを叩き切るまでなんとか頼む！」

「仕方あるまい」

　今度は先ほどと違って本気で殺しに来るだろう。

早く仕留めないと皆殺しだ。

　俺は怪物を睨みつけ、一つ息を吐いて突進する。

　怪物は俺を見てまだ何か言っていたが、口が蟻になっているせいか聞き取れない。

　俺はデュアルクレイターを上段に構えて突っ込む。

怪物は再び触手を繰り出すがさして素早くも無い攻撃は既に見切っている。

　速度を落とさないまま斬り捨てながら距離を詰め、肩口から斜め真二つに斬り捨てようと渾身の力でデュアルクレイターを降り下ろす。

　成すすべなく棒立ちに見えた怪物だが、背中から突如羽根が飛び出し、耳障りな音を立てて飛翔する。

　斬撃は紙一重で躱されて豪快に壁と床を切り裂く。

その隙に奴は俺の側面に回り込む。

　怪物がニヤリと笑った気がした。

腹が内側から破れ、触手が俺の横腹めがけて飛び出す。

「勝ったつもりか？」

　俺はデュアルクレイターを怪物めがけて投げつける。

本体への命中軌道ではないが、触手を切り裂き動きが止まる。

　その一瞬の隙をついて足元に置いたケラヴノスを拾いあげ、怪物の胸部ど真ん中に突き立てる。

更に穂先を貫通させながら突進し、壁に突き立てて昆虫標本にしてやる。

「殺った！」

「やったか!?」

　エイリヒとイリジナがクモを切り裂きながら叫ぶ。

　怪物と俺の目が合う。

複眼がニイと歪んだ気がした。

「勝ったつもりか？」

　怪物の顎の中からもう一つの顎が飛び出し、俺の額に命中する。

　飛翔や触手とは比べ物にならない猛烈な速度だ。

咄嗟に後ろに下がったが相当な威力で額当てがかち割れたのが分かる。

もし下がっていなければ俺の頭も割れていただろう。

　足元がふらつき、目の前の奴の姿すら霞む。

このままではまずいと足に力を込めた時だった。

「そのまま倒れろ」

　セクリトの声に従い、俺は重力のまま顔から地面に倒れ込む。

　もう耳に染み付いた砲声と鉄が肉に食い込む湿った音、肩の外れたセクリトが吐く悪態。

　怪物は胴体真ん中にセクリトの義手から発射された砲弾を喰らい、腹に大穴を開けてもがく。

　ふらつく足を叩いて起き上がる。

ケラヴノスはまだ奴に刺さったままだ。

「キュン！」

　足元から鳴き声がする。

目をやるとさっきの狐が口にデュアルクレイターを咥えていた。

「良くやった！　メスなら後で抱いてやる」

　俺は固まってしまった狐を置き、デュアルクレイターを握りしめる。

　怪物が人の物ではない声で叫ぶ。

すると天井の穴から１ｍ程のハチ三匹が現れ、俺に向かって針を撃ち出した。

　俺の斬撃と針どちらが早いか……間違いなく針だ。

　だが先程の一撃で視界がグラグラ揺れている。

下手に回避して倒れたらそのまま立てなくなってしまう。

即死する場所に当たるなと祈りながらデュアルクレイターを振りかぶるしかない。

　風切り音が迫り、金属音が二つに鈍い音が一つ……痛みは無い。

　見れば俺の後ろに立ったエイリヒが三つの針を剣、盾、そして自らの肩で受け止めていた。

「何をしている。いけエイギル！」

　言われるまでも無い。

　俺は渾身の力でデュアルクレイターを振り下ろす。

　怪物は自分の両手と背中から新たに生えた触手、そして脇腹から飛び出した鎌で俺の斬撃を防ぎ止めようとする。

「じゃあな。ヴィルヘルミナ」

　挨拶は奴では無く、ヴィルヘルミナの身体に向けたものだ。

　デュアルクレイターは防御全てを切り裂き、最後に怪物の首を斬り飛ばした。

　首は赤い血を撒き散らしながらくるくると回転しながら宙を舞う。

舞いながら飛び出した顎が引っ込み、複眼の目が閉じられ、口元が僅かに血で汚れたヴィルヘルミナの顔になって絨毯の上にポトリと落ちる。

　同時に首を失った胴体が痙攣しながら歩き回り、倒れ込むと体内から無数の蟲が逃げ散っていく。

　途端、他の蟲達の動きが乱れた。

頭をやられた蟲共は混乱し、無意味に動き回り、一部は共食いまで始めてしまった。




　俺はふらつく頭を押さえながら立ち上がる。

　エイリヒも肩に突き刺さった針をディングスに引き抜かせながら指示を出す。

「蟲は大も小も全て殺せ。床、壁、天井、全てに油をかけて火薬を仕込め。脱出と同時にこの場所を根こそぎ焼き払え」

　正しい判断だろう。蟲だらけ……しかも人を食って乗っ取るとんでもない奴までいたのだ。

焼き払う以外に選択肢はない。

　俺は足元に転がるヴィルヘルミナ……でもう良いだろう。

彼女の頭を両手で拾い上げる。

　綺麗な死に顔だ。

少なくとも顎が飛び出したり、後頭部から触手が生えたりはしていない。

「陛下にはどう報告する？」

　針が引き抜けたエイリヒは呻きをあげてからこちらを見る。

「敵の女帝は蟲に中身を食われて乗っ取られていましたか……今の戦いを見せねばとても信じるまい。まさかこの場所を証拠としてそのままにする訳にもいかん」

　俺はヴィルヘルミナの首を一瞥し、懐から布を取り出して包む。

「未知の魔法で凶悪な魔物を操った悪魔の女帝ヴィルヘルミナ。俺達は彼女を地下の穴倉に追い詰め、遂に討ち取った。それでいいだろう」

　ヴィルヘルミナは斃れ、南ユーグリアは滅んだ。

リバティースもヴァンドレアもアルテイルも既に無い。

ゴルドニアは文字通り中央平原全てを手中に収めた。

　俺は狭い地下の天井を見上げ、脇にまだ温かい首を抱える。

「勝ったんだな。実に────な気分だ」

　足元がふらつき、膝をつく。

「エイギル様!?　まさか毒！」

　セリアが何か叫んでいるが聞こえにくくなってきた。

毒か頭を強打したせいか自分でもわからない。

　同じくエイリヒも失血か毒かで倒れ込んでいる。

息が合っているなと笑ってしまう。

　顔を動かすのも億劫なので横に倒れたままただ正面を見つめる。

　兵達がカーテン裏に積まれた死体の山をつついている。

知性ある蟲のことだ。保存食代わりにしていたのだろう。

　見れば全員が大臣か高級軍人のような恰好をしている。随分と高い餌だ。

「こいつ息があるぞ！　毒で動けなくなっているだけだ」

「こっちの女中もだ！　必死に口を動かしている！」

　生存者がいるとは驚きだが女が助かるのは良いことだ。

「こいつも生きている！　死体の山に隠れていたみたいだ。毒も喰らってないようだぞ。襟にガーランド帝国の紋章？」

「はぁはぁ……秘技屍偽装……飲まず食わず一週間耐え抜いた俺の精神力を見たか！」

　大男が死体の山から立ち上がり、何やら叫んでいるようだ。

　いよいよ視界が霞んできた。ちょっと寝るとしようか。

「お前は……まったく生き汚い。どこまで現世にこびり付く！」

　セクリトが笑い、大男が掴みかかる。

イリジナの蹴りが大男の股間に入り、昏倒して倒れ込む。

　ほぼ同時に俺の意識も落ちた。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　秘密のゴールデンラガー

家族

ピピ（乳首鬼勃起）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（疲労）ルウ（疲労）

レア（セリア待）メリッサ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（現地待）

グレーテル（側室）ミレイ（愛妾）ケイシー（九・五頭身）リタ（現地待）ヨグリ（新作）

マルスリーヌ・母（帰宅）娘ステファニー・長女（帰宅）ブリジット・次女（帰宅）フェリシー三女（帰宅）ソフィア（帰宅）クラウディア（鍛錬）クララ（溜息）アデラ（現地待）アリス（真っ白）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（救援要請）

部下

セリア（手当運搬）ラファエラ（失神）

マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（予備）ギド（世捨て人）マック（工兵）クリストフ（予備）グイグ（予備）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

マータ（帰宅）サリー（説明担当）マルル（帰宅）

ジム（ヤケクソ）スージィ（慰謝料待ち）ソラナ（）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

ディングス（東方軍司令官）リヌーガ（避難民隊指揮）

その他

エイリヒ（前線指揮）

セクリト（？？？）

ナーティア（手当て）フェルテリス（乱交）

ピリス（狂妊　軟禁）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（準備完了）セイカ（不満）

ブスコ（　）ギルドレス（驚愕）ビシタシオン（子持ち軟禁）

人外ズ

ポチ（疲労トカゲ）ユーラーレン（童貞食い）イジャリス（脅迫）Ｔ−九九（首無し）

ブリュンヒルデ（現地待ち）ラミー（待ちぼうけ）アルラウネ（増殖）ミルミ（帰還）

メッサーシュミット（疲労）ネッタイプリプリオオトカゲ（！）シュバルツ（鬼勃起）

　────────────────────────────────────────

戦闘終了　軍一時解散

財産　金貨－七万五千

経験人数八〇六

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ポロン

すっごく遅れましたがようやく書きあがりました。

少しばかり衝撃のあるラストかもしれません。

次回は明後日辺りにでも……。










第５１７話　考える〇しである







王都ゴルドニア　王宮大広間

「軍務総監ラッドハルデ侯爵、並びにハードレット辺境伯ご入場にございます!!」

　優美な恰好の兵士が大音声をあげる。

　戦場の血にまみれた兵士に比べて実に綺麗で凛々しいが、実際に戦ったら弱そうだな。

　大広間にはずらりと貴族の面々が揃っており、王も既に玉座に腰を下ろしていた。

　それも当然、今日は南ユーグリア帝国との戦争終結と戦勝宣言を行う日なのだ。

　俺達は全員の視線を浴びながらゆっくりと進み……いや運ばれていく。

貴族達から困惑の声があがった。

「なんとも情けないなぁ」

「足腰立たぬでは仕方あるまい」

　俺とエイリヒは車輪がついた椅子に乗ったまま副官……俺はセリアにカラカラと押されて入場する。

俺の胸から足にかけて見苦しい傷を隠すように厚い布がかけられていた。

恰好は悪いが楽でいいなこれ。

　王の前まで移動したところでエイリヒが苦しげな顔で体を起こして言う。

「陛下をお待たせしました上にこのような姿で御前に出る無礼をお許しください。最後の最後で手傷を負ったは我が油断と能の無さによるもの。顔から火の出る思いにございます」

　俺もセリアが差し出すメモを見ながら同じようなことを言っておく。

「本来療養すべき所を呼びつけたのは余である。戦勝の式にそなた等がおらぬでは話にならんでな。そち等こそ許せよ」

「恐悦至極に存じます」

　エイリヒはいかにも無理やりとばかりに体を起こして頭を下げ、俺も同じくそれっぽいことをしておく。




　ちらりと居並ぶ貴族達を見ると反応は二つだ。

　一つは安堵と期待……主に現王即位以降に叙爵された新貴族の面々だ。

エイリヒに続く形で貴族となった彼らは大半が軍事的な役職に就き、エイリヒ派閥と言い換えても良い。

　彼らにとってエイリヒが深手となれば進退に関わる重要事項だ。

無事と知っての安堵、そして報奨への期待と言ったところか。

　もう一つは不満と不安……主に現王以前からの伝統貴族を中心に感じる。

彼らは主に内務関連の役職に就いており、古くからの領地を治める領主も多い。

　エイリヒによると内務全てを取り仕切るケネスが彼らを上手くまとめ上げているらしい。

軍主体のエイリヒ達とは権力闘争をする仲で、エイリヒの負傷を単純に心配するだけではないだろう。

　王の前に座ったまま出ると言う不敬を咎めたかった所だろうが、王が先に良いと言ってしまったので何も言えなくなった不満、そして王が俺達を讃え、自分達が更に軽んじられるのではという不安……と言ったところか。




　王は俺達に向けてゆっくり頷いた後、全ての貴族に向けて両手を広げる。

「余とゴルドニアに仕える全ての忠臣に告げる──ゴルドニアは勝利した！」

　僅かな間を置き、膝をついていた貴族達が一斉に立ち上がって歓声をあげる。

「祖国の勝利を讃えよ！」

「ゴルドニア王国無敵なり！」

「アレクサンドロ陛下の治世よ永遠なれ！」

　まるで語気だけは戦場での鬨の声と似ているが、良く見ると中には顔を真っ赤にして叫んだり、やり過ぎてよろめいている老人もいる。

　王の前で声が小さければ今後に関わると慣れない叫びを上げているのだろう。

貴族も楽ではないようだ。

鬨の声は王が両手を降ろして止めるまで続いた。

「南ユーグリア帝国を僭称した蛮族共は残虐と卑劣でもって我らを滅ぼし中央平原を手中にせんと企んだ！　我が国はこれを勇気と正義でもって撃破した！」

　再び短い歓声が主に新貴族からあがる。

自分達の戦いを王が讃えたと見たのだ。

　勇気と正義で勝てたら苦労はなかった。

最後なんか蟲相手に滅茶苦茶やってなんとか勝った感じだよな。

「しかるに失ったものも多い。領地を失い、民を失い、あるいは忠義篤き部下を、血を分けた一門を失った者もおろう。全ては外道なる帝国とその首魁が招いたことである！」

　伝統貴族から怨嗟の声と南ユーグリア、そしてヴィルヘルミナを呪う声があがる。

　俺は何も言わずに傍に置いた箱へ軽く手を置く。

「今この場に南ユーグリア帝国の首魁と重鎮が縄をうたれていないことを不思議に思う者もおるだろう」

　貴族達は既に結末を知っているのだろう。続きを期待して待っている。

　その中で見知った顔が本気で驚き、周りを見回して探している。

モナシ伯、ビンボ子爵、ゴクフィン男爵……お前達知らんかったのか。

まあ俺も途中から三人共忘れていたしそんなものか。

　しばしの溜めを作って王は続ける。

「奴らは追い詰められて外法に頼り、全てを滅ぼさんと異形の魔物を呼び出した！」

　新貴族の面々の顔が歪む。

蟲の大群との死闘を思い出したのだろう。

　反対に伝統貴族達の顔には驚きが見えた。

内政官には戦況の詳細について知らない者もいるらしい。

「だがラッドハルデ、そしてハードレットの両名。そして彼らが率いた勇敢なる王国軍は鎧袖一触これらを打ち破り──」

　とんでもなく苦労したぞ。

正直、今までの人生でも五本の指に入るぐらいは死ぬかと思った……案外しょっちゅう死にかけているな。

「外道に罰が下るは世の理。南ユーグリアとその民は自ら呼び出した魔物に食い尽くされて滅んだのだ。この場に裁くべき者がいないのは全て魔物の腹に収まったからだ。哀れなことだ」

　笑い声が伝統貴族、新貴族双方から起こる。

「自滅とはなんとも間抜けな最後！」

「ハハハ！　自ら外法で消えるとは笑い話として語り継がれましょう！」

　伝統貴族から『自滅』『自ら』と強調して嗤う。反対にエイリヒは不機嫌な顔だ。

敵が滅んだ最後の一押しは自滅と強調してエイリヒの手柄では無いと言いたいのだろう。

罵り声一つあげるにも打算がいるとは面倒なことだ。

　俺は舌打ちをしながら傍の箱を撫でる。

エイリヒと違って不機嫌なのは別に功績にケチをつけられたからではない。

　すると王が俺に向けて笑顔で言う。

「ハードレットよ。そちが討ち取った首魁の首をここへ」

　オオッと驚愕の声が上がる。

　新貴族は輝く目で、伝統貴族はまたお前かと言わんばかりの忌々し気な目で。

　俺はなるべく表情を消して衛兵に箱を渡す。

それでも苛立ちがわかったのか、衛兵は肩を震わせ、恐る恐る受け取る。

箱は衛兵から王に渡され、封が開けられ──ヴィルヘルミナの首が衆目にさらされた。

「見よ。これこそが敵首魁、外道ヴィルヘルミナの首である！」

　王の演説と貴族達の歓声はあえて聞きとらない。

　ヴィルヘルミナの首は美しい状態のまま、髪を掴まれブラリと晒される。

　もちろん文句を言う筋合いではない。

敗れた国の皇帝などあんなものだし、そもそもあれは人ではなく、ヴィルヘルミナの皮を破った蟲だった。もっと言うなら刎ねたのは俺だ。俺が文句を言ったらヴィルヘルミナも化けて出るだろう。

　理屈はそうでも気分が悪いのは仕方ない。

あんな持ち方はないだろうに、せめて両手で持ってやって欲しい。

俺は不機嫌そうにエイリヒを見る。

　一段落した後、俺は首をどこか適当な場所に埋葬しようとした。

だが半死半生のエイリヒとそれはダメだと言い合いになり、そうこうしている内に王へ情報が伝わって首があるなら持ち帰れと命令を受けてしまったのだ。

「敵将の首を獲っておいてそのまま埋めてきましたなんて言える訳ないだろう」

　それでも持って帰ればこんな風に晒しものにされるとわかっていた。

「……一応考えはある。今は大人しくしておけ。と言っても今の俺達はまともに動けもせんが」

　俺達は並んで座りながら王の演説を眺め続ける。

「南部は戦火、魔物、そして天変地異！　無数の厄災に見舞われ、最早人の──」

　演説の内容は入ってこない、やや乱雑にだがヴィルヘルミナの首が箱に戻されるのを見てほっとする。

「今や中央平原を統べるのは余であり、余に仕える其方らである。ついては──」

　俺は退屈な演説にゆっくりと目を閉じる。

何しろ車椅子に座っているから眠くなるのも早い──。




「ついては報奨につき申し渡す。内務総監」

　ケネスが呼ばれたところで肩を叩かれる。

おっと危ない、セリアが傍にいなければいびきをかいているところだった。

「まずは戦功第一等。軍務総監ラッドハルデ侯爵、並びにハードレット辺境伯。前へ出られよ」

「わっ駄目です！」

　いつものつもりで立ち上がろうとした俺はセリアに押さえられ、また椅子ごと押されて王の前に出る。

そうだった。怪我をしているのを忘れていた。

「馬鹿者め。死闘を生き抜いておいて王宮で死ぬなど道化にもならぬ気をつけよ」

　王が笑いながら言う。

立っていたら大変なことになっていた。危ない危ない。

「ところでそち達、足に深手を負った訳でもなさそうだが歩くこともできんのか？」

　王の言葉は咎めるというよりも心配の色が濃い。

「はっ私もハードレット卿も傷は既に塞がりましたが、南ユーグリアがどこからか引き出した魔物は強力な毒を持っており、陛下の前ですら立ち上がれぬ始末……今しばらくお時間を頂きたく」

　エイリヒの言うことは結果として本当だ。俺達は失血と毒にやられてあの場所でひっくり返り、目を覚ましたのは数日後だった。そして後遺症も続いている。

　王がなるほどと頷いた時、俺の股間部分が一気に膨らむ。

「しっかり固定したはずなのに！」

　セリアの悲鳴に続いて毛布からひょっこり現れたのは狐だった。

どうも温かいと思ったらこいつが潜んでいたのか。

　突然の事態に衛兵が反応したが王は手を翳して止める。

「申し訳ありません。戦場からずっとついて来まして、すぐに今追い出しますので」

　王は手を振って笑う。

「良い。王国の存亡をかけた戦いが終わった日だ。狐一匹で騒ぐこともなかろう」

　俺を咎めようと身を乗り出していた貴族達も王に合わせて笑い引っ込んでいく。

　狐は居心地悪そうにケンと鳴き、再び毛布の中に潜った。

　こいつは頭が良く、俺の言うことも聞き分ける。

メッサーシュミットのような駄犬よりずっと愛嬌がある。

「ところでペットと言えばそちは戦場でなんともその……非常識なペットを使役したと聞いておるが」

「拾ったオオトカゲです。最近仲間も連れてきたようで」

　俺は堂々と一片の曇りも無い眼で言う。

ポチはちょっと特徴のある巨大なトカゲであってそれ以上でも以下でもない。

「そうか、トカゲか……まあ良い。今は良い、今はな」

　なんとか凌いだようだ。

「陛下、そろそろ」

　ケネスが俺を横目で見てから囁き、王も、うむとばかりに頷く。

　俺とエイリヒへの賛辞が読み上げられる。

　ケネスにとっては大変楽しくない時間だろうな──などと考えながら、隣のエイリヒを真似て「過分だ」だの「陛下の威光あってこそ」などと適当に返す。

「こちらが報奨の目録となります」

　俺は死闘を戦い抜いたご褒美を恭しく受け取り、セリアに見えるように持って目を通す。

「──少ない」

　耳元で引き攣ったセリアの声が聞こえた。

　見ればエイリヒの顔も僅かに歪んでいるように見えた。

「ご両名。何かございますかな？」

　ケネスがレオポルトのような目と口調で問う。

　だが俺達が反応する前に王がこの場に居る全員に向けて口を開いた。

「諸君──此度の褒章金、戦功に比して不足と感じる者多かろうと思う」

　おお、堂々と言い切ったぞ。

　もちろん貴族達からはざわめきが起きる。

死ぬ思いで、あるいは身銭を切って戦った者にとって報奨の額は死活問題だからだ。

青くなっている者は身銭を切りまくった者だろうか。

　そういう俺も領地は戦火と蟲への焦土作戦で荒れ、戦費の借金も重ねて宝物庫は金貨どころか借用書が山積、こんな程度の報奨では足が出るどころか一物すら隠れない。

「大戦を戦い抜き、ゴルドニアの国庫はいささか厳しくある」

　俺が厳しいなら王国も厳しいだろうな。

兵の徴集に武器兵糧、連邦から武器まで買いまくっての総力戦では金がいくらあっても足りない。

「しかも本来なら接収できるはずの敵国の財も最後があの終わりでは……」

　セリアが耳元で囁く。

　南ユーグリア帝国も総力戦を戦った上、最後は文字通り消えてなくなった。

これでは金を奪うこともできない。

「我らは戦に勝った。だが苦境はまだ終わった訳ではない。王国は尚、諸君らの忠義と献身を求める！」

　要は国も金がないからあんまり褒美出せない。

文句言わずにこれからも宜しく。ということだな。

　王とケネスが俺達を見る。

「王国の苦境、重々承知しております。つきましては貴重な蓄えより与えられましたこの報奨を万感の思いで拝領し王国の為、陛下の為に使わせて頂きたく存じます」

　エイリヒが車椅子の上で頭を下げる。

だがその表情は引き攣っている。

　俺も不満がないではないが、この場で転がって子供のようにごねても報奨が増える訳でも無し。

……本当にやったらお情けでちょっとぐらい増えるかもしれんが、大事な物を沢山失うのでやらない。

「報奨はさておき、領地については諸君らの期待に応えられるだろう。今や中央平原全てが我が王国である。特に南部地域については戦功のあった者、あるいは王都にあって戦を支えた者へも気前良く与えよう」

　俺とエイリヒは思わず顔を見合わせる。

　南部とはまさか南ユーグリア帝国南部のことだろうか。

「かの地は北部よりも温暖で肥沃であると聞きます。豊穣は約束されたようなもの」

　ケネスが付け加える。

　広大で肥沃で何もない土地が貰えるのか。

「あの地域は蟲に壊滅させられています。領民がまったくいない場所も……」

　蟲にやられた土地は戦火に焼けたレベルの話ではない。

建物以前に領民がいないのでは、収穫も税もまったくない。

貰ってもピクニックか遠乗りぐらいにしか使えないのだ。

　領地が気前よく貰えると聞いて一部の貴族は色めき立っているが、事情を知る者達は逆に呆然とした顔をしていた。

　王は反応を見ることもなく続ける。

「特別な勲章も用意した。中央平原統一の偉業を成した今、ゴルドニア伝統の勲章では箔が足りぬであろうからな。新たな最高勲章の初代としてそち等二人の名は王国の続く限り永遠に残るのだ」

　ケネスが俺とエイリヒにキラキラした勲章を手渡す。

　ええと、エイリヒが黄金双鷲……なんとか。

俺が紅炎剣突撃……火事になりそうな勲章だな。

　まあ勲章はさして役にも立たないが、逆に邪魔になることもない。

くれるなら有難く貰っておこう。

　これには新貴族、伝統貴族どちらも反応が薄く表面上の拍手だけが贈られる。

結局名誉よりも実利……ゴクフィンが目を輝かせて拍手している。純粋だがあれが貧乏の原因なのだろう。

「またハードレットには上級参謀長の役職を与えるか検討したが──軍務総監と相談の末、取りやめることとした」

　新貴族と伝統貴族が完全に息を合わせて頷く。

エイリヒも引き攣った顔を一時的に緩めて頷く。

　どうして報奨の場で辱められるのか。

さては場を和ませるのに俺を出汁にしやがったな。

　怒りの余り屁が出てしまった。

毛布の中で狐が悶え苦しんでいる。すまんな。

　不本意な余談の後、ケネスが王と目を合わせて頷き、俺の前に出る。

「ハードレット殿には王国軍名誉顧問の地位を与え──加えて子爵位を上限とした叙爵権を与える」

　ドッと場が色めき立つ。

　伝統貴族が頭を抱え、新貴族は驚愕し、騎士と思われる者達は目が血走っていた。

「以上となります。ご両名共、他に何かございますかな？」

　ケネスの顔が文句はないなと告げている。

　エイリヒはいくらでもあると言う顔をしているが、言えないのか歯を食いしばって押し黙る。




　貰ったものは圧倒的に足りない額の金貨と不毛の大地、そして最高に名誉な勲章と名誉だけの役職に叙爵権だ。

　我ながら俺とエイリヒ以上に戦功のあった者などいないから、他の者は俺達以下の報奨になる。

これをどう見るかだ。

「新貴族……いえ軍人全体が冷遇されているように思います。戦争に勝ったのに……」

　セリアが複雑そうな顔だ。

レオポルトとアドルフを並べて考えさせれば何か見えて来るのだろうか。




「ラッドハルデとハードレットは退席を許す。良く養生せよ」

　他の貴族がケネスから報奨を言い伝えられる中、王が俺達へ言う。

最大戦功などと讃えられた割にはあっさりだな。

　許可も出たので帰りたいが、もう一つ気になって帰れない。

　そこで王が衛兵に命じる。

衛兵は報奨が言い渡される中、忘れられたように転がされたヴィルヘルミナの首を持って来る。

「もう用は済んだ。領地安定の為、良く使えよ」

　エイリヒが耳を寄せて来る。

「ヴィルヘルミナの死を信じぬ残党が居るので首を見せしめにお前の領地で晒すと伝えたのだ。葬式も墓も許さんが適当な場所にでも埋めてやれ」

　なるほど、俺が首を気にしているのを見てエイリヒが一芝居うってくれたらしい。

「色々とあったが、見たことも無いほど美しい顔だ。腐り落ちる様は見たくない」

　俺はエイリヒに一礼すると首を丁寧に包んで箱に入れる。

「とりあえず俺はもう体力が限界だ。二日程休んでまた話をしたい。体力に余裕のある方が家を訪ねるようにしよう」

「わかりました」




　俺はエイリヒと別れ、セリアに押されて王宮を出ようとする。

「ハードレット辺境伯閣下。この下郎に御身の貴重な時間を僅かばかりお与え願いたく存じます」

　その前に進み出る男が居た。

「……なんだ」

　男は床に膝をつき、言葉遣いも地面にめり込むぐらいへり下っている。

　それがとんでもなく不快だった。

「まずは御身の御負傷、王国の勝利が為、最後の戦に挑まれた故と伝え聞きますれば」

「無礼な!!」

　セリアが声をあげる。

こいつは俺達の負傷を皮肉っているのだ。

　怒鳴られた男は額を床について許しを請う。

こうなってしまうと一方的に怒鳴る側も周囲の目が気になってしまう。

「名前ぐらい名乗れ」

「タルガーと。恐れ多くも内務総監閣下の下で雑務に勤しむ下郎にございます」

　ケネスの名が出てセリアがギクリと後ろに下がり、俺はそうかと短く返事する。

「内務総監閣下もハードレット辺境伯閣下の鬼謀深淵、稀代の智将なりと常日頃より──」

「心にも無いことを！　例え内務総監の部下とてエイギル様を馬鹿にするなら容赦しません！」

　セリアが俺を庇うように立ちはだかって怒鳴る。

「俺が智将なのは今更言うまでもないことだ」

「えっ？」

　セリアの困惑の声が心に刺さる。仕切り直しだ。

「下らん賛辞も世間話も要らん。用件があるなら言え、無いなら俺は帰る」

　俺は返答を待たずにセリアに進むよう命じる。

　するとタルガーとやらは伏せたままボソリと呟く。

「ロサリオ様もハードレット辺境伯の身を痛く心配されておられました。その熱意、内務総監閣下も思わず気圧される程でございました」

　セリアが一瞬停止する。

「そりゃ心配をかけたようだ。……それをどうしてお前がわざわざ伝える？」

　タルガーは数秒沈黙し、俺とセリアは構わず前に進む。

「凡庸、非才の身ゆえ、脈絡のない会話で無駄なお手間を取らせました。後ほど内務総監閣下を伴って謝罪に参らせて──」

「いらん」

　最後に言い放ち、平伏するタルガーを置いて俺達は去る。

「まったく不愉快な奴だった。ああいうのを……インキンとか言うのだったか」

「慇懃無礼です。それよりも……それよりも……」

　カラカラカラカラと車椅子が進む音が増していく。

「セリアちょっと速いぞ」

「や、やばいです。色々ばれてそうです！」

　ばれるもなにも俺はロサリオに手を出した覚えはない。良い女なので出したいが。

だから速いぞ。もう駆ける速度になっている。

「あわわ！　早急にレオポルトさんに伝えて対策を！　あわわわ!!」

「だから速い！　前を見ろ階段だ！」

　セリアは既に全力疾走だ。

「早く帰らないと、早く……あっ」

　セリアが気づいて急停止、しかし加速のついた車輪は段差を乗り越えて車椅子が宙を舞う。毛布から狐が飛び出し軽やかに離脱する。

「ぐわぁぁぁぁぁ！」

　そして俺と車椅子だけが階段を転げ落ち、車椅子は大破、俺は転げ回って床に倒れ込む。

王宮前の階段をこれほどダイナミックに駆け下りたのは初めてだ。

「わぁぁぁぁ！　エイギル様──！　わ、私はなんてことを！」

　セリアが必死の形相で階段をかけ降りる。

　今日はセリアに随分虐げられている気がするが可愛いから許そう。

復讐は夜にベッドで行おう。

「椅子も壊れたし歩いて帰るか」

　俺はすっくと立ちあがり、尻を掃って立ち上がる。

　傷はもうすっきり治っている。




　戦闘直後は確かに俺もエイリヒも本当に強毒にやられてひっくり返った。

　エイリヒは冗談抜きで死にかけ、軍医の総力をあげての治療投薬を三日三晩続けてなんとか凌いだと聞く。

　俺の方も直後は毒で意識が朦朧として覚えていないが、リタが手当てをしようと下着を脱がせた瞬間、紫色の精を大量噴射したそうだ。

　傍に居たアデラとラファエラにも大量にぶっかけたところで我に返ったのだが、その時にはなんともなく、ナーティアもユーラーレンにももう大丈夫だが、人間としては大丈夫じゃないと言われた。

　なんでも溜まった精液と蟲の毒が反応、紫汁になって噴射したらしい。

何故毒が全部股間に集まったのかは不明だ。

　ちなみに紫汁は無毒だが死ぬほど臭く、発射した馬車は悪臭で廃棄、頭から浴びた三人は一日中入浴を続けて既に三日目だが、まだ臭いがとれないそうだ。

　そんな俺がわざわざ車椅子に乗っていたのには理由がある。

「同時に倒れて俺一人綺麗に治ったのではエイリヒが虚弱の誹りを受けるだろう」

「いえ、真の原因はこっちです。転倒の衝撃でまた勃ってきました」

　セリアが俺の腰に巻かれた紐を締め直す。

紐は腰から回され、一物を腹に固定するようになっていた。

　そう毒が抜けた後のシュバルツやピピと同じく、俺にもこの後遺症が出てしまったのだ。

「いつもよりもずっと大きくて……こんなのどうやっても隠せません！」

　式典参加を命じられ、昨夜はノンナ達が徹夜で搾ってくれたが、いくら絞っても小さな刺激で一瞬にして立ち上がってしまうのだ。

　朝、背伸びしたセリアのヘソを見て礼服ズボンを突き破った時、普通の参加は無理だと確信した。

式典中にズボンを突き破ったらどうにもならない。

　そこにエイリヒが車椅子を使って参加すると聞いて便乗したのだ。




「おっと箱は無事だな」

　せっかく返して貰ったヴィルヘルミナの首を圧し潰す訳にはいかない。

　俺は溜息を吐く。

「仕方なかったです。もう人じゃなかったのです」

　もちろんだ。触手に顎に肋骨カマにとあれだけ見せられて人と疑うなどあり得ない。

　それでも静かに目を閉じる美顔を見ると後悔の念が湧いて来る。

「斬らずにすませたかった」

　地下で相対した時、既にヴィルヘルミナは蟲に食われて死んでいた。

ならばその前、会談の時に押し倒し、無理やり犯して快楽に落としていればあるいは……。

「そんな女じゃありませんでした」

「わかってはいるが、やってみれば万が一と言うことがあったかも……」

　自分の情けなさに気付いて再び近づいてきた狐の尻尾を撫でる。

どこに潜んでいたのか周りには数匹の子狐までいた。

　何をグダグダ言っている。

事が終わったのだからそこまでのことだ。

　セリアがむくれているのは俺が自分では無く狐を撫でたからだろうか。

「ま、本当に晒し首にするはずも無し。庭の隅にでもひっそり埋めて……」




「それが生きていたりするのだ」




　俺が停止するのとセリアが退避し損ねて転倒するのは同時だった。

一瞬遅れて狐が側溝に転落し、子狐達が必死に咥えあげようとする。

「おかしいな。声が聞こえたぞ」

　箱をあけると目があった。

「やあ」

　一度目を擦ってもう一度見る。

「理解が追い付かぬか？」

　理解したよ。

「まさか首だけでゾンビになってしまうとは……俺の落ち度だ。残念だが早急に荼毘に伏そう」

「落ち着け、ゾンビに知性はない。このように会話することはできぬはずだぞ」

　生首に諭されて少し冷静になる。

我ながら何を言っているのか。

「最初に言った通り死んではおらぬ。お前が綺麗に首を落としてくれたお陰で私の本体──今となってはそう呼ぶべきかもわからぬが──は無傷に保たれた。武芸の心得はないが良い腕だ」

　ともかく興奮するセリアと暴れる狐を掴んで裏路地に入ろう。

王宮前は人目もある。生首と話しているなど衛兵がすっとんでくる。

　路地に入り、人目が無いのを確認して箱から首……ヴィルヘルミナ？　いや蟲か？　ともかく話す何かを取り出す。

　裏路地に生首を置くなどどんな猟奇事件だ。

「どいて下さいエイギル様。これで潰します！」

　セリアがどこからか工事用の木槌を引きずって来る。

「血の気の多い娘だな。私は見ての通り首一つ何が出来ることもない。潰す前に少し話を聞いても損はなかろう」

「むぅ……でも口から蟲を吐くかも」

「吐かぬ。仮に小蟲を吐いたとて嫌がらせ以外の何になろうか。事ここに至って児戯などせぬよ」

　冷静に諭されセリアが肩を落とす。

生首から冷静に説得されると力が抜けるよな。

まだ牙を剥き出して襲い掛かって来た方がやりやすい。

「あーならまず確認だ。お前は俺が戦い首を刎ねた蟲で間違いないな？」

「相違無い。ヴィルヘルミナを食い、その記憶と思考をもってそなたらと話し、戦い、そして首を刎ねられた者こそ私だ」

　そこまで堂々と言われるとちょっと困るな。

「それにしても頭だけで生きるとは……」

「私の本体はどうやら頭の中に存在しているようだ。確かめた訳ではないが、頭しかないのに意識があるのだから消去法でそれ以外は考えられぬ」

　ちょっと話が逸れてきたぞ。

「意識がどこに宿るのかは後でトリスタンと存分に語れば良い、それよりも何故このタイミングで話かけてきた？　また中央平原の統一に協力しろとでも言うのか？」

「どうせ断ったらまた化けて襲い掛かってきます！　遠慮なく叩き潰しましょう！」

　首ヘルミナはまず俺の方を向く。

方向転換できるんだな……。

「首を刎ねられた時から意識はあったがあの場で目を開けば潰されただろう。あえて死ぬ選択は取れぬ。今また口を開いたのはこのままでは埋められてしまうからだ」

　言い終わると今度はセリアに向き直る。

セリアが三歩後退した怖いよな。

「警戒は必要無い。全身健在かつ手駒の巨蟲を従えて尚、この様だ。鬼神ハードレットの前に首だけで転がってどう勝機を見出すと言うのか？　そしてその意志も無い」

　再び首ヘルミナがこちらを向く。

「今の今まで考え続けた。私は何者なるかと」

　うーむ、この首哲学に入り出したぞ。

「私はヴィルヘルミナの記憶と意識、思考も引き継いでいる。だがそれらが揃ってもその者が歩んだ人生、目的が揃わぬでは当人では有り得ない。曖昧な表現を恐れずに言うなれば魂であろうか」

　ついていけなくなってきた。

「なれば私はヴィルヘルミナではなく、かの女と同じ考えをするだけの蟲に過ぎぬ。それを受け入れた時、思考破綻を生んだ矛盾をすんなりと解消することができたのだ」

　俺は頭をバリバリと掻いて言う。

「あーお前が色々考えたのは分かった。なら結局どうしたい？　いや、正確には俺達に何を求めるんだ」

　もう一度蟲を復活させたいだの、南ユーグリア帝国再興、などと言うなら残念ながらぺしゃんこにするしかない。

「今は考える時間が欲しいだけだ。ただ静かに考え……我がここに生きる意味を見つけたい。そなたに求めるのは命を脅かされぬ静かな環境だ。僅かだが栄養も必要なのでたまに水と小麦粉も分けて欲しい」

　なんとも気を削がれる答えだ。

「哲学者みたいな蟲首を拾ってしまいました……」

　セリアも毒を抜かれたのか木槌を放り捨ててしまった。

　ヴィルヘルミナは自分で転がって箱に戻り、蓋まで閉めてから呟く。

「世話になる礼代わりに一つ。先程の王宮でのこと、軍人への冷遇は当然だ。為政者にとり部下の忠誠は過去では無く未来に向けてこそ必要になる」

　どういうことだ？

「ゴルドニアは中央平原を統一した。眼前に最早敵は居らぬ。ならばいかに戦功あったとて軍人の忠誠を得てどうする？　むしろこれからは内政畑官僚の忠義こそ必要であろう。私ならそうする」

　言われてみれば確かにそうだ。

軍人を優遇するのは敵があってこそ、敵が居ない軍人ほど無用な仕事はない。

「無用なだけで無く有害だ。特に大戦争の中で肥大化した軍組織と大兵力の地方領主は平時の統治にとって重大な障害となる。取らぬ狸のなんとやらだが、ヴィルヘルミナもまた戦後に軍の重鎮を排除する策を立てていた。具体的にはザフネスを戦勝式典で毒殺、Ｎｏ２と三を互いに疑わせ……語る意味も無いか」

　そうなれば俺やエイリヒへの冷遇は今回だけではないかもしれない。

「何かあればまた聞くと良い。考える場所と栄養を頂くのだ。私ならざるヴィルヘルミナの記憶、思考なれど出来る限りは力になろう」

　首ヘルミナは箱に戻り『私とは何か』『何をもって人生』『生きるとは何か』などとぶつぶつ呟き始める。

　余談ではあるが、王都の屋敷に戻ると不穏な気配を察したのかケイシーが警戒モードで飛び出してきた。

いつの間にか変形し、一三頭身になっていた彼女は挨拶に転がり出たヴィルヘルミナを見て絶叫、あまりの恐怖で怨霊化してしまった。

　声を聞きつけて飛び出したカーラとミレイ、ついでにセリアも顔の半分まで裂けた口で叫ぶ一三頭身ケイシーを見て卒倒。

　すわ敵襲かと飛び出したイリジナはそれでもやはりケイシーが見えずに踏みつけ、再び潰れてしまったケイシーは適当にこねたら元の比率に戻った。

　首ヘルミナはみつかると騒ぎになりそうなので、居間の観賞用壺の中に隠しておいた。




「ハードレット様。王国からの報奨をお見せください」

　後の問題は復興で火の出る程忙しいはずのラーフェンを離れてまで王都に来たアドルフだ。

　奴は俺の渡した報奨目録を一瞥して肩を落とし、俺をしっかりと見つめる。

「人、土地、金の話がございます」

「女、飯、酒の話にはならんか」

　無視するなよ。

ちょっと気を紛らわす為の冗談じゃないか。

　まったく嫌な話が多い。

今は閉め忘れたドアから見えるセリアの着替えと足に纏わりつくフワフワの狐が癒しだ。

「厳しいのは俺も分かってる。逃げずに話を聞くよ」




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

家族

ピピ（乳首鬼勃起）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（掃除）ルウ（洗濯）

レア（セリア待）メリッサ（側室）ミティ（側室）マリア（側室）カトリーヌ（側室）

グレーテル（側室）ミレイ（愛妾）ケイシー（六・五頭身）リタ（臭）ヨグリ（大作）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）ソフィア（帰宅）クラウディア（鍛錬）クララ（溜息）アデラ（臭）アリス（真っ白）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（救援要請）

部下

セリア（副官）マイラ（指揮官）イリジナ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（臭）

マータ（帰宅）サリー（説明担当）マルル（帰宅）

ナーティア（お休み）フェルテリス（王都見学）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ヤーコフ（予備）ギド（世捨て人）マック（工兵）クリストフ（予備）グイグ（予備）アドルフ（内政官）セバスチャン（執事）

ジム（ヤケクソ）スージィ（慰謝料待ち）ソラナ（）

ディングス（休暇）リヌーガ（保護観察）

その他

セクリト（？？？）？？？　（拉致）

ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（処分保留）セイカ（保留）ビシタシオン（脱走）

ブスコ（内政）ギルドレス（アレス王）

人外ズ

首ヘルミナ（人生に意味を求めるのか　意味を求めることが人生なのか）

ポチ（葛藤）ユーラーレン（童貞食い）イジャリス（請求）Ｔ−九九（首無し）

ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）

メッサーシュミット（寝る）ネッタイプリプリオオトカゲ（!!）シュバルツ（鬼勃起）

　────────────────────────────────────────

戦闘終了　軍一時解散

財産　金貨－九万五千 軍解散一時金等（二万）

経験人数八〇六

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　王都ゴルドニア

感想返しが遅れていますが見させてもらってはいるのでご容赦を。

誤字のご指摘は随時修正させてもらいます。










第５１８話　常識外の手







王都屋敷　執務室

　アドルフが机上でとんとん音を立てて書類を揃える。

いや音はドコンに近いどれだけ分厚いんだ……始まる前から嫌になってきた。

　王都屋敷のそう広くはない執務室の中、やる気満々のアドルフとポルテが座る。

いつの間にか彼女はすっかりアドルフの補佐役だな。

　その対面にはレオポルトが座り、横ではニナが何かしているがあれは補佐と言うよりただの使い走りだ。

ニナの顔久しぶりに見た気がする。まだあどけなさは残るが大人の女になっている。

その横、二人から少し俺側によってマイラが座る。

　二組に挟まれた俺の隣にはもちろんセリアが座っている。

　内政組、軍事組、そして俺。

ちっこいながらもゴルドニアの派閥みたいになってきたな。

「さて始めるか。できるだけ短く頼むぞ」

　覚悟を決めて切り出すが、誰も話し出さずただ机を見ている。

　机にはアドルフが置いた馬鹿みたいな量の書類と飲み物、そして半分になったケーキ……イリジナめ食べ残したな。後は首ヘルミナが乗っているだけだ。

「「「それです！」」」

　セリアとマイラとポルテの声が揃う。

ええい説明するのも面倒くさい。というよりどう説明したら良いかわからない。

「色々あって結果こうなった。質問は後で文書で出してくれ」

　こいつ自身に返事書かせるから。

「知識とは水の流れに等しい。風評色事、他者の台所事情、個々雑事でも寄り集まれば大河となって何事か成すかもしれぬ。かつての怨敵、怪しき部外者ではあるが今や一個の首、転がり回って言いふらすこともできぬのだから気にせず置いてくれまいか」

　ペコリと頭を下げる首。

　少々の葛藤の後、会議は開始された。




「コホン。まず一連の戦乱における民の死傷者数です。まだ概算ですが大きく変わることはないでしょう。兵士として狩りだされた者は含みません」

「少ないな」

　皆無ではない。

だが、あれだけの大戦争で奪われ奪い返し、末期には戦とも言えないグチャグチャの状況になってこの数はほとんど出ていないと言って良い。

「お前が事前に手をうった成果だろう。よくやった」

「まあそれは良いとしまして」

　なんだせっかく褒めてやったのに。

「でも一瞬口元が緩みました。私の目は誤魔化せません」

「コホン！　えー問題は民ではなく、彼らが帰るべき土地です！」

　セリアに指摘されたアドルフは照れ隠しに激しく咳払いして続ける。

「戦乱で農地が荒れたのに加え、最後の焦土作戦で南部の町村は文字通り灰塵と帰しました。村そのものから治水路、水車……何もかもが破壊され、今年の収穫どころか来年も再来年も見通せません」

　畑を村ごと焼き払うを繰り返したからな。残っている物の方が少ないだろう。

アドルフから見れば悪夢だが、あれはあれで必要だった。やらねば今この場所で動いているのは蟲共だったはずだ。

「必要性を論じるのはさて置き、損害の少ない北部の収穫と現状の備蓄から計算してなんとか冬を越すことはできます。ですがそこまで、売却に回して利益を得る余裕はまったくありません」

「貴重な食料を売りに出さなくとも、リントブルムの生産品がお金になるのではないですか？」

　セリアが言うがアドルフは首を振る。

「言うまでもなくリントブルムの生産物は鉄鉱山から採掘される鉄製品ですが……今、鉄の価値が暴落しているのです」

「それは妙だな」

　戦乱は中央平原全体を荒れ狂った。

そこら中で数多の物が壊れ、修繕や立て直しに鉄は必要とされるはずだ。

「限度を超えてしまったのです。あらゆる場所で破壊されたものが多すぎ、選択される材料はより安い木や石であって高価な鉄は求められておりません」

　家や水路街壁などの修復に本来鉄は要らない。

より安い石かあるいはもっと安くて加工も簡単な木でやれないことはない。

鉄を使えばより強度や耐久性が上がるだろうが、加工も難しく余裕がない状況では選択されないのか。

「絶対に鉄が必要なものと言えば……」

　武具、砦城塞の類──だが戦争が終わった今、そんなものは後回しだ。

「悪い要素はまだあります。街道や橋が随所で壊れ、辺境リントブルムからの運搬は困難……また軍隊の予備武器などがクズ鉄として安く出回っています」

「予備を廃棄……」

　マイラが難しい顔をする。

　軍隊は実際に兵士が持つ武器以外にも多数の予備を持っている。

戦いで武器が折れるのは当たり前で、武器を失った兵士を遊ばせる訳にいかないからだ。

「もう敵がいないのだから予備まで持つ必要はない……か」

　先程ヴィルヘルミナが言った『軍人の冷遇』が感じられる。

「戦争前に比べれば鉄の価値は数分の一です。まだまだ重要な収益ですが、これだけで安泰とはもういきません」

　アドルフがドサドサと証文を置く。

「ほとんどがクレアさんの物ですが、これだけの借金があります。当然利息も付きますのでズルズル引き延ばせば状況はより悪くなります」

　借用書の合計は金貨──九万五千枚。利子がついて優に十万を超える。

これはちょっとやそっとで返せる額ではない。良くもここまで借りたもんだ。

「クレアのところなら適当になんとかならんのか」

「そうです。最悪利息なんか負けさせたら良いんです」

　アドルフはドンと机を叩く。

怒ったセリアが倍の力で叩き返し、逆にアドルフが尻もちをつく。

「やめよ。落ちる」

　二度跳ねた首ヘルミナの不平を無視してアドルフは語気を荒らげた。

「クレアさんとの個人関係を盾に利息を負けさせる。あるいは領主の強権でこれをさせることは可能でしょう。ですがそれは絶対の禁じ手です。一度でも使ってしまえば、商人の間でハードレット家の信頼は地に落ち、次から借り入れは難しくなり、出来ても踏み倒しを想定した法外な利息が前提になります」

　俺は不安定に転がる首ヘルミナを支えながらフンフンと頷いておく。

　珍しく興奮したアドルフが息を整えて続ける。

「徳政令は悪魔の誘惑ですよ。借金帳消しと喜ぶのは今日だけ、明日から地獄が待っています。自分にも民にも絶対にやってはいけません」

　お前がそこまで言うならわかったよ。

「ならちゃんと返さにゃならんな。あては？」

「ありません」

　それを言ったらお終いだろうが。

　俺が首をアドルフに向けて転がすと、ポルテと並んで思い切り腰を引く。

「遊ぶな。やめよ」




　アドルフは俺を目で咎めてからポルテから書類を受け取る。

「もちろん考えはあります。焼け出された民を設備が整った北に集中させて生産性を限界まで高めます。焦土作戦で焼けた南には獣でも放ち、少数の狩猟中心の開拓村を置くしかありません。復興には人手も金もまったく足りませんから」

　そこでレオポルトがはじめて口を開いた。

「下賜されると思われる南ユーグリア南部新領の扱いは？」

「完全放置。賊の溜まり場にならないよう偶に警備兵が見回るぐらいですかね」

　アドルフは書類も見ずに即答する。

荒れた自領も直せないのに新領など論外で調査していないのだろう。

「こちらには別の少々突飛な方法を考えていますが」

　面白そうだから突飛なそれを聞かせろと言おうとした時だった。




「発言して良いだろうか？」

　首ヘルミナが挙手……はできずに髪を一房上げていた。

綺麗な絹のような髪だがどうやってあげたのだろう。

「構いませんよ」

　首ヘルミナはアドルフが嫌がらせのように並べた書類を流し見てから話し始める。

「各耕作地の損耗、休耕地の余剰生産力と受け入れ可能人数、移住に必要な資材調達計画、必要なデータは全て揃っている。三枚目上段ミット村の収穫量がおかしいのは計算間違いであるが」

　ポルテが慌てて筆で修正する。

流し見たように見えて全部確認していたのか。

「分析は完璧で対応も穴が無い。よくここまで計画を積み上げた。最高の内政官と評して過言であるまい」

「はぁ……どうも」

　アドルフが複雑そうな顔をする。

生首に言われてもなあ。

「その上で内政官の型からは抜けていないと見える」

　おっアドルフがちょっとムッとしたぞ。

　首ヘルミナが俺の方を振り返る。

生首となっても本当に美顔で声も良い。どうして俺の女にできなかったのか。

「本当に焼けた南部は放棄するしかないのか？」

「ええ、私も色々と思案しましたが──」

「それはお前の知り得る知識の範囲で、ではないか？」

　首ヘルミナがこちらを見る。

「そちらには解決策があろう」

「む、俺か？」

　何も考えていないぞ。

　いやいやとアドルフとポルテが動きを揃えて首を振る。

「とても無理ですよ。焼けて踏み荒れた畑を整えてから耕し、壊れた水路を直してから水を撒く。春の作付に間に合うはずがありません。北部の耕地に人手を集中して──」

　まったくアドルフの言う通りだ。

既に冬に差し掛かるのに今から畑を直して水路を直して春に間に合うはずがない。

　間に合わなかったらそれこそ悲惨だ。

実入りもないのに人手だけ取られたことになる。

余裕があれば将来に向けての開発と割り切れるが、今は来年の食料不足に陥りかねない。

「本当にできないか？　常識を捨て、一手で状況を打破する手段はないか？」

　俺がどう一物を使ってもポチに特大鋤を引かせても知れているし、ブリュンヒルデに鍬なんて持たせたら俺の頭にめり込む。

そもそも俺は農民やったことも無いのに土だの水だの作物だの言われてもわかるものか。

「待てよ……土と水……」

　褐色の長耳が思い浮かぶ。

「作物……植物は木と同じか」

　白い長耳がふるりと脳内で揺れる。

「心当たりがあるかもしれん」







　イジャリスとユーラーレン、他数人のエルフを執務室に呼ぶ。

事情を説明すると返事は単純明快だった。

「できんす。容易いことでありんす」

　黒エルフの長イジャリスは窓から身を乗り出し、庭に向けてひょいと手を振った。

すると鍛錬中のイリジナの足元が蠢き、たちまち農地のようになってしまった。

そして近場の井戸からまるで紐のようにスルスルと水が伸びあがり地面を湿らせる。

ちなみにイリジナは転倒した。

「森の恩寵を受けるエルフですから」

　ユーラーレンがポケットから種を取り出して色っぽく息を吐く。

すると強い風が吹き、飛ばされた種が庭に落ちる。

落ちた種はたちまち伸びて庭は花一杯になってしまった。

「私は……死んだのか……志半ばなれど……いい香りだ……」

　花に包まれたイリジナが穏やかに目を閉じる。

夕飯時には起きて来るだろうから放っておこう。

「……これは!?　水路を作ったり荒れ地を整えたりもできるのですか？　エルフなら誰でもこのようなことが？」

「できんす」

　アドルフに手を握られてイジャリスは即答し、嫉妬で中腰になる俺を見て笑う。

「い、今の花のように作物を一瞬で成長させることも!?」

「芽を出させるぐらいならば、若い娘でも容易ですね」

　ユーラーレンは顔を寄せたポルテの首筋にキスをする。

短く色っぽい声が漏れ、俺は中腰の維持が不可能になって座る。

「これで一発解決だな」

　エルフ達に畑や水路を直して貰い、種を植えて貰う。

農民達は作物を死ぬ気で守りながら村を立て直す……いけるぞ。

「ですが私達は貴方への借りはもう返したと思っています。さすがにこれ以上ヒトの勢力に入れ込むのは掟にも反しますし」

「なんとか今回ばかりは助けてやってくれないか。俺にできることならなんでもする。頼む」

　勢いで押し切ろうとユーラーレンの手を握って頼み込む。これで駄目なら足でも舐めるか。

幸いにしてユーラーレンは美女だし何の抵抗も無い。

「もう仕方ありませんね。今回だけですよ」

　思った以上に簡単だった。

「「「『なんでもする』……ふふふ」」」

　ユーラーレンとイジャリス、フェルテリスまで顔を見合わせて笑ったのが気になるが、まあ良いか。

「タダより高いものはない」

　首が何か言ったが聞き取れなかった。

「……私達が徹夜で立てた計画はなんだったのか」

　アドルフの落ち度ではない。

奴がエルフの魔法や能力を知るはずがない。

確証も無いものを計画には組み込めない。

　アドルフは自分の知識の範囲で取り得る最善の計画を立てた。

反対に知り得ない知識に可能を求めなかったところを内政官の限界と言われたのか。

「あえて言うならばエルフの存在を知りながら情報を共有しなかったトップの責任だ」

　首ヘルミナめ痛いところをつく。

「とはいえエルフの力を借り続ける訳にもいきません。理不尽な破壊を憐れんだ豊穣の神の救済だと思い、これを生かした再建計画を立てましょう。明後日までには全面見直しをしないと」

　また徹夜が続くのだろうか、ポルテの肌とアドルフの髪が心配だ。

　これで問題解決かと伸びをするとレオポルトが立ち上がる。

「次に私軍の現状について宜しいでしょうか？」

　宜しくなくても話すのだろう。

今日はいくらでも聞いてやる。寝るかもしれんがそれは仕方ない。




　レオポルトのアドルフよりもずっと簡潔かつ遠慮が無い言葉をまとめるとこうだ。

　金も兵糧もないので一旦帰した私軍の再構成の目途は立っていない。

　王国からの支援はなく南部新領での連携などもまったく決まっていない。

　王国軍も補充は進んでおらず大幅な弱体化は避けられないのではないか。




　そんな内容を報告してからレオポルトは俺を見据えて言い放つ。

「王国軍の方針いかんに関わらず私軍の再整備が急務です。私としては戦争前以上の規模にまで拡大したいと考えます」

　もちろんアドルフが噛み付く。

「いやいやいや！　話を聞いていましたか!?　食糧さえこの冬を凌げる程度、収入も乏しく借金を踏み倒すうんぬんの話まで出ていたのですよ？　私軍解体の議論こそあれ拡張なんて正気ですか？」

　アドルフの反発はもちろんだ。

ポルテが精いっぱいレオポルトを睨み、睨み返されて半泣きになるのも分かる。

「必須事項です。最悪の場合、少々の餓死者、離脱者を許容してでも整え直さねばなりません」

「また無茶を言う奴だ」

　アドルフと激論を交わすレオポルトと目が合う。

　もし俺が数世代前からこの地を治める大領主なら領地を復興できればそれでいい。

だが俺は武功で成り上がっただけ、権力の裏付けは家柄ではなく武力だ。

　もし俺の目的が末永くこの地を治めて領民に愛されることならば、内政だけに力を注げばいい。

だが俺の目的は──。

「言い争いはそこまでだ。この件は俺が預かる。指示は命令で出すから仕事に戻れ」

　判断は全て俺が下す。

そう言い切るとアドルフもレオポルトも言い合いを止め、一礼して去って行った。

　これはやり方の選択ではなく進む道の問題だ。

俺が決める他にやりようがない。

「あるいはセリアの乳首占いで決める手もあるが」

「また娼館で下らない遊びを覚えてきたんですね!?」

　セリアとマイラに責められながら笑う。

「ふむ。話が終わったなら頼みごとをしても良かろうか？」

　首ヘルミナがこちらを見る。

机に置くのはダメだな……上目使いになって生首なのにたまらなくなってしまう。

「風呂に入れてはくれぬか。少々汚れてしまって心地が悪い」

　気分転換にはちょうど良いかな。




　ラーフェン屋敷と比べれば狭い王都の風呂だが、それでも数人が同時に湯に入れる程度の広さはある。

　手足を伸ばしてゆったり浸かる俺の横を桶に入った首がプカプカ浮かぶ。

「何も言わないんだな」

　さっきの話題で議論でも吹っ掛けて来るかと思ったが何も言わずただ浮かんでいる。

「先ほどはしゃしゃり出過ぎた。既に野心も胴体も無い身、助言を請われたなら答えるが、そうでなくば黙るべきと考え直した。人生は浅慮と反省の連続だ」

　首ヘルミナは桶から湯に飛び込む。

溺れないかと心配したが、口から湯を飲み首の付け根から噴射して浴槽の縁まで移動する。

今のは泳いだのか……。

「邪魔するぞ！」

　大きな声と同時に全裸で入ってきたのはドワーフのバルバノだ。

こいつも理由は不明だがリントブルムには帰らず王都までついてきていた。

「おいちょっと待て」

　ここには首ヘルミナがいる。

いかに蟲とて彼女の裸体を他の男に晒すのは──体はないから問題ないか。

「うむ。ここで蒸されているから気にするな」

　湯を含んだタオルで自分を包みながら許可を出す首ヘルミナは本当に器用だ。

　バルバノは毛だらけの体を揺らして俺の隣に豪快に腰を下ろす。

「ふいー。平原の暮らしは不都合も多いが、湯に浸かるのはなんともええもんだの」

　ドワーフは筋肉質な体の割に身長が低く、縦に潰れたような体形をしており、座ったバルバノは顔だけが湯の上に突き出た滑稽な見た目になっていた。

「湯の中で飲む酒はなお良し。よう回りよる」

　バルバノは瓶ごと持ち込んだ酒を煽ってそのまま寄越す。

「これはありがたい」

　俺も遠慮なく瓶を傾け、半分以上空いた瓶をそっと湯に浮かべた。

「戦も終わったのう」

「終わったなぁ」

　のんびりとした時間。

「ヒト同士で殺し合うなんざ、お前ら底抜けの阿呆じゃな。嫌い同士なら離れて住みゃあええだろうに」

「そういう訳にもいかんからなぁ」

　特に理由もなく顔など洗ってみる。

「奈落の魔物まで引き出して滅茶苦茶しよって、後始末が大変じゃろう。山がぶっ壊れて、溶岩噴き出た時は世界が終わるかと思うたわ」

「全く頭が痛い」

　酒の瓶を拾って煽る。

空になったと思ったらバルバノがどこからかもう一本取り出した。

「エルフ達が協力してくれなかったらもっと大変だったよ」

　その一言で穏やかな空気が一変する。

「……今なんと言いよった？」




　バルバノが血走った目で俺の肩を掴む。

こいつめ酒の勢いで発情したのか。

「ええい違うわい！　お前は儂らドワーフの友でありながら長耳を頼るとは何事かと言うておるんじゃ!!」

　興奮したバルバノが立ち上がる。

不愉快なモノが顔に当たるだろうが！

「長耳の前にどうして我らに相談せん！」

「荒れ地を畑に戻したい。水路も整えて作物を植えたい」

　バルバノはバシャリと座る。

「できんわい」

「だろうな」

　数秒の沈黙。

「だが長耳よりドワーフが使えんと思われるのは我慢ならんわ！」

　再び勢いよく立ち上がる。

ぶらぶらをこっちに寄せるな。

「仕事を寄越せ！　あの王宮よりでかい大砲をこさえてやろうか？　それとも動く城が良いか？　蒸気で動く荷車を並べようか？　報酬など山ほどの酒で良い、儂らの矜持の問題だわい！」

　俺はバルバノを掴んで無理やり湯に座らせる。

先端が頬を掠めただろうが。

「そんな夢みたいな話はいらん。そもそも金が全く足りん。借金だらけなんだ」

　湯の中で異物を踏み、引き上げると何故か金貨だった。

「これが十万枚もあれば一息つけるんだがな」

　俺は笑って金貨をバルバノに投げる。

金貨なんて誰が落としたんだろうか。

「なんじゃ、金きんではないか。こんな軟弱金属など集めてどうする。ピカピカ光るだけだろうに」

「俺もそう思うがヒトの世の中では酒も飯も風呂さえそいつと交換だから仕方ない」

　ふーんとバルバノは金貨を弄り、ポイと窓から投げ捨てた。

それ一枚で平民一家四人、一か月不足なく食えるんだけどな。

「なら掘るか？」

「なぬ？」

　俺とバルバノの視線が合う。

「あるぞ。金」

「……」

「対立を煽って妙手を得たか。なかなかの謀才あるいは天運……ぶくぶく」

　首ヘルミナが湯に顔をつける音だけが響いた。
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余談

「買い物を頼まれてはくれまいか」

　首ヘルミナが丁寧に頭を下げる。

「当主のお前に頼むのが非常識とは分かってはいるが、我が頼みを聞いてくれる者は他におらぬ」

　屋敷の雑用を引き受けてくれているドロテアや孤児院の子供達も近寄ろうとしない。当たり前か。

「俺も娼──酒を買おうと思っていた所だ。ついでなら構わんが」

　綺麗な字で書かれたメモを受け取る。

　そこにひょっこり顔を出したトリスタンが後ろから覗きこんで言う。

「うわっオルクテレスの哲学書かい？　僕も他の本の引用から知ってるぐらいだけど、思考の沼に肩まで浸かって書いたみたいな、読み手に理解させるつもりのない難解な本だよ」

「中身は見ないことにする。本屋に行けばあるのか？」

　トリスタンは頬を掻く。

「王都の本屋を全部回ればあるいは……現実的には断片化した古本を集めて回る方が良いかもね」

　分かった死ぬほど面倒くさいんだな。

　他には特注の筆か。

　そこにトコトコとノンナが歩いて来る。

「まあ、ミローズの筆ですか？　長さ硬さはもちろん毛先の硬度と特注すれば希少動物の毛も使ってくれる高級筆屋です」

　ノンナはえらく詳しいな。

文筆に凝っているようにも見えないが。

「贅沢品が欲しい訳でないのだが、なにぶん首しかないので筆は咥えるしかない。特注でなくば、まともに字も書けぬのだ。文字を書けないのは人として、とてもつらいことだ。太さと長さ、弾力を考えれば素材は……」

　絵に描かれるがこの注文もまた面倒くさい。

　最後はハムサンドパン？

「それマロマパン屋の新商品です。ハムを熱々のパンで挟み、余熱だけでトッピングの砂糖とバターをとろかした逸品です。焼き上がりには行列ができる程なんです」

　これはまあ置いておこう。

「悪いが本も筆も俺の手に余る。間違えて春画と歯ブラシ買って来そうだ」

　とはいえまさか自分で転がっていけとも言えないし、連れて行こうにも生首をバックに詰めて店内で出すのは余りにリスクが高い。

「管理者へ要望があります」

　そこにティククがやってきた。

首を無くしたので頭にくり抜いたカボチャを乗せているが……ないよりはマシだな。

少なくとも孤児院の子供が号泣しない。

「メンテナンス用の油を要望します」

「油なら台所にあるぞ」

　飲むのか？　太るぞ。

「否定。動物油、植物油は不適。──系鉱物油を所望します」

　油に違いがあるのだろうか。

買って来いと言われてもさっぱりわからん。

　首ヘルミナもティククもややこしい買い物は自分で行って貰わないといけないが、外を出歩ける姿じゃない。

首無しと首だけ……閃いた。

　首ヘルミナを抱え上げ、ティククに持たせる。

「お前達が一緒に買い物に行けば全て解決だ。素晴らしい発想だ」

　ティククは身長１５０ｃｍ程の子供体型だが、ヴィルヘルミナも相当な小顔なので不自然ではない。

子供体型で顔面だけ絶世の美女なことと、敵軍女帝の顔なのは問題だが、そこはフードでも被れば宜しい。

「ふむ、それなら怪しまれまい」

「命令を把握しました」

　二人共頭が良いからそれ以上の説明は要らなかった。

　ティククはヴィルヘルミナの頭を小脇に抱えて玄関を出ていく。

　これで俺は難解な買い物をしなくて済み、二人はゆっくりと自分の欲しいものを選ぶことができる。

万事上手く回るのだ。

「これは違うのではないか？」

「命令を忠実に実行中。問題ありません」

　上手く回るのだ。







　──数時間後。

「ねーエイギル」

　昼寝をする俺の顔にカーラが胸から覆いかぶさって来る。

「ぐお、どうした？」

　俺は服の上から乳房を揉みながら聞き返す。

「市場に白昼堂々デュラハンが出たんだって」

「デュラハン？　首無し騎士だったか」

　薄い生地をたくしあげ、胸を吸いながら更に問う。

「あんっ……でも市場に出たのは馬に乗ってなくて、脇に自分の首を抱えたまま歩いてきたんだって」

「王都にまで亡霊まがいのものが出るとは、世も末だな」

　胸を吸いつつ、股に手を突っ込んでかき回す。

なんでパンツを履いていないのか。

「あっ……んふっ……か、感じてきちゃった。ベッド行きましょ。そのデュラハンは見咎められると首を反対向きに乗せて走り去ったんですって」

　カーラを立たせ、指で激しく中をかき回しながら歩かせる。

　玄関から子供の絶叫と号泣、セリアの怒鳴り声も聞こえたが殺気は無かったので気にしないことにした。
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セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（救援要請）

部下

ナーティア（落ち込み）フェルテリス（開墾）ユーラーレン（開墾）イジャリス（開墾）

セリア（副官）イリジナ（昇天）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（徹夜）ポルテ（徹夜）

マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（臭）マータ（帰宅）サリー（説明担当）マルル（帰宅）

アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

ヤーコフ（暇）ギド（退職願）マック（暇）クリストフ（ビビり）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）

ジム　スージィ　ソラナ

ディングス（休暇）リヌーガ（保護観察）

その他

セクリト（？？？）？？？　（拉致）

ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（面談）セイカ（面談）ビシタシオン（脱走）

ブスコ（内政）ギルドレス（アレス王）

人外ズ

首ヘルミナ（デュラハン上）Ｔ−九九（デュラハン下）

ポチ（葛藤）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）

メッサーシュミット（寝る）ネッタイプリプリオオトカゲ（!!）シュバルツ（鬼勃起）

　────────────────────────────────────────

戦闘終了　軍一時解散

財産　金貨－十万五千　利子相当（一万）

経験人数八〇六

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　王都ゴルドニア

延々話ばかりに……いやしかし……。

次回は明後日土曜夜更新予定です。

誤字修正しています。

ご指摘下さったのに感想返せていない方はごめんなさい。










第５１９話　エルフ印の開発計画







「──という訳なのだ。お前もこの苦労がわかるだろう？」

「そうですね」

　俺は相槌をうちながら心の中であくびをする。

　ここは王都にあるエイリヒ私邸だ。

エイリヒは領主なので屋敷も領地にあるが、俺と違って基本王都にいるのでここが本邸と言える。なので俺の王都屋敷よりずっとでかい。

　俺達が密談を交わしているのは秘密の会議室でも応接間でもなく、中庭に造られた総石造りの狭い部屋だった。しかも何故か服を脱ぎ、湯浴み着を着せられている。

「聞いているのか？」

「いえ、あんまり」

　怒気を向けられて慌てて意識をエイリヒに戻す。

「まったく重要なことだと言うのに……まさか全て聞き流していたのではあるまいな」

　さすがに一対一でそこまで器用なことはできない。

　エイリヒが垂れ流していたのは王国軍の話、軍再建が苦境という話だ。

　王国軍は南ユーグリアと戦う以前と比べると人員にして二分の一以下、戦力で考えればもっと大きな損害を被り弱体化していた。

　当然エイリヒは軍の最高者であるのだから一刻も早く再建したいところだろう。

「ケネスの奴め、敵の居ない軍に回す金は無いと抜かしやがった」

「そうでしょうなぁ」

　また睨まれたので不思議な踊りで誤魔化す。

「……俺も荒れた耕地、町村の復旧が優先だと分かってはいる。だがそれは比率の問題であって軍も放置すべきではないのだ」

　エイリヒは杖で立ち上がり、壁の地図を叩く。

「北には連邦すら手が出せぬ蛮族の領域がある。いつ何時これが南下するやもしれん」

　そんなのも居たな。

「南には帝国との国境に広がる大森林。何がいるのか調査もされておらん」

　ガーランド帝国とゴルドニアの関係は希薄だったからこの森林地帯の情報はほとんどない。

南ユーグリアは傭兵連れてきたり色々していたみたいだが、記録も証人も根こそぎ無くなった。

一人だけ生き残り……死に残りがいたか。

「東には……なんもないな」

　居たぞ。ドラゴンとか蟲の拠点とか一杯あったぞ。

　エイリヒは地図の西側をバンバン叩く。

「西には未知の密林地帯、未だにゴルドニアに臣従していない都市国家群がある」

　俺はそこでふと気付き、ノーステリエス河西岸を指す。

「確かこの辺りにあったストゥーラとかその他諸々は南ユーグリアに取り込まれたと聞きましたが、その後どうなりました？　マグラートうんぬんで容易ならざる土地でありましたが」

　するとエイリヒは面白く無さそうな顔でそっぽを向く。

「……戦勝宣言の数日後に全面降伏と臣従を申し出てきた。俺が軍を動かす前にケネスが小細工したのだ」

　ケネスの手柄になったのが腹立たしいのか。

「平原全体を押さえたのなら周り全ての脅威に対応せねばならん。軍の再建は急務であると訴えたのだが」

「陛下の反応も芳しくない、と」

「その通りだ。ケネスはともかく陛下がここまで消極的ではな……」

　その時、外から従者の声が聞こえる。

「閣下。只今、ペントリー男爵より文が参りました。至急との言付けがございますが──」

「執務室に置いておけ！」

　至急なのに良いのかと目で問う。

「構わん。内容はもうわかっているからな──金の無心と陛下への取次ぎ願いだよ」

　エイリヒは首を振って部屋に置かれた木組みのベッドに横になる。

「脅威うんぬんの話、もちろん事実だが、それ以外にも軍が縮めば俺の派閥も弱体化する。なんとか規模を維持しなければ……」

　軍の最高位にあり、軍人中心の新貴族を束ねるエイリヒとしては軍は権力の源泉だ。

反対にケネスの派閥は代々続く大領主や内政官僚達、軍の縮小は嬉しいばっかりだろう。

「陛下も決して軍人の戦功を不当に扱っている訳ではないのだ。勲章はもちろん昇爵された者も多いし、武功を讃える感状、名誉の品も惜しみなく渡された。そこに不満はまったく無いのだが」

「報奨金が少ないですからなぁ」

「そう俺達ですらほんの金貨五千枚。他の貴族となれば本当に微々たるものだ」

　出兵する貴族は大なり小なり持ち出しが多い。

王国軍を率いるとは言っても供回りが居ればその武具や出兵費用は自分で出す上、損耗が出れば家人への見舞金も必要だ。前線で必要な諸経費も王国からの支給を待っている時間はないから自腹がほとんど。

　これが自領を持つ領主ともなれば更に増える。

　反対に王都の官僚は裏方として物資調達などの激務に耐えていたとは言え、別に私費で小麦を買い付ける訳でも、壊れた荷馬車を修理するでもない。資金的な負担はほとんど無かっただろう。

「更に南部の新領地だ。俺も立場上その割り当ての会議に顔を出すのだが、即座に金になりそうな鉱山などは全て王国の直轄地だ。もちろん管理に派遣される代官はケネス派……新貴族に与えられる土地は民の移住から始めねばならん上に、管理義務があるから放置もできん。逆に金を吸われてしまう」

　そして切羽詰まった新貴族達がエイリヒになんとかしてくれと懇願してきているのだ。

先程の言い方からして一人や二人ではないのだろう。

「捨ておけばいずれ背に腹は代えられぬとケネスに靡くものが出るだろう。新領地の利権、限られた資金の奪い合い……今一つケネス相手に分が悪くてな。俺の身内はお前も含めて謀に長けた人材が少ないのだ」

　うちに謀略が専門職の生首がいるがまさか出せまい。

「──仕事の話は終わりだ。心身共に癒すとしよう」

　エイリヒが二度手を叩くと、使用人が室内に焼けた石と水を持ち込む。

「ここはサウナになっている。開戦前に大枚叩いて造ったのだ。……こうなると思わなかったしな」

　ブツブツ言いながらエイリヒは桶の水を焼石にかける。

激しい水音と共に蒸気が立ち昇る。

　更に湯浴み着を着た女が二人、しずしずと遠慮がちに歩いて来る。

上乳が丸見えで裾もギリギリ、更に湿気で肌の色が見える程布が薄い。

「「マッサージをさせて頂きます」」

　これはもうそう言うことだろう。

「どちらも三十路を越えて少々とうは立っているが、ゆるゆるとマッサージがてら抱くには軟らかい年増が最高だからな」

「同感です」

　俺は気に入った片方の女性の手を取り、片膝をついてキスをする。

　女はまさかそれほど丁寧にされると思っていなかったのか、恐縮しながらも赤くなる。

これでエイリヒに言われて嫌々腰を振るだけではなく男女として楽しめるだろう。

「先程から俺ばかり愚痴を言っているが、お前こそとんでもない戦費を使った上に領内で焦土作戦だ。それに戦功大として益にもならん新領地を大量に与えられるだろう」

　俺は何も言わず、俯せで女を背中に乗せマッサージを受ける。

「俺もなんとか融通したい……が無いものはない。相談ならいつでも受けられる。なんとか耐えてくれ」

　俺とエイリヒは同じタイミングで回転し、女を組み敷く。

　それがなんとかなりそうなんだよな。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




数日後　領地南部　焼けた農村

　目の前には収穫間近で灰となった小麦と軍靴に踏み荒らされた畑がそのまま残っていた。

掘っ建て小屋に身を寄せる農民一家の俺への視線はやはり厳しい。

特に長女と思われる勝気そうな娘は涙を浮かべて睨んでいた。

「それじゃいくよー。ほいさっさーと」

　そんな雰囲気にそぐわない、のほほんとした声とともにエルフが腕を振る。

「うそっ！　な、なにあれ……」

「土が勝手に!?」

　一家の驚愕も無理はない。

　荒れた畑の土は複数人が猛烈に鍬を振るっているかのような土煙をあげる。

「灰はたっぷり巻き込んだ方が土が富むからねー」

　のほほんとした声は性格だろうか。

最後にパンと手を叩くと、土が盛り上がり目の前に完全な畑が出現した。

　ポカンとする一家からエルフは彼らが死ぬ気で守り抜いた小麦の種を受けとる。

「ほい」

　エルフは種を乱雑に足元にぶちまけ、一家から悲鳴があがったがそれも一瞬のことだ。

　地面に落ちた種は足元から吹き上がる風に巻き上げられて畑に広がっていく。

「見えた」

　俺が風でスカートの捲れたエルフ尻を見ている間に畑は完成し、種まきまで終わってしまった。

「ほい、おまけ」

　最後に指を鳴らすと蒔いたばかりの種がちょこんと芽を出す。

「普段でも一家総出で二週間はかかるのに、ほんの一〇秒なんて」

「いやいや、その場で芽が出るなんて時間の問題じゃないぞ！」

　呆気にとられる一家を尻目にエルフはさっさと去ってしまう。

俺は彼らに近づき、口に手を当てる。

「あんまり言いふらすと俺にもお前達にも良いことはない。お前達が頑張ったと言うことにしといてくれ」

　俺は悪戯に笑ってから長女の唇をちょんとつつく。

娘は驚きながらも敵意は無さそうだ。

本当にエルフには感謝しかない。




「この窪みになってる場所ね？　まったく人の為に魔法を使うなんて落ちたものだわ」

　全体的な傾向として黒エルフは森エルフより尖った性格をしていることが多い。

　その例にもれず、釣り目のきつそうな黒エルフが文句を言いながら足をトンと踏み鳴らす。

すると破壊され乾いてしまった水路から水が湧き出してゴミを押し流して近くの小川と繋げてしまった。

「ん、通ったわよ。後は好きにすれば」

　黒エルフはお礼にと村人が差し出した漬物を一掴み取ってコリコリ食べながら立ち去──ろうとしたが、案外美味しかったのか立ち止まって反転、壺ごと奪って去っていく。

「ぐぬぬ硬い……これ地面の下に大岩が……」

　別の黒エルフは少し苦戦中のようだ。

援護しようと後ろから抱きついてみる。

「ひにゃあ!!」

　目的の水路ではなく畑のど真ん中が盛り上がり、水柱が吹き上がった。

「びっくりして変な所から噴き出ちゃった！　私もちょっと漏れちゃったし！　ボコしてやる！」

　黒エルフの抗議を受けながら農民達の様子を伺う。

「畑の真ん中に水場ってのも便利そうだし井戸にしようか」

「あの水路、壊れる前は村の者総出で一か月かかったんだけどな」

　怪我の功名だな。

「何勝手なこと言ってるのよ！　人間風情がよくも抱きついたわね!!　決闘よ、半殺しにしてやるから覚悟なさい！」

　憤って拳をぶつけてくる黒エルフをいなしながら民を巻きこまないよう納屋に誘導する。







　エルフ四百人は俺の目の前だけではなく、一帯で同じように働いてくれている。

　魔力切れがあるから手伝えるのは一日二時間程……などと言っていたが、彼女達はその二時間で村の者総出で何週間もかかるような作業をこなしていく。

　今日一日分の成果を得るには十万の人夫を動員しても足りないだろう。

　だが俺もアドルフもエルフに任せっきりで寝ている訳ではない。

　黒エルフが水路を作ればすぐに石や鉄材で補強し、水車を据え付け、畑を作れば獣用の網を並べる。

「Ａ水路用の水車を持って来い。Ａ−二とＡ−三、番号が若い方から川に近い。大きさと材質が水流によって違うから間違えるな」

「ここからこっちは種まきまでしてくれる場所。ここからこっちは肥料と種まきが必要な場所だ！」

「畑そばに空けた穴は獣柵用だ。上から差し込むだけでいいから手早くやれよ」

　全てはアドルフの計画通りスムーズに動いている。

ヴィルヘルミナに内政官の限界と言われたのが悔しかったのか、奴は三日徹夜してエルフの魔法を前提とした上での復興計画を書き上げたのだ。

　その様子が鬼気迫っていたのでドワーフ鉱山の話はまだ伝えていないが、まあ後でいいだろう。

バルバノもエルフを圧倒したいから少し準備時間をくれと言っていたしな。

「ここまで露骨に情報共有しないのは無知故か、それとも深謀故か」

　囁きが聞こえた気がするが、まさか首ヘルミナ来ているのか。

あいつめ色々な事が知りたいとか言って、荷物に紛れこんでくるからな。

首だけでバックにすっぽり隠れてしまうのが厄介なのだが、どうやって入っているのだろうか。




「おーい、ちょっと来てくれ。アドルフ様も呼んで来てくれー」

　その時、アドルフがラーフェンから連れてきた人夫が緊張した声をあげる。

「俺も行った方が良さそうだ」

　ベルトを締めて立ち上がり、黒エルフも立たせてやる。

「大丈夫か？」

「……うん、大丈夫」

　背中の埃をはたいてやる。

「痛くない？　歩けるか？」

「ちょっと痛いけど……歩けるわ。えへ」

　頬擦りしてくる黒エルフを撫でながら声の出た場所に向かう。

　そこにあったのは蟲の、大グモの死骸だった。

そりゃ人夫が声を出す訳だ。

「ここらから南にはゴロゴロあるだろうからな」

　蟲の死骸が落ちているのは蟲相手の戦線があった場所だけだ。

恐らく南ユーグリア南部でも少々は殺していたのだろうが、人が全滅させられた場所では死骸を持って帰るのか、それとも単に食うのか分からないが、死骸も残されていない。

　特に俺の領地の南ギリギリなどは見渡す限り死骸だらけで頭が痛い。

　これだけでかい死骸がゴロゴロ落ちているのは邪魔で気持ち悪いし、何より疫病の元になるかもしれない。今のところ異臭はないようだが片付けるだけでもひと手間だ。

　俺はアドルフに声をかけたが、奴は俺の声を無視して死骸を覗き込む。

「この草……見覚えありますか？　死骸の下から生えていたのですが」

　聞かれた農民は少し首を捻ったが思い出したと手を叩く。

「こりゃ珍しい、ヒャクネンソウですね。名前通り成長するのに百年はかかると言われる奴です。大抵その前に動物に食われたり踏まれたりで枯れちまいますんで、まともに育つのは洞窟の奥なんかにひっそり生えてる奴ぐらいです。良い薬の材料になるんですが……出所を考えると止めた方がよさそうですね」

　するとアドルフはしばらく考えた後、奇妙な指示を出す。

「この一角の畑を領主の名で借り上げます。この死骸を砕いて肥料に、それから周りと同じように種を蒔いて下さい」

　大丈夫か？　毒で汚染されたり虫が生えてきたりしないか？

何より息をするように俺の名前を使ったな。任せているから良いんだが。

　同じような不安を農民も訴えるがアドルフは賃料は出すからと言って譲らない。

まあせいぜい五十人食い扶持程度の畑だし、腐れても取り返しはつくだろうが妙なことをするもんだ。




　背中に気配を感じて振り返ると黒白エルフ達がずらりと並んで俺に不敵な笑みを向けていた。

「仕事は終わったわ」

「次はそっちの番、対価を頂く時よ」

「ついにきたか」

　俺はごくりと唾を飲む。

「ええ約束通りに全部揃えたでしょうね？」

「少しでも嘘があったら……容赦しないわ」

　俺はエルフ達と良好な関係を築いている。だがナーティアみたいに特別仲良しで性行為まで秒読みの女を除けば、話を聞いて貰えるという意味である。

　彼女達を欺いたり侮辱したりすればたちまち俺はエルフの敵となるだろう。

　魔法でこれだけの恩恵を受けたのだから、その対価に妥協は許されない。

「こっちだ。全て用意している」

　張り詰めた雰囲気の中、俺とエルフ達は並んで『その場所』に向かう。







「あぁー！　美味しいぃぃ!!」

「どうしてリンゴがこんなに甘いの？　頬が落ちちゃう！」

「みかん……もきゅもきゅ……みかん」

　エルフ達が食卓を囲んで騒ぐ。

並んでいるのは果物や野菜など肉を使わない類の料理やお菓子だ。

　これが彼女達が望んだ対価の一つ、満足するまで料理を提供し続ける──だ。

　エルフ達の住む密林地帯も湿地帯も取れる野菜や果物は限定されている。

野イチゴや野草も美味いが、甘く大きいリンゴや手間をかけた料理の方が深みはある。

「はは、美女がこれだけ並んで悶えてくれるなら作り甲斐もあります」

　ラーフェンから連れてきた料理人が臨時の建屋で料理を作り続けながら笑う。

「ふんヒト風情が調子に乗らないことね……煮物お代わりカボチャ多め」

　料理人はまだ口内に残しながらお代わりをする黒エルフを見て笑った。

　やがて全てのエルフが腹いっぱいになったのかすっくり立ち上がり、再び俺を睨む。

「ふふ、とりあえず合格点をあげるわ」

「でもこれだけじゃない。分かっているわよね？」

　頬に食べかすをひっつけたエルフが不敵に笑う。

　そう、美味い飯だけで全てが済むはずがない。

報酬はここからが本番だ。







「くぅー生き返る」

「おぉぉう……くひぃ」

「あ〝あ〟あ〝あ〟あぁぁぁぁ……」

　エルフ達は肩まで湯に浸かって快感の声をあげる。

おっさんみたいな喘ぎ声を出した奴もいたが聞かなかったことにしよう。

　これが彼女達の要望二つ目、お風呂だ。

遠足中に街で数人が入ったらしく、より大きく自分達専用の風呂を作れと言って来たのだ。

　そこで野外に穴を掘り、石を並べて沸かした湯を張って広い風呂にしてみたのだが気にいったようだ。

　エルフ達は黒白区別なく肩まで浸かり、一部は頭まで浸かって蕩けている。

本来仲の悪い二種族だが、共に戦ったり働いたりしている間に打ち解けてきたのかもしれない。

　しかもただ風呂を作っただけではないぞ。

「クンクン。なんかいい匂いがする」

「桶が流れて来るわ。果汁がいっぱい……カップも入ってるわ」

　風呂に浸かりながら飲むのは最高だ。

そしてノンナ提案の妙案もある。

「お湯に花びらが浮いてる……バラかな？　いい香り……心があったまるぅ」

　エルフ達はどんどん蕩けていく。

心づくしの歓待はまだ続くぞ。

　俺は物陰からさっと顔を出す。

「ぎゃっ！　覗き!?」

「違う違う。隠れて様子をうかがっていただけだ」

　俺は心外だと否定しながら服を脱ぐ。

「美食に風呂と来れば最後はわかるだろう？」

「ま、まだ何かあるの？」

　エルフ達は期待の視線で俺を見る。

　俺は服を全て脱ぎ捨てて湯に向かう。

「最後は逞しい男だ。欲しくないか？」







「はぁー」

　他のエルフ達から離れてナーティアが溜息をついている。

俺はその隣にそっと座る。

「きゃっ……ってエイギルか。頭から血が出てるけど」

「些細な勘違いからこれでもかと桶を投げつけられてな。大したことじゃない」

　さすがエルフ、すごい命中率だった。

「で、お前は何を落ち込んでいるんだ？」

　ナーティアが言い淀むので脇腹を突いてやる。

「きゃっやめ、やめっ！　もう言うから!!　私はやっぱりエルフ失格なんだなって」

「どうして？」

　ナーティアは朝とは比べられないほど立派になった畑に向かって腕を振る。

何も起こらない。

「エルフなのになんの魔法も使えない。弓も剣も薬学もエルフじゃなくても出来るし……ダメエルフ」

　俺は声を出して笑う。

そして抗議に掴みかかるナーティアを抱き締める。

「ナーティアがダメな訳ないだろうが、俺が何度お前に救われた？　俺の女が何度お前に救われた？　お前より優れたエルフも大事に想うエルフはいない。少なくとも俺はそう思ってる」

　ナーティアはフガフガと苦しげに呻いた後、小さく「ん」と頷いた。

「もう良いのか？」

　するとナーティアは小さく頷く。

「ありがと、みんなが魔法ばっかり使うからちょっと落ち込んで──ふぎゃぁぁ!!」

　俺はナーティアを押し倒し、足を開かせて間に入る。

「良い話だったのに！　良い話だったのに!!」

「良いと言ったじゃないか」

　あれは性交の許可だろう。

「違うー!!　どけー！　キスすんな！　危ないかすめた！」

　俺は伸し掛かってキスを繰り返すがナーティアは素早く左右に首を振って避ける。

うーむ、この運動神経はやはりエルフだ。

「仕方ない乳からいこう」

「ぎゃー！　めくるなぁ!!」

　俺はシャツをめくったところで顔色を窺う。

大恩あるナーティアを強引に犯すなど絶対に許されない。

　逸らせた顔は赤らみ、肩を押しのける抵抗はか弱い。

足は僅かにばたつくだけで腰を蹴ろうとはしない。

　そして熱い吐息が漏れる。

「んぅ……ダメぇ」

　これで駄目なら了承のサインなどない。

俺はナーティアの下着に手をかけ、彼女もそれ以上抵抗せずに顔を両手で覆う。




「いやぁぁぁぁ!!　やめなさい中におしっこする気ね!!」

「そんなことしねぇよ！　いきなり何デカい声で叫ぶんだ！」

　俺とナーティアは顔をみあわせる。

「性病持ちの汚い尿を私の子宮に流し込むなんて下品極まるわ！　やってみなさい！　エルフの誇りはヒトの病気なんて弾きますわ！」

「性病なんて持ってねえよ人聞き悪い！　こいつめ好き放題言いやがってもう我慢ならねぇ！　なら本当に小便してやらあ!!」

　俺達は服を整えて立ち上がる。

「おしっこなんかで誇り高いエルフは屈しないわ！　さあ来なさいよ！　頭からおしっこかけなさいよ！」

　俺達は二人で走り込み、ナーティアはフェルテリスを、俺は相手の男を思い切り投げ飛ばすのだった。

　またムードが消されてしまった。

どうにもナーティアにはあと一歩とどかない。

　するとナーティアはフェルテリスを押さえ込みながら無造作に小瓶を差し出して来た。

「蟲毒の耐性薬。今更だけど万が一生き残りがいたら大変だから飲んでおいて」

　俺はニコリと笑うと薬を飲み干し、ついでにナーティアに軽く口付けするのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

家族

ピピ（乳首勃起）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）

マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（六・五頭身）リタ（臭）ヨグリ（大作）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（鍛錬）クララ（溜息）アデラ（臭）アリス（真っ白）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（救援要請）

部下

ナーティア（後一歩）フェルテリス（犯され？）ユーラーレン（開墾）イジャリス（開墾）

セリア（副官）イリジナ（昇天）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（徹夜）ポルテ（徹夜）

マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（臭）マータ（帰宅）サリー（説明担当）マルル（帰宅）

アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

ヤーコフ（暇）ギド（退職願）マック（暇）クリストフ（ビビり）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）

ジム　スージィ　ソラナ

ディングス（休暇）リヌーガ（保護観察）

その他

セクリト（？？？）？？？　（拉致）

ピリス（狂妊）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（面談）セイカ（面談）ビシタシオン（脱走）

ブスコ（内政）ギルドレス（アレス王）

人外ズ

首ヘルミナ（デュラハン上）Ｔ−九九（デュラハン下）

ポチ（葛藤）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）

メッサーシュミット（寝る）ネッタイプリプリオオトカゲ（!!）シュバルツ（鬼勃起）

　────────────────────────────────────────

戦闘終了　軍一時解散

財産　金貨－十一万 開発経費（一万）報奨金（＋五千）

経験人数八〇八

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　王都ゴルドニア

ちょっと遅れました。デフォルトで遅れる現状なんとかしないといけません。

次回は新領地含めて地図をつける予定です。










第５２０話　公平な取引とツヴァイ母　♯　地図有

最後に地図を付けております。

かなりの矛盾点を孕んでいる可能性がありますので、お気づきになられましたらお知らせください。

前回地図とのバランスに関しては作者の技量関係で修復不能な場合もありますが……。












リントブルム鉄鉱山の更に奥──。

「この辺りだったはずだが……滅多に掘らんからまともに整備しとらんで……やはり落盤しとるわ」

　バルバノは行き止まりの壁をガツンと叩いて呻く。

「落盤？　おいおい、ここまできておいて勘弁してくれよ」

　俺はバルバノの数倍の呻きをあげる。

　バルバノの案内のまま、鉱山から脇に伸びた坑道を進んで来たのだがとにかく狭い。

「なんじゃい。一応道はしっかりしとったじゃろうが。大の男が弱音を吐くな」

「坑道のサイズがお前らに合わせてあるからつらいんだよ」

　坑道は横幅こそ余裕があるものの高さが１６０ｃｍ程しかない。

まさにバルバノがすっぽり入る大きさで１９０ｃｍ程身長がある俺は常に中腰状態だ。

「ただでさえ体力の無い私は特に……ふぎゃっ！」

　情けない悲鳴は後ろに続くアドルフが突き出た岩に頭をぶつけたのだ。

　鉱山云々の話をしたらどうしてもついていくと言うので連れてきたが、アドルフは圧倒的に鈍臭い。その鈍さはトリスタンとタメを張るだろう。

「だ、大丈夫ですか？」

　ポルテが額を押さえて呻くアドルフに怪我が無いか頭を確かめる。

そして額を見て「あっ」と呟き、それっきり何も言わなくなった。

「邪魔です。止まらないで下さい」

　その脇をセリアとピピがスルスルすり抜けて来る。

セリアは器用な身のこなしで身長ギリギリの天井をものともせず、ピピは敏捷な上に小さいので楽勝のようだ。

　しかしピピは狭い場所を勢いよく通り抜けた時、小さく悲鳴をあげて胸を押さえる。

「乳首が敏感になってる。擦れただけでパンツがびしょびしょだ」

　覚えておこう。

「わははは！　私にも狭いぞ!!　少し待ってくれ！」

　後ろから続く身長１８０ｃｍ超えのイリジナもアドルフと同じように岩に頭をぶつけながら構わず歩いて来る。これは耐久力の差だな……。

「どうする？　ハンマーもデュアルクレイターも持ってきてないぞ」

　見るからに狭かったのでつっかえそうな長物は持ってきてない。

「問題ない。落盤ぐらい想定内よ……さがっちょれ！」

　バルバノはでかい尻をこちらに向けてモゾモゾやってから俺達に下がるように言う。

　急かされたアドルフはまたも頭をぶつけ、ポルテが慌てて確かめる。

今度は頭頂部を見て「ここも！」などと言っているがなんのことか。

「いくぞい！」

　かけ声とともにくぐもったような破裂音がする。

同時に土煙がざっと坑道を駆け抜け、俺達は慌てて腕で顔をカバーした。

「火薬を扱い易いように加工したのよ。お前らは筒に詰めて玉を飛ばしたり無駄なことをしとるが、こっちの方がずっとええだろ」

　ドワーフは俺達と接触するまで火薬のことを知らなかったようだが、既に使いこなしている。豪快な割に手先が器用で細工上手だからな。

　奥を覗くと塞がれていた壁が派手に崩壊して道になり、その先には丸く開けた空間が待っていた。

「これは──!?」

　絶句するアドルフ。

「ぴいぃぃ」

　ポルテはハーピーのような声を出しながら卒倒寸前だ。

「わははは!!　綺麗だ!!」

　イリジナは音量を控えてくれ。落盤したら大変だ。

「ふむ、本当に金鉱だな」

　俺も感心しながら天井から壁、床を見回す。

　鉱山のことなど微塵も分からない俺でもはっきり金鉱だと分かる。

この空間の壁面は上下左右全てが光っている。剥き出しの金が見えているのだ。

「つ、通常、金鉱山の探索は困難を極めます。壁を削って破片を血眼で確かめ、僅かでも金の欠片が見つかれば鉱脈があったと領主含めての大騒ぎです」

　アドルフが説明してくれるようだ。

バルバノは聞かずに残された採掘道具を探しているが。

「さてこんなもんだが」

　バルバノはツルハシでガツンと壁を軽く砕くと破片をこちらに投げて来る。

受け取って松明の火に掲げてみると岩の中に金らしき小粒が複数混じっていた。

「ふむ、石の中に金が混じってるのか。金鉱と言うんだから金の塊が埋まっているんだと思ったが」

　俺がそう言うとアドルフが岩をひったくるように奪う。

「何を言っているんですか！　金脈と言っても一トンの大岩を砕いて二つ三つ金の欠片が取れれば上等なのです。それが全体の一割……いえ二割近い金が含まれている。こんな金脈が存在するなんて！」

　岩を掴んだままポルテとアドルフはへたり込んでしまう。

反対にイリジナやピピは平気な顔だ。

　双方の面子を見比べるとここは尻餅でもついた方が知的なのだろうか。

「何をヘコヘコやっとるんじゃ。前に使った残りが確かここに……おお、あったわい」

　バルバノは山積みにされた岩や土の中から何やら引っ張り出す。

「精製済みの金じゃ」

　ドサリと足元に置かれたそれは正しく金の塊だった。

そう、これが金だ。俺の中の金鉱山はこれが壁にめり込んでいるイメージだった。

バルバノは金塊を次々と放り投げて来る。

「「うわぁぁぁ」」

　アドルフとポルテが抱き合って声をあげる。

俺の目の前でポルテを抱きしめるとは良い度胸だ。ここは対抗してやらねばならない。

目の前で両手を広げるセリアを抱きしめて頬擦りしよう。

「前に金を掘ったのは新しい酒杯を造る為でな。ほんの五十程ありゃよかったのに調子に乗った奴らがわんさか掘ってどかすか精製しよってな。こんな軟い金属、他に使い道も無いもんで放っていたんじゃ」

「全部貰っていいのか？　金は俺達には相当価値があるもんだぞ？」

　俺は次々に放られる金塊を持ち上げて言う。

セリアが興味深そうにしているので渡してやると仰向けに倒れてしまった。重すぎたか。

「儂らにはいらんもんだから好きにすりゃいい。タダが嫌というなら何かと交換してくれ」

　一方的に貰うのでは対等な関係は維持できない。

ここはバルバノの言う通り交換にするべきだろう。

「ここは結構深いからな。お前らが入るには苦労するじゃろう。儂らも寝ぐらの近くで騒がれるのは我慢ならん。暇な時に掘って精製しといてやるから取りに来い」

　ドワーフは気も短くあまりヒトと慣れ合う種族ではない。

住処の近くに鉱夫がどやどや入ればいずれ面倒事が起きるだろう。

ここは適正な対価を払って金を貰うのがお互いにとって最善だ。

「ではレートは──」

　気を取り直したアドルフが交渉する前にバルバノは続ける。

「金は軟い割に重さがあるから……そうさな。重さで計って金一〇につき酒一の交換でどうよ？　喉から火が出るような強い酒でなくてはいかんぞ」

「き、金をたった一〇倍の重さの酒と交換!?　とんでもないぼったくり──」

「良く聞いて下さい。逆です」

　ポルテとセリアが何やら言っている。

「若干安いと思うが」

　指を折って数えてみるがやはり割安ではなかろうか。

「ちょっとぐらいええわい。どの道お前ら以外と面倒くさい話をする気も無し。ゴミ拾いで酒が手に入ると思えば仲間も喜ぶだろうて」

「そんな次元の話じゃないと思いますけど」

　アドルフの突っ込みは流される。

「安い高いはどうでもええが、一つだけ覚えておけ。エルフよりドワーフの方が役に立つ──とな」

　バルバノはものすごい鳩胸を更に反らせてニヤリと笑う。

俺はドワーフのエルフへの対抗心に苦笑しながら握手をする。

「これ、私達同士なら後々戦争になるような交易ですよね……」

　こうしてドワーフとの公平な商談は成立した。




　さて山を出ようとした時、アドルフにがっつり肩を掴まれる。

一体どうした？

「今回の件ですが絶対に公言しないで下さい。金を受け取るのも一部の信頼できる鉱夫に限り、リントブルムからの輸送は中身を知らせず行います」

「妙な奴だな。言いふらすつもりはないが、秘密にするようなことでも──」

「するようなことです」

　強く言われて少し驚く。

視線を逸らした先でポルテが煩悶していた。

「純金の塊……一欠けらあれば弟が欲しがっていた軍馬が……ゴクリ」

「鉄鉱山ですら王国への税と──」

　アドルフの話よりわたわたするポルテが気になる。

「ボロになった実家の修理もできちゃう。母さんが欲しがってた少しお高いベッドも……」

　頭を抱えるポルテ。

別にちょっとぐらい取っても構わんが今はまずいぞ。

セリアがアドルフの話を聞きながらポルテの様子もしっかり見ているから、懐に入れでもしたら即座に締め上げられるぞ。

「金鉱山のインパクトは絶大──財政難の王国は必ず──」

「そんなの信義に反して……でも妹の借金の利子ぐらい払ってあげたい……」

　金塊にナイフを当てるポルテ。

いかん、セリアが懐に手を入れていつでも襲い掛かれる態勢を取った。

「ただ秘匿するのではなく、鉱員を入れないことであくまで試掘としつつ──」

「ダメ！　やっぱりできない！　ハードレット様と何よりアドルフ様を裏切るような真似できない！」

　ナイフを取り落とすポルテ。

セリアの手も同時に懐から出た。危なかった。

「と言う訳です」

「分かった。その通りだな」

　なんて言ってたか後でセリアに聞いておこう。

「何よりクレアさんとノンナ様には絶対に言わないように。これは本当にお願いしますよ」

「自分からはな。但しノンナには聞かれたら答える。妻より優先すべき約束はない」

　ノンナは俺の妻であり愛する女だ。

アドルフのことは信頼しているし、こいつがやることは正しいと思っているが、家族とどちらを優先するかは明白だ。

「……寸分も気配を感じさせないようにしないといけませんね」

　アドルフも分かっていたのか溜息を吐きながら首を振る。

「ん、自分の嫁より仕事を優先する奴など逆に信用できんわい」

　バルバノは俺と同じ考えのようだ。

　こうしてこの場はお開き、一旦山を出ることになり、俺とバルバノ以外の全員が先に引き揚げていく。

「おっと最後に」

「なんじゃい」

　バルバノを呼び止めてポケットから一枚の金貨を取り出す。

「戦の間放置した分、女達に何か買ってやろうと思ったんだが金が無くてな。まさか金塊担いで買い物と言う訳にもいかない」

　手の平に乗せたのはゴルドニア王国の金貨だ。

「ちょっとした買い物用に金貨が欲しいんだ。これと同じような感じで作れるか？」

　バルバノは金貨を灯りにかざし鼻で笑った。

「儂らを誰だと思っておる。こんな幼稚な加工ぐらい鼻くそほじりながらできるわ」

「ならちょいちょいっと頼む。本当に鼻くそはつけるなよ」

　これで完璧だ。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




後日　エイリヒ領

「呼びつけてすまんな」

「そちらこそ王都から来るのは骨でしょう」

　俺とエイリヒは再び会談していた。

　場所はエイリヒの領地で俺が出向いた形になるのだが、奴が普段王都に居ることを考えると出向いて貰ったともいえる。

「いや出向いた訳ではなく視察の準備中でな。久々に領地に立ち寄ったのだ」

「視察の準備？」

　てっきり視察とは自分の領地のことかと思ったが違うようだ。

あんまり放置するからまた代官が余計なことを企み、昨日も一悶着あったのだが、ここで言わなくても良いか。

「ああ、視察とは南部……南ユーグリアだった土地のことだ。領地の配分が決まった。近いうちに陛下より正式な通達があるだろう」

　そう言うとエイリヒは地図を取り出し、さっと線を引く。

「ここが俺に与えられる領地。これがお前だ」

　エイリヒに与えられた土地と俺に与えられた土地の広さはほぼ同じか。

気になったのは俺に与えられる領地に旧リバティース領が少し含まれていることだ。

「俺の奮戦の結果だぞ。旧リバティースは民も土地も富んでいるからあらゆる貴族が欲しがって王宮で請願の嵐だ。王都にもいないお前に分け前があるのは俺の尽力に他ならん」

　それは素直に感謝しかない。

アドルフが喜ぶだろう。

「……で、こっちは」

　ガーランド帝国との国境から北に広がる南ユーグリア帝国の中心だった広大な土地だ。

広さはリバティースの一部と比べ物にならない。

「まあ広いな。うむ広い。とても広いぞ」

「広くて伸び伸びしそうですね。櫓を作って旗でも立てたら映えるでしょう」

　感想はこれだけだ。

蟲との死闘を繰り広げた俺達はこの場所に何もなく、誰もいないことを知っている。

　エイリヒは机に肘をついて気の毒そうに言う。

「新貴族の中にも今回初めて領地を貰った奴がいてなぁ。『ついに私も領主！　民に慕われる善き領主となりましょう！』などと喜び勇んで駆けて行ったよ。俺はくれぐれも期待するなと言ったのだが……これから顔を合わせるかと思えば気が重い」

　下手をすると自分と部下以外誰もいない、なんてこともあり得るからな。

生き残っているにしても村ごとにほんの数人、十人いたら幸運な程度だ。

　エイリヒは辛いことは後に回そうと言ってから別の線を引いた。

「俺達の領地以外に、これが新貴族派に与えられた領地。こっちが伝統貴族派の領地だ」

　俺は地図を見比べる。

「やはり戦功もあって新貴族の方が多いですな」

　比率は七対三ぐらいだろうか。

もちろん戦争には伝統貴族の大領主達も従軍したり、官僚の中にも後方で功績がある者もいただろうから、配分は妥当な線だ。

「土地だけを見ればな。だがさっきのように不毛の地だけを与えられた新貴族者も多く居る。それを加味して見て見ると……綺麗に五分だ」

　そこで俺は一つの事に気付く。

「どちらの陣営でもない場所がありますがこれは？　見た所飛び飛びになっていますが」

「こうすればわかる」

　エイリヒは地図へ把握されている鉱山や溜池など重要な地点を書き込んでいく。

そのほとんど全てがどちらの陣営にも属さない部分があった。

「王国の直轄領だよ。俺とケネスの意見が一致したのはこれを見せられた時の抗議だけだ」

　エイリヒは皮肉な笑いを浮かべる。

確かに地図を見る限り、露骨も露骨、なりふり構わずと言った塩梅だ。

「まあ結局、陛下に押し切られた訳だが……」

　王には勝てない。悲しい事だ。

「それだけ王国の財政も厳しいということだ。それこそ貴族全員の不興を買ってでも金が必要なのだろう。……お前も注意しろよ、稼ぎを見つけたらすぐに首を突っ込んでくるぞ」

　えらくタイミングが良いがこれは警告なのだろうか。

考え過ぎか。

「とはいえお前も俺も火の車、王国が粗探ししても借用書しか出てこないがな」

　グラスの酒を煽りながら豪快に笑うエイリヒ。

俺の方は一杯出てきそうだが、考えても仕方ないのでとりあえず笑う。

「ところで……だ」

　エイリヒが真面目な顔になる。

まだ深刻な話だろうかと、俺もグラスを置いて真剣な表情を作る。

「お前……一物は勃起していないか？」

「貴方しかいないので大人しいですが」

　なんだいきなり。

エイリヒしかいないこの部屋でビンビンになっていたら危険だろう。

まさかそういう誘いじゃないだろうな。

ケネス派に鞍替えする時が来たのかもしれない。

「そうではない！　蟲の毒がようやく治ったのだが、その後も一物が延々勃ち続けてな。下手に足腰立つようになったものだから収まりがつかん」

　真剣な話だと思ったら下半身の話題だった。

「……自慢ではないが囲っていた愛人二人に加えて、屋敷のメイドに四十前の料理番……辛抱たまらず、部下から行儀見習いに預かっていた妹君にまで手をつけてしまった。それも一晩のうちにだぞ？　我ながら１５，６の時にも無かった異常な精力だ」

「性獣じゃないですか！　下半身ぐらい制御してください嘆かわしい」

　エイリヒが手元の地図を丸めて俺の頭を叩く。

「収まった頃には抱いた女を全員孕ませてしまった。種も特濃になっていたのだ」

　エイリヒはずずいと顔を寄せて来る。

「これはあの蟲共の毒の作用で間違いないが……ここだけ見ればそれなりに有益ではある」

　どういうことだろう。

「お前の領地にはあの蟲共の死骸が山とある。そして優秀な薬師も囲っていると聞く。ならば……毒からそっちの成分だけを抽出……なんてことはできまいか？　金に余裕はないが、もし上手く抽出できたなら多少無理をしてでも購入する用意が──」

　ナーティアには蟲の死骸を徹底的に分析して貰おう。




　会談を終えた俺は屋敷へ戻ろうとシュバルツに足をかける。

エイリヒ領からラーフェンまで鈍足荷馬車でも一日程、シュバルツならほんの二時間程だ。

　だが視界の端で俺を手招きする人影を見つけ、俺はシュバルツから降りて尻を叩く。

「お前だけで帰ってセリアへ、遅れて帰るが心配するなと伝えろ」

　シュバルツはどうやってだよと言いたげな顔で嘶いてからラーフェンへ戻っていく。

「ふふ、利口でありんすなぁ」

「もうお仕事はよろしいのですか？」

　俺は頷き、二人の手を取った。

　イジャリスとユーラーレン、森エルフと黒エルフそれぞれの長だ。

「遅れたが全て済んだ。さあ覚悟を決めたぞ」

　開拓を見守り、鉱山に赴き、エイリヒと話をしてと忙しく立ち回ったのは、彼女達が来る前に仕事を全て済ませたかったからだ。

　二人は俺を逃がさないとばかりに両脇から掴む。

「逃げはしない。覚悟は決めているつもりだ」

　二人の目が妖しく輝く。

　その時、横合いからポンと手製の毬が転がって来る。

「ごめんなさい～」

　追いかけてきたのはまだ五歳やそこらの女の子だった。

　途端、イジャリスの表情がふっと変わる。

普段の余裕の表情でも、俺を前にした妖艶な表情でもない。

柔らかい慈愛に満ちた顔だ。

「あらあら、こんなところで遊んでは馬車に轢かれますよ。じき陽も落ちます。さあお家にお帰りなさい」

　ユーラーレンはいつもと変わらない口調で女の子の背中を押す。

ただ被ったローブを強く押さえ、唇を僅かに噛んでいる。

　女の子は二人がエルフとは気づかず、大きく手を振って笑顔で去る。

まだ到底女になっていないが愛らしい子だった。

　だが俺が気になったのは見送る二人だ。

女の子が視界から消える一瞬、二人の表情が僅かに歪んだ。

　悲しそうな、羨ましそうな……これはなんだろうか。

　振り返った二人はもういつも通りの表情で俺を一軒家に押し込む。

連れ込み宿だと思ったが一軒丸ごと借りていた。これは隣室の壁を気にするぐらいの仕打ちが待っているのだろう。




「さて、覚悟はいいですね」

「もっと膝を折りなんし」

　俺は全裸で床に四つん這いになり、背中にユーラーレン、尻にはイジャリスが乗っている。

まるで幼子に馬をやっているみたいだ。

　これが彼女達が望んだ対価、今から俺を思い切り辱めるそうだ。

　なんでもエルフがヒトの手伝いをするのは掟に触れるらしく、かなり特殊なことらしい。

二人は少しばかり本気で怒っており、今後軽く扱われない為にも俺に屈辱を与えるのだ。

「全裸で土下座、しかも背にまで乗られてどんな気分ですか？」

「こんな姿、ぬし様の妻子や領民が見たらどう思いんすか」

　俺は土下座はするのもされるのも嫌いだ。

まして裸で床に額をつけるなど、王にもやったことはなく、やるつもりもない。

「だが不思議と悪く無い。それどころか快感さえ──うっ！」

　イジャリスの手が尻から一物に回り、乱暴にしごかれる。

油も唾もつけてくれず、乾いた強すぎる刺激が脳を走った。

「無駄に大きいでありんすねぇ。こんな大きい竿と玉をぶらさけて、よーく戦いなどできんしたなぁ」

「ふふ、苦しそうな顔、そんなに口を開けられると──えい」

　ユーラーレンの靴下を履いた足が口内にねじ込まれる。

「うん？　口に足を入れられて硬くなりんした。これは……」

　二人が俺の耳元に口を寄せて来る。

「「──変態」」

　左右からの同時口撃で背筋に電流が走る。

　思わず体を反らせた瞬間、イジャリスの指先が肛門に入る。

「ぐうっ！」

　衝撃に身をよじる間もなく、ユーラーレンが乳首を捻る。

いじられていないのに一物がビクビクと震えるのがわかる。

「あれまぁ。でっかい根っこが透明の涙をとろとろ垂らしんす」

「肛門と乳首で悶えるなんて大将軍閣下も台無しですね」

　刺激もそうだが、二人がわざわざ俺の耳元まで来て囁くのがたまらない。

「せっかく馬になって貰ったのですから部屋を歩き回ってくれませんか？」

　ユーラーレンがニヤリと笑う。

今更それぐらい構わないと思った時、イジャリスが懐から怪しげな物を取り出す。

「なんだそりゃ」

　小太鼓のバチにも似ているがより徹底的に磨かれて光沢がある。

弾力もあるようで──あぁ分かった。

「それは鞭か。この上鞭で尻を叩くなんてどこまで俺を辱める気だ」

　鞭打たれながら馬になりきるとは屈辱的過ぎて勃起が止まらない。

　だがユーラーレンとイジャリスは嫌な笑みを浮かべると、鞭を振るうことなく俺の一物を掴む。

「鞭で正解でありんす。使い方は違いんすが……そい」

　イジャリスの色っぽい声と共に鞭が俺の尿道に挿入される。

「ぐぉぉぉぉぉ!!」

　強烈な刺激に吠え声が飛び出す。

だがユーラーレンは容赦ない。

「膝を折らないで。さあ進んでください。部屋を一周ですよ」

　俺は呻きながら膝を笑わせ、それでも一歩ずつ進む。

イジャリスの攻めは容赦なく、鞭は尿道をゆっくりと、しかし止まることなく出入りし続ける。

「ぐぅぅ……」

　部屋一周した俺は横倒しに倒れ込む。

同時に鞭が引き抜かれ、大量の先走りが噴出した。

「ふふ、まるで射精したみたいですね」

「尿道に異物を突っ込まれて感じんしたか……やっぱりぬし様は」

　二人がまた両側から来る。

「「──変態」」

　一物が跳ね上がり、追加で先走りが噴射する。

耳元での二人同時変態呼びはかなりまずい。

下手をするとこれだけで射精できるかもしれないレベルだ。

「そろそろ褒美をあげんしょう」

　イジャリスは床に倒れた俺を跨いで顔の上で服を脱ぎ始める。

生地の薄い服が次々顔に被さり、最後に湿っぽい下着がふさりと落ちて来る。

　全裸になったイジャリスはベッドに仰向けとなり、俺に向けて大股を開いた。

　俺は二人が次の言葉を紡ぐ前に跳ね起き、濃い褐色の体を抱きかかえるように正常位で挿入する。

「言うまでも無いとおもいんすが、今回はわっちを楽しませてくんなまし。ぬし様はわっちが良いと言うまで止めても射精してもいけんせん」

　俺はわかったと返事するも、尿道を嬲られた一物は既に射精したいと訴えている。

後は根性で耐えるしかないが、どこまでいけるか。

　俺はイジャリスが感じられるよう腰を深く浅く突き、胸を揉み、唇を奪い、股の肉豆もこね回す。

そして性愛を擦り込むように首筋に熱いキスをした時だった。

「はぁ……もうやめてくんなまし」

　絶頂どころか冷たい一言に驚く。

「気持ち良くなかったのか？」

　イジャリスは溜息混じりに両腕を頭の後ろで組み退屈をアピールする。

「全然まったく。前はぬし様を立ててよがってみせんしたが……所詮大きさ頼みに引っ掻き回すだけの幼稚な交接。一日抱かれても感じんせん」

　ショックの余り絶頂間近だった一物から種汁が下がっていく。

精一杯やったつもりが、これほど失望されるとは。

「すまない。ならここからは全身全霊で──」

　言い訳する俺の唇が指で塞がれる。

「もういいですよ。それよりイジャリス、今朝酒場で見つけたあの色男、彼にもう一度抱いて貰いませんか？」

「それは名案、どうせならそこの下手坊に見せつけて勉強させんしょう」

　二人はこちらを見て笑う。

　ここで俺にも演技だと理解できた。

俺を貶めて罵倒するプレイの一環であって本気で──いや待て、感じていないのは嘘でも色男を連れて来るのは本気かもしれない。この二人ならやりかねない。

「今から目の前で他の男に抱かれますね」

「わっちらはぬし様の前でひいひいと……」

　二人が両側から迫る。

「「──ごめんね」」

　腰がヘコリと跳ね上がる。

その両側攻撃は本当に魔法でも宿っているんじゃないのか。

「では行ってきますね」

　ユーラーレンは本当に出て行こうとする。

さすがに目の前で寝取られる趣味は無いので止めようと身を乗り出すと。

「ちくり」

　イジャリスが俺の背中に何かを突き刺す。

　見ればそれは爪楊枝程の小さなトゲだったが、ほんの僅かな痛みを感じた途端、全身から力が抜けベッドに倒れ込んでしまった。

「痺れ薬、蟲毒から作りんしたが、小一時間程体が痺れて終わりの安全な薬でありんすから安全しなんし」

　そこは疑っていないが指一本動かない。

「ふふ、他の男を連れ込むのは演技ではありませんよ。動けないまま私達は目の前で犯されます」

　二人が上気した顔で俺の耳を舐めた時、不意に体の自由が戻る。

「そんなこと許さん！」

　俺はイジャリスを抱え込み、もう一度ベッドにひっくり返して挿入する。

「ど、どうして動けるのでありんすか！　まだほんの三十秒も──ああっ！」

「許さん。許さんぞ。お前は俺の女！　少なくとも今この時は俺の女だ!!」

　理由など分からないが今はそれどころでない。

目の前の女体、美しい女を他の男に取られてたまるものか！

　イジャリスに叩きつけるように一物を押し込む。

「貴方何を調子に乗っているんですか？　イジャリスの顔を見なさい、何も感じて……は無理がありますが嫌がっているのがわかりませんか？」

　ユーラーレンが冷たい声で囁く。

本気なのかプレイの一環なのかわからない。

「さっきよりずっと太くて……激しくて……これはたまりんせん……はっ!?」

　ちらりと組み敷く褐色美女の顔色を窺うと舌を出してとろけていたが、俺の視線に気づくと首を一つ振り、先ほどと同じ見下すようなつまらなさそうな表情になる。

　やはり駄目か。

女穴はキュウキュウ締まり、下腹も僅かに痙攣しているが、表情が俺の性交などつまらないと訴えている。

　俺の性交ではイジャリスを満足させられない。

二人は色男を連れ込み、俺の前で股を開き、あるいは男根をしゃぶるのだろう。

「そうは……させない」

　嫉妬と興奮でとろけた頭をフル回転させる。

何かないか、イジャリスを満足させる何か。

　ふと脳内で一つの答えが出た。

試して見るしかない。このままでは二人のエルフ美女は俺の目の前で男前に抱かれてしまう。

　俺はイジャリスの最奥まで男根を突き込み、肩までがっちり抱えこんで耳元で叫ぶ。

「──！」

　母を意味する言葉だ。

「ふぇあ!?」

　イジャリスから聞いたことのない声が漏れた。

そして僅かな沈黙を挟み……。

「あぁぁぁぁぁ──!!」

　大声と共にイジャリスの豊かな胸が俺の胸板に密着する。

背中から腰まで豊満な肢体が反り返り、美しく長い脚がピンと伸びた。

見事正解をついたようだ。

「──！　──!!　──!!!」

　俺は腰の動きを再開させながら更に単語を連呼する。

「や、やめなんし！　そんな馬鹿な事を言っても……」

　イジャリスは俺の肩を突き放そうと両手を添える。

顔も嫌々と左右に振られる。

　この抵抗が正解の証拠だ。

もし的外れなら軽く鼻で笑われるだけのはずだ。

　ここへ来る前の少女に見せた顔は母性に満ちていた。

そして別れ際の顔は子供と引き離される母のようにも見えた。

　母──それがキーワードだったのだ。

　イジャリスの顔を両手で抱えて激しいキスをする。

そしてまた母を意味する言葉をぶつける。

「や、やめ……あぁぁぁぁぁ！」

　まるで別人のようになってしまった黒エルフの長。

ユーラーレンも口を半開きにして呆然としている。

「何が母か！　ぬし様のような大きな子供などおりんせん！　こんなゴツゴツマッチョで……」

　イジャリスの褐色の胸に顔を埋め、豊かな乳を吸う。

性技としてではなく、乳を求める赤子のようにだ。

「は、母に巨根をねじ込むような子供など……くぅぅぅ!!」

　イジャリスの長い両手が俺の頭を抱え込み、足が腰に巻きつく。

高く長い喘ぎが続いた後、吸い付くような肢体が俺に密着したまま四度震える。

ニチュっと鳴る水音は彼女の穴が男根を強く締め上げる音だ。

「イジャリス貴女まさか本気でイッたの？」

「ひっ……ひぅ……はぅぅ……」

　驚くユーラーレンに言葉を返すことすらできない。

　俺はゆっくりと腰を引くが、イジャリスの下半身も一緒に持ちあがる。

穴とその奥の子袋が男根に吸い付いて離れないのだ。

「……こんな馬鹿な……ただ母と呼ばれただけで……」

　自身も呆然とするイジャリスの腰を抱え、座位に体位を変えながらもう一度耳元で囁く。

「ああっ！　だ、だめっ！　またいぐぅ!!」

　一突きで絶頂するイジャリス、結合部から漏れる汁は真っ白で本気で感じていることに疑いない。




　座位のままがっちり抱きしめ突き上げてもう一度。

　後ろ向きに変え、乳房を揉みながらもう一度。

「絶頂が止まりんせん！　こ、こんなの何百年ぶり……いや生まれて初めて……」

　男根を引き抜き、這い蹲って逃げる肢体に覆いかぶさって囁く。

それだけでイジャリスはぶるりと震えてもう一度。

　脱力した尻を捕まえ、根元まで押し込みもう一度。

　両手を引きながら尻に腰を叩きつけてもう一度。

　経験豊富、難攻不落の千年エルフだったイジャリスは見る影もなく、まるで媚薬漬けにされてしまった淫乱女のようにいきまくる。

　腰を打ち付ける音と粘着質な水音、そしてイジャリスの激しい喘ぎと俺が母と呼ぶ声。

　絶頂が数十回を超えた時だった。

「また、またいく!!　し、死んでしまう……」

　正常位で反り返ったイジャリスの腹、ちょうど子宮の真上辺りにポウと桃色に光る紋様が浮かびあがったのだ。

「っ!?」

　ユーラーレンが息を呑み、俺達の間に割り込んでくる。

「不妊の術が崩れかけてるわよ！　それ以上イったら──！」

「イク！　イグッ!!　またイグ！　穴が勝手にイってしまうぅ!!」

　イジャリスが両手両足を伸ばして吠えると同時にガラスが割れるような音が響き、腹に浮かんだ紋様が掻き消えた。

「俺も限界だ！　出すぞ！」

「いけない！」

　叫んだのはイジャリスではなくユーラーレンだった。

その悲鳴で気付いたのかイジャリスも涎と涙で汚れた顔を強張らせ、両手で俺の背中を殴って抵抗する。

「は、離せ!!　中に出しては駄目！　抜いて、抜いてくんなまし!!」

「くっこのっ……こうなったら魔法で……ダメ、今日の作業で魔力を使って攻撃魔法はもう……」

　もし俺に理性が残っていれば二人の異常さに気付き、大人しく抜いていたかもしれない。

だが激しい交わりの末、射精直前まで高まった性欲は思考を完全に曇らせていた。

「氷刃一回程度ならば……」

　組み敷いたイジャリスの手に水の刃が生まれる。

同時に俺の男根も最後の脈動に入った。

「だめじゃ……こんなにでっかくても息子……子を撃てる母などおりんせん……」

「何言ってるの？　ただの好色男でしょう！　早く意識を狩らないとこのまま中だしする気ですよ！」

　痛みはなく後頭部へ優しく手が添えられる。

「ぐうっ出る！」

「ダメ──!!」

　ユーラーレンの悲鳴とイジャリスの諦めの声を聞きながら俺は射精する。

　睾丸と男根、そして下腹部の筋肉が痙攣しながら大量の子種を褐色の胎内に送り込んでいく。

「すごい量……胎が熱い……」

　天井を見ながら呆然とするイジャリスの手が背中を優しく撫でて来る。

男根が脈動するたびに粘液が膣内を駆け抜ける粘っこい音が部屋中に響く。

　最初一〇回の脈動は腰を思い切り押し付けながら歯を食い縛り、次の一〇回は腕を突っ張って震える首筋に吸い付きながら、最後一〇回は汗ばんだ女体の上に倒れて荒々しく息をしながら放出した。

　男根の動きが止まるとイジャリスは俺の顔を撫でる。

「出し終えたでありんすか？」

「ああ」

　俺がゆっくり体を放すとイジャリスは大の字に横たわる。

「見せなさい！」

　ユーラーレンが手に僅かな光を集めるとイジャリスの腹に添える。

すると腹が赤く光った。

　ユーラーレンはがっくりとへたり込む。

「い、命が宿ってる……貴女妊娠しちゃったわよ。不妊の術が砕けるまでイきまくるなんて何を考えているの！」

　どうやら魔法でわかるらしい。

　騒ぐユーラーレンにぐったりしたイジャリス。

俺は今度はユーラーレンの方に近づいて後ろから抱き着く。

「──！」

　そしてまた母を意味する言葉。

「……目の前で末路を見てどうして同じ手で行けると思ったのですか？」

　どぎつい殺気を向けられるがめげずにもう一度。

　いよいよナイフでも取り出されそうな雰囲気になってしまうが、足元でぽたりと音がする。

見れば太ももを伝って大量の愛液が流れ落ちていた。

「……」

　ユーラーレンもイジャリスと同じだ。

「長は子供を産んではいけないんだな」

　だが母性は人一倍ある。

それが彼女達を男食いに走らせたのだ。

童貞好きも子供好きが別方向に出た結果だろう。

「俺を子供だと思ってくれ」

　言いながら真っ白な体から下着を剥ぎ、壁に手をつかせて尻を掴む。

立ったまま性器だけで繋がる後背位だ。

もう抵抗はない。

「あぐっ！」

　突き込むとあがる苦悶の声、以前に交わった時と違い、表情は不機嫌なままだが、演技無しの本気だと思うと燃えて来る。

　そして何より無表情なのに腰を突き込む度に中が蠢き、子宮が吸い付いて来る。

これは女が限界までイキ狂った時の動きだ。

　耳元でもう一度囁くと背筋が震える。

再度囁くと息を大きく吸い込み、口元から涎が流れる。

　間違いない。

千年の経験で耐えているだけで実際にはもうドロドロになっている。

　俺は腰を動かしながら体を倒して背中に顔を埋め、腰の動きもわざと乱雑なだけの未熟なものに変える。

「も、もっとちゃんと動いて下さい。そんな童貞みたいな動き……童貞……子供……あ、あぁぁぁぁ!!」

　ユーラーレンは自分で言って自爆した。

脚が伸びきり、喘ぎ声が口から吹き出す。

　そしてパリンと何かが砕ける音──。

「い、イジャリス……助けて……このままじゃ私もハーフエルフ種付けられちゃう」

「できんせん。腰を完全に抜かれんした。諦めなんし」

　悲鳴と同時に俺は尻を抱え、二度目とは思えない濁流のような精液を流し込んだ。

　ユーラーレンは尻を震わせながら件の魔法を自分の腹にかけ、赤く光るのを見届けると諦めて気を失うのだった。







　──翌日　ラーフェン。

「ハードレット様。南部新領地で実験的な町を作りたいのですがご承認頂けますか？」

　アドルフが差し出す書類をイジャリスが受け取る。

「ぬし様気をつけなんし。紙で手を切ったら大事でありんす。母が読み仮名も振りんしょうか？」

　隣ではユーラーレンが俺の執務机から酒を抜き取る。

「こんなに強い酒は体に毒です。これからは母が決めた量だけしか飲んではダメですよ。隠れて飲んだりしたらお仕置きですからね」

　アドルフのドン引き視線が痛い。

「どうしてこんなことに……」

　セリアが呟く。

　俺はエルフの長二人の不妊呪文をぶち破り、見事妊娠させてしまった。

　なんでも二人の呪文は千年物のかなり厳重な術式でオークに輪姦されても大丈夫な程強固だったらしい。

だが当人達が数十回連続で絶頂したことで魔力が乱れ、ついに破れてしまった。

そこに俺の特濃種汁が流れ込んだのだからエルフと言えど妊娠は免れなかったのだ。

「今思えば開拓に魔力を使い切っていたのも一因かもしれませんね」

「全てが悪い……良い方向に転びんした。これも運命でありんす」

　二人は俺の襟の皺を直し、適当につけてたベルトを締め直す。

　行為が終わった後、掟と長の責務の為に千年もうけられなかった子供が出来たことで母性が爆発してしまったらしく、俺のことまで本当の子供のように扱い始めた。

　ユーラーレンは心配からか母として厳しく叱って来ることが多く、逆にイジャリスはドロドロに甘い。

　これは性質の問題でもあるようだ。

森エルフは礼儀正しいが、プライドが高く照れもあって、恋人になってもツンツンして小言が多いらしい。

反対に黒エルフは乱暴で短絡的な者が多いが、一旦好きになるとドロドロになってしまうそうだ。

「どうしんした？　トイレでありんすか？　母がちんちん持ちんしょうか？」

「ちゃんと拭かないとかぶれますよ」

　俺は両側からかけられる声をいなしながらアドルフに確認する。

「それで実験的な町とはどういうことだ？」

「はい。例の件で資金調達ができましたので南部にも開発の布石を打ちます。とはいえ開拓村を作るには人手が全く足りませんので……」

　机の上に書類を広げるアドルフ。

「そんなに前のめりになったら腰を痛めますよ。正しい姿勢で立ちなさい」

「母がマッサージしてあげんしょう」

　セリアが二人を俺から引き離す。

「南部新領地の真ん中……この部分に新しい町を設置します。最低限の井戸や宿などは作りますが農民を移住させて開拓することはしません」

「それだと成り立たんだろう。周りに何もないのに交易も出来んし、畑をやる以外に何がある」

　アドルフは赤字で書かれた派手な張り紙を差し出す。

「……冒険者募集。経歴不問、移動費支給、傭兵、兵士経験者歓迎……なんだこりゃ」

「腕に自信のある者を集めて送り込み探索させるのです。有名どころこそ王国が押さえていますが、地方領主の隠し鉱山、宝石床、希少な薬草が眠る洞穴……悪い方では地下に巣食った魔物や、蟲の生き残りがいるかもしれません。それらを見つけた者に報奨金を出すのです」

　考えとしては面白いが上手く集まるだろうか。

しかもこんな書き方したら山賊もどきのゴロツキがやってくるぞ。

「お忘れですか？　これから王国軍とその他領主の私軍も縮小されていくでしょう。行く場を失った兵隊崩れが大量に出ます」

「なるほど、俺の領地で探さなくても王国中から勝手に集まって来るのか」

　アドルフは頷く。

　セリアとエルフが揉め始めた。

「本来職を無くした兵隊崩れなんて野盗予備軍みたいな存在ですが、こうして一攫千金を匂わせて僻地へ送りこむことで治安対策が楽になるメリットもあります」

　一石二鳥だな。

　揉め事の声が大きくなってきたぞ。

セリアの言い方はちょっと乱暴だな。

「もちろんメインは開発です。大規模な宝石床でも見つかれば連邦や帝国からも人が流入しますよ」

「そして王国が介入してくる」

　意地悪を言ってみる。

「はい。そして王国の目がリントブルムから逸れます。極論すればあの金鉱の秘密さえ守れれば資金に不自由することはありません」

　アドルフのが上手だった。

「お前の考え通りで良い。目途が立ったら適当な段階で知らせろ」

「わかりました」

　意味はありそうだし、何より面白そうだ。

　セリアが煽られて掴みかかったようだ。

「最後に町の名前なのですが」

「ツヴァイエルフィ」

　反射的に思い浮かんだがこれで良いだろう。

「ぎゃああああ!!」

　遂にセリアが風魔法で吹っ飛ばされてきた。

慌てて掴まえ、エルフ二人を叱るとユーラーレンはそっぽむいて拗ね、イジャリスは頬を膨らませる。




　そこにコンコンとノックの音が聞こえる。

「おう入れ」

　入ってきたのはギドだった。

命があるのが不思議な程の深手だったがもう立てるようになったんだな。

「おう、元気になって何より──」

「お暇を……頂きたく存じます」

　俺は言葉を止め、目を回すセリアをソファに寝かせた。

「詳しく聞かせろ」

　真剣で思い詰めた顔のギド、真面目な話になりそうだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

家族

ピピ（乳首勃起）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）

マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）

セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（余談）

部下

アドルフ（額と頭頂部）セリア（気絶）

ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（冒険エルフ）ユーラーレン（母）イジャリス（母）ギド（退職願）イリジナ（食べ歩き）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）ポルテ（徹夜）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）マータ（付き人）サリー（侍女）マルル（侍女）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

ヤーコフ（暇）マック（暇）クリストフ（ビビり）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）

ジム　スージィ　ソラナ

ディングス（余談）リヌーガ（余談）

その他

セクリト（？？？）？？？　（拉致）

ピリス（余談）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（余談）セイカ（余談）ビシタシオン（余談）

ブスコ（内政）ギルドレス（アレス王）

人外ズ

首ヘルミナ（デュラハン上）Ｔ−九九（デュラハン下）

ポチ（葛藤）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）

メッサーシュミット（寝る）ネッタイプリプリオオトカゲ（!!）シュバルツ（覚悟）

　────────────────────────────────────────

戦闘終了　軍一時解散

財産　金貨－十万七千　ドワーフ公平交易（＋六千） 冒険者の町建設計画（三千）

経験人数八〇八

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン
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全体地図

派閥争い　色分け

水色　＝新貴族メイン

濃い赤＝伝統貴族メイン

黄緑　＝両者混合

青　　＝王国直轄
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とある方に作って頂きましたファンタジー風の地図です。

作者の図形組み合わせの地図よりずっと気分が出ると思いますのであげさせて頂きます。
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子供の落書きのような地図なのに恐ろしい手間が……作者に絵心と図形作成のセンスは微塵もないようです。（一〇／一四地図修正しました。矛盾やおかしい場所お気づきになられましたらご指摘下さい）

感想なかなか返せていませんが見てはおりますのでご容赦下さい。

誤字脱字のご指摘は気付き次第直しております～。










第５２１話　戦後の道

前五二〇話の末尾にファンタジー風の地図を追加させて頂きました。

是非一度ご覧下さい。









　絹糸のような艶めくブロンドが舞っていた。

　美しさの限界に挑戦するような真っ白な裸体が俺の上で弾み、豊かすぎる乳が揺れ踊る。

　激しい喘ぎ声とは対照的に真っ赤な目は快楽に歪むこともなく俺を見つめていた。

　美しさを讃えようにも声が出ず、魅惑的な乳房に手を伸ばそうにも指一本動かない。

　ただ仰向けに横たわったまま俺は股間からせり上がる強烈な快楽を受け止め続けるしかなかった。

　両耳を舌が這う。

『彼女は』俺の上にいるのにおかしいとは考えない。

　既に夢だと気づいていた。

それでも深く考えれば覚めてしまう気がした。

少しでも長く見ていたかった。

『彼女』の声が両耳から聞こえる。

「出しなさいエイギル。母の子宮に貴方の子種を撃ち込んで孕ませるのです」

「やめなさいエイギル。出してはダメ、母子で赤子を作るなんて許されませんよ」

　股間が脈打ち『彼女』が遠くなっていく。

「エイギル出して！　いっぱい出して!!」

「エイギルやめて！　出さないでぇぇ!!」




　目が覚め、ここが俺の寝室だと気づいた時には既に腰が跳ね上がっていた。

「うぉぉぉぉ!!」

　男根から大量の精液が噴出するのがわかった。

まさか自分の絶頂の叫びで起き、寝起きに見るのが精液の噴水とは。

　焦がれた女の淫夢を見て夢精とは情けない限りだが、分かっていても咆哮と射精は止まらない。

　天井に向かって腰を突き上げながらドロドロの濃い精液を周囲に撒き散らし続ける。

夢精にしても派手過ぎる。まったく止まる気配がないぞ。

　寝ぼけた頭に理性が戻り始めて違和感に気付いた。

跳ね回って精を飛ばす男根を二本の手が擦り続けていること、そして両耳に吐息を感じることだ。

「すごい噴射、一晩でこんなに溜まっているなんて」

「それともわっちらの攻めがツボだったかの？」

「お前達か」

　俺の一物を擦っていたのはイジャリスとユーラーレンだった。

そういえば昨夜も子守唄を歌うとかで寝室までついてきたな。

「はい。寝言で母を呼ぶので微笑ましく見ていたのですが」

「ムクムク一物が膨らみんしたから、これは抜くしかありんせん……と」

　どうやら母だ母だと迫られたせいでルーシィの夢を見てしまったようだ。

「母を求めてこんなに種を……」

「嫌がる母に無理やり種を……」

　二人は男根を擦る手を止めて両側から俺を抱きしめる。

「「──変態」」

　誰も触れていないのに男根が激しく痙攣して先程の数倍の勢いで種を噴射する。

尿道と玉に鈍痛がはしる程の激しい射精だ。

「両側から来るのは止めてくれ！　勢いよく出過ぎて男根が壊れてしまう」

　二人はケラケラと笑う。

俺の男根も全てを出し尽くしたのか力尽きて萎みきってしまった。

　すっきりして頭が冴えてきた。

ちょうど朝日も昇るから顔でも洗ってくるとしよう。




「セリア。今日の予定だが少し繰り下げて昼からにしてくれ」

「ではそのように致します。エイギル様今日は朝から凛々しいです」

　そうか？　と余裕ある表情で笑うとセリアがポッと赤くなった。

「今日もやるべきことは多い。呆けてばかりも──」

　そこにメイドが通りかかる。

彼女は俺が手をつけ、以来なんども体を重ねている。

セリアも知っているのか目を吊り上げる。

「朝から掃除ご苦労。今日も一日頼むよ」

　俺は爽やかに笑ってメイドの頭を一撫でする。

　メイドは照れて赤くなり、スキップするように早足で去って行った。

「エイギル様が爽やか男前です！　絶対にお尻かおっぱいを撫でると思いました！」

「何をいうか」

　セリアの額を指で弾くと、舌を出して茶目っ気たっぷりにごめんなさいと微笑む。

　朝一番に玉がしなびるまで射精したせいで性欲が湧かないだけなのだが。

「あっマントをお忘れです。取ってきますね」

　セリアは軽快な足音をたてて寝室に入っていく。

「それにしてもギドだ。まったく馬鹿なのか思い切りが良いのか」

　俺は昨日の話を思い出す。

「ぎゃああ!!　なんですかこれはー!!　部屋中汁まみれで物凄い臭いです!!　い、息ができない！」

　思い出す。
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回想

「詳しく聞かせろ」

　俺の無感情に聞こえる言葉をギドは床に手をついて受け止める。

「言葉通りです。俺はこれ以上領主、族長様に仕えることができません。一人で旅に出ようかと思います」

「一人？　お前は結婚して嫁と家があるだろうが」

　ギドは顔を上げない。

「今朝離婚を伝えました。あいつも『そう』と一言だけ……当たり前です。俺には……俺には」

　涙にぬれた目をあげるギド。

「男根が──無いのですから」

　激戦の中、ギドは命さえ危ぶまれる重傷を負った。

居合わせた名医の手術によってなんとか一命は取り留めたが、男根が３ｃｍになってしまったのだ。

　涙、涙の話が始まる。




「最初は愛人達でした……」

「いきなり浮気から入りました。クズです」

　ラーフェンに戻り、一物以外の怪我がようやく治り始めた頃、ギドはリハビリがてら妻の目を盗んでこっそり浮気相手の家に行ったそうだ。

　久しぶりの密会に期待を高めた相手はギドの年齢不相応な前戯に何度も絶頂、いよいよと盛り上がったところで一物を負傷した話をしたのだそうだ。

『え？　なにこれ……ありえない』

　そこで行為は終わり、帰り際「奥さんに悪いからもう会わないでおきましょ」と言われたそうだ。

「他の愛人も……みんな……みんな……」

『こんな小さいんじゃもう会う意味ないわ』

『がっかり……顔だけ良くてもね。これからはエッチ無しにデートだけしましょ』

『お金くれるならこれからも仲良ししてあげるけど、どうする？』

『ごめんなさい。私えーっと……結婚することになったからもう来ないで』

「何人いるんですか。死ねばいいのに」

　セリアの悪態をバックにギドは泣き崩れる。

　俺は無言のその肩に手をかけてやる。

　ギドの負傷は名誉の負傷で恥じる事は何もない。

だが女達にも罪はない。巨根に惚れた女の心は逸物無しに繋ぎ止められないのだ。

「妻は……アイツは表向き、俺の心配して床でも感じてくれました。でも……」

『いくぅ。気持ち良かったよギド。大好き』

　ギドはまたも泣き崩れる。

セリアは枝毛を切り始めた。

「今まで何度も抱き、何度も絶頂させてきた……演技だとわかるんです！　それで喧嘩になって……つい手をあげてしまったのです」

　言い終わると同時に俺の拳がギドを壁まで跳ね飛ばす。

「女の気遣いに感謝するどころか手をあげるだと？　心まで粗チンになってどうする！」

　セリアの追撃を脇腹に受けながらギドが俯く。

「はい……なので自分を見つめ直しに旅に出ようと思います。もう帰らないかもしれませんが……」
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　そしてギドは俺が無理やり持たせた餞別を受け取り、そのまま南へと消えて行った。

　あの後ギドの嫁にそのまま伝えると、どうして止めてくれなかったのかと俺に八つ当たりをしてから、自分のせいだと泣き崩れた。

　ギドのアホが捨てたなら俺の愛人にしようかと思ってはいたが、泣かれるとその気にもならず、すごすごと帰って来るしかなかったのだ。

「バカな奴だ。嫁ぐらい連れて行くのが男だろうが」

　俺は一言呟き、またいつか帰ってくるだろうと思考を切る。

３ｃｍであれ男、決意と覚悟を持って行ったのだからこれ以上考えても仕方ない。




「では食事にしましょう」

　考えを終えるとセリアが戻ってきていた。

コートを取るのに随分時間がかかったな。

「天井から床一面に飛び散らせるからです！　リタさんを呼んで掃除に今までかかりました！」

「乱交したからな。クリストフにも責任があるんだぞ」

　などと嘘を吐いてみる。

「うえっ!?　ぺっぺっぺっ！　おぇぇ！」

　舐めていたのか。

　嘘だと伝えるとセリアはパンパンに頬を膨らませて怒る。

戦争中にはできなかったおふざけだ。

「た、大変ですぅ～」

　そこに先程のメイドが走って来る。

俺は何事か聞きながら、肩を抱いて尻を触る。

「……今の間にちょっと溜まったのですね」

　メイドは俺の愛撫にも気づかないまま汗だくで言う。

「な、軟禁していたビシタシオンが脱走しました！　窓からシーツを綱代わりにして！」

「なんだと？」

　慌てて駆けつけてみると呆然と立ち尽くす衛兵が俺を見て竦み上がった。

「申し訳ありません！　まさかこのような方法で脱走するとは……窓の外にも兵が居たのですが気付かず」

　鉄格子が切断されガラス片が部屋の内側に落ちている。

良く見ると破片にトリモチのようなものが付着していた。

「糊をつけた布をガラスに密着させてから割ったと思われます。これなら音もほとんどしませんし外に破片が散らないので気付きません。格子は根元だけが腐食しています。スープか何かを塗り付けて……」

「手慰みに紙細工をしたいと言うので昨夜糊を渡してしまいました……」

　冷や汗を垂らす衛兵。

こいつの不手際でもない。紙細工の糊と脱走は繋がるものではない。

「さすが元間諜か。だが脱走するとは思わなかった」

　俺は部屋のベッドを見る。

そこにはビシタシオンの子供が寝ているはずだったが、今はもぬけの殻だ。

「赤子を連れて逃走となれば動ける距離は知れております。恐らくこちらの目が行き届かない南部に向けて逃げたと推測されます。すぐに捜索隊を出しましょう！」

　セリアの進言を駄目だと却下する。

「赤子を連れての旅などそれだけで厳しい。下手に追手などかけて森や沼地に逃げ込む羽目になったら命を落とすぞ。このままいかせてやれ」

　ビシタシオンには俺の男根を叩き込み子供まで産ませた。

それでも逃げたというのは俺の愛と男根が力不足だったのだ。

「もし帰ってきたら押さえつけたりせず丁寧に迎えてやるんだぞ」

　今日は去る者が多い。

だが良いニュースもあるのだ。

　俺はセリアを伴って食堂に入る。

　食堂に待たせていたのは元女領主エスカオーテ男爵夫人ことルキノとその息子セイカだ。

「あっハードレット様！　セイカ貴方も！」

　椅子に座っていたルキノは弾かれたように立ち上がり、俺を警戒するセイカも無理やり立たせる。

　二人はゴルドニアの小領主であったが、格上の領主に付き従って裏切りをはたらき、マイラにあえなく壊滅させられた。まごうこと無き裏切者であり本来なら吊るされていただろう。

　色々あって助命され、何故か戦後もそのまま何の沙汰もなかった。

ともあれ二人の運命を俺が握っていることは確かだ。

「ははは、これから食事なのに立ち上がったら食べられませんよ」

　俺はルキノの肩を不必要に深く抱いて座らせる。

「フーー！」

　本当は胸元に手を入れたいのだが、セイカが猫のように唸るので止めておく。

　こいつが色々邪魔するせいでまだルキノには軽い悪戯しかできていない。

かといって母親の前で息子を張り倒して抱くのでは山賊も同然だから難しい。

「エイギル様の恩情で生かして貰っている分際で威嚇するなんて！」

　セリアとセイカが威嚇し合う。

猫の喧嘩を見るようで微笑ましいな。

「貴女にちょっとしたプレゼントがあるのですよ」

　俺はまずルキノにドレスとネックレスを手渡す。

「私はこんなものを頂ける立場では……」

　固辞しようとするルキノに無理やり品を押し付け耳元で囁く。

「貴女の機嫌を取りたいのです。理由はわかるでしょう？」

　赤くなって頷くルキノの髪を撫でる。

弱みに付け込む悪役になった気分だがこれもこれで面白い。

「もう一つあります。こちらが本命ですね」

　俺は取っ組み合いを始めたセリアとセイカを残して一旦部屋から出る。

　そしてプレゼントの手を引いてドアを開け放つ。

　ルキノの手からカップが滑り落ち、セイカの動きが止まりセリアの関節技が綺麗に入る。

「「ルクエ！」姉さん!!」

　手を放すとプレゼント『ルクエ』は一直線に母親の下に走る。

ルキノも両手を広げて娘の抱擁を受け止めた。

「僕も！」

「わっ！」

　セイカがセリアの押さえ込みをコロリとひっくり返して二人の抱擁に加わる。

少し驚きだ。完全に極まっていたのに一瞬で抜けたぞ。

　驚くセリアを置き、母子三人は固く抱き締め合う。

「ごめんね……ごめんねルクエ……母さんは貴女を……貴女を……」

「いいの母さん。家とセイカを守るにはこうするしか無かったってわかってる。それにこうして三人また会えたわ」

「姉さん……ねえさぁん!!」

　ルクエは当主が死んで弱り切ったエスカオーテ男爵家を庇護したハンランだかなんだかの伯爵家へ行儀見習いに出されていた。もちろんそれは表向きで実質は人質兼性玩具扱いだったろう。

　結局、この伯爵家が南ユーグリアに寝返り、逆らえないエスカオーテ家も一緒にドボンとなった訳だ。

　しかしルクエが行儀見習いとして出されていたのが幸いした。

裏切りの首謀者たるこの伯爵家は即根絶やしにされたのだが、行儀見習いは微妙なラインだった。

　担当官はしばらく考えた末、やっぱり処刑しようとなったところに俺が飛び込み、権力と腕力を前面に出してルクエを連れ帰ったのだ。

「具体的には馬のまま処刑場に飛び込み、抵抗した処刑官にグーパンチです！」

　セリアの言う通りだ。




　母子三人はがっしりと抱き合い、涙を流して再会を喜ぶ。

女三人の嬉し泣きを見るのは実に気分が良い。ギドとビシタシオンの事件で濁った心が浄化されていく。

「女性は二人です。一人はクソガキです！」

　そういえばそうだった。どうして見間違えたのか。

　やがて、ルキノが抱擁の輪からゆっくりと体を離して俺の方にやってくる。

　俺が冗談で両手を広げると躊躇無く飛び込んできた。

「なんと……ひぐっ……なんてお礼……えっぐ」

　泣きじゃくって言葉にならない。

ちょっと驚かせてやろうと尻を撫でると、自分から手に尻を押し付けて来る。

「またルクエに会わせて頂けたのです。お尻なんかで良ければいくらでもお触り下さい」

「私は野獣のような男です。甘い顔を見せたらこの場で裸にしてしまうかもしれませんよ？」

　するとルキノは俺の顎にキスをして服を脱ごうとする。

「もちろん構いません。責任を取って下さいなんて言いません。無避妊無責任で構いません」

　魅惑の響きが股間を駆け上がった。

もちろん責任を取るのが男の甲斐性なのは当然だ。

俺だって好いた女を孕ませ責任を取ってこそ愛する資格があると思っている。

　だがそれでも女の口から出る無避妊無責任ＯＫの言葉は父性とは真逆の本能を直撃する。

街中で『無避妊無責任！』と叫んだら男の半分は勃起するのではなかろうか。

「母さん！」

「セイカ。邪魔しちゃダメ」

　いつものように邪魔しようとしたセイカをルクエが抱きとめ、どうぞどうぞと手ぶりで示す。

娘同意の上で母親を抱くのはちょっと興奮するがさすがにここで最後まではできない。

　セリアがふてくされて俺の分のパンまで口に詰め込んでパンパンになっているし、半開きのドアから四人ばかりの目と巨大な乳が覗いている。今は昼時でここは食堂だからみんな来るよな。

「ま、それは置いておいて」

　俺はルキノのはだけかけた服を、名残惜しいので胸元にキスをして戻す。

「貴女方の領地は既に別の貴族が押さえてしまいました」

　正式な沙汰は無いのだが、さも当然とばかりに近隣の裏切りに加担しなかった領主が吸収した。

さすがに立場上、王国に訴える訳にもいかないだろう。

「だから適当な場所……せいぜい町一つ村三つ程度の小領ですが……三人で代官でもやってみますか？　領地経営は得意でなかったようですが、いざとなればアドルフが首を突っ込むので大丈夫でしょう。これならエスカオーテ家は残りますよ」

　三人は顔を見合わせる。

意味が良く分からず噛みしめているようだ。

　セリアは更に不機嫌になって黙々と食事を口に詰め込む。

猫からネズミみたいになってしまった。

　呆然としている間に畳みかけよう。

「それから貴女には当主として私と一緒に夜会に出て貰います。下手すると滅んでいると勘違いされているでしょうから。生存確認ですね」

　するとルキノが一転顔を強張らせた。

　そりゃそうだ。裏切りの罰は特段に無かったが、その事実を知っている者は知っている。

社交に出れば厳しい視線と言葉が待っているのは想像に難くない。

　俺はルキノにグッと指を立て、任せろと示して食事の席に着く。

「……サラダしかないぞ」

「モゴモゴ」

　セリアが全部食べてしまった。

こうなったら口移しで奪ってやる。

「母さんこのドレス、お尻の割目まで丸見えよ？」

「わっ胸元も酷い！　肩どころか乳首まで見えちゃう！　あの男ぉ!!」

「いいの、きっとハードレット様には考えがおありなのよ。母さん貴女達の為に頑張るわ」

　まかせておけ。

俺が智将たる所以を見せてやるから。

「フガフガ」

「こらセリア。残ったサラダまで奪うんじゃない」

　話が終わったと見たのか扉から覗いていたノンナ達が雪崩れ込んでくる。

「裏切りを働いた者を囲うなんて危険です！　それに夜会に行くなら隣は私、ぽっと出の変なのなんて駄目です！　あと庭をフカフカの狐が歩いてました。上物の毛皮──」

「エイギル暇──!!　戦争終わったんだから狩りいこうよー！」

「エイギルさん。あの方々は皆若くてピチピチだから数年放置しても問題ありませんよ。私のように熟れた女の一日はとっても貴重なんです！　もっと私に構って下さい」

「ハードレット殿！　近所で武闘大会が開かれるそうだ!!　私と一緒にペアで参加してくれないか!!」

「ハードレット様。内務の総決算と新領地も含めた領内の諸データが仕上がりました。食事が終わったらお時間を頂きます」

　最後の一言で晴れた気分がまた曇った。

　良く一日で仕上げたが褒めてやる気になれない。

「フガフガ……ウグッ！」

「ちょっとセリアが喉詰めたわよ！　なんで口にこんな詰め込んでるのよ！　エイギル逆さにして振って！」

　逆さにしたセリアを振りながら考える。

母気分のエルフ二人にビシタシオンにルキノ……どうにも最近母に縁がある。

　夢に出てきたルーシィを想うと背筋がぞくりと震えた。

その意味は分からなかったが。

ちょっと区切りの悪い展開になりました。

半端ではありますが明日金曜日に次話を投稿予定なのでご容赦下さい。

ちょっとした内政上のデータもそこで追加予定です。










第５２２話　退屈な内政







　俺はアドルフとポルテを前に椅子に深く腰掛ける。

「もう少しまとめてくれよ。紙一枚ぐらいにならないのか……」

　目の前には書類がどっさりだ。

　徹夜で一晩で仕上げた努力は認めるが、一々見たくないぞこんなもん。

「書類の主目的はそれぞれの担当への指示です。しかし最高権限者はハードレット様ですので、全てを確認して頂くのは内政官としての義務ですので」

「面倒くさい拘りだな……」

　俺は書類の山が詰まれた机の周りを一周する。

「よし確認した」

「「駄目です」」

　ポルテまでアドルフの味方になってしまった。

　処女を奪ったのは俺なのにアドルフに乗り換えたのだろうか。今夜ちょっかい出してみよう。

「細かいところはどうでもいい。大まかに全体を把握できればいいんだ」

　俺の言葉に反応したのか、ソファの下から狐が飛び出し、書類の山から一枚引っこ抜いて持って来る。

　最近何故かついてくる例の狐だ。

　ノンナに追いかけ回されて以来、俺のすぐ傍にいる。

「それは領地の人口分布表……」

　紙一枚ぐらいなら見ても良いかと広げてみる……巻物かよ。




　既存領地　全二十四万人

　主要都市　ラーフェン四・五万人　リントブルム一万人　避難民四万人

　新領地　旧リバティース　全十二万人

　主要都市　リッチモート三万人

　新領地　南部地域　全領民五千人？

　主要都市　ツヴァイエルフィ予定

　全領民　三十六万余

　友邦モルト　二十万

　アレス　　　　七万




「なんだこりゃ」

　俺はもう一度紙と地図を見比べる。

「それで間違いありません。旧リバティース地域はあの小ささで十万人。南部領土はまだ全部を確認した訳ではありませんが、今後数百数千の生存者が追加で見つかることはないでしょう」

　知ってはいたがこんなに減ったらもう畑どころか町村すら維持できないな。

「はい。生存者を新しい町に集めた方が良いでしょうね。それにしても人口比率が壊れていますが」

　南部での生存者はリヌーガのように集団で脱出できた幸運な者と地下に隠れ潜んだ者だけだ。

　地下に女子供が優先的に隠されたので男女比と人口比が壊れてしまったのだ。

「既存の領地からも戦死者は出ましたが、領民への被害が最小限だったことから著しい減少にはなりませんでした。但し最後の焦土作戦で焼け出された者と、南部から逃げてきた者達の生活基盤確保が急務です」

　そこはお前らに任せる。

　いい様にやってくれ。

　巻物はまだまだ続いている。

「下についているのは中央平原全体か？」

「ええ、直接必要はありませんが、狭い平原の中です。隣の事情がこちらに影響することもありますから……作成中に頭を抱えましたよ」




　戦争前後　中央平原人口

　都市国家群　　　　　　　　五十四万→五十一万

　モルト王国　　　　　　　　二十万→二十万

　ゴルドニア＋南ユーグリア　七百四十万→四百六十万




　都市国家が減ったのはメルドラとアレスが戦争に絡んだ分だ。

　モルトはいつも通りの幸運のせいか誤差程度の死者しか出していない。

　それに対して──。

「ゴルドニアと南ユーグリアはえげつないな。三百万近く死んでるのか」

　死屍累々のはずが、死者のほとんどが食われてしまったのだからより救われない。

「戦争での犠牲に加えて最後のアレです。南ユーグリア中枢部の人口は一割も残っていないでしょう。戯れに歴史書を漁りましたが、これだけの死者を出した戦争は中央平原の記録にありません」

「だとさ」

　俺は脇に置いた袋をつつく。

　袋から難しい顔をした生首が転がり出た。

「わきゃっ──あっ!?」

　ポルテが驚いて飛び跳ねた後、股を押さえて青くなる。

　思わず漏らしたのだろうか。顔を股に突っ込んで確かめてみたい。

「私がやったことではない。だが稀代の大虐殺を命じた記憶は確かにある。知らぬと突っぱねるべきか、それとも伏して謝るべきか、どちらが人として正しかろうか」

　こいつも何が目的なのか良く俺の周りにいるんだよな。

　難しいことばかり言うので聞き流しているんだが。

　クビヘルミナは転がりながら思い悩む。

　今更何を言っても仕方ないし責めるつもりもないけどな。

「ふむ、では今後の課題としておこう。さてこちらのデータは面白いぞ」

　覗いてみる。




　派閥別人口

　統一ゴルドニア　四百六十万

　王領　　　　　　　八十万

　伝統貴族派　　　二百五十万

　新貴族派閥　　　百三十万（ラッドハルテ領二十四万　ハードレット領三十六万）




　なるほど、王領はともかく伝統貴族と新貴族に結構な差があるな。

「仕方ありません。古くからの領地で戦火からも遠かったゴルドニア北部は全て伝統貴族派です。確固たる積み上げがありますからね。反対に新貴族領が多い南部は戦争に継ぐ戦争……今回与えられた領地も言い方は悪いですが、不良債権を通り越して利息の付く借金のようなものです」

　俺とエイリヒ以外の大領主は全部伝統貴族と言っていい。

　奴も頭が痛いだろうなぁ。

「これが財務指標か……これはこれはお前も頭が痛くなるぞ」

　クビヘルミナが転がりながら紙を引っ張り出す。

　どうして首だけでそんなに器用なのか。

　だが狐も同じ紙を狙っていたらしく、奪われてたまるかと飛びついた。

「やめよ。尻尾を顔に当てるな。やめよ不浄の部分が当たる」

　狐と生首の争いなど不毛なので書類を引っ張り上げる。

　なんだかんだで全部見るように誘導されている気がする。

「来春までの予想収支です。新領地は把握の上で課税となるので遅れます。概算と言うべきでしょうね」




　　　　　収入

　人頭税　　四万枚

　鉱山税　　三万枚

　交易税　　　　　　〇枚

　穀物売却　　　　　〇枚

　収入計　　七万枚

　　　　　支出

　屋敷維持・修理　　　七千枚

　警備兵維持　　　　一万三千枚

　軍給料　　　　　二十五万枚

　軍施設その他　　　二万枚

　内政開発・復興　　一万枚

　利息　　　　　　　一万枚

（金貨十万分）

　支出計　　　　　三十一万枚

　総計　−二十四万枚




　狐が悲しそうにケンと鳴く。

「こりゃ酷い」

「破産手続きに入るか？」

　冗談にならない額だ。

　どうしてこうなった。

　アドルフの説明は長くて鬱陶しいが聞くしかないだろう。

「収入の方から──まず人頭税が取れるのは北部の安定した街からだけです。戦火で焼け出されたり一度でも南ユーグリアに奪取された地域からは取れません」

　守ってやる代償に人頭税を課すのだから焼けたり、戦略上捨てたりした町からは取らないのが道理か。

「鉱山税もリントブルムの採掘と生産は全て軍事に傾けましたからその分について税は採れないので大幅減収です。交易は戦争によって消滅……また大規模な耕作地の焼失で余剰の食べ物は皆無です。収穫税など取れば餓死者が出ます」

　エルフに作ってもらった畑も実るのは来春以降だからな。

「支出では何と言っても兵士の給金ですね。負傷者、戦死者には更に上乗せで支払いますからとんでもない額になっています」

　それでもケチって募兵時の約束を反故にすれば今後の募兵どころか民の離散や反乱にも繋がりかねない。

　削れない部分だ。

　数字を見る限りお終いだ。

　もう借金を踏み倒すか、近隣の領主に襲い掛かって強奪でもするしかない。

「だが切り札はあるよな」

「はい」

　アドルフは人がいないか、扉と窓と執務机の下を確かめる。

　前に奴の話を聞きながら机の下に潜ませたメイドにしゃぶらせていたからだろう。

　クビヘルミナと狐は口を押えてしゃべらないとアピールする。

「ドワーフから金が届き始めました。金の大量精製は経験が無く捗らないようですが、何しろ純金の塊です。財務を丸ごとひっくり返すインパクトがあります」

「ならさっさとやったらどうだ？　借金がどんどん増えるのは気分が良くない」

　アドルフは首を振る。

「考えなしに放出すれば一瞬で王国に目をつけられますよ。まずは緊急用に蓄えていた分として放出、次に域外……都市国家か連邦との交易の許可を貰い、この支払分として放出、購入した物品と金貨を国内購入に使います」

　待て、頭が痛くなってきた。

「例えばドワーフの金塊とアレスの金貨を交換します。その金貨で国内から物を買うのです。そしてアレスは金塊で新しい金貨を作ります。こうすれば私達は交易の利益で物を買っているだけに見えます」

　ポルテの説明でもよくわからないが不正の匂いがする。

「法は犯していませんよ。また国法に『金を採掘するには王の裁可を得ねばならぬ』とありますが、私達は発見こそしましたが掘っているのはゴルドニア国民でないドワーフ達です。故にこの法はあたりません」

　クビヘルミナもうんうんと頷く。

　俺はアドルフに擦り寄り、グラスを押し付けて卑屈な笑みで酒を注いだ。

「アドルフお主も悪よのう」

「いえいえご領主様程では……気が済みましたか？」

「済んだ」




　俺は他にないかと考えて思いつく。

「そうだ。お前ブスコを使っていたな。あの下種はどうだ使えるか？」

　するとアドルフとポルテは顔を見合わせ困った顔で答えた。

「能力的には優秀です。飛びぬけた才能はありませんが、内務、治安維持から人材発掘まで何をさせても六五点の仕事をします」

　さすが元メルドラ王、完全な無能ではなかったようだ。

「ただその……あまりに品がないと申しますか……下種なんです」

　ポルテが言いにくそうに言う。

「具体的には目下の者には厳しく傲慢で、目上の者にはこれでもかと媚びへつらいます。民を足蹴に偉ぶりハードレット様を見ると地面に顔を擦り付けます」

　ポルテが嫌そうに言う。

「私にも最初いやらしいことを言って来たのですけど、アドルフ様の部下だとわかると突然土下座して靴の裏を舐めてきました……」

　クビヘルミナが口を開く。

「奴は心の奥底まで下種な男だ。実害がない内は上手く使い、問題を起こしたら蹴飛ばせば良かろう」

　それでいいだろう。




　扉がノックされる。

　アドルフに目で問うが金鉱に関することは書類にしていないので話を聞かれなければ問題はない。

「入れ」

「失礼します。リントブルムよりご領主様宛です！」

　衛兵が十人掛りで木箱を運んでくる。

「おう、この辺に適当に置いてくれ」

　兵達が重そうな箱をどさりと置き、息を切らしながら敬礼して去って行った。

「中身を聞いても？」

「おう。別に秘密にするものじゃないしな」

　俺はアドルフの前で箱を開く。

　中身はバルバノに頼んでいたゴルドニア金貨だ。

　ざっと五千枚ぐらいだろうか。

「……これはどうやって？」

「ドワーフに作ってもらった。金貨がないからノンナのドレスも買ってやれなくてな。まさか金塊で買い物する訳にもいかんだろう？」

　笑って酒を飲む。

「贋金か……一発お家取り潰しの重大犯罪よな」

　クビヘルミナの一言と同時にアドルフのチョップとポルテのローキックが同時に入った。

「何するんだ！」

　文官二人の攻撃にダメージは無かったが、反射的にアドルフを窓の外に投げ飛ばし、ポルテを押さえつけて口内に舌をねじ込んでしまった。

「ちゃんと隠しておけよ」

　生首が溜息交じりに言い、狐が絨毯を被せてなんとか隠そうとする。

　アドルフは窓の外に転がって呻き、ポルテは口を押えてポロポロ泣き出す。

「──失礼します」

　事態は入ってきたレオポルトが二秒程動きを止めるぐらいに意味不明だった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　今回出た数字まとめ

　　　　戦争前後　中央平原人口

　都市国家群　　　　　　　　五十四万→五十一万

　モルト王国　　　　　　　　二十万→二十万

　ゴルドニア＋南ユーグリア　七百四十万→四百六十万

　　　　　派閥別人口

　統一ゴルドニア　四百六十万

　王領　　　　　　　八十万

　伝統貴族派　　　二百五十万

　新貴族派閥　　　百三十万（ラッドハルテ領二十四万　ハードレット領三十六万）

　　　　　主人公領人口

　既存領地　全二十四万人

　主要都市　ラーフェン四・五万人　リントブルム一万人　避難民四万人

　新領地　旧リバティース　全十二万人

　主要都市　リッチモート三万人

　新領地　南部地域　全領民五千人？

　主要都市　ツヴァイエルフィ予定

　全領民　三十六万余

　友邦モルト　二十万

　アレス　　　　七万




　　　　　戦争期総決算

　　　　　収入

　人頭税　　四万枚

　鉱山税　　三万枚

　交易税　　　　　　〇枚

　穀物売却　　　　　〇枚

　収入計　　七万枚

　　　　　支出

　屋敷維持・修理　　　七千枚

　警備兵維持　　　　一万三千枚

　軍給料　　　　　二十五万枚

　軍施設その他　　　二万枚

　内政開発・復興　　一万枚

　利息　　　　　　　一万枚

（金貨十万分）

　支出計　　　　　三十一万枚

　総計　−二十四万枚




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

　地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

　エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

　家族

　ピピ（乳首勃起）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）

　マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）

　マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）

　セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）ベネル（昏睡）ドロテア（余談）

　部下

　アドルフ（悶絶）ポルテ（奪われ）セリア（気絶）

　ナーティア（冒険エルフ）フェルテリス（冒険エルフ）ユーラーレン（母）イジャリス（母）ギド（退職願）イリジナ（食べ歩き）レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）マータ（付き人）サリー（侍女）マルル（侍女）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）

　ヤーコフ（暇）マック（暇）クリストフ（ビビり）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）

　ジム　スージィ　ソラナ

　ディングス（余談）リヌーガ（余談）

　その他

　セクリト（帰還）？？？　（放置）

　ピリス（余談）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（幸福）ルクエ（幸福）セイカ（幸福）

　ビシタシオン（逃走行方不明）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）

　人外ズ

　首ヘルミナ（呆れ）Ｔ−九九（自宅待機）

　ポチ（大トカゲ）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）

　メッサーシュミット（寝る）ネッタイプリプリオオトカゲ（　）シュバルツ（馬）

　────────────────────────────────────────

　戦闘終了　軍一時解散

　財産　金貨－三十三万七千　総決算（二十四万）ドワーフ交易（＋五千） 贋金（＋五千）

　経験人数八〇八

　産ませた子七〇人＋五六七

　現在地　ラーフェン

前話で書き残した部分なのでデータ的なものばっかりですね。










第５２３話　三者三望







一方その頃

王都ゴルドニア　王の私室

　ゴルドニア王アレクサンドロ一世はその権威に不釣り合いな軽装で使用人を使うこともなく、自らグラスを三つテーブルに並べた。

　そして客として迎えた二人の男へ声をかける。

「床に膝を付かれては注ぎようがなかろう。ソファへ座ったらどうか？」

　軍務総監エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵、政務総監ケネス＝ボールドウィン侯爵だった。

　二人も王以外に上位者はおらず常に数人の従者をつけて当然の身分ではあったが、さすがに王の私室には誰も連れ込めず、身一つで招集に応じていた。

「では失礼致します」

「恐れ多く。このまま床で結構にございます」

　立ち上がりかけたエイリヒは『わざとらしい真似を』とケネスを睨み、ケネスは『粗野な無礼者が』とエイリヒを睨む。

　視線のやり取りは一瞬であったが王は全てを見切ったのか苦笑してグラスに自ら酒を注ぐ。

「二人とも座れ」

「「畏まりました」」

　王の言葉が命令となり二人は是も否もなく二つ返事でソファへと座る。

　ロサリオが顔を覗かせたが王の視線に「来るな」の意を感じとり、静かに一礼して隣室に消える。

「まずラッドハルデ卿。荘園の視察を中断して余の呼び出しに応じたと聞いたぞ。余も配慮が足りなかったようだ。許せよ」

「いえ、陛下がお呼びとあれば他に優先することなどありません」

　頭を下げるエイリヒへケネスは『戦後の大事な時に自分の荘園など見る暇があるのか』とばかりに皮肉げな笑いを向け、エイリヒは王に見られぬよう視線に殺気を込めて睨み返す。

　王は続いてケネスへ視線を向ける。

「そちにも戦後復興の忙しい中、貴重な時間を割かせたな」

「陛下あっての王国であり復興。時間などいくらでも捻り出せましょう」

　今度はエイリヒがケネスを『どうせ徹夜で下らん策謀でも練っていた癖に』と睨み、ケネスは薄笑いを浮かべながらあえてエイリヒの顔すら見ないよう視線を動かす。

　王はそんな様子には触れず、琥珀色の酒が入ったグラス越しに視線を向けて言った。

「少し気になる話を聞いてな」

　二人の牽制合戦が止まり緊張が走る。

「トリスニアの南、都市国家との境近くだったか。ヘルセン子爵家とヴィット男爵家が領地を巡って揉めておるそうだ。とうとうヴィット卿が係争地に兵を並べたそうだな」

　ヴィット家は新貴族、ヘルセン家は伝統貴族に属していた。

「恐れながら陛下、事はヘルセン卿が係争地へ領民を送り込み一方的に開拓村を作ろうとしたことに端を発しております。ヴィット卿の派兵は領地防衛のやむを得ぬ手段かと存じます」

「陛下、両家には話し合いの場を持つよう勧めましたが、ヴィット卿は拒否を続けております。衝突の回避に尽くしたヘルセン卿に理があると存じます」

　二人は同時に言葉を紡ぎ、同じタイミングで睨み合う。

「新しく与えた領地からも来ておったぞ。余直属の代官を交えた会議にナームル男爵のみ無断の欠席であった。会議の予定は男爵の使者に伝えられたが開催の旨伝わらず、屈辱を与えられたと言うて来たが」

　ナームル男爵は新貴族、周辺は全て伝統貴族だ。

「恐れながら陛下、ナームル男爵は粗野横暴で有名な方。その部下たる使者の行いもまた同様にて、他領で問題を起こし拘禁を受けたとの情報があります。責はナームル卿自身にあるのではないでしょうか？」

「ナームル卿とその部下の素行決して良とは言えませんが、重大な使者であると承知ならば責は事後に問うか、最悪でも他の使者への引き継ぎを許さねばならなかった。明らかな悪意を見て取れましょう」

　二人はまたも争うように言葉を紡ぐ。

　いずれのトラブルも二人は事前により詳しく知っていた。

それは単独の揉めごとではなく新貴族と伝統貴族という大きな派閥対立の一環だった。




「前置きはここまでにすべきか。主題は別にある」

　王がそう告げても二人の顔に驚きはない。

　上げられた揉めごとは王が軍事と内政の最高者を私室に呼びつけてするには小さすぎる話だからだ。

「お前達の争いについて……だ」

　エイリヒとケネスの間に音がするような緊張感が漂う。

「「我らゴルドニア貴族は協力し王国の──」」

　王は言葉を遮るように手を振る。

建前不要の意味を感じ取った二人はそれ以上何も言わず、口を真一文字に結んだ。

「そちらが新貴族と伝統貴族を束ねて権勢を競っているのは知っておる。隠すつもりもあるまい」

　二人は小さく頷く。

卑屈にならないように胸は張るが、それでも王に怒色は無いかと窺う視線は揺れていた。

「余は──それも好しと考えておる。有象無象が散って争えば国は乱れようが、そちらはそれほど馬鹿でも無分別でもなかろう」

　王はニヤリと笑い、席から立ち上がり窓へと移動する。

「余はこうなることを見越して恩賞、領地の配分を決めたのだ」

　微笑みながらも鋭い目がエイリヒを見る。

「全ての始まり夜明けの翼から続く余の子飼いたる新貴族。今日のゴルドニアがあるのは卿と彼らの功績と言って過言あるまい」

　続いて眼球だけが動いてケネスを見る。

「父、祖父の時代より長くゴルドニア王国を支えた伝統貴族。泰平の世にこそ、その統治能力が活きよう。……余を簒奪者と見る者も最早おるまいしな」

「それはもう……」

　猜疑心に苛まれた王の暴走は南ユーグリア戦争の足を引っ張りはしたが、一方でゴルドニア貴族全てに王の権威を恐怖とともに植え付けるには十分だった。

「功績は新貴族、しかし今後は統治に長けた伝統貴族が重要だ」

「それは──！」

　エイリヒが身を乗り出す。

王に新貴族は今後必要無いなどと言われては全てが終わってしまう。

　だが王は分かっているとばかりにエイリヒの肩を押さえる。

「だが人は変わる。その考えも能力もな。戦働きで成り上がった者が名官吏になることもあるだろう。そしてそれは競争の中でこそ磨かれる」

　王は今日一番の笑みを浮かべる。

期待と挑発そして愉悦──。

「余はそなたらに闘争を期待する。力、金、人、謀、全てを使って競い合え！」

　聡明なはずのエイリヒとケネスが数瞬硬直する。

「守るべきものは二つのみ。余への忠誠と国法という二つの枷をはめる。それ以外に余は目を閉じよう。相手を蹴落とし、我こそがゴルドニアの未来なりと見せつけよ！」

　思わず起立したエイリヒとケネスは王の言葉とは裏腹に対立を忘れて目を合わせる。

「陛下の深謀……このケネス全く予想外にございました」

「政務総監と同じと言うのは不本意でありますが、私も少々度肝を抜かれました」

　王は呆気に取られた二人を見て初めて面白そうに笑う。

「まあ殺せと言っておるのではない。一方が軍門に下るならばそれで良い。そら、ここを出るまでは謀を巡らせようもあるまい。せっかく封を切ったのだから飲んでゆけ」

　王は二人のグラスに酒を溢れる程注ぎ、ソファに深く腰掛けて足を組む。

「……ところでさっきの続きだがな。コーバエ伯がハードレット領にちょっかいをかけたらしいのだが、直後に次男と直属の騎士二十名が事故死したと聞いた。何か知らぬか？」

「残念ながら何も……ただ愚かだとしか」

「私の方でも伯に問うたのですが『あれは事故です！　事故なのです！』と連呼するのみで……」

　雑談の中で酒を飲み干した二人は深々と頭を下げて退室する。




　王の私室を出るとエイリヒ、ケネス互いの従者が間に割り込み、睨み合いながら別々の方向に進む。

「軍務総監！」

「おう【セドリック】待たせたな」

　エイリヒに従う男は【セドリック＝リーバット】齢二十三、騎士爵家の長男であった。

　戦時に数人の騎兵を率いて一暴れした武勇伝こそあれど、エイリヒの側近となるには箔が足りない。

だがセドリックに槍働き以外の、新貴族では貴重な謀略や内政の才を見い出したエイリヒは、その才を磨くべく傍に置き連れ回していた。

「して陛下のご用件とはいかに？　あのケネスめも呼ばれたとなれば穏やかでは無かったでしょうに」

　エイリヒは溢れんばかりの血気を受け流して笑う。

「陛下公認での権力闘争が始まる。お前には早く一人前になって貰わないとな。国法を掻い潜ってケネスの顎に一発食らわせてやるのだ」

「はい。いけ好かない伝統貴族共とその親玉に泣きっ面をさせてみせますよ！」

　セドリックは好戦的に笑い、さっそくとばかりに歩きながらペンを走らせ始める。

「それからまたハードレットの奴が一騒ぎ起こしたようだ。とんでもなく切れると思ったら突然滅茶苦茶したりする。未だに奴の才覚の浅深すらわからん」

「ゴルドニア最大領主……戦鬼ハードレット……ゴクリ」

　王宮を出たエイリヒは馬車に乗り込みながら続ける。

「お前は奴と面識は無かったな。良い機会だから面通ししておけ」

「はい。実は私の家がハードレット領近傍に領地を頂き、ご挨拶をと夜会のお誘いを出したのですが……家格が足りぬのか断られてしまいました……」

　エイリヒはクスリと笑って足を延ばす。

「あいつが一々家格など見ているものか。面倒臭いから全部断っているだけだ。奥方が暇をしている時を狙えれば引っ張って来られるのだが……後は女で釣るかだ。お前確か年増で未婚の姉がいたろう？」

　するとセドリックは目に見えて動揺する。

「あ、姉はいけません！」

　エイリヒは更に笑うが、セドリックは真剣だ。

「いえ姉が襲われる、などと無礼な心配ではありません。姉はその……性格に問題があって人前には出せぬのです。まして辺境伯の御前になどとても……」

「二六だったか？　確かにその年で一度も縁談が無いのは何かあるだろうな。だが奴は未婚の年増になら熱湯をぶっかけられても笑って許すと思うがな。ともあれ、俺から面通しは伝えておく。……ケネスを叩き潰した後、奴にはしっかり俺を支えて貰わねば。まあその二倍、俺が奴の尻拭いをする羽目になる──」

　そこで馬車が激しく揺れ、轟音とともに急停止、エイリヒとセドリックは壁に体を打ち付けた。

「何があった!!」

　御者からの返事はなく、セドリックが窓から覗くと前方の地面に転がっていた。

「車輪の脱落のようです。襲撃者などはおりません」

　王都の大通りに破断した木製の車輪が散らばり、通り沿いの建物から野次馬が溢れて騒然としていた。

「ケネスか？」

「やられました。車輪に細工したと思われますがここまで破断してしまっては証拠は出ないでしょう。命を狙うには浅い罠……大通りでラッドハルデの旗を立てたまま擱座させ恥をかかせるつもりだったか」

　悔しそうに顔を歪めるセドリックに対してエイリヒは淡々と続ける。

「対策は？」

「車両整備の使用人は買収されているでしょう。他への見せしめに事故に見せかけて馬車に轢かせます。後は……一手遅れましたが報復代わりにはなるでしょう」







　──同時刻

「陛下のお話は如何様で？」

　ケネスの脇からタルガーが顔を出す。

陽気、快活とは対極、陰と不快の象徴のような男だった。

「堂々と相争えとおっしゃられた。さすがに予想はしておらんかったわ。大方デュリシー家とメードリン家の件かと証拠を揃えていたのだがな。些事を切り出せる雰囲気ではなかった」

　ケネスはそう言って懐に抱えた書類の束をタルガーに突き返す。

「残念です。メードリン家は追い詰められたでしょうに」

　タルガーは言った後にケネスの腕を軽く引く。

「脚が悪うございましてな。もう少し遅く歩いて頂けませぬか？」

　ケネスはどうしてお前に合わせなければいけないのかとムッとするが、すぐに考え至って足を止める。

「何をした？」

「ラッドハルデ殿に恥をかいて頂くべく、小細工を弄しました。成るまでは王宮を出ぬべきです」

　ケネスは庭木を鑑賞するふりをして続ける。

「足はつかぬか？」

「つきませぬ。買収も脅し役も全て捨て駒にございます」

　ケネスは小さく頷き、艶やかに咲いた花の匂いを嗅ぐ。

そしてタルガーの横で不服そうな顔をする若者に笑いかける。

「謀はお嫌いですか？　リバル殿」

　男の名は【リバル＝シュミット】齢は二十三、王都北部に大領地を持つ名門シュミット辺境伯家の次男であり、自らも子爵号を持つケネス側近の一人であった。

「ええ好みませんな。野蛮な新貴族共を叩くのに礼儀は必要ないが品格は必要だ。コソコソ策を弄するのは下賤の側であるべきでは？」

　領地役職のない子爵のリバルと内政全てを統括するケネスでは身分にかなりの開きがある。

それでもリバルは無礼にならぬよう気を使いながらも堂々と胸を張っていた。

　それは彼自身の気が荒いせいもあったが、何よりシュミット家の威光をケネスが無視できないだろうという算段もあっただろう。またケネスもリバルへ高圧的に出たことは一度も無かった。

「ほほ、なんと頼もしい。それでこそ名門シュミット家のお生まれ、故にお頼みしたいことがございます」

「申されよ」

　リバルは自信満々に腕を組む。

「ゴルドニア最大領主。ハードレット辺境伯」

　リバルの眉が釣り上がる。

「領地広大にして軍は精強、行動乱暴にして傍若無人。練られた策を野蛮さでもって食い破る……私とはどうにも相性が悪い相手なのです」

　ケネスの弁にタルガーが付け足す。

「ハードレット卿に対抗できるのは豪胆、勇猛で知られるシュミット様を置いて他になく……」

「下郎に言われるまでもないわ！」

　リバルはタルガーを不快そうに睨んで言い放ち、ケネスの側近だと思い直して気まずそうに目を逸らす。

「いずれにせよ。ハードレットには灸をすえてやるつもりであった。奴は私に任せて貰おう」

　ケネスが周囲を気にする程の声で言い放ち、リバルは颯爽と去っていく。

　勇壮な背中を見送ってからタルガーは呟く。

「捨て駒」

　ケネスは何も言わず口角を引き上げる。

「戦さえなければハードレットはただの野蛮人、取り込むまでもない。ラッドハルデの部下にはまともに謀ができる者などおらぬ。焦らずともじっくり絡めとっていけば数年後には宰相の地位も見えてこよう」

「その件なのですが──」

　タルガーの口が閉じぬうちに遠く警鐘が聞こえた。




「エルパー伯邸で火事──!!」

「消火隊を送れ──！　伯の無事を確認しろ──!!」




　ケネスは目を丸くしてタルガーを見る。

「やられましたな。かの家は新貴族でありながら、取り込みの目途が立っていた家……後は条件を詰めるだけだったのですが」

「ラッドハルデにやられたか」

　タルガーは頷く。

「伯は譲歩を迫る我らの威嚇と見るでしょう。しかも非常識な……交渉はご破算です」

「ラッドハルデがやった証拠は探せんか？」

　タルガーは首を振る。

「無意味です。ラッドハルデ側がやったとなれば、今度は秘密交渉が相手に筒抜けだった証明になってしまい、他の交渉にまで影響が出る悪手になります。我らが荒い手に出て交渉を壊した、とするのが良いかと」

　ケネスは数秒下を向いて顔を上げ、次の手を考え始めるのだった。




　──同時刻




　私室を出た途端、反対方向に歩き始める二人を見送って王は興奮気味にロサリオを呼んだ。

「今の話を聞いていたか？」

「恐れ多くも耳に入ってしまいました。でも私は馬鹿ですからすぐに忘れてしまいます」

　王はロサリオを引き寄せると服に手をかける。

彼女もその意を汲み、脱がせやすいように体を動かす。

「両者をけしかけたのは決して道楽ではないぞ。新貴族と伝統貴族は本質的に両立できぬ。外敵がいなくなればいずれ各地で小競り合いを始めただろう」

　王は女を生まれたままの姿にしてベッドに放り投げた。

「一方が一方の上に立つしかない。ならば二つの勢力どちらも有能な者に率いられている今のうちに、ぶつけてしまうのがもっとも効率が良いのだ。下手に長引かせ、無能が頭に来れば国を割ったり外国を頼るような愚か者が出るやもしれぬ」

　王はロサリオの股に顔を入れ、激しく吸い付く。

甘い女の嬌声が部屋に響く。

「どちらも優秀な事に違いない、ケネスが勝てば内政は盤石、エイリヒが勝っても少々の遅れはあれ、いずれ適応するだけの才覚はあろう。外敵はもうおらぬから急ぐこともない」

　王はロサリオの足を目一杯開かせ、勢いよく腰を突き込む。

鋭い悲鳴から長い嬌声が伸びる。

「ケネスが勝てば宰相に、エイリヒならば元帥として絶大な権力を与えよう。どちらが勝っても良い……なにしろ奴らの野心は余に次ぐＮＯ２の位置──ぐうっ!!」

　王は呻き、腰を突き出しながら女体の上に倒れ込む。

ロサリオは短く喘ぎをあげながら足を王の背に回し、射精に合わせるように何度も腰を揺らす。

「……ふぅ。決着がつく頃にはお前も孕んでいような。余もそなたもまだ若い、両手で数えられぬほどの種をつけてやるぞ」

　王は半失神してベッドに倒れ込むロサリオを誇らしげに見ながら部屋を出た。




「よいしょ」

　それを確認してロサリオはむくりと起き上がる。

　最初の行動は膣内から精液を掻きだし、次いで隠し持っていた事後避妊薬を呑みこむ。

「……孕む方が得、わかってはいるけれど」

　ロサリオはシミ一つない下腹部に手を当てる。

腹の上に添えられた手は挿入を受けていた性器から子宮の位置へ向かい、入口ギリギリで停止する。

それは王の男根の深さだった。

「……」

　数秒の沈黙の後、ロサリオは目を閉じて何事か想像する。

手は更に上へと移動し、子宮の中へ、そして子宮すら突破して胃袋の位置まで登る。

「ふふ、なんてね」

　口から熱っぽい吐息が長く漏れた。
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ラーフェン

「おわかりになりましたか？」

「ああ、お前もスケベだな。ふふふ、童女の子宮の中に突っ込むのが好きだとはな」

　レオポルトは否定も肯定もせずただ俺を見続ける。

その目をやめろ。冗談にぐらい反応したらどうだ。

「……現時点で兵力の再建は財政上難しい。だが一部高級指揮官を残しつつ、基礎的な枠組みを構築、財政に余裕ができたら即座に再編成する……だったな」

　レオポルトは小さく頷く。

「付け加えるなら編制を歩兵中心の防衛部隊と騎兵中心の攻撃部隊に二分します。どちらも即応性を高め、急速展開能力を──」

　俺は言葉を遮って割り込む。

「根本的なことなんだが……まだ軍隊いるのか？」

　既に敵国はいない。隣接している国は平和の象徴モルトだけ。

山の民にも敵対する部族はもういない。

　隣接する領主とちょっとした揉め事はあったが動員をかけるまでのことではない。

馬鹿息子を取り巻きと一緒にシュバルツでひき殺したら大人しくなった。

「エイリヒとケネスが派手にやり合ってるらしいが、謀略ばっかりで軍隊が役に立つとは思えんぞ」

　いつの間にかレオポルトが軍編制うんぬんの書類を閉じていた。

そして俺に一言──。

「ラッドハルデ卿とボールドウィン卿、どちらの下に付きたいとお考えですか？」

　馬鹿なことを聞く奴だ。

「エイリヒは俺の上官だぞ。俺も新貴族なんだから奴の下についている扱いだろうが」

　レオポルトは一歩前に出る。

「現状は。では未来は？　今後永遠の主と仰ぎたいのはどちらでしょうか？」

「……永遠？」

　俺は少し考える。

そして何も答えない。

「ではもう一人」

　レオポルトが更に一歩前に出る。

「陛下を加えましょう。永遠の主と仰ぎたいのは三人の内の誰でしょうか？」

　俺はやはり何も答えなかった。

「結構です」

「何がだよ」

　レオポルトが離れる。

無表情のくせに嬉しそうな気配を感じる。

　腹が立つので鳩尾に頭突きしてやる。

「おい。帰ったぞ──何をしている？」

　俺が頭突きを入れたタイミングで部屋にセクリトが飛び込んできた。

「根暗野郎を成敗していただけだ。お前こそどこに行ってたんだ？」

　南ユーグリア戦争が決着した後から、一言残して姿が見えなかった。

　セクリトに限って何もないだろうがそろそろ心配になっていたんだ。

「お前らがチマチマ作っている町、ツヴァイエルフィだったか。危険と冒険の町と聞いて興味が湧いてな。熱心な希望者を一人紹介してやりにな」

「なんだそりゃ」

　セクリトが手間暇かけて一人の為に動いてやるとは妙なこともあるもんだ。

「ついでに男も作って楽しんできたぞ。戦後の性欲は早々に発散せんとな」

「なんだと!?」

　俺は動揺して立ち上がる。

　褐色の体は俺のモノのはずだ。

間男を咥えこんだとは一大事だ。

「そいつの男根は何センチだ!?」

「一〇も無かったな」

　俺は溜息をついて腰を落ろす。

「脅かすな。浮気かと思っただろうが」

「お前の浮気の基準が分からんが……まあ道中拾ったガキで遊んだだけだから浮気でもなかろうよ」

　可哀そうな少年だ。セクリトに激しく犯されたらトラウマになってしまいそうだ。

「で、お前の男色趣味の件だが」

　いつの間にかレオポルトはいない。

　俺が否定する間もなくセクリトは服を脱ぎ、戸棚から俺の礼服を取り出している。

「男装してやるから私を犯せ。ヤる側はガキで味わったから次はヤられたくてな。遠慮はいらんぞ。首を絞めても殴ってもいい。鞭もあるな」

　セクリトはズボンの股に勝手にナイフで穴を開けて壁に足を乗せ、一八〇度開脚して挑発してくる。

　俺も服を脱ぎつつセクリトの筋肉質な肢体を抱きしめる。

「本当はどこに行ってたんだ？」

「ふふ、金貨十万枚の冒険者を見たくてな」

　まったく意味がわからん。

とりあえず挿入しよう。

　男色の趣味は欠片もないが男装はいいな。

新しい扉を開いた気がする。とてもいい。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

人物

セクリト（男装）？？？　（冒険者）ノンナ（招待受）

　────────────────────────────────────────

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万五千 リントブルム一万 リッチモート（旧リバティース）三万 ツヴァイエルフィ三〇〇

軍隊

人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲七　戦車三〇

財産　金貨－三十三万二千　ドワーフ交易（＋五千）

経験人数八〇八

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン

人物紹介ゴチャゴチャになったので一旦カットしました。

整理して戻す予定です。










第５２４話　荒れる夜会







リーバット領　領主屋敷

「やれやれ来てしまった」

「そんなこと言わないで下さい。相手が気分を悪くしますよ！」

　ノンナが俺の唇に指をあてて怒る。

もちろん密着すれば巨大な乳房が胸板に豪快に当たる。

面倒臭さが一気に吹き飛んだぞ。

　俺はリーバット家主催の夜会に来ていた。

「リーバット騎士爵家。大戦の武功によって領地を得た新貴族です。所領はラーフェン西に位置して当家とも境界線を持ちます。私見ですが本来騎士爵の貴族は他の貴族家に従属することがほとんど……自前の領地を持つのはかなり希少です。家格で言うなれば奥方様や、まして旦那様が出向く必要はありませんが」

　俺の傍に控えるマータが言う。

戦争中はセリアがずっと隣で補佐してくれたが、社交や貴族同士の関係への助言はマータに利がある。

　彼女は途中まで言ってから鼻息荒く言いたげなノンナに続きを任せる。

「今回の招待は周辺一帯の貴族家の交流を深めるものです。そこに大領主たるハードレット家がいないのは考えられませんからね。エイギル様へ直接ではなくあえて私にお伺いを立てた所も高ポイントです」

　ノンナの熱弁をセリアは冷めた目で見ながら言う。

「少し前にリーバット家の当主が屋敷を訪ねて来たんです。花瓶だの燭台だのを褒めまくり、ノンナさんのセンスも誉めちぎって、我が家の調度品も是非批評して頂けないか～みたいなこと言ってました」

「なるほど」

　ノンナは美術品にも宝石にも金貨にも弱いがお世辞にも同じぐらい弱い。

流れで行くと返事してしまったのだろう。

「ぶぅ！」

　拗ねるノンナの頬を撫で上げて機嫌を取る。

「しかしながら、すごいドレスだな」

　ノンナは赤い華美なドレスを着ている。

細かい部分は置いてとにかくフリフリがすごい。羽ばたいたら空を飛べるんじゃないかと思うぐらいだ。

「最近の流行はフリフリなんです。戦争中は贅沢禁止で喪服みたいなドレスばかりでしたからちょっと欲求不満で……やり過ぎたでしょうか？」

　他の参加者も似たようなもんだし悪目立ちはしていないと思うが。

「人目を引くのはフリフリよりもだな……」

　深めに開いた胸元から見える巨大な胸の谷間、男なら服よりこっちに吸い寄せられるだろう。

「ちょっと見せすぎかとも思いましたけど、ある程度出さないと服全体が盛り上がって太っているように見られちゃうんです。私は細身でおっぱいだけが大きいですから変に覆っても下品な感じになりますし」

　盗み聞きしていたであろう貧乳メイドが唇を噛みしめて去っていく。

ノンナがまた一人敵を作ってしまった。

「エイギル様もちょっとは流行を追ってください。その正装は素敵ですけど、もう十回は着ていますよ」

「十回着たらダメなのか」

　破れるまで着るつもりだったのだが。

「でも毛皮のマフラーは新しくて良い感じです。ちょっと野蛮な感じもしますけど、エイギル様の体格と雰囲気には合っていると思います。私も同じようなマフラー欲しいです」

「ははは、あったかいぞ」

　何しろ生きているからな。

　馬車の中に件の狐が潜んでいたのでノンナにばれないよう首に巻いたら温かかった。

「本当に上物……尻尾なんて血が通っているみたい」

　ノンナがちょいと毛を引っ張ると狐が身もだえる。




　そこで窓際に集まって談笑している女達からの視線を感じる。

一瞬俺に見惚れたのかと腰を突き出しかけたが、見ているのはノンナで敵意も感じない。

「向こうのご夫人は知り合いじゃないのか？」

「む、そうですね。まだ開始には少し時間もありますから挨拶して参ります」

　ノンナと侍女二人が俺から離れていく。

　残ったのは侍女と同じ格好をしたマータと、軍服ではあるがアイラインと口紅をつけたセリアだ。

　まだ主催者から夜会の開始は告げられていない。到着していない者も居る。

この時間は正式な挨拶ではなくちょっとした世間話や談笑……のはずだが、それだけでもない。

　ノンナ達も楽しそうにおしゃべりしているように見えるが、相手の困窮を同情しながら指摘したり、自分の裕福さをさり気なくアピールしたりと意地の張り合いをしているようだ。

「貴族の奥方の間ではあの程度の自慢や意地の張り合いは『仲が良い』のうちになります。それでもノンナ様は恵まれています。少なくとも家の中では争わなくて良いのですから」

「昨日もカーラと争ってたぞ」

　なんでもカーラが居間のソファに寝転がってお菓子を食べており、邪魔だと言うノンナに足でどっか行けと返事したらしい。

　怒ったノンナは匂いのきつい香水をふりかけ、むせたカーラがくしゃみしてノンナは顔から足まで唾液とクッキーのカスだらけにされた……と道中の馬車内で聞かされた。

「くっだらないです。私がエイギル様の安全を考えている時に二人揃ってどうでもいいことしてます」

「それはじゃれ合いです。正妻側室の争いは本来もっとドロドロ……家内で派閥が出来て裏金、堕胎薬、間男が飛び交う魔界のようなお屋敷もあるのですよ」

「嫌な家だなぁ」

　セリアを抱き寄せて撫でる。

「わぁ！　会場のど真ん中ですよ！」

　声をあげながらも抵抗はない。

化粧が乱れないよう頭を撫で回しデコにキスしてやろう。

「あの者は護衛では無かったのか……公衆の面前で口付けなど」

「戦地でもないのにハードレット卿に護衛など不要。まして化粧した女となれば……わかるだろう」

「愛人を夜会に引っ張って来るとはやはり噂通りの女狂い。奥方も屈辱だろうに」

　変な噂話をしないでくれ。

ほらノンナの地獄耳が聞きつけて、怒っていますポーズで威嚇しているじゃないか。

「皆々様、長らくお待たせ致しました」

　おっと主催者が出て来た。

ようやく会が始まるようだ。

「今宵はお集まり頂き誠に──」

　ノンナが早足で戻って来て、セリアを巨乳で押し出し、俺の尻を抓る。

押し出されたセリアは反対側に回り込み、陣取っていたマータと押し合いを始める。

「当家は小さな騎士爵家、領地もまた皆々様には到底及ばぬ──」

　俺は仲を取り持つようにマータの小さな尻とセリアの張りのある尻を交互に撫で回す。

二人は驚き首を横に振るが、前で話している領主からは見えないから大丈夫だ。

「大戦は栄光あるゴルドニアの勝利に終わりましたが、民心は荒れ統治にも一層の──」

　気づいたノンナが睨んでくるのでこちらにも手を伸ばし、ふわふわの尻を撫で上げる。

「つきましては周辺を治める皆々様の交流を深めるべく、今夜はここに──」

　後ろからゴホンと咳払いが聞こえる。

振り返ると中年男が気まずそうに俺達を見ていた。

おっと後ろからは丸見えだった。

「「「────!!」」」

　三人がかりでポカポカ叩かれながら笑う。

「では私の挨拶はこのぐらいに致しまして……今回特別にご出席頂きましたハードレット辺境伯と奥方に一言賜りたいと思います！」

「俺か？」

　いきなり振られて困惑したが、ノンナは分かっていたようで俺の腕をとり、巨大な胸をこれでもかと張って歩く。ちらりと後ろを見たのはセリアとマータへの威嚇だろう。

「コホン。ではでは……」

　結局挨拶はノンナが九割五分、俺が五分……最後の乾杯しか言わなかったぞ。




　とにもかくにも夜会は始まった。

　そこに顔と名前が一致する珍しい存在が現れる。

「ハードレット殿、防衛線以来ですな！」

「ディングス、お前も来ていたのか」

　ディングスは東部軍を率いていた王国軍司令官で大戦では俺と並んで戦っていた。

蟲相手の苛烈な攻撃をも頑強に耐え抜いた中々優秀な奴だ。

「はい。閣下と肩を並べて戦った武勲で男爵位と町ふたつばかりの領地を頂戴致しました！」

「近所だったか。なら近く酒を持って寄ってみよう」

　近場ならシュバルツを死ぬほど走らせれば日帰りもできる。

「歓迎します。軍務総監も新貴族同士団結せよと仰せです。近傍の仲間と共に狩りでもやりましょう」

「その時は私も行きます」

　割り込んだのはセリアだった。

戦場でずっと俺の傍に居たセリアとディングスは当然顔を知っているはずだが。

「……うん？」

　ディングスはセリアの顔を覗き込み、驚いたように声をあげる。

「これはこれは副官殿か！　化粧をされていてどこの美女かとわからなかった！」

　得意げに髪を掻きあげるセリアにディングスは参ったと両手をあげ、俺も握った拳を緩める。

もしセリアを口説く仕草が見えたら再会のじゃれ合いを装って鳩尾に一発入れないといけなかったが、こいつは単純に綺麗になったセリアに感心しているだけのようだ。

「良く見るとリヌーガもいるのか」

　ディングスの後ろに隠れるようにしていたリヌーガが躊躇いがちに現れる。

　リヌーガは元々南ユーグリアの指揮官だったが、蟲の襲撃で所属砦が壊滅、残存兵と道中の民を率いて幸運にも俺達の所まで逃げて来たのだ。

　終戦後も元々地位が低かったことと、直接ゴルドニアと交戦していないことから特に処罰されることもなかった。民や兵は俺が面倒を見ており、リヌーガ自身はどこへ消えたのかと思っていたが。

「こいつはまだ凡庸なれど、才の一欠けらでもあるかもしれませんから俺の騎士にしております」

　元敵国人とはいえ、蟲相手の地獄のような戦場で肩を並べた仲だ。

半端な奴よりずっと信頼はおけるだろう。

　ノンナが俺の脇腹をつつく。

いい加減紹介しろと言いたいらしい。

「こちらは俺の妻ノンナだ。美しいだろう？」

「もうエイギル様ったら」

　ノンナは謙遜しながら丁寧に一礼する。

そんなに屈んだらただでさえ大きく出た谷間が一層強調されて……。

「む？」

　当然、オスの目で見ていると思ったディングスとリヌーガだが「お美しい」「絶対の美女とはこのこと」と褒めるものの、胸を凝視する様子はない。

「お前ら正気か？　この大きさだぞ？」

「なんのことでしょう？」

　二人は近々狩りのお誘いをしますと言いながら去っていく。

「気持ち良い方々でしたね。胸にもお尻にも視線を感じませんでした」

「信じられない奴らだ。見られるのも腹は立つが……」

　ノンナの爆乳に視線を奪われないなど戦争で心が壊れたのではなかろうか。

　奴らの背中を見送りながらそんなことを考えていると、二人はどちらからともなく手を伸ばし、そっと手を握り合った。

「……うん？」

「あっ!?」

　俺とセリアは顔を見合わせ、何も言わず見なかったことにした。

　気まずく沈黙する俺達を不思議そうに見ながらマータが言う。

「ディングス男爵は新貴族かつ軍出身の典型的な友好家です。ある程度の失敗なら関係にヒビが入ることは無いと思われますが、他の方へ同じように対応しないようご注意ください」

「他？　この夜会は新貴族のなんとか家の主催だ、仲の良い奴しかいないんじゃないのか」

　ノンナが小さく首を振る。

「そんな身内の飲み会みたいなことできませんよ。正式な夜会であれば極端な格下で無ければ儀礼上、近場の方全てに出すのが礼儀です。特に今回は周辺領主の～と謳っているのですから」

　現に……とノンナは声を一層潜める。

「私達が挨拶した時も露骨に顔を顰めていた者がいました」

　嫌なら来なければいいのにな。

それだと俺も怪しいか。




「ハードレット卿、お時間宜しいでしょうか？」

　見知らぬ声に振り返ると立っていたのは中年のややくたびれた感じの男だった。

　流れるような動きでマータとノンナが耳打ちする。

「クーロー伯。最近まで北部に領地を持つ伝統貴族でしたが、大戦報奨の裏で転封されました」

「噂では軍務総監に無礼を働いたとかで政務総監もかばわず。家柄は一級ですけどかなりの小領に……使用人や騎士も相当リストラしないといけなかったらしいです」

　なるほど、顔がくたびれているのはそのせいか。

　ところでエルフ二人のせいか両側から囁かれると話の内容に関わらず勃起してしまうのだが。

「確か……クーロー伯でしたか？　構いませんよ」

　近くでみると目にはクマができ、瞼は力無く垂れていた。

髪にも白髪が混じり、握手すると悲しいぐらい力が入っていない。

今にも死にそうだが大丈夫だろうか？

「お噂は聞いております。いやぁ転封を喰らうとは大変でしたな」

「ひえっ！」

　ノンナが小さく悲鳴をあげ、周囲がざわつく。

教えてくれたのはお前じゃないか。

「面と向かって言う人がいますか！」

　だが当の伯爵は最初こそ驚いた仕草を見せたものの、力無さげに笑うとボソボソと語り始めた。

「はは、お噂通り剛毅な方だ。最早取り繕う必要もありますまい。我が家は永く続いた名門……一時はゴルドニア二十四天王が一つと呼ばれたこともありました」

　大したことなさそうだ。せめて四天王ならなぁ。

「新貴族が台頭すれば地位危うしとボールドウィン卿につくは必定……我が家は代々無難に領地を治めてきた家故に伝統貴族の中で浮かぬよう、空気をよんで無難に立ち回っていましたが」

　室内でしかも夜のはずなのに空が曇ってきた気になる。

「大戦終盤に突然出た大きな犠牲はラッドハルデの不手際と皆は騒ぎ、軍務総監無能の流れになりました」

　最後のあれとは蟲の襲撃だろう。

事情を知らない者にすれば絶対有利の状況での大損害は不手際にも見えるか。

「盛り上がる周りから浮くまいと、私も同調しまして……」




『王国の兵は陛下の兵！　いかに軍務の長とは言え損じた責任をとらせねばなるまい！』

『かくなる上はラッドハルデを皆で問い詰めるべし!!』

『我ら伝統貴族の忠誠に恥ずる所なし！　堂々呼び出して正面から責任を追及しようではないか！』

『そ、そうだそうだ！　ならば私が呼出状を送りつけてやろう！』

『『『さすがクーロー伯！　どうぞどうぞ！』』』




「……もう引っ込みは付かず。当然連名は誰もなく私一人で軍務総監を呼びつけたことに」

「ぶふっ」

　思わず笑ってしまう。

　エイリヒはケネスと並んで王に継ぐＮｏ２候補の権力を持つ。

名門とはいえ集団で対抗するならともかく一対一では分が悪すぎる。

「その後、未知の魔物によって国家存亡の事態であったことが分かると陛下と政務総監から碌に調べもせず軍務の邪魔をした責で転封……広さは元の半分、収入は五分の一、寄子の貴族も囲いの騎士も御用商人も水が引くようにスルスルと」

　クーロー伯は口を半開きにしたまま床を見つめて言う。

　周囲の新貴族にも聞こえているが、気の毒過ぎて悪態も吐けないようだ。

「しかも転封先は新貴族だらけな上にハードレット卿とまで接している」

　俺を化け物の親玉みたいに言わないでくれ。

「更に昨夜、新領の村が貴領の村と水利を巡って刀傷沙汰を起こしたとか……」

　踏んだり蹴ったりだな。

「ハードレット家と揉め事を起こしたとあっては血をみることは明らか。女は老婆から幼女まで犯され、男は臓腑を抜かれて装飾品に加工される」

「そんなことするか！」

　クーロー伯は驚きの表情で顔をあげる。

いや驚くなよ。俺はどこの魔王だ。

「水利うんぬんは内政官同士で話をすれば良いでしょう。いきなり襲い掛かるような真似など……」

　少し考える。

「襲い掛かるような真似はあんまりしませんよ」

　周囲のヒソヒソ声が大きくなってしまったぞ。

　クーロー伯は伝統貴族ではあるがケネスに捨てられたようなもので敵ではないな。

もっとも転封の原因はエイリヒなので味方でもない。中立といった所だろうか。

　納得したところでクーロー伯の後ろに女性の姿が見える。

「妻は名門の実家に帰ってしまいました。しかし夜会に一人では参加できず……彼女は若くして死んだ弟の嫁です。齢はもう三五で再婚を求める齢ではありませんが分別のある良くできた女性ですよ」

　女性が俺の視線に気づき、伯爵と小さく頷き合う。

「宜しければ友好の印にお傍に置いて頂けますか？」

　クーロー伯爵は味方なのでこれからも仲良くすべきだな。

　俺は膝をついて手を取り、丁寧な挨拶をしてから未亡人を抱きかかえる。

「女性に釣られるのは諦めましたが脇に抱えるのは止めてください！」

　おっと危ない危ない。

セリアが言ってくれなければまた悪評が立つところだった。




　未亡人と交流を深めようとした時、袖が強く引っ張られる。

ノンナとマータが険しい顔で俺を見ていた。

「これはこれはハードレット殿。お初にお目にかかる」

　若い男だ。俺よりも若く二十歳少しぐらいに見える。

体型は細身の筋肉質で身長は１８５ｃｍ程度、手入れされた赤毛がアホみたいにヒラヒラ揺れている。

　偉そうで厭味ったらしい顔だ。

別に男前に嫉妬している訳ではない。

　敵意を隠そうともしない声に俺も相応の対応をする。

「どうやらそのようですな。どちら様でしょうか？」

　言いながら未亡人をセリアに渡す。

「きゃっ！」

「ふんぎゃ！」

　セリアの力では持ち上げられず揃って床に倒れてしまった。

紫とは年増未亡人としての魅力を良くわかっている。

「私の顔をご存じないと？」

　自分でお初と言っただろうに知る訳ないだろ。

　すると男は聞こえるように鼻で笑った後、周り中に聞こえる声で音声をあげた。

「王国創成期よりの名門にして数多の大臣を王宮へ送り出したるシュミット辺境伯家が次男──」

　言葉を切った男がどうだとばかりに俺を見る。

「いや分かるのは貴方が次男坊だってことだけだが」

「──無礼な！」

　無茶言うなよ。

大層な実家なのは良いがお前自身の説明がなかったのに分かるはずないだろ。

「こちらはシュミット辺境伯がご次男、オルムド子爵、リバル＝シュミット様です」

　倒れた未亡人が言いマータが頷く。

　なんだもったいつけやがって最初から「ぼくはリバルだよ」と言えばそれで済んだ話だろうに。

「卿も貴族なれば高位貴族の家系ぐらい把握して置くべきではありませんかな？」

　当主だけでも怪しいのに次男なんて把握できるか。

「エイギル様、声に出てます！」

　リバルの顔色が変わる。

「……なるほど貴殿は出世が早すぎて礼節が追い付かぬと見える」

　初対面でここまで偉ぶるお前も大概だと思うぞ。

「だから声ッ！」

　おっといかんいかん。

話を変えよう。

「今宵は周辺の領主を集めた夜会と聞いていますが、オリバット辺境子爵殿はこの辺りに領地をお持ちで？」

「色々混じってます！　グチャグチャです！」

　さっきから突っ込みだらけだ。

呼び名が三単語もあるのが悪い。俺は自分の姓もたまに書き間違えるんだ。

　リバルは眉をピクピクさせながら怒鳴るように答える。

「北に豊かな領地がある故、このような片田舎に来ることは滅多にないが、家の荘園がありましてな。私はその管理を任されているものだから、近場の貴族共にも顔だけは見せておこうとしたまで」

　理解したぞ。

「なるほど父親の手伝いをなさっておいでか。偉いですね」

　リバルの顔が口から額まで真っ赤になった。

俺が言うのもなんだが怒りっぽい奴だな。

　いつの間にか周囲には俺達とリバルしかおらず、他の者は距離を取っている。

新貴族らしき者も伝統貴族らしき者も中立の者も巻き込まれるのを嫌がっているようだ。

「これはこれは御両人様。何かございましたかな？」

　そこに割り込んでくる者が一人、これまた男前だ。

「なんだ貴様は!?」

　リバルが八つ当たりで怒鳴るが、男前は怯むことなく丁寧に一礼する。

「セドリック＝リーバット、当家の嫡男でございます。何か問題でもありましたでしょうか？」

　身長はリバルと同じ１８５ｃｍ程度、セドリックは軍人なのか礼服の上にも筋肉が浮き上がっている。

綺麗な金髪まで偉そうにピンピンと立てている。

「気に食わんぞ！」

「ちょっ!?　なんでエイギル様が噛み付くんですか！　ここは相手の方が食ってかかるところです！」

　セリアに止められて我に帰る。

立て続けに男前を見て冷静さを失っていた。自重しよう。

　セドリックとリバルは一瞬呆気に取られたが、すぐに睨み合う。

「ああ、問題はいくつもある。まずこの安っぽい床だ！」

　リバルは床を靴で蹴りつける。

「仮にも夜会を催すならば大理石でも使うのが当然だろうに木床とは！　靴が傷むであろう！」

「申し訳ありません。何分改築する程の余力も無く。ささくれぬよう磨き上げておりますのでご容赦を」

　俺は慌てて足をあげる。

道中で犬のクソを踏んづけてそのまま来たが足跡ついていないだろうな。

　更にリバルは食器を持ち上げて続ける。

「こんな分厚いグラスなど庶民でも使わん。食器は家の顔……さぞ分厚い面の皮をしていると見える！」

「これが当家にて最高のものでございます。お気に触ったのなら申し訳ありません」

　ノンナがうんうんと頷く。

ねだっている金貨二〇〇枚もする食器セットはもう少し余裕が出てからだぞ。

「料理の提供もおかしかろう！　貧相なのは置くとして何故肉が先に出される。会の最初から汚れるではないか！」

「当家を始め、新貴族の間では戦場から帰参してまず腹を満たす、の意味で肉から提供することに──」

　リバルが「新貴族の野蛮な風習など知ったことか！」と吠える声を聞きながらテーブルから肉を取って口に運ぶ。

「あっまた手掴みでいきましたね！　せめてナイフとフォークを使ってください！」

　いつもこれでノンナに怒られるんだ。

　正直、リバルの話を聞く必要なんてない。

　そもそも騎士爵主催の夜会に伝統貴族の名門家が参加するはずがない。

要は実家の権勢をバックに因縁つけに来ただけで、口上に嫌がらせ以外の意味などないのだ。

　それを分かっているのかセドリックとか言う男前は丁寧に応対しながらも怯みも脅えもしない。

「これは手厳しい。何しろ我ら新貴族は休む間もなく戦場から戦場へ駆けております。どうしても伝統貴族の方々のような腰を据えたマナーには疎くなってしまいますればご容赦を」

　と思っていたら嫌味で反撃したぞ。

「それはどういう意味か!!」

　そしてリバルは熱くなって怒鳴る。

身分差を意識してか正面衝突を避けているがまともにやり合ったらセドリックの勝ちだろうな。

　それっきり反論しなくなったセドリックを置き、リバルがこちらに戻って来る。

「怒りっぽい坊ちゃんがまたやってくるぞ」

「だから聞こえますよ！」

　リバルは俺の前まで来て強引に怒りを引っ込め、引き攣った顔で笑いながら言う。

「実はハードレット殿に贈り物がございましてな」

　この流れでか？

変なキノコだったら食わんぞ。

　リバルが顎をしゃくると従者と思われるこれまた嫌味ったらしい騎士が一人の少女を連れて来る。

　歳の頃は十三、四だろうか。

なんともくたびれた使用人の服を着せ、汚れこそないものの髪はボサボサに痛んでいる。

何よりその表情は脅え、恐怖に歯をガチガチと鳴らしていた。

「貴殿が相当な女好きと聞きましてな。私から年頃の娘を贈りましょう。昨日街角で拾った物乞い娘ですが一晩とはいえ当家の使用人としたからには問題ありますまい？　いやはやお似合いだと思いますぞ」

　この次男坊、自分で言って自分で笑っている。

　娘は何を吹き込まれたのか俺を見るなり体全体がガタガタ震えていた。

　一歩前に出るとリバルの騎士も一歩前に出る。

侮辱されて殴りかかるとでも思っているのか、とんでもない。

そもそも俺が本気で殴りかかったらお前など壁にもならんぞ。

　俺はゆっくりと少女に手を伸ばす。

少女の瞼が血が出そうな程きつく閉じられる。

「これは素晴らしい女性を頂きました。大切に致しましょう」

　そう言って娘を抱き上げ、頭と頬を撫でてから優しく囁く。

「もう大丈夫。怖くない、怖くない」

　それでも震える娘へ更に続ける。

「さあ最初の仕事をしてくれ。俺の鼻から毛が飛び出ていないか確かめて欲しい。嫌味な坊ちゃんみたいに右から二本も出ていたら恥ずかしい」

「ぷふっ」

　娘は心当たりがあったのか噴き出して笑い、それで踏ん切りついたのか俺の首に手を回して来た。

俺が頬にキスすると、僅かにたじろいだが遠慮がちにキスを返してくれる。

　そこでセドリックが豪快に腕を開き、会場全体に響き渡るような音で拍手を始めた。

　すぐに新貴族達が続き、やがて躊躇いがちに中立の者達も続く。

「……ちっ！」

　リバルとごく一部の者は拍手する者を睨みつけたが数が多すぎて地団太を踏む。

　我ながら恰好良く決まった。

見ればこの娘もクーロー伯から委ねられた未亡人も蕩けた目で俺を見ている。

今晩にでも股を開いてくれるだろう。

　だがそんないい気分も一瞬で吹き飛ぶ。

「おっと足が」

「きゃっ！」

　リバルが足を滑らせる振りをしてノンナに酒をかけたのだ。

ふりふりのドレス全体に琥珀色の染みが出来る。

「これは大変な失礼を……ドレスは後日金貨にて弁償致します。何枚程あれば奥方様の値段に……失礼『奥方様のドレス』の値段となりましょうか？」

「なんだと？」

　カッと頭に血が昇る。

こいつはノンナが金で買われたんだろうとなじっているのだ。

　ノンナは真っ赤な顔で歯を食いしばり、濡れてしまった自慢のドレスを握りしめて涙を浮かべる。

　怒りに任せてグラスの酒をぶっかけようにも調子に乗って飲み干している。

だがこのままで済ませてなるものか。

「あっその器は!?」

　俺は給仕のメイドから陶器のグラスをひったくり、豪快に両足を滑らせる。

「おっと両足が滑ったぁ!!」

　叫びながらグラスの中身をリバルに思い切りぶちまける。

　だが飛んでいったのは琥珀色の酒ではなく、色彩豊かな粒が入った乳白色の……。

「……ポタージュスープ」

　とろみのあるスープは狙い違わずリバルの顔面に降りかかる。

命中の瞬間にパシンと音が鳴る勢いでだ。

「うぎゃあああああ!!」

　リバルが顔を押さえてのたうち回る。

熱々のスープだ、とろみがある分熱湯よりきつい。

「すまん。手違いなんだ」

　言いながら水差しを渡してやるとリバルは恥も外聞も無く仰向けになって水を被る。

酒だと思ったんだ。まさか熱々ポタージュだとは頭に血が上がって気付かなかったよ。

「おのれ貴様！　俺にこんな！　シュミット家が！　水がなくなったぁ！」

　次の水差しを渡してやると、リバルは悪態を吐きまくりながら必死に浴びる。

「軟膏要るか？」

「いらん!!」

　リバルは真っ赤になった顔を押さえながら立ち上がる。

「早く薬塗らないと腫れ上がるぞ？」

　俺の忠告を無視してリバルは机を叩く。

そして息を大きく吸い込み絶叫するように言う。

「こ、こ、こちらこそご無礼をしましたな！　償いに貴殿をシュミット家主催の晩餐会へ招待致しましょう！　その場でドレスの弁償も致します故、是非おいでくださいますよう!!」

「ん、行きましょう」

　ノンナが信じられないと言う顔でこちらを見るが俺はあくまで気の毒そうな表情を崩さない。

　リバルの方が逆に一瞬怯むが、すぐに引き攣った笑みを浮かべる。

「セドリック殿！　私は急用ができた故、これで失礼させて頂く！」

「お大事に」

　セドリックの追い打ちにリバルは更に激昂しながら足音を立てて去って……転んだ。

「これだから安い床はいかんのだ!!」

　リバルとその取り巻きが去った後、会場からクスクスと小さな笑い声が漏れ始めた。




「噂通り豪快な方でいらっしゃいますな」

　セドリックが気の毒そうな顔でリバルを見送る俺に声をかけてきた。

「む、お前か」

　俺は敵愾心を隠さない表情をセドリックに向け、女達を背中に隠す。

　こいつは男前だ。

女は巨根と男前に弱く見れば惚れてしまうかもしれない。

　俺も含めて巨根は丸出しで歩く訳にはいかないのに、男前は顔を丸出しにして歩けるから卑怯だ。

これはつまり男前とは常に男根剥き出しの変態と同じではなかろうか。

　狐に耳を噛まれて我に返る。

「奴め儀礼で誘われたと知りながらあえて参加して当家を貶め、会を荒らす為に来たようで……どうかされましたか？」

　いつの間にか目の前にセドリックと当主が並んでいる。

ちょっと哲学して意識がとんでいたようだ。

「実は私は軍務総監の傍におりますのでハードレット卿のお噂は良くお聞きします。失礼ながら誇張があるものと思っておりましたが、いやはや正に話通りのお方のようで」

　当主は他の参加者の相手もあるからと一礼して去り、セドリックが延々と話かけて来る。

「実は此度の会、父とは別に私からも軍務総監へお願い致しまして」

「だろうな。タイミングが良すぎる」

　俺は懐から手紙を取り出す。

「通常コース銀貨二枚、二人がかり楽園コース銀貨五枚、三人がかり天上コース金貨一枚……？」

　間違えた。

　もう一枚の方を取り出す。

エイリヒからの手紙だ。

　簡単に言えば『新貴族から夜会の誘いは絶対受けろ』『さぼったら俺が引っ張っていく』みたいな内容だった。これが来た直後に誘いが来たからいくらなんでも露骨過ぎる。

　セドリックがエイリヒの側近だとすれば説明がつく。

「正直我がリーバット家は木っ端です。騎士爵の身で領地を頂けるのも軍務総監のお力あってのこと……もっと言うならば」

「お前に安全圏を作っておきたかったのだろう」

　領地無しの貴族は特別な任務が無ければ王都に住む。

屋敷の警備はするだろうが武装にも人数にも制限がある。

　エイリヒの側近であればケネスの敵だろうし、最悪暗殺の危険もある。

　その点小規模でも領主となれば自分の屋敷の警備に実質制限はない。

懐具合が許せば、屋敷の周りを櫓で囲み、重歩兵でがっちり守ることも出来る。

襲撃するとなればちょっとした戦争になってしまい、難度は何倍にも跳ね上がる。

「それだけお前が大事だと言うことだな」

　俺がそう言うとセドリックは照れたように笑う。

「期待をかけて頂いております。全力で答えねばなりません」

　俺はセドリックから一歩距離を置いて遠くを見る。

「まさかラッドハルデ卿がその道を選ぶとは思わなかったが」

　セドリックも頷く。

「陛下が闘争を期待されたそうです。ケネスか軍務総監か二つに一つ……残念ながら実直な閣下は謀勝負で優勢とは言えません。だからこそ私が埋めねばなりません」

「そうか……お前が埋める側か」

　俺はセドリックに背を向けないよう正面から見つめ、奴も視線を返して来る。

「閣下はハードレット殿に絶対の信頼を置いております。我が家の領地としてここを選んだのも貴方の隣に置きたいからと」

「お前をあえて俺の隣にか……」

　俺はぶるりと背筋を一度震わせる。

「狭い領地とはいえ私も父も領主の経験はありません。今後、統治に問題が起きた際には是非ご協力を」

「アドルフと言う内政官がいる。奴に話を通せば間違いない。後で紹介しておこう」

　セドリックは頷く。

「出来れば避けたいものですが荒事になる可能性もあります。戦鬼の異名を持つ貴方なら伝統貴族など物の数ではありますまい」

「レオポルトと言う男が居てな。奴に話を通せば間違いない。紹介しておこう」

　セドリックは頷く。

「失礼ながら社交についてハードレット家は奥方様の評判しか聞こえません。こちらも知恵を出し合って共に──」

「うちのマータが得意でな。そこに居るから紹介しよう。もし手を出したら……いや心配ないな」

　セドリックが怪訝そうな顔になる。

「失礼ですが、出来ればハードレット卿ご本人に……」

　言いかけたところで扉が小気味良く開かれた。




「どうもー失礼しまーす」

　声を聞くなりセドリックの顔が引きつる。

リバルとのやり合いでは一切見せなかった顔だ。

同時に当主の父親も硬直していた。

「もーパーティやるなら教えてよー」

　フランクな口調と共に現れたのは若さと色香が絶妙に調和する年頃、女としてもっとも食べ頃に見える女性だった。しかも恰好がまた際どい。

　身長１６０ｃｍ、髪は金髪でくせっ毛が良い具合にカールして愛嬌がある。

ただ妙に痩せているのが気になる。

「ま、【マートリー】！　今夜は部屋に居なさいと言いつけただろう！」

　当主が焦ったように言う。

「あれは？」

「……姉です」

　俺が聞くとセドリックは頭を抱えながら言う。

　なるほど同じ色合いの金髪で毛が跳ねている所も黒い瞳も一緒だ。

「あたいだけのけ者は酷くない～。ふふーだからきちゃった」

　マートリーと呼ばれた女性は既に酒が入っているのだろうか、フラフラとした足取りでドレスは着崩しの範囲を超えて乱れている。

「ふにゃ」

　彼女は誰かの付き人らしき男とぶつかり抱きとめられる。

「ばあっ！」

　途端、マートリーは自分でドレスの胸元を引き下げたのだ。

ここからでも白い乳房が見え、付き人からは乳首の先まで丸見えだろう。

　周囲がどよめき、特に女性陣から軽蔑の声が上がる。

　その声を受けてマートリーは恥じるどころかケタケタ笑い、今度は裾に手をかけた。

「い、いけません！　公衆の面前でそのような！」

　慌てて男がマートリーの手を取ると、彼女はその胸に頭を乗せて甘えるように呟く。

「ならーあたいを夜風の当たる場所に連れってってー。はやくぅー」

　マートリーはなんと男のズボンの上から股間を撫で始めたのだ。

止めようとすると今度は舌を出して男の顔を舐める。

男はやむを得ず、当主に一礼してから彼女を会場から連れ出した。

「んふーなるべく暗ーいところねー。キャハハハ期待で濡れ濡れになっちゃうー」

　父親は言葉なく下を向いてしまった。

「あの淫蕩娘め……皆様の前で恥を……」

　セドリックが気まずそうに俺の方を見る。

「お、お見苦しいものをお見せしました。うっ……やはりお怒りでいらっしゃいますか？」

　もちろんだこれが怒らずにいられようか。

「……俺が彼女を受け止めていれば」

　乳首を見せてもらい顔を舐められ男根まで触って貰えたのに。

　そこまで考えて一つ首を振る。

「あれはただの淫蕩じゃないな。もう少し暗い理由があるようだ」

　セドリックはハッと目を剥く。

「……実は」

　俺は手で言うなと制する。

聞くとすれば彼女自身の口から聞かねばならない。

「ま、会の雰囲気が乱れたのはちょうど良かった。皆が俺に注目する中で出すのは酷だろうからな」

　俺がマータに合図を出すと小さく一礼して外に出ていく。

　数分の後、マータが連れて来たのは侍女姿のルキノだった。

　先程のマートリーが起こした騒ぎを凌ぐどよめきが起きる。

「あれはエスカオーテ男爵夫人!?」

「バカ者！　既に爵位など剥奪されておる。その名を呼ぶだけで叛逆の徒だぞ！」

「裏切り者、ハウラウンの手先がどうしてこの場に！」

「誰ぞ、入口で預けた剣を持て。この場で斬り捨てて──」

　そんな怒号のような罵倒に打ち据えられて震えるルキノを抱き寄せる。

　震えを寒さと思ったのか狐も俺からするりと彼女の首に移った。

「良く来たルキノ。辛いと思うが任せておけ」

　そう言って俺は彼女の腰に手を回す。

「着衣が乱れた。更衣室を借りても良いか？」

　使用人は困惑しながらも頷き、俺達を案内してくれる。

「さあ見せてやるぞ。覚悟はいいな？」

　ルキノは目を閉じて息を吸った後、力強く頷くのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

今話登場

ノンナ（少し幸福）セリア（お化粧）マータ（付き人）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（晒し者）

ルクエ（心配）セイカ（心配）ディングス（近隣領主）リヌーガ（愛騎士）クーロー（中立領主）

リバル（顔面火傷）セドリック（エイリヒ側近）マートリー（淫蕩娘）未亡人（惚れ）少女（憧れ）

家族

カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）サリー（侍女）マルル（侍女）ピピ（乳首勃起）マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）ベネル（昏睡）ドロテア（余談）

部下

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（予感）ポルテ（言い訳）クリストフ（護衛）ヤーコフ（護衛）セクリト（男装）ナーティア（冒険エルフ探）フェルテリス（冒険エルフ凌）ユーラーレン（母）イジャリス（母）イリジナ（食べ歩き）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）マック（暇）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）

ジム　スージィ　ソラナ

その他

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）

人外ズ

首ヘルミナ（カバン内）Ｔ−九九（自宅待機）ポチ（大トカゲ）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）メッサーシュミット（寝）ネッタイプリプリオオトカゲ（陣痛）

　────────────────────────────────────────

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万五千 リントブルム一万 リッチモート（旧リバティース）三万 ツヴァイエルフィ三〇〇

軍隊

人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲七　戦車三〇

財産　金貨－三十二万七千　ドワーフ金塊微量（＋五千）

経験人数八〇八

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　リーバット邸








☆２０１８年　ハロウィンＳＰ

ハロウィンスペシャルです。

時間軸は同じですが本編に関わる話ではありません。

本編の裏であった閑話読み切りとご理解下さい。









　ラーフェン街壁外、原野を馬車で走ること一時間程の場所……鎌や斧を持った男達が汗を流していた。

「この木は中が腐ってる。斧より縄かけて丸ごと倒してしまおう」

「小石は後で女達が拾う。俺達は大きな石を砕いてどけるんだ」

　働く者達は内政官アドルフの命を受けた人夫ではなく、開拓に精を出す近隣農民でもない。

　男達の真ん中、作業に向かない真っ白な服の女が声を張り上げる。

「商才持つ者は金子を稼いで献金を、頑強な肉体を持つ者は労働を。どちらも等しく神への献身、アルテイル神は全てを見て喜んでおいででしょう」

　女の声に男達は満面の笑みを浮かべ、口々に神への感謝を唱えながらいっそう忙しく働きだした。




　彼らは皆アルテイル教の信者だ。

　領主からラーフェン内に拠点を持つことを許された彼らだったが神殿と言っても大きめの屋敷程度、一方で信者は激しい戦争の恐怖や絶望からか大きく増え、周囲との揉め事も起き始めていた。

ならばいっそ壁外に大規模な神事なども行える拠点を築こうと考えた。

　信者の増加は献金と労働力の増加でもあり、金にも人手にも苦労しない。

土地使用の許可が得られるかが問題であったが、これもラーフェン郊外ながら街道から離れ、低地かつ土も荒れた耕作にも不向きな場所を選ぶことでなんとか許可を得ることができたのだ。

　もちろん領主は一銭の金も出さず、道の整備も何もかも自分達でやることが条件であったが。

「お前達の流す汗の一滴、寄付する銅貨一枚が新たな神殿へ繋がるのです。さあ夕刻まで後少しもっと励むのです」




　アルテイルを讃える歌を歌いながら働く男達。

その中で腐れ木を倒していた数人が奇妙な物を見つける。

「これはなんだろう？　石……人の手が入ったもののようだが」

「祠だろうか？」

　苔生し、所々欠けたそれは自然の岩と見分けがつかなかった。

祠と気付いたのは真ん中に周りとは明らかに違う、綺麗な多角形の石が置かれていたからだ。

「まさかアルテイル神の祠だろうか。それならば奇跡であろうが……」

「いや違うようだ。背面に紋様が無い。アルテイル神の祠ならば必ずある」

　信者達は溜息を吐く。

「なんだ紛いものか。無価値なものは壊してしまえ」

「アルテイル神以外の神など全ては偽り紛い物」

　信者たちは祠を躊躇無くハンマーで叩き壊し、何事も無かったかのように作業に戻るのだった。
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翌朝　屋敷

「目覚めすっきり快調だ」

　俺はベッドから跳ね起き、窓際に立って大きな伸びをする。

「戦争が終わって一番良いのは寝てる時に起こされないことだ」

　たらふく酒を飲み、女を抱いてぐっすり眠る。

これこそ人生の謳歌と言うもの。

　ベッドに腰かけ、うつ伏せになった女体の尻を撫でる。

「あぅ……はぅぅ……」

　女体の持ち主はリタだ。

昨夜、燭台を持ってきた所をそのままベッドに引きずり込んで抱きまくった。

　その証拠にベッドの周りにはメイド服が脱ぎ散らかされ、リタの頭にはヘッドドレスがついたままだ。

本人はまだ覚醒しておらず、時折尻を震わせるのみだが。

「ふふふ、本当にデカい尻だ。これで張りもあってスベスベなのだからたまらない」

　もう一度上に乗ろうかと考えていると廊下から軽快な足音が聞こえて来る。

「おはようございますエイギル様！」

「おう、もう起きてるぞ」

　返事すると扉が開かれ、ズボン姿にマントを羽織ったセリアが入って来る。

凛々しいはずの恰好なのに可愛らしさしか感じない。

　俺が両手を広げるとセリアは微笑み、一瞬後に裸体のリタを見て頬を膨らませ、ハグをして顔をスリスリして機嫌を直した。

「本日の予定はアドルフさんとレオポルトさんの日時報告を聞くだけです。……が、ちょっと気になる報告もあります」

「ここで良い。言ってくれ」

　俺が立ち上がるとセリアは服を着せてくれる

リタが目を覚めして立ち上がろうとするが腰が抜けて再びベッドに倒れ込む。

「確認が取れていないので与太話かもしれませんが、夜間警備の兵がラーフェン南西の荒野で妙なものを見ました。深夜、体長２ｍの大男集団がラーフェン方向に向けて松明もつけずに歩いていたそうです」

「賊にしても２ｍが並ぶのは妙だな。オークか？」

　近隣の魔物の巣は除去しているはずだが。

「確かめようと近づくと煙のように掻き消えたそうです。足跡も確認できなかったと……三人で見ていますから寝ぼけたにしても変です」

　俺は顎に手を当てる。

「他にはあるか？」

「納期に迫られて夜間移動した行商人が見たこともない魔物を見たそうです。これは街道沿いです」

「はうっ！」

　俺は反射的にリタの尻をはたいてしまった。

「蟲か？」

　アレの生き残りがいたら大変な事態になる。

「魔物は巨大な目玉だけしかなく、襲い掛かって来ると見せて直前で消えたそうです」

「目玉だけは知らんなぁ。蟲も目の前で消えるなんて芸当はできない」

　奴らは異形ではあるが蟲であり生き物だ。

掻き消えるなんてのは幽霊とか悪魔とかそっちの領分だろう。

　リタが恨めし気な顔で見るので優しく尻にキスをしてやる。

セリアが嫉妬したのか巨尻をバチバチ叩いてモミジだらけにしてしまう。

　俺は仕置きにセリアの頬を揉み解してから立ち上がる。

「どちらも相手は掻き消えて実害無し。場所もバラバラとなれば対策は打てない。様子見だな」

　それよりと俺は窓を開き、活気付く街を眺める。

「今日は祭りだ。確か……なんだったか」

　リタが脱ぎ散らした服を恥ずかしそうに着ながら答える。

「ゴルドニアの一部で古から行われている破魔祭です。魔を掃う為にこちらも化け物の恰好をして脅かし合うとか……しかし土着のカボチャ祭りも近く、連続祭りは経費も大変だからとアドルフ様が反対しました」

　頬を赤くしたセリアが頬をほぐしながら続ける。

「ゴルドニアからの移住者は破魔祭を、土着の民はカボチャ祭りをやりたいと騒動になりかけまして」

　ケイシーもカボチャ祭りがいいと騒いでいた。

「思い出したぞ。どっちになっても不平が出るなら混ぜてしまえと言ったんだ」

　俺の提案で今日は破魔のカボチャ祭りとなったのだ。

　笑いながら部屋出ると廊下をふらふらとケイシーが飛んでいた。

小脇にカボチャを抱えているが今一つ元気がない。

（ううう　頭が痛い　体が引っ張られる気がする～）

「どうした？　今日はカボチャ祭りなのに具合が悪いのか？」

　ケイシーはだるそうに壁に張り付きそのままずるずると床まで落ちて来た。

（朝から体調が悪いの　風邪をひいたのかも）

「幽霊なのに風邪ひくんですか……」

（カボチャ祭りの本番は夜　それまで大人しく寝てるね）

　ケイシーは頭に氷嚢を乗せて自室に戻っていく。

後で軽く食えるカボチャスープを持って行ってやろう。




　そして夜──。

（完全復活!!　むしろ普段より快調！　引っ張られるみたいでじっとしてられない！　アヒャァァ!!）

　目をぐるぐるさせたケイシーが廊下中跳ね回りながら窓から飛び出していく。

外の篝火を倒し、衛兵に激突して叫びながら街へと降りていく。

元気になって何よりだ。

「「「パパー」」」

　袖を引かれて振り返るとそこに居たのは俺の子供達だった。

「「「おばけー」」」

　子供たちは頭から白い布を被っていたり紙や木で作った角をつけて化け物になっているようだ。

「ふふふ、小さな魔物の群れだ」

　俺は先頭にいたメルの娘スウを抱き上げるふりをして、奇襲で後方で照れていたノンナの娘アナスタシアを抱き上げる。

「やー」

　まだ三歳のアナスタシアは小さく声をあげてから俺の顔に筆で墨を塗る。

「どわっ」

　他にもドングリを投げつけてきたり、猫じゃらしで脇をくすぐり、中には足を蹴る子までいる。

　破魔祭とは化け物に扮して悪戯する日だったな。

見れば屋敷の中も高価な装飾品は覆いを掛けられ、悪戯に対応しているようだ。

「うぐぐ……エイギル様の子供……むむむ」

　セリアも子供達に髪を引っ張られてながら耐えている

おっとカトリーヌの娘ローズがセリアの短パンを足元まで引き下ろしたぞ。

さすがに耐えられず追いかけて行ったようだ。

「良い機会ですからたんと遊んでくださいね」

　クスクス笑いながら現れたのはメルだ。

後頭部に安っぽい素材でグロテスクな口を付けている。二口女……と言っただろうか。

「ぐおー」

　メルに応えるように倒れると子供たちが一斉に飛び乗り、腹の上で飛び跳ね始めた。

「無茶苦茶されてるわね」

　この声はカーラか、死人のような化粧をした肌から血に見立てた汁を流している。

「ゾンビよー噛みつくわよ」

　カーラは子供達を押しのけ、俺の首筋を甘噛みする。

すると子供達は俺達をまとめて悪戯し始める。

「ちょっ脇腹くすぐったいってば！　もう背中踏むなっての……むぎゃっ!!」

　鈍い衝撃があった。

どうやら子供の一人が結構な力でカーラに浣腸をかましたようだ。

「誰がやったのよ！　やり返してやるから──！」

　カーラがドタバタ暴れ、子供達が逃げ惑う。

「まったく……精神年齢が子供と同じなんですから」

　溜息を吐きながら現れたのはノンナだ。

　侍女のサリーとマルルは魔女の仮装をしているがノンナはただ際どい服のようにしか見えない。

「カーラが勝手に用意していたんです。私はこんな破魔祭なんて興味はないのに……こんなのタダの下着」

「いや違うぞ」

　見れば下着の両胸部分にそれぞれ目玉と開いた口を模したパーツがついている。

「化け乳の仮装よ。ぴったりでしょ」

　カーラが子供を追いかけながら言うとノンナは瞬時に真っ赤になる。

「そ、そんな魔物が居てたまりますか！　貴女の創作でしょうが！」

　ノンナは俺のマントを奪って体を隠すとカーラを追いかけ始める。

気付かなかったのか……いや着てしまうと胸がでかすぎて先端部分見えなかったんだろうな。

「あう」

　可愛らしい声に隣を見ると耳とふかふかの尻尾をつけた美少女が立っていた。

目が合うと尻尾で顔を叩いて悪戯してくる。

「おっと化け狐だな。ははは、くすぐったい」

　さて誰だろう、可愛いから良いか。

「くだらん。実にくだらんわ」

　不満たらたらなのはブリュンヒルデだ。

頭に白い布を乗せ、血だらけの着物を着ている。

怨念を残して死んだ女の幽霊だろうか。

「そう言わずに、せっかく仮装したんだから」

　乗り気なのはラミーだ。

背中に木組みの羽根をつけているのでガーゴイルだろうか。

「どう、この仮装。ちょっと街で遊んでくるね」

「つまらん。早々に切り上げて帰って来るから相手するのじゃ」

　二人は街へと歩いて行く。

「……仮装？」

　まあいいか。真剣に考えることもない。

「無意味に見えるが古く伝わるならば、意味があるやもしれぬな。戯れるのもまた一興か」

「肯定できません。但し否定もしません」

　首無しのティククがムシヘルミナを脇に抱えている。

「きゃっ!?　って仮装か……びっくりしたぁ」

　吸血鬼の仮装をしたメイドが悲鳴をあげるが今日が祭りと気付いて微笑みながら去っていく。

　二人は満足げに頷く。

「偽装効果を確認。街へ出ても問題無しと判断します」

「うむ。自由に歩くことで何やら見つかるかもしれぬ。ちと行って来る」

　二人はデュラハンスタイルのまま街へ行ってしまった。




　小一時間程遊ぶと子供達も俺への悪戯に飽きたのか衛兵や使用人にターゲットを移す。

「俺達も行くか」

「はい！」

　セリアを伴って街を見て来よう。




　町も屋敷と同じく仮装した者達で盛り上がっていた。

「ばあっ！」

「ぎゃっ！　ってもう!!」

　路地裏から大きな爪をつけた男が飛び出して女を脅かす。

「ちょっと体調が……あっ！」

「うおっ!?　心臓が止まるかと思ったぜ！」

　女が突然伏せ、ゾンビの面をつけて顔を上げる。

男は尻餅をついた後、やられたとばかりに笑う。

　これが破魔祭の本質、化け物になり切って脅かし悪戯するのだ。

「子供好き変態野郎の仮装だ。理解されんか……孤独もまた少数派の定め、受け入れるしかあるまい」

「大人しく歩け変態野郎」




　怪しいおっさんも衛兵に引っ立てられていく。

　そして今年はこれだけではない。

「さあカボチャの甘煮だ！　熟れて蜂蜜みたいに甘いぞー！」

「こっちはスープだ！　一杯銅貨一枚、三杯飲んだら銅貨二枚だ！」

「丸ごと茹でカボチャ！　食えるもんなら食って見やがれ!!」

　普段の祭りと違い、屋台も飲み物以外はほとんどカボチャ料理しか出していない。

民は仮装して脅かし合いながらカボチャ尽くしの料理を味わう。

ケイシーなど嬉しさの余りどこかで倒れているのではないか。

「夜移動した行商人も今日の為にカボチャ運んでいたんですね」

　カボチャは普段から大量に備蓄するほど人気の野菜ではない。

一方、日持ちするので探せばどの町にもぼちぼち在庫があったりするからかき集めたら量は揃う。

「ところでこの祭りってなんで仮装するんだ？」

「そりゃあれだよ……魔物になりきって魔物をやり過ごす……みたいな？」

「じゃあなんでカボチャ食うんだ？」

「知らん。でもこれ美味いぞ。甘々だ」

　考えても理由なんてないぞ。

混ぜた俺自身どうしてこうなったかわかっていないからな。




「おらっ！　カボチャカタパルトを食らえ！

「うわぁぁぁぁぁ！」

　穏やかでない声に目をやると半裸の男達がカボチャをぶつけあっていた。

聞き覚えのある悲鳴と共に一人が地面を滑り、側溝に頭を突っ込んで動かなくなる。

「あれは何やってるんだ」

　セリアは目を凝らすと溜息をついた。

「一〇五兵団のアホ共です……何やっているのか」

　中心にいるのはヤーコフだ。

酒瓶片手に周り中から投げつけられるカボチャを回避しつつ、勢いのない一つを受け止めて投げ返す。

カボチャは岩のように宙を舞い、相手の顔面を捉えて卒倒させた。

「ガハハハハ！　どうしたどうした！」

　ヤーコフが投げるカボチャは男達を薙ぎ倒し、ついでに屋台にも命中してスープ鍋をひっくり返し、民家の窓を突き破って悲鳴があがる。

「カボチャ祭りがどうしてカボチャ投げ祭りになるのか……ちょっと締めてきます」

　セリアが短剣を抜くが祭りにそんな無粋なものはダメだ。

「親父借りるぞ」

　俺は丸ごと茹でたらしいカボチャを片手で鷲掴みにしてヤーコフに向かって突進する。

「ワハハハ！　次が来たか！　最強のカボチャ戦士たるこの俺に──」

　最後まで言わせず、俺はヤーコフの脳天にカボチャを叩きつける。

生だと頭が割れていたかもしれないが、茹でられていたのが幸いでカボチャは砕けて飛び散り、ヤーコフはその場に膝をつく。

「悪戯してやれ」

　アホ共が暴れていたせいで怖くて隠れていた子供達が一斉に飛び出し、ヤーコフに馬乗りになった。

「ぬぉぉぉ！　やめろ、やめろ！　熱いスープを股間にかけるのは本当にやめろ!!」

　一件落着だ。




「さてこれからどうするか」

「なんて言いつつ足が娼館区へ向いています」

　なんてことだとわざとらしく驚きながら娼館街に入る。

　娼館街は普段の妖艶な雰囲気に加えて、作り物の骸骨を垂らしたり、篝火を火の玉に似せていたりと装飾が施されていた。

「わっ綺麗……」

　むすっとしていたセリアも思わず目を開いて驚く。

　屋外で客引きをしている娼婦達も普段の色っぽいだけの服装ではない。

「はぁ～い寄ってらっしゃいなぁ」

　ウサギの耳をつけ、尻に食い込む際どい服から白い尻尾が見えている。

「お祭り特別サービス一杯あるわよぉ。遊んでいってねぇ」

　こちらは猫耳、向こうは犬……小悪魔やサキュバスに扮した女までいる。

「いかん……これはいかんぞ……」

　腰に捕まるセリアを引きずりながら俺の足は娼館に向かう。

だが入口を越えようとするとエルフに扮した女に作り物の槍を向けられる。

「今日はこの先人間立ち入り禁止で～す」

「む、人間はダメなのか」

　女は娼館街の広場を指差す。

臨時の店舗が立てられ、粗末な腰布と棍棒セットが銀貨三枚で売られていた。

「でもオークが殴り込んできたら仕方ないんですぅ」

「うん。化けウサギも化けネコも好き放題種付けされちゃうね。もちろん私達エルフも……」

　見れば原価銅貨一枚するかどうかの商品が男達にガンガン売れている。

中心で口上を述べているのは女のようだが憎い発想だ。

「ダメですからね」

　セリアが俺の財布を取り上げて走っていく。

今日は諦めるとしよう。

「うちはオークでなくても入れるわ。人間のままでおっけーよーん♪」

「げぇっ!?　猫耳つけたオークとウサギ耳つけたオークじゃねぇか！　こんな魔界みたいな場所に入れるか化け物共、目に毒なんだよくたばっちまえ！」

　無粋な怒声が聞こえる。

続いて重い足音が響く。

「んだとこら、オカマ馬鹿にしてんじゃねぇぞ！　一名様ご案内、ガン掘りカボチャ祭りじゃあ！」

「「「ガン掘り祭りじゃあ！」」」

　菊開の園から聞こえた気がするが俺には関係ないことだ。




　セリアと二人、大通りから一つ入った道を見回る。

　すると一人の女が道に倒れていた。

「大丈夫か？」

　慌てて抱き起すと脳天に矢が刺さっている。

「死んじゃうよぉぉぉ──！　驚いた？」

「ははは、びっくりしたよ」

　ここでも祭りは続いているようだ。

　窓が開け放たれ、目玉の垂れ下がった女が叫ぶ。

　こちらもたまに歩いている女を脅かす。

「びっくりしたぁ……野人の仮装ですね！」

　普段着なんだが。




　脅し、脅かされ、楽しい祭りが続く。

「トイレに行って来ますね」

　セリアが大通りの方に走っていく。

俺が抱え上げて溝に放尿させる提案は強硬に却下された。

　はて建物の影でブツブツと呟いている女がいるぞ

真っ白な服に垂れた血を見るにこれも仮装だろう。

「恨めしい……恨めしい……どうして……どうして私が……ぁぁぁぁ……」

　地の底から響くような声は大した演技力だ。

　俺が肩を叩くと振り返るなり襲いかかってくる。

「うらめしぃぃぃ!!」

「俺もだぁぁぁぁ！」

　俺の方も道中で貰った血糊を顔に塗りたくり、白目を剥いて叫んでみる。

　すると女は一瞬停止して掻き消えてしまった。

「ぬ？」

　おかしいな。

　次に暗闇からガザガザと異様な音が聞こえる。

見れば女郎クモをそのまま大きくしたような魔物の上に人間の上半身が乗っている。

　奈落の魔物とは形状が違うし上半身は人間だから仮装だろう。

　クモ女は真っ赤な目で俺を睨みつけながら足でカリカリ地面を引っ掻く。

　俺も対抗して口に付け牙を入れ、血糊を零しながらガチガチと音を立てる。

　すると女は首を傾げた後、静かに暗闇へと消えて行った。

「挨拶ぐらいしてくれても良いのに。それにしてもすごい仮装だったな」

　すると今度は低空をふよふよ飛ぶ球体……良く見ると巨大な目玉だった。

　これにも笑いながら威嚇してやると瞬きを一つしてから消えていく。

「はて、あんなものどうやっているのか見当もつかない」

　セリアが帰って来る。

「いっぱい出たか？」

「はい！　出店で沢山飲んだので……何を聞くんですか！」

　そこにまたもふらふらと仮装の男が現れる。

　手が四つの良く分からない怪物だ。

「これも大作だな。さすがに対抗できない──」

　言い終わる前にセリアが俺の前に立ち、男に短剣を投げつける。

「突然何をするんだ。危ないじゃないか」

　するとセリアは真剣そのものの顔でこちらを見る。

「あれは仮装じゃありません！」

　途端、目の前の男が咆哮する。

良く見れば四本腕の男は、目が顔の中心に一つしかなく、身長が３ｍ程あった。

更にどことなく薄く時折靄のように霞んでみえる。

「気付いて下さい！」

　言いながらセリアは短剣を投げるが短剣は巨大な怪物をすり抜けた。

「仮装に紛れて本物が居たのか」

　俺は腰に手をやるがデュアルクレイターどころか剣すらもっていない。

当然だ、俺はただ祭りを見に町に出ただけなのだ。

　怪物が咆えながら突っ込んでくる。

　俺は咄嗟にセリアを後ろに回す。

　腕を上げて怪物の殴打を受け止める。

「ぐう……なかなかだな」

　痛みは相当なものだ。だが何故か吹き飛ばない。

そうか、重さがないんだ。

「これはどうだ？」

　俺は二発目をいなし、空いた脇腹に拳を見舞う。

そしてバランスを崩して転倒した。

「……空振った」

　外した訳ではない。

完全に捉えた拳に手応えがなかったのだ。

　援護にセリアが放った短剣も再び突き抜ける。

「亡霊の類か。殴れないんじゃ話にならんぞ」

　デュアルクレイターなら幽霊の類も切り裂けそうだが無いものは仕方ない。

「これならっ！」

　セリアが投げた短剣が今度は怪物の胴体に刺さる。

「銀が効きます！　やっぱりこいつら亡霊の類です！」

　銀には魔を破る効果があると言う。

「銀剣まだあるか？」

「今の一本だけです。あっ！」

　なら投げずに渡して欲しかった。

　セリアも気づいて自分の頭をポカポカ叩く。

　どうしたものか。

銀を武器に……か。

「セリア、靴下を脱げ」

「嫌です。一日履いて臭いです！」

　そういうことじゃない。

「俺の財布から銀貨を抜いて靴下に入れろ。娼館で遊ぶつもりで銀貨を沢山入れている」

　一枚の金貨より十枚の銀貨の方が使い勝手が良く娼婦へのチップに喜ばれるのだ。

　セリアは脱いだ靴下に銀貨を詰めると投げて寄越す。

　俺は怪物の殴打を受け止め、後ろに飛びながら重く膨らんだ靴下を受け取る。

「セリアの蒸れ蒸れ靴下、怪物にはもったいないがくれてやる」

　一旦距離を取って靴下を高速で回転させる。

怪物は知能がないのか一直線に突っ込んでくる。

「よっと」

　既に二度見たその殴打を屈んで躱し、回転の勢いそのままに下がった顎を狙う。

　確かな手ごたえと共に半透明な血が飛び散った。

「当たりました！」

　まだ終わらない。

顎を上に向けて仰け反った怪物の足に横から一撃、更に脇腹に一撃、最後に下から股間に一撃。

靴下が破れて銀貨が飛び散る。

　怪物は悶絶したかと思うと煙のように掻き消えた。

「……倒したのでしょうか」

「わからんな」

　状況は危険だ。

今思い出せばクモ女も空飛ぶ目玉も本物だったのではなかろうか。




　視線を大通りの方に移す。

「どうして捨てた……捨てた……」

「あはは、お兄さん傘のお化けかい！　こっちは魔性の中年サキュバスだよってね！」




「ウーウー」

「飲み過ぎか？　仮装の化粧が流れて本物の死体みたいになってるぞ。カボチャ食って酔い覚ませよ」




　明らかに本物と思われるものが祭りに紛れ込んでいる。

だが周囲が仮装だらけなのと酒が入っていることもあって住民は気付いていないようだ。

「逆に気づくと襲ってくるのでは？　先ほどの怪物みたいに」

　だとすれば危険だ。

しかしちらりと見ただけで結構な数がいる。一体一体対処していたらきりがない。

今までこんなことは無かったのだから、異常の原因があるはずだが。

　俺達の脇をケイシーがすり抜けていく。

両手でカボチャを抱いたまま寝ぼけたような目をしていた。

（呼ばれてる　いかなきゃ　いかなきゃ）

「デュアルクレイターを取ってこい」

　俺はセリアに命じるとフラフラ飛んでいくケイシーを追いかける。

南西方向のようだな。







　南西へ進むこと小一時間、原因はすぐにわかった。

「あれだな」

　開拓地だろうか。

木が半端に切り倒され、土地の一部だけが整地されている。

　その中央に淡く光る魔法陣のようなものが見える。

そこからまったく見たこともない魔物が湧き出し、あるいは引き寄せられて周囲に座り込んでいた。

「光っているのに暗いです。心がざわめく奇妙さです」

　セリアの言う通り光源のはずなのに周囲より暗く見える。

理解できないが邪悪なものだと本能が告げる。

　他の魔物と同じようにふらふらと魔法陣に近づくケイシーを掴み、口にカボチャパイを押し込むと目に理性が戻る。

（はっ　私は何を）

　ケイシーは戦力外だからそこで見ていろ。

　とりあえず足で魔法陣をつついてみるかと近づいた途端、電撃が伝い俺は盛大に弾き飛ばされた。

『小蟲が』

　同時に魔法陣から頭と両手、胸までがせりあがってくる。

頭と手足から見て６ｍはある巨人のはずだが、胸から下はつっかえたように出てこない。

　造形は人に似て、言語も理解できる。

二本のねじれた角も、肌色が紫なことも、両手に長い爪が生えていることも、口が耳まで裂けていることも重要ではない。

　その気配と溢れる負のオーラが人以外の『悪い物』だと告げていた。

　俺は厳しい戦いになりそうだとデュアルクレイターを抜く。

『貴方の敵う相手ではありません。お逃げなさい。そして勇者を呼ぶのです』

　魔法陣から邪悪なものとは対照的な白く輝く美女が現れる。

　良く見ると美女から無数の光の鎖が伸び、それが邪悪な怪物を絡めとっている。

どうやら怪物を魔法陣に押しとどめているのは彼女のようだ。

『この者は古に世界を闇に落とした滅世のデーモン。選ばれし四人と異世界より降臨せし勇者を以ってさえ斃せず封印されたもの。今その封印が解かれようとしています！』

　美女は苦しげな顔で歯を食いしばり、反対にデーモンは愉しげに笑う。

　どうやら悪魔はとんでもなく悪い奴で、それをとんでもなく強い四人と勇者が封印したんだな？

『くくく選ばれし賢者の貴様が命を捨てて封印を守っておるとも知らずに祠を破壊するとは……人とは度し難く愚かなことよ。滅ぼすのになんの抵抗があろうか』

『黙りなさい悪魔。例え祠が壊れても残った魔力で貴様を封じる！　決して外に出すものですか』

　美女は命を捨てて悪魔を封印したがどこかのバカが封印を破ったようだ。

それでも美女は頑張っているが顔色を見るに……。

『それも時間の問題。今は知性低く命令すら聞かぬ小魔しか呼べぬが、貴様の魔力が尽きるにつれて封印も弱くなる。一国を滅ぼすに足る魔人が召喚されるまであと一週間かそれとも一日か……くくく』

『そこの者早く……早く当代の勇者を……！』

　そう言われても勇者なんて知らん。

　そして世界うんぬんは置いても苦しむ美女を置いて逃げることなどできるはずがない。

「だから俺がやろう」

　デュアルクレイターを抜き、デーモンに向かって駆ける。

『ダメ！』

『愚かな小蟲が。勇者でもない人など吾に触れることもできぬ』

　デーモンの指先がこちらを向く。

ここからさっきの電撃が来ると身構えたが、なんと俺の周囲５ｍが輝き、一瞬遅れて漆黒の炎が噴き出す。

「うおっ！」

　反射的にデュアルクレイターを地面に突き刺し、魔法を散らして防ぎ止める。

「……凄い炎だな」

　範囲内にあった岩が赤く溶け落ちた。

一瞬でも遅れていたら蒸発させられていただろう。

（なんだこの黒い魔力は　駄目だ　もう吐く　ぐぅ）

　それっきりリントブルムの反応がなくなる。

魔力は奴の大好物だがデーモンのはダメらしい。

　一方でデーモンは不機嫌そうに眉を寄せる。

『小指の先ほどの力とは言え我が邪炎を防ぐか。不愉快な小蟲め』

　そして口を開く。

口内は深淵まで続いているかのように真っ黒だ。

『いけない。魔法障壁を張りなさい！』

　美女が叫ぶがセリアも俺もそんなもの使えない。

　唸り声のような低音が足から這い上って来る。

「き、気分が……うう……心が……あぅぅぅ」

　セリアが頭を押さえて蹲る。

助けてやろうとするが俺も体が動かない。

　命乞いする人を殺したい、泣き叫ぶ女を犯したい、血を流す幼児を踏み潰したい。

邪悪な感情が流れ込んでくる。

『闇に抱かれて死ね』

　何かを思い出す。

昔……ずっと昔にもこんなことがあった。

　あれはルーシィとの初対面の時だったか。

彼女の目に吸い込まれるように……。

　邪悪な音に黒く染まっていく心を無理やり持ち上げる。

　邪悪な感情をいやらしい思考へと置き換える。

ノンナの巨大な胸奉仕、カーラとの野外性交、セリアとの父娘プレイ、そしてルーシィとの──。

「ふんっ！」

　裂帛の気合が邪悪な音を打ち破る。

『なにっ？』

　不快そうな声と共に音が止む。

　見ればセリアも冷や汗をかきながらフラフラと立ち上がる。

　助かったようだが戦闘不能だな。

『魔の呪歌を破るか小蟲──いやあるいは』

　デーモンが俺に向けて指を振る。

　今度は黒い炎が地面を伝ってくる。

　デュアルクレイターで掃うが炎は消えない。

デーモンの魔法がミスリルを上回るのか、食当たりで伸びている出来損ない龍のせいか。

「だが──！」

　デュアルクレイターを地面に叩きつけ、土砂を巻き上げる。

もちろん岩を溶かす程の炎を土で消せるはずがない。

　だが僅かなりとも風圧で炎は噴き上がる。

同時に叩きつけた剣をつっかえ棒にして後ろに跳ね飛ぶ。

　炎は俺の眼前で止まり、髪の焦げる臭いがした。

『隙だらけだ』

　デーモンの長い腕が伸び、巨大な爪が側面から襲ってくる。

「知ってるよ」

　俺は爪に跳ね飛ばされながら剣を振る。

　高々と飛ばされ三度地面で跳ねたが、代償にデーモンの爪一つが地面に落ちた。

一つ咳をして口に溜まった血を吐き出す。

『──吾の身体に刃を届かせるか……理解した。貴様勇者タロゥの末裔だな』

　知らん。誰だよ。

『いえ違う……タロゥの力は感じないわ。まさか貴方新しい勇者……』

　だからタロゥってなんだ。

勇者なんかになった覚えはないぞ。

　だがこの状況は美味しいぞ。

俺はニヤリと笑い、ポケットに手を突っ込んだままもっともらしく音声をあげる。

「いかにも。俺こそ勇者チロゥの生まれ変わり──」

　言いながら剣を掲げ、デーモンの目を引きつけた一瞬を狙う。

　ポケットにあったカボチャクッキーを握りつぶし、デーモンの見開いた目に向けて破片を放り投げる。

同時に剣を引き戻して駆けだす。

『げっ卑怯!?　滅世のデーモンに目潰しなんて効くはずがないでしょう！』

『ぐわぁぁぁぁ!!』

　美女は叫ぶが効いてるぞ。

デーモンは両手で目を押さえて暴れている。

「ふん！」

　腰の入った一撃がデーモンを捉え、その左手を斬り飛ばす。

『おのれおのれおのれ──！　破魔の果実をどこで手に入れた！』

　目潰しではなくカボチャが効いたのか。

今となって考えれば街で魔物が暴れなかったのもケイシーが正気に戻ったのもカボチャのおかげか。

「ケイシー、カボチャを渡せ！」

（うう　もったいない）

　ケイシーが抱えていたカボチャを受け取り、デーモンに向けて走る。

ちょっと前にヤーコフにやった気がするが気にしない。

　デーモンの手が即座に再生し始めるが、目はまだ治っていないようだ。

デュアルクレイターよりカボチャクッキーの方が効くとは笑えてしまう。

『やめろその実を近づけるな！　来るな来るなぁぁぁぁ!!』

「好き嫌いはいかんなぁ！」

　俺はカボチャを両手で持って飛び、渾身の力でデーモンの脳天に叩きつける。

　カボチャはデーモンの角を叩き折り、脳天にめり込んで真っ黒な蒸気をあげる。

『力が失われる！　世界を滅ぼす悪魔たる吾の力がぁぁぁ！』

　デーモンの体がみるみる萎み、目から光が失われていく。

　同時に美女から伸びる光の鎖がデーモンに絡み付き魔法陣の中に引きずり込んでいく。

デーモンは完全に魔法陣の中に消えた。

『今です！　魔法陣に新たな封印を──オリハルコンの結晶か賢者の石を乗せなさい！』

「あるか？」

「ないです」

　俺とセリアはポケットを探ってみるが見つからない。

何か代用できる物はないか。

「ダメもとでやってみるか」

　屋台で買って半分食った串焼きカボチャを乗せてみた。

　途端、眩い閃光が天を突き、漂っていた黒い邪気が消えていく。

周辺の魔物も蒸発するように次々と蒸発……。

（ああ……光が……川が……貴方は……神様……？）

　慌ててケイシーをマントで包んで隠す。危ない危ない。

　光が収まるとデーモンも魔法陣も消え、淡く輝く美女だけが立っている。

「カボチャで代用可能で良かった。ナスとか言われたらどうしようも無かった」

　返事はなく、美女は一人でぶつぶつ言っている。

『賢者の石より頑丈な封印になるなんて……タロゥ達と三年かけて探し出したのに。てか私が命を捨てて封印したけど、カボチャでやったら死ななくて済んだんじゃないの？』

　一通りぶつくさ言った後、美女は咳払いした。

『感謝します勇者……』

「エイギルだ。勇者じゃないけどな」

「エイギル様は誰よりも勇者です！」

『感謝します勇者エイギル。目潰しと脳天ダンクで勝ったのは美しくはありませんが良く滅世のデーモンを封じてくれました。貴方は世界を救ったのですよ』

　そりゃよかった。

世界が滅んだら女も抱けないし美味い酒も飲めないからな。

『封印は固く閉じられ──私の力も余り気味です。ご褒美というには足りないかもしれませんが』

　俺は美女の唇に指を乗せる。

「その前に、貴女の名前を教えて欲しい。ただ美女と呼ぶ訳にもいかない」

　すると美女はニコリとほほ笑む。

やはり美しさを褒めるのは鉄板だ。

『我が名はイポロティ。護世の賢者にして勇者タロゥに寄り添う者』

　イポロティか、どこかで聞いたような。

「献身の神イポロティ!?　伝説の賢者にして死後に神となった神話の人物です！」

　心なしかイポロティが胸を張っている気がする。

結構大きい。

「神話では勇者と彼に従う四人──死後神となった賢者イポロティ、原初の大魔法使いマロゥ、天から遣わされた槍使い、半神半人の弓使い──が魔王を討伐したと書かれています。名が分かっているのは賢者と魔法使いの二人だけです」

　勇者はタロゥらしいけどな。

『コホン。後世に語り継がれるのはくすぐったいですね。教えてちょうだい、私が魔王を封じた後……勇者は幸せに生きたのかしら」

　遠い目でイポロティがセリアに問う。

「はい。もちろん神話の話ですけど、勇者は魔王討伐の後、剣を捨て終生平凡に暮らしたそうです」

『……あの人はいつもそう言っていたわね。願わくば伴侶となり血を残したかったけど』

　セリアがはてと首を傾げる。

「ええと、勇者は妻と慎ましく暮らしたとありますけど。子も二桁残したそうな」

　イポロティの動きが止まる。

邪気が出て来た気がするぞ。封印解けてないか？

『だれと』

「大魔法使いマロゥ」

　イポロティがぴかっと光る。

『あのロリやっぱ狙ってやがった！　何が貴方の犠牲を忘れない為に終生独身を貫くだ！　場の雰囲気で感動したけどよく考えたら三度も夜這いかました奴がライバル死んで大人しくなるわけなかった！』

　俺達の視線に気づき、イポロティは我に返る。

『……封印が強力になった分、魔力が余ったので加護をあげましょう。貴方自身の強化でも武器の強化でも、強い使い魔でもあげるから何でも言って頂戴』

　なげやりな態度になってるなぁ。

　俺はやさぐれた顔のイポロティに近づき、手の甲にキスをする。

「加護はいらない。我が願いを聞いてくれるなら、貴方の傷ついた心を癒させて欲しい」

　イポロティと目が合う。

さすが神と崇められる賢者、俺の言いたいことをすぐに察したようだ。

『本気？　私はとうに肉体を失った精霊にも近い存在なのよ』

「こうして触れ合えるなら俺達は男と女だ」

　俺はイポロティの肩を抱き腰に手を回す。

『強さ、顔、体つき……五五点。厳しいわね』

　さすがに査定は厳しい。

ならばと崩れた祠の裏に連れ込み、ズボンを降ろす。

『き、九五点！』

　合格のようだ。




　──体感三時間後

「ってエイギル様女神にまでいやらしいことするつもりですか!?　ってあれ？」

（変態　変態ー！）

　セリアとケイシーが祠の裏に飛び込んでくる。

　だが俺達は何事もなかったかのように息を整える。

『少し時間を止めたの。彼女達には一瞬に思えているわ。溢れる程魔力があるからできたことよ』

　そう言うとイポロティは俺の背中に顔を埋める。

『すごかったわ……またしましょうね』

「ああ」

　俺達は舌の絡むねっとりしたキスをして別れる。

　イポロティはこれからもデーモンを封じないといけない。

だからたまには会いに来てやる。それが処女を奪った男の義務だ。肉体無かったけどな。




「この場所はカボチャ畑にする。適当な祠を建てて、年一回カボチャをぶつけまくる行事をやる」

　これでデーモンも出て来る気がなくなるだろう。

『では町まで送りましょう』

　イポロティが俺の手を取って先導する。

「動けるんですか!?　てっきり祠から動けないものかと」

『滅世のデーモンが瀕死だから数十年ぐらいは割と自由に動けそうです。勇者との約束だから一応祠にはいますけれどね』

　案外緩いんだな。

（私この人の傍にいると成仏しそうになる……）

　ならケイシーは先に帰ってろ。

カボチャ祭りは朝まで続く、デーモンもいなくなったからしっかり遊べるだろう。

（わーい）

　ふとイポロティの目がきつくなる。

『……教えて欲しいのですが』




　カボチャ祭りから数日後、トリスニアにある大魔法使いマロゥの像が破壊され、ちょっとした騒ぎになったという。

危なかった……余裕をもったはずが時間ギリギリに










第５２５話　嘘の淫蕩







「ひそひそ……あの人確かアークランドで……ひそ」

「ひそ……裏切りなんて即処刑じゃないの？　どうしてまだ生きて……ひそ」

「軍務総監の権限で処理されたみたいで陛下からの沙汰は無かったとか……ひそ」

「そもそもあんな者を招待──されていないから使用人服のままなのか」

　更衣室へ案内される途中も周囲の視線と陰口がルキノを襲う。

「あの、ありがとう」

「ちっ」

　案内の礼を言った使用人からもこの態度だ。

ルキノは半泣きのまま俺の腕を握りしめて更衣室に入る。

　ルキノのエスカオーテ男爵家は反乱を主導した者の支配下にあり、娘まで差し出していたのだから選択肢は無かった。しかし当主としてそれは言い訳にはならない。

　どんな理屈を立てても弁明は難しいのだから別方向で行くしかない。

「さあ着替えるんだ」

　俺はルキノへ特注のドレスを手渡す。

青くなって泣いていた彼女の顔がみるみる赤くなっていく。

「さっき覚悟を決めていたじゃないか」

「改めて見るとやっぱり……いえ品質がすごく良いのはわかるのです。でも……丈が……露出が……」

　このドレスは娼婦達御用達の店で仕立てた代物だが少し事情がある。

　その店の職人は元々高級ドレスの仕立て屋だったのだが、独立の際に親方と喧嘩して絶縁、コネが重要な貴族相手の商売は難しくなった。

　そこで生活の為に止む無く庶民相手の商売を始めたが、派手なドレスを必要とする平民など娼婦や旅芸人ぐらいしかいなかったのだ。

　職人は俺が高貴さと色香を兼ね備えたドレスを注文すると狂喜して連日徹夜で作り上げてくれた。

仕上がったドレスは過度に露出しながらも貴族の晩餐会に出ても見劣りしない品質を持っている。

もちろんこんなドレス着てきたら変態確定なので誰もしないだろうが。

「ずっと抜けていると皆が不審がる。さあ早く着るんだ」

　促すとルキノは震える手で仮に着せて来た使用人服を脱ぎ始める。

　ボタンが一つずつ外され、その度に首筋、鎖骨、胸元と露わになる。

続いてスカートが──。

「あの、せめて後ろを向いて頂けませんか」

　俺はダメだと威厳たっぷりに首を振る。

「うぅぅ……」

　ルキノの形の良い乳を凝視する。

二八歳の乳房は適度な柔らかさと張りを兼ね備えている。

二十歳前の張りのある乳、三十路越えの埋もれるような軟乳のどちらとも違う絶妙の乳なのだ。

　元々小さめの乳首と乳輪は僅かな着色以外はまるで一〇代のようだ。

「子を二人産み育てた乳首とは思えん。さては相当手入れしていたな！」

「ひぅぅ」

　真っ赤になったルキノは胸を隠しながらスカートを脱ぎドレスを手に取るがダメ出しをする。

「このドレスは普通の下着ではダメだぞ」

「うえっ!?　この短さで下着無しなんて無理です！」

　俺はにこやかに笑ってポケットから取り出した下着を手渡す。

「ぬ、布がない……紐……」

　ルキノは諦めたかのように下着に手をかけゆっくりと降ろしていく。

細めの太もも全てが晒され短く整えられた金色の陰毛が見える。

「短く整え過ぎたせいで、子供を二人産んだせいか大きめの肉ひだがはみ出ている」

「もう！」

　思わず声に出てしまった。

ルキノは一気に下着を下げると紐下着とドレスを手早く着こむ。

「着方がわからないと思ったんだが」

「……行為がなくなった夫を誘おうと色々着たことありますので」

　死んだ奴を罵りたくはないが甲斐性の無い夫だったんだな。




　さてと改めてルキノの全身を観察する。

　深紅の派手なドレスはどう色付けしたのか輝いているようにも見える。

更に胸元と脇腹、付属の手袋に羽根のような装飾が施され、身体を動かす度にふさりと揺れる。

　それだけなら豪華な赤いドレスだが露出が凄まじい。

　ドレスは紐で肩にかけるタイプなのだが、胸元の開き方が大きすぎて装飾の羽根が無ければ普通に乳首まで見えてしまうだろう。

　背中も大きく開き、後ろから見れば肩紐から下は裸同然で尻の割れ目まで見える。

普通の下着なら丸見え、反対に紐下着だとまるで何もつけていないようにしか見えない。

　更に尻の上半分を晒しているにも関わらず裾は太ももの際どい部分までしかない。

僅かなお辞儀でもあるいは段差に足をかけるだけでも前後共に見えてしまうだろう。

「裸を見てくれと言わんばかりの格好だが」

　俺はルキノを抱き寄せ、肩から尻までを撫でる。

　ドレスは体にぴったりして隠されている場所でさえ裸が容易に連想できる。

尻の丸みも脇のくびれも丸出しと言って良い。

「こんな服を着て街を歩いたら一分ともたずに路地裏に連れ込まれるな」

　ルキノは恥ずかしそうに痣を撫でた後、真剣な顔で俺を見上げた。

「最後に確認させてください。私はどう辱められても構いません。ですがセイカとルクエに希望をくれるんですね？」

「任せろ」

　俺が笑うとルキノは全部任せるとばかりに腕にそっと手を乗せて来た。




　ルキノの手を引いて会場に戻る。

「どうもありがとう」

　外で待っていた使用人にルキノが無理やり微笑んで頭を下げる。

先程は悪態で返した男だが、今度は視線がルキノの顔と胸、脚へと泳ぎ、結局型通りの対応として深々と腰を折る挨拶しかできなかった。

「これだけ際どい恰好をした美女の挨拶に罵倒を返せる男などいない」

　ただ下品なだけではなく優美まで兼ね備えたドレスはルキノの魅力を最大まで高めているのだ。

　メイン会場に戻ると周りの会話が一瞬止まり、数秒おいてこちらに視線を寄越しながらのぎこちない会話が再開する。

　一部の男はルキノが何故この場にいるのか非難しようと足を向けるが、ルキノの恰好を見て目を泳がせてから気まずそうに戻っていく。そして隣の奥方に何やら嫌味を言われていた。

「なんだ。姿を見せれば襲いかかって来ると思ったが案外来ないな」

「私一人なら袋叩きにされていると思います。ハードレット様がいるからですよ」

　ならばこちらから仕掛けないといけない。

　さて手頃な奴はいないかと見渡した時、聞き覚えのある声が上がる。

「おおハードレット卿、おられましたか」

「ご参加と聞いていたのに姿が見えず」

「帰りの路銀はどうしよう──ゲッホン！」

　モナシ伯爵、ビンボ子爵、ゴクフィン男爵──困窮同盟三人衆だ。

俺を探していたならもっと早く声をかけてきそうなものだが。

「我ら招待状を受け取ると同時に出立したのですが」

「戦費で家計が火どころか火焔の車」

「馬車も馬も使えず丸二日歩いてようやく今しがた」

　仮にも爵位を持つ領主が三人並んで歩いてきたのか。

どれだけ困窮しているんだ。

　三人は幾分か煤けて見える礼服をはたく。

貧しい割には金糸で仕立てた立派な服だな。貴族として譲れない部分なのだろうか。

「恥ずかしながらハードレット卿には隠しますまい。妻と娘の苦労の結晶なのです」

　モナシ伯がちらりと見せる礼装の内側は継ぎはぎだらけだった。

「これが現実、情けない限り」

　ビンボ子爵は上着の下に庶民が着るようなボロ着を着込んでいる。

「私など生地が足りず……くっ！」

　ゴクフィン男爵の礼装は継ぎはぎも無く立派なものだと思ったのもつかの間、奴の服は前半分しかなかった。後ろ半分は適当に紐で結んだだけでケツが出ているじゃないか。良くここまでばれなかったな。

「ルキノの半ケツは色っぽいがこれは酷い。ホクロから毛まで生えている」

「貧してもこのゴクフィン、招かれた会を蹴るなどできませぬ」

　半ケツで来るより欠席した方が名誉保たれると思うけどな。

「あの」

　ルキノが困ったように袖を引く。

　こいつらのインパクトが強いせいで肝心の作戦を忘れていた。

「時にハードレット卿。他の者の噂を聞きましたが」

「そこのご婦人は裏切りで爵位を無くした方とか」

「わざわざお連れになったのはいかなることで？」

　相変わらず三人が波状で話して来る。

もうこいつらでいいか。

「実は彼女には私の領地で代官をやって貰おうと思いましてな」

　あくまで貧乏三人衆に向けての会話を装いながら他の者にも聞こえるように言う。

三人は当然驚き、周りで他の会話をしながら俺達の話を盗み聞きしていた者達も思わず声をあげる。

一人、二人……周り全員じゃないか。

「まずいですぞ！」

「いかに陛下の沙汰が無いとはいえ裏切りを働いた者を代官とは！」

「代官には様々な役目があります！　その方では誰ともまともに交渉できますまい！」

　代官と言っても町一つ、村一つ任せる小領主と言っても良い。

自分で商人と交渉したり他地域から人夫を雇い入れたりあるいは領地の境にあったなら街道警備などで他領主と取り決めをすることもある。

　だが今のルキノは裏切者扱いでまともに話をしてくれる者などいない。

このままでは代官業もできないし彼女の家を残しても延々虐められるだけだ。

　だからこそ一芝居打たないといけない。

　周囲からヒソヒソ声が聞こえる。

明らかに今の話は周り中に聞かれていたようだ。

「代官は別に用意するのが良いですぞ！」

「代官が必要なら我が長男……は脳筋。次男は女狂い、三男はアホ！　四男は借金で夜逃げ……ぐぬぬ！」

「かくなる上はこの場で知り合いをあたって！」

　最後の発言で周囲の奴らが一気に距離を詰めて来た。

まともに考えてくれる三人を利用するのは心苦しいが仕方ない。

「それは困った。私はなんとしても彼女を代官にしたい。実は最近手を出してしまいましてな」

　俺はニヤリと笑い、ルキノの半分見えている尻に手を突っ込む。

彼女も分かっているのか、両手で俺の腕を取って身をよじりながら小さく抵抗するのみだ。

　俺は尻の割れ目に沿って指を進め、肛門から局部までをかろうじて隠している紐下着をグイと押し込む。

「んはぁ」

　鼻から抜ける色っぽい喘ぎが漏れる。

今の声は演技にしても大したものだな。

　近づいていた中年の男二人が前屈みになって撤退していく。

「しかし色香に惑わされてはなりませんぞ」

「その通り、一度裏切った者は二度三度やると言います」

「ハードレット卿程の方が寝首を掻かれてはつまりません」

　三人がルキノを睨む。

俺は心の中で手を叩いた。これを言って欲しかったからだ。

　ルキノの尻から指を抜き、彼女の口の中に押し込む。

「その心配はありません。彼女が俺を裏切るなどできるはずがない」

　言いながら口の中で指を動かす。

ルキノは口の端から涎を流しながら舌で指を追いかけ舐め回す。

「魂まで俺に完全服従しているのですよ。そうだよな？」

「はい。ハードレット様の傍にいるだけで下腹が熱を帯びるのにどうして裏切るなどできましょうか」

　俯いてから顔をあげたルキノの瞳は媚薬でも飲んだように蕩け、俺へ性愛と服従を示していた。

　周囲のヒソヒソ声が大きくなる。




「裏切り者を代官などいかんだろう。またどこに内通するやもわからんぞ」

「いやあの目を見ろ。まるで発情期の雌猫だ。何をされたらあんな顔になってしまうのか……」

「むーん。妻が我が兄に向ける目に似ている気がするなぁ」




　ここでもう一押しだ。

　俺がルキノの肩を撫でると彼女は理性の籠った目で相槌を打ち、蕩けた目に変えて身ぶるいする。

「そんなに触られたら我慢ができません。い、一緒にトイレか更衣室に行きませんか？」

　周囲から驚きと軽蔑の声が上がる。

わざと聞こえる音量で言っているのだ。

　俺は首を振って背中を押す。

「俺はまだ用がある。一人で自慰して来い」

　ルキノは恥ずかしさで真っ赤になりながらもコクリと頷き、走り去っていった。




「なんと恥知らずな女だ！　周囲に聞こえるような声で性交の誘いとは！」

「だがあの様ではケネスに通ずることもなかろう。完全にハードレット卿の虜、男根のことしか考えていない顔だったぞ」




　まずは裏切りの危険を取り去る。

そしてもう一つ。

「裏切りうんぬんは自業自得ですからな。非難されるのは仕方ありませんが嫌がらせは許せんのです。道中も顔見知りの騎士らしき男が彼女に石を投げましてな」

　俺は目を見開いて口と言葉だけで笑う。

「ついカッとなって捕まえて──引き千切ってしまったのですよ」

　もちろん全部嘘だが。

「ど、どこを千切ったかは聞かない方がよろしいですな」

「きっと服が何かでしょう！　ははは、ははは……」

「それより料理を食べましょう！　三日間何も食べていない」

　周囲の話し声もぴたりと止まっている。




「ほ、本当だろうか……いや本当だな。俺は戦場でハードレット卿が敵兵の首を引き抜いたのを見た」

「しかし騎士の行為は正当ではないか？　裏切り者に石の一つ二つ……」

「ハードレット卿に理屈が通じると思うか？　激昂したら何するかわからんお人だ」




　心外な声もあるがともかくこれでルキノに危害を加えるのは危険だと認識しただろう。

これだけの貴族に聞かせれば後は噂で近隣へたちまち広がる。

「それにしても可哀そうなのは奥方だ。こうも明け透けに話されてはさぞ立腹であろうに」

　そこは俺も心配しているところだ。

後で作戦なんだと土下座でもするか。

「お待ち下さい！　これはこれはあのっ」

「だまらっしゃい！」

　既に遅かったようだ。

トイレに向かったルキノがノンナに掴まれて連れていかれる。

　抵抗する手をマータに後ろ手に掴まれてどうにもならない。

それでもなんとか説明しようと暴れていたが、最後は胸で頭を挟み込まれて黙ってしまった。

最近ノンナは武器として乳を使う。事情は後で説明すればいいか。

　ルキノに任せる領地は貧乏三人衆の近くにしようか。

こいつらはなんだかんだで憎めないし頼りになる。不幸になるから余り長く一緒には居たくないが。

「ところでハードレット卿、恥を忍んでお頼み致す」

「後ろ半分丸出しより恥なこともそうないと思いますがどうぞ」

「「「金子を貸して頂きたい!!」」」







　晩餐会も終わりに近づいた。

路銀の元を取るべしと食い続けている三人衆以外は夜風に当たって酔いを覚ましたり、極近しい者達だけで下世話な話をしたりと緩んだ空気が流れている。

　俺はノンナもセリアもどこかへ行ってしまったので中庭の椅子に座り、未亡人と少女に酌をして貰って時間を潰す。

　社交慣れしたクーロー家の未亡人はともかく少女はちょっと疲れ気味だな。

後は帰るだけだし、先に馬車で寝ているといい。

未亡人もクーロー卿と話があるだろう。




「さてこれで本当に一人になった訳だが」

「お注ぎしましょうか？」

　隣に使用人の服を着たルクエが座る。

彼女はルキノと一緒に使用人として同行しており、場が緩んだのを見てやってきたようだ。

　身を乗り出して酌をするルクエを観察する。

　母親、弟と髪色も瞳も色も同じだ。

顔立ちも身長もかなり似ており、ルキアをそのまま一七歳にしたような外見だ。

気になるのは体つきで乳尻の大きさ以前に体全体がかなり痩せていた。

「苦労したんだな」

「はい……我ながら」

　ルクエはくすりと笑う。

これ以上は聞かない方がいいか。

「母のことでお願いがあるんです」

　ルクエはもう一杯注いで続ける。

「今回のこと何をして頂いたのかは私も母もわかっています。得難いことですし、母も対価に体を求められて玩具になることぐらい承知のはずです」

「玩具と言ってくれるなよ。まだ抱いてもいないんだぞ？」

　時間の問題だが。

　ルクエがもう一杯注いでからずいと身を乗り出す。

「たまに……本当にたまにでいいんです。母には恋人としても接してあげて欲しいんです。その分乱暴にしたい時は私が代わりに引き受けますから。前の家で散々嬲られたので慣れてます。はい」

　反論する前に更に酒を注ぎ、ルクエは続ける。

「それで母に飽きたら、不細工でも無能でもいいので誠実な男の人をあてがって欲しいのです。母は本当は家庭的で殿方に尽くすタイプの人、領主とか代官とかみんなを引っ張れるような人じゃないから」

　ルクエは真剣な目で俺の手を握る。




「ああっ姉さんにまで!!　その手を放せぇ!!」

　その時、横合いからセイカが飛び蹴りをかましてきた。

軽く掴んで地面に転がし、笑いながら立ち上がる。

「こらっなんて失礼なことをするの！　お尻ぺんぺんするわよ!!」

「僕はルクエ姉様を変態好色魔から守ろうと──きゃぁぁぁ！　痛い!!」

　セイカは女みたいな声をあげながら尻を叩かれる。

結局玩具うんぬん訂正できなかったな。

　ふと見ると、俺とルクエが座っていた椅子の周りは立ち木や池で踏み切る場所はない。

足場になりそうな場所まで５ｍは離れているがセイカはあそこから跳んで来たのか？

「まあいいか」

　号泣するセイカがルクエに連れていかれるのを見ながら手酌でもう一杯煽る。

　入れ替わりに頬を赤くしたルキノが戻って来る。

「まさかノンナに張られたのか？」

　手は出すな。腹が立ったら後で俺を殴れと言ったのだが。

「手ではなくお胸で一発貰いました……」

　手は出していないが、ううむ。

「それでルクエの件なのですけど。お注ぎしますね」

　ルキノがまた酒を注ぐ。

さっきからちょっとペースが早すぎる。

「ハードレット様のことですから、きっとルクエにも手をつけると思います。もちろんそれは構いません。あの子も承知の上だと思いますから」

　同じような話をさっき聞いたな。

また酒が注がれたぞ。

「ただ、一通り遊んで飽きたら……家庭を持たせてやって頂けませんか？　相手の身分が低くても顔が悪くても良いので愛人ではなく妻として」

　これもさっき聞いた……また酒か。

「もし物足りなければ私が乱暴なプレイも引き受けます。ですからどうか」

　わかったと返事するとルキノは口移しで酒を飲ませて去っていく。

後姿の半ケツがなんともいやらしい。




「エイギル様!!」

　次はノンナが乳を揺らしながら突撃してくる。

「あれでは私が浮気されまくってるみたいじゃないですか！」

「すまん。埋め合わせはするから」

　ノンナは欲しい品物一覧とデートで見たい劇の一覧を渡して来る。

さては最初からこのつもりだったな。

「では私は屋敷の奥方ともう少しお茶をしますので」

　ノンナは上機嫌になって隣に座り、酒をなみなみと……限界まで入れたなおい。注ぎ方知らないだろう。

捨てる訳にもいかないので飲み干すと視界がいよいよ揺れ始める。

「これはいかん。最後の一気飲みはまずかった」




　視覚と思考が乱れる中で小さな少女がトコトコと走って来る。

「ふぅふぅ、やっと姉様を振り切った……。さっきの続きだ！　姉様と母様に手を出そうとしても僕が」

　目の前の少女を抱きしめる。

何を言ってるか良く聞き取れないが、こんなに小さくて可愛いならセリアに違い無い。

最近成長したと思ったがまた小さくなったのか。

「ふぎゃー！　何をする！　やめろぉ！」

「ふふふ、可愛い可愛い」

　俺はセリアの尻を撫で回し、首筋にキスを繰り返す。

「ぼ、僕は男だぞ！　やめ……やめてぇぇ！」

　俺はセリアの股を軽く開かせ、ズボンの中に手を突っ込み、下着の上から大事な場所を撫でる。

可愛らしく暴れているが付け根の泉に指を沈めればたちまち甘い声を出すはずだ。

「うぅ……犯される……どうして気付かれちゃったの」

　指が下着を搔き分けた時、胃袋の下から強烈な不快感が上がって来た。

　俺の動きが止まるとセリアが物凄い勢いで暴れる。

滅茶苦茶に振り回す拳が痙攣中の胃袋に命中した。

「すまんセリア。今のがとどめだ」

「えっ!?　うぎゃあぁぁぁ!!」







「飲み過ぎですまったく」

　怒りながら水を持って来てくれる本当のセリア。

「夜会で酔い潰れる人がいますか、まったく恥ずかしい！」

　半分お前のせいなのにプリプリ怒るノンナ。

「ひっく……ぐっす」

　泣きながら着替える本当じゃなかったセリア、つまりセイカ。

「「ジー」」

　非難の目で俺を見つめるルクエとルキノ。

　俺は酔い潰れ、近づいてきたセイカにぶちまけて泣かせてしまったらしい。

「汚いよう……でも良かった……ばれてなかった……ぐす」

　吐いて気分が良くなったところで帰るとしようか。

「おぇぇぇぇ!!」

　せっかくすっきりしたのにやめてくれよと脇を見るとリーバット家の娘マートリーが盛大に吐いていた。

　見れば服は相当乱れており、首筋や胸元は口付けの跡だらけ。

股からは大量の汁が垂れ、顔や髪にも精液らしきものが多数付着している。

明らかに酒を飲みながら乱交した後だ。

　疲労と酒のせいかマートリーは胸も股も露出させたまま大の字に転がって寝てしまう。

その醜態に皆の顔が強張る。

　屋敷のものを呼ぼうとしたが、皆が帰り始める時間だからかその見送りに出て誰もいない。

「ちょっと待っててくれ。このまま庭に捨ててはいけないだろ」

　俺はマートリーの背と足を抱え上げ、そのまま持ち上げて屋敷内に運ぶ。

「送り狼しないで下さいね」

「こんな前後不覚になった女は抱かんよ」

　ここまで酔ったら挿入して揺らすだけでもまた吐くだろうしな。

しかし背中まで汁まみれでべたべたする。どれだけヤったんだ。

　屋敷内に入ったが寝室が分からない。

風呂に入れてやるべきだが、まずあるかどうかもわからない。

「ハードレット卿!?　ま、マートリー姉さん！　はぁぁぁぁ」

　人影を見て声をかけようと近寄るとセドリックだった。

俺を見て驚きマートリーを見て肩を落とす。

「本当にどうしてこんなことに」

　セドリックの目は姉を蔑みではなく憐れみで見た。

そして天を仰いで恨みの目、窓の外を見て怒りの目か。

　その時、腕の中のマートリーが俺にしか聞こえない声で囁く。

「私は淫乱だから誰とでもするわ。だから一回犯されたぐらいなんでもない。──したのも平気よ」

　体液にまみれた顔から涙が伝う。

　俺はマートリーを受け取ろうとするセドリックに首を振り、寝室まで運び寝かせてやる。

「ううん……もっと男……パコパコしましょ……アハハ」

　ベッドに寝かせるとマートリーは一言呟いて寝てしまう。

　セドリックはもう一つ溜息を吐き、縋るように言う。

「ご覧の通り淫蕩の限りです」

「……」

　俺は何も言わない。

「無礼を承知でお頼みします。姉を貰って頂けませんか？」

「貰う？」

　濡れたタオルでマートリーの顔を拭きながら言う。

髪にべっとりついた精液は湯でないと取れないな。

「もちろん側室になどと非常識なことは言いません。遊ぶだけの女としてで結構です」

「自分の姉を遊び女に？」

　俺は努めて冷静に返す。

「ハードレット卿は女遊びの名手、性技も極上とお聞きしています。淫蕩には目を瞑り抱いて頂ければ姉も喜ぶかと」

　ここでセドリックがニヤリと媚びた笑みでも見せたなら即座にぶん殴り、噴き出した鼻血でこいつはダメだとエイリヒに手紙を書いてやるところだが、その表情は悔しげで何かに耐えるようだった。

「ただの淫蕩以外に事情がありそうだ」

　セドリックはハッと顔をあげ、意を決して話し出そうとする。

「だが今は聞きたくない」

　俺は制してマートリーの体を拭いてやる。

「本人から聞くのが道理だろう。機を見てラーフェンに来るといい。姉も連れてな」

　俺はマントを翻して部屋を出る。

これ以上時間をかけると送り狼してると疑いをかけられてしまう。

「わかりました。ではラーフェンで！」

　お前はついでだからな。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

今話登場

ノンナ（乳使い手）セリア（副官）マータ（付き人）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（メス堕ち代官）

ルクエ（その娘）セイカ（危機一髪）セドリック（エイリヒ側近）マートリー（淫蕩娘）

家族

カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）サリー（侍女）マルル（侍女）ピピ（乳首勃起）マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）ベネル（昏睡）ドロテア（余談）

部下

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（予感）ポルテ（言い訳）クリストフ（護衛）ヤーコフ（護衛）セクリト（男装）ナーティア（冒険エルフ探）フェルテリス（冒険エルフ凌）ユーラーレン（母）イジャリス（母）イリジナ（食べ歩き）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）マック（暇）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）クロル（出世）

ジム　スージィ　ソラナ

その他

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）

イヴァンナ（終戦知らず）

人外ズ

シュバルツ（種付け）首ヘルミナ（カバン内）Ｔ−九九（自宅待機）ポチ（大トカゲ）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）メッサーシュミット（寝）ネッタイプリプリオオトカゲ（陣痛）

　────────────────────────────────────────

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万五千 リントブルム一万 リッチモート（旧リバティース）三万 ツヴァイエルフィ三〇〇

軍隊

人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲七　戦車三〇

財産　金貨－三二七〇二四　貧乏三人衆旅費（二四）

経験人数八〇八人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　リーバット邸








第５２６話　ドタバタ余談１ピピ







　リーバット家の夜会から戻った後はレオポルト、アドルフの定時報告に「わかった好きにしろ」と繰り返す以外にすることは無かった。

　会で揉めた……誰だったか名前が出てこない。

ポタージュ君もそろそろ招待状と言う名の挑戦状を送って来る頃だろう。

　マートリーとセドリックからも近く何か言ってくるだろうが少なくとも今はすることがない。

「ふふ、実は無くもないんだがな」

　実は明日にもクーロー伯爵の未亡人義妹が荷物をまとめてやってくる。

表向きは客人だが俺はもちろん男としてアプローチするし、会での様子を見る限り彼女も嫌々と言う訳でもなさそうだった。三十半ばの未亡人など一番男を欲しがっているはずで落とすのは易しい。

「ふふふ、楽しみだ」

　期待に胸と股間を膨らませていると扉が前触れ無く開かれる。

「どうしたピピ？」

　俺の部屋にノック無しに入って来るのはピピとカーラぐらいだ。

たまにトリスタンもやってセリアに関節技をかけられているが。

　そしてカーラとノンナの怒声が遠く中庭から聞こえているから消去法でピピしかいない。

「族長様ぁ」

　いつもなら元気に走って飛びついて来るピピが顔を赤らめ、涙を浮かべて抱きつく。

「助けて欲しい。つらい」

「何があった？　お腹痛いのか？」

　セリアの下痢止め、ナーティア印の腹痛薬、首ヘルミナがどこからか出した変な丸薬があるぞ。

ピピは首を振る。

「屋敷の誰かに苛められたのか？」

　相手が女なら男根で罰を与え男なら屋上から放り投げてやらねばならない。

これにもピピは首を振る。

「まさか町で変態に」

　手始めにアンドレイを締め上げよう。

白だったなら領内に手配書を出さねばならない。

「ここが治らない」

　ピピは外套をペロリと捲り上げる。

下に着ているはずのシャツは両乳首の回りだけ穴があけられており、普段は豆粒のような乳首が人差し指の大きさまで膨らんでいた。

「毒のせいで勃ちっぱなしだ。ふくさよーがあるからこれ以上薬は使えない」

　ナーティアに言われたのだろう。

ピピは乳首以外は健康そのものなので、これ以上解毒薬を使うより自然に治るのを待つ方が良いのだろう。

「シャツに擦れるだけで声が出る。ものが当たったら腰が抜ける。振動でヌメヌメになって馬にも乗れない……」

　話だけ聞くと興奮してくるがピピは真剣なようだ。

「一つ考えがある」

　俺も最後にエイリヒと並んで毒を受けた。

　最高の治療を受けたはずのエイリヒがしばらく車椅子だったのに対して俺はかなり早い段階で完治した。

俺とエイリヒの違いは何か。

「それは射精だ」

　俺は射精で毒を体外に噴射したので早く治ったのだ。

「ピピはついてない」

　もちろんピピは射精できないが毒の影響が残っているのは乳首だ。

ならば乳首を激しくいじれば毒が抜けるのではないだろうか。

「族長様に全部任せるぞ」

　ピピはベッドに座って頭の後ろで手を組む。

俺は身を屈め、穴あきシャツから飛び出た乳首を優しく撫でる。

「あぅ！」

　これだけでピピの背中が反り返る。

見た目通りかなり敏感になっているな。確かにこれだとシャツに穴でもあけないと擦れて歩けもしない。

「一思いに行くぞ」

　ピピは覚悟を決めた顔で目を閉じる。

　俺はピピの小さな体を抱え込み、乳首を口に含む。

「うぅぅ～」

　温度が変わっただけでも刺激になるのかピピは長い喘ぎを出しながら身をよじる。

　その動きが止まらないうちに、俺は鼻から息を抜いて乳首を吸い上げた。

「────!!!」

　ピピの体が自分の背骨を折りそうな勢いで反り返る。

勿論そうならないように抱きしめて抑え、口にはシーツを噛ませてやる。

　更に左乳首を吸いながら右の乳首にも手を伸ばし、巨大化した乳首の根元を摘まんで先端まで擦りあげる。

　再び暴れるピピに痛いかと聞く。

「気持ちいい!!　気持ち良くて死にそう!!　気持ち良すぎて痛いのかもわからない!!」

　ピピの腰が何度も跳ね上がり、汁が何度も飛び散る。

どうやらパンツも履いてないみたいだ。

「ならもう少しやる。漏らしてもいいし叫んでもいい。意識を飛ばしてもいいぞ」

　ピピが頷くのを待たずに乳首を吸い上げる。

　小さな腰が跳ねて足がバタつく。

それでいて求めるように胸を押し付けて来る。

「何か出そうか？」

　口を離して両手で乳首を弾くようにこねる。

「分かんない！　そこら中から出そうだ！」

　確かに股から愛液、口から涎、目から涙が出ているが肝心の毒はまだ出ていない。

もう一押ししてみよう。

　俺は愛撫を止め、刺激の間を置いてから同時に両乳首を摘まんで引っ張る。

「あひぃぃぃ!!」

　ピピの手が俺の頭を掻き抱く。

乳首は更に充血して今にも何かが飛び出そうだ。

あと一歩なんだが。

　ピピは顔中を涎と涙で濡らしながら普段の幼い表情からは考えられない顔になっている。

「すまん。耐えてくれ」

　俺はピピにキスをして気を逸らしてから再び乳首を口に含み、はち切れそうな程勃起した真っ赤な果実に歯を立てた。

　絶叫すらなくピピは全身を硬直させる。

同時に乳首が破裂したかのように膨らみ、口内に甘い香りが満ちる。

　口を離すと白い汁が乳首から大量に噴出していた。

甘い香りは母乳だな。

「おっぱいから何か出てる！　止まらない！」

　ピピは自分で胸を触りながら大量の母乳を飛ばす。

俺も薄い胸肉を集めるように愛撫して搾乳を手伝ってやる。

子供のような外見のピピから大量の母乳が出るのはなんとも背徳的だ。

「そらもっと出せ。出し切れば乳首も元に戻るはずだ」

　ピピは呻きながら部屋中に母乳を飛ばした。

　数分の後、乳は勢いを無くしやがて止まった。

「あ、乳首が」

　人差し指サイズまで腫れていた乳首がするする小さくなり、いつもの小さく可愛いピンク色に戻る。

　その乳首を軽く吸ってやる。

「気持ちいい。でもいつも通りの気持ち良さだ。ビリビリはしない」

　蟲の毒を抜くには男ならその場で射精、女なら母乳を搾るのが良いらしい。

毒の専門書に書き留めておこう。

「これで馬に乗れる。遠乗りに行きたい！」

　ピピに引っ張られるまま俺は馬に乗って街へ出る。

　すると道中アンドレイに遭遇した。

「おうマスター」

「ん、一杯やりにきた訳でもなさそうだな」

　意識していないと今だにマスターと呼んでしまう。

相手も公式の場ではないので昔のままの話し方だ。

「酒場では領主も平民も等しく酔う。酔い以外を持ち込むのは無粋なことだ」

　どこから取り出したのかアンドレイはグラスをカランと鳴らしてハードボイルドに言う。

「帰りに寄る。珍しい酒でも用意しといてくれ」

「ありふれた酒を出すさ。癖だらけのお前が癖のある酒場に来る。酒ぐらいは平凡でないと悪酔いする」

　ニヤリと笑ったアンドレイはハードボイルドに立ち去ろうとする。

「族長様。おっぱいが」

　そこでピピが再び胸を気にした。

　背を向けていたアンドレイの首がぐるりと一八〇度回転したように見える。

最後までハードボイルド貫け。変態を覗かせるなよ。

「どうした？　また変になったのか？」

「違う。おっぱいが出てしまう」

　ピピの小さな乳房から白い乳が垂れている。

どうやら毒抜きの影響で常時乳の出る体質になってしまったようだ。

「母乳だと!!」

　アンドレイが周囲に響く声で怒鳴り周囲が悲鳴を上げ、子連れの親が我が子を隠す。

「止まらない」

　特に恥ずかしいと思っていないのかピピが母乳だらけになった手をアンドレイに見せた。

　アンドレイはヨロヨロと後ずさり、震える手でグラスを差し出す。

「ツーフィンガーで頼む」

「にゅ？」

　ピピは差し出されたグラスに困惑するも意味がわかったのか母乳をグラスに入れてアンドレイに返す。

　アンドレイは火酒でも煽るかのように飲み干すとグラスを取り落として震える。

「子を育てるはずの母乳。少女から貰って俺が育つとは……業深いものだ」

「やかましい変態。次やったら張り倒すぞ」

　俺は無邪気に乳を露出するピピをマントで隠して馬に乗せる。

　アンドレイはハードボイルドに店に戻っていく。




「ナタリー愛し合おう。心の釜に火が入ってしまった」

「はぁ？　もうあなたとはしたくないって言ったでしょう。店の準備もあるのに何を──ああっこんな変態二度と相手にしないと決めたのに……もう早く済ませて下さいねっ！」




　少女の母乳を飲んでハッスルしているなどと言ったら今度こそ家庭が崩壊するだろうから止めておく。

それに俺もナタリーの件ではアンドレイに色々と負い目がな。

「族長様早く。湖までかけっこだ！」

　駆けだすピピを追う。

たまには遠乗りも良いだろう。

「そういえばお前も毒にやられていたな。死に損なったようだが」

　言い終わらないうちに門の傍を歩いていた妊婦が立ち止まる。

彼女は俺ではなく、俺の乗るシュバルツを見て顔を赤らめ、膨らんだ腹を撫でる。

シュバルツは誇らしげに軽く嘶き、鼻先で妊婦の頭を軽く撫でてから走り始めた。

「そろそろ馬肉にした方が人間社会の為かもしれん」

　ピピは完治した。

そして母乳が出るようになった。

シュバルツはそろそろ肉にすべきだ。今日はこんなものか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

今話登場

ピピ（母乳少女）アンドレイ（トランス）シュバルツ（異種姦）

家族

ノンナ（正妻）セリア（副官）カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）サリー（侍女）マルル（侍女）マリア（側室）カトリーヌ（側室）グレーテル（側室）ソフィア（側室）レア（愛妾）クウ（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）ベネル（昏睡）ドロテア（余談）

部下

マータ（付き人）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（メス堕ち代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）

レオポルト（参謀）トリスタン（参謀）アドルフ（予感）ポルテ（言い訳）クリストフ（護衛）ヤーコフ（護衛）セクリト（男装）ナーティア（冒険エルフ探）フェルテリス（冒険エルフ凌）ユーラーレン（母）イジャリス（母）イリジナ（食べ歩き）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）マック（暇）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）クロル（出世）ジム　スージィ　ソラナ

その他

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）

イヴァンナ（終戦知らず）アネット（隠妊）セドリック（エイリヒ側近）マートリー（淫蕩娘）

人外ズ

首ヘルミナ（カバン内）Ｔ−九九（自宅待機）ポチ（大トカゲ）ブリュンヒルデ（王都）ラミー（ラミア）アルラウネ（株分け）ミルミ（人魚）メッサーシュミット（寝）ネッタイプリプリオオトカゲ（陣痛）

　────────────────────────────────────────

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四五五〇〇（＋五〇〇） リントブルム九五〇〇（－五〇〇）　戦時生産解散

リッチモート（旧リバティース）三万 ツヴァイエルフィ五〇〇（＋二〇〇）無頼者増加

軍隊

人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲九門（＋二）　戦車三〇

財産　金貨－三十二万　金鉱小（＋七千余）

経験人数八〇八人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン








第５２６話②　ドタバタ余談２海賊










「ごしごし……ごしごし」

　風呂場で俺の背中を流してくれるのは【ローラ】ポタージュ君が寄越した少女だ。

物乞いをしていたところを拉致されたと聞いたが、元々身寄りもなかったのか帰りたいとも言わないので屋敷に置くことにした。

「よいしょ。よいしょ」

　身長１３０ｃｍあるかないかの彼女にとって俺の背中は大きく、茶色の髪を揺らしての大仕事だ。

年が変わると一一になるらしいが栄養が足りなかったのかかなり小柄だ。

　髪も当初はボサボサで枝毛だらけだった。

そこをリタが禿げないか心配なほどの力技でとかし、絡んでどうしようもない場所は切り落とした。

今は少しばかり傷んだ顎ラインの長さに落ち着いている。

「えっと、できました」

　ローラが仕上げに湯をかけて泡を流してくれる。

「ありがとな」

　礼を言いながら湯船に向かうとローラもポテポテついてくる。

「あの、本当にお風呂に入るだけでいいんですか？」

　風呂に入って早々、ローラは床に横たわり、目を閉じて両足を開いたのだ。

そこで腹に冷水を垂らしてやるとびっくりした猫みたいに跳ね起きて思わず吹き出してしまった。

「筋一本の子供を抱く気にはならんさ。色々生えて膨らんだら頂くよ」

「あう、産毛は生えてます」

　俺は人差し指でローラの背中や尻をつっつく。

くすぐったいのか身をよじりながら音を立てて湯船に落ちる。

「わっぷ！　あったかい」

　冬の風呂は最高だからゆっくり浸かるといい。

「わきゃっ！　な、何かがお湯の中に!!」

　ローラが下手くそな泳ぎで俺に抱き着く。

「心配いらない。あれはお風呂妖怪セリアだ」

「ぶくぶく」

　俺は元々セリアと風呂に入る予定だったのだが、途中でローラが廊下で小さくなっているのを見つけて連れてきたのだ。以降拗ねたのか湯から目だけ出してずっとこちらを睨んでいる。

「ただでさえ小動物みたいなんだから怖がらせないでやってくれ」

　俺はセリアを引き上げると隣に置く。

「エイギル様との入浴タイムを邪魔されたのは納得いきません。背中を流すのも本当は私がやるつもりだったのに」

　セリアが逃げるローラにお湯をかけるのでその手を封じて口付けする。

「ん……ん……」

　舌が絡みセリアの手が俺の頭に回って来る。

肌の股が太ももに押し当てられ、濡れたスベスベの肌の感触に息が荒くなる。

「ふわぁ」

　ローラの声にセリアがハッと気付いて体を離す。

「セリア様……すごく綺麗。お肌も髪もスベスベで足も長くて美人でおっぱいも大きい、素敵……」

　無表情ながらセリアの機嫌がちょっとよくなった。俺にはわかる。

「巨乳というのは違和感があるな」

「ノンナさん達が異常なんです！　私も結構あるんです！」

　顔に胸が押し当てられる。

子供と違う育った裸に股間も反応する。

　ローラは脈動しながら巨大化する俺の股間を驚愕の目で見つめていた。

「え？　え？　なにこれ？　お股から突然腕が……まさかアレなの？　でも大きすぎる」

　もっと見せつけてやろうと腰を上げた時だった。




「何だお前は！　ここをハードレット様の屋敷と知っての……うわぁぁぁ!!」

　開けていた窓から叫びが聞こえる。

どうやら正門の衛兵らしいがここまで声が届くとは尋常ではない。

「貴様良くも、うぎゃっ！」

「こいつ強い、三人やられたぞ！　出会え出会え──!!」

「かくなる上は怪我をさせてでも……あっ止めて！　痛くしないで！」




　頼りない衛兵だな。

「行って来る。戻ったら入り直しだな」

　立ち上がった拍子に一物がローラの顔を掠める。

「あぅ風圧」

　さて何事か。




「ぐ……つ、強い……」

「敵襲……てきしゅ……がふ」

　正門の衛兵達は地面に突っ伏して、あるいは立木に顔を突っ込んで絶命──はしていないがのびている。

　彼らを屠った鬼が仁王立ちしていた。

「ふしゅーふしゅー」

　体躯こそ１７０ｃｍ半ばとさして大きくはないが、その面貌はまさに修羅。

怒りに震える体に合わせて血のような赤毛が揺らめき、口からは蒸気のような息を吐く。

　身に纏う衣は土に汚れながらも輝きを失わず、上質な作りであることがわかる。

肩に刻まれた紋章には見覚えがある。

「貴様ぁぁぁぁ!!」

　鬼が俺に飛び掛かり首に手をかけて押し倒す。

　まあイヴァンナなんだけどな。

「終戦の知らせぐらい寄越せ馬鹿者が!!　まさか私を忘れてたんじゃなかろうな!!」

　そういえばイヴァンナに終戦の連絡出してなかった。

彼女はトリスニアでの突撃作戦で主要艦が使えなくなった後も、修理した残存艦艇を率いて西岸からの奇襲を警戒していた。

「近くの味方から知らせが来ただろ？」

「西岸からきたとも！　だがお前が何も言ってこないのに信じる訳がないだろうが！」

　そうかイヴァンナはかっちりした軍人だから命令系統外からの知らせはほぼ無視する。

　イヴァンナは俺の首をこれでもかと絞め上げる。

「次いで西岸から出た商船を砲撃して追い返してな！　慌てて飛び出したゴルドニアの軍船も偽装に違いないと包囲して降伏させた！」

　それは凄い。やはり彼女は頼りになる。

地面に押し倒されて馬乗りにされ一層首が絞められる。

「最後はゴルドニア王宮直々の使者が『もう戦争は終わりましたぞ。まだご存知なかったのですか？　これはこれは、フフフフフ』だと！　商人、ゴルドニア兵、部下と使者まで全員が笑いを堪えていやがった！」

　ガツンと顎下に一発貰う。いいパンチだ。

「弩級の恥をかいただろうが!!　私は貴様を信じて戦っていたのに！」

　そこで俺はイヴァンナの顔を抱き寄せてキスをした。

そのまま体を回転させて上に乗り、抱きしめて頬ずりする。

「本当にすまないな。戦後の混乱でついうっかり忘れていたんだ。誰か伝えるだろうと思ってな」

「何がうっかりだ！　司令官の義務、指揮系統をなんだと……なんだと……」

　イヴァンナが身体を回転させて再び上に乗り、俺の首筋や唇に噛みつく。

「ところでお前どうしてタオル一枚なんだ？」

「風呂に入っていたんだ。どうせだからお前も一緒に入ろう」

　言いながらイヴァンナの上着を脱がせ、シャツもめくりあげる。

「こっちもいいか？」

　スカートは降ろさずあえて中に手を入れて下着だけに手をかける。

「スケベめ。下半身でしか物を考えられないのか」

　鼻で笑いながらもイヴァンナは腰を浮かせて下着を抜きやすくしてくれる。

「申し訳ありません。ここは正門なのでそのような行為はせめて室内で」

　淡々とした口調のリタの声と失望の溜息を吐く複数の衛兵達。

「──!!」

　正気に戻ったイヴァンナからの目潰しを避けつつ彼女を抱き上げて風呂に向かう。




　俺とイヴァンナは湯船に並んで入る。

お風呂妖怪が二体になっているが今は気にするまい。

「本当に悪かったな。俺にできることならなんでもするよ」

　イヴァンナは俺の謝罪に言葉を被せて来た。

「それより戦争が終わったなら援軍も終わり、祖国へ帰ることになる。私は連邦の軍人だからな」

　当然のことではある。

だが簡単に納得はできない。いや納得しろと言うならするが、イヴァンナはそう言っていない。

「ダメだ」

「何を意味のわからんことを」

　本当に嫌なら鼻で笑われる。

こんな少し嬉しそうな顔はしない。

「今回の戦いでゴルドニア水軍の脆弱さが露見した。これでは交易路の警備もままならんだろう。少しばかり教練してやるのもいい」

「連邦は納得するのか？」

　イヴァンナは少しむくれる。

「私は腫物扱いだからな。帰りたくないと言えばどうぞと言われて終いだろう。あのカス共と同じと思いたくは無いがな」

　カス共とは一〇五兵団のことか。

奴らも連邦から永久援軍の体で放り出され奴ら自身も帰るつもりはないらしい。

「それなら一緒に居られるな」

　イヴァンナを浴槽の縁に腰かけさせる。

「早速これか」

　などと言いながらもイヴァンナは足を広げて大事な穴を見せてくれる。

「ふふふ、肉がはみ出したいやらしい穴だ」

「お前が無理やり種付けして子供を産ませたせいだろうが！」

　顔を何度も蹴られながら舌を出して愛撫しようとした時だった。

　大きな水音が聞こえる。

「あ、貴女は？」

「どうして窓から!?　手に持ってるのは──エイギル様逃げてください！」

　振り返ったが遅かった。

尻に大きな衝撃と激痛が走る。

「くさい口説きに嫉妬した可愛い悪戯だ。許せ」

　服を着たままのセクリトが俺の真後ろに立っている。

右手に掴んだ張り型が、イヴァンナを愛撫しようと無防備な四つん這いとなっていた俺の尻にぶっ刺さっている。

「ぐぉぉぉ!!」

「またエイギル様のお尻が！　最近色々入れられて緩くなってきてるのに！」

　立ち上がろうとするがセクリトは更に力を入れて張り型をねじ込み、あまりの衝撃に俺は湯船に倒れ込んでしまう。

　イヴァンナがセクリトに反応して激怒、桶を掴んで殴りかかるが石鹸を踏んでひっくり返る。

　セクリトは機を逃さずイヴァンナに襲い掛かるが、セリアに足を取られてイヴァンナの上に倒れ込む。

　セリアはセクリト転倒で満足したのか俺の尻に刺さった張り型を抜こうとする。

「セリア垂直に抜け！　ねじりながら抜くな!!」

「お尻が締まって抜けません！　左右に動かしながら抜くので我慢してください！」

　見苦しいドタバタ劇にローラは口を押えて呆然としていた。

「あんなに強い男の人が苦しんで叫んで痛がって……あれ？　あれ？　なんだかお股が濡れて」

　さて何か忘れているような。

まあいいか。
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完全余談　新トカゲ誕生

「頑張れネップリ！」

「負けるなネップリ！」

「もっといきんで！」

　中庭でネップリが苦悶の声をあげている。

ポチは傍で何かを諦めたような顔をしている。

「なんで深夜にトカゲの出産を見守らんといかんのだ」

　俺は文句を言いながらマータから受け取った熱いスープを飲む。

セリアは昼に遠乗りに行ったせいでおねむだからな。

「だいたいトカゲなんてポンと卵産んで終いじゃないのか？」

「ネップリの生態は知らないけど確かに変だな」

　傍ではナーティアが興味深そうに見守っている。

　苦しげな咆哮があがり、ネップリの手が何かを求めるように動く。

「そら呼んでるぞ」

　応えるようにポチが小さく鳴いて手を重ねる。

するとネップリは安心したように大人しくなったが、次の瞬間今までで一番の咆哮をあげた。

「そら生まれた。酒のんで寝よう」

　踵を返そうとするがナーティアが袖を掴む。

「待って、見てあれ。ただの卵じゃない！」

　生まれた卵は一つだけ。

色は白ではなく真っ黒、中央に文字らしきものが光っている。

「読めんが卵に文字？」

　卵は地面に落ちた途端、金属を叩いたような音を立ててひび割れる。

壊れたのかとも思ったが、上部から殻が剥がれていくのは不自然だ。

「産んで早速孵るのか」

「うんあり得ない。これがネップリの生態ってこともなさそうだし」

　次の瞬間、文字が大きく光を放って消え、卵の殻が弾け飛ぶ。

　残されたのは一匹の変なトカゲだった。

　ナーティアがスケッチを取り出し、すごい勢いで絵を描き始める。

「形はネップリにそっくりで大きさは大型犬程度か。色は桃色と赤の縞々……悪趣味だな」

「背中に未熟ながらも翼があります。成長したらポチみたいに飛べるかもしれません」

　マータが続ける。

「お母さん噛まないでね。……触感もネップリと一緒だ。硬い鱗というより分厚い皮みたい」

　ナーティアが指で赤子の背中をつつく。

すると威嚇の為か赤子がナーティアの方に顔を向け、拳大の火を灯す。

「生まれたばかりで火を吐けるのか。これは言い訳しようもなくポチの子供だな」

　ポチは先ほどから横倒しになって顔を覆っている。

奴とネップリの間に何があったのか聞いて回ってみよう。笑えそうだ。

「生まれた以上は何かの縁だな。飯と寝床ぐらいは用意してやる。明日にでもポチ小屋の隣に掘っ立て小屋を建てようか」

　あくびしながら赤子に呼びかけると俺の顔を見て頷く。

「「えっ？」」

　ナーティアとマータが変な声を上げる。

俺はもう眠いからそろそろ帰るぞ。

「暗いから足元気をつけろ。溝に落ちるなよ」

　赤子は頷いて前足を振る。

すると足元に魔法陣が浮き上がり三つの光球が飛び出して周囲を照らす。

「「うえっ!?」」

「それだけ明るきゃ心配ないな」

　俺はもう一つあくびをして屋敷に戻る。

振り返るとネップリが赤子の体を舐め、ポチも死んだ目をしながら鼻先をつつき合わせていた。

『魔術を操る神竜　よもや古代竜の血脈が百代を越えて隔世するとは　この時代に何が起こるのか』

　リントブルムがうるさい。

お前の声は頭に直接響くんだから夜は音量を落としてくれ。

　古代トカゲか神トカゲか知らんが無事に生まれたならめでたしめでたしでいいだろう。

でかいのが三体も居付いたら狭くてたまらんから郊外に家でも建ててやろう。




今話登場

セリア（風呂妖怪）ローラ（Ｓの目覚め）イヴァンナ（自称教練官）セクリト（破城槌）

ネップリ（母）ポチ（父）赤子トカゲ（古代血脈神トカゲ）








第５２６話③　ドタバタ余談３ デュアルクレイターは？　※







　朝、適当な廃材とノコギリを抱えて中庭に出る。

昨日生まれた小ネップリの小屋を作ってやろうと思ったからだ。

　大工を呼んだり使用人に指示を出すのは面倒くさい。

大きめの犬小屋ぐらいでいいなら自分でやった方が早いのだ。

　もっとも朝から小雨が降るのは予想外だった。

などと考えて中庭に出たのにポチ小屋の隣には大理石で出来た小さな小屋が立っていた。

「なんだありゃ？」

　小さいと言っても物置小屋ぐらいの大きさはある。

大理石造りの建屋を小屋と呼んでいいものかはしらんが。

ともあれ俺が適当に作ろうと思ってたものより余程立派だ。

　気配を察したのか中から小ネップリが出て来た。

昨日生まれたばかりだと言うのに母親の傍では寝ないのか。

「寝相が悪いので潰される」

「それもそうか。それにしても悪趣味な模様だな」

　赤と桃の縞々なんて生き物見たことが無い。

「気に入っていたのだが。さて手持ちの木材を見るに小屋など立ててくれようとするご様子」

「そのつもりだったがこんな立派なもんがあるならいらんだろ」

　石の屋根を伝った雨が小ネップリの鼻先に落ちる。

「良ければ雨避けなど付けてはくれまいか。久々の転生で雨なるもの失念していた」

「せっかく来たしな。濡れる前に手早くやるぞ。端を押さえていろ」

　大理石の建物に黒ずんだ廃材の雨避けは異物感がすごいが見た目よりも実用性だ。

「感謝するご主人」

「おう。いいってことだ」

　三十分も経たずに雨どいは完成した。

俺は汚れた手を井戸で洗い、ついでに眠気と昨日の酒も顔を洗って流し落とす。

「うん？」

　俺は顔を濡らしたまま改装したばかりの小屋に戻り、中に手を突っ込んで小ネップリの頭をつつく。

　キューと小さな鳴き声、同時に隣のポチ小屋からフンギャーとネップリの鳴き声がする。

小ネップリは俺を一瞥してまたキューと鳴き、母親の下に帰っていった。

「うーむ」

　俺は頭を捻り、軽く二、三回頭を叩いた。

「まあいいか。飯にしよう」




　食堂までの道中、ふとベネルの部屋による。

　彼女は俺への罠として用意され、用済みとなって味方に斬られた。

命こそ取り留めたが意識は戻らず、今もベッドの上でただ眠り続けている。

「こんなに温かいのに」

　身体を軽く擦ると確かな体温を感じる。

手足が萎え切らないよう侍女達が毎日動かしてやっているが、それでも目に見えて細くなっている。

「おかゆを流し込むだけだからなぁ」

　頬をつつくが反応はない。

「早く起きろよ。美味い物を食わせまくってやるから」

　形の良い鼻をつつく。

「食ってヤって寝るを二週間も続ければムチムチに戻る」

　言いながら頬にキスをしてやる。

するとむずがる小さな喘ぎが漏れたような気がした。

「まさかキスで目覚めるのか!?」

　物語などでは愛する男のキスで目覚めるのは王道だったのに盲点だった。

　だがベネルは彫像のように沈黙している。

「足りないか」

　俺はベネルの肩を押さえて顔を近づけて唇を奪う。

僅かに肩が震えたような気がしないでもない。

「こうなったら！」

　ベネルの布団に入り込み、胸や腹にキスを繰り返す。

身じろぎしたように感じるぞ。

「最後はここだ」

　細くなってしまった足を持ち上げて股間にキスを……。

「コホン」

　咳払いに我に返る。

朝食の粥を持った侍女が眉を吊り上げていた。

「ベネルさんは確かに旦那様の女だったのでしょう。しかし病床の女を意識の無いまま犯すなど人倫にもとりますよ！」

「すまん。勝手に盛り上がった」

　断じて性欲ではなくベネルが反応していると思ったからだ。

気のせいだったかもしれない。

「こんなに唾液まみれにして！」

　侍女はベネルの顔や体を拭いてから短い朝食を取らせる。

「ベネルさんはどんどん痩せて、このまま目が覚めなかったらいずれ命が危なくなるかもって言われているんですよ！」

「だからこそキスで目覚めさせようとだな」

「言い訳しない！」と叩かれる。

「意識の無い女性に襲いかかるなんて旦那様の性欲はおかしいです。そんなおかしい性欲は……」

　食事の後始末を終えた侍女が壁に手をつく。

「二六才彼氏持ちの私が散らしてあげます」

　ベネルに心の中で謝り立ち上がる。

心なしか彼女の眉間に皺が寄った気がした。







「朝からすっきりしたが朝食に遅れてしまった」

　軽くなった下半身で軽快にステップを踏みながら食堂に向かう。

中から女達の声が聞こえるからまだ食事をしているのだろうか。

「エイギル様来ませんね」

「女じゃない？　『アンアン』『しんじゃう』って声聞こえたし」

　ノンナとカーラの声だ。

「うう……寝坊して監視が甘くなりました。昨日の夜も付き添えませんでした」

「ふふ、クカーって口開けて眠るセリアちゃん可愛かったよ？」

　セリアとレアもいるようだ。

最近あの二人は一緒に寝ている。

　盗み聞きする意味もないので扉を開けようか。

「……丁度良い機会なので皆さんにご相談があります」

　手が止まる。

まさか集団浮気の計画だろうか。

だとすればこの場で全員犯して阻止せねばならない。

「私がお渡しした宝剣……デュアルクレイターのことです」

　手が止まる。

「今エイギル様が持っている剣……違いますよね」

　衝撃が脳天を貫く。

まさかノンナに気付かれていたとは。

　部屋まで高速で往復してデュアルクレイターを持って来る。

「確かに装飾も長さも重さも輝きも違う……原型が無いじゃないか！」

（戦いでもないのに起こすでない）

　変態竜の眠そうな返事は無視して続きを聞く。

いつから気づかれていたのだろうか。

「前線で一目見た瞬間に気付きましたが、過酷な戦場ですから別の剣も使っているのかなと。でもあの不気味な剣を屋敷にも持って帰って来て……」

　一目で気付かれているじゃないか。

お前が不気味なのが悪い。早く元の姿に戻れ。

（無茶を言う）

「確か日記につけています。ここです」

　セリアが何やらノンナに見せている。

「この日を境にデュアルクレイターと黒い剣が入れ替わっています。エイギル様は隠そうとしていましたが形が全然違いますから間違えようがありません」




　セリアにも気づかれているじゃないか。

戻れ、今すぐ戻れ。

（戯言を　良く聞け人の子　ミスリル剣は希少だが古き話を辿れば幾振りかは見つかろう　だが吾が宿りしこの剣は唯一無二　世が世ならば勇者や魔王の手にあって時代を作るほどの）

「御託はいいからさっさと出ろ。そら代わりを用意してやったぞ」

（おたまではないか　そんなものに入れるか　それに一度融合した吾が抜ければ剣は自壊する）

　ええいこの欠陥竜め。




「考えられるのは戦いで折れた、と言うことです。エレクトラ家に伝わる宝剣……そう易々と壊れるとは思えませんが尋常ならざる戦いならばあり得るかもしれません」

　ノンナがしゅんとしてしまう。

カーラもちょっかい出したいようだが、本気の落ち込みに手が出せない。

「でも折れたとしてもエイギル様は私に伝えてくれるはずです。あの剣の意味を知ってその場に打ち捨てるはずがありません」

　その通りだ。

デュアルクレイターはただの剣ではない。ノンナが俺に託したエレクトラ最後の残滓だ。

もし戦場でデュアルクレイターが折れたなら俺はノンナに伝えて地に伏せて謝っただろう。

「だから恐れているのは盗まれた可能性です」

　はて的外れに思えるが。

「正確にはすり替えられた、です。エイギル様は頭が悪──いえ肉体派ですからデュアルクレイターをこっそりすり替えられて気付いていないのかも」

　俺はどんだけアホなんだ。

「原型留めていませんけどエイギル様ならもしかして」

「抱いた女に持ち逃げされたとかすごいありそう」

「ご主人様出し切った後は無防備だよね。こっそりお尻の穴に舌入れても起きないし」

　セリア、カーラ、レアが同意してしまう。

最近寝起きに尻が緩いのはレアのせいか。

「そして最後に……最悪の可能性が……」

　ノンナが震え始める。

「私がいらなくなった……。それでデュアルクレイターも売ったか捨てたか……そうすると近々離縁を切り出されて……エイギル様に捨てられたら私は……嫌……嫌……きゃぁぁぁぁ！」

　カーラがノンナの頬を引っ張り、セリアが巨大な乳房を掴みあげ、レアが乳首を引っ張る。

「バカなこと言ってんじゃないの。エイギルがあんたの超巨乳を捨てるはずないでしょ」

「エイギル様はそんな陰険な真似しません。堂々と側室に変わってくれと言うはずです」

「ご主人様はノンナさん大好きだよ。そうでないととっくに……ごめんなさい」

　ノンナは感動の表情で三人を見つめていたが、慰めの言葉を噛み砕いて無表情になる。

「……遠まわしに貶めてません？」

　三人はフイとそっぽを向く。

　そこに俺は飛び込む。

「ノンナ！」

「エイギル様!?　聞いてらしたんですか!?」

　俺はノンナに体当たりする勢いで抱き上げ、顔中にキスの雨を降らせる。

「すまない。俺が隠そうとしたばっかりに！」

　言いながらノンナの服を剥ぎ取って仰向けでテーブルに乗せる。

「ここは食堂ですよ！　誰か来るかわからないのにこんな、あぁん！」

　豊かな乳房に顔を埋め、首筋を吸う。

同時に手で脇腹を撫で、もう片方の手で局部の表面を優しく擦る。

　文句を言おうとした口も熱いキスで塞ぎ、大量の唾液を流し込む。

「食後のデザートを──きゃあ！　失礼しました！」

　メイドの声も気にしない。

ノンナの腰を掴んでテーブルの端まで移動させ、足を高くあげさせる。

「こんな丸見えです！　あぁ口愛撫はどうか寝室でぇ!!　見られるぅぅ！」

「見せられる方がつらいわよ」

　湿り始めた股に口を付け、唾液を送り込みながら愛液を吸う。

更に股のヒダを搔き分けて舌を奥に侵入させた。

「大将～アドルフの奴からアルテイルがどうのって知らせが～どわぁ！」

　俺はノンナの穴を舐めながら覗きを働いたヤーコフを指差す。

　応えたセリアが疾走からの跳躍、回転しながら延髄に飛び蹴りを見舞う。

「そう毎度はやられませんぜ！」

　飛び蹴りをヤーコフは腕を上げて防ぐ。

「甘い！」

　だが受け止められるのは想定内だったのか、セリアは防いだ手を足場に回転を変え、落下しながら反対の足でもう一撃蹴り上げる。

　鈍い音を立ててヤーコフの股間にセリアの足がめり込み、ヤーコフは無言で倒れ込んだ。

　勝利のガッツポーズをするセリアを余所に俺は立ち上がりノンナの両足を抱える。

「挿入だけはご容赦を──！　あぁん食堂のテーブルで犯されるぅ！」

　ノンナの穴に深く男根を沈め、慣らしに数秒停止してから腰を動かす。

「ああっ太い！　奥までドスドス突かれる！　一番いい所にもひっかかって……すごくいい!!」

　突かれながらノンナは自分の乳房を抱き寄せて口に含む。

俺が更に硬くなったのを見て嬉しそうに足を回してきた。

「ふふ、エイギル様の壺は心得ていますよ。正妻ですもの」

　ノンナは自分で持った両乳房を開き、おいでとばかりに揺らす。

これに我慢できるはずがなく、俺は獣の声をあげて谷間に顔を突っ込む。

「パンケーキを焼いたんだけど……わっきゃあ!!」

「みなさんまだ入りますか～……なんで食堂でしてるのぉ！」

　マリアとミティの悲鳴もなんのその。

「ああっ吸って、噛んで!!」

　言葉通りノンナの乳房を吸いまくり、先端を軽く噛む。

美しい声のトーンが更に上がり、俺の後頭部に手が回る。

　顔が完全に埋まる巨乳に挟まれて息が苦しい。

だが離れる気はない。もしも窒息死したとしても大往生に等しい。

　もちろん腰の律動も止めない。

抱きしめられて細かい動きはできないので大きく深い動きに変える。

　一突きで入口から一番感じる場所を通り、最奥まで突き上げる。

ノンナの乳首がみるみる大きくなり、快感の度合いを教えてくれた。

　テーブルがギシギシ音を立て、一突きごとにノンナの嬌声と粘着質な水音がなる。

　種も上がって来たしこのまま中に出そうかと思った時だった。

「まま～のどかわいた～」

　絶頂間近にあったノンナが硬直する。

俺とノンナの子、男女双子の一人アナスタシアの声だ。

「まま～？　ぱぱ～？　すっぽんぽんで何してるの？」

　ノンナの穴が緊張で限界まで締まる。

こうなってはもう抜けないのでノンナは俺が刺さったままアナスタシアに呼びかける。

「ママはパパと用事があるます。イルサの所に行くです」

　イルサとは双子の乳母のことだが、言葉がおかしくなっているぞ。

「はだかんぼでごよーじ～？」

「こ、これも貴族に必要なことです。貴方も大人になったらわかります！」

　カーラが懸命に笑いを堪え、レアが困った顔をしている。

「ふにぃ。わかりましたぁ」

　アナスタシアは聞き分け良く食堂を出る。

　慌てて追いかけてきたであろう乳母イルサの声も聞こえる。

「アナスタシア様、もう心配させないで下さい。転んだらなんとします」

「いるさ～。パパとママがしょくどーでパコパコしてたー」

　ノンナがぐうと呻く。

「パッ!?　もうあの方達は本当に……いいですか。そういう時はですね」

　イルサの声をアナスタシアが封じる。

「おとといはイルサもパパとパコパコしてたよね？」

　俺がぐうと呻く。

　イルサがアナスタシアを抱き上げて猛ダッシュで逃げていく足音が聞こえた。

　ノンナが睨みつけて来るので誤魔化すように行為を激しくする。

「お手伝いしまーす」

　レアが俺の後ろに屈み、何の抵抗もなく肛門に舌を入れて来る。

「私も行くわね」

「私もです！」

　カーラが俺の唇を吸い、セリアが横から乳首を舐めて来る。

「そろそろ行くぞ」

　俺は最後に数度深く突き、一気に引き抜いてまずノンナの腹から胸に浴びせかける。

　胸に飛んだ汁がドロリと谷間に垂れていくのが色めかしい。

「私もイきますっ！　あぁ熱い……それにすごい臭い」

　ノンナは引き抜き直後に股を最大まで開いて痙攣、潮を飛ばしてぐったりとテーブルに横たわった。

　続いて肛門を舐め続けるレアを引き寄せ、至近距離から顔にかける。

「わぷっ勢いが！　あうぅぅ顔中に張り付くぅ」

　男根が脈動するたび、レアの顔に音を立てて精が張り付く。

レアは俺に見せつけるように指で種をいじった後、口に運んで咀嚼し飲みこむ。

　最後に口をあけて全部飲んだとアピールしてから俺の爪先にキスをした。

　カーラにもかけようとしたが、彼女は射精を続ける俺の男根を掴むと立ったまま自分の穴に押し込んでしまった。

「くぅ……やっぱり中だしよね。ベチャベチャの濃い精子が流れ込んでくるのたまらない」

　互いに立ったまま正面から股間を押し付け合うスケベな体位でカーラの中に種を流し込む。

　引き抜くと大量の種が太ももを伝い落ち、カーラは恍惚の声をあげて尻餅をついた。

「最後は」

　俺はセリアを跪かせ、頭を掴んでゆっくり口内に挿入する。

そして残しておいた一斉射分を勢いよく放出した。

「んぶっ！」

　あまりの勢いにセリアの口から精が逆流して顎から流れ落ちる。

慌てて吸引するセリアの胃袋にドクドクと種が流れ込む。

「う……妙なのが……」

　玉に違和感を感じたがそのまま放出する。

セリアの眉が僅かに動いたのが見えた。

「ふぅ……良かったぞ」

　俺は四人の頭を優しく撫でる。

「余韻は風呂で味わおう。ここだと床も硬いし」

　ちらりと扉に目をやる。

　そこには遅れて食事に来たセクリトやヨグリ、アナスタシアからパコパコしてると聞いて見に来たであろう子供達、そして掃除の為に待機しているリタとメイド達が集結していた。

　真っ赤な顔をしたノンナが先導して風呂まで裸で突っ切る。

「それでエイギル様、肝心のデュアルクレイターなのですが」

　そうだ。言い訳を考えていなかった。

変態竜何か考えろ。

（食堂で乱交に興じるお前に言われたくはないが良いだろう）




「古来より千人斬った剣は魂を得ると言う」

「せ、千人……」

　俺はデュアルクレイターを引き抜き、元よりずっと禍々しくなった刀身を見せつける。

全裸だけどな。

「こいつも戦いの中で変質し命を得たらしい。語りかける声も聞こえる……無論俺だけにだが」

「な、なんだか複雑ですね。呪われたんじゃないですよね？」

　嘘は言ってない。

「処女の生き血を捧げれば更に能力が高まるだろう」

「ひいっやっぱり呪われたんじゃないですか!!」

　余計な一言を加えるな。

牛乳零して拭かずに乾かすぞ。

（それはやめろ　本当にやめろ）

　ともあれ理屈は通った。

これでノンナも俺が剣が捨てたなどと心配することはないし、剣を入れ替えられて気付かない馬鹿だとも思われまい。

　はてさっきからセリアが静かだな。

「ケプッ。エイギル様の種汁の中にオタマが混じってました」

「これセリアちゃんが部屋で飼ってるオタマにそっくりだね。あれ勝手に増えるんでしょ？」

「はい。適当な残飯をやっているだけで、いつの間にか増えているのでそろそろ川に放流しようかと」

　何の話かわからないが俺には関係なさそうだ。

今話登場

ノンナ（羞恥）カーラ（立位）セリア（オタマ放流）レア（尻開発）

小ネップリ（会話？）ベネル（微嫉妬）








第５２６話④　ドタバタ余談４ 奇妙な生態







「南で見つかった珍しい古文書がオークションに出るのだ。良ければ金子を貸してはくれまいか」

　クビヘルミナは椅子の上でペコリと頭を下げる。

首だけでどうやってこの器用な動きをしているのかが分からない。

「まあ大した額じゃないし構わないが」

　要望の枚数より数枚多く金貨を渡してやる。

「いい男ぶりだと思う」

　クビヘルミナは金貨を髪の中にしまって頭を下げる。

「一か月ほどで利子をつけて返済しよう」

「別に返して貰おうとも思ってないがどうやってだ？」

　首だけで金を稼ぐ手段の方が気になる。

言ってから俺は思い当たってテーブルを叩く。

「まさか変態相手に口奉仕する気か！」

「頭の方は良くないな」

　クビヘルミナはどこからか線と数字が書かれた紙を取り出した。

「ラーフェンで先物取引ができるのは助かった。さすが東部穀物商取引の中枢」

　収穫前の穀物を取引するとかなんとか説明されたが良く分からん。

「食料不足で一般に価格高騰が予想されているが、大豆類に関しては都市国家群で軒並み豊作な上に当領でも大豆畑はほぼ戦禍を受けていないから収穫と同時に大幅な価格低下が予想される。大きく売って……」

「分からんからもういい。オークションに行くんだろ」

　クビヘルミナはそうだったと呟き、コロコロと扉まで転がっていく。

すると扉からティククが現れ、自然な動きで持ち上げて首の上に乗せる。

「臨時接合開始します。ワイヤー露出」

「こちらも触手を出す」

　クビヘルミナとティククの断面からそれぞれ触手が伸びて絡み合い固定される。

「くっつくのか……」

　確かに乗せているだけでは転がり落ちたら大騒ぎになるが……合体して大丈夫なのか？

　ティククが頷く。

「触手から特殊な化学酵素の分泌を確認。ですが生体でない私への影響はありません」

「接合すると私の意志によらず侵蝕してしまうようだ。疑われたくないのでティクク以外とはくっつかないようにしている」

　侵蝕とはまた危なそうだな。

どんな感じなんだ？

「触手から薬的なものが出る。例えば性感を百倍にしたり──」

　触手から垂れる何かをカップに詰めてこちらに寄越す。

気をつけてくれよ。感度百倍で突然射精したら変態だと思われる。

「肉体を限定的に改造したりもできる。肉体機能の向上や再生、例えばその首筋にある古傷も再生できる」

　クビヘルミナが触手を伸ばして俺の首に針状の何かを突き立てる。

途端、首筋がじんわりと温かくなり古傷はたちまち……。

「治らんぞ」

「むう？」

　クビヘルミナは意外そうな顔で首を傾げた。

「危険な能力かと思ったが大したこともなさそうだ。そら、オークションが始まる前に行ってこい」

　カバンを抱えて出て行く二人の一体を見送る。

妙な手段で連結しているだけあって見事な連携だ。首と胴体が別々だとは誰も思うまい。

「あぶなーい！」

　幼い叫びと同時に布を丸めた玉が二人に向けて飛んでくる。

どうやら玉遊びしていた子供が投げ損なったようだ。

「弾道補足。防御します」

　ティククは足を止め、間合いを見計らって手で玉を打ち払う。

「ふんぎゃ！」

　見事な空振り、玉はクビヘルミナの額へ豪快に命中した。

「誤差修正──完了。次弾迎撃成功率９９・９５％」

「くぅ、二発目など来ないぞ」

　ティククの額はどうあっても一撃食らう運命にあるらしい。

　ヘラヘラ笑っていると衛兵詰め所が騒がしくなってきた。

「南東で賊の襲撃だ。行商の一隊がやられたらしい」

「既に近場の警備隊が動いているだろう。まさかラーフェンに仕掛けてくるほど愚かでもあるまいが……一応街壁の見張りを増やしておけ」

「報告はまずアドルフ様？　それともレオポルト様か？」

「いや俺だ」

　衛兵の頭を掴む。

　まさかラーフェンの近くで賊が出るとはな。

丁度暇をしていた所だ。思い知らせてやろう。




　現場はラーフェンからシュバルツで駆けてほんの三十分程の場所だった。

「これはご領主様！　まさか御身が自らおいでとは！」

　既に警備の一隊は到着していた。

元々ラーフェン周囲は警備所も多くパトロールの密度も濃く、賊にとって都合の悪い場所だ。

「どんな具合だ？」

「襲撃された行商人は一隊三組、二組が積み荷を奪われ、もう一組は丸ごと拉致されました。目撃情報によると人数は六名。徒歩ながら完全武装とのことです。我々の到着前ギリギリに逃げ去ったと」

　ひっくり返った荷馬車が二台、その周りに出血して呻く男達が倒れていた。

「死者はいないようだな。ラーフェンに運んでやれ」

「は、しかし賊を追撃しなければ」

　俺は周囲の地形を観察する。

なるほど街道沿いでありながら起伏の影に隠れた林があり、待ち伏せするにはちょうどいい。

　一方で林は深くなく光も良く通る。

ちょっとした待ち伏せにはいいが警備隊の捜索から身を隠すには不十分……これが南。

　北は起伏になった丘陵、登れば目につくから論外。

　西は小規模農村だが衛兵がいる。六人で近づくのは苦しい。

　東には小川だ。一見ひらけているが１ｍ近い葦が並んでいるので屈めば身を隠せる。

　俺はシュバルツの腹を蹴って駆ける。

「お待ちくださいご領主様！　どうして御身が先に突っ込むのですか！」




　五分と経たずに小川が見える。

やはり葦が茂っていてわからない。

「ここで間違いないな」

　葦に血が付着していた。

賊がここに潜んでいるのは間違いないが棒で端からつついて回る訳にもいかない。

　俺は馬上のまま剣を掲げて声を張る。

「警備第一隊、火をかけろ！」

　途端に悲鳴があがり葦から六つの頭が突き出た。

「そこか」

　言葉よりも早くシュバルツが突っ込む。

「く、来るな！　この商人共を殺すぞ！」

　賊は負傷した壮年の男に剣を突きつけていた。

その隣には腕から血を流す同じ年頃の女、夫婦だろうか。

更にその隣には……腹に剣を突き立てられて倒れる少女。

「外道が」

　俺は突進を止めることなくデュアルクレイターを放り投げる。

　剣は鈍い風切音を切りながら飛び、剣を突き付ける男の顔面にめり込む。

「野郎よくも……げっハードレット!?」

　目が合った男が硬直する。

跳躍したシュバルツの前足が男を地面に叩き伏せ、枯れ木を踏み折るように頭を潰す。

　同時に立ったまま痙攣する男の顔面から剣を引き抜き、呆然とするもう一人を肩口から斬り捨てる。

　ここまでほんの数秒。

賊に対応する時間は与えない。

「戦鬼ハードレット、南部領主って聞いてたがここだったのかよ、ついてねぇ！　参った！　降参する！」

　残った三人が両手をあげて武器を捨てる。

「そうか」

　俺は頷いてから四人目の脳天を叩き割る。

「ど、どぼじて……」

「降参するのは勝手だが助けるなどと言っていない」

　少女の腹に剣を刺すような外道を助命してやる道理もない。

　それで腰が抜けたのか、五人目六人目が尻餅をつく。

顔を隠す布が外れると二人が女であることが分かった。

殺すのは勘弁してやろう。

「生きてるか？」

　商人に声をかける。

「私達は肩と腕を切られただけです。でも娘が……！」

　シュバルツから飛び降りて少女の傷を見る。

「運がいいな。急所は外れている。出血は酷いが間に合うさ」

　深手の少女を抱え上げてシュバルツに乗せると分かってるとばかりに街に向けて走り出す。

これが一番速い、奴の足なら手遅れになる前に医者に見せられるだろう。

　一安心と頷き、こっそり逃げようとしている女二人の頭を掴む。

「女には優しくしたいが少女を殺しかけたとあってはそうもいかん」

　俺は賊女二人を引き寄せ、顔を密着させて笑う。

「俺が笑っているうちにさくっと答えてくれよ」

　賊女は涙目になりながらブンブン首を縦に振る。




　聞き出したところによると六人は傭兵として生計を立てる一団だった。

　戦争の時はリバティース、南ユーグリア、ゴルドニアと有利そうな陣営に乗り換えながら戦った。

　戦争が終わって稼ぎが減ったところにツヴァイエルフィで割の良い仕事があると聞いて向かった。

　だが途中でどっさり荷を積んだ隊商を見つけ、盗賊やった方が楽そうだと思ってやった。




　傭兵あがりとは道理で手際が良い訳だ。

だがここらに馴染みがないから賊などやったのだろう。

知っていれば南か北にずれてラーフェンだけは避ける。

「そんな理由で娘を──ううっ」

　興奮した女の手から出血が激しくなる。

「シュバルツが戻るまで大人しくしていろ。補償も心配するな、賊を出したのは俺の不手際だからな」

　俺は賊女の鎧を剥ぎ取り地面に倒す。

「命は取らんが罪は重い。まずは男根で仕置きしてやる。いいな？」

　女二人は震えながらも抵抗せずに大人しく足を開く。

「貴方に敵うはずないわ。受け入れるから命は助けて……」

「なんでも言うこと聞くから軽い刑にして……」

　まず右側の女の足の間に入りズボンを降ろす。

「む？」

　僅かな違和感の後、まるで戦槌でも振ったような風音をたてて男根が飛び出す。

「えっ！　どうして柱がこんな場所に？」

　商人の女が思わず叫ぶ。

　俺のはでかい。

それでもこれはおかしい。優に１ｍを越えているのだ。

いかに興奮してもこの大きさはあり得ない。

「クビヘルミナのあれか」

　首にチクッとやられたやつだ。

古傷を治そうとしたものが回り回って男根に来て巨大化したのだろう。

「だがこうなっては仕方ない。このまま犯らせてもらうぞ」

　俺は１ｍになった男根を穴に押し当てる。

「待って入る訳ない！　私の頭より太いわ！　って竿にトゲが浮き出て……いやぁぁぁ化物ぉぉ!!　あっ……あっ……あっ……アァァァァァァァ!!」

　俺は男根を挿入しながらこっそり逃げようとするもう一人に水筒から液体をぶっかける。

感度百倍とやらの液体だ。

「なにこれ体中が熱い……風吹いただけで感じる！　あ、ミミズが……来ないで触れないで！　足に乗らない──イクゥゥゥ!!」

　ミミズが足に触れた女は絶頂の叫びをあげながら悶える。

　色々と滅茶苦茶になってしまったが男根できつい仕置きはできた。

これだけ派手にやれば被害を受けた商人も納得するだろう。

「ゴクリ……すごい」

「おーい返事ぐらいしてくれよ……もしかして普段のエッチ物足りないのか？　俺の男根に不満なのか？」

「アソコ裂けるぅ！　えっ先端から何か……触手みたいなの出て来た！　こいつ人間じゃないよぉ！」

「風で葦がまとわりついて……逝き死ぬぅぅ！」




　そして一戦が終わった。

　賊女二人は文字通り体液の海に沈んでいる。

俺の男根も無事戻った。触手とかトゲとか色々飛び出た気がするが戻ればいい。

「娘に深手を負わせたこいつらが憎いのはわかる。しっかり仕置きしたから後は俺に任せてくれるか」

「わかりました。でもその二人生きてるんですか？」

　俺の精液に沈む女を引き上げる。

「巨根サイコー……もっとはめて……お腹裂けて死んでもいいから入れてぇ……」

　自分の体液に沈む女も引き上げる。

「手なんて掴まれたら……イク。頭撫でられたら……イク！　そんな抱っこされたら……イグゥ!!」

　こっちも噴きっぱなしだが大丈夫だ。

　おっとシュバルツが戻ってきた。

背中に誰か乗っている。

「この子に手を貸してって頼まれたのだけれど……誇り高いエルフを呼びつけてどういうつもりかしら」

　フェルテリスだ。

また面倒くさいのを連れて来たな。

　フェルテリスは体液に塗れた二人の女を見て驚愕する。

「広がった穴から推定１ｍ……しかもトゲイボ付きね。この非常識な男根は誰のモノ!?　こんな怪物は私がエルフの名誉にかけて成敗致しますわ。さあ名乗りをあげなさい」

　恰好良く言いながら下着を脱ぐんじゃない。

怪我人を乗せてさっさと帰るぞ。

娘も致命傷ではなかったが心配だからな。




　その日の夜。

「ふむふむ」

　セリアが見覚えのある線と数字の羅列を見ている。

「平原の食料不足は明白です。ならば値上がり率の鈍い大豆はここから更に上昇するはず……エイギル様の懐具合を少しでも改善して見せます」

「良く分からんが程々にな」

　頭の隅で何かがひっかかるが大したことではないだろう。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

今話登場

Ｔ−九九（限定結合）首ヘルミナ（売りポジ）セリア（買いポジ）シュバルツ（救急車）

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万六千（＋五〇〇） リントブルム九千（－五〇〇）　戦時生産解散

リッチモート（旧リバティース）三万 ツヴァイエルフィ八〇〇（三〇〇）無頼者増加

軍隊

人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲九門 戦車三〇

財産　金貨－三二〇五〇〇　金鉱中（＋一万五千）隊商補償（五〇〇）

経験人数八一一人

産ませた子七〇人＋五六七

現在地　ラーフェン








第５２６話⑤　ドタバタ余談５ 孕み隊







「暑い～暖炉の火落としちゃって～」

「ほんと真冬とは思えないわー。窓開けたら湯気が出たー」

　女達がかしましい。

中心にいるのは俺だが、女同士もそこら中で会話しているので大通りのような喧騒となっている。

「だって領主様なかなかこっちに来てくれないんだもん。みんなテンション上がってるんですよ」

「そうそう～屋敷の方に行くとノンナ様とか睨んでくるし。仕方ないですけどね」

　今俺がいるのは屋敷に隣接して建てられた愛人達の住居だ。現在約八〇人。

最初は木製で心無いカーラに『女小屋』などと言われたものの、今は内装もきっちりと作り込まれ、金持ち程度の家より豪勢な作りになっている。

　こうして今は心無いセクリトから『愛人窟』と正当な評価を受けている。

「悪いと思ってるよ。お詫びにこうしてやろう」

「「や～♪」」

　俺は二人の若い女を抱きかかえてベッドに転がる。

　女達は皆極端な薄着で一糸纏わぬ者さえいる。

季節は真冬だが大部屋に大勢の女達が集まり、食事や飲酒に性交もするので熱気がすごいのだ。

　俺も下着しか着けておらず、肌同士が密着して更に汗ばむ。

「ふふん乗っちゃお」

　ネグリジェを着た女が俺の上に乗って腰を振る。

互いに下を履いているので入りはしないが女の汁で股が濡れ俺の男根も膨み、淫靡な匂いが漂い始めた。

「本当にすまないな。お前達をこんな場所に閉じ込めて」

　だが女達は責めるでもなくケラケラと笑う。

「閉じ込める……？　ふふ、いつでも家に帰れて外泊だって許してくれるのに？」

「普通囲って愛人にしたら外にはなかなか出さないんですよ～？」

　ここにいる女達は戦禍で家を焼かれたり、人買いに売られたりと行き所のない者もいるが、普通に俺が町で見染めて愛人にした者もいる。そんな女が家族に会いに行くのは自由だし、街の酒場に出たりあるいは街壁の外に珍味を求めるのも自由だ。

「これで衣食住全部で贅沢出来てお小遣いまで貰えるって冷静に考えると逆に怪しいわよね」

「私そんな口車に乗って奴隷商に売られる羽目になったのよね。領主様に助けて貰うまで本当地獄だった」

　別の女二人が俺の両手をとって谷間に挟みながら言う。

　一人は違法な奴隷として人買いに連れられていたところを助けて流れで抱いた女。

もう一人は酒場の踊り子を勢いで抱いてモノにした。

「しかも抜け自由、恋愛自由だもんね。これ囲われてるって言うより一方的に援助されてるみたいだわ」

　もし俺の愛人を辞めたいと思ったらいつでも抜けて構わない。

もちろん俺は説得するし下半身で繋ぎ止めようともするが、それでも出ていきたいなら俺の男が足りなかったのだから無理には止められない。

　今までもちょくちょく出ていく女はおり、数部屋空き室となっていたりする。

「この環境を捨てて出ていく女も馬鹿だと思うけどね」

　上に乗って腰を振っていた女がネグリジェを脱いで胸を露わにする。

身体を前に倒し、俺の顔面に汗ばんだ胸を押し付けながら言う。

「何より歳をとっても絶対捨てられないのが安心できます」

　甘い吐息を吐きながらキスをする女は顔に若干皺が出ており、体型を隠したいのか締め付けのきつい服を着ている。

　愛人はやはり二〇～三〇が一番多いが普通に三十代もいるし、四十越えも少数ながらいる。

むしろアンドレイが好きな十やそこらの娘は子供にしか見えないのでここには置かない。

　この女ももう四十になるはずだ。

長く流れの娼婦をやっていたそうだが、老いて客が付かず捨てていかれたのだ。

「年増だから捨てるなんて愚かな奴らだ。こんなに軟らかく感度も良いのに」

　女の服を脱がせ、股に手を突っ込む。

高く綺麗な喘ぎが伸びる。

「若さだって抱きまくってやれば戻って来ると言うのに」

　とはいえ俺もさすがに老婆を抱く趣味は無いし、女の方も激しい性交に耐えられず引退を申し出る者もいる。そんな時はラーフェンの一角に家を建てて後の面倒も見てやる。

「キュンキュンしてきました。良いですか？」

　頷いてやると俺の下着が取り去られ、飛び出した男根を両手で掴んだ女が腰を下ろす。

その時、湿った室内とは対照的な乾いた鐘の音が鳴った。

「誰か来たのか？」

「あん。頭入ったのにぃ」

　窓をあけると見覚えのある女が強く目を閉じていた。

既に屋敷の人間ではないので衛兵が傍につき俺の許可を待っている。

「問題ない」

　そう言うと衛兵は敬礼して去る。

悪戯な数人の女が乳房や足を見せつけたせいで若干前屈みだ。

「さてどうした？」

　この娘はかつて俺の愛人だったが他の男と恋に落ちて去って行った。

名前はミイナだったかな。他の顔馴染みの女達も複雑そうな顔で見ている。

「実は……夫が事故で」

　俺の下を去り結婚をしたはいいが夫が即事故死。

しかも彼女の胎は目に見える程膨らんでいた。

「貯金も、仕事も、家賃分も無くて……痛いことも汚いことでもなんでもしますから」

　震えながら縋りついて来る。

「ミイ……運がないわね。でもそれはさすがに我が侭過ぎるわ」

　他の女達は半分呆れ、半分憐憫の複雑そうな顔をしている。

　俺は深く溜息を吐いてからミイナを仰向けにベッドに横たえる。

　服をめくりあげて膨らんだ腹を露出させてヘソに軽くキスをする。

「俺の子でいい」

「えっ？」

　もう一度今度は口にキスをする。

「俺の子として産め。死んだ旦那は忘れろ」

「あ……」

　胎に障らないよう優しく抱きしめる。

　どこかでポンと音がした気がする。

「あっミイ堕ちた。目がハートになったわ」

「ほんとだ桃色の匂いがしてる」

　ミイナは聞き取れない蕩けた声を出しながら、男根を掴んで挿入しようとし始める。

「半分ぐらいなら大丈夫、赤ちゃんにも挨拶させます。娘なら一五年後ぐらいに世話になるでしょうし」

「危険なこと言いだしたわよ」

「それより領主様甘すぎない？　いくらなんでも他の男に孕まされた女まで面倒見るなんて」

「でも不思議、納得いかないはずなのに子宮がきゅんきゅん泣いて止まらないわ」

　一斉に女達が群がって来る。

もっとイチャイチャしようと思ったがこのまま乱交になるだろう。

「「「私も妊娠させて」」」

　受けて立とう。存分に搾ってくれ。







　愛人屋敷での乱交が終わり、妊娠を望む女達に種を付けてから屋敷に戻る。

「別の男の種を孕んだ女にしゃぶらせるのは背徳的な興奮があるな」

　などと言いながらうわの空で歩いているとポフッと胸に何かが当たる。

「ふにゃっ」

　揺れる栗色の髪はアネットだった。

「どこに目つけてんだよ！　もし腹に当たってたらただじゃ……げ」

　アネットは俺だと思わなかったのか元海賊のきつい口調で怒鳴り上げ、気付いて逆に真っ青になる。

「すまんすまん。ん、腹？」

　アネットが慌てて隠す前に腹を見るとポッコリと膨らんでいた。

「こ、これは……今まで言えなかったけどさあんた……じゃなかったご主人様の種で……離れてた期間は長いけどさ、浮気してないから確定で、元海賊のあばずれを信じらんないかもしんないけど……」

　俺は何も言ってないのに矢継早に言葉を捻り出すアネット。

「何を慌ててる」

　そんな彼女を後ろから抱き締め、腹を両手で撫で上げる。

「良く孕んでくれた。生活は全部見てやるから元気に産めよ」

　途端、またポンと音がした気がする。

「寝室に行っていい？　好きが止まらないから口でさせて。ううんやっぱりお尻掘って、今から牛乳入れて綺麗にするからさ」

　散々搾られたばかりだから勃つだろうか？

下半身に力を込めて精の生産を加速させよう。




　そこに再び別の女が通りかかる。

　同じように腹を撫でているが膨らみはまだ良く見ないとわからない程度だ。

「ふ、ふふ。お兄様の残した種、お兄様が私の中で育っていくわ……ふ、ふふふふふ」

　ぞわっと背筋に来る声を出したのはピリスだった。

　ピリスの胎についている種は実の兄マエスタスのものだ。

マエスタスは南ユーグリアの司令官であり戦闘の末に斬ったのだが、彼女は兄を男としても焦がれていたようで、死の瀬戸際に上に乗って腰を振り最後の射精を受けて孕んでしまった。

「お兄様は死んで無いわ。私の中で大きくなって再び生まれるの。そしてお兄様に育って今度こそ私を愛してくれるんだわ」

　こんな調子なので一応軟禁していたのだが、腹の子が大事なのか逃げようとしたり暴れたりすることはなかったので監視付きなら自由にさせている。

余計なことを言わなければだが。

　ピリスは俺に気付くとニコりと笑みを浮かべる。

兄の仇と睨みつけることもなく、挨拶のキスまでしてくれる。

「仇？　どうして？　だってお兄様はここにいますよ」

　柔和な笑顔で両手で愛おしそうに腹を撫でるピリス。

アネットが釣られて手を伸ばしてしまう。

「触るな」

　小さなピリスのどこからこんな声がでるのか。

アネットがびっくりして飛び退いてしまった。

　俺も少し前、アネットやミイナに言った調子で抱き締めて俺の子にするかと聞いてしまったことがある。

　途端ピリスはお兄様は渡さないと金切り声をあげて暴れ出し大変なことになった。

以来、余計なことは言わないようにしている。

　兄を斬り殺して妹を狂わせ、あげく孕んだ彼女を打ち捨てる程俺は外道ではない。

　無事子供を産み、空いた腹へ無理やりにでも俺の種を仕込めば諦めて正気に戻るかもしれない。

「こっちのお兄様は痛んできちゃいました」

　ピリスが首から下げているネックレスについているのは──干からびた指だ。

「ひいっ！」

　再びアネットがびくつく。

「では失礼しますね」

　ピリスは笑顔でキスをして去っていく。

「ふふふ、お兄様、お兄様……」

　戻るかなぁ、戻るといいなぁ。

　望みは薄いかもしれないなどと考えているとアネットが腹を押さえて蹲る。

「びっくりしたら来ちまったよ……う、産まれる……！」




　結果的にアネットは無事男の子を出産した。

やや早産だったらしいが赤子も母体も困ることのない安産で、話題と言えばタトゥーだらけのアネットが産婆に一言申されたこと、背中にデカデカ彫られた『エイギルの女』タトゥーのせいでアネット性奴隷説が出てきたことぐらいだ。

　アネットが疲れて眠るのを見届け、俺も部屋を離れる。

「乱交で種出しから始まっての出産立ち合いとは我ながらなんて日なんだ」

　既に深夜なのだが結構な数の部屋に灯りがついている。

　ここはメリッサの部屋だ。

「うん。ドロテアさんがちょっとまずいことになってるみたい。手紙でエイギル様には知らせないでと念を押されてどうしたものか……」

　この声はカトリーヌか。

「でも放置はできないよ。嫌がらせで済んでいるうちはまだいいけど王都もきな臭いらしいし万が一があったらドロテアさんと子供達が」

　メリッサの声は真剣そのものだ。

放置して良いことではなさそうだ。

「俺に知らせるなと言うなら、堂々と飛び込む訳にもいかないな」

　俺は懐から紙を取り出しサラサラと筆を走らせる。

「マータいるか？」

「ここにいます」

　ひょこりと顔を出すマータに手紙を渡す。

「ベレッカに届けてくれ。もちろん秘密裡にだ」

「ベレ……ふふ。畏まりました」

　マータは手紙を持っていそいそと去っていく。

　立場上正面から送りつけると無用な疑いを生むだろう。

彼女なら賢いやり方を知っている。

最後の含み笑いが気になるが。




　今度はポルテの部屋から何か聞こえてくるぞ。

「クレアさんから領主様に直接お話したいと」

「困りましたね。借金している手前無下にする訳にもいかない。しかしハードレット様は１００％余計なことを言いますからねぇ」

　アドルフがどうしてポルテの部屋にいる。

仕事の話か？　いや奴も男だ、仕事など口実でポルテの穴を狙っているに違いない。

これは飛び込むしかないか。

「後はリッチモートを中心に住民から権利を求める運動が盛り上がっています。当領だけではなく旧リバティース全域で同様の……」

「荒事になる前に止めないとレオポルトさんやマイラさんが武力で介入するかもしれない。そうなったらことは一気に燃え上がる……妥協点を探さなければ」

　難しい話になってきた。

「レオポルト様からはツヴァイエルフィについて私軍の管理下に置くべきだと言っておられます。先の山賊騒ぎもあって流れ者を放任する手法に無理があるのではないかと」

「無理はありますがそれ以外に南部を活用する方法がないですね。大規模な集団化はあり得ませんから有償の自警団を組織して……」

　このまま盗み聞きしていたら徹夜になりそうだ。

ヤりそうな雰囲気でもないし今回は大目に見てやろう。




　最後にセリアの部屋だ。

「すんすん。え、エイギル様の匂いです！　早く隠れて下さい！」

　部屋からドタドタ騒ぐ音が聞こえる。

俺は衝撃に足元が揺らぐのを感じた。

　俺が来て慌てて隠す……間男以外にいるだろうか。

「うぉぉぉぉ!!　セリアぁぁぁ!!」

　激昂した俺は扉を突き破ってしまった。

「ぎゃあ！　な、なんでしょう」

　セリアの顔は紅潮して息は荒くシーツは皺だらけだ。

浮気を疑うあらゆる証拠が揃っている。

「そこか！」

　俺はクローゼットを全開にする。

「キューン」

　何だ狐か。

「ええ……いつの間に部屋に……」

　俺は目を閉じて意識を集中する。

　セリアの目を見ながら手を窓、戸棚、木箱……ベッドの下に向けた途端、目が泳ぎ始めた。

「覚悟しろ間男。俺のセリアにちょっかいかけて生きて帰れると思うなよ」

　俺はワタワタするセリアを右手で持ち上げ、左手一本でベッドを丸ごと持ち上げる。

「……てへ」

　ベッドの下で丸まっていたのは素っ裸のレアだった。

　俺は今日一番のでかい息を吐いてベッドを降ろす。

「紛らわしい……間男が出たら生きたまま食ってやるつもりだったぞ」

「ごへんなふぁい！」

　セリアの頬を引っ張ってから俺もベッドに転がる。

「風呂上りのレアが裸のままふざけて来たので……こんな所を見られたら誤解をされるかと」

　ふとレアとセリアが絡み合っている光景を想像する。

問題ないな。交ってもいいし鑑賞しても良い。誰も不幸にならない世界だ。

「想像したら興奮した。まとめて抱いてやる」

「わっ！」「ひゃあ！」

　セリアの服を剥ぎ取りレアの上に乗せる。

重なった性器の間に男根を滑らせる。

「「あう！」」

　色っぽい声に満足して本格的に腰を振ろうと言う時だった。

　机の上に昨日も見た線と数字の書かれた紙が見えた。

「自分で何度も確認しましたが穴はありません。儲かることは間違いないのでより大きな資金を得るべく信用取引という新たな手段で──」

　プリプリの尻をこちらに向けたままセリアが得意げに言う。

良く分からないがクレアの紹介で大豆先物を信用取引とやらで買ったらしい。

「私も馬鹿だから良くわかんないや。だから舐めるね～」

　レアがセリアの首筋を舐め、俺もセリアの豆を重点的に攻撃する。

「わぁ！　二人でエイギル様を満足させるんじゃないんですか!?　二人掛りで私を攻めてどうする……ああぁん!!」

　どうなるかは後のお楽しみだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性

今話登場

アネット（息子出産）ピリス（お兄様♪）セリア（大豆先物全力買）レア（間女）アドルフ（徹夜辛）

ポルテ（徹夜幸）マータ（ほくそ笑み）クレア（信用取引創設）

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万七千（＋千） リントブルム八千（－千）　平時態勢へ

リッチモート（旧リバティース）三万二千（＋二千）民衆集結 ツヴァイエルフィ一一〇〇（三〇〇）無頼者増加

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門＋一　 戦車三〇

財産　金貨－三十一万四千　金鉱小（＋六五〇〇）

経験人数八一一人

産ませた子七一人＋五六七

現在地　ラーフェン

一日空けたのにないようがないよう！

フフ……フフフ。










第５２６話⑥　ドタバタ余談６　商人ズ　♯










「ひっく……ひっく……大豆がぁ……申し訳ありません……ぐすん……」

「よしよし。可哀そうに」

　俺は泣きながら謝るセリアを撫でながら赤字で書かれた書類を眺める。

「信用うんぬんは良く知らんが博打より強烈だな」

　セリアの投資は見事失敗に終わった。

どういう仕組みかわからないが投入した額の約二十倍の赤となったらしい。

さすがにセリアの貯金でどうにか出来る額ではなく俺を頼って泣きながら謝っている訳だ。

　セリアの悲痛な声を聞きつけて部屋に入るとひっくり返って悶絶していたので肝を冷やした。

単に金の話と分かって一安心だったが。

「エイギル様の……ぐす、役に立とうと……逆に……借金……うぇぇ……」

「そもそもイカサマ臭いんだよなぁ」

　セリアが取引していたのはナントカとか言う知らん商会だったのだが、提携だの委託だのと追っていくとＣ＆Ｒ商会つまりクレアとローリィの商会に行き当ったのだ。

「イカサマが通じない奴もいるみたいだが」

「うむ、私は欺瞞の類は大概見抜くだろうよ」

　机の上を見るとオークション用にクビヘルミナに貸した金と利子、それを差し引いてもなお余った金貨が袋一杯どっさりと置いてある。

「首の身で金貨を抱えるのも愚かしい。そちらが持っておくべきだろう」

　言い終わるとクビヘルミナは本を咥えて窓際に転がっていく。

陽に当たりながら本を読むのがマイブームらしい。たまに紅茶も要求してくる。

　俺の視線を追ったセリアがまたも泣いた。

「さて、行こうか」

　俺はすっくと立ちあがる。

　クレアのところだ。

アドルフには二人で会うなと言われたがセリアが借りた金の話をするのだから俺が行くのが道理だろう。

「うぅ……どこへでも売られる覚悟です」

「馬鹿なこと言うな。お前を売るなんて国一つの金貨でも足りない」

　泣き顔にキスしまくってやる。

「だがその展開は演技だと分かっていれば燃える。今晩はそれでいこう」

「はい。ロープと手錠を用意しておきます」

　俄然やる気が湧いてきたぞ。




Ｃ＆Ｒ商会

「お久しぶりですわ。ハードレット辺境伯様」

　俺とセリアは並んでソファに腰かけ対面にクレアとローリィが座る。

建前上二人は最初床に座るが偉ぶる趣味はないし何より話しにくいので普通にソファで向かい合う。

「久しぶりでもない気がするが」

「アドルフ様を挟まず会うのは久方ぶりですわ。あの方はとても優秀でいらっしゃいますけれど……話が喧々諤々としてしまいますの。その点辺境伯様とのお話はとても楽しいです」

　思わず伸びる鼻の下をセリアに戻される。

危ない危ない。

「セリアの借金を無かったことにして欲しい。聞けば賭場も真っ青のえげつない取引のようだ。初心者に吹っ掛けるのは酷いじゃないか」

　俺はセリアの頭を撫でながらクレアに言う。実は商会の前で泣きながら訴える商人が何組か居たのだが、奴らも先物とやらの被害者だった。単にセリアがドジを踏んだだけでもなさそうだ。

「事前に説明した規約に穴はありませんわ」

「規約……規約……これか？　字が小さくて読めん。これで説明しましたは無理があるぞ」

　俺に抱き着いて震えるセリアの為にも言い負ける訳にはいかない。

　もちろん世話になっているクレア相手に俺は領主だから言うこと聞けと迫るのも義理に反する。

故に弁舌で彼女を論破して納得させねばならない。

　口の戦だ。説得力のある言葉をぶつけてクレアを参らせるのだ。

　俺はセリアを抱き上げて膝の上に置く。

「こんなに可愛いんだぞ。大損させたら可哀そうだと思わないか？　汚いおっさんならともかく」

　凄まじい説得力だろう。

「可愛いながら立派なレディですわね」

　セリアは褒められて照れながら『勿論です』と胸を張る。

「一人前なら知らなかったは通りませんわ。取引前にしっかり説明致しましたもの。信用取引については特に二度、貴女はその場で『くどいです。理解してます！』とお言いになりましたね」

　ああ、セリアが干からびてしまう。

セリアの可愛さを押し出した論破が通じないとはさすがにクレアは熟達した商人だ。

　するとクレアが俺の手にそっと手を重ねて来る。

「借金を無かったことに……それは私にお金を捨てろと言うことですわ」

　すりすりと手が撫でられる。

「商人にとってのお金とは、騎士にとっての名誉、農民にとっての畑、娼婦にとっての体と同じなのです」

　手が俺の胸板に添えられる。

「ハードレット様は娼婦から体を奪うのですか？　綺麗な胸を焼き、尻を傷つけ……穴に乱暴すると？」

「馬鹿な。そんなひどいことができるか！」

　クレアは涙を浮かべて言う。

「では私のお金、私の儲けを奪わないでいてくれますか？」

「当たり前だ。そんなことはしない！」

　うん？　何かおかしいぞ。

「と言う訳ですので返済期限は延ばしますから必ず返して下さいね。後辺境伯様の莫大な借金の方も」

　壮絶な論戦の末に言い負けてしまった。

セリアと抱き合って敗戦の傷を舐め合おう。




「前置きはこの辺りに致しまして本題に入ってもよろしいでしょうか？」

　一つ咳払いするとクレアは俺の隣まで移動してくる。

セリアがブロックを試みるが借用書を額に張られると萎れてしまった。

「お隠しになっていることがございますでしょう？」

「うーん。隠し事と言われても立場上色々あるからなぁ」

　俺は反対側を見ながら冷静に言う。

　すると反対側にローリィがひょいと座ってくる。

　改めてみると本当に小さい。既に成人の歳で成長も止まっているらしいが１４０ｃｍ半ばの身長と童顔もあって一〇歳ぐらいの子供に見える。

「私達を介さないアレスへの交易隊……僅かな量なのに馬車の強化が必要な程重く、対価は山ほどのアレス金貨。何を売ってらっしゃるのでしょうか？」

「ははは、そう簡単に言ったらアドルフがまた怒るだろう。借金返す為にも直轄の交易をしようと思っただけで大した品物じゃないよ」

　俺は天井を見ながら余裕の表情と声で言う。

「河で船の手配までかけておられますね。連邦と帝国への輸出までお考えでしょうか？」

　クレアが覆いかぶさって上を塞ぐ。

俺は床に視線を落とす。

「そこまで有望な品なのにどうしてゴルドニア内では販売なさらないのでしょうか？」

　ローリィが俺の足の間に入って見上げて来る。

　もう目を逸らすところがないぞ。

　かくなる上は全裸になって誤魔化すかと服に手をかけた時、クレアがふっと笑う。

「勿論、辺境伯様の秘密を私に教えろなどとは言えません。ただ……」

　ローリィが俺の目を覗き込んでくる。

「私達にお教え頂ければもっと上手くやれます。大規模に効率良く、ばれないように」

　うんとは言えない。

ドワーフ金塊の輸出はほぼ勘付かれているようだが、俺が認めるのと認めないのとでは大きく違う。

浮気のようなものだ。認めたら負けなのだ。

「ローリィ覚悟はいいわね？」

「はい。クレア様」

　二人は一言かけあってから俺に一枚の紙を差し出す。

「なんだこりゃ」

　Ｃ＆Ｒ商会の利益うんぬんの書類のようだ。

　わからないので萎びたセリアに見せるとムクムクと復活していく。

「これは……利益と税が一致しません！　だ、脱税です！　王国への脱税の証拠です！」

　クレアとローリィは微笑みながら俺を見る。

「陛下の耳に入ったら私達はその日のうちに吊るされるでしょう」

　当たり前だ。王国への税を誤魔化したとなったら俺が助け船を出しても無駄だろう。

「こんな危険なもの残せないな。セリア食べてしまえ」

「はい！　はぐはぐ……」

　クレアとローリィが覚悟を決めた顔で迫って来る。

「私達は首根っこを押さえられましたわ」

　言いたいことは分かった。

これは秘密の共有だ。俺が秘密交易の正体を教えてもクレア達は誰にも言えない。もし言えば脱税をばらしてお終いだ。並んで破滅する意味はまったくなく、お互いに秘密を守り合う担保になる。

　セリアは無理だったのか紙を吐き出し、暖炉に放り込んで火箸でかき回していた。

「そこまでされては仕方ないな」

　俺は覚悟を決めて参ったとばかりに両手を広げる。




　結論から言うと全部しゃべった。

アドルフになんと言い訳するか頭が痛い。

「ご心配ありません。私達は運命共同体ですわ」

　クレアの優しい笑顔だけが救いだ。目が光っているが。

「まあ言ってしまったものは呑み込めない。そういうことで宜しく頼むよ」

　俺はわざとらしく肩を落として席を立つ。

「あら、もうお帰りですか？　交渉成立を祝して祝宴を用意しておりましたのに」

　隣室が開け放たれる。

不自然に薄暗い部屋に立ち込める甘いお香、大きな赤いベッド、枕元に積まれた濡れタオル……説明は必要ないだろう。

「祝宴は不要でしたか『エイギル様』？」

　俺は無言でクレアを抱き上げる。

「どうあってもこの流れになるんですね！」

　背中にセリアが飛びつき、腰にそっとローリィが手を回す。




　ベッドにクレアを横たえて引き剥がすように服を脱がせる。

零れた形の良い胸を軽く吸い俺自身も服を脱ぐ為に一旦立ち上がる。

「私がやります！」

　セリアは俺の服を手際よく脱がせていく。

最後の下着を下ろした途端、一物が音を立てて腹にぶつかる。

　目の前に全裸のクレアが居るとはいえ、まだ抱き合ってもいないのにこの状態とは。

「このお香媚薬ですね」

「密林地帯にのみ生えるハツジョウダケを乾燥して焚きましたの。マンドラゴラなどの魔法薬ほどではありませんが香りも良い上に発情効果が得られますわ。もちろん……女の方も」

　クレアの顔は赤く息も荒い。

　見ればローリィとセリアも熱に浮いた目で俺の股間を見つめていた。

　アルラウネの花粉のように何もかも吹き飛ぶような異常な発情ではない。

ただ延々愛撫で焦らされたような、あるいは何日も禁欲をさせられたような、その程度の興奮だ。

「こうなったらせめて私が一番です」

　セリアはそういうと俺の前に回り込み、下から男根にキスをする。

　竿の中程を軽く音を立てて吸い、腹に張り付く男根を引き下げて先端にちょんとキスをする。

「ふふふ、これで今日の一番乗りは私です」

　お香のせいでちょっと理性の怪しいセリアは満足げに胸を張る。

　だが今のキスは効いた。

男根に追加で筋が浮き上がり、透明の汁を垂らしながら小刻みに震え始めている。

　俺は無言のまま横たわるクレアに覆いかぶさる。

「……ん」

　クレアは手で男根を掴むと割れ目の入口に軽く添える。

後は腰を押し出すだけだ。

　腰を突き出す前に濃厚なキスを交わす。

クレアは唇を合わせるだけのつもりだったようだが、俺は彼女の頭を掴んで深く舌をねじ込む。

「んぶっ!?」

　舌で舌を絡めとり、ねっとりと絡ませながら回転させる。

互いの吐息が交互に響き、口内からあふれ出した唾液が顎から喉を伝って胸まで垂れる。

「んっ！　んふ……んむ……ちゅば……」

　クレアはキスを受け止めながら自分の割れ目に密着した男根を擦り、俺は激しく舌を動かしながら形の良い胸をグニグニと揉む。

「「むぅ」」

　不服そうな声はセリアとローリィだ。

女の嫉妬は男としてどこか誇らしくもある。

　濃厚なキスが終わり舌が離れる。

粘度の高い唾液が俺とクレアの間で光った。

「でかいぞ。いいな？」

「どうぞ、覚悟はできております」

　俺は腕の力を抜き体重をかけていく。

既に女穴の入り口に密着している男根はそれだけでずるりと挿入されていく。

「あっ……あぁん……うっ！　うぅぅぅぅー!!」

　最初高い声で喘いだクレアだがすぐに低い呻きに変わる。

「く、苦しそうですね」

「穴がメリメリいってます。エイギル様のは傘も大きいので中はもっと広がってるはずです」

　明らかに苦しそうだがもう止まれない。

俺はクレアのムチムチした太ももを両手で大きく割り開き、更に男根を沈めて行く。

「以前より大きい！　裂けてしまいそう！　ああっ！」

　苦しげに俺の胸板を押すクレア。

　俺は中程まで入った所で動きを止める。

そして彼女が一息ついた隙を狙い、体重をかけるのではなく腰を突き出す。

「ひぎっ！」

　ずりゅんと音がして男根はクレアの最奥まで侵入した。

手足が反射的に暴れるが、俺は抱きかかえるように体重をかけて動きを止める。

「今のは酷いですよぉ」

「この程度大丈夫です。エイギル様が本気なら子宮まで突っ込んできます。そうなったら絶叫です」

　荒い息に混じる小さな悲鳴と背中に立てられた爪の痛みを感じながら、クレアの汗が冷や汗から興奮の汗に変わるまで待つ。

　やがて背中に回った手が軽くトンと体を叩いた。

　俺はゆっくりと腰を浮かせ、男根を半分程を抜いてから再び最奥まで突き込む。

「ひぐっ！」

　クレアの手に手を重ね、再び男根を引き抜いて今度は体ごと押すように突き込む。

「あうっ！」

　俺よりずっと軽く華奢な女体がシーツを滑る。

　肩を掴み、動けなくしてから男根を入口まで引き抜きわざと腰をずらしてつく。

不自然な角度で挿入された男根は側面をゴリゴリ擦りながら最奥を叩く。

「うぐぅぅ！」

　クレアは悲鳴に近い喘ぎをあげて仰け反る。

反り返って強調された胸に吸い付くと今度は俺の頭を抱えて鋭く喘ぐ。

　俺は頭を抱えられたまま腰の動きを小さくリズミカルに変えて本格的な性交に入る。

クレアの穴から本気で感じた証の白濁した愛液が流れ、粘着質な音を立てる。

　鋼鉄のようになった俺の肉棒もコブと筋が膣壁を擦り上げ、先端の傘が穴全体を押し広げる。

そして数往復に一度、最奥の子袋入口と俺の先端がキスしてチュッと吸引音がなる。

　その度に俺は低く呻き、クレアは甲高く鳴いて背中に爪を立てる。

「気持ちいいぞクレア」

「私は気持ちいいなんてものでは……狂いそうです……アオオッ！」

　俺達の性交をセリアとローリィは至近距離で観察している。

「辺境伯様の男根、前より大きくなっていませんか？」

　ローリィがボソボソとセリアに聞いている。

「お香で多少膨張しているにしても記憶よりずっと……形もあんなにゴツゴツしてなかったような」

「エイギル様の一物は日々成長しているのです。一週間見ないとゴツゴツが増えていたり一回り大きくなっていたりします」

　女二人に男根を観察されながら女を抱くのも興奮するな。

思わず腰が速くなってしまう。

「もう腰が、体ももちませんわ！　巨根すぎる……形もまるで女を殺す為にあるよう……前に抱かれた時はここまでじゃ……ああっコブが中を擦る!!　筋だめっ！　一番弱いところにちょうど当たるぅ！」

　クレアは悲鳴をあげ、穴が激しく痙攣を始めた。

俺は一旦出し入れを止めて最奥まで押し込みしっかり絶頂を味わわせてやる。

　そして痙攣が収まるとまた腰を動かす。

　鋭い悲鳴からの絶頂と痙攣、一瞬の停止と密着……そして出し入れの再開。

「も、もうダメ……イって下さいませエイギル様！　これ以上は死んでしまいますわ！　白濁を中に放って下さいませ。止めを差して下さいませ！」

「はは、我慢しなくていい。遠慮なく昇るといい」

　俺は再び最奥を突き、腹に力を入れる。

すると男根はまるで射精時のように何度も脈打つ。

　その動きを男の射精と感じ取った女体が本能的に締まる。

「動いているのに！　脈打っているのに精が出てませんわ！　ずっとビクビクしています！」

「ふふふ、騙し討ちだ」

　下腹部に力を入れて射精の動きを再現しているだけなので、汁は出ないし萎えもしない。

ついでに連続でいくらでも動かし続けられる。

「そんな酷いです！　女の体に準備だけさせておいて……ああっもうだめっ!!」

　最奥で男根を震わせ続けられた胎が強制的に絶頂してしまう。

種を受ければそこで激しい絶頂を味わえるはずだが、騙しなので熱い精はでない。

「ああっ終わらない！　小さくイクのが終わらないぃ!!」

　なのでクレアの絶頂は止まらない。

意識を飛ばす大きな絶頂を味わえず、延々続く小さな絶頂が頭を焼く。

「どうかお出し下さいぃ……熱い汁を……孕み汁、ドロドロの種汁をぶちまけて下さいぃ!!」

　トロトロになった顔で懇願するクレアの耳たぶを軽く食み、耳の穴に息を吹きかけながら言う。

「出すぞ」

　クレアの全身が硬直する。

同時に男根の先端から少量の先走りが飛び出て子宮への入り口にかかる。

　それで十分だった。

「いぎぃぃぃーーあぐぅぅぅ!!」

　クレアは下品なダンスのように何度も腰を跳ね上げ、大量の潮を噴水のように噴きながら白目を剥いてベッドに崩れ落ちた。

「よっと」

　俺は未射精で勃起したままの男根をゆっくりと引き抜く。

　意識を失ったクレアの穴から追加の潮が天井まで飛ぶ。

股は大洪水で顔も……この表情を晒すのは可哀そうだ。

横向きに寝かしておいてやろう。

「私もクレア様も性技にはそれなりに自信がありましたけど……お相手にならないようです」

　ローリィは静々と服を脱ぎながら言う。

「うーむ、いつもながら……」

「ふふ、幼いですか？　安心してください。二十歳です。毛はありませんけど」

　そう無毛なのが幼さを際立てるんだよな。

「ちょっと待って下さい！　流れでクレアさんが先に抱かれましたけど次は私が──」

「えい！」

　迫るセリアの額にローリィが借用書を張り付ける。

　途端セリアの動きが止まってしまった。

札を張り付けられたら停止する妖怪みたいだ。

「あんまり虐めないでくれ。俺の大事なセリアなんだ」

「もちろんです。ですので本来月二割は頂く利子も免除です。代わりに……」

　ローリィが囁く。

まあそれぐらいで利子を免除してやれるならいくらでもやってやるが。

「では失礼致しまして……コホン。パパ、ローリィとえっちしよ？」

「パパ!?」

　ショックでセリアが復活した。

　だがローリィは止まらない。

　利息二割の札を張って再びセリアを停止させ、パパ、パパと甘えるように顔をこすりつけて来る。

お香の影響で彼女も理性が怪しくないか。

「パパの大きいのでローリィのちっちゃなアソコ突いていいよ？　毛も生えてないピンクのアソコ、パパの真っ黒チンチンで突いていいよ？」

　ローリィは本当の子供のような声色で言いながら無邪気に微笑んで男根を擦る。

「ふにーパパの鉄みたいに硬い。掴み切れないよぉ」

　上目遣いで言いながらローリィはベッドの下から壺を取り出し、油らしいぬるぬるを男根に塗り付けて潤滑材にする。

「ふにゃっ」

　そしてドジをしたふりをして残りを自分にぶちまける。

「パパ、ローリィとエッチなぬるぬる遊びしよ？」

　ローリィは俺を仰向けに倒して上に乗って来る。

油でずるずるになった男根を股に挟み、ローリィは腰を前後させる。

「パパ気持ちいい？　ローリィのツルツルお股気持ちいい？」

「ああいいぞローリィ。さすが俺の娘だ」

　ローリィは無邪気に微笑んで腰を更に激しく前後させる。

そして股で男根を擦りながら少しずつ後退……つまり男根の先端の方へと腰を移動させていく。

　根元を擦っていた無毛の割れ目は中程まで移動し、肉の傘まで移動し、やがて先端が押し当たる。

ローリィは無邪気な笑みを浮かべたまま腰を前後させ続ける。

当然割れ目に先端が押し当たり、油の力を借りて幼い割れ目に侵入してしまう。

「ひぎっ！」

　一瞬素に戻ったローリィは悲鳴をあげたが、すぐにニコリと笑う。

「パパの真っ黒おちんちん入っちゃったよ？　ローリィのアソコメリメリ押し広げてズルンって入っちゃったよ？　親子でエッチしちゃったよ？」

「ああ、なんてことだ。娘とヤってしまった」

　冷や汗を浮かべながらローリィは甘えるような少女の声で続ける。

「パパの大きな手でローリィのちっちゃなお胸に悪戯していいよ？」

　俺の手を自分で僅かに膨らむ胸へと誘導する。

小さすぎる胸を俺のごつい手が揉むのはそれだけで犯罪的だ。

「パパの真っ黒ゴツゴツ棒でローリィの中ドスドス突いていいよ？」

　腰を上下させるローリィ。

油にまみれて光る幼い肢体が踊る。

「我慢できなくなったら」

　ローリィが俺の両乳首を抓って来る。

「ローリィの中でビュッビュッってしていいよ？」

　興奮に男根が更に立ち上がる。

　それを感じたローリィは止めとばかりに俺の耳元に口を寄せる。

「待て、耳元で囁くのはまずい。最近ちょっとあって変な性癖がついて──」

　遅かった。

ローリィはとびっきりの甘え声で囁く。

「ローリィの子宮にビューってして、ちっちゃなお腹で赤ちゃん作っていいよ？」

　途端、ローリィの体が跳ね上がる。

いや違う。俺の腰が跳ねたのだ。

「うおぉぉぉ!!」

「えっ？」

　驚きの声と部屋に響き渡る射精音は同時だった。

耳元の囁きで男根はあっけなく射精、挑発の言葉通りローリィの中にぶちまけてしまったのだ。

　俺は万力のようにローリィの腰を掴み、最奥に押し当てたまま大量の精液を打ち上げる。

更に態勢を入れ替え、正常位に組み敷いて逃げられない態勢で流し込む。

　小さな手足が本能的にばたつくがまったくの無力だ。

尿道に抵抗を感じる程の粘度を持つ精液が男根の脈動と共に幼い胎内へ音を立てて流れ込んでいく。

　騒ぐローリィを逃がしてやりたいが体が勝手に小さな肢体を押さえつけてしまう。

せめて体重をかけないように腕を突っ張るのが精々だ。

　ローリィの薄い腹はたちまち膨れ上がり、結合部から黄ばんだ種汁が溢れだす。

「あ……あぅ……」

　既に演技どころではないローリィが意識を失うもの時間の問題だ。

　だが最後に定まらない視線で俺を見る。

「パパ大好きだよ」

　それを最後にローリィも失神してしまう。

尿道を一匹何かが通り抜けた感触があった。
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少し後の夕刻

「……」

　アドルフは俺に無言の圧力をかけてくる。

「さすがだアドルフ」

　アドルフに秘密と言われたドワーフ金鉱をしゃべってしまった罪悪感から奴に色々便宜を図った。

　まず夕食で一番の上座に座らせた。

　次に奴の料理だけ最高級の宮廷料理にした。

　ついでに奴の周りにだけ演奏者をつけて音楽を鳴らした。

　最後に娼婦を三人雇ってテーブルの下に忍ばせた。

「いきなりこんなことされたら何かあるって気付くでしょう」

　アドルフは溜息をついて頭を振る。

何か細かいものがパラパラと……いや気にしないでおこう。

必死に娼婦を遠ざけようとしているポルテも気づかないふりをしている。

「話を聞く限りクレアさんが暴露することも無さそうです。いざばれてもこちらは金山隠しで大ペナルティですが、向こうは確実に処刑ですからね」

　そもそもクレアが裏切るなど考えていないが。

「蛇の道は蛇とも言います。ばれないよう商うには彼女の力を借りた方が良いかもしれません。そもそも最初からハードレット様が秘密を守り通せるとも思っていません」

「一言多いんだよお前は」

　ポルテが娼婦達に押さえ込まれて下着を抜き取られ、取り返そうと追いかけている。

完全に遊ばれているな。

「あとセリアさんの借金も当然肩代わりしますよね。金額を聞いておきたいのですが」

　俺はフフンと笑う。

「それはもう大丈夫だ。同じ一物辛抱取引で取り返したからな」

「先物信用取引ですね。損を取り返そうなどと泥沼になりそうなものですが」

　セリアの仇を見事レアが討ったのだ。

「まず改めて大豆の値上がりに賭けた。だが残念ながら値下がりし始めた」

「はぁ」

　俺は胸を張って様子を伺っていたレアを呼ぶ。

「だから俺の命で私軍用の兵糧として市場から大豆を買いあげた。見事値段は吹き上がったぞ」

　レアとハイタッチする。

「次にそろそろ限界とみて下がる方に賭けた。だが何故か上がり続けた」

「……」

　俺は札を剥がされて復活したセリアを引き寄せる。

「だから備蓄の大豆を思い切り放出してやった。一瞬だけなら半値になったぞ！」

　俺はハイタッチのポーズを取るがセリアは何故かアドルフを気にして乗り気じゃない。

「というわけで損失は取り戻した。考えてみるとこれ絶対儲かるんじゃないか？　損する要素がないぞ」

　こんな取引が毎度成り立つんだろうか。

まあ所詮博打紛いのことだから考えても仕方ないのかもしれないが。

　アドルフが大きく息を吸い込む。

「大豆乱高下の原因は貴方かぁ!!　介入の分損してるに決まってるでしょうが！」

　アドルフの怒鳴り声と下着を奪われたポルテの悲鳴が響いた。




　最近とにかく平和だ。

　ふとラミーの胴体が窓に映る。

「まあ後数日ぐらいは平和が続くだろう」

　俺は伸びをしてポルテとじゃれていた娼婦三人を抱き寄せる。

「せっかく来て貰ったんだから俺と一発やろうか」

「「「はーい」」」

　セリアの借金も無くなったしめでたしめでたしだ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性　相場の魔術師（偽）

今話登場

セリア（先物敗北）クビヘルミナ（先物大勝利）レア（不正勝利）クレア（腰痛）ローリィ（本気モード）

アドルフ（相場混乱）ポルテ（ノーパン）

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万三千（＋千）民衆集結 ツヴァイエルフィ一五〇〇（＋四〇〇）無頼者増加

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門＋一　 戦車三〇

財産　金貨－三十万八千　金鉱中（＋八千）　相場介入（－三千）　先物利益（＋千）

経験人数八一四人

産ませた子七一人＋五六七

現在地　ラーフェン

な、なんぞ……。

明日二二日は書籍五巻発売日です。

記念話を上げる予定ですのでお楽しみに！

また余談は後一つで終わりです。

そこからは本編一気に……一気に……ぐふ。










☆五巻発売ＳＰ

これ以上無いほど好き勝手やっています。

本編との整合性などは気にせずご覧ください。









五巻　特別編

「吉兆なのか凶兆なのか」

　俺は地面に座り込んで手元の石をポイと投げる。

石は軽い音を立てて転がり地面の裂け目に消えて行った。

　ラーフェン街壁を出てほんの五分、大根畑の真ん中に突然割れ目が出来たのだ。

　もちろん蟲の記憶も新しい俺達は警戒したが、一晩待っても何も出てこない。

覗き込んだ者が言うには穴の奥は水晶のように輝いていたという。

「水晶が採れればお金になりますね」

　セリアが言う。

「掘り進めた先ででっかいクモがこんにちわするかもね」

　カーラが言う。

　さてどうしたものかと腕を組んでいるとノンナが馬車でやってきた。

「強欲女が嗅ぎ付けたわね」

「水晶と聞きました！」

　ピピも馬でやってくる。

「遠乗り中だ。族長様もいこう」

　すっかり筋肉質になった黒光りクラウディアと息も絶え絶えのクララもやってくる。

「あら愛しい人。貴方もトレーニングかしら」

「はひ……はひ……」

　最後にピクニックと思ったのかメルがお弁当を持ってやって来る。

「うふふ。ちょっと寒いですけどたまにはいいですね。すぐにクウ達も来ますよ」

　メルの体重が地盤の限界だった。

足元で嫌な音が鳴り、割れ目を中心に周辺一帯が陥没して崩れ落ちる。

「「「「「うわぁぁぁぁ!!」」」」」

　最後に見たのは煌めく水晶の輝きだった。
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「エイギル様、エイギル様」

　揺すられる感覚に俺はゆっくりと体を起こす。

　目に飛び込むのは抜けるような青い空と燦々と降り注ぐ日差しそしてセリアだ。

「可愛いな」

　キスをするとセリアはエヘと照れ、頭を二度振って真剣な顔に戻る。

「それどころではないのです！　大変なことになりました！」

　思い出したぞ。俺達は地面が崩落して落下したのだ。

俺とセリアは無事のようだが他の女達が怪我をしたのかもしれない。

「あーもーめんどうくさい。起きなさいノンナ！」

　水音に振り返るとカーラが水筒の水をノンナにぶっかけていた。

ノンナは飛び起き、金切り声をあげてカーラに組み付く。この二人は無事か。

「はぐはぐ。美味いぞ！」

「ふふ、ちょっと崩れちゃってごめんなさいね」

　メルの弁当をピピが食べている。

ここも大丈夫。

「ふんっ！　ふんっ！」

　クラウディアは延々と腕立て伏せしている。

横でクララが頭を抱えていた。

「全員無事のようだな」

　俺は安堵して立ち上がる。

とんだ目にあった。今日はもう屋敷に戻るか。

　すぐ近くにあるはずのラーフェンに目をやる。

「む？」

　何も無かった。

ただ平原が地平線の彼方まで続いている。

「こっちか。方向もわからんぐらいのびるなんて情けない」

　反対を向くとうっそうと茂った林が続いている。

足元には俺達が落下したはずの穴もない。

「……ここはどこだ？」

「わかりません。私達も全員意識を失っていて……さっきピピが周囲を見て回ったのですがラーフェンどころか畑すら無いんです」

　ピピの目で見えないなら相当な距離何も無いことになる。

「まさか私達は拉致されて未知の場所に捨てられて──!?」

　ノンナが青くなるがあり得ない。

　場所はラーフェン直近、しかもピピやセリア一人ならともかく、八人を同時に運び出すことは不可能だ。

そもそも穴が崩落した時、周囲には警備兵や様子を見に来た農民も居たのだ。

「……」

　目を閉じて冷静に考えてみる。

ここにいるのはノンナ・カーラ・メル・セリア・ピピ・クラウディア・クララそして俺の八人。

　周囲の光景に見覚えはなく、冬のはずがまるで春の陽気だ。

気絶前に昼過ぎだった太陽も何故か日の出直後の位置に戻っている。

「わからん」

　何もわからない。

「とりあえず何もないなら歩くしかない」

　林に飛び込むのはまずかろうから平らな方へ歩こうか。

「馬が欲しいぞ。でも楽しい」

　ピピが楽しそうにちょこちょこ寄って来る。

　反対にノンナは青くなったままだ。

「そ、そんな怖いです。突然こんな場所に……まさか！」

　ノンナとカーラが顔を見合わせる。

「「私達実は穴に落ちて死んで……」」

　メルも泣き崩れる。

「ここは天国……あぁ子供達ごめんなさい。父と母を同時に失うなんて……強く生きて……」

　セリアも涙を拭って前を見る。

「エイギル様と一緒なら怖くないです」

　ピピは俺の肩に乗って来る。

「死んだらお山に還らないといけないぞ。族長様の上に乗ってもお山が見えない」

「ふんっ！　ふんっ！」

「奥様深刻なお話なんです！　スクワットをやめてください！」

「変態は天国に入れない」「巨乳が天国の門につっかえて地獄行きだ」などと言い合い始めたノンナとカーラを尻目に俺は首を傾げる。

「まだ天国行きは困るんだが……多分違うだろうな」

　言い合うノンナとカーラを飛び越え、飛び掛かる猪を掴む。

　全長１ｍ程の猪は特に語るべきサイズではないが、額から鋭い角が突き出ていた。

もし俺が反応しなければノンナかカーラに突き立っていただろう。

「天国に角の生えた猪はいないだろう」

　角を掴んで持ち上げ、受け身が取れない態勢で地面に叩きつける。

　瞬間視界に『二〇〇』と妙な数字が見えた。

同時に骨の折れる音が聞こえ、猪は一度痙攣して動かなくなる。

「続いて来るぞ。ノンナとメルは真ん中に入れ」

　カーラとピピは弓を取り出し、セリアが剣を抜く。

クラウディアが上着を脱ぎ捨て、クララがその肩に乗る。

「イビルファング？　なにこれ……ってそれどころじゃないか」

　カーラが何か呟いてから狙いを付ける。

一〇匹かそれ以上の群れだ。

　カーラとピピの矢が猪を貫く。

その度に『一〇』『二〇』と見える文字はやはり見間違いでは無かった。

　胴体に一発食らえば倒れるか少なくとも逃げ出すはずの猪が延々と向かってくる。

角が生えているだけあって魔物の類か。

「三時の方向です奥様！」

「猪風情に私の肉体は破れませんわ！」

　クラウディアの蹴りが炸裂『一五〇』と浮び、猪は絶命する。

「続いて一〇時です奥様！」

「甘いですわ！」

　更に裏拳が炸裂して『一二〇』と浮かぶ。

「全方位からっ回転です奥様！」

「おほほほほ！」

　両手の拳を握り込んで回転を始める。

猪共は次々弾き飛ばされ、クラウディアへの攻撃を諦めたようだ。

「得物は無いが……」

　俺はわざと猪と目を合わせて攻撃を誘う。

飛び掛かった一体に合わせて軽くカウンターを叩きこむ。

『二〇〇』か。

　更に次の一体の突進を避けて腹を蹴り上げ、転倒したところを踏み付ける。

『一五〇』と『四〇〇』面白くなってきたぞ。

　そんな中セリアだけが慌てていた。

「剣が……剣が使えません！　どうしてっ!?」

　セリアは支給品の剣を抜いて戦っているのだが、まるで幼児のような腰の抜けた構えだ。

振りも極端に鈍く、あれでは豚も仕留められないだろう。

　俺はセリアを援護すべく走る。

「もう大丈夫だぜ嬢ちゃん！」

　援軍がやってきた。

　動きの鈍いセリアと猪の間に剣と盾を持った男が飛び込む。

男は猪の角を盾で防ぐと前足を斬り払い、怯んだ首筋に剣を突き込む。

『四〇』『八〇』の数字を残して猪は絶命した。

　次いで槍を構えた女が飛び込む。

「食らえ連続突きぃ！」

　穂先が鋭く二度突き出される。

『七〇』の文字が重なって二つ浮かんだ。

　最後の猪が斃れ、セリアが剣を取り落とす。

「助かったよ」

　俺は言いながらセリアを抱きしめる。

「どうしてか剣が振れなくて、それどころか体の動きまで鈍くなって、これが私の実力じゃないんです！」

　セリアは震えながら必死に訴える。

言われなくても動きのおかしさは一目でわかった。体調が悪いなら早々に医者を探したい。

　トテトテと慌ただしくもう一人がやってくる。

「もー二人共速すぎ～剣士と槍使いに魔法使いが追い付ける訳ないじゃん」

　どうやら剣士の仲間のようだ。

身の丈程の杖を持ち、三角帽子を被っている。

「まあ何でもいい。それよりセリアの体調がおかしいんだ。この辺りに医者はいないか？」

　すると三人は顔を見合わせる。

「ちょっと見せて貰うわね。オープン」

　女がセリアに杖を向ける。

俺は慌てて前に出ようとするが、その前にセリアの上に数字と文字が浮かぶ。

　すると三人は同時に笑い始めた。

「ははは！　兄ちゃんも嬢ちゃんもしっかりしろよ。盗賊が騎士剣なんて使ったら動けなくなるに決まってるだろう」

「あん？」

　何を言っているのかわからずセリアと顔を見合わせる。

「解析魔法得意じゃないし、ＭＰも減るからそっちから開示してよ。助けてあげたんだからそれぐらいいいでしょ。ほら早く開いて」

　開示とはなんだ？

まさかセリアに股を開けと言うのか、許せるはずがない。

相手が女なら俺の股間を開帳するのはやぶさかでもないが。

　顔を見合わせる俺達を見て三人は「本当に知らないの？」とばかりに逆に驚愕の表情を浮かべていた。







　色々なことを説明された。

　この世界はエターナル……ラミ……ラヌ……ナントカと言うこと。

　女神ナントカと精霊ナントカ、後は世界神ナントカの恩恵が人に与えられていること。

　ついでに魔王が世界の果てにおり、その手下の魔族が各地にいて悪さをしていること。

「なんとかばっかりね」

「エイギル様もう少し教養を」

　カーラとノンナに攻撃された俺は拗ねてピピを抱き寄せる。

「職業だのスキルだのステータスだの決まり事があって、それに反したらさっきのセリアみたいにグダグダになると」

「まあそうだな」

　剣士男が頷く。

「敵をぶっ叩いた時に浮かぶ三〇〇だの四〇〇だのの数字も同じ感じか」

「まあな。でもサバ読むなよ。四〇〇なんて余程強力なスキルか魔法でもない限り中々でないぜ。三桁出せたら一流戦士の証だからな。ちなみに俺には余裕で四〇〇越えのスキルがあるがね」

　自慢してから剣士は俺達の頭上に浮き出た数字を眺める。




　最初はセリアだ。

「嬢ちゃんはやっぱり盗賊か。得物はナイフ系、スキルは軽業、投擲、直感、鍵開け、気配察知……うっへえ熟練だなあ。ステも高いな。これでなんで幼児みたいなドジ踏んだんだよ」

「誰が盗賊ですか！　私はエイギル様の副官です！」

　怒るセリアの頭上に浮かんでいる数字を眺める。

　ＨＰ・ＭＰ・力・丈夫さ・素早さ・器用さ・魔力・知力・運……滑稽だな。

確か平凡な男の基準が一〇、ＨＰとＭＰは一〇〇だったか。

「魔力だけは例外だけどね。個人差があり過ぎて基準は無いの。ちなみに私は八〇あるわ」

　ふふんと魔法使いが平らな胸を張る。

服の上からでも乳首が敏感そうだと分かる。

「一番必要なのは素早さよ。これが高いと攻めも逃げも自由自在、丈夫さなんかより死ににくいスキルよ。ちなみに私は三〇越えてるわ」

　槍女が対抗する。

ぷりぷりした良い尻だ。

この形だと掴んでがっつり打ち付けたらすぐに落ちるだろうな。

　セリアはＨＰ６０力が七丈夫さが五と低めだが素早さが五〇器用さが四〇と突出している。

魔力がなんと三五もありＭＰも一五〇、知力が二五に運が七〇か。

「三〇もありゃそれで飯食える。五〇なんて滅多に見ねえぜ……」

　平凡な男の三倍となれば一芸ありと言えるしな。

しかしまあこれは。

「盗賊のステータスだなぁ」

「エイギル様まで酷いです!!」

　ポコポコと胸板を叩いて抗議するセリア。

剣を置き、ナイフを装備するといつも通りの速さが戻って一安心だ。




「ええと次は……」

　剣士の目がノンナに向く。

「女貴族!?　こりゃ珍しい……得物は扇子。スキルは交渉と魅了……ああうん。魅了だな」

　剣士はこれでもかと膨らむノンナの胸から目を逸らす。

「破廉恥な視線を向けられました!!」

　俺の後ろに隠れるノンナに代わって剣士を威嚇しておく。

　ノンナのステータスはＨＰ４０ＭＰ１５０力二丈夫さ一一素早さ二器用さ五魔力二〇知力一五運五〇。

「守ってやるからなノンナ。お前の魅力はすてーたすなんかには出ないさ」

「ま、まあ女貴族はガチンコやる職業じゃねえから」

「丈夫さだけ高いのは乳クッションのせいよね」




　喧嘩になる前にカーラを見る。

「お姉さんは狩人……得物は弓、スキルは獣看破、野外行動、いいじゃん。役立つスキルだぜ」

「あーだから猪の名前が見えたのね」

　さあ見てとばかりに俺の前に立つカーラのステータスを見る。

ＨＰ９０ＭＰ８０力一〇丈夫さ九素早さ二〇器用さ三〇魔力五知力七運四〇

「ぷふっ知力七！　七！　馬鹿カーラはやっぱり馬鹿だったんですね」

　ノンナとカーラは取っ組み合いの喧嘩を始めた。




「次はピピだ！」

「ええとお嬢ちゃんは……うえっ!?」

　剣士が目を向く。

「蛮族って初めて見たぜ。得物は弓と剣、スキルは騎乗、遠見、精密射撃……完全特化だな」

　ステータスもかなり特徴的だ。

ＨＰ３０ＭＰ７０力五丈夫さ二素早さ一八器用さ八〇魔力三知力四運三〇

「肉弾戦は避けた方がいいな。でも器用さ八〇ってスキルもそれっぽいし弓持たせたら無敵だろ」

「ピピは小さくて軽いから剣は苦手だ。でも弓なら負けないぞ」

　ピピを撫でてやると正面から飛びついてくる。

ピピはパンツを履いてないんだからあんまり足開くと全部見えるぞ。




「次はええと……石像？」

「クラウディア＝アルベンス＝マロ─ドルですわ」

　ドシンと地面が揺らぐ。

「格闘家……ゴーレムじゃなかったんだな。得物は肉体、スキルは鋼の肉体……ステもうん、そうだよな。見た目通りでなんの疑問もねえよ」

　どれどれ……ああ、うんそうだな。

「オホホホホホ！」

「奥様本当にどこに行こうと言うのですか……」

　次に行こう。

「お姉さんは──」

「あらあら、うふふ」

　メルが一気に上機嫌になった。

まだ二十そこそこに見える剣士にお姉さんと言われたからだろう。

「職業市民、得物無し、スキル母性──いや駄目だろ。お姉さん町から出ちゃダメでしょ！」

「お姉さんピクニックのつもりで、まさかこんなことになるとは。お姉さん困ってしまいます」

　ＨＰ５０ＭＰ１５０力三丈夫さ三素早さ二器用さ一四魔力一〇知力一〇運五〇。

確かにこれはどう見ても戦闘に向いていない。

器用さも武器を扱うより編み物や料理用のはずだ。

「おばさん若い子に混じりたいのはわかるけど足手まといになるから大人しく……ひっ！」

　槍使いの不用意な一言にメルの目が釣り上がる。

一瞬スキルに不穏な殺の文字が見えた気がするがすぐに消えた。




　次はクララか。

「えーと嬢ちゃんは……従者？　石像の従者？」

「事情があるのです」

　剣士は気を取り直す。

「職業従者　得物は鈴。スキル……擬態、なんかきな臭いな。搭乗ってなんだよ」

　クラウディアを操縦するスキルだろうなぁ。

ステータスはＨＰ３０ＭＰ２００力二丈夫さ二素早さ八器用さ一九魔力一五知力三五運四〇。

精神力と知力の高さが際立つ。もしかすると俺の次ぐらいに賢いのではないか。




　さてこれで終わりかと想っていると三人が俺を見ていた。

「兄さんも見せてくれよ。兄さんが見た目通り強いか、見かけ倒しかで町に戻るコース変わるんだよ」

　俺は小さく頷く。

「槍の彼女からも頼む」

「あたい？　……いいけど。お兄さんのモノ見せてよ」

　素晴らしい語感だ興奮する。

「別に見せたくない訳じゃないんだ。だが出し方がな……」

　腹に力を入れて気合を入れる感じらしいのだが、問題は今日まだ便所に行っていない。

今腹に溜まっているのが屁なのかスキルなのか実なのか判別できない。

ここで実が出たら俺のＭＰは〇になってしまう。

「早く～早く出してよ～」

　そんな甘えた調子で言われたら別のものが出てしまうぞ。




　セリアとカーラが不意に顔をあげる。

「エイギル様」

「何か来るわ」

　セリアとカーラが同時に反応した。

「ノンナ、メル！」

　俺は二人を背中に庇う。

女達のＨＰの低さを見たばかりだ。

ＨＰとは生命力、つまり〇になったら死ぬのだから。

安心できるのは石像みたいなクラウディアだけだ。

「俺が先頭に出る。お前らはいつまで呆けてるんだ」

　三人組に呼びかけると弾かれたように得物を構える。

　なんとか対応が間に合った。

　林から数十匹の猪が出て来る。

早急に移動するべきだったな。

「だがあいつらは動きは単調だ。何匹居ても──」

　セリアが使えなくなった剣を借りて構える。

　だが猪たちは俺達の真横を素通りしていった。

「……なんだそりゃ」

　やる気になっていた俺は溜息をついて剣を肩に乗せる。

　だが三人組は構えを解かず、冷や汗すら垂らしている。

　槍女が言う。

「や、やばいわ。奴らに出くわしちゃったみたい」

　剣士が言う。

「くそ場所的に可能性はあったのに甘く見た。群れないファングが一〇匹も出た時に気付くべきだった」

　魔法使い女が言う。

「もう逃げらんない。お兄さん達も覚悟決めて、運が良くても何人かは生きて帰れないから」

　林の奥から大きな足音が聞こえる。

音に合わせるように細木が次々と倒れていく。

　緊張が高まっていく。

　プギーと鳴きながら２ｍ程の巨大猪が飛び出す。

だが猪は後ろ足をデカい手で掴まれ、引きずり倒された。

「出た──オーガだ」

　赤黒い肌に２ｍ半程もある身長。

頭部から突き出た角、オークの弛んだ体とは違って全身が筋肉の塊だ。

　オーガは暴れる巨大猪をまるで子犬のように引き寄せ、股を引き裂いて内臓を掴み出す。

「なんてこと……ファングがあんなに出たのは奴らが狩りをしてたせいだったのね」

　魔法使い女が震える。

慰めてやりたいが、今は余計なことをしない方がよさそうだ。

　後ろからもう一体のオーガが現れ、猪を素手で解体して骨ごと貪っていく。

「奴らは猪も人も関係ねぇ。捕まったら俺達もあんな風に食われちまうぜ」

　不敵な笑みを浮かべる剣士だが冷や汗をかいて震えている。

「強いのか？」

　返答したのは槍女だった。

「べらぼうに。一体ならあたいら三人がかりで互角に持ち込めるかもしれないけど、二体いたらもう無理」

　残念ながら三体目と四体目が現れる。

「だから奴らがこっちに気付いたタイミングで逃げるわ。でも……多分逃げきれない。素早さ三〇の軽業師が追い付かれて頭から食われるのを見たことあるわ」

　数字で言われても分かりにくい。

俺はこっちの世界に向いてないようだ。

「だからみんなで一斉に別々の方向に逃げましょう。残念だけど市民のお姉さんと貴族さんはどうあっても逃げれないと思う。捕まったら多分凌辱されてから食べられるわ。その前にナイフで喉を……あう」

　俺は女魔法使いのデコを弾いて立ち上がる。

途端、オーガ四体全てと目があった。

「な、何してるのよ!!　このままじゃ全員──！」

　俺は剣を一振りして再び肩に担ぐ。

「凌辱もされんし食われもせん。そこで見てろ」

　女達は不安を見せることもなく返事する。

「ちょっと正気？　あんた達も！　オーガ四体よ？　騎士団だって潰されるかもしれない相手よ！」

　槍女が叫ぶ。

「いやあ正直、オーガとやらと戦ったことはないんだがな」

「ダメじゃん！　アホ！　あんた知力五とかね、きっと」

　後ろから心を刺すのは止めてくれ。

　まあ最悪でも時間は稼ぐからやばくなったら逃げればいい。

　俺は剣を肩に担いだままオーガに向けて突進する。

「予想外だったか？」

　オーガの重心が一瞬崩れる。

恐らくこちらが逃げるものと勝手に考えて前のめりになったのだ。

まさか突っ込んでくるとは思わなかったのだろう。

「どれ小手調べだ」

　軽く剣を振り抜く。

オーガは腕を上げて防御、鮮血が飛び散るが踏み込みが浅いので皮一枚を抉った程度だ。

「────!!」

　怒号のような咆哮と共にオーガの腕が振り下ろされる。

　もちろん最初から予想していたので重心は残っており、軽く後ろに跳んで避ける。

「ふむ」

　続いて側面からもう一体が掴みかかって来る。

これも予想済み、今度は前に跳んで紙一重で避ける。

「なるほど」

　影が落ちる。

オーガが木をそのまま引き抜いたような丸太を振り上げているのだ。

　強烈な叩きつけを転がって避ける。

「危ない!!」

　セリアの叫びを聞くまでもない。

最後の一体が踏みつけにかかるが、逆に足の指を斬り飛ばして転倒させた。

「分かった」

　俺は剣を構え直す。

「こいつらは戦いなどしていない。ただ捕食しているだけだ」

　動きを隠すこともフェイントを入れることもせず最短距離で突っ込んでくる。

こちらを捕まえて食うことしか考えていない。

「当たり前だ！　オーガのＨＰは人間の十倍、力は三十倍って言われてる！　まともに勝負できる相手じゃないんだよ！」

　なるほど、三十倍か。

　オーガの腕が再び振り上げられた。

　振り下ろされる岩石のような腕を俺は両手で受け止める。

衝撃が背骨を通り抜け、足が地面にめり込む。

　だが潰れてはいない。

死ぬほどの衝撃でもない。

「三十倍ってのはこんなもんか？」

　受け止めた手を掴む。

オーガは俺を投げ飛ばそうと手を引き上げるが叶わない。

　何故か？　簡単なことだ。

「俺の方が力が強い」

　ぐらりと傾いたオーガの顎を拳骨で思い切り打ち据える。

『二〇〇』こんなもんか、身長が違うから力が入らんせいだな。

　ぐらりと後ろに倒れるオーガの足に前蹴りを見舞い、膝の皿を蹴り砕く。

『一〇〇』まあ命を狙った打撃じゃないしな。

「本命はこっちだ」

　膝を砕かれて前のめりに倒れるオーガの胸に気合一閃、剣を突き込む。

突くだけではない、突くと同時にねじり、更に足で柄を蹴り上げる。

『四〇〇』やっぱり四〇〇出たじゃないか。

　だがでかいだけあってまだ死んでいないな。

深々刺さった剣を力任せに引き抜き、白目の真ん中に叩き込む。

『五〇〇』最高記録に満足しながら引き抜くとオーガはそのまま倒れて絶命した。

「次──おっと」

　丸太が叩きつけられる。

だが遅い。見て感じてからでも対応できるから不意打ちの意味もない。

　逃げず逆に突っ込んでオーガの右手を深々と切り裂く。

　丸太が地面に落ち、野太い絶叫があがる。

「うるさい」

　騒音の発生源を剣先で裂く。

喉からどす黒い血が噴き出し、オーガは地面に倒れ込んだ。

「さて残りは二体──おわっと」

　俺を後ろから狙っていたオーガを火柱が包み込む。

『三〇〇』と数字が出て火達磨になったオーガがのたうち回る。

「今よ！」

　やったのは女魔法使いか。

派手な魔法だがダメージは今一つだな。

「やぁぁぁぁ!!」

　女槍使いがオーガに連続突きを見舞う。

連撃、三連、四連、五連まで出たが『二〇』『三〇』と数字は小さい。

　そこに飛び込んだ剣士が限界まで振りかぶった渾身の一撃を見舞う。

「十年の修行で練り上げた秘剣！　ライトニングスプラッシュボンバー!!」

　オーガの顔面を捉えた剣は発光をはじめ、衝撃が周囲の肉を弾き飛ばした。

『六〇〇』と今までで一番の数字が出てオーガが絶命する。

「どうよ！」

　ニカっと笑う剣士を張り倒す。

「このボケが！」

『五〇』の数字を見送りながらノンナ達の下へ走る。

このボケ三人組が揃って前に出たせいで向こうががら空きになったのだ。

　最後のオーガが両手を開いて突っ込んでいく。

　ピピとカーラが矢を放つが出る数字は『五』『一〇』筋肉の壁に効果が無い。

セリアがナイフを構えるがそれでどうにかなる相手ではない。

　タイミングはギリギリかと思った時、黒い影がオーガに突っ込んだ。

「むんばっ！」

　クラウディアが横合いからタックルを決めたのだ。

黒ビカリするクラウディア渾身のタックルはオーガを見事転倒させる。

「最高だクラウディア。今日は気絶するまで愛し合おう」

　俺は渾身の力で剣を振りかぶり、オーガの頭部に叩きつける。

『一〇五〇』の表記と共にオーガの頭部が吹き飛んだ。

「ええ……」

　何故か剣士ががっくりと膝をついた。

次にヘマをやったらお前を半殺しにして女を頂くからな。

「ともかく四体倒して──」

　言いかけたところで俺は直感的に振り返り、思い切り剣を振り下ろす。

巨大な石塊が刃に当たって砕け、同時に剣もへし折れてしまった。

　岩石の破片が全身に当たり激痛が走るが、泣いてはいられない。

飛んで来た先を見据えると新手のオーガ……いや別物だな。

「マスターオーガ──Ａランク懸賞モンスター」

　ボソリと女魔法使いが呟く。

「う、うそでしょ。テマの洞穴に居るって情報だったのに……」

　槍使いの震える尻を撫でるが気付かない。

　やばそうなのは雰囲気でわかる。

そもそも今の石塊は数百キロはあっただろう。それを優に１００ｍは投げて来た。

もう人間の何十倍で計れる力ではあるまい。

「逃げる。アレの相手はできない。手練れの冒険者が数十人のパーティ揃えて挑むもんだ」

　剣士が言う。

逃げるなら逃げるで構わんけどな。

別に必死こいて倒す必要もないし。

「あ……あ……」

　剣士がじりじりと後退してマスターオーガが次の石を投げようとする。

「いや……いやぁぁぁ……」

　悲痛な声をあげなくてもまだ距離もある……。

　振り返ると泣いていたのはノンナだった。

震える顔で頬を押さえている。

「顔……顔が……」

　血が流れる。

先程の石の破片がノンナの顔に当たったのだ。

　心臓が跳ね、血が逆流したかのような音が聞こえる。

同時に視界が赤く染まっていく。

「顔に傷が……私の美顔が……絶世の美顔が……跡が残ったらエイギル様に嫌われ……あぁぁぁ」

「自分で美顔言うんじゃないわよ。見せなさい……ってなによこのかすり傷。跡残るどころか顔洗ったらもうわかんないわよ」

「いったぁ……暴れるノンナさんの頭突きでタンコブ出来たのですけど。私の傷のが深くありません？」

「ＨＰが一減ってるぞ！」

「むしろ肌荒れの方が気になります。夜中にお菓子食べて砂糖まみれの紅茶飲んでたに決まってます」

　カーラとメル、ピピ、セリアまで何か言っているが理解できない。

ただノンナの慟哭だけが頭に入る。

「よくも俺のノンナに……ノンナの美顔に傷をつけたな」

　マスターオーガを睨みつける。

　石塊が投擲されたが避けはしない。

両手を広げて受け止め、真上に弾き飛ばす。

「バラバラにしてやるぞ女を傷つける下等生物が!!」

　それより先は言葉が出てこない。

ただ咆哮して敵に向かって走る。

「あれが狂化……やばいスキルって聞いてたけど初めて見たわ」

　敵に向かって一直線に走る。

飛んでくる石塊を潜りあるいは弾く。

後退も迂回もしない。

　マスターオーガは四度目の投擲を諦め、俺に向けて腕を振り下ろす。

俺はあえて避けず、正面から受けとめる。

　重い。オーガの更に五倍は力がある。

　普段ならは押し負けていたかもしれないが、怒りが体を支え筋肉を更に盛り上げる。

「がぁぁぁ!!」

　振り下ろしを逆に跳ね上げるとマスターオーガの邪悪な赤い目が丸くなる。

驚いているのか。

「叩き殺してやる」

　拳を握り込み思い切り振りかぶる。

狙いは腹のど真ん中だ。

　目がニヤリと笑う。

鉄の塊のような筋肉に人間の殴打など効くはずがない。

そう思っているのだろう。

「試して見るか！」

　拳が腹に沈む。

石のような腹筋がひしゃげ、皮が裂け、内臓が凹む感触があった。

「────!!」

　マスターオーガの口から苦悶の声と血混じりの胃液が噴き出す。

「何が『五〇〇』だ！」

　今はなんにでも腹が立つ。

　前のめりになって嘔吐し続けるオーガの耳を掴んで頭突きを見舞う。

『四〇〇』数字が小さくなったじゃないか面白い。

「加勢にきたぞ。マスターオーガ鉄の筋肉相手にライトニングスプラッシュボンバーがどこまで通じるかわからんが、座して死を待つなど冒険者の……」

「どうだ？　痛いか!?」

　振り子のように体をしならせてもう一度頭突きを見舞う。

『七〇〇』まだこんなもんか？

「お、俺の一〇年より頭突きのが強いのか……」

　後ろで声が聞こえるがどうでもいい。

更に地面につくほど体を反らせてもう一発

『九五〇』もう少しで四桁だ。

　苦し紛れのオーガの爪が俺の顔を抉る。

血が噴き出るのがわかった。

「そうか頭突きは嫌か。分かった勘弁してやろう」

　俺は続いて突き出された手を受け止めて爪を三本引き抜いてから馬乗りになる。

　後は喧嘩の定番、顔面へのタコ殴りだ。

目、鼻、口、顔中に握り込んだ拳を絶え間なく叩き込む。

『二〇〇』『二五〇』……もう数字などどうでもいい。

　手数だけではない。

一発一発が顔面を破壊するに足る振り下ろしだ。

　牙が折れ、頬骨が砕け、鼻が潰れる。

それでも嵐のような殴打は止まらない。

　最後に両手をがっちりと組み、全身全霊で顔面に叩きつける。

鈍い音を立てて顔全体が陥没し、両手両足が跳ね上がりそのまま動かなくなった。

「肉弾戦で四桁ってなんだよ……大魔法かよ」

　剣士に応えることなく、俺は立ち上がって勝利の咆哮を奏でる。

　鳥が一斉に飛び立ち、小動物が逃げ、後続のオーガ達は武器を放り捨てて四つん這いで逃げていく。

　同時に何故か服が弾け飛び、俺は全裸となってしまった。

「服の耐久力が無くなったんだな……でけぇ」

　裸体になったら冷静になった。

さっきの会話を聞く限りノンナも大丈夫そうだ。







「本当にいいのか？　隠さず言うがマスターオーガのドロップ品は目ん玉飛び出る程の価値があるぜ」

「構わん、やる。代わりといったらなんだが、おいおいこの世界の常識を教えてくれ」

　俺達はこの世界にあまりに無知だ。

さっきのような服の耐久力なんて概念も理解できない。

下手すると町中で弾けとんで変態扱いされてしまう。

「なら俺達でＰＴを組まないか？　あんたは圧倒的に強いけどあんたのＰＴは八人もいるのにあまりにアンバランスだ。自慢じゃないが俺達三人はバランス良くまとまってると思う。力になれるぜ」

　ふむ、いつまでこの世界にいるのかわからないが、未知の世界で他の七人……いやクラウディア以外の六人を守るのはちと厳しい。

「私はエイギル様の考えに従います」

　セリアが俺の横で背筋を伸ばす。

「私もいいわよ。守られるばっかはつまらないけど、さっきみたいなの出たらどうしようもないし」

　カーラは大きく背伸びする。

見えたヘソを剣士がこっそり見ていたぞ。

「私は反対です。特に剣士さんは私の胸が揺れる度に覗いてくるので怖いです」

　俺が肩に手を置くと剣士の背筋が伸びる。

「私は何か言える立場じゃないです。何のお役にも立てませんし……」

　卑屈になるメルを抱きしめてキスをしまくった。

「うっわ、おばさん大胆」

　セリアのナイフを奪って槍女を刺そうとするメルを止める。

「ピピはなんでもいい。ここも広くて面白そうだ。強いて言えば馬が欲しい」

　そういえばシュバルツ一緒に落ちたはずなのにいないな。

「私は愛しい方に従いますわ」

　クララもクラウディアの肩に乗って同意を示す。




「こっちは大丈夫だがそっちの二人はどうなんだ？」

「ああ、彼女達も嫌とは言わないだろ。なあ？」

　剣士は二人に問うが二人は複雑な顔をする。

「あー、嫌ってわけじゃないけどぁ……まだこの人のことあんまり知らないからさ」

「ちょっと色々お話してきていいかな？　あの辺の洞窟で話して来るわ。込み入った話になるかもしれないから貴方はここに居てね」

　二人は俺の手を引いて歩き出す。

　後ろから剣士とカーラの声が聞こえる。

「あの娘達ってあんたのコレ？」

「ああ、魔法使いは俺の恋人さ。槍持ってる方は幼馴染で多分俺を想ってくれているんだけど、二股なんて出来ないから気付かないふりをしてるんだ」

　カーラの声が優しくなる。

「そっか。酌してあげるから飲みなさいな。向こうは別の尺するだろうし」

「私も注ぐだけならしてあげます。向こうもたっぷり注がれるでしょうし」

　セリアの声も優しい。

「いやあ悪いなぁ。あんた達もあの人のコレだろ？　心苦しいなぁ」

「お注ぎしますね。ちなみにもうそういう関係に？」

　メルまで参加している。

「はは結婚まではダメでしょ？　処女は初夜までとっておかないと」

「「「可哀そうに」」」







「ふぅ……ふぅ……話は終わったわ……あたい達相性抜群だと思う。特にバックの相性最高」

「はぁ……はぁ……エイギル様、じゃなかった。エイギルはゴツゴツで大きくて立派な男よ。まさか後ろから抓られるだけであんなに噴いちゃうなんて……」

　俺の両手それぞれにつかまった二人が汗をぬぐいながら言う。

「そりゃ良かったぜ。ならこれでＰＴ成立だ！　てかお前ら首筋を虫にさされまくってるが大丈夫か？」

「大丈夫よ。それより早く町に戻りましょ」

「やばっ垂れて来るし」

　二人は剣士に見えない角度で自分の下着を俺のポケットにねじ込み、潤んだ目を向けて来る。




「エイギル様!?　体が」

　途端、俺の体が輝きながら薄くなっていく。

「おいおい成仏しちまう。やり過ぎてすっきりしたせいか」

　見ればセリアやノンナも光ながら薄くなっていく。

　驚く俺を見る剣士に向けて笑う。

「すまんなＰＴは中止だ。俺達は元の場所に帰るらしい」

「元の場所ってお前ら一体……おいおいなんだこりゃ……」

　剣士の後ろから二人が飛び出して来る。

「ちょ、ちょっと待ってよこれっきりってこと!?　処女奪っといてそれはないでしょ!?」

「もう私の乳首はエイギル無しじゃ生きていけないのに！　開発しといて放置なんて酷すぎるわ！」

「は？　は？」

　このままでは収拾がつかないので俺はニコリと笑う。

「またいつか来るよ」

　二人は涙を浮かべながらキスをしてくる。

「待ってるわ」

「早くねダーリン」

　意識が混濁して全てが光の中に消える。

「さあ行きましょ。次のクエストはビッグトード退治がいいかしら」

「それよりあたいの槍を新調してよー。いい加減限界だって」

「え？　え？　ちょっと待って？　何でキスしたんだよ？　二人とも股から垂れてるそれなんだよ」
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ラーフェン郊外

「ぐえ」

　苦しさで目が覚める。

それも当然、俺の上に七人全員が乗っているのだ。

　いや六人はどうでもいい。

クラウディアひとりで十分つらい。

「うう」

「あう」

　全員が次々に目を覚ます。

　見回すと周囲には畑と見回る衛兵、そして街壁。

「夢じゃないよな」

「全員が同じ夢を見たのでなければ」

　あり得ないな。

　俺は伸びをする。

「戻るか」

「その前に」

　ノンナが俺の上着を奪う。

「正妻の前で息をするように浮気なさいましたね」

「あれは夢だ。言っても仕方ない」

　カーラがズボンを奪う。

「浮気はいいけど、こっちを放置したのは腹が立つわ」

「夢の話は起きたら忘れるからなぁ」

　メルがシャツを奪う。

「私のことをおばさんなどと連呼した女相手に出した種は気持ち良かったですか？」

「覚えていないがとても締まった気がしないでもない」

　クラウディアがマントを奪う。

「おほほほ」

「何か意味あることを言ってくれよ」

　ピピがパンツまで奪う。

「ピピも混じりたかったぞ！」

「処女だったから結構血が出て凄かったぞ」

　セリアがせめてもの情けでハンカチをくれる。

「ごめんなさい。でも嫉妬してしまいました。後始末は全部しておきますから」

「すまんなセリア」

　最後にクララが無言でやってくる。

もう奪う物はないぞ。

「えへへ、ごめんなさい」

　クララは俺の目の前でスカートをたくし上げ、大事な場所をはっきりと見せて来た。

見せるだけ見せると早足で去ってしまう。

　おかげで俺の一物は見事に勃ちあがり、ハンカチでは到底隠せなくなる。

むしろテントを強調しているようで変態度が上がってしまった。

「……帰るか」

　服を奪われた俺はハンカチを勃起した男根に乗せて歩き出す。

　すぐに聞こえる変態との叫び声と衛兵の笛の音。

捕まるまいと走るがそそり勃っていては速度も出ず、無様に取り押さえられる。

　俺の顔を見て硬直する衛兵に一言『趣味なんだ』と告げ、何とも言えない視線を受けながら家に戻ったのだった。

全六話で孤島への船旅から飛行艇の発見、そして空中に漂う魔王城への殴り込みまで構想していたのですが

無意味なので一話にしました。

もちろんスキル・ステータス諸々も本編には関わってきません。










第５２６話⑦　ドタバタ余談７　人外ズ　♯










　朝日を受けて目が覚める。

「真冬なのに今朝は暖かいな」

　おかげで布団を出るのも楽だ。

「うう……寒い……です」

　だが暖かいといっても全裸の女には少々きついらしい。

ノンナは手探りで俺が押し退けた布団を探して包まった。

　今日も今日とて予定はなく早朝に起こす事もないだろう。

昨日も激しくてお疲れだろうしな。

　ノンナの額と豊かな胸にキスをして布団をしっかりかけてやる。

「もう腰が……あふぅ」

　続いてカーラの首筋にキスをして毛布をかけてやる。

「中に……流れ込んで……うぅん」

　続いてメルの開いた股を閉じさせ頬にキスをする。

「大きすぎて……子宮までぇ……」

　無意識に腰をくねらせているメリッサの背中にキスをする。

「もっとぉ……お腹が破れるまで……」

「お手……伏せ……チンチンってどっちのですかぁ？」

「ケツをもっと叩いて……あぁ」

「ワハハハハハ!!」

「騎乗位が好きなんですぅ……」

　カトリーヌとグレーテルとミレイとイリジナとルナと足しか見えないので判別つかない女性達にキスをして寝室を出た。
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ラミー

「おはよう」

「お、おはようございますっ！」

　廊下で若いメイドに挨拶する。

びっくりして硬直していたので尻を撫でてやると可愛らしく怒られた。

「おはよう」

「おはようございます旦那様。あっ!?」

　年増のメイドに挨拶する。

丁寧な挨拶を返されたので頬にキスをすると真っ赤になった。

「あ、おはよー」

「おう、おはよう……ん？」

　窓から挨拶されて無意識に返すがここが二階だと気づく。

振り返るとラミーが雑巾を持って窓の上を拭いていた。

「二階の上が汚れてるの。足場も無いし屋根からでもやりにくい位置だからねー」

　ラミアのラミーが胴体を伸ばすと庭から悠々二階まで届くのだ。

中庭ではメイドと清掃夫が俺を見て気まずそうにしていた。

「怒らないで、押し付けられた訳じゃないわ。ちゃーんと報酬も貰っているしね」

　見ればヘソから上のヒト部分になんともお洒落な服を着て、綺麗なネックレスを付けている。

ついでに腰にはスカートまで巻いていた。

「メイドさん達が作ってくれたのよ。私の体に合う服って店には無いから」

　ラミアとは言えラミーは結構おしゃれで少女趣味だ。

自作の粗野な服では満足できなくなったのだろう。

「私は高所作業と狭いところの作業を手伝う。メイドさん達は服とアクセを作ってくれる。お互い幸せでいいでしょ？」

　本来足場をかけて苦労するはずの清掃作業をほんの一分で終わらせたラミーが笑う。

双方納得しているなら俺がしゃしゃり出ることはない。

ただリタとノンナの目には気を付けないと怒られるぞ。

「それにね」

　ラミーが少し影のある目をする。

雇い入れてすぐのメイドがラミーを見て逃げたからだろう。

「一緒に働くと友達になれるわ。私はラミアだけど最近は滅多に人なんか食べてないし」

　ラミーはスルスル体を縮め、窓の下でメイドと話している。

どうやらお礼は鳥の焼き物のようだ。




　腹ごしらえしたラミーは作業着に着替えた。

「次は外の畑に行くんだ」

　少し離れてラミーについていく。

　ラミーは屋外でも狭い水路に入ったり、雨漏りする屋根を治したりと大活躍だった。

怖がる者もいたが、見慣れた光景なのか冗談を飛ばす者も多い。

　ラーフェン攻防戦で前線に立って以降、ラミーの存在は普通に知れ渡っていて身を隠す必要などない。

そもそもポチとネップリという隠しようもない巨体に比べればラミアぐらいどってことない。

「そー……えいっ！」

「ギャー！　こいつめまたかー！」

　悪ガキに尻尾に水をかけられて跳ね上がり、高速で地面を這って追いかける。

もうラミアと言うより下半身が蛇なだけの村娘みたいだな。




　両手で抱える程のお礼を貰って帰路につく。

「あ、ちょっと持ってて」

　ラミーが荷物を俺に渡す。

視線の先では土と同じ色の何かがモゾモゾ動いていた。

「猪が小麦の種を掘ってやがるな。結構な大きさだが大丈夫か？」

「うん。平気」

　ラミーは体を低くしてスルスル這って行く。

さすがにラミアだ、音は無いし気配も薄い。猪はまったく気づかない。

「シャー！」

　ラミーは猪に飛び掛かり、地面に引き倒すと体を巻きつけた。

骨の折れる音がして猪の足がピクピク動く。

「もぐもぐ……ばりばり……」

　噛み砕く音と引きずり出す音と啜る音が続く。

　数分後、顔を拭いた真っ赤なタオルを捨てたラミーが戻って来る。

「お待たせ、帰ろっか」

　彼女の腹は妊婦のように膨らんでいた。

「……生で一頭丸々食ったのか」

「うん」

　猪は優に１ｍを越えていたが。

「私食い溜めできるから。これで一週間はご飯いらないかな」

　いかに馴染んでもラミアは決して人ではない。その境界を忘れるときっと悲劇──。

「ねえ満腹になったら……アレしたくなったんだけど」

「よし、やろう」

　男と女であれば愛が生まれる。種族の違いなんか些細なことだ。




　──三〇分後。ラミーの家。

「いくね……えい！」

　ズルズルと音を立ててラミーの舌が尿道から抜ける。

「おぉぉぉ！」

　その強烈過ぎる刺激に吊り上げられたように俺の腰が跳ね上がる。

ラミーの唾液と先走りが混じって先端から垂れ落ちる。

「一回でこんなになっちゃったね。ならもう一回……」

　ラミーの舌が尿道に再侵入する。

細く長い舌を持つラミア以外にはできない性技だ。

　たっぷりの唾液で滑る舌は尿道を擦りながら根元まで入っていく。

　口奉仕され慣れた俺でさえこの刺激はたまらない。

ラミーの頭を押さえて目を閉じ呻く。

「ほんとうにエイギルの長いなぁ……舌半分入っちゃったよ。おしっこ溜めるとこまでいこうか？」

「いや、ここまでで……ぐぉぉぉ!!」

　返事の途中に舌が一気に引き抜かれ、俺は体を倒して情けない声をあげた。

「あは、ビクンビクンしてるわ。本当これに弱いね」

　この刺激に耐えられる男などいない。

もう一回されたらお終いだ。

「ふふーん。ならやっちゃう！」

　腰を抱えられ、熱い舌が入り込んでくる。

膨張しきった男根が不規則に揺れ、限界を訴えるが尿道を塞がれては射精できるはずもない。

　長い舌は男根を通り抜け、内臓と言える場所まで侵入してくる。

　ラミーは俺の体に上半身を乗せ、両手をとって自分の乳房を揉ませる。

「はい。出してね」

　そして勢いよく舌が引き抜かれた。

　抜けた瞬間、首でも飛ばされたかのように下半身が痙攣を始め、腰が情けなくヘコヘコと動く。

本来なら即座に射精しているはずだが、舌のせいで種が男根まであがれていない。

　数秒の間を置いて種が男根を上がり、噴き出るその瞬間追撃が見舞われた。

「えいっ！」

「そう来たか！」

　ラミーの長い舌が今度は肛門に入り込み、玉の裏側を押し込む。

　濁った汚い音と共に大量の種が吹き上がった。

途端、ラミーは全ての刺激をやめて体を離してしまう。

　だが刺激などもう必要ない。

男根は種を撒き散らしながら暴れ回る。

「すっごいわ。壊れちゃったみたい！」

　ラミーは呻きながら種を吐き続ける俺に巻きつく。

「俺も食うのか？」

「ううん。食べるのはこっち」

　長い胴体が絡みつき、身動きができなくなる。

ラミーは性器で種を吐き続ける男根を呑み込んだ。

「おお、気持ちいいぞ」

「えへへ、追加ー」

　ラミーはお礼に貰った荷の中から香油を取り出して垂らす。

これで俺達は絡み合いながらヌルヌルだ。

「本能が教えてくれたの。ラミアの交尾」

　蛇の交尾は絡み合いながら何日も続くという。

「水もご飯も油もあるわ。ずっと……ずっと絡み合いましょう」

　俺はラミーの体に埋もれながら終わることなく種を吐き出し続けるのだった。




「まあ現実は持たないんだけどな」

「あううう……寒い……寒いぃ……」

　昼過ぎになって北風が吹き始め、朝の陽気は消え去った。

悪いことにそのタイミングで暖炉の薪が切れてしまい、ラミーが寒さで固まってしまったのだ。

半分蛇だけあって寒いと本当に動けなくなるらしい。

「薪と湯たんぽ貰ってくるから放してくれ」

「ダメ、今エイギルに離れられたら冬眠しちゃう」

　どうしろと言うんだ。

「体の中に温かいのちょうだい。そしたら五分ぐらい頑張れるから」

「今日はもう散々出したから暖が取れる程、種は出ないんだが」

　するとラミーは屈辱に塗れた顔で言う。

「おしっこして……前だと流れ出ちゃうからお尻の方に……うう、私なんてこと言ってるんだろ」

　世界は広いがラミアの肛門に小便を流し込んだ男は俺だけではなかろうか。

俺はひくつくラミーの尻に流し込みながらそんなことを考えた。
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ミルミ

　水道橋の始点、湖のほとりに俺は腰かけていた。

　ミルミが水を口に含み、エラからピューと吐き出す。

「うーん綺麗だね。でもちょっとコケっぽいかも」

　俺は紙に〇と書き込み、取水口を清掃しろと書き込む。

「ありがとさん。もういいぞ」

　俺は書類を仕舞い、代わりに釣り竿を出して言う。

「釣ってもいいか？」

　ミルミは水から飛び出して俺の横に座って微笑む。

「いいよー」

　この湖はラーフェンの全上水を供給する水道橋取水点だけあって釣りはもちろん近づくことも許されない。毒でも流されたら大変なことになるからだ。

　となれば陰謀を企む輩が心配だが、見張りの兵士は半分囮で本命は湖を自由に泳いでいる。

つまりはミルミとその子供達だ。

　そして誰も釣らないということは魚が沢山残っているということだ。

「おっと来た来た。ふふふ、領主の特権だな」

　吊り上げるとでっかい鯉が釣れた。

今夜はこれでいっぱいやろう。

「人間の事情は知らないけど、私達は一匹二匹釣ってくぐらいなら構わないんだけどね。カラスや猫と同じようなものだよ」

「そんなもんか」

　もう一度糸を垂らすと鯉より大物……ミルミの子供達が釣れた。

こいつらは同じタイミングで産まれたはずなのに個人差が大きい。

大きいのはミルミ並みに話せるが小さい奴はたどたどしい。

「コイあげるー」

「マスあげるー」

「変なのあげるー」

　最後のなんだこれ、ぐにょぐにょで足が八本もあるぞ

墨みたいなの噴きやがった。こんなもん食えるか、どこで獲って来たんだ返してこい。

「大人しく釣ればね。網でごっそり取ったり、糸捨てて行ったり、変なもの流したら……」

　ミルミの口が開く。

　人魚は下半身が魚、上半身が美女なのだが、口からノコギリのような歯が覗く。

　そう言えば最近まずくてぼったくりで有名だった飯屋一家が突然いなくなったんだが、何か知らんか？

「湖に廃油捨てるような人のことは知りません」

「肝美味かった」

「骨～」

　知らないなら仕方ないな。

その中身を抜かれた頭蓋骨っぽいのは湖から出してくれ。

屋敷の風呂もここの水だ。気持ち悪い。

「さて、仕事と下らない話はこれぐらいにして……だな」

　俺はミルミの肩を抱く。

人魚は上半身が人だが、ずっと水の中にいるせいか基本的に服はつけない。

故に軟らかそうな乳房が丸出しなのだ。

「えっと私は今産卵しないけどいい？」

　性交は互いが満たされるためにもあるのだ。

決して繁殖の為だけではない。

　俺はミルミを抱き上げて草むらに運ぶ。




「気持ちいい！　そこっすごくいい！　奥までぐってして！」

　ミルミの体が震える。

俺は彼女を横抱きにして肩と尾びれを強く掴み、正面から挿入して射精する。

人魚は人間と違って足を開けないので、性交には特殊な技が必要になる。

「ほんとは卵が出る穴でエッチに使う穴じゃないのにっ！　でも気持ちいいよぉ!!」

　そう俺が挿入しているのはミルミの産卵管であって性器ではない。

　人魚は産んだ卵に精子をかけて貰って子作りするので、挿入を伴う性行為はしないのだ。

「でもいいんだろう？」

　キスをし、胸を揉みながら言う。

「尾びれがピクピクする。卵ないのに、種貰っても意味ないのに……もっともっとエッチしたいの！」

　俺はミルミを抱き締めながら射精する。

大量の種が彼女の産卵管を駆け登り、卵を抱える場所に満ちてから逆流して噴き出す。

「凄かったぁ。産卵管に入れるのがこんなに気持ちいいなんて、昔の人魚は知らなかったんだろうなぁ」

　うわ言のように言いながらミルミは湖をプカプカと流れていく。

　俺もズボンを穿こうとしたところで足を取られて水に引きずり込まれた。

「冷たいぞ。何をするんだ」

　足を掴んだのはミルミの子供達だ。

皆一様に息が荒く、顔も赤くなっていた。

ノコギリのような歯も剥き出しになっている。

「おいおい、食うのは勘弁してくれ」

　あと本当に冷たいから出してくれ。

「あっためるから」

　十人以上の子供達がくっついてくる。

確かに寒くはなくなった。

「息もだいじょぶ」

　水中に引きずり込まれるが、子供達が代わる代わる口移しで空気をくれる。

　良く見るとこれは餌を前に興奮しているのではなく発情の顔だ。

「ママと同じことして」

「産卵管に何か入れて」

「お腹がむずむずする！」

　服が破り取られてしまう。

声を出そうにも水中だし、水面に浮いているミルミは絶頂後の放心状態だ。

「仕方ないな」

　何かひっかかることがなくもないが、指を伸ばして産卵管をいじってやる。

「ぴぃぃぃ!!」

　その反応は凄まじい。

何しろ生まれて初めていじるのだから仕方ないのだろうか。

　見た目１４，５歳でまあなんとかという子もいるが、明らかに幼いのもいる。

さすがに男根を使うのはダメだろうと指で満足させていると、より成熟した一人が突然腹を押さえる。

「い、痛い！　お腹が痛い!!」

　変にいじってしまったかと心配するが、その子は湖岸に上がると呻き声をあげながら産卵管を広げる。

「あぅぅーー!!」

　産卵管は本来の目的……卵を大量に岸辺に産み付けた。

人魚の産卵時期は知らないが、初めての刺激に卵が出てしまったのか。

　発情が伝播したのか、かなり幼い子までが腹を押さえて岸辺に上がり、次々に産卵し始めてしまう。

　上半身だけ見れば少女達が仰け反り、嬌声を上げながら次々と産卵していく。

「凄い光景だな」

　たちまち出来た卵の山。

子供達は俺を掴み卵へ誘導する。

「私達の卵に種ちょうだい」

「濃い種いっぱいかけて」

「びゅるるーして！」

　子供達は本能のままに俺の男根をこすりまくる。

それでも振り払って逃げることは容易だろう。

「見た目の年齢から考えれば子作りなどあり得んが……」

　彼女達は人間ではないし、性器に挿入する訳ではない。

既に産んだ卵にぶっかけるぐらいなら問題無いのではなかろうか。

　俺が戸惑っていると耳元に子人魚二人が寄って来る。

いかん、それは最近自覚させられた俺の弱点だ。

「私達の卵に──」

「濃いのビュッビュして？」

　両側から同時に囁かれた途端、種が勢いよく噴き出して卵の山に降りかかる。

こうなったらもう止まらない。最後まで出し切るしかないだろう。




　数分間の射精が終わり、変質者にならないようマントだけを羽織ったところでミルミが我に返った。

「そろそろご飯にしましょうか……って卵産んだの!?　どうしてこんな時期に──!!」

　驚いたミルミが水面を跳ねてくる。

「すごい量……貴女達みんな産んだの!?　どうして突然……って！」

　ミルミは卵の山を見てひっくり返る。

「た、種がついちゃってる……ということは」

　ミルミの目が細くなり、歯が剥き出しになる。

「この子達エイギルの種なのよ！　自分の子と……この鬼畜、ヒトデナシ──！　食い千切ってやる」




　襲い掛かってくるミルミを説得するのに数時間を要した。

　具体的には子供達に協力して押さえて貰い、再び産卵管挿入で機嫌を取ったのだった。

「おふねーふねー」

「草むらにあったー」

　一段落ついたところで子供の一人が木製の船を引っ張ってくる。

手作り感満載の形状だが、浸水もなく浮いているところを見るに職人の仕事だろうか。

「どうして湖で船なんか作ったんだ。船名が彫ってあるぞ……リ、リヴァ……彫りかけでわからんな」

　良く分からんが船に名がないのは良くないらしい。

「船名……船名……思いつかん。あれでいいか」

　俺は船に『アレスオブアレス二号』と彫り込んだ。

よし帰ろう。

　翌日、セクリトとイヴァンナが剣まで抜いて本気の喧嘩をやらかした。

『貴様の仕業だろう。とぼけるな』

『知るかお前のボロ船に興味などあるか』

とまったく意味がわからないから困ったものだ。
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アルラウネ

「なあ、お前もう増えないのか？」

　俺は自室で一人酒をしながら鉢植えのアルラウネをつつく。

　アルラウネはキューと不思議な声を出しながら細い茎で俺の指を受けとめる。

　今こいつは俺の部屋の鉢植えに小さな一体と、中庭に樹木サイズの物が一体しかいない。

一時期は恐怖すら感じる程もりもり増えたのだが、ラーフェン攻城戦で焼かれて以来増殖していない。

「僅かに増えた分も冬になったら枯れたもんな」

　鉢植えを持ち上げたまま中庭の本体に向かう。

　どうせだから本体の傍で酒の続きをしようと思ったのだが先客が居た。

屋敷のメイドだ。年の頃は二十歳……食べ頃だな。

「害虫は……無しと。この葉っぱ枯れてるからもいじゃうね」

　どうやら丁寧に世話をしているようだ。

アルラウネの人型も大人しくされるがままになっている。

「後は水と……肥料と……これで良しと！」

　手入れが終わるとアルラウネの人型が俺達の動きを真似てお礼の仕草を取る。

「ふふ、かーわい。……で相談なんだけどね」

　メイドのヒソヒソ話は聞き取れない。

すると鉢植えの人型が口を開く。

『衛兵さんで四〇歳なんだけど、奥さんがいるからアプローチしても応えてくれないの』

　アルラウネはいくら増えても同じ個体で共通の意志を持っている。

こういうこともできるのだろう。

「だからね……貴方の花粉が欲しいの。私今日危ない日だから襲わせてしまえばなし崩しよ」

　アルラウネはメイドが差し出した巾着に一振り花粉を入れる。

　あの花粉は媚薬なんてものじゃない。

嗅がされれば大通りでも全裸となり片っ端から異性に襲い掛かるだろう。

「漏らさないように……っと」

　だが管理はしっかりできているようだし、部外者の俺が愛憎劇に首を突っ込んでいいものか。

「──様。今夜こそ思いを遂げさせて頂きます」

　放置しよう。女が決意をもって媚薬を盛るのだ。黙って見てやるのが男気だろう。

　すると突然、鉢植えのアルラウネが体を捻り出した。

　ジャスチャーを見るに他の雑草の根が根っこに絡んだらしい。

根元で一杯やらせてもらうんだ。草抜きぐらいやってやるか。

「ノンナが見たら当主が草むしりなんて──と絶叫しそうだ」

　言いながら雑草を抜く。

これじゃないのか。

　ついで太めの雑草を抜く。

ノンナの植えた花だった。まずい埋め戻しておこう。

　次に手をかけるとアルラウネが騒ぎ出す。

正解なのだろうか。

「抜けんな……ふん！」

　力を込めると勢いよく雑草が抜ける。

途端、断末魔のような『ギャーー!!』という大声が響いた。

「うるさい!!」

　雑草を地面に叩きつける。

良く見ると根っこがでかく人型にも見える。

大根の種でも飛んだのだろうか。

　数秒置いて空からハトやカラスがドサドサ落ちて来た。

何だと言うんだ。

　アルラウネが慌てて俺の体を確かめる。

やかましいだけで何ともないぞ。

いや心なしか一物が震えているぐらいか、寒さと出し過ぎのせいだろう。

「根が絡んでいるな。やっぱりこの大根が原因……うん？」

　絡んだ根を引っ張ると長く長く続いている。

　中庭を出て、屋敷を出て、ラーフェン大通りの手前で深く潜っている。

「ふむ……そら」

　鉢植えアルラウネを不意につつくと、大通りの隅がぽこんと盛り上がって根が飛び出す。

「増えていないと思ったら根が地下を伸びていたのか。どこまで続いているんだ？」

　鉢植えアルラウネは遠く山の方を指差す。

「ははは、お前も冗談を言えるようになったな。酒を置いてきてしまった。戻ろうか」

　アルラウネの人型がニヤリと笑った気がした。




　──深夜、腹が減ったので食堂で使用人の賄い飯を摘まんだ帰りだ。

　男と女の声がする。

「はぁはぁ……リーリム！　もう辛抱たまらん、逃がさんぞ大人しくしろ、股を開けぇ!!」

「許してトルフ様ぁ。いきなり挿入しちゃダメえー。奥様がいるのに挿入したら浮気になっちゃうー」

　倉庫で衛兵とメイドが激しく性交していた。

男は涎を垂らしながら腰を振りまくり、何度中に出しているのか大量の精液が流れている

まるで強姦のようなやり方だが、女が明らかに悦んでいるので捨てておこう。

「ああん、また中に出したぁ。熱いぃー危険日だから出来ちゃうー奥様から寝取っちゃうぅー」




　別の部屋からも奇声が聞こえる。

「マ、マンドラゴラ！　どうして中庭に落ちていたのかわかんないけど、これで秘薬が完成する！」

　ナーティアが珍しい材料を見つけたらしい。

マン……いやらしい材料だ興奮してきた。
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エルフズ

「貴方の為にやってるんじゃないからね」

　エルフの開拓作業を見に行くと開口一番言われてしまった。

「分かってるよ。お土産も持って来たから邪険にしないでくれ」

　菓子パンに砂糖とクリームをかけた菓子だ。

エルフの森では食べられない品だろう。

「ハムハム……感謝はしないわよ」

「ハモハモ、それだけのことを私達はしてあげてるんだからね」

「まあお菓子に罪はないから貰いますけどね。──ゲホッ！　ゲホッ！　詰まった！」

　金貨も領地も必要としないエルフ達に提供されるのは森では味わえない料理と娯楽だ。

『おお何故だ、エリザベート！　どうして私にその刃を突き立てる！』

『言い訳はしないわモーラム。貴方が邪魔になったの！　私はもっと良い殿方のお嫁になるのよ！』

　即席舞台の上で劇が催されている。

ちょうど一番の盛り上がり場のようだ。

「酷い……あれだけ尽くしてくれた人を刺すなんて！」

「最低の女！　贅沢な暮らしに目が眩んだのよ！」

　純真なエルフ達は劇に本気で入り込んでいる。

悪役の出番では物でも投げそうな勢いだ。

「あっちはまだいいんですけどね」

　若い女優が困った顔で反対を指差す。

黒エルフ達が多い方か。

『お前の妻も娘も俺のもんだ！　あの悲鳴を聞かせてやりたかったぜ。ゲヘヘヘヘ』

　悪の代官が農民達を虐めるシーンらしい。

「死ね外道！」

　黒エルフが立ち上がり剣を抜いて舞台に飛び込む。

すんでのところで用心棒らしき男が受け止めた。

「ああいうのがしょっちゅうなんです。入り込んでくれるのは役者冥利に尽きるんですけど」

　エルフも黒エルフもそれだけ純真なんだろうな。

　もう一つの舞台は他二つの喧騒が嘘のように静まり返っている。

『いけないわマイケル。貴方には奥様、私にも主人がいるのよ』

『構うものか。不貞と罵るが良い、淫らと笑うが良い。僕の愛は……止められない』

　役者の唇が合わさり、互いの体を愛撫しながら服を脱がせあっていく。

「……ゴクリ」

「……ソワソワ」

「……ケホ」

　黒白エルフ達が無言のまま目を見開いている。

時折隣を覗きこんだり、わざとらしく身をよじったりとなんとも初々しい。

『ああ、もうどうなってもいい！　私を燃やして！　貴方の熱いもので火をつけて！』

　上半身裸となった男女が激しく絡み合い始めると、エルフ達の耳が一斉にパタパタし始めた。

「濡れ場も気になるが何より……」

「あの耳、触りたいですね」

　エルフの耳には不可思議な魅力がある。

ナーティアの耳が動いていると何度怒られても摘まんだり咥えたりしてしまうのだ。




　さて肝心の仕事の方がどうなっているかな。

　見れば先週まで荒れていた場所が一面の耕地に変わっている。

人がやれば一万人動員しても数か月かかるであろう仕事だ。

「しかし気になるのは……どうして畑の真ん中に木があるんだ？」

　一面畑ではあるが、一定間隔で仕切りのように木が植えられているのだ。

　作業を終えてタオルで汗を拭うエルフが答えてくれる。

「私達は土地をいじったら必ず木を植えるのが掟なの。食べられる作物だけで大地を埋め尽くすなんて自然への冒涜よ。切ったら承知しないから」

　自然と生きるエルフらしい。

こちらも彼女達の掟をないがしろにしてまで収穫を得たい訳じゃないから認めよう。

　エルフがまた一本の木を空き地に植える。

「この木って濃霧杉じゃないの？　花粉が普通の百倍出るやつ。珍しいの持って来たわね」

　黒エルフも水辺に水草を植えている。

「げっ！　今ローパーの幼体ついてたぞ！　……逃げちゃった。まあ見なかったことにしよ」

　俺も聞かなかったことにしたい。




　ふと物陰からエルフ達の内緒話が聞こえて来る。

「昨日ね、人間のさ……あれ見ちゃった。農家のあの人、奥さんの上で……」

「ほ、ほんとに？　ずっと見てたの？」

　猥談らしい。

耳が垂れたり立ったりしている。

「最後に男の方がウーって呻いて倒れて終わったわ。変な匂いがモワって」

「で、出てた？　白いの出てた？」

　エルフは種族的に性欲が薄いらしいが疑わしい。

耳があんなにパタパタして興味深々じゃないか。

「私達の雑用してる少年いるじゃない？　昨日の夜さ、甘やかすふりして同衾したらさ……」

「あ、知ってる。寝たふりしてたら貴女の名前呼びながらゴソゴソしてたよね」

「そうそう。早朝に起き出して必死にパンツ洗ってたわ。なんだろう……股からぞわぞわって来るのよ」

　なんて羨ましい。

だが今の俺がすることは一つだ。

「すまん！」

　俺は猥談エルフの群れに飛び込み、耳をカプリとやる。

悲鳴と共に風魔法で跳ね上げられ、落ちたところを三人掛りで踏みまくられたが後悔はない。
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ブリュンヒルデ

「これはどうじゃ？」

　昼とは思えないぐらい暗く曇っていたある日、俺はブリュンヒルデと服選びに出ていた。

　彼女の持つ服はゴルドニアの職人でさえ舌を巻く程の高級品ばかりで、ラーフェンの服屋……まして吊るしの服など比較にもならないのだが、着潰す服も要るからと引っ張り出された。

「ふむ、お前のような美しい──」

「なんでも似合うなどというたら口をもぐぞ」

　俺は苦笑し、改めて服を見た。

　黒を基調とするシンプルながら上品な服、ブリュンヒルデのイメージにぴったりだ。

「これ以上無いほど似合っているが、普段の服と同じに見えて新鮮味が足りないかもな」

「ん、それでいい」

　ブリュンヒルデは服を戻し、今度は安っぽいながらも装飾がゴテゴテついた服を合わせた。

「見ていて楽しい服だが、中身が綺麗すぎるから服が余計安っぽく見えてしまう」

「ふふん」

　ブリュンヒルデは楽しそうに次の服を取る。

ぴったりして体のラインが出る革の服……鞭が似合いそうだ。

「いいな。ぶたれたり踏まれたりしたい」

「阿呆め」

　罵りながらもまんざらではない表情のブリュンヒルデは別の服を取る。

露骨なエロ服だ。裾は短く、露出は多く、布地も薄い。

「……うーん。いやらしくて興奮するがどう言ったらいいのか」

　ブリュンヒルデはエロ服を着たまま近づき、色っぽい表情のまま俺の股間を掴む。

「む？」

　そして不思議そうな顔をしてから服を変える。

今度の服はどこにでもいそうな町娘だ。

　ブリュンヒルデは普段から一二～三歳の少女に見えるが、この服は更に幼く見える。

　ブリュンヒルデはトテトテと変な走り方で近づいて来る。

店主はボーっとした調子で天井を見ている……ブリュンヒルデの能力にやられたのか。

「妾に……エッチなことをしたいのかの？」

「なぬ？」

　同時に股間を掴まれた。

ブリュンヒルデの顔が驚きジト目で睨みつける。

「お前好みの下品な服よりこちらの方に反応するとはどういうことじゃ。さては貴様……」

　ブリュンヒルデの指が突きつけられる。

「童女趣味になりよったな！」

「人聞きの悪いことを言うな。アンドレイじゃあるまいし」

　だがブリュンヒルデの追及はやまない。

「いいや、こんな子供服に発情する男が童女趣味でなくなんじゃ！　仕置きじゃ！」

　ブリュンヒルデは平民服のまま、俺に飛びつき肩口にかぶりと噛み付く。

　耳元に息がかかる。いかん……。

「──変態め」

　途端、ズボンが張る音がする。

　ブリュンヒルデと目が合う。

「ドＭで童女趣味じゃと……どうなっておるんじゃお主の性癖は!!」

　ブリュンヒルデがやるから興奮するのであってそこらの子供に興奮するほど落ちてない。

ドＭの方は発言を避けさせて貰う。

「ま、追及はおいおいする」

　ブリュンヒルデは子供服とドＳ服を掴み、ボーっとする店長の前に代金を置く。

結局買うんだな、と言ったら再燃するので言わない。

「持ち帰っておけ」

　投げ槍に言いながらブリュンヒルデは服を投げる。

物陰で受け取ったのは見覚えのない女だ。

「下らん戦争で減ったのでな。補充した」

「おいおい……」

　真面目な顔で咎めようと迫るが、先手を打たれる。

「こいつは身投げで体が半分潰れておった。下僕にならねば数分で朽ちておったぞ。こっちは賊の片割れよ。若い女を二人程殺しておったが逃がした方が良かったか？」

「ぐぅ」

　どちらも文句は言えないな。

だが身投げしたと言われた方は美人だな。もし良ければお近づきになりたいが。

「承知しました。ブリュンヒルデ様、愛……いえジークフリード様の下に戻ります」

　うん？　何か不穏なことを言った気がするぞ。

「変態は困るが童女好きとなれば妾に分がある。あの女の駄肉では間違っても童女の真似はできまい」

　どっちも何を言っているのか。

「幸いにして今日は一日陽は照らぬようだ。戯れに食事にでも連れて行け」

「ふむ、ならとっておきの店に連れて行こう」

　最近オープンした店なんだがパンチの効いた特製スープが絶品なんだ。

「ふむ、お前らしい粗野な店ではあるが……」

「はは、好みは仕方ないだろ。一気にグイっといってみてくれ」

　スープをグッと飲み干す。

喉を焼くような刺激と強い臭いがたまらない。

「どうだ？」

「……」

　ブリュンヒルデは答えない。

口に合わなかっただろうか。

「……店主このスープ何が入っておる」

　ブリュンヒルデが震える声で尋ねる。

「ドロドロに煮込んだ豚肉、香辛料に漬けた大根人参、そこに山程のニンニクをぶち込んで、仕上げは溢れる俺の男気を──」

　ブリュンヒルデがひっくりかえって泡を吹く。

　その日の夜、俺の一物は文字通りブリュンヒルデの牙で穴だらけにされたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）

今話登場

ラミー（馴染み）ミルミ（祖母）アルラウネ（地の果てまで）ブリュンヒルデ（ドＳ少女）




領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千（＋千）民衆集結 ツヴァイエルフィ二一〇〇（＋六〇〇）無頼者増加

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門＋一　 戦車三〇

財産　金貨－三十万　エルフ報酬娯楽（五〇〇）金鉱中（八五〇〇）

経験人数八一四人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン

ラミーの矛盾点を小修正しました。










第５２７話　盤を反すべし










　夢を見ていた。

美少女を抱く夢だ。

　抱き締めるとたどたどしく応え、キスをすると驚いて硬直する。

股を舐めると逃げようとし、覆いかぶさって首筋に噛みつくと諦めて手足の力を抜いた──。

（大変なものを見てしまった）

「ハクション!!」

　妙な囁きと自分のくしゃみで目が覚める。

顔にモコモコしたものが張り付き、何かが鼻に入ったのだ。

「お前か。まったく後一歩で挿入だったのに……何をしてるんだ？」

　寒いせいかベッドに入り込んでいた狐の尻尾をどける。

狐はキュンと妙に色っぽい声で鳴き、俺に向けて足を開いている。

「首に傷があるな。バラにでもひっかけたか……いや歯形だな。野良犬と喧嘩したか？」

　大した傷でないし手当は必要無いか。

狐の尻尾を一撫でして立ち上がった時、より厄介なことに気付く。

「おい、やってくれたな」

　タイミング悪くセリアが部屋をノックする。

「エイギル様そろそろお時間です。馬車の準備も出来ているので……あっ!?」

　部屋に入ってきたセリアが布団を見て絶句する。

「え、エイギル様がおねしょ!?　おねしょを!!」

「声がでかい！　この狐が入り込んでやらかしたんだ」

　視線を移すとさっきまで妙な声で鳴いていた狐がいない。

「わかりました。狐のせいにしておきます。リタさんにもそう伝えておきます」

　本当に分かってくれたのだろうか。

「それよりそろそろ準備の時間です。服装を完璧にしないといけません。何しろあのオルムド子爵招待の晩餐会ですから周り中敵だらけ、小さな落ち度でもあったらイチャモンつけてくるに決まってます！」

　俺達が向かうのはポタージュ君の実家、シュミット家の晩餐会だった。

「ノンナも気合を入れていたな」

　とはいえ正直あまり意味があるとは思えない。

相手は最初からこちらの隙を探して貶めるつもりだろうし、特に俺がそういった粗探しを逃れられるとは思えない。

　俺がいつも通りの身支度を整えながら独語すると同意の声がある。

「ふむ、相手の意図を理解しているな」

　転がり出たのはクビヘルミナだった。

こいつも不自由な体の割にケイシー並みにどこにでも出るよなぁ。

　警戒するセリアに無抵抗を示しながらクビヘルミナはベッドに乗る。

どうやって上がったのだろう。

「彼らの意図は身内の前でお前の不作法を罵倒、嘲笑して自らの優位性を示すことにある。あるいはお前が耐えきれず暴れて危害を加えたならば、王家へ報告して尚良しだ」

「俺はそこまで野獣では──」

　クビヘルミナが言葉を被せてくる。

「そこの娘は大したものだ。股座一つ開いただけで大領主の側近、一生安泰よな」

「なっ!?」

　セリアが絶句する。

「嫁も大したもの、巨乳奴隷の腰振り所がノミ湧く売春宿から辺境伯の絹のベッドとは」

　言い終わる前にクビヘルミナの顔を掴んで怒気を向ける。

そして意図に気付いて悔し気に呻く。

　クビヘルミナは俺とセリアに頭を下げて一言詫びてから顔をあげる。

「忍耐は望みが薄いな。私がオルムド子爵だったら殴っていただろう」

　ボコボコに殴った後、担いで窓から放り投げていたと思う。

「お前にはこういう嫌味合戦は向かぬ。ボロを出しまくり、あげくに手まで出すのが目に見えている」

　まだちょっと怒っているセリアに額をつつかれながらクビヘルミナは続ける。

「故に相手の土俵で真っ当に勝負する必要はない。前提そのものを崩して相手を揺さぶるのだ」

　アドバイスしながら自分もセリアに揺さぶられている。

　要はボードゲームで負けたら盤をひっくり返すようなものだな。

そういうのは得意だ。

「幸いにしてお前の野蛮と女好きは国中に知れ渡っている。相手が不作法や色乱行の悪評をいくら立てても民も王も笑い話にしかしないだろう。これを上手く使うべきだ」

　俺は目を閉じて少し考える。

「晩餐会に連れて行く者を追加する。ヤーコフとレオポルトを呼びつけろ。クウにも協力して貰おうか」

　うんうんとクビヘルミナが頷く。

「あっ」

　その時、セリアが揺さぶっていたクビヘルミナが後ろに一回転、寝小便の上を転がってしまう。

　無言のまま不平を訴えるクビヘルミナを抱え上げ、出発ギリギリまで丁寧に顔を拭いてやるのだった。
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シュミット家　領内

　馬車で数日、シュミット本家屋敷のある街はもうすぐだ。

「まったくもう！　本当にもう！」

　ノンナはプンスコ怒っている。無理もない。

「宿も商家も揃って薪切れ、料理を取り寄せれば配達人が二度もひっくり返したと言って遅れまくり、慰めの演劇は俺達が通る日だけ臨時休業……ってな」

「シュミット家が邪魔してるに決まってます！　自ら招いておいてこんな陰険なっ！　キィー！」

　怒るノンナの頭と胸を撫でる。

「まあまあ実害は無かったからいいじゃないか」

　薪と料理はレオポルトが前もって別名で手配しており問題無かった。

そして演劇は見れなかったが娼館は普通に開いていた。

「ふふふ、シュミット家もまさか俺が単身、場末の娼館に行くことまでは読めなかったようだな」

　旅先で行く娼館は格別だ。

疲れた顔をしていた娼婦は特別ボーナスを払ってやると喜び、顔にぶっかけることまで許してくれた。

中々好みだったのでラーフェンに来たら職場を世話すると言うと乗り気だったが。

「私が不貞寝してる間に娼館行ったんですか!?　ひどいです！」

　おっと余計なことを言ってノンナに怒られてしまった。

これがシュミット家の真の作戦だとでもいうのか。

「ま、それは置いてだ」

「置きません！」

　馬車の窓から外を見る。

広がるのは一面の小麦畑、冬小麦は既に蒔かれて来夏への準備は万全に思えた。

「北部はまったく戦火に晒されていませんからね。ラーフェン周りは未だに復旧作業やっていますし……戦争から一番遠い場所に居た癖にでかい顔しているのが気分悪いです」

　セリアが可愛らしく怒っている。

　確かに戦争の跡はまったく見えないが……。

「おっと」

　馬車が揺れ、俺はセリアの尻とノンナの胸を支える。

「道は小奇麗だがカーブと高低差が多いな。揺れるし荷馬車だと荷崩れを起こすかもしれんぞ」

　良く見れば畑も歪な形が多い。

大小様々な広さの畑に応じて水路も細かったり狭かったり、おまけに広い水路から分岐したのか不自然に曲がっているものまであり、一見して場当たり的に作ったのだとわかる。

「ラーフェンの方がずっと綺麗ですね」

　ノンナが胸を俺の頭の上に乗せながら言う。

「ふふ、ハードレット領の方が圧倒的に上です！」

　セリアが自分のことのように胸を張る。

畑や水路建造の功績は九割アドルフだが、人夫の指揮などでセリアも頑張ったと言える。

「お前は何かないのか？」

　無理やり連れて来たレオポルトを見る。

「大小歪な畑と水路は各小作人の立場に起因するものでしょう。既存の立場がただ受け継がれているだけで収穫の効率だけで言えば利点は何もなく洪水など災害にも弱い。面積ごとの必要水量まで計算されたハードレット領の耕地と比較すれば単位当たりの収穫量が二倍程も違うのではないでしょうか？」

「なるほどな」

　俺はせこせことメモを取る。

「後でアドルフにも聞いてみようと思ってな」

　するとレオポルトはもう一度外を覗いて言い直す。

「収穫量が一・八倍程も違うのではないでしょうか」

　ふふふ俺の勝ちだ。

わざとらしく溜息をつくな。素直に負けを認めろ。

「レオポルトさんだけじゃなくて民も疲れた顔をしていますね」

　セリアの言う通り畑で何か農作業をしている農民は一様にくたびれた顔をしている。

戦火に焼かれて悲壮感漂うという程ではないがなんとも言えない顔だ。

「立ち寄った町でも民はどこと無くビクビクしていたように思います」

　そっちの原因ははっきりしている。




「そこの馬車止まれ──!!」

　馬車がゆっくりと停止する。

「我らはシュミット家直属赤龍騎士団である！　辺境伯のご領地で生意気にも複数立ての馬車を連ねるとは不敬であるぞ！　荷と顔を改める故に戸を開け！」

　だがもちろんそのままでは済まない。

「ぶ、無礼な！　私達は招待を受けて来たというのに！」

　ノンナが激昂する。

「こちらの参加を知り、かつ我らの旗を見ながら改めとは嫌がらせにしても稚拙ですな」

　レオポルトもやや機嫌を損ねているようだ。

「いいじゃないか。別に悪いもん積んでいる訳じゃなし。見たいなら見せてやれば……」

　俺は反対方向を向いたまま言う。

「エイギル様……？　むっそれはなんですか？」

　セリアが疾風の手先で俺が懐から落とした手紙を開く。

「晩餐会招待への返事……って出してなかったんですか!?　またやったんですかエイギル様！」

　一度あることは二度あるんだ。

　セリアは窓からひょいと身を乗り出す。

「あっ旗が無いです！　どこやったんですか!?」

「さっき小便に行った時寒くてな。マントが荷物の下に埋もれてたから手近なこれで……」

　俺の尻の下から旗が出て来る。

「これほどの豪華な馬車の群れを旗も掲げず走らせるとは怪しさ極まる！　さっさと扉を開け！」

「あーーもーー！」

　セリアにポコポコされ、ノンナにジト目で見られ、レオポルトに溜息をつかれる。

「すまんすまん。分かって貰えばいいんだろう？」

　俺はドアを内側から蹴り開く。

「ぐわぁ！」

　騎士が一人地面に転がる。

なんで戸を開けと言いながら真正面に立つんだアホかこいつは。

「「貴様──」」

　周りの騎士が腰の剣に手をかけたところで俺の顔に気付いたようだ。

「お役目ご苦労。連絡と旗に少し手違いがあってな。シュミット家直属ならこれを渡しといてくれ」

　俺はなんでもないことのように言いながら招待状の返事を渡す。

同時にセリアが窓から飛び出て旗を馬車の上に付け直す。

「戦鬼ハードレット……」

　俺は応と返事してからゆっくりとデュアルクレイターを取り出す。

「で、お前達はいつまで剣に手をかけているんだ？　まさかとは思うが……」

　俺も剣に手をかける。

殺気が漏れだし、連中の馬が嘶きながら後ずさりし始める。

　殺気を感じとったのか後ろからシュバルツが嫌そうにパカポコやってくる。

「い、いや我らは怪しい馬車と通報を受けました故、職務として……おい」

　手が剣から離れる。

「ははは、だよな。こんな所で斬り合いなんてする訳ないよな────そうだよな？」

　隊長格の男に念を押すと馬のまま三歩後ずさる。

完全に脅えている。これ以上心配はいらないな。

　デュアルクレイターを馬車の中に戻す。

「ところでお前達嫌がらせはしていかないのか？　てっきりそれも込みだと思っていたのだが」

　冗談めかして笑いながらもう一度殺気を漏らす。

「ま、まさかそのような」

「ご冗談を……はは」

「道中お気をつけて……」

　ならいいんだ。

　俺は馬車に戻る。

シュバルツが『なんだよ』とばかりに抗議の嘶きをあげてから戻っていく。

「こえぇ。殺されるかと思った。あの目を見たか？　睨まれた時音がしたかと思ったぞ」

「いいのかよ。リバル様は──」

「嫌味を言ってやったことにしておこう。この流れから嫌がらせなんてできるか。隊長の俺が殺される」

　町民がビクビクしていたのはこいつらのような騎士や良く分からん木っ端貴族がそこら中にいて偉ぶっていたからだ。

　その上、奴らの舎弟みたいな奴までが事あるごとに出て来るので大変だ。

　俺が抱いた娼婦も直属騎士の従者なる男に散々タダ乗りされたせいで疲れた顔をしていたのだ。

騎士に文句を言おうにも下賤の者とは口を利かないなどと言われ、逆に牢にぶち込まれるのだそうだ。

「その点ラーフェンでは警備兵も騎士うんぬんじゃなくアドルフが普通に公募して雇った奴らだからな。娼婦達も活き活きしている」

「街の規模も段違いです。ここまでの街はどこも古いだけでラーフェンの足元にもおよびません！」

　再びセリアが胸を張るので、揉もうと手を伸ばす。

予期していたのかガードされたが、奇襲でヘソをつつくとメスの声が漏れた。

　ちなみに俺の娼館優遇は行き過ぎだとアドルフとマイラに再三注意されている。

あまりに待遇が良いので普通の町娘が副業感覚でやっている例もあるらしい。

素晴らしいじゃないか。

「でも騎士の服は綺麗ですね。護衛隊の鎧は鋼色そのままか真っ黒で優美じゃないです。あの兜の角とかいい感じじゃないですか」

　確かに奴らの鎧には赤や白の飾りや鎖がつけられ、兜も無駄な造形が施されている。

上にはニワトリみたいな真っ赤な羽根までついていた。

　力説するノンナ。

レオポルトは語る気もないのか窓の外を見つめ、セリアはメス声出して恥ずかしいのか俯いている。

「しかしあんなキラキラしてたら真っ先に見つかるぞ」

「目立って良いじゃないですか」

　そうくるか。

「頭の角もなぁ。もし俺が奴らと戦ったらアレを掴んで引き落とすぞ」

「ぶぅ」

　否定ばかりで拗ねてしまった。

すまんすまん。

　ノンナを撫でながら俺は窓をあけて後ろの馬車に呼びかける。

「騎士共も去ったしここらで小細工に入るか。色々迷惑をかけるが頼むぞ」

　後方の馬車からクウと少女が移って来る。

軽快に飛び出したのはセクリトそしてフェルテリスだ。

　ついでにヤーコフとクリストフにマックもドカドカやってくる。

クリストフの脇からいそいそとツィーリアもやってくる。

「程々にお願いしますね」

　ノンナは苦笑してから馬車を降りセリアとレオポルトも続く。

セリアはいかにも不服そうだが。

「シュミット家の格式高い晩餐会で一丁やらかしてやろうじゃないか」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）

今話登場

セリア（化粧）ノンナ（正装）クウ（ド派手服）レオポルト（正装）

ヤーコフ（護衛騎士）クリストフ（護衛騎士）マック（護衛騎士）ツィーリア（？）

セクリト（嫌々）フェルテリス（ノリノリ）

領民

総数　三十六万四千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千ツヴァイエルフィ二一〇〇

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－三十万

経験人数八一五人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン




家族

カーラ（側室）メル（側室）メリッサ（側室）ミティ（側室）サリー（侍女）マルル（侍女）マリア（側室）カトリーヌ（隠側室）グレーテル（側室）ソフィア（愛妾）レア（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）ベネル（微反応）ドロテア（余談）

ピピ（母乳少女）

部下

ナーティア（冒険エルフ探）マータ（付き人）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）Ｔ−九九（限定結合）クビヘルミナ（臭い）

トリスタン（参謀）アドルフ（一段落）ポルテ（お仕事）ユーラーレン（母）イジャリス（母）イリジナ（食べ歩き）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）クロル（出世）ジム　スージィ　ソラナ

その他

イヴァンナ（喧嘩）アネット（タトゥー追加）セドリック（エイリヒ側近）マートリー（淫蕩娘）ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）アンドレイ（ロリコン）セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）

人外ズ

シュバルツ（肩透かし）ラミー（ラミア）ミルミ（卵管理）アルラウネ（地に満ちる）ブリュンヒルデ（ロリ衣装）

ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（精神統一）

久しぶりで半端になりましたが次回更新予定は本日夜となります。










第５２８話　盤を反すべしⅡ







シュミット家　大広間（神竜の間）

「ミドレセル男爵家一二代当主、アリバ＝ミドレセル殿ご入場でございます！」

　知らん貴族の名前が呼ばれる。

一方の俺は玄関で待たされたままだ。

「先着したのはこっちだ。爵位を考えれば到着が逆でもこちらが優先されて当然、嫌がらせだな」

　セクリトがニヤニヤしながら言い、俺も思わず笑ってしまう。

「せせこましいなぁ」

　ここにノンナが居ればそれはもう真っ赤になって怒っただろう。

別に待たせておいて良かった。

「次は俺の番だろう？　後ろにはもう誰もいないんだ」

　俺が前に踏み出すとシュミット家の使用人はわざとらしく丁寧に一礼する。

「ハードレット殿をお迎えする準備が出来ておりませぬ。どうか今しばらくお待ちを……」

　俺はニヤニヤしているセクリトとビクビクしているクウ、ハアハアしているフェルテリスに視線を送って笑う。彼女達にはもう少しここで待って貰おうか。

「まあそう言わずに。腹が減ったんだ。俺だけでも先に通してくれよ」

「ちょっ!?　えっ？」

　俺は使用人を押しのけると自分で扉を開け、自分で音声をあげる。

「ハードレット辺境伯家初代。俺、入場にございます!!」

　俺が一人待たされていることを知っていたのだろう、クスクス笑っていた貴族達の笑みが凍り付く。

　神竜の間とやらは俺の屋敷の大広間より一回り広く参加者は女性も含めて二百名程。

特に高位と思われる者は護衛の従者を連れているが鎧は無く腰には儀典用の短刀のみ。

　会場警備の騎士は見えるだけで八名、正装姿で甲冑無し武装は細身のサーベルのみ。

荒事になっても逃げるぐらいは問題ないな。

「いやあ外は寒い寒い。まずは一息だ」

　でかい声で言いながら給仕のボーイからグラスを二つまとめて取って一気に飲み、テーブルの肉を手掴みし一口でかぶり、グラスと骨を盆に返す。

「ふう生き返った」

　呆気に取られていた貴族達の顔が露骨に歪む。

　作法も何もあったもんじゃない。

場末の酒場でも舌打ちされる酷さだ。

　だがこれだけ目立てば気付くのが遅れたとは言えないだろう。

　現に引き攣った顔でポタ……リバルがこちらにやってくる。

招待状は奴から来たのだから嫌でも俺を迎えないと他の貴族の手前、失礼になってしまうのだ。

「これはこれはハードレット殿！　良くもまあ怖じることなく招待に応じたものですな。さすが下賤の身から登り詰めた胆力ですなぁ」

　リバルの顔は引き攣り言葉遣いも乱れている。

こいつも挑発に弱いタイプだな。ほんの僅かだけ親近感が湧くぞ。

　リバルは俺の両側に誰もいないのを見てわざとらしく驚く。

「おや？　奥様もご同行されるとお聞きしましたが……どこにもいらっしゃらないご様子。まさか、いやいやまさかご愛想つかされたなどとあっては一大事」

　取り巻きもここぞと続く。

「ハードレット辺境伯程のお立場となれば従者も一人、二人同行させねば格が落ちますぞ？　いやいやシュミット家と同じ辺境伯の身分を過分に思ってへりくだりなさるのはご立派ですが……」

「あまりに頭を低くされますと『何も知らぬ下賤』と思われることもあります。ご注意なされ。見ればボタンも一つ掛け違えているご様子」

　そら粗さがしが始まったぞ。

ボタン掛け違えは指摘ありがとう。

「従者はおりますよ。昼に食い過ぎてクソ……いえ便所に行っているようで」

　厚化粧の奥方がキッとこちらを睨む。

他の貴族達も俺を馬鹿にした視線を隠さない。

　タイミングばっちり、従者のヤーコフ、クリストフ、マックがドカドカと靴の音も隠さず駆けて来た。

「遅れやした大将──!!」

「すまねえ頭ぁ、勘弁してくれ」

「悪い。親分」

　俺は駆け寄る三人に振り返る。

「このクソボケがぁ！」

　怒声と共にヤーコフを蹴り飛ばす。

奴は床を転がり、壁にぶち当たって呻く。

「『領主様』と呼べと言っただろうが！　恥かかせるんじゃねぇ！」

　俺を小馬鹿にしていた空気が丸ごと凍り付く。

嘲笑とヒソヒソ声も全て止まった。

　もちろん演技だ。

ダメージ無く吹っ飛ぶよう、持ち上げるような蹴り方かつヤーコフも自分で飛んでいるのだ。

「まったく下品な部下でして」

「ヒッ！」

　俺は表情を変え、満面の笑みで振り返る。

「他に不作法はあったでしょうか？」

「そ、そちらの者のネクタイが──」

　俺はクリストフを同じように投げ飛ばす。

衝撃の無いように床を滑らせたが、思った以上に滑ってしまいテーブルの足にぶつかってしまった。

ちょっとしたアクシデントだ許せ。

「ははは、困った奴らだ」

　にっこりと笑うと取り巻きとリバルが数歩引き、どこぞやの令嬢は目が合うと泣き出してしまった。

誰もそれ以上何も言えない。

　チンピラみたいな脅し方だが、硬直する取り巻きを見るに効果はあったようだ。

　そもそもこの晩餐会そのものが茶番のようなものなのだ。

どうやってもあれが悪いこれが悪いと身内で陰口を叩き『だから新貴族はダメなのだ。俺達こそ正義』と結論付けたいだけだ。

　ならば最初から礼儀作法など論ずる以前の問題にしてしまえばいい。

何をしてもこいつらが俺を認めることはないのだから雰囲気で圧倒し、ビビらせて敵対を避けさせれば良い。

　もちろんそれだけではただのゴロツキなのでもう一手考えてはいるが。

「お前らはもう馬車に戻ってろ」

「ウイッス！　ところで親分、道中拾ったこの娘はどうしますかい？」

　マックが抱え上げているのはツィーリアだ。

「お前らで好きにしろ。俺も味わうから壊すんじゃねえぞ」

「ふぇーん……私どうしてこんな役なの……クリストフ以外は乗せないからね！」

　俺は山賊のように言ってから振り返り、またにっこりと微笑む。

　もう誰も何も言えない。




　クリストフ達と遊んでいる間に同行した女達も入室していた。

すると俺に絡む度胸の無い奴が女達の方へ行く。

「いやぁ奥方様は幸運だ。聞けば口に出すのも憚る立場から見初められて……ってあれ？」

　ノンナはここにはいない。

居るのはクウとセクリト、フェルテリスだ。

「え、えっと私はノンナ様ではなくてクウと申します。エイギルさん……様の側室メルの娘です」

「側室の娘？　それにしては随分と……ああ連れ子」

「あらあら娼婦のように美しい恰好ですのね。クスクス」

　大貴族が側室を持つのはさして憚ることではない。

だがその連れ子となれば話は違う。

しかも今夜のクウはアウトセーフの境界線上にある派手で色っぽい服を着ている。

「連れ子ねぇ……あらあらまぁまぁ」

「おつらい立場よねぇ」

　厚化粧の奥様と木っ端貴族達がクウをどう料理してやろうかとニヤつく。

もちろん彼女を馬鹿にさせる為に連れて来たのではない。

さあクウ、切り札を使うんだ。

「わ、私もエイギルさんからご寵愛頂いております!!」

「寵愛……？　え？　連れ子とは言え娘では……い、致しておるのか？」

　よし場を呑んだぞ。

クウは真っ赤になって火を噴きそうだが。

　俺はクウ達の下に向かい後ろから抱きしめてキスをする。

「ええ美しいでしょう？　母親もかなりの年増ですがそれはそれは美しく──」

「母さんに言います」

　俺は咳払いする。

「母親もそれはそれは美しく。毎夜並べて愛するのが楽しみで楽しみで」

「そんな不道徳な……義理とは言え娘を抱くなど許されぬ背徳!?」

　厚化粧の奥方がワナワナ震えるのを見ながらセクリトを抱き寄せる。

「こちらの女は元敵だったのですが、見ての通り良い女故、我が家に迎えたのです」

　セクリトもまた際どい恰好で、色っぽい吐息と共に俺の顎下を舐める。

「ああ、お前の所有物だ。抵抗して失った腕一本いまは惜しくない」

　セクリトは義手を付けない腕で俺の胸板を撫でる。

　待て、それは台本にないぞ。

ただ堕ちた女として抱き着くだけだっただろうが。

「う、腕を千切って無理やり自分の女に!?」

「ひぇぇぇ……」

　奥方が青くなり令嬢が貧血でクラリと倒れてしまう。

ええい今更止められん。

「そしてこっちは森で拾った女で」

「分かってるわこの外道。こんな大勢の前でしろって言うんでしょ？」

　フェルテリスは『くっ』と悔しげに呻いてから下着に手を突っ込む。

お前も淫乱のようにしなだれかかれと言っただけで自慰を始めろなんて言ってないぞ。

「ひどい、調教されきっているのね」

「所かまわずあんな子と……もう手遅れね。肉奴隷にされているんだわ」

「どんな手管で調教したのか……ゴクリ」

　奥方達は俺に軽蔑、女達に同情の目を向ける。

　最初に出ていたノンナへの皮肉はもう出ない。

連れ子を抱き、腕を千切り、晩餐会の場で平気で自慰するような女を前に出自など些細なことなのだ。

「ごめんな。後でなんでも言うこと聞いてやるからな」

　俺は三人に耳打ちする。

「ん、ママと姉妹と一緒にピクニック。他の人無しね」

　クウはメルと同じく家族思いだ。

「進水式に付き合え。他言無用、言ったら殺す」

　意味はわからないが付き合うとも。

「大通りで自慰しながら排泄しろだと!?　くっエルフの誇りはそんなことで失われるものか！」

　フェルテリスは本当にぶれないな。

やりたいなら見ててやるよ。




「我が家の晩餐会を貶めるのもいい加減にしろ!!」

　リバルの怒鳴り声だ。やはりこうきたか。

取り巻きの静止を振り切り乱暴に近づいて来る。

「オルムド殿！　直接はいけません！　あの者には軍務総監が！」

「ええいうるさい！」

　リバルは手に持った食器ナイフを俺に向かって投げつける。

周囲から悲鳴が上がった。

　ナイフは奴の技量かたまたまか俺の顔面目掛けて飛んでくる。

　俺は茫然とばかりに口を開き────。

　ナイフを歯で止めた。

　数秒の間を置き、銀のナイフを噛み砕く。

もちろん笑顔は忘れない。

　リバルは後ずさり、テーブルに躓いて転げる。

「ははは、手が滑ってしまわれたのかな？」

　俺は身を屈めてリバルの顔を覗き込む。

「そ、その通りだ手が滑ったわ!!」

　リバルはテーブルの上で湯気を立てていたスープを掴み、俺の顔面にぶちまける。

熱湯のようなスープが俺の顔から全身に伝う。

　周囲から驚愕と悲鳴があがり、巻き込まれたくない貴族は一斉に逃げ腰となる。

　俺は少しばかり静止した後、もう一度にっこりと笑う。

「前回のこと。これでおあいこですな」

　鼻先がくっつく程顔を近づける。

「う……あ……」

　リバルは目を泳がせ何も言わなくなってしまった。

取り巻きも一〇歩後ろで見ているだけで割って入る度胸はない。

「ナイフを口で……しかも噛み砕くなんて」

「煮えたぎるようなスープだったぞ。人間じゃない！」

「戦鬼の噂は本当だ。我が家はもうハードレットには関わらんぞ！　命がいくつあっても足らん！」

「我が家もだ！　政務総監には付くがハードレット家とは敵対せん！　あんな怪物だったとは！」

「震えが止まりませんわ。なのにどうして濡れるの……体が野蛮を求めているとでも!?」

　この場の全員が俺の勝ちを疑うまい。

「着替えと便所に行って参ります」

　俺はクウ達と共に広間を出る。

「ぐぉぉぉぉ……熱い!!　あのクソ野郎、次は殺してやる!!」

　広間を出てから服を脱ぎ捨て水を顔にぶっかける。

熱々のスープをぶっかけられて平気な訳がないだろうが。

せっかくの男前が火傷で台無しになったらどうする。

　クウは濡れタオル、フェルテリスは風魔法で冷やしてくれるがセクリトは腹が立つ程笑っている。

「せっかく良い魔王ぶりだったんだ。見苦しく騒ぐな。大した顔でもないくせに」

　言いながら俺の手を取って自分の胸に当てる。

ちょっと和らいだ。

「ボケている暇はないぞ。次に行くんだろう」

「ああ、そうだな」

　ガシャガシャと鉄靴の足音も聞こえている。

第二段階だ。







　着替えた俺が再び広間に戻ると鎖帷子を着た騎士がずらりと並んでいた。

その中心でリバルが虚勢を張っている。

「ははははは!!　いやはや客人の中に野蛮極まる者がおられる故、武骨な警備を敷かざるを──」

　リバルの口上が止まる。

　セクリト達やヤーコフは既に撤収、俺の後ろには正装したノンナと化粧したセリア、付き人として最上級の恰好をしたレオポルトと豪奢な石像クラウディアが続いていたのだ。

「まあっ鎧姿なんて怖いです」

　ノンナがわざとらしく驚き、俺の腕を掴む。

「なっ？　え？」

　リバルが言葉に詰まり、取り巻きになんとかしろと視線を送る。

「お、奥方のドレスは最近の流行に遅れて──」

「鎖帷子よりはマシではないでしょうか？」

　レオポルトが返すと取り巻きはぐうと黙ってしまう。

「オルムド子爵様」

　クラウディアがドシンと一歩進み出る。

「な、何か？」

　クラウディアは扇子を広げて自身を仰ぎながら嫌そうな顔で言う。

テーブルクロスが捲れる程の風が起こっているのはご愛嬌だ。

「シュミット家と言えばゴルドニア王家にも縁ある家柄と聞き及んでおります。さぞや優雅な晩餐会と期待しておりましたのに、これは如何なることでしょう？　ここは戦場？　それとも内乱の準備でも？」

「いや、これはその……ハードレット卿がですな」

　俺は知らんとばかりに服の襟を整える。

　間の悪いことにもう一人が広間の扉を開く。

老年ながら貫禄のある出で立ちはシュミット家の当主だろう。

　当主は場の雰囲気に眉を顰め、俺とリバルを見て顔に怒りを浮かべる。

「リバルよ。これはいかなる仕儀か」

「ち、父上！　これはその……ハードレット卿が我が家の晩餐会を貶めてですな」

　当主はもう一度俺とリバルを見る。

正確にはその取り巻きをだ。

「貶めているのはお前ではないのか？　社交の場に騎士をそれも武装させて入れるとは何事か！」

　ノンナとクラウディアが『怖いですわー』と俺に抱き着く。

俺もわざとらしい困惑顔で二人の尻を撫でる。クラウディアの尻はまるで鉄板だな。

　当主はリバルを置いて前に出る。

そして参加者一同と俺に向けてそれぞれ一礼した。

「この度は愚息が失礼仕った。遠方よりお出で頂いたハードレット卿にも重ねてお詫び申し上げる」

「ち、父上……」

　当主からかなりの殺気を感じる。

恐らく当主はリバル以上に俺を嫌っているのだろう。

　だがこの場を見ればどちらに非があるかは一目瞭然だ。

『こいつが先にやったから』は通じない。

この場では頭を下げねばドツボだと考えたのだろう。

　だからこそ原因を作ったリバルへの怒りも大きかろう。

「リバル、話がある」

「お待ちください父上！　どうか話を、話を!!」

　当主はリバルの腕を掴んで下がっていく。

尻でも叩かれて来い。

　これで目的は達した。

俺はリバルの招待から逃げずに伝統貴族達を圧倒して帰れる。

　後は何か理由をつけてさっさと退席しようと考えていた時だった。




「何の騒ぎなの？　リバルは晩餐会一つまともにできないのかしら」

　不機嫌そうな声と共に一人の女性が現れる。

　豪奢なドレスを着慣れた身のこなしとリバルを呼び捨てしたところから見てシュミット家の娘と見るのが自然だろう。

　年の頃は二十、五六か。背格好は１６０ｃｍを超えるぐらい。

足首まである長い赤毛は櫛やバレッタで飾られ薄く赤い瞳も美しい。

　だがそれ以上に気になる点も多い。

「すごい痩せ方だな」

　手足は相当に細く、開いた背中にはうっすら背骨まで浮き出ている。

名門貴族家の令嬢が食うに困っているとは思えないし病気なのだろうか。

「それよりも腕を見てください」

　ノンナが耳打ちする。

　見れば娘は腕には無数の刃傷があった。

それも全部内側についている。

「お嬢様、お客様がおられますのでどうかお部屋に……」

「分かってるわよ！　リコはいつもいつもうるさいの！　私の気持ちなんてわからないくせに!!」

　娘は侍女に向かって猛然と怒鳴り始める。

「こ、これはミストリー嬢。しばらくぶりでございますな」

　取り巻きの一人が引きつった顔で話しかけると、娘はその手をパシンと弾く。

「お久しぶりね伯爵。私との縁談を断って以来かしら。こんな中古女は御免よねぇ！　どうせ裏で散々罵ってたんでしょう！」

　取り巻きにまで当たり始めた。

一言嫌味を言うのかと思いきや、一度絡むと甲高い声でギャンギャン吠え続ける。

相手の主張など一切聞かず、自分の言いたいことをただ言い立てている感じだ。

「ミストリー殿はまたか……」

「事情故、お気の毒と言いたいがこうも多いといい加減に嫌気がさしますな」

「これ、シュミット家の方に聞かれたらなんとします。しかしご当主もご苦労されているそうで」

　周りの伝統貴族達も溜息混じりに見守っている。

　そんなやり取りを眺めていると令嬢がこちらにやって来る。

「貴方は見ない顔ですね。名は？」

　偉そうな態度に憤るノンナを押さえる。

「ハードレットと申します。この度はリバル殿にお招き頂きました」

　先ほどよりもずっと自然に微笑みが出来た。

やはり女相手には簡単に笑えるな。

　ノンナの刺すような視線を今は流そう。

「ハードレット？　ああ、成り上がりの。蛮族の亜種だと思ってましたけどまともな恰好ができるのね」

　プチプチとノンナの頭から音が聞こえる。

「これは手厳しい。宜しければ貴女のお名前もお教え頂けますと幸いですが」

　あくまで下手に出る。

これは未知の対象を警戒しているからであって下心からではない。

「は？　私の名前知らないの？　いいえ嘘ね、私の評判を聞いて知らないふりをしているのだわ。貴方も他の男達と同じよ。私と関わりたくないならそう言えばいいのよ！　どうせ私は──」

　早口でギャンギャンまくし立てられるが本当に知らないんだ。

これは相当に厄介だぞ。

　見れば責められる俺を見る伝統貴族達の目はどこと無く温かい。

彼らも同じような目に何度もあっているのだろう。

　言葉の嵐を優に五分はぶつけられたが、内容は支離滅裂で分かったのは彼女の名前がミストリーと言うことだけだった。

　俺は彼女が疲れて言葉が切れたタイミングでグラスを差し出す。

「ではミストリー嬢。出会えた記念に乾杯でも致しませんか？」

　するとミストリーは不思議そうな顔で俺を見てからグラスを叩き落す。

当然グラスは割れて飛び散り、俺の足元が濡れる。

　周囲の貴族達はあちゃーとばかりに目を覆い、ノンナは怒りのあまり胸を揺らし始める。

「嫌よ。私貴方みたいなマッチョの野蛮人って大っ嫌いなの。気持ち悪い吐きそうよ」

　何もしていないのに敵意丸出しで睨みつけられる。

　俺は肩を落として静かにミストリーの手を取る。

「何するのよ！　無礼者!!」

　思い切り頬をぶたれるが気にしない。

むしろ周りの者達の方が悲鳴をあげる。

心配しなくても女相手に反撃などする訳がないだろ。

「こんな華奢な手でガラスを叩いてはいけません。破片で怪我でもしたら大変ですよ」

　傷がないことを確かめてから手を取ったまま無礼を詫びて膝をつく。

「よろしいでしょうか？」

「……」

　拒絶無しを承諾と見て、軽く手の甲にキスをする。

「では失礼致します」

　俺はもう一度微笑んでからミストリーに背を向ける。

「ぶぅ……」

「ぶぅです」

　拗ねるノンナとセリアを撫でながらミストリーの手の感触を思い出す。

「病的な痩せ方だ。あと腕の傷は全部自傷だよ。斬りつけられたらあの向きには入らん」

「訳ありでしょうな。調べさせましょう」

　正装のレオポルトに向けて頷く。

聞いても教えてくれないだろうしな。

「じゃあそろそろ抜け出すとするか」

　俺は立て続けのトラブルにすっかり疲弊した使用人を呼びつける。

「すまんがうちのセリアが食べ過ぎて上から下から溢れそうなんだ。帰るので宿を手配してくれ」

「酷いです！」

　こうして俺のシュミット家訪問記は終わったかに見えた。




　──深夜。

　女性陣が眠りに落ちた後、宿近くの安酒屋でヤーコフ、クリストフ、マックの三人と一杯やる。

「ちぇっ。名門の晩餐会って聞いて期待してたのに一杯も飲めなかったぜ」

　クリストフが愚痴を垂れる。

「最初から分かってただろ。それにあんな場所でいくら飲んでもまずいだけだぞ」

　俺は瓶ごと傾けてラッパ飲みする。

「大将やりますな。俺も負けられねぇ」

　ヤーコフも続く。

「きゃっ！　お触りは別料金！」

　マックは色黒の店員の尻を撫でて返礼にビンタされる。

詫びにと銀貨を胸の谷間に挟み、好きなだけ撫でさせてもらっていた。

　こんな所を見れば誰もハードレット家ご一行だとは思うまい。

そう思っていたのだが。

「──隣いいかしら？」

　俺の隣にフードを被った女が座る。

「もちろんだとも」

　安酒場で男の隣に座る意味は説明するまでもない。

俺は女の手にそっと手を添え停止する。

　痩せすぎたその手に見覚えがあったからだ。

「まさかこんな酷い場所で飲んでいるとは思わなかったわ。貴族向けの酒場を回った時間を返しなさいよ」

　女がフードを取る。

さすがに忘れようもない顔はミストリー嬢だ。

「貴方に興味が湧いたの」

　言いながらミストリーは俺の飲みかけの瓶をそのまま煽り、酷い味と顔をしかめる。

　一応襟だけ整えておこう。

「貴方さ、私とヤリたいんでしょ？」

　名家のご令嬢とは思えぬセリフに俺は一瞬の迷いもなく頷いていた。
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今話登場

敵　ミストリー（剥き出し地雷）　リバル（折檻中）

味方　セリア（満足）ノンナ（満足）クウ（恥ずかしい）レオポルト（調査）

ヤーコフ（自棄酒）クリストフ（酔い潰れ）マック（持ち帰り）ツィーリア（一人酒）

セクリト（一人酒）フェルテリス（飲み会）クラウディア（トレーニング）

ぬぅぅぅん！










第５２９話　想像よりも大きな地雷　♯







　ミストリーを抱え上げた俺は店主にチップを放って二階へ上がる。

　酒場の二階には大抵の場合宿がある。

それなりの宿ではまっとうな宿泊の客を入れるが安酒場では娼婦や酒の勢いでその気になった男女の為に提供されるのだ。

　俺は部屋に入るなりミストリーをベッドに放り投げて唇を奪う。

　小さい抵抗は一瞬で消え舌が絡む湿った音と息継ぎの短い喘ぎだけが残る。

「んっ……んっ……ぷはっ……んぐっ」

　酒で濁った頭でも俺に敵意丸出しのリバルの家の女を抱くのは面倒なことになると分かっている。

「まるで獣ね。鍵ぐらいかけたら」

　返事代わりに鼻で笑うミストリーのコートを脱がせる。

平民に紛れる為か地味な色のコートを剥ぐと下からもう肌が現れた。

シャツどころかパンツすら履いていない。

「ヤルつもりで来たのだから他に着るだけ無駄じゃない」

　余裕の態度で体を開くミストリーだが、その態度は自虐にも見える。

「俺が拒絶したらどうしたんだ？」

「なにを自惚れているの。タダ乗り女を欲しがる男なんていくらでもいるわ」

　俺が抱かなければあるいは見つけられなければミストリーは適当な男を見つけて抱かれただろう。

　ミストリーの体を一瞥する。

　美しい……面影はある。

だが圧倒的に痩せて所々骨の浮き出た肢体はまるで食うに困った貧民のようだ。

　胸もそれなりの大きさに見えるのに脂肪が消えて薄く見えるし、手足は折れそうな程細い。

抱き方を考えないと本当に怪我をさせてしまいそうだ。

　腕に残る無数の自傷痕、太ももに残る一際大きな傷、その他全身に小さく残る擦り傷や痣……気持ち悪いとは言わない。だが何故こんなことになったのか気になって興奮が削がれてしまう。

「何よ。今更抱けないなんて無礼なこと言うなら殺してやるから。それとも不能なのかしら？」

　そしてこの目だ。声と揃って威嚇してくるのは表面の浅い部分だけ。

「不能？　これを見てもそう言えるか？」

　俺はズボンをおろして一物を放り出す。

腹に張り付く程ではないが、それでも３０ｃｍだ４０ｃｍだと吠えるそこらの短小には負けていない。

「うわ、おっき……」

　ミストリーは目を丸くしてベッドの上を這い両手で俺のモノを掴んだ。

「竿、コブだらけだけど病気なの？」

　それは主にブリュンヒルデが噛んだ痕だ。

一物から吸血されると傷はすぐ治るのだがコブはしばらく残ってしまう。

特に最近滅茶苦茶に噛みまくられる事件があったからな。

「病気じゃない。自然のもんだから安心してくれ」

　病気なんて思われたら行為どころではないからな。

「別に病気でもいいけどね。エラも張り過ぎ、女の中をどれだけ抉る気なのよ」

　投げ槍なことを言いながらミストリーは竿と先端の太さの差を比べて目を丸くする。

「真っ黒ね。どれだけ遊んだの？　噂通りやりまくったのかしら」

　それは否定できない。

一物だけ色がおかしいのは自分でも分かってる。

「……玉もリンゴ並、まるで豚じゃない」

　ミストリーは一通り俺の一物を観察してからベッドを叩く。

「ヤルのでしょう？　咥えてあげるから座ってよ」

「おう」

　ベッドの上に胡坐をかくと睨まれる。

「足開いて座って。やりにくいから」

　言う通りにしてやるとミストリーは俺の足の間に躊躇無く顔を突っ込むといきなり玉に吸い付いてきた。

「いきなりそこか」

　紅のついた唇が睾丸に吸い付き、吸引しながらポンと音を立てて離れる。

数度それを繰り返してから反対側に移って同じように吸う。

　同じ動きの繰り返しに見えて吸引に強弱をつけ、数回に一度は思い切り吸って痛みと快楽のギリギリまで攻める。

「……ん」

　奉仕しながらも時折俺の顔を見上げて気持ちいいか確かめている。

「ああ……いいぞ。ここまでしてくれるとは思わなかった」

　いかに誘いをかけてきたとはいえ相手は大貴族の令嬢だ。

ヤるにしても大の字に寝っ転がって「気持ち良くしろ」とでも言われると思っていた。

いきなり睾丸を舐めてくるとは思わなかったよ。

　頭に手を置くと見上げたミストリーと目が合う。

一際強い吸引に俺は顔を快楽に歪ませる。

「……」

　ミストリーは鼻で笑ったが同時に安堵の表情が浮かぶ。

「玉はもういいでしょ」

　体を離したミストリーは自分の口をモゴモゴとやり始める。

　何をしていたのかは飲み込まれた時に分かった。

大量の唾液が温かく男根を包む。

　唾液のプールに浸かった男根を舌が這いまわり、下品極まる音が聴覚からも快楽を伝える。

「ぐぼ……ゲホ……グジュ」

　それだけ唾液を含んで頭を動かすのだ、ミストリーの口からは泡だった唾液が溢れて体を流れ、時折鼻からも溢れているように見える。

　いかに行為中とはいえ普通の貴族令嬢なら絶対にしてくれない。

ノンナも快楽で理性を飛ばすまでは嫌がるだろう。

　下品で気持ちいい奉仕が終わると俺の足が一層開かれる。

「もっと足開いてよ。できないじゃない」

「また玉か？　っておい」

　俺の抵抗する間もなく、ミストリーは両手で俺の尻の穴を左右に開きなんの躊躇も無く舌を突っ込んで来たのだ。

　顔を尻に密着させグイグイ根元まで舌をねじ込んでくる。

息も止めておらず熱い吐息が玉の裏にかかる。

　まさかここまでするとは思わなかった。

肛門舐めなんて娼婦でも顔が歪む行為だ。

完全に惚れた相手ならともかくほとんど行きずりだぞ。

しかも風呂どころか体を拭いてすらいない。

　何故ミストリーはここまでするのかと尻の穴を舐められながら考えていると、ようやく舌が抜けた。

「準備できた？」

　やや気分の乗っていなかった男根は垂直にそそり立っている。

　ミストリーは涎まみれになった口元を拭いてベッドに転がる。

「次は俺が前戯する番だろ？」

「要らない」

「でもなぁ」

　女に尻の穴まで舐めさせたのだ。

相応に気持ち良くしてやらないと男が廃る。

「要らないって言ってるでしょ!!」

　自分の意が通らなかったのが気に障ったのかヒステリーが始まってしまう。

絶叫のような叫びから宿中に響き渡る声でギャンギャン吠えられる。

これは大人しく従わないと収まりそうにない。

　仕方なくそのまま挿入するが、濡れが甘いせいで肉を巻き込んで悲鳴が上がる。

「い、痛い──!!　痛い痛い!!　やめてぇぇぇぇ!!」

　だが抜こうとすると……。

「どうしてやめるの!?　そんなに私の体が嫌なの!?　汚いと言うの!?」

　とこうなる。

「もうこうなったら仕方ない」

　俺は腰を掴んで大きく腰を振る。

「いやぁぁぁ！　痛い──！　助けて！　止めてぇぇぇ！　許してぇぇ!!」

　悲鳴をそのままにすると人が来かねないので手で口を塞ぐ。

　零れる涙とくぐもった悲鳴。

瞳に浮かぶのは怒り……そして安堵と諦めだ。

「出るぞ」

　身勝手に腰を振った俺は射精直前で男根を引き抜く。

同時にミストリーが目を閉じて口を開いたので、その口内に挿入する。

　ミストリーはブルリと一回震えた後、両手で男根を掴む。

俺は両手を彼女の頭に添え、一声呻いて射精する。

　色々と不本意な行為が多く射精量は少なかった。

ほんのコップ半分程の精を注ぎ男根を引き抜く。

「ん……ふぁい」

　するとミストリーは俺に向かって口を開き、口内一杯に溜まった白濁汁を見せつけた。

「ぐじゅ……ぐじゅ」

　口を閉じると口をゆすぐようにグチュグチュと一〇秒程音を鳴らしてから、ゆっくりと喉を鳴らして精液を飲み込む。

　最後に確認を求めるように口を開き、空になった口内を見せてから男根を吸って掃除し始めた。

　ここまでだと完全な淫乱との理解で良いだろうが、終わるなり突然泣き始める。

不安定極まる精神状態だな。

　だが俺はだいたいの見当がついていた。

「完全に調教されているんだな」

　ミストリーは根っからの淫乱でも無ければ嬲られて悦ぶ性癖でもない。

　後付けで悪い男から調教を受けたのだ。

「許せんな」

　俺はミストリーを再度ベッドに押し倒す。

性器は今の行為で腫れており、痩せた彼女には体力も残っていなさそうだが、今を逃せば彼女は一生泣きながらこんな行為を続けることになる。

　俺はミストリーの両手を押さえつけて強引に男根を再挿入する。

　絶叫と悲鳴、そして泣き声……強姦以外の何物でもない。

　だが先程の行為で当たりはついている。

一番奥まで男根は入れず、七割程の位置で停止させてから肉傘を膨らませて裏側を抉る。

ここが弱点なんだろう。

「そこは嫌！　やめなさい!!　やめてぇぇぇぇ!!」

　跳ね上がる腰を押さえつけて更に擦る。

毒食えば皿まで、最後までいかせてもらう。

　だが自分の意思が通らなかった時のミストリーの剣幕は物凄かった。

「助けてぇぇぇ──!!　殺される──!!　いやぁぁぁぁ!!」

　隣室が騒がしくなってきた。

そりゃそうだ、強姦を超えて殺しでもおきそうな剣幕だ。

　仕方なく耳元である言葉を囁く。

僅かに抵抗が小さくなる。

　弱点に押し付けたまま体を回転させて強引に騎乗位に持っていく。

ミストリーはピピよりも軽い。その痩せぎすの体を掴んで上下に動かす。

「こんなヤダ!!　ただの穴袋みたいな扱い！　私を誰だと思って──!!」

　言葉は絶頂に遮られ足が伸びきり膣内が痙攣する。

激しい音を立てて潮が噴き出る。

「苦しい──！　お潮が止まらない……アソコが苦しぃ!!」

　肉の無い下腹部は男根の形に盛り上がっている。

その動きに合わせて弱点を腹の側から押し込んでやる。

「きゃぁぁぁぁ!!」

　悲鳴と共に今度は尿が飛び散る。

同時に反り返ったミストリーは舌をだらりと垂らして失神してしまう。

　失神など許さない。

俺は再び体位を変え、後背位にしてドスンと突き込む。

「カハッ！」

　性感で意識が戻る。

「もう死ぬ！　死ぬぅ!!」

　もうミストリーに体力は残っていない。

ぐったりとベッドに突っ伏す彼女の体を仰向けにして伸し掛かる。

「おいお前！　さっきから何をしてる！」

　扉が開かれ、棒を持った宿の主人と用心棒が入って来る。

無理も無い。さっきから死ぬだの殺すだのと叫びまくっているのだ。

　だがタイミングが良い事にミストリーが再び叫んだ。

「気持ち良すぎて死ぬぅぅ──!!　イギ殺されるぅぅ──!!」

　絶叫しながら潮を撒き散らす。

「ちっ色狂いかよ。迷惑な奴らだ……汚した分追加料金を貰うからな！」

「棍棒かよ……マジでヤリ殺すなよ」

　なんとかなったようだ。

　一息つくとミストリーの顔がまるで首でも絞められたように真っ赤になっていた。

「い、息が……できな……イキ過ぎて……息が……じぬ……」

　俺は深呼吸して唇を合わせ、息を吹き込んでやる。

　溺れた者にやるように息を吹き込みながら腰も止めない。

　ミストリーの性感も生存も俺が全て握っている。

　男根がドクンと脈動する。

「なかっ！　なかぁ!!」

　ミストリーが叫ぶ。

　ここで抜く選択肢は無い。

俺は彼女の頭を抱え、一気に種を流し込む。

「あぁぁぁ……おぉぉぉ……ぉぉぉぉぉ……かふ」

　長く低い叫びからまた息が詰まる。

三度息を吹き込み、その全てを快楽の叫びで消費した後、ミストリーの絶頂が終わった。

「すごいな」

　男根を引き抜くと種が勢いよく噴き出し、続いて彼女自身の白濁した愛液が止めどなく流れる。

腹に手を乗せるだけで性器がまだ痙攣を続けていることがわかる。

「気持ち良すぎて……失神できない……」

　快感が延々続くせいでミストリーは意識を飛ばすことすらできないようだ。

　少々無茶だったが昔の男の調教が解けているといいが。

　ちなみに行為中は『愛している』『お前だけだ』『お前は悪くない』と囁き続けた。

精神が不安定になっている女には救いになると馴染みの娼婦から聞いていたが甲斐あったと思いたい。

　ふとミストリーが体を起こす。

「……話を聞いてくれる？」

「いくらでも」

　良い兆候だと喜ぶ俺にミストリーは話を始めた。




　ことの始まりは八年前。

ミストリー一六歳の時でゴルドニアが騒乱と無縁の時だった。

　シュミット辺境伯家長女のミストリーは貴族令嬢にありがちな我が侭さ傲慢さを持ち合わせていたが語る程のことでも無かった。

　悩みと言えば増えがちな体重とひっきりなしに持ち込まれる縁談ぐらいだった。

　〇〇侯爵の長男。△△大臣の一人息子。□□公爵次男。

名門シュミット家に相応しい相手ばかりだった。

　他の女性から見れば涎が出るような環境だが、それが当然の一六の少女から見れば退屈だったのだろう。

少女は相手を決めることなく物語のようなロマンスに憧れていた。

　そして見つけてしまった。

領内で開かれた武芸大会に参加した無頼の騎士と出会ってしまった。

　身分を隠して近づき、縁談相手にはない粗っぽさに一七の少女は惹かれた。

相手の男も自分に惚れた一七の女を逃がす手はない。

　こうして二人は身分を越えて結ばれました──と物語なら締まるところだが現実は違う。

簡単なところ無頼の男が屑だったのだ。

　ミストリーは強姦紛いに犯され、その後も乱暴な性交を徹底的に仕込まれ調教された。

痛い苦しいは当たり前、尻を舐めさせられ、口内に放尿され、仲間に貸し出されて輪姦までされた。

服装から良家の令嬢と見られて金も頻繁にせびられた。

　それでも一七の無知な少女だ。

一度惚れた相手に尽くしてしまう、怒鳴られれば自分が悪いと思ってしまう。

「……汚いことも痛いことも他の男に犯されても……良くやったって言われたら少し嬉しかった」

　全てが終わったのは数か月後、胎に子供が出来た時だ。

避妊も無しに好き放題されれば一七の女が孕まない訳がない。

　恐怖半分、嬉しさ半分のミストリーは男に自分の身分も含めて全てを伝えた。

『こうして二人は身分を越えて結ばれました』が頭にあった。

　だが男達は領主の娘を滅茶苦茶にしたと知って真っ青になりその日のうちに姿を消した。

　失意で呆然としたミストリーは父に事実を伝えるしかない。

「生まれて初めて父に殴られたわ。一緒に蹴られて踏まれて鞭で打たれたけど」

　その後はありがちな産むとおろせの大喧嘩。

騒ぎは噂好きの貴族に聞きつけられて王都まで広がり山のようにあった縁談は全て破談となった。

「ついでに赤ちゃんも流産。何もかも無くして……」

　ここで号泣、話が止まる。

抱き寄せて胸板に乗せる。

　ミストリーは精神的におかしくなり浴びるように酒を飲むばかりで満足に食事もしなくなった。

自分の体を壊すように見ず知らずの男と交わり、自殺騒ぎも繰り返した。

手首の自傷は数え切れず太ももの傷は二階から身を投げた怪我だと言う。

「女の日もいつの間にか来なくなったわ。だから中に出しても平気なの」

　家族は当初は慰めたり怒ったりしていたが今はもう諦めているという。

「でも先月縁談があったのよ父に取り入りたい奴が引きつった顔で私を嫁に下さいって──だから目の前で手首を切って笑ってやったの。それ以来家族も……使用人も……ふふ、皆私に引き攣った顔を向けるのよ」

　それでねと続けるミストリーはコートから小瓶を取り出す。

「明後日のね、満月の夜にこの毒を飲んで死ぬつもりだったの。でももう要らないわ」

　ミストリーはゴミ箱に瓶を捨てる。

「だって私を見つけてくれた。理解してくれる人がいた。私だけの人を見つけたのだもの」

　砂糖のように甘い声と共にミストリーは俺の胸板へキスをする。

「私の未来を壊したあの男のこと本当はさっきまで好きだったの。彼を想って死のうと思っていたの。だって仕方ないわ、あんな逞しい体、激しいエッチ、私を理解してくれたのは彼だけなの」

　男から貰ったものだろうか、安っぽい櫛をコートから出す。

「でももう要らない」

　バキリと躊躇無く櫛を折りゴミ箱に投げる。

「だってね貴方がいるもの。あの男より逞しくて激しくて気持ち良かった。それに私だけを見てくれる……そうでしょう？　ダーリン」

「ダーリンとはなんだ？」

　自分の言葉に興奮しているのか全身を震わせながら抱きついてくる。

俺の問いへの返事はない。自分の世界に入って聞こえていないんだろうなぁ。

「貴方の為なら何でもするわ。死ぬことだって怖くない。いっそ一緒に死ねたらいいのに」

　性感は収まったはずなのに荒い息を吐きながら体中を舐めてくる。

　ミストリーを救うことができた。

予想より少しばかり背景が重く、病み具合が根深かったが些細なことだろう。

一発でここまで惚れこまれるとは思わなかった。

「ダーリン好き……すきぃ……一緒に死にたい……ダーリン……」
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今話登場

家族？

ミストリー（起爆）








第５３０話　姉を想う







　一戦終え、大の字に寝る俺の体をミストリーは濡れタオルで丁寧に拭いてくれる。

「ダーリン……ダーリン……好き……好きぃ」

　愛の囁きは俺に向けているのかそれとも独り言なのか。

「ここも綺麗にしないと……あぁ臭いわ……」

　ミストリーは恍惚としながら汁に塗れた男根や、汗のたまった股座や脇を舌で舐め、濡れタオルで拭く。

「お尻をあげてくださる？　穴に舌が届かないわ」

「そこまでしなくてもいいんだが」

　ミストリーは捨てられたくない、自分だけを見て欲しいとの思いが強くそれが男の喜ぶ行為……娼婦でも憚るような行為に繋がり、終われば悲しくなって号泣していたのだ。

やんわりと遠慮すると目を見開いて泣き始める。

「嫌なの……されたくないの？　わ、私を捨てるの!?」

「どうしてそうなる」

　否定しながらも彼女が言って聞かないことは分かっているので大人しく肛門を舐めさせる。

この姿は恰好悪い上に外道過ぎて誰にも見せられないな。

　全身掃除が終わり、さて帰るかと腰をあげる。

「明るくなってきたな。朝帰りしたらまたノンナにやっつけられる」

　こうなったらクリストフとマックが女をひっかけてトラブルを起こしたことにしよう。

　俺はよしと呟き、最後にミストリーにキスをして退室しようとしたが袖を掴まれた。

「待って」

「おう」

　ミストリーは俺の袖を掴んで町の中央……シュミット屋敷を指差した。

「貴方が帰る家はあそこよ。お風呂に入ってから続きを致しましょう」

　これは驚いた。

行為中は息もできないほど感じまくり、今も局部は赤く腫れている。

それでも続きを望むとは大した耐久力だ。

「だが俺も帰らないといけない。悪いが屋敷にはいけないよ」

　俺が行方不明となれば大変なことになるだろうし、何よりあれだけやらかしたシュミット家をミストリーと腕を組んで再訪する程の度胸は……無いことも無いが絶対面倒臭くなるのでやめておく。

「なら私が貴方の宿に行きます。そちらで続きをしましょう」

　それも困る。

女同伴の朝帰りはノンナに張り倒されるだけで済むが、シュミット家の娘たるミストリーを勝手に連れ帰るなど拉致にも等しい。

「なら間をとって俺は宿に、君は屋敷に帰ることにしよう」

　俺はミストリーを強く抱きしめ、舌を熱く絡めるキスをしてから退室する。

「待って」

　再び袖を掴まれる。

「今日は大人しく帰りますから宿を教えて。明日行きます」

「ううむ、実は晩餐会が終わったらすぐ帰る予定なんだ」

　俺とミストリーの視線が合う。

腰を落として身構えておかないとな。

「……捨てるのね……やっぱり捨てる気だったのね!!」

　ミストリーが机の上にあったナイフを手に取る。

俺に突き立てるなら受けてやるのも一興だが。

「死んでやる!!　死んでやるぅぅ!!」

　絶叫しながら自分の腕にナイフを当てる。

　俺は跳ねるように飛び込み、痩せた腕を軽く掴んでナイフを落とさせて羽交い絞めにする。

「離しなさい裏切者！　異常性欲者！　巨根！　ゆるゆるお尻！」

　最後のちょっと待て。

最近やたら突っ込まれているから本当に気にしているんだ。

　俺は羽交い絞めにしたまま首筋にキスをして囁く。

「捨てるつもりなんてないよ」

「嘘！　ならどうして家に来てくれないの！　連れて帰ってくれないの！」

　どっちも修羅場どころか下手すると戦争になるからだよ。

と説明してもどうせ聞く耳持たないだろうから、腕を回して敏感な場所を弄る。

そして力を込めて勃起させた一物を服の上から尻にグイと押し当てる。

「あっ」

　よし動きが止まった。

「ダーリン……どうして一緒に居られないの？　私達こんなに愛し合っているのに」

　十年来の恋人のような視線を向けて来るが、出会ったのは昨日だよな。

「俺と君の家は対立する勢力なんだ。堂々と好き合っていたらすぐに引き離される。秘密にしないといけないんだ」

　こんな感じの劇を最近見た気がするぞ。

　うろ覚えの記憶を頼りに跪き、足を取って片方の靴を脱がせる。

「貴方の靴を盗みます。私の剣を預けます。再びお会いできた時に交換致しましょう」

　靴を脱がせた足にキスをするとミストリーは真っ赤になって俺の預けた剣を抱きしめる。

「刻限です。振り返りはしません。立ち去ることができなくなりますから」

　背を向けたまま三度退室する。

「お待ちください」

　また止められたが今度は心なしか口調が柔らかい。

「貴方様から預かった宝剣、必ずお返しに参ります。必ず……命に代えても……」

　でっかいデュアルクレイターを持って街を歩く訳にはいかず、護衛隊の予備から適当に持って来た剣なのだが些細なことか。

「そして私からも誓約を一つ」

　振り返らない俺の背中を愛おしげに撫でながらミストリーは甘く続ける。

「もしダーリンが私をお見捨てになったら、あるいは関係が自然に消えてなくなったなら」

　口調から甘さがどんどん消えて来た。

「死にます。王宮の中庭で首を吊って……お忘れなさいませんよう」

「……おう」




　宿を出るとセリアが鼻をクンクンさせながら宿の前を歩いていた。

俺を探しに来たらしい。

「クンクン……スンスン」

　集中の為か目を閉じて歩くセリアが俺にぶつかる。

「ふぐっ！　あっ見つけました！」

「すまんな。盛り上がってしまって、全部マックとクリストフが悪いんだ」

「マックはさっき全裸で帰ってきました。なんでも褐色美女二人と宿に入ったところで意識を失い、服と財布を全部取られたそうです」

　あの馬鹿美人局にひっかかったのか。

「あとクリストフはツィーリアさんが首を掴んで連れ帰ってきました」

　使えない奴らめ。これでは朝帰りの言い訳にも使えないじゃないか。




　どう言い訳するかと考えていると朝の澄んだ空気を切り裂くような馬の嘶きと猛烈な馬蹄の音が聞こえて来る。

「ええいどけどけ！　下民共め轢かれたいか!!」

　怒鳴りながら街中を駆けるのは……リバルだ。

後ろには武装した騎士一〇名近くを連れている。

　何の遠慮もない並び方のまま通りを全速力で駆けて来る。

「うわぁ！」

「危ない！」

　朝市の準備をしていた男が荷物をひっくり返し子供が転倒する。

逃げ遅れた老人を馬の足が掠めて悶絶させる。

速度を緩めるつもりは毛頭ないらしい。

「通りを全速で駆けるなんて非常識です！　民を雑草ぐらいにしか思ってません！」

　憤るセリア。

だが俺はリバルの表情が気になった。

　横暴に怒鳴りながらも余裕がまったくない。

まるで大切な何かを探しているような……。

「姉上お返事下され！　リバルが迎えに参りました。どうかお返事を──！」

「隠れるぞセリア！」

「むぎゅ」

　俺はセリアを押して狭い路地裏に隠れる。

壁と俺に挟まれたセリアは苦しげだがちょっと嬉しそうだ。

「この地区にもおられぬか……お前達も見当はつかぬのか!?」

　リバルは配下の騎士を怒鳴りつける。

「西地区も探したのですが未だ見つからず！」

「東の市場長を締め上げましたが昨夜は見ぬと」

　リバルは馬上で頭を抱える。

「姉上は如何わしい店にも平気で赴く……下衆な男に何をされておるか……くぅぅ宿を片っ端から改めろ！　全ての部屋から客を放りだせ！　抵抗するなら斬って捨てて構わん！」

　騎士達がドカドカと周囲の宿に入っていく。

「危なかった。後少し遅れていたら大変だった」

　もしミストリーが俺の尻穴を舐めている時にリバルが入ってきたらどうなるか想像したくもない。




「何の騒ぎです」

　身支度を終えたのだろう。

嫌そうな声とともにミストリーが安宿から顔を出す。

　リバルの顔がくにゃりと緩んだ。

「あぁ姉上……ご無事でしたか。良かった」

「朝からうるさい、鬱陶しい。五歳の娘ではあるまいに探さなくとも帰れます」

　ミストリーはあくまで冷淡な反応でリバルをあしらう。

　邪険にされながらもリバルは心底安堵したような顔で騎士達に撤収を命令し、馬を飛び降りてミストリーの隣を歩く。

「このような下賤な宿は姉上が泊まるべき場所ではありませぬ。外泊したいならばせめて貴族用の宿に護衛をつけて──」

「どこに行こうが私の勝手でしょ!!　ぴいぴいうるさいのよ!!」

　キンキン声と強烈なビンタ。

しかしいつものことなのかリバルは頬を押さえて一歩下がるだけだ。

「そう言わずに……私は姉上の身を案じて言うておるのです。民草など野蛮で下賤な……それこそハードレットのような男ばかりなのですぞ……姉上お靴を片方いかがしました？　それから持っておられるその剣は……」

「触らないで私の剣よ！」

　再びビンタされたリバルは剣に触れるのを諦め、裸足のミストリーをなんとか馬に乗せようとするが応じて貰えない。

　仕方なく自分の靴を脱いでミストリーに履かせようとしている。

「なんか印象変わりますね。もっと傲慢で自分第一かと思っていましたが」

　リバルが丸くなった訳ではなさそうだ。

現に民など気にも留めていないようだし、今更報告に来たらしい配下の騎士は蹴飛ばす、怒鳴ると散々だ。

「いやこれは……」




「リバルお腹空いたわ。あれを持って来なさい」

　ミストリーが露店を指差す。

途端、店主が真っ青になった。

「は、はい姉上！　ええい寄越さんか！」

　リバルは部下に命じることもなく跳ねるように応じると剣を抜いて料理を強奪する。

　そしてミストリーが口を付けるのを見てなんとも言えない笑顔を見せていた。

「リバルめミストリーに惚れているな」

　あの顔は姉への愛情ではない。

ミストリーを一人の女として見ている。

「少し食べたら余計にお腹が減ったわ。朝食はできているのかしら？」

「姉上が朝食を摂られるなどいつぶりか……おい、屋敷に伝えてちゃんとした朝食の準備を致せ！　姉上の気が変わる前に出さねば首を刎ねるとシェフに伝えよ！」

　だとすれば余計に見られなくて良かった。

好きな女が他の男の尻を舐める姿など見れば理屈抜きで斬りかかるのが当然だ。

俺としてもさすがにリバルをぶっ殺したらまずいことになる。

「ふふふ、秘密秘密だ」

「あのエイギル様？」

　セリアが俺のポケットから片方だけの靴を取り出す。

「後、あの女性が持っていた剣、護衛隊の印が入っているのですけど」

「秘密、秘密だ」

　俺は恥ずかしがるセリアを肩車しながら宿へ帰るのだった。
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中央平原南部　ハードレット領新興都市　ツヴァイエルフィ

　できたばかりの町は活気に満ちていた。

だがそれは子供の笑い声や娘達の談笑などではない、もっと野蛮で邪悪な活気だ。

「ガハハハハ!!　洞窟一つ見つけて報奨の金貨五〇枚、今までのせこい仕事にゃ戻れねぇな！」

「だから地下にゴブ共の巣をだな……先に報告されてる？　畜生抜け駆けしやがったのは誰だぁ!!」

「そら肉で力つけなきゃ、まともな仕事はできねえぜ。肉盛り銅貨五〇枚……高けぇだと？　ならそこらの雑草でも食ってな。こっちも文無しには興味ねぇんだ、摘まみ出せ！」

　蟲に蹂躙され、かつてあった南部国家の痕跡すら見つけるのが困難な土地。

そんな荒野のど真ん中に立てられたツヴァイエルフィにはならず者達が一同に集っている。

　理由は簡単、領主があらゆる発見に報奨金をかけているからだ。

存在したが地図に残っていない隠し鉱山、宝石床、あるいは破滅を生き延びた厄介な魔物の地下巣など利益と脅威を見つけたものに金が出る。

　戦乱が終わり行き場をなくした傭兵、稼ぎの悪くなった賊、不名誉を働き顔を晒せない騎士崩れなどあらゆるクズ共が集まり、冒険者なる綺麗な名前を与えられた。

　そのクズ達の後を利益最優先のあくどい商売人や男の転がし方に自信のある娼婦などが追いかけて来たものだからたまらない。

　ツヴァイエルフィは名付け元のエルフが聞いたら激昂間違いなしの背徳の町となっていた。

「山分けだって言っただろうが！　殺してやる！」

「かかって来いよヘボ。しょっぱい取り分の訳を教えてやるぜ」

　通りでの喧嘩どころか殺し合いすら珍しくない。

一応衛兵もいたが取り締まるのは騒乱・放火などごく一部、喧嘩も殺しもまともに捜査などしない。

　札付きのカスには住みやすい、それ以外の者には地獄のような町が出来上がっていた。




　そんな地獄の一丁目へ一人の青年が足を踏み入れる。

「ここがツヴァイエルフィ……酷い町だ」

　青年の名はギド。

かつては領主直属の部隊で誇りをもって戦っていたが大切なものを失い出奔した男だった。

　町に入るなりたむろしていたゴロツキがギドに目をつける。

「へへ、見ろよ。綺麗な顔してるぜ」

「この町には男前は要らないなぁ」

「い、い、いっそ堀っちまおうぜ！」

　男達はギドを取り囲んで脅しの為か剣を抜く。

「……なんのつもりだ？」

　ギドは剣に手を添えながら問う。

普通の町なら白昼堂々剣など抜いたら大変だ。

　だがこの町では気にとめるものは誰もいない。

暇な奴は巻き込まれない程度の距離を取ってニヤニヤ笑い、場所を奪われた娼婦が悪態を吐き、衛兵は舌打ちしながら巡回の進路を変えて立ち去る。

「ケケケ、新人にこの町の常識を教えてやろうと思ってな」

「抵抗しなきゃ殺さねえよ。その男前に歓迎の言葉を刻んでやるだけさ」

「け、け、ケツも掘るぜ！」

　三人は逃げられないように囲み、剣を抜かないギドを見てニヤリと笑って飛び掛かる。

　音が鳴る。

例えるならば細い枯れ木をナタで割ったような軽く短い音だ。

「あ……ぐ……」

　男の一人が喉を押さえる。

一瞬置いて噴水のように血が噴き出し前のめりに倒れて絶命した。

　野次馬から歓声と驚きの声があがる。

　斃れた男の傍でギドが血刀を横に流して構える。

「こ、殺しやがった……」

「ゆ、ゆ、許せねぇ!!」

　飛び込む男と交差するギドの髪が数本飛ぶ。

そして男の右手首がドサリと地面に落ちた。

「う、うわぁぁぁ!!　うわぁぁぁぁ!!」

　失った手から血を撒き散らしながら狂乱して走り去る男を見送るギド。

「つ、強──！　俺が悪かった！　だから見逃し──」

　言い終わる前に眼球に剣先が突き刺さる。

　引き抜いた剣を軽く振って血を飛ばしてからギドはつまらなさそうに町へと入っていった。

　決着がつき野次馬が散る。

死体を気にする者はなく、容赦なく踏まれ、商売の邪魔だと道の端に蹴り寄せられる。




　その光景を宿の二階から眺める人影があった。

「ふふふ、面白そうな奴が来た。挨拶にいかねばな」

　二メートルに届きそうな大男がニヤリと笑う。

　その大男に後ろから化粧の濃い女が抱き着く。

「しかもすごい男前。疼いて来ちゃったわ」

「この町に最初に来た奴が寄る場所は分かってる。もう一発ヤったら出かけるぜ」

　大男は女をまるで物のように押さえ込み強引に体を重ねるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）

今話登場

セリア二一歳（肩車）ミストリー（約束）マック（全裸文無し）

リバル（姉ラブ）ギド（流れ者）？？？　（大男）

領民

総数　三十六万五千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千ツヴァイエルフィ二五〇〇

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二十九万二千 金鉱　中（＋八千）

経験人数八一六人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン




家族

ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（ド派手服）メリッサ（側室）ミティ（側室）サリー（侍女）マルル（侍女）マリア（側室）カトリーヌ（隠側室）グレーテル（側室）ソフィア（愛妾）レア（愛妾）ルウ（愛妾）ミレイ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（大作）アリス（愛妾）マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（食客）クララ（付き人）アデラ（愛人）ベネル（微反応）ドロテア（余談）

ピピ（母乳少女）

部下

レオポルト（喧嘩）イリジナ（喧嘩）セクリト（殺し合い）フェルテリス（指名手配）

ナーティア（冒険エルフ探）マータ（付き人）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）Ｔ−九九（限定結合）クビヘルミナ（臭い）

トリスタン（参謀）アドルフ（一段落）ポルテ（お仕事）ユーラーレン（母）イジャリス（母）マイラ（指揮官）ルナ（弓騎兵指揮）ラファエラ（寄生先探）アルテイル（世界の危機）レーミア（救いを求めよ）グイグ（疑い）セバスチャン（執事）クロル（出世）ジム　スージィ　ソラナ

ヤーコフ（護衛騎士）クリストフ（護衛騎士）マック（護衛騎士）ツィーリア（？）

その他

イヴァンナ（喧嘩）アネット（タトゥー追加）セドリック（エイリヒ側近）マートリー（淫蕩娘）ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（アレス王）アンドレイ（ロリコン）セレスティナ（女王君臨）モニカ（ママ侍女）

人外ズ

シュバルツ（肩透かし）ラミー（ラミア）ミルミ（卵管理）アルラウネ（地に満ちる）ブリュンヒルデ（ロリ衣装）

ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（精神統一）

またも間が空きましたぁ。

次話は本日夜に更新予定です。










第５３１話　木っ端なトラブル







　リバルとミストリーの関係が気にならないではないが、これ以上ダラダラしていても仕方ないのでさっさと帰ろうと宿に向かう。肩車しているセリアが恥ずかしそうに顔を伏せているが気にしない。

「こいつめ、よくも言ったな!!」

　宿の近くまで来ると何者かが怒鳴り合っている。

その声がとんでもなくでかい。

「イリジナさんです。朝からうっさいです」

　見ればイリジナは槍を地面について仁王立ち、前を塞ぐように金属鎧に身を固めた男が立っている。

街の警備は金属鎧なのであれはリバルの命でミストリーを探していた騎士だろう。

あの馬鹿め撤収命令を出さないといつまでも探し続けるだろうに。

「ふん本当のことだ。お前の薄汚い槍など目障りだから麻袋にでも突っ込んでおけ！」

「これは我が家に伝わる家宝の槍だ！　侮辱は許さないぞ!!」

　喧嘩の原因はどうやら騎士がイリジナの槍を馬鹿にしたらしい。

イリジナはあの槍を道中毎日磨くぐらい大切にしている。馬鹿にされれば我慢できまい。

「許さないからなんだと言うのだ。ハードレットの一物をしゃぶって地位を得た女に何ができる！　いくらでかい図体していても所詮は女。騎士の真似事で恰好をつけても──うわぁぁぁぁ!!」

　長台詞の途中で騎士がイリジナに投げ飛ばされた。

重厚な金属鎧を着込んだままくるりと一回転して路肩の水瓶へ突っ込みびしょ濡れとなる。

「……ぷ」

「クク……ええ、オホン」

　遠巻きに見ていた野次馬からクスクス笑いが漏れる。

こうなっては騎士も収まりがつくまい。

「こ、この無礼者が!!」

　騎士は剣を抜いてイリジナに襲い掛かる。

出ようとする俺の耳をセリアが引っ張る。

「大丈夫です」

　イリジナは振り下ろされる剣にあえて正面から槍を打ち付ける。

鋭い金属音と共に折れ飛んだのは騎士の剣の方だった。

「せいや！」

　イリジナは体を一回転させ、強烈な肘を男の顔面に叩き込む。

男はまたも盛大に宙を舞い今度は油瓶に突っ込んでヌルヌルになった。

「見たか我が家宝の槍を!!　そのなまくら刀こそ麻袋に入れておけ!!」

　口上も完璧に決まった。

野次馬もセリアも拍手している。

「お、おのれ……貴様の狼藉はリバル様に申し伝える。当然貴様の主にも伝わるだろう……くくく、晩餐会に同行しておきながら町で喧嘩とはこれっきり見限られるかもな」

「あう」

　そこまで考えていなかったのかイリジナがしゅんとしてしまう。

告げ口宣言で勝ち誇るとは恰好の悪い男だ。短小に違いあるまい。

「ん、確かに聞いたぞ」

　俺は野次馬を搔き分けて前に出る。

セリアが肩の上で降ろしてくれともがくが太ももを掴んで離さない。

「ハ、ハードレット殿、これは……」

「構わんよ」

　即答して俺はしょげるイリジナの顔を揉み、頭にポフリと手をおいてから尻も撫でる。

セリアも一緒に頭を撫でる。身長差で普段できないからやりたかったんだな。

「で、喧嘩で女に投げ飛ばされ剣を折られ、油まみれ水まみれで告げ口すると息まくお前の名前は？　お前の主に騒動の顛末を伝えないといけないんだが」

　男は言葉に詰まり左右の俺と周囲の野次馬の顔を交互に見る。

「むっこの鐘の音は──招集かもしれませんので失礼致す！」

　騎士はすたこら逃げていく。

「……朝市開始の鐘だろ。毎日鳴ってんぞ」

「情けねえ。普段散々威張り倒しておいてあれかよ」

　野次馬が嘲笑の言葉で見送る。

俺からも追い打ちをかけてやろう。

「一つ訂正だ。イリジナはしゃぶるのはかなり下手くそだ。代わりに穴の締りがすごいがな」

「わあぁぁぁ!!」

　イリジナがぎゅっと俺の首を絞める。

すごい力だな。やわな男だと窒息どころか首の骨を折られそうだ。

「わ、私もいい加減降ろして下さい！」




　肩車したセリアに髪を引っ張られ、イリジナに首を絞められながら宿に入るとここでも一騒動だ。

「いやはや貴様が羨ましいぞ。下賤の身でありながらハードレットの参謀をやっているそうではないか」

「参謀に肩書は必要ありませぬ。必要なのはハードレット卿の任命のみ。どこに問題がありましょう？」

　レオポルトと……顔は知らんが貴族らしき者が言い合っているようだ。

「確かにそうだ。だが参謀、筆頭内政官、執事、護衛騎士には子飼いの貴族かその子弟を使うが慣例、和を乱す真似をするなと言うておる」

「お言葉を返しますがハードレット家は設立より内務軍務共に苦難の連続、慣例に頼らず最善手を打たねば生き残れません。ハードレット卿のご選択なれば御身には関わり無きことでは？」

　普段のレオポルトならあんな木っ端は相手にしない。

一々反論しているのがなんとも妙だ。

「山から出たようなハードレット家などどうでも良い。だが何の間違いか奴は辺境伯だ！　ゴルドニア辺境伯家が貴族の慣例を破れば示しがつかぬ！　そんなことまで口に出さねばわからぬか山参謀め！」

「我が身の無能は恥じ入るだけにございます。しかるに我が主への侮辱は看過できませぬ。そして『何の間違いか』とは我が主を叙した陛下へ向けたお言葉と理解してよろしいでしょうか？」

　面白いのでもう少し見ていよう。

セリアも俺の頭に顎をつけて二人の攻防を見守っている。

「ば、バカなことを言うな！　全て貴様へ向けた言葉に決まっておろう！　有名な詩の引用でだな……」

「貴族を語る詩家とは、ミスティティルでありましょうか？　それともレバールトン？」

　貴族の目がバタフライで泳いでいる。

詩なんて欠片も知らんのだろうな。俺も知らんが。

後イリジナはそろそろ手を放してくれないか、本当に落ちそうになってきた。

「意味が理解できぬのは貴様が無学な平民だからだ！　もう良い、これ以上話しても得るものはない！」

「お叱りを頂戴致しまして恐悦です。つきましては後学の為に文字に起こしたのですが」

　そう言うとレオポルトは最初から肘の下に敷いていた紙を裏返す。

覗こうとセリアの足首を掴んで持ち上げ、セリアも体をピンと張って精一杯伸びる。

「やり取りが最初から紙に書かれています。これはつまり……」

　レオポルトは紙に書いた通り応対していたのだ。

それどころか相手の反応すらも予め紙に書いた通りに誘導していたことになる。

　相手の貴族は好き勝手罵倒していたように見えて完全にレオポルトの掌の上で踊っていたのだ。

これはとんでもない屈辱だ。

「ぐ……ぐぬぬぬ!!　貴様平民の分際で我が家を侮辱したな!!」

　貴族が激昂して腰に手をやる。

レオポルトが俺に目配せしてきた。

「そこまでだ」

　俺が前に出るとさすがに貴族は剣から手を放す。

「何の騒ぎだ？」

「見ていたのでは？」

　気づいていたのか。

「成年女性を肩車の上、首を絞められながら入って来る方は目を引きます故」

　相手は今気づいたみたいで驚いているのに。

「ともかく」

　俺は議事録と言う名の台本を手に取る。

「書かれている通りなら、うちのレオポルトに非はないようですが？」

「ぐぬ……い、いや問題は論議の内容ではない！　平民が貴族たる私に恥をかかせていること自体が侮辱罪に当たるのだ！　これは重大な罪だぞ！」

　面倒くさいことを言い出した。

「これは貴族、引いては王権に対する大問題ですぞ！　かくなる上は特別裁判を開いて……」

「ああ、もういい」

　俺はセリアを肩から降ろして懐をまさぐる。

「ふにゃ！　や、やめてくだしゃい！」

　ハンカチに地図に食べかけのクッキーと予備のパンツ……あったあった。

　セリアがいつも持っている筆と俺の印を取り出してレオポルト議事録の裏にサラサラと書き留める。

「ここにレオポルト──レオポルト……」

「フーゲンベルグです」

　俺はわざとらしく咳払いする。

「ここにレオポルト＝フーゲンベルグをゴルドニア子爵位に任じる」

「お受けいたします」

　イリジナがパチパチと拍手する。

「これで文句はないでしょう？」

　唖然通り越して呆然とする貴族に向き直る。

「何を適当な。こんな馬鹿なことが──」

　そこまで言ってこの貴族は思い出したようだ。

俺は王から子爵位までの叙爵権を貰っている。

これは王から俺に与えられたものであり異議は王の差配への文句となる。それは絶対に言えない。

「わ、我が家が三代忠勤してようやく手に入れた爵位を、こ、こんな安易に」

　するとレオポルトが立ち上がり貴族に声をかける。

「もうよろしいですかなワース男爵？」

　男爵の何とも言えない叫び声が響いた。




　ことが終わった俺は食い損ねた朝飯を食いながらレオポルトと話す。

「あんな適当な感じで良かったのか？」

　もっと披露宴でもやった方が良かったかな。

「構いません。ゴルドニアの爵位にさしたる興味はありませんから」

　それはそれでせっかく任命してやったのに腹が立つ。

見ろ、さっきからイリジナが物欲しそうな顔でこっちを見ているぞ。

「ですが爵位があればより動きやすくはなります。感謝致します」

　それでいいんだ。

「どの道、長く続く地位でもありますまい」

　俺は何も言わずにセリアを呼ぶ。

「私は爵位なんていりません。主はエイギル様だけで十分です！」

　爵位を受けるということは形の上では王の下に入ることだからな。

可愛すぎるので頬と髪をグシャグシャに撫で回してやる。

「しかるに叙爵権があるとはいえ陛下への連絡が必要なのでは？」

「だろうな。どうやっていいか分からんからとりあえずエイリヒに投げておく」

　わからないことはエイリヒに言えばなんとかしてくれるさ。

　さっきから宿に響き渡る声を出していたノンナの準備も整ったようなのでそろそろ帰るか。

　そこで俺の背中をちょいとつつく奴がいる。

振り返るとセクリトだった。普段にはない困った顔をしている。

「付いて来てくれ」

　今度はなんだと腰をあげる。

「実はリバルの雇い兵とか抜かす奴に絡まれてな」

「またか。あいつらはゴロツキか何かか？」

　灸を据えてやった方がいいのだろうか。

「私を体で取り入っただの性奴隷だのと罵ってきてな」

「一発殴ってやるか」

　俺は拳に息を吐きかける。

「しかも自分に手を出したらどうなるか、などと脅しながら胸元に手を入れて来たのだ」

「叩き殺してやろうか」

　俺の女に手を出した以上容赦はない。

　セクリトは周囲を警戒してから何かを引きずったような赤い跡を足で消しながら小さな倉庫の中に入る。

「私もついカッとなってな。殺ってしまった」

「おい」

　倉庫の中には頭を叩き割られて脳みそをはみ出させた男が倒れていた。

「さすがにばれたら庇えん。埋めてしまおう」

　幸いこの倉庫は床が土のままだ。

深く埋めて固めればばれないだろう。

「そのつもりでお前を呼んだのだ」

　セクリトがスコップを差し出す。

「……なんで晩餐会に来て死体を埋めにゃならんのだ」

「そう言うな。帰り道で私の尻も掘らせてやるから……いや私が掘った方が良かったか？」

　俺は股間を膨らませながら溜息混じりに土を掘るのだった。







「よし、全員揃っているな」

「フェルテリスがいません」

「マックがいないぞ!!」

「クリストフとツィーリアがまだです」

　俺も含めて本当に協調性が無い奴ばかりだ。

良く無事に旅が出来たものだ。

　最初に帰ってきたマックを張り倒す。

「美人局のリベンジをしたかった」

　股間盛り上げて何を抜かす、馬車に乗れ。

　次に戻ってきたツィーリアに睨まれる。

クリストフは呑気に笑っている。

「……あと少しだったのに」

　出発間際にしようとするな。

馬車の中でやれ覗いてやるから。

「あそこだ！　追え!!」

「なんて身軽な奴だ！　屋根から屋根に跳んで逃げるなんて！」

「あいつコート一枚で下マッパよ！　変態め！」

　笛が鳴り警備兵が何かを追い回している。

追われる者は助走をつけて跳躍、なんと空中を蹴ってもう一段高く飛び、そのまま街壁の外に飛び出して行った。

「風魔法……出発だ。街の外で回収しよう」

　宿の外ではシクシクと少年が泣いている。

「変なお姉ちゃん──僕を──口で──白いおしっこ──おまたの穴で──あそこが真っ赤」

　一〇年後には良い思い出になるさ。

　一悶着も二悶着もあった俺達が屋敷に帰ると屋敷の前で一人の女性が待っているのだった。
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背徳の町②

　ツヴァイエルフィの酒場。

「酒、強いやつを」

　ギドが席に着くと周囲でたむろしていたゴロツキがサッと身を引く。

三対一での大立ち回りと容赦のない戦い方は既に皆の知るところとなっていたのだ。

　無言で差し出される酒を煽って盛大にむせるギド。

寄って来るのは派手な格好の女性だった。

「おにいさん。さっきの見てた、凄かったわ」

　女はギドの首筋に手を置き、色っぽい手付きで撫でる。

「女は要らん」

　取り付く島もない態度にも女は引かず、手を胸から腹へと下げる。

「貴方みたいな腕っこきならガッポリ稼げるわ。それにこっちも……強そう」

　女の手がギドの股間に伸びようとするも、直前で手首を掴まれる。

「要らないと言った」

「そう言わないでさ。なんならここでしゃぶったげるから」

　途端、ギドから殺気が噴き出し娼婦は思わずひっくり返る。

　口に出すまでもない拒絶に娼婦は悪態をついて去る。

「女にも興味ないみたいだな。容赦ねえ殺気だったぜ」

「ただ者じゃねえな。女より金と殺しを楽しむタイプに違いねぇ」

「ちょっかい出して良い相手じゃなさそうだな」

　ヒソヒソ声が止まぬうちに酒場の扉が再び開かれる。

「おいおい嘘だろ」

　入ってきた客に皆が目を奪われる。

　ボロフードを被った身長一五〇半ばの端正な顔の女、ここまでならば珍しくはない。

さて誰の愛人かどの娼館への売りこみか、ぐらいにしか考えないだろう

　だが女が手押し車に赤子を乗せているとあっては話が違う。

「おいおい誰の女だよ!!　やり捨てした男を探しに来ちまったぜ!!」

　誰かが大声で言い、周囲が馬鹿みたいに笑う。

　女は気にせず席を探すが、先ほどの娼婦がその肩に手をかける。

「出ていきな、ここはあたいの縄張りさ。ガキ連れ乱交なんてマニアックなことされちゃたまら──」

　言い終わる前に娼婦がくるりと一回転して頭から床に落ちて卒倒する。

ボロを着た女が腕を取って放り投げたのだ。

　笑い声が沈黙に変わりマスターが指を鳴らす。

すると奥の小部屋から身長２ｍはありそうな大男が指を鳴らしながら現れた。

「まずい店で暴れたぜ。ママさんよ」

　ツヴァイエルフィは無法者達の掃きだめだ。

だがならず者の町とはいえ毎度強盗や無法者に荒らされては商売はできない。

各店には用心棒がおり、騒ぎを起こした者は見せしめもかねて力ずくで命の保証なく放り出される。

「ガキの前で母親殴るのは気が引けるが歯の三本ぐらいは覚悟してもらうぜ」

　殴りかかる大男の拳が空を切り、女の小さな手が伸びきった肘に軽く当たる。

「ギャアアア!!」

　途端、大男が腕を押さえて悲鳴をあげる。

　伸びきった関節を逆に曲げられたのだ。

しかも女の手には鉄具が握りこまれていた。

「ふっ」

　女は小さな体を更に屈めてから爪先に鉄が入った靴で大男の股間を蹴り上げる。

　悲鳴もなく男は股間を押さえて床に倒れる。

　マスターは驚愕の顔を浮かべたがもう使い物にならない用心棒に唾を吐きかけてから溜息を吐く。

力を示せば正義、それがツヴァイエルフィの理屈だった。

　女は周囲を見渡してから騒ぎにまるで反応していないギドの隣に腰かける。

「同じものを」

　マスターはそれ以上何も言わず、ギドと同じ酒を女に出した。

　女は顔を向けないままギドに問う。

「名前、聞いてもいい？」

「……」

　ギドは返事をしない。

すると女は答えたくないなら良いとばかりに手で赤子をあやす。

「ギド」

「そ、私はビシタシオン」

　それだけ言うと二人は同時に酒を飲み干して盛大にむせる。

「「見たことある気が……いえなんでもない」」

　二人の声が揃った時、酒場の扉がドカンと開かれマスターが頭を抱えた。

「やっぱりここにいたか！　おお、例の子連れ女まで居るとは手間が省けたわ！」

　響き渡る大声と共に大男はノシノシと二人のところまでやってくる。

「うげえっ!?」

　ビシタシオンの潰れた蛙のような声とギドの沈黙を気にも留めず、大男が二人の間に強引に座る。

「俺の名はザフネスだ！　まずは歓迎がてら宴会といく。マスター！　この店の美味いもんを上から順に持って来い!!」

　大男──ザフネスはカウンターに金貨をぶちまけて吠えるのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）

今話登場

セリア二一歳（肩車）イリジナ（物欲しい）セクリト（犯人）フェルテリス（満足）レオポルト（子爵）

ギド（女嫌い）ビシタシオン（子連れ狼）








第５３２話 二つ目の地雷解除







　帰るなりセバスチャンから来客有と知らされて応接間へと向かう。

「来ちゃった」

　おどけて言ってニコリと笑う、カールした金髪が特徴的なのはマートリー＝リーバットだ。

エイリヒの側近セドリック＝リーバットの姉であり、前回の晩餐会で色々とやらかした女性だ。

　マートリーはにっこり微笑んで両手を広げる

いきなりハグとは大胆だなと頭で考える前に体が動いて彼女を抱きしめる。

　次の瞬間、マートリーの手が俺の顔を掴み飛びつくように唇が合わされる。

間髪おかずに舌がズルリと入って口内を舐め回す。

　大胆などと言う言葉では納められない行為に面食らうが体は勝手に反応した。

舌はマートリーの舌を受け止め、手は腰に回り、右足が彼女の股の間に割り込む。

「ごっほん!!　うえっほん!!」

　物凄い咳払いに振り返るとノンナがいる。

「当然いますよ！　来客を確かめに来たんですから!!」

　ノンナはドスドス体重に見合わない足音を立てながら俺とマートリーの間に割り込み、巨乳で彼女を弾き飛ばす。

「人の夫に良くもまぁ、恥を知りなさい!!」

　今回ばかりは怒鳴るノンナに分がある。

アポも無く来て出会い頭に妻の前で夫と濃厚なキスなど叩き出されて当然の行為だ。

「他人事みたいに言わないでください。エイギル様も遠慮なくブチュブチュやってたじゃないですか」

　セリアが俺の脇腹をつつく。

女にキスをされたら受けてしまうのが本能なんだ許してくれ。

「リーバット家は私を侮辱しているのですか！　受けて立ちますよ!!」

　ノンナがドンとテーブルを叩き、震えながら涙目になっている。

痛かったんだな。普段しないことしたもんな。

「あは、ごめんなさーい。旦那さんが良い男だったからついキスしちゃったぁ」

　ヘラヘラ笑うマートリーにノンナが本気で怒り始める。

「ムキにならなくていい。ドロ酔いしてる」

　キスからは酒の味しかしなかった。

マートリーのポケットから空になった酒瓶が転がり、本人もソファからズルズルと床に滑り落ちる。

「それはそれで無礼千万なんですけど」

　ともあれまずは訪問の目的を聞かないといけない。

セドリックはエイリヒの腹心らしいから、何か緊急の要件だったらことだ。

「手紙が……どこいったっけ……確か胸の間に……」

「それは大変だ。探さないと」

「えい！」

　マートリーの胸元に手を入れようとするとノンナに頭突きされてしまう。

「この人、谷間に挟めるほど胸無いです。……ありました！」

　セリアが無遠慮にマートリーの体をまさぐり手紙を発見する。

「読みます。いいですね？」

「ふにゃ～」

　マートリーはもうまともに返事もできなくなっている。

セリアは呆れた顔をしてから手紙を読み上げた。

「ええとセドリック＝リーバットの名で出されています。色々前置きがあって──『近く姉と共にお伺い致しますので日程の調整をお願い致したく存じます』──だそうです」

「調整も何も本人来てるじゃないですか」

　ノンナがソファに横になってしまったマートリーの足を扇子でつつく。

「ふにゃ……セドリックは色々うるさいから一人で先に来ちゃった……う……気持ち悪い、もうダメ」

　青くなって立ち上がるマートリー。

俺が目配せするといつの間にか横にいた執事のセバスチャンが馴れ馴れしくならないよう腰の上と肩に軽く手を添えて手洗いに連れて行く。

　俺達は溜息混じりに笑う。

「無礼と言うか色々論外で逆に相手の家の人が可哀そうになります」

　とノンナ。

「でも一人でリーバットの家からここまで来るなんて行動力だけはありますね」

　セリアの言う通り、仮にも貴族の娘が一人で来るのは大したものだ。

遠距離馬車を乗り継いだか行商隊に便乗したのか、頭が抜けていては無理だったろう。

「今頃セドリックは真っ青になってこっちに向かってるだろうな」

　奴が来るまで少しばかり面倒を見てやろう。

なあに、酔っ払い一人面倒を見るぐらいどってことはない。

適当に町を案内してやろう。

「ではご同行します」

　ノンナが名乗り出る。

「あんな人に興味はないですけど、二人きりにしたら絶対エッチするに決まってます！」

「それはどうかと思いますわ」

　ノンナを止めたのは意外なことにクラウディアだった。

自室で旅着を着替え、ぴっちりしたタンクトップから伸びる腕の筋肉を盛り上げながら続ける。

「あの方は騎士爵家の未婚娘でしたわね。明らかに格下の相手ですわ。それを夫婦揃って歓待となると少しばかり異常ですわね」

「うっ」

　ノンナが詰まるとクラウディアは両腕を交差させ、胸の筋肉を強調させながら続ける。

「ご当主一人で案内となれば、相手は行き遅れの大年増、摘まみ食いされた程度なら噂にもなりませんわ」

「う……ぶぅ！」

　ノンナの頬が膨らみ、クラウディアも腹筋を膨らませる。

「二人で行かせて欲しい。確かめたいこともあるんだ」

　いやらしいことはしないからと頭を下げる。

「……わかりました」

　ノンナは俺のズボンを引き下ろすと男根の傘部分に紅をくるりと一周つける。

なるほど、これでは男根を使ったら即座に分かってしまう。

「ははは、大丈夫だよ」

　俺はノンナの膨らんだ頬を揉んで空気を抜き、それを見て時間差で膨らんだセリアの空気も抜く。

　そこにちょうどマートリーが戻ってきた。

「ふぃぃ……さっき口でした男の人のが逆流して酷い臭いで……」

　よしよし、ノンナの気が変わる前に町へ出よう。




「まずはお酒～手持ちの分がもうないの～」

　フラフラと歩くマートリーをエスコートしながらアンドレイの固茹亭に入る。

「戻っていたのか」

　俺を見てアンドレイがぶっきらぼうに言う。

領主への口の利き方ではないが、この店で酒を飲む時は昔のままと決めている。

頭を下げたり下げられたりしながら飲む酒は美味くないからな。

「適当にきつい奴を頼む」

「わたしミルクベースのカクテル～」

　言ってからアンドレイに『こいつは出来上がっているから限りなくミルクでいい』耳打ちする。

　店は昼間だけあって空席が目立つが、それでもボチボチ料理や酒を楽しむ者が座っている。

「景気はどうだ？」

「戦が終わってすぐのことを思えば悪く無い。が、出るのは安酒ばかりだ。戦争前は一日二～三枚出ていた最高級黒獣の肉も週一度出るかどうか……まだ懐は温かくないんだろう」

　復興は進んできているが、元通りにはまだ時間がかかるか。

もう一押しが必要かもな。

　真剣なことを考えている隙にマートリーは酒が薄い事に気付いたのか、俺の酒を自分のミルクに突っ込んでしまう。勘もいいとは厄介な酔っ払いだ。

「ね～あの子って貴方の娘～？」

　マートリーが指すのはアンドレイの妻ナタリーだ。

もう二十も半ばのはずだが、どう見ても一〇歳を超えたぐらいにしか見えない。

アンドレイが幼女に手を出しまくるので最近上手くいっていないらしいが。

「最愛の妻だ」

「うそっ!?」

　さすがに驚くマートリーだが、すぐにニヤリと笑って身を乗り出す。

「あの体格だと穴もちっこいでしょ？　入るの？」

　アンドレイは俺と比べても身長体格で見劣りしないほどがっちりしている。

そりゃあ疑問に思うよな。

「俺の愛は妻と少女を苦しめない」

「短小かぁ」

　話を聞きつけたのかナタリーがアンドレイとマートリーを睨みながらやってくる。

　その瞬間を俺は見逃さなかった。

マートリーに浮かぶ脅え、諦め、一度強く目を閉じてからまたニヤリとした表情を作る。

「奥さん本当に可愛いね。今度私も交えて三人でしない？　受けでも攻めでもいけるからさぁ」

「結構です」

　ナタリーは拒絶すると過ぎ去り様、俺の腕にちょんとキスをして去っていく。

マートリーがふうと安堵の息を吐く。

「ふられちゃった。慰めて～」

　マートリーは俺の手を取り、一息に自分のスカートの中にねじり込む。

熱い太ももの中の湿った中心に指が触れて色っぽい声が漏れる。

「店で盛るな」

「えー……マスターもこれ好きじゃない？」

　するとマートリーは思い切り胸元を開いてアンドレイに乳房を見せつける。

「女体と料理は似ている。ただ乱雑に出されては食欲は湧かない」

　動揺を見せないアンドレイ。

微塵も興味が無さそうな顔だ。

「おネギ持って来ました～あっ！」

　ちょうどその時、野菜を納品しに来たらしい少女がカウンターの前で盛大に転ぶ。

寒空の下でも元気に動く為の短いスカートがめくれ上がってしまう。

「見えた!!!」

　アンドレイがデカい声で叫び、ナタリーが鬼の形相で飛び掛かる。

「そろそろ行くか。街の案内が酒場だけってのもな」

「なら次は～」




『ああ、こんな淫らな行い神がお許しにならないわ！』

『神など知ったことか！　今の僕には君の美しい体しか見えない！』

『何を負けてなるものか、僕こそが貴女の愛を得るにふさわしい』

　舞台の上で女一人と男二人が絡んでいる。

　ここはラーフェン劇場の三番舞台だ。

劇場では抱える役者も増えたことで複数の演目を同時に行うようになっていた。

　一番舞台では恋愛物などしっとりしたものを。

二番では戦記や冒険活劇などの勇壮なものを。

そして三番でエロティックな劇をやっているのだ。

「うっわ、うっわ、本当に二本入ってる！　劇でも本当に挿入までするんだ！」

　嬉しそうにケラケラ笑うマートリー。

もちろん三番を希望したのは彼女自身だ。

　エロティックと言っても場末の酒場のように単に男女の行為を見せるだけではない。

ストーリーもしっかりしており役者達の演技が更なる興奮を与えてくれる。

　そんな中、ヒロインが陰謀に巻き込まれて中年男に凌辱されるシーンとなった。

『ふふふ、いい体をしている。これが今日から私のものか』

『あぁ誰か……誰か助けて……こんな、こんな──』

　心の中で恋人の名を呼ぶヒロイン。

だが中年男は無情にも後ろから押し込み、ヒロインは涙を流しながら体を揺らされる。

「ごめんなさい。お手洗いに」

　突然低い声と共にマートリーが口を押えて立ち上がる。

また飲み過ぎて吐くのかと肩を支えるも振り払われる。

彼女はしっかりした足取りで手洗いに消えていく。

　顔を強張らせ、目に涙を浮かべている。

単に吐き気だけではないだろう。

「概ね見当はついた」

　俺はあえて追わずにマートリーが戻るのを待つ。

　戻ってきた彼女は何事も無かったかのようにケラケラ五月蠅く劇を見ていたが、真っ赤になった目元は隠せていなかった。




「次はどこに行きます？　ご飯～？　それとももっかい飲みます～？」

「いや……」

　俺は彼女の手を取り、街壁の外に向かう。

そして沈み始めた夕日の中、人目をさけるように門から幾分か離れて腰を下ろした。

「あー青姦ですか。そっちで来ましたか。殿方はやっぱりスケベですね～」

　マートリーは僅かに顔を引きつらせながらもニヤッと淫乱っぽい表情を作って舌を出し、俺が差し出した酒を一気に飲み干す。

　俺はマートリーを抱えてそのまま草むらに倒れ込む。

「本当のことを言ってみないか？」

「え？」

　俺は草むらの中でマートリーの体を包み込むように抱きしめた。

「ここなら誰も聞いてない。誰も見てない」

「ああ、はい。私は別に見られても平気ですけど、そちらが気になるのなら」

　脱ぐの、脱がすの、とばかりに困惑するマートリー。

そろそろ核心に入るか。

「お前は淫乱でもスケベでもない。性交も男も嫌いなんだろ？」

「え？」

　マートリーが硬直する。

　彼女のキスも固茹亭での悪戯も強引に勢いに任せていた。

まるで子供が嫌な野菜を水と一緒に丸呑みするように、酒の力まで借りて。

「俺の周りには根っからのスケベ女がいる。俺自身も相当なスケベだ。だからわかるんだが」

　肩を抱くとビクリと硬直する。

もしこれがカトリーヌなら逆に力が抜けていたことだろう。

フェルテリスなら発情して全裸に……いやあそこまで行くのもどうかと思うが。

「お前のは演技だ。無理やり淫乱になろうとしている」

「ち、ちが……」

　キスを迫ると反射的に塞がれた。

すぐに気づいて濃厚なキスをしてくれるが、本当の好き者なら今の一瞬も無い。

「そもそも酒でベロベロに酔わないと演じられないんだろ？　あるいは忘れたいことがあるのか」

　つい先日のミストリーと姿が被る。

「教えてくれ。お前が淫乱を演じる原因を」

「……嫌です」

　はっきりした拒絶は良い兆候だ。

被った皮が一枚なくなったということなのだから。

「ならこうしよう」

　俺はマートリーのスカートに手を突っ込み、丁寧に下着だけを抜き取る。

「俺が貴女に奉仕する。気持ちよくなったら話してくれ」

「は？　なんでそんな……ううっ！」

　べちゃりと性器に口をつける。

拒絶するように頭が押さえられるが引く訳にはいかない。

どうにもミストリーと同じ気配を感じる。このまま置いてはいけない気がするのだ。

　敏感な豆を舌で絡めて息をかけ、寒さのせいかぴったり閉じた性器を解すように舌でなぞる。

なるほどそれなりに使い込んでいるが付け焼刃だ。

この程度で淫乱を名乗るなど一〇年早い。

「こんなことをしても何も言いません。やりたいならさっさと入れればいいじゃないですか」

　脚を開きながらプイと明後日を向くマートリー。

ふふふ、俺に股間を晒してその態度をいつまで続けられるか──。




　一時間後。

「うぎゅっ！　もうダメ！　またっまたぁ!!」

　ピンと足が伸びきり潮が飛ぶ。

全力で俺の頭を押さえる手を押し退けながら顔を性器に密着させて舌をねじ込む。

「もういぎっぱなし!!　体がっお腹がバラバラになる!!」

　足がバタつき上半身をよじるが女の細腕で俺を振り払えるはずもない。

豆に吸い付いて強く吸引すると『んおっ！』と女が出してはいけない声が出る。

「あ、あぁぁぁぁぁ……」

　力が抜け大量の尿が溢れだす。

そろそろ頃合いだろうか。

「さあ話してくれ」

「うう、おしっこ止まるまで待って下さい」

　顔を両手で覆いながら酒のせいかやたら大量の尿を撒いたマートリーは諦めて話を始める。




　リーバット家は俺やエイリヒとは違い、元々ゴルドニアに居住していた。

地位は王都近くの領主に仕える騎士家で正直贅沢は微塵もできなかったが飢えない程度には禄を貰っていたそうだ。

　だがある日、仕えていた領主が隣とトラブルを起こした。

リーバット家はどんなトラブルかも知らない部外者だったのだが、最終的に何故か責任を押し付けられた。

双方の家共に収束を計りたかったがプライドが邪魔して引くに引けず、木っ端な騎士家が悪いことにして手打ちとしたのだろう。

　リーバット家は大変な不名誉を被り、その時ちょうど年頃だったマートリーは次の問題を起こさぬ為の人質と言う名目で相手の領主の下に送られた。

　もちろん若い娘を求めるのに人質なんて建前だ。

処女だった彼女は壮絶に犯され、腹が膨らむともう勘弁してやると恩着せがましく返された。

「……産みませんでした。産めなかったんじゃなく、産みませんでした」

「ん、それ以上言わなくていい」

　適齢期に愛人にされて壊れかけたマートリーは自分を淫乱だと思い込むことにした。

「私はエッチ大好きだから辛くない。愛人生活も楽しかったし子供も仕方ない。淫乱女だから」

　酒と思い込みで心を支えたマートリーの乱行は今に続くと言う訳だ。

「お酒の勢いで忘れてね」

　ちなみにこの一件で代々仕えた領主への信頼を完全に失ったリーバット家はその後の政変で一貫してエイリヒに味方したそうだ。

　マートリーを玩具にしたなんとか伯爵とか言う伝統貴族には覚えがあった。

確か戦争が終わったすぐ後に領地見回りの最中に落馬して死んでいる。

ドジな奴だとレオポルトと話した記憶がある。

　ちょうど弟のセドリックがエイリヒの側近になった時期なのは無関係ではあるまい。




「あー話すとすっきりしちゃった」

　軽い調子でくいと伸びをするマートリーはぐしょぬれになった下半身のせいでブルリと震える。

　そしてどこからか小さな小瓶を取り出す。

「明日、満月よね。月を見ながらこの薬を飲んで身投げしようと思ってたの。その前に一度ラーフェンが見たかったから急いできたんだけど……もういいかな」

　投げられた小瓶は地面を転がりモグラの開けた穴に転がり落ちた。

　こんなことだろうと思った。

まったく危ないところだった。

「生きると決めたついでに最後までしないか？　男が嫌いなら無理にとは言わないが」

　肩を抱き、彼女の手の甲に丁寧なキスをしてから股間に導く。

「やりましょうか。ただ四つん這いのバックだけは絶対にやめて。あれで処女を散らされてトラウマなの」

　劇場で吐いたのもそういえばその体位だったな。

「ならもっと奇抜な体位にしよう例えば──」

「逆立ち……？　ぶら下がり……？　しがみつき散歩……？　き、聞いたことない」

　ふふふ、それで淫乱を名乗るなんて百年早い。

ここは強烈な性感で本物のスケベに変えてやらねばなるまい

　その時、遠くから叫び声が聞こえて来た。

「急げ急げ──姉上を一人で行かせるなどとんでもないことになる!!」

　物凄い勢いで馬を駆けてくるのはセドリックだ。

姉がいないことに気付いて慌てて飛び出してきたのだろう。

「案内していることにするぞ」

「はい」

　俺とマートリーはすっくと立ちあがり、濡れた下着はモグラ穴に放り捨ててもっともらしく話を始める。

「これは街壁と言ってな石で出来ているんだ」

「すごいですねー」

　セドリックの方も俺達を見つけたようだ。

「あ、姉上！　それにハードレット卿……遅かった……」

「ここは門と言ってな。開くんだ」

「すごいですー」

　俺ははっと気づいた風にセドリックを見る。

「やあセドリックじゃないか。今お前の姉に街を案内しているんだ」

「街壁と門よ。すごいわよ」

　セドリックは怪訝そうな顔をしたがとりあえず滅茶苦茶になっていなかったことに胸を撫でおろす。

「急なご訪問で申し訳ありません──この度は……」

　型通りの挨拶をしたところでセドリックが姉の変化に気付く。

「姉上、今日は何やら大人しいですね」

　マートリーは俺の顔をチラリと見てフッと笑う。

放蕩を演じながらも絶望と死を内包していたマートリーにはどこか暗い影があった。

それがすっきり消えている。弟であれば気付くだろう。

「ハードレット……エイギル様と話したらすっとしたの。お酒と男漁りはしばらくやめとこうかな」

「あ、姉上！」

　目を丸くして言葉を詰まらせるセドリックの頭をマートリーが撫でる。

これが家族愛かとセリアを呼んで対抗しようかと思ったのだが。

「あ、姉上……姉上……ハァハァ。もっと撫でて下さい姉上……」

「うん？」

　撫でられるセドリックの顔が真っ赤になって蕩けている。

なんだろう。この姿に見覚えがあるぞ。

「お前もか……敵味方で同類じゃないか」

　俺はやれやれと屋敷に引き返す。

すると弟の頭を撫でながら、マートリーが俺に向けて指をしゃぶる動作をする。

どうやらやり損ねてはいないらしい。




　──夜。

「で、今更だが調査結果がこれか」

　レベッカに依頼した調査の結果がちっこい少女の手で送られて来た。

可愛らしい少女が突然低い声で『例の調査です』と呟いたのでびっくりして尻を撫でてしまった。

　封筒には宛名も何も書かれていない。

　ナイフで封を切ると『ベレッカ』と書かれて太い赤線で消され『レベッカ』と書き直されていた。

その隣には怒った顔のような絵が書かれている。

名前を間違えたら許さないという意味だろうか。

「レベッカの名前を間違える奴がいたのか。馬鹿な奴だ、きっと低能に違いない」

　鼻で笑いながら中身を確かめる。

『情報確度Ｂ＋　ミストリー＝シュミット　閲覧後焼却』

　ページをめくって呟く。

「やっぱりなあ」

『使用人からの情報。弟リバル＝シュミットと一四歳まで一緒に入浴、同衾。姉弟間の愛を疑われオルムド子爵位を与える名目で屋敷を出される』

『寄子からの情報。一族間で心を病んだミストリーの幽閉、及び療養名目での辺境への放逐が議論されるがリバル＝シュミットが強硬に反対。その姿勢極めて苛烈であったことから先送りされた模様』

「リバルめ──」

　書類をバサリと机に投げる。

「ただ喚くだけのアホと思っていたがやるじゃないか！」

　姉だろうが妹だろうが女を守る姿勢は素晴らしい。

強引にモノにして心を癒すまで出来なかったのは不十分だが何もしないよりずっといい。

奴への当たり方を考える必要があるかもしれない。




「ハードレット卿、調査結果がまとまりました」

　レオポルトが入室して来る。

奴は俺が机に放置した書類を見てから暖炉に放り込む。

「見た通りリバルの件はベレッカがもう調べてくれたよ」

「それは好都合です」

　レオポルトが広げたのはセドリックとマートリーに関する調査結果だった。

「味方の方を調べてどうする」

「味方？　どちらがでしょうか」

　曇りない目でひねくれたことを言うんじゃない。

　俺はやれやれとレオポルトの調査結果の方を見る。

　マートリーが解放され実家に戻った後、セドリックは自死を試みる彼女を何度か制止していた。

その後も必死に結婚相手や療養先を探すも、淫蕩の噂で全部壊れてしまう。

　最後にはかくなる上はと自分の嫁にでもしようとしたのかベッドに引き込み、運悪くそこをメイドに目撃されてしまい結構な問題になったようだ。

　それっきりセドリックは姉と距離を置いてしまい、姉の乱行は歯止めが利かなくなった。

「こっちも心意気は認めるが詰めが甘い。行くと決めたらメイドも引き込んで乱交妊娠させるぐらいの覚悟でいけよ！」

「これは重大な局面になります」

　レオポルトが静かに言う。

お前がこういうスキャンダルに食いつくとは思わなかった。

「ハードレット卿はどちらの女も抱かれたのでしょう？」

「片方はまだだがもうすぐだ」

　レオポルトは頷く。ちょっとシュールだな。

「セドリックとリバル……正確には後ろのシュミット家ですが。双方ともに派閥の要……その弱点を掴んだとも言えますが扱いを間違えれば双方共に敵に回るかもしれません」

　ミストリーは野蛮な男に犯されて人生を狂わされた。

マートリーは高位貴族の権力闘争の生贄から玩具にされた。

「どちらもハードレット卿に当てはまります。友好関係にあるセドリックの方も……」

　あり得ないことだが俺がマートリーを酷く扱い、晒しものにしたり死にでも追いやれば、セドリックは損得もエイリヒも無視して敵対する可能性がある。リバルは言うまでもない。

「ここは気合の入れ時だな」

　股をバシンと叩く。

　まったく同じタイミングでドアがノックされた。

「お話でも致しませんか？」

　マートリーの声だ。

俺は調査資料を全て暖炉に放り込み、立ち上がるのだった。
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ツヴァイエルフィ

　騒がしい下品な声が響く酒場にあっても一際周囲を圧倒するドでかい声が叩きつけられる。

声の振動でテーブルに積まれた肉の山が崩れる程だ。

「であってな。俺は北のゴルドニアにも連邦にも行けん。南の帝国もまたまずいと来ているのだ！」

「そりゃそうでしょうね」

　ザフネスの声とは段違いの小さな声でビシタシオンが呟く。

「ゴルドニアには潜伏出来んことも無いが俺ほどの男が人目を気にして細々生きるなど御免被る！」

　ギドとビシタシオンは一方的に話し続けるザフネスを鬱陶しく思いながらも置かれた料理には手をつける。道中に町村は無く、まともな食事は久しぶりだったからだ。

「お尋ね者が体一つで大金を得るにはこの町以上の場所は無いと言う訳だ！　故に留まっている」

　赤子が泣きだしてビシタシオンがザフネスを睨むが気付きもしない。

「ここだけの話なのだがな？」

「ここってのは酒場全体のことなのかよ。響き渡ってるぞ」

　ギドの愚痴は周囲の喧騒にかき消されてザフネスには届かない。

「俺はとある女をモノにしようとしている。あと一歩だったのだがしくじってな。あいつめ照れ隠しに俺を金貨三五枚で売り飛ばしよったのだ！　少しばかり癖のある女でなぁ」

「売り飛ばされて脈なんてあるわけないでしょう」

「どんだけ楽観的なんだ……逆にすごいな」

　ザフネスは豪快に肉に食らいつくと一番美味い部分だけを齧り取って残りを床に投げ捨てる。

すると文無しなのか痩せた男達がすかさず肉に群がる。

　それを満足そうに見ながらザフネスは笑う。

「最初は俺もこいつらのようなネズミ以下の扱いだった。だが奴隷のように引き立てられて新発見の洞窟に潜らされた時だ。隠れていたオークとゴブリンがわんさと湧いてな」

「「へー」」

　二人の反応を確かめてザフネスは満足そうに頷く。

「周りの雑魚冒険者どもがバタバタ死ぬ中、俺と俺を買った奴だけが生き残ってな。『金貨三五枚寄越せば守ってやるぞ』そいつは米つきバッタのように頷いたさ！」

　再びザフネスは二人の反応を確かめる。

「これうま」

「本当？　こっちの腐ってる。代えてよ」

　満足そうに頷き続ける。

「俺は白都の城壁のように立ちはだかってゴブリン共を斬りまくり、オークの腕さえ切り落として撃退した。俺を買った奴は結局流れ槍で死んじまったが、懐から金貨三五枚と追加報酬を頂いて晴れて自由の身になったと言う訳だ」

「駄目じゃん」

　ギドの言葉はやはり届かない。

「ところでお前ビシタシオンとか言ったか。赤子を産んでどれぐらい経つ？」

「……なんで？」

　ザフネスは対面からビシタシオンの隣に座る。

「もう穴が使えるなら俺の女にならないか？　俺は強いし金持ちだ。そしてあっちも上手くてデカい。抱かれるのに俺ほどの男はどこにもいまい！」

「ひどい口説き方だな……」

　ビシタシオンは背筋に走る悪寒に身震いする。

「むぅ気が向いたらいつでもいいが、あまり待たせると俺に女が集まって順番が回ってこなくなるぞ」

　ザフネスは残念そうに席に戻り、二人が食べ終えたところで再び笑う。

「さて飯は美味かったか？　このゴミみたいな町では最高の飯だ。美味くないはずがあるまい。そしてただ飯を食ったからには俺に借りが出来た訳だ」

　二人は顔を見合わせてから頭を抱える。

「とある場所に砦を見つけてな。戦略的要衝たる立地から周辺の軍事中枢であり大量の武器が備蓄されていることは間違いない。だが砦は大型の蟲に潰されて埋没、倉庫も地下に沈んでいると思われる。剣槍はもちろん高価な馬具や弓にクロスボウ、下手をすれば大砲まであるかもしれん。見つけ出せば利益は莫大だ！」

　その上で、と一拍置く。

「誰も入ったことがないのだから危険も大きい。蟲の生き残りはもちろん、食われず潰れて死んだ兵士がゾンビやスケルトン化している可能性も高い。本来は十人と言わず二十人は欲しいところだが……」

「「募集すれば？」」

　ザフネスはギドの肩を強く叩いて呻かせ、ビシタシオンの頬を撫でようとして噛み付かれる。

「三人でやれば大儲けだろうが！　俺が五割お前らが残りの山分けだ！　さあ飯の恩を返してくれよ！」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）カウンセラー（仮）

今話登場

ノンナ（監視）リバル（姉好き）セドリック（姉ラブ）マートリー（自害中止）ミストリー（出発）

レベッカ（怒）ギド（女嫌い）ビシタシオン（子連れ狼）ザフネス（カリスマ冒険者）

領民

総数　三十六万五千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千 ツヴァイエルフィ二七〇〇

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二十八万一千 金鉱大（一万二千）冒険者報奨（－千）

経験人数八一六人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン








第５３３話　出会ってしまった二人







　許可を得て入室するマートリーとレオポルトが鉢合わせた。

道を譲ったマートリーは軽く体を震わせる。

　最後にレオポルトは立ち止まってチラリとこちらを見る。

報告書の最後にあった件だろう。

「様子見だ。確かめてから考えるから刺激するな」

　軽く会釈してレオポルトは去り、マートリーは小さな歩幅で駆け寄ってきて呟く。

「あの人なんだか嫌い。怖い」

「それが自然ですよ」

　アイツほど人に好かれない奴も珍しいから気にするな。

「さてどうしました？　弟君はいないようだが」

　マートリーはセドリックと同室となっている。

いかに姉弟とはいえ本来はあり得ないがセドリックがいきなり押しかけて二部屋使うのは申し訳ないと強硬に主張してきたのだ。

　ベッドが複数ある客間とはいえ怪しさ満点だった。

しかし『姉弟で交尾するつもりだろう』とは言えないので仕方なく同室にしたのだが。

「さっきまで同衾してましたよ」

「くっ！　やはりか」

　禁断の兄妹交尾とはけしからん。

甘えながら乳を吸いつつ種を注入したのだろう。

「頭撫でて子守唄歌ってあげたらすぐ寝ちゃいました。図体おっきくなっても小さい頃のままね」

　マートリーは俺の嫉妬を心地よさそうに受け、ニヤリと意味深な笑みを見せる。

「さて、しますよね？」

「ええ」

　それだけ言って俺達は互いに服を脱がせ合う。

何しろ昼間の一件では肝心なところでセドリックが来て射精できなかったのだ。

「先に前戯を頼めるか」

　下着姿の俺はベッドの縁に座り絨毯にクッションを置く。

「優しい……痛くないようにしてくれるんですね」

　全裸のマートリーはカールした金髪を揺らしながら膝立ちで歩いてクッションに乗る。

俺は彼女のくせのある髪をフワリと撫でる。

　こうしたなんでもない接触が男女の距離を縮めていくのだ。

「金髪好きなんですか？」

「ああ、他の女には秘密だぞ？」

　ふふんと満足そうなマートリーは下着に手をかけて引き下ろす。

そして……。

「ふえっ!?」

　空気をきって飛び出した一物に絶句するマートリー。

俺はあえて何も言わず、ただ身を任せる。

「大きすぎ……黒すぎ……ええ……こんなのとても……」

　マートリーは俺が焦れていると考えたのか、両手で一物を掴んで口をつける。

　先端を吸い、竿を舐め、息を吹きかけて舌を這わせる。

　だがその愛撫はなんとも物足りない。

「ご、ごめんなさい。こんなはずじゃ……」

　俺は吹き出すように笑ってマートリーを抱きしめる。

　不思議は無かった。

マートリーは真正の好き者ではない。

性経験と言えば無理やり服従させられ犯されたことと、ヤケクソになり手当たり次第ヤっただけだ。

これで本心では男を嫌っていたのだから性技の上達は上辺だけだろう。

「それもありますけど単純に大きすぎてどうしようもないと言いますか」

　言葉を遮りマートリーを抱きしめたままベッド上を転がる。

「なら今日は話でもしよう」

「話ですか？　でも……」

　俺は困惑の声を再び遮り、彼女に男根を握らせ、自分の手も彼女の股間に突っ込む。

「俺達は互いのことをまだ全然知らないだろ。悪い話は聞いたがそれだけじゃ寂しい。もっと色々な……できればスケベな話でもしながらいじり合って遊ぼうじゃないか」

　笑いだすマートリー。

「まず俺からだ。人妻に夜這ったら旦那が帰ってきて窓から逃げたら全裸のまま井戸に落ちた話なんだが」

「題名からクライマックスなんですけど！」




　その後も俺達は交互に馬鹿な話やスケベな話を続けて笑い合う。

マートリーも色々な話をしてくれたが、男に抱かれる場面ではわざと俺の嫉妬を煽るような話しかたをし、期待通り嫉妬すると嬉しそうに男根を擦ってきた。

　そうこうしているうちに夜明けも近い時間になってきた。

「そろそろ部屋に戻るべきだな。目が覚めて君がいないと弟が探しにくるだろう」

「ふふ、このままでいいの？」

　マートリーが悪戯に笑う。

　一晩中やわやわと擦り続けられた男根は先端から大量の先走りを零していた。

「ははは、良くないな。最後に良いかな？」

　俺はマートリーに伸し掛かり、男根を腹の上に乗せて両手で握らせる。

「挿入しないの？　ぐしょ濡れですし……避妊薬も用意しているけど」

　俺は黙って首を振る。

「いや、これだけ溜めてしまうと避妊薬を突き破ってしまう」

　実際に屋敷のメイドで避妊薬を使いながら妊娠する者が出ている。

全員が俺が種を溜めて抱いた女性だった。

「アハハ、大げさですよぉ」

　俺は腹の上に置いた男根を動かす。

話の間ずっと我慢していたので出そうと思えばすぐに出る。

「いくぞ」

　俺はマートリーの肩を抱き、体を反らせて射精する。

「あっすごい脈打って……ふえっ!?」

　音を立てて種汁が跳ね上がり、彼女が両手で作った輪を通り抜けて腹へ噴き出す。

更に並サイズの乳房に打ち当たって飛び散り、谷間を通り抜けて首から顎へと吹き上がる。

「ちょっ！　何この量！　げほっ！」

　断続的に発射される種は顎から顔中に飛び散り、髪の毛まで種まみれにしつつ、驚いて開いた口の中にも飛び込む。

　激しい射精音を立てながらやや痩せた腹の上に溜まり、垂れて下半身とシーツをドロドロに汚し、吹き上がって顔に張り付き真っ白にしてしまう。

「ふぅ」

　ようやく落ち着いた時にはマートリーは全身精液まみれだった。

「……避妊薬が効かないの信じます。濃すぎて顔に張り付いて……これ中に出されたら流すのもかきだすのも無理なんじゃないかな」

　我ながら二五と言えば体の成長は止まる齢だろうに、年々男根は大きくなるし種の量も濃さもどんどん増えている。最近は勢い余ってか種自体が巨大化したオタマが出る始末だ。

「どうなっているのこれ」

　マートリーが射精で幾分か小さくなった睾丸を撫でるとぎゅるぎゅると腹がなるような音がし始める。

「再装填の音だ」

「本当に失礼ですけど、ハードレット様人外系の血とか混じってません？」

　ない。断じてない。ないよな？

　ともかく今日はこれでいいだろう。

そのまま部屋に戻ったらセドリックが卒倒するから風呂に入って来い。

「あぁそうだ。君は一人でどうやってラーフェンまで？」

「え？　町ごとに長距離馬車を乗り継いでです。毎度迎えの馬車を呼びつける身分でもないですし、小さい頃からお転婆だったので、その程度のことはできますよ」

　つまりお付きはいないか。

「いませんよ。居たら首に縄かけて止められてます」

　なるほど。ゆっくりお風呂に入っておいで。




　その後、姉に子守歌を歌われて一〇時間寝てしまったセドリックも起きて来た。

二人はマートリーの強行な主張でしばらく逗留することになったらしく、普段から重要な仕事を抱えているセドリックは忙しそうに準備を始める。

　ただその表情は終始ニコニコとしており、姉に声をかけられると何とも嬉しそうに返事をしていた。

「ちなみに一騎駆けに見えましたが供は連れていないのかな？」

「ええ、その余裕もなく。そのせいで家への知らせと仕事の連絡にてんてこ舞いです」

　なるほど。誰も連れていないんだな。

よくわかった。




　数日後──。

　俺は湖に仰向けになっていた。

別に水死体になった訳でもなければ気が触れて寒中水泳を始めた訳でもない。

「いい感じだ。四代目だったか？　それとも五代目か？」

　俺が寝転んでいるのは水面に浮かぶボートだ。

大きさは縦８ｍ、横幅に１・５ｍ程、ただの平船と違って後方半分には屋根がついているので雨が降っても安心だ。

「船を一人で組み上げるなんてすごいな。傾きもしないし水漏れも無い。船名は確かアレス……」

「次にその名を出したら剥製にして船首に括り付けるぞ」

　怒りながら毛布を投げつけたのはセクリトだ。

この船は彼女が切り出しから加工まで全て一人でやったらしい。

「船底を二重にして居住区への浸水を回避している。更に外殻に若干の浸水を許容することで重心の安定を──」

　なんにせよすごいんだな。

朝から二人だけでささやかな進水式を行い、今はこうして浮かんでいる。

「穏やかだな。釣りでもするか？」

　船内に釣り具があるのを見た。

時間的に魚は厳しいかもしれないが。

「いや、今はいい」

　セクリトは俺の隣に並んで寝転ぶ。

　見上げるのは抜けるような青空だ。

時折、高い声で鳴くトビが俺達の上を横切っていく。

　ラーフェンのすぐ傍とはいえ、湖の上に喧騒はなにもない。

「服を脱ぐぞ」

　セクリトは言い終わるなり全裸となり俺の服も脱がせて毛布を被る。

互いの肌のぬくもりで寒くはない。

「交わるのか？」

「後でな。今はただ横になるだけだ」

　決して小柄ではない俺達が並んで寝ると必然的に体の一部が重なる。

セクリトは俺の腕に頭を、太ももを腹の上に置いてきた。

　目が合うと鼻で笑うのでちょんとキスをしてやる。

すると噛み付くように唇を奪い返された。

「平和だな」

「ああ、退屈と言い換えてもいい」

　どうでも良い会話をする。

「何か面白い話はあるか？」

「廃棄物が金貨三五枚で売れたぐらいだな」

　本当にどうでもいいなぁ。

「昨日は楽しかったか。娼婦共を集めて乱交したのだろう？」

「あれはれっきとした情報収集だ」

　見るからに寒そうな空と寒風の音、その中で全裸で寝る。

だが船の縁が風を防ぎ、毛布の中は女体の熱で温かい。

「眠くなるな」

「寝ればいい」

　胸板に手を添えられる。

「寝る前に聞かせてくれ。どうしてこんな穏やかな時間をもった？　正直意図がわからない」

　セクリトのことだから湖上で激しい性交でも求めてくるのかと思った。

それが何もなくただ並んで寝るだけとは。

「私は昔から出撃の前には長めに休暇を取ることにしている。男を侍らすでも女を嬲るでもなく、ただダラダラと寝るだけの日をな」

　質問に答えていないぞ。

　ずいとセクリトが伸し掛かってくる。

毛布を被せられて表情が見えないが目が爛々と輝いている印象があった。

「遠からず次が来る。次が来るのさ。そうだろう？」

「おいおい」

　敵がいないのに誰と問う間もなく、セクリトが全裸のまま立ち上がる。

俺の頭を跨ぐように立ち上がったので全て丸見えで思わず毛布が盛り上がる。

「覗きがいるな」

　目を凝らすと空をケイシーが漂っていた。

岸から中が見えないので上から見るつもりだったのだろう。

（我発見さる！　ステルスが利かない！　回収されたしー！）

　セクリトはケイシーが見えないのか探している。

見えないのだとすれば気配だけで気付いたのか、とんでもない感覚だな。

　セクリトの視線は上空から湖岸へ移り、ひらひらと風になびく紐を捉えた。

　ケイシーは幽霊なので自由自在に飛び回れるが重さがないので風に極めて弱い。

屋内でイリジナの屁に吹き飛ばされるぐらいだから、今日のような風の強い日に高度を取るのは不可能だ。

　だとすれば湖岸の切り株からケイシーの腰に伸びる紐は固定用だから……。

「それか！」

　止める間もなくセクリトの手から短剣が飛ぶ。

山なりに投擲された短剣は優に３０ｍの距離を飛び、正確に紐を断ち切った。

（ケーブル切断！　あー助けてぇぇぇ!!　めーでーめーでー!!）

　哀れケイシーは風に流され飛んでいく。

助けてやりたいが高すぎてもう手遅れだ。今から船を戻しても間に合うまい。

「ふん、気分が荒れた。昼間はここまでにしよう」

　セクリトは俺の顔面に腰を落として来る。

「舐めろ。濡れたら好きに犯していい」

「それは頑張らないとな」

　俺はセクリトの股間を舐め回し、十分に濡らした後、行為を始める。

　船はグラグラ揺れながら岸にたどり着き、俺達は繋がったまま上陸して木に手をついて激しく燃えた。

完全に性欲に火が入れば寒さも気にならない。

そんな俺達をずっと狐が見つめていたのだった。




「……くそ腰が立たん！　好きにするにも限度があるだろうが」

　セクリトは腰を押さえて呻く。

やはり木にぶら下げて突くのはやり過ぎたか。

最後には直径１ｍはありそうな木が根元からへし折れたからな。

　老人のように腰を押さえて歩くセクリトに手を貸しながら屋敷に戻ると見知らぬ馬車がついている。

　玄関からは甲高い怒鳴り声が二つ。

一つはいつものノンナだろう。はてもう一つは……。

「ですから突然いらっしゃっても困ります！　準備がございますので宿をお取りください!!」

「私は貴女ではなくハードレット様を訪ねて参りましたの！　早々にお取次ぎ下さいと何度も言っているでしょう!!」

　覚えがある声だが、ちょっと早すぎないか。

「エイギル様は外出中です！　先ほど偵察機がロスト……ケフン！　そーもーそーもー!!」

「やあミストリー」

　甲高い声同士のぶつかり合いに割り込む。

　ノンナが舌打ちし、ミストリーが喜色を浮かべる。

「ハードレット様!!」

　ミストリーは飛びついてキスし舌まで入れて来る。

同時に股間に衝撃が走る。後ろから義手でセクリトが殴りつけてきたのだ。

　ズルズルと唾液を交換してからミストリーは口を離す。

「お待ちしてましたわハードレット様！　この女がネチネチと本当に鬱陶しくて」

　ミストリーがノンナを指差す。

「なっ！」

　怒りで真っ赤になるノンナ。

俺は何も言わない。

「ふふ、この女生意気にもハードレット様の妻だって偉ぶって本当に嫌ですわね。まあ貴方程の男ならこの程度の女すぐに乗り換えられるでしょうし……」

「ん」

　俺はあえて否定もせずただ曖昧に返す。

ノンナが泣きそうな顔になるが、大丈夫作戦だと目で合図を送る。

　そしてノンナへの罵倒が一通り終わった後、ミストリーの肩を掴む。

「ミストリー」

「はい♪」

　一旦目を閉じてから戦場で敵に向けるような視線でミストリーを射抜く。

心苦しいがミストリーには強烈なショックが必要だ。

　頭の中で考えた通りに怒鳴りつけようとした時だった。

「誰よ貴方!!」

　階段から駆け下りてきたのはマートリーだ。

タイミングが悪い。

「貴方こそ誰ですか？　下品な顔ね」

　真っ赤になったノンナそっちのけでにらみ合う二人……どうして顔を見た瞬間敵対するのか。

ミストリーとマートリーは色々似ているので共鳴するのだろうか。

「がるるる」

「ふしゃー」

　場末のチンピラのように顔を近づけて威嚇し合う二人を見ながら、俺は一旦ノンナのフォローに向かうのだった。

年末までになんとかもう一話。










第５３４話　姉さん大好き







　俺とノンナそっちのけで騒ぎ出すミストリーとマートリー。

「ええと、そんな義理ないと思うのですが一応嫌々紹介して差し上げます。こちらはリーバット騎士爵家ご長女のマートリー……」

　だが二人は俺たちそっちのけで睨みあっている。

「待て待て。確か顔合わせるのは初めてだろ？　なんでそんなに敵意むき出しなんだ？」

　二人の家は対立する派閥だが、彼女たちが家を大事にしているとも思えず、そもそも互いの身元もしらないはずだ」

「「こいつは敵よ！」」

　ノンナの適当な紹介を聞き流しながら二人はにらみ合う。

「はい、もう礼儀は果たしました。放っておきましょうエイギル様」

　胸に飛び込んで頬ずりするノンナを撫でてやる。

すると対抗するように足元にモフモフした感触、キツネがひっついてきたのだ。

　背中からも羽が触れるほど軽くセクリトがひっついてくる。

振り返るとフンと息を吐いて足早に去っていった。予想外の可愛さを見てしまった。

　その間にもマートリー、ミストリーの対立は続く。

　これは貴族女性特有の陰険な皮肉の言い合いが……。

「痩せすぎじゃない、この鶏ガラ、スケルトン」

「は？　額テカってるわよ不細工デブ」

　思った以上に直接的だった。

「肌荒れが見えているわよ。安っぽいネックレスね。ど田舎芋女」

「地層みたいに分厚い化粧が臭いのよおばさん」

　更に近づく。

路地裏でこんな口喧嘩を聞いたことあるなあ。

「「このアル中！　くされビッチ！　地雷女！」」

　声が重なる。

「ブーメランの応酬です……」

　ノンナが呆れた顔をして下を向き、足元に絡みつくキツネと目が合う。

「あ、きれいな毛皮……」

『ケン』と一声鳴いて転がるように逃げ出すキツネを普段からは考えられない速度で追跡するノンナ。

「「行き遅れ！　同い年の娘はもう子供持ってるわよ！　……酷い!!」」

　ブーメランは双方の急所に突き刺さり、遂に掴み合いが始まった。

「このクソ女許さないから!!」

「殴ろうっていうの!?　やってみなさいな野猿女！　誰か助けて殺されるーー!!」

　両者は泣き喚きながらお互いの服を掴む。

ドレスが破れて胸だの尻だのが飛び出すが気づいてもいないようだ。

「おっと手が滑った」

　わざとらしく呟いたセクリトが握り易そうな棒と手のひらサイズの石を転がす。

「悪化させるような真似をするんじゃない」

　セクリトの尻を軽く叩いてから二人の間に割り込む。

「そこまでにするんだ。服が滅茶滅茶になっているぞ！」

「「だってこの女が!!」」

　俺は適当にうんうんと頷きながらズボンに手をかける。

　ミストリーもマートリーも興奮すると一人でもなかなか人の話を聞かないのに二人揃っていて話になるとはおもえない。

ならばここはまず男根を出して落ち着かせるしかないだろう。

「お前も落ち着け」

　セクリトに下げたズボンを思い切り引き上げられた。

金具に挟まったじゃないか。これは痛い。




「何の騒ぎです。まさか曲者が入り込んだのでは!?」

　大騒ぎが客間まで聞こえたのか寝巻のままマートリーの弟セドリックが飛び出してくる。

「突然失礼する！　我が家の者がここに来ていると知らせが……」

　衛兵を押しのけるように玄関を開いたのはミストリーの弟リバルだ。

仮にも高位貴族だろうに唐突に来たな。

　新規参戦者二人は股間を押さえて蹲る俺を見て驚き、その目の前で取っ組み合う肉親を見て目を剥き、最後にお互いを見て絶句する。

「お前はシュミットのドラ息子！」

「小癪なリーバットの山出し！」

　咄嗟のことで互いに本音が出たようだ。

「「姉上!!」」

　そして姉が服を破られ、ひっかき傷までつけられているのを見て目の色を変える。

　いかんな。こいつらが姉に向ける視線は大事な肉親＋憧れの女みたいなものだ。

　俺に置き換えて、もしノンナが服を破られていたりセリアが傷をつけられている場面に遭遇したらどうなるだろうか。

「ぶちぎれて相手をバラバラにするだろう」

「いや今回は相手が女だからな。強引に挿入するぐらいだろうよ」

　人を強姦魔みたいに言うセクリトの言葉を合図にしたのか、セドリックとリバルが突進する。

「姉上に何をするこの山猿が!!」

　まずリバルが剣を引き抜き、マートリーに斬りかかる。

「姉上に手を出すなこの外道!!」

　その斬撃をセドリックは短刀で受け止める。

火花が飛び散り、刃が滑って頬を掠める。

「この程度か!!」

　セドリックも負けてはいない。

短刀を捩じって競り合いを抜け、一呼吸も置かずにリバルの胴体真ん中に向けて投擲、慌てて弾いた隙に前蹴りで吹き飛ばす。

　リバルもただ飛ばされるだけではない。

転びながらも足払いでセドリックを転倒させ、その隙にミストリーの手を取って背に庇う。

　セドリックも転倒しながら覆いかぶさるようにマートリーを守り、乳房が見えるほど破れてしまった服の上から自分の寝巻をかける。

「ねーさま、お怪我はありませんか!?」

「ねえちゃん。酷いことされなかった!?」

　互いに幼い頃の呼び方に変わっている。

　目の前で真剣の応酬を見せられた女性二人は硬直してしまったが、逆に男二人はますます目を血走らせている。

　屋敷の護衛兵と表の衛兵も飛び出てきたが、二人に剣を向けるかどうか迷いの視線だ。

セドリックは俺の客、リバルは表で名乗って紋章でも見せたのだろう。

「そら主人の出番だぞ」

「わかっているさ」

　俺はセクリトの差し出す布を手のひらに巻く。

これは黒下着じゃないのか、しかもさっき出した汁でぬめってる。

　二人が怒号と共に突進する。

その数倍の速度で俺が間に飛び込む。

「ふん、寝巻に短刀で何ができる！　この場で我が高貴な剣の錆にして──うわぁぁぁぁ!!」

「かくなる上は打算などない。この場で仕留めて──うおぉぉぉぉ!!」

　リバルの振るう剣を素手で止め、襟を掴んで放り投げる。

床を滑ったリバルは勢いを殺しながら壁に激突して悶絶する。

　セドリックの短刀を持つ腕を掴み、そのまま真上に放り投げる。

大柄のセドリックがまるでカタパルトで打ち出された石弾のように宙を舞い、天井に軽く当たって脳天から落ちる。もちろんそのままだと死んでしまうので落ちてきたところで足を掴んで受け止める。

　当事者二人が一瞬にして無力化されたことで場が静寂に包まれる。

「貴様らここは誰の屋敷だ？」

　静寂が染み込むよう一呼吸おき、あえて静かに呟く。

　途端セドリックの背がピンと伸びリバルが固まる。

　ふうと息を吐き、腹に力を入れて声にドスを利かせて殺気を込める。

「返事がないぞ」

「は、ハードレット辺境伯のお屋敷であります！」

　セドリックが答える。

　俺は何かを我慢するようにゆっくりうなずく。

実際に我慢しているのは寒空を歩いてきたせいで催した小便ぐらいのものだが、そこは演技だ。

「わかった上で斬り合いか。底抜けの阿呆でないなら……俺を舐めているのか!!」

　怒声は衝撃波まで伴って響き渡る。

シャンデリアが震え、蝋燭が消え、窓の外をハーピーが落ちていく。

「し、しかしこれは」

　反論しようとするリバルを睨みつけると二歩後ずさって尻餅をつく。

更に殺気を向けると倒れこんだまま震え始める。まあ殺し合いの経験が少なけりゃこんなもんだろ。

「お前らは東西に分けて宿を取れ。二度目は許さんぞ」

　背を向け、二人に手だけで出て行けと促す。

セドリックはもちろんリバルも反論せず、転がるように飛び出していく。

「さてと」

　斬り合いと俺の本気の怒声で完全に固まってしまったマートリー、ミストリーに近づく。

「「ヒッ」」

　二人は先ほどの喧嘩を忘れたように互いの肩を抱いて震える。

そんなに怖かったのか。フォローしておこう。

　マートリーの鼻を指で軽く引っ張り、ミストリーのデコを突っつく。

「お前達へのお仕置きはこれで終わり。もう喧嘩してはだめだぞ」

　先ほどとは正反対の精一杯穏やかな笑みを見せながら一人ずつ優しく抱きしめる。

二人は互いの肩を抱いたまま顔を見合わせ、一瞬にして真っ赤になった。

「「や、優しい！」」

　二人は俺の手をギュッと掴んでくる。

そこで互いの手が当たると再び鋭く睨み合う。

「まったく……」

　色々手違いはあったがなんとか当初の目的通りに軌道修正できそうだ。

ここ数日街中の知り合いに当たっていたのが無駄にならなくて済みそうだ。







　俺は自室に連れ込んだ二人を猛烈に抱いた。

　肉が跳ね、汁が飛び散り、嬌声が交差する。

　二人の体に覆いかぶさり、あるいは上に乗せて揺さぶりながら男根と一緒に言葉をねじりこむ。

　俺の強烈な攻めに悶えながら、二人は俺の言いつけを復唱していく。

「も、もう絶対に自傷はしません!!　誓いますぅ!!」

「人を殴ったり引っ掻いたりもしません!!　だからもっと！　もっとぉ!!」

　汗まみれの女体が重なり悶える。

「暴言も吐きません!!　だから私に入れてぇ!!」

「ノンナさんも怒らせません!!　だから私が先ぃぃ!!」

　男根が脈打ち、精液が勢いよく飛び出していく。

　ミストリーが痩せた体を限界まで反らせて泡を吹き、マートリーは俺を抱えるように体を丸めて絶叫する。

「うう……すごい……いっぱい食べてお肉をつけます……」

「あぁ……腰が勝手に……アルコールは一日一瓶まで……」

　最後に後戯をしながら更に言葉を刷り込む。

「浮気……したら……すぐに白状……します……」

「私達はずっと……仲良くします」

　二人は俺の言いつけを全て承諾し、仲直りの証に目の前で唇を重ねた。

「素晴らしい。じゃあプレゼントをやろう」

　俺は机の引き出しから二組のピアスを取り出して渡す。

「俺に好意がある間はつけておくといい」

　途端、絶頂の余韻に伸びていた二人が跳ね起きてピアスをむしるように奪いとる。

　最初はリングにしようかとも思ったのだが、未婚の女性にリングを贈るのは意味が重くなりすぎるし『知り合い達』からも体に刻みこむ……耳の穴に通すピアスの方が良いと助言を受けていたのだ。

「つけました!!」

「おい」

　ミストリーはピアスを何のためらいもなく左右の乳首につけてしまったのだ。

どうしてさも当然のように乳首にピアス穴が開いているのか。

　だがその衝撃も騎士爵家の娘さんにかき消された。

「つけました！」

「おぉい」

　マートリーはなんともっと際どい場所、女の穴からはみ出た肉部につけてしまったのだ。

「この穴開けられた時は一週間泣いたけど……ふふ、よかった」

「くっ！」

　ミストリーがすごい形相で尖った櫛を逆手に持つ。

今から無理やり性器にピアス穴をあけようとしているのだろう。

もちろん良いことではない。

「……これも自傷になるかしら」

「なる」

　はっきり言ってやると悔しそうに諦め、マートリーを睨みつける。

「仲良く」

「うぅ……いじわるぅ」

　恨みがましい声だがちょっと可愛かった。

「そろそろ弟の所に帰ってやれ。但し俺との関係は秘密にな」

　あのシスコンぶりではばれたら色々面倒くさそうだ。

　二人は素直に聞き分け、仲良しアピールに女同士のキスをしてから退室していく。

「完璧だ。恐ろしいほど上手くいった」

『知り合い達』にはたっぷりとお礼をしなければ。

　おっとそろそろ尿意が限界だ。

後をつけるみたいで格好悪いがトイレに行こう。

　廊下に出ると二人は下を向いてぶつぶつ言いながらゆっくり歩いていた。

そして同じタイミングで口を拭ってから唾を吐き落とす。

「このクソ女と仲良しなんて反吐が出るわ。出し抜くには貢ぐのがいいか。でもハードレット様はお金も芸術品も欲しがらないだろうし……何を貢いだら……情報ね。弟から……」

「野人女をどうやって蹴落としますか……貢ぐなら女体かしら……顔は私が上だから食べて肉をつけるとしてそれ以外に……派閥争い……リバルから……」

　聞かなかったことにして小便しようかな。

「右！　右です！　毛皮がそっちにいきます！　ふぎゃーーちべたいですーー!!」

「ああっ！　奥様がお池に！」

「深さは腰までですから大丈夫ですってば。暴れないで水が飛んで冷たいですからぁ！」

　俺の肩にひょいとキツネが戻ってくる。

ノンナは大丈夫だろうか、盛大なくしゃみが聞こえたからまあ大丈夫だろうな。




　突然背後に殺気を感じる。

普段なら瞬時に振り返るのだが、小便中でワンテンポ遅れた。

それが致命傷となった。

（怨敵、天誅──!!）

　鬼の形相で襲来したのは風に乗っていったはずのケイシーだ。

手にしているのは銀の燭台だった。

「せめて終わるまで待ってくれ」

（聞かぬ！　貫けぇぇぇ!!）

　ズドンと尻に燭台がめり込む。

「────どうしてみんな俺の尻に物をねじ込みたがる!!」

「旦那様いまの悲鳴は──あっ」

　三十路ほどの熟練メイドが便所で倒れる俺を発見する。

問題なのは彼女がケイシーが見えない者だったことだ。

　見えるのなら鬼の形相で俺の尻に燭台をねじ込んでグリグリしているのがわかっただろうが、見えなければ便所で自分の尻に燭台をねじ込み、快楽の咆哮をしているようにしか見えないだろう。

「失礼いたしました」

　変態を見る目をするんじゃない。

ケイシーもねじ込むならセクリトに入れるのが筋だろう、その方が色もあってよい。

しかも複雑な形状のものをぶち込みやがって抜けないだろうが。
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ツヴァイエルフィ

　ギドとビシタシオンとザフネスの三人は当初の計画通り、崩落した砦に到着していた。

「先を越されてるぞ」

　ギドが呆れた口調で呟く。

その武装は長めの片手剣と背中に背負ったショートボウ、全身をやや厚めの革鎧で固めている。

「でっかい声で話すからよ」

　ビシタシオンはフンと鼻を鳴らす。

彼女の武装は大きく屈曲した短刀と腰に差した複数の直線的なダガー、それに体に仕込んだ複数の暗器、防具は無く平服のままに見えた。

「ふふふ、酒場で大儲けの話を吹聴すればこうなって当然だろうな」

　ザフネスは二人の冷たい視線を堂々と受け止める。

武装は両手サイズの剣に大きめの盾、背中には槍まで背負う重武装かつ全身を金属鎧に固めていた。




　彼らの目的地たる砦には数十名規模の冒険者ＰＴが先に到着し、続々と内部に入っていた。

「……まさか奴らを後ろから襲えなんて言わないだろうな？」

　ギドの問いにザフネスは大声で笑い、その場にどっかり腰を下ろす。

「冒険者同士の殺しはご法度……などと綺麗ごとを言うつもりはないがそんな面倒くさいことはせん。それより特上の肉を持ってきた。火でも起こして鍋にしよう。大仕事前の腹ごしらえだ」

「奴らに砦をすっからかんにされるぞ……まあ別に俺はどうでもいいんだけど」

　ギドはザフネスの対面に腰を下ろす。

「私も。あんたが無理やり誘っただけだし」

　ビシタシオンも自分の隣をポンポン叩くザフネスを無視してギドの隣に腰を下ろす。

　三人でたっぷり二時間鍋を囲み、ザフネスはさてと立ち上がる。

「そろそろ行くか」

　ザフネスは先行者達が侵入した入り口を一瞥すると口角を僅かに上げ、別の開口部から砦に侵入する。

　傾き壊れて最悪の足場となった砦の内部を一五分程進むと先行者の集団が見えてくる。

「俺の右とケツを守れ」

　ザフネスはそう言って先行者の集団……正確にはその死体を確かめる。

「ひいふうみい……全員死んでるな。内臓吸われてないなら蟲の残りじゃあない。かといって素人集団とはいえ腕っぷしだけはそれなりの奴らだ。これだけいて瞬殺されるとなれば相手は多くない」

　ギドとビシタシオンは少なからず驚く。

ザフネスを声がでかいだけの目立ちたがりお調子者と思っていたからだ。

「こいつらを当て馬……いや捨て石にしたのか」

　ギドの問いにザフネスはにっこり笑う。

「こいつは全身ナマス切り、こいつは脳天唐竹割、一方でこいつなんかは外傷がないのに真っ青になって死んでいる……わかるか？」

　首をひねるギドの横で見るからに警戒度をあげたビシタシオンが呟く。

「アンデッド、それもゾンビやスケルトンじゃない上位種」

「正解だ。さすが俺が目をつけた女だな」

　その時、背後から暗く心に響くような声と全身を駆け抜ける悪寒が全員を襲った。

　ザフネスは懐から大きめの瓶を取り出すとその中身をまず自分で被る。

「とっておきの聖水だ。代金は報酬から天引きだぞ」

　続いてザフネスはギドとビシタシオンにも聖水をかける。

　同時に通路の先から巨大な、そして半透明の影が不気味な叫びと共に現れたのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二五歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）カウンセラー（仮）

今話登場

ノンナ（落水）リバル（ねえさま大好き）セドリック（ねえちゃんラブ）

マートリー（仲良し？）ミストリー（仲良し□）セクリト（小嫉妬）ケイシー（ねじ込み）

ギド（遭遇）ビシタシオン（遭遇）ザフネス（真カリスマ冒険者）

領民

総数　三十六万五千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千 ツヴァイエルフィ二九〇〇（二〇〇）

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二十七万 金鉱中（一万一千）

経験人数八一六人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン








第５３５話　智将の乱行







王都ゴルドニア　ハードレット邸

「三……二……一……」

　ポンポンと景気良く高価なワインが抜かれ、演奏と歌が始まる。

同時に整った顔立ちと長い手足の雇い踊り子が軽快なステップで踊る。

　イリジナが給仕する子供達の手から皿を取り上げ、仕事より遊べと肉を口に詰め込む。

　カーラとミレイが飲み比べを始め、周囲が不必要にはやし立てる。

　マリアとメリッサは楽しく酒を飲んでいたが、やがて変な雰囲気になって口移しで飲ませ合ってしまい、俺に謝りながら二人がかりで口移しで飲ませながら弁明する。

　一杯だけと約束したセリアが三杯目を飲み始めた辺りから宴は乱れ始めた。

カーラとミレイが全裸になり、ピピがシャンデリアに乗っかって遊び始め、ヨグリがひん剥かれ、マイラとセリアが折り重なって倒れている。

　メルが真っ赤になってフラフラ歩き始め、クウが十にもならない男の子に卑猥な単語を連発してルウを困らせ、アネットとアデラは噴水のように逆流し、名門ベルツ家の娘グレーテルが酔ったマータに命令されてお手やお座りを繰り返す。

　セクリトに挑発されて始めた飲み比べに負けたイヴァンナはテーブルに突っ伏して昏倒、下を脱がされて女の大事な場所を子供達に観察されていた。




「母様……いい匂い……」

「ステファニーこそ花のような香りがするわ。触ってもいいかしら」

「わ、私もいいですよね？　足……開いて」

「ずるいわ姉様。母様、私のお股も触って……」

「お、おかしいな……酔いにくくなる薬のはずなのに」

　困惑するナーティアの横ではトリエア王家の母マルスリーヌ、長女ステファニー、次女ブリジット、三女フェリシーが桃色の空気に包まれている。

「あったかい……でもちべたい……」

　セリアがマイラの顔に乗っかったまま漏らし、マイラは酔い潰れたまま濡れた尻を撫で回す。

起きた時が大変だろう。







　そんなノンナが酔っていなければ悲鳴をあげるような王都ゴルドニア屋敷での宴は昨日のことだった。

「初日の出か」

　布団を押し退け、二十六歳初めての朝を眺める。

もちろん何も変化はない。毎年成長する子供でもなければ年毎に老け込む齢でもない。

「八年か」

　年の変わり目に見る夢には特別な意味があるという。

今年は随分と素晴らしく懐かしい夢を見た。

思い返すと気恥ずかしいので止めておこう。

「さあ起きよう。年明けは忙しいぞ」

　俺はベッドから掛け布団を剥ぎ取り、籠る寝坊助を朝の寒さに晒す。

「「「あぅぅ……」」」

　まず這い出て来たのはノンナだ。

のそのそと這い出すとベッドからコロリと落ちて寒いと呻く。

　次にレアが目を擦りながら起き上がり、キスマークだらけの首筋と激しい打ち付けで赤くなった尻を撫でながら俺の唇と股間にキスをする。

「うー四三歳になった朝……」

　最後に恨めしげに現れたのはメルだ。

ノンナとレアを見て、悔しそうに毛布を纏う。

「並べて抱かれるのは構いませんけどせめて齢の近いリタさんとかドロテアさんとか三十路超えの方と並べて欲しいです。レアちゃんやノンナさんと並ぶと肌の張りが……艶が……」

「ははは、若い女と年増を並べて抱くからいいんじゃないか。その証拠に沢山出たろう？」

　言葉に応えるように全員の股から昨夜出した精が大量に零れる。

「お前達も居間でひっくり返ってる奴らも皆最高だ。それでいいだろう」

　笑いながらぶー垂れるメルを抱き起す。

「あ、あのぅ」

　ベッドからもう一人が這い出して来る。

おっと記憶が戻ったぞ。

　彼女は近隣で同じく宴をやっていた家の六女で、近所の誼であいさつに来たのだ。

話してみると随分楽しく、酒の勢いもあってそのままベッドに引き込んでしまった。

「あの……避妊してない……」

　彼女の股からも当然精が垂れていた。

おまけにシーツには赤い花まで散っている。

「責任は取るよ」

　名前を後で聞いておかないとな。




　領地ではなくあえて王都で新年の宴をやったのは理由がある。

「式典の時間まで二時間か。まあ大丈夫だろう」

　新年の祝賀を行う為、領主も含めた全貴族が王命によって呼びつけられたのだ。

　俺は体から情事の跡を消しながら服を着る。

「普段ならもっと日程に余裕を持ってやるのにな。今回はどうにも急なことだ」

　しかも急でありながら身一つで来いという訳でもない。

例年通りしっかりと着飾り、守りの騎士も連れながらすぐに来いとの無茶ぶりだ。

　俺は普段から急な出陣には慣れているが、のほほんとしていた辺境領主はたまらないだろうに。

「何分もう敵がいませんからな。辺境の守りも領主の忠心も過度に気にする必要はありません。王は好き放題できるのでしょう」

　俺にマントを着せたのはレオポルトだった。

いつものセリアだと思って素直に着せられてしまったじゃないか気持ち悪い。

　とはいえ今日はこいつとアドルフも連れて行く必要がある。

「セリアとマイラは？」

「先ほど風呂場で怒鳴り合っていましたよ」

　ちょっこり顔を出してアドルフが答える。

「だろうな」

　昨夜のセリアはマイラの顔の上に尻を乗せたまま盛大に漏らしていた。

年越しの夜は静かに寝かせてやろうと起こさなかったが朝起きて大惨事だったろう。

　俺はセリアとマイラを待ちながら

「今日は大事な年始の式典だ。お前達二人とも皆の前で不作法をするんじゃないぞ」

　などと気取って言ってみる。

「「はあ？」」

　呆れた声の主はアドルフと飄々と起きて来て俺の襟を整えるセクリトだ。

　だが一番腹が立つのは声も出さず鼻で笑いやがったレオポルトだ。

「もういい。行くぞ！」

　互いに顔を背けながらマイラとセリアがやってくる。

俺はフンと鼻を鳴らして一番に玄関を出る。

「ぐおっ！」

　そして寒さで凍った水溜まりでひっくり返り、腹いせにセクリトに濃厚なキスをかますのだった。




　王宮に着くとまるで花畑かと思うぐらい色とりどりだ。

　貴族の甲冑はキラキラ、護衛の騎士はピカピカ原色、馬車や馬にまでヒラヒラフリフリがついている。

「なんだかこちらが貧相に見えますね」

「実戦向きです。常在戦場です!!」

　対して俺達はほとんど黒塗りか鋼の色がそのままだ。

「デュアルクレイターが綺麗だったらまだマシだったが」

（あけましておめでとう）

「やかましい」

　今のデュアルクレイターは武骨を通り越して邪悪さすら感じる。

鍛冶場のハンマーでも晒した方がまだ優美だろう。

「これはこれはハードレット殿」

　ニヤリと笑う太ったおっさんが近寄って来る。

「──卿です」

　マイラが囁いてくれるが覚える気はない。

「いやはや救国の名将。不敗の猛将たるハードレット殿がそれでは新年のめでたき場にはそぐいませんぞ。民草に余裕を見せる為にももっと艶やかにするべきでしょうに。あるいはまさか陛下の招聘などその程度の地味な装いでも十分足るなどと？　見ればお付きの郎党もなんとも貧相な顔、いやはや、いやはや……」

　レオポルトとアドルフを見るが言い返すつもりはないようだ。

俺も無視してもいいが少々鬱陶しいな。

「待てよ。──卿だと？」

　俺はどうでもいいと頭の片隅に仕舞い込んでいた記憶を取り出す。

　そして嫌味を言い続けるおっさんにボソリと呟く。

「私と言い合う暇がおありか？　グォウマスリ卿は政務総監と歓談しておいでのようだが」

「なんとっ!?」

　おっさんはピンと跳ね上がると慌てながらドタドタとケネスの下に駆けていく。

「今のは？」

　レオポルトが聞く。

「あのおっさんは伝統貴族ＮＯ１５の座を狙って争っているそうだ。ちょっとした情報網があってな」

　ミストリーから寝物語に聞いたのだ。

弟の部屋に押し掛けて子守唄を歌ってやると熟睡、その隙に書類を数枚持って来てくれたのだ。

　お礼に股を小一時間舐めて愛を囁いてやると『またすぐに持ってきますから。絶対にすぐきますから！』と言い残して実家に戻っていった。




「ハードレット卿、このような場で話す話ではないのかもしれませんが……」

　なら話すなよと言いたいのを堪えて振り返る。

今度は新貴族のようだが知らない顔だ。

「私は──と申します。実は我が一門の者が軍務総監に無礼を働いたようでございまして……なんとかハードレット卿から取りなして貰えないかと」

　待てこの名前にも聞き覚えがあるぞ。

「駄目だな。ラッドハルデ卿は直接の謝罪を望んでいる。間に誰か入れるとむしろ悪化する。助言を求めてもまずい。そもそも謝罪が遅いと苛立っているから謝るなら恐らく今日が最後のチャンスだぞ」

　男は「なんと！」と目を見開き、慌ててエイリヒの方へと駆けていく。

「今のはなんです？」

　アドルフが聞いて来る。

「エイリヒが影でかなり激昂していると聞いてな。独自の情報網だ」

　こちらはマートリー情報だ。

弟と一緒に風呂に入ると姉との会話を弾ませようとしたのか仕事の話でも構わずにドカドカ話して来たそうだ。

　お礼にねっとり体中を撫でてやると熱病に犯されたように蕩けた顔で『またすぐに何か持って来るね』と言い残して帰って行った。

「いずれも私も捉えていなかった情報です。レベッカ殿もそうだったのでしょう」

　見れば艶やかな貴族達の隙間に隠れるようにこちらを窺っていたレベッカが驚き目を剥いている。

「情報伝達に多大な問題はありますが」

　余計なことは言わなくていい。

「ベレッカも盗み聞きなどせずに話しかけてくれればいいのに」

　笑って言ったのだが睨まれて足を踏まれた。

理由が全く分からない。

　レベッカを追いかける暇もなく王が現れる。




　王が語るのは王国の繁栄の約束、貴族領民の団結、戦災への忍耐。

返すのは王国への賞賛と忠誠の誓い。

　ありきたりで思い返すまでもない言葉の応酬を隣のマイラの尻を撫でて耐える。

いつもなら小声で怒ったり悶えながら抵抗したりするところなのだが。

「最近マイラさん人混みで痴漢されるの好きみたいなんです」

　セリアが囁く。

喧嘩からの悪口だとしてもこんな場所で言うのは止めてくれ。

俺のズボンが破れてしまうじゃないか。




　どうでも良い祝辞の中に気になるものも混じる。

　その一つが新制度だ。

「余の与えた領地を治めるのは各々領主の義務である。しかし大戦の爪痕を見るに復興を一領主のみの責とするのはいささか無情であろうし、復興の遅れは民心の乱れを招くであろう」

　こう始まって貧乏領主は期待する。

「復興には王国の総力をあげるべきではあるが、下賜した領地への過度の干渉は王と諸侯の関係を損ねるものであろう」

　こう続いて失望する。

「余と王国に依存せず、各々の領主同士が鋼の鎖のように繋がり支え合うことこそ理想である。それには王国に仕える貴族同士が負担を分かち合い……」

　ここで青い顔をする。

「しかるに余がこれを取りまとめることは好ましくない。諸君らも立場と役職にとって立ち位置があろう。それぞれ取りまとめ役は……」

　聞くまでもなくケネスとエイリヒだ。

「各貴族から一定額を徴収してその使用権限を二人に与える。これは陛下公認の第二税のようなものです。資金を握る両者の力は更に巨大となり、日和見貴族達も立ち位置を決めないといけなくなる。派閥対立がますます先鋭化しますよ。陛下は何をなさりたいのか」

　アドルフが驚愕の表情のままで言う。

　ここで答えるのがレオポルトの役割だろうに何も言わない。

役に立たない奴だ。ならば俺が答えるしかない。

「争いが起きれば男が死に女が困る。その困った女を王の財と権力でモノにしてベッドに……」

　俺の推理を聞く者は誰もいなかった。




「続いて叙爵の儀を執り行う」

　俺達にとってはこっちが本番かもな。

「緊張のあまり漏らすなよ」

　俺の声に追われるようにレオポルトとアドルフが進み出る。

　今回奴らを連れてきたのはこれが理由だ。

　他の場所からも新たに爵位を与えられた者が進み出るが、俺の周りからは特にゾロゾロ連なって出る。

「レオポルトさんが子爵位、アドルフが男爵位、トリスタンが準男爵位で、イリジナさんとルナさんとアホのヤーコフが騎士爵位……乱発し過ぎです」

　まとまって五人も出るのは異常事態なのかヒソヒソ話が始まる。

いいじゃないか、王が俺にくれた任命権をまとめて全部使っただけだ。

　人選はまあ適当だ。

「……私に子爵位くれても良かったのに」

　マイラが拗ねる。

すまんレオポルトのは勢いだったんだ。

　トリスタンはこの場にいない。

あの馬鹿は最後まで爵位なんて要らない。王の前になど出たくない。寒いから表に出たくないとごねまくり、なら勝手にしろと本人不在となったのだ。

　もちろん普通であれば本人不在の叙爵など認められないしトリスタンもそれが狙いだろう。

だが俺には考えがある。サボりの代償は高くつくと教えてやろう。

　セリアも同じく形だけでも俺以外の臣下にはなりたくないと言ったので認めた。

こちらは可愛いのでなんの問題もない。

「連邦から来た男はさて置き、イリジナと言えばアークランドの……」

「何か文句が？」

　陰口をたたく男を睨んで黙らせていると他の領主から推挙された騎士らしい者達と並んで式典が始まる。

「貴殿は王と王国に終生の忠誠を──」

　寸分違わぬ誓いの言葉が続く。

よくあんなに正確に覚えられるものだ。

俺の時はどうだったか間違えたんじゃなかろうか。

　レオポルトとアドルフはもちろん楽々とこなし、イリジナは盛大に噛んだが、ルナとヤーコフですらスラスラとこなす。

　ただ誓いの前、三人は片膝をつきながら俺に視線をよこし小さく頷いてやると言葉をつづけた。

形式上貴族は全て王の臣下となるが、本当は俺の部下だよと言いたいのだろう。

可愛い奴らだヤーコフ以外は。

「一名居らんようだが？」

　王の言葉に俺は勢い良く音声をあげる。

「トリスタンなる男、乱行で患ったシモの病が悪化！　その上、なんとしても参じると怪しい薬を飲みまくり男根が大根程に腫れあがって歩くことも敵わず、悔し涙を流しながら養生しております！」

　ゴルドニア国中の貴族が集まる大広間に俺の声が響き渡る。

　噴き出す声に笑いを隠す咳払い、堪え切れず笑ってしまう者もいた。

王も頭を抱えながら笑っている。

「そちの任じた男であるならただの阿呆とは思わんが……女遊びと無知も大概にせよと申し伝えよ。どうであれ病であればやむを得ぬ。ハードレット卿の言と責をもって誓いの代用とする」

「ひ、ひどい」

「国中の貴族が集まっている場所で」

　セリアとマイラはトリスタンの為に祈った。

　笑いもとってさて終わりと思った時だった。

「陛下」

　レオポルトが跪いたまま、ゆっくりを顔をあげる。

「何か。フーゲンベルグ子爵」

　その場にいる他の叙爵者だけでなくアドルフとヤーコフまで驚いている。

　子爵位にある者が王に言葉をかけるのは少々非礼ではあるが常識外れではない。

しかし式典の直後に自分から王を呼び止めるとは前代未聞だろう。

　周囲の者だけではなくケネスとエイリヒも驚きを隠せていない。

横に控える衛兵も心なしか緊張している。

「忠義の誓いに付け加えたき言葉がございます。お聞き願えませんでしょうか？」

　周囲から安堵と僅かな失望の息が漏れた。

型通りの誓いの言葉に更なる美辞を付け加えて王の歓心を買おうとしている。そう見たのだろう。

　王も心持ち面倒くさそうに答える。

「申せ」

　だが俺の緊張は更に高まる。

レオポルトがべんちゃらなど言う訳がないからだ。

「ゴルドニアは中央平原の覇者と相成りました。さすれども域内にはまだ陛下の統治及ばぬ場所が残っております。その併呑の折には是非とも私を先鋒に立てて頂きたく存じます」

「……都市国家群のことを申しておるのか？」

　レオポルトは頷き、王は首を横に振った。

「その予定は微塵もない。大戦において共闘した仲でもある。滅多なことを言うではないぞ」

　当然の言葉だろう。

俺としても明日からアレスと戦争だ、などと言われても困る。

ギルドレスがとても喜びそうなのが一層困る。

「馬鹿なことを。勇猛を誇りたい余り、考え無しの雄弁でお叱りを受けよった」

「叙爵早々失点とは。目立ちたがりも程々にせよとの教訓だな」

　嘲笑混じりの陰口。

レオポルトは勇猛など誇らない。目立ちたがる心など微塵もない。

「されば南のガーランド帝国はいかがか。一大敗戦にまみれたかの国は今や砂上の楼閣。私も軍才には一廉の覚えがあり、一軍任せて頂ければ中央平原に数倍する領土を切り取って見せましょう」

　シンと場が沈黙する。

ケネスとエイリヒまでも硬直していた。

「──そなたの軍才を余は知らぬ。しかし帝国に仕掛けるなどと妄言するにその程度知れたものであろうな。地図を見よ！　国力を見よ！　王国が復興に尽くすべき時に壮言吹いて我が歓心買えると思ったか！」

　王は本気で怒っていた。

「あ、あやつは狂っておるのか!?　終生の栄誉たる叙爵の場で王を激昂させるなどと！」

「出世や役職など二度と望めまい！　ハードレット卿、そなたの部下であろうにお止めなされ！　あの者の子孫にまで関わることになりますぞ！」

　俺も硬直していた。

普段とは違い過ぎる奴の言葉に。

「さればオルガ連邦は」

「連邦は友邦である！　ゴルドニア王家に繋がる血も持つことも知らぬとはどこまで無知か!!」

　レオポルトはひるまない。

普段通りの鉄仮面のままだ。

「だからこそ、かの国の防備は九割九分まで西にあります。一度河を押さえたならば──」

「そこまでだ」

　俺は後ろからレオポルトの首根っこを掴み、ポイとばかりに放り投げる。

数メートルの高さまで放物線を描いた奴はマイラとセリアの間に落下して三人まとめて転倒する。

「推薦した者が無礼を働きましたこと、平伏してお詫び申し上げます」

　俺は膝をつき、深々と頭を下げる。

　王が激昂で荒らげていた息を整える間に続ける。

「あの者、辛気臭い面ながら根っからの猪武者。叙爵の興奮にて、できもせぬことを吹きまくったのでしょう。頭を数発殴ってやれば収まりますのでどうかここは……」

　王は大きく息をつき、冷静さを取り戻して言う。

「新年と式典の場故、そちの詫びに免じて妄言の罪科は問わぬ。ただしあの男には二度と余の前に顔を見せぬよう言え」

　全員から安堵の溜息が漏れる。

新貴族、伝統貴族の心を一つにするとはやるじゃないか。

「余も少々激情し過ぎた。祝いの場を乱すことは本意ではない。しばしの時間をおいて晩餐会とする故、各々戻って準備をするが良い」




　周囲のヒソヒソ声を受けながら、レオポルトの首根っこを掴み背中に担ぎあげて屋敷に戻る。

見せしめみたいなものだ。

「エイギル様の立場を危うくするなんてレオポルトさんでも許せません。このっこのっ」

「なんで無意味に人を怒らせるのですか。しかも陛下をなんてハードレット卿のとりなしが無ければどうなっていたか！」

　ぶら下がるレオポルトをセリアとマイラが儀典用短剣の鞘でドスドス突いている。




　俺は二人に散々突かせてから屋敷に戻らせ、屋台で硬そうな串焼きを二本買う。

「お前は何をやってるんだ」

「お怒りですか？」

　別に怒ってはいない。

ただ意味がわからなかった。

「何から何まで普段のお前と違う。何をしようとしたんだ？」

　ここで「さっきのが本当の私です」と言われたら人間不信になりそうだ。

「陛下は一代で中央平原の覇者となられました」

「まあそうだな」

　この串焼き本当に硬くてまずいな。

「ならばこそ確かめておく必要がありました」

「なにをだ？」

　中は焼けてないぞ。

詐欺だろう店をひっくりかえしてやろうか。

「陛下に未だ野心は残っておられるか」

　俺は手を止め、串焼きを地面に捨てる。

「結果はご覧の通り。北は友邦、南は強敵、間近の地を奪う気も無し」

「そりゃあお前……味方と勝てない相手に戦争吹っ掛けるのはアホだろう」

　俺はレオポルトの頭を一つ叩いて帰ろうと言う。

「無論勝てない戦は仕掛けないが当然です。しかしハードレット卿が陛下の立場ならば如何しましたか？」

　帝国に仕掛ける意味なんてないし、アレスも暑苦しいので御免被る。

連邦だって東に防備はないとは言え、やがてやってくる何百万の大軍勢相手には勝ち目はない。

レオポルトが吹いた河をなんとかするなんてのがどれだけ難しいか。

　ならノンナとの約束をどうするか。

デュアルクレイターを化け物にしてしまった上に約束を果たせないなんて恰好が悪すぎる。

「勝てない戦、無意味な戦は仕掛けない。しかし考えはするのです。野心の炎が消えていなければ」

　少しずつ近づいてくるな。

「王は勝ち目がないから怒ったのではない。考えてすらいない。王の野心は現状で完結している」

　呼び方が陛下から王に変わった。

「俺もしばらく戦は御免だと思っているぞ。長々戦争して散々だ」

　話を切ったつもりでレオポルトに背を向ける。

　レオポルトはついてこない。

「このまま永久の平和が訪れたら？」

　突然の問い。

「結構じゃないか」

　俺の地位は辺境伯、既に貴族としての最高位だ。

　ドワーフの金鉱もあるし耕地も広がっている。

領地は年々豊かになり、何不自由なく暮らせる。

　ノンナを始め妻達と愛人達は若い娘に年増に皆良い女ばかりだ。

　気の良い奴らと楽しく宴を開き、新たに惚れた女は口説いて愛し合い、種を打ち込んで孕ませる。

　何の不満もないように思える。

　ただ一つ、ルーシィを迎えにいけないことを除いて。

　ルーシィとの約束は王になること。

貴族の最高位ではダメなのだ。

　その約束は他の全ての女の笑顔や幸せとかちあってしまう。

「何を考えておいでですか？」

「お前は悪魔か」

　考える間に近寄って来ていたレオポルトの口にもう一本の串焼きをねじ込む。

ノンナと見た劇に出て来た悪魔みたいな出方をしやがって。

　いや生焼けの肉汁で激しくむせる悪魔などいないか。

「今度こそ帰るぞ。これ以上お前と話していたらおかしくなる」

「はっ」

　この件は保留だ。

レオポルトが叙爵早々二度と王の前に出られなくなったが、爵位に嘘はないしどうでもよかろう。

「で、ハードレット様の寄子の準男爵様がだな」

「は、腫れあがって大根に!?」

「あっちの病気で式典欠席って……どんだけスキ者なんだよ」

　洒落にならないレオポルトの騒動と違い、洒落になるトリスタンの噂は市民の間に急速に広がっているようだがこちらも問題あるまい。

　ちょっとやり過ぎたかもしれないので最高級の紅茶とスケベな本を沢山買って帰ってやろう。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳＋　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）カウンセラー（仮）

今話メイン

セリア（喧嘩）⇔マイラ（喧嘩）

レオポルト（出入り禁止子爵）アドルフ（男爵薄）トリスタン（大根準男爵）

家族

ノンナ（二日酔い）カーラ（二日酔い）ミレイ（二日酔い）メル（側室）クウ（下ネタ大王）ピピ（楽）

メリッサ（久々）⇔マリア（愛）ミティ（側室）サリー（快方）マルル（快方）カトリーヌ（過去語）グレーテル（犬側室）ソフィア（愛妾）レア（愛妾）ルウ（愛妾）ケイシー（お化け）リタ（メイド長）ヨグリ（全裸）アリス（愛妾）マルスリーヌ・母（親子）娘ステファニー・長女（禁断の）

ブリジット・次女（背徳）フェリシー三女（百合園）クラウディア（新年登山）クララ（泣）

アデラ（逆流）アネット（噴水）ベネル（微反応）ドロテア（余談）

部下

イリジナ（騎士爵）セクリト（勝者）フェルテリス（ご祝儀全裸）

ナーティア（調合失敗）マータ（悪乗り犬回し）ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）Ｔ−九九（留守番）クビヘルミナ（留守番）

ポルテ（寝正月）ユーラーレン（正月休暇）イジャリス（正月休暇）ルナ（騎士爵）ラファエラ（寂しい）

アルテイル（新年行事）レーミア（新年行事）グイグ（酒正月）セバスチャン（執事）クロル（女正月

ヤーコフ（騎士爵（笑））マック（護衛騎士）クリストフ（暖炉前みかん）ツィーリア（暖炉前みかん）

その他

イヴァンナ（開帳）セドリック（姉様ラブ）マートリー（貢ぎ）ミストリー（貢ぎ）

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（漢正月）アンドレイ（ロリコン）

セレスティナ（要望有）モニカ（使者）ジム（決意の参加）ディングス、リヌーガ（直訴）

人外ズ

シュバルツ（暇）ラミー（何も無し）ミルミ（卵だらけ）アルラウネ（繁茂）ブリュンヒルデ（王都へ）

ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（瞑想）

領民

総数　三十六万五千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千 ツヴァイエルフィ二九〇〇

軍隊人員　歩兵千　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二四〇五〇〇 金鉱特大（三万）式典出席経費＋宴（五〇〇）

経験人数八一八人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　王都








第５３６話　ジャスティスパワー

※アイリーン　三六二話　マイワイフ　四八二＋四八七話

スージィ　三六七話　悪い恋人

久しぶりなので登場人物登場回を乗せておきます！









「エイギル～入るわよ～」

　カーラの声が聞こえた気がするも、眠すぎて体を起こす気にならず、ふかふかの枕に顔を埋めたまま僅かに呻く。

「エイギルまだ寝てるの～？　ってノンナ何してるのよ！」

「見ての通りエイギル様はまだお休みなのです。暇なら居間で踊ってなさいな。しっしっ」

　ノンナのような声と共に枕が揺れる。まだ思考がまとまらない。

「何エイギルの顔を乳で挟み込んでるのよ！　息詰まらせて殺す気!?」

「馬鹿言わないで下さい。エイギル様は私のおっぱいで快眠中です。見て下さいこの穏やかな寝顔を」

　寝起きの騒音から逃げるように、柔らかな枕を両手で掴み、頭を埋める。

「あふん！　ふふ、谷間に丸ごと頭が入っちゃいました。これこそ夫婦、愛の微睡みです。邪魔者は中庭で木登りでもしてなさい」

　髪が撫でられ、温かく汗ばむ枕がふにふにと頭を包む。

「登んないわよ！　……ていうか昨夜エイギルは夜中に出かけるって聞いたのに、嘘ついてたわね！」

「記憶にありません。お酒を飲んでいたもので」

　ぎゃあぎゃあと騒がしくなってきたのでさすがに覚醒し始める。

ふと頬に硬いものが当たるので口に含んでみると暖かい汁が出た。

寝起きで渇いた喉に丁度良いのでもっと飲ませて貰おう。

「あふん！　エイギル様っそんなにお乳をゴクゴク飲んでは……あぁん♪」

　ぎゅっと頭を抱きしめられるが喉はまだ渇いているので飲み続ける。

「なーに朝から搾乳遊びしてんのよ。って本当に出てるじゃない！　ノンナあんたまだお乳出てるの!?」

「とっくに止まってます！　……でも何度も昇らされると出てしまうんです。癖になったといいますか」

　温かくて甘い汁がいくらでも出る。

寝ぼけて良く分からないが徹底的に飲まねばならない気がする。

「何度もって昨日は何回イったのよ」

「……部屋に入るなり立ったまま舐められて一回、ベッドに運ばれて座位で一回、そのまま押し倒されて正常位で一回、ここでエイギル様も出しました」

　なんだか量が増してきたぞ。

「……続けなさいよ」

「騎乗位で胸を滅茶滅茶にされながら一回、腰が抜けて倒れたところを後ろからされて二回、またひっくり返されて正常位で乗られて……ここからはずっとイキっぱなしだったので何回かはもう……」

　吸い口も大きくなってきて吸いにくい。

量も濁流のようで飲み切れない。

「む、これはノンナの乳首じゃないか」

「あっ！　急に離さないで下さいぃ！　散々吸われて今更止まらないです！」

　目が覚めて最初に見たのは両乳房から大量の母乳を噴いて悶えるノンナの姿だった。

　仕方ないので俺とカーラがそれぞれ一つずつ乳首を咥えて吸い尽くす。

「……量多い！　キロ単位で出てるんじゃないの！」

「計ったことないです！　子どもにいくら飲ませてもでなくなったことはないです」

　ノンナの母乳だけで腹がいっぱいになってしまった。

　全裸のまま立ち上がり、首と肩を軽く鳴らして窓を開く。

「いい朝だ。さて前にレオポルトが馬鹿をやった日から二週程経った訳だが」

「二週間……長く感じるわね」

　カーラも口元を拭いながら立ち上がる。

好き放題に母乳を吸われたノンナはシクシクわざとらしく泣いている。

「そろそろ何か面倒事が起きそうだな」

　ウソ泣きを止めたノンナがパムパム手を叩くと侍女二人、長身スレンダーしっかり者のサリーと小さく豊満おっとりしたマルルが入室する。

　二人は全裸の俺を見て赤面しつつ、一礼してノンナに着替えを持っていく。

おっとマルルが擦れ違い様に手の甲で一物を撫でていったぞ。

　ちょっとその気になったのでカーラとも一戦と思ったが、残念そうに断られる。

「あたしもその気だったんだけどね。アドルフがすごい探してたわ、もう一部屋ずつ確かめる勢いで。今から始めたらきっとかち合うわ。だから今日の夜はあたしの予約ね」

　やっぱり面倒事が起きたじゃないか。

　ノンナが半裸のまま騒いでいるが後は二人のじゃれ合いだ。

俺が居ない方が存分にやれるだろうし、アドルフに見つけられにいこう。

どうせ時間を置いた方がより面倒くさくなるのだ。

　俺は覚悟を決めて扉を開く。

「ふぎゃっ!?」

　扉が何かに当たった。

覗き込むとセリアが鼻を赤くしてひっくり返っていた。

「すまん。どうして床を這っていたんだ？」

「エイギル様を探していて、匂いを追いかけて……」

　床を這いながら匂いを追うなんて犬みたいな真似をするんじゃない。

それで正確にこの部屋の前まで来たのだから、どう言って良いのかわからない。

「それより大変なのです！　一大事が起きました！」

　セリアも大変なのか。

「ハードレット卿、ちょうど今、使者が参ったのですが私では判断付きかねますのでどうか至急話を聞いて頂きたいのですが」

　マイラが更に入って来る。

三つも重なったぞ。

「辺境伯が流した根も葉もない与太話を信じたエステルが襲いかかってきたんだけど！　してもいない乱行を婚約者を自称する女性に咎められてボコボコにされるって理不尽過ぎるでしょ……」

　顔中に引っ掻き傷をつけたトリスタンのはただの愚痴なので後回しだ。

紅茶と本を買ってやったんだから水に流せ。

「あの緑色で渋いお茶、人生で初めて見たけどどこで買ってきたのさ。本は昔から読みたかった長編で最初は嬉しかったんだけど、一巻二巻を飛ばして三巻から二〇巻まで揃えるなんてわざとやってるのかい？　街中探しても無いし……三巻から読んだら絶対後悔するから読めないじゃないか！」

　俺に茶も本も分かる訳ないだろ。

行商人が広げてたのを適当に掴んでそのまま買っただけだ。

　さてもう流れは読めている。

こんな話をしていると今度は最大の厄介事をレオポルトが持って来るのだ。

　俺は覚悟を決めて振り返る。

「？」

　洗濯物を抱えたリタが突然振り返った俺に驚く。

「む、いないか」

　とりあえずキスをして尻を撫でてから素早く反対側に振り返る。

「──!!」

「────!?」

　横入りしたマイラの尻をセリアが奇襲で撫で、思わず色っぽい声を出してしまったマイラが激昂してセリアの柔らかい頬を引き延ばしていた。

「いないな」

　ちょっと拍子抜けする。

「ハードレット様ここにいましたか！」

　アドルフが視界を塞ぐほどの書類の山を抱えて走り寄って来る。

今更逃げる気はないので大人しく捕まる。

「復興の混乱でまともに出せなかった諸々の数字、年始の徴税、王国への納税、穀物、その他トラブルから、お悩み相談まで報告すべきことが無数にあります！　さあ来てください！」

　俺はアドルフに引っ張られながらもう一度振り返る。

やはりレオポルトはいなかった。




「まずは各町村からの徴税の書類です。戦乱と復興でまともに数字にできませんでしたが、この一か月でようやく形になりました」

　どーんと書類が置かれるが勿論わからないので、俺用に簡略化されたペラ紙も添付されている。
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収入

人頭税　　五万枚

鉱山税　　三万枚

交易税　　一万枚

穀物売却　　　　　〇枚

※交易　十六万枚

南部収益　二万四千枚

収入計　二十七万四千枚

支出

屋敷維持　　　　　一万枚

警備兵維持　　　　一万枚

軍給料　　　　　十二万枚

軍施設その他　　　一万四千枚

内政・復興　　　十万枚

利息　　　　　　　二万四千枚

支出計　　　　　二十七万四千枚
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「……不正か」

　いかに俺が財務に疎くても収入と支出がピッタリはおかしいとわかる。

「してますね」

　セリアが静かに剣を抜き、マイラが頭ぐらいの物が収まる箱を用意する。

「ああ、もう怖い事をしないで下さい。説明しますよ。寝ないで考えた結果なのですから！」

　見ればアドルフの隣に控えるポルテも真っ黒なクマを作って船を漕いでいた。

「まず人頭税、人口の割に増えていないのは当然です。取れる場所が限られます。まさかハードレット様も戦火で焼けた町村、攻防戦をやったラーフェンから取ろうとは考えていないでしょう？」

　人頭税とはそこで生きるだけでかかる税だ。

街壁や警備隊に守られた安全な大都市では高く、賊や魔物が出る危険のある農村では安い。

特に危険度が高い開拓村や辺境部などでは免除されることもある。

　つまり領主が民に安全を提供する対価として取る税とも言え、戦火のど真ん中に放り込んだ町村から取るのは理が合わず、そもそも焼け出された民から取るのは不可能でもある。

「今回はラーフェン全域をほぼ免税としたのが大きいですね。一方でかろうじて額を確保できたのは旧リバティース領域からの徴税です。占領されたと言っても実質的な被害はなく十分払える余裕があります。我々の落ち度でもないので免税を与える必要もありませんから」

　理屈はわかるが揉めるかもな。

「次に鉱山税……大きく減っています。まあ戦争が終わって武具や要塞建設はもうありません。つまり鉄の需要が大きく減っています。現在の生産分はほとんど自領と近隣領主へ向けた復興分です」

　当然だな。

クレアもあくせく動いていた。大方リントブルムの生産態勢を切り替えているのだろう。

「交易は都市国家群と主に行っていますが、これ以上は戻りようがありません。帝国とは出来ても密交易、連邦との交易は王国が独占するでしょう。穀物は来年の収穫まで食いつなぐ為に全放出です。売却の余裕などまったくありません」

　むしろ穀物は飢えずに済む分があっただけでもありがたい。

都市国家や連邦から買えば吹っ掛けられるのは目に見えている。

「南部収益とは、例のツヴァイエルフィ近傍での成果です。所有者の居なくなった土地から宝石鉱や良質オーク材の森林、変わり種では巨大な金剛石を見つけてきた者もいました。金貨一万枚で買い取りましたが、正式なルートで連邦の高位貴族にでも売れば倍の値が付くでしょう」

「蟲にやられて人が丸ごといなくなった土地をいかす苦肉の策だったが大成功だな」

　アドルフは頷く。

「次に支出ですが、まあ必須の経費に利息支払い、女子供まで手が空いた民を総動員しての復興……ここまでは順当、問題は軍事費です。最早賊退治以上の役目が無い私軍をレオポルトさんが頑なに維持しています。大砲、カタパルト、戦車……どこで使うと？」

　俺が何も答えずにいるとセリアが『軍隊が小さいとエイギル様が舐められる』マイラが『新貴族の権力の源泉は武力』などと反論したが、どちらにも俺は同意しなかった。

　話を変えようか。

「収入も支出もわかった。だが軍隊うんぬんよりこれだろ」

　俺はペラ紙に書かれた『※交易』を叩く。

明らかに図抜けた巨額かつ、収支をトントンにするよう都合の良い数字になっている。

「まあこちらの正式書類では鉄鉱石、建材から黒獣の肉から借入金までこれでもかと細分化されていますが……本質は一つ、本格的な金塊の密貿易です」

「金塊は運び出す都度こっそり宝物庫に入っていたのでは？」

　セリアが声を潜めてヒソヒソ話す。

口に当てた両手がなんとも可愛い。

「それはごく少量、都度動かしても怪しまれない程度の質量に過ぎません。一方でこれは本隊です。莫大な量の金塊が『芸術品』の名目で都市国家群に輸出されます。彼らはその金塊を溶かし……自国の金貨を製造します。そして出来た金貨の九割を『芸術品』の代金として私達に戻すのです」

「彼らはただ金貨を作り続けるだけで一割の利益を得られる……大陸の金貨は全て共通、連邦印でもゴルドニア印でも都市国家の印でも価値は同じだ」

　問題は相手がしゃべったら非常にまずいってことだな。

「楽に利益を得られるのですから漏らす理由がありません。足元を見るにしても代金の比率変更ぐらいです。彼らがゴルドニア王国に忠誠を誓う意味はない。金の卵を産む雌鶏を絞めてどうします」

　しかし……とアドルフは不穏に続けた。

「一昨日のことです。金の輸送馬車の車輪が壊れて街道上でひっくり返りました。幸いにしてリントブルム、ラーフェン間の荒野でしたので目撃者はおりませんでしたが……本来中身を見てはならないはずの作業者が金塊を目撃、止む無く拘禁しています」

「お前もやることがレオポルトみたいになってきたな」

　アドルフは一瞬呆然とした後、がっくりと肩を落とす。

「作業者はまあ穏便に済ませます。彼に非はないのですから。それよりも……事故は故意に仕組まれたものと判断します。今回のようなことを恐れて車両は特に頑丈かつ、複数回の点検までさせていたのですから」

「仕組まれたとすると王国か？」

　アドルフは首を振る。

「王国が気づいたなら情報官が押しかけてきますよ。こんな小細工をするのは事の露見を望まず、かつ自分は知っているとアピールしたい──」

　アドルフが接近してくる。

無表情な顔面が拡大してくるようなレオポルト程ではないが気持ち悪い。

「クレアさんですね」

「どうかなぁ」

　ともあれ、まずは作業者の口を塞ごう。










「あの日ですか？　うーん、馬車がひっくり返って積み荷の……そう！　積み荷の鋼鉄建材が転がり出て大変だったんだよ。おまけに私は頭から落ちて今まで生死の境を──」

「うむ、それでいい」

　俺は作業者の肩をにこやかに叩き、怪我の補償として金貨十枚を渡してやる。

「こ、こんなに!?　私みたいな下っ端人夫の為に!?」

　俺は更に肩を叩いてもう十枚追加してやる。

「事故は俺の不手際だ。どうか勘弁してくれ」

「むしろ車輪が壊れるまで気付かなかった俺達のミスなのに……なんてありがたい領主様だ！」

　事故とはそっちじゃないんだ。

　俺の隣ではナーティアとケイシーとアリスが深々と男に頭を下げていた。

　この作業者を調べたところ趣味は酒と博打、三十路にもなって嫁には一銭も入れずに酒場で働かせ、前の職場では金をくすねてクビになるなどとんでも無い奴だった。口留めしても倍の金を払われれば話してしまうだろう。

　口を封じるしかなかったが、アドルフがあくまで抹殺に反対した。

　ならば記憶を失わせれば良いとナーティアに三時間で作らせた特製の秘薬とアリスが最近練習しているらしい炎以外の魔法、駄目押しにケイシーに頭をいじらせたのだが……。

「記憶は上手くすり変わったが人格が完全に変わってしまった」

　男は帰宅の途中、道行く人へ気持ち良く挨拶している。

　相手の困惑した反応から見て挨拶などするような男ではなかったのだろう。

　自宅に帰るなり小さな騒ぎとなり、やがて男は妻らしき女を抱きしめて出て来た。

「これからは俺が真面目に働いてお前を養う！　もう浮気もしないし博打も酒も止める！　一番大切なのは妻のお前だって気付いたんだ……ああ晴れやかだ。まるで神薬を飲み、魔法でもかけられて、頭の中をいじくられたみたいに晴れやかだ！」

　妻は困惑した顔から泣き顔となって男に抱き着く。

「アナタ……私信じてた！　いつか……いつか心を入れ替えてくれるって!!」

「めでたしめでたしでいいか」

　誰も不幸になっていないしな。

世の中結果がすべてだ。うん。

　クレアに理由を問い詰めるのはまた今度だ。

「はっ私の件も重大なんです!!」

　セリアが俺に掴みかかる……はずもなく胸元にしがみ付いて来る。

思わず頬が緩むがセリアが真剣なので無理やり顔を引き締める。

「リバティースで騒乱が！」







一週間後　リッチモート

　リッチモート及び近隣の町で市民が蜂起し騒乱が起きているとの急報を受け、俺は護衛隊と私軍を伴って町へと駆け付けた。

「本当はレオポルトに任せたい所だったのに」

　あいつめセリアより前に報告を受けていたはずなのに、他の問題よりも優先すべきではないとまで言ってまったく動かなかったのだ。

　鎮圧を命令しても良かったが、そんなことすれば市民相手に無茶をしかねないとアドルフが反対するので仕方なく奴とセリアを伴って俺自身が来る羽目になってしまった。

　リッチモートに到着してみると、なるほど騒いでいる。




「人頭税反対！　税は余裕のある者からのみ取るべし！」

「押し付けられた代官は拒否！　リッチモートの代表は我々市民が選ぶ！」

「食料品値上げ反対！　給料を上げろ！」

　市民が大通りから街道まで秩序の無い列で並び、大声で様々な要求を叫んでいた。

人数は優に数千……いや万に届くな。

一つ一つは何かの主張なのだろうが、全体が入り混じると猛烈な怒号にしか聞こえない。

　リッチモートの運営を任せた内政官──名前は忘れたがその男が町の中心にある元議場のバルコニーから民に向けて叫んでいたが、圧倒的な人数の違いを前に圧されて中に引っ込んでしまった。

　派遣した警備兵も建物の入り口を守るだけだ。

数十人の兵でこの人数をどうにか出来るとも思わないが。

　俺は馬上から全体を観察して小さく笑う。

「叛乱って程でもない。どちらかと言うと強訴だなこりゃ」

　街に火の手は見えないし民は代官所や警備所を取り囲み、叫んではいたが殴り付けたり打ち壊したりはしていない。人数的にそうしようと思えば容易なはずなのに……だ。

「それでもエイギル様の領地でこんな騒動なんて許されません！　二、三人血祭りにあげたら逃げ散──はぶぶ、髪がぁ！」

　物騒なセリアの頭をかき回して髪を乱す。

「彼らはリバティースの異質な制度に慣れています。我々の制度に馴染むまで時間がかかるのでしょう。まだ彼らは暴力を使っておりません。乱暴な鎮圧はなんとしても避けるべきです」

　民を大事にするアドルフが念を押して言う。

「俺だって無駄に殺し合いたくもない。まして奴らは女子供混じりだ」

　ただ甘いだけじゃない。

セリアの言うように二、三人ぶっ殺したとして、逃げ散ってくれればいいが、下手をすると一気に火がついて本格的な反乱になる可能性もある。

「なら話をするしかない。お前の領分だが？」

　アドルフに言うと目を逸らす。

「ええと、もちろん代表者との会談は望むところですがこの状況では……」

　民が口々に騒ぎ代表者もわからない。

一部には興奮して罵倒や叫び声しかあげない者もいる。

荒事苦手なアドルフには辛いか。

「仕方ない」

　俺はシュバルツに乗ったまま強引に民の列に割り込んでいく。

この状況で静まれ～だの、俺が領主だ～だの言っても幾人にも聞こえまい。

ここはインパクト重視で行こう。

　大きく息を吸い込み、セリアに合図して脇腹を突かせる。

「ウォォォォーーーー!!」

　騒ぎの中でも無限に通るような咆哮に近場に居た者達が倒れ、少し離れた者達が耳を塞ぎ、相当離れた場所に居た馬が棒立ちになり、野良犬が尻尾を巻いて逃げる。

　騒ぎは一瞬にして収まり、全員の視線が俺を向いていた。

「俺が領主エイギル・ハードレットだ。言いたいことがあるなら言ってみろ」

　同時にセリアの合図で俺の周囲に私軍の槍騎兵と護衛隊が雪崩れ込み、暴走を警戒する。

革の鎧に細槍一本の警備兵と違い、鋼鉄の甲冑、騎乗槍にクロスボウと完全装備の部隊を見て民衆は数歩後ずさった。

　俺は静かな調子ながら威圧感を込めた声を絞り出す。

「これだけ騒ぐからには言いたいことがあるんだろう？　そら言ってみろ」

　民衆は俺を囲んだまま僅かに沈黙していたが、勇気のある奴一人が声を出すと続くように我も我もと怒鳴り立てる。

「やかましい!!」

　デュアルクレイターで地面を叩くと再び民衆が悲鳴をあげて後ずさる。

「一度に言われて分かる訳ないだろうが。一人ずつ、いや代表者が出て来い」

　民衆は揉めて譲りあった後、押し出されるように一人が出て来る。

代表すら決まっていなかったのか。しかも俺を怖がってみんな出るのを嫌がっただろ。

「ジムが居ればな。リバティースの気風にも詳しかったろうに」

　間の悪いことに奴は騒乱が起こる直前から休暇を取っていたのだ。

なんでも妻との離婚がどうとの話だったので引き留めるのも気が引けた。

　愚痴を言いながら押し出された代表者と目を合わせる。

ジムだった。

「「……」」

　嫌な沈黙の後、俺はスラリと剣を抜く。

休暇を取って反乱とはいい度胸だ。

「待て！　話せばジャスティス……いや、俺はもう……ジャスティスではない……」

　肩を落としたジムの腕を取る豊満で色っぽい金髪の女……スージィだった。

後ろには気まずそうなソラナもいる。

「リバティース亡命組全員揃って反乱です！　討ち取りましょう！」

　剣を抜くセリアをアドルフが後ろから止める。

そして二秒で蹴り倒された。

「……条件の前にまずお前の話を聞いてやる」

　途端、ジムは突然咆えた。

「ウォォォォーーー!!」

「びっくりするだろうが！　突然吠えるな！」

　それは怒号や咆哮ではなく嗚咽だった。

時折混じる『ノットジャスティス』や『ロストフリーダム』などの意味不明な単語を除くと大まかな内容はこうだった。

『南ユーグリアの色仕掛けにかかって以降、嫁アイリーンとの別居が続いていた』

『ついでにスージィとも関係を持って嫁にばれ、離婚を言い渡された』

『慰謝料に家と財産を全部取られ、嫁は翌日にはもう若い男と同棲を始めた』

『失意の中で騒乱が起こり、思考力もなく流れるように参加』

　一応理解はしたが気になるところがあるぞ。

「スージィは普通に俺の恋人だと思っていたんだが」

　するとスージィはごめんねと片手を立てて軽く謝る。

「エイギルさんあんま構ってくれないしー。権力とかお金も大事だけど、やっぱ男女は愛あってこそっていうか？　毎日エッチしてお小遣いもくれるジムさんの方がいいって言うか？」

　構ってくれないと言われてしまうと返しようがない。

　元々スージィがどこでもヤりまくりなのは知っていたが、堂々と言われてしまうと寝取られた気分になって胸糞が悪いぞ。

　何故かセリアが俺の股間を揉んでくる。

　ジムとスージィには後で話をするとして今は民衆の代表として条件を言え。

『一つ　代官ではなく都市の代表を選ぶ選挙を行うこと』

『一つ　人頭税は廃止。税は個人や商家の収入に応じてかけ、その倍率は代表が決めること』

『一つ　食料価格を下げること』




「どうだ？」

　一応アドルフに聞いてみる。

「……代官を否定して選挙など王政、領主制度の根幹に関わります。人頭税の廃止は領主権限で出来ますが、各家の収入の把握などどれだけの手間と労力がかかるか。食料価格も足りないから上がっているのです。下げるとは無料で配れと言うことでしょうか？」

　俺はジムを睨みつける。

「本気で出来ると思っているのか？」

「……ハードレット殿には恩も義理もある。俺自身も良き友人だと思っている」

　そこでジムは俯いて言う。

「我らがかつてリバティースで掲げた自由。それは俺と友達の魂の根幹、生きる意味だった。いかに恩知らず愚か者と言われても譲れない。自由こそ、全ての市民と亡きブライアン閣下からの──」

　気に食わなかった。

　ジムの言う自由うんぬんがではない。

馬鹿らしいとは思うが、馬鹿にしようとは思わない。

　亡き友の理想を守って生きる。

俺は御免だが、そんな奴を不快とは思わない。

「気に食わないのはな」

　俺はシュバルツを飛び降り、顔をあげたジムの鼻っ柱を殴りつける。

筋肉質な体が放物線を描いてすっ飛び、民衆とソラナが悲鳴をあげる。

「どうして下を向いて言う？　何故堂々と俺の目を睨んで言わない」

　倒れ込んだジムに大股で迫る。

「ちょ、ちょ！　待って待って！　あたしのことで怒ったなら謝るからさ。ごめん、罰もあたしが受けるから、ここは勘弁してよ。ねっ？」

　腕を掴むスージィを優しく振り払い、出来るだけ優しい顔で向こうに行けと顎で示す。

それは別問題だ。

　俺は鼻血を流すジムの襟を掴みあげ、もう一度地面に叩きつける。

「あげく何がブライアン閣下の遺志だ。貴様はヤケになって騒動に参加しただけだろうが。もっともらしい理由を後付けするな見苦しい」

　ジムは無抵抗のまま地面に蹲まる。

こいつの体力から言って一撃でのびてしまったとは考えられない。起き上がる気が無いのだ。

そんな奴と話す必要はないし、要望など聞く必要もない。

「話……だったのでは？」

「ああもう滅茶苦茶ですよ……」

　セリアとアドルフの声も遠く聞こえる。

　俺は私軍に命令を出す。

「交渉は決裂だ。全軍鎮圧態勢に入れ。抵抗する者は斬り捨てて構わん」

　兵にとっては意味不明だろうが命令は命令だ。

全員が槍を水平に構え、クロスボウが巻き上げられる。

　住民から悲鳴と呪いの言葉が漏れ、ソラナとスージィが住民を逃がそうと駆けだす。

「……」

　ジムが何事か言った。

「ボソボソ聞こえんな」

　俺は無視して手を掲げる。

この手を振り下ろせば私軍は行動を開始する。

「自由を……守る……今度こそ……市民に……自由の民に……」

　ジムが起き上がり、俺の前に立ちはだかる。

睨みつけるその目に揺らぎはない。

「市民に剣を向けるな!!」

　叫びながらの強烈な殴打を左手で受け止め、逆にカウンターの拳を腹に叩き込む。

「ぐふっ！」

　手加減の無い一撃にジムは後ろへ滑りながら呻く。

だが倒れない。膝もつかず胃液も吐かない。

「我が祖国既に無し！　ハードレット殿には返しきれぬ恩義あり！　されど自由こそ我が信念！　亡き友の為、故国の為、何より今を生きる市民が為、俺は一歩も引かぬ！」

　ジムは俺と私軍の前に両手を開いて立つ。

無論丸腰だがその手は目に見えぬ武器を掴んでいるように握りしめられている。

俺より僅かに低いはずの身長が二ｍを超えているよう見えた。

「よく言った」

　俺がデュアルクレイターに手をかけるがジムは微動だにせず迷いの無い目で俺を睨みつける。

　その目には殺意も敵意も感じない。

だが絶対に譲らないと告げていた。

「ならばその想いで俺を倒してみろ。使うのは拳だけだ」

　デュアルクレイターを外してセリアに投げる。

　セリアは咄嗟に受け止め、後ろのアドルフを巻き込んで地面に倒れる。

「お前が勝ったら要求を聞いてやろう。俺が勝ったら思い切り厳しい統治とする。お前の信念とやらがどれほどのものかみせてみろ」

「「ええ……」」

　セリアとアドルフの声は聞かなかったことにする。

「なんてことだ。原始人みたいな決め方だ！」

「議論も選挙も無しに殴り合いで政治を決めるなんて……」

「でもこのままじゃ俺達は軍隊に……」

　市民もただ戸惑っている。

　同じく困惑するジムの顔面に渾身の殴打をくれてやる。

「ぐう！」

　額が切れて血が飛び散る。

だが鍛え抜かれたジムはこれぐらいでへたらない。

覚悟を決めたのか、逆に鳩尾へ蹴りを見舞ってくる。

「ふむ」

　余裕を持って両腕で防ぐが体が後ろへ滑る。

　ジムの拳の威力は相当なものだ。

まぐれでも防御せずに食らったらまずいな。

「だが如何せん遅い」

　大振りで見舞われる殴打を左手で受け止め、右の殴打を顎下、鳩尾、腹と三連続で当てる。

「ぐふぅ！」

　さすがに揺らいだジムの頬に渾身の左を叩き込む。

「うわっ！」

「モロに入った……」

　市民の悲鳴とともにジムの体が倒れて行く──。

「──頑張って」

　小さな声は母親に抱かれる三歳ぐらいの幼子からだ。

「ぬおぉぉ!!」

　ジムはドシンと足を踏みしめて耐え抜いた。

「未来のフリーダムは俺が守る！」

　追撃しようと前のめりになっていた俺の頬へ巻き込むようなフックが命中した。

一瞬意識が飛びかける程の衝撃に、口の中がざっくり切れる。

「エイギル様が直撃を食らうなんて……」

　俺は一度頭を振り、口内の血を地面に吐いた。

「ふ、ふふ。倒れなかったか」

　手加減は微塵もしていなかった。

最後の一撃は殺してしまうかと思う程の威力だったはずだ。

それを子供の歓声一つで耐えられたとは笑ってしまう。

「俺達の為に……戦っているのか。が、頑張れジム！　自由の為に!!」

「戦えジム！　お前のジャスティスを見せてくれ！」

「行けジム！　悪の領主を殴り倒せ!!」

「みんながお前の勝利を待っているぞ！」

　突然始まった殴り合いに呆気に取られていた民も状況を理解したのか一斉にジムを応援し始める。

スージィとソラナまで向こう側じゃないか。

　数万にも及ぶ歓声がジムの背中を押す。

俺は完全に悪役だが、シュバルツの上に立って必死に応援してくれるセリアが居るだけで十分だ。




　その後も激しい殴り合いは続く。

　拳と拳がぶつかる音、筋肉が打たれる音、骨が軋む音が鳴る。

　俺もジムも一歩も引かずに殴り合いを続ける。

　だが徐々に俺の手数が多くなり、ジムの足元は覚束なくなってきた。

　単純に俺の方が強いのだ。

　殴り合いで重要な要素は筋力と技量と速度だ。

技量に関しては本格的な格闘術を知るジムは我流の俺より僅かに勝る。

だが筋力では俺が勝り、速度も圧倒的に俺の方が速い。

「よく耐えたもんだ」

　にも関わらずここまで良い勝負になっているのはジムが倒れないからだ。

いくら集中打を浴びせても、急所を捉えても倒れない。

「行け！　効いているぞ!!」

「みんながお前の味方だジム！　戦えジム！」

　市民の声援を受ける度にふらつく足が止まり目の焦点が合う。

「まるでゾンビのようだぞ」

「違うさ。これこそがジャスティスなのだ」

　そこは『愛の力』とか『みんなの力』とか言っとけよ。

ジャスティスなんて言うから意味不明になるんだろうが。

　ジムは戦いの中で視線を逸らし、年老いた老婆が掲げる焼け焦げた旧リバティースの旗を見た。

「行くぞ。我が渾身の一撃!!」

　ジムは右手を大きく振り被り、全体重を乗せて俺の顔面を狙ってくる。

　俺は両手をがっちり交差させて防御を固めて防ぎ止める。

「フリーーダーーーム!!」

　完全に防いだはずの拳が防御を食い破ってめり込んでくる。

「ぬぉぉぉぉ!!」

　交差させた腕が強引に外され、胸元に重い拳が突き刺さる。

「ぐはっ！」

　肺から空気が漏れる。

殴られて体が勝手に丸まるなどいつ以来か。

　だがまあ……予想通りだ。

思ったより少しだけ効いたがな。

　息を止めて視線をあげる。

全体重を乗せた一撃を放ち、ジムはほとんど片足立ちの状態だ。

　俺は右の拳を握りしめ、がら空きになった顎下へ向けて拳を突き上げた。

　軽快な音が鳴り、ジムの顔が上を向く。

これ以上無いほど見事にアッパーが入った。

　燃えていたジムの目が白目になり、両手両足から力が抜ける。

根性も何も関係がないほど完璧に意識が飛んだのだ。

「終わりだな」

　民から悲鳴があがる中、ジムはゆっくりと地面に崩れ落ちて──。

「──ジム？」

　若い女の声にジムの目に光が戻る。

「──アイィィィィリーン！」

　脱力していた手足に力が戻り、大地を踏みしめる。

「おいおい、嘘だろ」

　完全に意識が飛んでいたのに。

ほんの少しだけ怖くなってきたぞ。

「アイリーン、新しい男と旅行に行ったんじゃ……。そうか戻って来てくれたのか!?」

「騒動で中止になって宿を探してたのよ」

　ジムは大粒の涙を流す。

「我が戦いに誤りは無かった！　アイリーンが戻った今、恐れるものは何もない!!　ゆくぞハードレット殿、これが最後の一撃だ」

　満面の笑みでジムが突進してくる。

　かなり不気味だがそうも言ってはいられない。

先ほどの一撃を上回る威力の殴打を覚悟しないといけない。

　だがいかに気持ちで持ち堪えても奴の体はもうボロボロだ。

これを凌いで一撃見舞えば終わりだろう。

「ジャスティィィィス──」

　俺は防御、回避どちらにでも対応できる構えを取って備える。

さて大振りのフックか、ストレートか、それとも顎下を狙うアッパーか。

「────ボディプレスゥゥゥ!!」

　ジムは助走の勢いそのままに跳躍して体ごと突っ込んで来た。

「おい、拳だけだと言っただろ！」

　完全に予想外のボディプレスだ。

大きすぎて回避できないし、全体重をかけて飛んで来たので受けるにしても重すぎる。

「どわぁ！」

　結局俺はジムの胸に押されて吹き飛び、二人まとめて地面に転がる。

押し倒されるようにして地面に頭を打ち付け、目の前に星が散った。

「た、倒れた。領主が倒れたぞ！」

「ジムが勝った！　俺達のジムが！」

「自由の勝利だ！　正義が勝ったのだ!!」

　歓声がリッチモートを揺らした。

「ハードレット殿。力では俺が負けていた。今でも勝ったとは思っていない」

「そりゃ反則だからな」

　ジムは小さく何度も頷き、俺に敬意を示すように最敬礼する。

　おい、聞いてるのか？

最後のは拳じゃないだろ。

それに倒すとは意識を失わせることであって物理的に押し倒すことじゃない。

「市民よ聞いてくれ！　ハードレット殿は皆を、自由を押し潰すつもりならいつでも出来た。だがあえて益のない決闘を仕掛けて機会を与えてくれた！」

　お前の態度に腹が立った以上の意味はないが。

「彼はこう言いたかったのだ！　自由とは与えられるものではなく戦って勝ち取るものだと！　口先だけで軽々しく叫ぶものではなく、相応の覚悟と勇気をもって主張するものだと！　故にハードレット殿もまた、自由の闘士なのだ!!」

「いや違うからな」

　俺の声など誰も聞かずに大歓声が続く。

民は俺とジムの名を連呼していた。

　ふとジムの動きが止まった。

歓喜に沸く市民をかきわけるように現れたのは──。

「アイリィィィーン!!」

　傷だらけのジムが走る。

「ジィィィム！」

　アイリーンも恋人らしき男を放置して駆けだす。

　そして二人はがっちりと抱き合い、熱いキスをするのだった。

　二人抱擁と口付けに沸いた歓声は最早爆発に近かった。

愛の唄が絶叫に近い調子で歌われ、花が撒かれる。




「この雰囲気の中で反則だと騒ぐのは恰好がつかんよな」

　もういい好きにしろ。

　俺は必死に反則を主張するセリアを右脇に抱き抱え、ジムと元妻……いや妻アイリーンのキスを眺めていたスージィを左脇に抱えてその場を去る。

「どうするんですか？　あんな条件飲めませんよ」

　もう知らないとばかりの表情で言うアドルフ。

俺は二人をシュバルツに積み込みながら答える。

「そこをなんとかいい感じに持っていくのがお前の仕事だ」

「そんな無茶な」

　それほど無茶にもならないだろう。

「どうしてそんなことが言えるんですか？」

「選挙ってのは人気のある奴を選ぶんだろ？　なら」

　俺は民の真ん中でまだキスをしているジムを指差す。

「あいつが選ばれるだろ」

　ジムとは盛大に殴りあったが、最後まで敵意と殺意は感じなかった。

　最後の演説も俺が恥をかかないように気を使ったんだろ。

まさか本気で演説通りのことを思っていたはずがないよな。

　ジム相手なら十分現実的な妥協点が探せるはずだ。

「でもエイギル様が負けたなんて納得できません。兵も混乱します！」

　そこなんだよな。

セイカにわざと負けてやった件も含めて、ここのところ喧嘩で良く負けている気がする。

　どこかで取り返さないとな。

「ええと、あたしどうなんのかな？　やっぱり部下の人に貸し出されたりとか」

　抱えたスージィが冷や汗垂らしながら言い、反対の腕に抱えられたセリアがフーと威嚇する。

「恋人を取られるわ、反則で負けるわ、厄介な約束をしてしまうわ、今回は散々だ。だから浮気の罰として俺の嫉妬を体中の穴で受け止めて貰う。もちろん避妊無しだ」

「げっ、ヤるのはいいけど妊娠はちょっと勘弁して欲しいんだけど」

　俺はスージィとセリアの尻を撫で比べながらリッチモートを後にするのだった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　冬

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）カウンセラー（仮）

今回登場

セリア（反則主張）ノンナ（噴乳）カーラ（乳しぼり）

ジム（自由の勝利）アイリーン（再婚）ソラナ（気まずい）スージィ（誘拐）

アドルフ（超難題）レオポルト（不在）

家族

メル（側室）クウ（義娘）ルウ（義娘）

ピピ（楽）ミレイ（筋トレ）メリッサ（側室）マリア（側室）ミティ（側室）カトリーヌ（過去回想）

グレーテル（犬側室）ソフィア（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（脳みそ弄り）

リタ（メイド愛妾）ヨグリ（愛妾）アリス（失敗）マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（寒中水泳）クララ（泣）アデラ（プロ愛人）アネット（愛妾）ドロテア（王都孤児院）サリー（侍女）マルル（侍女）ベネル（微反応）

部下

マイラ（男爵）イリジナ（騎士爵）セクリト（勘付く）

ナーティア（記憶喪失薬）ポルテ（不寝新年）トリスタン（満身創痍）クビヘルミナ（勘付く）

Ｔ−九九（メンテナンス）マータ（秘書）ユーラーレン（森エルフ親玉）イジャリス（黒エルフ親玉）

ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）

ルナ（騎士爵）←ラファエラ（安住の地）クリストフ（暖炉前みかん）ツィーリア（暖炉前みかん）

グイグ（酒正月）セバスチャン（執事）クロル（女正月）ヤーコフ（騎士爵（笑））マック（護衛騎士）アルテイル（新年行事）レーミア（新年行事）

その他

イヴァンナ（建艦）セドリック（姉様ラブ）マートリー（貢ぎ）ミストリー（貢ぎ）

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（漢餅）アンドレイ（ロリコン）

セレスティナ（要求）モニカ（使者）ディングス・リヌーガ（直訴）クレア（陰謀）ローリィ（激怒）

人外ズ

シュバルツ（暇）ラミー（何も無し）ミルミ（卵だらけ）アルラウネ（繁茂）ブリュンヒルデ（王都へ）

ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（瞑想）フェルテリス（寒中水泳）

領民

総数　三十六万五千

ラーフェン四万七千 リントブルム八千

リッチモート（旧リバティース）三万四千 ツヴァイエルフィ二九〇〇

軍隊人員　歩兵八〇〇　弓兵二〇〇　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二四〇五〇〇

経験人数八一八人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　リッチモート

本当に久しぶりに更新できました。

矛盾点ありましたら遠慮なくご指摘下さい。

次回こそ早めに……具体的には明後日に更新予定です。










第５３７話　有能な働き者

前回余談は第五三四話後ろです。

間が空きましたので記載します。









ラーフェン　寝室

「生きているか？」

　短く速く呼吸するスージィの背中を撫でて言う。

「……もう死んだし」

　ベッドにうつ伏せになったままスージィは力無く返す。

「すまんやり過ぎた」

「……やり過ぎなんてもんじゃないし」

　抱き起してやると手足がだらりと垂れる。

まるで死体みたいになってしまった。

「俺の嫉妬は予想以上に濃くて大量だったようだ」

　嫉妬の炎を性欲に変えた俺は寝室にスージィを連れ込むなり、口内へ一物を根元まで突っ込んだ。

長さ的に胃袋まで達したはずだが、男慣れしているスージィはなんとか受け止めてくれた。

「即入れは予想してたけど、問題は出す量だっての」

　俺はそのまま奥深くで発射。

スージィを窒息させないように三十秒ごとに引き抜きながら延々と三十分は発射し続けた。

「ぶっちゃけもうエイギルさんが人間かどうかさえわかんないし」

　三十分が経った時、スージィは腹を押さえて苦しみ始め、尻穴から俺の種を噴射したのだ。

「問題はその後！　お尻に入れて口から吐かせるとかあり得ないわ。さすがにマジ泣きだったわ」

「すまん。嫉妬と興奮が混じって理性が飛んだ」

　その後、スージィに謝りながら俺の方から奉仕していたのだが……。

「結局また興奮して襲ってきたし。逆立ち空中合体って滅茶苦茶じゃん！　あんな声生まれて初めて出したっての！」

　確かにすごい声だった。

嬌声でも悲鳴でもないホラ貝みたいな吠え声だったな。

「もうほんとあり得ない」

　スージィは汗だらけの体でなんとか俺の方に這って来ると太いピアスとチェーンを手渡す。

「ん、あたし恋人とか結構いるからさ。その中で一番の人が出来た時はピアスつけて貰ってんの。今のこれは……ジムさんから貰ったけど、奥さんと寄り戻すみたいだし」

　スージィの言うピアスとは耳ではなく乳首についている。

愛撫の時も気になっていた金のピアスはジムが贈ったのか。

自由だのアイリーンだの熱弁してたが年下女の乳首にピアスまでつけていたとは。

「しかし女の乳を傷つけるのはどうにもな……」

　俺はスージィの先まで日焼けした乳房を持ち上げながら躊躇する。

　女の胸とは大きくとも小さくとも美しい完成品だ。

そこに異物をねじ込むのはどうしても抵抗感がある。

「もう穴開いてるし。つけてくれないなら別の男に付けて貰うけど？」

「わかったよ」

　俺は苦笑し、仰向けに寝るスージィにキスをしてから乳房を引き寄せ、ピアスを乳首の穴に通していく。

「うく……やっぱこれちょっと太いわ。ううっ！」

　小さな苦悶の声と共に両乳首に銀のピアスが入った。

更にスージィに促され、同じく銀のチェーンをピアスにくっつける。

「うっわ！　チェーン初めてだけど、これエロッ！」

　スージィが半身を起こし、ジャラリとチェーンが垂れる。

「引っ張って見てよ。痛っ！　痛いしエロいしめっちゃ興奮する！」

　なんとも言えない顔の俺を見てスージィは笑う。

「あはは、まあ浮気した女への罰にちょうどいいじゃん。ヤリと──恋人関係再開記念ってことで」

　立てるまでに回復したのか、スージィはヨロヨロ立ち上がり、全裸のまま部屋中に脱ぎ散らされた服を拾いながら続ける。

「但しあたし男好きだしエッチも大好きだから放置したら普通に浮気するよ～。後イケメンとか見たら流されるかもしんないから、ちゃんと取り戻しに来てねぇ」

　ううむ、浮気されるのは男が悪いがここまで軽いと困ってしまうな。

「その度にお仕置きしていいからさ──それに」

　ニヤリとスージィが笑う。

「普通に恋人やってた時より燃えたでしょ？　昨日も他の男の話するたびに激しくなったし……エイギルさん案外そっちの趣味あるかもね」

「そんな歪んだ性癖あってたまるか」

　俺はベッドの下に入り込んでいた下着をスージィに穿かせてやる。

　そこで扉が開いた。

「ハードレット卿！　そろそろ約束のお時間なので……」

　ノックと同時に乗り込んで来たのはマイラだ。

「あ、貴女！　おっぱいに何をつけて……」

　俺が女を連れ込んでいるのは珍しくない。

マイラが声を上げたのはスージィの胸についたピアスとチェーンだろう。

「ふふ、エイギルさんにつけられたの。お前の乳は俺のものだって」

「お、女の乳房に何てことを！　不道徳です!!」

　仁王立ちになって俺を叱り付けるマイラ、しかしスージィが見せつけるようにチェーンを引っ張ると自分の胸を押さえて赤くなる。

「違います！　あんなものつけて欲しいなんて思いません！」

　何も言ってないじゃないか。

　さて約束の時間だな。

会談の相手は……モルト王国だ。




「お久しぶりなのじゃ。エイギル＝ハードレット殿」

　スカートを持ち上げ、丁寧な仕草で礼をするのはモルト女王のセレスティナ本人だ。

まさか本人が来るとは聞いて居なかった。

「連絡をくれれば歓迎の式でもやったのに。あるいは俺の方から行っても良かった」

　見た目はまだ大人になっていない少女だが一国の女王を俺の領地に呼びつけるのはさすがに無礼だ。

「構わんのじ──構いません。急の会談を申し込んだのは私の方ですから」

　それにしてもセレスティナ本人が来ているなら国境の警備隊辺りから一報あっても良かった。

ただモルトの使者とだけ連絡されたから、てっきり使者が来ているだけと思っていたのだ。

「宜しいでしょうか？　お頼みに来ましたのは……」

「むぅ」

　俺は凛としたセレスティナの頬っぺたをちょんと突く。

「にゅう！」

　キリリとした表情と厳格な口調が崩れ、いつものセレスティナの顔になった。

「ここには俺達しかいない。もっと砕けてもいいよ」

「ふにゅ……兄様に甘えないでおこうと思って頑張ってたのにぃ」

　僅かにしょげるセレスティナ、そして怒る女官のモニカ──いつも通りだな。

和やかな雰囲気で再び切り出すセレスティナ。

「あのね、交易を認めて欲しいのじゃ。あと領内通行もさせて欲しい」

「構わんぞ」

　一瞬の躊躇もなく即答する。拒む理由はどこにもない。

モルトは完全な友好国で、そもそも領地との境には関所すら設けていない。

互いの水利や森林利用権もおおらかで問題になったことすらない。

「そんな用なら使者どころか手紙でも良かったよ」

　こうして可愛い顔が見れて嬉しいが。

「うん。でもモニカが協定では認められてないからって」

　俺はかつてモルトと俺の間で結んだ密約を思い出す。




　一つ　モルト王国は全ての外交活動をハードレット伯爵の助言と承認の元に行う

（以下モルト王国を（モ）ハードレット伯爵を（ハ）と略称）

　一つ　（モ）軍の編成、配備は（ハ）の助言の元に行い、戦時には共同で当たる。

　　　　　但し全体指揮は（ハ）が執るものとする。

　一つ　（モ）が行う全ての貿易は（ハ）に報告する事。

　　　　　また両国間の貿易は常に他国より優先するものとする。

　一つ　（モ）国内の税率は人頭税・収獲税共に事前に（ハ）に報告し、その承認を得てから徴収する。

　一つ　（モ）が叙爵、陞爵する時、または爵位を剥奪する時は（ハ）の承認を得ること。

　一つ　（モ）が法令を制定するには（ハ）の承認が必要とする。

（ハ）が重大と判断した事件には（ハ）は事件を担当する裁判官を派遣することが出来る。




　改めて見ると酷いなこれは。

国民にばれたら大騒動に……いやモルト国民の気質ならそうでもないか。

　いずれにせよモルトが交易するには俺の許可が要る。

そして今やモルトの周囲はぐるり一周俺の領地なので当然通行許可がなければどこにもいけない。

「えへへ、ありがと」

　にっこり笑って膝に乗って来るセレスティナに俺の頬も思わず緩む。

この笑みは実に強力な武器だ。敵対者の矛先は鈍るし、民は無条件の忠誠を誓う。

平和な世界で国を統治するなら彼女以上の者はいないだろう。

「ちなみにどこと何を交易するのか聞いていいか？」

　モルトは豊かな耕作地帯だが、それ以外に目立った産業はない。

「都市国家の国が妾達のビールを買ってくれるのじゃ！」

　なるほどモルトのビールは美味いからな。

結構な遠距離輸送になるが小麦粉を運ぶよりは単価もあるし利益もあがるだろう。

　ほっこりしたところで俺は再び地図を見る。

モルトから都市国家までは俺の領地を越えてからも結構な距離がある。

「俺の許可を取ってもまだ間があるな」

　交易隊と簡単に言っても荷車引いた商人とは違う。

小国とは言え国家から出す隊商なのだから規模も大きいし万が一の賊に備えて護衛もついているだろう。

他国の交易隊に簡単に許可が下りるだろうか？

「その為に妾が来た！　これから進路の領主さん達とゴルドニアの官僚さんにもお願いに行くのじゃ！」

　グッと気合を入れるセレスティナ。

確かに彼女に上目使いでお願いされればどんな領主も首を縦に振るだろう。

「むっ」

　街道沿いを指でなぞった時、懐かしい名前『ペドー男爵領』が目に入った。

なんでも蛮族の襲撃で荘園を荒らされて以降、領民……特に子供への非道な行いがばれて立場を無くして孤立しているらしいが。

　仮定しよう。

もし俺が下衆で変態で性欲でしか物を考えない男だったら。

　モルトは一応独立国だが、ゴルドニアは今や中央平原の覇者だ。

小国の女王に地方領主と言えども下手に出る必要はない。

国同士の関係を持ち込み、強圧的に出てもセレスティナは何も出来ない。

「なんとしてもこの交易を成功させたいのじゃ！」

　懸命に懇願するセレスティナに下種が要求することは決まっている。

　可愛らしく着飾るドレスは脱がされ、剥き卵のような幼い肢体を出来物だらけの舌が這い回る──。

「モルトのビールを美味しいって飲んで欲しい……その為には妾は頭だって下げる覚悟じゃ！」

　下げた頭を踏まれ、細い脚が持ち上げられて無毛の割れ目に腐臭のする汚い男根がめり込む──。

「モニカも一緒ならきっとやれるのじゃ！」

　モニカとセレスティナに群がる何人もの下衆男──二人は大量の体液を浴びて目の光を無くす。

　俺はドンと机を叩いて立ち上がった。

「いかん……いかんぞ!!」

「ふにゃっ!?」「ぴいっ！」

　棚から公式文書用の書類を取り出し、俺の名前でモルト交易隊の通行を認めるよう、推薦状と言うにはかなり乱暴で強圧的な文章を書く。

　そこでふと冷静となり、こんな書状を出して大丈夫か確認したくなった。

　だがレオポルトは火急の用だとアドルフとセリアを連れて不在。

運悪く別の用でマータも不在だ。

残っているイリジナは論外としてマイラも純軍人に近く文面うんぬんは良くわからない。

「まあいいか」

　俺は書状に封をしてセレスティナに渡す。

「相手が少しでも渋ったらこれを見せてやれ。体を要求される前にだぞ」

「ふに？　からだ？」

　ともかくこれでセレスティナに狼藉を働こうとする者はいないだろう。

　二人は感謝の言葉を言うと道中の領主と交渉する為に去っていった。

「あの状況でどうして……いやまさか……」

　何やらブツブツ言うマイラを残して次に行く。

まだまだやることがある。




『ゴルドニア各地に散った元南部国の住民を集めて新たな開拓村を作りたいのです。どうかご支援を』

『〇〇村の住民が身内から△△男爵の側室を出してから調子に乗って領境の川から勝手に取水を！』

『我が領は周囲全てが伝統貴族領で……街道も荒れ、治安の見回りも仲間外れ。どうか辺境伯の一声で』

『半年前に貴殿にお酌をさせた娘の腹がドンドン膨らむのですが』




　次々と押し寄せて来る問題と事件。

「ええい仕方ない」

　いないものを言っても仕方ないので適当に決めて行く。

「余ってる農具や工具ぐらいならやる。人集めは勝手にやれ。代官が文句を？　そんなこと知るか」

「△△男爵？　誰だ知らんな。面倒くさい、騎兵を百ぐらい川岸に並べて演習でもやればビビるだろう」

「警備兵を派遣するぐらいなら構わない。周りが文句を言ったら俺に言ってこいと怒鳴り付けてやれ」

「愛していると伝えてくれ。……名前をもう一度教えてくれると助かる」

　押し寄せる問題をバッサバッサと解決していく。

最初は鬱陶しいと思っていたが、優秀な領主としてはこれぐらい出来ないとな。




　最後にどさくさ紛れでレーミアを伴ったアルテイルまでやってくる。

こいつらにはいい加減一言必要だと常々アドルフが言っていたな。

「アルテイル教は最近怪しい行動が目立つと報告があるんだが……」

　言い終わる前に少女アルテイルが抱き着いて来る。

その後ろから覚悟を決めたように咳払いしてレーミアも抱き着いて来る。

　まあ文句は後でアドルフ辺りに言わせれば良いか。

「……銅像を建てたい」

「銅像？」

　なんの像だと聞くとアルテイルは俺を指差す。

「猊下は恐れ多くもアルテイル教団の聖人として貴方なんかの像を建てたいと申されているのです」

　レーミアは俺に抱き着きながらも出来るだけ密着しないようにしながら言う。

「そりゃやめてくれ」

　自分で自分の銅像建てて喜ぶ奴の気が知れない。

「……残したい」

　アルテイルが俺の股間に軽く触れる。

淡い光とともに最近使い過ぎていた一物の疲労が取れて行く。

「猊下は……貴方の一物の像を残したいと申されているのです」

「歴史上の暴君でもそこまで恥知らずな奴はおらんだろ」

　するとアルテイルが俺の手を引き始める。

「貴方を説得したい。と猊下は申されております」

　何も申していないがそのまま教団の施設に連れ込まれた。

　そこには幼女から三十路ぐらいまで数十人の信者が待ち構えていた。

「聖人様に奉仕を！」

「聖なる男根に奉仕を！」

「さあ身を捧げる喜びを！」

　その全員が一斉に襲い掛かって来る。

俺に出来るのは子どもを抱かないようにするぐらいだった。




　数日後、レオポルトがアドルフ、セリアと共に帰って来る。

奴自身は相変わらずの能面だがアドルフは怒り心頭だ。

　なんでもクレアとの間でかなり重大な認識違いがあり、喧々諤々やり合って来たらしい。

何故か互いに明確な証拠があり、折り合いが付かずに喧嘩別れとなったそうだ。

「なんにせよ、お前らが不在の間に積み上げた俺の勤労の成果を見てみろ」

　多忙の余りまた酷くなったアドルフの抜け毛もこれで収まるだろう。

「なんで絶句する？　セリアも『うわ……』とはなんだ？」

　三人は無言のままそれぞれの執務室に戻り、数時間後に再びやってきた。




「リッチモートの方はなんとかまとめましたよ。ジムさんでなかったらどうしようかと思いましたが」

　リッチモートは俺が去ってすぐに代表選挙を行い、やはりジムが代表に選ばれた。

あれだけ盛り上がったのだから当然だ。民の感情は王政でも民主政でもあまり変わらない。

「とりあえず選挙なるものは完全に無視。前任者は騒乱を防げなかった責で罷免、ハードレット卿の旧友にしてかつ旧リバティース社会を知る適任者としてジムさんを地域総代官に選出……の形で王国や諸侯へ恰好をつけました」

　俺は好きに代官を選んだ。

それが市民が選挙で選んだのと同じ人物だっただけのことだ。

「税率も個人への人頭税ではなく、街の警備費名目や富裕層への贅沢税など民が負担を感じないようにしながら同額の徴税をする目途もたちました」

　同じ金が取れれば別に良い。

「食糧費高騰の件は調べるとリッチモートの穀物商人が大量に買い込んでいたことが原因でした。これを彼らの言う新聞……民が運営する大規模な瓦版的組織……と言えばいいですか、に知らせたところ大騒ぎとなり、価格は安定しましたよ」

　なら良かった。

全部解決したな。

「とは言え本質的な問題が残ります」

　レオポルトが口を出して来る。

「言うまでもなく選挙で統治者を選ぶと言う王政の前提を覆す前例を与えたことです。これはリッチモートだけではなく、旧リバティース地域の他領にも影響するでしょう。王国から咎められる可能性も残ります。最悪……とは申しませんが、下から二番目の選択でした」

　俺はセリアを呼び寄せて頬を揉みながら言う。

「皆殺しの次ぐらいか？」

　レオポルトは首を振る。

「いえ皆殺しの下、反乱からの分離独立の上ですな」

　なんだそりゃ。

だいたいお前がいなかったせいもあるんだぞ。

　俺はセリアの頬を一層強く揉みながら続ける。

「もう言っても始まらん。他に問題はないか？」

　まあ無いだろうがな。

何しろ俺があれだけ懸命に働いたのだ。問題など残っているはずがない。

　なのにレオポルトとアドルフが同時に前に出て来る。

「モルトの件はかなりの悪手ですな。モルトが我が国の保護下にあると喧伝してしまった上、本来王国から得るべき推薦を一領主に過ぎないハードレット卿が──」

「元南部諸国の民とはいえ、今はそれぞれの領主の民です。それを南……つまりハードレット様の領地に帰らせるのは余りに早計です。既に少なからぬ抗議文が来ています。伝統貴族のみならず新貴族からもです」

　せっかく仕事したのにケチをつけるな。

セリアの頬をもっと揉む。

「〇〇村付近で行った演習ですが、△△男爵がこちらの私軍と気付かずに騎士団を差し向けて小競り合いが起こりました。結果、相手の騎士数人が斃れております。示威行動を行うならば相手にこちらの存在を気付かせる必要がありました。戦時ならば良かったのでしょうが」

「治安支援をした領地からですが送った警備兵が道中で遭遇した伝統貴族の代官を派手に恫喝したそうです。……警備隊にどんな命令を出したのですか？」

　文句ばっかりじゃないか。

働き者が損をする世界は不公正だ。

　そもそもお前らがなんだかんだといなくなるからこんなことになるんだ。

みっともないので言わないけどな。

　更に更にセリアの頬を揉みまくる。

「や、やめへ……ほっぺが火を噴きます！」

　まだ何か言いたそうなアドルフを制してレオポルトが書類を差し出す。

「軍の現状と再編時の目標定数です。しっかりと把握しておいて頂きたい」

　わかったわかったといつものようにセリアに回そうとすると目の前に書類が戻される。

「把握しておいて頂きたい」

「わかったよ」

　渋々書類に目を通す。

セリアは揉まれ過ぎてフニャフニャになってしまった頬を戻そうと必死だ。

「もう一つ。既にお忘れかもしれませんが……大戦で捕縛した女将軍パトリシアに関してなのですが。未だ拘禁の身です。有益な戦術の情報を持っている可能性もありますので解放の署名を頂けませんか？」

　レオポルトがさっとペンを差し出す。

「ん。犯すなら俺が先だぞ」

　俺がサインをするなり、レオポルトはセリアが覗く間も無くサッと書類を引き上げて去っていく。

「忙しい奴だ」

　セリアが赤い頬を擦りながら首を捻る。

「大戦の捕虜がまだ拘禁……？」

　アドルフも怪訝な顔だ。

「軍務は専門外ですが捕虜は王国管理のはず……ハードレット様の署名でなんとかなるのでしょうか」

　そういえば俺も文面見ていなかったな。

レオポルトがいけると言ったのだからいけるんだろ。

　レオポルトもアドルフもセリアもいるのだから俺は休暇としよう。

今まで良く働いた分休息が必要だ。

「正直ずっと寝ててほしかったですが」

　引き返してアドルフの額を指で弾いてから退室する。




　そこでトリスタンと顔を合わせる。

「お前が居たじゃないか！　働くだけ働いて無駄に文句言われるぐらいならお前にやらせればよかった」

「いきなり不穏なんだけど……まあそれは無理だったよ。僕もラーフェンを離れていたからね。いや、離れさせられていたと言うべきかな」

　トリスタンはふぅと溜息混じりに外と俺を交互に見る。

「平和は尊いよ。賭けはいけない。戦争は短く平和は長く、有史以来の繁栄する秘訣だよ」

　何を言っているんだこいつは。

「理想を言えば小騒乱で無理やり押し付けられた婚約がうやむやになれば完璧だけどね。卒倒したところで拇印押させるってどうなのさ……」

　トリスタンは最後に困ったような顔で俺を見てから去っていく。

なんだあいつは、意味が分からんからエステルを屋敷に招いてやろう。

「嫌な感じだな」

　トリスタンの意味不明な言動だけではない。全ての事柄が妙な方向に動いている気がする。

ただ滅茶苦茶になっているのではなく、乱れながらも全てが同じ方向を向いている。

そんな気がするのだ。

　この妙な感じはいつからだ。

戦争が終わってから？　派閥がどうのと言い始めてからか？　レオポルトが王都で騒いでから？

それともスージィに噴射させてからか。




「教えようか？」

　突然声をかけて来たのはティクク、いや上に乗ったクビヘルミナだ。

「何を？」

　クビヘルミナはレオポルトのような表情の無い顔で更に返す。

「何が起こっているか。これから何が起きるのか」

「教えてくれ」

　即答するが返事はなく、更に質問が帰って来る。

「お前は今のまま豊かな領地で美姫に囲まれた大貴族として一生を終えたいか？」

『最高の人生じゃないか』と答えるのが僅かに遅れる。

喉に痰が絡んだせいだろうか、それともくしゃみが出かかったせいだろうか。

　クビヘルミナは一つ頷いた。

「うむ教えない。知らぬ方が良いようだ」

「前進開始。入浴時間限界まで残り三五分です」

　スタスタと去っていくクビヘルミナ、いやティククか。

『なんだそりゃ』とはもう言わないでおこう。

「女でも抱くか」
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時間は戻り──ツヴァイエルフィ　近郊の要塞

　半透明の影はかすれた不気味な呻きをあげながら接近する。

　その形状は大まかには人型に見え、ぼんやりと頭部、手、胴体程度は認識できるも脚は無く、霧のように薄くなったり濃くなったりを繰り返し、かつ不安定で移動するたび揺らぐように形を乱した。

　大きさは地面から僅かに浮いて四メートル程、少なくとも人間サイズではなかった。

　咄嗟に弓を構えるギドをザフネスが制する。

「止めろ。ありゃどう見てもゴーストだ。鉄の矢なんて通じんよ」

　ゴーストとは文字通り実体を持たないアンデットだ。

　本質的にはゾンビやスケルトンと同じだが死体や骨の依り代無しに現世に残っている分怨念は強く、実体も無いので特殊な武器や能力が無ければ戦えず厄介な存在だった。

　更に物理的な体の縛りがない分、多数の怨霊が寄り集まって凶悪化することさえあった。

「ならこのまま突っ立っていろと？」

　影は既に目と鼻の先だったがザフネスはニヤリと笑う。

「とっておき、具体的には一瓶で金貨二枚の聖水だ」

　影はビシタシオンの顔に触れる距離まで接近する。

彼女は背負う赤子の顔を一瞥して短剣を構えたが、ゴーストはその距離でも何かを探すような動きを続ける。

「俺達が見えてない？　聖水のおかげか？」

「おう、それだけじゃないぞ」

　探し物を見つけられないゴーストは痺れを切らせたように体を震わせ、断末魔のような絶叫をあげる。

「ひっひぃぃぃ!!」

　すると突然倒れていた男の人が悲鳴をあげた。

「死んでいると思ったが……虫の息だったか」

　男は耳を塞ぎながらのたうち回り、壁に何度も頭をぶつけてから仰向けに倒れて体を反らせる。

「聖水が無かったら俺達もああなる」

　男は口から泡を、股から小便と精液を垂れ流しながら恐怖の表情のまま絶命した。

そして──。

「うっこれは！」

　ビシタシオンが絶句する。

　死んだ男の口から半透明の何かが飛び出し、ゴーストに吸い込まれていったのだ。

「ゴーストは怨念の塊だ。こいつに殺されると自分の魂も迷って吸い込まれちまうのさ。見ろよあの大きさ、人一人の魂があんなにでかい訳ないだろう。ありゃ優に数百人分はある」

　ザフネスはベロリと口周りを舐めると背負ったバックパックから五本の矢を取り出してギドに手渡す。

「この鏃は……銀か？」

「霊だの魔だのってのは銀に弱いと決まっている。あんなのが居たら探索なんて出来やしないからな。正直予想より少しばかりでかい。聖水も長くは持たんぞ。さっさと決めろ」

　ギドは『偉そうに』と呟くと銀矢を番えて狙いを定める。

「弱点は？」

「知らん。元人間なら頭だろ」

「適当ね」

　ギドは軽く悪態を吐いて弓を引き絞る。

「ふっ！」

　愛用の弓から放たれた矢は閃光のようにゴーストの頭部に吸い込まれる。

（キィィィィィィィ…………）

　不快な悲鳴と共に命中部分が油でもかけたように沸騰し、半透明の破片が散り消えて行く。

「もっとだ！　グズグズするな！」

「分かってる！」

　ギドは次の矢を番えて放ち、これも頭部らしき場所に命中する。

　命中にザフネスが喜んだ時には既に次の矢が放たれる。

　五本の矢は僅か十秒の間に全て放たれ、その全てがゴーストの頭部へ正確に命中した。

「良い腕だな」

「どうも」

　淡々と答えるギドの前でゴーストは頭部を沸騰させながら悶え、苦しみ、半透明の破片を撒き散らし……ゆっくりと立ち上がった。

「なあ」

「ええ」

　ギドとビシタシオンは顔を見合わせる。

「やばい。やり損ねたぞ！」

　ザフネスが慌ててギドの後ろに回りバックパックを漁る。

「怨念が強すぎたのだ！　ケチらず十本買っておけばよかった！」

「で、逃げるのか？」

　ザフネスは首を横に振る。

「ここまで来て逃げたら大赤字だろうが！　それにもう捉えられたから逃げられん！　次はこいつだ！」

　二振りの銀色に光るダガーをビシタシオンに投げる。

「そいつは純銀ではなくメッキだから威力不足だ。連撃で追い詰めろ！」

「簡単に……子どもを持ってて。ケガさせたら殺すから」

　ビシタシオンは背負った子供をザフネスに投げ渡し、逆手にダガーを持って走る。

「ふっ！」

　右回りに回転しながらゴーストの側面を斬りつけると小さく蒸気があがる。

「本当に効かないわね！」

　ゴーストが反撃に振るった腕を空中で一回転して避け、腕にダガーを深々と差し込む

苦悶の声とともにまたも破片が飛び散る。

「あの破片、一つ一つが一人分の魂なのかもな」

　ザフネスは赤子に髭を引っ張られながら冷静に言った。

「呑気なことをっ！」

　掴みかかるゴーストの両腕を後方転回で避け、迫る頭部を壁を蹴って飛び越える。

そして無防備な側頭部にダガーで切り付けた時、飛び散った破片が体に纏わりついた。

「あぐっ！」

　ビシタシオンの脚から力が抜ける。

「いかん！　触れるだけでも精気を抜かれるのか!?」

「先に言えよ！」

　態勢を崩したビシタシオンにゴーストが覆いかぶさろうとする。

「……ま、こんなもんよね」

　諦めたように笑うビシタシオンは最後にザフネスに抱かれた赤子をちらりと見た。

「馬鹿者避けんか──！　何を諦めている──！」

　無駄に叫ぶザフネスと対照的にギドは押し黙ったまま、ポケットから出した銀貨を放り投げる。

コインが回転しながら宙にある内に自前の矢を番え──。

「動くなよ」

　言葉と同時に鉄の矢が放たれる。

矢は銀貨の真ん中を射抜き、刺し貫いたままゴーストに向けて飛ぶ。

　そして胴体ど真ん中に命中、激しい蒸気を噴出させた。

　ビシタシオンもその隙を逃がさず、頭部に向けてダガーを投げつけ、転がるようにギドの隣へと戻った。

「……ありがと」

「ああ」

　答えながらギドはポケットを探ったが、手応えは金貨と銅貨だけだった。

「ザフネス、お前銀貨は──」

　振り返った先に誰もいない。

「逃げやがった……」

「私の子供!!」

　ビシタシオンが駆け出し、ギドも続く。

ゴーストも悲鳴をあげながら二人を追いかける。

　常人よりも遥かに身軽な二人だが、崩落しかけ、破片が散らばる要塞内を全力では走れない。

ゴーストとの距離は詰まり、いよいよその腕が届く距離まで迫られる。

「取り込まれたら絶対あいつの所まで行って呪い殺してやる！」

　ビシタシオンが最後に呪いの言葉を吐いた時だった。

「来るなら生身でベッドに来い！」

　二人が通り過ぎた次の瞬間、天井に張り付いていたザフネスが落ちて来る。

　ゴーストが視線を上げる間も無く、ザフネスは手に持つ陶器の壺をゴーストの頭部に叩きつけた。

　爆発と言って良い量の蒸気が噴出し、ザフネスは衝撃で弾き飛ばされる。

辺り一面に白い蒸気と半透明の破片が散乱する。

「ガハハハハ！　壺一杯の水銀よ！　これを食らって起き上がれるゴーストなど──おわぁぁぁ！」

　全身が砕けながら立ち上がるゴーストにザフネスの口上が止まる。

「詰めが甘いんだよ」

　短い風切り音と小さく軽い音──飛び散った水銀を塗ったギドの矢がゴーストの胴体真ん中に突き刺さっていた。

　ゴーストは一瞬静止した後、ギドに向けて手を伸ばしながらバラバラに崩れて消滅した。

「勝ったぞ!!　怨霊ごとき敵ではないわ！　ワーハハッハ！」

　高らかな鬨の声の中、重いものが床に落ちる。

「なんと巨大な金剛石！　さては強欲商人が抱え込んだまま蟲にやられて怨霊となったな！　ふはは、なるほど確かにこれほどの逸品を持ったまま死んでは成仏できまい。俺が有効活用してやろう！」

　ザフネスは血と汚液と諸々に塗れた石を躊躇無く掴み、布で拭く

　ビシタシオンは赤子を取り返し、ザフネスを睨んだ。

「それどうするの？　怨念の塊みたいな宝石をまさか冠にでもするんじゃないでしょうね？」

「馬鹿言え。こんな縁起の悪い宝石を持っていられるか。さっさと売り飛ばして金に換える。もちろんお前らにも働きの分は分け前をやるとも。このサイズ、帝国でも見たことがない。捨て値でも金貨一万枚は下るまい……ふふふ大金持ちだ」

　上機嫌のザフネスは宝石をバックに仕舞い、更に要塞の奥へと進んでいく。

「大儲けしたんだろ。帰らないのか？」

「私もう体ボロボロなんだけど……」

　するとザフネスは二人の十倍はあろうかと言う声で一喝する。

「馬鹿者！　これは臨時収入に過ぎん。最大の脅威を排除したのに肝心の目的を目指さないでどうする。貪欲に求めて続けてこそ成功がある。ここらで良いかと妥協したら仕舞いだぞ！」

　ザフネスは意気揚々と先頭を切って歩いて行く。

　ビシタシオンとギドは顔を見合わせ思わず苦笑してしまう。

「ウォォォォォーー！　スケルトンが出た！　早く助けに来んか──！」

　要塞探索は大成功となった。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　春（年初）

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）カウンセラー（仮）

今回登場

アドルフ（超激務）レオポルト（普段通り）

スージィ（全身貫通）アルテイル（建造）レーミア（人身御供）クビヘルミナ（知っている）

トリスタン（強制婚約予定）クレア（決裂）ローリィ（激怒）

ギド（ホークアイ）ビシタシオン（激疲労）ザフネス（大成功　豪遊）

家族女性

セリア（不在）ノンナ（正妻）カーラ（側室）メル（側室）クウ（義娘）ルウ（義娘）

ピピ（楽）ミレイ（筋トレ）メリッサ（側室）マリア（側室）ミティ（側室）カトリーヌ（次回こそ！）

グレーテル（犬側室）ソフィア（愛妾）レア（愛妾）ケイシー（疑惑調査）リタ（メイド愛妾）

ヨグリ（愛妾）アリス（魔法使い）マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（餅全食い）クララ（暑）

アデラ（プロ愛人）アネット（愛妾）ドロテア（王都孤児院）サリー（侍女）マルル（侍女）ベネル（微反応）

部下

マイラ（男爵）イリジナ（騎士爵）セクリト（勘付く）

ナーティア（記憶喪失薬）ポルテ（不寝新年）

Ｔ−九九（メンテナンス）マータ（秘書）ユーラーレン（森エルフ親玉）イジャリス（黒エルフ親玉）

ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）

ルナ（騎士爵）←ラファエラ（安住の地）クリストフ（暖炉前みかん）ツィーリア（暖炉前みかん）

グイグ（酒正月）セバスチャン（執事）クロル（女正月）ヤーコフ（騎士爵（笑））マック（護衛騎士）

肉体関係




その他

ジム（旧リバティース地域総代官）アイリーン（再婚）ソラナ（補佐）

イヴァンナ（建艦）セドリック（姉様ラブ）マートリー（貢ぎ）ミストリー（貢ぎ）

ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（漢餅）アンドレイ（ロリコン）

人外ズ

シュバルツ（暇）ラミー（何も無し）ミルミ（卵だらけ）アルラウネ（繁茂）ブリュンヒルデ（王都へ）

ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（瞑想）フェルテリス（寒中水泳）

領民

総数　三十六万七千

ラーフェン四万七千 リントブルム七千（－千）産業縮小

リッチモート（旧リバティース）三万六千（二千）近隣流入 ツヴァイエルフィ三五〇〇（六〇〇）

軍隊人員　歩兵八〇〇　弓兵二〇〇　騎兵五〇〇　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二四〇五〇〇

経験人数八三〇人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン

次回更新は明後日金曜日一九時予定です。

よろしくお願いします。










第５３８話　嵐か凪か







「御客人でございます。至急と仰せにございますので、失礼を致します」

　執事セバスチャンが目を閉じ、九〇度に腰を折って頭を下げていた。

「……これを見た上でも至急か？」

　俺は後ろから貫いていたグレーテルの尻を撫でながら不機嫌に返す。

「ご無礼ながら左様にございます」

　仕方なく体を放すとグレーテルは真っ赤な顔でセバスチャンを睨みつけてから、玩具の耳と尻尾がついたまま両手で顔を覆う。

　セバスチャンが情事の場にあえて入って来るならそれだけの急用なのだろう。

「三十秒で支度する」

　俺は玩具の耳と尻尾、噛み付き用の牙を外して服を着る。




「卿の行いは我が領のみならず近隣の全領主、引いては王国の利益をも損ねるものとして抗議いたす!!」

　なんとか伯爵様は机を叩こうと手を振り上げ、俺がまったく怯まずにいるとゆっくり降ろして人差し指で小さい音だけを鳴らす。

「リッチモートの件ですかな？」

　俺は抗議文なるものを見る前に口に出す。

「左様！　貴殿が暴徒に譲歩してからというもの、我が領の騒動はますます激しさを増しておる！　……財政難で騎士団を縮小したから下手に手出しをしたら負けるし……ゴホン！　大戦後の平和を血で染めまいとする我が慈悲に付け込み、選挙だなんだと意味不明な要求を突き付けてきおる！」

　今回は隣に座るアドルフが反論する。

「言葉を挟みますがそれは違います。かの地の総代官はハードレット卿が公式に任命しております。選挙などと言う札遊びは無関係、かの地に縁深い者であったので、たまたま民が支持しただけで……」

　伯爵様はアドルフが相手だからか今度こそドンと机を叩く。

「そのような言い訳を真に受けるはずがなかろう！　経緯は伝え聞いておるのだ！」

　だよな。考えたアドルフも俺も無理があるだろうと思っているのだから。

　だが伯爵様は『やっぱりな』という俺の視線をどうとったのか、叩いた部分を慌ててハンカチで拭いてから立ち上がる。

「ともあれ地域の情勢は悪化しております！　反対に民を甘やかした貴殿の方は平穏、周囲より民が流入しておるとも聞く……まさかこれを狙っておったのではないでしょうな？」

「まさか。私達も財政難なのです。財を持たぬ民が流入しても負担となるばかりではないですか」

　アドルフが反論すると伯爵は数秒ボーっとしてから……いや睨みつけているつもりか。あまりに眼光が弱々しいので呆けたのかと思った。

「とにかく連名抗議文は確かにお届けしましたぞ」

　伯爵はマータからマントを受け取ると、俺がお帰りだと言う前に木靴を鳴らして退室していく。

『……こ、怖かった。横に誰か居てよかった……いつも俺は肝心なところでクジに負けるのだ』

　扉からもう十歩ぐらい離れれば聞こえなかったのにな。

　俺は笑いながら抗議文を見る。

「旧リバティース地域の伝統貴族領主に王領の代官……なかなかの面子ですねぇ」

　文字の大きさで爵位や地位など力関係がわかるのが面白いな。

ギチギチに詰まった集団から指三本空けて別の名前も書かれていた。

「この名前は新貴族だぞ。思った以上に反感を買ったみたいだ」

　俺は笑いながら抗議文を放り投げる。

「……それだけまずい事態だと自覚して下さい」

「やってしまったものはどうしようもないだろ。後はお前とジムに任せる」

　アドルフは肩を落とすが頭を振って気を入れ直した。

「いえ、下手に頑張られるより理不尽な丸投げの方がマシと証明されましたからね」

　苦労をかけているのだから嫌味への文句は言わないでおこう。

また頂点が怪しくなっているしな。







翌日

「夜分に失礼致します。火急の事態にございますれば……どうかご準備を」

　セバスチャンが目を閉じたまま背中が心配になるぐらい腰を曲げている。

「……今の状況を見ても来いと？」

　俺はメリッサにのしかかったまま上半身だけで振り返って言う。

「ご無礼は承知ながら、左様でございます」

　俺が体を離すとメリッサはセバスチャンに『聞こえてないよね!?』と聞きながらビリビリに破れたレースドレス風の布と玩具の冠を被ったままベッド下に潜りこんでしまった。

　セバスチャンが乗り込んで来たからには事は俺無しに収まらないのだろう。

「九〇秒で支度する」

　俺は手の棍棒を捨て、腰蓑を外し、体に塗った緑の染料を拭き取りながら服を着た。







「我が職責において卿の判断は職責を越えるものであると忠告……いや警告致します」

　静かな調子で言い放ったのは糸のような細目の王国の内政官僚だ。

「セレス……モルト女王の通過を許したことが問題だったか？」

　警告書なるものを開く前に口に出す。

「モルト女王の態度は敬意に満ち、道中の領主からも『交易隊通過にまったく問題無し』『友好国として道中の補給をしたい』『女王に婚約者ありや？　当方四十路なり』と反応は一様に肯定的です」

　最後の奴の名前は聞く必要がある。

「その上で問題はハードレット卿貴殿、より正確には貴殿が出した推薦状にございます。一見したところ推薦状と言う名の脅迫状に近いようですが」

「それについてはね」

　隣に座らせたトリスタンが口を出す。

「手違いがあってこちらの代官と警備隊向けの書類が出ちゃったのさ。もちろんこっちの不手際だから、すぐに訂正の文とお詫びの品をお贈りしましたよ」

　もちろん訂正文を出したのはセレスティナが領主の同意を取り付けて帰った後だが。

　ちなみにお詫びの高給黒獣肉詰めは可愛いセリアが直々に詰めたんだ。

むしろ幸運だったと思って欲しい。

「……各領主から王国へ直接抗議はまだ来ておりません」

「穏便に済んでなによりさ」

　よし終了だな。

「ですが他国交易隊への推薦状など本来は我々……王国の大臣や官僚が陛下の裁可を得た上で出すべきものです。百歩譲って軍務総監が治安上問題無し、として出すならば理もありますが」

　トリスタンが俺を肘でつつく。

こんな時に何をすると肘で反撃したところで気付いた。

「ぐっ！　な、内々に承諾はありました。正式な文章も無しに先走ったのはこちらの落ち度ですね」

「……ラッドハルデ卿に確認致しますが宜しいか？」

　俺は静かに頭を縦に振って同意する。

　トリスタンの指示で既にエイリヒへ早馬が出た。

この官僚が帰るより早いだろう。

「ではこれぐらいですかね？　ろ、肋骨が……」

　話を切ろうとするトリスタンに対して官僚は最後に立ち止まる。

「……ハードレット卿がモルトを事実上の保護国として影響下に置いているとの噂もございます。大戦の終了直後、軍団をモルトに回して併合する案に反対して潰したのは閣下だとも」

「噂でしょう？　派閥争いは辛いですね。根も葉もない悪口が飛び交ってしまう」

　トリスタンがやれやれと両手を広げる。

そういう仕草は本当に似合うな。

　官僚はマータが丁寧にコートを羽織らせると、また足を止めた。

「我が国は王国、貴殿は貴族にして領主です。努々お忘れなきように」

　そのまま静かに退室していく官僚。

荒れず静かな奴だったが見るからに有能そうで不気味な男だったな。

『ふぅー。あ、あの付き人の娘、なんて美人だ。隣に座っていたのがしょぼい男で良かった。あの娘が隣に座っていたら話どころじゃなかったよ！　あぁコートに香りが残ってる……トイレはどこだろう』

　もう二十歩ほど切れ者を維持すればよかったのに。

「でも王国官僚からの警告文なんて懲罰一歩手前だよ。少ないどころかかなり悪いよねぇ。特に今の人は派閥争いでも中立を貫いてる人だからさ。色眼鏡なしにやらかしだってことさ」

「ま、なんとか収まったんだからいいじゃないか。次同じようなのが来たらお前に振るよ」

　トリスタンは『勘弁してよ』と呟き、官僚が口をつけなかった紅茶を飲む。

「ぐ……。ねぇちょっと医者に行っていいかい？　さっきので肋骨がメキッていったんだけど」

「つついただけで骨が折れる訳ないだろ」




更に翌日　夜明け前

「御客人でございます。セリア様より、すぐに……とのことで失礼致します」

　セバスチャンがまた来た。

「強烈な光景だと思うがこれを見てもか？」

　俺は肩の位置で揺れるミレイを撫でながら言う。

「いかなる状態であっても……と申されております」

　俺が仕方なく体を離すとミレイは顔も隠せず『見るな！』『せめて降ろしてくれ！』と騒ぐ。

　この有様を見た上ですぐに来いとはどれほどの急用なのか。

「支度する。ちょっと外してやる時間はないんだ。痛くはないな？　なら少し待っててくれ」

　俺は蝋燭と筆をおいて着替え、天井から縄で吊り下がるミレイを置いて部屋を出る。







　案内されたのは客間ではなくまだ所有者のいない部屋……いわば物置のように扱われている場所だ。

　使用人も寝静まる夜明け前かつこんな場所なのは人目を避けたいのだろうか。

その上で名も名乗らず挨拶も無いと言うことは……。

「情報官としての権で確認に参りました」

　淡々と言ったのは年齢二五歳ぐらいの女性だった。

中肉中背、美女でもなく不細工でもない。

装いと化粧からも徹底的に個性を削ぎ落した特徴の無い出で立ちをしている。

情報官として見た者の印象に残らない為だろう。

「アルテイル教について如何様にお考えでしょうか？」

　セリアがピンと緊張する。

「そう言われても良く知らん。生まれてから神に祈る機会は少なくてな」

　情報官は俺の目をじっと覗き込んだ後、ちらりとセリアも見てから視線を戻す。

「現在、貴領にアルテイル教の拠点がございます。ゴルドニア最大規模のものが」

「そのようです。アルテイル神国崩壊以降流れて来たのかもしれませんね。数多いる神の中でアルテイルだけを禁じるのも理不尽かと思い放置していますが、不穏な動きがあれば潰します」

　セリアが落ち着いて答えたが、いつもと比べると少しだけ早口だ。

「アルテイル教は他の神の信者と比べても極端に排外的で過激な傾向があります。故に可能なら排除すべしと領主代官にはお勧めしているのですが……」

　再び情報官が俺とセリアを見る。

「何故あえて教団を抱えておいでか？」

「ですからいつの間にか出来ていたのです。税も払っていますから法を守り害をなさないならばと」

　情報官はセリアを二度見た後、俺の目を見据える。

もちろん女の睨みに嬉しくこそあれ怯むはずがない。

「同じアルテイル教であってもラーフェンとその他の都市では教義に違いがあります。その特徴はハードレット卿、貴方へ向けられた崇拝です。ラーフェン・アルテイルでは貴方個人が聖人として崇拝の対象とされている」

「初耳です！　なんですかそれは!?」

　セリアが驚いて叫ぶが本当は知っていたらしい。

長い付き合いなのでセリアの本当の感情はわかるし、何より袖のカンペが見えている。

「……心当たりはなかったと？」

　俺は大きく頷き、咳払いしながらセリアに渡されたカンペを見る。

「そういえば無いでもないな」

　情報官の顔がずいと近づく。

ここでキスしたら駄目なんだろうな。

「以前に奴らと住民が揉めてな。奴らの中心人物を呼んで灸を据えたのだが……そいつが結構な美女でなぁ。つい犯してしまったんだ」

　このカンペおかしいぞ。

情報官がゴミムシを見る顔になったじゃないか。

だが即興で話を変える話術はない。

「教えだなんだと言っても所詮は女だ。突っ込めばただの女だったよ」

　セリアめミレイと並べて筆で脇の下をいじってやる。

「王国とエイギル様に逆らう愚を知ったのでしょう。以降は教義を曲げおもねってきました」

「聖人とされているのは逆らう意思がないとおもねり媚びるためだと？」

　俺とセリアは頷く。

　情報官は再び俺を見るが、俺は迷いなく見つめ返す。

本当に疚しくないからな。俺自身なんでこうなったかわかっていない。

　情報官は俺の目に揺らぎが無いのを確認すると、またセリアをチラリと見てから立ち上がる。

「──これにて失礼いたします」

　マータが寝ているので自分でコートを着て扉に向かい、手前で停止する。

「王宮のごく一部にこんな噂があります。『ハードレット卿がアルテイルを庇護するのは、神を利用し民に自らを王権より上位の存在と認識させるため』と」

「ん？　ん？　アルテイル教が民の中では王権より上で俺がそれを利用するってことか？」

　頭を捻ると情報官は『ただの噂です。ご理解できないなら結構』と呟いて去っていく。

　その足音が扉から十分離れたところでセリアが飛びついて来る。

「完璧です！　相手が爵位持ちの同席不可と言い出したのでどうなるかと思いましたが上手く凌ぎました！　特に最後の知性の薄い演技は最高です！　相手はバカだと思って疑っていませんでした！」

「おう、あれはバカの演技だからな。まさか本当に理解できなかったわけじゃないからな」

　俺はセリアを持ち上げる。

「俺の部屋に行くか。ミレイで余った縄があるから小さいセリアなら足りるだろう。筆も新品がある」

「ふえ？」

　同時に窓の外からかすかな声が聞こえる。

『せ、セリアって娘可愛いかったぁ！　あの可愛らしいお股舐めたい！　私のも舐めさせたい！　お姉さま～とか呼ばせたい～！　横の下品なオークもどきはどうでもいいけど』

　情報官の癖に隙がありすぎるだろう。

ショックであの平凡な顔をはっきり覚えたぞ。

　ともあれこれで全て収まっただろう。

そう思いながらセリアの大事な場所や脇の下を筆で苛めていたのだが、異変は止まらなかった。




「王家への讒言が加速しているようなのですわ。中には取り潰しの嘆願をする狂った者まで！」

　声を荒らげるのは伝統貴族の中核シュミット家の娘にして俺に散々ちょっかいをかけてきたリバルの姉であるミストリーだ。

　今朝屋敷に飛び込んできて濃厚な性交を求め、応えてやると対価にシュミット家で行われた会議の議事録を差し出して来たのだ。

　俺はベッドで性交の余韻に浸りながら議事録を眺める。

「錚々たる面子だ」

　伯爵、補佐官は当たり前……大臣までいるぞ。

「今のところ取り潰しなんて言ってるのはキツイことを言って注目されたい人だけですけれど、こいつとか特に見栄だけの無能ですわ。でも盗み聞きした時に所領の一部返納とモルトを併合する動きは王宮も真剣に考えているとか言っておりましたわ」

　捨てては置けないな。

この議事録は筆写させておこう。

トリスタン……は何故か肋骨にヒビが入ったらしいからセリアに頼むしかなかろう。




　ミストリーが去ると入れ替わりにエイリヒの腹心たるセドリック、の姉マートリーが飛び込んでくる。

こちらも愛を求めるので新技を試してやると息も絶え絶えになってから寝物語に囁く。

「弟に耳かきしてあげながら聞いたんだけどね。新貴族内で貴方に集団抗議する動きがあるみたいなの。力が違い過ぎるから王宮にも報告してって。もちろん貴方を支持する人も多いし軍務総監も押さえ込んでるから形にはなっていないみたいだけど」

　マートリーは更に行為を求めながら言う。

「酔ったふりして弟触りながら聞いたんだけど、新貴族って血気盛んで乱暴な人も多いから……それにリッチモートで決闘に負けたって話も出ていてね。もしかするとちょっかい出す人もいるかも」

　マートリーに礼を言いながらその肢体に顔を埋める。

頭は冴えていた。

　その後も異変は続く。

「社交の空気がおかしいですわ」

　クラウディアが言う。

「御客人の訪問が減っておりますね……」

　リタが言う。

「エイギル様……」

　ノンナは不穏な空気を感じ取り、俺の部屋で震えてしまっている。

　止めはレベッカから届けられた極秘文だ。

　要約するとこうなる。

『的確にまずいことばかりして大問題になっている。よくもこれだけやってくれた』

『どうしてか沈静化しない。何者かが煽っている可能性を調査中』

『なんとかするから半年ぐらいは何もせず寝てろ。私の座を脅かす厄介な部下を肉便器代わりに贈る』

　追伸は絵も交えて明るい調子でこう書いてある。

『陛下の反応　手遅れではない。されど笑って済ませる事態でもない。その中間』と。

「忠告通り寝ているしかないか」

　俺は震えるノンナの機嫌を取ろうとクレアに連絡を取る。

　アドルフとクレアの行き違いも本当に些細な出来事だった。

　クレアは何故か俺とアドルフが金鉱の秘密を知った自分達の商会を切り捨てるつもりだと思い込んでいた。根拠無くではなく幾つかの証拠もあったらしい。馬車の事故はクレアの悲鳴のような謀だったらしい。

　一方でアドルフも馬車の事故はクレアからの一方的要求のごり押しだと思い込んでいた。

そしてこちらもまた証拠がいくつもあったそうだ。

　結局、俺が双方に一言言えば軽く済んでしまった。

「影で何かが動いている……か」

　レベッカではない。

もし彼女なら俺に助言などしてくれるはずがない。

　アドルフとクレアでもないだろう。

こいつらも担がれた側だ。

　クビヘルミナなど陰謀を企む最有力者だが、今は俗世に興味がないらしく『私ではない。疑わしいなら裸にしても構わないし監視しても良い』と言う。

裸と言っても首しかないし、生首と一緒にいると気が滅入るので止めておいた。

「セリアは除外だ。もしセリアが俺を嵌めるというなら悪は俺だ。俺も協力して俺を陥れてやる」

　何を言っているのかわからなくなってきた。

「しかしレオポルトにトリスタンにと黒いことに強そうな奴が揃っていて、こうも一方的にやられるもんかね。敵の姿すら見えん」

　俺は調達した白豹のコートをノンナにかけてやる。

途端に明るくなった彼女は意気揚々と街へ買い物に出かけるのだった。

　おっとレオポルトからの書類をまだ見ていなかったな。

騎兵隊の拡張か、まあいいんじゃないか。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　春（年初）

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）スキャンダル

今回登場

レオポルト（軍備拡張）アドルフ（家内調査）トリスタン（肋骨骨折）セリア（緊縛筆）

マートリー（弟誘惑）ミストリー（家内諜報員）レベッカ（困惑）セバスチャン（執事）

ミレイ（緊縛）グレーテル（犬同士）メリッサ（姫とオーク）

家族女性

ノンナ（恐怖）カーラ（側室）メル（側室）クウ（義娘）ルウ（義娘）

ピピ（楽）マリア（側室）ミティ（側室）カトリーヌ（次回こそ　リターン！）ソフィア（愛妾）

レア（愛妾）ケイシー（家内調査）リタ（メイド愛妾）ヨグリ（愛妾）アリス（魔法使い）

マルスリーヌ・母（愛妾）娘ステファニー・長女（愛妾）ブリジット・次女（愛妾）フェリシー三女（愛妾）クラウディア（真剣）クララ（暑）アデラ（プロ愛人）アネット（愛妾）ドロテア（王都孤児院）サリー（侍女）マルル（侍女）ベネル（微反応）

部下

マイラ（男爵）イリジナ（騎士爵）セクリト（愉悦）ナーティア（南部冒険）ポルテ（不寝新年）

Ｔ−九九（メンテナンス）マータ（秘書）ユーラーレン（森エルフ親玉）イジャリス（黒エルフ親玉）

ルキノ＝エスカオーテ男爵夫人（代官）ルクエ（その娘）セイカ（その息子？）

ルナ（騎士爵）←ラファエラ（安住の地）クリストフ（暖炉前みかん）ツィーリア（暖炉前みかん）

グイグ（酒正月）クロル（女正月）ヤーコフ（騎士爵（笑））マック（護衛騎士）

肉体関係

スージィ（ラブ）

その他

クレア（??）ローリィ（？？？）ジム（旧リバティース地域総代官）アイリーン（再婚）ソラナ（多忙）

イヴァンナ（建艦）セドリック（姉様溺愛）ピリス（安定期）ブスコ（下種）ギルドレス（漢駅伝）

アンドレイ（ロリコン）アルテイル（完成）レーミア（絶句）

人外ズ

クビヘルミナ（知っている）シュバルツ（暇）ラミー（昼寝）ミルミ（卵世話）アルラウネ（繁茂）ブリュンヒルデ（心配）ネップリ（子育て）ポチ（大トカゲ）子トカゲ（精神統一）フェルテリス（露出）

領民

総数　三十六万九千

ラーフェン四万七千 リントブルム七千

リッチモート（旧リバティース）三万七千（千）近隣流入 ツヴァイエルフィ三七〇〇（二〇〇）

軍隊人員　歩兵八〇〇　弓兵二〇〇　騎兵八〇〇（＋三〇〇）　護衛隊三〇

兵装　大砲三〇　大型砲一五　ドワーフ砲一五門　野戦砲一〇門　 戦車三〇

財産　金貨－二十三万八千　金鉱（＋五千）謝罪品工作費（五〇〇） 騎兵増加（二千）

経験人数八三〇人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン

うむむ……次回投稿予定は明日二六日　一九時です。










第５３９話　平穏な家族

硬貨の価値は現代に例えるとざっくり

金貨＝十万円

銀貨＝一万円

銅貨＝一〇〇円　となります。









　俺は子供連れでラーフェンの街に出ていた。

　色々やらかして以後、部下が妙に優しくなり俺に昼間から遊んでいて良いと言うのだ。

窓を見ながらボーっと判子を押す仕事もセリアが代わってくれたので、最近様子のおかしかったノンナとその子供を連れて遊びに出たのだ。

　娘はアナスタシア、息子はバルトロメイ。どちらも四歳になる。

もう屋外を歩かせても不安は無いし飯も便所も一人で出来る。

ノンナの方針で二人は乳母と居ることが多いからたまには両親だけで遊んでやることにした。

「アナスタシア大股で歩くのは下品ですよ。バルトロメイ汚い枝を拾わない。脇を締めて立ちなさい。貴方達はハードレット家の嫡男と長女なのですよ！」

「「はい。お母様」」

　それでもまだ幼児、ノンナの言う礼儀作法をこなすのは容易でないようだ。

あまり機会のない外出に緩んでいた顔を引き締めて必死に歩く。

「四歳に厳しいことを言ってもな。おっとこの枝、ケラヴノスに似てないか？　先端の曲がり具合なんて」

　思わず枝を拾い上げた俺にノンナが急接近して小さな頭突きを何度も見舞う。

「教育！　作法！　お手本！」

「すまん悪かった。だが作法的に頭突きはいいのか？」

　子供の緊張が再び緩んだようだ。

どこに行くのかな。

「まずは劇場です。子どもの頃から芸術を鑑賞するのは必須です」

「ふむ、劇は子供も喜びそうだが」

　戦乱で損傷したラーフェン劇場は復旧済みだ。

ノンナの介入によって街壁より優先されたとかなんとか。

　劇場についた俺の顔が強張る。

『エルトイ家物語　～華麗なる恋～』

「有名な宮中物語を劇にしたものです。名門エルトイ家の長男が許嫁の義母との関係に悩み、社交界で知り合った他の令嬢と──」

「四歳だぞ？　愛だの許嫁だのわからんだろう。それならこっちのだな……」

『巨大タコＶＳ５人のマッチョ　～筋肉は触手に負けぬ！　～』

「なんですかこの頭の悪そうな題名は！」

　面白そうじゃないか。

売りは精巧に作られた巨大タコとの激しい戦闘シーン、汗が飛ぶので最前列にはタオルを貸すと書いている。

「タコ……？」

「ぬるぬる触手……？」

　子ども達も巨大タコに目を輝かせているぞ。

「駄目です！　宮廷文学です！」

　ノンナは俺達を特別席へ引っ張っていく。

「いいですか、このシーンから許嫁の母と主人公の力関係がわかります。家格に加えてまだ結婚は成立していませんが──」

　何やら話すノンナの声を聞きながら俺は開始三分で眠りについた。




「──どうです。為になったでしょう」

「「はい。お母様」」

　目が覚めると劇は終わっていた。

ノンナが得意げに語っているが、子供の顔を見る限り内容をわかってないだろう。

「次はお買い物です！」

　向かったのはノンナが利用している高級衣服を扱う店だ。

「ふむ、このミンクの毛皮は実に良い仕事ですね」

「はいノンナ様、最高級のリス皮を使っております」

　子どもにも試着させていたが、フカフカ感触が楽しいぐらいで特に興味はないだろうな。

むしろ入口近くの屋台が出す肉乗せピザの方に心がありそうだ。

「お腹がすきましたか？　ではレストランに行きましょう」

「「ご飯！　……お、お食事」

　嬉しそうに反応してから言い直す二人。

どう躾けても子供は飯と遊びが好きなもんだ。

　俺も腹が減ったので楽しみに向かう。




「アナスタシア、スプーンの音を鳴らさないように。エイギル様は器ごと持ち上げないで下さい」

「はい……お母さま」

「バルトロメイ、肉と付け合わせは同時に無くなるように食べなさい。エイギル様は手掴みしない、せめて食器を使ってください」

「ごめんなさい、お母さま」

「食事中によそ見しない。無作法ですよ。エイギル様はオナラとゲップしないで！」

　堅苦しすぎて子ども達が緊張しっぱなしだ。

これでは味も良くわからないだろう。

「うっ、私ちょっとお腹が……や、屋敷に戻ります」

　ノンナが腹痛を起こしたようだ。

ヒラヒラしたドレスを着ているのでトイレもそこら辺の汚い便所ではできない。

「子供の面倒は見てるから行ってこい」

「……お願いします。すぐに戻ってきますから」

　ノンナはトテトテ屋敷へと帰っていく。

「お、お父様……」

「よ、よろしくお願いします」

　普段あんまり遊んでやらないせいだろうか、俺と三人きりになってアナスタシアとバルトロメイは緊張気味だ。だがこれは好都合だぞ。

　俺は姿勢を正そうとする二人を腕に乗せて肩まで持ち上げる。

「堅苦しいのはもういいだろう。面白い場所に連れて行ってやろう」

「「は、はい!?」」




「ぐぉぉぉぉ!!」

「ふんぬぅぅ!!」

　それぞれ白と赤の鉢巻きを巻いた半裸の男二人が取っ組み合う。

「ありゃ白の勝ちだな」

　予想通り赤の足が浮き、そのまま投げ飛ばされる。

同時に観客から大きな歓声が上がった。

「お父様」

「ここは？」

「格闘場だ。今の時間は投げ合いをやっているんだ」

　時間によっては殴り合いや模擬剣技もあるのだが四歳に見せるには刺激が強い。

　元々酒場裏の空き地だったのだが、酔っ払いの喧嘩が多発するので店主がそれならいっそと格闘場にしたのだ。すると酔っ払い以外に力自慢も集まるようになった。

　もちろん殺し合いは無しで観戦も無料、利益は観戦中の酒代と摘まみ代で出している。

本当はもう一つあるんだけどな。

「うぉぉぉぉ!!」

　次の試合では片方が相手に後ろから抱き着き、そのまま仰け反って放り投げる。

「わっすごい！」

「きゃー」

　ノンナも乳母もこんなもの見せたことはないだろう。

バルトロメイは驚きながらもワクワクした目で、アナスタシアは目を塞ぎながらもぴょんぴょん跳ねて興奮している。

　豪快な技に騒ぎ、力の拮抗した組み合いに汗を握り、圧倒的な強さを見せる奴に歓声を送る。

ノンナには悪いが観劇の時よりずっと楽しそうだ。

「そこでもっと面白くする」

　俺は酒場の主人に銅貨を払い赤い札を貰う。

二人にも銅貨を一枚ずつ渡して好きな札を選ばせる。

「いいか、札の色と同じ方が勝ったら二倍になる。負けたらなくなるんだ」

　四歳には適切な算術の勉強になるだろう。

　良く分かっていなかった二人だが、ノンナと俺の子だから頭が悪いはずがない。

すぐに仕組みを理解して賭け──算術の勉強をする。

「「頑張れー！」」

　次第に熱が入ると自分の札の選手を応援し始める。

「そこで投げるのー！」

　バルトロメイが手を振り上げて声援を送る。

「負けるな！　こっそり足踏めっ！」

　アナスタシアも……ちょっとおかしいがまあ応援している。

　一通り試合が終わったところで、俺は汗ばむ二人を再び担いで馴染みの定食屋に入る。

ヤーコフやクリストフも行きつけだが今日はいないようだ。

子どもがいるのでアンドレイの店にはいかない。

「はーい。『鳥の丸焼きカブネギ詰め』お待ちー」

　ウェイトレスが俺達のテーブルにドンと大皿を置いていく。

名前通りニワトリにカブとネギを詰め込んで丸焼きにした料理だ。

　普段小分けされたものしか食べていない子ども達は豪快さに驚き、ナイフをどこに入れたものか困惑している。

「好きな所から食えばいいが特に美味いのはモモだ。垂れた油を野菜に絡めて喰ってみろ」

　俺は素手で掴んで食い易いように引き千切ってやる。

　まずは男らしく……アナスタシアが手をつける。

「はむ」

　口いっぱいに肉を頬張る光景はノンナが見たら大変だな。

「美味いだろ？　やっすい肉だが店主が腕でなんとかしてる」

　二人とも口いっぱいで話せないが顔を見れば答えはわかる。

追加でドカ盛ポテトスープもあるぞ。

　礼儀作法も良いがガキのうちは好き勝手食って騒ぐぐらい許される。

十を超えたぐらいからまたしごかれればいい。

「そして俺はこいつをだな」

　ジョッキに並々と注がれた麦酒を煽る。

奇しくもモルト産だ。

「ふふふ、ちょっと飲んでみるか？」

　おそるおそるのバルトロメイと興味津々のアナスタシアが手を伸ばした時。

「ぐえっ！」

　後頭部にハンマーのような重量物が打ち付けられ、机で顎を打ってしまった。

「遂に直接仕掛けて来たか！」

　俺のしくじりだけでは説明のつかない事態の悪化、不気味な黒い気配も形になれば怖くない。

「受けて立……」

　拳を握りしめて立ち上がった先に居たのは鬼の形相のノンナだった。

侍女のサリーとマルルも頭を抱えている。

「すると今のは乳ハンマーか。大した威力だ」

「□△〇〇☆────!!」

　ノンナの口から超音波のような怒声が吹き出し店中の客が耳を塞ぐ。

「すまんすまん。悪かったから頭突きはもう止めよう。お前の頭が変になってしまうぞ」

　笑いながらノンナを抱きとめ、子どもの手を引いて屋敷に戻る。

「腹ごなしに中庭で鬼ごっこでもするか。それなら文句ないだろう？」

　子ども達も油まみれの手と口を侍女に拭かれながら喜ぶ。

「わ、私もですか？」

　もちろんだ。

ノンナも最近運動不足だろ。

　運動音痴かつ運動不足のノンナもさすがに四歳児には負けない。

だが自分の子供相手に調子に乗ったところで木の根っこで転倒して笑いを誘う。

　そんな平凡な日々、耳を澄ませば風の音と水路を流れる水の音。

「ままー生まれてる！　すごいかずー！」

「千……ううん三千以上！　池が埋まっちゃう！」

「子供を産んだ子は移住の準備よ。自分の子を連れて他の池に行くの。エイギルさんに樽を用意してもらうから、水質検査も忘れずにね」

「東の池にはタコ魔獣がいるよぉ」

「人魚がタコに負ける訳ないでしょう。刻んで小麦粉に詰めて焼いちゃいましょ」

　ミルミの声が聞こえないでもないな。

　そんな何でもない一日が過ぎる。

「楽しかったですね」

　ノンナが言う。

「おう」

　笑って返す。

「これからもこんな日を作って下さいね」

　ノンナが見つめる。

「ああ」

　微笑み返す。

「ずっと、こんな日々が続けばいいですね」

　ノンナが強く手を握って来る。

「もっと面白くしてやるさ」

　俺はその手を更に強く握り返す。

　そうだ、レオポルトがまた軍事増強の書類を回してきていた。

他の書類はセリアが勝手に判をつくが、あれだけは自分でやらないとな。

　はてノンナは何を震えているんだ？

「エイギルさん！」

　メルの声だ。

「丸一日ノンナさんだけと遊ぶなんてずるいです！　私の子供達とも遊んで下さい！　明日はピクニックですよ」

　カーラとマリアも子供を抱いて騒いでいる。

「分かったよ。当分暇だしな」

　すまんなと謝りながらノンナの手を放し、微笑みかける。

「──ひっ」

　ぎょっとするノンナ。

おっと笑顔を間違えた。こっちだった悪い悪い。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ツヴァイエルフィ　酒場

「ガハハハハハ!!　そら飲め！　そら食え！」

　ザフネスは右手に酒、左手にこの町では非常な高値の黒獣肉を持って豪笑する。

隣には厚化粧でけばけばしい女達が座り、頬にキスしたり股間を撫でながら甘える。

「下品を絵に描いたようだ」

　ザフネスは懐から金貨を取り出して女の胸に挟む。

黄色い歓声が起こり、キスと愛撫の嵐が見舞われた。

「大仕事の後は酒と女、これだけは大古から進歩せん男の性というものよ」

　そう言って大型金庫を蹴り開く。

中には大仕事の成果が──具体的には一万二千枚の金貨が詰まっていた。

「今更分け前増やせなんて言わないけど、そもそも計算おかしいわよね」

「あん？　金剛石が金貨一万、要塞の遺物が八千で成果〆て一八〇〇〇。まず情報代と経費諸々で俺が半分とって残った九〇〇〇を平等に山分けで三〇〇〇ずつ。どこがおかしいというんだ？」

　後ろめたさの欠片もない態度にギドは肩をすくめるが、金に興味は無かったので何も言わない。

「やはりお前らを見込んだ俺の目に曇りはなかった！　厄介な状況だったが計画以上の成果をあげて一人も欠けずに戻ってきた。大したものだガハハハハ！」

「それは私達を褒めてんの？　それとも自画自賛？」

　ビシタシオンは鼻を鳴らしながら店で一番高い酒をチビチビ飲む。

「無論両方よ。矛盾しまい？」

　ザフネスが更に笑いながら娼婦の股に手を突っ込む。

金庫の中身を見せた効果か、誰も拒絶せずむしろ股間を押しあてる。

　すると新手の女が一人、ザフネスではなくギドの肩に手を置いた。

「ふふ、あの人大儲けしたみたいね。でもあたいはアンタの方が好み。すっごいイケメンでゴリラっぽくないし、腕も立つんでしょ？」

　女の手がギドの腹から下に伸び、唇が頬から首筋に舐め降りる。

「離れてくれ」

　ギドは静かに拒絶して女を引き離す。

「……なによ。調子乗って」

　女はフンと一つ悪態をついて立ち去る。

　ビシタシオンが意外そうにギドを見る。

「あいつみたいにヤれば良かったのに。それとも気取ってんの？」

　視線の先ではザフネスが女の胸元に手を突っ込んで騒いでいた。

「興味ないな」

　ギドは静かにグラスを傾ける。

「ふぅん」

　ギドの後ろに再び人影が立つ。

年の頃一二、三の少女──この背徳の町に子供はほとんどいない。

いるとすれば悲惨な境遇か、あるいは町に似合う存在かだ。

　ビシタシオンは気付いていたがあえて何も教えない。

少女は足音を殺し、ギドのポケットにサッと手を入れる。

「あっ！」

　その腕が軽く掴まれて捻りあげられる。

「んむっ！」

『折られる』そう覚悟した少女の口にギドの男とは思えない端麗な唇が押し付けられ、じゅるりと一度湿った音の後に解放された。

　慌てて体を離す少女に金貨が一枚投げられた。

少女は慌てて金貨を受け止め、そのまま酒場の外に走り出た。

「興味あるじゃない」

「ただで金貨やるのが勿体なかっただけだ。くだらない遊びだよ」

　再びグラスを傾けるギドにビシタシオンが続ける。

「なら遊びで私を抱いてみる？」

「やめとく」

　ビシタシオンは表情を変えずに『そう』とだけ呟いて席を立つ。

「お前は町を出るのか？」

　ギドの問いにビシタシオンは意外そうに振り返った。

「……多分ね。まとまったお金も入ったし、こんな吹き溜まりみたいな場所に未練もないわ。南に行って帝国か、それとも西か、まだ考えてないわ」

「赤子を連れて長旅なんて無茶だ。北のハードレット領が一番安全だろ。距離も近い」

　ビシタシオンは気まずそうに頬をかく。

「あそこは嫌。またあいつと会うなんて……なんでもない」

　そのまま出て行こうとしたビシタシオンの腕が掴まれる。

「バカ者！　雇用主の俺を差し置いてどこへ行く気だ！」

　ビシタシオンが耳を塞ぐほどの声はザフネスだ。

「どこへ行く必要もないぞ！　俺の近くにいるのが一番安全かつ将来性がある！」

　ザフネスは嫌そうなギドとビシタシオンの肩を抱いてテーブルに引き寄せる。

「南部が蟲にやられて壊滅したのは今となっては好都合だ。ツヴァイエルフィを見ればわかるだろうがゴルドニアの奴らもまともに統治できないと匙を投げておる。俺の才覚と金があれば……ふふふ、ここを起点に一国一城の主となって見せるとも！」

　野望を語るザフネスにギドは溜息をついた。

「ここはハードレット領だぞ。変な真似したらゴルドニア最強の軍隊が押し寄せてきて一捻りだ」

「どうかな？　俺の情報網によると最近上手くいってないみたいだぞ。リバティースでは決闘に負けたとか聞くしな……でもまぁあえてここではなく、もっと西でも都市国家に取り入って乗っ取ってもいいしな」

「いきなり日和ったわね」

　ザフネスは苦し紛れにビシタシオンの胸を揉もうとしたがするりと躱され、逆に鼻柱に一撃貰う。

「ともかく俺は独立した勢力としてもう一度立つつもりだ。付いて来ればお前らも悪くはせん！」

　鼻血を拭きながら気勢をあげるザフネス。

「なんでそんなに拘るんだ？　金貨一万二千枚もあれば一生豪遊して暮らせるだろう」

　ザフネスはよく聞いてくれたとばかりにギドに抱き付く。

「俺は奴に女を盗られてな」

「ああ……うん。そっちか」

　しみじみ頷くギドの様子を気にせずザフネスは続ける。

「いや寝取られたのではなく誘拐だ。女はどう見ても俺に惚れているのに色々と流れが悪くて奪われたんだ。女をモノにした上でハードレットにもギャフンと言わせてやる！」

「金の力で？」

　ビシタシオンが嫌そうに言うとザフネスは立ち上がり、金庫の金を一掴みして宙へと放る。

物凄い悲鳴とともに遠巻きに様子を見ていた娼婦達が群がってくる。

「金も力の一部だ！　金、腕力、頭！　何を使ってでも最後に奪えば勝ちなのだ！」

　女に群がられながらザフネスは吠える。

にやけた顔で女にキスをしながらもその瞳は爛々と燃えていた。
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一か月後　ラーフェン

　俺は新しく屋敷に入ったメイドの服を整えてやってからキスをする。

「ありがとう。最高に楽しかったよ」

「お粗末様でした……こちらこそ凄かったです」

　メイドは自分の破瓜血が染みたシーツを抱えて退室する。

　変わらぬ日々、いつも通りの毎日が延々続いている。

「いくつかのトラブルはあったが」

　カトリーヌのあれこれからあんなことになったり。

　ナーティアが大変なことになったり。

　ルキノとセイカがまさかああだったり。

　ブリュンヒルデとエルフがとんでもなかったり。

　ポチ一家が伝説を作ったり。

　イリジナが巨大タコと死闘した末、アリスがものすごいことになったり。

　割と大変な騒動から驚くほど下らないことまで様々あったが後を引くような重大事は無かった。

　新貴族、伝統貴族問わず、少々の対立や衝突はあった。

総じて小さなことばかりだが、俺が自制……というよりはアドルフ達の尽力と流れが良かったこともあって全て無難に凌ぐことができた。

　レベッカも王都での俺を追及する流れがそろそろ沈静化しつつあると教えてくれた。

静かにしていた甲斐あってもう安心だろう。

「もう安心だなぁ」

　俺はホッと息を吐きながらグラスを傾ける。

そして飲み干したグラスに月光を透かしてから床に落とす。

　当然ガラスのグラスは割れてしまう。

「平和が続く訳だ」

　破片を見つめる俺の耳に馬蹄の音が響く。

　屋敷にそのまま入るようだ。

数は一つ、時刻を考えれば急使だな。

ルキノが泣きついて来たのだろうか。

　時刻は既に深夜だ。

〇〇村に魔物の群れが賊が、〇〇町で火災が、〇〇卿が急死。

そんなたまにある事態ならレオポルトかアドルフが叩き起こされ、翌日俺に報告されるだろう。

　〇〇で反乱が、〇〇で洪水が。

などと滅多にない事態なら今にセリアの軽快な足音が聞こえて来るはずだ。

　さてどっちだろう。

もしセリアが来たらついでに箒を持って来て貰おう。

　足音が聞こえて来る。

どうやら後者の方か、これで破片を片付けられる。

「……足音が多いな」

　扉がノック無しに開け放たれる。

「エイギル様起きて下さい!!」

　セリアは予想通りだ。

「王都での伝統貴族会合が襲撃されました！　速報の為、詳細不明ですが高位貴族複数が負傷及び殺害の模様、放火もあったとのことです！」

　マイラまで来るとは。

「時を同じくして軍務総監領で催された新貴族達の狩り会を賊が襲撃！　クロスボウが無差別に放たれ、複数名が負傷、詳細は続報を待って下さい！」

　アドルフが普段とは違う口調で声を張る。

「同時襲撃？　王都とエイリヒ領で？　同じ奴らなら見事な手際だな」

　俺はグラスの破片を足で寄せながら感心する。

「ハードレット卿……」

　マイラの唇が青い。

どうした、家族が居たとかじゃないよな？

「ハードレット様……これは……」

　アドルフも小刻みに震えている。

一大事だがこちらに実害はないぞ。

俺の屋敷も襲われては敵わんから警備を厳重にする必要があるだろうが。

　しばし置いて続報の急使が駆けこんでくる。

「エイギル様……」

　泣きそうな顔のセリアから殴り書かれた文が渡される。

　──大臣深手、──政務官死亡、──伯爵死亡、軍司令官──昏睡。

　俺は文をセリアに返して一つ頷いた。

「俺と揉めた奴ばっかりだな」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　春

登場

ノンナ（今のまま）アナスタシア（剛毅）バルトロメイ（繊細）アドルフ（放心）マイラ（恐怖）

セリア（混乱）

ザフネス（野望）ギド（硬派）ビシタシオン（迷い）

次回更新予定は明後日月曜日です。










第５４０話　エルネス事件







王都ゴルドニア　エルネス屋敷大広間

　王都随一と評判の名手が演奏する流行りの音楽に王ですら名を知る有名な歌姫が曲を乗せる。

　その調べに合わせて艶やかな装いの男女が踊る。

「エルネス殿ご息女のなんと美しいことか」

「お相手はサマール殿の嫡男か。幼少のみぎりより見知っておったが、凛々しく成長なされた」

「ほほほ、両家が繋がれば我ら伝統貴族の結束はますます盤石。よきかな、よきかな」

　煌びやかな催しは王都では珍しい行事ではない。

移動や宿の手間がある領主貴族と違い、王都住みの貴族達にとって舞踏会晩餐会は週に何度か入る予定の一つだった。もちろん王や特別な有力者が来るとなれば話も違うのだろうが。

「そう言えば聞きましたか？　ハードレット辺境伯のお話は」

「ええ、きゃつの不作法は川が流れ、木が葉を落とすごとく当然のことでありますが今回の事はいくらなんでも度が過ぎる。陛下の印象も悪くなったことでしょう。いやぁ愉快愉快！」

　踊りの傍で行われる噂話が悪口嫌味で占められることも毎度のことだった。

エイリヒを伝統知らずと罵り、新貴族を山賊の亜種と嘲り、時には伝統貴族同士であの家は～と囁く。

まったくもっていつも通りの晩餐会だった。

　噂話に興じる者達はとある人物へ表面上気の毒そうに、内心は満面の笑みで話しかける。

「まったくベルツ殿もあてが外れましたなぁ。ハードレット家との縁談など大冒険でございましたが」

「娘様には気の毒ですが距離を置かれた方が宜しいのでは？　いやぁ心中お察ししますぞーう」

「聞けばご令嬢は犬扱い……いや噂噂。名門ベルツのご令嬢が十人もいる側室の一人とは……クク」

　ベルツ当主は怒りか羞恥かで顔を真っ赤にする。

親族の婚礼で王都に来ていたのが彼にとっての災いだった。

　だが災いは更に続く。

　ガシャリと尋常でない音が大広間の外から聞こえる。

金属が床に叩きつけられるような、まるで甲冑を着た兵士が床に倒れ込むような音だった。

「きゃっ」

「なんだ耳障りな。興がそがれるであろうが！」

　ドレスの令嬢が大げさに驚いてパートナーに抱き着き、男の方はこれまた大げさな仕草で使用人を怒鳴りつける。

「申し訳ございません。給仕が粗相をしたのでしょう。直ちに叱って──」

　再び同じ音が響いた。

窓の外で一つ、バルコニーから一つ、そして入口の扉の前で二つ。

「……衛兵を」

　言い終わる前に正面の扉が蹴り破られる。

　金銀で飾られた高級な扉が倒れ込み、黒衣の集団が無言のまま会場に走り込む。

数はざっと十名と少し。

「あ、あれは怪しい奴らではないか!?」

「無礼！　無礼であるぞ！　許さんぞ！」

「ええと……変な奴が来たときはだな……」

　呆然とする貴族達の中からはっきりした声が上がる。

「曲者だ!!　衛兵──!!」

　過去に起きたマグラード残党襲撃事件の経験から、王都では本来無粋とされる夜会への武装衛兵常駐が奨励されていた。

　鋼鉄の甲冑を着込み、盾と槍で武装した衛兵が参加者を守る為に駆けて行く。

　襲撃者は人目を忍ぶ黒い布のみ纏い、武装は恐らくはナイフか片手剣。完全武装した衛兵ならば奇襲の動揺があっても十分に戦えるように見えた。

「……目障りと思うていた布告に命を救われたわ」

　誰かがそう呟いたのも無理はない。

　途端、広間の両側の窓が砕け散る。

正面の敵を屠らんと駆けていた警備隊は虚を突かれる。

「撃て」

　短い命令と風を切る音。

そしてクロスボウボルトが肉に突き立つ音。

「ぐぇっ!!」

「ぎゃー!!」

「いやぁー！　いやぁぁ!!」

　巨大な開口部と化した両窓から参加者に向けてボルトが飛ぶ。

丸腰の参加者に向けて両側面から微塵の躊躇も無い射撃に会場は屠殺場と化した。

「庭の衛兵は何を──」

　叫んだ男は首を掻き切られて転がる衛兵を見て黙ってしまった。

　衛兵が慌ててクロスボウを窓に向けるが狙いが付かない。

「駄目だ庭の灯りが消されている！　何も見えない！」

　襲撃者は煌々と光る室内を狙う。

衛兵は光に慣れた目で暗闇を狙う。

　勝負になるはずがなかった。

　クロスボウを持つ衛兵は甲冑すら貫く高威力のボルトの集中砲火を受けてたちまち全滅する。

　他の衛兵も屈んで盾で身を護るより他なく参加者を助けることすらままならない。




「俺の後ろに隠れろ!!　身を屈めて走れ！　ここまで来れない奴は俺と同じようにやれ！」

　大声で叫んだ男がテーブルを二つひっくり返し、近場の者を手招きした。

ボルト複数がテーブルに突き刺さるが、高級素材の分厚いテーブルは貫通できない。

　中年男が絹の礼服を床で擦りながら、年増婦人が大きな指輪を落としながら、泣きじゃくる令嬢がレースのドレスを破りながら、会場唯一の安全地点に身を寄せる。

「テームス男爵良くやった！　軍に入るような野蛮な新貴族紛いだと吐いた言葉を取り消そう！」

「私も礼儀知らずの芋侍と言ったこと取り消しますわ。我が家にくれば借金の相談にぐらいは乗るわよ」

「貴方大嫌いでしたけどお友達……はちょっと嫌なので使用人の女を差し上げますわ」

　口々に礼を言う者達を無視してテームスは自分にも言い聞かせるように話す。

「エルネス邸は王宮にも近い中心部だ。大窓の割れる音は近場に響き渡ったはず。十分もすれば近場の巡回警備が駆けつける。それまで凌げば──」

　テームズは様子を覗おうとテーブルの影から顔を出す。

　ボルトは絶え間なく降り注ぎ、一人また一人と斃される。

逃げ惑う者は容赦なく撃たれ、背中や足にボルトを受けた者達が床に倒れて泣きじゃくっていた。

「連射できないはずのクロスボウに射撃の切れ目がない、一人複数持ち込んでいやがるな」

　クロスボウは決して安価な兵器ではない。

更にその威力と手軽さから明確な理由と身分無しには王都には持ち込めない代物だ。

凡百の賊が何十も揃えるなどあり得なかった。

「派手に殴り込んで正面に警備兵を引きつけ、密かに展開した側面部隊が息を合わせた同時攻撃……そもそも賊の戦い方じゃない」

　老人の悲鳴に続いて悲痛な声が漏れる。

「農政大臣閣下がやられた！　誰か助けよ！　エルネス殿──!!」

「ご、ご当主も矢を受けて意識がございませんー!!」

　慌てて立ち上がった老執事が額にボルトを受け、立ったまま痙攣する。

「ベルツ卿が取り残されております！」

「もう救えん！　助けに出たらこちらがやられるぞ！」

　広間のど真ん中で呆然と座り込むベルツ当主を捨てて逃げた男がテーブルの影に飛び込む。

　テームズは舌打ちしながらも冷静に状況を見た。

彼を真似て複数のテーブルが倒され簡易の防壁となっている。

　衛兵もかなりの数が斃されていたが、生き残った者はテーブルを守り抜く態勢を取っていた。

「幸いにも広間の壁は分厚い石材だから破るのは無理だ。壁に背をつけて正面に盾とテーブルを並べれば当座はなんとかなる」

　衛兵達も分かっているのか両側面をテーブルで守ったまま、全員を壁際に誘導する。

　相変わらずボルトは放たれるが、斃れる者が出なくなってきた。

　耳を澄ませば外の門を叩く音も聞こえる。

王都警備隊が駆けつけてきたのだ。

「皆で固まってがっちり守れば──」

　テームズははっと気づいた。

生き残った者達がテーブルと盾の影に入ろうとドンドン密集していく。

　敵は窓の外から射撃するのみで乗り込んで来ない。

黒衣の集団も入口近くからほとんど動かない。

「いかん!!」

　叫びは既に遅かった。

　放物線を描きながら陶器の筒が飛んでくる。

先端には小さく燃える布──。

　筒は集まった者達の足元やテーブルに当たる。

『燃え上がる』などと表現するのは生易しい爆発に近い炎上が起きる。

　悲鳴は入り交じり最早誰のものかわからない。

　金糸の入った礼服が、絹のドレスが、艶やかなレースが。

まるで木の葉のように燃え上がる。

「油!?　いや火薬!?　なんでそんなもの──」

　呆然と立ち上がってしまったテームズにボルトが突き立つことはなかった。

　代わりに屋敷の母屋と別館から火の手が上がる。

　更に隣家でも爆発音、たちまち一帯が炎に包まれる。

「違う……曲者ではない……これは……これは……」

　爆発と燃焼を同時に起こす筒によって大広間が焼け落ちるのは時間の問題だった。

　テームズは肩章を燃やす炎を叩いて消し、ふらふら歩きながら出口に向かう。

「痛い……痛いぃぃ！」

　腕をボルトに貫かれて悶える令嬢を抱き上げる。

「熱い……助けてぇ……」

　燃えるドレスを脱ぎ捨て半裸となった婦人を肩に背負い。

「た、たす……け……」

　爆発で腹が破れて臓腑をこぼす青年を、首を振って置き去りにする。

「なんという……なんという……」

　続いて床に座り込み、呆けてしまった男に手を伸ばす。

「い、いや私は無傷だ。自分で歩ける」

　男は拳で自分の頭を一つ殴ってからすっくと立ちあがる。

「敵の真正面で呆けて無傷なんて。あんた運がいいな」

　男は引き攣った顔で返す。

「バカを言え。親族の婚礼ついでに呼ばれてこの有様だ。運が良いはずあるまい」

「そりゃそうだ」

　テームズは不謹慎と知りながらも笑った。

　その笑顔も一瞬で消える。

「農政大臣閣下は脚をやられて出血が酷い。あそこの政務官も助からんな」

「ヒサール伯はボルトで倒れたところを滅多刺し、こときれておる。エルネスご当主は……うっこれは酷い！　なんという怪我だ!!」

　大臣、筆頭内政官、伯爵、子爵──。

閣下と呼ばれる身分の高位貴族達が倒れ血を流し、あるいは白い目を天井に向けたまま焼かれていた。

「誰がやったにせよ。大事などではすまん。大変なことになるぞ……」

　ベルツの呟きと同時に王都警備隊が屋敷に突入、消火と負傷者の救助を始めた。







「以上が報告となります。無論陛下には既に急使を向かわせております。お目を覚まされ次第、召還の命が下るでしょう。既に寝て居られるとは思えませんが」

　タルガーからの報告を受けたケネスは数秒間硬直する。

冷静に冷静にと細かく表情を動かす様が、彼の驚愕ぶりを示していた。

「農政大臣は脚に深手、未だ命の危機を脱しておらず、命を取り留めたとしても脚の切断は不可避と。至急後任が必要になります」

　ケネスは気を落ち着かせるように細かく何度も頷く。

「肝入りで送り込んだ筆頭内政官は死亡、旧リバティース地方の取りまとめを任せていたシュレイザー伯も即死との報告です。会場当主エルネス侯爵は肛門に三本の矢を受けて深手」

　きつく目を細めるのは気を抜くと見開いてしまうからだ。

「他にも多数の死者、負傷者……各家子息、令嬢にも被害者が出ております。婚姻施策は大きく修正を迫られるでしょう」

　しばしの沈黙後、ケネスは音を立てずに椅子に座る。

ちらりと屋敷周りを歩く警備兵に目をやるのは本能的な動きだった。

「聴取したところ襲撃には大量のクロスボウと特殊火薬が使われ、高度に統制されていたとのことです。僅か十分にも満たぬ攻撃の後、エルネス邸と隣接する邸宅へ放火して煙に紛れ逃走……警備兵は救助と王宮への延焼を防ぐ消火を優先せざるを得ず、取り逃がしました。見事と言う他ありません」

「これほどの襲撃者を用意できる者はほとんどいない。会場に居たのは全員が伝統貴族とその縁故者」

　タルガーが頷き、ケネスは続ける。

「ラッドハルデではあり得まい。夜陰に紛れて一人二人暗殺するならともかく、このような大惨事を事故にも賊の仕業にも見せかけられん。無茶が過ぎる。余程追い込まれているならともかくな」

「王都での火付けなど絶対禁忌、軍務総監がこのようなことをする馬鹿なら抗争に苦労などありません。我らの自作自演と思う方がまだ納得できましょう」

　二人は顔を見合わせて同時に言った。

「「ハードレット」」

　この状況で他の答えを出すような者は宮中で生きていけない。

「統率の取れた襲撃隊、豊富な兵器、禁忌など無視する粗野乱暴。全て当てはまる」

　タルガーがケネスの言葉に付け足す。

「生存者の言によれば、シュレイザー伯を始め、ハードレットと敵対していた者が集中的に狙われたようです。更に娘を側室に出したベルツ伯は敵前にありながら一切攻撃を受けなかったと」

「決まりだな。他に考えようもない」

　裏の裏を読むのがケネスの常であったが、ここまで揃っては裏を見る必要もなかった。

「陛下へはご報告を？」

「いや直接の証拠が見つかるまでは事実だけお伝えする。個人的な意見として殺害された者がハードレットと起こした騒動を列挙しておけ。誇張は──必要ないな」

「こうも露骨ではこちらの自作自演を否定する証拠が欲しい程です」

　タルガーが報告書をまとめる横でケネスは闇夜の月を仰いだ。

「我が目は間違っていなかった。打算無き暴走、ハードレットもここまでだな」
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　春

地位　ゴルドニア王国辺境伯・東部大領主　山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者　白都の性王　狂気の鬼神　毒耐性（強）

ちょっと文字数少ないですかね。

次回は明後日水曜日一九時更新です！










第５４１話　モザディエ事件







　エイリヒ＝ラッドハルデ軍務総監領　モザディエ村近郊

　風を切って矢が飛ぶ。

矢は目標を捉えるかと思われたが、紙一重で尖った耳を掠めて地面に突き立つ。

「くうー仕留めたと思うたが口惜しい！　中々に手強いチビ狐であるぞ」

「はは、戦場で十の敵を仕留めたモッテル卿も子狐相手では勝手が違うと見える。ここは私が……」

　別の男は転がるように逃げる狐の進路に回り込み、クロスボウの狙いをつけた。

　しかし子狐は懸命のジグザグ走行で引き金を引かせない。

　小さな毛玉は間一髪で藪の中に飛び込んだ。

　呻き声と気の抜けた溜息が起きる。

「うーむ、逃げられた。慎重すぎる我が悪癖がまた出てしまったわ。射らねば当たりもしまいに」

「あのチビを藪に分け入ってまで見つけるのは無理だろう。無念だが別の獲物を待つとしようか」

「よくよく考えれば大の大人が何人もかかって子狐一匹で胸は張れんなぁ。次は大物が出ると良いが」

　開催されているのはエイリヒ領での狩り会、本気で獲物を得るのが目的ではなくあくまで交流の一環としての遊びだった。もちろん招かれているのは新貴族とその供回りのみだ。

　馬上で言葉を交わす主の意を汲み、徒歩の従者達が藪をつつき、木々の間を駆けまわって獲物を狩りだそうと動く。

「盛大に音を立てよ。これだけの勇士が揃っているのだから妙な物を引っ張り出しても構わんぞ」

「むしろ巨大熊ぐらい出た方が目が覚めて良い。俺達は軟弱な宮廷貴族などとは違うからな」

　統治が行き届いたエイリヒ領とはいえ、林に分け入ればクマや狼あるいはゴブリンなどの魔物を引き出してしまう可能性もあった。しかし武勲で成り上がった新貴族の面々に恐れはない。

　この場にいるほとんどが自ら剣槍を手に戦場を駆けて地位を掴んだ者であり、クマが出てもオークが出ても悲鳴の前に剣を抜く胆力があるのは間違いなかった。

　手ぐすね引いて待つ男達だったが、いかに従者が騒いでも右から左に獲物は出てこない。

そうなると空いた時間は噂話に当てられる。

「コホン、聞きにくいことをあえて聞きますぞ。モッテル卿はあのハードレット殿と舌戦されたとか。その……伝統貴族の奴らと名を連ねて……と」

「うむ。ハードレット殿の武功を疑う訳ではないが、リッチモートでの一件はあまりにご勝手が過ぎる。新貴族どころかゴルドニア王国の損となる──と堂々苦言を呈したまで。伝統貴族との関係でラッドハルデ殿に事情を聞かれましたが『他意はない。統治の為に引けぬところだ』とご理解頂きましたぞ！」

　軍人らしい大きな声に釣られて周囲の話題もハードレット関係へ引っ張られていく。

「確かにハードレット殿の武功は比類ないが……最近は少々その……傲慢さが」

「モルトの領内通過の折に見せられた推薦状など借金取り立て屋もかくやとばかりに威圧的で……いえ、間違いだったと詫びの品は来たのですがね」

　ケネスや伝統貴族への罵倒ならば天を衝く声が心持ち小さく遠慮がちに広がる。

「力自慢で知られるオニグメス殿は領内の武芸大会にハードレット殿をお招きになったとか？　大戦後の平和で体が鈍るといけないからと。リッチモートでぽっと出の男に後れを取られた噂もありますからなぁ」

「は、はは……その通りです。別に『もしかして実は強くないんじゃない？　武芸大会で俺が叩きのめしたら一転軍務総監のお気に入りじゃない？』なんて思いではなく単純にハードレット殿の為に」

　口ごもるオニグメスに空気の読めない相手方が続ける。

「ところでオニグメス殿はどうして弓も持たず馬にも乗らず見学を？」

「試合開始十秒で肩と肋骨六本折られて服の下はミイラな訳ではなく腹痛です」

　ひそひそと広がる空気に物申す者が現れる。

「いや多少の揉め事があったとて、ハードレット辺境伯の武勇無くば我ら新貴族の今は無く──」

「今日のゴルドニアの覇権に果たす役割も大きく──」

「我らの借金もまた天井知らずでありましたでしょう！」

　モナシ、ビンボ、ゴクフィンの三人がハードレット卿を庇って声をあげる。

彼らも近隣の新貴族として当然招かれていた。

「も、もちろんハードレット卿の功績を否定などしませぬ。今日の地位も至極当然、ただ少し粗暴さを控えて欲しいなと。ところでゴクフィン殿、何故甲冑を背部分だけ外しておいでか？」

「う、うむ。決してハードレット卿を貶める訳ではない。ただ判断の前に近隣の我々と話し合いぐらいして欲しいなと。ところでビンボ殿、畑の毒水は止まりましたか？　耕地の四割がやられたと聞きましたが」

「モナシ殿失礼ながら借金の返済期限は今日ですが。三度延期した上で今日なのですが。払えぬなら抵当に入った屋敷を頂きますぞ」

　三人が声をあげたことで遠慮がちに続いていた批判が一段落し、話題は彼らの領地経営での苦難と借金返済に移っていく。




　その時、林の中から甲高い叫び声が聞こえた。

「何か見つけたようだ。今の声を聞く限り大物、魔物かもしれんな」

「誰の従者か知らんが獣相手に悲鳴とは情けない。一言叱り付けてやらねば」

　林の奥がガサガサと騒がしくなり、馬上の者は期待に目を輝かせて弓を構える。

「この音、一匹や二匹ではないぞ？」

「さては狼かゴブリンの群れとでもかち合ったか？　面白い、一方的に射るだけでは飽きるからな」

　何者かが蠢く音は林と平地を区切る藪まで来てピタリと止まる。

「……止まったぞ。従者共は何をしておる。さっさと追い立てんか」

「こちらに見えるギリギリで止まるとは南ユーグリア戦で受けた奇襲を思い出す──」

　乾いた低音が空気を揺らす。

それは数十の弦が同時に弾かれる音だった。

　まったく同時に放たれたクロスボウボルトが馬上の貴族と隣に並ぶ従者へ一斉に突き立つ。

「が、がふっ！」

「バカな……」

　近距離で狙いをつけたクロスボウの命中率は極めて高く、狩猟用の軽量な革鎧など易々と貫通する。

　胸や頭にボルトを受けた貴族達がバタバタと落馬し、従者たちも主人を助け起こす間もなく前のめりに地面に伏せた。

「曲者だ!!」

「クロスボウ！　多いぞ！」

「モッテル殿とオニグメス殿が針鼠だ!!」

　怒号が響き、馬が棒立ちになる。

　狼が出るかゴブリンが出るかと待ち構えていたところで猛射を食らい、少なくない者が斃れた。

これが伝統貴族の狩りであれば大混乱となって逃げ散るのが当然だ。

「負傷した者は馬を降りて下がれ！」

「無事な者は剣を抜いて轡くつわを並べよ！　もたもたされるな！」

　しかし数多くの戦場を駆け抜け、戦働きで栄達した新貴族は違った。

攻撃がクロスボウの一斉射撃と見るや、無事な者が馬を並べて藪へと駆ける。

「クロスボウの装填は遅い。素早く飛び込めば二射目は撃てぬ！」

　引いて増援を待てば第一撃で倒れた負傷者は皆殺しにされる。

ならば突っ込むのが最善、装填中のクロスボウ兵など距離を詰めてしまえば簡単に蹴散らせる。

「「「突撃──!!」」」

　新貴族達は徒歩の従者を置き去りに突っ込んでいく。

　もし今が戦時でここが戦場であればこのような選択はしなかった。

待ち伏せる敵の全容を捉えぬまま突っ込むなど危険すぎるからだ。

　だが戦争は終わり、場所は長らく安定しているエイリヒの領地だ。

どうやってか狩り会の情報を得た曲者が藪に潜み奇襲で一撃を加えたに過ぎないと判断したのだ。

　それが間違いだった。

「対騎兵。迎撃」

　短い号令と共に藪の中から黒い長槍が持ち上がる。

十本余りの穂先が、ずれも揺らぎも無く整然と並んだ。

「なにっ!?」

　先頭の一騎が馬と己の体を貫かれて斃れ、続く者達も突きつけられる穂先に足が止まる。

　騎兵の速度と重量は重装備の歩兵も容易く吹き飛ばす。

だがしっかりと訓練された槍衾を組めば半裸の歩兵であっても容易に止められるのだ。

「突き出せ」

　くぐもった号令と共に槍が揃って突き出される。

迫る穂先を見て馬が勝手に後ずさる。

「い、いかん！　足を止めては──」

　全てを叫ぶ時間は無かった。

再装填を終えたクロスボウが至近距離から発射される。

　第一撃よりも多くの者が斃れ、ほとんど即死した者も多い。

「退け──！　距離を取れ──!!」

　最早ここまでと動ける者は退いていく。

「バカな……クロスボウと長槍の対騎兵陣だと!?　ここは戦場か！」

「騎兵突撃を見て穂先が揺らぎもせぬとはただの曲者ではない。まるで軍隊……」

　逃げる貴族達は口々に叫ぶ。

「き、貴様ら何者──ギャアアアア!!」

「ゴルドニアを舐めた報いを──ヒィィィ！」

「そこは止め……アオォォォ!!」

　動けぬ者が止めを刺される声など聞きたくなかった。

　同時に林の各所から煙が上がり始める。

曲者達が火を放ったことは明らかだった。




　貧乏三人組も馬をやられて落馬していた。

体を強烈に打ち付けて抗戦も逃走も出来そうにない。

　彼らの前にクロスボウを構えた襲撃者が姿を現す。

頭から腰までを黒衣に包み、顔どころか体格や性別さえも見て取れない。

「ぐぅ、最早ここまでか」

「すまぬ。十九人の我が子達……」

「せめてもの救いは我が身にかかった保険金。これで借金が……半分返せる」

　だが襲撃者達は三人の顔を確かめて何ごとか呟き、矢を放つことなく藪の中に消えて行く。

藪へ放火したのか煙が立ち始め、三人は這い転がるようにその場を離れる。

「「「い、命拾いした……」」」

　背中合わせにへたり込む三人。




　急報を受けて領地の警備兵と騎士が駆け付けたが、その頃には猛烈な火勢となり、立ち込める煙も相まって襲撃者を探すどころではなく生き残った負傷者を収容するのみだった。

「完璧だ」

「はあ!?」

　とある男の言葉に気が立っていた者が荒く反応する。

「藪の中から奇襲で一撃、こちらの反撃を槍で押さえて至近からもう一撃、最後は火をつけながら撤収し追撃を許さない。これ以上完璧な待ち伏せ攻撃があるか？」

「それは平時の軍務総監領であのような本格的な──」

「と、こちらが判断することまで見越した完璧な戦術だと言っておるのだ！」

　剣を地面に叩きつけて男は怒鳴った。




ラッドハルデ　領地屋敷

「以上が死傷者です。火災も収まっておりません。延焼危険のある開拓村には退避勧告を出しております」

　真っ青な顔で震える領地代官の報告をエイリヒは噛みしめるように聞く。

　エイリヒは普段は王都にあって領地管理は代官に任せていた。

狩りには昼過ぎから合流する予定で準備中に凶報が入ったのだ。

「襲撃者の情報は？」

「残念ながら一名も仕留められず、火災によって足取りも不明……何もありません」

　青を通り越してドス黒くなった代官を見ること無くエイリヒは椅子を小さく蹴った。

「主だった死者はモッテル卿とオニグメス卿──第二軍団長のドーントレス卿も深手か」

「ドーントレス様は反撃の指揮を執り、集中攻撃を受けたとか」

　エイリヒは息を深く吐いて椅子を蹴る。

「政務の才能を見込み、豊かな旧リバティース領を与えたと言うのにモッテルめ、持っていない奴だ」

　難を逃れた面々がドヤドヤとやってくる。

全員が屈辱と怒りにまみれた顔をしていた。

　エイリヒはまず全員に向けて頭を下げる。

代官は遂に卒倒してしまった。

「俺の領地での不手際だ。責は俺にある」

　皆は少なくとも建前上エイリヒを責めない。

「判断を間違ったのは我らの方、戦なら不手際の責を負うのは我らでしょう。一兵も討ち取れないとは」

「軍団長殿まで……なんということか」

「何より敵の正体です。負け惜しみではなく、ただの曲者ではありませんでした」

　そんな中、一人の者がボソリと呟いた。

「ハードレット卿さえおられたら……」

　嫌な沈黙が場を包む。

「……そういえばハードレット卿はどうして御欠席を？　ご領地のすぐ傍でありましょうに」

「なんでも急遽の腹痛とか」

　数人が気まずそうに咳払いをする。

「モッテル卿とオニグメス卿は第一撃で集中的に狙われて……」

「反撃の先頭を切った軍団長はともかく……死者はほとんど南部新領地の……ゲホゲホ」

　エイリヒは不穏な空気を打ち消すよう、当主が死亡や深手となった家への補償と役職の確保を約束してから、全員に一旦休めと解散する。

　そこにエイリヒと同じく途中から参加予定で到着したセドリックが駆けこんで来る。

　エイリヒはじっと窓の外を睨みながら抑揚のない口調で言った。

「セドリック。ハードレットを呼べ。今すぐに、体調など聞かずに、だ」
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一週間後　王都王宮

　俺は王の前に跪いている。

隣にはエイリヒとケネスもいた。

　この面子だと普段はケネスとエイリヒが中心を奪い合うように並び、俺はエイリヒ側の中央やや外の位置なのだが、今は俺が中央で二人は俺を挟むように一定の距離を開けている。

　王都とエイリヒ領で同時に起こった大規模な襲撃事件は両陣営へ大きな被害をもたらしていた。

　ケネスの側では高級官僚や侯爵家、辺境伯家の嫡男や息女、大臣の地位にある者まで再起不能と言う。

父親が巻き込まれたと聞いてグレーテルが真っ青になったが、無傷の続報が入ってへたり込んでいた。

　エイリヒ側の犠牲も大きい。

俺も顔を知る有望株大勢があの世、もしくは病床に送り込まれ王国軍の軍団長まで死んだようだ。

　貧乏三人組が巻き込まれたと聞いて残念に思ったが、馬を失っただけで無傷だと続報が入った。

いずれ替えの馬代を借りに来るだろう。

　俺は一瞬だけエイリヒと目を合わせる。

　事件の後エイリヒから怖い文面ですぐに来いと言われたのだが、その翌日届いた王からの召還を受けて立ち消えとなったのだ。

　王からの召還状が来た時のノンナは酷かった。

震え出したかと思うと子供の前で大泣き、更に行ったら死ぬと喚きながら俺に張り付いて動かなくなった。

　いくら大丈夫だと言っても聞かないのでカーラとメルを交えて夜中宥めてようやく収まった。

出発が少し遅れてもシュバルツに乗れば早馬よりも更に一日早く着けるから問題ない。

　回想に浸る中、王はまず俺達を労ってから本題へと入っていく。

「南ユーグリアか、それともマグラードか。残党共もやるものよ。余もそちらも見事に手玉に取られたな」

　皮肉げに笑いながら王はやれやれとばかりに玉座に肘をつく。

『やられたなぁ。次はこうならないように気をつけろよ』

そんな話で済む訳が無い。

「それにしても……あまりに大規模、あまりに鮮やか……。よもや同士討ちではあるまいな？」

　王がケネスとエイリヒを睨む。

「「断じてございませぬ。我が身の責は易々と襲撃を許した非才だけと誓います」」

　まあ本当にやっていても認める訳がない。

　ここから疑惑合戦が繰り広げられる……訳でもないんだよな。

もしそうなら俺が呼ばれるはずがない。

　王は厳しい目でエイリヒとケネスを数秒ずつ睨みつけ、最後に俺をその倍の時間睨む。

「まあそうであろう。そちらの争いは余も知るところであるが、余の任じた大臣と軍団長を殺し、あまつさえ王都に火を放つような無法をやるとは思っておらぬ。ならばやはり賊となるのであろうが」

　視線が痛い。

「此度の死者にはそちと揉めた者が随分多いな。ハードレット」

　そら来た。

「……は、そのようです」

　事実は事実なのだから仕方ない。

揉めてないと言っては嘘になる。

「よもや何か知ってはおるまいな？」

「何も知りません」

　言い訳する子どもみたいになってしまったが、何も知らないのだから知らないと言うしかない。

王を見つめる目にもやましい所はない。

　だが王の目は俺から逸れなかった。

「もちろん余はそちの陰謀だなどとは疑わぬ。都合の悪い人間は悉く死に、関係の深い人間は何故か生き残る……そういう時もあるのだろうよ」

　ならこれで解散ではダメか。

「だが──疑わぬと決めた余の心をそちの行いが搔き乱す。この数か月……つまりは大戦が終わった後もそなたの私軍は猛然と拡大を続けておるな。他の領主共が軒並み私軍、騎士団を縮小する中で良く目立つ」

　レオポルトは治安維持や周囲の領主に威を示す……では説明できない程の勢いで私軍を拡張している。

俺はその案を蹴ったことはない。

「余は王である。領主達を治め、国を統べる者である。故に問おうハードレット。お前は何故軍備を拡張し続けておる？」

　何故だろうな、わからない。

わからないのだから答えられない。

　僅かな躊躇を見て王は膝を一つ叩いた。

「此度の件、明確な証拠は何もない。内務総監も軍務総監もハードレットにも動機こそあろうが、国法を犯し余の激昂を買ってまで得るものはない。故にゴルドニアを敵視する賊の犯行とする。その上で──」

　終わらないよなぁ。

「──もし余が低俗な物語を書いたとすれば犯人はハードレットとするであろう。自作自演と考えるには他二人の傷は大きい。同じタイミングで陰謀を成したと考えるのも苦しい」

　完全に俺だと思っていそうだ。

「戯れの話だぞ？　物語ならば犯人は賊でしたではつまらぬからな。故にお前は犯人ではない。その上で疑わしい。軍備の拡張も領主の権限、違法性は何もない。その上で……疑わしいのだ」

　王が立ち上がり、俺の方にやってくる。

「余は大戦の中、余の疑念が国を乱し忠臣達の脚を引っ張った事実を忘れぬ。寝ぼけた余を叩き起こしてくれたのがお前だと言うことも忘れぬ。故に爪の先程の疑いも晴らしてやりたい」

　王は玉座に戻って続ける。

「ハードレット領を査察する！　領内の町村、軍施設、領主屋敷全てを改める権限を勅令にて与える！　全てを白日の下に晒せば、ハードレットが一片の曇りも無き余の忠臣だと明らかになろう！」

　ならない。

やばいものが沢山出るぞ。

「公平を期す為に内務総監の推挙した者から三割、軍務総監の推挙した者から三割、中立の者から四割を選出して査察団とする。最高者には余の側近、国事大臣ブルガ＝フィットン侯爵を任ずる！」

　最後に王は忘れていたとばかりに俺へ笑いかける。

「おっとこれはいかぬ。領主は与えられた領地での全権を持つ故、余であっても好き放題はできぬが決まり。そちの同意が絶対条件であった。ハードレット良いな？」

　もう分かったと言うしかないじゃないか。

　すぐにレオポルトとアドルフに伝えないといけない。

無策でほじくられたら迷宮奥の秘宝かと思うぐらいいっぱい出るぞ。

　エイリヒにも相談したいが王都に来てから一言も話していない。

どうしたものか。
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登場

エイリヒ（沈黙）モナシ（奇跡の生存）ビンボ（馬死亡）ゴクフィン（借金）

領民

総数　三十七万五千

ラーフェン四万九千（二千）発展 リントブルム七五〇〇（五〇〇）再増員

リッチモート（旧リバティース）四万（三千）近隣流入 ツヴァイエルフィ四五〇〇（八〇〇）

軍隊人員

歩兵一二〇〇（＋四〇〇）　弓兵四〇〇（＋二〇〇）　騎兵千（＋四〇〇）護衛隊三〇

一〇五兵団　三五〇〇　弓騎兵訓練隊三千

大砲三五（＋五）大型砲一八（＋三）ドワーフ砲一五門　野戦砲一五門（＋五）　 戦車四〇（＋一〇）

経験人数八三一人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン

次回は更新予定は明後日です。










第５４２話　全てを隠せ！







政務総監　執務室

「ハードレットに時間を与えたくはない。人選は迅速に行わねばならぬぞ」

　査察団に踏み込まれるのは領主にとって最悪に近い事態だ。

特にハードレットのように王都から離れた大領主ともなれば、隠し財産や隠し鉱山、その他不正の三つや四つ抱えていて当たり前だからだ。

　本来なら領主の権限は非常に強い。

査察をするにも『何月何日にここを見る』と伝えてから行かねばならず、大抵の物は隠してしまえる。

　だが今回の範囲はハードレット領内全域、しかも勅令となれば拒むことはできない。

いかに必死に隠しても『良からぬモノ』が見つかるのは間違いない。

　ケネスとしてはエイリヒ派閥の最有力者であり、一領主としても強大な力を持つ存在は邪魔でしかない。しかし幾多の戦争で武功をあげたハードレット家と直接争えば波風が起こりすぎる。

　だからこそ、この好機を利用して一つでも多くの『良からぬモノ』を見つけたい。

不正による罰金や隠し鉱山の没収はもちろん、可能なら得意の謀略も絡ませて領地を切り取り、軍備を制限、ハードレット家を『辺境の一有力家』に落とし込む好機であった。

　査察団の構成はケネス派閥から三割、エイリヒ派閥から三割、中立の者四割と決定されている。

効果的な人選が必要だった。

「適任者をあげてございます。名の隣に閣下への忠誠度、更に隣はその者の能力、最後に推察できるハードレットとの関係を書き入れてございます」

　査察団結成が知れてから僅か数時間での手際の良さにケネスはほぅと感心の声を上げる。

「手際が良過ぎると此度の襲撃がお前の手ではないかと心配になる。多少は慌てるよう意識せよ」

　タルガーは恭しく頭を下げる。

「良く出来ておる。されど……これは後でも良い」

　自派閥の適任者が書かれた書面をケネスは一瞥だけして置く。

「はい。本命はこちらとなります」

　タルガーが二枚目を手渡す。

最初の書類とは異なる面子──どちらの派閥にも属さない中立の人物が列挙されていた。

「ヒメイツ伯フィシー伯は良いとしてセリトー卿は一代爵位で役職も無い。少々低すぎぬか？」

「しかしながらヒメン男爵の脱税疑惑の折、王国徴税官の統率役を経験しております。査察任務であれば候補に残しておくべきかと」

　ケネスは納得したとばかりに頷く。

「我らがいかにハードレットを叩き、ラッドハルデがいかにハードレットを守った所でどちらも所詮は三割なのだ。重要なのは中立派を味方につけること、高価な贈り物に有利な縁談の斡旋──」

「あるいは弱みを調べ上げます」

　続けるタルガーにケネスは頷く。

「空振りになっても構わん。選出の可能性がある者には遠慮なく当たっていけ」

　命じてからケネスはふうと息を吐く。

「査察団長──ブルガ＝フィットン候を懐柔できればどうにでもなったのだがな」

「残念ながらあの方には手が出ません。下手に動けば不正行為と王に報告されかねませぬ」

　忌々しげに言う二人。

　国事大臣ブルガ＝フィットン。

　国事大臣とは王の日常生活の補佐から公式な式典や会談の準備、進行の役を持つ大臣である。

王に直接関わる地位として非常に高い権威を持ち、大臣の中でも最高ランクと言えるだろう。

「政に関心無き王の治世なら権勢を振るう地位でもあろうが……陛下は真逆のお人柄。全てを自らお決めになるとあっては国事大臣など使い走りも同然」

「故に権威あれど実権無し。取り込みを諦めたのが今になって響きましたか」

　タルガーの言にケネスは首を振る。

「フィットン候の性格もまた難儀だ。我欲少なく野心無く、石橋を叩いて渡らぬ性格だ。形だけの大臣職で好しと望んで王の歯車になっておる。これではなんともしようがない」

「王の目は確か、ということでしょうな」

　困ったものだと一息つき、二人の目が鋭くなる。

「そろそろリバルを使う時か」

「は、推薦致します。難癖をつけて大暴れさせ、目を引いた隙に懐柔した中立派に本命を狙わせましょう」

　声が一段低くなる。

「山の奥に隠されていると噂の金鉱──発見没収できればハードレットの財政は大きく傾くでしょう」

「うむ発見できれば後は良い。リバルは王の名を借りて暴れた責で処断する。理想を言うならば激怒したハードレットにその場で斬られれば最高だが……そこまでバカでもないだろう」

　二人は夜を徹して策謀を語るのだった。







同時刻　軍務総監執務室

「間と運が悪かったのだろう。よくよく考えればハードレットが複雑な謀を組めるはずがない。そもそも一か月も前の恨みを持ち越す男でもない。一日前のことも忘れるほどだぞ」

　エイリヒは机に肘をつき、腹心のセドリックに言う。

「それでもモザディエの襲撃のみを聞いた時は、奴めブチ切れて無茶をしたかとも思ったが、皮肉にもエルネス邸の事件ではっきりした。ご婦人を巻き込む虐殺などあり得ん」

「女性だけが無傷だと察してしまいましたが」

　セドリックとエイリヒは笑顔さえ見せる。

　エイリヒは伝統貴族側襲撃の詳細を聞いてからハードレットへの疑いを無くしていた。

　一方で王の召還まで話をする時間は無く、査察の話が出てから堂々と会っては不正の密談と疑われかねないのでそのままとなっていたのだ。

「いずれにせよ査察は難儀だ。あの馬鹿は知らずに禁制品を玄関に飾っておるかもしれん。お前が先に見つけて隠してしまえ。ハードレットが何か言っても勅命だと突っぱねて無理やり探せよ」

「はっ何ごとも無く終わるように全力を尽くします」

　敬礼するセドリックを見てエイリヒは肩を落とす。

「それは無理だろうな。奴のことだから故意か否かに関わらず山のような問題を抱えているに決まってる。些細な問題は放置……あえて見つけさせて騒いでいる間に本当にまずいものを処理するのだ」

「そ、それほどですか……？」

　困惑するセドリックへ向け、エイリヒは深く頷く。

「戦場での姿とは別人だから誤るな？　書類の数字など全部適当に書いていると思え。寝室は全室ベッドの下まで調べろ、どこぞやの奥方や娘を裸で隠しているかもしれん。各村の村長や代官にも愛人をねじ込んでいる可能性が高いぞ。非合法の奴隷売買も注意だ、女だけ引き取って全員愛人にしている可能性がある」

「は、はあ」

　呆れるセドリックを余所にエイリヒは溜息をついた。

「奴め。今頃査察のことなど忘れて女の上だろう……事が済んだら奴の領地に押し掛けて酒池肉林の接待をさせてやる。奥方の胸元も凝視してやるぞ」

「は？」

　セドリックの気の抜けた声にエイリヒが激しく咳払いするのだった。
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王都　大通り

　俺は両手一杯に酒を買って王都屋敷に戻る。

屋敷に常駐しているのはドロテアと子供達だから酒の備蓄がほとんどないのだ。

　道中、聞かなくても良い噂話が聞こえて来る。

「なんでも例の事件で疑われているのは──」

「まさか！　いやでも、警備の厳しい王都であんな大騒ぎを起こせるのは──」

　騎士らしき男と商人らしき男が話している。

両手に抱えた酒瓶で俺の顔が見えないんだろうな。

「あの御気性よ。もし喧嘩の話が本当ならやりかねないわ」

「ゴルドニア最強の呼び声高い──兵なら衛兵なんて歯が立たないのもわかるわ」

　主婦二人がヒソヒソと話している。

「南部ではやりたい放題らしい。このまま大事になったらまさか……」

「やめて欲しいわ。せっかく平和になったのに」

　露店を営む若夫婦が好き勝手言っている。

「好き勝手言うんじゃない」

　俺は酒瓶を置き、嫁の方を抱きしめて唇を奪う。

「えっ？　ああっ!?」

　俺の顔を見て驚いた嫁の口内深く舌を押し入れ、腰も引き寄せて股に一物を押し付ける。

　三十秒程キスをした後、酒瓶を持ち直して帰路につく。

「貴方。ハードレット卿は無実よ。全て誤解なの。変な噂をしちゃだめよ。少しトイレに行くわね」

「お、おい、どうしてトイレにタケノコ持っていくんだ？」

　屋敷に着くと春なのに寒風が吹いていた。

　いつもは俺が王都に来ていると知れると御用聞きの商人や、どこぞやの騎士と名乗る人物が居たりするのだが誰もいない。街中で噂になるほど知れ渡っているはずなのに。

「ま、こんなもんだろうよ」




　それでも家の中は温かい。

　無数の『お帰りなさい』はドロテアと孤児達からだ。

まだ言葉もぎこちない幼い子供は新しく引き取られた子だろう。

ドロテアには屋敷に収まるなら何人引き取っても良いと言ってある。

「まあまあ、そんなにお酒ばかり買ってきて」

「一週間分だからな。査察団が出る直前まで領地に戻るなと陛下のお達しだ」

　査察団の編制には幾分かの時間がかかる。

それまで隠ぺい工作が出来ないよう、王都に足止めなのだ。

もちろん領地から屋敷への連絡も王都の衛兵に止められてしまうだろう。

「と言う訳だから頼んだぞ」

「わかった。戻る、西に戻る」

　俺は殴り書いた手紙をハーピーに括りつけた後、頭を軽くシェイクする。

カラカラと乾いた音が鳴ったのは聞かなかったことにしよう。

「南だ。よし行ってこい」

「ピー！」

　ハーピーは軽快な足取りで屋上部屋まで登り、飛び立って行った。

遠目には大きめの鳥にしか見えない。これで領地への連絡完了だ。

「絶対に隠し通さないといけないのはカトリーヌとセクリトぐらいか。金鉱も所詮は金の話、ばれてもなるようになるだろ」

「ええと……」

　気まずそうなドロテアが反応に困っている。

彼女も当然街の噂を聞いているはずだ。

「む、むしろ来客が少なくて気が楽ですから」

　気を使われてしまった。

「俺も別に気に病んでいないさ。ゆっくり酒でも飲んでいよう」

　居間で孤児達の頭でも撫でながら気楽な晩酌を──。

「きゃっ!?」

　ドロテアの悲鳴で我に返ると、俺は寝室のベッドに彼女を押し倒していた。

「ま、まだ陽が高く──子供達も!!」

　確かに今は酒の気分であって女の気分ではない。

俺は軽く笑って謝る──ことはなくドロテアの両手を押さえながら、胸元を開いていた。

「みんな、外に出ていなさい！」

　ふらふら付いて来ていた子供達を慌てて部屋の外に出す。

「どうなされたのですか！　あまりに急でこんな──！」

　すまんすまん。まずは一杯やって落ち着こう。

そう思いながらスカートから下着を引き抜き、股を開かせて体を重ねる。

「お待ちを──待って！　四十七はもう抱く歳じゃ……ひ、避妊を！　止まりかけていた月のモノがまた規則正しくなって今出されたら孕──」

　暴れようとする両手を押さえ込み、股同士を密着させていく。

「ダメ……入る……うぅ……うっ……うぐっ！」

　俺はドロテアの目を見つめながらベッドの軋む音だけを聞いていた。

「そんな奥まで……激しい！　私の年を……考えて……あぎぃ!!







「大年増の体も少しは役に立ちましたか？」

　ドロテアは俺の体を拭きながら優しく言う。

彼女の体は汗まみれで体中、服を着ても見えるところまでキスマークだらけだ。

股が痛いのか動きもぎこちない。

なんと詫びたものか。

「何も言わなくて結構です。私は何もできません。こうして撫でることぐらいです……だから怖い顔をなさらないで下さい」

　ドロテアの腕が俺の頭を包み、幼子のように撫でつける。

　実に心地が良い。メルに匹敵する甘え心地だ。

やはり甘やかされるなら年増女に限る。

いや待てセリアにやられても心地良いから、良い女なら誰でも良いかもしれない。

　ここは甘いピロートークでもしようかな。

「ドロテア。屋敷の地下室はどんな感じだった？」

「地下室ですか？　食糧庫に使っていますけど扉も大きくて光も通るので安全ですよ。子ども達がかくれんぼで使うぐらいですから」

　なら駄目だな。

「考えておくか」

「ま、またっ!?　こんな寝たままなんて……うぅぅ、簡単に入ってしまうぅ」

　俺はドロテアをうつ伏せにしてのし掛かる。

叫ぶ彼女の首に吸い付き、僅かに開いた扉から見える八つばかりの瞳を無視してただ腰を動かすのだった。




一週間後　ハードレット領

　査察団の出発日が決まったので無事領地に戻ったのに出迎えがない。

　無視されているのではない。

家中ひっくり返ったような大騒ぎなのだ。

「この書類は焼いて下さい。暖炉ではなく焚火にくべて裏の畑の肥料にします」

　執務室に座っているのはアドルフだ。俺の席だぞ。

「リントブルムの作業員は半分を休業させるようクレアさんに命じて下さい。運搬予定の金塊は……勿体ないですが仕方ありません。道から外れた荒野に埋めてしまいましょう。金鉱の隠ぺいが最優先です。ええっバカの贋金がまだあるんですか!?　戻ったら食わせて……ゴホン。近場の池に放り込みましょう」

「誰がバカだ！」

　俺は執務室に飛び込み、アドルフを締め上げながら苛立ちにまかせて机に置かれた金貨を齧る。

「もう邪魔をしないで下さい！　査察団が来るまでもう時間が無いのですから！」

「ふむ。早めに伝えたつもりだったが」

　アドルフを降ろしてやると奴は襟を戻す間も惜しんで次々と指示を出し続ける。

「もし今伝えられていたら屋敷ごと火を放って隠すしかなかったかもしれませんね。その点については評価します。しかし領地全域を無制限に調査は厳しすぎます。どこから何がばれるかもわかりませんから余裕はどこにもありませんよ！」

　アドルフは何を思い出したのか執務室を駆けだしていく。

今は構わない方が良さそうだな。

　手持ち無沙汰でモグモグと口を動かしているとノンナが巨乳を揺らして駆けて来る。

後ろを侍女が追いかけて来る。

「このネックレスは金貨五〇〇枚の大名品です！　査察にひっかかるに決まっています！」

「落ち着いて下さい奥様！　買値はそうですがせいぜい五〇枚の品ですから安心です！」

「ノンナ様、大事な物をベッドの下とタンスの裏に隠すのはお止め下さい。最初に探されます」

　別に贅沢を改めに来るわけではないから宝石隠す必要はないと思うが。

「このネックレスは推薦状を得たい王都商人からの贈り物です。頂いたのでエイギル様の執務室に書類を」

　それはまずいんじゃないか。

バキンと口の中で音が鳴る。

「それはまずいかもです……隠すところ隠すところ……えい」

　マルルが困った末にノンナの谷間にネックレスを突っ込んだ。

まあノンナの乳に手を突っ込む査察官などいないだろう。居たらさすがに殺さねばならない。

「ノンナ様、引き出しの宝石はいかがしましょう？」

「ひぃぃ……そっちも忘れていました！」

　こっちは問題なさそうだ。

　窓の外ではマイラが日々の見回り──のふりをして幌をかけた大砲やカタパルトを運び出している。

あっちの方向には以前に魔物が出た洞窟があるから隠しに行くのだろう。

「コホン。貴方達には東部辺境にあるヘンキョー村からの救援要請に応えて魔物討伐に出て貰います」

　可愛らしい声はセリアだ。

並んでいるのは……クリストフとグイグだった。

「片道三日なので食料一か月分を渡します。なんなら帰って来なくても良いです。野垂れ死に大歓迎です」

　柄の悪そうな奴らを査察団の目に触れさせないつもりだ。

それにしても酷すぎる。まあいいか。

　ゴクリと無意識に飲み込む。

本当に金貨を食ってしまった。




　その横をカトリーヌの手を引くメリッサが早足で抜ける。

こちらは心配だからついていく。

　カトリーヌは何があっても隠し通さないといけない存在だ。

　俺が妻にしていると露見すれば重大な反逆になる。

何よりカトリーヌと子ども達が確実に処刑されてしまう。

　到着したのは菊開の園だ。

　この店は娼館の多いラーフェンでも唯一と言って良い特異な店だ。

在籍者が男のみ──もちろん男娼屋なら他にもあるが、そうではなく男を相手に商売する男の娼館なのだ。

しかも女になる気が微塵も見えない毛だらけ野人のような外見で服装だけ女物なのだからたまらない。

　入りたくないがこの際仕方ない。

「マダム。例の件お願いね」

「準備できてるわん。こっちに来なさぁい」

　マダム・ゴンザレスはカトリーヌとローズ、そして他二人の子どもを館に連れ込む。

「アオォォォォ!!　ふてぇ！　ふとすぎらぁ!!」

「オオッ！　もっと、もっとくれ！　ケツが燃えるぜぇ！」

　左右の部屋からおぞましい咆哮が聞こえてくる。

教育に悪いどころの騒ぎではないぞ。

「ここよぉん」

　マダム・ゴンザレスはカトリーヌ達を地下の部屋に入れる。

娼館の地下室まで調べる奴はいないだろう……それでもまだ不安だな。

「ぐふ、ここには隠し部屋があるのよん」

　マダムがドカンと壁を叩くと地下室の床が開いた。

「ラーフェンに来た時から仲間と少しずつ掘った隠し部屋よん。溜めたお金、大事な思い出、そして追われる仲間……全部ここに隠すのよぉ」

　中はそれなりに広く、家財一式に食料と水も揃って短期間なら十分暮らせるように見えた。

「マダム、エイギルさんとカトリーヌの命がかかってるから悪いけど疑わせて。一緒に作った仲間から漏れることはない？」

　メリッサが聞くとマダムはニッコリ笑う。

「オカマの団結は鉄より硬てぇんだ。俺達は互いの絆を疑わねぇ。無情と不義理が押し通る世界で、唯一確かなものなのさ」

　マダムの裏声ではない低く響く声色。

後はピンクのネグリジェをなんとかして欲しかった。

　マダムはカトリーヌと木剣を構えて威嚇する息子の肩を安心させるように抱く。

「それでも悪い奴らが踏み込んできちゃったら……」

　マダムの腕が筋肉で膨れ上がり、巨大なモーニングスターを持ち上げる。

「オカマの誇りにかけて逃がしてあげるわん。だから安心なさいな」

　いつの間にか背後に店のオカマ達が揃っている。

「あたし達は故郷から国から追われ」

「身を寄せ合って生きる身」

「つまりは同類！」

「違うわ」

　カトリーヌの反論は無視され、一家は地下室へと降ろされた。

「査察が来たら教えてねん。念の為、もう一考えあるのよん」

「どういうこと？」

　マダムとメリッサが続ける。

「その日に合わせてここで『集団ガン掘り大噴流祭り』を開催するのよん」

「な、なるほど。男の噴流……貴族ばっかりの査察団は長居できないわね……名案かも！」

（ちょっとぉ!!　万が一にも漏れて来ないでしょうね！　臭いと音も大丈夫でしょうね!?）

　地下室からくぐもったカトリーヌの叫びが聞こえて来る。

「大丈夫よん。防音は完璧よぉ」

（完璧なら今の声も聞こえないでしょうがぁ!!）

　ともかくカトリーヌはこれで安全だろう。




　後は人外達も査察団に晒したくはない。

「はい。みんな夏になるまで遠くの池に行きますよ～」

　ミルミが子ども達を引き連れて水路を遡上していく。

いかに査察団でも池の中は調べられないから大丈夫だろう。

「中庭のラミーは？」

「近くの森に行ってもらったわ」

　ラミーは滅多に人を食べないし森に居ても危険な魔物ではない

ほとぼりが覚めたら迎えに行こう。

「うう……エルフの誇り……こんな変な服……」

「着てるだけ普段よりいいでしょ。基本上も下も放り出してるじゃない！」

　珍妙な仮装をしたナーティアとフェルテリスが通りかかる。

エルフ達は芸人に化けることにしたようだ。

耳以外は人と変わらないので集団で居ても隠すのは簡単だ。




「おい！」

　美しい声と同時にガツンと足を蹴られる。

　小さな足なのに蹲る程の衝撃……。

「ブリュンヒルデ……」

　ブリュンヒルデはメイド服を着ていた。

確かに日光が苦手な吸血鬼達は屋敷内の使用人に化けさせれば問題ない。

普段の豪奢な恰好も変ではないが、どこの貴人かと問われたら返せないからな。

「大ありじゃ！　妾に使用人の真似をさせるとは査察とやらの前に冥府に行くか？」

　首に手をかけようと迫るブリュンヒルデに一言。

「なんて可愛いさだ。ただでさえ美しく可憐なブリュンヒルデとメイド服を合わせるとこれほどとは……」

　俺は伸ばされた手を取ってキスをして跪き、呆けた顔でブリュンヒルデを見上げる。

「……まあ今回だけは我慢してやる。妾の忍耐がもっているうちに人同士の問題を解決しておけ」

　ブリュンヒルデは俺の唇を吸い、首筋から軽く血を吸ってスキップしていく。

あれなら調子乗りの少女メイドにしか見えないから大丈夫だな。

「ところでポチはどうした？」

　あの巨体を隠すのは骨だと思うのだが。

「ポチならあそこに……」

　メイドが引きつった顔で指差す。

良く見ると玄関の横でポチが正面向いて座っている。

長く同じ姿勢で居たからか顔が微妙に引き攣り、前足がプルプルしている。

「なるほど大トカゲ像にしか見えないな。気づかなかった」

「ええ……」

　心配そうなメイドへ続ける。

「ケイシーはどうした？　査察団に見える奴がいたら困るからな」

「誰かが木を隠すなら林と言って墓場に置いて来ました。その日から夜な夜な泣き声が聞こえるんです」

「回収してくる」

　今頃恐怖で大泣きしているだろう。




　墓場への道中、戻ってきたセリアとマイラに遭遇する。

「ハードレット卿!!」

「エイギル様ぁ！」

　二人をきつく抱く。

「すまん戻れなかった。よくやってくれた」

　抱き締めるとセリアはふにゅーと声を出し、マイラは静かに胸に顔を埋め続ける。

「もう大丈夫だ。俺にできることは何かあるか？」

「「ありません」」

　そうか、良かった。

「ただ気になることがありまして」

　二人が顔を見合わせる。

「先程大砲を洞窟に隠したのですが……演習で壊れて修理中の野戦砲が数門行方不明なのです。修理工は昨日納品したと言い、駐屯地の者は来ていないと」

「私の方も武器庫を総ざらいしたのですが、クロスボウとセクリトさんが調合した特殊火薬の数が合わないんです」

　なるほど。

「それは後で調べよう。今はとにかく怪しいものが出ないように頑張ってくれ」

「「はい！」」

　そこに早馬が飛び込んでくる。

「査察団が我が領に入りました！　本日は北部サラエドの村に逗留すると見られます！」

「分かった。ところでレオポルトはどこかで遊んでいるのか？」

「私軍兵数の過剰を指摘されない為に一定数を率いて領内の見回りに出ています」

　よしよし、完璧だ。

やましいことは何もない。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




登場

エイリヒ（護り）ケネス（攻め）アドルフ（炎上）マイラ（隠し）セリア（隠し）レオポルト（見回り）

ノンナ（タンスに隠す）カトリーヌ（超不安）マダム・ゴンザレス（大噴流）

ポチ（トカゲ像）ミルミ（放流）ラミー（放牧）ブリュンヒルデ（スキップ）ケイシー（号泣）

領民

総数　三十七万五千

ラーフェン四万九千 リントブルム七五〇〇

リッチモート（旧リバティース）四万ツヴァイエルフィ四五〇〇

軍隊人員

？？？

経験人数八三一人

産ませた子七一人＋五六七（＋＋）

現在地　ラーフェン

良い題名が思いつきませんでした。

間の抜けた雰囲気になりましたが、次回とセットで見ればちょうど良いかもしれません。

次回は二日置いて月曜に更新予定です。










第５４３話　サラエド事件







ハードレット北部　サラエド村　夕刻

　寂れた、とは言わずとも田舎の農村以外に例えようのない小さな村。

そのサラエド村に今、不釣り合いな集団が大挙して押し寄せていた。

「大臣、本日の宿泊場所に到着致しました」

「予定通りで大変結構。しかし今の私の職責は視察団団長であるからして『大臣』は不適である。団長、あるいはフィットン卿と呼びたまえ」

　老紳士は蓄えた白髭を一撫して、しっかりした歩調で馬車を降りる。

　彼こそ王より勅命を受けたハードレット領査察団団長、国事大臣ブルガ＝フィットンその人であった。

「粗末極まる寝所でございますが、いかんせんただの農村故……」

　ガチガチに緊張する村長と代官が案内するのは村で一番大きく頑丈で隙間風の少ない代官屋敷であった。

もちろん全てにおいて王都の下級貴族の邸宅にも及ばないが。

「申し訳ありません団長閣下。日程に余裕があれば昼に通過した町に宿泊出来たのですが」

　貴族の基準では粗末極まる扉を開きながら小姓が詫びる。

「それではラーフェンへの到着が一日遅れよう。陛下は可能な限り迅速に向かえと仰せである。王命に忠実たることが最優先、寝床の快適さなどは二の次である」

「明日にはラーフェンに相応の宿所が用意されるでしょう。どうかご辛抱を」

　フィットンは狭い室内に僅かに顔をしかめたが不平を口に出さずに椅子へ腰かけて言う。

「辟易へきえきするのは宿所の粗末さよりも外の者達だ。奴らは王命をはき違えておるのではないか？」

『ラーフェンで領主と挨拶を交わしたら宝物庫を調べねば──私がその任を受けようではないか』

『この大領を治めて裏金を作っていないはずがない──いやいや私こそ適しておる』

『いきなり踏み込んでハードレット卿の怒りを買わないか──えっ皆やりたい？　なら私も！』

『『ならば宝物庫乗り込みはそなたに譲ろう』』

『えー!?』

　ケネス派から選ばれた者はどう不正を隠しているか、どう奇襲して暴き立てるか、という話ばかりだ。

『書類と数字が違うぐらいは隠ぺいではなくミス。ハードレット卿にお知らせして訂正して頂けば良い』

『馬車が一日走ってまともな町に行きつかぬ広さの領地だ。少々兵数が多くとも問題ではあるまいに』

『ベッドやクローゼットからご婦人が出てきても慌てるな。変装させる用のメイド服は持ったな？』

　反対にエイリヒ派から選ばれた者は言い訳の方法など話している。

　フィットンは小さく首を振った。

「陛下は『ハードレット領をくまなく査察、全てを明らかにせよ』とおっしゃったのだ。不正があると決めつけるのも庇うことが前提なのも本質を外れるのだ」

　フィットンは小姓の出した茶を飲みながら続けた。

「儂とて馬鹿ではない。陛下が両派を均等に入れてバランスをとっておられることはわかっておる。……同時に儂のような融通の利かぬ石頭を団長に据えた意味もだ」

「と申されますと？」

　白髭が心なしかピンと立つ。

「儂はハードレットを疑いも庇いもせぬ。我が目と耳で確認した事実のみを陛下に報告するつもりだ。両派閥、あるいは中立の者が何を言おうともな。我が力は軍務総監や内務総監には遠く及ばぬ……だが査察団長を拝命したのはこの儂だ。真実を曲げることは陛下とゴルドニアの名にかけてせぬ」

　石橋を叩いて渡らぬ慎重派、正論を食って生きる男、王の歯車。

　主の敬称に見せかけた蔑称を思い出して小姓は笑ってしまう。

この融通の利かなさが、明日からの査察にどう影響するかと思いを馳せていると、査察団面々の話し声を掻き消す音量の号令が響いた。

「査察団全員の入村を確認！　出入り口の警備に入れ！」

「陽が落ちると同時に夜番は見回りに出立！　昼番は村内にて武装のまま待機！」

「ハードレット領主軍より南東部の警戒に当たると連絡有！」

　彼らは査察団のメンバーではなく護衛の任を受けた王国の騎士だ。

「査察団が五十に対して護衛が二百。そこにハードレット軍も……か。いささかやりすぎと思うが」

「襲撃があったばかりですから。経緯を考えればハードレット兵だけに任せることはできませんし」

　小姓もハードレットが両派を襲撃したのではないかとの噂はもちろん知っていた。

本来は領主が果たすべき王命で訪れた者の警護──に王国騎士がついているのもそれが理由だと。

「何故できぬ？　陛下は両襲撃は賊の仕業であると公に結論を下された。ならば臣たる我らがハードレット卿に微塵たりとも疑いを向けてはならぬ」

　石頭と言いかける口を小姓は慌てて塞ぎ、別の言葉を紡ぐ。

「そもそもハードレット卿は万の兵を動員できるとも言われます。二〇〇居ようが三〇〇居ようが本気になれば一溜りもありませんよね」

「疑いを持つことはいかぬと言っておるではないか。その兵力も重要な査察対象であるが」

　言いながら小姓も本気でハードレットが何かするとは思っていない。

　王国騎士の任務は査察団の護衛ではあるが意味としては広報に近い。

道中の民に査察団が勅命によって来たのだと知らせて円滑に協力させる目的が主だ。

「副はやはり護衛、事故に見せかけて団長の命を──」

「くどいぞハミト。それ以上言うと我が孫娘との結婚に反対せざるを得ん。……幼い頃よりの相思相愛は良いとして婚儀の前に孕ませるとは何事か」

　小姓は苦笑しながら床に伏せて許しを請う。

もちろんフィットンも本気ではない。むしろ小姓とのやり取りを楽しんでいるようにも見えた。

　いずれにせよ二〇〇騎もの騎士がつけば事故やもの狂いの仕業に見せかけて暗殺するのは不可能だ。

　そして本格的な攻撃はあり得ない。

王国旗の下、王に任じられた査察団を領内で襲うなど叛逆以外の何ものでもないからだ。

「団長閣下、明日の予定ですがハードレット卿とのご挨拶だけで済ませるおつもりですか？」

「いや。一つ最優先で調べることがある」

　フィットンは表情を引き締めたまま窓の外を見る。

「ある筋からの密告でな。ハードレット卿が領内に反逆者の一党を匿っておると言って来よった。妙齢の女と幼子……今はもう少女の齢か」

「反逆者の一党ですか？」

　怪訝な顔をするハミトに対してフィットンは何かを思い出すように目を閉じる。

「お前が考えることはない。良く知る顔故に儂が見れば一目でわかる。さて明日も早い。査察団の面々に明日の予定を確認して早々に休むとしよう」




　フィットンは襟を整えて建屋を出る。

そしてピタリと動きを止めた。

　戦場に出たことのないフィットンにも感じ取れる異様な空気。

田舎独特の土の匂いが妙に鼻に絡みつく。

　騎士の乗る馬が意味もなく方向を変え、村の農耕馬が突然嘶く。

「上方警戒──!!」

　村の櫓に立つ見張りが声を張り上げた。

　全員が見上げると夕日に色づけられた真っ赤な矢がザアと音を立てて降り落ちる。

「うおっ！」

「矢？　矢!?　どこからだ!!」

　混乱する貴族達は我先にと農家や納屋に頭から飛び込む。

「大臣閣下！」

　ハミトがフィットンの腕を掴んで代官屋敷に引きずり込む。

　突然の射撃に全員が泡を食ったが、三十秒程の混乱の後、まず騎士達が冷静さを取り戻した。

「矢数約三十！　損害……無し！　大した数でない上にまともに届いていない！」

「村の出入り口を厳重に押さえろ！　昼番は正面、夜番は裏側に展開せよ」

「敵状が判明するまでは防御態勢だ！　ネズミ一匹入れるなよ！」

　騎士団が統率を取り戻し、屋根のある場所で隠れたことで査察団の面々も余裕を取り戻す。

「どうやらモザディエのようなことにはならないようだ」

「数も少ない……我らの装いを見て集まった無知な賊でしょうか」

「東に野蛮人どもの集落があると聞きます。あるいはそれやも」

　再び矢が降り注ぐが、王国騎士の装備は優雅に飾りながらも性能を疎かにしてはいない。

整然と並んだ盾の壁は襲い来る矢を楽々と払い除ける。

　茂みから顔を出した襲撃者も視認された。

数は五〇いるかいないか、二百の王国騎士が突破されることはあり得ない。

　特に動揺が激しかった伝統貴族達も息を吹き返す。

「どうやらただの賊か……一瞬肝が冷えたぞ」

「騎士長に早う退治せよと伝えよ」

　余裕ができると今後に向けた打算も息を吹き返す。

「勅命を受けた我らに賊の襲撃を許すなどハードレットめ大失態だぞ。まともに統治できておらんではないか」

「これは好機でもありますな。後は王国騎士に一人ぐらい死者でも出てくれれば……」

「ラッドハルデの手の者もこの失態は如何ともし難かろう。フィットン卿しかと見ておいででしょうな？」

「無論です。『襲撃は五十名程の賊。王国旗を見て尚襲い来る。領民の王国への忠誠、治安の維持に深刻な疑念有』そう報告せざるを得ないでしょう」

　フィットンは取り出した手帳に淡々と書き綴る。

　数度の散発的な矢を防いだところで、査察団の安全を最優先に考え、守りに徹していた騎士長がいよいよ反撃の指示を出す。

「敵は歩兵のみ五十だ。突撃して踏み散らすぞ!!」

　半数の騎士が守りを崩して騎乗、もう半数は更なる伏兵に備えて守りを固め続ける鉄壁の布陣だ。

「王旗に弓引く不忠者だ。降伏など認めず斬っても良いが、調査の為に一人二人は生かして捕えよ」

　フィットンの言に騎士長は頷き、顔面の覆いを降ろして先頭に立つ。

続くように騎士が並ぶ。

「賊共に王国騎士の強さを思い知らせてやれ！」

　騎士長率いる百名が茂みに潜む賊に向かって突撃していく。

　歩兵五十と重騎兵たる騎士が百では相手にもならない。

横一列の突撃陣、外側にクロスボウを構えた者が配置され、ちょっとした槍衾ぐらいなら問題なく突破できる布陣であった。

「襲撃者逃走を開始！」

「当然だ！　一人も逃がすな！」

　騎士達は襲撃者が弓を捨てて遁走し始めたことになんの疑問も抱かない。

逃がすものかと速度をあげていく。

「手を出す相手を間違えたこと、悔やみながら地獄に────」




　騎士長が突然めくれあがった。

　比喩でも間違いでもない。

　地面が弾け、愛馬の首がもげ、騎士長の前半分が甲冑ごとめくれて空へと跳ね上がったのだ。

　騎士達が驚く声は轟音に掻き消される。

　顔と胴体に鉄弾がめり込む音も、その悲鳴も、命が消える音も、全て鼓膜を破る轟音に消された。

「なにが起きた!?」

　まともな悲鳴を出せるのは後方に居る者だけだ。

「ば、爆発!?　いやあれを見ろ──!!」

　村に残った騎士が指差す先には巧妙に偽装された馬車が止まっていた。

　馬車の周囲で人が動いたかと思うや、轟音と煙が上がり、数秒置いて騎士数人がまとめて吹き飛ぶ。

「大砲!?　そんな馬鹿な……相手は賊だぞ!?」

　南ユーグリアとの戦争に参加した新貴族から信じられないと声が上がる。

「馬車に繋いだまま撃つ砲など王国軍にもない新兵器だ！　いや待て、確かハードレット軍の野戦砲──」

　分析を続ける時間はもう無かった。

　数人が籠っていた農家が一瞬にして押しつぶされる。

「鉄弾!?　か、カタパルトだ!!」

　鉄球が夕日に染まる空を黒く切り取っていた。

「退避だ！　カタパルトの前に木製の屋根など何の意味も」

　直撃を受けた納屋が中身ごと潰れ、民家が半分に崩れ、入口を守る騎士が盾ごと地面の染みになる。

「閣下──!!」

　ハミトがフィットンを腕ごと掴んで駆けだす。

数秒の後、代官屋敷は三発の鉄弾を受けて中心から陥没するように倒壊する。

「こ、このような……査察が……勅命が……」

　フィットンの肩を掴んでハミトは叫ぶ。

「カタパルトに新式大砲！　賊風情が持っているはずがありません！　これはハードレットの攻撃です！　だとすればこんな村など今にも囲まれてしまう！　すぐに退避してください！」

　呆然とするフィットンの手をハミトが必死に引く。

その間にも事態はますます悪化していく。

「矢が来るぞ！」

「数も勢いもさっきの比じゃない!!」

　先ほどの矢が小雨とすれば豪雨のような射撃。

　守ってくれる屋根もない貴族達と陣営を乱して鉄球から逃げ惑う騎士がバタバタと倒れる。

「ぐわっ！　ハードレット卿……何故……姉様……」

　馬に飛び乗っていたセドリックが肩に矢を受けて落馬する。

「おのれハードレット!!　うぎゃああ姉上ぇぇぇ!!」

　破壊された建物の破片に巻き込まれたリバルが呪いの言葉を叫びながら地面を転がる。

「ぐがっ！」

　短い悲鳴にハミトが振り返るとフィットンの額に矢が突き立っていた。

「閣下!!」

　老人の足から力が抜け、無言のまま地面に斃れて行く。

　ハミトは必死に抱き起そうと試みる。

「閣下……爺様……」

　矢は中程まで突き立ち、目は見開き、体は微動だにしない。

誰の目にも即死であった。

　ハミトは主を地面に転がしたまま立ち上がる。

本来は主の亡骸を持ち帰らねばならない。それが無理なら亡骸を守り抜き運命を共にしなければならない。

　だが出来ない。

この場で斃れる訳にはいかない。

　何よりすべきことはこの場を切り抜け、一秒でも早く王に事態を報告することだった。

「うぉぉぉぉぉ!!」

　ハミトは立ち上がり、矢と鉄球の雨の中を駆け抜ける。

　横目に査察団と王国騎士達が折り重なるように斃れて行くのが見える。

　村の周囲からは王国騎士のものではない馬蹄の音が響いていた。

　落下する鉄球の振動に足をとられ、腕に刺さる矢の痛みを無視してハミトは主を無くした馬に飛び乗る。

　北に向けて猛然と駆けるハミト、その背に腕に足に矢が突き立つ。

　村の出口には王国騎士の亡骸が積み上がり、変わって別の騎兵が入り込もうとしていた。

「どけぇぇぇぇ!!」

　速度を緩めぬまま滅茶苦茶に剣を振り回し、対応の遅れた騎兵の真ん中を突破する。

　青年は風のように駆け抜けて北部へ続く街道に出た。

背中の激痛と流れ出る血が意識を揺らす。

「閣下……必ず……陛下に……」

　決意を込めた目で前を見た瞬間、ハミトは馬ごと一回転して地面に叩きつけられる。

「逃走を優先したのは良い判断だ。包囲完成前に駆け抜けた行動力も良い」

　首が折れて痙攣する馬の足には太い鎖が絡んでいた。

「だが攻城兵器まで用いる計画的攻撃を見ながら街道を逃げたのは愚かだ」

　クロスボウが構えられハミトの意識は闇に落ちて行く。

「これで計画は完遂ね」

　女の声が聞こえる。

「逃がして貰ったのだから助けはしたけど。私にはまったく目的がわからないわ」

　相手方の低く抑揚の無い声はもうハミトの耳には届かなかった。
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ラーフェン

　陶器が割れる耳障りな音。

「だ、大丈夫ですか！」

　俺達は査察団に屋敷中引っ掻き回される準備に忙しく、日が変わる頃までドタバタし、明け方近くなってようやく食事を取っていた、そこへサラエドの警備に出していた部隊から緊急の伝令が入ったのだ。

『サラエド急襲さる──査察団及び護衛騎士全滅の模様』

　今のは卒倒したノンナが額で食器を叩き割った音だ。

「襲撃はともかく全滅だと？」

　俺はソーセージを咀嚼しながら聞き返す。

「はっ団長ブルガ＝フィットン卿以下査察団のほとんどが殺害。王国騎士もごく少数の重傷者を残してほぼ全員が殺害されておりました！」

「そりゃ酷いな」

　俺はトマトスープを一掬いしてからスプーンをテーブルに放る。

「そんな……なんで……今まで頑張ったのに」

　セリアの目にみるみる涙が溢れる。

クラウディアはステーキにフォークを突き刺したまま凍り付く。

　アドルフも同じく一日ぶりの夕食をボトボトと床に零している。

食事しながら見直していた書類も散り落ち、油とスープに濡れて行く。

「現場はほとんどの建物が全半壊……状況から見てカタパルトと野戦砲が使用されたものかと」

「なら賊ではないだろうな」

　ステーキの付け合わせを素手で掴んで口に放り込む。

　マイラが口を押さえて部屋の隅へ走る。

トリスタンは両手で頭を抱えて机に突っ伏してしまった。

メルが震えながら子ども達を呼び、抱きしめる。

「状況を鑑みるに……軍務総監や王都に伝わる前にハードレット様へご報告すべきかと」

　セクリトまで俯き、食事の手が止まっている。

「ふむ……」

　俺が立ち上がった時、ノンナが復活した。

「逃げましょうエイギル様!!」

　食事の並ぶテーブルに靴のまま足をかけ、食器を踏み割って飛びついて来る。

「逃げましょう！　逃げましょう!!　勅命の査察団を……もうどんな言い訳も聞いてくれません！」

　俺の胸でワンワン泣くノンナ。

顔をあげたかと思うと伝令の胸をポコポコ殴って叫ぶ。

「次こそ殺されます……また殺されます……エイギル様も子ども達もカーラもみんな殺される──!!」

　パニックになって暴れるノンナ。

状況が状況だけに押さえつけても無駄だろうから、強引に抱え上げて肩車してしまう。

こうすればとりあえず動きは止まる。

「ビーーーー!!」

　号泣するのはもう仕方ないな。

　ノンナが泣き叫ぶ声を除いて誰も口を開かない。

　クビヘルミナはツボから這い出て座禅を組んでいた。

髪を器用に使って何やら難しい文字を記している。

「うーむ、どう考えても犯人は俺以外いないよな」

　全員がワッと一斉に反論して何が何やらわからない。

「しかし、まったくもって覚えがない。だから聞こうじゃないか」

「聞くって一体誰に──」

　俺は周囲を軽く一瞥してから叫ぶ。

「レオポルト。いるんだろ？」

　扉が開く。

勢い良くもなくゆっくりでも無い。

いつも通り不愛想な顔のまま、無駄に背筋だけ伸ばして入って来る。

「お呼びでしょうか？」

　毎度の陰気顔に抑揚のない平坦な口調で。

　俺もいつも通りめんどくさそうな顔で。

「野戦砲とカタパルトはいつ戻る」

「カタパルトは明後日の朝に。野戦砲は撤収させる意味がありませんので止めおいております」

　耳が痛い沈黙とはこのことを言うのだろう。

割れた食器からスープが一滴ずつ床に落ちる音まで聞こえる。

「ふ、ふく、くくくく！　ハハハハ!!　やったか！　貴様遂にやりやがったか!!」

　セクリトの狂笑を合図にノンナが窓が震える程の叫び声をあげ、セリアがレオポルトに飛び掛かる。

マイラが泣きながら剣を抜き、アドルフが顔に似合わない怒声をあげた。

「全員黙れ」

　全ての声と動きを一声で鎮める。

　空中で停止したセリアが口を塞いだまま床に落ちるのを見てから続ける。

「レオポルト、お前か？」

　肩車したノンナをそっと降ろしながら聞く。

「──然り」

次回更新は明後日です！
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「──然り」

　一瞬の躊躇も無い返事。

俺はふむと頷く。

「妙だな。俺はお前に何か言ったかな？　もしかすると忘れているのかもしれない」

「指示など何も。私自身の判断です」

　レオポルトは間を空けず即答する。

　俺は返答に負けない速さでレオポルトの胸倉を掴んで地面に引きずり倒す。

「ぐ……」

　咄嗟に起き上がろうとする奴の胸を踏み付ける。

それなりに武芸に通じているレオポルトだが、この状態から復帰できるほどの怪力や技量はない。

　セリアもマイラも腰を浮かせた姿勢のまま硬直している。

「良くも勝手なことをしてくれたな。堂々と言えば許されると思ったか？」

　足に体重をかけていく。

このままレオポルトを踏み殺すのは簡単だ。

「が……ぐ……話も聞いては……貰えませんか？」

　俺はほんの僅かに、肺が空気を取り込める程度にだけ足の踏み付けを緩める。

「別に話すなとは言ってない」

　レオポルトは倒れながら苦しげに、しかし迷いなく言葉を紡ぐ。

「全ては私、王都での襲撃も狩り会の襲撃も。ハードレット卿の不手際を王都に広めたのも私です」

　これで終わりなら踏み殺しても良いのだが続きがありそうだ。

「カトリーヌとローズの存在も密告しております」

　メリッサが小さく悲鳴をあげて机に突っ伏し、呪詛のように何事か呟く。

「見事な裏切りだ。さてはリバティースやモルト関係のしくじりもお前の仕業だな」

「それはハードレット卿の自爆です。私は部下を連れ出し助言をさせなかっただけ」

　そんなことはどうでもいい。

俺がこいつを即座に踏み殺さないのはまだ聞きたいことがあるからだ。

「何をやったかはもう良い。『何故』やった？」

「貴方を進退窮まらせんが為に」

　俺が反応するより早くノンナがレオポルトに取り付く。

「裏切者！　恩知らず！　陰気面！　幼女趣味!!　ふぇぇぇぇん!!」

　泣きながら頬を連打するノンナ。

「幸せだったのに！　温かい家族が出来たのに！　貴方のせいで全部壊れてしまった!!」

　全力で打つもノンナの平手にダメージなど無い。

「どうして！　なんでこんなひどいことするんですか！　死にたいなら一人で死ねば良かったのに!!」

　レオポルトは泣き叫ぶノンナを見る──が意識は明らかにこちらを向けたまま言う。

「愚かな質問だ」

　限界を超えたノンナが真っ赤になって震え出し、カーラが慌てて抱きとめる。

「王になりたい者がいる。私もその者を王にしたい」

　俺はレオポルトを見下ろす。

いつの間にか踏みつけているはずの足は乗せるだけになっていた。

「しかし王は既にいる。止まってしまったつまらぬ王が。国は一つ、玉座も一つ」

　俺とレオポルトの視線がぶつかった。

「ならば奪い取るしかない。野心無き者に玉座は不要」

　レオポルトは足をのけて起き上がる。

はっきりと俺を見据える。

「貴方の野望は消えていない。されど面白おかしい暮らしと愛する女、義理と人情が燃え上がろうとする炎の邪魔をしていた」

　立ち上がったレオポルトが俺を睨みつける。

俺も気圧されることなく僅かに低い位置にある目を睨みつける。

「だからこそ背中を押して差し上げた。大義名分を立てるなどという言い訳を消した」

　これで全てとばかりにレオポルトは一旦言葉を切る。

　その表情に変化はない。

奴が俺の下に来てからずっとそうであったように冷たく、感情を表さない鉄仮面のままだ。

「貴方の兵と武器で査察団を皆殺しにして差し上げた。最早取り返しは付きますまい」

　絶叫に近い声でレオポルトを罵倒するノンナの声も今は遠くにしか聞こえない。

「あるいは陛下に土下座しますか？　情けに縋れば小領主として生き永らえるやもしれません」

　どこまでも挑発的に言う。

「あるいは真実全てを話し、私一人の叛逆としますか？　私は爵位を持つ貴族で王の受けもすこぶる悪い。軍務総監や貴方を庇護する仲間の助力があれば凌げるやもしれません」

　なんとも情けないことだ。

「あるいは女共を連れてどこぞやに逃げ、平凡で温かい家庭でも築きますか？　それぐらいの金子はありましょう」

　それが一番楽でいい。

だが俺の目的は未来永劫果たせなくなってしまう。

「道は既に一本のみ。歩くか、止まるか。ご決断を」

「裏切り者がもっともらしい口を叩くな!!」

「エイギル様、まずはラッドハルデさんに事情を──」

　マイラと可愛いセリアの声すら遠く聞こえる。

　俺は天井を見上げる。

シャンデリアに隠れて震えるケイシーを見ながら三十秒程停止する。

　三十秒。

寝起きにあくびして屁をこく時間だ。顔を洗って口を濯ぐ時間だ。セリアの頬を撫でれば一瞬の時間だ。

それがなんとも長く、まるで今までの人生を最初から振り返ったかにも思えた。

　俺はレオポルトに向き直り、頬を右から殴りつける。

「ノンナを泣かせた分」

　揺らぐ体を更に左から殴る。

「セリアを悲しませた分」

　鳩尾にもう一発。

「メリッサを絶望させた分」

　足を払って転倒させる。

「──最後のは勢い余った」

　口元の血を拭きながらレオポルトが起き上がる。

「ハードレット卿の分はありましたか？」

「それはまあ良い」

　俺はアドルフを見る。

普段とは全く違う厳しい視線で。

「宝物庫から自由に金を出して周辺の貴族、代官、有力者全てに撒き散らせ。機嫌を取りまくって懐柔しろ。金でも女でも領地でも好きに約束して良い。トリスタンを同行させて土下座させても良い。王へのとりなしを求める……とな」

　一瞬驚いた顔を見せたアドルフだが、黙って首を横に振る。

「残念ですがそんなことをしてももう……」

「成果は要らん。目くらましだ」

　空気がピンと音を立てた錯覚に包まれた。

　マイラが数歩後ろによろめく。

セリアが両手を口に当て、ノンナが四つん這いのまま足元に這って来る。

「軍はいつ動ける？」

「私軍は二時間以内。山の民は弓騎兵の装備を持ったまま出立済み。明日には領地北部で合流できます」

　間髪おかずレオポルトは答えた。

　早いなんてものじゃない。

既に出立命令を出して休憩だけさせていたレベルだ。

　レオポルトは聞かれていないことまで続ける。

「サラエドより逃げのびた者はおりません。通りかかった者の報が王都に届くのが明日の昼か夕方。事実確認で三日目の朝、即座に勅令が出ても王国軍が臨戦態勢をとるには一週間以上かかるかと」

「周囲の領主共は？」

「問題になりません。大戦以降解体状態にある兵を再び起こすには一か月以上の時間がかかるでしょう」

　そこでセリアが飛び出してくる。

腕を引こうとしたのだろうが、勢い余って背中に飛び乗ってしまった。

「待って下さい！　そんな……事態が悪くなったから……なんて、かつての反乱貴族達と同じ……」

　反論するのはレオポルトだ。

「まったく違う。奴らは王が準備万端待ち構えていたところに都合良く兵を起こした。だが今の王国は剣を構えるどころか腰に差してもいない。剣を抜く前に、可能ならば立ちあがる前に斬って捨てる」

「具体的に言え」

　レオポルトは裏切り者とは思えない丁寧な仕草で一礼して続けた。

「先んじようともまともに当たっては兵力差は歴然。自領以外の全てが敵地では策も無し。よって騎兵と馬車部隊、弓騎兵による電撃的な作戦で直接王都を突き、王宮と王を制圧する。これが全てです」

　分かりやすくて大変結構。

　そこにトリスタンも口を出してくる。

「いや持久戦の手がないではないよ。確かに兵力差は圧倒的だけど守りを固めて時間を稼ぐ。その上でイヴァンナさんの伝手で連邦の仲裁まで耐え抜くんだ。アレスが味方につけば兵力集中はもっと難しくなる」

　だが俺はトリスタンの提案を一言で否定した。

「駄目だ。できないな」

「いやできる、僕がやれば八割出来る。王都襲撃の成功率は甘く見ても五割無いよ」

　珍しくトリスタンが食い下がる。

そう言う意味じゃない。

「その戦略の最終目的はなんだ？」

「有利な条件での講和。現状の維持──あぁそうか。もういらないんだね」

　トリスタンは勝手に理解すると、俯きながらセリアを引き剥がして去っていく。

途中で振り払われて転倒したが。

　結論は出たのにレオポルトが待機している。

まさか俺の号令を待っているのか？　ここまで好き放題して今更なんだ。

「ま、待って下さい！」

　俺が口を開く前にノンナが這い寄り、脚にしがみついてくる。

「どうしてもうそんな話になっているんですか！　またみんな死んじゃうんですか！」

　ノンナは腰が抜けているのか両手の力だけで腰まで登って来る。

「私も皆も土下座でもなんでもします！　必要ならもっと嫌なことでもなんでもします！　だからエイギル様もどうか……穏便に……嫌なんです、もう炎も剣も血も嫌なんです!!」

　後ろではカーラとメルもしっかり頷く。

目が土下座も他の男に抱かれることも厭わないと言っていた。

　ノンナを抱きしめても言葉の奔流は止まらない。

「ね、やめましょう。そうだエッチしましょう！　トリスタンとアドルフに任せてずっとエッチ……」

　わっと他の女達も群がって来る。

　セリアは俺の身の危険を、メリッサは子ども達を、カーラは楽しい生活を、メルは家族を、マリアはやっと来た平和を、マイラとイリジナは俺の名誉と忠義を……口々に説いて思いとどまらせようとする。

　俺は女達を落ち着かせるようににこやかに笑ってから言う。

「もう止まるつもりはない。ここで止まったら一生目的が果たせない」

　一人を除いた全員が恐怖と悲しみの顔になる。

もっと悠々楽々笑ってゴールできれば良かったのだが、そこまで人生は甘くない。

結局最後は賭けになるな。

「博打を打てる機会もこれが最後だ。今決めなければ俺の生きた意味がなくなる。わかってくれ」

　わかってくれと女達に目で伝える。

　同時に大音量でノンナが泣いてしまう。

　さて、忘れないうちに宣言だけはしっかりしておこう。

レオポルトの陰謀に流されただけではない、これは俺自身の意志なのだから。

　デュアルクレイターを引き抜いて叫ぶ。

「今、この時を以てゴルドニア王家へ反旗を翻す」

　ノンナの泣き声すら止まった。

「王への不満は特にない。雪ぐべき汚名も回復すべき名誉も別に無い」

　全員が震えるか俯くか、だ。

「理由は一つ。ただ俺自身が王と成りたいが為に！」

　デュアルクレイターを一閃してから床に突き立てる。

　荒野で万の兵を前に宣言したなら歴史に残る場面にでもなっただろうか。

　百の部下を前に大広間で宣言したなら歴史画にでもなるのだろう。

　だが早朝の食堂で涙目の女達に囲まれては浮気でも宣言したと思われそうだ。




　異様な雰囲気の中、レオポルトだけが背筋を伸ばして敬礼していた。

次いでセリアが負けじと敬礼、マイラとイリジナは顔を見合わせてうんうん唸った後、覚悟を決めた顔で敬礼する。

　ルナとピピは良く分からないが構わないらしく、トリスタンは書いていた亡命申請書をセリアに破られて無理やり敬礼させられる。

「さあ叛逆だ。準備にかかれ」

　走る者、呆然と床にへたり込む者、俺を睨んでくる者。

「勝つ。だから何も心配はいらん」

　返事は無かった。

振り返るのも間抜けで無意味だな。

　廊下に出ると待ち構えていたのかセクリトが腕に組み付いて来る。

足は止めない。女に構っている時間はなかった。

「女体より血を、平和よりも戦乱を望む良い顔だ」

　セクリトは俺の邪魔にならないように付きまとい続ける。

「ようやく成った平和を我欲の為に壊す。それでいて後悔も迷いもない」

　言われてみると女達の悲痛な顔に心は痛むが後悔と迷いはないな。

「貴様こそ乱世の王に相応しいとも。気付いているか？」

　褐色の手が俺の顔に伸びる。

「部下の暴走、主への離反、そして愛する女達の涙。全てを受けて尚、お前の顔は笑っているぞ」

　セクリトは俺の前を楽しそうに歩きながら目的地たる宝物庫の扉を開け、手をとって腹に当てる。

「聞こえるか？　目の前の男……いや魔獣の種が欲しいと子宮がギュルギュル音を立てている」

　誰が魔獣だと俺は宝物庫の一番奥にしまった目立たない箱を開く。

「時間があるなら私の壺の中に種を吐き捨てて欲しいところだが」

　焼け焦げた布を軽く頬に当てた後、マントの下に巻きつける。

「残念だが時間はない。お前は馬車部隊を率いろ」

　こいつの才を無駄にする余裕はない。

「それは頼みか？」

「命令だ。やれ」

　セクリトはゾクゾクと体を震わせると『任せろ』と早足で去っていった。

「さて」

「さて、何の騒ぎじゃ？」

　無人だったはずの宝物庫からニュッと影が伸びる。

高さは腹の上まで……ブリュンヒルデだ。

　ちょうどよかった。

「ゴルドニアを裏切ることにしたんだ」

「……軽く言うのう」

　常々人間の国家なんて興味が無いと言っていたから無駄を省いたんだ。

「配下の吸血鬼を全員連れてきてほしい。あるいは使い潰すかもしれないが勘弁してくれ」

　ブリュンヒルデは驚いたように目を開き、ゆっくりと薄く閉じる。

「無礼うんぬんは置くとして何故そのようなことせねばならぬ？」

「今回はかなりギリギリの賭けなんだ。しくじったら俺は死ぬ。まだ死にたくないから助けて欲しい」

　簡潔に言い切るとブリュンヒルデは俺を一睨みする。

「──汚いボロを付けよって。血を吸う気も無くす」

　同意の言葉なく立ち去るブリュンヒルデ。

駄目かと思ったが数歩進んでから振り返り、カツカツと早足で戻って来た。

「助けてやるがお前が死ねばそこまでじゃ。骸を私のモノにして連れて行く。二度と奴には会えぬと知れ」

　承諾してくれたようだ。

「ついでにお前もだポチ」

　窓から心配そうに覗くポチの鼻先を掴み、顔を引っ張り込む。

「お前もついてこい。俺が負けたらピピも終わりだ。嫌ならこの賭けに乗って貰うぞ」

　我ながら言葉にすると酷い脅し文句だ。

　咎めるような瞳をするポチの鼻っ柱を弾く。

「ま、俺が死んだらそこまでだ。ピピを拾ってどこにでもいけ。お前なら地の果てまでも飛べるだろう」







　表に出ると俺の兵は既に整列を完了していた。

レオポルトが言った二時間も余裕を持った時間だったようだ。

　レオポルトがいつものように俺の隣に立つ。

「ラーフェンの民が起床する頃には出立できるでしょう」

　無駄に騒がせる必要もないしな。

「一〇五兵団は既に完了か。さすがに早い」

「弓騎兵とは本日夕刻にラッドハルデ領内での合流となるでしょう」

　おうと短い声を出す。

　掲げられた王国旗の影が俺達にかかる。

「降ろしましょうか？」

　マイラが気を使う。

「いらん。無駄に民を混乱させるから掲げたままにしとけ」

　反乱者が恥と外聞を気にする必要などない。

　何も知らない民は気づいたら終わっていたで良い。

良い方向か悪い方向かはともかくな。

「だが兵はそうもいかん」

　俺は兵達の前に進み出る。

「おい、完全武装で出撃ってどういうことだ？　まさかまた戦争か？」

「目的地が北なら演習だろう。緊急時なんとかじゃないのか。前もあったぜ」

「あー貴族が沢山死んだ襲撃事件とかがあったと噂で聞いたからな。めんどうくさいことだ」

　さすがにざわついているな。

静かにさせてやろう。

「全員聞け。実はゴルドニアを裏切ることにしたんだ」

　兵士達は『へー』だの『ほー』だの声をあげる。

　なかなか衝撃的な発表だったと思うが俺の兵は図太い。

イリジナなんて芋を食べているしな。

　結構なことだと頷いていると意味が浸透した五秒後、地面が震える程の叫びが響いた。

「やかましい！　続きを言うから黙って聞け、ぶっ殺すぞ!!」

　無理やり静めて続ける。

セクリトはケラケラ笑うな。

「色々と噂を聞いているかもしれんが特に関係はない。ただ一つ、俺が王になりたくなったからだ。よって今から王都へ向けて攻め上る」

　堂々と言い放つとセリアとマイラがお互いの手で顔を覆ってしまった。

『な、なんだそりゃ……』

『王になりたいから裏切り？　正気じゃねぇ……』

『王都で妹が働いてるんだぞ！　なんでこんなことに！』

「よって──」

　強引に続けてざわめきを切る。

「不満があるなら抜けて良い。この場で殺すようなことはせん」

　レオポルトが今までで一番の眼光で俺を睨んでくる。

トリスタンは全員抜けろとばかりに城門に向けて腕を振る。

「そ、そりゃ抜けるよな。反乱だぜ」

「ラーフェンも領主様も好きだが、大逆は一族皆殺しだもんなぁ」

　その上で俺は更に続ける。

「だが抜けるのはお勧めせん。何故なら俺が勝つからだ。勝ち馬に乗りたいだろう？」

『そんな無茶な』『王国を相手にいくら何でも』と声が上がる。

　俺はもう一度内容を繰り返す。

「俺は絶対に勝つ。どんな相手でも、どんな状況でも」

　拳を握って両腕を開く。

「嫌々でも俺が死ぬまではついてこい。それともお前らまさか」

　ニヤリと不敵に笑うつもりが、気が乗り過ぎて笑い声まで立ててしまった。

「俺が戦に負けると思っているのか？」

　我ながら楽しそうな高笑いが兵達の間を駆け抜ける。

「ま、マジで裏切ったのか!?　なのに笑ってるのか!?　領主様はどこかやばいと思ってたがいよいよ怖えぇ！」

「でも戦で領主様が負ける姿は想像できねぇよ。俺は古参でどんなやばい状況でもぶち抜くのを見て来たからな。何度も地獄を潜り抜けた……あぁ王国相手でも勝っちまう姿しかみえねぇ」

「勝ったらでかいよな。もし国がひっくり返ったら……俺達はその功労者……ゴクリ」

　兵達の囁きの中、一人が兜を捨てて前に出る。

「世話になった兄貴が王国軍の指揮官をしている。刃は向けられない……俺はここで……抜けます」

「ほう」

　俺はデュアルクレイターを引き上げる。

男は足を震わせながら目を閉じた。

「行け。決着がつくまで追放だ」

　さすがに従わないと明言した兵士を街の中には残せないからな。

「は、はい！」

　男は慌てて北門から出ようとする。

「馬鹿野郎！　王都へ攻めると言ってるのに北へ逃げたら殺すしかなくなるだろうが。西へ行け！」

「はいぃぃ!!」

　男は九〇度ターンして西門へ走る。

　殺されないとわかってか数十人が同じように西へと走る。

「反乱が露見しますが？」

「徒歩で逃げた奴の口より遅けりゃ、どの道望みはない」

　レオポルトは僅かに沈黙し、再び口を開く。

「それを除けば最上策かと」

　離脱は数十人で止まった。

私軍の統制は乱れていない。

　こいつらはもう全て知っている。

王国軍と交戦になっても瓦解することはないだろう。

　瓦解するとすれば一戦やって負けた時だろうが、そうなると全部お終いなので考えなくて良い。

「では出立する。既に決定した勝利に向けてな」

　確率は五分五分と言うにも厳しいだろうが、兵の前ではそう言っておく。

ついでなので俺自身もそう思い込んでおこう。

「それにしても乱暴な振る舞いと陰謀で平和な王国を荒らしまくり、いよいよ隠せないとなったら査察団を皆殺しにしてから裏切りか。言葉にすると酷いなおい」

　レオポルトが不自然に頭を前後に揺らした。

待て今のは笑ったのか。表情に変化が無かったぞ。

「ご心配は要りません。歴史は勝者が作るもの。後世の歴史書には『圧政に耐える民を見かねて暴君を倒すべく立ち上がる』と書かれるでしょう」

「いやいやいや！　歴史の改ざんは叛逆より重いよ！　僕は絶対に許さないからね！」

　騒ぐトリスタンの脇腹をセリアが突いて黙らせる。

　そうだ、一つレオポルトの間違いを正さなければならなかった。

「お前は大義名分がどうとか言ってたな？」

「はい。そう理解しておりますが」

　首を横に振る。

「違うな。俺は最初からそんなものは持っていない。あえて言うならもっと恰好良く決めて王になりたかったんだ」

「恰好良く？　それは後世への伝承、民への風聞という意味ですか？」

　もう一度首を振る。

「そんな大層なもんじゃない。もっとこう簡単な……シャキンと決めて女をポッと赤くさせるような恰好良い展開だよ」

「あ、レオポルトさんが部隊の統制に行っちゃいました」

　あいつめ今からでも反逆罪で打ち首にしてやろうか。

「恰好つけて迎えに行きたいから俺はこの道を歩いて来たんだぞ」

　聞く者がいなくなった中で俺はボソリとこぼしてセリアの頭を撫でた。
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戦力比

ハードレット叛乱軍

騎兵千　弓騎兵三千＋？　馬車歩兵八〇〇

戦車四〇　野戦砲一五

ゴルドニア軍

王都周辺戦力不明

次回は明後日更新です!!

感想返し止まっていますが作者が何も語らない方がよいかなとの判断です。

誤字指摘等、ちゃんと見ていますのでどうかご了承下さい。










第５４５話 王国へ続く道②　毒食わば皿まで







　俺を先頭に騎兵と馬車が騒がしくラーフェンを出立する。

　民が起き出す時間には少し早い。

何ごとかと飛び出して来る者もいるが、人だかりと言う程ではない。

　出て来た者達も何が起こっているかわからないようだ。

「出陣式も民の歓送も無い。騒がしいのにひっそりした出撃ですね」

　マイラがボソリと呟く。

　格好つけて何か答えてやろうと思ったが、よくよく考えたら出陣式やって華々しく出撃なんてほとんどなかったような気がする。

「いつも出撃は突然ですもんね」

　セリアの顎したを撫でてゴロゴロ言わせていると後方から突然馬車が走り込んで来る。

「エイギル様!!」

　馬車の扉を蹴り開けたのはノンナだった。

ドレスの裾を引っ掴んで馬車から飛び降り、見たことのない荒々しい走りで────こけた。

「うっわ、もろに顔からいきましたよ」

　セリアが思わず自分の鼻を押さえたが心配はいらない。

ノンナは前に転倒すれば乳クッションがあるので怪我しないのだ。むしろ手をつく方が危ない。

　侍女とカーラに起こされたノンナが顔をあげる。

「言いたいことは山ほどありますが一つだけ。エイギル様が負けたら私も子ども達もアホのカーラも……エイギル様がこっそり手をつけたメイド達もみんなお終いです。全員嬲り殺しです！」

　双子の娘アナスタシアと息子バルトロメイを強引にシュバルツに乗せてくる。

バルトロメイは異様な雰囲気にオドオドと、アナスタシアは……若干笑ってるぞ、すごい娘だな。

「もしエイギル様の敗報が届いたら私は子供達共々自害します。その覚悟でお挑み下さい。絶対、絶対に勝って下さいね!!」

　俺は動揺するバルトロメイの頭を撫で、グッと親指を上げるアナスタシアの髪を梳いてシュバルツから降ろした。

「わかった。必ず勝つ」

　ノンナは背を向けた俺を王族相手にする最上級の挨拶で見送る。

子ども達と侍女達も続き、やる気のないカーラが爪先をヒールで踏まれて悲鳴をあげる。

『ふんぎゃー』なんて悲鳴をカーラ最後の声にしたくない。

絶対に勝たないとな。




　次に見えてきたのは街道沿いにずらりと並んだエルフ達だ。

お世辞にも好意的な顔ではない。

　一歩前に出ているのは森エルフの長ユーラーレンと黒エルフの長イジャリスだ。

「「クズですね」」

　問答無用の罵倒に思わず勃起しそうになる。

「せっかく訪れた平和を壊すのですね。民を殺して森を焼く。見下げ果てました」

「必要な戦いは避けんせん。しかれどもこれは無用な戦いと思いんす。勇猛な戦士とただ戦乱を望む獣は違いんす。己が責でやりなんし」

　完全な拒絶の言葉だ。あわよくばエルフ達にも協力して貰おうと思っていた俺は苦笑して口を閉じる。

　叛逆からの国盗りが万人に、特に戦を好まないエルフに受け入れられると思う方が間違っている。かなり良い感じだった二人からの拒絶はつらいが仕方ない。

「私達は戦には絶対に関わりません。巻き込まれるのもごめんなので森へ引き上げます──さて」

「そっちはどうしんすか？」

　視線の先はなんだかんだでついてきていたナーティアとフェルテリスだ。

　二人は若干の躊躇の後、俺の傍に残る。

「見届けます最後まで。見限るには深く関わり過ぎたから」

　ナーティアは拗ねた顔で俺を見ながら言う。

「私はこんな野蛮人など最初から見限っております！　でも……無理やり組み伏せられて、もう胎にこいつの子が……うぅぅぅ！　手遅れです!!」

　フェルテリスが屈辱を噛みしめるように言う。

　本当に俺の子だろうな？

無避妊でそこら中の男とやりまくっているの知っているんだぞ。

「ならばここまでですね」

　ユーラーレンはナーティアとフェルテリスを指差して言う。

「二人を絶縁します。これよりはただのはぐれエルフとして好きに生きなさい」

　ナーティアは覚悟していたのか静かに頷き、フェルテリスは『屈辱ですわ！』といつも通り叫ぶ。

　宣言を最後に黒白エルフ達が西へ、彼らの森へと引き上げて行く。

見送る時間も惜しいので行軍を再開する。

　すると両隣にふわりと風を感じた。

ユーラーレン、イジャリスが舞うようにシュバルツへ乗ってきたのだ。

「ハードレットとエルフの関係は一旦終わりです」

「じゃが主とわっちらの関係は切れやせん。まして親子の糸もありんす」

　二人は俺の耳を両側から食む。

「「勝利を」」

　そして風のように去っていく。

「ふふ、終わったら土下座でお詫びだな」

　話の間にも前へ進んでいる先鋒に追い付くため、シュバルツの腹を軽く蹴る。

「揺らさないよう速度をあげろ。今の囁きで鉄みたいに勃起しているからあまり擦ると背中に射精するぞ」

　馬の舌打ちなんて初めて聞いた。




「軍議の間がありませんので行軍しながら状況を再確認します」

　レオポルトと俺は馬を寄せ、マイラとイリジナも近づく。

馬車からはセクリトが顔を覗かせ、隣のトリスタンが嫌そうにイリジナの馬に移る。

セリアはいつも通り、ひょいとシュバルツに飛び移った。

「騎兵千、弓騎兵が三千、馬車搭乗の歩兵が八百、及び戦車四十両と野戦砲十五門が現状の戦力になります。後続として一〇五兵団を中核とした歩兵四千が続きますが……」

「王国が事態を察知する前に急襲するのが戦略だから歩兵の行軍速度では間に合わないね。だから合流する山の民の中から弓騎兵の武装が足りない者を運搬用に使うんだ」

　山の民は今回文字通り全員出てくる。

一方で弓騎兵用の甲冑や弓には限りがあるので狩猟用の装備で出て来る者も多いのだ。

　完全武装のゴルドニア王国軍にそんな装備で当たってもあまり成果はない。

ならばいっそ武装を解いて歩兵部隊の運搬に使う方が良い。

「全部集めても一万二千……ですか」

　マイラが苦々しい顔をする。

「戦力はそれだけじゃないさ。今回は制限無しだからな」

　巨大な影が落ちる。

ポチが両翼を広げて空を舞い、周囲にハーピー達が乱舞している。

　ポチの下側にはハーピーの止まり木が、上側にはハーピー達の食料と投げ落とせる石や油満載の壺が搭載されている。

「一発食らったら火達磨になりそうです」

「空飛ぶポチに上から当てるのは無理だろ。それに火達磨になったところでなぁ」

　止まり木諸々はポチの鱗に溶けた鉄を押し付けてくっつけたのだ。

焼けた鉄が平気なのに火達磨程度でどうにかなるとは思えない。

　土煙をあげながら前進する巨体も見える。

ポチが出たなら当然ネップリもついてくるのだ。

ネップリもまた背中に色々な物資を満載した上で悠々と馬の行軍についてくる。

　ついでにまだ赤子だろうチビトカゲも上に乗せている。

何か巻物に書きつけている気がするが、トカゲが本を書くとも思えないから気のせいだろう。

「夜戦でも有利に戦える」

　窓に黒い板を打ちつけ、更に屋根から真っ黒な布まで垂らしている異様な馬車に目をやる。

フンと鼻を鳴らす声が聞こえた気がした。

　叛乱の良いところは何も隠す必要が無い所だな。

今ならカトリーヌを肩車しながら戦っても問題ない。ケガするからやらないが。

「続いて敵情です。現在ラッドハルデ領も含めて王都近郊まで王国軍の主要部隊、及び有力な領主軍はおりません。各領騎士団等、千の規模の部隊は存在しません」

「ここにはな。王都近郊にはごってりいるのだろう？」

　セクリトの突っ込みにレオポルトは頷く。

「現状ゴルドニア王国軍が保有する兵団は八つです」

　一個兵団は約一五〇〇〇から成る。

「南方王領に分散して一つ」

　蟲で壊滅した地域の中に散らばる王領は豊かな森や鉱山などに点在している。

進む俺達の脅威ではないが一気に北上されるとラーフェンがつかれる。

「旧リバティース域王領に一つ。都市国家との境界にもう一つ」

　旧リバティース域に残る大きな王領と、都市国家との境界線を守る部隊だ。

こちらも俺達の進軍は阻めないが領地には近い。

「ノーステリエス西岸に一つ。これは無視しても良いでしょう」

　この兵団が渡河する頃には全て終わっている。

終わっていなければ俺達が終わっている。

「そして王都の北と南にそれぞれ二つずつ」

　王都近傍に王国軍だけで六万名。

「別に王都守備隊と警備隊もおります。兵団よりは装備練度に劣りますが人数は併せて一万五千」

　これで七万五千。

「で、でも私達が迅速に行動すれば虚をつけるはずです！」

　俺の肩から身を乗り出すセリアを落ちないように支える。

「その『はず』だ」

　居ると言うのは準備万端待ち構えている訳ではない。

駐屯地と司令部があるだけで、他の場所で演習をしていたり、時期によっては半数以上が休暇で家に帰って居ることもある。

　まして戦乱が終わったと思われている中だ。

指揮官が配置換えになったり、新兵がバラバラな場所で訓練していたりと、臨戦状態にはほぼ遠い。

突然出撃と言われても兵を集め、戦える単位に編制するだけで何日もかかる。

「問題は編成速度が司令官の力量によるってことだな」

　無能な司令官がふんぞり返っているなら何の問題も無い。

指揮官がそれぞれ矛盾する命令を叫びまくり、兵が右往左往している間に突き崩せる。

「だがエイリヒがやると全部はともかく一つぐらい完璧に仕上げて来るかもしれん」

　一個兵団一五〇〇〇名は長槍、騎兵、築城と各兵科がしっかり揃った戦闘部隊だ。

態勢を整えられればかなり手強い。

　それでも一個ぐらいなら現有の兵力で破る自信はある。

「問題は速度だ。相手はこちらを撃破する必要も撃退する必要もない。防戦を続ければ他の兵団が準備を整え、王都から離れた兵団とそこらの領主兵も合流、もしくはラーフェンへ向けて動き出す」

　セクリトが嗤いも茶化しもせず真面目な顔で眉間に皺を寄せた。

　こうなったら微塵も勝ち目はない。

俺は今までエイリヒがこれらをほんの数日でやってのけるのを見ている。

　だからこそ──。

「よし状況は把握した。軍議終了だ」

　セリアとマイラが拍子抜けしてしまった。

　エイリヒがどれだけ纏めて来るかなど議論してもわかることではない。

「王都まで急ぐ。着いたら死ぬ気で戦う。それしかない」

　既に事は起こした。

今更止めようなんて出来ないのだからもう行くしかないのだ。




　早朝に出立した俺達はもっとも迅速に行軍できる街道に沿って北上、エイリヒの領地を縦にぶち抜き、王都まで一直線のコースを取る。

　行軍途中にレオポルトが耳打ちをしてくる。

　俺は露骨に顔をしかめる。

「酷い案だ。性根のひん曲がった奴でないと口にも出せんぞ」

「周辺領主の兵が連なる可能性は極めて低くとも〇ではありません。無防備なラーフェンへの攻撃は兵の士気にかかわる可能性が高く、潰せるリスクは潰しておくべきかと」

　よくもまあ恥ずかしげもなく言えたものだ。

　そう思いながら俺はセクリトを呼ぶ。

「道中の橋を全て落とせ。可能なら岸を崩して川を溢れさせ、川沿いの道ごと潰してしまえ」

　続いて騎兵隊を率いるマイラに言う。

「街道沿いの宿場町を通り過ぎざまに焼き払え」

　マイラがビクリと反応する。

「ここは軍務総監の領地です……もちろん交戦は避けられませんが……その」

　もう一度繰り返すとマイラは唇を噛みしめる。

「もちろん民を斬れとは言わん。一声かけて逃げ散らせろ」

　マイラの顔が僅かに緩んだ。

「だが一々説得する時間はない。抵抗する奴は斬れ」

　また硬直してしまった。

あぁ女は斬らないように言っておけよ。

「山の民にも道中の主要な町村を掃って民を追い散らせと伝えております。情報伝達の阻害とラーフェンへの攻撃を阻止する目的です」

　酷いもんだ。

「更に旧リバティース域で大規模な騒乱を起こさせ、ツヴァイエルフィのならず者に金を与えて王領を荒し、兵団を引きつけさせます」

　どこの極悪人だ。

「平和を達成したはずの王国を荒らす反逆者でしょう？」

　レオポルトに言われると泣きたくなるな。

　俺は街道町に火をつけ始めた兵を見ながら溜息交じりに続ける。

「間に合うかは知らんが、アルテイルに各地で信者を暴れさせろと言った。イヴァンナにも残存艦隊で沿岸の町を砲撃しろとな」

　レオポルトが僅かに驚いた顔を見せる。

　セリアが顔に土をつけて頭に汚れた布を巻く。

彼女なりの反逆者スタイルなのだろうか、可愛い。

「毒食わば皿まで。勝利の為にはなんでもするさ。義理ある者の町を焼き、無辜の民の屍を並べ──」

「いやぁぁぁママぁぁ!!」

　少女の鋭い悲鳴、燃え盛る家に母親が飛び込んだようだ。

　決め台詞を途中で切ってシュバルツから飛び降りる。

燃える壁を蹴り壊し、へたり込んでいた母親を掴んで外に放り出す。

彼女の胸には年端もいかない赤ん坊……ではなく壺一杯の金貨が抱かれていた。

「おい」

「だってぇ……」

　俺は母親の煤けた頬をこれでもかと引っ張り、火傷がないか確かめながら乳と尻を揉みまくってから娘に渡す。

「どこまで言ったかな。そう無辜の民の屍を並べ……」

「但し女は除く」

　今のは誰だ。

セリアとマイラがやや暖かい目で見てくる。悪逆非道さがなくなってしまったじゃないか。

レオポルトなど騒ぎをよそに先に進んでしまっているぞ。

「ともかく覚悟は決めておこう」

　俺は別に人情家ではない

味方だった兵を殺そうが、顔も知らない民の家を焼こうが、すまんなあと思って終いだ。

　だが酒を飲み交わした奴、肩を並べて戦った奴、並んで女を抱いた奴──。

「どうか気づかず寝ていてくれよ」

　俺はシュバルツに飛び乗り、燃え盛る町を見ながら北へと進むのだった。
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翌々日　深夜　王都ゴルドニア

　エイリヒはアレクサンドロ王に熱弁を奮っていた。

　流れる汗は冷や汗ではない。

冷や汗など流す暇がないほどの熱い語りが必要だった。

　王は感情を伺わせぬ表情でそれを眺め、ケネスもまた口を出す場面で無いと静観している。

　理由はもちろんハードレット査察団の壊滅、第一報に遅れて別口から続報も入り既に間違いないと確定されていた。

　本来ならばこの光景は夕刻に見られるはずであった。

それが数時間遅れたのは夕食中に王の愛妾ロサリオが原因不明の癪で倒れ、一時は息まで止まったとして大騒ぎになったせいだ。

　王は半狂乱に陥ったが、その後息が戻り、医者も異常はないと言うので落ち着きを取り戻した。

それでも普段なら全ての公務を取り消していただろうに急報はそれを許さない程重要だったのだ。

「故にあの者には陰謀を弄する能力がなく、またその益もなく──」

　王は玉座から立ち上がり、踵で床を打ってエイリヒの言を遮る。

「二百の王国騎士は大砲と攻城兵器でねじ伏せられ、余の忠臣たるフィットンは死に査察団は壊滅した。賊が待ち伏せた？　あるいは蛮族が大砲を引きずって略奪に来たとでも言うのか!?　ハードレットの叛逆に疑いはない!!」

　無知な民百人に聞いてもハードレット以外を犯人と言うものなどいないだろう。

「最早ハードレットの兵と武器が使われたことに疑いはありませぬ。しかし奴は世に知れた大馬鹿者です。部下の暴走を知らなかったか、あるいは担がれたものと確信致します！」

　エイリヒは尚も食い下がる。

「そのような言い訳が通るか！　部下を御せぬ愚かさも十分な責であろうが!!」

　怒鳴り付けられながらエイリヒは僅かに頬を緩める。

この方向で良かった。

「もっともにございます！　されどアホ罪が大逆と同じと言うのはあまりに重すぎるかと！」

　ケネスがすっと口を出す。

「ハードレットがただ担がれただけか、自ら望んでやったかは不明です。不明であるならば自ら望んでやったと考えるべきでは？」

　エイリヒは即座に反論する。

「ハードレットの阿呆ぶりは想像を絶しております。王都でも領地でも周知の事実！　担がれたことに疑いはない！」

　王が僅かに考える素振りを見せ、エイリヒは畳みかける。

「先日、陛下の前で無礼な口を叩いた男──レオポルトとか言うあの者こそ首謀者と推察致します。大方皆の前で恥をかいたと逆恨み、ハードレットを巻き込んで愚行に出たのでしょう」

　ケネスが再び口を出す前に勢いで更に続ける。

「陛下も不本意であらせられましょうが奴は叙爵を受けた貴族の一家。なればハードレットをまったく同罪とする必要はありません！」

　大逆は一族郎党まで連帯責任で死罪となる重罪だ。

もちろん部下が王に弓引けば、主は知らずとも同罪となる。

平民の部下は主人たる貴族の所有物なのだから、剣が勝手に刺したと言い訳はできない。

　だが爵位を持つ貴族はそれぞれが独立した王の部下だ。

職務や金で他の貴族に依存していても所有物だとは言えない。

「爵位を下げ、所領を召し上げ、目の飛び出るような罰金を科して幽閉するが妥当かと。私が責任をもって監督致します故」

　エイリヒが王に深々と頭を下げる。

　一方ケネスは王に囁くように言う。

「前例では爵位持つ部下の叛逆であっても主人は大逆に問われております。軍務総監はハードレットとの関係深く、かの者に甘すぎるかと」

「陛下を殿下とお呼びしていた頃からの仲だ！　甘くなるのが人の情であろうが！」

　王は二人を手で制して目を閉じた。

「ハードレットの功は巨大だ。しかるにその功を以ても此度の無法の言い訳には足りぬ。どの道、前の二件も奴であろうよ」

「それは──」

　身を乗り出すエイリヒが再び手で制される。

「足りぬ分に余の情を乗せよう。余にとっても一介の王子であった頃からの仲だ。血の気の失せた奴の生首など見とうない」

　王は紙へ赤インクで筆を走らせる。

「ラーフェン以外の所領は全て没収。爵位を伯に落とし、軍籍剥奪、全ての財産を没収の上、同額の罰金を課す。妻子は人質として王都に住まわせる。その上でラッドハルデの寄子とする」

　エイリヒから安堵の息、ケネスから驚きの息が漏れる。

「奴の所領は広大だ。没収した財産と並べて犠牲となった者に与えれば慰めにもなろう。討伐などして焼け野原にしてはなんにもならぬぞ」

　王はまず不満ありありのケネスに言い、続いてエイリヒにも声をかける。

「されどこの条件、一つでも渋ったり誤魔化したりすれば殺さざるを得ぬ。よくよく言い聞かせよ」

「はっ唯一の心配は奴の妻子が王都屋敷に収まるかどうか」

　王は思わず噴き出してしまった。

「正室だけで良いわ。愛人まで求めればラーフェンごと引っ越してくるやもしれんからな」

　そして表情を再び厳しくする。

「今回の沙汰は奴の功に余の情を足し、更にそちの功も足したものだ。理解しておるな？」

「……承知の上でございます」

　今までの功を使っての沙汰──つまりケネスとの権力争いに破れるということだった。

その上でエイリヒは同意すると頷いた。

　ケネスの心に浮かぶのは驚きと嘲笑、転がり込んで来た勝利への喜びのはずだったのだが。




「緊急にございます!!　ご無礼ながら入室を許可されたし!!」

「入れ！」

　王の顔が一瞬で青くなる。

ロサリオの容体かと考えたのだ。

「ラッドハルデ卿ご領地より急使！　火急の知らせにございます!!」

　叫びながら入場する使者の声に王はホッと胸を撫でおろす。

「その件は片付いた。大方ハードレットが慌てて言い訳に来るのだろう。阿呆めが」

　使者は王の前に跪き、顔をあげずに報告する。

「ハードレット領より五千の騎兵と馬車の群れが北上中！　町々を焼き払い、橋を落としながらラッドハルデ卿領内を進んでおります！」

「はぁ？」

　エイリヒが出したことも無い間抜けな声をあげる。

「率いているのはハードレット卿ご本人！　複数の者が確認しており間違いございません！」

　開けっ放しの扉から更に複数名が音声をあげながら飛び込んでくる。

「東部蛮族と見られる集団が町村で略奪を繰り返しながら西進中！」

「リバティースにて民衆騒動が激化！　ハードレット領を中心に一斉蜂起の様相を見せております！」

「イヴァンナ提督率いる河川艦隊が突然沿岸の町へ砲撃を開始しました！」

「都市国家群に不穏な動きあり！　アレスより兵が出撃したと報告、詳細不明!!」

　王とエイリヒとケネス。

ゴルドニアの上位三人が口を開いたまま互いを見つめ合う。

「筆頭情報官より連絡！　王都ハードレット邸に不穏な動き有と突入したところ屋敷は無人！　煌々と灯りが焚かれるのみで無人です!!」

　放心状態のエイリヒ、必死に冷静であろうとするケネス。

最初に冷静さを取り戻したのは王だった。

「不要になったな」

　王は赤字で書かれた書類を握りつぶし、最後に書いた個人的な叱り文句を一瞥してから暖炉に投げ込むのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




戦力比

ハードレット叛乱軍

先頭部隊

騎兵千　弓騎兵三千　馬車歩兵八〇〇

戦車四〇　野戦砲一五

後続部隊

弓騎兵三千　山の民（非武装）四千　歩兵（一〇五兵団主力）四千

ゴルドニア軍

王都近隣部隊

四個兵団（準備中）六万

王都防衛＋警備兵　一万五千

地方部隊

四個兵団（騒乱対応中）六万

次回更新は明後日日曜日予定です！










第５４６話 王国へ続く道③　敵は眼前にあり







　丘を越え、川を渡り、橋を落として町を焼き払って進む。

いつもは鼻歌でも歌いながら進む王都への道が実に遠い。

　後方から弓騎兵が合流して兵力は一気に増加した。

追い付いていないのは装備が足りず歩兵の運搬役となる山の民の一団だけだ。

　だがいかに機動力に優れる騎兵部隊と言えども数が増せば速度は落ちる。

「予定より二割遅れております。嵩張る飼い葉と水を放棄する選択もありますが」

「これぐらいの遅れは誤差の範囲内だよ。後ろから合流する山の民と歩兵部隊の為に物資は捨てるべきじゃない。……別の選択もあるけどね」

　レオポルトとトリスタンが俺を見る。

マイラも否定的な困った顔で一瞥を送って来る。

「まだ捨てなくていいだろ。略奪も構わんが余計時間がかかる」

　ほっとしたマイラ。

略奪と聞きつけて駄目だぞとばかりにイリジナが来た。

ゆで卵を渡すと満足して去っていった。

「では行軍の遅れを前提に王都への到着時間を──敵発見」

　ハーピーが何やら叫びながら戻ってきた。

「ピー！　アカ　アカ　アオアオクロ！　アカアゲナイデクロアオナイ！」

　武装した集団なら赤い旗、非武装なら青い旗、更にこちらに気付いていたら黒い旗とレオポルトが決めたのだが、ハーピーに覚えられるはずもなく全部振っている。

『何かがいる』と教えてくれるだけでもありがたいと思おう。

「行軍停止。別命あるまで待機」

　周囲を見回し、ほんのり高くなった台地に向けてシュバルツを走らせる。

後ろからセリアとレオポルトがついてきた。

　台地に登って目を凝らす。

のそのそ進んでくるのは間違いなく軍隊だった。

「領内警備にしては重武装ですな。兵科は歩兵単一で約三百。小集団ごとに騎士が率いている──王国軍ではなく地方領主軍です」

　レオポルトの声に安堵の色が混じったような気がする。口調ではわからんが。

「むぅ意味がわからないです。偶然の遭遇にしては多すぎますし、私達を討伐するには少なすぎます」

　セリアが首を捻ったが俺はなんとなくわかるぞ。

　口を開く前に追い付いたトリスタンが先に解説する。

「あーまずサラエドで惨状を見た者が慌てて王都へ戻る。でも一息に王都まではいけないから道中の領主の土地で馬と水を補給する。領主に異変が伝わる」

　先を俺が引き継ぐ。

「細かい部分を聞かずに『査察団が一大事』だけ聞いて救援しようと兵を連れて飛び出す。後のことは行軍中に考えようって奴は多い。新貴族の誰か……猪系の奴だろ」

「あの旗は……確かオイルン伯爵の旗です」

　聞いたことがあるような無いような。

「僕達がいるのは盆地だから視線は通ってないね。彼らは状況を把握せず、斥候も出さずにただ南へ進んでいるだけだ。やり過ごそうと思えば無理ではないけど……」

　歩兵の足では通り過ぎるのに何時間もかかるだろう。

「時間は貴重だな」

「少なくとも奴らの命よりは」

　俺の言葉にレオポルトが合わせてマイラが息をのみながらボソリと呟く。

「交渉で退かせる。あるいは投降させる方法もあると思いますけど……」

　俺は首を振る。

「説得の時間も惜しい。弓騎兵を前に出せ」

　弓騎兵が俺の指示を待つ。

「な、なあ敵が来たんだよな？　俺達は反乱を起こしたんだからつまり敵って……」

「言うな！　言うと心が混乱する。領主様の背中だけ見てろ……俺はセリア様の脚だけ見てる」

　僅かに動揺の声を漏らす兵達を尻目に俺は迷いのない声で号令をかける。

「前進、丘にあがれ」

　命令と同時に弓騎兵は横列を維持したまま、一気に丘を駆けあがる。




「前方の丘に騎兵隊列！　数百以上!!　突然現れました！」

「まさか蛮族の──いや旗印が見えます！　ハードレット辺境伯の旗です」

　オイルン伯爵兵……敵兵は露骨に安心した顔をする。

やはり事の詳細はまだ伝わっていないようだ。

「サラエド襲撃の話を聞いて駆け付けた。情報があれば教えて欲しい。できることがあれば手伝うぞ」

　伯爵本人らしき者がこちらに手を振りながら呼びかけて来る。

「察しは悪いが良い奴だ。すまんな」

　俺は伯爵に向けて手を振り下ろす。

　一秒の間を置くこともなく、数百の弓騎兵は思い切り引き絞った合成弓の弦を解放した。

　奇襲、高所、狙いを定める十分な時間、圧倒的な技量。

「…………」

　ただ一斉射。

マイラが目を背けた時には敵兵の八割が斃れていた。

「──突撃」

　悲鳴も終わらぬうちに弓騎兵は丘を駆けおりる。

　本来近接戦闘には向かない弓騎兵だが敵は既に壊乱に近い。

開始三秒、弓の一斉射で殲滅戦となった。

「進軍再開。戦闘陣形の必要無し」

　レオポルトが行軍を再開させる。

失った時間は五分か一〇分、それが彼らの命の価値か。

「な、何をする！　わ、私はオイルンだぞ！　共に陛下とラッドハルデ卿に仕える者だぞ！」

　幸か不幸か伯爵本人に矢は当たらなかったようだ。

一瞬にして壊滅した自隊を見ながら必死に呼びかけて来る。

　俺はシュバルツの腹を蹴って進ませる。

「無駄なことです」

　レオポルトを無視して伯爵の前に立つ。

　伯爵は俺を見ても混乱した表情で叫ぶ。

「ハードレット卿!?　ご本人がいらしてこれはどういうことです！　まさか我が顔を蛮族と間違えたとは言われますまい！　いつぞやはラッドハルデ卿を挟んで飲み比べなどを──」

　思い出した。こいつはエイリヒとの話に何度か出ていた。

武勇軍才はあるらしいが、察しが悪く猪突猛進のきらいがあると嘆いていたな。

領内で採れる油を使った変態プレイが趣味とも噂でノンナと真似してみたらすごかった。

　俺はできるだけ表情を殺したレオポルトのような顔で伯爵を見下ろす。

「分からないか？」

「すぐに攻撃を止め……」

　騎兵、弓騎兵、馬車部隊と万近い数、戦車や野戦砲までが丘を越えて現れる。

「ま、まさか反逆──!!」

　俺は思わず笑ってしまった。

「察しが悪すぎる。これじゃエイリヒも嘆く訳だ」

　言いながら馬を降り、デュアルクレイターを肩に担いで待つ。

　ポカンとする伯爵に俺はもう一度肩を落とした。

「同じゴルドニア貴族、新貴族の顔見知りに矢を射掛けたんだ。今更何を話すと言う……抜け」

　顔も知らない雑兵のように殺すのは気の毒に思ったから待ってやったのに本当に察しが悪い。

　オイルン伯はさすがに動揺して周囲を見回すが、既に生き残っている奴などほとんどいない。

「──良いでしょう。事情はわかりませんがハードレット卿は既に敵となったご様子……私も剣一本でのし上がった武辺者なれば」

　オイルンは刀身１２０～３０ｃｍ程、デュアルクレイターよりやや小さな両手剣を上段に構える。

「いざ参る！　はぁぁ!!」

　躊躇の無い踏み込みから渾身の振り下ろし。

鋼鉄製なら１０ｋｇ近くはあるだろう剣が風切り音を立てて落ちて来る。

　速く、そして鋭い。

肩を並べて戦ったことはなかったが、なるほど武勇に優れると言うのは本当だろうな。

　俺は裂帛の気合を纏うオイルンの目を見ながらデュアルクレイターを振り上げ、振り下ろされる剣と奴の首をまとめて両断した。

　男の目が驚きから納得に変わり、光を失う。

「振り下ろしの上から振り下ろしで……」

「速度も力も何倍も違うから出来るんです……相手になっていません」

　マイラとセリアが呟く。

俺は転がる首を拾ってレオポルトに投げ渡す。

「埋葬する時間はないが後で分かる場所に埋めといてやれ。オイルプレイは今もお気に入りなんだ」

「余計な手間と危険です。無駄は省いた方がよろしいかと」

　レオポルトは首を受け取って無表情で言う。

どっちがしゃべっているかわからんぐらい変化の無い顔だ。

「こんな程度手間でもないだろ。お前も好き勝手したんだから俺にもこれぐらいさせろ」

　シュバルツに飛び乗り、戦場とも言えぬ蹂躙劇の後を見渡す。

「それ以外の兵士は放置するしかないな」

　上空には臭いを嗅ぎつけたのかカラスの大群が集まり始めていた。

「メシ！　メシイッパイ」

「クサイ！　カタイ！　ピー！」

　こらハーピー、カラスは食えんぞ。

「これが反逆なんですね。今までの味方は全部敵……」

　マイラは覚悟を決めたのか、なんだか悪い顔になって顔をあげた。

洗脳された女騎士みたいで少し興奮する。

「私はどこまでもエイギル様について行くだけです。迷いなんてありません」

　後ろ向きに帽子を被り汚れた布を巻いて柄悪そうにクチャクチャ何か噛んでいる。

これがセリアの反乱軍イメージなんだな。

『叛』と書かれた鉢巻きをつけた安直すぎるイリジナは放っておこう。




　俺達は更に北上する。

北上するにつれ、より規模の大きな町も通過することになる。

「攻城する時間の余裕はありません。降伏すれば良し、でなくば火を放って放置すれば良いでしょう」

　レオポルトに言われるまでもなく、ここに来て躊躇などはない。

　救いだったのは俺の兵力が圧倒的だったからか、小貴族や代官などは最初から戦意を無くしていたことだ。

　門を閉めて形だけの抵抗を示す町もあったが、火矢を二、三度をばらまくとたちまち白旗が上がる。

「形だけでも抵抗しないと後で酷いからね。正直王国が負けるとは思っていないと思うよ。つまりこっちが一戦やって負けたら彼らはたちまち後ろから突いて来る」

　とはトリスタンの弁だ。




　王都ゴルドニアまで残り一日となったところで遂に重装備の王国騎士団が現れる。

「王国旗に王家の紋章。間違いなく王国騎士団ですな」

　レオポルトが冷静に言う。

　数は後続は不明だがざっと千程。

「こちらの反乱と進軍を知って王都から飛び出してきたと考えればぴったりだね」

　トリスタンもまた冷静に言う。

　王国騎士は千でこちらは約八千。

普通に考えれば仕掛けるのは無謀だ。

「いや来るぞ。戦闘態勢を取れ」

　王国騎士は三角形の陣形を取っている。

これは重騎兵が敵に突っ込む突撃陣形だ。

「突撃──!!」

　勇壮な声と共に隊長の剣がこちらに向けられ、鬨の声と共に突撃してくる。

　重装騎兵の立てる馬蹄の音はなんともすさまじい。

「受ける側になるとこれは中々面白い」

　こちらは行軍を急いでいた都合、どうしても先頭と後続の距離は空いている。

薄くなった隊列を踏み破れば勝機ありと見たのだろうか。

「そう簡単ではないんだよな」

　弓騎兵から数千の猛烈な矢の雨が降る。

彼らは騎乗した弓兵なのだから射線さえ通っていれば隊列など関係なく有効な攻撃ができる。

　いかに王国騎士が重装備でも騎乗するからには全身を覆うような大盾を持つ訳にはいかない。

甲冑の隙間や馬の足関節など防御不能な場所に矢が当たればたちまち落馬してしまう。

「ま、その為に作ったんだしね」

　続いて野戦砲が火を噴き、一瞬おいて騎士の体から火花が散る。

野戦砲は攻城砲と違って射程は短いが、展開から射撃までごく短時間で行える。

遭遇戦で大砲を警戒しなかった王国騎士側の失態ではない。

「長槍隊、展開完了です」

　矢と砲弾を潜り抜けた騎士の前に槍衾が並ぶ。

馬車から降車した歩兵が対騎兵陣を組んだのだ。

　馬車の群れを輜重隊とでも思っていたのか、狙って突破しようとした敵は長槍の林に勢いを殺され、足を止めたところをクロスボウで狙い撃たれる騎兵にとって最悪の展開になってしまった。

「撤収──全隊撤収──!!」

　再び隊長が叫び、僅かな戦闘で半分程になった王国騎士が王都へ向けて逃げ帰っていく。

「完全勝利です！」

　セリアが可愛く喜んだ後、ハッと気付いて下品な雄叫びをあげなおした。

叛乱軍と山賊を一緒にしてないか？　可愛いから良いが。

　反対にレオポルトとトリスタンは微妙な雰囲気を纏っている。

「随分と諦め良く綺麗な撤退でしたな」

「だよねぇ。状況的には一点突破にしか望みはないのに、わざわざ横に広がって当たってきた。まるでこちらの全部隊を相手にしたかったみたいだ。あれは威力偵察だよ」

　俺も特に疑問はない。

王国騎士とは王国に属する兵、つまり動かしているのはエイリヒのはずだ。

「こちらの戦力を調べる為に一当てされたんだ。次は対策してくるよ、きっと」

「それでも前にしか道はない」




　一戦が終わり、隠れていた付近の農民がこっそりと顔を出す。

残っているのが俺達だと見て落ち込んでしまう。

「やっと戦乱の時代が終わって息子も帰ってきたと思ったのに……俺達はいつも虐げられるのか」

　俺は声の方向に顔を向ける。

悲鳴があがったが邪魔にならない農民を斬ったりしない。

「俺が勝てば終わるさ。逆らう奴がいなくなるからな」

「ひぃぃぃ……」

　今のはいい感じに決まった。恰好良かっただろう。

「味方じゃなくなったハードレット卿がこれほど恐ろしいなんて……あっ!!」

　震える声に重なる金属音と荒い足音。

「王国に弓引く反逆者！　我が名誉の剣で朽ちるが良い!!」

　農民の間から飛び出した騎士はこの農村の守り役だろうか。

突進しながら首筋目がけて剣を突き出す。

「ふむ」

　切っ先が届く直前、俺は半歩右に動いて突きを逸らせる。

「消えた！　よ、妖術か!?」

「お前が遅いだけだ。下手が狙うなら胴を狙え」

　俺は甲冑の上から騎士の胴にデュアルクレイターを沈め、振り上げて空へ飛ばす。

「アー！　ニク、ニクー！」

　ハーピーが騎士に掴みかかろうとするのをやめさせる。

いかに下手くそでも民の目の前でバラバラにして食うのはいかんだろう。

「ツカレタ！　ヤスム！」

「ミズクレ　ニククレ！」

　俺は両肩に止まって来たハーピーの頭を撫でる。

「は、ハーピー！　人喰いの怪物がどうして……」

「おい、上を見ろ!!」

　農民が空を見ると数十のハーピーが俺を囲むように旋回していた。

「「魔王……」」

　それっきり押し黙ってしまった農民達。

不本意だがこれだけ怖がれば妙なことも考えないだろうし良いかもしれない。

誤解を解くのは全てが終わった後でいい。

「実に恰好がついたな」

「悪役ですけどね。うふふふふふ……くーくくく」

　皮肉気に嗤うマイラを見る。

鎧の模様と肌着が黒や赤など毒々しい色に変わっている。

僅かに露出も多くなり、目は妙な光を帯び、妖艶な表情でペロリと唇を舐めている。

　こいつも反乱軍を間違って解釈している気がするぞ。




　その襲撃を最後にそれっきり攻撃は来なかった。

王都まで最後の陽が落ちる。

「全隊休息。見張りは要らん」

　ここまでの行軍と戦闘の疲れを考慮して兵士全員を休ませる。

篝火も消してしまって良い。

「本来なら敵中ど真ん中、夜襲警戒に最低半分は起こしておくところですが」

「吸血鬼相手に夜襲できるものならやってみればいい」

　兵の代わりにブリュンヒルデの配下が起きている。

どれだけ夜目の効く者を並べても彼らの前では無力だ。

　今までは堂々と吸血鬼がいるから大丈夫、とは言えなかったがもう隠すことはない。

その余裕もない。

　ありったけ連れて来てもらって一〇〇名。

百や二百での小規模夜襲など自分からディナーテーブルに乗るようなものだ。

「あ、ディナーが来ましたよ」

　俺は片目に眼帯まで着けだしたセリアの顔を濡れタオルで洗ってから目を凝らす。

「いや、松明持って正面から夜襲に来る奴はおらんだろう」

　牙を見せて確認するブリュンヒルデに通して良いと伝える。

何故か俺が噛まれた。

　何も知らないそいつは真っ暗闇の中をトコトコ歩いてくる。

「わぎゃっ！」

　その襟首をブリュンヒルデが掴み、俺に向かって放り投げる。

「ハードレット卿！」

「よう」

　見ればまだ１４，５の少年だ。

しかも顔立ちが整っている上に中性的で、前を隠して掘れと言われたらいけそうな──。

「何を言うか」

「紛らわしいので自問自答はお止め下さい」

　レオポルトに真顔で言われると一気に冷めるな。

「極秘の知らせがございます。主は死んでも言えません」

　少年は自分の口に手を突っ込み、何度も吐き戻す音を出しながら紐付きの羊皮紙を引きずり出す。

「汚くてごめんなさい。他者に見られる訳にはいきませんから」

　洗いながら広げられた紙は確かに見覚えのある筆跡で書きつけられていた。

「王国軍は軍務総監の下、既に二個兵団が戦力化。王都防衛隊を含めて四万五千臨戦態勢に有。更に三万が明後日、臨時編成の三万が一週間後に戦力化する……うわぁ、やられたね」

　トリスタンが両目を閉じて天を仰ぐ。

　こちらの兵力は弓騎兵が六〇〇〇に騎兵が一〇〇〇、馬車歩兵と後ろから来る歩兵で約五〇〇〇で凡そ一二〇〇〇程度だ。攻める側が四分の一は少々どころでなく厳しい。

「続きを。しかれども貴軍後方及びラーフェンを突く部隊無し。リバティース民衆、連邦残存艦隊、アルテイル教団、アレスへの扇動見事なり」

　俺とレオポルトが顔を見合わせる。

「アレス？」

「心当たりはありません」

　そもそもが意味のわからない連中だから今回も意味のわからないことをしたのだろう。捨て置こう。

「では、私はこれで」

　去ろうとする少年の肩を掴む。

「あんっ」

　妙な声を出すなよ。

見た目がいいんだから変な気になるだろ。

「何故教えた？」

　送り主は筆跡を見てわかったから聞かなくていい。

問題は理由だ。

「──保険と申されていました」

　俺は笑って手紙を放る。

「なるほど俺は保険か。これはいい」

　確かに俺を見限って万が一が起こったら困るものな。

ならば彼女の目から見ても可能性ぐらいはあるってことだ。

「ではこれで──」

　去ろうとする少年の肩を再び掴む。

「あふん」

　だからその色っぽい声を止めろと言うのに。

「最後に……お前はまさかレベッカの愛人じゃないだろうな」

「な、何も答えられません！」

　送り主のことか？　それとも愛人うんぬんの方か！

「これ以上は時間の無駄かと。送り主が確かならば情報の信頼性があがります。戦術を再検討する必要があります」

　それはお前達に任せるから後で教えてくれ。

「失礼します！」

　少年が走り去る。

「お前がレベッカに挿入するのか、それともまさかレベッカがお前に挿入するのか！　レベッカは男に挿入するのが好きなのか？　どっちなんだ」

　少年は答えることなく暗闇に消えて行く。

「ふう」

　俺は名残惜し気に闇を見続ける。

　レベッカと少年の関係にさして興味があった訳でも、まして掘りたい訳でもない。

「準備万端待ち構えているか」

　大変にやばい状況なのだろう。

だが何よりも。

「エイリヒと戦うか」

　わかりきっていたことだ。

だが心の中で覚悟を決めても実際に対峙するとなると心が乱れる。

「エイギル様」

　そっと寄って来るセリアを撫で回してやることすら忘れそうだ。

「あいつと殺し合う訳だ。嫌な道だな」

　エイリヒのことだ。

今回の件でもきっと俺をかばってくれていたはずだ。

　馬鹿なことをと怒っただろうか。

頭を抱えて困っただろうか。

　反乱したと聞いてどんな顔をしたのだろう。

想像すると何とも言えない感情が湧き上がる。

　迂回できるならさっさと曲がる。

少しぐらい回り道になったっていい。

　だが他にもう道はない。

　王国へ続く道はこれ一本。

　進むか止まるか、ただそれだけ。

「心は乱れる。申し訳無いとも思う。哀しさすらあるかもしれない」

　セリアの顎下を撫でる。

いつものようにゴロゴロとは言わなかった。

「だが決して止まるつもりはない。ここまで来たら悪役だ。笑って殺しに行くしかあるまい」
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戦力比

ハードレット叛乱軍

戦力

人間兵

騎兵千　弓騎兵六千　馬車歩兵八〇〇　歩兵（一〇五兵団主力）約四千

戦車四〇　野戦砲一五

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　一〇〇

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦

ハーピー　五〇機

非武装

山の民　約四千
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ゴルドニア軍

臨戦態勢部隊　四五五〇〇

二個兵団　　　三万

王都防衛隊　　一万五千

王国騎士残存　　　五〇〇




準備中部隊　　六万

二個兵団　　　三万

臨時編成部隊　三万

その他領主部隊　　　不明

地方兵団　　　　行動不能

予定通り更新です。

次回は明後日火曜更新予定です！

誤字修正作業少しずつやりますのでもう少しお待ちください。










第５４７話 王国へ続く道④　最後の宴

久しぶり登場なので登場話を書いておきます。

ブルーノ　一八話　二七話～

アゴール　二一話　三一話～









　朝──といっても太陽は昇りきり既に昼に近くなった頃。

遂に王都ゴルドニアが見えて来た。

「思った以上に準備はできているようだな」

　ゴルドニアの南大門へと続く大街道は掘り起こされ、掘り返した土はクズ石と混ぜられて随所に積み上げられていた。

「僕たちの主力が騎兵なのはわかり切っているからね。簡易だけど中々鬱陶しい守りだよ。特に馬車隊と戦車の動きはかなり制限されそうだ」

　そして城門の前には数万……レベッカの手紙が本当なら二個兵団、三万の兵が突破を許さない長方形の陣形を構えている。

「街壁上にも兵が展開しております。こちらは王都守備隊の一万五千かと。彼らは騎兵と長槍兵をほとんど持たず弓とクロスボウの比率が高い。野外には出さないでしょう」

　俺達は機動力の問題から街壁を叩き壊せる巨砲を持ってきていない。

故に王都に踏み込むには城門を突破するしかないが、そこは三万人ががっちり固めている。

　街壁上一周ずらりと守備隊が並んでいるので穴を掘ったり縄や梯子をかける手も通じそうにない。

　地下を通るうんぬんの奇策を取るには時間がない。

「救いはゴルドニアが城塞ってほどでもないことだな」

「一級品の街壁ではありますが砦や出丸は無く、町の防壁をただスケールアップしただけですな」

　つまり城門に取り付けばなんとかはなる。

門を閉じる機構も仕組みも知ってるしな。

　ずっと前に酔って騒いで勢いで勝手に城門を閉めてしまったこともあるんだ。

あの時はエイリヒに殺されるかと思った。




「エイギル様、ドロテアさんが」

　俺は戦闘準備をレオポルトに任せて馬を飛び降りる。

「おお、良く逃げてくれた。急な知らせで済まなかったな」

　小さな子どもと手を繋ぎ、もっと小さな子を背におぶったドロテアを抱きしめる。

知らせるタイミングはギリギリだったが間に合って良かった。

　ドロテアは俺を見て安心した顔を見せたが、周囲の軍隊を見て顔を強張らせる。

「……戦争なさるのですか？　王都で？」

「おう」

　近くに小村があったな。

終わるまで避難させておこう。

「家に居た子ども達は連れて参りました。でもゴルドニアには私の手が届かない孤児達もきっといます。それに戦となれば今は幸せな家族からもきっと……思いとどまれませんか？」

　すがるドロテアの胸を揉もうとすると拒絶され、腕を両手で抱えられてしまう。

「そうならないよう努力はする」

　建前でも取り繕いでもない。

民に無駄な被害が出ないように努力はする。

だが必要なら、あるいは努力しても出たら仕方ない。そう言う意味だ。

　ドロテアの手を優しく振り払い、乳を一撫でして村へ向かわせる。

「ハードレットは言った。『努力はする』と……」

　声の方向に目を向けるとクビヘルミナが俺達のやり取りを見ながら何やら書いている。

ついてきていたんだな。

「この戦いの記録をつけている。結末がどうあれ大きな転換点には違いない。公平な立場で書き残せば百年先に貴重な歴史書になっているやもしれぬ」

「同じようなことをトリスタンも言っていた。あと子トカゲもなんか書いていた」

　良く見るとクビヘルミナは自分の髪の毛を動かして字を書いていた。

妙にインクが紫っぽいが、どんな染料なんだ。

「素晴らしいことだ。視点は多ければ多い程良い。今や一個の首とは言え、我が記憶に残るヴィルヘルミナも中央平原を支配せんと挑んだ身。記録係ぐらいは許されよう」

　どうせなら俺のことを絶世の美男子で汗はバラの香りだった～ぐらいに盛ってくれ。

「歴史書に嘘は書けぬ」

　ばっさり斬られた。縁起でもない。

「お前も俺が負けたら大変だぞ」

「負けたらそこらの沼にでも沈んで数十年後ぐらいに這い出る。一度は朽ちた身で生き汚いと思われようが、まだ人生の意味を見つけておらぬ。死にたくはないよ」

　そう言うとクビヘルミナは筆……というか髪を止めてこちらを見上げる。

「……クビな上に蟲だと分かってはいるがとんでもない美人だな」

　可愛さや愛おしさではなく純粋な美貌故の美しさだ。

「うむ美しいと思う。しかもどうにも老いぬようだから何十年たっても若い顔のままだぞ」

「これでクビじゃなければ寝床に引き込むんだがな」

　クビヘルミナを両手で持ち上げる。

「合体すれば問題なかろう」

「結合を実行しますか？」

　ティククがテクテク歩いて来る。

いや子供体型のティククに絶世の美貌が乗っていると違和感がすごくて性欲以前に頭がくらくらする。

「クビの身でしてやれることは少ないが、此度の戦に生き残れば何か工夫してみようか」

「楽しみにしておく」

　俺は悪戯にクビヘルミナの唇へ指を添えてみる。

溜息混じりにパクリと咥えられると、口内には無数の舌が……。

「すまん。さっき便所に行って洗い忘れた」

　噛まれてしまった。

首だけで激しくうがいするとは器用だな。

「さてと……」

　レオポルトがこちらを見て合図を待っている。

では戦闘開始と思った時だった。

「王都より四騎が接近中、使者の模様です」

「聞く必要はない。射殺せ」

　レオポルトのあげた手を俺は強引に止める。

「待て」

　四騎──中心にいるのはなんとエイリヒだった。

隣にアゴール、その隣に懐かしいブルーノ、最後に頭に包帯を巻いたセドリックだ。

　顔に出るほど驚いた。

まさかエイリヒ本人が正面から出て来るとは。

「なんとしても殺すべきです。ここで総大将が死ねば間違いなく敵は乱れます」

　レオポルトが迫る。

気持ちはわかる。ここでエイリヒを殺して直後に突撃するのが一番可能性が高い。

何故かマイラまで『キャハハ死んじゃえ♪』などと言っているがこっちは見なかったことにする。

「駄目だ」

　理屈はわかっても認められない。そんなの恰好悪すぎるだろう。




　エイリヒは恐れることなく堂々と俺達の正面に立って叫ぶ。

「ハードレットはおるか!!」

「いますよ」

　俺が前に出るとエイリヒはいきなり矢を浴びせられないことに安堵の顔を見せ、同時に悲しそうな顔になる。

「お前が騙され、あるいはどこかに幽閉されて居てくれと思っていた」

「残念ながら」

　俺達はじっと正面から見つめ合う。

　エイリヒの向ける目は、怒り、哀しみ、動揺、入り混じり過ぎて感情が判別できない。

「お前は……どうしてそんなに落ち着いて居られる？」

　はて俺だって結構動揺している自覚があるぞ。

　既に覚悟は決めたが嫌なものは嫌だ。

長く一緒に酒を飲み、連れ立って娼館にいく。そんな奴らと平然として殺し合えるような獣ではない。

「ハードレット来い。話がある」

　エイリヒは両軍の間に置かれた天幕を指差す。

「今更話が必要ですか？」

　あえて渋る。

話がしたくない訳じゃない。だがせっかく決めた覚悟が乱れる。

「時間を気にする必要はない。話をしている間は増援を動かさん」

　何の根拠もない言葉だ。

ただ一つ、エイリヒの口から出た言葉だと言う以外には。

「わかりました」

　俺はシュバルツを進める。

「これは俺の判断だ。お前は改めて最善を考えろ」

　レオポルトが何か言う前にはっきりと断言しておく。




　天幕に入った俺は痛い沈黙を避けるかのように眼前の四人を見る。

「座れ」

　自分の対面に指すのがエイリヒ＝ラッドハルデ。

ゴルドニアの軍事部門トップ、夜明けの翼時代からの上司……俺にとっては王よりも義理がある。

馬鹿も沢山やったし、その度にエイリヒは俺の分まで怒られていた。

「……」

　俺を警戒してか無言でエイリヒのすぐ傍に座るのがブルーノ＝レンスター。

ただの放浪者同士の時に初めて会い、結果ノンナと知り合うきっかけにもなった男だ。

確か最近子爵に叙されたと聞き、肩の紋章は……兵団長になっていたんだな。

「ハードレット殿……」

　エイリヒ以上に困り切った顔を見せているのがアゴールだ。

こいつも付き合いが長い。かつて連邦で知り合った後、クリストフとセットで中央平原までやってきた。

あまりに無能だったクリストフと違ってアゴールは指揮官としての軍才があったので王国軍でしっかりと地位を築いていた。肩の階級は……兵団長補佐か。

　一方で俺が面倒を見ていた時分の恩を忘れていないのか、王都に来る度に酒を酌み交わし、互いの妻恋人の目を盗んで娼館遊びにも繰り出したりもした。

南ユーグリアとの戦争でも迷宮探索を手伝ってもらったりと色々あった仲だ。

　そしてセドリック。俺を威嚇する表情を隠さず、腰から外した剣も一呼吸で取れる位置に置いている。一方で一番恐怖を感じているのもこいつだろうな。頭に包帯をしているが怪我でもしたのかね。

　三者三様の反応を見ながら俺はエイリヒの正面にどっかりと腰かけてデュアルクレイターを脇に置く。

「まず飲め」

　エイリヒが隣に置いた酒をグラスに注いで差し出す。

「頂きます」

　俺がグラスを掴んで飲み干すと四人全員が目を剥いた。

出された酒を飲んで何故驚かれる。

「……毒が入っているとは思わんのか」

　エイリヒに言われて気付き、苦しげに胸を押さえて立ち上がる。

「ぬうん苦しい！　罠にかけたか！」

「かけとらんから座れ馬鹿者」

　エイリヒは自分達のグラスにも酒を注ぎ、飲み干す。

そして切り出した。

「目の前の兵団が見えるだろう？　大方態勢が整う前の急襲を狙ったのだろうが、その目論見は破綻した……武装を解除して逃げろ。もう救ってはやれんが逃げるお前を止められる者などおるまい。ラーフェン攻撃も女が逃げるのに十分な時間を待ってからやる」

　セドリックが声をあげようとしたが、エイリヒが奴を見もしないのに気づいて沈黙する。

「兵と指揮官は使い捨てで良いだろう。もう領地を治めることもないのだから」

　俺は黙ってグラスと言葉を返す。

「遠慮しておきます。まだ勝算はありますから」

　アゴールは辛そうな顔をするんじゃない。

　怒鳴られるかとも思ったがエイリヒは静かな調子で続ける。

「何故だエイギル。共にここまで昇って来たのに、無頼者から中央平原を統べる国の二番三番まで来たのに、どうしてここで反乱なのだ」

　こういう言い方をされるとつらいんだよな。

いっそ殺してやるとばかりに斧でも振り回された方がよかった。

「当てつけに聞こえるかもしれん。だが俺はお前を救う為にケネスに敗れても良いと思った。モザディエとサラエドで優秀な思い入れのある部下を多数失った。それでも俺はお前を死なせたくないと思った!!　お前にとっては……俺との七年はどうでも良い退屈なだけの時間だったのか？」

　俺は居心地悪げに髪の毛を一本引き抜き、息で飛ばしてから返す。

「俺は──王になりたいのです」

　俺を除く全員の背筋が凍ったのがわかった。

「……それは陛下に含むところがあるということか？」

　首を振る。

「そんなものはありません。ただ俺自身が王になりたい。その為には絶対の忠臣、一番の家臣では王にはなれない」

「そう吹き込まれたのではないか？　あのレオポルトとか言う男に」

　怒りの口調で、それでもどこか縋るようにエイリヒは言う。

「経緯は色々あります。正直襲撃事件なんて俺は知らない……というか全部レオポルトのせいなんですが」

　それでも最後に背くと決断したのは俺だ。レオポルトではない。

「俺は王になると決めました。誰に騙されたのでも唆されたのでもなく、自分自身の意思で」

「それはゴルドニアへの──俺達との時間と友情よりも重いものなのか？」

　自分でも驚くほど戸惑いなく言葉が出る。

「はい」

　実に簡潔ではっきりした言葉だ。

「貴方から受けた恩は忘れていません。友情だって感じている」

　続いてアゴールを見る。

「お前には世話にもなったし世話もした。クリストフのアホを連れて来たのは減点だが……」

　僅かに笑いが漏れる。

　次はブルーノを見る。

「お前とも古いよな。お前と会ってなかったらノンナがどうなっていたか」

　殺気を込めて細くなった目が僅かに揺れた。

　最後にセドリックだ。

「その怪我、さてはどっちかの襲撃の時か。すまんな、あとマートリーは元気だが……姉へ露骨に欲情するのは止めとけ。スキンシップに見せかけてもバレバレらしいぞ」

「んなっ!!」

　全員の視線を浴びてセドリックが慌てふためく。

「そして陛下にも。正直忠義を唱える性格でもないが義理はあるし不満も無い」

　随分長々と独白を続けてしまった。

さっさと肝心なことを言わないとな。

「恩義、友情、平和、安定……全てを炎に放り込んででも王になる。我が人生を賭けた道なのです」

「目の前の状況を見ろ。防御側が攻城側の四倍、お前を良く知る俺に油断はないし無能でもない。勝ち目のない戦いだ！」

　俺は頷く。

迷いなく笑みさえ浮かべて。

「手強い事は百も承知です。それでもやらねば生きる意味がなくなる」

　やって出来なかったなら仕方ない。

しくじった己の非才と不運を嘆くだけだ。

　だがやらなければ。可能性があるのに諦めてしまったら。

　それはルーシィとの約束を俺の方から破棄すると言うことだ。

今までの人生全てを否定するのと同義だ。

「俺は止まらない。悪逆非道の反逆者として王位を狙う」

　一呼吸置く。

もう敬語はいらないかな。

「だから逆に聞こう。そちらが降伏してくれれば万事丸く収まるんだが」

　エイリヒはこの騒動をどう収めてもケネスに負けてＮＯ３になってしまうだろう。

なら俺について王国を乗っ取ればＮＯ２に戻れるじゃないか。

　アゴールとブルーノもついでに侯爵にしてしまうぞ。

　セドリックには姉と俺との激しい性行為を間近で見学させてもいい。

　鼻で笑われて当然のいかれた提案を誰も笑わなかった。

「できん。俺は陛下に忠義を誓った。策も謀も結構だが一度誓った忠義を破ることは決してせん」

「右に同じだ。俺の場合は陛下というよりラッドハルデ卿にだけどな」

「私は当然、軍務総監に従います。ただ心残りは……姉が……」

　セドリックが悔しそうに俺を見る。

心配しなくても酷い目にあわせたりせんさ。

　最後まで躊躇していたのはアゴールだ。

「本音を言えば、私は陛下よりもハードレット卿に恩を感じている」

　別に驚きはない。こいつはそういう奴だ。

二股かけて脇腹を包丁で刺されたりもするが義には厚い。

「その上で──否。貴方が開いてくれたゴルドニア軍人としての生き様、全うしてご覧に入れます」

「駄目か？　今なら特典でクリストフを部下につけるぞ」

「迷いは消えました。断じて否!!」

　最後に微かな笑いが起きる。

　俺達はグラスを掲げて乾杯をする。

「落ち着いた目をしている理由がわかった」

　エイリヒが顔を向けずに言った。

「とうに覚悟を決めていたのだな。お前を説得する最後の機会と思ったのだが……別れの宴となってしまったようだ」

「であれば女も用意して欲しかった」

　反逆者が生意気なと頭を叩かれる。

「いくよ」

「ああ」

　俺とエイリヒは立ち上がり、他の者も続く。

　天幕を出た俺はシュバルツに飛び乗り、遠目かつ無表情なのにブスっとした雰囲気を出しているレオポルトと、俺が心配なのか匍匐前進で少しずつ近づいてきているセリアの下へと戻る。

　叶うなら時間を一か月ぐらい巻き戻してもう一度エイリヒと娼館で遊びたかったな。
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味方

レオポルト（総指揮）トリスタン（総参謀）マイラ（戦車指揮）ルナ（弓騎兵指揮）ヤーコフ（歩兵指揮）

セクリト（馬車歩兵指揮）セリア（副官）イリジナ（騎兵指揮）

敵軍

エイリヒ（防衛総司令官兼直轄兵団指揮）ブルーノ（兵団長）アゴール （兵団長補佐）セドリック（参謀）
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戦力比

ハードレット叛乱軍

戦力

人間兵

騎兵千　弓騎兵六千　馬車歩兵八〇〇　歩兵（一〇五兵団主力）約四千

戦車四〇　野戦砲一五

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　一〇〇

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦

ハーピー　五〇機

非武装

山の民　約四千
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ゴルドニア軍

臨戦態勢部隊　四五五〇〇

二個兵団　　　三万

王都防衛隊　　一万五千

王国騎士残存　　　五〇〇




準備中部隊　　六万

二個兵団　　　三万（到着まで残り一日）

臨時編成部隊　三万（残り五日）

その他領主部隊　　　不明

地方兵団　　　　行動不能

今回は延々と会話だけになりました。

更新予定は一日開いて金曜日一九時になります。

その分内容も詰めて行くつもりですのでどうかご理解下さい。

感想について、最終展開で作者がうっかりほのめかしたりしないように返しておりません。

ちゃんと全部見ているので遠慮なくお送り下さい。

誤字指摘は大歓迎です。いつも助かっております。










第５４８話 王国へ続く道⑤　ゴルドニアの戦い







　レオポルトとトリスタン、体の前面に葉っぱをつけたセリアまで他全員が俺を非難の目で見ていた。

マイラだけは何故か瞳を変に光らせてニヤニヤしているが、これ元に戻るんだよな。

「話は終わった」

「無駄な感傷ですな」

　俺は言い切るレオポルトを見て笑う。

「俺は無駄が多い男だからな。長い付き合いでまだ分かっていなかったのか？」

　自分の頬を一つ叩く。

「降伏勧告をしてみたが油断せずいくと言われたよ」

　トリスタンは当たり前だとばかりに溜息をつき、レオポルトは無表情、セリアは無表情になろうとして変な顔になっていた。

　王国軍の側からも太鼓の音が聞こえる。

戦争の時間だ。

「見るまでもなく戦力差はでかい。どう攻めたらいいか」

　大した時間ではないが少しは考える時間があっただろう。

「想定の範囲内──とは申しませんが手が無い訳でもありません」

「本当にね。完全に絶望ならさっさと逃げるけど、可能性がちょっとだけ残ってるのがタチが悪いね」




　レオポルトとトリスタンが出す指示で全部隊が陣形を変える。

　途端に王国軍の動きがぴたりと止まった。

エイリヒはこちらの動きを見極めるつもりのようだ。

「固く守って来たか。ひょいと突っ込んで勝負をかけるなんて真似はできなさそうだ」

「兵力で勝り背後は城壁で迂回と突破の危険はない。ならば下手に動くよりこちらの意図がわかるまで停止して防御するのが確実だからな」

　セクリトが俺の隣で説明してくれる。

いつも通りニヤニヤ笑っているかと思ったが微塵も笑みのない真剣な顔をしている。

ぴったりしたズボンに色気を感じたが撫でられる雰囲気じゃないな。

「全隊横陣。砲の速度に合わせて前進」

　レオポルトの出した命令は予想外だった。

「横陣とはまた」

　横陣とは文字通り横に広がる陣形だ。

両翼が大きく、弓兵の火力を最大に生かしながら敵の迂回を許さず押し込んでいける。

　反対に広がることで速度は落ちる。

正直騎兵が主体の編制に向いた陣形ではない。

「背後が街ではどの道突破も迂回もできん。敵はこちらの四倍だが防御重視の長方形だから後方の火力は遊んでいる。後詰も全部前に放りだせば少なくとも最前列の投射火力は同等以上だ」

　エイリヒ率いる王国軍の陣形は大雑把に言えば城門を長方形に守る形──だ。

重厚ではあるが、後方部隊は正面の戦闘に参加できない。

「でもそれだと先頭部隊が疲弊したら……」

　心配そうなセリアが指摘するまでもない。

縦に伸びた王国軍と横に伸びた俺の軍、同等なのは本当に最前列だけなのだ。

部隊に損害が出ても補充はできないし、兵が疲れても交代要員もいない。

「構わんさ。最初善戦して後からやばいのと、最初からやばいのだったら前者のがいいだろ」




　静止して待ち構える王国軍とゆっくり進む俺の軍が徐々に距離を詰めていく。

　王都直近だけあって街壁外にも色々とモノはある。

　貸し馬屋、小さな衛兵詰め所、丸太の集積所、ゴミ捨て場……無人となっているそれらを一つずつ踏み越えて行く。

　どこが戦闘のきっかけになるのか両軍共に息を飲んでいるのだろう。

「ゴクリ」

　セリアが唾を呑むのと同時だった。

野戦砲を牽引していた馬車が突然止まる。

「撃てぇ」

　先手は俺達。トリスタンのどこか気の抜けた号令からだった。

　十五門の野戦砲が一斉に火を噴く。

遠目には煙を噴射したように見え、軌跡が王国軍へ向かう。

「射て──！」

　一瞬遅れて停止した六〇〇〇の弓騎兵隊が一斉に矢を放つ。

　彼らの矢が弦を離れた途端、王国軍の隊列から十五の砂煙が上がる。

兵の悲鳴と驚きが交差する中に六〇〇〇の矢が降り注ぐ。

　もちろんエイリヒが矢の攻撃を想定していないはずがない。

前列には大盾が居座っていた。

　予想外だったのは停止から一分もせずに撃てる野戦砲の存在と弓騎兵の射程だろうか。

　野戦砲から放たれた鉄弾は大盾を紙のように突き破って王国兵を薙ぎ倒す。

　両軍の距離は矢の射程ギリギリいっぱい。その上で弓騎兵の見舞った矢は十分な精度威力を持っていた。

こんな芸当ができるのは名人クラスの弓兵ぐらい……つまり弓騎兵はほぼ全員ができる。

「第二射──速い。射撃間隔三秒……いや二秒に近い」

　セクリトがほうと息を漏らす。

　弓騎兵が第二斉射、第三斉射と連射していく。

一斉射撃ではなく個人単位で可能な限りの速射を行っている。

隊列から絶え間なく矢が飛び出す様はまるで噴水のようだ。

　だが目を凝らせばおぞましい数の矢に比べて倒れている兵士は少ない。

「十五の大砲で倒せるのがせいぜい三〇～四〇。矢も最初は予想外だったかもしれませんが……」

　セリアが呟く。

　王国軍はほんの十秒程の間に各自が盾を構えて密集し、矢への防御態勢を取っていた。

倒れる兵は矢が百本飛んで一人いるかどうか。兵力差を考えれば有効とは言えない。

長い間隔で飛んできて隊列を突き破る野戦砲は無視している。

　一口に無視と言っても難しい。

兵にとっては密集したところに砲弾が飛んで来たら最後なのだ。

普通の考えなら伏せるかばらけたくなる。

　それを指揮官の命令で乱れなく固めている。

エイリヒの指揮する王国軍は間違いなく頑強だ。

　もちろんこれで万策尽きるほどレオポルトの頭は空っぽではない。

「射撃開始から三〇秒……今だ撃て!!」

　続いて徒歩の弓兵隊が射撃を開始する。

こちらの練度も低くないが弓騎兵には及ぶべくもなく更に数も少ない。

　彼らが発射する矢は弓騎兵よりもずっと長く、ゆっくり風に乗るようにして飛んでいく。

滑空するように王国軍の盾に当たると陶器が砕けるような音とともに白い粉が飛散する。

「ぐあっ!?　な、なんだこれは目が……」

「ゲホゲホ！　ゲホッ！」

　王国軍の防御隊列が乱れ、絶え間なく飛び続ける弓騎兵の矢が再び王国兵を倒し始める。

「石灰の粉か。殺せはせんが、目や口に入ったら痛いし咽る。おまけに舞い散って視界が悪くなれば隊列を組み直すのも一苦労だな」

　作戦自体は聞かされていたが、敵が矢に備えて密集する最高のタイミングで決まるのはレオポルト、トリスタンの技量だな。

「不気味なのは王国軍が動かんことだ。応射ぐらいしても良さそうなもんだが」

　俺の軍と王国軍の使う弓の性能は大差ない。

技量の問題でヘロヘロ矢にはなるが、全く届かない距離でもない。

全身剥き出しの弓騎兵相手ならそれなりの効果もあるだろうに。

　あるいは弓兵を前に押し出しても良い。

矢の雨の中を進めば犠牲は出るだろうが、少々の犠牲は問題にならない兵力差があるはずだ。

　まあ敵が前に出てきたら弓騎兵を後ろに下げるだけだが。

奴らは射撃しながら後退もできるし、機動力もあるので徒歩の弓兵では距離を詰められない。

　突然セクリトがさっと弓騎兵を指差し、レオポルトに向かって叫ぶ。

「兵が興奮して勝手に前に出ているぞ！　さっさと下げろ！」

　横並びになっていた弓騎兵が僅かずつ前に動いていたのだ。

　これはやむを得ないことだ。

遠距離射撃では弓騎兵にとっても楽々命中を得られない。

出来ればもう少しだけ距離を詰めたいと思うのは当然だ。

しかも敵が反撃してこないとなればジリジリと足が前に出てしまう。




　途端、王国軍の動きが変わった。

「予定地点を越えた。反撃開始!!」

「弓隊は所定の位置につけ！」

「カタパルト攻撃開始！　大弩は土嚢に乗せて角度をつけろ」

　街壁上から弓騎兵に匹敵する数の矢が飛翔する。

更に野太い風の音を伴って大矢が飛来、一騎の弓騎兵を人馬まとめてぶち抜いた。

　更には街壁の中から多数の石弾が飛来する。

内部にずらりカタパルトが並んでいたのだろう。

　街壁上から放たれた矢は高さが技量の差を埋めて弓騎兵に届き、大矢と石弾はゆうゆう弓騎兵を飛び越えるものまであった。

「エイリヒもやってくれる。最初から俺達がこの位置まで近づくのを待っていたな」

　攻城兵器の無い俺達は街壁内へ反撃する手段がない。

最初とは逆でこちらが一方的に撃たれる番か。

　撃ちあいの最初からこちらはカタパルトの射程内に居たのだろう。

だがすぐに撃てば弓騎兵はさっさと逃げてしまう。

だがここまで間合いに入ってしまうと反転して下がる間にも結構な損害が出る。

　エイリヒは野戦砲も弓騎兵の強力さも知っている。

延々と撃ち合っても損害が拡大するだけと見てこちらを誘い込んだようだ。

　待ち構えていたように王国軍から鬨の声が上がる。

弓兵と歩兵隊が一斉に前進を開始したのだ。

　レオポルトを見ると焦りはない。

奴の表情からはわからんのでトリスタンを見る。

「まずいねえ。とってもまずい。やられたね」

　大丈夫そうだ。

「進むか引くか!?」

　セクリトが強い調子で聞いて来る。

　俺はシュバルツの手綱を調整してから周囲にも届く声で叫ぶ。




「前進、更に前進だ」

　レオポルトとトリスタンもわかっているようで命令を復唱する。

　互いの頭上に矢を降り注がせながら距離を詰める。

遠距離からの射撃戦が中距離戦に移行していく。

「カタパルトは敵が動いてもなかなか狙いを変えられない。まして照準のブレが極めて大きいので味方に近い方向へ狙いを変えて行くのは至難の業だ」

　街壁からの矢は……まあ目を瞑って進むしかないな。

「鉄鋼矢に換えろ──射て!!」

　弓騎兵が再び矢を射る。

今度は大きく放物線を描く射ち方ではなく、正面に向かって水平に飛ばす。

　小さな悲鳴が連続し、盾を構えたままの王国兵や、重厚な甲冑を着た者がそのまま倒れて行く。

　風に乗る為の羽根を付けない金属製の矢だ。

重く風にも乗らないので射程はないが生半可な盾や甲冑では防げない。

「投擲開始!!」

「おら投げろ投げろ!!」

「ハッハー!!　こういうのは得意だぜ！」

　ここまで距離が詰まると歩兵が投げる投擲物も届く。

　一〇五兵団の歩兵が盾で矢を防ぎながら、槍や石、そして時折火薬の入った焙烙や石灰なども混ぜて放り投げ、敵の陣形を崩そうとする。

　弓騎兵の放つ強力な矢は片手間に盾を向けるだけでは防げない。

かつ密集して防ごうとすると特殊火薬の詰まった投擲物が狙ったように投げつけられる。

「押し勝ちます！」

　セリアが言った通り、王国軍の前衛がたまらず崩れた。

「前衛交代！　下がれ──!!」

　主に一〇五兵団から歓声が上がる。

「よっしゃあ勝った！」

「四倍いても俺達の敵じゃねぇ！」

「一気に勝負をつけてやるぜ！」

　勢いに乗る兵に向けてレオポルトが珍しく叫んだ。

「停止、防御態勢！」

　不満の声を漏らす一〇五兵団。

俺の目もあってかほとんどの者はぼやきながらも膝をついて盾を構えたが、一部の兵は聞こえなかった体で逃げる王国兵に斬りかかってしまう。

　追う味方が幾人かの王国兵を切り倒した時だった。

「左右展開！」

　逃げていた兵が左右に割れるとずらりと千近いクロスボウ兵の隊列が現れる。

全てが一斉に弾かれ、不用意な追撃をかけた兵はどうしようもなく全身にボルトを浴びて絶命する。

「前進開始」

　逃げていた敵兵がクロスボウ兵の前に集まり、盾を構えたまま前進する。

「開け！」

　装填の遅いクロスボウの準備時間を盾で守り、完了すればサッと左右に割れて一斉射撃だ。

射程こそ短いが軽歩兵や弓騎兵程度の甲冑と盾では防げない。

　今度は俺達がじりじりと後退し始める。

　レオポルトが視線を送って来る。

わかってる。さっさとやれ。

「開け！」

　再びクロスボウの斉射を試みた時、野戦砲が狙いを付ける。

　だが相手は反応を示さない。

最初と同じく十五門の砲による損害ぐらい覚悟の上なのだろう。

「だがこれならどうだ？」

　最初よりも軽い砲音が響く。

砲からは無数の散弾が撒き散らされ、身を護る術のないクロスボウ兵が一斉になぎ倒された。

慌てて歩兵がカバーに入ったが損害は甚大のはずだ。

「おら、びびってんじゃねぇ！　今こそ前に出るんだよ！　尻を蹴飛ばすぞ!!」

　ヤーコフが怒鳴り一〇五兵団が再び前進を始め、大混乱のクロスボウ部隊が下がっていく。

野戦砲の一撃でまた攻守が入れ替わった。

　互いに押したり引いたりと動きながら距離は詰まりに詰まっていく。

　とうとう街壁上の弓兵から矢が飛ばなくなった。

味方への誤射を恐れているのだ。

　弓騎兵も一部の名人以外は思うように撃てていない。

水平射撃は味方が射線に入り、山なりに敵陣の方向へ精度の低い射撃を繰り返すのみだ。




「そろそろか」

　俺が手を上げようとした時だった。

「突撃──!!」

　遠くに見えたのはアゴールだろうか。

剣を振り下ろすと同時に盛大にラッパが吹かれ、王国軍が総攻撃を開始してくる。

「ええい五秒遅れた！　よくも俺の見せ場を……」

「守勢に徹するかと思ったが突然来たな。いやこちらの攻撃直前を最初から狙っていたのか……読まれているぞ」

　セクリトも予想外だったのか、舌打ちをする。

　正面の部隊は重量武具を捨てて素早く後方に下がり、後ろから体力万全の後詰が突撃してくる。

「何を疲れている。迎撃するぞ！　前に出ろ」

　ヤーコフが必死に一〇五兵団を叱咤し、ルナも厳しい口調で叫んで肩で息をする弓騎兵を並ばせる。

水平射撃が開始されるが、射撃速度は疲れで最初の半分以下にまで落ちていた。

「最初の守勢はこちらの疲弊を狙う前哨戦だったな。今からのが本命だ」

「既に兵の動きが鈍っています。まともに激突したらもちません！」

　セリアとセクリトに言われるまでもなく、トリスタンがいつ戻したのか野戦砲を正面に向ける。

勢いに乗って突っ込んでくる敵兵の眼前に散弾を浴びせれば一網打尽にできる。

　相変わらずの気の抜けた号令の数秒前、王国兵の最前列が筒を束ねたような妙な盾を構える。

「撃てー」

　砲声と共に散弾が襲い掛かる。

　無数の小さな鉄粒が王国兵を包み込む……はずだった。

「防がれた!?」

　セリアが甲高い声をあげる。

　筒状の盾はボロボロに砕けていたが、兵は倒れていない。

もちろん後ろも健在だ。

「砂……？」

　壊れた盾からは砂がバラバラと零れていた。

　野戦砲で撃つ散弾の威力は低い。

と言っても並の甲冑や盾で防げる代物ではない。

もし防ごうと思えば極厚の盾が必要になるだろう。

あんなその場凌ぎの盾で防ぐとは……。

「相手は散弾を理解しているな。木筒に砂を込められると小さな鉄弾や鉄片はたちまち威力を失う。しかも筒を束ねて砂を込めるだけの簡単な構造なら──」

　セクリトの言葉をおいかけるように王国軍の陣地のあらゆる場所から木筒の盾が持ち上がった。

　これで野戦砲は使い道の半分を失った。

トリスタンは早々に見切ったのか野戦砲を放棄して本陣に戻って来やがった。




　野戦砲は無力化され真正面から激突する。

　正面戦力はこちらより少々……まあ一・五倍程度多いぐらいだ。

　それでも連続戦闘になるこちらと違って敵は今まで矢にも晒されず後方で待機していた部隊だ。

その差はたちまち現れる。

　激突から数分もしないうちに一〇五兵団が下がり始めたのだ。

「敵が多すぎる!!」

「こっちは連戦で疲れてんだよ！　こんなの反則だろ!!」

　悪態を吐くのはいつも通りだが、数分もすると文句も尽き、ただただ押しまくられるまま後退する。




　いよいよまずいと弓騎兵が疲れた体を押して前に出る。

　──対抗して大盾だけを持つ王国騎士が出て来た。

奴らは矢を防ぎながら弓騎兵に徹底的にまとわりつき動きを封じる。

弓騎兵は接近戦でも剣を使って戦えるが、小さな体格もあって白兵戦の技量は驚異的と言うほどではない。

守りに徹する重防備の相手を一気に蹴散らすことはできず、弓を使う暇もない。

　続いてマイラ率いる戦車隊が飛び出していく。

大弩で敵兵をなぎ倒し、車輪の刃で敵陣を切り裂く。

　──無数の障害物によって進路を限定され、単純な動きを読まれて重りのついた鎖や革紐を投げられて一台、また一台と動きを止められる。

　イリジナが率いる騎兵隊が突撃する。

　──王国軍の長槍隊は練度十分。

千程度の騎兵隊は刃の林を前に突撃を封じられ、逆に追い回される始末だ。

「西門と東門から王国軍騎兵部隊が出撃！　どちらも二千規模──左右同時に回り込んできます!!」

　当然ながら王国軍の兵団には騎兵部隊もいる。

今まで姿を見せなかったのはこちらの目の届かない城内で機会を待っていたのだろう。

「こちらはペラペラの横陣です！　横や後ろに回られたらお終いです!!」

　狼狽して剣を抜くセリアの鼻が抓られ、セクリトが馬車部隊を率いて右翼側に向かう。

「セクリトさんが上手く止められても、もう予備戦力がありません。左翼が止められません!!」

　乱戦する弓騎兵と劣勢著しい一〇五兵団の側面に王国軍の騎兵が飛び込む。

既に対抗できる戦力は地上にない。

「これで決着だ」

　吠えたのはセドリックか、それとも知らない指揮官の一人か。




　高い音が兵達の意識を集める。

矢や石弾とも違う口笛のような綺麗な音だった。

「「「ぎゃっ!!」」」

　何かが王国騎兵の真ん中に落下、周囲の数名が馬ごと火達磨になって倒れ込む。

「な、なんだ！　何か落ちて来たぞ！」

「でかかった！　カタパルト……いやそんなものどこにもない！」

　左右を見回した王国兵が叫んだ時、同じものが今度は五発同時に落ちて来る。

それも突撃する騎兵に向かって正確に。カタパルトにできうる芸当ではない。

「どこだ！　どこから撃っている！」

　未知の攻撃に騎兵の足が止まる。

「右にも左にもいない……いや待て……」

　一人の騎兵が指を真上に向ける。

「上だ！　空だ──!!」




　五十のハーピーが火種のついた壺を掴んで戦場の空を旋回していた。

更に高い場所には距離感を間違うほどに巨大な影もある。

「空中部隊が到着しました！」

「ギリギリだったな」




「ピー！　キュウコウカバクゲキ！」

「シロイタスキマカレタ！」

「ハラヘッタ！　メシ！」

「ナンカクサイ」

　ハーピー達は無秩序にやかましく鳴きながらも動きは乱さず、一斉に急降下して火薬や油の入った壺を叩きつけていく。

　王国騎兵は目に見えて狼狽し始めた。

「上から!?　クロスボウで狙え！」

「馬鹿言うな！　外れたら頭の上に落ちて来るぞ！」

「こんな状況で突撃などできん！　下がれ、一旦下がれ！」

　人間は前の敵には十分に対処できる。

鍛錬を積めば左右、達人の域に達すれば後ろにだって対応できるようになる。

　だが上はダメだ。

いかなる剣の達人でも脳天に落ちて来るハトのフンは食らってしまう。

　真上から狙われているのは下手をすれば四方を包囲される以上のプレッシャーになる。

とても攻撃の続行などできないだろう。

「ま、続行できたとしても」

　赤い影が戦場を横切る。

１ｍはある爪が王国兵ごと地面を抉り、再び上昇していく。

　ポチが馬の数倍の速度で飛びぬけ様に一撃加えたのだ。

　ちなみに額にはピピの手で『悪』と書かれており、今は悪竜……いや悪トカゲになっている。

「左翼騎兵が撤退します！　右翼は……セクリトさんが押し返しています！　馬車の上に乗って火を噴いています！」

　義手の機能を使っているってことだよな。

今のセリアの言い方だと口から火を噴いたみたいだぞ。

　投下を終えたハーピー達が高度をあげたポチに取り付く。

するとポチに乗っていたピピがハーピー達に次の壺を持たせ、次の目標を指差してから空に放つ。

　ハーピーは頭が悪いので一回ごとに言ってやらないと忘れて家に帰ったりするからな。

「再攻撃来ます」

　次の目標は一〇五兵団を押している敵の正面だ。

「敵が後退していく……城門前に集結する模様です。円形陣を取っていますが変です！　あんな配置はおかしいです！」

　セリアの言う通りだ。

通常の円形防御陣は一番外側に長槍を立てて騎兵を止めつつ、槍の間に歩兵を並べて盾で守りを固め、その後ろにクロスボウ、更に後ろに弓兵を配して援護させるのが一般的だ。

　だがあの陣形は一番外側に弓兵が並び、騎兵や長槍を真ん中に集めてしまっている。

　セクリトが叫ぶ。

「弓を外に置いた変形防御陣だ！　ハーピー共を迎撃するつもりだぞ！」

「空の相手には役に立たない騎兵を中央に集めて狙って来たところを弓で一斉に……」

　セリアも察してハーピーに伝えようとするが高度があって届かない。

「ナガイノネラウ！　タテネラウ！」

「ウマネラウ！」

　ピピに歩兵と騎兵を狙うように言われたのだろう。

ハーピー達は一直線に防御陣の中心へ向かって行く。

奴らの頭では陣形を見て危険を察することなどできない。




「狙いはつけなくていい。空一面にばら撒け」

　王国兵が弓を引き絞る。

　俺はシュバルツの腹を蹴って飛び出す。

　ハーピーは切り札の一つ、ここで失っては勝機が薄れる。

同時にあの中には俺が可愛がって卵まで産ませた奴もいる。やられるとわかって見ていることはできない。

「エイギル様に続け！」

　セリアが護衛隊を率いて前進してくる。

彼らだけは俺の守りに置かれていたのでまだ体力的にも万全だ。

　シュバルツで駆けながらハーピーが急降下するタイミングを狙って息を吸い込む。

「────」

　腹の底から響く咆哮をあげる。

　護衛隊とセリアの馬が棒立ち、味方兵士が振り返り、街壁上の王国兵までがこちらに視線を向ける。

ついでにシュバルツが耳を限界まで倒して睨みつけてきた。

「「「ピーーー!!」」」

　全てのハーピーが驚き、壺を投げ捨てて一気に高度をあげる。

　同時に本来彼らが居たであろう空間を数千の矢が襲い、無数の大弩までが放たれていた。

もしあのままにしていたら何羽生き残れたことか。

　目的を達した俺は足を止める。

　望んだ結果ではないが、敵味方全ての注目を集めてしまったな。




「大将が前に出て来た……いよいよか」

「ああ、ここで決まるな」

　味方兵士が顔を見合わせ、疲れ切った顔を叩いて気合を入れる。




「戦鬼ハードレット……そうだよな。奴自身の叛逆なら出てこないはずがないよな」

「今や王国に弓引く者だ。軍務総監と陛下の名の下に滅するのみ！」

「ぐ……鳥肌が収まらん。『アークランド戦争以来の古参兵のくせに』だと？　だからに決まっているだろうが！　古参であればあるほどハードレット卿の恐ろしさを知っているのだ!!」

　敵兵は心なしが後ずさりしている。




「どうやらこのまま行くべき流れのようだぞ」

　俺はレオポルトに目で合図する。

「他にもいろいろ策は聞いていたがな」

　どれもエイリヒ相手に決定打にはなるまい。

虚をついても、罠にかけてもすぐに対応されてしまう。

　一区切りごとに時間は経ち、兵は疲れる。

まともに突撃をかけられるのはこれが最後の機会かもしれない。

「力技で突破あるのみ。結局俺はこうなるようだ」

　まったく情けないと思いながらも、なんとも嬉しい。

　俺はデュアルクレイターを一度高く掲げて右手で持つ。

　ケラヴノスを数度回してから左手で持つ。

　そしてレオポルト、トリスタン、ヤーコフ、全ての者に向けて叫ぶ。

「俺に続け。総突撃──開始！」

　シュバルツと俺は黒い風となって駆けた。
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味方

レオポルト（総指揮）トリスタン（総参謀）セリア（副官）マイラ（戦車隊戦闘不能）ルナ（弓騎兵疲弊）

ヤーコフ（歩兵疲弊）セクリト（馬車歩兵戦闘可能）イリジナ（騎兵混乱中）

敵軍

エイリヒ（防衛総司令官兼直轄兵団指揮）ブルーノ（兵団長）アゴール （兵団長補佐）セドリック（参謀）




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




戦力比

ハードレット叛乱軍

人間兵

歩兵　　　二八〇〇（−一二〇〇）

騎兵　　　七〇〇（−三〇〇）

弓騎兵　　五千（−千）

馬車歩兵　七〇〇　（−一〇〇）

戦車　一五（−二五）

野戦砲一五（無力化）

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　一〇〇

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦

ハーピー　五〇機

非武装

山の民　約四千




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ゴルドニア軍　負傷兵も損耗扱い

臨戦態勢部隊　四一四〇〇（−四一〇〇）

二個兵団　　　二万六千（−四千）

王都防衛隊　　一万五千（〇）

王国騎士残存　　　四〇〇（−一〇〇）




準備中部隊　　六万

二個兵団　　　三万（到着まで残り半日）

臨時編成部隊　三万（残り五日）

その他領主部隊　　　不明

地方兵団　　　　行動不能

更新しました～。

次回更新日は明後日日曜日です！

いよいよ……。










第５４９話 王国へ続く道⑥　一対三







　セリアが慌ててついて来ようとするのが見える。

　セクリトも乱戦していた馬車歩兵を立て直そうとしている。

　ヤーコフが何事か号令し、レオポルトも全軍に伝令を出している。

「防御陣形を解け！　槍部隊を正面へ！」

「全弓隊狙いを正面に……一騎だがハードレット卿が相手だ！　飛び込まれる前に矢で止めろ！」

　王国軍も陣形を解いた。

　戦場の全てが俺を中心に動いている。

なんとも楽しい気分だ。

「狙──うわぁ!!」

　矢の雨を見舞おうとする弓隊の頭上に石と油が叩きつけられる。

　退避していたハーピーが再襲来したのだ。

「デカいのも来るぞ!!」

　続いてポチが低空で飛行しながら火を噴き、爪で街壁を抉る。

立派な石造りの壁がまるでバターのように削げ落ちて周囲の王国兵に降りかかる。

　更にポチは地面ギリギリを飛行しながら手と足の爪で密集する兵を吹き飛ばす。

まるで人を襲う凶悪なドラゴンのようだが、目を閉じて手足を適当にワチャワチャしているのが面白い。

「反撃しろ!!　撃て!!」

　たまらず王国兵は狙いを俺からポチに切り替える。

　矢が一斉に空に放たれ、大弩も撃たれた。

「ハーピーなら危なかったがポチは無理だ」

　ハーピーが『馬より速い程度』なのに対してポチの飛行速度はその数倍だ。

いかに巨体でも大弩がそうそう当たる相手ではない。

「矢の方はそもそも効かん」

　矢の雨の中をポチは悠々と飛んでいる。

ポチの鱗は鋼鉄より硬い。矢など全身どこに射ても通らない。

「目に入ったらまずいかもしれんが……閉じてるしな」

　戦いが嫌いなポチは接近戦時に目を閉じてしまう。

とんでもない悪癖ながら有効な弱点消しになっている。

　その時、ポチが突然空中で悶えるような動きを見せた。

「もう一つの弱点に当たってしまったか……」

　もう一つの弱点は肛門だ。ここにだけは鱗がない。

まあポチのサイズなら矢なんて針みたいなものだ。痛いだけで済むだろう。

「貴様らドラゴンに気を取られるな！　正面に当たれと命令されたろうが！」

「しかし隊長、あの巨体と火力を捨て置くのは無理です!!」

「百人や二百人の犠牲など無視だ！　前から来るのはドラゴンよりもっと厄介な……」

　怒鳴り合う王国兵と指揮官、その前に立つ俺の視線ががっちりと絡む。

「よう。もう来たぞ」

「く、クロス──」

　指揮官が叫ぶ前にケラヴノスを二度回す。

　慌ててクロスボウを構えた王国兵の頭が眉の下から斜めにズレ落ちる。

その頭部が地面に落ちる前に、首そのものが後ろに落ちる。

「飛び込め」

　シュバルツが前足を高くあげて王国兵を踏み潰し、同時に俺もデュアルクレイターで指揮官を胴体から斜めに両断する。




「いつもながら一人で行かないで下さいー！」

　セリアと護衛隊が雪崩れ込む。

「ええい、ドラゴンに気を取られている間に飛び込まれたぞ。長槍隊を出せ！」

「騎兵で両側から挟むのだ。敵は勢いだけで陣容は薄い、一度凌げば息切れする！」

「上空の敵は王都警備隊に任せろ！　五十やそこらなら自由に攻撃されても致命傷にはならぬ。混乱さえしなければいいのだ！」

　セリア率いる護衛隊と王国の長槍隊がぶつかる。

　突き出される長槍は重装騎兵たる護衛隊の勢いを殺したが、俺の私軍から特に有能な奴らを集めた護衛隊は長槍を斬り払い、クロスボウを射かけて防御陣に食いこもうとする。

　反対に王国軍長槍隊の方も穂先を揃えて一斉突きを仕掛けたり、逆に少し引いてから突進したりと崩れる気配はない。

　セリアが突き出される槍を馬上で躱し、片手持ちのクロスボウを放つ。

更に馬から跳躍したかと思うと空中で体を捻ってナイフを投げ、倒れた王国兵の間に着地、転がるように複数名の足を斬り払う。

　起き上がったセリアを見て王国兵が怯んだのは、技量のせいかそれとも見知った顔だったか。

セリアが可愛すぎたとしておこう。

「やあっ！」

　体をその場で回転させてナイフを投げるセリア。

一人の王国兵は槍の柄で払いのけるが、槍襖が乱れたところに第二撃が見舞われ三人が斃れる。

　三人倒れて出来た隙間に護衛隊が突撃していく。

　深手の王国兵を一瞥したセリアは感情の無い目で首元に剣を刺し込み絶命させる。

　感情を殺し、淡々と処理することで戸惑いを断ち切っているのだろう。

　俺の私軍と王国軍は最近どころか一週間前までは味方同士だったのだから。

「ここから突破して……あっ!?」

「うっ」

　護衛隊の一人が王国兵を突き倒して兜が落ちる。

途端に気まずそうな顔で狙いを横の兵に変え、倒された兵士も起き上がると他の護衛隊に穂先を向けた。

　不自然な動きは知り合いだったのだろう。

「覚悟──！　お前は……」

「あう」

　長槍で馬から突き落とされた護衛隊の女騎士が蹲り、その顔を見た王国兵が硬直する。

「お前のことを案じてたんだ。俺とヨリを──」

「隙あり死ねぇ！」

　女は起き上がり様に王国兵を斬り捨てると戦闘に復帰した。

まあこういうこともある。

「オォォォォ!!」

　マックが咆哮していた。

長槍どころか盾ごと戦槌で叩き潰し、斃れた王国兵を踏み潰しながら暴れる。

その光景はマックの巨大な体躯と併せて野獣のようだ。

　俺はふうと息を吐いた。

マックが戦場で昂っているのではなく、暴れて吠えて考えないようにしているのが分かったからだ。

　現に向かってくる相手は容赦なく叩き潰すが、倒れ込んだ相手を殺しきれていない。

他の戦場なら当然止めを刺していたはずだ。

　甲冑を砕かれ、足を折られた王国兵が倒れ込んだままマックに槍を向ける。

「甘いぞ反逆者……ここでお前は──」

　そこに黒い影が飛び込む。

「あぶねえマック!!」

　完全武装のクリストフが王国兵の槍を防ぐ。

そして壮絶な剣戟の末に剣を弾かれて後ずさる。

　なんで足折られた相手と斬り合って負けるんだ……。

　だがクリストフはまるで勝ったかのようにマックと背中を合わせて立つ。

「迷うのはわかる。だがお前が死んじゃ話にならねぇよ。戦って生き残って、そんでまた一緒に──」

　クリストフは斬りかかって来る王国兵を防ぎ止めて蹴り飛ばそうとし、逆に転ばされて止めを刺されそうになったところをマックに助けられる。

「酒を飲もうぜ！」

　クリストフが微笑み、背中から斬り付けられる。

運よく甲冑の装甲に当たったが弾き飛ばされ、止めを刺される寸前にツイーリアに助けられた。

「男相手に喜びを感じるとは」

　マックも他の奴も王国軍に知り合いや気の合う奴はいただろう。

俺の勝手でその全てを敵に回した。

　そこで『反逆ですねわかりました』と二つ返事でそいつらと殺し合えるような奴は感情のないただの人形だ。嫌がり、葛藤し、それでもついて来てくれるからこそ本物なのだ。




　マイラが生き残った戦車で王国軍の陣に突っ込む。

　長槍と矢の迎撃では戦車を無力化できない。

クロスボウで馬を狙われるまで、戦車は十分に状況をかき回した。

「うふふ、アハハハハハ!!」

　マイラ本人も甲冑ばかりか武器と顔にまで黒と赤の毒々しいペイントをしている

あれも一つの耐え方なのだろう。……戻らないなんてことないよな。

　セクリト率いる馬車隊が長槍に真正面から突っ込んだ。

こちらは装甲が無いので馬が槍に貫かれてたちまち倒れる。

しかし勢いそのまま隊列に食い込んだ馬車から一斉に歩兵隊が飛び出した。

「長槍隊など蹴散らせ。敵が下がったらひっついて前に出ろよ。弓の的になる」

　セクリト本人は馬車の上に乗っている。

当然ながら狙われるがクルクルと踊るように動いて矢や突き出される槍を躱す。

　ならばと馬車に昇ってきた騎士の剣を左の義手で受け止める。

「ほう。度胸があるな」

　セクリトは軽々と剣を払い、斬撃のフェイントをかけて爪先を踏む。

軍靴とはいえ爪先の装甲は薄い。脚が潰れたのか騎士が悲鳴をあげた。

　苦し紛れの横薙ぎを仰け反って躱したセクリトは、態勢を戻す反動で一気に距離を詰め、騎士の唇に指を置いて微笑みながら喉元へ深々と剣を突き立てた。

「男前が残念だ。最後にキスでもしてやろうか？」

　グリグリと剣を捩じりながら開いた口にキス……したかと思えば上唇を噛み千切って笑う。

「そぅら行け。反逆者の末路は悲惨だ。生き残るにはハードレットを勝たせるしかないぞ」

　セクリトは無数の矢が着弾する直前に馬車から飛び降りる。

「あれは素だな」




　各地で皆が勇戦している。

しかし俯瞰すれば戦局はまったく好転していないともわかる。

　エイリヒは今頃予定通りだとでも思っているだろう。

このままでは決して勝てない。

「まだ足りないな」

　俺はシュバルツを再加速させ、護衛隊と共に長槍隊に真正面から突っ込んでいく。

「こっちに来た！　ハードレット卿だ！」

「兵団長の言われた通り、槍衾で止められるような相手じゃない！　とにかく飛び道具！　飛び道具だ！」

　クロスボウが一斉に向けられる。

数は四〇か五〇。見切れる数でもないし、受け止めて耐えられる数でもない。

　俺は目を凝らして射手の指元を観察する。

「射──」

　疾走するシュバルツの上から渾身の力でデュアルクレイターを地に突き立て、地面を抉りながら半回転ねじって前へ振り抜く。

　砂、小石、岩と粘土まで抉れ、噴射したかのように飛び散る。

「うわっ!!」

　咄嗟に発射を止めてしまう者。

「し、しまった！」

　驚いてあらぬ方向を撃ってしまう者。

「まるで大砲……ぐえっ！」

　飛び散った瓦礫が当たって撃てない者。

　五〇のボルトが十に減った。

更に土砂にぶつかって勢いを無くしたものが四本、残りは六本か。

　振り切ったデュアルクレイターは使えない。

ケラヴノスを回して撃ち落とせるのは二本だけだな。

　しなりを利用してボルト二本を撃ち落とす。

残りは四本──仕方ない。

　四本のうち三本は甲冑の装甲部分に当たって弾かれる。

力を込めて筋肉を盛り上げる。

「ふん!!」

　ドスリと左腕にボルトが突き立つ。

　同時に思わず笑ってしまった。

「どうしてこうも痛くないのか」

　王国兵が慌てて長槍を向けて来る。

「クロスボウのボルトまで見えるなんてな」

　突き出される穂先をケラヴノスで綺麗に切断する。

同時にシュバルツが跳躍し、穂先を失った長槍をかきわけるように着地する。

「そろそろ俺は人間としてどうなんだ。なあ？」

　穂先を失った長槍隊の兵士が頷く。

　俺は頷き返し、デュアルクレイターを半周振るう。

右半分、四名の王国兵が胸から上に両断される。

　続いてケラヴノスを半周振るう。

左半分、三名の王国兵が胸元を切り裂かれて前のめりに倒れる。

　左腕に力を入れたせいかボルトは引き抜けて鮮血と共に落ちた。

「ハードレット卿はやはり化け物……」

「違うと思いたいな」

　呟く王国兵の腹にデュアルクレイターを突き込み、高く掲げて隣の長槍兵に叩きつける。

　慌てて後退しようと背を向けたクロスボウ兵の背中をケラヴノスで貫き、投げつけて他のクロスボウ兵も一気に転倒させる。

　両手の武器を内から外側に斬り払って左右の兵を斬り伏せる。

開いた手を交差させるように戻し、前方をまとめて斬り払いながら駆け続ける。

「近づいた味方が引き裂かれていく……あれは左右に振り回しているのか？　風を切る音しか聞こえない」

「顔が真正面だけを見たままだぞ……なのに味方が斬り伏せ……いや千切れ飛んでいく！」

　相手から見れば、俺は両手を動かしながら正面だけを見て走っているのだ。

もしこれで笑ってでもいたら結構な恐怖だな。




　王国軍の陣に六分の一程は食い込んだ。

「長槍隊では阻止できない！　左右から騎兵でかかれ！」

「絶対に正面から一騎打ちなんてするなよ！　あれを戦士と見るな。一つの災害だと思え！　防ぎ止めるのであって打ち倒せるなどと考えるな！」

「斜め後ろから……は追い付けまい。進路を予想して真横から突っ込め、一撃したら離脱だ！　決してちゃんばらやろうと思うな！　思った時にはひき肉になっているぞ！」

　左右から騎兵が突っ込んでくる。

勢いを落とさず、体当たりでもするような進路だ。

「止まれシュバルツ」

　シュバルツが前足を突っ張って急制動する。

「「うわっ！」」

　最初の二騎は当然ながら俺の前に出てしまう。

　一騎は無理やりこちらに槍を向け、その前にケラヴノスが顔面を半分もぎ取る。

　もう一騎は攻撃は無理だと通り抜けようとする。

同時に再加速したシュバルツが胴体に体当たり、投げ出された騎兵を空中で両断する。

　威勢の良い叫び声と共に斬りかかる三騎目。

「遅い。止まっているようだ」

　無駄口を叩く余裕すらある。

　剣を籠手で掴み、地面に向けて放り投げる。

本気で放り投げたので腐った果物が潰れる音がした。

　受け止めてみると思っていたより斬撃の威力はあった。

つまり相手の速度が遅いのではなく、俺の速度が上がっているのか。

「このっ！」

　馬上から放たれるクロスボウさえしっかりと見える。

眉間を狙うそれを悠々と躱し、逆に眉間にケラヴノスの先端を突き立てる。

　頭蓋を突き破り、中身を砕いた槍が頭部を完全に破裂させて飛び出す。

引き抜く手間が省けた。

　五騎目が半分になり、六騎目が回転しながら落下する。

七騎目から十一騎目が同時に首を失い、十二騎目の胸が潰れて地に落ちる。

　走りながらふと深呼吸をしてみる。

息は上がっていなかった。

「だ、駄目だ。足止めにすらなっていない！」

「武勇伝は知っていた。鬼神の異名も知っている！　その上で……奴はこんなに強かったのか!?」

　王国兵の動揺が伝わって来る。

　普段は俺もここまで強くない。

今はちょっと特別だと思うぞ。

　さて後ろを窺ってみると苦戦しているようだ。

　弓騎兵は変則的に展開された防御陣に足止めされ、一〇五兵団は半包囲を試みる王国軍へ必死に抵抗している状況だ。イリジナの騎兵部隊も的確な射撃と長槍の組み合わせで突撃を仕掛ける好機がない。

　セクリトの馬車部隊は何度も突破を成功させているが、その度に新しい防御線を張られている。

一応押しているが這うような速度だ。




「なら前へ、もっと前へ」

　皆が進めないなら反乱言い出しっぺの俺が進むしかない。

　続いて出てきたのは重武装の王国騎士だ。

　護衛隊が応戦するが装備も練度も大差がない。

ならば数の差で護衛隊はたちまち追い込まれていく。

「ハードレット卿いざ勝負──」

　言い終わる前に騎士の両手が宙を舞う。

　悲鳴が終わる前に次の男が縦半分となる。

　零れた臓物が地に落ちる前に次の男の前半分と馬の首が転がる。

「フルプレートの甲冑が……紙のように」

「あの邪悪な剣はなんだ!?　赤い湯気のようなものが出ているが……」

　護衛隊が押されて下がり、俺だけが前に進む。

　そしてある一点を突破したところで目の前の空間が開ける。




「よう」

　シュバルツを減速させながら片手をあげる。

愛想に笑みも浮かべてやる。

「……あれだけの守りを単騎で突破してくるとは。お前やっぱり人間じゃないだろう」

　ブルーノが溜息混じりに言った。

同時に直属と思われる騎士が三人俺に向けて駆けてくる。

「おい！　お前達が敵う──」

　言い終わる前に二つの腕と一つの首、一つの上半身が宙を舞う。

「……正直私には分かっていました。必ずこうなる。決着はこの手でつけることになると」

　ブルーノの隣にいるのは兵団長補佐のアゴールだ。

「ぐっ突破を許すとは──！　裏切者めこれ以上やらせは……」

　後ろから駆け込んできたのはセドリックだ。

王国騎士を任されていたのはお前だったか。

　俺はセドリックに手でアゴール達の方へ行けと合図してシュバルツから降りる。

「何を戯れるか！」

　セドリックの後方から王国騎士が飛び出し、徒歩となった俺に突進斬りを見舞う。

「水を差すな」

　その剣をデュアルクレイターで弾き、横から馬の足を蹴り折って転倒させる。

落馬して腕を折ったらしい騎士の脳天目がけて剣を振り下ろそうとしたが──。

「あぐ……こ、ここが私の最後……」

　女だったので唇だけ奪って転がしておく。




　さて邪魔はいなくなった。

俺はケラヴノスを地面に突き立て、デュアルクレイターだけを肩に乗せて微笑む。

「言葉はいるか？」

　三人は首を振る。

「ここまで来て会話の意味はないさ」

「辺境伯の覚悟に水は差しますまい。最早戦うのみ」

「裏切者にかける言葉など……姉上は本当に無事ですか？」

　ブルーノが細剣を抜く。

針のように貧弱に見えるが、俺は奴が戦場でこれを振るい、幾人もを屠っていると知っている。

力を捨てて速さを重視し、急所を的確に突く剣は使い手によっては化ける。

　アゴールは大きめの片手剣と盾を構えた。

奴らしい基本に忠実で固い構えだ。

　セドリックが２ｍばかりの槍をくるりと回してこちらに向ける。

なるほど槍使いだったか。

　俺はデュアルクレイターを両手で構える。

「では誰から」

　馬鹿なことを言い出すアゴールに向けて溜息をつき、直後に殺気を込めて睨みつける。

「自惚れるなよ」

　ぞくりと三人の背筋が伸びた。

「三人同時だ」

「し、しかしそれはあまりにも──」

　デュアルクレイターを地面において飛び込み、アゴールの盾を殴り上げてから胴体真ん中を蹴り飛ばす。アゴールは抵抗どころか反応もできなかった。

　もちろん手加減はしているので数回転がっただけだ。

俺はデュアルクレイターを持ち直し、咳き込むアゴールを見下ろす。

「まだ何かあるか」

「……ございません。卑怯とは存じますが、ゴルドニアへの忠誠、何よりハードレット殿への恩義に報いる為、鬼神ハードレットをこの場で討ち果たしましょう」

　アゴールは地面を強く踏みしめる。

わかればいい。

「んじゃまぁ、行くかね」

「軍務総監への忠義、示しましょう」

　ブルーノとセドリックも獲物を構える。




　三人が同時に動いた。

連携訓練でもしていたかと思えるほど揃った動きだ。

　喉を狙うセドリックの槍を兜に当てて防ぐ。

　全霊の力を込めたアゴールの横薙ぎを胸の装甲プレートで弾く。

　衝撃で僅かに重心が後ろにずれたところでブルーノの細剣が目を狙ってくる。

これは下手に避ければ、するりと喉元に入ってくるだろう。

　だからこうする。

「よっと」

　細剣を横から掴み、ポキリと圧し折る。

　アゴールとセドリックは後退し、甲冑を叩いて痺れる手を押さえていた。

　ブルーノは呆れたように笑いながら折れた細剣を捨て、太ももに差した予備を抜く。

「当たり前のように剣を掴むなよ」

「細くて速いから結構難しいんだぞ」




　言い終わると同時に今度は俺から仕掛ける。

　体を低く沈めてデュアルクレイターを振りかぶりながら飛び込む。

　狙いはブルーノだったが、盾を構えたアゴールが庇うように立つ。

　俺は渾身の力……と見せかけて軽く盾に突きを見舞う。

盾は軽く吹き飛び、盾の後ろで剣を構えるアゴールが見えた。

やっぱり二段構えだったか。

　そこに今度こそ渾身の突きを見舞う。

受け流そうとしたアゴールの剣が甲冑の籠手と一緒に砕け、奴自身は吹き飛ばされて地面に転がる。

　倒れたアゴールの顔面に足を踏み下ろそうとした時、左からセドリックの槍が迫る。

重心を動かさないまま首の動きだけで避けたものの、二撃三撃と連続されては一歩下がるしかない。

　後退すると同時にブルーノの剣が襲う。

セドリックの槍よりも断然に速い。

　こちらも三連。最初よりも速くて手で受けるのは難しい。

　一撃目を左に首を倒し、二撃目を仰け反って、三撃目を回転しながら屈んで避ける。

　さらにブルーノが踏み込もうとした所へ強烈な横薙ぎを見舞うが、素晴らしい反応速度で躱された。

「よしこれで──」

　ブルーノとのやり合い中に後ろへ回り込んだセドリックが声を出す。

俺は横薙ぎの勢いを殺さず、そのまま一回転して薙ぎ払う。

　既に突きの態勢に入っていたセドリックと無理やりな姿勢で剣を回転させた俺。

それでも俺の薙ぎの方が速い。

　直感で駄目だと判断したセドリックは槍を投げ出して後ろへ跳ぶ。

その体ギリギリを通過したデュアルクレイターは奴の鎧を掠めて鋼鉄の前面を抉りとった。

　ブルーノが息を吐き、アゴールが頭を一つ振る。

セドリックは呆然とした顔で槍を拾う。

「受け流しても吹き飛び、かすめただけで鎧が砕ける……か。いやはや本当にすごい方だ」

　アゴールがやれやれとばかりに言う。

「速度には自信があったんだが、あの体勢から三撃全部躱されるとはな」

　ブルーノが首をコキリと鳴らす。

「はぁはぁ……半秒遅れていたら……」

　肩で息をするセドリック。

半秒も猶予があるか、一〇分の一秒でお前の内臓は噴き出ていたさ。

「想像以上に面白いが。俺には時間が無いんだ」

　後方の不利が明白になってきている。

かろうじて攻勢は維持しているが、攻撃を止めた途端総崩れになるだろう。

ここを突破する以外に道はない。

「次で決めよう」

「「ああ」」

　宣言する俺に同意する二人、沈黙のままのセドリック。

　四人が同時に踏み出す。

「速度だけならば!!」

　凄まじい速度で飛び出したのはブルーノだ。

片手で自在に動かせるのが売りの細剣を両手で持って飛び込んでくる。

圧倒的な速度で一撃必殺を狙ったのだろうか。

　確かにものすごい速度だ。

これだけの速度があれば並の男は突かれたことにも気付くまい。

　だが駄目だ。

まだ俺の方が速い。

　俺は高速で迫る剣先を見据えたまま、逆にデュアルクレイターを突き込む。

　ブルーノの腹にデュアルクレイターをねじこんでから首を捻って細剣を避ける。

十分に可能だった。

「かかった!!」

　だが手応えはない。

ブルーノが直前で速度を緩め、豪快に踏み切って後方へ跳んだからだ。

　俺の突きは空気だけを貫く。ブルーノは囮だった。

「「はぁぁぁ!!」」

　跳ぶブルーノの下を潜り抜けるようにアゴールとセドリックが飛び込んでくる。

　俺の体勢は完全に崩れている。

ここは一度横へ転がって……と思った途端、足に衝撃が走った。

　アゴールの投擲した盾が左膝に当たったのだ。

反射的に体が左に傾き、回避の機会を逃してしまう。

「とった!!」

　左脇腹をアゴールの剣が、右脇腹をセドリックの穂先が同時に貫く。

　時間が止まった気がした。

　セドリックはどうだとばかりに、アゴールはもの悲しそうに。

　両側から腹を貫かれたまま……ゆっくりと剣を持ち上げる。




　空中のブルーノが硬直する。

　速度が足りなかった。お前がもう二倍も早ければ目で追い切れず、囮にひっかかっただろう。

実際には俺は奴の動きを観察するだけの十分な余裕があった。

筋肉の動き、重心の変化──後ろに跳ぶと直前で分かってしまった。

　セドリックの顔が強張る。

　力が足りなかった。

奴の穂先は見事甲冑の隙間を捉えていた。大した技量だ。

だが突進の勢いと腕力を足して尚、俺の筋肉を破れなかったのだ。

　アゴールを見る。

　覚悟が足りなかった。

アゴールの腕力ならあるいは俺の腹筋ぐらい破れただろう。

だが奴は躊躇した。最後のほんの一瞬だけほんの指先一つ分だけ力が抜けたのだ。




「ノンナと結ばれたのはお前の協力あってだ。ありがとう」

　言葉と同時にデュアルクレイターを縦一閃に振り降ろす。

　ブルーノは賭け事に負けた時のような悔しげな笑みを見せ……真っ二つに両断された。

　右手の肘でセドリックの顔面を打ち据える。

手加減の無い一撃で鼻が潰れ、顔面の骨が砕ける音とともにセドリックは宙を舞い、頭から地面に落ちる。

　アゴールが引き抜いた剣を構え直すのと、俺が振りかぶるのは同時だった。

　俺達は同時に剣を振り下ろし、俺の肩から鮮血が飛び散る。

「……今のは全部出し切れたのですが」

「遅いわ馬鹿たれ」

　アゴールは肩から脇腹まで切り裂かれ、一度膝をついてから、空を見上げるように仰向けに倒れる。

　剣を振って血を飛ばす。

シュバルツがトコトコ戻って来る。

　先に行かねばならない。

だがその前に。

　俺は地面を赤く濡らすアゴールを見下ろす。

どんな表情かは自分でもわからないが、泣いていなかったことだけは確かだ。

「お前の運んでくれた机な。今はセリアが使っているんだ。可愛いピンクのクロスをかけてな」

　セリアは表現しようのない顔で視線を俺、アゴール、そして空へと移す。

「もう……ノンナ様の……引っ越し……は……ごめんです……俺の女を……頼みます……」

「おう」と威勢良く、精一杯朗らかに返す。

　アゴールは戦場で斬られたとは思えない程、穏やかな顔で目を閉じた。




「ここで半分。まだ半分もあるぞ」

　俺はシュバルツに乗って咆哮する。

威嚇なのか鬨の声なのか自分でもわからないが、とにかく咆哮し続けながら駆ける。

　兵団長と補佐役の死亡で後方の王国軍が乱れ、味方が進撃を再開した。

だが総大将はエイリヒだ。すぐにも立て直すだろう。

「前へ。前へ。ただ前へ」

　吼えながら進む。

いつもならうるさいとばかりに嘶くシュバルツも今は何も言わなかった。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




戦力比

ハードレット叛乱軍

人間兵

歩兵　　　二二〇〇（−六〇〇）

騎兵　　　五〇〇（−二〇〇）

弓騎兵　　三五〇〇（−一五〇〇）

馬車歩兵　五〇〇（−二〇〇）

戦車　〇（無力化）

野戦砲一五（無力化）

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　一〇〇

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦

ハーピー　五〇機（弾薬欠乏）

非武装

山の民　約四千




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




ゴルドニア軍　負傷兵も損耗扱い

臨戦態勢部隊　三万七千

二個兵団　　　二万二千（ー四千）

王都防衛隊　　一万五千（〇）

王国騎士残存　　　〇　　（無力化）




準備中部隊　　六万

二個兵団　　　三万（到着まで残り僅か）

臨時編成部隊　三万（残り五日）

その他領主部隊　　　不明

地方兵団　　　　行動不能

遅れてしまいましたがなんとか更新しました！

次回は水曜日の一九時更新予定です！










第５５０話 王国へ続く道⑦　全てを尽くして







　王国軍の動きが変わったのが分かる。

　今までの陣形は良く言えば基本から逸れない。

悪く言えばありきたりな布陣だった。

　咆哮しながらケラヴノスを左から右へ薙ぎ払う。

盾で守る兵、剣で受ける兵、二人が枯草のようにひしゃげ飛ぶ。

　王国軍の布陣は二個兵団だった。

ここまではブルーノとアゴールの指揮、ここからはエイリヒ自らが直轄する兵団なのだ。

　数秒溜め、渾身の力でデュアルクレイターを振り下ろす。

斬撃上の騎士がバターの様に両断され、鎧と人体の破片で後方の騎兵が落馬、地面を打った衝撃波が長槍兵十人ばかりを転倒させる。

「重装騎士が粉々だと!?　カタパルトの直撃でもこうはならん。片腕で振った剣で……」

「触れてもいないのに長槍隊が丸々転倒……あの剛力は最早魔法の域だ！」

　左右から迫る騎兵をケラヴノスとデュアルクレイターで同時に切り裂く。

一撃で原型を留めない程に大破した身体から噴き出る大量の血飛沫と諸々が視界を塞ぐ。

「邪魔だ。見えん」

　両手の得物を振り上げ、巻き起こった剣風で血潮を真上に巻き上げる。

　俺を避けるように飛び散る血吹雪の中を奔る。

「これが戦鬼──」

　騎士を胸元から両断。

「俺には悪魔にしか見え──」

　槍を向ける歩兵二人をケラヴノスでまとめて貫き、反対側から隙を狙った騎兵の頭部を戻した槍の柄で叩き割る。

「……こ、怖い」

　直前で動きの止まった女騎兵を槍と剣で挟み、放り投げて泥池に放り込む。

　体は暴れても心は冷静だった。

目の前の相手だけではなく、全体の戦況も理解できている。

「このまま突破していっても意味がない」

　エイリヒは油断なく当たると言った。

ならば俺が防御陣を突破することも想定しているだろう。

司令部も街壁上か内部に置かれている可能性は高い

　あるいは俺の突破への対策も考えられているだろう。

　ザッと矢が降り注ぐ。

反射的にデュアルクレイターで掃うが手応えがやけに重い。

　顔に向けて飛ぶ矢を籠手で受けると腕全体に痛みが走る。

「先端に重りがついている……刺さらんが重い」

　武器で受けずに甲冑や手で掃うと少しずつでもダメージが残ってしまう。

そして数十人から射掛けられる矢を全て武器で撃ち落とすのは不可能だ。

「俺専用かよ」

　こんな矢を普通の兵に使ったら精度と射程が低くて致命傷も与えにくい欠陥兵器だ。

「だがこの程度で止まると思うな」

　腕で矢を弾き、胴体に当たる矢は無視する。

鈍器で叩かれたような衝撃が続くも呻く程でもない。

　だが不意にシュバルツが減速し、矢の本当の意図を悟る。

　続いて騎兵が何かを振り回しながら接近してくる。

「やれ！」

　かけ声とともに鎖付きの重りが飛んでくる。

　こんな半端な投擲武器にやられるはずがない。

　デュアルクレイターで迎撃、一騎を叩き斬ったが振り抜いた剣を狙って鎖を巻きつけられる。

「よし武器は封じたぞ！」

「アホか……」

　軽く引いてやると騎兵が綺麗に宙を舞う。

「そこだ!!」

　今度はケラヴノスと左腕に計四本の鎖が巻き付く。

「こっちが落馬しても構わん。むしろ飛び降りる勢いで奴を落とせ！」

　鎖を掴んだ騎兵が進路を変えた。

有言実行、馬から落ちる勢いで鎖を引っ張る。

　渾身の叫びと共に落馬した四人は地面に当たる前に宙に浮く。

理由は簡単、俺が左腕一本で引き戻したからだ。

　槍と左腕を掲げてぐるぐると回す。

四人は子供向け玩具のように回転し続け、遠心力に耐えられなくなった者から飛んでいく。

「マック四人ならきつかったかもしれんがな」

　三人目が飛んでいったところで顔めがけて重りが飛んでくる。

　俺は重りを歯で止め、驚愕する騎兵の脳天に最後まで頑張った男を叩きつける。

　こんな攻撃で俺は止められない。

何度続けても同じことだ。

　だがエイリヒの小細工はその効果を十分に発揮していた。

「ちっ限界か」

　シュバルツが大きく息をついたかと思うと急激に速度を落とし始めたのだ。

　重り付きの矢は俺だけではなくシュバルツにも多数命中していた。

奴もドラゴン印の馬鎧を着ているので普通の矢ではまずダメージはない。

　だが重りのついた鈍器のような矢は鎧で防いでも体に衝撃を残す。

普段なら巨体のシュバルツを悶絶させるものでもないが、全力疾走中に体中を叩かれ続けては体力もスタミナも奪われてしまう。

　とどめが鎖のやりとりだ。

受けるにせよ、引き合うにせよ、俺の重心は目まぐるしく変わり、土台のシュバルツは疲弊する。

　ちらりと視線を後方にやる。

護衛隊の馬では俺の動きに耐えられまい。疲労状態のシュバルツに乗っていた方がましだ。

　よそ見がいけなかったのか、眼前に大弩が着弾し、鉄片が撒き散らされる。

反射的に迎撃したが、無数の破片を全て落とすのは不可能だ。

地面ギリギリを飛んで来た破片がシュバルツの足を傷つける。

　がくりと沈んだ重心にこれ以上の騎乗は無理と悟る。

「ここまでで良い」

　俺が急減速したシュバルツから飛び降りると、奴はフンとばかりに顔を逸らした。

「鬼神が馬を失ったぞ!!」

「好機だ！　これで無益な戦いも終わる！」

「やっと来た平和……もう戦争なんて御免だ！　これを最後の戦いとするのだ!!」

　徒歩となった俺に向けて騎士三人が正面左右から突っ込んでくる。

正面が騎乗槍、左右がハルバードを持っている。

「まだだ」

　俺はデュアルクレイターを地面に差し、ケラヴノス一本を両手で持つ。

腰を低く落として突きの構えを取る。

「まだ戦いは終わらんよ」

　正面に向かって駆けだし、身を投げ出すように突き込む。

相手騎士の突きは耳たぶをかすめ、俺の槍は喉元を抉って後頭部から突き出る。

「俺が生きているからな」

　首を引き千切りながらケラヴノスを突き抜き、突進の勢いそのままに地面を転がってハルバードを回避、体を起こすと同時に、右騎士の馬の後ろ脚を切断する。

「お前らには止められん」

　最後に残った左の騎士が反転した時、俺は既に跳躍していた。

ハルバードをこちらに向ける間もなく、騎士の胴に穂先をねじ込み、静かに引き抜く。

「さあ、俺を止めてみろ」

　ずるりと馬から落ちる騎士に背を向けて他の王国兵を見た。

　西日が返り血に染まる俺の顔をより赤く染め上げる。

　王国兵も指揮官も、勇猛そうな騎士も、視線を向ければ一歩、体を向ければ三歩後ずさる。

　後方では友軍がブルーノの死で混乱極まる兵団を搔き分けながら進んできていた。

しかしそれも四苦八苦しながら……続くエイリヒの兵団を突破するのは難しいだろう。

　厳しい。赤く染まっていた俺の顔から色が消えていく。

太陽は西の地平線に沈み、赤が黒に塗り替えられる。

　足を失った俺に護衛隊や他の兵が追い付く。

「減ったな」

　しかも全員息が上がっており、武器を持つのも精一杯な程に疲弊している者も居る。

「かなりの激戦でしたから……」

　セリアがしょぼんとする。

　反対に眼前の王国兵団一五〇〇〇はほぼ無傷、ブルーノの死亡で混乱突破された後方の兵団はやがて代理が立て直して復帰するだろう。加えて街壁上にも別の一五〇〇〇がいる。

　到着した味方がエイリヒ直轄の兵団と戦いに入るも目に見えて勢いがない。

曲がりなりにも押しているように見えるのは相手が守勢に徹しているからだ。

その理由もトリスタンが説明してくれる。

「追い打ちになるけど、斥候隊が戻った。王国軍の二個兵団が西からこっちに接近中だ。到着までもう幾分も無い。今にも見える距離だよ」

　続いてセクリトが味方を突っ込ませながらこちらを見る。

「最早士気の問題ではない。装備の損失と疲労でまともな運用ができなくなっている。少なくとも私に任された馬車部隊は既に攻勢限界だ。必要なのは戦略的な撤退か後方部隊との入れ替えだな」

　そんな時間も部隊もない。

セクリトも当然分かって言っている。

「あの……」

　ルナがエイリヒ直轄兵団との小競り合いを指揮しつつ、躊躇いがちに言う。

「レオポルトさんが少し前から居ないのですけど」

　セリアの顎が大根でも入りそうなぐらい開き、マイラが素に戻る。

セクリトは目を閉じて上を向く。

　俺は一つ大きく息を吐き、得物を握り直した。

「あーそれなんだけど──」

　トリスタンの困った声に被せて声を上げる。

「ならばそろそろ来るだろう。後退しても構わんから最後の最後、一滴の余力を残しておけよ」

　レオポルトはここまで煽って逃げるような無意味なことはしない。

つまりは何かを仕出かす。

「……と同じ意味のことを言おうと思ったんだ」

　トリスタンが不服そうにブツブツ言った時、西から大量の矢がゴルドニア街壁に向けて降り注いだ。

　王国兵は動揺し、指揮官クラスが慌てて叫ぶ。

「なんだ！　敵の新手か!?」

「馬鹿な。ハードレットに援軍などいない！　西から来るのもおかしいだろう！」

　疲れ切った俺達の攻勢を余裕を持って凌いでいた王国軍の動きがにわかに乱れる。

　俺は徒歩で前線に飛び込みつつ、兵や指揮官の会話を聞き取る。

「攻撃してくるのは第三兵団と第四兵団です！」

「馬鹿共何をやっているんだ！　ようやく駆け付けたと思ったら敵味方の区別もつかんのか！」

　同士討ち？

野戦ならまだわかるが王都に陣取る味方と攻める俺達を見誤るなど考えにくい。

「それが日没直後、黒衣の一団が瞬く間に西壁の一角を占拠、街壁上から到着した両兵団を攻撃したのです！」

「馬鹿な！　街壁には王都警備隊が張っているだろう、一部とはいえ僅かな時間で奪われるなど……」

　まずもってブリュンヒルデ率いる吸血鬼部隊の仕事だろう。

彼らなら壁を飛び越えて警備隊を蹴散らすぐらい簡単にやってのける。

数の問題があるから兵団を正面から打ち破るのは難しいだろうが。

「その後、正体不明の騎兵が奴らに接触──どうやら奇襲で王都を奪われたと吹き込んだようで」

「そんな欺瞞に騙される訳があるか！　確認の符号も軍装も違……あっ」

　俺達はついこの間まで友軍だ。

符号は知っているし大戦時は軍装も必要に応じてやり取りしていたのでなんなりと残っている。

　援軍の三、四兵団の立場になってみよう。

街壁上からはいくら味方だと訴えても撃たれ続ける。

そこに同じ軍装で符号も知っている騎兵から既に王都内に敵が入り込んだと──。

「んな訳があるか」

　俺は否定して眼前の指揮官を両断した。

　ここまで都合よく事が運ぶはずがない。

凄まじい無能が並んでいるならともかく、最高司令官はエイリヒだ。

例え小細工で若干の混乱が生じてもこんな大騒ぎになる前に押さえ込む。

「うん、もう一手あるんだ。これはもう策略ってよりも魔法とかの分野だと思うけど……うわっうわっ！　助けて!!」

　先ほど語り足りなかったのか、俺の横まで来たトリスタンが狙われて腰に抱き着いて来る。

「ええい気持ち悪い！」

　トリスタンを引き離し、斬りかかる兵の剣を弾いて脳天を叩き割る。

　その動きの中で闇を照らす松明とは違った赤い光が見えた。

　目を凝らした途端、吸い込まれるように視界が拡大されていく。

「やぁぁ!!」

　おっとまたよそ見してしまった。

振り返り、目の前の王国兵を──。

「あん？」

　斬撃ごと両断するつもりが、慌てて剣を籠手で受けて蹴り飛ばす。

兵の装備が俺の私軍と同じだったからだ。

「相手が同士討ちしてるからってこっちまでやることは……」

　言っている途中に兵の軍装が王国軍の装備に戻る。

いや変わったのではない。最初からそうだったのに俺が勝手に勘違いしていたのだ。

「しかも女か」

　兵の剣を蹴り飛ばし、鎧ごと肌着まで剥ぎ取る。

「ひーん！　変態ー！」

　これで戦闘不能だろう。

戦闘が終わるまでどこかの小屋で泣いていればいい。

「そう。ブリュンヒルデさんの目はちょっとした『勘違い』をさせるみたいなんだ。小細工の上にそれが乗って大変なことになっているんだよ……。彼女って絶対まずい人だよね？　ヒトとして普通に組んじゃいけない人だよね？」

　なるほど、レオポルトの小細工にブリュンヒルデの能力が上乗せされているのか。

「早く援軍を正気に戻せ！　ここに来させればどっちが味方かなんてわかるだろ！　なに!?　俺達の方を撃って来た!?　頭がおかしくなったのか!!」

「まず街壁を奪い返せ！　王都警備隊が腑抜けているならこっちから部隊を送って……百人規模の奪還部隊が消息不明？　双剣の男一人に？」

　レオポルトの策だけなら一時の混乱で終わり、ブリュンヒルデの能力も俺への影響から判断してそれほど深いものでもない。だが組み合わさった結果がまさかの同士討ちだ。

「この混乱に乗じて突入するのが作戦なんだけどね。成功率……高くないよね」

　王国軍は確かに混乱している。

しかし前線が崩壊した訳ではない。

小細工も吸血鬼の能力もいずれはネタばれする。

　相手部隊がざっと一塊になった。

派手な戦闘の音が一気に鎮まる。

「こ、好機です！　総攻撃開始です!!」

　たちまち俺達だけが一方的に攻撃する展開となるが、王国軍はひたすら防御を固めて被害を最小にしている。

「緊急時の命令だね……王国軍独自のやつだろうさ」

　増援が同士討ちしていると言う西側でも戦闘の音が小さくなっていく。

やがてこちらとは違って聞こえなくなってしまう。

　まあそうなるよな。

ここには本当に俺達反乱軍がいるが、向こうには街壁の一部にブリュンヒルデ達がいるだけだ。

「そして欺瞞部隊……非武装の山の民を使ったんだけどさ。彼らはなんとかもう一度盛り上げようと走り回ってるはずだから……ばれたなぁ」

　敵味方をはっきりと区別した王国兵が立ち上がる。

「敵状判明！　西街壁二区と三区及び二千の非武装騎兵と数台の馬車が命令行動を取らず！」

「攻撃再開！　西側にて指定された敵以外は全て味方だ。繰り返す──」

　レオポルトとブリュンヒルデの合体作戦だったが一〇分そこそこでばれてしまった。

「騎兵が散る前に叩き潰せ。全火力を集中しろ！」

「すばしっこく逃げる！　反乱軍の本隊に合流するつもりだぞ！」

「遅れた馬車から屠れ。火矢を射かけて燃やすのだ。奴ら馬車で歩兵を運ぶぞ。止まったら押し包め！」

　逃げる馬車に向けて街壁上から火矢が放たれる。

火達磨になった馬車は動きを止め、王国兵が何重にも周囲を囲んで距離を詰めて行く。




　極大の閃光と轟音、そして髪が吹き上がる程の衝撃波──。

　思わず伏せた俺達の頭上を馬車を囲んでいた王国兵とその破片が飛び越えて行く。

「爆発した!?」

　偉いぞセリアその通りだ。

だが問題はただの爆発ではない。

　真っ赤な雲が吹き上がり、優に数百メートル離れた俺達まで脅威を感じる程の爆発だ。

「レオポルトのアホは馬車に何を入れたんだ」

「この策に僕は一切関知してないよ。推測するならドワーフ達から貰った凄いのじゃないかな」

　同時に西側でも同じサイズの雲が吹き上がる。

　ドワーフの特殊火薬を馬車に詰めていたとすればとんでもない破壊力だ。

周りの歩兵はもちろん、矢を射た弓兵さえ無事では済むまい。

「何より大きいのはこの混乱だ」

　同士討ちから復帰したところにこの大爆発だ。

王国兵の混乱は深く、司令官からの命令を届かせるのも難しくなっている。

「あー爆発は知らないけど、最後の策は僕も知ってる。ていうかみんな知ってるよね」

　全員で頷き、城門への最短路を開ける。

　暗闇から響く低い鳴き声、そして地面を揺るがす大きな足音。

「ネップリ突入します!!」

　頭に鉄の兜を着けたネップリが全速力で突っ込んでいく。

相手が万全の時にやれば集中砲火でやられてしまうが、混乱の中で対処が遅れる。

街壁上からの少々の矢や大矢程度ではネップリは止められない。

　ドシンと重々しい音と共にネップリが城門に突っ込んだ。

衝突部の左右から兵士が落下し欠けた石が散らばる。

　門がひん曲がり、見張台が倒れる。

「もう一丁！」

　ネップリが吠え、背中から火を噴く。

正確には無理やり積み込んだ荷物の一つ、重すぎてまともには運べなかったドワーフ砲二門だ。

　密着状態からの射撃で門が吹き飛ぶ。

　王都の大通りと王宮がはっきりと見えた。

「全部隊王宮に向けて突っ込め!!」

　返事を聞く前に俺は走る。

「が、街壁崩壊──!!」

「命令を！　敵軍阻止ですか!?　王都内に戻りますか！　巨獣への攻撃は!?」

「黒衣の部隊が街壁を放棄して王都内に侵入！　王都警備隊が抗戦しておりますが極めて強力で助力を求めると！」

「こ、この場合は……軍務総監の指示を仰げ！　とにかく抗戦を続けながら現状を維持しろ！」

　これぞ大混乱と呼ぶべきだろう。

「ここまで混乱すれば司令官が優秀でも伝令だけで収拾をつけるのは不可能だ。となればこのまま王都内の戦闘に雪崩れ込むかあるいは……」

　俺の横を必死に走りながら言うトリスタン。

良くついて来れるなと見るとイリジナの背中に乗っていた……それでいいのか。




　俺は我ながら風のように疾走し、王国兵を蹴散らして王都内に飛び込む。

　このまま王宮まで飛び込んでやる。

そんな勢いだったが、大通りの入り口で思わず足を止めてしまった。

「全隊は街壁内に戻って敵軍の阻止を最優先。黒衣の奇襲部隊は少数、王宮衛兵と王宮警備隊で対処する。街路に砲門を設置して巨獣へ対処する」

　混乱する味方を支えるように大通りに立つ者が一騎。

冷静沈着な声、的確な命令、そして堂々とした焦りの無い態度。

　王国兵の混乱がすうと引いていく。

「エイリヒ」

　向けられたことのない視線が俺を射抜いた。
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戦力比

ハードレット叛乱軍

人間兵

歩兵　　　一六〇〇（−六〇〇）

騎兵　　　三〇〇　（−二〇〇）

弓騎兵　　二五〇〇（−千）

馬車歩兵　三〇〇　（−二〇〇）

戦車　〇（無力化）

野戦砲一五（無力化）

偽装部隊　一五〇〇（−五〇〇＋全体逃走）

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　七〇（−三〇）

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦

ネップリ 　一両 （城門つっかえ）

山の民　約二千
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ゴルドニア軍　負傷兵も損耗扱い

臨戦態勢部隊　五万九千

二個兵団　　　一万九千（−五千）

王都防衛隊　　一万三千（ー二千）

王国騎士残存　　　〇　　（無力化）

増援二個兵団　二万七千（ー三千）




非参戦部隊

臨時編成部隊　三万（残り五日）

その他領主部隊　　　不明

地方兵団　　　　行動不能

予定通り更新です～。

次回更新は金曜日一九時予定です。

感想の返信は止まっていますがちゃんと見ておりますので誤字脱字はもちろん、気になったことはドンドン書いて頂けると嬉しいです。










第５５１話 王国へ続く道⑧　さらば友よ







　エイリヒはかつて見たことのない目で俺を睨んでいた。

怨敵として見られるのは当然だが、それだけではなかった。

羨望と満足──いやさすがにそれはないか。

「同士討ちの仕掛けまでは読めた。怪物への対抗策もあったのだがな」

　視線を追うと街壁上には隠すように大型の大砲が複数据えられていた。

初手からネップリを突っ込ませたり、俺が突進して城門に飛びついていたら手酷い反撃を受けたはずだ。

　その大砲も大爆発の衝撃で土台が壊れてあらぬ方向を向いたり、砲身そのものが曲がって役立たずになっている。

「これだけの混乱、最早後方からでは収拾できぬ。俺自身が前線に出ねばなるまい」

　俺達は互いを倒して進まねばならないのだ。

「ブルーノとアゴール、セドリック──皆斬ったか」

「はい」

　エイリヒが目を伏せ、俺は逆に視線を夜空にまであげる。

「アゴールはお前の友でもあった。呵責はないのか？」

「あるに決まっている。色々混じって叫び出しそうだ」

　これ以上ないぐらい満足感の無い勝利だった。

　それでも成し遂げたいことがあった。

「お前には友情よりも重いものがあるのだったな」

　エイリヒは馬上で剣を抜いて進み出る。

　俺と決闘しようと言うのか。

　護衛の騎士が慌てて俺達の間に入った。

「いらん。下がれ」

　エイリヒは俺だけを見据えて言う。

「いけません！　ハードレットと一対一など正気の沙汰ではありません!!」

「そうです。ここは押し包んで、それでも勝ち目があるかどうか。軍務総監は一旦後方へお下がり下さい！」

　全員が抵抗する。

「くどい！　下がれ！」

　エイリヒはただ下がれと繰り返す。

「ええと……」

　セリアと護衛隊も下がり、彼らのもつ松明の火がまるで円形闘技場のように大通りを丸く照らす。

「馬がないのか？」

「いや」

　シュバルツが足をふらつかせながらやってきたので飛び乗る。

デュアルクレイターとケラヴノスを放り投げ、護衛隊の持つ普通の片手剣を取る。

　ついでに兜も外して放り投げる。エイリヒが被っていないからだ。

同じ条件でなければならない。

　エイリヒも同じ想いで馬を用意しようとしていたみたいだしな。

　俺達は向かい合って睨み合う。

　叫ばずにはいられないほど乱れていた心を抑え込む。

荒れた心でやり合うのはエイリヒに失礼だ。

「……」

　エイリヒが小さく口を開き、何も言わずに閉じたので思わず笑ってしまいそうになる。

俺もまったく同じ仕草をしたからだ。

　何を言えば良いかわからなかった。

　どうして、何故、なんて話は終わっている。

　呑気に思い出話に花を咲かせる場面でもない。

　遺言めいた言葉を残すのはやられてからでいい。

　何か話したいのに言うことが何も無かった。




　妙な間を破るようにエイリヒの後ろからクロスボウが放たれる。

命中するとわかったが避けずに受ける。

　ボルトは俺の右側頭部に当たって跳ねた。

少々の痛みと多少のふらつき、顔に垂れる程度の出血。

「卑怯者──!!」

「良く見よ。頭蓋で弾いて効いておらぬ」

　騒ぐセリアをクビヘルミナが宥めている。

「やめんか馬鹿者！」

　振り返って怒鳴るエイリヒとは対照的に俺は放った奴に少しだけ感謝する。

「構わんさ。ちょっとぐらい痛みがあった方が今は気が楽だからな」

「……頑丈な奴め。これは斃すのに少々苦労しそうだ」

　そいつのお陰でエイリヒと言葉を交わすきっかけになったから。

　ほんの短い言い合いで満足だった。

まるで恋人の言葉を待つ乙女のようだと嗤えてくる。




　さあこれで最後だ。

「行くぞ」

「ああ」

　俺とエイリヒは正面から馬を駆けさせる。

　エイリヒは腕力に優れる俺と長く打ち合うつもりはないだろう。

俺の方もシュバルツがフラフラだ。

　暗黙の了解か。

すれ違い様の一瞬で勝負を決めると分かっていた。

　目を見開いて集中する。

　空気が耳元を通る音、互いの蹄の間隔、エイリヒの振り上げる剣の軌道、尖塔の先に座ってこちらを見るブリュンヒルデ、全てがゆっくりと見える。

　遅く流れる光景が鬱陶しい。

一刻も早く終えたいことなのに、始まって欲しくもなかったことが長引いているような感覚だ。

　心を殺すことはしない。

ヤケクソに吠えたりもしない。

　左手で手綱を掴み、右手で剣を振り上げる。

エイリヒも同じ動作をしているのが見える。

　ここまでやっと三秒、決着までは一秒と少しだろうか。

　不意に右側が赤く染まって見えなくなる。

頭からの出血が目に入ったのだ。

　さすがに困ってしまう。

だって残り一秒で決着なんだぞ。

　こんなタイミングで片目が塞がったら余計なものが見えるじゃないか。




　名前も忘れた木っ端な戦場、エイリヒの命令前に突貫して殴られた。

　狩りの最中にでかい屁をこいたら獲物が全部逃げて怒られた。

　晩餐会そっちのけでメイドの尻を撫でていたら耳を引っ張られた。

　体を持て余した未亡人に夜這いをかけて交替で抱いていたら突然家全体が揺れ始めて──。

　まだまだある。

　一秒がどれだけ長いんだ。




　エイリヒの剣が迫る。

首筋へ閃光のような鋭い軌道だった。

　最短距離で俺の首にまず数センチ触れ、すれ違う勢いで頸動脈を切り抜ける無駄のない剣筋だ。

　のびきった肘に角度が付き、エイリヒの体が沈むのは俺の剣を回避する動きだろう。

　何もかも見えていた。

　俺の腕も振り上がる。

止めるつもりはなかったし、仮にそのつもりでも戦いに慣れた体は止まらなかっただろう。




　小さな金属音と肉が裂く音──。

　エイリヒの剣は曲がって宙を舞い、俺の剣はエイリヒの首元から胸に向けて突き入っていた。

　俺の勝ちだ。




　シュバルツが止まり、俺は飛び降りる。

　エイリヒの馬は止まらず、奴は傾いて落馬する。

　駆け寄ろうとする従者や騎士を睨みつけ、俺は一番にエイリヒに駆け寄った。

　首から斜め下に胸の中へ突き込んだ剣は擦れ違いの衝撃で圧し折れている。

即死ではないが間違いなく致命傷だ。

「……やはり敵わんか」

　抱き起すとエイリヒは血を吐きながら言う。

「俺と一騎打ちなんてするからだ。何を考えているんだ」

　俺自身も何を言っているんだと頭をかくとエイリヒは笑う。

「……勝っても負けても最後の戦い。理より男を見せたかったんだ」

「そんなもん。俺をぶっ殺してからなんなりと見せれば良かったのに」

　また何を言っているんだと自分の額を叩く。

「部下にではなく……お前にだ……」

　反逆者に男見せてどうすると返す前にエイリヒは激しく咽せた。

肺に血が溜まっているのだろう、生きていられる時間はもう長くない。

言っておかねばならないことがあった。

「俺の夢の為、お前の夢を潰した。すまなかった」

　信頼を裏切り、胸に剣まで突き立てての謝罪だ。

それでも気持ちに嘘はない。

例え神に心を覗かれても恥じるところは何一つない。

　エイリヒは咽返りながら首を振る。

「ふふ違うな……俺の夢は……もう叶っていた……それはそれは小さな夢……ささやかな……」

　大量の血が地面に散る。

エイリヒが俺の手を瀕死とは思えない強さで掴む。

「完成した……夢の積み木は……眺めるか……崩すかしかない……崩して……お前の積み木に……」

　エイリヒが虚空を指差す。

「どこまでいけるか……見ていてやる……すぐにこちらに来たら……爆笑してやる」

　手を上げる力もなくなったのか、エイリヒの手足が地面に落ちる。

もう動くのは口と表情だけだ。

「最後に……これだけは……」

「まだあるのか」

　自分でやって破綻しているが早く楽になってくれ。

腕の中で弱っていくエイリヒを見せつけられるのは今まで迷惑をかけまくった分の盛大な仕返しだ。

　エイリヒがカッと目を開く。

もう見えてはいないだろうが、眼光だけは微塵も揺らいでいなかった。

「努々忘れるな──裏切りによって成った者は裏切りによって除かれる──それが摂理だ」

　言い切るとエイリヒは穏やかな顔に戻って満足げに息を吐き、二度と吸わなかった。

「ああ、忘れないよ」

　俺はエイリヒの頭を静かに降ろすと高らかに宣言する。

「軍務総監エイリヒ＝ラッドハルデ侯爵。討ち取ったり!!」

　数少ない俺の兵からは鬨の声が、王国軍からは悲鳴が聞こえたはずだが、耳には届かなかった。

「ぐっ閣下の仇、お前だけは命に代えても討ち取る!!」

　エイリヒ自身の意思によって使命を果たせなかった護衛の騎士が俺を囲む。

　俺はデュアルクレイターを拾い、騎士に向けることなく軽く横に薙ぐ。

　旋風が巻き起こり収まった時には騎士達はバラバラに轢断されていた。

　穏やかな死に顔のエイリヒと対照的な地獄絵図の中に立つのはジークフリートとブリュンヒルデだ。

「ここを守っていてくれ。俺は王宮に飛び込む」

「便利屋のように扱いよる」

　ジークフリートはブリュンヒルデだけを見ていたが、頬を膨らました彼女が頷くと両手の剣を構えて大通りに仁王立ちとなる。

　シュバルツが再び乗れと寄って来る。

足の傷からは地面を染める程に出血していたが、乗れと言うなら乗ってやる。

「そんな顔をするぐらい大事な奴なら妾が眷属にして──」

「余計なことをするな」

　喉からではなく腹から低い声が出た。

　ブリュンヒルデは予想していなかったのかトテンと尻餅をついてしまう。

　散々尽くして貰って偉そうにと思い直して適当に言い訳したが、どれもこれも苦しかった。

　ブリュンヒルデは尻をはたきながら起き上がり、拗ねたようにそっぽを向く。

「ここに来て話が見えたわ！　あいつめまた呪いのようなことを吹き込んだのじゃな！」

　シュバルツがふらつきながら駆け出す。

　悪いが全速で頼むぞ。一分一秒が惜しい──いや違う。

本当は誰にも俺の前に立ってほしくないからだ。

前に出られたら顔を見られてしまうからな。




　俺は王宮に向けてただ走った。

「軍務総監の死亡はただでさえ混乱状態にあった王国軍に回復不可能な衝撃を与えている。壁外の王国軍は少なくとも当面は脅威ではない」

　レオポルトの声を聞いた気もする。

「両軍の大将進み出で、兵の見守る中、正面から馬を走らせ勝負はただ一刀──まるで活劇だよ……書き残しても絶対脚色したと思われる。思われるけど真実だから仕方ないなぁ」

　トリスタンの溜息が聞こえた気もする。

「大通り沿いの建物を制圧です！　王都警備隊の目を引き、不利になったら街中逃げ回りなさい。とにかくエイギル様が王宮を押さえる時間を稼ぎなさい！」

　セリアが命令を出していた気もする。

「大将の大将だ丁寧に扱え。アゴールの奴も……居るんだ。埋葬まで堂々と白旗を掲げて離れるぜ」

　クリストフの声を聞いた気もする。

「馬鹿正直に追っていくな。少しずつ左右に散って足止めに入るのだ。王宮の衛兵ごとき一人で突破できぬならあいつの道もここまでということだ」

　セクリトが護衛隊へ勝手に指示を飛ばしていた気もする。

　ノンナの幸せな生活や酒飲み仲間、バカなことばかりして怒られまくった友。

一つずつ火にくべて走っていく。

　物語では心が折れそうになるなどと言う場面か。

事実は全く逆だな。一つ燃やす度に止まれなくなっていく。

「はてさて体が変わっても魂が動乱を呼ぶのか、それとも動乱に呼ばれるのか」

　いつの間にかシュバルツにクビヘルミナが乗っている。

髪を絡ませて器用にしがみ付き、俺を見上げていた。

「顔を見るな」

　生首の目を手で塞ぐ。

酷い絵面だ。

「なあに気にするな。親友を斃してヘラヘラしておるなら、それこそ獣か蟲というもの。ああっやめよ」

　首を掴んで後ろからついてきているセリアに投げ渡す。

「エイギルさ──」

　セリアに返事をしてやる暇もなく王宮に到着する。

　シュバルツから飛び降りると奴はそのままぐったり横になった。

「は、ハードレット──」

　ぎょっとする衛兵にデュアルクレイターを一閃する。

　自らも分からない間に首を失った体が一斉に槍を構え、その姿勢のまま彫像のように硬直する。

「増援は……待ちませんよね。では行きます！」

　呆然としながらも仕掛けられない衛兵の間を通って王宮へ踏み込んでいく。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




戦力比

ハードレット叛乱軍　壁外は両軍戦闘不能にて除外

人間兵

歩兵　　　三〇〇

騎兵　　　？？？　（壁外）

弓騎兵　　？？？　（壁外）

馬車歩兵　一〇〇

戦車　〇（無力化）

野戦砲？？？　（無力化）

偽装部隊　？？？　（壁外）

夜戦部隊

吸血鬼化襲撃隊　四〇（−三〇）

空中偵察爆撃隊

ポチ　　　 一艦




ゴルドニア王国

王都防衛隊　　一万三千

やや短いですが予定通り更新です。

次回更新予定は明日土曜日一九時です。










第５５２話 王国へ続く道⑨　我こそが







　堂々と正面から王宮に入ると四人ばかりの衛兵と遭遇する。

先程の物音を聞いて慌てて駆け付けたようだ。

　白い甲冑と銀の装飾が施された剣はいつもと何も変わらない。

　変わっているのは俺だ。

実戦仕様の完全武装で王宮内に踏み入ったことなどなかった。

まして血塗れ甲冑と血刀を引きずってなどもってのほかだ。

　目の前で硬直した王宮衛兵をいないものとして進み、すれ違いざまに横目で一瞥する。

「ひ、ひいっ！」

「あう……あう」

　剣に手をかけることなく後ずさる。

これなら放置して問題ない。

「てっきり王宮内にバリケードでも築いているかと思ったが何もないな」

　まさかこの状況で王や貴族達がのんびりしている訳でもあるまい。

衛兵だけではなく王宮詰めの貴族と官僚も武装して守りに入っていると思ったが。

「事態がまだ伝わっていないのかもしれません──ハッ！」

　セリアが話しながら身を屈めて飛び込む。

「きゃあ!!」

　引き倒したのは王宮メイドだった。

ちょうどいいとメイドを抱き起す。

　抱えた途端に震え始めたのは俺の返り血がすごいからだろう。

「状況はどうなっている？」

　あえてぼかした広い聞き方をする。

このほうが印象の強いことから話してくれると思ったからだ。

「王都の外でおっきな火柱が見えて……軍務総監へ伝令を出しても応答無くて……貴族の方々が不敬だ、失態だと大騒ぎされております！　とにかく何が起こったのかわからなくてあたしもどうしたらいいか」

　王宮は目と鼻の先の状況をまだ把握しきれていないようだ。

エイリヒが斃れたことで前線からの情報伝達が滅茶苦茶になっているのだろうか。

「なら一直線が正解だな」

「その血はお怪我を……？　ならお医者様へ……ってあっ!?」

　メイドはそこでようやく俺の顔に気付いたようで真っ青になって腕を抜け出そうとする。

「は、反逆者ハードレット！　離して！　犯される！　犯し壊されるー!!」

　ゴトリと音がする。

「痛い。しっかりと持って欲しい」

　セリアが誤ってクビヘルミナを落としてしまったようだ。

「え、それ生首……きゅー」

　メイドは転がる生首を見て失神してしまった。

「寝てた方が楽だろう」

　メイドを適当なソファに寝かせ、王宮への最短路を進む。

　まず通り抜けるのは中庭と付属した小広間だ。

王宮勤めの文官……伝統貴族とその影響下にある官僚達の溜まり場になっていた。

「むっ甲冑姿とは貴様伝令か！」

「私が陛下に取り次いでやろう。内容を話せ！」

「ラッドハルデめはどこで何をしておる。まずそれを話すのだ」

　俺の顔がわからないのか？

いや返り血と頭部からの出血で相当人相が変わっているのかな。

それにしても……。

「ここに至ってまだ点数稼ぎと相手の粗探しとは、呆れたら良いのか、むしろ尊敬すべきなのか」

　俺は布で顔を拭う。

「俺だよ馬鹿共。これでも取り次いでくれるか？」

　くれなくても自分で行くけどな

　数秒遅れて全員が叫ぶ。

耳障りなので最後まで聞かず、紅茶と菓子の乗ったテーブルをデュアルクレイターで叩き斬る。

「「「ひぇぇぇぇ!!」」」

　蹴飛ばされた野良犬のように逃げ散る者達。

本当に四つん這いで逃げて行く者まで居る。

「こんな奴らを斬っても仕方ない」

　小広間を早足で歩く。

「ハードレットがここに来たということは軍が破れたのか!?」

「こ、これはラッドハルデ卿の致命的な失態……」

「それどころではない！　貴族の責務として奴を止め……止め……衛兵を呼べ！　出合え出合え!!」

　甲高い声の叫びを聞きつけたのか廊下の右側から鉄靴の足音が聞こえる。

この位置だと広間横の尖塔に詰めていた兵……数は三人か。

　いつだったか尖塔の兵を下らない用で誘い出してから塔を登った。

あそこから使用人用の裏庭が見えるのでメイド達の行水を覗こうと思ったんだ。

一緒に居たのはセリアと……アゴールか。

「ここで仕留めたら誰の手柄に？」

「それは衛兵と……彼らを呼びつけた私でしょう」

　広間の扉を蹴破って踏み出し、目の前の衛兵を横に両断する。

次いで二人目の顔面を半分程に切り落とし、三人目の鳩尾に剣を突き込む。

「セリア」

「はわっ」

　セリアの太ももを弄って短剣を一本貰い、振り返り様に後方へ投擲。

剣は無駄口を叩いていた男の額を貫通して男を即死させた。

　成り行きを見守っていた者達が再び悲鳴をあげて逃げ散る。

「何故わざわざあんな奴らを？」

　セリアが不思議そうに聞く。

「手柄を求めたなら俺の道を阻んだと言うこと。阻めば斬るだけだ」

　エイリヒもアゴールもそうして斬った。

ならば木っ端とは言え見逃せはしない。

「名言として残しておこう」

「やめろ」

　クビのデコを弾いて進む。




　次は共用の会議室の前を通る。

エイリヒの執務室が近く、新貴族が良く集まっている場所だ。

　今も五人程の貴族が留守役なのか詰めていた。

「き、貴様ハードレット!!」

「そんな！　閣下の司令部は未だ城門前から動いていないぞ！　王宮まで来るはずがない！」

「防衛作戦の裏をかかれたと言うことか!?　しかし軍務総監の指揮に隙など……」

　さすがに俺の顔は分かるようだ。

それぞれが燭台や火箸などをひっつかむ。

　普段通り帯刀していないのはまだ王宮まで敵が来ると思っていなかったのか。

いくらなんでも少し遅い。王国軍も案外ぼっとしているな。

　俺はエイリヒの執務室を見る。

あそこで何度怒られ、こっそり酒を飲み、女……はさすがに無かったな。

「エイリヒは──斬った」

　沈黙そして。

「ま、まさか！　いやしかしハードレット卿がここにいるならば！」

「ハードレット！　貴様ラッドハルデ卿に大恩あろうに！」

「閣下が貴様の為にどれだけ……どれだけ……くぅ！」

　雑音を耳に入れずに言い放つ。

できるだけ強い調子で、声だけで威圧するように。

「どけ」

　デュアルクレイターを肩に担ぐ。

油断ではない。その気になればここから全方位を薙ぎ払える。

「……」

　新貴族達は俺の目と自らの得物を交互に見る。

そして俺を精一杯睨みつけながら後ずさる。

　ただ一人だけ、焦げた火箸を握りしめて俺の進路に立ち塞がる。

「いやならん！　剣もなく勝ち目もない！　されど軍務総監閣下の仇を前に道を開けるなど我が誇り……貴族うんぬんではない。一人の戦士としての誇りが許さん!!　ここを通るのは俺を倒してからだ！」

　胸がすく思いがする。

　勝ち目がないなら逃げるのは当然の選択だ。

無理に戦っても殺されるだけで相手を阻止することもできない。空しいばかりだ。

　だがそれでも、勝てぬと分かって立ちはだかる姿は恰好がいいじゃないか。

「良く言った」

　俺は火箸ごと男を叩き斬り、あうあう言うセリアを抱えて走る。

　さすがに異常を察知して騎士と衛兵が集まり始めている。

完全武装の相手多数とやり合うのは不可能ではないが手間がかかる。

むしろここまで悠々これたことがおかしいのだが。

　廊下を駆け、広間を走り抜け、花壇を突っ切る。

慌てふためく使用人を怒号で散らせ、絶句する官僚を蹴飛ばして進む。

　途中、物陰に潜む気配を感じて足を止める。

「っ!?　やはり奴め。ええいエイリヒめが討たれたとは本当だったか！　情報官も機能停止とは──脱出の進言すら間に合わなんだか」

「いかがなさいます閣下。この先はもう玉座にございます。ここで止めねば陛下は──」

　聞き覚えのある声だ。

向かって来るなら構わない。

「我らが奴の前に立つなどみすみす死ぬようなもの。暗器など役にも立つまい」

「勝算の無いことかと。ここは王都からの脱出か、あるいはもう一つ考えがございます」

　コソコソとした気配はそれっきり消えた。

「陰気な声だ」

　俺は鼻で一つ笑って再び走る。




　大廊下を抜け、遂に玉座へと続く扉の前に出る。

扉を守っていた騎士二人は出会い頭に半分にして足元に転がす。

「ゴクリ──」

　セリアの唾を飲む音が聞こえる。

　俺は大きく息を吸い込み、堂々と音声をあげる。

「エイギル＝ハードレット。入場致します！」

「わあっ！　マジですか！」

　数秒待ち、剣を握り直したところで返答があった。

「入れ」

　王自身の声だ。

　俺は扉を破るのを止め、両手で開いて堂々と入室する。

　王は隣にロサリオ、外側に震える使用人を伴い、こちらも堂々と玉座に在った。

「「はあっ!!」」

　両側から騎士が斬りかかって来る。

　片方の剣を掴み、もう片方を籠手で弾く。

　掴んだ剣を反対の騎士の顔に突き込み、慌てて引き抜こうとする騎士の首を掴んで圧し折る。

「失礼致します！」

　騎士の倒れ込む音に負けない声をあげて玉座へと進む。

王は小高くなった玉座からただ俺を見下ろしていた。

「かかれぇぇぇ!!」

　カーテンの影から槍を持った騎士四名が飛び出す。

　四方から迫る槍が突き立つ寸前にデュアルクレイターを床に突き立てて体を浮かせる。

　四つの穂先がデュアルクレイターの刀身を叩く。

俺は空中で体勢を立て直し、全ての穂先を踏み付けるように着地する。

「じゃあな」

　得物を動かせなくなった騎士達に向けてデュアルクレイターを横に薙ぎ払う。

騎士三人の顔面がずれて落ち、角度的に屠れなかった最後の一人は頭を掴んで握りつぶす。

頭蓋が砕け、僅かに時間をおいて中身も潰れた。

　倒れ込む音は五つ。

死んだ騎士四人の他に王付きの侍女が耐えきれず卒倒したのだ。

　俺は玉座まで十歩の位置まで近づき、静かに膝を折って一礼する。

セリアも困惑しながら同じように、クビヘルミナも髪を手のように使って丁寧に頭を傾ける。

「ハァァァァ!!」

　玉座の影から最後の騎士が飛び出した。

俺は頭を下げ膝を折ったままデュアルクレイターを掴み、飛び掛かる騎士を空中で両断した。

勢いそのままに大量の血と臓物が降りかかる。

「まかり越しました陛下」

　ゆっくりと立ち上がり、視線をあげると王も立ち上がっていた。

「反逆者よ。余の信を、かけがえなき友を、皆で守り抜いたゴルドニアを裏切る反逆者よ」

　感情の無い声で呼びかけられたのでセリアを見る。

「そういうことする場面じゃないです！」

　ふざけないと色々辛いじゃないか。

それにほんの少しだけ王の顔に表情が戻った気もする。

「余はそちに目をかけた。王と臣のみならぬ感情も抱いておったのだ。昔馴染みとして……兄弟のようであったエイリヒさえも打ち殺し、一体何を望む？　それほど我が治世が気に入らぬか？」

　そのやりとりはエイリヒと散々やった。

なので全てひっくるめた返事をするとしよう。

「然り」

　王はやや驚いた風に目を開く。

「……余の目も曇っておったな。何が気に入らぬ。裏切りに穢れた口で申して見よ」

「ただ一つだけ。我が身が玉座に無いことが」

　俺と王の視線ががっちりと合う。

　王の表情は驚愕、放心と揺れ動き、最後に納得に変わった。

「そうか……そちが玉座を狙うならば、かようにするよりないな」

　俺は黙って頷き、剣に手をかける。

　残っていた使用人が慌てて部屋の隅に散った。

「まさかレベッカまで取り込むとは。今の今まで朝にはエイリヒがそちの首を持ち帰ると思っておったわ。貴様がそこまで用意周到に玉座を狙っておるとは予想し得なんだ」

「む？　ううん……そうですね」

　なんのことか本当にわからないが流すとレベッカが浮いてしまうので同意しておこう。

　玉座の入口を叩く音がする。

騎士や衛兵が異常に気付いて駆けつけたのだ。

セリアが扉に剣や甲冑の破片を差し込んで開かなくしているが、長くはもつまい。

「時間がないようです。ご決断を」

「決断とは？　余に玉座を譲れと言うのか？」

　俺は頷く。

「そうすれば斬らずに済ませましょう」

　俺の道に立ちはだからないなら斬る意味はない。

　王はフンと嗤う。

既に答えは出ているようだ。

「余は王子として野望を抱いた時より今まで情や理よりも益を見て来た。いかに正しき戦いと宣しても、いかに慈悲や復讐を唱えても……その裏の益を考えぬことはなかった。一人の女以外はな」

　俺は黙って頭を下げる。

　王は玉座の段を降り、俺の前で咆哮する。

「されど男の矜持まで失わず。反乱者にへつらうことなどできようか！」

　俺は小さく頷いて笑う。

「偉大な陛下に敬意を」

　本心からこんなことを言ったのは初めてだな。

　ロサリオが玉座の後ろに飾られていた剣を持ってくる。

「俺が成人した時に帯びた剣だ。なんの伝説も逸話もないただの良剣。それでも戦場で常に差した剣よ」

　王はロサリオにキスをして剣を抜く。

「来いハードレット。貴様の武勇がいかほどか見届けてやろう」

　俺はデュアルクレイターを持ち上げる。

　ピンと張り詰めた玉座に扉を必死に叩く音だけが響く。

ちらりと王の表情を窺うが時間稼ぎをするつもりはないようだ。

　当然か。

アゴール達は上手くやれば俺を仕留めることもできた。

エイリヒだって剣で生きて来た男、僅かでも手を抜ける相手ではなかった。

　だが目の前の王は構えこそ恥をかかない程度に整っていたが、重心を見ても力の入り方を見ても俺と打ち合える域にはない。

俺に勝てる可能性は微塵もない。

　俺がその気なら時間稼ぎなど許さず一秒で殺せる。

油断をしても大丈夫だし、手を抜いても問題ない。

　あるいは──殺さないように叩きのめしてしまうことも容易だ。

「行くぞハードレット!!」

　だがそれをしてはいけない。

　王は覚悟を決めて俺に向かってくるのだ。

半端に終わらせて更なる屈辱を与えることは許されない。

それはとても恩知らずなことだ。

　王は裂帛の声をあげながら突きを見舞う。

　その剣の中心へ下からデュアルクレイターを振り上げる。

　乾いた金属音と共に王の剣が折れて舞う。

　勢いそのままに振り上がったデュアルクレイターを持ち直し、渾身の……本当にこれ以上無い最強の一撃を振り下ろす。

　最後に一瞬見た王の顔はどこか安堵したようにも見えた。

そして俺の耳元で一言呟く。

　王の剣は根元から粉々に砕け、体が引き裂け、床まで落ちたデュアルクレイターは美しい石材を見るも無残に打ち砕く。

　地響きと共に絨毯が埃を立てて端から捲れ上がり、シャンデリアが揺れ、離れた窓にヒビが入る。

　中程まで床に食いこんだデュアルクレイターを引き上げ、即座に絶命した王に一礼する。

さっきからどうにも臭い芝居みたいだが、やらないと気が済まないのだから仕方ない。

　ロサリオが遺王の亡骸へ丁寧に布をかける。

その時、ちょうど玉座の入口が打ち壊され、幾人もが雪崩れ込んできた。




　俺は王の返り血で染まった絨毯を踏みしめ。背もたれまで血まみれになった玉座にどっかりと座る。

「アレクサンドロ一世は崩御した」

　玉座に腰かけ、血と臓物にまみれた体で豪快に足を組む。

「俺こそが……新王である」

　血塗れの玉座に座り、血塗れの剣を持ち、王の死体を見下ろしながら俺は高らかに宣言するのだった。

予定通り更新です～

次回更新は月曜予定です！

後一～二話で大きな区切りとなりそうです。










第５５３話 王国へ続く道⑩　戦いの終わり







　セリアが俺に向かって膝をつく。

使用人達は恐怖を顔に浮かべたままとりあえず一礼、ロサリオは王の遺体に手を添えたまま頭だけを垂れた。

　形だけでも臣従の仕草を取ったのはこれで全員だ。

「誰が認めるか簒奪者め！」

「賊同然であった貴様を拾い上げた陛下を手にかけるとは、貴族どころか人ですらない！」

「何が猛将、何が戦鬼か！　貴様などただの悪鬼でしかないわ！」

　扉を破って突入してきたのは十人程の騎士と同じ数の貴族……武装しているから武官だな。

　当たり前の反応だ。

ここで『わかりましたー』とでも言われたら玉座から滑り落ちたかもしれない。

「そうか。認めてくれないか」

　俺は玉座に座ったまま、右手でデュアルクレイターを持ち上げる。

「ならばさっさと討ち取ったらどうだ？」

　二十ｋｇはあるデュアルクレイターを手元でくるりと回す。

「ぐ……もちろんだ。陛下の仇は当然取る」

「貴様のような不忠者を一秒でも尊き玉座に……ひょえ!?」

　威勢良く吠える者に剣先を向けてやると届くはずもないのに後ずさる。

「どうした？　罵るだけではどかんぞ」

　憎まれ口を叩きながら考える。

これが普通なのだと。

　アゴールやブルーノそしてエイリヒに王。

彼らは斃れるその瞬間まで自らの信念に寄って立ち、勇敢で怖じることはなかった。

　本当に特別で、歴史書や英雄伝に登場するような素晴らしい男達だったのだ。

「いつまでも女々しい奴だな俺は。こうなると分かって決めたのに」

　独語して玉座から腰を浮かせる。

それだけで眼前の騎士や貴族達が衝突しながら後ずさる。

ここにいるのは勇敢な武官、忠実な騎士のはずだ。

「さあ来い。亡き陛下の仇をその手で討つ絶好の機会だぞ」

　笑いながら両手を広げる。

武器を握りしめ、セリアですら歯が鳴るほどの殺気を放ちながら。

　数秒待つが誰も来ない。

そう『これが普通』なのだ。

俺が斬った最高の男達は滅多にいない。

「う、うぉぉぉぉ!!」

　一人の騎士が他の者に押されて目を閉じて駆けようとする。

あれはただの焼け鉢であって勇猛さとは違う。

　それに──。

「阿呆が!!」

　怒声で一喝すると騎士がひっくり返る。

「貴様、王の亡骸を踏み潰す気か」

　尻餅をついたまま止まってしまう騎士、怒声一つで倒れるなど話にもならない。




　その時、にわかに王宮内が騒がしくなる。

事態に気付いて来た更なる増援かと思ったが違うらしい。

「飛び込むぞ。ここに至って礼を尽くす必要もなかろう！」

　半壊した扉を粉砕し、騎乗のまま飛び込んだのはセクリトだ。

続いてマイラも馬のまま突っ込んでくる。

「続け！　お前らみたいな野蛮人が玉座に踏み込む機会なんてもう二度とねえ！　一生分味わっておけよ」

　ヤーコフの声と共に一〇五兵団が雪崩れ込んで来る。

　俺はデュアルクレイターを静かに降ろした。

　セクリトとマイラは血塗れの玉座の前に立つ俺と王の亡骸を見比べる。

「ふ、ふふふ……お前とうとうやりきったな。友を殺し主を殺し、遂に頂に立ったか！　素晴らしい……それでこそ我が男。私をモノにするに相応しい男だ！」

　セクリトは心の底から嬉しそうに俺の隣に立つ。

「陛下……軍務総監も……これしか道は無かったのでしょうか……。いえ──無かったのでしょうね。ならば最後までやり切るのみ！」

　マイラは俺の隣に立って高笑いする変なモードに戻る。

　狂気の笑みを作る俺の耳をセクリトが舐める──フリをして囁く。

「お前が王宮へ突入したと聞いて一点突破で抜いただけだ。街壁内には王都警備隊、外には王国軍の四個兵団が混乱しつつも健在、一方で我々の余力はほぼない」

　分かっている。

王を仕留めたから全員服従なんてする訳がない。

「お、王宮まで突入されるなんて……もう終わりなのか……」

「馬鹿を言え！　壁外には四個兵団が集結している。増援もまだまだ来る──ここは一旦彼らと合流、虚栄の王座に座る反逆者を揉みつぶすのだ！」

「その通り。考えなしに挑んで死ぬのは無意味というもの！　王宮は一旦捨てるぞ！」

　言い訳をしながら騎士達が引いて……いや逃げて行く。

　殺すかと目で問うセクリトに首を振る。

「いかせろ。奴らが騒げば王国軍にも王の死が伝わる。一層の混乱になるだろ」

　王国軍は兵数こそ健在だが、現場の司令官と最高司令官に王まで死んだとなれば乱れに乱れてまともな動きはできまい。もっともこちらも損耗著しく疲弊しきっているから付け込む真似はできないが。

「諸悪の根源は王国軍が止まっている隙に私軍を王都に飛び込ませるようだぞ。デカブツの突っ込んだ城門以外、街壁に損耗はない。こちらが籠城で攻守逆転だな」

　物騒な三人称はレオポルトのことか。

「街壁内にはまだ王都警備隊が居ます。著しい寡兵での両面作戦となります……」

　セリアが俺の体中についた血を拭いてくれる。

特に顔についた血を念入りに拭きながら泣きそうな顔をする。

「どうしてお前が泣くんだ」

　セリアは王とエイリヒと親交があった訳ではない。

となるとアゴールが今になって来たか。

「違います……エイギル様が……いえなんでもありません！」

　はてと首を傾げる俺をセクリトが追撃する。

「怒ったり笑ったり泣いたり、忙しい奴だな」

　うるさい。今からまた激戦になるのだから無駄口は後にしろ。

人間なんてそんなもんだろうが。

「王は私室に。そこが戦場になることはない」

　ロサリオは丁寧に一礼する。

前髪が被って表情は読み取れなかった。







「おめでとうございます。陛下」

　レオポルトは前線に戻った俺を見てまずそう言った。

蕁麻疹が出たかと思ったが、まったくめでたくない顔を凝視して持ち直す。

「戦況を簡易に説明します」

「頼むぞ諸悪の根源よ」

　茶化して言うが無視された。

「我が軍は全軍が街壁内へ入城しております。王国軍は著しい統制の欠如から追撃を行わず、街壁外にて現状の把握と再編成中と見られます」

　王国軍は行動不能になるような損耗は受けていない。

しかし兵団長のブルーノ、総司令官のエイリヒに続き、逃走した奴らから王の崩御まで伝えられて混乱の極にある。

「また王都内には王都警備兵が健在であり、彼らは西と東に分かれて街壁上に展開しております」

　そう王都内には王都警備隊が健在だ。

俺はブリュンヒルデによる足止めとその他部隊で攪乱して王宮に突っ込んだが、撃破した訳ではない。

「彼らは情報が錯綜──本来の指揮系統に加え、大臣クラスからの特別命令、有力貴族から懇意指揮官個人への命令に加えて、明らかに根拠の無い意味不明な命令までが飛び交い、身動きが取れない状況です」

「つまりどうすればいい」

　レオポルトはトリスタンとブリュンヒルデを見る。

「警備隊を相手に王都内での戦闘を。彼らの混乱はより根が深く、王都を焼くような積極攻勢も取れない。前進と後退の判断は一任する。持久戦に徹せ」

　トリスタンはがっくりと肩を落として返す。

「簡単に言ってくれるけど数十倍相手に持久戦って市街地でも無茶だよ……で、何人くれるの？」

　レオポルトは顎をしゃくる。

視線の先にはブリュンヒルデと吸血鬼達、そして散々飛び回って翼を休めるポチがいた。

「……」

「え？」

　ブリュンヒルデに睨まれてトリスタンが固まる。

　俺が目で頼むと訴えるとブリュンヒルデは何とも言えない顔でトリスタンの横に立った。

「ちょっ！　待っ！　無理！　せめて人間──!!」

「騒ぐと肉片にするぞ」

　ブリュンヒルデに引っ張って行かれるトリスタン。

頑張って生き残れ、色々な意味でな。

「王国軍は統制を回復次第、正面南門から王都侵入を試みると思われます。我々には迂回を阻止する兵力はありませんが……」

「わざわざ回る意味はないな。あれだけの大穴が開いているのだから」

　変に西や東に迂回すれば混乱の極にある王都警備隊と混ざって大変なことになる。

その混乱をまとめて統制できる有能なエイリヒはもういない。

「まずは城門付近での防戦、突破された後は大通りを後退しながら防戦します」

「だが防ぐ防ぐと時間稼ぎばかりだ。いくら時間を稼いでも俺達に後詰はないぞ」

　少しぐらいは来るかもしれないが、各地の王国軍兵団はその一〇〇倍の規模で集まって来る。

「既に策を準備しております。しかし短時間で容易に突破されてはそれも成りません。陛下自ら前線に立ち鬼神のごとき奮戦をお願い致します」

　いつもいつも前線に出るなと言われていたが、とうとう前に行けと言われた。

一番偉くなった時にとは笑える話だ。

　俺は得物を持った両手を広げながら南門に向けて歩く。

　はためくゴルドニアの旗、そして軍旗。

「実は最初に戦った時は複雑な気分だったんだ」

　凛と覚悟を決めても可愛い顔のセリアを撫でる。

「だが今は何とも思わない」

　結局、俺は国も軍もそして自分の領地のこともなんとも思っていなかったのだ。

見ていたのは全部、人だったんだな。




「何故攻撃しない？　軍務総監がやられたんだぞ！　──王都内重鎮の退避……？　知ったことかそんなもの！　反乱軍にしてやられたまま案山子のように立って居られるか、我が隊だけでも先行する！」

　敵部隊が城門に向かって突入してくる。

「来るぞ！　ハート兵長起きろ！　レナードも倒れている場合か！」

　疲弊しきった歩兵隊隊長の肩を掴む。

「休んでいろ。俺が代わる」

「ああ!?　って領主様──」

　俺は突っ込んでくる敵の先鋒に跳躍する。

「え？」

　突然の単騎掛けに呆然とする敵の声。

　背中を向けたまま跳び、空中で回転してまずデュアルクレイターを振るう。

体ごと回転する力が腕力に上乗り、敵数人を斜めに斬り払う。

「あいつは──」

　数瞬遅れて左手のケラヴノスがしなりながら襲い、一撃目では安全圏に居た兵士の甲冑と顔面が削れる。

　兵の悲鳴と『お前はハードレット！』の驚愕を待つ意味はない。

　着地と同時に体を屈めて前方に踏み出す。

同時に突き出したデュアルクレイターは敵兵を盾ごと貫き、ケラヴノスは盾を削るように滑ってから敵兵を貫く。

　深いどころか貫通するほど刺さったデュアルクレイターは体を引き千切りながら横へ抜き、ケラヴノスは手元で回して肉に大穴をあけてから引き抜く。

　得物から血が流れ落ちる時間も置かず、馬上の敵指揮官に向けてケラヴノスを投擲。

追いかけるように突進しながらデュアルクレイターを低く一回転させて馬の足と周囲の歩兵を斬り払う。

足を失って倒れる馬と四人ばかりの兵の中で指揮官の胸に突き刺さったケラヴノスを掴む。

「「「ハードレット！　ハードレットが出た!?」」」

「遅い」

　同時に叫んだ敵兵が三人。

口が閉じる前に一人を縦に割り、もう一人の口内に槍を突っ込み、最後の敵兵の喉にナイフが刺さる。

　セリアとセクリトとイリジナが隣に並ぶ。

俺達は互いの武器の間隔をあけて壊れた城門を背に立ちはだかる。

　覚悟を決めた可愛いセリア、いつも通りのセクリト、イリジナは背中に『悪漢』と書いている。

　大事な奴らを斬りまくった後でも命を懸けてくれる奴がいる。

それが少しだけ嬉しかった。




　敵兵が押し寄せる。

　指揮がまだ回復していないのか各部隊ごとに動きはバラバラだが圧倒的な数だ。

　押し寄せる敵を叩き斬る。

十か二十か数える暇も意味もない。

　歩兵を回し斬り、騎兵を突き落とす。

　とにかく目の前に来た者は全部斬り、斬る者がいなくなったら次を探す。

　死体の山が積み上がっていく。

「アレは化け物だ！　弓を使え！」

　並んだ弓隊が大弩と砲弾に打ち砕かれた。

街壁上に並ぶ王国軍自身が準備した攻城兵器……その隣にレオポルトが立っている。

まああいつにも命を賭けさせないと割に合わない。

　敵は簡単に反撃できない。

攻城兵器は持っているだろうが、精度の低いカタパルトを王都内にバカスカ撃ち込むことができないのだ。

　それどころか弓隊の動きも極めて鈍い。

指揮系統が乱れ、各隊ごとに攻撃していて統制が難しいのだ。

弓隊が一斉射撃などやって味方に当たれば収拾がつかなくなってしまう。

　結局は歩兵が押し寄せて力攻めするしかない。

それでも十分に押し切れる状況なのだ。

「槍衾を組め！　一斉突撃で押し込む!!」

　視界一杯の長槍隊が突撃してくる。

「一列に並ぶとは有り難い」

　煙を吹く瓶が投げつけられ、長槍の手前で爆発炎上する。

セクリトが参戦したのだ。

「重装騎兵を前に立てろ！　強行突破だ！」

　走り寄る鉄の塊が次々と落馬していく。

「全ての鍛錬はこの時の為に！」

　ルナがバイザーの隙間を正確に狙い撃っている。

至近距離とは言えとんでもない精度だ。

「これは負けられんな」

　俺も全身の筋肉が破れる程の力を入れて吼える。

　振り下ろす剣は全て一撃必殺。

甲冑などないように人体を砕き、貫き、叩き潰す。

「おのれハードレット！　貴様恥は無いのか！　正義はないのか！」

「正義はないが恥もない。全ては我が夢と野心の為に」

　吼える騎士を貫き、放り投げて両断する。

せっかくセリアに拭いて貰った体がまた真っ赤になってしまった。

　この臭い台詞がきっかけだったのか、全身に細かくついた傷の痛みが完全に消える。

追加で腿に刺さった矢の痛みさえ微塵もない。

　敵の動きがゆっくりと見え始め、視線を向けると拡大でもしたかのようにはっきり見える。

そもそも今は夜なのにな。

　命令されて仕方なく突っ込む雑兵を斬り。

　ゴルドニアへの忠誠を叫びながら来る者を斬り。

　ブルーノの復讐を叫ぶ騎士を斬り。

　後ろから押し出された礼服の伝統貴族らしき男を斬り。

　斬って斬って斬って斬って斬りまくる。

　セリアもセクリトも奮戦している。

肩に矢を受けたイリジナも血を流しながら槍を回している。

　それでも俺の斬った数は図抜けていた。

百か……あるいはそれ以上。

「ま、まさに戦鬼……討ち取ることなどできるのか!?」

「堕ちた英傑とはこのこと……二個中隊の数が丸ごと屍に!?」

「目が光ってないか？　俺の見間違えか？」

　そりゃあ頑張らないといけないだろう。

ここで負けたら大変だ。

　左から聞こえる風切り音に反応して剣でボルトを叩き落とす。

同時に右からの音にも反応し、振り向かないまま頭を二度振って二本とも避ける。

　アゴールとエイリヒを斬って王も殺した。

その上で俺がコロリとくたばったらただゴルドニアを引っ掻き回しただけの阿呆になってしまう。

あいつらの死にも意味がつかなくなってしまう。

「ここまで来たからには何をしても掴んでみせる」

　笛の音が聞こえる。

レオポルトが街壁内に戻れと言っているのだ。

　最後の敵兵を叩き斬って壁内に飛び込む。

　もちろん敵も大挙して押し寄せる。

崩壊した城門は数十人が並んで通るのに十分だ。




　戦場が王都内の大通りに移る。

　やることは変わらない。

　勢いをつけて突撃してくる騎兵を擦れ違い様に斬り捨てる。

　広がり迫る歩兵へ逆に飛び込み、中心で剣を回してまとめて吹き飛ばす。

　大通りには無数の路地があり、迂回して王宮に至るのは簡単だ。

俺達にはそれを阻止する戦力はない。

「そうもいかんのが敵さんの辛い所だ」

　セクリトが嗤い、俺も笑ってしまう。

　これが国対国の真っ当な戦いなら王宮を制圧してハイ終わりだ。

だが王国軍が討ち取らねばならないのは反逆者の俺なのだ。

　その俺が最前線にいるのだから敵も最前線を攻撃し続けるしかない。

勝利条件は俺を討ち取ること、だが俺は簡単にやられてやらない。

「俺はラッドハルデ卿に大恩ある騎士ラームド！　悪逆の中にも誇りあれば一騎打ちに応じよ！」

「同じく──」

　音声をあげる騎士が三人。

「否、まとめて来い」

　同時に俺の方から踏み込む。

　一人目の剣を軽く弾いて利き腕を両断、突き出す二人目の槍を掴んで地面に叩きつけ、三人目の剣を潜って躱し、馬ごと持ち上げて民家に放り投げる。

「以後宣言は無用。仇が討ちたければ横からでも後ろからでも好きに来い」

　夜空に黒い鉄弾が見える。

とうとうしびれを切らせてカタパルトを使ったのか、それとも部隊指揮官の独断か。

　闇夜の鉄弾を正確に見据えながらデュアルクレイターを構えて腰を落とす。

　俺の視線を追ったルナが着弾二秒程前に気付いて叫んだ。

「────」

　自分でもなんと叫んだかわからない声を上げながら渾身の力でデュアルクレイターを振り上げる。

刃ではなく横腹をぶち当て、刀身と鉄弾が一瞬静止したかのように思えた。

　豪快な金属音と共に放物線を描いて落ちていた鉄弾がより低い弾道で跳ね返る。

その先にいた兵は思わず受け止めるような仕草を見せたが、当然潰れて飛んでいった。

「狙え──！」

　大通りに大砲が持ち込まれる。

あれは放棄した俺達の野戦砲だな。

街壁上で俺達も使ったからこれであいこか。

「撃て──！」

　発射の瞬間に目を細める。

砲弾は一つ、散弾ではない。

目と頭と槍を突き出す手は同時、鼓動一つの何十分の一で行われる。

　ケラヴノスが砲弾の中心に当たり、穂先がめり込む。

同時に圧倒的な勢いによってしなるケラヴノスを左手一本で後ろに下げていく。

ただ下げるだけではなく左方向に引き戻しながら角度をつける。

　砲弾は俺の耳元を掠め、大通りの敷石を数度叩いてから民家の壁に飛び込んだ。

ケラヴノスはしなって大きく揺れたが曲がってはいなかった。

　次いで俺が倒れるだろうと踏み、止めを刺しに走る騎兵隊が見えた。

　俺は大きく息を吸い込んで咆哮する。

突撃する馬が軒並み棒立ちとなり、騎兵を振り落とす。

　ここで敵の動きが一旦とまった。

「カタパルトを打ち返し……」

「砲弾を目で見て弾く……」

「咆哮だけで軍馬を蹴散らし……」

　敵兵と指揮官が顔を見合わせる。

「稀代の英傑？　戦場の鬼？　そんな生易しいもんじゃない。あれはもう……」

「「「化け物だ……」」」

　畏怖で攻勢が止まるのはありがたいがジリジリとした後退でそろそろ後がない。

懸命に防戦していた味方も既に総崩れに近い。

　トリスタンもヴァンパイア兵に担がれながら指揮を続けているが、余裕はなさそうだ。

　こうなったら敵陣に突っ込んで臨時司令官の首でも狙うしかないな。

　先程まで休んでいたのだろうシュバルツがフラフラとやってくる。

目に見えてつらそうだが言ってはいられない。

馬肉になる覚悟を決めて貰おう。

「俺が斃れるまで負けは無い。どんなに不利でも俺が死ななければ──」







「そこまで！　そこまでにされよ──!!!」

　突然の音声に両軍の視線が集中する。

「……ケネス？」

　思わず零してしまう。

　奴の存在はほとんど忘れていた。

戦場にはまったく無縁と思っていたからだ。

　そのケネスが気味の悪い従者を引き連れて俺達の間に割り入って来る。

「これ以上王都を騒がすことなかれ！　戦する理由も既に無い！」

　奴の恰好は王都での正式な式典などで使われる最上級の礼装だ。

なるほど様になっているが戦場で見ると違和感著しい。

「文官の出る幕ではございません！　ここは戦場にございますぞ！」

　兵の間から新貴族の司令官が飛び出す。

　目は血走っており、これ以上邪魔するならお前も斬ると言わんばかりだ。

　だがケネスは引かず、短くない余韻を置いてから続ける。

「アレクサンドロ一世陛下は崩御された」

　悲鳴があがり、新貴族の司令官が悔しげに頭を叩く。

「ならばますます一刻の猶予もならぬ！　一秒でも早く反乱軍とその首魁を地獄に送ることこそが──」

「ええい黙れ。話の途中である！」

　ケネスが司令官の言葉を遮る。

この状況でこの威勢、文官とはいえ派閥の長を務めるだけある。

　そして何故か奴は俺の隣に並んだ。

「ここにおわす方こそゴルドニア王国新王。ハードレット陛下にあらせられる！」

「「……はぁ？」」

　無数の聞こえた気の抜けた声の内、一つは俺の口から出たものだ。

　だが続く言葉はそれが冗談で無いことを示す。

「国事大臣の死亡に伴い、政務最高者としての権限にて前王より新王へ王位は継承されたものと宣する！　全ての大臣、及び王都内有力貴族からの臣従の宣誓書である！」

　広げられた巻物には先頭にケネスの名が、次いで王都の大臣、侯爵から有力な官僚に至るまで順不同で片っ端から血判が押されていた。

　これには俺も王国軍の将兵も唖然だ。

王宮から逃げた伝統貴族達も顎が外れたようにあんぐりと口をあけている。

「貴様……まさか……」

　特に司令官の目には涙まで浮かんでいる。

ケネスが俺と結託して王とエイリヒを排除したとか考えているのだろう。

「勘違い召されるな！　私とて前王崩御のその瞬間まで全ての忠義を捧げたと誓える！　だが既に王はこの世に無く、万人が認め得る後継者もいない!!」

「戯言を──!!」

　司令官がケネスに向けて槍を投げる。

別に守ってやる義理も無いので放置していたが、レオポルトが剣で打ち落とした。

　ケネスは涙を流しながら続ける。

「確かにハードレット陛下に大義無し！　此度の仕儀に正義無し！　されどこのまま戦って、王都を焼け野原としていかにする！　反逆者なりと討ち取った後はいかにする！　群雄割拠してゴルドニアを細切れに砕いて争い、前王と軍務総監の築き上げた偉業を灰塵と帰するがお望みか!!」

　俺は何も言わない。

　ケネスは一通り怒鳴ってから涙ながらに言う。

「国事大臣の死亡によって私がその役目を継いでおる。故にこの宣言は正統なものであり、以後まだ逆らえば反逆者はそちらとなる。覚悟して行動されよ」

　呆然と地面に崩れる新貴族達を尻目にケネスは俺の前に膝をついた。

「従いまする我が王よ」

　俺は何も言わず、ただ剣を納めて王宮に戻る。

「終わりましたな陛下」

　隣に並ぶレオポルトにも応えなかった。

予定通り更新です。次回は明後日一九時予定です。

今回もやっとされた方は多いと思います。

──さて大区切りまでもう一話です。










第５５４話 王国へ続く道⑪　戴冠式に血は舞いて







玉座の間

「腕力……ゲホン、武に優れたる偉大なる勇者。エイギル＝ハードレットを讃え、これよりの戴冠の儀をもちて、その威光を王国全土に知らしめん！」

　音声役がやや詰まりながら、そして不本意だと顔に出しながら職責を全うする。

「いよいよにございますな陛下。色々とございましたが無事この日を迎えられて何よりです」

　俺のすぐ傍で腰低く機嫌を取るのはケネスだ。

　王を斬ったあの日より二週間程、三度の闇討ちと二度の造反があった。

　闇討ちはレオポルトとケネスが一度ずつ察知して潰し、残る一回は俺の寝込みを襲うことに成功したが、結果は俺以外の屍が五つ転がるだけに終わった。

　造反は王国軍の司令官が一回、近隣の領主貴族から一回……いずれもケネスが俺を王と認め布告したせいで周囲を巻き込む程の勢いはなく、反乱認定するぞと脅されて塩野菜のように萎れてしまった。

「全ては新王たる陛下の威光にございますれば。陛下の武勇と圧倒的覇気はその……ここに至るまでの少々の荒事など包み隠しましょう。ははは、武をもって鳴る陛下が戦わずして勝ってしまうとは皮肉ですな！」

　ケネスはひたすらに俺を讃え、ほんの一欠けらでも埃が肩につけば掃い、歩く先の小石まで使用人に拾えと声をあげる。腰巾着とはまさにこのことだ。

　ぴったりと寄り添うケネスに対してレオポルトはいつも通り、数歩離れた場所で仏頂面だ。

おもねるどころか愛想一つしない。お前はお前でもう少しなんとかならんのか。

「陛下、陛下、皆待ちかねておりますのでそろそろ……」

　ケネスに言われて立ち上がる。

既に力で手にした玉座だが、正式に知らしめるなんて無駄な工程がいるらしい。

「ここにゴルドニアの正統な権威たる王冠を我らが王に──」

　本来こうした式典を執り行う国事大臣がいないので王冠を乗せるのもケネスだ。

まあ俺……本当はレオポルトが殺してしまったからだけどな。




　俺は視線を広間全体に向ける。

　王国貴族をあまねく呼びつけた式典は異様という言葉では片付けられない雰囲気に包まれていた。

　まず広間の扉が簡易の木材で組み上げられている。

打ち破られた巨大な扉は作り直しも修繕も間に合わなかったのだ。

　床石には地割れのような亀裂……王を斬った時のものだ。

その割れ目を中心に真っ赤な絨毯をドス黒く染めるのは王の血だ。

巨大な絨毯は替えがなかったこともあるが、俺はあえて取り外すこともさせなかった。

広間全員の目を引く玉座も丁寧な掃除を経て尚、うっすらと血の色を残している。

「陛下いかがされました？　はは、もちろんいくらでもお待ちいたしますが」

　ケネスがニコニコと笑う。

「どうしてこのような結末に……陛下が斃れ、ラッドハルデ殿も斃れ、ハードレットが王に、その隣にケネスが立つ……我らのやってきたことはなんだと言うのか！　全てが無駄だったのか！」

「それでも我らと軍務総監が命を懸けて守り抜いたゴルドニアは残っている。ここで無為に暴れて王国を砕けばそれこそ何も残らぬ！　夜明けの翼から続いた物語の最後でページを残らず焼き捨てることになる！　歯を食いしばり……今は……今は」

「せめて軍務総監が生きていて下さればな。ハードレットも己が野望を叶えるは良し、何故命まで奪う必要があったのか。あの方が奴の為にどれだけ尽力されたのか、気付きもせぬのが口惜しい！」

　新貴族達は不満どころか全体が一つの生き物のように殺気立っている。

悔し泣いている者も少なくない。




「こんなことが許されるのか？　奴は……我らが同胞を、忠を捧げるべき陛下を斬ったのだぞ。政務総監は何をもってあのような」

「しっ！　下手なことを言うものではない。政務総監が露骨に機嫌を取るなどそれだけあの男が危険ということ。今は静かに機を待つのみ……」

「それにしてもあれは見苦しい……隠さず言えば私は我が家と領を守り高めることが最優先。しかしそれでもゴルドニアに長く仕えた貴族との自負はある！　簒奪者に媚びへつらい……恥知らずめ！」

　伝統貴族も普段のように新貴族の不作法を嗤うことはない。

裏切りで成った俺とそれに腰巾着するケネスに刺すような視線を向ける者も少なくなかった。

　隅に控える使用人達は一様に真っ青な顔で、年若い娘にはガタガタと震えている者までいる。

　式典を護衛する王国騎士達も殺気立ち、守るどころか今にも斬りかかってきそうだ。

そうしないのはケネスが俺の正統性を掲げたことと……何より俺が玉座にデュアルクレイターを立てかけているからだろう。

　俺は観察を止めて素直に王冠を乗せさせる。

「ハードレット王万歳！　新王万歳!!」

　ケネスが大声をあげる。

　続くはずの拍手は極めて小さい。

新貴族達は露骨にしていないし、伝統貴族達も拍手の動きだけはしているが、なるべく音がならないように手の付け根だけを叩き合わせていた。

　この場で俺の味方は一握りどころか指先で摘まめる程度だ。

「エイギル様万歳です!!」

　手が取れる程の勢いで拍手してくれるセリア、同じく大きな動きで手を叩くマイラ、イリジナも風圧でトリスタンの髪が乱れるほど力強く叩く。

　セクリトは微笑しながら軽く打ち合わせていたが、悪意を感じてすっきりしない。

　レオポルトは……意外にもしっかりと叩いてる。

だがこの後の展開を考えると素直に喜べない。

　俺は視線を二人のエルフに移す。ナーティアとフェルテリスだ。

　ナーティアは胸元が開いた大胆なドレスを着ており、フェルテリスに至っては大胆と下品の比率が一：九レベルのドレス、俺の知己として耳も隠さず堂々と並んでいる。

　式典前、フェルテリスが王国騎士から夜の誘いをかけられていたことを思い出して僅かに笑う。

どんな時勢でも男はスケベ女が気になるものなのだ。

　二人は俺の視線に気づいて心配そうな顔をする。

俺は大丈夫だと目で合図して腕を高く掲げた。

　拍手と同じく人数に対してあまりに控え目な歓声が響いた。




「では新王と新たなるゴルドニアを祝しまして」

　杯が用意され、ケネスが音頭を取る。

　大瓶に入った酒をまず毒見役が飲んでから俺の杯に注がれる。

「乾杯──！」

　俺は杯を豪快に呷る。

　レオポルトは舐めるように口だけつけ、新貴族達は飲むふりをして床に捨て、伝統貴族達は張り付けたような笑顔で傾ける。

　次の瞬間、笑顔のまま頭を垂れたケネスの目が光る。

「毒杯の味はいかがかな？」

「なに……？　ぐうっ！」

　俺は杯を取り落として胸を押さえる。

純金の杯が床に落ちてひしゃげるのがゆっくりと見えた。

「が……!!　ぐ……!!　貴様……!!」

　苦しさで詰まる息の中、俺はケネスの肩を掴む。

「死ね。過ぎた野望を抱いて」

　ケネスは俺の胸に儀典用の短剣を突き刺した。

紫に染まった刀身から焼けるような熱と痛みが体内に入っていく。

　会場から先程の乾杯に数倍するどよめきが起きる。

「かかれ！」

　同時に控えていた騎士の中から数名が動き、俺の胴に四方から剣を突き込む。

「いやぁぁぁぁぁぁ!!!!」

　驚愕の叫びがセリアの引き裂いたような悲鳴を掻き消す。

　狂ったように暴れ回るセリアを後ろからセクリトが押さえているのが見えた。

「貴様……最初から……ぐふっ」

　俺が苦悶の表情で倒れたのを見届けて、ケネスは居並ぶ者達に向けて大音声をあげる。

「唾棄すべき裏切者！　忌むべき簒奪を試みた背徳の輩はここに斃れた!!」

　同時に王国騎士達がザッと繰り出してセリアやセクリトを囲み槍を突き付ける。

悲鳴をあげて暴れ回るのはセリアだけ、他の者は放心状態で大人しく手を上げている。

「屈辱に耐えて腰を折ったはこの時の為！　反逆者はここに成敗されゴルドニアは我ら正統な者の手に戻った。正義は再び成りましたぞ!!」

　ケネスは悔しげに拳を握りしめた後、涙と笑みを同時に浮かべて叫ぶ。

「なんと……そういうことか！　簒奪者の腰巾着は隙を狙う為の演技であったとは！」

「はははは、私は信じておりましたぞ！　政務総監は仮初とはいえ屈辱を一手に引き受けて下さった！」

「武に優れるとて所詮は山猿。毒を与えて処分するが分相応だとも！」




「あれが鬼神ハードレットの最後か……戦ではなく宮中で……ただ一杯の毒杯で……」

「陛下を害し、大恩あるラッドハルデ卿まで殺した大逆の徒には相応しい惨めな最期ではある……しかし」

「この空しさはなんだ。俺にはあの世で軍務総監が肩を落としているようにしか思えぬ」




　ケネスに近しい者は理解して歓声を、新貴族は困惑の声を、極少ない俺を支持すると決めていた者は顔を覆って俯く。

「中身ではなく杯に毒を塗るは謀殺の基本よ。山猿には知らぬことであろうが」

　いつの間にかケネスの横にはタルガーが立ち、うつ伏せに倒れる俺に吐き捨てる。

「皆々様、乱れたゴルドニアを立て直そうではありませんか。新貴族、伝統貴族、そのような諍いは今や些細なこと。悪逆のハードレットが斃れた今となっては些事に過ぎませぬ！」

　演説するケネスに皆の視線が集中する中、タルガーが身動き一つしない俺に淡々と語る。

「陛下が討たれてしまったとなれば、お前を倒しても功績を取り合っての群雄割拠は必定。ならば一旦は虚栄の玉座に担ぎあげ、事態を落ち着かせた後に消えてもらうが最善だった」

　ケネスは玉座の数歩前まで進み出る。

「不幸にしてアレクサンドロ陛下に繋がる血筋はない。しかし私はそこの不忠者と違う。まさか自身が王になるなどと大それたことは申しませぬ！」

「と言われておるのは演技。数多の軍人騎士入り乱れる戦場でなく宮中にて閣下一人の策にてお前は倒れた。ならば閣下の権勢は確固たる正統性を持つ」

　ケネスは大声かつ威圧的ではない語り掛けるような口調で続ける。

「不肖このケネス、宰相として正統なる者が玉座に着くまでの間、皆のまとめ役と相成りましょうとも！」

「正統なる後継者など居らぬ。居ても消す。閣下の権勢は子々孫々と永続する。ならば玉座に座るのとなんの違いがあろう。お前のように王を殺してしまうなど下の下、山賊の親玉争いに等しい」

　ケネスが倒れ込む俺の傍まで歩いて来る。

「此度の乱はハードレット一人の暴挙です。私も偽りとはいえこやつを王と讃えた身、故にこやつに屈した者、道を開けた者、背を向けた者……何人の責も問いませぬ。全ては山猿を油断させる為にしたことと思い、綺麗に水へ流しましょう!!」

「新貴族共はお前に敗れてラッドハルデと陛下を敗死させた。伝統貴族は何もできずに逃げ惑うた。その負い目が全て閣下の力となる。全ては計算通りなのだ」

　なるほど情と理の皮を被ってどこまでも益を求めるケネスらしいやり口だな。

ここがエイリヒと心の底から分かり合えなかった部分なのだろう。




「では皆々様！　新たなるゴルドニアの出発を祝して偽りの王位に数倍する拍手を──!!」

　ケネスが音声をあげる。

戴冠時の数倍の拍手が響き渡った。

「宰相閣下万歳！」

「新生ゴルドニア万歳！」

「正道の復帰を祝わん！」

　特に伝統貴族達は手がもげる程の勢いで拍手を続ける。

　ケネスは満足そうに虚空を見上げて目を閉じる。







　突然拍手がぴたりと止む。

収まったのではなく唐突に、皆が手を前にかざしたまま停止したのだ。

　いや正確には一つだけ拍手が続いている。

　俺の拍手がな。

「突然、何が……」

　振り返ったケネスが硬直する。

本物の石になったように。

「素晴らしい演説だった。俺には考え付かない深謀だ」

　俺はゆっくりと立ち上がりながら手は打ち続ける。

「そんな馬鹿な──!!　確かに杯には毒が！　皮膚に触れるだけで死ぬ猛毒が──!!」

　後ずさるケネスを追いかけながら口を開く。

ドロリと赤紫の汁が口内から流れ落ちる。

「おうとも苦しかったぞ。だがこの程度で──」

　尻餅をついたケネスに顔を寄せる。

「俺は、死なん」

「ぴぎぃぃぃぃ!!　殺せ──!!　こやつを討て──!!」

　汚い悲鳴をきっかけに王国騎士が再び俺を刺そうと四方から迫る。

「二度目があるか」

　デュアルクレイターを掴んで回転しながら一閃、四本の剣が根元ギリギリから両断される。

「あ……うあ……」

「ひい……」

　騎士達が柄だけになった剣を見て絶句する。

この分では斬撃どころか刀身すら見えていなかったのだろう。

「下がれ」

　視線も向けずに言うと騎士達は剣を捨ててふらふらと下がっていく。

何をしても敵わないと悟ったのだ。

「ひ、ひぃ、ひぃぃ！　だ、誰ぞ……誰ぞ……!!」

　タルガーは俺が起き上がると同時に一目散に走り去り、ケネスは腰が抜けたのか這いながら集った貴族達へ助けを求めるが飛び込む者はいない。

　皆一様に硬直している。

それでいい。お前らはそんなものだ。

　俺は逃げるケネスのマントを踏みつけて止める。

「お前の腰にも剣があるぞ？」

　ケネスの腰にある儀典用短剣を指差す。

「ひ、ひ……うわぁぁぁぁ!!」

　ケネスは悲鳴を上げながら短剣を俺の腿に突き立てる。

「こ、この剣にも猛毒が仕込んである！　お前は数秒で……」

「最初に刺されてからもう十分は経つなぁ」

　絶望の顔で剣を短剣を取り落としたケネスの襟を掴んで引き上げる。

「俺を出汁に使ってゴルドニアを支配する──実に結構、素晴らしい策謀だ。馬鹿正直に突き進んだ俺よりもずっと賢い」

　右手でデュアルクレイターを掴む。

「俺が文句を言える立場じゃないがね。裏切り簒奪ってのは成れば正義。されど成らずば──」

　広間の簡易扉が叩き壊される。

逃走したタルガーがブリュンヒルデに足を掴まれ、引きずられながら再入場する。

「お、お許しを──永遠の忠誠と隷属を誓います我が王よ──」

　俺は満面の笑みで応える。

「お前の忠誠が嘘で良かった。これといった理由はないが個人的に嫌いだったんだ」

　ブリュンヒルデが俺に向けてタルガーをぶん投げる。

タイミングを合わせて俺も真上にケネスを放り投げる。

「お、王よー！　我が王よご慈悲をー!!」

　息を吸い込みながらデュアルクレイターを上段に構える。

「エイリヒに会ったら『本当にすまん。墓に酒は切らさん』と言っといてくれ」

　渾身の力でデュアルクレイターを振り下ろす。

　ケネスとタルガーはまとめて両断され、更に衝撃波が臓腑と体と引き千切って四散させる。

「ひぃぃっ!!」

「うわぁぁ!!」

　バラバラになったパーツが鮮血を伴って貴族達に降り注ぐ。

　俺はデュアルクレイターを肩に乗せ、先ほどまでケネスが演説していた玉座の前に立つ。

「残念ながらケネス卿はバラバラになったので宰相就任は無かったことにする」

　場が完全に静まる。

皆の顔には賞賛はもちろん、不平不満すらない。

一様に並ぶのは恐怖だ。

「せっかくだから何か気の利いたことでも話そうか」

　演説は本当に苦手なのだがここで『じゃあな』と下がると混沌極まるので仕方ない。

　口を開こうとしたところでレオポルトから準備完了の合図が来た。

俺は両手を広げて言う。

「ここは血生臭いな。まずは換気をせねば」

　轟音と共に左右の壁が崩れ、それぞれネップリとポチが飛び込んで咆哮をあげる。

「ドラゴン……」

　その驚き方はもう飽きた。

　タルガーを投擲したブリュンヒルデが爛々と目を輝かせながらやってくる。

もう人で無いことを隠すつもりもない。

「ヴ、ヴァンパイア……」

　ブリュンヒルデは俺に一礼してから付き人のように隣に膝をつく。

もちろん全部演技でこれをして貰う為、俺の体の色々な場所に穴が開いたのだが。

「オウサマバンジャイ！　バンバンジャイ！　ピー！」

「ピー！　ハートレットー　ヤキトリバンザイ！」

「ナンカクサイ」

　壁に開いた大穴からハーピー達が舞い降り、飛び回りながら叫ぶ。

「魔王だ……」

　そろそろ余興は良いだろう。

俺は魔物使いの大道芸人ではないのだから。

　さすがに皆の顔が硬すぎる。

ここは笑みでも浮かべて場を和ませるとしよう。

「俺は反乱者にして簒奪者。そして貴様らの王だ」

　笑いながら呼びかける。

「怖い……」

　マイラが肩を震わせる。

俺の無事を知って安堵に腰を抜かしていたセリアが可愛らしくプルッと一震えする。

「簒奪者たる俺はお前達の叛逆を否定しない。文句のある者はこの場で剣を抜いても良いし剣に自信が無ければ領地に帰ってから戦支度をしても良い。いつでもどんな形でも、殺し合ってやる」

　俺はデュアルクレイターを絨毯越しに床へ突き立てる。

「但し中途半端は許さん。俺は戦いで友情を育みたい訳でもお前達の度胸を見ている訳でもないからな」

　剣に手をかけようとしてる若い騎士に微笑みかける。

「あ……ぐぅ……」

　騎士は手元の剣と俺を交互に見比べ、静かに手を戻した。

つまらない奴だ。

「あの……私達は見逃して頂けるのですよね」

「内務……いえケネスの指示でハー……陛下が膝をついたら刺せとの指示で──」

　先ほど俺を襲った王国騎士が脅え切った顔で聞く。

「おう忘れていた。ははは、そういうことだったか」

「は、ははは……」

　俺は笑いながら王国騎士四人の首を刎ね飛ばして再び正面を見る。

「ということだ。服従か死か、三つ目の選択肢はない」

　俺は手招きで喪服を着たロサリオを呼びつける。

「お前はどちらにする？」

「……服従致します陛下」

　ロサリオの腰を引き寄せ、逸らそうとする顔を掴んで唇を奪う。

彼女は数度腕を突っ張って抵抗したが、諦めて力を抜き俺の舌を受け入れた。

だらりと下がった腕が彼女の屈服を皆に知らせていた。

　ポチがもう一度咆哮し、それを合図にセクリトとマイラが俺を守るように前に出る。

セリアが俺の隣に凛と立ち、少し離れてレオポルトが立つ。

　最後に駆けつけていたノンナが静かに腕を取り、所縁ある者がずらりと並ぶ。

「では皆の忠誠、あるいは叛逆を期待しているぞ」

　俺は精一杯の笑顔をもって戴冠式を締めたのだった。
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控室

「いやぁひっどい戴冠式だった。魔王就任の儀だよあれは」

　俺はトリスタンに向けてレモンの搾り汁を飛ばし、目を押さえて悶絶する奴をよそにうがいを続ける。

セリアが追加で持ってきてくれる牛乳や果汁で濯いで吐き出すが嫌な感じが取れない。

「一滴で十人を殺すと言うグラムヘビの毒です。しばらくは仕方ないでしょう」

　毒杯を呷った時、俺は本当に毒を口に入れていた。

「噴き掛けられるだけで皮膚から入って死ぬと言う……対策していると分かっていても冷や冷やしました」

「……私だけ教えられていなかったんですけど」

　マイラが言い、セリアがプーと膨らむ。

「ケネスは冒険を嫌います。戴冠式で仕掛けたくとも、少しでも警戒の色があれば流して次の機会を窺ったでしょう。それではいつか裏をかかれるかもしれません。あの場で最後までやりきらせる必要があった」

「私に教えたらばれたと言いたいんですか！」

　レオポルトが冷静に言い、セリアは更に膨らんでもうパンパンだ。

「そんな膨らむな。結局は上手くいったんだ」

「それでも……まだ心臓が痛いです」

　セリアの口から空気を抜くとノンナがフラフラの様子でやってくる。

目の前で俺が毒殺される光景を見てこちらも相当に参っている。

「はは、対策はしていると言ったじゃないか」

　毒に耐えれたのは俺の強靭な逸物の力──ではなくナーティアが調合した解毒剤のお陰だ。

俺は式典の前に彼女の調合した薬を飲んでいたのだ。

「少しでも毒の質と調合を間違えたら即死だったんだ！　特にあいつが毒ナイフを取り出した時は肝が冷えた。あれが別種の毒だったら……」

　ナーティアは震える指先を温めるように解す。

俺が礼も込めて指を口に含むとギャーと叫んで牛乳を頭からかけられた。

　ちなみに最後にキスをしたロサリオにも同じ解毒剤を飲ませていた。

控室で俺と同じように喉をガラガラやっているはずだ。

「しかし追撃の王国騎士の剣はどう防いだ？　帷子は着ていなかったよな？」

　セクリトが興味深そうに聞く。

彼女は戴冠式の後からどうにも体を擦り付けて来る。

メスの臭いすら漂ってくるのがわかる。

「ケネスの奴が埃を取ったり服を整えたりとへつらいながら下に何か着ていないか確認していたからな。帷子なんか着ていたら警戒しているのがばれた。だからこれだ」

　俺はズボンを降ろして逸物を見せる。

「でかいことしかわからんが」

「間違ったこっちだ」

　上着を脱いで下着を見せる。

「誇り高いエルフの腹巻ですわ。ツタの繊維を細かく何重にも編みこんだ柔らかいのにとっても丈夫な逸品ですのよ。おまけに防寒性も高くて、他の服を着なくても大丈夫ですわ！」

　フェルテリスがムンと胸を張る。

確かに軽くて丈夫で暖かいが、所詮腹巻で胸の下からヘソの下までしか丈がないんだが、これだけ着て出てるのか。

　ともかくこの腹巻の触感はただの布と変わらない。

ケネスが懸命に確かめても剣が通らないとは分からなかっただろう。

　ナーティアの用意してくれた解毒剤で毒を防ぎ、フェルテリス印の腹巻で刃を防いだと言うのが戴冠式での種明かしだ。

　緊張が解けてワイワイと盛り上がる中、レオポルトがここまで来ていつもの仏頂面で言う。

「正統性も大義も無い陛下が円滑な統治を行うにあたって頼るものは一つです」

　ズバッと言うな。

まあどっちもまったくないけどな。

「それは圧倒的な恐怖だね。『何かがある』から従うんじゃない。従わないと『全て奪われる』から従うんだ。まさに恐怖政治、魔王の統治だ。我ながらこんな人に従いたくないんだけど」

　うるさいトリスタン。

怠け者の罪で処刑するぞ。

「まあ最初はそれしかありません。恐怖で統治を維持しながら、施策で民と貴族に『あれ？　案外いいぞ』と思わせるしかないですね。あえて救いを言うなら最初のインパクトがあれですから、ちょっとした良策でも過分に効くと思います」

　アドルフが何から手を付けたものかと頭を抱えながら言う。

「その辺は全部任せた。あそこまで言ったんだから逆らう奴は全部殺すが、後は今のままでもいいし、変えたけりゃ変えてもいい。好きにしてくれ」

　俺はいそいそと旅支度を始める。

シュバルツの奴め、傷が結構深くて寝込みやがったから倍時間がかかるな。

「エイギル様？　ラーフェンに忘れ物ですか？」

　ひょこりと覗き込むセリアの顔を掴む。

「俺は王になったよな」

「はい。大事な物を色々失って……苦労もあって……評判もガタガタですけど。それでも間違いなくエイギル様は王になりました！」

　なら良し。

ちょっと行って来る。

「ど、どこに行くんですか！　私もいきます！」

「ちょっ!?　今留守にされたら困るんですけど！　おーい!!」

　セリアとトリスタンが慌てて立ち上がり、トリスタンは机の角で小指を打って悶絶する。

　更に本気で慌てた顔をするレオポルトとアドルフ。

アドルフは見慣れているがレオポルトのは珍しいので心の日記に留めておく。

　その前にエイリヒとアゴールの墓にだけは顔を出しておこうかな。

　化けて出たい所だろうが、迎えに行くまでは相手してやれないから後にしてくれよ。
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主人公　エイギル＝ハードレット　二六歳　春

地位　ゴルドニア国王　簒奪者　魔王　恐王　毒耐性（強）

山の伝説　ドワーフの友　アレス王の友　竜殺しの英雄

エルフの仲介者

一段落しました。さて後味はどうだったでしょうか。

物語の完全終了まではもう少しだけありますのでお楽しみに。

※三／一 ロサリオへの毒の影響部分を小修正しました。










第５５５話　全ての結末







　パカポコ馬を走らせる。

「ふむむ……むむむ……」

　そんな俺の周りを同じく馬に乗ったセリアがうろちょろし続け、隙あらば顔を覗き込んでくる。

普段ならただついて来るだけで精一杯なのだが、今はシュバルツが怪我をしている。

　できるだけ体格の良い馬を選んで乗ったが奴のような速度は出ない。

鎧もデュアルクレイターも置いて来たのに体重差のせいでセリアの馬よりも速度が出ない。

「むむ、四時間ずっとニヤニヤしてます。地図と照らしても行先がわからないですし、不気味です」

　そういうとセリアは騎乗のまま器用に近づき、俺の股間を覗き込む。

「でも勃ってはいません……女関係ではないのでしょうか」

　完全に女関係なんだ。

だが感動の再会にビンビンで来たら恰好悪すぎるから精神力で抑えているんだ。

俺にもそれぐらいの分別はあるんだぞ。




　纏わりつくセリアをいなしていると街道上に丸太が山と積まれているのが見える。

左右は沼で迂回は難しい。

「まったく急いでいる時に鬱陶しい」

「地図によるとここは伝統貴族男爵家領です。エイギル様を快く思っている者なんているはずありません。護衛の居ない今は荒事を避けるべきです」

　線を引くように一直線で来たので色々な奴の領地を横切っているのだ。

　シュバルツならあんな丸太飛び越えるか沼の中を走らせるのだが、この馬だと足でも折ってしまいかねない。そうなったら到着が二日は遅れる。

　近くで人夫らしき半裸の男達と馬に乗った騎士一人が話し込んでいる。

「では騎士様、街道の障壁は全部退けるってことでよろしいんですかい？」

「うむ、我が主君たる男爵様より指示があった。反逆者ハードレットとの戦いは無しだそうだ」

　俺の話をしているようだ。

「あっしら平民の間でも噂になってやす。ハードレット……様が次の王になったとか」

「俺のような下級騎士が知るところではないが……王を弑逆した簒奪者が新王などゴルドニア滅亡の始まりだぞ。留守の守りさえ命じられていなければ我が槍で突き伏せてやったものを！」

「ああ愛しの騎士様、滅多なことを言わないで。噂ではハードレット王は悪逆非道、冷酷無慈悲、人外巨根。もし耳に入ったらただでは済まないわ。怖い事を言わずキスをして頂戴」

　人夫が丸太をどかそうとしている横で騎士は女といちゃついている。

恰好からして妻ではなく村の綺麗どころを手籠めにした愛人だろう。

「俺の道を阻んでおいてイチャつくとはけしからん。下半身不敬罪だ」

「王様になったからっていかがわしい罪を作らないで下さい！　そしてやっぱり女関係だったんですね！」

　放っておいても障壁は退けるようだが、人夫共がチビチビやるのを待つ時間はない。

「お前らどけ。そんなへっぴり腰でやっていたら日が暮れる！」

　馬を飛び降りて人夫の間に割り込んでいく。

セリアが顔を覆って空を見上げる。

「あ？　お前は一体なんだよ。邪魔するんじゃねぇ」

「せっかちな旅人め数時間ぐらい待てぬのか。俺が騎士ヌモーンと……む、お前の顔どこかで」

　時間が惜しいので人夫も騎士も無視して丸太の山に両手をつく。

「ぬ……オォォォォ!!」

　丸太の山が軋んで揺らぎ、下がずれたかと思った瞬間、音を立てて沼へ転がり落ちた。

今の俺はいつにも増して剛力だ。これも愛の力だな。

「へ!?」

「一本２００ｋｇはある成木の二〇本積みだぞ……」

　人夫を再び搔き分け、絶句する騎士に道を開けさせ、ポカンと口を開ける女を脇に抱えて馬に乗る。

「留守番で良かったな」

　最後に騎士に一言かけて走り去る。

「ラーフェンで仕事してた時に見た覚えがあるぞ。今のって──！」

「お、俺の愛人が……」

　呆然としているようで何よりだ。

ここで一戦交えるのは時間的に遠慮したい。

「流れるように女を持ってきちゃってますよ！」

　おっといけない。

女連れで行く訳にはいかないな。

　とりあえず唇を奪って乳を揉み、股を軽く撫でて解放しよう。

「こ、これで終わりですか？　凌辱は無し？　うう、がっくり」

　女も怒っていないし無かったことにしよう。




　余計な一手間を済ませるとエルグの森が見えて来た。

「ここは危険な魔物が住むので伐採も狩りも禁止にしていた森ですよね」

「そういう名目だったな」

　今更取り繕う必要もない。

　馬を乗り捨て、戸惑い無く森の中へと突き進む。

セリアもピョンと飛び降り、一歩遅れてついてくる。

「以前トリエアとの戦いで通って以来です。まともな地図もありませんが」

「そんなものはいらないさ」

　長らく来ていないが森は何も変わっていない。

木の根を飛び越え、大木の枝を掴んで進む。

「林道も目印になるような地形もないのに、どうしてそんなにサクサク進めるのですか？」

　身軽なセリアだからこそなんとかついてくるが、少し苦しそうだ。

ペースを落としてやりたいが、脚も心も早く行くのだと言うことを聞かない。

　せめて合間に頬をフニフニして和ませてやろう。

「うー誤魔化されています」

　俺は思い出したように背負ったバックの中身を確認する。

「最上級の絹のドレスと特注純金のアクセサリー……よし壊れていない」

　こんなもの贈ったことがないので彼女の好みに合うかは分からないが、マイナスになることはなかろう。

「あ、それノンナさんが見つけてニマニマしてた品です。誕生日か結婚記念日かって言ってました」

　残念ながら違う。

ノンナめ高級そうな品は全部自分へのプレゼントと思ってないか。

「あとは王冠だ」

　セリアが転倒して根っこに頭をぶつける。

「王冠持ってきちゃったんですか!?　何してるのですか！」

　これが無いと信じて貰えないかもしれないじゃないか。

「後は果物でも採っていこうかな。服が汚れるから木登りは嫌だと言っていたしな」

　セリアが眉間に皺を寄せて考え込む。

「むむむ、もう女に会いに行くのは確定ですけど、こんな立ち入り禁止の森の中とは……それにエイギル様今まで見たこと無いぐらい嬉しそうでキモいぐらいです……はうー!!」

　キモいと言われた心の傷を癒す為、セリアの柔らかい頬っぺたを伸ばしながら更に進む。

　木々の間、カーテンのように垂れたツタを搔き分けると唐突に視界が開ける。

森の中の小さな広間、その中心にポツンと建つ小さな家。

「こんなところに一軒家が」

「……」

　驚くセリアに何も答えてやれない。

　俺は小さな家を前に口も足も動かせなかった。

　あの時とまったく同じ光景。

十分前の忘れ物を取りに帰ったと思っても不思議の無い光景に目も心も吸い寄せられてしまっていた。

「あぁ」

　ようやく漏れたのは意味のない溜息だけだ。

「はぁ」

　もう一度溜息を漏らす。

ここを出てもう十年近くになるだろうか。

心の中を色々な思いが駆け巡る。

　すると今度は百年近く経ったようにも感じる。

　はて十分か百年か。

馬鹿なことを考えながら足を踏み出そうとする。

「……動かなくなった」

　足が動かない。

大きく深呼吸してからなんとか踏み出すが、まるで三歳児のような歩幅だ。

「エイギル様？　一体何が……」

　セリアが目の前で手を振っている。

　正直言うとセリアも連れて来るべきか迷ったのだ。

　可愛いセリアは俺の一部のような存在だが、それでもこの場にあっては異物ではないかと無情なことまで考えた。

「はうぁ……フガフガ……ごろごろ」

　セリアの髪をグシャグシャにしてから頬を引っ張り、顎の下を撫で回すフルセットで気を取り直す。

　可愛いセリアがここまで育って美人になった。

　十分でも百年でもない。

俺が歩んだ時を実感した。

　今度はしっかりと足を踏み出す。

　去った時と同じはずなのにずっと小さく感じる森の広場。

家はみるみる大きくなる。

　あの時と変わらない小さいながらも手入れの行き届いた家。

　綺麗な家の中で入口近くの屋根だけ造りが乱雑だ。

あそこは俺がぶっ壊して修理させられた部分だ。

素人のガキが直したのだから仕方ない。

　窓は厳重に閉じられ中は見えない。

これも以前とまったく同じ。

　家の前には石が並べられて菜園もどきになっていたが、半分は植えていない。

彼女は結構ものぐさだから造るだけ造って飽きたのだろうと笑ってしまう。

　想像していた半分の時間で扉の前に着いた。

あの頃とは歩幅が違うのだ。

　走って飛び込めたこの扉も今は僅かに腰を屈めないと頭をぶつけてしまうだろう。

　震える手で扉を叩く。

客人など来ない家だ。すぐに反応してくれると思ったが、うんともすんとも返事がない。

「まだ陽が高いから寝ているのだろうか？」

「陽が高いのに寝る？」

　セリアの疑問の声を聞きながら窓を覗くが、厳重に陽を遮る作りなので当然何も見えない。

　もう一度扉をノックしたが反応はない。

「お留守では？　こんな場所に人がいるならですけど」

　そうかもしれない。

ルーシィは昼の外出を嫌っていたが出来ない訳ではない。

ただ日光が嫌いなだけで燃えて灰になるようなことはないのだ。

「ははは、どこまでもこっちの思い通りにさせてはくれない」

　笑いながら念の為に裏に回る。

水浴びをする池があるのだ。

　再会が覗きとはまったく情けないが、彼女ならきっと許してくれるだろう。

なんなら俺も全裸になっておあいこにしても良い。

　だが池にも彼女は居なかった。

「むむ、待つしかないかな」

　仕方なく扉の前に戻ろうとした時、セリアが何かを見つけて駆けて行く。

家から少し離れた場所、森と開けた広場の境目辺りか。

「これは石碑……でしょうか？　いえお墓ですね」

　特にすることがないので暇つぶしに向かう。

　俺が居た時は墓など無かった。

彼女が誰かを連れ込み、吸い殺したのだろうか。

墓を建てるほど思い入れがあるなんて嫉妬の炎が燃えてしまう。

　心の中で軽口を叩きながらも鼓動がどんどん早くなっていくのがわかる。

「結構新しい……というより出来立てです。まだ石を削った後が白く見えますから」

　俺は墓へ向かう足を止め──正確にはそれ以上近づけず、翻って家に向かって走る。

　今度はノックもせずに鍵のかかっていない扉を開いて中に飛び込む。

　一点を見つめていたつもりなのに視界の端に放置された──いや作りかけの菜園が目に入った。

　扉を壊れんばかりの勢いで開くと室内にワッと埃が舞う。

　窓を開いて灯りを入れる。

　ベッドに駆け寄ると掛け布団が綺麗に畳まれ、埃が積もっている。

　暖炉の底に炭が石のように固まっている。

　足元を見ると、床に積もった埃に俺の足跡だけがついていた。

「エイギル様ー何か布みたいなものがかかってます」

　鳴り響く心臓を押さえて走る。

　敵中へ突撃するような勢いに驚きながらもセリアが布を差し出す。

「お墓に巻きつけられてました……ってエイギル様真っ青です！　汗も……どうされたのですか？」

　俺は布……ショールを取り、ふらつきながら小さな石の前に立つ。

素人が手作りしたような小さく粗悪な墓だ。

　このショールは忘れもしない。

彼女が──ルーシィが愛用していたものだった。

　昼間なのに不在、作りかけの畑、埃の溜まった室内、そして見覚えのない墓と彼女のショール。

全てが一つに繋がる。繋がってしまった。




　言葉が出ない。

気付けば俺は墓の前に膝をついていた。

　膝を落とした拍子にショールが揺れて鼻先を掠める。

はっきりとルーシィの匂いがした。

「嘘だろ……そんな馬鹿な」

　俺は抱えるにも小さすぎる墓に縋りつく。

　目が熱く感じたと思った時には地面に染みが出来ていた。

大粒の涙が流れ落ちていたのだ。

「エイギル様……泣いて……ど、どうしたんですか……私どうしたら……」

　本気で心配してくれるセリアの言葉すら耳から追い出したいと思ってしまう。

　小さな呻き声が聞こえる。

何かと思えば今まで聞いたことのない自分の泣き声だった。

涙と嗚咽が止まらない。

　手が地面をひっかく。

最初自分でも何をしているのかわからなかったが、墓を掘り起こそうとしているのだと気づく。

「エイギル様、それは駄目です！　事情は知りませんけどあんまりです！」

　セリアの手を振り払おうとしたところで豆粒ほどの理性が戻る。

　道徳も外聞もどうでもいい。そうではない。

もし掘り進めてルーシィの死に顔が見えたら俺はきっと狂ってしまう。




　俺は大きく振り上げた手を地面に叩きつける。

衝撃は土煙を伴って森に伝わり、鳥が一斉に飛び立つ。

「間に合わなかった」

　それは俺から俺へ糾弾の叫びだ。

「間に合わなかっただろうが!!」

　心のどこかで甘えていた。

五〇〇年以上生きたルーシィは十年ばかり生きていて当然だと思い込んでいた。

　五十年生きる人間が一年後に生きている保証など何もないと言うのに。

「ヴァンパイアだから死なない？　馬鹿を言え！　どれだけ吸血鬼の死を見て来たんだ!!」

　日光に当たって死に、心臓を抜かれて死に、銀で死にバラバラになって死に……。

ヴァンパイアの死などいくらでもある。人間より少しばかり死ににくいだけだった。

都合よくルーシィだけは永遠だと思っていた。思い込んでいたのだ。

「無駄に時を過ごした。何が野心だ。何が恰好良くだ！　人生の目的？　戯言を垂れていたからだ!!　王に会った瞬間に殺して王座を奪っていれば良かった!!」

　墓はどう見ても新しい。

一年、一か月……下手をすると一週間前にも見える。

　俺がぬるま湯に浸かり、領主の役目だの、男の友情だの、あるいは女の機嫌取りなどしている間に手遅れになったのだ。

「間に合わなかった……会えなかった……」

　墓を抱きしめて叫ぶように泣く。

静かな森に響き渡る咆哮か慟哭か、今の俺にはどうでも良かった。

「え、エイギル様ぁ……どうか泣かないで……うう……ふぇ……ふえぇぇん!!」

　つられてセリアも泣き始める。

　もう俺には何もない。

今までやってきたことは全部無駄だった。

最後の目的が無くなってしまったのだから。

「いや一つだけある」

　それは復讐だ。

俺からルーシィを奪った者に報いを受けさせる。

　犯人などわからない。

いつ何が起きたかも一切わからない。

いくら調べても突き止めようがないだろう。

「ならば相手はこの世界だ。ルーシィを奪ったこの世界に復讐してやる」

　俺は涙を流しながら両手を空に向けて広げる。

足元から空に向けて黒い奔流が立ち昇る気がした。

次話へと続きます。










第５５５話真　帰り着いた場所

五五五話　二／二です。









　視界が真っ赤に染まり、時間が遅く感じる。

　どす黒い流れが空を覆い、渦を巻いて遠く大山脈の一点に集中していく。

　肩がトントンと叩かれる。

　賊か魔物かそれとも無辜の民か、そんなことはどうでもいい。

今や世界は全て俺の敵だ。

手始めにこいつを生きたまま食ってや──。
















「何を泣いているのですか？　怖い顔をしたままボロボロと。変な人みたいですよ」

　最上級の金糸さえ屑糸に見える美しい金髪、透き通るような青い目、男の欲望を具現化したような巨大な胸と尻にくびれた腰の驚異的なスタイル。吸い込まれそうな……人間にはあり得ない程白い肌。

「そして女神と讃えるべき絶世の美貌……あぁ変わらない。そのままだ」

　黒い渦が瞬時に見えなくなる。

視界が白く戻り、時の流れが元に戻った。

「ふふ、女の褒め方が上手くなりましたね～」

　間違うはずがない。

何年待ったか、何回夢に見たか。

目の前に立っているのは焦がれたルーシィなのだ。

「あら私のショール、こんな所に置き忘れていたのね。そう家の傍で狸が死んでいたからお墓を造ってあげてその時に……見つけてくれてありがとうね。エイギル」

　俺は袖で顔を拭って鼻をかみ、にこやかに微笑みながらすっくと立ち上がる。

「ただいまルーシィ。戻って来たよ」

「はい、おかえりなさい。どうして泣いていたの？」

　襟を整え一つ咳払いする。

「ハハハ、欠伸だよ」

「お墓に抱き着いて大声で欠伸するなんて変な人になっちゃったのね」

　ルーシィはニヤニヤ笑いながら俺の周りを軽快に歩く。

俺よりも頭一つ以上低くなった彼女にからかわれて幸せしか感じない。

「間違えたよ。目にゴミが入ったんだ」

「あらら地面に水溜まりができるなんて、石ころ丸ごと入ったのかしらねぇ？」

　爪先立ちになって鼻をちょいとつつかれる。

　手詰まりだ。

森に響き渡る程号泣して誤魔化しようもあったものではない。

　俺は情けない顔でルーシィを見てくーんと鼻で鳴く。

「ぷふ、おっきな子犬ちゃんみたい。さあおいで」

　ルーシィの広げる両手に躊躇なく飛び込む。

彼女の腕は大きくなった俺の背中に回りきらない。

代わりに俺の方からがっちりと抱き締め、豊満な胸に顔を埋めて頬ずりする。

　男の妄想をも超えた美巨乳に顔を埋めても劣情が沸き上がらない。

俺はただ子供が母親に甘えるようにルーシィの胸に埋もれ続けた。

　ヴァンパイアのルーシィに体温は無い。

暖かくないのに温かい。

　恥ずかしいのでルーシィに聞こえないように心の中で……思わず声に出ていたかもしれないが少なくとも口の中だけで呟く。




　成し遂げた。

　間に合った。

　流した血。

　潜った死地。

　斬った友。

　全て全て意味あることだった。




　王になった証明もまだだ。

ルーシィの今後も考えていない。

　それでも今はただ。

ルーシィに抱かれて頭を撫でられていたい。

　長く曲がりくねり色々な物を得て失った長い道。

とうとうこの森に……いやルーシィの胸へと帰ってきた。

　俺は万感の思いを込め、もう一段強くルーシィを抱き締めたのだった。

真五五五話になります。

エンドっぽい雰囲気ですが、もう少し続きます。

次回更新予定、現時点では少し間をあけて木曜日ぐらいで考えていますが、正確にはツイッターでお伝えするつもりです。










第５５６話　思い出は炎の中に







　ルーシィの胸に顔を埋めた俺は、溢れる匂いを残らず吸い込むように深く大きく息を吸う。

「コラッあんまり嗅がないの。戻ったばかりで水浴びもしていないのですから」

　もちろん臭いはずがない。

だが臭かったらそれもそれで良い。

　ますます強くルーシィを抱き締め、胸の谷間に鼻先を押し込んで息を吸う。

　懐かしい匂いで心が落ち着き、溢れそうな感動と歓喜の間からムクムクと情欲が顔を出し始める。

「いい加減になさい」

　俺の呼吸と動きで察したのかルーシィは脇下を掴んでくるりと一回転させた。

「ぐえっ！」

　地面に放り投げられた俺が起き上がろうとすると鼻先に指が突きつけられる。

「お座り！」

　反射的に膝を揃えて座ってしまう。

「お手」

「わふ」

　差し出される手に右手を乗せる。

「よしよし、いい子ね」

　撫でられると嬉しくなり仰向けになって腹を出す。

「エイギル様！　そんな犬みたいなこと止めて下さい！」

　セリアに引っ張られて正気に戻る。

危なかった。思わず四つん這いで歩きかけた。

　ノリのままに動いてしまったがセリアにとっては俺が犬扱いされるのは衝撃が大きかったかもしれない。

　するとルーシィがきょとんと首を傾げながらセリアを見る。

まるで今気づいたと言わんばかりだ。

「その子はお土産かしら？　女の子だけれど可愛らしいし頂くわ」

　俺に微笑みながらセリア相手には特に表情を変えずに手を伸ばす。

　本能的な恐怖を感じたのかセリアはルーシィの手を避けて後ろへ飛ぶ。

そのまま三度後方転回して顔をあげる──。

「ひいっ!?」

　ルーシィはセリアの目の前にいた。

　追いかけていったのではない。

セリアが跳ぶと同時に歩き出し、転回を終えるのを待っていたぐらいだった。

　ルーシィの顔も動きも特に急いだようには見えない。

生物としての性能が違い過ぎるのだ。

「よいしょ」

「ぐっ！　この離せ！　あうぅぅ！」

　ルーシィがセリアを抱き上げる。

必死で抵抗しようとするも手も足も髪の毛一本程も動かず、体をよじることすらできない。

　ルーシィが口を開け、セリアの綺麗な首筋に狙いを定める。

「こ、この──動けない！　エイギル様！　助けて、助けて下さい！」

　言われるまでもなく俺はルーシィに後ろから抱き着く。

止めるように脇下から手を差し入れて両乳房を掴んで持ち上げる。

「その子は可愛い俺のセリアで大事な娘なんだ。どうか食べないでやってくれ」

「あら、お土産じゃなかったのね」

　ルーシィは特に渋ることもなく手を放し、セリアはポトリと地面に落ちた。

「ふぇぇ……エイギル様ぁ」

　余程怖かったのかセリアが半泣きで俺の腰に抱き着いてきた。

　奇妙な三連結に思わず笑いながらルーシィの豊かな胸を揉み続ける。

「ああ、なんて素晴らしい胸だ。こんな胸がこの世にあっていいのか……」

　大きさは言うまでもない。

ルーシィより大きな胸はノンナ以外に見たことがない。

　形も美しく、垂れずに地面と平行に突き出している。

かと言って先程のように顔を埋めれば沈み込む程柔らかい。

「エイギル、胸を揉む前に話があるんじゃないですか？」

　優しい口調の中に真剣さを感じた俺は名残り惜し気に体を離す。

腰にはもちろんセリアをくっつけたままだ。




「なんだったかな。会う前に色々考えていたんだが、ちょっとした勘違いのせいで全部飛んじまった」

　即興で気の利いたセリフを組めるほど器用じゃない。

ここは直球で行くしかないだろう。

　俺はカバンから約束を果たした証明を取り出し、胸を張って誇らしく掲げる。

「あら美味しそう」

「エイギル様、それはさっき採ったリンゴです」

　ええい肝心なところで決まらない。

リンゴをルーシィに手渡してから改めて王冠を取り出す。

「俺は約束を果たした。だから堂々と迎えに来たんだ」

　戴冠式の日は色々あって良く見ていなかったが、ゴルドニアの王冠は全体が金で作られ、色とりどりの宝石が所狭しと散りばめられている。

　ルーシィは口に手をあてて驚きながら言う。

「すごい……どこで買って来たの？　ものすごい値段がしたんじゃない？」

　俺は思わず王冠を取り落とし、セリアがスライディングでキャッチする。

そしてルーシィの目の前に飛び出したと気づき、王冠を俺の頭に乗せてから慌てて戻る。

「違う！　正真正銘本物だ！　こんな巨大な宝石のついた冠がそこらに売ってるはずがないだろ！」

　一番大きな宝石をルーシィに突きつける。

冠から引っこ抜いてしまったことに気付き、唾をつけて元に戻す。

「後で修理ですね……」

　今はこれしか証拠がない。

「本当に王になったんだ！　冠でダメならこの甲冑……いや普段着のまま飛び出してきたな。槍と剣……重いから置いて来た……。そこらの村人に聞いて……居ない上に王都の事情なんか知らんよな」

　ルーシィは顎に手を置いて黙りこくっている。

明らかに信じていない。

　こんなことならマントにでかく『ゴルドニア王』と書いて来ればよかった。

　必死に訴えれば訴える程、焦って怪しく見えてしまう。

ここまで来て信じて貰えなかったらショックでもう立ちあがれない。

「本当なんだ」

　ルーシィの肩を抱いて必死に訴える。

「俺はお前に嘘なんかつかない」

　すると黙っていたルーシィがプッと噴き出す。

「ふふ、冗談よ。私だってたまには外に……ここ二十年出ていなかったけれど。さっきまで出ていたから知っていますよ。貴方が王様になったことも」

　知っていてくれた、いやどこかで噂を聞いてわざわざ調べに出てくれたのだろうか。

ルーシィも俺の帰りを待っていたのかもしれない。

「正直、もう会うことはないと思っていたのですけど」

「そんなはずあるか！」

　言い終わる前に反応して思い切りルーシィの肩を掴む。

痛いと投げられ、一回転して頭から地面に落ちる。

「私は言いましたね。『王になって、この地を貴方の物にしたらおいでなさい。妻にでも愛人にでも……母にでもなります、と』」

　言ったとも。今でもはっきり覚えている。

だからこそここまで頑張ったんだ。

「そして『孤独のまま病気や老いに倒れ、死を悟ったらおいでなさい。最期を看取ります』とも」

　覚えているとも。

死ぬ気は更々なかったが、今考えると絶望的な状況でもどこか怖くなかったのはこの言葉のせいかもしれない。たとえ破滅しても最後はルーシィのところに戻れると。

「本当は貴方が王様になるなんて思っていなかったのです。無茶を言ったのは気軽にフラフラと帰ってこないように……そして愛する人も作れず終わるなら最期を看取ってあげようと」

「そんな……」

　膝の力が抜けた気がする。

　ルーシィを責める気持ちは微塵も湧かないが、これではエイリヒもアゴールも浮かばれない。

　俺自身も人生をかけた目標が突然消えてはもう立ち直れない。

　空虚の王座に座りつつ、酒と女に溺れるしかない。

政治は適当な奴に丸投げして村々から女を攫い、権力に任せて孕ませるだけの色情王と化すだろう。

「今と大差……いえなんでもないです」

　俺はセリアの首筋に噛みついて血を吸う真似をする。

「でも貴方の生き方は聞きました。最近の無茶も……ね」

　ルーシィがニコリと笑う。

またからかわれたのか。

　冗談一つで俺の心はまるで嵐の船のように揺れまくる。

悔しくも構って貰えて嬉しいと思っている時点で、何をされても俺が負けると決まっている。

　さて、とルーシィが咳払いした。

「何も持たぬ身で登り詰めた。人が重んじる友誼も忠義も差し置いて、人ならざる私との約定の為に」

　雰囲気が変わった。

ここで茶化してはいけない流れだ。

「ならば覚悟はありますか？　人とは決して相容れぬ我が永遠の生、その泡沫として寄り添う覚悟が」

　ルーシィの目が変色する。

美しい青から燃えるような紅い色へ。

　空気が音を立てる。

紅い瞳の瞳孔は死人のように開き、俺を侵蝕する。

空間全体が粘性を持って体中に絡み付き、体内まで入って来るような錯覚を覚えた。

「あ……が……」

　セリアが俺の腰に抱き着いた姿勢のまま横に倒れ、硬直して失禁してしまう。

　眼光で相手を脅えさせるなんて生易しいものではない。

まさに人ならざる瞳。人ならざる眼光。

人の身では耐えられない魔法とでも言った方が良い瞳だ。




　俺の手足も徐々に動かなくなっていく。

ルーシィからは先ほどのやり取りが嘘のような強烈な殺気が放たれ、倒れたら二人まとめて食われそうだ。

　静かに目を閉じてルーシィと過ごした温かい日々を思い出す。

　俺はルーシィの眼光と殺気を浴びているのだ。

　つまりは彼女が見てくれている。

　手を伸ばせば届くところにいる。

　なんと幸せなことなのだろう。




　再び目を開く。

眼光と殺気は変わらない。

　俺は微笑みながら前へ歩く。

一歩近づくごとに圧力を増す視線、動かなくなる手足、それ以上に幸せが増していく。

「当たり前だ。ルーシィと寄り添いたい、その為に俺はここにきた。その為に今まで生きてきた。その為に俺は生まれたのだろう」

　人生の目的と定めた覚悟は命の価値に等しい。

即死しない限り俺の動きが止まることはない。

　ルーシィを抱き締めて唇を奪う。

途端に圧力が掻き消え、粘ついていた空気がいつも通りの無色透明に戻る。

「馬鹿ですねぇ。せっかく王様になったなら好き放題に生きれば良かったのに。特大の厄介事を背負い込みましたよ」

　皮肉を息継ぎにして今度はルーシィから唇が重ねられる。

もちろん舌も入りいやらしく絡み合う。

「厄介事なんてあるものか。ルーシィが来てくれれば幸せ百倍だ」

　つい幼児みたいな言い回しをしてしまい赤面する。

　ルーシィには精一杯恰好をつけたいのに、同時に恰好悪い所を見られ慣れてしまって子どものような真似もしてしまうのだ。

「それで……一緒に来てくれるか？　もちろんこの家は大事に大事に保存する。何しろ俺は王様だからな。悪戯した奴は一族郎党まで縛り首、女は俺の愛人とする法律を作ろう」

　ルーシィはクスリと笑ってからじっと家を眺める。

　長く空けていたせいで中は埃だらけだった。まず掃除からしないといけない。

そんなことを思っているとルーシィが何気ないように呟く。




「焼いてしまいましょうか」

「は？」

　思わず素っ頓狂な声が出る。

聞き違いか、あるいは中に溜まったゴミでも処分するのかと聞き直そうとする。

「家、焼いちゃいましょうか」

　聞き違いではなかった。

ルーシィははっきりとこの家を焼くと言った。

　俺とルーシィの思い出が詰まった……いや会った時から彼女はこの家をとても大事にしていた。

何十年か、下手をすると百年単位で守ってきた本当に大切な家のはずなのに。

「大切ですよ。本当に大切な家……大事な大事な意味のある家ですね。あるいは私の命よりも」

「だったら焼くなんて言わないでくれ！　俺にとっても大事な家だ……燃やす意味なんてどこにも」

　唇に指が置かれる。

「この家は私に唯一残った物。私の過去、私の思い出、永劫に進むことがない私が終わるはずだった場所……いえ終わった場所と言うべきですね」

　ルーシィはまだ腰が抜けて息をついているセリアから松明を取り、火をつけて家に……木の実を投げるような気楽さで投げた。

「うっ！」

　俺は思わず踏み出すも行くなとばかりにルーシィに襟を掴まれる。

　松明の火はたちまち家財を舐めながら床を広がり壁を伝って屋根へと上がっていく。

もう止められない。俺達の家は焼け落ちるしかない。

　ルーシィは情けない顔をする俺の顔をつっついて笑う。

目を青いまま、赤くしながら。

「エイギルのせいですよ」

「そんな無茶な」

　俺がしょぼんとするとケラケラと笑う。

視線を焼けていく家に向けないように。

「ここは過去です。未来の無い私にとっては大事な場所でしたけれど……何百年かぶりに少しだけ進んでみる気になりました。貴方に押されて、だから貴方のせいなのですよ」

　既に家は巨大な火柱と化している。

もうどこに何があったのかすらわからない。

　ルーシィは俺のカバンの底からボロ布……かつて彼女に貰ったマントを見つけるとプッと噴き出し、躊躇なく炎へ放り込む。

「約束も思い出も、もう無しですよ。ここから先は共に未来へ歩みましょう」

　あれほど燃えなかったマントが一瞬にして焼け消えたのは劣化していたせいか、それともルーシィの意を汲んだのか。

　失禁跡を乾かそうと火に近づくセリアを置き、虚空を見ながら今までの思い出を振り返る。




　ルーシィにからかわれ、腹いせに背中に蛙を入れたこと。

丸一日軒先にぶら下げられたっけな。

　料理をすると台所に立ち、得体の知れない物体を作り出したこと。

結局ルーシィは要らないと放棄して俺が二人分食べた。腹を壊した。

　床下に入り込んだネズミがうるさいから退治してと起こされた。

埃だらけになってようやく仕留めたら、ご褒美のキスを貰って一日嬉しかったこと。

　一日中愛し合ったベッド……花で飾って雰囲気を出そうと似合わないことをやったら葬式みたいだと言われて拗ねたっけな。




　全ての思い出が炎に包まれていく。

だが後悔はない。する必要はない。

　ルーシィは家を焼いて森を離れる。

俺と一緒に来てくれる。一緒に生きてくれるのだ。

　ならば流れる涙は嬉し涙以外にあるだろうか。

　惚れた女が傍にいるのに後ろを振り返ってどうする。

これからルーシィを幸せにする。そうなれば俺も幸せになる。それだけのことなのだ。

　万感の思いを込めてルーシィの肩を抱く。

「……それからもう一つ。えいっ！」

　ボソリとルーシィが呟き、熱いキス──ではなく強烈な拳骨が顔面を襲う。

咄嗟にガードしたがそれでも体が宙に浮き、後方に１０ｍは吹き飛んだ。

並の男なら首だけ後ろに飛んだ威力だぞ。

「ぐ、どうした。ヒステリーか……」

　ノンナも大切にしていた花瓶を自分のミスで割ってしまい、泣きながら俺に掴みかかったことがある。

あれと同じようなものだろうか。

「流れを切るのもアレなんで流しましたけど、さっきのキス、とってもいやな臭いと味でした」

「まさか、ケアは完璧のはずだ！」

　キスは勿論、股間を舐める展開があるかもと到着前にレモンを一〇個も丸呑みしたんだぞ。

手に息を吐いてみるとレモンの酸っぱい匂いだけが強烈だ。

ぶっちゃけ臭い。

「レモン臭もきつすぎてどうかと思いましたけど……それではないですよ。ねぇブリュンヒルデ」

　ルーシィがニコリと笑って森の一点を見る。

友好的な笑みには見えない。

「森の真ん中で焚火とは迷惑なことじゃ。『あいつ』と過ごした家はもう用済みかの」

　嘲笑と敵意を隠さずブリュンヒルデが現れる。

　傍にはやはりジークフリートが付き添っていたが、いつものように彼女を守る立ち位置ではなく、かなり後ろに下がっている。

　表情に変化があるはずはないが、心なしか困惑の雰囲気を出しておりルーシィと目が合うと一礼したようにすら見えた。

「貴女はどうしてこう可愛げがないのですか。見た目は可愛いままなのに……ねえエイギル」

　ルーシィが笑って俺の耳を食む。

俺が情けなくも気持ちよさそうな声をあげるのと、ブリュンヒルデが飛び掛かって来るのは同時だった。

次回更新は土曜日予定です。

感想を返せていませんが見ていますのでご安心下さい。

そろそろ濡れ場を……求められていなくとも……どうなるかはまだわかりませんｗ










第５５７話 微笑ましき喧嘩







「何が可愛いじゃ！　誰のせいでこんな姿になったと思うておる!!」

　叫びながら跳びかかるブリュンヒルデ。

飛び上がる高さは優に五ｍ、距離二〇ｍが一足で詰まるのだから最早飛んでいると言っても良い。

「そうやってすぐに癇癪起こすところも可愛いですねぇ」

　俺の目にさえ残像を残す程の速度で襲い来るブリュンヒルデをルーシィはあやすように受け止める。

　互いの掌が重なり微笑ましい押し合い、力比べが始まった。

「全然微笑ましくないです！　空気がバリバリいってます！　地面がひび割れてます！」

　セリアが俺を退避させようとグイグイ引っ張りながら言う。

確かに燃え続ける小屋を背景にして最終決戦のような雰囲気もあるな。

　押し合いは拮抗……いや鬼の形相のブリュンヒルデに対してルーシィは涼しい顔だ。

強がりで無ければ余力の差は歴然だろう。

「ふふ必死で可愛い。でもいい加減にしないとまた頭を割りますよ」

「やかましい！」

　ブリュンヒルデが手を振り払い、両者は数歩の間合いで睨み合う……まあルーシィは微笑んでいるが。

「無駄に見た目ばかり良いから余計腹が立つ！　なんじゃそのパツンパツンの服は！　そんなに大きな胸と尻を強調したいか！　あいつもそうやって誘惑したんじゃろ！」

　ブリュンヒルデの問いにルーシィが俺を見る。

　それどころではないと分かっていても少し嬉しい。

ルーシィが俺を虜にしようと誘惑した、その事実だけで心が温かく股間も膨らむ。

「ええと、あいつってどっちのことですか？　昔の方？　今の方？」

「グフッ！」

「エイギル様!?」

　膝をつく俺を無視して二人の言い合いは続く。

「あいつはあいつじゃ！　お前が焼き払ったこの家の主のことじゃ！　五百年経ってボケたか！」

「お、俺もこの家に居住したからには主と言える。あるいは五百年前から生きていた可能性も否定できん」

「エイギル様違います。あれはエイギル様じゃない男の話です」

　セリアに止めを刺された俺は仰向けに倒れて天を仰ぐ。

「エイギル様ぁ!!　貴方達もう止めて下さい！　エイギル様に流れ矢が当たってるんですよ！」

　ルーシィほどの美女に男が寄り付かないはずがない。

まして俺が生まれる前の話に何を言っても仕方がない。

それでも理屈と感情は別の問題だ。

　ルーシィがニヤリと笑いながら俺を見る。

「しよっか？　昔の男の話」

「やめてくれぇ！」

　口を押さえて笑うルーシィと胸を抑えて転がる俺。

　もちろん互いに演技が入ったじゃれ合いの一環と言ってもいい。

　だがこの場でやるのは少し無神経だったか。

「妾を無視するなぁ！」

　ブリュンヒルデの目が赤く輝き始める。

いかん本気になったと慌てて体を起こす。

「砕けよ！」

　怒声と共に地面が抉れ飛ぶほどの踏みこみ。

裂いた空気が視認できる勢いの殴打がルーシィを襲う。

「きゃっ怖い」

　小さな悲鳴とともにルーシィが後ろに下がる。

こちらも残像どころか一本の線に見える速度だ。

　ブリュンヒルデ怒りの拳は空を切る。

胸の高さで空振ったはずなのに、地面が抉れて雑草が舞い散り、空気の塊が俺とセリアの体を打つ。

　あんなものが直撃したら王宮の大石柱だってへし折られるぞ。

「だが……動きは素人なんだよな」

　ブリュンヒルデの跳躍からの押さえ込みに今の殴打……いずれも見た目の年齢相応の未熟な動きだ。

飛び込んでただ腕を振っただけ、戦技の欠片も見えない。

　ルーシィの避け方も戦いの経験を積んだ今なら無駄の固まりだとわかる。

ただ後ろに下がっているだけで次の反撃に繋がる避け方ではない。

「私には何も見えませんでした。土煙と衝撃波しか……」

　問題はその未熟な動きが圧倒的なパワーと速度で成されるからどうにもならないことだ。

　セリアに見えないなら九割方の奴には見えまい。

俺は辛うじて目で追えたが、避けようとしても体がついて来るかどうか……受けるなんて自殺と同じだ。

　さてルーシィが逃げたところで仲裁しようと踏み出すが、ブリュンヒルデの目はまだ光っていた。

「それで避けたつもりか！」

　拳を開いて爪を立てる──どんな細工か真っ黒で三十センチはあろう爪が全ての指から伸びていたのだ。

　ブリュンヒルデは魔物のように長い爪をルーシィに向かって振るう。

届く距離ではないが嫌な予感に警告の叫びをあげる。

「ありがとエイギル。でも避けられないわ」

　笑ったルーシィの首筋と腕が深く抉れる。

理屈は全く分からない、ブリュンヒルデの爪が空間ごとルーシィを引き裂いたようにしか見えなかった。

「ルーシィ!!」

　傷は深いなんてものじゃない。

首は半分、腕は皮一枚を残して引き裂かれている。

人間ならば致命傷どころか即死だ。

　一気に血の気が引き、よくわからない声を出して駆けだしてしまう。

「こら、危ないからまだ来ないの」

　ルーシィはざっくり抉れた首を押さえ、ぶらつく腕をひょいと戻して跳躍する。

その一瞬で血は止まり、傷口がスルスル塞がっていく。

　安堵で俺はその場に座り込んでしまった。

「本当においたばっかり。またお仕置きですね」

　ルーシィがブリュンヒルデに向かって駆ける。

　やはり武術の心得の無い動きだ。

もしこの場面をゆっくり再生できる魔法があるならば、絶世の美女がただ走っているだけの動きだ。

　それでもその速度は俺やセリアどころか、ブリュンヒルデにすら見えない程に速い。

　パカンと間抜けな音と共にブリュンヒルデの爪が折れ飛び──。

「げっ」

「うわっ！」

　主に頭部から色々飛んではいけないものが飛び散ったぞ。

「──！」

　後方に控えていたジークフリードが双剣を抜いて飛び出す。

　こちらの動きはルーシィ達と違って完全に訓練された武人のものだ。

それでいて速度は彼女達に劣らない。

　俺が立ち上がる間も無く、双剣がルーシィに迫る。

「控えなさい」

　迅雷のような動きはルーシィの一喝で鈍り、簡単に素手で弾かれてしまう。

「あの子を守護する誓いを今も果たしてくれているのですね。感謝しますジーク。でもこれはただの喧嘩ですから大丈夫ですよ」

　するとジークフリードはルーシィに頭を下げ、いそいそとブリュンヒルデの頭部を手当て……修復と言った方がよさそうだ。

「大丈夫……だよな」

「大丈夫な訳があるか！　こいつめまた妾の顔と頭を……こっち見るな！　元に戻るまで見るなぁ!!」

　ブリュンヒルデはヒラヒラの服を引き上げて頭まですっぽり埋まってしまう。

見た目は惨劇だったがどうやら大丈夫そうだ。

「まあ、いつの間にそんな下着を履くように？　貴女にはまだ早いでしょう」

　服を引き上げたせいで綺麗な太ももとガーターベルトが見え、ルーシィがけしからんと叱る。

「もう堪忍袋の緒が切れた」

「最初から切れていたでしょう」

　ブリュンヒルデの目が松明のように激しく輝き始める。

対抗してかルーシィの瞳も真っ赤を通り越して黒さすら感じる光を放ち始める。

　二人の眼光の激突は質量を伴っているような錯覚さえ起こさせて激突、砕けて森中に広がっていく。




　逃げようと飛び立つ鳥が空中で硬直して足元に落下する。

　草むらからウサギが飛び出して倒れ、二度三度痙攣して動かなくなる。

　目を不自然に赤くした鹿同士が噛みつき合い、キツネが猪に食らいつき、猪が何度も木に頭をぶつける。

二人の邪気にあてられて狂乱しているのだろう。

「森の終わりです」

「俺もそんな気がしてきた」

　さすがにこのまま傍観はできない。

獣が荒ぶるぐらいなら別に構わないが、次の一撃でこそ互いの命を脅かすことになるかもしれない。

　ルーシィはもちろん、ブリュンヒルデだって今まで散々俺を助けてくれた。

頭がその……色々なっても平気なようだが、それでもバラバラにされてしまったらどうなるかわからない。

　ジークフリードも後ろに控えたまま、なんとかしろと見ている気がする。

「ただ割って入っても俺が死体になりかねん」

　ルーシィの手で殺されるのは本望と言えなくもないが、せっかく彼女と一緒に暮らせるようになったのにここで死ぬのは嫌だ。ノンナとの約束も残っている。

「セリア何か持ってないか。吸血鬼に効きそうな奴だ」

「もう色々あり過ぎて頭がふにゃふにゃです」

　セリアは旅に色々な小物を持ってくる。

役に立つものがあるかもしれない。

「ええと……魔除けの護符、聖水、替えのパンツ、銀のナイフ」

　護符と聖水なんてまず効くまい。

パンツは今のセリアに必要なものだから戻しておこう。

　銀ナイフは効果があるかもしれないが、俺が二人を傷つけるなど言語道断だから駄目だ。

「後は野宿用の調味料ぐらいしか」

　辛子にコショウに……これだ！

　俺はとある調味料を引っ掴んで投擲する。

「そこまでにしてくれ。これ以上血は見たくない！」

　叫んでみるがやはり聞き入れてはくれない。

「うるさいわ！　お前の前で恰好悪く頭を割られてこのままにしておけるか！」

「下がっていなさいエイギル。この子はきつめにお仕置きしないとわからないみたいですから」

　赤黒い瞳をこちらに向けて微笑むルーシィ。

だが俺が投擲したモノに気付くと、小さな悲鳴と共に顔を引きつらせてしゃがみ込む。

頭を抱え目を閉じる姿はどこから見ても脅えるただの美女だ。

「やっと妾の恐ろしさに気付いたかの！　三回回ってワンと鳴き、あいつを渡すと誓ったら堪忍して──」

　一方勝ち誇るブリュンヒルデは投擲物に気付かない。

警戒の声を上げるも遅く、顔面どころか勝利宣言に開いていた大口の中へ飛び込んでしまった。

「──フングゥ！」

　両手で口を押えて目を丸くするブリュンヒルデ。

魔眼の圧力は消えていた。

「すまん。まさか口に入るとまでは思わなかった」

「──ふんにゃ、ふぉれふぁ」

『なんじゃこれは？』だろうか。

　俺は心からの謝罪を表情で示しながら応える。

「……ニンニクだ。それも一房全部」

「ロロン高地産、激臭で名高い逸品です」

　ブリュンヒルデが口を押えたまま卒倒する。

「早く吐かせてやろう。ルーシィ手伝ってくれ」

「いやです。私達にとってはトイレより臭く感じるのですよ。正直近寄りたくもないです……エイギル酷いわ。こんな臭い物を小さなブリュンヒルデの口の中にねじ込むなんて……外道ねぇ」

　わざとじゃなかったんだ。

ああ、ブリュンヒルデの顔が青から黄色になってきたじゃないか。




　一騒動を終える間に焼け跡となってしまった家の傍に座り込む。

　焼けてしまった思い出の家の残骸など正直見たくはなかったが、ブリュンヒルデが千回口を濯ぐのを待つ必要があった。

　それに何百倍も思い入れがあるルーシィが何も言わないのに俺が文句を言うのもおかしい。

「ふふ、あの娘はいつもああなるのね。冷血、残酷を装って……事実この何百年で人ならざる生き方に慣れたのでしょうけれど。根っこの部分は変わっていませんね」

　ルーシィは俺の隣に座って焼け跡を見ながら、その視線は遥か遠くに向けられていた。

「ねえエイギル、私達いくつだと思います？」

　もちろん見た目のことだろう。

ブリュンヒルデが一一歳、ルーシィは二六歳といったところだ。

　この手の質問は女と遊べば山ほどされるから対策は万全だ。

子どもは年上に見られたがるし、ルーシィのような大人の女性には少し若く言うのが最適だ。

ちなみにメルのような年増には十程下に言った方が良い。

「一四歳と二一歳。どうだろう？」

「一つ外れ。私は二二ブリュンヒルデは一三……そこで時は止まっています」

　俺はガッツポーズをする。

まったく完璧な答えだった。完全正解よりも完璧だ。

「そのポーズの意味は後で答えて貰いますね」

　しょぼんとする俺をルーシィは自分の太ももに引き寄せ、膝枕をしてくれる。

対抗心からかセリアも俺の背中に引っ付く。

「昔からの知り合いなのか？」

　推測はついていたが、何かを語りたがっているルーシィの話の導入にはなるだろう。

「姉妹ですね。少し特殊ですけれど……そう特殊なのです」

　俺は何気ない風を装って更に聞く。

「他にも兄弟とか一族はいるのか？」

　ルーシィは静かに首を振る。

「いないわ。ブリュンヒルデは眷属を増やしていたみたいだけれど、本当の一族はもうどこにもいない。私とブリュンヒルデだけ。あぁジークは一族じゃないけど家族とは言えるかもしれませんね。寂しがりやのブリュンヒルデに一人は辛いと思ったから」




　美しい唇から鈴のような音で物語は語られる。

　それは既に歴史となった話。

　書物に残る話とはちょっと違った裏話。

「ずっとずーっと昔、ここに王国があったのです。平凡な国でした……周りを侵略する勢いはなく、周りに脅かされる程弱くも無く、贅を尽くすほど豊かでなく、民が飢えるほど貧しくもない。ただ三百年の平穏を保っていた王国」

「それは……凄いな」

　平凡でもなんでもない。

戦乱も飢えもない三百年を作るのがどれほど難しいか。

　俺も領主をやったが平和が三か月続いた覚えがない。

もしかして俺はかなりの悪領主なのだろうか。

「五百年前、私はその国に暮らすこれまた農家の平凡な娘でした」

「それは無い」

　俺は即座に否定する。

ルーシィをじっくり見てもう一度否定する。

「こんな絶世の美女が平凡な村にいてたまるか」

　するとルーシィはクスクス笑って俺の耳たぶをいじって来る。

「少しばかりはモてましたよ。村では私を巡って男達は常に険悪でしたし、領主と都の騎士隊長が私を取り合い、最後は自分達の息子まで交えて殺し合った事件もありましたね」

「ええ……」

「当然だ。ルーシィはそれだけの美女なのだからライバルは殺してでも欲しくなる」

　ともあれ平凡なまま終わることはない。

そうであれば吸血鬼となり森でたった一人暮らしていることはない。

「あれは雨の日でした。隣村まで……もう何の用事だったかは思い出せません。覚えているのは赤い目、牙、激痛、そして自分の命が変わっていく感覚だけですね」

　吸血鬼に噛まれた。

ただの餌としてではなく、自らも吸血鬼に変異する形で。

「最初の頃は血が欲しいばかりで理性も何もありませんでした。覚えていないのか思い出せないのか。ただそれっきり最初の両親には会っていません。暗い洞窟で暮らし、お腹が空けば人の血を吸って生きました」

「つまりルーシィに吸い殺された羨ましい男が沢山いるのか。嫉妬してしまうぞ」

　ルーシィは馬鹿と俺の頭を叩き、ありがとうと額にキスする。

「百年近くただの血を吸う魔物として生きていました。そのうちに知性と感情が徐々に戻ってきて……まあ泣きましたね」

　吸血鬼は古株になればなるほど力と知性を増すという。

　二十年三十年の成り立てなら主人の駒か、あるいはただの強力な魔物に過ぎないが、百年二百年と生きれば人間より賢い者も珍しくなくなるらしい。伝説上の話だが。

「街で声をかけると男ならすぐについて来ました。いえ、かける前から暗闇に引っ張り込んでくれることもありました」

「そりゃルーシィに誘われたら妻の前でもついていくぞ。ならず者なら犯す以外の選択肢はない」

　よしよしと頭を撫でられる。

「でもその日は運が悪かった。本当は私の運命が尽きる日だったのでしょう。たまたま王都から王子様が町に来ていて夜中なのに警備兵が溢れていました。いつもの作業に気が緩んでいた私は何も気づかず……」

　ルーシィは『ドスドスブスー』と口で軽快に言いながら自分の体を木の枝でつつく。

俺がそれを振り払って抱きしめるとクスリと笑った。

「今なら逃げきれたかもしれませんけどね、当時は無理でした。全身を貫かれた私は首を落とされるしかありませんでした」

「そこに突然俺が現れて衛兵どもを斬りまくる──グエ」

　ルーシィの最後など考えたくもないので話の中に俺を突入させて暴れさせるが、頭をチョップされた。

脳みそが揺らいで一瞬意識が飛び、太もも枕に戻るしかない。

「そこに現れたのは件の王子様です。彼は私を一目見るなり言いました。『なんと美しい──我が妻になれ。ヴァンパイア？　それがどうした、美女であることに変わりあるまい』と」

　俺の嫉妬の咆哮が森に響く。

予定通り更新です！

次回は月曜日に～










第５５８話 昔話から未来へ







「ぬぉぉぉぉ!!」

　ルーシィに掴まれている右手は動かさず、左手一本で地面をドカドカ叩く。

「何が一目惚れだ！　いきなり求婚なんて頭がおかしいんじゃないのか！」

　暴れようとするがルーシィに右手と頭を押さえられているのでジタバタもがくことしかできない。

「落ち着いて下さいエイギル様、昔話ですから」

　足にセリアが抱き着く。

弾き飛ばす訳にいかないので大人しくするしかない。

　ルーシィはクスクスと笑い、静かになった俺の頭を撫でながら続けた。

「私も最初は意味が分からずに拒否したのですけれど、結局押し切られて結婚しちゃいました」

「よくも俺のルーシィを、間男め！」

　大きくブリッジしてもがくと股間をちょんと弾かれた。

潰れる一歩手前の衝撃に三〇秒程、無言無表情になってから問う。

「だが王子は王じゃない。まだ上がいるんだから好き放題はできんだろう」

　ゴルドニアでも身分うんぬん家柄うんぬんとうるさいのだ。

身元がわからないどころか吸血鬼とあっては親たる国王が認めるはずがない。

もちろん俺が王子なら王を叩き出してでもルーシィを嫁にするが。

　するとルーシィは思い出したようにクスリと笑う。

「それが王宮に連れていかれたその日のうちにばれてしまいました。でも血なのか父親も母親も大らかな人で……吸血鬼でも美女ならいいじゃないって。父親には俺の愛人にならないかとも言われました」

「ぐ、器はなかなか大きいじゃないか」

　そこは認めざるを得ない。

「もちろん親兄弟以外には秘密でしたけれどね。その当時もヴァンパイアと言えば凶悪な魔物の代名詞、盗賊を王宮に入れるよりまずいことでした」

　ルーシィは少し苦しそうな微笑みを浮かべる。

「それでも国中大騒ぎだったのですよ。身寄りのない病弱の娘が王子に見染められたって」

「日光は病弱設定で躱したんですね」

　セリアがなるほどと頷く。

王子が連れて来たルーシィを一家総出で守ったのか。

「もちろん家柄や礼儀作法で文句を言う方もいましたけれど、私が微笑むと納得してくれました」

　ニコリとルーシィは笑う。

　これほどの美貌に耐えられる男などいるものか。

少々の不作法など問題にならない。

包丁で刺された上に鈍器で殴られても微笑み一つで許してしまうだろう。

「顔で全部解決したんですね……うう、女としては納得できません」

　セリアにもやってやれない技ではないぞ。

愛嬌を振りまくのは苦手かもしれないが。

　そこで初めてルーシィはセリアに気付いたかのように軽く触れる。

慈しんでいるように見えて愛玩動物を撫でるような雰囲気だ。

「最後まで文句を言い続け、ことあるごとに突っかかって来たのがブリュンヒルデ──あの人の妹です」

　それで複雑な姉妹か。

「あの娘はお兄ちゃんを好きだったみたい。夜中に聖水と杭を持って私を仕留めに来たこともありました。ニンニクはその頃から大嫌いで使えなかったみたいですけれど」

「そりゃまた物騒な。だがヴァンパイアに夜襲をかけてどうするんだ……」

　今よりももっと幼い見た目で抜けたことをするブリュンヒルデを想像して微笑む。

　ルーシィは色気が蒸気となって出たような溜息をついて言う。

「本当に温かい家庭でした。両親もあの人も、ブリュンヒルデに引っ張り回される護衛騎士のジークも。それから三年間、私は誰一人殺めませんでした。あの人の血をほんの少しと足りない時は居眠りする衛兵から少しだけ……。自分が魔物だなんて忘れかけていました」

　悲しそうな顔、物語の章が変わるのだろう。

「王国は三〇〇年続く泰平の中、動乱の気配は微塵も無く、いずれ老いない言い訳でも考えないと、とでも思っていた時でした」

　昔の男との幸せな結婚生活など聞きたくはないが、それ以上にルーシィが悲しむ話は聞きたくない。

　言わなくても良いと起こした頭を優しく膝に戻される。

　ルーシィは淡々と、だが悲しそうに語る。




　とある日の晩餐会、ドジなメイドが転んでルーシィの腕にフォークを刺してしまった。

もちろん大した傷ではないし、ルーシィが怒鳴り散らすことも無かったろう。

　──そのフォークが銀製でさえなければ。

「立ち昇る蒸気と爛れる腕。誰もがヴァンパイアの伝説を思い出したでしょう」

　齢百年を重ねたルーシィは腕を刺された程度では大事にならない。

　だがばれた。

王家の主催する晩餐会、並居る貴族達の真ん前で──姫はヴァンパイアだとばれたのだ。

「もちろん貴族達は『奴は魔物だ。処刑すべし』と要求しました。あの人も両親も必死に誤魔化し否定してくれましたが『ならば太陽の下に出されよ』と言われてしまってはそこまで」

　ルーシィは最早ここまでと歩き出す。

今は不快なだけの太陽も、当時は浴びれば灰となった。

それでも本気で男と男の家族を想っていたから、自分が燃えて終わりにしようと思ったのだ。

　進み出る彼女に罵声が飛ぶ。

『薄汚い死人め　焼け爛れて死ぬが良い』

　ルーシィが顔を伏せるより早く。

王子の剣が罵声の主を叩き斬る。

「そこから先は大騒ぎです。『王子は操られている』『王家は魔に乗っ取られた』『全員食い殺され入れ替わっているのだ』と言いたい放題」

　三百年続いた平穏は一晩で掻き消え、内乱の末に王国は崩壊した。

「私達の味方はほとんどいませんでした。全貴族達の総攻撃で王都はたちまち陥落。両親は捕縛され魔物として焼かれ、私はあの人に連れられるままに逃げました」

　ルーシィに戦う気は無かったのだろう。

「最後まで一緒だったのは私とあの人にブリュンヒルデとジークだけ。そして逃げる中でブリュンヒルデは致命傷を負っていました」

　ルーシィは本能を頼りにブリュンヒルデを眷属に変えた。

そして追手を振り切るには人外の力がいるとジークフリードも眷属に変えた。

「ブリュンヒルデの心は変わりませんでした。でもジークは……心の半分が壊れてしまったのです」

　そしてこの森に潜んだ四人は陽を凌ごうと小屋を建てた。

　俺はもう一度焼け跡を見る。

「そこから一〇年か二〇年か定かではありません。ただ若かったあの人がおじさんになるぐらいの年月、ここで四人で暮らしました」

「『あの人』はヴァンパイアにしなかったのか？」

　言ってすぐにしくじったと思ったが言葉は呑み込めない。

　ルーシィは少し俯いて返す。

「怖かったのでしょうね。もしそのまま死んでしまったら、ジークのように……いえ、もっと失敗して完全に心がなくなってしまったら。そう思うとできませんでした。あの人は昼に外へ出る者がいないと困るだろうと笑っていましたけれど……私のせいで国も家族も崩壊したのにずっと優しく笑っていました」

　ううむ、焼き餅はいまだにブスブス焼けているがなんとも良い男のように思える。

　だがある日、そいつはふらりと森を出る。

「王家の滅亡後、王国は群雄割拠の内乱で滅茶苦茶になっていました。あるいはかつてを懐かしみ、自分達を受け入れてくれるところがあるかもしれないから探してみる。もう一度君達に堂々と太陽の下を歩いて欲しいと言い残して」

「太陽の下はまずいだろう」

　そうですねとルーシィが笑う。

　空気が読めていない訳ではない。

結末が分かったからわざと茶化したのだ。

「そのまま二度と戻りませんでした」

「逃げたんじゃないだろ。老いて動けなくなる前にルーシィを表に出してやりたかった……命が無くなるとしても──。待てどうして俺がライバルの肩を持たねばならないんだ」

「わぷぅ」

　セリアの頬っぺたを揉み解して八つ当たりする。

「あの人がいなくなってブリュンヒルデとも完全に決別。泣き虫のあの子を一人では行かせられませんからジークについて行ってもらいました」

　こうしてルーシィはその後独りぼっちで二百年近くを過ごすことになる。




　想像していた倍は重い。

ドワーフの戦槌並の昔話だ。

　ルーシィにそれだけ大事な男が居たと聞いて嫉妬は隠せない。

だが苛々と悶々が折り重なりながらも聞いて良かったと思える。

「これ以上ルーシィを悲しませないと決意出来たからな。俺が幸せにする。絶対に」

　頭を押さえる手を押し退けて跳び起き、豊満な体を力いっぱい抱き締める。

　ルーシィは驚いた顔で押し退けられた手を見たが、いつもの柔和な笑みで迎えてくれた。

「……これは本当にどうでもいい余談なんだが。王子様はあっちの方はどうだった？　答えたくないなら答えなくていいんだが」

「うん？　すごかったですよー。処女だったからもうやられるままで」

　衝撃が頭を抜ける。

それは精神的なものではなく俺自身が後ろへ転倒して頭を打った衝撃だった。

「そんなにショックを受けるならどうして聞くんですかぁ……って息が止まってます！　プープー!!」

　セリアの人工呼吸を味わっていると、憎悪の色を隠さずブリュンヒルデが戻って来た。

口は残念ながらまだニンニク臭い。

「妾があの男の部屋に本を読んで貰いに……ケホン！　本を借りに行ったら……」

「床で後ろから？」

　ブリュンヒルデが真っ赤になって怒り、セリアが心臓のマッサージまで始める。

「やかましい！　妾はあの時まだ十じゃぞ！　あの男もまだ十五歳で──」

「十五だと？」

　ルーシィは男の歳を言っていなかった。

確かに一国の王子なら十五で結婚しても何の不思議もない。

「しかもあの男は細くて背丈も一五〇あるかないか……。アレコレ無駄にでかいお前とは不釣り合いだったのじゃ！」

　初対面で求婚したりルーシィを罵倒した相手を斬り捨てたりと男を見せていたから、頭の中で勝手に二ｍ越えのガチガチムキムキ、雄たけびをあげ続けるような王子様を脳内で作り上げていた。

「十五で細くて一五〇ばかりか……そうかそうか。ふっふっふ」

　嫉妬の炎が小さくなっていく。

　そんな子供との逢瀬なら妬くこともない。

相手を貶めるつもりはないが、ベッドでの行為も遊びのようなものだろう。

　ルーシィはそんな俺の心中を察したのかうんうんと頷きながら微笑み──。

「あの人すっごい男前でしたねぇ。背筋が痺れるぐらい」

「ぐぅ」

　ショボンとしてしまった俺を抱き締めて『ごめんね』と笑うルーシィ。

もちろんふざけ合いの一貫だ。そう思いたい。

　俺の心はかなりボロボロになったがそんなことはどうでもいい。

ルーシィに愉快でない身の上話をさせたのだ。このまま暗い雰囲気ではいけなかった。

　ルーシィが転がっていた炭の欠片を持ち上げ潰して空へと撒いた。

「ここは私を守る為に残された場所。だから私がここを守ってしまっては本末転倒。連れ出してくれる人がいるのだから」

　正面から俺を見つめる。

「それも『あの人』が言ったのか？　俺は……代わりなのかな」

　口調が昔のように子どもっぽくなってしまった。

　別に代わりでもいい。

昔の男はもう居らず、ルーシィは俺の腕の中にいる。

　ならばチャンスは俺だけにある。

なりふり構わず惚れさせて一番大事な男に成り代わってこそ本懐というもの。

「ううん想像よ。それに代わり程度の人間ならあの時バラバラにしてます。素直かつ強引な所もある少年が好みなのは影響あるかもしれないけど」

「お、おう」

　顔をペタペタと触られる。

「貴方は他の誰でもない私のエイギル。随分厳つくなっちゃったけれど私の可愛いエイギルよ」

　随分と開いた身長差にルーシィは爪先立ちになってちょんと唇にキスをくれた。

「よし迷いはもうない。金輪際女々しく言わないよ」

　俺はルーシィを抱き上げる。

「あらら、自分で歩きますよ」

「いや、運ぶ。なんと言われても運ぶ」

　焼けた思い出の家に背を向ける。

もう戻ることもないだろう。

「こら！　妾を無視するでないわ！」

　言葉と同時にブリュンヒルデが首に飛び乗る。

肩車の形だ。

「わ、私もいきます！」

　セリアがブリュンヒルデに触れないよう背中に飛びつく。

　ジークフリードは二〇歩程離れて続く。

もちろん奴の速度から考えれば一瞬で詰められる距離だ。

「ふふ、じゃあ帰り道にあの人の話でもする？」

「やめんか！　かつては妾の兄だった者じゃぞ。気まずいじゃろうが！」

「ブリュンヒルデあまり話さないで……口が臭いわ」

　腹立ち紛れに俺の毛を抜くな。

頭頂部が薄くなったらどうしてくれる。

ちょっとシュバルツの気持ちが分かったぞ。

「あっエイギルちょっと右に寄って」

　ルーシィに言われて右に寄ると、彼女の手が迅雷のように伸びて木の上に居た何かを掴む。

「左に寄るのじゃ」

　ブリュンヒルデに言われて寄ると、彼女の小さな手が逃げようと飛び出した何かをがっちりと掴む。

「「あぁぁぁぁ！　捕まったぁ!!」」

　見覚えのある緑の髪に長い耳。

白い肌を真っ青にして震えているのはナーティアとフェルテリスだった。

　ナーティアは必死に暴れるがブリュンヒルデの細い腕は微動だにしない。

　フェルテリスは何やら魔法を発動したが、ルーシィの目が赤く光ると弾かれたように四散する。

「どうしてか希少種のエルフを最近良くみますね。少し前にも集団を追い払ったばっかりなのに」

「王都に戻るにも時間がかかろう。妾もエルフを吸ったことは無い故、摘まんで見るか」

「「ふんぎゃああああ!!」」

　騒がしすぎる声を聞きながら両手に最愛の女を抱えて歩く。

　王都を落とした時にも感じなかった感覚、これこそ凱旋と言うのだろう。

　帰ればレオポルトやアドルフが色々言ってくるだろう。

出発するまではもうどうでもいい、適当にやらせておけと思っていたがそうもいかなくなった。

　盛大な裏切りで奪い取った王国は砂上の楼閣よりも脆い。

簡単に崩してルーシィをまたも孤独にする訳にはいかない。

　政治だの統治だの興味は無かったが、本気でやってやろうじゃないか。

　俺は頭頂部に噛みつかれて泣き叫ぶナーティアとブリュンヒルデを引き離しつつ、何故か諦めた顔で服を脱ぐフェルテリスと冷たい目でバラバラにしようと腕を構えるルーシィも引き離し、歩を進めるのだった。

更新です～。

本来は前回と今回で一話予定でした。

完全に滞っている感想をそろそろ返さないといけませんね。

あともう少しサクサク更新していきます。

次回は水曜日予定です。










第５５９話 恐王ハードレット







「自分で歩きますよエイギル。恥ずかしいから降ろしてね」

「いやいや釘でも踏んだらどうする。俺に任せてくれ」

　森を出た俺はルーシィを抱っこしたまま徒歩で歩く。

幸いにして今日は満月で足元に気を付ければ夜間移動も問題は無い。

　隣ではセリアと俺の馬に二人乗りするナーティアとフェルテリスが呆れた顔でこちらを見ていた。

ブリュンヒルデは俺の背中に乗り、ルーシィと言葉を交わす度に耳や髪を引っ張って来る。

「王都まで徒歩ではどれだけ時間がかかるか……」

　心配そうなセリアだが何の問題があるだろう。

行きは少しでも早く会いたくて急いだが、これからはずっと一緒なのだ。

何週間かかろうと構わない。

　俺は抱き上げるルーシィの唇に触れるだけのキスをする。

彼女は微笑んで鼻先にキスを返した後、俺の腕と襟を掴む。

「三度降ろしてって言いましたよ。ちょっとしつこいわ」

　途端に俺の体は一八〇度回転して地面を転がる。

抱き上げた状態からどうやって投げられたのかわからない。

「森の外をゆっくり歩くなんて久しぶり。まして誰かと連れ立ってなんて」

　ルーシィは両手を広げてくるりと一度回り、俺の背中からブリュンヒルデを引き離す。

「わっ止めんか！　妾はお前なんぞと……ええい離せい!!」

　ブリュンヒルデは怒鳴り散らすも再戦するつもりはないらしく引きずられるままだ。

腕の温もりが消えたことは惜しいが仕方ない。




「あの、あの」

　ルーシィが俺から離れた所を狙ってセリアが馬から降りる。

「あの女性ルーシィさんのことなのですけど、名前以外全然知らなくて」

　誰にも話していないからな。

むしろ名前をどうして知っていたのか。

「それは寝言で──それよりあの方ずばり人間じゃないですよね？」

「おうヴァンパイアだぞ」

　隠すところでもないし隠せるものでもない。

「さ、さらりと……いえ！　随分と仲が良さそうなのはエイギル様もその……もちろん私は平気ですけれど大事な秘密なら覚悟を持って守らないといけないので！」

　意味がわからず首を傾げ、理解して心配そうなセリアの頭をグリグリ撫でる。

「俺もヴァンパイアじゃないかと心配しているのか。ははは、俺はどこからどう見ても人間だろう？」

「いえ結構怪しいので聞いてみました。ふぎゅ」

　余計なことを言うセリアの鼻を摘まんでクニクニすると、可愛いくしゃみを一つ落とした後、さらにズイと迫ってきた。

「とても親しげで大事で……エイギル様の方が立場が下に見えました。昔の女性ではないですよね」

　よく見ている。

まあ誤解して墓の前で号泣していたのだから今更何も言えないが。

「ああとても大事な人だ。立場……なんて考えたことは無いがルーシィに言われると俺は逆らえんな」

　更に身を乗り出すセリア。

「ルーシィは俺を育ててくれた人だ。今の俺があるのは全部彼女のお陰で……家族、姉……あるいは母と言うべきかな」

「は、母親ですか!?」

　口に出すと恥ずかしいな。

「ふふ、母ですか。それにしては毎日毎日エッチばっかりしていましたけどね」

　ルーシィがひょいと顔を出す。

「母親プレイ!!」

　ドスケベエルフのフェルテリスが食いついてしまった。

「ではエイギル様の童貞を切ったのは！」

「もちろん私ですよね～。初めての時の情けない悲鳴と眉を寄せて必死に発射する顔はしっかり覚えていますよ」

「やめてくれ……」

　セリアの前で恰好がつかないじゃないか。

　ルーシィは俺の隣に並んで踊るように歩きながら言う。

「そんな少年がまさかこんなゴリマッチョ──いえ、王様になっちゃうなんて」

　胸を撫でられ、限界まで力を入れて筋肉を盛り上げてみる。

アピールしたつもりだったが『モリモリしない！』と脇腹を突かれて萎びる。

剣を止める腹筋だがルーシィの一撃は普通に内臓まで揺らして来るのだ。

　ルーシィは悶える俺を笑いながら無垢な表情で聞いてくる。

「さて約束では私はエイギルの何にでもなるのだけれど……何になればいいのかな？」

　満月の光がルーシィの真白い肌を照らす。

「お姉さん？　それとも母？　もしくは奥さんですか～？　まさか愛人とか性奴隷にされちゃう？」

「馬鹿言え、お前を性奴隷なんてあり得ない。そりゃ一番大切な女なのだから妻に……ゴホン」

「エイギル様エイギル様、ではノンナさんは二番に──」

　突っ込みを入れるセリアは頭をパフパフして誤魔化す。

　ルーシィは悪戯に笑った。

「さてはもう付き合ってる娘がいますね？　内緒で二股かける気？　それともまとめて俺の女だーとか酷いこと言っちゃうつもりですか？」

「一人どころか、付き合ってるどころか、わむっぷ」

　セリアの頬っぺたを揉みほぐした後、馬に乗せる。

「細かい事は後回しだ。今は再会を喜びつつ帰ろうじゃないか」







　王都に到着したのは一週間後だった。

道中いくつかの馬鹿話もあったが、思い返す程ではない。

「何をしていたかと思えばまた女──少しは立場と状況を理解して頂きたい！」

　アドルフが怒声に近い調子で文句を言う。

「僕も仕事なんて大嫌いだけどさ。自分で壊したんだから責任ぐらい取ろうよ。ここで貴方が斃れたらゴルドニアどころか中央平原は何十年続くかわからない混沌だよ」

　普段サボってばっかりのトリスタンすら真剣な調子だ。

「……」

　レオポルトは何も言わないが視線が一番鋭い。

ルーシィと俺を見比べていい加減にしろよの圧力を感じる。

　普段なら適当に誤魔化すか開き直るところだが。

「ん、俺がいない間に起こった事を知らせろ。対策があれば持って来い」

　俺は旅着を脱ぎ捨て、真っ赤なマントに身を包んで玉座の間へと向かう。

「お前ら三人で話して緊急性の高いやつから持って来い。謁見が必要なら誰でも会う」

　ポカンとする三人、いやセリアを含めて四人。

「さっさとしろ。それとも説教を続けるのが優先か？」

　三人がさっと動き出す。

続いて奴らの部下も慌てて続く。

「セリアはルーシィを部屋に案内してやれ。夜になったら行くから」

　どの道、今は真昼だからルーシィは動きたくないだろう。

家族への紹介も深夜がいい。




　まずアドルフが連れて来たのは三人の官僚だった。

全員が一応の礼は取るものの不満ありげな顔を隠さない。

「私の判断でゴルドニア王国の統治機構はそのまま残してあります。混乱期に大規模な組織改編は行うべきではありませんから。故に……完全には協力的でない者もそのままの地位に置いてあります」

「そうか」

　その辺りはアドルフに一任で良い。

　内政官も官僚も人間だ。

突然無茶な形で頭が変われば不満もあろう。

それは良いし仕方がない。

　三人に文句があるなら自由に言えと促す。

「「「────」」」

　一人は人事官僚としてアドルフに与えた特別な地位に反対した。

一介の領主内政官だった男に王国の内務を統括させるとは何事か、耐えうるはずがないと。

王国官僚からトップを選ぶべきであると。

　もう一人は内政官僚として俺がラーフェンから王都へ続く道々の橋を叩き壊したことを一しきり罵った後、これらの再建が最優先で王都の防備修復など後でも良いと言い放った。

もう一度政変が起きて俺が倒れて動乱となるならそれも良し、だがその前に街道を直しておかないと、数十年の禍根になると。

　最後の一人は法務官僚として俺の王位は法にも義にも反しており、法に仕える者として従えぬと言い放った。

　いずれも簒奪者と知れた俺を前に堂々たる態度だ。

恐れがないはずもあるまいに、骨がある奴らじゃないか。

「大した気骨の持ち主だ」

　俺は笑顔で玉座を立つ。

「今の弁でお前らの有能さが分かった。無能な奴ほど無条件に尻尾を振るしかないからな。能もあり骨もある。貴重な人材だ」

　三人の顔が僅かに緩む。

「意気は良い。だが行為には結果が伴う」

　言葉と同時にデュアルクレイターを抜き放ち、最後の法務官僚を袈裟懸けに斬りすてる。

　悲鳴は出ない。

本人は即死、隣の二人は絶句したからだ。

「俺は従わねば殺すと宣言したぞ。意見は自由に言え、俺への文句も構わん。だが命に背いて従わんなら有能だろうが骨があろうが必要ない」

　こいつだけが俺に『従えない』と言った。

後の二人は俺へ反対意見、批判、そして別の案を提言したのみだ。

「お前らの意見を踏まえてもう一度考える。だが最後には俺の命が絶対だ。さもなくば……」

　俺は血刀をセリアに預けて玉座に戻る。

　官僚二人は引き攣った顔で震えながら退室していく。

「文句があるならまた言いに来いよー」

　背中に声をかけてやるとビクリと跳ね上がる。

ここで笑顔を返して来たら大した玉だが官僚にそこまでは無理か。

「……恐政ながら言葉は封じない……ですか」




　次はレオポルトが連れて来た領主の使者が四人五人……結構多いな。

「いずれも少領ですが脅しに屈しませんでした。討伐は容易ですが王都からもラーフェンからも遠く、統治の地盤の固まらぬ間は遠征は悪手、穏便に済ませるが良いかと」

　レオポルトが耳元で囁く。

えらく早口だ、よく舌噛まなかったな。

「────」

　使者達は色々な理屈を並べ立てた。

俺は最後まで頷きながら聞いてやってから答える。

「で、結局どっちなんだ。俺が内乱起こしたせいで金が足りなくなったから税を免じて欲しいのか、それとも俺が王になった方法が気に食わないから以前と同じ額を払いたくないのか」

　使者達は顔を見合わせ、俺とレオポルトの顔色を窺う。

もちろんどちらも表情には出ない。

一番出ているのはセリアなのだが、ただの従者と相手にしていない。

「我が主……我が父の言葉を代弁致す！　小領主と見損なって貰っては困る！　乱世とはいえ義に反するは悪徳！　ゴルドニアの解体を望まぬ故、ハードレット王へ弓引くことは致しません！　されど正統なる王と同じ忠を受けたくば相応の──」

　俺は玉座を叩いて立ちあがる。

「その意気や良し!!」

　俺はゆっくりと大言した使者に向かって歩く。

「いかなる相手にも一歩も引かぬその度胸こそ領主たる気概だ。素晴らしい。貴様の主を讃えよう」

　言い終わるのと使者、領主息子の首が跳ね飛ぶのは同時だった。

「レオポルト、直ちに兵を出してこいつの家を叩き潰せ」

　レオポルトは何も言わずに一礼する。

あの顔は終わった後で絶対何か言ってくる顔だな。

「後回しにして悪いな。最初の質問だがお前達はどうだったかな？」

　残る全ての使者が内乱で苦しいので免税して欲しいと頭を下げたのだった。

「兵力に余裕はありませんが」

　レオポルトが言う。

「わかってる。あの家が用意できるのは二百程度だろう？」

「近隣に一門の分家があります。総動員すれば五百は揃うかと」

　同じようなものだ。

「用意するのは百でいい。俺が出て潰す」

　レオポルトは小さく首を捻る。

「ならば五十でお願いしましょう。陛下が自ら出れば分家と言えど動きますまい。嫡男と正妻を人質として王都に住まわせることを条件に……」

「嫡男なぞ要らん。妻と娘を王都に一年でいい」

「お腹を大きくして返すんですね。わかります」

　最近セリアが厳しい突っ込みを入れて来る。

　何よりもレオポルトが無表情のまま嬉しそうなのが最高に気持ち悪い。




　これで終わりと廊下に出た時だった。

「暴君覚悟──!!」

　掃除をしていたメイドが突然箒から仕込み刀を抜き放つ。

同時に使用人の庭師がクロスボウを取り出して狙いを定める。

「エイギル様──！」

「──」

　セリアがメイドに飛び掛かり、レオポルトが無言のままクロスボウの射線に出る。

「不要だ」

　レオポルトを押し退けてデュアルクレイターを投擲、ボルトを弾いた剣はそのまま庭師に突き刺さる。

　更にセリアを潜り抜けたメイドの刀を手で圧し折り、首を掴んで持ち上げる。

「ぐ……無念……」

　首の動脈を死なない程度に圧迫して意識を失わせ、その場に置く。

「尋問は俺同伴でやる。拷問するなよ」

　まったく夜まで時間がないのに次々と忙しい。

「あー追加なんだけど、アレス王から会談すると文が来てるんだ」

　トリスタンがまた余計なものを持って来た。

「だいたい会談ってのは申し込むものだろ。なんでするって決定しているんだ」

　そもそも王から王への内容を盗み見るな。

「見てないさ。渡す時に王宮に響き渡るぐらいの大声で中身を全部伝えていったんだよ」

　アレスのアホ共ならやるだろう。

残念ながら手紙は本物のようだ。

「延期だ。延期」

　今日はこれからルーシィを家族に紹介するんだぞ。

その翌日なんてどうなっているかわからない。

「それがこの手紙持って来たのギルドレス王本人なんだよ……今日は街で飲むから明日行くってさ」

「自分で手紙持って来てるのかよ……申し込む意味ないだろう」

　我ながらちょっと暴れたつもりだったが真性の奴には勝てないな。

　延期だと言っても関係なく奴は来る。

ただでさえ無茶苦茶なのに下手に断ったらもっと滅茶苦茶になる。

「後、貧相な顔をした領主が三人面談を求めているんだけど」

「もうどうにでもなれ」

予定通りです。

が、ちょっと整理が必要なので次回更新日は改めてＴｗｉｔｔｅｒなどで告知します～










第５６０－１話 妖花に乱されて－１

五六〇話で書きたかった内容を書き切れなかったので番号を入れました。

あまり気にせずお読みください。









王宮　深夜

「全てを明日に回して寝室に向かう俺なのだった」

　俺はセリアを伴って後宮を歩いていた。

　王座の間から更に奥まった場所にあるこの場所一帯は良く言えば静か、悪く言えば寂しい雰囲気だ。

「王の家族が住む場所ですけど、前王に家族はおらず最低限の掃除しかされていなかったと聞きます」

　王が囲っていたのはロサリオただ一人のみ。

それも毎夜自分の近くに置いた為、後宮を使う者がいなかったのだ。

「ロサリオとも話をしないとな」

　彼女は前王の寝室の隣にある自室から一歩も出ていないそうだ。

「まあそれも明日だ明日。今は──」

「そっちじゃないです。こっちです」

　セリアに導かれるまま進路を変える。

　王都ゴルドニアの後宮は本当に大きい。

三本の廊下にはそれぞれ名前がついており、最も豪華な装飾が施された廊下沿いに妃と子供達の部屋、次に豪華な廊下沿いに側室とその家族、一番見劣りする廊下沿いは愛妾やその時々のお気に入り用らしい。

部屋数は合計で百近くあり、後宮だけでラーフェンの屋敷と同じぐらいありそうだ。

「こんな露骨な区別をしたら女達も気分が悪いだろうになぁ」

　俺は女達に好きな部屋を選んでくれと言ったので各々が好みに合う部屋に移っている。

　ちなみにノンナは皆と後宮に来るなり侍女を連れて猛然とダッシュ、二度転びながら妃用と思われる最も豪華な部屋に飛び込んでベッドに張り付き、入口に『正☆ノンナ☆妻』と札をかけて占拠したそうだ。

「継承権が絡むので区別したみたいです。エイギル様もこれから大変です。さっきみたいにうっかり自宅に戻るようではだめです」

　俺は玉座の間を出た後、いつものつもりでそのまま王宮を出て自宅に戻ってしまった。

先程のように指摘してくれるセリアがいなかったのが悪かった。

　ドロテアと孤児達はラーフェンに、他の女達は後宮にいるので自宅は当然空だ。

　灯りの落ちた家を見た俺は襲撃を受けたと勘違いして剣を抜いて突入、それを見た近所が襲撃者と勘違いして衛兵に通報、更に駆け付けた衛兵を見た俺は暗殺部隊だと勘違いして……。

「セリアのトイレがもう十秒長かったら不毛な血が流れるところだった」

「なんでトイレって決めつけるのですか！　トイレですけど！」

　そりゃ膀胱を押さえながらちょこちょこ走っていたら分かるさ。

「ともかくここです！　ここが後宮の広間です!!」

　セリアが赤い顔で重厚な扉を指差す。

　扉の脇では何故かケイシーが膝を抱えて震えていた。

（ここやだ　いっぱいいる　物凄い顔した女の人達がまだ恨み合ってる）

「この広間は後宮の者達が顔を合わせる場所です。トリスタンから聞いた王宮史の全盛期には毎月のように自殺、自殺に見せかけたあれこれ、浮気を疑われての放逐があったみたいです」

　セリアもプルリと身を震わせる。

「気の毒なことだがもう終わったことなら何もしてやれないな。化けて出て来るなら慰めてやれるが」

　後宮の怨霊なら全員女だろうから、いくら出ても不快ではないしな。

ただノンナ達は露骨に怖がるだろうから言うんじゃないぞ。




　部屋に入るとノンナ達が新しい部屋を確かめながらざわついていた。

「ここの壁紙白一色だと思ったら絹じゃないかな？　うわ……くしゃみするのも困りそう」

「椅子も木製のはずなのになんだか柔らかい……この紋章ってなんだろう」

「ゴルドニア王家の紋章です。普通征服者はまず削ったりするのですけど……ハードレット様はその辺り適当……大らかですから」

「このテーブル傾いてない？　さっきからナイフとかフォークが勝手に動くんだけど」

「うぅん風邪をひいたかもしれません。さっきから頭の中で物騒な幻聴が……」

「母さん、とりあえずナイフを置いて。どうして逆手に持ってるの？」

　騒いでいた皆は俺を見ると一斉に集まって来る。

　ちょうど廊下の奥からルーシィが歩いて来るのも見える。

　俺はルーシィの肩を抱いて皆に紹介する。

「ルーシィだ。今日から俺の女になった。仲良くして欲しい」

　自分で言ってから目を閉じて余韻を味わう。

『俺の女』そうルーシィが俺の女になったのだ。

言葉に出すだけで心が温まり達成感が満ちて股間も膨らむ。

「ああ、はい。またですか……って、うえっ!?」

　ノンナがルーシィの顔を一目見て珍妙な声をあげる。

「紹介ならもっと早くにやってよ～。眠くて気の利いたことが言えな──げっ」

　目を擦っていたカーラが絶句する。

「ええと、愛妾になられる方ですか？　同じエイギル様の女として仲良く……わっ！」

　メルもにこやかな笑みを凍らせてナイフを取り落とす。

……なんでナイフを逆手に持っているんだ。

　ざわめきと驚愕が全員に伝播していく。

　ルーシィが何かしたのかと顔を覗き込んでみるが目は青色のままで殺気も無く微笑んでいるだけだ。

何も変なところはないが。

　そこで口に手をあてて驚いていたレアがボソリと呟いた。

「すごい美人……息が止まっちゃうかと思った」

　マリアが口を開けたまま続く。

「す、スタイルも！　胸があんなにあってお尻もああなのに、くびれが……えええ……」

　メリッサが柔らかく、それでいてどこか悔しそうに言う。

「肌も白雪みたい。これは……勝てないや。こんな美人本当に居るんだなぁ」

　一方でノンナの機嫌はみるみる悪くなっていく。

「ぐぬぬ……確かに女の私が震えるほどの美貌とスタイル……でも……でも!!」

　ノンナは突然暑い暑いと扇子で自分を扇ぎ始める。

「上着を脱ぎます！　持っていなさい！」

　夜着のガウンを脱ぎ捨て、うっすらと体が透ける下着だけの姿となったノンナはこれでもかとふんぞり返って胸を突き出す。

「さすがノンナさん胸だけは勝ってますね」

　メルがノンナを讃える。

「お尻とくびれは大敗だが、ともかく大きさだけは勝ちだ!!」

　イリジナも支援する。

「でもノンナの乳って乳首と乳輪が黒ずんでるのよね。あっちは綺麗な桃色してそう。あと無駄にユサユサさせてるから最近ちょっと垂れ気味よね」

「この裏切者──!!」

　カーラに襲いかかるノンナを尻目にルーシィはキョトンとして俺を見る。

「うーん。仲良しごっこは良いとして今一つ話が見えないなぁ」

　ルーシィは微笑みながら俺を見る。

一瞬、キッと目が鋭く細まる。

「彼女達は何？」

　答えたのは俺ではなくノンナだった。

「私はエイギル様の正妻です！」

「私は妻でもうすぐこいつに成り代わるわ」

「私は側室にして頂いてます。娘達もいずれは同じ立場にして貰う予定です」

　ノンナ、カーラ、メルに続いて皆も次々と自己紹介していく。

　ルーシィは頷きもせずに聞いてから低い口調で言う。

「エイギル貴方結婚してたの？」

「そうと言えなくもない」

　いかん綺麗な青い目に赤い色が混じって来たぞ。

目を逸らそうとするががっちりと頭を掴まれ微塵も動かせない。

「奥さんを何人も抱えて、愛人まで沢山囲って。私との約束を守ったつもりで迎えに来たの？」

　駄目だ怒っている。

「その通りなんだがまず説明する」

「エイギルお座り」

　問答無用で言われて反射的に床に座ってしまう。

　ノンナの小さな悲鳴とざわつきが聞こえる。

さすがにこれはあんまりなので立ち上がらないといけない。

「伏せ。エイギルは私を体だけの玩具にして遊ぶつもりだったの？」

　俺は床に伏せながら反論する。

「そうじゃない！　遊ぶなんてとんでもない。俺はお前を迎えに行くために人生を賭けて──」

　言葉に微塵の嘘も無い。

正面からルーシィの目を見て訴える。

「ちんちん。そっちじゃなくて普通に立つ方です。じゃあ私はエイギルの大切な存在なのね？」

「当然だ!!」

　俺はズボンを引き上げながらルーシィの肩を抱く。

ここで曖昧な態度を見せてルーシィに愛想をつかされたら取り返しがつかない。

　俺の影で他の女達から顔が見えなくなった途端、ルーシィがニヤリと笑った。

やられたと思う間も無い。

「じゃあ私を正妻にしてくれますね？」

「ふがっ!!」

　ノンナのすごい声が聞こえる。

「お前はかけがえのない大事な女性だ。だから正妻うんぬんの社会的な立場に拘らず──」

　ルーシィが俺の肩を突き放す。

「分かりました。約束は約束ですから貴方の女にはなります。でも貴方が私に縛られないなら私も貴方だけに縛られなくてもいいですね。ちょっと浮気してきますね」

「ちょっと待て!!　それはいかんぞ！」

　俺はルーシィを追いかけて後ろから抱き着く。

　ルーシィが他の男に抱かれる、他の男に乗られるなんて想像しただけで王都を焼き払いたくなる。

ニヤニヤしているので冗談だと分かっていてもだ。

「では貴方の激しい愛を証明なさいエイギル。上手く機嫌を取らないと大変ですよ」

　腕を首に絡めるのは抱き上げろとの合図だ。

「ええと……歓迎会の準備出来てますけど」

　ミティが遠慮がちに言う。

「面倒なので私はいいです。皆さまでお楽しみ下さい」

　ルーシィはあっさりと断ってしまった。

彼女はブリュンヒルデのように露骨に人間を嫌ってはいないが、さほど興味を持ってもいない。

皆と仲良く笑う姿は想像できない。

「だが歓迎会ぐらいはどうだ。俺も隣にいるから」

「ふふ、どんな男の人がいるかなぁ。エッチの上手な人が良いですね」

　こういわれてはどうしようもない。

俺はルーシィを寝室に運びながらセリアになんとかしてくれと目配せする。

「無茶ぶりです……こういうのはトリスタンの役目なのに」

　セリアが女性陣を宥める中、セクリトだけが実力行使に出て来た。

「おい。私も慣れ合いは好かんが、あまり調子に乗っていると──」

　ルーシィは表情を変えないまま、ちらりとセクリトを見る。

途端、セクリトは反射的に後方へ飛び退いてから尻餅をついた。

「──お前、何を連れて来た!?　ソレはなんだ！」

「後で説明するから今は抑えてくれ」

　俺は申し訳なさそうにセクリトに言い、皆を相手に身振り手振りを最大に使って説明するセリアにも申し訳なさそうな視線を送る。

「大変ですねぇ」

　ルーシィは抱き抱えられながら俺の顎を擦る。

「分かっているなら勘弁してくれよ」

「ダーメ。ハーレムなんて作った変態にはきついお灸が必要ですから」

　顎を撫でる手つきが淫靡なものに変わる。

「でもエイギルも早く試したいでしょう？　沢山の女を抱いた手腕がどこまで私に通じるか」

　俺の歩調はスキップに変わるのだった。








第５６０－２話 妖花に乱されて－２　♯

遅れてしまいました！









　ルーシィを抱き上げたまま後宮内寝室の扉を乱暴に開く。

「ひゃう！」

　驚きの声をあげたのは部屋の掃除をしていた使用人だった。

「へ、陛下!?　このお部屋を使うのは宴の後と申し付かっておりましたけれど……」

「事情が変わった。すぐに使う」

　俺は乱暴に聞こえるほど短く言い放ち、ルーシィを降ろして唇を奪う。

「わっ乱暴……む……じゅぶ……」

　キスというよりも唇を押し付けるだけの行為に近い。

美しい金髪を指で乱しながら逃がすまいとかき抱く。

　ルーシィの唇は、かさつき一つ無い。

体温も無いのでまるで極上のゼリー菓子を舐めているようだ。

「んむ……まったく……ちゅ……紳士になったと……じゅぶ……思ったのに」

　ルーシィは困った顔をしながらも抵抗せずにキスを受け入れながら、息継ぎに力を抜いたところでちょいと鼻を押す。

「はいそこまで。勢い任せは嫌よ。ちゃんと丁寧にしてね」

　体の奥がドクンと脈打つ。油断していたら今ので射精したかもしれない。

　ルーシィは笑いながらベッドに腰かける。

もちろん俺も追いかけるが止まれとばかりに両手をかざされた。

「エイギル脱いで。まずどれだけ成長したのか見せて下さい」

「おう」

　躊躇いなどあろうはずがない。

俺はベルトを引き千切り、一気にズボンを降ろす。

「普通上から脱がない？　随分と変態になっちゃったなぁ」

　呆れられながらも俺はたちまち全裸になり、手を腰に、足は肩幅に開いて全てを見せつける。

恥じるところは何もない。あえて言うなら玉裏のホクロから毛が生えていることぐらいだ。

「うわ……すご」

　胸板と腹に視線を感じる。

俺は力を込めて筋肉を盛り上げる。

「筋肉のお化けですねぇ」

　視線が胸から腹筋を越えて下に降りて来る。

「ソコもすっごく育ちましたね」

　この一言だけで巨根になった甲斐があるというものだ。

「子供の頃からなかなかだと思っていましたけれど……まさかここまで大きくなるなんて」

　ルーシィはベッドに座ったまま手を伸ばす。

届く距離ではないが、手のひらで撫でるかのように指を動かす。

「大きさだけじゃないわ。形も凶悪、何よりまっくろけじゃないですか。どれだけの女と遊んだの？」

　ベッドに座ったまま上目使いで咎め、両手で撫でる仕草をする。

それだけで男根にどんどん血が入って来る。

「まだ硬くするのですね。それにコブと筋に突起まで浮かんできていますね。エイギルはそんな酷い道具で女をどうしたいの？」

　一物は更に硬さと大きさを増し斜め上まで角度をつけて勃ちあがった。

「ひわわわ!!　失礼しますぅ!!」

　掃除のメイドが慌てて退室する。

ルーシィに夢中で忘れていた。

はて水でも零したのか絨毯に点々と水滴が落ちている。

「エイギルのモノを処女に見せたらああなりますよ」

　ルーシィが俺の正面に立つ。

「ふふ、色々すごくなっているのに子供みたい。さ、次は私ですね。優しく脱がせてエイギル」

　ルーシィは俺の目の前に立って両手をあげる。

　黒一色の服は地味なはずなのに、ただぴっちりとルーシィの体に張り付いているというだけでどんな美しいドレスよりも魅力的に見える。

「……綺麗だ」

　俺はルーシィの腰に手を回し、服をゆっくりと捲りあげていく。

「優しくよ。破れちゃいますからね」

　綺麗なヘソ、うっすら浮いた肋骨が露わになっていく。

鼻息が自然と荒くなる。

「あんエッチ」

　下乳を押さえたところでルーシィが笑う。

「仕方ないだろう。胸の張りが良すぎるから押さえないとつっかえるんだ」

　昔ルーシィの着替えを手伝った時もそうだった。

彼女の体形は１ｍｍも変わっていない。

　胸を押さえる下着もつけていないので、このまま服を引き上げると一気に乳房が零れ出る。

「うーん、別に押さえなくても垂れないから要らないのよ」

　服が抜け、大きく美しい至高の乳房が露わになった。

言葉通り、頭ほどの大きさがある巨乳が微塵も垂れることなく突き出していた。

　おまけに一点の曇りすらない桃色の乳首がツンと自己主張しているのだ。

今すぐにでも飛びついて乳房を掴み、乳首にむしゃぶりつきたい。

『な、なにあのお乳！』『あの大きさで床と平行……ええ……』『あれ見たらノンナのだるだる乳と変色乳首なんて……』『私だって垂れてません！　色も桃色です！』

　などとどこからか妙な声も聞こえる。

「ふふ、私のお乳を見るのも久しぶりだね」

　ルーシィは胸を両手で持ち上げ、俺に向かって突き出す。

「ぐうっ！」

　思わず一物を押さえて屈んでしまった。

興奮して更に膨張するだけでは済まずに射精の律動を開始してしまったのだ。

　まさか性交前に胸を見ただけで発射するなんて無様は晒せないので根元を押さえてなんとか耐える。

　そんな俺を見てルーシィはニコニコ笑っていた。

「さあ下も脱がせて。それともここで止めておきますか？」

　止められるはずがない。

中止と言われたら俺はルーシィに襲いかかり、返り討ちにあって天井に向かって種を飛ばすだろう。

「はやくー」

　おっと馬鹿な妄想をしている場合じゃなかった。

　中腰になってスカートに手をかける。

上と同じくぴったりしたスカートは留め具を外しただけでは落ちず、引き下ろしてやらないといけない。

　早く中身がみたい。

だがルーシィに優しくと言われているので強引にしてはいけない。

　葛藤しながらスカートを降ろすとこれまた黒い下着が現れる。

「尻に食い込んでいるじゃないか。なんて大胆な下着だ」

「だってお尻の布が広いと形がでちゃってみっともないでしょう？」

　最後の一枚に手をかけ引き下ろしていく。

ルーシィの全てが丸見えになる。

「美しい」

　女性器を見つめながら恍惚とするのは変態のようだがそれ以外に感想が無い。

　ルーシィの体には何一つ欠くところがない。

頭の先から爪先まで男の理想と色欲を全て詰め込んで出来上がる完璧すぎる女体なのだ。

　身の上話からしてヴァンパイアになる前からこの肢体だったらしいが良く無事だったものだ。

この体を手に入れる為なら男は殺人でも誘拐でもなんでもするぞ。

「ふふ、毛も剃った方が良かったですか？」

「ぐう」

　再び一物が精を放とうと脈打ち、慌てて押さえる羽目になった。

「まだ大きくなってますね」

「当たり前だ。お前の体を見たんだぞ。しかも毛を剃るなんて言うから射精しかけたぞ」

　射精の律動を鎮めた一物を突きつける。

　角度は斜め上四五度、先端は赤黒く張り詰め、全体にびっしり筋が浮き出していた。

まごうこと無き最高潮だ。

「ではギャラリーもいますし始めましょうか」

　振り返ると扉から無数の目が覗いていた。

　下からピピ、レア、セリア、上の方にマイラ、セクリト、イリジナ……全員いるじゃないか。

明らかに３ｍ近い高さに瞳孔まで真っ赤な眼もあるが誰かわからない。

「エッチ中によそ見しない」

　顔を掴まれてキスされる。

最初のような一方的ではなく、互いに性感を高める前戯としてのキスだ。

　押し付けられる唇、絡み合う舌、吹きかかる吐息。

「ん……ふぅ……」

　艶のある声が漏れるタイミングも森で過ごしたあの時と同じだ。

限界まで高まった本能に加えて懐かしさが脳を突き抜ける。

　だが俺は成長している。

それを見せないといけない。

「んむ……？」

　ルーシィの後頭部を軽く押さえ、顔の向きを変えながら舌をより深くまで押し込む。

更に舌の先端を尖らせて彼女の舌を口内で持ち上げ、歯の内側と舌の付け根を押すように舐める。

　思わず身を引こうとするルーシィを抱き締めて拘束し、刺激で大量に分泌された唾液を下品な音を立ててすすり、唐突に口を離す。

「ぷはっ」

　吸引しながら口を離したせいで僅かに口外に出たルーシィの舌を素早く咥え、まるで女が男根に奉仕するかのように吸引しながら往復する。

「ちょっ！　んもっ！」

　逃げるルーシィを追って口内に再侵入し、吸った彼女の唾液と俺の唾液をまとめて送り込む。

そのまま唇を合わせて全てを嚥下するまで逃がさない。

「もう、激しすぎ……ふも」

　抗議の声を受け、一転して優しく脅えるようなキスに戻ったと見せながら、腰を屈めて反り返った一物でルーシィの下腹……子宮の位置をグイと押す。

俺の方にもまったく余裕がないせいか先走りが飛び、ルーシィの腹から股間に汁が垂れていく。

「ぷはっ。ちょっと待って」

　ルーシィが俺の顔を押し退ける。

やや余裕のない表情で唾液まみれになった口元を手で拭う。

「こんなにキスが上手くなっちゃって……一体どれだけの……わきゃっ！」

　俺は一息つこうとしたルーシィをベッドに横たえる。

そして仰向けになった彼女に体重をかけないように覆いかぶさった。

「愛撫がしたい。尽くさせてくれ」

　首筋に軽くキスを落とし、鎖骨から胸に向けて何度もキスを繰り返す。

　ルーシィは溜息をつきながらも好きにさせてくれる。

やってみろと言うのだろう。ならば今までの技術を総動員して感じて貰わなくてはならない。

　まずは当然ながら豊満な乳房にキスを落とす。

この美しい巨乳を無視するなんて無礼なことはできない。

　絹の肌へ跡を残さないよう軽く吸いながら、唇は大きな膨らみを登っていく。

そして先端まで達したら貴人の手の甲へするように軽くキスし、再び膨らみを降りていく。

　もちろん本能としては顔を埋めてむしゃぶりつき形が変わるほど揉み解したいが、そんなことをすれば童貞の時から進歩していないと嘲笑されてしまうだろう。

　乳房をゆっくり持ち上げるように揉みながらルーシィの右手を持ち上げて脇を舐める。

最初は軽く吸うだけ、数秒開けてやや強く吸い、最後に舌を出して舐める。

「あん……くすぐったいわ」

　ルーシィは身をよじりながらも悪くない表情をしている。

感じているのはくすぐったさだけではないだろう。

　続いて俺は彼女を仰向けにしたまま体の下に入り込み、両手で体の側面を、脇の下から肋骨さらに腰骨までを撫でおろす。

「んん……ふぅ……」

　もちろんどこも直接感じる場所ではないので、大きな快感は無いだろう。

だが繰り返すことで冷たいはずの女体が徐々に熱を持ち、貞淑に閉じられていた足が僅かに開いて来る。

「ルーシィ好きだ」

　唐突に耳に息を吹きかけて耳を舐める。

ビクリとルーシィの体が震える。

「大好きだ」

　吐息を耳にかけながら首筋に舌を這わせる。

「俺の全てを捧げたい」

　辛抱たまらない口調で言いながら肩を軽く、本当に羽根が触れるほど軽く噛む。

「あぅっ！」

　ルーシィが刺激に釣り合わない大きめの嬌声をあげた。

そして大きく息を吐きながら呟く。

「もっと胸を触って」

　返事代わりに俺は後ろから巨乳に手を回す。

最初の遠慮がちな動きよりは激しく、しかし揉み解すような荒い動きではない。

　持ち上げるように揉み、両側から寄せるように揉み、上から撫でるように乳首を擦る。

小ぶりの乳首は最初よりもずっと大きくなっていた。

「意地悪……わざとですね」

　許可を出せば俺が胸を荒々しく嬲ると思っていたのだろう。

ルーシィは悔しげな声をあげた。

「ふふふ、乳と穴をかき回すしか能のない坊やは卒業したぞ」

　言いながら左の首筋に舌を押し当て、うなじを通って右の耳までゆっくり舐める。

ぞくりと縮こまった太ももの裏に手を置き、尻から腰、腹に移って胸を軽く通過し、顎下まで撫で上げる。

「ぐぅっ」

　思わず出た低い喘ぎを押さえるように口に手を乗せたルーシィ。

俺が悪い笑みを向けると悔しそうに鼻を押し当ててくる。

　片手を顎に回して引き寄せながらキスし、もう片方の手で腹を弄り子宮の位置に置いて何度か押し込む。

　ルーシィは口を塞がれながら悶える仕草を見せ、諦めたように両手を動かす。

「エイギルの意地悪……ああ……悔しいわ」

　彼女は遂に自分で自分の乳房を揉み始めた。

形を変えるほど乱暴に揉み解し、焦らされた体が待ち焦がれた快楽を抽入する。

　特に理由はないが勝った気持ちだ。

もちろんこれで終わりではない。

「きゃっ!?」

　胸に集中して緩んだ股へ手を差し入れる。

「ここにも尽くさせてくれ」

　俺はルーシィの顔を見ながら指だけを動かして入口をこね、核をつつき、爪の先だけを僅かに中へと差し入れて引き抜くを繰り返した。

　もちろん頻繁な首筋へのキスも欠かさない。

ルーシィはキスと自分の手、そして俺の指で高まっていく。

「はぁはぁ……エイギル」

　ルーシィが起き上がる。

「どうしてこんなスケコマシに……コホン。女の扱いが本当に上手くなりましたね」

　四つん這いになって俺の股間に近寄ってくる。

「でも肝心な事が残っていますよね」

　美しい口が開き、先走りを垂れ流す男根が呑まれていく。

　舌の感触を感じた瞬間、男根が飛び跳ねた。

根元から熱いものが吹き上がり、全体が激しく律動する。

　必死に下腹部に力を入れたが止まりそうにない。

ただ一舐めで限界を超え、無様に射精させられてしまう。

「ダメ」

　ルーシィが男根の根元を圧迫する。

鉄のリングでも嵌められたかのような感触だ。

激しく脈動しながら射精したはずの先端からは透明の汁が流れるのみだ。

　ルーシィは再びベッドに仰向けになり、両手をこちらに向けた。

「来て、エイギル」

　体が勝手に反応する。

操られているような感触だったが心も同意しているので構わない。

　ルーシィのふくらはぎを掴んで脚を大きく広げる。

「そんなに広げたら恥ずかしいわ」

「悪い。だがあの頃よりもずっと大きくなっているんだ。広げないと入らない」

　数秒後に俺はルーシィを貫く。

いや包んでもらうと言うべきだろうか。

九年越しに愛する女の中へと還る期待で男根は比類ない程膨らんでいた。

　音を立ててルーシィの腹に男根を乗せてみる。

　太さは彼女の入り口に悲鳴をあげさせるだろう。

長さは子袋を通り越して胃にまで届くだろう。

全体に浮き出た筋とコブは内部の襞を一つ残らず擦り上げてしまうだろう。

　俺は屈辱的な程ルーシィの足を開かせ、男根を近づけていく。

　するとルーシィは股間に迫る男根に手を伸ばし、ちょんとつついて言う。

「それが最大？」

「ああ、お前に入れる期待で限界まで大きくなっている。痛いかもしれないから力を抜いて──」

　ルーシィが首を振る。

まさかここにきて大きさアウトだろうかと焦るが答えは違った。

「限界まで大きくなって終わり？　私への愛はそんなもの？」

　ルーシィが強い口調で俺に命じる。

「もっと大きくなさいエイギル。私への愛を示しなさい」

　その一言で男根が二つの音を立てた。

　一つは皮膚を打つ音、男根が自分の腹に打ち当たった音だ。

自分の腹を突き破るほどの勢いで反り返っていく。

　もう一つは血が流れ込む音、既にそそり立っている男根へ無理やり血が流れ込んでいく音だ。

全体が限界を超えて膨らみ、先端はより黒く変色変形し、びっしり男根を覆っていた血管が更に血を送り込む為に肥大化していく。

　扉の向こうから『ひぇぇぇぇ』とか『──メートル!?』とか『エイギル様が破裂します！』とか様々な声が聞こえる。

　声ではなく脳内にも（うらめし……ひえっでか！）（呪って……ひっ人間じゃないわ！）（じ、じゅるり）などと妙なノイズが入って来るが、今はそれどころではない。

「よし！」

「よ、良くない。ぐぉぉぉ……破裂する」

　さすがにここまで勃ったことは今までない。

しかも薬でも魔法でもなくただルーシィの命令だけでこうなってしまったのだ。

「ほら早く入れないと弾けちゃうよ」

　一転して悪戯口調で言いながら足を開くルーシィ。

「もうどうなっても知らないからな！」

　俺は遠慮なくルーシィの股を開かせ、中心に男根を押し当てる。

「おかえりエイギル」

「ただいまルーシィ」

　そして俺達は笑い合いながら一つになった。

あれぇ……あれぇ……。

次回は金曜日予定です。

今度こそ頑張ります！










第５６０－３話 妖花に乱されて－３　♯







　正常位でルーシィを組み敷いた俺は美しい両脚を抱え、丸見えになった割れ目に男根を押し込む。

　我ながら巨大としか言いようがない真っ黒な一物がルーシィの真っ白な割れ目を押し開いていく。

「……狭い」

「エイギルが太すぎなの。例え話でもなく切り株の大きさですねぇ」

　天にも昇る気持ちで腰を進めるも一番太い先端の根元部分が入らず止まってしまう。

何度か腰を押し付けるもこれから先に入っていかない。

　三度目の挿入が拒まれた時、ルーシィの表情からわざと閉じていたと気づく。

「あはは、ごめんなさい。『おかしいな。入らないぞ』の顔が見たかったの」

　俺が情けない顔で抗議すると入口の締りが緩まった。

ズルリと傘の根元が入り込み、そのまま腰が沈んでいく。

「あがっ！　ううっ！」

　苦しげな声はルーシィからでは無く俺が漏らしたものだ。

無数の襞が先端から敏感な肉傘の付け根、そして竿全体を撫でていく。

「本当にぶっといですねぇ。それにスジとコブだらけで中が抉られちゃうわ」

　嬉しい言葉なのに誇る余裕がない。

血管だらけで膨らんだ表面を襞が舐め上げ締めつける。

気を逸らそうと顔をあげれば目の前にはルーシィの美顔だ。

「ぐぉぉ……快楽で苦しむことになるなんてな」

「辛そうな顔して可哀そう。でも腰は止まらないね。カクカクしながら入って来る……あん」

　快楽に苦しみながらも腰は勝手に進んでいく。

そのせいで更なる快楽が押し寄せ情けない声が止まらない。

　挿入が深くなり俺の全身がルーシィに乗っかる。

すると彼女はもっと深く入ってと言わんばかりに脚を開いてくれた。

　やがて先端が壁に打ち当たる。最奥に当たったのだ。

「入った……」

　行き止まりに当たった尿道から一物全体が震え始め、全身に伝わって背筋が震える。

男根は不定期なリズムで脈打ち続け、先端からは粘度の薄い先走りが出続けている。

　いつでも射精できる。

いや本来はもう発射しているはずなのに、ルーシィに情けない所を見せまいと耐えているだけだ。

　さてルーシィの様子はどうだろうか。

昔は負けまくっていたが、これだけの巨根が入ってはただでは済むまい。

強すぎる刺激で声も出せない状態だと嬉しい。

優しく抱きしめ、キスをしながら大量射精といこう

　だがルーシィの反応は期待と違った。

「うん？　まだ入ってないじゃない」

「なんだと？」

　小さく腰を動かしてみる。

最奥まで届いているし、入口も破裂が心配な程膨らんでいる。

　これで入っているのがわからないと言われれば頭でも突っ込むしかないぞ。

「そうじゃないです。ここ」

　ルーシィが優しい手付きで俺の男根……彼女に入り損ねた根元半分を撫でる。

　巨大化した男根は先端は最奥に達したがまだ半分近く余っていた。

全部入る訳がないので、このまま動くつもりだったのだが。

「全部入れてエイギル」

「それは無理だよ」

　力を入れて押し込めば女の苦痛と引き換えに数センチ沈むかもしれないが、まだ半分あるんだぞ。

　ルーシィは両手で俺の頭を抱き寄せ、自らの巨乳に沈める。

そして後頭部を撫でながら優しく、かつ反論を許さない口調で言った。

「遠慮しないの。貴方が組み敷いているのは私なのよ」

　片手が滑り降りて背中を回すように撫でる。

「根元まで入りなさいエイギル。私は壊れませんから」

　腰が勝手に前に進み出す。

ルーシィの言葉に体が勝手に反応してしまっている。

「ああ来た……硬い……長い……！」

　顔を埋めた胸が震えるのが分かる。

男根が彼女の最奥をメリメリと押し上げる。

　柔らかく包んでくれていた中が硬直しても俺の腰は止まらない。

ルーシィの絹のような肌に指を食いこませ、ずり上がれないように固定して男根で突き刺していく。

「そうそのまま……まだ入るわ……何も気にしないで……ぐぅぅぅ！」

　ルーシィが仰け反ったのがわかったが後頭部を押さえる手は離れず、白い女肌以外何も見えない。

　ルーシィは大丈夫だろうか。

男根で突き殺してしまうんじゃないだろうか。

「まだ余っています。もっと、もっと奥まで入りなさい！」

　俺の心を知っているかのような声がかかる。

手さぐりでルーシィの肩を抱き、渾身の力で腰を打ち付ける。

　肉と肉が当たる音が鳴った。

恥骨に軽い圧迫感と柔らかい陰毛の感触──。

「全部入った……入ってしまった」

　ルーシィの拘束が緩まり、恐る恐る顔をあげる。

「ふぅふぅ……やっと入りましたね。すごいことになっちゃいましたよ」

「本当に大丈夫なのか？」

　かつてない程巨大化した男根が根元まで入っている。

　腹が男根の形に盛り上がるのは当然、腹の皮を通してその脈動まではっきりわかり、コブや太い筋の形までが浮き上がっていた。

　更に先端部分は子袋どころかどう見ても胃袋の近くまで膨らんでいた。

本来なら今すぐ血泡を噴いて意識を失ってもおかしくない鬼畜行為だ。

いつ突き破れてもおかしくないように見える。

　だがルーシィは異様に膨らんだ腹を撫でながら微笑む。

「立派になりましたねエイギル。素敵よ」

　俺は感激の咆哮をあげながらルーシィを思い切り抱きしめる。

「きゃー可愛いエイギルが巨根獣になっちゃったぁ」

　ルーシィはイヤイヤと背中を叩いてふざけた後、キスを交わして言った。

「好きに動きなさい。乱暴にしても痛くしてもいいわ」

　それだけならよかったのだが。

「でも私がいっちゃうまでは絶対出さないでね。一緒に気持ち良くなりましょうね」

「うぐぅ」

　俺が限界なのを分かってこんなことを言う。

だが命じられた以上は死ぬ気でやるしかない。

いざとなったら一物以外の場所、ヘソや顔から噴射すれば射精したことにはならないだろう。




　正常位の姿勢のまま上半身を起こして腰を動かす。

この体位では俺に任せるつもりなのかルーシィは全身の力を抜いて横たわっていた。

　入ってはならない場所まで進んでいた男根を引き抜き、入口近くまで肉傘を戻す。

そこで腹に力を入れて傘を大きく硬くして再侵入していく。

「う……うぅぅ……」

　圧迫感と共に襞を擦り上げられたルーシィが小さな呻きを出した。

反応は悪く無いがやや力不足か。

　今度は根元まで突っ込んだまま腹に力を入れ、膨張した傘の根元で抉るようにして引き抜く。

「あ……あぁ……あうっ！　それいいっ！」

　これだと確信して再び一物を深く挿入、今度は胸を両手で揉みあげながら膨張させながら引き抜く。

　力を抜いていたはずのルーシィの足が跳ね、顎が反る。

「これならどうだ」

　胸を舐めながら挿入、乳首を吸って引っ張りながらの膨張引き抜きだ。

「きゃっ！」

　ルーシィの手が反射的に俺の肩を止めようと動く。

快楽が駆け抜けたのは明白だ。

「ふふふ、可愛いよルーシィ」

　俺が勝ち誇った顔で言うとルーシィはゾクゾクと背筋を震わせた後、むくれた顔を見せる。

いかん反撃を誘発してしまった。

　寝転んでいただけのルーシィが手を伸ばし、俺の乳首を親指でこねる。

弱い刺激なのに腰から首筋までがブルリ震えた。

「うぅん」

　更に色っぽい声を出しながら体を反らせる。

大きく綺麗な胸が突き出され、腰の動きに合わせて派手に揺れ始める。

　更に手がするすると伸びて俺の手に絡まり、舌が色っぽく自分の唇を右から左に舐め上げる。

「ぐおぉぉ!!」

　強烈な射精欲求が押し寄せ、動きを止めてルーシィの体に抱き着き耐えるしかなくなった。

「私はまだ三割だよ。出さないでね～」

　このままでは勝算はない。

俺はルーシィの体を回転させて後背位を取った。

　巨大化した一物を柔らかくも引き締まった極上の尻に押し込む。

　この体位は男が一方的に攻撃できる体位だ。

俺はルーシィの性感を一気に高めるべく、尻を掴んで豪快に腰を振る。

　細かい技術よりも激しい摩擦と打ち付けで感じさせる。

「激しいわエイギル、奥にめり込む……」

　尻に打ち当てる肉音以外に肉棒が穴を擦り上げる音まではっきり聞こえる。

「ああ、この体位ダメ……おっきさをそのまま感じる……うううっ！」

　悶えるルーシィだが激しさだけで昇ってくれるほど甘くはない。

俺は追加の刺激を加えるべく、手を揺れる乳に回して揉み込み、一突きごとに盛り上がる腹を押しこんで胎内に刺激を通す。

「胎を押し込むなんて、ああっ子袋を押すのは女体への冒涜よ！」

　子どもの俺なら悶えるルーシィに満足して同じことを繰り返しただろう。

だが俺は成長した。敵が策に嵌ると同時に次の策を繰り出すべきだと知っている。

「これで……どうだ！」

　俺は悶えて開くルーシィの口に指を持っていく。

「？」

　意図がわからないまま性交中の礼儀として舐めてくれたが、俺のあくどい笑みを見て顔を硬直させる。

「エイギルまさか……止めなさい！」

「ふふふ……断る」

　俺は笑いながらルーシィの唾液で濡れた指を丸見えの肛門に当て、ゆっくりと挿入していく。

「いやっいやっ！　やめ……んぁぁぁ!!」

　指二本がピンク色で染み一つ無い尻穴に入り込んでいく。

　ルーシィの背中が反り返り、髪を振り乱して叫ぶ。

肛門は指が痛いほど締められ、呼応して性器も絶頂間近の痙攣を起こす。

　これは勝負あったと思った時だった。

「止めて！　止めて下さい!!」

　ルーシィの口調が変わった。

「お止め下さい陛下！　お尻は処女なんですぅ！」

　ペロリと舌を出しながら抵抗するルーシィ。

言葉通り尻は必死に逃げようとするが、言葉に反して中は逃がさないと搾って来る。

　抵抗するルーシィを犯す……その感覚を覚えた途端、一気に形勢は逆転した。

俺は尻を抱えたまま、ただ単調に尻を打ち当てるしかできなくなってしまう。

　だがルーシィの反撃は終わらない。

「えっ中に!?　私危ない日で……は、孕んでしまいます。誰か助けてぇ！　孕まされちゃう!!」

「そう来たか！」

　ルーシィを乱暴に犯す。

本来は萎えかねない行為だが、彼女はそれが演技だと知らしめるようにずっと笑っている。

つまりは『同意の上でルーシィを強姦する』これで興奮しないはずがない。

　興奮どころか体の方がその気になってしまい、これでもかとくびれた腰を両手で掴んで猛然と腰を振ってしまっている。このままだと一分もたずに暴発すると知りながらも止まらない。

「ああっ陛下の巨根で犯されている！　ドロドロ子種で妊娠させられる！　やめてっ種付けしないで！」

　吹き出すのを堪えた顔でルーシィが演技を続ける。

　俺は咆哮しながら鋼の意志でこのまま射精するんだと訴える体を押さえつけ、ルーシィをひっくり返して騎乗位となった。

　腰は動いていたが後背位のように豪快な動きが出来ないのでとりあえず射精は遠ざかる。

「すまんルーシィ。調子に乗った」

「ううん。私の方こそ意地悪しちゃいましたね」

　俺達は謝り合って笑い、両手をしっかり絡ませるようにつないだ。

「勝負は止めましょう。このまま二人で高まって」

「ああ一緒に達そう」

　手を絡ませ、視線もしっかり合わせながら腰を動かす。

　俺は腰を突き上げ、ルーシィは腰を落とす。

タイミングは完璧で二人の性感帯を擦り合わせて高まっていく。

「……」

　手を伸ばしてルーシィの乳房を揉み、肉豆を弾くように撫でる。

「──」

　手が伸びて俺の睾丸が擦られ、首筋に強くキスを落とされる。

　言葉にせずとも互いのして欲しいことが分かった。




　淫語も激しい動きも必要無かった。

単調な騎乗位、ゆったりと股間を打ち合わせるだけの性交、それだけで十分だったのだ。

　イかせるのではない。

イってしまうのでもない。

お互いに愛し合って昇るのだ。

　今の俺はルーシィが昇らない限りいつまででも射精を我慢できるだろう。

だがルーシィが昇ればいつでも出せるだろう。

　俺達は両手を絡め合う。

指の骨が悲鳴をあげ、あるいは折れたかもしれないが、ルーシィが手加減すらできないぐらい興奮していると思えばなんのこともない。

「気持ちいいわエイギル。気持ちいい。心が震えるほど気持ちいい」

　ルーシィの動きが変わった。

絶頂の準備に入ったのだ。

　自然と手が離れ、俺の手は彼女の腰を掴み、ルーシィの手は俺の胸板に置かれる。

「エイギル、ああエイギル、好きよエイギル」

「ルーシィ、美しいルーシィ。愛しているルーシィ！」

　一物が激しく痙攣を始める。

ルーシィの中が搾りから中へ精を引き込む動きに変わる。

　俺達は腕を大きく開き、抱きしめ合ってベッドに倒れる。

もう腰を動かす必要はない。

「ルーシィ俺の女神。ようやくこうなれた」

「エイギル可愛い私の坊や。待っていたのよ」

　俺達は抱きしめ合ったまま息を大きく吸い込んだ。

　そして叫ぶ。

絶頂の叫び、快楽の咆哮、なんの遠慮も無くオスとメスの声を高らかにあげた。

　リンゴ並に肥大化した睾丸が震え、男根の形を変える勢いで激しい射精が始まった。

ルーシィへの愛に比例した凄まじい量の種汁が噴き出す。

　男根に激痛が走る。

あまりの勢いに尿道の限界量を超えたのだ。

睾丸も上限を超える種の供給を求められて悲鳴をあげている。

　ルーシィの腹もたちまち盛り上がり、人間の女なら裂けていておかしくない。

だが俺達は痛いとも止めてとも言わず、ただ抱き締めあって快楽の叫びをあげ続ける。

　やがて痛みが鎮まる。

量が減ったのではない。尿道が男根ごと広がったのだ。

　ルーシィの腹も戻っていく。

壊れたように脈打つ男根で穴が拡がり、隙間から種が逆流してあふれ出したのだ。

　叫びながらルーシィが目で合図する。

今なら覗き達に聞こえないよと。

　俺はルーシィを一層固く抱きしめ、耳元で身内への呼称を一言呟き、そのまま意識を失った。







「む！」

　跳ね起きると俺はルーシィの太ももを枕に寝ていた。

「おはよう。二時間寝てましたよ」

　俺はやってしまったと顔を覆う。

気持ち良く射精してそのまま寝てしまうとは何事だ。

「ふふ、大丈夫。私もあれで気絶して一時間寝ていたもの。……動くとついちゃうよ」

　なんのことだと見回すとベッド一面がべったりしている。

それどころか床の絨毯も一面が白い粘液に覆われていた。

「二人揃って気絶した後もずっと出し続けていたみたいね。私が起きた時も天井に向かって噴射していましたよ」

「豪快に出したものだ。新記録かもしれない」

　ルーシィは苦笑いしてベッド床を汁だらけにした元凶を指差す。

「でも豪快なソレ壊れちゃったかも」

「なに？　うおっ！」

　思わず声をあげてしまう。

一物は出し切って萎えながらも大きさだけは変わっていない。

大きいままでダラリと垂れ下がっていたのだ。

「でも大きいままで都合が良いわ」

　ルーシィが顔を伏せる。

そして再び美顔をあげると目は爛々と赤く輝いていた。

「ここまでは母と恋人でした。でも私達はそれだけじゃないですよね」

「ああ」

　俺もしっかりと視線を返す。

　ルーシィは垂れ下がった一物を両手で掴み、顔を近づける。

「見覚えのある牙の痕だらけ。こんなところまで噛ませたのね。焼きもちだわ」

　巨大したままの一物に手を這わせ、一番太い血管に牙をあてる。

「頂きますね」

「存分に」

　牙が血管に食い込み、激痛と性感が同時に押し寄せる。

一物からは何かもわからない液体が噴射し、腰が跳ね上がる。

　ルーシィは真っ赤になった口を離し、手を扉に向かって振るう。

生み出された風圧だけで扉は勢いよく締まり、覗き達の悲鳴が聞こえた。

「ここから先は血の時間よ。優しくしないで、襲って噛みなさい」

「分かった」

　俺はルーシィの肩を掴んで首筋に噛みつく。

　犬歯が皮膚に食い込んだ途端、床に放り投げられる。

間髪おかずに馬乗りになったルーシィが俺の首筋に深く牙を立てる。

　凄まじい力で抑え込まれ、血の気が引く勢いで吸血される。

このまま吸い殺されたら何の抵抗もできない。

　だがルーシィは十度程喉を鳴らして恍惚の表情で顔をあげた。

「美味しい……ますます美味しくなっている。こんな美味しい血があるなんて……」

　その隙に俺はルーシィの髪を掴んで逆に床に倒し、肩口に思い切り噛みつく。

ルーシィを押さえ込む感覚と口内に感じる血の味が倒錯的で乱暴な性感を呼び覚ます。

「いいわエイギル。もっと噛みなさい。貴方になら許してあげる」

　跳ね飛ばされて壁に打ち当てられる。

立ち直る前に距離を詰められて喉笛に噛みつかれる。

　二口程の吸血が終わると俺は体を反転させてルーシィを壁に押し付け、乳房の上に噛みついた。

彼女は振り払うこともなく、その体勢のまま首筋に噛みつく。




　他の事に気を使う余裕はなかったが部屋の中から邪悪な気配と微かな声が聞こえた気がした。

（妾を貶め死に追いやった報い　後宮の女共未来永劫呪うつもりであったが）

（毒で臓腑まで吐き戻して朽ちた我が苦しみと怨念は永遠　決して癒えることはない）

（──故に　永遠故に少しぐらい休憩しても良い　私を裏切り追放した〇〇妃は呪い続けますが）

（相性の良い者同士で体を重ねてみましょう　後宮に憑いた亡霊故　男がいないのが悔やまれます）

　天井裏からはよりはっきりした声も聞こえた気がした。

「妾のモノにあんなに牙を立てよって、血もゴクゴクと……絶対に取り返してやる！　ええい怨霊共まで盛りおって！　耳障りじゃ散れ！　散らんと聖水振りまくぞ!!」

　俺とルーシィは朝になるまで背徳的な血液の交換を続けたのだった。

この三話で本来の一話でした……。

次回更新予定は月曜日になります。

次こそサクサクサクと参ります！










第５６１話　玉座の重さ







「陛下に在らせられましてはご機嫌麗しゅう……」

　玉座に座る俺の前で一人の男が頭を垂れる。

名前は知らない、正確には一度聞いて紹介されたが忘れた。

「構わん。用件に入れ」

　こいつが頭を下げているのは俺ではなく玉座であり、下げた顔で舌打ちしているだろう。

俺だって知らないおっさんに礼を尽くされてもなんの嬉しさも無い。

「──さすれば」

　男は下手な遠慮をせずに語り始める。

　要約すれば王領の管理がおかしくなっている。

　今まで王とケネスが決めていた人選を、王国貴族の知識が浅い俺とアドルフでは出来ない。

　ついでに金も足りない。

　人選と支出の案を作って来た。




　俺は案とやらを軽く眺めてから返す。

「構わん。好きにしろ」

　男は驚いたような顔をする。

お前が提案したのにびっくりしてどうする。

「……失礼ですが陛下が推される方などおられますでしょうか？」

「特にないな」

　身内や子飼いの枠を聞いているのだろうがそんな人材はいない。

アドルフなどを王領の管理などに行かせたらここが明日にも破綻する。

「では忠勤を尽くすよう申し伝えます」

「ん」

　そもそも王領管理の人選などできるはずがない。

　俺は誰も知らないから論外としてアドルフやレオポルトでさえ有名な貴族や中心官僚ぐらいしか把握していない。地方の〇〇荘園の補佐の□□が適任──などと言われても『そうか』と言うしかない。

　武力だけの簒奪者、粗野粗暴と知れ渡る俺がすんなり意見を聞いたのが拍子抜けだったのか、男は何度も首を傾げながら退室しようとする。

「ま、失敗したら言ってこいよ。また考えにゃならん」

　男の足が止まった。

脅えた顔で再び床に膝をつく。

「不手際がありましたら、命で責任を取る覚悟は出来ております」

「なんでお前が責任を取るんだ。しくじった奴をクビにするだけだ」

　男は再び驚いたような表情をする。

「温情に感謝致します。では任命者に命を賭けてかかるようにと──」

「仕事に失敗したぐらいで本当に殺す訳ないだろ。首を飛ばすってのは喩えだ。それともお前の推挙した奴はポコポコ殺しても代わりがいる程度の奴らなのか？」

　どうも俺のイメージがおかしいままになっている。

思い起こせばゴルドニアに仕え始めた最初から間違っていたようにも思う。

　多分にエイリヒが悪いのだが、俺は奴にその百倍の非道をしたのだから黙って受け入れるしかあるまい。

「そのようなことは……では陛下の慈悲深きお言葉も加えて担当者には粉骨砕身励むようにと」

「おう。まあクビにならん程度に頑張れと言っとけ……変なことだけ考えなければ良い」

　最後だけ少し殺気を込めて言う。

逆らってきたらポンポン首を飛ばすしかなくなるからな。

　男が退室していく。

「ふぅ突然きたから困ったもんだ。飲み物をくれるか」

　俺は玉座に腰かけたまま手を伸ばす。

「はい。只今」

　控えた侍女が果実入りの水を手渡してくれる。

「靴ひもがちょっと緩くなった。すまんが直してくれ」

「はい陛下」

　侍女が跪いて靴を直してくれる。

「陛下、襟元が乱れております。お直し致します」

「頼む」

　別の侍女が襟を直してくれる。

かなりの巨乳で密着すると谷間がはっきり見えた。

「大きな胸だな。男の視線が気になって仕方ないだろう。野獣共に注意しろよ」

「あう、ご忠告感謝致します。む、無駄に大きくて恥ずかしいです」

　そう言って笑うと侍女は照れながらも礼を言う。

拒絶も淫靡な気配も感じないのは俺の方が色欲を微塵も出さなかったせいだろう。




　さて自分でやれば良いことを一々お付きの侍女達にやらせているのは別に王の全能感に酔っている訳でも、女を顎で使って悦に入っている訳でもない。

「エイギル様、まだ駄目ですか？」

　セリアの頭を撫でようと手を動かす。

……まるでカタツムリ並の速度だった。

「ああ、まず腰が全く動かん。手と足もこの通りだ。おまけに美女の巨乳に欲情しない。芸術品のように見えてしまう」

　ルーシィと朝までやりまくった俺は全ての体力と精力を搾り取られてしまったのだ。

　朝になってルーシィが別室で眠りについた後、ノンナ達がワッと押し寄せて来たのだが、抱くどころか体を起こすことすらままならなかった。

「ピピに飛び乗られて動けないエイギル様を見た時はこのまま亡くなるかと心配しました」

　皆はルーシィに対抗して激しい性交を求めてきたが、情けないことにまったく応えてやれなかった。

「エイギル様のアレがここまで小さくなっているのは初めて見ました。何しろ睾丸はみかんサイズ、一物に至っては萎え切ってたった１５ｃｍ……千切れたのかとベッドの下を探しちゃいました」

「情けないのであまり言わないでくれ」

　俺の疲労困憊は凄まじく、ノンナの巨乳に顔を挟まれた上に三人掛りで一物を舐められながら勃たないという暴挙で皆を悲しませてしまった。

　最後にブリュンヒルデが首筋に噛みつくと貧血で倒れてしまいお開きとするしかなかった。

「今もノンナさんを中心に後宮で緊急会議をやってます。私はエイギル様のお世話が優先なので抜けてきましたけど」

　精力体力回復の為にも休養すべきだったが、レオポルトとアドルフがどうしてもと言うので玉座に座る羽目になってしまった。

　しかも誰かの肩を借りる訳にもいかない。

俺の統治が恐怖によって支えられている以上、弱った姿は見せられない。

「杖なんてついたら病気を疑われて反乱のきっかけになりかねませんから」

　そこでセリアの頭を杖代わりに撫で回し続けるふりをしながらここまで来た。

「おかげで私は愛玩動物みたいな印象に……」

　セリアは可愛いので問題なかろう。

　だがこの状態は良くない。

「せめて精力だけでも回復させないとな」

「先に体力です！　暗殺者が来たらどうするんですか！」

　また色欲無しに接すると侍女やメイドの反応がとても良くなった。

　彼女達の中で俺は手当たり次第女をベッドに引き込んで犯しまくる強姦王のようなイメージだったようで、先ほどの巨乳侍女のように爽やかに接すると、脅えた顔は笑みに代わり、ガチガチの態度も柔らかく変わったように思う。

「思わぬ成果だ。む、その香水いい匂いだな。近くで嗅がせてくれないか？」

「は、はい。照れくさいです……」

　侍女をもたれかからせて首筋の匂いを嗅ぐ。

もちろん嫌らしい目は向けないし、尻を撫でたりもしない。

　セリアも対抗してもたれかかってくるが妙な臭いがする。

今朝方嗅いだ覚えがあるぞ。

「えっ、あっ！　今朝の漬物の破片です！　イリジナさんが至近距離でくしゃみしたせいです!!」

「洗っておいで」

　セリアは走り去っていく。




「一人じゃやりにくいだろう。お前達も手伝ってやってくれ」

「「「承知しました」」」

　侍女達もセリアを追いかけていく。

　警備兵は最初から居ない。

身元をしっかり確認できない武装兵を近くに置くと今は逆に危険だからだ。

そもそも数人程度の暗殺者では俺を仕留めることはできないと既に幾度も証明されている。

　これでいいかな。

「アドルフは夜まで会議の連続、レオポルトは王都の警備を現場で確認してる。誰もいないぞ」

　だだっ広い玉座の間に俺の声が響き、一拍置いて柱の影からレベッカが顔を出した。

「よう。久しぶりだな」

「お久しぶりにございます。ハードレット新王陛下」

　恭しく膝をつくレベッカ、緩んだ雰囲気は微塵もない。

その様は微塵も付け入る隙を与えまいと努めているように見えた。

　レベッカにとってどうやら今は極めて重要な時らしい。

だが俺はこんな雰囲気で彼女と話すのは嫌だな。

「随分と他人行儀じゃないか。頭をあげていつも通りでいいぞ」

「過去の失礼な言動、万死に値するものなれど陛下の恩情にて私は今も筆頭情報官の地位にございます。この身は陛下の目、陛下の耳、そして陛下の懐刀なりと示すには凡百の臣に百倍する忠義忠誠をもってするより他無し──」

　膝だけではなく両手で作った拳と額まで床につけるレベッカ。

こんな調子では話しにくい。他に誰もいないしちょっと悪戯してやる。

「忠誠の心見事なり。ならば早速だが命じたいことがある」

「なんなりと」

　伏せたまま顔だけをあげるレベッカ。

今まで見たこともないような真剣かつ緊張した顔だ。

　俺は尊大な態度と口調で返す。

「脱げレベッカ。上半身を脱いで乳を出すのだ。王命である」

「なっ!?　……し、承知致しました」

　レベッカは声を詰まらせた後、目をきつく閉じてゆっくりと上着を脱いでいく。

　やや貧しい乳房が露わになる直前に俺は待ったをかける。

「指二本で乳首を隠すのだ。全てが見えては興奮できぬ。王命である」

「か、畏まりました我が陛下」

　俺の要求は続く。

「体を丸めて恥ずかしそうに。かつ俺を睨みつけて悔しそうにせよ。これも王命」

「し、承知……」

　まだまだ続く。

「胸を隠したまま俺を罵れ、無礼は許す。指で胸を隠したまま靴下を脱いで足の臭いを──」

「いい加減にして!!」

　限界を突破したレベッカが俺に指を突き付ける。

ツンと硬度の高そうな乳首が丸出しになったことに気付き、慌てて脱いだ服を抱き寄せて隠す。

「はははは、最初からそれでいいんだ。誰もいないんだから気を使う仲じゃないだろう」

「ぐぬぬぬ」

　レベッカはさすが情報官の早業で服を着直し、スポンと襟から顔を出して悔しげな声をあげていた。

　さてこれで落ち着いて話ができる。

ずっと聞きたかったのだ。

「どうして助けてくれた？」

「保険よ。貴方は今玉座に座っている。私の読みが正しかった」

　それでは納得できないな。

「分の悪すぎる賭けだった。俺が負ける可能性の方が遥かに高かった。俺が負け、お前から情報提供があったと漏らしたら終わりだったぞ」

　ただの保険にそのリスクに見合う価値はない。

　するとレベッカはしばらく俯き、小さく笑った。

「筆頭情報官は王の目、王の耳、懐刀、恐れられる役職」

　一部の大領主は大臣すら恐れないがレベッカは怖がっていた。

脱税の証拠、禁制品の扱い、あるいは身内の不祥事……それらを暴き、王に一報すれば大臣と争う以上のダメージになることは明白だったからだ。

　表向きの地位は低くちょっとした官僚程度、だがレベッカに睨まれればいかなる貴族も肩を竦め、金品を送ってでも懐柔しようとする。

「それでも……所詮情報官は影の役職、そこが天井、ここ以上はないの」

「まあ前王の下で情報官から大臣や大領主になるのは無理だよなぁ」

　影の実力者と言ってもそれは影の中だけの話だ。

いかなる大物からも恐れられる存在だが、自らが大物になることはできない。

「もっと上に行くには……天井の方を動かすしかないでしょう？」

　挑発的に笑うレベッカ。

俺も返すように笑う。

「新しい天井がどれだけ高いかじっくり見極めてくれ。とはいえ今領主や大臣の地位をやっても困るだろ？　さし当たっては今まで通り情報官をまとめあげてくれ」

「はい」

　丁寧に礼をするレベッカに追加の一言。

「さっきみたいな命令も随時出す。隙を見て上に乗り俺の女にするからそのつもりでな」

「……覚悟してるわよ。正直そのことで半日悩んでから貴方に情報送ったんだから」

　じっとりした目で睨んでくるレベッカに冗談だと笑って玉座の後ろに立つように言う。

筆頭情報官のいるべき場所はそこだからだ。

　さて次だ。




　次に入ってきたのは……マイラの『ヒューティア家』とグレーテルの『ベルツ家』だ。

ベルツ家の方が遥かに大きく名門なはずだが、今は借りて来たネコのように等しく並んで震えている。

　床に伏せたままヒソヒソ声が聞こえる。

「わ、我らは籠城して動かなかったがその責を問われるのだろうか」

　約束でもあれば別だが裏切りに同調しなかったからと処断するのは我が侭過ぎるだろう。

「しかし我らは陛下の室に血縁者を出しておる。あるいは免ぜられる可能性も」

　当然だ。少々の理由でマイラとグレーテルの実家を潰す訳がない。

彼女達が鬱陶しいので潰しちゃってとでも言えば難癖つけて葬るが。

「甘いですぞ。陛下は従わぬ者を玉座の間で斬り捨てる苛烈な方……そのような常識など」

　逆らったからだろ。

何もしないなら便所でも路地裏でも斬らん。

「女好きに一縷の望みが……我が妻と娘達には陛下に身を捧げて愛人になる覚悟をさせておりますが」

　普段なら気になるが今は性欲がごっそりと欠けた状態だから色仕掛けには惑わされん。

一応歳と容姿の特徴ぐらいは聞いておこう。

「顔をあげよ」

　二組の者達が顔をあげる。

そして真っ青になって後ずさる。

　俺はただ座っているのに何故脅えるのだ。

「そりゃそうでしょ」

　レベッカが溜息混じりに言う。

「粗暴残虐で有名な簒奪王に呼ばれてきてみれば付き人も侍女もおらず居るのは筆頭情報官の私だけ。連想するのは処刑しかないと思うけど」

「そんなもんか」

　俺は違う違うと手を振って安心させようとした。

しかしまだ力が入らず、腕は首の位置まで上がらない。

　素早く横に振ることもできず、まるでゆっくりと首を掻き切るかのような動きになってしまった。

「「ひぃぃぃぃぃ!!」」

　もう面倒くさい。

レベッカ、説明任せた。

「はあ……まあ家族構成と関係ぐらいは全部知ってますけどね」

　さすが情報官だ。

ぬぅ……ぬぅ……。

一〇分遅れた上に進まない……。

次回はギルドレスとロサリオが出ると予告します。










第５６２話　王と王







　おびえまくるマイラとグレーテルの実家の面々に俺は手早く説明する。

「というわけでな」

「ひぃぃ」

　威圧的にならないようにやさしく。

「だから」

「あひぃ」

　別に気にしていないことを説明して今後も宜しくと。

「頼むぞ」

「うひぃ」

　俺は膝を一つ叩く。

「ひぃひぃうるさい！　責など問わんし何もせんと言ってるだろうが！　ぶっ殺すぞ!!」

「どっちなんですか」

　話が進まないので苛立ってつい怒鳴ってしまった。

レベッカの冷静な突っ込みが痛い。

　結局グレーテルとマイラを呼び出して一段落とする羽目になった。

　ベルツ家が使用人見習い……実質は人質兼愛人に差し出そうとした女性がグレーテルの顔見知りで気まずくなっていた以外は一段落だ。




「ふぅ……綺麗になりました」

　手を拭きながら落ち着いた顔でセリアが戻って来る。

「貴方、肝心な時は大抵トイレですよね」

「なっ!?」

　セリアがレベッカを見て威嚇の体勢を取る。

この状態の時はうなじの毛が本当に逆立って猫みたいなんだよな。

「あっエイギル様立てるようになったのですね」

「おっそういえば」

　怒りにまかせて立ち上がれた。

まだふらつくし腰はガクガクだが恰好だけはつくな。

「次はモナシ伯爵とビンボ子爵、ゴクフィン男爵が連名で謁見を求めていますよ。何やら只ならぬ覚悟と服装でしたが」

　あいつらは俺の近くの領地なのに姿を全く見なかった。

一応普段からそれなりの兵を揃えているので妨害するなら斬らねばならないと思っていたのだが。

　不幸が移りそうで近寄りたくないものの、良く見知った仲で笑える……面白い連中ではあるからそうならなくて幸いだったか。

「ただでさえ知り合いも少なくなってしまった」

　特に重く言ったつもりはないのにセリアが複雑な顔をする。

「三名入ります！」

　扉が開かれ貧乏三人が入って来る。

「……また奇妙な格好を。借金して買ったんじゃないだろうな」

　三人は装飾を一切排したどころか白一色の服を着て俺の前に跪く。

「我ら三人。ハードレット殿に大恩あれど」

「陛下とラッドハルデ殿にもまた同じ」

「故に領地にて引き篭もっておりました」

「おう分かった。それでその珍妙な服はなんだ？　あと代表して一人が話せばいいんじゃないか？」

　よくも一つの会話を三人で分割してスムーズに話せるものだ。

俺なら間に卑猥な単語でも挟んで後ろの奴を困らせてやりたくなる情動が抑えきれない。

「優柔不断と罵られるは覚悟の上！」

「されど勝ち馬に乗ろうと隠れたにあらず！」

「故に決着した今、死に装束にて沙汰を受けに参りました！」

　ふむ、俺にもエイリヒと王にも恩があってどちらとも戦えないから引き篭もった。

しかし勝った方につこうとしたとは思われたくないか。

要領が悪いと言うかなんというか。

「良い覚悟です。では……」

　セリアが後ろに回ってスラリと剣を抜く。

　貧乏三人衆は背筋を伸ばしたまま微動だにしない。

クソ度胸だけはあるんだよな。

「騒乱中に期限を迎えて無効となった借金が金貨三〇〇枚分……籠城すれば取り立てできませんからねぇ。でも知ってますか？　ゴルドニアには大規模災害や戦乱で取り立て不能だった場合、借金の取り立て期限を延長する法があるんですよ」

　レベッカが指を舐めて手帳をめくりながら言う。

　三人衆が左右上とあらぬ方向に視線を逸らして冷や汗をかき始めた。

セリアの剣より借金の方が怖いらしい。

「卑怯から引き篭もったのでないことは分かった」

　信頼できる者が少ないどころか身内以外にほぼいない。

こいつらはさして有能ではないが、信頼だけで任せられる役もあるだろう。

　さて何にしようかと口を開いた時、遠くから笑い声が聞こえてくる。

しかも少しずつ大きくなってくる。

「き、きました！　奴がきました!!」

　セリアが先程とは比べ物にならない警戒態勢を取る。

「何が来るんですか？」

　レベッカの方はまだ状況を理解できていないようだ。

「バカで暑苦しくて常識の無い筋肉達磨です！」

「えっ？」

　レベッカが一瞬こっちを見た気がする。

上に乗った時に倍返ししてやる。

　笑い声が玉座の間の前までやってくる。

ガツガツ無遠慮な足音まで響いて来た。

「待て何者だ！　お約束は──うわゃあああ!!」

　ぬうんと声が聞こえ、衛兵が廊下を転がっていく音がする。

「……曲者では？　護衛を呼びましょうか」

　レベッカが警戒の笛を咥えながら言う。

「臭いし暑いし居るだけで曲者みたいなものだが一応アレス王だからな」

　足音が止まるなりでっかい声が響き渡る。

「来たぞ漢よ!!」

　俺は負けないぐらいの声で返す。

「悪いが俺は留守のようだ。日を改めてくれ」

「ええ……」

　レベッカの呆れた声に続いて豪快な笑い声が聞こえる。

「嘘を言うでない。扉越しに漢の気配が漂ってきよるわ！　留守などあり得ん」

「ええ……そっちですか」

　セリアが肩を落とす。

「入っても良いな？」

「今は先客がいる。待機室で待ってくれ」

　覚悟の死に装束のまま扉と俺を交互に見る貧乏達がいるからな。

「入るぞ漢よ！」

「……なら聞くなよ」

「そもそも３０ｍは離れた扉越しに普通に会話が成り立ってますけど、お互いどんだけ声がでかいんですか。王宮中に響き渡ってますよ」

「ギルドレス王……ですか。お召し物はそのままでも？」

　レベッカが俺の服装を見ながら言う。

　俺は寝間着とは言わないが普段着に毛の生えたような服装だ。

目下の者ならともかく、非公式でも他国の王相手にする恰好ではない。

　だが俺は慌てることもなく適当に手を振った。

「必要ない。どうせあいつもマントとパンツ一丁に決まってる。下手すると全裸で来てるかもしれん」

「いやいや」

　そう思うだろ。

あいつは悪い方向に常識が通じないんだ。

　扉が開き、ギルドレスがのっしのっしと入って来る。

　セリアの目が開き、レベッカが顔を歪め、俺の顎は床まで落ちるかと思うほどポカンと開く。

　ギルドレスは貧乏三人を弾いて俺の正面まで来る。

頭を下げることも膝をつくことも無い、王として対等な立場での挨拶だ。

　それはいい。

俺はこいつを従わせるつもりはない。正直ちょっと距離も置きたい。

　だが問題は──。

　深紅のマントの襟には見たことも無い獣の毛皮が豪快に巻かれ、長い牙を持つ獣の頭部がそのまま被り物になっている。

　赤褐色の鎧は傷だらけながら輝く程に磨かれ、同じく傷と輝きを両立させた籠手と靴……欠け落ちた部分が歴戦の誇りと言わんばかりだ。

　背負った盾は一般アレス兵と同じ品だが手抜きではない『兵と王は一つ』の確固たる意志を感じる。

　間違いなく完全な正装だった。

「我らアレス、貴国を尊ぶも貸し借り無し。故に政変に口を出すこともこれ無し。大事なのは一つだけ──新王よ我らとの関係をいかにする？」

　ギルドレスは玉座へ続く階段をドスドスと登って来る。

俺も思わず立ち上がる。

「アレスを尊び友誼を結ぶか、あるいは認めず刃を交わすか。アレス王たる俺の前で堂々と宣されたし!!」

　両手を広げて音声をあげるギルドレスの声がビリビリと響く。

「……ぬうん」

　思わず声が出た。

ギルドレスの正装に対して俺の適当な服はあまりに貧相だった。

　見た目の華麗さや礼儀の話ではない。

ギルドレスのマントと甲冑にはアレスの在り方が詰まっている。

奴はそれだけの覚悟をもって乗り込んで来たのだ。

　それを俺は服装通り適当に迎え撃った。

奴とアレスを受け止める心構え無しに相対したのだ。

このままでは気圧され、下を向いてしょぼしょぼと返事を返すしかない。

「では今からでも正装を……」

　駆けだそうとするセリアを止める。

それでは手遅れだ。それに今日昨日成った王の衣装で俺の覚悟は示せない。

　俺はギルドレスに比べてあまりに貧相で軟弱な服を一気に引き破った。

　盛り上がった筋肉と傷、そしてルーシィに噛まれ引っ掻かれまくった肉体は俺が俺たる証だ。

アレスの在り方に引けなどとらない。これで堂々と返答できる。

「ぬう!?」

　ギルドレスの重心が僅かに後ろへ動く。

　俺は筋肉を盛り上げながら踏み出し、奴を階段から押し落とすような勢いで返答する。

「アレスとの友誼をここに結ぼう！　簒奪者の身故、誓える名誉も名もないが、一人の男として誓おう！」

　ギルドレスは後ろに傾いた自分の体に悔しそうに一喝した後、一瞬にして服を脱ぎ捨て、パンツだけとなって前に出る。もちろん俺の方も下がらない。

　迫る俺達の顔には指一本分の隙間もなく互いの胸板は触れ合ってしまっている。

「漢として信じよう！　ここに友誼は確認された!!」

　俺とギルドレスはがっちりと抱き合う。

そこで汗臭さと暑苦しさに気付いて正気に戻った。

「ええい臭い!!」

「フハハ！　娼館で遊んでいたら時間を忘れてな。風呂にも入らずそのまま来たから止むをえまい」

　こいつめ一晩やりまくった汗だくのまま毛皮だの甲冑だの着こんだのか。

聞くと余計に臭くなってきた。部屋の換気と清掃が必要だ。

「さてと。少し語らおうか」

　ギルドレスは玉座の正面で胡坐をかいて酒瓶と杯を置く。

「玉座の間、それも玉座の真ん前で酒盛りなんて非常識にも程があります！」

　レベッカが目を剥くがそれどころではない。

「……瓶と杯をどこから取り出した」

　中央平原の覇者たるゴルドニアの王宮内。

その中枢たる玉座の間で二人だけの語らいが始まった。

　まず切り出すのはギルドレスだ。

「こうなったか」

　主語どころか名詞すらない。

だが意味するところは一つだけだ。

「ああ、こうなった」

　俺の杯にセリアが酌をしてくれる。

「裏切りからの簒奪と聞いた」

　ギルドレスが差し出す杯に仕方なくレベッカが酌をしようとしたので、遮って俺が注ぐ。

「裏切ったな。友を斬り、仲間を斬って王も斬った」

　セリアがスリスリと肩を撫でて慰めてくれる。

「ほう。友と仲間をな」

　ギルドレスがずいと距離を詰めてくる。

「騙したか。後ろから軟弱に刺したか」

　パンツ一丁ながら物凄い圧力を感じる。

「後ろではないな。裏切った上で真正面から行った。あれを騙しうちと言うのは我ながら無理がある」

　ラーフェンから一直線に兵を並べて堂々進み、王都の正門をぶち抜いて突入したのだから。

　ギルドレスはバシリと自分の胸板を叩いて頷く。

衝撃で飛んだ汗を浴びたセリアが悶えている。

「ならば良し！　敵と味方、主と臣など場の流れよ。漢らしく正面から打ち倒したのならそれで良し」

　抱きしめて来るギルドレスを振り払う。

強烈な汗の香り漂う中、何故かレベッカの息が荒くなる。

「騙し討ちしていたら襲って来たのか？」

　冗談めかして聞いてみる。

「ぬん。毒だの針だの軟弱な手段を使ったのなら漢ではない。尻でも掘って懲らしめていただろう」

　レベッカの息が全力で走ったように荒い。

想像もしたくないし仮定の話はもう良いだろう。

「西で動いたと聞いたが？　俺を援護するつもりだったのか？」

「知らん」

　ギルドレスは一言で否定する。

　これにレベッカが反応した。

「数千の兵が都市国家領域を東に進んでいたことは掴んでいます。こんな動きは演習でもあり得な──」

「ぬん!!」

　口を出すレベッカに対してギルドレスはパンツを脱いでモノを出した。

「漢が一度知らぬと言った。知っていても知らん」

「結局出すんですね……どわぁ！」

　呆れるセリアが突然後ろにでんぐり返る。

ギルドレスが突然立ち上がり、しなったモノが風切り音を立ててセリアの眼前を通過したのだ。

「あ、危なかったです！　顎下から額まで空気を感じました！　無駄にでっかいんです!!」

「気をつけろ！　可愛いセリアにそんな汚いものを当てたら戦争だぞ！」

　ギルドレスは脱ぎ散らかした服からパンツと盾だけを拾う。

「全部着て行けよ。正装なんだろうが」

「娼館に行こう。酒も良いが女の上でしか語れぬこともある」

　歯を剥き出して笑うギルドレス。

こいつと話すならゴブリンと会話していた方がまだ疲れない。

「本当に人の話を聞かない奴だな。正装で玉座の間に入ってパンツ一丁で出て行く奴があるか」

「エイギル様もパンツ一丁です！　正装を持って来たので着て下さい!!」

「というか普通に王様二人で娼館行かないで下さい。王宮内で遊び女を用意しますから」

　ワイワイ揉めていると玉座の間の裏口……王だけが出入りするための入り口からひょっこりと顔が覗く。

「エイギルうるさいわ。王宮中に声が響いてますよ」

　顔を出したのはルーシィだった。

寝起きなのか少し髪が跳ねてはいるが、その美貌には微塵の曇りも無い。

「……美しい」

　ギルドレスの目が輝いた。

「名も知らぬ美女よ！　其方に惚れた！　三発お相手願えないだろうか」

　デュアルクレイターはどこだったか。

「は？」

　ルーシィは一瞬目を鋭くした後、剣を探す俺を見てニヤリと笑う。

「んーどうしようかなぁ」

　俺をからかう為と分かっていても我慢ならない。

卑怯でも軟弱でもいいからギルドレスを背中から斬ってやろう。

「俺の漢を見ろ」

　ギルドレスが今履いたばかりのパンツを一気に引き降ろす。

「うわっおっきい！　でも臭い！」

　先ほどと違ってルーシィは本気で驚いている。

「いかん！」

　俺も慌ててパンツを脱ぎ捨てる。

「エイギルもすごいけど……うーん負けてるね」

　カラリと音を立ててデュアルクレイターが床に転がる。

　昨日の行為のせいで我ながら哀しい程小さくなっている……と言い訳しては恥を上塗りしてしまう。

「ではこの美女は俺のモノと言うことで良いな。よもや女の選択にケチはつけまい」

　ギルドレスは全裸のままノシノシと歩いてルーシィに近づき、膝から床に崩れ落ちた。

ルーシィの膝が股間にモロに入ったように見えたが死んでないだろうな。

「なんてね」

　ペロリとルーシィが舌を出す。

「昨日限界までしちゃいましたものね。普段ならエイギルの方が……少なくとも同じですね」

「心に悪いことをしないでくれ。お前を寝取られたら俺は魔王になって世界を滅ぼす自信がある。男は血の海に女は種の海に沈むだろう」

　ルーシィはどこからか走り寄ってきた狐を肩に乗せ、寝直すのだろう、欠伸を一つして戻っていく。

　そしてふと足を止めた。

「それともエイギルはそういうのも好きだったりする？」

「そういうの？」

　ルーシィが倒れたギルドレスを指差す。

あいつめ卒倒しているのに何故一物だけそそり勃っているんだ。

「他の男と……フフフフフ」

「断じてない」

　レベッカメモを取るな。

セリアも何が『やっぱり！』だ。

　ルーシィを追って来たのかノンナ達まで絶句している。

違うと言っているだろうが。あとカトリーヌは何故ガッツポーズするのか。

　後で誤解を解いておかないと。




「陛下」

　ドタバタ劇に不釣り合いの静かな声。

見れば黒い喪服に身を包んだロサリオだった。

　慌てて服を着て玉座に座った。

　王の愛人たる彼女は今も喪に服している。

さすがに全裸で話を聞く訳にはいかない。

「僅かばかりのお時間を頂いて宜しいでしょうか」

「ああ、俺の方も聞きたいことがあった」

　レベッカから聞いたことだが、俺の裏切りが確定したタイミングでロサリオは倒れた。

偶然にしては出来過ぎだ。

「病気は真実だったのか？」

　ロサリオは喪服のまま、顔を覆う薄いヴェールすらめくらないまま即答する。

「仮病でございました」

　前王を追悼する喪服のまま彼女は言い切る。

「アレクサンドロ陛下よりも貴方に王座について頂きたく思いました。そうするために策を弄しました」

「ああ感謝するよ」

　少しだけ雑な言い方になってしまう。

　前王が彼女を何より大切に思っていたのは知っていた。

だからこそ俺が裏切ったと知ってもロサリオの仮病に時間を取られたのだろう。

　女を責めるはずもなく、心を掴めなかった前王の自業自得なのだが決着がつくまではただ隣に居てやって欲しかったとも思う。なんとも複雑だ。

「むーん」

　俺が腕を組むとロサリオがスルスルと近寄って来る。

「近く諸侯と群臣全てを集め、新たな方針を周知させると聞いております……その場で……」

　ロサリオの言葉に耳を傾ける。

そう彼女は甘えるだけの女じゃない。

　前王相手にはそれが最善として好かれることだけに拘っていたが、俺相手にはもっと別のことを狙ってきている。

「……皆を納得させられるかはお前の頑張り次第になるぞ」

「承知しております」

　俺は苦笑してロサリオの黒いヴェールを取り払う。

「後、どう転んでも俺の女にする」

「承知しておりますわ──陛下」

　ロサリオの笑顔は前王に向けていたにこやかで素直なものではなく思うところたっぷりの笑みだった。

「ええと空気を読まずに御免よ。南部のツヴァイエルフィを中心に不穏な動きがあるみたいだよ」

　トリスタンが頭をかきながら現れるとロサリオは瞬間移動でもしたかのように体を離し、黒いヴェールを下げて静々と去っていく。

「ツヴァイエルフィ？　不穏も何も不穏な場所に不穏な奴らを集めたのだろ」

「うん、それがこのゴタゴタで僕達も王国も南部は放置していた。それで問題が起きているみたいだね」

　俺は背伸びをして首を鳴らす。

「カスを集めたんだから騒動ぐらい起こすだろうがあの地域一帯は不毛の地に近い。人もいなけりゃ物資も無い。粋がっても食い物を止めたら仕舞いだ。捨てて置け」

「まあそうだよね。僕も同意見だけど後で言わなかったって責任被せられるのが嫌だから言いに来ただけだよ。これで予想外の何かがあっても陛下のせいだからね」

　堂々と責任逃れを宣言するなよ。

「まあ大丈夫だろ」

「大丈夫だと思うよ」

「大丈夫ですよ」

　俺とトリスタンとセリアは頷き合う。

遠くからイリジナの笑い声も聞こえる。




　少し間をおいてまた貴族達を召集だ。

それまではルーシィとの生活を楽しもう。

「ぐぅ、遅れをとったか」

　ギルドレスがむっくりと起き上がる。

　ルーシィに股間を蹴られてもう起きるのか。

玉が潰れていないことにも驚きだが。

「女に玉を蹴られて倒れるとは俺の漢もまだまだよ。これは女体百人抜きで根性を入れ直さねばならんな」

　ギルドレスは帰るつもりが無さそうだ。

こいつの相手もしないといけないのか。








第５６３話　野心の結末







後日

　俺は玉座に座り、肘当てについた腕に顎を乗せ、居並ぶ者達を舐めるように視線を動かす。

「ぬう……」

　時折低い声を出しているのは不機嫌だからではなく、豪華ながら宝石と金銀で出来ている故に硬い玉座のせいで尻が痛むからだ。マリアが縫ってくれたクッションもトリスタン、アドルフ、ノンナに総スカンを食らって置けなかった。

　フワフワピンクに猫の刺繍は玉座の威厳を損ねるとかなんとか。

最近酷使されている尻が痔になって大出血したら威厳どころじゃないぞ。

「ふ……」

　玉座で痔が大出血する様を想像してニヤつくと、たまたま視線の先に居た真面目そうな官僚が真っ青になってふらつきだし、仕方なく視線を隣に動かす。

　俺としては手持ち無沙汰なので暇つぶしに辺りを見回しているだけなのだが、視線を送った奴が青くなったり冷や汗をかいたりし始めるので意味もなくキョロキョロ視線を動かす羽目になっていた。

「陛下。召集した者、全て参じていること確認が取れました」

　セリアが陛下呼びで腰を折りながら言う。

公の場とはいえ他人行儀で悲しくもありつつ、可愛いセリアに陛下と呼ばれると妙に興奮する。

一度この呼び方でも抱いてみよう。

「そうか」

　心の中で半裸のセリアに陛下陛下と呼ばせつつ、俺は玉座から立ち上がる。

尻が楽になって自然と笑みも零れる。

「皆、戴冠式より日も空かない呼び出しに良く応じてくれた。少しごたついたが一人の欠席者もいないとは素晴らしい」

　広い玉座の間をいっぱいにしているのは全てが王都や地方で一定以上の地位にある者ばかりだ。

地位の低い者は入りきらず、廊下にまで並んでいるようだ。

　ゴルドニアの貴族、領主、官僚、代官、騎士……文字通り国を支える全ての者を召集した。

その人数は戴冠式をも越えているだろう。

「正直少し心配していた。なにぶん俺は嫌われているようだから呼び出しに応じてくれないかもとな」

　目が合った男は汗一杯の顔でフルフルと首を振る。

「ともあれ呼びつけた上に随分と待たせてしまった。欠席者の確認をしておかねばいかんかったのでな」

　最前列の者がブルリと震える。

欠席したらどうなるか想像しているのか。

　戴冠式より後、不服従だった領主を五家程潰したお陰かもしれない。

中には怪我をして腕を吊っている者や、老齢の為か立つこともままならない者まで参加している。

欠席は許されないと見て無理やり駆け付けたのだろう。

殊勝なのか小心なのか。

「ではえーとなんだったか……任官式を始めるぞ」

　俺は新調した真っ黒のマントをなびかせ、隙間から血のように真っ赤な服を覗かせる。

玉座の隣に立てたデュアルクレイターは抜き身のままだ。

　セリア達提案の威圧感を狙う演出なのだが、これで玉座が骨の椅子、足元の高級絨毯がクマの毛皮だったら蛮族王だな。

「呼び出し状にも書いた通りそろそろ正式に役を決めようと思ってな。今のままでも不都合が無ければいいんだがせっかく頭も変わったんだ。少しばかりいじるのも良いだろう。さて──」

　唐突に沈黙した俺に全員の緊張が高まる。

別に溜めている訳じゃない。セリアの書いたカンペの三枚目がどこかへいってしまったんだ。

　俺は無言のままセリアを見る。

「ハードレット陛下万歳!!」

　分かっているとばかりにセリアが大声を張る。

違うそうじゃない。

「「「ハードレット陛下万歳！　王国万歳！」」」

　マイラとイリジナ、セリアに足の指を踏まれてトリスタンもヤケクソ気味に続く。

「「「「ハードレット万歳！　王国万歳！」」」」

　全ての者から怒涛の歓声が響き渡る。

　もちろん心から俺を讃えているはずがない。

単に声が小さいと俺に不興を買うのが怖いから怒鳴っているのだ。

　その証拠に肝の小さそうな奴ほど声を張り上げ、肝の据わってそうな奴は礼儀として合わせる程度だ。

度胸をはかるのに良いなこれ。

　いい加減うるさくなってきたので次にいこう。

俺は礼儀として仕方なく、未だに帰らないギルドレスを適当に紹介してから本題に入る。

　ちなみに奴がお付き風に従わせている娘は数日前に酒場で引っ掛けた商家のわんぱく娘らしい。

その夜、客室から悲鳴がするとノンナから聞いて踏み込んでみるとギルドレスが彼女を後ろ半回転ひねりなる奇妙かつ野蛮な技で抱いていた。

　その一回で娘は完全に堕ちてしまって付き人をやっている。

無避妊でドバドバ出されていたからどうせ孕んで連れ帰られるだろう。

俺の女になるかもしれなかった娘を奪われたと思うと気分が悪い。

「何を言うのか忘れただろうが」

「ひえっ!?」

　おっと関係のない奴に言ってしまった。

「任官の正式発表です。エイギル陛下」

　セリアに言われて思い出す。

「えーまずトリスタン。お前を軍務総監に任命する」

「……はぁ」

　トリスタン自身の溜息のような返事とは対照的な驚きが広がった。

「軍務総監……？　前王の作った役職をそのまま引き継がせるのか？」

「豪胆なのか無神経なのか。しかも斬り捨てた恩人ラッドハルデ卿の後任にあのような凡庸そうな……」

　自らに向けられる好ましからざる視線にトリスタンは肩を竦める。

「いやぁ僕も同感だよ。今からでも別の人に──痛い!!」

　セリアが鉄の軍靴でトリスタンの布靴を踏み付ける。

「ありがたく拝命致します。文句など塵一つもないですよ！」

　やけ気味に言ってからトリスタンは受諾と忠誠の宣誓を終える。

「次に政務総監はアドルフ。お前だ」

「はい。民と王国の為、全力を尽くします」

　アドルフは自分がやるしかないと分かっているだろうし、俺の方も他に任せられる奴をしらない。

「こちらもそのままとは。陛下は前王のやり様を否定する気はないのか？」

　ないな。

王になりたかったから背いただけで特に何が悪いとも思わなかった。

「トリスタン殿、アドルフ殿……共通の知己もなくどのようなお人柄かもわからぬ。これは困ったぞ」

「役の本質を変えぬならば、政と軍、国家の両輪を担うことになる。ならば主導権争いは必定。どちらに組みするのが得か……どちらが優れているのか」

　エイリヒとケネスと違ってこいつらが権力争いをするとも思えない。

まだアドルフは最後まで意見を通すこともあるが、トリスタンは途中で折れる様しか見えない。

何か言われたら『じゃあ責任を取って辞任します』などと逃走しそうだ。

無論そうなったらセリアとイリジナが追いかけて引きずり戻す。

「マイラ、お前は近衛隊長を頼む。俺の周囲と王都近郊の防衛だ」

「一命に代えましても！」

　気持ち良い返事だ。

トリスタンの溜息と比べるべくもない。

　近衛隊長は役職として軍の全てを統括する軍務総監ほどの権限はないが、王都を守護する役目上、独立性が高く一般軍とは別扱いとなる。

「近衛隊長……なるほどマイラ殿はその陛下の……」

「ま、まあマイラ殿も軍才を認められた方、体だけで掴んだ訳でもなし……」

　そういうことだ。

マイラが真っ赤になっているからこれ以上言うと首を飛ばすぞ。

「そして……」

　俺は隣でこの世の終わりのような顔をしているセリアを抱え上げる。

「セリアは俺の護衛隊長兼従士長だ。王都や王宮ではなく俺を守って補佐してくれ」

　パッと笑顔が戻ったセリアとキスをする。

　続いてマータも呼び、秘書官に任じてキスをする。

「……これはわかりやすい」

「愛人ですな。そも陛下に護衛など必要あるのかどうか」

「秘書の娘と二人重ねるのでしょう。私としてはもう十歳若ければ羨ましいところですが」

　外野の声を聞いて悶え始めたセリアと更に数度キスして離す。

　イリジナから次は私とばかりに圧力のある視線を感じる。

「イリジナは王都独立機動遊撃兵団長に任じる。常時王都周辺を見回って脅威を見つけたら排除するのだ」

「承った！　王都の平和は私が守るぞ!!」

　トリスタンとマイラがヒソヒソ話しているのが聞こえる。

「独立機動……指揮権はどうなるのでしょうか」

「要は毎日好きに走り回って怪しい奴を見つけたら捕まえろってことでしょ。軍ってより趣味の域だよ」

　さて次は……と。

「情報官制度は廃止。新たに貴族官僚の素行と領主の統治を監視する国内諜報大臣を創設する。情報官は公式な官僚としてこちらに移籍、大臣はレベッカに任せる」

　今までと波長の違うざわめきが起こる。

「情報官……王の影だった奴らが官僚になるのか」

「密告生業の奴が大臣か。いくらなんでも品格と言うものが……いや今更か」

「だが待て。盗み見共が地位を得るのは腹こそ立つが怖さは減るぞ。少なくとも前王が迷われた時のような、いつ密告されるのかという気持ち悪さはなかろう」

　レベッカは既に見当がついていたのか落ち着いている。

「堂々と顔と名前を晒して調査しろと言うんですか？」

「そうだ。代わりに何人も調査を妨害できない権限を与える。悪代官の寝室、裏金領主の金庫、怠慢軍務総監の隠し部屋にも踏み込めばいい。抵抗するならそれは俺に逆らうことと同義だ」

　最後の部分を大きく言って広間全体に響き渡らせる。

それからレベッカだけに聞こえる声量で続ける。

「嫌われ者は嫌われ者でもこれで表の存在だ。成果をあげれば領地なり褒賞なりガンガン出そう。もちろん他の奴より贔屓もするぞ。下心があるからな」

　レベッカは下を向いてフッと笑った。

そして礼を取る姿勢のまま、俺の靴に何かを差し入れる。

「いつでも」

　それは彼女の執務室のカギだった。

もちろん俺は王なのだからいつでもどの部屋にも入れる。

あえてカギを渡すのはそういうことなのだろう。

「陛下はいかがされたのか」

「若干前に屈んでおられるようにみえるが」

　次だ次だ。

　正直、レベッカの役職以外に対する皆の反応は予想の範囲内だ。

そもそも簒奪者として王座に座った俺が身内を重職に取り立てるのは分かり切っていたことなのだろう。

「他にも色々と役はあるのだが……実は決めていない」

　俺はびっしりと広間を埋める者達の間を歩く。

　そして緊張の面持ちでこちらを見ている男の前で止まる。

「お前は何か特技はあるか？」

「一門の田舎荘園を管理しておりましたので農業については人並み以上には……」

　ふむと頷く。

「なら農務大臣をやってみろ」

「は？」

　男は呆けた声をあげ、すぐに無礼と気付いて言い直そうとする。

「し、しかし私は辺境の男爵位。王都での執務経験も無く──」

　俺は手で男の言を制する。

「お前の経歴など興味はない。やるのか。やらんのか？」

　男は半秒ほど目を閉じてから見開く。

「やらせて頂きます」

「おう。詳細はアドルフと詰めろ──名前も教えろ。王が大臣の名を知らんのはまずいからな」

　どよめきすらない。

周囲の者は凍り付いたように固まっていた。




「お前は何かあるか？」

「ええと、領地に小さな鉱山がございまして職人共の気心は……」

　なら工務大臣でどうだ。




「父が残した借金を副業かけもちで二十年かけて返済……」

　商業大臣も要るかな。




「実は以前より王国の目を逃れて辺境の蛮族と様々な取引を……」

　仕方ない奴だな。

だが王国の庇護無しに蛮族を手懐けられるなら外務大臣が出来そうだ。




「派手なものが好きで全財産をかけ自ら指揮して敷地内に巨大な銅像を……」

　高さ三〇ｍ？　バルコニーから見えるあの悪趣味な像はお前の家か。

愚か極まるが熱意と技量は大したものだ。建設大臣でもやってみろ。

　次々と任命しながらアドルフとトリスタンに視線を送る。

二人は疲れた顔をしながらも首を縦に振っていた。

　俺は身内以外に大臣に最適な人材を知らない。

ただ今までその地位にいたから、大臣の経験があるからと任命するのは、混乱を避けるべき最初は良いが、いずれ弊害が出て来る。

　どうせわからないなら、適当に経験を聞いて任じても同じことだ。

重要なのはやるかどうかの確認だけだ。完全にやる気の無い奴はさすがにいかんからな。

『僕は』と言いたそうなトリスタンを睨む。

　それに仮に大臣が何もできない無能だったとしても軍事の上位にトリスタン、内政の上位にはアドルフがいるのだから即座に崩壊はしない。

　駄目と分かればそいつの首を飛ばして次の奴にやらせればいい。

いくらでも引けるくじみたいなものなのだからいつかはあたる。

一つずつ当たりを引いて大臣のピースを埋めていけば良いのだ。

「僕達の疲労と引き換えになるんだけどね」

　トリスタンは溜息を落とし、アドルフの頭からはサラサラと何かが散る。

　すぐ怠けるトリスタンは酷使するぐらいがちょうどいい。

アドルフも中途半端より綺麗にツルリとなった方が恰好が良いぞ。




　次々と大臣他の役職者を任命していく俺を見て、特に高位貴族は顎が外れたような顔をしている。

「あ、あんな適当に大臣職を！　しかも農務、外務などと本来なら国家の根幹を担うべきお役目まで！」

「滅茶苦茶だ！　いくらなんでも愚か過ぎる！　家柄や格式と言う問題ではない！　国が滅亡するぞ！」

　一方で非常に小さいながら別の声もある。

「本当に滅茶苦茶だ。本当に家格も実績も関係ない。適当に選んでいるのか!?」

「待て、だとすれば無難に、いや思いの外上手くやれれば下級貴族の俺達でもあるいはそのまま……」




　本来は大臣どころか王国の役職にありつくのすら厳しい下級貴族達は無茶だと知りながらも目を輝かせている者もいる。

「私やマイラさんが重職についても彼らの心には響きません。何しろ新王の身内です。重用されて当然、自分達とは違うのですから」

　アドルフは頭を軽く掻いてから続ける。

「しかしこの無茶苦茶な任用なら次は自分達にどんな美味しい役目が回ってくるかもわかりませんから」

　人は理と義だけで生きる訳ではない。

正統な王の下で下層にいるより、簒奪者の世で高位にいる方が嬉しい者も山ほどいる。

「暴力で従え、利益誘導で靡かせ……」

　アドルフの言葉をトリスタンが続ける。

「法で縛る──だね。ここから信頼に足る制度を作り上げないといけない。僕の仕事じゃないけどね」

　そこはお前達に任せよう。

今更だがアドルフ側の肩に大量の髪がついている。

お前大丈夫か？　尋常じゃないぞ。




　無茶苦茶任官のざわめきが一段落したところで別の囁きが広がり始める。

「これで目ぼしい役は大方出切ったようだが……」

「おかしいな。あの男がいないのではないか？」

　皆の視線が集まり始めたのは彫像のように沈黙を続けていたレオポルトだ。

　俺はまだレオポルトになんの役職も与えていない。

「てっきり軍務総監はあの男だと思っていたのだが」

「噂では奴と陛下の確執が今回の簒奪劇に繋がったとかなんとか。間違いなく陛下最大の重臣……無役はあり得まい」

「何か新しい役職を作るのではないか？　正直奴は好かぬ。私と関わることの無い役だと良いが」

　俺は初めて気づいたような視線をレオポルトに向ける。

「そうだった。お前を忘れていたぞレオポルト」

　そして進み出たレオポルトが跪く前に告げた。

「お前を国境防衛司令官に任命する」

「え？」

　声を出したのはセリアだ。

「レオポルトさんは最高軍司令に任じて、トリスタンと一年置きの配置転換にする予定じゃ──」

　俺はレオポルトだけを見たままセリアの口を手で塞ぐ。

「ど、どういうことですか？」

　マイラがトリスタンに問い、トリスタンも珍しく真剣な顔で首を振る。

「帝国との国境でしょうか？」

　レオポルトの問いをにこやかに返す。

「いや北だ。お前には連邦との国境を守ってもらう」

　音が鳴るような沈黙の後、誰かがボソリと囁いた。

「さ、左遷……いや実質の追放だ！　連邦の侵攻などあり得ない。北の国境に守りなど要らない！」

「どういうことだ!?　奴は最大の功労者ではなかったのか!?　此度の簒奪……ゲフン。国王交代においても奴の果たした役割は大きいと聞いたが」

「そもそも奴の提案だという噂もある！　最高位でもおかしくない……いや逆に宰相ぐらいにならねばおかしい立場なのに何故！」

　皆がざわつき身内は絶句する。

　レオポルトはいつも通りの鉄仮面のまま、ただ俺の足元を見つめていた。

「理由をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「おういいぞ。お前は信用ならんから傍に置きたくないんだ。裏切り者は何度でもやる。俺も人のことは言えないがな」

　明るい口調で言い捨てる。

「私が陛下を裏切るとおっしゃいますか？」

「やるだろうな。俺と俺のやり方が気に入らなくなったらお前はまたやるさ。本当は斬って捨てるべきなんだが……曲がりなりにも俺が王座に居るのはお前の功だ。斬ればツキも落ちるだろうしな」

　音が鳴るような沈黙が支配する。

千人はいるはずの広間なのに俺とレオポルトの言葉以外は息遣いすら聞こえない。

「私は陛下に忠誠を──」

「能書きは要らん。手勢二〇〇を選んで明朝発て。俺も一度見たが北部国境は豊かな森が広がっている良いところだぞ。木を数えて暇を潰すこともできる──そうだ。薪の供給も任務に加えようか」

　レオポルトは数秒俺の目を見た後、時間が遅く流れているかと思う程ゆっくりと一礼して反転。

命令通り広間を出て行こうとする。

　そこでようやく沈黙が解け、ヒソヒソ声が戻る。

「どうやら我らが知る以外にも何かあったようだな」

「簒奪者とはいえハードレット陛下は本質的に武の人だ。謀将は好まれんか」

「見た目からして陰湿で嫌われる男だ。前王にも陛下にも──ここまでだ。もう芽はあるまい」




　好き放題に言い始めたな。

やはりレオポルトを見て好きになる奴はいないのだろう。

「エイギル様……あの……うぅ……」

　反対にセリアは涙目だ。

マイラとイリジナもショボンとしている。

　だが俺はあえて全て無視する。

「ふむ。長い付き合いだ。餞別ぐらいはくれてやるか」

　俺は玉座の後ろに隠していた酒瓶を持ってレオポルトを追う。

「苦楽を共にした報酬が酒一本なんて……あんまりですよ」

　トリスタンの声を聞いて安心した。

いい感じだ。







　レオポルトの肩を掴み、乱雑に酒を渡しながら無表情のまま呟く。

「どうだ」

「体制変更の混乱を除いても彼我の戦力比は隔絶しています。一〇〇戦やれば一〇〇戦負けるでしょう」

　もちろん俺とオルガ連邦のこと以外にない。

「軍備を整えつつ好機を待ちます。国政の混乱、地方の反乱、大規模災害……」

「斥候は二〇〇で足りるか？」

　レオポルトは渡された酒を震える手で見つめる──ふりをしながら答える。

「地形特性を把握できる数がいれば十分です。むしろ必要なのは斥候よりも間諜ですから」

　その為に情報官制度を崩した。

諜報大臣の下に再編する際に有望な奴をこっそり移動させる。

影から表に出る情報官の人数が少しばかり減って誰が気づくだろうか。

「なら予定通り配備は少数の斥候と懲罰部隊のみだ。その方が左遷の雰囲気も出る」

　俺はちらりとある男を見る。

緊張しながらも僅かに嘲笑しているその男は連邦の貴族と濃い血縁関係にある。

　奴のような連邦と縁深い者は他にも多くいる。

表立ってレオポルトを北部国境に送りでもしたら、たちまち知らせが行くだろう。

だがこの一芝居で奴は左遷された元重臣に過ぎなくなった。

「見つからなければ何をしても良いから最善を尽くせ。好機が来たら知らせろ。機会を狙っている間はお前も裏切らんだろう？」

　レオポルトの薄い目が普段より１ｍｍ程開いた気がした。

「どこまで行こうと想定されておりますか？」

　最近主語の無い会話が多いな。

「そりゃ行けるところまでだ。行けるところまで行ったら──」

　コツンとレオポルトの頭を叩く。

「次は南に左遷してやるさ」




　さて俺も最後に聞いておこう。

「策略とは言え散々に言ったが、気分を損ねたか？」

「いえ特に」

　だろうな。そんな繊細な奴じゃない。

「俺もお前が相手だと好き放題言っても心がまったく痛まなくていい。お前がお前で良かったよ」

　レオポルトの目がもう１ｍｍ開いた気がした。








第５６４話　抜け道







　レオポルトの背中を見送る時間は随分長く……まるで二週間を超える時が流れたように感じた。

「続きといこうか」

　広間を去ったレオポルトに向けられる憐みと嘲笑の視線が俺に向き直る。

この不愉快な視線こそ俺と奴の思惑通りに事が運んだ喜ぶべき証拠だ。

「役の詳細は後日個別に詰めるとする。さて皆がせっかく集まったのだから紹介しておきたい者が居てな」

「紹介？　陛下が直々に？」

「外国の使者……いや友邦アレス王は既に居るし、連邦帝国の使者が到着するには早すぎよう」

　主だった貴族や役職者はこの場に全て揃っている。

今更誰を紹介するのかとざわめきが広がる。

　俺はどうぞとばかりに玉座の隣を手で示す。

「……」

　だがこない。

数秒の沈黙の後、俺は玉座を立って後ろの幕内を覗き込む。

「くー」

　美しい寝顔に頬が蕩けるほど緩んでしまう。

　幕の影、陽の当らない場所に用意された椅子の上でルーシィが体を傾けて眠っていたのだ。

先程までの騒ぎに興味もなく待たされる間に寝てしまったのだろう。

　まず問答無用で顔の造形が美しい。

神話に語られる美の女神をそのまま形にしたような美貌だ。

　そして無防備な寝顔が愛らしい。

僅か開いた口、傾き不安定に揺れる体は間抜けな仕草のはずなのに、ルーシィだと愛らしさしか感じない。

　最後に存在そのものが喜ばしい。

ルーシィが俺の目の前で昼寝をしている。

彼女は夢幻ではなく確かに俺の隣に居るのだ。

今もそしてこれからも。

「ふふ……ふふふ……ふははははは!!」

「「「ひっ！」」」

　突然笑い始めた俺に広場に集った者達が後ずさる。

「エイギル様突然笑わないで下さい！　貴女も玉座の後ろで寝るな！」

「うーん……エイギルうるさい……。突然笑いだすなんて気持ち悪いですよ」

　俺は若干不機嫌そうに目を擦り、それが当然とばかりに差し出されたルーシィの手を掴んで引き起こす。

　ルーシィを隣に立たせると全員の視線と空気が変わった。

「うっ！」

「な、なんと……」

「……美しい。こ、この世のものとは思えぬ」

　状況から考えればルーシィが俺の女なのは間違いない。

色目を使うのはもちろん、凝視したり下手に賞賛するだけでも不興を買う。

　そんな気遣いを常日頃しているはずの者達でさえ、童貞小僧のように色にボケた目をむけてしまうルーシィの美貌なのだ。

「彼女はルーシィという。今まで公にはしていなかったが俺の……」

　俺は自分の乳房に顔を埋めたまま今にも泣きそうなノンナを一瞥して先日のやり取りを思い出す。
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回想

　広いリビングに女性達が集まっている。

ノンナを筆頭に俺が囲っている女性陣が勢揃いだ。

　但しルーシィの姿はない。

呼びはしたのだが、興味がないと一蹴されてしまったのだ。

「もう辛抱なりません!!」

　ノンナがバンと机を叩く。

自室の小型テーブルならばポットとカップが音を立て彼女の怒りを表現したのだろうが、あまりにしっかりした王宮のテーブルは微動だにせず衝撃を受け止め、ノンナは手を押さえて蹲る。

「アホねぇ」

　悶えるノンナの髪に悪戯しながらカーラが肘をつく。

「でも最近のエイギルちょっと酷いわ。ちょっとあの人に入れあげ過ぎでしょ」

「むぅ」

　俺は反論できずにただ唸る。

「私達って夕食は基本みんなで取るじゃない？　妻だとか愛人だとか関係なく。結構特別なことだと思うし大事な時間のつもりだったんだけど」

　カーラの話にタイミングを合わせてテーブルの下からセリアがニュッと顔を出して続ける。

「でも食事中にルーシィさんが突然エイギル様を『綺麗な池に案内して』って連れ出しました」

「それも食べている最中に……あの後のテーブルの空気凄かったよぉ」

　マリアが少し躊躇してから言う。

性格が良い彼女はルーシィの陰口になりそうで困っているのだろう。

「一昨日は子ども達と中庭で遊ぶ約束だったのにすっぽかしたよね」

　メリッサが俺を咎めて言う。

王都に移ってからは気楽に子供達と外で遊ぶこともできない。

　領主の息子と王の息子は意味がまるで違うと色々な奴から忠告を受け、更に恨みを買いまくったので安易に外に出れば良からぬ企みが俺以外に向けられるかもしれないからだ。

　もっとも王宮の中庭は大人が駆けまわるのにも十分な広さがあるので息が詰まるといったことはないが。

「久しぶりの約束だったのにな……すまない行かなかった」

「いかなかった……か」

　ノンナ達と約束していた家族の予定にルーシィが割り込み俺が流されてしまう。

そんなパターンが何度か続いていたのだ。

「エイギル様は一家の長で今や一国の王なのですよ！」

「おう。そしてノンナは王妃だな」

　ノンナは少し停止して視線を泳がせる。

「ともかくいかに美女とて女一人ビシッと言えないでどうするのですか！」

　カーラ達がヒソヒソと話す。

「ヘタレて一瞬止まったわ」

「ノンナさんは肝と器が小さいですから」

「大貴族の正妻が考え得る上限で王妃は器を超えたのね」

　俺は苦笑しながら申し訳なさけに頭を掻く。

「すまん。お前達には悪いことをしていると分かっているんだ」

　ルーシィに言われるとどうしても拒否できない。

先約を優先すべきだと分かっているのにだ。

「何より腹が立つのはエッチの割り込みよ」

　カトリーヌが話に入って来る。

こちらもかなりお冠だ。

「昨日はお前の日だったな。本当にすまん」

　ラーフェンに居た頃から女性陣は夜の順番を決めている。

暴走してなし崩しになることも多いが少なくとも一緒にベッドに入るのは誰々～と決まっていたのだ。

　だがこちらもルーシィは気分次第で割り込んでしまう。

「一番最初の甘い時間に割り込まれるのも腹が立つけれど、何より一人占めされるのが納得できません。昨夜も私が覗いた時にはフニャフニャだったじゃないですか！　二時間もかけて体を温めていたのに！」

　ルーシィとやると魂まで出るかと思う程激しくなるので、次の女性を抱くことがほとんどできない。

　カトリーヌの目の下にクマがあるのは俺に抱かれ損なって一晩中自慰していたからだろう。

「すまんなぁ」

　俺もカトリーヌの性欲が強いことは知っている。

だからルーシィにも少し待って貰おうとしたのだが……。

『あらそう？　なら暇だから街で浮気でもしていようかしら？』

　完全に悪戯で冗談だと分かっていたのに、飛びついて必死にキスをするしかなかった。

万が一、本当に浮気でもされたら俺は王都の男を全て殺すしかなくなるからだ。

　俺のせいで機嫌を損ねた女達にひたすら頭を下げる。

「ええと非常に申し上げにくいのですが……」

　リタが遠慮がちに手をあげる。

　リタは王宮に移ってからもメイドの仕事をやりたがった。

しかし王宮のメイドは専門の技量を持った者達でがっちり固まっていたので、割り込ませても辛いだろうと俺専用の使用人的な立ち位置にしている。

「私は旦那様、いえ陛下のお情けを頂く身なので他の方を優先されても不平はありません。ですけれどもベッドの惨状があまりにも……体のことを考えても変態行為は程々になされた方が」

「具体的にはどんな変態行為ですの？」

　横から出て来た変態エルフフェルテリスが食いついた。

「まず血塗れです。シーツどころか壁や床にも血飛沫が……思わず死体を探した程でした」

「うっ！　そっちはちょっと専門外ですわ……対応は可能ですけれど」

　吸血鬼たるルーシィとの行為が盛り上がるとどうしても吸血を伴う。

彼女に噛まれるのはもちろん、絶頂が近くなると俺にも噛めと求めて来るからな。

「見なかったことにしようとも思ったのですけど。私もすっぽかされたので言っちゃいますね」

　メルが追撃する。

「深夜の廊下を四つん這いで、上にあの方を乗せて歩いてましたよね」

「……うむ」

　誰にも見られていないつもりだったのだが。

「立場を自覚下さい!!」

　憤るセリアだがメルがもう一言。

「しかもお尻に太い張り型が入って」

「……」

　ルーシィに尻尾だと言って突っ込まれた。

しかも月が見たいと言われて寝室を出て廊下を少し歩いてしまったのだ。

　セリアとノンナが揃って卒倒しかかっている。

「すまん。俺はお前達の男なのに情けないところを見せた」

　俺はこの場の全員を囲い自分の女にしているのだ

その俺が情けない真似をすれば彼女達の傷にもなる。

「駄目ですね」

「ええ、やっぱり直接ルーシィに言うわ」

　ノンナとカーラが頷き合う。

「いや彼女には俺から言うから」

　カーラがずいと迫って言葉を遮る。

「悪いのは誰？」

「全部俺だよ」

　カーラは溜息をつく。

「違う全部ルーシィの我が侭よ。でもエイギルは怒れないでしょ？　なら直接言わないと意味ないわ」

「エイギル様の恩人のようですし幾年ぶりかの再会と聞きましたので遠慮していましたがもう限界です。正妻としてガツンとハードレット家の秩序を教え込みます」

　二人はすっくと立ちあがり、メルやメリッサも頬を一つ叩いて後に続く。




　集団リンチみたいな真似をさせる訳にはいかない。

何よりルーシィの機嫌を損ねたらノンナ達の命に関わる。

俺も後を追いかけ、少し遅れてルーシィの部屋へと飛び込む。

「ふわぁ……突然なんでしょうか」

　寝起きのルーシィとノンナ達が睨み合っている。

「あ、あう」

「はうぅ」

「くっ！　こんなことが」

　いや予想通りノンナ達が一方的に気圧されている。

　しかし殺気や吸血鬼の力のようなものはまったく感じない。

では一体何に気圧されているのだろうか。

　まずはメル。

起き抜けに濡れタオルで顔を拭うルーシィの前で膝をつく。

「寝起きすっぴんでその美貌!?　てっきり地層みたいに化粧していると思っていたのに……シミどころか皺一つ……睫毛も絹みたいな白さも自前……勝てない」

　次にカーラ。

乱れた長髪を手櫛で整えるルーシィを前に後ずさる。

「縛りもしないで散らして寝て……一本一本独立して絹みたいに……手入れ、体質……あ、あり得ないわ」

　最後にノンナ。

ダボダボの服から覗くルーシィの巨乳を前に愕然としている。

「私と勝負できるサイズなのに下着無しで地面と平行！　微塵も垂れないなんて信じられない……しかも乳首の色が薄々ピンク！　巨乳は擦れるでしょう!?　擦れると色が濃くなるでしょう!?　なのにどうして薄ピンクのままなのですか！」

　ノンナは自らの胸を覗き込んでからルーシィに迫る。

もちろん彼女の乳首も濃い桃色で綺麗なのだが。

　マリアはノンナからの流れ矢に当たり、自身の胸を揉みながら退室してしまう。

　身支度を整えたルーシィは良しと立ち上がってノンナと相対する。

　肉感的ながらスラリと長い手足。

　これでもかとくびれた腰とノンナの言う通り地面と平行で微塵も垂れない巨乳。

　透き通るような白い肌の中で唇だけが浮きあがるように赤い。

「ごめんなさい。寝起きで話を全然聞いていませんでした。何の用でしょう？」

「あ、あう」

　そして圧倒的な美顔。

不細工でないどころか稀代の美女と言っていいノンナがオーラの違いに押されている。

　例えるならばノンナが最高の宝石、ルーシィが神代より伝わる芸術品だろうか。

美しさに差はつかないが纏うオーラが異質なのだ。

「どうしたの？　用がないなら出て行って欲しいのですけれど……あ、エイギルは残ってね」

　吸血鬼としてではない女としての圧力に押されたノンナは自分の胸に顔を埋めた。

「あれは何をしているんですか？」

「防御態勢に入ったのよ」

　荒事にならなくて良かった。

皆の確執はおいおい解決していこうと間に入った時だった。

「女、こちらを見て話したらどうだ」

　こっそりついてきていたセクリトが突然声を荒らげてルーシィに迫る。

「あら、ちゃんとそちらを見て話していますけれど」

　ルーシィは困った顔で眉に皺を寄せる。

「目玉はな。目に入っているのはあいつだけだろうが。無邪気なフリも大概にしておけよ大年増が」

　セクリトは殺気立ちながらルーシィに迫る。

　一瞬にして荒事になった。

止めなければと前に出る。

「困りましたね……だってちゃんと見ちゃったら」

　ルーシィが一度目を閉じてセクリトを見据える。

「お話できないじゃないですか」

　ほら本気になった。

ルーシィは超然としているように見えて結構沸点が低いんだ。

美しすぎて見た目に乱れないから気付きにくいが実は寝起きもかなり悪い。

「がっ！」

　セクリトがピタリと止まり、震えながら両手足を床についてしまう。

目に見えない圧力がセクリトから俺達をも通り抜ける。

　天井からケイシーが落下して芋虫のように悶える。

ケイシーは幽霊なのに精神系の力に本当弱いよな。

　セクリトは音が鳴るほど歯を食いしばり、見えない壁に手をつくようにフラフラと立ち上がる。

　俺とルーシィの目が同時に丸くなる。

「へぇ、立つんですね」

　五百年を生きたルーシィ本気の視線は魔眼とでもいうべきものだ。

何度か経験して慣れ、かつ直接向けられていない俺でさえ圧力を感じる。

　他の女達は腰を抜かしているし、こっそりセクリトの背後についていたセリアは漏らしてしまっている。

いやノンナだけは平気なようだ。本当に乳に防御効果があるとは。

「ええと……漏れてますよ。部屋を汚されたくないので始末してきて欲しいのですけど……」

　セクリトの太ももを尿が伝っている。

だが彼女は恥ずかしさに泣いたり蹲ったりはしない。

「気にするな。こいつの巨根に掘られ続けて少しばかり緩んだだけだ」

　引き攣った顔で笑いながら腰の剣を確かめ、手に力が入らないと見るや義手のレバーを口で──。

「そこまでだ」

　後ろからセクリトを抱き締める。

俺が触れた途端に気が散ったのか腰が砕け、大量の尿が一気に溢れる。

「この場は全部俺が預かる。セクリトもルーシィも止めてくれ」

「……」

　ニコリとしながらも嫌だと無言で告げるルーシィ。




　そこに乱入者があった。

「ここに居たのか!!　飯の時間なのに誰もいないから探してしまったじゃないか！」

　イリジナがでっかい声をあげながらドカドカと部屋に入って来る。

　大きな声と無遠慮な入室が気に障ったのかルーシィの顔が僅かに歪み、視線がきつくなる。

さすがのイリジナもルーシィの圧力に触れては立っていられないかと思ったのだが。

「く、くさい!!」

　ルーシィは鼻を押さえてイリジナから目を逸らしてしまった。

圧力は一瞬にして掻き消え、全員の硬直が解けて床に腰を落とす。

「来ないで！　いえ出て行って！」

　ルーシィが中々見ない焦った顔で後ずさり、窓際まで追い詰められる。

一方のイリジナは突然の拒絶に困惑するのみだ。

　開いた扉から風が吹き抜け全員が気づいた。

「「「くさい!!」」」

　ルーシィが敏感とかそういう問題ではない。

臭いに鈍感な俺でもはっきり感じ取れる異臭だ。

「むぅ水浴びはしてきたんだが……」

　困ったようにイリジナが言うが臭気は更に増した気がする。

これは汗や泥の臭いではないぞ。

　そこで気付いたのかイリジナはポンと手を打った。

「外で休憩中にニンニク鍋を作ったのだ！　だが肉と野菜を忘れてしまって仕方なくニンニクだけ山盛り煮て食べた！　ほら丘周りに群生してる野草っぽい……」

「あの臭いのきつい野生ニンニクを山盛り入れて食べたんですか!?」

　そうイリジナから漂うのはドギツイニンニク臭だ。

しかも口を開く度に倍化して漂ってくる。

「うぅ酷い……鼻が曲がってしまう」

　ルーシィが小さな悲鳴をあげる。

その弱々しい声と態度に股間が盛り上がるが今はさかる時ではない。

「だが所詮はニンニク悪い匂いじゃない！　そういえば貴女とはまだしっかり挨拶していなかったな！」

　イリジナがずんずんとルーシィに向かって歩き出す。

「やめて、本当に来ないで。バラバラに──ダメ。そんなことしたら余計に臭う」

「どうした。挨拶をしたいだけだ。逃げないで欲しい」

　追うイリジナと逃げるルーシィ。

「これから毎日ニンニク料理にしますか」

「そこまで女捨ててないわ。でも絶対一緒に居たい時にエイギルをニンニク漬けにするのは有りね」

「悪臭を放つ男に犯され……ふ、ふふ屈辱ですわ！」

　ノンナとカーラがヒソヒソと語り合っている。

「まったく私はとんだ道化だ」

　セクリトが義手を引き抜いて立ち上がる。

その義手大砲みたいなやつだろ、ここでぶっ放すつもりだったのか。

「小便など漏らしたのはガキの時分以来か」

　なんでもないことのように言いながらやはり恥ずかしいのか俺の手を振り払ってそそくさと出て行く。

「私も漏らしたのなんて……」

　セクリトに続いて出て行こうとするセリア。

「一昨日以来か」

「先々週です！」

　さて場は和んだがこれで一件落着としては同じことを繰り返す。

「立場を明確にすべきだな」

　隣に立っていたのはティククの上に鎮座するムシヘルミナだ。

「国家を外部から突き崩すのは中々骨だが内部からは簡単に壊れる。今のゴルドニアはお前ひとりで成っている。愛人同士の争いであってもお前の周りで起きる諍いは思わぬ火種となるやもしれない」

　ルーシィがイリジナを吹き飛ばした。

ひっくり返されたイリジナが咳き込み、肺の中のニンニク臭が一気に拡散してルーシィが咽る。

　セリアとカーラが窓が開かないように留め具を締めて回っているのが地味に効いている。

「彼女は他の女性と和気あいあいとするつもりは無さそうだ。ならば家庭内での地位をはっきりと決め、他の女との関係を確立させねばならない」

「大事な人ではいかんのか」

　ムシヘルミナは首を振る。

「ダメだ。唯一の大事ならそれも良いがこの場にいるのは皆大事なのだろう？　強権国家であればあるほど絶対者たる王以外の者は明白に規定されねばならぬ」

「順位を付けるようなことはしたくないなぁ」

　ふとノンナが放心しているのに気づく。

大方正妻の地位を奪われるのではないかと思っているのだろう。

「心配するな」

　ノンナの地位を奪うつもりは微塵もない。

かと言って形式上でもルーシィの地位を低く抑えることなどできない。

「良い考えがある」

　俺はニヤリと微笑んだ。




　──回想終了。

「彼女は俺の……」

　皆はルーシィに見惚れながらも俺の声に耳を澄ませている。

　ノンナは青い顔で震えながら自分の乳を引き寄せて顔を埋めている。

隣のカーラは大変な部分がドレスから零れないように手で押さえてやっている。

「母だ！」

「「ええっ!?」」

　驚きの声が四方八方から上がり、俺はフフンとばかりに胸を張る。

　母とは実に特別な存在だ。

　公式に役職や爵位はなくとも決して低く見られることはない。

かつ王であっても公に下手に出て当然の相手だ。

　しかも俺には元々の出自がないので本当の家や両親など一切ない。

つまり嘘だとばれようもない。

完璧だ。

　だが周囲の反応は寒々しかった。

「……いやいや無理があるだろう。どう見ても陛下と同じような歳にしか」

「義理の母……？　ならば身元を隠す必要などどこにある」

　ノンナは自分の地位が揺るがなかったことに安堵しつつ、突然義理の母が出来たことに複雑な百面相を浮かべている。

「ルーシィ……ではなかった。母よ。よろしいですか？」

　母親となれば俺が敬語を使っても何もおかしくはない。

「ええ、陛下」

　ルーシィはニコニコしながら俺の隣に並ぶ。

「私は陛下の母、生き別れになっていた母親なのです」

　大勢の者を前にしても怖じる様子は一切ない。

あるいは全員ジャガイモぐらいにしかみえていないのか。

「あんたよりずっと堂々としているじゃないの」

「うるさいです」

　ノンナとカーラがボソボソやっている。

「しかし私は無学で無作法、故にただ陛下の身内として傍にいることだけを望みます。政も社交もとんとわからない身なのです」

　言葉に反して柔らかな口調、かつ仕草は完全に王族のそれだ。

要は口利きなどはしない、機嫌取りのパーティにも呼ぶなと言うことか。

元々古代に王族していただけあって角が立たないように上手く知らしめている。

　そして最後にニコリと笑う。

いかん、あれは悪い笑みだ。

「さて私は陛下の母ではありますが諸事情あって陛下の女でもあります。もし子が出来たら……その時は盛大に祝ってやってください」

　丁寧に礼をして下がるルーシィ。

取り残された俺を凄まじい視線が襲った。








第５６５話－１　子どもの才覚







　一国の王となった俺は勤勉に働く。

　現状差し迫った脅威はない。

ルーシィを迎えると言う人生の目標も達成されている。

　まあ簒奪で四方八方に禍根を残しまくっている状況は脅威と言えば脅威だが、表立って反抗して来る奴は大方潰した。

　だが気は抜けない。

ルーシィを迎えたということは彼女に安寧な暮らしを与える義務がある。

　もちろんノンナやカーラにメル……今まで俺を助けてくれた女達も同じことだ。

無駄な混乱を起こさない為にも政務に身を入れなければならない。

　そして現在の統治は俺個人への畏怖に頼るところが大きく全ての権能が王に集中している。

制度は貴族が居て領主がいて以前と変わりないが、王の権力は絶対的となっていた。

封建制とは名ばかりでほとんど専制政治であろう──とここまでトリスタンが言っていたのだ。

「正直意味は三分の一ぐらいしかわからないかったが、ともかく俺が印を押さなければ政治も軍事も動かないのだ。何もかも俺の手の中にあると言って良い」

　俺は傲慢に顎を反らせ、不敵な笑みを浮かべながら腕を振り下ろす。

金箔で無駄に輝く紙にポンと印が押された。

「その通りですエイギル様。今度は上手に枠内へ押せました」

「ふふふ、今や俺は絶対権力者、これぐらい容易いことだ」

　セリアに労われた俺はますます勢いに乗って判子を押す。

中身は見ていない。

「あっ見なくていいです。それはエイギル様の仕事じゃないです」

「役割分担というやつだな。優れた統治者は部下を手足のように使う」

　俺は窓の外を見ながら右手を上下に動かし続ける。

　ラーフェンの時と違って執務室が中庭にしか面していないから景色に面白みがない。

これでは間がもたない……おかしいな勤勉に働いているのにどうして間があるのだろう。

「この判つきは俺にしかできない仕事だ、そうだろうセリア？」

「そうです。王様のとても大切な仕事です」

　セリアがお茶を入れてくれる。

実に美味い……呑み過ぎて催して来た。

「便所に行って来る。仕事を遅らせてすまんな」

「判は代わりに私がつくので大丈夫です。チェックしているので手間は一緒です」

　にっこり笑うセリアに気が軽くなる。




　トイレを済ませて伸びをする。

「おかしくないか？」

「ふえっ!?」

　たまたま傍にいたメイドがシーツを抱えたまま飛び上がる。

「ご容赦を……ご容赦を……」

　メイドは床に伏してブルブルと震えてしまう。

　領主時代よりも数段怖がられるようになってしまった。

それだけのことをしたし、統治に都合が良いように恐怖を誇張もしたのだが困ったものだ。

「その娘に何か不手際がありましたでしょうか？」

　声をかけてきたのはロサリオだった。

このメイドは彼女の世話係だったのか。

　メイドを抱き起こしてついでに唇を奪う。

「ところで……」

　ロサリオが言い淀みながらパチパチと合図を送って来る。

ああ、そうだった。

　俺は一つ咳払いしてあえて見下すような傲慢な口調で言い放つ。

「ロサリオ、今夜はお前の部屋に行く。覚悟をして支度しておけ」

「……はい」

　唇を噛みしめながら返すロサリオ。

メイドがハッと顔をあげ、俺とロサリオを交互に見ていた。

「く……遂にこの時が……でももう……」

　絨毯に涙を落とすロサリオ。

メイドの前でやればたちまち噂は広がるだろう。

伏線としてはこれで完了だ。

　俺はあえてそれ以上何も語らず背中を向ける。

嘘泣きが実に上手いなぁ。




　さて何をしていたのだったか。

大量に小便を出したら何をしていたのか忘れてしまった。

「あっ愛しの陛下！」

　トテトテと可愛らしい足音と共に走り寄ってきたのは……リムだったかピムだったか。

ここで名前を間違えると痛いぞ。

「もう陛下ったらフランティカの顔をお忘れなのですか？」

「ははは、まさかそんなことあるはずがない」

　俺は甘い声で腕に縋りついてくるフランティカに笑みを向ける。

「陛下素敵ですぅ……触れているだけで心がキュンキュンしちゃいますぅ」

　フランティカは後宮女中の一人でバルドーかモルドーか、確かそんな感じの男爵家の三女だ。

歳は二十歳程、特に幼い容姿でもないが語尾を伸ばす間延びした声で子どものような仕草を多用する。

「えへ～一昨日のこと父にも報告しちゃいましたぁ。ミルドリアン家も安泰だって喜んでくれましたよぉ」

「そうミルドリアン男爵だった」

　少しばかり間違えたのも仕方ない。

フランティカの顔と名を知ったのはつい一昨日の夜なのだから。

　夜の散歩の約束をルーシィにドタキャンされて時間が余り、かといって遊ぶはずの時間に仕事をするのも癪なのでバルコニーで酒を飲んでいた。

　そこにフランティカが現れて追加の酒を勧めてくれたのだが、二口程飲んだところで意識が曖昧になり、気付けば俺は彼女をその場に押し倒して犯してしまっていた。

　いくら王とはいえ酒の勢いで女を襲ってそのままにするのは許されない。

俺はフランティカに詫びて特別待遇を約束した。

「初めてはちょっと無理やりでしたけど～でもこうして陛下のお傍に居られるようになって幸いですぅ」

　嬉しい嬉しいと顔を擦り付けて来る。

どこか引っかかるところもあったが、女に懐かれて悪い気がするはずもない。

「ふふ～陛下の腕太いですぅ～。ところで陛下、今夜はどこでお過ごしですか？」

「ふふふ、力を込めるともっと盛り上がるぞ。夜はルーシィとブリュンヒルデ……母の妹に呼ばれているから『雛鳥の寝室』で過ごすだろうな」

　フランティカは俺の胸板に触れながら無邪気に顔を傾ける。

「陛下の胸板鉄板みたいで凄いですぅ。雛鳥の寝室ですか～。ちなみに護衛の方とかも一緒です？」

「そんなに触られると興奮してまた襲ってしまうぞ。人に聞かせたくない話になるかもしれないからな。後宮の奥だから護衛を連れて歩くこともないさ」

　フランティカは悪戯な顔で俺の股間に触れ、キャッと小さく悲鳴をあげて笑う。

「陛下ちょっと硬くなってますぅ～えっち～。そういえば陛下の剣なんですけど、汚れみたいなのがついてましたよぉ。綺麗に拭いておきますから夕方にでも預からせてもらっていいですか？」

「ふふふ、今夜に向けて溜めているからあまり触れると暴走するぞ……それは気付かなかったな。んじゃ俺の私室にあるから適当に頼む」

　フランティカは可愛らしく敬礼の真似事をして走り去る。

やっぱり少しひっかかるが可愛らしいので良しとしよう。




「よいかな？」

　また誰か来たのかと振り返るが誰もいない。

「ここだ」

　声は廊下に飾られた壺の中からする。

覗き込んでみるとクビヘルミナが入っていた。

「なんでそんなところに嵌っている」

「ティククが試運転とやらで一時切り離されている。落ち着いたらまた戻る予定だ」

　それにしても壺の中に入ることはないだろう。

メイドが見たらひっくり返るぞ。

「実は先程ケイシーと目があった。泣き叫びながら表に出て行ったが大丈夫だろうか」

　大丈夫ではないだろうが幽霊だから死にはしないだろう。

「呼び止めたのは少し話が……少し待て」

　クビヘルミナは髪の毛をしゅるしゅると伸ばして来る。

そして俺の腕に巻き付け、なんと髪の先端から針を出した。

「なんだ。毒を注入とかは止めてくれよ」

「逆だ。毒蛇と毒虫の混合毒が体内に入っている。心当たりはないか？」

　はて無いな。

蛇に噛まれた覚えはないが虫ぐらいなら寝ている間に噛まれたかもしれない。

「……そんな生易しい毒でもなさそうだが支障ないなら何も言うまい。一応吸い出しておこう」

「すまんな」

　クビヘルミナは処置を終えると改めて俺に向き直る。

「話はお前の子のことだ」

「むう俺の子が欲しいのか。お前とは色々あったが孕ませて欲しいのなら全力で相手したいが」

　違うとクビを……いや体全体を振るクビヘルミナ。

「首だけの身でどう孕めと言うのか。やりようはあるが相当猟奇的になってしまう」

　クビヘルミナは窓の外に目をやる。

そこではノンナが遊ぶアナスタシアとバルトロメイを見守っていた。

「子供には無限の可能性があると言う。されど生まれ持っての才覚もまた存在する」

「だろうな」

　武の才を持つ者、智に長ける者、自身に能は無くとも大勢の友が出来る者。

全て才覚で片付けるのは甘えかもしれないが適性は確実に存在する。

「お前は王となった。ならば子もまた王族としての宿命を背負うことになる。子の才を見極めておくことも必要、そしてこの身には幼子であっても概ねの才を見極める目があるようだ。ならばここで伝えておくことが世話になっている者の義務やもしれぬと考えた」

「……必要無いと思うがな」

　俺の子と言っても十にもならない。

そりゃ十五になって武の才がからっきしな奴を前線に出すのはまずかろうが、まだ判断するには早すぎる。母の膝で眠る子供を選別してどうするのか。

「必要はある。だが聞きたくないのも人の道理。要らぬなら言わぬ」

　俺は窓の外に視線をやる。

　楽しそうに鬼ごっこをしている子供がこけ、乱入したノンナが同じ場所でこけた。

メルが心配そうに見つめ、カーラがこんなとこでこけるなと檄を飛ばし、マリアがお菓子を持って来て遊びは一時中断となっていた。

「教えてくれ。都合が悪けりゃ今日の酒で忘れる。お前も俺に教えたら全部忘れてくれ。くれぐれも母親には伝えるな」

　クビヘルミナは驚いたように眉をあげた。

「承知した。王になったな」

　俺がクビを抱え上げると髪がスッと伸びて子ども達を指し示していく。

「メルの子は全て凡庸だ。稀代の勇者、名官吏にはなるまいが人と衝突することがないのには驚いた。疎遠でもないのに喧嘩をしない。これは王族として大変安心できる性能──ふぎゅ」

　性能と言った所でポコンと頭を叩くとクビヘルミナはすまないと深々詫びた。

「彼らは頂点に向かぬ。困難を薙ぎ払って進む力も無い。だが他と争うことなく尖った者達を繋ぎ合わせて王国を支えるだろう」

　意外さは一切なくメルの性格がそのまま出ている。

俺の種は打ち消されてしまったのか。

「あとは皆かなり性欲が強いようだ。まだ色を求める歳ではないだろうに異性に特段の興味を持っている」

「そこだけかよ」

　まあいい次だ。

　クビヘルミナは話し続ける。

　俺はただそれを聞き流す。

　戯れに聞くだけ、誰にも伝えないし参考にもしない。

ただ彼女が思う評価を流し聞くだけだ。

「そして正妻の双子の男子バルトロメイ。文武に高い才覚を持ち可能性の塊だ──ただ一つ」

「「気が弱い。優柔不断」」

　俺とクビヘルミナの声が被る。

俺だって子供達を見て来た。正直、彼女がここまで言ったことのほとんどは既に知り得ている。

「そう、幼子とはいえ生まれ持った性格はそうそう変わらぬ。あの気質は軍人よりも内政官……他者の補佐に回るのが向いているかもしれぬ。あと性欲はかなり強い」

「ノンナが知ったら激怒しそうだ」

　ノンナはバルトロメイを次の王にするんだと今から息巻いているからな。

「双子の女子アナスタシア。こちらも高い才覚を持っている。気になるのは……」

「アナスタシアは相手を負かす為なら手段を選ばないところがあるんだよな」

　泥団子合戦でバルトロメイは人に団子をぶつけるのを躊躇ってやられ、アナスタシアは不利になったら石を詰める。そういうことだ。

「あと、まだ幼女であろうに性欲は相当強い」

「改めて言葉にすると面白い。だがまあ余興だ。十年後にまた聞こうじゃないか」

　話を切ろうとしてふと気づく。

「一人足りない。カトリーヌの息子アントニオ、戯れとは言え忘れてやるなよ」

　クビヘルミナはひょいと自力で俺の腕から飛び降りて歩き出す……一度目を擦ったがやはり髪で歩いている。少しずつ器用になっているよなお前。

「分からぬ」

「まあそりゃな。日の浅いお前が全員を見極めるのは難しいだろ。俺だってたまに名前を忘れて母親にボコボコに」

　クビヘルミナは違うと言葉を重ねて来る。

彼女にしては珍しい事だ。

「初見で見極められぬので注意して見た。それでもわからぬのであの子だけを観察し続けた。その上で出した結論がわからぬ、だ」

　そりゃまた不思議な話だ。

　だが思い返すと俺もアントニオがどんな性格か、何が得意で何が苦手なのか、さっぱり分からないな。

「一般的には」

　クビヘルミナが振り返る。

「底が見えぬのは観察者の才覚を上回っている……とされているが」

　ちょっとした戯れだ。

気にしないで良いだろう。

　さてそろそろ陽も落ちる。

ルーシィとブリュンヒルデが起き出すだろう。

「おい先程の女中は──」

　クビヘルミナは何かを言いかけて止める。

「いやあれほど見え透いた罠に気付かぬはずもあるまいな。罠に罠を被せるのであれば私の進言など耳障りだろう。なんでもない」

　変な奴だ。

そういえばフランティカを襲ってしまった時にバチが当たったのかずっと一物に違和感があったのだが、綺麗に掻き消えている。

　足取り軽く向かうとしよう。








第５６５話－２　後宮騒動　前編







「……お義母様にはご機嫌うるわしゅうございます」

　ルーシィの部屋に到着すると何故かノンナの声が聞こえる。

「はい。良い夜ですね……ええとノンナさんでしたよね？　覚えていますよ」

　こっそり覗くと部屋の中でノンナがルーシィと対峙していた。

両側に侍女二人を従えて正装しているところに覚悟が見える。

「正妻のノンナ！　ノンナで正妻ですお義母様！」

　まるで嫁いびりのようなやり取りだがルーシィに悪意はないだろう。

　ノンナが気に食わないのではない。

ブリュンヒルデも同じだが特に関係の深い人間以外への興味が薄いのだ。

「ごめんなさいね。私エイギル以外の人間への印象が薄くて……貴女は挙動が面白かったからなんとか覚えていたのです」

　俺にはルーシィが場を和ませようとしたのだとわかるがノンナはそうとってない。

おちょくられていると勘違いして顔を真っ赤にしている。

「ごほん、ではお義母様本題にまいります！　その歳でどこが母なのか、どうせそういう趣向で楽しんでいるのでしょうと言う話は置いてです!!」

「ふふ、エッチなんですね」

　ノンナが更に真っ赤になったが、今の一言はむしろ俺に効いた。

一物が伸び上がってドアの隙間から単独入室してしまいそうになったぞ。

「と、ともかくエイギル様の母であれば正妻たる私の母。私も貴女を尊び敬います！　無礼な口もききません！　ですから──」

　一歩引いて見守って欲しい。夫婦生活に関わって来るな。

そう言いたかったのだろうが、先にルーシィの手がノンナの頬に触れた。

「貴女の母になった覚えなどありませんよ人間」

　ルーシィの目が剃刀のように鋭く、美顔が氷のように無表情となる。

　さて突入だと足に力を込める。

だがノンナの腰が抜ける前にルーシィの表情がふっと柔らかくなった。

「でも貴女達がエイギルの心を育てたのでしょうね」

　ルーシィはノンナを解放し、窓枠の下に手を伸ばす。

「げっ」

　襟を掴まれたカーラが室内に引っ張り込まれた。

ジタバタ暴れているがルーシィの手は微動だにしない。

「エイギルは私と別れた時と随分違うのです。もちろん良い方向に」

　ルーシィは戸棚を開き、器用に隙間に収まっていたセリアを引っ張り出す。

関節の上手いところを掴まれたのかセリアは丸まったまま玩具のように転がり出るしかない。

「貴女はエイギルに助けられたのでしょう？　あの子がいないと生きていけないのでしょう？　だからそんなに足を震わせて脅えながらも挑んでくるのでしょう？」

　ルーシィは軽く天井まで跳躍し、屋根に張り付いていたケイシーを引きずり下ろす。

（なんで見えるの！　どうして掴まれるのぉ！　ひーん！）

　幽霊だからか雑な扱いで床に放られたケイシーは頭から落ちて変な形になってしまった。

　ノンナを守る為に潜んでいたであろう皆が引っ張り出され、ノンナは完全に脅えてしまっている。

「悪いのだけれど、私はまだ貴女達自身には微塵も興味が湧かないの」

　ルーシィはゆっくりとした動きで、しかし俺が目で追うのがやっとの疾さでクローゼットを開く。

そして中に潜むイリジナを見て眉間に皺を寄せ、そのまま扉を閉じて再びノンナの前に立った。

「でも貴女達は甘え上手でスケベな坊やを男に変えました。そこにはとても興味があるの。だから貴女達の物語を聞かせて下さい。坊やと歩んだ道程を、何があの子を変えていったのかを」

　飛び出す必要はなくなったようだ。

約束はしていたが、ここは数時間程遅刻するのが正解だろうと扉を離れる。

「茶番は終わりか？」

　遅刻厳禁になってしまった。

　いい感じで終わろうとしている雰囲気をぶち壊したのは不機嫌なブリュンヒルデの声だった。

「この子ってエイギルの周りでたまに見る──ふぎゃっ！」

　カーラが押し退けられてベッドまで跳ね飛ぶ。

「あっごめんなさい。ブリュンヒルデも呼んでいたのを忘れていました」

「こいつ──!!」

　ブリュンヒルデが小テーブルに置かれた花瓶を掴み投げる。

　人間でも姉妹喧嘩がエスカレートするとしばしばあるかもしれない行為。

だが眼前のそれは次元が違う。

「ひっ！」

　思わず伏せたセリアの髪が揺れるほどの風圧を伴って飛翔する花瓶は残像を残しながらルーシィの顔を掠め、石で出来た壁に打ち当たる。

　その音たるや陶器が割れる音よりも大砲の着弾音に近い。

「そうやってまた物を壊す。少しは成長したら……ってもうしませんか」

「お前のせいであろうが！」

　ブリュンヒルデは残像を残して突進、小さな体を生かして下からルーシィの顔面を狙う。

　だがその拳は軽く受け止められ、手が打ち当たって発生した風圧が周囲の小物を吹き飛ばす。

「ひいっ！」

　ノンナは侍女マルルとサリーの背中に隠れる。

二人のスカートを風が捲り上げ、サリーの黒いレースの下着とマルルの……おいおい。

「すぐに手を出して口喧嘩も出来ないなんて姉さんは悲しいです」

「誰が姉──」

　口に気をとられたブリュンヒルデの足が払われ、バランスを崩した胴体にルーシィの拳が入った。

小さな体がカタパルトから発射されたような勢いで跳ね上がり、天井に据えられたシャンデリアに突き刺さって血飛沫があがる。

「妹を殺した!?」

「エイギル様ぁぁぁぁ!!　人殺しです!!」

　到底生きているとは思えない凄惨な光景にカーラが悲鳴をあげ、ノンナが金切り声で叫ぶ。

妙な声が部屋中から聞こえる幻聴までする。

　だが血塗れになったブリュンヒルデはもちろん死んでいない。

犬歯を剥き出しにして唸り、突き刺さったシャンデリアを天井から引き抜いて共に落下、ルーシィの脳天に叩きつけた。

　ガラスの破片とルーシィのものかブリュンヒルデのものかわからない血が飛び散る。

　さすがにここまでだと俺が飛び出す直前だった。

「もういい加減にしなさい！　ここはエイギル様の王宮です！　全員かかれ!!」

　セリアが叫び、クローゼットから先程無視されていたイリジナが飛び出す。

　両手には件の野生ニンニクが握りしめられている。

「成敗!!」

　放り投げられる大量のニンニクが血塗れで揉み合う二人に降り注ぐ。

「「きゃっ！」」

　二人は咄嗟に飛び退き、ブリュンヒルデが特大の殺気をイリジナに向けた。

「デカ女が舐めた真似を」

　爪を出してイリジナに襲いかかるブリュンヒルデだったが、直前で足が止まる。

「わははは!!　やはりお前達はニンニクが苦手なんだな!!」

　イリジナの口が動いている。

ぼりぼりと生のままニンニクを咀嚼しているのだ。

扉の外まで臭ってくるほどの激臭だ。

　近寄るのも嫌だとばかりにブリュンヒルデが数歩後ずさる。

「追撃です！」

「生意気に命令するな」

　窓の外からセクリトが軽い身のこなしで飛び込んで来た。

最初に捕まったカーラを囮に隠れていたのだろう。

「ニンニクで攻撃などアホらしさ極まる話だが、相手が化生なら仕方あるまい」

　投げられた小瓶は殺傷力のありそうな勢いで正確にルーシィを狙っていた。

それでも彼女にとってはカタツムリのような速度、打ち落とすのは容易いだろう。

「もう……どうせ中身はニンニクなのでしょう？　部屋を変えて貰わないと」

　ルーシィは分かっているぞとばかりに軽く回避する。

　小瓶は壁に当たって割れたが臭いはない。

ただの水だったのだ。

「動きは神速、されど素人だな」

　軽く回避したルーシィの頭上で最後の一瓶が天井に当たって割れる。

狙いを外したふりをしてあらぬ方向に投げられていたのだ。

　割れた瓶から降り注ぐのは……予想通りすりつぶされたニンニクだった。

頭からニンニクを浴びたルーシィは顔を覆ってしゃがみ込む。

「そこです！」

「ふぎゃあああ！」

　同じような手を使ったのかセリアもブリュンヒルデにニンニクペーストを叩き込んでいた。

彼女もまたがっくりと床に膝をつく。

「勝利です!!」

　セリアとセクリトが手を打ち合わせ、イリジナは両手に余ったニンニクをバリバリと食べ続ける。

　思い返すとセリアは俺とルーシィの話を聞いていたのだから彼女の正体を知っている。

しかし俺が母と宣言した相手に銀の刃を向ける訳にもいかず、無難なニンニクを使ったのだろう。

　さて三人がひき肉にされる前に介入しないといけないと室内に踏み込んだ時だった。




　短く高い指笛が鳴る。

「かかれ」

　突然絨毯が盛り上がり、床下から男が乱入してくる。

数は三人、一瞬見えたところでは床に地下へと続くような階段が見えた。

隠し通路……しかし俺も知らない通路とは。

「なっ！」

　セリアが咄嗟に反応するも武器を持っていない。

俺も腰に手をやったがデュアルクレイターはフランティカに頼んで掃除中だ。

　ノンナが鋭い悲鳴をあげ、侍女が庇うように覆いかぶさって地面に倒す。

カーラとセリアもパニックになるノンナを庇うよう位置取る。

「標的を間違えるな」

　その僅かな時間の間に男達が動く。

　俺の前に立つのが一人、残る二人が呆然と膝をつくルーシィとブリュンヒルデに剣を突き付けたのだ。

　ルーシィに向けられた刃物に身を乗り出した俺の前にリーダー格と思われる男が進み出る。

「落ち着かれよ陛下。陛下の武勇をもってすれば丸腰とは言え我ら三人屠れよう。されど我らも木偶にあらず、命落とす前に母君とその妹君に刃を突き立てることぐらいはできましょう」

　喉を掻き切られたぐらいでルーシィは死なない。

だが彼女を傷つける選択肢など取れるはずがない。

　俺は飛び掛かろうと構えていた態勢を緩める。

「目的は」

「陛下に退いて頂きたい」

　なるほど簡単だな。

必要以外のことは話す気がないのか男はジリジリと窓に向けて下がっていく。

「母君はこのまま借り受けまする。命が惜しくば──」

　言葉が最後まで紡がれることはなかった。

「どいつもこいつも」

　ルーシィにやられた上に頭からニンニクをかけられ刃物まで突き付けられたブリュンヒルデが限界を迎えたのだ。

「下郎風情が……ヒト風情が……化け物風情がぁ！」

「落ち着いて。貴方も化け物よ」

　ルーシィの合いの手が余計勘に障ったのか、ブリュンヒルデは自分に剣を突き付けていた男の胸倉を掴んで放り投げる。

　投げ飛ばす──ではなく射出に近い。

男は窓枠に激突、半壊した身体が砕けた木製の枠と石材と入り混じりながらすっ飛んでいく。

「もうこの部屋には住めませんね。色々家具を置いたのに」

　不満げながらも余裕のルーシィに激昂したのだろう。

男が刃を彼女の脇腹に突き立てる。

「痛っ！」

　漏れる悲鳴と流れる血。

耳をつんざくノンナの悲鳴。

　死なないのは分かっている。

傷だって十秒ほどで元通りだ。

　だが最愛の女が母が刺されて冷静でいられる男がいるだろうか。

視界が赤く染まり怒りが全てを塗りつぶす。

「えい！」

　ノンナが咄嗟にグラスを投げる。

狙いは滅茶苦茶だったがあらぬ方向で割れたグラスに襲撃者の視線が逸れる。

　その隙に乗じてカーラが動く。

しかし相手は王宮に忍び込もうという襲撃者、カーラの動きに反応して刃を向ける。

　しかしその動き自体が隙になる。

蹴り上げられたセクリトの脚が男のナイフを跳ね飛ばす。

「ちっ」

　だがセクリトも丸腰、一撃で命を奪うことはできない。

男は腰から別のナイフを引き抜きセクリトを狙う。

　その両肩を俺はがっちりと掴んだ。

「痛ぁい……」

　深々と脇腹にナイフが刺さったままルーシィが立ち上がる。

まるでトゲでも抜くようにポイとナイフを捨てるのを見て、襲撃者二人が硬直する。

「落ち着け。そいつらは刺された程度では死なん化生──」

　セクリトの呼びかけも耳に入らない。

「──!!?」

　俺は掴んだ男の両肩を引き千切り、首を掴み直して三度回して捩じ切った。

「……化生」

　最後の一人、リーダー格の男が俺に剣を投げつける。

避ければルーシィに当たる位置だ。

　剣は俺の顔面に向けて飛んでくる。

受ける手間が省けて良い。

　口内に響く衝撃、俺は剣を歯で受け止め、噛みしめて刀身を砕く。

「……け、化生なので……ええと」

　弱々しいセリアの言葉を気にとめず襲撃者に向かって突っ込む。

「目立つが止むを得ん！」

　男は懐から木製の筒を出して投げつける。

「爆薬だ！　触れるな!!」

　叫ぶセクリト。

だがここで避ければ破片が飛び散るだろうし、爆発の煙に紛れて逃がしてしまう。

ルーシィを刺した者が無事に済んで良いはずがない。

　俺は足元に落ちた筒を上着の中へと抱え込む。

「何を馬鹿な！」

　セクリトと襲撃者の声が被る。

　轟音と衝撃が腹部を抜け、臓腑が揺れて耳がおかしくなる。

　だがそれだけだ。

腹筋は爆発に耐え腹は破れていない。腕も足も折れていない。

「ふぅぅぅ……」

　上着を開くと煙が立ち上るが、この程度では目くらましにもならない。

襲撃者の姿は良く見えている。

　俺は呆然とする男の腹部に渾身の力で腕を突き込む。

隠密性を重視した薄い布が破れ、腹の皮と腹筋を引き裂いて腕が腹に入り込む。

「ゴビュ！」

　得体の知れない声と鮮血を吐き戻した男の腹を弄り、硬い背骨を握りしめて体の中でへし折る。

　男の背筋がピンと伸びたかと思うと文字通り背骨を失って二つに折れる。

「……化生」

　セクリトが俺に向かって言った気がするが今はそれどころではない。

　俺は血みどろの手を引き抜き、扉に向かって跳ね飛ぶ。

「フッ」

　扉の隙間から覗いていた竹筒から針が飛び出る。吹き矢だ。

　俺は針を手の甲の骨に当てて弾き、筒を圧し折り、吹いた女の髪を掴んで引っ張り込む。

「フランティカ貴様か」

「へ、陛下……これは違うんです！」

　言い訳するフランティカの喉に俺は両手をかけた。








☆２０１９年　特別編

番外編になります









「暦を作られてはいかがでしょうか？」

　家族との穏やかな夕食の時間にアドルフが唐突に切り出した。

「暦？　なんだそりゃ」

　今日も書類に判子を押しまくる激務を終えた俺の頭にこれ以上負荷をかけないで欲しいな。

「今日は調子が悪かったです。三つに一つ押し損なってました」

　つまり俺は政務において三分の二の成功率を誇る。

中央平原を統べる王としては上々だが、まだまだ改善していかねばならないということだろう。

「で、暦とは？」

　何故か引き攣った顔をするアドルフに続きを促す。

「暦とは共通の年を表す言葉です。例えばハードレット様がお生まれになったのはいつですか？」

　俺は指を折って数える。

「二七年前になるか」

「二五年前です。私より一つ年上と決めたじゃないですか」

　ノンナに訂正されて頷く。

　アドルフとセリアが何故か肩を落とし、食卓の隅に居たルーシィが大きなため息をついた。

「ではアークランドとゴルドニアの戦争が始まったのはハードレット様がいくつの時でしょうか」

「ちょっと待てよ」

　俺は指を折って数える。

あれは連邦を周遊した翌年だったか、いや春にもう一つ歳をとっていたから……。

「すぐ出てこないでしょう？　〇〇から何年前、〇〇が何歳の時～では特に庶民は混乱してしまいます。なので共通の暦を使いたいのです。とある時点を基準にして王国全ての事柄を数えるのです」

「なるほど、それなら分かりやすいな。ちなみにセリアは今年何歳だったか」

「一七です」

　一七か、まだまだ子供の可愛いセリアだ。

　何故かカーラとメルがセリアの脇腹をつつきまくっているがどういうことだろうな。

「でもゴルドニアには確か王国暦がありませんでしたか？」

　ノンナが不思議そうな顔をする。

　アドルフは深く頷く。

「ええありますよ。何年だと思います？」

　ノンナはキョトンとした後、頭を抱え、うんうんと唸ってから胸を引き上げて顔を埋めた。

「あんた最近乳芸ばっかよね。王国暦二一二年よね？」

　場の全員がどよめき、カーラに拍手する。

ノンナは悔しそうに頬を膨らませる。

「正解です。ですがこの程度の認識では基準として運用できませんよ。分からない人が多すぎます」

「確かになぁ」

　共通と言うからにはほとんどの奴が知っていないといけない。

言い当てて歓声が上がるようでは駄目なのだ。

「辺境伯時代にも一般化しようとしましたが、こればっかりは王国全土でやらないと意味ありませんからね。ハードレット様が王となられた今が好機なのですがさすがにゴルドニア王国暦は……」

　アドルフが言葉を濁す。

「だそうだぞ。裏切者」

　セクリトが嬉しそうに俺の肩を叩く。

　心に来る言い方は止めてくれ。

ちゃんとエイリヒとアゴール、そして王の墓には毎週酒をかけているんだぞ。

　エイリヒとアゴールの墓は何事も無いが、王の墓は行く度にツタや雑草に足をとられたり、鳥にフンを落とされるんだよな。化けて出られても今更王位は返せないし困るんだが。

「ま、簒奪者の俺が今更王国暦を普及するのも妙な話か」

「はい。ですから新しい暦を大々的に布告しようと構想しているのですが、実用以外に象徴的な意味も強いですからね。私が勝手に決める訳にはいきません。それでどうしようか、何を基準にしようかと」

　全員が食事の手を止めて考え込む。

「う……んっ……くっ」

　セクリトだけが嫌味を言った仕返しで下着の中に入り込んだ俺の指に悶えている。

　一番に立ち上がったのはセリアだ。

「エイギル様の誕生歳を基準にエイギル暦なんてどうでしょう。同時に王都の大通りに巨大な像を立てれば民も分かりやすいと思います」

「さすがに自分で自分を立てるのはなぁ……」

　後世に残すのは沢山の子種だけで十分だ。

「そもそも誕生日不明だもんね」

「物心ついた時から奴隷みたいなもんだったしなぁ」

　ルーシィに軽く返すと、下を向いて悶えるセクリト以外の皆が気まずそうな顔をする。

別に気にしてないぞ。

「セリアには悪いが俺の誕生日は無しだ」

「エイギル元年。素晴らしいと思うのですが」

　名前そのままのつもりだったのか。

人目は気にしない方だがこれは恥を感じそうだ。

「否定だけするのもあれだな。次は俺が案を出そう」

　暦に象徴的な意味があるなら威厳を持たせる為にも少し古い方が良いだろう。

「ルーシィの生年はいつだったかな？」

「五八三年かな」

　俺は頷く。

「ルーシィ五八三年と言うのは」

「「「嫌です」」」

　どんと三か所で同時にテーブルが叩かれる。

同時にセクリトが歯を噛みしめて仰け反る。

　他の全員も頷き、ルーシィ本人にも歳がばれるから嫌と笑われてしまった。

「では正妻として次は私が」

　ノンナがコホンと咳払いしてから立ち上がる。

「私とエイギル様が出会った時、あるいは婚姻した時を基準にノンナ暦などいかがでしょう」

　自分で自分を推すとは大したものだ。

この度胸は見習うべきだろうか。

「恥知らずにも程があるでしょ。よくそんな傲慢になれるわね。百歩譲って名前はおっぱい暦よ」

　カーラとノンナが掴み合う。

「おっぱい元年か……縁起は良さそうだが」

「良い訳ないです！　後世に残るんですよ。お馬鹿を喧伝するようなものです」

　セリアに強く言われて大人しく席に着く。

同時にセクリトも腰が砕けてへたり込む。

「家庭内不和を起こすような暦はいかんか」

　案外難しいものだな。

かくなる上はセリアの年齢を基準に、可愛い暦一七年にするか。

　そこで静観していたアドルフが手をあげる。

「中央平原の統一を基準に『統一暦』で良いのでは？　ハードレット様周りを基準にするとどうしても簒奪の印象が付きまといますので、統一を基準にすれば数十年後にはこちらの印象の方が濃く残るでしょう」

「ついでに勝手に統一を自称すれば蛮族や都市国家への圧力にもなるかもね」

　トリスタンが大皿から肉だけを取り分けながら言う。

「自称しただけで圧力になるか？」

　聞き返す俺に視線を向けた隙をつき、マリアが大量のタマネギと人参をトリスタンの皿にぶち込む。

「もちろん当座はただの自称だね。でも数年、数十年経って統一暦が平原中に広がればゴルドニアが平原を統一したって認識が都市国家の中でも常識になるのさ。ま、僕達は生きていないかもしれないけどね」

　トリスタンは自分の皿に野菜が山盛りなのを見て肩を落とす。

　そんなもんか。

俺も百まで生きるつもりもなし、何十年後のことまで考えられないけどな。

「ともかく決まりだ。明日にでも本年を統一暦元年として布告する」

「準備期間が必要では？」

　俺はアドルフに向かって首を振る。

「こういうのはいきなり出た方が印象に残るだろ。明日の朝一で民にも貴族にも同時に布告する。地方にも一斉に伝令を出して伝えてやれ」

「つまり領主の数だけの布告書が必要ですね……徹夜ですか」

　セリアが私もやるとばかりに立ち上がったが、いかに一七でピチピチとはいえ徹夜なんてしたら肌が荒れてしまうだろう。

「トリスタン。タマネギ食ったらアドルフを手伝え」

「ほら来た。この流れは予測済みだったさ！」

　不満を表すように皿をテーブルに置くトリスタン。

その皿にマリアが青豆をどさりと乗せる。

飯を無駄にするな、食ってから行けよ。

「しかしただ暦を知らせるだけでは印象が薄いな」

　俺はしばし考えてポンと手を打つ。

「あっ駄目なやつです」

　セリアが慌てて遮ろうとするが片手で押さえて立ち上がる。

「本年中に子が産まれた家には祝いをやろうじゃないか。元年だから金貨一枚……はしょぼいな。金貨一〇枚配ろう。身分も何も関係なくだ！」

　ワーと軽く歓声をあげるマリアやメリッサ。

ギャーと悲鳴をあげるアドルフとポルテ。

どちらでもない悲鳴をあげ、腰を震わせて悶えるセクリト。

「決まりだな」

　おっと左手がセクリトの大事な場所に入りっぱなしだった。

生々しい水音を立てて指を引き抜き食事に戻る。

「……おい何を普通に飯に戻っている。まさか私の中をここまでかき回して放置するつもりか」

「食事の後は私の番です。割り込みは許しません」

　セリアが遮るとセクリトは歯を食いしばり、俺のマントを引き千切るように奪って退席していく。

「すまんな。深夜には行ってやるからそれまで一人でしていてくれ」

　軽く尻を撫でながら言ってやるとセクリトは下腹部を押さえるようにしてバランスを崩し、苛立った声と共に俺の脚に蹴りを入れて去っていく。

「しかしどうしてマントを持って行ったんだろうか？」

　まあいいか。




　後日談になるが、この破格の祝い金が大いに話題となって新暦はたちまち一般平民の間にも知れ渡り、ゴルドニア全土で常識となった。

　更に布告したのが春だったせいですぐに子作りすれば間に合うと街中の家庭で子作りが始まったのは圧巻だった。

　夜の街に出てみると家という家で男女がまぐわっており、なかなか孕まない女は焦ってしまってか夫以外の男や義父義兄と作ってしまうことも多かったと言う。

　俺も顔を隠して旦那不在の家に夜這いをかけてみたが、普段とは比べ物にならない確率で受け入れて貰えた。中には嫁のついでにその妹とまでＯＫが出ることすらあったほどだ。

　アドルフが悶絶して円形に禿げる程の出費だったが子供の数はこれでもかと増え、あらゆる街で赤子が溢れることとなったのだった。




　ちなみにセクリトに取られたマントは翌日部屋に乱雑に置かれていた。

何故かはわからないがやたら皺くちゃで全体的に湿っており、いくつもの歯形がついていたのだった。

本編最新話ももうすぐ更新します。










第５６５話－３　後宮騒動（お化けも）　中編







　フランティカの首は掴む俺の手に収まるほど細い。

「へ、陛下これは……そう誤解！　あたしも騙され……ひぐっ」

　言い訳する女の言葉が止まったのは本気の殺気を感じ取ってか……いや無意識に手に入った力のせいか。

「ぐ……ごの……」

　フランティカはメイド服の裾を捲り上げ、下着に隠していた針を両手でもって俺の腕に突き立てる。

　だがそんな針が何だというのか。

皮を破り肉に小さな穴を開けたところで俺の腕が緩むはずがない。

「ぎ……ぐ……」

　無駄と悟ったのかフランティカは針を捨て、両手で俺の手首を捻ろうとする。

だが彼女が十人がかりでやっても俺の指一本捻ることのできない力の差がある。

「が……じ……じぬ……」

　俺の腕をひっかきながらフランティカの脚から力が抜け──。




　背中に試すような視線を感じる。

「ぬぅぅぅ」

　俺は自分を威嚇するように低く呻き、女の命を奪いかけていた腕を離す。

「かはっ」

　窒息寸前で解放されたフランティカは床に両手をついてぜいぜいと喘ぐ。

息も整わぬまま立ち上がろうとして足がもつれて倒れ、セリアとカーラに飛び乗られて動けなくなった。

「殺さなかったね」

　軽く笑いながらルーシィは脇腹の傷……いや傷はもうなく破れたドレスを気にしていた。

「ああ、最初に教えられたからな」

　女の首を本気で絞めた戒めと高まり過ぎた怒りを鎮める為、自分の額を何度か殴る。

「そ、何があっても女の子は殺しちゃだめですよ」

　よくできましたとばかりに頭を撫でられて怒りが吹き飛ぶ。

危ない危ない。たとえルーシィの為とはいえフランティカを絞め殺していたら見限られていたかもしれない。

　両手両足をそれぞれセリアとカーラに極められているフランティカが顔をあげた。

これはひょっとすると助かるぞという表情だ。

「エイギルは絶対に女を殺さないわ。エイギルはね」

「この女を刺した部分は評価してやろうかの。ふむ、見た目もなかなか妾好み。食うなら半分寄こせ」

　フランティカはルーシィとブリュンヒルデのヒトにはあり得ない牙を見て床に突っ伏した。

力が抜けたせいでセリアの関節技が見事に入り悲鳴が響く。

　ルーシィを刺した暗殺者一味たる彼女への怒りと憎しみは消えないが、なんとも一本間の抜けたやり取りに少しだけ心が緩む。

「まったく。巧妙に俺に取り入るとはタチの悪い。まったく気づかなかったぞ」

　俺はフランティカの上からセリアとカーラを退かせ、彼女の服を残らず剥ぎ取る。

ふむ良い体だな。

「当たり前のように脱がせましたね」

「まず一物突っ込まねば始まらんのかお前は……」

　ノンナとセクリトが溜息をつく。

　いやいや、俺もこの流れで抱かんぞ。

良い体ではあるが、まだ怒りが勝っているので性欲は湧かない。

「まさかお前が全部計画した訳じゃないだろう。背後関係を全部吐け。隠されてしまうと拷問しなければならない。愛する母を狙われて容赦するつもりはないぞ」

　俺はフランティカの肩から胸を撫で、乳房をやや強めに掴む。

「舌を噛んだり毒を飲んだりはするな。もう死んでも逃げられん。生きたまま話して欲しいんだ」

　フランティカはルーシィとブリュンヒルデを見た後、諦めたように隠していた薬を床に捨てた。




　フランティカは全てを話した。

　彼女は子供の頃から某名門家によって諜報と暗殺を仕込まれ、ミルドリアン男爵を経由して王宮女中として送り込まれた。しかし誘いはかけたものの前王は乗らず、隙も見せなかった為に行動を起こすことはできず、そのまま女中として待機し続けることとなった。

　そして今回、俺の簒奪からの新政策を主家は大いに憂いて行動を起こした。

無垢な女中になりきった完璧な誘いに俺は抗しきれなかった訳だ。

「「「……」」」

　無言の室内。

「まさかアレを見抜けず本当にひっかかったのか……よもやこれほどとは」

　ドアの隙間から文字通り顔だけ覗いたクビヘルミナが驚いた顔をしている。

「話を戻す」

　こうしてフランティカは数年越しの仕込みを発動させることと相成り、それは九割まで上手くいった。

　暗殺者の目的は俺を殺すことではなかった。

俺を斃すのが至難であることを除いても、王たる俺を殺せば国内は再び動乱となり、次に何が出て来るかわからない。首謀者たる某家は名門ではあったがごちゃまぜの乱闘を制するほどの力もその博打を打つだけの気概も持ち合わせていなかったのだ。

　彼らの望みはルーシィやノンナを人質に取って俺に自発的な退位を迫り、あくまで表向きは円満な交代と見せかけ、自分達が推す者を王座につけて甘い汁を吸う……その程度のものだったのだろう。

　また彼女の身元保証人たるミルドリアン男爵は彼女の裏を一切知らず、いざ行動を起こして失敗した時に主家の囮にされる可哀そうな役だそうだ。

「数年越しの罠ですか……でもその割に一切合切さらっと話しましたね」

　セリアが嘘ではないかとフランティカを睨む。

「……だって吸血鬼がいるんじゃ死んでも下僕にされて全部話しちゃうじゃないですかぁ。私は当主の為に命を捨てる約束で小さな時から贅沢させて貰ったけど、死んでから永遠に下僕じゃ割合わないです」

「随分と軽いな」

　セクリトがまた睨む。

「役目が来るまで疑われないように快活で頭の軽い女中を何年も演じてたら……」

「本当にそうなったのか」

　エへと笑うフランティカをカーラが睨む。

　ともかく聞きたいことは聞いた。

取り調べは終わり、拷問もしなくて良い。

　あとは彼女の処遇をどうするか考えているとルーシィが嫌そうに、ケイシーが真っ青な顔……かどうか半分透けているのでわからないが脅えながら言う。

「話はまた改めてしましょうか。ここはちょっとうるさすぎるわ」

　耳を塞ぎながらルーシィが退室する。

はて、特に騒音など聞こえないが。

（ううう……集まって来てる　騒ぎ始めてるぅ）

　ケイシーが俺の脚の後ろに隠れる。

「目を閉じて耳を澄ませてみろ」

　ブリュンヒルデに言われて目を閉じると上下左右、そして耳元からも囁くような声が聞こえてきた。

（血　血が　血が止まらないよぉ　寒い　寒いぃぃ）

（死んだ　殺された　あぁ痛い　痛い）

（熱い熱い！　焼き殺すなんて酷い　呪ってやる　呪ってやるぅ！）

　恨み言が重なり合って脳内に直接聞こえて来る。

一つや二つどころか十や二十でもない。物凄い数だ。

　目を開くと俺が殺した死体を囲むように何かが渦を巻いていた。

　最初は薄い靄のようだったソレは徐々に濃さを増し、半透明の影となり、やがて苦悶の表情を浮かべた女の顔へと変化していく。

（ひぃお化けぇ！　女の悪霊だよぉぉ!!）

　ケイシーは半泣きで俺の背中に抱き着いた。

間違いなくお化けで悪霊だと思うが、なんと言っていいかわからん。

「後宮など蛇蝎の住処よ。側室、愛人、その子供……謀殺、暗殺、山盛りじゃ。最初来た時も酷かったが、何故かしばらく収まっておったから捨て置いたのじゃが」

　ブリュンヒルデが汚物を見るような目を悪霊に向ける。

「一応準備をしていて良かったです」

　セリアが銀のナイフを取り出し俺の前に立つ。

　それをルーシィ達には向けずニンニクを使ったのは素晴らしい判断だ。

褒める意味も込めて後ろから頬を撫で回す。

「ひ、ひんけんな場面なのれやめへふだはい！」

　ちなみにカーラは悪霊は管轄外なのか俺の背中にぴったり張り付いている。

そこにもケイシーと言う名で一体いるんだけどな。

「私達もその安全地帯に入れてください」

「一人用？　奥様のサイズなら三人いけますよぉ」

　ノンナは本日二度目の乳芸で自分の谷間に顔を突っ込み、侍女の二人も横から埋もれようとしている。

簡易の避難所か何かなのか。

「ううむ見えん!!　なんにも見えん!!」

　イリジナは皆が見ている方向になんども目を凝らし、結局何も見えないようでニンニクをボリボリ食い始めた。絨毯がめくれあがり部屋中が揺れているがそれでもダメなようだ。

「血と死人に反応して出て来たか。所詮は後宮でネチネチやった末に化けた女共にすぎん。一つ散らしてやろうではないか」

　セクリトはすっかりやる気で既に人の形となった影達に向けて剣を構えていた。

恐れる様子が微塵も無いのはさすが無数の修羅場を潜っただけある。

　だが少し焦り過ぎだ。

「そもそも悪霊とはいえ女では斬る訳にもいかん。それに死体に反応しているだけで襲い掛かって来ないじゃないか」

　形を成した悪霊は形相こそ凄まじいが恨み言を言うだけで襲ってはこない。

酷い死に方をした無念で残ってしまっただけなのだろう。

「今まで大人しくしていたんだ。放っておけばそのうち静まるさ。そうだちょうどいい」

　俺は乳に顔を埋めたままのノンナや背中に隠れるカーラを出口に誘導する。

「フランティカ罰の一つだ。一晩ここで反省してろ。おっと死体は手足を縛っとけ、ゾンビになるぞ」

　警戒しながらジリジリ下がるセリアと水を差されてぶー垂れるセクリトが退室していく。

「わははは！　ニンニクを食べたら酒が欲しくなったぞ!!」

「貴様その臭い口を閉じよ。さもなくば引き裂いて……ううぅ臭ぃ。もう良い二度と妾の前に立つな……」

　イリジナとブリュンヒルデも去っていく。

「え？　は？　うそ？　死体と悪霊と私？」

　俺はフランティカに小さな布袋を渡す。

「悪霊退散のお守りだそうだ。まあ念の為だ」

　縋りつくようにお守りを抱き締めるフランティカ。

「酒場でアル中の爺に一杯奢ったらくれたんだよ」

　縫い目の乱雑さと下手くそな『悪霊退散』の文字を見ると爺の手製かもしれんが大丈夫だろう。心配なのはケイシーの頭に乗せても無反応だったことぐらいか。

　声にならない悲鳴をあげるフランティカを残して部屋の扉を締める。

最後に見たのは無数の黒い人影が部屋中を走り回る光景だった。




「さてと」

　俺は肩を軽く鳴らし一つ大きな伸びをする。

顔を数度叩いて気分を切り替える。

「──家。当主一門は王都の屋敷にいたはずだよな」

　俺はセリアを呼び、フランティカの部屋にあるはずのデュアルクレイターを持ってくるように言う。

「あの女の証言だけでは証拠とは言えんが？」

　セクリトが言い終わる前に言葉を被せる。

「証拠などいらん。真実は俺が決める」

　それが王というものの特権であり義務なのだ。

　セリアとイリジナが二人掛りで持って来たデュアルクレイターを担ぐ。

セクリトは嬉しそうに笑っていた。

　相手は王都内にいるのだから軍隊は必要なかった。







　──朝。

　戦いとも言えない一方的な殺戮を誇りはしないし、特段覚えていたくもない。

　俺は血にまみれた額をコンコンと叩いて普段の顔、家に帰って女や子供に見せる顔に戻す。

　ただ俺は──家の当主を会うなり即座に両断し、その長男を殴り殺し、土下座して命乞いをする弟の頭を踏み潰した。騒ぎにかけつけた家人の女達は身内の惨劇を見て嘆くことすらなく、ただ俺に怯えて地に伏せるのみだった。

　女と十にならない子どもは助命の上、身分を剥奪して追放。

それ以外の者は皆殺し──非常にわかりやすい処分だ。

「最後に余計なのがついていたがな」

　はて心当たりはないぞ。

「追放……『但し俺の愛人になって子を産めば貴族の身分を再交付』です」

「今まで貴族として生きていた女がいきなり追放されたら悲惨な未来しかない。それは哀れだ」

　現に目の前で男を殺されたにも関わらず全員が愛人になると言って来たじゃないか。

「それはそれとして、そろそろフランティカを部屋から出してやろう」

　悪霊渦巻く部屋で一晩過ごして少しは反省しただろう。

反省の上、恐怖で小便でも漏らしていれば俺の心の怒りも収まるというものだ。

「生きていればな」

　セクリトが鼻で笑う。

　お守りもあるし心配などいらんさ。

　そこで目の前の廊下をフラフラと妙な動きで歩くフランティカが目に入る。

「こら、勝手に出たらダメだろうが」

　するとフランティカは首をカクッと右に九〇度傾けて返事した。

「も、も、も、も、も、も」

　もを連呼されても困るんだが。

　すると首が今度は左にカクンと九〇度傾いた。

「も、申し訳おじゃりませぬ。以後、とく、き、気と、気をつけます故に」

　丁寧に頭を下げられてはこれ以上責める気もなくなるな。

「どこかの部屋に軟禁させてもらうことになるがそれまでは適当に……目が変だぞ？　目薬いるか？」

　左右の目が別々の方向に動いていたような気がするぞ。

言葉遣いも古臭くて変だがショックが大きかったのだろうか。

「な、なん、なんでもありませぬ。しつ、失礼致しまする」

　フランティカはフラフラと再び歩き始める。

「心配だな。医者に診せるか……なあ？」

　振り返るとセリアとセクリトが何故か壁に張り付いてフランティカを見送っている。

「いや、あれは医者と言うよりな」

「はい、あれはもう間違いなくですね」

　はっきり言ってくれないとわからないぞ。

「ハ、ハイレ、ハイレタ。ハイレタハイレタ。ケケケケケ」

　フランティカも妙なこと叫びながら駆けまわるんじゃない。

本当は処刑か地下牢行きなんだぞ。

　なんとも奇妙なフランティカを追いかけながら思い出す。

もう一つ何か忘れているような。

「私ではありませんか陛下？」

　ドアから片目だけ覗いているのはロサリオだ。

「……すまんセリア、フランティカを捕まえておいてくれ」

　言い訳の急用ができた。

　心底嫌そうなセリアとセクリト、奇声をあげて跳ね回るフランティカ、悲しそうにドアの隙間から俺を見るロサリオ。

「昨日うやむやになった件なのですけれど」

　そこにやってくるノンナ。

「何故妾が貴様の後に入らねばならん!!」

「ふふ、だって私はエイギル陛下の母ですからね。一番風呂は頂きます」

　喧嘩しながら歩いて来るルーシィ。

（あ、あの人の中に何十人も入って……みぎゃ！）

「今日の飯は子牛のローストと聞いたぞ！　楽しみだ!!」

　何やら震えながらつぶやいた後、イリジナに踏まれてしまうケイシー。

　俺は廊下の鏡で自分の顔を確認し、家向きの顔になっていることを確認してからやれやれと皆に向きなおった。クビヘルミナの視線を感じながら。

「王とはなんぞや、とな」








☆子ども達紹介

五／一八追記　色々更新＋年齢修正です。

予告通りの子ども達の紹介ですが、本編で顔も名前も出ていない子が多すぎるのでとりあえず本編で出たｏｒ出る可能性がある子供達のみ紹介しております。












［バルトロメイ］

　四歳　ノンナの長男

　次期当主としてノンナから厳しく躾けられる。

　まだ幼いが武芸勉学に非凡な才を持つ。

　性格は良くいえば温厚、悪く言えば気が弱い。優柔不断の気があり他人を引っ張っていく性格ではない模様。常に一緒にいるアナスタシアに判断を委ねること多数。

　趣味は演劇鑑賞。特技は暗算。

　母親似、線が細い美形。性欲はかなり強い。




［アナスタシア］

　四歳　ノンナの長女　バルトロメイとは双子

　バルトロメイと同じく文武で高い才覚を見せる。

　バルトロメイとは対照的に前に出る性格。勝負事への執着が強く最終的な勝ちを得る為には手段を選ばない好戦的かつ苛烈。

　趣味は宝石収集と闘犬鑑賞（本当は賭け闘技だが母親に叱責されて妥協）。特技は嘘泣き。

　目元に父親の雰囲気を残すきつめの美形。性欲は非常に強い。




［ローズ］

　八歳　カトリーヌの長女

　前夫との娘で主人公と血の繋がりはない。

　幼かったことが幸いしてか数奇な運命への実感はない模様。

　主人公によく甘え、血の繋がりがないと聞いて何故かガッツポーズをしたとか。

　勉学の類はからっきし何をやっても並以下。

　物静かな性格で他の全ての子供が姉と慕う。

　趣味と特技はお絵描き。

　美男美女の子でかなりの美形。性欲は激烈に強い。




［アントニオ］

　六歳　カトリーヌの長男

　母が顔を晒せない立場だったせいか口数が少なく母親と姉以外と積極的には話さない。

　一人で読書することが多くトリスタンが読む専門書まで読んでおり、アレクサンドロ王即位からの軌跡を勉強していた形跡がある。武芸勉学ともに優秀だが一番には決してならない。わざとだとクビヘルミナは言う。主人公と母が一緒にいると複雑な顔を見せる。

　外見は母親譲りの超美形かつ体格は主人公に似て逞しく成長しつつある。性欲は不明。

　風呂の世話をしたメイドが『尋常ではない。将来父親に並ぶ大きさ』と驚いたエピソードあり。

［？？？］

　二歳　カトリーヌの次女

　主人公が名前をど忘れした模様。




［スウ］

　七歳　メルの三女

　物心ついた時には豊かな生活だった為か、歳の離れた姉のクウ、ルウにも増してポケっとした性格。

　特に優れる才はないが誰とでも仲良くできる。その中でも家族愛が特に強い。

　年少者の中で姉を気取ることが多いが、あまり頼りにされない。

　趣味は買い物　特技は値切り交渉。

　外見は身近な感じで整っている。性欲は相当強い。

［ミウ］

　六歳　メルの四女

　スウに増してポケっとしている。

　目立った才能がないが誰とでも仲良く円満な関係を築けるのは同じ。

　趣味は食べ歩き　特技は料理の隠し味言い当て

　外見は緩く隙ありげな美少女。性欲は尋常でなく強い。

［ギルバード］

　五歳　メルの長男

　メル一家待望の男の子。

　姉四人に甘やかされて育ったのでかなりの甘え性。

　攻撃的な我が侭はなく、ただただ甘える。

　父親に似て骨格は逞しいが性格が非常に優しく武芸は向かない。

　趣味は昼寝。特技は料理。

　外見は並　性欲はやや強い。




［エカチェリーナ］

　六歳　カーラの長女

　カーラ娘。

　乳飲み子の頃からノンナの双子と一緒に育ったので兄弟のような関係。

　性格は母親似で勝気かつ時折甘えたがり。

　身体能力に優れるが深く考えるのは苦手。

　バルトロメイが気になっているが何故かアナスタシアにロックオンされる。

　趣味は狩り。特技は弓当て

　隠しているものの性欲はかなり強い。




　その他　本編に登場する可能性の低い子供達です。

　時間があれば設定を確立させるかもしれません。

［クロード］

　五歳　マリアの息子

［？？？］

　二歳　マリアの子供

［？？？］

　四歳　クラウディアの子供

［ライナー］

　四歳　ヨグリの息子

［アマータ］

　四歳　リタの娘

［ジェニファー］

　二歳　メリッサの子供

　ドロテア　ミティ　マルスリーヌ　アネット、一子ずつ。

　イヴァンナの子供は連邦の実家預かり

矛盾点等お気づきになられましたら遠慮なくご指摘下さい。

名前だけあるいは名前も決まっていない子どもも必要に応じて更新されるかもしれません。

その場合は更新日時も合わせてここの前書きに記載の上で追記していきます。










第５６５話－４　後宮騒動　後編










　王宮での朝餉……前王は自分一人、あるいはロサリオだけと食べていたらしい。

　壁際にずらり並んだ使用人は水差し、替えの食器、口を拭く布など細かく担当が決まっており、必要な素振りを見せれば声を出す前にやってくる。

意味不明なポーズをとったらどう対応するか見たくもあるが無駄なところで反感を買うのはやめておこう。

　そして裏では複数人の料理人が常に料理を作り続けている。

表向きは俺が追加を求めた時に常に温かい料理を提供するため、裏は完成したての料理をそのまま持ち込み、毒を盛る機会を減らす為だ。

　王一人の朝食の為に百人近くが待機している。

生まれながらの王ではない俺にとってはなんとも落ち着かない、空虚とさえ感じてしまったことだろう。

　本来はそうあるはずなのだが──。




「フガフガ！　おかわり!!」

　スープと主菜の鶏肉を平らげたイリジナが豪快に声をあげる。

「せめて口の中のものを無くしてから言ってください！　飛んでます！」

　セリアがイリジナの脇腹をつつきながらも自分の皿もそっと重ねる。

「声を出すことそのものが下品です！　ナイフをこう置いて待つのが礼儀だと言ったじゃないですか！」

　ノンナがキーと怒った隙をついてカーラが苦手な野菜を移し替え、更なる金切り声を誘発する。

「み、皆さんもう少し静かに……食事中に怒鳴るのは礼儀うんぬん以前かと……ほらクラウディア様のようにお静かに」

　遠慮がちなソフィアの言う通り、クラウディアは周囲の喧騒から切り離されたように優雅に姿勢良くナイフを使っている。

「……優雅なのは良いがこいつの胃袋と口はどうなってる。半キロの肉を二口で食っているぞ。しかも六皿目じゃないのか」

　セクリトが呆れたように言いながら、テーブルに肘をついて手掴みで下品に肉を食べた。

礼儀作法を知らない訳ではないのに彼女はわざと品のない仕草を取ることが多い。

己惚れで無ければ俺に合わせているようにも見える。




　さて話は戻る。

本来王の食卓とは大勢の使用人に囲まれ俺にとっては息の詰まる雰囲気のはずなのだが。

「ステーキ追加！　スープもまだまだ必要だと料理人に伝えなさい！」

「お皿が足りないわ！　こうなったら宝飾皿に料理を盛り付けなさい！　お出しするのは当然陛──いえ奥方とメル様の方に回して。間違ってもイリジナ様とカーラ様には出さないように！」

「水！　ナプキン！　料理！　割れたお皿と絨毯の掃除！　皿洗いは管轄が違う？　不問にしますからやりなさい！」

　飛び交う指示の合間に『おかわりー』と誰かの声が響く。

　静かに壁際に並んでいるはずの使用人達は絶え間なく水やナプキンを補給し、料理場と食堂を行き来する。使用人は調度品と同じように空気のごとくあるべき……などどこへやら、額に汗を浮かべ、スカートを手で持ち上げて小走りだ。主の仕草だけで察するなどやっている余裕はどこにもない。

「街の食堂みたいになってしまった」

「みんな一緒に食べてますからね」

　ノンナが皆の不作法を指摘している隙をついてセリアが椅子を持って隣に移って来た。

もちろん食事中の席移動は論外の不作法だが、気にしている者はもういない。

「みんな揃っているなら一緒に食いたいだろう」

　本来は王が食事を共にするのは正妻と嫡男ぐらいでそれも毎日ではない。

愛妾や愛人と食事を共にするなどあり得ないそうだが。

「ふふふ、今の俺は王だ。俺こそが法、俺こそが正義なのだ」

「そうです。エイギル様こそが絶対なのです！」

　セリアに持ち上げられて胸を張って笑う。

「スープの追加です」

　そこに使用人がおずおずと料理を持って来る。

　騒ぐ皆と違って露骨に顔色が悪い。

「多分前回の件です。有名な家を取り潰しどころか当主嫡男皆殺しだと知れ渡っていますから」

　そういえばあれから使用人や謁見に来る奴の震えが増した気がする。

殴って来なきゃ噛みつくこともないのに。

　手も緊張で震えまくってこれではスープを零してしまうぞ。

「あっ」

　娘が手を滑らせスープの皿が傾く。

ほら見たことか。これは俺に雫がかかり、おびえる彼女へ優しく度量を見せる場面となるのだろう。

「きゃあ！」




　と思ったのだがスープが零れるどころか皿がそのまま飛んで来たぞ。

「危ないです！」

　セリアが咄嗟に手を出して皿を打ち落とす。

見事な反応速度だ。

　しかしセリアよ。スープの皿なんて別に当たっても良かったんだ。

より大きな問題は打ち落とされた皿から飛び出した熱々のスープが俺の顔面に降りかかったことだ。

「ぐぉぉぉぉ！」

「エイギル様ぁ!!」

「また食事時に大声を出して！　キィーー！」

「……うるさいにも限度があるだろう」

「おかわりだ!!!」




　朝の大衆食堂でもここまで騒がしくないとばかりの大騒ぎの中にクスクスと笑い声が混じる。

「ハッ！　防御体勢です！」

　我に返ったノンナが言うなり騒ぎまくっていた女性達が俺の周囲に集まった。

　視線はテーブルの隅でクスクスと笑うルーシィに向けられていた。

「な、何がおかしいんですか！　やはり母の立場を利用してエイギル様を！」

「ふふ、だってねぇ……」

　体のラインが出る黒いドレスはいつも通りだが、室内用なのかより布地が薄いように見える。

普通の食事をそれほど好まないルーシィは少量のおかゆを食べながら口に手を当てて笑い続けていた。




「ブロックです。あと冷水です！」

　艶と可愛さを両立したその仕草に見惚れる前にピピが俺の顔に張り付いて視界を奪う。

同時にセリアが冷水を垂らして俺の顔を冷やしてくれる。

突然の冷たさにピピの乳首が勃ってしまったのもご愛敬だ。

　俺は礼を言いながらセリアの頭を撫で、緩んだ頬をもっと撫でる。

自然と緩やかな笑みが浮かぶ。

「何かはわからないが守ればいいんだな!!」

（うぎゃあ！　誰か助けて！　死ぬ！　潰れる！）

　イリジナが片手に皿を持ったまま、隣の椅子を蹴飛ばして仁王立ちする。

もちろん彼女には見えていないが隣の椅子にはケイシーが座っており、床に転がり落ちた上に胴体真ん中を踏まれて泣き叫んでいる。

　ケイシーの腕を掴んで引っ張り出すが時既に遅く凹んでしまっていた。

元通りになるまで半日といったところだろうか。

「そ、そもそも普段寝ている貴女がどうして今日は──」

「俺が呼んだからなんだ」

　先日は中途半端になったからな。

　責める根拠を失ってノンナは慌て、八つ当たりで俺の胸をポコポコと叩く。

俺はよしよしとばかりにノンナの頭と胸を撫でる。

「落ち着きなさい。困ったときほど優雅に堂々と、貴女は女としての頂点まで登り詰めたのですよ」

　その正妻らしからぬ醜態を見かねたのか１０ｋｇ近くの肉を平らげ食事を終えたクラウディアが優雅に立ち上がった。

　年季が違うのかゆっくりした仕草なのに雰囲気がある。

そのオーラにドレスとテーブルクロスまでがバタバタ音を立ててまくれあがり……妙な音まで聞こえたぞ。

「ちょっ!?　うわぁくさい！」

「直撃……目が！」

　クラウディアの後ろにいたマリアとソフィアが顔を伏せて退避する。

可哀そうに待機位置が決まっているメイド達は目や鼻を押さえて泣いている者までいる。

「ホホホ。一つお説教といきたいところですが急用をおもいだしましたわ。失礼致します陛下、皆さま」

　自分で言った通り、家族使用人全てから刺すような目を向けられる困難の中にあって尚、優雅に堂々と退室していくクラウディア。俺は肩を竦めて苦笑しながら見送る。




「か、母様怖いです」

　その異様な雰囲気に怖じたのか双子の息子バルトロメイがノンナの腰に抱き着く。

こいつはどうにも弱気で俺ではなくノンナの方に行く傾向がある。

「父様臭いです。窓を開けて欲しいです」

　反対に俺の方に来るのが双子の娘アナスタシアだ。

こっちは対照的に物怖じせず、細かい事を言うノンナより俺の方に寄って来る傾向がある。

そして俺は臭くないぞ。

　窓をあけてやるとアナスタシアが突然あらぬ方向を指差す。

「なんだ？」

　俺がそちらを向いた途端、彼女はスカートの中に隠していた何か──今日の食事の気に食わない野菜詰め合わせ──を握り込んで窓から投げ捨てた。

　どさくさ証拠隠滅を狙っての大胆な動きは結構だがこの年にしてちょっと黒い部分が見えるんだよな。

「あっ」

　それをたまたま目撃してしまったメルの長男ギルバードに向けて黙って居ろと仕草で示し、トコトコ近づいてポケットに銅貨をねじ込んだぞ。

　困った顔をする俺にカトリーヌが密着してくる。

他の女達とは空気と息遣いが違う。これは朝から発情しているのではなかろうか。

　一つ尻くらい撫でてやろうとしたのだが。

「陛下、服が汚れておいでです」

　幼い声に似合わない敬語はアントニオだ。

カトリーヌとの間に割り込むようにして膝をつき、ハンカチを差し出す。

「おう」

　素直に受け取るとアントニオは騎士も顔負けの一礼でゆっくりと……母親を庇うように下がる。

　こいつが俺を避けているのは間違いないのだが、子供らしく嫌がったり泣いたりしないので余計にやりにくいのだ。姉のローズが必要以上にくっついてくるのとは対照的だ。

　俺がなんとも微妙な空気をどうしたものかと困っていると再びルーシィが笑い近づいてくる。

「六通りです。たった数分でこれだけ色々な表情が見れました」

　ルーシィは女達の防壁を搔き分け、最後まで抵抗したセリアはひょいと投げられてシャンデリアに引っかけられた。どうやって降ろそう。

　ルーシィは俺の顎を指でひょいと引き上げ、目を覗き込む。

「母としては少し悔しいですけれど、私とずっと森にいたらここまで色彩豊かにはならなかったでしょう。もしあの時のエイギルと今のエイギルが並んでいたら、私は今の貴方を選びますね」

「それは喜んでいいのかな」

　昔の俺はそれほど魅力的ではなかったのか。

いや、しかし今の俺が最高と言ったのだから喜ぶべきだろうか。

　ルーシィはくるりと振り返り、ノンナ達に深々と頭を下げた。

「私のエイギルを育ててくれてありがとう。この子が魅力的になったのは貴女方のおかげです」

「えっええと……」

「は、はい。それはどういたしまして」

「調子狂いますね……」

　ノンナやカーラは困惑しながらも礼を返したが……。

「騙されないで下さい！　しれっと私のエイギル様って言ってます！　所有権主張してます!!　エイギル様は私の物です」

　シャンデリアにひっかかって揺れながらセリアが騒ぐ。

「お前もどさくさに紛れて主張するな」

　セクリトが真下から棒でセリアをつつく。

あんまり騒ぐとシャンデリアごと落ちるぞ。

　そんな騒ぎを無視するかのようにルーシィは続ける。

「皆さんは私のことどう思います？　この際ですからお互いの考えをはっきりさせておきましょう」

「家内動乱の元です！　気に入りません！　でもエイギル様の母なら私にとっても……ぐぬー！」

　即座に反応したセリアが揺れながら言い、ノンナ達も続いた。

「ほ、ほほほ。もちろんエイギル様の母でいらっしゃるのですから私にとっても母同然に敬います。ただもう少しこう協調というかその……」

　あくまで建前を崩さないノンナ。

「嫌いよ。だってただの母親じゃなくて男女の関係見え見えじゃない。惚れた男の昔の女が好きなんて奴居る訳ないでしょ」

　はっきり言い切るカーラ。

「好き嫌い以前の問題だ。惚れた男の傍に化生が居て安穏とできるか」

「惚れた男か」

　繰り返してやると物凄い勢いで舌打ちを始めるセクリト。

　メルやマリアからは怖い。

ソフィアやメリッサからは行動が自己中過ぎる。

マイラやルナは強すぎるので警戒せざるを得ない。

カトリーヌからは搾り過ぎ、次が自分だと硬さが足りない。

　などと好意的でない意見がぶつけられる。

「……美人でスタイルが良すぎるから怖い。こんな人が隣にいたら私なんて捨てられちゃう」

　と言ったレアは膝に乗せて抱き締め安心させる。

シャンデリアに揺られながらセリアが不平の声をあげ、レアがごめんねとばかりに微笑むと声にならない口惜し気な悲鳴に変わった。

　全ての言葉を受け止めるようにルーシィは頷く。

「なるほどよくわかりました。では次は私が貴女達をどう思っているかお伝えしますね」

　さてルーシィの反撃だ。

取っ組み合いになったら止めないとな。後、そろそろセリアが落ちてくる。

「私は人間に何の興味もありません。ブリュンヒルデのように嫌ってはいないけれども」

　ぞわっと一瞬背筋に冷たいものが走る。

殺気はなく恫喝の言葉でもない。ルーシィが本当に人間に興味がないとはっきり分かったからだ。

それこそ虫と同じ、あえて潰したりはしないが踏むことにも抵抗がない。

「例外はこの子だけ。可愛い私のエイギル」

　顎下を撫でられて安堵の息が漏れる。

だがこれでは打ち解けるどころか──。

「貴女達も好きですよ。私の知っている王族とは全然違うけれど温かくて騒がしくて本当に面白い。この家族を壊したくないと思いますし、傍で見ていたいとも思います」

　だから──とルーシィは続ける。

「貴方達に指摘された所は改めていきますね。それで私が傍に居ても安心できるのなら」

　全員から安堵の声が漏れる。

俺も笑顔を見せた。

が、傍に居るのであって一緒の家族になると言う意味ではないんだよな。

　根本的な部分でルーシィは俺にしか興味がない。

これは絶対に忘れてはならないだろう。

「だから皆さんはもっともっとエイギルを構って、エイギルと遊んで、エイギルに抱かれて……この子を魅力的にしてあげてください。ふふ、この言い方は本当の母親みたいですね」

　ふわりと笑いかけるルーシィに全員の表情が緩む。

照れたり、誤解を詫びたりする声が聞こえる。

　そこでルーシィがちらりとこちらを見た。

ああいかん。ここで締めてくれたら円満に終わるのに。

「そして最高に良い男になったら返して貰いますね」

　そら来た。

和解の声が怒号に変わり、カーラがルーシィに向かって跳ぶも残像を残して回避され、セクリトがニンニクに手を伸ばすもイリジナに食われており、ノンナがこけ、ケイシーが踏まれて、バルトロメイが泣き、ローズが俺に抱きつき、セリアが遂に落ちて来る。

「ふふふ、冗談。冗談ですよ」

　反撃せず笑いながら逃げるルーシィに俺は今日一番の苦笑を向けるのだった。




「分かっているな？」

「おう。ルーシィは本気だよ」

　大騒ぎに紛れて壺から這いだし、ナイフとフォークで食事するクビヘルミナと軽く言葉を交わす。

まあ今日明日の話ではない。後々のことは未来の自分に任せるさ。

「それが良いかもしれぬ。いかに計画を立ててもお前も私のようになるやもしれぬし」

「勘弁してくれ。一物も無い体で生きていたくない。一物だけならあるいは」

「やめよ食事中に」

　生首にマナーを指摘されてしまうとは。

「貴女方は知っていましたか？　エイギルは愛する女と他の男の……」

「ええっ!?　そ、そんな！　でもその片鱗は確かに……」

「私だって負けません！　エイギル様は首筋を噛むと……」

「それは私が教え込んだ性癖です。お古ですよ」

「エイギル様は実はお尻が……」

「ああ……道理で……昔から指を入れると嫌がってはいましたが」

「たまに間違えて可愛い系のおと……」

「うぇっ!?　さ、さすがにそれは初耳……詳しく聞かせて下さい」

　あちらのドタバタがいつの間にか俺の性癖暴露会になってる。

しかも適当なことばかり、俺に男だの尻だのの性癖は無い。

まして女を他の男になどある訳がないだろうが。

「えー？　じゃあ私の初体験の話もう一度して確かめる？」

「やめてくれ」

　とりあえず表向きには打ち解けた。

今はこれでいいだろう。








第５６６話　生者と死者−１







「くっ！　さすがに少年期を押さえていた相手は手強いわ。他にエイギル様のキッツイ性癖を知っている者はいないの!!」

「カトリーヌさんも浮気している場合じゃありません。何かないんですか!?」

「わ、私だって四六時中浮気なんてしません！」

「みんな子どもの前だから！　子どもの前で生々しい話しないで！　父親の性癖大会とか最悪だよ！」

　女性陣はテーブルの隅に集まって性癖談義を始めてしまっている。

入るのも気まずいし、内容を聞いてしまうと精神にもよくないので離れて食事を続けることにした。

「あの……私……悪気はなくて……」

　か細い声で震えるのは先ほど俺の顔面にスープ皿をお見舞いした娘だ。

「何も罰を与えたりはせん」

　口で言っても王宮内で大変なことになっている俺の評判を考えれば娘は安心できまい。

　なので優しい言葉をかけながらメイド服を胸元までずらし、スカートに手を入れて布を抜き取って膝に乗せる。

「さあ悪気がなかった証拠を見せておくれ」

「は、はいぃ」

　娘は腰を揺らしながら口移しで給仕を始める。

ふむふむ、童顔の割にむっちりした身体と舌遣い、俺の膝の上で熱くなり始めた大事な穴は彼女に悪意が無かったことを証明している。

　不意に背中を刺すような殺気を感じた。

本物がおいでになったかな？

「私達に決まっているでしょう。家族の食卓で何をしているんですか！」

　いつの間にか俺の席を女達と子ども達が囲んでいた。

「ぐえ」

　ノンナが俺の耳を掴んで引っ張る。カーラが鼻を上に押し上げる。メルが脇腹に膝を入れ、セリアがメイド娘の髪を掴んで引き離す。そっちには乱暴しないようにな。

「やー」

「ていてい」

　母親に倣ってかスウとエカチェリーナまでポコポコと可愛いパンチを繰り出してきた。

「ははは、袋叩きだな」

　軽口を叩いたところで足の小指の爪先を思い切り踏まれた。

さすがに痛いので振り返ると半泣きで首を振るバルトロメイ……の後ろに隠れたアナスタシアか。

非力を自覚した上で一番痛いところを、しかも人のせいにしているあたり将来が心配だ。

　俺はアナスタシアを掴みあげて膝に乗せる。

途端に手で顔を覆って大泣きを始めるも嘘泣き名人は既に知れている。

　構わず先程窓から捨てていたのと同じ種類の野菜を口に放り込むと、美女になることが確定した可愛い顔を歪めて嫌そうに咀嚼する。

「父さま私もー」

　ローズが俺の袖を引っ張るので野菜を口に入れてやる。

「もっと強引にー奥までがぼっとー」

　お前は何を言っているんだ。

　そんなローズの手をアントニオが引いていく。

妙な位置で突っ立っているなと思っていたが、カトリーヌとルーシィの間をずっとキープしていたのか。

「あれだけ騒いで警戒するなとも言えんが、妙な気配を出すのは止めとけよ」

　アントニオはしまったとばかりに俯く。

こんな幼子が良くもまあ感じ取れる程の殺気を出せたもんだ。




「飯が終わったらレベッカを呼ばんとな」

　俺を狙った暗殺ならいくらでも掃ってやるが今回のように後宮に乗り込んで来られると困る。

隠し通路が一本だけとも限らない。

「あっちもどうにかしないといけない」

　俺が食卓の隅を見ると女達も袋叩きを止めて背中に隠れる。

「ケ……ケケケ……ヒヒヒ」

　視線の先では明らかに着崩れたメイド服を着たフランティカが頭を斜め四五度に傾けて何やら口モグモグしている。足元に落ちているのは……ネズミの尻尾のように見えるんだが間違いだと思っておこう。







「という訳で諜報大臣閣下は就任まもなく下手を打った訳なんだが」

「ううう……」

　玉座の前で跪くレベッカと王座で肘をつく俺。

隣にはセリア、少し離れてアドルフとトリスタンだ。

マイラは自主的に謹慎しているらしい。

　今回の襲撃に関しては曲者が抜け道を通って直接王宮内に出た性質上、マイラ──王都、王宮を正面から守る近衛隊の責とするのは無理がある。特に後宮は近衛兵も通常立ち入れないので警備は無理だ。

　となれば陰謀計画そのものを察知する役目のレベッカがしくじったことになる。

しかも彼女とその配下の女性は例外的に後宮にも入れる立場だ。

「い、陰謀計画は掴んでいたのです。でも人員も武器も王宮警備を突破できるほどではなく、もう少し泳がせて黒幕ごと一網打尽にしようと……まさか秘密の地下通路があるなんて……うう」

　ピクピク震えるレベッカが小動物的で愛らしく見えて来た。

　一方で傍に控える侍女達は物騒な事を言っている。

「ヒソヒソ……苛烈な陛下が許すはずが……」

「吊るし首か火あぶりか……ヒソヒソ」

「ヒソ……もしかすると犯した後で食べてしまうかも……ヒソ」

「必ず挽回しますのでご容赦を。左遷と減俸も勘弁して下さい……ボーナスもなんとか維持を……」

　俺がレベッカに酷い事をする訳がない。

王位につく時の恩もあるのだ。まあ男なら話は違ってくるが。

「とはいえ今回は男でも一緒だな。お前をクビにしている暇はない」

　どうでも良いことで無能を晒したのなら即座にクビもあり得る。

だが今回の件は早急に対策しないと次がいつ起こるかわからない。

　何しろ後宮のど真ん中に誰も知らない隠し通路があったのだ。

レベッカの首を飛ばしたり担当を変えて引継ぎなんぞやっている暇はないのだ。

「隠し通路は他にもあったか」

　レベッカは進退の話が終わったと思ったのか顔をあげて一気にまくしたてる。

「はい！　メル様寝室の床をめくったところに一つ、ノンナ様寝室のクローゼットの裏に階段が一つ、更に侍女達用のトイレ脇にも街の下水に繋がる通路が見つかりました」

「穴だらけじゃないか」

　俺は両手開いて困惑を示しながら玉座に深く座る。

「他にも怪しい壁やからくりが多数見つかりました。特殊な鍵や細工がついてあって開けませんでした。まさか後宮を叩き壊して回る訳にもいきませんので」

「全て対策して万全にしろ。出来るだけ早く、今日明日中にだ」

　レベッカは頷こうとする動きを止め、上目使いに俺の顔を伺いながら首を振った。

「恐れながら不可能です。隠し機構の数が多すぎます。単純な脱出用以外にも黒い目的としか思えない覗き穴や針一本だけが通る穴……隠し部屋には頭を割られた白骨死体まで……陛下の寝室だけ完璧にするならばまだしも広大な後宮全体となりますと……目的上、図面が残っているはずもなく……ちょっ!?」

　セリアが懐から結び目のある縄を取り出し、レベッカが後ずさる。

「どうにかしろ。それが役目だろう」

　俺は少しだけ真剣に再度言ってみる。

　レベッカは目を閉じて色々と思案してから再度首を振った。

「申し訳ありません。本当にできません。後宮の歴史は数百年、積み重ねた歴史の数だけ暗部も残っているのです。昨日今日調査を始めた私達ではとても」

　俺は拘束具のついた十字の木材を運び込むイリジナに藁束と火種を準備するセリアを留めつつ考える。

「ならどうすればいい？」

　レベッカはイリジナを気にしながら早口で言う。

「方策は三つ。数か月かけて丹念に全体を確かめます。しかし極めて巧妙に偽装された構造を見落とす可能性は残ります」

　却下だ。

時間もそうだが、何より一つでも見落としてノンナがぐっさりやられたら取り返しがつかない。

「もう一つは後宮そのものを放棄、もしくは大改装して新しい物を造ってしまいます。これならば完璧な安全を保障できますが」

「何年かかるんですか。この後宮をそのまま建てるとしたら金貨百万枚じゃ済みそうにありません。財政はとても耐えられない。それこそ暴君の所業ですよ」

　アドルフが初めて口を挟む。

「お手軽簡易版を建てるのも良くないね。王宮後宮は無駄に見えても権威の象徴だ。使わないならともかく壊して小さいのを建てるなんてデメリットしかない。内は良くても今度は外が揉めるよ」

　トリスタンが口を挟む。

つまり建て直しも駄目だな。

「三つめは知っている人間に聞くことです。秘密の脱出路、王家秘宝の隠し倉庫、他国の客人を見張る隠し部屋……これらは絶対に図面に残しませんが王族や代々の近衛騎士が口頭で次代へ語り継ぎ……」

「みんなぶっ殺したんだよなぁ」

「エイギル様の負い目を抉るのは重罪です」

　セリアが金属で出来た牛のような物体を押して来た。なんだそりゃ。

「ま、待って下さい！　歴代の王の妻……いえ追放された愛人などでも何か手掛かりを持っているかも！　総力をあげて三日……いえ一週間で探して参ります！」

　苦し紛れの一言にピンと閃く。

　俺は一つ手を叩いて立ち上がった。

「長く後宮で過ごした奴らに心当たりがある。しかも何十人もな」

　俺は玉座から立ちあがってノシノシ歩く。

「どちらへ!?　といいますか私はお咎め無しで良いですか？　良いですよね？」

　ロープと十字架と牛に挟まれたレベッカが叫ぶ。

「セリア物騒なものは仕舞ってあれを出せ。しばらくはそれを着せて働かせるんだ」

　不満ありありでセリアが取り出した服を見てレベッカはすっとんきょうな悲鳴をあげる。




　向かった先はフランティカを閉じ込めている部屋だ。

「ココ……キキキ」

　罰としての監禁以外の目的でつけた錠を外すとフランティカは天井に張り付いて首をクルクル回していた。最初より一段と悪化している気がするがもう大丈夫だ。

「頼みがあるフランティカ。いや中にいる美女達よ！」

「イタイ　アツイ　ニクイ　ケ　ケケケケ」

　微妙に緑がかってきた彼女の肌を掴む。

舌が飛び出し目がぐるぐると回転するが今は気にするまい。

「よーし入って来い」

　俺が一声かけると部屋に男達が入って来る。

　服装は皆バラバラだ。

近衛隊だったり俺の私軍だったり貴族の正装だったり、あるいは汚れた農民や鉱夫の服だったりもする。

　ただ全員に共通しているのは憎たらしいぐらい顔が良いことだ。

「「「お呼びですか陛下」」」

　男前の集団がフランティカをずらりと囲む。

　狂った表情で奇行を繰り返していたフランティカが停止する。

開いた口から白いモヤが複数ポポンと飛び出したと思うと慌てて口内に戻っていく。

「ケケ……キ……オ、オト……オトコマエ」

　不気味な笑い声も止まり、両手で顔を擦ったかと思うと懐から鏡を取り出して色々整え始める。

顔色が緑から急速に普通の色へと戻っていく。

　俺の前とえらい違いだなおい。

「我は後宮に巣食う怨念なり。あぁ恨めしい、妬ましい。憎い、憎いわ」

　言っている意味は一緒だが、随分と聞き取りやすく艶すら感じる女らしい声に変わったぞ。

釈然とせんがここで場をひっくり返したら話が始まらない。

　後宮の黒い歴史について彼女達ほど詳しい者はいないだろうから。
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「恨めしい……あぁ恨めしいわ……よよよ」

　床に座り込んで恨み言を漏らすフランティカ……に憑り付いた者達。

彼女達は長い後宮の歴史の中で跡目争いや王の寵愛を巡り陰謀に巻き込まれて死んだ女達だ。

話を聞くことが出来れば後宮に隠された仕掛けを知る有力な手掛かりになるだろう。

　しかしながら長い年月を経てもこの世に残っているからには相当強い怨念だ。相応に酷く苦しい死に方をしてしまったのだろう。ただ話しかけても大人しく聞いてくれるとは思えない。

「それにしても話し方が俺だけの時と違ってないか？」

「ああ知らぬ。何も思い出せぬ。口惜しい口惜しい」

　霊達は両手で顔を覆って恨みの言葉を紡いでいるのだが、男前を呼ぶ前は首がぐるぐる回転したり目が左右に開いたり舌をラミアみたいに伸ばしていただろうに。話し方ももっと片言だっただろ。

　時々顔を覆う指を開いて男前共の顔を確認してまた泣き出す霊共に俺は少しだけ笑った。

完全に怨念の塊になっていたらどうしようもなかったが男を意識する知性があるならなんとかなりそうだ。

「貴様、もっと近づいて顔を覗き込め」

　俺は一人を指差して命じる。近衛隊をしているがっちりした騎士然とした男前だ。

男前相手には無意識にきつい口調になってしまうが仕方ない。王なので許されるのだ。

「し、しかし陛下。彼女の様子尋常でなく、よもや悪霊の類に憑りつかれて……」

「ほう悪霊は怖いか。俺よりもか？」

　男前は転がるようにしてフランティカの肩を抱く。

こいつらはどうせ普段から手当たり次第女を食って良い思いをしているのだから甘い顔をする必要はない。

「ぐ……あ……騎士系……さわやか男前……オォォォ」

　フランティカの口が開き、ポコンと黒いモヤが数個飛び出す。

「うわっ！」

　飛び出すなり纏わりつき始めたモヤに騎士の腰が引ける。




　フランティカの頭が小さく震え、声の調子が変わる。別の奴が表に出て来たようだ。

「騙されぬ騙されぬぞ！　騎士など信じぬ！　王宮騎士に騙され非業の死を遂げた妾は誑かされはせぬ！」

「よし次は貴様だ」

　有無を言わさず押し出したのは新任の官僚だ。

騎士に比べると見るからに体格に劣り、魔物を前にしたことなどないのか悲壮な表情をしている。

「オドオド系……内向型男前……脅える表情がとても……オォォ」

　ポコンとまた数個のモヤが飛び出す。

「ふん！　官僚など陛下に私の讒言をするだけの陰気な──遠慮がちなのに実は逞しい系の庭師っ！　オオオッ！」

　さわやかな仮面をかぶった好色騎士、真面目そうだが弱気な文官、遠慮がちなふりをして女を狙っているであろう若い使用人、髭の立派なダンディー風好色中年商人、男か女かわからない線の細い芸人……男前のタイプを変えるとその度にポコンポコン飛び出していく。

それにしても長年恨みを抱えて来たにしては随分軽いなこいつら。

　飛び出したモヤは散ってしまうことなく、そのまま周囲を回り、時折ひっついてくる。

男前共はその度に情けない悲鳴をあげている……ふふふ顔が良い男の肝などこんなものだ。

　さてこれだけ出れば残りも少ないんじゃなかろうか。

「妾の恨みはどんな谷よりも深い。この体を憑り殺すまで決して離さぬ。山のように盛り上がる筋肉男でも出てこない限りはな」

　俺は静かに上着に手をかける。

だが僅かに出遅れてしまった。

「ならば我が肉体、アレス男の肉体をとくとみよ!!」

　居並ぶ男前共を弾き飛ばして仁王立ちしたのはギルドレスだ。

しかもこいつめ上着を脱ぐどころか最初から全裸じゃないか。服を脱いだ形跡すらないぞ。

「この変態め、どこから忍び込んだ」

　後宮は本来男子禁制だ。

今回は特別、そしていかに必要であってもこんな性獣を呼び込んで良いはずがない。

「真の漢は忍んだりせん。ただ正面から堂々と入るのみよ！　はっはははは!!」

　腰に手を当てて高らかに笑う全裸の変態。

背中に憑りつかれた女、周囲に悪霊が舞っていることなど屁とも思わずに股間の見苦しいモノを振り子のように揺らしている。

　部屋の真ん中で肩を抱き合って震える男前共とは大違いでやはり手強い。

「ともかくお前など要らん。筋肉は俺で間に合っている」

　俺はギルドレスの腰を掴み、そのまま窓から放り出そうと……紙一枚分も動かない。

「はっはっは！　そのような半端な力で俺を動かせると思うたか!!」

　何かが頭の中でカチンと音を立てた。

こっちはやることがあるのにこの暑苦しい筋肉達磨は余計なことばかり。

　もう放り出すなどと言わない。

窓枠にぶつけてやるとばかりに渾身の力を込める。

「ぬう剛力！　それでこそ漢！　力比べといこうぞ!!」

　ギルドレスは自ら足を浮かせて跳び、俺と正対して腰を落とす。

「いざゆかん！」

「こい！」

　ギルドレスのでかい図体が稲妻のような速度で突っ込んでくる。

俺も腰を落としてその突撃を受け止め──否、受け止めなどしたら弾き飛ばされるだろう。

こちらも力の限り奴に体当たりを返し、激突してこそ受け止めたように見えるのだ。

　肉体がぶち当たる鈍い音と低い呻き声。

「うぉぉぉぉ!!」

「がぁぁぁぁ!!」

　互いの腰に手を回して一歩も動かない。

力を抜いているのではない。むしろ限界まで力を込めてこそ動かないのだ。

「へ、陛下と互角──!?」

「なんという勝負だ！　組み合っているだけなのにまるで今にも爆発しそうだ！」

「部屋の空気も変わっていく……温度がどんどん上がっていく！」

　男前どもの驚く声に気を取られる余裕もない。

　盛り上がった筋肉が限界を越えて千切れかけ関節が軋む。

一瞬でも力を抜いた方が潰される力比べ、僅か数秒の間に全身から汗が噴き出す。

（筋肉の激突　妾達には近づくこともできぬ）

（濃厚な生の息吹　気を抜くと巻き込まれて成仏してしまう！）

　モヤ達の囁きが聞こえるも観察する余裕はない。

　ずるりと俺の足が後ろに滑った。

「嘘だろ」

　腰を入れ直すもまた滑る。

　手加減どころか限界を越えた力を込めているのに後ろに下がっていく。

力負けしているのか。

　歯を食いしばってギルドレスを見る。

腹の立つ笑みを浮かべているかと思ったが、その表情は怒りに染まっている。

「驕るな！」

　不意の頭突きで組み合いが解かれる。

「貴様、漢同士の勝負を手加減で曇らせるのか!!」

　なんのことかわからない。

少なくとも手加減など微塵もしていないつもりだ。

「そのような枷で肉体を縛って真の戦いができるものかよ」

　奴が指差すのは俺の上着だ。

「これは失念していた。わざとじゃない許せ」

　俺は膨張した筋肉によって破れかけていた上着を脱ぎ捨てる。

そして確かめるように大きく足踏みすると膨れた筋肉に耐えられなくなったズボンも破れ落ちる。

「では再戦だ」

　言葉と同時に今度は俺の方から突撃する。

「おうとも友よ!!」

　ギルドレスもまた受け止めるのではなく突撃によって応える。

　攻守が変わり、先ほどよりも更に激しく肉体がぶつかる。

互いの飛び散った汗が激突の衝撃で霧散して消える。

「ふんぐ！」

　ギルドレスが腰を掴んだまま重心を傾ける。

俺を投げ飛ばそうと言うのだ。

「そうはいくか」

　俺も傾いた側の足を踏ん張って耐える。

　手足はもちろん、首、胸、腹全ての筋肉を酷使して体を支える。

もしどこか一つでも力が抜ければその瞬間に放り投げられる。

　血が音をたてて全身を巡りものすごい勢いで筋肉が栄養を消費するのが分かる。

　汗は流れるどころか蒸発して霧となっていく。

「なんて迫力だ。力比べどころか殺し合いにも劣らぬやり取りだ！」

「あの盛り上がった筋肉を見ろ。非力な自分が情けなくなってしまう」

（もう少し離れないと　近づきすぎると生の塊みたいな臭いで戻れなくなる）

（でも体が勝手に　もう体はないけれど魂がもっと近くで見ろって）

　死者と生者の呟きを聞きながら俺達は戦う。

そういえばなんで戦っているのか分からないが、今は脳みそを使う余裕がない。

　次の瞬間、ギルドレスは裂帛の掛け声とともに強烈な投げを放って来た。

「とった！」

「まだだ」

　俺は投げられながらもギルドレスの腕を掴んで離さず、奴の投げを中途半端にして後ろに回る。

「これで決まりだ」

　後ろから奴の腰に抱き着き、体ごと反り返って後方へと投げる。

こうなればいかにギルドレスとて脳天から床に落ちるしかない。

　そう思っていたのだが。

「漢は地に頭をつけぬ!!」

　何とギルドレスはぶん投げられながら両手を伸ばし、まるで逆立ちのように耐えたのだ。

　しぶとい奴だ。

こうなってしまうと腰から反り返った姿勢を維持する俺の方もつらい。

　投げる俺は腰と背筋、投げられた奴は胸と腕の筋肉を限界まで酷使して耐え合う。

「「ぐぉぉぉぉ!!」」

　響き渡る叫び声は気合を入れる為でも威嚇の為でもない。

ただ己の肉体が限界を越えた力を発揮する副産物として噴き出しているのだ。

「互いに白目を剥いているぞ。大丈夫なのか」

「分からんがどの道俺達にどうこうできる戦いじゃない。見守るのみだ」

（このまま死んだら引き込めそう？）

（逆に吸い込まれて同化させられそう）

　ふと反り返る俺達のその下にフランティカの肉体があるのに気付いた。

乱戦の中で巻き込んでしまったらしい。

俺達の汗と油がぼたぼたと彼女の体中に降り注ぐ。

「く、臭い……男臭い……もう……限界」

　途端、口と調べはしないがスカートの中から大量のモヤが噴き出し肉体がビクビクと痙攣した。

「ううん……私は一体……そ、そうだ悪霊が体中に入って……って、うぎゃああああ!!」

　我に返ったフランティカが叫んだのも無理はない。

何しろ目覚めた途端、頭上で俺達がブリッジしており、顔も含めて体中に大量の汗と油が降り注いでいるのだから。

「仕切り直すぞ」

「おうとも」

　俺達は体を離して再び正面から睨み合う。

状況が読めずに悲鳴をあげ続けるフランティカには後で説明しよう。

　互いに体力を消耗し過ぎている。

酷使した筋肉は傷めつけられもう長くは戦えない。

　次が最後の組合いになる。

　顔にこびりついた男油を拭いながら泣いているフランティカ以外の全員が俺達の息遣いに注目している。

モヤ達もきっちり一定間隔で並んで微動だにしない。

「「いざ」」

　三度正面からの突進。

今度は攻も守もなく互いに頭からぶつかる。

　頭蓋同士がぶつかる硬い音に続いて肉がぶつかる鈍い音。そして互いの肌に腕を絡ませる湿った音。

　既に戦いの目的などわからない。

最初から目的があったのかもどうでもいい。

　王として国の全てを動員して戦うのと同じ。

ただ目の前の相手を凌駕するために己の肉体全てを動員する。

　数十秒、数分──互いに微塵も動かない。

まるで気持ち悪く抱き合っているだけのように見えるかもしれない。

　だが近づけば盛り上がって震える筋肉と流れる汗、そして床が軋む音が恐ろしい力同士が拮抗しての膠着なのだと分かるだろう。

　そして俺達はそのままの姿勢で床に崩れ落ちた。

体内の全てを消耗、筋肉が稼働限界を迎えて動けなくなったのだ。

「引き分けだ」

「そうだな」

　まるで老人のように起き上がる俺達。

だがギルドレスは俺を指差して首を振る。

「貴様についた小さな枷一つの分、俺の負けだ」

　奴が指差したのは俺の腰に残った下着だった。

「なるほど。だがそれも含めて勝負だ。勝ったとは思っていない。次は完璧にお前を組み伏せてやる」

　何故パンツを脱ぐのが前提だと思っているのか自分でもわからないが消耗が激しすぎて考える余裕がない。

「おうとも。俺もお前が玉座で尻を腐らせている間に鍛え直そう。次こそはお前を叩き伏せて女を頂こう」

　ギルドレスはニヤリと笑って部屋を出て行く。

　疲労が回復して少しだけ思考力が戻ってきたが、あいつ本当に何しに来たんだ。

裸で入ってきて俺と取っ組み合いして出て行きやがった。




　ふと廊下から声が聞こえる。

カトリーヌとアントニオか？

「か、母様お止め下さい！　百歩譲って夜に閨で……」

「ああ、淫らな母を許して下さい。でももう陛下がいないと我慢できなくて……それにさっきから男の臭いが後宮中にプンプンと」

　そして数秒の空白。

「おう坊主、怪しい者ではないぞ。ちと出口を教えてくれい。むっ美女、俺に抱かれてみんか？」

「曲者!!　変態め!!」

「いやあ全裸の超マッチョ！　わ、私を誘惑する気ですか！　来ないで!!」

　さてデュアルクレイターはどこだったか。

「死ね曲者」

　バシリと肉を打つ音が聞こえる。

　扉を開けるとアントニオがギルドレスの脛に回し蹴りを入れていた。

　蹴られたギルドレスは何故か満面の笑みを浮かべる。

「母を守らんとする勇気良し！　死角を狙う判断良し！　しかし幼子にしてもあまりに非力!!　その体に肉の加護があれば……ぬぅん口惜しい。美女よ次に縁があったらまた誘おう！」

　ギルドレスはカトリーヌに一礼してからアントニオを担ぎ上げる。

アントニオは懐から暗器まで取り出して抵抗するが肉の壁の前に効果がない。

「貴様はこれから俺と鍛錬よ！　一人前の男にしてやるから安心せい！」

　ポカンとするカトリーヌ、そして少し遅れてついてきていたローズがボソリと呟く。

「アントニオ掘られるの？」

　いや訓練するだけだろう。

まあ男なんだし少し普段と違う鍛え方をされるぐらいは良いだろう。

　とりあえず危機ではないようなので室内に戻る。




「さてお前達に聞きたいことがあるんだ」

　未だにキチンと並んでいるモヤ達に向かって語る。

「一方的に願いを聞いてもらうだけのつもりはない。不幸にして悪霊となってしまったお前達も救ってやりたい。だから話をしよう、俺の願いを聞きお前達の恨み、未練も聞かせてくれないか」

（（（はい）））

　狂乱していた悪霊達が随分素直になったもんだ。

　恨みごとを言うのは体中の汗と油がとれないフランティカぐらいだな。
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　モヤ達はフランティカの体内に居た時とはうって変わって大人しい。

その形状はただの黒い塊からほぼ人の形になっているものまでまちまちだ。

　俺はその中で最も鋭い気配、言い換えれば強い敵意を感じる個体に近づいていく。

「やあ。良いかな？」

（ウウウ、ウウウウ）

　彼女は俺の言葉には応えず人の声とは思えない呻きを漏らす。

形状は不安定で人型になったかと思えば顔部分だけが異様に肥大したりと変化し続けている。

　見た目はただ不気味で、強い呪いの感情しか感じなかったが、二十歳過ぎの美女だと気配で分かった。

「話をしよう」

　俺が手を伸ばした途端、モヤは一瞬にして人型となり、まさに怨霊とばかりの形相になって絶叫する。

今まで頭の中で響くだけだった声が実際の音となって響きわたり、男前達が悲鳴をあげて後ずさる。

「陛下！　陛下を呼んで!!　ああ痛い、全身が刺すように痛い！　顔が焼けるように熱い！　妾の顔が醜く溶けていく！　ああ陛下、どうして陛下は来て下さらないのぉぉ！」

　悪霊は叫びながら全身をかきむしる。

生前を思い返しているからか、はっきりとした人の形を取ったのも束の間、全身の皮膚が爛れ始め、古風だが美しかった顔が溶け落ちていく。

　叫びとあわせて考えれば彼女がどうして悪霊となってしまったのかが分かる。

　俺は絶叫する女を強引にかき抱いた。

「陛下、陛下どこにおわす。おのれ、あの姦婦め毒を盛ったな……妾の分際で妬んで毒を……あぁ見舞いにも来て下さらぬ……まさか陛下も承知の上で……どうしてですか陛下ぁぁぁ!!!」

　そこから先は意味をなさない慟哭だった。

　女にあまり嘘はつきたくないが今の彼女には優しい嘘が必要だ。

「貸せ」

　俺は男前近衛兵からマントを剥ぎ取って羽織り、他の男前にも部屋を出ろと仕草で示す。

……全員転がるように出て行ったぞ。あいつらは頼りになりそうにないな。

　そして可能な限り偉そうに言いながらマントを翻して堂々と立つ。

下はパンツ一枚だが仕方ない。

「何を騒いでおるか。余はここにおるぞ」

　ハッと顔をあげる女、その顔は滅茶苦茶に崩れて溶け落ち、髪は半ば抜け落ち、体中が爛れて目は白く濁っていた。最期の時がこうだったのだろう。

「……陛下？」

　俺は大きく頷いて腰を下ろす。

「余が余以外の誰に見えると言うのか。見舞いに来たのだ」

　昔の王が俺と似ているかなど知らんが理性のない彼女にはもうわからないのだろう。

　傲慢そうな王の演技もまあまあの出来だ。

メルやリリアーヌ相手に暴君遊びしている経験が役に立っている。

　女は今にも溶けだしそうな眼球から大量の血涙を流し始めた。

少し気持ち悪いがそれ以上に哀れさを感じる。

「お前がこんなことになっていたとは気づかなかった。可哀そうに、もっと早く気付いてやればよかった」

「わ、妾を捨てたのでは？　あの女と結託して妾に毒を盛ったのでは……」

　俺は馬鹿者と一喝する。

「そんなはずがあるまい。お前のような美女を捨てるものか、愛する妃よ」

　化け物のごとく崩れていた女の顔が人間に戻っていく。

「わ、妾の顔は毒で腐って……とても陛下にお見せできるものでは」

　女は懐から手鏡を取り出す。

血塗れの上に割れて反射する機能を果たしていないが霊となった彼女自身には見えているのだろう。

まあ気分の問題だ。

「な、なにこれ酷い顔……まるで幽鬼のような……あぁそうだ。私はベッドで一人腐り落ちてそのまま亡霊に……見ないで陛下！　私はなんてことを……！」

　現状を知って狂乱が止まった。ここしかない。

「落ち着け、美しい顔を隠さなくて良い。さあ綺麗な青い瞳を見せてくれ」

　真っ白だった眼球が輝きを取り戻していく。

……グリーンだった。間違いを勢いで誤魔化すしかない。

「絹のような綺麗な金髪だ。余の為に毎日手入れしてくれたのだろう？」

　半分以上抜け落ちていた髪が戻っていく。

絹のような……黒髪だった。ここも大げさな仕草で乗り切る。

「透き通るような白い肌、シミ一つないじゃないか」

　ボロボロの肌が艶を取り戻していく。

なんと美しい……褐色の肌だ。

　いかん全部間違えた。

ええいここまで来たら行くしかない。

「そんな怖い顔、悲しい顔をしてはいけない。さあ笑え、余はお前の笑顔が好きなのだ」

　恨み哀しみに歪んでいた顔が戻っていく。

　なんとかなった。

それにしても相当な美女だ。

その時の王の目に適って後宮に入るのだから当然ではあるのだが。

　これほどの美女が醜い怨念に塗れているのは悲しすぎる。

後宮の仕掛けを聞くのが目的だったが、これは全員救ってやらないといけないぞ。

　美女はこちらも再生したのか、美しい手鏡で自分の顔を確かめ、驚いた顔で一撫でしてから俺を見る。

響き渡っていた声は落ち着きを取り戻し、再び脳内だけに静かに響く。

（麗しの陛下　我が名をお呼び下さい）

　いかんぞ。遂にこれが来た。

ここは俺自身の運にかけるしかない。

「ははは何を言う。妻の名を忘れるものかセリフィーヌ」

（ほほほ　陛下はご冗談がお上手）

　違ったか。

貴族っぽい名前だと他にはなんだ。

「エミリーズ」

（ほほほ）

　いかん、このままではまた悪霊化する。

こうなったら数で勝負だ。

「クレリアン！　ジュネリヴァ！　メルコット！　キアラ！　ぺス！　ポチ！」

　ええい当たらん。どうなってる。

「カサノア！」

（それは毒を盛った毒婦めの名にございます陛下）

　最悪の方向に誤射してしまった。

かくなる上は言葉ではなく体でいくしかない。

　マントに手をかける俺の前で女は震えている。

良く見ると怒っているのではなく、口に手を当てて笑っていた。

（【ネイシャ】と申しまする　嘘つきの陛下）

「ばれていたか。すまん」

　俺はまず嘘を詫びてからどっかりと胡坐をかいて座り、人型で安定しているネイシャを軽く観察する。

　霊なので半透明ではあるが、ぱっちりした緑の目に黒い髪そして褐色の肌、高い鼻、唇はやや厚くはっきりとした赤い色をしている。

　身長は１５０ｃｍ半ば、胸と尻の膨らみは大人しく、かろうじて成人だと判断できる程度だ。

反対に腰部の括れと細くスラリと伸びた手足の美しさが際立つ。

　独特の衣装と装飾はゴルドニアで見たことはなく、むかし南の帝国を旅した時に見たものと似ているように思う。もちろんネイシャのつけている方が遥かに豪華だが。

なにぶん長く後宮に憑いた悪霊だから生年も不明だ。今とは文化が違うのだろう。




　ネイシャは頭を下げる俺と視線が合うとフイと逸らし、扇子を開いて口元を隠す。

（理性が戻れば似ても似つきませぬ　妾の知る陛下は輝く程に美しいお顔にて　背も妾より低うございました　ふふっ見上げるような大男　野蛮な筋肉モリモリでは偽りようもござりませぬ）

　一六〇より小さいとなると俺が化けるのは無理だな。

「ふん。いかに美形でもお前のような美女を悪霊に落とすような奴は男失格だ。俺に乗り換えた方がいい。こんなに逞しいぞ」

　俺はマントを脱ぎ捨てて筋肉を強調する。

ネイシャは小さな悲鳴をあげて裸を見まいと顔を隠す。随分と初心な反応だ。

「悪霊のお前達を差し置いて言うのもなんだが俺こそ恨めしい。もし俺がその場にいればお前を助けてやれたかもしれないのに。どうしてこんな美女を死なせるようなヘタレ王の隣に生まれたのか」

　ネイシャは反論したいのか俺を睨もうとしたが、俺がまた筋肉を強調すると恥ずかしそうに顔を隠す。

（も、もう終わった事　亡者を口説いていかがされますか）

「幽霊だろうと怨霊だろうと女は女、美女は美女だ。お前は本当に美しい」

　俺がネイシャの前で跪くと彼女は反射的に手の甲を差し出す。

さすが王妃、動きがほとんど反射的だ。

　俺は差し出された手にキスをするだけには留まらず、その腕を引いて抱き寄せ、唇にまでキスをした。

「ななっ!?」

　途端、脳内ではなく音としての声が漏れる。

使い分けできるんだな。

（妾の唇を！　妃の唇を奪うなどなんとされる！　いかに今代とて許されぬことは──あっ）

　脳内にガンガン怒って来るネイシャはふと自分の体を見下ろし、纏っていた肩掛けと被りものが消えているのに気づいてしゃがみ込む。

　幽霊とは体を持たぬ剥き出しの魂のような存在だ。

その精神状態によって姿形は大きく変わり、恨みに支配されれば先程のような崩れた怨霊と化し、落ち着けば今のように生前の姿を取り戻す。

　一部の魔を祓う武器や魔法などを除けば物理的刺激で形状が変わることはなく、あくまで彼女達自身の魂、精神によって変化する。

ケイシーは物理的に凹んだり染まったりしている気もするが例外なので考えなくて良い。

「つまり衣服が消えたということは……」

　俺はネイシャの前に回り込んで更に肉体を見せつける。

（やめよ！　ふ、不敬な！）

　怒声虚しくふわりと腰に巻いていた布がきえた。

　ネイシャは俺の体を見て裸に近づいている。

つまり男を欲しがっているのだ。

　俺が纏っているのはパンツ一枚、そして先程までのふざけた戦いのせいで全身汗だくだ。

そのまま更に接近していく。

（ああっいけませぬ　そんな裸同然で　汗まみれの野蛮な姿で）

　上着が白い霧となって消え、慌てて慎ましい胸を手で隠したところで次はスカートが消えてしまう。

しゃがみ込んでまるまったネイシャの背中と足に手を伸ばして抱き上げると、下着までが全て白く消えてしまった。

　全裸にされてしまったネイシャはがっくりと肩を落とし、逆に冷静になったようだ。

（どうして普通に幽霊を抱き上げているのですか）

「理屈はわからんが昔から普通に触れるんだよ。だから抱くこともできる」

　言いながら抱き上げた半透明の体をベッドへ放る。

（妾は人妻）

「妻を謀殺するような男が夫であるものか。もうお前は俺の女だ」

　宣言しながらベッドに上がる。

（そも妾を正気に戻したこと、大事な理由があったのでは？）

「ある。だが今はまずお前を抱きたい。話は後だ」

　するとベッドを囲むように黒いモヤが集まって来る。

特に騒いだりすることもなく見たいだけのようだ。

「さあ愛し合おう。過去の美女」

　俺は仁王立ちになり堂々と全裸になった。
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「さてと」

　俺はネイシャに微笑みかけながら彼女の脚を開き、顔を近づける。

（なにを？）

「口で愛撫してやろうかと」

　我ながら異常かもしれないが幽霊との性交はケイシーで結構慣れている。

柔らかく不定形な彼女達は愛撫しなくとも入りはするが心の問題がある。

丁寧な前戯をしてこそ心も開くと言うものだ。

　だがネイシャは口で愛撫と聞いて股を閉じ、ザザッとベッドをずり上がる。

（なんと破廉恥な！　そのようなこと受けられるはずがございませぬ　普通にお願いします）

　恥じらいどころか怒りまで見せるネイシャ。

「む、そうか？」

　口での愛撫ぐらい普通だと思ったが彼女を怒らせては元も子もないので止めておくか。

　ならばとネイシャの肩を抱き寄せて唇を重ねる。

（ん）

　手を重ねての優しいキス。

俺は更に盛り上げようと両肩を抱いて舌を入れるが、途端胸とドンと叩かれた。

（何をなさいます！　舌を入れるなど淫らに過ぎまする！）

　ただのキスが淫らなのか？

　仕方なく唇同士を当てるだけのキスをしながら押し倒し、手でかなり控えめな胸を撫でる。

（う……あ……そんないやらしく……恥ずかしい……）

　ネイシャは唇を離して俺の頭を抱き、首筋や肩へのキスを促す。

　だが俺のキスが首筋から胸へと降りていくとまたストップがかかってしまう。

ならばと手を股間に持っていくと、淫ら過ぎるとまた止められる。

（交わりにも品格がございまする　いかに体を許すとて淫婦のように扱われてはたまりません）

「乳吸いと舌を入れるキスもダメなのか……」

（淫婦の所業です）

　こうなってしまうと体を撫でるだけの軽い愛撫をして突っ込むしかなくなる。

幸いにも幽霊なので準備不足で怪我をすることはないだろうが、ちと味気ない。

「王族とは皆こうなのか？」

（当然　貴族の子女であれば皆同じ　股など舐めたら翌日から同衾拒否ですとも）

　俺の周りにも貴族の子女はいるが、恥ずかしがっても拒否はしないのにな。

（婚姻の際に隠居なされた初代王妃様からも言い聞かされました　子作りには励めど品を忘れるなと）

「ああ、なるほど」

　失念していたが彼女達は後宮で無念の死を遂げ怨念となってしまった女達だ。

つまり時代が違う。

　ゴルドニア王家は数十代続いていたはずだ。

初代うんぬんなんて言葉が出てくるならネイシャは相当古い時代に生きていたのだ。

「つまりこういう感じではできないか」

　俺はネイシャの体を回転させ、四つん這いにして腰を掴んでみる。

（ぎゃあああ！　こんな体位でしたらもう一度悪霊になりますよ！）

　やはり駄目か。

（当たり前です！　作法はまず女を寝かして上に被さり　シーツをかけて　手は女と握り合うか頬に添えて下さい　足は軽く開かせて）

　初体験の指導を受ける童貞のように素直に従いつつ下着を脱ぐ。

（あとはお大事をゆっくり中に……きゃああああ!!）

　ネイシャの言う通りにしたのにまた悲鳴があがった。

（なんですかその巨根は！　今代陛下はオークの亜種なんて！）

　続いて脳内に複数の女の声が響き渡る。

目の前のネイシャだけではなく部屋中の霊が一斉に叫んだような騒がしさだ。

（ひぇぇぇぇぶっとい！　妾の腕ぐらいあるぅ！）

（しかも長い！　私が浮気した騎士の三倍はある！）

（化け物　え？　化け物？）

（すっご！　やばい体透けて……消える消えちゃう!?）

（至近距離で見ちゃった　血管がドクンドクンって）

　傍目には俺の周りを悪霊達が飛び回る恐怖の光景なのだろうが、どうにも顔を真っ赤にした集団がドタバタ走り回っている印象しかない。

「ううむ、さすがに騒がしい。暴れるのなら出ていて欲しいんだが」

（（（ごめんなさい　続きを見たいです）））

　騒ぎがたちまち収まり、モヤ達が再びベッドの傍に集まって来る。

怨霊らしからぬ素直さだ。一番の敵意を向けて来たネイシャを宥めた後は楽そうだ。




「では品良く行くとするか」

　俺はネイシャの脚を教えられたよりも大きく開かせる。

彼女はわちゃわちゃ騒いで抵抗していたが、動揺しすぎて何を言っているのかわからないので気にせずゆっくりと挿入していく。

「狭いな。生身ならまず入らない。無理に入れたら裂けてしまうのだろうが」

　俺はネイシャの膝を掴んで容赦なく腰を押し出した。

（さ、裂ける!!）

「大丈夫だよ」

　鋭い悲鳴と同時に先端がネイシャに入り込む。

　幽霊に挿入した時の液体と固体の間のような感触は独特だ。

低刺激ではあるが抵抗なくするりと入るのでまた違った快感もある。

半透明なので体内を進む一物が透けて見えるのも生身の女とは違った刺激になる。

「ふむ、生身ならここまでか」

　一物の三分の一ほどが体内に入り込んだところで一旦動きを止める。

小柄なネイシャを生前に抱いたとしたらここが底だ。

「だが今は……」

　俺は短く息を吐いて腰を押し出す。

一物は再び前進を開始、彼女の底を押し分けて根元まで入り込んだ。

（あぐぅ！）

　ネイシャが両手を頭に添えて上半身を反り返らせる。

　細身の体は隠されることなく綺麗な曲線を描き、腹から顎までのラインは芸術品と言って差し支えない。

勢いの良い動きでも揺れない控えめな胸もまた、全体と調和して素晴らしく思える。

　こんな美しい女を見捨てるとはゴルドニアの王族も知れたものだ。

俺でなくともいずれどこかで簒奪されていたことだろう。

（お、お大事がこんなところまで……）

　見れば俺の一物は腹どころか胸を通り越して喉の近くまで入り込んでいる。

人間なら大惨事だが幽霊なので問題ない。

「ふふ、大変なことになってしまったな」

　言いながら腰に力を入れる。

（ビクビク動かさないでくださいまし！）

　抗議するネイシャに笑いながらキスをして腰を振る。

　大きく抜き出してから子宮の位置まで押し込み、再び引き抜いて今度は胸元まで挿入する。

続いて細かく入口近くで擦るように前後させてから角度を変えて根元まで押し込む。

（あっ　ううっ！　そ、そこだめ……）

　ネイシャの反応は非常に初々しい。

　それも当然、王妃であったとしても愛撫はダメ、胸を吸うのもダメ、体位は正常位で足も開かずヘコヘコされる程度の経験しかないのだ。

「まだまだ序の口だ」

　俺は被っていたシーツを跳ね飛ばす。

（なっ駄目です！　結合部は隠すのが作法──ひぃぃぃ!!）

　言い終わる前に今までの数倍の早さで腰を動かす。

もちろんただ前後するだけではなく腰を捻ったりペースを変えたりして刺激に強弱をつけるのも忘れない。

　半透明の体に俺の肉が打ち当たり、肉同士ともまた違う独特の音が響く。

（下品な音が出ております！　速度を落として！　こんなパンパン鳴らすのは許されな──んぁぁ!!）

　悶える足先を掴んで思い切り開く。

先程は抵抗されたが絶え間ない快楽の中ではそうもいかない。

「ふふふ、抵抗は無駄だぞ。何しろ透けて中身が見えるのだから弱点も全部見えてしまう」

　うっすら透けた肉棒をゆっくりと動かし、特に締め付けられた場所を見つけて集中的に擦る。

女体が跳ね上がったら押さえ込み、その場所に先端を押し当ててめり込ませる。

（あれは性技が上手い……のかしら）

（あれだけの巨根だから女の扱いに慣れていても当然だけれど）

（むしろ幽霊女の扱い方を知ってる？）

（うわぁ幽霊抱き慣れてるとかド変態　引くわぁ）

　罵倒も今は興奮に変わる。

更に一物は肥大化し、ネイシャを攻める腰が強くなる。

（あひぃ……ふひぃ……）

　ネイシャはこんな抱かれ方をしたのは初めてなのか、下品を責めることもできず、両手をだらりと伸ばしてされるがままだ。目は悪霊時とは違った飛び方をしており、半透明の舌まで出始めている。

「ふふふ、下品な性交も良いもんだろう？　正常位以外の体位もやってみようか」

　俺はネイシャの背中に手を回し、そのまま抱き上げて後ろに倒れる。

特に特殊ではない騎乗位だ。

（!?）

　しかしネイシャの反応は激烈だった。

俺に突かれるがままヒイヒイと揺れていた彼女だが、自分が上に乗っていると気づくや快楽とは違う悲鳴をあげる。

（これは娼婦の体位！　なんということをなさるのですか!!）

「まあそう言わずに、刺激が変わって気持ちいいぞ」

　ネイシャの腰に手を回し、上下に揺さぶって刺激を与える。

うーむ、騎乗位で上下の動きをすると男根が女体を縦断して喉の上まで届いている。

さすがに猟奇的なので前後に動かそう。

（こんな嫌っ恥ずかしい！　侮辱ですぅ　この下賤者！　野蛮人！）

　叫びながら俺の頬をペチペチと叩いて来るネイシャ。

試しに手を止めてみると頬を叩きながらも腰の動きは止まらない。

つまり気持ちが良いのだろう。

「なら次はこれだ」

　女体を再度押し倒し、脚を掴んで体を回転させる。

後背位の出来上がりだ。

（これは娼婦よりいけません！　獣、獣の体位にございますよ！）

　言い終わる前に細く括れた腰を掴み、大きく押し込む。

　獣のようだと俺を叱る声が、獣のような喘ぎ声に変わる。

「獣になってみるのも面白いぞ」

（馬鹿なことを、妾を誰だと……んおっ！　あおぉぉっ！　きゃんきゃん！　ぎゃいん!!）

　激しく腰を叩きつけながら背中を舐める。

まさに獣の交尾にネイシャは恥ずかしさ極まって顔を隠してしまうが、メスの声は止まらない。

更には途中から突き込みの動きに尻を合わせてより強い快楽まで求めてしまっている。

（もうやめて恥ずかしすぎます！　恥ずかしくて死んでしまう！）

　もう死んでいるとは言わずに動きを止める。

　ネイシャはやっと終わったかと安堵の息を吐く。

尻が名残惜し気に動いていることは本人も気づいていないので指摘しないでおこう。

　それにまだ終わっていない。

「そら」

　俺はネイシャの体を後ろから抱え上げて立ち上がる。

もちろん男根は挿入したまま、脚は限界まで開脚させる。

「いやぁぁぁぁぁ!!」

　絶叫は遂に実際の音となって響き渡る。

「の、呪ってやる！　祟ってやるぅ！」

　まったく本気さの無い呪詛を聞きながら、ネイシャの体を大きく揺さぶる。

（こんな恥ずかしい体位があるのですね）

（ここまでは娼婦も獣もしないでしょうに　なんて淫らな）

（え？　え？　駅弁ってそんな特別じゃ……コ、コホン　恥ずかしいですね～）

　脳内に入って来る他の霊の呟きはネイシャにも聞こえているのだろう。

「いっそ殺してぇぇぇ！　死なせてぇ!!」

　それはちょっと難しいな。

　俺は顔を隠して羞恥に叫ぶネイシャを散々辱め、いよいよ最後の時が来た。

柔らかい肢体の中で男根が脈打ち始める。

「さてと」

　俺は顔を覆ってしまったネイシャをベッドに優しく戻し、覆い被ってシーツをかける。

限界まで開いていた脚も戻して大人しい正常位に戻す。

「え？」

「最後はお前の望むようにする。唇だけは頂くよ」

　俺は唇を合わせて頬に手を乗せ、もう片方の手は彼女の手を重ねる。

「愛しているぞ」

　真っ赤になって半泣きだったネイシャは本気で泣き出してしまった。

「ずるい……ずるい!!」

　首に抱き着く彼女を感じながら精を放つ。

　大量の精液が音を立てて飛び出していく。

ちらりと覗くと半透明の体内で男根が脈動しているのが見えた。

　男根は一秒に一度ほどの間隔で脈動してその度にコップ三分の一程の精が放たれる。

（熱い……精とはこんなに温かいものだったのですね）

　ネイシャは脈動に合わせて体を震わせながら俺の頬を撫でて来る。

「もうお前は俺の女だ。いいな？」

（はい　私は陛下の女にございます　なんでもどんなことでもお命じ下さいませ）

　誓いのキスと共に一層強く男根が震えて大量の精を吐き出した。

　俺達はたっぷり一〇分唇を重ねた。

その間に射精も終わり、ゆっくりと体を離す。

　そしてネイシャが驚きの声をあげる。

（ああ、なんてこと　生前は遂に子を持てなかったのに亡霊になってから子を成すなんて）

　彼女の胎は俺の精でパンパンに膨らんでいた。

だが受胎したと言うよりは……ええと言いにくいな。

（水風船みたい）

　誰かが代弁してくれたがネイシャが睨みつけると悲鳴をあげて黒いモヤとなって逃げた。




「さてと」

　ネイシャは慈愛の表情で腹を擦りながら去り、俺は他のモヤを手招きする。

「次は君だ。話を聞かせてくれるか？」

（はい）

　曖昧だった靄がスポンと三十路程の熟れた女の姿になった。




　恨み事、心残り、理不尽への涙。

全てを聞いて共に憤り、慰め、あるいは言葉も無しに強引に抱く。

　夜が明ける頃には全ての女達が黒いモヤから生前の姿に戻っていた。

　そして細かい光の筋が四つほど薄く消えていく。

話を聞いてやった途端、サラサラと粒になって消えて行った者が四人いたのだ。

　俺は朝日が差し込み始めた窓から外を見る。

「もう終わってしまったことだからどうしようもないが、四人の美女が生まれ変わる。それで上出来だな」

　我ながら綺麗に決まったものだ。

　さて朝だが一杯やろうと戸棚を開けたところで部屋の扉が開かれた。

「お邪魔します。首尾の方は……ひえっ！」

　セリアが短い悲鳴をあげるなり、引き攣った顔で俺を見る。

そしてハンカチを取り出してさめざめと泣き始めた。なんでだよ。

ぬん？
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「エイギル様なんでこんな……王様なのに」

　さめざめと泣き始めてしまったセリア。

まったく意味がわからない。

「こんな部屋中滅茶苦茶になるまで一人でこすっているなんて！」

「なに？」

　この状況で何故一人となるのか。

思わず立ち上がると股間に快感が走る。

（ううん……陛下……）

　股に三十路の熟女がしがみついて無意識に口奉仕を始める。

立ち上がる力の入った瞬間だったこととセリアに気を取られていたせいで思わず発射してしまう。

「ぐ……」

　半透明の口内にドバドバ精が流れ込んでいく。

「また一人で発射を……こうやって部屋中ドロドロにしたんですね！」

「いやいやこの状況が見えないのか？　見てみろすごいだろう？」

　一物を吸われながら俺は改めて周囲を見回した。

　部屋中で女達が転がっている。

ベッドや床はもちろん、ソファで大股開きしていたり、壁にもたれたまま失神していたり、シャンデリアやクローゼットの上にひっかかっている女までいる。

「何も見えません。エイギル様が精を垂れ流しているだけです」

「そんな馬鹿な」

　俺は熟女を抱え上げてセリアに示す。

「？」

（あぁ私の中を見るなんて不敬ですわぁ　でもちょっと気持ちいい）

　だがセリアは反応せずに歩きだし、熟女の体内に顔を突っ込んでしまった。

（私達幽霊ですから見える人にしか見えませんけど）

　ベッドからヨロヨロと立ち上がった若い女が説明してくれる。

そうだ彼女達が幽霊だってことを忘れていた。

しかしセリアは普通にケイシーが見えるはずだが。

（話を聞いて貰って愛も頂いたので恨みが薄くなったんです　だから見える人も減ったのかと）

　じゃあセリアには誰もいない部屋で俺が一人精液を撒き散らしているように見えるのか。

それで『すごいだろう？』なんて言ったらただの狂人じゃないか。

「です」

「あのシャンデリアにぶら下がっているのが見えないのか？」

　シャンデリアにひっかかった娘は微妙に揺れながら口と股から汁を垂れ流している。

どうしてあんなことになったのか俺にもわからない。

「シャンデリアの上からボタボタ汁が滴ってます。なんであんなところに射精したのですか」

　ソファに寝ている女と壁にもたれている女は？

「ソファの上の汁だまりと壁一面に飛び散った種しか見えません」

　それじゃ俺がまるで変態じゃないか。

「キャー!!　廊下にとんでもない水溜まりが！　この臭いは種……物凄い量よ!!」

　廊下から侍女の悲鳴が聞こえる。

（薄くなったら体内に入った種が零れちゃって　多分あれはネイシャ様に出された分が決壊したのかと）

　セリアが幽霊を搔き分けて俺の胸に飛び込んでくる。

「王の重責と多すぎる女への気苦労は分かります。でも一人で樽一杯分も撒き散らかすなんて異常です！　心を休めたい時は私だけを隣にお呼び下さい。ついでに無駄に集めた女も九割ぐらい野に放ちましょう」

　セリアが子犬のように甘えて来る。

　他の幽霊達も憑き物が落ちたかのように穏やかな顔で背中や腰にしがみついてくる。

そもそも存在が憑き物だけどな。

（陛下ごめんなさい。せっかく頂いた種を零して……チッ）

　申し訳なさそうな顔で入って来たネイシャが顔を歪めて舌打ちする。

一瞬だけ悪霊に変わるも、本人が気づいて何度か擦って無理やり元に戻す。

（ここだけの話ですがネイシャ妃は極めて嫉妬深く　それが王の愛を失う一因となったという伝承も）

　耳元で囁いてくれる若い娘の霊。

（無能四代目の側室の分際でなんぞ言うたか小娘）

（ひいっ　申し訳ありません）

　理性が戻ったことで微妙な力関係も出来ているらしい。

「ともかく後宮の仕掛けの件はなんとかなった。色々骨を折って疲れたから昼前まで寝る。レベッカとアドルフを呼んでおいてくれ」

「自慰しまくって疲れたのですね」

　違うと言ってるだろうが。

　セリアはまた俺が自慰を始めないかとチラチラこちらを伺いながら退室していく。

ベッド周りは意識を取り戻した幽霊だらけだが、もう害意は感じないので構わないだろう。

　微睡み始めた俺の周りでヒソヒソ声が聞こえる。

（私　この陛下が大好きだわ　生前の夫よりも）

（妾もじゃ　なんとかずっと一緒におれないものか）

（崩御を待つにもこの剛毅な性格ではすっきりあの世に行ってしまいそうじゃ）

　幽霊の囁きを聞きながら寝るのも悪く無い。

ウトウトしてきて内容を理解できなくなってきた。

（ねえ　みなで陛下を憑り殺して引き込みませんか　そうすればずっと一緒……永遠に）

　囁きが止まったような気がするが今にも寝そうだ。

（苦しまないように心臓をキュッと）

（世継ぎもいるみたいですし　なんとかなるでしょう　やっちゃいましょう）

（心身健康な人は難しいけど六人がかりなら）

　胸から腹にこそばゆい感覚があるが目を開くまでもない。

（えっなにこれ　熱──）

（わっわっ吸い込まれ──）

（ふにゃああ！）

　俺はがばりと起き上がった。

「さすがに声がでかすぎるぞ。目が覚めたじゃないか」

　そして腰に奇妙な違和感を感じて立ち上がる。

「小便……ううん少し痛いな」

　トイレまで行くのが億劫なので部屋の隅に用意された壺に用を足そうとしたのだが、腰から股にかけて奇妙な痛みと引っかかりを覚える。

「ふん！」

　気合いを入れて用を足すとカラカラと五つ音がした。

「まさか石というやつか。酒と油ものを控えないといかんな」

　マックが前に便所で悶絶していたのを思い出す。

ああはなりたくないものだ。

「出したし寝よう。今度は静かにしてくれよ」

　再びベッドに入って寝息を立てる。

（妾……妾王妃……王妃なのに　あんなとこから発射……尿壺に転がり落ちて……オォォォォ）

（私も侯爵家の令嬢なのにあんな……う、恨めし──でもそれ以上に恥ずかしい　ふぇぇぇん）

（化け物みたいな生命力　百人掛りでも無理だよぉ　汚い　体洗いたい　グスッグス）

（憑り殺すどころか一物まで吸い込まれてあんなとこから発射されるなんて、ヒック）

（ねえ一人足りない　まさかお尻の方に吸われちゃったんじゃ　そうなら再起不能に……）

　ボソボソと話しているが良く意味がわからないな。

それより腹の方もグルグルし始めたし、起きたらまず便所に行くか。

（（（（（肉体　欲しいなぁ））））

　そんな溜息混じりの声を聞きながら俺は眠りに落ちた。
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　荘厳なあるいは淫靡なイメージであろう王の後宮に似付かわしくない工事の音が響いている。

「柱から大股五歩……ここらへんだな。陛下宜しいでしょうか？」

「おう」

　人夫達を率いる親方は一礼して部下に指示を飛ばす。

　部下が木製の棒で大理石の壁を叩く。

石壁に棒が弾かれる音が二度三度と鳴り、四度目にまるで木の箱でも叩いたような音が鳴った。

親方は顔を押し付けんばかりに壁を睨む。

「漆喰の壁に大理石を薄く切って張り付けてるのか。予めあたりをつけてなきゃ絶対にわかりませんよ」

「いざって時の非常口かそれとも逆の用途か。使い切りの仕掛けは厄介なもんだ。この調子で他も頼む、怪しい場所は随時知らせるが他にも見つけたら褒美をやろう」

　そう言って俺は親方の汗にまみれた頬を軽く撫で、ついでに軽く尻も触る。

　ここは後宮、人夫が必要と言っても男の群れを入れる訳にはいかない。

そこで女だけで仕事している珍しい者達を呼びつけたのだ。

　親方から見習いまで全員が女……肉体労働が主なので容姿端麗な訳ではないが、鍛えられた女達が汗だくになって働いている光景は中々新鮮で良い。しかも服装に無頓着なのでよれた服から乳首だの尻の割れ目だのが見えている。

「だが女に力仕事をさせて眺めている訳にもいかないな。どれ俺も手伝おう」

「いやいや依頼者に手伝ってもらう……以前にまさか王様に荷運びさせる訳には……」

　俺自身の気分の問題だから気にするな。

親方が止める前に見習い三人が運んでいた重そうな荷物を全部持つ。

「三人分で１００ｋｇはありそうなのに軽々と……」

「陛下は肉体派だって聞いていたけれど」

「物凄い筋肉の盛り上がり……ハァハァ……って仕事中だっての！」

　サッと視線を動かす。

女人夫の反応は全て好意的、特に二人程は仕事の後で誘いをかければ落とせるだろう。

「ははは軽い軽い。なんならもう三人分ぐらい持って来るといい」

　俺は力こぶを強調して笑いながら、気付かれないように視線を落とす。

（力仕事など下賤の者がすること。品位を貶めまする）

　やはり良い顔をしていなかったネイシャだったが筋肉をアピールすると赤くなる。

ちなみに彼女の恨みも薄くなっているせいか人夫達には見えないらしい。

（この通路は妾が嫁ぐ前の大火をきっかけに作られました。街の半分を焼いた猛火は王宮にまで飛び時の王子が焼死なされたのです）

　ならこれは非常口か。

だとするとこんな偽装をする必要はあったのか？

　すると他の幽霊が手をあげる。

（私の時代では王宮周りが広場にされて火移りの心配がなくなったとかで非常口を塞いでいました）

　はて塞ぐなら本物の大理石を嵌めてしまえばいいのにな。

こんな精巧な隠し方する方が金と時間がかかりそうだ。

　また別の女が手をあげる。

（私の父は時の宰相だったのですけれど、非常口を塞いだように見せかけて残すよう人夫に賄賂を渡していました）

　やはり怪しい穴じゃないか。塞いでしまえ。




　皆の証言を聞きながら親方に指示を出す。

「あー陽炎の間だったか？　レアが使っている部屋だ。そこの床下に隠し部屋があるから埋めてしまってくれ。ついでに部屋の隅に銀のペンダントがあるから拾って欲しい……だそうだ」

「は、はい……ペンダントですか」

　そういえばレアは後宮に移ってから毎夜ペンダントを探してすすり泣く女の夢を見るらしく、よくセリアと一緒に寝て貰っていたな。

（家族から貰った大事なペンダントなんです　無くしたまま死んだせいでそこにあるのが分かっていても見つけられないんです）

　俺から手渡してやればなんとかなるかもしれない。




「次は中庭の廃井戸の側壁に隠し通路があって王宮の使用人部屋まで伸びているから壊してくれ」

「はあ……良くわかりますね。暗くて全く見えないのに」

　時の王が王妃の目を盗んで使用人に偽装していた愛人へ会いに行くために掘らせたらしい。

（後世では逆に後宮の女性が間男を呼び込む道になっていたらしいですよ　通称、間男回廊とか）

　楽しそうに言う女幽霊、女の噂好きは死んでも一緒らしい。

　そこで何故か一人の女がビクリと反応したので捕まえる。

「さあ名乗って白状するんだ」

（うぅ四代陛下の愛妾ペシーです　この通路使って馴染みの料理人と会ってたのです　ここで彼とキスしてた時に陛下と鉢合わせて……幽霊にされちゃいました）

　井戸傍のレンガに古く黒い染みがあり、細く禍々しい糸がペシーの胸に繋がっていた。

　そういえばメル親子が夜の散歩中にこの井戸から何かがずり上がって来るのを見たらしい。

以来中庭には頑として近づこうとしない。

　周囲から『自業自得だ』『私の恨みをこんなのと一緒にするな』などと言われながらポコポコと叩かれるペシー。

「浮気ぐらいで狭量な。殺すのは男だけにすべきだろうに情けない」

　俺はペシーの頭を撫で、適当に生えていた花をレンガの上に乗せてやる。

（あ……）

　黒い糸がプツンと切れてペシーが薄くなっていく。どうやら消えるようだ。

せっかく顔と名前を覚えたのにな。次は見つからないよう上手くやれよ。

（すぐに生まれ変わって会いにきます　十五、いえ十年、ううん五年で戻りますからその時は愛人に──）

　言い終わることなく光の粒となって消えていく。

「……五歳で来ても愛人にはできんぞ」

　まあ縁があったらどこぞやで会うだろう。




「次は昇鵬の間──ノンナが占拠した部屋だな」

「王妃殿下はご自由にお入り下さいと。出来れば札をいっぱい持って来てほしいとも」

（あそこは代々正室の部屋なのですけど　多分すごいですよ）

　部屋に入った途端、ネイシャと他三人の体から黒い糸が伸びる。

「まさか全員ここでか？」

　ホイとばかりに手が上がる。

（全身が爛れる薬を盛られて）

（病死に見せかける特殊な薬でお腹の子供ごと）

（してもいない不貞で離婚と追放を命じられて失意のあまりシャンデリアに縄をかけて）

　ノンナは何かが部屋を歩き回っている気がすると言っていた。

強引に占拠したので部屋を変えてとも言い出せず我慢していたようだが、気休めに盛った塩が一時間で真っ黒になってからは理由をつけてカーラの部屋で寝ているらしい。

あれで怖がりなんだからもうやめてやってくれよ。

　ともかく仕掛けは全部潰してしまおう。

黒いオーラが出てそうなシャンデリアとベッドは良く陽の当たる場所に置いておけば少しはマシになるだろ。




「他にはどうだ」

（木石の間の床下に外鍵の密室があります）

　イリジナの部屋だな。

なんでまたそんな部屋が出来たのか。

　女の一人が恥ずかしそうに手をあげる。

（私が、時の陛下にお願いしました。恥ずかしながら嬲られて悦ぶ趣味がございまして、陛下に痛めつけられながら心置きなく悲鳴の上げられる防音部屋を……外鍵なのは監禁を楽しむ嗜好でございまして）

　変態部屋だったのか。図面にないはずだ。

　それを聞いて別の女が真っ黒なモヤを纏い始める。

どうした怨霊化しかかっているぞ。

（妾、あの部屋に押し込められたまま今に至るのじゃが　まだおるんじゃが　お前の下半身の為に作られた部屋のせいで飢えて乾いて亡霊になったんじゃが）

（そんなこと言われても死後のことなんて知りませんよ）

　俺と親方は二人で絨毯をめくって隠し部屋への隠し階段を見つけた。

実際にはもう二十人ぐらい付いて来ているが。

　階段の先では鉄板を取り付けたような扉にこれまたデカい錠がついている。

「こりゃ凄い、番号式六桁の鋼鉄錠……金ノコで切るにも一日仕事になりそうですねぇ」

「ふむ番号は？」

（忘れました）

　なら仕方ない。

俺は錠を掴んでひねりあげる。

「いやいや、いかに陛下でも厚さ２ｃｍもある鋼鉄錠を素手では──」

　俺は更に力をこめる。

腕の筋肉が盛り上がり金属が軋む音がする。

「無茶したら腕がどうにかなっちまいますぜ！」

　更に力を込める。

上半身に血管が浮き上がり、錠の軋む音は耳障りな破壊音に変わる。

「ぐぉぉぉぉ！」

　いよいよ渾身の力を込めると額に汗が浮かび、腹の底から声が漏れる。

　バチンと短く鋭い音と共に錠が捩じ切れ床に落ちた。

俺は長く息を吐きながら腕の力を抜く。

「中を確かめよう」

「あ……」

　俺と目があった親方が赤くなる。

男顔負けの逞しい体でそんな顔をされると可愛いじゃないか。

「ふふふ、これはもう半分落としたようなものだ」

　言いながら扉を開き、親方と二人真顔になる。

（あ　妾じゃ）

　部屋の中央で座りこんだままミイラとなっている。

「う、こりゃあ酷い。周りにも物騒な器具が沢山……拷問部屋だったんでしょうね」

　親方がハンカチで口を隠しながら言う。

（変態部屋なんだけどね）

（ともかく戻ってみようかの）

「おい待て」

　制止も効かずに自分の死体に戻っていく幽霊。

「ウ……ウウウ……ウウウウウ」

　ミイラ化した死体が腕を伸ばしゆっくりと立ち上がる。

体が朽ちているので動きは緩慢で喉も潰れて声も出ない。

　体を安定させるために両腕を前に突き出し、乾いた音を漏らしながらゆっくりとこちらに歩いて来る。

　ドサリと親方が倒れてしまった。

ガタイは良いがこういうのはダメらしい。一段と可愛いじゃないか。

「ともかくもうその体はダメだ。ちゃんと埋葬してやるから諦めろ」

（二十五年世話になった体じゃ。最期の別れに埋葬場所まで自分で歩いていく）

　苦笑して親方を抱き上げる。

そこで隠し階段の入り口からイリジナが顔を出した。

「むう私の部屋の真ん中にこんな階段があったとは！　全然気づかなかったぞ!!」

　見回りを終えて戻ってきたんだな。

「ちょっと後宮の仕掛け探しでな。しばらく食堂にでも行っておいてくれ」

「分かった！　汗を拭いたら食堂に行こう！」

　俺達は半裸になって汗を拭くイリジナの横を通り抜けて外に出る。

「……」

　俺はふと思い直してイリジナを見返す。

鼻歌を歌いながら豪快に体を拭いている。特に変わったところはない。

　まず親方を抱き上げる俺、これはいい。

　次にゾロゾロ続く幽霊達はどうせ見えていないだろうからいい。

「ウ……ウウ……」

　ヨタヨタ歩くミイラをスルーしたのはどういう訳だ。

それでいいのかあいつは。







　ともあれ後宮の大掃除は終わった。

外に繋がる隠し通路、曲者が潜める隠し部屋、下水道へと繋がる縦穴などあらゆる不穏な仕掛けは後宮を知り尽くした幽霊達の協力で塞ぎ、潰した。

　ついでに気絶した親方も介抱するついでに抱いた。

喘ぎ声は案外可愛らしかったが、鍛えられた肉体の締りは凄まじく、女の浮き出る腹筋を撫でながらするのもまた格別だった。

「改装の費用も驚くほど僅少で済みそうですね」

　アドルフが安堵の息をつく。

探して塞ぐのと最初から場所がわかっているのでは大違いだからな。

「全ての仕掛けを破壊する必要もありません。こちらが把握さえしておけば曲者に裏をかかれるようなことはありませんとも」

　レベッカが胸を張るがその視線は泳ぎまくっている。

アドルフも気まずそうに視線を逸らせる。

　それもそのはず彼女が着用している服は痴女どころか、もう全裸の方が恥ずかしくないレベルのすごい服なのだ。

　露出は一切ない。

肌は微塵も出ていない。

「しかしある意味では丸見えだ」

　重要なのは素材だ。

弾力ある素材として有名な沼トカゲの腹皮を名人クラスの職人が限界まで薄く引き伸ばし、黒色の生地でありながら向こうが透けて見える程に薄く仕上がっている。

「透けて見えるだけならまだしもここまで肌に張り付くと体の形が丸見えです」

　セリアが呆れて言う通り、首元から足先まで一体化した服に露出は皆無。

だが体にぴったり張り付いた服は乳房や尻の形どころか乳首や股間の割れ目から僅かに飛び出た肉豆の形まで浮き上がらせている。

「乳首と具の形が丸わかりなのは服を着ている意味があるのでしょうか」

　マイラも呆れているがちょっと興味がありそうだ。

もう一着仕立てる必要があるのだろうか。

「うぅぅ……こんなの服じゃない」

「ちゃんと選ばせてやっただろう」

　俺はレベッカに二つの選択肢を与えた。

つまり給金とボーナスの大幅カットか、この服を公式正装にするかだ。

　レベッカは後者を選んだので晴れてスケベ服が正装となり公式の場で着用することが義務づけられた。

「女スパイは恥ずかしい服を着て敵に辱められてからが勝負だとどこかで聞いた覚えもある」

「スケベ演劇ですよ！　『さあ殺せ、口は割らない！』から媚薬で敏感にされて堕ちるんでしょう！」

　確かにそんな話だったが良く知っているな。

さては観に行ったな。

「ともかく襲撃の報告は他の貴族共の前でもして貰う。騒ぎは既に噂になっているだろうからな」

　下手に隠すと誰々が死んだのではないかだの、○○の陰謀ではないか、だのと尾ひれがつく。

　もちろん就任早々の失態はレベッカの恥を晒すことになるが仕方ない。

「恥どころか体全部晒しますしね。もう覚悟を決めましたよ。恥ずかしがっても始まりません。堂々と仁王立ちしてやります」

　半分ヤケクソ気味のままレベッカは大股で貴族達が待機している謁見の間へと歩いていく。

まさかのドスケベ服での登場で広間の視線を一人占め、無数のヒソヒソ声を浴び、少なくない若い男を前屈みにさせながらも堂々と乗り切ったのだった。
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余談　肉体への渇望

「ふー良かったぞ」

　俺はゆっくりと息を吐きながら限界まで昂った心と肉体を落ち着かせる。

　そして腕の中で震える……というより激しく痙攣し続けるマイラを優しく撫でる。

「おーい。大丈夫か？」

「あ……あが……あぐ……ひぃぃ……」

　既に行為は終わっているのにマイラは白目を剥いて震えてしまっている。

逆立ちから二回半ひねりまで加えたのはやり過ぎたな。

　股間は快楽で完全に緩んでしまい潮と尿が交互に吹き出している。

これはしばらく寝かせておくしかない。

「そっちはそろそろ……駄目だな」

　ベッドの反対側に寝るセクリトに呼びかけたが返って来るのは曖昧な悪態だけだった。

　こちらも立ったままのブリッジから全体重をかけての前転はまずかった。

奥の奥まで入ってしまい、こちらも垂れ流し状態でへばっている。

「さすがにここまでにするか」

　さてドロドロのベッドには寝る所がないのでソファで一休みしようと腰を上げた途端だった。

　シャンデリアが揺れ、椅子が勝手に動き、テーブルの上のコップが倒れ、窓際に置かれていた人形がグネグネと動き始める。

　ゾロゾロと入ってきたのは後宮憑きの女幽霊達だ。

　余談だがノンナを始めほとんどの女が後宮で濃厚な怪奇現象に遭遇しており、ラーフェンに帰りたいとまで言っていた者もいたのだが、後宮の改装以降ぴたりとなくなり胸を撫でおろしていた。

　ちなみに真っ先に弱音を吐いたのはケイシーだ。

お化けまみれの屋敷でなんて暮らせないと部屋にこもり、悪霊退散の札を扉に張りまくっていた。

以降ぱったり顔を見ないのだが、まさか張った札のせいで部屋から出られなくなったとかじゃないよな。

　まあ実際には変わらず近くにいるんだけどな。

悪さをしないなら幽霊であっても女が増えることは好ましい。

「どうした何か用か？」

　体を拭きながら訪ねる。

（肉体が欲しいのです）

　ネイシャが先頭に立って言い、他の幽霊達が同意する。

　また唐突に来たな。

（今のエッチもずっと覗いておりました　私達は肉の体を渇望しております）

「そう言われてもなぁ」

　まさか俺の体を貸してやる訳にもいかない。

（奥方か妾を何人か頂きたいのです　その者の魂を引き出して私達が代わりに入ります　そもそも礼節も半端な者ばかり　私達が中に入ればより威厳ある──）

　俺はネイシャを引き寄せる。

「俺の女には手を出さないでくれ。もし今言ったようなことをやったらお前達を斬らねばならない。憎しみをもって消滅させることになる」

　乱暴にならないように言いながら目で本気だと伝える。

ネイシャは一歩後ずさり、わかりましたとはっきり答えた。

　他の女達もカクカクと首を縦に振る。

よし大丈夫そうだな。わかってくれて何よりだ。

（では使用人か　あるいは女奴隷を何人か買って頂けませんか？　それならば、ふにゃっ！）

　俺はネイシャをこねてこねて、まるめて床を転がす。

ケイシーと一緒で割と簡単に変形するんだな。

（何をなさります！　ああ戻らぬ！）

「悪気はないんだろうけどなぁ」

　奴隷や使用人は所有物、使い潰して何が悪いと本気で思っている。

　軽いように見えて幽霊達のほとんどは大貴族であり王族だ。

生きていた時代まで違うのだから今の常識で良し悪しはつけられない。

　だが少なくとも俺は使用人でも奴隷女でも無理やり体を乗っ取るような真似はさせられない。

「互いに納得の上ならいいんだが」




　その時、部屋の扉がノックされた。

俺は手で合図してネイシャ達に大人しくしろと命ずる。

「エイギル様いらっしゃいますか？　予定の時間を過ぎていますのでこちらから参りました」

　入ってきたのはセリアとフランティカだった。

　そういえば彼女の処遇について話をする予定になっていたのを忘れていた。

　セリアはベッドの上で伸びるセクリトとマイラを見てからぶっきらぼうな口調となった。

拗ねているのだろう可愛い奴だ。

「この女を縛り首にする日程ですが」

「ま、待って！　追放、永久追放だって!!」

　慌ててセリアの言葉を遮るフランティカ。

　彼女への沙汰は王都からの永久追放だ。

甘々すぎると散々言われたが、女は殺せないのでこれが俺にできる精一杯なのだ。

　間接的にだがルーシィを傷つけた恨みはある。一方で騙されながらも体を重ねた仲でもある。

あまりに非道な罰は与えたくなかった。

「うう、王都追放……後ろ盾も貯金もないしどうしよう」

「悪いがそこまでは知らん。まだ若いんだからやり直しも効くだろ」

　パンと手を打つ音がした。

（あなた　あなた──）

　ネイシャの存在感がズイと増す。

「ひっ!?」

「で、出たぁ!!」

　セリア達にも視認できるようになったようで、勢いよく後ずさる。

「話があります。フランティカとやら、妾に体を貸しなさい」

「絶対嫌！　二度と乗っ取られてたまるものですか!!」

　身構えるフランティカ。

無理やり入ろうとするなら止めないといけないな。

　だがネイシャは飛びつくこともなくスウと古ぼけた花瓶を指差す。

「……これですか？　何か入ってますね」

　セリアがおそるおそる花瓶に手を突っ込むと中からくすんだ小石が現れる。

埃だらけのそれを袖で拭うと赤く光り始めた。

「ルビーでしょうか？　大きいですね」

　セリアが宝石を掲げた途端、フランティカは腰が抜けたようにへたりこむ。

「この輝きルビーじゃない、ダイヤ？　赤いダイヤ……ブラッドダイヤモンド!?　は、初めて見た……」

　俺にはさっぱりわからんが赤いダイヤなぞ見たことも無い。

欲しい奴にはたまらないのだろうな。

「これを売ったお金で貴方の体を借り受けたい」

「い、いやでも体を取られたらお金なんて──」

　ネイシャは片手を開いて突き出す。

「期間は半月。頻度は十日に五日、時間は一日の半分、対価は──金貨一〇〇〇枚」

　フランティカが仰け反る。

「千枚……半月で千枚……実家には戻れないし顔も割れてるからまともな商売も無理で……良いとこ売れっ子娼婦か流れの行商人……でもそれだけお金があれば……」

　悩むフランティカをネイシャが追い打つ。

「嫌なら結構。他の使用人と交渉しましょう」

「ま、待って！　分かった貸します！　半月一〇〇〇枚で貸します!!」

（（（ほんとう!?）））

　途端に他の女幽霊達まで一斉に実体化する。

ケイシーも含めてこいつらの生態がわからない。

感情が高ぶったら実体化できるようになるのだろうか。

「ひぃぃぃ!!」

　ちょうどそのど真ん中にいたセリアがひっくり返り、座り込んだまま立ち上がらない。

腰が抜けたにしては冷静な表情……漏らしたな。

「私も！　清廉の間のクローゼット二重扉の奥にルビーがあるから！」

「今のシャンデリアの上に金のネックレスが！」

「中庭、三番目の路石の下に陛下からくすねた指輪が！　ちなみに私はこれがばれて首を斬られました！」

　私も私もとジャラジャラ出て来る。

よくも今まで見つからなかったな。

「見つけた人もいたけど毎晩枕元に立ったら元に戻したわ」

　そういうことか。

　さあ文句はないだろうと幽霊達が一斉にフランティカの中に飛び込んでいく。

「ま、待って一人ずつ！　一人ずつ！　また滅茶苦茶になっちゃうから!!」




「こりゃ追放は延期だな」

　そしてふと思い出し、一人の幽霊を捕まえて尋ねる。

「王宮の隅に建てた墓があっただろう？　その周りで男の幽霊なんて出たりしてるか？」

　幽霊はきょとんと首を傾げる。

（あれお墓だったんだ　怨念も何もないから気付かなかったわ　本当に空っぽ綺麗に何も残ってないわ）

　そりゃ良かった。

毎週かけている酒は無駄になったようだが残っていないならそれに越したことはないからな。

　俺はさも何事もなかったかのように振舞うセリアを抱き上げて風呂場へと向かう。

「何もないです。ギリギリセーフです。漏らしてないです」

　わかったわかった。

早く洗わないと荒れてしまうから急ごうな。

（あ、でもアナタの……って聞いてないか）

　めでたしめでたしだ。
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　俺の反乱、簒奪、恫喝に近い戴冠──ゴルドニア成立以来であろう大動乱の波紋はまだ完全に鎮まったとは言えない。

　しかしながらそんな中でも民は働いて飯を食い、貴族達は職務に領地経営に勤しみ、商人達は儲けたと笑い、また損したと泣く。

　こうして人が動けばどうしても利害の衝突や大小の紛争が起きるものだ。




ゴルドニア王宮　謁見の間

　玉座に座る俺の前で睨み合う二人の男。

片方は太り片方は痩せている。それ以外に特に印象もない。

「然る様にて辱められたまま引き下がるは貴族の名折れ。家の名誉を守るべく我が騎士と共にかの無礼者に一矢報いただけのことにございます！」

「何を抜かす！　決闘状も無く徒党を組んで天下の往来で待ち伏せるなど言語道断！　卑怯な騙し討ちであることを置いても街道での刀傷沙汰となったのはこの者の責。厳罰を持って裁かれるべしと進言致します」

　まとめると元々仲の悪かった二人の隊列が道ですれ違った際に痩せた方がわざと馬をぶつけて太った方を落馬させ、肉が邪魔で馬にも乗れないのかと嘲笑した。

　それを太い方は恨みに思い、配下と共に街道上で待ち伏せて痩せた方をボコボコにして足の骨を折った。

ちなみに配下の騎士も全員太っていたそうだ。

「下らない喧嘩ですが、騒ぎが一門を巻き込んでの大事になったみたいです」

　セリアが右隣から顔を出して言う。

「しかも両家共に伯爵、家格もほぼ同じと来ているからどっちも引き下がれない」

　アドルフが左隣から顔を出して言った。

　このままではもう一族あげて斬り合うしかない。

しかしそんなことしたくないから俺に裁定を求めて来たのだ。

「王の裁定を求めるには軽いと一喝することもできる。だが適切に裁けるならば王権を正しく行使していると民、諸侯に見せる良い機会であろう」

　玉座の後ろに置かれた大きめの壺からクビヘルミナの声がする。

いつもながら器用に動いて潜むものだ。

　喧嘩の決着ぐらい自分達で決めろと言いたいが、国の安定はルーシィの安全、ノンナの安心、全ての女達の安寧にも繋がる。少々の手間ぐらい惜しむべきではないだろう。

　俺はカンペを出そうとしたセリアとアドルフを制し、互いを睨み合う二人に声をかける。

「二人してこちらを見ないとはいい度胸だな」

「「ひっ！」」

　よし掴みの威嚇は完璧だ。

何ごとも舐められたら終わり、舐められて始まるのは性交ぐらいだ。

「確認するがどちらの喧嘩も王都内の道ではないな？」

「はっ！　しかし王都から伸びる大街道は王国の──」

　主張を始めた痩せた方を睨みつけて黙らせる。

お前の考えなど聞いていない。

　次に報復したと言う太った方に聞く。

「剣を抜いたか？」

「いえ！　王国の街道にこやつの血を撒くなど不遜と存じ、棒切れで叩いて躾けたまで！　そもこやつめが足を折ったのは取り巻きを置いて逃げようとした際に溝に足をとられて──」

　余計な情報はいらんと睨むと太いのが縮む。

　本当に無駄口が多い奴らだ。

裁定も決まりだな。

　俺は玉座から立つことなく、痩せた方へ威圧的な態度で言い放つ。

「原因は喧嘩を吹っ掛けた貴様にある。故に無駄な騒乱を起こした罪で王国へ罰金、金貨千枚」

　痩せ男が何とも言えない表情になり、太男はニヤリと笑って一回り膨らむ。

「しかし徒党を組んで待ち伏せ叩きのめすなど卑怯千万。脚を折るのもやりすぎだな。故に賠償金としてこいつに金貨五〇〇枚払え」

　太い方が顔をしかめてブウと鳴く。

ええい威圧感を作っているのに笑かすんじゃない。

「以上が裁定だ。不服はあるか？」

　俺は威圧感を引っ込めてにこやかに笑う。

「しかし陛──」

　何事か言おうとした太い方の口を痩せた方が押さえる。

「い、いえ沙汰は確かにお受けいたしました。滞りなくお納めします」

「ん」

　短く言ってセリアから受け取った水を飲む。

「な、何をするか！　その汚らしい手をどけぬか馬鹿者！」

「馬鹿はお主だ！　もし最後まで言葉を紡いでおったら……やるなら一人の時にやってくれ!!」

　二人は退室しながら揉み合っている。

もう一度揉められても面倒臭い。俺はアドルフに向き直る。

「いかに愚かで馬鹿みたいな喧嘩でも裁定を求められたら聞かなけりゃいかんか」

「それが王の責務ですからね」

　しかし、とアドルフも俺の意を汲んで続ける。

「一度出た裁定に異議を唱えるのは──陛下に逆らうに等しいかと」

　口を塞がれてもがいていた太男がびくりと震えて停止する。

　俺は笑みを浮かべたまま二人を見て言う。

右手で玉座の後ろに置いたデュアルクレイターを掴みながら。

「良かったな。後一文字だったぞ」

「「ひぇぇぇぇ!!」」

　二人は肩を抱き合ったまま逃げるように退室していった。

　ちょっとは肝が冷えただろう。

これで仲良くなるとは思わんが、面子だけのつまらん喧嘩で裁定を仰ぐことはなくなるはずだ。

「驚きました。満点です」

　アドルフが本当に驚いたとばかりにこちらを見る。

「しっかり喧嘩両成敗、しかもエイギル様の威厳と怖さも見せつけて国庫に金まで増えました！　エイギル様に知性を感じます！」

　セリアが最大級の賛辞で俺を讃える。

少しばかり踏ん反り返ってみよう……背中が痛いな。

やはりこの玉座は硬すぎる。宝石を抜いて布を張りたい。

「実質金貨五〇〇枚と言うのも両家には妥当な額ですね。笑って出せる額ではなく、かつ困窮するほどの金額でもない。素晴らしいラインです」

「そっちは参考にしたのがあるからな」

　俺は玉座の下からじゃらりと重そうな袋を取り出す。

「えっ玉座の下にそんな……あっ!?　勝手に物入れ作ったんですか！　くり抜いたんですか!?」

　ちょっとした物まで一々使用人に持って来させたら時間かかるだろう。

ここに仕舞っとけば気軽に出せるじゃないか。

「大木から切り出した玉座……下手な邸宅より値段張るでしょうに」

　俺しか使わないんだからいいだろうが。

玉座を後ろや下から覗き込む奴もいないからわからんさ。

「ほのかな知性を感じたのに……」

　悲しげな顔をするセリアはほっぺたを中心に揉み解す。

「他にもいるんだろう。さっさと片付けて休みたい」

　今日はカトリーヌとフランティカ……に入った誰かも可愛がってやる予定なのだ。




「次は水利の紛争ですね。共同利用していた領間の川に片方が大規模な用水路を繋げて流量が減り、もう片方の収穫に大きな影響が出ているとか」

　俺はセリアの頬を揉む手を止める。

「あれか知ってる」

「ご存じでしたか。訴えられている方は王都にも影響力を持つ大商人の血縁です。爵位は決して高くありませんが豊富な資金力で近隣でも一目置かれています。反対に訴えている方は典型的な田舎貴族、収入源は農業のみで水利は死活問題でしょうね」

「資金がないだけに対抗して開発……も出来ないのでしょうね」

　さて当事者が入って来た。

　貧乏な側は必死に、金持ちの方は余裕の態度で互いに自分の理を主張する。

「ふむ分かった。話を聞いてからで悪いがこの件は法務官との間で結論が出ているんだ」

　貧乏側の顔が曇り、金持ち側が勝利を確信したかの如く輝く。

勝ち誇った実に良い笑顔だ。

　俺は例の物入れから取り出した重い袋を金持ちの方に放り投げる。

眼前にではなく顔面に。

「げふっ！」

　結構な音がした。

金持ちはひん曲がった鼻を押さえてジタバタと悶える。

「すまん手元が狂った。金貨五〇〇枚は重い。鼻の一つぐらい折れてしまったか」

「なっ!?　まさか貴様賄賂を！」

　俺は頭を掻きながら物入れからもう一つの包みを取り出す。

こちらは金貨袋よりも軽いが少しばかり汚いから注意して持たないとな。

「これもお前に返すべきだろう」

　今度はちゃんと目の前に落ちるように投げる。

衝撃で包みが解け、転がり出たのは二つの生首だ。

「わ、我が甥──」

「と、実に良い関係らしい法務官だ」

　難しい話ではない。

領地紛争だの水利権争いだのと言った争いは、俺が裁定すると言っても、権威としての話だ。

余程のことでなければ自分で資料を集め、頭を捻って結論を出す訳ではない。

法務官が内容をまとめ、俺はそれを読み上げて終いというのが普通だ。

　故にこいつの甥が法務官に賄賂を渡し、法務官がこいつに有利な裁定を進言し、レベッカがその動きに気付き、俺が二人まとめて首を刎ねたと言うだけだ。

　セリアとアドルフは知らないだろう。

何しろ謁見の間に来る五分程前に呼びつけて叩き斬ったのだから。

「こいつらが賄賂でもって俺の判断を歪ませようとしたのは間違いない。だがそれがお前の指示かどうかは聞けなかったんだ。見た瞬間に斬ってしまったもんでな」

　もちろん嘘だ。しっかりと把握しているし証拠もある。

そもそも証拠なんぞなくても俺が黒と言えば黒だ。

「ま、まさかそのような大それた不敬なことは──」

「なんだしてないのか？」

　ガクガクと首を振る金持ち領主。

「ならいい。ふむ、生首なんぞ出したから話の内容を忘れてしまった。もう一度互いの言い分を聞かせてくれるか？」

　俺は両者に再度話すように促す。

　貧乏の方は引き攣った声ながら先程と同じ内容を若干言葉を変えて繰り返す。

だが金持ちの方は一転して支離滅裂となり、言葉よりも歯の鳴る音の方がでかくて聞き取れない。

「どうにも話を聞いている限りやはりお前に非があるように思う。水路も風車も全て撤去しろ。異存は？」

「ご、ございませぬ！　何もございませぬ!!」

　金持ち側にとっては一方的で理不尽な裁定だが文句どころか不満気な顔一つしない。

ただ一刻も早くこの場から逃れることしか頭にないようだ。

「よし。下がっていい──次は無いぞ」

　金持ち貴族はコメツキバッタのように頭を下げると膝立ちのまま転がるように退室していく。




「見逃して宜しいので？」

　すうと玉座の後ろから現れたのはレベッカだ。

「いいさ。逆らった訳でも無し、あのビビり様なら二度と余計なことはせんだろう」

　本音で言えば領主貴族をぶっ殺すと色々面倒くさい。

反抗してくるなら躊躇はないがようやく落ち着いてきた所で無駄な手間はかけたくない。

「お前の方からもう一段脅しをかけておいてくれ」

「畏まりました陛下」

　アドルフが静かに頷く。

「賄賂は国家を腐らせる最大の毒です。この件を噂として流せば陛下の乱暴さもあって官僚も彼らを取り込もうとする者も二の脚を踏むことでしょう。なにせ陛下には取り入る余地がない」

「粗暴にして清廉、合わぬ言葉のようで重なるとなかなか面白い」

　クビがツボの中から呟く。

その中暑くないか？

　一方のセリアは俺を賞賛しつつ、レベッカを睨みつけている。

「……いやらしい」

「し、仕方ないでしょう！　これが正装なんですから!!」

　レベッカの服は体のライン丸出しのスケベ服のままだった。

いくらなんでもということで乳首と股間だけは裏地を当てて隠すことを許したが、全身ぴったりスケスケなのは変わらない。

「とか言ってますが……満更でもないように見えます。実はちょっと気に入ってませんか？」

「──別に」

　レベッカが視線を逸らす。

　興奮して思わず立ち上がった俺をセリアが玉座に座らせる。




「次です！」

「次は領地紛争ですね。前王即位の前から何度も争っていた領境の丘を巡る調停です。こちらは私が既に妥当と思われる案を出しておりますが」

　今度は俺がアドルフから目を逸らす。

「……ともかく呼んでくれ」

　二人の領主が乗り込んでくる。バータ卿とマーガリ卿だったか？

自らの理を説き、相手を罵り、涙ながらに先祖代々の土地うんぬんと訴える。

　俺は熱くなる両者を宥め、一つ咳払いする。

「嫌な予感しかしません」

　ボソリとセリアが呟く。

そんなことはないぞ。

「話は分かった。どちらの論にも理があって真偽を定めることは難しい。だがマーガリ卿には年頃の娘が五人もいると聞く。嫁に行くとなるとその準備だけでも大変な出費だろう。それに奥方も……色々と大変な時期だそうじゃないか。ここはバータ卿が一つ男を見せて丘一つぐらい譲ってやってはどうか」

「あーーー！」

　セリアが何かに気付いて俺を指差す。

人を指差してはいけないぞ。

「……素晴らしい王になりつつあると思っていたのに」

　アドルフが頭を抱える。

なんのことだかわからない。

「昨夜応接間で三時間も──」

　壺に分厚い木の板で蓋をする。

　そこでバータ卿も事の次第に気付いたのだろう。

「へ、陛下！　しかし私にも娘はおります！　特に今年三十路となる次女など夫に先立たれ失意の中にあります。この上先祖代々の領地を削られたとなれば更に心が──」

「三十路の未亡人だと!?」

　俺は思わず立ち上がる。

「はい。哀れに思うなら次女とも一度話をしてやって下さいませ」

「お、お待ちください陛下！　実は私の縁戚に陛下に憧れる十六の生娘が──」

「させません！　国政をなんだと思っているんですか!!」

　妙な盛り上がりを見せてしまう謁見の間の隅から小さな視線を感じる。

　ちらりと見ればアントニオが俺達を見ながらグッと唇を噛みしめていた。








第５６８－１　淡々とした統治　治安維持編







　窓の外から聞こえる剣戟の音を聞きながら俺は判子をポンと押す。

「なんだその蝶々のような打ち下ろしは！　小手先の技など覚えんでよい！　まずはその幼い体の限界を越えるつもりで振り下ろせ！」

　ギルドレスがアントニオに稽古をつけているのだ。

しかも両者が持っているのは木剣でも模造刀でもなく真剣だ。

　そもそもあの馬鹿は最初、アントニオをナイフとパンツだけで森に放り込んで来ようとしたのだ。

俺の前蹴りとカトリーヌの噛み付きで思い止まらせなかったら本当にやっていただろう。

　もちろん真剣での稽古もガキには早いと止めたのだがアントニオ自身がやると言い出した。

本人がやると言うならあえて止めるのはどうかと思って好きにさせている。

　まあギルドレスは変態だが相当な達人だ。

子ども相手に怪我をさせることもないだろう。

「少し羨ましいな。俺の方は剣を振ることもなく判子ばっかりだ」

　先日の裁定後、紛争の仲裁を求める者達がこぞって女を送り付けようとしてきた。

双方から送られてどっちを有利にすべきか困ってしまい、サイコロを振ったところでアドルフとセリアによって判子係に戻されてしまったのだ。

「何が先祖代々の土地だ。丘一つ取られて没落するならそこまでの家だろうが」

　ぶつぶつと言いながら判子を押していると虫が鼻に纏わりつき、不意にくしゃみが出た。

書類一枚が勢いで飛んでいく。

「おっといかん」

　判子一つ押せないようではセリアに呆れられてしまう。

可愛いセリアはどんどん美人になっていくが比例して冷たい目で見られた時の威力も増しているんだ。

もちろんそういうのも興奮するが。

　飛んだ書類を拾い、テーブルに戻る途中で動きを止める。

「レオポルトの奴からか」

　奴は名目上は北の国境警備隊、実際には辺境への左遷、真の目的は連邦に仕掛けるタイミングを狙わせる役目だ。現在も何かと理由を付けて少しずつ北へ兵力を回している。

　この書類は名目上の役目である国境警備隊として形だけの報告だった。

「連邦国境周辺にて犯罪組織が伸張している模様。非合法奴隷の売買を中核に資金は豊富。地方領主や代官へ賄賂や荒事への助力、敵対者の弱みなど……」

　ゴロツキが集団化して力をつけてきているということか。

　まあ、その他諸々の書類と一緒に上がって来るぐらいだから重要度は低い。

少なくとも国家全体に関わるような問題ではない。

「しかしレオポルトなら適当に捻ってしまいそうだがな。何々王領と地方領、または連邦国境をまたいで複数の拠点を構えている……か」

　レオポルトの目は連邦に向けられている。

ゴロツキ集団ごときに構って動き、連邦に爪の先程でも警戒されたら割に合わないということか。

「売買される哀れな奴隷達を助けてやろうなんて人の心はあいつにはない。まったく酷い男だ」

　最後にトリスタンの字で監視を継続せよとサインされている。

俺は確認の判をつくだけで良いのだが。

「レベッカを呼ぼう」

「ここに」

　しゅたりと背後にレベッカが現れる。

「居たのかよ。……さっき俺が鼻毛抜き過ぎて血を出したのも見てたのか？」

「ばっちりと。この服、ただのスケベ目的だと思っていたのですが着ていると忍びたくなるのです」

　ぴっちりタイツはお気に入りになったようだ。

あんまり眺めているとしたくなるので本題に入ろう。

「連邦との国境辺りで妙なのが出てきていることは知っているか？」

　レベッカは即座に首を縦に振った。

「存じています。ゴロツキに毛が生えた程度の奴らですが、親玉の鼻が利くらしく三度も急襲を躱されています。ならばと密偵を忍ばせたのですがバレたのか消息不明になりました。これが逆徒ならば叩き潰すのは簡単なのですが」

「犯罪集団ではな。軍隊で追っても散り散りになって逃げられるだけだ」

　低級なゴロツキの集団は大した脅威ではないが、反面雑魚はいくらでも集まるので手足だけ潰しても意味がない。ぶっ潰すには親玉を押さえるしかないが、これの鼻が利くとなっては一つ厄介だ。

「ちなみに消息不明になったのは……」

「女です。ちなみにその者も私と同じ潜入服を着ています」

　ならば残念ながら犯されているだろう。

この服を着て捕まってそうされないはずがない。

「実は他の任務でも捕まった部下のほとんどがそうなっております。しかし犯されはしますが何故か生還率は上がっているので今後も着用させようかと」

「ふむ……」

　俺はトントンと机を指で叩く。

　やはり俺が兵を率いてどうにか出来る問題ではない。

それだけ鼻が利く奴なら軍隊など動かせば即座に国境を越えて逃げ去るだろう。

「ならば潜入だな」

「潜入部隊を用意しろということでしょうか？　二日下されば二十名程度の隠密部隊を……」

　俺はレベッカに微笑みかける。

「俺が潜入するんだよ」

　レベッカの動きが時間ごと止まる。

「陛下御自ら隠密部隊を率いると？」

「いや俺一人で行く。鼻が利く奴相手に十も二十も並べたらバレる」

　動き出したレベッカが首を振る。

「いやいやいや！　あり得ないでしょう!?　どこの世界に一人で犯罪者の中に飛び込む王様がいるってんですか！」

　焦っているのか口調が変だ。

「正直に言うとな……暇なんだ。判子押すのにもう飽きたんだ」

　ゴテゴテした王様仕様の部屋着を脱ぎ捨て、こっそり娼館に行く用の地味な服に着替える。

「殴り込む訳じゃない。潜入なんだから大丈夫だよ」

「存在感の塊みたいな陛下に潜入なんて無理ですよ！　あーもう!!」







　王都から北部国境までは戦禍を受けることもなく街道もしっかり整備されている。

朝に思い立ち、シュバルツに乗って王都を出た俺は翌朝には国境近くに到達していた。

　但し一人だけ同行者がいる。

レベッカだ。

「一人で良かったのに。危ないぞ」

「……この際はっきり言いますが、私は陛下の後ろ盾で高位貴族から大商人、由緒正しい方々を叩きまくっているのです。もし陛下に何かあったら私は次の日にはボロッボロに犯されてポイです。だから貴方が死んだら私も終わりなんですよ！　危険もへったくれもありません！」

　なるほど、それにしても──。

「やっぱりその服は着るんだな」

　レベッカは隠密作戦用の目立たない旅人服と帽子を被っている。

だがその下にぴっちり衣装を着こんでいた。

「相当気に入ったんだな」

「ぴったりして動きやすくて……防寒性も高いですし」

　俺は肌に張り付いた服の上からヘソを軽く撫でる。

「それ以外に男に注目されると？」

「太ももとかお尻に視線が集まるとなんとも言えない優越感が……って違いますよ！」

　ともかく国境の森林地帯が見えて来た。

「あそこに隠れられたらどうしようもないけどな。まあゴロツキだって人間だ。酒も欲しけりゃ女も欲しい。手の込んだものも食いたくなるだろ」

「そもそも奴らの収入源は奴隷売買です。森の中には客も攫える奴隷もいませんからね」

　非合法奴隷売買とは言っても商売には違いない。

客が居て商品が無ければ成り立たない。

「例えばあのメギスの町、なんの特徴もない王領の田舎町です。代官職の価値は中の上ぐらい、落ちこぼれ官僚なら喜び、出世頭なら左遷されたと嘆くぐらいのお役目のはずなのですが……最近随分と羽振りが良いんですよね」

「決まりだ行こう」

　俺達はメギスの町へと近づいていく。

「まずは夜を待って見張りの交代間隔を把握、後は拠点にできそうな空き家を探して……」

　ブツブツ言うレベッカの手を引き、俺は堂々と正面の木門へと向かう。

「ちょっと！　潜入！　潜入ですってば!!」

　もう遅い。衛兵と目が合ったから今更騒ぐんじゃない。

「何者だ」

　衛兵が樫の棒をこちらに向ける。

「流れのもんだ。この町にはいい儲け話があると聞いてな」

　衛兵二人は顔を見合わせ、フンと鼻で笑う。

「またゴロツキか」

　言いながらスッと手を前に出す。

俺が銀貨を一枚投げると棒を引っ込めたが、今度はレベッカをじろりと見る。

「そいつは？　チンピラが連れるには小奇麗に見える」

　レベッカが少しばかりショックを受けている。

彼女の服装は街道で怪しまれない服装であってゴロツキに混じるものじゃない。

「そりゃ俺の女だ。こいつのケツがないと夜が寂しくてな」

　俺はレベッカの尻を服の上から豪快に撫で回す。

「うう……どうしてこんな男に……」

　レベッカも咄嗟に合わせて演技する。

これで下品なゴロツキと強引にモノにされてしまった哀れな娘の出来上がりだ。

　衛兵達はレベッカを助けようとすることもなく、興味なさげに溜息をつく。

「どう見ても下品なゴロツキだ。さっさと行け」

　俺はレベッカの尻を撫でながら門を通り抜ける。




「あの演技で通れたって時点で黒だ。まともな衛兵なら放り出されるか、お前を助けようとするはずだ」

　つまりはメギスの町には不穏な奴らが頻繁に出入りしているということだ。

「まずは酒場か」

「そうですね。この旅人装束は上品すぎますか」

　レベッカは上着を脱ぎ捨て、ピッタリ服姿となる。

俺の腕を掴み、娼婦として振舞う彼女の表情はなんとも満足げに見えた。
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　レベッカに腕を掴ませながら乱暴に酒場の扉を蹴り開く。

　田舎町の酒場など仕事終わりの人夫と引退したご隠居、運が良ければ旦那と喧嘩した奥様が自棄酒しているぐらいのはずだ。

　だが入ってみると酒場に座っているのは見るからに柄の悪そうな奴ばかりで、唯一の真っ当な人間に見える酒場の主人が冷や汗をかきながら乱暴な注文に答えている。

「へへへ……すげぇ格好だなおい」

「ボインボインって訳でもねえがそそる体だぜ。泡吹くまでまわしてやりてぇ」

　奴らは俺が立てた音に悪態を吐きながらこちらを睨み付け、レベッカを見て口笛を吹きながら更に下品な野次を飛ばす。

「思った通りクズだらけだ。明らかに全員関係者だろ」

「というか守って下さいね!?　置いて行かれたら間違いなく私滅茶苦茶にされますからね!?」

　レベッカは早足でテーブルに着く。

もちろんゴロツキ共全員の視線は彼女の胸や尻に釘付けだ。

「おい、いい女だぜ。いくか？」

「隣がほそっこい坊ちゃんなら殴り倒して頂くだけなんだが……」

　ゴロツキ共はヒソヒソと囁きながらも隣の俺を気にして二の足を踏んでいる。

そんな時だった。

　便所らしき場所の扉が乱暴に開かれ、一際でかくて柄の悪い男が現れる。

入れ墨だらけの腕でぐったりした女の髪を掴んでいた。

「たった三発でへたりやがって。おら店主、約束通り借りた娘は返すぜ」

「ポ、ポリーヌ……ひどい……」

　半ば放り投げられた娘を店主が震える手で受け止める。

手作りらしいエプロンは胸元で破られ、めくり上げられたままのスカートから見える脚には無数の痣、そして股の間からは血混じりの汚液がダラダラと流れている。

「パパ……うぅぅ……」

　娘は床に突っ伏して泣き、むせて喉奥に注がれた汚液を吐き出す。

それを見たゴロツキ共がゲラゲラと笑う。

「へっへっへ。兄貴またやったのか」

「前は農家の小娘をやり殺しちまったのに全然反省してねぇや」

　兄貴と呼ばれた大男は娘を介抱する店主から酒を奪いとって煽り、ジョッキを床に投げつける。

「人聞き悪いことを言うんじゃねぇよ。優しく愛してやったのに相手が細すぎて破れちまったんだよ。あえて言うならデカすぎる俺の一物が悪いってこったな」

　大男は不快な笑い声を立てた後、俺のテーブルを……正確にはレベッカを見てベロリと舌を出した。

「上玉が来てるじゃねぇか。鶏ガラみてぇな小娘抱くの切り上げて正解だったぜ」

　大男は自信があるのか他の男と違って隣に居る俺を気にせずレベッカに近づいてくる。

　横目で見たところ背丈は俺より二回り大きく２ｍを優に超える。

一応体もそれなりに鍛えているようだ。

「よう姉ちゃん。良い恰好してるじゃねえか、抱いてやるから便所まで来いや」

　レベッカの肩を抱こうとする手を横合いから跳ねのける。

「悪いが俺の女だ。汚い手で触れないでもらえるか？」

　大男は俺をジロリと睨む。

　頼むから気付いてくれるな。

そして怖じてくれるなよ。

「そうか……そりゃ悪いことをした──な！」

　大男は思い切り振りかぶり、鼻柱を殴りつけてきた。

もう一言前置きがあると思ったのに突然殴りかかってくるとは。

　ガツンと拳の骨が顔の骨にめり込む音が酒場に響き、全ての者が会話を停止する。

モロに食らってしまった。やはり判子ついてばっかりでは動きが鈍っていけない。

「ああ、次から気をつけてくれよ」

　俺は一応の礼儀として返事をしながら、大男の鳩尾に拳を叩き込む。

「ぐ……が……ご……」

　俺の顔から汚い拳が離れる。

大男は胸をかきむしりながら胃液を垂らしてふらつき、最後にテーブルをひっくり返して倒れ込む。

「なんだ。こんなもんか」

　見かけの割に敏捷だと思ったら、見かけの割に力が無かった。

「てめえ兄貴にこんなことをしてタダで済むと──」

　いきり立ってテーブルに飛び乗る小男、せっかくの料理と酒が口を付ける前に飛び散ってしまう。

机に乗るな。うちのガキでもやらんぞ。

　片手でテーブルの端を叩く。

それだけで安物だが重いテーブルが半回転し、足場を失った小男は回転しながら宙を舞う。

　俺は悲鳴をあげながら回転する小男の髪を掴み、ネコでも掴むようにぶら下げた。

「タダで済まん？　ならいくらくれる」

「き、金貨一枚でどうでやしょう」

　男は瞬きしながら大人しくなって金貨を差し出してきた。

くれるなら貰ってやる。

　金貨を受け取ってから小男を店の外に投げ捨てる。

床で一度跳ねた小男は汚い声をあげながら店外に転がっていった。

　俺は軽く手を掃って周囲を見回す。

もちろん店主を除く全員が殺気だってこちらを睨んでいる。

「なんだみんなして。他にも何かくれるのか」

「てめえ調子に乗りやがって」

　ポケットから突き出されたのは刃渡り１５ｃｍ程のナイフだ。

「切り裂いてやるぜ！」

　ナイフが右から左、左から右と振られたが、当たる軌道ではないので特に反応しない。

「あ、あれ？」

「なんだ遊んでるのか」

　続いて俺の頬を狙ってナイフが振り抜かれたので首を少し傾けて紙一重で避ける。

こんな短いナイフだと首筋以外狙っても殺せんだろうに妙な奴だな。

「うん？」

　男は続いて顎下への一突き、これは下半身に重心を残し上半身だけ仰け反って避ける。

この短い刀身、手だけで突いても十分なリーチは無い。

「な、なんで当たらねぇ」

　延々威嚇するから何かと思っていたが、まさか今までのは攻撃だったのか。

「あの図体でどうやって避けてんだ？」

「う、動きが見えねぇ……」

　周囲も同じレベルか。

まあゴロツキ集団なんてこんなものなのだろう。

「つ、次は容赦しねぇ！　マジで殺すから──へ？」

　無駄口を叩いている間に手を伸ばし、刃の無い上部からナイフを掴んでポキリと折る。

脆いナイフだ。ゴロツキをやるにしてももう少し良い品を使えよ。

「き、金貨三枚でいかがでしょうか」

　折れたナイフを捨てて揉み手しながら微笑む男。

仕方ないので貰ってやってから鼻を掴んでナイフと同じようにポキリと折っておく。

　レベッカが囁きながら袖を引っ張ってくる。

改めて見るととんでもなくいやらしい格好だ。

「潜入。潜入ですよ」

「そうだった」

　奴らを軽く威嚇してから『儲け話はないか～』的な話から奴隷売買うんぬん突き止めようと思ったんだが計算が狂ってしまった。どう立て直そう。

「こうなったら全員半殺しにしてからアジトを探して潜入しようか」

「もう潜入失敗ですよ。帰りましょう」

　レベッカが諦めた声を出した時、入口の扉がドカンと開かれた。

「てめえらいつまで遊んでやがる!!　陽が昇ったら表に集まれと言っただろうが!!」

　俺達以外全員がその怒声に反応した。

酒場の店主と泣き濡れる娘も震えながらカウンターの影に隠れる。

　眉を寄せて困っていたレベッカの目が鋭い光を放った。

「頭目か少なくとも組織の大幹部」

　小さな声に心の中で頷く。

　俺の方でも男を軽く観察する。

身長は俺と同じかやや低い。さっきの大男よりは縦にも横にも小さいが明らかにこちらの方が強いだろう。

　俺に鼻を折られた男が鼻血を押さえながら腰を折る。

「も、申し訳ありやせん。アルドの旦那……こ、この野郎が因縁つけて来たもんで」

　呼ばれたようなので分かりやすいように手をあげてやる。

　一瞬こちらに向けられた視線はまず俺の腰の武器、次いで体格、最後にレベッカと流れていく。

レベッカの乳と尻だけ見ていた先程の大男とは踏んだ修羅場の数が違いそうだ。

　アルドと呼ばれた男は視線を戻して言い訳した男の顔面を踏み付ける。

折れていた鼻が完全に潰れ、呼吸に乗って血飛沫が散る。

「ぐえ、ひぎっ！　堪忍、堪忍してくれ旦那ぁぁぁ!!」

　アルドは泣き叫ぶ男の頭を容赦なく何度も踏み付ける。

「いいかゴミムシ！　手前らが遅れると荷運びが遅れる！　荷が遅れると儲けも減る！　俺と頭の儲けが減るんだ分かってんのか!!」

　レベッカの目が再び光る。

　頭を押さえ鼻から大量に出血して泣き叫ぶ男を散々踏み付けた後、アルドは倒れ込む大男を睨みつける。

「用心棒頭が簡単にのされやがって！　いつまで伸びてる！　さっさと起こせ!!」

　胸を押さえたままうつ伏せに倒れる大男に周りの者が水をかけて頬を叩く。

だが反応はない。

「げっ！　し、死んでる！」

「嘘だろ……素手の拳一発だぞ」

　なんだあれしきで死んだのか。

　レベッカが『もー』と言いたげな目でこちらを見る。

　本当に殺すつもりじゃなかったんだよ。

まさか俺より二回りもでかい大男が鳩尾一発で死ぬと思わなかった。

見掛け倒しにも程があるだろ。

　目の前で女を酷く扱うのを見せられ、怒りが拳に乗ってしまったかもしれないな。

いずれにせよその程度の奴だった訳だ。

「頑丈さが取り柄のルゴーを素手で殺ったと？　一発で？」

　アルドが俺を睨む。

その視線に何故か敵意は薄かった。

　正直に答えるとしよう。

どうせ乱闘殺し合いだ。

「知らん」

「嘘を吐くな!!　こいつが兄貴を──」

　唾を飛ばしながら俺を指差す男の腕を掴み、中程からポキリと折る。

「俺の女にちょっかいをかけるからぶん殴っただけ、死ぬのはそっちの勝手だ」

　アルドはフンと鼻で笑う。

「気に入った」

　そして机に残ったジョッキの酒を飲み干し、空の容器をルゴーの屍の上に放り捨てる。

「そのナリ、俺達の噂を聞きつけて売り込みに来たゴロツキだろう。いいぜ雇ってやる。くたばったクソ虫の替わりだ」

「おう」

　反射的に答えてしまったが妙な方向になったぞ。

だがレベッカが指でＯＫマークを出しまくっているのでこのままでいいか。

「役目は『荷』運びと、そいつを売りさばく市場の用心棒だ。給金は雑魚の倍、役立ったら特別ボーナスも出す。後は……福利厚生もある。付いて来てのお楽しみだ」

「そりゃ嬉しい。よろしく頼むよ」

　返事しながら心の中で腕を組む。

　奴らの悪事を暴く為とはいえ奴隷から王まで成り上がっておいて今度は犯罪組織の子分か。

セリアやノンナに見つかったら本気で泣かれそうだから秘密にしないと。

　俺とアルドの話はついたが、他の男達が困惑気味に入って来る。

「だ、旦那いいんですかい？　こんな得体の知れない奴を雇うなんて」

「お前らゴミムシの中に一人でも得体の知れてる奴がいるってのか」

　そりゃそうだと心の中で笑ってしまう。

「先日も王国から密偵が入り込んだとか──」

　俺とレベッカの緊張度が一気に上がる。

確か潜入員が一人行方不明になっていたはずだ。

「ああ、俺も女の方が一人で来てたなら爪の十枚も剥いで吐かせてたところだが」

　レベッカが全身に鳥肌を立てたので背中を優しく擦り、こっそり尻の割れ目もなぞってやる。

後ろの穴を軽くつつくと睨まれた。

　アルドは俺を指差してくぐもった笑い声をあげる。

「こんなでかくて目立つ存在感の塊みたいな密偵が居てたまるか。色っぽい女か目立たない小男、優男って相場は決まってんだ。そら儲けが時間に化けていく。すぐに荷を迎えに行くぞ」

　どうやら見抜かれなかったようだ。

危ない危ない。

「うふん一儲けできそうね。頑張ってぇ」

　レベッカが下品に舌を突き出しながらキスを求めて来る。

俺は形が丸出しの胸を揉みながら抱き締める。

「最優先は奴らの頭目の顔と居場所の確認。次に『荷』──奴隷の集積場を見つける。そして余裕があれば……」

「同じく最優先で捕まった密偵も探す。生きていても死んでいてもな」

　レベッカはありがとうと呟いて顎下をペロリと舐めてくれた。

「てめえも就職早々盛ってんじゃねえ！　一仕事済んだら清潔なデカいベッドでやりまくらせてやる！　行くぞ!!」

　アルドに続いてゴロツキ共がゾロゾロと従う。

俺に不満がないはずもないが、それだけアルドが怖いのだろう。

「おう、すぐ行く」

　俺は奴らが全員出るのを確認してから、巻き上げた金貨を酒場の娘に手渡す。

「店は閉めて当座これで身を隠せ。すぐに決着する」

「え？」

　思わず顔をあげたその唇を奪う。

「悪いようにはしないから名前も教えておいてくれ。俺は本当は正義の戦士なんだ」

多くは語りません。

書きたいことを書いて参りますｗ

次回更新は明日予定です。
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　俺はゴロツキ共の集団と共に酒場を出る。

　このまま町を出るようだ。

夜陰に隠れることもなく、地下道を進むでもなく、徒党を組んだまま堂々と町の正面からだ。

　風体の悪い男共が集まって歩くのだから当然ながら町の人間に気づかれるが、みな顔を強張らせて家に籠ってしまう。

「なんだってこんなことに……ド田舎だけど戦乱も飢饉もない良い町だったのに」

「やっぱり中央に直訴した方が」

「シッ！　前に直訴に行ったリークがどうなったか忘れたのか！　本人の最期も悲惨だったが妻も娘も奴隷に売られて……今は耐え忍ぶしかない」

「代官様まで奴らの味方じゃこっそり町を出ることもできねえ……上手くいっても王様がひっくり返って以来王国全体が大混乱だ。こんな田舎の面倒まで見てくれるかどうか」

　俺は両手を頭の後ろで組みながら難しい顔をする。

「耳が痛い。俺のせいか」

「陛下があんなことやらなければ統治は安定していたでしょうね」

　一つ動くと色々な弊害が出るものだ。

後悔はないが悪いとは思う。

「その為にもボスと拠点を見つけましょう。特定さえできれば一個大隊で簡単に済みます」




　無駄口を叩きながら適当に持って来た剣の調子を確かめていると甲高い叫び声が響く。

「貴様ら止まれ!!」

　門の前の衛兵が槍を交差させる。

買収済みじゃなかったのか。いや喜ばしいことではあるんだがな。

　舌打ちするアルドの前に馬に乗った騎士……恐らく町の衛兵長が現れる。

「予定より遅いぞ。最近は中央の混乱も収まり始め王国の目もある。あまり適当なことをやって代官様を困らせるな！」

　予定とか言う時点で正義漢ではないよな。

顔を覚えておかねば。

「ちょっとした手違いがあっただけだ。余分に払えばいいんだろ、ギャアギャア騒ぐな」

　アルドは金貨を一枚馬上の騎士に手渡す。

「ちっ今回だけだ。もう目こぼしはないからな！」

「なら手前が出してる十にならない黒髪のオスガキって注文はキャンセルでいいんだな？　黙って金だけ受け取っとけ」

　衛兵長は軽蔑の視線を向ける部下達を咳払いで威嚇しつつ金貨を懐に入れる。

「この損を取り戻せなかったら手前らわかってんだろうな？」

　アルドは部下を睨み付け、舌打ちしながら門を出る。

衛兵達も止めはしない。

　俺もなるべく目立たないようにレベッカの尻を撫でながら通過する。




　衛兵長はブツブツと悪態を吐きながら一行を見送っていたが、俺を見て動きを止める。

「うん？　どこかで……」

　まさか俺の顔を知っているのか。

「ううむ……いやいやまさか」

　さすがに見覚えがあっても俺がゴロツキの中にいるとは信じられないだろう。

だがこのまま疑い続けられるのも良くない。

「アウッ……アアン!!」

　突然レベッカが鋭い喘ぎ声を出した。

皆の視線が仰け反るレベッカに集中する。

「淫乱女が」

「しかしすっげえ恰好だ」

「おい盛るのは仕事の後だって言っただろ。ぶっ殺すぞ」

　俺はゲヘへと下品に笑いながら手を放す。

衛兵長は嫌らしい視線をレベッカに向けた後、フンと鼻を鳴らして引き上げていった。

「危なかった。助かったよ」

「ここでばれたら台無しですからね。というかどさくさ紛れでお尻に指入れたでしょう！　この服弾力があり過ぎて上からでもすんなり入るんですから止めて下さいよ！」

　悪い悪い。

「ともあれ代官と衛兵長も黒だとわかりました。金の力は怖いですね」

「お前もやたらとボーナスに拘っていた気がするが」

　咳払いしながら手が尻に導かれる。

細かいことはもういいか、尻肉を揉んどこう。




　町を出てすぐにある平凡な農家の納屋へと入る。

畑は荒れており、母屋にも人が住んでいる様子はなかった。

「花」

「種汁」

　真っ暗な納屋に目が慣れる前に声をかけられたのでつい反射的にアルドよりも早く答えてしまった。

「──合言葉が違う!?」

　ガチャガチャと武器を用意する音が聞こえて来る。

違うと分かってから武器を用意している辺り素人に毛も生えていない。

「馬鹿野郎ぶっ殺すぞ！　種だ種!!」

　アルドは俺を怒鳴りつけてから合言葉を言い直す。

似たようなもんだろうが。

「脅かさんで下さいよアルドの旦那……こちとら北の国境をやっとの思いで潜って来たんですぜ。某って奴が左遷されてきてからやたら斥候が出てて冷や汗もんなんでさ」

　納屋に灯りが灯される。

浮き上がったのは三人の男と猿轡を噛まされ、両手を縛られた五人の子どもだった。

　十代前半の娘が一人いる他は性別も定かでない本当の子どもばかりだ。

きつく言われたのだろう、声を出さずにすすり泣いている。

「ひいふぅみぃ……おい一人足りねぇぞ」

　アルドが音の出るような視線で睨むと男達は気まずそうに目を逸らす。

「ええと……あのクソガキ、俺の指に噛みついて逃げようとして……ついカッとなってその……」

　男は質の悪い剣をカチャリと鳴らす。

　俺は思わず立ち上がりレベッカがやばいと腕に組み付く。

　だがその前にアルドの腕が男の首を掴みあげた。

「ガキが一匹いくらするか知ってんのか？　連邦産で金髪、金貨二〇枚は下らねえ。それを手前の小汚ねえ指一本の為に潰しただと？」

　怒りの方向性が全く違うがクズ共の同士討ちを眺めて気持ちを落ち着けよう。

「わ、悪かった！　でも骨が見えるぐらい思い切り噛みやがったもんで──」

「噛まれたってのは──この指か！」

　アルドは男の手を壁に押し付け、納屋に転がっていたナタで指を一本切り落とす。

絶叫が納屋に響き渡る。

　生気のない目をしていた子ども達が火のついたように泣き叫ぶ。

「次に商品を駄目にしたら首を引き抜いてやるからな。他の二人も報酬は二割カットだ。文句はねえな？」

　今のを見せられて反発する度胸はないのだろう。

他の男達もブンブンと首を縦に振る。

「ならすぐに次の仕入れに行け！　てめえらの腕っぷしじゃガキを攫うぐらいしかできねえだろうから精々上玉を狙うんだぞ」

　逃げるように走り去る二人を指を無くした男が泣きながら追う。

「どいつもこいつも使えねえ。てめえらも何を竦み上がってる！　さっさと商品を市場に運ぶんだ。傷をつけたら半殺し、逃げられたら全殺しだ！」

　ゴロツキ共が子供達を掴みあげる。

小さな女の子が泣き声をあげるも、男に頬を叩かれ脅し付けられて唇を噛みしめる。

　もう限界だ。

潜入なんてどうでもいいからこいつらを皆殺しにして子ども達を助けるとしよう。

　だが俺の心を読んだようにレベッカが俺の耳元で囁く。

「ここで暴れても救えるのは子ども五人、仕留められるのは幹部一人とゴロツキ数名だけです。ルートも拠点も頭目も不明。一週間後には同じことを始めますよ。ご自重下さい」

「……」

　俺はふんと埃を舞い上げる程荒く鼻息を吐き、レベッカの胸を強めに揉んで自重する。

「貸せ」

　そして他の奴らが運ぼうとしていた女の子を両腕に抱えて馬車に乗り込む。

「ひ、ひぅ……」

「うぅぅ……怖い……怖い」

　腕の中の娘達はブルブル震え、歯の鳴る音が延々と鳴り続ける。

「へへ、まるで生まれたての子猫みてえに震えてやがる。しかもガキの癖にケツが育ってきてやがる。こりゃ変態じゃなくても抱けるぜ」

　ゴロツキに背中から尻を撫でられた娘の体が鉄のように硬く緊張する。

　同時に俺の足の裏が男の顔面にめり込む。

もちろん殺すとめんどうなので手加減してだ。俺としては是非殺してやりたいが。

　狭い馬車の中で聞かれる危険があるので口には出せないが、俺は心の中で大丈夫だと言い続け、目立たない動きで頭を優しく撫で続けた。




　その後も一行は町から少し離れた場所にある農家や廃屋、あるいは洞窟などを巡って次々と『商品』つまり奴隷として売られる者達を集めて行った。

　彼らの身元は様々だったが、特に多いのが連邦の辺境部と旧マグラード地域、遠くは帝国からはるばる運ばれて来た者までいた。




「予想外ですね。北部国境付近でチマチマ稼いでいるだけかと思ったのですが思いの外広域です」

　馬車の中ではヒソヒソ声でも話せないので立小便の時間を利用してレベッカと言葉を交わす。

「奴隷の運搬方式も巧妙です。リスクの高い長距離輸送を複数の下っ端集団にやらせ、賄賂で代官を懐柔したリスクの低い地域に運び込ませてから幹部が回収して市場へ運ぶ」

「下っ端輸送隊を捕縛しても自分達が担当する小規模な集合場所しか知らない。幹部も不在で組織へのダメージは無し……か」

　俺は小便を出し終えて一物を振りながら返す。

「今集めている奴隷はざっと三十人。さすがにこれだけの人数を長々と連れ回すことはできません。すぐに『市場』奴らの奴隷売買の本拠地に向かいますよ」

　感情に任せて暴れなくて良かった。

この機会を逃したら調査にまた随分と時間がかかっていただろう。

「拠点とボスと捕まった密偵、その三点が分かったら遠慮はなしだ。皆殺しにしてやる」

　俺は足元に落ちていた石を握り締め、力を込めて粉々に砕く。

「いや潜入ですからね。外に知らせて援軍が乗り込む計画ですからね！」

「それは状況次第だ」

　というよりも俺の感情の昂り次第だ。

　ちらりと後ろを見ると手を縛られた少女達が震えながら用を足していた。

縄は思い切り緩め、裸足で歩かせないように全員持ち上げて運んでやってはいるが、それでも即座に解放してやれないことが情けない。

「もう少しだ。もう少しだからな」

　俺は少女達に笑いかけながら筋肉を誇示して安心させようとする。

「ガキをビビらせてどうする。言っとくが絶対に犯すんじゃねえぞ。処女かどうかで金貨十枚は値が変わる。まして穴でも裂けたらジャンク品だからな」

　アルドに言われてポーズを止める。

少女達は泣き喚き、漏らしてしまっている娘までいた。

　教えてくれて感謝するがお前も最後は八つ裂きにしなければならない。




　大量の奴隷を回収した俺達が到着したのは朽ちた廃砦だった。

「こんな所に砦があったとは。一応軍人をやっていたが知らなかったぞ」

　北部の地図なんてまともに見ていないから見落としたか。

「この砦は既に地図には乗りません。何十年も前に廃棄されていますからね。しかし妙ですね」

　レベッカが目を鋭くして周囲を伺い、近くにいた少女をガーと威嚇して追い払う。

「私だって廃砦が賊のアジトに最適だってことは分かっています。ですからこの場所もしっかり調査したはずなのですが」

　確かに砦はかなり遠くからも見えた。

こんなところに拠点を構えても簡単に見つかってしまうだろう。

「まさか上の砦に入るなんて馬鹿は言わねえよな。こっちだ……ガキどもは全員目隠ししろ！」

　アルドの乱暴な声を追うと、これまた朽ちた祠が見えて来る。

　ボロボロで最早何を祀っているのかもわからないそれをアルドは乱暴に蹴っ飛ばす。

　ガラガラと耳障りな音と共に祠の近くの地面が陥没し、地下への階段が顔を出した。

　レベッカが息を飲む。

「砦の地下食糧庫──！　そうか砦は元々大規模な軍団の司令部、ならば食糧庫も相応の大きさがあるはず！　砦本体じゃなくてここが──もが!!」

　思わず大きくなったその声を口に手を突っ込んで封じる。

「……何してんだ」

「突然興奮してな。ここで口に一物は突っ込めないから指を突っ込んだんだ」

　見事な言い訳にアルドは首を捻って地下へと降りる。

　そして後を追った先は──地獄だった。




「ごめんなさいごめんなさい！　もう逃げませんから！　逃げないからやめてぇぇ！」

「お股が裂ける！　ぎゃぁぁぁぁ！　痛い痛い──!!　もうやだ……殺して……殺してぇぇ!!」

「さあ連邦産の白い肌、金の髪、青い目、もちろん処女！　金貨二十枚からどうぞ!!」

「右は素手十二歳の少年！　左は斧を持った十歳の娘！　さあ死ぬまで終わらぬ闘技の勝者はどちらか！」

　悲鳴と歓声、下卑た笑い声。

「手前の役目はここの用心棒だ。商売柄トラブルが絶えねえし客もまっとうじゃねえ奴ばかりだ。文句垂れる奴を自慢の腕っぷしで──」

「ふむふむ、なるほど」

　俺はにこやかに笑いながらアルドの肩に手をかけた。
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「そうかそうか。素晴らしいな」

「なんだそんなに笑いやがって。ガキの悲鳴が好きなのか？　変態め仕事はちゃんとやれよ」

　アルドは小馬鹿にした口調で肩に乗った俺の手を払いのけようとするが握力が強くて離れない。

「……おいどけろ」

　二度三度と試みて四度目にようやく離れる。

いや離れたのではない。俺が離したのだ。

　俺は腰に抱き着いて必死に引っ張るレベッカへ振り返る。

「ステイ！　ステイですよ！　頭目！　あと頭目だけ！」

「いいや、もう我慢ならん。全部ぶち壊して娘達を助ける」

　レベッカは腰の剣を掴んだ俺の腕にぶら下がるようにして周囲を指差す。

「この人数相手に感情だけで仕掛けてどうします！　頭目を押さえて援軍に連絡つけてからですって！」

　ぐるり周囲を見回す。

一緒に来たゴロツキ十人、奴隷市場を守っている奴二十人、客とその護衛が三十と少し、そしてアルド。

「これぐらいならやれるから離せ」

「うぇっ!?　陛下の強さを甘く見てました！　でも駄目です、やれてもダメです！　ええっと！」

　ヒソヒソ声で叫ぶという高等技量を駆使していたレベッカが娼婦の口調でアルドに擦り寄る。

「すっごい場所……こんなのがゴルドニアにあったなんてビックリよ。他にもあるの？」

　アルドはレベッカに興味無さげな視線を向ける。

「地下の奴隷市場なんて珍しくもねぇ。だが前王の時代に大分潰されたみてぇでな。俺達が抱えてるのはたった三か所だが客は引っ切り無しだ」

　レベッカはうっふんうっふんと媚びを売りながら戻って来る。

「聞きました陛下!?　他に二か所あります！　ここで暴れてもボスを押さえないと二か所野放し！」

「ぬぅぅぅぅ」

　俺は息を吐きながら勝手に振り上がろうとする腕を押さえる。

「ボスはどこにいるんだ？」

「今日昨日来た奴に教える訳がないだろうが！　と言うより俺や他の幹部も知らねぇ。ボスが来るときはいつも突然で予定なんてねぇ。フイとやってきて次のでかい商売、悪い方じゃ王国や領主の手入れなんかを教えてくれるのさ」

　おいおい、なら俺にいつまで可哀そうな娘の悲鳴に目を瞑れというんだ？

「ともかくボスはやばいぐらい勘がいい。怪しげなまじないうんぬん言う奴もいるが、とにかく替えがきく人じゃねえ。だからこそ俺達幹部も裏切ろうなんて思わないのさ。まぁそれだけでもねえんだが……」

　悪党の組織では忠義も名誉も無い。

頭目は金と恐怖で部下を押さえるが、逆に頭目以上の力を部下が持てばいつでもひっくり返される。

だが頭目が力で代用できない能力を持っているなら話は簡単ではなくなる。

「悪党はある程度大きくなれば頭目狙いで内輪揉めが頻発して勢いを落とす……あるいは内通の隙が出来る。でもこいつらは特別に鼻の利くボスを追い落とさない。だからこそ勢力を拡大し続けているんです！」

　レベッカが考え込んだ後、だから頭目を押さえないといけないんですよと念を押す。

「あんまりボスの話をするのは良くねえな。さっさと仕事に入れ。俺は別の儲け話があるから出て来る」




　俺は改めて周囲を見回す。

　年端もいかない少年少女が地下牢のような部屋に閉じ込められている。

立ち上がろうとして倒れ込む様を見るに足の腱を切られているのだろう。

　何人もの子どもが並べられ、客が値段を言い合いながら競りを行っている。

隣の小部屋から明らかに犯されている少女の悲鳴が響いている。

　闘技場のような場所で戦わされていた少女が泣き出し、少年の方も戦意を喪失、監督役にしこたま殴られている。

「ここまですんなり入れたのは奇跡に近いんです。この好機を無駄にしてはいけません」

　レベッカの訴える通り、ここを壊しても同じ場所が後二つある。

　炎のような感情が冷めていく。

　俺は豪快な足音を立て、まず少女の悲鳴が聞こえる小部屋に向かう。

「待って下さい！　ここで暴れたら頭目と他拠点の情報が得られなくなります！」

「知ったことか」

　俺は足を止めないまま、斧を前に泣く少女を叩き続けていた男と近づき、擦れ違い様に足を踏む。

足の甲と指が分離するほどの勢いでだ。

「大局的な視点で見て下さい！　感情的にならないで堪えた方が結果的には──」

　見えていないなら仕方ない。手が届かないなら仕方ない。

俺は神ではないのだから不幸な女達全てを救うことなどできない。

「だが俺は今こいつらを救える。目も手も届く。ならばやるしかない。大局的に、結果的に……そういう話はレオポルトとでもすればいい」

　俺は幌のついた小部屋に乗り込む。

そこでは予想通り、腹の出た中年男が泣き叫ぶ少女に乗って腰を振っていた。

「困りますなぁ。お客さん」

　中年男の肩に手を乗せる。

「な、なんだ！　ちゃんと金は渡しただろう！」

「やかましい。貴様のような不細工が女を抱こうなどおこがましい。豚とでもやっていろ」

　両肩を掴んで中年男を持ち上げ、そのまま小部屋の外に投げ飛ばす。

　男の護衛が俺に掴みかかろうとしたが、遅すぎるその両腕を掴み、それぞれ外側に折り曲げる。

そして絶叫を漏らす前に床に落ちていた雑巾を口に突っ込む。

「すまん。俺が乗り込んで早々暴れていれば辛い思いをしなくて済んだかもしれないのに」

　俺は少女に毛布をかけ、泣き濡れる目の下にキスをする。

少女は痩せた体で起き上がりながらポカンと俺を見ていた。

　俺は足につけられていた枷を素手で引き千切る。

「荒事になるから隠れているんだ。出来れば他の子にも伝えてくれ」

　少女はカクカクと無言で頷き、子ども達が閉じ込められている小部屋へと走る。

「さてやるか」

「あぁもう滅茶苦茶です。まあ最初から潜入できなかったと思って諦めますか」

　覚悟を決めた俺が小部屋から踏み出した時だった。




「うおっボス!?」

「いらっしゃっていたのですか!?」

「てめぇら出て来い！　休憩中の奴も引っ張って来い！」

　ゴロツキ共がワタワタと走り回っている。

「こ、このタイミングで！　なんという幸運でしょうか！」

　レベッカが視線を少しでも高くしようと俺の背中に飛びついた。

　さすがの俺もボスが目の前まで来ているなら数十秒程度我慢する程度の知性は持ち合わせている。

「皆直ちに集まれ。危険が近づいている」

　全ての者が頭目に注目している。

俺に足を踏まれた男と投げ飛ばされた客は叫びながら訴えるも逆にやかましいと怒鳴られていた。

　軽快な足音と高い声、血のような紅いマントを纏い姿を見せる。

「予想よりずっと若い男……いえ女？」

　１６０ｃｍあるかないかの短身に町娘並みの痩躯。

　顔立ちは若いどころか幼くすら見え、中性的でかろうじて男に寄っている程度だ。

「これが頭目？　頭目の情婦か男妾じゃないのか？」

　完全に予想外だ。

　マックとギルドレスを混ぜたようなのを想像していたのに、身体的にはむしろセリアに近い。

「でもただの優男ではなさそうです」

「ああ、それはわかる」

　特徴的なのは無駄に毒々しい服と片目を隠す眼帯で塞がれた右目だ。

塞がれていない左目は異様に大きく、数メートル離れたここからでも黒目の動きが見える程だ。

「ぼ、ボス。危険ってのは？」

「領主の手入れですか？　それともまた中央の密偵でも？」

　腰を折ってへつらいながらゴロツキ共が聞く。

「違う──より大きな危険。あぁ見える……西岸の拠点が燃えている……炎、鉄弾、隻腕の戦士。北の拠点を踏み荒らす鋼の集団、氷のような目」

　頭目は眼帯をした右目を押さえながらブツブツ呟き始める。

「あいつ頭がおかしいのか？」

「意味はわかりませんが、こいつらは急襲も密偵も全て跳ね除けています。特殊な能力かもしれませんから警戒するべきかと」

　そこで頭目はハッと気づいたようにゆっくりと俺を指差した。

「血、臓物、裏切りの黒い死神──そうか貴様か」

　部下達の視線が一斉にこちらを向く。

　俺も同じ動きで真後ろに居たレベッカを見る。

「うぇっ!?　まさか私を切り捨てて──恨んでやるぅ！」

　冗談だ。

　俺は視線を戻して小さな頭目を睨みつける。

　どうやったのかは知らんがばれてしまっては仕方ない。

「その通り。俺が──」

　ここはもっと威厳を持たせるべきかな。

「──余こそが現ゴルドニア王ハードレットである。下郎共頭が高い。王の御前であるぞ。ひれ伏せ！」

　シンと静まり返る。

　頭目もゴロツキも、逃げる機会を窺っていた客共も微動だにしない。

「こいつ何言ってんだ？」

「頭がおかしいんだろ」

「ええと裏切者ってのは間違いないのか？　他は良くわからんが」

　誰もひれ伏さないし驚きもしない。

まあそうだろう。いきなり俺が王で貴様らはお終いだと言っても信じはすまい。

　俺はレベッカに手を差し出し、催促するように動かす。

「この手はなんです？」

「決まっているだろう。俺が王だという証拠をこいつらにバンと突き付けてやるんだ。さあ出してくれ」

「ありませんよ。潜入だって言ったのに身分が分かる物を持って来るはずないでしょ」

　俺は無言のまま手を引っ込める。

　そして大きく息を吸い込んだ。

「おぉぉぉぉ!!」

　気合いの一声をあげながら腰の剣を抜き、近くに居た客の頭を叩き割る。

「外道共め！　誰一人生きて出られると思うな!!」

　言いながら慌てて剣を抜くゴロツキを横薙ぎに斬りつける。

革の鎧ごと腹がえぐり取れ、臓腑が薙いだ方向に飛び散ったが、適当に持って来た剣がたった二振りで折れてしまった。

「なんだこいつ狂ったのか!?」

「いかれ野郎でもボスが言う通り裏切り者だ！　血祭りにあげろ!!」

　ゴロツキ共が剣や槍を手に取って襲いかかってくる。

　恰好良く威厳を持って決めるつもりがグダグダになったがもうどうでも良い。

こいつらを全員斬り捨てればそれでいいんだろう。

　槍が俺の胴体真ん中を狙ってくる。

半分になった剣で穂先を下に叩き、床に当たったところで踏み折り、男の顔面に拳を叩き込む。

　手加減無しの一撃は酒場で巨漢を殴り殺した威力に倍する。

男は顔面の骨どころか頭蓋そのものが変形し、脳漿を散らしながら回転して倒れ込む。

「丸腰になったぞ！」

　叫びながら斬りかかって来る男。

「そう困っているんだ」

　俺は斬撃を横に避け、思い切り足を踏み込む。

ひび割れたレンガの床が砕けて破片が舞い上がる。

　その破片が斬撃を空振り、前のめりになった男の顔に打ち当たる。

「だから剣を貰うぞ」

　その一瞬は俺にとって余りに長い。

男の腕から剣をもぎ取り、ついでに頭ももぎ取ってやる。

「こいつ強いぞ！　同時に仕掛けるんだ！」

「良く言ってくれた。そちらから来てくれれば走り回る手間が省ける」

　都合の良い声を出してくれた男の喉を掻っ捌き、集まった男達の群れに突入する。

デュアルクレイターに慣れた乱暴な戦い方を少し改めないとな。

　慌てて剣を振り上げた一人目の腕を浅く一閃して両方の筋と動脈を切断、返す刃で斬り込もうと踏み込んだ二人目の膝を破壊、防御を固めた三人目の懐に飛び込み、ガードごと天井まで蹴り上げる。

　低い天井に当たって頭から落下した三人目が絶命するのと、膝を砕かれて悶える二人目の頭を俺が踏むのは同時だった。一人目は……噴水のように出血しているし放っておいても死ぬだろ。

　ふむと一息つきながら剣をくるりと回して脇下通して後ろへ突き出す。

「ぎゃぶ……」

「背中狙いが見え見えなんだよ」

　背後から迫っていた男の胸に突き立った剣を半回転させてから引き抜く。




　剣の血を拭うこともなく俺は足を肩幅に開いて仁王立ちする。

　今のやり合いの中で少しずつ位置を変えた俺は唯一の出入り口の前に陣取る。

その意図は明白だ。

「逃げたくば俺を斃すしかないぞ」

　頭目もチンピラも全員ここで死んでもらう。

「わ、私はただの客だ！　奴隷を買いに来たのも主人の代理なんだ！　主は身分の高いお方でもし不満があるなら後日文章で──」

　ブツブツ言いながら脇を抜けようとした男の喉を掴み、持ち上げて締め上げる。

「ズルは良くない」

　ゴキンと首が折れ、痙攣する男を放り投げる。

「なんだあいつ、滅茶苦茶強いぞ！」

「ハードレットと言えば戦鬼で有名、勢い余って味方まで殺して王になったって話だが」

「本物……いやいやそんな訳があるか！」

　ざわつきながらもゴロツキ共はジリジリと迫ってくる。

　そこで背中の方──つまり外から声が聞こえる。

「見張りの交換時間とっくに過ぎてるぞ。一体何をして……」

　表の見張りが戻ってきたようだ。

これで俺は前後から挟み撃ちになった。

　ゴロツキがニヤリと笑う。

「よし一斉攻撃だ。前後左右から仕掛ければいかにあいつでも対処できん！」

「お前らも参加しろ！　客も何も区別しないってわかってるだろうが！」

　前方からは総攻撃、背後の奴も不穏な気配に気づいて武器を抜いたようだ。

刃のこぼれた安物剣一本では少し厄介だな。

「あぅ……あぅぅ」

　か細い声に目をやると足元で競りにかけられていた少女が震えていた。

足枷は鎖で彼女の体重程ありそうな鉄球に繋がれている。

　俺は少女の頬を軽く撫でる。

「これを少し貸してくれ。おっと地面に伏せているんだぞ」

「ふぇ？」

　俺は少女の鎖を足枷の横で引き千切る。

　そして鎖を両手で握り込み端についた鉄球ごと振り回す。

「「「かかれー!!」」」

　前後左右からゴロツキ共が押し寄せて来る。

「そうだ一度に来い。逃げようなどと思うなよ」

　鉄球と剣槍が交差する。




　心地良い衝撃音と鈍い手応え。

これは古い石壁なんかをハンマーで壊す時の音だ。

　勿論壊すのは石壁ではなくゴロツキの顔面だが。

「ぎゅ」

　数十キロの鉄球が顔面に直撃した男はなんとも奇妙な断末魔をあげて即死する。

「背中をねら──ぎにょ」

　背後から迫る男の顎下を鉄球が掠め、上唇から下の顔が無くなる。

珍妙な悲鳴は笑えるから止めて欲しいものだ。

「「「三、二、一、いけ!!」」」

　タイミングを揃えた三本の刺突。

二本が高速回転する鉄球に弾かれ、一本は鎖に巻き込まれて持ち主ごと振り回される。

「苦肉の策だったが案外楽しい」

　俺は更に力を入れて鉄球を高速で回転させる。

「な、なんだよあれ！　どう攻めたらいいんだ！」

「振り回しているだけだ！　隙間を狙って……なんて速度で回してやがる。鉄球が見えねぇ！」

「まるで鉄の竜巻だ……」

　鉄球のついた鎖の長さは約三メートル。

その範囲に入った途端、穂先も剣も人の頭も一瞬にして砕け飛ぶ。

　もちろん阿呆のように突っ立って鉄球を振り回すだけではない。

回転力を維持したまま俺自身も動いて相手を積極的に巻き込んでいく。

「いくらリーチがあっても室内だぞ！　天井に柱に障害物はいくらでもある。それを利用して──」

　言い終わる前に鉄球が柱に当たり、反射して男の額を打ち砕いた。

　俺は鉄球回しの達人ではない。

柱に机に天井にと鉄球はあたりまくっている。

　もし振り回しているのが剣や槍だったなら、柱に食い込んだり、床にめり込んだりで止まってしまうこともある。力任せに振り抜くにも限度があるだろう。

　しかし丸い鉄球は予想外の力を発揮していた。

　柱に当たっては予想外の軌道で跳ね返り、床に当たってはレンガを砕きながら地を転がる。

刺さると言う動きがないだけに勢いが死なないのだ。

　後は俺がしっかり力さえ込めてやれば本当に回転が止まらない。




「お前は速さに自信があるんだろ！　隙を狙って刺し殺せ！」

　ギリギリの間合いを計っていた小男が不意に反射した鉄球の動きについていけずに跳ね飛ばされる。

「お前は鋼鉄製の盾を自慢してただろ！　防ぎ止めてみろ！」

　鋼鉄製の盾に鉄球が打ち当たると盾は上半分が内側にひしゃげ、自分の盾に額を凹まされた男は目鼻口から血反吐を吐きながら絶命する。

「お前は自称ゴルドニア一の剛力だろ！　受け止めて来い！」

　真正面から突っ込んで来た大男の胸元に鉄球が直撃、天井に激突してから反射して柱にぶち当たり、更に跳ね飛んで奴隷の檻を壊しながら滑っていく。

生死の確認は必要なかろう。

　そろそろゴロツキ達の戦意も折れただろう。

頭目の表情も見てやろうと周囲を観察する。

　厳しい顔で俺を睨み続けていた頭目がふと一歩横へと動いた。

　今の動きはなんだと思った瞬間、回転に耐えられなくなった鎖が千切れて鉄球が飛んでいく。

「ぎゃっ!?」

「うぎゃあ!!」

　俺ですら予想できなかった突然の投擲だ。

鉄球は数人の男を巻き込みながら頭目に迫り……奴の一歩横を通過した。




「さすが」

　声変わり前の少年のような声で頭目が言う。

「血と臓物の暴君。力で抗せる相手ではない」

　眼帯が解かれる。

　露わになった右目は左と同じでやけに大きくはあるが、光る訳でも動き回る訳でもない。

「貴様の中を見た。こういう場所に馴染みがあるようだ。ならばもう一度体験してみるがいい」

　何を言っているんだこいつは。

「いけない！　精神に干渉する力です！　腹に力を入れて耐えて下さい！」

　慌てる声はレベッカだろうか？

そのアタフタした様子に思わず笑ってしまった。

「ふふふ、俺を誰だと思っている。ゴロツキの親玉ごときのチンケな魔法に影響されるような男じゃない。そうら何も構えなくとも頭痛もふらつきも──うん？」

　周りを見回すとレベッカも頭目も居ない。

　ただずっとずっと昔に見覚えのある光景。

忘れかけていた地下の檻の中に座っていた。

「おろ？」

　妙に低い視点に体を確かめてみると縮んでいる。

ちょうど地下の闘技場を脱出した時ぐらいの身長だ。

「おかしいな？」

「なんだ？」

　檻から外を覗くと見張りがガンと檻と叩いて威嚇してきた。

こいつの顔もうっすらと記憶の中にある気がする。

　心の中に声が響く。

頭目の声だ。

『ここはお前が封印せし記憶の中。貴様の汚点、貴様の恐怖、悶え苦しみ取り込まれるが良い』

「でかい口叩きながら一秒でかかったのか……レベッカの前だぞ」

　俺はがっくりと肩を落とした。

予想外の戦闘はまだ続きます。

題名が淡泊で分かりづらいので別につけてもよさそうですね。
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「もっと頭が痛むとか足元がふらつくとか魔法にかかる前兆があっても良いだろう。一瞬だったぞ」

　俺は見覚えのある汚い天井を仰いで呻く。

　染みや欠けた位置まで覚えているものだな。

『それはこの場所が貴様の心に深く刻み込まれている証拠だ。ふふふ……さぞや苦しかろう恐ろしかろう』

　確かに物心ついた頃から脱走までずっと居たからな。

　自分の体を見てみる。

「相当縮んでいるが本当の子どもでもない。脱走する直前ぐらいの体つきだな」

「ブツブツ言ってんじゃねえ！　てめえら奴隷は言われた時だけ動いて後は寝てりゃいいんだよ！」

　心の中で頭目に答えようとした時、監視役がガンと檻を蹴る。

そう思い出した。こいつはいつもこうやって檻を蹴って威嚇してきたんだ。

『ふふふ、幼い身にはさぞ恐ろしかったのだろうな。さあ過去の悪夢に恐怖しろ！　絶望しろ！』

　天から響く声に苦笑で答える。

「なんだその目は文句でも……」

「あったらなんだ？　殴りに来るか？」

　俺は監視役と目を合わせて声にドスを効かせる。

「……けっ！　奴隷風情がさっさと寝ろ！」

『あれ？』

　そら日和った。

こいつは小さな子や女相手ならすぐ殴るが、ある程度育った男には手を出さない。

今となって思えば相当な根性無しだったのだろう。

　ここが夢か幻かはわからないが、体こそ少々小さくなったが俺の心はそのままだ。

浅い底の見えた小物など微塵も恐れる道理はない。

『……調子に乗るなよ。ここは貴様自身の記憶の沼、私が解放しなければ永遠に地獄の中を彷徨うことになるのだ！　そら次の恐怖がやってくるぞ!!』

　檻に向かってまたも見覚えのある男達がやってきた。

「出ろエイギル。闘技の時間だ」

「今日の相手はどこぞやの流れ者だが手強いそうだぜ。生き残れるといいな」

『ふはは、さあ辛い時間がやってきたぞ。泣き喚け！　絶望して許しを請え！』

　俺は檻の真ん中に胡坐を掻いて動かない。

「今は気が乗らん」

『はぁ!?』

「ふざけるな！　奴隷の分際で！」

「足腰立たなくしてやろうか！」

　怒鳴る監視役を睨みつけながら言う。

「気が乗らんものは乗らん。痛めつけたいなら好きにしろ。使い物にならなくしてみろよ」

「ぐ……」

　出来る訳がない。

　こいつらが子ども相手に粋がりながら生きていけるのは、奴隷が客を相手に金を稼いでいるからだ。

思い返せば脱走直前辺りの掛け金は少女達が男の相手をして稼ぐ額の比では無かった。

あの頃は数勘定も出来なかったから分からなかったがな。

「どうした。やらないのか？」

　その俺が戦えなくなれば当然客は金を賭けず儲けも出ない。

こんな下っ端が勝手に潰せるはずがないのだ。

　俺は両手を頭の後ろで組んで壁にもたれかかる。

「まず女を連れて来い。そうしたらやる気になるさ」

『女だと!?』

「こいつめ調子に……」

　俺は自分の親指を握って曲げていく。

「指が折れたら剣は握れない。客はさぞ失望するだろうな」

「んなことしやがったら貴様は廃棄処分だ！　叩き殺して穴倉に放り込んでやるぞ！」

　俺は指を更に曲げる。

「そして儲けはなくなり給金が減る。お前らは稼ぎ頭を殺した理由をご主人様にどう説明する？」

　ニヤリと口角をあげてやる。

「なんてガキだ……」

「腹は立つがこいつの稼ぎは他の奴の十倍近い。勝手に潰したらやばいぜ」

『貴様何を考えている！　恐怖しろ！　絶望しろ！』

　監視役は俺を睨みつけ、足元に唾を吐きながら別の檻を開けたようだ。

小さな悲鳴と怒鳴り声、そしてペタペタと素足の足音……。

「おおう」

　思わず声が漏れる。

震えながら歩いて来たのは小さなレアだったのだ。

「そうか。ここが俺の記憶とすれば知り得る女はレアしかいない」

　何しろ少年時代の俺は愚か極まることに女に微塵も興味が無かった。

本来は体を重ねかけたレアの顔も曖昧なのだが、本人から聞いた後付けで残っているのだろう。

「抱いて下さい……痛く……しないで」

　泣きそうな顔で服を脱ぐレアを優しく抱擁する。

「痛くなんてしない。何しろお前の弱点は全部知っているんだからな」

　子どもレアの薄い体にキスをしながら髪を撫でる。

「あ……」

　レアは優しく髪を撫でられたことをずっと覚えていたと言っていた。

反則気味だが夢幻なのだから良いだろう。

　目に見えて緊張が解れたレアを優しく押し倒す……。




『いい加減にしろよ!!』

　天の声が叫ぶなり、バタバタと足音が聞こえて来る。

見れば何人もの監視役が槍を手にこちらに走って来る。

「ご主人様の命令だ。エイギルを痛めつけろ。殺せ、拷問にかけろとな」

　なるほどそういう方向に持っていくのか。

『くくく、ここは貴様の記憶を基に俺が作り出した夢のような世界、悪夢に変えるなど造作もないことだ』

　名残惜しいので一物をレアに近づけると先端にちょんとキスをしてくれた。

『その余裕がいつまで続くかな？　この世界でお前は決して死なない、だが決して無敵ではない。死への恐怖、痛みが無限に続くと言うことだ。永遠に続く苦痛に心折れた時がお前の最期だ！』

　俺は先端を吸うレアの髪を撫でながら小さく笑う。

『何がおかしい！』

　そりゃおかしいだろ。

「最初からどうも変だと思っていたんだが」

　俺は監視役の突き出す槍を片手一本で掴み、檻の中から引き寄せて顔面を殴りつける。

『無駄なことだ。悪夢の中の監視役は恐怖の象徴。お前が恐怖を感じる限り悪夢の中でそれを打ち倒すことはできまいぞ！』

　天の声に反して監視役は顔面を陥没させて倒れ込む。

「もしかしてお前……俺がここを怖がっていると思っていたのか？」

　奪った槍を一回転させて持ち直し、続く二人の監視役の喉をぶち抜く。

『こ、子どもが地下闘技場で奴隷だぞ！　恐ろしくないはずがない！　暴力的な監視役、決して破れぬ鉄の檻──』

　言葉と同時に前蹴りで檻を破壊する。

「恐怖なんか微塵もあるか。物心ついた時から居たんだぞ？　何を怖がると言うんだ」

　平和に暮らしていた子供が地獄のような闘技場に送り込まれたなら脅えもするだろう。

だが俺は最初からここに居た。ルーシィに教えられるまでこれが普通だと思っていた。

「それに監視役への恐怖と言っても」

　突き出される穂先を槍の柄で受け、天井まで巻き上げてから逆に眼球へ穂先を突き込む。

「あの時ですら俺より強い監視役などいなかった。今の中身は育った俺だ。棒切れと錆び刀もった素人共の何が怖い」

　左右から同時に突き出される槍を一呼吸ごとに回避してから足を払う。

右の敵は顔面を踏み、左の敵の腹を槍で抉る。

　現実では勢いに任せて逃げたが今はゆっくりでいい。

何しろここの監視役全てが押し寄せても俺の方が強いのだから。

　天の声の返事がないぞ。

声しか存在感がないんだから絶句されても困る。

こちらから話しかけてやろう。

「正直に言うとな。恐怖どころか嬉しいんだ」

『なに!?』

　俺は後ろで腰を抜かしているレアを撫でる。

「ガキの俺は実に愚かで世の道理が分かっていなかった。もしもう一度やり直せるなら──」

　俺は槍を一閃して周囲全ての檻の鍵を叩き壊す。

こんな技量も昔はなかったよな。

　ワラワラと出て来る少年少女達には顔がない。

つまりは俺が記憶していなかったということだ。もったいない。

『嬉しい……だと？　狂っている』

　奥から太った男が般若のような形相で走って来る。

「おお、あんたの顔は良く覚えているぞ。ここまで滑稽な顔はなかなかいない」

　挨拶をしてから軽く首を飛ばす。

『高位貴族から王にまで成った貴様が……地獄のような少年時代に恐怖も絶望も無いと言うのか？』

「それこそおかしい。俺はここを出てからの方がずっと死にかけている」

　ルーシィと会った時ももうダメかと思ったし、森を出て連邦に向かった時も、その帰り道も死にかけた。

夜明けの翼時代も気を抜けば死ぬような戦いばかりだった。

貴族になってからなんてほとんど戦争ばっかりだった。

　どう考えても城門の前で重装騎兵の群れを迎え撃ったり、大地を埋め尽くす巨大蟲と戦う方が地下で一対一の闇闘技するより難度が高い。

「もしかすると人生で二番目に安全な時代だったのではなかろうか」

　もちろん一番はルーシィの森だ。

勉強して性交をして家事をして──それでもたまにルーシィに吹っ飛ばされて死にかけていたな。

『な、なぬ……おかしいだろ!?』

　うむ我ながらおかしい人生だな。

　おっと死んだ豚の後ろから化粧の濃い貴族の奥様が現れる。

　俺は槍を置き、深々と頭を下げた。

「ガキだった俺はあんたを殺した。あんたは地下闘技場で少年を漁る残念で化粧の濃い女だったが、そこだけは後悔していたんだ」

『そ、そこなのか……？』

　俺は化粧の濃い奥様の手を取る。

「だからもしやり直せるなら犯して俺の愛人にしたい。いいな？」

　言いながら股間を触らせる。

「……止むを得ません。愛人になりましょう」

『なんで悪夢設定なのにこんな上手くいくのだ！』

　そりゃこんな場所まで少年漁りに来る人妻が淫乱でないはずがない。

大きな一物を触らせれば途端に落ちて当然だ。

『とんでもない思い込みで世界観そのものがひん曲がっているのか！』




　俺は監視役を軽く蹴散らしながら振り返る。

「よし男共は勝手に逃げろ。女は俺についてくれば全員面倒を見てやるぞ」

　キャーと女達が群がって来る。

「お、男はダメですか……」

「当たり前だ。男なら自分の面倒ぐらい自分で見ろ」

　続いてどちらとも判断のつかない中性的な奴が俺の足を掴む。

「ぼ、ボクはどうですか？　ええと……メス！　メスになりますから」

　しばらく頭を抱えた後、ついてこいとジェスチャーする。

メスということは女ということだ。うん、夢だから深く考える必要はない。

『なんだこれ……』

俺とレアと他に女が二十人か。

　まともに働いては厳しいだろうから、まずここの豚の金を押さえて適当な街で家を買い、傭兵稼業で一発稼ごう。

「折を見てルーシィに挨拶してセリアとカーラも迎えにいかないとな。抵抗されても強引に抱けば落ちるだろう。ノンナのエレクトラは少し遠いか……実家健在の時に会いに行っても門前払いされそうだ。性感帯は知っているからベッドに引きずり込めばモノにしてしまえるか」

　地下の出口を前蹴りで破壊し、最後の監視役の首に手を回しながら笑う。

「面白くなってきた。順風満帆だ。ははははは!!」

　ボキリと首を折りながら地上に出る。

『も、もう限界だ──!!』




　目の前が真っ白になり、景色が地下……俺の過去とは違う地下に戻った。

「……」

　左右から感じる殺気へ反射的に手を突き出し、チンピラ二人の頭を掴んだ。

「が……なんだこの力は……」

「頭が……潰れ……」

　俺は二つの頭を掴んだまま頭目を睨みつける。

「つまらん奴だ。これから面白い所だったのに」

　ナッツを潰すような音が左右から聞こえ、絶叫と同時に手に不快な温かさがへばりつく。

　幻の数時間は現実ではほんの数秒だったようだ。

俺は一歩頭目に向けて足を踏み出す。

「来るなぁ!!」

　妙な魔法を使うまでは余裕の表情だった頭目が明らかに俺を見て恐怖している。

「行くに決まってるだろう。討伐に来たんだぞ」

「ええい、ならばこれだ！　貴様の心に残る闇──幻覚となって現れ出でよ!!　幾万を死地に追いやった貴様だ。さぞ抱える闇も深かろう！　自ら生み出した呪いの兵団に呪い殺されるが良い!!」

　またも右目が見開かれる。

「おっ続きか？」

　俺は期待を込めて正面から目を見るが何も起きない。

いや一応何事かは起きた。

「のろってやるー」

「うらめしー」

「ちくしょうー」

　体高３０ｃｍ程の半透明チビ共が恨み言を言っている。

良く見れば前王とエイリヒ、アゴールに似ている気がする。

　そんなに文句を言わないでくれよ。

「……これだけ？　あれだけ殺して暴れて裏切ってこれだけか？　３０ｃｍ……こんなちょっぴりなのか？」

　俺は歩を進めて頭目の襟を掴む。

「そりゃ俺はあいつらと正面から戦った。剣を交えて殺したんだ。気に病むのは失礼ってものだろう」

　ミニエイリヒを掴みあげる。

手応えがない所を見るとこれも幻覚の一種なのだろうな。

「俺も人間だ。仲の良い奴を殺してなんとも思わないことはない。今でもたまに墓には行くし、悪かったなと思うこともある。それがこのぐらいだ」

　ミニエイリヒを頭目の頭に乗せる。

すると小さなあいつは指を立ててそのまま消えて行った。

「終わりだ」

　俺は頭目の首に手をかける。

「ストップ殺さないで──!!!　情報──!!!」

　叫びながらレベッカが騎士と共に雪崩れ込んでくる。

俺は苦笑しながら頭目の顔面を軽く叩いて前歯数本と共に意識を飛ばした。
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「無駄な抵抗は止めろ！」

「抵抗する者逃げる者は容赦なく斬り捨てる！」

　完全武装の騎士が騒々しく地下へ雪崩れ込んできた。

「レベッカが呼んで来たのか。いやこの早さは潜入する前から待機させていたのか」

　もう暴れる必要は無さそうだと殴り倒した頭目の傍に腰を下ろして成り行きを見守る。

「ど、どうせ捕まったら縛り首だ！　うぉぉぉ!!」

　ゴロツキの一人が長剣でもって騎士に斬りかかるが、鋼鉄の盾で受け止められ、横腹を斬り払われた。

　別の一人の槍が騎士の腹を捉えるも全身甲冑を貫けるはずもなく横に滑った穂先を斬り落とされ、両肩に剣を受けて鮮血を吹き上げた。

「当たり前だ。フルプレートを着込んだ相手に斬りかかって勝てる訳ないだろ」

　技量うんぬんも重要だが達人と素人ほどの差でもない限り甲冑の差は覆せない。

加勢など必要なく俺は頭目の頭を足でつついて居れば良いかとも思っていたのだが。

「いいか……まだだ……まだ……今だ!!」

　抵抗した者は斬られ、諦めて伏せた者が縄を打たれる中でゴロツキ数人が汚い袋に何か詰め込んでいる。

「貴様らも大人しく──」

「まだ……今だ!!」

　騎士がそいつらに気付いて剣を向けた瞬間に解れた袋が投げつけられた。

　とはいえ所詮はただの袋だ。

投石のように速く飛ぶ訳でも火がついている訳でもない。

「貴様らも抵抗するか！」

　剣を手に警戒していた騎士は山なりに飛来する袋を容易に両断する。

「得体の知れん物は避けろよ。怪しさ満点だろうが」

　俺の予感は的中した。

騎士が袋を斬った途端、白い煙が爆発したように飛び散った。

石灰かそれとも炭の燃えカスか分からないがとにかく袋には白い粉が詰め込まれていた。

　その袋を思い切り両断したのだからたまらない。

ましてここは地下の閉鎖空間だ。

「ぐわっなんだこれは!?」

「前が見えん！　粉が喉にゲホゲホ!!」

　一瞬にして巻き上がった粉が広がり視界が利かなくなる。

「よし逃げろ！　捕まったら最後だぞ！」

　数人が身を屈めて階段に向かう。

「ほう。底抜けのアホじゃないようだな」

　俺は口笛を吹いて粉を掃いながら立ち上がる。

　とはいえ出入り口は騎士達が降りて来た階段で当然ながらすり抜けることは不可能に思えたが。

「何も見えん。一旦地上に戻って──うわっ!!」

「おいどうした！　まさかやられ──ぎゃん！」

　金属音と短い悲鳴が聞こえる。

大方棍棒か石で甲冑の頭でも殴ったのだろう。

致命傷にはならないが衝撃と音で数秒ふらつかせれば逃げるには十分だ。

　他の騎士達も状況に気付いて逃がすまいとしているが、ただでさえフルプレートの視界は悪い上に粉だらけではまともに前も見えない。おまけにここはゴツイ甲冑を来て動きまわるには狭すぎるのか、そこら中で仲間や柱につっかえていた。

「……まさかフルプレート着慣れてないのか？」

　よく見るとこいつらは王国騎士ではない。

というより王国騎士は俺が国を乗っとる時に斬りまくったせいで再編中で数が揃っていないからな。

　となれば諜報大臣のレベッカ直属の部隊、実戦経験が乏しいのかもしれない。

「ぎゃああ！　足をやられた！」

「逃げられたぞ！　追え追え!!」

　見事に逃げられた。

「まあ気にすることもないが」

　普通に考えれば階段の上に予備の一隊ぐらい置いているはずだ。

目くらましがなければ少々不慣れでも仕留められるさ。

「くっ追いなさい！　全隊を突入させた隙を突かれるなんて！」

　レベッカの声が聞こえる。

俺は額を押さえて肩を落とす。

「全員突っ込ませたのか……つっかえてるのはそのせいじゃないのか」

　そういえばレベッカは諜報は得意だが正面からの合戦経験なんてなかったな。

「となれば完全に逃げられる。馬で追っても林や湿地に逃げ込まれればどうなるか」

　俺はアタフタする騎士に声をかける。

「おのれまだ残党が居たか！　品の無い顔をしやがって！　神妙にしろ！」

　騎士を殴り倒して剣を借りる。

室内で使う小型の剣か、これじゃ役に立たん。

千切れ飛んだ鉄球を持って来てくれ。

「ふ、ふにー！」

　監禁されていた娘が転がっていた鉄球を押してきてくれた。

重いのに悪いな。

「ええと階段を降りる前はどうなっていたかな……」

　目を閉じてここに来た時のことを思い出す……アルドに案内されながらずっとレベッカの尻を見ていたせいで曖昧だ。

「早く追いなさい！　逃がした者達が他の拠点に知らせたらせっかくの潜入が無駄に──ふにゃっ!?」

　レベッカを抱き寄せて尻を撫で回す。

よしよし思い出してきた。

　俺は天井を睨みつけながら呼吸を整えて想像する。

　逃げた奴らが階段を登り切る。

　周囲を見回して後詰が居ない幸運に感謝。

　それなりに機転の利く奴らだ。

適当に走らず追手が見つけにくい方向に向かって──。

　揺らしていた視線を天井の一点に固定する。

「なかなか見事な逃げっぷりに免じて逃がしてやっても良かったが」

　犯された名残を脚に垂らした少女が部屋の隅でへたり込んでいる。

「やはり生かしてはおけんなぁ」

　鉄球を抱えたまま体を半回転させて一瞬溜める。

　そしてドンと強く踏み込む。

足元のレンガが砕け立ち込める白煙も俺の周りだけ弾かれたように晴れた。

「ふん！」

　全身を回転させながら、抱えた鉄球を渾身の力で天井に向けて投擲する。

　天井にぶち当たった鉄球は跳ね返らず、見えない程深く石材にめり込んだ。

腹に響く轟音と小さな悲鳴が聞こえた気がした。

「当たったかな？」

「陛下何を……ひえっ天井を撃ち抜いてる!?」

　尻を撫でられていたレベッカが見上げると同時に天井から下半身だけになった男が降って来た。

どうやら命中のようだ。

　更に穴の周囲がガラガラと崩れ、背中が反対に曲がった男と片足が吹き飛んだ男が落ちて来る。

「まさか逃げた奴を天井越しに!?」

「いやいやこの天板……というよりもう石材だろ！　厚さ数十センチ……大砲じゃないんだから」

　ここから驚きの声が俺への賞賛に代わるのだろう。

さあ思う存分に褒めろと目を閉じて胸を張ってみる。

「へ、陛下……」

　さあ褒めてくれ。

「陛下！　陛下!!」

　いくらでも惚れ直せ。

「陛下！　陛下ぁぁぁぁ!!」

　なんなら発情してここで一発やってもいいぞ。

たまには公衆の面前で性交するのも良い刺激だ。

　胸を張って直立する俺の手をレベッカが引き、次いで胸板を叩き、最後に股間を本気で蹴り上げられて異常に気付き、目を開く。

　俺が鉄球をぶち込んだ穴を中心にして天井全体に放射状にひび割れが広がっていく。

メリメリバキバキと不穏な音が地下に響きわたっている。

　ほんの数秒の内にひび割れは天井全体から壁まで広がり、柱が一本ぺしゃりと潰れた。

「やばい」

　俺の短い一言を皮切りに騎士達が絶叫する。

「総員退避──!!」

「ぎゃああぁぁぁぁ!!　崩れるぞぉぉ!!」

「逃げろ!!　生き埋めになるぞぉぉ!!」

「このあほぉ！」

　一斉に階段に殺到する騎士達。

未だに視界が悪い上に天井から砂まで落ちてきてもう滅茶滅茶だ。

「お前ら子供を捨てて逃げるんじゃない。せめて女の子だけでも連れていけ、それでも騎士か」

　色々残念な奴らめ、後でギルドレスになりきって鍛え直してやる。

「お前達も早く外に出ろ。ここはもう崩れるぞ」

　戦闘に巻き込まれないよう隅で伏せていた少女達に呼びかける。

「ふに……でも外に出ちゃいけない……」

「お仕置きが……痛いこと……される」

　俺は低く呻いてしまった。

　奴隷にされている子供はそう教え込まれてしまっている。

状況がまるで変わったと理解するには事が急すぎ、彼女達は幼すぎる。

　既に天井からは砂どころか小石までバラバラと落下し始めている。

全体が崩れるまで一分あるかどうかの段階だ。

　俺が声を荒らげても竦み上がるだけで余計に動きが取れなくなるだろう。

アホ騎士共が一人ずつ連れて行けば良いのだが、悲鳴をあげながら我先に階段を登ってやがる。




「落ち着いて。今のご主人様はあの方なの。ご主人様に外に出ろと言われたから出なくちゃいけないわ」

　まだ幼さは残るが子どもではない。

そんな声が冷静に、小さい子にも分かる言葉で言った。

「ふに」

「わかりました、ごしゅじんさまぁ」

　それでようやく子ども達が一列になってフラフラと出口に向かい始める。

「部屋ごとに連なって。一人も残っちゃだめよ」

　声が再び言う。

　俺は階段を睨みつける。

「アホ騎士共道を開けろよ。つっかえて邪魔したら──ってもう誰もいないじゃないか」

　見れば騎士共は退避済み、レベッカだけが背中に弱った少女一人を背負いながら、気絶した頭目を引きずって階段に向かっていた。そっちは任せる。

「あぅあぅ、足枷が……」

「ひぅ、牢に繋がれて……」

「わたし達の檻が開かないよぉ」

「私も監視の人が……」

　俺は声を出す前に駆ける。

　足枷をうたれた少女の鎖を引き千切る。

　檻に繋がれた少女の鎖を杭ごと引きぬく。

　数人が閉じ込められていた鉄格子を力任せにひん曲げる。

　気絶した監視役と手錠で繋がれた少女を一撫でしてから、男の右腕を引き千切る。

　これで逃げる障害はもう何もない。

「みんな逃げるよ！」

　白煙で霞んで姿は見えないが先程の声に続いて少女達が階段へ向かう。

　だが遅い。

幼すぎ、体力を失い、そして怪我をしている。

急いで走るどころか這うような速度しかでないのだ。

「このままじゃ全員……足を怪我している子はお祈りを」

　既に天井全体が傾いて落ちてきている。

猶予はほんの数秒だろう。

　悲痛な雰囲気を漂わせながら言った言葉を否定する。

「俺がなんとかする。全員でいけ」

　言葉が終わると同時、轟音と共に俺達の真上の天井が落ちて来る。

脱出は間に合わなかった。

「陛下ここまでです！　ご自身だけで脱出してください！」

　頭目と少女を抱えたレベッカが叫ぶ。

「いやまだだ！」

　俺は万歳をするように両腕を開き、落ちて来る石材を受け止める。

　腕から足の先までが圧縮されそうな猛烈な負荷を全身の筋肉で支える。

「ふんぬぅぅ！」

　肉が千切れ、骨が軋み、血が煮えたぎるような錯覚を覚える。

「陛下──!!」

　叫ぶレベッカの悲鳴が小さくなっていく。

俺が潰れてしまったからではない。天井の落下が止まったからだ。

「ぐ……ふふ、最初はきつかったが受け止めてみればこんなものか。軽い軽──ふぐっ！」

　嘘をついたこれはきつい。

ギルドレスと取っ組み合った時よりきつい。

当たり前だ。厚さ数十センチの石材の重さはどれだけあるのか。

　それでもあくまで余裕の笑みを浮かべながら子ども達に向かって顎をしゃくる。

「そらいけ。ゆっくり転ばないように」

　小さすぎる子を背負った少年が、互いに枷で繋がれた少女が手を取り合い、脚の腱を切られた少女が這うように丁寧に頭を下げながら、天井を支える俺の横を通り過ぎていく。

　メキリと右腕から変な音がした。

カバーしようと重心を変えると今度は左足から妙な音がする。

　思わず歪んだ顔を見られないように変な顔を作ると背負われた幼児がニコリと笑う。

　さて全員が俺の脇を抜けた。

よしよし耐えきった。

「問題はここからどうするかだ」

　このままでは逃げられない。かと言って力を抜けば即座に潰れてしまう。

　レベッカがなんとも言えない顔でこちらを見ている。

もちろん彼女が助けに来ても何の足しにもならない。

「何をしているんですか陛下……こんな、こんなつまらない。王国から見れば詰まらない場所で命を懸けるなんて……こんなことなら潜入なんて」

「そう言うな。俺がこの場所に居なかったらここの子は全員死んでいた。悪くない選択だったはずだ」

　まるで冒険劇の主人公最期のシーンのようだと思ってしまう。

「いえ、陛下が天井に大穴開けなければそもそもこんなことになってません」

「……そうだな」

　これで死んだらただの喜劇だ。

笑いを取る為に死ぬ訳にはいかん。

　一番力の出る言葉はなんだ。

「鬱陶しいし。おぞましい。そして醜い。だが単純に力を出すだけならば仕方ない」

　俺は息を思い切り吸い込む。

「漢ぉぉぉ──!!」

「一発ぅぅぅ──!!」

　まるで叫びに応えて召喚されたかのように筋肉の塊が飛び込んでくる。

「素晴らしい掛け声ぞ！　漢魂の咆哮、確かに聞いた!!」

　それはギルドレスだった。

俺と同じポーズで天井を支える。

　天井が僅かに持ち上がる。

「地下で獅子でも飼ってるのかと思ったのに本当に大将がいるとは」

　続いてヤーコフが滑り込んでくる。

「褐色……いや子どもばかり。残念だ」

　マックの巨体が飛び込んでくる。

天井が目に見えて持ち上がっていく。

「へっ真の英雄は遅れて……うわぁぁぁぁ！」

　走り込んで来たクリストフが崩れた破片に躓いて階段を転がり落ち、脳天を打ち付け気絶したまま足元まで滑って来た。力が抜けて僅かに天井が下がる。

「エイギル様見つけました！　お説教は後です！」

　セリアが可愛らしく飛び込むも、手を伸ばしても天井の位置の方が僅かに高く、ぴょんぴょん跳ねるだけで届かない。

　だがその愛らしさに限界を越えた力が出た。

クリストフのアホとは全く違って役に立っているのだ。

　全員の咆哮と同時に地下室が崩壊する。

　崩壊の轟音と土煙が晴れた後、天板を支えたままそそり立つ俺達だけが残ったのだった。

正確には足元で寝ているクリストフと跳ね続けるセリアもいたが。




「これぞ屈強なる漢柱なり!!」




　崩壊した天井から陽の光が差し込む中、ギルドレスの咆哮が大地を揺るがしたのだった。

停滞後の変展開はお決まりになってきましたね……。

次回は明後日一九時更新予定です。

次こそ治安維持編が終わります。










第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑦　ハッピーエンド？







「全員無事か？　怪我をした者はすぐに言えよ」

　間一髪で脱出した奴隷達に呼びかけると崩落の轟音と衝撃で呆然としながらも体を確かめている。

　擦り傷や打ち身ぐらいは仕方ないが、命に関わるような者は居なさそうで幸いだ。

一番重傷なのは階段を転げ落ちて脳天を強打したクリストフかもしれない。

　しかし、そもそもが酷い扱いを受けていたのだから全員早急に医者に診せないといけないな。

「なにあれ？」

「わかんない。目がチカチカするね」

　特に幼い子が太陽を指差して首を傾げている。

「まさか外に出たことがない？　そんなことが……」

　俺の服についた埃を丁寧に払っていたセリアが絶句する。

太陽すら知らない二人の肌は病的に白く、手足も心なしか未発達に見える。

マックは押し黙ったまま眉間に皺を寄せ、ヤーコフは潰れた監視役の死体を蹴り飛ばす。

　俺は何も言わずにポカンとしている二人の頭に乗った砂を払いのけてやる。

二人は頭の上に手が来ると反射的に肩を竦めるも、俺の顔を見ながら一つくしゃみをしてから足に抱きついて来た。

　他の者達も俺が殴ったり蹴ったりしないと分かったのか背中や腕にちょこちょこひっついてくる。

「ふに」

「うぅ……ぐす」

　緊張が解けたら怖さが来たのだろう。泣いている子も多い。

少しばかり派手な脱出劇だったからな。

「ははは大将、新しいハーレムは少々幼すぎますなぁ」

「馬鹿野郎。俺をアンドレイにする気か」

　抱き着いて来るのは五歳ぐらいの幼児から十やそこらのガキばかりだ。

こんなの相手に欲情するのは変態だけだ。

「わ、私も宜しいですか？」

　この声は地下で皆を引率してくれた声だ。

「お前が上手くやってくれたおかげで助かったぞ。おっと」

　十代半ばの少女が胸に飛び込んでくる。

「ごめんなさい。でも今になって私、震えが……」

　ガチガチと歯が鳴る音が聞こえる。

声が冷静だったので気が回らなかったがこの齢の娘が命をかけた修羅場を潜ったらこうなって当然か。

　抱き着いて来る少女の腰に手を回して包んでやる。

「もう大丈夫だ。お前がしなきゃいけないことはもう何もない。傷を手当てしたら、風呂に入って飯を食って寝るだけだ」

　うむ、酷い場所に居ただけあって痩せこけてはいるが体は確かに発育している。

腰のボリュームもあるし胸も十分当たっている。

まだ少々幼さが残るとはいえ……。

「あっ」

　少女が顔をあげて俺を見る。

　戦いの後は滾る。

しかも頭目に見せられた夢でレアと激しく性交したのだから仕方ない。

　抱き寄せたのは失敗だった。

小さな子なら何も感じないがこの娘ぐらい育っていると反応してしまう。

「ふふ、ムクムクってなってます」

　娘は俺の顔を見上げて口に手を当てて笑う。

怖がられるよりはいいが、後ろからの視線が冷たい。

話を逸らそう。




「で、お前らはどうしてここがわかったんだ？　秘密のまま来たのに」

　俺は『しましょうか？』とジャスチャーで聞いて来る娘の顔をタオルで拭きつつセリア達に聞く。

「書類を回収に行ったらエイギル様がいなくて。また娼館かと思いましたが匂いが王都の外に……ケフン。そこにシュバルツが戻って来たのです」

　シュバルツを褒めてやろうとしたが、得意げに鼻を鳴らしているのが気に食わないので鬣を一本抜く。

「お前らは？」

　ヤーコフに顔を向ける。

「俺は任務中に少し休息してたんですが」

「嘘です。若い娘の谷間にお金ねじ込みながら『いいだろ？　なあ一発いいだろ？』って迫ってました」

　数秒停止した後、ヤーコフが続ける。

「……休憩中に嬢ちゃんに尻を蹴飛ばされて暇なら付いて来いって訳で」

　マックも休日を利用して黒エルフの恋人と野外で愛し合っている所を強引に連れて来られたそうだ。

「目立たぬよう林の中でしていたのだが」

「声が目立ってました！　街道まで二人の声が聞こえてました！」

「なんでお前ら揃いも揃ってヤってばかりなんだ……」

　クリストフもツィーリアとピクニック中に連れ去られたらしい。

「知った顔なので反射的に連れて来てしまいましたが。ちなみにクリストフだけは手を握って微笑み合ってるだけで健全でした。逆に腹が立ちます」

　セリアが気絶したままのクリストフをポコリと蹴る。

「はっ!?　俺は大将を助けに地下に突入したはず……太陽、草原……まさか異世界──!?」

「うっさいです役立たず」

　今度は強めに蹴られたクリストフが悶絶している。

本当に何をしに来たんだこいつは。

「まあ天井担いで終わりってのはなんとも味気なかったですが」

　ヤーコフが言いながら足元にいた少年の頭をグリグリ撫でる。

少年は奴の悪人面に怯え、悶えるクリストフの脚に隠れる。

「意味は、あった」

　マックがやや浅黒い肌の少女の擦り傷を水で洗いながら言う。

少女はデカすぎるマックを前に竦み上がり、ようやく立ち上がったクリストフの背中にしがみ付く。

「ほら大将の大将とか、アゴールの旦那とか色々あっただろ？」

「ああ」

　クリストフは真面目な顔になって傍にいた少女の頭を撫でる。

少女はきょとんと顔をあげ、顔を真っ赤にしてその手に口付けした

　クリストフは二度三度首を振る。

「片手間にする話じゃねえよな！　ともかく大将は悪人じゃねえってことだ！」

　なんだその締め方は。

「随分遅くなったが今晩にでも少し話すか」

　俺がそう言うとクリストフは真っ赤になった少女を肩に乗せて小さく頷いた。




　少しばかりしんみりした余韻を残念ながら壊さないといけない。

「一番濃いのはどこ行った。姿が見えんぞ」

　さっきまで咆哮していたゴツイのが居なくなっている。

不本意この上ないが、助けられたのだから一つ礼を言おうと思ったのだが。

「実はあの人呼んでないんです。ここに到着したらいつの間にか横に居たんです」

　何から何まで非常識な奴め。

「ふはははは！　どうした漢よ!!」

　ギルドレスがぬっと現れる。

腕の中に鎧を着た女を抱えている。

「うむ。奴らの仲間が崩落に紛れて逃げていたのでな。ひとっ走り捕まえて来たところよ！」

　女は観念したのかどうにでもしてとばかりに力を抜いてぶら下げられている。

　俺は周りの騎士共を睨みつけた。

　突入してつっかえて敵を逃がし、崩落の時はガキも俺も置いて遁走、更にはこっそり逃げた奴にも気づかないとは。

　頭目を引きずっての脱出で疲労困憊して倒れ込んでいるレベッカの尻を引き寄せ、ぴったり服の上から肛門部分に人差し指を押し込んでやる。

「んっ！　ああっ」

　想像以上に色っぽい声が出た。まさか好きなのか。

「北にお前の漢気を感じたものでな。しかもそこの娘が必死の形相で駆けて行くではないか。ならばついていくしかあるまい」

　俺の匂いを辿るセリアも大概だが、ギルドレスはその上をいく意味不明だ。

漢気なる得体の知らないものなど出しているつもりはない。

「でも尾けられていないか警戒していましたから、街道を馬で追って来たら気付くはず……え？　馬が無い？　まさかシュバルツに乗ってる私に走ってついてきたんですか!?」

「漢は馬になど負けん。無論ここもな」

　セリアが悲鳴をあげ、シュバルツが聞いたことのない妙な声で嘶いた。

　こいつとまともにやりとりすると頭が痛くなる。

「話はここまでにするか……おい能無し共、いつまでこいつらを自分の足で歩かせている。馬に乗せてお前らは歩くんだ」

　一列になって精悍に行軍するアホ共に怒鳴る。

あれだけ不手際を連発したのだから文句など言わせんぞ。

　ぐったりと馬の背にしがみついているレベッカだけは容赦してやろう。







　──数日後。とある砦　地下牢。

「ぎゃぁぁぁぁ!!」

「知らねえ！　もう知らねぇ!!　いぎゃぁぁぁぁ!!」

　おぞましい悲鳴を聞きながら地下への階段を下る。

捕縛した奴らを取り調べて……まあ拷問だな。

　本来愉快なものではないが最初に地下を見て置いて良かった。

憐れむ気持ちが微塵も沸かない。

「吐いたか？」

「それなりに」

　俺を迎えたレベッカは冷酷な目をして淡々と言う。

今ばかりはぴったり服も着ていない。

手には見たこともないようなおぞましい道具を持っている。

「これは固い器に穴を開ける道具。これは器を開く道具。これは食べさせるスプーンです」

　考えないことにしよう。

さて成果はあったのか。

「幹部クラスも捕縛出来ましたのである程度情報は揃っています。しかし確証を得るには……」

「頭目に吐かせるのが一番だ」

　レベッカは頷いた上で眉を寄せた。

「しかしいくら激しく責めても自分の名前すら言いません。おまけに目を見た拷問官が突然泣き喚いて廃人になってしまう始末です。魔眼……だと思いますが、私も書で知っているだけで実際に見るのは初めてですので断言はできません」

　魔法使いは希少だが、国家単位で見ればそれなりに数はいる。

だがほとんどが火、風、水などだ。

相手の心に干渉するような魔法など聞いたこともない。

「目を抉ろうかとも思いましたが魔眼ですから常人と同じことをして良いのかどうか。下手に触って死んでしまえば全てが水の泡です」

　レベッカと共に特別厳重に鍵をかけられた部屋に入る。

　部屋の中心に厳重に拘束された頭目が座らされており、目には真っ黒な布がグルグルと巻かれていた。

万が一にも目を見ることがないようにだ。

「来たか悪魔よ。仲間とは上手く和解できたか？」

　俺はなるべく無反応を装いながら頭目に近づいていく。

「おう。少なくとも腹を割ってしっかり話せた。互いに異論はあっても勘違いはもう無い」

　すると今度は頭目の顔が不愉快そうに歪んだ。

「大人しく全部吐け。そうすりゃ楽に死ねるかもしれんぞ」

　助命の選択肢はない。

こいつらに与えられる最大の恩情は苦痛の少ない死までだ。

　頭目はククと嫌な笑い方で応える。

「お前は自分がどんな死に方をすると思う？」

「知る訳ないだろ。アホかお前は」

　椅子を一つ持って来て頭目の前に腰かける。

無駄話の中でポロっとしゃべってくれないだろうか。

「ふ、ふふふ……俺には見えている。全部見えている。お前の死が！　恐ろしい死が!!」

「精神操作だけじゃなくてまさかこいつ──」

　絶句するレベッカをよそに俺は溜息を吐く。

「そりゃ生きてるんだからいつか死んで当たり前だ。永遠に死なないってなら異常だから教えてくれ」

　死なないなんて言われたら心当たりの二人を問い詰めないといけない。

「近しい者、愛する者の裏切り、そして孤独な死……ふ、フハハハハ!!　お前に相応しい最期だ!!」

「おお怖い。残りの人生を有意義に生きたいからさっさと話せ」

　見れば頭目の両手足の爪は全て剥がされている。

これだけやられてもゲラゲラ笑える根性だけは大したものだ。

それとも既におかしくなっているのか。

「故にお前はここでは死なない。ただ俺を逃がすだけだ」

　奴の目が光った。

黒い布で巻かれた眼球が見える訳がないのに脳内に直接光っているという情報が伝わって来る。

「俺の力を、我が呪いをこのような布一枚で防げるなどと思うなよ！」

　顔を覆っていた黒い布が青く燃え上がり顔が露わになる。

　レベッカの悲鳴が遠く聞こえる。

「まさか今まで大人しかったのは!?」

「お前や拷問官ごときを操っても駆けつける兵に押し包まれて諸共殺されよう。だがお前を手中に収めれば手は出せまい！　さあ──野獣となれ。目の前の女を襲い砕け！」

　脳内に声が響く。

　俺は野獣、そう野獣だ。

目の前にはレベ──いや女がいる。

「分かった。襲わねばならない」

「ちょ、ちょっとは抵抗して下さいよ！　まーた即掛かりじゃないですか!!」

　悲鳴をあげながら後ずさる女。

「襲え!!　バラバラにしろ!!」

　襲うとは殺すと言うことか。

いや待て、俺は野獣だから女は襲うが殺すことはあり得ない。

つまり襲うとは男根を挿入することだ。

　股間がムクムクと勃ちあがっていくのがわかる。

「どうしてそうなる！　殺せと言っているのだ！」

「それはできん」

　脳内に響く声の調子が乱れて何をして良いかわからなくなる。

その一瞬の隙にレベッカが転がるように部屋を出て外から鍵をかけた。

「……逃げられてしまった」

「アホ！　間抜け！　もういいともかく俺の拘束を解け！」

　脳内に命令が響く。

　拘束を解く？

この頭目は年端もいかない女を辱め苦しめた悪党、そんな奴の拘束が解けるものか。

「それはできん」

　はっきりと言い切る。

「な、なぬ!?　なら壁を突き破ってさっきの女を捕まえろ！　お前の怪力なら出来るはずだ！」

　それならと壁の方を向くが考え直す。

もう一人の声がしたのだ。

「寝坊しました！　何があったんですかレベッカさん！」

　セリアだ。

こんな分厚い壁を叩き壊したら向こう側にいるレベッカとセリアが怪我をするかもしれない。

「それもできん」

　これも断る。

「なんでだ！　抵抗力〇、一瞬でかかった癖にどうしてこんな簡単な命令に抵抗する！　なら何ができると言うんだ！」

「俺は野獣だ。女を襲って種付けする。女、女が欲しいぞ」

　壁の向こうでセリアとレベッカがヒソヒソと話している。

「ちょっと本当に意味がわからないです。何があったんですか？」

「だから魔眼が予想より強力で陛下が簡単にかかってしまって……女を襲う野獣に」

「いつもと同じですけど」

　本当は扉の向こうのレベッカとセリアに種付けしまくりたい。

だが鍵をかけられているし強引に突き破れば怪我をさせてしまうから出来ない。

「だが俺は野獣だ。女を求める野獣なのだ」

　周囲を見回すが他の女が居るはずも──。

　俺と頭目の目が合う。

「……なんだ」

「お前は……男？　いや女？」

　中性的な顔だ。

野獣と化した頭では今一つ判別できない。

　俺はよりはっきりと確認するため拘束されたままの彼？　彼女？　に一歩ずつ近づいていく。

「男だろうか……いや女にも見える……胸はないが筋肉もない……ううむ」

「おい嘘だろ！　ふざけるな!!」

　もがくそいつを観察したがどうにもわからない。

もう本能に従おう。

「女だ」

「止めろ馬鹿！　解除、中止だ！　お前は野獣ではない！」

　脳内に悲鳴のような命令がこだまする。

「いや、俺は野獣だ」

「なんでそこだけ強情なんだ！　気絶しろ！　寝ろ！　死ね！　うわぁぁぁぁぁ!!」

　そこから先は良く覚えていない。













「頭目が全部吐きました。北部西部の大拠点と中小拠点に隠れ家、協力者から賄賂を贈った相手まで完璧な情報が得られました」

　レベッカが満足げに頷いている。

「西部の拠点は河沿いの洞穴を利用したものでした。イヴァンナさんの艦隊の砲撃と共に歩兵隊が急襲……ただセクリト……あの女が陛下の名前を勝手に使って滅茶苦茶したようです。奴隷の檻に捕縛した組織の奴らを放り込んで殺し合わせ、一人残ったところに油を流し込んで火をつけたとか……指揮官からさすがにやり過ぎだと報告が来ています」

　セリアがぷんすか怒っている。

セクリトは相変わらず無茶をする。暇だったんだろうな。

「おまけに組織の下っ端少年を勝手に連れ帰ったそうです」

　やりたい放題とはこのことだ。

「北の方は最寄りの部隊である北部国境警備隊、レオポルト卿の部隊に知らせたのですが……使者が持ち帰ったのは命令受託ではなく命令完了の報告でした」

　レベッカの言葉に俺は思わず笑ってしまった後、顔をしかめてつまらなさそうに『そうかと呟く』。

レオポルトは俺に疎まれて左遷され、二度と日の目を見ることは無い。そういうことになっている。

　オナゴスキー名義で美味いものでも送ってやろう。




　万事上手くいった。

子ども達の治療も終わったと聞いたし安心して帰れるな。

「でもどうして頭目……いや【ミュテク】の奴、急にペラペラ話しだしたんだろうな。奴の変な能力のせいであんまり覚えていないんだ。名前もいつ聞いたのか覚えてない」

　レベッカとセリアがフイと目を逸らす。

答えにくい質問ではないと思うのだが。

「じ、情報を得ましたからもう奴らは用済みです。吐いた者は楽に、吐かなかった者は見せしめにして処刑します」

「当然だな」

　助命するには罪が重すぎる。

まして男のゴロツキなど救ってやる意味もない。

「頭目も当然処刑に値するのですが、例の魔眼──精神に作用し、予知の真似事まで出来る希少性を考えると今しばらく生かして研究すべきとの意見が出ております」

「ん、好きにしろ」

　生かすと言っても減刑とはとても言えない。

むしろ一思いの処刑より苦しい生となるだろう。

奴はそれだけのことをした。苦しみ抜いた末の死も残酷すぎるとは言えない。

「ま、最後に素直に吐いた部分だけは認めてやる。顔を見て行ってやろうか」

「それがかなり深い裂傷を負っておりまして」

　そうか。なら無理に会うまでもない。

それだけの仲でもないしな。

「「ヒソヒソ……チラチラ……」」

　二人してさっきからなんだと振り返って思い出す。

「そう言えば幹部を一人逃がしていたな」

　俺達を招き入れ、ある意味で組織崩壊の原因となった男アルドだ。

　行動を起こす直前に去って捕縛を免れた。

騎士達も奴の姿は見ておらず、急襲したどの拠点にも居なかったそうだ。

「さすがにもう連邦か、帝国か、蛮族の土地か……手の届かない所に逃げているでしょうね。残念です」

　レベッカが唸る。

「俺達を招き入れておいて自分だけ逃げおおせるとは幸運な」

　言ってからふと考える。本当に幸運だったのだろうか。

　思考を切る。

ここで考えても答えがないのだから時間の無駄というものだ。

「目下の問題は股間なんだ。年齢問わず女を見るだけでそそり勃つんだがどうなっているんだ？」

　老婆だろうが幼女だろうが関係ないのはさすがに困る。

「変な暗示が残っちゃったみたいですね……」

　ともかくこれで一件落着……いや、もう一つだけ残っている。

王都に帰る前にメギスの街に寄らないと。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




南部　ツヴァイエルフィ

　互いの顔すら見えない暗闇で動く影が二つ。

「おう戻ったか。大変だったな」

「へい。計画通りまず密偵を呼び込んだんですがこいつが下手打ちましてね。次に呼び込んだ奴もまあ滅茶苦茶で……今考えてもあれで本当に潜入するつもりだったのか自信がねえんですよ」

　酒が組み交わされる。

「ちょっと予定は狂いましたが、子ども攫って売るしか能の無い胸糞の悪い奴らは一網打尽。連中が貯め込んでいた金は丸ごとこちらのもんです」

「素晴らしい。計画を完璧に遂行できるのは二流、壊れかけた計画を立て直せてこそ一流よ」

　もう一杯酒が注がれる。

「買い被りでさ。計画が狂った時のことまであんたは指示してくれてたじゃないですか」

「ははっ。謙遜のし合いはここまでにするぞ」

　男は眼前に山と積まれた金貨を眺める。

「これだけあれは一勝負打てる」

「軍隊が丸ごと買えそうな量の金貨ですぜ。これで一勝負だけですかい？」

　影ははっきりと頷く。

「おうとも一勝負だけだ。それだけでかい賭けなんだよ。あいつらを呼んできてくれ。おっと乳くり合ってたら発射するまで待ってやれよ」

「まさか。あいつら同じ部屋に居ても背中合わせて別々の方向見てるような奴らですよ。ともかく呼んできます」

　一つの影が消え、残りの一つが夜空を仰ぐ。

「かつての大望既に無く、今や手段が目的と成り果てた。しかしなんとも──」

　一呼吸おいてテーブルにナイフが突き立てられる。

「清々しい。矮小な望みなるも迷い無し。さあもう一勝負、挑ませて貰うぞ」

随分遅れてしまいました。

最後の余談的な部分を書き損ねたので次回こっそりつけます。










☆七夕ＳＰ　願いの適う日①







　ある日のこと、俺はメリッサの酌で酒を飲みながらアドルフの報告を聞かされていた。

「王都のすぐ傍で大古の神殿が発掘されただと？」

「はい。湿地を耕地に変えるべく水を抜いた沼の底から見つかりました。予定地の真ん中に出たので放置もできず、祀られているモノも分からないのでは下手に触るのも危険ですので」

　厄介なことだが俺に何か意見がある訳でも無し、いつものようにお前の好きなようにやれと言うかな。

「トリスタンさんが興味津々で現地に駆け付けました。せめて何が祀ってあるのかだけでも分かれば」

　アドルフが言い終わる前にセリアが駆けこんできた。
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　──一時間前

「ここは古代ヌーヌ文字だから……よしなるほど。これは見たことのない文字だけど宗教文字だとすれば古イーサラ文字の変型と推測して意味を取れば……多分これだね。うん、だいたい解けたよ」

　トリスタンは無数の書きなぐったメモの隣に概要を書き出す。

「ここは特定の神を祀った神殿じゃない。ざっくりとした解読だけど、分かたれた男女の神が年に一度出会える場所として作ったみたいだね。特に危険はなさそうだよ」

　トリスタンは胸を撫でおろすポルテを余所に楽しそうに続きを語る。

「更に……はは、願い事を書いて神殿の外壁に吊るせば叶うらしいね。但し『好きな相手と結ばれる』ことに関係した願いしかダメらしい。おっと、これは日付かな？　今の暦に合わせると、願いをかけるのは今夜限定みたいだ。これは面白い偶然だ」

　ポルテは安堵の表情をしつつ、内容をメモしてから立ち上がる。

「『好きな相手と理想的に結ばれる』ですか……夢みたいな話ですけれど、これだけの規模の神殿ですから何があるかわかりません。すぐにアドルフ様に報告しないといけませんね」

　自分で行こうとしたポルテを護衛として同行していたイリジナが止める。

「それなら私が行くぞ!!　馬で走った方が速いからな！　『相手と理想の関係になれる』だな!!」

　トリスタンとポルテの声も聞かずに飛び出したイリジナを神殿の外にいたセリアが止める。

「イリジナさんが王都まで覚えていられるとは思えませんので私も一緒に行きます。なになに……『異性と理想の関係になれる』ですか……またエイギル様が好きそうな」
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「──というご利益があるらしく」

　俺はセリアの報告を聞いて思わず立ち上がった。

「女を好き放題にできる神殿だと!?　けしからん、なんてけしからんのだ見分に行く」

「違います！　全然違います！　ちゃんと聞いて下さい！」

「耳から入った言葉を頭が都合よく変えちゃったんだろうなぁ」

　玉座の間を飛び出した俺をセリアとメリッサが止める。

「そもそもセリアさんの報告も本当に正確なのですか？　異性限定……メモか何か無いんですか？」

「イリジナさんが間違ってお弁当と一緒に食べちゃいました」

　玉座の間の外での大騒ぎは使用人、護衛の騎士、そして出入りの庭師や商人にも聞こえる音量で響き渡っていた。

「異性と理想の関係？　ゴクリ」

「そんな都合の良い神殿なんてある訳が……でも陛下とアドルフ閣下が話していたとなると」

「今日限定か。王都からほんの一時間、吊るすのも紙切れ一枚だけ……ならダメ元で」




　──翌日。

「結婚？　今日か？」

「はい。だからお店は昼までなんです」

　身分を隠した上でいつも通っている酒場の女主人が満面の笑みで言う。

隣には主人より十は若い男が照れながら立っていた。

　女主人は旦那に先立たれた四十路過ぎ。

年相応の外見ながらそれなりに整った顔立ちだから男を捕まえても不思議ではない。

　だが話を聞けば今日プロポーズされて即日結婚すると言う。

「なら今日はもう帰った方が良さそうだな。これは祝儀代わりだ」

　俺は代金の数十倍の金を机に置いて立ち上がる。




　酒場を出ると傍の路地で女が怒鳴る声が聞こえた。

「大人しい顔して良くも滅茶苦茶やってくれたわね！　子ども出来たらどうすんのよ!!」

「すまない!!　俺が俺じゃなかったと言うか……」

　見れば半裸の若い女が仁王立ちしており、その前に気弱そうな男が土下座している。

話を聞くと、どうやら男が酒の勢いで襲ってしまったようだ。

「責任！　責任取りなさいよ！」

「分かったよぉ」

　無理やり女を襲うのは許されないことだが、当人同士で話がついたなら俺が口を出すこともない。

しかも申し訳なさそうな男から見えない角度で女が何度もガッツポーズしている。




　更に路地を進むと男二人が女一人を挟んで何やら話していた。

男の一人は筋骨隆々いかにも逞しく豪胆、もう一人は体格に劣るが顔が良く気が利きそうだ。

「あの三人は仲の良い幼馴染だったんだが、結婚できる歳になってからはどっちが女と結婚するかで一気に仲が悪くなっちまってなぁ」

　近所の爺さんがそう漏らすのを聞きながら、はて修羅場かと聞き耳を立ててみる。

「じゃあ二人供私と結婚するってことでいいわね？　トニーは働きに出てお金を稼いでマイケルは家事をして家を支える。役割をしっかり分担してこれで三人とも幸せよ」

「「ああ」」

　何やら綺麗にまとまったようだ。

　その後も街中で結婚や交際の話ばかり聞こえて来る。

「こんな日もあるのかね」

　考えても仕方ないかと王宮に戻るつもりだったのだが。




「ぬ？」

　足が勝手に動き出す。

向かう方角は王宮ではなく、かつて使っていた俺の屋敷だ。

「不思議なこともある」

　冷静に考えれば足が勝手に動くのは異常事態なはずだが、不思議と違和感はない。

暗示をかけられたような悪い感覚もなく、むしろポカポカと温かい気持ちだ。

　旧屋敷の扉を開き、当然のようにノンナが使っていた部屋へと向かう。

「エイギル様!?」

　部屋では何故かノンナがベッドに座っていた。

　俺は早足で近づき、ノンナを抱き締め押し倒す。

「好きだノンナ。愛している。お前だけだ」

「いきなりそんな！」

　流れるように互いの服を脱がせ合い、たちまち一つになった俺達は激しく、それでいて優しく愛し合う。

　激しく攻められたノンナが倒れれば包むように伸し掛かって優しく動き、優しい動きで感じたノンナが顔をあげれば肉の音が鳴る激しい動きに変える。

　俺達は声も周りも気にせずに延々と愛し合う。

汗だくのまま倒れ込んだノンナの肩を甘噛みしながら愛を囁く。

「お前が俺の一番だノンナ。お前だけだ。ルーシィよりも上だ。お前の乳こそ全てに勝る」

「あぁ嬉しい……」




　言い終わると俺はノンナに濃厚なキスをしてからフラフラ歩いて王宮のセリアの部屋に向かった。

「ふむ」

「はっ！　はっ！　ふっ！　ううっ！」

　あれよあれよという間にベッドに入り、仰向けに寝転ぶ俺の上で全裸のセリアが跳ねている。

　普段からちゃんと鍛えているだけあって無駄な肉の無い引き締まった体が激しく上下し、その度に快楽の叫びが上がる。

「はぁはぁ……エイギル様気持ち良いですか？」

「もちろんだ」

　胸に置かれた手を両手で掴み直してやると嬉しそうにセリアが微笑む。

「私が動き続けます。最後までエイギル様を気持ち良くしますからこのまま果てて下さい」

　短い息遣いと十分に湿った音、時折聞こえる細い喘ぎが俺を高めていく。

　やがて快楽が頂点に達し、熱い塊がセリアの体内へ吹き上がると彼女はしなやかな体を反らせて大きく叫び、ゆっくりと倒れて来る。

　可愛らしい肉体を両腕で抱きながら俺は……いや俺の口が呟く。

「決めたぞセリア、今日からお前を正室にする」

　俺の口は止まらない。

「お前は俺の正室かつ宰相、そして近衛隊長だ。全部お前に任せてしまおう」

「そ、そんなエイギル様……嬉しいです！　ノンナさんに伝える手紙は私が書きます」

　セリアがギュッと抱擁してきた。




　おいおい大丈夫かと思う間もなく次はメリッサと手を繋いで寝室に入る。

「メリッサママー私弟が欲しい～」

「私は妹～」

「頑張ってね！」

　孤児院の子ども達が寝室の前でメリッサを激励している。

　俺は真っ赤になりながらもやる気満々のメリッサに乗りかかり、声を抑えながら激しく抱く。

　互いに子を望む言葉を叫びながら絶頂し、大量の種を流し込んだ途端に扉が開いた。

子ども達が部屋に雪崩れ込み、嬉しそうに花びらを撒いて喜んでくれる。

「なんだこりゃ」




　種をうち込まれた胎を子ども達に撫でさせるメリッサを置いて俺はそのままメルの部屋に行く。

「誰だお前は！」

「え？　メルですよ。ここは私の部屋ですから」

　確かにメルと同じ服を着て同じ顔つきをしてはいるが、何故かとても若く見える。

体格も特に変わらず、目元の皺もいつも通りだが理由なくとんでもなく若く見えるのだ。

「そんな若い顔をして何を言う」

「本当にメルです！　もしかしたら化粧品を変えたから……ああっ！」

　俺は詰問しながらメルもどきの服を剥ぎ、ベッドに押し倒す。

「化粧品でこんなに若くなるものか。まるで二十歳、いや十代……まるで抱くのも躊躇するような幼女じゃないか！」

「ああそんなぁ！　若くなり過ぎてエイギル様にわかって貰えないなんて悲劇です!!」

　満面の笑みで泣きながら俺に好き放題されるメル。

そして行為が終わると俺はうつ伏せになった彼女にシーツをかけて立ち上がる。

「これほど若いお前はもう俺の妻ではない。これからは娘として扱う」

「そんなぁ……うぅ私が若すぎるからってそんな……酷いですよぉ」

　シクシク、クフクフと泣くメルを置いて部屋を出る。

　さすがにおかしいとは気づいているが体が勝手に動くのだ。

しかも邪悪な気配が微塵も無い。

感じるのは悪意害意ではなく、好意と優しい気配だけだ。




「ぐ……ぐぉ……」

　などと思っていたら突然声が出なくなった。

見れば廊下の向こうからカトリーヌが歩いて来る。

　彼女は俺の前まで来るとバッと服を脱ぎ捨てた。

　俺は寸分の迷いもなく獣の咆哮をあげて襲いかかり、互いに血が出るかと思う程激しくカトリーヌを抱いた。

　その後もカーラを使用人を集めた大広間で犯し、レアを縄うって辱めながら犯し、人語がしゃべれなくなってしまったグレーテルを犬小屋に連れ込み困惑する番犬達の横で後ろから犯し、ミレイと何故か肉体労働を一緒にした後、汗だくのまま愛し合った。

「何が起こったのか分かって来た」

　勝手に動く体に流されながら、俺は笑う。

何しろ先程目にした言葉とまったく同じなのだから。

「一大事！　マイラ様御謀反です！　旧トリエア王家の復興を掲げ、セクリト様、アリス様も加担している模様！　王都傍の砦に立て籠っています！　敵兵力は……特に無いようです」

「あの願いはそうなるのか」

　俺はデュアルクレイターではなく、刃の無い演習用の剣を持って颯爽と鎮圧に向かうのだった。
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ノンナ（圧倒的Ｎｏ１）カーラ（大広間露出）メル（幼女）セリア（正妻兼宰相兼近衛隊長）

カトリーヌ（野獣二匹）メリッサ（子ども達の祝福）ミレイ（汗まみれ）レア（縄）グレーテル（犬）

マイラ（反乱軍の女騎士）セクリト（反乱軍の女戦士）アリス（反乱軍の女魔法使い）

マルスリーヌ（反乱軍の王妃）ステファニー・ブリジット・フェリシー（反乱軍の王女）

まさかＳＰさえ一話で終わらないとは……。

続きはいずれ適当にあげますｗ

明日一九時には本編の次話を更新予定です。










第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑧　余の顔に覚えがないか







　俺はセリアの持って来た服に着替えてデュアルクレイターも担いだ上でメギトを再訪した。

もちろんマックやヤーコフも相応の軍装だ。

「俺だけ無いんだけど……」

「戦ってもいないのに壊すのが悪いのです。鎧の予備なんてないです」

　例外はクリストフで階段から落ちた時に鎧も剣も壊れ、ついでに馬にも逃げられて肌着姿で走っている。違和感なく下僕に見えるので支障はなさそうだ。

「町への出入りは代官様の……」

　前回は賄賂を要求してきた門番が震えながら何事か言おうとしたが、一睨みすると慌てて門を開き、その場に跪いてしまった。衣装の力はすごいものだな。

　俺達は一直線に代官の屋敷に向かう。

　見張り台にいた衛兵が転がるように先行したので代官も俺の来訪を知るだろう。

ほんの数分でどう整えて来るか。




「い、偉大なる陛下がこのような片田舎にご来訪下さるとは光栄の極み！　しかしながらあまりに急でありますれば歓待の準備もままならず……」

　屋敷に入るなり代官本人と家族全員、そして騎士たる警備隊長までが玄関に並んで跪いていた。

隊長は前に見た通り鍛えられた体格、代官はイメージ通り腹の出た、いかにも悪だくみしそうな面貌だ。

「構わん」

　短く言ってから代官と目を合わせてみる。

すると何も言っていないのにカタカタと震え始め、滝のような汗を流し始める。

あれだけの捕り物の話が代官にも伝わっていないはずもない。

「用件は分かるな？」

「ヒッ！　まさかお任せ頂いた領地にあのような不貞な者どもが蔓延っているとは思わず！　こ、このようなことが二度と起こらぬように全力をもって──」

　まあそう来る。

悪漢共が領内に蔓延っていたのは代官にとって失態だが、所詮は地下に潜った犯罪組織で彼らが王国に直接の害を成した訳でも無ければ他の貴族に迷惑をかけた訳でもない。

　ただ哀れな平民の子どもが苦しんだに過ぎない。

ならば反省と忠誠を誓い、大目に税を上納すれば見逃されるのではないか。

そう思っているのだろう。

　間違いではない。

慣例からすれば、これぐらいは『ちょっとした失態』扱いで代官の地位を剥奪するほどのことでもない。

　もちろん俺が慣例に従う必要もないのだが、今回はそんな議論すら不毛だ。

「おかしいな。俺の思っている謝罪と違う」

　俺はそう言い捨てて右手をサッと前にかざした。

　かっちり服を着たレベッカが脇をすり抜けて代官の前に立つ。

続いて俺の股下を潜り抜けてセリアが更にその前に出る。

「代官クロマーク！　陛下から領地を預かりながら犯罪組織に与するとは何事か！」

「悪しき金で私腹を肥やし、領民を苦しめた罪はあまりに重い！」

　ババンと二人が台詞を決めたが、これで申し訳ありませんでした～とはなるはずもない。

「お待ち下され！　悪漢共の暗躍を許した失態ならばいくらでもお詫び致します！　されど悪事に与した、賄賂で私腹を肥やしたと言われては黙ってはおれませぬ！」

　代官もババンとばかりに立ち上がる。

まあこっちを認めたら吊るされる以外の選択肢がないから認める訳ないわな。

「微塵も身に覚えがないこと！　咎めるならば確たる証拠をお示し頂きたい！」

「捕縛した者共から貴様と衛兵隊長が組織と懇意であったと証言は取れているのだ！」

　レベッカがずいと一歩前に出る。

「十年に渡って乱も飢えも出さなかった私より無頼の悪漢の放言を信じると言われるか！」

　代官が一歩押し返した。

予想よりやるじゃないか。

「証拠など無くとも陛下がそうとおっしゃっている！　大人しく観念するのです！」

　セリアがドンと数歩前に出る。

「ならば結構、ご処刑下され！　但し罪状には陛下のお気に召さぬからとお書き下さるように!!」

　代官がセリアを数歩押し返す。

　別に気に食わない罪で処刑しても結果は同じなのだがそれでは収まりが悪い。

　俺は静かに二人を制して前に進み出る。

「余の顔に見覚えがないか？」

　代官と警備隊長を正面から見据える。

　いつか見た劇のようだ。

二人は俺が町に居た無頼の一人だったと気づいて驚愕し腰を抜かして観念する。

そして一件落着となるのだ。

「は、存じております。戴冠式の末席にお招き頂きました故」

「私も主に同行の上でお顔を拝謁致しました」

　二人はあっさり認めてから首を傾げる。

思っていたのと違う。

「ならば、この王印を見よ!!」

　セリアの胸元から取り出した王印を突き出す。

「「ははぁ!!」」

　二人はひれ伏すが、特にそれ以上のことはない。

おかしいな。

「陛下、陛下、潜入した時に代官とは顔あわせてませんよ」

　レベッカが耳元で囁く。

そう言えばそうだった。

「今のをやりたいなら無頼の姿のままでやらないと。王様の恰好で見覚えはないかと言われても王宮で見ましたと言われるだけです。それに王様が王印持っててもなんの不思議もないです」

　セリアが耳元で囁く。

色々間違えてしまったようだ。

「それで陛下、証拠はおありでしょうか？」

　代官が平伏しながらもはっきりと言う。

「ええいもう良い！　レベッカ！」

　俺はレベッカを抱き寄せると勢いよく服を剥ぎ取り、大股開きにして抱え上げる。

「ぎゃあああ!!　なにするんですか!!」

　レベッカは黒い正装の下にいつもの膜のようなスケベ服を着ていた。

　代官は呆気に取られた顔をするのみだったが、衛兵隊長があっと声をあげて立ち上がる。

「お前はあの時の淫乱女とスケベなゴロツキ!?」

「お前馬鹿者！」

　衛兵隊長は慌てて手で口を塞ぐが手遅れだ。

「いかにも。賄賂で町に入ったゴロツキとドスケベな服を着た淫乱女を忘れてはおるまい！」

　今度こそ決まった。

レベッカに太ももを抓られながら俺はドンと足を踏み鳴らす。

「俺の目と耳こそが何よりの証拠、最早言い逃れは聞かん。神妙にせい！」

　がっくりと肩を落とす衛兵隊長と失神してしまう妻、娘は泣き出してしまい、縁戚らしき男は呆然と床に崩れる。

　そんな中、代官本人だけは俯いたまま震えが徐々に止まっていく。

「認めましょう陛下。奴らを見逃し、賄賂を取って私腹を肥やした……私は悪漢にございまする！」

　代官は跳ね起きるなり走り出し、壁に掛けていた剣を手に取る。

「悪漢なれば陛下に刃を向けることなんの抵抗がありましょうや！　少数で来たのが運の尽き!!」

　おお、そう来たかと俺は思わず笑ってしまう。

「者共出合え──!!　ここに居るは陛下の名を騙り王印まで偽造した不埒者！　討ち取ってしまえい！」

　ワラワラと警備兵が集まって来る。

「陛下の偽物だって？　でも町の外に護衛隊いなかったか？」

「俺は南ユーグリア戦争で本物見たことあるんだが。あれ絶対本物……」

「俺来月子供が生まれるんだ。乱戦になったら逃げるわ」

　セリアとレベッカ、マックにヤーコフが衛兵の集団に飛び掛かる。

「エイギル様に牙を剥くなら議論不要！　やりやすいです！」

　床を擦る低さで振り抜かれたセリアの剣が衛兵の踵を抉る。

一回転して倒れた喉に剣が突き込まれ、ぐるりと回して止めがさされる。

「結局最後までこうですか！」

　レベッカが両手で短剣を投擲するが勢いは無く簡単に弾かれる。

だが同時に投げていた複数の毒針が顔面に突き刺さり、衛兵は凄まじい悲鳴をあげて床をのたうつ。

「証拠だなんだと言い出した時はつまらん遠征だと思ったが締めはこれか！　やっぱ大将の傍は退屈しなくていいぜ！」

　ヤーコフが二人同時に繰り出される穂先の片方を剣で跳ね上げる。

もう片方は体に届くが角度が浅く刺さらない。

「試合とは違うぜ。当てりゃいいってもんじゃねえんだよ！」

　ヤーコフは距離の詰まった衛兵の腹を剣で薙いで掻っ捌き、槍を跳ね上げられたもう一人の髪を掴んで床に叩きつけ、後頭部を鉄の軍靴で踏み付けた。

「──」

　マックが襲い掛かる衛兵の脳天に戦斧を叩き込んで腹の位置までめり込ませる。

　そしてクリ──

「うわぁぁぁぁぁぁ!!」

　数では劣るが最初から腰が引けた衛兵相手に遅れは取らない。

　そんな中、俺は代官本人と衛兵隊長の二人と向かい合う。

普通に考えればこの中で一番の手練れは隊長のはずだ。

「鬼神ハードレット……いやしかし。やらねばどの道、ええい、きぇぇぇぇぇ!!」

　隊長が斬りかかって来る。

その斬撃は素人も含めて一〇点で評価するなら六ぐらいだな。

　十分に引きつけてからデュアルクレイターの根元に近い部分で軽く弾き、腰を入れずに軽く振り下ろす。

「ぐわっ！」

　軽い一閃で利き腕の骨まで裂かれた隊長は剣を手放し、一秒置かずに繰り出す突きが心臓を貫いて背中から飛び出す。

　二度痙攣して力を失う体を床に放り捨て、剣先を代官に向ける。

「儂とて若かりし頃は一角の武者。武芸大会では三回戦に進んだ強豪相手に善戦したと自称する男よ！」

「待て、それは凄いのか？」

　長すぎて良く分からなくなった。

まあいいか。

「参る!!」

　音声をあげてから来るとは悪漢ながらそこだけは認めよう。

　両足を床から離して飛び掛かる代官の剣をあえて正面から受け止め、腰を屈めて力任せに跳ね飛ばす。

　宙に浮いた代官は慌てて着地体勢を整えるも俺の方から一歩踏み込み、デュアルクレイターを縦に一閃、奴が着地すると同時に落ちていた剣を拾って代官の家族、娘の顔ギリギリに投げつける。

「ひっ！　きゅう……」

　顔のすぐ傍を剣が掠めた娘はそのまま卒倒、数秒遅れて剣を構えたままの代官の喉から股下までが左右に割れてほとんど全ての臓腑が床に垂れ降りた。

「娘にこれを見せつけるのはな」

　俺は血塗れの剣先を家族の方に向け、縁戚らしき男二人と息子を差し示す。

「わ、私はあ奴とは縁も遠く──」

　言い終わる前に一閃して首を落とす。

「私は止めたのですが当主が言うことを聞かず──」

　こちらも終わる前に頭が割れる。

　二十歳程の息子は二人の結末を見て剣を握り、ヤケクソ気味に叫んで突っ込んでくる。

その斬撃を正面から受け止め、押し返してから肩口を両断する。

「成敗です!!」

　時を同じくしてセリアが衛兵の喉を掻き切り、他の者は武器を捨てて床に平伏した。

　俺はひれ伏す衛兵と残った代官家族の前で言い放つ。

「代官の権限を悪用し悪漢共に味方し、守るべき民を奴隷に貶めて財を成したは万死族滅に値する」

　うんうんとセリアが頷く。

「されど責任ある者既に死に絶え、最後に見せた男気の欠片不快ならず」

　セリアが可愛らしく首を傾げる。

「更に一家の妻は未だ女盛り、娘もこれから花咲く歳にて乳も大きく刈り取るは不条理」

　セリアが後ろから俺の口を塞ごうとして来る。

「よって代官職は解任、お家は取り潰し！　一族の女は王都にて不名誉烙印の上で軟禁、俺の子を二人産んだ後に自由の身とする」

　まとわりつくセリアとレベッカを搔き分けながら息を吸い込み。

「これにて一件落着!!」

「「もーーー!!」」







　決着がついてから代官家に護衛隊とレベッカが集めた騎士達が踏み込み、他の協力者がいないかの証拠集めや、別の不正が無かったか、などの調査が行われている。

　ちなみにこっち方面ではレベッカの部隊の方が護衛隊よりもずっと優秀で次々と隠された証拠を見つけ出していた。

　やっぱり鎧を着せたのが間違いだった。

つまり不手際の責任は奴ら自身ではなく編制した者……。

　レベッカにどんな罰をくれてやろうか、などと考えながら床を叩いているとコツンと音が変わる。

「やっぱり屋敷の地下か」

　俺はデュアルクレイターを振りかぶって床を殴り付ける。

刃は床を突き抜け、周囲が陥没して地下への階段が露わになった。

「早く行ってやらないと時間を考えればギリギリだ」




　階段を駆け下り、厳重に鍵のかかった扉を縦一閃で切り開く。

「う、う、うるさい……わね。また……拷問……？　ふ、やりなさいよ……焼くなり……叩くなり……犯すなり……好きに……」

　そこに居たのは目隠しをされ天井から両手を鎖で吊り下げられた女だった。

レベッカと同じビッチリした服を着ていたが破れたり股の部分は切り取られて見る影もない。

　全身鞭の跡と痣だらけ、指の爪は全て無く、股間からは血混じりの精液と汚物の入り混じったモノが垂れている。

　俺は何も言わずに鎖を両断し、床に溜まった汚物に落ちる前に受け止める。

「もう大丈夫だ。良く頑張った。良く生きていた」

　目隠しを外すと女は驚いた顔で俺を見る。

そして周囲を見回し、代官の兵ではないフルプレートの護衛隊とレベッカの顔を見て三十秒近く息を吐き出した後、がっくり失神してしまった。

「清潔な布と湯、それから医者と風呂だ。間に合わんかもしれんが避妊薬もな」

　俺は少々どころではなく臭う女……捕縛されていた潜入官を肩に担ぎ、レベッカに向けて一言。

「これで本当に一件落着だ」




　だが結論から言うともう一幕あった。

それは解放した子ども達のことだ。

　それなりの歳で親元から攫われた子は家に帰してやれるのだが、幼すぎて身元がわからなかったり、攫われる過程で親が殺されていたり、あるいは身内に金で売られて来たような子は返してやる家がない。

　奴隷として抱かれたり嬲られたりされるだけだった者は学どころか最低限生きていくだけの常識もなく、自由にしても女は別の場所で虐げられ、男は昔の俺みたいに野盗もどきになるしかない。

「仕方ない。まとめて面倒を見てやろう」

「つまり愛人にするんですね？」

　人聞きの悪いことを言うんじゃない。

まだ男女の区別のつかないような小さいのも居るんだぞ。

「へーか」

「へーかのあいじん？」

　舌足らずな声が続く。

そらこんな幼女みたいなのを愛人にしてどうする。

「でもほら」

　レベッカが一人の少女を俺の前に置く。

地下で皆を統率してくれた子だな。

　歳は十代半ばから後半ぐらいか。

ボロを捨てさせ、護衛隊の予備肌着を着せたせいでブカブカな胸元を気にしている。

ちらりと見える乳房はもうはっきりと膨らんでおり、腰も子を産める形になっている。

　少女は俺を見てペコリと頭を下げてから手を軽く握って来た。

「とりあえず便宜上は全員俺の愛人としておこう。それが一番上手く収まりそうだ。ところでギルドレスの奴はどこにいった？」

　あいつめまた余計なことをしているんじゃないのか。

「代官の寝室で捕まえた悪党の女を抱いてました。引き渡せと言ったのですが、もう俺の種がついているから見逃してやれと」

　レベッカの返事に失笑が漏れた。

「昨日今日抱いた女に種がついたか分かるわけないだろうが。アホかあいつは」

　セリアが不思議そうな目でこちらを見る。

「それがどう見ても膨らんでたんですよねぇ。まあ下っ端女なんて些事です。さっさと帰りましょう。これだけ王都を空けたのですからきっと戻ったら問題山積ですよ」

　嫌なことを言わないでくれよ。

アドルフが待ち構えているのが目に浮かぶじゃないか。








☆七夕ＳＰ　願いの適う日②







　反乱を鎮圧すべく俺はたった一人で敵拠点の前に立つ。

そこは王都傍の演習場にあってまさに目と鼻の先、手作りの旗がはためいている。

　相変わらず体は勝手に動くのだが、事情を理解した今となっては抵抗する必要も無いのでむしろ寝ながら動いているようで楽だ。

「ここが反乱軍が立て籠もる砦……形は一応砦と言えるかもな」

　実際には演習を視察する為のただの見張り台だが。

高官が詰めることが多いので内装も割と快適なのだ。

「良く来ましたねハードレット陛下──いえ暴君ハードレット！」

　砦に入るなり首魁マイラが俺に剣を向ける。

アリスが杖を構え、ドレスを着たトリエア母娘が後ろで毅然とこちらを睨みつけている。

「「「私達はお前のような暴君には負けない!!」」」
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「くっ殺せ!!」

　マイラは後ろから尻を掴んで腰を振る俺を睨みつけて言う。

一応口調は厳しく維持しているが目はトロトロでもう喜んでいるようにしか見えない。

　トリエア母娘はぼろ布になったドレスで身を隠しながら互いに抱きしめ合ってシクシク泣いている

全員が痛みに震えているのは何故か全員が処女だったからだ。

マルスリーヌはさすがに無理があると思ったが。

　アリスはガバガバに拡張されてしまった尻をこちらに向けて快楽の余韻に狂っている。

何故か傍の井戸からローパーが飛び出し、アリスの尻がえらいことになってしまったのだ。

「やっておいてなんだが、こんなのが良かったのか」

　俺は最後の一撃でマイラを失神させる。

　途端、また体が勝手に動き始めた。




「ハードレット様」

「旦那様」

　体の向かった先は王宮の使用人部屋。

待っていたのはリタとマータだ。

そこに問題は無かったのだが。

「いよいよなんでもありだな」

　俺は引き千切れたズボンを放り捨てる。

理由は簡単、俺の一物が２ｍ近い化け物になってしまったからだ。

「巨根は男の誇りだがこれはやり過ぎだ。せめて１ｍなら常識の範囲内だったのに」

「申し訳ありません。あぁでももう我慢が……！」

　リタが飛びついてくる。

豊満で身長も小さくないリタが丸々乗ってしまえる大きさだ。

「お前もでかいのが好きだったなぁ」

　俺はあり得ないモノを使って二人を満足させた。

（……いい加減に）




　一物は元通りになり、足はヨグリの部屋に向かう。

彼女は何を望むだろうかと思って部屋に入ると、何故か彼女の他に少年三人が居た。

　腕白そうな子とオドオドしている子、強がっているが実は少し震えている子。

タイプは違うがいずれも整った顔立ちをしている。

　三人は俺をベッドに誘い、服を脱いでキスを……。

「お前はどこに行くつもりだ！」

　体を操る力を強引に押し退けてヨグリにデコピンを見舞う。

「痛ぁ！　待って、せめて並んで立って！　目に焼き付けるからぁ!!」

（……願いばっかり）




　窓の外が騒がしい。

見ればフェルテリスが大通りを疾走している。

　その後ろから無数の男達が彼女を追いかけている。

何故かまだ大人になり切らない少年と不細工なおっさんの二種類しかいない。

（──ふざける）

　またしょうもないことをやっていると思った途端、頭の中で爆発したような声が聞こえる。

（ふざけるな人間共！　好きな相手と結んでやろうと願いを聞いてやったのに！　百歩譲って好きな相手と交わりたい　子を成したいぐらいなら良かろうが　どいつもこいつも変態みたいなことばっかり書きやがって!!　少し眠っていた間にお前らどうなっているのだ!!）

　聞こえているのは俺だけじゃないのか全ての者が驚いて周囲を見回している。

（次が最後だ！　次読む願いがまともでなかったらお前ら覚悟しておけよ！）

　頭の中の爆音が一瞬止まる。

　これはまずいぞ。

街中の人間に声を響かせるなんて尋常な存在ではなく本当に神かもしれない。

ここでヤーコフかアンドレイ辺りの下劣な願いが読まれたら世界の終わりが来てしまう。




（ツィーリアとずっと一緒に居られますように）




　爆音に近かった声が落ち着きを取り戻していく。

（そうこれだよ　お前ら聞こえたか　こういうのがいいのだ）

　視界の隅でツイーリアが真っ赤になっているのが見えた。

（人間が変態ばかりで無いと知って安心したわ　では次の願いも叶えてやろう）

　嫌な予感しかいないので耳を塞ぐ。

いや頭に直接来るから意味はないんだけどな。

（パパと激しくエッチが出来ますように　具体的にはお風呂でパパから抱きしめて来て──）

　ドカンと鼓膜が破れそうな轟音が響き、俺も含めて王都中の人間がひっくり返った。

（もう良い今年はここまで！　来年も不道徳な願いばっかりかけたら許さんからな!!）

　声に続いて晴天のはずなのに雷が鳴り響き、大古の神殿が見つかった方向で複数回落ちたようだ。

　とりあえず滅亡させられはしなかった。

しかも来年もちゃんと聞いてくれるとは結構人も良さそうだ。

「不可思議なこともあるものだ」

　傍に居たのはセクリトだった。

「そういえばお前はマイラ砦に居なかったな」

「ふん。さっきの奴の肩を持つ訳ではないが色にボケた願いをかけるようなことはせん。そも神なる者に祈るのも性に合わん」

　そう言ってセクリトはトンと俺の胸に願いを書いた紙を押し付けて来る。

「人の願いを叶えるのは人間だ。お前は誰よりも知っているだろう？」

　俺はそうだなと笑って受け取った紙を見てみる。

「決闘で私を負かしてそのまま乱暴に──」

「声に出すな」

　分かったがまずは風呂に入らせてくれ。

今日一日あっちこっちと連れ回されてドロドロなんだ。

「パパお風呂？　なら一緒に入ろう～」

「ローズか。よし一人で頭を洗えるようになったか見てやろう」

　俺はローズをひょいと腕一本で持ち上げて風呂場に向かう。

　ふと振り返るとセクリトが凄い顔でこちらを見ていた。

腹痛ならごっこ遊びは明日にするか？

　廊下の角を曲がったところで俺は懐から取り出した紙を丸めて庭に捨てる。

「神頼みはやめておいて正解だった。こんなもの読まれたら色々な意味でやばかった」

　さて風呂に行こう。

「ほう」

「これはまた……」

　窓の外から声が聞こえた気がしたが、急かすローズに腕を引かれて確かめることはできなかった。

七／一五

本編次話を本日更新予定でしたが次話に色々詰め込む予定なので延期します。

待って頂いていた方には本当にごめんなさい。










第５７０話　湯に流れゆく時①







「アドルフの奴めあれやこれやと話が長いんだ。二週間は聞き続けていた気分だ。まったく風呂で疲れを抜かんとやってられん」

　口と紙と、どこから持って来たのか大きなボードによる説明とも文句とも愚痴とも区別できないものを聞かされ続けた鬱憤を声にして吐き出す。

「長々と王宮を空けたのですから仕方ありません。でも一通り片付きましたから楽になるはずです。これに懲りたら勝手にどこかに行ってしまうのはご自重下さい」

　セリアが俺の服を脱がせてから自分もいそいそと全裸になる。

　半袖と短パンの形の日焼けに健康的な色気を感じるが、今はまず湯に浸かりたいので尻を一撫でするだけに留めておく。

「「ふいー」」

　湯に入った俺達は頭にタオルを乗せて同時に息を吐く。

座りっぱなしで凝った俺の筋肉と真面目な顔で固定されていたセリアの表情筋が緩んでいく。

「全部終わりましたねー」

「そうだなー」

　セリアは顎下まで湯に沈んでトロンと言う。

　セリアの言う通り、もうやるべきことはない。

もちろん俺が裁可すべきことは毎日あるし厄介事も頻繁に起こるだろう。

だがそれはただ対処すべきことであり、適当に処理すれば良いだけの出来事だ。

ならば『終わった』と言い切って良いのだろう。

　俺はトロンとしたセリアを脚の間まで引き寄せて頭頂部に顎を乗せる。

「わっぷ重いです。沈んじゃいます」

　もがもが可愛らしくバタつくセリアに更なる意地悪がしたくなってしまった。

「むっ頭頂部が薄くなっているな」

　もちろん嘘だ。

激務が終わった反動でつまらないことがしたくなってしまったのだ。

「はうっ！　最近の不規則な生活なせい……でもちょっと嬉しいです。今まで気を遣って言えなかったのですけど、これでエイギル様の頭頂部とお揃いになりました」

「鏡を持って来い」

　脊髄反射で立ち上がる。

「冗談です。意地悪返しです」

　俺は派手に湯船に倒れ込みそのまま仰向けに浮かぶ。

「やられた完敗だ。さあ遠慮なく足蹴にしてくれ」

「そんなことできません。だから乗らせて頂きます」

　エイギル号となり、セリアを乗せて浮かんでいると入口から視線を感じた。

　入口からこちらを覗く顔が五つ六つ……いやもっと。

「へーかがお風呂入ってる」

「じゃあ私達はダメだよぉ。出よう？」

「服を洗い場に置いて来ちゃった。すっぽんぽんで帰らないと」

　俺は扉に向けて手招きする。

セリアが俺の上で少し拗ねて乳首を引っ張ってきた。

「遠慮なく入って来い。そう言っただろう？」

　互いに顔を見合わせてからペタペタと入って来たのは女の群れ──と言っても皆少し幼いが。

彼女達は地下から救い出した女の子達だ。

「あの……えっと……失礼します陛下」

「ありがとうございますへーか」

「おふろー」

　幼いと言ってもばらつきは大きい。

もうほんの少し育てば抱けそうな娘から、まだまだ子どもにしか見えない者、まだ性別も分からない程の幼女までだ。

「えーい」

「待ちなさい！」

　湯船に飛び込もうとした幼女をセリアが空中で受け止め、床に座らせ湯をぶっかける。

「まず体を流してからにしなさいと言ったでしょうが！」

「あう……ごめんなさい。ぶたないで……」

　セリアの表情が口調がきついので脅えてしまった。

今までずっと酷い目に合っていただけに彼女達は怒声に敏感でたちまち全員が委縮してしまった。

　とはいえ言っていることはセリアが正しいのでどうしたものかと考えていると柔らかい調子の声が場を和ませる。

「ごめんねセリアちゃん」

　トテトテとやってきたのはレアだ。

「本当です。貴女の監督不行き届きです」

　レアの頬を引っ張るセリアだが言葉とは裏腹に責める雰囲気はほとんどない。

　俺は地下から助け出した奴らをレアに任せた。

メリッサが立候補したのだが、同じ境遇を体験したレアの方が良いだろうと考えたのだ。

「でもレアは優しすぎて世話係には向きません。他人を叱ることにも慣れていませんよ」

「分かっているさ」

　俺は飛び込み未遂幼女を抱き上げて足の間に入れる。

「だがしばらく……そうだな半年か一年ぐらいはダラダラ暮らせばいいさ。躾だの勉強だのはそれから、今まで散々な目にあったのだからそれぐらいでちょうどいいさ」

　俺は当然抱かれるものと目をギュッと閉じて足を開く子を片っ端から湯船に引きずり込み肩まで浸ける。

こういうことをしなくなるまでな。

　挿入されないと分かってか、幼女達が湯船を泳ぎ始め、少し育った少女達は湯を掛け合いながらはしゃぐ、もちろんセリアは睨むがレアがとりなし怒声は飛ばない。




「いいですよもう。どうせすぐにもっとうるさくなります」

　セリアは諦めたのかプーと頬を膨ませて湯船に浮いた。

レアがクスクス笑いながらセリア筏のお腹に石鹸を乗せて俺の方に押す。

　漂いながら俺の方にやってくるセリアを受け止めるのと浴場の扉が開け放たれるのは同時だった。

「ほら来ました」

「エイギル様!!」

　金切り声はノンナだ。

「実子を！　特に正室たる私が産んだ嫡男を置いて他の子を可愛がるとは何事ですか！」

「さり気なく自己主張も入れて来る辺りがさすがよね」

　隣にはカーラも……いや女達が全員いるな。

「そらいけー」

　メリッサが促すと子ども達が一斉に走って来る。

「おいおい全員か」

　助けた少女達に加えて女全員に子ども達までみんな来てしまうとは。

　王宮の巨大な浴場にはスペースの余裕こそあるが、雰囲気的にはもうハチャメチャだ。

　素早いカーラが俺の隣に陣取り、急ごうとしてすっ転んだノンナの脇をいそいそとマリアが通過する。

メル一家が賑やかに体を流し合い、遠慮がちだったリタとミティの背中をイリジナがグイグイ押す。

　グレーテルやソフィアのタオルをはぎ取ったピピがすごい跳躍で湯船に飛び込む。

　マイラとセクリトが互いの足元に石鹸を滑らせて喧嘩になり、止めようとしたミレイとルナが桶をぶつけられて乱闘に参戦、その脇をアントニオに手を引かれたカトリーヌが抜けて、ローズがパタパタ走って一直線に俺の方に駆けてくる。

　何をしていたのか目の下にクマを作っているヨグリと、本当に何をしていたのか同じく目の下にクマを作り尻を押さえてフラフラ歩いているアリス。

（天井から失礼しまーす）

　にゅっと天井からケイシーが現れる。

小脇に抱えたタオルはどうやって天井をすり抜けたのだろうか。

「ん、騒がしいのう」

　服を着たまま浴場に入り、さも当然のように両手を広げて侍女に服を脱がせるフランティカ……態度からして中身はネイシャか。

「私は服着たまま入るからな！」

　ナーティアは湯浴み着の胸元を死守したまま湯に入って来る。

「もう全員入って来い」

　俺は両手を広げて何でも来いと促した。

　顎まで湯に浸かりながら薄目を開いて周囲を見渡す。

　泳ぐ俺の子ども達、何やら話したり言い合ったりする俺の女達、遠慮がちに縮こまってしまった孤児達もメリッサがとりなして遠慮がちに輪に加わる。

　俺は浴槽の真ん中で両手両足を開いて目を閉じる。

両手に花どころか周囲は花畑、いっぱいの蕾もいずれは開いて花となる。

「これからは毎日こうやってだらだら暮らせばいいのか」

　セリアが俺の顔に温めたタオルを乗せてくれる。

気持ち良い上に視界が塞がって眠気が襲ってくる。

　子ども達の高い声も耳障りには聞こえない。

あえて言うならマイラとセクリトの乱闘は少しうるさい。

「おお漢よ風呂に居たか！　むん、これは見事な花畑、一輪二輪借り受けて──」

　聞こえてはいけない声と何十もの女性の悲鳴が重なる。

　アナスタシアが変態の足元に石鹸を投げ、バランスを崩した奴をセクリトとマイラが転倒させる。

「排出です!!」

　手で体を隠したセリアの号令で子ども達が倒れたギルドレスを一斉に押す。

馬鹿みたいに筋肉のついた重い体も磨き抜かれた風呂の床と石鹸の泡のおかげで簡単に滑っていく。

　押しているのは年端もいかない幼女、まさか払いのける訳にもいかずギルドレスはそのまま押されて、湯を流し出す排出口から外に放り出された。

「ぬぉぉぉぉ!!」

　でかい図体は一度ひっかかるも、女性陣の総攻撃によって遂に外れ流されていく。

　悪は滅びた。

これで安心して……眠れる。
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「エイギル様、エイギル様。寝ちゃダメです」

「む、セリアか。美人になったなぁ」

　顎下を撫でる。

「ごろごろ……もう寝ぼけないで下さい！　体を洗うので湯から上がって下さい」

　はしゃぐ子どもに歓談したり言い争ったりする女達、いつかの光景とまったく一緒で思わず時が戻ったような感覚に襲われた。

「もう三年になるか」

「はい。だらだらと言う割には忙しかったです。南部大反乱に都市国家群との衝突……エルフ紛争も大事でした。ギドのスカポンタンもそろそろ反省したかもしれませんね。後は……オルガ連邦からの訪問要請、本当に蹴って良かったのでしょうか？」

　本当に様々な、あるいは百年単位で語り継がれる出来事もあっただろう。

だがここの平和、少なくとも女達の身が危険に晒されることはなかった。

ならば色々あったで纏めてしまって良いだろう。

「色々あったが俺がひっくり返した時よりも悪くはなってない。それだけは確かだ」

「後はマイラさんが無職になったことぐらいですか」

「違います！　おめでたいことです！」

　割り込んできたマイラの下腹は大きく膨らんでいた。

「戦い後のテンションに任せて孕むなんて……」

「うぅ、陛下ならあと一突きぐらい耐えてくれると思ったのに引き抜く前にドバッと……」

　要は直前で抜いて外に出すつもりが間に合わずに孕んだのだ。

「ははは、すまんすまん」

「後は……」

「ワンワンのお姉ちゃん」

　セリアの言葉を孤児の一人が捕捉する。

言葉を向けられたグレーテルはキッと睨んだ後、真っ赤になって顔を覆った。

もちろん彼女の胎も膨らんでいる。

　簡単に言えば深夜に中庭で犬の体位で交わっていたのだがたまたま一人に見つかり、ワラワラと子ども達が出てきてしまった。

それに気づいた時には既に絶頂が近く止められず衆人環視の中で発射、グレーテルは羞恥のあまり犬のように遠吠え、その種で見事妊娠したのでワンワンのお姉ちゃんになってしまったのだ。

　そこににゅっと影が落ちる。

割り込んで来たのはノンナだ。

傍に来た途端、むんと色香が漂う。

　ノンナはこの三年で怒られることを覚悟して言えば、いやらしくなった。

元々圧倒的な美貌だったが、外見に僅かに残っていた子供っぽさが消え、純然たる美女として完成した。

「乳も柔らかさが増して触れば包み込まれるようだ」

　ふふんと両手で胸を持ち上げるノンナ。

「垂れて来ただけじゃないの？」

　そして茶々を入れたカーラと取っ組み合う。

こうなると十代の頃のままだな。

　他の者も皆少しずつ変わっている。

　レアは孤児達のリーダーとして少しだけ度胸がついてきたし、メリッサは完全に肝っ玉母さんになり、セリアは可愛い。メルはなんとか踏みとどまっている。

「年齢的にもう毎日が綱渡りなんです。一日でもケアを怠ると肌が……髪が……若さが欲しい……」

　悔しげに俺の胸を叩くメルを笑いながら撫でる。

あとは……ピピも既に大人の歳だろうにどうして股と脇の毛が一本も生えないのか。

メルは三日も放置すれば盛大に──。

「年増を追い打って楽しいですか!!」

　乳首を抓られたのでこの話はここまでにしよう。




　子ども達も変わってきた。

　特に男児は体がメキメキ大きくなっていく。

まあ小さい頃から環境も飯も滅茶苦茶な俺がここまで大きくなったんだ。

同じ血で肉に魚にと腹いっぱい食べて訓練までしているこいつらが育たないのはあり得ない。

「パパ～。私も洗うねー」

　唯一俺の血が入っていないのはカトリーヌ前夫の子ローズだが、彼女が一番俺に懐いてくれているのは父親冥利に尽きる。

「見て見てパパ、最近おっぱい膨らんで来たんだよ」

　俺の手をとって胸を触らせるローズ。

確かに小さいがはっきりとした膨らみを感じる。

「そろそろお風呂も分けないといけないね……。みんな美男に美女だから間違いが起きちゃうよ。特にうちの子は男女のうんぬんしっかり知ってるしね。エイギル様がそこら中でしてるから隠せないし」

　メリッサが若干残念そうに言う。

家族全員で入る風呂は彼女の最も楽しみにしている一時なのだが。

「まだまだ子どもだ。もうしばらくはいいだろう」

　ローズは膨らんだ胸が嬉しいのか泡を乗せて自分の体で俺を洗ってきた。

カトリーヌは微笑ましい目、アントニオは鋭い目で俺を見て来る。

「痛いぃぃ！　アナが踏んだー！」

　泣き声に全員が振り返るとバルトロメイが足を押さえて泣いている。

さっきまでアナスタシアとじゃれていたはずだが……どうやら取っ組み合いで負けかけたアナスタシアが踵で爪の先を踏み付けたらしい。

　泣きじゃくるバルトロメイから数秒遅れてアナスタシアも泣き出す。

こちらは嘘泣きなのだが、本気で泣くバルトロメイよりも泣き方が上手いのでマイラやセリアも困惑してしまっている。

「ふふ、これは先が思いやられるな」

「ハードレット家の跡継ぎが喧嘩で泣かされるなんて何事ですか！」

　セクリトに笑われ、ノンナから理不尽な叱りを受けてギャン泣きしてしまうバルトロメイ。

俺はその横で周囲を窺いながら泣くアナスタシアの肩に手を置く。

「お前は明日みっちりトリスタンから歴史の授業だ」

「げっ」

　アナスタシアの泣き声が止まり、素早く手のひらに金貨が乗せられる。

「俺に賄賂が利く訳ないだろ。流れるような動きで買収するのを止めろ」

　バルトロメイ以上にこいつが心配だ。

いや逞しいから逆に大丈夫なのだろうか。

　アナスタシアは泣き真似を止め、溜息を吐きながら湯船に向かう。

そして忌々しげに振り返って一言。

「お父様こそ私達の前でお股をそんなにするのはどうかと思いますけれど」

　それで自分の股に目線を降ろす。

なるほどそそり勃っているが、娘の裸を見て興奮するような変態ではないぞ。

「愛する妻達が裸でいるのに勃たないはずがない。お前達ももう見慣れているだろうに」

　笑いながら振り回すとアナスタシアに石鹸を投げられる。

「確かに慣れましたけどちょっと大きすぎませんか？　真っ黒だし先っちょなんて私の握りこぶしより太いし、蔦みたいにびっしり浮き出てるの血管ですよね。どれだけ沢山血を送りたいのですか」

「実はまだ奥の手があるんだぞ。最近できるようになったのだが腰に力を入れてこう……ふん！」

　気合いの声と共に全面に浮き出た血管が盛り上がり、男根が二回り太く膨張する。

新たに開発した新技だ。

「うわぁすご……」

　後頭部に衝撃を感じて振り返るとメリッサとノンナから同時に桶で殴られたようだ。

「こどもに何見せてるの馬鹿!!」

「娘に一物自慢する父親がどこにいますか！」

「すまん。昨日久しぶりに出た暗殺者の毒ナイフをこの技で弾いてな、ちょっと調子に乗っていた」

　アナスタシアは首を振りながら溜息を吐く。

娘はある程度の齢になると父親を嫌うと言うがこれがそうだろうか。

むしろノンナより俺に懐いてくれていると思っていたのに。

　それに比べてローズは逆に近寄って来る。

息が荒いのと目の焦点が合っていないのが気になるが。

　俺の腹に手を置き、何故か口を開くローズ。

アントニオが慌てて駆けだそうとした時、風呂場の扉が開く。

「漢よ。風呂を借りるぞ」

「ええい王の癖に無断で来るな。そして当たり前のように後宮の風呂に入って来るな！」

　女達が一斉に手で体を隠してしゃがみ込む。

　妻と娘達を守るべく、俺は嬉しそうに迎え撃つギルドレスへ襲いかかる。
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「いたたた……」

　俺は股間を押さえて桶に水をくむ。

「大事な場所が腫れてます。どこかにぶつけたのですか？」

　セリアが股間を気遣ってくれる。

「酒場で未亡人と良い雰囲気になってな。倉庫に連れ込んで柱に手をつかせてしたんだが……激しく動き過ぎて柱が折れて建屋が潰れた。しかも二階から転がって来た石臼が一物の上に落ちて来たんだ。恥ずかしい話だ」

「本当に恥ずかしい話です。そして思っていたよりとんでもない状況でした。石臼の下敷きになって潰れないのが信じられないです……あっそういえば」

　セリアが腫れた一物を洗いながら笑う。

「こんなことが二年前にもありましたね」

誤字脱字、その他ご意見ございましたらなんでも感想にお書きください。

返信は滞りがちですが全て見ております、
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「あの時もこんな風に腫れました。ほら風呂場にギルドレスさんが乱入した時です。殴り合いはこどもに見せられないから……決着はチャンバラでとヨグリさんが勧めて」

「思い出したくもない」

　不快感が強すぎて記憶にはっきり残ってしまっている。

結果的に俺渾身の一撃がギルドレスの顎を捉えて膝を折らせ、排出口から放り出せたから良しとしよう。

「奴も今は忙しかろう。押し掛けて来ることはできん」

　俺はセリアを抱き締めたまま湯に入る。

　週一度の定例として続く家族全員での入浴はしきたりも何もなく好きに湯に浸かり、好きな相手と話す穏やかな時間だ。

「お背中流しますね～」

「うん。お願いね」

　視線の先ではバルトロメイの背中を孤児の女の子がせっせと流している。

もちろん互いに裸だが淫靡な雰囲気はなく笑顔で言葉を交わしている。

　迎えて一年程、愛人扱いにしていた孤児達だが、少し前から相性の良さそうな相手を選んで俺の子の付き人としてつけている。

「どっちが長く潜れるか競争だ」

「はい。でも王妃様に見つかったら叱られますから見えないところで……せーの」

　十になったバルトロメイに対して付き人の少女は十四歳。

既に数年一緒にいるからか姉弟達と同じように仲が良い。

「ぷはっ！　よし勝った！」

「ふふ、また負けましたぁ」

　年齢を考えればそろそろ男女の意識が出て来る頃だ。

「あ……胸」

「わっバル様えっちですよー」

　だがそれも構うまい。

　欲情したとて相性が良く気心知れた相手に酷いことをすることはない。

女の方も突然出て来た王子様ではなく普段から一緒に居る相手だから恐怖もない。

「何より歳の差がでかい。精が通るか通らないかの時に四つ年上の相手だ。しかも不幸な境遇ではあるが男に慣れて経験豊富とくれば襲い掛かっても勝ち目などあるものか」

　その流れで愛人となっても何も変わらない。どちらも幸せになれる

「あれ……なんか股がおかしいぞ？　あれ？　あれ？」

「わっおめでとうございます～かな？」

　女を知らないまま体だけ育てば性欲に任せて変な女や策にひっかかる危険も増えるからな。

「兄さま、私の上流で何しているの！　ふしだらなのは父様だけで十分よ！」

「アナ様そんな足を高く上げたらノンナ様に怒られますよぉ～」

　バルトロメイを蹴り上げたアナスタシアなど娘達にも同じく年上の女の子が付き人になっている。

こちらはいずれ信頼のおける侍女となってくれるだろう。

　後宮の幽霊達にも聞いたが、絶対的な信頼は学や家柄などよりもずっと重要なのだそうだ。

　ただ一人アントニオだけは付き人を拒否してローズとカトリーヌにべったりだが。

奴は一一か二か、女に興味がないはずないんだけどな。

むしろローズの付き人がアントニオを見て真っ赤になってしまっている。

　奴めまだ子どもの顔だが目鼻口全ての配置が美男子以外になり得ない。

ギルドレスに鍛えられて体は大きくなり、一物もあと十年の成長余地を考えれば俺ですら油断はできない大きさだ。

　今もって何を考えているか分からない奴だ。

いつか酒でも飲みながら話をしないとな。




　俺は子供達から視線をセリアに戻す。

「帝国の動乱はどこまで続くのでしょうか？」

　ははは、和やかな雰囲気の中でも真面目なセリアは真剣な話題を振って来るな。

「わからんな。知ったことでもない」

　この五年で最大の出来事と言えば南部のガーランド帝国が大動乱となったことだ。

　連邦への大規模侵攻失敗による激甚な損害を回復しきれなかった帝国はただでさえ強権的であった統治を更に厳しくすることで渦巻く不満を押さえ込もうとした。

　ここ数年なんとか上手くいっていたように思えたそれが、つい最近首都近郊で発生した大規模反乱によって崩壊した。

「帝国での情報網は薄いので鮮度は保証できませんが」

　政治の話と見てレベッカが真面目な顔で隣に入って来る。

裸ではなく諜報員用のぴっちり服を着ている辺り、俺の性癖への調査は中々のものだ。

「一時は帝都を落とすまでに至った大反乱だったが、間一髪で皇帝を取り逃がしてしまった。そして後の反撃で瓦解……ガーランド三世の怒りは凄まじく、反乱に加わった者は一兵卒までとその家族はもちろん。遠い縁者から近所に住むだけの者、果ては同名の他人まで八つ当たりのごとく処刑」

「無茶苦茶だなぁ」

　俺は大きく股を開いて左の腿にセリア、右にレベッカを乗せて話を聞く。

「しかし絶対であるはずの皇帝が一時的とはいえ有象無象の反乱者に王都を奪われた……これが決定打でした。大反乱の鎮圧後も各地で無数の反乱が勃発、反乱者同士が敵対することもあり、今やガーランド帝国内は乱戦の様相を呈しております」

「せめて皇帝があっさり倒れてくれれば良かったのだろうが」

　ガーランド三世の威厳と力は中途半端に失墜した。

逆に言えば半端に残っており反乱者に負けるほど弱まってはいなかった。

「むしろ全体を見ればまだ皇帝側の方が有利かもしれません」

　おかげで帝国は全土で皇帝対反乱者の構図でありながら、反乱者同士でも考えや利益の違いから相争う地獄の釜のような乱戦になっている。

「そしてその被害者が……おいで」

　手招きに応じて十人と少しの女達が俺の傍にやってくる。

　セリアだけではなく少し離れて体を洗っていたノンナ達もムッとした顔を見せたが、女達が耳をペタンと倒して頭を下げるとイラつきを消した。

「私達にとっては皇帝も反乱軍も全部敵で、みんな襲って来ました。だって私達は……その違うから」

　女達の頭には犬のような耳がピコンと立つ。

やや毛深い背中を降りると濡れてしんなりした尻尾が揺れている。

手首足首には一周ブレスレットのような毛が生え、手のひらにはフワフワとした肉球がついている。

　そう彼女達は全員獣人だ。戦乱で村を焼かれた生き残り達を連れて来たのだ。

雰囲気は今もどこかで寝ているだろう駄犬などよりずっと犬っぽく愛らしい。

　ノンナ達が怒らなかったのも申し訳なさそうに耳を垂れながら尻尾を巻かれたからだろう。

「連れて来た？　彼女達は保護を求めて国境を越えて逃げ込んで来たのでは？」

　セリアに指摘され、俺は盛大に咳払いしてからレベッカのぴっちり尻を撫でて言い直す。

「そう逃げ込んで来たんだ」

「エイギル様、一週間前まで国境の視察とか言ってましたけどまさかまた……」

　その話は今はしなくていいだろう。

「ともかく重要なのは帝国が大混乱しているということだ」

　よしよし真面目な政治の話に戻せたぞ。

バレてはいないようだ。

「どさくさに紛れて侵攻するとかですか？」

　セリアの問いに首を横に振る。

湯船の中で激しく同意するのはクレアとローリィだ。

　ゴルドニアは俺の反乱以降、目立った戦も災害も無く順調に回復を続けている。

そして皇帝側、反乱側共に不足する武器や物資を高値で買っていく。

　この影響で現在ゴルドニアは空前の大活況となっていた。

王都には家と商店が増えて城壁の外にまであふれ始めているのだ。

　俺の領地だったラーフェンも第二都市として発展の一途だ。

クレアとローリィのＣ＆Ｒ商会も膨大な儲けが出ているようで、レベッカがこっそり偵察した時に二人で金貨の風呂に入っていたらしい。追加課税を狙うアドルフとの戦いが激しさを増しそうだ。

「ガーランド帝国は攻めない。今は何もしなくていい」

「ですか。平和も良いものですしね」

　セリアが安心したとばかりに鼻まで湯に浸かる。

　本当は攻めるべきだ。

そう確信している。

　平和と活況を謳歌するのも良い。

だが隣国が、しかも普通ならば手の出ない大国が大混乱しているなんて幸運はもう二度と来ない。

逃すことなどあり得ない。

　今攻めれば勝てる。

少なくとも中央平原全てに数倍する領地は分捕れるだろうし帝国はまともに反撃もできまい。

　分かっていて何故行かないのか答えは一つだ。

もちろん平和を愛してるからではない。

「誰でもそう考える。帝国に怨恨など無い俺達でも考える」

　北の窓に目をやる。

だから今は動かない。目的はそっちではない。

　俺はそこで口を閉じて、怪訝な顔をしている女性達に何でもないと微笑む。

「ところで話を戻しますけれど」

　セリアが言う。

恰好良く締めたのに戻すのかよ。

「この人たちのお腹少し膨らんでませんか？」

　セリアがポンと一人の腹を押す。

「あっやめて。赤ちゃんが……」

　途端にノンナ達が一気に反応して湯を搔き分けながら突進してくる。

「また作ったんですか!?　愛人まではともかく安易な子作りは控えて下さいって言ってるのに！」

「孕んでるのこの子？　ってこの子も大きいし……えっうそ全員なの？」

　女達が獣人達と俺を取り囲む。

「この子なんてまだ小さく見えるのに……あーあ腹ぽっこり」

　メリッサが眉を寄せて俺に非難の目を向ける。

「説明してくださいますね」

　ノンナは女として満開となった体で俺の前に仁王立ち、逃がさないとばかりに俺の脳天に乳を乗せた。

子ども達も興味を引かれて集まって来た。

これは話すしかあるまい。








第５７０話　湯に流れゆく時③







「水も滴る良い男と自負して良いだろうか」

　俺は髪をかき上げて水を飛ばす。

濡れたシャツが張り付いて筋肉が浮き上がっているのも女にとってはたまらないのではなかろうか。

「お前もこの男ぶりに発情してしまわないか？」

「無様に落水しておいて何が男ぶりだ。さっさと体を拭け」




　俺は今、ガーランド帝国領にいる。

正確にはテリエス河上の船にいるから領ではないかもしれないが、両岸は既に帝国領だ。

　事の始まりはガーランド帝国で大規模な騒乱が発生したとの報告だ。

レベッカによると単一の反乱に収まらない深刻な状態とのことだが、帝国からの情報源が乏しく詳細までは断定できなかった。

『必要ならば交易隊にでも偽装した諜報隊を組織して調査を行いますか？』

　というレベッカの意見を受け入れ、ついでに俺も紛れ込んだ。

「ここまで来ておいて言うのもなんだが王の自覚がないのかお前は」

「平和が続いて暇だったんだ」

　言わないがレオポルトから可能な限り情報を集めて欲しいと連絡も来ていた。

どうして王たる俺が辺境に左遷した男に報告をあげねばならないのかと疑問に思ったがそれはまあいい。

　こうして俺はレベッカ配下の諜報官を引き連れて一民間人に偽装の上、リバティース地域の港で船を借りて適当な交易品を積み込み河に出たのだ。

　もちろん事情が事情なので兵も部下も連れていけないと思っていたのだが、いざ河に出てみるといつの間にか隣にセクリトが居た。

「お前はあらゆる隠密活動に向いていない。こっそり屋敷を出たつもりだろうが、二時間後にはあの娘がどこに行ったか探していたぞ。適当に国境の偵察と書類を偽装してついでに二日は効く下剤を盛っておいたから追いかけてくることもなかろうが」

　セリアに可哀そうなことをしてやるなよ。

もう良い大人なのに漏らしたら可哀そうじゃないか。

　さて、とセクリトを観察する。

白いシャツに膝までのズボンは随所をベルトできつく縛っている。

　特徴的な幅広の帽子、大きく開いた胸元から見える艶やかな褐色の肌、ベルトで縛ることで引き締まった肢体が強調されて実に良く似合っている。

「だがその恰好は交易隊というより女海賊だ。悪目立ちしているぞ」

「うるさい。舳先から雄叫びしながら落水したバカよりマシだ」

　広大な河にテンションが上がって調子に乗ったら踏み外したんだ。

　俺は鏡を見ながら服を整え直す。

どこからどう見ても商人、交易隊の隊長以外には見えない。

「服装だけだな。船乗りより腕が太くて胸板の厚い商人が居てたまるか」

「お前こそ海賊うんぬんの前に色気があり過ぎるぞ。もう熟女になるだろうに」

　言い終わる前に首を絞められる。

熟女はまずかった、しかしセクリトは体を鍛えているせいか齢を取った気がしないな。

「失礼ですが、お二方とも非常に目立ちますので出来れば船内に入って頂ければと」

　船員に偽装した諜報官に言われてしまった。

　そら見ろとばかりに尻を蹴られたので反撃に胸を揉んでやる。

　まだやるかとばかりに前髪を一本抜かれ、反撃に服の上から尻たぶを広げてやる。

　負けず嫌いなセクリトは更に腕に噛みつき、反撃に首筋に吸い付く。

「いい加減にしろ」

　言いながらズボンのベルトを引き抜かれる。

「お前こそ」

　反撃に服のボタンを外して前をはだけさせる。

「後悔させてやる」

「やってみろ」

　セクリトが俺の首に組み付き、反撃にその体を抱き上げて船内に入っていく。

「なんだありゃ」

「気にしたら負けだ」







　ガンガンと耳障りな銅鑼の音が響き渡り、俺とセクリトは飛び起きて服を着た。

　セクリトがズボンを穿いたところで船員が走り込んでくる。

「報告」

　乳房を放り出したまま堂々と向き直るセクリトに船員も動揺している場合ではなく簡潔に答える。

「帝国の軍船と思われる艦が横付けしてまいりました。積み荷の確認と責任者の出頭を求めております！」

　甲板に出ると武装した水兵が既に乗り込んできていた。

　かけられた縄を伝って次々と乗り込んできている。

こちらの船員──に偽装した諜報員には荒事を避けろと命令してあるので抵抗はしていない。

「違うな」

　セクリトが耳元で呟く。

「お前が頭だな？」

「いかにも」

　意味を問いただす前に水兵の隊長らしき男が威圧する態度で俺の前に立った。

背は俺より１５ｃｍ低く、腕は三回り程も細かったので威圧もなにも無かったが。

「でかいな。商人に見えん」

　隊長は俺の顎を手の甲で軽く打つ。

少しばかり頭に来たが、部下に荒事を避けろと言った手前俺が真っ先に暴れる訳にもいかない。

ここは一つ穏便に済ませてやろう。

「行先は？」

「忘れ……いや帝都だ」

　セクリトが額を押さえる。

首都に行くと言って何が間違いなのか。

「積み荷は？」

「……」

　交易はあくまで偽装だから適当に積んでいたので覚えてないぞ。

待て待て、出航前に目録を貰っていたぞ。なんだったか……。

「何故答えん！」

　隊長が怒鳴りながら一歩踏み出す。

「怒鳴るな！　思い出せんだろうが！」

　俺が一歩踏み出すと隊長は三歩下がった。

「確か飯的な物と布的なものだったはずだ」

　こう言っておけば間違いはないだろ。

「怪しい……というより疑いの余地も無い。そもそも帝都に向かうと言うならばそれは皇帝を利することになる！　積み荷と船は接収する!!」

　なんだこいつら帝国軍ではなく反乱軍側の方だったのか。

そうならそうで最初から言え、無駄に頭を使ってしまったじゃないか。

　しかし積み荷はどうでもいいがここで足を奪われるのも困る。

「積み荷はくれてやるから船は残せ。それでいいだろう」

「一々偉そうな奴だな……そもそもお前はこれから拘禁して取り調べだ！」

　俺の胸をドンと押す隊長。

掴みあげて河に放り込んでやりたいが我慢する。

　伊達に何年も王をやっていない。

忍耐力は数年前の俺とは比べ物にならないぐらい成長しているのだ。

「女など乗せて何が商人だ。舐めやがって……」

　隊長はセクリトに近づきズボンに手を突っ込む。

そして無遠慮に指をかき回しながら俺を挑発するように嘲笑した。

「おい大変だ。汚い指が入って来たぞ。かき回されて感じてしまいそうだ」

　セクリトはまったく抵抗せずにニヤニヤと俺を見ながら言う。

「ふん、グショグショに濡らしやがって。お前は俺が直々に取り調べてやる。来い！」

　隊長は汁に塗れた指を一舐めしてからセクリトの肩を掴む。

「抵抗するなよ。なにお前は少し可愛がってから解放してやる」

　隊長が腕を引くもセクリトは動かない。

　それも当然だ。

隊長の腕はセクリトの肩を掴んだまま、肘から上で千切れているのだから。

「……え？」

　唖然とした声に続き、思い出したかのように切断された腕から鮮血が噴き出す。

「やってしまったが仕方ない。女に手を出されて呆けている訳にもいかんしな」

　俺は隊長の腰から奪って斬り上げた剣を呆然とする奴の腰に戻してやる。

「お前に見られながら下種に穴をかき回されるのも中々新鮮で面白かったがな」

　セクリトは肩を掴んだまま千切れた腕をひょいと掴む。

「追い打ちで悪いがお前が舐めたのは私の汁ではなくこいつの新鮮な種汁だ」

　セクリトは笑いながらビクつく腕を河に放り込む。

「そんな……最期に舐めるのが男の汁なんて……いやだ……」

　隊長は失血とショックで泡を噴いて絶命する。

　それが開戦の合図となった。




「剣」

　船員が二人掛りで持って来たデュアルクレイターを受け取り、踏み込みながら垂直の振り下ろし。

「なっでかい！」

「受け……無理だ！　避けろ！」

　敵兵は慌てて避けるが予想済みだ。

　剣が甲板に当たる直前に捻り、あえて腹で打ち付ける。

　刃が無い腹は木製の甲板に食い込まないが衝撃だけはそのまま伝わって木片を吹き上げてめくれあがり、左右に避けた水兵がバランスを崩す。

　そこを逃さず、跳ね上がった刀身を横に振って薙ぎ払う。

　左右に避けた三名が血飛沫と共に吹き飛ぶが終わりではない。

　更に一歩踏み込みながらの突きで後ろに避けたもう一人を貫き、見張り台まで放り投げる。

「ふぅ」

　素早く周囲を確認、マストが傍にあるのを確認してから動きを止める。

「一瞬で隊長と四人も……こ、こいつ何者だ！」

「ともかく討ち取れ！」

　こちらが動きを止めたことで水兵達が動き始める。

「奴の得物は大剣だ。薙ぎ払いに注意しろ！」

「マストだ。マストの後ろと上から狙え！」

　敵兵はマストに駆け登り、あるいは遮蔽物にして俺を狙う。

「さすが水兵。それを待っていた」

　俺は横づけした敵船まで響き渡る勢いで息を吐きながらデュアルクレイターを薙ぎ払う。

　デュアルクレイターは舷側におかれた樽、帆を張る縄の束、そしてメインマストを叩き斬って三六〇度回転する。

　マストの裏に隠れた者は切断された自分の下半身を見て、屈んで狙いを付けていた者は眉から上がなくなった自分の頭部を触りながら、マストに登っていた者は頭から落下しながら断末魔をあげる。

　悲鳴が交錯して意味の取れない騒音となる。

「倒れるぞ──！」

　セクリトの警告の声と共にマストが倒れていく。

しかも上手くしたことに横づけした敵船に向けてだ。

　マストに繋がっていた鎖や縄、そして重石が生き物のように宙を舞う。

「おっと危ない」

「ぎゃっ!?」

　俺が紙一重で鎖を避けると同時に背後で悲鳴があがる。

　どうやら背中を狙っていた敵兵が当たって頭を砕かれたようだ。

「少しは考えて振れ！　敵兵より厄介になっただろうが」

　セクリトが前転で唸りをあげて舞う鎖を避ける。

避けたと同時に今度は後方転回で落ちる重石を避け、続いて床に張り付くように伏せて縄束を避ける。

「美しい」

　回避を続けるセクリトの動きが少し派手になった気がした。

　腹に響く一際大きい音は完全に倒れ込んだマストが敵船に乗りかかった音だ。

「いかん」

　セクリトが言うのと同時にマストが倒れてバランスの崩れた俺の船が敵船に向けて動き始め、側面同士が激突、船底の方から嫌な音がした。

「この船に隔壁はあったか」

「いえ商船ですから」

　セクリトの問いに偽装した船員が首を振る。

　すぅとセクリトは息を吸い込む。

「総員退艦、飛び込め！」

　俺達はみるみる傾き始めた船を捨てて一斉に河へと飛び込む。

「なんでこうなる！」

　河に飛び込み飛び散った木片にしがみ付く。

「「「お前のせいだ馬鹿！」」」

　セクリトに怒鳴られる。

待て他にも二つ程声が聞こえたぞ。

不敬罪で首を刎ねてやりたいが今はそれどころではないので仕方ない。

　見れば敵船も激突の衝撃とマストの重みでバランスを崩して倒れ込んでいる。

「あ、あぶっ溺れ……助け……」

「落ち着いて掴まれ。大丈夫だ」

　俺は溺れてもがく敵の女兵士を腕に抱き、岸に向かって泳いだ。
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「というのがまず前半なんだが」

「あの女殺してやる」

　セリアが立ち上がり、何もかも丸出しのまま風呂場から飛び出そうとする。

「下剤……どうりで突然……朝ちゃんとトイレ行ってたのに……あんなところで……あぁぁぁぁ!!」

　暴れるノンナを押さえつける。

「もしかして先月から私達の小遣いが減ってるのって」

「借りた船をぶち壊してそのままには出来ないからな。レベッカに与えた諜報費から出すには高すぎたし、アドルフに言ったら怒るから宮廷費を付け替えたんだ」

　ノンナが後頭部に抗議の乳ハンマーを見舞ってくる。

こらこら子ども達の前でまた勃起してしまったじゃないか。

「で、こいつらの話はここからなんだが」

　俺は獣人達のうっすら膨らんだ腹を優しく撫でる。

　途端に彼女達は目を蕩けさせ『キューン』と鳴きながら擦り寄って来た。

「そこですよね。もう完全に堕ちてるメスの顔、余程のことをしないとこうはなりません」

　メルが呆れたように言う。

ちなみにメルはもう歳を言えないが、今でも普通に抱いている。

ギリギリ踏みとどまっているのだ。

「私も負けられません！」

　俺の愛犬を自称するグレーテルが気合を入れて犬の耳を付け、アリスから受け取った尻尾の玩具を尻に差し込んで懐いてきた。

　さて続きを話そう。








第５７０話　湯に流れゆく時④







「死ぬかと思った」

「誰のせいだ！　船を盗られて河に投げ込まれたのと変わらん結果になっただろうが」

　大破した船の破片に掴まり、俺達はなんとか河岸へと流れ着いていた。

諜報員も一応訓練されていたのか全員付いて来ている。

既に夜で現在地の確認もできず、諜報員たちは疲労困憊だったことから朝まで休むことになった。

「しかしあれだけの騒ぎを起こして援軍が来ないのは妙だな。その辺りはどうなのだ？」

「あうっ」

　セクリトが自分と同じ褐色の尻をピシャリと叩くと短い悲鳴があがり男根がきゅっと締め付けられる。

　俺はセクリトと向かい合いながら助けた敵の女を胡坐に乗せて貫いていた。

「ち、近場にもう一隻が待機していたはずだけど臨検中に突然上流の方に移動してしまって。緊急の信号旗だけ出して」

　女は俺の肩に手を置いたまま首だけ振り返って答える。

日焼けした首筋を軽く噛むと短い悲鳴と共に体が仰け反る。

「で、お前達の勢力の名は？　統一軍装を見るに賊ではないだろう？」

　セクリトが女の尻に手を伸ばすと断続的に悲鳴があがり始める。

どうやら肛門に指を入れているようだ。

「シィーレ提督がテシラーラ港の一帯を支配下に置いて──」

　俺はその人名も地名も聞いたことがないがセクリトは分かるようだ。

「くくっ、あのボンクラが一国一城の主か。それにしても皇帝の前で緊張から失神するような腰抜けが造反とは、いよいよ帝国の屋台骨も揺らいでいると見える」

　セクリトはモゾモゾと自分の股をいじった後、座位で繋がる俺と女の上にのしかかって来る。

「お尻に何を……あぎゃ！」

　挿入中の肉棒に裏側から圧迫感がある。

どうやら張り型をつけて肛門に挿入したようだ。

「こら二本差しなんてしたら壊れてしまう」

　ちなみに俺が女を犯しているのも強姦ではない。

溺れかけたところを救った勢いもあったが事後の解放を約束した上で挿入の許しは得ている。

「こんな緩々のケツが壊れるものかよ。そら言え、今まで何人咥え込んだ」

　男を知らぬ処女にも見えないが、中もギチギチでそれほどすれているようにも見えないが。

「前は五人……後ろは一人だけ……」

「嘘を言え！」

　セクリトが両手を掴みながらドシンと腰を叩きつけ、女は悲鳴をあげて仰け反る。

「前十人！　後ろは五……きゃあ！」

　乳首を摘まんで捻り上げられながら首筋を噛まれた女が絶叫する。

「前一〇三、後ろ四八ぃ……最大同時は五人プレイ」

「なんてスケベな女だ！」

　興奮で男根が膨らみ女が絶叫する。

「そもそもお前があっさり挿入できる時点で相当やりこんでいる。並の女なら絶叫失神のサイズだと自覚しておけ」

　セクリトは女を挟みながら俺と舌を絡める濃厚なキスをしながら腰を使う。

締まる胎内とセクリトの舌、そして肩に頭を置いた女の嬌声と熱い吐息に興奮が高まっていく。




「そろそろ出そうだ」

　俺が最後の動きに入ろうと尻たぶを掴んだ時だった。

「下流方向から見て一時半、仰角三十」

　セクリトが女の肛門を抉りながら耳元で囁く。

俺も動きを止めないまま、下流方向の右手から目線をあげる。

　河岸から少し上がった木に覆われた丘に複数の小さな灯り……松明にしては小さい、いや灯りを隠している。こちらに見つかりたくないだけか奇襲を狙っているのか。

　セクリトが俺を見る。

決断するのはこっちの役目だよな。

「総員起きろ。散開して遮蔽物に隠れろ！」

　バタバタと諜報員達が起き上がる。

「もう朝!?」

「馬鹿敵襲だ！　隠れないと！」

　動きが鈍いが実戦部隊ではないから仕方ない。

そして相手にもこちらが気づいたとばれただろう。

　俺とセクリトも勢いよく女から道具を引き抜く。

「ひぎっ！　そんな急に……お尻が裏返ったぁ！」

　のたうつ女を庇うように全裸のまま仁王立ちした途端、懐かしい風切り音が聞こえた。

　松明を引っ掴んで真上に放り投げて目を凝らすと鏃が光る。

「暗殺者は大抵暗器かクロスボウだからな。矢音ってのはむしろ懐かしい」

　デュアルクレイターを引っ掴み、斜め下から切り上げる。

軽い金属音が小気味良く響き、折れた矢が飛び散る。

　次の矢に備えながら足元に落ちた矢を観察する。

　矢じりは磨かれた鉄そのままで墨も染料も塗っていない。

おまけに矢羽根には狩りで使うような白いものがついている。

「夜襲を狙った部隊じゃない。いやそもそも戦の為の矢じゃない」

　第二射が来る。

　回転しながらまず斬り掃い、刃を返してからの剣風で巻き上げる。

タイミングを遅らせて飛来した一本がセクリトの差し出した義手で弾かれる。

「すまんな」

　俺はセクリトを抱き寄せてキスをしてから向き直る。

「矢の腕は良い。というより二射目は俺を狙って来たぞ」

　この暗闇で一人に狙いを定めるなど尋常なことではないはずなのだが。

「だが素人だ。射撃の統制はバラバラ、狙いを分担していないから先頭に立つお前に矢が集中したんだ」

　妙な感じだ。

矢を掃った手応えも強く、練度も力も強そうなのに統制がない。

「なあ」

「分かっている」

　セクリトは取り出した瓶の紐を口で引き抜き、振りかぶって遠投した。

　瓶はクルクルと回転しながら暗闇に消え、数秒置いて大きな爆発音が上がる。

「命中か？　というか全裸でどこから取り出した」

「この暗さで見えるものか適当だ。女のポケットは多い。しかもお前のせいで容量が上がっている」

　爆発に続いて隠されていた松明が一斉に投げ捨てられたのが見える。

さらに今まで聞こえなかった足音が乱れながら聞こえ、明らかに混乱している。

「当たったようには見えん。驚いて逃げたか」

「追いかけるぞ。正体を掴みたいからな。あの混乱では待ち伏せも無いだろ」

　俺とセクリトは服を着ながら地面に伏せている諜報員達の尻を蹴飛ばしていく。

「お前ももういいぞ。ここで逃げるか？」

「この状況でしかも全裸で放り出すとか鬼じゃない!?　せめて安全な場所まで連れってってよ。というか肛門が裏返って戻らないんだけど」

　仕方ないので捕虜の女も連れて行く。




　追跡はすぐに終わった。

奴らの本拠地は河岸からほんの十分程の場所にあったのだ。

「なんだこりゃ」

「くくっこれは……また。ふふっ」

　俺はポカンと口を開け、セクリトは顔を押さえて笑ってしまう。

　ただの村いや寒村と言って良い寂れた村だった。

「駐屯地には到底見えない。というより既にボロボロじゃないか」

　ただ貧しいだけではなく、村を囲う木の柵はところどころ壊れて応急修理されており、町の中心と思われる建物も焼け焦げた跡がある。

「周囲には街道一つない。良く見れば河からも見えないように木を植えて偽装しているのか」

　気づかない訳だ。

「お前は知っているか？」

　尻に手をやってモゾモゾやっている女に聞いても首を振るばかりだ。

「隠れ村……おっと見張りだ」

　フードを被り、弓を構えた見張りを見つけて伏せる。

　まだ村までの距離はそれなりに有る。

しかもこちらは草むらに隠れているはずなのに見張りは動きを止めてこちらをじっと見ていた。

「この距離で隠れている私達に気付いた？」

　セクリトが嗤いを止める。

「気付いたら叫ぶでしょう。まるで音を聞いてるみたいな仕草……」

　女はようやく肛門が戻ったのか俺達の間に顔を出す。

「だが攻撃は難しくなった。あれは女だったからな」

　こら、俺のケツに張り型を押し付けるんじゃない。

入ってしまったらどうする。

　見張りは見えないはずのこちらを凝視しながら近づいて来る。

　止む無く仕掛けるかと思った時、河と反対方向に振り返って走り出した。




「「かかれー!!」」

　号令と共に馬蹄の音が響く。

　村中が一気に騒がしくなって村人達が飛び出し、そこに無数の火矢がバラバラと降り注ぐ。

続いて騎兵が村に突入し、槍やクロスボウを持った者達が続く。

　奴らもまた別勢力からの攻撃を受けているのだ。

「ボロボロの原因はこれか」

　一方で村人達もただやられるだけではない。

弓を射り、散兵が素早い動きで襲い掛かってなんとか渡り合っているように見える。

「兵数は二百……いや三百。奴らが何か分かるか？」

　俺は捕虜の女を前に押し出す。

「あれはキミュルの旗だ！　陸兵だけの奴らだけど私達とは敵対してる。先週も殺し合ったよ」

　整理しよう。

俺達は反乱軍に襲撃され、流れ着いた先で謎の村から攻撃され、その村は別の反乱軍に攻撃を受け、その反乱軍は最初の反乱軍と敵対している。

「もう滅茶苦茶だ」

　呆れたように言う先で一人の村人が引き倒され、槍でめった刺しにされる。

「あ、貴方──!!」

　それを見て泣き叫ぶ妻と娘。

　反乱軍の兵は妻の顔を蹴り飛ばし、娘の胸を踏みつけて剣を振り上げ──。

「行って来る」

　言葉より早く俺は村に向けて駆けていた。

「ひっ河からも敵が──」

　慌ててこちらに槍を向けた村人を殴り倒し、その槍を掴んで投擲する。

　密かに練習していた甲斐あって槍は放物線を描いて綺麗に飛び、娘に剣を突き立てようとしていた兵の口内に飛び込んで後頭部まで貫通、背後の壁に縫い付けた。

　一斉に敵兵が振り返る。

「なんだお前は！」

　返事はデュアルクレイターの振り降ろしだ。

もう一人を肩口から引き裂き、走り込む勢いのまま肘を立て、更に一人に体当たりして壁に挟んで潰す。

「ぐぎゅ！」

　内臓が潰れ口から黒い血を吐いた男の胸倉を掴んで振り返り、盾にして俺の背中を狙っていた槍二本を防ぐ。

　死体から手を放し、敵兵二人が槍を引き抜く前に片方の首をデュアルクレイターで飛ばし、もう片方は兜を上から掴んで首を横に九〇度折り曲げる。

「無事か」

「ひぅ……」

　殺されかけた娘は小便を漏らしながら家に戻ろうとするが、許さず掴みあげて小脇に抱える。

そこら中に敵が居る状況でボロ家に閉じこもるのは悪手以外の何ものでもない。

「娘を離して！」

　叫びながら手に包丁を持って襲い掛かってくる母親の手を叩いて得物を落とさせ、娘と同じように小脇に抱える。

　見た目華奢なのに妙に速くて力も強い母親だった。

「貴様、何者だ！　まさかドルイズ配下の──」

　まだ別の勢力がいるのか。

「これ以上は覚えられないから登場させないでくれ」

　俺は背後からの叫びと馬蹄の音に反応し、娘と妻を真上に放る。

「「きゃあ！」」

　そして両手でデュアルクレイターを持って先頭の馬の足を四本全部斬り払い、後続のもう一騎は騎兵の胸元を貫いて左に放り落とす。

「よっと」

　そして落ちて来る娘を左手一本で受け止める。

母親も受け止めるつもりだったのだが、空中でくるりと体を捻って見事に着地を決める。

「ふー！」

　そして俺を威嚇してくるが暴れられると困るので無理やり抱えて少しだけ強く締めあげる。

「きゅう」

　のびてしまったがこの方が助けてやれるから勘弁してくれ。

「ひとつ反乱軍を追い返してやろう」

　俺は気を失っている母親の尻を撫で回す。

目の前で父親を失ったのは残念だが、その心を癒す為にも新しい男が必要だろう。




「それがそうもいかなくなった。敵の敵もう一丁追加だ」

　セクリトがひょいと現れて河を指差す。

　近場の見張り台に飛び乗るといつの間にか河にでかい船が並んでいる。

真っ赤に塗られた軍船は俺達が乗っていた商船や最初の攻撃してきた反乱軍の船より遥かにでかい。

「ネール級量産型戦闘艦が四隻。ハルギア級砲艦二隻。いくらなんでも反乱軍の装備ではなかろう」

「皇帝の艦隊がこんなとこまで!?　じゃあ僚艦が逃げたのって……」

　捕虜女が納得したと手を打ち、なら教えてから逃げろよと地団駄踏んで激昂する。

　本来、木に邪魔されて河から村は見えない。

　だが今や村は戦場だ。

戦闘の音が響き、馬が立てる土煙と火矢による黒煙が立ち込めている。

さすがにこれだけ騒げば河からでも特定できてしまう。

「あ、錨降ろした。やばい」

　呟いてから逃げようとする女の襟を掴む。

「なあセクリト。あの船はこの距離から村を攻撃──」

　セクリトが伏せて目を瞑り耳を塞ぎながら言う。

「砲艦はその為の船だ」

　腹を突き上げるような轟音と赤い船体を隠す砲煙が上がるのは同時だった。

　村の中で戦っていた二勢力が急停止して空を見上げる。

　そして滅茶苦茶になった。

　フードを被った村人が土と一緒に空高く舞い、反乱軍の騎兵が砕けて飛び散る。

　守りの拠点となっていた石造りの建物が真ん中から陥没して崩れ落ち、そこを攻めようとしてた兵が飛び散った破片で玩具のように倒れる。

　俺の近くにも砲弾が落ち、抱えた女を守るように背を向ける。

背中に小石がバシバシ当たるが皮膚を破る程度で収まった。

　攻撃していた反乱軍が慌てて逃げていく。

だが村人達は逃げる場所がなく右往左往するばかりだ。

　このままではあっという間に全滅する。

　俺は戦場に目を凝らす。

フードを被った村人の中心に居て指示を飛ばしている……あいつだ。

「ペスは正面をなんとか支えろ！　裏手に回った敵はムクの奴に──ぐえっ！」

　俺は村人の指揮をとっていた村長か、それに準ずるであろう男の襟を後ろから掴んで引きずり倒す。

「ぐわっ!?　ここまでか……」

　諦めたように目を閉じた男の脳天を掴んで耳を引っ張る。

なんでこんな場所に耳があるんだ。

「余裕がないから色々省く。河から砲撃を受けてる。攻城兵器はあるか？」

「な、何を言う！　そもそもお前も我らの敵──キャイン!!」

　耳を思い切り引っ張ると男は妙な悲鳴をあげた。

やけにモフモフな耳だが気にしている場合ではない。

「答えろ。大砲はあるか？」

「ないです」

　男は尻尾を撒いて情けない声で応えた。

「ならカタパルトは？　大弩は？」

「旧式の大弩が一個だけ倉庫に……くぅん」

　隣に来ていたセクリトが駄目だとばかりに両手を開く。

「ネール級もハルギア級も装甲持ちだ。密着して撃っても通らんよ」

　俺は二秒考えて村長の頭を叩く。

「村を捨てるぞ。全員をここに集めろ。隠れている奴も全部だ」

「無理だ、私達は代々ここに隠れ住んで来たのに捨てて逃げるなんて！　それに砲弾が落ちる中で外に出たらみんなバラバラにされてしまう！」

　村長の言葉を遮ったのは新たに落下した砲弾と、その直撃で崩壊した民家だった。

天井が抜け落ち、断末魔の悲鳴があがる。

　俺は村長の尻尾を掴んで思い切り引っ張る。

「お前達が選べるのは村を守るか捨てるかじゃない。滅ぶ村と一緒に死ぬか、滅ぶ村を捨てて逃げるかだ。頑張って守れると思っているのか？」

　顔の両側を掴んで砲弾が落ちる村を見せる。

「おい、上陸船が上がって来るぞ」

　セクリトが冷静に言う。

「五分で準備しろ。諜報員達もここに残って手伝え」

　俺は村長を放り投げて河へ走る。




　真っ赤な船から兵士を満載した小型艇が降ろされ向かってくる。

いきなり村を砲撃したのだから奴らが村にくればどうなるのかは明らかだ。

　俺は藪を搔き分けて河へと向かう。

敵兵は上陸に集中しているのか俺に気付いたのは疾走から跳躍しながらデュアルクレイターを振り上げた時だった。

「ふん!!」

　俺は落下しながらデュアルクレイターを上陸船の先端に叩きつける。

叩き斬るのではなく腹で叩きつけ、そのまま刀身をめり込ませるようにして下へ押す。

「な、なんだ!?」

「船尾が上がって……嘘だろ!!」

　十人程が乗っていた船は俺の一撃で船首が沈み、逆に船尾が持ち上がってそのまま縦にひっくり返った。

乗っていた兵がまるでカタパルトから打ち出されたかのようにすっ飛んでいく。

「相変わらず冗談みたいなやつだ」

　少し遅れてきたセクリトは枯草を自分の耳に詰め、捕虜女を座らせて頭の上に義手を乗せて構える。

「貴方義手だったの？　でも何この筒みたいな不細工な義手」

　砲声が上がり煙を引いた砲弾が別のより大きな上陸船を捉えた。

　命中と同時に数人が弾け飛ぶが、一瞬遅れて命中箇所が炸裂、船上の全員が粉々になった。

「炸裂する玉……か。ドワーフ共のこれがあれば白都を灰に出来ただろうに」

　セクリトが自嘲気味に呟き、失神した捕虜女を担ぎ上げる。

「大砲!?　岸に砲兵が展開しているのか！」

「上陸船戻れ、的になるぞ！」

「砲艦に連絡しろ！　村は後回しでいい、砲撃を岸に集中するのだ！」

　これでいいぞ満点だ。

俺とセクリトは手を打ち合ってから村へと戻る。




　村への砲撃は止み、逆に河岸に嵐のように砲弾が降り始めた。

もちろんもう誰もいないから問題はない。

「一応これで全員です」

　村に戻ると村長を囲むように村人全員が揃っている。

ほとんどの者は困惑しているか疑っているような表情だが今は逃げることが先決だ。

「良くやった。出発だ」

　歩き出しながら村長の頭を撫でてやると舌を出してハフハフと目を細める。

うむおかしい。

「お前どうして頭の上に耳がある。良く見れば尻尾まであるじゃないか」

「私達は獣人ですから。ここは獣人の隠里、今までひっそりと生きて来たのにこの騒乱の中で見つかってしまって」

　見れば俺が助けた母娘にはネコのような耳、傷ついて足を引きずる兵士には犬のような耳、俺を怖がって距離を取る娘の尻には丸いウサギのような尻尾がついている。

「人外だったがどうするんだ？」

　呆れたように言うセクリト。

「む、む……」

　俺は手近な女を抱き寄せて服をめくって体を見る。

「大丈夫だ。全員まとめて助けてやるとも」
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風呂場

「という訳だ。俺直々の調査の結果、帝国の混乱は単なる反乱者と皇帝の対決ではない。軍船まで所持する規模の地方勢力が乱立跋扈して最早混沌、ちょっとやそっとでは収束できないという結論に至った」

　そして帝国の不倶戴天の敵は俺達よりもより詳細に貪欲にこの情報を得ているだろう。

「なるほど、それでいつものように獣人達を助けて惚れさせて抱いて孕ませたんですね？」

　ノンナは帝国の近況になど興味がないのか俺の武勇伝を無視して話題を変えて来た。

「でも待って下さい。エイギル様の話では帝国に行ったのは一週間ぐらい前ですよね？　それにしてはこの人たちのお腹は大きすぎませんか？　獣人は妊娠も早く進むのでしょうか」

　セリアが獣人の耳を引っ張りながら言う。

そうだよな引っ張りたくなるのが人の心だよな。

「ヒトより少し早いですけれどそれでも半年ぐらいです」

「それがどうしてこうなっているのか私達にも……夜毎に膨らむのが分かるほどなのです」

　女達が俺の顔と一物を怪物を見るような目でみる。

傷つくから止めて欲しい。

　そして獣人の一人、最初に助けた母と娘が互いの腹を擦りながら付け加える。

「あと私達は惚れて抱かれた訳じゃありません」

「無理やり犯され孕まされてモノにされました」

　微笑みながら言う母娘。

「続き」

　ノンナがボコボコと良い音を立てて桶を叩きながら言う。

「早くして」

　メリッサが冷たい目で俺を見据えながら言う。

「ハァハァ……お願い続けて」

　カトリーヌが異様に興奮しながら近寄って来る。

「その話だとあの女も同行した時は孕んで無かったんですよね。今は服の上からでも分かるお腹抱えてましたけど」
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「助けてー」

「助けろー」

　セクリトと捕虜の女──【スラマ】という名だった──が河岸に座って火を焚きながら行き交う船に向かって手を振っている。岸にいるのはこの二人だけだ。

　獣人達は近くの草むらに潜み俺は水の中だ。

　二人は上着を脱いだ軽装でセクリトはシャツを胸の下までめくってヘソを出し、スラマに至ってはズボンを太ももギリギリまで切り詰めて胸に布を巻いているだけだ。

引き締まった肉体と日焼けした褐色の肌を惜しむことなく晒している。

「おっ止まったぞ」

　一隻の船が錨を降ろして停止する。

遠目にもボロいが大きさだけはある。

この際贅沢は言えない。

　船から小舟が一隻降ろされる。

乗っているのは見るからに好色そうなデブ男と腕に入れ墨をした柄の悪そうな水兵数人だ。

帝国から中央平原に向かう商人だろうか。

「なんだ嬢ちゃん達、沼ばっかで町も港もねえこんな辺境で何してる。どこから来たんだ」

　知っている。

さっきまで徒歩で港を探していて挫折したからな。

獣たちも一緒に泣きながらヒルを取り終えたところだ。

「あーあたいら金持ちボンボンの愛人として船に乗せられてたんだけどさ。ちょっと機嫌を損ねたらこんなところに置いてけぼりよ。歩いていけるとこも無いし、お願いだから乗せておくれよ」

「そりゃ……災難だったな」

　デブ男は舌を出し、舐めるように二人の肢体を見ている。

　セクリトの甘えるような声に思わず股間が膨らんでしまう。

演技だと分かって居ても普段とのギャップが堪らない。

「まあ俺も鬼じゃねえ。困ってる女を助けるのはやぶさかじゃねえんだが……舟に知らない女を乗せるってのはあまり縁起が良くねぇからなぁ。船賃を払えるようにも見えんし」

　デブ男は鼻の穴を広げて息を荒くしながらわざとらしく渋る。

舌が上唇をべろんべろん舐めているのが気持ち悪い。

　見え見えの下劣な態度に、セクリトは色っぽい流し目で応える。

「もちろんただじゃないさ。乗せてくれたら──しゃぶり放題ハメ放題さ」

　言いながらセクリトはスラマの布を取り去る。

「ひわっ!?」

　プルンと小ぶりの乳がまろび出る。

セクリトより少し濃い褐色の肌にピンクの乳首がなんとも映える。

　デブ男は舌を高速回転させながら目を見開き、水兵達も下品な歓声をあげる。

「よーし乗っていいぞ。今夜は玉がなくなるまで出しまくれそうだ！」

　デブ男は舌を自分の鼻頭にまであげて二人を小舟に乗せる。

セクリトは色っぽい表情で脚を高々とあげて船に乗り込み、スラマは胸を押さえてセクリトを睨む。

　そして目の下まで水に浸かっていた俺はこっそり小舟に近づいて船底にへばりつく。

「なんかえらく重いな」

「あたいの乳かもね。船に着いたら吸って確かめてくんなよ」

　セクリトとスラマを乗せ、船底に俺をひっつけたまま小舟は本船へと向かう。







　ドボンと大きな水音が鳴る。

「これで全部か？」

「ああ、残っているのは帰路の水と飯だけ──おっとすまん。見落としていた」

　セクリトが便所に隠れていた中年男の腕を掴み、関節を捩じり上げながら河へと放り込んだ。

　舷側に腰かけたスラマが頬を膨らませながら言う。

「美人局から船乗っ取って乗組員と積み荷を全部投げ捨てるとか海賊も真っ青よね」

「監視するのも面倒だからな。こっちの連れて来た奴らに獣人までいるからスペースも足りん」

　まあデブ男達は放り捨てた積み荷に掴まって浮かべるから温情だったとも言える。そう思っておこう。

　このボロ船は非常に安く単純な作りでマストは一本、甲板の下が仕切られない一つの大きな貨物スペースとなっている。獣人達は水が怖いらしいのでこの貨物スペースに収納することになった。

「後は中央平原に戻るだけだ。さすがにここから襲撃を受けることはないだろう」

　概ね安全圏に脱したと言える。

「その上でお前達はどうする？　ここまできたら中央平原まで連れて行ってもいいが」

　獣人達に向き直ると、転がる桶にじゃれついていた村長役の男が慌てて立ち上がる。

「中央平原には人の手が入って居ない密林があると聞きました」

　エルフ達が済んでいる密林、湿地帯のことだろうか。

「ある。だがあそこは統治が行き届いていない。危険な魔物も出放題だ。正直まともに開拓できるような場所じゃないぞ？」

「それでも人間に襲われることはありません。小さな村一つ、なんとか維持していくつもりです」

　村長は決意の籠った目をして言った。

セクリトが丸い桶を目の前で転がすと尻尾が揺れて目が泳ぐもなんとか耐えている。

「そうか。魔物よりも人間の方が嫌か」

　起こったことを見て来ただけに何とも言えない。

それもこいつらの自由だ。無理やり連れて帰ろうとは思わない。

「では密林地帯の適当な場所で降ろしてやろう。だが……」

　俺は周囲を見回し、険しい顔をしている女を抱き上げた。

「危険な場所に脅える者もいる。お前もそうだな？」

　立っていた耳がふんにゃり倒れる。

「……ヒトは怖い。でも魔物も怖い……怖い」

「全員で一つの運命を追うこともないだろう。二つに分かれるのも良い」

　村長も頷く。

怖い者は遠慮なく船に残れと威厳たっぷりに言い、セクリトの転がした丸い桶を追いかけていった。

「良いところで犬扱いするなよ台無しだろうが」




　こうして獣人達の大部分は未開の地である湿原密林地帯で船を降りた。

残ったのは十人と少し、力に自信がないからか全員が女だった。

　別れを終えて一段落した俺は甲板から貨物スペースに戻ってやれやれと座る。

　そして獣人達を改めて観察した。

　まず頭の上にある耳だ。

それは犬のようだったり猫に似ていたり狐のようだったり個人差がある。

「はふ」

　そして手首と足首近くは濃い獣毛がしっかりと生え、手のひらには肉球がついている。

この肉球も若い娘ではふわふわと柔らかく、やや年を重ねた女では硬くしっかりしている。

「ウー」

　服を脱がせてみると背中も全体的に産毛が多く、背骨に沿って体の中心には一本の線のようにふさふさと毛が生えている。

その毛の筋がそのまま尻まで伸びて尻尾に繋がっているのだ。

「シャー!!」

　勝手に服を脱がせたことに怒ったのか、猫のような耳をした女が爪を振るってくる。

　逆立って来ていた背中の毛で予期していたので軽く避けるが、若い娘の速度ではない。

少々武芸の心得がある程度では避けられないだろう。

　村の戦闘で完全武装の相手となんとか戦えていたのはこの身体能力故だろう。

「夜目も利くみたいだしな」

　俺は三連撃の引っ掻きをさけて娘のズボンを降ろし、尻尾を付け根からゆっくりと撫で上げる。

「ふにゃっ!?」

　細目の尻尾が膨らみ、シュルリと巻いて大事な場所を隠した。

　そこにセクリトが毛玉を投げると娘は思わず飛びつき、尻尾を振って局部が丸見えになってしまう。

「なっ!?」

　キッと俺を睨む娘。

種族的に少しばかり考えなしの部分がありそうだ。

「観察はここまでにしておこうか」

　俺は一番最初に助けた獣人の母娘の隣に座る。

「名前を聞いていなかったな」

「はぁ。私が【タマミ】娘が【マロン】です」

　俺はうんうんと頷いて肩に手を乗せる。

「……なんです？」

　タマミは全身の毛を逆立てて警戒しているように見えるが気のせいだろう。

「では交尾を始めようか」

「は？」

　タマミを抱き寄せると胸板を押して抵抗された。

「綺麗だタマミ。特にこの耳が美しい」

「いや！」

　耳を唇で食んでキスを迫ると腹を蹴飛ばされて距離を取られた。

「ははは、照れなくても良い」

　俺はズボンを降ろして既に少し血が入り始めた肉棒を露わにする。




「また口説き始めたぞ。あの女好きめ」

「え、今の口説いてたの？　原始人が発情したみたいなのが？」

　セクリトとスラマが何か言っているが今はタマミに集中だ。

「さあ良くしてやろう」

「やめて!!」

　悲鳴をあげられて我に帰る。

「嫌なのか!?」

「当たり前でしょう！」

　タマミは両手で体を隠して息荒く怒鳴る。

　俺は少し考えて手を打つ。

「あれだけのことをされてヒトが嫌いになっているのか。大丈夫、俺はそこらの奴とは──」

「違う」

　おかしいな。

ああこっちか。

「死んだ亭主に未練があるのはわかる。だがお前はまだ若い、別の男根を──」

「それも違う」

　ならどうしてだ。

「逆にどうして私が貴方と交尾しないといけないの」

　どうしてと言われても困る。

「俺はお前達を助けた。我ながら結構頑張ったと思う」

「ええ感謝してます」

　タマミとマロンはペコリと頭を下げる。

「そしてお前達は仲間と行かず船に残ってくれた」

「この子が大人になるまでは危険すぎると思いました。貴方も信用できる方だと思いましたから」

　俺は再びずいと前に出る。

「ならばもう交尾しかないだろう。男根を半分突っ込んだに等しいぞ」

「違いますから。断ります。嫌です」

　冷静に言われて胸の前で腕を交差して拒絶される。

ここまで言い切られて無理やり抱いたら強姦になってしまう。

　俺はがっくりと肩と落とす。

もう股間が獣人の女を抱く準備をしていたのに。

「あ、ふられたわ。当然よね」

「代わりは癪だが……まあいい。ちょっと暑いな上をはだけるか」

　セクリト達の声も落胆の極にある俺の耳にはどこか遠い。

「せめて耳を触らせてくれないか」

「敏感ですから優しくお願いしますね」

　俺はタマミの耳を触り続ける。

上から優しく撫で、指で摘み、軽く息を吹きかける。

「ヤりたくならない？」

「ならない」

　なんの次は肉球だ。

回すように撫でてから柔らかい部分を軽く押し、肉球の隙間を指でなぞるとタマミは気持ちよさそうに息を吐く。

「ヤりたくなったか？」

「気持ちよいですけど、そういうのじゃないので」

　ならばと後ろから近づき、首筋に息を吹きかけながら匂いを嗅ぐ。

獣人の年齢は分からないが見た目には三十路ぐらいの女、さぞ良い臭いがするかと思ったのだが──。

「……う」

　奇妙な臭いに思わず眉根が寄る。

決して良い香りではない。だが悪臭とも違う……良い悪いではなく熱い香りという感覚だ。

　ドクンと心臓が脈打つ。

鼓動がドンドン早くなるのがわかる。

　取り込んだ匂いが熱く変化して肺から脳へ登り、今度は腹から股間に降りて来る。

「う……ううぅ」

　自分で聞こえるほど強く心臓が脈打つ。

その一打ちごとに男根に血が流れ込んでいくのがわかった。

「もう良いですか？　ご飯を頂きたいのですけれど……できればカリカリのではなくしっとりした──」

　振り返ったタマミと目が合った瞬間、俺は彼女の唇を強引に奪っていた。

「んむっ！　ぷはっ！　いやっ!!」

　抵抗するタマミに更に唇を押し付けて舌をねじ込む。

何度も胸板を叩く腕を掴みあげ、体重をかけて床へと押し倒す。

「ねえ、遂に無理やり行ったわよ」

「辛抱たまらなくなったのだろう。獣もどきがそんなにいいか……上着を寄越せ寒くなった」

　セクリト達の声も言葉として受け取る余裕がない。

「止めてひどい！　こんな人じゃないと信じて──あっ!?」

　両腕を拘束されたタマミが冷や汗を垂らす。

「私、今週発情期……まさか交尾のフェロモンが出ちゃった!?　でもあれは獣人にしか影響しないはず……たまに動物や魔物に影響することもあるらしいけれど」

「そいつを分解したら八割方は獣か魔物だ。必然だな」

　俺は良く分からない声を聞きながらタマミのシャツを破りとり、両手を押さえたまま小さめの乳房に顔を埋める。

「やめっ！　吸わないで！」

　体を必死にねじるタマミだったが、いくら獣人であっても俺の押さえ込みを逃れる術はない。

顔を胸全体に擦り付け、獣のように唸りながら乳首を吸う。

　そしてズボンを突き破って勃起した男根をタマミのズボンに力強く押し付ける。

「ひっ！　こ、この離せ──！　フシャーーー！」

　抵抗が最高潮になる。

脚がバタつき、腰が跳ね上がるような勢いで捻られて、拘束が外れてしまった。

同時にズボンの生地が限界を迎えて裂け、タマミは一糸まとわぬ姿になった。

「フェロモンが切れるまで逃げないと！」

　拘束を逃れたタマミはくるりと回転、四つ足で駆けだす。

その速さはまるで放たれた矢のごとくだ。

　だが──。

「うそ」

　矢など掴み慣れている。

俺はタマミの数倍の速度で動き、細めの腰を掴んで尻尾の根元に開いたピンクの穴に──。

「……や、やだ」

　バシンと腰を叩きつける。

「きゃぁぁぁぁ!!」

　男根は何の遠慮もなくタマミの穴を蹂躙し、最奥に激突して更に押し上げる。

タマミは背骨が折れんばかりに仰け反るが、がっちりと腰を掴んだ俺の手は微動だにしない。

「あぁ……交尾できた……最高だ」

　俺はタマミの穴が慣れるのを待つこともなく腰を振る。

ほとんど濡れていない中を男根が強引に前進していく。

「ヒィィィィ！　ミャアァァァァ!!」

　絶叫するタマミの体は先ほどの暴れ方からは考えられない程に軽い。

両腕で引き寄せるだけで簡単に尻に打ち当てられる。

「おお、気持ちいい。最高だ。もっと……もっとだ!!」

　後ろから両腕を掴んで女体を引き上げながら音を立てて豪快に突く。

狭い穴をかきわける男根に痺れるような快楽が伝わる。

　タマミはもう抵抗せず、俺に引っ張られるままに揺れて悲鳴をあげ続けていた。

　温かい汁が竿の途中を濡らしていく。

このままでは穴が壊れると女体の防御反応だろう。

「もっと深く」

　腰を限界まで密着させ、子宮を軋ませながら最奥を叩く。

垂直に立った尻尾の匂いを嗅ぎながら、腰の動きを更に速める。

「うわぁバコバコ鳴ってる。娘の前で母親をって外道にも程があるでしょ。止めなくていいの？」

　スラマの声に理性が戻りかけたが、すぐにこれでもかと締まるタマミの穴に意識を塗りつぶされる。

　脈動しながら男根の血管が膨張していくのがわかる。

摩擦が更に増え、俺の快楽とタマミの悲鳴が増す。

穴から勢いよく汁が噴射して全身が震えた。

「もっと激しく。もっとだ！」

　体ごとタマミに圧し掛かり、乳房を掴んで腰を振る。

鉄になった男根は一突きごとに痙攣する中を引き裂くように突き進み、帰りは膨張した血管と、拳程も張った肉傘で抉りながら戻る。

「ふに……にゃ……きゅう」

　遂にタマミの力が抜けてべしゃりと崩れ落ちる。

半開きの口からだらりと伸びた舌を伝って唾液の水溜まりがトロトロ広がっていく。

「ぐっこれは……」

　タマミが崩れた途端、全身からあの独特の臭いがムワリと漂う。

同時に玉がぎゅるりと音を立て始め、一瞬にして限界を感じてしまう。

「もうたまらん。出すぞ」

「だしゅ……だしゃれゆ……」

　俺は改めてタマミの腰の括れをがっちりと掴み、腰を限界まで深く押し付ける。

床に突っ伏していたタマミが絶叫と共に反り上がり、全身の毛を逆立てながら汗と涎を飛び散らせた。

「ぐおっ！」

　全身の筋肉を硬直させる。

玉が音を立てて種汁を送り出し、男根が脈動しながら根元から膨張する。

「みぎゃあぁぁぁぁぁ!!」

　タマミの悲鳴に合わせて尿道が広がり、激しい射精音を立てて塊のような種汁が噴出した。

「ぬう止まらん！」

　大量の汁に続いて何かが竿をあがってくる。

この粒が通り抜ける感触はまた大種が出てしまったのだろう。

「ねえ。ブビビビーってこれ口で言ってるのよね？」

「いやあいつの発射音だ。今回は少し激しいな」

　タマミとぴったり体を密着させ、何度も低く呻きながら出し続ける。

　俺の低い声とタマミのか細い声が長く響く。

結合部からは数秒置きに種が飛び出す粘着質な音、時折密着したままの腰が前後に揺れる。




　二〇分程続いた射精が収まると徐々に理性が戻って来た。

「……ぁぅ」

　硬度を失っていく男根が最後の一撃ちを終えてお疲れとばかりに腫れあがった穴から抜け落ちる。

「……やってしまった」

　俺は穴から流れ出る種汁を見ながらセクリトに聞く。

「どう見ても強姦だよな」

　セクリトは鼻で笑って返してきた。

「はっきり拒絶した女を力任せに押さえつけてボロボロにした模範的な強姦だな。しかも娘の前で母を犯すとは恐れ入る。幼い頃を思い出したよ」

　心に無数の矢が突き刺さるが、俺が傷ついている場合ではない。

「まずは土下座で踏まれねばな。だがそれだけで足りるはずがない」

　最低でも腰縄をつけて河に飛び込み、泳いで船について行くぐらいはしなければなるまい。

　タマミが息も絶え絶えに体を起こす。

そして腫れ上がった穴と流れ出る大量の種を眺めてから呆然とするマロンに声をかけた。

「お水を持って来て頂戴」

　マロンは震える手で水差しを持って来る。

　タマミはニコリと笑って受け取ると這うように俺に近づき、微笑みながら顔を撫でてくる。

「お疲れ様でした──旦那様♪」

　そして慈愛に満ちた顔で水を優しく注いでくれた。

「毒を入れる様子はなかったが」

　一応聞いておく。

「どうして毒なんて入れるのですか。ふふ、変な人♪」

　タマミは俺の両肩に手を添えてしなだれかかり、愛しげに唇を胸や腹に押し当て始める。

　優しくされる意味がわからない。

目の前で毒や糞尿をぶち込まれても飲み干すつもりだったのだが。

「そういえば」

　スラマがポンと手を叩く。

「昔、恋人の彼氏から聞いた話なんだけど。獣人の女って発情期になっても自分が発情する訳じゃないらしいの。男を発情させるフェロモン撒き散らして誘惑するんだけど、性交求められても絶対拒むのよ」

　ゴロゴロと喉を鳴らしながら甘えるタマミを撫でながら続きを促す。

「でも無理やり、それこそ殴られて犯されても、とにかく挿入された瞬間にその男のモノになっちゃうんだって。自分より強い種を求める習性だとかなんとか」

「おいおい本当か……？」

　周囲の獣人を見るとコクリと頷く。

「旦那様、ここ噛んでぇ」

　タマミが先程とは別人のようなトロンとした目で乳房を差し出すのでその先端を甘噛みする。

「えい」

　するとあろうことかタマミは俺の顎を下から押し、乳房に歯をめり込ませてしまう。

咄嗟に顎の力を緩めたが、口内に血の臭いを感じるほど歯を立ててしまった。

「あーそれから」

「痛い……あぁ痛い……あっ来た……」

　続けるスラマをよそにタマミは血の滲む乳房ではなく、下腹部を押さえて呻き始めた。

「獣人は普通にエッチしても妊娠しないんだって。なんでも痛みを感じるとそれが刺激になって卵が出るみたいで」

　周りの獣人がコクコク頷き、タマミが短く喘ぐ。

「やってる最中か直後に痛いことをしたら妊娠するの。発情期が短いだけに卵が出た場合の妊娠率はほぼ１００％」

　タマミは三度震えた後、下腹部を擦りながら蕩けた目を向けてくる。

「……強姦魔の楽園のような習性だな」

　女を痛めつけたいクズには垂涎だ。

気をつけて守らないと。

「そうだぞ強姦魔」

　反省しているからもう心に矢を撃ってくれるなセクリト。

　ともかく無理やりやってしまったタマミだが俺に惚れてくれたならまだ良かったのだろうか。

それともやはり縄で繋がれて飛び込むべきだろうか。

「馬鹿なことを考えている暇はない。嗅いでみろ」

　言われてスンと鼻を動かす。

途端にまた頭がぼやけて股間が熱く燃え上がる。

「これは……」

「さっきはわからなかった私にも臭う。大変なことになりそうだぞ」

　獣人達から悲鳴があがった。

「やばい……凄いのを見たから」

「私達まで連鎖で発情期に」

「こんな風の通らない場所で大量にフェロモン撒いたらどうなっちゃうの！」

　理性が消える前に見たのは甲板へ逃げようとするスラマと、彼女を投げ飛ばして内側から鍵をかけたセクリトだった。

「オォォォォォ!!!」

　一匹の種付けオスとなった俺の咆哮。

「「「いやぁぁぁぁ!!」」」

　密室に閉じ込められた獣人達の悲鳴。

「ぎょえぇぇぇ!!」

　スラマの色気の無い悲鳴。

「さあ逃げろ逃げろ。捕まったら注ぎ込まれるぞ」

　面白そうに笑いながら自らも逃げるセクリト。

　そこで俺の理性は獣欲に掻き消された。




　爪を立てて壁に登る獣人の脚を掴んで落とし、正常位でのしかかって股を開かせる。

「いやっいや！　入って来ないで！」

　抵抗空しく俺の腰が深く沈む。

「──あぁん。好きぃ♪」




　隅に追い詰められ跳躍で逃げようとした娘を空中で抱き締める。

そのまま彼女が下にならないように落下してからズボンを破る。

「私恋人欲しくない！　男嫌いだから！」

　腰を抱えて騎乗位の姿勢で肉棒が差し込まれていく。

「──ちゅっちゅキスして♪」




　腕に自信があるのか二人の獣が並んで棒切れを向けて来る。

「かくなる上は」

「殴り倒して貞操を守り抜く！」

　一人目の攻撃を腕で受け、同時に重心の乗った方の脚を軽く払って仰向けに倒す。

　二人目の振り上げた棒は正確に俺の股間を捉え、乾いた音を立てて砕け散った。

「え？」

　俺は呆然とする娘を抱え上げ、最初の女の上へうつ伏せにして乗せ、重なった尻を掴む。

「動けない！　で、でも私は挿入されても落ちたりしない！」

　まずうつ伏せにした女の尻を掴んで腰を打ち込む。

処女が引き裂ける感触があった。

「──んほぉ！　もっと突いて、男を教えてぇ♪」

　続いて仰向けの女に男根を添えて一気に腰を打ち下ろす。

「大丈夫、私はきっと耐えられる！　屈しはしない！」

　狭すぎる穴は一瞬抵抗した後、若干の鮮血を残して屈服する。

「──あぁん。処女穴もっとずぼずぼしてぇ♪」




　どさくさに紛れて箱に隠れていた女の腰を掴む。

薄い麻のズボンを脱がせることなく男根で貫いて挿入する。

「──ぎゃあ！　何するのよ！」

　間違えて尻に入ってしまったようで女は惚れることなく悪態を吐きまくる。

「痛い！　滅茶滅茶痛い！　って嘘、今ので卵出ちゃった!?」

　俺は尻穴から男根を抜いて前の穴に宛がう。

「ダメ！　孕む！　卵出てるから孕むからぁ!!　たっくさんどぴゅどぴゅしてぇ♪」







　何時間が経ったのか、俺の周りには獣人の女達が折り重なって倒れ、潤んだ目で俺への愛を囁いていた。

「ひどい……ついでで犯された」

　スラマも倒れていた。

　最後まで捕まらなかったのは当然ながらセクリトだ。

彼女は言葉を発さず、服を全て脱ぎ捨てて俺を手招きする。

　密室に充満したフェロモンは抜けず、理性はまだ戻らない。

　俺は雄叫びをあげて襲いかかる。

　突進をくるりと宙返りで回避されて樽に突っ込む。

　倒れ込んだ俺を笑いながらセクリトは箱に乗って見せつけるように股を開く。

　理性のとんだ頭へ男根が『あの女を喰え。穴を引き裂いて悲鳴をあげさせろ』と訴えて来る。

　大きく左右に揺れながら近づいていく。

怒張し過ぎた男根が邪魔で走れないのだ。

　大きいだけでは無く重い。

色がつくほど充満した獣人のフェロモンは男根にかつてない変化を与えていた。

　セクリトが乗る箱に飛びつくがこれもヒラリと回避される。

だが着地点が俺か獣人かの体液で滑っており、セクリトは足をとられて片膝をつく。

　俺は立ち上がろうとする彼女の肩を押さえて床に引き倒し、後ろから男根をめり込ませる。

「──がっ！」

　重く巨大な男根は俺のモノに慣れているはずのセクリトの穴を軋ませ、苦悶の声をあげさせる。

「捕まえた。もう逃がさん」

　俺の声は数秒で否定される。

不意に船が揺れ、その隙に顔面を二発殴られ脱出されたのだ。

　構わない。

もう一度捕まえるだけだ。




　俺とセクリトの鬼ごっこは続いた。

　隅に追い込んで立ったまま前から挿入すると首に手刀を貰って逃げられる。

　壁に手をついて大人しく受け入れたと思ったら、射精直前に足を踏まれて逃げられ、大量の種を空しく虚空に発射させられる。

　樽に乗ってイヤらしく咥えた棒を前後させるセクリトに飛び掛かると樽山を崩されて埋もれてしまう。

下敷きになった俺を見てケラケラ笑う彼女だったが力技で樽を跳ね除けて足を掴み、引きずり倒して挿入する。

　挑発、挿入、脱出、また挑発と何度も繰り返す。

　やがて体力の限界となったセクリトを捕まえ、もう逃げられないように縄で縛って伸し掛かる。

「うぐっ！」

　今までで最大の苦悶の声。

当然か、一度逃げられるごとに男根は次こそはと凶悪な形になっていたのだ。

「これはもう逃げられんな」

　セクリトは正常位で獣のように腰を振る俺の顔に手を添え、爪を食い込ませ始めた。

ちょっとした演技ではなく肉を抉るほど爪を立てている。

「お前もやれ。拳で殴ってもいい。殴りながら犯せ、でなくばまた抵抗するぞ」

　理性のとんだ本能が、殴って意識を飛ばしてしまえ、それでこの褐色の肢体をやり放題だと言う。

　俺は腕を振り上げ、無防備なセクリトの頬に手を添えてキスをした。

「なんだそれは、失望させるな」

　落胆の声がセクリトの口から溢れ、喜びの愛液が股からドッと溢れる。

　俺は体を引いて男根を引き抜き、胡坐を掻いて座る。

「……生意気な女一人殴れんとはがっかりだ」

　セクリトは溜息を吐きながら口を開いて肉棒を咥えていく。

　頭が前後するたびに喉が男根を擦る。

　舌は絶え間なく這いまわり、溢れる先走りと先ほどまでの残り汁を下品な音を立てて吸いこむ。

　失望したりがっかりしたりした女の奉仕ではなかった。

しかしセクリトの目が次はもっと乱暴にと要求している。

「む」

　唐突に歯が立てられる。

見下ろすとセクリトが自分の後頭部を軽く叩いている。

　俺は促されるまま、セクリトの後頭部を掴んで引き寄せる。

咽る彼女に構わず喉奥までの挿入を三十秒程、窒息しない時間続けて放す。

「ゲホッ！　ゴホッ！」

　激しく咽るセクリトを待ち、再び奉仕を求める。

　優しい奉仕と激しい奉仕の繰り返しは俺の限界まで続いた。

「出る」

「ん」

　セクリトは今までになく大きく息を継ぐと俺に頭を向けて仰向けに寝る。

俺はまるで人形にでもするかのように彼女の頭を掴み、奥深く胃袋まで男根を挿入して射精した。

「んぐーーーー！」

　音を立てて流れ込む種汁は胃袋を膨らませ、たちまち口から逆流する。

大量の精液を吐き出しながらセクリトはうっすらと笑う。

「ゴボボッ！　グボッ！　ゲフッガフッ!!」

　これ以上は窒息すると男根を引き抜くと激しい嘔吐。

しかし吐しゃ物はなく、ただ大量の種汁だけがあふれ出た。

「ハァハァ……なんだこれは？」

　セクリトは自分の胃から溢れた俺の種をつつく。

「おたま？　お前一体何を出した……？」

　俺は返事せず、セクリトの体に圧し掛かる。

「待て、この異様なものはまさか巨大化した種──」

　キスで口を塞いでの挿入、質問には何も答えない。

ただ腰を力強く振りたくり最奥を──数十回動いてからは開いてしまった子袋を突きまくる。

「好きだぞ」

「そうか」

　理性はないのに声が出る。

だが反応は薄い。

「愛してる」

「ああ」

　これも反応が薄い。

理性も無いし言ってみるか。

「お前は」

「……」

　ぞくりと女体が震える。

「お前は俺のモノだ。俺の所有物だ。お前の心も思い出も魂も何もかもが俺のものだ」

　セクリトの全身から汗が噴き出し体の内部が痙攣する。

「俺の名を呼べ。孕ませてくれと叫べ」

「アホか、今更何を愚かな」

　理性のない本能だけの目でセクリトを覗きながら腰を速めていく。

「はっ……そら孕ませろ」

「俺の名だ！」

　更に激しく突く。

「ん……エイギルの子を産ませてくれ」

「もっと強くだ」

　腰を破城槌のごとく激しく打ち当てる。

「私にエイギルの子を──」

　更に激しく腰というより全身をぶつけながら咆哮する。

「お前の種で私を孕ませろ！　臭い巨大種を注ぎ込んで私をエイギルのボテ腹女にしろ！」

「お前は俺の女だセクリト。俺の種で孕め!!」

　セクリトの叫びと俺が種を放出するのは同時だった。

大量の種が飛び出してセクリトの腹が膨らみ、やがて結合部から逆流して萎んでいく。

「お前はこの遊びが好きだな。ぐ、本当に腹の中にうじゃうじゃ入ってきているぞ」

　俺はセクリトにしがみ付き、乳房に顔を埋めたまま答えない。

ただ尿道をとんでもない数の巨大種が通り抜けていくのが分かった。







　翌朝──。

「くっさ」

　スラマが自分の顔を臭って呟き、それから辺りを見回して同じ言葉を呟く。

理性が飛んでいたのでわからないが彼女だけは昨日中に出さず、顔にかけたように思う。

　その心底不快そうな呟きをきっかけに皆が起床する。

　俺も含めて全員が汁塗れになって床に眠っていた。

「あぁ旦那様」

「貴方、どこですか？」

「ふふ、エイギル様♪」

　起きるなりタマミを先頭に這い寄って来る獣人の女達。

俺はもう完全に夫か恋人に位置付けられている。

　そんな獣人に先んじて俺の腕の中に納まるセクリトは昨日の行為など忘れたとばかりにそっぽをむく。

小瓶から飲んでいるのは事後避妊薬だろうか。

「「「うっ」」」

　全員が同じタイミングで口を押える。

俺とスラマだけが何かわからず顔を見合わせた。

　ドタドタと一斉に甲板に駆けあがり、数秒置いて男は耳を塞いでやるべき音が聞こえて来る。

「みんなして船酔い？」

「獣人はわかるがセクリトが酔うはずはないんだが」

　激しい音が収まったので甲板上の会話に耳を澄ませる。

「なにこれ気持ち悪い」

「この感じまさか……いやでも昨日してそんな……人間ってこうなの？」

「ヒッ！　みんなお腹触ってみて！　膨らんでる！」

「あの怪物め。三重に避妊していたのに……いやそも一日で……クソどうする」

　こうして俺達は無事中央平原に帰り着いた。
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「おい、なんでそんなに離れる」

　ノンナ達が一斉に風呂場の隅まで離れる。

「ヒソヒソ怪物」

「ヒソヒソ魔物」

　聞こえているぞ。

夫になんてことを言うんだ。

「本当のことだろうが化け物め」

　風呂場の扉が開きセクリトが現れる。

その腹はもうはっきりと目立つぐらい膨らんでいた。

「医者は一か月以内に産まれるとよ。あと人間の子かどうか自信が持てんと言われたよ。……まあお前の子だ。腹を突き破って出てきたら諦めて死んでやる」

　セクリトは大きな腹を抱えて湯船に入る。

　獣人達がヒソヒソとセリアに聞いていた。

「ねえ人間の精液って本当はああじゃないの？　小指ぐらいの大きさの精虫がうじゃーって」

「おたまを発射するのは大陸広しと言えどもきっとエイギル様だけです」

　続いてセクリトと並ぶ褐色の肌、スラマがセクリトの後ろからトテトテ入って来た。

搾ったタオルを頭に乗せ、肩まで浸かってトロンと緩む。

「いやー流れで中央平原まで来ちゃったけどまさか貴方が有名な『好色王』だったなんてねー。王の愛人になったらもう生涯安泰、ちっぽけな組織の為に命かける生活とはおさらばー」

　なんだかんだでスラマも後宮に迎えたんだったな。

「うーん、お前は俺の愛人じゃなく別の役目があるんだが」

「えっ愛人にしてくんないの!?」

　思い切り立ち上がったスラマをバルトロメイが凝視している。

続いてセクリトの方もチラリと見たが大きな腹を見て違う違うと首を振っている。

　子どもに聞かれないように耳に口を近づける。

「もう少し育ったら男の子に性教育をやってもらいたいんだ。こう愛とか恋ではなくて純粋に肉棒の上手い使い方を教えてやって欲しい。スケベでやりまくっていたお前には適任だろう」

　一応エルフの適任者もいるんだが、あそこまで制御が効かないと病気がな。

「えー宝石に囲まれてホッホッホするつもりだったのにガキの性欲ぶつけられる係なんて……」

　言いながらスラマはチラリと子供達を見る。

そして目を擦ってもう一度見る。

「何あの美少年の群れ。本当に貴方の子？　違うでしょ」

　馬鹿言うな。

違ったら哀しみのあまり国中の女に種付けしてしまう。

「そっか奥さんが美人ばかりだから……やる。やります。やらせてください」

　スラマが鼻息荒く了承する。

こいつの性格は色々面白い。退屈しなくていい。

「ちなみになんだけど」

　スラマは指を広げる。

　給料の話だろうか。

宝石だらけとはいかんが並の官僚よりは高く出すつもりだ。

「あの子達、今何歳？　一──!?　それで普段から１５ｃｍあるの!?　前言撤回、全員貴方の子よ」

　俄然やる気になったスラマはスキップしながら子供達に挨拶に行く。

肝心の給料聞かなくていいのか……。

　アントニオはいつも通り無表情、ギルバードは少し照れ、バルトロメイは緊張して甲高い声を出している。あいつ褐色が好みだったようだ。




「で」

　俺は湯船を出て擦り寄って来る獣人達の腹を撫で回しながら言う。

「そろそろ使者が来ると思う」

「「使者ですか？」」

　セリアとレベッカが首を傾げる。

「まあ返事はしなくていいんだがな。さて風呂から上がったら久しぶりにシュバルツに乗ろう。あいつももうおっさん馬だ。へたばるまで乗り回して笑ってやるか」

　馬上の感覚を取り戻さないといけないだろう。

レオポルトもそろそろか。




　数日後、オルガ連邦から帝国への攻撃要請と白都への再度の訪問を促す勅書を携えた使者がやってきた。

　俺はどちらにも明確な回答をせず、ただ謁見の間に愛妾と発情したカトリーヌ、そして一歩でも動いたら見える紐のような薄着をしたスラマを侍らせて笑うのみだった。
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　俺は豪快に乱暴に湯船に飛び入り、立った波でアナスタシアがバランスを崩す。

「お父様！　半年ぶりに帰って来たと思ったらもう」

　抗議の声をあげて立ち上がるアナスタシア。

和ませる為にも軽い冗談を飛ばそう。

「そろそろ乳は膨らんで来たか？　下の毛はまだ生えていないようだが」

「これはひどいです」

　セリアの呆れた声、アナスタシアは無言のままセクリトのような目になって俺を見下ろす。

これが反抗期、悲しいものだ。

「ふう。獣人達と乱交種付け祭りしたのが昨日のようだ」

　あっちへ行けと手で示すアナスタシアをやや強引に膝の上に乗せ『バカ上』『お下劣』と顔にお湯をかけられながら伸びをする。




「そ、それでなのですが……」

　ここで初めてノンナ達がおずおずと声を出した。

その表情は娘と父の団欒を見守るものでも、娘の前で下品なことを言ったと咎めるものでもない。

緊張に引き攣り脅えているようだ。

　当然か。

少しばかり無茶な相手に喧嘩を吹っ掛けたのだから。

「まず俺が戻ったのは敗退したからじゃない。補給拠点を構築するまではこれ以上進めないからだ。どうせ進めないなら戻って風呂にでも入ろうと思ってな」

「ほ、本当に？」

　湯に入っているのに歯が鳴っているノンナを抱き寄せる。

巨大な乳がアナスタシアの顔面に押し当たる。

「わっぷ埋もれる。クソ……私も絶対こうなってやる」

「こらアナスタシア下品だぞ」

　アナスタシアはノンナに見えないように湯の中で思い切り男根を踏みつける。

そして小さく悲鳴をあげて半泣きでバルトロメイの方に泳いでいく。

「アナちゃんどうだった？　勃ってた？　血管の感触は？」

「ローズうるさい！　踵が痛い……父さまの化けチ──非常識お股め」

　俺は巨大な胸と対照的に、まるで小動物のようにプルプル震えるノンナを抱き締めて語る。




　半年前、連邦の使者が要請したのは俺の白都への訪問と帝国東部への侵攻だった。

連邦は明日にでも西部から侵攻を開始するから楽に勝てる、切り取り放題だと。

　俺は『中央平原は取ったのだからもういい』などと言いながら、やる気なくダラダラと誤魔化し続け、痺れを切らせた使者に強く迫られて仕方なく兵を集め始めた。

　使者に急かされ、色々助力も受けながら数か月かけて軍が整ったところで使者を殺し、集めたその軍で連邦へ侵攻したのだ。

「こんなの連邦は絶対に許しません。国土を灰にして民を一人残らず殺しかねない」

「そりゃそうだろう。俺だって同じことをやられたら生きたまま腸引きずり出すぞ」

　ノンナがまた震え出してしまう。悪い悪い。

俺はチラリと後ろを見て続ける。

「だがいくら許さずとも激昂しようとも兵も軍も沸いては出ない。帝国本土への派兵が中途半端な規模のはずはない。満足な予備兵力など残っていないし……」

　また後ろを見る。

「連邦が帝国に侵攻して既に数か月、十分奥まで入り込んでいる。激戦が続く戦場から慌てて戦力をぶっこ抜く訳にはいかない。そんなことをすれば逆に押し戻されてしまう」

　連邦は俺に怒っている。

それはもうダート山が噴火するぐらい激怒し、毎夜呪いでもかけられているだろうが、それでも軍隊を寄越すことはできないのだ。

　俺は後ろを見てから安心させるように言う。

（三日に一度は北から呪詛みたいなのが飛んでくるよ　お化けのネイシャさんが食べちゃうけど）

　ケイシーが怖い怖いと肩を竦めて言う。

　聞こえていない者も多いので今は構えない。

「見てみろ」

　手元には濡れても大丈夫な素材の地図、レベッカのタイツと同じ素材だ。

ええと次はなんだったか、俺は後ろを確認してから説明を再開する。

「たった二か月で俺達はここまで進んだ。朽ちた扉を蹴破る程に抵抗はない。まともな兵力は全部東から抜けている。地方軍とは時折ぶつかったが問題にならない」

　指は中央平原全体の二倍以上の面積をなぞる。

「でも連邦は巨大です。いつまでもやられるがままじゃ……」

　もちろんそうだ。

実はそろそろ中央からかき集めた部隊が出て来るだろうと推測されている。

だからこそ第一目標まで残り四分の一の距離であえて足を止めて補給拠点を構築している。

「己惚れていたらごめんなさい。でも聞かせて下さい」

「なんだ？」

　俺はノンナの大きな乳房を持ち上げるように揉みながら笑う。

「私の町を目指しているんですか？」

「おうとも」

　誰が入れたのか湯の上を漂流してきた玩具の兵士をノンナの乳房島に乗せる。

「今からでも止めませんか？」

「んな無茶な」

　ここまで来て連邦に今のはやっぱり無しと言うのか。

一度どんな反応をするか見て見たくはある。

「今が……今の幸せが……何より今が……」

　ノンナは玩具の兵士を胸に挟む。

俺は穏やかに微笑みながら返す。

「駄目だ最後までやる。もうお前の為だとは言わない。お前に約束したことを守りたい俺の欲望だ」

　ノンナは歯を食いしばって乳を寄せ、圧力で兵士が潰れてしまった。

「まあ心配するな。最悪やばくなったら全員まとめてどこかに逃がすさ。民は……まあこれも時代の流れと言う奴だ」

「うっわ暴君ねぇ」

「暴君～色欲王～」

　カーラとアナスタシアから罵倒され、俺はぐわーと胸を押さえて湯船に沈む。

場が少し和んだ。

　もう少し雰囲気を変えるために馬鹿話でもしよう。

「久しぶりに乗ったらシュバルツの奴が酷くてな。ちょっと走っただけで息を切らしやがる」

「もう十歳半ばですからね。軍馬としては引退の齢です……でもシュバルツはまだまだいけますよ。無意味に５０ｋｍも走らせたエイギル様が酷いのです」

　へばったところを馬鹿にしてやろうと思ったのだが、あのエロ馬が意地になって粘るのでどこまでも行ってしまった。気付いたら敵陣の真ん中で死にかけたぞ。

「引退したら私に頂戴。狩りとか移動だけならまだまだいけるでしょう？」

　カーラが言う。

奴もカーラの物になるなら歓迎だろう。

「馬姦ですか？」

「カトリーヌじゃあるまいし」

　ノンナからカーラへの悪口玉がカトリーヌへと跳ね返る。

「馬となんてしません！　ただシュバルツはものすごく大きいからじっと見ていただけです。エイギル様だって身長と同じバストの女性が居たら見るでしょう？」

　見るどころかついて行くし旦那の前でも口説くだろう。

仕方ないことだ。

「シュバルツといえばあのメス馬が子を成したようですよ」

「ああ、うむあれか」

　セリアの話に俺も乗る。

　シュバルツにはラーフェンにお気に入りの女がおり、何頭も子を成している。

いずれも中々の体格で立派な馬となっているが、今回はその話ではない。

「まさか連邦にはあんな巨大な雌馬がいるとはな」

「はい。まだ三歳馬らしいですが、シュバルツより目線二つも高いなんて。しかもどんな育て方をしたのか全身に筋肉が浮き出てました」

　どこの町で見つけたのか、兵が接収してきた中にそのメス馬はいた。

　巨大すぎるそのメス馬はシュバルツを見るなり嘶きをあげ、交尾を求めて擦り寄ったのだ。

「あのエロ馬が露骨に引くなんてな」

　それでもメスに求められて応じないのはプライドが許さなかったのか交尾し始めた。

「……大きいだけじゃなくて頑丈でしたね。三日も交わり続けて、終わった時にはシュバルツがガクガクしてました」

　人間に例えれば２ｍを超えるムキムキの小娘に四十のおっさんが三日三晩搾り取られた感じだろうか。

馬の美醜は分からないが羨ましいだけとは言い難い。

「どんな馬が産まれるんだろうな」

「翼とか生えてそうです」

　皆が小さく笑う。

「子どもと言えば……」

　ノンナがチラリと視線を送ると、スラマが専用のたらいで湯に入れていた赤子の手を取って振らせる。

「愛想の無い子ですよねぇ」

　やや薄めの褐色肌にどこか遠くを見ているような目。

他の子ども達が構っても抵抗はしないが、大きな声をあげたりすることもない。

「なんか私の子みたいな流れだけどセクリトの子だからね！　産んでないからね！」

　赤子の名は【ハサーファ】セクリトが産んだ男の子だ。

「あいつ一切世話しないんだけど！　たまに来て乳やるぐらいで後は全部私がやってんだけど！」

　ここは真横からの大声に泣き出すシーンだと思うのだがハサーファは鬱陶しげに顔を背ける。

見るからにセクリトの子だとわかるなぁ。

「それに比べてこっちは可愛すぎるのですが」

　ノンナが反対側を見る。

「にゃー」

「きゅーん」

「ごろごろ」

　視線があった途端、沢山の子犬、子猫が一斉にノンナにじゃれついた。

「ああもう止めなさい！　こらおっぱいを吸わない、吸ったらいくらでも出ちゃうのですから！」

　離れろと言いながらも顔が緩むノンナ。

「ごめんなさい～」

「こら～じゃれついちゃ駄目！」

　言うまでもなく獣人の子ども達だ。

獣人の赤子は動物に近いらしく産まれて一か月で走れるようになるが、言葉を話すのは五歳ぐらいからだそうだ。

　そして数が多い。

親は十四人なのに子は五十人以上いる。

「多産だったか」

「正確には交尾の後の痛みによって出る卵の数が決まりますから。私は三人です♪」

　タマミがニャーと鳴く赤子を俺の頭に乗せて来た。

　その隣で八人の子どもにじゃれつかれている女が疲れ果てている。

「まさかお尻掘られて卵八個も出るなんて……これ村でも新記録じゃないの……」

　八ツ子とは豪快だ。

「私が気になるのはむしろこっちなんだけど」

　メリッサが怖い顔でタマミの隣、娘のマロンを指差す。

　マロンはニコニコしながら一人だけ産んだ子供に乳をあげていた。

「いくつなのかな？」

　マロンは首を傾げてから両手で自分の齢を示し、メリッサは頷いてから両手で俺の首を絞める。

「ケダモノ、鬼畜」

「理性を無くしていたんだ」

　それに獣人に人の年齢を当てはめるのは良くないと微笑むマロンの乳と尻を自分の子供達と見比べる。

……変態の誹りは免れないな。

「よしよし十分望みはある」

　何故かローズが気合を入れていた。




「後宮内のことを語る時ではないかもしれませんが」

　リタが遠慮がちに話に入って来る。

「獣人の方々は六つ目の派閥になりますね」

　俺が留守の間にちょっとした派閥が出来ているらしい。

　六つのうちの一つはノンナ達古参組。

正妻に側室と関係も深く子供もいて後宮の中核だ。

一番力を持っており賄賂だなんだの誘惑も絶えない。

　もう一つはお手軽愛人組。

俺が助けたり街で気に入ったりして迎えた……要は愛人の集団だ。

手元に居る間は小遣いもやって面倒も見てやるが、他に惚れた相手が出来れば堂々と言って抜けることを許している。

　ちょこちょこと入れ替わる為に権力は少ないが俺と生涯を共にする覚悟もいらないので火遊びしたい娘や綺麗なドレスを着て贅沢がしたい子なども多くいる。

　もう一つは新妻組。

主に地下から助けだした孤児の集団と国内であった諸々の末に救った娘達だ。

俺に惚れこみ全てを捧げてくれるが、年齢が幼すぎることが多く手のついていない娘も多い。

　基本腰が低いので揉め事は起こさないが自称する名前とスローガン『年月は私達の味方』が一部古参組を苛つかせている。

　そして幽霊組。

文字通り幽霊でプライドが高く、性格は不安定、下手に刺激すると怨霊化する地雷の権化。

もし他の女に手を出したら本気で怒ると念を押しているので実害を出したことはない。

　一応リーダーは過去の王妃ネイシャだが見えない人には見えないので交流会などでは体を貸しているフランティカが一人で座って泣いていることも少なくない。

　そして魔物組。

魔物の群れだ。最近少し増えた。

　ここにケモケモした獣人とその子供達が加わる。

繁殖力が強いからいずれは大きな勢力になるかもしれない。




「後ろの方おかしくないですか!?」

　俺も幅広くやっているものだ。

　ちなみにケイシーは幽霊でありながら古参組に属している。

これを裏切りと見たネイシャに毒……ではなく染料を盛られて先月はずっと紫色だったらしい。

「派閥、対立なんて言うと不穏に聞こえるが平和にやっているから良しとしよう。外は戦争、家は平和が一番だ」

「ええ……外も平和の方がいいよぉ」

　マリアは困った顔で桶に入って浮かぶワイングラスをこちらに押し出してくれる。

　それにしても、とマイラが眉を下げる。

「あの使者には悪いことしましたね」

「殺すのは酷いかと思ったが早馬飛ばされても困ったからなぁ。一応最後に天国は見せてやったのだが」

　俺は追悼の意味も込めて開戦当時を思い出す。

間に合わなかった……。

追記

朝までは当日。
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回想

　玉座の間にて俺は笑みを浮かべながら窓から外を眺めていた。

隣には連邦からの大使が一歩下がって続く。

　大使は金糸銀糸に宝石まで散りばめられた正装を身に纏い、ただの使い走りではなくそれなりの地位にある者だと示していた。

「中央平原の統一、よもやこれほど早く成し遂げられるとは思いませんでした」

　特に密談でもないので周囲にはアドルフやトリスタンに妻達も自由に位置どる。

「その後も色々とあったようですが……大過無く国を維持しておられるのは陛下の度量故でしょう」

　俺はうむうむと大げさに喜びながら一番近い所に立つセリアの尻を撫で回す。

「……ん……く……う」

　室内用の薄いズボンは指で押し込むと生地ごと肛門に入り、セリアはクネクネ背伸びをして悶える。

　更に三歩下がって静々とついてくるノンナの唇も唐突に奪う。

「お、お止め下さい！」

　ノンナは形だけ抵抗した後、気まずそうに大使を見てからちょんと軽いキスをする。

「ご、ゴホン！　つきましてはハードレット陛下には重ねて我が国首都へのご来訪とガーランド帝国への攻撃を──」

　俺はうんうんと人当たりの良い笑顔を浮かべて頷く。

「いずれはお邪魔することになるだろうが今はちょっとな」

　曖昧な返事をすると大使は露骨に顔をしかめる。

「……ご来訪を妨げる理由がおありで？」

「うん？　ふふふ、それはな」

　俺はちょいちょいと指でメルを呼ぶ。

隣に立ったメルの腰を抱いて引き寄せて乱暴な手つきで乳を揉み回す。

「あっもう！　御客人の前なのに……でも陛下のご命令は絶対ですね」

　メルは手を自分の頭の上にあげて揉みやすいよう体を差し出した。

年齢的に限界まで熟れているメルの尻は蕩けるように柔らかい。

「ふふふ、メルは今年で四──だ。それでこの体と顔の張りは凄いと思わないか？」

　俺は的外れな言葉を大使に投げかける。

「……はぁ。果実は落ちる前が一番甘いと申しますが」

「あぁ？」

　ドスの効いた低い声に大使が左右を確認する。

今の音が微笑むメルの口から出たとは思えなかったようだ。

「熟れ過ぎた果実でいいじゃないか。メルは美しくいやらしい大年増だ。まだまだ可愛がってやるぞ」

「陛下ひどい……」

　抗議しながらも嬉しそうに体をくねらせるメル。

ふむ柔らかさだけでも物足りないな。

　俺は続いて左腿を叩きながら付き人マータを呼びつける。

マータは困惑しながらも俺と大使へ丁寧に一礼してから俺の手をとって自らの小さな胸に導く。

「これでバランスが取れたな」

　メルに太ももを抓られながら呆れた顔をする大使に言う。

「俺はそこらにいるチンピラ紛いの傭兵からここまで這いあがった」

「は、陛下の成り上が──武勇伝は連邦でも語り草になっております」

　大使の目が泳いでいるのを見るにどう語られているのかは想像がつくが、それは重要ではない。

「今や中央平原全てが俺のモノだ。土地も金も女も全てを手に入れた」

　両手を広げて周り中の女を呼ぶ。

　カトリーヌが俺の脚にしがみつき、カーラが後ろから首に抱き着き、メリッサとリタは胸元を開いて左右両方から乳房を吸わせてくれる。

　大使の呆れと失望、軽蔑が入り混じった表情も気にせず続ける。

「正直俺はもう満足しているんだ。これ以上領地を広げなくても食い切れない酒池肉林がある」

　ワラワラと獣人達が寄って来る。

全員が出産間近の腹を抱えながら擦り寄り、脚や顔を愛しげにペロペロ舐める。

「獣人の女？　一国の王が獣との合いの子をお抱きになるとは不道徳と思われますが」

　知っているとはさすがだな。

そして嫌悪感を隠そうともしていない。

「ははは、食わず嫌いはいかん。もふもふの耳と尻尾を撫でながら抱くのは最高だった。一晩で全員の腹に子を詰め込んでやったんだぞ」

　腹を撫でると獣人達は蕩けるような甘い声を出して床に転がる。

「それに獣人で驚くなどまだまだ甘い」

　俺が手を叩くと窓からにゅるんとラミーが入って来る。

「なっ王宮にラミアだと!?　すぐに護衛を呼ばれよ!!」

　大使はラミーを見るなり叫び、儀礼用の短剣を構える。

「わっ敵じゃないよ！　何もしない、しないから危ないの向けないでー」

　ラミーは両手を上にあげて害意が無いことを示しながら俺の方に寄って来る。

長い胴体に細く小さな子蛇が巻き付いている。

「もーびっくりした。突然呼ばれたと思ったら……この子達もびっくりするでしょ」

　子蛇はラミーの体を滑り降り、俺の腕に巻き付いてじゃれるように舌をチロチロさせる。

「ま、まさか貴方は!?」

　大使が驚きどころか顔を真っ青にしている。

「うむ、ラミーはラミアだが見ての通り美しい。故に濃厚に愛したら子が出来た」

「魔物と子を成すなど……なんとおぞましい」

　よろよろと後ずさる大使の背に湿った鱗がぶつかる。

「きゃっ！　ごめんなさい。濡れちゃいましたか」

「い、いや大事無い。そちらもハードレット陛下の室で──」

　ミルミと目があった大使は見事な側転で距離を取る。

「魚!?　また魔物ではないか！」

「はい。人魚です」

　ミルミは大使にぺこりと挨拶してから俺を指差して目を吊り上げる。

「エイギルさんまたうちの子の卵に種付けたでしょう！　娘の卵に種付けるのは良くないんですよ！」

「近親魔物姦だと……」

　大使が絶句してもミルミの説教は止まらない。

「あと、甘えに行った息子を投げ飛ばしたでしょう！　可哀そうに泣いていたんですからね！」

　これだけ聞くと極悪非道な父親なのだが事情がある。

「反射的に体が動いたんだ。感性の違いというか、やはり上半身の方が魚なのはどうにもならない」

　大量に生まれたミルミとの子の中には魚人──つまりミルミのような上半身が人で下半身が魚ではなく逆になっている者がたまにいる。

「些細なことで差別しないで。小さな可愛い息子なのに！」

　些細でもないが百歩譲って魚人なだけならまだ良い。

むしろ魚人の女の股は絶品で目を閉じてやると下手な人間の女より大量に出る時がある。

「あれは小さくも可愛くもなかった。重低音吠えながら、すね毛の生えたぶっとい足で走って来たんだぞ……」

　しかも足の間にブルンブルン一物を揺らしながらだ。

それで飛び掛かって来たから反射的に放り投げてしまった。

「おぉ……神よ」

　大使は青を通り越して白い顔となり、ヨロヨロと壁に手を突く。

「体調を崩されたか？」

「いや、大事ない……」

　大使に声をかけた褐色肌の護衛兵の腹は今にも赤子が飛び出しそうな程膨らんでいた。

　というかセクリトだ。

面が割れているから出るなと言ったのに兜で顔を隠してまでわざわざ接触してきたのだ。

　俺は大使の肩を軽く叩いて言う。

「俺は毎日酒と美食を楽しみながら女を孕ませていたいのだ。だから手間のかかることは御免なのさ」

　大使は愛想笑いを浮かべようとしていたが、引き攣って何とも言えない顔になっていた。

「陛下。そろそろ例のお時間ですが」

「うむ、入って良いぞ」

　セリアが隠し切れない不機嫌さを込めて言う。

「お聞きしても？」

「うむ、ゴルドニアも発展してきたし市井の娯楽──具体的には娼館を増設しているのだ。だが誰にでも許せば質の低い店が乱立する。よって俺が直接店の売れっ子を吟味してから許可を与えているのだ」

　扉が開き、これでもかと際どい恰好をした娼婦達が匂い立つような色香を漂わせて入って来る。

　俺はワナワナと震えながら音声をあげる。

「なんと不道徳でいやらしい者達だ！　これは厳しい審査になってしまうぞぉ！」

「……申し訳ないがやはり体調がすぐれませぬ。失礼ながら少し休ませて頂きたい」

　大使は疲れ切った表情で言う。

「む、そうか？　長旅の後だからゆっくり養生するといい」

　俺はヨロヨロと去っていく大使に軽く挨拶してから娼婦を思いきり抱き締める。




「首尾は？」

「使節団の一人が町の踊り子……に扮した諜報官に手を付けました。いくつかの命令書は既に書き写してあります」

　抱きしめた娼婦はレベッカなのだ。

「室内の監視は？」

「盗聴機構を付けても良いのですが露見した時に状況が悪化しますので『見えぬ者』の力をお借りしたいのですが」

（お国のため全身全霊であたります！）

　レベッカの横でケイシーが背筋を伸ばして敬礼する。

　俺は真剣な顔で頷いてから続ける。

「ケイシーはあまり頭が良くない。命令は単純に。曖昧な情報はネイシャにお願いして確認しておけ」

（ひどい！）
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　以下はレベッカと見えない連合からの報告をまとめたものだ。

〇月〇日

　机を蹴り飛ばす音とカップが割れる音。

　カボチャ菓子が零れる。勿体ない。

「好色王？　あれはただの色情狂だ！」

　使節団全員が沈黙する。

「偉大な皇帝陛下より任じられた私の前であの無礼な態度……それも些事だ！　獣人など抱くだけでも恥ずべきであろうに魔物と交わり子を成すなど王侯貴族どころか人間としても失格であろうが！」

　使節団の数名が大使を宥める。

「中央平原の田舎王ごときが淫蕩にふけるがために我が連邦の招聘を断るなど万死に──」

　使節団の次席と思われる者が命令書を示し大使の罵声が止まる。

命令書の確認に向かうも位置取り悪く見えず。

　燭台に激突して悲鳴をあげてしまった。

二人が周囲を見回す。見えてるかもしれないので注意っと。

「……分かっておる。ゴルドニアの王権など些事ではあるが、我が連邦と繋がりのあったアレクサンドロ王と違い奴は山だしの蛮族に等しい。一度王として白都に参らせ上下関係を確認するのが筋だが……今回の最優先命令はそちらではない」

　大使落ち着きを取り戻し蹴った机を直す。

日付を二度確認した模様。

「既に帝国への侵攻は始まっている。陸海の兵力を総動員した大侵攻、失敗は許されない。打てる手は全部打つ……ゴルドニア程度に帝国の本軍を打ち破れとは言わぬ。東で暴れて地方軍を引きつけ、物資や兵の西部移送を妨害する、これだけで敵の余力が全く違ってくる」

　良く見るとあのカボチャ菓子は私が棚に隠していた物ではないか酷すぎる。

「この際白都詣は後でも良い。帝国への侵攻だけは今すぐ絶対に約束させねばならん」

　大使、部下二人と話す。

「あの具合ではまともに軍をおこす気はあるまい。かくなる上はこちらでお膳立てをしてやるしかない」

　書類を殴り書いて部下に渡す。

本国への連絡役と思われる。

　私のお菓子半分食べられた許せない。

「ノーステリエス沿岸の都市エレクトラ──おっといかんつい古い名を……ルロクレクスから資金と物資を融通させよう。返される見込みはないが、とにかく出来るだけ早く遠征できる軍を整えさせねばならぬ」







〇月〇日

　踊り子に偽装、連邦へ戻る連絡役に恋慕の情を抱いたと訴えて同行を願い出て許される。

その場で求婚を受け、円滑な任務達成の為に了承。

　ノーステリエス河を北上する連絡船の個室内にて飲酒の上、四度連続の交接。

　連絡役は激しく興奮しながら絶頂、合わせて快楽で失神する演技をする。

「ふぅふぅ……あぁ本当に良い女だ……こいつは俺の女……俺の嫁だ……最高だった……」

　連絡役が寝息を立てるのを確認して報告書のケースを解錠、蝋印を外すも同種の印と蝋は準備済み。

　報告書にはゴルドニアへの物資と資金の融通と王への評価が記載。

以下に概要を書き写す。

『ゴルドニア王、帝国への侵攻意志薄し。極めて好戦的な簒奪者との事前情報と齟齬あり』

『また白都訪問も拒絶。されど連邦への反抗心や敵愾心はなく、ただ怠惰下劣無知蒙昧、知性低く色欲強く、近親背徳不道徳の極みによるもの。皇帝陛下の求めに従わぬは恐れ多いことなれど危険性は無し』

『帝国への侵攻も積極的な拒否にあらず。物資と資金の援助を与え、遠征軍の編成を支援すべし』

『国内は情報以上に安定しており、一度開戦すれば長期の戦役にも耐えられうると思われる』

『かの者色欲に支配された愚劣者にて、胸尻の大きな二級市民の女を百名も与えればより円滑に事が進むと思われる』

『イヴァンナ元提督連絡取れず。簒奪の際の戦乱で斃れたか未確認』




　〇月〇日

　大使に与えた部屋より諜報。

「物資と資金……移民名目の女達を与えたことで奴はこちらの要求を受け入れ遠征軍の編成に着手すると約束した。本国にも既に伝えてある」

　諜報員からの情報と齟齬無し。

連絡役は諜報員に極めて深い恋慕を抱き、いつでも詳細な情報を引き出せる。

　また大使の個人的な情報も複数入手済み。

　ここで外から複数の男女の叫び声、大使含め全員が窓を見る。

　壁を通過して顔を出すとエイギルさんが連れて来られた女の人と早速いやらしいことをしていた。

全員をシャツ一枚にして水を掛け合う遊びらしい。

女の人達の困惑の声が徐々に楽しそうな歓声に変わっていく。

楽しそうなので私もいってくる。

「……大使。本当に遠征軍の約束を？」

「あんな奴に軍の編制などできるか。部下に丸投げしているのだ。資料！」

　調査役の部下が大使に資料を差し出す。

資料の写しは既に手元に存在し照合済み。

「レオポルト──かつては奴の軍司令官まで務めた男だ」

「熱意が低いと見えた割には大物をあててきましたな。何か裏があるのでしょうか？」

　部下の発言を大使が鼻で笑って否定する。

「続きを見ろ。レオポルトは奴が王位を盗ると同時に我ら連邦との国境警備隊……国境とは名ばかりの森林地帯に左遷されている。しかも即位の日に飛ばされたとなれば余程の確執だ」

「……逆に大丈夫でしょうか？」

　部下の問いに大使は苦笑して返す。

　ケイシーの職務放棄を確認。

「要は俺の知った事ではないからお前が勝手にやれということであろう。あんな色情狂などいない方が良い。このレオポルトとか言う男に協力してやれば良かろう」

「その者からさっそく会談の要請が来ています。なんでも特殊な物資が不足しているそうで連邦から急遽融通できないかと」

　現時点で諜報部にレオポルト卿からの連絡無し。確認できず。

「兵站を西部に集中させている今、東部の備蓄はルロクレクスとテュカルフにしかないからな。あるいはトビロリスクにいる地方軍主力部隊ならあるいは」

　新情報を確認。

「ともかく、あの愚か者をなんとか動かしたところで我々最大の仕事は終わりだ。後は落ちついて……」

　ノックの音。

使用人に扮した諜報員が入室。

「えとえと……今日から大使様の小間使いを命じられましたコルカと言います。ご無礼ないように頑張りますので宜しくお願い致します！」

　黒い執事服に身を包んだ任務名コルカは極端に緊張した演技で挨拶をする。

「うむ良く働けよ。む、随分と華奢だな。歳は？」

　年齢を聞いて大使は数度頷き、任務名コルカの周囲を歩きながら観察する。

「顔も体もまるで女のようだ」

「は、はい。良く言われます」

　困ったように笑うコルカを見て大使は動きを止める。

「ゴホン。お前達はレオポルトとやらと話をして来い。私はここに残って情報を整理する」

　部下の退室後、大使は小間使いのコルカを隣に座らせ、手と肩を撫でる。

「本当に女のようだな。偽っているのではないか？」

「まさか！　でも女性の小間使いの方が使い易ければすぐにでも代わりますが」

　大使が慌てた様子で立ち上がる。

「馬鹿な！　その外見で男だから素晴らし──ゴホン、気にするな。お前で不満はない。そのままでいい」

　連絡役より聞き出した大使の性癖情報の正確性を確認しました。

　報告終わり
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「さて……と」

　俺は毎日上がって来る報告書に目を通し、いつもは鼻くそをほじりながら机にしまっていたそれを暖炉に放り込む。もう必要ないからだ。

　ベッドから体を起こし、全裸のまま小さく言った。

「セリア」

「はい」

　全裸で俺の隣に寝ていたセリアがさっと立ち上がる。

「四人呼んできてくれるか？　まずレオポルト、次にアドルフ、最後にトリスタンとレベッカ」

「了解しました！」

　セリアは服を着ようとして止め、シーツだけを羽織って転がるように飛び出していく。

　待つ間に首から『諜報不適格』の札を吊るされてベソをかくケイシーを解放してやろう。




「お待たせ致しました」

　僅か五分でレオポルトが駆け付ける。

王宮の広さを考えれば異常な早さだ。

　無駄な言葉は必要ない。

そんな時間をかけるならセリアをあんな恰好で走らせたりしない。

「良い季節だな」

「はい。四月は芽吹きの季節ですから」

　ここからは暖かくなる一方だ。

「準備はどうだ」

「連邦の物資と資金により広大な大地を駆けるに足る遠征軍は整っております。そしてこの五年間で集めた情報は作戦を優位に運ぶに十分です。なお曖昧であった部分も使節団からの情報で埋まりました」

　再度扉が開く。

「国内は大戦を支えられるか？」

「二～三年ならば──僕の意見を言わせてもらってもいいかな？」

　駆けこむなり答えるアドルフへ後でいくらでも罵倒されてやるよと言って笑う。

　また扉が開く。

「気付かれて……いや怪しまれてすらいないな？」

「微塵も。連邦からは昨日も支援物資が届いており、諜報員が盗み見た報告書にも閨で語られた寝物語にも出て来るのは陛下の愚かさと悪口ばかりです」

「東部地方軍の布陣も徹夜で見直したけど、どれだけ疑いながら見ても警戒は〇だと確信できるよ。むしろ西部への移動を準備している気配すらある」

　俺が頷いたところでシーツだけのセリアが戻って来る。

　レオポルト達の目を気にして僅かに躊躇したが、それどころではないと覚悟を決めたのか、シーツを放り捨て丸見えになってから服を着る。良いものを見れて幸先が良いぞ。




　笑みはない。

自分で言うのもなんだが無茶苦茶だ。

何しろ支援されながらその元をぶん殴るのだから義理も何もあったものではない。

ある意味叛逆よりえげつないのではなかろうか。

　そして戦力差は大人と子どもに近い。

初戦で負けたら終わり、持ち堪えられても終わり、前線で圧勝し続けた上でどこまでいけるかの戦争だ。

「ぶっちゃけ勝てると思うか？」

　悪戯な顔で聞いてみる。

「わかりません」

　レオポルトが即答する。

「しかし今が最高の機会です。今以上に有利な状況は金輪際ありません。今仕掛けて勝てないなら未来永劫勝てぬでしょう」

　なら今行くしかないな。

　行くか行かないかの選択はない。

いつ行くかの話だったのだ。

「ではやろうか。遠征軍出撃、進路変更一八〇度。攻撃目標オルガ連邦エレクトラ」

　淡々と言って全員が走る。

「レベッカ。大使達だが」

「全員消します」

　やはりそれしかないか。







「ああっ！　ああっ！」

「おお気持ちいい！　愛している、もうお前は俺の妻だ！　絶対に離さんぞ!!」

　使節団連絡役の上で踊り子に化けた諜報員が腰を振っている。

「私も好きよ。ほらあんたの子ども産んだげる。出して出して、全部出して!!」

「うぉぉぉぉぉぉ!!」

　男は白くなるほど強く女の腰を掴み、獣のように吠えながら精を出す。

「さよなら。実は結構楽しかったわ」

　次の瞬間、小さなナイフが正確に男の胸に突き刺さる。

　絶頂の快楽で目を閉じて仰け反っていた男は、その意味すらわからぬまま絶命した。







　大使の寝室から複数の美少年の声がする。

「ああ、なんたることだ。お前達は本当に最高だ……こんな辺境にどうしてこんなに美少年がいるのだ。三人がかりで攻められたら俺はもう……出世の為に娶った妻など捨ててお前達と暮らしたい。この任が終わっても離しはせぬ！　連れて帰って贅沢をさせてやるからな」

　こちらは覗くのもあれなので最高の瞬間に仕留めてやったと結論だけ聞いておく。




　他の者も性癖、嗜好を全てレベッカが調査済みなので、それぞれ最高の瞬間に命を狩っていく。

　ある者は最高級黒獣肉の絶品料理を食い終えた直後に。

　またある者は夜明けの朝日を見た瞬間に。

　巨大な鼻くそが取れた至福の瞬間に。

　特殊な者では屈強な女達に生きる価値のないゴミ野郎と罵られ唾を吐きかけられた瞬間に。




「最後の戦いかな」

　独語にセリアが反応する。

「縁起でもないです。エイギル様はこの戦いにも勝利して、また次の戦いに赴かれるのです」

「それはそれでハッピーエンドなのか怪しいぞ」

　俺は笑いながらセリアの頭を撫で、進軍を開始した軍の先頭に立った。
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回想終わり

「改めて知ると、これ負けたら私達一人残らず犯しまくられてから八つ裂きにされるわよね」

「うむ。だからやばくなったら早めに逃がすからな」

　カーラがケラケラと笑って言う。

「ま、エイギルが一緒に逃げるならついていくわ。もし先にやられちゃったらここに最後までいるからね。もう私も良い年よ。エイギルが居ないならそこで人生終わりね」

　茶化しながらも半分本気なのかカーラはエカチェリーナを抱いて俺の隣に座る。

俺が死んだらカーラも死ぬ、当然子ども達もお終いだから簡単には死ねない。

「ううむ、どう考えても私達が悪い気がするぞ!!」

「イリジナさんは深く考えなくて良いです。それより新開発の体臭消石鹸で脇をしっかり洗ってください」

　イリジナは深く考えないことにしたようだ。

「私は……きゃぁぁぁぁ!!」

　暗いノンナを思い切り持ち上げる。

全身露わになったノンナは手で胸を隠そうとするが、両手で覆っても片乳すら隠せない。

「だいたい開戦以降、連戦連勝負け知れずなのにどうして敗北を考えねばならんのだ。むしろパレードやってもいいぐらいだぞ」

　持ち上げたノンナをわっしょいと揺らす。

「降ろして！　揺れる！　おっぱいが揺れて痛いです！　お乳でちゃいます!!」

「あり得ない……風が来てるし」

　アナスタシアが自分の母を呆れた目で見る。

お前もいつかこんな巨乳になるんだぞ。

　刺激で遂に噴乳したノンナを降ろしてキスをする。

　そこにスルスルとレベッカが寄って来る。

「和やかな話題と不穏な話題が」

「和やかな話題から」

　嫌なことは最後にしたい気分だ。

「見覚えのある顔が戻りました」

　見ればレベッカの傍に控える諜報員は踊り子に偽装していた彼女だ。

　その腹がなんと膨れている。

「安全日で避妊もしていたのですが……魂の射精でやられてしまったようです。これも縁なので一応産んでやろうかと」

　うむ和んだ。

では不穏な方だ。

「彼女が今持って来た情報です。連邦の本国から来る軍は二万から三万と予想されておりましたが……」

「増えたか？」

　エカチェリーナをノンナと同じように持ち上げながら聞く。

「恐らく五万程度。数は対応できる範囲内ですが……冬季戦特化の精鋭部隊である可能性が高いかと。こちらも把握できない北部辺境に隠匿されていた可能性が」

「こちらの正面に到着するのは？」

　エカチェリーナを救援に来たアナスタシアの額にキスをすると、わざとらしくお湯で洗い流した後、唇にちょんとキスをしてくれた。

「焦らず来れば二か月ほど……一二月始めの厳寒期かと思われます」

　バタ足で俺にお湯をかけまくりながら離脱するアナスタシアを笑いながら、一つ気合を入れ直した。

「そういえば最近見ませんね」

「どこへ行くこともないのでしょうけれど」

　何やら言葉を交わすセリアとノンナの間に割り込み、押し倒して足の間に入る。

「ちょっと子どもの前でするのは控えてって！」

「もう見慣れたけどお湯の中では出さないでよ父様！」

　メリッサとアナスタシアに怒られながら、俺は自分の女に覆いかぶさるのだった。

何とか今日中に更新でき──ごめんなさい。

毎日更新を宣言していましたが昼夜が完全に逆転し始めたので次回更新を明日の夜にさせてください。

それ以降はまた毎日更新するつもりです。










第５７０話　湯に流れゆく時⑧　６年目










「今日は……一月の初頭……か……うぇぇぇい」

　肩まで湯に浸かって大きく息を漏らす。

「最近は物事が何かと風呂で進んでいる気がするな」

　そのまま体をずらして湯に深く沈もうとするも、足先がひっかかってしまった。

「王宮やラーフェンの風呂よりも小さいから仕方ないか」

　ここは王都でもラーフェンの屋敷でもない。

名前は覚えていないがオルガ連邦のとある小村、彼らが防衛拠点としたエレクトラまで数十キロの

距離にあり前線と言って良い。

「小村と言っても今や軍事拠点だがな」

　連邦の総兵力に比べれば遥かに少ないとは言え、俺達の遠征軍は十万を超える規模だ。

途中にはもっと規模の大きな町もあったが、色々足りないのは承知の上であえて拠点をここの村に構えた。

「どれ、少しはマシになったかな」

　立ち上がって窓を開く。

途端に凄まじい冷気が吹きつけ、濡れた手が一瞬にして凍結し鋭い痛みが走る。

俺は慌てて湯に飛び込んだ。

　この村の近くでは地面を掘れば熱い湯、住民が言うには温泉なるものが随所で噴き出るのだ。

「そういえば貧乏共の領地でも臭う湯が噴き出していたな」

　あの時は農地を壊滅させて奴らの貧乏を加速しただけだったが、ここでは無限に湧き出す湯は幾万の援軍にも勝る味方だった。

「しかも普通の湯に浸かるより肌がツルツルになる。毎日入ればお前ももっと可愛く……」

　無表情な顔がこちらを見ている。

こんなのがツルツルになってどうする。

「セリアはいないんだったな」

　彼女はマイラと一緒に別動隊を率いて偵察に出ている。

敵輸送船の目撃情報があったらしい。

　これでもかとモコモコにして送り出したが霜焼けになっていないだろうか心配だ。

「心配すべきことは他に多くあると思われますが」

　可愛いセリアの代わりがこいつでは士気に影響するぞ。

そういえばこいつと二人きりなんて嫌だからともう一人呼んだはずなのにこないな。




　思い出そうとしているうちにレオポルトが話を始める。

風呂ぐらいゆっくり入らせて欲しいのだが。

「厳寒期に入ってからの戦況は一進一退。一週間かけて三キロ進軍し二週間で二キロ後退する。そのような戦いになっております」

「奴らの精鋭部隊が到着した時は凄かったんだけどな」

　レベッカからの情報があったので、味方は街道沿いに陣を張って待ち構えていた。

　だが奴らは吹雪の夜、雪の深く積もった原野を駆け抜けて思わぬ方向から総攻撃を仕掛けて来たのだ。

　その猛攻たるや凄まじく、それなりにやるだろうと思っていた若手の兵団長とその部下がまとめて開戦一〇分で全員戦死、一時は全軍崩壊も有り得るのではないかと思う程だった。

　もし俺がそろそろ馬肉が見えてきたシュバルツと共に突っ込んで大暴れしなかったら。

　もしレオポルトが中央突破からの壊乱を偽装して敵の後方へ回り込まなかったら。

　もしテンパったポチが滅茶苦茶に火を噴きながら敵陣に落下しなかったら。

　もし吹雪が止んで晴れ間が見えなかったら。

　あのまま負けていたかもしれない。

「ふふふ、今思えばあの時のお前の顔は傑作だったぞ。『吹雪の原野をこの速度で──!?』」

　俺は無表情のまま顔を歪める年季の入ったモノマネをしながらレオポルトに近づいていく。

「私もよもや陛下が敵を喰らってしまうとは思いませんでした。背後からの一撃に激高した末に」

　ふん、悔しいからと話を逸らしているな。

　頭の傷と何故か欠けている奥歯、凄まじい断末魔、屈強な敵部隊の面々が泣き叫びながら逃走する記憶。

「違うぞきっと噛み付いただけだ。まさか本当に食っちまう訳がない。そうだよな？　答えろレオポルト」

「済んだことです。それよりもゴルドニアの兵は連邦の冬に慣れず満足に行軍もできません。強力な切り札である弓騎兵も厳寒の原野を駆ければ戦わずして戦力を喪失してしまうでしょう」

　俺も忘れることにしよう。

「だが一方で敵も厳寒下の強行軍で攻城兵器を持ち込めていない。しっかり陣地を構築した俺達を突破するだけの力はない」

　極寒に慣れていないゴルドニア兵であっても陣地に籠れば寒さの不利は打ち消せる。

「奇襲で攻撃してきて陣地に籠るってのも笑えるけどな」

「想定通りです。元より冬季に進軍できるとは考えておりません。春に進み、夏は突進、秋に準備して冬は守る。これが基本戦略です」

　もちろん敵もそうはさせぬと絶え間ない攻撃を仕掛けて来た。

特に立っているだけで氷柱になりそうな猛吹雪を背に仕掛けても来たのだが──。

「温泉なんだよなぁ」

　レオポルトの指示で作られた雪を積み上げて固めた野戦陣地を湧き出す温泉が癒す。

　気分の問題だけではない。

陣地の横に高温の湯があれば体感温度は上がるし、湯が近くにあれば飯が凍り付いて食えなくなることもない。凍傷になりかかっても湯があれば大事にならない。

　氷の地獄のような連邦の冬において湯、つまり無限に供給される熱は金銀に勝る貴重な資源だ。

　敵がいかに寒さに慣れ相応の装備もあるとはいえ人間には違いない。

猛吹雪に吹かれ、温かい飯も食えずに戦い続ければいつかはへばってしまう。




　一方で精鋭部隊との情報通り敵司令官の切り替えも早かった。

正面攻撃で突破し難しと見れば即座に戦術を変えてきたのだ。

「地の利と雪原走破能力を最大に生かしての小規模部隊による兵站と後方拠点への集中攻撃」

「厄介な攻撃だが小規模編成同士だとこっちのが強いんだよな」

　ごく少数だが馬と同じ速度で雪原を走り、凍傷にもならず飯も食わずに一人で十人相手にできる者がいるからな。

　そこに蟲の拠点を叩く時にやった戦術も生きている。

ハーピーの群れが上空から見張るので隠れる所の無い雪原ではすぐ見つかる。

　ちなみにハーピー達はあまり飛ぶと寒さに耐えられないらしく、移動基地ポチの上に複数の焚火と壺湯を設置して長時間の作戦に備えている。やはり鱗に直接接着したのでかなり怒っていた。

　ふと考えたが、上から敵を探して押さえるってのはかなり画期的な戦術ではなかろうか、色々と便利すぎるように思う。

「通常はハーピーを大規模に手懐けることが非常に困難ですから」

　ハーピー達とも親睦がてら子作りしており、今では俺の血が入った個体も結構多い。

やたらでかくて熊を持ち上げて食ってしまうようなのが出てきている。




「河川においても小規模ながら敵艦隊が活動、補給線の襲撃と河川近くでは砲撃の機会を狙っているようではありますが……」

　寒さを我慢して窓を開く。

遠くに見える河を連邦の艦がゆっくりと移動していた。

　水上での戦力比は陸上以上に圧倒的で、連邦の艦隊を前に俺達の水軍など無きに等しいが──。

　村の高台から腹に響く砲声が連続し、連邦艦のすぐ傍に水柱が上がる。

相手も反撃するも砲兵陣地を捉える前に命中弾を食らい、黒煙をあげながら移動していく。

「ドワーフ砲は威力もさることながら精度と発射速度が段違いだ。重いから簡単には動かせんが据えつけて対艦用にするには最適だな」

　撤退する艦を援護しようと更に大きな艦が近寄って来るが──。

「やった」

　先程の数倍の高さの水柱があがり、連邦艦は一瞬にして傾いて横倒しとなる。

ただ一発で轟沈だ。この寒さで河に投げ出されたら冥福を祈るしかない。

「捕虜の尋問によれば連邦は新兵器の情報を血眼になって探しているらしいですな」

「樽に火薬を詰め込んだだけの爆弾なんだけどな」

　松脂で船底にくっつけ、中にある時限装置でしばらく後に爆発する。

それだけの単純な兵器だ。

問題はくっつけに来る奴が、艦と同じような速度で息継ぎもせずに泳いでくることだろう。




「春までは維持できそうだな」

「はい。しかし厳寒が終われば戦いを急がねばなりません」

　物資はまだ余裕があったと思うが。

「士気の問題です。連邦の巨大さと先進性は中央平原に生きる者ならば誰でも知っている。開戦当初の士気の低さ、逃亡兵の多さはご存じでしょう？」

　前線に向かいながら俺の首を差し出したら許してくれまいかと密談している指揮官達まで居た。

さらりと話に入って使節団全員ぶっ殺したから無理だろうなと笑ってやると全員硬直していたが。

「戦いが進む度に士気があがってきたのは何故か、連戦連勝だからです。絶対に勝てぬと思っていた連邦を相手に一度も負けずの快進撃。勝てるのではないか、将兵ともに漠然とそう考え始めております」

　空き巣のように攻め入ったにせよ、連戦連勝は間違いない。

　それがここにきての進撃停止でまた不安になってきている。

「この停滞は厳寒期をしのぐ為で無ければなりません。春になればまたすぐに快進撃が始まるのだと」

「幸先の良い派手な勝利が必要だな」




　闘志を燃やして気合いを入れると性欲も湧いて来たぞ。

「さあ入ってこい」

　心底嫌そうな顔で入ってきたのは二組の母娘だ。

　片方は母が四〇、娘が二十歳ほどの二人。

もう片方は母が三十半ばで娘二人が一〇代の三人だ。

　俺は二人の方には暖かいミルクを与え、湯を使うように言う。

そしてもう三人の方からは湯浴み着を剥ぎ取り、裸にして抱き締める。

「こ、この違い……ひどい」

「ひどくない。ちゃんと説明しただろう」

　彼女達は一言で言えば人質、降伏した領主達の妻子だ。

戦う前の警告で投降すれば手は出さない、戦ってから降伏すれば傷つけはしないが抱かせてもらうと明言していた。

「野蛮な好色王めぇ」

　涙目で睨みながら言う母の股を開かせ、娘達を隣に並ばせる。

　ミルクを与えた方の母娘はふいーと安堵の息を吐いている。

「本当はもっと豪華なところで抱いてやりたかったんだがこれがな」

　俺は一物を三人に見せつける。

戦況が忙しく女を抱かずに溜めるうち、一物にトゲのようなものが浮かびあがり、血管は触手のように蠢き脈打ち始めたのだ。しかも膨張しながら重さを増して、持ち上げた感じでは片手いっぱいの岩石より重い。

「悪いがお前達の裸体を見てもう辛抱がきかん。穴が裂けたり壊れそうなら止めるから合図してくれ」

　俺は開かせた母親の股に一物を押し当て、ゆっくりと頭を突っ込んでいく。

　傷つけないよう全力を尽くすつもりだったが、娘二人は完全に脅えて泣き始めてしまった。

「か、怪物……これからこんなのに……」

「怖いよ……助けて……誰かぁ……グスグス」

　母親は俺を睨みながら娘二人に言い聞かせる。

「今から母はこの男に犯されます。貴女達もひどく犯されるでしょう。でも決して泣いてはいけません。──家の女として連邦の貴族としての誇りを忘れず、口をつぐみ、外道王を睨みつけながら抱かせなさい」

　毅然とした母の言葉に勇気づけられたのか、娘達は震えと泣き声を止め、キッと俺を睨んだ。







　──十分後。

「んっほぉぉぉぉ!!　しゅごい!!　このちんぽしゅごい！　ちんぽぶっとすぎてひぎゅう！」

「か、母様止めて！　あの方達も見てるのにぃ！」

　娘がなんとか押さえようとするも母の喘ぎは止まらない。

「あおぉぉぉ！　トゲ生えてるぅぅ！　それでイイとこ擦って！　擦りながら奥まで入れてぇ！　子宮ドスドスしながら根元のトゲトゲでごしゅごしゅしてトばしてぇぇぇ!!」

「外まで響き渡ってるってばぁ！　私達が呼ばれたのみんな知ってるのに聞こえちゃうよぉ！」

　叫びまくりながら感じる母親の要望通りにしてやると腰が跳ね上がり、潮が天井まで吹き上がる。

「ごめんなさい！　ごめんなさぁ！　でも母は今年で三十六なの！　三十路半ばの女は一人残らずスケベなのっ好色王の巨根に耐えられる訳ないのよぉ！　いぐぅぅぅぅ!!」

　絶頂しながら仰け反った母を抱き締め、容赦なく種を流し込む。

「中に出されちゃった……ひどい」

「これで子どもが出来たら……父さまが可哀そうすぎるわ！」

　格段に濃厚なのが出たから妊娠は間違いないだろう。

　俺は母親から体を放す。

「悪いがまだ満足できない。お前達も頂くぞ」

「「仕方ないですね。どうぞ」」

　パカンと股を開く二人。

　性交を免除した方の母親も何故か反射的に股を開き、娘に睨まれて真っ赤になっていた。




「人質を抱く抱かぬは些事ですが、警告のみで投降する者がいるのは興味深いですな。もっとも比率は一：九といったところでしょうが」

　レオポルトが無機質な口調で言う。

「連邦貴族にも自分達が負けると思っている奴が一割ぐらいはいるってことだな」

　俺は下の方の娘にも種を注ぎ込み、すぐに上の娘へ伸し掛かる。

「それは違うわ」

　その娘が俺を小馬鹿にした口調で言う。

どういうことだろう。

「ステーセリ閣下の名で『撃退の望み無くば投降しても戦後罪に問わぬ。町を無為に戦火で焼くことなかれ』とふれが出ているのよ」

　大した度量だ。

これでは俺が悪役じゃないか。不本意だ。

「「「どの口が！」」」

　失神していた二人までが跳ね起きて叫ぶ。

俺は上の娘に腰を押し付けて種を注ぎ込む。

「あの……ところで」

　射精に体を震わせる俺に性交免除の母親が話しかけて来る。

「そちらが欲しいなら抱いても良いが」

「妊娠は困るのでお尻で……ではなくて！　扉の前に魔物が……」

「魔物？」

　俺は射精を終えて扉を開く。

　見覚えのある巨体が真っ青になって転がっていた。

「俺が悪かったんだ。極寒、吹雪、分かっていたのに」

　俺は自分の無能と察しの悪さに悔し涙を流す。

「王都に居ろと命ずるべきだった。無理してついてきてくれると分かっていたのに」

　俺は冷たくなってしまったその手を握る。

「……小芝居……いいから……温めて……お湯に……このままだと……冬み……」

「おう。温めたミルクもいるか？」

　俺はラミーを湯船に放り込んだのだった。

　さてセリア達は今頃敵の輸送船をみつけられたのだろうか。

見つからなかったらそれはそれで危険無く戻れるから良いんだけどな。
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「敵輸送船です」

　耳付きの分厚い毛皮の帽子を深く被り、二重に巻いたマフラーで目以外全ての部分を隠したセリアが指をさす。

「数は二隻……既に離れていて手は出せませんね。目的は別動隊の揚陸でしたか。来て正解でした」

　マイラが鋭い目で敵状を観察する。

「大方こちらの兵站を狙った部隊でしょう。敵数は二〇〇〇程、こちらは私とマイラさんの部隊合わせて騎兵が六〇〇〇います。船から揚がるのを見ていますから兵を伏せている危険もありません」

　セリアはマフラーをとって肌で寒さを確かめ、空を見上げて天候を確かめる。

「寒さも落ち着き、降雪も来そうにありません。相手は歩兵二〇〇〇、こちらは騎兵が六〇〇〇。負けようがありません」

　連邦の部隊もセリア達に気付き、一斉に密集し始める。

「おかしいですね」

　マイラが眉を潜めて呟く。

　騎兵を見つけて密集する。これは正しい。

歩兵が騎兵突撃を止めるには密集して長槍を突き出す対騎兵陣を組むしかない。

「長槍隊がいません。敵の武装は全部短槍です。あれでは対騎兵陣なんて組めません。一気に踏み潰してやりましょう！」

「短槍にしてもやけに細いですね。あれでは槍襖どころかまともに突けないのでは？」

　セリアが自隊に命令を出して突撃体勢に入る。

マイラも奇妙だと感じながらも止める理由はなく続く。

「見て下さい。敵は対騎兵陣すら組めていません！　あれでは横に広がっただけの横陣です。突き破られるのを待ってるだけの処女の膜です！」

　言ってからマフラーを引き上げて顔を隠すセリア。

「……貴女ハードレット陛下に思考が似てきてない？」

「嬉しいような嫌なような、複雑です……いきます！」

　言いながらセリアは剣を引き抜き、突撃命令を出す。

連邦の別動隊はその場に留まったまま動かない。

「突撃──!!」

　数千の馬蹄が異界のように白一色の雪原を踏み荒らし、雪を巻き上げながら僅か二千の歩兵を蹴散らすべく疾走していくのだった。

これぐらいの時間に更新できるのが理想ですね。
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遠征軍　本陣

　呻きながら湯に浸かり、腹から血が滲んでいないことを確認する。

「塞がったようだ。もう少しかかるかと思ったが薬効があるという住民の話も嘘ではないようだ」

「負傷されたと聞いた時は覚悟しました」

　ノンナが傷跡に軽くキスをして言う。

俺が負傷したと聞いて前線まで駆けつけてくれた。

案外に軽傷だったので口には出さないが、最悪の場合は一緒に終わろうと思っていたのかもしれない。

「カトリーヌもわざわざありがとうな」

「んも……」

　カトリーヌは口一杯に含んだままニコリと笑う。

「貴女も妻の一人ですから口淫ぐらい構いませんけど……自分の子どもの前では少し憚ったらどうです？」

「ものすごく勃っているから我慢できなくて」

　それだけ言ってカトリーヌは再びジュボジュボと口奉仕を再開する。

　隣ではローズが母の奉仕を鼻がつきそうな至近距離で観察し、何を思ったか舌を出したところで目の光を失ったアントニオに引っ張られていく。

「悪いな。俺は戦ったり傷ついたり疲れたり毒を受けたりすると勃ちっぱなしになってしまうんだ」

「つまりなんでも刺激を受けたら勃ちっぱなしになるんですね」

　ノンナはアナスタシアの目を手で覆ったが、響き渡る奉仕の音に無駄と思ってか諦める。

「うう……恥ずかしいな」

　しかしアナスタシアは平気な顔、照れているのはむしろバルトロメイの方だ。

「今更でしょう。バルトも同じ血が入ってるんだからそのうち荒淫始めるのじゃないかしら？　スラマとのお勉強時間に妙な声が聞こえてたけど」

「うわぁぁぁ！　母様がいるんだぞ！」

　姉弟仲が良くて結構だ。




「……とまあ俺の怪我も平気になった。そろそろ降りて来てもいいんじゃないか？」

「ダメです。私なんてエイギル様と一緒にお風呂に浸かる資格はありません」

　視線の先に居るのはセリアだ。

　まるで絞首台のような不穏な台車から下がった縄を腰に巻き、ぷらぷらと吊るされている。

　首からは『私は可愛いだけのセリアです』と書かれたプレートが下げられている。

元は『私は無能で役立たずのペニスサックです』と自筆されていたがあんまりなので俺が差し替えた。

　セリアがこの状態になってもう二週間になる。

本陣の建物から見せしめに吊るして下さいと言ったが、このクソ寒い中そんな可哀そうなことはできないので移動式の吊るし台にして連れ回している。

「まあ済んだことだ。新兵器なのだから仕方ないさ」

「うぅ……」

　セリアがこうなった理由はずばり負けたからだ。

　それも並の敗北ではなく、こてんぱんに、完膚なきまでに。

「自分の無能に死にたくなります。誰か回して下さい」

　言葉に応えてアナスタシアがぶら下がったセリアを回転させるのを見ながら、報告書を思い返した。
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「全軍突撃！　一息に踏みやぶってやるのです!!」

　ゴルドニアの誇る騎兵隊が一直線に連邦歩兵の隊列に襲い掛かる。

積もった雪に足をとられて全速力とはいかないが、長槍のない歩兵を蹂躙するには十分だった。

「前列屈め──狙え！」

「中列──構え！」

「短槍兵がいかに構えたところで──!!」

　乾いた空気を叩くような炸裂音と聞いたことのない鋭く高い無数の風切り音。

　先頭の騎兵群が一瞬にして全壊し、中衛の半分までもひっくり返る。

「え？」

　剣を振りかざした突撃体制のまま硬直するセリアとマイラ。

　何が起こったかわからない。

あまりの衝撃に騎兵隊の足が自然と止まる。

　先に我に返ったのはマイラだった。

「──退却！」

　想定外の事態があれば深入りするなと指示してあった。

　その命令で我に返ったのがセリアだった。

「ダメです！　ここで逃げたら一方的な敗北です！」

　俺とレオポルトは連戦連勝が必要だとセリアの隣で語っていた。

　セリアは剣を掲げて最前列へ飛び出す。

　未知の攻撃を仕掛けて来た敵兵は短槍に何かを装填するかのような動きを見せていた。

「敵隊列は目と鼻の先です！　距離さえ詰めれば二千の歩兵ごとき!!」

　先頭を切ったセリアに騎兵が続く。

訓練された騎兵隊はいかに混乱していても命令通り動く練度は持ち合わせていた。

「隊列交代。前列下がれ後列前へ」

「狙え──撃て!!」




　マイラは壊乱した残存兵力をまとめ、タンコブを作ってのびたセリアを抱えて後退した。
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「まさか六千の騎兵で二千の歩兵に仕掛けて、四千も食われるとはな。しかも敵の損害は〇とは」

　レオポルトが二日ばかり徹夜で部隊配置を再考するぐらいの影響が出ていた。

「最初の一撃は仕方ない。だがその後の突撃はまずかったな」

「エイギル様から預かった兵を無為に……誰か……誰か私を痛めつけて下さい！　あっ！　ちべたいです！　あっついです！　ふんぎゃぁぁぁ!!」

　まずアナスタシアが冷水をぶっかけた。

慌ててバルトロメイが湯をかけるが、源泉近くから取ったので熱すぎた。

火傷してしまうと、俺が窓の外からとった雪をセリアの背中に押し込む。

「本当に痛めつけてどうするのですか……」

　ノンナが適温のお湯をぶっかけて事なきを得た。

「グスン私は役立たずです。側近も副官も失格です。これからはエイギル様のペニスサックとして生きていきます」

「そんなに卑下するな。というか最近淫語が多いな。いやらしい本か劇を見てるだろ」




　セリアがやっつけられたのは敵の新兵器だった。

歩兵が手に持てるような小型の大砲と言うべきだろうか。

俺達の騎兵を完封したその兵器は、その後続々と前線に出て来た。

　クロスボウの数倍の射程と甲冑ごとぶち抜く威力、そして歩兵が一人一門持てるその兵器は、騎兵を役立たずに変え、俺達の戦略を根底から崩壊させ──た訳ではなかった。

「威力は確かに脅威ですが装填時間が長く、精度も射程も訓練された弓兵に劣る。大敗は複段隊列の横隊で待ち構える敵に正面から仕掛けたからに他なりません。しかも足場が悪く騎兵が速度を出せぬ環境で」

　レオポルトがセリアをチラリと見る。

セリアはグウと呻き、自分で枠を蹴って再びぐるぐる回り始めた。

「まあ普通に相手して勝てたからな」

　続々と戦場に投入された新兵器──どうやらマスケットと言うらしい──をがっつり装備した敵部隊と俺達の本隊は真正面からぶつかり、これを打ち破ったのだ。

　泣きながら報告するセリアからの事前情報はあったものの、さすがに実際に見た時は面食らった。

「百メートル先から重騎兵がバタバタ打ち倒されたからなぁ」

　率いていた俺もその時に胸と腹へ五発も食った。

ようやく塞がった傷はその時のものだ。

「一方で弓騎兵は終始優勢を維持しました」

　マスケットは派手な演出の割に射程そのものは大したことがなかった。

百メートルの距離で弓騎兵と撃ち合うと、命中精度で目に見えて劣り、発射速度では完全に圧倒されて敗走していった。

「三十秒に一発じゃな。弓騎兵はその十倍早く撃てる」

　精度が悪い、装填が遅い、威力は高い……しっかりした陣を組んで一斉射撃されれば非常に強いが側面攻撃や隊列を組ませる前の速攻、あるいは時間差をつけての波状攻撃などかき回せばなんとでもなる。

「しかも水に弱かったりな」

　戦闘の最中に雪が降り始めると敵はにわかに慌てだし、もしやと正面突撃を仕掛けて見るとせっかくの新兵器を放り捨てて逃げ散ったのだ。

試しに拾ったマスケットを使ってみたが、濡れたそれは十艇に一艇も起動しなかった。

　余談になるが、奴らの運が悪いのか俺の運が良いのか、その後の戦いでも事あるごとに雪が降った。

俺のマスケットへの印象が悪いのはそのせいかもしれない。

「強力な兵器であることは否定しません。しかし現状は使用に制限があり過ぎます」

　しかも捕虜を尋問してみるとマスケットの価格は一般的クロスボウの二十倍もするという。

そもそも歩兵一人一人に火薬を配り、濡らさないよう気をつけさせるのも現実的ではない。

野戦では使えないと断じて良いだろう。

「はい野戦においてマスケットは脅威ではありません。ですが攻城戦では話が異なります。後は……」

「改良されたら……だな」

　俺が連邦と共に帝国と戦った時にマスケットなど無かった。

つまり出来たてほやほやの新兵器であり、連邦もまだ使い方を探っている。

　雨に弱い、精度が悪い、発射に時間がかかる。

判明した欠点はいずれ解決されていくだろう。

「少し急ぐか。厳寒季が過ぎれば春を待たずにエレクトラを攻める」

　ピンと緊張したノンナを抱き寄せる。

「それでよろしいかと。準備を急ぎます」

　レオポルトはバシャリと立ち上がって風呂を出ていく。

慌ててノンナがアナスタシアの目を塞ぐ。

「母さま大丈夫です。父さまの非常識な丸太サイズを見慣れているのであの程度では驚きもしません」

「……気が早いですけど、結婚したら大げさに恥じらいなさいね。間違っても『それで大きくなっているの？』とか『父さまの半分もない』とか絶対に言ってはいけません。夫が勃たなくなりますよ」

　実の娘からであっても男は一物を褒められれば嬉しいものだ。

「ところで」

　レオポルトが足を止めて振り返る。

「アレはお使いになるのですか？」

「……」

　鹵獲したマスケットをドワーフ達に見せると『これは面白い』『まだまだ構造が甘い』『ワシらならばもっと良いものを造れる』などと興奮して徹夜を続け、改良品を作り上げたのだ。

「水に強く、弾は勝手に装填され、三秒に一発の射撃が可能、三〇〇ｍを超える距離でも正確に目標を捉え、命中すれば甲冑など関係なく目標を粉砕にする」

　まさに最強のマスケット。

これが量産された暁には俺の軍は大陸全土を統べる──訳がない。

「でかくて重すぎるんだよ。普通に大砲よりでかい上に重さは３００ｋｇもある。マスケットのコンセプトを根本否定してるだろうが！」

「１０５ｍｍ５０口径自動装填型マスケットでしたか。一度お試しになってみては？」

「昨日使ってみた。敵が千切れ飛んで最高に楽しかった。肩の骨にヒビが入った。もう使わん」

　あれを撃てるのは化け物だけだ。

「あんなトンデモ兵器ではなくちゃんとしたやつは進んでるのか？　エレクトラ攻撃を早めるとなるとすぐにも要るぞ」

「間に合わせます。それが私の役目ですから──連邦のマスケット以上のものをお見せできますよ」

　陰気だが頼りになる部下で幸いだ。

エレクトラ攻略戦は新兵器合戦になりそうだな。

「俺も動くか」

　口奉仕を続けていたカトリーヌが俺の肩を抱いたまま転がって下になる。

そっちじゃないんだ。奉仕だけさせて悪いが少しだけ待っていてくれ。

　俺はノンナを抱き締め、小さな抵抗を押し退けて繋がる。

「すぐにお前との約束を果たす」

「はい……でも何よりご無事でいて」

　俺は答えず笑ってノンナの中に愛を流し込んだ。

次回更新は明日夜です。

最後の本格戦争シーンになります。
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　吐く息は白く顔にあたる風は冷たい。

　踏み出す足は雪へと沈み、目に映るものは三種類だけ。

「白一色の大地。流れる河、そして──エレクトラ」

　冬の終わりを待たずに進軍を再開した俺達は今、エレクトラの正面にいた。

「厳寒期と比べれば大分マシだけどね。何しろ息が出来て歩いていても顔が凍らない。本当は春を待った方がずっと良かったんだけど」

　トリスタンの言葉を聞き流しながらちらりと自軍の兵士を見る。

肩を抱いて震えていたり、凍り付いた水筒を擦って温めている。

　万全ではない。

そもそもが気候穏やかな中央平原の兵なのだ。

「だが戦える。寒さで倒れかけている訳じゃない」

　眼前のエレクトラを落とせばそれでいい。

俺にとって重要なのはそこまで、後はレオポルト達に任せて勢いと流れでやるぐらいで十分だ。

　エレクトラの街壁上には連邦旗が無数にはためき、兵がずらりと並んでいるのが見える。

街の周囲には雪を利用して作られた簡易な陣地が点在し、街壁に取り付くことさえ容易ではないように見える。

「更に」

　レオポルトが指を出すのは河だ。

大きな貿易港を有するエレクトラは河に沿って広がっており、また大規模な艦隊を駐留させるのに十分な施設を持っている。

　ざっと数十隻の艦隊が街のすぐ傍で錨を下ろし、砲門をこちらに向けていた。

「事前情報では戦艦五隻、砲艦十隻、大型戦闘艦が二十隻、残りが小型艦ですが、正体を掴めなかった不明艦が三隻程確認されております」

「なかなかに難攻不落じゃないか」

　レオポルトが俺達の大砲と敵布陣の距離を確かめながら言う。

「大型砲の射程ではこちらに分があります。移動できない都市相手ならば狙いはつかずとも昼夜問わぬ砲撃で戦力を削ぐこともできますが？」

「却下だ」

　街を壊してしまうのは論外だ。

何の為に悪逆非道を尽くしてここまで来たかわからなくなる。

「理由は？」

　レオポルトが問う。

「建前は地域最大の都市エレクトラは重要な補給拠点になる。補給港を破壊することなく手に入れたい」

「本音は？」

　トリスタンが続ける。

「女のためだ」

　隠すことではないので言い放つ。

文句を言わずに建前の方を採用して頑張ろうじゃないか。

　　俺達が前進を開始すると、連邦の使者らしき者が走って来る。

指揮官の服を着た若い女兵士は俺の前で震えながら音声をあげる。

「我々の勝利疑いなくも無辜の民を損じるはユトラント陛下の意思に有らずして退避させる。悪逆非道知れ渡るゴルドニア王も近く旅立つあの世にて、僅かでも冥界神に言い訳したくば見逃されよ」

　要は戦闘前に市民を逃がすから手出しするなと言うことだろう。

俺も街の女が戦闘に巻き込まれるのは望まないしちょうど良い。

「だが俺の言われようが酷いぞ。悪逆非道とはあんまりだ」

「開戦の時にしたことを数えてみなよ」

　トリスタンに言われて指折り数えてみる。

うむ、これでは仕方ない。

　音声をあげた女兵士が涙目で震えているのも俺が狂乱して殺されかねないと思っているからだろう。

「相分かった。一時間待つから急いでくれよ」

　既に敵は準備万端待ち構えている。

一時間や二時間早めたところで何の意味もない。

「良かったぁ……ゴホン！　欠片程に残った王の良心を讃える。では──ひっ！」

　早く逃げようと背を向けた使者に後ろから抱き着き、胸と尻を揉みまくり、驚き振り返った唇を奪い、舌をねじ込んでから解放する。

「この外道！　恥知らず！　えっとえっと……アホーーー！」

　喚き散らしながら逃げていく女に笑顔で手を振ってやる。

　はっと視線に気づくとセリアだった。

「今の私は温情で同行させて貰っているだけの無能です。文句は言えませんとも」

　退避を待つ時間は完全に委縮してしまったセリアをつついて笑わせる時間に当てよう。




　そして一時間後。

　俺達の軍は攻城用の隊列を組み、河から最も離れた場所から街へ接近していく。

下手に河近くに進めば艦隊から猛砲撃を受けてしまうからだ。

「もちろん敵もそんなことは分かっている」

　俺達が進もうとする経路にはこれでもかと雪を利用した壁外陣地が構築されていた。

　後方から放たれた砲弾が唸りをあげて落下し、かまくらのような防御陣地を一撃で弾き飛ばす。

雪が小麦粉のように舞い上がり、そこに敵兵が混じって雪上に真っ赤な花が咲いた。

　二射目三射目と砲撃は続き、赤い花が次々と咲いていく。

　俺は薄く不気味に笑って呟く。

「イチゴかけたみたいで美味そうだな」

「ええ、悪役ぶるならそこは『美しい……』とか言うものじゃないのかい？」

　突っ込むトリスタンの尻を蹴り、レオポルトを見る。

「砲撃中止」

　俺の意を汲みレオポルトが告げる。

「効果が薄い。これでは陣地を潰す前に砲が壊れる」

　敵の雪陣地は一つ一つが小さく数が多い。

上手く直撃しても仕留められるのは数人だ。

「しかも雪の抵抗で砲弾は転がらず破片も飛ばない。これでは周囲を巻き込むことも期待できません」

　乾いた場所なら砲弾で地面が抉れ、土くれや石の破片が飛び散って広範囲の兵を殺傷する。

角度によっては砲弾そのものが転がることも期待できた。

　だが深く積もった雪の上では砲弾は命中した場所にめり込んで転がらない。

吹き上がるのも粉のような雪だけで周囲へのダメージは無い。

直撃したやつしか食えないのだ。

「油を混ぜても相手が雪では意味がないな。順当に距離を詰めるしかない」

　俺は直接攻撃の指示を出す

兵達が雪を踏みながら近づいていく。

「矢が来ます」

　雪陣地から矢がバラバラと降り注ぐ。

「大盾を前に」

　すかさず飛び出した大盾が矢を防ぎながら近づいていく。

　その大盾を敵の大砲が後ろの兵士諸共吹き飛ばす。

「敵の砲兵を集中攻撃しろ」

　一斉射撃を止めて待機していた砲兵が火を噴き、雪と砲、そして砲兵を叩き壊す。

「正攻法だねぇ」

　トリスタンの言う通り、特段変わったこともない教科書通りの攻めと守りを繰り返す。

　そして敵に千かもう少しの損害を与え、その数倍の損害を受けながら雪陣地の半分までを突破する。

「陛下、街壁上で動きが」

　エレクトラ街壁の射程に入ったようだ。

必死に進む俺達に向けて連邦兵がずらりと並ぶ。

「狙え──」

　意気揚々としたかけ声がここまで聞こえてくるぞ。

「重要都市だ。無い訳がないよな」

　俺はトラウマになったのか脅えるセリアをマントで包む。

「撃て──!!」

　乾いた空気を叩くような破裂音、そして味方周りの雪が泡立つように弾ける。

　矢とは比べ物にならない勢いでバタバタと倒れる味方兵士。

「大盾を前に出せ！　想定されていたことだ！」

「クロスボウ……は届かんか。矢で反撃しろ！」

　大盾が構えられ、その合間から街壁に向けて矢が放たれる。

　山なりに飛んだ矢が街壁に降り注ぎ、遮蔽物に隠れ損ねた敵兵が幾人か斃れる。

　そこで再度の号令と乾いた音。

「ぐがっ！」

「盾を抜けて──！」

「ダメだ！　雪を背にしても……うがっ！」

「すごいな」

　俺は思わず他人事のように呟いた。

　マスケットは野戦では大したものではない。

その考えは今も変わりはない。

「だが攻城戦、特に守備側になると化ける」

「本来はその為に開発された兵器だったのかもしれませんな」

　乾いた足場と屋根があれば水の弱点は消え、易々と踏み込めない街壁は装填速度の不利を消す。

そして大盾を紙切れのように撃ち抜く破壊力が浮いて来る。

「俺達も開発すべきかもな」

「ドワーフが陛下のマスケットを改良し威力と射程を増した型を完成させたそうですが？」

　馬鹿野郎どもめ威力と射程はもういいんだ。

どうせ前よりでかくて重くなったに決まってる。

「あー軽口もいいけど、このままじゃ崩れるよ」

　もちろん分かっているさ。

　レオポルトがコクリと頷き、腕を振る。

　後方から登場したのは高さが２ｍ、幅５ｍ長さが１０ｍ近い屋根付きの破城槌だった。

雪原に対応するため、足を車輪からソリに変えた特別品だ。

「敵にはマスケットも大砲も潤沢にありますが大丈夫でしょうか？」

「多分な」

　目立ちまくる破城槌にたちまち敵のマスケットと大砲による攻撃が集中する。

数百の弾丸と数十の砲弾が嵐のように破城槌の側面と屋根を叩いた。

　そう、貫通出来ずに叩いた。

嵐のように叩き、火花を散らして弾かれる。

「なんだあれは!?」

「鉄張り？　それにしても砲弾を受けて凹みもしないはずがない！」

「戦艦並みの装甲……いや、だとすれば重くて動かせるはずがない！」

　破城槌はゆっくりと這うように進む。

マスケットと矢の雨を無視、大矢とカタパルトを軽々と弾き返し、大砲の直撃にも火花を散らすだけで微動だにしない。

「ひぃ……助かった。屋根の下に入れ！」

「遅いぞ。もっと早く来てくれよ！」

「死ぬほど重くて遅いんだから敵の雪陣地を片付けてからでないとひっくり返るだろうが！」

　マスケットに打ち据えられていた歩兵が救世主を見たかのように屋根の下に飛び込んでいく。

「五年間むしり続けた甲斐がありましたね」

　破城槌の屋根と側面を覆っているのは俺達しか使えない特殊な生体装甲……つまりポチの鱗だ。

この数年間、奴はどんどん大きくなり、鱗もどんどん落としたのだ。

　奴の鱗は鋼鉄やドワーフが作る特殊な金属よりもまだ硬い。

矢や大矢はもちろん、カタパルトも大砲すらも通さない。

　デュアルクレイターを俺の全力で差し込むか、ウルガーンのような巨砲を至近距離からぶっ放して

どうなるかと言うレベルだ。

「最後は少し足りなかったがな」

　ほんの数枚分の不足だったが、そこから破られてはならないので念には念をとポチから直接剥がした。

　どこからか悲しい吠え声が聞こえた気がした。

　もちろん敵は破城槌を止めようと雪陣地から飛び出して襲い掛かる。

こちらの歩兵もそうはいかんと迎え撃つ。

そして壁上のマスケットには両者を区別して狙うだけの精度が無い。

　こうなれば狙える目標は一気に減り、散発的な射撃は大勢に影響を与えない。




「もう一つ行くぞ」

「はい」

「あぁ……ついに来たよ」

　乱戦の隙をついて本陣から戦車が疾走を始めた。

敵味方が入り乱れる戦場を破城槌の合間を縫って奔る。

「調合開始！」

　戦場には不釣り合いな命令に顔出した兵は目鼻口全てを頭巾で覆い、肘まである分厚い手袋を二重につけた異形だ。

　戦車に積まれているのは壺二つ、ドロドロの黒い液体の入った壺に泡立つ鮮やかな紫の液体を流し込む。

「調合完了！」

「よし退避だ！」

　走る戦車から兵が一斉に飛び降りる。

下が雪とはいえ中には足を折ってしまう奴もいたが、泣く暇も無く這いずって逃げる。

「し、振動でアレが……」

　そのうちの一人が停止する。

振動で跳ねた液体を浴びてしまったようだ。

「単体か、調合済みか！」

　指揮官が怒鳴り、頭巾の汚れが黒でも紫でもなく虹色だと気づいて首を振り、クロスボウボルトを兵の頭に叩き込んだ。

　無人となった戦車は速度を落として停止する。

「奴ら何がしたいんだ？　奇襲かと思ったが逃げて行ったぞ」

「火薬か何かを積んでいるのか？　この距離では強化壁を破れるはずもないが」

「待て、引いている馬が倒れたぞ」

　戦車を引く馬が口から泡を噴いて横倒しになる。

一頭だけではなく全ての戦車で同じことが起きた。

「走らせすぎた？　いやそれにしても一斉にとは……」

「一体何が……む、気分が……」

　覗き込んでいた壁上の兵が胸を押さえて蹲る。

「おい大丈夫か？　なんだってこんな時に……う、うん？」

　介抱しようと手を伸ばした別の兵が目を擦りながらふらふらと壁から落下する。

「お前ら一体何をしている！　新兵器をまかされた──」

　怒号をあげた指揮官が言葉の途中で顔から地面に倒れ込む。

　続くように壁上の敵がバタバタと倒れる。

悲鳴や混乱の声すらない。

　部隊が丸ごと倒れ込み、慌てて駆け付けた伝令も声を出そうと口を開いたまま仰向けにひっくり返る。

　彼らの下では戦車に積まれた壺がまるで沸騰でもしているように泡を立てていた。




　注文通りの戦果に満足する俺の隣で頭を抱えているのはナーティアだ。

壺の中身は彼女が作った。

「南部で今も時折見つかる蟲から抽出した毒……僅かに体内に入るだけでも数秒で即死する」

　レオポルトが呟く。

しかしそれだけではただ強力なトリカブトに過ぎない。

「あの毒……化け鹿の角、人面トカゲの無精ひげ、腐れヒルの乾燥粉を加えたら突然沸騰して気体に……」

　ナーティアに与えた工房が王都の外で良かった。

もし中心部で誤爆していたら歴史に残る大惨事だったかもしれない。

　ともあれ思わぬ形で俺達は新兵器を見つけたのだ。

注意すべきは風向きだけだが、今はほとんど無風なので問題あるまい。

「うう、空気中の水と反応して消滅するまで二十分……人も魔物も虫一匹も生き残れない……私はとんでもないものを作ってしまったのでは……数百年後に叩かれそうな気がする」

「馬鹿言え。作ったのはお前でも使ったのは俺だ」

　俺はエルフ神への命乞いのポーズを取るナーティアの頭を撫でる。

「この歴史的悪行は書き留めておかないとね」

　まあ好きに書けばいい。勝てば良いんだ。

「まさにその通りですな」

　レオポルトと意見があってしまった。

やはりもう少し綺麗に戦おうかな。




　気化した蟲の毒によって一時的に街壁上の敵が一掃され、破城槌を阻もうとする敵の勢いも目に見えて鈍くなる。

　破城槌は非常にゆっくりとだが街へと距離を詰めていく。

砲兵隊も街壁を破るべく前進していく。

阻める部隊はもういない。

「いったかな？」

　こう呟くと大抵悪いことが起きている気がするが、待つのもじれったいので言ってみる。

「……」

　レオポルトの不景気面を眺め、マイラの頬をつつき、反省のポーズを取り続けるセリアの背中に雪玉を差し入れて耳を澄ませるも何も起きない。

「よしよし敵にもう手はないよう──」

　聞いたことのない甲高い音が連続して響く。

「来ましたね」

　やっぱりとばかりに言うマイラの背中にも雪玉を入れてやる。

「攻撃です」

　レオポルトが淡々と言う。

　俺はセリアに持ってこさせたテーブルに肘をついてフンと笑う。

「街にも入って居ないのに遠すぎる。街壁越しに適当撃った弾なんぞ当たるはずがないわ！」

　戦いの前から考えていた台詞を言い終わると前線部隊に向けて無数の火の玉が落下した。

　一つや二つではない。

十、二十……いや数百はあるように見える。

　火の玉は落下するとその場で弾けて、積もった雪と兵士を吹き飛ばした。

「なんだこれは！　カタパルトか!?」

「そこら中に落ちて来る！　こんな数のカタパルトがあってたまるか！」

「気を付けろ。この火の玉、直撃を避けても落ちた場所で爆発するぞ！」

　毒霧で敵を排除して後は破城槌で蹴破るだけと思っていた兵士達は一気に混乱状態になってしまった。

隊列を乱した味方の頭上に尚も火の雨が降り続ける。

「なんだありゃ」

　俺は小道具のテーブルをセリアに片付けさせながら目を凝らす。

　火の玉が飛翔してくるのは街の中からだけでは無く艦隊からもだ。

砲撃とも違う独特の甲高い音と共に天高く舞い上がった火の玉が垂直に近い角度で振って来るのだ。

「しかも」

　一発の火の玉がふらつきながら俺達の頭上を飛び越えて後方に落ちた。

　河川上にいる敵艦隊から前線部隊までざっくり３ｋｍ、俺達がいる丘は更に１ｋｍ後ろだから、あの火の玉はふらふらとはいえ４ｋｍも飛んできたことになる。

「大砲を斜めに傾けてもあんなに飛ぶ訳がない」

　レオポルトとトリスタンを見ると二人揃って首を振る。

また新兵器か、本当にたまらないな。

「一方で精度は相当に悪いようです。前線部隊を狙って本陣後ろまで飛ぶのですから。見れば街の中にも若干数落下しているのが確認できます」

「あれで精度が良ければ僕達が仕掛けた時に使ってるよね。状況が不利になって味方に当たっても仕方なしの覚悟を決めたのかな」

　確かに良く見れば精度は悪い。

味方の上に数百発降ったが、良くみればそれと同数以上が戦場から離れたとんでもない場所や河、あるいはエレクトラの街中に落ちている。

「だが百発百中だろうが千発百中だろうが、百発降って来るには違いない」

　味方は正体不明の攻撃に大混乱だ。

街壁上には新しい兵士が繰り出して来るのも見える。




「陛下！」

　味方兵士が叫ぶ。

火の玉の一発が俺に向かってまっすぐ落ちて来たのだ。

　レオポルトとセリアが庇うように俺の前に出る。

トリスタンは雪溜まりに頭を突っ込んで隠れる。

「伏せていろ」

　俺はレオポルトとセリアを蹴って倒し、火の玉に向けてデュアルクレイターを振りかぶる。

　積もった雪が舞い上がるほど強く息を吐きながら落ちて来る火の玉を叩き落とす。

（食えぬ　魔術かと期待したが違うようだ　もう寝る）

　剣が触れると同時に火の玉が弾けて衝撃が襲い、一瞬遅れて火焔が全身を包み込む。

強姦龍の悪態に反応している暇はなさそうだ。

「陛下がやられた!?」

「もうだめだ降伏しよう」

　騒ぎ出す兵士達に見せつけるように両手を交差させる。

「ぬうん！」

　交差させた両手を一気に開き、全身を包んでいた火焔を吹き飛ばす。

「やはり放ってはおけん。艦隊を叩かねば街を取るどころではなさそうだ」




　本陣後方で焚火にあたっていたハーピー達が一斉に飛び立つ。

油の入った壺や火薬の入った筒を掴み、エレクトラの街を飛び越えていく。

　敵艦隊の真上に達したハーピー達は一斉に急降下を始める。

「敵艦隊発砲！」

　敵の艦から真上に向けて砲煙が上がる。

　急降下しつつあったハーピーの動きがたちまち乱れる。

そのまま落下していく者、荷を捨てて慌てて上昇する者、良く分からなくなって明後日の方向に飛んでいってしまう者。

「僕達の野戦砲に似た散弾だね。最初から上向きに据えてあったらしい」

「ハーピーを使い過ぎたか……」

　これまでの戦闘では空を飛ぶハーピー達はほぼ一方的に相手を攻撃できていた。

マスケットや矢を空に向けて来ることはあったが、高速で動く彼らがやられることはほとんどなかった。

　ハーピー達は混乱しながらも敵艦隊に荷を投げ落とすが、高空から放り投げているのでほとんど当たって居ない。

「こちらの大砲は届かんよな」

「河近くまで運べばなんとかなるけど移動中に攻撃を受け続ける。大量の火薬を運ぶ必要もあるから一発の命中弾で……」

　どでかい花火になったらそれこそ兵の士気が折れかねん。

「決戦兵器を投入するしかないか」

　視線の先ではギラリと光る目が……おかしいな閉じられているぞ。

「あっ寝てます！　冬眠です！　寒い場所に放置し過ぎました！」

「でかい図体してもやっぱりトカゲの亜種じゃないか」

　セリアが周りで焚火をして温めるも決戦兵器の起動には時間がかかりそうだぞ。




「もう結構です陛下。本命が到着致しました」

　レオポルトが河の上流を指差す。

俺の旗を掲げた艦隊……連邦艦隊の半分、いや三分の一にも満たない慎まし気な艦隊が迫っていた。
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　──ノーステリエス上　ゴルドニア艦隊旗艦

「前方に敵艦隊……戦艦五、大型戦闘艦三五、雑魚が五〇程か。実にしょっぱいじゃないか。連邦の国力も相当落ちているようだ」

「主力が西に出ているからに決まっている。そもそもこちらは継ぎはぎ戦艦が二隻に戦闘艦が二〇……相手を馬鹿にしている場合か！」

　煽るように言うセクリトと対抗して怒鳴るイヴァンナが同じ船に乗っていた。

「まだ母国を悪く言うのは気に食わんらしい。今から砲火を交えると言うのに……くく、実家に残したガキに言い訳できんな」

　セクリトは軍人とは思えないようなラフで露出の高い格好で鹵獲したマスケットを肩に担いで言う。

「口を閉じねば先にお前の顔面へ叩き込むぞ……だからこうしてわからんようにしているのだろうが！」

　イヴァンナもかつて着ていた連邦の軍服を脱ぎ捨て、太ももや肩、ヘソまで露出させた海賊のような装いで装弾したままのマスケットを背中に複数背負っていた。

装いに影響されてか口調も荒く品がない。

「で、陛下……などと呼ぶのも愚かしい種馬が言っていた水上戦の切り札とやらはどこにいる？」

　イヴァンナの問いにセクリトは両手を広げて天を仰ぐ。

「後ろだ。自由気ままに流れるがままについてきている。そもあいつの言うことを真に受けるな」

　馬鹿にしたように言ってから軽く音を立てて足踏みして続ける。

「肝心な方は積んである。試験では上手くいったから後は実戦テストだけだ」

「……実戦テストが決戦なんだが？」

　再びセクリトが両手を広げるとイヴァンナは数度舌打ちした。




　いよいよ距離が詰まっていく。

　セクリトはちょうどハーピーの攻撃を蹴散らした連邦艦隊を睨みつける。

「奴らを見ろ。錨まで降ろして陸への艦砲射撃に特化した艦列だ。私達が出て来るなど考えてもいない」

　イヴァンナが鼻で笑いながら返す。

「違うな。数手遅れても十分に対応できると確信しているんだ」

　イヴァンナは小舟に飛び乗り、隣の戦艦へ移ろうとする。

水軍の指揮が出来るのは彼女達二人だけ、一隻の沈没で艦隊が無力化されない為の行動だ。

　セクリトは前方を見たまま言葉を続ける。

「船の性能では相手が上だ」

「当たり前だ。戦艦は旧式の修繕品、新造した戦闘艦も私とお前の記憶頼りの劣化コピーだ」

　イヴァンナが鼻で笑いながら四艇もせしめたマスケットを撫でる。

「水兵の能力も敵わん」

「言うまでもない。三年前まで泳げもしなかったボンクラだぞ」

　イヴァンナは情けない顔で不平を言う水兵を蹴り飛ばす。

「だが勝っている物も二つある。ドワーフが仕上げた砲火力と司令官の性能だ」

「そんな下らないことを言う為に呼び止めたのか」




　悪態を吐きながら少しだけ照れ臭そうにイヴァンナが離れていく。

「いやはや再び連邦と水の上で戦えるとは思わなかった」

　セクリトは左の義手に剣、右手にマスケットを握り締めて笑う。

「まったくどうして人生は面白い。惚れた男の子を産むよりも、玉の我が子に乳をやるよりも」

　まるで男に奉仕するかのように、ねっとりと剣先を舐め上げる。

「こちらの方が幸せなのだから我ながら壊れているものだ」

　唾液に濡れた剣をくるりと回して前方を差す。

「最大船速。距離五〇〇まで詰めて取り舵一杯。振り落とされたら凍え死ぬぞ」

　そして戦闘が始まる。

　ゴルドニア艦隊はセクリト・イヴァンナの搭乗する両戦艦を先頭に二列となる突撃用艦列を取った。

　もちろん連邦艦隊も間抜けに奇襲を受けたりはしない。
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連邦艦隊

「敵襲──!!」

「一番悪い時に……だが所詮は木っ端艦の群れ。錨上げー！　全砲門攻撃準備も命令あるまで発砲禁止！　急襲で狼狽を誘っての同士討ちだけが敵の勝機だ」

　悪態をつきながらも的確な命令が飛んで錨があがる。

　鈍重な戦艦はあえて動かず、大小戦闘艦だけが動いてゴルドニア艦隊を阻止する進路を取る。

「正攻法で行け。入り乱れずに整然と打ち合えば艦の大きさと砲火力の差で順当にこちらが勝つ」

「火連砲を積んだ砲艦は逃がせ。あれが水上の標的に当たるとは思えん……というかエレクトラにも二十発は落ちたな……防衛司令官が港から怒鳴っていたぞ」

　連邦の戦闘艦とゴルドニア艦隊は真正面から向かい合って距離を詰めていく。

どちらかが回頭し、舷側砲が並ぶ側面を向けたところで撃ち合いが始まるのだ。

　先に動いたのはゴルドニア側だった。

「敵艦列、取り舵一杯！」

　連邦の指揮官は思わず手を叩いて叫んだ。

「早い！　馬鹿め！」

　隣で老獪な副官も頷く。

「若い指揮官がやりがちな失敗ですな」

　回頭が早ければ一見、先に敵艦列の頭を押さえられるように見える。

　だが距離が遠ければ砲の威力が弱まっていくら撃っても打撃を与えられず、先頭艦はそのまま横に逸れて砲の撃てない遊兵艦となってしまう。

　そこから遅れて反対側に舵を切れば、相手の中列以降を至近距離から全艦で撃ち据えることができる。

　ただでさえ艦数に勝る連邦艦隊の指揮官は勝利を確信した。

　砲の密集した舷側を向ける相手に対して連邦の艦列はそのまま突っ込んでいく。

「敵戦艦砲撃──!!」

　腹に響く振動と見張りの絶叫にも練度の高い指揮官、水兵ともに動揺はしない。

「甲板の兵は何かに隠れろ。この距離ではどうせ威力は無い。そして敵の戦艦が逸れてから取り舵だ！　後続艦を殲滅してから戦艦を鹵獲してやる」

「艦型を見るに元は我々の艦ですからな」

　明らかに遠すぎる砲撃はそのほとんどが外れ、少数の命中弾も艦体を撃ち抜く威力はない。

甲板上にあるどうでも良いもの少々と運の悪い水兵を一人二人潰して終わり、そこから反撃開始だ。

指揮官はそう考えていた。

「着弾します!!」

　見張りの声に合わせるように艦の中核たるメインマストの半分が抉れ飛ぶ。

「え？」

　指揮官の呆気にとられた声に合わせたように分厚い舷側が弾け飛ぶ。

「な、なんと」

　副官から漏れた声に合わせて甲板に二つの大穴が空く。

「敵の砲撃届いています！　メインマスト破損！」

「艦首に大穴が空きました。至急減速しないと浸水が！」

「装甲板が抜かれました！　甲板員が……地獄絵図です！」

　指揮官と副官は顔を見合わせ、同時に叫んだ。
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ゴルドニア艦隊　セクリト艦列

「阿呆が。狼狽して面舵を切りやがった」

　セクリトは口角を吊り上げて笑う。

そして敵艦列の先頭艦を観察し、更に犬歯を剥きだして笑った。

「この状況で減速……くくく、艦首喫水に穴が空いたな」

　セクリトは椅子にしていた副官の尻を義手で叩いて立ち上がる。

　そこに連邦艦からの砲弾が飛来するもほとんどが外れ、命中した数発も戦艦の分厚い甲板を貫けない。

「やはり大砲の性能はこちらが上か。取り舵一杯そのまま──」

　左に舵を切り続けたことで艦体がゆっくりと右に傾き始める。

「今だ。目標敵二番艦、右舷全門撃て」

　艦が傾き始めた瞬間に砲撃したことで僅かな俯角がつき、砲弾は敵艦の喫水線周辺に撃ち込まれる。

「敵二番艦に命中多数。傾斜しながら減速していきます！」

　セクリトは報告した副官の尻を蹴り飛ばす。

「阿呆が。あれは転覆というのだ。次、敵三番艦」

　緒戦で一番艦二番艦を失った連邦艦隊はにわかに混乱、ゴルドニア側が一方的に砲撃を加えていく。

　一方で連邦艦隊も少々の混乱を経て次第に立ち直り、反撃を開始する。

　両艦隊は並んで航行しながら撃ちまくる。

「おっと……」

　セクリトの居る艦橋に砲弾が命中し、防護版がひしゃげて破片が飛び散る。

「さすがに正面からの撃ち合いは厳しくなってきた。砲は優秀でも隻数と砲門数が違う」

　彼女の言葉を証明するかのように後方の一隻がマストを叩き折られ、大きく傾いて落伍していく。

　更にもう一隻が舷側に十発以上の砲弾を受けて艦内に火災を発生させた。

「戦闘艦キリアル延焼中にて救援を求めています！」

　セクリトは眉を顰める。

「面舵切って敵中を突破しろと返せ。炎上中の艦など相手にせん」

　キリアルが命令に従って敵の艦列を突破しようとしたところで義手を向けて追加の命令を下す。

「キリアル脱走。舷側砲キリアルを撃て」

「は？」

　砲撃手は聞き返し、氷のような目で睨まれてそのまま命令を伝える。

　砲弾が炎上中のキリアルに多数着弾、艦内をズタズタに破壊されたキリアルは敵艦列の至近距離で火薬を誘爆させて爆沈。敵艦列を大いに乱した。

「さて」

　セクリトは四つん這いにした副官に腰かけて周囲を見回す。

「程よく砲煙が立ち込めたな。馬鹿者の残した煙も良い感じだ」

　煙の中に敵の戦艦群がいよいよ向かってくるのが見える。

「取り舵一杯。反転しろ」

　セクリトの艦列が一斉に反転する。

　もちろんこれは連邦側から見れば逃走にしか見えない。

　逃がしてなるものかと全速力での追撃──そこに砲煙の中から最高速度で飛び出したイヴァンナの艦列が突っ込んだ。

　イヴァンナの全速突入は連邦艦隊の艦列を再び乱し、これを立て直そうとする戦艦群の側面に大きく回頭して戻って来たセクリトの艦列が飛び込む。

　隻数で圧倒的に不利ながらも二人は戦場を縦横無尽に駆け回って連邦艦隊を翻弄、少なくとも互角に渡りあった。

　連邦艦隊は全力での交戦を余儀なくされ、陸上への砲撃どころではなくなる。

そして砲撃が止んだことで陸上部隊が行動を再開、街壁の門を打ち破り始める。

　連邦艦隊はいよいよ切羽詰まってくる。

なんとしてでも目の前の邪魔ものを排除して陸上支援に戻る必要があった。

持てる全てを投入して。




「そら出た」

　エレクトラの港からゆっくり出航してくる船は異様極まっていた。

　低い喫水、のっぺりとした形状、全面が黒光りする鋼に覆われていた。

「何年ぶりか。昔の知己に会った気分だ」

　セクリトは椅子にしていた副官の尻を思い切り蹴ってから立ち上がる。

　味方の砲撃が異様な船に集中する。

無数に命中した砲弾は全て金属音と火花を残して弾かれる。

　反撃で数隻の味方艦が炎上しつつ落伍していく。

「寄せろ」

　セクリトの命令で旗艦が鋼の船に近づいていく。

　猛烈な攻撃でマストが傾き、舷側が撃ち抜かれて大砲が弾け飛ぶ。

　味方の砲撃は全て短い音と火花を残すのみだ。

「そのまま」

　脅える部下の視線にセクリトが答えた時、艦橋にも一発が命中、防護版が捲れて破片が飛び散る。

「て、提督がやられた……？」

　一瞬時間が止まる。

「残念ながらまだだな」

　セクリトは額から血を流しながら立ち上がり、千切れた副官の腕と小姓の首を艦橋外に投げ捨てる。

「進路そのまま」

　命中弾が艦首を抉り、櫂を叩き割り、水兵を引き裂く。

「まさか乗り込みを……？」

「いや、これ以上近づいたらそれこそバラバラにされちまう」

　水兵が不安げな顔をし始めたところでセクリトが今までに数倍する音声をあげた。

「取り舵一杯！　右舷一～六番砲を投棄、空いた場所からアレを落とせ！」

　砲が河に投げ捨てられ、そのスペースから円筒形の物が投げられる。

それは河に落ちるとゆっくり沈み、尾びれのような一部だけを水上に出している。

「なんだありゃ？」

　連邦の水兵が呟いた途端、機械音と共にソレが突然動き始め、一直線に鋼の船へと突っ込んでいく。

直感的にまずいと判断した敵艦の砲とマスケットが打ちまくるも水中を進む物体には命中しない。

　そして……。

「──成功だ」

　鋼の船の側面に巨大な水柱が立ち上がる。

　途端、砲弾を石コロのように弾いていた鋼の巨船が急速に傾いていく。

「樽五個分の火薬が喫水下で爆発するのだ。鋼鉄だろうとなんだろうと無事で済むものか」

　セクリトは黒煙を吐きながら傾斜する鋼の船に剣を向ける。

「さて乗り込みだ。鉄の船には興味があった、中がどうなっているか見てやろうじゃないか」




　数十分の激戦の後、セクリトは血塗れの姿で傾斜する鋼の船の甲板に座り込む。

周囲では味方が勝鬨をあげている。

　時を同じくしてイヴァンナの艦列近くでも鋼の船が傾き、そのまま横転していった。

「あいつの方も上手くいったようだな。これでやかましい文句を聞かずに済む」

　セクリトは頭を押さえて壁にもたれかかる。

　血にまみれて欠けた剣を放り捨て、数度火を噴いたマスケットも捨てる。

「これでこちらの役目は概ね終わりだ。後は適当にやれ」

　セクリトは懐から火酒を取り出して煽ると城門を突破した陸上部隊を見ながら目を閉じた。
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エレクトラ

　巨大な破城槌が城門を打ち破る。

同時に至近距離で火を噴いた大砲が街壁を随所で崩落させる。

　ちらりと河川に目をやると敵の切り札と思われる鋼の船が煙を噴きながら傾くところだった。

他の艦も味方と入り乱れて撃ち合っており、こちらに気を回す余裕は無いだろう。

「突撃──!!」

　倒れた扉を乗り越えて味方の剣兵が殴り込む。

　一団が飛び込んだ途端、マスケットの発射音が鳴り響き、全身がその場に倒れ込む。

「狭い一本道では狙い放題か」

　突撃の号令を出した指揮官は、城門前まで来ていた俺の顔を見て先程の倍の声をあげる。

「怯むな、続け──！」

　続いて槍兵が飛び込んで撃ち倒され、壁の崩落部から飛び込んだ軽騎兵もひっくり返ったところで指揮官の頭を掴んで投げ飛ばす。

「賢王と名高い俺の家臣ならもっと頭を使え。石灰を撒き散らして敵の視界を塞ぐのだ」

　距離さえ詰めればマスケットなど刃のない短槍に過ぎない。

「下は雪です。石灰は上手く散りません」

　レオポルトに言われて三秒程考える。

「ならば火を焚け。煙で視界を塞ぐのだ」

「枯草も立ち木も雪まみれで火なんかつかないよ。万が一延焼でもされたら余計な手間にもなる」

　トリスタンに言われて五秒程考える。

　用済みになった破城槌から鱗を一枚剥がして剣を構える。

「突撃──!!」

「全然頭使ってないです！」

　文句を言いながらもセリアが続いてくれる。

　城門を走り抜け、まずデュアルクレイターを一閃して足元の雪を正面に巻き上げる。

　続いて左からの射撃を鱗で弾き返してから放り捨て、足元に転がる敵か味方かわからない死体を抱え上げて右からの射撃を防ぐ。

「ぐえ」

　矢ならこれで防げたのだが、鬱陶しいことにマスケットだと抜けて来る。

「直撃に比べれば大分マシか」

　傷が筋肉で止まっているのを確認して正面に駆ける。

　ちょうど舞い上げた雪が落ちて視界が開ける。

「よし狙──」

　正面の敵が改めて狙いを定めた瞬間に指揮官を前蹴りで弾き飛ばして隊列に割り込む。

「ひ……」

「こうなったらお終いだよな」

　デュアルクレイターを縦に振り下ろして一人を両断、更に体を捻りながら強引な横薙ぎで三人の腹を斬り払い、逃げようとした一人の背中を刺し貫く。

「こ、この！」

　一人の敵兵が至近距離でマスケットを向けて引き金を引く。

「よっと」

　その銃口と指の動きを見て発射の瞬間に首を傾ける。

乾いた音と共に俺の後ろにいた連邦兵の頭が弾けた。

「た、弾を避けた!?」

「弾なんぞ見えるか。お前の動きだよ」

　そいつのマスケットを掴んでくにゃりと捻じ曲げ、続いて頭も掴んで捻じる。

　そこにドカドカと重たい足音、振り返ると車輪付きの盾を構えた部隊が飛び込んでくる。

敵は慌ててマスケットを撃つも盾は分厚く鋼で出来ているのか弾き返してしまう。

　そして号令と共に盾の後ろからクロスボウ隊が飛び出して敵を仕留めていく。

「……突入装備があるなら言えよ。なんで俺が一人で飛び込まにゃならんのだ。王様だぞ」

　どうせレオポルトだろ。

「私も居ます！　でもさっきのはエイギル様が勝手に突っ込んだのです」

　背中から顔を出したセリアを撫でてやる。

一緒に来てくれたのはお前だけだ。

　さてとりあえず城門は突破しつつある訳だが、この分では市内戦闘も大変なことになると覚悟を決めたところでセリアの頭にポフッと白い雪が乗る。

「むう」

　セリアが掃うも雪は解けて水になる。

「運が良いのか悪いのか……いや良いんだな」

　足元に積もった粉のような雪とはまるで違う重たい雪がドサドサと落ちて来る。

「ここに来て降雪とは。陛下の豪運には驚くばかりですな」

　レオポルトが総攻撃を下令する。

　それまでマスケットを警戒していた歩兵たちが一斉に全面攻勢に転じた。

「クソ一発撃ったら銃口に水が……」

「こっちは火薬が駄目だ！　春が近いから雪が水っぽくて染み込んでくる！

　連邦兵のマスケット兵は散発的な射撃の後に沈黙してしまう。

「エイギル様、別行動を許して下さい！」

　セリアから意外な一言があった。

「良いだろう。だが無理はするなよ？」

　頭を撫でてやるとセリアは頷いて駆けていく。

少し心配だが名誉挽回の機会を奪うこともできない。

　俺はシュバルツに乗り、敵兵を切り払いながら全体を見渡す。

「港を奪え！　マスケットはもう撃てないぞ、蹴散らせ！」

「弾込めはもういい。短槍として使え！」

　押し寄せる俺の兵を連邦兵がマスケットを振り回して迎撃している。

「建屋の上に妙な施設がある。制圧しろ！」

「火連砲も使えないのか……ええいこうなったら！」

　二階建ての建屋に殺到する味方に向け、敵が俺達を苦しめた火の玉のような兵器をそのまま投げ落とす。爆発と火焔が立ち上り敵も味方も火達磨になった。

　新兵器を封じられてもやるじゃないか。
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セリア

　市街地を風のように走り抜ける。

「絶対あるはずです」

　主戦場から離れ、既に住民も避難した市街地は閑散としている。

　周囲を見渡し、一番堅牢な建物を見つける。

それはいつか訪れた公衆浴場だった。

市民が利用する施設にも関わらず入口に一般人立ち入り禁止の看板が立てられている。

「ここです！」

　扉を蹴破ると談笑していたマスケット兵二人が慌てて得物を構える。

　彼らが引き金を引く前に片方の眉間に短剣を投擲し、もう片方は喉を掻き切る。

　浴場の床は捲り上げられ、地下へとなだらかに続く傾斜になっていた。

　思わず笑ってしまう顔を数度叩いて引き締め、地下へと駆け下りる。

「ん～補給か？　さっきから他の部隊は全然来ないが一体……がっ！」

　遭遇した敵兵に飛びつき、延髄にナイフを突き立てる。

　更に下へ下へ下へ。

　突き当たったのは並の宝物庫でもあり得ない巨大な鉄の引き戸だった。

　一つ咳払いしてから扉に取り付く。

「大変です緊急です！　敵がここに気付きました！　すぐに全ての物資を退避させないと！」

　扉を叩きながら弱々しく動揺した悲鳴をあげる。

「馬鹿な！　緊急時には浴場の栓を抜いて倉庫全体を水没させる計画──」

　顔を出した指揮官らしき男の首を掻き切って内側に転がり込む。

「なっ」

「敵!?　警鐘も鳴ってな……」

　四人と瞬時に判断して短剣を投げつけ、倒れた男達に乗りかかって剣でめった刺しにする。

　そして息を一つついて見回す。

「やはり……ありました」

　公衆浴場の地下に積み上げられた樽と麻袋、一つ剣で破ってみるとサラサラと黒い砂……火薬が零れ落ちる。

「マスケットを一兵卒まで配るなら大規模な火薬の補給拠点は必須です。しかも連邦はエイギル様を凶悪で無慈悲な種付けマッチョと思っています。ならば市内を無差別に砲撃されても安全な地下かつ緊急時に備えて大規模な水の設備がある公衆浴場」

　名推理にふふんと胸を反らせてから、それどころではないと首を振る。

「これを吹き飛ばせば天気が回復してもマスケットも砲兵も動けません。それどころか爆発の衝撃で敵が動揺して決着がつくかもしれません。汚名返上です!!」

　火薬が満載された樽を蹴り倒して穴をあけ、零れた火薬を導火線のように入口まで細くまいていく。

「これで三分ぐらい……十分ですね」

　呟いて火をつけた途端、足に衝撃と熱さが走る。

「この……女狐め……」

　首を掻き切ったはずの指揮官だった。

血が噴き出る首を押さえたまま、棒状の物で足を殴りつけて来たのだ。

「足が……」

　力が抜けて床に倒れ込む。

足の骨が折れていた。

　指揮官は声にならない呻きを漏らして息をしなくなる。

　地上へ続く傾斜を見上げる。

折れた足ではとても登れない。

　火が火薬をつたいしゅるしゅると走っていく。

「エイギル様ごめんなさい」

　胸元から戦いの前に借りてそのままになっているハンカチを取り出す。

「さよならです」

　最後に触れてもらった頭を両手で押さえた。

　流れる涙を閉じ込めようと目を閉じる。




「──うぉぉぉぉ!!」

　なりふり構わぬ叫び声と豪快な足音──。

「セリア──！」

「エイギル様！」

　涙の溜まった目を見開き、手を伸ばす。

「セリアちゃん大丈夫か!!」

　クリストフだった。

「お前なんて呼んでない！」

「ひでぇ！」

　言いながらもクリストフは足を折った私を抱え上げた。

「胸が当たってます。不愉快なので片手で持たないで下さい」

「表にも敵がいるんだよ！　両手で持ったら剣が持てないだろ！」

「お前が剣持ってても意味ないです。諦めて両手で持って斬られながら逃げた方がましです」

　そして溜息をつきながら言う。

「あと十秒で奥の火薬庫が大爆発します。死ぬ気で駆けあがって下さい」

「うそだろ!?」

　クリストフは泣き叫びながら駆けあがる。

どこまでも恰好のつかない奴。

「うおっ！」

　泣き叫びながら走る異様な姿に表で待ち構えていた敵兵が動揺した時だった。

「ふきゅ！」

　下から突き上げる強烈な衝撃に妙な声が漏れる。

「はごっ！」

　クリストフは舌を噛んだのか突然口から血を噴き出した。

　続いて周囲の地面が盛り上がり不快な浮遊感と共に空中に投げだされる。

　くるくると回転しながら高々と舞い上がり、頭から落下していく。

「うぉぉぉぉぉ!!」

　落下点に向けて愛する人が馬で走って来る。

私は両手を広げてその胸に飛び込んでいく。
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主人公

　セリアがくるくると回転しながら石畳に落ちようとしている。

高さは１０ｍ近く落ちれば即死は免れない。

「間に合え！」

　シュバルツの尻をめくれ上がる程叩きまくる。

程はいらない、めくれあがっている。

「うぉぉぉぉ!!」

　俺は両手を広げて落ちて来るセリアを抱きとめ、がっちりと抱き締めた。

「無理するなと言っただろうが！」

　叱りながら頭をグリグリ撫でる。

「ごめんなさい。でも私──」

「うわぁぁぁぁ!!」

　クリストフが降って来る。

受け止めてやろうかと思ったが届かなさそうので諦める。

あぁなんてことだ、足を折っているじゃないか。

　クリストフは雪の積もった立木に落下、枝を折りながらゆっくりと転がり落ちて来た。

あの落ち方なら死にはしない。

「コホン。でも私……やりました！」

　セリアは話を続けるようだ。

武勇伝を聞いてやりたいがまず確認だ。

「お前本当に何をしたんだ？」

　セリアを抱いたまま振り返る。

そこには一区画が丸ごと吹き飛んだすり鉢状の大穴があいていた。

「戦闘が止まってしまったぞ」

　敵も味方も呆然とこちらを見ている。

「い、今の爆発はまさか火薬倉庫が」

「なんてことだ……。セナ区画が丸ごと穴になっちまった」

「もし市民を逃がしていなかったら何千死んだかわからんぞ」

　セリアがポリポリと頭を掻く。




　動揺する敵兵が更に河を差す。

「な、なんだあれは！　敵の戦艦!?　我が方の弩級戦艦の倍はあるぞ！」

「それにあの色……まさか鋼鉄製なのか。あり得ん」

「甲板に見える巨砲を見ろ！　人が丸ごと入りそうな砲身が三連装……」

「もう……だめだ」

　敵の士気が折れる音が聞こえた。
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イヴァンナ艦列

「超弩級戦艦ギガント。到着しました」

「遅すぎる馬鹿者！」

　イヴァンナがギガントに乗り込みながら吠える。

応えるのは巨艦の中心に立つティククだ。

「申し訳ありません」

　そしてクルリと首を一回転させた。

イヴァンナが一歩後ずさる。

「ところでその頭はなんだ？　黄金の仮面が不自然なのは置いても大きさがおかしいだろう。三頭身で不気味極まる」

「ドワーフ族へのサイズ要望が適切に処理されませんでした」

　イヴァンナは威圧感のある視線から逃げながら続ける。

「あとどうして声が鼠径部から出ているんだ」

「頭部装着の発声機能は好色な中年男性のものに適合。管理者が利用禁止を指示」

　イヴァンナはいよいよ分からんと首をひねった。

「前方に脅威確認。会話中止します」

　ティククは連邦の戦艦を見据える。

「速度入力。気温、湿度、風速、地磁気計算完了。左二二・五仰角一一・三五。発射」

　ドスンと巨砲が火を噴く。

数秒後、全弾が命中し連邦の戦艦は一瞬にして水面下に消えた。

「全弾……命中？」

　呆然とするイヴァンナ。

連邦の他の艦がギガントに砲撃を集中する。

「飛来する砲弾を確認。弾着計算──完了。一～一六番副砲コントロール。三、二、一、射撃」

　小さめの砲が次々と火を噴く。

同時に空中で火花が散り、ギガントの周囲に水柱が立つ。

「砲弾を砲弾で撃ち落としただと……化け物か」

「Ｔ−九九型の演算能力は同時飛来する八〇の超音速目標に同時対処できます」

　イヴァンナは小さく溜息を吐く。

「お前とこの艦が居れば連邦艦隊など紙屑同然と言う訳か」

　自嘲気味に言うイヴァンナにティククは巨頭をゆっくり横に振って否定する。

「敵が本艦の前に出て来なければ不可能です」

「何故だ？　少々足が遅くとも白都の前に居座ってしまえば……あとでかい頭を振るな気持ち悪い」

　ティククは巨頭を動かさずにイヴァンナを見据えながら返答する。

「本艦に推進器は無く移動は自然水流によってのみ。目的地への移動には不確定要素があり、また上流への帰還が不可能になります」

「櫂で漕げんのか」

　イヴァンナは巨頭に布を被せて言う。

「本艦の重量は二万トン。人力での加速は非現実的。進路の緩やかな変更には有用」

「まさか舵もないのか？」

「停止手段もありません」

　イヴァンナは頭を抱える。

「あの女が船と認めんと言っていた理由が分かった。巨大な主砲と分厚い装甲があってもこれではただの漂流物ではないか。作った奴を連れて来い。船を侮辱しやがって殺してやる」

「非推奨。ドワーフ族と管理者がアルコールを大量摂取しながら計画」
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主人公

　轟音を立ててギガントが座礁する。

味方艦が側面から押してエレクトラ港のすぐ傍に押し込んだのだ。

「あれでいいんだな」

　レオポルトが応える。

「はい。自分で進めも止まれもしない艦などまともに運用できません。圧倒的砲力と防御力を生かすには不沈砲台にするのが最適かと」

　早速砲撃を開始したギガントを前に連邦の艦隊は逃げ散り、街で抵抗を続けていた者も諦めて脱出する者が増えて来た。

「それにしても焦ったな」

　艦隊は相当にやられたのかなかなか連絡がつかず、ギガントが連邦へのプレゼントになってしまうところだった。

　何度目かの連絡でようやくイヴァンナが反応したのだが、セクリトは決着がついたので寝てしまったのだろうか。




　俺はセリアの脚に接ぎ木をしてから腿の内側にキスをする。

「本当に決まりだな」

「は。後はただ司令部を残すのみです」

　司令部は街を見下ろす丘の上にあった。

一見して防御に適しているとは思えず、恐らく元領主の館なのだろう。

「砲撃で破壊するのは容易いと思われますが」

「いや絶対にダメだ。あれを壊すのは許さん。俺が直接乗り込む」

　慌てて立ち上がろうするセリアを担架に括りつけ、デュアルクレイターを担いで司令部に向かった。

今回で戦争は終わりとなります。

次回はちょっとした戦闘からの……お楽しみに。

本来は盆休みまで毎日更新して終わらせたかったのですが、いつも通り苦戦して遅れてしまいました。少しばかり休んでから残りの部分を書ききります。










第５７２話　ノンナのおうち







「最早ここまでだ！」

　俺は敵司令部たる屋敷に飛び込んで叫ぶ。

　司令部として使われている屋敷は周囲に遮蔽物の無いなだらかな丘の上に有り、建物全体が堅牢というよりは豪奢というべき作りだ。屋敷の目的が民に威厳を示すことにあって、城塞として使われることにないことは明らかだ。

　本部要員が度肝を抜かれた顔で弓やマスケットを俺に向ける。

司令官らしき男が慌てて腰の剣を探るが、戦闘で折れたのか無くしたのか空振るだけだった。

「すぐにここから出ていくなら捕縛もせん。抵抗したら皆殺しにするから十秒で決めろ」

　都合良く追い付いて来た味方の兵士が本部要員の数倍の数で乗り込んでくる。

抵抗すれば一分と持たずに皆殺しになるのは明らかだった。

「そんな口約束になんの意味が！　そもそも貴様にどこまでの権限があるのか」

　敵司令官が言い終わる前にマントをめくってゴルドニアの紋章とデュアルクレイターを見せる。

「王たる俺が言うんだから間違いない。俺がお前達を殺すつもりならこの場の一言で済むのだから余計な手間などかけん」

　司令官は紋章と剣は知っていたのか、驚愕してから下を向いた。

この場で俺を討ち取れば戦争は……うんぬんと考えているのだろう。

　司令官に他の者達が懇願するような視線を向けている。

大人しく逃げれば助かるのに俺を襲ったら皆殺しだもんな。

「防衛司令官を拝命しながら敵王を目の前にただ逃げるなどと……」

　悩む敵司令官に苛々が募る。

十秒はもう過ぎているが、可能な限りここで人を殺したくない。

「こ、ここでハードレットを討ち取れば地方都市一つぐらい失っても山のようにお釣りがくる。恐怖で統率しているだけのゴルドニアそのものが崩壊するかも……ゴクリ」

　悩む司令官をよそに不穏な呟きへ視線を向けると開戦前に使者として来た女がマスケットの銃口をゆっくりと持ち上げている。

　三、二、一、今かな。

「えい！」

　ドンと音が鳴るのと俺が体を倒すのは同時だった。

　耳元を風切り音が掠め、石柱に小さな穴が一つ開く。

「危ない危ない」

「げっ」

「うわっやりやがった！」

　俺が独語し、女は滝のような汗を垂らし、司令部要員は青ざめる。

　司令官がパンと手を打った。

「事ここに至り、これ以上の抵抗はただ味方の命を無駄にするだけであろう！　ならば一時の屈辱を忍び、汚名を雪ぐ機会をこそ求めるべきである！　総員武装解除して撤退！」

　言うが早いか要員が我先に屋敷を飛び出していく。

撃ってからでは遅い気もするがこの場所で戦闘はしたくないので逃がしてやろう。

「無念ですが命令では仕方ありません。では私もこれで」

　俺はマスケットを放った女の腰を掴んで抱え上げる。

「フィレー候補生、貴官の不屈の勇気と連邦への献身は本物であった。父君には勇敢であったと伝え、陛下には赤き獅子勲章を申請しておく」

　敵司令官は逃げる要員全員を見送ってから俺に向き直って敬礼し、顔を強張らせながらも堂々と屋敷を出ていく。

「部下を見送ってから最後に堂々出ていくとは中々どうして司令官らしいじゃないか」

　ああいう司令官が沢山いるとなれば連邦との戦いは今後も苦戦することになりそうだ。

「閣下ーー！　まだ私が残っています！　しかも赤き獅子って勇敢に戦って戦死した人に贈る勲章じゃないですかぁー！」

　泣き叫ぶ女の服を剥ぎ取りながら屋敷を出て勝鬨をあげる。

掲げたデュアルクレイターにかつての輝きはないが、黒く光る刀身もこれはこれで迫力がある。

　鬨の声は俺に従った少数の兵から周りの味方へと広がり、街全体から河川上の船にまで響き渡る。

　市内で抵抗していた小規模な敵部隊も遂に抵抗を断念、武器を捨て屈辱の表情で撤収していった。

先程の司令官も含めて、屈辱の撤退となるだろうがこれぐらいは我慢して貰おう。

「よし、終わりだ」

　俺はデュアルクレイターを納め、下半身までひん剥かれて騒ぐ女の腰を抱えて壁に手をつかせる。

そして数秒停止する。

「こんなことをしている場合じゃなかった！」

　全裸の女を放り出してシュバルツに飛び乗る。

奴の隣では敵司令官のものと思われる白馬が尻から白濁液を垂れ流しながら蹲っていたが、エロ馬の所業を咎めている場合ではない。

「あそこに行け。全速力だ」

　どこだよとばかりに振り返る耳を引っ張ると、シュバルツは勝利に湧きたつ味方指揮官の腰から地図を咥えて放って来る。

　地図で指さないとわからないとは所詮は馬の知能だ。

賢王を自称するこの俺の乗馬に相応しいのか怪しいものだ。




　数時間後──。

　再びエレクトラに到着した俺は小脇にノンナを抱いてシュバルツから飛び降りる。

「ご苦労さん。後は好きに休んどけ」

　休憩無しでの全力疾走はさすがにつらかったのか、シュバルツは横倒しになって息を切らせる。

あいつももう歳だな。

「エイギル様こんな乱暴な！　それに王が一騎駆けなんて滅茶苦茶です！　暗殺者に狙われでもしたらどうするのですか!?」

　毛布にくるまったノンナが叫ぶ。

俺はエレクトラ手前に置いていた本陣にノンナを迎えに行き、そのまま取って返してきたのだ。

「ははは、何もない雪原に暗殺者を忍ばせるほど敵も暇じゃないだろ」

　俺はノンナの脇腹を両手で掴み、まるで赤子をあやすようにそのまま持ち上げる。

「見ろノンナ。エレクトラを奪い取った。ここはもう俺の、つまり俺の妻たるお前の街だ」

　近くにいた味方兵士が反応して歓声をあげる。

歓声は鬨の声と同じく時間差で周囲一帯へと広がっていった。

　だが数秒おいてもノンナから反応がないので不安になって顔を覗き込む。

「──」

　そして満足してゆっくりと歩を進めていく。

言葉で確認する必要はなかった。

「いつかは顔を隠して歩いた市場だ。今は人がいないが……すぐに活気づくだろう」

　ノンナは遠い目をしている。

思い出しているのは俺と来た時か、それともかつて領主一家だった頃か。

「美しい港も焼けていないぞ。武骨な軍船だけなのが少々優雅さに欠けるがな」

　特に座礁したギガントの異物感がすごいが、そこは美しい思い出で誤魔化して欲しい。

　ノンナは港を前に何度か目を瞬かせながら長く長く息を吐いた。

子どもの頃見た風景でも思い出しているのだろうか。

「お前がナイフを振り回して大泣きした宿と浴場の跡だ。ふふふ、あの時は困ってしまったよ」

「ごめんなさい。さすがにこれは無理です」

　ノンナが首を振る。

さすがにセリアが吹っ飛ばした後の巨大クレーターで思い出せは無理があったか。

後で修繕させよう。

　気を取り直して次だ。

　俺はノンナの腕を引き、街中からなだらかな丘を登って総司令部跡……領主屋敷へと向かう。

「あの時は一介の旅人だったからこんな場所にはこれなかった。だが今は違う」

　ノンナは一瞬足を止めたが、俺は構わず引いていく。

「ハードレット陛下！　私はエレクトラ町長の──ぐもっ!?」

　四十路ぐらいの女が近寄って来たが構う時間はない。

顎を掴んでキスだけして言う。

「レオポルトと言う男に俺が許しを出したと言っておけ」

　何を望んでいたのか聞いていないが、表情と仕草からして遠慮がちな懇願だろう。

今は些事に過ぎない。

　目の前で町長にキスをしたのはまずかったかとも思ったが、思い出の屋敷を前にさすがのノンナも他に気を回す余裕はなかったようだ。

　正門をくぐるとノンナの足は徐々に速くなっていく。

　俺に手を引かれて歩いていたノンナが隣に並び、やがて俺の手を引くように早足となり、最後は遠慮がちに手を放して駆け始めた。

　俺はあえて手を掴み直すことなくすぐ後ろについて走る。

　そのまま玄関に飛び込むかに見えたノンナが足を止める。

「蜜柑……」

　左右対称に整然と並んだ庭木の中で和を乱すようないびつな場所に生えている木が見える。

「蜜柑の種をこっそり植えたら生えて来たんです。最後まで実は生らなかったけれど」

　一つもいで皮をむき、ノンナの口に押し込む。

　口を膨らませたまま、再びノンナは走り出し、玄関から屋敷の中に飛び込んでいく。

「全員出ろ。役目は放棄して良い、護衛もいらん。何かあれば全部レオポルトに言え」

　後から続いて宣言する。

敵司令部の情報が残っていないか調べていたらしい諜報官と兵士達が転がるように飛び出していく。

　玄関を見回したノンナは首を振る。

「内装は全部変えられています。当然……ですよね」

　そこでノンナがはっと振り返り、隅にある石柱の一つに取り付いた。

「色は違うけれど！」

　普段はシミ一つできないように気遣っているドレスの裾で乱暴に柱を擦り始めた。

ドレスは汚れて破れ、柱に塗られた塗料も剥げていく。

　塗料の下から現れたのは横に引かれた小さな傷が三つ。

「一番低いのが私、これが姉様、これが兄様……」

　今や彼女自身のヘソ程の高さの傷を撫でる。

　ノンナは汚れてしまったドレスを気にすることもなく再び走る。

　青銅の燭台を持ち上げると底に開いた穴から陶器の破片がばらばら出て来る。

「兄様が悪戯して壊してしまった父の壺です。隠してしまったから泥棒騒ぎに」

　焦げ目のついた絨毯に手をつく。

「姉様が魔法使いごっこで蝋燭を振り回して。温厚な母様から私まで拳骨を貰いました」

　次々と思い出が出て来る。

生まれてから十代半ばまでの大切な時期を過ごした家だ。尽きることはないだろう。

いくらでも付き合ってやるとも。

「あの木」

　ノンナが震えながら指差す。

　窓から見えたのは二階まで届くほどの立派な木だ。

あれにも思い出があるのだろう。

「最後の日に……母と……兄が吊るされ……」

　俺は窓から飛び出し、二メートルはある幹をデュアルクレイターで一閃する。

立派な木は傾き、音を立てて倒れた。

「つらい思い出はもういらん」

　泣いてしまったノンナを抱き上げ、すぐ近くの部屋に入る。

物置だろうか、色々なものが埃を被って乱雑に積まれていた。

「あぁ……あれは……」

　ノンナが俺の腕から這い出て四つん這いのまま横倒しになった鏡に取り付き、覆いを外した。

「母様の……姿見」

　鏡に抱き着いたノンナは大きく息を吸い込んだ。

　俺は笑いながら覚悟を決めて隣に腰を下ろす。

「びぇぇぇぇぇぇ!!!」

　ノンナの大泣きは久しぶりだ。

まるで赤子のように遠慮なく、大口を開けて泣き叫ぶ。

窓がビリビリと音を立てる凄まじい音量だ。

「よしよし。いくらでも泣くと良い」

　肩を撫でてやるとノンナは俺に抱き着き、すぐに姿見に抱き着いたと思ったらまた俺の胸に帰って来る。号泣しながらも器用な奴だと笑ってしまう。

「兄様、姉様、母様、ノンナは生き残りましたよ……生きておうちに帰ってきました」

　ノンナの声は泣き声な上に鼻をすする音まで混じって聞き取りづらい。

「忘れようとしました。父様の屈辱も兄様の最期も姉様の涙も母様の絶望も……今が……幸せな今が壊れてしまうからと！」

　だがそれはきっと俺の聞くべき言葉ではない

「ノンナには新しい家族ができました。愛する旦那様と大切な子ども、アホのカーラも居ます。でも結局ずっと……ただの一夜とて、一夜とて楽しかった日々と、あの日の絶望と悔しさを忘れることなんて！」

　だから聞きにくいぐらいでちょうど良い。

「あぁ良かった。これで良かったのだ」

　連邦との国力差は未だに大きすぎる。

作戦会議ではあえて聞かないふりをしていたが、エレクトラを落として尚、人口で三倍以上総合的な国力で八倍～一〇倍とされていた。

　ここまで優勢に戦えているのは彼らが俺達を味方と思い込んでいたこと、帝国との戦闘の為に東部辺境を空にしていたからだ。

　だがエレクトラ失陥でそれも終わった。

連邦は本気になった。

　そしてここより西は連邦にとってももう辺境ではない。

街の規模も街道の整備具合も軍事施設もまるで違う。

　苦しい戦いになるのは分かっている。

ゴルドニアの未来を考えるなら和議もできないようなやり方で仕掛けるなどあり得なかった。

　それでも俺が無理を通したのは。

「もう誰にも悪く言わせません！　街の名前だって奪わせません！　私の愛する人がいる限り！」

　ノンナをここに連れて来る。

それだけの為だ。

「約束は果たした。随分と時間がかかってしまったな」

　満面の笑みのつもりだったが、振り返ったノンナの表情を見るに少し怖い顔だったのかもしれない。

　それも仕方ない。

約束は果たされたが、これで負ければノンナは不幸せになるしエレクトラも再び奪われる。

　まだ足りない。まだ勝たねばならないのだ。

心の底からヘラヘラ笑うことなどもうできない。

「はい。確かに果たされました」

　ノンナは姿見を一撫でしてから立ち上がり、ハンカチで鼻を噛む。

そしてボロボロのドレスを脱ぎ捨てた。

「では私も約束を果たします。既に心も体もとっくにエイギル様のものですけど」

　ノンナは全裸のまま背伸びして巨大な胸を俺の腹に押し当てながらキスをくれる。

「魂のひとかけらまで差し上げます」

「おう頂こう」

　俺もまたノンナの肩に手を回し、口から魂を吸い出すような濃厚な口付けを交わすのだった。








第５７３話 愛と思い出　♯







　俺は全裸のノンナと激しいキスを交わす。

　ノンナの唇を塞ぎ、舌と大量の唾液をねじ込む。

「んむっ、唾液で溺れそう。じゅる……ぐぷっ。んむぅ！」

　ノンナもまた嫌がることなく舌を絡め、流し込まれる唾液を飲み込み、それでもあふれ出た唾液は下品な音と共に垂れる。流れ落ちる先は巨大な胸だ。

　俺はキスを止め、ノンナの脇に両手を伸ばして乳房を寄せあげるように揉む。

　凄まじいボリュームに加え、子を産み女として成熟したノンナの乳は柔らかさを増している。

「なんて素晴らしい乳だ。巨大で美しく柔らかい。その上に陶器のように艶やかでシミ一つない。これほどの乳を持つ女なんてこの世に二人といない」

　最大級の賛辞にノンナは照れながらも誇らしげに胸を張る。

「でも最初に抱かれた時と比べると少し垂れているのです。乳首の色も濃くなってきましたし」

「子を産んで齢も重ねたのに当たり前だ。その上で何よりも美しいと言っている。今年で──」

　歳を言うのは禁止だとノンナが頬を膨らませながらキスをしてくる。

　そして片手を伸ばして俺の一物を撫でる。

「エイギル様こそ物凄いです。太くて長くて石みたいに硬くて真っ黒で」

　密着しながら体を前のめりにし、俺の顔を見ながら手を前後に動かして擦る。

ノンナの白い手がドス黒い一物をしごき、乾いた肌同士が擦れる音がする。

「先っちょもこんなに張ってくびれが凄くて、血管がびっしり浮き出して、木の根っこみたいに歪でボコボコしてて……どれだけ女を堕としたいのですか」

　ノンナは言いながら両手を添えて擦り始める。

一物への賞賛と摩擦の刺激、そして眼下でゆさゆさ揺れるノンナの巨乳に一物の体積と硬度が更に上がっていく。

「ぐ……戦闘の後にこの刺激は堪える」

　一物は垂直に近い角度まで立ち上がり、先端から汁が垂れ始める。

「私に年齢の話をしてくれましたけど、エイギル様こそ十代の若者じゃないのにお腹に張り付くなんておかしいですよ」

　言いながらノンナは当然のように男根の先端に顔を寄せる。

身長差が有り、何より巨大な一物が垂直に勃っているので少し体を屈めれば口に届いてしまう。

「ん♪」

　先走りの流れる先端に唇を乗せ、両手を肉傘の括れに添えて吸う。

「おおっ」

　俺は思わず呻き、ノンナの頭に手を乗せてしまった。

　ノンナは嬉しそうに目を細め、舌を少しだけ出して先端を舐める。

小さな動きだがそれだけに反復が早く、敏感な発射口を連続で舐められて男根が震える。

「れろ……えろ……んー」

　ノンナは張り詰めた先端をチロチロと舐め、舌を尖らせて尿道に差し込む。

「んん、たまらんぞ」

　男根が数度震えて先程に数倍する先走りが垂れる。

「んむ……ぢゅう」

　並の男なら射精に匹敵する汁を、ノンナは頬を膨らませながら全て飲み込む。

　そして指の先程に小さく出した舌で竿の裏側をゆっくり舐め、先端近くと真ん中、腰を屈めて根元近くの三か所をカプリと噛んだ。

　唇で食むのではなくしっかりと歯を立てる甘噛みだ。

　俺の一物はでかいだけではなく皮も厚い。

ノンナの噛み付き程度では痛みはなく、むしろちょうど良い刺激となって快楽に変わるのだ。

　低い呻きをあげながら先端から数度に分けて先走りを飛ばす。

甘噛みの快感はもちろん、他の男にやれば痛いと文句を言われる奉仕、つまりは俺だけにしかできない奉仕を覚え込ませたことにオスの独占欲が刺激されるのだ。

「お汁がすごいです。もう射精みたい」

　ノンナは根元をカプカプと噛んでからしゃがみこんで股下に入り、小さな口を命一杯開いて睾丸を一つずつ口に入れる。

「んぐ……んぐ……じゅ……ぢゅう」

　唾液を絡めながら口に含んだ睾丸を何度も吸う。

　吸われる度に走る電撃のような快感、醜い玉を美顔のノンナが必死に咥える光景に情欲がどうしようもなく高まっていく。

　睾丸が既に満タンに詰まっている種を決壊しても知らんとばかりに追加で作り始める。




「挿入したい」

　俺はノンナの脇に手を入れてゆっくりと立たせる。

　再び向かい合う俺達、一物は更に二回り大きくなり、小刻みに震えながら床にダラダラと先走りを垂らしていた。

「はい。どうぞお入り下さい」

　ノンナは俺の首に手を回す。

　だが俺は少し躊躇した。

もちろん性感は限界で今すぐ捻じり込みたい。

　だがノンナは巨大な乳に対して体は華奢で、特に性器は小さめと言って良い。

それに対して俺の男根は熟練娼婦からも悲鳴があがる程に大きい。

愛撫無しの挿入など考えられない。あるいは油や媚薬を使うかだが。

「必要ありません。だってほら」

　ノンナが俺の一物を手に取って自分の下腹部、子宮の位置に押し当てた。

途端、控えめな性器から大量の愛液が流れ出す。

　その量たるやまるで決壊した川のように両太ももを流れ落ち、足元に水溜まりを作る程だ。

「エイギル様に魂を全て捧げたのですからもう私達は一つです。互いの魂が宿る場所ならばどんな行為をしても快感と喜びだけ……痛みも苦しみもありません」

　自ら体を寄せて腹に一物を食い込ませるノンナ。

「ふふ、ずっと昔に魂まで全部貰っていたような気もするが」

　意地悪を言うとノンナがぷぅと膨らみ、男根を子宮に押し当てる動きは止めないまま、頭を胸板にぶつけて言う。

「もし忘れていた時の為にちょっとだけ残しておいたんです！」

　その仕草が可愛らしくてもう一つ意地悪してしまう。

「あとお前の魂が子宮にあったとはな」

「エイギル様に合わせたのです！　エイギル様の魂は絶対チンチンにありますから！」

　カプリと乳首を噛まれてしまった。

俺の魂が頭や胸ではなく一物にあることに異論はない。

「ははは」

「うふ、ふふふ」

　俺達は笑い合う。

そして俺はノンナを抱き上げ、埃っぽい部屋から手近な部屋へと移動した。




「ここ私の部屋……です」

　勿論知らなかったがこれも運命なのだろう。

　俺は連邦軍が持ち込んだと思われる無骨な椅子を窓から放り捨て、敷かれていた汚れた絨毯にも手をかける。

「絨毯はそのままに……ふふ、蜜柑を踏んじゃった跡、好物のアップルパイを落としてしまった時の汚れ……思わず拾い食いして姉様にお尻を叩かれましたっけ」

　ノンナは絨毯の汚れを撫で、その上で四つん這いになった。

「後ろからでいいのか？」

「はい。お顔が見えなくても魂で繋がっていますから」

　ならばと俺はノンナの白い尻に両手を添え、心持ち左右に開きながら男根を当てる。

　そしてゆっくりと腰を進めた。

「んん……あぁ……入る……繋がる……」

「おお、これは」

　俺の巨大な一物がすんなり入っていく。

　もちろんサイズが違うので強く押し広げる感覚はある。

入り口もドロドロに濡れてなお、裂ける限界まで広がっている。

　その上で『すんなり』入っていく。

まるで引き込まれるようにズルズルと奥まで引き込まれていく。

「あぁ痛くない……苦しくない……気持ちいい」

　四つん這いのまま背中を逸らせるノンナ。

下向きになった巨大な乳房が思い出の絨毯の上で揺れる。

「なんてことだ。いくらでも入っていくぞ」

　一物は一度もつっかえることなく前進を続けた。

ノンナは快楽だけの悲鳴をあげ、白濁した愛液が竿を伝って睾丸まで垂れる。

　そして半分と少し入った時、先端が子袋の入り口に当たる。

「もっと……ぴったりと押し付けて」

　動きを止めようとする間もなかった。

本来狭く閉じているはずの子宮口が口を開き、俺の男根をすんなり通過させたのだ。

　付き合いの長い女達に男根を子宮で受け入れて貰うことはあった。

だがいずれも絶叫して悶えてようやく入る。

　まして体格の大きくないノンナでは失神することも珍しくなかった。

それがまるで抵抗なくするりと入ってしまったのだ。

　子宮口を突破した男根は何の抵抗もなく、何の苦痛も生まずに前進を続け、ノンナの腹をゆっくりと押し上げていく。

　ぱふんと小さな音に視線を落とすと俺の腹がノンナの尻に当たっていた。

根元まで完全に入ってしまったのだ。

「全部……入りました」

　蕩けた瞳でノンナが言い、男根が搾られた。

穴と子宮が収縮し、既に子宮の奥まで入っている男根をもっと引き込もうとする。

「本当に痛くないか？」

「痛くも苦しくもありません。ただただ気持ち良くて温かいだけです」

　そう言って尻を押し当ててくるノンナの顔に嘘も我慢もない。

　俺は密着した腰をもう少し押してみる。

「ああん！」

　甘い嬌声とともに子袋全体が蠢いて快感をくれる。

　次にゆっくりと引き抜いてみる。

「うぅ……んぅぅ」

　もどかしそうな声、挿入時はするりと通過した子宮口が傘の出っ張りにひっかかって抵抗する。

僅かな抵抗を押し退けて入口まで引き抜くと性器全体が行かないでとばかりに襞を絡めて来る。

　再び腰を進める。

　引き抜く時は必死に締まっていた性器はたちまち緩み、大量の愛液を流して歓迎してくる。

先端が子宮口に触れると、どうぞとばかりに吸い付き迎え入れる。

「オスとしてたまらない。全身で歓迎してくれている」

「当たり前です。心と体と魂の旦那様なのですから」

　振り返って微笑むノンナに理性が飛んだ。

　腰の括れをがっしりと掴み、腰を一気に前進させた。

　先端のエラと竿全体に浮き出た血管が性器全体に擦れる。

「あうぅぅ!!」

「おぉぉぉ!!」

　快感に吠えながら腰を戻し、再び突き込む。

　その勢いで大量の愛液に塗れて尚、豪快な摩擦の音が鳴る。

襞と浮き出た筋がゴリゴリ擦れ、俺達の脳を快楽が焼く。

「あぁ膨らんでます！」

　後ろから腰を叩き込む度にノンナの腹が前に膨らむ。

　異常な腹の膨らみをノンナは愛しく撫で、その愛が子宮の内側で暴れる男根まで伝わる。

　腰の動きが更に早くなるもノンナは苦しみも痛みも訴えない。

　それどころか自分から尻を左右に動かし、男根の抉る角度を変えてより強い性感を与えてくれる。

「ノンナ!!」

　俺は腰を掴んでいた手を離し、ノンナの背中に覆いかぶさる。

振り子のように揺れていた両乳房を鷲掴みにしながら首筋に吸い付く。

　ノンナは体を支えていた両手を崩して絨毯に突っ伏し、快楽に乱れた奇声をあげた。

　同時に手に生暖かい物を感じる。

高まり過ぎたノンナがとうとう母乳を噴いたのだ。

　俺は太ももから性器、腹、胸、そして唇までをノンナにくっつけながら叫び、腰を叩きつける。

　腰を打ち合う音どころか男根が穴を滑る音、そして子宮口を出入りする音までがはっきり聞こえた。

「で、出る……うぅぅぅ！」

　ここに来てノンナが苦し気な声をあげたかと思うと拡がり切った性器から勢いよく潮が噴出する。

「うぐぐぅぅ!!　あぅぅぅ!!　イく……イぐ……止まらない!!　体が跳ねちゃう！」

　同時に背中が反るも俺の体重を跳ね除けることはできない。

思わず手を離してしまった乳房が跳ねまわり、母乳を四方八方に撒き散らした。

小さな口が一杯に開いて舌が覗き、快楽の叫びと俺への愛の言葉が乱れ出る。




　ドクンと股間が脈打った。

ただの脈動ではなく、大きくゆっくりとした脈打ちだ。

　獣のように叫んでいたノンナが両手で自分の尻たぶを開く。

意識を半分飛ばしながらも俺に気持ち良く発射させようとしているのだ。

　だが俺はノンナの期待を裏切り、ゆっくりと肉棒を引き抜く。

射精まで後一突き、赤黒く膨張した男根は先端から精液交じりの先走りを滴らせていた。

　玉も音を立てながら射精に入っており、このまま放置していても十秒後には精液が噴き出るだろう。

「は……はひ……ひゅ……」

　息も絶え絶えにノンナが手を伸ばす。

どうしてと言っているのだろう。

「最後は正面からだ」

　俺は喜びに震えるノンナの腿を持ち上げて足の間に入り、最高の乳房に顔を埋め、脇下から背中に腕を回して抱き締める。

　ノンナも俺の腰にがっちりと足を回し、両手で俺の後頭部を引き寄せ、乳房へ取り込むように押し付ける。

「大量に出る。それも特濃どころか特大だ。いいな？」

　ノンナは快楽で声帯が麻痺して声も出ないが、押し付けられる腰と頭を撫でる手が了承をくれた。

　位置を調整することもなく最初から一つだったように俺の男根とノンナの穴が繋がっていく。

　歓迎の襞を搔き分け、無抵抗の子宮口を通り過ぎ、温かい子袋に包まれた瞬間、睾丸が跳ね上がり、男根が根元から膨らんでいく。

「うおぅ!!」

　たった一突きの動きも必要なかった。

男根が根元から膨らんでいき、子宮口の手前で止まったかと思った次の瞬間、先端の傘が二倍程にも膨張して一気に精液を噴射する。

　ただ一度の脈動で優にワイングラス一杯の精液が出ている感触だ。

「ひぎゅぅ!?」

　ノンナはあらん限りの力で俺にしがみ付く。

潰れたような悲鳴も彼女の口から出ると可愛らしく聞こえる。

　脈動は大きくゆっくり数秒に一度ずつ続く。

噴射する精液の量は全く衰えない。

　頭上で歯を食いしばる音が聞こえる。

ノンナが失神するまいと頑張っているのだろう。

　ノンナは二度三度の脈動を歯を鳴らしながら受け止め、四度目の脈動で絡めた脚を解き、股を限界まで開いてピンと伸ばす。

　そして五度目の脈動を受け止めながら、髪を振り乱して頭を左右に振る。

　六度目の脈動で獣のような吠え声をあげ、七度目に声にならない声で愛を叫ぶ。

　八度目で体の力が抜けるも、九度目の脈動と同時に乳を吸ってやると意識が戻り、再び手足をがっちり絡めて抱き着いて来る。

　愛の囁きと二人分の心臓の音、そして射精の音がゴビュリゴビュリと鳴り続けた。







「……全て出た。終わったよ」

　俺はゆっくりと男根を引き抜きながらノンナを抱えあげる。

「お疲れ様でしたエイギル様」

　ノンナは愛おしげに俺の腕に頬ずりしながら、ピンクに色づいた錯覚を覚える目を向ける。

「おっと危ない」

　立ち上がる瞬間、情けないことにふらついてしまった。

「無理もありません。三五〇回もドクドクされていたのですから」

　そんなに出していたのか。

腰に力が入らないはずだ。

「しかしそうなると……すまん絨毯はもうダメだな」

　感覚的には数キロ分は精液が出た。

ノンナの胎に収まる量ではないので溢れ出して思い出の絨毯は白一色に染まっているだろう。

「それが濡れてはいますけれど」

　見れば絨毯は水でもかけたように濡れてはいたが、汚液でドロドロになったようには見えない。

干せばまた使えそうだ。

「私のお腹が種を全部呑み込んでしまったのかも……」

　俺はノンナの胎を擦ってみる。

あれだけ大量に出したのだから当然ぽっこりと膨らんでいる。

　軽く押してみても汁が噴き出して来ることはなく硬ささえ感じる。

まるで種だけがぎっしり詰まっているかのようだ。

「出されている時、お腹の中に小さな粒が流れ込んでくるような感触もありました」

　それは大変だ。

「至急産婆を手配しないとな。下手をすると王都に戻る余裕もない。即座に胎が膨らみ出して一か月と経たずに子が生まれるぞ」

　ノンナはぷっと笑うが、俺の真剣な顔を見て困惑の表情に変わる。

「人間ですよね？」

「多分な」

　見つめ合ってからキスをして再び笑う。

「今更なんでも良いです。人間だろうとオークだろうとオーガだろうと馬人だろうと。エイギル様の子でさえあれば」

「人外にしても偏り過ぎてないか？　もう少しこう恰好良い系の魔物も入れてくれ」

　ノンナは笑いながら全裸のまま廊下に出る。

「すぐにお腹が膨らむならもっとしておきたいです」

　そう言って多少ふらつきながらも廊下を歩くノンナ。

「おいおい、とんでもない量を出したばかりだぞ」

「場所を変えてしたかったのですけれど……もうできませんか？」

　悲しそうに首を傾げるノンナ。

女に乞われて、もうできないと答えたら男は終わりだ。

「エイギル様……もっとして欲しいです。元気になって下さい」

　ノンナが上目遣いで懇願した途端に萎え切っていた一物は膨張し、空になっていた玉が音を立てて種を作り始める。それでこそ俺の魂の在りかだ。




　俺達は抱き合いながら二階のある部屋に飛び込む。

見張台として使われていたらしい部屋から邪魔なものを放り出し、使い込まれたテーブルだけを置き、ノンナはそこに手をついて後ろから俺を受け入れる。

　腰をぶつけるでもなく、叫び声をあげるほど擦りあげるでもない。

　ゆっくりと漂うように体を重ねながらノンナの話を聞く。

「ここは姉様の部屋でした。暖炉の形のせいで私の部屋よりほんの少し狭くて最後の日の前日まで文句を言われていたんですよ」

「ふふふ、さすがお前の姉だ」

　ノンナはぶうと言いながら体を捻って唇を重ねて来る。

「姉様は……私が言うのもなんですが見栄っ張りで口うるさくて自分に甘く人に厳しい方でした」

　死人の悪口を言うと化けて出るぞ。

いや生きて帰った姉妹だから大目に見てくれるか。

「でも自分で家事なんてするのは下賤だって言いながら、実はとても料理がお上手だったのです。夜中にこっそり作って貰ったキノコ炒め……とてもとても美味しかったです」

　唐突にノンナが笑い始める。

「絵画が特にお好きだったのですけれど、見る目はなかったみたいで、父がパトロンをしていた芸術家達の絵に私と兄様渾身の一作を紛れ込ませたら、ぷ、ぷふ……これが一番だって……くふふ……種明かしをしたら頭から湯気を出して三日もお籠りに……」

　ノンナは口を押えて笑いながら、目から涙を落とし始めた。

「そんな姉様だからこそ奴隷に落とされるなんて耐えられなかったんだと思います」

　俺はノンナを後ろから抱きしめて言う。

「お前の妹は俺の妻、王妃になったぞ！　最高の美貌を持つ巨乳の王妃だ！　お前は悲運の死を遂げた王妃の姉、何も恥ずべきところはない。さあ俺達の愛を見届けてくれ！」

　言いながら俺はノンナの胎に追加の精液を注入した。

　ノンナは気持ちよさそうに精を受け止めてから泣き笑う。

「散々文句を言われると思いますけど、一人になってニヤニヤされると思います。それから私を妬んで因縁をつけてくるはずです……姉様はかなりの貧乳でしたから」

　俺達はキスをしながら別の部屋に向かう。




　次の部屋は原型を留めない程改築され、武具を飾る空間になっていた。

　俺は生意気にも輝く剣や鎧をデュアルクレイターで粉々に打ち砕く。

ノンナは部屋の隅に仕舞われていた短剣を一振りだけ取り出して部屋の壁に立てかけ、見せつけるように騎乗位で繋がった。

　俺の胸に手を置き、テンポ良く腰を動かしながらノンナが言う。

「ここは兄様のお部屋です。もう家具も何もなくて短剣一本しか残っていませんでしたが」

　俺は揺れるノンナの乳を下から支えながら相槌を打つ。

「兄様は私達の前ではとても明るく愉快な方でした。ただ度胸が全然なくて本当にまずいことになったら逃げたり隠れたりと男気に欠けておりまして」

　ノンナは何か思い出したのか短剣を睨んで顔を歪める。

「宿題ばかり出す意地の悪い家庭教師がおりまして、あまりに憎たらしいので窓の下を通った時に雪をごっそり落としてやったのですが、落とした雪が風に煽られてなんと父様に命中」

　今度は俺が笑ってしまう。

高位貴族の子どもも堅苦しいだけじゃなく色々やっているんだな。

　するとノンナは笑いごとじゃないとばかりに俺の玉をポコリと叩く。

思わず腰が跳ね上がってしまった。

「激怒する父様に兄様は『ノンナが悪戯した！』って言ったのです！」

　しょうもない兄だなぁ。

「当然私は兄様がやったと言いますし、そこで喧嘩になった末に二人揃って一日食事抜きでした」

　さらっと流したがノンナも相手のせいにしているんだよな。

どっちもどっちだが妹の罪ぐらい背負ってやってこそ兄だろうに。

「だから次の月、兄様とフィアンセの遠乗りに無理やり同行して猪が出たって嘘をついてやりました。さすがの兄様もフィアンセの前で逃げる訳にもいかずガタガタ震えながらこの短剣を持って……そこを後ろから脅かしてやったら、おし……おしっこを……くふふふ」

　笑いながら俯くノンナを抱き寄せて体を密着させる。

「人一倍臆病な兄様は最後の時、死にたくないと泣き叫んで……それでも真っ青になっている私を見て涙を堪えて……でもやっぱり無理で泣いてしまって」

　俺は兄とやらに向けて叫ぶ。

「お前の妹は俺が頂き子も成してやったぞ。やつらを勇猛に育ててやれば血の繋がるお前が臆病だったなどと誰も思うまい！　安心して成仏しておけ！」

　言いながらノンナの腰を掴まえて揺らし、膨らんだ腹に追加で更に種を送り込む。

「あぁ熱い……ところで最近のバルトロメイからほんのり兄様のような雰囲気を感じるのです。ちょっと鍛え直してやらないといけません。逆にアナスタシアは女の子なのに肝が据わり過ぎているような」

　次に行こう。




　丁寧にゆっくりと姿見を置く。

　この部屋は色々な手を加えられていた前二つと違い、婦人の寝室そのままの姿を残していた。

一方で使われていなかった為か、薄暗い中でも分かるぐらい埃が積もっている。

「母様……」

　先程二つと違いノンナはふらふらと歩いて埃をかぶったベッドに顔を埋めて泣き始める。

「さすがに窓を開けよう。埃で肺がやられる」

　俺はそう言って窓に手をかけ開け放つ。

「……なんだこれは」

　なんと窓の外に鉄の格子がかけられていた。

それも縦横二重で牢獄並だ。

　夫人の部屋としてはあり得ないし、こんな良い部屋を座敷牢として使うことも考えにくい。

前の主……ノンナから家を乗っ取った奴はこの部屋を何に使っていたんだ？

　不意に背後にノンナ以外の気配を感じる。

「誰だ」

　俺は咄嗟に振り返る。

　歳の頃は四十程の美女。

ノンナに匹敵する美貌と超巨乳の女は俺にうっすらとほほ笑みかける。

　俺はなるほどと頷き、デュアルクレイターで美女を一閃する。

　女は一瞬驚いた顔をしながらも後ろに跳んで刃を避けた。

　乳を見てノンナの母親が娘に会いに出たのかとも思ったがあり得ない。

ノンナの腕を掴み、俺の後ろに引き寄せる。

「ようやく家に帰り着いた娘にその殺気はないよな。貴様は誰だ」

　女はにこやかな笑みを次第に邪悪に変えながら、目を吊り上げていった。

あわわ遅れました。










第５７３話 思い出は永遠に







　女の目がみるみる吊り上がり、口は耳元まで裂けていく。

　剥き出しの殺意は剣を向けた俺よりもノンナに向かっているように感じる。

　邪悪な表情でノンナに手を伸ばしながら足が数歩後ずさってバランスを崩す。

生き物としてあり得ない動きだ。

「少なくとも人ではない」

　別に人だろうが魔物だろうが幽霊だろうがデュアルクレイターなら同じことだが。

「俺一人なら、だが」

　だが退治して片付く簡単な話ではないだろう。

非業の死を遂げた一族とその屋敷とくれば条件が整い過ぎている。

　石にでもなったかのように固まるノンナに視線をやる。

「母……様……」

　乳を見てそうだろうと思ったよ。

気配からは圧倒的な強敵とも思わないが、ノンナがいるなら一旦逃げた方が良いだろう。

　そう思ってノンナの腰に手を回した手が軽く払われる。

「いえ、あれは母様ではありません」

　はっきりと言い切るノンナに俺は少しだけ驚く。

「母様は……最期の瞬間まで私を心配していました。あの日、哀しみ絶望していましたが、こんな邪悪な目を、こんなひどい顔をする人じゃありませんでした！」

「その通りだ」

　俺はノンナから手を離し、両手でデュアルクレイターを握る。

逃げる理由はなくなった。

「斬って下さいエイギル様！　あれは優しい母様の皮を被った悪いモノです！」

　ノンナの言葉に反応したのか四十路美女は顔半分に恨み、半分に悲しみを浮かべながらグネグネと気持ち悪く蠢く。そして二十歳程の男へと形を変え、次いで十代後半の高慢そうな美少女の顔となる。

「兄様でも姉様でもない！　これ以上エレクトラを辱めるな怪物！」

　ノンナは目に涙を浮かべたまま立ち上がり、怒号と共に胸に挟んだ扇子を投げつけた。

　扇子は不規則に回転しながら怪物に命中する。

「ギィィィィ!!」

　勢いも重さも無い扇子が当たるなり白煙が上がり、耳障りな悲鳴と共に怪物の全身から無数の顔が浮かび上がる。地面に落ちた扇子は金銀が散りばめられていた。

「ゴースト。それも混じりまくってグチャグチャだ」

　ケイシーやネイシャのように恨みにとらわれた一人ならまだしも、あれはどう見ても数十体分だ。

人間の霊と言うより完全な怪物として扱うべきだろう。

「まあグチャグチャで居てくれた方がノンナの為でもある」

　俺はデュアルクレイターを振り上げて突進する。

　怪物はふわりと天井近くまで浮き上がり、俺の意表を突く、いや突こうとする。

「見え見えなんだよ」

　相手はゴースト系、最初から人間以外の動きも想定している。

　俺は踵を立てて突進の勢いを跳躍力に変換、デュアルクレイターは俺の後ろに回り込もうとしていた怪物を縦一閃に両断した。

「なに？」

　縦に両断された怪物が両断されたままフワフワと俺の後方に落下する。

グチャグチャに混じっていると思ったがこうも簡単に分裂するとは。

　そして後方にはノンナがいる。

俺は先ほどに数倍する速度で身を翻す。

「ひ!?」

　分裂した片方が全身に何十もの顔を浮かび上がらせながらノンナに迫る。

間に合うか、いや間に合わせる。

　だが俺の薙ぎ払いは空を切る。

ノンナに迫っていた怪物へ、もう半分が体当たりして両者共にひっくり返ったのだ。

「片割れを助けた？　そんな知能があるようにも見えん。見境無しに襲っただけか」

　俺は再びノンナを背中に庇って怪物と睨み合う。

　ノンナを襲おうとした方の片割れがふらふらと扉の方に向かっていく。

このまま逃げるのかと思いきや、出口に近づくに連れて何かに引っ張られるように動きが遅くなり、まるでもう片方に引っ張られるように戻って再びくっついて一つになった。

「部屋から出られないのか」

　鉄の格子でゴーストを封じられるとも思えない。

となればあれはこの部屋に人が入らないようにする為だったか。

「でもそれならどうして入口の方を開けっ放しに？」

　俺はノンナから目を逸らしながら握りっぱなしだったドアノブを置く。

今考えると鍵がかかっていたようだ。

巻かれていた鎖ごと捩じ切ってしまっていた。

「そんなことよりだ」

　ノンナを襲った半分は顔沢山のグチャグチャの方。

助ける形になった半分は美女の形の方だ。

　更に普通に考えれば吸い込んだ美女型の方が本体と考えていい。

　そしてこいつは部屋から出られない。

ゴーストが格子や扉に影響されるとは思えないから生前の縁のせいだろう。

「ここはノンナの母の部屋……か」

　俺はデュアルクレイターを床に置き、怪物の方に踏み出す。

「エイギル様何をしているのですか、あれはもう！」

　あれはもうお前の家族でもないし母親でもない。

でもどうやら混じりきった訳でもなさそうなんだ。

「お前も気づいているんだろ？」

　完全に別物ならそんなにボロボロ泣かないもんな。

「任せとけ。霊の類には免疫がある」

　少し前にもケイシーの夜食を勝手に食って泣かせたぐらいだ。

　再び一つになったゴーストは全身に酷い表情の顔を浮かび上がらせ、聞き取れない無数の恨み言を吐きながら近寄って来る。

　俺はその中で最初に見た美女の顔だけを凝視しながら両手を広げる。

「そんな、いやぁぁぁぁぁ！」

　ノンナの悲鳴と共にドロドロした何かが俺の中に入り込んでくる。




　俺の心に入り込む大量の感情。

『どうして俺が　エレクトラ本家など年に何回も会わぬというのに』

　行き場のない怒り。

『来月結婚だったのに　十年思い続けた愛しい人と遂に結ばれるのに』

　強烈な未練。

『おのれ──代々続いた我が家をよくも──よくも──』

　誰に向けたかもわからぬ呪い。

『死にたくない　死にたくない　死にたくない』

　ただただ溢れ出す恐怖と絶望。

「──────」

　処刑の瞬間だろうか言語化できない激痛。

　まるで俺自身が体験しているかのように不愉快な感情が怒涛のように流れ込む。

あまり長く感じていると良くないだろう。

　そんな中、最後に異質なものがやってきた。

『どうしてこんなことに　酷い　死にたくない』

　ここまでは先ほどと同じだったが。

『ノンナはこれからどうなってしまうのか　消えるわけにはいかない　ここにいないと　残らないと』

　他とは全く違う想い。

そしてこの想いが他よりずっと強かった。

　この強い想いのせいで彼女はここに残った。

他のドロドロは強い想いに引き寄せられて後から引っ付いただけに過ぎない異物だ。

　ゆっくりと目を見開く。

俺を包むようにドロドロが蠢いているがどうでも良い。

凝視するのは最初の美女──ノンナの母親だけだ。

「もう他に用はないんだが」

　腹に力を込めているが引っ付かれすぎて振り払えず、体も動かせない。

ノンナが泣きながら俺の脚を引っ張ってくれているので早く出ないとな。




　俺は視線を母親の顔からゆっくりと下げ、その圧倒的な乳房へと──。

　革袋が破裂したような音と共に魔物がバラバラになった。

先程のように半分ではなく無数の顔が一つずつに分かれて飛び散ったのだ。

　俺は再びデュアルクレイターを掴む。

「ノンナ、知り合いを教えてくれ」

「は、はい。でもどうして突然勃起を……？」

　幽霊なんてのは恨みつらみ負の感情の塊だ。

対抗するには反対に生の力、つまりは性の力をぶつけてやればいい。

　悩み絶望している奴は簡単に取り殺されるが、スキップしながら娼館に向かう男を取り殺すことなどできない。

　超巨乳年増を前にした俺の尋常でない性欲をぶつけてやればこの通りだ。

「それより来るぞ。あいつは誰だ？」

　俺は剣を構えて迫る無数の顔面を睨み、ノンナが股下に隠れながら答える。

「あれは……姉にいやらしいことばっかり言って困らせていた叔父様！」

「よし」

　俺は迫る顔をデュアルクレイターで両断する。

スケベそうな顔面は苦悶の声をあげて消滅した。

「次」

「化粧臭いけど美味しいお菓子を持って来てくれる伯母様！」

　顔半分を口にして迫る顔をデュアルクレイターで弾いて勢いを殺し、髪の部分を優しく掴む。

「後は生者に任せてもう逝け」

　勢いをつけて窓から投げる。

邪悪な顔面は格子をするりと抜け、引き戻す力を振り切って外に飛び出す。

そして陽の光を浴びながら厚化粧の中年女性の顔へと変わり、霧のように消えて行った。

「私に意地悪ばかりした父方の──」

　剣を振るう。

「いつも私を庇ってくれたメイドの──」

　掴まえて窓から解き放つ。

「喧嘩ばかりしていた従妹の──」

　涙声になりながら叫ぶノンナの前で一つ、また一つと恨みを消していく。

　そして最後に三人が残った。

「母様……姉様……兄様……」

　ひっついていた有象無象の怨念が離れたせいかもう襲っては来ない。

（死にたくない　恨めしい　妬ま）

「男のくせにネチネチうるさい」

　兄と思われるゴーストは未練ありげだったが、怒鳴ってやるとしゅんとなって正座してしまった。

害は無さそうだ。

　ノンナがふらふらと三人に手を伸ばす。

が、するりとすり抜ける。

　入り混じっていた影響か、三人はケイシーやネイシャと比べても特段に「薄い」。

まともな意思疎通はできそうになく、もしかするともう覚えていないかもしれない。

「母様、ノンナは……ノンナは……」

　それ以上は言葉にならなかった。

　母親が応えるように手を伸ばす。

姉と兄の底なし沼のようだった黒い目が光を取り戻す。

　互いに触れ合えない抱擁が終わると、姉がフンと声を残して光の粒になって掻き消える。

　ノンナがその粒をかき集めるように手を動かすと、兄が透ける手でノンナの頭を一つ撫で、俺を見てびくつきながら掻き消える。

　ノンナは声にならない声を出してから、はっと気づいいて母親に抱き着いた。

もちろん触れ合うことはできず、ただ自分の体を抱き締めているだけだ。

　だが母親は消えなかった。

眉を寄せ、心配そうな顔をノンナではなく俺に向けて来る。

「俺か……？」

　俺のことなど無視してノンナに笑みの一つでも見せてやって欲しいが。

「母はずっと野蛮な殿方に注意しろと言っておりましたから、心配しているのかもしれません」

「どういう意味だ！」

　泣きながらノンナが言う。

俺はわざと大げさに反応するも母親の視線は俺から離れない。

　そしてゆっくりとこちらに向かってくる。

「あ、待って……」

　その動きはノンナが離れてしまわないよう本当にゆっくりだった。

　そして俺の耳元でボソリと呟く。

見た目通り涼やかで心地の良い声だった。

　母親は俺に伝える。

そして問うた。

「そうなるか。心当たりはあり過ぎたが」

　俺は少し考えてから答える。

「ノンナは不幸にしないさ。泣かせはするかもしれんが。愛深い故にな」

　答えると母親は俺の瞳を覗き込み、少しだけ安堵の顔を浮かべた。




「ところでだが」

　俺は母親の肩に手を乗せる。

「えっなんで!?」

　普通に触れる俺にノンナがひっくり返る。

昔から幽霊全般、だいたい触れるんだよな。

「貴女とは義理の親子になる。そして貴女はとても魅力的な女性だ。幸いここにはベッドもある」

　俺は母親の肩から腰にするすると手を伸ばす。

ノンナの顎がカクンと落ち、母親の目が警戒して吊り上がる。

「ここは親子で一発やって仲を深め合うのはどうだろう？」

　途端、背中が突然重くなり俺はうつ伏せに床へ叩きつけられた。

　見れば母親が怨霊とは別の意味で般若のような形相となり、ノンナに顔を向けてから戸棚を指差す。

「分かりました母様！」

　ノンナが戸棚を開くと現れたのは特大サイズの張形だった。

俺は立ち上がろうとしたが全く動けない。

「よせ待て！　ノンナ、お義母様！」

「正妻として不道徳な夫を懲らしめます！　見ていてください母様！」

　ノンナは俺の後ろに回り込み、気合いの声と共に俺を懲罰したのだった。







　窓と格子を破壊すると日光が部屋を一気に明るくする。

　母親は全身から光の粒を散らせながら薄くなっていく。

ケイシーのように残ってやってはどうかと言ったのだが母親は首を振った。

まあそれが自然な在り方だから止めることもできない。

　ゆっくりと足から消えていく母親に縋りつくもすり抜けるノンナ。

　そして光の粒が胸まで来た時、母親が囁く。

　ノンナは驚き、肩を震わせ、そして噛みしめるように何度も頷いた。

　頭に乗せられた透ける手は確かにノンナの髪を動かした。

「ぐす……わがりまじだぁぁぁ」

　滝のように涙を流すノンナを撫でながら母親は微かに笑い、最期の瞬間だけ俺をチラリと見てから光の粒となる。

　これでエレクトラ家の物語は全て終わった。

続くのはノンナとその子供達の物語だ。




　俺は泣き崩れるノンナを支えようとするも尻を押さえて断念する。

「すまんな。尻の感覚が無くて力が入らん」

　あの張り形、返しの角度がきつく全体がイボだらけのえげつない代物だった。

「私こそちょっとやり過ぎました。あと母様があんなの隠し持っていたのが今になってショックなんですけれど」

　俺達は一つ噴きだしてから笑い合う。

　いかに綺麗な涙とはいえ女は泣き顔よりも笑顔が良い。

尻を血塗れにした甲斐もあったというものだ。

「ハードレット陛下……取り込み中とは存じますが重要な……」

　そこに寄って来たのは四十路の女町長だ。

何やら面倒な話をしたいようだが、その前に空から何かが降って来る。

（我が町　我が一族　我が名誉　この恨み忘れるのものかぁ!!）

　叫びながら降って来たのは口ひげ蓄えた中年男だ。

「あっ父様」

　そういえば父親だけは白都で殺されていたんだったな。

何がきっかけになったのかここまで飛んで来たようだ。

　中年男は恨み骨髄に徹す、の形相で舞い降りる。

「ひっエレクトラ伯──!!　たたりだぁぁぁぁ！　ひぎゅぅぅぅ!!」

　町長は大量の尿を漏らして卒倒してしまう。

　反対に俺は溜息混じりに言う。

「息子も娘も妻も全員もう逝ったぞ。ついでに有象無象の一族達もだ。遅いんだよ」

（え？）

　迫力ある形相のまま固まる父親。

「何度目かだから簡単に言うが、ノンナは無事に帰った。俺は夫で王で既に二児産ませてある」

（どうも　父です）

　拍手をすると父親はペコリと頭を下げる。

「ほら早く追いかけろ。今なら合流できるかもしれないぞ」

　父親は顔をスポンと人間に戻し、情けない顔でノンナの頭を撫でる。

「父様。ゆっくりとお眠り下さい」

（お前も達者でな）

　割と適当にやってきた感じの父親が一番意思疎通できてるのが何とも言えない。

「あと、これが形見なのは私も母様も本意でないと思うのでお返ししてておいて下さい」

　ノンナから張り形を受け取った父親はなんとも言えない顔で成仏していった。




「陛下」

　入れ替わりに出て来たのはレオポルトだった。

「今のを見たか？」

「は？　それよりも怪我をなされたのですか？」

　レオポルトが俺の尻を見て言う。

「血塗れだが問題はない。で、なんだ」

　レオポルトは港を指差す。

「連邦の本陣より快速船が一艇、参っております。総司令部からの使者だと」

「あれだけ無茶苦茶やった俺に今更言うこともないと思うが……まあ聞くだけ聞いてみるか」

　俺はノンナの泣き濡れた顔にキスをする。

「お気をつけて」

「おう」

　今はまだ大丈夫のはずだ。

ちょっと蛇足だったかもしれません。










第５７４話 形無き停戦







　俺は一件落着した領主屋敷から港へと下り、使者が乗っているらしい快速艇へと駆け寄る。

　小型で軽量、いかにも早そうな船は制圧したばかりの港の端に停泊している。

当然ながら味方の兵が囲み警戒していた。

「よう」

　俺は警戒する兵に一声かける。

「この区域は立ち入り禁止だ。陛下の許可が出るまで……って陛下!?」

　仁王立ちの指揮官が硬直している間に桟橋から軽く跳ねて快速艇に飛び乗る。

「なんで単身で……ええい誰か呼んで来い！」

　兵達が四方八方に走っていくのを見ながら俺は船室へと入る。

小さい船内は水兵の雑魚寝部屋と倉庫を除けば部屋は一つ二つしかない。

　そのうちの一つ、絨毯が敷かれ明らかに偉い奴が詰めているであろう場所を見つけ、ノックと同時に扉を開いた。

「む、貴様許可も得ず勝手に乗船するとは……いや良いか。謁見の許可はまだ出んか？」

　使者達のトップだろうか。

豪華な服を着たいかにも偉そうな老人が僅かな驚愕と呆れの表情の後、落ち着きなさげに言う。

　無理もない。

開戦時の俺の所業を見ればいきなり皆殺しにされてもおかしくない。

　老人を無駄に脅えさせて死なれでもしたら面倒なのでさっさと進めよう。

「許可を出そう。今からでいいな？」

　言いながら俺は老人の対面に座る。

「許可が出たならまずそちらの王の下へ案内して欲しいのだが」

「必要ないだろう。俺はここにいるのだから」

　老人はなかなか気づかない。

無理もない。俺だって初見だしな。

「「……」」

　沈黙が数秒続く。

「き、貴様がハードレットォォ！──ぐはあ！　胸が苦し……息が……」

「大丈夫かおい！　急にでかい声出すからだ」

　胸を押さえて荒い息を吐く老人の背中をさする。

「なんだどうした！」

「老ロウスィ殿、いかがなされた？」

「お前はゴルドニアの!?　まさか……」

　騒ぎを聞きつけて船員や使節と思われる者達が駆けつけて来る。

　早とちりしてくれるなよ。

勝手に死なれて二度目の使者殺しとか言われてはたまらんぞ。

「ハァハァもう大丈夫じゃ。儂は今年七十五、心臓と肺と肝と腎に持病があってな」

「そんな奴を敵地へ送り出すなよ……」

　揺り椅子の上でのんびり景色でも見ている歳だろ。

どうせ使者なんて俺から殺されるだろうと思われているのか。

　詰まらせないように水を飲ませながら駆け付けた者達を観察する。

　水兵も使節も年齢は二〇代から四〇まで、服装から見てもこの老人が頭なのは間違いなさそうだ。

「さっさと席に着いたらどうだ？　その為にはるばる来たんだろ？」

　俺が促しても使節達は困惑した顔を隠さない。

「いやお前と話しても」

「ハードレット王は最早使者とは話さんと言うことか？」

　やはり俺が王だとは思っていないのだろう。

　そんな中、使節を差し置いて水兵の一人が老人の隣に腰かける。

おいおい怒られるぞ。

「ハードレット本人だ」

　水兵が呟くと使節達は息を飲み、ざっと壁まで後ずさる。

使節達は反射的に腰の剣に目をやり、水兵達も目の前に座った恐れ知らずを除いて全員が殺気立つ。

「な、なんと……本人が単身とは」

「自分が連邦に何をしたか覚えていないのか!?」

「それとも私達が外の兵を恐れ、我が身を案じて事を起こせぬと舐め切っているのか」

　ふむ会談前の雑談として答えてやろう。

「非道をやったのは覚えている。んでもってお前達が身を捨てて俺に斬りかかるだけの愛国心を持つことも知っているよ」

　ならば何故と誰かが呟く。

「水兵十人、使節が四人に爺が一人。捨て身でかかってデュアルクレイターを持った俺をどうにか出来るとでも？」

　全員が硬直する。

　一番後ろにいた水兵が腕をあげた所でデュアルクレイターを突き出す。

「ひっ」

　剣は使節の耳横ギリギリを通過し、水兵が構えるマスケットを半分に叩き折っていた。

「どうにか、出来るとでも？」

　水兵は腰を抜かして床にへたり込み、使節は硬直して動けなくなる。

『だが』と俺は殺気を消して笑う。

「俺の方から手を出すつもりはないから安心しろ。最初の非道は奇襲する為に止むを得なかった。あんた達に真正面から堂々ぶつかる自信がなかったものでな」

　デュアルクレイターを床に突き立て、だからそんなに怖がるなと両手を広げて笑う。

「今ここでお前達を殺しても無意味だ。意味もなく人殺しをするほど狂ってない……いかん深く突き立てすぎて水が入って来た。水兵、板か何か持って来い」

　早くしろと水兵に言いながら使節達の顔色を窺うも当然ながら安心した表情の奴などいない。

口で言って信じられるほど生半可なやり方ではなかったからな。

　そんな中で歳の功なのか老人だけは緊張を解き、目を閉じて腕組みをしたまま俯いていた。

まさか死んで無いよな？

　心配になって口元に手を近づけたところで老人が話し始める。

「閣下の読み通り、理性無き野獣では無かったようですが」

　老人は落ち着いた敬語で話す。

はて、こいつがこの中で一番偉いのではなかったか。

　その視線の先は……隣にデンと座った水兵だ。

「出合い頭に斬りかかられてはどうしようもないと一応の変装はしたが、やはり無駄骨だったな」

　老人は立ち上がり、直立不動で水兵に敬礼をする。

同時に使節達も全員が水兵に向けて敬礼をする。

「久しいなハードレット卿。いやハードレット王よ」

　水兵がフードを取り去る。

　歳の頃は四十路ぐらいか。

僅かに皺が浮きながらも限界まで整った顔。

年相応の落ち着いた雰囲気と不相応に溢れる活力が同居している。

「貴様……」

　思わず声が低くなり、どっと殺意が溢れた。

　再び場が緊張する。

老人が両手を広げて俺達の間に割り込む。

「この場で俺を討とうとするか。先ほどの言葉が演技だとすれば中々の狸となったものだが」

　男は淡々と言いながらチラリと出口を確認する。

　俺は心から漏れる言葉をそのまま声にする。

「なんという男前だ。しかもその渋みと活力──若いだけの男には気おくれする年増も、年を食っただけの中年を嫌がる若い娘もまとめて食ってしまえるだろう」

「貴殿は何を言っているのだ」

　男──オルガ連邦の最高司令官たるマルティン＝ステーセリは首を一つ振って手を差し出す。

「事情が事情故、親愛の挨拶とはいかない。儀礼としての握手のみとさせて頂きたい」

「うむ。あれだけやらかしてハグでもされた方が心苦しい」




　俺とステーセリは軽く握手をして席に着いた。

「さて本題にと言いたいところなのだが」

　俺は額を掻きながら言う。

「何しに来たんだ？」

　隠さぬ本心だ。

　帝国相手に戦争すると連邦を騙して金と物資を受け取り訓練の手伝いまでさせた。

その上で最期は使節団を皆殺しにして連邦に侵攻した。

　外道極まり滅茶苦茶だ。

俺が連邦なら地獄の果てまで追いかけて皆殺しにする。

いや誰でもそうするだろう。

「今更、何の話もできるとは思えないんだが」

　俺が連邦を打ち倒すか、滅ぼされるかするまで戦争は続く。

当然その覚悟だった。

「もちろん王族、貴族から軍人、官僚、一兵士まで連邦中が怒り狂っている。ゴルドニアを攻め滅ぼせ、民の一人に至るまで皆殺しにせよ、とな」

　まあ当然だな。

「和議など口に出すだけでも売国奴、貴殿と一族全員の首をもって降伏すれば考えなくも……という具合ではないかな？」

　軽い調子でステーセリは歯を見せて笑いながら言う。

超大国の重鎮には見えない口調、それでいて軽薄には見えない。

　無念だがこれはもてる。

街で声をかければ夫が隣にいる人妻だってついてくるだろう。

『気分を損ねたかな？』と目で聞いて来るので『そんなものだろう』とわざとらしい苦い顔で応える。

「その上で……だ」

　ステーセリは老人に視線を送る。

「全員退室せよ」

　老人は背筋を伸ばして命令し、部下達も異論なく従う。




　そして全員が退室したところでステーセリは笑う。

友愛を示す笑いでも余裕を見せる笑いでもなく攻撃的な笑いだった。

「その上で、俺はゴルドニアを今は捨て置きたいと思っている」

「それは俺との個人的な関係からか？」

　ステーセリはニコリと笑う。

「馬鹿を言うなよ外道」

　ステーセリは笑顔のまま続けた。

「ゴルドニアは必ず潰す。我が祖国にはそれを成すだけの力が十二分にある。お前達が全力で奪取したこの街も白都から遠く離れた数ある都市の一つに過ぎない。この程度で連邦の屋台骨は揺るがない」

「手厳しいな」

　強がりでも誇張でもない。

厳しいのはここからだと俺も承知している。

「お前達に注力すれば今すぐでも潰せる。しかしそれでは綿密に練った帝国への侵攻計画が狂ってしまうのだ。大陸統一の野望が成せなくなってしまう。それは困る」

『大陸統一』

ステーセリはとんでもない大望をにこやかに語る。

「つまり俺の言いたいことはこうなんだ。ゴルドニアは必ず潰すがまず帝国を倒してからにしたい。それまでは何かしらの理由をつけて停戦したい──どうだ？」

「理解はしたが、何故俺が合わせてやらんといかんのだ」

　俺が強引すぎる方法で連邦に仕掛けたのは帝国との大戦に入り込んだ今が千載一遇の好機だと踏んだからだ。ここで一拍置いてそれを放棄する理由がない。

　ステーセリはうんうんと頷いて立ち上がる。

「では野望を邪魔され激怒する俺と正面からやるか？　一か月後に十万と百隻、二か月後には三十万と三百隻、半年後にはどれだけ揃うだろうか」

　テンポ良くいいながらもステーセリの目は本気だった。

「ここで俺を殺しても同じ結果になる。序列次席の副司令官な、お前が謀殺した大使の義理の兄なんだ」

　本当かどうか分からないが、もしそうだとしたら帝国を放置して押し寄せてきかねない。

　俺は腕を組んで悩む。

ノンナの母から告げられた一言もひっかかっていた。

「もちろん公式な和議など結べない。そんなことすれば俺の首が名誉的にも物理的にも飛ぶ。……だからお前の方で勝手に停戦しろ。今のラインから一歩も進むな。そうすれば俺の方も反攻はしない。俺は軍事の全権を得ている、和議はできんが攻撃を帝国に志向しても誰も文句は言わん」

　条約でもなんでもない。

ただ俺とこいつの間だけの密約に近い。

「まさか見事な横紙破りをやったお前の方が条文が無いと信じられないなんて言うなよ？」

　はっきり言われてごもっともと笑ってしまう。

「その上で帝国が倒れるまでお前は国力増強に全力を尽くすのだ。見れば魔物を手懐け我が連邦にすら存在しない巨艦が鎮座しているではないか。帝国が倒れるまで一年か三年か……あるいは連邦に対抗できる力を揃えられるかもしれないぞ」

　なんともありがたい助言だ。

「何故と聞きたいか？」

「いや、なんとなく分かった」

　ステーセリは笑った。

「帝国を倒す。そして次はお前達だ。大陸を統一せんが為の戦は続く。どこまでも……いつまでもな」

　ステーセリの目的は帝国を効率良く倒すことではない。

こいつは戦争がしたいのだ。長く長くいつまでも戦い続けたいのだ。

　故に大陸統一という究極の目標を掲げた。

　俺達をあえて捨て置くのも、自分で言ったように帝国戦に集中したいというのが半分、もう半分はより強くなった俺達と今よりもずっと激しい戦争がしたいのだろう。

　目的の為に戦うのではない。

戦う為に目的を作っている。

　強大な敵と戦い、打ち倒し、次の戦いに備える。

それこそがこいつの生きる意味なのだ。

「お前も同じだろう？」

　ステーセリが言う。

まさか俺は違うと首を振る。

「俺は殺人鬼じゃないぞ」

「俺だってそうだ」

　ステーセリは笑う。

「人殺しは好かん。虐殺も謀殺も趣味じゃない。だがその全てをひっくるめた戦争は素晴らしい」

「俺は女の方が良いがね」

　わざとらしく話を逸らしたところで船内にカツカツと妙な音が響く。

「エイギル様！　ご無事ですか！」

　セリアの声だ。

妙な音は松葉杖か。

「足を折っているくせに。大人しくしておけ」

「うっさいです。貴女こそ片手ないでしょうが」

　もう一つの声はセクリトか。

　まずいと声に出す前に扉が開かれる。

「使者の方に王が押し掛けるなど聞いたことも……」

　杖を突きながら器用に入室したセリアが俺に飛びつき、続いたセクリトとステーセリの視線が合う。

「な……に……」

　ステーセリが完全に硬直した。

ポカンと口を開け、俺とセクリトを交互に見ている。

「……先に言え」

　セクリトが俺を睨む。

俺だってまさかこいつが来ているなんて知るはずがないだろう。

　俺とセクリトの様子を見てステーセリが冷や汗を垂らす。

「お前は最初から帝国と通じていたのか!?　よもや……まさかそんな……」

　文字通り血の気の引いた顔で言うステーセリ。

先程までの余裕ある態度と不気味な印象がどこへやら、完全に意表を突かれて焦っている。

「あの大戦の後で拾ったんだ。見ての通り良い女だから俺の物にした」

「うむ、私はこいつの奴隷のようなものだ」

　セクリトが余計な一言を落とす。

　ステーセリはジロリとセクリトを睨む。

もちろんセクリトも動じるような玉ではなく睨み返す。

「その女を後ろから抱きしめて見てくれ」

　突然そう言われる。

意味不明ながらも自分の女を抱くぐらいなんでもないとセクリトを抱き締める。

「ええい何を！」

　ステーセリが息を吐いた。

「ふむメスの顔だ。どうやら対等な共謀者ではないようだな」

　斬りかかろうとするセクリトを羽交い絞めにする。

　ちょうど遅れてレオポルト達も駆けつける。

「少し猶予が出来るが良いか？」

　あえてステーセリの前でレオポルトに問う。

「構いません。我々の有利にしかなりませんから」

　奴もまた堂々答える。

　ステーセリは再入室した部下に囲まれながら言葉を発さずに笑う。

　ここに条文の無い、いずれは必ず破られるべき停戦が成った。




「ところで……」

　ステーセリがススと近づいて来る。

「お前はセクリト将軍を完全に堕としたのか」

　本人の前で聞くことか。

「子供を産ませるぐらいには」

　するとステーセリは腿を叩いて笑う。

「良ければ一晩貸してくれないか？　礼として俺の愛人を貸してやるが」

　呼ばれて出て来たのは二十歳前後、すらりとした細身で金髪の圧倒的美女だった。

「私の周りはこんなのばかりか……」

　セクリトが苦虫を噛み潰したような顔で呻く。

「閣下の命令ならば。誰とでも……どうか優しくお抱きください」

　美女は丁寧に一礼して俺の腕を取る。

「ぐ……」

「迷うな馬鹿者！」

　セクリトに思い切り尻を蹴られる。

冗談だよ。

「お前に売られて嫌々他の男に抱かれるのも少しは興奮するが」

「変態です。この女遂に変態になりました」




　最後に馬鹿な掛け合いをしながら少しだけ考える。

　いずれまた始まる連邦との死闘。

それを率いているのは誰だろうかと。








第５７５話 虚無－１　息子たちの性







　連邦との『条文のない停戦』に入った俺はエレクトラ防衛の部隊を残して兵を引いた。

幸いにしてエレクトラは街道、防衛、港と全ての設備が整っており、何かあってもすぐに増援を送れる町なのだ。

　そして空白期間が訪れる。

　もちろん将来必ず来るであろう連邦との再戦に備えて軍備増強は続き、それに耐えられるだけの国力を育成すべく内政も整えられている。

　だがそれはレオポルトなりアドルフなり、たまにはトリスタンの仕事だった。

　俺はただ見もせずに決裁印を押し、家族と楽しく過ごし、女をモノにし、たまには暇を持て余して自らトラブルに突っ込む。そんな毎日が続く。







「ぐ……」

　寝ぼけ眼に朝日が入り込み、飲み過ぎた昨夜の酒が頭を叩く。

「父さま起きて下さい。ご飯の時間ですよ」

　呻く俺を遠慮なく揺らすのは誰だ。

この声はノンナだな。

「ううん……朝飯はいらん」

「もー。父さまがこないとセリアさんがギリギリまで待つと言うから遅れるんですよ。早くー」

　ノンナは俺の布団の上に乗っかって体ごと揺らす。

　実に軽い。

全体重をかけても俺をベッドから出すには足りない。

　ユサユサと規則的な揺れに合わせて馬乗りになった股間が擦れる。

綺麗な髪が朝日を浴びて舞い、薄い香水の匂いを部屋に散らす。

寝ぼけていて内容は聞き取れないが、鳴り続ける美しい声もたまらない。

　食欲は湧かないが性欲が湧いてきた。

「はやくーはやくー。わっ!?」

　俺は馬乗りになったノンナを抱き締め、ゴロリと転がって組み敷いた。

「ちょっ父さま重い～！」

　俺は暴れるノンナの両手を押さえ、体を起こして体重を逃がしながら首筋にキスをする。

「あぁノンナ。今日も美しい……現世に顕現した女神のようだ」

「うえっ寝ぼけて母さまと間違えてる？　違いますからー娘のアナスタシアですよ！」

　俺はノンナの左右の首筋にキスを繰り返しながら耳元で愛を囁く。

「美しい声、花のような匂い、今日もお前は並ぶ者の無い良い女だが……胸がどこにもないぞ」

「さては寝ぼけてる上に朝まで飲んでたなぁ……って最後のはどういう意味ですか。私だって胸はあります。むしろ同年代では大きい方、母さまが化けパイなだけですから」

　いずれ胸は見つかるだろうとノンナの脚の間に入り込む。

「ふふ、飯の前に愛し合おう」

「って怒ってる場合じゃない。完全に間違ってるし父さま全裸だし……しかも勃ってる。滅茶苦茶大きい……って擦りつけてきてる！　まずい濡れてきた！」

　何故か焦り出したノンナに微笑みかけ、無い胸を探しながらギュッと抱き締める。

「ちょっと本当にやばいですって！　押し付けたらダメです父さま！　入っちゃいますから！　親子！　私達血の繋がった親子──!!」

　俺は騒ぐノンナの頬に手を添え、唇へ壊れ物に触れるような丁寧なキスをした。

「んむっ」

　軽く歯と舌を舐め、口が塞がったまま喉の振動だけで『愛しているよ』と呼びかける。

　何故か暴れていたノンナの抵抗がなくなった。

「ああもう、いつかこうなると思ってました！　父さまに抱かれるとか母さまにどう言い訳すればいいのか」

　もにゅもにゅ言いながらノンナは頑なに閉じていた脚を開いて俺の腰に回す。

「父さまのがすんなり入る体じゃないんですから手加減して下さいよ。まったく父さまに処女捧げるなんて本当にもうなんてこと」

　俺は普段よりもずっと小さな腰を抱き、ずっと細い足を掴んで腰を──。

「はくしょん！」

「わぎゃ汚い!!」

　不意に埃が鼻に入ってくしゃみが出た。

　数秒硬直した俺は二度瞬いて目を覚ます。

　目の前にはアナスタシアが仰向けになり、俺に組み敷かれたまま、自分で下着をずらしていた。

「お前は何をしているんだ。父親のベッドが恋しい齢でもないだろうに」

「……」

　アナスタシアは無言のまま、ずらした下着を戻す。

　それを見て俺は察して気にするなと肩を叩く。

「お前も年頃だ。男の勃起に興味があるのはわかるが寝てる間にいじるのは良くないぞ。どうしてもと言うならちゃんと見せてやるから」

　アナスタシアの目が普段より一回り大きく見開かれる。

我が娘ながらノンナ譲りの美貌は天使のようだ。

「胸はノンナの血が入っているにしては並程度に留まっているが」

　おっと口に出てしまった。

途端、アナスタシアがふわっと花のように笑う。

「父さま。お花を差し上げますね」

「む、花か」

　趣味ではないが娘の贈り物なら何でも嬉しい。

「はい。綺麗な薔薇をどう……ぞっ!!!」

　アナスタシアは花瓶から薔薇を一輪引っこ抜き、握り締めたまま俺の尿道に突っ込んだ。

「ぐぉぉぉぉ！　何をする！」

「朝食は先に頂きます。ご機嫌よう父さま」

　アナスタシアは振り返ることもなく扉を思い切り締めて出て行った。

「トゲごとブッ刺していきやがった……反抗期か」

　さてどうしたものかと困っていると、トテトテ可愛い足音が聞こえる。

「エイギル様、アナスタシア嬢がすごい剣幕で食堂に来たのですが一体何が……ひえっ！」

　セリアが入室と同時に壁まで飛び退く。

足の骨がしっかり治ったみたいで何よりだ。

「巨大化してコブと筋が出来たと思ったら遂に花が咲いたのですか!?　エイギル様のソレ、本当は別の生き物なんじゃないですか！」

「落ち着け。アナスタシアが反抗期で薔薇を根元まで刺されただけだ」

　言われてみれば花が先端から咲いているようにも見えて笑えてしまう。

激痛を誤魔化す為にも声を出して笑っておこう。

　正直腹を剣で抉られるより痛い。

気を抜くと悲鳴をあげてしまいそうな程だが、セリアの前でそれはできない。

「すまんが一緒に抜いてくれないか。トゲが凄くてな」

「ええ……」

　そこから先は思い出したくもない。

呻きながら女に尿道から薔薇を抜かせるなんて体験は二度とないだろうな。




「まったく酷い目にあった。年頃の娘はやはり難しい」

「私も結構な衝撃を受けました。エイギル様の尿道からトゲだらけの薔薇をズルズルと……思い出すだけで痛いです」

　身震いするセリアを伴って廊下を歩く。

アナスタシアは荒れていたらしいし、今すぐ食堂で顔を合わせるのは良くない。

セリアの足のリハビリも兼ねてダラダラ屋敷を散歩でもしよう。

　並んで歩きながら、窓の閉まった部屋、陽の当たらない中庭、たまに背後をひょいと振り返る。

「何か探しているのですか？」

　さすがに気づいたセリアに問われて苦笑する。

　探していたのはルーシィだった。

　もちろん屋敷内に居るし普通に顔も合わせる。

遊びに誘うこともあるし抱かれてもくれる。

「だが何か違うんだよな」

　気が乗っていないと言うべきだろうか。

遊んでいる最中に他の女がくれば一歩引いてしまうし、性交も理性が吹き飛ぶ猛烈な交わりではなく、互いに気持ち良くなって良かったわ、で終わる。

　良い関係は続いているが、あの森で過ごしたような爛れるような熱い毎日ではなかったのだ。

それが気を使われているのか、それとも何か不満でもあるのか。

「母なんて言ったのがまずかったか。今からでも母兼恋人だと宣言し直すか」

「余計な混乱が生じるので止めて下さい」

　にゅっと現れたのはレベッカだった。

　彼女は国内の諜報と連邦に動きがないかの監視を両立してくれている。

猶予が出来たことで連邦内にそれなりの諜報網を作り始めているのでこれから精度もあがっていくようだ。

「今日は何かあるのか？　蛮族の群れか国内の反乱か」

「特に報告が必要な程のことはありませんね。あえて言うならご家族のことなのですが」

　不意に黙った俺の様子に気付かず、レベッカは明るい調子で続けた。

「スラマが良く職務を果たしているみたいですよ」

　スラマは帝国から獣人と一緒に連れて帰って来た女だ。

元は帝国で乱立している反乱軍の一味だが、俺の方が好待遇なので居付いている。

　彼女の役目は息子達の教育係……つまり性の教師だ。

と言っても無理やり相手させている訳では無く相応の給金は出している。

そもそも彼女自身、年下の男が好きな傾向もあるから問題はない。

「監視していた限り一通り全員相手しましたね。単に抱かれるだけではなく、体だけの遊び相手、恋人相手、子作りから、無理やりしてしまった後のフォローまでしっかり教えておりました。勤務態度に問題はないかと」

「全部覗かれていたんですね」

　セリアが憐れむ声で言う。

　まあ男の子だからな。

レベッカや諜報官の女に性交を覗かれても喜びこそあれ恥じらいなどないだろう。

「ええ……」

　話を進めよう。

「バルトロメイさん、ギルバードさん、クロードさん、ライナーさんと全員彼女で童貞切りましたね」

　良いことだ。

スラマは男好きで少々金に汚いが顔も体も実に良い。

童貞を切る相手には最適だろう。

「しっかり女を学んだ息子さん達は順調に巣立っております」

　ふむふむ。

「まずバルトロメイさんは地下から助けた付き人の少女を狂ったように抱いています。今の所避妊はしていますが、あの勢いだとそのうち失敗して妊娠させると思います」

「バルトロメイも大人しい顔をして性欲はかなり強いからな」

「その二人空き倉庫でやってました。見つかると半裸のまま逃げていきました……」

　セリアがむうんと唸る。

「メルさんの長男ギルバードさんは三十路過ぎのメイドさんとそういう仲になったようで、主に彼女の私室で逢瀬してます。相手が年上で弁えているので遊び相手で終わりそうですが」

「ギルバードは上が姉ばかりでおっとり甘え性だが性欲は結構強いからな」

「その二人、深夜の食堂でバブバブお乳吸ってましたけど、甘え性で片付けて良いのか」

　セリアが頭を抱える。

「マリアさんの息子クロードさんは町で知り合った年下の娘とそういう仲に、ヨグリさんの息子ライナーさんは……メルさんの娘ミウ嬢と抱き合っていたところを見つかってお説教されていました」

「あいつらも性欲が強いからな」

「私もライナーさんを止めた一人です。後十秒遅かったら無避妊で挿ってました。とにかく男女問わず、エイギル様の子どもは性欲が強すぎるのです！」

　セリアが頭を抱えながら続ける。

「讒言ではなく娘さんの方も怪しいです。私がトレーニングしていたらカーラさんのエカチェリーナ嬢が怪しい目で息を荒らげて見てました！」

　ううむ、アナスタシアもマッチョな男が好きらしく、闘技場や男向け戦争物の劇にノンナに秘密で通っているらしいからな。俺とマック辺りが力比べしていると慌てて見に来たりもする。

「王族が自由に恋人を作るのは本来しがらみが出来て良くないのですけど、みなさんとにかく性欲が強すぎて、性をぶつける相手がいないと近くにいる兄妹でカップルになりかねません」

「困ったものだ。誰に似たんだ」

　二人が無言で俺を指す。

「最後に一つ」

　レベッカが少しだけ真面目な顔になる。

「アントニオさんなのですが」

　あいつか。

いつも俺から距離を置いているんだよな。

「他の子と同じようにスラマが童貞を切ったのですが」

　何かやらかしたのか。

「並の大人など比べられない大きさ硬さ形状。センスもあるのか少し教えたらたちまち上達したらしく……途中からはスラマの方がひぃひぃ鳴かされて愛人にしてくれと泣いて懇願してしまったそうです。振られたみたいですけど」

「ゴクリ」

　唾をのみ込んだセリアの頬っぺたをつつきまわす。

「しかしその一回以来抱きには来ず、他に相手を作っている様子もありません」

「それだけのサイズとセンスがあって女を求めないとはやはり変な奴だな」

　やはり良く分からん奴だと首をひねる。

　その上でレベッカに軽く、かつ本気で一言だけ言っておく。

「調査ご苦労だったがもう家族の方は調べなくていい。一切不要だ」

「ですが……」

　レベッカが渋る。

　言いたいことは分かる。

古来より王を裏切る王族の多いこと多いこと。

そこを監視するのは諜報を司る者として当然だ。

　それを分かった上でもう一度言う。

「不要だ」

　はっきりと言い切る。

「わかりました」

　レベッカも不満げながら明確に了承した。

「しかしこれは家族のことではないので言いますね。スラマが息子さんの性教育係なのが知られています。具体的にはクロードさんが恋人の町娘とその友達にベラッベラしゃべって漏れました。官僚貴族や領主達がスラマに賄賂を包んでいまして──彼女もお金が大好きなので受け取っているようです」

　思わず笑ってしまう。

　スラマにはなんの権限もない。

だがかなりの頻度で息子達とベッドを共にするから、贔屓の者の名を呟く機会はいくらでもある。

「首を？」

　息子の初体験の相手を殺せるはずがない。

息子達の前で尻を叩いて全員で一緒に愛してやろうかな。

　たまには息子と変わったスキンシップも悪くない。




「さてと」

　報告も聞き終えたし、尿道の痛みも治って来た。

　そろそろ鈍っている体を鍛えようと気合いを入れた時、廊下の端に立つカトリーヌと目が合う。

「ハァハァハァ」

　全力疾走したかのように息が荒い。

　俺は何も言わず、カトリーヌの肩を抱いた。

　何故か俺のトレーニングを見たがるローズと約束があったのだが、発情するお前の母を放置することもできないから大目に見て欲しい。

「街……人前で……」

「よし久しぶりに行くか」

　俺は膨らむセリアに頭を下げ、溜息をつくレベッカに下手くそなウインクをして街に向かうのだった。

なんじゃこりゃああああああ!!










第５７６話 虚無－２　きっかけの乱行







　王都内でも特に高級な店が集う一角。

その店は呼び込みどころか看板すらなく、一見すれば金持ちの私邸と見分けがつかない。

「買い物に時間をかけすぎて遅れてしまったな」

　あまり話さない上に物欲が無さそうで好みがわからんのだ。

「ふふ、時間を守るようなお店でもないですから」

　俺とカトリーヌは腕を組みながら門を叩く。

返事の声は無いが、覗き窓が小さく開く。

無言のまま紙切れ一枚差し入れると今度は門がゆっくりと開いた。




　地味な表とは打って変わり、内装は天井から壁、床までが金銀の装飾品で彩られ、俺には分からないが高価そうな調度品もごってり配置されていた。

　更に貴族にも負けない高級な衣装を身に着けた案内役が騎士もかくやの綺麗な礼をとり、隣では体格の良い用心棒が俺達が入るなりすぐに扉を閉める。

招待状無しに押し入ろうとすればどうなるかは想像に難くない。

「オナゴスキー卿、シキジョー夫人、お待ちしておりました」

「うむ」

「ええ」

　俺はオーク、カトリーヌはサキュバスを象ったマスクを軽く調整しながら答える。

「上着をお預かりします」

　俺はマントを脱いで室内着姿に、カトリーヌは毛皮のコートを脱ぎ、きわどすぎるドレス姿になった。

「すごいな」

「あぁ恥ずかしい」

　何が恥ずかしいだ。

上は肩を完全に出して乳房の膨らみまで見えている。

　下は丈こそ膝まであるものの、体にぴったりし過ぎて尻の形どころか股の切れ込みまで浮き出ている。

更に脇腹の位置まで豪快に入ったスリットのせいで太ももから腰上までのラインが丸見えだ。

こんなスケベなドレスを着て恥ずかしいなどと言う資格があるのか。

「下着も丸見えに……いや見えんな」

　これだけスリットが入っていて見えないはずがない。

「……履いておりませんから」

　カトリーヌめ、どれだけスケベなのだ。

放置すると色に狂ってしまうというのも納得がいく。

　ここで案内役を放置していたことに気付くが、男は目を伏せて俺達の会話に一切反応せず、会話が止まると丁寧に個性の無い口調で聞く。

「本日は個室？　それとも広間でしょうか？」

「広間、広間でお願いしますわ」

　カトリーヌが食い気味に言うと男は一礼して先導する。

　そしてこれまた豪華な大扉が開かれた。

　途端に溢れ出す見事な演奏の音、それに合わせて踊る男女、テーブルに座って酒と会話を楽しむ者達……貴族の夜会もかくやの光景だった。

　違いといえば窓が厳重に塞がれていることと、全員が顔を隠す仮面をつけていることぐらいだ。

「夜会がこんなことになったらパニックですよ」

　カトリーヌが淫靡に笑いながら言う。

「確かにその通りだな」

　俺は笑いながらもう一度目の前の光景を眺める。

「んちゅ……ぶちゅ……はぁはぁ……キスお上手……ぐちゅ」

「ご婦人こそ見事な舌遣い……おお、年甲斐も無く昂る」

　ダンスをしながら五十を超えているだろう紳士と二十代と思われる婦人が濃厚なキスを交わす。

「あぁ……貞淑な我が妻が……あのように……見知らぬ中年男と……おぉぉぉ」

「まぁ奥さんを奪われながらこんなにして……まだ若いのにいけない方。これでは浮気されて当然だわ」

　若妻の旦那と思われる男がソファで震えながら酒を煽り、中年男の妻と思われる女が男を軽く罵りながらズボンに手を突っ込み、はだけたドレスから飛び出た乳房を吸わせていた。

　ダンスをしている者達も良く見ればキスをしていたり、体を弄りあっていたり、露骨にドレスがはだけている者もいる。

「ああっ！」

　大きい声に視線を移すとテーブルに手をついた年増の尻に逞しい男が腰を打ち込んでいる。

それを周囲の男女が酒を片手に鑑賞する。

「ご婦人の尻、なんと白く柔らかいことか……年甲斐も無く昂りますな」

「殿方の腰使いもお見事ですわ。槍もなかなかの逸品のよう……ゴクリ」

　下品な野次はなく上品に他人の性交を鑑賞している。

　やがて精を出した男は女と熱いキスをする。

かと思えば男は別の女とダンスを始め、女は汁塗れの穴を別の男に貫かれて再び嬌声をあげ始めた。




　ここは男女が密かに性を解放する社交場なのだ。

　普段は高い地位にある者達が名と顔を隠して隠れた欲望を爆発させる。

愛する妻を他人に抱かせるも良し、旦那が他の女に精を放つのを鑑賞するも良し、あるいは熱い夫婦の営みを名も顔も分からぬ者達に見せつけるのも──。

「失礼致しますオナゴスキー卿。シキジョー様は今宵もお美しい……伸びやかな肢体、香り立つような色香、顔が見えずとも美女であることに微塵の疑いもない。サキュバスの面が相応しい貴女様を抱かせては頂けませんか？　妻の交換を所望致します」

　三十路ほどの男が俺達の前で跪く。

その隣では乳首が見えるギリギリまでカットされたドレスを着た女性が俺に向けて熱い息を吐く。

「残念ですが私共は交換は致しません」

　カトリーヌは明確に断って俺の腕に顔を擦り付ける。

「では目的は見せつけですか」

　男は残念そうに隣の女の胸元に手を差し入れた。

「そう、見て頂きたいのです」

　カトリーヌは俺の手を引き、ダンスホールにあっては違和感しかない大きなベッドへ導く。

「正直、最初にここを教えられた時は寝取られる様を見せつけられるのかと思ったよ」

「私だってそこまで淫乱じゃありません！　浮気ばっかりしてるみたいに言われてますけど少し人より性欲が強いだけです！　最近はローズまでが浮気のやり方教えて欲しいなんて……ブツブツ」

　ちょっと性欲が強いぐらいでこんな店を探し当てるとは大したものだ。

俺と通うのも両手の指ではきかない数だ。

　俺達は笑い合いながら歩き、カトリーヌはあえてベッドに入らず縁に手をつく。

　周囲の視線が集まるのを感じた。

　仮面の上からでもカトリーヌが他の女性より一段二段飛びぬけた美女なのは分かる。

その彼女がこれから男に貫かれるのだからアピールなどしなくても注目されるのだ。

　俺は無言のまま左手で尻を撫でる。

ドレスを一層体に張り付かせ、カトリーヌの尻と腰の形を周囲に見せつけるようにだ。

男達の息が荒くなる。

　次に右手を深すぎるスリットから前へと差し入れ、本当に何もつけていなかった股間を撫でる。

「下着どころか毛もない。幼女のようにつるつるだ」

　カトリーヌを辱めながら太ももの内側をゆっくり触れるか触れないかの力で撫で、ほんのり開いた肉の入口をクニクニと押し、指を一本伸ばして肉の豆を擦る。

「んあっ！」

　たまらずカトリーヌが喘ぐと周囲の者達が反応する。

　先程カトリーヌを寝取らせてくれと言って来た男女が最前列で見ているようだ。

　最初はカトリーヌの裸体を見せるのに抵抗もあったが、彼女自身が興奮する材料になるなら悪くない。

「喘ぎ声まで美しい方だ。しかも僅かな愛撫で太ももを汁が……男好きな方でいらっしゃる」

「足がガクガクと動いておりますわ……同じ好色な女として分かります。あれはともすれば下品に全開となってしまう太ももを理性で閉じているの。でも時間の問題」

　反応されるとカトリーヌの興奮がより高まっていく。

俺達がこの店に通っているのはこれを味わう為だ。

　王が不特定多数に側室との性交を公然と見せるのは宜しくないし、屋敷で家族や手籠めにしたメイドに鑑賞させてもスリルが無くてそれほど燃えないらしい。

　この店ならば身分を完璧に隠匿しながら見ず知らずの者達に俺達の愛を見せつけることができる。

見ている者達もまさか俺達が王とその側室だなどとは夢にも思っていないだろう。

　周囲の者達は下品な野次ではなく、俺達に敬意を払いつつ愛撫を鑑賞する。

「男性の方はまるで今上王のような筋骨隆々の体格にも似合わぬ絹を撫でるような繊細な愛撫、相当な技量をもっておるように見えますぞ」

「まさしく。体格通り激しくかき回すかと思うておりましたが、ねっとりと女を焦らし発情させる手管……女殺しで名高い陛下のごとく慣れていらっしゃる」

　丁寧な尻撫でと、性器周りへの愛撫にカトリーヌの腰が揺れ始める。

「うっ……あぁぁ、ひぅ……あうぅ……おぉぉぉ」

　最初はか細い囀りだった嬌声が徐々に大きく低く変わっていく。

　揺れていた尻が誘うように押し付けられ、更に懇願するように敏感な場所を自ら擦り付けて来る。

　こちらを振り返ったカトリーヌと目が合う。

『良いか』と目で問い『思い切り』と蕩けた目で返事を得る。

「行くぞ」

　俺は優しく撫でていた左で思い切り尻を掴んで固定し、羽根のように股間を愛撫していた右手の指を三本、カトリーヌの濡れた性器に押し込む。

「ひぎぅ!!」

　女穴に入り込んだ指はカトリーヌの中を押し広げながら下半身を持ち上げ、甘い嬌声が悲鳴に変わる。

　俺は深々と女の穴に入り込んだ指で火でも起こすかのように激しく擦り上げる。

指の腹がゴリゴリと内側を擦り上げ、親指で抓るかのように豆を刺激する。

「ひぎぃぃぃ！　あ、あぐぅぅぅ──!!」

　こんなもの普通は痛みしか感じない童貞の愛撫だ。

周囲からも困惑と非難の声が漏れ始めるが。

「激しすぎっ！　痛！　ぎ、ぎもぢいい!!」

　カトリーヌは先ほどの愛撫で既に粘度の高い愛液を大量に流しており、そもそも彼女は強引で激しい行為が大好きなのだ。

あり得ないぐらい激しい愛撫にも発情した女体はすぐに適応し、痛みは吹き飛び強烈な快感だけが駆けまわり始めた。

「い、いぎます！　もういぎます！　すごいのが……頭から子宮に……あっああっ！　あっぐぅ!!」

　カトリーヌはその美しい足を全ての者に見せつけるように大開脚してから二度三度とバタつかせ、最後に腰から反り返って大量の潮を撒き散らした。

「ひぃぃ！　止まりません！　アソコが気持ち良すぎて壊れ……ひぃぃぃぃ!!」

　叫びながら腰を何度も上下させ、その度に性器から潮を噴射するカトリーヌ。

　俺はあえて指を抜かずに動きを合わせ、絶頂の快楽を少しでも長く維持してやる。

　三度、四度と腰がバタつき五度目を発射した途端、カトリーヌはベッドに倒れ込んだ。

「おっと」

　激しい絶頂でずれた仮面を戻してやる。

「は……はひぃ」

　カトリーヌは腰が止まった後も絶頂の余韻に体を震わせ続ける。

「すごいな……あんなイキ方初めて見たぞ。彼女が敏感なのか男が魔技であるのか……」

「はぁはぁ」

　男が感心したとばかりに嘆息し、女の方はカトリーヌの性感を自身に投影しているのか股に手を伸ばしていた。

「それにしても派手に噴きましたなぁ」

「前戯とは言え、こうも激しく昇らされてはご婦人はもちますまい。ここまでですかな？」

　ふふふ、お前達はカトリーヌの色欲を甘く見ているぞ。

　ベッドに突っ伏して舌を出しながら体を震わせるカトリーヌ。

肩を掴み、首筋に舌を当ててそのままドレスの上を太ももまで舐め下がる。

「続きはどうする？」

「もちろんお受けします」

　むくりと起き上がったカトリーヌは粘度すら感じる濃厚な吐息と共に俺の下半身に縋りつく。

「なんと……本物のサキュバスのような雰囲気を感じますな」

「あの粘っこい発情の息……恥ずかしながら股が」

　そんな声も完全発情状態となったカトリーヌに聞こえているのかどうか。

彼女は俺のズボンに手をかけ、息を吹きかけながらわざとゆっくりと引き降ろす。

　女体への愛撫と女の深い発情を見て俺の興奮は十分高まっている。

当然ながら解放された男根は完全体となって飛び出した。

「うおっなんだあれは！」

「まるで丸太じゃないか！　あんな一物がこの世に存在するのか!?」

「なんてことだ……巨根自慢の私の三……いや四……筆舌に尽くしがたいとはまさにこのこと！」

　観察者が今日一番の声をあげる。

男に一物見せつける趣味はないので若干萎えてしまう。

「大きい、大きすぎるわ！　まるで怪物よ！」

「あり得ない……腕どころか足……なんて長さと太さなの!?」

「しかもあの大きさで垂直に立ってるなんて……きっと硬いわ……石のように」

　そして女達の声で硬さを取り戻す。

名も顔も知らない女達に一物を見せつけて悲鳴をあげさせるのは何とも言えない快感だ。

　おっと頭の中のセリアが変態です変態ですと連呼するので妙な考えはここまでにしておこう。

「繋がろう」

「おいで下さい」

　俺とカトリーヌはベッドの上で向かい合って立つ。

勃起した俺の男根が腹を押すと彼女は笑いながらそれを掴む。

　腰を落としながらカトリーヌの片脚を片腕に抱き、もう片方の腕で腰を引き寄せる。

男根が穴とぴったり合い、俺達はキスをしながら体を寄せていく。

「あれを挿入するというのか？」

「無理よ、あんなもの引退間際の娼婦でも入りっこない。裂けてしまうわ」

「だが二人を見たまえ、まるで最初からそうであったように……繋がっていく」

　俺とカトリーヌは立ったまま完全に結合して一つとなった。

思っていたところまで進みませんでしたので題名は次回更新と同時につけようと思います。

これだと夜のお店体験談ですね……ｗ










第５７６話 きっかけの乱行２　♯







「挿った……」

　周りで見ていた男女の声が揃う。

「あぁすごい。愛しております」

「俺もだカト……ゲホン」

　俺とカトリーヌは立位で繋がりながら体を密着させる。

　互いのマスクが当たることも気にせずに唇を押し付け舌を絡める。

激しい下品な音も気にはしない。

　美しい乳房が俺の胸板で潰れる。

中心に乗った乳首が俺の肌と擦れ、その刺激で更に肥大化していく。

　深く胎内に突き刺さった男根はカトリーヌの下腹を盛り上げているのが密着した俺にも伝わる。

全体が甘えるように蠢き、前に進めばもう許してとばかりに震え、後退すればもっと欲しいとばかりに締まり、穴そのものが男根に媚びているようだった。

　激しいキスと押し付けられる胸、細かく動かし合う腰はそれだけでも快楽を生む。

　俺は更に硬く大きくなっていたし、カトリーヌも目を蕩けさせて大量の愛液を垂れ流している。

　だが足りない。もっと欲しい。

「乗って下さい……激しく突きまくって下さい……」

　カトリーヌが押し倒して欲しいと重心を後ろに倒す。

　だが俺はニヤリと笑い、カトリーヌを抱き締めたまま後ろに倒れた。

「あっ！」

　俺は仰向けにベッドに倒れ、結合したままのカトリーヌがその上に乗る形となった。

　体重のかかった拍子に男根が深くまで突き刺さり、強烈な刺激にカトリーヌは美しい肢体を仰け反らせて嬌声をあげた。

　限界まで拡がった無毛の性器と男根の形に盛り上がる胎、軟らかく揺れ動く乳房と興奮で張り詰める乳首、美しい声とだらしない舌とおまけに泡立つ唾液まで垂れ流す口元の全てが周囲で鑑賞する者達に晒される。

「美しい。そしてなんと淫らな」

「あれほどの巨根を入れるなど拷問に近い性交であるはずなのに女体が快楽の叫びをあげておる」

「お腹が盛り上がってどこまで入っているのかまで分かるわ。こんな性交見たことない……すごい」

「女なら皆うらやむ綺麗な肌とプロポーションが、どす黒くてコブだらけの凶悪な巨根に蹂躙されている……野蛮で……乱暴で……粗雑で……」

「あの男根に犯されたい……きっと裂けて破れて壊れてしまう……それでも……犯されたい」

　俺達は周囲から漏れる呟きを互いの興奮に変えながら腰を打ち付け合った。

　カトリーヌは片手を俺の胸板に置き、もう片方で俺の手をとって乳房を揉ませながら腰を上下に振る。

　俺は片手で乳房を味わいながら、もう片方でカトリーヌの尻肉を掴んで広げる。

「そんなに広げたら全部見えてしまうわ！　恥ずかしい!!」

　カトリーヌが叫ぶ。

だが腰を打ち付ける速度と深さはどんどん上がっていく。

他人に見られる抵抗など見せつけながら交わる快楽に駆逐されている。

「見られている！　毛のない性器も下品な腰使いも！」

　カトリーヌの腰が凄まじい速度で上下する。

「そして聞かれている。激しく打ち当たる肉の音と快楽が叫びが」

　俺は両手で尻たぶを掴み、腰を突き上げて男根で子宮の入り口を抉る。

「んぎっ！　んぎゅうぅぅぅ!!」

　カトリーヌが両手で頭を押さえて絶叫する。

絶頂の波が何度も押し寄せ、彼女の体が何度も何度も痙攣する。

　カトリーヌは両脚を浮かせて全体重を性器にかけ、激痛にも似た強い刺激を味わいながら絶頂の叫びをあげ続けた。

　そこら中で行われている淫らな宴が止まっていた。

俺達の激しすぎる行為が全員の注目を集めてしまったのだ。

　行為を見つめる男女の目は熱に浮き、男は股間を盛り上げ、女は太ももを擦り合わせていた。

「ふふふ、こんなものではないぞ」

　ヘコヘコ腰を振り続けるカトリーヌを抱き上げ、先ほどの希望通り彼女を仰向けにひっくり返す。

そして反射的に大きく開いた太ももを掴んで頭の方に曲げていく。

「この体位は……お腹の奥の奥まで」

　何をするのか察したカトリーヌは舌で唇を一周舐めた。

「愛している」

　カトリーヌの唾液に塗れた口に優しくキスをする。

「んちゅ……私もです」

　互いの愛が溢れ出した甘い囁きとキスに周囲の女性達が『まぁ』と声を漏らす。

　そして唇が離れた瞬間、全体重をかけて男根を根元まで捻じり込む。

　甘い吐息が吹き飛び、獣のような叫びが響き渡る。

　根元まで沈めた腰をゆっくり浮かせ、再び体重をかけて腰をぶつけた。

男根の付け根に噴きだす愛液と破裂しそうな程肥大化した肉豆を感じながら腰を上下させる。

　決して早い動きではない。

突き入れてから引き抜き、再び突く一連の動きにたっぷり二秒はかけている。

　だがその分深い。

体重の乗った一撃は女穴の締まりも抱擁も全て無視してねじ伏せる。

　突き下ろす度にカトリーヌの全身が震え、ベッドが音を立てて軋み、周囲の者が息を飲む。

「あがっ！　ひぎっ！　じぬぅぅ!!」

　ばたつかせる手も俺の体を押し退けることはできず、太ももを抱えられては腰を逃がすことも足を閉じて抵抗することもできない。

　カトリーヌは圧倒的な暴虐に悲鳴をあげながら、焦点の定まらない目でもっと突いて突き殺してと訴えて来た。

「もっど！　もっど！　じぬまで突いて！　ころしてぇ!!」

　もちろん快楽に振り回されているのはカトリーヌの方だけではない。

　女の襞を抉り、子宮を蹂躙する深い突きは俺にも鋭い快感を与える。

　止めどなく流れ続ける愛液が男根全体に絡むも、感じすぎた女体が吐く粘度の高い汁は必要以上に摩擦を緩めず、それどころか生暖かく全体を包んでより刺激を強くしてしまう。

「抉って……もっと!!」

　叫ぶカトリーヌが自分の腹を両手で押さえつけた途端、締め付けは何倍にもなって男根が悶え始めた。

「おぉ……たまらん」

　睾丸が限界を察して種汁を送り込み始める。

男根が小さく脈動を始め、尿道内を熱く濃い汁がせり上がっていく。

　腰をぶつけながら脳内で数える。

　後、四回……三回……二回……。

　そして最後の引き抜きの瞬間、悶えるだけだったカトリーヌが両手両足で俺に抱き着いた。

「お乳を噛んで！」

　強い口調と射精直前でぼやけた頭のせいか俺は躊躇いなくカトリーヌの乳房に歯を立ててしまった。

「痛っ」

　その痛みに驚いたカトリーヌの体、特に限界を越える刺激を受け続けていた女穴は制御できない痙攣を始めてしまう。

「ぐっ！　これは……」

　普段に数倍する万力のような力でカトリーヌの中が締まる。

並の男なら耐えられない締め付けだが、射精の脈動と膨張を始めた俺の巨根にとっては最高の快楽だ。

カトリーヌはわざとこれをしてくれたのだ。

　俺達は互いの名前を呼び合いながら硬く抱き合う。

　同時に大量の精液が尿道を強引にかけ上がり、カトリーヌの胎内へ音を立てて噴きだした。

　強烈な締め付けの中で男根が脈動し、固形に近い精液が狭くなった尿道から噴出する。

「うぐっ！　ぐおぉ！　これはすごいぞ！　おぉぉぉぉ！」

　射精しながら叫ぶ俺の肩をカトリーヌは優しく撫で、性器の痙攣を維持してくれた。




「なんということだ。この音はまさか射精する音か。ここまで聞こえているぞ」

「激しすぎて自分が性交しているような気分だわ」

「そもそも睾丸がリンゴ大……病気か？　いや射精につれて凹んでいるから種が詰まっていたのか」




　大量の射精で理性が戻り、周囲の囁きが再び耳に届き始める。

　俺はベッドに膝を立てて男根を引き抜き、カトリーヌの顔へと近づける。

「わっわっ！　もう……はむ……ゴク……ごきゅ……」

　男根は抜かれた後も激しく射精を続けてカトリーヌの顔を汚し、彼女は俺に非難の目を向けながら大きく口を開いて男根を飲み込む。同時に胎から大量の種が逆流した。




「射精で胎が膨らむとは……我が妻がここで十五人を相手した時もなかったぞ」

「出し始めてからもう十分近いのに、まだ女性の喉が動いている。どれだけ出るのだ」

「彼の男根と睾丸は当家で飼っているオーク並……精液の量に至っては五倍近い。凄まじいの一言だ」




　などと賞賛を受けながら精液を出し切り、激しすぎる性交をこなしたカトリーヌをいたわる。

「大丈夫か？」

「ええ個室を借りて休憩しましょう」

　カトリーヌは流れ出る大量の精液を布で押さえながらボーイに個室を用意させる。

　他の女だと既に失神しているか、指一本動かせないだろうに性に関しては本当に強いな。

　俺達はベッドを他の者に譲り、簡単なローブだけを羽織る。

　ちなみに個室とは広間の外側に設けられた、区分けされた部屋だ。

窓はあるが中心から遠く声も届かないので臨場感はない。

　一方で原則一組しか入れず個室に声をかけるのはマナー違反とされているので、一定の距離を置きつつ覗き、覗かれをしたい初心者にはちょうど良い。

「特殊な使い方としてパートナーを他の男と個室に入らせ、中で何をされているのか想像しつつも声をかけることもできずに悶える……というのもあるそうです」

　カトリーヌが追加で解説してくれる。

俺なら壁を破って突入してしまいそうだ。

「まさか他の男と入りたいのか？」

「ふふ、どうでしょう？　あっ嘘です冗談です！　お尻の穴に指を入れるのは個室に入ってからに！」

　じゃれながら個室の扉に手をかけたところに背中を軽くつつかれる。

「あのぉ」

「ん、どうした？」

　振り返ってみると立っていたのは犬を模したマスクをつけた女性だった。

　おっといかん。ここでは地位も身分も無く全ての者に敬意をもって話すのがルールだ。

どうしてかいつも通りの口調になってしまった。

「突然失礼します。薔薇姫と申します。先ほどのエッチ凄かったです。まさにオスって感じでした！」

　随分と若い声だが褒められて悪い気はしないので丁寧に礼を言う。

「それでお話……いえお願いなのですが！」

　薔薇姫はカトリーヌに頭を下げてから俺の両手を取る。

「どうか私を抱いて頂けませんか？　一目惚れです。貴方に貫かれたいのです！」

　仮面越しに潤んだ瞳を向けて来る薔薇姫。

もちろん求められるのは大歓迎なのだがカトリーヌを放置することになってしまう。

　しかしどこかで聞いた声と目だな。

いやここでは相手の詮索はタブーか。

　薔薇姫はカトリーヌに向けて頭を下げる。

「どうか旦那様を少しだけお貸し頂けませんか？　最高の男性を少しだけお裾分けすると思って！」

　カトリーヌは渋りつつ、俺と同じように何かひっかかるのか首を傾げる。

そして先ほどの性交の疲れが出たのか、少しふらついてから言った。

「一度だけなら。私も休憩が必要ですから」

「やったぁ！」

　飛び跳ねて喜ぶ薔薇姫に俺とカトリーヌは苦笑する。

この店に入る前に少しでも嫌ならはっきり言い合うと決めているので嫌々ということはない。

そして俺もカトリーヌもこの我が侭に何故か嫌悪感も煩わしさも感じないのだ。

「私も同じ個室で見ていますが宜しいですね？」

「はいもちろん！」




　俺と薔薇姫がベッドで重なり、カトリーヌはそれを椅子に座って眺める。

「ううむ」

　現れた肢体に思わずうなってしまう。

　ローブの上からでも分かったが身長も体つきも大人の女にしては小さい。

胸は並以上にあるが形から見てまだ成長途上にも見える。

陰毛も薄く割れ目もまるで筋のようだ。

　こんな店に一人で来るのだから相当な好きモノには違いなく、会員になる値段を考えても小娘が火遊び出来る場所ではない。

「ふふ、やっぱり大きい。ではでは早速」

　薔薇姫はベッドに腰かける俺の上に座るようにして局部を宛がった。

「ええとここか……えいやっ」

　気合いと共に腰が落ちる。

粘着質な音がするも入っていかない。

　ようやく開いた割れ目の色は真っピンクだ。

「もしかして慣れてない……どころかまさか」

「ええい!!」

　薔薇姫は俺の声を掻き消すように首に手を回して跳躍のような勢いで腰を下ろす、いや叩きつける。

　ブチンと俺の耳にも嫌な音が聞こえる。

男根が弾力のある壁を突き破る感触があった。

「あっぐぅ！」

　薔薇姫は苦悶の声をあげながら俺の肩に爪を立てる。

「本当に処女だったか。一体何を考えている──」

　俺の言葉を遮るように薔薇姫はさっと顔の前に手を突き出す。

「おーけー大丈夫平気気持ちいいから続きをします」

　有無を言わせぬ口調で言いながら薔薇姫は腰を動かす。

太ももに破瓜の血が落ちるも、数倍する愛液が洗い流していく。

　俺もこれだけ濡れているなら大丈夫かと動きを合わせる。

「ふぅ……ふぅ……あっこれ良い。本当に良くなってきた。なにこれすごい！」

「身元を聞こうとは思わんが後で簡単な事情ぐらいは説明してくれよ」

　薔薇姫の快楽が本物だと確認した俺は座位から騎乗位に変え、快楽に腰がついていかない様子を見て後背位に、甘えるようにキスをねだるので更に正常位へと変えていく。

「腰……激しすぎませんか？」

　カトリーヌが呟く。

　確かに俺の腰は処女相手にガツガツと打ち付けられている。

「それが案外、良くてな」

「もっと……あぁそこぉ。入口のとこゴシゴシしながら奥をドシンって……んあっ！　それいい！」

　間違いなく処女だった。

だがこの女は既に性感を得ている。

　感じ始めている程度ではない。

例えるならば三か月ぶりに男根を挿入された三十路の人妻並の反応だ。

「おまけに中も結構な……こりゃすごい」

　薔薇姫は今日初めて男根を受け入れたはずだ。

なのに未熟な襞は男を包み、浅い穴がグネグネと揺れて全身を搾って来る。

「こいつは相当なスケベだ。とんでもない女だぞ」

「いやぁ言わないで……ううんもっと言って！　ドスケベ女って罵って！」

　薔薇姫は俺に突かれながら完全な快楽の叫びをあげ始める。

既に破瓜の痛みは消え去ってしまったのだ。

「でもやっぱり初めてなんですからそんなにズコズコしたら」

　妙に心配するカトリーヌ。

「突いて！　突きながらお尻も叩いて！　肛門に指も入れて！」

　こんなことを言う処女がいるとは驚きだ。

とんでもない女を目覚めさせてしまったのかもしれない。

　などと考えていると腰が震える。

こんなに早く来るとは思わなかったが、もう種が出そうだ。

「中に出して下さい！」

　薔薇姫が俺の肩に手を回す。

「ばっちり避妊してますから」

　それならばと俺は射精の動きに入る。

最近の俺は興奮が高まり過ぎると避妊薬さえ突き破る種が出てしまうが、今はざっと六割程度の興奮なので問題なかろう。

「出すぞ」

「うん！　うん！　出して！」

　薔薇姫の腰に手を回し、軽く背中を反らせ呻く。

「ぐっ！」

　俺の体全体が大きく震え、尿道から精が噴き上がる。

「熱っ！　びゅるびゅる当たってる……ドロドロがお腹に溜まってく……これが精液……あぁ良い」

　薔薇姫が息を飲み、射精の脈動に合わせて体を震わせながら下腹に手を当てた。

そして──。

「流れ込む……止まらない……やった、遂に受け止めた！」

　中に出してこんなに喜ばれるのは男冥利に尽きる。

などと笑った笑顔が固まる。

「──お父様の精液を！」

　頭の中で色々なものが瞬時に繋がった。

　身長、体格、聞き覚えのある声、捨て置けない雰囲気、穴の具合と処女なのにスケベ──。

　この店の絶対タブーを破って薔薇姫のマスクを剥ぎ取る。

「げっ」

　抱いた女の顔を見てこんな声が出たのは初めてだ。

　マスクの下は見覚えのある女──よりにもよってカトリーヌの娘ローズだった。

「いえい」

　ローズは脈動する男根から精を注がれながら俺に向けて両手の指を二本ずつ立てて微笑む。

「どわぁぁぁぁ!!」

　すごい声がカトリーヌから出た。

　カトリーヌは後ろから俺に組み付いて投げ飛ばし、ローズに掴みかかった。

「な、なんで貴女ここに！　何を──！」

「ふふふ、こっそり外出する二人を尾けて見れば仮面つけて乱交する店。これはもうやるしかない！　ちなみにオーナーを呼びつけて無理やり会員になりました」

　玄関に並ぶ屈強な用心棒達も王女ローズには役に立たない。

店のオーナーもまさか俺本人がいるとは思うまいし王族の無理強いに抵抗など出来なかったのだ。

「そんなことよりも!!」

　カトリーヌはローズをひっくり返し、股を限界まで開かせる。

「痛い母様！　お股が外れちゃう！」

　うっすら腫れた股から黄ばんだ精液が断続的に噴きだしている。

「……避妊しているというのは」

　奈落から響くような声で問うカトリーヌ。

「嘘でーす」

　反対に軽い調子で言うローズ。

「生理は!!」

　隠語を使う余裕もないカトリーヌ。

「ばっちり安定！」

　親指を立てるローズ。

「このアホエロ娘ぇ!!」

　カトリーヌは頭を抱えて悶絶し、数秒置いてからローズの頬を猛烈な勢いで往復ビンタし始めた。

「いひゃい！　いひゃいふぁふぁさま！」

　手の先が見えない程の速度だが、ローズの様子を見るに威力はまるでなさそうだ。

　だがその騒ぎは個室外に伝わるには十分だった。

「失礼致します。店でのトラブルは会員証の剥奪と──」

　ボーイが丁寧ながらも強い口調で部屋に踏み込んでくる。

　部屋にはシーツにピンクの染みを作り、股から精液を垂れ流すローズ。

　そのローズを猛烈にビンタしているカトリーヌ。

　そしてベッドの横に全裸で転がっている俺。

　全員のマスクは既に剥がれていた。

「へ、陛下──!?」

　会員の身元は詮索せず、察しがついても決して追及しない。

　それが店のルールだったが限度はある。

例えば王その人が側室と娘を並べて乱交している……などだ。

「陛下だと!?」

「そんなはずが……うえっ！　本物だ！」

「い、いかん！　役職的に儂がこんな店に居ると知れたら──裏口から……もう窓から逃げる！」

　驚く者に顔を見に来る者、狼狽して窓を突き破って逃げていく者など店内はパニックだ。

　このままではカトリーヌとローズが晒し者になってしまう。

　俺は二人を脇に抱え、誰かが破った窓に向けて走る。

「オーナーには後で埋め合わせすると言え！」

　ボーイに言いながら窓から飛び出す。

　しかし塞がれていたので分からなかったが窓は高級店が連なる地区の交差路に面していたらしい。

　身なりの良い者達が馬車を連ねている中に全裸で飛び出してしまった。

「な、なんじゃお前は！　全裸の変質者が出たぞ！」

「美女を二人も抱えておる！　さては強姦魔かかどわかしだな！　陛下のお膝元で不届きな──出合え出合え！」

　金持ちが集まる地区だけあってそこら中から護衛だの店の用心棒だのが溢れ出して来る。

止むを得んから蹴散らして──。

「む？　まさか陛下……？　そちらはカトリーヌ妃……ローズ殿下……？」

　いかん中止だ。

逃げに徹する。

　俺はもうどうにでもなれと脱力するカトリーヌと垂れ落ちる精液をにこにこ眺めるローズを抱いたまま全力疾走する。

　なんという偶然か隣にはズボンだけを履き乳首にピアスをした老齢の法務大臣が鬼のような顔で激走していたがそれどころではなかった。

　結局、人目につかない場所に駆け込むまでに見られた人数は百ではきかなかった。

　まあ昔のノンナ相手に同じようなことをしてしまったことがある気がするから今回もどうにかなるだろう。




　──翌日

「人の噂も何日だったかな」

「内容が激烈なので検討もつきません」

　眉間に皺を寄せたセリアがパンを三つもフォークで突き刺し口に入れる。

ネズミみたいに膨らむ口が可愛らしいがかなり怒っている。

　俺はメイド達に目をやる。

「それで妃様の前で王女様を……ひそ」

「ひそ……王女様ってまだ──才では？　ひどいわ」

「まるで性獣……ひっそり」

　カトリーヌが頭を抱えながらローズと俺を睨みつける。

　俺は騎士達に目をやる。

「ぼそ……ローズ様は確か血が繋がらぬとか。それならば」

「そんなもの方便よ。性の化身たる王にとって膨らみ始めれば一つの女体。近親相姦など平気……ぼそ」

「ぼそり……しかし母親の前で連れ子を犯すとは人の所業ではない……ぼそり」

　ローズは母の目を避けながらも俺に投げキッスを送って来る。

噂など気にしない肝の据わり方は大したものだが、なんとも妙な方向にいったものだ。

　結局、俺とローズの噂は王都どころかゴルドニア全体を駆け巡った。

大領主や大臣からはやんわりと不道徳を自重して欲しいとの手紙が届いたほどだ。

一番そういうのにうるさいはずの法務大臣は何故かだんまりだったが。

　まあ全ての責任は俺にある。

ローズが孕んでしまったら俺が性欲のままに襲い犯して孕ませたとするつもりだ。

血は繋がっていないし彼女に非がない方向に持っていけばそれで良い。

「問題は……」

　先ほどのメイド達がチラチラとこちらを見て言う。

「可哀そうなのは……アントニオ殿下ね」

　そうそこだ。

　俺は静かに離席してアントニオの所に向かう。

　途中で通過したアナスタシアがシッシッと俺を追い払う仕草を見せる。

「なあアントニオ」

「なんでしょうか？」

　アナスタシアと違って言葉も仕草もいつも通りだが雰囲気だけが剣呑だ。

こういうのが一番まずい。

　まずは打ち解けようとスープの皿を指差す。

「お前はいつも飯を残さないよな。嫌いなものはないのか？」

「ありません。出された者は全て食べます」

「人参と豆が嫌い。出したら父さまを嫌いになるから」

　無機質な答えだ。

アナスタシアは横から入って来るんじゃない。

「なら好きなものはあるのか？　俺の分もやるぞ」

　俺は自分の皿を見るもイリジナに食われていた。

「特にありません。栄養になればなんでも食べます」

「鶏肉。中でも丸焼きにして皮の部分だけ。毎日それがいいです」

　好物すら教えてくれない。

だからアナスタシアは後にしろと言うのに。

　俺はなんとも気まずい顔のまま次の話題を振る。

「なら明日にでも遊びに行くか。戦争も終わったし治安も安定している。ちょっとばかり遠出しても差し支えないだろう」

「鍛錬と授業が夜まであるので体を休めたいのですが」

「……わかった」

　取り付く島もない。

アナスタシアが闘技場に連れていけとか騒いでいるが置いていく。

　俺はアントニオに精一杯の笑顔を向ける。

「母のこと、姉のことの言い訳もあるがお前と話もしたい」

　他の子ども達はアナスタシアのように良く懐いてくれる奴から、避けられ気味の奴までいるが一応性格と考え方ぐらいは分かっているつもりだ。

　ただこいつだけがまったくわからない。

避けも怖がりもしないのでわかりようがない。

「お前も十四、そろそろ立派な男だ。男同士二人で話をしよう」

　アントニオは食事の手を止めて向き直る。

「陛下のご命令ならば」

　命令でなければ来ないということ。

そして無理やり呼びつけても意味がない。

「分かった……またの機会にしよう」

「さようですか」

　食事を再開するアントニオ。

俺はその手元をしばらく見つめてからトボトボ席に戻る。

　帰路にアナスタシアが火箸を足にひっかけてきたのだが、気付かず跳ね飛ばして逆に彼女を席から落としてしまった。

「おのれ……怪物」

「父親に怪物とか言うんじゃない」

　こういう感じで絡んできてくれればやりやすいんだが。

俺はアナスタシアを片手で逆さにして振り子のように揺らす。

「ぎゃー！　見える！　パンツ見える！」

　赤とは中々派手なのを選んだな。

まだ一一歳、色気を主張するには早いのではなかろうか。

「死ね！　死ね近親相姦魔!!」

　心を抉りに来るんじゃないとアナスタシアを降ろし、背筋に感じた感触に振り返る。

　視線の先は笑いながら語り掛けるローズの隣で淡々と食事を続けるアントニオ。

「殺気まで飛ばされるとはこれからも苦労しそうだ」

　俺はこれからの苦労を思い、離席している間に俺の飯を食べてしまった子どもみたいなイリジナの頬を伸ばしながらどうしたものかと頭を抱えるのだった。







　──数日後。

　俺は膨らんだバッグを確認し忘れ物がないと頷いて立ち上がる。

「なんの心変わりか。だがようやく話が出来る」

　机の上に置いた手紙はアントニオから鍛錬の後で一緒に狩りをしないかと書かれていた。

「ローズの件も家族のあいつには伝えておいていいだろう。ははは、言い訳するなとぶん殴られるかな」

　鼻歌を歌いながらもう一度荷物を確かめる。

「なんだかんだでこいつを今まで渡せなかった。初めての狩りで簡単に獲物が見つかるはずもないしちょうど良い。成果のない狩りほどつまらんものはない」

　近場へ外出する時の飾りのない外着に着替え、荷物を担ぎ靴ひもを締める。

立てかけたデュアルクレイターとケラヴノスに手を伸ばしかけ、笑って手を引っ込める。

「息子と狩りに行くのに大剣担いでいく奴があるかよ」




　部屋を出て廊下を歩く。

「あらエイギル様お出かけですか」

「おう。夕方か遅くとも夜には戻るよ」

　お茶会に向かうノンナに言い、頭を撫でる。




　玄関の近くで視界が通らない程の本を持ったセリアとすれ違う。

「あっお出かけならお供に」

「ははは今回は一人で行かせてくれ。お前も本を読むんだろう？」

　そう言ってセリアの頬をちょんとつつく。

本の山が揺らぎ、僅かな不平の声が漏れた。




　玄関を出るとカーラが腕を掻いている。

「中庭でアナスタシアと昼寝してたんだけどあの子悪い夢を見たらしくて泣いちゃってさ。あたしも腕にびっしり鳥肌が……寒くも無いのにね」

「一一になって悪夢でか。二人とも風邪のひきはじめかもしれん。念の為に一日寝とけ」

　そーするとカーラは腕を擦りながら部屋に向かう。

何故か三度もこちらを振り返ってから部屋へと戻っていった。




　シュバルツの厩の壁を数回蹴る。

「おいシュバルツ。ちょっとそこまで乗せろ」

　だが奴は奥からこちらを見るだけで動かない。

「何してるんだ。さっさとしろ」

　腹が立って鬣を引っ張る。

すると奴は俺の腕に軽く噛みつき、そのままやはり動かなかった。

「……気持ち悪い奴だな。お前も体調不良か」

　変な病気でも流行ってるんじゃないだろうなと呟きながら適当な軍馬に跨る。

まあ狩りと言っても馬上でするでなし、別にシュバルツでなくてもいい。




　そのまま王都を出る。

「おい」

　背中に声がかかった。

「ブリュンヒルデ？　こんな朝から平気なのか？」

　王都を出てすぐの岩に腰かけていたのはブリュンヒルデだった。

彼女は吸血鬼、力が強いので太陽を浴びても焼けはしないが限りなく不快だと言っていた。

　彼女がこんな影一つない場所にいるのは異常なことだ。

「これから妾に付き合え」

　そう言って腕を絡めて来る。

　俺は断りやんわりと腕を解く。

「約束があるんだ。また後日埋め合わせをするよ」

「大事な約束か？」

　簡単な手紙一枚、それもついでの約束だ。

「やっとあいつと話が出来そうなんだ。すっぽかしたらもう二度と口を利いてくれんかもしれない」

　茶化しながら言い、手を振って馬を進めていく。

　ブリュンヒルデは姿を消すでもなく、影に入るでもなく、ただその場に立って無言のまま俺を見送っていた。

ぐぉぉ……がっつり遅れてしまいました。

ごめんなさい。

さて次回は分割できない話なので完成次第更新として予定日は決めずにおきます。

とはいえ数日内に更新できるはずです。

感想返しも次回更新まで控えますが見てはいますので遠慮なくお送り下さい。

誤字脱字はドシドシご指摘頂くとありがたいです。










第５７７話　終着点

順番にご注意ください。

本日投稿の一話目です。









「また本格的な場所を選んだなぁ。確かに獲物は居そうだが。おまけに怪しく曇って来たぞ」

　雑木の木立をぬって馬を進める。

足がシュバルツでないことを考えても街から優に一時間はかかった。

木の密度も多くて出るのが一苦労だぞ。

「まああいつが狩りに出たなんて聞いたこともない。良い場所がわからなかったのかもな」

　次から俺に任せてくれればもっと良い場所を探してやれるだろう。




　適当に選んだ馬は重そうに足を進め、ようやく開けた場所に出る。

　僅かに広がった空間に豪快な水音が響き、滝独特の匂いがした。

　開けた場所の奥は崖になっており小川が滝になっていた。

俺は思わず頬を緩める。

「都合よく小川と滝があるとは。こいつを担いで来た甲斐があった」

　まさか落としていないよな、と背負った荷物袋を確かめた時だった。

「──？」

　殺気を感じて水筒を掲げる。

鉄の水筒に重さのある何かが当たって火花を散らす。

「おいおい」

　俺は凹んだ水筒と弾かれた短剣を見ながら馬から降りる。

　それを待っていたのか、すぐ傍の草むらが唐突に盛り上がり、ギラリと光る刃が突き出される。

　俺は体を傾けて初撃を避け、首を倒して二撃目を避け、三撃目は剣の腹を掌で叩いて逸らせる。

「まったくなんなんだ」

　俺は溜息を吐きながら笑い、剣を突き出した相手に笑いかける。

　挑発も好戦的な意味も全く込めず、ただ困ったように。




「いきなり襲いかかられるとびっくりするだろう。アントニオ」

　短剣を投擲し大人用の長剣で斬りかかって来たのはアントニオだった。

弾かれた剣を引き戻しながら飛び退き、再び剣をこちらに向ける。

　俺は思わず投げてしまった荷物を拾い上げて草を掃う。

「だが今の突きは良かったぞ。並の奴なら奇襲じゃなくても避けられなかったはずだ。大したものだ」

　精一杯褒めてやりながら、剣を向け俺を睨みつけるアントニオに笑いかける。

「──」

　だが答えはない。

剣先が俺の隙を伺うように小さく揺れているだけだ。

「さあ狩りをするんだろう。曇って来たし下手をすると雨も降って来る。今のうちに準備を──」

　俺が両手を広げたところにアントニオが再び飛び込んでくる。

目を狙って突き出された突きが寸前で軌道を変えて首を掃う斬撃に変わる。

　俺は突きを正面から動かず見据え、首を狙う斬撃を狩り用の革籠手で受け流す。

　距離が近づいた途端に撒き散らされる本物の殺気。

乗って来た馬が脅えて逃げて行ってしまう。

「暴れるから馬が逃げてしまったじゃないか。呼び戻すのは一手間だぞ」

　俺はアントニオに非難の目を向ける。

きっと俺はとても困った、どうしたら良いか迷った顔をしているだろう。

　アントニオは応えない。

再び後方に飛び、俺を睨みつけながら次を狙うだけだ。

「なあアントニオ狩りをしよう。こういうのはもう良いだろう？　狩りが嫌なら──」

　再び飛び込んでくる。

三度突きと見せかけてから足払い、左の拳で水月に一撃、怯んだところに肩口からの斬り下ろし──。

　俺は足払いを後退して避けながら拳を受ける。

そして全く怯まずに剣を振り下ろす手を掴まえた。

「──嫌なら他の準備もしてあるんだ。そっちなら雨が降っても問題ない。運動にはならないかもしれないが」

　アントニオはここで初めて唸り声をあげて俺の手を振り払って飛び退く。

「どうしてなんだ？」

　我ながら情けない声が出たものだ。




　分かっていないはずがなかった。

　明らかに嫌われていたはずのアントニオから狩りに誘われた。

この場所は人気がなく、来た道を塞がれて背後は滝と川……これで気付かないほど呑気な人生は送っていない。

　本当はもっと最初から察していた。

カトリーヌとローズとの騒動の翌日、食堂で殺気を向けられた時に分かっていた。

遠からずこうなるのだと。

「もう止めようぜ。下らんことは置いて一緒に遊ぼう」

「下らないだと！」

　裂帛の叫びと共に斬撃が来る。

　分かってはいた。

だが本気で殺しに来ると認めたくなかったのだ。

　だからデュアルクレイターとケラヴノスに手をかけながら置いて来た。

　カーラやブリュンヒルデを連れては来なかった。

　誰にも場所と名前を告げなかった。




　飛び込んでくるアントニオの脚を払って転倒させる。

「もうやめよう」

　倒れ込む息子を見下ろしながら言う。

　アントニオは再び黙ってしまった。

そして俺がもう一歩近づいた途端、体を跳ね上げて顎下から頭部を狙ってくる。

　俺はその剣を紙一重で避け、腕を掴んで放り投げる。

　アントニオは地面を崖に向けて転がる。

思わず駆けだそうとしたが、奴は自分で受け身をとって跳ね起きる。

　俺はふうと大きく安堵の息を吐いた後、コツンと自分の額を叩いてから尚も呼びかける。

「すごいな。十四の剣とは思えない。俺が十四の時よりずっと強い」

　我ながら無理があるとは思うが精一杯の笑顔を向ける。

「大したものだ。だがもう十分見せて貰った。目の前に川があるだろ、ちょうどお前用の──」

　荷物へ目を逸らすと再び飛び込んでくる。

　アントニオを褒めた言葉に嘘はない。

　力も剣速もフェイントを交える戦闘技術も子供のそれではない。

同じ十四の俺が戦えば、たちまち斬られていただろう。

　振り下ろされる一撃を水筒で受け止め、弾き返す。

　弾かれた剣を回転させての薙ぎ、その起点を水筒で叩いて太刀筋を狂わせる。

　アントニオは大きく空振りした長剣を投げ捨て、背中に隠した片手剣を引き抜いて飛び掛かって来る。

そして斬りかかる直前、腰から短剣を取り出して投擲する。

　全てを読み、投げられた短剣を掴んでアントニオの剣を受け止め、今度は崖と反対方向に弾き飛ばす。




　見事だが全て俺には通じない。

力も速度も技術も十四歳と見れば圧倒的だが、単に敵として見れば少々手強い域を越えない。

「何を馬鹿な。敵なはずがないだろうが」

　俺はゴツリと自分の額を叩いてから呼びかける。

「今のお前では俺に敵わん。十八か二十か、それぐらいになってからまた来い。だから今は……」

　返事は悔しげな視線のみだ。

「どうしても殺し合いたいのか？」

　俺は溜息を吐き、アントニオの手放した片手剣を拾い上げた。

「なんで自分の子に剣を向ける羽目になる」

　俺がどんな悪いことをしたというのか……色々したな。

考えないことにしよう。

　アントニオは最初の長剣を拾い上げて構える。

俺が剣を持ったことで再三狙っていた隙はもう無いと覚悟したのだろう。

　片手剣の具合を確かめる。

短く薄い剣の重さは知れている。

こいつでアントニオの長剣を叩き壊し、腹で頭をコツンとやって連れて帰ろう。

　正眼の構えでじりじりと踏み込んでくるアントニオ。

一方の俺は剣を大きく振り上げる。

　渾身の一撃を叩き込む為ではない。

一番気をつけないといけないのはアントニオが自分の力で俺の剣に刺さってしまうことだ。

　こうして振り上げていればそれはない。

胴体は隙だらけだが、速度の差を考えれば問題にならない。

　突きか斬撃か……おそらくこちらの剣が一番遠くなる斜め下からの振り上げだろう。

それを上から叩いて剣を壊す。

　こちらの剣が保っていれば剣の腹で、一緒に壊れれば拳骨でアントニオを卒倒させて家に帰ろう。

家族の下に連れ帰れば殺意も冷めるだろう。

それからゆっくり話をすればいい。

「せっかく持って来たのに」

　俺は地面に置かれた荷物に目をやる。







　アントニオが飛び込んでくる。

予想通り斜め下からの振り上げ──。

「──速い」

　アントニオの姿が消えた。

俺の目でも捉えられない速度で加速した奴の剣を俺は直感だけで受け止める。

「嘘だろ」

　掬いあげるような一撃に足が浮き上がる。

剣どころか体ごと浮き上がり、気付いた時には十メートル後ろの木に背中をぶつけていた。

　呆然としたのは一瞬だ。

　俺は歯を食いしばる。

噛みしめた唇が千切れて血の味が口内に広がる。

「何故だ」

　アントニオではなく、木立の中を見回しながら叫ぶ。

「何故こんなことをした！」

　雷のような速度に俺の体を軽々吹き飛ばす膂力、いずれも子どもが鍛錬で得られるものではない。

そして何よりアントニオの黒い瞳が赤く赤く輝いていた。

「それは」

　美しい鈴を鳴らすような声。

楽しげにからかうようないつもの声。

「どうしてアントニオに肩入れするのかってことですか？　それとも──」

　雨が落ち始める。

日差しは完全に無くなっていた。

「どうして息子を吸血鬼にしたのかってこと？」

　ルーシィはクスクスと笑いながら俺達の間を横切り、手頃な岩にハンカチを敷いて腰かける。

まるでピクニックにでも来たような、普段と寸分分からない仕草だった。

「アントニオ」

「……なんだ？」

　爛々と輝く目で俺を睨むアントニオに俺は首を振ってから問う。

「こいつめルーシィを抱いたのか！　どんな体位でした!?　何回したんだ!!」

「してない!!　吸血された時に撒き散らしただけ……今はどうでもいいだろ！」

　岩の上でルーシィがケラケラと笑う。

　照れ隠しのようにアントニオが飛び込んでくる。

　先ほどに数倍する速度の斬撃を受けるなり、剣が悲鳴をあげ腕の骨が軋む。

咄嗟に重心をずらしていなし地面を叩かせる。

　だがアントニオは崩れた姿勢のまま足払い……ではなく胴を狙った蹴りを繰り出し、咄嗟に腕で受けるなり俺は地面を転がる。

「これでっ！」

　止めと剣を突き出して飛び込んでくるアントニオ。

その両足が一瞬浮いた瞬間、俺は足で鳩尾を蹴り飛ばした。

「げほっ！　がほっ！」

　いかに剛力、迅速になっても足が浮いては突っ込む以外に何もできず、直撃を受けたアントニオが両手両足を地面についてむせかえる。

「なあアントニオ……お前分かっていたのか？」

　今の一撃はいかに鍛えていても子供に入れるようなものじゃない。

死にはしなくとも胃液を吐き散らして悶絶するのが当然の威力だ。

　だがアントニオは数秒むせただけで起き上がる。

もう間違いはない。

「まだ十四だぞ。カトリーヌになんて言えばいい」

　ヴァンパイアとは強くなる魔法ではない。

圧倒的な力と永遠の命、その代償は人間としての生だ。

体温、感情、子を作ること……全てを失う。

　ヴァンパイアとは死者だ。

アントニオは人間として死んでしまったのだ。

　ルーシィを本気で睨みつけるもわざとらしく目を逸らされる。

「分かってたさ。人間として生きられなくなるぞってしつこいぐらい言われたから！」

「ならどうしてこんな馬鹿な真似をした！」

　本気で怒鳴るとアントニオは一瞬怯む。

そして怒鳴り返してきた。

「こうでもしないとあんたに勝てないだろうが！」

　さすがに心に来る。

「そんなに俺が憎かったのか。死んででも殺したいぐらいに」

　俺なりにこいつと話をしようとはしていたつもりだったのに。

まったく上手くいかないものだ。

　俺は大きく息を吐き、声を整える。

そうして出た声は予想以上にドスが効いていた。

「俺を殺してどうする」

　アントニオがビクリと震え、それを隠すような殺気と共に言葉を返す。

「あんたのようにヘラヘラと女にばかり現を抜かし、時々の気分で戦争するような王は排除しないと国が亡ぶ。全ての民が不幸に──」

「嘘を吐くな!!」

　俺は剣を構えて飛び込む。

「この力があればもうあんたに負けない！」

　アントニオは俺の振り下ろしを正面から受け止める。

小さな体は轟音と共に僅かに下がるが体勢は崩れない。

　剣を押し込むも、余力を残して止められる。

俺に力で勝ったと確信したアントニオが下半身に力を込める。

「なっ!?」

　その刹那に俺は力を抜いて下がる。

押し切ろうと動いたアントニオは自分の力でバランスを崩してつんのめり、俺はその襟を掴んで地面に引き倒す。

「ぐがっ！」

　起き上がろうとする背中の上部を踏みつける。

ここを踏めばいくら力があっても身動きができなくなる。

「本当のことを言え。それとも自分の想いさえ分からなくなったのか？」

　もしそうなら俺はルーシィを許せるだろうか。

　彼女は怖い怖いとばかりに両手で顔を隠す。

　俺はもう一度アントニオに向けて言う。

背中を踏みながら、まるで懇願するように。

「親子で剣を向けあっているんだ。嘘の理由を並べ立てて戦うなんてあまりに酷だろう」

　アントニオはしばらく黙り、俺も足の力を緩める。

「母様は……美しい」

「ああ、素晴らしい美女だ。知り合った時から齢を重ねた今も微塵も衰えない」

　当たり前のことを何故今言うのか。

「ローズも……美人になる」

「間違いない。まだ少し幼いがこれからどんどん美しくなる」

　これも当然のことだ。

自分の血縁を讃えるのは良いがやはり意味がわからない。

「二人共……あんたに夢中だ」

「そりゃ夫婦だからな。ローズとは……これから健全な関係に戻るぞ。うむ」

　ギリリと歯を噛みしめる音がする。

「それが我慢ならない！」

　睨みつけて来るアントニオ。

「あんたが下らない理由で家を空けている間、母様がどれほど苦しんでいるか」

「む……」

　カトリーヌを軽んじたつもりはないが他の女もいるので毎晩共には過ごせていない。

だが母を想うアントニオに言っても意味がないか。

「母様はスケベなんだ！　あんたを求めて毎晩自分を慰めているんだぞ！　何が王だ、夫として恥ずかしいと思わないのか！」

「……息子の前でもしてたんだな」

　熱弁に思わず押されてしまう。

「けど母様はまだいい。何より我慢ならないのはローズのことだ！」

　そちらは言い訳しようもない。

だが決して無理やり抱いた訳ではない。

というより半分騙されたようなものだが、そんなことを言えば火に油を注ぐようなものか。

「俺は……俺は……」

　やはり話をしよう。

カトリーヌとローズを交えて、こんなところで殺し合うなんて虚しいだけだ。

そう思ってアントニオの背中から足をどける。

「俺が十六になったらローズと恋人になるつもりだったのに！　血の繋がりは半分だから子どもも作れる。ローズは体も心もドスケベだから強引に抱けばきっと一度で虜にでき──ぐあぁぁぁ！」

「なんてことを言うんだ。足が滑って思い切り踏んでしまっただろうが！」

　家族を蔑ろにされて憤っていると思っていたがそっちだったのかよ。

「俺は男前で下半身も凄い。練習相手になってくれたスラマだってなんでもするから愛人にしてくれと言って来た。母様だって俺がもう少し育てば……男日照りで悶々している所を狙って……」

　つまりこいつは──。

「俺は母様とローズを自分の女にしたい。あんたのような片手間に抱くような奴から奪いたい！　だからあんたを倒すんだ!!」

「なんてこった……そういうことか」

　思い返せば心当たりはあった。

　幼児の頃からなんでもこなし、這い出すのも立ち上がるのも一番早かったくせに乳離れだけは一番遅かった。

　姉のローズとの遊びでは必ず負けてやっていたのに、取っ組み合い遊びの時だけはやたらと攻めまくり技をかけまくっていたこと。

　アントニオはカトリーヌとローズを女としてモノにしたいと思っていたのだ。

そうなればライバルの俺が何を言っても、何をしても心を開かないはずだ。

「気難しい奴だと思っていたのにとんでもないスケベじゃないか。実の母と半分は血の繋がった姉だぞ。何を考えているんだこの変態息子め！」

「お前の血のせいだ、近親強姦魔！」

　俺が頭を抱えている間にアントニオは足の下から抜け出す。

「あんたは恥知らずにもローズの処女を……俺が奪おうと思っていた処女を！　とんでもない場所で！　あの日から俺は毎日その話を聞かされているんだぞ！」

　アントニオが跳ね起き叫ぶ。

そして繰り出される迅雷のような一撃。

「指摘したいところは山ほどあるが、本音で応えてくれたな」

　その一撃を正面から受け止める。

渾身の打ち合いになるかと思われたが、双方の剣が耐えられず鉄くずになって飛び散ってしまった。

　互いに得物を無くして空白の時間が出来る。

俺はもう一度だけ、これが最後だとばかりに笑いかけた。

「母と姉を狙うならそれもいい。俺も奪われないよう心を砕く。それに何年か待てば俺は衰えお前は育つ……だから今はやめないか？」

「駄目だ。何年も待ったらローズが孕まされる。それに」

　アントニオは決意の籠った目で俺を見据える。

「俺は母様とローズが一番大切なんだ。二人が最優先じゃないといけないんだ。これ以上、一日だって他の女より下に置かれるのは耐えられない」

　お前にそれが出来るのかと目で問うてくる。

　決して下に置いたつもりはない。

　だがカトリーヌをノンナに代わって正妻にすることは俺には出来ない。

　ルーシィよりカトリーヌを尊重することもきっと出来ない。

「なら……仕方ないな」

　互いに譲れなくなったら仕方ない。

　やりたくはない。

きっと今までで一番やりたくないがやるしかない。

　男が女を奪い合って戦うならやるしかない。

勝った方が手に入れるのだ。




「得物は持って来てますけど、どっちがいいですか？」

　ルーシィはどこに持っていたのかデュアルクレイターとケラヴノスをひょいと取り出す。

　そして俺の顔を見てクスリと笑い、俺にデュアルクレイター、アントニオにケラヴノスを投げた。

　頑張ってねと手を振るルーシィ。

問い詰めたいことは山ほどあるが時間がない。

　ケラヴノスを手にとったアントニオが飛び込んでくる。

　気合いの叫びも無駄な怒号も無い本気で殺しに来る攻撃。

俺もこんなだったななどと思いながら受け止める。

　いつの間にか本降りとなった雨の下、俺達親子は切り結ぶ。

　ヴァンパイアの剛力で繰り出される一撃必殺の攻撃を弾く。

　弾いた槍が戻る前に懐に飛び込み、斜めに深く切りつける。

だがアントニオは楽々と避けて、槍を膝の高さで一周ぐるりと回す。

　跳んで避けるしかなかった俺の脚が浮いた瞬間、強烈な蹴りが脇腹を襲う。

咄嗟に腕で防いだが、骨にメキメキとヒビが入る音が鳴る。

「とった!!」

「そうでもない」

　追撃に入ったアントニオの顔面すれすれをデュアルクレイターの刃が通過する。

前髪が数本斬れ落ち、雨の中で煙をあげて燃え上がる。

「……貰ったら終わりは俺も一緒か」

　アントニオは冷や汗を垂らしながら距離を取り、腰を落として槍を構える。

　俺は燃えた髪を悲しげにみる。

お前は本当に多くを捨てて挑んできたんだな。

　そして感情を見せないようニヤリと笑う。

「片方が無敵じゃ勝負にならんだろう」

　無理に笑いながらデュアルクレイターを構え直した。

　天才だ、と素直に思う。

　ヴァンパイアの剛力だけに頼った攻撃ではない。

初めて持ったはずのケラヴノスを使いこなしている。

　独特のしなりを利用しての払いもそう、そして相手の足を浮かせて攻める戦法はさっき俺がやったものだ。それを避けようのない状況で返してきたのだ。




　正面から穂先と刀身がぶつかる。

双方共に並の得物ではなく砕けない。

一瞬の拮抗の後、俺とアントニオはほぼ同距離後退する。

「全身全霊でこれか」

　元が良すぎるのかルーシィのせいか力は並の吸血鬼と比べ物にならない。

ブリュンヒルデ並に思える。




　噴射するように息を吐きながら剣と槍のリーチ差を生かした連続の刺突。

一直線に点を狙うのではなくあえて姿勢を乱してケラヴノスをしならせ、曲線で突いて来る。

　一合、二合と合わせるも三合目から遅れ始め、四合目が掠め、五合目が脇腹を浅く抉り、六合目は受けられないと足で地面の泥を跳ね上げて後ろへ跳ぶ。

「速さは勝てんなこりゃ」

　正直穂先は俺の目でも見えない。

体全体の動きから軌道を推測し、最後は直感で受けているが、それさえ連続すると遅れ始める。

アントニオがそのことに気付けば簡単な工夫で崩されてしまうだろう。

　力でどっこい速さは負け。

戦闘センスは抜群でやっているうちにモリモリ強くなる。

長期戦になればどうなることか。

「どの道猶予は無さそうだが」

　俺は雨を落とす空を見上げた。

時間はない。早急に決着をつけないといけない。




　俺は足元を確認してから崖を背に立つ。

これで決着をつけようと誘いをかけたのだ。

「……」

　アントニオは何も言わずに俺を追い詰める位置に立ち、赤い目を見開いて槍を構える。

「ふっ」

　思わず笑ってしまう。

一度も稽古なんてつけていないのに俺の構えとそっくりじゃないか。

「なあ一つ聞かせてくれないか？」

「……なんだよ」

　これだけは互いに口が利けるうちに絶対聞いておきたかった。

「お前が俺を襲う理由はさっき聞いた。だがそれ以外にお前は殺したいぐらい俺を嫌っていたのか？」

　アントニオは構えも表情も崩さないまま答える。

「お前の非道、母様の過去を何度も読み返した。今もしてる……あんたを嫌う為に」

　そうか良かった。

「行くぞ！」

　凄まじい勢いで踏み込んでくるアントニオ。

　大地を砕くがごとく踏みしめられるその足が──雨に濡れた苔を踏みしめてずるりと滑った。

　俺はデュアルクレイターを握り締め、片足を浮かせたアントニオに向けて剣を突き出す。

「見え見えなんだよ！」

　アントニオの滑ったはずの脚が向きを変え、稲妻のような蹴りが俺の顔面を狙う。

突きで前のめりになった俺には回避不能な一撃だ。

　そう見え見えだ。

崖を背負って立つのは明らかに不利だし、目敏いこいつが足元を確かめた動きを見落とすはずがない。

　だから疑わないといけなかった。

簡単に裏をかいてはいけなかった。

　そもそも俺はさっき足で泥跳ね上げただろうが。

わざわざお前に見えるように確かめる訳ないだろうが。

「次があったら気をつけろよ」

　俺はアントニオの心臓を狙っていたはずの剣を引き戻し、蹴り足を全力で受け止める。

「しまった!?」

　俺達の力が互角なら両手持ちの剣と片足の蹴りなら結果は明白だ。

アントニオは本格的に体勢を崩してよろめく。

「決着だ」

「このっ！　まだぁ！」

　俺は腰の入った完全な構えで。

アントニオは片足が完全に泳ぎ今にも倒れそうな不安定な姿勢から。

　互いの得物を互いの心臓に向けて振り抜いた。




　肉を裂く音、血飛沫が飛び散る音、得物が地面に落ちる音──。

　アントニオが呆然と目を見開く。













　赤くなってしまったアントニオの瞳には俺の胸をぶち抜いて背中から飛び出す穂先と、足元に落ち、流れ落ちる血で染まっていくデュアルクレイターが映っていた。







　雨が止み、雲の隙間から僅かな陽光が漏れ落ちる。

　俺は自由になった両手をアントニオの首筋に伸ばし、フードをしっかり降ろしてやる。

「俺の方が遅かった。もうどうしようもなかったのに！　いや勝負をかける必要すらなかった！　あと数分も流せば陽が戻って俺は──」

「だから、急いだんだよ」

　俺は早口でしゃべりまくるアントニオの頬に手を置いた。

血で汚れたが吸血鬼なら問題ないだろ。

「手を抜いたのか」

　当たり前だろ。

「なんでだよ、なんで本気で来なかったんだよ！」

　決まっている。

「お前は、俺の子どもだろうが」

　子どもを斬って喜ぶ親がどこにいる。

　死ぬつもりはなかった。

叩きのめして担いで帰るつもりだった。

　ただこいつを殺すぐらいなら、死んでも良いと思っていただけだ。

　軽くむせたつもりがコップ一杯の血が飛び散る。

意識があるところを見ると心臓直撃ではなさそうだが、豪快に刺さった穂先はまず致命傷で時間はない。

　俺はアントニオを抱き寄せる。

今考えればこいつを抱き寄せるなんて生まれて初めてか。

「家族を、守れ。国なんて、どうでも、いいが、家族は一人残らず、全員だ」

　アントニオは瞳を泳がせながら頷く。

「裏切りには、ぼちぼち、気をつけろ、前の王も俺も、だったからな」

　ヴァンパイアになったら感情が消える。

なんてことは無さそうで安心した。

「あいつらを、抱くなら絶対に和姦だ、無理にやったら、男根に憑り付いて、毎日歌うぞ」

　アントニオは何度も頷く。

軽く冗談を入れたつもりだったが通じなかったようで残念だ。

　胸の激痛が冷たく引いていく。

まあ大事なのはこんなとこなんだろうが……おっと最後に一つ忘れていたな。

　何故か足元にあった荷物袋を持ち上げる。

何故か鉄塊のように重いわ、目が霞んで来るわで一仕事だ。

　袋から釣竿を取り出す。

「それ……」

「お前用、なんだ。俺はもう一緒に、行ってやれないが、適当な奴と」

　アントニオが今日最高に呆然とした顔で釣竿を手に取る。

拍子に力が緩んだのか手からケラヴノスが抜けた。

　血を流し過ぎたせいか俺はまともに立てず、胸に槍を刺したままふらふらと後退する。

　右足が崖の淵を踏み抜いた感触があり、視界がぐるりと持ち上がる。

「父さ──」

　ぼやける目に映る最後の光景は普段の黒い瞳のままで手を伸ばすアントニオだった。

『気にするな』と口を動かし俺の視界は暗転した。








第５７８話 道は継がれる

順番にご注意ください。

本日投稿の二話目です。前があります。












「父さ──」

　討ち取ったはずの怨敵は呪詛を吐くでも睨みつけるでもなくふいと笑って崖下へと落ちて行った。

　伸ばした手は届かなかった。

あれほど機敏に動いていた体が鉛のように重かったのは陽のせいだけなのか。

　左手を虚空に伸ばし右手で釣竿を掴んだまま、俺は血塗れの顔をただ硬直させていた。

「なあ、おい」

　周囲を見回す。

俺の叫びに応えた魔女、いや吸血鬼を探して。

「どこだよ。なぁ」

　返事はない。

先程まであの女が座っていた岩の上で丁寧に畳まれたハンカチだけが雨に濡れていた。

「なんだよそれ」

　直感で分かった。

いなくなった。そしてもう二度と俺の前には現れないだろうと。

　全てを投げうって挑んでいた。

返り討ちなど恐れもしていなかった。

　世界中に否定されても絶対に俺が正しいと言い切れる覚悟があった。

　なのに今、血が頭から足元に落ちていくようだ。

　本当に信じられない強さだった。

才を頼り、日々限界まで鍛錬して、人であることまで捨てた。

それでも届いていなかった。

　なのに最後まで殺し合っている感じがしなかった。

どこか鍛錬に近い雰囲気のままだった。

「ああ、最後まで殺気を向けられていなかったんだ」

　俺は血塗れの剣と、とても王が使う品には見えない使い込まれた革の大袋を掴み歩き出す。

　ヴァンパイアどころかまるで幽鬼、ゾンビのような歩みで。




　気づいた時には俺は王宮の玄関に居た。

どう戻ったのかも、どれだけ時間をかけて戻ったのかも覚えていない。

　ただ剣と袋だけは指が白くなるほど握り締めていた。

「あらアントニオ……貴方その血は何？　怪我をしたの？　早く手当をしないと！」

　最初に俺を見つけたのが母だったのは覚えている。

　だがそこからどう伝えたのかは曖昧だった。

　普段から冗談も嘘も言ったことがない。

その俺が尋常ならざる声で言ったのだろう。

『父を殺した』と。

　怪物と化した目で、凍り付いた心で。

　父の血がこびりついた剣を手に。




　作法だ威厳だと日々口うるさいノンナさんが大口をあけて号泣していた。

　カーラさんが俺の胸ぐらを掴み『何故どうして』と泣き叫んでいた。

　マリアさんが出来立てのパイを床に落としてうずくまってしまった。

　セリアさんは俺を一瞥もすることなく、一直線に飛び出していった。

　メルさんがスウやギルバードを抱き締めてすすり泣いた。

　事情を説明しようとした。

　何の為に父を討ったのか、建前の方が良いか本音の方が良いか。

　だがそれを口に出す前に母は口に手を当て、そのまま失神してしまった。




　悲嘆と慟哭の中、俺は自分の部屋に居た。

経緯は覚えていない。

「上手く使われたのう。ヒトのガキ」

　直前まで居なかったはずの少女が壁にもたれ掛かっていた。

ブリュンヒルデ──時折姿を見ていたが、まともに話したことはなかった。

「もうヒトじゃない」

　押し退けようと手を伸ばすと姿は既に無く、気配は真後ろだった。

「いいやヒトじゃ。化け物になったと思わされているだけのな」

　振り返るともう気配すらなかった。




　息を整えながら考える。

俺は自分が極めて優秀だと自覚している。

　決して考えなしの衝動だけで動いた訳ではない。

父を討った後、どう動くべきかも考えている。

「知らせが市井に伝わる。貴族共が慌てて集まってくる。好機だと叛徒が準備を始める。連邦も動く」

　時間を計算する。

俺がこの部屋に居られる時間、感傷に浸れる時間だ。

　砂時計を調整して机の上に置き、荷物袋から釣竿を取り出す。

　装飾皆無の市井の品だ。

　漫然と手に持ってみる。

釣りをやったことはないが常識として持ち方ぐらいは知っていた。

「ぴったりだ」

　俺の歳相応な身長に合わせてやや短め、歳不相応にある力に合わせて持ち手は太く重い。

適当に買った品ではなかった。

　良く見れば糸までついていた。

「汚い結び方」

　細かい作業に向く人ではなかった。

苛ついて力任せに結び、やっぱりこれでは釣りにくかろうとやり直してあった。

　コトリと袋の中で金属の容器が倒れる。

開いてみると冷めきった肉団子のスープが入っていた。

明らかに一人分の量ではない。

　好き嫌いをしたことは無い。

それでも好みと好みじゃない物ぐらいある。

入っていた具に俺の苦手なものは一つとしてなかった。

　食堂での会話の時に仕草を見て気付いていたのだろうか。

「あんな手紙を怪しまないはずないだろうに。それでもあの人は俺と」

　そも不完全な計画だった。

怪しまれて一人二人同行者が居ればお終いだった。

　それでもあの人は一人でやってきたのだ。

俺と二人で狩りをしたいと思って。

　言葉が詰まる。

額を壁に打ち付ける。

　事の後は考えていた。

突然王が消えた国のこと、隙を狙うだろう貴族共のこと、動き出すであろう連邦のこと。

　全てを押さえて上に立ち、母や姉を守る方法を考え尽くしていた。

だがここまで父が俺を想ってくれていた、見てくれていたとは思わなかった。




　殺し合いなんてやめて遊ぼうと言った父の姿が離れない。

　もし剣を捨てていたらどうなっただろう。

　きっと喜んでくれただろう。笑いかけてくれただろう。

　雑に糸を付けた釣竿を並べて雨に文句を言いながら釣りをしたのだろうか。

　俺の好物だけが入ったスープを温め、二人で食べたのだろうか。

　魚を腰に吊り下げ、また来ようなと笑って二人で帰ったのだろうか。




　首を振る。

もう取り返しがつかないことだ。

　こうすると決めた時に葛藤は終えている。

譲れない物の為に全てを投げうった。

どんな結果になっても後悔はないと決めたはずだった。

「それでも一つだけ、今日はやめて明日にしていたら」

　父と初めて二人きりで遊ぶことが出来たのだろう。

必死に憎まないと嫌いになれなかった父と。

「ルーシィめ嘘を吐きやがった」

　軽く目を押さえてから袖で顔を擦る。

「何が人として死ぬだ。感情が無くなるだ。止まらないじゃないか」

　俺は無言のまま、天井を向く。




　砂時計が空になった。

　俺は花瓶を手に取り、水を頭から被って鏡を見る。

目は氷のように冷たく、顔は石のように表情がない。

　これでいい。

無駄にできる時間は終わった。

　廊下からは泣き声しか聞こえない。

　家族と国の大黒柱を我が侭で圧し折った俺には代わりとなる義務がある。

　俺は決して皆が囲んで笑いあった父のような柱にはなれない。

　大切な母と姉にだって憎まれるだろう。

憎まれながらそそり立ち、全てを守り抜くのだ。

　俺はすすり泣きが漏れる廊下への扉をゆっくりと開いて行った。




「こいつ!!」

　出るなり包丁を構えたアナが突進してくる。

俺は決して怪我させることが無いように転がしながら見回す。

「へ、陛下を害したというのは……」

　目当てが居た。

内務総監のアドルフ、俺の政務の先生でもあった。

「事実だ。すぐに貴族共を集め、俺の戴冠式を行う。準備をしろ」

　ワッと上がる抗議を制する。

「既に父は亡い。経緯と感情は置け、俺以外に王をやれる者がいるか？」

　未だ泣き続けるノンナさんとその胸に埋もれて泣くバルトロメイ、俺に倒されたまま拳を絨毯に打ち付けてすすり泣くアナスタシアを順にみる。

「……貴方は」

　アドルフの言葉に声を被せる。

「メルード侯とミステ伯、その一門に監視をつけて動いたら即殺せ。奴らは必ずことを起こす。法務大臣を中枢に据えろ。奴は俺には逆らえん」

　それだけ言って視線を移す。

　軍務総監レオポルト、冷血の鉄仮面……か。

「連邦は父が消えた隙を必ず狙ってくる。エレクトラ西に精鋭軍団を配した上で国内の部隊をあえて混乱させろ。仕掛けさせてから逆撃で一度叩いてやれば奴らは思い直す」

　何も応えないレオポルトを見上げる。

「それとも心を落ち着ける時間が必要か？」

　くるりと全員に背を向けた。

「俺は父とは違う。内務も雑務も自分で出来る。忘れるなよ」

　我ながら生意気極まるガキだ。

　だがそれでも否定できない。

優秀なこいつらは分かっている。

　俺以外に誰も立てるものはいない。

王妃ノンナ、嫡男バルトロメイ、あるいは自分達か他の有力貴族か。

誰が立っても国は終わる。

　能力不足あるいは正統性の無さでだ。

「長年の父の横暴専制を正すべく血縁たる俺が立った。そう書いておけトリスタン」

　寝間着のままヨタヨタと走って来たトリスタンに言う。

「これが結末なんて……いや歴史を見ればありきたりだ……でもあの人がこんな簡単に」

　震える手で手帳に書きつけるトリスタン。

しっかり書かないと後世の学者が肝心な部分の解読に苦労するぞ。

「なあガキ」

　俺と目を合わせることなく声をかけて来たのはセクリトか。

「その呼び方を許すのは今が最後だ」

　分かったのか分かってないのかセクリトは続ける。

「あいつは最後にどんな顔をしていた？　何を言っていた？」

　石のように固めていた表情が乱れる。

幸いこの女はこちらを向いていない。

「笑っていたよ。気にするなってな」

　何故か都合の良い嘘が口から出なかった。

「そうか。そうだろうな」

　セクリトがこちらを向いたので俺の方が顔を逸らせる。

「母様、ローズ」

　俺は真っ青な顔で震える二人の手を取り広間へと歩く。

　ふと考える。

ここで転んで目を覚まし、父が隣に居たならば俺は残念がるのか喜ぶのか、と。

　そんなことはもう決して無いが。

全てが終わり……と見えますが本編残り二話あります。

明後日か明々後日には更新できると思います。










第５７９話　夜の家族







「生きていたりする」

　俺は大の字になったまま仰向けに横たわっていた。

流されてどこかの岸にひっかかったらしい。

「我ながら頑丈なもんだ」

　胸に大穴を開けられ……ケラヴノスは今もぶっ刺さっている。

そのまま崖から落ちて水に沈んでまだ生きているとは。

　ぼやける視界の中で夕陽が消え、周囲が闇に包まれていく。

「だが時間の問題か」

　全身に力が入らず、命の熱が胸と背中から流れ出ていくのがわかる。

この独語もまともな声は出ていまい。

　ふと低い唸りが聞こえる。

「狼……か」

　狼の群れが手足に食らいつこうとしていた。

夜の森で血の臭いがすればそりゃ寄って来るだろう。

　既に指一本動かせない。

生きたまま食われるとは中々に悲劇だが、これも含めて死ぬということ、仕方がない。

「食われるならせめてメスが良いのだが」

　などと言いながら目を閉じようとした途端、狼が一斉に尻尾を巻き、悲鳴すらあげて逃げ散っていく。




「やっ」

　僅かな衣擦れと花のような香り、感覚の無くなった体に煌めく金髪がかかる。

ぼやける視界いっぱいに圧倒的な美貌が映し出された。

　やあルーシィ。

呼びかけたが、もう声は出なかった。

「まだ死んでないよね」

　もうすぐだ。

「うん。間に合ったね」

　ルーシィは顔を寄せて俺の頬にキスをする。

目は見えなくなったが声はまだ聞こえた。

「エイギル、楽しかった？」

　ルーシィは俺の頬を撫でながら耳にキスを落とし、首筋へと唇を移動させていく。

『何が』と問おうとしてやめる。

今までの人生全て、ルーシィと会ってからの全てだと察しがついた。

「おう」

　腹の立つことも心苦しいことも思い通りにならないこともあった。

それでも愛しい女、可愛い娘、面白い奴らと駆け抜けた楽しい人生だった。

「良かった」

　ルーシィは微笑む。

もう見えないが確かに分かった。

「ならもういいよね。私と一緒に来てね」

　ルーシィは返事を聞くことなく、俺の首筋に吸い付いた。

　痛みは既に感じないが、首の圧迫感で牙が刺さっているのだとわかる。

　小さな痛みと大きな情欲を感じた今までの吸血とはまるで違う。

血を吸われるだけではなく、熱くて冷たい何かが逆に流れ込んでくる。

　ルーシィの声だけだった耳に川のせせらぎや落葉の音、狼の遠吠えまでが混じる。

　死を目前に閉ざされていた視界が開ける。

灯り一つないはずの夜の森がまるで昼間のようにくっきりと像を結んでいた。

　あぁこういうことだったのか。

　力が戻り始めた喉で声を出そうとした時、ルーシィが俺の頬に両手を添える。

「かなりつらいと思うけれど、頑張ってね」

　はっきりと聞こえたその声を美しいと思うのと同時だった。

「ぐおぉぉぉ!!」

　体が一人でに跳ね上がる。

ゆっくりと止まりつつあった心臓がまるで太鼓を連打するかのごとく鳴り響く。

　体内に流れ込んだ何かが痛み、熱さ、絶望、冷たさ……そのどれでもないが、どれよりも激しい苦痛を爆発させていた。

　人間としての本能が止めろと抵抗している。

　だが俺の中に入った何かは止まらない。

首筋から頭、胸を犯し、腹から手足へと全身に行きわたっていく。

　それは体と同時に心にも入り込み、俺の全てをまるで内側から消化するように侵していく。

「これでエイギルの心も体も私のもの」

　ルーシィは胸に刺さったままだったケラヴノスを強引に引き抜いた。

バケツをひっくり返したような大量の血が噴き出すも痛くも苦しくもない。

感じないのではなくそれに数十倍する苦痛に塗りつぶされているのだ。

「ただの木偶になってしまわないように深く濃く力を注ぎました。その分とても苦しいけれど、エイギルならきっと耐えられる。万が一壊れてしまっても、自我が戻るまで何十年でも守ってあげる」

　声ははっきり聞こえるのに、俺の心にそれを理解するだけの余裕がない。

手足はバラバラに暴れ、断末魔のような叫びをあげ続け、心が奈落の底に落ちていくような感覚だった。

　ぶっ壊れたような俺をルーシィは優しく抱き締め、何度もキスをしてくれる。

「これが終わったらずっと一緒。永遠に一緒に居られるわ」

　優しい口調とは裏腹にルーシィは苦しく泣きそうな顔だった。

　苦しむ俺を見ていられないのだと理解した途端、苦痛が山を越えた。

未だ獣のような呻きと体の硬直は止まらないがそれでも徐々に引いているのがわかる。

「最初の波をもう乗り越えたんだ……ふふ、さすが私のエイギルだね！」

　嬉しそうなルーシィ。

　その顔がいきなり強張り、川下を睨みつける。

「──こんな時に邪魔が入るなんて。殺しましょうか……だめ、今は離れられない」

　ルーシィは俺を担ぎ、河原から一足飛びに森の中へと跳躍し、太い木の根元に俺を降ろした。

　体は動かず心も跳ね回っている俺はされるがままだ。

だが異様に利くようになった夜目がこちらに向かってきた者を捉えた。




「エイギル様……エイギルさま！　どこですかぁ！　返事をしてください！　どこに……いるのですか」

　何度も転びながらやって来るのは──セリアだった。

　草で切ったのか手も足も顔まで細かい切り傷だらけ。

引きずる片足は赤く腫れ上がり、折れているのかもしれない。

「エイギル様が死ぬはずないです。絶対に、絶対に見つけないと……」

　セリアは歯を食いしばり、這いずるように河原を歩く。

「あうっ！」

　そして何度目かに倒れ込んだ先は、俺が流れ着いていた場所だった。

　セリアは辺り一面に広がった大量の血に気付く。

「大量の出血……。首か胸……こんなのとても……。違う！　エイギル様のじゃありません!!」

　その手が血まみれのケラヴノスに行き当たる。

セリアは泣き顔になって槍を抱いた。

「ケラヴノス……ぐす、そんなエイギル様……嘘です……嫌です」

　更にセリアは地面を搔き分けて何かに気付く。

「狼の群れの足跡……。狼の死体がない……反撃してない」

　セリアは狼の足跡を追おうとするも暗闇で適わない。

　満身創痍のセリアは腰が抜けたようにその場にへたり込む。

「エイギル様にもう会えない……愛して貰えない……二度と一緒にお出かけも」

　セリアは天を仰いだかと思うと血に塗れたケラヴノスを逆手に持った。

　駄目だと、ままならない体を起こす。

しかし声を出そうにも乾いた吐息しか出ない。

「お供しますエイギル様。永遠に一緒です」

　セリアは何の躊躇もなく穂先を自分の胸に突き込んだ。

胸から血飛沫があがり、小さな口からは大量の血反吐が噴きだす。




「あらら……見事にいっちゃいましたね」

　俺は目を見開き、声にならない息を吐きだしながら立ち上がろうとする。

その手をルーシィは優しくとって首を振った。

「無理よ。エイギルにはとても大きな力を与えました。力が大きければ変異の反動も大きい。数か月かけて馴染ませないとまともに立つこともできません。あの娘は可哀そうですが、後でちゃんと埋葬してあげますから」

　その言葉が跳ね回る俺の心に錨をつけた。

　セリアが死ぬ。

勝手に納得して死んだ俺の後を追って死ぬ。

　そんなことは許されない。

　木の幹を握りつぶすように掴み、両脚を地面に叩き込む。

「嘘!?」

　自然と上がる苦悶の声を肺の奥からひねり出す咆哮で打ち消す。

「まだ数分なのに立てるなんて……いけない！」

　両脚を無理やり地面に突き立てる。

　急げ、急げ、急げ。

「エイギル駄目！　変異中に動いたら──!!」

　棒のように動かない足を無理やり捻じ曲げ、倒れていくセリアに向けて跳ぶ。

五〇ｍの距離がただ一度の跳躍で詰まった。

　セリアの隣に着地し、かすれている場合ではないぞと自分の喉を殴りつける。

「セリア!!」

　最期の震えを起こしていたセリアが俺を見て驚き……そして微笑む。

「エイギル様……生きてた……」

　セリアの手が俺の頬に添えられる。

「ごめんなさい……早まって……ポカしました」

　その手がズリズリと頬を滑り落ちていく。

「でも……本当に……良かった」

　満面の笑みを浮かべたセリアの目から涙が流れ落ちる。

　槍は完全に心臓を貫通していた。

力を失った手を握って叫ぶ。

「馬鹿野郎！　思い切りが良すぎるぞ！」

　手当ての出来る傷ではない。

　可愛いセリアが死んでしまう。

数分どころかもう数秒の猶予しかない。

「どうする。どうすればいい」

　俺が今こうして動いている。

それが答えだ。

　やり方は知らんがやるしかない。

「可愛いセリアを一人で終わらせてなるものか」

「やめなさいエイギル！　変異したてどころか変異中に別の者をなんて──ああっもう!!」

　俺は最後の息を吐きだすセリアに牙を立てたのだった。
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数日後

　じめじめとした洞窟に美しい声が二つ響いていた。

「これがわかりますか？」

「ウサギと野イチゴです。特別甘いやつです」

　姿は見えない。

俺が胡坐をかいて壁に向かっているからだ。

「不思議ですねぇ。格の低い吸血鬼が眷属を作っても感情の無い木偶か、下手をするとゾンビの亜種みたいになってしまうのに、変異中にあんな滅茶苦茶な方法で……ゾンビじゃない？　本当に？」

「誰がゾンビですか！　頭を押さえるのを止めなさい！　そもそも私はまだ貴女を許したわけでは……」

　俺は頭に落ちる水滴を無視して目の前に生えたキノコを数えながら無反応を装う。

「それでエイギルはまだ拗ねてるの？」

「拗ね拗ねです。エイギル様、そろそろこっちに来て頂けませんか？」

　ルーシィとセリアに呼びかけられた俺は露骨にそっぽを向いた。

　何とも情けない行為だが、今の俺は本気で二人に怒っているのだ。

「貴女がエイギル様を罠にかけたからです。愛を裏切った貴女が悪いのです」

「うーん早まって自殺した貴女に怒っているんじゃありませんか？」

　俺はどっちもだとばかりにフンフン荒く息を吐く。

「あーあ。永遠に二人きりだと思ったのに、初日からお邪魔虫が来ちゃうなんて」

「私とエイギル様は常に永遠に一緒なのです。むしろどっか行くのは貴女の方です」

　溜息を吐きながら言うルーシィだが声に不快さはない。




　そう俺達は夜を生きる吸血鬼となってしまったのだ。

　俺は死の直前にルーシィによって。

自ら心臓を貫いたセリアは最後の一息と同時に俺によって。

　今も灯り一つない洞窟の奥深く、不自由どころか人だった頃の昼間よりもはっきりと見えている。

　力も尋常でなく、この洞窟の主であった二メートルばかりの大熊を素手で絞め殺した。

人間だった頃でも頑張れば出来た気がするが、力を込めずにやれたのですごいとしておこう。

　その時に熊の爪で肩を深々と抉られたが、ほんの数秒で傷はなくなり服だけが破れていた。

「じゃあ仕方ないから始めましょうか」

「何をですか？　きゃあ！　何をするのですか!?」

　あぐらをかいて壁を向く俺の後ろで二人が騒ぐ。

「新しく眷属になった吸血鬼は同性の古株と性器を擦り合わせて親交を深めるのが習わしなのですよ」

「そんないやです！　あうぅ！　困ります！　あ……でも少し気持ちが……」

　俺は腕を組み、胡坐をかきつつ首だけでチラリと振り返る。

人外の速度を生かした凡人の目では捉えることも出来ない神速のチラ見だ。

「はい捕まえた」

「やはり罠だったか……」

「吸血鬼になってもスケベで安心しました」

　振り返った顔をがっちりルーシィに掴まれて引きずられる。

　引きずられながらルーシィに悲しい顔を向けると、その意図を察したのかルーシィは気まずそうにつぶやく。

「あっちから頼んで来たんだもん。主犯はあの子だもん」

「言い逃れは許しません。今からでも反逆罪でひっとらえます！」

　騒ぎ出すセリアをルーシィは片手で押さえる。

　可愛らしく「もん」とか言っても簡単には許せない。

「俺はいいんだ。好き勝手やりたいことをやって来たんだから、こんな最期も予感はしてた。でもアントニオを死なせてしまうなんて酷いじゃないか」

　勿論アントニオは今も健在だ。

自分の意志と感情もしっかり保っていた。

　それでもあいつはもう太陽の下を駆けることも、恋人と温め合うことも、美女とやりまくって種を撒き散らすこともできない。十四の子どもからこんな人生の楽しみを奪うのはとても酷なことだ。

「普通に子を作る、では駄目なんでしょうか」

　セリアの突っ込みを今は無視する。

「あの子は本気でした。何度も怖がらせたけれど迷いもしなかった。もし私が断っていたら、きっと他の方法でエイギルを狙ったことでしょう」

　セリアがむむと唸って言う。

「レベッカさんが泣きながら言っていました。アントニオの動きは要警戒領主達の方向から漠然と掴んでいたと、でもエイギル様が調査するなと止めたって」

　他の方法とは吸血鬼化しての一騎打ちなんてキワモノではなくありきたりな正攻法、仲間を集めてボスを倒す──俺への不満分子を取り込んだ普通の内乱だろう。

「エイギルは最後に勝ちを譲ったけれど他の人はそんなことしませんよ」

　俺と二人きりの一騎打ちだったから、せめてああしてやれたのだ。

戦争ならたった一本流れた矢が額に当たれば死んでしまう。

　ノンナやカトリーヌが傷ついた上にアントニオは完全に死ぬなんて最悪の結末もあった訳だ。

『もし』ルーシィが断っていたら『もし』セリアを連れて行っていたら……そんな『もし』が今より良い結果になるかどうかなんざわからない。

　運命や宿命に抗うのは望むところでも、既に起こってしまったことにあれこれ言っても仕方ない。

「ただ一度だけでも狩りか釣りを一緒にやりたかったな。とうとう行けず終いだった」

　釣竿だけは渡したがきっと家族と行けるような雰囲気でも無いだろう。

「うぅぅぅ……ふぇぇぇぇ……エイギル様可哀そうです……」

　セリアがボロボロ泣き始める。

　吸血鬼って感情が消えるとは聞いた気がするんだが。

アントニオもセリアも感情が溢れてるぞ。

「私は五百年モノだから力は強いけど……それでも変異してしばらく薄くなるはずなんだけどなぁ」

　人形みたいになったセリアなど見たくないから大歓迎だが。




　さて、そろそろ本題だ。

「どうしてこんなことをしたんだ？」

　漠然とした簡単な問いにルーシィは一つ息を吸い込んだ。

「私も家族が欲しくなったのです」

　こんなことしなくても俺達は──とは言えなかった。

ほんの百年も経てばルーシィはまた一人になるのだから。

「だから貴方が欲しかった。ヒトとしての人生を走り抜いて魅力的になった貴方と一緒に歩いて行きたくなったの。何をしてでも、誰を悲しませてでも。エイギルが欲しくなった」

　とても単純で我が侭で純粋な願い。

叶えるには他の大勢を泣かせるしかない願い。

「なら仕方ないな」

「ええ、仕方ないのです」

　俺は我欲の為に友と王を斃しアントニオは焦がれる母と姉の為に父親を斃した。

そしてルーシィは俺と永遠を歩む為、俺とアントニオに牙を突き立てた。

　我が侭、横暴、自分勝手。

　それでも本気で望むなら、何をしてでも成し遂げる。

　それが人生と言うものだろう。




　俺とルーシィは唇を重ねる。

「永遠になるかは分からんが、どちらかが滅びる時まで共に歩もう」

「ありがとうエイギル。実は今まで本気で怒って去ってしまうんじゃないかと、足の震えが止まらなかったの」

　ルーシィはそう言ってへなへなと地面に腰を下ろした。

「お詫びはなんでもするわ。五十年でも百年でも……もう私達に時間の制限はないのだから」

　ルーシィのまるで童女のような無邪気な微笑み。

だが俺は邪気満載で反応する

「なんでも？　百年なんでもと言ったな!?」

　風を起こす勢いで顔をあげるとルーシィの笑顔が硬直する。

「やってしまいました。これで百年間服を着れませんね……」

「ふふふ、百年痴女として別の妖怪になると良いのです」




「さて次は」

　俺はルーシィを煽るセリアを掴みあげる。

「あう」

　そして吸血鬼になって多少色白になりながら張りのある頬をペチペチ数十回はたく。

「あうっやめっ痛いです！　あうあっ！」

　そしてペチペチが終わると今度は両手で頬を掴んで引き延ばす。

「ふぎゃぁ！　いはいれすふーー！　ものふごくいはいれすぅーー!!」

　いつにも増して引き延ばしながら言う。

「何故死んだ。どうして自害なんてするんだ。可愛いお前の死を見せられて、あまつさえ俺自身が殺して……心が張り裂けそうじゃないか！」

　冗談みたいな雰囲気だが割と本気の言葉だった。

　セリアもそれを察したのか、頬を限界まで引き延ばされながらいくつもの言葉で謝る。

　そして解放されると真っ赤になった頬を撫でながら呟いた。

「でも後悔してません。何度時間が戻っても同じことをします。エイギル様がいない世界になんてなんの未練もありません」

「だがお前にはまだ……」

　言葉が遮られる。

「楽しかったです。イリジナさんもマイラさんもレアも大切な家族でした。みなしごだった私にはあり得ない幸せです！　でも！」

　セリアが俺の胸に飛び込む。

「全部エイギル様がいてこそです。エイギル様がいない世界で生きるのは拷問です。だからもうエイギル様がこの世界に居ないなら、一刻も早く会いに行きたかったのです」

　そんなことを言われたら怒れないじゃないか。

「密かな願望も叶いました。死ぬ時はエイギル様に殺されたかった……あっ！」

「うわぁ変態ですね」

　俺もちょっと引いてしまった。

　セリアはドン引きの空気を掻き消そうと手で虚空を払いながら声をあげる。

「私にも言いたいことはあるのです！　エイギル様は薄々こうなると分かっていたのですよね！」

　俺は答えない。

だがセリアはそれを肯定と理解した。

「私を置いていくつもりだったのですね！　そんなの酷いです！　私がエイギル様無しで生きていけないことは知っていたはずなのに！」

　言い訳はできない。

セリアを道連れにするなど出来るはずもないが、俺が死ねば彼女がどうなるか考えるべきだった。

俺がいなくなっても元気で生きろよ、なんて言うのは残酷すぎたのだ。

「俺が悪いな。これからの長い時間で償うとしよう」

　俺はセリアを抱き上げて濃厚なキスをする。

体温を無くして氷のように冷たいセリアだが唇だけは温かく感じる。

そしてルーシィの氷のような目にも今は耐えるしかない。




「ところで聞こうと思っていたんだが」

「はい？」

　俺はセリアの頭に手を置き、肩から胸尻と撫でつける。

「どうしてそんなに小さくなっているんだ？」

　セリアは可愛いセリアだったが、歳は二十半ばの成熟した女だった。

身長も１６０ｃｍ程あったし胸も標準以上に膨らみ、尻も俺をしっかり受け入れられる大きさだった。

　それが今は身長は１５０ｃｍあるかないか、胸も良く見れば膨らんでいる程度で、尻は小さく可愛い小桃だ。

　セリアと出会って少しの頃、十四、五才の頃に戻ってしまっている。

ついでに吸血鬼になって生えた牙も八重歯で通るほど可愛らしいサイズだ。

「凶悪な吸血鬼なのに一層可愛らしくなってしまったじゃないか。どうしてこんなことになったのか」

「ううん……変異して若返るなんて見たことも聞いたこともないんだけど」

　ルーシィも首をひねる。

「私自身にもさっぱりわからないですけど」

　そう前置きしてセリアは続ける。

「私は今までどんどん育ってムチムチのボインボインになろうとしていました。エイギル様の好みに合わせ、遠慮なく抱いて可愛がって貰う為に」

　そこまで言ってからルーシィを指差す。

ルーシィははてなと首を傾げる。

「でもこんなのには敵いません！」

　セリアは八重歯もとい牙を剥き出しにしながら吠える。

　服をこれでもかと押し上げる胸は巨大でありながら美しく微塵も垂れていない。

　尻も黄金比の形を維持しながらむっちり大きく、男ならば腰を打ち付けることしか考えられない。

　圧倒的な胸と尻とは対照的に腹から腰は大きく括れ、彫像のような完璧な体型。

　真白な顔は目鼻口の配置から形まで非の打ちどころが無い美顔、絶世の美女と以外に形容できない。

「美人さ豊満さではどうやっても敵いません。なので私の本能が可愛い路線で勝負に出たのです」

「一理ある」

　俺は腕を組んで頷く。

　ルーシィは絶世の美女でありスタイルも圧倒的だ。

　百人の男に聞けば全員が美しいと答えるだろう。

「しかしだ」

　可愛いか？　と聞けばどうだろうか。

美貌も黄金比のスタイルも可愛さとは矛盾する。

『美しさ』が先行し過ぎて『可愛さ』が隠れてしまっているのだ。

　今のセリアとルーシィを並べてどちらが可愛いかと聞いたならばセリアが勝ってしまうだろう。

「美人は三日で飽きると言います。そして私達の時間は永遠……いずれエイギル様は可愛い私の虜となり、ムチムチ美女はたまに獣欲を吐き出すだけの存在と成り果てるのです」

　自分で可愛いと言ってしまう辺りが最高に可愛いじゃないか。

　セリアを掴まえて頬ずりをする俺を見ながらルーシィが頬を膨らませる。

セリアには悪いがこっちも十分以上に可愛いな。

「腹の立つ言い方をしますね……この際だから言っておきますが、エイギルは私の眷属、つまりは子供のようなものですよ。貴女はそのエイギルの眷属なのですから私に十分敬意を……あっしまった！」

　慌てて口を塞ぐルーシィだがもう遅い。

「つまりおばあちゃんです！　おばあちゃん宜しくお願いしま──ぐぐぐ」

　ルーシィが割と本気の表情でセリアの首を絞める。

　永く続くであろう三人の歩みはこうして始まるのだ。







「まったく……そろそろ陽も落ちますから近場の町に調達に行ってきます」

　ルーシィはセリアを解放すると洞窟から出ていこうとする。

「何を調達するんだ？　酒と食いものか？」

　ルーシィは決まっていると振り返る。

「処女と童貞です。そろそろ乾いて来たでしょう？」

　言われるなり喉が強烈に乾き出した。

セリアも同じく悶え始める。

「わ、私も喉が焼けるようです……血、血が欲しいです！　ふしゃー!!」

　セリアは牙を剥きだすが、吸血鬼と言うより猫にしか見えない。

　ルーシィは悶える俺達を見て笑う。

「しばらくその状態が続きます。貴方達は生まれたての赤子のようなもの、当分の間は私が面倒を見てあげますよ」

　ひょいと飛び出していくルーシィ。

　その姿を見て改めて思う。

「ううむ、本当に人外になってしまったのだなぁ」

「です。でもエイギル様と一緒なら後悔はないです」

　俺とセリアは赤い瞳で見つめ合い、体を寄せ合ってルーシィの帰りを待つのだった。

ややコメディチックで前回との落差があったかもしれません。

予定通り次回が最終話です。

また今回との落差があるかもしれません。

更新日は数日内予定、事前にツイッターで告知するつもりです。

後一話……色々なご感想等あると思いますがもうほんの少しだけお付き合い下さい。










最終話　別れ　そして永遠へ







「腰が痛いわ……エイギルのエッチは激しすぎます」

　ルーシィは呻きながら言ってから気だるげに姿勢を変える。

　仰向けになったことでベッドで潰れていた巨乳が揺れ、天井を向いてから僅かに左右へ広がる。

「女が絶頂したら軽い愛撫か愛の囁きに切り替えるものですよ。白目を剝くまで腰を振るなんて酷いわ」

　文句を言いながらルーシィが両手で手招きする。

近づくとしなやかな両手が頭部を包み、豊かな谷間に引き寄せられる。

「最後なんて泣き叫びながら絶頂から戻れなくなって……ヴァンパイアでもあんなに無茶苦茶されたら苦しいんですからね」

　豊かな乳房で頭を左右から叩かれる。

「ルーシィの悲鳴を絶頂間近で聞くと興奮してしまうんだ」

「私をつらくして興奮するのね……酷いエイギル。ふふ」

「真横で聞かされた私はその十倍苦しくてつらいです」

　終わったと判断して俺達の間に割り込んで来たセリアが二回戦を始めないよう強引にズボンを履かせてくる。

「それにしても……」

　ルーシィは乱れた髪をかき上げ、俺の唾液まみれになった乳房を濡れタオルで拭きながら言う。

「エイギルも貴女も良く平気ですね。成りたての頃の吸血衝動は飢餓にも近く、のたうち回る程のはずです。理性を失って無差別に人を襲うことも珍しくないのに」

「血は美味く感じた。吸いたいとも本能が訴えて来るが」

「暴れる程ではないです。トマトでも割と代用できます」

　俺とセリアは顔を見合わせ、ちょんとキスをして鼻同士を擦りつけ合う。

「私の知ってることと違うなぁ。変異の時のトラブルのせいか、単にエイギルが異常なのか」

「吸血鬼になっても異常なのか俺は」

　笑いながら伸びをしてベッドから降りる。

　俺達三人は住居を洞窟から猟師小屋へと移していた。

いかに吸血鬼三人とは言え洞穴生活はつらく、ベッドと屋根のある生活がしたかったのだ。

　小屋の主は少し離れたところで狼に食われていたのでやって来る者も無く、世を忍ばねばならない吸血鬼が隠れ住むにはちょうど良い場所だ。

　閉じられた窓の隙間から僅かに陽が漏れている。

「む、熱中している間に朝になっていたか」

「ですね。陽が沈むまで一眠──」

　俺は何事か言っていたルーシィに言葉を被せ、木窓に手をかける。

「朝日を浴びてこそ一日の活力も湧くものだ」

「え？」

　セリアが妙な声を出すのと俺が豪快に窓を開け放つのは同時だった。

「ぐわぁぁぁぁ!!」

　まるでドラゴンの炎を吐きかけられたような凄まじい熱を感じる。

「ああっエイギル様が煙噴いてます！　すっごい焦げてます！」

「閉じて！　窓を閉じて!!」

　セリアが何かを投擲して窓を閉める。

「吸血鬼がなんで堂々と朝日を浴びるの！　馬鹿じゃないの！」

　きつい調子でルーシィに怒鳴られ、俺は全身から立ち上る煙を払いながらしょげる。

「なりたてだから忘れてたんだ。むう……全身が熱くて痛い」

「灰にならなかっただけ幸いです……永遠を誓っておいてドジで死ぬとか許しませんよ」

　ルーシィが胸を撫でおろす。

　焦げたせいか酷く喉が渇いた。

水瓶を覗くも空、仕方ない汲んでくるか。

「この小屋はすぐ近くに湧き水があるのが良いよな。新鮮で美味い水が飲み放題だ」

「えっ？」

　セリアの妙な声を聞きながら目張りされた入口のドアを全開にする。

「どわぁぁぁぁ!!」

「エイギル様はアホなんですか!?」

「ああもう自覚が出るまで手足を切り落としておきましょうか！」




　全身から煙を立ち上らせながら俺はベッドに突っ伏す。

「もうダメだ。朝から何もやる気がなくなった」

「そもそも吸血鬼が一日の起点を朝にしないで下さい」

　俺はベッドの上を転がってセリアを毛布に巻き込み、更にルーシィも引き込んで密着する。

この三人が今の俺の家族……三人だけなのだ。

「あれから何日経ったか」

　寿命の無い吸血鬼に日付の概念はない、と恰好を付けたいところだが、セリアが毎日メモに予定を書き込んでいるので残念ながら正確に分かる。

　俺とセリアがヒトでなくなってからちょうど二ヵ月だった。

　王宮の方向に視線をやる。

高台からならかすかに見える距離のはずだ。

また焦げるから窓を覗くこともできないが。

　察してかセリアが視線を遮るようにずり上がり、可愛さを追求した小さな胸を俺の顔に押し当てる。

「もういいじゃないですか。私達はヒトじゃないのです。関われないし関わってはいけないです」

　今や夜の魔物となった俺達がノコノコ王宮に戻る訳にはいかない。

それぐらいは分かっている。

「アホカスナメクジのアントニオは憎らしくも上手くやっているみたいですし」

　毒満載の言い方でセリアが続ける。

　俺達はこの場所に引き篭もり続けている訳ではない。

夜な夜な吸血鬼として血を求めて近くの農村へ行ったり夜に出歩く不用心な者達を攫って血を吸う。

　今更聞いても仕方ないと知っていても、寝物語に『俺の死んだ後』を聞いてしまう。

それを積み上げて行けば全体の話が見えて来る。

「相当無茶をやっているみたいだな」

　あえて話を続けるとセリアは不満げな顔のまま腰につけたポーチからメモを取り出す。

小さくなって胸の谷間に収納できなくなったからポーチを使っているのだ。

「アホトニオは王位宣言の場で抗議に来た者を不服従と皆殺し、これだけならまだしも……ごめんなさい『暴君』からの解放だと讃えた者も王位への侮辱だとして皆殺し」

　俺のやり方と同じだがより強硬で徹底的にやっている。

「ふーん。でもそんなに苛烈にやったら反乱起きるんじゃないですか？」

　ルーシィは世間話でもするような口調で言いながら股間に手を這わせてくる。

「ボケトニオは承知していたみたいで諜報官とレオポルトさんの部隊を使って背いた瞬間に潰しています。まるで最初から誰が背いて誰が怖気付くが知っていたみたいです。そして何故か法務大臣がアイツの手先として奮戦しています」

「へーすごいですねー」

　ルーシィは俺の胸板に額を擦りつけながら手を更に動かす。

もう政治になんて興味がないのだとはっきりわかる。

「更にカストニオは国内の軍……戦力にならない訓練部隊を派手に混乱させました。そして連邦の前線指揮官は好機と見たのか密約を破って攻勢に出ました」

　その結果はどうなったのだったか。

「大規模に兵を伏せて待ち構えた精鋭の守備隊がこれを完膚無きまでに撃破、さらに追撃の中で見せしめに複数の街を住民ごと草木も残らず焼き払ったとか」

　被害の規模から見れば連邦の国力へ与える影響は知れている。

　だがこれで連邦は思い知った。

王が斃れても軍は健在だと、そして新王は俺よりも苛烈で無慈悲だと。

　そうなれば少なくとも安易に手は出してこない。

予定通り帝国への攻撃を優先するだろう。

　もう何の興味もなくなったルーシィは相槌すら打たずに俺の股を弄り続ける。

「ナメクジ……言いにくいです。ナメトリオは王宮内の……むも……」

　可愛く丸くなったセリアの顔を包むように撫でて言葉を遮る。

「あいつは貴族も敵も殺しまくっているが、家族には誰一人手を出していない。王宮から追放した者も一人もいない」

　セリアは更なる罵倒の言葉を見つけようと口を開き、俺の顔を見て言い直す。

「実母カトリーヌさんに特別な位を与え、姉のローズを妻にすると宣言しただけです」

「言葉にするとすごいね」

　再び興味を持ったルーシィがケラケラと笑う。

「宣言と同時にローズに思い切り引っぱたかれ、アナスタシアに町娘でも口に出さない単語で罵倒されたそうですが、何事も無かったかのように玉座に戻ったと」

　場の雰囲気を想像して俺もルーシィと一緒に笑ってしまう。

「でもカトリーヌさんは終始放心状態で返事すらしなかったそうです」

　笑えなくなってしまった。

「後はノンナさんが戴冠式の最中に号泣したとか、組み付いたアナスタシアを転ばせたとか、命令に従わないマイラさんと睨み合ったとか……アントニオの評判は貴族だけではなく民の間でも地を這うがごとし、当然です！」

　俺は思い出し激怒するセリアを宥めながら朝日の漏れる窓を見続ける。

当たり前だが苦労しているようだな。

「えい」

　ブチッと音がして激痛が走る。

ルーシィに掌一杯分の陰毛を引き抜かれたのだ。

　さすがに酷いと抗議するもルーシィは全裸のまま立ち上がって言う。

「全然反応してくれないなんてひどいわ。そんなに気になる？　会いたい？」

「今更帰れないだろう。俺はもう人ではないし今帰ったら……」

　モジモジと手でも擦り合わせたいところだが、さすがに恰好悪いので代わりにセリアの頬っぺたを擦りまくることにする。

　セリアが騒ぎ、ルーシィは溜息をついて俺の額を指で弾く。

「答えてないわ。気になるか、会いたいか、と聞いたのですよ」

　俺は更に激しく摩擦熱すら感じる勢いでセリアを撫で回しながら返す。

「気になるさ。会いたくもある。ノンナには夜までに帰ると言ったきり別れの挨拶もしていないんだぞ」

　もみくちゃにされて騒いでいたセリアが大人しくなる。

　俺はもう一度、覗くこともできない窓を見た。

「だが仕方ない。それじゃ死にますと宣言してから死ねる奴なんてまずいない。思い残すのが人生だ」

　かつて俺の隣で死んだ奴も、俺がぶっ殺した奴もみんな同じだった。

いくら我が侭を言っても変わらない。

「じゃあ行きましょうか」

　せっかく雰囲気を出して語っていたのにルーシィは黙々と服を着ていたようだ。

「どこに？」

　ルーシィはすいと窓の外を指差す。

「王都に」

「だからそれは……」

　俺は手元のセリアを抱き締める。

体温の無いはずの体が暖かく感じた。

　さすがにここは優柔不断にならざるを得ない。

死人となった俺が戻ることは決して良いことではない。

　女達には偽りの喜びを、アントニオには破滅を与えてしまうだろう。

「もちろんヒトじゃないエイギルはもう帰れませんよ。というか帰しません」

　本気の目で言ってからちょいと唇を押される。

「でもお別れの挨拶ぐらいはしてきたらいいんじゃないですか？」

　即答できない。

　女達はきっと泣いてくれているだろう。

そして俺が戻れば喜んでくれるだろう。

　だがヒトとしては終わってしまった俺はすぐに去らねばならない。

生きて帰ったとぬか喜びだけさせてまた消えねばならないのだ。

「もうエイギルの癖にじれったいですね！」

　ルーシィは俺の顔を正面から覗き込む。

真っ赤な瞳には優柔不断で情けない、一物ばかり大きな筋肉男が映っていた。

「貴方は私とお別れするのと、私がお別れも無しに消えるのとどちらが辛いですか？」

　腕の中に納まったセリアもふにゃりと言う。

「みんなきっと喜んでその後で倍悲しみます。それでも二度と会えずに終わるよりは……きっと」

　俺は自分の額を壁に打ち付け、頬を思い切り叩き、一物をベッドに叩きつける。

「下らないことで迷っていた。さあ行こうか」

　ルーシィとセリアが微笑む。

　俺は服を着る時間も惜しいとばかりにドアを開け放った。

日光が燦々と降り注ぐ。

「ずわぁぁぁぁ!!」

「なんで学習しないんですか！」

「永遠どころか十年生き残れるか心配になってきました……」
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　窓枠に立ち、室内を覗き込む。

部屋には蝋燭一つ灯されていなかったが今の俺にはなんの支障ない。

　後宮の中でも一番広い部屋、一番大きなベッド、その中心でノンナは眠っていた。

ふかふかのベッドに快適な気温、テーブルに活けられた心地良い花の香りも漂っているだろう。

　それなのにノンナの寝顔は引き攣り、眉は深く寄せられていた。

「ひぐ……ぐす……」

　荒れた唇から小さな泣き声が聞こえ始め徐々に大きくなっていく。

「夜に……戻るって……いや……いかないで……うぅぅぅ……」

　泣き声は悲しい呻き声に変わり、毛布からふらふらと腕が持ち上がる。

閉じた瞳からは絶え間なく涙が溢れていた。

　すると隣室……本来は使用人が控える部屋からランプを持ったバルトロメイが早足で現れ、ノンナの手を取り肩をゆする。

「母様、母様」

　ノンナはハッと目を覚まし、心配そうに覗き込むバルトロメイを見て長い長い溜息を吐いた。

「また……うなされていましたか」

　差し出された水を飲み、バルトロメイを抱き締める。

　反対側の隣室の扉も開く。

「母さまぁ」

　泣きそうな……いや泣きながらアナスタシアがトボトボと歩いて来る。

「あぁ、また漏らしてしまったのですか」

　寝間着の股がグッショリと濡れている。

　アナスタシアは俯きながら無言で寝間着を床に脱ぎ捨て、ノンナの胸に飛び込んでしまう。

　いつものノンナならそれはもう後宮中に響く声で叫びまくるはずだが、何も言わずに子ども二人を抱き寄せてシクシクと泣くばかりだった。




　こんな光景は見たくなかった。

だからこそ来てよかった。何を迷っていたのか。

　愛する者が別れの挨拶も無しに消える。

その結果がこれなのだ。

　俺は音も無く静かに窓を開く。

「ごめんなさいね。私がしっかりしないといけないのに、エイギル様が居ないと私は何も……何も……」

　三人はベッドの中央で抱きしめ合いながらわんわんと泣く。

　俺は目一杯手を広げ、三人を外側から包む。

全員に手が触れるように、かつ抱き締めず羽が触れるほどの力で。

「夜までに戻ると言ったのに帰ってこれなかった。すまんな」

「え？」

　皆の顔が上がり、俺と目が合う。

思わずただいまと言いたくなったが自重し、何も言わずに頷いた。

「あ……ああぁ……あぁぁぁ……」

「父さま！」

　ノンナが目を真ん丸にして震え始める。

　同時にアナスタシアがものすごい勢いで腰に抱き着き……いやこれはもうタックルだ。

真後ろから腰に来た一撃は体重差が無ければ転倒したかもしれない。

こいつめ相当な回数闘技場に通って見て覚えただろう。

「エイギル様生きて！　戻って！　誰か、誰──」

　震えながら俺の手を取り叫ぼうとしたノンナの唇を人差し指で押さえて塞ぎ、ゆっくりを首を振る。

「すまない。戻っても生きてもいないんだ」

　バルトロメイが俺に触れた自分の手を呆然と見た。

「冷たい……父様が氷みたいに冷たい」

　ノンナの笑みが色を失っていく。

　アナスタシアは息が出来るのか心配になるぐらいの力で俺の腰に顔をめり込ませている。

「別れの挨拶に来たんだ」

「そ、そんな……そんな……！」

　ノンナは俺の顔や胸板へ掴みかかるように手を伸ばす。

「冷たくても触れます！　太い腕、厚い胸板、顔も背中も何度も抱かれたエイギル様の体です！　なのにどうして……どうして!!」

　その手を取って抱き締める。

全てを説明する時間はないし多分その必要もないだろう。

　ノンナも本当は分かっているはずだ。

ただ簡単に受け入れられないぐらい俺を愛してくれていたのだろう。

　なんと言葉を続けよう。

気の利いた台詞を用意してなど来なかった。

『愛している』『すまない』『名残惜しい』

　どれも違う。

その気持ちはあるが最後に交わしたい言葉ではない。

ああ、これだ。

「本当に楽しかった。ありがとう」

　ノンナの目が満月のように丸くなる。

これでもかと涙を貯めながら、悲しみと押し合いながら、俺の目を見て微笑んだ。

覚悟が決まったのだ。

　ノンナはバルトロメイと共に俺の腕から出て、正面に立ち深々と頭を下げる。

「長きに渡る旅路、お疲れ様でございました」

「おう」

　俺は短く一言で返す。

いい加減な返事ではないとノンナも分かっている。

長々と口を開いていると恰好悪く泣いてしまいそうだからな。

「不出来な私を拾い……愛し……慈し……子を……えぐ……」

「長いぞー」

　ノンナも同じなのか声が詰まったので茶化してやる。

「もう！　最後まで不作法なんですからっ！」

　ノンナは俺の胸板をポコリと叩いてから息を吸い込む。

「今までありがとうございました。本当に本当に楽しかったです！」

「おう！」

　俺はノンナを抱き締め、バルトロメイの頭をグリグリ撫で、渾身の力で腰にへばりつき、涙と鼻水で顔を滅茶苦茶にするアナスタシアを抱き上げて額を合わせる。

　満面の笑みで手を振り、窓からひょいと飛び出す。

これでお別れだ。

　数秒置いて凄まじい泣き声が聞こえる。

絶望にすすり泣くではなく、別れが悲しくての号泣……あれならすぐに立ち直るだろう。

　俺は頷きながら腰に突き立つ親指サイズの刃物を放り捨てる。

先端に紫の汁がついていた。

「ヴァンパイアだから効かなかったが、痺れ薬だろうこれ」

　あの流れの中で俺を昏倒させて引き留めようとはアナスタシアめ末恐ろしい。

　ノンナにも負けないアナスタシアの大号泣は悲しいはずなのに少しだけ嬉しかった。
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　ひょいと二階建ての別館の屋根に飛び乗る。

ヴァンパイアとなった俺には容易いことだ。

　もっとも猫の真似をしたい訳じゃない。

目当てが目の前にいたのだ。

「あー」

「……」

　気の抜けた声を出しているのはカーラだ。

屋根の上でぼうっと夜空を見上げている。

　下を通った衛兵が松明をかざしてその姿を捉えるが、哀しげな顔をしてから巡回を再開する。

いつものことになってしまっているのだろう。

「なあカーラ。ちょっとぐらい食えよ」

　隣に座るのはミレイだ。

小さなパンを差し出すもカーラは興味を示さず夜空を見上げ続けていた。

　良く見ればカーラの頬はこけ、体にも心持ち骨が浮いている。

「別に要らないわよ」

　カーラはまるで駄々っ子のように顔を背ける。

「こんなに痩せちまって……いい加減まともに食わないと死んじまう」

「いらないってば！」

　ミレイが尚もパンを口元に持っていくが、カーラは腕ごと払い除けた。

　回転しながら夜空を舞うパンをひょいと掴み、カーラの肩を叩く。

「あに──んむ！」

　目が合い、顎が外れたかのように開いた口へパンを押し込む。

「ちゃんと食べないと体を壊すぞ」

「む、むぐ──！」

　カーラはネズミのように高速で咀嚼して口を開こうとする。

その口にまたパンを押し込んで笑う。

「お別れに来たんだ」

　立ち上がっていたミレイがへたり込み、カーラの咀嚼は牛並の速度に落ちてしまった。

　俺は二人の肩を抱いて引き寄せる。

「……エイギルの体、冷たいね」

「本当、なんだな」

　二人が両側から俺にしがみ付いてすすり泣く。

「突然ですまん」

　カーラは俺の腕を掴んだまま、ミレイと一緒に屋根へ倒れて月を見上げる。

「エイギルが居ない世界なんてどうでも良いわ。すぐにあたしも行くかも」

「あの頃のままずっと傭兵やって生きていたら……こんな思いはしなかったのかな」

　二人は涙を零しながら言う。

「悲しいことを言わないでくれよ」

　俺は仰向けに脱力する二人の顔を撫でながら情けない声を出す。

「俺が居なくなったら全部消えてしまうのか？　何も残せていなかったか」

　カーラはしばし止まってから首を振る。

ミレイも泣きながら顔を無理やり笑顔に変えた。

「ううん、残ってるわ。エイギルがくれた子どもも、エイギルが繋げてくれた家族も」

「泣いたり笑ったりの思い出も……な」

　良かった。

「エッチな思い出が半分ぐらい入って来るけどね」

　カーラが茶化す。

「あたいとも色々な冒険……ほら双頭の魔猪討伐から蒼き池の秘宝を巡るあれこれ……色々あったのに、どうしてか他の奴から古参なのに関係が薄いとか言われるんだよな」

　ミレイが複雑そうな表情で首をひねる。

そうそう色々あったのになぁ。

　さて思い出話は終えなければならない。

最後に問うのは一つだけだ。

「俺と生きて楽しかったか？」

「もっちろん！」

「おうとも！」

　三人で手を打ち合わせる。

　俺は屋根から跳び、カーラとミレイは抱き合って大泣きする。

　良い泣きっぷりだ。

あれならきっと大丈夫。

　ふとランタンの灯を見つけた。

パンとミルクを運んでいるのはカーラの娘エカチェリーナだ。

何も食べない母親を心配して夜食を運ぼうとしているのだろう。

「もうカーラは大丈夫だ」

　俺はエカチェリーナを抱き上げてキスをする。

そして壊れ物を扱うようにゆっくりと地面に降ろす。

「元気で長生きしろよ」

　エカチェリーナは無言のままパタパタと走り去り、やがて屋根の上の泣き声が三つになった。
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　メルの部屋に入った途端、ベッドが一斉に盛り上がり二人の美女と三人の子ども、そして一人の熟女が飛びついて来る。

「どうしてわかった？」

　抵抗せずに押し倒されながら笑う。

「家族のことですもの」

　メルは微笑みながら泣いていた。

これが最後だということも分かっているのだろう。

　メルの子ども達は情に厚い。

クウやルウ、スウからミウやギルバートまで俺に抱き着いて泣くものだから話どころではない。

　だからそれでいい。

話なんて出来なくてもこうして最後に抱き合えただけで十分来た意味がある。

「これからも家族仲良くな」

　言うまでもないことだがあえて口に出す。

「お前達だけじゃなく、あいつもな」

　メルは一瞬複雑そうな顔をしたが、俺の顔を見て仕方ないとばかりに頷いた。

「あとお前達は少し泣き過ぎだ」

　六人が体中にひっついて泣くものだから雨にでも降られたみたいになってしまった。

　俺はテーブルに置かれていたリンゴを手に取って軽く切り分ける。

普段はグチャグチャになるのに今回は上手くいった。

「そら食え。食って泣き止め」

　子ども達全員の口に一かけらずつ放り込む。

それで泣き声は止まったのだが、ルウだけは倍泣き出してしまった。

「そろそろいくよ」

「はい」

　全員が窓際に並ぶ。

大泣きから始まったからか、最後は笑顔になってくれた。

「楽しかったよ」

　そう言って窓から飛び出す。

『楽しかった』『ありがとう』『さようなら』

ばらばらにかけられる言葉がなんともメルの子らしい。

　最後に小さく呟かれた『貴方と生きられて良かった』

それが最高に嬉しかった。
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　聞こえるのは安らかな寝息、だが暗鬱とした雰囲気の漂うベッドに潜り込む。

　後ろから抱きしめるとマリアはビクリと震えた。

「よう」

「……」

　マリアは振り向かない。

寝息は止まったし気付いていないはずはないのだが。

「おーい」

「……」

　まさか見知らぬ男の夜這いと思われているのだろうか。

どうしようか、一物を触らせて俺だとわからせようか。

「……振り返らないよ」

　マリアが呟く。

長く泣いた後の荒れた声色だった。

「どうして？」

　マリアは何かを恐れているかのように自分の体を抱き締める。

「だって振り返ったら消えちゃうんでしょう？　何回も……何回もそうだったから知ってるんだ」

　震えながら頑なにこちらを見ようとしないマリア。

人一倍気が弱く怖がりなマリア。

「マリア、俺は死んでしまった。もう一緒には居られない」

「やめて、またこの夢!?　もういいよ、早く覚めてぇ！」

　叫ぶマリアを後ろから抱きしめる。

もう体温の無い体だが心の温かさだけは伝えたかった。

「だが俺はここにいる。あと一回、最後の一回、お前と言葉を交わしたかったんだ」

　マリアの悲痛な声が止まり、壊れかけた水車のようにぎこちなく振り返る。

「よう」

　俺は満面の笑みでマリアの視線を迎えた。

　途端、マリアの綺麗な目からドバッと音を立てて涙が噴き出した。

「酷い、酷いよ……」

「すまない」

　謝るとマリアは首を振る。

「私知ってたよ。エイギルさんがあの子の為にお弁当作ってたの。不器用に零しながら、文句ばっかり言いながら……これできっと仲直りできると思ってたのに……こんなの酷いよぉ」

　そっちだったか。

「もういい。もういいんだ」

　自分を置いて行ったことではなく、ただ俺の為に泣いて怒ってくれている。

マリアは優しい女だ。

「これで最後なの？」

「ああ」

　マリアの背中を撫で続ける。

「もう会えないの？」

「ああ」

　長く伸びた髪を指で梳く。

「さよなら……しないといけないの？」

「ああ」

　マリアが唐突に立ち上がる。

「な、なら最後にご飯を作るよ！　ええとスープを仕込んで……お肉をオーブンに……うう、今からじゃ何も……」

　ふとテーブルを見ると一口だけ食べて残されたパスタが残されていた。

片付ける気力すらなかったのだろう。

「そんな残り物駄目だよ。それに冷めきって……」

　俺は冷めたパスタを口に運ぶ。

「美味い。お前が作ったんだな」

　硬くなった麺をフォークで解してマリアの口に運ぶ。

「……うぅぅ美味しい。硬くて冷たくてまずいのに……美味しいよぉ」

「だろう？」

　俺達は交互に冷めたパスタを食べる。

　だが皿が底を見せた途端、マリアは口をへの字にして拒絶する。

パスタが無くなったら終わりだと分かっているのだろう。

「最後の一口だ。笑って完食してくれ」

　マリアはボロボロと泣きながら小さな口を目一杯開いた。

「ごちそうさまでした」

　マリアは泣きながら手を合わせる。

「ああ、ごちそうさまだ」

　俺も同じように手を合わせてから立ち上がる。

「少し後でもいいんだが、あいつにも飯を作ってやってくれ。どうせ食材そのままかじってるだろ」

「……気持ちの整理がついてから。最初はわざと冷めて硬くしたパスタからだね」

　俺は思わず声をあげて笑ってしまう。

「ところでマリア、俺と生きて楽しかったか？」

　マリアは泣き顔のまま大きく頷いた。
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　ソファにうつ伏せとなった全裸の美女……いや良く見ると下着はつけているが尻に限界まで食い込んでいるのか。やや垂れているのが余計に色っぽい。

「ふぅ……はぁ……」

　疲れ切った溜息を何度も落とすのはメリッサだ。

　その娘ジェニファーと目が合ったので、手をあげて挨拶する。

「ママ、ママ」

　ジェニファーが剥き出しのお尻をつつく。

「ごめんね。色々限界なの……情けないママでごめんね……少し休ませて……」

　メリッサは軽く尻を揺らして応える。

彼女が子どもにこんな態度を取るとは心身が限界なのだろう。

「ママ、違うのママ」

　ジェニファーと合わせて俺も一緒に尻をつつく。

「そんなに突き回さないで……もう少し、もう少ししたら立ち直るから」

　つつくのを止め、両手で尻たぶをこね回す。

「もう！　どこでそんな手つきを覚えて来たの？　まるでエイギルさんみたいにスケベな……うぅ」

　渋々振り返ったメリッサと目が合う。

ジェニファーはするすると部屋に隅に行ってしまった。

「どっちですか？」

「うん？」

　問いの意味がわからない。

「奇跡の生還？　それとも幽霊？」

「すまんが幽霊に近いなぁ」

　メリッサはふにゃりとソファに崩れ落ちてしまう。

「そうですか……あぁ」

「がっかりさせてしまったか」

　メリッサは聡明な女だ。

泣き叫ぶことも取り乱すことも無い。

　きっと俺が斃れ悲しんでくれたとは思うが、その中でも子ども達と絶望にくれる他の女達の面倒を見てくれたはずだ。だからこそ疲弊していたのだ。

　俺は体重をかけないようにメリッサに乗り、背中から尻をマッサージする。

極上の女体は素人の俺にも分かるほどの疲労を溜めていた。

「ごめんねエイギルさん。幽霊だとしても一緒にはいけない。子ども達がまだ小さいから……十年待って欲しいの」

「馬鹿を言うな。十年も二十年もない。愛する女を道連れにするようなしょうもない男じゃないぞ」

　少しだけ怒りを込めて尻を揉み込み、食い込んだ下着を更に引っ張る。

「イタタごめんなさい……ふふ、このスケベは間違いなくエイギルさんだね」

「おうとも」

　堂々と言い放つ。

「最後……なんだね」

「おうとも」

　心持ち沈みながら言う。

「何を話したら良いんだろう。いっぱいあるのに、わかんないや」

　メリッサの呼吸が乱れ始める。

「いいさ。顔を見て体に触れて取り留めなくとも言葉を交わす。十分だろ」

　メリッサは仰向けになって両手を広げた。

もちろん俺はその腕に飛び込む。

「売られて良かった」

　豊かな胸に顔を埋めたまま聞く。

「娼婦になって良かった」

　しゃっくり混じりの泣き声になっていくのが分かる。

「壊されて……良かった。貴方に会えたから」

　色々良くはない。

だがそう言って貰えるのは男冥利に尽きる。

「俺もメリッサに会えて良かった。運命があるなら感謝だ」

　俺達は同時に口を開く。

「「楽しかったよ」」

　俺は立ち上がる。

話したいことはいくらでもあるが、言わなければならないことは伝えた。

　俺が窓際に立って振り返ると、メリッサはとんでもなく色っぽい服に着替えていた。

「お見送りです。下品でしょうか？」

「ふふ最高に美しいさ。だが隣のは叱っておくんだぞ」

　隣ではジェニファーがメリッサと同じような服を着て幼い肢体を露出させていた。

「いつの間に、十年早い……いえ貴女はずっとスケベな服着ちゃダメです！」

「わたしもママみたいにせくしーになりたい！」

　顔を押さえて天を仰ぐメリッサ。

「達者でな。長く生きろよ」

　俺は二人にキスをして永遠の別れとした。




　　　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇




　俺は塔の前に立つ。

『オォォォォォ……オォォォォォォォ!!』

「魔王城かよ」

　地響きのような呻き声が絶え間なく響く。

出所はもちろん塔の中、王宮に近づいた時からずっと聞こえていた。

『アォォォォォ……ウッ！　アウォォォォォ！』

　呻き声は更に大きさを増した。

とてつもない屁のような異常音まで聞こえる。

どうやって出しているのだろうか。

　一瞬引き返そうかと思ってしまったが、首を振って気を取り直す。

　ここの塔に居るのは魔王ではなくクラウディア、地響きのような声は慟哭だ。

彼女が泣いている理由は俺以外にあるまい。

　俺は足に力を込めて跳躍、三階の高さにある塔の窓に取り付いた。

『ヒグォォォォォ!!　エゴォォォォォ!!』

　窓を開いた途端、圧力すら伴う声に弾かれそうになったが枠を掴んでなんとか耐える。

「やあ」

「グゲェェェ……あ……」

　部屋の中心で立ったまま泣いていたクラウディアの声が止まる。

そして臭い。さっきのは本当にでかい屁の音だったのかよ。

「おぉ……妾の……妾の……」

　クラウディアは跳躍するような勢いで俺に抱き着く。

「今生でまた会えるとは……私の涙と慟哭は無駄ではなかった！」

　俺が口を開こうとする前に強引なキスで塞がれる。

「そして的外れでもなかった……愛しい人。既に貴方は生きておらぬのですね」

「ああ」

　クラウディアはそれ以上は何も言わずに俺の胸に抱かれていた。

このまま無言でも良かったが言っておきたいことがあった。

「少し……いやかなり痩せたかクラウディア。色も白くなった」

　脳裏に肉玉と全身筋肉で黒光りする二通りのクラウディアが浮かぶが、今の彼女はふくよかな婦人と言ってよかった。

「陛下の死を聞かされて以来、延々と涙にくれておりましたわ。そのせいで筋肉も脂肪も落ちて体重は１５０ｋｇも減り、外に出ぬので色も白く」

「そうか……すごいな」

　この話はここまでにして、本当に言っておきたいことに切り替えよう。

　俺はクラウディアから体を放し、丁寧に膝をついて頭を下げた。

「お前には何度も何度も助けて貰った。旦那も家も置いて尽くしてくれたのに俺はろくに返せなかった。そして返さないまま消えようとしている」

　そんな俺の頬にクラウディアは優しく手を添えた。

「何をおっしゃいますか。貴方に尽くしたのは愛ゆえ、愛に損得などありません。惚れたから尽くしたのですわ。返すなどとおっしゃらないで、受け取ったまま行って下さいませ」

　俺は笑いながら肩を落とす。

完全に負けた、滅茶苦茶に見えたクラウディアの愛は俺よりずっと深かったのだ。

　見上げるとクラウディアは付け焼き刃の王たる俺とは全く違う威厳ある表情で泣き笑っていた。

「我が愛しき人よ。我が永遠の恋人よ。願わくば貴方の道がどこまでも続かんことを」

　クラウディアは大きく息を吸い込んだ。

「クラーラ!!」

　パタパタと足音と共にクララが飛び込む。

「お呼びですか奥さ──ふえっ旦那様!?」

　クララは何事か言おうとするも、クラウディアが凛と叫ぶ。

「お見送りを！　ハードレット陛下、永遠のご出立です！」

　鉄柱のように背筋を伸ばしたまま、綺麗な動きで頭を下げるクラウディア。

クララも同じように頭を下げる。

　最後までクラウディアには勝てなかった。

主導権を取られっぱなしだと苦笑しながら俺は窓に手をかける。

　困惑しながらも泣き顔を見せるクララに俺は視線だけで事情を伝える。

　クララは察してくれたのか、涙を一滴零しながら口だけを動かして『さようなら』と返してくれた。

「ところでクララ、もう何年も前から気付いていたわよ」

「げっ」

　クラウディアは完璧な姿勢で頭を下げたまま言う。

俺は颯爽と窓から飛び出す。

「ま、待って下さい陛下、もうあの世でもいいから連れてって──あぁ奥様ご勘弁を!!　呑むのだけは！　丸呑みだけはご勘弁を！　うぎゃー！」
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　こっそり窓から入った俺にも気づかず、ヨグリは机にかじりついて筆を走らせていた。

何かに取り付かれたように彼女の生きがいである脚本を書き続けていた。

　頬はこけ、油っぽい髪が額に張り付き、服は汗でしみになっている。

碌に飯も食わず風呂も入っていないのだろう。

「で、出来た……次……次……」

　特に抜き足をすることもなく近づくもヨグリは気づかない。

　俺は机の上に乱雑に積まれた紙束を覗き込む。

これは劇の台本だろうか、細かい指示部分は分からないので読み取るのは大まかな筋だけだ。

　非業の死を遂げた王が九死に一生を得て帰還、反逆者を討伐して大団円の話。

　世に疲れた王は死を装って農民に、やがて元村娘の側室と再会して二人だけで生きていく話。

　王が死ぬ瞬間に時間が巻き戻り、出発を止められて事なきを得る話。

　全て違う作品、だが込められた思いは全て同じだった。

「うぅ……もっと……もっと書かないと……もっと、もっと！」

　ヨグリは目を真っ赤にしながら机に覆いかぶさるようにして書き続けている。

　もういいと手を伸ばそうとした時、また別の作品が目に止まった。

　王……もう俺でいいだろう。

俺が実は生きており王座を奪還しに舞い戻る。

　そして悪逆非道な裏切りの息子……アントニオでいいか。

アントニオを決闘の末に破り、仕置きにその場で尻を犯して男同士の快楽で支配──。

「なんだこりゃ」

　思わず声を出してしまった。

「それは個人的な趣味で発表しない予定の……見ないでよぉ」

　ヨグリは俺から原稿を奪うとグチャグチャの机に押し込んで息を吐く。

「もうエイギルさん。勝手に部屋に入らないでよ」

「すまん。大事な用があったんだよ」

　ヨグリはぷりぷりと怒った後、臭いに気付いてさり気なく香水をふりながら続ける。

「まったくこんな深夜に何……ってエッチしかないわよね。ちょっと汚いからまずお風呂に……お風呂」

　香水瓶が床に落ちて割れる。

「い、い、生きて、生きて帰って──」

　俺は微笑まずに首を振る。

　驚きから喜びに変わっていたヨグリの顔が悲しみに落ちていく。

　この瞬間がつらい。

「……こんな、こんなもの！」

　ヨグリは完成したばかりの原稿を掴みあげて引き裂こうとする。

「一生懸命願って書いたのに！　いっぱい書けば帰って来てくれるって！　でももう──！」

　俺はヨグリの手を優しく止めた。

「こらこらもったいないことをするな。良く出来ているのに……一つを除いてだが」

　机の中のあれは破ってしまっても良い。

　俺は紙の皺を伸ばしてヨグリに返す。

　ヨグリは紙束を抱き締め、やがて俺の胸に飛び込んで来た。

「エイギルさんは死んで無いわ。絶対に死なせるもんか」

　俺が口を開く間もなく更に続ける。

「毎年一度、私はエイギルさんを書く。みんなの記憶からエイギルさんが消えないように。私の劇の中で永遠に生きられるように」

　そんな大げさなもんじゃない。

年月と共に忘れていくならそれでもいいと言うもヨグリは聞き入れない。

「女好きで浮気性で考え無しで、でも温かくて優しくて頼りになって……」

　照れれば良いのか抗議したら良いのか。

「実はちょっぴり可愛い男の子も好きなエイギルさんをみんなの記憶に残す！」

「それは捏造だ」

　どうして俺を男と絡ませたがるのか。

　とはいえこれ以上多くは言うまい。

　俺は去りヨグリは残る。

ならば去るものが口を出すべきではないのだ。

　俺が言うべきはただ一つ。

「ありがとう。そしてさよならだ」

「うん。私も……楽しかった」

　抱擁とキス、そして笑顔で最後の挨拶をする。

これだけで十分、これで満点なのだ。
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「そろそろ巡回の時間ですね」

　のそのそと立ち上がるマイラは上半身こそ軍装だったが、下半身はよれよれの下着姿だった。

手には剣ではなく酒瓶を持っている。

「副隊長からしばらく休養しろと言われていたぞ！　マイラ殿にしては珍しく間の抜けた間違いだ！　わは、わはは！　わはは……わは……」

　いつものでかい声で笑うイリジナも顔は笑えていなかった。

「行かなくていいぞ。ちょうどキノコ鍋も煮えた」

「いらない」

　酒を煽ってからベッドに戻るマイラと暖炉に置いた鍋をかき回すイリジナ。

「セリア殿、戻ってこないな」

「きっと二度と戻らない。なんとなくわかるもの」

　マイラはクピクピと酒を全部煽り、空瓶を部屋の隅に投げる。

　そして戸棚から新しい瓶を取り出そうとするもイリジナがその手を握って止まる。

「それ以上は体に毒だぞ！　特に今はダメだ！」

「別にいい。どうなってもどうせ……もう」

　イリジナはマイラの手から強引に酒を奪い取り、マイラを持ち上げて優しくベッドに置いた。

「ぐす……突然すぎる……あんなに……強かったのに」

「……戦士とはそんなものだ。亡骸もないなんてことは良くある……よくある……」

　マイラが手で顔を覆って泣き、イリジナが塩水を鍋に追加する。




「まったく俺と言う男は情けない」

　そんな二人の肩を抱く。

　ゆっくりとあがる顔、見開かれる目、そして体温の無い肌に絶望する。

「すまない。これが最後なんだ」

　そう告げる。

「うぉぉぉぉぉ!!」

　イリジナが立ち上がり、戸棚から酒を両手に抱えて戻って来る。

「酒盛りだ！」

　脈絡がないのがイリジナらしい。

しんみりするよりずっと良い。

「ええと……ええと!!」

　マイラは軍装をはだけて乳房と腹を俺の前に突き出した。

お前は何をしているんだ。

「三か月前の遊びで妊娠しました！」

「いや待て、ちょっと待て」

　俺は三か月前の情事を思い返そうとしたが多すぎて無理だった。

「イリジナとセリアと、近くの農民の娘も交えて六人で脱衣サイコロをした時……」

　思い出した。

確かセリアとイリジナも交えてした時だな。

　マイラが集中攻撃を受けて早々に全裸となり発情した俺が襲い掛かってしまったのだ。

しかも互いに思い切り酔っていたから避妊うんぬん考えていなかった。

「……全然喜んであげられなかった」

　俺はマイラの周りから酒瓶を遠ざける。

「貴方がいないのに産んでも仕方ないと思って毎日酒を……どうなっても良いと思って」

　俺は木札に炭で『妊娠中　飲酒厳禁』と書いてマイラの首に下げた。

「最後に盛り上がろうじゃないか」

　俺とイリジナは酒をマイラは果汁を飲む。

「キノコ鍋がちょうど良い塩梅だぞ！」

「キノコも良いがお前らは肉を食え。まったくこんなに痩せてしまって」

　イリジナ特製のキノコ鍋から肉を集中的にマイラとイリジナの器に取り分け、俺自身はキノコを口に運ぶ。赤に白に緑に紫と色とりどりで綺麗な鍋だな。




　俺達は周囲の苦情も恐れず盛り上がる。

浮かぶ涙を打ち消すように大笑いして鍋をつつく。

　やがて酒が空き鍋底が見える。

「それじゃあ。そろそろ暇するよ」

「……ええ」

「……うむ」

　二人を交互に抱き締め、マイラの腹を撫でる。

「達者でな」

　すすり泣きが返事だった。

「あとイリジナ。抱き締めた時に分かったがお前も腹が膨らんでるぞ」

「なぬ？　本当だ！　孕んでいるぞ！　いつだ!?」

「貴女ねぇ」

　泣き顔が驚きと呆れにそれぞれ変わる。

　俺は取り繕わずに大笑いしながら手を振って別れる。

「感動的に別れたけれど、これってすごく綺麗なヤリ捨てですよね」

　罰が当たって死んだということで勘弁してくれ。

バチの延長なのか体中に変な出来物も……さっきのキノコ鍋じゃないのか。

ヴァンパイアじゃなかったらどうなっていたんだおい。
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　部屋に入るなり押さえ込まれた。

両手を封じられ足首も留める完璧な押さえ込みだ。

「大したもんだセクリト」

　俺は俺に圧し掛かったまま俯き、髪で顔の見えないセクリトに向けて言う。

そして彼女の体を下から抱きしめる。

　愛情の表現、そして俺にもう体温が無いと示す為でもある。

俺よりも遥かに賢いセクリトならば瞬時に察することだろう。

「私も連れていけ」

　セクリトはそう言って俺にナイフを握らせ、髪をかき上げて首筋──頸動脈を晒した。

「出来る訳がない。子どももいるだろうが」

　セクリトとの子どもハサーファはこの部屋にはいない。

産み落としたのは彼女だが全ての育児はスラマが行っているからだ。

「知ったことか。私がいようがいまいが……」

　口をキスで塞ぐ。

　キスを終えるとセクリトは呻きながら頭を抱えてから睨みつけて来る。

「どうしても連れて行かんと言うなら他に男を作る。屈強な男を三人並べて毎夜種まみれになってやる」

「う……ぐ……」

　セクリトが三人の男に押し包まれ、体中の穴に男根を挿入される様が脳裏に浮かぶ。

そして大量の白濁を注入されて悲鳴を……なんとも悔しく嫉妬が巻き起こる。

　だが俺はもうセクリトの傍に居れない。

男を作ると言われても文句を言うのは道理が通らない。

「ぐ……ぬぅぅ……ぐおぉぉ……」

　それでも分かったと言いたくないので呻いているとセクリトは悲しげに溜息をついた。

「どうあっても連れて行かんつもりか」

「ああ」

　それだけは譲れない。

セリアに続いてセクリトまで道連れにするような真似は絶対にできない。

たとえ彼女が望んでいたとしてもだ。

「俺に代わってハサーファを立派に育ててやってくれないか」

　セクリトはふいと俺に背を向けてしまった。

「いってしまえ」

　叩きつけるように言われた。

「あぁ、突然ですまん」

　俺は後ろからセクリトの首筋にキスをして窓に向かう。

「最後に」

　足を止める。

「私はお前にとってどんな女だった？」

　語ろうと思えばいくらでも語れるが一言にまとめよう。

「最高の女だったよ」

　セクリトの肩が僅かにあがった。

「どうせ皆に言っているのだろう」

　俺は苦笑して答えない。

みんな最高で嘘はない。

「もういい。いけ」

　俺は再び歩を進める。

　そして最後にグッと親指を立てると、果物ナイフが飛んで来た。

「さようなら私の男、私の最後の男」

　乱れる声での呟きは人間だったならば聞こえなかった。

だから聞こえていないことにして窓から出た。

　俺がいなくなった窓を見ながらセクリトの独語は続く。

「貴様の種は見事育てあげてやるとも。敵と見れば慈悲なく殺し、女と見れば無差別に犯す貴様のような男に仕上げてやるとも。いずれあのドラ息子に成り代われるようにな」

　俺はそんなんじゃないし、そんな野獣みたいな奴に育てるんじゃないと言いたかったが、今更聞こえているとも言えないのでそのまま立ち去る。

　綺麗に別れたのに変な心残りができてしまったじゃないか。

三十年後ぐらいに噂を聞くのが怖いが立派に育ててくれることを祈る。
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　次は少し厄介だなと気合いを入れながら廊下の窓に飛び込む。

すると予想外の女……ケイシーが廊下の隅で膝を抱えて座っていた。

（ぐすん）

　鼻を鳴らしながら少し怨霊化しているケイシーを放置もできずに肩を叩く。

（ふにゅう）

　ケイシーは悲しみのあまり半分怨霊化した顔をあげる。

そして俺を見て、二度三度と目を瞬かせた。

（ぎゃあぁぁぁぁ！　おばけぇぇぇぇ！　悪霊退散!!）

「近いが違う。そもそもお前に言われたくない」

　ケイシーは壁や天井にぶつかりながら跳ね回り、落ち着いたのか俺の前に戻って来た。

顔も空気の抜けたような音を立て、ちょっと間抜けな見慣れた顔に戻る。

　順番は狂ったがケイシーも家族だった。

別れの挨拶をしておこう。




　これが最後と告げるとケイシーは再び泣き始める。

しかし今度は怨霊化することなくいつもの顔のままホロホロと泣いてくれた。

「さてお前に一つ話があるんだ」

　切り出すとケイシーは俺の袖で涙を拭き、言わなくて良いと笑う。

今更だがこの水はどこから出ているのだろうな。

（私も本当はわかってたんだ）

　俺はそうかと呟く。

（とっくに恨みなんてなくなってた　ただ引き延ばしていただけなの）

　ただ頷く。

（とても騒がしくて温かい家だったから　もう少しだけ　もうちょっとだけって）

　俺はケイシーの頭を軽く撫でた。

（でも何もかも変わっていく　みんな齢を取ってエイギルさんもいなくなっちゃう　もう変われない私がずっとここにいるのはおかしいよね）

「ああ」

　俺達はもう変わらない。

だからこそ去らなければならないのだ。

「挨拶しなくてもいいのか？」

（うん　遺書を書いてあるから　末期まつごのカボチャもここにあるし）

　遺書の定義について少し首をひねったが揚げ足を取るのはやめておこう。

「じゃあ見送ってやる」

　俺はケイシーを窓際に立たせる。

同時に薄い雲が晴れ、綺麗な満月が顔を出す。

　ケイシーは俺の顔を見ながらゆっくりと空へと昇って……戻って来た。

（か、覚悟がちょっと……手を貸してぇ）

「最後まで間の抜けた奴だなぁ」

　俺は後ろからケイシーの脇下に手を差し入れ、赤子に高い高いをするように持ち上げた。

そして威勢良く、未練無く、満月に向かって放り投げた。

「逝ってきまーーす」

　ケイシーは微笑みながら空高く昇り、金の粒となって消えて行った。

　王宮の窓が次々と開き、衛兵が足を止める。

最後の声は普段彼女が見えず、言葉も聞こえない者達にも届いたらしい。

（なんとも心地良い別れの言葉でしょうか）

　壁や天井から次々と半透明の者達……ネイシャと後宮に住む元怨霊達が顔を出す。

　口を開こうとするもネイシャはそれを口付けで遮る。

（みなまで申されずとも　承知しておりまする）

　ネイシャと後宮の幽霊達は微笑み、少しずつ薄くなっていく。

（恨みに狂った妾達を正気に戻し　ご自身が陰謀によって斃れて尚恨みなく　妾もそのように生きたい　そのように生きる者の隣でもう一度生きとうなりました）

「ならやり直すしかないな」

　幽霊のままでは適わないから。

　ネイシャ以外の者達も異存は無さそうだ。

（我ら後宮に住まう亡霊　過去を捨て未来を求めまする）

（ああ恨みが消えていく　この世に残るよりも次の生が欲しい）

（さらば愛しき者　さらば恨めしき者　全て忘れて天へと）

　皆が金の粒を散らしながら薄くなっていく……が消えない。

（──妾達にもやって下さいませ）

　俺は苦笑しながら小さなネイシャを抱え上げ、満月に向けて投げる。

（ありがとう）

　高く上がったネイシャは満月に手を伸ばしながら掻き消えた。

　一人ずつ、一人ずつ、俺は送り出していく。

　そして最後の一人を送り出し、何もなくなった虚空を数秒見上げてから、目的地に向けて歩き出した。
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　この部屋にあえて廊下から来たのは窓の外すら厳重に警備されているからだ。

　もちろん廊下にも警備はいるが、部屋から動かないだけやりやすい。

「すまん」

　俺は視界外から一瞬で加速し、衛兵四人を殴り倒す。

限界まで手加減して撫でるように触れたのに一回転して卒倒させてしまった。

これはちょっと間違えればすぐに殺してしまうな。

　部屋の中からはすすり泣きではなく、動揺した女の声が聞こえる。

「母様、気を確かに……母様のせいじゃありませんから」

　声の主はローズ、ここはカトリーヌとローズの部屋なのだ。

「私のせい……私の息子が……私が何もかも壊してしまった……また壊してしまった……」

　カトリーヌは両手で頭を抱えながらベッドに座り込み、ガチガチを歯を鳴らしている。

　カトリーヌがこうなることぐらい分かっていただろうに、綺麗に去るなどと馬鹿なことを考えていた自分が情けない。

　登場に恰好を付けている場合じゃない。

俺は困っているローズをポイとベッドの隅に放り、カトリーヌの肩を抱いた。

「お前のせいじゃない。そう思い詰めるな」

　そして三分ばかりの混乱。

「……話できるか？」

「むりれふ」

　カトリーヌは何故か服を全部脱いで俺に正面から抱き着いている。

俺の胸板に顔を埋め、鼻水と諸々で服を湿らせていた。

「私から説明するね父様」

　俺の顔に目一杯キスの雨を降らせたローズが口を開く。

少し目頭は赤いが言い淀むこともない。軽そうな見た目に依らず肝が据わっている。

「母様はアントニオが父様を殺したのを自分のせいだと思ってこんなになっちゃったの。私達は家を滅ぼす呪いの一族だーって」

　カトリーヌは胸板に顔を埋めたままコクコク頷く。

　そんなはずはない。

カトリーヌの前の家を破壊したのは俺、そして今回は俺の自業自得だ。

……もしかして呪いうんぬん言うなら俺じゃないのか。

「せめて自分の手で終わらせるーとか言い出してアントニオと刺し違えようと……」

　俺は抱き着くカトリーヌの脇腹を指で強めに突いた。

息が詰まったような苦悶の声が漏れるも胸板からは離れない。

「もちろん止めたけど、そしたら次は私と二人で心中するとか言い出したの」

　俺はカトリーヌの上着をめくり上げ、手に息を吹きかけてから平手で盛大に背中を張る。

可愛らしい声と共に背中に綺麗な手形が出来た。

それでもカトリーヌは離れない。

「最後は私だけでも責任を取って死ぬとか言いだして……ナーティアさんのお薬でしばらく眠らせて今はこんな感じです」

「まったくお前は……いや俺が何も言わなかったせいか」

　俺はひっついて離れないカトリーヌの頭を抱き、幼子に言い聞かせるような声で言う。

「呪いの一家などあるものか。俺が今までしてきたことを思えばこんな最期にも不思議はないさ」

　カトリーヌが顔をあげる……涙目と不安げな表情のせいで二十歳ぐらい幼く見える。

「でも私……いつかに言いました。報いが来るって……それが呪いの言霊になって……」

　俺は大げさに笑って見せる。

言葉の呪いで俺が死ぬならもう何十年か早く死んでいたに決まっている。

　俺はカトリーヌを引き離し、首に手をかけさせて持ち上げる。

彼女は俺の冷たい体に一瞬驚き、目を伏せようとするも顔中にキスをしてそれを許さない。

「俺は死ぬべくして死んだ。俺の人生の責任をお前達に背負わせたりするものか」

　反対側の手でローズも抱き上げる。

　二人はしばらく俺の顔に手を這わせた後、カトリーヌは無理やりに、ローズは心の底から……に見せかけて微笑む。

「あえて心残りを言うならだ」

　俺は二人を抱き上げたまま、窓の外に見える王の寝室へと向き直る。

「アントニオを許してやれないか？」

「「無理」」

　同時に言われた。

「大好きな父様を殺しておいて姉の私を妻にって頭湧いてるんじゃないの。死ね！」

「よくも自分の父を騙し討ちにできましたね！　貴方なんて産むんじゃなかった！」

「「と同時に言いました」」

　これは酷い。

母と姉が大好きなあいつには相当堪えているはずだ。

「まあそう言わずにな。何があってもあいつも家族だ。細かいことは言わんが、あいつはお前達が大好きだったんだよ」

「「……」」

　返事はない。

「ここにあいつの味方はいない。血の繋がったお前達しかいないんだ」

　カトリーヌとローズは顔を見合わせ、困ったように眉を寄せる。

そしてふっと笑った。

「殺された父様が化けて出て、アントニオを許してやれってよく考えたらおかしいよね」

　娘に化けて出たとか言われると悲しい。

「貴方を殺し何もかも滅茶苦茶にしたアントニオは一人の女として許せません。でも母としてはそれでも愛しさが残っています。……穴が二つになるぐらいお尻を叩いて許しましょうか」

　それでいい。

どんな悪事を働いても自分の子どもだから許してやる。

それでいいのだ。

「では心残りもなくなったところで行くよ」

　俺は二人を降ろす。

「あ、私からも言いたいことがあったんだ。忘れてた」

　限りなく軽い調子でローズが言う。

永久の別れといった雰囲気が飛んでしまったじゃないかと苦笑しながら首だけで振り返る。

「私妊娠したんですよ。父様の精子が一発で命中して」

　首が半回転して首の骨が折れる音がした。

もし人間のままだったら致命傷になっていたぞ。

カトリーヌも音を立てて転倒してしまう。

「一応ご一報まで」

「軽すぎるんだよお前は」

　腰が抜けてしまったのか床でジタバタしているカトリーヌを抱き起す。

「というわけで許しがてらアントニオのプロポーズを受けよっと。血が繋がってなくても大っぴらに父親の子どもはまずいと思うしあいつの子ってことで」

「弟の子でもまずいですよ……もう」

　ローズの心の強さには恐れ入る。

カトリーヌは彼女に任せれば大丈夫だな。

「さてと……」

　俺は首を戻してカトリーヌをベッドに座らせる。

「今まで楽しかったか？」

「はい！」

「もっちろん！」

　心残りはない。

二人とはこれでさようならだ。
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　無言で焚火を囲む三人を屋根の上から眺める。

悲しそうで、虚しそうで、勝手に去る申し訳なさがこみ上げる。

　だがまず何よりもだ。

「深夜に中庭で焚火はまずいだろう」

　俺は火を枝でつつくピピと葉っぱを追加するルナ、芋を入れようとするルビーの間に着地する。

「族長さま！」

　ピピは枝を放り捨てて飛びついて来る。

「まさかお山が私達の求めに応えて族長様の魂を現世に!?」

　ルナが葉っぱをドサリと焚火の上に落として腰に抱き着く。

すまんがもう少し邪悪な存在になってしまってなぁ。

「ええと……ええと……」

　ルビーは芋を持って右往左往した後、俺に抱き着くルナの腰にひっついた。

　だが何よりもまずやるべきことがある。

　三人をやや強引に引き離す。

「火を消せ！　枝も葉っぱも燃え上がってるぞ！」

　最後の別れに来て王宮を全焼させる悪霊になったつもりはない。




　散らばる火種を踏みつけ、マントで覆い、ピピを抱えてあげて放尿させようやく消火を完了した。

　俺達はぐったりと地面に横たわり、ついでに経緯も説明しておく。

もっと感動的な展開のはずなのについでみたいな展開になってしまったじゃないか。

「一つ聞きたい」

　ピピがボソリと言う。

「族長様はアントニオに負けたのか？　正々堂々挑まれて負けて……死んでしまったのか？」

「ああ、俺は負けた。ここに帰って来たのはアントニオで俺は帰れなかった」

　色々あったがそれだけは事実だ。

　三人は悔しそうな顔で呟く。

「堂々の勝負にて族長様が打ち斃されたならばアントニオが新たな族長……私達はそれを受け入れねばなりませぬ。それが山の民の掟でございまする……悔しいですが」

　そういえばいつかの俺も山の民の長と呪術師を斬って従わせたのだった。

カトリーヌの前ではとても言えなかったがやったことが全部返ってきているみたいだと笑う。

「新しい族長様が命じれば私達は好きなようにされてしまいますね」

　ルビーがボソリと言い、俺の動きが止まる。

「……好きなように？」

「望むがままにございまする。求められれば拒めませぬ」

　ルナが続く。

「む、ぐ……山の民の決まりだとそうなるのか」

　この期に及んでモリモリと未練が湧いて来たじゃないか。

「三人重ねられて後ろから一人ずつされる。尻を叩かれながら乱暴に注ぎ込まれる」

　ピピまで尻を突き出しながら言う。

「ぐぉぉぉ……」

　俺が頭を抱えて悶絶すると三人は同時に噴き出した。

「ふふ、意地悪をしました。突然に身罷られてしまったことへの八つ当たりとお思い下さい」

　ルナがペコリと頭を下げて笑う。

「山の民として新たな族長は受け入れます。戦となれば馳せ参じます。でも好きな男を奪われた女として上に乗せるのはお断りします」

　ルビーが悶絶する俺をからかうようにつついて言う。

「ピピも命は聞くが交尾は拒むぞ！　でもアントニオは強いから無理やり襲われたら抵抗できない」

　あいつもまさか嫌がる女を無理やり犯してしまうことはないよな。

ないよな？

「「「さあ？」」」

「ぐぉぉ……」

　苦しむふりをする俺を笑って見ながら、再び焚火が灯される。

「ではお見送り致しまする。我らとは今生の別れとなりましょうが、我らが子、我らが子孫と見マミえたならば、一つ世話を焼いてやってくださいませ」

「ピピもだ！　顔の形を忘れないようにじっくり見て欲しい！」

　ピピが俺の頭に飛びつき、ルナとルビーも睨めっこのように顔を近づける。

「ははは、これだけ見れば大丈夫だ」

　俺は三人の顔をしっかり覚え、最後に鼻を軽くつついて全員にくしゃみをさせた。

「では行く」

　三人がいってらっしゃいと手を振る。

　山の民の価値観では死はそれほど悲しむべきことではない。

悪鬼怨霊と成り果てたならば悲しいが、未練無く死んだ魂は山に還りまた再生するだけだからだ。

　だから別れも軽く済む。

　そのはずだったのにピピはしゃくりあげ、ルナはボロボロと泣き、ルビーが膝をついてしまう。

　随分と未練を残してしまうものだと思いながらあえて振り返らずに中庭を去る。

「明日にでも新族長様に挨拶に行きましょうか」

「体求められたらどうする？」

「大丈夫だ。胎に先客がいるから堂々と断れるぞ！」
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　無言のままベッドに近づく。

ここには灯りも見張りもいないので声を潜める必要はない。

　だが話しかけても返ってはこないので静かな語りで髪を撫でるのみだ。

「ある意味でお前が最大の心残りだ。遂に目を覚ましてやることができなかった」

　俺はまるで死んでいるように眠り続けるベネルの髪を撫でる。

こうなってもう幾年か。医者も生涯目を覚まさないだろうと諦めている。

「看取ることもなく俺が先に逝くとはまったく情けない」

　眠り続けているせいかあの頃のまま歳をとっていないベネルの頬に手を添え、軽くキスをする。

　三十秒程時間が止まった後、薔薇を一輪置いて去ろうとした時だった。

「……う」

　驚いた。

死んでから一番驚いた。

　ベネルの目が薄っすらと開き、困惑したように瞳が動き、その中央に俺を捉える。

「……エイギル？　……おはよー」

　何年も眠り続けた喉と肺がまともな声を出せるはずがない。

　かすれ切った幽鬼のような囁きに俺は全開の笑顔で答えた。

「おうおはよう。良い夜だな」

　衰えきり、体が動かないと困惑するベネルの布団に薔薇を置いて一声あげる。

そして夜番の侍女が駆けてくる音を聞きながら去る。

「こんな夜更けに何ごとで──べ、ベネル様!?」

「体が……動かないの……おかしいわ」

　更に複数人の足音が聞こえて来る。

侍女や医者が何年も眠っていたと説明しているのだろう。

「……でもあの傷で生きているだけでも幸運ね。エイギルが助けてくれたのよね。あれ、どこかいっちゃった。エイギルはどこ？」

　俺は盗み聞きを止める。

「そんなはずないわ！　だって今、そこに居たもの、夢なんかじゃない！　この薔薇も──」

　起きたばかりで悲しませたくない。

ちょっとした幻覚だったと思って欲しい。
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　俺は片っ端から女達の部屋を回った。

　泣く者、無理に笑う者、最後に会えて良かったと喜ぶ者、色々な感情が入り乱れるも去る俺を見送る時に絶望する者はいなくなっていた。

　会えなかった女は見つからなかったレアとナーティア、フェルテリスのエルフコンビだ。

心配ではあるが会えないことも含めてこういう流れかと諦めるしかない。

「ついでにどうでも良い用事も片付けておくか」

　夜明けまではまだ時間がある。

適当に片付けておけるならやっておこう。

　明け方に近い時間にも関わらず灯りの漏れるその部屋の扉をノックも無しに開く。

ペンが紙を走る音が一瞬止まるも一秒とたたずに再開された。

　俺は足音を隠すこともなく歩いて音と灯りの発生源の真後ろに立つ。

「よう、問題発生か？」

　ペンの音は止まらない。

レオポルトが振り返ることもない。

「何も問題はありません。あるいはこれから発生するのでしょうか？」

　俺は黙って首を振り、真っ赤に光る瞳でもって既に人ではないと示す。

「王は国家の部品に過ぎません。新たな王が十分な才覚を有しているならば、より高品質な代替品となったまでのこと。何の問題が生じましょうか」

　こいつめ最後まで言いたいことを言いやがって。

怒りで制御が狂って目がやたら光り出してしまったぞ。

部屋が真っ赤になるレベルなんだがこれどうやって止めるんだ。

　この嫌味な奴を張り倒してさよならでもいいが、せっかく来たんだから言いたいことは言っておく。

「お前を出世させてやるとか言ったのが半端に終わったな。まあこれも時代の流れというやつだ。俺にも予想外だったから許せ」

　なんなら今から推薦状でも書いてやろうか？　逆効果か。

　レオポルトは制御不能の光る目が眩しいのか、手で目を覆ったまま返す。

「構いませぬとも。新王は尽きぬ野心を持っている様子、今後いくらでも機会はありましょう」

　ならいいんだ。

「無謀な突撃もなく怒りに身を任せることもない。経験こそ乏しいが、いずれは数十万を率いるだけの器もお持ちのようだ。千の指揮官が適任であった先代より遥かに有能で仕えるに楽ですな」

　この野郎、人が申し訳なく思っているところに。

掴みあげて窓からぶん投げてやろうか。

　もう一度激昂したら瞳の光が消えたぞ。

『入』と『切』みたいな感じで操作するのか。

「しかし」

　レオポルトが続ける。

もう眩しくはないから目を覆う必要はないぞ。

「手間と不合理ばかりであった先代よりも遥かにつまらなく、退屈になりました」

　まさかレオポルトからこんな言葉が出るとは思わなかったと驚く。

「……そうか」

　俺は堪えきれずに笑いながら背を向ける。

こいつと長話をする必要はない。今までもずっとそうだったのだから。

　ところが何を思ったかレオポルトの奴が椅子から立ち上がる。

まさか抱擁でも求めるのじゃないだろうな、投げ飛ばすぞ。

「お疲れ様でしたハードレット卿」

「ん」

　手を差し出され反射的に応える。

もう王でも貴族でもないが呼び捨ての仲でもないからこれでいい。

　俺達は軽く握手をして手を放す。

　俺は部屋を出る。

レオポルトは席に戻って仕事を再開する。

これで終わりだ。

　別にどうでもいいが、ついでにアドルフとトリスタンの部屋にも行っておくか。

居れば良し、居なければ壁に落書きでも残しておこう。




　あとは……おっと。

「はぁ、釈然としねぇ。こんな終わりってありかよ」

「……つまらん」

「大将があんなガキによ。酒でも飲まないとやってられねえぜ」

　通りがかりに食堂で飲んでいる陰気なクリストフ、マック、ヤーコフの三人組を見つける。

「とにかく飲もう。嘘でも威勢良くいこうぜ」

「……晴れるとも思えんが」

「いくら飲んでも悪酔いしやがる。それでも飲むしかねえんだがな」

　三人は決して楽しくもない雰囲気でグラスを合わせようとする。

「「「「乾杯」」」」

　俺は椅子からひっくり返った三人を笑いながら食堂を後にした。




　そして窓から厩を見て、溜息混じりに飛び降りる。

「ついでのついでだ。エロ馬ごときに使う時間はないんだ」

　悪態を吐きながら目を丸くしているシュバルツの鼻柱を撫でるも数度で止める。

「お前随分小さくなったな」

　もちろん馬が縮むはずもないのだが、全身が萎み、覇気が無くなっているように見えるのだ。

　シュバルツはふいと明後日の方向を向く。

　俺は記憶よりボサボサになったタテガミを引っ張る。

シュバルツはフンと鼻息を吐くも、やはり勢いがない。

「お前も死ぬのか」

　シュバルツはチラリとこちらを見て気持ち悪くも鼻を擦り付けて来た。

　まだ老馬の齢ではない。

特段の病気にも見えない。

　それだけにこの弱りようでは助からないと分かる。

「まったく追いかけて来るとは鬱陶しい馬だ」

　俺はブラシを手に取り、厩の中に踏み込む。

長く乗っていた縁だ。最後に手入れしてやるぐらいはしても良い。

　そして踏み込んだ先で股から種を垂らして倒れ込む雌馬四頭を見つけた。

一頭は異常に性欲の強いデカい奴だ。

　シュバルツは笑いを堪えられないとばかりに嘶く。

「……このクソ馬がやり過ぎていただけか！」

　俺はブラシを奴の肛門に根元まで捻じり込み、悶絶の嘶きを聞きながら厩を後にする。

「せいぜい長生きしろボケナスめ」
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　夜はまだ明けない。

だが地平線は僅かに光を漏らし始める時間。

「……」

　王宮の外を流れる小川……というより用水路に釣り糸を垂らす馬鹿が居た。

釣りのやり方を知らないのか、餌を揺らすでもなくただボーっと竿を掴んでいるだけだ。

　俺はその馬鹿の隣に腰を降ろす。

「釣れるか？」

　長い長い間をおいてようやく返事が戻って来る。

「こんな深夜に釣れる訳がない」

　しかし言った傍から浮きが引き込まれた。

「引いてるぞ」

　返事は無く竿を引き上げることもしない。

浮きの動きが止まる。

「逃げられたぞ下手くそ」

「ああ、だってやったことがないんだ」

　まったく仕方ない奴だ。

「手本を見せてやろう。竿を貸せ」

　見覚えのある竿を奪い取って餌を付け直す。

こんな用水路で当たりが出る奇跡は二度もなかろうが、やってみないとわからない。

　それに釣りはこうして糸を垂らしているだけでもそれなりに楽しいものだ。

「なーにを泣いているんだ馬鹿」

　俺は寝間着の上にマントだけを羽織った背中を叩く。

「つらいのか」

　視線は竿に向けたままで聞く。

　頷いた気配があった。

「でも当然のことだ。覚悟もしていた、上手くやるよ」

「そうか」

　それっきり無言になる。

やっぱり当たりなんか来やしない。

餌をリンゴに変えてみるか。

「父さん」

「なんだ」

　俺ばっかり見ずに竿の動きも見とけよ。

「ごめん。ごめんよ父さん」

「おう。気にするな」

　そんなにボロボロ泣いていたら俺の華麗な竿捌きが見えないぞ。

「父さん引いてる」

「むっ」

　俺はさっと竿を引き上げる。

だが針にかかっていたのは魚ではなく見覚えのある黒ずんだ靴だった。

「アナのだ。半年前、遠出した時に無くしたとか言ってた」

「あいつめ新しいのが欲しくて水路に投げ込みやがったな。本当に手段を選ばん奴だ」

　俺と……アントニオは同時に笑う。

「はぁボウズか。そもそもこんな場所で釣ってるお前が悪い」

　もうすぐ夜も明ける。

潮時だ。

「もう行くのか？」

「ああ、お前とこうやって釣りも出来たしな」

　俺は竿をアントニオに投げ渡す。

奴は平凡な竿をまるで財宝のように大事そうに受け取った。

「……これっきりなのか」

「ああ」

　沈黙するアントニオの頭を撫で回す。

「だからもう四年程待てと言ったんだこの馬鹿息子め」

　一通り頭を撫で回してから解放し、懐から廊下を転がっていた所を掴まえたクビヘルミナを取り出す。

「やたら小難しいが知識はある。持ち運びもできるし助けてくれるだろう」

「うむ、話はついているぞ。我が身も生きているか死んでいるか怪しいところであるがな」

「いや……見た目……てかヴィルヘルミナ帝の首？　父さん思った以上の外道だな」

　もう日の出も近い。

「さよなら父さん」

「おう馬鹿息子」







「ケフン」

　小さな咳払いが聞こえた。

「ブリュンヒルデ。別れの挨拶は……いらんか」

「したら殺す」

　だろうな。

する必要もない。

「あのガキは不完全じゃな」

　ブリュンヒルデは釣竿を持ったままボロボロと泣くアントニオを指す。

どういうことだ。

「あの女め余程に迷ったのか半端な変異で止めておる。あの程度ならば死は遠くなったが無くなりはせん。子も出来にくいが何度も濃厚に重ねれば不可能ではない」

　俺は思わず笑顔になってしまう。

「そもそも成りたてがフードで陽を防げるはずあるまい。数秒も浴びれば塵芥となってしまうわ」

　はて数秒で灰とは少し違和感があるがまあいいか。

　知らせに戻ろうか。

いや別れを告げて即戻るのはどうだ。

ボロ泣きを見るのも奴のプライド的に良くないだろうか。

　ブリュンヒルデは更に続ける。

「結局全てあの女の思い通り、一人でやりたいようにやって全部壊していく……」

　妙な違和感を感じた。

　今のブリュンヒルデは明らかに怒っている。

一体何に対して怒っているのだろうか。

　俺が殺された。

だがそれは自分と同じようになっただけで別れではない。

　家が滅茶苦茶、それもブリュンヒルデにとっては知ったことではないはずだ。

「あーちなみに俺は意志のない傀儡ではないぞ。こんな悪戯もする」

　俺はブリュンヒルデのスカートを軽く持ち上げる。

すごい下着だと思う間もなく頬骨を砕かれた。同種になったからか容赦ないな。

「そんなことわかっておる。傀儡になどしていたら消滅させてやるところじゃ」

　となるとやはり分からない。

そう思ってブリュンヒルデを見ると、悲しげな顔でアントニオを見ている。

　更に嬉しくなる。

ブリュンヒルデは父殺しをさせられたアントニオを憐れんでいてくれたのだ。

「ブリュンヒルデ。もし良かったらなんだが」

「なんじゃ」

　俺は頭を下げる。

「俺の子ども達の寿命が尽きるまででいい。少しばかり見守っていてやってくれないか？」

　ブリュンヒルデはブスッと頬を膨らませ、何も答えずに背を向ける。

つまりは承諾だ。

「但し対価は大きい。妾との逢瀬に付き合ってもらうぞ」

「望むところだ」

　そんなものは対価でもなんでもない。

嬉しいばかりだ。

「場所はあの女の寝室じゃ。留守を狙っていくからそのつもりでおれ」

「……」

　かなりきつい対価だった。

ばれたら比喩でなくバラバラにされそうだ。

「頼んだよ」

　俺が困った顔で言うとブリュンヒルデは弟に向けるような顔で頷き、泣きながら釣竿を握るアントニオに向かって駆けて行くのだった。
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　俺は正門から堂々と出る。

もう見咎められて騒ぎになっても構わない。

「あっいたー!!」

　そら見つかったと振り返るとバルコニーから全ての女達が顔を出していた。

ぎゅうぎゅうになりながらこちらに手を振っている。

　しかし余りに狭いせいかたちまち不満が噴出する。

「狭いー！　潰れるー！」

「痛ー足踏んだわね！　この体重イリジナさんでしょ！」

「ちょっとノンナ！　デカパイをどけなさい！　邪魔なのよ」

「メリッサさん脱ぐのは反則！　みんな対抗したらとんでもないことになっちゃうから！」

「臭っ！　こんな時にやったわね！　誰!?」

「ママの化粧が擦れて伸びてまるで化生──ひっ!?」

「こらピピ、あたいによじ登るんじゃない。色々傷つくだろ！」

「ぎょえー！　生首!!」

　俺も大声で応えながら腕を降る。

たちまち衛兵が集まって来るもフードで顔さえ隠せば問題ない。

「やっぱりいたじゃねーか！　おおいエイギル！」

「……なんと」

「大将ほんとうかよ！　頭がついていかねえ」

　酔っ払い男共も顔を出すが、もみくちゃの中ですぐに乳に触っただの尻に乗っただのと叫ばれて蹴り出された。

　屋上からはラミーが垂れ下がり、用水路ではミルミも跳ねている。

空高くにはポチの姿まで見える。

「父さん俺も──！」

「あっ元凶が来たわ！」

「みんな足を踏みなさい！　脇も抓るのよ！」

「膝蹴りよ。思い切り玉を狙って」

「父さまの仇、一物を切り取ってやる」

「アナ光物はまずいよ！」

　遅れて顔を出したアントニオが集団リンチのような状態になっていた。

それでも俺の言葉を守ってか一切反撃はしていない。

　もう誰が誰だかわからないが俺の人生総決算に相応しい騒がしさだ。

「エイギル様！」

　ひょいと屋上からセリアが跳び降り、俺の方に向けて走り寄って来る。

　屋上ではレアが泣き濡れた顔で見下ろしていた。

見当たらないと思ったらセリアと居たのか、なら良かった。

「レアが死のうとしていたので極上の菓子職人になるという使命を与えました」

　そんな深刻なことになっていたとは。

別れの挨拶に来なかったら大変だった。

　バルコニーの面々がセリアが抜け駆けたと大騒ぎする中、俺は懐かしい騒ぎに背を向けながら去る。これで終わりだ。

　そうだったのに。




「うわははははは！　見つけたぞ漢よ!!」

　俺達の前に筋肉の塊が立ち塞がる。

ギルドレスだ。

「空気を読め！　劇的な別れが台無しだろうが！」

　ギルドレスは俺の怒声とシッシッと追い払おうとするセリアの言葉をまったく聞かずに剣を抜く。

「生きて戻ったのならば漢の熱き抱擁をもって歓喜を示していただろう！」

　絶対にごめんだ。

「だが見るにそうではないらしい。故に問うぞ！　貴様は俺の知る真の漢か！　それとも卑劣にも漢の皮を被っただけの化生か！」

　答えないと収まらないな。

朝日も近い。

「化生ではあるが俺本人だ。最後の別れを言いに来た。敵意はないさ」

　ギルドレスはギンと目を開いてこちらの瞳を覗き込む。

「そうか、漢よ。そうか」

　そして両眼からドバッと油っぽい涙を噴出させる。

「おお漢よ。戦いで死ぬるは漢の誉れ。されどあの者はまだお前を斃せるはずがなかった」

　ギルドレスはアントニオに稽古をつけていた。

当然その実力も知っているだろう。

「漢よりも親だ。わからんか」

　こいつには本当にわからんかもしれん。

「わかる。わかるとも。だからこそ口惜しい！　お前ほどの漢が全てを出しきらずに死ぬとは！」

　言いながらギルドレスは上着を脱ぎ捨てる。

下は最初からパンツしか履いていなかったので全部脱いだと言って良い。

「戦おうぞ漢よ。我が友よ。死した後に機会を得たのも戦神の計らい。貴様の全力を見せてくれ！」

　ギルドレスは号泣しながら赤く光る剣を抜く。

「父様これを！」

　アントニオがバルコニーからデュアルクレイターを投げる。

なんで感動の別れがこんな汗臭い展開になってしまうのか。

あとセリアはアントニオに塩を投げるのは止めろ、下手すると俺達の方に効くぞ。

（驚いた　貴様命を）

　うるさい黙れ。

（むぅ　寝る）

「いざ──!!」

　ギルドレスは宝剣アレスの灯を大上段に構えて飛び込んでくる。

　筋肉の塊のような巨体は鈍いどころか風よりも速い。

上段から振り下ろす防御を捨てた一撃はどれほどの威力を持つのか。

　だがそれでも今の俺の相手にはなるまい。

人を捨て、陽と銀を敵としたこの体は人であった頃とは比べ物にならない力を──。

「うぉぉぉぉ!!」

　ギルドレス渾身の一撃を右手一本で持ったデュアルクレイターで受け止める。

そして圧し潰されて膝をつき、胸元を蹴り上げられて宙を舞った。

「嘘だろ」

　転がりながら悪態を吐く。

普通に力負けしたぞ。まさかこいつもヴァンパイアなんてオチはないだろうな。

「漢よ弱くなったのか!?」

「なんだと」

　女達の見る前で恥をかかされ、怒りに任せて横薙ぎに剣を振り抜く。

力加減をしない人外の一撃は土を巻き上げるどころか触れてもいない地面を裂く。

「ぬうん!!」

　その一撃をギルドレスはまともに刀身で受け止め、眩しさすら感じる火花が飛び散る。

力の奔流で巻き上がった風が竜巻のように上空へ吹き上がる。

「ぐぅぅぅ！」

「ぬぅぅぅ！」

　力任せに剣で押し合い、ギルドレスは二歩俺は一歩後退する。

「漢よ。人を止めて更に強くなったか！」

「俺はお前が人なのか自信がなくなってきた」

　俺達は後ろに飛び退き、今度は互いに大上段から剣を振り下ろす。

　防御や小細工は考えず、全力で剣をぶつけ合う。

　手加減はしなかった。

人外の力で叩きつけた。

　だがギルドレスは潰れなかった。

地面が砕ける一撃を何度も受け止め、少しでも息切れすればたちまち岩のような一撃を返して来た。

　曲者だと駆け寄る衛兵が剣圧で吹き飛び、王宮のガラスが衝撃で割れ、松明が大風に煽られたように飛び散った。

　バルコニーから女達とアントニオの声援が届く。

人外にまでなっておきながら家族の前で負けるなどあり得ない。

　もうこのギルドレスを殺してしまっても構わないと殺気を漲らせ、全身全霊で撃ち込む。

　ギルドレスの巨体が吹き飛ぶ。

「まだだ!!」

　殺ったと止めを見舞うも空中で体勢を整えて突きを打ち落とされ、首筋を狙った斬撃を見舞われる。

　受け止めた剣が大きく弾かれる。

こんなものが当たっては死がないヴァンパイアだろうと首を飛ばされる。

　三合、四合と打ち合いが続き、決着はつかない。

「あう……あう……あう」

　セリアが昇り来る朝日を見て慌て始める。

「ぬぉぉ!!」

「ふん!!」

　豪快な横薙ぎ同士がぶつかり、互いに吹き飛ばされて尻餅をついた。

その瞬間、ギルドレスから殺気が消える。

「友よ。本気で戦えたか」

「ああ、腹は立つが本気だったよ」

　本気で殺すつもりで打ち込んだ。

まごうことなく全身全霊だった。

「お前こそ今まで手を抜いていたのか？」

　今で互角なら人だった頃の俺では敵わないはずだが。

「友を相手に手加減などと無礼なことをするものか。俺はいつも全力……漢は相手が強ければ強い程いくらでも強くなるものだ」

　もう漢と言う名の怪物だなそれは。

「だがいささか……無理をしたわ」

　ギルドレスは剣を取り落とし前のめりに倒れる。

体には一撃も入っていないが、今の俺と打ち合うことそのものが耐えがたい衝撃だったのだろう。

　だがこいつは終わりまで耐え抜いた。

俺を全力で戦わせてくれる為に。

「さらばだ友よ」

　俺の言葉にギルドレスは伏したまま、握り拳を突き上げる。

　昇る朝日が俺を見送ってくれているようだ。

　セリアが近くの民家から何か叫んでいるが急ぐことはない。

これからの俺達に時間は無限にあるのだから。

　バルコニーから引っ込んだアントニオも何か叫んでいるが応えることはしない。

別れの言葉は言い尽くした。これ以上は蛇足と言うもの──。

「ぐわぁぁぁぁ!!」

「また燃えたぁ！　少しは学んで下さい！」

　セリアが俺に縄を投げ、首に引っかけて日陰に引っ張り込む。

「俺の道は王国に至った。それでハッピーエンド、話は終わり。この先は別の物語だ」

　王国へ続く道は終着となった。

次の道はどこから出てどこに行くのか、まだ見当もつかないが構わない。

何しろ時間は永遠にあるのだから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ＦＩＮ～
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～五百年？　後

　古代文明の人工知能は管理者の喪失によって自己判断を開始した。

　彼らは人類の幸福とはいかなる苦痛も無い状態と定義、すなわち人類に生を与えないこと、人類の絶滅によってそれは達成されると結論付けた。

　大陸に散らばる遺跡は無人兵器の量産を開始、数百万の鋼鉄の兵士が人類の抹殺に向けて──。







「小隊長殿！　ハードレット小隊長！　起きて下さい！」

　バシバシと頬が叩かれる。

俺は一言呻いて目を開く。

「ぐ……夢か」

　昨日みた映画のせいで変な夢を見てしまった。

「ここはどこだ。王宮か、ラーフェンか？」

「何言ってんすか小隊長。王宮って王様になった夢でも見てたんすか」

　ワッと複数の笑い声が響く。

　徐々に感覚が戻っていく。

　見えるのは鉄の棺桶のような狭い車内に詰め込まれた男が八人。

香るのは汗臭い男の体臭と燃料の臭い。

聞こえるのはやかましいエンジンと無限軌道が不整地を踏みしめる音……。

「ひどい寝心地だ。まだ馬車の方がましだ」

　ぼやくと俺を起こしたお調子者の兵が笑う。

「ははは違いないです。Ｍ−二〇五装甲戦闘車──通称ネップリは強靭な装甲と３０ｍｍチェーンガンと引き換えに乗り心地はクソ以下ですから──っとどこまで話しましたっけ？」

「誰も聞いてないお前の独り言なら二代皇帝うんぬんってところだ」

　いかにも厳めしい顔をした中年男が答える。

確か階級は軍曹だった。

「そうだそうだ。えー二代アントニオ帝……違和感を覚えるのも当然でこれは当時では幼名です。即位と同時に変えるのが普通なのに二代帝は何故かこの名を最後まで使い続けました……誰か聞いてます？」

　他の兵士達がうんざりした顔で返す。

「お前が国史専攻なのは知ってるが、これから戦争だってのによくうんちく垂れ続けられるよな」

「聞き飽きたプロパガンダよりはイラつかないだけマシだ。幼名の可愛い皇帝の話続けろよ」

　暗に続けろと言われてお調子者が再開する。

「それがこの二代帝、可愛いだなんてとんでもない。その統治は苛烈を極め、逆らう者は敵も味方も皆殺し、降伏しない敵は街ごと焼き、母を愛人に姉を妻にして子まで産ませる外道ぶり──通称狂帝」

「つまりはやりたい放題の狂ったやつってことか？」

　一人の兵士が笑う。

俺は足が滑ったふりをしてそいつのすねを蹴る。

　お調子者は首を振って続ける。

「それが二代帝はただの暴君じゃなかった。ガーランド帝国を併呑し大陸の九割を支配して飛ぶ鳥落とす勢いだった当時最強のオルガ連邦に挑みかかり、一〇分の一以下の国力で連戦連勝、押し込みまくった」

　おおーと感心する声が上がる。

「そして遂に今の州都ベルドグラード、当時は……なんだったかな」

「グライデル」

　お調子者は手を叩く。

「そうグライデル近郊の決戦で連邦の最高司令官ステーセリを敗死させ、白都へ侵攻。僅か一代十五年で最強オルガ連邦を叩き潰した！」

　俺は満足げに頷く。

「そして連邦降伏と時を同じくして東から大規模進入した異民族を返す刀で蹴散らし……そのまま王都ゴルドニアに帰らず失踪したとされる」

「なんだそりゃ。戦死じゃなくてか？」

「王様が出奔なんてあり得ないだろ」

　お調子者は首を振る。

「一説には病死とも言われてるがそれなら死体が帰るはずだ。当時のもっとも信頼できる歴史書にはただ『凱旋途中で失踪しそのまま帰らず』とだけ書かれている。それ以上はわからない……」

　お調子者は膝を叩いて続ける。

「その後を三代バルトロメイ帝が継ぐ──ここで正式に名称が帝国、王が皇帝とされるんだが──これまた先代とは対照的に温厚、柔和にして優柔不断だったと言われている。荒事には向かない性格だったが、連邦を呑み異民族を粉砕した帝国には最適だった。この三代帝の時代から四百年に渡り我らが祖国は歴史上類を見ない大繁栄を続けた訳だ！」

　パチパチとやる気のない拍手が鳴る。

「まあその後は……知っての通り民主革命が起きて皇帝が失脚、どうしてこうなったのか共産革命で人民議会が立ち上がり、これまたなんでそうなるのか愛国党がクーデターで人民議会を打ち倒すんだが……この辺りは荒れるのでやめておく……迷走し過ぎて国力落ちて今に至ると」

「あれは酷いもんだった。毎年のように統治者どころか政治体制が変わってたからなぁ」

　それも一興、面白い時代だとルーシィは笑っていたけどな。

「小隊長、うちの爺さんみたいなこと言うんですね」

　ほっとけ。

「で、話を歴史に戻すと二代帝は敵にも味方にも情け容赦のない性格だったが……不思議と家族にだけは決して手をかけなかった。露骨に背いたり暗殺未遂事件を起こした者にすら死刑、追放どころか何の罰も与えなかったと言われている」

　約束したからな。

　そこで厳めしい軍曹が低い声を出す。

「二代のことは分かったが、帝国勃興期の話をするならどうして初代が出ない？」

　するとお調子者は難しい顔で頬をかく。

「初代帝の資料は極端に少ない。いや数だけならいくらでもあるんだ。小説に演劇に……例えばこの本」

　懐から一冊の文庫本を取り出す。

ちらりと見えた著者はクリストフとなっていた。

「ちなみにこれの原典作者は俺の先祖らしい。すげえだろ」

『知るか』『そんな本しらねぇよ』と野次が飛ぶ中、俺はなるほどと頷く。

雰囲気が似ていると思っていたんだ。

「曰く竜に乗って空を飛ぶ。曰く魔物の軍団を率いる。曰くたった一人で千の敵を相手取り、大砲を剣で弾き返す──」

「んな馬鹿な」

　お調子者は突っ込みに頷く。

「そう、フィクション要素が強すぎて実像が見えてこない。これをそのまま信じたら子供向けＲＰＧの主人公みたいになっちまう──かと言って史実に近いと言われるトリスタン記では初代の動きはとても曖昧に書かれている」

「じゃあ何も活躍しなかったつまらない奴じゃないのか？」

　足が滑ったふりで言った兵の膝を蹴り飛ばす。

「それはあり得ない。群雄割拠だった中央平原をほんの十年ばかりで当時最強のオルガ連邦に対抗しうる存在に変えたのは間違いなく初代だ。結果は分かっているのに過程がさっぱりわからない」

　お前は良い奴だなと懐のクッキーをくれてやる。

「セリアクッキーとは……小隊長見た目に寄らず甘党ですなぁ」

　厳めしい軍曹が怖い顔で笑う。

「ちなみに我が国の銘菓たるこれでもかと砂糖とクリームを挟んだこのクッキーも三代帝の時代に起源があるんだ。製作者が亡くなった親友の名前をつけたんだぜ」

　俺はクリストフ三世の肩をバシバシ叩く。

そういう話をあんまりするな、泣いてしまうだろ。

　そこで突然無線が吠えた。

「おっと中隊長の訓示ですよ」

　無線機からいかにも若く血気溢れていそうな声が聞こえて来る。

『これより我が第二機械化歩兵中隊は戦闘区域に突入する！　三個軍団が投入された本作戦の目標は言うまでもなく州都ラーフェンとその周辺の奪還である！　卑劣なる八カ国連合によって奪われた祖国の領土を今こそ取り戻さねばならない──空軍部隊は奮戦し制空権拮抗状態に持ち込んでいる！』

「制空権まだ取れてねえのかよ……」

　兵士の一人がぼやく。

「そういえば小隊長は志願組でしたよね。やっぱ祖国を守りたいから……ですか？」

　クリストフ三世が聞いて来る。

「そういうのに興味は無かったんだが、うちに爆弾が飛び込んできてな。危うくバラバラになるところだった。このままでは家族がやられる」

「あぁ……敵の無差別市街爆撃ですか」

　正確にはバラバラになった。

なった後で元に戻ったのだ。

　体制がどうなった、領地が減った増えたにもう興味はなかったが、さすがにルーシィとセリアを傷つけられてはこのままにしておけないからちょっと行って来るとばかりに志願した。

　募兵の場で経験があるから軍団長をやらせてみろと言ったんだが、適性試験の結果小隊長にされた。

不本意だ。

　すると厳めしい軍曹が不気味に笑って寄って来る。

「実は私もその口なんですよ。見て下さいうちの娘を」

　写真を見せられて首をひねる。

どこかで見たぞ、遠い記憶がよみがえってくる。

「こいつがまた変わった奴で、私は立ち会えなかったのですが嫁が言うには産まれるなり『遂に来たぞー！』と叫んだとか」

「……」

　軍曹は見た目に合わないデレデレした顔で続ける。

「まだ幼児のくせに人形にまったく興味がなくてボディービル雑誌で喜ぶんです」

「……カボチャが大好きだったりしないか？」

　軍曹は驚いた顔をする。

「大好物です。後は窓に激突して『前の感覚で通り抜けられると思った』とか」

　もう確定じゃないか。

「戦争が終わったら一度会いに行こうか」

「ええ是非」

　俺達が話している間にも中隊長の訓示は続く。

『ラーフェンには極めて強力な敵がいるとの情報もある。しかし恐れるに──』

「うわっ!?」

　強烈な雑音と共に威勢の良い演説が途切れる。




「中隊長車がやられた！　ミサイルだ！」

　誰かが怒鳴ると同時に装甲車の速度が跳ね上がり、乗り心地が悪いを通り越して笑える水準になる。

「上空に戦闘ヘリ二機──おいおいやばいぞ」

　俺もやばい。

揺れ過ぎて吐きそうだ。

　頭の上で機関砲が猛烈に撃ち始める。

「三号車大破……四号車も擱座……くそっ六号車がバラバラになったぞ！」

「対空機関砲と地対空ミサイルＳＡＭはどこ行ったんだよ！」

「どっちも初撃で吹っ飛ばされたよ！」

　クリストフ二世が文庫本を懐に仕舞い込んで震えはじめる。

「ネップリは世界最高水準の戦闘車……でも防空援護無しに戦闘ヘリに襲われたら……」

　甲高い音が聞こえた。

俺はクリ三世のヘルメットを掴んで床に叩きつける。

「全員伏せろ！」

　同時に強い衝撃が俺達を襲い、車両が横倒しにひっくり返る。

「死んだ奴は手をあげろ」

　よし全員生存だな。

完全に壊れた後部扉を蹴りあけて外に出る。

　一時間前まで新品だった車両が滅茶苦茶にひん曲がって火を噴いていた。

　他の壊れた車両からも生き残った兵士が次々と出て来るが中隊長車は完全に燃え上がっていた。

ありゃ全員ダメだな。

　風切り音を感じて体を捻ると胸板ギリギリを弾丸が掠めていく。

敵は地上ギリギリを飛びながら舐めるように味方兵士を撃ちまくり、戦闘車にミサイルやロケット弾を叩き込んでいた。

　反撃に支給された銃を乱れ撃ってみる。

いやはや連邦戦で驚いたのが嘘のような凄まじい連射、弾は光のように真っすぐ飛んでいく。

「これがあったらもっと楽だったんだろうなぁ」

　弾丸は敵に次々と命中するが反応がない。

「効かんぞ」

「当たり前です小隊長！　戦闘ヘリにライフルなんざ豆鉄砲以下です！」

　そうか、もっとでっかくないと駄目か。

　俺は周囲を見回し、さっきまで乗っていた壊れた車両に手をかける。

３０ｍｍ……なんとかだったな。砲身も壊れていないしいけそうだ。

　固定していたボルトを引き千切り、内臓みたいに繋がった諸々ごと引きずり出す。

壊れていないか適当に色々押してみると弾が出た。いけそうだな。

「小隊長、何してんですか！　そいつはモーター抜きでも１７０ｋｇ──」

　グチャグチャ五月蠅いクリストフを無視して右手でひょいと持ち上げる。

　ちょうど敵も大きく旋回して戻って来た。

　息を吸い込んで目を凝らす。

昼間だから少し見にくいがローターの回転、銃口から一定間隔で吐き出る弾、そして口角を持ち上げているパイロットまではっきり見えた。

　垂れ下がったボタンを踏みつけて発射。

撃ち出された弾は右回りに回転しながらゆっくりと飛んでいく。

　相手も弾も高速なので少々狙いが付けにくかったが、これぐらいなら人間の時でも余裕。

まして今なら児戯に等しい。

　回転しながら飛ぶ弾は操縦席と下腹に命中し、血飛沫が飛び散る。

戦闘ヘリは破片を撒き散らしながら俺の頭上を飛び越えてすぐに墜落した。

「一斉射で……」

　ポカンとする軍曹に伏せろと怒鳴る。

　もう一機が発射した三発のロケット弾に狙いを定めて発射、三発とも空中で爆発させる。

　パイロットの顔が驚きに歪み、慌てて上昇離脱を計る。

「遅い」

　腰を落として狙いを定める。

発射された弾丸はローターを捉え、戦闘ヘリはフリスビーのように回転しながら墜ちて爆発した。

「ああ重かった」

　ヴァンパイアになって力は上がったがそれでも重いものは重い。

しかも最初の五年以降耐えられるようになったとはいえ日光の下で戦うのは不愉快だ。

「さて中隊長殿は焼けてしまったわけだが」

　俺の他に小隊長は三人いたはずだ。

　一人は腰を抜かして震えている。

もう一人は吹き飛んだ右腕を探している。

最後の一人は衛生兵が心臓マッサージ中だ。

「俺が指揮を執る。全員残った車両に分乗しろ」

「と、到底乗れませんが」

　軍曹の額を叩く。

「中に乗れんなら上に乗れ。しがみ付けば二十人ぐらいいけるだろが」

　別の軍曹が言う。

「しかし中隊の被害は甚大です！　車両の六割、人員の三割が喪失しています！　ここは増援を……」

「敵もそう見ているだろう。だから突っ込むんだよ」

　まあ任せとけ。

これでも両軍の誰よりも実戦経験があるはずだ。

　兵器が変わっても戦の本質は変わらない。

　そして人間の本質もだ。

　永遠に戦い、永遠に食い、永遠に笑う。

そして時代時代の美女を永遠に抱き、少しばかりの血を貰うのだ。

「ああ素晴らしい。そうは思わんか」

　クリストフ何世が懐から文庫本を取り落とす。

題名は……思わず笑ってしまった。

『王国へ続く道』か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～真ＦＩＮ～

本話を持って『王国へ続く道』本編は終わりとなります。

半年程で完結する予定で書き始めた作品が五年以上の時を経てようやく完結となりました。

間延びしたり突如止まったり、回収しきれぬ様々な伏線、空気と化した女性キャラ達、作者の未熟故に色々な不都合も出ましたが、なんとか最後まで書ききることができました。

余談やＳＰ話についてはまだ未定です。

あるいは新作も書きたいと思っておりますので、もし細々と何かする時はツイッターで告知したいと思います。

それではここまで延々と長い作品にお付き合い頂き、本当にありがとうございました！










☆２０１９ハロウィンＳＰ

本編と無関係……でもありませんが余談、後日談として軽い気持ちでご覧ください。









　王都から離れたとある街──。




　俺達は陽の落ちた街路を歩く。

　道沿いに無数の灯りが灯され、出店が並び、喧騒が響く。

「ああ今日は祭りの日か」

　元はカボチャ祭りか破魔の祭りだったか。

最近は混ざって良くわからんようになってしまった。

「魔物が溢れる日なので魔物に変装してやり過ごしながらカボチャを食べる祭りになったみたいです」

　可愛いセリアが教えてくれる。

「ふむ。魔物が溢れるとは尋常でないな」

　俺はセリアの頭を撫でながら伸びをする。

「怖いです。おしっこして早めに寝るのが良いです」

　頷いたところで後頭部を小突かれる。

「貴方達も魔物でしょうが」

　俺とセリアは顔を見合わせ、赤い目と牙を確認し合って手を打つ。

「そもそも貴方達、夜に寝て朝起きて来るの止めてくれませんか？　私が自堕落な生活をしている気分になるのですけれど」

　ルーシィがとんでもなく美しい顔を近づけて怒ってくる。

「なかなか人間が抜けなくてな」

「私も体が小さくなったせいか夜更かしすると眠くなるのです」

　そうルーシィの忠告通り俺とセリアとルーシィは人ではない。

夜を生きる魔物ヴァンパイアなのだ。

　いかに馬鹿なことを言い合い、祭りの雰囲気に浮かされていてもそれだけは忘れてはならない。

町に居る時はいかなる時でも警戒を続け、正体がばれることは許されない。

　俺とセリアは赤い目をフードで、体温の無い肌を手袋で隠して席に着く。

「言った傍から飲み屋に入りますか！　わっ危ない。この店、銀のナイフを吊るしているなんてもう」

　ルーシィが肩を落とす。

「まあまあ幸いにして見た目は人間のままなのだから、一杯ぐらい飲んでてもばれないだろ」

　笑いながら俺は酒場の親父を呼びつけ飯と酒を注文する。

　すると親父は目を細めて俺達を観察してボソリと呟く。

「あんたら……ヴァンパイアか」

　ルーシィの顔が歪み、セリアがバネ仕掛けのようにピンと伸びる。

一瞬でばれてしまった。

　俺は腕を組んだまま視線を合わさず返す。

「どうしてわかった？」

　ヴァンパイアを前に親父は焦る様子すら見せない。

「三人揃って洒落のかけらもねえ真っ黒なフード付きの服。入口の魔除けは大げさに避け、何よりちらりと見えた赤い目と牙を見りゃ誰でも分かるさ」

「そうか。分かってしまったか」

　俺はデュアルクレイターに手をかける。

　どう見ても酒場の親父にしか見えないが、三体のヴァンパイア相手に正面から正体見たりと宣言したのだ。余程腕に自信がなくばこんなことはしない。

　俺はそれっきりこちらに背を向けた親父にどう斬りかかるかと考える。

「そら」

　親父が振り返るなり俺の前に皿を置いた。

「まったくアホらしい。吸血鬼ってのは死体のような白い肌をした優男ってのが相場だ。筋骨隆々で日焼けした、おまけにニンニク焼きを頼むような奴がいる訳ないだろ。ははは、仮装にしても酷すぎるぞ」

　俺は剣から手を放して不貞腐れる。

「酷すぎるってなんだ……本物だぞ」

　不注意で太陽に焼かれる度に日焼けして今や人だった頃よりも小麦色だ。

　対照的に安堵したセリアとルーシィがフードを取る。

　途端に親父が固まってしまった。

いかんルーシィの方は完全に吸血鬼の定義に当てはまる。

「う、美しい……」

　そっちかよ。

　ルーシィは俺の隣に座り、わざと胸をテーブルに置いて強調する。

「お味見良いかしら？」

　親父の手を取り、指についたソースをペロリを舐める。

「う……ぐぅ」

　親父は両手で股間を押さえたまま前のめりになって動かなくなる。

「店長この忙しい時に何してんすか」

　ルーシィは文句を言いにきた若い店員を流し目で見ながらペロリと舌を出して唇を舐める。

「うっ」

　若者の方もそのまま股間を押さえ、前のめりになって動かなくなる。

　ケラケラ笑うルーシィ。

「遊んでやるなよ。お前の美貌はそのまま人外なんだぞ。しかもそんな際どい服で……」

　ルーシィの服は一見、黒一色で地味に見えるが、良く見れば圧倒的なスタイルに対してサイズは小さく体のラインがはっきり見える。更に尻や胸元の生地が薄く服越しに肌の質感まで分かる。

要はいやらしい服なのだ。

「でも服を選ぶ時にこれを持って来たのはエイギルですよね。あーあ、これサイズが小さくて下着もつけられないから胸の先を刺激しちゃうと形が丸見……臭い！」

「公然猥褻はそこまでです！」

　セリアがニンニク焼きをルーシィに突き付ける。

慌てて俺の方に退避するも、俺も普通に食べていたからか顔を歪めてビンタされた。理不尽だ。

「貴方達ヴァンパイアのくせにどうして普通にニンニクを食べるの！　テーブルに移りなさい。ちょうど良いので吸血鬼の授業をやります！」

　ルーシィの声は周囲に響くも、周りは魔物に仮装した者達だらけで誰も気にしていない。

「ピチピチ服の女教師……うっ！」

「露出狂のお姉さん……ぐっ！」

　店長と若者が再び呻く。

生臭いからさっさと着替えて来いよ。




「さてさて」

　ぽむぽむとルーシィがテーブルを叩く。

その反対側に俺とセリアが並んで座る。

　ああ懐かしい。

森でもこうして教えられていたものだと頬が緩んでしまう。

「匂いが消えるまで口を開かないで下さい」

　口内にレモンを押し込まれた。

「まずは絶対に知っておかないといけないこと。私達の弱点についてです」

　セリアが口にレモンを含んだままメモを取り出す。

人外になっても真面目だな。

「まず最大の弱点は言うまでもなく太陽です。力の弱い個体なら直射日光はもちろん、木漏れ日や反射光でも一瞬で灰になってしまいます。陽を克服できるのは私のような極めて強い個体だけ。それも力はがた落ちで日差しの下では相当な格下にも後れを取ってしまうでしょう」

　太陽が敵なのはさすがに知っている。

かれこれもう二桁近く焦げたからな。

「二桁近くではありません。一八回です……もがっが」

　セリアの口から飛び出たレモンを空中で掴んで口に戻す。

「次に水です。正確には清浄な流水ですね。どこまで耐えられるかは個体の強さと流量によります。弱い個体ならバケツ一杯かけられても効きます。並ぐらいでも小川は越えられず、私やブリュンヒルデでも大河に投げ込まれれば多分アウトです」

　昨日セリアと川遊びしてたんだが控えた方がいいのかもな。

「続いて銀です。銀で傷をつけられるとすぐには再生できませんからばっさりやられると戦闘不能になったりします。ミスリルはその上位互換です」

　これは別に気を付ける必要はない。

要は斬られなければ良いのだから人間時代の鋼の剣相手と何も変わらない。

「気をつけておかないといけないのは触れただけで軽く蒸気が出て火傷したりします。私もこれで正体がばれたので高い食器とかには注意ですね」

　ルーシィは遠い目で自分の体を抱いた。

俺も慰めるように手を伸ばすがまだ臭いと払われた。悲しいな。

「最後にニンニクです。別に滅ぶとか傷つくとかはありませんが、ただ物凄く嫌いで吐きそうになります。強さの問題ではないので耐えられません。こんなものを吊るしている家には絶対に入りません」

　冗談抜きで本当に嫌いなのだろう。

「普通に食えるけどな。むしろ……」

「独特の刺激が人間だった頃より強く感じて好きです」

　ニンニク片手に首を傾げると、ルーシィから変態趣味を告白した時のような視線を向けられた。

　まあ嫌がっているなら目の前で食うのは止めておく。

寝ている隙にこっそり食おう。




「ところで質問なのですが」

「はいどうぞ」

　セリアが挙手するとルーシィは嬉しそうに指を差す。

「さっきから、弱い強いとありますが何か基準はあるんですか？」

　ルーシィはぽむっと机を叩いてセリアの頭を撫でる。

聞いて欲しかったようだ。

「ヴァンパイアの強さとは『人だった頃の強さ』×『親の強さ』×『年月』になります」

　ふむふむ、ちゃんと基準があるんだな。

「元が鍛えられた騎士とかだと飛びぬけて強いですし、変異させたヴァンパイアが強いと眷属も強くなります。また生き抜いて年月を重ねれば更にどんどん強くなるのです。私なんて普通の村娘、親も多分凡吸血鬼ですが、五百年以上も生きたので結構なものになっていますね」

　セリアがメモを取りながらふと俺の方を見る。

そしてルーシィの方を見る。

「貴女は大変なことをしたのでは？」

「……一緒に永遠生きて欲しかったし。人の世なんて知ったことじゃないし」

　二人して変な目で俺を見てからテーブルがぽふんと叩かれる。

「次はご飯について。ヴァンパイアの栄養になるのは血液だけです！　貴方達のような成り立ては数日置き、私ぐらい長く生きると一年ぐらいは空いても大丈夫だけど、とにかく血が必要なのです」

　ヴァンパイア＝吸血だから言われるまでもない。

「他の食べ物も口には入れられますが生きるには不要ですし本能が求めていないのでそれほど美味しく感じないはずです」

「飯が美味しくない？」

　ちょうど注文していたレアステーキと甘々カボチャケーキが机に置かれる。

　俺はレアステーキを、セリアはカボチャケーキを思い切り頬張る。

「「美味い」です！」

「……」

　ルーシィは複雑そうな顔をした後、咳払いして続ける。

「ちなみに血も全てが同じ味ではありません。私の経験では基本的に異性の血の方が美味しく、最高なのは処女と童貞、特に一二歳から一五歳ぐらいなんてもう頬が落ちそう……ケフン」

　美顔を軽く叩いて表情を戻すルーシィ。

「但し高齢童貞は変なえぐみが出るので普通の血より微妙です。また幼すぎる子供は味が薄くてコクが無いので今一つ、倫理的にもダメですね。病気持ちは異臭がします」

「ううむ」

「魔物会話ですね……」

　血の味一つとっても深いらしい。

「まあ結局は料理と同じで好みですけれど。エイギルも結構吸ったでしょう？」

　そう俺も既に魔物だ。

少なくない女の血を啜って生きてきた。

「女限定なんですね」

「頑なに男の血は飲まないものね」

　当たり前だ。

男の臭い血なんて汚物と同じだろうが吸ってたまるか。

「俺は処女の若い娘より少し齢を食った人妻や未亡人の方が好みかもしれん」

　確かに若い処女の血は圧倒的に美味い。

だが吸血に至るまでが問題だ。

　当たり前だが押さえ込まれて牙を突き立てられる娘は恐怖と絶望に泣き叫ぶ。

いくら美味でも女の悲鳴を聞き、涙をスパイスに飲んでは汚水のような味に思えてしまう。

「それは人妻でも同じでしょう？」

　ルーシィの言葉に首を振る。

「年増でしかも人妻とあれば好色に決まっているからな。後ろから抱き着いて巨根を触らせればたちまち抵抗は弱くなる」

「ただの痴漢です！」

　セリアの声は無視する。

「勃ち上がった一物を擦りつけながら唇を奪い、全身を愛撫して押し倒せば抵抗はなくなる」

「……吸血とは」

　ルーシィの呟きも無視する。

「後は挿入して激しく動きながらどさくさに紛れて血を吸えば気付かれないか、気付いても受け入れてくれる。昨日血を貰った女性など終わった後で全身を拭いてくれた上に家も教えてくれた。旦那が留守の日は目印の灯りを窓に下げておくからいつでも吸いに来て良いそうだ」

「「ただの間男じゃないですか！」」

　吸血によって生まれる性衝動のまま激しく交わりながら血を貰う。

その満足に比べれば味の違いなど些細なことだ。

「ヴァンパイアになってもエイギル様はエイギル様ですね……」

「本当にこの子はもう……人妻を寝取っていく吸血鬼ってなんですか」




　その時だった。

「聞いてるか、アザーゼの連中のこと」

　喧騒を貫いて一組の男の会話が耳に入る。

「おいおい、あんな外道共と関わってるのかよ。碌な目に合わないぞ」

「俺はとっくに足を洗ってる。ただ珍しい話だったんでな……連中、町でエルフを二人捕まえたらしい」

　笑いを止めて耳に意識を集中する。

「町でエルフ？　秘境の森じゃなくて町で？」

「なんでも自分からアジトに入り込んで来たらしい……なんだったか。秘薬の材料がどうのとかでな」

　男二人の話は続く。

「意味が分からねえが可哀そうに。アザーゼなんかに捕まっちゃもう二度と陽の目は見れねえな」

　俺は立ち上がろうとして中腰で一旦止まる。

「俺は人をやめて王宮を去った。厳密に言えばもう関わることは無い話だ」

「うん、そうだね」

　ルーシィがニコニコと頷く。

「今日にも船に積まれて出荷だとさ」

　テーブルの酒と料理を全て腹の中に入れる。

「だが彼女達にはまだ別れを告げていない。つまり延長戦が許されるのだ」

「そうだね」

　ルーシィは満面の笑みで答え、俺は大股で男達の席へと歩いて行った。
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　港に近い場所にある倉庫の一つ。

「風体の悪い見張りがぞろぞろと。どうやらここか」

　月のない夜だからこそ全てがはっきりと見える。

「突入しますか？」

　猫のように身を屈めたセリアが問う。

「いや念の為に確かめたい。外れだったら余計な時間を食う」

　俺はルーシィを見る。

「ふふ、任せて下さいね」

　人のことには興味を持たないルーシィがどうしてか今日は乗り気だった。

「おいでおいで～」

　目を輝かせながら見張りに向かって手招きする。

「あぁ行くぜ」

　一人の見張りがふらふらとこちらにやって来た。

これが魅了か。

「来たぜ。次は何をすればいい？」

「捕まえたエルフ二人について話せ」

　男は感情の無い顔で素直に頷く。

「薬の材料を買いたいと言っていた。非合法で希少な材料があるから町では買えないと。蘇生薬うんぬんと……良くわからない。もう一人は変態だった」

　確定だな。

　俺は男の首を三回転させてから河に放り込む。




「今の音はなんだ？　何か落ちたのか？」

　松明を掲げて寄って来る見張りの間を正面から走り抜ける。

「ん？」

「なんだ？」

　警告の声はない。

人外の速度で駆け抜ける俺の姿を人の目では捉えられなかったのだ。

　俺は全速のまま駆け抜け、頭から倉庫の壁に突っ込む。

『ぶち破る』という行動ですらない。

ただ全力疾走で紙の扉を破るように倉庫内へ飛び込む。

　倉庫内では二十人程の男が作業をしていた。

いかにも怪しげな薬や密輸以外あり得ない武器、鎖で繋がれ頬を腫らして泣く若い娘達。

「なんだ？」

　男達の目が壁の穴に向く。

同時に六人の首がコロリと落ちた。

「え？」

「なんだこりゃ」

　転がる首が一言話す。

意識を失う時間も無かったのだ。

　魔法を使った訳ではない。

飛び道具を使った訳でもない。

　ただ突入し奴らが視線を向ける前に六人の首を捩じ切っただけのことだ。

「なるほど人の速さではない」

　俺は動きを止めて周囲を見回す。

奴隷はいるがエルフは見当たらない。こんな倉庫では地下室も無さそうだ。

「お前一体何者──」

　ここのボスらしき男が言い終わる前に喉を掻き切って言葉を止める。

余計な口上に付き合う気はない。

「エルフはどこだ」

　聞いてから頭を押さえて切断した喉を合わせる。

これで話せないだろうか。

「ひゅ……ひゅ……」

　駄目かと手を放すと今度は完全に千切れてしまった。

「や、やっちまえ!!」

　別の男が号令する。

「犬だ、犬を使え！」

　鎖が解かれ、いかにも狂暴そうな番犬が数匹牙を剥き、猛烈に吠えながら走り寄って来る。

俺は一歩も動かず、ただじっと犬達を見つめる。

「噛み殺せ！」

　距離が３ｍ程まで詰まり先頭の犬と目が合った。

　途端に犬は全身で踏ん張って急停止した。

そして最初の吠え声に数倍する悲鳴をあげながら蹲ってしまう。

「お利口じゃないか。俺も犬を飼っていたから無駄に殺すのは嫌だった」

　犬の頭を軽く撫でてやるも恐怖のあまり失神してしまった。

「なんだよありゃ……人殺しの訓練をした犬達が」

「知るかよ。このままにはできねぇ！　俺達でぶっ殺すぞ！」

　男達は得物を手に一斉に飛び掛かって来る。

「利口な犬に比べてお前達は救いようのない馬鹿だなぁ」




「死ねやぁぁぁ」

　大男が汚く叫びながら大剣を振り下ろす。

「少し前にそうなってる」

　その一撃を素手で受け止め、握り潰した元大剣の鉄塊を大男の口内にねじ込む。

「くたばれやぁ！」

　１０ｍ程の距離からクロスボウが放たれる。

「もうくたばってるよ」

　ボルトを口で受け止め、一瞬で距離を詰めて男の右目にゆっくりとボルトを差し込む。

「この化け物がぁ！」

　斧を持ったデブ男が振りかぶる。

「分かってるんじゃないか」

　俺は男の腹を下から蹴り上げる。

男は垂直に発射されたかのように天井を突き破って跳び、空中で様々なパーツに分離したのが見えた。

「もう一度聞く。エルフはどこだ」

　言えば助けてやるとは言わない。

その気がまったくないからだ。嘘は良くない。

「や、やらないと」

「殺される……！」

　男達は尚も襲いかかってくる。

「私もやります！」

　そこにセリアが滑り込んで来た。

　男の一人がしめたとばかりに狙いを小さなセリアに変えた。

一三か四にしか見えないセリアに向けて男はハンマーを振り下ろす。

「ふんっ！　です」

　そのハンマーをセリアは片手で掴み、男ごと持ち上げて壁に叩きつける。

彼女もヴァンパイアだからこれぐらいできるのだろうが、見ている分には少し複雑だ。

「こ、これがエイギル様の戦い方……ふふ、ふふふ！」

　セリアはいつもの短剣を取り出して思い切り投擲する。

大砲のような音を立てて飛翔する短剣は盾や木箱を貫通するのみならず敵を二人まとめてぶち抜く。

「ふははは防御など無駄です！　我が一撃を食らうのです！」

　明らかに力に酔っているが構わないだろう。

これはもう戦いではない。勝負になっていないただの虐殺だ。

　人外となった俺達の相手を出来る人間など、ごくごく一部しかいないのだ。

「それより全員殺すなよ。場所がわからなくなる」

「ふはははは！　抗えぬ力に屈するのです！」

　聞こえているか？　大丈夫か？

「よいしょ……わっトゲだらけ。気をつけないと服ひっかけたら破れちゃいますね」

　壁の穴から悠々とルーシィが入って来る。

最後の希望に男達の目が輝く。

「あいつを人質にするぞ！」

「姉ちゃん動くな。怪我したくねえだろ！」

　ルーシィに走り寄る男達。

「嫌ですよ。貴方達でやっててください」

　男二人の動きが一瞬止まり、何の前触れもなく互いに斬り合いを始める。

「俺達でやるんだよ！」

「分かってる！　俺達で斬り合うんだ！」

　同士討ちを始めた二人を三人目が強引に止める。

「馬鹿野郎何してやがる！　同士討ちしている場合か！　俺達三人で一斉に──」

　ルーシィがニコニコと笑いながら何事か囁く。

「「「死ぬんだよ」」」

　三人は互いの得物で喉を突き合って絶命した。

「エイギルこんな時間に港から船が出たわよ？　焦っている様子だったけど」

　壁の穴から外を見る。

「ここは任せた」

「はーい」




　闇夜に飛び出す。

　船ははっきり見えているが遠い。

波止場から既に３００ｍ、いかにヴァンパイアの脚力でも跳べる距離ではない。

「河に飛び込むのは多分まずいよな」

　先ほどの講義を忘れるほど馬鹿ではない。

　ならば船を探すか……いや間に合わない。

奴らは下流に向かっている。流れに乗られたら追い付けなくなる。

　ふと港のすぐ傍に小舟が浮いていた。

「夜釣りの小舟、あれを足場にして……駄目だ、まだ足りない」

　もう一つだ。もう一つ間に足場があれば。

　その時だった。

　突然、水面が盛り上がる。

沈んでいた丸太だろうか。

「ともかく……位置は完璧だ」

　言葉と同時に走りだす。

　風よりも速く波止場まで駆けて渾身の力で跳躍。

８０ｍ程の距離を跳び、釣り小舟に着地する。

「ぎゃあ！　なんだぁ!?」

　思い切り踏み切って再び８０ｍ程の跳躍、船は一瞬にして沈没したが緊急時なので勘弁してくれ。

　そして浮上してきたモノに着地する。

丸太かとも思ったがブヨブヨした妙な感触で思った以上にでかい。

　まるで顔のように水面に出ている部分は五メートル程だったが、水面下にある部分は幅が２０ｍ、長さは１００ｍを超えている。

　しかし今更どうにもならないので思いきり踏みつけて再び跳躍する。

　５０ｍ程届かずに落ちて後は根性で泳ぐつもりだったのだが

最後の足場が思いのほか安定していたせいか距離が出た。

　俺は轟音を立てて見事甲板に着地する。

はて遠くにみえる港町がグラグラ揺れている気がするが気のせいだろうか。




「何者だ！」

　俺は軽く笑ってデュアルクレイターを置く。

「名など無い。邪悪な魔物だ」

　言ってから目を真っ赤に輝かせる。

頼むから灯台みたいに光ってくれるな。適度で頼む……よし上手くいった。

「こいつ目が！　人間じゃない！」

　集まって来た男達が後ずさる。

こいつらの利かない夜目でも港町の祭りが見えているだろう。

「今日は魔物が溢れる。そういう夜なんだろう？」

　俺は牙を剥いて男達に襲い掛かる。

　デュアルクレイターは使わず魔物として暴れる。

　素手で鎧ごと胴体をぶち抜く。

　肩を掴んで体を引き裂き、圧し折る。

「密輸の大砲があっただろう！　アレを使え！」

　大砲が狙いを定める。

だが発射の刹那、俺は人の目には見えない速度で距離を詰め、撃ち手の首をもいで砲身に放り込んだ。

発射と同時に凄まじい光景が広がる。

　暴れたのはほんの数分、それだけで誰もかかってこなくなった。

「ようやく夜も半ばか」

　空を見上げて笑う。

奴らの数も半数程になっていた。

「朝になれば悪夢は覚める。そこまで粘れば助かるぞ」

　全員の顔が絶望に染まる。

半数が船を捨てて河に飛び込み、もう半数は武器を捨てて膝をついた。




　俺は彼らに縄をうつこともなく船内に入っていく。

退路を塞がれても背中を狙われても構わない。

その程度でどうにかなる力の差ではない。

　そして奴隷を運ぶ為か牢のように改造された一室を見つけた。

「うう……あんな奴らに近づいちゃ駄目だって分かっていたのに」

「動揺で判断を誤りましたわね。とんだ恥さらしですわ」

　一糸まとわぬ姿で牢内にいるのは懐かしい二人のエルフだった。

二人揃って手で股間を隠し、耳がパタパタしているとこんな状況なのに笑えてしまう。

「亡骸がないならどうにもならない。そもそも蘇生薬なんてものが夢のまた夢。でも何かしていないと、走っていないと悲しさに押し潰されてしまいそう」

「エルフの癖にヒトに恋をしていたのね……本当に無様極まりますわ」

　内容とは裏腹に罵りには聞こえなかった。

「貴女には感謝してる。こうなったからには当然犯される、純潔を奪われると覚悟したけれど、貴女が騒いでくれるから全部そっちに……ありがとう」

「何を言いますか。私はエルフの矜持をもって下賤の輩に対しているだけです。あぁそれなのに下品で汚い男に代わる代わる繰り返し……屈辱ですわ!!」

「あぁもう感謝はしてるけど、なんで犯されてそんなに嬉しそうなの！」

　俺はたまらず笑ってしまう。

　途端に会話が止まり、張り詰めた殺気と緊張感が漂ってくる。

「また来ましたのね下賤で野蛮な人間ども！　あまりの臭さに息が詰まりそうですわ！　どうせ股の小汚いモノを私に──」

　俺は服を差し入れ、檻を捩じ切る。

　二人が絶句するのが分かった。

　そしてデュアルクレイターを掴んだまま別れの挨拶を告げた。

　一人は服を着ることもなく俺の腕を掴み『行かないで』と言う。

俺はただ首を振った。

　ならばと一人は息を吸い込む。

「私は貴方のことが──」

　満面の笑みを持って聞き流す。

受け入れはしない。

　それでも一人は諦めない。

「私はエルフだ。何百年経ってもいつか……きっと！」

　俺は困った顔をしながらその場を去る。




　甲板に出ると降伏した男達がまだ座っていた。

　俺はデュアルクレイターを床に置く。

「も、もう抵抗はしない。だから命だけは」

「船を港に戻せ。操縦が分からんからな」

　男達は必死の形相で舵を取りオールを漕ぐ。

　二人をひん剥き凌辱したこいつらを逃がすことはできない。

しかしまさか一人ずつ縛って衛兵に引き渡すなんて真似もできようはずがない。

「倉庫の奴らも含めて釘を刺しておこう」

　俺は一つ頷いてゆっくりと頷くのだった。




翌朝

　港が見える宿の窓を僅かに開いて外の様子を窺う。

全開にして焦げるような真似はもうしないぞ。

　すると駆けつけた水上警備の兵が盛大に吐いているのが見えた。

　船酔いか。

水兵の癖に情けない。

「多分違うと思います」

「あれはさすがに気持ち悪いですよ」

　そうだろうか。

解放は論外、捕縛の手間もかけられなかったのでとりあえず全員を船の外側に船舶用のぶっとい釘で打ち付けておいたんだが。

「おっと、ちゃんと来てくれた。最近は仕事をサボりまくっていると聞いて不安だったんだ」

　目当ての人物が現れたからだ。

「イヴァンナ。水上警備隊長に左遷とは……飲んだくれているからだぞ」

　イヴァンナは酒瓶を持ってふらつきながら全面に人が打ち付けられた船に入っていく。

　そして別人のような駆け足で飛び出して来る。

「何かしたんですか？」

　船内にちょっとした挨拶を書いておいた。

「血と臓物で？」

　そこは勘弁してくれ。

人外だからな。

　イヴァンナは港から町を見渡し、偶然にも正に俺の居る宿に向けて叫ぶ。

　それは七割が悪態、二割が別れ、そして一割が愛の言葉だった。




「ところでエイギル様。昨日の揺れは凄かったですね」

　セリアがぽそりと言う。

「揺れ……ああ見たような見てないような。水の上に居たからな」

　ダート山を思い出すがこの辺りにあんな山はないから心配なかろう。

「宿の老人が脅えてました。この辺りでは河に住む水獣の伝説があるらしいのですが」

　伝説の水獣ね。

人外の俺が言うのもなんだが眉唾な話だ。

「これが河の神とも呼ばれる存在で数十年に一度姿を現すのですが、食べ物と酒で歓待すれば良し、万が一無礼を働けば怒り狂って河沿いの町を全て破壊するのだとか。揺れはその前触れだそうです」

　ふむなるほど。

「顔面を思い切り踏みつけたりするのは無礼に当たると思うか？」

　ルーシィとセリアが同時に頷く。

　窓の外から悲鳴と怒号、船がひっくり返る音まで聞こえて来る。

「……綺麗に終わらせるつもりだったのにどうしていつも最後はこうなるんだ」

「永遠の最大の敵は退屈です。たまにはこういうのもいいんじゃないですか？」

　ルーシィが外を覗き『うわっ！』と嫌な声をあげる。

家が破壊される音まで轟き始めた。

「たまになら良いのですが……あ、大砲撃ち始めましたね」

　太陽の下で未知の巨大な怪物と戦わないといけない。

さてどうしようか。

「本当に退屈だけはしない人生だ」

　俺は笑いながら宿の階段を駆け下りていった。

ハロウィンＳＰです。

ちょっと話が散らかりましたが、余談なのでご容赦下さい。










☆２０１９クリスマスＳＰ

余談です。

本編との繋がりや今後の展開は未知数です。









「や、やめてください先生！　こんなの酷いです！」

　俺は逃げる少女の手を掴み、その背中を壁に押し付ける。

「大人しくしろ。もうどうなるか分かっているだろう！」

　全身を密着させて動きを封じ、細い足の間に膝を入れて強引に開かせる。

「先生を信じていたのに！　嫌ですっ！　誰か助けてぇ！」

　絹のような髪を掴みながら強引に口付けする。

必死に抵抗する桃色の小さな唇を強引に舌で押し開き、逃げる舌を絡め取る。

「んんーーー!!」

　必死に俺の胸を押す可愛い抵抗を無視して、下品な音を立てながら唾液を絡ませる。

「もうたまらん。このまま最後までしてやる。もちろん避妊なんてしない。孕んだら諦めろ」

　唇を放すと同時に少女を反転させ、壁に手をつかせる。

「ずっと目をつけていたんだ。可愛がってやるぞぉ」

　後ろから少女の腰をがっちりと掴む。

何をするのか誰の目にも明らかだった。

「先生やめて……私処女なんです……付き合っている人もいて……だから」

　この言葉で俺の顔がニヤリと歪み、涙目で懇願する少女の顔が絶望に染まる。

「ゲヘヘヘヘ！　教え子を食い荒らすのは止められんなあ！」

「いやぁぁぁぁぁ!!」




　壁を叩く音がした。

かなり強めだ。

「まだ続けます？　ご飯持って来ましたけれど」

　美女がじっとりとした目で俺達を睨んでいた。

　俺と少女──セリアは体を放してズボンを履き直す。

慌てたセリアは片方の穴に両足を突っ込んで転倒してしまった。

「今日もルーシィは美しいな。お前の色香で部屋中に薔薇が咲きそうだよ。それにしても早かったな」

　俺は美女──ルーシィに礼を言いながら椅子を差し出す。

ついでに机の上の勉強道具と、色々な玩具に手紙道具一式を片付ける。

「獲物が予想外に近くに居ましたから。ご飯取りに行っている間にマニアックな遊びを……」

美女なのに可愛いとは反則だぞ。

　ルーシィはぷんすか怒りながら差し出した椅子に座って足を組む。

　しなやかな脚に俺の視線が吸い付くと、わざとらしく二度三度と組み直し、凝視したところで額を蹴られた。

「スケベ教師が勉強中に教え子を凌辱という遊びなのは分かりました。玩具もまあ分かりますけど、手紙って何ですか」

「終わった後で彼氏に寝取られ報告の手紙を書かせる予定だったんだ」

　ルーシィが俺とようやくズボンを履き終えたセリアを再びじっとりと見る。

「変態」

「はう」

　俺は恥ずかしげに顔を隠すセリアとルーシィの両方とキスをして笑った。




「あれから半年……いやそろそろ一年近いかな」

　俺の言葉に反応したセリアが日付を記したメモ帳を取り出すもルーシィに取り上げられた。

「正確な日付はもういいでしょう。私達には必要のないものですよ」

「そうだったな」

　俺は目を閉じて天井を見上げた。

　俺達は既に人ではない。

向かうべき場所も帰るべき家も、属する国も訪ねる友も、そして寿命すらない。

　ならば何年何月などと気にする必要はない。

少し、それなり、ずっと昔……適当な感覚で良いのだ。

大切なのは三人が共にあることだけ。

　今いる場所も林の中の小屋と言う以外に詳しい場所など分からない。

地図など見ていないし見る必要も無いのだ。

「そう俺達はもう人外……ヴァンパイア」

　俺は閉じられた窓に近づき、隙間から僅かに漏れる夕陽を避けて呟く。

「陽の光を浴びることなく、人目を忍び、生き血を啜り、永久に彷徨う闇の住人……それが俺達なのだ」

　ダークに決めたところで暖炉にかけていた鍋が噴き始めた。

ルーシィが持ち帰ってくれた食材はなんだろうか。

「はいこれ」

　突き出された食材は十八ぐらいの若い娘とその弟らしき十三か四の男の子だった。

　娘の方は金髪で痩せ型、胸も尻も小さいが脚はスラリと長い。

整った顔立ちをしているものの、やや童顔で色香溢れる美女というよりは可愛い美少女だろうか。

　二人は当然ながら抱き合ってぶるぶる震えている。

「女の子はエイギルね。私のこっちの男の子を頂きます。貴女は好きな方を摘まんで下さいね」

　俺と鍋をかき混ぜていたセリアは顔を見合わせる。

「「人間じゃないか！」ですか！」

　人を鍋に入れろと言うのか。

「何を今更、生き血がどうのと恰好つけて言っていたでしょ。吸血鬼が鍋を準備する方が非常識です」

　二倍の怒声で返された。

　むう、猪か鹿かあるいは川魚でも良いように味付けした鍋を準備していたのだが。

「どこの世界に猪と魚を獲って生きるヴァンパイアがいるのですか！　まだ餌も取れない雛鳥達の為に頑張って来てみれば二人で暇をして変態みたいな遊びを……まったくもう！」

　言い訳のしようもなくセリアと並び正座してルーシィの叱責を受け止める。

「い、今のうちに……そろりそろり」

「姉ちゃんまって……」

　抜き足差し足扉に向かう姉弟だったが、あと一歩のところでルーシィに襟首を掴まれてしまった。







　椅子に座らせた若い娘の服を肩まではだけ、後ろから肩に手を乗せて首筋を軽く舐める。

　泣きながらガタガタと震える娘。

可哀そうだが仕方ない。

　俺は少女の頸動脈を探り当て、戸惑いなく牙を突き立てた。

「ぎゃっ！」

　娘は悲鳴をあげて全身を硬直させる。

　俺は娘の髪を撫でながら数度喉を鳴らし、ゆっくりと牙を抜く。

「ひぃぃ……首を噛まれた……死んじゃうよう」

　普通なら頸動脈が破れたら助からない。

牙を抜いた途端、噴水のように血が噴き出し娘はたちまち絶命しただろう。

　だが少女の首には牙の痕だけが残り、一滴の血も流れていない。

理由はしらんがヴァンパイアの吸血後は一瞬で傷が塞がるのだ。

　俺は娘を抱き上げてベッドに座らせる。

「ほら死んでない。血も噴き出てないだろう？」

　娘は目を開けて噛まれた首筋を確かめる。

「この鍋を食って落ち着け。具がないからスープみたいなものだが」

　木皿を手渡そうとするもこの震え具合では零してしまうか。

俺がスプーンで口まで入れてやろう。

「……塩とニンニクが効いてて美味しい」

「またニンニク入れたの！　少しはヴァンパイア自覚しなさい！」

　ルーシィに目で謝りつつ、娘にもう一杯食べさせると震えが止まった。

やはり人間は温かいモノを食べれば少しは落ち着くものだ。

「すまんな。俺達は吸血鬼だから血を吸わないと死んでしまうんだ」

　言いながら木皿を手渡す。

「お前も弟も殺さず家に帰す。だから少し血を分けてくれ」

　言いながら娘の服をもう少しはだけ、胸の上まで露出させてからもう少し血を吸う。

「ひうっ！　ほ、本当に殺さないです？」

　もちろんだと頷く。

「えー。私、全部吸っちゃおうと思ってたのですけど」

　ルーシィが不満げに言うと娘が必死の形相で弟へ振り返る。

姉よりも気弱に見えた弟だったが……。

「もっと吸ってぇ……お姉様……いくらでも吸ってぇ……」

　ルーシィに血を吸われる弟は腰をヘコヘコと動かしながら蕩けた声を出していた。

ズボンの前が湿っているのは穿いたままぶちまけたのだろう。

「……吸血には性感を伴うのだった」

　まして絶世の美女ルーシィに密着されて首を噛まれているのだ。

恐怖より色欲が勝ってしまうのは当然だ。

　余りに情けない姿に娘が複雑そうな顔をする。

だが同時に弟を殺されるという恐怖もなくなったようだ。

「殺さないようにするから」

　俺は苦笑しながらもう少しだけ娘の服をはだける。

「はい……というか貴方血以外も狙ってますよね」

　娘は零れ出てしまった乳房を両手で隠して睨む。

「すまん。俺はスケベだからお前のような可愛い女を見ると、どうしても口説いてしまうんだ」

「ヴァンパイアなのにドスケベって……それにどさくさ紛れに剥くのは口説いてると言いません」

　ポコリと頭を殴られたのでわざとらしく大げさに悶える。

娘はヴァンパイアなのに弱いと笑う。

「変なヴァンパイアさん。ふふ、大人しく吸われますから殺さないで下さいね」

　娘から先程までの絶望感と恐怖が消えていた。

　再度口を近づけると髪を寄せて首筋を差し出してくれる。

　軽く血を吸ってからもう少し服をはだけさせる。

ヘソまで丸見えになった。

「名前を教えて貰っても良いか？」

「エルジェートです。弟はデロン」

　良い名だと褒めながら剥き出しになった背中を撫で、服に手をかけるもとうとう抵抗された。

「これ以上剥かれたら裸んぼになっちゃいます！　ええとその……私、実は」

「処女なのだろう？　実に甘味な味だった」

　エルジェートが真っ赤になって叩くので悶えながらベッドから落ちるとケラケラ笑ってくれた。

また一つ緊張を解いてくれたようだ。

　俺は再び口を近づけ、牙ではなく唇を吸いつける。

「ひゃっ!?」

　そして肩に噛みつくふりをして腕をあげさせ、脇の下に吸い付く。

「く、くすぐったい！　やめてぇ！　脇弱いのー！　やー！」

　エルジェートはバタバタと暴れ、胸をガードしていた手も外れて丸見えになってしまう。

「ふふふ、乳房から血を吸ってやる……と見せかけて鼠径部からだ！」

「きゃー変な場所噛まないでエロ吸血鬼ー！　やだやだ、アハハハハ！」

　俺達はベッドの上で転げまわった末にふと見つめ合う。

そして吸血を止めて唇同士を近づけ……。

　エルジェートの背後に黒い影が湧き立った。

「イチャイチャといい加減にするのです！」

「うぎゃー！」

　セリアがエルジェートの脳天に噛みついて思い切り血を吸い上げた。

かぶりつくセリアはぬいぐるみのようで少し愛らしいが脳みそまで吸い取ってないだろうな。

「五百年以上生きて来ましたたけど、脳天から吸血する人は初めて見ましたねぇ」

　ルーシィが顔中から体液を垂れ流す弟デロンを床に放り投げて言う。

「あへぇ……お姉様ぁ……ままぁ……うへへ」

　酷い有様だ。

俺も最初の吸血で発情したがあんな酷い顔にはなってないぞ。

デロンは元々エロガキなのかもしれない。




　吸血行為が終わる。

俺は頭を気にするエルジェートをベッドに寝かせ、失った血を補充するためにひとっ走りとって来たイノシシ肉の鍋を与える。

「はむはむ……むぐむぐ」

「気になっていたんだが」

　俺はもりもり肉を食うエルジェートの背中を一撫でする。

「随分と痩せているなぁ」

　スレンダーな体型なのかとも思ったが、はだけた肩や胸にははっきりと骨が浮いていた。

「イノシシを追った時に気付いたが近くに村も集落も無かったぞ。こんな人里離れたところで何をしていたんだ？」

　エルジェートはやや沈んだ様子で顔をあげたと思うとたちまち真っ青になった。

「喉に詰めたな。丸呑みするからだ」

　俺とセリアで背中を叩くとエルジェートは吐き戻しかけるも、両手で口を押えて根性で呑み込む。

「村でもうすぐ大きなお祭りがあって各家が供物を用意しないといけないのに何も無くて」

「家が貧しいのか」

　エルジェートは首を振る。

「家ではなくて村全体が貧しいんです。毎年餓死者が出るぐらいに」

「餓死だと？」

　思わず本気の声を出してしまう。

　詳細な場所は分からないがここは辺境ながらゴルドニア国内のはずだ。

つまり過去のこととはいえ、俺の統治下で餓死者を出していたことになる。

エルジェートのような良い女を飢えさせていたなどとは捨て置けない。

「領主が搾っているのか。それとも賊か？」

　もう俺は王でも人でもない。

国の為に何かするつもりもない。

　だが美味い血をくれたエルジェートの為に悪領主や盗賊共を細切れにするぐらいはやるつもりだ。

　だがこれもエルジェートは首を振る。

「違います。違うんです……うちの『ノゥロイ』村には悪い領主も襲ってくる山賊もいないです。そもそも人も二百人ぐらいの辺境村ですから」

　なら毎年餓死者が出るのはあり得ない。

それほどゴルドニアは貧しくなかったはずだ。

「洪水……火事……あり得ない数の害獣にイナゴ、見たこともない魔物が出たりうちの村だけ流行り病にかかったり……毎年のように不幸があるんです」

　エルジェートは泣きそうな顔になる。

「今年は何もないと思ったら村人同士が大喧嘩して何人も死者が出たり……もう滅茶苦茶。呪われているんです。私が生まれた時からずっとです！」

　エルジェートがすすり泣きながら自分の体を抱き締めるので、その上から抱いてやる。

　セリアがシャーと牙を剥きだすも、今は話を聞くべきと思ったのか自重する。

「呪いなんて迷信だろう」

「ヴァンパイアに言われても説得力ないです。それに言い伝えもあるんです」

　エルジェートは一呼吸空ける間にもう一切れイノシシ肉を喰う。

「私が生まれる前……百年ぐらい前だと聞いています。村に一人の美しい女性が来たらしいのです」

　ふむ美女の来訪か。素晴らしいじゃないか。

「美女は不思議な力を持っていました。村人が求める物を背中に担いだ袋から次々に出したのです。鉄製の鍬、立派な石臼、良く飛ぶ弓、そして子供を喜ばせる玩具まで」

　ますます素晴らしい美女だ。

「それを見た一部の無法者が美女に自分の妻になれと言い、不思議な袋から金貨を出せと言ったのです」

「……」

　いやな予感がしてきた。

「美女は拒絶しました。自分は皆を幸せにする者で一人の妻にはなれない。この袋は清らかな望みしか叶えないと。無法者は激高し仲間と共に美女を輪姦したあげくに殺して袋を奪ってしまいました」

「クソ共がバラバラにしてやる！」

「エイギル様百年前の伝承です。どうどう、どうどうです」

「でもそんなエイギルが好きよ」

　セリアとルーシィになんとか宥められて座り、セリアの顔を揉みまくって気を静める。

　エルジェートは激昂した俺に驚きながらも優しい笑みを見せ、続きを語る。

「ところが男達が袋を覗いても望む物は出ませんでした。それどころか袋からは真っ黒なモノ──悪い物が噴き出して村の周りに飛び散りました。それ以来、村では絶え間ない不幸が続いているのです」

　ざまあみろそのまま滅んでしまえと、言いかけてエルジェートの村だと思い直す。

祟りだとしても女だけは見逃してやってもいいと思うぞ。

「村では毎年美女が殺されたとされる日に合わせて祭りを行い、墓所に供え物をして怒りを解いてくれと懇願しています。……効果はないみたいですけれど」

「なるほどな」

　俺は頷いて窓の傍に行く。

ちょうど朝日が昇り始めていた。

　話が終わるとエルジェートがまた食い始める。

よっぽど飢えていたのか、ただの大食漢なのか。

「行くか。ノゥロイ村に」

　言い伝えがただの迷信なのか、それとも本当に何かあるのか。

どの道気ままに放浪する身、確かめてやっても損はあるまい。

「よし出立だ！」

　俺は外套を羽織り、豪快に扉を開く。

「ぐおぉぉぉ!!」

　そして日光を浴びて燃え上がる。

「セリアちゃん回収して～」

「出発は今夜ですね」

　ルーシィとセリアに慣れた手つきで回収されながらエルジェートに微笑みかけるも、引き攣った笑みを返された。







　翌日の夜、俺達はノゥロイ村へと入る。

距離としては数十キロあったが、位置さえ分かれば三十分もかからない。吸血鬼だからな。

　木の生い茂った山の谷間にある村は日当たりこそ良くなさそうだが、傍に小川も流れており地形的に悪いとは思えない。

「しかしまぁ……」

　俺は村に入り、よそ者を不審そうに見る村人を気にせずでかい声で言った。

「嫌な感じの村だな」

　村の若者が一瞬怒気を向けてくるも、睨みつけてやるとすごすごと下がっていく。

「ですよね……生まれた時から住んでいる私でもそう思います」

　傍を流れる川は清流のはずなのに心持ち濁り、家畜は奇妙に痙攣し、植えられた果樹は元気なく痩せた実だけをつけている。雨などしばらく降っていないのに地面はぬかるみ、冬には少ないはずの毒虫が這っていた。

　何より一歩踏み込んだ時から陰気で湿っぽくてギスギスした雰囲気しか感じない。

「吸血鬼の私達に言われたらお終いよね」

　これは呪われているというのもあながち間違いではないかもしれない。

　怒鳴り声が聞こえて目を向ける。

隣り合った民家からだ。

「てめえの猫がうちの庭に糞をしたんだよ！　何とかしろよ！」

「あんたの犬こそ夜中に吠えてうるさいのよ！　いい加減にして！」

　中年の男女が怒鳴り合う。

言い争いは終わらずそれぞれの家族がナタや鎌まで持ち出してきた。

「犬の吠え声ぐらいで刃物を出すな」

　俺は両者の間に割り込みナタを持つ若い男を庭に放り投げる。

　激高して立ち上がろうとする男の耳元でルーシィが『わん♪わん♪』と色っぽく吠える。

男は股間を押さえてビクンと一度震えてそのまま座りこんでしまった。

「女の取り合いなら止む無しだが、猫のフンで殺し合ってどうする」

　俺は鎌を持つ中年女を抱き寄せ、股間を撫で回して武器を取り落とさせる。

その隣でセリアが庭に座り込み……。

「する訳ないです！」

　怒って俺の背中に登って来た。

このまま肩車してやろう。

「なんだお前ら……エルジェート！　祭り前の大事な時によそ者を三人も──」

「大事な時ならしょうもないことで喧嘩するな」

　本気で睨みつけてやると両家族はブツブツと文句を言いながら家に戻り、音を立てて扉を閉める。

なんだこいつら。

「村中あんな感じなんです。本当にちょっとしたことで血を見る喧嘩になっちゃって……」

　俺は屁をこいただけで殺し合いをするような山賊や傭兵団を知っているから特別感はないが、今の家族が賊崩れとも思えず、どちらかと言えば陰気な奴らで喧嘩っ早いのは不可思議だ。

「おうい。どいておくれ」

　背中に声がかかって道をあけると黒衣の葬列だった。

「隣の奥さん……とうとう亡くなっちゃったんだ」

　エルジェートが呟く。

「陽が落ちてから葬列ですか？」

　セリアが呟くと黒衣の一人が首を振る。

「昼はマリト家の旦那さんの埋葬だったからね。こんな時間になってしまったよ」

　二百人の村で一体何人死んでいるんだ。

聞いた限り老人でもなさそうなのに。

「流行り病か？」

「ううん。今は珍しく流行ってないです。ノゥロイ村ではいつもこんなものなんです」

　これはいよいよおかしい。

「うわぁ！　魔物だあ！」

「まだあるのか」

　村人の叫びに思わず声が出てしまう。

「い、家に隠れないと！」

　デロンの手を引くエルジェートの肩を掴む。

「俺達と来い。木の家なんぞに隠れるよりずっと安全だ」

　セリアが短剣を両手に持ち、ルーシィはニコニコしながら靴を履き直して裾をあげる。

そして二人の目が僅かに赤く光る。

　何しろ一人でも大騒ぎになるヴァンパイアが三人もいるのだから。

　俺はデュアルクレイターに手をかけ、笑って首を振ってから足元に転がるピッチフォークを担ぐ。

「魔物と言ってもせいぜいゴブリンか餓狼あたりだろう。それともこれだけ縁起の悪い村ならオークぐらい出るか？」

　何が出ても俺達の相手にはならない。

デュアルクレイターを使うと後の手入れが面倒なのでこいつで相手してやる。

　俺は特に身を隠すでもなく、村人が逃げて来る方向へ歩いて行く。

すると前方から複数のかすれた叫び声が聞こえて来た。




「やはりゴブリンか。どれ適当に相手をしてや──」

　言い終わる前に俺は腰を落として仰け反る。

　顔の前を妙な物体が通過する。

「……ゴブリンの癖に飛んでるのか」

「インプです！」

　エルジェートが叫ぶ。

「インプ？」

　飛び去った奴が大きく旋回してまた俺に向かってくる。

そして杭のようなものを両手で抱えたまま、頭めがけて突っ込んで来た。

「ふむ」

　俺はそれを素手で掴んで観察する。

ギイギイうるさいので少し握ると血泡を噴いて声が小さくなった。

　体長はゴブリンよりもずっと小さく３０～４０ｃｍぐらい。

蝙蝠とゴブリンを掛け合わせたような顔面をしており、同じく蝙蝠のような羽がある。

　しかし蝙蝠と違って全身に毛はなく、湿った皮の感触と飢餓者のように膨らんだ腹が気持ち悪い。

良く見ればネズミのようなひょろりと細い尻尾も生えているじゃないか。

「インプは月のない夜に突然やってきて、集団で子どもや家畜を嬲り殺したり、女性に乱暴したり……だから空気の悪い夜は家に籠って……それでも煙突や窓の隙間から入ってくるから先月も知り合いの娘さんが……うう」

「なるほどな」

　俺は掴んだインプを半分に折って捨て、脅えるエルジェートの頭を撫でる。

「なら退治しないとな」

　言葉と同時に農具を突き上げ、真上から襲ってくるインプを刺し貫く。

生憎とこいつらより俺の方が夜目が利く。

　更に一瞬息を止めて斜め上に四連撃、二体が血を撒き散らしながら地に落ち、二体は農具に刺さる。

　一歩後退して投げつけられた石を避け、ピッチフォークを横に振り抜く。

遠心力で穴の空いたインプ三体が吹き飛び、新手の二体が空中で砕ける。

「雑魚には違いないが、こんな魔物は他で見たことがないぞ」

　いや昔どこかの遺跡の底で……うーむ弱くてあまり記憶に残っていない。

ともかく辺境であっても野山に湧く魔物ではないはずだ。

　無駄なことを考えている隙に三方から同時攻撃を受けてしまう。

「きゃぁぁぁ！」

　頭を抱えてしゃがみ込むエルジェート。

　前方のインプに農具を投擲、側面のインプを右の裏拳で殴り付け、後方のインプがエルジェートに掴みかかる寸前で尻尾を掴んで吊り上げる。

　命乞いでもするようにギイギイ鳴くインプの顔を握りつぶして放り捨てると空で五月蠅く鳴いていた仲間達が一斉に引き上げていく。

「お、終わりましたか」

　俺はエルジェートを立たせるが手元から放さない。

「インプはな。まだ何かいそうだ」

　村と森の境界となっている藪を睨みつけると案の定、大量のゴブリンが飛び出してきた。

「どこにでも湧くこいつらを見ると安心する」

　さあ殺してやろうと農具を拾い直すもゴブリンはこちらに向かってこない。

何かに追われて一目散に逃げているようだ。

「ギッ」

　最後尾の一体が背後から何かに押し倒された。

良く見るとそれは大きめのニワトリだった。

　俺は声をあげて笑ってしまう。

「ははは、ゴブリンがニワトリに負けたぞ。どこの世界にも弱っちいのはいるもんだな」

　だがエルジェートの顔はますます蒼白になっていく。

「じ、人面鳥……！　家畜や人間の脳みそを貪る魔物です！」

「あん？」

　振り返ったニワトリの顔は人だった。

具体的には首までは完全に鳥でそこから上が好色そうな禿げた中年男の顔だった。

「こけぇ」

　どう聞いてもおっさんの声を出して人面鳥が俺に向かってくる。

良く見ると体高が１ｍはある。大きめどころじゃない。

「気持ち悪いんだよ」

　農具を振り上げ胴体を殴りつける。

人面鳥は空中で二回転して地面に倒れ伏せる。

「こけ……」

　人面鳥は降伏のつもりなのか鳥と人間の境目を見せてくるが、気持ち悪いので顔面にフォークを突き立てて絶命させる。

「ああっ！」

　エルジェートが叫ぶ。

まだ出るのか。

　エルジェートの視線の先を追うと目があった。

「ただの目じゃないか」

　脅かすなとエルジェートに向き直ってから二度見する。

「なんで目が飛んでいるんだ！」

　１ｍはありそうな巨大な目玉がふわふわ飛んでいた。

「げ、ゲイザー……あの目を見たら好きなように操られて……」

（俺に従え　奴隷となれ）

　頭の中に声が聞こえる。

目に妙な感触があって頭が揺れるが一息を吐くだけで掻き消える。

催眠の類のようだがヴァンパイアに効くはずがない。

「……あう……あう」

　しかしエルジェートは操られてしまったようだ。

　俺は投擲の構えを取る。

どう見ても目玉が弱点だろうからさっさと仕留めよう。

「ああ……はい……脱ぎ……ます」

　しかし操られたエルジェートが服を脱ぎ始めたので思い直す。

敵は見たこともない魔物だ。迂闊に仕掛けるのは良くない。

「……全部……もちろんです……」

　じっくりと観察して対策を練っても遅くはないはずだ。

　エルジェートが最後の一枚に手をかけた時、人の頭ほどもある石がゲイザーに命中した。

　投げたのはセリアだ。

ヴァンパイアの力で投げられた石は目玉を貫通して飛びぬけ、ゲイザーは溶けるように消え失せた。

「絶対わざとです。すぐにやれるのに一呼吸おきました」

　セリアがジト目を向けて来る。

　下着一枚残して全部脱いでしまったエルジェートも両手で胸を隠しながら頬を膨らませている。

「おっと次が来るぞ」

　あらぬ方向を指差して誤魔化す。

　出鱈目だったが指差した藪がガサリと揺れた。

「本当に出るとは」

　現れたのは──。

「に、二足歩行ヤマビル！」

　なんだそりゃ。

とにかく気持ち悪いのでさっさと倒す。

「五段ヤマ蜘蛛！」

　見るからにバランス悪いな、五体別々に来た方が脅威だぞ。

これも倒そう。

「頭巨大ガメ！」

　ルーシィがペロっと唇を舐める。

腹立たしいのでさっさと倒そう。

「トグロスライム！」

　なんとなく触りたくないがルーシィとセリアが思い切り下がってしまったので俺がやるしかない。







　夜も半分を過ぎ、ようやく魔物の襲来が止まった。

「もう村を捨てたらどうだ」

　思わずそんなことを言ってしまう。

「出て来る魔物が見たこともないのばっかりです。人の手が入っていないとか古戦場があるとかそういう問題じゃないです」

　セリアが斃した魔物の死体を枝で突つきながら言う。

「私も見たことない魔物ばっかり。こんなことがあるのですねぇ」

　最後は飽きて後ろに座っていたルーシィが伸びをしながら言う。

「うう、そうしようかな。弟共々連れてってくれます？」

「携帯食料としてなら」

　セリアが割り込む。

「それはやだなぁ」

　いよいよ呪いの存在が現実味を帯びてきた。

「ついて来てください」

　エルジェートに手を引かれるまま歩く。

ついた先は村長の家や集会場よりも遥かに大きく、田舎の村とは思えない程豪華に作られた社ヤシロだった。

祭りの為か周りに篝火が焚かれ、色のついた布で飾られ、数々の食料が供えられていた。

「お話した言い伝えの美女を祀るものです。お祭りもここでやります」

「ふむ」

　俺達は社に近づく。

「毎年やっても呪いは解けない……か」

　呟きながら外壁に手をかけた瞬間──。

「ぐえっ」

「にゃっ！」

「きゃあ！」

　俺とセリアとルーシィは優に十メートルも弾き飛ばされた。

　雷でも落ちたかと飛び起きたが、社の上で掃除をしている者や飾り付けている者はなんともない。

すぐ傍にいたエルジェートも呆然としている。

　吹き飛ばされたのは俺達三人だけか。

「きゅう……」

　のびているセリアを回収し、窪みにはまってジタバタしているルーシィを引っ張り出す。

（去れ人外共）

　頭の中に声が響く。

ゲイザーなどとは比べ物にならない威圧感、強い敵意の籠った声だ。

　エルジェートがきょとんと首を傾げている。

彼女には聞こえていないようだ。

（生ける屍ども　次は灰になると知れ）

　声は確かに社から聞こえていた。

「……っ！」

　ルーシィが顔を青くして後ずさる。

　俺の頭でも久しぶりにガンガン警鐘が鳴っている。

「これはやばいぞ」

　確認のために声に出す。

　敵意の質が違う。

　感じる威圧感が違う。

　そしてこれだけの力を放出しながら俺達三人以外には擦り傷一つつけていない。

　これは魔物や人間ではなくもう一段上の存在だ。

本能が無くなったはずの死を予告している。

　俺達三人は声も出せずにじりじりと後ずさる。

（我が怒り　その身に受けて──）

　空間全体が揺らぐような力の奔流に思わず二人を庇って前に出る。

「どうしました？」

　俺の前にエルジェートが立つとぶつけられていた敵意が停止する。

まるで人質でもとられた悔しげな呻きを感じた。

　凍り付いたように固まる俺達の横を村人が悪態を吐きながら通り抜ける。

「いつまでこんな祭り続けるんだよ。何十年もやって何もかわらない。呪いなんてとけやしないのさ」

「それでも続けるしかないだろ。止めたらもっと酷くなるかもしれねえ……俺達の先祖がやらかしたのは悪いが百年も祟るなんて酷い奴だよな」

（……）

　脳内に感じた声は恨みでも敵意でもなく悲しさだった。

　もしかするとこの村は根本的な勘違いをしているのかもしれない。

（おい）

　俺は心の中で社をイメージして語りかけてみる。

（死者と話す口はもたぬ）

　よし通じた。

口は使っていないから問題ない。

（俺は悪さをしに来たわけじゃない）

（信じられるか吸血鬼　さっさと出ていけ）

　俺はエルジェートを抱き締める。

またも悔しそうな気配がする。

（この娘が気に入って助けてやりたいんだがこの村は酷すぎる　ここに暮らしていれば遠からずこいつも死ぬだろう　さっきの襲撃を見るにあんたは何もできないみたいだしな）

（知った口を）

　悔し気な声、そして数秒の沈黙。

（エルジェートに手を出さぬとその穢れた魂に誓うか）

（いや隙あらば手は出す　処女も頂きたい　だが殺したり仲間にすることは無いと誓おう）

（痴れ者め）

　またも沈黙。

（袋だ　我が袋を取り戻せ　場所は──ぐ、もう　いやまだ、まだ消える訳には──）

『袋』と聞こえた直後に声は乱れ、まとまりのない断片的な光景や声が脳内を駆け巡る。

「消えたのか？」

　実際に声に出すも答えはない。

「なあエルジェート」

「はい？　そろそろご飯にしませんか。お腹減ってきました」

　夕方死ぬほど食っただろうにまだ食うのか。

いやそれよりもだ。

「村の伝承で悪い物が噴き出た袋ってあったろう？　あの袋について他に何か知らないか？」

　するとエルジェートは少し考えてからポンと手を打つ。同時に腹もキュー鳴った。

「呪いを吐き続けた袋はあの山の祠に封じられたとかなんとか……」

　曖昧な感じだが迷っていても仕方ない。

行ってみるしかないだろう。







　俺達三人はまったく人の手の入っていない森をかき分けながら走る。

文字通り風を切る速度だが、それでもついてきている奴がいる。

「ほいっと」

　跳躍と同時に空中で回転し、俺を狙っていた二体のインプを叩き落とす。

　わざと空中で木にぶつかって着地点をずらし、頭が前後に二つある奇怪な魔猪の突進を回避、尻尾を掴んで木に叩きつけて潰す。

『何かわからないけど、祭りは明日だからご飯作って待ってるね～』と元気に手を振っていたエルジェートを村に置いてきて正解だった。人間はとてもこんな所を進めない。

「裏山に手が入っていないのは妙だと思いましたけど納得です。こんな森じゃあ狩りも山菜取りも出来る訳ないです」




　暗闇の中を走り抜けた俺達は山の中腹に小さな洞窟を見つける。

崩れて読めない石碑も置かれている。雰囲気的に袋を封じた祠で間違いないだろう。

　洞窟内は真っ暗だが、幸い俺達には何の影響もない。

　湿った洞窟に入るとルーシィがボソリと言う。

「私は止めた方が良いと思います。はっきり言いますけどあれは──」

　ルーシィの言葉を遮り、続きを言う。

「神だな」

　ルーシィが頷く。

「しかも村を不幸にしているなら邪神の類でしょう？　下手にちょっかいをかけると私達でもただじゃあすまないわ。吹き飛ばされた時は本当に死ぬかと思ったもの」

　それがちょっと違うようなのだ。

「おっとあったぞ」

　洞窟の最奥にそれらしき袋が置かれていた。

袋は張り切れんばかりに膨らみ、周囲にヘビのような黒霧がまとわりついていてドス黒かった。

「見るからにまずいやつです」

　躊躇なく袋を掴むと袋に纏わりついていた物が渦を巻いて飛び散った。

　同時に俺の懐から黒い蒸気が上がる。

探ってみると、ポケットに入れていた干し肉が溶かされたように腐り落ちていた。

「すごい瘴気。私達が普通の人間だったら全身その肉みたいになってたと思いますよ」

　ルーシィが嫌そうな顔で瘴気を払い除けながら言う。

「これで目的は達したが……実はもう一押ししようと思っている」

　俺はセリアとルーシィに社の声が消える間際に見えた物の説明をする。

「奴の正体と目的は分かっている。奴は邪神ではない──サンタだ」

　ドンと言い放つ。

「濃い髭面で真っ赤な服、トナカイとかいう角の生えた鼻の赤いケダモノに引かせたソリに乗り、笑いながら色々なものを撒き散らして女子供を悦ばせ、男女を六時間ほどまぐわせる存在だ」

「「……邪神では？」」

　ともかくサンタになりきればノゥロイ村は救われると見た。

「しかし問題は山積みだ」

　まず俺に髭は無く服も黒い。

ケダモノもいないしソリもない。

出来るのは大笑いしながらまき散らすぐらいだが、それではただの変態と変わらない。

「どうしたものか……」

　その時セリアがひょいと顔をあげ、するすると木に登っていく。

「大変です！　盗賊団とオークの群れ、ついでに狼の大群が別々の方向から村に向かっています！」

　なんだそりゃ。盗賊団は来ないとか言っていたのに。

　周囲を見回し打ち捨てられた見張り台に登る。

盗賊団と狼はそれぞれ近くオークも十はいる。

　間違っても二百名そこそこの村が対抗できる相手では無い。

「これを持ち出したから不幸が一気に来たとか？　戻して来たら？」

　ルーシィが汚なそうに袋をつつく。

少し興奮したがそれどころではない。

「それだと何しに来たかわからないじゃないか。しかしなんとかしないとエルジェートが危ない。奴らと戦っていたらサンタになりきる時間が……待てよ」

　俺は盗賊団の引く馬車と満載された盗品、そしてケダモノの象徴ともいえるオーク、黒く荒々しい体毛の狼に視線を移す。

「ふむ」

　俺はデュアルクレイターを抜いて立ち上がる。

目が赤く輝くのが分かった。










　夜明け前のノゥロイ村にガリガリと耳障りな騒音と警鐘が響き、男達が槍を手に並ぶ。

「襲撃ーー!!　襲撃だーーー!!」

「いつもよりずっとまずい！　とんでもない数だ!!」

「動ける者は全員出ろ！　女子供もだ！」

「当然の反応か。俺の周りには盗賊とオークに狼がいるのだからな」

「絶対それだけじゃないです」

　セリアがぼやくも心配はない。

オークと狼の群れはボスと強そうな奴をバラバラにして恐怖で従えている

　盗賊団はルーシィの魔眼で大人しくさせた。

大人数にかけたせいで雑になったのか、白目で口から涎を垂れ流しながらフラフラ歩いているが。

「賊とオークが一緒に!?　何より中央のあいつはなんだよ！」

「あんなの見たことが無い……なんて恐ろしい光景だ！」

「見るからにヤバい……あれは絶対にダメな奴だ」

　近づくにつれ村の男達が脅えているのが見える。

目が合うだけで転倒してしまう者まで居た。

「まあ所詮はよそ者、変装もしているから気付かないか」

「こんなのが来たら父親でも聖水をかけますけどね」

　大げさなとルーシィに笑いかけてから両手を広げて立ち上がる。

　真っ赤な服とたっぷりの髭を見せてみる。

この村の人間ならこの姿もあるいは伝承に残っているかもしれない。

「「「ひぃぃぃーー!!」」」

　だが帰って来るのは悲鳴だけだ。

　真っ赤な服は殺した盗賊の返り血だ。

黒いたっぷりとした髭は狼の生皮を剥ぎとって顔につけたものだ。

獣臭と血生臭さに耐えながら頑張って変装しているというのに。

「ついに悪魔がやってきたのよ！」

「おお、村の終わりだ……」

　俺が乗っているのは盗賊団から奪った馬車の屋根だ。

少しでもソリに似せる為に車輪は全て取り外し、車体が直接地面を擦っている。

耳障りな音の発生源はこいつだ。

　もちろんこんな状態で馬が引いても動かない。

故にこのソリを引いているのは──。

　一体のオークが足を止めて村人を睨み、小さな悲鳴があがる。

「誰が足を止めて良いと言った！」

　オークの後頭部を蹴りつけると再びソリが動き始める。

　引いているのは数体のオークだ。

トナカイはいないからオークで代用した。

頭蓋骨に木の枝を突き刺して角代わりに、鼻を削ぎ落して真っ赤になっているから似ているはずだ。

「こんな乗り物みたことあります」

「あれでしょう。悪魔が地獄に魂を引き込む時の──」

　セリアとルーシィがボソボソ話している。

肝心なところだから静かに頼むぞ。

　それにしても先ほどから悲鳴が止まない。

特に女子供は泣き叫んでいる。

「おっと笑い声を忘れていた。無言では恐怖を感じてしまうのも無理はない」

　流れ込んで来た情報では『フォフォフォ』という感じだったな。

「ふぉ……ふぁ……」

　普段あんまりしない笑い方だからな上手く声が出せん。

ええい勢いでいこう。

「ふ、ふふ、フハハハハ！　フハハハハハ！」

「「うわぁ」」

　槍を構えていた男達が一斉に取り落とし、入口から逃げ散ってしまう。

「あぁもうダメなのね。何も良い事がない人生だったわ」

「坊や。せめて最後まで離れず一緒にいきましょう」

　子連れの母親が子供を抱き締めたままその場に座り込む。

　意味がわからないがとにかく村に入ろう。

おっと名乗りをあげないとな。これで村人も気づくだろう。

『私の名前はサンタだー！』

『わぁサンタ様だったのね』

『お祭りの一貫だったのか！』

　こうなるだろう。

「我が名はサタン」

　ちょっと間違えた。

まあ一文字ぐらいどうってことはないからセリアにルーシィは突っ込みを自重して欲しい。

『目的は女子供の笑顔だー！』

　これで皆が俺に寄って来るだろう。

「目的は──」

　言いかけたところでヒゲの獣臭さにむせてしまう。

「目的は女子供だ」




「「「いやぁぁぁぁ!!」」」

　正に阿鼻叫喚。

子を抱いて逃げる母親、俺の前で転んで泣き叫びながら許しを請う若い娘、喉にナイフを突きつけ合い天国でも一緒にと呟く姉妹。

「もう滅茶滅茶です」

「諦めて帰らない？　私がもし本当のサンタ様ならエイギルを引き裂きますよ」

　村人は逃げ惑い、セリアとルーシィにはつつかれる。

「ええいもういい。こうなったら最終手段だ」

　俺は大きな箱を取り出し、かかっていた錠前を引き千切る。

これは盗賊団が抱えていた盗品だ。

「そらプレゼントだ！」

　金貨をバラバラ撒き散らす。

男達の足が止まる。

「まだまだあるぞ！」

　宝石がいくつも宙を舞う。

女達の目の色が変わった。

「き、金貨……」

「宝石……」

　逃げ散っていた村人が戻って来た。

「まとめて全部プレゼントだ！」

　絹織物に大粒真珠のネックレス、金の延べ棒が飛んでいく。

「あ、危ないのは分かってる。でも女には行かねばならない時がある！」

「ヒャッハー金だあ！」

　プレゼントに飛びつく欲深そうな男女。

上手くいったのに複雑な気分だな。

「料理も用意してあります」

　いつの間に焼いていたのかセリアが分厚いステーキを差し出す。

「はむ！　って貴方達だったの!?」

　すごい勢いで飛び出してきたエルジェートが一番に食いつき、次いで子ども達や欲深くない者達も寄って来る。

　これで逃げ散っていた者はほとんど戻って来た。

「お前達は村の外周に立って魔物を防げ」

　オークと狼、盗賊達がふらふらと歩いて行く。

あれだけいればインプや珍獣共も仕掛けてはこないだろう。

「村の守りは気にしなくて良い。プレゼントも食い物も酒もある。さあ祭りだ宴会だ！」

　わあっと村全体が盛り上がった。

　金貨が撒かれ、酒が配られ、男達は歌い、女達が踊り始める。

子ども達は菓子を貰ってはしゃぎまわり、エルジェートはステーキをこれでもかと胃袋に詰め込む。

　今この時、ギスギスしていた村人が揃って笑顔になり、魔物や災害への恐怖も忘れて楽しんでいた。




「来たぞ。目を凝らしてみろ」

　俺はルーシィとセリアに告げる。

　村人から金色のモヤのようなものが立ち上り、揺れながら一点に集まっている。

そう例の社だ。

　俺達は黒い袋を持って社に走る。

社の周りでも飲めや歌えの宴は続いていた。

（おぉぉ　おぉぉぉ　皆が笑っておる　喜びが　幸せが流れ込んでくる）

　再び頭の中に声が聞こえる。

前と違って怒声ではなく、よりはっきりと聞き取れた。

無機質だった声に色がついている。

（お前達　袋を　袋をここに）

　俺は黒い染まった袋を社の中に放った。

（ここまで腐れ果てておったか　さもありなん　百年も浄化することなく吸い続けたのだから）

　村中で続く宴は更に盛り上がり、社に流れ込む金色のモヤも増していく。

「そんなところで突っ立って何してるの？」

　三段重ねのステーキ食べながら金色のモヤの塊……いやエルジェートが近づいて来る。

もう二段重ねてやると金色の竜巻が発生した。

竜巻は濁流のような勢いで社の中に流れ込んでいく。

（力が戻って来る　今ならば　今ならば）

　声が消えたかと思った途端、社が膨らみ──吹き飛んだ。

「きゃあ!?」

　さすがにこれは俺達以外にも見えたようで村人達は倒れ込み、エルジェートは吹き飛びそうなステーキを両手で掴んで口に押し込む。

　砕けた社の破片は垂直に吹きあがり、誰にも当たることの無い場所に落ちる。

「この姿でまた立てる時が来ようとは。我が名はサンタ、サンタ＝クリスマス！」

　吹き飛んだ社の中央に何かがいるが光で目が眩んで見えない。

まるで地上に落ちた太陽のような光だ。

「伏せよ呪われし者。しからざれば消えるぞ」

　俺達の事か。

ルーシィとセリアを抱え、エルジェートも巻き添えにして地面に伏せる。

「あっ外で四人同時!?」

「全ての邪悪よ消えされ！」

　ヴァンパイアの目では見えないが、確かに強大な力を持つ光の波が吹き抜ける。

　ルーシィが目を閉じて本気で怖がり、抱き締めてやると力の限りしがみ付いて来た。

　波は村中を吹き抜け、人や家を貫通しながら小瓶一つ割らない。

だがそれは無害な風などでなかった。

　空からこちらの様子を窺っていたインプが波に触れるなり強酸につけられたように溶けて消える。

山肌に潜んでいたゴブリン達が一瞬にして地面の染みとなる。

俺が引っ張ってきたオークも波に触れるなり骨だけになってその場に散らばる。

　全ての魔を滅する退魔の光。

それが村全体どころかいくつもの山を越えて拡がっていく。

「エイギル様、あれを」

　波に打たれた者の中に苦しみ出す者がいたのだ。

「うっ……げぼっ！」

　彼らの胸から黒い何かが飛び出して掻き消える。

　苦しんでいた奴の顔に見覚えがある。

最初に来た時、犬だ猫だと喧嘩していた奴だ。

「あ、あれ？　あら隣の猫ちゃんまたうちの庭でトイレしちゃったのね。ふふ、仕方ないんだから」

「ぐ、ぐぅ？　む、隣の犬が随分鳴いてんな。元気を持て余してるんだろう、明日少し遊んでやるか」

　更に俺が連れて来た盗賊団は全員揃って倒れ伏した。

「人の物を盗って生きるなんて……俺はなんてことを……」

「俺なんてもう何人も殺してしまった……今すぐに罪を償いたい。誰か俺を裁いてくれ！」

「どうせなら皆でこの村の役に立とう。村の人を助けて少しでも罪を贖わなければ！」

　波は人の悪心まで吹き飛ばした。

　ジメジメと湿っていた地面が渇いて行く。

　震えていた家畜が元気を取り戻す。

　淀んでいた川が透き通る。

　枯れかけていた果樹が青々と復活していく。

「やはりこういうことだったか」

　波が収まり、俺は立ち上がる。

「然り、我が呪うなどあり得ぬ。呪詛はこの地に深く刻まれていたもの」

　光で見えないがこちらを向いたのが分かる。

「村人悉く死に絶えるは哀れと我はこの地にやってきた。この袋であらゆる邪悪を吸いとり我が力をもって浄化した。されど邪悪は人に移り、人の体にて我を害した」

「そもそも死ぬという概念があったのか」

　光は首を振った……ように見える。

「無い。されど肉体を滅され魂まで封じられては力が弱まる。我が力が弱まれば呪詛が息を吹き返し、村に不幸が訪れる。我が力の源は人の笑顔と幸せなれば……」

　村人が不幸になれば力がなくなる。

力がなくなれば余計に不幸から守れない。

悪循環でどんどん悪くなる。

「絶え間ない魔物、災害、流行り病──救いたかったが我が力残り少なく、存在まで消えては二度と助けてやれぬと……おぉ無力が口惜しかった」

　光が泣いているのが分かる。

「そこに現れたのが邪悪の塊たる吸血鬼三体。野放しにしては村も終わりと最後の力を振り絞り……」

　それが俺達を吹き飛ばしたあれか。

「あの一撃で我が力は尽き、明日にも消えるはずであった。しかし今宵の笑顔と幸せ、確かに届き、我が力は蘇った。……若干不純なものも混じっておったが」

　宝石とか金貨の幸せも流れてたからな。

「肉の形をした幸せも飛んで来た」

　それはエルジェートだ。

　眩しさが弱まり、ゆっくりと姿が見えて来る。

　断片で見た通り真っ赤な姿──いや彼女は伝承の通りの美女だ。

　年齢通りではないだろうが外見は三十路か少し過ぎるか。

穏やかながら威厳ある表情、赤い帽子を被り、輝く金髪は肩まで垂れる。

　赤一色の長袖の上着はやや短めで……ヘソが出ている。

　同じく赤一色のスカートは短く太もものかなり上で終わり……真っ白な生足が見える。

「邪悪なる者達に礼は言わぬ。されど村に害なさぬからには滅さずにおいてやる」

　俺は聞き流しながら三十路越えの顔とへそ出し生足ミニスカートを見比べる。

「……きっつ」

　思わず口に出したセリアを光球が掠める。

「危ない！　何をするんだ」

「うるさい次言ったらまとめて消すぞ！　我はまだいけてる！」

　短い裾を摘まんでくるりと回るサンタ。

「……きっつ」

　サンタにギラリと睨まれたエルジェートが俺の後ろに隠れる。

「まあともかく」

　サンタが指を鳴らすと夜空からソリが現れた。

あれがトナカイか、オークより普通に鹿で良かったんだな。

「我が力を取り戻したからにはもう村もエルジェートも大丈夫だ。故に──」

　サンタが山の向こうを指差す。

「お前達は村を出ていけ。死者と生者は関わってはならぬ」

　それは咎めるというより言い聞かせるような優しい口調だった。

　もちろん承知している。

分かっているからこそ色々なものを置いてここに居るのだ。

「分かっている。だが本来はあんた達、神様か精霊だかの仕事を吸血鬼にやらせたんだ。今日一日祭りを楽しむぐらいは良いだろう？」

　サンタは俺の瞳を覗き込み嘘がないと分かったのだろう。

小さく『良い』と呟いた。

「ところでなのだが」

　俺は一歩サンタに近づく。

「その……神様と吸血鬼の間に愛とかそういう者は芽生えないだろうか」

「芽生えぬ」

　食い気味に言われてしまった。

「では一晩限りの過ちか衝動的な交尾と言うのは──ぐぉぉぉ!!」

　言い終わる前に腹に背中に穴が空く。

　背中からルーシィの腕、腹にサンタの光球だった。

吸血鬼と言えど、体に二つ大穴を空けられては厳しい。

俺は意識を失っていった。







　目を覚ますと窓からは陽が差し込んでいる。

ここは物置か民家だろうか。

　俺は頭の後ろで手を組み、仰向けに転がる。

　傷は既に塞がっている。

さすがヴァンパイアの再生力は半端じゃない。

「ルーシィとセリアは祭りを楽しめているだろうか」

　ああ見えてどっちも酒が好きだからな。

サンタの許しも得たし、村人と一緒に楽しくやっているだろう。

　だが酒の場で美女二人では浮気が心配だ。

特にルーシィは少年と青年の間ぐらいの子が大好きだからデロンあたりが危ない。

しかもさり気なく聞けば浮気を匂わせて俺の嫉妬を楽しんで来るから始末が悪い。

　エルジェートの方は何より食い気だからモリモリとステーキを食っているだろう。

　ちなみにあの肉はぶっ殺したオークなのだが、味見はしたから大丈夫だよな。

　そんなことを考えていると扉がノックされる。

「入ってくれ。俺は扉を開けられん」

　また燃えてしまうからなと笑う。

「知っている」

　扉は開かれないまま、サンタが通り抜けて来た。

もちろんミニスカへそ出しの格好だ。

「ケイ……いや幽霊みたいなことをするんだな」

「愚か者め、我に向かって幽霊とは何事か」

　頬を抓られ、鼻を摘ままれる。

「今日一日は多めに見てくれるんだろう？　出来れば夜まで頼む。昼は出れないからな」

　サンタは答えずに俺の頬を掴み、瞳を覗き込む。

神か精霊か、輝く瞳に吸血鬼の目が焼かれるようだ。

「お前は未練無く死んだのだな。まだ成って日も浅かろうに」

「まあな」

　サンタの目は悲しみと憐みを映している。

「お前のような吸血鬼は初めて見た。魂が朽ち果てておらぬ」

「そうか」

　まるで母親のような慈愛に満ちた優しい目。

そりゃそうか、縁も所縁もなく、一度は殺されもした村を守ろうと言う神様だ。

「可哀そうに」

　抱きしめられる。

別にそうでもないのだが、胸の感触が心地良いからしばらく黙っていよう。

「ところでなんだが」

「む？」

　気になっていたことが一つある。

「俺の中に流れ込んできた情報は全部正しかった。だがたっぷりとした髭だけが分からない。まさかあんたに髭が生えている訳もなし」

「……」

　サンタは舌打ちをして考え込み、仕方ないと呟いた。

「しゃがめ」

「ん？」

　俺がしゃがむとサンタは俺の目の前に立ち、スカートを捲り上げる。

「たっぷりとした髭だ！」

「うるさいわ！　してお前、恥知らずにも我を抱きたいと抜かしたな！」

「うむ偽りのない気持ちだ」

　サンタは俺を床に放り投げた。

「今日だけ、今日一日だけ。お前の恋人になってやろう」

　そしてミニスカートのまま俺の上に乗って来る。

「冷たい死者の体、死者を蘇らせることなどできぬ。だが一日、ほんの一日偽りの生と温もりを与えるぐらいならば……」

　サンタの手が俺の胸と股に添えられる。

冷たい体に熱が宿るのを感じる。

「可哀そうな男よ。さあおいで」

　俺は服も脱がさぬまま、サンタと体を重ねていった。













「年増の体はやっぱり最高だな」

　厳重に口止めして、腰をガクガクさせながら去って行ったサンタの肢体を思いだす。

たっぷり出したので腰も軽い。

　陽が赤くなっている。

そろそろ夕刻だろうか。

「あの、まだいますか？」

　扉がノックされる。

許可するとエルジェートが俯きながら入ってくる。

　そして肉が盛られた皿を二つ置く。

「今日でお別れですよね？」

「ああ、サンタが戻ったからにはもう村も大丈夫だろう。これからは腹一杯食えるぞ」

　エルジェートは私はそんな大食いじゃありませんと抗議する。

「もしよろしければなのですけれど」

　エルジェートが俺の手に手を重ねて来た。

「私も──」

「無理だ」

　ここは譲れない。

俺達死者の旅に生者を同行させるつもりは微塵も無い。

「ですよね……分かってました。なのでこちらが本題です」

　俺はエルジェートに近寄り肩を抱く。

大体の見当はついている。

「ルーシィさんがうちのデロンとエッチしてました。『可愛い男の子最高』と、それはもう激しく」

「ぬおぉぉぉ!!」

　思わず立ち上がって扉に手をかける。

まだ陽はあるが燃えながらでも突入してやる。

　ルーシィを抱くのはもちろんデロンの尻にも突っ込んで俺の女にしてしまえば寝取られた訳ではなくなるのではないか。一体俺は何を言っているんだ。

「嘘です。ルーシィさんにこう言えと言われたので」

「心臓に悪いからやめてくれ。あやうくお前の弟を俺の女にしてしまうところだったぞ」

　エルジェートはケホンケホンとわざとらしく咳をする。

今のからかいも本題ではなさそうだ。

「ええと」

「うむ」

　俺はエルジェートが口を開く前に肩を抱いて押し倒す。

「初めての相手が俺でいいんだな」

　エルジェートは真っ赤になって頷いた。

ちなみに持って来た肉は二皿とも彼女が食べた。







　太陽が完全に沈んだ。

　俺は全裸のままエルジェートを腕まくらする。

「大丈夫か？」

「体が裂けるほど痛かったです……おっきすぎです」

　シーツには盛大に血の跡が残っていた。

「避妊もしてくれないし」

「吸血鬼だからな」

　吸血鬼は死者だ。

決して子をなすことは無い。

「……もうすぐお別れですね。血、吸いますか？」

「頂こう」

　俺は首筋に噛みついて血を吸う。

処女の時に感じた甘味は失われていたが、俺がそうしたと考えると逆に濃厚な味わいに感じる。

「……経験してから吸われると性感がすごいです。もう一戦どうで──」

「陽が落ちたぞ吸血鬼。山の向こうに見晴らしの良い場所があってな。共に夜景でも──」

　サンタとエルジェート、そして俺の視線が絡み合う。

「よし滅する」

「ここでお暇することにする」

　俺は跳ね起きて駆けだす。

一瞬置いて光球が俺のいた小屋を叩き壊した。

　降り注ぐ光球の雨の中で酒に酔ってグラングランしていたセリアを回収。

十五ぐらいの少年を誘惑して連れだし血を吸っていたルーシィも回収。

最後にエルジェートに幸せになと叫んで村を飛び出す。

　村の境を出るとサンタはそれ以上追って来なかった。

　耳を澄ませると吸血鬼の聴力が声を拾う。

「追い出すなんて酷いです。もう少し余韻を楽しみたかったのに」

「小娘が何を抜かすか。そもそも吸血鬼と交わるなど正気の沙汰ではないわ」

　何やら言い合っている。

「サンタ様だって抱かれましたよね。だいたい小娘の私でもへそ出し、ミニスカ、生足のどれか一つでも恥ずかしいのにその歳になって全部なんて」

「言いおったなこいつめ！　なら一つ教えてやる」

　確かにきついがそれはそれで興奮したぞ。

「我はあやつに一日だけの、仮初の温もりを与えた。奴の体は温かかっただろう？」

「それがなにか？」

　そういえば普段はない体温が今はある。

「今日のあやつは生者と同じように女を孕ませることができる。まさか中に出させたか」

　内容の聞き取れない叫びが聞こえる。

「今日は特大の危険日なのに！　戻って来い！　責任取れ──!!」

　吸血鬼の聴力でなくとも聞こえる叫び。

だが戻ると三人まとめて消されてしまう。

「不可抗力だ！　俺の子を頼んだ!!」

「あほーーー!!　スケベ吸血鬼ーーー!!」

　エルジェートは叫びながらも、さようならと手を振り、サンタも慈しむ顔で見守っていた。

「子が出来たなら我が全力で守ってやる。心配は要らぬよ」

「半分はサンタ様のせいなんですから当然です！　ふふ、でもあの人の子ども楽しみだな」

　俺達は別れ二度とは会わない。

それが生者と死者のけじめなのだ。

「それで普通に二人と浮気したことは私達にどう説明しますか」

　ルーシィが俺の腕を抓る。

「そうです。吸血鬼になっても変わらずパコパコバコバコと！」

　ルーシィとセリアの攻めに足元が疎かになる。

「ぐおっ」

　そのせいで何かを思い切り蹴飛ばしてしまった。

　見れば古ぼけた石碑だ。

百年や二百年昔ではないらしく文字が今と違う。

「村の名前を書いた石碑ですね。これは確か古代文字……しかも呪術的な文字盤です」

　ルーシィはなんとか読めるらしい。

「一文字分蹴り壊してしまいましたね」

　せっかく村から不幸がなくなったのに余計なことをしてしまった。

　俺はデュアルクレイターを取り出し、壊した部分を適当に彫り直す。

「こんな感じだったか」

　ルーシィが目を細めて凝視する。

色っぽいな。

「微妙に違うわ。最初は『ノゥロイ村』って書いてあったのにこれじゃあ『エゥロイ村』ですねぇ」

「ぐう」

　しかし彫ってしまったものはどうしようもない。

サンタの力量に期待するしかない。




　これでこの話は終わった。

だが何年かあるいは何十年後だったか、ふとした所で村の話を耳にした。

「ノゥロイ村って知ってるか？」

「ああ、なんかすげえド田舎で疫病や災害ばっか起きてる場所だったよな？」

　酒を飲みながら男達が話す。

「それがしばらく前から悪いことはぱったり起きなくなったらしくてな。その代わりに……」

「なんだよ。もったいぶるなよ」

　俺は椅子を寄せて聞き耳を立てる。

「とんでもないぐらい子どもが生まれる村になったんだとさ。立ち寄ってる行商人に聞いたんだが、五年で人口が倍、十年で四倍になったんだそうだ。いつ尋ねてもそこら中の家でやりまくってるらしいぞ」

「なんだそりゃ。ノゥロイ村じゃなくてエゥロイ村じゃねえか！」

　男二人は笑う。

「もっと凄い話もあってな。なんと八つ子を産んだ女がいるんだよ。その子供が全員凄まじい怪力で十三の時に素手でオークの首を捩じ切ったとか」

「ひえっ父親は人じゃないだろ」

　まさか俺が石碑をいじくったせいじゃないよな。

そうじゃないと思っておこう。

　ともあれエルジェートが元気にやっていれば良い。

　サンタに感謝、クリスマス万歳だ。

クリスマスＳＰ更新です！

前書きの通り、本編との関係は未知数です。

やたら……長くなりました。










☆２０２０節分ＳＰ







　遥か昔の話だった。

　幾年遡れば良いのか計る物差しすらない古の話。

　神々が漠然とした概念としてではなく明確な形をもって人の上に存在していた時代。

　善神と悪神は絶え間なくせめぎ合い、その決着いかんによって光と闇が交互に訪れた時代の話。

　悪神の中でも取り分け強力であった■■■の息子たる魔の王が地上に闇をもたらさんとした。

　それを阻止せんと強き善神であった■■■■は勇敢な心を持つヒトを選び、己が力と神の武器を分け与え討伐に向かわせた。

　神に選ばれし一行は数多の魔を打ち払い遂に魔の王の前に立った。

　勇者は神の剣を振るって山を裂き、世界を焼く火焔を神の盾で弾く。

槍使いは神の衣で空を舞い、魔導士は神の杖を掲げ百を超える雷で魔の王を打った。

　そして一人また一人と斃れていった。

　届かなかった。

神力を与えられ、神の武器を持ってさえ魔の王の力は隔絶していた。

　最後に残った勇者が心臓を射抜かれて斃れ伏す。

　魔の王は嗤い、見渡す限りの地平線から黒雲が湧き立つ。

光を託されし勇者は死に絶え、闇の時代が訪れる。

　否、最後に一人──。

魔の王も、勇者達ですら数に入れていなかった者が一人。

勇者に憧れ、皆が止めるのも聞かずに旅に同行した少年が一人。

　少年に神の力は無い。

与えられた武器もない。

それでも足を踏ん張り、魔の王を睨みつける。

恐怖に体を震わせ、涙を流しながら。

　魔の王は小蟲を潰すように何の感情もなく手を伸ばす。

　光が灯った。

勇者たちの亡骸が淡く輝く。

骸に残されていた神力か、それとも魂の輝きか。

　魔の王は嗤う。

小蟲に残りカスが宿ってどうなるものだと。

　だが少年は前に出る。

憧れの勇者に囲まれた彼にはもう恐れなどなかった。

　得物は無い。

危ないからとナイフ一本持たされていなかった。

　少年は懐から豆の袋を取り出す。

勇者達からおやつにと貰い、もったいなくて食べられなかったものだ。

　魔の王は大地を揺らがせて笑う。

『豆で余に挑むとは凡百の勇者より余程歴史に残ろうぞ』

　豆は放物線を描いて飛ぶ。

無論、魔の王は避けも防ぎもしない。

『その勇気こそ人の輝き　おお我が子らに光あれ』

　地に響く豪笑を打ち消すのは天から響く厳かな声。

　豆に白い光が差した。

　魔の王は空を睨みつける。

『おのれ■■■■　世界と我らを弄ぶか』

　光を受けた豆は虹色に輝きながら魔の王に向かう。

　魔の王が吠える。

魔導士の雷を防いだ障壁を張り、槍使いを撃ち落とした多腕を突き出し、勇者を斃した魔の刃を振るう。

　輝く豆はその全てを貫き、魔の王を打った。

圧倒的な力は掻き消え、巨大な膝が大地に沈む。

『『『いけ！』』』

　亡き勇者たちの声に押され少年は駆ける。

勇者達の亡骸から剣、盾、衣が浮かびあがり少年に与えられた。

　魔の王より苦し紛れに放たれる魔法……それでも町一つ消すには十分なそれを少年は盾で弾きながら、鬨の声とも泣き声ともわからぬ叫びをあげて奔る。

　少年は跳んだ。

衣の力で舞いながら魔の王の心臓目がけて跳ぶ。

憧れの勇者の剣を突き出し、一直線に飛び込んでいく。

　刃は魔王の心臓を貫き、光の世がまた数千年続くこととなる。

　魔王を打った豆はそのまま地に落ち、やがて芽吹いて天まで届く神授の大木となった。
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「という言い伝えがありまして」

「へえ……年代不明で資料も無しでは研究のしようもないけど物語としては面白いね」

　居間に入るとルナとトリスタンが何やら話している。

その隣ではピピが走り回り、アリスがうつらうつらしながら本を読んでいた。

「何の話だ？」

　俺はセリアを撫でながら聞いてみる。

　エレクトラ奪取以降の条約無き停戦は継続中、国内のこともアドルフとレオポルトに任せていてすることは少ない。とても暇なので面白い話なら聞いてみたい。

「今日行われている豆撒き祭りの話ですよ。元々はルナさん達山の民の言い伝えだとか」

「へえ。あんまり詳しく知らないんだがどんな祭りだったか」

　ルナが物語を語り、トリスタンが時折考察や矛盾点に突っ込みを入れる。

　緩く流れていく時間だったが唐突に破壊者達が現れた。




「「「鬼は外ーー！」」」

　居間の扉が派手に開かれ子ども達が雪崩れ込んできたのだ。

「「放てー！」」

　そして間髪おかずに弓隊一斉斉射のように豆が飛んでくる。

まさしくこれが豆を撒いて魔を祓う祭りだ。

「危ないです！」

　セリアが俺を庇い豆の雨に身を晒す。

物凄い数の豆がセリアに降り注いだ。

「ははは、針鼠にされたな」

　戦場なら決してそんなことはさせないが、豆の雨なら庇って貰うのも良いだろう。

「襟から服の中に豆が入って……わっぷ！　いい加減に……ふぎゃ！」

　子ども達は──というよりアナスタシアとローズが容赦なくセリアの顔面に豆を投げ続ける。

「いい加減にしなさい!!」

　セリアが子ども達に襲い掛かり、豆を引っ掴んで逆に投げつけ始めた。

子ども相手に大人げないが豆の投げ合いでどうなるものでもないから笑ってみていよう。

「だがセリア一人では多勢に無勢だ。アリスも参戦してやれ」

「ふえっ!?」

　部屋の隅で本を読んでいたアリスを指名してやるも驚いてワタワタするばかりだ。

「伏兵が出ました。攻撃開始！」

　暴れるセリアを双子の兄バルトロメイになすりつけたアナスタシアが一斉攻撃を下令する。

「え？　え？　ええっ!?」

　迅速に動いた敵将アナスタシアに対してアリス将軍の反応は鈍臭い。

「うてぇ！」

「きゃあああ!!」

　アリスは椅子から腰を浮かしたところで豆の嵐を貰い、絨毯の上にひっくり返ってしまう。

唯一の友軍セリアは逃げ回るバルトロメイを追いかけるのに忙しくアリスの窮地に気付いていない。

「なんてことだ。このままでは全軍崩壊だぞ。予備部隊を投下するしかないな」

「ふふ、望むところです」

「戦闘開始だ！」

　ルナとピピが参戦すると戦局は一変する。

　ピピは跳ね回りながら予想外の位置から豆を投げまくり、ルナも子ども相手に割と容赦ない勢いで投げつける。山の民の基準ではこんなものなのだろう。

　それでも人数的にはまだまだ子供達が有利なのだが……。

「うぅ……鬼は外……外……」

「こ、これは困った……」

　バルトロメイ、ギルバード、クロードなど男子の動きが目に見えて悪くなっていた。

まあ理由は分かる。

「あはは、まだまだいきますよ！」

「ピピの空中殺法を食らうのだ！」

　ピピとルナは動きやすさを重視しているためかスカートがかなり短い。

その恰好で豪快に動くものだから見えるのだ。

「見えるだけならまだ良いけどピピさん穿いてないんだよぉ」

　動きの鈍くなったバルトロメイがとうとうセリアに捕まってしまった。

　もちろんセリアも酷いことをするつもりはなく頬を引っ張るぐらいで終わらせようとする。

バルトロメイは抵抗しながらもちょっと嬉しそうだ。

　俺の子どもは全員スケベだ。

どうしてこうなったのか誰に似たのか。

「ぎゃっ！」

　バルトロメイの股間に大きな豆がめり込む。

というかあれはクルミじゃないのか、音がすごかったぞ。

「捕縛される間抜けは情報が漏れる前に処理しないといけないわ」

　悶絶するバルトロメイをアナスタシアが冷たく見下ろす。

母親譲りで顔が整っているから見下す表情が似合い過ぎる。

「痛っ！　ちょっとアナちゃん何を投げてるの!?」

「わっわっずるいぞ！」

「うるさいわ！　勝てばいいの！」

　状況不利を見てアナスタシアがそら豆や落花生を投げ始めた。

一応豆の範囲だがこれは反則スレスレだろう。

「負けそうになったら手段を選ばないのはどうかと思うぞ……」

　一方的に攻撃されながら逃げ回っていたアリスの尻にも落花生が命中する。

「ああっ！」

　腰砕けになってうつ伏せに倒れ込むアリス。

倒れたアリスの尻に男子達が豆の一斉攻撃を加える。

「そんなお尻ばっかり……だめ……あぁぁ……アヘェ！」

「ちょっとアリスさん子供の前でその顔はダメです！　お前達も分かっててやっているでしょう！　前を膨らませて……こんなことばかりしてたらエイギル様になりますよ！」

　アリスを回収するルナとピピ、男子の尻を蹴飛ばすセリアと前屈みで逃げる男共、股を押さえて悶絶するバルトロメイに反則スレスレの豆を投げまくるアナスタシア、いつの間にか俺の隣に座って頬ずりしてくるローズ……滅茶苦茶になってしまった。

　場を収拾しようと立ち上がった時、アナスタシアの投げたクルミが狙いを外してガラスを叩き割る。

今までの騒ぎとは種類の違う嫌な音が響き渡った。

「今の音！　ガラスをやりましたね──！」

　間髪おかずに複数の足跡が廊下を駆けて来る。

「やばい！」

　アナスタシアはトテトテと俺の方に走り寄る。

そして小さなすべすべの手で俺の分厚く傷だらけの手をとり……クルミを握り込ませてきた。

「ガラスを割ったのは誰ですかーーー!!」

　飛び込んで来たノンナが見たのは……滅茶滅茶になった居間と盛大に割れたガラス、そしてクルミを手に仁王立ちする俺と優雅にお茶を飲みながら俺を指差すアナスタシア……。

「ここまで堂々とやられると逆に気持ちが良いな」

　しかしアナスタシアが人の上に立ったらどうなるかと心配になるな。







「「「鬼は外ー」」」

　母親たちの介入で大騒ぎにも一段落つく。

秩序は戻り子ども達は母親と一緒に普通に豆を撒く。

「まったく本当にこの娘はもう……」

「父さま……足が痛いです」

「母さま……股が痛かったよぉ」

　例外は床に正座させられているアナスタシアとクルミ直撃が余程痛かったのか半泣きでノンナに抱きついているバルトロメイだけだ。

　最初は普通にやっていたのにアナスタシアが指揮を執り始めてから戦みたいになってきたらしい。

「ここに来る前にもやらかしただろ？」

「してないです」

　プイと顔を背けるアナスタシア。

「嘘はばれるぞ。先に自白すれば罪一等を減ずるが」

「むう目撃者の数を考えれば隠ぺいは無理……ここは応じておくべきか……」




　一つ目。

梯子の上で剪定中の庭師を豆で集中砲火し落下させる。

　二つ目。

全員で悲鳴をあげ、慌てて駆け付けた衛兵の足元に豆を転がして転倒させる。

　三つ目。

昼寝していたクリストフを襲撃、口の中に豆を詰め込む。




「いひゃい！　いひゃい！　いひゃい！」

　ノンナと共同でアナスタシアの頬を引っ張る。

「最後のはどうでもいいが、よくもそこまで暴れたものだ」

「大人しすぎるバルトロメイにもう少し分けてあげれば良かったのに」

　親子の会話だなとつい笑ってしまう。

頬を腫らしてブー垂れるアナスタシアを挟み、穏やかな時間だと思った時だった。

「ははははは、見つけたぞ悪ガキ共！　お返しだぜ！」

　突如居間に飛び込んで来た不審者が鍋一杯の豆をぶちまける。

とんでもない量の奇襲に普通に豆撒きしていた子供達が逃げ惑う。

　というかクリストフじゃないか。

「限界まで詰め込みやがって！　死ぬかと思ったじゃねーか！」

　クリストフは事の主犯たるアナスタシアにも鍋一杯の豆をぶちまける。

だが彼女は正座から華麗な前方展開で跳ね、俺とノンナの背中に隠れた。

雨どこか豆の雪崩が俺とノンナに降り注ぐ。

「「……」」

　イラッとした。

かなり本気でイラっとしたが、まあ先制攻撃したのはアナスタシアだし豆をぶっかけられても実害はないからなんとか耐えてやる。

「うう……服の中が豆だらけ……気持ち悪いです」

　ノンナのドレスは胸元が開いているので大量の豆が服の中に入ってしまったようだ。

なんとか取り出そうとした時に悲劇が起こる。

「あっ!?」

　胸元に手を入れた拍子に巨大な胸がボロンと飛び出してしまったのだ。

　俺は咄嗟にこの場にいる男、トリスタンとクリストフを睨む。

　トリスタンは……何故かマリアに無理やり豆を食わされていてこちらを見ていない。

　ではクリストフは──。

「でっけぇ……」

　終わりだクリストフ。

　もちろんこれは豆撒きだ。

剣を抜いたり殴りつけたりはしない。

ただ豆撒きをするだけだ。

　俺はぶちまけられた豆を右手で握り込む。

　息を吸いこみながら腰を落とし、左手を視線と平行に持ち上げながら振りかぶる。

「た、退避です！　射線から外れなさい！」

　セリアが子ども達を誘導する。

「だが俺の防御は完璧だぜ！」

　豆を入れていた鍋を頭に被り、木製の蓋を盾代わりに構えるクリストフに向け、俺は全力で煎り豆を投擲する。

　腕が空気を切り、飛翔した無数の豆が鋭い風切り音を立てながらクリストフへと迫る。

投擲の力で丸い豆は楕円に変形し、風圧で外装を破砕されながら飛んでいく。

クリストフとの距離は１０ｍ程、飛翔するのにかかった時間はコンマ一秒にも満たない。

　文字通り豆の嵐だ。

　盾代わりに構えた木製の蓋から破片が飛び散り、やがて耐えきれず破砕される。

鉄製の鍋は破壊こそ免れたものの、豆の激突によって窪み、火花が飛び散る。

的を外した豆が大理石の壁を削って砂煙が立つ。

「うぎぁぁぁぁ!!」

　クリストフは無数の豆を受けた衝撃で浮き上がり、そのまま廊下まで弾き出されていった。

　まあ奴もスケベなだけで悪気は無し。

これで勘弁してやることにしよう。

「それにしても豆撒きも案外楽しいな。俺もやってみようか」

「散弾みたいな豆撒きされたら屋敷が壊れますから止めて下さい」

　セリアは俺をソファに座らせながら豆をポリポリ食べる。

「化け物……」

　アナスタシアが俺の頭に一粒豆をぶつけながら膝の上に座る。

「そう言えば忘れていた！」

　ピピがテーブルを飛び越えて俺の首に絡み付く。

「この豆、族長様にあげようと持って来た」

　ピピが手のひら程もある黒い物を俺の手に乗せた。

「なにこれ？」

　アナスタシアも興味深げにつつく。

「ふむ馬糞か」

「ひうっ！」

　アナスタシアが飛び退いて床に倒れてしまう。

「違うぞ。もっと神聖なものだ。言い伝えに出る神授の大木から獲れた豆だ。実をつけるのは十年に一度と言われているからとても珍しい」

「実際には私達の領域に古くからある豆の木です。ただ不毛の地に一本だけ立っていることと、曽祖父の代以前からずっと大木なので伝説と言われています。実はほとんどつけないので見つければ幸運のお守りになるとされています」

　ピピの説明をルナが捕捉する。

まあ伝説をそのまま信じる訳ではないが珍しいものではあるのだろう。

ありがたく貰っておこうとポケットに入れておく。

「あとアナスタシア。悪戯したのは悪かったから乳首を捻るのは止めてくれ」

　頬を膨らませて本気で抓って来る娘を抱き上げる。

「あっ私も忘れてた」

　アナスタシアが窓の外を指差す。

「悪戯を見つけたケイシーが告げ口するとか言ったから……タコにしちゃった」

（祟ってやるー！　あの娘怖いよぉ　幽霊を縛りあげるなんて　わーん誰か降ろしてー！）

　お前本当に無敵だな。




「お、お姉ちゃん！　大変だよ！」

　今度はなんだと見るとルナの妹ルビーが駆け込み──豆で滑って一回転する。

布地の少ない赤とは平原に染まってきたな。

ピピも見習ってせめて穿いてくれよ。

「ルビーどうしたの？　貴方はもうしばらく山に戻っていると聞いていましたけれど」

　ルビーはハッと立ち上がって叫ぶ。

「神授の大木が燃えちゃったの！」







　俺はピピとルナ、ルビーそしてアリスを連れて山の民の領域に向かっていた。

「族──陛下自ら良かったのでしょうか？　こっそり抜け出すみたいに……」

　ルナの問いに笑う。

「おう暇だったしな。それに伝説の木が燃えたから見にいくなんて言ったらレオポルトやアドルフに文句を言いまくられる」

　ちなみにセリアはいない。

つまんだ豆が腐っていたらしく腹を壊したのだ。

「私は……あんまり向いてない……」

　馬に乗れず、俺の前に座ったアリスが恨めし気な目を向けてくる。

「お前はいつも部屋に籠って本を読んでいるか尻をいじっているかだろう？　たまには外に出ないと健康に良くない」




「そろそろ木のある場所ですが……これは酷い」

　大木は完全に燃え落ち、もうただの炭と区別がつかない。

辺り一面飛び散った炭が降り積もって真っ黒だ。

「大事な言い伝えであったなら……残念だな」

　俺は馬を降り燃え尽きた大木の傍へと歩き──。

　ぐにゃりと異様な感触に飛び退き、足で炭を払い除ける。

　現れたのは人間の死体だ。

それも踏まなければわからない程平らに……叩き潰されていた。

　咄嗟に周囲を探ると一体や二体ではない。

十以上の人間が同じように潰されている。

「尋常なやり方じゃない。少なくとも賊や狼相手にこうはならない」

　震えるアリスを庇い、ルビーとピピが弓を構える。

そしてルナが死体を確かめる。

「この装飾は……テメの家。親戚の結婚式に戻ると言っていたのに」

　俺は周囲を警戒しつつ、人の背程の高さに焼け残った炭の塊に手を置いた。

そして気付いた。

　恐怖に歪んだ炭の目、大きく開かれた炭の口、命乞いするように広げられたままの手。

「……なんだこりゃ」

　風が吹き、人型の炭が散り消えていく。

「賊が焼き殺し……」

　俺は首を振る。

人が立って両手を広げたまま炭になるなどあり得ない。

　あり得るとすれば──。

　アリスを見ると全身から汗を流して震えている。

「もう灰になってるのに……すごい魔力……立てない……」

　へたり込んでしまったアリスを支える。

「ダメ……逃げなきゃ……すごいのが来る……」

　必死に訴えるアリスを抱き上げた時、轟音と衝撃が俺達を襲った。

「落雷だと？　雲一つ無──」

　見上げた空は一面真っ黒だった。

いやあり得ない、ほんの三分前まで抜けるような晴天だったのに。

　幸いにして雷は離れた場所に落ちたが、アリスがこの世の終わりのような悲鳴をあげる。

「あれ、雷じゃない。もっともっと悪くて……いやぁぁぁ！」

　悲鳴に応えるように雷が落ちた地面が盛り上がる。

「オオ、ザッソウ」

　現れたのは身の丈２ｍ半程の人──いや魔物か。

　真っ赤な肌に人間ではあり得ない程の筋肉、腰蓑だけを身に着けて額からは二本の角が生えている。

そして２ｍはありそうな太い金棒を引きずっている。

「ワガアルジ　ザッソウ　ツブセト」

　ブツブツと言葉を話しながら近づいてくる。

「オーク……とは違い過ぎるが話が通じるようにも見えんな。何かわからんがやってしまおう」

「「はい！」」

　俺が言うと同時にピピとルナが矢を放つ。

この近距離で彼女達が狙いを外すことはあり得ず、二本の矢は心臓と喉へ正確に突き立つ。

「やったぞ！」

「いや」

　俺は否定しながら前に飛び出す。

「ザッソウ　タタカネバ」

　魔物は突き立った矢などモノともせずに駆ける。

見れば血も出ていない、至近距離で放たれた矢が皮膚を貫けていないのだ。

「ならこれで！」

　ルビーが更に矢を放つ。

狙いは目だ。

この至近距離なら山の民には難しいことではない。

　だが先ほどは何の抵抗も示さなかった魔物が金棒を振り上げて矢を掃う。

「なんの！」

　次弾を装填したルナとピピが顔を狙って矢を射る。

だが魔物は体を捻って矢を躱し、避け切れなければ手の甲で受け止める。

　オークなどが力任せに暴れる動きではない。

「ザッソウ」

　そして大きく跳躍して間合いを詰め、金棒をルビーに向けて振り上げる。

「あ……」

　咄嗟に剣を抜くルビーだが受け止めきれるはずがない。

「ツブス」

　巨体が振り下ろす重厚な金棒の一撃──それをデュアルクレイターを振り上げて迎撃する。

　金属が打ち合う轟音が皮膚を震わせ、飛び散る火花が視界を白く染める。

　俺と魔物はほぼ等距離弾かれる。

（いたい　とてもいたい）

　衝撃で目を覚ました変態竜を無視しつつルビーを掴みあげて後ろに放り、今度はこちらから仕掛ける。

　魔物は俺の振り下ろしを金棒で受け止めるも衝撃で膝を折る。

「まだまだ──」

　二撃、三撃と叩きつけ、渾身の力を込めた四撃目を振り下ろそうとした時に足払いを食らった。

　思わず舌打ちしつつ軽く跳ぶも隙が出来てしまった。

　魔物は金棒を横に薙ぎ払う。

当然剣で受けるが足が地についていない状態では吹き飛ぶしかない。

　俺は空中で姿勢を整えつつ、地面を三回転転がって起き上がる。

「明確に戦技を知ってる。しかも中々の使い手だ」

（あの金棒も並の金属ではない　我をもってしても両断できぬ）

「ファイア……ボール！」

　アリスから人の頭程の火球が飛ぶ。

だが魔物は振り返りもせずに金棒を振るい火球を叩き割った。

「うそぉ……」

　心が折れたのかアリスがへたり込んでしまう。

　なるほど良くわかった。

気合いを入れないといけないってことだな。

「テゴワイ　ザッソウ」

　相手ももう俺しか見ていないようだ。

　俺の方から飛び掛かる。

　上段から打ち合い、互いに弾いて後退する。

　魔物はリーチを生かして大きく横に薙ぎ、俺は体を屈めて潜る。

　迫る俺を踏みつけようとする足を剣で受け止め、渾身の力で跳ね上げてバランスを崩させる。

　そのまま腹を抉ろうとする俺の突きを魔物は後方に二度転回して避ける。

「でかいくせにすばしっこい！」

　俺は苛立つ声をあげて剣を振り上げ、渾身の力で振り下ろす。

　魔物はそれを金棒で受けず、鼻先と胸板を浅く抉らせながらギリギリで避ける。

「まずい剣が！」

　ルナが叫ぶ通り、俺の剣は勢い余って地面にめり込む。

「オワリダ」

　その隙を魔物が逃がすはずもなく、斜めに金棒を振り下ろす。

　俺は剣を握ったまま笑った。

「下が灰じゃなければな」

　俺はめり込んだ剣を鋭く跳ね上げ、魔物の胸に突き込んだ。

まるで甲冑を刺したような硬い手応え……矢が通らないはずだ。

「ゴ……アグ」

　デュアルクレイターを引き抜くと魔物の胸から大量の黒い水が噴き出る。

あんな黒い血など見たことない。

　空振って叩き込んだのが普通の地面なら奴の攻撃に間に合わなかった。

一面に抵抗の少ない灰が積もっていたからこそできた芸当だ。

「魔物にしては良くやったがそこまで頭は……っておいおい」

　巨体が黒い煙を出しながら消えていく。

ほんの十秒程で跡形もなくなってしまった。

「……なんなんだ」

　これでは正体を調べようもないと溜息を吐いた時、再び落雷が大地を揺るがす。

輝きのない真っ黒な落雷がはっきりと見えた。

「やばい……ですね」

　ルナの口調が崩れる。

アリスは頭を抱えて震えてしまい、ルビーは唇を噛みしめる。

　落雷は十発同時に来た。

そして地面が盛り上がり……先程の奴が十体現れる。

「俺の後ろに入れ。俺が命令した通りに動くんだ」

　俺は厳しい口調で言い、アリスを無理やり起こす。

ヘラヘラすることはできそうにない。

　先程と同じ強さなら普通に勝てる。

三体同時でもやってみせる。

十体いても突破して離脱するぐらいはできるだろう。

　だがそれは俺一人の話だ。

守りながらの後退はあまりに厳しい。

　打ち下ろしを払い除け、横薙ぎを弾き、腕を飛ばして足を貫く。

体勢の崩れた一体を肩口から斬り捨てるも、金棒が背中を叩いて息が抜ける。

「皆援護を！」

　矢が飛び火球が舞うがまるで効果がない。

こいつらの強さはオークなどの比ではない。

　一体相手するのに完全武装の兵士三十人で足りるかどうか。

しかも何で出来ているのか金棒はデュアルクレイターでも容易に両断できない。

　弾き、受け止め、回避する。

その上で後ろの四人を守らなければならない。

「せめてあと一人」

　正面から奴らを抑えられる奴が居れば──。

「ここにいるぞ」

　打ち合う俺の下を潜り抜けた褐色の疾風が、魔物の太ももを斬り掃う。

　生半可な斬撃など通じない分厚い皮膚が裂かれて血が噴き出す。

「なるほど硬い。手数がいるな」

　褐色の疾風は竜巻へと変わる。

目にも止まらぬ高速回転からの双剣乱舞。

　腿から腹に胸、首筋、顔面、魔物のあらゆる場所から血飛沫が飛ぶ。

「ほう、一撃で剣が駄目になるとは不経済な魔物だ」

　剣を投げ捨てたかと思うと悶える魔物に飛びつき、眼球に瓶をねじ込む。

「まずは」

　炸裂音と共に魔物の頭部が粉々に吹き飛ぶ。

「一体」

　腰から予備の剣を取り出したセクリトが笑う。

「挨拶の前にこの得体の知れん奴の正体を──ぐむっ！」

　俺はセクリトを抱き締めて舌をねじ込む。

「良く来てくれたセクリト。これでもう大丈夫だ」

　セクリトは俺を振り払い、唇を軽く押さえてから首を振る。

「とりあえずここを凌いでからだ。この貸し高くつくからな」

　敵の残りは八体だが、セクリトが参戦したことで戦い方に余裕が生まれた。

　その余裕がアリスやルナにも伝わったのか、ピピとルビーは視界外から矢で眼球を狙い、ルナは隙を見て関節を狙って斬り込む。

アリスも心を落ち着けて強力な魔法を叩き込み、一体また一体と討ち取っていった。

「これで終わりだ！」

　最後の魔物の頭を叩き割る。

魔物は金棒を取り落とし「ワガオウ」と呟いて霧散する。

「で、アレはなんだったんだ。生まれてこの方見たこともない魔物だったが」

　セクリトがボロボロになった剣をその場に投げ捨て、溜息混じりに言った。

「それが俺にもわからんのだ」

「やはり神授の大木が燃えてしまったことと関係があるのでしょうか？」

　ルナがそう言うとセクリトはふむと空を見上げる。

「それは魔王とかそういう類が関係する話か？」

「ええ……まぁ」

　セクリトはそういう伝承なんて興味をもたないと思っていたが。

「なら目覚めたんじゃないか？」

　セクリトが空を指差す。

真っ黒の空が俺達に向けて落ちて来る。

　以前に体験した地震のような衝撃、先ほどまでとはレベルが違う。

　全員が地面に倒され、のたうつことしかできない。

「忌々しき光の世、なんと醜いことか」

　ようやく衝撃から立ち直って立ち上がる。

「ボスが出たか……」

　一応は人型──身の丈は優に５ｍ、青い皮膚は遠目にも鋼と見紛う程、十本もある腕の全てに瘴気をまとう武器を持ち、口からは牙がはみ出し、額には四本の巨大な角が生えている。

「覚悟が必要だな」

　セクリトが呟く。

　凶悪な外見もさることながら纏うオーラが尋常ではない。

あれはまずいものだと本能がガンガン警鐘を鳴らして来る。

　巨大な魔物は誘うように腕を広げる。

「どうした雑草。千年ぶりに目覚めたというのに黙りこくっては寂しいではないか。受けてやるから何かしてみたらどうだ？」

　嘲笑を浮かべながら無防備に腕を開き、目まで閉じて堪えきれぬとばかりに笑う。

　俺は全員に目配せする。

侮ってくれるならこれほどありがたいことは無い。

「では遠慮なくこちらから……」

　もう一度目配せする。

「行かせてもらうぞ！」

　ピピ、ルナ、ルビーから三本の矢が放たれるも巨体に対してあまりに小さい矢が効果を発揮するとは思えない。

　顔面にまるで針のよう突き立った小さな矢は──爆発する。

セクリト特製の火薬瓶をくくり付けていたのだ。

「アリス」

「う、うん！」

　アリスがさっと腕を振る。

すると虚空に巨大な火焔が現れ、回転しながら集束して一筋の光となる。

「え、えーい！」

　光の筋は魔物の胴体ど真ん中を捉え、一瞬置いて周囲の灰と土が発火し融解していく。

岩が赤く燃え崩れていくなど、どれほどの熱なのか想像もつかない。

　アリスの髪が真っ白になり、光が消えた瞬間に俺とセクリトが走る。

「お前は足、私が顔だ」

　セクリトが俺の頭を踏み台にして跳躍する。

俺は燃える地面を踏み砕きながら突撃し、魔物の脛に渾身の一撃を見舞う。

　同時にセクリトが空中で義手を構え、内臓された大砲をぶっ放した。

砲弾は白煙を引きながら魔物の眉間に命中する。

　全ての攻撃は命中、完璧だった。

「なんという……」

　苦悶混じりの声が響く。

「■■■■の植えた雑草め、余が封じられている間にここまで……ここまで……」

　俺は振り抜いたデュアルクレイターを握り締めたまま押し黙る。

「ここまで……弱くなっていようとは」

　眠っていた変態竜を叩き起こし、渾身の力で振り抜いたデュアルクレイターが髪の毛一本分の傷もつけられていない。

　魔物が俺を蹴り上げる。

玩具の球のように吹き飛んだ俺をセクリトとルナが受け止めてくれた。

「化け物め、もう一発！」

　セクリトが再装填した大砲を発射する。

「その芸はもう見た」

　魔物がフッと息を吐く。

その風圧だけで大砲の弾が跳ね返り、セクリトの足元にめり込んだ。

「大道芸をやるならば、せめてこれぐらいはやってみよ」

　魔物は手にした得物の一本を振り上げる。

形はハルバードのようだが先端には刃ではなく青い火が灯っている。

　ゆっくりとした薙ぎ払いは俺達に全く届いていない。

だがその先端が通過した途端、呼吸が止まり心臓が締めつけられる。

「ぐがっ」

「耐える」など出来ようもない無条件の衝撃に頭から地面に倒れる。

隣ではセクリトとルナも胸を押さえて蹲っていた。

　強さのレベルが違う。

アリがゾウに立ち向かうといったものですらない。

人が山に、河に、嵐に立ち向かうほどの差があった。

　大きなため息が聞こえる。

「時間の無駄であったか。余のこけらを相手に楽しんでおったから期待したのだが」

　魔物が地響きを立ててこちらに向かってくる。

このままでは間違いなく殺されると分かっているのに手も足も微塵も動かない。

「しかし千年蔓延った雑草がどのように育ったか興味もある。一匹苗床として拾うとしよう」

　魔物は俺の隣に倒れるセクリトを掴む。

　セクリトは別れの挨拶をするように俺に向かって何度か目を閉じる。

「む」

　セクリトが解放された。

次にルナとアリスが掴みあげられるもすぐに解放される。

「どちらにするか」

　ルビーとピピが比べられ、最後にピピが掴みあげられた。

　野郎、一番幼いピピを選びやがった。

「変態魔王に……負けて……たまるか……」

　動かない手を地面につき、力の抜けた足に体重を乗せる。

息の入らない肺を無理やり膨らませ、乱れる心臓を叩いて戻す。

　勝てるビジョンはまったくない。

だがもう一刀ぐらい振ることはできる。

少なくともただ寝ているよりは奇跡を引き寄せられる可能性が上がる。

　だが俺が振り絞った最後の力が不意に消え去り、再び無様に倒れ伏す

不思議なのは先程と違って敵意の無い、奪われたと言うより預かられたように思えた。

「っ!?」

　ピピを連れ去ろうとしていた魔王が不意に息を詰まらせる。

空間を揺るがすような気配に煽りではなく本気の驚愕だと分かる。

「貴様、貴様、何故それを!?　全て焼き払ったはず！」

　俺のポケット、そこに入れた黒い豆が激しく輝いている。

「おのれ■■■■──！　またも……またもぉぉ!!」

　魔王はピピを捨て俺を潰そうと走る。

　ルナの語っていた伝説を思い出す。

そうか、こいつが魔の王、そしてこの豆が──。

　だが投げられない。

もう腕を振る力もないのだ。

　セクリトもルナもただ倒れ伏すのみだ。

「誰でも良い」

　俺は仰向けに倒れたままポケットの豆を掲げる。

「もう一人、ここに──」

　ダンと耳元に響く靴の音。

「いるさ！　ここに一人！」

　俺の手から豆を受け取ったのは──クリストフだった。

　投げろと口を動かすが声が出ない。

それでも奴は分かっている。

　豆を手に魔の王に向けて走る。

　俺達を小蟲のように払い除けた魔の王がクリストフ相手に後ずさる。

顔に嘲笑ではなく恐怖を張り付け、止めろとばかりに手を突き出す。

「いけ」

　ルナが掠れた声で言う。

「いって！」

　アリスが地に伏したまま呟く。

「行けクリストフ！」

「うぉぉぉぉぉ!!」

　クリストフが咆哮と共に豆を投擲する。

「やめろぉぉぉ！」

　豆が魔の王に届く。

十本の腕が千切れ飛び、装甲のような皮膚が粉々に割れ落ちる。

　魔の王がうつ伏せに倒れ込む。

　体中から蒸気をあげ、顔を歪ませながら身をよじる。

　奴の目の前には俺の取り落としたデュアルクレイターが突き刺さっている。

「とどめだクリストフ！」

「おうとも！」

　クリストフは走る。

悔しく不本意ではあるが今の奴はまさに伝説に登場する勇者のようだった。

　奴は突き刺さるデュアルクレイターを引き抜き、魔の王に向けて跳躍──。




　──せずに倒れる。

「お、重めぇ……こんなの持ったら動けねぇよぉ！」

「このへたれが！」

　俺は歯を砕ける程に噛みしめ、全身の悲鳴を無視して立ち上がり、走る。

　クリストフからデュアルクレイターを奪い、奴を踏み台にして跳躍。

「色々と恰好つかないが俺達の勝ちだ。悪は滅びるってな」

　魔の王の眉間にデュアルクレイターを叩き込む。

　魔の王の体が弾け、血のような真っ赤な雨が降り注ぐ。

頭上の黒い雲が消し飛び、再び太陽が降り注いだ。

（おのれ雑草　またしても　千年後　また　次は　必ず）

　脳内に響く恨み言が小さく消えていく。

　同時に俺も力を使い果たして倒れ込んだ。

「「「「「……」」」」」

　クリストフ以外の全員が無言で地面に突っ伏す。

「あれ、これ俺が全員運ぶの？」

　その通りだ。

もう寝返りすらうてない。

「ええ……まじかよ」

　とにかく頼んだぞ。

　この場にいる者以外は誰も知らない。

言っても信じて貰えないだろうがとんでもない死闘だった。

もしかすると世界を救ってしまったのかもしれない。




「ところでお前達はどうしてここに？」

　まずクリストフが口を開く。

「下痢で苦しむセリアの嬢ちゃんに行けって言われてよ。……いざとなったら身代わりになれって」

　いかにも言いそうだが、それならどうして今頃なんだ。

もっと早く合流しても良かっただろうに。

「道中で休憩してたら黒獣に襲われて飯を盗られて道を外れて……合流出来なかったら俺の方もお終いだった……」

　どこまでも恰好つかない奴だな。

　クリストフは俺達全員を馬に乗せた後もモゾモゾと何かやっている。

「なんか剣と盾とマントが落ちてるんだがどうするよ。なんか虹色だったり透明だったり羽根が生えてたりですごいぜ」

「もう疲れすぎてそれどころじゃない。とにかく帰りたい……」

　クリストフは仕方ねえなと呟く。

「俺んちの物置にでも入れとくか。綺麗だし質に入れたら酒代ぐらいにはなりそうだ」

　こうして俺達は帰路についたのだった。
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その後──

「動けない」

「右に同じくです」

　王宮に帰り着いて数日後、俺とクリストフ以外の女達全員は未だにベッドの人だった。

「指一本動かん。まるで体が石になったみたいだ」

「ピピも動けないぞ……」

　医者に診せると体全体が限界まで疲労しているとのことだ。

魔の王の一撃で体の生気を吹き飛ばされてしまったのだろう。

「というかお前はなんで普通に立っていられるんだ」

　セクリトが目だけを動かして言う。

「俺も翌日はそうだったぞ。二四時間寝たら治ったが」

「化け物め……おいやめろ！　動けないと言ってるだろう。くすぐるな！」

　悪態を吐くセクリトをくすぐってやる。

身もだえもできないらしく表情だけで悶える様はなんとも愛らしい。

「むらむらしてきたな」

「動けない女を犯したいのか変態め」

　機先を制されてしまった。

さすがに自重しよう。

「嫌とは言ってない。死闘だったせいか……まあ少し男が欲しい」

　セクリトがふいと目を逸らしながら言う。

「私も抵抗できないままというのに少し興味が」

　ルナが顔を赤らめる。

「私も姉様と並んで……」

　ルビーが続く。

「ピピも！」

　動けないピピを犯すのは少し抵抗があるな。

「私はその……ええと……」

　アリスが気まずそうに目を逸らした時、突然王宮の空が暗くなる。

『ふふふ　くははははは！』

　聞き覚えのある魔の王の声だ。

綺麗に消えたと思ったのにしつこいな。

『貴様、女を抱いたな。我が呪いにも気づかずに！』

「なんだと？　さては俺の一物がドス黒いのは貴様の呪いか」

「それは使いすぎているだけだ好色魔」

　セクリトの突っ込みで冷静になる。

『我が呪いによって貴様が最初につけた種には魔が宿っている。妊娠率は驚愕の１００％、愛する者の胎で世界を滅ぼす魔が育つ恐怖に脅えるが良い！　ガハハハハ』

　魔の王は一しきり笑ってから言葉を続ける。

『さあ誰だ？　誰が魔の種を孕んだ？　誰が魔王を産み落とす呪われた女となる？』

　アリスは俺と目を合わせた後、気まずそうに手をあげる。

「……可愛い顔して抜け駆けしていたのか」

「ひう」

　セクリトが動けないながらドスの利いた声で威圧する。

『ふはははは！　そうか貴様か！　さあ腹で蠢く魔に脅えよ！　産まれ落ちる邪悪に絶望せよ！』

　だがアリスは困ったように言葉を返す。

「えっと……たぶん……産まれは……しないと思う」

『１００％だと言っただろう。避妊薬を使おうが外に出そうがレモンで洗おうが無駄なことだぞ』

　この魔王結構下品だな。

「そうじゃなくてその……出したのがね……ええと……お、お尻だから」

「どす黒い種が出たのは呪いだったんだな。病気を貰ったかと心配だったんだが良かった良かった」

『……』

　しばしの沈黙。

『お前ら男と女だろう！　死闘の末に魔王を倒し愛を確かめる所だろうが！　そこでどうして尻になる！　恥を知れこの不道徳者が！』

「済まん……」

「ごめんなさい」

　魔王に道徳を説かれるとは思わなかった。

『もういい！　こんな乱れた世の中などいらん！　また千年後来る！』

　黒雲は消え、魔王は今度こそいなくなった。

「さてするか」

「はい。私は寝たふりをしているので夜這いぽくお願いします」

　ルナに頷く。

「ピピは全身をペロペロされたい！」

　ピピに頷く。

「では私は姉様のすぐ傍でばれないように身動きできず……という感じで」

　ルビーに頷く。

「……うつ伏せにしていつもと違う方に入って来い」

　セクリトに頷く。

　世界も俺ももう少しだけ平和なようだ。
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余談の余談

「なあ」

　俺がそろそろ寝るかと欠伸をしていると背中に声がかかる。

ブリュンヒルデだ。

「む、珍しいな。どうした？」

　俺がここに座れとベッドを叩くとブリュンヒルデはそっぽを向いたままながら大人しく座る。

「王宮の離れがあるじゃろう。護衛隊が使っている場所じゃ。そこの三五番の部屋を知っておるか？」

「三五……確かクリストフの部屋だな」

　たまに酒を飲みに行くので覚えている。

「最近あそこの物置からものすごい気配を感じるのじゃ。それこそ高位神レベルの……最初は三つ感じていたのじゃが最近二つになった。そして町の質屋からもう一つ感じる」

「いやぁ俺はそういうのわからんからなぁ」

　クリストフがそんな大層な物を持っているとも思えない。

「そんなことより暇なら俺の武勇伝を聞いてくれよ」

　俺は魔の王討伐の話をする。

　ブリュンヒルデは目を閉じて深刻そうに聞き……眉の上に唾をつけた。

「信じてないな！」

「無茶苦茶な話を信じろという方が無理じゃ。だいたい尻に発射して呪い回避とかふざけとるのか！　さては変な病気拾ったじゃろ、見せてみい！」

　こうなったら一物ではなく証拠を見せるしかない。

　俺はポケットから例の豆を取り出して見せる。

「こんな馬糞みたいなモノを見て何を信じろと」

　ブリュンヒルデがつまらなそうに豆に触れた瞬間、豆が小さく光る。

「あ」

　ブリュンヒルデがベッドにこてんと倒れる。

「力が……完全に封じられた……なんじゃこれは……」

「大丈夫か？」

　慌ててベッドの中心に寝かせる。

「命には別条ないようじゃが……力が入らぬ。この塩梅では数日は動けそうにないな……」

　命に別状がないならまあ良かった。

数日寝ているぐらいどってことはないしな。

「ところでなんだが」

　俺は完全に動けなくなったブリュンヒルデの髪を優しく撫でる。

　ブリュンヒルデは怪訝な顔をした後、あっと気付く。

「お前また変な遊び覚えよったな！　動けない女を弄んで楽しいか!?」

　すまんすまんと笑って誤魔化す。

嫌ならちゃんと看病だけするから許してくれ。

「嫌とは言っとらん。とりあえず妾は泣いて悔しがる……愛する婚約者がいることにしておくからねっとりするなり激しく襲うなり好きにせい」

　女もこの遊び結構好きなのだろうか。

ともかくもう少し平和は続きそうだ。

何故かバレンタインに節分更新です！










☆２０２０バレンタインＳＰ







　とある地方都市──大規模工事現場。

「いかがでしょう陛下！　進捗率は１２０％、計画を遥かに上回っております！」

「おう。いいんじゃないか」

　俺は鼻息荒く成果を誇る責任者にとりあえずの賞賛を返す。

　上回っているのは良いのだが、俺は計画どころかなんの工事をしているかさえ知らない。

出かけにアドルフから計画書を渡されたのだが読まないまま馬車に置いて来てしまった。

　そもそもあんなに短いスカートを穿いて同行するレベッカが悪い。

思わず発情して時を忘れ、気付いたら着いていた。

慌てて服を着ているうちに書類を無くしたのだ。

「ノーステリエス河から３０ｋｍも伸びたこの大規模水路が完成すれば一帯の荒地は全て豊かな畑となりましょう！」

「そう水路だった。素晴らしい」

　ボロを出す前に教えてくれるとは気の利く奴だ。

　褒めてやると責任者は更に意気揚々と声を張る。

「それにしてもまさか陛下御自ら工事の現場を視察に参られるとは……国を富ませ民を豊かにせんとするその御心に応えるべく粉骨砕身お役目にあたりますとも！」

「うん。頼むぞ」

　本当はアドルフにつつかれて仕方なく来ただけなんだけどな。

エレクトラの奪還と連邦との暫定停戦で暇になったと思ったらこれだ。

豆騒ぎから続けてこれだから堪らない。

　こんなしょうもない所に来るぐらいなら家族と遊びに行くと逃げたのだが、先日のちょっとした遊びがばれたせいでノンナの機嫌がすこぶる悪く『たまにはしっかりお仕事して下さい』と突き出されてしまったのだ。

　王都の若い娘を集めて乱痴気騒ぎはまずかった。

「別に無理やり集めた訳じゃないぞ。最上級の酒と料理目当てに集まって来た娘を口説いただけだ」

「は、はあ？」

　おっと現場責任者に言ってもわからんな。

　ともかく祭りのように騒ぎながらの二十人連続処女破りをノンナどころか子どもにまで見られてしまってはどうにもならない。

　アナスタシアの汚物を見るような目とアントニオの感情の無い目を思い出すと悲しくなる。

何か面白い土産を持ち帰って機嫌を取ろう。

　などと考えながら責任者の言葉に相槌を打っていると、水路を掘る人足が騒ぎ始める。

「お前達何を騒いで──これは……困ったな」

　慌てて駆けていった責任者も困った顔をしている。

何ごとかと覗いてみると掘り返した地面から明らかに人の手が加わった石塊が顔を出していた。

「これは祠か？」

「そのようです……こんな水路のど真ん中に出るとは……ここは要の場所だから曲げる訳にも……」

　責任者が苦々しい顔をする。

　無理もない。

ただの岩なら砕くのに一手間増えるだけだが、祠となれば何かが祀られているということだ。

下手に手を出せば障ることがあるかもしれないし、何よりそう考えた人夫達の士気ががた落ちする。

「仕方ありません……手前で水路を二つに分けて……」

　頭を抱える責任者を横目に俺は水路に飛び降り祠に近づく。

かなり古そうに見えるが神々しい気配も逆に邪悪な気配も感じない。

「湿っぽいというか……しょっぱいというか……小さくて陰気な気配を感じるな」

　ふと祠に刻印されている文字を見つけた。

「喪男鎮魂……なんだこりゃ。大したもんではないだろ」

　俺は言うなりデュアルクレイターを引き抜き、祠を上段から一刀両断にする。

「「「うわっ!?」」」

　人夫達が驚きの声をあげた時には祠は二つに割れ、古くて強度も落ちていたのか、そのまま粉々に砕けて砂になってしまう。

「そら片付いたぞ。もし祟りがあるなら俺に来るから安心して工事を続けろ」

　それだけ言って俺は剣を納める。

「大丈夫なのか!?　何が祀られてるかもわからないままぶっ壊すなんて……」

「だ、だがやったのは完全に陛下だ。何かあるにしてもまず陛下に行くよな……」

「それに陛下が祟りぐらいでどうにかなるとも思わない。むしろ返り討ちだろう」

　人夫はしばらくの間ザワザワとしながらも仕事に戻っていく。

士気の低下もないようだ。

「いやはやどう申して良いのか」

　責任者は苦笑しながら頭を掻く。

　どうせ俺は治水工事なんてわからんのだ。

ただ見て帰るなんて無意味なことをするよりは良いだろう。

「後は適当に見て帰る。どこか面白い現場にでも案内しろ」

　そこから先は特に語ることもない。

護衛と責任者について工事のうんぬんを回り、一泊して王都に戻る。

そしていつも通り寝室のベッドに入るだけだ。




『許さないぞ　死してなお俺達を蔑むとは』

　耳元で恨めし気な男の声が聞こえる。

『モてないことは罪なのか　こうも苦しむ重罪だというのか！』

　むせび泣くような鬱陶しい声だ。

『お前にも俺達と同じ苦しみを与えてやるぞ！』

　一人や二人ではない。

数十いや数百の声が重なっているようだ。

『女の悪意を暴いてやる　女など信じられぬと嘆くが良い　俺達のように！』




　視界がくるりと回転して目が覚める。

王宮の寝室だ。何も変わったところはない。

「妙な夢だったな……恐ろしいというより湿っぽい感じの……」

　独り言が終わる前に軽快な足音が近づいてくる。

足音だけで誰だか分かるのが微笑ましい。

「エイギル様大変です！」

　ノックと同時に扉が開かれセリアが飛び込んでくる。

「おはようセリア。今日も可愛いな」

　引き寄せてキスをすると、可愛い顔がふんわり蕩ける。

今日はすることもないし二度寝してイチャついても……。

『どうせ昨日は他の女とブチュブチュしてきたのでしょう』

「……」

　辛辣な言われように伸ばした手が思わず止まる。

『エイギル様が仕事だけしてくるはずないです。視察先で何人にぶちこんだのですか？』

「……三人だ」

　レベッカと責任者の娘、酒の勢いでもう一人抱いたが名前が分からない。

『はー女女女！　エイギル様はもうヘソから腿まであればいいんじゃないですか？』

「乳を揉んで吸いたいから手と口は残して欲しいな。……何か怒らせてしまったか？」

　セリアにここまで酷く言われてはさすがに傷つく。

俺が顔をあげるとセリアは涙目で自分の口を塞いでいた。

『仕事はいつもいい加減。書類は誤字脱字だらけ。まともにできるのは種を発射することだけ──』

　絶え間ない罵倒は止まらない。

セリアの口は塞がれているのにどこから……。

　そして見つけた。

「なんだこりゃ」

　セリアの頭の上に小さな小さな１０ｃｍにも満たないセリアが乗っていたのだ。







「今朝起きたらこんな状態で……こいつは延々とエイギル様を罵倒し続けるのです」

『悪口ではなく正当な評価です。エイギル様は褒めようのないクズ男です』

　セリアが頭に乗ったチビセリアをペチペチと叩き、チビセリアも負けじと髪の毛を引っ張る。

　チビセリアは小さいだけで外見も一緒、声も口調も同じだ。

「どこまで可愛くなるんだお前は」

　チビセリアに手を伸ばすと本気で嫌な顔をされた。

『やめて下さい汚らわしい。どうせ私で擦ってみようとか考えているのでしょう』

　ただ徹底的に俺を嫌って罵倒してくる。

同じ顔と声で罵られると地味に効く。

「こいつめまた！　うう……ごめんなさい。朝から何度も捨ててやろうとしたのですが……」

　セリアは窓からチビセリアを投擲する。

　──が、まるで吸い寄せられるように頭の上に戻ってしまう。

「離れられないみたいなんです。壺の中に押し込んだら私の方が動けなくなりました」

「またなんとも理解に苦しむことが起きたもんだな……」

　正直俺とセリアで考えて答えが出るとも思えない。

レオポルトかトリスタンあたりを呼ぶか、あるいはこんな怪現象にはルーシィやブリュンヒルデの方が強いかもしれない。




　そこにドタドタと新しい足音。

「へ、陛下ぁ！　信じられないですが珍妙なことに──」

「信じるとも」

　マイラだった。

肩にセリアより一回り大きなチビマイラを乗せており、心なしか本人が小さくなっているように見える。

『今起きたのですか？　どうせ昨日も遅くまで女侍らせて遊んでいたのでしょう。はーこれで一国の王だと言うのですから情けない』

　チビが罵倒してくるのも一緒だった。




　チビも含めてワイワイ騒いだ後、セリアが情報をノートにまとめる。

「コホン。まずこのチビは私達の心にあるエイギル様への不満とか悪く思う部分──だと思います。それが何らかの原因でこんな風に出て来たと思われます」

　まあ納得はできる。

散々罵倒されているからな。

今もチビセリアはノートにちっこい字で『エイギル様のアホ』と書いている。

「小さいだけで顔も体つきも思考回路も一緒です。そして私達の一部なので離れることもできないです。腹が立ってもこうしてデコピンするぐらいが精々です」

　セリアが落書きしていたチビセリアにデコピンの嵐を見舞って転倒させる。

　しかし相手もチビとはいえセリアだ。

ただではやられず転がってデコピンを避けたかと思うと、華麗な跳躍で普通セリアの鼻に小さな手を突っ込んだ。

「痛い！」

　ブチリと不穏な音がする。

チビセリアは回転しながら見事に着地し、俺に向けて掴んだ何かを投げつける。

「これはセリアの鼻──」

「あぁぁぁぁぁぁ!!　このチビ叩き潰してやる！」

　セリアが剣を抜いて小さな自分を追いかけ回し始めた。

このままでは話が進まないのでマイラが代わりに進行役になる。

「陛下への不満や悪意が大きい程、この小さいのは大きくなり、逆に本体は小さくなる……と」

　マイラが複雑そうな顔で自分の肩に乗るチビマイラを見る。

「私のチビの方がセリアより大きいですね……」

　チビセリアは本当に小さく普通セリアは見た目には縮んでいるのか分からない。

ざっくり九五：五と言ったところだろうか。

　一方チビマイラは肩に乗る程度の大きさがあり本体も明らかに小さくなっている。

八五：一五ぐらいだろう。

「私の方が陛下を悪く思っているんですね。貴方に貰った愛と恩を考えれば〇で当たり前なのに」

　落ち込んでしまったマイラを抱き締める。

「ははは、こんな程度誤差みたいなもんだ。そもそもお互い人間なのに１００％不満も無く、爪の先程も悪く思ってませんなんてことはないさ。これぐらいでちょうど良い」

　それに、とチビマイラを見る。

『不真面目！　好色！　変態！』

　ここまではセリアと同じ不満だが。

『もっと私に構え！』

　これがセリアより大きい分の不満なのだとしたら可愛いことこの上ないじゃないか。




　そしてこの異常は二人で終わらなかった。

「エイギル様！　エイギル様！　宜しいですか！」

　飛び込んで来たのはノンナだ。

「……かなり大きいですね」

　マイラが呟く通りノンナの不満はもうチビとはいえないサイズだった。

七〇：三〇ぐらいか本体も子ども程度まで縮んでしまっている。

「相当不満を溜めていたんだな。悪いことをした」

　俺はノンナの本体を抱き締めようと手を伸ばす。

『散々放置して今更機嫌取りですが見苦しい。エイギル様のお好きな乳だけ揉んでさっさとカーラのアホを抱いてきたらどうですか』

「なんてことだ……」

　思わず膝をついてしまう。

まさか七〇の方が不満だったとは。

　必死に言い訳する三〇ノンナを抱き締めて自分の不甲斐なさに震える。

こんな小さくなっても乳はとてつもないな。

「そうだ。こんな時だがお前に土産を買ってきていたんだ」

　道中で買って来た大真珠のネックレスを小さくなってしまったノンナの首にかける。

「これ私だけに……素敵……」

　不満ノンナがシュルシュル小さくなり、本体ノンナがムクムク膨らんでいく。

概ね八〇：二〇ぐらいになった。

「ええ……」

　セリアが小さな自分と戦うのを止めて呆れた顔を見せる。

『「軽い……」』

　マイラとチビマイラの声まで揃う。

「実は買ってやると約束していたドレスなんだが注文し忘れて──」

「なっ酷いです！　舞踏会に着ていくのを楽しみにしていたのに！」

　不満ノンナがムクムク膨らみ本体と同じ大きさになる。

「──埋め合わせに大きなダイヤのネックレスをだな」

「ダイヤ！」

　不満ノンナがみるみる縮んでいく。

「「機嫌がすぐ変わるだけじゃないですか！」」

　結局ノンナは八〇：二〇に落ち着いた。

良かった良かった。




「あのお……何か変なものが出てしまって……」

　次はメルか。

マイラと同じく肩にチビを乗せているが大きさはやや小さい。

九〇：一〇ぐらいだろう。

「ありがとうメル」

　俺は何も言わずに抱き締める。

「ふえっ？　良くわかりませんがどういたしまして……ふふ、照れますね」

　和やかに笑う俺の耳たぶをチビメルが掴む。

『浮気ばかりしてると抉るぞ』

　これはどうなんだろう。

小さいなら不満も少ないという話だったが。

潰すとか抜き取るとか内容が怖いんだが本当にメルの不満は小さいのか？

考えないことにしよう。




（妙なことになってるぅ！）

　ケイシーが天井を突き抜けて来る。

もちろんお供のチビも一緒……七〇：三〇と結構な不満を抱えてしまっている。

（この子さっきから悪口ばっかり言うの　というかこれなんなの～？　未知の力を感じるんだけど！）

（エイギルさんのアホー　ボケー　カスー）

「ここまで頭の悪い罵倒をされると笑ってしまいそうになる。可愛い悪意だ」

（こうして逆方向に移動して）

　Ｗケイシーがそれぞれ部屋の反対方向に飛んでいく。

一定の距離になった途端、謎の吸引力で引き寄せられる。

（うぉぉぉぉ！　吸いよせられた！　楽しい♪）

（アホ─♪　バカー♪）

　なんか二人で楽しくやっているのであれはあれで良いだろう放っておこう。




「大変だぞ!!」

「イリジナか。どれどれ……お前おかしくないか？」

　イリジナの不満体は大きく元の半分ぐらいある。

それだけなら俺への不満や悪意が大きいのだろうと落ち込む所なのだが……。

「イリジナさん本体の大きさも変わってませんね」

　つまり本来五〇：五〇になるべきなのにイリジナは一〇〇：五〇なのだ。

「お前計算間違えてないか？」

　馬鹿だとこうなるのか。

本当に珍現象だな。

「わははは！　よくわからん！」

『わはははは！』

　しかも不満の方が罵倒せずに笑っている。

笑い声が二倍になって大変うるさい。

　深く考えたら負けなのでそういうものだと思うことにしよう。

　その後も次々と女達がやってくる。

　ピピが『子作りはまだかー』と吠えるプチピピを頭に乗せ、カーラはミニ自分と喧嘩しながら、マリアは『もっと自分でお料理作りたい』と呟く少し大きめの自分を申し訳なさそうに両手で持ってくる。

　カトリーヌも真っ赤な顔で二五ぐらいのチビを連れて来る。

『もっとヤりたい』『腰が抜けるぐらいしたい』『両方同時にして欲しい。二本生やして』

　お前はいつも変わらずいやらしいな。

素晴らしいことだ。

「ん、何を騒いでいるんだ」

　つまらなそうにやってきたのはセクリトだ。

これはちょっと覚悟がいる。容赦のないキツイ罵倒が来そうだ。

「さてお前のチビは──」

　セクリトを見るがどこにもいない。

まさか目障りだと捨てた……いやそれは出来ないとセリアが言っていたな。

「なんだジロジロと朝から発情かドスケベが」

　フンと鼻で笑うセクリト。

やはりいない。どこを見てもいない。

「お前、今朝変わったことなかったか？」

「はあ？　戦も久しく無かろう。変わることなどあるものかよ」

　俺とセリアは顔を見合わせる。

チビセリアの『スケベ』の罵倒も遠く聞こえる。

「まさかの一〇〇：〇!?　そんな私より不満が少ないなんて」

　セリアが膝をつき、チビセリアがざまあみろと毛を引っ張っている。

　俺はセクリトを無言で抱き締める。

「いきなり何をする！」

　暴れるセクリトを抱え上げて手近な寝室に飛び込む。

「おい朝からなんだ！　ええい発情するなと言うのに！　だから……あっ」







　普段は大臣官僚を集めて国政を論じる会議室に女達がずらりと座る。

　中央にはセリアが座りドンと机を叩く。

同時に頭に乗ったチビセリアもセリアのつむじをドンと叩く。

「これより罵倒チビ対策会議を行います！」

「改めて聞くと酷い呼び方だな」

　俺は笑いながら見回す。

　マイラが原因を突き止めねばと吠え、メリッサが子どもの前で汚い言葉を使うのでなんとか閉じ込めるだけでも出来ないかと困り顔で言う。

　カトリーヌが俺に向けてスケベ言葉を連発する分身を抱き締めて隠し、分身と一緒に笑いながらアホアホと騒いでいたケイシーが分身諸共二人のイリジナに踏まれてしまう。

　膨らんだり縮んだりするチビノンナをカーラが気持ち悪いと罵り、ノンナがこうなったのもカーラがどこかで立小便でもしたせいだと返して分身を交えて取っ組み合う。

　必死に対策を考えるセリアの横で火照った体のセクリトが満足げに一杯やって女達全員の反感を買う。

「会議と言うかいつも通りだよな」

　俺はテーブルの上を歩いているチビセリアとチビマイラを手招きする。

『また女の尻を見ていたのでしょう。ちゃんと会議に参加してください』

『どうせそれしか能がないですもんね。朝から貪る褐色の肌はどうでしたか』

　もちろん罵倒されまくるが、気にせず小さな二人を撫で続ける。

「正直、急いで解決しなくてもいいぞ」

　俺がそう言うと女達から一斉に不満の声があがる。

　まぁまぁと宥めつつ言葉を続ける。

「そりゃ最初はショックだったけどな。この罵倒はお前達の素直な不満なんだろ。ならむしろ聞けた方が良い。改められるじゃないか」

　俺は『仕事しろー』と騒ぐチビマイラに執務中は逃げないと言い『新しい女増やすなー』と騒ぐチビセリアに新しい女の二倍構ってやるからと約束する。

　すると二人はジトーと疑わし気な目を向けるも、それ以上何も言わずに本人の所に戻っていく。

「でも私達はエイギル様の妻や愛人なのです。自分の分身と分かっているものがこれでは……私達の方が気にしてしまいます」

　チビノンナにルビーを見せると飛びついて来た。

『もっと小遣い増やせ甲斐性無し。それでも王ですか』

「ほらぁ……」

　頭を抱えるノンナとチビノンナを一緒に抱く。

「構わんさ。俺を嫌う心も全部含めて、俺はノンナが好きなんだ」

「でも……嫌な気分になりませんか？」

　上目遣いのノンナが『王のくせに作法がおかしい。もっと勉強しろー』と言いながら膨らむ分身を押さえつける。

机の上にサファイアを置くとチビノンナは飛びつき見る見る小さくなっていく。

「そりゃ傷つくこともあるし落ち込みもするさ。だが結局は全部含めて好きになる。女をまるごと全部愛してこその女好きだ」

　その台詞にチビ達が一斉に反応して駆け寄って来た。

『浮気者』『好色』『スケベ』の大合唱だ。

これは不満は全ての女共通の不満らしい。

「私は違うようだが」

　勝ち誇ったようにセクリトが言うとチビではなく本体達が一斉にハンカチを噛む。

「私も……違いますね」

　こちらは恥ずかしそうにカトリーヌが下を向いて言う。

隣でチビリーヌが『スケベ大歓迎！　週一〇で抱いて』と騒いでいた。

　俺は謝りながらチビを全員まとめて花束のように抱き締める。

「女好きとスケベはどうあっても治らん。だがこうしていつでも罵倒を受け止めるから勘弁してくれ」

　顔をあげて本人達にも呼びかける。

罵倒祭りだったチビのトーンも弱まり、ボソボソと聞き取れない音量になった。

「一件落着でいいんじゃないか。俺はこのままで構わんぞ」

「いや、さすがにそう言う訳にはいかないでしょう。いくらなんでも異常事態だよこれは」

　会議室に入って来たのはトリスタンとアドルフだ。

「説明のつかない事柄ではありますが私達なりに調査したのですよ」

「で、いくつか可能性に行き当ったんだけどね」

　トリスタンが古文書を広げる。

埃が立ち机の上にいたチビ達が不平を言いながら逃げていく。

逃げ遅れてこけたチビレアを助けてやる。

『セリアちゃんを一人占めしないで』

　と言われて鼻先にキスされる。

そして迎えに来たチビセリアと一緒に避難する。

「先日陛下はアドルフさんの要請でここの治水工事現場を視察したよね」

「したな」

　嫌々行ったからあまり覚えていないが。

「この地域はゴルドニアの一部になる以前にとある小国があったんだよ」

　別に驚くような話でもないな。

「ところがとある年、長雨と害虫に内乱まで重なって大変な飢饉になってしまった」

　これもままある話だな。

「このままでは国中で餓死者が出る。となれば口を減らそうとなる」

　きな臭くなってきた。

「通常こんな場合に減らされるのは老人と力仕事のできない女子供だ。でもこの国の王様は大層な女好きで子どもも大好きだった。だから女子供を見捨てることは断固としてしなかった」

「素晴らしい王じゃないか」

　俺もかくありたいものだ。

「しかし現実に食料は足りないから誰かを切らないといけない……この王様は成人後に妻も恋人も作れない男など生きていても仕方ないとまとめて処刑して肥料にしてしまったんだ」

「酷いなおい」

　モテなかった上に殺されて肥料になるとか化けて出るぞ。

「もちろんバッチリ化けて出た。そこで彼らを鎮魂すべく建てられたのが──喪男鎮魂の祠さ」

「ひっどい名前ねぇ」

　カーラが苦笑する。

なんか聞き覚えがあるぞ。

「この祠に既婚者や恋人がいる男が近づくと小さな不幸が起こり、三十路越えの独身男が近づくと傷が癒え、複数の女と関係している男が近づくと祟り殺されるとあるんだ」

　不幸だったのは認めるが迷惑な祠だな。

「女が近づいたらどうなるのです？」

　メルがひょいと手をあげて問う。

「無反応らしい。祟りの対象でも女性同行だと何も起きないと書いてある」

「喪男だから女性は苦手なんだね……」

　メリッサが苦笑しながら言う。

「ともかく陛下……覚えはありませんか？」

　俺は腕を組んで考える。

「ないことも……無いな」

　アドルフがやっぱりと唸る。

「不用意に近づきました？」

「いやぁ……」

　曖昧に濁す。

「下手に触ったとか」

「うーむ」

　更に濁す。

「まさか確かめもせずに移設させたとか」

「ふーむ、ふむふむ」

　まだまだ濁す。

「で、何をしたんですか？」

「ぶった斬って粉々に砕いた」

　本人達とチビ達全員も交えてボコボコにされてしまった。
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工事現場

「このへんかな」

　俺は女達を伴い、祠を砕いた場所にやってきていた。

　既に工事は進み、石が積み上げられて水路は形になっており祠の跡は影も形もない。

だから正確にはもうわからないが概ねこの辺りだろう。

　アルテイルに貰った霊験あらたからしい札と適当に積んで来た花と半分飲んでしまった酒を取り出す。

ちなみにアルテイルの札は信者には金貨十枚で売っているらしいが俺にはただでくれた。

　俺は札を張り、花を放り込み、酒を軽く撒く。

「よし許された」

　一つ頷いて反転したところで背後に無数の気配を感じる。

（ゆるさん）

（ゆるさんぞぉ）

（呪ってやる）

（祟り殺してやるぅ）

　振り返ると何百、いや何千の亡霊が地面から這い出し、俺の足に掴みかかろうとしていた。

以前のケイシーや後宮の亡霊達のように恨みに囚われ怨霊化しているのだろうか。

（お前のような奴がいるから）

（女を何人も乱獲するから）

（俺達に回ってこないのだぁ）

　いやそうでもないな。

案外俗っぽいぞ。

　そうこうしているうちに喪男の霊が全身に纏わりつき、女達が逃げろと叫ぶ。

（もう逃がさんぞヤリチンめ）

（お前も仲間に引き込んで喪男にしてやる）

（永劫にモテない苦しみを味わわせてやる）

　無数の手が俺の頭や胸に入り込む。

　俺はしばらくやりたい放題やらせてから、腹に力を入れて息を吐いた。

「ふっ」

（ぎゅえぇ！）

　汚い悲鳴と共に喪男の霊達が散らばる。

「女の一人も落とせない奴に俺が憑り殺される訳がないだろうが」

「意味分かんないけどすごい説得力ね」

　カーラの賞賛を聞きながら俺はその場に胡坐をかいて霊達に追撃をかける。

「お前らが殺された経緯は聞いた。見た所オークやゴブリンレベルの不細工でも無し、どうして恋人の一人ぐらい作れない」

（それはモテ男がいっぱい持って行くから）

（俺なんて三年付き合った恋人を年下の上司に寝取られてそのまま処刑……）

　俺はドンと地面を叩く。

「何をしょぼくれたことを言っているんだ。モテ男にもっていかれただと？　お前はその女に気に入られようと全力で努力したのか？　何股もかけてる男より情熱が少ないからモノにできないだけだろうが！」

　怨霊の一人がまるで殴られたように跳ね飛んでいく。

「そこのお前は寝取られただと？　奪われた後にどうした？　命を懸けて取り返しに行ったか？　酷い酷いとベッドで泣いてただけじゃないのか!?」

　別の怨霊が胸を押さえて倒れ込む。

「女が欲しいなら己の全てをかけて挑め。足りないものがあるなら全力で努力して、それでもダメなら奪いとってでも用意しろ！　それも出来んのに文句だけ言ってるから女がついてこないのだ！」

　怨霊が百単位で吹き飛ぶ。

そこら中からすすり泣く声が聞こえる。

（で、でも……）

（だって……）

（俺達にはどうせ……）

　そこでセリアが参戦する。

「言い訳するな！　己の非も認められない男に惚れる女なんていません！」

　それを皮切りに女達が乱入する。

「根性無しのくせに関係の無いエイギル祟るって何よ！」

「しかも実害食らってるの私達じゃない！」

「生きてる間に文句言えなかったから怨霊になって後世に祟る？　ふざけんじゃないわよ！」

「このブ男！」

「童貞！」

「短小！」

「下手くそ！」

　怨霊達に光が差し始めた。

（怨霊でいることに絶望しました　もう成仏します）

（生まれ変わったら鳥になりたい　何も考えず大空を飛びたい）

（一度でいいから女の子と遊びたかった……）

「あー待て待て」

　さすがにこの流れで成仏は哀れすぎる。

　俺は女達に目配せする。

「まあ一生モテずに死んだのは可哀そうですから」

「これぐらいはね」

　メリッサとメルが綺麗に包装された最新の菓子……チョコレートなるものを持って進み出る。

「はい、これあげる。だからエイギルにかけた変な呪いはちゃんと解いてね」

　メリッサからチョコを受け取った喪男の霊は信じられないとばかりに数度見直し、メリッサの微笑みを見て天へと昇って行った。

「ふふ、生まれ変わったら頑張って彼女作って下さいね」

　メルと子ども達がチョコレートを渡す。

「ありがとう……ありがとう」

「こんな美女に贈り物を貰えるなんて」

「女の子に優しい言葉なんてかけて貰ったの始めてだ……」

　怨霊達はボロボロと泣きながら次々消えていく。

「年増からでも本当に嬉しい」

　天に昇っていく霊をメルが掴む。

「おい、今なんて言った？」

　その霊は土下座しながら天に昇っていく。

　全ての霊が天に昇り終えると、チビ達が薄くなっていく。

「ははは、呪いだと分かっていても寂しいな」

　俺はチビ達を一人ずつ撫でる。

『スケベは控えめに』

　マイラのチビが本人の胸に消えていく。

それは難しいなぁ。

『子供達にちゃんと構ってね』

　メルのチビが手を振りながら本人の体に戻っていく。

『美味しい酒を一杯飲もう！』

　イリジナの……チビと言うにはデカすぎるのが本体と融合していく。

おういっぱい飲もうな。

『私より先に死なないで下さいね』

　ノンナのチビが本体の乳房に吸収されて消えていく。そこに戻るんだな。

努力はしてみるよ。

『ずっと一緒ですよ』

　セリアのチビが本体の鼻の穴に潜っていく。

いつまでも一緒だ。

　さてこれで無事解決だ。

「戻ろうか」

　珍妙な話だったがこれも良い思い出になるだろう。
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余談の余談

「なあルーシィ、ブリュンヒルデ？」

「はい。なんでしょう」

「なんじゃ」

　俺は困った表情を隠さずに言う。

「それなんだ？」

　ルーシィは四つん這いになった喪男の霊に腰かけ、ブリュンヒルデは足を乗せていた。

「私に何か呪いをかけようとしたので」

「捕まえて足置きにしておる」

　喪男の怨霊は吸血鬼に勝てなかったんだな。

（あぁもう呪ったりしませんのでこのまま放って置いてください）

（美女に足蹴にされる現状……悪くないので、じきに成仏すると思います）

　こいつらはドＭに生まれ変わりそうだ。

喪男は救われました。










☆２０２０年　エイプリルフールＳＰ

本編に干渉しない余談ですので深く考えずにご覧ください。

時間軸は五三九話内となります。









「も、もうダメです。腰が抜けました……」

　脱力したノンナがベッドに倒れ込む。

隣にはガクガク腰を震わせるカーラがうつ伏せに倒れ、メルはシーツを掴んだまま床へと滑り落ちる。

馴染み三人とするのも良いものだ。

「今はいつだっけか？」

　俺はふと呟く。

　日付をド忘れしてしまった。

時間の感覚まで女達の中に放出したのかもしれない。

「──年ですよ。エイギル様が暇をされているのは色々やらかして皆に屋敷で大人しくしていろと無言の圧力を受けているからです」

　思い出した。

俺はラーフェン領主だったな。

昨日はアナスタシアに酒を飲まそうとしてノンナに大目玉食ったんだった。

　そのアナスタシアとバルトロメイが扉の隙間からこっちを見ている。

指摘したらノンナが大騒ぎだろうし黙っていよう。

　ぐったりしているノンナを見ているとまた欲情してきた。

覗きへの性教育も兼ねて豪快な体位で交わってやろう。




　ノンナの細い足を抱えて複雑に交差させようとしていた時、控えめなノックが聞こえた。

「旦那様、奥様……夜分遅くに……グス……失礼致します」

　入ってきたのは顔に布を巻いた女二人、聞き覚えのある声からノンナの侍女サリーとマルルとわかる。

　情事中の主人の寝室に乗り込むのは当然常識外れだ。

怒ろうとしたノンナだったが、憔悴した嗚咽混じりの声を尋常ではないと理解したのだろう。

「何があった。こっちに来い」

　俺は来いと言いながら自分でカンテラを持って二人に近づき、いかにも何かあるとばかりに被っていた布を取り払う。

　ノンナ、カーラ、メルが悲鳴をあげ、俺も思わず一歩下がる。

「その顔は一体どうした？」

　二人は慌てて手で顔を覆うも隠しきれる異常さでは無かった。

「あぁ、どうしてこんなことに……」

　キリリと凛々しい美人のサリー。

その整った顔立ちは健在ながら異常が一つ……だがその一つは万人に悲鳴をあげさせるのに十分だった。

「目がでかい」

　サリーの釣り目は美しい形そのままに大きくなっていた。

目が大きいは誉め言葉にはなり得るがそんな程度ではなく眼球が俺の拳ぐらいある。

両目で顔の横幅を全部使っている感じだ。

　泣き始めたサリーの目からはボタボタと水滴が落ち、瞬きすると音が聞こえる。

「んでもってこっちは高い」

　ほんわかぽっちゃりしたマルルの異常は鼻だ。

鼻が高いは誉め言葉になるが、こっちも限度を超えて優に高さ５０ｃｍはある。

「もう生きていけないよぉ……」

　目の大きさと鼻の高さ、ほんの少しずつ増したならより美人になったと言えなくも無いがここまで変わると妖怪にしか見えない。

「どうしてこうなったのか心当たりを話しなさい」

　シーツを羽織ったノンナが主人らしく咽び泣く二人を抱き締める。

顔から目を逸らしているのは仕方ない。俺も若干怖いからな。

　泣きながらの話は中々要領を得なかったが──

『休暇で市中に遊びに行った』

『見慣れない家が何故か気になって中に入った』

『妙な声が聞こえたので返事をしたら顔のパーツが大きくなった』

と言うことらしい。

　二人はパニックになって自室に戻り、鏡を見て夜まで失神し今に至ると言う訳だ。

「呪いか魔法か、見当もつかんが行ってみるしかないか」

「うぅ、目を開くとすごい乾きます。埃もバサバサ入ります」

「ここに来るまでにも何度もぶつけて鼻血がぁ」

　不便だな。

早く解決してやらないと。







　翌朝、俺達は市中で目的の家を見つける。

　朽ちかけている以外は何の変哲もない……と言いたいがあり得ない。

そもそもラーフェンの家は最近建てられたものばかりだから年季の入った家などまずないし、アドルフの都市計画ではここは広場になっているはずだ。

　ラーフェン市街は完全に管理されており、市民が勝手に家など建てられない。

この家は存在そのものが異常であると断言できる。

「さて頼りになる仲間達はと」

　俺は探索隊の面々を見回す。

「どこに行くにも一緒のセリア」

「はい！」

　セリアはパンパンのリュックを背負い直しながら元気よく返事する。

探索するのは市内の廃墟であって怪しい洞窟じゃないんだけどな。

「強い上に色っぽいセクリト」

「ん」

　セリアとは対照的にこちらはほぼ手ぶらだ。

義手の替えと、少量の油瓶だけを脚部ポケットに付けている。

　同じく戦力になるイリジナは置いて来た。

もし中に怪しい仕掛けがあったとしたら必ず踏むからだ。

「そして……ノンナ。本当に大丈夫か？」

「大丈夫じゃありません。がっちりしっかり付きっきりで守って下さい」

　ノンナは何度も止めたのについてきた。

侍女の管理をするのは主人の責任だと譲らず、使用人をそこまで想ってくれるのが嬉しくて俺の方が折れたのだ。

　ノンナはセリアとセクリトを乳で威嚇しつつ俺の隣に陣取る。

まあ戦闘力から考えてもともと俺の横しかあり得ないが。

「そして自走する盾クリストフ」

「戦力と考えなければ腹も立ちません」

「ひでぇ！」

　クリストフは酒場で寝てる所を連れて来た。

当然丸腰で酒瓶しか持っていないが、無駄に鍛えられた体は十分盾として機能する。

「これで全員だ」

　家の中に入ろうとした俺の肩をごつくて鬱陶しい手が掴む。

「俺を忘れているではないか友よ」

「呼んでない奴を数えるか」

　ギルドレスは呼んでも無いのについて来た。

王の癖に何故ここにいるのか、どうして都合良く俺達を見つけるのか、丸腰を通り過ぎてパンツとマントしかつけていないのはどういうことか、疑問は尽きないが質問したら負けた気がするので放置する。

「もう行くぞ」

　俺は朽ちた家の扉を押し開く。

特にトラップもなく、扉はただ軋みながら内側に開いて行く。

「お前が先に行くのです」

「わっ！　やめろっておい！」

　セリアがクリストフを中に押し込むが、トゲも矢も出ず燃え上がりもしない。

　続いて俺が背中にノンナを庇いながら家の中に入る。

外観通りやや大きめの家、内装もやはり朽ちかけているが怪しい部分はない。

「空き家にしか見えんな」

　セクリトが両手を頭の後ろに回しながら目だけ鋭くして入って来る。

　ギルドレスも特に警戒することなく堂々と入って来る。

「ボロいだけのただの家だ。探索もなにも見回したら終わりじゃないか」

　セリアがリュックいっぱいの荷物を悲しそうに見ている。

「探索終了だな。あいつらの異常はまた別の……」

　踵を蹴られた。

「そうでもないみたいだぞ」

　セクリトが入口を……正確には入口だった場所を指差す。

そこには扉らしきものは影も形も無かった。

「で、出口が……」

　セリアが周囲を探るも扉はどこにもない。

壁を蹴り飛ばすも朽ちかけていたはずの壁面はまるで石壁のようになっていた。

「閉じ込められたか」

「こちらに進めということだろう」

　ギルドレスが扉の反対側を指差す。

暖炉だったはずの場所がまるで王宮の大回廊のようになっていた。

霞がかかって突き当りが見えない。

「行くしかないな。ノンナ」

「はいっ」

　ノンナが俺の背にぴったりくっつく。

「あっずるいです」

　セリアが同じようにしようとするが止める。

「セリアは少し横に距離をとってくれ。何が出て来るかわからないから警戒しないとな」

　パンパンに頬が膨らんだセリアが索敵網を広げる。

セクリトも同じように横に広がり、ギルドレスは俺のすぐ後ろをただノシノシ歩いているものの張り詰めた気配で全方向を警戒しているのが分かる。

　クリストフは俺の二歩前を歩く。

「俺の扱いってこれマジで盾じゃねえ？」

「最初からそう言ったじゃないか……待て」

　壁がまるで心臓のように鼓動した。

そして──。

『汝、嘘を言うことなかれ』

　全員が目を見合わせる。

耳ではなく頭の中に威厳ある女の声が直接聞こえた。

こういうのはどうしてまずい奴だよな。

『我が問いに嘘を吐いたならば伸びる。広がる。膨らむ』

「……これですね」

　ノンナが首を振る。

侍女がどうしてこうなったか答えが出てしまった。

つまり俺達も嘘をこいたらああなるのか。

　声は更に続く。

『エイギル　汝が最も好むものは何か』

「女」

　ピンポーンと鳴る。

口で言っているらしく声色が案外に可愛く不気味な印象が一気に和らいだぞ。

「妻の前で堂々と……」

　ノンナに髪の毛を引っ張られるが仕方ない。

目鼻口が巨大化するのは困るからな。

　１０ｍ程歩くと再び質問が来る。

『ギルドレス　この場にいる女達に肉欲を覚えるか？』

「覚える！　覚えるとも！　覚えないはずがない！」

　可愛らしい正解音と共に繰り出された俺の拳をギルドレスは受け止める。

　喧嘩している場合ではないのでまた少し歩く。

『セリア　今日食べたクッキーは何枚？』

「ええと、一枚二枚……」

　指を折って数えるセリア、間違えると大変だから助言してやらないと。

「玄関で六枚目を頬張っていたろ。それからここに来るまでに何枚食べたか考えれば良い」

　途端にセリアが真っ赤になった。

「そ、そんな食べていません！　精々三枚ぐらい……あ」

『──醜き嘘』

　正解音とは全く違う、低く不気味な声が響く。

慌ててセリアに手を伸ばすが、それよりも早く血のように赤い霧がセリアが包む。

「い、嫌です！　醜い顔になったらエイギル様に嫌われ──」

　霧は叫ぶセリアに無情にも纏わりつき発光する。

直感で変わってしまったのが分かった。

「うぅぅ……目ですか？　それとも鼻か口ですか？　見ないで下さい……」

　セリアが自分の顔をいじりながら泣く。

「いや何も変わってない」

　目も鼻も口も可愛いセリアのままだ。

「ふむ」

　俺は首を傾げる。

「どういうことでしょう？」

　ノンナが首を傾げる。

『あれ？　おかしいな』

　声の主も首を傾げた気配がする。

「なんにせよ良かったです。きっとエイギル様を想う愛の力が守ってくれたのです」

　セリアはふうと息を吐いてリュックを抱え直し、数秒停止してからホットパンツの中を覗き込む。

「……生えてます」

「何がです？」

　ノンナが聞く。

「……アレが生えてます」

　今度は俺達が数秒停止する。

　俺はセリアのホットパンツを足元まで一気に下げる。

「ぎゃあ！」

　そこにあったのは５ｃｍばかりの可愛らしい──。

「一物が生えているじゃないか!!　どういうことだ！」

『口を大きくしたはずなのにおかしいなぁ　やたら強い一物の気配に混線してるのかな？』

　声の主も可愛い声で困惑するんじゃない。

「ふぎゃー！　顔が無事でもこれは嫌です！」

　セリアが大暴れしながら一物を引っ張り抜こうとするも痛かったのか蹲る。

「どうやら本物のようだ。その程度なら全然いけるが解決しないといけないことが増えた」

「何がいけるのですか」

　ノンナの突っ込みは無視してすすり泣くセリアにズボンを履かせる。

『ゴホン　ええとノンナ！　今月のつけ払いはいくら？』

　ノンナの背筋がピンと伸びる。

そして気まずそうに俺の顔を伺った後、泣くセリアを見て俯いた。

「き、金貨六百枚……です」

「ノンナさんまた宝石買いましたね！」

　セリアの怒鳴り声と正解の音が被った。

　まあまあ責めるのは後だとセリアを押さえる。

ついでに股間を弄るとやはりついていた。

　へなへなと力の抜けたセリアを離して次に備える。

『セクリト』

「ふん、やっと来たか」

　こいつは大丈夫だろう。

どんなことでも嗤いながら答えそうだ

『もうすぐ竣工するお手製船の名前を答えよ』

「なっ!?」

　これは幸運だ。

自分で名付けたのだから分からないはずはなくノンナのように答えにくい質問でもない。

「ぐ……ぬ……」

　だがセクリトは唇を噛みしめて何も答えない。

「どうした？　分からないのか？」

『はやくーはやくー』

　セクリトは何故か顔を赤くして口を開かない。

『時間切れ　嘘認定』

　赤い霧がセクリトを包み……彼女にも生えてしまった。

「食べたクッキーの数、使い込んだ金、私の船の名……全て知っているとなると声の主は相当な力を持っている。生半可な相手ではないぞ」

「そのようだがどうして答えなかったんだ？」

　セクリトは俺を無視して続ける。

「魔物や魔法使いどころか、あるいは神霊の類かもしれん」

「船の名前なんだったんだ？」

　足を踏むなよ、痛いじゃないか。

『クリストフ　身長体重は？』

「俺だけ雑じゃね？　ええと一八五の八八──いや待てよ。一五〇センチ四五キロだ！」

「嘘つけ」

　声の前に俺が突っ込んでしまった。

だがクリストフは余裕の表情でニヤリと笑う。

「セリア嬢ちゃんとセクリト姐さんは嘘で生えちまった。じゃあ元々ついてる俺が嘘を吐いたら？」

「でかくなるのか！」

　身を乗り出す俺にクリストフが頷く。

やられた。こんなことなら俺も嘘ついておけばよかったと地団駄を踏む。

「トラップを逆に利用する。これが真の賢者って奴だぜ！」

　クリストフは高笑いしながら赤い霧に包まれていく。

セリア達と同じように発光、そして──。

「すごいな」

　俺は呟く。

「中身はともかく外見だけは真の男となったか」

　ギルドレスも感心する。

　クリストフは誇らしげに股間を弄り、はてと首を捻る。

「変わってねぇ？」

　俺とギルドレスは胸をトントンと叩く。

「胸……？　なんだよこのすっげえ胸毛！　乳首すら見えねえじゃねーか！　話が違うぞおい！」

『ばーか』

　先に進もう。




　その後も少し行く度に質問が繰り返された。

　俺とギルドレスは答えられない質問もなく問題無し。

『正妻の一番好きな部分は？』と問われて反射的に乳と答えてしまい、しかも正解音が鳴ったのでノンナに五段頭突きを受けたが問題は無かった。

　クリストフは生年や住所など、声の主のどうでも良さを感じる質問ばかりだったが、素で数問間違えてしまい、遂に服を突き破って胸毛が飛び出た。

　そして何より女性陣。

「そ、それはそうですけど違います嘘じゃ……あぁぁぁぁ！」

　セリアは概ね正解しつつも煽るような質問には意地を張って嘘を吐き一八センチになってしまった。

「それはそういう意味では……きゃぁぁぁぁ！」

　ノンナは上手く凌いでいたのだが、カーラ関係でつい嘘を吐いてしまい八センチにされてしまった。

　そして何より……。

『セクリト　昨日の自慰で絶頂の瞬間に叫んだ言葉は？』

「クソがぁ!!」

　セクリトへの問いには悪意しか感じない。

答えられない質問しか来ない。

『はい嘘　正解は「もっときつく抱いてくれエイギルー！」でした』

　しかも答え合わせまでつくとはえげつない。

　天井に向かって罵詈雑言を垂れ流すセクリトを赤い霧が包む。

「すっげぇ……」

　クリストフの呟き通り、セクリトはここまで全て嘘認定されて四〇センチ近い。

ここまで来るとさすがにきつい。

「これはひどいです」

「普段から粗暴な男っぽい人だと思ってましたけど……」

　セリアとノンナが自分のことを棚にあげてドン引きしている。

「おのれ……ええい見るな！」

　見るなと言われても無理だ。

女性向けのぴったりしたズボンだから異物がはっきり分かる。

膝の上ぐらいまであるじゃないか。

「さすがに逃げ帰る選択肢は無くなった。なんとしても解決しないと」

　しかし道はどこまでも続いている。

いつになったら終わるのだろうと思いつつ質問に答えていると声が大きなため息を吐く。

『はぁ下らない嘘ばかり……こいつらもやっぱり駄目かな。これで最後にしよう』

　途端に前方のモヤが晴れ突き当りが見える

いや突き当りを作ったのだろうか。

『最後の質問　これは汝らの魂へ問うものである。嘘をついたら二度と出られぬと心得よ』

　声のトーンが下がる。

途中から声の方も楽しんでそうな緩い雰囲気に変わっていたが、それがまた変わった。

ここでふざけると取り返しがつかなさそうだ。

『セクリト　過去を変えたいか？』

　質問の形式が変わった。

今までのように正誤がはっきり分かるようなものではない。

　セクリトは暫しの間、目を閉じて黙り込み、やがてゆっくりと口を開く。

「否、全ての過去があってこそ私がここにいるのだ。改変など不要」

　一呼吸おいてこちらを見る。

「それに下手に過去を変えて私が花でも愛でるお嬢様になったら、こいつも困るだろうよ」

　それはそれで見て見たくもあるけどな。

「すごく恰好良いことを言ってますね」

「でも股間はもっこりです」

　セクリトが睨みつけるとセリアが俺の背に隠れる。

　声は何も言わなかった。

正解音も嘘の言葉もない。

『クリストフ　友同士が相打ったならばどちらを選ぶ』

　俺にはなんのことかわからない。

だがクリストフはビクリと反応したきり下を向き、しばしの後の顔をあげた。

「さあな。その時が来るまで考えねぇ。あるいはその時が来ても決めねぇよ。まして事前に決めるようなことじゃねえ」

　またも声は反応しない。

「クリストフの癖に劇の主人公みたいな恰好良いことを言っていますね」

「でも胸毛が噴き出しているので台無しです。超キモイです」

「美人からのキモイは堪えるんだぜ……何よりこの胸毛、元に戻るよな？　腹までモサモサだぜ……」

『ノンナ　過ぎし日の温かい思い出と今、望むのは──』

「今……です」

　声に被せるようにノンナは言い、それっきり黙ってしまった。

セリアが胸をつついても反応しない。

股をつつくと悲鳴をあげて股間を押さえ前屈みになった。

『セリア　一番大切な者と、それ以外の全て。どちらを選ぶ』

「エイギル様です」

　これまた瞬時の返答で迷い無し。

可愛いぞと股を撫でてやるとノンナと同じように前屈みになる。

　次は俺だろうか。

『エイギル　お前の道は──』

「前に一本だけだ」

　返事なし。

最後の質問が一瞬で終わると少し寂しいな。

「ほうほう」

　ニヤニヤと嬉しそうに近寄って来るセクリトの胸を揉んでやると悲鳴があがり、何故か股の方から布の破れる音がした。

『はぁ、嘘は無し。心からの本音と確かに確認した。帰してやろう』

　何故か声の拍子は沈んでいた。

姿は見えないが美しい女が肩を落として失望、落胆している様が目に浮かぶ。

「お──」

「おおい！　俺への質問がまだではないか!?」

　呼びかけようとした俺の声を耳障りなデカい声が遮る。

『あ、忘れてた』

　この声は明らかにやばい奴だろうにちょっと抜けてて本当可愛いな

　声は一つ咳払いしてから再び荘厳な調子に戻る。

『ギルドレス　汝は……もうエイギルとゴルドニアには勝てぬと自覚している？』

「ぬっ!?」

　抜けてると思っていたところで凄いのが来た。

　ギルドレスは俺を睨みつけてから不敵に笑った。

「いいや俺はこいつに負けぬしアレスもゴルドニアなどには負けぬ」

　言い終わると同時にギルドレスは見えない力で壁まで吹き飛ばされる。

　先程までの抜けた可愛い声とはまるで違う悪魔のような声が響いた。

『強がりを見抜けぬと思うてか！　魂の質問を偽るとは恥知らずめ！　ここで朽ち果てるが良い！』

　最後の最後でギルドレスがやらかした。

さてどう凌ごうかとデュアルクレイターに手をかける。

　だがギルドレスはそんな俺へ待てとばかりに手を向けた。

「恥知らず？　何を馬鹿な」

　そしてゆっくりと立ち上がる。

『言い訳など聞かぬ！』

　再び見えない力がギルドレスを打つ。

　だが奴は両手を広げてそれを受け止めた。

　鼻から血が噴き出し、唇が切れ、マントが千切れ飛ぶ。

それでも奴は一歩も下がなかった。

「こいつは日々強くなり、俺は日々老いてゆく」

　ギルドレスは見えない力を抱き抱え、押し戻す

「アレスの国力はゴルドニアの何分の一にも満たぬだろう。一騎当千の兵も不死身ではない」

　腰が落ち、倒れ込むかと思ったがどうやら違う。

「それでも俺が勝つ！　アレスは勝てる！　疑いなどない！」

『愚かなっ我が力は汝の心を全て見通す！　それは嘘であろうが！』

　ギルドレスは見えない力を抱え上げた。

「それがどうした──！　ぬうん！」

　非常識な筋肉男はなんと見えない力を天井に向けて投げ飛ばした。

轟音と共に天井がひび割れる。

「強がるとも。最強なりとうそぶくとも。それは俺が漢だからだ！」

『うん？』

「あん？」

　迫力はあるが意味が分からなくなってきた。

「敵わぬ相手と蹲るものかよ。豪快にほらを吹き挑みかかってこそ……真の漢であろう！」

『……』

　ほら俺達だけじゃなく声まで黙ってしまったじゃないか。

「相手は強かろう、デカかろう。されど決して臆したりはせん。俺の方が強いと挑みかかり必ず打ち倒すのみ！　……敵わず倒れたとてそれは漢を貫いた末の誇りある終わり。偽りだからなんだという、恥など微塵もあるものか！」

　ドンと見栄をきるギルドレス。

もちろん誰も理解できはしない──。

『きゅん』

「なんですか今の声、口じゃなくて下半身から出たような」

　ノンナが辺りを見回すとギルドレスが良く分からん物を投げ返して壊した天井が更に盛大に割れる。

　すわ落盤かと身構えるも現れたのは発光する美女だった。

白い布を体に巻き付けた美形かつ素晴らしいスタイルをした美女が漂うようにゆっくり舞い降りる。

「卑屈でなく、他者を謀るでなく、矮小な虚栄心を満たすでもない美しく堂々とした嘘。私は偽りごとを司る女神……貴方のような男を待っていました」

　美女はギルドレスの前に立つと纏っていた布をふわりと脱ぎ捨てた。

布の上からでも分かっていたことだが人間とは思えないスタイル……多分本当に違うが。

「美しい。素晴らしい体だ」

　ギルドレスはなんのためらいもなく美女の胸と股に手を伸ばすも女はふわりと後ろに下がる。

「最後の質問です。私は世界で一番美しいですか？」

「当然だ」

　即答するギルドレス。

「……嘘ですね」

　美女が睨むもギルドレスは笑う。

「うむ。俺は世界で一番美しいのは我が妻であると思っておる。その上で！　肌を晒した美女が問うたならば、必ずお前が一番と讃えるとも！」

「恰好つけてますけど言ってる事は最低です」

　セリアが石を投げるもギルドレスは避けもせず、股間に当たった石が砕けた。

「素敵!!」

　セリアなど眼中にないかのように全裸美女はギルドレスに抱きつく。

彼女が腕を一振りすると壁が瞬く間に扉と変わった。

　中は寝室らしく薔薇の花弁が敷き詰められたベッドが置かれていた。

　ギルドレスは何も言わずに美女を抱き上げて寝室に入っていく。

扉が閉まり無言の俺達が取り残された。

「なんですこれ？」

「俺に聞くなよ」

　俺達が呆然と出来たのもほんの数十秒だった。

『アオォォォォォォ!!』

　脳内に再び声が、それもとんでもない音量で響いた。

「キャー！」

　地獄耳だけに聴覚敏感なノンナが悲鳴をあげて耳を塞ぐも脳内に直接入って来る絶叫は防げない。

『す、すごい！　こんなの初めてよ！　オオオオオ！　アオォォォォ!!』

　絶叫とベッドが壊れんばかりに軋む音が凄まじい大きさで頭にぶち込まれる。

「あの女神とやら音を切り忘れてやがる！　ええい頭の中に響き渡る！」

　セクリトも頭を抱えて蹲る。

『イグッ！　またイグッ！　激しすぎてイグの止まらない！　オゴォォォォ!!』

　重低音の咆哮と肉がぶつかる音は止まらない。

「自称女神の癖に野獣みたいな喘ぎ声です！　滅茶苦茶うっさいです!!」

　セリアが扉をガンガン蹴るがまったく反応がない。

『死ぬっ！　死んじゃう！　やめないで突いて！　もっと突きまくって殺して！　女神を殺して！　神殺ししてぇぇぇ！　ヒィィィィィ！』

　俺とクリストフも耳を塞いで膝をつく。

美女の喘ぎと分かっていてもここまで酷いと興奮するどころではない。

『ウギャァァァァァ!!』

　爆発音のような絶叫を最後に静かになった。

　俺達が這々の体で起き上がるとちょうど扉も開いた。

　自称女神は全身にキスマークと歯形をつけ、髪はグシャグシャ顔は涎と鼻水まみれだ。

その後ろからはほっこりした顔のギルドレス……爆音に苦しんだ分だけ腹が立つ。

「はぁはぁ……こちらの勇士と話し合った結果、私はアレスの女神になることになりました」

「うむ、彼女は頂いて帰るぞ」

　こんな女神の存在なんて今日初めて知ったし、何の思い入れもないが寝取られた気分だ。

「と言う訳で色々大きくした呪いは解きます。近々出発するので適当に送り出しの祭りをして下さい」

「……おう」

　また呪われたらたまらないから言う通りにしよう。

　途端に果てしなく続いていた回廊が消え、元の少し大きいだけの家に戻る。

外に出る扉も元通りだ。

「……帰ろうか」

　色々釈然としない上にどっと疲れた。

皆も同じ思いなのか溜息を吐きながら次々と外に出ていく。

　俺も外に出ようとした時、肩にがっちりと手がかかった。

「待ちなさいラーフェン領主」

「どうし──どうなされました女神よ」

　一応敬語を使っておこう。

本当に女神か怪しいが確かに不思議な力は持っているしムラッ気強そうだから刺激したら面倒だ。

　丁寧な態度が気に入ったのか女神は満足げに頷きながら言う。

「貴方も領主として土地の女神をこのまま取られるのは許し難いでしょう？」

「いや別に──」

　女神に股間を蹴り上げられる。

　もう少し神様らしい攻撃じゃないのか。

しかも脛を抱えて痛がっているぞ。

「ともかく貴方には私を奪い返す機会を与えます。女神をかけての決闘を誉れと思いなさい」

　決闘とは穏やかじゃない。

しかも相手がギルドレスでは本気の戦いになってしまう。

　俺はデュアルクレイターを確かめ、ギルドレスもアレスの灯を撫でる。

ちょっと待て、さっきまでマントとパンツしか無かったのにどこから出した。

「こら待ちなさい！　剣で斬り合うなんて野蛮なことは認めませんよ。これは殺し合いではなく神事としての決闘……ならば古来より伝わる神聖な方法と言うものがあります」

　女神が腕を軽く振ると木の床が一瞬にして溶け落ち、黒い土へと変わる。

更に土は音を立てて盛り上がり、次いで円形に縄が浮き上がる。

これを見せられるとやはり女神だと信じざるを得ない。

「これは神の土俵です──そして」

　女神が指を鳴らすと俺達の服が弾け飛ぶ。

「神事なので当然全裸です。更に……」

　クルクルと手を回すと俺達の頭上から全身にぬるぬるした液体が降り注ぐ。

「これが神のペ……神の軟膏です。貴方達にはこの状態で決闘して貰います。ルールは簡単、相手を投げるか縄の外に押し出せば勝利です。ぬるぬるしますからがっちり組み合って力比べして下さい」

　女神は目を血走らせ息も荒く言う。

「女神の前だ。互いに勇猛さを見せるとしようじゃないか」

　ギルドレスは乗り気で構えているが……この女神本当に大丈夫か？




　酷い戦いが始まった。

　俺はギルドレスとヌルヌルしながら掴み合い押し合うというおぞましい戦いの末に奴の足を払って投げ飛ばす。

「ぐう及ばなかったか！」

「よし勝った。帰って風呂に入るぞ」

　そんな俺の肩に再び女神の手がかかる。

「待ちなさい。ギルドレスはお前達の中で唯一女神たる私に立ち向かう度胸を見せた男、ただ一度の勝負ではただ運で決まることもあります。ここは三本勝負にしましょう」

　勝負がついてからそれは卑怯じゃないか？

「これは神事！　故に私がルールなのです！」

　こうして再開した決闘だが、女神に逆らったせいで運を失ったのか足が滑り、僅かな隙を突かれ、俺はたちまち二連敗してしまう。

「勝った！」

「負けた。風呂に入る」

　退室しようとする俺の肩を女神が掴む。

「神事とはいえ勝利を覆されてそのまま負けでは要らぬ未練も残りましょう。ここは五本先取にします」

　女神は俺に向けて親指を立てて舌を出す。

「いやもう俺の負けでいいが……」

「ならあの女の股と侍女の顔を戻さない」

　卑怯な。それでいいのか女神よ。

ついでに俺達の組み合いをやたら低い位置から覗き込まれると気が散るんだが。

　正直、このいかれた勝負も含めて全部お前の趣味だろ。




　そして組み合いは互いに四勝したところで待てがかかる。

「やはりぬるぬる相撲で女を取り合うのは良い趣味じゃありませんね。やめましょ」

　もし彼女が男神ならぶん殴っていただろう。

美女だから絶対にしないけどな。

「やはり男ならば女をいかに上手く抱くかで競うべきでしょうね。公平を期すには同じ女体で勝負しなければいけませんが、貴方達のような屈強な男に交替で抱かれたら並の女では死んでしまうでしょう」

　この後の展開を予想して苛ついていた心が晴れていく。

やはり性格に難があっても女神とは尊いものだ。

「ここは不肖女神たる私が貴方達に抱かれて審査すると致します。さあおいでなさい！」




　最初は交互に女神を抱いた。

　彼女はギルドレスの腕の中で凄まじい嬌声をあげ、貴方だけの女神になると誓った。

　そして俺の腕の中で咆哮し、貴方の子どもを産ませて欲しいと泣いて懇願した。

「こ、甲乙つけがたいですね。かくなる上は同時に相手をして審査をします」

　これはもう女神様の道楽だろと確信したが、それでも女を抱く勝負で負ける訳にはいかないと気合いを入れ直す。

　──その先に悪夢が待っていることに俺は気付いていなかった。







夜

「もう俺はダメだ。全てのやる気を削がれた」

　俺はベッドに突っ伏す。

我ながらこんな弱音を吐くのは珍しい。

「私達が外に出た途端、また入口が消えて心配していました。一体何があったんですか？」

　セリアとノンナがマッサージをしながら事情を聞いてくる。

セクリトは部屋の隅で酒を煽っているが興味はあるようで聞き耳を立てている。

「言いたくない……風呂に入ったがまだ気分が悪い」

　セリアが背中に乗っかってマッサージしてくれるが妙な感触がある。

生えたものが消えるには一晩かかると言っていたか……もうどうでもいいが。




　結論から言って俺は負けた。

だが決して女を抱き負けた訳ではなく勝負は俺の優勢で進んでいた。

　決着はギルドレスの邪悪で不正な反則行為によるものだ。

「あの野郎、狙いを外して俺の顔面に……あんなおぞましい状態のまま続けられる訳ないだろうが！　何が少々の汁で萎えるとはまだまだ未熟──だ。ぶっ殺すぞ！」

　乱暴な言葉遣いにびっくりしてしまったノンナに謝ってから布団を被る。

本来なら三人まとめて抱くべきなのだろうが、もう今日は萎えに萎えたので寝る。

　俺は目を閉じ、すぐに寝息を立て始める。

深く傷付いた心を癒すには美女に囲まれたベッドで眠るのが一番だ。




　夢現の中で声が聞こえる。

『貴方もアレスに来ませんか？』

　行ける訳がないだろう。

俺はここの領主だ。

『そう言わずに。なんならギルドレスの養子と言うことで一つ』

　気持ちが固まった。

絶対に行かない。死んだ方がマシだ。

『その方が貴方は幸せになれます。愛しい人がいるなら連れて来ればいいのに』

　だとしてもごめんだ。

まだ果たすべきことが残っている。

『……』

　悲しそうな沈黙。

人の心を全て見通す女神だ。俺の行く道の先が見えているのかもしれない。

　気になっていたんだが、あんたはどう見ても悪い神じゃなさそうだがどうしてたちの悪い呪いなんてかけたんだ？

『偽りの女神としては適当な嘘は許せません……特にあの二人は勝手に家に入ってきて何者か聞くと偽名なんて使ったものですから」

　さすがノンナお付きの侍女、ヤバい雰囲気を見分けて咄嗟に誤魔化した訳だ。

だが結果としてそれが悪い方に出たな。

『でも傷つけたり殺すのはアレでしょう？　それで昔みた書物に嘘をついたら体の一部が大きくなるって物語がありまして……これだと思って顔のパーツをね。一応本人達のコンプレックスを解消する形で大きくしてみました』

　サリーは細めの釣り目を大きく見せたかった。

マルルはやや平坦な顔立ちを気にして鼻を高くしたかった。

なるほど……かなり思考は飛んでるが本質的に優しい女神なんだな。

『まあやり過ぎたかなとは思いましたが……三百年ぶりに起きたから寝起きで機嫌が悪かったのです。街を覗いたらやたら大きくなっていますし』

　そんなに寝ていたのか。

もしかしてアンタが町を去るとまずいことが起こったりするのだろうか。

『いえ特に……そこまで強い神様じゃありませんから。ちょっと嘘がバレやすくなるぐらいですね』

　それは困る奴が出るかもなぁ。

『ともかくそろそろお別れですね。抱かれたよしみで一つ加護をあげときますねぇ』

　軽い感じで去っていく女神。

そういえば名前も聞いていなかった。

　名残惜しいと思いつつ意識を闇に落とそうとしたところで気配が戻って来る。

『最後に誤解を解いておかないといけませんね。私は偽りの女神……つまり偽っているのですよ』

　偽りの神と言うのに嘘を許さないと言うのもおかしい話だったな。

一体何が嘘なんだろう。

『実は私は……』




「うぉぉぉぉ!!」

　愕然としたところで目が覚める。

とんでもなく衝撃的なことを聞いた気がするがもう思い出せない。

　同じベッドで寝ていたノンナとセリアの股間から異物は消え失せており、魂の抜けたようにすっきりした寝顔をしている。

「可愛い奴らだ」

　眠る二人の頬にキスをする。

　そして同じベッドに入るのを良しとしなかったのか、ソファで眠っていたセクリトにも。

「ふふん、キスはまだか？」

　俺が起きた気配で目を覚ましたのだろうセクリトがニヤニヤしながら目を開く。

「残念だがそれどころじゃないぞ」

　俺はセクリトの股を指差す。

　そうセクリトだけ股間のモノが消えていなかったのだ。

しかも朝だからか凄いことになっている。

「……何故だ」

「多分お前だけ消し忘れたんじゃなかろうか」

　悪い女神じゃなかったがいい加減ではあった。

普通に忘れて行ったことは十分有り得る。

よりにもよって一番でかいの置いて行くとは。

「クソ女神はどこに行った？」

「アレスに向かっているのではなかろうか」

　砲弾のように窓から飛び出していくセクリト。

　さていつまでこんな平和が続くものかな。

エイプリルフールとあまり関係ない話になってしまいました。

どうして生やしたのか作者にすら分かりません。

重ねて本編とは関係の無い余談です。










☆ＳＰ　子ども達の闘争　前編







「時間だ。起きろ」

　頭部への衝撃で心地良い微睡みが吹き飛ぶ。

　覚醒に伴って徐々に体の感覚が戻って来た。

　寝床は硬く不愉快なヌメリを伴って湿っている。

鼻をつく排泄物と垢の悪臭、遠くで聞こえる泣き声、怒鳴り声、金属が擦れる耳障りな音。

石畳……いや地下牢だろうか。

　頭が痛むのは先ほどの足で蹴られた衝撃のせいらしい。

顔をあげると苛つく無精ひげの男がいた。

「さっさと起きろ。ボーっとして居やがるとまた飯を抜くぞ」

　襟元を掴まれ強引に立たされる。

　いや上半身は裸で襟はない。

掴まれたのは首につけられた革の輪っかだ。

見れば周りでも同じく首輪をつけられた者達が悲壮な顔つきで歩き出していた。

「ふむ奴隷か」

　俺は男の腕を振り払い、もう一度横になる。

　レアやノンナなどは昔の境遇にうなされ、泣きながら俺の寝室に来ることがある。

反対に俺は奴隷時代をさほど気にしていないからか悪夢として見ることはなく、ただ唯一脱走の際に殺してしまった化粧の濃い女性だけが心残りで、一言詫びてから種付けしたいと思っているぐらいだ。

「そうは言っても不愉快な体験ではあったしな。心のどこかで気にしていたのかな」

　寝直せば目も覚めるだろう。

今朝はレアが特製クッキーに初挑戦するとか言っていた。

美味ければセリアと一緒に楽しみ、食えたもので無ければイリジナの胃袋に放り込もう。

　そう考えた時、体が浮き上がる。

「何二度寝してやがる！　舐めてやがるのか！」

　続いて頬を張られ、腹を蹴られ、止めに髪を掴まれて地面に叩きつけられた。

　しぶとい夢だと思う前に頭に血がのぼる。

足を取って引き倒してやろうとしたのだが──。

（怖い　怖い　痛いのイヤダ）

　突然体が震えて動かなくなってしまったのだ。

「なんだこりゃ」

　仕方なく背中を蹴られながら奴隷達の列に加わるしかなかった。







　こうして奴隷生活が始まってしまった訳だがいくつか気付いたことがある。

「そこの石を運べ！」

「爪がめくれてスコップが握れないだと？　なら口で咥えて作業を続けろ！」

　まずは場所が地下の闘技場……ではなく普通の開拓村と言うこと、そしてさせられる仕事が開墾や木こり仕事に土木工事ということだ。俺の奴隷時代にはこんな作業、経験がない。




「お前はそれっぽっちしか運べないのか！　その倍は運べ！」

「仕方ないだろうが。こんなしょぼい手足なんだぞ」

　口答えして殴られつつ自分の体を確かめる。

齢は一〇程度、身長は１３０㎝程と小さく栄養が悪いのか体はヘナヘナで力が出ない。

もちろん地下で剣を振り回していた少年時代の俺よりも数段貧弱で、腹立たしいことに中性的で整った顔をしている。




「……ようやく戦争が終わったというのにまるで地獄だよ」

「仕方ないさ。ここは元ユーグリアの領域……王様も気にしちゃいないのさ」

「王様は毎日綺麗な人と遊んでばかりで私達なんて虫ぐらいにしか思ってないのよ……」

　作業させられている者の話を聞くに俺がこうなる前と時系列が変わらない。

　南ユーグリアを打倒し連邦からエレクトラを奪還してやれやれと息をついた正に今だ。

場所は壊滅した南部地域……あそこなら大規模な無法をやってもそうそうばれまい。

「しかし代官様も上手くやるよ。王国から出た復興費で人夫を雇ったと見せかけて実際は安値で孤児を集めて同じ作業をさせるなんてよ。実際に作業はちゃんと進んでいるんだからばれる心配もねぇ」

「おいおい代官様を悪く言うなよ。そのおかげで俺達は座ってくっちゃべってるだけで高い給金が貰えるんだ。仕事と言えばガキを蹴飛ばすのと査察の時に人夫のふりをすることぐらいだ」

　と言う訳だそうだ。

アドルフめ何をしていると言いたいが、実際に復興は進んでいる訳だし反乱を企てている訳でもない。

孤児達が泣いている分、代官が肥えているだけで王国としてはプラスもマイナスもないから把握できていないのだろう。

　何にせよこんな生々しい現実的な夢はない。

俺はどういう訳か、実際にここにいるのだろう。

「何を盗み聞きしてやがる！　鞭が欲しいか!?」

　怒鳴り返そうとする前に肩が竦み上がった。

　もちろん本来俺がこんな奴らに脅えることはあり得ない。

　ならば脅えているのはこの体だ。

俺は奴隷の少年に成ったのではなく、この少年に憑りついたか何かだろう。

　ぐっと精神を集中すれば心の奥底に少年の心が見えるような見えないような。

「縮こまり過ぎだろ。もっと上に出てこないと話もできんだろうが！」

「いきなり何を怒鳴ってやが──」

　詰め寄る男に舌打ちする。

「一々独り言に反応するなよ。運んでるんだからいいだろうが、余計な口出さずに酒でも飲んでろ」

　何故か切れた男が鞭を振り上げた時だった。




「何を遊んでやがる！」

　野太い声に男は竦み上がる。

「げっ監督！」

　ヌッと現れた『監督』は本当の俺よりも一回り小さいぐらいの筋肉質な男だった。

「ガキ嬲るのは仕事の後にしろ。一昨日の雨でただでさえ遅れてるんだ。工程を外れたら面倒な王国の査察が来るだろうがよ」

「へ、へい監督。すみません……」

　男は鞭を仕舞い、さっさと仕事に戻れと促す。

　しかし俺の視線は監督から──正確にはその隣から離れない。

「監督様って優しい、すてきぃ」

　太い腕に抱き着き、猫撫で声を出す少女がいた。

齢の頃は一四か一五ぐらい、太ももと胸を大きく開く娼婦のような恰好をさせられ、これでもかと監督に媚びを売っていた。

「当たりめえよ。俺は優しい男だぜ……俺に従順な奴にはな」

　監督は乱暴に少女の胸元に腕を突っ込み、まだ膨らみきっていない胸を乱雑に掴む。

一瞬、少女の顔が歪むがすぐに甘える表情に戻った。

「うふん、私はいつでも貴方に従順よぉ。だからミーシャみたいに壊さないで大事に使ってねぇ」

　そう言って股を這いあがる男の手を受け入れながら媚びてキスをねだる少女だが、表情の奥に隠しきれない脅えが見える。ああしてなんとか生き抜こうとしているのだろう。

　ふと少女と目があった。

何故か心がキューンと変な音を立てる。

「あんた何見てんのよ！」

　少女はズカズカとこちらに歩み寄り、俺の顔面を蹴りつける。

そして倒れ込んだ俺の後頭部を思い切り踏みつけた。

「ははは！　見ろよエロガキが蹴り倒されたぜ！」

　監督が笑い、他の見張り達もそれに続く。

　頭を踏みつけられるのは相当な屈辱に違いないが不思議と腹は立たなかった。

　相手がアナスタシアと同じ程の少女だと言うこともあるが、何より彼女が俺に乱暴することで少しでも監督の腕の中から離れようとしていたと分かったからだ。

　さてどうしたものかと考える。

　この体は俺の体ではない。

ならば全てはこの少年が解決すべきではないかとも思う。

「ぐえっ、ぐぅ……しかしなぁ」

　踏みつけられる俺を見て次は自分かと震える少女達。

「このエロガキ！　よくもいやらしい視線を！　私を誰の女だと思ってるの！　それから……ええと……好色そうな顔！　ええと……この前世ドスケベ中年！」

　俺を延々と踏みつける少女。

これが続く間は監督に触られることも無い。あるいは盛大にやることで少しでも機嫌が良くなるのではないかと必死なのだろう。前任者のように壊されない為に。

　おいと心の中に呼びかける。

返事は帰って来ない。

なら勝手にやるぞ。

　上司にも王にも叛逆した俺があんな小物に使われる道理はない。

　俺は盛大に蹴倒されたふりをして地面を転がる。

そして左手に小石を握り込み、右手で折れた木杭を掴む。

　次に蹴飛ばされた時に仕掛ける。

監督の方へ吹き飛ぶふりをして見張りに石を投げつけ、監督の喉か胸元に杭をねじ込む。

ヘナヘナの体でも奴らが完全に油断している今ならやれるはずだ。

　仰向けに転がり次の攻撃を待つ。

少女は必死の形相で足を振り上げ、男の趣味で穿かされているであろう黒く際どい形の下着が見えた。

またも胸の奥が変な音を立てる。

「こいつまたエロい目で私を──！」

　少女はまだ続ける口実が出来たとホッとした顔で俺の股間を思い切り踏み付ける。

　そこで俺は気付いてしまった。

「な、なんだこの小ささは……」

　踏まれた感触で分かる。

俺の股間は子どもにしても小さすぎる。１５ｃｍもないだろう。

「こんな小さなモノで事を成せるはずがない……」

　両手から力が抜け、石も杭も手放してしまう。




　やがて少女の暴虐が終わり、再び監督と共に去っていく。

　散々に踏まれてボロボロの俺を別の娘が抱き起してくれる。

「大丈夫!?　クーファの奴、ちょっと見た目が良いから監督に気にいられて、それを笠に着てやりたい放題なのよ。どうせすぐに飽きられてボロボロにされて捨てられるからその時笑ってやれば良いわ」

「そりゃ、急がないとな」

　何故か体が少し良く動くようになった。







　その夜、俺は真っ暗闇の中でゆっくりと起き出す。

　そして下腹部を押さえて低く呻き続ける。

響き渡る大声にならないように、さりとて見張りには聞こえるように。

「なんだうるせえな──ってお前か。あれだけ蹴り付けられれば痛むだろうよ。玉でも潰れたか？」

　心配ではなく嘲笑でもって伸ばされた見張りの手を掴み、唯一の服である下着の中に隠した金属片を喉元に突き込む。

「──が！　……ぐ！　ひゅ……」

　声帯を潰す位置へ捻じり込み、気管を引き裂くように何度も回転させる。

　男のかすれた苦悶の声は誰にも届くことなく闇夜に消える。

「ふむ。今度は無事動いたな」

　俺は男の死体から鍵をとって檻を開け、剣を取って首輪と足枷を切る。

　そして再び下着に手を突っ込んで取り出すのは、これでもかと油をしみこませたボロ布が複数。

「悲しいかな中身が小さいからいくらでも隠せてしまう」

　聞こえてくる足音に反応して地面に伏せる。

元の体の時にこれをやってもほぼ確実に見つかるのだが今はやり過ごせる。

「さてと」

　正面から奴らに挑めば体が脅えて動けなくなる上に一物も小さいので勝ち目はない。

　俺は壁にかけられた松明を手に取って笑った。







　警鐘が鳴り響く。

「火事だ──!!　火事だぞ──!!」

「資材置場が燃えている！　ガキ共の檻からも火が出てるぞ！」

「それどころじゃない！　兵舎も櫓も何もかも燃えてる！　そこら中から火が出ているぞ！」

「何が起きた!?　襲撃なのか？　事故なのか!?　ともかく火を消せ──！」

　俺は丘の上に立ち、眼下の大混乱を見ながら火のついた松明を投げ捨てた。

まあ敵襲なんて想定していない村を自由に走り回って火をつけまくったのだからこうなるだろう。

　丘の上には牢から逃がした子ども達も集まっていた。

「火事……ってお前らどうして外に居る！　まさかお前らが──ぎゅ」

　一人の見張りが彼らに気付いたが、叫びをあげる前に背後からぶつかって剣で心臓を一突きにする。

「お前らはそこにいろ」

　俺は逃がした子ども達に一言残して走り出す。

　眼前の事態に全員が度肝を抜かれたのか反論はなかった。




　俺が向かったのは監督が居る建物だ。

夕刻、ここにクーファを伴って入ったのが見えたのだ。

入口に伏せて飛び出してくるのを待つも中々出てこない。

「……おかしいな」

　まさか寝ているのか。

それなら起こさないといずれ火が回ってしまうと扉を開けてみる。

「ウォォォォ！　この体がたまらねぇ！　この年頃がたまらねぇんだぁぁ！」

「痛い！　痛いです！　壊れます！　もう少し優しく……ヒィィィ！」

　監督がものすごい勢いでクーファを犯していた。

まるで体当たりでもするかのように体をぶつけながら叫んでいる。

夢中になり過ぎて騒ぎに気付かなかったようだ。

　クーファの方は乱暴すぎる責めに泣き叫び、こちらも騒ぎに気付かなかったようだ。

処女ではなかろうにシーツには結構な量の血が出ており、どれだけ無茶苦茶に犯されていたのか。

　正面切っては戦えない。

子どもの体では圧倒的に不利だし、何より体が勝手に竦むのではどうしようもない。

　故に奇襲、見張りを殺ったのと同じように『戦い』になる前に一方的に仕留めるのだ。

「なんだお前は──火事だと!?」

　だが想像していたよりも飛び掛かる速度が遅く、監督が目があってしまう。

体が瞬時に竦み上がる。

　ここで止まるとか勘弁してくれと思ったのだが。

「あ、あんたは……」

　股を男の獣欲で汚されたクーファとも目が合う。

その瞬間、下半身にグンと力が入った。

「オォォォ!!」

　跳ね飛んだ俺は咄嗟に突き出された監督の腕から指を全て斬り飛ばし、そのまま圧し掛かるようにして胸に剣を突き立てる。

　二度、三度、四度……やがて監督は血泡を噴きながら脱力していく。

「危なかった」

　向かい合うと竦み上がるのは何とも厄介だ。

体の持ち主に、もう少し根性出せと呼びかけるも返答はない。

「後は……」

　俺は監督の頸部に何度も剣を振り下ろす。

「ちょっ!?　ひ、ひぃ!?　あぶぶぶ……」

　非力なので一刀の下にとは行かなかったがなんとか切断出来た。

　そこにちょうど見張りが何人も飛び込んできた。

「監督大変で──うわぁぁぁ！」

　俺は斬りたての首を掴み、ゆっくりと振り返る。

「残念だが監督は喉が無くてもうしゃべれん。話なら俺が代わりに聞こう」

　満面の笑みを浮かべて言う。

火が回り始め、煙が立ち込め雰囲気も出て来た。

　俺は笑った。響き渡る声で豪笑した。

「あ、悪魔……」

「ガキの始末なんていつでも……そういつでも出来るんだ！　先に代官様に報告するぞ！」

　見張り達は口々に叫び、転がるように逃げて行った。

「ふぅ。はったりが効いて良かった」

　さっきの動きで手足の筋が伸びたかもしれない。

もう一人だってまともに戦えなかったのだ。

「おっと、このままだと焼け死んでしまう」

　監督の首を放り捨て、気絶したクーファを抱え上げる。

　外では見張り達が我先にと逃げ去り、虐げられていた子供達が歓声をあげて迎えてくれる。

「やった……奴らを追い払った！　もう鞭に震えて生きなくても良いんだ！」

「酷いことももうないのね……陽が落ちる度に今日は来ないかって脅える必要も……」

「食料庫は無事だったよ！　これからはお肉が食べられるんだ！」

　少年少女問わず抱き合いながら歓声が上がる。

涙を流して喜ぶ様を見れば俺も筋を伸ばした甲斐があったというものだ。

「これからは自分達の為に働いて作って、酷い大人に奪われないようにみんなで守るんだ！」

「私達の規則はみんなで決めよう！　私達を解放してくれたあの子が居ればきっとできるわ！」

　そんなことを言われたらテンションが上がってしまうじゃないか。

「僕達を苦しめる『監督』も金儲けの為の道具としか見てない『代官』もいらない！」

　そうだいらない。

「どうせ王国の官僚達もみんなグルで見て見ぬふりをしているのよ！　酷い人達……もういらない！」

　そうだ酷い奴らはいらない。

「もう王様も大臣も要らないさ！　僕たちは──独立する！」

「そうだ独立だ！」

　俺がそう言った瞬間、爆発したように歓声があがる。

瞬間、我に返った。

「おいちょっと待て。今のは勢いだ」

「武器庫に剣とか槍が残ってたよ！」

「掘と柵を立て直そう！　自分達の為だもん辛くないさ！」

「私達は林で木の実とか食料を集めるね！　ウサギがいるかもしれないから男の子もついてきて！」

　わっと子供達が動き始める。

「待て、聞け、おい」

「近くの鉱山でも別の監督が同じようなことしてたはずだ！　夜を待って火をかけてやろう！」

「あぁ！　こっちには武器もあるし人数もいる。みんなでやれば怖くないさ！」

　希望に満ちた明るい声に俺の叫びは掻き消される。

村の中心に掲げられていた国旗が引き下ろされて燃やされ始めた。

「……俺が俺に叛逆してどうするんだよ」







　──数日後。

　村に百人の子ども達が合流した。

別の場所の開拓村が落とされたのだ。

　彼らは奴隷や孤児達が暴れることぐらいは警戒していても、まさか百単位の武装集団に襲撃されることなど想定しておらず見張りも訓練された兵士ではない。

結果、戦うこともなく逃げ散っていく。

「これで合計千五百人……すごい数だな」

　長い戦乱と大戦の影響か……恐らくは連邦や帝国の領域からも集められたのだろう。

　可哀そうな者達を奴隷に貶めた代官の無法が際立つとはいえ、それだけの孤児が置かれた惨状を見逃していたゴルドニアにも責任があるだろう。

「やはり王が無能だと言うことか」

　俺の言に周囲が頷く。

「誰が無能だ！」

「「「ええ!?」」」

　この件は複雑だから考えないことにしよう。

今は目の前のより必要なことに集中するべきだ。




「しかし何より困るのは……」

　俺は隣で微笑む少女に目を向ける。

齢の頃は十八ぐらいだろうか、ここにいる者の中では最年長で体つきは既に大人だ。

しかも汚れた顔を拭いてみれば齢より大人びた相当な美人だった。

　そしてボロ着から小綺麗な服に着替えているものの、ここでは布地をそれほど多く用意できなかったので上に下に生地が大分少ない。つまり露出が多い。

「えへ、どうしました？」

　その目はトロリとしており、俺が誘えばすぐにでもベッドを共に出来るだろう。

本来ならばすぐに抱き上げ、寝室で種をつけるところだ。

　だがそんな彼女を見ても『綺麗な女の人だなぁ』程度の感想しか湧かないのだ。

そして反対に……。

「あのあのっ！　野イチゴね。いっぱいとれたの！」

　どう見ても幼い子に胸の奥がキュンとする。

体に向かってこの変態めと言いたいが体の年齢を考えるならこんなものなのだろうか。

「色々困った。早く戻りたい」

「あの……」

　遠慮がちな声に賑やかだった場が静まり返る。

何ごとかと顔をあげるとクーファだった。

　全員が敵意の籠った目で彼女を睨みつける。

今までニコニコしていたお姉さんが唾を吐いたのを見て体が久しぶりに竦み上がった。

　皆がボロ着一枚の中、一人だけ着ていた綺麗な服は逆に今、泥や染みでこれでもかと汚れている。

何か投げつけられたのか髪も汚れてしまっていた。

　無理もない。

俺にやったようなことを皆にもやっていたのだろう。

ならば今、彼女にとってはどこもかしこも針のむしろだ。

「場所を変えようか」

　俺はクーファの袖を引いて席を外す。

「あ、ありがとう……ございます」

「構わないよ」

　クーファがそっと俺の腕を取って顔を寄せ『守って』と呟いた。

　胸の奥が痛いぐらいキュウキュウとなって鼓動がうるさい。

そして体が勝手にスキップを始める。

　分かりやすい反応だなおい。

ついに余談で前後編をやってしまいました。

後編の更新は明後日の夜になります。

……中編は無いのでご安心下さい。










☆ＳＰ　子ども達の闘争　後編










　ベッドの上で大きく伸びをして起き上がる。

貧相なベッドでもキングサイズに感じられるのがこのしょぼい体の数少ない利点だ。

「もう起きるの？」

　隣のシーツが盛り上がりクーファが目を擦りながら起き上がる。

服は着ていなかった。

「あぁ、多分そろそろ忙しく──」

　抱き着くように頭を抱えられ、そのまま再度ベッドに引き倒された。

「昨日はその……」

　クーファは困ったように目を泳がせてから意を決して言う。

「……良い添い寝だったね」

　昨夜、俺はクーファの手を引いて寝室に入った。

そして彼女もそこから先は承知の上、当然体を寄せ合って一糸纏わぬ姿となったのだが。

「君ぐらいの齢だと普通だよ。私もちょっと心が汚れてたんだよ」

　そうこの体は小さいだけでは飽き足らず膨張することすらなかったのだ。

ただ胸の奥がキュンキュンするばかりでどうしようもなく、仕方ないので添い寝して朝になった。

「でも不思議。ただ隣で寝てるだけなのに安心する……こんなに小さくて細い体なのに。大きくて凄い人に包まれてたみたい」

　俺は自分より頭一つ以上大きなクーファの頭を背伸びして撫で、新しい服を着せてやる。

「雰囲気も言葉遣いも……言いにくいけど……まるで」

『まるで大人の男性みたい』だろうか。

そりゃ中身が俺なんだから当然だ。

「おっさんみたい」

「ぬぉぉぉ！」

　クーファの鼻を摘まんで頬っぺたを引っ張りながら部屋を出る。

「今日から彼女は俺の女だ。悪いことはもうさせないから昔のことは堪えてやってくれ」

　また男に取り入ったかと冷たい視線を浴びるクーファを庇いつつ、尻を一撫でして椅子に座る。

「……ねえ」

「うん。だよね」

「まんまだよ……」

　周囲の特に女の子達がヒソヒソ話している。

『また男に取り入って……』といったところだろうか。

まあ相当無茶していたようだし白い目で見られるのは仕方ない。

しばらく大人しくさせていれば、いずれ悪感情も薄れていくことだろう。

「流れるようにお尻撫でたし」

「手付きがスケベ親父だったよね」

「最初から思ってたけどまるでおっさん……」

「おっさんではない！」

「なんれわたひぃ！」

　俺はクーファの頬を引っ張って陰口を中断させる。




「遊んでいる余裕はないんだ」

　俺は年長で一人で原野に出せそうな少年を呼びつける。

そして目の前に印をつけた地図を置く。

「それぞれ十分な食料と水を持って印のついた場所に潜んでくれ」

　首を傾げる少年達、同じ仕草を部下がやったら蹴り倒すところだがまあ説明がいるだろう。

「代官は王国の開発費で俺達を買った。んでもって人夫の賃金との差額をがめてたんだろ？」

　うんうんと頷く少年達。

「それが王国にバレなかったのは俺達が死ぬほど働いて開発計画が遅れなかったからだ」

　クーファが真っ赤な頬を押さえながら頷く。

「だが今はこれだ」

　窓の外は焼けた落ちた残骸だらけ、奴隷だった子ども達が走り回り、肉を焼いたりしている。

　今、王国の査察が来たら何もかもばれる。

奴隷うんぬん以前に公金の横領が発覚すれば辺境の代官程度たちまち縄仕掛けの振り子になる。

「代官とやらは俺達の反乱にまず真っ赤になって怒る。次に王国にばれたらと考えて真っ青になる。それでもって何百のゴロツキや傭兵をかき集めてここを潰そうと出撃してくる。いや多分もう出ている」

　少年達の顔が強張り少女たちが抱き合って悲鳴をあげる。

「来てから慌てたんじゃ間に合わない。だからお前らが奴らが通って来るだろう場所に潜み、見つけたら走って報告に来い。分かったか？」

　説明を終えると少年達は神妙に頷く。

「人数は数えなくて良い。弓を持ってる奴がどれぐらいか、騎兵はいるか、攻城……でかい何かを転がしてきているかだけしっかり覚えて来い」

　少年達はそれぞれ決意を口に出し、同じ年ごろの少女達と見つめ合ってから出発していく。

「それじゃ次だ」

　俺は別の少年達を呼び、同じ地図を出して同じ説明をしながら変な顔をするクーファの鼻を摘まむ。

　斥候は難しいんだぞ。

素人に任せるなら二枚か三枚重ねないと信用できない。

　後は陣地の方も見ておかないといけない。

なにぶん味方は子どもばかりだからまともにやったら勝ち目はない。

智将たる俺の創意工夫が必要なのだ。

　クーファの乳首をちょんと弾いてから立ち上がる。

「まーたやった……」

「息するみたいに胸触るとか……」

「心が禿げて油でテカってそう」







　遂にその時がやってきた。

「剣槍兵のみで騎兵と弓隊は無し。攻城兵器も無し。隊列はこのぐらい……か」

　隊列の長さを手を広げて表現した少年の仕草を真似る。

「ざっと三百か。ゴロツキでもそれ以上集めると足がつく」

　報告から概ねの数を推定する。

攻城兵器と騎兵はまず無いだろうと見ていたが弓隊がいないのは嬉しい。

「こちらは」

　石を置いて数を数えていたクーファが顔をあげる。

「大きめの男の子が七百人、女の子が三百人。ちっちゃい子が三百人！」

　数の上では優勢だ──とはならない。

本来は何千いようと戦える存在ではない。

「やらなければやられるのだからそうも言ってはいられないが」

　村の周りに巡らされた堀の前に立つ。

村は全体が丘のようになっており遠くから迫る奴らが良く見える。

「やっぱり周りにぐるっと柵とか壁を立てた方が良かったんじゃ」

「いらんよ」

　俺はそれなりに深い堀を、掘った分の土を積み上げただけの土手の上から覗き込む。

　技量の無い者が乏しい材料で作った壁や柵なんて屁の突っ張りにもならない。

簡単に壊されて終わりだ。

　だが穴ならどんな下手クソが掘っても落ちるし簡単には埋めることもできない。

おまけに掘る道具さえあれば他の資材がなくてもなんとか掘れる。

「よーし全員集合だ」

　声をかけると武器庫に残っていた槍やサイズ違いの鎧で武装した者達がワラワラと集まって来て思わず笑ってしまいそうになる。

「代官達め……やっぱり僕らを潰す為にやってきた」

「でももう負けない。こっちは千人以上もいるんだ！　ここはみんなで一斉にうって出て……」

　意気上がる少年の後頭部を殴りつける。

「うって出るな馬鹿。野戦なんかしたら相手の思う壺だろうが」

　今までが余程苦しかったのか、俺を信頼しているのか寄せる代官の兵を見ても士気が高いままなのは喜ばしいことだ。この分ならば彼らは迫る相手に怯むことなく石を投げ、棒で叩きつけ、槍で突くことができるだろう。

　だがそれだけだ。

素人だろうが子どもだろうが士気が高ければ相手を攻撃することはできる。

　しかし相手の反撃で一人二人が頭をかち割られて脳みそを飛び散らせるのを見れば、槍で串刺しにされて内臓を零して泣き叫ぶのを見れば、たちまち士気も守りも崩れて落ちてしまうだろう。

「まっとうな戦いはできない。犠牲無く一方的に攻撃し続けるしか勝ち目はない」

　村に近づく代官の兵が足を止めた。

俺達が武装して並び、周囲に堀が巡らされているのを見て舌打ちする。

　逃げおおせた監督の一人だろうか。

いかにも強面の男が堀の前までやってきて叫ぶ。

「クソガキ共め自分達が何をやっているか分かっているのか？　代官様に恥をかかせやがって！」

　ドスの効いた叫びに気の弱そうな何人かが肩を震わせる。

せっかくなので戦闘前の余興として野イチゴでも食いながら聞いてやろう。

「今すぐ皆殺しにしてやりてぇが……俺達も鬼じゃねえ。命を拾う機会を一度だけやる」

　さては王国から次の査察の連絡が入ったな。

ここで戦闘した上に労働力たる俺達を皆殺しにしたら間に合わないのだろう。

「今なら飯を抜いて顔を張るだけで許してやる！　だがこれ以上手間をかけさせるなら両足を別々の馬に括りつけて──わかるだろう？　アア!?」

　あれは馬が嫌がってそんなに上手くいかないぞ。

一回やるのも大変なのに全員にやってたら何週間かかるか。

「一回しか言わねえ。武器を捨てて大人しく並んで──てめぇふざけんなよ!!」

　強面が俺に向かって怒鳴る。

「なんだよ。大人しく聞いてやってただろ」

　見張り台の上で足を組み、クーファに野イチゴを食べさせて貰いながら聞いていたと言うのに。

「さては手前がガキ共の頭か！　チビの癖に一丁前に女侍らせて舐めやがって！」

　強面が剣を振りかぶって投げつける。

放物線を描いた剣は案外に正確な軌道で飛び、俺の顔の横、数センチの所に突き立った。

「話は終わりみたいだな」

　俺は頭を抱えて伏せてしまったクーファの頭を撫でてから突き立った剣を引き抜く。

武器庫にあったものより上物だ。投げ捨てるなら貰っておこう。

「配置につけ」

　俺の指示で子供達がワッと動く。

　強面もこれ以上は無駄と分かったのか怒声をあげながら兵の中に戻っていった。




「相手はガキ共だ！　踏み込んで滅茶苦茶にしてやれ！」

　代官の兵三百人は堀とその奥にある村への入り口に向けて団子になって突っ込んでくる。

　まあ相手も素人だ。上手く隊列を組めないだろうし何よりブカブカの鎧を着て重そうに槍を持つ子どもの群れに躊躇する必要などない。

「弓兵斉射……と言いたいところだが弓が無いし射れる奴もいないからな。そら石を投げろ」

　堀の内側に盛られた土手から年長の子達が次々と石を投げつける。

この石は土木作業をするには幼い子達が外で集めて来たもので数はいくらでもある。

「ぐっ！」

「膝に！」

「歯が……ぐぇぇぇ！　クソぉぉぉ！」




　土手から投げ下ろす石は子どもの力であってもそれなりに痛い。

革鎧の上からでも息は詰まるし、顔にでも当たればのたうち回る。

　二投目三投目と百以上の石が投げつけられる。

「よし隠れろ」

　俺の合図で投擲者達が土手の影に隠れる。

同時にこちらが投げた石を相手が投げ返してくる。

大人の全力の投擲であっても適当に積まれた土手を貫通することなど出来るはずがない。

「そらどうした。堀を挟んで石投げ合戦するのか？」

　嘲笑してやると俺に向かって数個の石が飛んでくるので笑いながら身を隠す。

「何を遊んでるんだ！　突っ込んで踏み潰せと言っただろうが！」

　代官の兵が突進し次々と堀に飛び込む。

　何メートルもの深さがある訳ではない。

精々胸より上程度だから飛び込み反対側を登れば良いと考えるのは普通だ。

　こちらが槍で突き下ろして来たとしても所詮は子どもの力だ。

掴んで引きずり落とすぐらい訳はないだろう。

「やれ」

　だからこうすることにする。

　堀に飛び込んだ者の頭上に水のみ用のひしゃくが伸びる。

男達がそれが槍で無いことに怪訝な顔を浮かべた時、ひしゃくがクルリと裏返る。

「うわっ！　熱湯だぞ!!」

「うぎゃー！　熱い熱い!!」

　土手の後ろで壺一杯に沸かされた熱湯は奴らからは見えなかっただろう。

「そらどんどんいけ」

　ひしゃくや穴掘り道具などが次々と熱湯を送る。

代官の兵はなんとかやめさせようと手を伸ばすが直接突いてくる訳でないから掴めない上に、上を向いた顔面に熱湯をかけられて悶絶する。

　胸程度の高さとはいえ垂直跳びでは登れない。

手をかけて力を込めねばならず、上から熱湯をかけられながらでは簡単ではない。

　なんとか登り終えた者も居たが、周りが来ないので投石や槍で叩きのめされて再び落下していく。

「追加だ。もっと強力なのを行け」

　熱湯と並んで火にかけられていた壺の中から赤黒い汁がすくわれ、堀の中にぶちまけられた。

　先ほどに倍する悲鳴があがる。

　何しろウサギや鳥の油と血を煮込んだものだから熱湯とは温度も粘度も比較にならない。

熱いどころか命に係わる火傷になるだろう。

　顔や体がただれ這いつくばって泣き叫ぶ者や、逃げようとして後続とぶつかってしまう者が出始めた。

「い、一方的にやっつけてる……すごい！」

「いける！　いけるぞ！」

　と士気上がったところで悪いがここまでだ。

　熱湯と血油が少なくなってきたし、相手の目の色が変わって来た。

ぶっちゃけ死に物狂いで突っ込んできたら熱湯撒かれたぐらいじゃ止まらんしな。

「後退だ」

　俺は全員に村の内側、丘の上にあがれと指示を出す。

「でも──」

　不服そうな少年を睨みつけて言う。

「後退と言った」

　少年はビクリと怯えた顔を見せ、その後何故か顔を赤らめて裏声でハイと呟いて大人しく従う。

　最後に熱湯と油をこれでもかと撒いてから全員が下がる。

ほうほうの体で昇って来た敵は……二割減ってないぐらいか。

「よし踏み込んだぞ！　後は皆殺しにするだけだ！」

　監督は吠えるが兵達の歩みはおっかなびっくり進まない。

　俺達が逃げるのは丘の一番上にある建物、周囲の施設は全部焼け落ちているのでどこからでも登れるが

ここにもやはり堀と土手が見えるだろう。

　その中で一番勾配のきつい西側の斜面にだけ堀は無く、一時間で作りましたという粗末な柵がある。

　代官の兵全員が頷いた。

「西から登るぞ！　柵は叩き破れ！」

　そりゃそうだ。

あれだけ酷い目にあわされた堀に飛び込むのはもう御免、こっちを選んでくれると思っていたよ。

実際には膝ぐらいまでしかない見せかけなんだけどな。

「槍を並べろ」

　子ども達はいかにもバラバラな動きで柵の後ろに並び槍を構える。

　もちろん代官の兵は弱々しい槍衾など歯牙にもかけず一斉に駆け上って来る。

勾配がきつかろうと粗末な柵があろうと、子どもの構える槍など怖いはずがないからな。

「構え──」

　俺は腕を振り上げてしばらく溜め、より多くの敵が斜面に殺到したのを見て号令する。

「──逃げろ」

　子ども達が一斉に左右に飛び退く。

　同時に斜面の最上部から数十キロはある大石が十人がかりで転がされ、次いで丸太から大鍋、便所に使っていた汚い桶までが一斉に転がされた。

「おいおいおい!!」

「嘘だろ!!」

　先頭を切った大石は粗末な柵を紙切れのように突き破り、一切勢いを落とさぬままに代官の兵を数人轢いていった。

「つ、潰れてやがる！」

「ひぃぃぃぃぃ!!」

　ぺしゃんこに潰れた同僚の姿に隣の兵が尻餅をついて呆然としていた。

　子どものこっちは論外だが奴らだってゴロツキがほとんどで人間が潰れる様を見ればビビるものだ。

　そして尻餅をついた兵の首を転がる丸太が圧し折る。

大鍋が怒号をあげる兵の顔面にめり込み、逃げようとした背中を便所桶に直撃された男が、自らも落下物となって後続の兵を巻き込み転がり落ちる。

　子どもが大人相手にまともに勝負して勝てる訳がない。

熱湯、油、落下物など誰が使っても同じものを利用するしかない。

「ふむ……ここまで作戦通りだが」

　俺は懐に仕舞っていたトマトを食べながら眉根を寄せる。

クーファが信じられないと言う顔でこちらを見るが今は気にしない。

　全身轢き潰れた奴がいるから派手に見えるが殺したのは十人程、戦闘不能はその数倍いるだろうが、それでも全体の半分も仕留められていない。

　そしてこちらの罠はこれで打ち止め。

ここから白兵戦になっても勝つのは無理だ。

「あるいは大混乱に付け込めれば……」




　その時、兵達の最後尾から騎乗の奴が一人やってくる。

「だ、代官様！　ガキと思っていたらとんでもない奴らです！」

「仲間がグシャグシャに潰れて死んだんですよ！　こんなの聞いてませんよ！」

「そもそも俺達はガキを鞭で押さえるお役目だったはずです！　軍にも行ったことないのに槍の使い方なんて分かりません！」

　なるほど騎乗の奴は代官か。

これは好機かもしれない。

「そんなに手強い……？　何十人も死んだだと……？」

　子供を虐げ、せこい手で公金ちょろまかす代官など臆病な小物に決まっている。

切り傷の一つでもつけてやれば泣き叫びながら逃げて部下の士気も崩壊するだろう。

「ここが勝負だ。俺が直接行って来る」

　俺は先ほど手に入れた剣を引き抜いて混乱する敵に向かって走る。

体がビビらないかは心配だが小物代官程度ならそれほどでも──。

「それがどうしたという。貴様らは俺の大事な大事な金で雇った兵、逃げることなど──」

　代官が逃げようとしていた兵士二人を掴みあげ、空中でボキリと首を圧し折った。

「──許さんぞぉぉ」

　身長は１９０ｃｍを優に超え。全身の筋肉は革鎧がはちきれる程に盛り上がり、背中には俺の身の丈ほどありそうな両刃の斧を背負っている。

「違うだろ！　悪代官ってのはそうじゃないだろ！」

「ううん？　貴様は」

　思わず叫んでしまったせいで完全に奇襲は失敗だ。

「こ、こいつです！　こいつがガキ共の頭領みたいな奴で」

「ほーう」

　代官は馬を降り、俺を指差した兵の首を圧し折ってからのしのしと歩いてくる。

　逃げることも出来ないので仕方なく剣を構えるも剣先が安馬車にでも乗っているように震えまくる。

体の持ち主気持ちは分かるが落ち着かないと死ぬぞ。

「貴様が滅茶苦茶にしてくれたのか。俺の仕事、俺の地位、そして俺の……金ぇ!!」

　斧が振り下ろされる。

目だけはいつも通りなので、体がついてこないことを計算に入れて無駄に大きく横に跳ねて避ける。

それでも足先に風圧を感じる程ギリギリだった。

　子どもの体という制約を除いてもこいつの一撃は遅くない。

「俺の金を返せぇぇぇえ！」

　地面にめり込む程の空振りから斧を即座に引き揚げての横薙ぎ。

地面と一体になるほど這いつくばってなんとか躱す。

　さあどう戦うか。

　このまま躱して隙を待つ──先に息が切れるのは俺だろう。

僅かでも動きが鈍れば即座に両断される。ダメだ。

　急所を狙って飛び込む──リーチが違い過ぎるし、俺の動きが鈍すぎる。

絶対に届かない。ダメだ。

　相手の一撃をまず弾いて──アホか。

　圧倒的な腕力とリーチの違い。

スタミナも向こうが上……要は俺とセリアが戦うようなものだ。

それでいくか。

「金ぇぇぇぇぇ！」

　振り下ろされる斧に向かって剣を右下段に構え突っ込む。

　そして鋼鉄が脳天にめり込む寸前で走りながら体を傾ける。

体の左側を斧が滑っていく。あるいは左耳ぐらいは飛んだかもしれないがこの際仕方ない。

　狙うのは籠手の隙間から頸動脈だ。

ここを裂くのに力は要らず、上手く裂けば少なくとも戦闘不能には出来る。

　斧が肩から腰を抉ることなく滑り、地面にめり込む衝撃があった。

とった。

　俺は剣を振り上げ頸動脈を──。

「おぅい。そりゃ無いだろ」

　思わず情けない声が出た。

足と手が震えて動かなくなったのだから当然だ。

　一瞬置いて俺の顔面にデカい拳がめり込み跳ね飛ばされる。

　脳が揺れ、血飛沫が舞うのが見える。

咄嗟に受け身はとったが背中から地面に落ち、回転しながら数メートル転がる。

　こりゃ終わったかもしれん。

もう立てないぞ。

「いやぁぁ!!」

　鋭い叫び声に揺れる眼球を向けるとクーファがこちらに走ってくる。

当然、代官の兵に止められるも必死で俺に駆け寄ろうとする。

「こいつなんだ？　大人しくしろ！」

「構わん。殴って黙らせろ！」

　クーファの服が破れ、殴られて地面に倒れ、俺に手を伸ばしたところで兵に頭を踏みつけられた。

　途端、ドクンと心臓が鳴る。

　遅いんだよ。

　俺は揺れる視界の中でゆっくりと立ち上がる。

頭上に迫っていた斧を今度はギリギリで避ける。

「大丈夫だクーファ」

　恐らく砕けているだろう鼻から血を飛ばし、懐からトマトを取り出して食べる。

「トマトが潰れただけだから」

　ニコリと笑うと同時に代官に向けて走る。

恰好悪いのは覚悟で地を這うように両手まで地につけ獣のように無様に。

「丸腰のガキに何ができる！」

　代官の腰が落ちた。

斧を横薙ぎにしようというのだろう。

　俺は転がるように奴の足元に迫る──と見せて目に向けて咀嚼したトマトを噴き掛けた。

「この！」

　この体格差で卑怯だなんだは聞かない。

　その僅かな隙を狙って跳躍し先程の狙い通り手首に噛みつく。

「こいつ獣か！」

　それでも所詮は子どもの顎、食いちぎるなんて出来る訳がない。

「根性を入れろ。ビビるなよ」

　俺は噛みついた自分の顎を右手で下から思い切り殴りつけ、奴の皮と肉を喰い破った。

「ひぎゃぁぁぁぁ！」

　飛び散る血飛沫が血管を破ったと教えてくれる。

　奴の手から斧が離れ、地面に落ちた。

「さあここが最後の締めだ。惚れた女の為にぶっ壊れるのも悪く無いだろ」

　俺はその斧を両手で掴んで咆哮する。

「あいつ何をして……」

「ハハ、む、無理に決まってんだろ。代官様の斧は特注で優に四十ｋｇは……」

　この体は巨大な斧を持てるように出来ていない。

腱が痛み、筋肉が切れ、関節が音を立ててずれる。

　それでも体は怯えも諦めもしなかった。

激痛を感じながら確実に力が増していく。

　巨大な斧が最上段まで持ち上がる。

「ま、待て！　金ならいくらでもやる！　だから命だけは──」

　血塗れの腕を突き出す代官に向けて微笑む。

「悪代官の最期はそうでないとな。分かってるじゃあないか」




　同時に斧を振り下ろし、代官を脳天から真っ二つに両断した。




「ふぅぅ……」

　斧から手を離し、激痛の走る両手を広げる。

「悪代官討ち取ったり!!」

　背後から怒涛の喊声が巻き起こり、禁じていたはずの白兵突撃が始まった。

　だがもう大丈夫だ。

敵の士気は完全に折れており、敵兵は抵抗することもなくただ一目散に逃げていく。

　俺はそれを確認して大の字にゆっくりと倒れ込んだ。







　──数日後。

「起きて。起きて下さい。具合はいかがですか？」

　体を揺すられ目を覚ます。

　隣にいるのは最年長の娘だった。

もちろん服は着ていない。

「ふふ、添い寝……気持ち良かったですか？」

「ああ、柔らかかったよ」

　しかし何もしていない。

勃たないのでは何もできない。

　あれから何人もの女の子と同衾しているがしていることはただの添い寝だ。

「まだ子供なんだから仕方ないですよ……そこは子どもじゃないですけど」

　娘はひゃーと顔を赤らめて俺の股間を指差した。

「人に見せるのに最低限恥ずかしくない程度には育ったなぁ」

　代官との戦いの後、体が男として一つ成長したせいか倒れて目を覚ましたら股間が育っていた。

元の俺の半分程度だが体格を考えればギリギリ合格だろうか。

「いやいや……その体で三じゅ──ケホンは怪物クラスですよ」

　しかし死闘の後に女も抱けないのではどうにもならない。

早く元の体に戻れないものか。

　俺は爺さんのように呻きながら立ち上がる。

子どもだから回復が早いのだろうか昨日からようやく自分で便所にいけるようになった。

「こら無理しないで！」

　クーファが慌てて駆け寄る。

「おトイレは私が手伝ってあげるって言ってるでしょう」

　言われた途端、体から力が抜けて歩けなくなる。

この体め子供のくせに酷いスケベだ。便所を手伝わせて喜ぶとか変態まっしぐらだぞ。




　そこに斥候に出ていた少年が駆け込んでくる。

「また村に軍隊が向かってきてる！」

　俺は表情を引き締める。

代官は殺したが、その残党あるいは一族などが仕掛けて来たのかもしれない。

だからこそ斥候を再度出していたのだが。

「数は歩兵が九百人！」

　俺は首を捻る。

素人斥候にしては断言したな。

「僕、掛け算出来るんだ。横に六列で縦に三〇列の集団が五つだったから！」

「行軍隊列を組んでいたのか……？」

　俺は天を仰ぐ。

　少年は続ける。

「それに騎兵が八〇。横二列に二十列が二組、全員が金属の鎧を着てた！」

「歩兵五個中隊に騎兵二個中隊……旗を持ってなかったか？」

　少年は興奮気味に頷く。

「うん！　先頭に真っ黒な旗を持った騎兵がいたよ！　あと馬車が鉄の筒みたいなの曳いてた」




　にわかに皆が色めき立つ。

「大丈夫だよ！　あれからまた人数が増えて大人も含めて二千人ぐらいいるんだ！」

「堀も作り直したし壁も柵も作ったんだ！　今度は前よりもっと頑丈だよ！」

「絶対に負けるもんか！」

　騒ぐ子ども達に向けて俺はで両手を広げて笑いかける。

「全員武器を捨てて白旗。間違っても石なんて投げないように。降伏だ」

『エー!!』と村中から声があがる。

「それは王国正規軍一個大隊だ！　勝てる訳ないだろうが！」

　大騒ぎの中で俺達は武装を解除した。







「首謀者は貴様か」

　俺達は王国軍に降伏を伝え、村の開けた場所に並ばされた。

「よりによってお前かよ……」

　冷たい目で睨まれて体は震えているが、心の方はもう溜息をつきまくっている。

　レオポルトの奴、なんでわざわざこんな所まで来るんだ。

　こいつには童女趣味の疑惑がある。

まさか子どもの反乱と聞いてすっ飛んで来たのではないだろうな。

「ふむ……」

　思案する俺を置いてレオポルトは村の周囲を見回す。

「技術無しに構築できる故の堀。内側の堀は見せかけで落下物の地点に誘導か。貴様が考えたのか？」

「当たり前だろ」

　いつもの調子で適当に返事すると隣の兵士に殴られた。

クーファが泣きながら俺に覆いかぶさり、レオポルトが片手をあげて兵を止める。

「首謀者を王都へ連行。他の者はこの村に残して監視せよ」

「それでは当初の作戦目的が果たせませんが？」

　傍の指揮官が俺を睨みながら言う。

「作戦目的は既に瓦解している。攻撃対象が先に消滅したのだからな」

　そこで気付いた。

俺達の反乱もどきに王国が気づくのが早すぎる。

　代官との戦いからまだ数日、いかに耳が早くても今日あたり気付くぐらいで当然だ。

それが大隊を率いて既に来ているなど絶対におかしい。

つまり……。

「最初から代官の動きに当たりをつけていた。俺達が起こした騒ぎを口実にして……」

　大隊の攻撃目標は最初から代官だったのだ。

　レオポルトは何も言わずに俺を見る。

クーファが慌てて俺の口を塞ぐ。

「いいさ。もうどこにでも連れていけ！　心配なら首輪と手枷もつけようか？」

　今更考えてもどうしようもない。

好きにしろ。







　──王都

「あの野郎め本当に首輪と手枷つけやがった……」

「変なこと言うからだよ」

　俺とクーファは反乱者として王都に連行された。

クーファは特に拘束もなく、むしろ村に居た時より綺麗な恰好をしているのに俺はバリバリの囚人スタイルなんだが。

「これ大丈夫なのか？」

「……死刑になるなら一緒だよ」

　胸がトクンと鳴るがそれどころじゃないだろ。

と言うか俺は反乱者として俺の前に引っ立てられるんじゃないのか？

　向こうはどうなってるんだ。

まさか別の奴が俺の中に入って……女達とやりまくってるんじゃないだろうな。

だとすると俺が俺に襲いかかるとんでもない事態になるぞ。

　不愉快極まる妄想をしたところで胸と股が熱くなり、体が浮き上がるような感じになった。

十歳で寝取られ趣味になんか目覚めたら一大事だ自重しろよ。

「降りろ！」

　王宮に馬車が止まり、俺達は兵士に囲まれて連行されていく。

大通りには見物人、王宮の中には貴族達が興味深そうに視線を向けて来る。

　笑っている者、憐れんでいる者、そして俺の幼さ故か驚いている者。




　戦いで無茶をしたせいで足を引きずる俺の肩を兵士が掴む。

「歩くぐらい自分で出来る。この期に及んで逃げる訳がないだろうが」

　俺の体がどうなっているのか考えていたこともあってつい声がでかくなった。

　周りの兵士が思わず一歩後退する。

　一人スッ転んだ奴がいた……クリストフじゃないか。

十のガキに怒鳴られて転がるなよ。民も見てるんだぞ。

　俺は手枷のついた手でクーファを守るように位置取り、抱えられることなく自分の足で歩く。

「ふむ」

　ざわめきとは違う声に視線を向けると壁にもたれた褐色肌の女性が心底楽しそうに俺を見ていた。

目が合うとまるで美味そうな肉でも見つけたかのように唇を軽く舐めた。

　肉食獣に狙われたような悪寒が背中に走った。

　体の方も脅えて止まり、ちょっと胸がキュンとしてまた脅える。

こいつめちょっと食べられるのも良いかと思っただろう。分かるんだぞ。

あれは俺の女だ。

　また視線を感じて顔をあげるとバルコニーの上からアナスタシアがこちらを見ている。

途端に体が熱を帯びた。

　そこまでにしておけよ。緊張で腹が痛くなっているのに気づいているんだぞ。

思い切り下腹部に力入れてやろうか。

「ハァハァ……誰でもいいからエッチしたいわ」

　フェルテリスがブツブツ言いながら歩いている。

　だから見るな、興奮するな。

勃ちもしないくせに酷いエロガキだな。




　連れて来られたのは大広間だ。

俺はここで逆らった奴の首を何人か飛ばしたんだよな。

　すると背後に立っていたアドルフがボソリと呟く。

「陛下の前で余計なことは言わないように。本当に余計なこと言わないように」

　更にレオポルトまで待機していた。

「口と態度で死を得るならそれまでのこと」

　なんだそりゃ。

俺を何だと思ってるんだ張り倒すぞ。

「国王陛下の──」

　音声の声が聞こえた瞬間、意識が暗転した。







　がばっと起き上がると目の前にはノンナとナーティアが青い顔をしてリタが泣いていた。

そして俺にしがみ付いていたと思われるセリアは起き上がった勢いで宙を舞っていた。

「おぉ！　戻ったか！」

　セリアを受け止めてから体を確かめ、ナーティアに股間を触らせてからノンナの胸とリタの尻を揉む。

「完璧だ！」

　泣きながら抱き着く四人の話をまとめるとこうだ。

　俺は子どもの体に入ってしまった前日の夜、リタの豊満な尻を顔に乗せさせ遊んでいたそうだ。

だが俺には酒が入っており、リタは愛撫の快楽に狂っていて限界を突破し窒息してしまったのだ。

　その後ナーティアの気付け薬で呼吸は戻ったのだが、俺は毎日朝起きて飯を食い、トイレに行って風呂に入って寝るだけの生活を淡々と送っていたらしい。

　どうにも魂の一部が飛んでしまったとかなんとか……まあ戻ったのだからいいか。

「普段の政務は別にエイギル様が居なくても何の問題もないのですが、今は南部で反乱を起こした者の裁きを……」

「知ってるさ」




　俺が広間に入るなり、二人の子どもが床に顔を押し付けられる。

「離してやれ」

　衛兵が慌てて飛び退く。

ゆっくりを顔をあげた二人はもう比喩でもなく真っ青だった。

「そんなに怖がらなくていい」

　俺はクーファを優しく宥めてから少年の顔を覗き込む。

「ふむ」

　まともな鏡も無かったのでじっくり見るのは初めてだが、やはりこいつの顔は中性的で整っている。

将来的には線の細い美男子になるのだろう。

つまり顔だけで女が寄って来るのだ。

「忌々しいぞ」

　その場にいた衛兵や官僚が終わったとばかりに首を振る。

「陛下」

　レオポルトから声がかかる。

「先に連絡した通り、公金横領容疑のかかっていた代官はこの者に討ち果たされておりました」

「本当に死ぬかと思った。あんな代官を任命したのは誰だ」

「形式的には陛下ですな」

　人事の書類なんて見てないの知ってるだろ。

もう任命責任は無しだ。あの代官が全部悪いと片付けよう。

「それでこの者達にかかる反乱の容疑ですが、あくまで王国ではなく不法な奴隷使役と横領に手を染めた代官に背いたと解釈すべきかと。奴の悪事に気付くのが遅れたことを考えても寛大な……」

　アドルフはこいつらを庇っているのだろう。

「分かっている。所詮は子どもの遊びのようなもの、叛逆罪だ処刑だと真剣に捉える方がアホらしい」

　そもそも俺が始めた反乱を自分で処刑するとかどんな仕打ちだ。

　俺は少年のデコをコツンとつつく。

「あうっ！」

　それだけで頭が揺れたのかフラフラしてしまっている。

ひ弱すぎて加減が難しい。しかも出す声がまるで女だ。

　許して終わり、となりかけたのにレオポルトが進み出てくる。

「確かにこの者達は王国軍に何ら抵抗せず従順でありました。その点は考慮すべきですな。ただ開拓村の国旗を焼いたことは重大な問題でありますが」

「それは代官から解放されて嬉しくて……それで」

「そんな大変なことだと思ってなくて……」

「勢いだったんだよ。旗一枚でガタガタ言うな」

　レオポルトが俺を見る。

何でもない忘れろ。

「反乱ごっこで大騒ぎ、それで本物の悪人を斃したのだから良しとしよう。罪には問わん──」

　これで終わりでも良かったのだがガタガタと震えている少年を見て気が変わる。

もしかすると今までのことは全部俺がやっただけでこいつはただ震えていただけなのだろうか。

それなら対応も違ってくる。

「──だがごっこ遊びに興じる子どもが女を侍らすのは十年早いな。この娘は俺が貰っておこう」

「あっ」

　俺はクーファを小脇に抱える。

　クーファは一瞬抵抗しようとするも、その結果どうなるのかを考えたのだろう。

涙目で無理に笑い、少年に向かって手を振った。

「あ……あ……」

　好きな女を奪われ、それでも命が大事と黙って帰るようならここまでだ。

同じ体に同居した縁で生活だけは見てやるが、一生逃げてばかりの何も成さない人生を送るだろう。

「今日からは俺の女だ。たっぷりと可愛がってやろう」

「は、はい寛大な陛下……こ、これから……宜しく……ヒック」

　クーファはまったく笑えていない顔で愛想をする。

　背後でダンと床を蹴る音がした。

「待て！」

　俺は思わず笑いながら振り返り、飛び掛かろうとする衛兵を手で制する。

「なんだ？」

　威圧感をぶつけながら言うと少年の股が濡れ始める。

　足もガタガタ震えて酷い有様だが、それでも俺を指差して怒鳴る。

「クーファは俺の女だ！　返してくれ！」

　たった一言だがこんなところか。

これ以上圧をかけて別の物まで漏らされたらたまらんからな。

　こうして二人は無罪放免、開拓村の奴らもお咎め無しとなったのだった。




　──二五年後。

「なんて話があったなぁ」

　俺は大きく復興を始めた南部地域を歩きながら呟いた。

ちなみにルーシィは新しい服を買いに栄えた街に、セリアは悪い物を食べたのか腹痛おこして宿で休んでいる。吸血鬼って腹痛おこすんだな。

　結局あの二人は王都でしばらく遊ばせた後、開拓村の新しい代官見習いにしたはずだ。

俺が死んだ時もほんの子どもだったが人望が凄かったので上手くやっているだろう。

そう、ちょうどこの辺りの……。

「もーーー！　またかーーー！」

「ご、ごめんよクーファ」

　咄嗟に屋根に飛び乗る。

噂をすればか。

「私もう四十なのにまだ産ませるのかぁ！」

「だってクーファが綺麗だったから……」

　出て来たのは代官屋敷……正式に代官になったんだな。

しかしまたデカい屋敷だな、悪代官になってないことを祈るが。

　それでもってお怒りの原因は妊娠か。

まあ齢がいっても子どもが出来るのは良いことだ。

「でもいいじゃないか。僕も君も子ども好きだし……」

「限度があるの！」

　クーファが怒鳴った途端、遠慮がちに扉が開き、数人の若者が出てきて母を宥める。

続いて一〇代の子ども達、小さな子ども、幼児、ハイハイする赤子……多いなおい。

「これで二六人目よ。私一五の時から絶え間なく産まされてるんだけどどうなってるの！」

　屋根から落ちそうになった。

そういえば俺が死ぬ前あたりにも妊娠したとか騒いでいたな……これじゃあ家もでかくなる。

「それが僕達が大変なことをした時……あの時頭の中に誰かが入って来る感覚があって……あの後から性欲が止まらないんだ。もちろんクーファが一番なんだけど、とにかくもうどんな女の子も好きで好きで子供を産ませたくてたまらない。この前村に出没したラミアとか下手すると色っぽい感じの魚にも……」

「子どもの前で酷いこと言うなぁ!!」

　ぶん殴られたのは断じて俺のせいではない。

　ともあれ一人の女と二六人も作ったことは敬服に値する。

これからも幸せに生きると良い。

　断じて俺のせいではないのだ。

随分と遅れましたごめんなさい。

本編の裏で進んだ小話なのですが結構な分量になってしまいました。

次は文字数を圧縮して上手くまとめます。










☆ＳＰ　懐かしの場所で

王国へ続く道　コミック発売記念の余談を勝手に更新しました！

取り留めのない日常話ですがご容赦下さい。












　周囲を見回す。

見えるのは広々とした草原と木陰を提供してくれる一本の木だ。

　俺は今、昔懐かしい場所ロレイル近郊の草原に居た。

「餓狼狩りなんてやってたなぁ。随分と昔に感じる」

　どれぐらい昔だったかな。

まあ細かいことはいいか。

　俺のすぐ傍ではミレイがハンマーを使ってテント設営をしている。

　少し離れた場所ではマリアが枯れ木や落ち葉で火を起こして食事の準備をしており香辛料の良い香りが漂ってくる。

　そしてかなり離れて豆粒のようなカーラが身を伏せていた。

今日の食事にどんな肉が入るのかは彼女の弓にかかっているのだ。

　俺と愛する女三人は懐かしのこの場所で野営一泊を予定していた。

　理由はマリアが両親の顔を見に来たついでだったか、ミレイの村がどうだったか……まあ些細なことだ。ともあれ屋敷での暮らしに慣れた中でのささやかな冒険だった。

　さて屋敷はラーフェンだったかゴルドニアだったか……僅かに記憶が混乱するも別にここで思い出す必要はないことだ。

　ついでに荷物を運ばせた駄馬も一匹いるのだが、これも気にする必要はないことだ。

「さてボーっとしていた分、働かないとな」

　まず今夜のメインディッシュを決めるカーラを手伝いにいこう。




　草むらに伏せて弓を構えるカーラの隣に顔を出す。

ヒョウのように身を伏せるカーラは野性的な魅力に溢れているな。

「俺が来たからにはどんな獲物でも──」

「あっ!?」

　草むらからウサギが飛び出して逃げていく。

「……あと少しだったのに」

「……すまん」

　気を取り直して身を伏せると頭上に数羽の鴨カモが現れた。

カーラは草むらに身を隠したまま無音で動いて狙いをつける。

　さすがは元狩人、長く街で暮らしても見事な動きだ。

時折近場で仕留めた血塗れの獲物を屋敷に持ち込んでノンナと怒鳴り合ってはいたが。

「今日の晩飯は鴨鍋……へっくしょん！」

「ぎゃあ！」

　俺のくしゃみに驚いたカーラがあらぬ方向に矢を放ち、当然鴨は逃げていく。

「……すまん。次が来たぞ」

　無言で睨むカーラに詫びながら伏せる。

　なんとも食い応えのありそうな鹿が歩いてきたのだ。

カーラが威力の高い矢を番えて狙う。

　鴨鍋は食い損ねたが鹿肉も悪くない。

むしろ大きい分、焼いて煮込んでと腹いっぱい食える。

　だが鹿はカーラが矢を放つ直前、何に気付いたのか転がるように逃げてしまった。

カーラが頬を膨らませて俺を見る。

「人には向き不向きがあるわ」

　言い訳がてらカーラの乳房を揉むも優しく除けられてしまった。

「エイギルは色々雑音が多い上に威圧感あり過ぎるから待ち伏せは無理よ」

「ぐう」

　落ち込んだ俺をカーラはキスで慰めてくれる。

「エイギルはこう２ｍの猪とか３ｍのクマとか大物が向いているの。ちっちゃなウサギとか鳥を捕まえるには器が大きすぎるのよ」

　俄然元気が戻って来たぞ。

　そこで低い唸り声に気付いて振り返ると３ｍ近いクマが立っていた。

「ひっ！　でか!?」

「素晴らしいタイミングだ。汚名返上といこう」

　カーラが何か言う前にクマに向けて走る。

クマは一瞬襲いかかるような仕草を見せるも突進する俺を見て何故か身を翻して逃げ始める。

「でかい図体している癖になぜ逃げる！」

「クマを追いかけ回してるし……しかもエイギル素手じゃない」







　──三十分後。

「おのれクソ熊が」

　クマは反撃に転じることなく逃げ回り、追いかけ回しているうちに俺が足を滑らせ池に落ちた。

　堪忍袋の緒が切れた俺は巣穴に逃げ込んだクマに向けて顔や手を突っ込んで怒鳴りまくり、最後は掘り返そうとしたのだが、穴の奥で子熊を抱いて震えるクマを見ているうちにバカバカしくなってやめた。

　しかも俺がクマを追いかけている間にカーラはウサギと鴨を何羽も仕留めており、本格的に役に立たないことを証明してしまった。

「ははは、まあ狩りってのは力だけじゃいかないさ。あたいも獲物逃がして良くカーラに怒鳴られたもんだよ」

　ミレイが天幕を固定する杭を地面に打ち込みながら笑う。

へそ出しタンクトップスタイルでハンマーを振るうミレイは実に健康的魅力に溢れている。

「あ、あんまり見るなよ。照れるっての……ガチガチの女らしくない腹なんだからよ」

「どこが女らしくない。色気が漂ってるじゃないか」

　俺は筋肉質なミレイを遥かに凌ぐ腹筋を見せつけるようにシャツを脱ぎ、後ろから抱きしめる。

「あっ……あう」

　確かにミレイの体は男顔負けに鍛えられ、態度も一見がさつに見える。

だがこうして女として包み込めばたちまち恥じらう女が顔を出す。

そのギャップがたまらないのだ。

「確かにエイギルの岩みたいな筋肉と比べたらそうだけど……さ」

「俺以外の男と比べる必要なんてないだろう」

　真っ赤になるミレイの鍛えられた腹筋を撫で、首筋を流れる汗を一舐めしてハンマーを奪う。

「やはり力仕事は俺がやる。そこで見ていてくれ」

　実に恰好良く決まった。

ミレイの股は上半身にかいた汗よりも激しく濡れているだろう。

　そのはずだったのだが。

「あ、杭が右に曲がってる。そこは大事だからやり直さないと」

「おう」

　まあ自分で設営をすることは無いし仕方ないな。

「今度は左に傾いてる。それだとテントが斜めになっちまうよ」

「うむ。直そう」

　杭は少し置いて先に縄を……。

「あ、結び目は右回りで二回だぜ。上手くいかないからって力任せにやると変になるぞ」

「……」

　やがてミレイは優しく笑った。

「風呂桶でコップ一杯の水を汲むって難しいだろ？　エイギルは器がでかい分、そう言うのが苦手でも仕方ないんだって」

「つまり？」

　ミレイが顔を逸らす。

「色々と大雑把すぎて向いてない……かも」

「ぐう」

　だがこのまま二連続で役立たずになる訳にはいかない。

「最後のチャンスをくれミレイ」

「ふえ？」

　俺はハンマーを大上段に構える。

「杭が左右に傾かないようコツコツ打ちこむなんてのが俺の性分でなかったのだ」

　必要なのはただ一撃。

渾身の一撃でもって根元まで打ち込めば微調整など必要ない。

「オォォォォォォ!!」

　渾身の振り下ろしに硬い樫の柄がしなり、ハンマーとは思えない風切り音が鳴る。

　戦場で数多の敵を切ってきた俺が動かない杭を打ち損じることなどない。

僅かに錆びの浮いたハンマーの先端は見事に杭のど真ん中を捉え、俺の剛力全てが杭に伝わる。

　杭から円形に衝撃が吹き抜ける。

「ぎゃあああ!!」

　ハンマーがへし折れ、杭は粉々に砕ける。

　既に打ち込まれていた他の杭が衝撃で全て飛び出しミレイが風圧で転倒する。

　木から失神したリスが落下し、パニックになった狐が巣穴から転がり出る。

　数秒の余韻の後、俺は威風堂々胸を張った。

「エイギル」

　ミレイが明後日の方向を指差し、俺はトボトボとその場を離れるのだった。




「いらっしゃい。ふふ、怒られてたね」

　マリアが鍋をかき回しながら迎えてくれる。

「これはこれは……」

　マリアも今日の為に丈夫な旅用の服を着ている。

だが本人の雰囲気からか『外に遊びに来た町娘』にしか見えない。

「だがそれもいいな。守ってやらないといけない雰囲気が実に良い」

　素晴らしいのだがさて困った。

「さすがに料理を手伝うのは無理だ」

　俺の料理など肉と野菜をぶつ切りにして塩で煮込むぐらいしか選択肢がない。

割と自信があった狩りと設営でアレだったのだからマリアの料理を台無しにする未来しか見えない。

「あはは大丈夫～。エイギルさんのお仕事は味見だよ」

　マリアの差し出す煮えた人参を食べる。

「ちょっと薄味で合格。お肉が来たら追加の香辛料とチーズを乗せて完成だからね～」

　なるほどマリアが全部味見していたら飯の前に腹が膨れてしまうからな。

「次はこの野草だよ。少し苦いけど最後にニンニクを入れるとちょうど良くなるから～」

　今までの醜態を挽回する為にいくらでも味見するとも。

「最後に珍しい香辛料、デスハバネーロって言って割と辛いらしいんだけど、どれぐらい辛いのか分からないから味見して欲しいんだ～」

　辛いのは嫌いじゃないから別に構わない。

差し出された赤い実を口に放り込む。

「……」

「……」

　数秒の沈黙。

「ぐわぁぁぁぁ！」

「やっぱり凄く辛いんだ!?」

　やっぱり？　やっぱりと言ったな。

「滅茶苦茶辛いって聞いてて自分で試すの怖くて……てへ。って何で服を脱がせるのぉ！」

　俺は辛さに苦しみながら復讐とばかりにマリアの服を脱がせる。

「お料理してるから危ないよぉ！　やースカート降ろさないでぇ！」

　スカートを降ろして綺麗な尻に顔を埋めたところで二つの咳払いが聞こえた。







「……邪魔するならそこらへんで寝ててと言われてしまった」

　不貞腐れて丸太のように転がっていると、同じくシュバルツが暇そうに草を食っている。

　こいつもカーラに懐けば獲物が逃げると追い払われ、ミレイの腹筋に鼻をつけたりマリアの尻にちょっかい出した末に邪魔だと言われてここにいる。

　俺はポケットから先程の赤い実を取り出し狙いを定めた。

「エロ馬にしかるべき制裁を……それ」

　ひょいと投げた実は狙い違わずシュバルツの鼻先に落ち、漫然と草を食んでいた奴はそのまま食った。

「よし命中！」

　凄まじい嘶きと共に後ろ足で立ち上がるシュバルツはドカドカ派手な音を立てて暴れ回る。

「ハハハ大げさな奴だ。でかい図体している癖に小さな実一つで──」

　言い終わる前に蹴り飛ばされた。

「この野郎！　買い取ってやった恩義を忘れやがって馬肉にしてやる！」

　シュバルツは涙目で鳴きながらも、やってみろとばかりに向かってくる。




　駄馬と取っ組み合っているうちに空が赤く染まり始め、カーラが迎えにやってきた。

「まだやってるの？　仲良いわね」

　既に獲物は捌かれて料理は完成しテントの設営も終わっていた。

「結局ずーと取っ組みあってたな。エイギルがシュバルツを投げ飛ばした時はどうなるかと思ったけど」

　ミレイが頭から水を浴びて作業でかいた汗を流しながら言う。

「私はシュバルツがエイギルさんを蹴り飛ばした時の方がびっくりしたよ。暴れてお腹減ったでしょう。ご飯できたよ」

　今日はここまでにしといてやる。

せめて夜の分の薪でも拾ってくるからついてこいエロ馬。







　夜の闇が落ちる中、俺達は焚火と置かれた鍋を囲んで談笑する。

「うわっ美味しいわねこれ」

　カーラは鴨肉を野草で包んだ料理を食べてホクホク顔だ。

少女のような表情に俺も顔が緩み股間が膨らむ。

「野ウサギがこんな美味くなるなんてな。肉は軟らかいしピリッとした辛みがまた……」

　ミレイが肉の塊が入ったシチューを夢中で食べている。

辛さで噴き出す汗のせいでシャツが張り付き筋肉質な体のラインが浮き上がる。

少年のような食べ方に思わず笑みが零れて股間も膨らむ。

　ちなみにあの実は極少量削って鍋に溶かし込んでも十分辛い。

丸ごと食った俺とシュバルツが地獄を見たのは当たり前だ。

「我ながら……うにゅー……良く出来てる。それにこうして外で食べると余計に美味しく感じるね！」

　マリアが溶けたトロトロチーズを伸ばしながら笑う。

チーズを咥えて笑うマリアは実に楽しそうで心が温かくなると同時に……。

「股間膨らませるの禁止よ」

「さっきから微笑ましい顔してモコモコと気になるっての！」

「ご飯の時はエッチ禁止！　ちゃんと味わって！」

「気付いてたか」

　膨らませるのは飯の後にしよう。




　そして食事が終わった。

「あー落ち着くなぁ。この私達以外誰も居ない感覚、どこからも人の声が聞こえてこない静寂ー」

　カーラがコロリと後ろに倒れる。

「だなぁ。屋敷もすごく快適だけどさ。この星空と壁の無い寝床がたまーに恋しくなるんだよな」

　ミレイも続いて仰向けになる。

「気持ちはわかる」

　俺も続く。

「私は……ちょっと怖いけど新鮮かな」

　根っからの町娘であるマリアは少し怖いのだろうが、こうしてたまに遊びでやる分には良いだろう。

「しかしここも発展しないなぁ」

　俺達が知り合って随分経った。

しかしここら一帯はあまり変わらない。

「どうしても人と物は発展してる場所に集まるからなぁ。ラーフェンとか王都とか」

　ミレイが言いながらポーンとカーラに食後のリンゴを投げる。

「それでいいんじゃない？　どこもかしこも王都とかラーフェンみたいになったら狩りもできないし、こんな風に外でのんびりもしにくくなるわ」

　カーラが言いながらレモンをマリアにポーンと投げる。

「私のお店も王都みたいにお客さんいっぱい来たら対応できないもんね。これぐらいがちょうどいいのかも……しゅっぱい！」

　レモンをまるかぶりしてしまったマリアが悶えながら何かをポーンと投げる。

　俺は口を開けてそれを迎えようとしたが、直前でシュバルツが首を伸ばして横取りする。

「お前──！」

　怒って立ち上がる前にシュバルツが悶えのたうち回り始めた。

「……ごめんハバネーロ投げちゃった」

「因果応報と言うやつだ」

　俺は満足げに呟いて横になる。

「無理に発展させる必要はないのかもな。街道を一本通して周りを安全にすれば十分だ」

　ロレイルの周りは治安維持も行き届いているはずだ。

「でっかいクマ出たけどね」

「餓狼も湧くからあたいら知り合ったんだけどな」

　ツッコミを入れるなよ。

マリアが怖がって抱き……もっと突っ込みを入れるのだ。

「まあエイギル居るから大丈夫でしょ。並のオークじゃエイギルを見るだけで逃げるわよ」

　カーラがケラケラと笑う。

「それに寝る時、俺達はテントの中だ。外にはシュバルツを繋ぐから何か出たらまず奴が食われるだろう。その悲鳴を聞いてから備えればいい」

　マリアが可哀そうだと笑い、シュバルツは俺の頭に噛みつく。

「おい痛いぞ！　真っ赤な口で噛みつくな！」

　このまま笑い声の中で寝る──とはならない。

「そろそろ始めようか」

「おうとも！」

　俺とミレイはドカドカと酒を取り出す。




　酒盛りは夜陰をついて盛り上がり、全員に酒が回り始める。

そしてここには男が一人、女が三人、しかも全員が好き合っているのだから方向は一つだ。

「ちょっと恥ずかしいよぉ!!」

　マリアが体を押さえて蹲る。

「ははは、後ろを向いたら余計にツルツルが見えるぞ。しかしこれはまた素晴らしいな……」

　マリアが着用しているのはエプロンのみ、服も下着も全て奪われている。

「えっ？　こ、これで料理作るの!?　やだー見えちゃうよぉ」

　真っ赤になって顔を伏せながらも割とノリノリで簡単なおつまみを作り始めるマリア。

「まったくエイギルは本当にエロ……って次はあたいかい!?」

　俺とカーラはミレイに襲い掛かる。

もちろんただ剥くのではなく別の服を用意しているから安心しろ。

「安心ってこれ……ぎゃー！　なんだよこれぇー！」

　ミレイに着せたのは女戦士用の甲冑だ。

とはいえ肝心の装甲が股間ギリギリと乳房の上にしかなく後はほとんど紐なのだが。

「こんな甲冑あるわけ無いだろ！　心臓も腹も剥き出しじゃねーか！　どこのエロ屋で買ってきたんだよ！」

「騒ぐとはみ出るわよ」

　カーラに指摘されて慌てて隠すミレイ。

局部しか隠せていないのでミレイの魅力たる筋肉質な肢体が見放題だ。

逞しい女が変態みたいな甲冑を着て恥じらう……素晴らしい組み合わせだ。

「ここまで来たら」

「分かってるわ」

　カーラがいそいそと服を脱ぐ。

　もちろん全裸ではない。

限界まで薄い皮のビチビチ全身タイツだ。

肌の露出はゼロだが……。

「いやいや張り付きすぎて具まで全部見えてるだろ！　てかお前今日ずっと下にそれ着てたのかよ！」

「街で誰かとすれ違う度にドキドキしてたわ……。実は町の少年の前で服をばっと開いてね……」

「最近大人しくなってきた露出癖再燃してるじゃねーか！」

　ミレイとカーラの掛け合いを見て笑う。

「ちなみにエイギルも無事じゃすまないわよ」

　おっとこっちにも来るか。

もちろん彼女達に変な服を着せておいて俺は何もしないなんて興ざめなことはしない。

好きなようにしてくれ。

　三人は俺の服を剥き、怪しい衣装を着せる。

「さてどんな……腰蓑だけ？」

「「「オークの衣装」」」

　こいつら襲ってやる。

「アハハ！　あたし今はオークに弱い気がするわ」

「あたいもどうしてか散々強がった末に負ける気がするんだよなぁ」

「私も家に押し入られて乱暴される気がする」

　逃げ回る三人を笑いながら追いかけ回す。

誰の目も耳も気にする必要はない。

　ちなみにシュバルツは二度の激辛にやられて横倒しになっていたが、三人の恥ずかしい恰好はチラチラと横目で窺っていた。そろそろ去勢が必要だろうか。

　俺達はふざけて笑い合い、やがて酒が回って眠ってしまう。




　そして夜も半ばを過ぎた頃。

　グルルと妙な唸り声で目を覚ます。

起き上がってテントを開くと数頭の狼が群れていた。

「なんだ狼か」

　俺はテントに戻ろうとする。

少し飲み過ぎて頭が痛い。

　ガウと吠えながら飛び掛かってきた一頭を空中で掴みあげる。

牙を剥きだしていた顔がたちまち脅えてショボンとなる。

「ふむ」

　毛皮がいい感じで温かい。

夏とはいえ酔いが覚めたら肌寒かったのだ。

「毛布代わりにしよう」

　俺はキャンキャン鳴く狼を引きずってテントの中に戻る。

　視界の端で残りの狼がシュバルツに向かって吠えていたが、奴が一つ足踏みするとたちまち逃げ散ってしまった。あれなら放置して良いだろう。







　夢の微睡みの中、ルーシィと懐かしい家が浮かび上がる。

　はて俺は彼女を迎えに行ったのだったか、それともまだだったか。

思い出せないなどあり得ないが夢の中では仕方ない。

　ともかくルーシィと懐かしいあの場所でただじゃれ合う夢。

そんな幸せな夢を見た。

　ついでにルーシィは裸にエプロン姿となり、乳房と股間だけの甲冑を着て、形が丸見えの全身タイツを身にまとっていた。いずれ全部の恰好をさせようと誓う。

　やがて夢は暗く閉じていき、目が覚めるのだと分かった時だった。

「キュウン」

　脅える少女が一人目の前に現れる。

どういうことか頭の上に獣耳、尻には白い尻尾がついている。

「こ、殺さないで下さい！　肉の臭いにひかれて来ただけなんです！　まだ一歳なんです！」

　なんで俺が少女を殺さないといけないのだ。

だがこの体で一歳は冗談が過ぎる。一七か八だろうに。

　俺は脅える少女を抱き締める。

なんだかフカフカして心地良いな。

夢の中で深く考える必要もないだろう。

「え……あ……」

　俺の女にしてやろうか。




「うぎゃー!!」

　ものすごい声に夢も微睡みも全て吹き飛んで目が覚める。

「狼！　テントの中に狼がいるーー!!」

　叫び声はカーラだった。

「何を言ってる。寝ぼけてるのか？　それとも酒が抜けてないのか？」

　俺は温かい毛布を撫で回しながら目を擦る。

「にゅう……カーラうるせぇ……頭に響……ほぇぇぇ!!」

　ミレイまで叫ぶ。

見た目と叫び声のギャップがすごいな。

　フサフサした毛を撫でながら伸びをする。

「あう……お酒弱いのに飲んじゃった……ふにょっ!?」

　マリアの叫びは可愛いな。

　三人の視線は俺の胸元、追ってみると……。

「きゅうん」

　白い狼が居た。

　狼は転がって腹を見せた後、俺の顔を舐めてキュンキュンと甘えるように鳴く。

「寝ぼけて狼連れ込むってのも大概だけど」

「なんかこいつ妙に懐いてないか？」

「ううん。これは懐いてるって言うか……」

　カーラ、ミレイ、マリアの目が咎めるような物に変わる。

　狼はテントの外に出ると地面に前足でハートマークを描いた。

「発情してる……？」

「エイギルまさか狼とヤったの!?」

「やるわけ無いだろ。俺をなんだと思っているんだ」

　何事かとやってきたシュバルツが俺と狼を見比べ、一歩下がってから『マジかよこいつ頭おかしいだろ』とばかりに嘶く。うるさい人間に発情するエロ馬に言われたくない。




「エイギル様ー！　どこですかぁ!?」

　遠くからセリアの声が聞こえる。

追いかけて来たのだろうか？

一週間休暇を取ると書置きを残してきたはずだが。

「確かにそう書いてあるわね」

　カーラが俺のポケットから書置きを取り出して言う。

「だろ？　探しに来ること無いのにな」

「エイギル様ー！　エイギル様ぁー！」

　休暇は終わりだ。

書置きはシュバルツが食ってしまったことにしよう。

ルーシィとの二人きりはっちゃけ珍道中ｏｒカーラと遭難、自給自足生活のどれにしようか迷ったのですが……日常話となりました。










☆２０２０夏　ＳＰ

久方ぶりの更新です。









　ある夏の日　ラーフェン　屋敷

「む……」

　ソファで昼寝していた俺は腹の下から響く衝撃に跳ね起きる。

「今のはなんですか!?」

　俺の隣で寝ていたセリアが文字通り飛び起き、一回転して着地する。

「足元が揺れ──きゃああぁぁ！」

　お茶を持って優雅に寛いでいたノンナが前のめりに倒れ込んでしまう。

巨大な乳が先について無傷で良かった。

　一安心と言いたいが今の揺れは不穏だ。

「衝撃が下から来たな。ダード山が火を噴いた時と似ていたぞ」

「まさかとは思いますが」

　セリアが窓を開け放ち鋭い目で外の様子を伺う。

「むにゅ」

　そして可愛らしく目を擦り、もう一度鋭い目で見る。

「ちょっと寝起きで目の調子が悪いみたいです」

「手より布のが良いだろ」

　手元にあった白い布をセリアに渡す。

「あっ！」

「ありがとうございます」

　侍女が慌てた声を出すのとセリアが布で目を擦るのは同時だった。

「それ布巾です……テーブルに零れたレモン汁を拭いて」

　のたうち回るセリアに謝りながら窓から外を伺う。

「……なんだあの山は」

　ラーフェンのすぐ近くになんと山が一つ出来ていたのだった。




　──数日後。

「エイギル様。水遊びにいきませんか？」

　ノンナがにこやかながら、やや顔を引きつらせて言う。

「いきなりだな。どうかしたのか？」

　俺は笑顔で起き上がり、同衾していた新人メイドは真っ青な顔でベッドの下に潜り込む。

「追及すると話が進みませんので後にしますね。ラーフェンの民の間で水遊びが大変なブームになっているのです」

　ノンナがベッドからはみ出したメイドの尻を扇子でつつきながら言う。

「最近暑いからな。だが水遊びと言ってもどこでだ？」

　普通に考えれば川か湖になるのだろうが近場に良い感じの場所があっただろうか。

「ほら件の──」

　震える尻に赤インクで『間女』と書きながらノンナが指差したのは窓から見えるあの山だった。




　山頂に到着した俺達は一様に目を丸くする。

目の前に広がっていたのはよくある山ではなかったのだ。

「こんなの初めて見たわ。山のてっぺんが陥没して水が溜まってるなんて」

　遊び支度のカーラがハイテンションで言う。

「溜まり水がこんな綺麗なはずねえよ。山が出来てから雨なんて降ってねえし、こりゃ湧き水だよ。信じられない量だけどな」

　遊びというより土木作業をやりそうな恰好のミレイが水を一掬いして言う。

「山の上だと聞いてついて行けるか心配でしたが、緩やかで馬車のまま山頂までこれてしまいましたね」

　メルが麦わら帽子を被り、ナーティア特製の日焼け止めをこれでもかと塗りながら言う。

「お弁当も作って来たのに温かいうちに着いちゃったね」

　マリアが苦笑して言う。

「「「それにしてもすごい景色」」」

　改めて目の前の光景を見て感嘆の声を出す。

　ラーフェン街壁より僅か５ｋｍ、標高は３００ｍ程で馬車が問題なく登れるなだらかな勾配。

　山頂部は外周以外が陥没して水で満たされており、その面積はラーフェンの優に三倍はあった。

　水は透き通るように美しく、温くもなく震える程冷たくもない。

　水深は中央部に向けて僅かずつ深くなって最深部で３ｍ程、かつ水底は軟らかい砂地で危険な岩なども一切ない。

　そして顔をあげれば遥か大山脈からラーフェンの街まで一望出来てしまう絶景だ。

「神様か何かは知らんが、さあ遊べさあ泳げと言ってるようだ」

「山が出来た次の日にアドルフさんが報告書をあげてましたけど読んで無かったのですね」

　セリアが少し頬を膨らませて言う。

「すまん。少し別の大事な用事に気を取られていてな」

「エイギル様好みの新人メイドを見つけて強烈にアプローチする用事ですよね」

　セリアのパンパンに膨らんだ頬にキスをして空気を抜いておく。

「でも……予想以上の人出です」

　ノンナが驚き半分、不満半分の声を出す。

　見渡す限りの絶景に静けさは微塵もない。

　若い娘達が水を掛け合って嬉しそうに声をあげ、小さな女の子が岸辺を走り回り転んで笑う。

妙齢の豊満な女性が水辺の椅子に腰かけ、わざとらしく足を組み替えて男共の視線を集める。

　そこにちょうど一頭立ての小さな馬車が止まり人がわらわらと降りて来た。

「さあさあ到着だ！　お代は一人銅貨一枚、家族連れは全員で三枚だよ！」

　ラーフェンから乗合馬車が出ているようだ。

しかもとんでもない安さだから裕福でない奴も体力に自信がない女子供もぞくぞくとやってくるはずだ。

「喉が渇いたら水と果物もあるよ。もちろん酒もだ！」

「たっぷり泳いだらうちの店で腹ごしらえしてまた遊ぼう！」

　外周には露店まで出ている。

こっちは乗合馬車と違って街の倍以上の値段だが飛ぶように売れている。

　民の楽しそうな声の中、ノンナの頬はますます膨らんでいく。

「人が多すぎです。私はもっと静かな方が良いのに……今からでも布告を出して貸し切りに」

　だが俺はブー垂れるノンナの頬をつついて笑った。

「ははは、民がこんなに楽しそうに遊んでいるのに潰すのは良くない」

　このところ戦乱続きだったし、息抜きぐらいはさせてやるのが領主以前に人の情だろう。

領主だぞ～などと名乗らずに混じって遊ぶ方が良い。

「皆もそれでいいだろう？」

　俺はノンナ以外の女達に振り返るも微妙な顔をしている。

　まずメルがおずおずと。

「私は活気があるのは平気なのですけれど、水着を他の殿方に見られるのはちょっと……」

　ミレイが続く。

「一応あたいもエイギルの女だからさ。これを他の男に見せるのは半分浮気じゃねえかなって」

　マリアが言葉を被せる。

「普通の水着だったらまだよかったんだけど、今日はみんなで最近の流行りの物を買ったらその……極端に過激と言うか、もうほぼ下着……ううんそれ以上に凄かったんだよぉ」

　カーラが続ける。

「あたしは別に平気だけど」

「アホカーラは全裸でスクワットでもしてなさい。私は普通の水着を持って来たのですけれど皆さんどんなのを持って来たのですか？」

　ノンナがカーラのバッグを勝手に開けて中を覗く。

そしてがばっと顔をあげた。

「この破廉恥！　変態カーラ！　何を考えているのですか！」

　カーラの頬を往復で二回うった後、メルのバッグを覗く。

そして信じられないような顔をした後、マリアのバッグを覗く。

「本当にこんなの着て泳ぐつもりなんですか!?　って良くみれば民の水着も……へ、変態！　みんな変態です！」

「今の流行りなのよ。あんたは古いの。てか普通にビンタしてんじゃないわよ！」

　取っ組み合い始めたノンナとカーラは置いて、どんなすごい水着なのか気になるじゃないか。

だがマリアとメルが『他の男の人の前では着れないね』などと言い始めてしまっている。

　俺は一つ咳払いをする。

「俺だってお前達の肌をむやみに晒したくはない」

「だよね」「せっかく準備したんだけどな」「次は貸し切りにしましょう」などと言いながら女達は水着を仕舞い込もうとする。

　愛する女を独占したいのは男として当然の感情だ。

だが夏の強い日差しの下、別の感情もムクムクと湧き上がるのだ。

「お前達はみんな美女で体も素晴らしい。ここにいる女達と比べても圧倒的だ」

　ノンナやカーラは当然だと胸を張り、メルやマリアはやんわり否定しつつも嬉しそうだ。

「その美女たちが俺の女だと。俺の女はこんなにも美しいのだと他の男に見せびらかしたい！」

　ドンと言い放つと迫力に押されて女達が一歩ずつ後ろに下がる。

「お前達の際どい水着を見せてくれ！」

　女達は互いに顔を見合わせ、仕舞いかけていた水着を手に着替え場に向かっていった。




　岸の椅子に座って皆を待つ。

俺は水着など持って来ていなかったので露店で適当に買ったが値段はぼったくりだった。

「皆さん時間がかかりますね」

「女の着替えは長いものさ」

　セリアを撫でながら笑う。

ちなみに彼女は私服の下に水着を着てくるという荒業によって三秒で着替えを完了した。

　もちろん着替えはお手軽でも水着は適当ではない。

　色は快活なセリアに似合う青、布地は多めで胸全体がしっかりと覆われているものの、僅かに覗く谷間、剥き出しの背中、可愛らしい丸見えのヘソだけでも人の目を引くには十分だ。

　下半身の方は一見ただのショートパンツだが水着仕様なのか丈はかなり短い。太ももラインは下着と変わらず、後ろから見ると尻の始まりが見えそうな短さだ。

「何よりこの肩と背中、ヘソと太ももにある日焼けの境目がたまらんぞ！」

「嬉しいですけど声が大きいです！」

　照れて俺の口を塞ごうとするセリアの手を回避してヘソを舐めてやると珍妙な悲鳴があがった。

　視線を感じて振り返ると男のグループがこちらを見ていた。

セリアは少年～若者に特にもてるのだ。

「ふふふ、可愛いセリアは俺のものだ」

　俺はセリアを抱き上げて腹の上に乗せる。

普段からよくやることだが水着でやると密着感がすごい。

日差しの下で汗ばむ互いの肌が吸い合っているようだ。

　セリアは俺の胸に顔を埋めハフハフと大人しくなる。

尻に手を回してショートパンツの上から撫で回すと若者グループは悔しそうに去っていく。

自分の女を他の男に見せびらかすのは大人げないが楽しいな。




　ふと見知った顔を見つけた。

クリストフだ。

　もちろん同行しろとは言っていないので、こいつは勝手に遊びに来ていたようだ。

「あーー!!　屋敷の警備をサボってこんなところに！」

　セリアが怒鳴る。

「しまった！　まさかエイギルもここに来てるなんて！」

　逃げるクリストフにセリアが飛び掛かって締め上げる。

後頭部に乗っかり足先をとってのエビ固めだ。

「まあまあ今日ぐらいいいじゃないか」

　護衛隊員たるクリストフの任務は俺と家族を守ることなのだから俺達がいない屋敷を守る意味はあまりない。そもそもこいつは最初から戦力として数に入っていない。

故に屋敷を離れても問題はないのだ。




　じゃれている間に他の女達も戻って来た。

「おまたせ～」

「お、おーう」

　カーラとミレイの水着は色こそ地味だが──確かビキニと言う水着だったか──布の面積が小さく地味とは対極にあった。

　胸の谷間がはっきりとわかり、歩く度にユサユサと揺れている。

下の方は普段の下着よりも布面積が少ない上に汗ばんで食い込んでいる。

「色っぽいじゃないか。一目でムラムラしてきたよ」

「あはは、そんな褒め方ってある？　嬉しいけどね」

　カーラが俺の上にいたセリアを持ちあげて隣の椅子に移す。

「ミレイも色っぽいがあえて言うなら……」

「小さいんだろ!?　分かってるさ！　サイズを間違えたカーラのせいだよ！」

　ミレイの水着はカーラと同じビキニだが単純に小さい。

そのせいで胸の谷間どころか形まで分かり、下はカーラよりも食い込んでえらいことになっている。

「いくらなんでもこれは変態だろ！　やっぱ着替えてくるよ」

「そうでもないだろ？」

　俺はミレイの言葉を遮って遊ぶ民の方に目をやる。

確かに標準よりは大胆かもしれないが、ミレイより過激な水着の女も結構いる。

「あっ!?」

　視線の先で遊んでいた女の水着が解けて乳房が丸出しになってしまう。

恥ずかしそうに胸を隠す女と目が合ったのでニヤリと笑ってやると笑いながら水をかけてきた。

「街でやったら変態だろうがここは妙な解放感がある。多少大胆過激ぐらいがちょうど良いだろう」

「そ、そんなもんか？」

　また視線を感じる。

今度は若者のグループだ。

　健康的で色っぽい二人は主に青年にモテるようだ。

「ま、見るだけならいくら見せてあげてもいいけどね」

　カーラは俺の腕を取りつつ、恥じらうことなく椅子に横たわる。

「カーラだけだよ。ガチガチで色気のないあたい目当ての男なんざいねえよ」

「それはどうかな？」

　俺は言うなりミレイの肩から耳の後ろからスルリと舐め上げた。

「んっ！　ひぅっ！」

　がっちりしたミレイから漏れる色っぽい声に皆の視線が集中する。

「そら可愛い」

　可愛らしく抗議するミレイをいなしつつ、カーラを抱き寄せて胸を揉むと青年達は俺を睨みながら去っていく。




「お邪魔しますね」

　次にやってきたのはメル、クウ、ルウの親子三人だ。

　三人の水着はメルが黒、クウが黄色でルウが赤。

布地が多く胸から太ももまで隠れた控えめなタイプの水着と言える。

「などと一瞬思ったが」

「うふふ」

　メルが笑う。

「うっわ、前すっご」

　カーラが思わず漏らした通り股部の角度がすごい。

股から腰の括れまでこれでもかと切れ上がっているのだ。

　胸の谷間、ヘソ、尻など全て隠れているのにとんでもないエロさだ。

股がエロいことで隠れているはずの胸の盛り上がりや尻の形までがよりいやらしく浮き上がっている。

「うう……私も付き合わされた。恥ずかしい」

「お尻が見えちゃいそうだよぉ」

　クウとルウは恥ずかしそうに、メルは自信たっぷりにゆっくりと回転する。

「いやらしい水着だ。とても似合っているぞ」

「ふふ、ありがとうございます」

　またも周りから視線を感じる。

メルは中年以降の男に特にモテる。

年齢もそうだが愛人的な雰囲気が出ているのかもしれない。

　メルは湿っぽい視線を避けるように俺にもたれかかり躊躇なくキスをしてきた。

親父達は諦め、あるいは自分の家族に耳を引っ張られて散っていく。

「それにしても大胆だ」

「皆さんもこれでもかと肌を出していますからね。年甲斐も無く張り切ってしまいました」

　そこで鼻を下を伸ばしていたクリストフがふと呟く。

「なんか変な装飾がねえか？　ひょろっと、ちょろろっと」

　メルがバッと俯き、ジェスチャーだけでクウを呼ぶ。

「あっはみ出てる!?」

　メルがクリストフの頭を掴みあげて去っていく。

途中で露店商人からひったくるように何かを買ったようだ。

『処理用カミソリとクリーム銀貨五枚になります～ありがとうございました～』

「ぼったくりです。あとメルさんがクリストフの頭を掴みあげて走ってたように見えましたけど」

「気のせいだセリア」

　メルのような非力な女にそんな握力はない。ないはずだ。




　次にマリアがやってくる。

ピンクのチューブトップが可愛らしいが左右に男二人がひっついていた。

「一緒に泳ごうよ。教えたげるから」

「それじゃあ後でご飯でもさ」

「一緒に来ている人がいるから駄目だよ～少ししつこいよ」

　俺は三人の前に立ちはだかり、マリアを抱きあげて筋肉を盛り上げる。

「ぬうん」

「「ごめんなさい！」」

　男共は去っていく。

マリアは家庭的で穏やかな雰囲気なのであらゆる年齢層から声をかけられやすい。

迎えに行ってやるべきだった。

「あはは、乱暴な人じゃなかったし大丈夫だよ。……似合ってるかな」

「もちろんだ。可愛いよ」

　くるりと回転するマリアを隅々まで見ながら言う。

「他の人と同じビキニは嫌だったから……小さいし」

「何を言う。確かにお前の胸は小さいが」

　マリアを抱き寄せ、背中や首筋を濃厚に撫でる。

すぐにチューブトップに二つの突起が産まれる。

「ほら乳首は他の女よりずっと大きいじゃないか！」

「バカー！」

　マリアに本気で乳首を捻られ乳が出るかと思った。




　大騒ぎをしていると不意に周囲の雰囲気が変わる。

「あの……どうでしょう？」

　赤いビスチェのような水着をつけて歩いてくるカトリーヌに全ての者の視線が集まる。

白い肌に赤い水着、上下の生地の隙間から僅かに肌が見えている。

　外見だけではなく美女特有のオーラと高貴な雰囲気が混じり近寄り難くさえ思える程だ。

「美しい」

　それだけ言うとカトリーヌは顔全体を赤らめて息を速める。

「恥ずかしい」

　そこでふと違和感に気付いた。

　カトリーヌを前から見る者は美貌とオーラに見惚れているに違いないが、後ろから見る者の表情が驚愕に近い。しかも視線は一点に集中している。

　カトリーヌの肩を掴みくるりと回転させてみる。

「うっわ！　変態！」

「後ろなんだよそれ!?」

　カトリーヌの水着は前こそ普通だが尻の方が紐だった。

「いや紐ですらないです！　これ真珠じゃないですか！」

「あぁ恥ずかしい。Ｔバックと言うらしいです」

　顔を覆うカトリーヌ。

息が全力疾走しているように荒く、涎まで垂れている。

「エイギル今週カトリーヌを抱いてないでしょ！　発情暴走してるじゃない！」

「水に放り込んで頭を冷やさせましょう！　後は腰に巻く布を……銀貨二枚!?　ええい仕方ないです！」

　カトリーヌは荒い息で恥ずかしい恥ずかしいと繰り返しながらセリアに湖に引っ張り込まれていった。




「お待たせを」

「あんたもワンピースのふりしてＴバックじゃない!!」

　カーラがリタの尻を叩く。

「ち、違うんです！　大人しめのものを買ったのにその……その……」

「尻がでかすぎて食い込むんだな!!」

　叫んだ俺はリタの豊満な尻に突き飛ばされた。




「何の騒ぎ──きゃあ！　何をするのですか！」

　マイラが尻チェックをしようと飛びついたカーラを綺麗に一回転させる。

さすが軍人、投げられたカーラも下が砂地だから大丈夫だろう。

　マイラの水着もチェックだ。

「可愛いな。うむ可愛い」

　ビキニには違いないが胸と腰にヒラヒラがついており露出もやや控えめ。

全体の模様が花柄なこともあって美しさより可愛さに寄せた水着だ。

普段の凛々しいマイラとのギャップで得点アップだ。

「でも何かこう、逆におばさんっぽくないですか？　ほらあそこの家族連れ年配女性と同じ柄で」

「誰がおばさんですか！　貴女こそ下に着てくるなんて童女じゃあるまいに！」

　俺が見惚れたことに拗ねたのかセリアが噛みつきマイラが応戦する。




「喧嘩はだめだよぉ」

　更にレアが現れる。

同じ場所で買ったのか彼女の水着はマイラとサイズ違いだ。

「ぶぅ」

　セリアの頬が膨らみフイと顔を背ける。

慌てて駆け寄るレアと話は終わってないと掴みかかるマイラとくんずほぐれつだ。

「水着美女三人、いいよな」

「あぁ、拗ね美女、怒り美女、困り美女、たまらないよ」

「跳ねる水、輝く肌、綺麗な声、いつまででも見ていたい」

　三人も皆の視線を集めるがカトリーヌと違って湿度の低い健全な視線だ。

「まったくだ。真ん中に挟まりたいよな」

　穏やかな視線が一変し、最後に何か言った奴がボコボコにされて引きずられていく。




「わはは！　すまない着方が分からず遅れてしまった！」

　イリジナのでかい声は喧騒の中でも良く通る。

　振り返るなり露店を指差す。

「騙されてるから普通のやつをレンタルしてこい」

「わははは！　やっぱりか！　私も薄々これはおかしいだろうと思っていたんだ！」

　Ｖ字のそれは色っぽいとかそういうのを越えている。

但し興味はあるから保管して夜に使おう。




　俺は馬車に戻り樽に入ったミルミを抱え上げる。

「胸のそれは水着なのか？」

　ミルミの胸には星型の何かが張り付いている。

「うん。こんなに人がいるなら丸出しはまずいかなと思って」

　まあ人魚的でいいと思うぞ。

「人魚的とはいえここにいるのはラーフェン市民だから食べちゃダメだぞ」

「大丈夫だよ。そもそも私は人なんて滅多に食べないよ」

　ラミーもビキニの上だけを着て水に入っていく。

　ハーピーも飛び込んで水浴びしている。

　アルラウネは水には入らず岸辺から根っこだけを水につけてほっこりしていた。

　ブリュンヒルデにも誘いはかけたのだが『殺す気かアホ』と怒鳴られた。

水着は後日着てくれるそうだ。




「まだ来ていないのはセクリト……はいつも通りどこかに行ったのだろうがノンナが来てないな」

「あの……」

　見ればタオルをマントのように羽織ったノンナが顔を真っ赤にして歩いてくる。

「私の水練着は皆様と比べてあまりに野暮ったかったので、露店で買ったのです」

　皆が華やかなのだから自分もと思うのは女なら当然だ。

「でも恥ずかしくて……恥ずかしすぎて」

　俺は両手を広げてノンナを迎える。

「お前の美しい体のどこが恥ずかしいのか。さあタオルをとって水着を見せてくれ」

「うぅ……」

　ノンナが恥ずかしげにタオルを落とす。

　空気が変わった。

いや違う衝撃波が岸辺を吹き抜けたのだ。

　ノンナの水着は露店で買っただけあって普通の白いビキニだった。

だがそんなことはもうどうでもいい。

「一番大きいサイズでもまったく合わなくて、今までかかってなんとか修正させたのですけれど」

　そうだろうとも。

ノンナの乳に合わせたサイズなどゴルドニア全体で売り出してもノンナ以外に売れはしまい。

だがそれどころではないのだ。

「うう黙っていないで下さいよ。金貨三枚の安物だから似合っていませんか？」

　ノンナが一歩前に踏み出す。

数瞬遅れて乳房が、人の頭にも匹敵するあまりに巨大な乳房が浮き上がり、重力にひかれて戻る。

視覚に惑わされ『ユサッ』という幻聴が耳を貫き、揺れる乳房に押し出された空気が岸辺を吹き抜ける、

「もうもう！　お返事を下さいまし！」

　焦れたノンナが地団駄を踏む。

当然乳房も合わせてブルルン、ブルルンと跳ね回る。

「エイギル様！」

　ドンとノンナが踏み込み、過去最大の揺れが全体を襲った。

　岸にいる者達は残らず吹き飛び、露店が風圧で端から倒壊していく。

　湖全体に荒波が立ち、晴天を僅かに濁らせていた雲が千切れ霧散する。

「んな訳ないでしょうが」

　カーラが俺の頭とノンナの乳房を叩く。

「それぐらいの衝撃があったんだよ」

　カーラは露店で買って来た飲み物を二杯ノンナの乳房に置き、俺は一杯受け取った。

「人のお乳を叩いたりテーブル代わりにしたり！　なんなのですかもう！」

　ノンナが怒りまた乳が揺れる。

　さっきのはさすがに妄想だが現実に被害は甚大だぞ。

「まあ男共は全滅よね」

　周囲の男達はほぼ全員が前のめりになってしまっている。

　更に水の中で少年達が一斉に呻いて震え、一緒に遊んでいた少女達が悲鳴をあげて岸にあがる。

　あんぐり口を開けて凝視していた男を恋人のビンタが襲い、前屈みになった父親を妻と娘が蹴飛ばす。

　老人が涙を流しながら一句読んだ後、穏やかな顔で動かなくなった。

「ともあれ遊ぼう」




　いつの間にか戻ってきていたクリストフも交えて水辺で遊ぶ。

　健康的に跳ねるボールを手で打ち、落とした者が負けというゲーム。

　俺はノンナの胸に気を取られた所にイリジナの強烈な一撃を貰って早々に脱落。

　カーラがノンナの乳をボールと間違えて打って取っ組みあいとなり、運動苦手なメル一家は右往左往の末に絡み合って倒れ、目を楽しませてくれる。

　最後は何故かセリアとクリストフの一騎打ちとなり、セリアの空中二回捻りからの垂直アタックでクリストフはやられた。




　目隠しをして棒でスイカを割るゲームも楽しかった。

俺渾身の一撃は的を外しながら衝撃波でスイカを割ったものの反則負けとなった。

　意外なことにレアが見事スイカを捉えるも力不足で割れず、ノンナはカーラの欺瞞の声にひっかかり水に突っ込んで取っ組み合い、マイラとミレイが見事にスイカを叩き割った。

イリジナもスイカを捉えたのだが剛力過ぎてスイカが四散し食べられなくなって凹んでいた。

　笑えるところではメルがフラフラとあらぬ方向に行ってしまい、岸で寝ていた強面のおっさんの頭を叩いてしまうも『ごめんなさいね』の一言でニッコリ許された。

　そして次のクリストフは同じおっさんを叩いて『ごめんな。悪かった』と謝りボコボコにされた。

セリアはまるで吸い込まれるように倒れ伏したクリストフの頭を叩いた。

　スイカ一個が銀貨一枚なこと以外は最高に満足できる遊びだった。




　岸辺に寝た者に砂をかける遊びをレアが思いついた。

１９０ｃｍ八頭身に盛られたセリアを見て笑い、ノンナ並の巨乳に砂を盛ったマリアを笑えず、マック並の筋骨隆々にされたマイラ、巨大な一物をつけられたリタ、三頭身にされたミレイを皆で笑った。

　ノンナはカーラが胸の部分だけ砂を取り去って白い実物の乳だけが飛び出す卑猥なオブジェにして取っ組み合いになり、その陰でうつ伏せリタの巨大尻が浜辺の視線を一人占めした。

　俺も好きにしてくれと仰向けになっているとカトリーヌが実際の一物を血管までリアルに再現してしまい他の女達に水につけられた。

　若く作って下さいねとメルに頼まれたクリストフが悩んだ末に砂地に『若作り』と書いて縦に埋められた。そして隣に埋められていたイリジナが飯につられて強行脱出した際に砂を被って死にかけた。




　カトリーヌの希望で、一人で露店に食べ物を買いに行かせ、男達に声をかけられて連れていかれそうになるギリギリで俺が割って入る……なんて悪い遊びもやった。

　本人が言うには俺に助けて貰える快感と、助けが遅れて本当に男達に連れていかれたらどうなってしまうのかという快感がたまらないそうだが、変態過ぎるので女達に引きずっていかれ水につけられた。







「あー遊んだ遊んだ」

　俺達は露店で買った異様に高い飲食物を並べて息をつく。

　イリジナ以外は体力も残り少ないようで帰り支度の気分となっていた。

「そう言えばセクリトが戻ってこなかったな。せっかく一緒にきたのに」

　少し寂しいと思った時、ドンと太鼓がなった。

『これより水着海戦を行いますー！』

　音声に引かれてみてみると湖の中心部分になんと船が二隻浮かんでいる。

それも小さなボートではなく大河にも出られそうな立派な船だ。

航行は考えられていないからか帆がなく甲板は平坦で手すりもない。

「湖は広いので浮かべることはできるでしょうけど……船を山頂まで運んで来るなんて」

　乗合馬車といい露店といい昨日今日出来た場所に揃うには手際が良すぎるぞ。

『参加できるのは大人で水着の方のみ！　男女混合　男は素手、女性は模擬刀が許されます！』

　差し出された模擬刀は一見木剣だったが細い板を繋ぎ合わせたような構造で先端部にも布が巻かれ、殴っても突いても怪我しないようになっているようだ。

『模擬刀以外の打撃は禁止です　押して掴んで投げて転ばせて船から落として下さい！　制限時間終了後に船上に残っていた方には賞金がでまーす』

　中々面白い遊びだが今日はちょっと疲れているからな。

イリジナが俄然やる気だから見守ってやることに──。

『なお、過去の催しではかなりの確率でポロリします　特に女性は納得の上でご参加下さいー』

「行くか」

「付き合うぜ大将」

　俺とクリストフは迷い無き足取りでエントリーする。




『では海戦開始──！』

　そして戦が始まる。

「えいえーい！」

　開戦と同時にビキニの若い娘が模擬刀で俺をポコポコ殴って来る。

　なるほど痛い。

しかし思い切り殴られても怪我はしそうにないちょうど良い調整になっている。

「ふふふ、よくもやったな」

　俺は手で模擬刀を避けながら飛び込み、娘の胴を掴む。

拍子に娘の胸が俺の胸板にふにょんと当たる。

「やだえっちー！　キャハハ！　くすぐらないでー♪」

　悶える娘の肌と谷間を鑑賞した後、丁寧に尻から水面に落とす。

「賞金は俺が貰う──どわぁぁぁ！」

　次に襲いかかってきた男の手を掴み、足を払いながら腰に乗せて放り投げる。

男は綺麗な放物線を描いて頭から水面に落ちた。




「隙ありー！」

　後ろから足をかけられるも、もちろんびくともしない。

「やられてしまったぞ。だがここから反撃だ」

「きゃっ！」

　振り返り様に腕を掴んで足を払い、コロリと優しく床に転がす。

今度はまだ十代であろう小娘だ。

「さあ諦めて落ちろ」

「やだー！　負けないもん」

　俺は後ろから抱え上げて落とそうとするも娘は甲板にしがみついて抵抗する。

もちろん投げるつもりならいつでもやれるがあくまで優しく落とさねばならない。

　そうして押し合いしていると紐が緩み、娘の乳が零れてしまった。

「キャー!!」

　娘は悲鳴をあげるがもちろん承知で参加しているので顔は笑っている。

「良いモノを見せて貰った」

　俺は笑いながら女の胸を手で隠してやり、尻から優しく落とす。

「恰好良く言いながら触ったなぁ！　スケベー！　ふふ」

　水中から叫ぶ女に謝りながら笑う。

「隙あ」

　男の足払いを右手で受け止め、足首を掴みあげて放り投げる。




「てやー！」

　かけ声とともに突きが襲う。

俺は体を傾けて剣先を滑らせ、そのまま抱き締める。

　突きの主は三十路前ほどの女性、突きの感じから武芸の心得がありそうだ。

そして何より先程の二人よりもふくよかで軟らかい。

「何て鋭い突きだ。間合いを取ったらやられてしまう。肉弾戦に持ち込まねば」

「なんの、まだまだ！」

　女性は模擬刀を捨てると俺の手首を取って引き寄せながら捻る。

関節技の心得もあるようだ。

　俺は逆らわずそのまま倒され、代わりに女性の腰に手を回して引き寄せ一緒に転がり、そのまま押し倒すような姿勢で組み敷く。

「卑怯な！　そんな逞しい体を三十路女に密着させるなんて……そんな、そんな……ああっ！」

　女は体を震わせ、内股になって股間を押さえながら自ら水に飛び込んでいく。

重なっていた太ももがほんのり湿って温かい。

飛び込む直前に住所を耳打ちしてきたのでもちろんしっかり覚えた。

「さて次はお前の番か」

　男が飛び掛かり腕に関節技をかけてくる。

俺は懸命に腕を捻ろうとしてくる男を腕一本で持ち上げて水面に放り投げる。




「これは楽しいな。お前の方はどうだ？　ふにょんポロっといい感じか」

　一緒に参加したクリストフの方を見てみる。

「私は……金がいるのだ。悪く思うなよ」

「え？　いやマジな感じ？　キャッキャウフフの遊びじゃないのこれ？」

　クリストフは涙を流す女と対峙していた。

水着かギリギリの黒い全身タイツをまとい、血のような赤で文字を入れた白鉢巻きまで締めている。

「キェェェェェェ!!　死ねぇぇぇぇ!!」

「なんでこうなるんだよぉ！」

　あそこはああいう感じなのだろう。イリジナの方がどうだろうか。

「わははは！　どうしたどうした！　その程度か！」

「ぎゃああ！」「うわぁぁぁ！」「いぐぅぅ！」

　イリジナが模擬刀を振るう度に男達が宙を舞っている。

　良く考えたらイリジナは素手同士でも並の男よりずっと強い。

それが模擬刀とはいえ得物を持って戦うのだから何人束になっても敵うはずがない。

　男達は次々となぎ倒されて汚いボロリを連発していた。

「……イリジナを早々に倒さないと舟遊びが別の方向にいってしまいそうだ。あとあいつはどうしてまたＶ字を着ているんだ」

　遊びを守る為には俺がイリジナを倒すしかないと進み出る。

　だがその前に黒い影が頭上から落ちてくる。

　反射的にイリジナは模擬刀で防御するも体勢を崩され、続く当身からの足払いで転倒してしまう。

「セクリト参加していたのか？」

「まあな」

　セクリトは俺の方を見ずに起き上がったイリジナに飛び込んでいく。

　小さく跳んでからの振り下ろしはフェイク、回転しながら床にしゃがみ込んでの足狙いが本命だ。

「なんの！」

　だがイリジナも歴戦の戦士、フェイクを見切って受け止めすかさず反撃に出る。

「やはり雑魚ではないな」

　セクリトは突進しながらの三連突きを後方に二度宙返りして回避する。

「だが」

　セクリトは一瞬湖面を見てからイリジナに正面から突っ込んでいく。

もちろんイリジナも迎撃の構えを取るが──。

　風が吹き抜け船体が傾く。

イリジナの重心は崩れ、セクリトの連撃を受け止められない。

「ぐう！　足場が傾くとは!!」

　脇腹と腿を打ち据えられたイリジナは甲板の端に追い詰められた。

　イリジナは一対一の戦いならばセクリトにそう劣らない。

だが場所が船上となると不利は決定的だ。

　これはイリジナの勝機は薄いだろうか。

だがまず言っておかねばならないことがある。

「セクリト。金色とはまた攻めたもんだが似合っている。綺麗だぞ」

「ぬにゅっ」

　止めとばかりに構えていたセクリトが奇声と共に揺らぎ、イリジナが反撃に転じる。

　セクリトの水着は金色のビキニ、それもかなり生地が小さいものを着ていたのだ。

「ええい戦いの後にしろ！」

　セクリトはイリジナの猛撃を軟体を生かした体術で避け、足払いで転ばせて再び優位に立つ。

「派手な金色も少ない布地も俺好みだ。素敵だよ」

「ふきゅ」

　再びイリジナが攻めてセクリトが下がる。

「お前私を負かそうとしているのか！」

　イリジナの連撃を受けてセクリトが追い詰められていく。

「覚悟ぉ──!!」

　イリジナは全力で振りかぶる。

「ええい！」

　セクリトは別の場所でキャイキャイと戦っていた女達の足元に模擬刀を投げつける。

　脅威になるような物ではないが驚いた女達が悲鳴をあげて逃げる。

一斉に大人数が移動したことで船が傾き、イリジナは前のめりになってしまう。

「終わりだ」

　渾身の一撃は空を切り、セクリトの足払いでイリジナは水面へ飛んでいく。

Ｖ字を船上に残して。

「わはははは!!　楽しかったぞ！　次は負けない、またやろう！」

　でかい声を出しながら岸に向かって泳ぐイリジナ……何も着てないんだからそのまま上がるなよ？

「さて私は得物を失った訳だが」

　セクリトが俺に向き直る。

「手加減して勝たせてくれるか？　それとも容赦なく剥かれて放り投げるか？」

　どちらでも不満はないとセクリトは指を動かし、来いと誘う。

「だがその前に……」

　セクリトの視線が動いた。

「なんだよあの女散々暴れて結局自爆しやがった！　ポロリどころか女の子の水着姿すらまともに見れてねえ！　ただ殺されかけただけじゃねえか！」

　涙目のクリストフが乱入してきたのだ。

セクリトの目に殺気が籠る。

「散れ」

　セクリトがクリストフに掴みかかる。

腕を引き、腰に乗せての背負い投げだろう。

クリストフは隙だらけな上に実力が違い過ぎるから瞬殺は間違いない。

　そう思っていたのだが。

「うわっなんだ滑る！」

　先程までの死闘のせいか床はセクリトとイリジナの汗で濡れていた。

それに足を取られたクリストフがすっころぶ……セクリトが腕を掴む直前に。

「なに!?」

　セクリトは取りに行った腕が空振り、逆に咄嗟に出たクリストフの腕に肩を掴まれる。

　クリストフはセクリトを引っ張りこんだまま仰向けに倒れ、足が彼女の腹を押した。

冗談のようにセクリトの体が浮き上がり、見事な軌道で水面に落下していく。

「手本のような巴投げだ」

　セクリトが水面に顔を出し、信じられないとばかりにクリストフを見る。

「お前ごときに……」

　歯を食いしばるセクリトだがそれどころじゃない。

「わ、悪い水着！」

　クリストフが掴んでいた布を放る。

それはセクリトの金色水着だった。

　咄嗟に隠すも褐色の肌より色素の薄い乳首が数秒ほど丸見えだった。

「……帰る」

　目に見えてテンションの下がったセクリトが泳ぎ去っていく。

　見ればもう残っているのはキャイキャイ騒ぐ娘達の一団と俺達だけだった。

「じゃ、あの娘達と戦ってあわよくばポロりを」

　俺はクリストフの肩を掴んで首を振る。

「セクリトは俺の女だ。彼女が辱められたのなら仇を討たねばならない。もちろんお前に非は無いがこれはけじめの問題なんだ」

　クリストフが何か言う前に腕を掴んでひっくり返し、両足を掴んで回す。

　ぐんぐんと回転速度をあげ、風圧で娘達の髪が靡く程になったところで両手を離す。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!!」

　クリストフが砲弾のように飛んでいく。

重ねて言うがお前に非はない。

これはけじめとセクリトの乳首を見られた俺の嫉妬に過ぎない。悪く思わないでくれ。

「まあ下は水だから派手に落ちても問題ないだろ」

　浅い角度で着水したクリストフは水面で跳ねる。

「まあ岸までは相当距離があるしな」

　二度三度四度で跳ねてどんどん岸に近づいていく。

「いやいやさすがにないだろ」

　最後に大きく跳ねたクリストフは岸に乗りあげ砂浜を滑って露店に突っ込んだ。

「すまん」




　派手な水着をつけた若い娘五人が最後の相手だ。

「お兄さんで最後かー」

「つよそー。でも負けないよ」

　五人は模擬刀を構えてワーと押し寄せてくる。

もちろん回避も防御も必要ない。

　だが娘達は殴りかかることなく得物を捨て、素手で掴みかかってきた。

「おいおい、まさか素手で俺に勝てるなんて……おうっ」

　娘達はなんと俺の全員で俺の乳首を摘まんで来たのだ。

「これはいいのか？　いや俺的には全然良いが」

『打撃ではありません。男が女性にやったらセクハラ失格ですが逆はセーフです』

　審判が言うならそうか。

　気をとられているうちにだんだん追い詰められている。

ここは何人か転ばせて挽回しないと。

「あっしまったぁ～」

　そこで娘の一人がポロリした。

いや明らかに自分で出した。

　経緯はどうあれ出てしまっては見るしかない。

反撃の機会は失われた。

「ふふふ、私達はラーフェンでも有名なスケベ五人娘」

「お小遣いが貰えるならおっぱいぐらい平気なのだ」

「というか見えて恥じらう人はこんなセクハライベントに参加しないよ」

「それに賞金が金貨一〇枚とか……ちょっと引いちゃうぐらいだから割と本気」

「ではでは止めといきましょー」

　五人娘がくるりと背を向ける。

「「「「「どーん」」」」」

　そして一斉に尻を突き出して押してきた。

「なんてことだ。これでは回避できない」

　避けるのは容易い。

だが若い娘の尻、それも布地の少ないスケベな尻が五つも迫っては回避する選択肢がない。

　俺は成すすべなく追い詰められ。

「じゃあ最後は」

「前向きだー！」

　最後は五人全員の胸で船から落とされてしまった。




　やられてしまったと帰ったら女達が拗ねており、仕方なく身分を明かして船を一隻借り切り、船上で雄大な景色を見ながら佇み、イチャつき、最後は皆ですごいことになって遊びは終了となったのだった。







　──後日。

「さすがに陽に当たり過ぎたわねぇ」

「あはは……真っ黒だよ」

　カーラとミレイが鏡を見て苦笑する。

遊びに参加した女達は見事な褐色肌になっていたのだ。

「最後の船上での色々が効きましたね。まあ水着の跡もなく綺麗に焼けたから良いですけれど」

　同じく褐色カトリーヌが全身を確かめている。

「お乳の下だけ白いです……」

　ノンナがショックを受けているが、著しく興奮するのでそのままにして欲しい。

「私達はまぁ」

「いつものことですからね」

　そうでもない。

マイラはこんがり焼けるのは珍しいし、小麦色セリアはいつ見ても可愛い上に興奮する。

「わはははは！　変に焼けてしまったぞ！」

　イリジナは何故かＶ字を残して焼けていたが本人が気にしていないので良いか。

ただベッドでこの日焼けを見ると俺が笑ってしまうんだよな。

「ううう」

　リタは尻を押さえて嘆いている。

一歩控えて座っていたことが災いして尻だけ白くなってしまったのだ。

もちろん大変興奮するので俺的には良い。

「セリアちゃんとお揃いで嬉しい」

　レアは嬉しそうだ。

昨日二人を重ねてしたら大変新鮮で大量に出た。

「ところでメルは？」

「母さんは日焼けしたショックで寝込んでます。綺麗に焼けてると言ったんですけど四十超えての日焼けはシミとセットだそうです」

　ナーティアの日焼け薬を使っていたはずだが、また何かミスがあったのか。

あのエルフは割とやらかすからな。

「とみんな褐色になったのだが……」

　俺はちらりと廊下を往復しているマックを見る。

「水浴びブームで街が褐色だらけ。どこを見ても褐色、褐色、ふ、フフフフ」

　頬が緩み目がトロリと垂れた２ｍの巨体がスキップしている。

大変気持ち悪いので話かけないでおこう。




　さてと立ち上がる。

　そして部屋の隅でむくれているセクリトにこっそり話しかける。

「なんだ。珍しくもない肌の私に何か用か」

　皆が自分と同じ肌色になったのを気にしているらしい。

可愛い奴だ。

「今日の深夜に二人で風呂に入ろう。あの金色の水着を着てくれると嬉しい」

「……ん」

　セクリトはそっぽを向いたまま呟き、自室へと戻っていく。

　好奇心で後をつけると徐々に早足になり、やがてステップを踏み出し、回転しながら自室に入ろうとした所をクリストフに見られ剣を抜いて追いかけ回す。

面白い奴だ。

「しかし今更だが」

　俺は窓の外の山を見る。

「なんで突然あんなものが出来たんだろうな」

余談なのでオチはありません。










☆ＳＰ　バトルオブカボチャ　～誕生編～







「「本当にありがとうございました!!」」

　俺は地面につきそうなほどに頭を下げる夫婦へ手を振りながら颯爽と去る。

　妻の方が王都に出稼ぎに出かけていたのだが、色々あって大変なことになってしまった。

そこにひょんなことから俺が関わり、ああしてこうして助けた末に故郷の家まで送り届けたのだ。

「連絡が取れなくなった時はもう二度と会えないかと……夢みたいだハニー」

「私もよダーリン。それはそれとして久しぶりにベッドを共にしましょう」

　王都からここまで乗り合い馬車で一泊の旅路だったのだが、諸々あってこっそり送らないといけなかったのだ。

「もちろん嬉しいけれど急だねハニー」

「愛は急に燃え上がるものよダーリン。さあたっぷり愛し合いましょう。絶対中に出してね」

　夫婦は濃厚なキスをしてから家に戻っていく。

女が振り返り俺に向けてグッと親指を立てたので、俺も同じようにして見送る。

幸いにして夫と俺は髪も目も同じ色だから大丈夫そうだ。




「さて、用事は済んだ」

　そろそろ時刻は夕方だ。

「別に急いで帰る必要もない。適当な宿にでも泊まろうか」

　何しろ最近は職務が様々な官僚役人に割り振られ、王としての仕事はほとんどない。

ラーフェン時代の日課だった判子押しも、王直接の裁可となる案件は少ないとかで回ってこない。

　故に時間はいくらでもあるのだが、恐王の演技がいきすぎたせいかどこに行っても相手がビビりまくってしまってまともに遊べない。こうして小旅行するのは良い気晴らしになるのだ。

「この町の名前は確か……この微妙な発展具合はチューノゲの町だったか」

　立ち寄ったのは初めてだが家族でよく行く保養地に近いから名前だけは知っていた。

この保養地をアナスタシアが気に入っているようで最近は一人で頻繁に使っている。

　良い感じの宿を探しながら街角に娼婦が立っていたら床を共にと思っていたのだが……街娼どころか通りに人が全然いない。チューノゲは微妙な町だが夕刻に閑散とするほど寂れてはいないはずなのに。

「お前のクソが長いせいでもう夕方の部が始まるじゃないか！　目玉を見逃したら大変だぞ！」

「すまんすまん。今日勝ったら飯を奢ってやるからよ」

　騒ぎながら男達が走っていく。

はてと思い追ってみると町のすぐ傍、大きな柵で囲われた本格的な闘技場が現れた。

　十段連なる客席のほとんどが埋まり、銅鑼が打ち鳴らされ、剣戟の音が響く度に大きな歓声があがる。

　闘技場自体は別に珍しくもないのだが、微妙な町チューノゲにこんな本格的なものがあるとは思わなかった。地方中枢の都市でもここまでのものがあるかどうか。

　通りに人がいなかったのは住人の多くがここに集まっていたからのようだ。

「待て」

　入ろうとすると守衛に止められる。

入場料かと財布を出すも守衛は俺が武器を持っていないかだけをチェックして通してくれた。

「これだけの施設が無料？」

　ますます奇妙だ。

王都なら銀貨を取ってもおかしくない。

　俺が席に着くと同時に戦いの決着がついた。

片方の戦士が肩口に剣を食らって倒れ込む。

「得物はちゃんと刃を落としてあって審判もいる。まっとうな場所ではあるようだ」

　初見の俺が普通に入れた時点で闇の闘技場ではあり得ないか。

　それでもやはりこんな場所にまったく覚えがない。

地方の闘技場なんて王の耳に入らないと言われればそれまでだが。

『二分三十秒、超戦士マスランの勝利──！　勝者ベットは一・三倍、三分以内ベットは四・五──』

「賭け闘技じゃねえか」

　胴元がいる賭け闘技場を開くには王国に報告して税金を納める必要がある。

そしてアドルフは治安うんぬんにうるさく新規の許可をほとんど出さない。

「ははは、兄ちゃんここは初めてかい？」

　俺が複雑な顔をしていると気の良さそうな中年男が話しかけてきた。

「他での賭け闘技は完全に黒の闇闘技か、役人がガチガチに管理した実入りも面白みもないとこばっかだろ？　でもここは違う。面白さと真っ当さを兼ね備えた誰もが楽しめる場所なのさ」

「役人に嗅ぎつけられたらお終いだろう？」

　俺としては子どもの血を見せたり女を殺したりでなければ、賭けぐらいは大目に見ても良いと思う。だがアドルフとその部下はそうは思わないし、こんなもの見つけたらたちまち取り潰しだ。

これだけの施設を地方の役人や代官から隠すのは不可能だろうに。

「心配ないのさ。ここのバックには大変な大物がいてね。衛兵や代官なんかじゃ手が出せない」

　不穏な感じになってきたな。

賭け事ぐらいは大目に見るが、大物が王国の役人を黙らせているとなってはそうもいかない。

「今日のメインは二〇連無敗同士の戦いだ。あの方が観戦に来られるかもしれないぞ」

「ふむ」

　俺は客席に腰を落ち着ける。

あの方とやらの顔を確かめておこう。

　メインの試合は後半らしく、他の試合が次々と行われていく。




「ふむ……まあこんなものか」

　俺は時間潰しに欠伸をしながら観戦する。

　剣は刃を落とし槍は穂先を丸めてある。

斧や戦槌には平たい木や布が巻かれ死人が出ないよう配慮されている。




「……今のは決められただろう。どうして空振るんだ間抜け」

　ボーっとしているのも怪しく見えるかと賭け札を一枚だけ買ってみた。

　出場者は皆頑強な男で手枷も首輪もない。

試合後に掛け金の一部が与えられており、それが目的で出場している者達のようだ。




「ええい、自分より小さい相手を懐に入れてどうする！　距離を取って殴り倒せば良いだろうが！」

　俺は外れた銀貨一枚分の札を投げ捨てる。

　勝った戦士が観客にアピールし、盛大な歓声が巻き起こる。

ここまで一人の死人も出ておらず、女子供も普通に観戦していてどこまでも真っ当だ。




「馬鹿野郎!!　得物が剣なのに槍相手に突き合いするなよ！　技量が無いなら考えて戦え！」

　俺は金貨一枚分の札を鷲掴みにして投げ捨て、売り子を呼びつけ麦酒と焼き物を口の中に押し込む。

　入場料はただでもこう盛り上がるとつい賭けてしまう。

一旦賭けると勝っても負けても酒と食い物が欲しくなり、そこに都合よく売り子がやってくるのだ。

「に、兄ちゃん。また豪快に負けてるねぇ……。財布の為にもそろそろ帰った方がいいんじゃないか？　一回で金貨飛ばすなんて尋常じゃないぞ」

「そうだな……運も無いようだしこの辺にしとこう」

　気の良い中年男に諭されて立ち上がり出口へと──。

「いや違うだろ！　賭けて終わってどうするんだよ！」

　あまりに熱中して本来の目的を忘れていた。

　俺は売り子から酒を買って席に戻る。

中年男は目を閉じて軽く首を振った。

『さて、いよいよ皆さまがもっとも楽しみにしていたであろう試合です！　圧倒的な剛力はまるで国王陛下のよう！　筋肉魔人────！　迎え撃つはその笑顔まるでバラの花！　最強の貴公子────！　互いに二〇連勝を誇る──』

「おっと。やっぱりいらっしゃったみたいだぜ」

　俺は筋肉魔人の札を金貨で買いつつ、中年男の視線の先を追う。

正装の護衛を伴って貴賓席にやってきた大物は一目でそれとわかる雰囲気をまとっていた。

　周囲よりも明らかに小さい「彼女」は未だ一〇歳を超えたばかりであるように幼くも、その整い過ぎた顔立ちは無表情もあって幼さよりも威圧感を感じさせ──。

　気管に麦酒が流れ込み、咳き込んだ拍子に中年男とその周囲に噴射した酒が降りかかる。

「あのお方こそ泣く子も黙るハードレット陛下のご息──どわぁ！　きたねえな！」

　非難の声よりも先に叫んでしまう。

「アナスタシアじゃないか！」

　あいつめ昨日から保養地に行くと言って何をしてるんだ。

　無表情のまま貴賓席についたアナスタシアだが、俺の目には興奮と楽しさを顔に出すまいとしているのがはっきり分かった。

　アナスタシアの着席を待って試合が始まる。

　最初こそ大人しかったアナスタシアだが次第に興奮して席の上に足を乗せ、筋肉が貴公子を追い詰めかけたところでは腕を振り上げ……口の動きを見るに多分『殺せ』と連呼していた。

　最後に筋肉が大逆転負けを喫すると椅子を蹴り上げ、優雅に観戦しながら摘まむべく出されたであろう七面鳥の丸焼きを素手で引っ掴んでかぶりついていた。

他の家族、特にノンナの目がないからやりたい放題だ。

「……」

　俺は頭を抱えてしまう。

　アナスタシア肝入りではチューノゲの役人や衛兵、代官ごときが何か言えるはずもない。

アドルフが気付けば止められるが、アナは子ども達の中でも特に賢しいので上手いこと隠しているのだろう。

「ノンナに知らせて尻でも叩いて貰うか……いや待てよ」

　アナスタシアが闘技好きになった理由を考える。

彼女が闘技好きになった原因は俺ではなかろうか。

小さい頃に一度見せ、その後も熱心にせがむ度、ノンナの目を盗んで闘犬、闘鶏、闘牛……。

「俺も一緒に尻を叩かれるな」

　ちなみにたまには趣向を変えようと樹液ヌルヌル女闘技に連れて行ったらクルミ割り機で玉を挟まれたのも良い思い出だ。壊れたクルミ割り機を呆然と見つめるアナスタシアの表情を今も覚えている。

「ともあれ顔を見せておくか」

　俺は貴賓席に向かおうと立ち上がり、ブルリと震える。

「その前に小便だな。飲み過ぎた」

　アナスタシアを叱りながら小便を漏らしたら説得力もなにもなくなってしまう。

　便所に向かうも目玉試合直後のせいか長蛇の列ができている。

このまま並んでいたら漏らしてしまう。

　俺はトイレから離れ、人の少ない方向に向かう。

「こっちは倉庫かな。まあ適当な柱のかげで……」

　モノをとり出し柱に向かって小便する。

出るわ出るわ凄い量だ。

「まったくアナスタシアはもう少し上品になれないものか。おっと手に飛んだ」

　服の裾で拭きながら残りを放出する。

「家族の目がないとすぐに品の無い行動をしてしまう。困ったものだ」

　おっと小便を踏むところだった。




　さて戻ろうとした時、倉庫の中から人の声が聞こえる。

次の闘技の準備だろうか。

「──お忍びだから警備は──」

「──身代金──」

　俺は即座に酔いを飛ばして耳を澄ませる。

「念の為に街道にも見張りは置いている」

「仲間も十分な数が集まった。護衛は手練れとはいえ数人、問題になるまい」

「身代金で金貨五十万枚は取れる。受け取った上で連邦にでも売り渡せば更に金になる」

　倉庫の声が揃う。

同時に俺の全身から隠し切れない殺気が漏れた。

「王女アナスタシア誘拐。予定通り夜の部の最終戦で決行──誰だ！」

　俺が扉から離れると同時に厳しい目をした男が三人飛び出してくる。

「貴様、今の話を聞いて──」

　一人が俺に詰め寄る。

「話ぃ？　それより便所はもう空いたのか、もーう遅いぞ出しちまったからなぁ……ははは」

　ふらふらしながら答えると二人目が舌打ちして目を逸らす。

「酔っ払いかよ……柱に小便してやがるぜ」

　三人目が俺の肩を押す。

「便所は向こうだ。ったくこんなところで……お前丸太みたいにでっけえな」

　俺はへらへらと笑い、ふらつきながらその場を離れる。

　そして闘技場を後にしたところで歯を食いしばる。

手を開くと金属製の外れ札が指の形にひん曲がっていた。

「アナを誘拐するだと？」

　あの場で飛び込んで全員をひき肉にするのは容易い。

だが既に仲間がいると聞こえた。

あの場で三人を殺してしまえば他の者が計画を早める、もしくは暴発する可能性がある。

　奴らが俺を狙ってくるなら良い。

だが狙われているのがアナスタシアなら無茶はできない。

奴らを皆殺しにしても彼女が傷ついては何の意味もない。

「夜の部の最終戦……」

　試合予定の書かれた金属板を壁から引き千切る。

「夜の部は勝ち抜き戦……昨日も一昨日も満員御礼……か」

　満員の闘技場内で仕掛ければアナスタシアと護衛は身動きが取れなくなる。

多数の襲撃者を観客に紛れ込ませることも容易だ。こうなれば手練れでも少数の護衛では対処できない。

　遠目にみたところアナスタシアの護衛は……五人しかいない。

通常は最低二〇～三〇連れているはずだが、あいつめ偽装がばれないように残りを保養地に行かせたな。

「今すぐ逃がす……」

　口に出してから首を横に振る。

街道にも見張りがいると言っていた。

目的が誘拐なら本人への攻撃は控えるはずだが、計画が崩壊したと気づけば何をするかわからない。

もう陽も落ちる。夜の草陰から放たれた矢の一本でもアナスタシアに当たればひとたまりもない。




「あーでは夜の部飛び入り参加者の募集を行います～。参加料は無料～最悪死亡の承諾書にサインして貰います～。奴隷と未成年は参加不可ですよ～」

　受付員の間延びした声に俺は顔をあげる。

　さっきまでのように観客席にいては全体の様子が分からない。

襲撃があった時、観客が逃げ惑えば貴賓席まで辿り着けないだろう。

「だが闘技場内に居れば……」

　俺は受付員に向かって走る。

そして急停止する。

「もし俺の顔を知っている奴がいたら……それ以前にアナが気づいて反応してしまう」

　そうなればやはり襲撃者の暴発を招きかねない。

「カボチャ祭り用のカボチャ安いよー。大きいのは銅貨二枚──」

　荷車を引くカボチャ売りの少年……。

　レオポルトが言っていたことを思い出す。

　木を確実に隠すにはどこが良いか。

それは森の中ではない。山と積まれた金塊の中に植えれば良い。

金塊に目を奪われ、堂々と立っている木に気付かない。

「これだ！」







『肥満体の中年戦士ワカラーセ撃沈ーー！　老戦士ジジが繰り出す連撃の前に成す術なし！　「相手がメスガキだったら……」と意味不明な台詞を残して崩れ落ちた──!!』

　前の試合の決着がついたようだ。

　俺は次の試合に向けて借り受けた剣を確かめる。

刃を落とされた片手剣は羽根のように軽く頼りないが、俺が戦槌なんか使ったら木を挟もうが布を巻こうが相手を殺してしまう。

　できる限り注目を集めてはならない。

その為に正体を隠す偽装もしてきた。

だが最終戦まで闘技場に残らねばならないから負けてもいけない。

『さあ次の試合は……雌豹の異名を持つ女槍使いアマゾと──』

「なあ本当にその恰好で行くのか？」

　いざ入場しようとする俺に守衛が引きつった顔で声をかけてくる。

「事情があって顔を明かせなくてな。ルールではマスク的なものは構わんとなっていたが」

「いや……ルール的にはいいんだが……あまりにもな……お前が良いならもう何も言わん」

　変な奴だと首を傾げてから俺は入場する。

『闘技場の花、飛び入り参加の──戦うカボチャ、バトルパンプキン選手──ええ……』

　実況が力の抜ける声を出し──。

「あははははは！　なんだありゃ！　ひっでえ格好だなおい」

「受け狙いのアホが出るのも飛び入りの醍醐味だよなぁ！　やたらガタイが良いのが余計笑えるぜ」

「やだーパンツもっこりさせすぎ……何か入れてるわよ、あの変態」

　客席から笑い声と真面目にやれとの罵声が入り混じる。

「そんな変か？」

　俺は改めて自分の恰好を確かめる。

頭には顔を隠すために中身を繰り抜いた大きなカボチャを被っている。

それ以外はパンツしか履いていない。

　俺の旅着を知っているアナスタシアに万が一にも気づかれないように脱ぎ、代わりを買う時間が無かったのだ。それだけではあんまりなので、たまたま外に寝ていた物乞いからボロ布を買ってマント代わりに羽織っている。

　審判が俺と女槍使いを中央に呼ぶ。

　アナスタシアは下らないとばかりに物を食べながら適当に観戦するようだ。

「……」

　女槍使いはふざけていると思っているのか露骨に俺を睨みつけてくる。

彼女のプライドを傷つけてしまったようだ。

　審判の合図で試合が始まる。

「──受け狙いめ、消えろ！」

　槍使いが跳躍、一瞬で間合いを詰めながら槍を突き出す。

　見事な動きだ。ここまで鍛えるのは並大抵のことではない。

ならば俺もしっかりと相手をするのが礼儀だ。

　俺は直前まで引き付けた槍先を仰け反って躱す。

「なっ!?」

　槍使いが声を漏らす。

突き抜いた槍は左右には回せるが上下に動かしても力は入らない。

ならば次の手は……。

「これでどうだ！」

　突きの勢いそのままに突進した槍使いが膝を見舞ってくる。

「鍛えられた綺麗な脚だ」

　もちろん分かっていたので軽く掴んで放る。

　槍使いは空中で二度回転して着地する。

「こいつふざけた見た目で、できるな！」

　槍を構え直す槍使い。

「はあっ！」

　気合いの叫びと共に突く。

一撃目は様子見、二撃目はフェイント、三撃目は足を狙ったふりの体制崩し、そして四撃目が──。

「本命」

　俺は四撃目のみ本気で回避し、たたらを踏んだ槍使いの足を剣で払う。

　槍使いは跳躍して回避するもそれで終わり、跳んでしまっては動きを変えることができない。

　俺は槍使いの襟元を掴んで引き倒し、首に剣を突きつける。

「……私の負けだ」

　槍使いは肩を落とし、俺は手を貸して起き上がらせる。

「きゃっ！」

「おっと力が強すぎた」

　力を入れ過ぎて抱き寄せてしまった……ふりをして唇を合わせて胸を触りついでに股間も触らせる。

引き締まった良い体だ。

　女槍使いは悪態をつきながら振り払い……胸板にそっと触れて言った。

「試合の後、正面の宿一一五鍵開けとくから」

　なんてことを言うのか。

パンツ一丁なのに膨らんだら大変だぞ。

『まさかの結末、勝者バトルパンプキン！　道化師の見た目でとんでもなく強い！　これは面白い飛び入りが現れましたーー！』

　実況が盛り上げ、闘技場から割れんばかりの歓声が響く。

　ここでアナスタシアが立ち上がった。

俺を睨んでいるように見えるのだが。

『ええとお待ちください？　主催者から少し……ああっバトルパンプキン選手、闘技場内での性的な行動でペナルティです！　次の試合から武器を持てません！』

「そりゃないだろう……」

　アナスタシアを見ると軽蔑した目で俺を見降ろし、指を喉にあてて掻き切る動きを見せた。

どうやら次やったら処刑らしい。

『所詮道化師は道化師だったー！　次の試合ではボコボコにされるカボチャを鑑賞しましょう！』

　好き勝手言いやがって。

素手だろうがなんだろうがアナスタシアを守るためだ、絶対に勝ち残ってやるさ。

次回予告　バトルオブカボチャ～闘争編～

武器を奪われたバトルパンプキンの前に次々と強敵が立ちはだかる！

懲りず無差別に愛を示すパンプキンへアナスタシアの非情な刃が振り下ろされた！

守るべき相手に殺されかかっている矛盾について考えるバトルパンプキン！

遂に運命の最終戦が始まった！

ハロウィン要素ほとんどないので前後編にして明日も更新します！










☆ＳＰ　バトルオブカボチャ　～闘争編～







『次の試合です！　東方より流れきた神速の剣士ムサ、そして……ぷっ。スケベパンプキン！　前試合のペナルティにより素手での闘技に加えて名前も変更されております』

　実況め、噴き出しやがった。

観客もゲラゲラ笑いながら見ているし俺だけ闇闘技の生贄みたいになってるぞ。

アナスタシアなど露骨に軽蔑した目をしている。

　我が娘にあんな目を向けられるのは……十日ほど前に中庭でアナ付きのメイドと痴漢プレイしているのを見られて以来だ。割と最近だな。

「いざ──！」

　余計なことを考えているうちに試合が始まり、剣士が斬りかかってくる。

　なるほど速い上に鋭い。

一撃の重さはなさそうだが、速度と連撃で圧倒するタイプか。

　切り落とし、切り上げ、横薙ぎと回避しながら分析する。

というか得物がないのが辛すぎる。どう攻めろと言うんだ。

『ムサの連撃！　スケベカボチャは避けることしかできません！』

　実況め好き放題言うな。

アナスタシアもゲラゲラ笑いやがって見ていろ。

「珍妙なツワモノよ。これで終いだ！」

　剣士が見せた、今までで一番の踏み込みに合わせて前に出る。

そして振り下ろされる剣を両の手のひらで挟み込む。

「なにっ！」

　剣を奪って投げ捨て、襟首掴んで真上に放り投げる。

３ｍほどの高さまで上がった剣士は背中から落下、俺は激しくむせるその胸を軽く踏みつける。

「ま、参った……」

　わっと客席が沸く。

『ま、まさかの展開！　素手で剣を受け止めた！　カボチャの中身はただのスケベ中年ではないぞー！』

　アナもあんぐりと口をあけている。

父親の威厳を見せつけることができたようだ。




　更に試合は続く。

『ではでは皆さまのお楽しみ、マッスルパンプキン選手の入場です！　名前が違う？　あの見た目で他と間違うことがありましょうか！　カボチャと分かればそれでいい！』

　全客席が笑う。

完全にネタ枠にされてしまった。

『対するはカボチャと違ってガチのガチ！　動きの読めない変則武器！　並み居る剣士や槍使いをトリッキーに破ってきた鎖使いだ！』

　対戦相手は目にも止まらぬ速さで鎖を回転させ、その場で宙返りして観客を沸かせる。

　俺も対抗して宙返りするも脳天から落ちて観客を笑わせる。

カボチャが重かったせいだ。

　試合が始まるなり、最初の位置から即座に鎖が飛んでくる。

もちろん軽く避けたが、鎖がうねって背後からもう一度突っ込んでくる。

「ふむ」

　ならば弾いてしまえと腕で振るうも、鎖は生き物のように俺の手を避け、もろに背中を直撃した。

バチンと自分のことじゃなければ大変気持ち良い音が場内に響く。

『あーっと直撃！　これはいたーい！』

　実況に言われるまでも無く本当に痛い。

俺の筋肉を貫く程の衝撃はなくとも裸の背中をぶっ叩かれて痛くないはずがない。

　俺が呻いて前屈みになると鎖使いはここぞとばかりに連撃を見舞ってくる。

　変則的な動きを完全には見切れず、胸板や太もも、そして尻に鎖があたり赤い跡をつけていく。

『パンプキン選手ボコボコ、一方的です！　珍妙ダークホースも変則的な鎖攻撃に成す術無しか!?』

　相変わらず好き放題に言う実況、そして何故かアナスタシアが身を乗り出している。

顔を赤くして息が荒い、父として色々な意味で心配なのだが。

「まあ一方的ではあるんだが」

　俺はうねる鎖に真正面から打ち据えらえれる。

「背中にビンタされる以上のダメージがないんだよな」

　言うなり相手に向かって一直線に突っ込む。

鎖が唸るが別に脅威でもない。

うたれて効く場所は目鼻ぐらいでどちらもカボチャで隠れている。

「最大の弱点を忘れているわよ！」

　鎖が地面を這い、俺の股下から股間を強打した。

『うわあー痛い！　これは痛い！　見ているだけで痛ーい！』

　実況が叫び、観客的の男達が肩を跳ねさせる。

アナスタシアは興奮し過ぎて小さな体をぷるぷる震わせる。

　確かにそこは男最大の急所──だが。

「うそっ直撃したのに効いてない!?」

「俺の漢は鎖程度では潰せないぞ」

　俺は微塵も速度を落とさないまま鎖使いに飛び掛かる。

今の声で確信したがこいつは女、しかも三十半ばの程よく熟れた歳だ。

　俺は鎖使いに飛び掛かり腕を掴んで押さえ込む。

「ぐっまだまだ！」

　鎖使いは得物を捨て、脇腹に膝蹴りを見舞う。

「ぐわあなんて蹴りだ。これはもっと強くがっつりねっとり押さえ込まないと倒されてしまう」

　両手で鎖使いを抱き締め、体……特に下半身を密着させる。

腰同士を密着させて押し上げると服越しに際どい場所の軟らかさと毛の感触まで伝わってくる。

二人の動きはマントで隠れているので観客からは、寝技をかけあっているように見えるはずだ。

「こいつなんて力……って勃ってんの!?　うわ、デカッ！　パンツ一枚でそんな押し付けたら……こっちも際どい恰好してるのに入っちゃうでしょうがぁ！　わー降参、降参するからぁ!!」

　勝った。

『最後は寝技の末に関節技でも決まったのかカボチャ勝利──』

　そこで実況が止まった。

　アナスタシアが汚物に向けるような目をしている。

周りの者となにやら話し、ニヤリと笑って席に着く。

『えー運営からのお知らせです。カボチャがまたも闘技場内で性的な行動を行いましたので累計二度目のペナルティとしてこのまま連戦で懲罰闘技となります』

　連戦か。

まあ今の戦いは疲れたというより癒された。

出来れば次も妙齢の女戦士だと嬉しいのだが。

『えー相手はクマのような闘士？　でしょうかね、はいクマっぽい感じです。それでは入場！』

　残念ながらクマっぽいむさくるしい相手のようで残念だと思いながら相手を見据える。

　大きさは２ｍ以上、全身に生えた黒々とした毛、太い手足と鋭い爪、そして低い攻撃的な唸り声──。

「──まんまクマだろが！　～ぽいとか、～ようなとか要らないだろ！」

　悲鳴をあげる場内、目を逸らす実況。

もちろんクマは試合開始の合図なんて待たずに襲いかかってくる。

「ええい仕方ない！」

　目の前で立ち上がったクマに対抗して腰を落とし両腕を広げる。

　俺を引き裂こうと振るわれるクマの両腕をがっちりと掴む。

『つ、掴み合いました！　カボチャとクマが掴み合っております！』

　俺とクマは組み合い、唸り合いながらまるで力比べでもしているように押し合う。

「２ｍ越えのクマと互角……？　あのカボチャ一体……」

　観客のどよめきは正確ではない。

俺の方が力は上でクマの腕が後ろに下がっていく。

　そこで生臭い息と共に頭部に衝撃があった。

クマが俺の頭に噛みついたのだ。

「力比べの最中に噛みつきは──」

　クマの腕を押し切り、喉の下を掴む。

「反則だろうが！」

　喉下の毛を掴んでクマを引き寄せ、腰に乗せて放り投げる。

　クマは二度三度と転がった後、混乱したのか周囲を見回しながら吠える。

「カボチャが割れたら顔が見えるだろうが！」

　俺は助走をつけて走り込み、両足で跳躍してドロップキックを見舞う。

　クマは綺麗に吹き飛び、闘技場の壁に激突する。

そして起き上がるなり先程とは違う細い声で鳴きながら一目散に逃げていった。

『クマが逃げたぁぁ！　試合終了、なんということだ！　このカボチャ強い、強すぎる──!!』

　割れんばかりの歓声、どうだとばかりにアナスタシアを見ると悔しそうにするでもなく、小さく口を開いて俺を見ている。

　そしてペロリと唇を舐めた。

欲しいものがある時の彼女の癖だ。




　そして次がいよいよ最終戦となる。

『さあ出ました！　戦績なんと三〇勝！　当闘技場最強の勇者ヴェルゴンだーー!!　対するは説明不要！　いかれた見た目で異様な強さ！　女と見ればセクハラの最低野菜スケベカボチャだー！』

　とうとうこんな名前になってしまったが勇者の紹介よりもでかい歓声があがる。

順当に強さを積み上げた奴より目立ってしまうのは悪いと思いヴェルゴンとやらを見るも、無表情を貫いている。他人の評価など興味がないのだろうか。

　まあ俺としてもこんな試合は正直どうでも良い。

貴賓席のアナスタシアとその周囲に異常がないかに全神経を集中する。

誘拐犯が仕掛けてくるのはこの最終戦、場内は立ち見も出るほどの満席で相手に都合が良い状況になっている。

『試合開始！』

　合図とともにヴェルゴンが斬りかかってくる。

　俺は斬撃を避けながら、時折掴みかかったり蹴り上げたりと適当に反撃する。

誘拐犯はいつ仕掛けて来るのか、どこから来るのかと考えながらヴェルゴンの攻撃に合わせて回りながら闘技場全体を見回し続ける。

『こ、これはすごい戦いです。息もつかせぬ激しい動き！　両者が目まぐるしく入れ替わり、目で追うのも困難な程です！　最強のヴェルゴン、それに素手で対抗するカボチャ……初戦の登場から誰がこの光景を想像したでしょうか！』

　実況の声も遠くに聞こえる。

注目するのは全員が怪しく見える観客とテーブルを叩いて声援を送るアナスタシアの姿だけだ。




　休みなく続く攻防の中、ウェルゴンの大剣を振り払った瞬間、違和感がずるりと背筋を通り抜ける。

　弱い。弱すぎる。

俺は実力の一割も出していない。

それどころかカボチャを被っていることを利用し、ヴェルゴンから視線を外すこともしばしばだ。

　なのに負けていない。

三十勝もするような奴ならば、気を散らしてよそ見ばかりしている俺に一撃ぐらい入れても良いはずだ。

　ならば理由は一つ。

奴も俺と同じく──。

　俺の力無い蹴りがヴェルゴンに入る。

奴は込めた力と釣り合わないほど派手に吹き飛び、そのまま貴賓席の前に転がっていく。

　そして跳ね起きるなり俺に背を向けて観客席に飛び込み、その上にある貴賓席へと走った。

「そういうことか！」

　アナスタシアの護衛が飛び出す。

するとそれを見越したように貴賓席周りの観客がナイフを抜いて立ち上がる。

「曲者だ！　殿下をお守りしろ!!」

「左右を固めろ！　こいつめ強い！」

　ヴェルゴンの動きは俺とチャンバラやっていた時とは別物で、見覚えのある手練れの護衛三人を完全に拘束している。アナスタシアを守る者は左右に一人ずつしかいない。

　敵の武装は平服にナイフ、護衛は片手剣に鎖帷子まで着ているが人数が違い過ぎる。

それに予想通り、荒事を前に満員の観客が雪崩をうって逃げ出しておりアナスタシアは動けない。

「ぐわぁぁぁ！」

　遂に左を守る護衛が斬られてしまった。

アナスタシアはその場にへたりこみ、大声で泣きはじめる。

「よし王女の身柄は押さえた！　予定通り馬車に乗せて──ぐ……」

　男が呻き、脇腹を押さえて倒れ込む。

泣いていたはずのアナスタシアから突然表情が消え、ナイフを男の肝臓に突き立てたのだ。

　まさかの展開に誘拐犯は一瞬動きを止める。

　アナスタシアは血塗れのナイフを手に貴賓席の最上段に立つ。

幼いながらその無表情は威圧感すら感じさせるが、膝がカタカタと震えているのがはっきり分かった。

「こいつ……子どもだと思ってていたら」

「とりあえず生きていればいい。生きていればな」

「顔の形が変わるぐらい殴ってから連れていくぞ」

　三人が同時に襲いかかる。

「素晴らしい度胸だ」

　六本の手がアナスタシアに届く前に、俺の体当たりが三人をまとめて吹き飛ばす。

「おかげで間に合った。もう安心だ」

　俺はなおナイフを構え続けるアナスタシアをかばって仁王立ちになる。

「……スケベカボチャ」

　そこはせめてバトルパンプキンに戻してくれよアナスタシア。

「貴様そこをどけ……闘技は終わりだ。邪魔をせねば死なずに済む」

　とうとう護衛三人を返り討ちにしたヴェルゴンが貴賓席へと登りくる。

競技用に巻かれていた大剣の布は外され、血が滴っていた。

「どかんな。試合はまだ終わっていない」

　俺はアナスタシアの差し出すナイフを受け取らず、素手のまま構える。




　ヴェルゴンが大剣を上段に構えた。

「愚かな道化師。あの試合、決着しないよう手加減するのが大変だったぞ」

　同感だ。




　ヴェルゴンがニヤリと笑う。

「ろくに集中していなかった俺を相手に一本も取れなかったお前が相手になるとでも？」

　同感だ。




「闘技など児戯にも等しい。活躍して調子に乗ったようだが……真の殺し合いとは次元が違う──!!」

　斬りかかる大剣を片手で掴んで受け止める。

途端に凍り付いた表情のヴェルゴンに笑いかけた。

「同感だ」




　強烈にカボチャ頭突きを見舞う。

ヴェルゴンの鼻は潰れ、額が凹む。

　更に後ろに倒れる顎下を蹴り上げると、放物線を描いて客席一番下まで落ちて行った。

ぐしゃりと音が響き大量の血だまりが広がる。

　掴んだ大剣を放り捨てる。

すぐ後ろにアナスタシアがいる。大物を振るって巻き込む危険はおかせない。

「バトルパンプキンスタイルでいってやろうじゃないか。さあ来い」




　躊躇していた誘拐犯共が開き直り一斉に襲いかかる。

　杖に刃を仕込んでいた男が気合いの叫びと共に突く。

　一撃目は様子見、二撃目はフェイント、三撃目は足を狙ったふりの体制崩し、そして四撃目が──。

「本命」

　四撃目を避け、たたらを踏んだ足を踏み砕く。

絶叫する男の襟首を掴んで引き倒し、首をねじり折る。

「すご……ゴクリ」

　呟くアナスタシアに慌ててマントをかけた。

殺しまくるところを見せるのは教育に悪い。

「くっさ」

　我慢してくれ。

　次の男が片手剣を振りかぶって襲いくる。

　斬撃を見切って剣先を両手のひらで掴み、胸倉を掴んで放り投げると男は３ｍ……ではなく６ｍ程まで飛び、落下して貴賓席の装飾柱に突き刺さった。




　風切り音に反応して体をよじる。

「これまた似ている」

　通り抜けたのは先端に金属を仕込んだ武器としての鞭だった。

「試合の鎖なんかとは違うぞ。一発でも受ければ肉が抉れ骨が……」

「そうか」

　飛来する鞭の先端を見切って捕まえ引き寄せる。

　引き寄せた男の背中を踏みつけ、落ちていた片手剣を持ち手の部分まで尻穴にねじ込む。

男は二度ばたつき、口と鼻から大量の血を噴いて動かなくなる。

「犬を放せ！　隙をつくって王女を攫うんだ！」

　涎を垂らした獰猛そうな猛犬が三匹放された。

　犬は激しく吠えながら俺とアナスタシアに向かって走る。

「……」

　そして俺と目が合うとキャンキャン鳴きながらどこぞやへと走り去っていった。




　見れば観客も大分逃げ散って動けるスペースがある。

誘拐犯の腰も引けている。

「来い」

　俺はマントにくるんだアナスタシアを抱え上げ、闘技場を駆けおりる。

「に、逃がすな！」

　慌てて追いかけようとする男の顔面を踏み潰し、もう一人の首を蹴り折って走る。

「正門、裏門以外に出口は？」

　アナスタシアに問う。

正規の入り口は逃げる観客でいっぱいな上に奴らも待ち構えているだろう。

「猛獣投入用の入り口があそこに──ですが鍵は猛獣用、人が壊せる代物では──」

　俺はそれらしき場所を見つけて錠を引き千切る

猛獣用ってなんだ、後で問い詰めるからな。

「……クマトラ用の鍵なのに」

　飛び込むと暗闇に光る目と唸り声。

一瞬身構えるも現れたのはさっきのクマだった。

　俺と目が合ったクマは顔を硬直させた後、どこからか取り出した鈴をチリンと鳴らしてから目を逸らさないよう、ゆっくりと後ずさりしていく。もう蹴らないから心配するな。

「ここに入ったぞ！　追え逃がすな！」

「ええい暗いな……松明を……ぎゃあぁぁ!!」

　追手の心配はひとまず消えた。




　闘技場を出てチューノゲの町を走る。

騒ぎは町全体に伝わっているのか、住民たちは自分の家に逃げ込み、あるいは街の外に飛び出していく。

「この混乱なら敵も俺達を捕捉できないだろう」

　敵が闘技場の観客を利用したように、今度は俺達が住民に紛れて──。

「いや無理でしょう。貴方、頭がおかしいんじゃないの？」

　アナスタシアの辛辣な言葉に首を傾げて思い至る。

「こんな目立つ格好で逃げられる訳がないじゃないか！」

　よく考えたら襲撃が起こった時点でカボチャを被る意味はなくなった。

むしろ素顔を晒した方が奴らの狙いが俺に代わって好都合だったのじゃないか。

「はぁ……貴方強いのにおつむは残念なのね」

　アナスタシアの辛辣な言葉が刺さる。

　とりあえずカボチャは脱ぐとして──。

「伏せなさい！」

　アナスタシアの声に反射的に身を屈める。

爆音に続いて何かが頭上スレスレを通過する。

　散々聞き覚えのあるこの音は……。

　町の門の前に立ちはだかるように女が一人立っている。

手には煙を噴く……マスケット。

「私を狙うなど大層な賊だと思っていましたが、なるほどどうして……」

　アナスタシアは俺の腕からすり抜け、僅かに震える自分の脚を軽く叩き、すっと女を指差した。

「国王ハードレットが一子、王妃ノンナの長女アナスタシアが命じます。賊を排除し私を助けなさい。さすれば思いのままの恩賞を与えましょう」

　どうだとばかりに俺の顔色を伺うアナスタシア。

一瞬どういうことかわからなかったが、そうか彼女は俺が自分の正体を知らないと思っていたのか。

大きく溜めたから何事かと思った。

「仰せのままに。美しい殿下」

　俺は脱ごうとしていたカボチャをモゾモゾ被り直して構える。

「姉御……もし王女に当たったら」

「言うんじゃないよ。このまま逃がしたらどの道終いだ。あの狂王のことだ、ここいら周辺、民ごと全部焼き払われるよ」

　アナスタシアが傷つけられたらあり得なくもないな。

　俺は低く姿勢を保ちその時を待つ。

　弾込めが終わり女が狙いを定める。

引き金に指がかかった。

「死ねカボチャ！」

　俺は銃口を見据え、あえて弾の進路から動かない。

弾は正確に俺の頭を捉えてカボチャを砕き、金属音を立てて弾かれた。

カボチャの中から凹んだナイフ二本が落ちる。

「カボチャにナイフを仕込んで──」

　俺は走り出す。

再装填する時間など与えない。

　取り巻きの男を殴り殺し蹴り殺し、弾の入っていないマスケットを振り回す首領の女に掴みかかろうとしたところで女がビクリと震えて倒れ込んだ。

　その太ももにはナイフが突き立っており、先端に何やら橙色の液体が塗られている。

刺さりは浅いが女は泡を噴いて意識を失っている。

「痺れ薬です。こうも私をコケにしてくれたのですから最後は自分の手で締めねば収まりがつきません」

　ナイフはアナスタシアが投げたのか。

　反対側の門から馬蹄の音が聞こえる。

アナスタシアの護衛が保養地から戻ってきたようだ。

　全ては終わったのだ。

　アナスタシアは大きく安堵の息をつき、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

「よく働いてくれましたね。恩賞にはたっぷりの金貨と望むままの地位を与えましょう」

　そんな約束勝手にしていいのか？

お前小遣いは必ず使い切るし人事を決めているアドルフは苦手だろ？

と突っ込みたいが我慢する。

「ついでにこの女も好きにしてよろしい。ただし私の目の前で乱暴にやるように」

　その提案は魅力的だが娘の前で薬で動けなくなっている女を犯しているなんて現場見つかったらノンナにバックドロップを決められそうだ。

「貴方はおつむこそ残念ですが勇猛さと忠誠心……あとマッチョな体……も評価します。ですので特別に私の付き人に取り立ててあげましょう。たまに鞭うったりするかもしれませんが愛情と思って……」

　そこでアナスタシアと目があった。

カボチャはマスケットの一撃で割れている。

「ようアナ」

「」

　十秒以上に渡る沈黙。

予備動作無しの痺れナイフが俺の腿に突き立った。







　──後日。

「カボチャまみれですね……」

　セリアが微妙な顔で食卓にずらりと並ぶカボチャ料理にフォークを突きさす。

「終わり良ければ全てよしだ。縁起が良いから今日をカボチャ記念日にしようと思ってな」

　俺はフォークで刺した茹でカボチャを膝の上に乗るアナスタシアに差し出す。

ぷいと顔を逸らしながらも料理は食べた。

　あれ以来、アナスタシアは口を利いてくれないが常に隣にいるからそれほど怒ってはいないのだろう。

　ちなみにノンナが行儀が悪いと怒らないのは保養地の嘘や闘技場など諸々全部ばれて鬼のように尻をたたかれたアナスタシアが椅子に座るのはつらいと分かっているからだ。ノンナも経験があるしな。

　そのノンナとカーラがヒソヒソと話している。

「ねえノンナあれいいの？　言っちゃなんだけど完全に女の顔して──」

「父親に惚れるのは一過性です。私にもありましたし……思春期になれば自然と距離を──」

　こちらをチラチラ見ながら何を言っているのだろうな。

「そんなこと言ってるうちに気付いたらお腹が膨れてきて──」

「や、やめなさいアホカーラ!!」

　ノンナがカボチャでカーラをぶん殴り取っ組み合いになった。

娘の前で何をしているんだ……。

　アナスタシアの頭頂部を撫でながら苦笑する。

ノンナ譲りで本当に美形だな。

「皆さん大変です！　ケイシーさんが茹でカボチャを丸ごと食べて喉を詰めて──！」

（息ができない！　死ぬ！　心臓もとまるー！）

　落ち着けケイシー。

お前は元々息もしていないし心臓も動いてない。

（はっ　そうだった！）

　ケイシーは笑いながらフワフワ飛び、別の料理に手をつける。

むしろ気にするべきは食い過ぎてちょっとカボチャみたいな色になってきていることだぞ。

「おっとアナ、少しどいてくれないか？」

　反応はない。

「アナ。お父様が言っているでしょう？」

　ノンナが言ってもアナスタシアは動かず、俺の上に居座る。

「まあいいさ。立ち上がらなくても済むことだ……うっ」

　空気の抜ける音がしてアナスタシアの動きが止まった。

数秒して匂いが漂うなり、壊れた風車のような動きで首を回す。

「仕方ないじゃないか。どいてくれなきゃ屁ぐらい出る」

　闘技場でみた汚物に向けるような目をしないでくれ。

「過ちの心配はなさそうねぇ」

　パタパタと手を振りながらカーラが呟く。

今日も平和だ。

～背徳編～の更新予定は……ありません。










☆２０２０クリスマスＳＰ　魔人クリスマ　少年の復讐編

クリスマス余談です！

王国へ続く道コミックス三巻　一二月二八日発売です！

宜しくお願いします。









　季節通りの寒い夜。

人気のない田舎町の通りで俺は五人の男に囲まれて仁王立ちしていた。

　俺は平服にコートを羽織り、五人は鎖帷子を着て剣とクロスボウを構える。

「こういう時は高らかに理由でも宣言するものじゃないのか？」

　俺は手に持つ酒瓶を振りながら言う。

残念ながら空だ。

「雌伏し機会を待っていたのは今この時の為……邪王ハードレット！」

　おっと素性がバレている。

「護衛も連れず呑気に出歩くとは貴様の悪運もここまでだ！」

　地方視察のついでの息抜きで抜け出して来たからな。

そろそろセリアとアドルフが気づく頃だろうか。

「七代続いた我が男爵家を取り潰した恨みここで──」

　俺は手を突き出して男の言葉を止めさせる。

「聞いておいてすまんが取り潰しうんぬんは言われても覚えていない……いっぱいやりすぎてな」

　俺が半笑いで言うと、男達は怒声をあげながら襲いかかってくる。

「ふむ鋭い。元騎士か何かか」

　俺はバックステップで上段から振りおろされる剣を鼻先ギリギリで避ける。

空ぶる剣先を見ながら、男の頭が十分下がったところで酒瓶を額に叩きつける。

　砕けた酒瓶に混じって男の白い頭蓋骨と皮膚が四散する。

やはり兜ってのは重要だよな。

「貴様──！」

　斜め後ろから迫る突きを、回転しながら腰を沈めて回避する。

顎下をかすめ、無精ひげを剃り落としながら外れる剣先を見送ってから、割れて半分になった酒瓶で男の喉元を抉る。

「丸腰で瞬く間に二人も……噂通りの化け物め！」

「だが猛獣相手は承知の上！」

　残る三人の内の二人が片膝をついてクロスボウを向けてくる。

　俺はゆっくりと振り返り、足を肩幅に開いて二人を睨みつける。

　ロックが外され、引き金に指がかかり、男二人が同時に息を吸い込み──止める。

　その瞬間に俺は男達に向けて飛び込み、地面を一回転する。

一本のボルトは頭上へ飛びぬけ、もう一本は地面に刺さる。

「さ、再装填を──！」

「は、速い！」

　男達が慌てて身を引こうとした時、俺は既に二人の目の前にいた。

　左右それぞれの手で男の頭を掴んで持ち上げ、息を吸い込んで力を込める。

「ごぎゅ……」

「げぐっ！」

　二人の頭は同時に砕け、手足が力無く垂れ下がった。

「!?」

　最早ここまでと見た最後の一人が逃げた。

身を屈めて走る姿はなかなかサマになっている。

「ふむ。酒が回るから走りたくはないんだが」

　言うと同時に駆けだした俺はたちまち追い付き、そいつの襟首を掴んで引き倒す。

「ぎゃふん！」

「な、足遅く無いだろ？」

　誰に言うでもなく独語したところでナイフが腕に突き立った。

といっても骨どころか肉にも届かず皮膚に刺さる程度だ。

「まったく最期ぐらい大人しく……」

　ナイフを奪ってそいつの喉を掻き切ろうとしたところで喉仏が無いことに気付いた。

「……女ならそう言ってくれ。危うく殺してしまうところだったぞ」

　俺の殺気は急速に収縮し、反比例して股間が盛り上がっていく。

　女は俺の股間と腕の傷を見比べた後、その場に座り込み、自ら胸元を開いて乳房を露出させた。

「犯していいからどうか殺さないで……」

　俺はうんうんと頷き、女を担いで路地裏に向かう。

　無造作に積まれた木箱の上に女を乗せ、下だけを脱がせてそのまま男根を押し込む。

「あぐっ！　太い！　苦しい!!」

「暗殺を大目に見てやるんだから我慢しろ」

　俺は女の大きくない乳房を揉みながら腰を動かし続ける。

体自体は貧相だが殺し合いの興奮もあって沢山出そうだ。

「おぉ気持ちいい。そろそろ出すぞ」

　発射に向けて腰を速めているとふと視界がぼやけた。

「うん？」

　今更酒が回ったのかと思ったが手足からも力が抜けていく。

「あら私の中は脱力するほど良かったのかしら？　それとも……ナイフに塗っていた毒が回ったとか？　これで……昇天ね!!」

　女は髪の中から釘のような暗器を取り出し俺の心臓に突き立てる。

「……」

「殺った！」

　俺はしばらく停止した後、女の腰を掴み性交を再開する。

「うぇ!?　なんで死なないの!?」

「ははは、この程度の毒で俺の種付けは止まらんぞ！」

　一瞬ふらついたが慣れればどうってことはない。

暗器の方も女の力で俺の胸板を貫くのは不可能だ。

「おのれ怪物──！　このっこのっ！」

　女が釘でドスドス俺を刺し、俺は男根でドスドス女を刺す。

これぞ我慢比べだ。

　先に折れたのはもちろん女の方だ。

「も、もうだめぇ！　苦しくて気持ち良くて頭がボーっと……あれこれ私にも毒回ってる!?　まさか下から毒排出してるの!?」

　巨根の圧力と最奥を突かれる快楽に屈して暗器を取り落とし、本能のまま俺にしがみついてしまう。

　俺は勝利宣言の呻きをあげながら大量の精液を女の中に注ぎ込む。

女は悲鳴をあげながら仰け反りそのまま地面に倒れ込んだ。

「ふう勝った」

　女から男根を引き抜きながら息を吐く。

胸板を穴だらけにされたがいずれも手当てすら要らないほど浅い。

　あとはこの女を担いでセリア達のところに戻るだけだ。

「ま、まだだ……父の仇……賄賂を取って鬼のような税を課しただけで追放された父の……死ねハードレット！」

　割とガッツリ悪事してるなと思った瞬間、下半身に電撃が走る。

　なんと女は壁に立てかけていったハンマーでこともあろうか俺の金玉を強打したのだ。

女が最後の力を振り絞ったであろう渾身の一撃、股間から火花が散りハンマーの先端が砕ける。

「があぁぁぁぁぁぁ!!」

　絶叫する俺に向けてガッツポーズした女は毒のせいか泡を吹いて意識を失う。

　俺は股間を押さえてその場にしゃがみ込み、悶え、転がり、地面を何度も叩いてからゆっくりと起き上がる。

「……潰れたかと思った」

　念のために確かめてみるが、潰れずついている。

人生でここまで玉を強打されたのは初めてだが、この程度では俺も玉も倒すことはできなかったようだ。

　俺は満足そうな顔で気絶している女が凍死しないようコートで包んで木箱の中に放り込む。

「まったく息抜きのつもりがとんだ目にあった」

　俺は一つ伸びをする。

「早く戻らないと」

　そして足を進める。

「心配して探しに……」

　そこまで独語して足を止める。

「息抜き？　戻る？　探しに？」

　自分で言いながら意味がわからない。

いやそれどころか……。

「俺は誰だ？　ここはどこだ？」

　女に金玉を強打されたことしか思い出せない。

「いや待て、冷静になって思い出せ。なにか手掛かりがあれば……」




　その時、路地の前を上機嫌の酔っ払い達が通り過ぎる。

「知ってるかハードレット陛下の話、口応えした官僚の首を素手で捩じ切ったそうだぜ」

「賄賂をとった代官の内臓を口から全部引き抜いたとか。そういえば今、陛下が近くまで視察に来られているんだよな？」

「そうそう。しかも陛下は自由な性格で予定にない場所にもフイと現れるとか……うちの町にも来てたりしてな」

　ふむふむ、なるほど。

「ところでヌーの奴がまた何か言ってたよな。なんでも魔人が出たとかなんとか」

「魔人クリスマだったか？　この時期になると現れる子供の味方。一切口を聞かずにただ子供の味方をする──って有名なおとぎ話じゃねえか」

「ヌーのホラ話に付き合ってどうするんだよ。この前は美女の生首が髪の毛で歩いてたとか言ってたぞ」

　静かに頷いて歩き出す。

そう俺は子どもの味方、魔人クリスマだったのだ。

　ならば子どもを探して助けないといけないだろう。

どうにも記憶が混乱しているように思うが魔人だから仕方ない。




　自分の正体に気付いた俺は町を練り歩くも、既に深夜なので子どもなんていない。

　あてもなく歩いていると、街はずれの空き地からカツカツと音が聞こえてくる。

　目を凝らすと一人の少年が木剣でもって太い木の幹を何度も叩いていた。

「クソックソッ！　全然ダメだ……こんなんじゃだめだ……これじゃまた……」

　少年の歳は一四歳ぐらいだろうか。

体格はやや小柄かつ中性的でありながらはっきり男とわかる容姿。

顔立ちは整い、美男子と言って間違いない。

　思い詰めた表情で木剣を振る様は剣術の稽古と言うには少し鬼気迫りすぎている。




　俺は幹の裏からひょいと顔を出す。

「うわぁ!!」

　少年が木剣を投げ出してひっくり返る。

　怪しくないように笑顔を忘れなかったのに。

まあいいか。

「お、おまえ何者だ！」

　俺は何も言わずに少年の隣に座る。

クリスマは口を効けないらしいからな。

色々おかしいが考えると金玉が痛くなるのでやめておこう。

「ふ、不審者……」

　首を振る。

「変質者」

　首を振る。

「少年好きの痴漢」

　少年の首を掴みあげる。

「ハッ今の時期は……まさかお前、魔人クリスマなのか!?」

　俺はニッコリ笑って頷く。

　そこで北風が吹き抜け、少年が肩を震わせた。

　見ればこの少年はこの寒空で長袖一枚しか着ていない。

　俺は近くの木をへし折り、バラバラに引き千切ってから火をつける。

セクリト愛用の火薬と火打ち石を組み合わせた着火装置本当に便利なんだよな……セクリトって誰だっけか。

「ぼ、僕の胴回りぐらいある木を一瞬で……人間じゃない。本当に魔人なんだ……」

　目を丸くする少年に焚火にあたるよう勧める。

　しゃべれない俺と同じように無言のまま焚火にあたる少年へ仕草だけで問う。

「……鍛えているんだ」

　おお伝わった。

言葉なしでも意思疎通できるとはさすが魔人だな。

『何のために？』と表情で問う。

「それは……お前は人じゃないから構わないか」

　少年は語り始める




　少年の父はこの町を治める領主であった。

　母は町一番の踊り子だった。

　身分違いの恋だったが父は母への恋を貫いて結婚。

これでもかと投げつけられた悪意、嫌がらせなどものともせずに母と少年に妹の三人を生涯守り抜き、家族から笑顔が消えたことはなかった。

　だがその父が病で死ぬと状況は一変した。

結婚に猛反対し、家督の剥奪まで主張していた父の兄と妹が中心となり、一族総出で三人を虐めに虐めた。

「母さんは家督は返上するって言ったんだ。でも奴らは聞き入れず、一族に下賎の血が入ってるのが気に入らないって毎日毎日……」

　少年の母はとうとう精神を病んで追放された。

「妹は……ルピピは気が弱くていつも僕の後ろに居たんだ……でもちょっと目を離した隙に……」

　妹は小姑の子ども達……従妹達に悪戯されて母と同じく精神を病んで追放されてしまった。

「こんな町すぐに出ていってやると思ったけど、ここには母さんの実家があるんだ。僕はあの家を守らないといけない。母さんと妹がいつでも帰って来れるように」

　俺はただ聞き続ける。

少年も反応を期待してはいないだろう。

「あと父さんが僕達の為に残した隠し財産が屋敷にあるらしい。今となってはどうでもいいけどね」

　その時、町で火災発生の半鐘が鳴り響く。

この焚火かと心配するも、別の場所の空が赤く染まっていた。

「あ、あの方向は──!!　畜生！　あいつらそこまでするのかよ!!」

　少年は焚火を踏み越え、火の粉が降りかかるのも気にせず走り出す。

俺もその後に続く。

　予想は当たっていた。




　明け方、全焼した家の前で待つ俺の隣に少年がトボトボと歩いてくる。

頬には殴られた痕があった。

「原因は僕の火の不始末だそうだ。めでたい日に余計な手間を取らせるな。次にやったら牢屋にぶち込むぞ……だってさ。油一滴、炭一本置いてなかったのにな」

　少年は焼け跡に座り込み、真っ黒になった地面を叩く。

「最後に残ったものだったのに！　家を守っていたらいつか母さんが帰って来てくれるって！」

　少年は手の皮が擦り剥けても地面を叩き続け、俺が止めると僅かに焼け残った木の欠片──もう柱とも屋根ともわからないそれを握りしめる。

「復讐だ。奴らは俺から全てを奪った。なら僕……俺も奴らの全てを奪ってやる」

　静かな、しかし確かな覚悟を持った声だった。

「一人ではできない。返り討ちだ、無駄死にだ。だからクリスマ……僕に力を貸せ」

　少年は真っ黒になった手で涙を拭って俺を見る。

「魔人クリスマは子どもの味方……でもその子が悪い子になれば魂を奪って地獄に送るという」

　そうだったのか。

魂奪うってどうすりゃいいんだろう、屁をこくような感じだろうか。

　少年は俺の腕を掴む。

「上等だ！　奴らへの復讐を終えたら俺の魂なんていくらでもくれてやる！　俺の名はネメシス！　ここに契約は成った！」

　良くわからんが成ってしまったなら仕方ないな。

　俺は少年ネメシスを肩に乗せ、無言で焼け跡を去る。

少年は体を震わせていたが、振り返ることも俺の肩に一滴の涙を落とすこともなかった。




　町はずれにある壊れかけた廃屋で俺と少年ネメシスは作戦会議をする。

「本命は言うまでもなくこの町の領主屋敷だ。僕達を貶めた奴らが揃ってる。特に領主代行などとほざいている小姑のステノーだ。奴を殺さなければ復讐は成らない！　けれど屋敷には武装した番兵が何十人もいるし周りには騎士どもの家だってある。ただ踏み込んでもやられるだけだ」

　そういうことにしておこう。

「だから一人ずつ狩っていく。まずは父の兄グボン、こいつは女にしか興味のない色ボケで昼間から毎日娼館に出入してる。だから……」




翌日　正午頃。

　俺達は町一番と言われる娼館に忍び込み、娼婦を優しく気絶させる。

そしてネメシスは顔を赤くしながら彼女のスケベな服を剥ぎ取り、自分で着てベッドに入った。

「クリスマはクローゼットに隠れていろ。名前を呼ぶまで出てくるな」

　俺は全裸の娼婦を抱き抱えて指示に従う。

魔人とはこういう感じで良いのか。

　やることもないのでひたすら娼婦の乳首をいじっていると、媚びた中年男の声が近づいてくる。

「グボン様のご指示通り未熟な娘を用意してございます。店に出すにはまだ小さくサービスに不手際があるかもしれませんが……」

「構わん。小手先の技術など未熟な娘を蹂躙する悦びの前には霞むというものよ」

　媚びた声に続くのは豪快ながらも不快な声、これがグボンかな。

　扉が開け放たれる音がする。

「こ、これミミ！　大事なお客様だと言うたのに寝ておるとは……申し訳ありませんグボン様」

「客を迎えず寝てしまうとは……ふふふ仕置きが必要なようだな。店主はもう良いぞ。激しくするので悲鳴が聞こえるかもしれんが捨て置け」

　グボンは上着を脱ぎ捨てながらネメシスの居るベッドに潜り込む。

齢は四〇後半で体格は中々に良い。

文官をやっていた男ではないだろうな。

「おお、まだ乳房も膨らんでおらんではないか。男のような体のくせに肌だけはスベスベしよってけしからん。今日は泣き叫ぶまで責め尽くしてやるからのう──なんだこれ？」

　布団の中でネメシスを弄っていたグボンが怪訝な声を出した次の瞬間、グチンと奇妙な音がする。

「あ？　お？　あがぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ベッドから飛び出したグボンの股間から血が滴っている。

続いてゆっくりと立ち上がるネメシスが握っていたのはクルミ割りだ。

グボンの悶え方を見るに完全に潰されたようだ。

「母さんとルピピの痛み……百分の一でも思い知ったか！」

「き、貴様……ネメシス……よくも……」

　ネメシスは止めとばかりに隠していたナイフを抜いて飛び掛かる。

だがグボンは冷や汗を垂らしながらも腰の剣を抜いて受け止めた。

「くっ！」

「儂も若くは軍で一隊率いた身……不意打ちを食らったとてガキ一匹に屠られるものかよ」

　グボンはネメシスのナイフを弾き、前蹴りで跳ね飛ばした。

そして壁にぶち当たって呻くネメシスを見下ろしながら嗤う。

「あの女と同じで愚かな奴だ。素直にルピピを愛人として差し出して居れば貴様ら二人の捨扶持ぐらい掛け合ってやったものを……下賎な年増の体だけではかばってやれんよなぁ」

　ネメシスの歯が鳴る。

「クリスマ！」

　言葉と同時に俺はクローゼットを突き破って飛び出した。

「やれ！」

　俺はグボンに飛び掛かる。

「な、なんだ貴様!?　ええい丸腰が何人居ても──」

　振り下ろされる剣を手の甲で弾き、グボンの顔を両手で掴む。

「グギュ」

　そして首を一八〇度回転させるつもりが、勢い余って三六〇度回ってしまった。気持ち悪い。

　グボンは小さく一度震えた後、そのまま静かに倒れ込む。

「こ、殺した……んだよな」

　震える声で問うネメシスに頷く。

首が一回転したから死んだと思うぞ。

「魔人クリスマ……一瞬で人を殺し──いや違う。殺したのは俺だ。俺が命じたんだ。もう止まれない、復讐するって決めたんだ！」

　ネメシスは大きく深呼吸して感情を制御する。

娼婦用のスケベ服を着たままなので滑稽なのは言わないでおく。

クリスマは口を利かないしな。

「次の標的は小姑の夫──ミエル。今日の夕方、舞踏会に向かって街道を通るはずだから待ち伏せる」

　しかしグボンを殺した事実は隠しようがない。

予定を変更しないだろうか。

「グボンの娼館狂いは他家の貴族から苦言を呈されたほどだ。昼間から娼館で殺されたなんて醜聞はばら撒けない。表向きは病死か事故死で処理されるから目上からの招待をドタキャンなんてできないさ」

　なるほど良く調べている。




同日──夕刻

　薄暗くなり始める時刻、路肩に身を伏せる俺達の方へ馬車が走って来る。

「紋章は……間違いない。護衛が六人。いけるかクリスマ？」

　俺が頷くとネメシスは僅かに笑って紐を引く。

　木にかけられた縄が張り、先導していた騎兵一騎がひっくり返った。

「いけクリスマ！」

　言葉と同時に俺は飛び出し、まず転倒した騎兵の頭を踏み潰す。

　そして奴の剣を奪い、呆然とする二人目と三人目の脇腹を切り裂く。

　慌てて下馬した四人目の脳天を叩き割り、曲がってしまった剣を五人目の口にねじり込む。

　丸腰になった俺に馬上から斬りかかる六人目の剣を馬体の下に潜り込んで避け、馬ごと投げ飛ばす。

「武装した六人をたった五秒。これが魔人クリスマの力……」

　絶句するネメシスを置いて馬車の扉を開く。

「うぉぉぉ！」

　小さなナイフを手に飛び掛かって来た三十路過ぎぐらいの男がミエルで良いのだろうか。

グボンと違って体格も声も貧相だな。

　俺はナイフを親指と人差し指で挟んで投げ捨て、ミエルらしき男を馬車の外に放り出す。

「ま、待て殺さないでくれ！　身代金なら妻がいくらでも……お前はネメシス──!?」

「ミエル。お前は母を厩に放り込み、糞と尿にまみれ馬に追い回されて逃げる姿を皆で笑っていたな」

　ネメシスは馬車の後ろから一頭の馬を連れてくる。

「お前自慢の名馬だ……母と俺達の百倍の価値があるとか抜かした名馬……」

　ナイフを抜くネメシス。

「やめろクソガキ！　そいつは伯爵様から頂いた金貨三〇〇枚は下らない──」

「ならば這え、地に這って許しを請え！」

　屈辱の表情でミエルが地面に伏すと同時にネメシスが名馬の尻をナイフで刺す。

馬は棒立ちとなり、蹄で地に這うミエルの頭を踏みつけた。

　頭蓋が割れて中身の飛び出したミエルが痙攣するのを見ながら、ネメシスは名馬の首を掻き切る。

「……クリスマ、死体を街道からどけろ。連絡が行く前に次へ行く」

　俺は馬と馬車を引っ掴み、街道脇へと投げ飛ばす。

朝になればすぐ見つかるが、今夜いっぱいぐらいは大丈夫だろう。




　ことが終わるとネメシスは俺の肩に飛び乗る。

「次はステノーの子ども二人……つまり俺の従妹達になる。部下の家に夜会に泊りがけで行っている。グボンが殺されたから慌てて呼び戻しているはず……最短距離は西の道だけど、あいつらは我慢ができないからガタガタ道は通らない。多少時間がかかっても北側の整備された街道を使って戻って来るはずだ」

　俺はネメシスが指す通り北へと走る。




　これもズバリ的中、先程よりも小さな馬車が遅い速度でカラカラと北の街道を走るのが見えた。

　ネメシスは参謀にでも向いているんじゃないだろうか。

仏頂面のレオポルトよりは隣に置いて落ち着く……レオポルトってなんだったかな。

「護衛は二人か──片方は……妹と母にも良くしてくれて……いやなんでもない」

　俺は先ほど奪った剣を馬車馬に投げつけた。

首を貫かれた馬車馬が暴れ悶えて絶命し、拍子に馬車の車輪も壊れて横倒しになる。

「な、何事だ──！」

　俺は護衛の視線が馬車に集まった瞬間に飛び出し、一人の馬に飛び乗って首を圧し折る。

　次いでもう一人に手をかけ、頭を叩いて卒倒させ、路肩に転がしておく。

「いたた……御者はなにをやってるんだ！　ママに頼んで折檻してやる！」

「お気に入りのドレスにジュースが零れてしまったわ……ただで済むと思わないことね！」

　小綺麗な服を着た男女二人が横倒しになった馬車から這い出す。

年齢はネメシスと同じぐらい、従妹の二人で間違いないだろう。

「確かにただでは済まなかったな」

　ネメシスが御者……正確には頭が潰れた御者の死体を二人の前に転がした。

　割れた頭蓋と零れる脳みそを見た二人は悲鳴をあげることもなく硬直してしまう。

「久しぶり」

　そしてネメシスの顔を見て悲鳴をあげた。

「ね、ネメシス、お前町を出たって……」

「そうよ！　お母さまがあのボロ家を片付け……あっ」

　少女の方が失言するもネメシスの表情は変わらない。

「お前達にはルピピが世話になったよな。俺がいない時を狙って中庭で裸にひん剥かれ、そのまま部屋まで歩かされて……それ以外にも言えないような悪戯をしたんだろう」

　ネメシスは二人の服に手をかけて破り捨てる。

「な、なにをする！」

「いやぁぁぁぁ！」

　慌てて体を隠そうとする二人にネメシスがナイフを突きつけた。

「さあ行けよ。ここから屋敷まで全裸で走れ。夜だからまだ人は少ない分、ルピピよりマシだろうよ」

　ネメシスは男の方の頬をナイフで軽く撫でる。

一筋の血が流れるのを見るなり、二人は悲鳴をあげながら裸で走り去る。

　話を聞いたかぎり自業自得だが少女を辱めるのは良くない。

　俺は死んだ御者から外套を剥ぎ取って二人を追いかけ、少女の方に被せてやった。

ちょっと脳汁がついていたけど全裸よりいいだろう。

「クリスマ余計なことをするな。あいつらは良い子じゃないぞ。……もう俺もか」




　再び町外れの廃墟に戻った俺達は室内ではなく天井裏まで登る。

　ほどなくして廃墟の扉が開かれ衛兵が室内を探し回る。

「いないようです。痕跡もありません」

「……次に行くぞ。なんとしても探し出せとステノー様の厳命だ」

　衛兵達が出て行くとネメシスは声を殺して笑う。

「領主代行の兄が殺され、夫は行方不明、そして子供達が全裸で帰って来たんだから町中引っかき回して調べるさ。ステノーの顔を想像すると……ククク楽しいな」

　口角を吊り上げて笑う。

だが笑えていない。微塵も楽しさなんて感じていないだろう。

「一休みしたら……次は執事のボーを狙って……メイドのキーミから……屋敷に火……」

　ぶつぶつと呟きながらネメシスは眠ってしまった。

　朝になればミエルの死体も見つかる。

近隣の町村から援軍も来るだろうし、捜索も激しくなって動けなくなるだろう。

　なにやら呟いていた計画を成すにはすぐにネメシスを起こさないといけない。

だが俺はあえてそうせず、眠りこける少年をただ見ていた。




　そして朝日が昇り始めた頃、ネメシスが目を擦りながら起きてくる。

「うぅ……なっ!?　もう朝じゃないか！」

　慌てて窓から外を覗いで叫ぶ。

畑に向かう農夫や市の準備をする商人が既に活動を始めていた。

　ネメシスは俺にしがみ付いて胸板を叩く。

「どうして起こしてくれなかった!?　これじゃあもう何も……肝心のステノーが……」

　俺は首を振って口を開く。

「こそこそと暗殺者の真似はもういいだろう」

　ネメシスが驚いて顔をあげる。

「クリスマ、お前口が利けたのか!?」

　もしかすると俺は魔人ではなかったのかもしれないがもうどうでもいい。

「要は母と妹を傷つけた奴が気に食わないんだろう。なら闇に紛れてしょうもないことをするな」

　俺はネメシスを強引に肩に乗せて廃墟の扉を蹴り破る。

「正面から屋敷に乗り込み、気に食わない奴を張り倒す。そしてその足で母と妹を迎えに行け」

「母と妹は行方知れずなんだぞ！」

　そこで俺達の姿を見つけた衛兵が槍を手に飛び出してくる。

「なら探し出せ！　チマチマした計略を練っている暇があったらそっちに労力を使え！」

　俺は槍を奪い、衛兵を蹴り倒して走る。

領主屋敷に向けて一直線に。

「ネ、ネメシスがいたぞ！　お屋敷に向かっている！」

「ひっとらえろ！　奴はグボン様殺害の犯人だ！」

「すごいのに乗ってるがあれはなんだよ!?」

　俺達は全市民と番兵の目を引き付けて走る。

「叫べネメシス。お前が戻って来たと皆に教えてやれ」

「う、うぉぉぉぉ!!」

　放たれる矢は避け、払いのけ、立ちはだかる者は蹴り飛ばす。

　ランスを掲げて突っ込んで来た騎士は馬ごと振り回して民家に放り込む。

「は、ははは！　すっげえ！　いっけ─クリスマ!!」

　ネメシスが笑う。

陰鬱な笑いではなく心から楽しそうに。

「な、なんだあれは!?」

「化け物だ！　とても歯が立たんぞ！」

　士気の折れた衛兵を置き去りにして領主屋敷へ飛び込む。

「閉めろ！　早く閉めろ！」

「走れ走れクリスマ！　風のように走れ──!!」

　ゆっくりと閉まっていく門へ俺は全力疾走で滑り込む。

　勢いのまま玄関を塞ぐ衛兵に掴みかかって諸共に玄関扉を突き破る。

　金属と木片を飛び散らせながら屋敷に飛び込み、即座に両手を広げる。

「うっ！」

「そんな！」

　扉脇から左右同時に首を狙って来た番兵の槍先をつかみとって振り上げる。

二人は冗談のように飛び、４ｍほどの天井にあたって落ちて来た。

「ステノーーーーー!!」

　そこで肩に乗っていたネメシスが叫ぶ。

　視線を追うと正面で三〇代後半の女性が腰を抜かしていた。

隣には昨夜裸に剥いた二人……彼女がステノーか。

「ね、ネメシス……お前本当に兄を……ああ恐ろしい悪魔の子め!!」

　俺達の前に一人の騎士が進み出る。

「衛兵隊長コルキサス……いまわの父に母を頼まれながら……よくもよくも」

「ふん俺は貴族家の衛兵隊長よ。どうして下賎の踊り子を守らねばならぬのか」

　俺は肩からネメシスを降ろして剣を渡す。

「これはお前の戦いだ。最後はお前が締めないといけない。奴はお前だけで倒せ」

　負けて死ぬならそれも仕方ない。

　ネメシスは小さく頷き、剣を手にコルキサスと向かい合う。

　俺はそれを確認して振り返る。

「それ以外のことは全て引き受けてやる」

　玄関に押し寄せる騎士と衛兵が一〇〇名近く。

ステノーの元にかけつけるには立ちはだかる俺を倒すしかない。

「死ぬなクリスマ！」

「まあボチボチ頑張るさ。魔人だからな」

　同時に二つの戦闘が始まった。




「うぉぉぉぉ!!」

　気合いの声と共に斬りかかるネメシス。

「はっ小僧風情が！」

　しかし腐っても衛兵隊長コルキサスは容易にこれをさばき、ネメシスは蹴り飛ばされて床を転がる。

「まだまだ──！」

　立ち上がるなり今度は身を低くして飛び込み、足から腰へと斬り上げる。

「はっ同じこと──ちっ！」

　同じようにさばこうとしたコルキサスの剣の上をネメシスの剣が滑り、親指の先が飛ぶ。

　反撃の豪快な横薙ぎを受け止めたネメシスは再び弾き飛ばされ、転がりながらも体勢を立て直す。




「木への打ち込みだけであの動きはできまい。天賦の才か」

　これは邪魔が入らないようにしてやらないとな。

　俺は衛兵三人をまとめて放り投げ、騎士を前蹴りで正門まで吹き飛ばし、更に押し寄せた衛兵達を壁ごと吹き飛ばす。

そして最後に咆哮、取り囲もうとしていた衛兵二人の鼓膜を破って尻餅をつかせる。

「こ、こんなのもう戦争じゃねえか！」

「こちとら一日銅貨八〇枚で雇われてる身だ！　命かけられるかよ！」

「もう無理！　負け、負け、後は騎士様がよろしく！」

　食い止めるつもりが二十人程倒したところで衛兵達は武器を捨てて逃げ散ってしまう。

まあ本来町の警備が役目なのに命の張り合いなんてしたくないよな。

　残ったのは数人の騎士だけだが、完全に腰が引けて攻撃してこない。

そのうちの一人が俺の顔を指差す。

「あ……あっ？　あっ!?　あああぁぁぁーー!!」

「やかましい！」

　意味不明な叫びをあげる騎士に石を投げつけて昏倒させる。

いきなりなんだ。




　見ればネメシスの方も決着がつきかけていた。

　コルキサスの怪我は指一本だけ、対してネメシスは血塗れだ。

追い詰められたネメシスは破れかぶれか、思い切り剣を振りかぶって突撃する。

「おらぁぁぁ！」

「クソガキ風情が！　これで終わりだ！」

　コルキサスとネメシスの剣がかち合うと同時にネメシスの剣が吹き飛ぶ。

力負けしたのではない、わざと剣から手を離したのだ。

「なに!?」

　力で押しつぶすつもりだったコルキサスの体勢が前のめりに崩れる。

　ネメシスは体を捻り、左腕を浅く削られながらも側面に回り込む。

「終わりだ衛兵隊長」

　そして背中に隠したもう一本の剣を抜き、コルキサスの首に深々と突き立てた。

大きな体が一度ブルリと震え、そのまま倒れ込む。

「ひいっ！　ど、どきなさい！」

　鬼のような形相で顔をあげるネメシスを見て、ステノーは自分の子どもすら突き飛ばして逃げる。

「逃がすかよ」

　ネメシスはその背中を蹴飛ばし、倒れ込んだところで肩を踏みつけた。

「死ね」

　そして微塵の躊躇もなく白い首筋に剣を突き立てる──直前に俺が止める。

「……どけクリスマ。何故とめる」

　中々迫力のある声と視線だ。

並の男だったらすくみあがるのではないだろうか。

まあ俺は平気だが、魔人だからな。

「仇とはいえ、逃げる女を殺してどんな顔で母と妹を迎えにいくつもりだ？」

「……このままじゃ収まらない。こいつが全ての元凶なんだ」

　俺なら許すが母と妹を虐げられた少年の気持ちもわかる。

「なら懲らしめろ。男なら股の剣で懲らしめて改心させるのだ」

　ハッとネメシスが顔をあげる。

ふふ理解したようだな。

「……だが無理だ」

「何故？」

　ネメシスは歯を噛みしめて悔しそうに俯く。

「俺のアレ……変なんだ。人とは違って……まともに使えない」

「短小包茎か……」

　俺は首を振る。

それでは確かに女を改心させるのは難しいだろう。

「だが諦めるな。道具を使うとか指と舌で頑張るとか悪あがきを……」

「違う！　そうじゃないんだ！」

　ネメシスはがばっとズボンを降ろす。

　直前までの殺し合いに興奮してそそり立っている男根は短小包茎どころか──。

「俺……僕のコレ、普段は５ｃｍなのに膨張すると一〇倍ぐらいになるんだ！　ルピピも母さんも絶句しちゃって！　あり得ないって！」

　俺は二度ほど目を擦って見直すも間違いではない。

念の為に自分のズボンをめくって中身を確認する。

なんとか魔人の威厳は保てるな。危ない危ない。

「でも懲らしめないと僕は前に進めない……よしステノー懲らしめてやる！」

　ネメシスがステノーの手を引いていく。

「い、いやよ大きすぎるわ！　そんな凶悪なもの見せられたら妾は……ではなくて妾には夫が！」

「ミエルはもう殺した」

　ヒイと悲鳴があがる。

「なら妾フリーだわ……」

　大人しく引きずっていかれるステノー。

「お前もだ。妹にした残酷な悪戯は忘れないぞ！　来い！」

「あわわ……おっきい……」

　妹の方も引きずって行かれる。

視線をネメシスの股間に固定したまま抵抗せず大人しい。

「よし俺も加勢するぞ。主にステノーの方に」

　だがネメシスは首を振る。

「これは僕の戦いだ。僕一人で成し遂げなければ意味がない。そうだよなクリスマ！」

「……うん」

　確かにそんなこと言ったけどな。

本当に加勢はいらないか？　どうしてもいらない？

　いい笑顔で笑うネメシスがふと気づいたように引き返してくる。

「やはり加勢か!?」

「いやこいつを忘れていた。さあ来い！」

　兄の方も引きずって行かれる。

「ま、待て！　僕は男だぞ！　だいたいそんな化け物みたいなの……よせ！　やめろぉー！」

　俺は溜息を吐きながらいい感じの高さになっていた衛兵隊長の死体に座る。

「結局、俺は誰なんだ。どうにも魔人クリスマではない気がするんだが」

どの辺がクリスマスなのか、無駄に二部作ぐらいになりそう、など色々奇妙なところはありますがクリスマス余談でした。
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　鋭く突き出した岩を掴み、僅かな窪みに爪先をねじ込む。

ゆっくりと体を上に引き上げて垂直の壁をよじ登る。

「ようやく八割ってところか」

　眼前にはまだ二千メートルはあろうかと言う石の壁がそびえており、振り返れば俺がここまで登って来た岩肌がその数倍続いている。地面は遠く雲の下にあって吸血鬼の視力でももう見えない。

　大陸を南北に両断する大山脈、標高一万メートルを越える、いかなるものも通さぬ絶対の壁。

神の領域ともいえるその山を俺は登っていた。

　二週間ぐらい前のこと、俺達三人眷属にして運命共同体のルーシィとセリアはこの何十年かそうしてきたように気の赴くまま流れ歩いていた。

　そこでルーシィに突然こう言われたのだ

『セリアちゃんと女同士でしたいことがあるのでエイギルはちょっとどっかいってて下さい。一か月ぐらい山登りでもしてて」

　こうしてルーシィとセリアはなにやら秘密の話、俺は山登りとなったわけだ。

　吸血鬼の身体能力があれば一瞬で頂上だ、などと考えていたのが甘かった。

岩肌は険しく尖りながらも脆く、人外の剛力で握ったり踏みしめたりしたら即座に崩れてしまう。

「だが、ここまで来たからには頂上に足をかけて北と南を一望してやるぞ！」

　気合いを入れて岩肌を掴んだ瞬間、手が盛大に滑った。

岩と思って握りしめたのは氷の塊だったのだ。

　俺は氷と岩の壁に顔面を打ち付け、尚も勢い余って一回転、そのまま岩肌を転げ落ちる。

勢いがつきすぎて岩を掴むこともできない。

　回転すること数千回、頭を打つこと数百回、一時間ほども落下し続けて俺は地面に叩きつけられた。

　たっぷり五千メートルは滑落したようだ。

「もうやる気がなくなった……。酒飲んで寝たい」

　とはいえここは大山脈麓の高地、一年のほとんどを雪に閉ざされ、気温は低く空気も薄い場所だ。

近くに町などある訳がない。

　統一帝国──昔のゴルドニアはそんな名前になっていたかな──の統治も及ばない、というより統治すべき何ものもないのだ。

「バカ正直に山登りなんかするんじゃなかった」

　深いため息をついて歩き出した俺の足を何かが掴む。

「ん、魔物か？」

　丸腰だが何も問題はない。

吸血鬼の伝承通り俺も月日が経つ度に強くなっているようで今や野良のオーク一〇体ぐらいなら素手で楽々解体できる。そもそも相手も気配を察してか近寄って来ないが。

「待て……これは女だ!!」

　適当に蹴り上げようとしたところで、それが細い女の腕だと気づき、慌てて雪から引っ張り出す。

「寒い……寒いよ……」

「息が……体が凍る……」

「しかも二人もいるじゃないか。これは運が良い」

　一人は二十歳そこそこの女性、一〇代後半に見えるもう一人は妹かな。

「しかしなんでこんな場所に女が埋まっているんだ。とにかく温めないと」

　人であった頃なら迷うことなく全裸になって抱擁し、股間にも熱く太い棒を優しく差し込んで温めてやるところだが残念ながら今の俺は体温を持たない吸血鬼だ。

「口惜しいが焚火に頼る他ないな。一分で準備するからなんとか耐えてくれ。特製ガーリックスープも作ってやるからな」

　どうしてこんな何も無い場所で行き倒れているのか、焚火とスープで温めてから聞くことにしよう。




　結論から言って町はあった。

それも三つだ。

「ここから近い西の荒れ地には流れ者の町があります。支配者はギューガン。五年前の大陸統一戦争で放逐された元悪領主です」

「そういえば派手にやっていたなぁ」

　震えながらスープを啜る姉に追加を入れてやりながら続きを促す。

「北の峡谷には狂信者の集落があります。指導者はググルカス。元アルテイル教の司教だったのですが異常な思想を唱えて本部から異端として破門され、一部信者と独自の宗派を作ってこの地に居付いたとか」

「あいつらは本当に色々やらかすよな」

　手が震えすぎて上手く器が持てない妹の口にスープを冷ましながら注ぎつつ、続きを促す。

「最後に亜人達の集落が山肌に沿ってあります。なんでもヨーコ？　とかいう怪物が治めているとか。あまり好戦的ではないらしいのですが亜人のことなのでどうにも……」

　二人はスープで温まったのかようやく一息ついたようだ。

「だがわからんな。亜人はまあ元から住んでたのかもしれんが悪領主だの異端の司教だのがどうしてこんな場所に来るんだ。人目を忍ぶにしてももっと環境の良い場所はいくらでもあるだろ」

　姉妹は顔を見合わせて立ち上がり、雪解け水が流れる小川の底を手で軽くすくった。

「これが答えです」

　小さな手の平の上には指先ほどの輝く粒──金が乗っていた。

「川という川、山という山が金だらけなんです。特に亜人達の集落がある場所は山肌が金色に輝くほどの大金鉱なんです」

　そりゃ人が集まる訳だ。

「私達姉妹も生活に困窮し、もう売り飛ばされる寸前というところで裏からこの話を聞き──」

「姉さんが博打に狂って高利貸しからお金借りたせいだよね」

　姉が妹の頭を叩いて続ける。

「早速、大金鉱に向かったのですが亜人達と遭遇して襲われ──」

「姉さんが出会い頭に『ここの金は私の物だ！』ってナイフ向けたからじゃないかな」

　姉は妹の鼻を摘まんでから続ける。

「狂信者の集落に逃げ込んだのですが、我らの神を冒涜うんぬんと危うく生贄にされそうになり──」

「姉さんが礼拝中に供物を盗み食いした上に、おっきなオナラしたせいかも」

　姉は妹の頬っぺたを引っ張って続ける。

「最後は流れ者の街に逃げたのですが、悪い男に手籠めにされ……あげくは酔って殴られ、殺されそうになってここまで逃げて来たのです」

　姉が泣き崩れた拍子に懐から何かが落ちた。

見るからに小チンピラが持ってそうな小汚い袋には小粒金がどっさり入っている。

「まさかあの男がお姉さんを殴ったのって財布盗んだから!?」

　妹が信じられないと姉を睨み、姉は良い天気だなとばかりに遥かな大山脈を見上げる。




　姉が俺の手を取る。

「こんな世界の果てで会ったのも何かの縁ですし、ちょっとお願いがあるんですけど」

「安全な町まで送ってけってか」

　そうそうと頷く姉。

「色々と教えて貰ったしな。送ってはやるが条件がある」

「お金は絶対あげないわよ！」

　妹が気温以上の冷たい目で見ているが姉は頑として財布を守る構えだ。

「金なんか要らん。欲しいのはあんたの体だ」

　姉はホッと胸を撫でおろす。

「姉さん……普通はそっちの方が青ざめるんじゃないの？」

「お金はあげちゃったらなくなるけど体はなくならないでしょ！」

　色々と酷い姉ちゃんだが泣かれるよりはずっと良いのでよしとしよう。

「ところで貴方、手冷たいわね。もっと火に近寄った方がいいんじゃないの？」

「俺はヴァンパイアなんだよ。だから脈も無いし牙もあるだろ」

　俺は胸に手を当てさせ、牙を見せる。

「なるほど吸血鬼かー。道理でこんな場所に一人で居る訳だアハハ……じゃあ私はこれで」

　笑いながら俺の肩をバシバシ叩き、そのままのノリで逃げようとする姉の襟首を掴む。

「もうお姉ちゃんは本当に問題ばっかり起こすんだから……じゃあ私もこれで」

　にこやかに笑って荷物を背負った妹の足も掴む。

「「お、お助け……」」

　俺は姉妹を仲良く重ねて圧し掛かっていった。







　──数日後。夕刻

「なるほど、これはもう村じゃなくて立派な町だな」

　姉はいい加減な女だったのでフカシの可能性も考えたがどうやら本当だったようだ。

　ちなみにあの姉妹はもちろん殺していない。

それどころか血も吸わずに丁寧に抱いただけで近場の町……といっても人間の足なら二週間はかかりそうな距離だったが……まで送り届けて来た。

「確かここは流れ者の町だったか。チンピラシティと名付けよう」

　町のあちこちを酒瓶を持った男達がうろつき、これでもかと肌を露出させた女達が下品な笑い声をあげている。

「てめぇこら殺してやらぁ!!」

「やってみろやボケがぁ！」

　通りでは耳障りな罵声をあげながら男共が殴り合い、裏路地では下半身をはだけた男女が呻きながら腰をぶつけあっているが、誰も気にしていない。

「うーん。品性の欠片も無い町なのにちょっと落ち着いてしまう俺がいる」

　ルーシィ、セリアが居たらこんな町をフラフラできないからな。

　そこで俺の肩に入れ墨だらけの腕が乗った。

「おう兄ちゃん。いい体してるな」

　振り返ると腕どころか顔から爪先まで入れ墨だらけの大男だ。

こんな風貌では普通の町に出入りしただけで衛兵が追いかけてくるだろう。

「男相手に褒められても嬉しくないぞ」

「野郎の裸を褒めてんじゃねえよ。お前は戦いまくり殺しまくった奴の体をしてるって話だ。大陸統一戦争で傭兵でもやったか？　相当暴れただろ」

　肩をドンと小突かれる。

「……どうだったかな」

　俺が誤魔化すと大男はニタリと笑う。

「こんな所にいる目的は言うまでもなく金だろ？　だが凍てつく川に入って粒金拾うなんてせこい真似しても儲けは知れてる。腕に自信があるならもっと良い仕事があるんだよ」

　俺は相槌を打って続きを促す。

「ギューガン様の私兵だよ。報酬は最低でもこのぐらいは出る」

　示されたのは私兵傭兵どころかそこらの貴族の俸禄よりも高い額だ。

「ただの私兵でこんなに出るのか？　信じられんな」

「なーに話は簡単よ。ここいらでも金は採れるが、もっとたんまり採れる場所があるのさ。だがその場所には鬱陶しい狂信者共や亜人が居座ってやがる。だから力自慢を集めてこいつらを皆殺しにすりゃ全員まとめて金に埋もれられるって寸法さ」

　大男は俺の背中をバンバン叩く。

「本当なら他の町から傭兵でもなんでも集めたいところだろうけどな。あんまり派手に動いて帝国が金に気付いたら台無しだ。だからここにいる力自慢はこれでもかってぐらい高く買うのさ。ま、金持ちになりたきゃギューガン様のところにいきな」

　俺は考える。

チンピラ、狂信者、亜人……誰が勝ってもどうでもいいし金にも別段興味はない。

だが世界の果てで暴れまわるのは面白そうだ。

「なにより亜人や狂信者よりはここの方が居心地が良さそう──」

　なんて俺の独語を怒号と歓声が遮る。

　目を向けると二本の柱にそれぞれ少年が縛りつけられていた。

「ガハハハハ！　コイツ三本連続で外しやがったぜ。盗賊廃業しちまえ！」

「おいおい飲む手が止まってるぜ？　まさか酒のせいで狙いが～なんて言い訳する気かー？」

「うるせえ！　ちょっと手元が狂っただけで──オラッ！」

　怒号と共にナイフが飛び、縛られた少年の肩を掠めた。

少年の泣き叫ぶ声に合わせて周囲から笑い声があがる。

　もう片方の少年は顔面にナイフが突き立って既に絶命しているようだ。

「なんだ私刑か？　盗みでもやったか？」

　近場にいた男に聞いてみる。

「いや今日は暇だったから奴隷のガキを吊るして楽しんでるのよ。何本目で死ぬか賭けるならそこの親父がやってるぜ」

「なるほど」

　俺は一つ頷く。

居心地が良いなんてのは撤回だ。

ここはただ汚いだけの肥え溜めだった。

「次は真ん中にいけー」

「心臓はダメだぜ。即死しちゃつまらねえ」

　下品な歓声を受けながらナイフが投擲される。

軌道は少年の喉から胸のあたり……このまま当たったらそれは凄惨なことになるだろう。

「よっしゃ当た──へ？」

　ナイフを投げた男が硬直する。

　俺が距離にして２０ｍを半秒で駆け、少年の前に立ってナイフを掴み取ったからだ。

「てめえいいとこで邪魔するんじゃねえよ!!　……あいつどこにいたんだ？」

「賭けも成ってたんだ！　ぶっ殺すぞ!!　……投げる瞬間までどこにもいなかったよな？」

　俺は恐怖のあまり失神した少年を一瞥してからナイフを持ち直す。

「返すぞ」

　ナイフを投げた男へ全力で……ヴァンパイアとなった俺の全力で投擲する。

「ヒッ！」

　ナイフは引き絞られた強弓から放たれる矢よりも、大砲から放たれる弾よりも、マスケットから飛び出す鉄弾よりも早く飛翔する。

　目で捉えられた者は俺以外に誰もいない。

ただナイフが空気を切り裂く轟音だけが通りに響き渡る。

　数秒の沈黙の後、誰かが引きつった笑い声を出した。

「は、ははは……ビビらせやがって外してんじゃねえか」

「ま、まったくだ。投げる仕草は豪快だがどこにも刺さってねえ。大道芸人顔負けだぜ」

　生きている少年の拘束を解いていた俺は振り返って首を捻る。

「うん？　おかしいな……」

　笑い声が更に大きくなる。

「おかしいのは手前の腕前だっての。見かけ倒しが！」

「賭けを壊したからにはただじゃおかねぇ。次に的になるのはお前だぜ！」

　俺は棒立ちする男に向けて目を凝らす。

そして大きく頷いた。

「びっくりさせるなよ。ちゃんと当たってるじゃないか」

　俺が笑うと同時にナイフを返した男が前のめりに倒れる。

　男の体にナイフは刺さっていない。

貫通して腹と背中に大穴が空いているだけだ。

「は？」

　周囲の唖然とした声に合わせるように、倒れた奴の後ろに座っていた小男が頭半分を失って倒れ込み、更に後ろにいた大男が右腕がなくなっていることに気付いて蹲る。

「ギャアアアア!!」

　更にナイフは直線上にある酒場で飲んでいたチンピラの頭を千切り取り、木製のカウンター越しに店主の男根を抉りとり、最後に店の壁をぶち抜いて裏庭の岩に突き刺さっていた。

「こいつは貰っていくぞ」

　もうこれ以上チンピラシティには居たくない。

　俺は気絶した少年の襟を掴んで町を出ようとする。

「待ちな。ギューガン様の町で暴れてただじゃ──」

　武装した男が立ちはだかるが返答するのも面倒なので鳩尾を殴りつける。

男は悲鳴も漏らさず地面と平行に飛んで馬車に激突、肥満した胴体だけが馬車に張り付き、両手足と頭は衝撃でそれぞれ別々の方向に千切れ飛んだ。

「不愉快だからもう声を出すな。いいな？」

　俺は口角を吊り上げ、町の奴らに牙を見せる。

「わ、分かった──ぷぎゃ！」

　わかってない小男の首をくるりと一回転させてから俺は町を出る。




「あ、あの……」

「この流れで話かけてくるのは度胸があるのかバカなのか」

　俺は笑いながら少年に話かける。

もちろん殺すつもりはない。

「僕はどうなるんでしょう。やっぱりご飯ですか？」

「心配しなくても俺は女の血しか吸わん。適当なところまで送ってやるよ」

　すると少年は何故か安堵するではなく身震いする。

「まさかとは思うがお前女か？」

「ば、ばれた!?」

　そうとわかってしまったら話が変わってきてしまう。

　もちろん殺しも血を吸いもしなかったが、少女は俺の腕の中で女になった。







　──翌日。夕刻

　少女を町まで送った俺が次に訪れたのはアルテイルの元司教が作ったとか言う集落だ。

「チンピラシティとは比べ物にならないぐらい綺麗な場所だな」

　吐しゃ物や酒瓶の破片だらけだったチンピラシティと違い、ここの通りにはゴミ一つ落ちていない。

　住民同士は顔を合わせれば微笑みあって挨拶を交わす。

「今日も本当に良い日でしたね。ではアルテイル神を称えて」

「ええ、また明日も良い日でありますように。全てをアルテイル神に委ねて」

　挨拶の最後が気になるが、まあ宗教家が作った町なのだからこれぐらいはな。

別に害があるものでもない。

「あとは住人の服装が妙なぐらいか」

　全員が黒一色に染めた布を羽織っている。服というより毛布をそのまま被っているように見えるのが妙と言えば妙だ。おかげで普通の恰好をしている俺が完全に浮いている。

　そこで二十半ばぐらいの女性と目が合った。

彼女は俺に気付くと早足で近づいてくる。

　よそ者うんぬん糾弾されるのだろうかと警戒したが、女性がニコニコとしているところを見ると違うようだ。

「失礼ですがアルテイル神を知らぬお方ですね？」

　良くわからないが異邦人的な理解で良いのだろうか。

「まあそんなところです」

　俺が曖昧に答えると女性は満面の笑みを浮かべる。

「では未熟ながら私がアルテイル神の尊さをお教え致しますね」

　さて困った。

絶対神なるものを信じてもいないし、もしそういうのが居たとしても死者の俺に信仰されても向こうが困るだろう。

　しかしこうもにこやかに笑う女性を無下にはできず、どう断ろうかと悩んでいると女性は纏っている布に手をかけた。

「アルテイル神に全てを委ねて」

　そう言いながら開かれた布の下は一糸纏わぬ全裸だったのだ。

しかもこれまた良い体をしている。

まさかこの村の住民はこの布の下は全員裸なのか。




「子作りこそアルテイル神が人に与えた最も重要で崇高な義務なのです。さあ重なりましょう、アルテイル神に全てを委ねて」

「アルテイル神に全てを委ねて」

　思わず言ってしまったじゃないか。

　俺の口からその言葉が出ると女性は心の底から嬉しそうに笑って俺の腕を引く。

　まあ言うだけならタダだしな。

この女性を気持ち良く抱けるなら今だけ神様信じてもいいか。

　見ればまだ幼い少女からたっぷり熟れた女までが俺に熱い視線を向けている。

神様すごいねとさえ言っておけばこの清潔な町で彼女達を抱きまくって過ごせるのだ。

これはなかなか悪くない。ここを拠点にするべきだろうか。

「きゃっ!?」

　俺の気が逸れている間に、女性が何かにぶつかって尻餅をつく。

見れば俺と同じく普通の恰好をした男だった。

「どこ見てんだ！　気をつけろボケ!!」

　女がひっくり返っているのに罵声を浴びせるとは見下げた男だ。

俺は男の襟を掴みあげようとしたのだが、女性が先に前に出る。

もちろん満面の笑顔だ。

「申し訳ありませんアルテイル神を知らぬお方。宜しければその尊さを──」

　女性が俺に言ったのと同じことを言おうとしたところで男はうんざりとばかりに手を振った。

「てめえらの神なんてどうでもいいんだよ！　それよりお前らが支払いに使った金の……なんだよ？」

　今まで満面の笑みだった女性が目を見開き、歯を食いしばった凄まじい形相で男を睨みつけている。

　更には楽しげに遊んでいた親子、和気あいあいと歓談していた青年達まで女性と同じ表情で男を睨みつけている。

　女性が腕をあげて男を指差す。

「悪魔ぁぁぁ────!!!」

　それを合図に老若男女全ての人間が男に襲いかかる。

「な、なにする！　やめっ！　うぎゃっ！　た、助け、助けてぇぇぇぇ!!」

　男の叫びはたちまち絶叫に変わり、やがて濁った音となって消えていく。

「お待たせしました。悪魔が出たもので、ああ恐ろしいことです。アルテイル神に全てを委ねて」

　再び穏やかな笑顔に戻った女性だがその両腕は血に染まっている。

男はもう原型を留めていない。住民たちに生きたまま素手で解体されたのだ。

　俺は額に手を当てて考える。

　正直ドン引きだ。

ドン引きだが、余計なことを言わなければ女性を抱きまくれることは変わらない。

「ならここはもう少し耐えてみても……」

　そこで近くの家から赤子の泣き声が聞こえる。

かなり強烈な声で母親の怒鳴り声も一緒だ。

「ほら握りなさい！　アルテイル神の祝福を握るのよ!!」

　母親は赤子になにかの彫り物を握らせようとしているようだ。

だがその剣幕が凄いせいか赤子は泣いてしまってそれどころではない。

「おいおい、なにをしているか知らないが、そんなに怒鳴ったら赤子が怖がるだけ……嘘だろ」

　周囲の雰囲気の変化に気付く。

さっきの男に向けていたのと同じだ。

「アルテイル神の祝福に触れないなんて……」

「神を受け入れない赤子……つまり……」

　全員の腕がゆっくりと持ちあがり赤子を指差す。

もちろん母親も同じ動きだ。

「「「悪魔ぁぁぁぁぁ────!!」」」

　俺は一斉に襲いかかる住民達から赤子を取り上げ、壁を突き破って脱出する。

「もういい。こんな場所で女を抱いても気持ち悪いだけだ」

　ある意味チンピラシティより気持ち悪い場所だ。

狂信タウンと名付けよう。

　危機を脱したことがわかるのか、ふぎゃふぎゃとじゃれる赤子を頭に乗せ、俺は最後の町に向かった。

「亜人の町だったか……亜人といえばオークとかゴブリンの印象しかないんだけどな」

　もしちょっと知的なゴブリンが住む町だったらどうしよう。

そもそもこの赤ん坊どうするよ。




「さて着いた。ここが亜人村か」

　今命名した亜人村は山脈に張り付くように形成されていた。

「なるほど山に金が浮かび出している。こりゃ山全体がとんでもない大金鉱だ」

　俺は山から村に目を落とす。

　幸いにしてオークやゴブリンの村ではなかった。

亜人というのは誤りで獣人の村というのが正解だろう。

「襲って来ることも無さそうだし俺は獣人でも普通に抱ける。だがなんでこんな辛気臭いんだ」

　町には閉塞感というか絶望感というか……ともかく沈みこんだ雰囲気が漂っている。

　残念ながらここも俺には合いそうにない。

赤子を誰かに預けたらさっさと去ろう。

　そう考えながら周囲を見回して気付く。

　確かにここには獣人が多いが何故か人間も多く居る。

それも小さい子どもだったり老人だったり、怪我をしていたりと皆ボロボロだ。

これが村を辛気臭く見せている原因だろうか。

「おにいさん新顔かい？」

　呼びかけられて振り返ると片足の無い老人がヨロヨロとこちらに歩いてきていた。

「いや俺はすぐに出て行く。ただこの子を預かってくれそうなやつを探していてな」

　すると老人は震える手で村で一番大きな建物を指差す。

「ヨーコ様にお頼みするといい。ワシらのようなまともに働けない老人や子ども、病人から怪我人まで全て面倒を見てくれる優しいお方じゃ」

　なるほど亜人村のヨーコ様か。

　俺はふらつきながら歩く老人の後ろをついていく。

「ヨーコ様はここに住む獣人達の中でも特別なお方での。齢千年を越え、その力は人智の及ぶところではなくなっておるそうじゃ」

　ルーシィで六〇〇年だから確かにすごい。

「その割には町は上手くいっていないようだが」

　老人は小さく首を振る。

「ヨーコ様はワシら人間とは感覚があまりに違い過ぎる。どうして西の悪漢共に力を振るわれないのか、北の狂った者達を追い払わないのか……ワシらには理解できんのじゃ」

　そんなもんか。




　ヨーコ様は力に自信があるのか屋敷には門番も見張りもおらず、俺達は簡単に奥まで入ることができた。

「ヨーコ様、村に新顔が参りました。年端もいかぬ赤子を連れておりまして」

『赤子を奥へ』

　凛と通る声が老人の言葉を遮る。

「はい。ただこの男を──」

『赤子を奥へ!!』

　かなり強い調子で言われ、老人は俺から赤子を受け取って奥に消えていく。

『悪しき者が紛れ込んだか』

　同時に扉がひとりでに閉まり錠までかかった。

「おおすごい。戸締りするのが楽そうだ」

　軽口を叩く俺に怒気が叩きつけられる。

『その邪気、その死臭、気付かぬと思うてか』

　まあそうか。

千年も生きた存在から見れば俺がヴァンパイアだなんてことは即座に看破できるのだろう。

『守るべき同胞、妾を頼り来たヒトの子、貴様のような悪鬼に食い散らかされるわけにはいかぬ』

「そんなつもりはない……と一応言っておくが」

　ヴァンパイアが言っても信じてくれるわけないか。

　暗闇からシャランシャランと鈴の音が近づいてくる。

圧倒的な威圧感を肌で感じる。これはオークなんかとは次元の違う存在だ。

こうなると丸腰はちょっとまずいかもしれない。

「死を拒み、世の理に反した悪しき者よ。今ここで妾が滅ぼそう」

　現れたのは全身に見たことも無い衣を羽織った美女……。

その頭には獣の耳があり、大きく太い尾が俺を威嚇するように揺れている。

「なるほどヨーコ様。キツネの妖狐様か」

　そういえば獣人の中でもキツネは特別だとルーシィに聞いたことがある。

特別だと聞いたところで寝てしまったのでそれ以上はわからないが。

「もう一度言うが敵意はないんだ。赤ん坊を預けたらさっさと出て行くぞ」

「黙れ吸血鬼、聞く耳もたぬわ！　我が力で灰と化すが良い！」

　妖狐が目を見開き、尻尾の毛を逆立たせる。

同時に俺の周りに青白い火の球が浮かぶ。

「あーやばいぞこりゃ」

　周囲三六〇度どころではない。

頭上にも浮かんでいるから逃げ場なんてありゃしない。

「食らえ我が秘儀！　フォックスファイヤー!!」

　妖狐が叫ぶと同時に全ての火の球が俺に突っ込んでくる。

回避は不可能、火球が全身に直撃し、たちまち俺は火達磨となる。

「ぐわぁぁぁぁぁ！　って言うほど熱くねえなこれ」

　具体的には野外で沸かして三分おいた熱湯ぐらいかな。

少なくともこんなもんで俺は死なん。

「おのれタフな奴!!　ならこれでどうだ！　フォックストーム!!」

「くっこれは……!?」

　室内のはずなのにまるで大風でも来たかのようだ。

それも前後左右全ての方向からランダムに予測不能の風が吹き荒れる。

「といってもただの強風だよな」

　確かにすごくはあるが、この程度なら別に耐えられる。

俺が人間の時だってこれぐらいなら風強いなと愚痴をこぼしながら買い物行っただろう。

「くぅー！　こうなったらこれでどうだ！」

　妖狐が小走りで突っ込んでくる。

迎撃するか？　いや下手に手を出すのは危ない。

　妖狐はトテトテと案外鈍臭い動きで俺のすぐ傍まで走り込む。

近くで見ると衣がゴテゴテしているだけでかなり小さい。

「フォックス──」

　だが油断はできない。

次の術が来ると俺は身構える。

「キツネボンバー」

「げふっ」

　鳩尾に衝撃を感じて思わずむせてしまう。

「ただの正拳突きじゃねえか！」

　魔法的なモノが来ると思って構えていたから変な入り方して一番効いたぞ。

　結論から言うと妖狐様は見かけ倒しでかなり弱い。

それも相当な弱さで並ぐらいの騎士相手にも普通に負けてしまうぞこれ。

「なにおーー!!」

　妖狐はトテトテと俺の背中側に回り込み、背後からがっちりと抱きつく。

「フォックスダイナッ！　ダイナミッ！」

　まさかスープレックスするつもりか？

いやいや体格差があり過ぎるやめとけ。

「ダイナ、ダイナッ！　ダイナミーーック！」

　妖狐が裂帛の叫びをあげた瞬間、ゴキンと嫌な音が鳴る。

「……腰やったか？」

　妖狐は俺を見つめたままみるみる目に涙を溜め、そのままポテリと横倒しになってしまう。

　俺は倒れ込んだ妖狐を抱え上げて人を呼ぶ。

「この匂い……悪いモノの匂い……でもどこか懐かしいような……なんだっけ」

　訳のわからないことを言う妖狐の耳を引っ張りながら、こりゃ出て行けないなと溜息をつくのだった。

ツイッターや活動報告で告知させて頂きました通り

王国へ続く道コミカライズ④巻　五月一日発売

書籍版　王国へ続く道⑦　　　　五月一九日発売

どちらもどうか宜しくお願いします！










☆SP GWゴールドウォー 後編







「ここでいいか？」

　俺は妖狐を部屋の奥に敷かれた布団の上に横たえる。

「ふにゅ」

　体を小さくして大人しくしていた妖狐だったが、布団と俺の顔を見比べるなり何故か真っ青になる。

「お、犯されるー!!」

「アホか。お前みたいなちんまい……いやそれなりに」

　俺は妖狐の胸を撫で、続いて尻を弄り、最後に大きく開いた脇から手を入れて腰つきを確認する

「ギリギリいける」

「わぁぁん！」

　這いずって逃げようとする妖狐を笑いながら布団に戻す。

「冗談だ。腰やってる女を抱くようなことはしないよ。たいだいどうしてこの流れで犯すだの言いだしたんだ。殺すならまあわからんでもないが」

「頭の中に刷り込まれた変なイメージが……にゅ」

　なんだそりゃ。

「ところでお前、齢千年とか嘘だろ」

「ギックン！　そ、そんなことないのじゃ！」

　本当にそれぐらい生きてる奴は性格は軽くても、もっと余裕があるものだ。

「こんなワタワタする千歳が居てたまるか。本当はいくつだ？」

　額をつつきながら聞くとその度に狐耳がピョコピョコ揺れて面白い。

「うぅ。生まれた時はわからないけど化けたのは八〇年ぐらい前なのじゃ」

　妖狐は自分の尻尾を抱き枕のように抱いて呟く。

「フラフラしてるうちに術が使えるようになって……人間には怖がられたけど獣人にはなんか崇められたからここに居付いたのじゃ。最初はちょっとサバ読んで二百歳って言ってたんだけど、みんなすぐ死んじゃって誰も覚えてないから、ちょっとずつ長くしてもバレないと思って」

　まあ八〇年前に来たならば、その時にいた人間はもうみんな死んでるな。

しかしなにか頭にひっかかる。

　俺はしばらく沈黙してからボソリと呟く。

「ノンナ」

「ひゃん!?」

　妖狐が抱き抱えていた尻尾が突然膨張した。

「い、いきなりなんなのさー!!　あー自慢の尻尾がグチャグチャになっちゃったー！」

　口調が変わるぐらいびっくりしたようだ。

なんだかわかってしまった気がする。




　妖狐が俺に恨み言を言う暇もなく屋敷の入り口が騒がしくなる。

「妖狐様！　妖狐様はどこじゃ！」

「村に悪鬼が紛れ込んだと聞きましたぞ！」

「火炎の術が見えました！　まさか妖狐様が後れを取るとは思えませぬが我らも加勢に参るー！」

　あれだけ派手に暴れたらそりゃ心配で見にくる。

「ど、どうしよう！」

　亜人村は妖狐の威厳でまとまっている。

権威が傷つけば大変だ。

「ここは俺に話を合わせとけ」

「ふにゅ」




　部屋に飛び込んで来たのは獣人が三人、全員が長クラスなのか体格良く派手な格好だ。

「なるほどつまり」

　一人は狼系の獣人だ。

羽織っている毛皮が服なのか自前なのか気になる。

「妖狐様は激闘の末にそこの悪鬼を調伏したと」

　もう一人はタカ系の獣人だ。

鋭くシャープなタカの顔面に上半身裸ゴリゴリマッチョボディの違和感がすごい。

「しかしその戦いは激しく、体を回復させるためにしばらく休まねばならないと」

　最後はゴリラ系の獣人だ。

……獣人でいいんだよな？

「うむ、この吸血鬼は屈服させたのでもう危険はないのじゃ。村の仲間に入れてやると良いのじゃ」

　これで俺はこの村に居られるし妖狐の威厳も傷付かない。

「いやはや吸血鬼と言えばオークなど比べ物にならない凶悪な魔物、それを我らが駆け付けるまでの僅かな時間で懲らしめるとは、いやはやさすがは妖狐様」

「一一〇〇年の永きを生きた神のごとき存在……感服致しました」

　妖狐を見るとさっと目を逸らす。

せめて読むサバ統一しろよ。

「しかしやむを得ぬこととはいえ困りましたな。この難局の中で妖狐様が力を振るえぬとなると人間共が調子付くやも」

「そこだ。あの人間共がどうしてこんな場所によってきたのか教えろ」

　俺は獣人達……やっぱりゴリラだけ獣人なのか自信ないな……ともかく三人に詰め寄る。

「それは私からお話しましょう」

　奥の扉が開き、別の獣人がヨロヨロとおぼつかない足取りで入って来る。

一目見てわかる馬の獣人、それも相当な高齢のようだ。

「爺ではないか。今日は起きあがって良いのか？」

　この村の長老枠なのだろう。

なるほど話を聞くには最適の相手なのだろうが……。

「永きを生きるはずの吸血鬼が目を丸くしておるとは面白い。馬の獣人は初めてですかな？」

「初めてだがそういう問題じゃないんだ。その……馬と人の配分、もうちょっとどうにかならなかったのか？」

　俺の中で半分馬と言えば神話のケンタウロスのような感じのイメージだったのだが、目の前の長老は逆、つまり下半身が人で上半身が馬なのだ。

絶対足遅いし手も使えない。生物として利点無さすぎだろ。

「ほほほ、若い頃はやさぐれもしましたが長く三〇年も生きれば自然と受け入れられるものですじゃ」

　寿命も馬よりかよ。

こいつだけは世界と神を恨んでも許されると思う。

　ともあれ話だ。




「ここは獣人達が長く平和に暮らしていた村ですじゃ。外から来る者もほとんどなく極まれに訪れる世捨て人もすぐに同化して村の一部となりました」

　獣よりの獣人と人よりの獣人が居るのは、人から入った血の濃さなのかな。

「事態が変わり始めたのは大陸を統べる帝国がわしら獣人に寛容になってきた時からですじゃ。迫害の危険は少なくなり、人の町を見に行く者が出始めたのですじゃ。そこでこの地にはありふれていた金に価値があると気づき……具体的には掘った金を握りしめてスケベェな店に行く者がそれはもうたくさん」

　辺境から来た獣人が未加工の金なんて持ってきたら当然出所を探ろうとする者が出て来る。

こうしてこの場所の金が知られてしまったと…………半分ぐらい自業自得だなおい。

「ただ金が欲しいと言うなら持って行かせますじゃ。ですが狂信者と外道達は我らの土地も家も全てを寄越せと言うのですじゃ。これでは戦うしかありません」

　そりゃそうだ。あんなおかしい奴ら相手に交渉ごとなんてできない。

「我らは一人一人はヒトよりもずっと強いのですじゃ。しかし我らは狩りや魔物退治ならともかく戦争などまったくしたことがなく後れを取り続けておるのが現状……」

　まったく戦争をやらせたらヒトの右に出るものはいないよな。

「かくなる上は妖狐様のお力に縋るしかないのですが、一〇五〇年の永きを生きた妖狐様のお考えは我らには計れませんのじゃ」

　どうしていいかわからなくてオロオロしているだけだと思うんだがな。

「事情はわかった。なんとかしよう」

　俺が立ちあがると獣人達は慌てて腰の武器に手を添える。

なるほど達人並の速度だ。

「調伏された以上は逆らわん。むしろ共に戦うさ。そうだろ？」

　妖狐がコクコク頷くが獣人三人は引かない。

「共に戦うなら……」

「一層実力を知らねばならぬ……」

「それが獣人の掟……」

　アレスの奴らを思い出す掟に思わず笑ってしまう。

さて素手で殴ったら相手が死ぬので適当な木の棒を構えよう。

「「「いざ！」」」

「おう来い」

　勝負は半秒でついた。

「キャイーン!!」

「カーーーー!!」

「うぎゃあぁ!!」

　狼とタカとゴリラが折り重なって倒れる。

ところでゴリラの鳴き声は……いやもう気にしないでおこう。




　その時、突然外から激しい警鐘が鳴り響く。

「狂信者だーー！　狂信者共が責めて来たぞーー!!」

「今までに無い数だ！　狩りに出た者達も全員呼び戻せ！」

「大丈夫さ。三人の長達は皆とびきりの勇士。きっと今回もなんとかしてくださるさ！」

　俺は折重なって気絶しているとびきりの勇士たちを見つめる。

「……」

『どうすんだよ』と言いたげな馬面爺と妖狐の視線が痛い。

「行って来る……」

　戦争なんてもう遥か昔の思い出になりつつあったのに。




「よっと」

　俺は妖狐屋敷の窓枠を踏みしめて跳躍する。

　亜人村は山の斜面に沿って作られており、一番高所にあるのがこの屋敷で一番下にあるのが村を守る木杭と見張り台だ。

　俺は高さにして１０ｍ、距離にして５０ｍ余りを跳躍し、見張り台の上に着地した。

「ひぇっ！」

　そして見張り台の上で弓を構えていた猫獣人の尻を撫でてから聞く。

「状況は？」

「以前に仕掛けて来た時の何倍もいます！　ものすごい数です！　ところで貴方誰ですか？　死者みたいな臭いするんですけど」

　目を凝らすと見覚えのある黒い装束を来た者達が駆けあがってくる。

狂信タウンで見た人数と比べると……ほぼ全員だな。

　俺は犬獣人の太ももを撫であげながら更に聞く。

「中央にあるのはなんだ？　神輿か？」

「わ、わかんないです。私達も初めて見たので……体は不吉な匂いなのに股間だけオス臭い……」

　数十人で担がれている派手なそれは戦の役に立つようには見えない。

相手は軍隊ではなく狂信者なのだからわけのわからん物を持ち込んでも不思議はないか。

　そうこうしているうちに狂信者達の先鋒と獣人達の守備隊が交戦し始めた。

「なるほどなるほど……」

　獣人達は身体能力で相手を圧倒している。

一対一ではまず負けていない。

「だが連携はガタガタだな。ほら突っ込み過ぎて囲まれた」

　単なる訓練不足ではない。

種族ごとの個性の違いが大きすぎる。

体格も気質も違っているので陣形が組めないのだ。

「馬面長老の言う通りだな。これじゃ戦争には絶対に勝てない。ここから援護してやるか」

「そもそも貴方は一体……ひゃん!?」

　俺は犬獣人の耳に息を吹きかけ、彼女が持っていた弓を勝手に借りた。

　並の人間では半分も引けない強い弓だが俺には何の問題も無い。

距離もまだまだ遠いが俺の目には狙った男のうぶ毛まで見えている。

　既に鼓動をなくした体だが、久々の戦に沸き立つ何かを感じながら俺は弦を──。

　バチンと音がして矢が足元に落ちた。

「……切れた。力が強すぎたな」

「えーーー!!　バカーーー!!」

　噛みついてくる犬獣人を宥めつつ、猫獣人のクロスボウを勝手に借りる。

本来は置いて引く方式だが、俺なら持ったまま一秒で装填できる。

「これなら力を込めすぎる心配も……ない！」

　飛び出したボルトは放物線を描き黒い装束の狂信者……とは全く違う方向に居たサル獣人のおっさんに突き刺さった。

「全然違うところ飛んでるじゃないヘタクソ!!」

「弓系全般苦手なんだよ……刺さったのケツだし死ぬことはないさ」

　俺はひっかいてくる猫獣人を宥めつつ、見張り台に備えられていた槍を手に取る。

「槍投げなら大丈夫だ。俺の剛力で投げれば一〇人ぐらいまとめて──うっ!?」

　振りかぶって投げる瞬間、太陽の光が目に入ってしまった。

当然狙いは盛大に逸れ、槍は味方の櫓を叩き壊して獣人達がバラバラと落下する。

「「この裏切り者──!!」」

「太陽が眩しかったんだよ……」

　最近ようやく日光を浴びても燃えなくなってきたが眩しさは人間だった頃の比ではない。

「ウゥゥゥゥゥ！」

「シャァァァァ！」

　二人はもう完全に敵を見る目だ。

恰好良く決めるどころではない。

「わかった……突っ込んでくるよ」

　肉弾戦やると本物の魔物みたいで嫌なんだよなぁ。

　俺は溜息混じりに見張り台から跳躍する。

　破壊された櫓とケツを押さえて悶えるおっさんを軽々飛び越え、獣人と狂信者達が切り結ぶど真ん中に着地する。

「お、お前は村に来た悪鬼!?　まさか長達が戻らないのは──」

　戦うトラ獣人の質問に答えることなく俺は眼前の黒装束に向けて腕を振るった。

「あ……？」

　黒装束は呆然と立ち尽くす。

目の前に飛び込んで来た男が武器も持たずに腕を振っても意味が分からんよな。

まさか自分の前半分を抉り取られたなんて思うはずもない。

　前後に半分となった男は良くわからないと首を傾げた仕草のまま、中身を全部ぶちまけて倒れ込む。




「ヒ──」

　悲鳴をあげようとした男は首だけになって回転しながら空中で続きを叫ぶ。

「コイ──」

『こいつ』と言おうとしてであろう男の頭を掴み、うつ伏せに地面へ叩きつける。

とんでもない力で地面にキスをした男は衝撃でミートスープとなり、雪に覆われた地面を流れていく。

「──バケモノ」

　呟いた男の胸に腕をねじ込み、そのまま貫通させて後ろでクロスボウを構えていた男の首を掴み折る。

「悪魔めっ!!」

　反対側から突き出された槍の穂先に手のひらを合わせる。

　槍は飴細工のように折れ曲がっていき、掌底打ちが男の胸元を打った。

「グボッ」

　男はブルリと震えた後、軽い足取りでフラフラと歩く。

　今の衝撃で体の中身が全部後ろへ飛び出したのだからそりゃ軽かろう。

　皮だけになった体でふんわり倒れる男を見送ってから俺は高らかに笑った。

「に、人間じゃない……亜人ですらない！　バケモノだ！」

「悪魔！　まさに悪魔だ!!」

　狂ったように前に進んでいた狂信者達の足が止まる。

　そうだ盛大に恐れてくれ。

逃げ散ってくれれば手間が省けるし、巻き添えで女を傷つける心配もなくなる。




「こんな悪鬼が村に……まさか長達は!?」

「妖狐様がいてどうしてこんなことに……村の終わりだぁ！」

　何故か獣人達の方からも悲鳴があがる。

「いや、お前らの味方だから恐れなくていいんだぞ」

　尻餅をついていたタヌキ娘を起こそうとすると、激しい水音とともに雪が黄色く溶けた。

「……だから嫌だったんだ」

　俺ががっくりと肩を落とす。




　その時、高音で綺麗な、それでいて幼い声が響いた。

「皆のモノ恐れるでない！」

　見れば妖狐が三人の長を引き連れて見張り台の上に居た。

良く見ると長達はフラフラしているし、妖狐は腰を押さえて老人みたいな体勢だが遠目にはわかるまい。

「そこの吸血鬼は悪い奴じゃないのじゃ！　悪いけど妾が懲らしめたのでもう平気なのじゃ！　かなりエッチなだけなのじゃ！」

「確かにエッチそう……」

「はい！　私お尻触られました！」

　フォローしてくれて嬉しいが余計なことは言わないで欲しかった。

　そして妖狐はサッと狂信者達の中心、彼らに担がれた神輿を指差して叫ぶ。

「真の悪鬼はそこにいるのじゃ！　自慢の尻尾がぶわっとなるから分かるのじゃ!!」

　敵味方全員の視線が神輿に集まる。

「確かに妙だとは思ってた」

　神輿は豪奢な装飾が施されつつ全体は黒い布で覆われている。

そして信者たちの服も黒で揃えられていた。

「お前らの指導者はググレカスだったかな。アルテイル教の元司教とか名乗っているんだろ？　あいつらは目が痛くなるぐらい白いのばっか使うはずなんだよな」

　俺は神輿に向かって言う。

『我が教えはアルテイル神国より受け継がれた真なる教え──』

「アイツらは今のアルテイルよりもっと白かったんだよなぁ……」

　まあ、この距離まで近づくともう理屈抜きでわかってしまう。

『ふふ偽物風情がほざきよる』

　超然を装っていた声色がねっとり邪悪な口調に変わり、神輿を担いでいた者達が困惑しながら顔を見合わせた。

「偽物ねぇ。じゃあ本物を見せてくれよ──ちょうど日も隠れる」

　湧きたつ黒雲がゆっくりと太陽を覆い隠していった。

『愚かな者共──愚かな人間共、全てこのググルカスの血袋にすぎぬこと教えてやる』

　神輿を覆う黒布が弾けた。

　小太りの中年男はその見た目に似合わない軽業師のような動きで俺の眼前に着地する。

その目は爛々と赤く輝き、口からは長い牙が見えていた。

まあ予想通りだ。

「どうだ偽物、自分が騙った真の吸血鬼が目の前にいる気分は？」

「ん、ああ……」

　何と答えればよいのだろう。

この距離でわからないのか？

「愚かな擬態に笑いが止まらぬわ。そのようなフード一枚被って陽光の下に出る吸血鬼などおらぬ。陽光を克服した吸血鬼など伝説に近い存在だけよ！」

　ルーシィも驚いてたな。

もっともフードを被っているのは切実な理由があるのだが。

「そ、そんな!?　教祖様が吸血鬼……!?」

「真のアルテイルの救いとは嘘だったのか!?」

「まさか神の世界に修行に行ったはずの者達は……」

　信者の動揺の声をググレカスは嘲笑う。

「なにがアルテイルか、なにが神か。人などただの餌にすぎぬ。救いなどあるものかよ。ふふ、あえていうなれば神とはこのググルカス様のことだ」

　両手を開いて邪悪なポーズを決めたググレカスは放心した信者を捕まえて首をもぎ取り、噴き出す血を浴びて笑う。

「や、やめるのじゃ!!」

　凄惨な光景に妖狐が炎を放つが、ググレカスは片手で掻き消してしまった。

「妖狐様のお力が届かない……そんなうそだ……」

「あいつはそれほどの大悪鬼なのか？　もう終わりだぁ」

　今度は獣人達が絶望の声をあげるが、ぶっちゃけアレそれほど熱くもないしな。

「ククク、頼みの綱の妖狐様とやらもこの程度……そして正体がバレたからには人も獣も皆殺しだ。なあにアルテイルの教えと金の噂があれば血袋などすぐに集まるわ！」

　響き渡るググレカスの声。

劇で言えばここからラスボスとの戦闘だ。

「というわけでいっていいか？」

「貴様がどんな雑魚魔物かは知らんが逃がしはせん。人ごみに紛れることもできぬ辺境の地で吸血鬼の目と足から逃げられるとは──」

　行くって言ってるだろうが。

　俺はゆっくりと踏み込み、拳を振りかぶる。

「クハハハ！　素手とは愚か極まる！　銀のナイフでもあれば我が肌を焼くことぐらいはできるかもしれんがこんな辺境にそんなものは──」

　ゴツンと鈍い音が鳴る。

具体的には俺の拳がググレカスの顎を肉片と骨片に分解しながら吹き飛ばした音だ。

「オゴブ!!」

　肥満した体が空中で三度回転してから地面に落ちる。

これでしょうもない話を聞かなくて良くなった。

「ぐ、ぐひゅひゅ……ふぉれはふしみのきゅーけちゅき、ほのれいどのきじゅなじょしゅぐに……」

「まだ言うか」

　いい終わる前に背中を踏みつける。

背骨が折れる音を聞きながら脇腹を蹴り上げて吹き飛ばす。

　一瞬も遅れず俺も跳び、空中で腕を掴んで岩へ叩きつける。

最後に千切れた腕をポイと捨てて終いだ。

「かひゅ……なじぇ……」

　四肢がグチャグチャに折れ曲がったググレカスを見て溜息が漏れてしまう。

「お前本当に吸血鬼か？　いくらなんでも弱すぎるだろ」

　同類だからと本気でやったのに無抵抗なおっさん嬲ったみたいになったじゃないか。

　もしこの場にギルドレスでも居たらこいつは普通に負けてただろうな。

「まさかお前本当に吸血鬼……隙あり!!」

「ねえよ」

　顎が再生したのかありきたりなセリフを吐いて飛び掛かって来るググレカス。

俺はその腕を受け止めて捩じ切ってから側頭部を殴りつける。

　頭が完全に割れて人間なら即死だが疑問符は付きながらもやはり吸血鬼なようで再生が始まる。

「吸血鬼ってどう殺すんだったか」

　銀で心臓を刺したら早いのだが、あいにく金は山ほどあっても銀はない。

「もう面倒くさいから全身バラバラに……なんで土下座してるんだよ」

「陽の下を平気で歩けるとはさぞ名のある方とお見受けしました！　是非私を眷属に──!!　貢物として信者を全て差し上げます！」

　そうきたか。

「ちなみに信者の女を吸い殺したことは？」

「は？　ええそれはもう毎日のように。幼子と少女の間ぐらいが一番美味で……」

　俺はよろしいと頷き、ググレカスの襟を掴んで真上に放り投げる。

　肥満した体はゆっくり回転しながら落下し、村を囲う杭に突き刺さった。

「吹雪にでもなるかと心配したが」

　黒雲がゆっくりと晴れていく。

「いい天気になりそうだ」

　俺はフードを被り直しながら言う。

「アァァァァァァ!!!」

　凄まじい悲鳴と共にググル……ググレだったかな？

ともかくカスが陽に焼かれて燃え上がる。

「太陽が使えるとてっとり早くていいな。汚いモノも残らない」

　カスは杭に刺さったまま暴れ、やがて炭と化して最後は風に吹かれて消えて行った。

　視線を狂信者達の方に移す。

「あんな悪魔に従っていたなんて……そういえばここに俺を勧誘したのはお前……お前もまさか!!」

「お前こそ俺の妻が神の国に行けるようググルカスに口添えしたとか誇らしげに……あぁ妻は吸い殺されて干からびて……お前が奴に売ったのだ!!」

「悪魔……みんな悪魔……全て悪魔だぁぁ!!」

　妄信していた者が吸血鬼だったと知って全てが崩壊したのだろう。

狂信者達は狂乱し、互いに殺し合い始めた。

　こうなってはもうどうしようもない。

俺にできるのは長達に合図して獣人が巻き込まれないよう距離を取らせることだけだ。

　妖狐の方に視線を向けると失神して馬面長老に支えられている。

刺激が強すぎたか。




「あとは狂いきっていない女をなんとか救い出せば一件落着だな。風呂でも浴びて綺麗どころの獣人と一発──」

　言いかけた言葉が止まる。

背中が焼けるように熱い。

「え……？　なんでうそ……？」

　目を覚ました妖狐の震える声がやけに耳をつく。

　振り返ると……フードを被った獣人が背中から俺の心臓にナイフを突き立てていた。

しかもそのナイフは。

「そう銀のナイフだよ吸血鬼。俺の街で力を見せたのが仇となったな」

　俺の体から蒸気が立ち上る。

「貴様が……チンピラシティのギューガンか……」

　変な動きをしているのは知っていたが不細工すぎるのでハダカデバネズミの獣人かと思っていた。

「おうとも。狂信者のアホ共と違って俺は賢いんでな。村に紛れ込んで機会を待たせて貰ったよ」

　見れば村のいたるところからチンピラ共が現れて無力な獣人達を人質にとっている。

こうなってはもう何もできない。

「妖狐様は得体がしれない？　いやいや、単に世間知らずでお優しいガキなだけだろうが」

　ギューガンが俺の背に突き立てたナイフをグリグリと捻じる。

「獣人が苦手なのは戦争よりも謀略だよ。所詮は獣のおつむって訳だ。ガハハハハ!!」

「ぐっなんと卑劣な……」

　嘶く長老。

こいつは確かに獣の頭だなとか思ってしまってすまない。

「ギューガン様、ここからどうしやしょうか？」

　揉み手しながら現れたのはゴリラ……こいつやっぱりか！

見え見えだったのに騙された自分が恥ずかしい。

恥ずかしいのでもう少しやられたふりをしよう。

「皆殺しに決まってんだろうが。但し村は金採掘の拠点にするから焼くな。あとは……人間に近い女は残しとけ、獣っぽくても鉱夫用の穴としては使えるからな。他は締めて干し肉にでもしちまえ」

　さて困った。

この人数だとどうやっても獣人側、特に人質に取られている女に死人が出てしまう。




　かくなる上はと息を吸い込んだ時、俺の背筋に冷たい何かが走る。

弱小吸血鬼でも背中の筋肉で止まった銀ナイフでもない本気の脅威。

本能が本気でヤバいと悲鳴を上げるほどの何かだ。

　俺が引きつった顔を向けると馬面……はどうでもいい、その後ろの妖狐だ。

「ただ平和に過ごしたいだけなのに……どうして殺し合いばっかり……やらせない……殺させるもんか……お前達は……お前らは……」

　俯いた妖狐からオーラのようなものが一帯に広がる。




「お前らは────だ」




　村を丸ごと囲むように青白い業火が立ち上り、凄まじい勢いで妖狐……つまり村の中心に向かって集まってくる。周囲三六〇度、高さは２０ｍ以上、逃げ場はどこにもない。

「な、なんだこりゃ!?　青い炎の壁……？」

「ゴルドニアの街壁よりでけえ、こんなのどうしようもねえぞ！」

「おい妖狐やめろ！　仲間の首を掻き切るぞ！　聞こえねえのかやめろぉぉ!!」

　チンピラ共が叫ぶも妖狐はグラグラと頭を揺らし続けるだけだった。

「妖狐様!!　このままでは村も皆も巻き添えになってしまいますじゃ！」

　長老が叫ぶが妖狐は恍惚とした表情のままだ。

業火の進みも止まらない。

　そして遂に火が獣人親子を飲み込んでしまう。

「ママぁ!!」

「あぁ妖狐様どうして」

　業火に巻かれた親子は無残にも灰に……ならずにキョトンとした表情で座り込む。

見れば村を守る杭や見張り台や家々も炎に巻かれながらまったく燃えていなかった。

「熱く……ない」

「ちょっと暖かいだけだった」

　親子は互いに抱き締め合い、チンピラ共も引きつった顔で笑う。

「へ、へへへ……見かけ倒しかよ」

「脅かしやがって。誰かあの狐に矢でもくれてやれ！」

　だがチンピラの一人が強がりながら炎に巻かれた瞬間、先程とはまったく違う光景となる。

「あ、熱──ギャアァァァァ!!」

　チンピラはたちまち燃え上がり、火達磨になって泣き叫んだ末、骨も残さず焼き消えてしまう。

「や、焼けた……？」

「見かけ倒しじゃ……ねえのかよ！」

　そしてチンピラ共は恐慌状態に陥る。

「おいこらやめろ！　やめないとこいつらが──うぎゃぁぁぁぁ!!」

　盾にしようとした人質は無傷のまま、チンピラだけが燃え上がる。

　民家に逃げ込んでも家は無事なまま悪漢だけが焼け落ちる。

　数人が井戸に飛び込むも直後に悲鳴と青白い炎が立ち上る。

　苦し紛れに妖狐を狙った矢も空中で青く焼け落ちて届かない。

「終わりのようだな」

「ぎゃっ」

　演技の必要がなくなった俺はギューガンの腕を圧し折り、妖狐の隣に立つ。

　馬面怪人……いや長老も隣に並ぶ。

「遥か昔に聞いた覚えがありますじゃ」

「三〇年ぐらい前か」

　この馬面長老いかにも時代を見てきた雰囲気出してるがまだ三〇歳なんだよな。

　長老は俺の突っ込みを無視して続ける。

「数百年を生きた妖狐のみが使うという青き狐火、それは罪を焼く炎……悪人は焼け落ち善人には暖かさを与えると言います」

「そうか」

　一言目から違っているが突っ込むと雰囲気が壊れるので黙っておこう。

　目の前ではゴリラの獣人が鼻歌を歌いながらスキップして──あ、燃えた。

さりげなくゴリラ獣人に戻って誤魔化すつもりだったがダメだったようだ。

　こうしてとうとう残るチンピラは腕の折れたギューガン一人だけとなる。

炎は間近に迫り逃れる術はない。

「ま、待て！　助けてくれ！　俺を助ければ……助ければ……」

　もう諦めて燃えろ。

金も名誉も地位も獣人には意味のないものだ。

「女をやるぞ！」

「言ってみろ」

　つい反応してしまった。

長老と長達が一斉に俺を睨む。

本能なんだから仕方ないだろ。

「金鉱で働く奴ら用に裏から奴隷女をしこたま仕入れてたんだ！　二つ向こうの山にある洞窟に押し込めてあるそいつらを全部やる！　玩具にするなりメシにするなり好きにしていい！」

　場所わかるかと長老に聞くと肯定の返事が帰って来る。

「そうか。わかった」

　俺はギューガンに微笑みかける。

外道だが女をくれるなら笑顔ぐらいサービスしてやっていい。

もちろん炎は止まらない。

「お、おい話が違うぞ!?」

「女をくれるんだろ？　みな幸せになってもらうから心配せずに燃えてくれ」

　そう言ってもう一度サービスの笑みを浮かべるとギューガンはあらん限りの罵声をあげながら焼け死んでいった。







「全て終わったな」

「はい」

　こうして悪漢共は全て燃え俺と長老は静かに話す。

「ところでなんだが」

「なんでしょう？」

　炎は村人を巻き込みながら妖狐に迫るがもう誰も恐れてはいない。

この火が暖かさのみを与えてくれると知っているからだ。

「吸血鬼って悪か善かどっちだと思う？」

「それは悪に決まっておりますでしょう。人を喰い殺す魔物ですぞ」

　だよなぁ。

「つまり俺燃えるじゃねえか！　おいこら馬面、距離をとるな──どわぁぁぁ!!」

　俺は日光を克服して以来、久方ぶりに燃え上がり、正気に戻った妖狐が火を止めてくれるまで村中を転げ回ったのだった。

前回に続いての後編となります。

話を広げた割に終わりがあっさりとなってしまったので、時期は未定ですがもう少しだけ続きを書くかもしれません。

さて前回に続いてもう一度告知です。

書籍版　王国へ続く道⑦　　　　五月一九日発売です。

王国へ続く道コミカライズ④巻　五月一日発売しました

どちらもどうか宜しくお願い致します。










☆７巻発売記念ＳＰ　商人とウサギ

本日五月一九日　王国へ続く道七巻発売です！

どうか宜しくお願い致します！

また発売記念ＳＰではありますがネット版完結後のお話となりますのでご注意下さい。









「ノーステリエス沿岸の復興がしたい？　そのための視察に行きたいだと？」

　俺は寝椅子に横たわり麗しい侍女を侍らせながら聞き返す。

　ここは王宮で俺はゴルドニア王なのだからおかしい所は何もない。

エレクトラ奪還以後の自然休戦で正直することもないから欲にまみれた堕落王になっているのだ。

「領地の復興計画はアドルフに一任してあるだろう。俺がちょっかいだすとアイツうるさい上に大抵悪い結果になるから面倒なんだよな」

　俺は否定的な溜息をつきながら進言した女性達──クレアとローリィにそう返した。

「もちろん政務総監殿の能力は卓越しておられます。文句を言おうなどとは夢にも思っておりませんわ。ただ私が陛下にご提案差し上げたいのは町や道の復興ではなく構造……町の役目としてのお話なのです」

「役目か」

　ちょっと話に興味が出て来たので体を起こす。

「もちろん視察などは私どもが勝手にやることでございます。しかしそれだけでは現地の役人などとのかち合いもございますので陛下のお墨付きが頂ければ、と」

　俺は寝椅子からすっくと立ちあがる。

「その必要はない。何故なら俺もついていくからだ」

　正直暇だからちょっと外出したかったのだ。

　町の復興……素晴らしい理由だ。

少し前に領内の庶民風俗視察と銘打って各町娼館巡りをしたらノンナやアドルフ達からメチャクチャに怒られたがこの真っ当な理由なら大丈夫のはずだ。

「いえさすがに陛下に直接来られると、ちょっと諸々やりにくくて……」

　クレアが何か言っているが気にしない。

俺は侍ってくれていた女達の尻を撫で回しながらたっぷりの金貨を渡して解散させる。

「さあ行こうじゃないか！」

「もう聞いておられませんねクレア様」

　俺はクレアを脇に抱えてローリィを肩に乗せ、廊下ですれ違った近衛騎士にしばらく留守にすると伝えて王宮を飛び出すのだった。




旧ストゥーラ　港湾都市

「こっそり抜け出したはずだったのになぁ」

　俺は複雑そうな顔をしているクレアとローリィを見た。

そしてセリアとノンナ、最後にさめざめと泣いているケイシーへと視線を移す。

「軽い調子でとんでもないことを言われた近衛騎士が私のところに飛び込んできたのです」

　セリアはプクッと頬を膨らませて言う。

彼女は俺とクレアの馬車をすごい勢いで追いかけ窓から突入してきたのだ。

「例のごとくイリジナさんが持ち帰ってきたキノコは回避しました。いつまでも同じ手でやられる私ではないのです。ちなみにナーティアさんによるとキノコの名前はフンシュツダケだそうです」

「そうだな。代わりにセクリトとカーラがやられていた」

　廊下で遭遇した二人の表情を思い出す。

青い顔で冷や汗を流し、いつもとはまるで違う小さい歩幅でトイレに向かうセクリトと中庭に向かうカーラ。腹を押さえながら精一杯の虚勢を張る彼女達は可哀そうで、それでいて下半身に奇妙な興奮が溜まっていくのも事実で、つい抱き締めたりキスをしたりと余計なことをしてしまい……。

「変態みたいなこと言わないで下さい。あとカーラのアホはなんで腹痛で中庭行くのですか！　帰ったらとっちめないと！　コホン、そもそも正妻たる私を伴わず遠方へ行かれるなんてひどいです」

　ノンナは船を待つ為に立ち寄った港町に何故か居た。

建物の前に『ゼッタイ安心！　全部ホンモノ高級美術品オークション』とか書いてあったな。

クレアは露骨に目を逸らしていたが追及はするまい。




（ふぇぇぇ　体が元に戻らないよぉ！）

　そしてケイシーは何故かセリアの旅行用カバンに詰まっていた。

心持ち四角になった体で床を転がりながら泣いている。

（先週　夜中にアナちゃんが摘まみ食いしてたから冗談で後ろから脅かしたの　そしたらお化けみたいな怖い顔になって　カバンに詰められて変なお札張られて出られなくなったの）

　最近ケイシーを見ないと思っていたらアナの怒りを買ったらしい。

ローリィが露骨に目を逸らしながら「本当にアレに効果あるなんて」とか呟いていたが追及はするまい。

（ちなみに悲鳴は「フニャァァァ！」だったよ）

「そんなこと言ってると今度は便所に詰められるぞ」

　その気になったアナは俺以上に容赦がないからな。

手段を選ばない上にレオポルトなどと違って自分の感情だけでも動くから暴君の気質を備えてそうで心配だ。

　そしてヒヒンと嘶くシュバルツ。

お前は荷物用に連れて来たんだから黙っていろ。

「キャッ！　もうこのお馬さんったら、アハハくすぐったいったら」

　シュバルツは俺から顔を逸らせ、近くのご婦人の手を舐めてじゃれ付く。

だがご婦人は奴の舌が徐々に腕から胸元に移動していることに気付いていない。

ひどいエロ馬だ。




「それで沿岸の復興だったか？　見た限り別に焼けても荒れてもいないようだが？」

　俺は旧ストゥーラだった街を見渡す。

戦火を受けていないし蟲や疫病など諸々の災厄からも遠かった。

「確かに街は破壊されてはいませんわ。でもよく見て下さいませ陛下」

　俺はクレアに促されて目を凝らしてみる。

　物売りの若い女が足を組み替えた拍子に赤い派手な下着が見えた。

　木陰で並んでいる男女は人目もはばからずにキスをしながら互いの体をまさぐっている。

　逞しい若い男が熟れた女の手を引いて連れ込み宿に引っ張り込む。

女は形だけの嫌々をしながら嬉しそうに連れ込まれていった。

　そしてシュバルツは遂にご婦人の胸元に舌を突っ込み始めたが、彼女は赤い顔で人目を気にしながらも成すがままにさせている。

「……女ではなく街に目を向けて下さいませ」

　クレアに嗜められると同時にノンナの目が吊り上がる。

そんなに怒るなと顎下を撫でると怒気が緩むが、ドサクサに紛れて乳首を摘まむと頭突きされた。

「冗談だ。荒れてないのに寂れているように見えるな。地方ののどかな町ならこんなものだがここはストゥーラの中核都市だったはずだ」

　街には並の貴族屋敷の倍はあろうかという大きな商家が立ち並び、町の中心部には四階建て五階建ての住宅も見える。大量の荷馬車が行き交うことを想定した通りはゴルドニアの中央通りよりもまだ広く、拡張された港には何十隻もが同時に着岸できるだろう。

　かつてはここに連邦からの船と中央平原北部の国々の船が集まり、山のような物資と金貨が商家間を飛び交っていたのだ。

だが今や人も、通りを行き交う馬車も少なく、港にも数隻の中型船が寂しそうに停泊しているのみだった。

「原因は連邦との絶縁か」

　だとすると俺のせいだな。

「それもありますが、なによりも陛下のゴルドニアが中央平原で覇権をお取りになったからですわ。今や政治も経済も中心はゴルドニアそしてラーフェン。エレクトラなどとの物資輸送もほとんどはゴルドニアの港と商人が押さえております」

「というか貴女が押さえてるのでは？」

　セリアが突っ込むとクレアは微笑み、ローリィが丁寧に梱包された砂糖菓子を差し出す。

「す、すごい美味しさです！　砂糖が多いだけではなくクリームとマッチしている上に僅かな香辛料の風味が──」

　セリアが無力化されてしまった。

さすがは今や国一番の商人、賄賂の使い方を心得ている。

「ストゥーラは今や終わった場所ですわ。昔の遺産である程度もってはおりますが、やがては寂れてどこにでもある辺境の港町となるでしょう。それはあまりにもったいないのです」

「だとしてどうする？　連邦との交易復活は不可能だし今更ストゥーラが商売の中心になることもない」

　クレアは大きく頷く。

「皆様。お金を稼ぐにはどうすれば良いとお思いですか？」

　視線が俺に向く。

「野菜作るとか、鉱山掘るとかそんな感じか？」

　次に何故かケイシーに向く。

（モノを作って売るとか）

　次はセリアだ。

「いっぱい持ってる奴から奪います」

　おい……次はノンナだ。

「おねだりします」

　なんで王様と幽霊がまともに答えて他がいかれてるんだ。

「だが貿易はダメだろ。農業するにも狭いし鉱山もない。モノづくりだってわざわざここですることもない。全部駄目じゃないか？」

　するとクレアがムンと胸を張る。

やる気満々、説明したかったんだな。

「それは今までのお金の稼ぎ方……これから一番儲かるのは金融なのです！」

　クレアがドーンと宣言するが俺達には何もわからない。

「良くわからん」

「アドルフさんとの話で少しだけ聞いたような」

「金というからには悪い言葉ではないと思います」

（お腹減ってきたよぉ）

　顔を見合わせる俺達をよそにクレアはローリィに用意させたボードを叩きながら詳細の説明に入った。

『金融中核都市』『証券会社』『先物取引』『信用取引』などと単語が飛び出すがほとんど理解できなかった。ただ自らの構想を情熱的に語るクレアがとても綺麗なことだけは間違いない。

「わかってないがわかった。思うようにやっていいぞ」

　俺がそういうとクレアは満面の笑みで抱きついてくる。

「──ゴホン」

　そしてノンナの咳払いに止められ、気まずそうに頭を掻くのだった。

　あとシュバルツはいつまでご婦人の胸を舐めてるんだ。

相手はもうほとんど上半身はだけてるじゃないか。

俺に代わ──俺の恥になるからやめろ。




　話がまとまった俺達は街一番のホテルを取る。

一泊なんと金貨五枚だ。

「昔は倍の値段だったのです。それでも商人達がこぞって泊まり一月前の予約が必要でした」

　案内してくれるのはローリィだ。

クレアは先ほどの構想の為に早速飛び回っているらしい。

「贅沢な商人達は隙あらば浪費するものです。引き締めねばなりませんねエイギル様」

　腕を組んで言うノンナに俺達全員の視線が突き刺さる。

特にケイシーは煽る表情をしながら両手でノンナを指差す。

「……むん」

（ふぎゃ）

　そしてノンナの乳ビンタで弾き飛ばされた。

幽霊なのにイリジナだけじゃなく、ノンナの乳ビンタにもあたり判定があるのか……。

「ま、視察なんてのは名目だ。せっかく来たんだから楽しく食事でも……」

　言いながらホテルのレストランに出た俺の表情と体が固まる。

「な、なんだこれは……」

「あうー」

　俺はローリィの頭を掴んで引き寄せ、対抗して飛び込んで来たセリアの頭も撫でながら聞く。

「ここのレストランはゴルドニアの最高級レストランにも劣らない──」

「そんなことはどうでもいいんだ。給仕をしている女性達の格好だ……なんてけしからん！」

　俺はローリィの肩を掴んで揺すり、勢い余って高い高いしながら聞く。

　給仕の女性達は皆バニーだった。

　網目の荒いタイツと丸見えの胸の谷間、股間に際どく食いこんだピッタリした服を見てどうしてバニーと思ったのかはわからないがとにかくバニーなのだ。一応耳と尻尾もついているからよしだ。

セリアとノンナがまた始まったと言いたげな目で見てくるがそれどころではない。

「ええと、ここストゥーラではウサギは金運の象徴なのです。ですから商人達が多く泊まるここでは従業員はウサギを模した姿でサービスするのが慣例となっております」

　ローリィは俺に何度も高い高いされて困ったように答える。

「なんて素晴らしい風習なんだ！　王だ鬼神だと調子に乗りながらこんなことも知らなかったとは無知を恥じねばなるまい！」

　俺はローリィの超軽量ボディを高く放り投げて受け止め、頭を撫でてから解放する。

「準備をしろローリィ!!」

「承知致しました」

　俺が王らしい威厳をもって言い放った言葉にローリィは深々と頭を下げる。

「またエイギル様は変なことをもう！」

「どうなるかはだいたい想像がつきます……」

（ねーねー　さっきお馬さんが柵を蹴破ってどっか行っちゃったけど大丈夫なの？）

　ノンナが怒り、セリアが諦め、ケイシーが飛び回りながら他の客の料理を少しずつ摘まんでいる中、俺は戦場のような鋭い目で給仕達を凝視するのだった。




　──個室。

「やっぱりこうなりました。お股処理しておいて良かったです」

　俺にバニー姿を披露しながらセリアは脱力する。

「セリア様は引き締まったお体をしておられますので、サイズは体格より一つ小さめでピッチリと、股の切れ込みもより際どく仕上げました。また健康的な色気もお持ちなのであえてタイツは無しで生足のままと致しました」

　ローリィの紹介に合わせてセリアが一回転する。

　小さめに仕上げられた服はセリアの綺麗な胸の谷間と小さいながら形良い尻、そしてはっきりくびれた腰から腹へのラインをより美しく見せている。黒い色も谷間と鎖骨から肩の白い肌を引き立てる。

　タイツがないのが少し物足りなく思ったが、よくよく見ると太ももの上の方、普段彼女が履いているショートパンツのラインが日焼けによってくっきりとわかる。これは外せない。

　美しく健康的でしかもいやらしい。

全てを総評するとこうだ。

「素晴らしいぞ」

「ありがとうございます陛下」

　満足げに頷く俺と深々と頭を下げるローリィ。

「なんだか劇で見た悪代官と悪徳商人みたいですね……」

　俺もちょっと思っていたことを言いながら圧倒的な存在感で前に立ったのはノンナだ。

「ノンナ様には問答無用、圧倒的な武器がございますので小細工は無用です。全てオーソドックスのまま、ただサイズを合わせるだけで全てを蹴散らす覇乳です」

　真の強者とはそういうものだ。

「……私は王妃ですよ。それがこのようなはしたない……ほんとうにもう……」

　不満を言いながらも満更でもない顔で回転するノンナ。

　小ぶりながら軟らかい尻とほんのり肉のついた腹回りは服の上からでも撫で心地が良さそうだ。

筋肉のついていないやわい太ももがタイツに引き締められ、セリアよりは穏やかな股間部分と共に絶妙なバランスで美とエロのちょうど真ん中にある。

「だがそのバランスは台無しになった……なにもかも崩れ去ったのだ」

「な、なんですか物騒な」

　視線をあげてノンナの胸を見る。

　巨大すぎる胸はノンナが向きを変える度、僅かに身じろぎする度にユサユサ音を立てて揺れる。

谷間なんてものじゃない。白い巨大な胸があらゆるバランスを崩壊させて君臨している。

　数知れないほどノンナの胸を楽しんでいる俺の目にも普段より大きく見える。

　この服を作った職人はバランスを取ろうとなどしなかった。

ただでさえ巨大なノンナの胸を更に巨大に見せるバニーを仕立てたのだ。

それでいて胸はしっかりと服に収まり、零れてしまっては服ではないとのこだわりも伺える。

「代々続くバニー職人が命をかけて仕上げました」

「これを先祖代々……？」

　ノンナは文句を言いながらも谷間を隠さず胸を張る。

顔を赤くしながらも自慢に溢れる表情……当たり前だ。これだけの大軍勢を持っていれば俺だって見せびらかしたくなるとも。

「素晴らしい。そのバニー職人には相当の褒美をやろう。なんならバニー男爵の称号を与えても良い」

　言いながらたまらなくなった俺はノンナの巨大な胸へと手を伸ばす。

もちろんノンナも困った顔はしながら拒まない。

「陛下、失礼ながら──ご覧ください」

　ローリィの声に振り返ると彼女は羽織っていたコートを勢いよく脱ぎ捨てる。

その下はやはりバニーだった。

「これは……際どいな」

　股と尻部分がセリアと比べてもとんでもないことになり、最早メリッサが持っているエロ衣装に近い。

尻とかほとんどＴバックだろこれ。

「皆様と比べると私の体は貧相ですからこれぐらいしませんと」

　その際どい服と大人の魅力であるはずの網タイツを子ども体型のローリィが着ているギャップが更に背徳感を掻き立てる。

「胸だけは緩いのか」

「はい。ちょっとサイズをミスしてしまったかもしれません」

　ローリィはそう言いながらもかすかに笑って嘘だと教えてくれる。

彼女の胸はほぼ平坦なのでどうやっても谷間なんてできない。

だからこそ大きめのサイズにすることで隙間を作り、身長差で見下げることになる俺から先端が見えるように仕立てているのだ。

「大、中、小のバニー……ふふふ」

　俺が手招きすると三匹のウサギちゃんが寄って来る。

「いきなり脱がせるのは興がないな。ここは三人並べて観賞しながらたっぷりと奉仕をして貰──」

（ぶぇぇぇぇぇん!!）

　脳に響く汚い声。

「まず全員で俺の体を……」

（ずるいぃぃぃぃ!!）

　ダメだ大音量過ぎて無視できない。

俺は体を起こして部屋を飛び回るケイシーを呼ぶ。

「どうしたケイシー」

（みんな服作ったのに私だけ無いなんてひどい！　仲間外れだ　いじめだ　呪ってやるぅー！）

「バニー職人はケイシーさんが見えませんのでどうにも……そもそも服をすり抜けますので」

　そりゃどうしようもない。

だが確かに一人だけ仲間外れは可哀そうだ。

「みんなちょっと力を貸してくれ。ケイシーを横たえて……」

（ふえっなんで揉むの!?　ふぎゃー！）

　ケイシーは幽霊でありよくわからない不思議物質で出来ている。

カバンに突っ込まれたりイリジナに踏まれたりすると凹んだり変形したりする。

「つまりこうしてこねてバニーっぽくすれば服がなくてもいけるはずだ」

（あーー！　変形するーー!!）




　そして三〇分後。

「……変になった」

　芸術センスのない俺がやったのが間違いだった。

「人体を左右非対称にした上に心持ちウサギに寄せた感じですね」

「……ごめんなさい正直かなり気持ち悪いです。九割クリーチャーです」

（ひどぃぃぃぃ!!!）

　ケイシーは俺を突き飛ばして部屋を飛び出す。

扉からではなく壁からだ。

（ぎゃああああ！　怪物!!）

（どわぁぁぁぁ！　なんじゃこりゃー!!）

　俺達の隣の部屋から順に悲鳴が宿を駆けまわる。

「……クレアの様子を見にいこう」

「ですね」

　俺達はイソイソと着替えて宿を出るのだった。







　──とある商家の隠し部屋

　微笑むクレアの前に親子と思われる四十代の中年男と二十歳ほどの青年が高位貴族でも持たないほどの豪華なテーブルを挟み、不機嫌な顔で座っていた。

「久しぶりだなクレア……今は王国随一Ｃ＆Ｒ商会の会長様でしたかな」

「王国一などと名乗った覚えはありませんがボチボチと商売をさせて頂いておりますわ」

　中年男の嫌味をクレアは笑顔で受け流す。

「謙虚……な割にはえげつない要求をするではないか」

　中年男はテーブルに置かれた契約書に拳を叩きつける。

「あら、そうでしょうか？　そちらにとっても有意義な売買契約だと思うのですが」

　その言葉に次は青年の方が反応する。

「我が商会が持つ全ての販路、土地建物から取引先、はてはこの土地建物まで全て売れ……これのどこが有意義なのだ!!」

　青年が怒鳴るもクレアは身じろぎもせずに微笑み続ける。

「対価は金貨二十万枚。私は今の貴方がたにそれだけの評価をさせて頂いております」

「バカにするな！　儂の商会はかつて一年で三十万枚を商ったことも──」

　クレアが小さく咳払いをして中年男の弁を遮る。

「今の──と申しましたわ。今の貴方がたに一体どれだけの儲けがあるのでしょう？　いえそれ以前に帳簿はちゃんと黒いですか？」

「ぐ……」

　クレアは二人へ顔を近づける。

「商人にとって過去の儲けなど無意味。今の貴方がたは利益を産めないただの負債……全て買って差し上げますからご退場下さいと言っているのです」

　途端、中年男がクレアの胸倉を掴む。

「貴様！　駆けだしのお前と取引をしてやった恩を忘れよって！」

「そのご恩は毎夜の乱暴極まる接待でお返ししたと思っていたのですが」

　そこで中年商人が嫌な笑みを浮かべる。

「ふふ……そんなに調子に乗って良いのかな？　今の貴様の繁栄はハードレット陛下に取り入ってこそなのであろう。儂にしたように媚びて甘えておるのだろうが！」

「否定はしませんわ」

　クレアは余裕の笑みを崩さない。

「お前が儂に媚びてシていたことを陛下が知れば……汚れた中古女と知ればさて贔屓してくれるかな？」

「それが嫌なら我が商会を陛下に推挙するのだ。そしてお前の持つ権益の三割をこちらに──」

　クレアは大きく溜息をつく。

　その余裕の態度に二人が椅子を蹴って立ち上がる。

「いいから陛下に──」




「その必要はない!!」




　俺は扉を蹴破り……損ね、頭から突き破って入室する。

実はさっきからずっと扉に張り付いて聞いていたのだ。

どんな商家でも王の俺が乗り込めば止められるはずもない。

「「「陛下!?」」」

　親子に加えてクレアもさすがに俺が飛び込んでくるのは予想外だったのか驚きの声をあげる。

しかも頭からだもんな。

「そいつらにいやらしい接待をしていたのは本当かクレア!?」

「……息子の方は真正の童女趣味なので違いますが」

　隣のローリィが私の担当でしたとばかりに手をあげる。

　俺は体を震わせる。

「ぬうん嫉妬する！　そして何故か少し興奮もしてしまう。今日は激しくするぞ！」

「はい陛下。失神の覚悟をしておきますわ」

　数秒の静寂。

「え？　それだけ？」

　中年男が言う。

「他になにがあるんだ」

　自分の女が実は過去に汚いおっさんに抱かれていた。

嫉妬して興奮して激しく抱く、それ以外になにがある。

まさかそんなことで女を邪険に扱うなどあり得ない。

「そしてお前らは俺の女を脅したことになるな」

　これは許しがたいことだ。

「ち、違うのです陛下！　なっ違うよなクレア！」

　中年男はクレアを見るがクレアは知らぬ顔で何も答えない。

「こいつめ！　最初からこうするつもりだったな!!」

「ビ、ビース!?　やめ──」

　青年の方が唐突に懐から小型クロスボウを取り出す。

そして父親の制止も聞かずにクレアに向けようとした。

　ローリィがクレアを庇おうと両手を広げて飛び込み、更にその前に俺が飛び込む。

「陛下──あっ!?」

　青年は暗器を使い慣れていなかったのか思わず引き金を引いてしまった。

しかも狙いはメチャクチャでとんでも無い方向に飛び──。

（ガフッ）

　ボルトが女の腹に突き立つ。

　呆然とする俺達をよそに彼女は自分に刺さったボルトを見てから顔をあげた。

（なんじゃこりゃーー!!）

　そのまま崩れ落ちるケイシーと受け止める俺、そして状況を把握できない青年。

「しっかりしろ」

　ケイシーは俺の手を取って涙を浮かべる。

（エイギルさんと一緒で楽しかった　私はもう　ここまで　死ぬ）

　ケイシーの目が閉じられ、腕が力無く床に落ちた。

「……幽霊が矢で死んでたまるか。早く起きないとくすぐるぞ」

（そうだった！　私は自由だー！）

　ケイシーはさっと起き上がり腹に刺さったボルトをスッポンと抜く。

　思わず笑ってしまうが、笑って済ませる訳にはいかない。

「貴様が俺に向けて撃ったのは確かだ。さてどうしてくれようか」

　俺は青年のクロスボウを握りつぶし、首を掴んで持ち上げる。

　こいつらの首を引き抜けば嫉妬も少しは晴れるだろうか。

「お待ちください陛下」

「まさか快楽に逆らえずこいつらの言いなりになっているのか!?」

　何を言っているんだと言わんばかりの顔で見られて大人しく手を放す。

ちょっと悪乗りしただけなのに。

「陛下に矢を向けたのですから処刑は当然です。ですがストゥーラは元々商人が支配していた場所。没落しているとはいえ商家の当主をいきなり殺しては商人達が逃げ散ってしまうかもしれません」

　なるほど。

だが俺も王として威厳を保たないといけないから放免はできないぞ。

「わかっております。ですから私達が同じ商人として懲らしめます」

　言葉と同時にクレアが服を脱ぎ捨てた。

言うまでもなくバニーだ。

「立場は逆転しました。今度は私が貴方をたっぷり辱める番ですわ」

　クレアはバニーのまま中年男の服を剥ぎ取り、しばりつける。

「それは罰なのか？　なんなら俺が代わってもいいぐらいなのだが」

「いえ罰ですわ」

　クレアが取り出した巨大な張り型を見て代わるのは中止だ。

「では僭越ながら私も……」

　進み出たローリィが青年を縛り付ける。

良く見ればこちらは腰に巨大な張り型をつけていた。

そしていつ着替えたのかやはりバニーだ。

「ビース様は泣きながら抵抗する私を犯すのがお好きでしたね。今度はビース様が泣く番です」

　時代は移り変わる。

永遠に続くものなどない。

「やめろ！　男の穴は入れるように出来ていないのだ!!」

「あらあら。それにしては油が良く馴染んでおりますわ」

　栄えし者もやがては没落し新しい者が台頭する。

それが歴史だ。

「というかデカすぎるんだよ！　そんなの無理に決まってるだろ！」

「ふふ、陛下と同じサイズですよ。ちいさな私にだって無理をすれば入るのですから大丈夫です」

　強者が弱者を食らい更なる強者がそれをまた食らう。

この世はまさに修羅の世なのだ。

「うわっ見て下さいノンナさん。ドンドン入ってます。凄い悲鳴です……」

「あれエイギル様と同サイズですよね……すっごい……すっご……」

（汚いのに見ちゃう　うわぁ）

　奴隷から登り詰めて王位に至った俺にもやがて全てを失う時が来るかもしれない。

それがいつか、あるいは誰によってなのか、それを知るのは唯一歴史の──。

「エイギル様が呆けてます」

「あまりに酷い光景だから現実逃避しているんだ」

　俺はセリアに汚いものを見せまいと目隠しする。

「どうですかビース様。貴方に犯されながらいつかこうしてやりたいと思っていたのですよ。まだまだ奥まで入りますよ。小さな女の子に突かれて叫びながら果てる気分はどうですか？」

「男の人ってお尻にあんなことされても出るんですね。うわ……止まりませんね。あれどうなっているのでしょう？」

　ノンナもそんなに凝視するんじゃない。

しかも心持ち楽しそうなのはなんでだ。

　俺はノンナとセリア、ケイシーを連れて隠し部屋を出る。

汚いものを見て濁った心を清浄化するには彼女達をバニーにして抱くしかない。

「ところでシュバルツどこいった？　街の外でオークにでも食われたか？」

「それなのですが……」

　どこからかシュバルツに舐められていたご婦人が現れる。

「町の外で大ウサギの魔物と交尾していました」

「なにをやっているんだあいつは」

　どいつもこいつもなんでこうスケベなんだ。

「魔物の名はキラーバニー。性欲旺盛なウサギの魔物で女性を襲い、凌辱された女性は頭が人間、体がウサギの怪物を産まされるそうです」

　聞いたことはないがここいら固有の魔物か。質が悪いな。

「じゃあ馬がキラーバニーに種付けたらどうなるんだ？」

「それは……頭がウマになるんじゃないですかね」

　まあどうでもいいか。

　ともあれこうしてストゥーラ地域は金融街として生まれ変わるのだった。

記憶が全く定かでないが三〇〇年ぐらい後も同じような街であり続けた気もする。




　視察を終えた俺は屋敷に戻り、アドルフから一二時間の説教を受けて不貞腐れつつ散歩する。

「だがその価値はあった。バニー男爵の知らせでは今夜にも仕上げるそうだ」

　これで今回同行しなかった女性全員にもバニーがいきわたる。

更には素晴らしい風習として王国全体でバニーを奨励したからしばらくバニーには困るまい。

「職人へ勝手に爵位を与えたのがアドルフの説教の三割ぐらいだったがな」

　俺が今夜の楽園を想像しながら浮ついた足取りで歩いているとケイシーがフラフラと飛び回っていた。

（うーん　変な残留思念　というほどでもない残り香みたいなのが）

「ふむ」

　ついていくと彼女が足を止めたのはアゴールの墓の前だった。

俺の顔から笑みが消える。

「ケイシーと初めて会ったのはお前の家だったな」

（だね）

　俺は墓に乗った枯れ葉を掃ってやる。

（ここから出てるよ）

　俺はわかっていると頷く。

「自分を殺した相手がこれだけ遊び騒いでいりゃ腹も立つよな。当然だ」

　詫びるつもりはないが恨むならそれでいい。

（あ　なにか伸びてる）

　ケイシーが見つけた墓から伸びるソレは俺へ……来ずに脇に抱えたバニー服に至る。

「……おい」

　服を広げてみる。

（あ　残り香強くなった）

　ノンナ用のを広げてみる。

（最大の強さ）

「なんだこの野郎しんみりさせやがって！」

　俺は予備のバニーを墓に被せて去る。

　後ろで掃除役の侍女が『お墓が変態に！』などと叫んでいるがいい気味だ。

今化けて出たらきっとバニー服を着た変態幽霊となり果てるだろう。




　この後、俺はリベンジだと再度ケイシーをこね回したが、最後の最後でミスをして逆バニーになってしまったのだった。

題名は商人とウサギでしたがほぼバニーの話となりました。

セリアの投資失敗談も入れようかと思ったのですが……発売記念で失敗は縁起が悪いので止めておきました！










☆ＳＰ ２０２１ハロウィン

この余談の時系列はユーグリア戦争前になります。

但し本編とは関わりのない余談なので矛盾がありましても大目に見て頂けたらと思います。









とある森

　俺は女二人組に没落した家の仇とやらで襲われた。

「お、おのれ悪領主ハードレット……」

「必ず報いを受けさせてやる……」

　そう俺は領主だ。

タチの悪い疫病がなんとか下火になり、南ユーグリアなる国家の動向は予断を許さないがとりあえず今は暇をしている領主だ。

「だがお前らも大概だぞ。やっていることは農家への放火や辻斬り……これでは賊と一緒だ。もし男なら晒し首にするところだ」

　言いながら女の股を開かせ、男根を根元まで押し込む。

悲鳴混じりの喘ぎがあがった。

「今回は大目に見てやるから頭を冷やして身の振り方を考えろ。武芸に自信あるようなことを言ってたが、お前らそれほど強くないから、まともな用心棒でも出てきたらすぐ殺されるぞ……うっ」

「この上まだ屈辱を──って熱い？　あっ中！　貴様ぁ中に出したな!!」

　俺は一人の中に大量に出し、察して逃げようとしたもう一人にも後ろから覆いかぶさって粘度の高い精を流し込む。

「うう凄い量……危険日なのにぃ」

「頭を冷やす間に俺の子どもを産むといい。困ったら屋敷にくれば面倒見てやるから安心しろ」

　最後の一滴まで種付けた俺はぐったりする女達を木に寄りかからせ毛布を被せてキスをする。




「さて成敗も終わったし帰るか……ん？」

　そこでふと手足がおかしいことに気付く。

「フフフ」

　森の奥から現れたのはスタイル抜群の美女だ。

乳首と股間しか隠れていないとんでもない恰好をしている上になんだか魔物っぽいが。

「私は森のサキュバス。お前はもう私の操り人形ヨ。ほらこの通り」

　美女が指を鳴らすと俺は両手を突き出して女の方に動いていく。

「お前は私に枯れるまで精を出して死ぬワ。私の妖術に抵抗しても無駄ヨ」

「本当だ。手足が勝手に動いていたんだな」

　妖術とやらが無くても多分同じ動きをしていたから気付かなかった。

「さあ私の中で枯れ死になさい。天国のような死の抱擁を味わわせてあげるワ」

「よろしく頼む。まだ出し足りなかったんだ」

　俺はサキュバスの腕の中に飛び込んでいく。




　──少し後。

「シぬ！　ジぬぅぅぅ!!」

　俺は立ったまま正面から森のサキュバスを抱き締め、木に押し付けるようにして射精する。

　サキュバスは白目を剥き、最後の力で俺の頬にキスをして地面に倒れ込んだ。

足元には俺の種で水溜まりが出来ている。

「二〇回も搾られるとはさすがサキュバス、最後なんて出っぱなしだった。精気をごっそり抜かれたが最高だったぞ」

　俺は大股開きで倒れるサキュバスにキスをして足を閉じさせてやり、暴漢女二人の隣に並べる。

　そこで場所に似合わない馬車の音が聞こえて様子を見に行ってみる。

「美女ばかりとはいえないが、いやらしい雰囲気の女が二〇人はいる」

　俺の声に女達はギョッとした様子で顔をあげる。

「……どうやらラーフェンの役人に見つかっちまったみたいだね」

　違うが面倒臭いので否定しないでおこう。

「そう私達こそラーフェンに蔓延る闇の売春組織の元締めさ！」

「そうなのか」

　だったら懲らしめないといけない。

「みんな鍛えたテクでやっちまいな！　廃人にして私たちの操り人形にさせてもらうよ！」

　女達が一斉に襲いかかってくる。

俺は今着たばかりの服を脱いだ。




　──少し後。

「あへ……あへ……顔が戻らないぃ」

「腰が勝手に跳ねる……おしっこ漏れてるぅ」

「太い……硬い……熱い……」

「闇稼業は頂けないが、気持ち良かったぞ。ありがとうな」

　俺はぐったりしたり跳ねたりと忙しい女二〇人にキスをしつつサキュバスの隣に並べる。

全員しっかり抱いたのでまた二〇回ほどやってしまった。

「……さすがに疲れてきた。そういえば昨日マックと飲み比べやって二日酔いなんだよな」

　三度帰ろうとしたところで『あっ』と声が聞こえて振り返る。

　見ればまた女だ。

しかし今度は三十路過ぎの清純な感じの女性なので服は着たままで良さそうだ。

「……遂に追手がきたのね。そう私がラーフェンで手配中の連続殺人犯。絶品のテクで男を腑抜けにしてから刺し殺す通称『微笑みの堕天使』一八人目の獲物は貴方よ！」

　俺は何も言わずに服を脱いだ。




　──少し後。

「んほぉぉ……」

　俺は女の後ろの穴から男根を引き抜いた。

二つの穴を往復で結局二〇回もしたので色々大変なことになっているが凶悪犯なので仕方ない。

「悪い女だが尻は特に良かったぞ。しかしこの女は連れ帰ったら処刑だよな……どうするか」

「もう処刑していいです……貴方の極太を突っ込んだまま首を刎ねてぇ」

　そんな趣味はないのでこの女も闇娼婦達の隣に並べる。

「目がかすんで来た」

　俺が軽くなり過ぎた腰を叩いた時、耳の横を矢が通過する。

「ヒャッハー！　アタシ達は女ばかりの盗賊団『ザ・アマゾネス』だぁ！」

「有り金全部と……ふふふアタシら好みのいい男じゃないか！　みんなヤっちまいな！」




　──少し後。

　俺はそこら中で気絶しているザ・アマゾネス達を運んでやろうと手を伸ばす。

だが伸ばした手もキスをしようとした唇も空振る。というか通り抜けた。

『あん？』

　思わず自分の手を見ると半透明だ。

『おいおい』

　そこで強めの風が吹き抜け、俺はフラリと宙を舞う。

　眼下に女に埋もれ、仰向けのまま動かない俺が見えた。

『なんてことだ。やりすぎて死んでしまった！』

　風に吹かれて飛びながら頭を抱えるがどうにもならない。

『女を抱きすぎたぐらいで死んでしまうとは情けない……いやそれよりルーシィとの約束が』

　それが未練で幽霊になったのだろう。

だがこのまま戻ってもどうにもならない。

『もう成仏するしかないのか……だが、ぐう』

　風に流されながら悩んでいると何やら強い力で引き寄せられる。

『そういえばラーフェンでやっている秋のカボチャ祭り。確かあの世のナニカをアレするような祭りだったな。こうなったらもうどうにでもなれ』

　開き直ってラーフェンに戻ったが、やはり誰も幽霊の俺が見えていないようだ。

一方で物には触れる。

　試しに若い女性のスカートをめくる……なんでこいつパンツ穿いてないんだ。顔を覚えておこう。

「ふむふむ、今日もラーフェンは異常なしです」

　そこに軽快な足取りでセリアがやってきた。

小脇にお菓子を抱え、大通り沿いのベンチに腰を落ち着けたようだ。

『セリア』

　呼びかけてみるがやはり見えても聞こえてもいないようだ。

「……？」

　だが何かを感じたのかセリアはキョロキョロを周囲を見渡す。

それが嬉しくて俺は後ろからセリアに抱きつく。

「ひゃあ！」

『おお触れた！』

　セリアは凄い勢いで振り返ったがやはり見えないようで首をひねる。

「……」

　悪戯心が湧いてきてしまった。

　俺はセリアの後ろに回り込み、引き締まった小さめの可愛いお尻を豪快に撫で回す。

「ひゃっ！　誰だ!!」

　ナイフを抜いて振り返るセリア。

しかし民が驚いた顔で見るだけで後ろには誰もいない。

『ふふふ、隙ありだ』

　今度は前から十分膨らみつつも張りのある綺麗な胸を揉む。

「なっ！」

　反射的に繰り出される肘鉄を回避しつつ、今度は尻を掴む。

「!!」

　次は前から可愛らしい胸の先端、その次は尻から前にも手を伸ばす。

　最初は悪戯だったが段々と愛しさが湧いてきた俺はセリアを抱き締め、唇を重ねて尻を撫でた。

その瞬間……。

「──!!」

　セリアは一声鳴いて体を反らせ、二度三度と痙攣──つまり昇った。大通り沿いのベンチで。

　周囲の視線を一斉に浴びたセリアは真っ赤になって走り去る。

もちろん食いかけのお菓子だけはしっかり持って行った。

『調子に乗って悪いことをしてしまったかな』

　反省していると目の前を巨大なおっぱいが通り過ぎる。

「奥様思いとどまって下さい！　扇子に金貨五〇枚なんてどう考えてもおかしいです！」

「また旦那様にお仕置きされますよ！」

「なにを言います。かの名工の遺作となれば本来は金貨五〇〇枚出しても手に入らないもの。格安です」

「なら偽物ですー！」

　ノンナは両脇を侍女に抱えられながら騒いでいる。

詳細を聞かなくても経緯がわかる。

『話の通りお仕置きしてやろう』

　俺は後ろから手を伸ばし、ノンナの巨大な乳を掴んで揉みまくる。

もちろん俺の姿は誰にも見えていない。

「いやぁぁぁぁぁ！　なんですかこれぇぇ！」

「奥様のおっぱいが突然暴れ始めたわ！　こぼれちゃう！」

「こ、これはポルターガイストよ！」

　ノンナは胸を押さえながら慌てて屋敷に戻っていく。

無駄遣いを円満に阻止できたようでなによりだ。

　そして屋敷に戻るとカーラが中庭で何かしていた。

　周囲を見回した後、スカートをめくって下着を下ろす。

「よし」

『よくない』

　カーラめまた中庭で放尿するつもりだ。

しかも人に見られるか見られないかギリギリの場所を選んでいるあたり常習性が感じられる。

　頭でもはたいて止めようと手を伸ばすと、何故か全身がズルリとカーラの中に吸い込まれてしまう。

「まさか憑りついてしまったのか」

　そう呟く声はカーラの声だった。

なるほどこの方法なら人の体に戻れるのか。

「とはいえまさかカーラの体を乗っ取る訳にもいかない」

　下腹部に力を込めてカーラから出る。

「うぅ今なにが……なんかムラムラする……女が欲しい……ってあたしなに言ってるのよ！」

『本当どうしたものかな』

　俺は困り果ててフラフラと屋敷を飛び回る。




「ふふんふーん♪　ギャアアアアア！」

　怖い顔で鏡に映ってマイラを脅かしつつ胸をつついたり。




「あん……うぅ……え？　なにこれ……す、すごい……もうだめっ!!」

　真昼間から自慰をしていたカトリーヌを手伝ったり。

ちなみに強烈にいきすぎてカトリーヌの魂が口から出かかったので慌てて押し込んだ。




「ウゲホッ！　これは……」

　レオポルトが飲んでいた紅茶にこっそり唐辛子を投入して笑い転げたり。




「シュバルツが暴れているぞ！　何があったんだ！」

「泡噴いてるが大丈夫なのか……？」

　シュバルツのケツ周りに引っ付き虫をつけてやろうとしたところで馬糞を垂れやがったので思わず玉を蹴飛ばしてしまったり。主人の顔面に糞をするアホ馬には同然の報いだ。




　そんなこんなをしているうちに陽が暮れていく。

『さてそろそろ覚悟を決めて……待て、なんだか嫌な感じするな』

　屋敷の正門に向かうとラーフェンの街から屋敷に向けて民の集団が……いや違う。

民はいつも通り祭りを楽しんでいる。

　向かって来るのは俺と同じ半透明な存在で口々に怨嗟の声をあげている。

どう見ても悪霊の群れで狙いはこの屋敷だ。

『これはいかん』

　俺が慌てて立ちあがる。

こんなものが屋敷に入ったら女達がどうなるかわからない。

　是も非もなく俺は正門の前に仁王立ちとなる。

『イタイクルシイ──』

『うるせえ』

　飛び掛かってくる亡霊の顔を掴み、地面に叩きつける。

『ヨクモワガイエヲツブシタナ──』

『そんなもん知るか』

　首のない亡霊の腕を掴んで壁に叩きつけ、剥き出しの肋骨を踏み砕く。

『オマエサエイナケレバ』

『ヨクモワタシヲコロシタナ』

『ツマガネトラレタ』

『未練がましい奴らだ』

　俺に群がる亡霊の顔面を殴り潰し、腕を引き抜き、石壁に投げつける。

　亡霊、悪霊なんてものは目に見えず触れないから恐ろしいのであって、対等にぶん殴れるなら雑兵にも劣る。しかも俺も幽霊だから疲れない。

『何百体来ようと同じことだ』

　群がる亡霊達を潰しまくる。

もし倒した奴らが消滅しなかったら屋敷の前は残骸で埋め尽くされるであろう数だ。

『カナワナイ』

『マタコロサレル』

『イヤダイヤダ』

『ウラミヲアツメロ』

　敵わないと察した亡霊達は互いに寄り集まりドンドン大きくなっていく。

その大きさは大男からオーク、そして１０ｍはあろうかと言う巨人となる。

よく見ればその全身は無数の人型で出来ており小さな手足がそこら中からはみ出ている。

『気持ち悪いことしやがって……だがこのサイズ差ではさすがに分が悪い。なにかないか……』

　そこで窓からパニック状態のケイシーが飛び出した。

『悪霊退散！　悪霊退散！　霊能力者に貰った除霊のお札を食らえ──！　ギャー全然効かない！』

　俺は暴れ回るケイシーをむんずと捕まえる。

『俺達も合体するぞケイシー！』

『ふぇっ？　お外で!?』

　返事を待たずに激突した俺達は見事合体に成功した。

身長は２ｍ半ほどと奴には及ばないがみなぎるパワーを感じる。

ちなみにケイシー部分は右胸に埋まった顔だけだ。

『これ合体と違う！　吸収じゃない！』

　騒ぐケイシーに構っている余裕はない。

巨人が家のような拳を振り下ろしたのだ。

『ぎゃー！　潰されるー！』

『なんの』

　俺は腕を交差させて巨大な拳を受け止める。

生身なら到底無理だろうが俺達はどちらも幽霊で重さなど無い。

『人を恨むだけで残ったような奴らの拳が重いわけがないだろうが！』

『これは勝てる流れっ！』

　俺は拳をはねのけて跳躍、巨人の顔面に拳を見舞う。

巨人は何十もの恨みごとをあげながらよろめくが、決定打にはならないようだ。

『なるほどしつこさだけはあるようだ。ケイシーなにかないか？』

『お寺の庭でとれたありがたいカボチャならあるよ』

　俺はカボチャを受け取って振り抜かれた巨人の拳を躱し、再び跳躍して顔面を狙う。

『力を合わせるぞケイシー！』

『顔しかないのにどこに力出せばいいの!?』

　ともかく二人分の力を込めてありがたいカボチャを巨人の頭に叩きつける。

　巨人は先ほどよりも更に大きく揺らぐ。効いている。

『まだまだ！　ありがたいカボチャでボコボコにしてやる！』

　鬼のような連打で巨人の顔面を崩壊させていく。

『逆だよ！　カボチャ持ってない方の手で殴ってる！』

　顔を崩壊させて揺らいだ巨人だがまだ致命打にはなっていない。

そもそも集合体だから急所とかなさそうだものな。

「よく考えれば俺達は幽霊だ。ならこういうことも……」

　右手に全ての意識を集中する。

太く、長く、硬く、黒く。

『変なの混じってない？』

　ケイシーの突っ込みを無視して気合いを入れると、俺の右腕は三倍以上に肥大して爪までおまけについていた。

「くたばれ亡霊ども」

　俺は巨人の股間に爪を突き立て、そのまま上に向かって引き裂く。

『ナンテバケモノダ』

『アァァァァァァ』

　巨人……亡霊の集合体は何百もの断末魔を残して霧散していった。

　俺とケイシーは地面に着地し、そのまま自然と分裂する。

『怒涛の展開で突っ込めなかったけどエイギルさんまさか……』

　俺はケイシーの問いに答えず笑う。

『こうなったら私と一緒に楽しい幽霊ライフを送るしかないのでは』

『ははは』

　残念ながらそうもいかない。

なんとか戻れる方法を探してみるが、どうにもならなければ残念ながらお別れしないといけないだろう。

『その時は私も一緒に　ってちょっと待って戻ってない！　分裂したのに私の体戻ってないよぉ!!』




　騒ぐケイシーに背を向けて屋敷の屋根に登る。

すると隣に音もなく何者かが座った。

『ブリュンヒルデか』

「亡者共が騒いでおると思ったら。なにをやっておるのじゃ」

　ブリュンヒルデのいないところで死んでしまったからには彼女にも叱られないといけないだろう。

『すまん。勝手に死んでしま──』

「なにを言うておる。さっさと肉体に戻れ」

　俺は神妙な顔から目を丸くして聞き返す。

『あん？　戻る？』

「魂が飛び出ただけじゃろうが。証拠にまだ背中に紐ついとる」

　ブリュンヒルデに言われて背中を見ると確かに背中から紐が伸びている。

方角から見て俺が死んだと思った場所だろう。

「それが切れたら本当に死ぬ。気をつけるのじゃぞ」

『さっきまで大暴れしてたぞ……』

　ブリュンヒルデは俺の額を指でつつき、俺を担ぎ上げて屋根から飛ぶ。

どうやら体まで送ってくれるようだ。

『なんだかんだで優しいな』

「このまま川底に沈めてやろうかの」




　森に戻ると確かに横たわる俺の体から紐が伸びていた。

「普通の人間は命の源、頭や胸に魂が宿っておる。じゃが画家や陶工など己の仕事に命をかけた者は腕に魂が宿ることもあるらしい。さてお前はどこかの」

　俺の紐は下半身……具体的には右の金玉から伸びていた。

「……」

『やめてくれ　痛い　紐が千切れる』

　無言のブリュンヒルデに殴る蹴るの暴行を受けてから体に放り込まれる。




　──？？？

　何やらピンク色の空間、周囲には無数の仲間がいる。

そして見上げた先には神々しく輝く球体……本能であれがゴールだとわかる。

「ダ、ダメだ。魔力障壁が頑強すぎる。俺達じゃとても破れない」

「そもそもアレは魔の卵だ。人間を受け付けないように出来ている……なんて所に来ちまったんだ」

　俺は意気消沈する者達の前に立つ。

足も手も顔も無く、他の奴らが全員俺のような気もするが気にしない。

「なにを抜かす腑抜け共め。俺達の役目を思い出せ」

　俺は数億同志の先頭をきる。

「俺達はアレに飛び込む。その為に産まれて来たのだろう？　さあ続け!!」

「そうだった。俺達は卵に突っ込む為に産まれて来たのだったな！」

「どうせこのままでも死んでいくだけ。ならば命を燃やそうか！」

「いかにも！　それでこそ真の漢の種よ！　いざゆかん！」

　俺達は駆ける。

魔力障壁を食い破り、消化液を払い除ける。

　そして遂に届く──。

「「「「俺達の勝利だ──!!」」」」

　俺と同志たちは次々と卵に飛び込んだ。







「はっ！」

　意識が戻ると俺はブリュンヒルデに担がれていた。

「数億の同志は？」

「なにを寝ぼけとるのじゃ。まったくサキュバスまで抱くから魂が抜けるのじゃ。サキュバスは人の精を餌とする種族、どれだけまぐわっても種を餌にされるだけで孕ませることなぞ適わぬというのに。絶対に孕むことなんてあり得ないと言うのに」

　それは残念だ。

「しかしラーフェンとは道が違うぞ」

　ブリュンヒルデは無言のまま猟師の使う山小屋に入った。

呆然とする猟師達を投げ飛ばして小屋を乗っ取り、俺に向かって手を伸ばす。

「アホみたいな話じゃが玉に魂が戻ったとなれば高ぶっておるじゃろう。不本意じゃが少しだけ相手してやる。さっさとこい」

「わかりました。お姫様」

　俺はブリュンヒルデの小さな体を抱いて口づけを交わし、服を着たまま一つになるのだった。




翌日

「ふふ……くくく……」

　俺は何度もコップ内を確認しながら口をつけるレオポルトを見て笑う。

　そこにセリアとマイラがやってきて変な文字の書かれた壺から水を撒く。

「反応無し。この部屋にはいないようです」

「次に行きましょう。スケベ幽霊をあの世に送り返さないと！」

　二人はゴーストハンターズを結成して街を除霊して回っているそうだ。

本当に悪いことをした。

　屋敷の使用人達のヒソヒソ話が耳に入る。

「知ってる？　奥様のこと」

「ええ、あの豊かすぎるお胸が遂に意志を持ち始めたとか……町中で噂になっているわ」

　それも悪いことをした。

扇子の件は大目に見てやろう。

　そこでノンナとカーラが飛び込んでくる。

「エイギル様！　カーラが変態なんです!!」

「今更どうした」

　屋敷の人間なら家族から使用人までみんな知っている。

「違うのです！　私の胸をいやらしい手付きで触るのです！」

「手が勝手に動いたんだからしょうがないでしょ！」

「しかも腰まで擦り付けてくるのです！　動きがエイギル様とそっくりで気持ち悪いです!!」

「腰も勝手に動くんだから仕方ないでしょ！」

　もしかすると俺が憑依した影響だろうか。

まあもう抜けているわけだし、そのうち元に戻るだろう。

ともあれ今夜は三人でベッドに入って鑑賞させてもらおう。




「「「ギャアアアア!!　化け物ぉぉぉ」」」

　廊下から悲鳴が聞こえる。

しかも命がかかったような本気の悲鳴だ。

　慌てて見に行くとケイシーが廊下を歩いていた。

ドスンドスンと重そうな足音を立て、右腕の異常に発達した身長２ｍ半のケイシーが……。

普段は見えない者にまでバッチリ見えているようで屋敷内はパニック状態だ。

「ケイシーがとうとう第二形態に」

『私に形態なんてないっ！　昨日から戻らないんだよ！　なんとかしてよぉ！』

　まあこれもそのうち元に戻るだろ。

ちなみに昨夜は彼女自身の顔があった右胸にはありがたいカボチャがはまっている。

「カボチャもついているし祭りの仮装ってことにしておこう」

『ふぇぇぇぇん！』

　めでたしめでたし。

約半年ぶりの投稿です

表題のハロウィンには大きく遅れましたが、正直内容にハロウィン要素ほとんどないので別に構わないかなと思い投稿させて頂きました。










☆２０２１クリスマスＳＰ　魔人クリスマ　復讐劇の結末編

☆二〇二〇クリスマスＳＰ　魔人クリスマ　少年の復讐編　の続編となります。

未読の方や一年も経って内容お忘れの方はもう一度お読み頂ければ幸いです。









　俺は静かな応接間で一人、特にすることもなくあくびをする。

　さっきから絶叫というか嬌声が響き渡っているから特に静かでもないか。

「エロガキめいつまでやっているんだ。もう一年ぐらいこうしていた気がするぞ」

　なんだか感覚がおかしくなっているので記憶を整理しておこう。

　俺は記憶なく突然この町に湧いた魔人クリスマという子どもになんかする奴らしい。

そして母と妹を追放されたという少年と出会って復讐を手伝い、なんだかんだで上手くいった。

ネメシスは復讐の相手である三〇後半の熟れた悪女ステノーと、その子供の従兄達を男根で成敗している。

「しかしどうやら俺はクリスマとは違うようなのだが……おっと」

　扉が開き、汗まみれのネメシスが入って来る。

隣には同じく汗まみれでシーツ一枚だけを羽織ったステノーと、同じく裸同然の従兄達が蕩けた目で彼にキスを繰り返し、完全に堕ちきってしまっている。

「済んだか」

「あぁこいつらへの復讐は終わった。愛してはいないが俺の女にはしてやるつもりだ」

　というか従兄の片方は男だったはずだが……まあ深くは聞くまい。

　ネメシスが三人を振り払うと、彼らは発情した瞳のまま大人しく従う。

「ではステノーは改めて俺が──」

「クリスマ……お前は魔人でないのかもしれないが今はどうでもいい」

　俺がステノーを抱き上げようとしたところでネメシスが言う。

「復讐は終わり家は取り戻した。でも何も終わっていない。母と妹のルピピを取り戻して幸せにしてやるまでは……お前の力が必要なんだクリスマ！」

　まっすぐな瞳で見られて仕方なくステノーの尻を撫でていた手を放す。

「全てが終わったら俺の体なり魂なり持っていくといい。だから力を貸してくれ！」

　さすがにちょっと待たせて一発やってる雰囲気ではない。

仕方なく俺は頷き、ネメシスを肩に乗せて屋敷を出た。




「探さなければならないものは三つある。母と妹のルピピはもちろん、もう一つは父の残した遺産だ」

「遺産だと？　一気に生臭くなったな」

　そういうとネメシスは首を振っていう。

「俺だってそう思うよ。でも正しさと綺麗事だけでは何も救えないんだ。父も母も正しいことをしたのに結果はこれだ。だから力がいる……力とは暴力と金だ！　これがあればなんとかなる！」

　すごい結論にいきついたがまあ否定はしない。

暴力と金をもって正義を行えば無敵だからな。

「しかし父親の遺産と言っても探すほどの量があるのか？　へそくり程度ならそこらの山賊共を叩き殺して奪った方が早いかもしれないぞ」

「いやステノーによると相当な額らしい。領地の収入何年分もあるとか……抱きながら目を見つめたらなにもかもべらべらしゃべったよ」

　ネメシスは童顔でありながらメチャクチャ顔が良い。

しかも俺でさえなんとか勝てるほどの巨根となれば熟れた女など思うがままにされてしまう。

腹が立って来た。故意に躓いて草むらに投げ込んでやろうか。

「父は自分の死後、俺達が将来こうなる可能性も考えて遺してくれたのだろう。だからこそ屋敷には置かずに別の場所に隠したんだ」

　妻子を救えなかったのはだらしがないが善良な父ではあったようだな。

「毎年納める税をちょろまし、勝手に関所を作って通行料を取り、関税のかかる酒を密かに売りさばいて必死に貯めてくれたそうだ」

「あんまり善良でもなかった」

　まあ俺には関係のないことか。

誰かに知らせてやらないといけない気がしたが気のせいだろう。

「どこから探す？　手掛かり無しじゃさすがにどうにもならんぞ」

「それもステノーから聞き出したよ。精神を病んだ母をアイツは知己の代官に預けたらしい……表向きは療養だが、実際は玩具にして良いって意味で……だ」

　拳を握って黙り込むネメシスを肩に乗せ、俺は目的地へと走る。

よくぞステノーを殺さなかったと頭を撫でてやりながら。







「く、曲者だーーー!!」

「侵入者！　侵入者だぞ!!」

　俺は肩にネメシスを乗せたまま代官屋敷に飛び込んだ。

玄関を頭突きで叩き壊すと衛兵達がワラワラと湧いて来る。

「代官はどこだ!!　母を……ミレシャをどこにやった!!」

　ネメシスが叫ぶと衛兵の後ろから寝間着の肥満体が顔を出す。

「み、ミレシャだと!?　まさか貴様あの踊り子の息子……ええい、そんなことどうでもいいわ！　下賎の者が我が屋敷に乱入するとは無礼千万！　バラバラにして……どっひゃー!?」

　代官が突然珍妙な声をあげる。

その視線はネメシスではなく俺に向けられていた。

「へ、へ、へ……い、いやそんなはずはない。このようなところにおわすはずがないし、下賎のガキを肩に乗せているなど意味がわからん！　ええい出会え、あれこそは王国を侮辱する逆賊ぞ!!」

　衛兵たちが一斉に襲いかかってくる。

　両の脇腹を狙った槍を掴み止めて、そのまま振り上げ衛兵二人を天井にめり込ませる。

　脳天を狙って振り下ろされた剣を軽く避け、襟を掴んで放り投げると、その男は床と水平に飛び、窓を突き破って庭の池に落下、３ｍはあろうかという飛沫をあげた。

「なかなかやる！　戦乱も終わって手柄を立てる機会もなかった。お前を倒して出世の──」

　などと言いながら向かって来た２ｍ程もある大男の腹を殴ると、ニヤリと微笑みながら大量の吐しゃ物を噴射して倒れ込んだ。

　ガツンと頭に衝撃を感じる。

振り返ると青銅製の燭台で殴りつけられたようで、床に砕けた破片が散らばり、殴りつけた使用人が呆然とへたり込んでいる。中性的でちょっとわからないな。

「男か女か？」

「お、女だけれど……んむっ！」

　俺は少女の唇を奪い、口内で舌を暴れさせてから解放する。

「槍を素手で……燭台で頭を殴られてもケロッとしてやがる」

「殴られた奴が冗談みたいにすっとんでった」

「素手無双のゴロドンがまるで子ども扱い……俺達の勝てる相手じゃない！」

　衛兵共が逃げ散り、残された代官が尻餅をつく。

俺の肩から飛び降りたネメシスが代官を締め上げる。

「あ、あの女、すすり泣くばかりで面白くもなんともないから、たまたま来ておった商人に格安で下げ渡して……」

「売ったのか……母さんを」

　剣を抜こうとするネメシスに変わって俺が代官の頭を掴んで持ち上げ、周囲に問う。

「こいつはなにか悪行をしていなかったか？」

　しばしの沈黙の後、残っていた侍女が手をあげる。

「逆らえないのをいいことに胸とかお尻とか毎日触られます！」

　続いて補佐と思われる男が手をあげる。

「本当の税率に上乗せして税を取っていました！」

　次いで衛兵が手をあげる。

「毎日二時間も余分に働かされた分の給金を払ってくれませんでした！」

　うーん、ちと弱いな。

　すると先程俺を殴った中性的な使用人が服を脱ぐ。

「……これを」

　ほっそりした体には火傷の跡と殴られた青あざが見える。

　俺は大きく頷いて代官の頭を握りつぶした。




　──夜

「この商人、表向きは材木卸となっているが実質は奴隷商だ」

　さすがに代官を殺した村に長くは居られないので俺達は街道から離れた場所で焚火を囲んで次の計画を練る。

「代官と違って警備は大したことがないが、奴の店は結構栄えている町にあるからな。大暴れしたら山のように警備兵が出て来るだろう。夜陰に紛れてスマートに済ませたい」

「別に騒ぎになっても構わんが、ドサクサで逃げられたら面倒だからそれでいいだろう」

　俺達は頷き、視線を同時に移す。

「は、はひ……じぬ……ごんなのはじめで……」

　俺達の間に居たのは代官屋敷から連れて来た中性的な痣だらけの少女だ。

もっとも大量の精液が体中に飛び散っているせいでもう痣など見えない。

　俺とネメシスは彼女の頭を撫でて聞く。

「「どっちの女になりたい？」」

　もちろん合意どころか歓迎された上ではあるが、二人で激しく抱き、水溜まりになるほど大量の種を流し込んだからにはどちらかの女にしてやらねばならない。

　少女は少しだけ迷ってネメシスの腕をそっと掴む。

「ほ、ほら年も近いですし、価値観とか将来を考えると……」

「本音は？」

　さり気なく聞いて見る。

「顔がいいから……あっ」

　俺は帰っていいか？

帰る場所も分からないか。

「拗ねるなよクリスマ。事が終わったら俺がお前の女になってもいいからさ」

　なんでそうなる。




　翌日、深夜を狙って奴隷商人の家に忍び込もうとした俺達は簡単に見つかり、結局玄関を蹴破って屋敷に侵入。用心棒を殴り倒して奴隷商人の首を締め上げる。

「た、確かにその女は買い取った！　だが町に運ぶ途中賊に襲われて……さして高い物でもなかったし置いて逃げ──」

　ネメシスの膝蹴りで商人が泡を噴く。

更に追撃しようとしたネメシスを押さえる。

「場所を言え」

「ええと俺は確か……」

　ボソボソと声の小さい商人に俺は耳を寄せる。

「危ないクリスマ！」

　次の瞬間、商人は懐から手の平に隠れるほどの小さなナイフを取り出し、俺の肝臓に突き立てた。

　俺は自分の腹に刺さったナイフを不思議そうな顔で見つめてから、商人にもう一度耳を寄せる。

「遊んでないで場所を言え」

「き、急所のはずなのに……」

　こんな小さなナイフでは俺の筋肉は貫けない。

だから急所だろうと関係がない。

　俺は商人の手を掴み、肘の少し上で折り曲げてもう一度問う。

「場所を言え」




　更に翌日の朝──。

　俺達は心配そうにする女達に見送られながら森の奥へと向かう。

彼女達は商人から助け出した女達だ。

もちろん道中で全員抱き、胎内に精も流し込んでいる。

　ちなみにあの後、商人が言うことを聞かない少女を痛めつけて死なせていたことが分かったので首も折り曲げておいた。

「さて山賊の拠点が見えた。ここはさすがに数が多いからお前も戦え」

　勝つだけなら俺一人でも問題ないが母親の行方を知る者を逃がす可能性がある。

　そして戦いが始まった。

　俺はまず両手に複数握り込んだ小石を山賊に向かって全力で放り投げる。

　小石は山賊の頭を叩き割り、あるいは眼球を貫通して後頭部から抜け出る。

至近距離で浴びた者の中には腕や足が千切れてしまったものまでいた。

「ルール無用の戦いならまずは投石が王道だよな」

「……これを投石と認めたくないぞクリスマ」

　小石が無くなったので少し大きめの石をぶん投げる。

石は山賊の構えた木製の盾を貫通し、帷子を着た胴体に食い込み、背中側から臓物と一緒に転がり出る。

「ほとんど大砲だろこれ。実はお前が魔人クリスマじゃなくて剛力のおっさんだと思いかけていたけれど……やっぱり魔人だ」

　言いながらネメシスも剣を持って戦った。

　あえて正面から打ち合い、体格差で弾かれた振りをして近寄ってきたところで下腹部を貫く。

　大きな空振りで隙を狙わせておいてナイフで喉元を狙う。

　更には大の男三人を相手しながら地面を転がって足首を切り、もう一人には砂での目潰しから、手首を落とし、最後の一人に蹴飛ばされながらも脇腹にナイフを突き立てる。

　ネメシスはまだ子供の体格で素振り以外にまともな武芸の鍛錬もしていないのにこの動きができるのは天性だ。しかもとんでもなく顔が良い上に股間も俺と勝負になるサイズと来ている。

　こんな奴を放置すれば将来女を食い散らかすに決まっている。

いっそここで敵にやられたことにした方が世の女の為かもしれない。

「なんてバカなことを言っている暇はないな」

　俺はネメシスを狙って放たれた矢を掴み、傍にいた賊の襟首を掴んで矢を放った奴に投げつける。

轟音と共に人体の色々な破片と液体が飛び散った。

　ネメシスが五人俺が四〇人程仕留めたところでようやくボスと思われるヒゲモジャ男を捕まえた。

「女……あの年増女か。攫いはしたが俺の趣味じゃなかったからな。近くの砕石場の頭領がどうしても欲しいってんで高く売ってやっ──」

　俺はヒゲの片脚を踏み潰し、崖から蹴り落としてネメシスに行こうと促す。

　そして砕石場に向かおうとしたところで足を止めた。

「っと待て。軍隊がいるぞ」

　見れば森の外を完全武装の軍隊がうろついていた。

代官の私兵や山賊などとは違うとはっきり分かる整然とした隊列だ。

「この辺りで見かけたとの情報があった！　絶対になんとしても探し出せ！」

　指揮官と思われる女騎士が叫んでいる。

「まあ代官を殺して町でも大暴れしたのだから軍隊ぐらい来るか。見つかったら面倒だな」

「あぁ。母さんを見つけるまでは足を止められない。行こうクリスマ」

　俺達は軍隊をやり過ごして目的地に向かう。

　しかしあの女騎士を見ていると心がモヤモヤする。

「クリスマもっこりさせている場合じゃない！　行くぞ！」




　そして俺達は採石場に辿りつく。

「ごらぁ班長!!　今日中にあと一〇樽あげろって言っただろうが!!」

「ヘタレてんじゃねえ!!　給料分は働かねえとぶっ殺すぞ!!」

「籠三杯も持てねえのか新入り。そのぶっとい腕は飾りか？」

　筋骨隆々の人夫達が汗と泥にまみれて石を掘っている。

荒くれものが集うだけあって街のチンピラや山賊もかくやの怒号が飛び交う。

「まさか母さんこんなところで働かされて……それとも男達の慰み者に……」

　歯を食いしばるネメシス。

　荒くれが吠える採石場、そこに場違いな女の声が響いた。

「皆さん。お疲れ様です。お水とおやつをお持ちしましたよ」

　ふんわりとした優しそうな声、地味で使い古されながらも綺麗に整えられた服、穏やかな女性が水差しと肉団子を乗せたお盆を持って微笑んでいた。

「母……さん」

　ネメシスが呟く。

「うっす姐さんいつもすんません。野郎共休憩だ！　冷める前に食いやがれ！」

　荒くれ共が水を飲み肉団子をガツガツと食らう。

それをネメシスの母親はにこやかに見守っていた。

　更に続いて頭領と思われる男がノシノシと現れる。

「がははは！　ミレシャの手料理を食ったからにゃ力が出ねえとは言わせねえぜ。しっかりノルマこなしてもらうぞ」

　そう言って男は大きく傷だらけの手で粗野に、しかし優しさを感じる動きでミレシャを抱き寄せた。

女の方も照れくさそうにしながらその分厚い胸板に頭を預ける。

二人が想い合っているのは明白だった。

　そこに別の足音が二つやってくる。

「お前は体が弱いんだからそんなに走ったら危ないぞ」

「大丈夫……だよ。少しは慣れないと……いつまでも迷惑かけてばっかりだし……」

　ネメシスと同じぐらいの少年が、それよりも少し幼い少女を心配そうに見守りながらやってくる。

「ルピピ……」

　あれが妹か。

「へへへ坊ちゃんも色を覚える歳ですかい。だらしなく鼻の下伸ばしてらぁ」

「そんなんじゃねえ!!　サボってねえで仕事しやがれ!!」

　少年の方は頭領の息子なのだろう、真っ赤になって怒鳴ると人夫達は笑いながら仕事に戻っていく。

　一方でルピピの方もまんざらでもないようで顔を隠して恥じらっていた。

間違いなく両想いだろう。

「本当に感謝していますアナタ。ボロボロの私を引き取ってくれたばかりか奴隷商人から娘を買い戻して頂けるなんて」

「ガハハ一目惚れよ！　あの腐れ山賊が連れて来たアンタを見た瞬間にビビッと来たのさ。もし売らねえと言ったら叩き殺してでも嫁にしていたさ！　それにアンタの娘となりゃワシの娘も同然だ。なあに金なんざ、こいつらを死ぬまでこき使えばすぐに取り戻せる。そうだなお前ら!!」

　頭領の声に人夫達からわざとらしい悲鳴や悪態、そして笑い声があがった。

　言い切ろう。彼女達は今幸せだ。




　さてネメシスにどう声をかけたものか。

死ぬ気で突っ走ってきた結果がこの結末とは少年の心には重すぎるかもしれない。

　困りながら振り返るとネメシスは力が抜けて尻餅をついていた。

そして一言。

「あぁ良かった。母さんとルピピは幸せに生きていたんだ……良かった」

　俺は思わずネメシスの肩を叩いてしまう。

その言葉が出て来るなら大したものだ。

「やるじゃないか。伊達にでかい訳じゃないな」

　やはりモノがでかければ男としての器もでかいのだ。




　頭領達の会話は続く。

「あとはお前さんの息子もなんとか連れて来てやりたいが相手が領主様じゃなぁ。一介の砕石頭領じゃあ手がでねぇ」

「はい……これ以上贅沢言うわけには……」

　悲しそうに俯く母の肩を頭領が叩く。

「今は無理だが忘れはしねえよ。隙があったらいつか絶対連れてきてやる！　それまでに兄弟何人増えてるかわからねえがな！」

　ネメシスが立ち上がる。

「行けよ」

「バカ言え。散々暴れた俺が向こうに行ったら母さん達に迷惑かかる。俺が母さんとルピピの居場所を壊してどうするんだ」

　そう言って採石場に背を向けて歩き出したネメシスが立ち止まる。

「でもやっぱり納得がいかねぇ!!　クリスマ！」

「よし！」

　叫ぶと同時にネメシスは和気あいあいとする採石場に全力で駆け込み──。

「えっネメ──んむむっ!!」

　ルピピの唇を奪い。

「どうしてここ──キャア！」

　母親の胸を揉んで尻を撫で、最後にシーとジェスチャーしてから反転した。

「俺の嫁になにしやがる変態小僧め!!　野郎共、とっ捕まえて袋叩きにしろ!!」

「ルピピの唇俺が狙っていたのに!!　畜生ぶっ殺してやる!!」

　背後から石だの棒だのスコップだのが雨のように飛んでくる中、俺はネメシスを肩に乗せ、ゲラゲラと笑いながら逃げた。泣いていたような気もするがまあ気にしなくても良いだろう。




　逃げに逃げて疲れ果てて動けなくなった時、目の前に軍隊と女騎士が立ちはだかる。

「王国軍……俺の騒ぎに反応したにしては早すぎる。やはり父の不正を嗅ぎつけたのか！」

「不正蓄財の認識はあったんだな」

　俺はネメシスに突っ込みながら笑う。

大目的を達したからには別に捕まっても構わない。

あのキリリとした真面目そうな女騎士に取り調べと称して拷問されるのも悪くはない。

「当然知っていますが、そんな些事で王国軍が動くわけないでしょう。目的は──」

　女騎士が俺を指差す。

「貴方です陛下！　田舎の汚職より国王失踪の方が一大事です!!」

「陛下？」

　ネメシスが俺を見る。

「陛下だと？」

　俺もいつの間にか隣にいる元使用人少女を見る。

「まさか私がっ!?」

　遂に辛抱たまらなくなったのか美しい女騎士は馬を降り、俺の顔面に指を突き付けた。

「ふざけないで下さい！　貴方ですエイギル様！」

　ネメシスが信じられないという顔でこちらを見る。

　俺はしばし目を閉じる。

「なるほど……」

「まったく。皆さんいい加減お怒りで……」

　そして威厳たっぷりに笑った後、マイラの胸を一気にはだけさせた。

形の良い美しい乳がふるりと晒される。

「────!!!」

　女騎士は両手で乳を隠して声にならぬ悲鳴をあげ、兵士からはどよめきのような歓声があがる。

　俺はネメシスに行けとジェスチャーする。

なにをもっこりしてやがる。

「クリスマありがとう。さようなら！」

　ネメシスはそう言って転がるように逃げ、小川に飛び込んだ。

まあせっかく母と妹が無事と分かったのだから、ここでバッドエンドはないよな。

　女騎士が真っ赤な顔で俺を睨みつけていた。

さて辱めの代償は剣で切られるか槍で刺されるか、女に反撃はできないので受け入れるしかない。

「なにをするんですかぁ!!!」

　女騎士は叫びながら鋼の軍靴で俺の股間を蹴りつける。

鐘を打つような音が鳴り、火花が散り、軍靴がひしゃげ、鉄片が飛び散る。

「ぐおぉぉぉぉぉ!!!」

　俺はそのまま前のめりに倒れ、マイラも足を押さえてのたうち回る。

　しばらく仲良くのた打ち回った後、俺は顔をあげる。

「マイラ？　そうか……俺はクリスマではなかった」







　──しばらく後　王都ゴルドニア　王宮

『故ノーセス男爵が長男ネメシス入場せよ！』

　音声に合わせて扉が開く。

　俺が記憶を取り戻した後、色々あって結局ネメシスは王都に呼び出された。

　後継争いの内輪揉めで相手を殺しまくったこと、代官を個人的復讐でぶっ殺したこと、商人相手に暴れたことなど罪状はいっぱいあったのだ。

　俺がやったことにしようとも思ったが、魔人となっていた間の記憶がなんとも曖昧でアドルフから信憑性がなくて証拠にならないと言われてしまった。

　更には先代も領民には好かれていたようだが、調べると不正蓄財が出るわ出るわで言い訳ご無用状態となり、呼び出しと相成ったのだ。

「参ります」

　扉の向こうから聞こえる声……そしてネメシスはなんと白装束で現れた。

「おおっあれは……死に衣装か？」

「い、いや罪状として死刑以外にはあり得まいが……なんと豪胆な」

　集った貴族や官僚達が驚く中、ネメシスはまるで凱旋でもするかのように威風堂々と俺の前まで歩いてくる。

　幼さを残す端正な顔立ちもあってまるで一枚の絵であるかのように映える。

「うっわ男前……あれ欲しい」

　アナスタシアも思わず声を出して見惚れている。

たぶらかされないか心配だ。




　ネメシスは俺の顔を見て一瞬動揺したが、すぐに自信満々な顔に戻る。

「お願いがございます陛下」

「願いだと？」

　この場はネメシスを糾弾……というより処刑を言い渡す場であるはずなのに、まず機先を制してお願いとは。

「言ってみろ」

　不服そうなアドルフや官僚を押さえて俺は促す。

「父の残した不正蓄財の件でありますが」

　なんだ言い訳かと少しがっかりする。

「没収されたあの財を返してもらえませんでしょうか？」

「あぁ？」

　思わず声が出た。

アドルフがひっくり返り、マイラが目をぱちくりさせ、レオポルトは騎士に向けて手を軽く上げる。

「実は色々あって沢山の女への責任を果たせなくなりまして。金がないと困るのです」

　場が静まりかえる。

言い訳どころか俺の前で不正蓄財の金を返せと言ったのだ。

「そうかそうか」

　俺が剣を持って立ち上がると誰も何も言わないのに『終わった』と皆の心の声が聞こえた。

　後ろでアナスタシアが「殺すなら頂戴！　男前がもったいない！」などと言っているが無視する。

たぶらかされるとかそういう次元の話じゃないな。別方向に心配になってきた。

　俺は剣を抜いてネメシスに迫るが奴は微動だにせず、俺を見据えている。

実はビビっていると雰囲気で分かるが少なくとも表には出していない。

　俺はゆっくりと剣を振り上げ、一気に奴の首元まで振り下ろす。

首元まで、皮一枚切らぬように。

「いいだろう。親父の不正財は返してやる。領地もそのままで良い。そのクソ度胸をかって王国騎士にも任じてやろう」

　どよめきが漏れ、セリアとマイラが仲良く抱き合ってひっくり返ったが遮るように続ける。

「ただし、これは俺の恩情だ。それに報いることができなければ本来の扱いとなる」

　マイラとセリアがむくりと復帰する。

「一つの失態、一つの間違いすら許さん。全て首を刎ねる。それでいいな？」

「ありがとうございます」

　ネメシスは心底嬉しそうに笑った。

「他にも……」

　俺は周囲を見回した。

「同じ待遇で良い奴がいれば王国騎士にしてやるが、どうだ？」

　手は上がらない。

そりゃそうだ、一つ失敗したら死罪なんてやってられないだろうな。

「ではこれにて仕舞いとする」

　俺はネメシスに背を向ける。

　かすかに聞こえた『クリスマ』の声に俺はニヤリと笑うのだった。

去年の余談が半端に終わったのがどうしても気になって続編を書いてしまいました。

既存のキャラが登場する余談も書きたかったのですが……。

次の余談はちょっと良い話風ではなく、どこまでも頭の悪い展開でいきたいと思います。




コミカライズ六巻も今月発売しております。

よろしくお願い致します。










☆ＳＰ　妖精の里

王国へ続く道　コミカライズ七巻　三／四発売しております！









王都　療養の間

「母さん……うう」

「可哀そうに」

「これは……酷いです」

　俺達は目の前で苦しむ女達を見下ろすことしかできなかった。

「見ないで……お願いです……どうかこんな私を見ないで下さい」

　メルは見ないで欲しいと顔を伏せ、ノンナはすすり泣き、セクリトは物にあたり散らす。

　診察していた医者と新しい薬を試していたエルフのナーティアは首を振り、長い耳も力無く垂れる。

「どうしてこうなった？」

「恐らくはタダレガの鱗粉を浴びたのかと」

　医者の見立てにナーティアが付け足す。

「鱗粉だけなら三日ほどかゆみが出るだけで治る。多分メルさんのクリームにグログロキノコのエキスが入っていたのだろう。あのエキスと鱗粉が同時に体につくと……」

　ナーティアがバサリとメルの毛布をめくる。

「足の指が猛烈にかゆくなって、掻きむしらずにはいられなくなってしまうのだ！」

「つまり強烈な水虫ですね」

　セリアが呟くと三人が同時に叫ぶ。

「うわぁぁぁん！　かゆいですー!!」

「王妃がっ！　正妻がこんなっ！」

「ええい皮ごと削いでやろうか！」

　ナーティアがドンと覚悟を決める。

「既存の薬では治せない！　森の奥深くに居るという妖精の生き胆を手に入れるしかない!!」

　俺達はメルの水虫を治す為に妖精の里を目指すことになった。







　──とある森

　同行者は今日は腹具合の良いセリアと暇だったカーラ、ナーティアの三人だ。

「今一つ緊張感にかけますね」

「目的が水虫の薬だしね」

　一応武器は持って来たが、決死の覚悟というわけでもない。

「妖精はとても悪戯好きで人に害を成すこともある。しかし本質的には臆病で荒事に向かない種族だ。危険な魔物が出るような場所に里はない。お酒が大好きだから渡せば大抵のことは聞いてくれるはず」

「なるほど。ついでにいやらしい願いも聞いてくれるかもしれないな」

　エルフのナーティアは同じ森に暮らすものとして俺達よりずっと妖精には詳しいようだ。

「エイギルとも最近遊べてなかったし、ゆっくり行きましょうよ。エッチしまくりながらさ」

　カーラはケラケラと笑いながら俺の隣に並ぶ。

普通の旅着と思いきや丈が露骨に短く、下から手を入れてみると布地の感触はなく温かかった。

「ん、指入った。エイギルのもさすったげる」

「こらこら、そんないやらしく触られたら辛抱できないじゃないか」

「エイギル様……そこら中の立ち木にひっかかるので大きくしないで下さい」

　極めて不真面目に進む俺達と対象的に、ナーティアは真剣な表情を崩さない。

なんか罪悪感があるな。

「前に探検した時には確かこの辺りに……むっこの気配は！」

「これか？」

　俺は巨大化したものを突き出してみる。

「……？　ひぎゃあ!!」

　ナーティアは一瞬首を傾げてから鋭い悲鳴をあげて俺のモノを払い除けた。

「おわぁ！　なんや!?」

　ブルンと揺れた一物が傍の立ち木にぶつかり、大きく揺れた枝から何か小さなものが落ちて来た。

　大きさは幼子よりもまだ小さく赤ん坊ほど。

それでいて体のバランスは赤子ではなく大人と同じ、背中には背景が透けて見えるほどの薄い羽がついており、キラキラと鱗粉が舞っている。

　更に良く観察すると小さな腕と脛部分に黒々と濃い毛が生えており、反対に頭頂部には毛がなく肌が見えていた。体には全体的に染みと皺が目立ち、脂ぎって不健康そうだ。

「痛ったぁ……なんやねんいきなり。というか今すごいもんで落とされんかったか？」

　それは人語を話しながら立ち上がる。

「小さいおっさんです」

　セリアが呟く。

まさにその通り、赤子サイズの羽生えたおっさんだ。

「なにこれ。キモカワイイ」

　カーラがおっさんを掴みあげる。

「アンタら人間かいな。こんな場所までなにしたきてん」

「んー。妖精の里探してるのよ。おっさんどこにあるか知らない？」

　おっさんは最初不満そうだったがカーラの胸元が見えるのか、だらしない顔になる。

「知っとるで。せやけど場所だけ教えてもあかんねん。あそこは妖精の方から招かれんかったら行ける場所とちゃうんや」

「随分詳しいですね」

　セリアが顔を出すとおっさんは一層だらしない顔になって答える。

「そりゃそうや。儂妖精やもん」

「嘘付け魑魅魍魎が」

　俺がおっさんを軽くはたくと、おっさんはたるんだ腹を揺らしながら転がった。

「失礼なやっちゃな！　妖精粉かけたる！」

　小さいおっさんが頭をバリバリ掻くと白く細かい鱗粉が飛びちる。

「やめろ汚い！」

　俺がもう一度叩くとおっさんはまた転がって木の根にぶつかった。

拍子にデカい音を立てて屁をこき、ゲップしてから立ち上がり、爆音たてて痰を吐く。

「ひどい……」

「こんな汚い妖精認めません！」

「えーキモくて可愛いのに。まあいいや妖精探し続けましょ」

　俺達は小さいおっさんを置いて移動しようとした時、おっさんが鼻をスンと鳴らした。

「ちょっと待て。ええ匂いするやんか!!」

　おっさんは肥満腹を揺らして走り寄り、俺が背負っていた酒袋に飛び乗る。

「極上の酒やんか！　アンタらも人が悪いなぁ。これを先に出してくれたら里まで案内したったのに」

　一瞬にして機嫌を直したおっさんは満面の笑みを浮かべ、背中の羽で飛びあがる。

　俺は無言のままナーティアを見るも困った様子で頭を抱えていた。

彼女もアレが本当に妖精か自信がないようだ。

「匂いだけでええ酒やてわかるわ。あぁー楽しみや儂ら妖精は酒には目がないんや。儂なんか酒が切れたら手ぇ震えるぐらい好きなんや」

「妖精のイメージ全壊なのですが」

　セリアが不服そうに言い、カーラは面白いのかゲラゲラ笑っている。

「……お前羽で飛んでるんだろ？　なら手をパタパタさせるのやめろ。妖精粉が飛んでくるんだよ」

　フケにしか見えないそれを手で払い除けながら自称妖精のおっさんを追いかける。

後ろから見るとこいつフンドシ姿じゃないか。しかもケツの拭きが甘い……最悪だ。




　俺達はすんなりと妖精の里につく。

　そこでは俺達を案内した個体と似たり寄ったりの妖精達が自由気ままに遊んでいた。

「差せっ差せ──!!」

「粘れー！　よしよしよし大穴来たぁぁぁぁ!!」

「うぎゃああああ！　素寒貧だぁ！」

「「「「……」」」」

　里の真ん中には競走場らしきコースがあり兎が走らされていた。

言うまでもなく金が賭けられており妖精達が大騒ぎしている。

「それっそれ当たり!!　これはデカいぞぉ!!」

「うわーーその待ちはない！　そんなもんわかるわけないだろ!!」

　切り株を中心に小石を削った遊具を使ってジャラジャラと遊んでいる妖精もいる。

　枝と言う枝にはおっさんが寝ころび、体の大きさに不釣り合いないびきをかいて眠り、あるいは木の実を食べながら屁をこく。

　俺が酒をおくと全員の目の色が変わった。

「お、おい酒じゃないか！」

「酒！　酒だと!!」

「酒盛りじゃあああ!!」

　たちまち里中の妖精が群がって来る。

体がぶつかり合って互いに悪態を吐きまくり、凄まじい量の妖精粉が舞い上がる。

「地獄です」

「もうさっさと酒飲ませて、どれか一匹肝抜いて帰ろう」

　そこに他よりほんの少し上品に見えなくもないおっさんが一匹近寄って来た。

「人間さん。女王がお呼びです」

　やかましいと蹴り飛ばしたいところだが『女王』に僅かな望みをかけてついていこう。




　女王は他と違って派手な縞模様の上着を来た紫髪のおばさんだった。

おばさんと言うのも正直自信はない。

雌雄どちらかと言われればメスに賭けるという程度だ。

　肩を落とす俺とそれを笑う三人を気にせずに女王は話し始めた。

「ここに来た目的は予知夢で見て知っている。肝を抜きに来たのじゃろう？」

　女性は俺をキッと睨む。

バレては戦闘は避けられないだろうか。

「でもそれは無駄じゃ。我らは汚染されている。その肝を使っても毒に侵されるだけ」

　ナーティアが俺を見て頷く。

「納得です。あんなの妖精の訳ないです。おっさんです」

　となると何をすればいいのか。

「すぐ近くに住んでいる悪妖精がこちらの霊樹を穢したのじゃ。穢れを除き悪妖精を懲らしめてくれたら適当に一匹肝抜いていっても良いぞ」

「邪悪な女王だなおい」

　言いつつも肝をもって帰らないといけないから仕方ない。

「悪妖精共は一目で邪悪と分かる見た目じゃ。気をつけてゆけ」

「お前ら以上に邪悪な妖精なんていないと思うんだけどな」




　里を出た俺達が少し歩いた時。

「ふふ、ふふふふ」

「人間がいるよー」

「あそぼー。久しぶりに人間であそぼー」

　頭上から声が聞こえたと思うと、俺達の前にふわりと何かが落ちて来た。

　手のひらに収まるほどの大きさ、細い手足と透明の大きな羽、葉っぱの服をまとった小さな美少女達が悪戯な笑顔でケラケラと笑いながら俺達の周りを飛び回る。

「これだ。これが妖精だ。やっぱりあいつらは魑魅魍魎だった」

　思わず叫んでしまうと真妖精は耳を塞いで『うるさーい』と笑う。

　俺が手を差し出すと妖精達はひとさし指にペタンとまたがった。

「はは、あったかいな」

　葉っぱをめくってみると下はそのまま裸だった。

「えっちー」

　妖精は俺の手を逃れて先導するように顔の前を飛び回る。

わざと葉っぱの服をめくり、俺の視線を吸いよせてから服を戻してケラケラと笑う。

　さすがにサイズ差があり過ぎるので性交不能だが、鑑賞するだけなら小さな女体も悪くない。

「すりすりー。やっぱりやめー。うふふー」

　妖精は飛び回りながら俺の耳や鼻に止まって体を擦り付け、手を伸ばすとするりと逃げていく。

小さなその顔は非常に愛らしく、表情も邪気の一つすら感じない。

正に悪戯な妖精そのものだった。

「鬼さんこちらー」

「おいでおいでー」

　二体の妖精が丸出しのお尻をふりふり誘う。

向かう先は見渡す限り広がる美しい花畑、妖精と花畑で追いかけっこというのは俺には似合わないが、それでも心が洗われるようだ。

「ふふふ、捕まえてくすぐってやるぞ。そら──」

　花畑に足を踏みいれた瞬間、体がガクリと沈みこむ。

「ぐっ!?　沼だと？」

　美しい花畑が消し飛び、ヘドロの溜まった底なし沼へと変わる。

「やった落ちたー！」

「何秒で沈むかな？　かな？」

　腰まで沈んだ俺の周りを妖精が飛び回る。

「ぐ……この……」

　俺はなんとか戻ろうと足掻く。

だが届く範囲に掴めそうな木はなく、草を掴んでも俺の体重は支えきれない。

　こうなったら一か八かと腹に力を込めた時、シュバルツが何をしているんだとばかりに近寄って来た。

そうだ、コイツに乗って来たのを忘れていた。

　足を掴むとエロ馬はなんと蹴ろうとしてきやがったが、その足も掴んで両手で引っ張り上がる。

　なんとか生還した俺が息を整えていると、物凄い数の妖精達が集まって来た。

皆が無邪気に笑いながら。

「出てきちゃった。つまんないー」

「変な生き物が邪魔したよー」

「仕方ないや。別の遊びしよー？」

　俺とシュバルツに何かの粉がふりかけられ、息が乱れていたせいで思い切り吸い込んでしまう。

強烈な眠気と脱力感で意識がなくなっていく。

　同じように妖精に幻覚を見せられているのかセリアはツタに絡まって悶え、ナーティアは木の洞に顔を突っ込んだまま叫び、カーラは何故かスカートを脱いで尻を地面の穴に突っ込んでいる。

「カーラはどうしてそうな……た……」







　意識が戻ると俺は手をツタのようなもので縛られ、地面に転がされていた。

隣にはセリアとカーラ、そしてナーティアも同じようにされて転がされ、三人とも服は剥ぎ取られて全裸だ。俺は何故かズボンを履いたままだったが。

「うーんうーん。触手の怪物が……大人しくしますから……エイギル様の尻に三本以上はダメです……」

「千年に一度しか出ないミレニアムダケ……これがあれば……死者蘇生も……」

「なんで町中にお便所が……見られる……見られるけどそれが……ふひ」

　なるほど全員こういう幻覚を見せられて捕まったのか。

しかしカーラの幻覚は別に罠でもなんでもないだろ。

「────！　────？　────!!」

　妖精達は楽しそうに騒ぎながら俺達の上を飛び回っている。

思考が戻り無邪気そうな声で語っている言葉を理解して戦慄した。

「銀の髪の子は大イノシシと交尾させようよ。前の人間さんみたいに途中で食べられちゃうかな？」

「それよりヘビの穴に放り込もうよっ！　きっと楽しいよ！」

「黒髪のアソコとお尻、鼻と口と耳にも毒ヒルを詰め込んでみない？」

「エルフの耳ベッドに欲しいよー。切っていいよね？」

　悪意のない表情と声でとんでもないことを言う妖精達。

　なるほど奴らは人間とは違う。

恨みや憎しみによってではなく『ただ楽しいから』人間で遊ぶ、それが生き方なのだ。

狼が人間を喰らい、蝶が蜜を吸うことのような当たり前のこと。

「本来はそういう生き物もいるなで済ませるところだが俺の女を嬲らせるわけにはいかない」

　俺はゆっくりと立ち上がる。

「うわっ起きたよ！」

「えっ痺れ粉を吸ったら半日は起きないはずなのに!?」

「お股がずっとパンパンでズボンも脱がせられなかったし、変な人間だ！」

　どうやら妖精にかけられた変な粉の毒が股間に集中したおかげで俺は早く目が覚めたらしい。

　俺は手に巻きつけられた丈夫なツタを一息で引き千切る。

「もっかい眠らしちゃえー」

「眠らせて底なし沼に突っ込んじゃおー」

　襲い来る妖精達が俺に向けてまた粉を撒く。

「えっ速い？」

　だが来るとわかっているなら食らうことはない。

　俺は粉を潜り抜け、跳躍して二体の妖精を掴み取る。

「ぐにゅう！」

「ちゅぶれ……きゅう」

　そして潰れない程度の力で握って失神させて地面に放る。

「こいつめー暴れるなぁ」

「戦いだぞぉ」

　妖精達はそれでも楽しそうに今度は尖った木の枝をもって飛びついてくる。

先端が変色しているのは毒でも塗っているのだろう。

　俺はしっかりと引き付け、ギリギリで腕を大きく振るう。

その風圧だけで妖精は錐揉み状態となって木にぶつかった。

「しょーかんまほーだ！　いけオロチー！」

「なるほどオロチか」

　高所から牙を剥いた毒蛇が降って来る。

だが不意を突かれるでもなく頭を狙ってくる蛇など怖くない。

　俺は逆に蛇に噛みつき、頭を食いちぎって吐き捨てる。

「ボクのオロチが……わきゃ！」

　そして頭を無くして暴れるヘビを投げつけて妖精を落下させた。

「こいつめー。楽しくないぞぉ！」

「こうなったら死んじゃうかもだけど特濃痺れ粉だぁ!!」

　苛つきの見える妖精達が紫色の毒々しい粉を撒く。

　その瞬間、俺は大きく息を吸い込み、気合いの声と共に吐き出した。

　粉は俺の息に乗って散らばり、逆に妖精達に吹きかかった。

「ふにゃあああ！」

「しびれ……しびびびび」

　ポトポトと地面に落ちていく妖精達。

もう動く妖精はいないようだ。

　さて放置するわけにもいかないが、このちっこいのを縛るのは難しい。

俺は大雑把だから潰してしまうかもしれないしどうするか……とりあえずズボンの中に入れておこう。

「ふぎぃ……臭い」

「この大きいのなにー臭くて狭いよぉ」

「えいえい……蹴飛ばしたらもっと大きく硬くなるよぉ」

　ついでにズボン内側の秘密ポケットから革袋を取り出して喉を潤す。

　その時だった。

『キシィィィィィ』

　不吉な音と共に木の上からボトリと大きな何かが落ちて来る。

妖精などとは違う禍々しい巨大な蜘蛛、その複眼が俺を見据えた。

「なるほど奈落の……ふむ」

　蜘蛛はギチギチと口の牙を打ち鳴らしながらゆっくりと近寄って来る。

　俺も蜘蛛を睨みつけながら一歩も引かずに仁王立ちする。

　激しい威嚇音と襲い掛かるそぶりをする蜘蛛。

「……ふむふむ」

　俺がもう一度革袋に口をつけると、隙と見たのか蜘蛛が動く。

　同時に俺は革袋を投げ捨て、口に含んだ酒──こっそり自分用に分けておいた──を吹きかけた。

「きゃああ！」

　途端、蜘蛛は人語で悲鳴をあげてひっくり返り、ポンと軽い音を立てて妖精の姿に戻る。

他の妖精よりもカラフルな見た目、恐らくは女王だろう。

「な、なんでぇ……」

「奈落の蟲を模したのだろうが禍々しさが足りない。あれじゃデカいハエ取りグモだ。ちょっと可愛かったぞ」

　まあもし完璧に偽装していたら万が一を考えて殺してしまっていたかもしれないが。

「うぅ……人間で遊ぼうと思ったのに……こんなの……つまんない……きゅう」

　女王は全身に噴きかけられた強い酒が回ったのか、真っ赤な顔をして倒れこむ。

これで決着だ。

　やがてセリア達も起きて来る。

「うう……エイギル様のお尻が壊れて……あれ？　壊れてないです」

「まさか妖精に幻覚を見せられた!?」

「うーわ、服着てなくてよかったわ。うーわ」

　めでたしめでたしといきたいところだが、そうもいかない。

奴らに邪気はないが人を遊び殺していたのも確かで放置できない。

「ところでエイギルってもう覚めてるの？」

「だと思います。情けないことですけど私達が寝ている間に妖精をやっつけてくれたのかと」

「ええと……でもそれじゃあ」

　文字通り酒を浴びてのびている女王を見る。

ミニサイズではあるが人間と同じサイズなら素晴らしいスタイルの美女だ。

こんな美しい女を殺すこともまたできない。

「じゃあエイギルは素面でズボンに妖精突っ込んでるってこと？」

「……そうなります。エイギル様は時々変態です」

「女王見ながら考えているな。いやいやまさかサイズ的にまさか……」

　俺が女王に優しく手を伸ばすと背後から三つの大きなため息が聞こえたのだった。




　──夜明けて。

「……もう二度と人間に悪さしません。体が重いよぉ」

「悪戯はするけど殺したりしません。お腹が動いてるよぉ」

「隣の妖精の霊樹に差し込んだ杭も抜きました。この模様なんか変だよぉ」

　俺は悪妖精共に約束させて満足げに頷く。

差し出された禍々しい杭はそこらの池にでも捨てておこう。

「妖精はよく人を騙すが自分で言った言葉は嘘にできない。もうこれで大丈夫だ」

　ナーティアが俺と目を合わさず言う。

ちなみに両手に昨日これでもかと落ちた妖精の鱗粉を持っている。

毒から薬まで、なんでも使える貴重な素材だそうだ。

「しかしすごい光景ですね」

　セリアが頬を膨らませながら器用に言った。

　目の前で不貞腐れる妖精達の腹は軒並み膨らみ、下腹部には桃色の複雑な模様が浮かび上がっている。

パンパンになった腹を抱えてふらつきながら飛ぶ妖精の姿を見るといけないことをした気分になる。

「妖精はとても孕みにくいが逆にどんな種族の子でも孕む可能性がある。異種族の子を孕んだ妖精には特別な紋様が浮き出ると言う。僅か三日で産み落とすそうだ」

　まあ人間の子ができれば今後人を襲うこともなくなるだろうし良しとしよう。

「さて帰ろう」

「肝がまだですけれど」

　俺はボテ腹をさする悪妖精達を見る。

さすがに自分の種で孕ませた妖精から肝を抜くような鬼畜行為はできない。

「帰り道に魑魅魍魎を一体潰して引っこ抜こう」

「脂肪とかすごくついてそうです」

「祟らないように気分良く酔わせてバラしましょ」

　セリアもカーラも倫理的な抵抗は特にないようだ。




　こうして肝を抜きに魑魅魍魎……元祖妖精の里に寄った俺達は絶句する。

「あっ昨日の！　霊樹の穢れをとってくれたんだね！　ありがとう！」

　さわやかに挨拶するのは昨日みた腹の出た小さいおっさんではなく、輝くような笑顔の美少年妖精達であった。

　賭けに使われていた場所は花畑に変わっており、ウサギと妖精達が笑いながら駆けまわっている。

　罵り合いながらジャラジャラやっていた切株の上では笑い合っておハジキをやっている。

　枝の上で寝そべる妖精や木の実を齧る妖精などは昨日のままなのに、外見が違うとこうも印象が違うのか、まさに妖精の里と言った感じだ。

「……魍魎共は死に絶えたのか？」

「霊樹が元に戻ったからボク達も元通りになったのさ。お兄さん、お姉さん、ありがとうねっ！」

　美少年は俺と女性陣の頬にキスをする。

　セリアが少し怒ったが、超美少年な上に下心も全く感じないさわやか笑顔なので振り上げた拳をそのまま降ろして気まずそうに俺に腕を絡める。

「可愛い……一人ぐらい持って帰りたいわ」

　カーラが思わず呟く。

ナーティアもこっそりカバンに入れたの出してやれよ。

「浮気するにはサイズ差がありすぎるぞ。尿道に入れでもしないと感じないだろう」

「頭から丸ごと突っ込めばちょうどいいサイズかも」

「メルヘンな世界でおぞましい会話しないで下さい!!」

　セリアは妖精からチェリーを貰い、指で頭を軽く撫でながら怒鳴る。

「あら人間さん」

　里の中心から見覚えのある紫の髪をした小さな美女が美少年達に囲まれ慕われながら優しい笑みを浮かべてやってくる。女王もこんなになるとは。

「約束を守ってくれましたね。では私も約束通り……」

　女王はまだ幼い妖精を一撫でしてから俺達に差し出す。

妖精は女王と俺達の顔を交互に見てから、ニコリと笑って首を傾げた。

「「「……」」」

　カーラとセリアが訴えるように俺を見る。

俺だってこの流れから妖精さばいて肝を抜くのはさすがに抵抗がある。

「しかし困った。メル達の水虫も治してやらないといけないし……」

「おーええケツやと思ったら姉ちゃん達帰ってきとったんか！　悪い妖精やったやろー」

　振り返ると最初に会った小さいおっさんはなにも変化なく、酒を煽った赤い顔のまま花畑のど真ん中で立小便をしていた。

「どないしたんや？　儂は生まれた時からずっとこんな感じやで？」

　俺達は一斉に女王の顔を見る。

彼女もどうぞと手で示す。

　メル達の病は無事完治した。







　──五〇年後。

「なんてこともありましたね」

「あの後シュバルツのアホが妖精持ち帰って大変だったよな」

　俺とセリアは互いの爛々と光る赤い瞳を見ながら昔話をする。

ルーシィは近くの村で見かけた美少年を吸いに行って今日は不在だ。

嫉妬する俺の顔をたっぷり楽しんでから出て行ってしまった。

「ちょうどこの辺りじゃなかったか？」

　俺がそういった時、目の前に五人程の人影が見える。

うち二人は怪我をしているようで残りの者が必死に支えている。

月も灯りもないが俺達の目にははっきりと見えている。

「しっかりしろ。もうすぐ村に着くぞ！」

「ま、まさかあんなに強いなんて……手も足も出なかった……２０ｍはあったぞ」

「水から引きずり出せば簡単なんてとんでもない……あれはバケモノだ」

　俺達は足を止めたが、奴らの方から俺達の前にやってくる。

「うわっ!?　なんだお前らは！」

「日が落ちたから仕方なく野宿をしていた。お前達こそこんな夜中になにしてる？」

　腹も減っていないしあえて殺すこともないので適当に嘘をつこう。

「……俺達は湖の魔物を討伐に来たんだ。だがこのザマだ……あれはただの魔物じゃない！」

「呪物の影響だ！　それも霊樹のような神秘の力を吸った最悪の呪物！　それが湖に投げ込まれて、そこの主に刺さったのだ！　恐らくは五〇年ばかりの時間をかけて変質させ手のつけられない──」

　どうでもいいので聞き流す。

どうしたセリア？　そんな気まずそうな顔をして。

「こうなったらもう妖精様に力を借りるしかない」

「あぁ。俺達でさえ歯がたたないとなれば村人も納得してくれるだろう」

　妖精とはまた偶然だな。

「よく知らんが相手は強いのだろ？　ちっこい妖精に頼んでなんとかなるものか？」

　俺が聞くと男達は力無く笑った。

「ここらの妖精様は特別でな。筋骨隆々身長は２ｍ近くオークをタイマンで殴り殺すほど強いのだ」

「しかも妖精魔法を使う上に鱗粉はどんな傷も癒し空も飛べる。それが何十体もいるのですよ」

「それは妖精なのか？　デーモンか何かじゃないのか？」

　セリアがまた俺の顔を見て肘でつついてくる。どうした？

「絶対バケモノの類だとは思うが、そんな強いのがいるなら最初から力を借りればいいじゃないか」

　男達はまた首を振る。

なんか悲壮感漂う奴らだな。

「妖精様にお願いをするには若い娘……若くなくてもいいがとにかく女を差し出さないといけないのだ」

　生贄を取るなんてやっぱりデーモンだろ。

「いや差し出した女は食われはしないし、大歓迎されて上機嫌で帰って来る」

　なんだそりゃ。

「ただ間違いなく種を付けられてしまう上に、旦那や恋人に興味を無くして、度々森に遊びに行くようになってしまうから家族が嫌がるのだ」

「もう意味がわからん」

　俺が話を終えようとするとセリアが袖を引く。

「エイギル様。その湖の怪物、私たちで討伐しましょう」

「どうしてだ？　俺達には関係ないことだろうに」

　セリアは何故か傷付いた男達を丁寧に手当てして立ち上がる。

「ヒトでなくなっても、行動には責任が伴うのです」

「よくわからんが、久しぶりにたらふく魚でも食うか」

　ちょうど大量のニンニクもある。

蒸し焼きにして美味しく頂こう。

　俺達の放浪記はまだまだ続く。

昨日更新予定が大修正の結果遅れてしまいました。

妖精との濡れ場は今回は削除しましたが近く公開するかもしれません。

コミカライズ七巻も宜しくお願い致します！










☆猛暑ＳＰ

本編にはまったく影響しない余談となります。

頭を空にしてお読みください。

※重大なネタバレなどございますので本編を読んでいない方は要注意です。

王国へ続く道　コミック八巻　七月四日　発売しております!!









王の私室

「……暑い。暑すぎる」

　俺は座り心地の良いソファを避けてあえて直接床に座っていた。

　夏だから暑いのは当然だが、それで片付けられる暑さではない。

そもそも中央平原は気候が穏やかで暑さも寒さもそれなりの範囲に収まる場所のはずなのにおかしい。

「学者によると異常気象と言うらしいです。中央平原全域でしばらく異常な熱波が続くそうです……暑すぎてアドルフさんが倒れて寝込みました。トリスタンは視察とかぬかして避暑地に逃げました。帰ってきたら蹴り回します」

　俺の隣でセリアが淡々と報告する。

「セリアはよく平気だな。しかもそんなかっちりした恰好で」

　俺がそういうとセリアは胸を張った。

「当然です。もうすぐ世界は暑さで滅ぶです。ビシッと決めて世界の終わりを見届けるです」

　よく見ると目がグルグルしている。

「お前もダメだったか」

「きゅう」

　セリアの暑そうな制服を脱がせて全裸にし、少し濡らして風通しが良く涼しそうな日陰に置いておく。

可愛い尻間を風が吹き抜けて涼しそうだ。

「俺もきついな」

　俺も既に王としての正装は脱ぎ捨てて軽装なのだがそれでも暑い。

そもそも王の服は下着まで全部ゴテゴテしすぎなんだ。

動く気になんてならないし、頭も茹だって思考力が落ちているのがわかる。

「今年は異常ですねぇ」

「本当にあっついねぇ」

　同じように大汗をかきながら愛しい女達……メルとマリアが現れた。

今まで用事で動いていたのか汗が服にぐっしょりとしみこみ、水を被ったみたいになっていた。

「どれどれ汗を拭いてやろう」

「きゃっいきなりですか！」

「やーん！　剥かれたぁ！」

　俺はメルの服をはだけて乳房を露出させ、マリアのスカートをたくし上げて勢いよく下着を引き抜く。

そして汗にまみれた肌をいやらしい手付きで拭いてやる。

「マリアの体は平坦で拭きやすくていいな。メルはメスの匂いがすごいぞ」

「あっひどい！」

「に、匂いって複雑です」

　憤るマリアだが、唯一出っ張った胸のひっかかりを擦ってやると短い嬌声を出して力が抜ける。

　メルの方は乳房を垂れ落ちる汗をタオルではなく舌で拭いてやると恥ずかしそうに悶えた。

　俺達三人は欲情した目で見つめ合い……滝のように汗をかきながらその場に崩れ落ちた。

暑すぎてスケベ行為にすら支障が出るほどだ。

　もう一つ問題が出て来た。

「め、メルさん!?　若作り……じゃなくて化粧が！」

「!?」

　絶え間なく噴き出る汗でメルの化粧が全壊しつつあったのだ。

メルは上半身をはだけて胸を放り出したまま自室へと走って消えていく。

「あづいですぅ。特に谷間が暑くて汗がとまりません……」

　入れ替わってノンナがやってくる。

超巨乳が作りだす至高の谷間も今はただただ暑そうだ。

「どうせなら乳を使って自分を扇いでみたらどうだ。谷間にも隙間が出来て一石二鳥だ」

「ふにゅ……やってみます」

　ノンナは乳房を掴んでユサユサと自分を扇ぐ。

「って、はしたないを通り越してアホじゃないですか！　それに重たいので余計暑いです！」

　往復でくらった乳ビンタは湿っていることもあって結構な威力だ。




「わはははは!!」

「お前どこで何を……？　いやいい聞くと余計暑くなりそうだから言わんでいい」

　でかい声に振り返ると声の主はイリジナ、そして呆れた声はセクリトだ。

「中央平原の気候は穏やかと聞いていたが、これでは帝国の猛暑と変わらんな」

　セクリトは元々暑さの厳しい帝国で生きて来たからか、案外平気な様子だ。

暑いには違いないので胸元は緩く、普段は穿かない短いズボン姿で大量の汗をかいていたが。

「ふむ」

「どうした？」

　俺はセクリトの前に立ち、有無を言わせず胸元を思い切り開く。

褐色の乳がブルリと揺れて飛び出し、引き締まって薄っすら筋の浮いた腹と可愛らしいヘソまで丸見えになったが、彼女は体を隠すでもなく腰に手を当てて溜息をついた。

「……緩い恰好だとは思っていたが秒で発情するとは」

　俺はセクリトの褐色の肌に口をつけて豊満な乳房の上にたまった汗を舐めとる。

そして彼女の足元に跪き、ふくらはぎにキスをしてから短いズボンの裾まで舐め上がる。

「褐色の肌には汗が映える」

　セクリトは小馬鹿にしたように鼻を鳴らしつつ、短いズボンを引き下げて壁に手をつく。

俺は汗の粒が浮き出た尻にキスを落とし、後ろから女体を抱え込む。

「「……暑いな」」

　俺とセクリトは滝のような汗をかきながら体を離した。

「行水してくる。ヤるなら夜だ。こんなところで抱かれたら脱水になる」

　セクリトは言いながら長い舌で俺の首から胸を流れる汗を舐め取って出ていった。




「イリジナは……随分焼けたな。ずっと外にいたのか？」

「うむ！　池の周りを走り回っていたら手作り船のようなものを見つけてな！　そこで何故かセクリト殿と会ったのだ！」

　イリジナも暑さに負けておらず少年のような元気さだ。

そして廊下で誰かがひっくり返る音が聞こえた気がする。

「お前の汗も……いや止めておこう」

　俺はイリジナの体にも口づけしようとしたが、途中でやめて首を振る。

「何故だ!!　私に魅力がないのか!!」

　悲しそうな顔で言うイリジナ。

「泥だらけの全身を風呂で洗ってこい。それから髪に凶悪な外見の毛虫がのってるから刺されるなよ」

　赤と紫色で毒々しい上に５ｃｍはありそうな毛が生えている。

しかも胴体の真ん中にどう見ても人面みたいな模様があるのだが、どこでくっつけてきた。

絶対部屋に落としていくなよ。

　笑いながらイリジナが行水に去る。

普段なら騒ぎそうなノンナもその気力なくテーブルに突っ伏していた。

よく見ると井戸水を入れた水差しを胸の谷間に挟んで涼をとっている。

「今日もイリジナはうるさいわねぇ……まったく暑い暑い」

　この声、次はカーラか。

暑がってはいるがへばってはいなさそうだ。

やはり元々狩人として野山を駆けまわっていただけあって体力が──。

「っておい」

「ひえっ!?」

「ば、バカカーラ!!!」

　俺、マリア、ノンナと悲鳴が続く。

　カーラは完全な全裸だったのだ。

まさかその姿で王宮内を歩いていたのか。

「暑いんだから仕方ないでしょー」

「品位ッ下品ッ王族ッ不貞ッ……きゅう」

　興奮して単語を連呼しながら責めていたノンナだが体温があがったせいか、とうとうへばってしまう。

ついでに胸に挟んでいた水差しも床に落ちる……潰れてる。なんて乳圧だ。

　マリアも一言二言咎めた後、気力を失ってぐったりしてしまった。

「まったくカーラは変態すぎる。お仕置きだ」

「うふん。いいわよ」

　俺は全裸のカーラを抱き上げてテーブルに乗せて覆いかぶさる。

　三度暑さで断念しそうになったが、これ以上未遂を重ねては男が廃るだろう。

　俺は太陽にむけて挑むように拳を突き上げ、同時に腰も突き上げる。

　こうして俺は太陽に打ち勝ってまぐわった。




　──行為後。

「やりすぎた」

　茹だったカーラを行水させ、くらくらする頭を押さえて手近な部屋に入る。

ここは……執務室か。

「これは陛下、執務に入られますか」

「あん……しつむぅ？」

　執務室で何やら作業していた官僚が一斉に立ち上がり、俺に向けて書類を差し出すのだが、頭が茹だって意味が理解よくできない。

『公的な場所における服装規定──』

　服装……暑い……公的な場所……涼しい……涼しくないといけない。

　俺はふらつきながらペンを走らせる。

「──陛下!?　そ、それはいくらなんでも！」

　官僚がざわめく。

耳元で騒ぐな余計暑くなるだろうが。

「せ、せめてアドルフ様がご快復なさってからにしては──」

「俺がやれと言っているのだ！　とにかく暑いからさっさとしろ！」

　アドルフが起きてくるのを待っていたら俺も女も暑さで死んでしまうだろうが。

「し、承知致しました……なんということだ……大変なことに……世紀の大悪法だ……」

　もう限界だ。

池にでも飛び込んでこよう。







　──後日。

　今日も猛烈な暑さだが昨日よりは幾分マシで頭が茹だるほどではなかった。

　俺は早足で王宮の大広間へと向かう。

王なのだから遅刻しても文句は言われないが、あえて遅れる必要もない。

「間に合いそうだ」

　セリアから聞いていた予定では確か今日は王都近隣の領主が集まる晩餐会だったはずだ。

なんでも定期的に領主を呼びつけることで俺への忠誠と叛意の無さを示させるのだとか。

「面倒だがまっとうでない手段で王座についたからのだから仕方ない」

　ちなみに俺が遅れかけたのは闇娼館取り締まりに首を突っ込んだからだ。

暑い中必死に逃げ回るものだから、何日も追いかけた末にとうとう捕まえたのだ。

　娼婦たちを奴隷のように扱っているならその場で手打ちにしてやるところだったが、環境は普通で単に払うべき税をケチる為に闇でやっていただけだった。

なので首を刎ねたりはせず娼館主の中年女も含めて館の全員を失神するまで抱いて許してやった。

多くが俺の子を孕むことになるだろう。

「さて着いた」

　王専用の場所もあるが時間がないので他の招待客と同じ入口からいこう。

そう思って俺は案内役に軽く手をあげて扉を開けようとしたのだが……。

「ようこそおいでになられました。失礼ですが招待状を……陛下!?」

　相手も驚いたようだが俺はその倍は驚いた。

何しろその男は全裸でネクタイと靴下だけの姿だったのだ。

　いかに服装や礼儀に疎い俺でも王宮で全裸がアウトなのはわかる。

普通に考えれば即座に無礼討ちだろう。

「気まぐれでこっちから入ることにしたのだ。名乗りも要らんよ」

　俺は優しく微笑み、案内役の肩を叩く。

こいつは何かしらの理由で心が壊れたのだろう。

どう考えても手遅れで、罰も叱責も必要ない。

　奴の家族には年金を渡しておかねばと思いながら俺が会場の扉を自分で開くと──そこは見たこともない世界だった。

「わ、我が家の跡取りが次の軍団長に推挙されましたの」

「そ、それはめでたいですなぁ。我が家の良いニュースと言えば次女がマルラー家長男に輿入れするぐらい……」

「あ、あの名門マルラー伯爵家とは。そういえば我が縁戚が次の大臣候補に……」

　参加者達の会話はいつもの謙遜風自慢であり、そんなものはどうでもいいのだが問題は彼らの格好だ。

「おほほ……うぅなんでこんな」

「ははは……なんという屈辱……」

　本来はこれでもかとフリフリギラギラの恰好で来るはずの彼らが全員裸なのだ。

男も女も老いも若いも全員すっぱだかだ。

「……」

　まずこの場の全員が幻惑魔法にかかって狂ったのではないかと考える。

「ほほほ……」

「ははは……」

　だがよく見れば、皆は会話しながらも手やテーブルなどで局部を隠そうとしたり、見るからに恥じらっていた。

　つまり全員がまともな感覚をもった上で全裸で晩餐会に参加しているのだ。

　厚化粧の年増女は緩んだ肉体を晒し、若い娘がモジモジしながら局部を手で必死に隠している。

異常ながらなんと素晴らしい光景だろうか。

　ふとそこに普段通りの正装を着た青年が現れる。

青年は俺と同じくギョッとした表情をしたが、すぐに文官──もちろん全裸だ──と警備兵──こちらは甲冑の下に服を着ていない──に呼び止められて何事か言われる。

青年は震えあがり、たちまちネクタイと靴下を残して服を脱ぎ捨てた。

「おい」

　俺は近場の文官を呼びつける。

「俺、なにかやったか？」

「陛下が緊急に布告された法が本日発行いたしましたので」

　全裸の文官から受け取った書類を開く。

『今夏の王国全土における異常気象を鑑み、酷暑に打ち勝ち一層の繁栄を得るため～』

「毎度法律だの規則だのは面倒臭い書き方しやがって。だから国と役人はダメなんだ……ったく」

「ええ……」

　肝心な部分はと。

『～よって公の場においては衣服を着てはいけないものとする。この法は万人の区別なく、老若男女、身分の貴賤もなく、全ての者に適用される』

　俺は顔をあげて困り切った顔の文官と見つめ合う。

「どうやら俺の偽物が湧いたようだな。困ったことだ」

　ともかく続きだ。

『女は靴下・タイツ・ガーターベルトの着用のみ可とする。男はネクタイと靴下のみとする。マントの着用には特別の許可が必要なものとする』

「これは確かに俺の趣味だ。偽物ではないようだな」




「……エイギル様！」

　背後から声をかけられて振り返ると、羞恥三割怒り七割のノンナが立っていた。

　普段はつけないマントを羽織ってはいるが、それでも隠せない体に身に着けているのはタイツのみ、爆乳がマントを押し上げるので寸足らずになってしまっている。

「……晩餐会に出席しようとしたら、法律違反だと女官に服を全部剥ぎ取られました！　エイギル様どういうことですか！」

　ノンナが掴みかかってくる。

拍子に諸々全部丸見えだ。

「万人貴賤なく……最上位の王命なので王の家族も全員拘束するのです……私が何を言ってもダメでした……うぅエイギル様のアホ……」

　その後ろではこちらもマントと白い靴下だけのセリアが、股間と胸を隠しながら俺を睨んでいる。

普段は見えない太ももに隠した短剣が丸見えなのが非日常感あって興奮するぞ。

「エッチなお店のイベントではあったけど、王国中がこれって……エイギルさんいくらなんでもさぁ」

「ううううエイギルさんのバカァ」

　メリッサは潔く何も身に着けず、腰に両手をあてて困った顔をしていた。

その後ろでは靴下だけのマリアが彼女の体に隠れて俺を睨みつけている。

「クウ！　ルウ！　前後絶対防御の構えですよ！」

「う、うん。恥ずかしいけど母さんはそれどころじゃないもんね」

「恥ずかしいけど頑張りますぅ」

　これはメルとクウとルウ姉妹の声だ。

「よりによって毛の処置を怠っている時に……ルウ遅れないで！　今の状況だと後ろから見ても危険なのです！　エイギル様……恨みますよ……」

　メルの恨みをかってしまった。

後で機嫌をとらないとまずそうだ。

「陛下はいらっしゃるか！　この異常な法にモノ申したい！」

「出て来い！　毒矢ぶち込んでやる！」

　ドカドカと踏み込んで来たのはマイラとナーティアだ。

マイラは重装騎兵用のフルプレートを着こみ、ナーティアは葉っぱで作った服で体を隠している。

「あっマイラさんずるいです！」

「鎧は剣や槍と同じ武具であって服ではないです。賊や魔物相手に全裸では戦えませんから」

　セリアの不平にマイラはそっぽを向いて答える。

　確かに道理だ。

「これは葉っぱだからセーフ！　大きな葉っぱで隠してるだけだから！」

　俺は文官に視線を送る。

「木綿も麻も元は植物、なれば葉っぱで作ったとて服は服かと」

「つまりアウトだ!!」

「あーーー！」

　俺はナーティアを捕まえて服を剥ぎ取り、自分のマントの中に入れた。

「変態！　鬼！　強姦魔！　ちょっと動くな、見えちゃうでしょうが！」

　ふふふ、俺を罵りつつも離れられまい……思考まで犯罪者みたいになってきたな。

「マイラも今は平時だ。王宮内で武装の必要はない。さあ解除するんだ」

「……くっ」

「手伝います。マイラさん」

　ニヤニヤ顔のセリアがマイラの鎧を剥いでいく。

自分もマント靴下姿だというのは一時的に忘れているようだ。

「ムチャクチャな法なのはわかっている。楽園を見て俺の心と体と魂が撤回を拒んでいるのだ」

「全身全霊で拒んでいるじゃないですか!!」

「天使と悪魔が戦ってすらいないです！　スケベもここまで来るともう病気ですよ！」

　セリアとノンナに責められているとドカンと大きな音を立てて扉が開いた。

「漢よ！　ちと大事な話があって……」

　遠慮なしに飛び込んで来たのはギルドレスだ。

良く見ると止めようと衛兵が五人ほどしがみ付いている。

構わず引きずってきたのか。

　ギルドレスは全員裸の大広間を見回す。

「なるほど、わかった！」

　理解するな。

一秒もかからずに法に従うな。

そもそもパンツ一丁で旅してくるな。

「……」

　女達がアレと同じものを見る目で俺を見てくる。

さすがに撤回も考えたところで再び扉が開く。

「私が寝ている間に下らない法を作ったと…………うーん」

　頭に濡れタオルを置いたアドルフだった。

奴は周囲を見回し、才覚溢れる頭で状況を理解し、そのままぶっ倒れた。

「政務総監しっかりしてください！　いかん息をしてないぞ！」

「貴方が斃れたら誰が陛下を止めるのですか！　この惨状をご覧ください！」

「それはそれとして法は法なので脱がせますね」




　こうして『酷暑対策に関する衣服特例法』通称『全裸法』はゴルドニア中に変革をもたらした。

「絶対にそこら中で反乱が起きます。お終いです」

「領主だけではなく民だって立ち上がりますよ。全国一揆です」

「陛下を暗殺しようと曲者が行列作ってきますよ」

　という予想が女達からなされたが、結果としてそうはならなかった。







　──少し後。

ゴルドニラ北部のとある町。

　俺は北部地域の視察という名目で避暑に来ていた。

とはいえ熱波は中央平原全域に及んでいるらしく、少々北に行ってもほとんど何も変わらない。

「ともあれ視察だ。北部の女達が全裸法に不満を頂いていないか観察しないと」

「……」

　当然ながら町の通りも広間も公の場所であるので裸でいなければならない。

「今日もまた異常に暑いわね」

「湿度もすごいし倒れちゃいそう」

　若い妻達が井戸端に集まり、野菜を洗いながら雑談していた。

「街中全裸……いつ見ても狂気です」

「そうでもないぞ。ほら見てみろよ」

　それを俺とついて来たセリアは物陰から覗く。

ちなみにセリアには俺の趣味でマント＋ガーターベルト姿だ。

「正直、裸で居ろって言われた時は陛下が狂ったのかって思ったけれど……悪くないわよね」

「涼しいし汗かいてもほっとけば乾くしね。なにより洗濯物が出ないってのが素晴らしいわ」

「旦那の手前、恥じらって見せたけど楽よね。まあスケベなおっさんに見られるのは不愉快だけど」

　ふと若い男が通りかかり、妻達に手伝いを申し出る。

裸を見たいスケベ目的は明白だが。

「見るだけならいいけど、手を出したら捕まるからね」

「も、もちろんです！　皆さんの体見れるだけで大満足です！」

　女達は笑いながら手伝わせるようだ。

男女とも裸ながら強姦や痴漢は普通に罪に問われるから危険になったわけではない。

むしろ色々変化が分かりやすいので性犯罪は減少したと聞いている。

「暑い中でもゴテゴテした服着ないといけなかったのは、だらしないとか貞淑さとかそういう人の目が気になるからだったのよ。キミ早速膨らんでるわね」

「ムチャクチャな王様が全裸で居ろーって言ったんだから仕方ないものね。キミ結構大きいわね」

　俺もすっくと立ち上がる。

「ややこしくなるのでエイギル様は行かなくていいです」

　マントの上からセリアの尻を撫でて落ち着こう。




　そうこうしていると別の場所から怒鳴り声が響いてくる。

「おうおう陰気で無能な男は嫌だねえ」

「しかも毎日夜まで働いてるくせに安月給、何のために生きてるのかね」

　二人の男が一人を罵っている。

胸糞が悪いので石でも投げてやろうかと思った時、罵られていた男が笑った。

「確かに俺は陰気で無能で安月給……だが俺の方がデカい」

「「ぐっ！」」

「アホです」

　セリアの呟きをよそに口論は続く。

「は、はん！　てめえ寒村の出身なんだってな」

「俺ら生粋の王都っこから見りゃ田舎臭くて鬱陶しいんだよ」

　生まれた場所を誇ってどうなると言うのか。

それならデカい鼻くそでも自慢する方がまだ有意義だ。

「確かに俺はド田舎出身だ。だが……俺の方が太い」

「「ひぎっ！」」

「十分以上に反撃できているようだし俺が口を出す必要もないな」

「ドアホ共です」




　また違う場所でトラブルが起こったようだ。

「貴様！　平民の分際で貴族たる俺の足に水をかけるとは何事だ!!」

「も、申し訳ありません！　暑いので打ち水をと……」

　見れば若い娘が貴族にうっかり水をかけてしまったようだ。

「申し訳ないで済むか！　これは名門の跡継ぎたる俺への侮辱だ！　クソ女めどうしてくれようか」

　親の七光りの分際で、と俺が身を乗り出した時だった。

「ひぃぃ申し訳……あら？　あらあらあら？」

　傲慢な態度を取っていた男の男根がムクムクと上を向き始めたのだ。

奴が見ていたのは当然水をかけた娘だった。

「こ、これは違う！　ええいこちらを見るな！」

　娘は今までの脅えはどこへやら、笑って貴族に迫る。

「平民が食べられない高いご飯を奢ってくれたらワンナイトあるかもですよ」

「下賎の女が生意気になにをぬかすか！　夕方に馬車で迎えに来るから覚悟しておけ!!」

　高慢貴族は股間を押さえながら肩をいからせて去っていく。

女はニヤつきながら手を振っていた。

　更にはあくどい男に騙されようとしていた人妻も。

「奥様は実にお美しい！　まるで女神のようにございます。あぁかくなる上は私と駆け落ちを──」

「その割りには反応していませんけど？　さてはお金だけだまし取って捨てるつもりね」

　通行人を押し退けながら歩く強面も。

「でよぉ。その女、抜かずに五発してやったら、ヒイヒイ言いながら求めてくるのよ。やっぱ乳とケツのでかいの女を犯すのはたまらねえな」

「さすが兄貴、貴族だろうが人妻だろうが構わず食っちまう性豪だぜ！」

　ヤカラの前を水遊び中の子ども達が通り過ぎた。

「あ、アニキ？　まさか今の……嘘だろ兄貴……まだ生えてもいないようなガキに」

「ち、違う！　断じて生える前、膨らむ前が好きなんてことは……」

「逮捕してきます」

「おう」

　街が平和になっていく。

呆けた頭で考えた法とはいえ自分の才覚が怖い。

「どうだセリア。脱げば物事万事収まる！　全裸は間違っていなかったのだ！」

「……もうスケベとアホばっかりです。これで本当に犯罪率が下がっているので頭痛いです」

　そして俺に視線が集まる。

王だとバレているのではない。

むしろ全裸だから顔を知らなければ気付きようがない。

「あの人でっか、すっご、あんなの見たことない！」

「丸太みたい。人間のサイズなのあれ……」

「あの長さで私の入り口がここだから……ひえっ鳩尾まで来る!?」

　女達が俺のモノを凝視しているのだ。

　そこで俺の横をいかにもハンサムな男が通り過ぎるが女達は見向きもしない。

当然だ。その男は顔こそ抜群に整っていたが短小だったのだ。

「ふふふ……フハハハ！　素晴らしい！　我ながら素晴らしい世界を作ってしまったぞ!!」

　俺は呆れるセリアの横で腰に手を当てて高笑いした。

　そこに暇を持て余していそうな女性がスルスルと近づいてくる。

「お兄さんこんにちは。今日も暑いねー」

　にこやかに笑っているが視線は俺の股間に固定だ。

「もし良かったらちょっと涼んでいきませんかー？」

「そこまで！　ブロックです！」

　俺達の間にセリアがニュッと生える。

「これから約束があるのでそんな暇はありません！」

　俺は溜息をつく。

ついでのついでだが、どうでもいい奴と会う約束があるのだった。

「こういう機会でもないと公には会えませんから──きゃっ！」

　俺は真剣な表情になったセリアに向けて頷き、マントの上から尻の割れ目を撫でさするのだった。




「常軌を逸した法とはいえ、領地を召し上げるではなく増税をするでも無し」

　答えるのはレオポルトだ。

「害が羞恥程度なら反乱など割に合わぬ。その程度には領主領民共に陛下を恐れております」

　淡々とした口調、恐らく表情もいつもの鉄仮面から微塵も動いていないのだろう。

「たとえ反乱を試みるとて、この酷暑では兵の集結も行軍もままなりません。それは同時にこちらも軍を動かせぬということですが……現に国境の見回りにも支障が出ております」

「ま、ちょっとぐらいはいいさ。この暑さの中で攻めてくる敵もいるまい」

　ちなみに俺とレオポルトの間には布が吊るされてお互いが見えず声だけが聞こえる状態になっている。

「ところでなんだが……お前は法に従っているのか？」

「私は建前上は左遷された身です。王命に逆らえばこれ幸いと謀反を疑われましょう」

　すっくとレオポルトが立ち上がるのが気配でわかった。

「来なくていい！　お前の裸など見たくない！」

　レオポルトが座り直してホッとする。

　その上でこちらを覗いている付き人のニナにレオポルトのサイズをジェスチャーで聞いてみる。

断じて見たくはないが王としてサイズを知っておく必要はあるからだ。

　するとニナは少し考えた後で丸太を抱えるような仕草をした。

俺は驚きと動揺で椅子からずり落ちてしまう。

「なんだとっ!?」

　ニナなりにレオポルトの見栄を張ったのか、まさか真実なのか問いただそうとした時、街の警鐘が鳴り響く。

「陛下、お急ぎを」

　レオポルトが武装して現れる。

真実を確かめ損ねてしまった。

そしてこの早さ、お前実は服着てただろ。




　さて街壁の前には集まっているのは百人ばかりの集団だ。

粗末な装備に汚れた体は蛮族の一団に見える。山の民とは違うようだが。

「見たことのない奴らだ。どこから来たのだ！」

「あまりの酷暑のせいで軍の見回りも滞っているからな。隙をつかれたか」

「ふむ」

　予想外といえば予想外だが深刻な状況ではない。

数と装備からして街を脅かせるとは思わないし、なにより彼らはボロボロだ。

攻めて来たというよりはむしろ逃げて来たように見える。

「待ってくれ……我らは蛮族でも山賊でもない……ここよりずっと東の国から逃げて来たのだ……」

　俺は顔を見合わせている守備兵を押し退ける。

「全員に水を、飲んだら事情を話せ」

　衛兵は全員に冷えた井戸水を配りつつ話を聞く。

　彼らの話はこうだ。




　自分達は大森林を越えた遥か東方の国に住んでいた。

　平和な国であったが魔術師が禁忌を行い異界から魔物の群れを呼び出してしまった。

　魔物は非常に狡猾で人への擬態が非常に上手く、たちまち国中に浸透していった。

　彼らの王と有力な戦士達は不意をつかれて皆殺しとなり国は崩壊、ここまで逃げて来た。




「ふむ……異界の魔物」

　俺の中では危険な魔物といえばデカい蜘蛛やムカデになるが、そういうものともまた違うようだ。

「奴らは鼻も利く、俺達を追って必ずここまでやってくるはずだ……」

　セリアがなら来るなよと言う顔をするので頬っぺたを撫でる。

「奴らの擬態を見分ける試みは常に失敗した……もしかすると既に俺達の中に紛れているかも……」

　レオポルトがこっそり周りに弓兵を集め始めたので、もう少し待てと目で合図する。




「おお、ようやく着きました！」

　何の声かと目をやると街の南側……つまり王都の方向から馬車の一団がやってくる。

　大量の物資を乗せた荷車を上半身はだけた快活そうな男が押し、その後方には煌びやかな服を着たいかにも裕福そうな商人が続く。

　更に旅人だろうか、簡易ながらもお洒落な服を着た女達が荷車に腰かけ、美しい声で歌っている。

「やあこんにちは。私たちは隊商の一行です。王都から商売に参ったのです」

「……」

　裕福そうな商人が完璧な挨拶をする。

俺は応えつつセリアから剣を受け取る。

「こちらの女性達は道中の相乗りです。ははは、汗臭い一行に花を添えてくれております」

「……」

　衛兵達が頷きながら一行を取り囲む。

「ひでぇや旦那！　俺達だって好きでむさくるしいわけじゃねえのに！」

　女達と快活な男共が笑う。

　そして商人が俺の耳もとで囁いた。

「ところで、そちらの方々は一体？　なんでも東の方では人に擬態する邪悪な魔物が出たとか聞きます……よもや彼らが」

　俺は大きく頷き、剣を抜いて商人の首を斬り落とす。

「何故バレ……」

「愚かな魔物め教えてやろう。俺達は外で服など着ない」

「決まりましたけど、ものすごい変な決め台詞です」

「馬鹿な……我々は人間を長く観察した……公共の場で全裸など……あり得ぬ……」

　落ちた首は息絶え、体の方は膨れ上がり、のたうちまわってから溶け崩れて行った。

「服を着ている者は敵だ。服を着ている者を全て殺せ」

　レオポルトの命令で隊商へ一斉に矢が浴びせかけられ、慌てて擬態を解いたところを衛兵の槍で貫かれる。

「戦の匂いがするぞ！」

　どこからかギルドレスも飛び出してくる。

本当にどこから出た。

　擬態を解いて膨張する魔物の首をセリアが裂く。

魔物は悶絶するが、死には不十分だったのか巨大な爪でセリアに掴みかかるが、俺がその爪ごと腕を叩き斬る。

「ありがとうございます！」

「おう。いい尻だな」

　武装の合間からセリアの尻が見えるものだから俺の士気も普段より高い。

やはり全裸法は良いところばかりだ。

「擬態を見破ったとて非力な人間風情が──」

　２ｍ半ばの巨躯となった魔物がギルドレスに掴みかかる。

ギルドレスは相手が素手なのを見て、あえて剣を使わずに正面から組み合った。

「ぬん！」

　そしてギルドレスは魔物の両腕を外側に向かって圧し折り、首を掴んで九〇度回転させる。

「巨躯の割にさほどのこともなし。この程度の力、アレス男ならば中の下の非力よ」

　そしてどうだとばかりに俺を見る。

戦闘と暑さで噴き出た汗にまみれ微塵も隠すつもりもなく振り回される股間。

全裸法にも負の側面があるようだ。

「隙だらけだぞ人間！」

　ギルドレスの見苦しい戦いのせいで隙をつかれ、股間を思い切り殴られてしまった。

　俺は平然と魔物を見下ろし、魔物は自分の砕けた爪を呆然と見る。

　俺が魔物の側頭部をぶん殴ると、魔物は左右に揺らいだ後、鼻と耳から血を流して昏倒する。

「こいつら本当に大したことないな」

「うむ。これでは猛漢勝負もできんな。興覚めだ」

　またギルドレスから変な単語が出て来た。

異様な勝負をする羽目にならないようさっさと倒そう。

「残るは女に化けた三体だけです」

　セリアが逃げようとする女の延髄に後ろから剣を突き立てる。

　俺とギルドレスもそれぞれ女を捕まえたが、顔を見合わせてから念の為に胸と股間をまさぐってみた。

「なにもついていないな」

「うむ、化けているだけでメスですらない」

「なにしているんですか！　さっさと殺してください！」

　念の為にそのままもう少し待つ。

「「おのれ人間風情が！」」

　魔物は野太い声でそう叫ぶと擬態していた体が弾け、触手のバケモノへと変化する。

「「よし！」」

「なにも良くないです！」

　俺とギルドレスは同時に化け物を両断した。




　そこに南の方から伝令が馬を走らせてくる。

　服を着ていないから怪しい者ではないだろう。

「領内の各町に擬態した魔物が一斉に現れました！」

「な、なんてことだ……やはり既にここにも浸透していたか……」

　逃げて来た者達が絶望に膝をつく。

「しかし、どの町でも即座に見破られ、全ての駆除に成功したそうです」

「どうせ服でも着ていたのだろう。所詮は魔物の知能だな」

「いかにも。最後に勝つのは人の叡智よ」

　俺とギルドレスは頷き合う。

「知能……？　叡智……？」

　やはり裸は素晴らしい。




　更に王都に戻るとあれほど抗議していたノンナ達の態度も軟化していた。

「こんなはしたない恰好なんてあり得ません。早く元に戻して欲しい……のですが、それはそれとして谷間は実に涼しいです。毎年ここに汗もができちゃうのに今年は大丈夫なのですよ」

　最初は一番嫌がっていたノンナだが局部はマントや手で隠しながらも割と堂々としている。

「みんな裸だと気にならないよね。ちょっと見られるぐらいは服着てても同じだし」

　メリッサが軽くポーズをとって笑う。

「笑いやすいのがいいな！　とても楽だ！」

　イリジナが少年に戻っている気がする。

「逆に洗わなくても染みにならないから風呂はいらなくてもバレないしね」

　誰かヨグリを風呂に叩き込んで来い。

「でも私はなんかつまらないわ……」

　反対に元気がないのがカーラだ。

彼女達は最初こそ全裸で街中を練り歩くことに興奮していたのだが、裸が普通になってしまうと萎えるらしい。

「出しちゃいけない場所で出すから興奮するんじゃない。例えばトイレで自由におしっこしてなにが興奮するのよ。お風呂で出すから──」

　ノンナがカーラに襲いかかって乱闘になる。

「暑いのにドタバタしないで下さい！」

　止めようとしてセリアも参戦した。

三つ巴の掴み合いを裸でやるものだから見えまくってすごいことになっている。

「やはり全裸は素晴らしい……」

　自画自賛したところで馴染みの褐色の肢体が視界を横切った。

いつ見ても雌豹のように引き締まったセクリトだ。

何故か傍に可愛い少年を連れている。

「では夜にまたマッサージに来い。もちろん法に則った格好でな」

「は、はいセクリト様」

「マッサージ……だと？」

　セクリトはそう少年に声をかけてから、挑発するように俺へ流し目を送った。

　自室でのマッサージ……しかも相手が男かつお互いに全裸となれば交尾しない方がおかしい。

「そもそもマッサージは八割ぐらい性交だ!!」

「それは違います」

　ノンナとセリアに同時に否定されるがそれどころではない。

「お前はなかなか、優秀なようだったからな」

　そう言ってセクリトは大きく息を吐く。

全身は汗ばみ、浮気をした直後の女にしか見えない。

「うおぉぉぉ！」

　俺は嫉妬の炎を燃え上がらせセクリトに向かって走る。

彼女は用済みとばかりに少年を突き飛ばし、俺に向かって両手を広げた。

　そこで俺の足が何者かに掴まれた。

「男……汗の香り……男の汗……」

「いけないっ！　カトリーヌさんの封印が解けたわ！」

　俺はセクリトとカトリーヌに腕を掴まれ引っ張られる。

「ははは、痛い痛い」

　セクリトの方は本当に痛い。

俺じゃなかったら腕が抜けているぞこれ。

　俺は二人を逆に引っ張り腕の中に収めたが、拍子に少しよろめき、廊下に飾っていた銅像に寄りかかってしまった。

「デスワ」

「うおっ」

　銅像から出た声に思わず飛び退いてしまうと、銅像ではなくクラウディアだった。

またクロビカリしているのか。

　クラウディアは最初に出会った時と体色も形状も全く違うんだが、魔物が擬態しているんじゃないよな。

「こんな異様なのに擬態しても警戒されるだけで意味ないです！」

　セリアが突っ込みを入れる。

そしてドサクサで俺の腕に潜り込む。

「奥様は夜会に向けて体力を温存するべく、ここで休んでおられたのです」

　クララが説明してくれる。

手で体を隠して赤くなる仕草が愛らしい。

「廊下に直立しなくても座椅子とか他に色々あるだろ……これじゃダンジョンのトラップじゃないか」

　ともかく体が触れたからにはクラウディアもクララもまとめて抱くのが王道というもの。

「なにはともあれ全裸法に死角なし！　世紀の良法だな、はははは!!」







　──数日後

　王都を寒風が吹き抜け、霧雨まで降っている。

「季節外れの寒波襲来！」

「通りに人が出ず商売が成り立たないと商人ギルドが泣きついてきていますよ」

「農村からも裸じゃ寒すぎてまともに作業ができないと訴えがきてるね」

『服を返せと民の抗議の声増大せり。放置すれば反乱の危険もあり』

「セリアちゃんがお腹を冷やしてトイレから出られなくなっちゃいましたよ」

　復帰したアドルフ、トリスタン、レオポルトからの手紙、ノンナにメリッサ、そして官僚達が毛布にくるまりながらじっと俺を見てくる。

「……わかったよ。撤回すればいいんだろ……くそ」

　こうして全裸法は撤回された。

　この法はゴルドニアのあらゆる者達の間でタブーとなり、以後語られることはなかった。
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数百年後

『教育テレビ　謎に包まれた初期ゴルドニアの歴史　本日は法制度です』

　俺は鍋をかき混ぜながら聴覚だけをテレビに向ける。

　今日は吸血鬼もへばるほど暑い。

スタミナ回復にニンニクをたっぷり入れておこう。

『数少ない歴史書には『全裸法』なる法が作られ、全ての者が裸で居ることを強いられたと残されております。興味深いですね』

　暑い上に湿気も多い。

体に悪いから朝は窓を全開にして良く日光を入れないといけないなぁ。

『初代帝はこの数年後、死を迎えるのですが一説には性病が脳に回ったからと──』

「失礼な奴だな！　病気にかかるほど俺の男根は小さくない！」

　怒った拍子に鍋になんか色々入ってしまった。

まあ食えないものは置いてないし大丈夫か。

『またこの時代の後、ゴルドニア全体で人口が一気に増加したと言われています』

「あれはすごかった。同じ時期に一斉に孕むものだから産婆も医者も大騒動だった」

『その後、ゴルドニアの絵画や演劇などで既婚者が他の異性と愛を育む物語が隆盛し、現代に続くＮＴＲ様式の源流だという説もあります』

「けしからん実にけしからんぞ」

　そういえばナイトプールに出かけたルーシィとセリアの帰りが遅いな。

夜二〇時には帰ると言っていたのに。

「まあ女性専用のプールだから心配ないが」

　俺はふと彼女達が残して言ったプールのチラシを見る。

そして一気に血の気が引く。元々通ってないが。

「先月から男も可……ヌードも可だと!?」

　俺は鍋を抱えたまま壁を突き破って通りへ飛び出る。

「なんだお前は怪しい奴め！　ちょっと署まで──うわっちゃー!!」

　そして近づいて来た警察官に鍋を投げ渡して風のように駆ける。




　プールに辿りついた俺が見たのは入口の前にニヤニヤしながら手招きするルーシィと、気付くのが遅すぎですと笑うセリアだった。

「騙されてしまったか。仕方ない、火照った体をプールで冷やそう。水着はいらないしな」

「え？　普通に水着着て入りますよね？」

「私も迷った末に持ってこなかったですよ。三人でプールの視線を独占してしまいましょうか」

「いやいやいや、私は絶対水着着ますからね！」

　やはり全裸は素晴らしい。

尋常ではなく暑かったのです。

作者の頭も茹だるほどに……。

次回こそ反動で真面目な話を書きたいですね。

コミカライズ八巻も宜しくお願い致します。










☆８巻発売記念ＳＰ　ヴァンパイア戦争

八巻発売記念の余談です。本日一月一九日　八巻発売　宜しくお願いします！

何話か続く長編の余談です。

全て最終話後の話でネタバレだらけなので本編を最後までお読みでない方は御覚悟下さい。









大陸暦六五年　辺境領ラインエリーヌ　人里離れた屋敷

　俺は大の字に寝転がり、至高の宝石達を両腕に抱いていた。

「にゅう……」

　片方はセリア。

美しいはずの銀髪がややごわつき全身汗まみれなのは先程迄の激しい性交の名残だ。

「んふ……」

　もう片方はルーシィ。

これでもかと盛り上がった巨乳には無数の赤い痕が残り、彫像にしてもやりすぎと思えるほどに大きく美しい臀部から俺の流し込んだ大量の汚液が流れ出している。

　二人と何度交わったのだったか。

一〇回絶頂したところまでは覚えているが、その後は盛り上がりすぎて数えていない。

　俺とこの二人の相性は抜群で触れ合って感じない部分などもうない。

もう何十年も愛し合い続けているのだから当然だ。

しかも吸血鬼の俺達は人間とは比べものにならない体力があるから交わる回数に制限などない。

「……そうでもないか」

　一度セリアが留守をした時にルーシィと限界まで交わってみようとやってみたことがあったのだ。

　何十着もスケベな服を用意してドロドロ粘液や魔法で動く張り型を買い込み、あらゆる体位を繰り返しながら血を吸い合い、それどころかお互いに鞭打ったり首まで絞め合ったりしながら愛し合い続けた。

　壁につけた絶頂の印が二〇〇を超えたところで俺達は意識を失い……戻ったセリアに俺は冷水をかけられ、ルーシィは口にニンニクを詰め込まれて叩き起こされた。

なんでも二人揃って灰になりかけていたらしい。

　というわけで吸血鬼でも限度を超えてヤると滅びてしまいかねないことがわかった。

こんな体験をした吸血鬼は他にいないだろうから後世に残すべき貴重な資料になるだろう。




「んちゅ……あうぅ」

　バカなことを回想しながら意識のないセリアの口に舌を割り入れて口内をかきまわす。

　すると俺の背に陶器のような手が這いより、やや強引に引き寄せられる。

「ふふ、やっと起きたのね。少しシたりなかったから待っていたの……でもこっちはまだね」

　ルーシィが軟らかく垂れ下がった俺の男根を数度しごいて笑う。

「口でしてくれればすぐに復活するぞ」

「あら、それじゃ飛び切り激しいのを……」

　ルーシィの真っ赤な唇から長めの舌がベロリと突き出される。

おっとその仕草だけで復活が始まってきた。

「……したいところなのに、ちょっと時間が無さそうね」

「そうだな」

　俺達は全裸のまま何も隠すことなく立ち上がる。




『突入ーー!!』

　途端、天窓が割れて槍を構えた男が降ってきた。

「くたばれ呪われた吸血鬼共！　この聖銀の槍がお前の心臓を──へっ？」

　俺は右手一本で槍先を掴み止め、男は突き下ろした姿勢のまま空中に固定された。

『よし行け!!』

　そして、ほぼ同時に正面扉がハンマーで打ち壊され、別の男が杭を腰だめに抱えて飛び込んでくる。

「白木の杭で貫けば吸血鬼は滅──ぐっ!?」

　ルーシィは陶磁器のような手の平で白木の杭を受け止めた。

男は渾身の力で押し込むも、ルーシィは１ｍｍも下がることはなく手の薄皮一枚破れることもない。

「ふむふむ」

「あらあら」

　俺とルーシィはお互いに顔を見合わせてから、恐怖で顔を強張らせる襲撃者に微笑みかけた。




「そらよ」

　俺は槍ごと男を地面に叩きつけ、悶絶する男の胴体真ん中に槍を突き立てた。

穂先は男の体を完全に貫き、床板もぶち抜いて地面まで突き刺さる。

「ひぎゃっ！　ひぎぃ！」

　男は生きたまま標本にされた昆虫のようにバタバタと暴れながら床に血の水溜まりを広げていく。

「えいっ」

　一方でルーシィは手のひらで止めていた杭をトンと押し返す。

杭は尖っていない根元の方から男の胸に突き刺さり、背中から半分ほども飛び出した。

「カヒュッ」

　心臓を失った男は一瞬にして絶命し、前のめりに倒れて自ら地面に突き刺さる。

「残りは二人？」

「いえ一人です」

　外に隠れていた男が飛び出し、家ごと焼き払わんと炎魔法を放つ。

「あれ？」

　だが魔法は明後日の方向に飛び去った。

一瞬おいて男の両手が地面に落ち、次いで首もゆっくりと斜めにずれて地面を転がる。

　ルーシィに答えたのは先回りしていた全裸のセリア……いや俺達ほど思い切れなかったらしく股の大事な場所だけ布で隠している。

「そっちの方がいかがわしく見えるね」

「うむ。素晴らしい」

「う、うるさいです！　私のここを見ていいのはエイギル様だけです!!」

　真っ赤になって怒鳴るセリアの隙をついて草むらに隠れていた……隠れたつもりでいた最後の一人が逃げようとする。

　もちろん不可能だ。

「ふふ、残念」

「ひ、ひぃぃぃ」

　男が駆けだした先には既にルーシィが立っている。

今は夜、人間が吸血鬼から逃げ切ろうなど魚と泳ぎ勝負をするようなものだ。

　だが男を引き裂こうとしたルーシィが唐突に動きを止める。

「そ、そうか！　この破魔のロザリオが効いているのだな！　ええい去れ！　悪しきものよ!!」

　情けない悲鳴をあげていた男が一転、なにやら変なアクセサリーを掲げて強気になる。

　はて、俺は何も感じないがルーシィには何かあるのかと表情を窺ってみる。

すると彼女の視線はアクセではなく男の顔にあった。

「結構好みのイケメン……」

　ルーシィがベロリと唇を舐めて男に手を伸ばす。

「ぬぉぉ!!」

　俺はそこに飛び込んで男の顔面を前蹴りする。

男は地面と水平に２０ｍほど飛び、落ちて３０ｍほど転がり、最後は岩に激突して四肢が弾け飛んだ。

「あーあ……バラバラになっちゃった。イケメンもったいない」

「イケメンの血は毒だ！　吸うならもっと男根の小さそうなオスとも呼べない奴がいいぞ」

　もしくは吸血の光景が目の保養にもなる女がいい。

女なら殺さないで解放してやらねばならないが。

「ともかくこいつらは一体なんだったんだ」

　最初から殺しに来たのでつい皆殺しにしてしまった。

　俺は襲撃者の死体を漁ってみる。

銀のナイフ、良くわからない魔道具、吸血鬼退散のお札、そして大量のニンニク……。

変なものばっかりだがニンニクはちょうど切らしていたから貰っとこう。

「最近流行りのヴァンパイアハンターじゃない？　街で噂を良く聞くわよ」

　ルーシィが服を身に着け、髪を整えながら言う。

俺はその光景を凝視しながら答える。

「曰くつきの家に住み着いたのが悪かったのかな」

　俺達が寝ていたこの家は街から少し離れた場所にあり『呪いの屋敷』などと呼ばれていた。

入ってみると地下室に呪いを発する魔法陣があり家主一家は骨になっていた。

大方、適当な知識で魔法陣を描いて失敗したのだろう。

　その魔法陣から湧き出る呪いは人を弱らせ命を奪うものだったが、吸血鬼には特に効果がなかったので勝手に住んでいたのだ。

「むう。外出は夜だけでしたし誰かに注目された様子もなかったのですが……」

　セリアも少し冒険した可愛セクシーな服を着ながら言う。

こちらも凝視すると嬉しそうに「見ないで下さい」と手で隠す。

「魔法使いがいたのは驚いたが、この程度の人数と装備で吸血鬼ハンターなんかやれるのだろうか」

　吸血鬼はそもそも非常に強力な魔物だ。

俺やルーシィの強さを知らないとしても、こいつらでは並の吸血鬼三体でも返り討ちだろう。




「歴戦のハンターと名乗るから雇ってみたが、これでは場末のチンピラと大差ない」




　俺達はゆっくりと振り返る。

背後に立っていたのは黒一色のコートを纏い、黒いハットを目が見えないほど深く被った男だった。

「同族さんだね」

　ルーシィの問いに男は小さく笑って頷き、両手を広げる。

「私に戦う気はない。ただ同胞と話がしたかっただけなのだ」

「なら最初からお前が入ってくりゃいいだろ」

　家がメチャクチャじゃないか。

「それは申し訳ない。だがあの程度の奴らに僅かでも手古摺るなら話をする価値すらなかったのだ」

　勿体ぶった上に偉そうな奴だな。

しかも鼻から下だけを見る限り顔が整っていそうだ。

張り倒していいだろうか。

「あらそう？　なにかしら」

　ルーシィは軽く笑うと椅子に座って足を組む。

反対にセリアは腰の剣に手をかけたまま、いつでも切りかかれる態勢だ。

　男は僅かに微笑むと、テーブルに腰を掛ける。

「王が復活なされるのだ」

「なにっ本当か!?」

　ルーシィとセリアが俺を見る。

「すまん。大げさに言うから反応してみただけで何も知らない」

　美女の舌打ちは吸血鬼でも心に効くから勘弁してくれ。

　ほら吸血鬼、お前も空気を読んでさっさと続けろ。

「遥か古より続く我ら吸血鬼の祖。偉大なるヴァンパイア【ドラグリア】様が間もなく復活する」

　へえ誰か知らんがそりゃすごい。

祝いの品にさっき拾った変なアクセ持っていくか？

「それが私たちに何の関係が？」

　ルーシィも気のない返事だ。

そもそも吸血鬼は同族であっても仲間や同胞なんて感覚はない。

自分が吸血鬼にした者は下僕として扱うが、それ以外であれば他の魔物と言って良いほどだ。

殺し合いになるかどうかは個体の性格と相性によるが。

　もちろん俺達は例外だ。

愛し合っているからな。

「脆弱な人間共が世に蔓延り、奴らより遥かに強い我らが餌を取るにも隠れ忍ぶ……おかしいとは思わないか？　腹立たしいとは思わんか？」

　吸血鬼はハットを取り去る。

爛々と輝く真っ赤な目、そして青白い死者の顔に憤怒の表情を浮かべていた。

　死んでしまった身なんだから仕方ないだろうと言う前に吸血鬼は続ける。

「ドラグリア様が復活なされれば全てが変わる。王とその下に集いし全てのヴァンパイアが人間の世界をひっくり返す！」

　俺は床に腰を下ろす。

「どうやって？　殺しまくって従わせるのか？」

　吸血鬼は首を振る。

「数だけは多い人間共をただ殺しても駄目だ。今まで力ある吸血鬼が行い失敗し滅されてきた」

　だろうな。

「都合の良いことに大陸の人間共は今や一つの国に統一された。ゴルドニア帝国ハードレット王家」

「そうだな。ハードレット王家だ」

　ルーシィとセリアが顔を見合わせる。

「なにも人間全てを殺す必要はない。王家の人間だけを皆殺し……あるいは支配すれば良い」

「なるほど」

　ルーシィとセリアが少しずつ後ろに下がっていく。

「今の皇帝……なんと言ったかな」

「アナスタシア」

　ルーシィとセリアは壁際まで下がった。

「そうアナスタシアとか言う老いたメスだったな。あの老婆を食い殺し下僕として操れば、もう隠れ忍ぶこともない。いつでも良きなだけ俺の好物たる十に満たぬ女も食い放題だ」

「ははは、なるほど」

　ルーシィは机に下に入りセリアが鍋を被る。

「人間の皇帝を下僕として我らの王が君臨し好きなだけ食事を差し出させる！　我らの時代がやってくるのだ！　さあ同胞よ、王に隷属の誓いを立て我らの戦列に加わるが良い！」

　俺は腕を組んで悩む。

「なるほど、どうしようかな」

「なにを迷うことがある！　偉大なる王に仕えれば好きなだけ幼女を喰える──」

　俺は首を振る。

そういうことじゃないんだ。

「お前をどう殺してやろうかと思ってな」

　数秒空気が止まる。

「愚かな！　道理もわからぬ獣に最早かける言葉はない!!」

　言葉と同時に吸血鬼は両腕を振るう。

素手だが吸血鬼の爪はフルプレートを着た騎士でさえ容易く引き裂く。

「俺ももう話すつもりはない。口を開くな」

　俺はその腕をガッチリと受け止め、力比べとなる。

「フン臭いでわかるぞ。貴様はまだ成って百年も経たぬ半端者だな。四百年を生きたこのフリーツアに勝てるわけが──」

　フリーツアが吠えてボギンと乾いた音が響く。

四〇〇男は肘から外側に折れた自分の右腕と引き千切れた左腕を呆然と見る。

「バカなっ!?」

　フリーツアは動揺の声をあげながらも疾風のような勢いで後ろに跳んだ。

「●●●●!!」

　そして追いかける俺に向かって何やら妙な言語を叫ぶ。

　途端に虚空から鋭い氷柱が現れ、俺の胴体へ次々と突き刺さる。

「……古代魔法」

　ルーシィが呟くのが聞こえた。

「腕を無くして戦えぬと思ったか若造が！」

　更に千切れた腕部分に血でできた巨大な鎌が構成され、俺の腹を横一文字に切り裂いた。

　仕留めたとニヤつくフリーツアの顔面、その左半分が砕けて飛び散る。

「これが四百年の力か。それほど効かんぞ」

　確かに氷柱は刺さり血の鎌は切り裂いた。

俺の皮膚と筋肉の表面を……だ。臓腑までは届いていない。

人間だった時でも、この程度で俺は死ななかったと思う。

　反対に俺の拳はフリーツアの顔半分を完全に破壊した。

「ガ……ガグ……ガフ……」

　顔の骨はグチャグチャに砕け、脳も零れている。

人間ならば見るまでもなく即死だが──。

「さ、再生してます」

「うーわ、私もやられた時はこんななってるのかな。気持ち悪……」

　セリアとルーシィが言う通り、飛び散った破片が集まり再生を始めている。

さすが四〇〇年は嘘では無かったということか。

「よ、よくも……二百年ぶり……俺をここまで……」

　四〇〇歳の昔話に興味はない。

　俺は床に串刺しにしていた男から銀の槍を引き抜く。

「ぎ、銀！　やめろ！　来るなぁ！」

　再生途中のフリーツアは血の塊を刃にして飛ばして来るが、俺は手の甲でそれを全て払いのける。

そして筋肉と血管まで再生しつつあったフリーツアの心臓に槍を突き立てた。

「ガァァァァァァァァァ!!!!」

　屋敷全体を揺らすような絶叫と共にフリーツアの胸から凄まじい勢いで白い煙が噴き出す。

グロテスクに再生していた頭部が逆再生のように再び崩れていく。

「ほう。ちゃんと刺されば銀の武器は効くんだな」

「危なかったねー」

「以後注意です」

　俺はルーシィとセリアと軽口を交わしてから槍ごとフリーツアを持ち上げ、窓の外へと投擲する。

ちょうど地平線も明るくなっていてちょうど良い。

「やめろぉぉぉぉ!!」

　フリーツアは庭の石像に突き刺さり、ゆっくりと朝日に晒されていく。

　慟哭・絶叫・呪いの叫びを残して四百年を生きたらしい吸血鬼は灰となり崩れていった。

「終わりのない者などない。これも運命だ。成仏しろよ」

　そこで俺にも朝日が降り注ぎ、静かに窓から離れる。

「それでこれからどうするの？」

　ルーシィがヤレヤレとばかりに言う。

「王都……今は帝都か。ゴルドニアに戻りたい」

「助けるのですね」

　セリアが頷きながら言う。

「……」

　俺はもう人ではない。

国や政治に関わるつもりもない。

死者となった身で王家うんぬんにこだわるつもりもない。

「だがそれでも」

　俺が死にアントニオが連邦と異民族を倒して、その後の大陸帝国と共に制定されたのが『大陸暦』だ。

そして今は大陸暦六五年。

「もう顔を知っているのはアナだけだ。国も政治もどうでもいいがあいつだけは守ってやりたい」

　アナの寿命ももう間近だろう。

それでもベッドの上で迎えさせてやりたい。

ヴァンパイアの王か何かしらんが下僕などにされてたまるか。

「私はエイギル様についていきます。……私もあの子が殺されるなんて嫌です」

　セリアも気合いを入れた。

「私見つかったらすごく気まずいのだけれど」

　ルーシィが頬をかく。

恐らくアナスタシアのぶっ殺したいリストトップは彼女だ。

「ま、妹もゴルドニアにいるしね。こっそりいきましょうか」

　そうゴルドニアにはブリュンヒルデがいる。

たった三人で放浪する俺達まで嗅ぎつけてきた奴らが数十のヴァンパイアを束ねるブリュンヒルデを無視するはずがない。

　フリ……フリ……フリンダーの言葉通りなら敵は王を中心にした吸血鬼の軍団だ。

　となれば戦争だ。

これは吸血鬼と人間……いや俺達と吸血鬼軍団の戦争だ。

　ところでアイツはこんなワクワクする名前だったかな。

まあ灰になった奴のことなどどうでもいいか。

　いざゴルドニア。

久しぶりの余談更新です。

数話に渡るボチボチの長編になると思います。

できるだけ早めに次話も更新していくつもりです。










ヴァンパイア戦争★

余談第二話、まだ続きます。

本日コミック一〇巻発売です！

宜しくお願い致します！









『帝都』ゴルドニア

　馬車がゆっくりと止まる。

停止の反動で揺られて俺達は目を覚ます。

「帝都ゴルドニア到着だ。荷物を降ろし忘れないよう気をつけてくれ」

　俺達三人は他の乗客達に押されるように馬車から外に出る。

陽光を警戒してフードを被るも馬車が停まったのは大きな建物の中だった。

　都合の良いことに時刻は夕刻、あと一時間ほど時間を潰せば陽は沈む。

「それにしても快適な旅だった」

「はい。全然揺れなかったですね」

「二〇人乗ってもまだ余裕あったし後ろには荷物まで積んでたものね」

　ヴァンパイアは人間とは比べ物にならない速度で移動できる──なんてのは過去の話だ。

今や旅客馬車の輸送網が主要都市を結び長距離ともなれば昼間動けない俺達より断然早い。

「ごめんなさいエイギル様だけならもっと早く行けたのに。私が我慢できずに噴いちゃうせいで……」

　通りすがりの青年が前屈みになって去っていく。

　実はルーシィも日光が不快なだけで浴びても死にはしない。

セリアも短時間なら湯気こそ出るが耐えられるようになってはいたのだが。

「どの道、馬車で来ようとは思っていた」

　街道や街の人通りは俺が王をやっていた頃よりもずっと多くなっており、夜中に疾走などすればたちまち怪しまれてしまう。

　だから気にするなと俺はセリアを抱き寄せて手を背中に回し、ついでに尻も撫でながら街を見回す。




「ゴルドニア……か」

　家族と別れてから大陸中を放浪していた俺達もここだけは避けていた。

　綺麗に別れたのに戻るのが格好悪いのはさておき、死んだはずの王がひょっこり出て良いはずがない。

ましてアンデッドになっているなどあいつらの邪魔にしかならない。

例え受け入れてくれたとしてもだ。

「だがもう」

「エイギル様の顔を知っている人は残っていません」

「八〇年近いもんねぇ」

　セリアとルーシィに言われてなんとも言えない顔で笑う。

大事な者達はみんな見送った後だ。

「この話はやめとこう。久しぶりの街はどう変わったかな？」

　ブリュンヒルデの屋敷に向かう道すがら街を確認しておこうと思っていたのだが。




「『エイギル』とはまた際どい名前をつけたものだ」

　話しかけてきたのは先ほどまで乗っていた馬車の御者だった。

　歳は中年。日焼けした顔に皺が深く刻まれ、伸びたヒゲは汚らしくない程度に整えられている。

使い込まれた分厚く擦れた旅着は大きく盛り上がり、相当に良い体格であるとわかる。

「恐れ多くも初代の名とは。下手に名乗ると貴族や役人に睨まれるぞ」

　その声もまた外見相応に低く重い。

無為におどけることもない淡々とした渋い口調だ。

　御者は煙草を取り出し火をつけようとしたが、セリアが嫌そうな顔をしたのを見て苦笑しながら仕舞う。

「自分の名前で睨まれるとは理不尽な」

「まあ初代様は二代様と違って人気がある。お前達のように辺境出身だと同じ名はわりといるかもな」

　俺は何も応えない。

セリアがルーシィの大きな尻を何度もチョップすると彼女はプイと明後日の方向を向いてしまった。

「それにしてもすごい美女だな。長距離馬車で大概の街には行ったが……これ程の美人は見たことない」

　こいつめ狙っているのかと警戒したものの、その気はないらしく美貌に感心しているだけのようだ。

　御者は窓の側で改めてタバコを取り出してセリアに向け片眉を上げ、彼女が頷くのを見て火をつける。

　女に気も使えるなかなかの好人物だ。

なにより雰囲気がとてもダンディだ。

俺もおっさんになるならこんな雰囲気を纏いたい。

「ええ？　エイギルはもう普通にお──」

　ルーシィの呟きを聞かぬよう慌てて聴覚を遮断する。

　御者は窓の外に紫煙を吐き、俺達を見ないまま渋い声で言う。

「美人連れの旅行は羨ましいが気をつけろよ」

　もちろん抜かりはない。

寝取り男が寄ってきたら首をねじ切ってやるさ。

「そうなの？　馬車でエイギルが寝てる時、隣の若い子が夜這いしてきたけど」

「なぬ!?」

　まさかやらせてしまったのかとルーシィの両肩を掴む。

「私のカレに勝てたら抱かれてあげるーって言ったらスゴスゴ帰って行ったけどね」

「情けない男です」

　俺は思わずシャツを脱ぎ捨て筋肉を盛り上げる。

「……女の移り気も怖かろうがそうじゃない。これだ」

　御者は窓際の貼り紙を千切って差し出す。

『吸血鬼の脅威迫れり。奴らは身近に潜んでいる。油断なく観察せよ』

「これは……」

　じゃれ合っていたルーシィとセリアの口数が減る。

「まあ誰が貼ったかもわからん落書きだがね。最近同じようなものがそこら中に貼られている。事実……帝都でも異常な殺人が頻発していてな。とても人間技じゃない常軌を逸した殺し方らしい。ヴァンパイアハンターなんて変な連中も現れ始めた」

　既に事は起こっているのか。

　御者は紫煙を窓の外に吹きながら俺達をじっと見る。

「そういえばアンタ達も乗り込みは夜中、窓から離れた席で昼間は一度も外に出なかったな」

『やっちゃう？』と見るルーシィを俺は視線で止める。

　この男は嫌いじゃないから傷つけたくない。

既に百年も生きた身だ。口先だけで切り抜ける賢しさぐらいは身についている。

「俺達は吸血鬼じゃない。断じて違うぞ。あり得ないことだ。バカバカしい、俺は帰らせてもらう」

　セリアにチョップされルーシィに脇腹を抓られる。

ダメだったか。

「なら見ろ。日光に当たっても平気──」

　証拠とばかりに窓の外に手を差し出すも、腹が減っていたのと小便を我慢して気が逸れていたせいか白煙があがってしまった。

「「──！！！？」」

　ルーシィとセリアにバスバス足を踏まれて慌てて焦げた腕を背中に隠す。

「ふ、冗談だ。そもそもお前ら馬車の中で吸血鬼が苦手なはずのニンニク焼いていただろう……他の客からクレーム来ていたんだぞ。ん、どうした？」

「「なんでもないです」」

　大人しくルーシィの尻でも撫でていよう。

「そろそろ陽も落ちるな。俺も今日はこれで仕事終わりだ。宿に行くなら道中の案内ぐらいはしよう」

　案内など受けている場合かとも思ったがゴルドニアに来るのは数十年ぶり、道に迷っても話にならないのでここはお願いしておこう。

「というか私も初めて知ったのだけれど、なんでおしっこ我慢してたら耐性落ちるの」

　ルーシィが呟くが俺にもわからない。

泥酔して外で寝てると未だに燃え上がる時もあるから注意だ。

「泥酔して朝まで寝てる吸血鬼って……」

「たまにエイギルが本当にアンデッドなのかわからなくなるわ」

　気を取り直して向かおう。




「俺達が居たのが帝都交通社だ。三〇人乗り大型馬車六台が同時に停められる。隣がＣ＆Ｒ総本社兼百貨店、帝国の誕生前からある大店で五階建ての店舗は王宮と軍事施設を除けば帝都一の高さだ」

　交通社とやらも砦クラスの大きさだったが百貨店は見上げるようで、よく崩れないものだ。

入り口には創業者二人の銅像が立っている。

　概ね忠実ながらクレアは腹回り、ローリィは年齢と足の長さをそれなりにいじっていて笑ってしまう。




「ここが帝国歌劇場だ。最高の設備と規模を持つ反面、維持費が尋常でなかったので財政難期には何度も閉鎖の話があったらしい。だがその度にノンナ妃が夫の初代には泣きつき、二代には恨み言をぶつけ、三代には母として迫って撤回させたそうだ」

「「「……」」」

　俺は苦笑しセリアは思い出したのか怒り始めている。

「今や帝国で一・二を争う格の芸術劇場。今となっては維持費程度で揺らぐ大陸帝国ではないしな」

　文化芸術ってのは本質的に浪費の塊だ。

無駄金を全部無くしていけば生活必需品しか残らない寂しい社会になってしまう。

「とノンナさんに説得されて折れたのですよね」

「いや谷間で腕を挟まれて折れたんだよ」

「より悪いですね……」




　そこで俺達の前から数人が走り寄って来る。

「どけどけ！　道を空けろ！」

「端に寄れ！　治安隊だ！」

　怒鳴られてムカッとしたので仁王立ちしてやろうとしたが、ルーシィに腕を引っ張られて仕方なく端に寄る。

　民衆を掻き分けて走っていく奴らの得物は短い棒だけだ。

俺の頃は短槍や剣を持っていたのに大丈夫かと思ったが良く見ると全員が短筒──小型のマスケットをつけている。これなら賊が徒党を組んでも簡単に制圧できるだろう。

「大陸帝国では既に警備隊レベルにまで標準的なマスケットが行き渡っています。そして軍にはもっと高度な銃砲火器や魔導兵器が配備されています」

　セリアがメモを取り出していう。

「ちなみに極秘情報によると古代兵器から回収したカリュウデンジホウ？　なるものも配備されたのですが発射した場所一帯が人が住めない環境になって使えないと廃棄されたそうです」

　死んでからも続いているセリアメモだが何十年も続くので辞典みたいになってきている。

ちなみに表紙には手書きで両手を突き出して牙を剥く吸血鬼のイラストが載っていて可愛い。

「昔は深刻な脅威であった東の蛮族も最早相手になりません。バカアホのアントニオに大勢力が潰されたこともありますが」

　セリアが言い淀んだところを御者男が続ける。

「二代様の蛮族征伐は圧倒的ではあったが一時的でもあった。三代様は平和主義者で積極的な討伐はなされず蛮族が勢力を盛り返そうとしたところで……現アナスタシア帝だ」

　バルトロメイはノンナが心配するほどに争いを好まず、合わない相手でもなんとか対話して仲良くしようとする性格だった。

　対してアナは全く違う。

賄賂謀略なにをしても最後に勝っていればそれでよく敵対するやつが完全に潰れるまでやる。

改めて言うとひどいな。

「治安隊が向かった先は競技場だ。今は格闘技大会が開かれているから荒くれが集まって問題を起こしているのだろう」

　競技場というか見た目は巨大闘技場なのだが……作ったの絶対にアナだろ。

昼は競技場でも夜は別のことに使われていないだろうか。

凶悪犯が密かに消えているかもしれない。

　俺は遠目に王宮を見て苦笑する。

「……直接は警告にはいかないのですか？」

　セリアが囁く。

　ヴァンパイアがやってきてヴァンパイアに気をつけろと言ってもな。

俺がここに来たのはアナに静かな最期を迎えさせてやる為だからアイツの周囲を乱すことはしたくない。

「全てを闇の中で解決する。ヴァンパイアらしくな」




「それで……お前達の宿はどこだ？」

「ブリュンヒルデ邸に泊まることになっている」

　御者の足が止まった。

「ブリュンヒルデ女伯爵──王家代々の恩人として王宮への出入り自由・謁見自由の特権を持つ……それだけ特別扱いをされながら常に無役で領地もない。他の晩餐会に参加することも招待することもない」

　雲行きが怪しくなってきた。

「当主の姿を見た者はほとんどいないが年若い少女であるらしい。……元衛兵のじいさんが言うには六〇年前もそうであったらしい」

　セリアが口を封じようとジェスチャーしてくるが、色々案内してもらった末に締めるのはヴァンパイアだとしても仁義にもとる。

　俺がどう切り出そうかと口を開いた時、御者がフッと笑った。

「ま、いいさ。俺はアンタらが何者か知らないが、悪いモノには見えない」

　実はすごく悪いモノだがここで悪さはしないので黙っていよう。

「俺も人には言えない過去がある。詮索はやめておこう」

　ブリュンヒルデの屋敷はもう見えていた。

「案内ありがとう。お前は良い奴だから──しばらく夜は外に出ない方がいい。念の為にな」

　俺の抑揚のない声に御者は僅かに肩をびくつかせたが『長距離馬車の御者には無理な話だな』と苦笑して去って行く。




　男を見送った俺達の表情が一瞬にして変わる。

「怒ってる」

　ルーシィが呟く。

　そうブリュンヒルデの屋敷と案内された場所から殺気と怒気が噴き出している。

怒りのオーラが渦のように屋敷全体を包み、赤黒く輝いてすら見えるほどだ。

　彼女が本気で怒っている。

あり得ないことだ。

　ブリュンヒルデは普通の人間など虫けらほどにしか思っていない。

故に泥棒が入っただの因縁をつけられただので怒ったりすることはない。

「だとすると……」

　俺が呟いた瞬間、ブリュンヒルデ屋敷の窓が窓枠ごと破壊され、人体らしきものが飛び出してきた。

　最早『らしきもの』と表現するしかない破片が周囲の民家や街路、立ち木にぶつかり血の跡を残す。

「行くぞ！」

「ええ」

「はい！」

　俺達は跳躍し、まだ２０ｍほど距離のあった屋敷の門をそのまま飛び越えた。

「グアァァァ！」

　同時に玄関の門が破壊され上半身を大きく抉られた男が転がり出た。

男は臓物が見えるのも構わず立ち上がり獣のように吠える。

「ヴァンパイアです！」

　セリアは身構えたが屋敷から女が飛び出し、吠えるヴァンパイアの顔面を素手で削ぎ取った。

そして倒れた体の心臓周辺を踏み潰す。

凄まじい絶叫が聞こえた後、男吸血鬼の体は色を失い乾いた泥のようにバラバラと崩れていった。

　殺した女には見覚えがある。

ブリュンヒルデの下僕の女吸血鬼だ。

「既に攻撃されているようです！」

「あいつらか、あの娘が怒るわけね」

「遅かったと言うべきかドンピシャと言うべきか」

　言うと同時に俺は体を捻り、肩を爪が掠めて地面を抉る。

別の吸血鬼が跳躍してきたのだ。

「貴様らも反逆者の一党か！」

「知るかよ」

　怒鳴りながら振るわれた腕を受け止め、引き千切って放り捨てる。

　苦悶の声を出す暇も与えない。

そのまま顔面を鷲掴みにして押し込み、痩せた体を腰から半分に圧し折った。

　弱い吸血鬼でも心臓を潰すか首を刎ねないと死なない。

だが体を半分に折られれば身動きは取れなくなる。

「とどめです！」

　セリアが綺麗に首を刎ねて完成だ。

「よう。助けにきたぞ」

　女吸血鬼は無表情のままで俺達を一瞥し、敵でないと判断したのか再び屋敷の中に戻ろうとする。

「撃て!!」

　爆発音三つと同時に女吸血鬼の右手と胸、首から血飛沫があがった。

「マスケット!?　いえこの音は短筒です！」

「でもあんな小さい玉を打ち込んだぐらいじゃ吸血鬼は──」

　ルーシィが言おうとした途端、女吸血鬼の体から蒸気があがり地面に倒れて悶え始めた。

呻き声をあげ、血涙を流してのた打ち回る。

「銀弾は強い奴にも十分効くぞ！」

「当たりさえすればやれる！」

「ナイフでとどめをさせ！」

　戦闘能力を失った女吸血鬼に向かい走り寄る男が三人。

俺は反射的に地面を蹴り、そのうちの一人にむけて腕を振るう。

「えっ」

　腕が振り抜かれ、男の足二本が前に倒れた。

そこから上は血煙と細かい破片になって霧散してしまったのだ。

「新しい化け物が出たぞ！」

「恐れるな！　弾さえ撃ち込めば──」

　短筒を構える男達に向けてセリアが飛び込む。

「速い!!」

「み、みえな──」

　セリアは地面から跳んで屋敷の壁、立ち木、屋敷の金属柵と跳ねてから男達に飛び込む。

この間半秒もない。

　果物を切るような軽い音と共に二人の首が宙を舞い、短筒が虚空にむけて発砲された。

「鈍い。間違いなく人間だ」

「人間を下僕のグールにするのは珍しくないけれど……」

　グールとは吸血鬼の下僕と化した人間のことで、ゾンビと違って知性や意識などは残っているものの、行動は完全に親の吸血鬼に支配されている存在だ。例え死ねと言われても絶対に逆らえない。




　しかし、どうにもそんな感じではなかった。

「だが言っている場合ではないぞ」

　ブリュンヒルデには数十の吸血鬼が従っている。

なのに邸内まで入られているとなると並大抵の敵ではない。

ブリュンヒルデがいかに強いとて余裕をもっていられる状況ではない。

「ブリュンヒルデを助けて小さな毛もない穴を久しぶりに抱く！　話はそれからだ──ぐぉぉぉ！」

「や、やった！」

　そう言いながら玄関の正面に立った瞬間、炎が俺の脳天から爪先まで全身を焼き尽くす。

見れば人間と思われる男が火炎の魔道具を俺に向けていた。

「アホなこと言ってるからよ」

「油断大敵です」

　俺はその場で両手を振り払い、全身の炎を風圧で吹き飛ばす。

「なっ無傷──!?」

　放たれた二発目を手の甲で打ち消し三発目の前に魔道具を掴んで握りつぶす。

そして男の胸倉を掴みあげた。

「よくも女の前で無様を晒させやがったな!!」

　怒鳴ってから全力で投げ飛ばす。

「ヒギャアア──ギュッ」

　男は地面の瓦礫を吹き飛ばすほどの風圧を纏いながら飛翔し、金属柵を通り抜けた。

「うわっ」

　セリアが目を逸らす。

「ゆで卵切るやつ」

　ルーシィがぼそりと呟く。

「やばいのがいるぞ！」

「俺達は既に三体屠った。恐れず冷静にいけ！」

　振り返ると通りからマスケットを装備した五人の男が俺達に銃口を向けている。

距離は５ｍ、狙いは外れないだろう。

　既に狙いを定めていた彼らが引き金を絞り撃鉄が落ちて弾が発射される──その前に俺は全力で腕を振り抜く。壊れたレンガを拾い、握りつぶして破片にしていたのだ。

「鬼は外ってな」

　マスケットの弾とほぼ同速度で破片を投げる。

距離は５ｍで威力の減衰はない。

　指先ほどの破片が五人の体を突き抜け、門扉を吹き飛ばし、隣家の壁にまで穴をあけた。

　四人は頭や胴体が砕けて即死、最後の一人は右半身が吹き飛んではいるが生きていた。

ルーシィがその男の頬を軽く撫でる。

「あ、こいつだけグールだ。だから頑丈だったんだね」

　人間、グール、吸血鬼の混成軍かよ。

　奴はグールの呪縛が体ごと壊れたのか呆けた表情でルーシィに手を伸ばす。

「すげえ美女だ……もう天国にいるのかな」

「ふふ、もうすぐかな？　おやすみ」

　湿った音がして終わりかと思った時だった。

　俺の頭の上に人間が降ってくる。

治安隊の二人が体を上下に引き裂かれていた。しかも一人は女だ。

こんな真似ができるのは吸血鬼で間違いない。

　なにやら雰囲気を出しながら黒衣の男が歩いてくる。

「私がやります！」

　セリアが飛び出して振るわれた爪を剣で防いだが剣は一撃でひしゃげ千切れてしまった。

「人間風情の武器を使っているとは、これまた弱い個体に当たってしまったようだ」

「ふん！　吸血鬼ごときが戯言を！」

　尚も飛び掛かる吸血鬼にセリアも一歩も引かずに爪で打ちあう。

ただお前も吸血鬼だぞ。

　速度はセリアが勝り、力は相手が勝っている。

だが足を止めての打ち合いで重要なのはやはり力……つまり敵が押し込みはじめる。

　そしてセリアが重い攻撃を受け止めて片膝をついた時だった。

「終わりだ」

　吸血鬼がとどめの一撃を見舞う──ふりをして反対側の手をかざす。

手のひらが青く発光しバチバチを音を立てる。

稲妻の魔法だ。

「終わりですね」

　とどめの一撃を受け止めようとして隙だらけとなってしまったセリアが鼻を鳴らす。

そして魔法が放たれるより速く、懐から取り出した短筒を引き絞る。

轟音と共に吸血鬼の額に穴が開き、今にも撃ちだされようとしていた魔法が霧散する。

「が……ごば……おま……銀……た、助け……」

「また人間の武器を使っちゃいました。どうせなのでもう一つ」

　言いながらセリアは悶える吸血鬼の胸に銀のナイフを突き立てる。

吸血鬼は断末魔の声をあげながら灰となっていく。

「勝ち──です！」

「よくやった！」

　胸を張る可愛いセリアを抱き締め、舌を絡めるキスをしながら乳と尻を揉み解したいところだが、まだやるべきことが残っている。

　銀弾で苦しむ女吸血鬼を抱え上げる。

とりあえず普通のナイフで弾を抉り出しておこう。

「こいつ以外敵しか見ていない。もしかすると既に追い詰められているのかもしれん」

　俺は屋敷に向かって駆けだし、セリアも警戒しながら続くがルーシィはどうでもいい表情のままだ。

吸血鬼に家族の概念はないようだが、それでも近しい仲だろうと少し悲しくなってしまうが。

「追い詰められる？　あの娘だけならともかく──」

　俺達の隙をつき、更に多くの吸血鬼と人間が屋敷に飛び込んでいく。




「──あの娘の側にはアレがいるのにあり得ないわ」

　聞こえるのは悲鳴、怒声、絶叫、断末魔。

鉄と革、骨と皮、そして湿ったなにかが壊れる音。

　時間にして二秒ほどで音は止まり、壊れた玄関の扉から、吸血鬼と人間が入り混じってもう区別できないバラバラのパーツ達が飛び出す。

　その後を追うように黒衣の男がゆっくりと庭に現れた。

　両手に二本の剣を持ち、顔すら見えない黒衣を纏い、怒声も気合いの言葉もなく、ただ眼前の敵との距離を詰めていく。

「……ジークフリート」

　生前は名のある者であったことを確信させる精悍な肉体を持ち、ブリュンヒルデの命令には絶対服従、必要とあれば仲間であっても躊躇なく処断するブリュンヒルデの騎士。

その男が主の屋敷に敵が入って動かないはずがない。

「ようやく上位者が出たか」

「下郎をいくら仕留めても埒が明かぬ。こやつを首にすればブリュンヒルデも我らに加わるであろう」

　吸血鬼二人が進み出る。

「雑魚を刻んで驕るなよ。我はグェルシュキシャ。五〇〇年の昔より北の地に在りドラグリア様の復活に馳せ参じた──ふん口上も待てぬか」

　グェ……グエシュ……グエーは後ろに飛び退いたが、右手がポトリと地面に落ちる。

ジークフリートの斬撃──人間の頃は動いたことすら気付かなかったのだが、今でもかろうじて残像が見えるぐらいだ。

セリアも目を擦っているところをみると見えなかったのだろう。

しかし、ものすごい数の残像だったがあれで右手一本とは。

　だが相手の吸血鬼は慌てることもなく落ちた手を切断面に合わせる。

それだけで一瞬にして手は再生された。

「五〇〇年が本当なら普通の武器で仕留めるのは無理かも。首と心臓を落としても再生すると思う」

　ルーシィが自分の首を押さえながらグエーとジェスチャーする。

「爪だけがヴァンパイアの武器ではない。太古に失われた秘術とくと……なに？」

　だがジークフリートは尚も何やら言っているグエーを無視してもう一人の方に向き直った。

　さすがに腹を立てたのかグエーが魔法を唱えながら一歩踏み出した瞬間だった。

　ボトリと首が前に転がり、両手足が根元から落ちる。

更に落ちた手足はバラバラとなり、胴体が乱切りされた野菜のようにズレ落ちていく。

最後に剥き出しになった心臓が四分割される。

全身が不気味に震えた後、グエーは泥となって朽ちる。

「斬られて死んだぞ」

「……あそこまでバラバラになるとさすがに。私、戦い得意じゃないし……というか気持ち悪い」

　俺達が唖然とする中でもう一人の方の吸血鬼が動く。

「い、一瞬で……ぐっグール共！　奴を殺せ！」

　自我のない目をした者達がジークフリートを囲む。

本来ならば主人よりずっと弱いはずのグールが勝てるはずはない。

だがそこは時代の進歩、グールたちは一斉にクロスボウや短筒を構える。

もちろん装填されているのは銀の弾丸のはずだ。

「情けなそうに見えるけどグールを一〇体も縛るのは相当な力がいるはず。弱くないわ」

　同じ主人を持つグール同士に声の連携など必要ないのだろう。

唐突に銃を持つ手を上げて一斉にジークフリートを撃った。

その速度は吸血鬼に満たないまでも人間を遥かに凌ぐ。

「避けない!?」

　セリアが思わず叫ぶ。

ジークフリートはセリアのように跳んで避けるどころか一歩も動いていなかったのだ。

なのに弾は当たっていない。

「いや……剣で弾いている」

　刀身で弾を受けているのではない。

飛んでくる弾を上や下から斬り払っている。

なんて速度だ。

　弾丸が撃ち尽くされたところで一瞬だけジークフリートが揺らぎ、同時にグール全員が半分になった。

「ま、参った！　俺はお前には敵わぬ！　お前かお前の主の下僕になろう!!」

　残った吸血鬼はその場で平伏して服従の言葉を吐く。

「……」

　ジークフリードが動きを止めた。

ブリュンヒルデの名が出たので判断を仰ぐのだろうか。

　だがその隙を敵は逃がさない。

「騙されたな！　我が四〇〇年の秘術はいかに強靭な相手であっても──」

　などと首だけで転がりながら言い放ち、ドブに落ちて流れていった。

立ち上がった瞬間にはもう切れてたぞアレ。

「流水も弱点だからお陀仏ね」

　ルーシィはやれやれと仕草を見せながらも俺の背中にしっかり隠れている。

セリアも冷や汗を流しているところを見ると、今の奴らはアホっぽいが相当強かったのかもしれない。




「済んだか」

　冷徹ながら鈴を鳴らすような美しい声に反応する。

声の主は周囲一帯を包むほどの怒気を纏った少女。

戦闘で荒れに荒れた屋敷の庭の真ん中を小さな体、小さな歩幅で威風堂々と歩いてくる。

　思わず溜息が漏れた。

大丈夫とは思っていたが、実際に健在なのを見ると安堵は大きい。

「ブリュンヒルデ！」

「やほー」

　ブリュンヒルデは俺を見て驚きに目を丸くした。

そして口を開きかけ、ルーシィを見つけてスンとそっぽを向く。

「──いえ、まだ」

　ジークフリートが答え、ブリュンヒルデの弱まりかけた怒気が戻る。

俺は無視されたようで悲しいのでブリュンヒルデに投げキッスしてみよう……完全にそっぽ向かれた。




　今の戦闘で襲ってきた人間はもちろんヴァンパイア達も脅えてしまったのか攻撃をやめて後ずさる。

例外はただ二人だ。

「ついにお出まし頂けましたかブリュンヒルデ嬢。ようやく良い返事が貰えますかな？」

「今の無様はお流し下さい。上位者にはふさわしくない見苦しい無能共でした」

　二人は小馬鹿にした様子を隠さないままに膝をついて礼を取る。

吸血鬼何人いるんだ。

　対してブリュンヒルデは小さな腕を組んだままドスの効いた声で返す。

「最早去ねとは言わぬ。妾の屋敷を穢した貴様らを生かして帰すつもりはない。滅びよ」

　牙を剥きだし、爪を構えるブリュンヒルデの前に俺は立った。

「……何の真似じゃ」

「久しぶりの再会だ。恰好をつけさせてくれ」

「ふん。阿呆が」

　鼻を鳴らしながらも嬉しそうなブリュンヒルデを見ては気合も入るというもの。




　ここはジークフリートよりも恰好良く敵を倒さねばならない。

敵だけでなく奴との勝負でもある。まず奴よりも恰好良く剣技で相手をバラバラにしよう。

「俺が相手をしよう。行くぞ」

「……貴様若いな。人間の臭いさえ抜けぬ雑魚に挑まれるとは舐められたもの」

　俺は腰の剣を抜き、失望した顔をする吸血鬼を遠慮なく切りつけた。

手加減など一切していないが、そこは相手もヴァンパイア、遅れることなく反応して剣と爪が交差する。

　金属を石に叩きつけたような轟音が轟き──剣が折れた。

そこらで買った普通の剣が俺と吸血鬼の力に耐えられる訳がなかったのだ。

「くっデュアルクレイターがあれば」

「私達がミスリルなんて持ったら溶けちゃいます！」

　セリアに突っ込まれながらブリュンヒルデを見ると大きな大きなため息を吐かれてしまう。

失望させてしまった。このままではいけない。

「ぐ……鉄の剣で……この力……お前、何者……」

　幸い相手の腕もグシャグシャになっているが吸血鬼相手にこれで決着はあり得ない。

「ヴァンパイアなんだから爪を使ったら？」

「エイギル様爪です！　爪を使ってください！」

　なるほど爪か。

そういえばヴァンパイアはみんな爪で戦っている。

「行くぞ！」

　俺は腕を再生しながら立ち上がった敵に大振りの爪を叩きこんだ。

「ぐげっ！」

　防いだ腕ごと敵の頬骨を叩き割る。

「エイギル様！　それは爪じゃないです右フックです！」

　セリアの応援を聞きながら左手の爪を振り上げる。

敵は咄嗟に避けようとしたが俺の速度が勝り、爪は顎を捉えて粉砕した。

「……アッパーカットね」

　ルーシィの応援にも力を貰いながら、敵が最後っ屁のように放った魔法を右手の爪で弾き、セリアの『裏拳です！』との声を聞きながら吸血鬼の髪を掴んで肩から上を引き千切った。

そして上空高く放り投げ、落ちてきたところを敵が使っていた銀の剣で両断する。

「まずは互角といったところか」

　気を取り直して次だ。




「吸血鬼の癖にオークみたいな戦い方をしやがって！　獣に爪など不要、撃ち殺せ！」

　最後の一人が命じて複数のグールがマスケットを向けてくる。

ジークフリートの奴は銃弾を全弾切り捨てる離れ業を見せた。

　残念ながら俺にあそこまでの速度はない。

だが同等以上の印象を与える必要がある。

「銀をこめたマスケットか。そんな玩具で俺が倒せるかな？」

　俺は余裕綽々のまま正面に立ち、剣を捨てて両手をだらりと垂れる。

　グール共が一斉に発砲した。その数六体。

　俺はカッと目を見開く。

銃身の角度と発砲の煙を見極め、全ての弾道を予測する。

そして──。

「ふっ！」

　徒手で虚空を握りしめる。数は六回。

そしてニヤリと笑った。

「素手で止めたのか？　銀の銃弾を!?」

「だ、ダメだ。俺達の敵う相手じゃない!!」

　人間達はマスケットを捨てて逃げ出し、残っていた吸血鬼たちもそれを止めることなく後ずさる。

「これは俺の勝ちだろう」

　セリアとルーシィも尊敬と驚愕の眼差しで見ている。

　どうだとばかりにブリュンヒルデを見る。

彼女の満足そうな笑顔を見て、やったと思ったところで俺の体から銀の弾丸がバラバラと地面に落ちる。

少量の蒸気と共に。

「普通に掴み損ねて当たってたみたいです……」

「腹筋と胸筋で止めてたのね……」

　無茶言うな。

銃弾なんか見えても掴めるか。

　全員が失望の視線、ブリュンヒルデなどは嘘つきを見る視線だ。

このままではいけない。




　だが眼前の敵は気付いていなかったのか、俺に敵わぬとグールを操ることもやめて膝をつく。

「わ、私の負けだ。お前の下僕となろう」

　本来なら下僕など要らんと首を飛ばすところだが、ジークフリートを上回るにはあえて背を向けねばならない。

　俺は満面の笑みで後ろを向く。

「……騙されたな！　吸血鬼に義などあるものか！」

　そして当然斬りかかってくる相手に向き直り、一刀の下に斬り捨て──。

　襲い掛かってきたヴァンパイアはなんと女だった。

しかも顔は整い手足のスラリと長い良い女だ。

「ぐえっ！」

　斬り払うことなどできずに腹のど真ん中を白木の杭で貫かれてしまう。

かろうじて腹筋で止めたが危ないところだった。

　咄嗟にブリュンヒルデの方を見ると『もう帰れよ』とばかりの冷たい視線だ。

しかし敵のヴァンパイアとはいえ女を斬り捨てる訳にもいかない。

「ええいこいつめ！」

「なっ杭で貫かれているのに！　ちょっ何を……キャアアア！」

　俺は胴体を貫かれたまま女に掴みかかる。

「ちょっと！　お前何考えて──！　イヤァァァァ！」

　人間の血で染めたらしい黒衣を引き裂き、その下の黒のインナーも引き千切る。

「こ、この！　誰かこいつを殺せ！　隙だらけだろ！」

　だが仲間の人間は既に逃げ散って誰も残っていない。

ヴァンパイア共もジークフリートを気にして動けない。

精神の安定を欠いているのか操っていた自分のグール達もずっと壁に向かって歩いている有様だ。

「……ねえこれ」

「言わないで下さい。戦闘だと自分に言い聞かせています」

　ルーシィとセリアの声も冷たい。

　これまた黒の下着も引き下ろして両手を掴みあげる。

爪も使えないし、もう抵抗できないはずだ。

ついでに小さな乳房と細い太もも、処理を怠っている股間も丸見えだ。

「これでどうだ！」

　俺は女を大開脚させ、鼠径部に噛みついた。

「ぎゃあああ！　わ、わかった負けた！　本当に降参する！　オークヴァンパイアの下僕になる……だからこんな格好で最後を迎えるのだけは許して……」

「よし勝った！」

　俺はどうだとブリュンヒルデを見たものの、今日一番の汚物を見るような視線を向けられてしまった。

　同時に残っていた吸血鬼が逃げていく。

どうやら襲撃は終わりのようだ。







『【守護者】が勝ちました。バックアップの部隊を下げます』

『どうしてなかなか……見くびっていましたか』

『別勢力も介入したようです。極めて強力なヴァンパイアが二　中堅が一』

『性別は？』

『ヴァンパイアの性別……ですか？　大柄な男性体が一女性体が二ですが』

『介入した者の方もマークしなさい。但し手出しは不要、出した分だけ損害になるでしょうから』

『承知致しました。では引き続き任務にあたります』

少し時間かかってしまいました。

まだまだこれからです。










ヴァンパイア戦争★★







　下っ端の吸血鬼達が荒れた室内を片付ける中でブリュンヒルデは無傷だったソファに座り、何も言わずに俺を見ている。

　愛らしく美しい完璧に整った顔だ。

未熟な少女の顔なのに同時に絶世の美女でもある。

　同時に氷のような冷酷さも感じる。

この表情のままで人を食っていても違和感がないほどだ。

『吸血鬼の姫』これ以上にブリュンヒルデを語れる言葉が見当たらない。

　一体何十年ぶりに会うだろう。

ブリュンヒルデは俺が去ってからゴルドニアを離れず、逆に俺はここだけは近づかなかった。

「まずは……だ」

　俺が口を開いてもブリュンヒルデの様子は変わらない。

「再会のキスからベッドで一発──」

　股間に強烈な衝撃を感じる。

ブリュンヒルデの蹴り上げがヒットしたのだ。

「ぐぅぅヴァンパイアの力で……」

　苦しむ俺を見下ろしながらブリュンヒルデは優雅に紅茶に口をつけて足を組み直す。

ちょっと足をプラプラさせているのは痛かったのだろうか。

　せっかくなので脚の間を凝視すると豚を見る視線を送られた。

冗談はこのくらいにしておこう。

　俺は立ち上がりブリュンヒルデの小さな体を抱きしめる。

「ずっとここを守ってくれたんだな。ありがとう」

「妾ともあろうものが好かぬ姉と放浪する無責任男の尻ぬぐいを良くもしたものよ」

「ぶーぶー」

「ぶうです」

　それを言われると辛い。ルーシィのブーイングも辛い。

ただ本気で怒ってもいないのかブリュンヒルデは俺の数分の一の強さで抱きしめ返して来た。

　そして静かに体を離す。

「じゃが直に終わる。あの小娘ももう九〇年生きた」

「最後は平穏に迎えさせてやりたい。その為に戻ってきた」

　雰囲気をよんでしんみりするセリアとブーイングを続けるルーシィを宥めてソファに座る。

ブリュンヒルデも対面に腰かけ、後ろにピタリとジークフリートが立った。

　肝心なことを聞かねばならない。

「ドラグリアとはなんだ？」

「そうそれ。私も知らないのだけれど」

「どうして妾より生きておる貴様が知らんのじゃ……まあいい」

　ブリュンヒルデは呆れた様子で足を組みなおす。

俺が見ていると知って鼻を鳴らしながらもう一度組みかえてから話を続ける。

「伝説……もう神話の域じゃな。全てのヴァンパイアの祖、最初の不死者、世界に呪われた者……それだけの話。もちろん妾は見たことも会ったこともない。いかに長寿のヴァンパイアとてないじゃろう」

「じゃあガセじゃないのか？　誰も会ったことないなら騙り放題だろう」

　俺が口を出すとブリュンヒルデは難しい顔で言う。

「【死操のファルクドール】【極炎のゴゴルカ】【幽霧のギジュルス】を奴らの中に見た。どいつも齢千に届く古参……騙りにつられて踊るような者ではない」

　なんと遂に千年ものが出てきたのか。

あんまり寝かせるとワインみたいに腐ったりしないのかな。

「ともかく名のあるヴァンパイアを尽く仲間に引き込んでおるのだけは事実じゃ。なによりそれだけの者達を従えながら首魁が見えぬのじゃ。ただドラグリアの名を出すばかり」

　なるほどフリンダーも同じような言い回しだったな。

ドラグリア本人が首魁ならわかるが復活だの言っていたからには違うのだろうし。

　だが何より。

「よく引き込まれないでくれた」

　もしブリュンヒルデが奴らについたら打つ手がなかった。

「ふん。妾に向かって初手から『王に隷属せよ』ときたからの。無礼打ちにしてやったわ」

　さすがだと三人で拍手するとブリュンヒルデはソファの上に立ち上がって胸を張り『なにをやらせるんじゃ！』と俺がビンタされた。

「それで腹を立てたのか屋敷を襲って来るようになっての。一度目の輩共は塔から吊るしてやった。二度目は街灯の上に串刺し、三度目はバラバラにして街路にまいた。さっきのは四度目じゃな」

「つまり街の猟奇事件は奴らじゃなくてブリュンヒルデの仕業だったのか」

　よく考えたらアナスタシアを下僕にして国を乗っ取ろうとする奴らが目立つことをする意味がない。

　そこでブリュンヒルデの顔がふと曇る。

「……奴らは決して弱くないぞ。中の下ほどの力を持つヴァンパイアはごろごろ、一つの物語になる格の者までおる。そして下僕でもグールでもない人間を集めてマスケットの銀弾を使ってきよる。屋敷に残っておる下僕はもう半分もおらぬ。大したことではないがな」

　最後に強がったがかなり追い込まれていたのか。

急いで来て良かった。

「でもアナタがそこまで苦戦するなら王宮は大丈夫なの？」

　ルーシィの指摘はもっともだ。

「無論きゃつらも直接王宮に乗り込もうともしておったがの。王宮には妾が助言してやった仕掛けがあるから生半可な者では近づけぬ」

　そこでルーシィが手を打ち続けた。

「確かに大通り越えた辺りで頭痛くなってきていたわ。私達が嫌なことは全部してある感じ。王宮を見るだけで嫌な感じになるというか」

「「？」」

　顔を見合わせる俺とセリア。

はて何も感じなかったよな？　と目で聞きセリアも頷く。

「この二人は気にしないで。ニンニク食べるし流水で泳ぐし。朝に乾布摩擦してたこともあるんだから」

「お前ら本当に吸血鬼か？　ちょっとなり損ねてないか？」

「改めて聞かれると自信がないな……」

　ともかく話を続けよう。

「より古く力ある者ならば強引に入ることはできよう。じゃが長く生きた者共こそ用心深い。何があるかわからぬ場所に飛び込む無謀はせぬ。妾も居る故、今しばらく王都は大丈夫じゃ」

　だから──とブリュンヒルデは続けた。

「ラーフェンへ向かえ。奴らはあの街を落とすつもりじゃ」

『ラーフェン』俺が最初に貰った領地の町、ゴルドニアを獲るまでずっと暮らした街だ。

原野の田舎町から少しずつ大きくした、下手をすればゴルドニアよりも愛着がある場所だった。

「ラーフェンは巨大都市じゃ。相応に守りの手もある故、いきなり手を出すのは躊躇しているようじゃが……周辺の農村いくつかが既に落とされ地獄となっておると聞く。そう猶予はないかもしれぬ」

「ならすぐにいこう」

　王都・ラーフェンの往復は飽きるほどやった。

何十年が経って街や人が変わっても道はそうそう変わるものではない。

　本当は王都にもっと居たかったが……文句を言っている時ではないだろう。

　そんな俺を見てブリュンヒルデが笑った。

「どこを放浪しておったのか物をまるで知らんな。経つのは明日の昼にせい。その方が早い。……それよりも」

　ブリュンヒルデが顔を赤らめ視線を虚空に逸らす

「「あっ」」

　ルーシィとセリアが気付いて睨む。

さっき足を組んだ時に見えた下着も肝心な場所に布がない性交専用の下着だった。




「なっ!?」

「これは！」

「なんて下着だ！」

　俺が思わず勃ちあがった時、ジークフリートとルーシィが同時に明後日の方向を見る。

よくわからないので反対方向を向いてみるとセリアは迷った末に俺と同じ方向を見た。

「阿呆共！　気付かんのか！」

　ブリュンヒルデが怒鳴る。

「うう、気付いていたのに……」

　なんだセリアも気付いていたのかと思った瞬間、屋敷の街壁を炎が走る。

　片づけをしていた下僕が一瞬にして炎に包まれ、たちまち消し炭となって崩れ落ちる。

人外の強さをもつ吸血鬼の下僕が。

「ちっ！」

　俺は瞬時に駆け寄って女吸血鬼を包んだ炎を服ごど掃い飛ばし、乳房を揉んでから奥の部屋に投げる。

同時に窓を突き破って中庭に飛び降りた。

　セリアも俺に続いて飛び降り、ブリュンヒルデは遅れて優雅に着地、ジークフリートは俺が跳んだ時にはもう庭に居り、ルーシィは普通に階段で降りてきた。




　俺達の眼前に居たのは……杖をついた老人だった。

齢は八〇か九〇か、完全にヨボヨボで歩くだけで骨が折れそうに見える。

「しまったのう」

　老人は口を開き、禿げた頭をぺチンと叩く。

「襲撃は今宵と聞いていたのに完全に遅れてしまったわい。歳をとると時間感覚が曖昧になっていかん」

「ははは随分と遅刻だな。仲間はみんな死ぬか逃げたぞ」

　老人も襲撃部隊の一員だったようだが、たっぷり三時間は遅刻だ。

「ふぉふぉふぉ本当に情けないことじゃ。かくなる上は儂一人でも襲おうと思うんじゃが」

　俺は老人に向かって再び笑って首を振る。

「やめとけやめとけ。戦力の逐次投入どころじゃないぞ」

　だが笑っているのは老人と俺だけ。

ジークフリートは元々表情がないがルーシィとブリュンヒルデの表情すら引きつっている。

「エイギル……こいつは」

「いくらなんでもわかるじゃろう！」

　わかっている。

だから無駄話で少しでも時間を稼いでいるのだ。

「まったく何もかもお主の言う通りじゃのう。しかし遅刻の上に敵に説得されて戻ったのでは老害と誹られてしまう。勝ち目は薄いが……やらせてもらおうかの」

　老人が皺だらけの手を伸ばした瞬間、俺達全員が跳んだ。

　渦を巻く炎は赤から青、最後には白く変わって庭と屋敷を舐めていく。

芝生は一瞬で炭となり、外壁は炎をあげる間もなく溶け落ち、炎から数メートルは離れていた立ち木が燃え上がる。

　この炎にまかれたら吸血鬼と人間の区別などない。

「極炎のゴゴルカ……」

　ブリュンヒルデが牙を剥きだして言う。

これが千年ものか。

「お初じゃのブリュンヒルデ嬢。お仲間にと思うておったのじゃが……いつの間にか抹消せよに変わっておってのう。変化が速くて爺にはついていけんわい」

「戯言を!!」

　ふざけた物言いか、屋敷が焼かれたことか、あるいは俺との情事を邪魔されたせいか。

ブリュンヒルデは激昂してゴゴルカとの距離を詰める。

「!?　待ちなさいブリュンヒルデ！　あいつは!!」

　ルーシィが思わずと言った様子で怒鳴る。

「おお噂に聞くブリュンヒルデの嬢の気迫、見事なものじゃ」

　ゴゴルカは言いながらブリュンヒルデ目掛けて炎を放った。

だがブリュンヒルデは跳躍して空中で半回転、星屑でも残しそうな美しい軌道で炎を避けて爪を振り上げた。

　吸血鬼最大の武器たる爪がゴゴルカの額から足までを引き裂──

「ぐぅっ！」

　苦悶の声と共にブリュンヒルデが下がる。

正確にはジークフリートに襟を掴まれて引き戻されたのだ。

彼女の手首から先は完全に炭化していた。

　ゴゴルカの全周を覆うように青い炎が立ち昇っている。

あれにやられたのか。

「大丈夫か！」

　俺がブリュンヒルデを掴むと同時にジークフリートがゴゴルカに向かい駆けた。

『駆けた』というのは俺の推測だ。目からの情報だけなら『消えた』が正しい。

「ほう速い。老眼ではとても見えんの」

　庭全体と屋敷の外壁が一斉に土煙をあげる。

セリアと同じくジークフリートが踏み台にしているのだろうが、速すぎて全て同時に見えるのだ。

　前後左右どころか上も含めてどこから来るかわからない必殺の一撃。

一際大きな踏み込み音と同時だった。

「!!」

　火達磨になったジークフリートが地面を転がる。

防いだ。いや迎撃されたのだ。

「ようやっと五〇〇年では人生経験が足りんのう。絶炎の護りを見たこともないか」

　時間差で飛び掛かろうとしていたセリアが爪先立ちで急停止する。

可愛いが間一髪だ。飛び掛かっていたら焼かれていたぞ。

「隙はついた。気付かぬままに防がれた」

　ジークフリートが焼けた部分を再生しながら呟く。

あの一瞬で顔から腰まで焼け焦げるとは。

「意識を向けないままに……古代魔法の類じゃな。こいつが突破できぬなら速さで抜くのは不可能か」

　炭化した腕を再生したブリュンヒルデが呟く。

肩口まで焼けてなくなったドレスが色っぽいが、それどころではない。

俺のブリュンヒルデを傷つけたからには百年か千年か知らんが……。

「どけっ！」

「ぐえ」

　思わぬ方向から奇襲を貰ってつんのめる。

見れば捕縛した敵の女吸血鬼が駆けだしていた。

「ゴゴルカ様、不手際申し訳ございません。私も加勢いたしま──」

　そしてゴゴルカの前に立ち、俺達に何かの呪文を唱えようとする。

「はて」

　短い言葉と同時に女吸血鬼の両脚が焼け千切れる。

「なっ！　ゴゴルカ様なにを!!　私です！　リムランです」

　足をなくして地面に転がる女吸血鬼をゴゴルカは好々爺の笑みで見下ろす。

「他人の下僕に知り合いなどおったかのう。なにぶんボケてしもうてわからぬな」

　動けないリムランを文字通り地獄の炎が襲う。

　仲間割れと見逃すことはできない。

何故ならば。

「彼女は俺の女だ」

　俺はゴゴルカに飛び掛かる。

完全に隙をついた攻撃だが奴は微塵も慌てない。

「二度見てまだわからんとは、この爺よりもボケて──!?」

　ゴゴルカは余裕の表情でそこまで言ってから絶句し飛び退く。

　俺が振りかぶった得物は剣でも槍でもない。

庭に立っていた４ｍはある鉄柱を引っこ抜いたのだ。

　足元の炎が迎撃して鉄柱は燃え上がり溶け落ちる。

だが振り下ろした力そのものを打ち消すことはできない。

　結果、液体となった金属がゴゴルカの全身に降り注ぐ。

溶鉄の雨に肉が焦げローブが燃え上がる。

「がぁぁぁぁぁ!!」

「千年生きても溶けた金属をぶっかけられたら苦しいようだな」

　俺はその隙にリムランを拾い上げて庭の用具小屋へ放り込む。

　煙を噴いて悶えながらゴゴルカは爺らしからぬ跳躍で通りへと飛び出した。

「調子に乗りおって若造が!!　同じ手は二度と──」

「それが使えるんだよ」

　ゴルドニアは俺のいた頃よりずっと発展した。

昔は松明がないと暗くて歩けなかったが、今は夜の街を沢山の『街灯』が明るく照らしている。

　俺は街灯を一本力任せに引き抜き、横に大きく薙ぎ払う。

「ひっ!?」

「なんだ。絶炎の護りとやらがあるのに避けるのか？」

　ゴゴルカは先ほどまでの余裕はどこへやら、転がるようにして避ける。

空振りした鉄柱は隣家の外柵を根こそぎ破壊、俺は勢いのままに一回転させ、斜め上から振り下ろす。

　ゴゴルカはまた転がって避けようとするも絶炎が迎撃して街灯を焼き飛ばし……再びゴゴルカは溶鉄の雨を頭から浴びた。

「がぁぁぁぁぁ！　貴様ぁ!!」

　今度は千年モノの気概を見せ、煙をあげながら手のひらをこちらに向けて来る。

湧き立つ炎は赤から青そして白……炎と言うよりも光線に近くなったそれは俺の耳元を掠め、服を焼いて耳たぶを焦がした……だがそれだけだ。

「ふむ。わかった」

　攻撃時の炎は奴の意思で行われている。

完全に制御されているが奴自身の速さだ。

　対して防御の炎は自動装置のようなものだ。

ジークフリートにも勝る速度を持つが、奴が直接動かしているわけではなく半径約１ｍの範囲に来た攻撃を迎撃している。先程の一撃も炎が迎撃しなければギリギリ回避できていたはずだったのだ。

「カーッ！　人であった頃より鍛えし抜きし獄炎と絶炎、数度見た程度で破れると思うな！」

　とんでもない高熱の炎──攻撃の獄炎が襲い来る。

　触れただけで吸血鬼でも即死するであろう熱線なのだが、基本はクロスボウを構えた山賊と大差ない。

目の動き、発射のタイミング、手のひらの向いている方向の全て見極める。

　一度、二度と左右に跳んで熱線を避ける。

業を煮やしての薙ぎ払いは地に伏せて避け、地面ごと焼こうとする四斉射目を跳んで避けた。

「遅いな」

　そして避けると同時に街灯を引き抜いて投擲、奴は慌てて避けるが案の定『絶炎』が発動して焼けた鉄を散弾のように正面から浴びる。

「がぁぁぁぐぅぅぅ!!　この程度、我が千年の命からみればかすり傷よ！」

「そうかそうか。俺は無傷だけどな」

　言いながら別の街灯を引き折って振りかぶる。

奴がどんどん逃げてくれるので、いい感じに次の街灯が出て来るのだ。

　俺は力いっぱいに地面をぶっ叩き、レンガの破片と土煙が巻き上がる。

いかに夜目の利くヴァンパイアでもこれでは視界〇だ。

「そのような使い古された目くらましで!!」

　土煙の向こうでゴゴルカが位置取りを変えているのが直感でわかる。

　ゴゴルカは強いが素人だ。

単に身体能力と魔法と生命力が強いだけの爺なのだ。

斬られれば死ぬ本当の戦いを経験していない。

　俺はほんの一瞬だけ視線を後方にやった。

いつ見ても男前で腹が立つ。

　煙がはれ、ゴゴルカが回避していたその先にむけて俺は鉄柱を振り下ろす。

　半分あてずっぽうの攻撃なので軌道は適当、攻撃自体も無駄に大振りでヴァンパイアの身体能力があれば十分見極めて回避できる。『絶炎』が発動しなければだが。

「ひっ！」

　ゴゴルカの顔に再び灼熱を浴びる恐怖が浮かぶ。

次いで俺の攻撃が案外に遅いことに気付き、視線をブリュンヒルデ邸に向けた。

　視線の先はジークフリートだ。

奴は先程の負傷がまだ癒えず膝をついて蹲っている。

　さあどうする？

絶炎があればまた溶鉄をかぶるが無ければギリギリ回避できそうな攻撃だぞ。

そして怖いジークフリートは未だに回復中で動けなさそうに見える。

　ゴゴルカの口が今までとは違う動き、唱えたことのない呪文を唱えた。

　かかった。

『絶炎解除』

　一筋の風が吹く。

　最後の呪文を呟きながらゴゴルカの首がクルクルと宙を舞った。

屋敷から俺とゴゴルカを通り越して更に１０ｍも先に剣を振り抜いたジークフリートが立っていた。

「速──」

　言い終わる前にゴゴルカの首が空中で七つに割れる。

漬物みたいだ。

　だが長く生きた吸血鬼の生命力は常軌を逸する。

頭を落としても心臓のある体が残っていれば十分再生しうるのだ。

「だからこうする」

　俺は腰を落として両手で持った鉄柱を振りかぶり、すくいあげるようにゴゴルカの首なし胴体をフルスイングした。

　小気味よい金属音と共に胴体は斜め四五度の角度で飛んでいき、町はずれの監視塔にめり込む。

「ホームラン」

　ルーシィが呟くが終わりではない。

　俺は更に街灯をやり投げのように投擲、狙いは違わず胴体のど真ん中に命中して心臓どころか肩から腰までなくなった。

残った残骸がバラバラと地面に落ちていく。

「よく気付いたな」

「……」

　ジークフリートは何も言わずに剣を収める。

　正直ゴゴルカはかなり厄介だった。

一方的に攻撃してはいたが溶鉄をいくら浴びせても殺せるわけではない。

奴が開き直って突っ込んで来たらかなり苦戦したはずで、ジークフリートの助力は不可欠だった。

　とはいえコイツは最初にやられて俺は一方的に相手を叩きのめしていた。

「つまり俺の勝ちだ」

　俺は両手をあげて勝利のポーズを取る。

「調子に乗っておるのう」

「ま、そこが可愛いんだけど」

　ブリュンヒルデとルーシィがじっとりとした目で見て来るが勝利は勝利だ。

　俺はジークフリートに向けて至近距離でもう一度勝利のポーズを取る。

「あっ！　エイギル様まずいです！」

　セリアに言われて振り返ると監視塔が傾き、破片が落ち始めている。

「そりゃ街灯がど真ん中を貫通しとったからの。補強レンガ製とはいえもつまい」

　監視塔が轟音を立てて崩れ落ちていく。

　数秒おいて治安隊の詰め所と思われる場所に一斉に火が灯り、警鐘が鳴り響く。

「ついでに言うとじゃ。最初に振り回した鉄柱は屋敷に張った結界の起点だったのじゃ」

『監視塔が倒壊したぞ！　攻撃か!?　事故か!?　砲撃に見えたぞ!!』

『貴族屋敷の地区で火事だ!!　大きいぞ！　全消火班急行せよ!!』

　四方八方から灯りが集まって来る。

　俺達は勝利の余韻に浸る暇もなく走って逃げるのだった。

次回はスケベです










＃ヴァンパイア戦争★★★

長らくお待たせしました

余談の更新をボチボチ再開させていきます

一〇月一九日　王国へ続く道　書籍版九巻発売しております。









ゴルドニア　宿屋？　地区

　扉を開くと中年男が目線もあげずに低い抑揚のない声をかけてくる。

「……しゃい。休憩は銅貨四〇宿泊なら六〇──うおっ！」

　男は面倒そうに視線をあげた瞬間に目を丸くして驚きの声をあげる。

理由は言うまでもない。

「宿泊でお願いしまーす。はい六〇枚」

　娼館や飲み屋が並ぶ場所にほど近い裏路地、娼婦や酒の勢いで男女が交わる為に使われる場末の宿屋にルーシィのような超絶美女が現れたのだから無理もない。

「ぬぐぅぅ」

　それを宿の外から見守る俺は歯を食いしばって呻く。




　ゴゴルカとの戦いは遥か昔のように感じれど、ほんの一時間ほど前のことだ。

奴の火炎魔法はブリュンヒルデの屋敷周りを焼きまくり、あげく俺のトドメは街の監視塔を崩壊させた。

　これで騒ぎにならないはずがなく、今も王都中を衛兵から軍隊までが走り回っている。

大元のブリュンヒルデ屋敷になどは治安部隊が大隊規模で駆け付けているだろう。

　人目を憚る立場の俺達としては隠れるしかないのだが、この騒ぎの中で夜更けに宿をとろうとするのは怪しすぎる。

「お前達の頃とは違うのじゃ。全ての宿から衛兵へ通報の仕組みがある。怪しまれたら終わりじゃ。王都の外にもたちまち手配が回る」

「だから夜中に客が来てもおかしくない連れ込み宿に真っ当な手段で部屋を取るのです。部屋さえ押さえておけば私達は窓からいくらでも入り込めます」

　ブリュンヒルデとセリアの言うことは理解している。

まったくその通りで完璧だと思う。思うのだが……。

「どうしてジークフリートとルーシィなんだ！　俺とルーシィでいいじゃないか！」

　思わず駆けだそうとした俺の耳をブリュンヒルデが引っ張り、ひっくり返される。

　ルーシィの色っぽい声が聞こえてくる。

「もしかすると夕方までいるかもしれないわ。この人あっちも強いから」

　ルーシィは地面に倒れる俺をチラリと見て笑い、ジークフリートの腕をまるで恋人のようにとって宿の奥へと入っていった。

「ぬぐぉぉぉぉ!!」

「落ち着かんか愚か者！　自分のなりを見てみい。騒ぎを起こしてきましたと言うておるようなものじゃろうが」

「なにを言う！　ゴゴゴごときの付けた傷などとっくに治って──」

　俺が傷一つ残っていないことを証明しようとポーズをとった瞬間、焦げて破れていた服が限界を超えて千切れ、飛び出た逸物がブリュンヒルデのデコに命中する。べチンと良い音が鳴った。

「──!!」

　コンマ数秒後、ブリュンヒルデは無言のまま逸物を裏拳で思い切り叩いた。

金属を打ちつけたような音が響く。

　最小限の動きだが強力な吸血鬼であるブリュンヒルデの裏拳は空気の揺らぎが見えるほどの一撃だ。普通の人間であれば上半身がねじ切れるほどの威力にたまらず股間を押さえて蹲る。

「ぐ、ぐぉぉぉ……」

「そら奴ら部屋に入った。悶えておらんでさっさと窓から入れ。硬いモノぶら下げよって、手が痛い」

　転げまわる俺を見ながらブリュンヒルデがフンと鼻で笑う。

「早く行かんとあやつらまぐわってしまうかもしれんな」

　瞬間に痛みが吹き飛ぶ。

「ぬぉぉぉ!!」

　俺はあらんかぎりの力で跳躍……が、目測を誤って宿の隣の娼館に突っ込んでしまった。

「ふ、ふぇ!?」

　客待ちしていた娼婦が悲鳴をあげる前に唇と乳房を吸ったところで、追い付いてきたブリュンヒルデにバックドロップされてからルーシィのいる部屋の窓へ投げ込まれる。

「いらっしゃい。なんか首が折れてるけど平気？」

　なんとか目立たずに宿を確保することができたようだ。







「なんとか落ち着いたな。街の騒ぎが収まるまではここを動かん方が良いじゃろう。今の間に……」

　ブリュンヒルデは部屋にあった全ての座布団と枕をベッドに乗せ、その上に陣取って足を組む。

「ゴゴルカ共の襲撃で半端になっておったがラーフェンが狙われておる」

「ラーフェンは大きすぎてすぐには手が出せないけど周辺の農村が拠点化されている。でしたね」

　セリアが補足してくれる。

しっかりメモを取るのは人間だった時から変わらず頼りになる。

「でもゴゴルカみたいなのが来たらいくら街が大きくてもどうしようもなくない？」

　ルーシィが軽く伸びをしながら言う。

「お前達は旅をしている割に常識がないな。ラーフェンは今や大陸でも一、二を争う巨大都市じゃ。警備兵だけでもちょっとした軍隊程度にはおるし『専門職』の奴らも相当数おるじゃろう」

　ドラグリア一派の特徴は吸血鬼と下僕の人間の混成軍だ。

警備兵はゴゴルカのような強力な吸血鬼は止められないかもしれないが、下僕の人間隊は抑え込まれてしまうだろう。

「流行の吸血鬼ハンターですか。でもそんなに強いんですか？」

　セリアが首を傾げる。

「ピンキリと言いたいところじゃがピンでも凡庸な吸血鬼程度の強さしか見たことはない」

　ダメじゃないかと言う前にブリュンヒルデは続ける。

「じゃが奴らが未だラーフェンに手を出していないのは事実。とびきりの者がおるのかもしれんな」

　それは頼りになる……と言いたいがよく考えると俺達も純度１００％のヴァンパイアパーティだから確実にハントしようとしてくるよな。

「まあいい。ともあれ騒ぎが収まったら最短でラーフェンに向かうとしよう。大陸帝国にとって重要な街だ。街が荒されれば帝国の衰亡や戦乱を招きかねない。これは万民の為の戦いだ」

「でも本音は女でしょう？」

「ふむラーフェンの周りでは散々種を撒いたからな。特に未亡人など食べなかった方が少ないぐらいだ。どこにどれだけ俺の子がいるか──何を言わせる」

「ふがが……理不尽でふ……」

　俺はセリアの鼻を摘まみながらジト目で睨むルーシィとブリュンヒルデの視線を置物と化しているジークフリートで遮る。

　ともあれラーフェンだ、ラーフェン。




「それで一応聞いておきたいんだが……ドラグリア一派の吸血鬼ってどれぐらい強いんだ？　そもそもヴァンパイアの強さって個体差ありすぎないか？」

「今さら幼児みたいな質問しよってからに」

　そうは言っても俺達三人以外の吸血鬼とそうそう関わることがなかったからわからないんだ。

あっても大抵敵で即殺していた。

「さすがにゴゴゴみたいな奴が十も二十も出てくるならやり方を考えないと負けてしまう」

「ゴゴルカ並が十も居てたまるか。初歩の初歩から授業してやる。そこに直れ」

　俺とセリアは並んでブリュンヒルデの前に正座する。

　ルーシィはブリュンヒルデから達磨落としのように座布団を抜き取り、うつ伏せリラックスポーズだ。谷間ががっつり見えているので覗き込むとブリュンヒルデに股間を蹴られた。

「まず吸血鬼の強さから教えてやる」

「「はい」」

　ブリュンヒルデの方も位置が高すぎてやたらセクシーな下着が見えるんだよな……気付かれたのか顔を蹴られた上に足を組んで隠された。

「吸血鬼の強さはまず重ねた年月が五割」

「つまり歳喰っていれば強いんだな」

　ルーシィに睨まれた。

「次に血統が四割」

　親が強ければ子も強いという訳だな。

「最後に」

「逸物の大き──ぐげっ」

　顎を砕かれたので黙ろう。

「人間だった頃の技量が一割。まあ本来は誤差みたいなものじゃが。ここは例外だらけじゃからのう」

　ブリュンヒルデは俺とジークフリートを交互にみて首を振る。

「これらで吸血鬼の強さが決まる。ドラグリア一派に組したヴァンパイアの中で【幽霧のギジュルス】【死操のファルクドール】は共に千年を越えて生きておるし、その親に至っては名前もわからぬ程古い……つまりは強いとされている。名の知られているヴァンパイアの中でも最強に近いじゃろう」

　そりゃ困った。

まったく歯がたたないなんてことにならなければ良いが。

　ブリュンヒルデが更に深刻そうな顔をする。

「もう一人叡智のフリーツアもおると聞いた。奴は齢四〇〇年とさほど古くはないが、人であった頃は大魔術師として名を馳せ、始祖より僅か三代の血統ともな。前二人と同じ、いや下手をすればそれ以上に手強い相手かもしれん」

　やっぱりどうにかなりそうな気がしてきた。




「ちなみにだが吸血鬼の中で俺の強さはどれぐらいなんだ？」

　ブリュンヒルデとルーシィが同時に首をひねる。

「中の上かの？」

「中の中ぐらいじゃない？」

　なんだかしょっぱい評価に肩が落ちる。

「でもエイギルって色々おかしいから」

「うむ。というか親はお前じゃろ何か間違えたんじゃないのか？」

「そんなはずは──あっ!?」

「おい待て、不安になるだろ」

　ケラケラ笑うルーシィを怒りながら持ち上げ、そのままベッドに放る。

「アハハごめんごめん」

　笑いながらじゃれてくるルーシィの服を剥ぎ取りながらベッドに上がる。

　ルーシィは俺のボロボロになったズボンを引き下ろすと指で男根の先端をピンと弾く。

　その一弾きだけで俺の男根はみるみる膨張して天に向かってそびえたった。

「いただきまーす」

　ルーシィは俺を仰向けに倒すと腰を浮かせて位置を合わせ、下品ながに股の姿勢でゆっくりと腰を落として──。

「もごがっ!?」

　その口内に突然ブリュンヒルデが何かを放り込んだ。

ルーシィはブリュンヒルデに振り返るなり喉を押さえて苦しみ始める。

「な、なにを!?」

　慌ててセリアが体勢を立て直そうとするも、ブリュンヒルデの動きはセリアの数倍速く、襟首を摑まれたセリアは窓の外に放り投げられた。

「ふぎゃあ！」

　セリアは通りを飛び越え、向かいの公衆浴場に突っ込んでしまった。

「に、にんにく……しかも生……」

　そこで遂にルーシィが力尽きて床に倒れ込む。

　まあニンニクは死ぬほど嫌っているだけで死にはしないし、セリアも吸血鬼だから怪我すらしていないはずだが何故こんなことをするのか。

「決まっておる八〇年ぶりじゃぞ……今日ぐらいは他の女なぞいらん」

　主の命令を受けてジークフリートが口いっぱいにニンニクを詰められて泡を噴くルーシィと、男湯に突っ込んでしまったらしく裸の男達を蹴飛ばしまくっているセリアを回収して隣室へと消えていった。




　見届けてからブリュンヒルデは黒一色のドレスをめくりあげる。

下から覗くのは真っ赤な下着……いや肝心な部分が隠れていない男を発情させるためだけの布だ。

　俺は辛抱たまらずブリュンヒルデの正面に立ち、体当たりでもするような勢いでキスをする。

　肌が当たる乾いた音と、勢い余って歯が当たる硬質な音、そして互いの舌が勢いよく絡む水音がほぼ同時に鳴る。

「んむ……長く待たせよって、んぐゅ……レロ……んちゅ」

　俺は言葉での言い訳よりもより熱い口づけで応えた。

　ブリュンヒルデの小さな頭を包み込むように掴み、舌を喉まで押し込む。

「んご……ぐぶ……ごく……ごく……んぶっ！　んぐ……」

　押し込まれる大量の唾液が何度もブリュンヒルデの喉を鳴らす。

更に──。

「ぐちゅ、れろ、んぶ……んあぁ」

　今度はブリュンヒルデの小さな舌を吸いながら引っ張りだし、口外で唾液を塗り付け表裏をなぞる。

「ぷはっ！　こいつめちょっと上手くなったと思って調子に……ぐむぅ！」

　文句を言う暇は与えない。

ブリュンヒルデの小さな肢体を壁に押し付け、逃げ場を無くして再び口内深く舌をねじ込み嬲る。

「ぐちゅ……むちゅ……ごぼっ！」

　互いの唾液が溢れてドロリと垂れ落ちた。

上品なブリュンヒルデが咄嗟に拭おうとした隙を狙って彼女の上半身をテーブルに押しつける。

　そして今までは前に立っていただけだったが、ブリュンヒルデの細く綺麗な脚を下品に開脚させ、その間に体を入れて更に深くキスをする。

「んぢゅ……ぐちゅ……むじゅ……いい加減に！」

　ブリュンヒルデが文句を言おうとした瞬間に口を離し、口内を暴れ回っていた舌を一気に引き抜く。

彼女の舌は一瞬困惑したように震えた後、俺の舌を追いかけて口内から小さく外へ突き出された。

「くっ！」

　咄嗟の反応だったのだろうか悔しそうに呻いた吸血鬼の令嬢は俺の舌に噛みついた。

俺は逃げずに噛まれながら、貫かれた舌で彼女の牙を舐め回す。

　同時に俺はブリュンヒルデの黒いドレスをまさぐっていく。

　首筋から肩を撫で、薄いながらも膨らみがあるのはわかる胸を撫でつけ、俺の片手で回ってしまいそうな細い腰から美しい曲線を描く脚を触っていく。

「助平め。いやらしい手つきしよって」

　などと悪態をつきながらもふぅふぅと令嬢の外見にそぐわない荒い息を吐く。

　そして俺の手が服の上からブリュンヒルデの乳首を摘まんだ瞬間、彼女は俺の上着を引き裂き、露わになった胸板と腹筋を食い破るような勢いで吸い付いた。

「おう、たまらん！」

　俺も背中を撫でていた手を一気におろしてブリュンヒルデのあまりに小さな尻をドレスの上から両手で包むように撫で回す。

　そしてブリュンヒルデが俺の乳首に噛みつくのに合わせてドレスをめくり上げ、尻たぶを直接掴んだ。

「エイギルこのスケベが！　妾の小さな体に発情しよって！」

「ブリュンヒルデこそ俺の胸板ばかり撫でるじゃないか。そんなに厚い体が好きか？」

　言いながら俺の手は尻から前へと回り込み、ブリュンヒルデの手も俺の一番出っ張った場所を握り締めた。

　激しく肌を擦る音と、粘液をかき回す音が数秒続いたところで俺達は互いの体を抱き締め、そのままベッドへお互いの体を投げつける。八〇年ぶりの夜はまだ終わらない。

悠久のごとく更新間隔が空いてしまいました。

今回は話ばかりの回になりつつ、ここから立て直して書き進めていこうと思います。






（本を読み終わりました）
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					第33話　中央軍結成





					第34話　南方出撃





					第35話　終焉





					第36話　母親　♯





					第37話　王の情け





					第38話　去る者来る者　♯





					☆人物紹介　３８話時点





					第39話　知将





					第40話　予兆　♯





					第41話　苛烈な制裁　♯





					第42話　嵐の谷間





					第43話　戦の足音





					第44話　アークランド戦争①　夜を焦がす炎　♯





					第45話　アークランド戦争②　民の戦い





					第46話　アークランド戦争③　力の勝利　♯





					第47話　アークランド戦争④　決戦　♯





					第48話　アークランド戦争⑤　門の守護者　♯





					第49話　アークランド戦争⑥　崩れる国家　落ちる小花　♯





					第50話　アークランド戦争⑦ 　１つの終わり





					第51話　国破れて山河あり　♯





					第52話　会議の表裏　♯





					第53話　凱旋式　♯





					第54話　領地貴族　♯





					第55話　昔の女を訪ねて　♯





					第56話　舞踏会の夜





					第57話　お家騒動　♯





					☆人名紹介　５７話終了時





					☆両国関係　５７話時点　簡易地図有り





					第58話　領地の現状　♯





					第59話　内政官と流れる民　♯





					第60話　結婚式





					第61話　乱れ咲く三花　♯





					第62話　帰って来た手紙





					第63話　東方独立軍始動　♯





					第64話　進撃の夫人　♯





					第65話　急襲





					第66話　蛮族制圧戦争①　張られた罠　♯





					第67話　蛮族制圧戦争②　沈む騎兵





					第68話　蛮族制圧戦争③　山の雷鳴





					第69話　山の民の戦後　♯





					第70話　女難の連鎖　♯





					第71話　黄金の騎士





					第72話　武装蜂起　♯





					第73話　トリエア紛争①　嘆きの丘





					第74話　トリエア紛争②　怒涛の侵攻　♯





					第75話　トリエア紛争③　仮面の停戦交渉　♯





					第76話　停戦交渉　♯





					第77話　２つの祝福　♯





					第78話　百合の花　♯





					第79話　残った禍根





					第80話　族長として





					第81話　騎兵戦闘　♯





					第82話　辺境の覇者　♯





					第83話　セリアの受難♯





					第84話　商談





					第85話　個人的商談　♯





					第86話　子供達　♯





					第87話　王都での些事





					☆人物紹介　87話終了時点





					☆87話　終了時点　国名





					第88話　春季大演習　♯





					第89話　小さな人妻の憂鬱　♯





					第90話　幽霊屋敷





					第91話　魔物退治





					第92話　魔窟





					第93話　心の癒し　♯





					第94話　予定された開戦





					第95話　北部動乱①　開戦





					第96話　北部動乱②　森を抜けて　♯





					第97話　北部動乱③　無敵要塞、迂回さる





					第98話　北部動乱④　整った舞台





					第99話　北部動乱⑤　ロレイル会戦





					第１００話　北部動乱⑥　陥落　♯





					第１０１話　北部動乱⑦　穴倉に差す光





					第１０２話　北部動乱⑧　北部大乱　♯





					第１０３話　北部動乱⑨　森林の会戦





					第１０４話　北部動乱⑩　夜戦２つ　♯





					第１０５話　北部動乱⑪　水の壁





					第１０６話　王との交渉





					第１０７話　全員一緒　♯





					第１０８話　ラーフェン狂想曲　♯





					☆人名紹介１０８話時点





					☆国力１０８話時点





					第１０９話　女達の問題　♯





					第１１０話　金足りぬ、借りねば





					第１１１話　鉄の山に向かって　♯





					第１１２話　火の民、地の民





					第１１３話　深遠から来るもの





					第１１４話　成人の儀　♯





					第１１５話　新しい武器と部下　♯





					第１１６話 真冬の怪談





					第１１７話　お仕置き　♯





					第１１８話　次への準備





					第１１９話　ラーフェン町案内





					第１２０話　ミレイ合流　♯





					第１２１話 姉妹喰い　♯





					第１２２話　漢の教育　♯





					第１２３話　夫人跳ぶ





					第１２４話　爛れた情愛　♯





					第１２５話　役者魂





					第１２６話　子供と熟女　♯





					第１２７話　夫人ＩＮラーフェン　♯





					第１２８話　巡行





					第１２９話　溜息の名将





					第１３０話　猛獣突進





					第１３１話　反乱鎮圧　♯





					第１３２話　沙汰♯





					第１３３話　南からの使者





					第１３４話　南の小国　♯





					第１３５話　小さな女王





					第１３６話　愚かな兄弟　♯





					第１３７話　お遊び　♯





					第１３８話　情報官来訪





					第１３９話　女王の危機　♯





					☆臨時人物紹介





					第１４０話　脱出





					第１４１話　悲劇の少女





					第１４２話　休暇　♯





					第１４３話　人魚の繁殖　♯





					第１４４話　権力闘争　♯





					第１４５話　ノンナの幸せ　♯





					第１４６話　見回り失敗　♯





					第１４７話　臨戦態勢





					第１４８話 　停戦の終わり　♯





					☆　国力比較　３ヶ国





					第１４９話　マグラード戦争①　上陸作戦





					第１５０話　マグラード戦争②　始まりの２４時間





					第１５１話　マグラード戦争③　烈火の４８時間





					第１５２話　マグラード戦争④　地獄の７２時間　♯





					第１５３話　マグラード戦争⑤　複数の陰謀





					第１５４話　マグラード戦争⑥　白き艦隊





					第１５５話　マグラード戦争⑦　ノール平原決戦





					第１５６話　マグラード戦争⑧　戦士の最期





					第１５７話　モルト王国侵攻①　国境を越えて　♯





					第１５８話　モルト王国侵攻②　鎧袖一触　♯





					第１５９話　モルト王国侵攻③　王座奪還





					第１６０話　モルトの未来　♯





					第１６１話　トリスニア裁判





					第１６２話　忠臣の心　♯





					第１６３話　新しい国情





					☆国力　１６３話時点





					☆人名紹介　１６３話時点





					第１６４話　ご褒美　♯





					第１６５話　清き町へ





					第１６６話　夜を歩く者達





					第１６７話　甘い一時　♯





					第１６８話　血の戯れ　♯





					第１６９話　王都招聘と女体反乱





					第１７０話　王立学校





					第１７１話　王都冬の乱①　惨劇の舞踏会





					第１７２話　王都冬の乱②　業火に沈む





					第１７３話　王都冬の乱③　魔法少女の秘密　♯





					第１７４話　王都冬の乱④　夜の軍隊





					第１７５話　後処理





					第１７６話　年増丼　♯





					第１７７話　女教師の悩み　♯





					第１７８話　令嬢の未来　♯





					第１７９話　学校花畑　♯





					第１８０話　狂人の利用法





					第１８１話　クロルの問題





					第１８２話　王都の乱食い　♯





					第１８３話　終わらぬ襲撃





					第１８４話　正統マグラード





					第１８５話　陰謀の渦





					第１８６話　２つの宝石　♯





					第１８７話　正統マグラード掃討戦①　草原の会戦





					第１８８話　正統マグラード掃討戦②　峡谷の１００人





					第１８９話　正統マグラード掃討戦③　決着





					第１９０話　正統マグラード掃討戦④　王との再戦　♯





					第１９１話　正統マグラード掃討戦⑤　予定通り　♯





					第１９２話　鍵は女体　♯





					第１９３話　動き出した巨人





					第１９４話　ノンナの暴走





					第１９５話　お仕置きと改心





					第１９６話　訓練　♯





					第１９７話　収穫前に　♯





					第１９８話　墓地の異変　前編





					第１９９話　墓地の異変　後編





					第２００話　終わった話　♯





					第２０１話　晩餐会と少女王





					第２０２話　不幸な人達





					第２０３話　結婚騒動再び　♯





					第２０４話　西部平原の戦い





					☆　臨時国力比較　連邦と帝国　地図付き





					第２０５話　収穫された女達　♯





					第２０６話　ドワーフの大砲





					第２０７話　南部の秩序　♯





					第２０８話　平和と戦乱





					第２０９話　愉快な旅路





					第２１０話－１　森の異変





					210話－２





					210話－３





					210話－４　♯





					第２１１話　リバティース民主国





					第２１２話　濡れるセリア　♯





					第２１３話　狂信者達のやり方





					第２１４話　旅の終わりは蛇





					第２１５話　新たなる敵





					☆　人物紹介　２１５話時点





					第２１６話　モルト防衛戦争① 義勇兵出撃





					第２１７話　モルト防衛戦争② 戦闘開始





					第２１８話　モルト防衛戦争③　侵攻軍粉砕





					第２１９話　モルト防衛戦争④ 新手来たる　♯





					第２２０話　モルト防衛戦争⑤ 業火の夜戦





					第２２１話　滅ぶ町





					第２２２話　止まらない流れ





					第２２３話　ヴァンドレア戦争① 虚構の要塞





					第２２４話　ヴァンドレア戦争② 十重の罠





					第２２５話　ヴァンドレア戦争③　順調すぎる進軍　♯





					第２２６話 ヴァンドレア戦争④　異変





					第２２７話　ヴァンドレア戦争⑤　あらがえぬ力





					第２２８話　風吹いて　♯　地図付





					第２２９話　戦い終わって　♯





					第２３０話　女の悩み　♯





					０４０１　奇妙な夢　♯





					第２３１話　ドラゴンハンター①　始まりの咆哮





					第２３２話　ドラゴンハンター②　洞窟の死闘





					第２３３話　ドラゴンハンター③　巨砲咆哮





					第２３４話　英雄の乱行　♯





					第２３５話　竜の残した物





					第２３６話　少女の英雄





					第２３７話　草生えた





					第２３８話　泥棒騒ぎ





					第２３９話　動く世界





					第２４０話　夫人との再会♯





					第２４１話　お屋敷紛争①　肉玉降臨





					第２４２話　お屋敷紛争②　真の貴婦人





					第２４３話　お屋敷紛争③　貴族の戦場　♯





					第２４４話　惨劇前夜





					第２４５話　惨劇の夜　♯





					第２４６話　エルフ村の一大事①　出立準備





					第２４７話　エルフ村の一大事②　エルフの事情





					第２４８話　エルフ村の一大事③　討伐隊敗北





					第２４９話　エルフ村の一大事④　オーク殲滅





					第２５０話　エルフ村の一大事⑤　筋肉オーク





					第２５１話　エルフ村の一大事⑥　善いモノ悪いモノ　♯





					第２５２話　エルフ村の一大事⑦　沼の魔物（片鱗）





					第２５３話　エルフ村の一大事⑧　虜囚の苦痛　♯





					第２５４話　エルフ村の一大事⑨　沼の魔物　♯





					第２５５話　エルフ村の一大事⑩　両エルフの和解　♯





					第２５６話　ドラゴンソード





					☆　人物紹介２５６話時点





					☆　国力比較　第２５６話時点





					第２５７話　不思議なペット





					第２５８話 予想外の結果





					第２５９話　不安定な支配者





					第２６０話　父親の怒り　♯　イラスト有





					第２６１話　マグラード内戦①　隣人の戦争　イラスト有





					第２６２話　マグラード内戦②　独立派　イラスト有





					第２６３話　マグラード内戦③　脅える者達　♯　イラスト有





					第２６４話 マグラード内戦④ 非道な戦場　イラスト有り





					第２６５話 マグラード内戦⑤ ２５人を引き連れて　♯





					第２６６話 マグラード内戦⑥ 殺戮の連鎖 イラスト有り





					第２６７話 マグラード内戦⑦　戦う理由は





					第２６８話　マグラード内戦⑧　カルーディア攻防戦





					第２６９話　マグラード内戦⑨　重騎兵激突





					第２７０話　マグラード内戦⑩　後味の悪い真実　♯





					第２７１話　マグラード内戦⑪　計画通りの結末





					第２７２話　新総督　♯





					第２７３話　事の真実





					第２７４話　歓喜の子作り　♯





					第２７５話　平和な問題





					第２７６話　クロルの戦い





					第２７７話　さらば悪漢





					第２７８話　歓喜の直立　♯





					第２７９話 　マータの想い　♯





					第２８０話　旧恩に報いて





					第２８１話　豪華絢爛の落成式





					第２８２話　押し寄せる困窮者





					第２８３話　人外狂演　♯





					第２８４話　連邦援軍①　北へと向かう　♯





					７／23 特別記念編





					第２８５話　連邦援軍②　海賊襲来





					第２８６話　連邦援軍③　船上乱戦





					第２８７話　連邦援軍④　陸へ





					第２８８話　連邦援軍⑤　イルイスク会戦





					第２８９話　連邦援軍⑥　着任





					第２９０話　連邦援軍⑦　二等兵団





					第２９１話　連邦援軍⑧　勝利の美酒　♯





					第２９２話　連邦援軍⑨ 南岸奇襲上陸　♯





					第２９３話　連邦援軍⑩ ザブレラ攻防戦





					第２９４話　連邦援軍⑪　寡兵の戦い





					第２９５話　連邦援軍⑫　渾身の一投





					第２９６話　連邦援軍⑬　愛娘





					第２９７話　連邦援軍⑭　潜入作戦





					第２９８話　連邦援軍⑮　傷の手当て　♯





					第２９９話　連邦援軍⑯　艦隊決戦





					第３００話　連邦援軍⑯　艦隊決戦２





					第３０１話　連邦援軍⑰　リヴァイアサン轟沈





					第３０２話　連邦援軍⑱　成敗の聖剣　♯





					第３０３話　連邦援軍⑲　お仕置き　♯





					第３０４話　連邦援軍⑳　最終決戦





					第３０５話　戦勝式典　♯





					第３０６話　愛に埋もれて　♯





					第３０７話　親子の絆　♯





					第３０８話　女将軍　♯





					第３０９話　主の帰還、そして来訪　♯





					第３１０話　アドルフ散る





					第３１１話 難問山積（内政編）





					第３１２話　難問山積（家庭編）♯





					第３１３話　大見合会





					第３１４話　希望と絶望





					☆　人物紹介３１４話時点





					☆　国力比較 ３１４話時点　地図有り





					第３１５話　ロビー活動　♯





					ＳＰ話　かぼちゃ祭り　ラーフェン地図有





					第３１６話　忍びよる死の影





					第３１７話　誓いの儀式　♯





					第３１８話　小さな涙と光り





					第３１９話　治療薬　♯





					第３２０話　南の異変





					第３２１話 薬を巡って　♯





					第３２２話　女スパイ参上　♯　　ラフ画公開





					第３２３話 運命の出会い　イラスト公開





					第３２４話　謀略戦の始まり　♯





					第３２５話 見えない戦い①　始まり、敵の確認





					第３２６話 見えない戦い②　報復の炎





					12／22　特別記念編

		









					第一幕　花風呂

		

					第３２７話 見えない戦い③　狙われた女達





					第３２８話　見えない戦い④　報復の連鎖





					第３２９話　見えない戦い⑤　陰謀と強襲





					第３３０話　見えない戦争⑥　人の国





					第３３１話　見えない戦争⑦　苦境の敵　♯





					第３３２話　見えない戦争⑧　王国介入





					第３３３話　後始末　♯





					第３３４話　ヴァンドレア侵攻





					第３３５話　愛のお屋敷　♯





					第３３６話　陰謀は進む





					第３３７話　真の謀略





					第３３８話　淫らなさくらんぼ





					第３３９話　愛のさくらんぼ　♯





					第３４０話　聖なる傲慢





					第３４１話　性なる傲慢　♯





					第３４２話　冬は燃えるのか





					第３４３話　商人の決意





					第３４４話　南ユーグリア帝国①　辺境部





					第３４５話　南ユーグリア帝国②　魔翼　♯





					第３４６話　南ユーグリア帝国③　輝く国　♯





					第３４７話　南ユーグリア帝国④　ヴィルヘルミナ





					第３４８話　南部情勢は複雑怪奇





					第３４９話　半端な援軍





					☆　国力比較 ３４９話時点 地図有





					第３５０話　南部戦争①　入り乱れる騎兵





					第３５１話　南部戦争②　メリスバーク防衛戦





					４／１　特別編　♯





					第３５２話　南部戦争③　メリスバーク総攻撃





					第３５３話　南部戦争④　業火の反撃　♯





					第３５４話　南部戦争⑤　夜戦の結末





					第３５５話　南部戦争⑥　リバティース優勢？





					第３５６話　南部戦争⑦　自由の風　♯





					第３５７話　南部戦争⑧　リバティースの牙





					第３５８話　南部戦争⑨　折られた牙





					第３５９話　南部戦争⑩　ロサリオ事件





					第３６０話　南部戦争⑪　リバティース降伏





					第３６１話　南部戦争⑫　撤退戦





					第３６２話　南部戦争⑬　マイワイフ





					第３６３話　異様な気配





					第３６４話　戦間の日常　♯





					第３６５話　山の民の疑問　♯





					第３６６話　平等とは





					第３６７話　悪い恋人　♯





					第３６８話　突然の襲撃





					第３６９話　クレアの独立計画





					第３７０話　成し遂げた者





					第３７１話　占領地割譲





					第３７２話　三つの刃





					第３７３話　事態は悪く





					第３７４話　開戦に備えて





					第３７５話　未来を賭けて





					第３７６話　中央平原統一戦争①　北侵開始





					第３７７話　中央平原統一戦争②　第一次ザン＝ドラ会戦　♯





					第３７８話　中央平原統一戦争③　相互夜襲





					第３７９話　中央平原統一戦争④　第二次ザン＝ドラ会戦開始





					第３８０話　中央平原統一戦争⑤　第二次ザン＝ドラ会戦、焦土の末に





					第３８１話　中央平原統一戦争⑥　俺、参上





					第３８２話　中央平原統一戦争⑦　アークランド大会戦前編





					第３８３話　中央平原統一戦争⑧　アークランド大会戦中編





					第３８４話　中央平原統一戦争⑨　褐色の愛人　♯





					第３８５話　中央平原統一戦争⑩　アークランド戦争後篇　失われたもの





					ＳＰ３巻発売記念話





					第３８６話　中央平原統一戦⑪　橋上の死闘





					第３８７話　中央平原統一戦争⑫　止まらなかった歩み





					第３８８話　中央平原統一戦⑬　一人に有らず





					第３８９話 中央平原統一戦争⑭　思わぬ襲撃





					第３９０話　中央平原統一戦争⑮　王よ





					第３９１話　中央平原統一戦⑯　アレスの戦い





					第３９２話　中央平原統一戦⑰　非常識な者達　♯





					第３９３話　中央平原統一⑱　王の愛妾





					第３９４話　中央平原統一戦争⑲　王の目覚め





					第３９５話　中央平原統一戦⑳　魔都ラーフェン　前編





					第３９６話　中央平原統一戦争21　魔都ラーフェン 中篇





					第３９７話　中央平原統一戦争22　魔都ラーフェン後篇





					第３９８話　中央平原統一戦争23　巨砲と地獄





					クリスマスＳＰ





					第３９９話　中央平原統一戦争24　東方からの逆襲





					第４００話　中央平原統一戦争25　猪突猛進





					第４０１話　中央平原統一戦争26　内通者の最期





					第４０２話　甘いお仕置きと決戦前夜　♯





					第４０３話　東部軍団殲滅





					第４０４話　第一次北岸上陸戦





					第４０５話　総力戦へ





					第４０６話　援軍来訪





					第４０７話　西岸偵察作戦





					第４０８話　敵艦隊発見





					第４０９話　紙一重





					第４１０話　衝撃の真実　♯





					第４１１話　鋼鉄の腕





					第４１２話　問いの意味





					第４１３話　セリアＶＳイヴァンナ





					第４１４話　セリア大隊の初陣





					第４１５話　水上戦





					第４１６話　船上の名将





					第４１７話　船上の死神





					第４１８話　固体噴出　♯





					第４１９話　戦艦〇〇





					第４２０話　とある敵部隊





					☆　人物紹介４２０話時点





					第４２１話 銃後の街　前編





					第４２２話　銃後の街　後編





					第４２３話　戦艦物語





					第４２４話　策略看破　♯





					第４２５話　パテナ沖海戦ー艦隊戦





					第４２６話　パテナ沖海戦ー奇怪な者共





					☆ＳＰ④巻発売記念話





					第４２７話　パテナ沖海戦　艦隊決戦





					第４２８話　燃ゆる河





					第４２９話　戦時下　♯





					第４３０話　思わぬ邂逅　前





					第４３０話　思わぬ邂逅　後





					第４３１話　正面戦線参戦





					第４３２話　ゴルドニア大会戦　前編





					第４３３話　ゴルドニア大会戦　中編





					第４３４話　ゴルドニア大会戦　後編





					第４３５話　マイラ参陣　♯





					第４３６話　アークランド奪還





					第４３７話　苦難の街アークランド





					第４３８話　前夜の回想





					第４３９話　回想から現実へ





					第４４０話　頑強なるトリスニア





					第４４１話　長雨の先に





					第４４２話　漢玉





					第４４３話　地を走る船





					第４４４話　二投目無く





					第４４５話　魔剣に宿りしもの　♯





					第４４６話　母と子





					第４４７話　母の想い





					第４４８話　破壊の閃光





					第４４９話　男よさらば　♯





					第４５０話　手掛かりは何処





					第４５１話　アレス軍進軍　♯





					第４５２話　朽ちた古城





					第４５３話　遺跡探検　前編





					第４５４話　遺跡探検　後編





					第４５５話　千年の守護者





					第４５６話　メルドラの最後





					第４５７話　遺跡は再び眠る　♯





					第４５８話　銃後のお仕事





					第４５９話　砲火止まらず？





					第４６０話　トルトエント攻防戦　前編





					第４６１話　トルトエント攻防戦後編　裏切りの虎





					第４６２話　雑兵の覚悟





					第４６３話　第二次トルトエント攻防戦





					第４６４話　龍虎相打つ





					第４６５話　許されし虎





					第４６６話　エルフの未来が為





					第４６７話 エルフの欲望が為　♯





					第４６８話 苦境の帝国





					第４６９話 伏したる龍　♯





					第４７０話　ささやかな警告





					第４７１話　舞い降りる穢れた天使





					第４７２話　憎悪の使い方　♯





					第４７３話　船無き船乗り





					第４７４話　変化





					第４７５話　陸を越え蘇る船乗り





					第４７６話　屑の集団





					第４７７話　舞台は整いて





					第４７８話　アルテリア決戦　前編





					第４７８－２





					第４７９話　アルテリア決戦　後編





					第４７９－２





					第４８０話　アルテリア決戦　名将斃るる





					第４８１話　狂気の代償





					第４８２話　愛無き抱擁　♯





					第４８３話　苦境の女王





					第４８４話　搾り出るモノ　♯





					第４８５話　小休止





					第４８６話　晩餐会は続く





					第４８７話　セレスティナの涙





					第４８８話　無理難題





					第４８９話　金色の出撃





					第４９０話　無条件の敬意





					第４９１話　不浄の抜け道





					第４９２話　モルトに旗は翻る





					第４９３話　最期の交渉　前編





					第４９４話　最期の交渉　後編　※





					第４９５話　破滅の作戦？





					第４９６話　破滅よ来たれ





					第４９７話　幼姫との小休止　※





					第４９８話　幼姫との小休止２　※





					第４９９話　浮気とママ　※





					第５００話　敵の敵は悪夢





					第５０１話　救いの陽





					第５０２話　魔物図鑑





					第５０３話　嘆きの雨　♯





					第５０４話　雨中の死闘





					第５０５話　九頭の要塞





					第５０６話　大集合





					第５０７話　奈落を探せ





					第５０８話　焦土作戦





					第５０９話　巨蟲斃るる





					第５１０話　毒と性感　♯





					第５１１話　♯





					第５１２話　地獄見つけたり　＃





					第５１３話　空中戦





					第５１４話　最後の一撃





					第５１５話　終わりの場所





					第５１６話　我が名はヴィルヘルミナ





					第５１７話　考える〇しである





					第５１８話　常識外の手





					第５１９話　エルフ印の開発計画





					第５２０話　公平な取引とツヴァイ母　♯　地図有





					第５２１話　戦後の道





					第５２２話　退屈な内政





					第５２３話　三者三望





					第５２４話　荒れる夜会





					☆２０１８年　ハロウィンＳＰ





					第５２５話　嘘の淫蕩





					第５２６話　ドタバタ余談１ピピ





					第５２６話②　ドタバタ余談２海賊





					第５２６話③　ドタバタ余談３ デュアルクレイターは？　※





					第５２６話④　ドタバタ余談４ 奇妙な生態





					第５２６話⑤　ドタバタ余談５ 孕み隊





					第５２６話⑥　ドタバタ余談６　商人ズ　♯





					☆五巻発売ＳＰ





					第５２６話⑦　ドタバタ余談７　人外ズ　♯





					第５２７話　盤を反すべし





					第５２８話　盤を反すべしⅡ





					第５２９話　想像よりも大きな地雷　♯





					第５３０話　姉を想う





					第５３１話　木っ端なトラブル





					第５３２話 二つ目の地雷解除





					第５３３話　出会ってしまった二人





					第５３４話　姉さん大好き





					第５３５話　智将の乱行





					第５３６話　ジャスティスパワー





					第５３７話　有能な働き者





					第５３８話　嵐か凪か





					第５３９話　平穏な家族





					第５４０話　エルネス事件





					第５４１話　モザディエ事件





					第５４２話　全てを隠せ！





					第５４３話　サラエド事件





					第５４４話 王国へ続く道①　決断の時





					第５４５話 王国へ続く道②　毒食わば皿まで





					第５４６話 王国へ続く道③　敵は眼前にあり





					第５４７話 王国へ続く道④　最後の宴





					第５４８話 王国へ続く道⑤　ゴルドニアの戦い





					第５４９話 王国へ続く道⑥　一対三





					第５５０話 王国へ続く道⑦　全てを尽くして





					第５５１話 王国へ続く道⑧　さらば友よ





					第５５２話 王国へ続く道⑨　我こそが





					第５５３話 王国へ続く道⑩　戦いの終わり





					第５５４話 王国へ続く道⑪　戴冠式に血は舞いて





					第５５５話　全ての結末





					第５５５話真　帰り着いた場所





					第５５６話　思い出は炎の中に





					第５５７話 微笑ましき喧嘩





					第５５８話 昔話から未来へ





					第５５９話 恐王ハードレット





					第５６０－１話 妖花に乱されて－１





					第５６０－２話 妖花に乱されて－２　♯





					第５６０－３話 妖花に乱されて－３　♯





					第５６１話　玉座の重さ





					第５６２話　王と王





					第５６３話　野心の結末





					第５６４話　抜け道





					第５６５話－１　子どもの才覚





					第５６５話－２　後宮騒動　前編





					☆２０１９年　特別編





					第５６５話－３　後宮騒動（お化けも）　中編





					☆子ども達紹介





					第５６５話－４　後宮騒動　後編





					第５６６話　生者と死者−１





					第５６６話　生者と死者−２





					第５６６話　生者と死者−３





					第５６６話　生者と死者−４　♯





					第５６６話ー余　石





					第５６６話 生者と死者－５





					第５６７話　淡々とした統治　調停編





					第５６８－１　淡々とした統治　治安維持編





					第５６８話－２　淡々とした統治　治安維持編②





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編③





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編④





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑤　幻想破壊





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑥　そそり立つ四柱





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑦　ハッピーエンド？





					☆七夕ＳＰ　願いの適う日①





					第５６９話　淡々とした統治　治安維持編⑧　余の顔に覚えがないか





					☆七夕ＳＰ　願いの適う日②





					第５７０話　湯に流れゆく時①





					第５７０話　湯に流れゆく時②　五年目





					第５７０話　湯に流れゆく時③





					第５７０話　湯に流れゆく時④





					第５７０話　湯に流れゆく時⑤　五年目　♯





					第５７０話　湯に流れゆく時⑥　五年半





					第５７０話　湯に流れゆく時⑦　五年半





					第５７０話　湯に流れゆく時⑧　６年目





					第５７０話　湯に流れゆく時⑨　６年目





					第５７１話　エレクトラ陸海戦





					第５７２話　ノンナのおうち





					第５７３話 愛と思い出　♯





					第５７３話 思い出は永遠に





					第５７４話 形無き停戦





					第５７５話 虚無－１　息子たちの性





					第５７６話 虚無－２　きっかけの乱行





					第５７６話 きっかけの乱行２　♯





					第５７７話　終着点





					第５７８話 道は継がれる





					第５７９話　夜の家族





					最終話　別れ　そして永遠へ





					☆２０１９ハロウィンＳＰ





					☆２０１９クリスマスＳＰ





					☆２０２０節分ＳＰ





					☆２０２０バレンタインＳＰ





					☆２０２０年　エイプリルフールＳＰ





					☆ＳＰ　子ども達の闘争　前編





					☆ＳＰ　子ども達の闘争　後編





					☆ＳＰ　懐かしの場所で





					☆２０２０夏　ＳＰ





					☆ＳＰ　バトルオブカボチャ　～誕生編～





					☆ＳＰ　バトルオブカボチャ　～闘争編～
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